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〇區 裁判所 出張所 設置の 請願 (北海 道士 別 

& . . 

0 登記所 設置の 請願 C 宮崎 縣東鄕 村) . 

o ltl' l: 裁判所 復設の 請願 01 一重 縣松阪 町) . 

〇 登， ![! 所 設置の 請願 C 長 野 縣屮込 村) . 

0 I5J 上 (北海道 上 ® 別 村〕 . 

0 辿 方 裁判所 支部 設® の 請願 C 北海道 網 走 

町) . 

〇 登記所 設 諠 の 請願 (鳥 根 縣有福 村) . 

0 同上 t 岡 山 R « 庭 郡〕 . 

〇藥草 栽培 保 諺に 關する 請願 . 

〇较記 所 設遛の 請願 C 北海 aj 上 富 良 野 村) . 

♦先 正 七 年 三月 十八 日 議事 . 

〇 狩 撤法改 正 法 钳案 第一 諮 會 . 

〇豪羚 钡行法 屮 改正 法律案 第一 ill 會 . 

01 ' 災救 助雜金 法 中 改正 法律案 第一 ii 會 . 

〇间上 第一 ie . 

0 同上 第三讀 會 . 

0 朝鮮の 生 產に係 る 物品の 移入 ®: 免除に 關 

する 法律案 第一 讀會 の g? . 

0 同上 第二 讚 # . 

〇同 上 第三 S3 fr . ン ……， 

〇 特許法 中 改正 法律案 (衆 篛院 提出) 第一 
大日 本 帝！ £賴矜 誌 第 十一 卷 口 次 


諮 會 . 一ニ ニ 

0 商標 法 中 改正 法律案 C 衆議院 提出) 第一 

讀會 . 一二三 

0 意匠 法 中 改正 法律案 (衆議院 提出) 第一 

鬧會 . 一二三 

〇實用 新案 法 中 改正 法律案 (衆議院 提出) 

第一 Is 會 . 一二三 

0 日本 勸業 銀行 法 中 改正 法律案 (衆議院 提 

出〕 第一 1C 會の續 . 一二 四 

〇輕 便鐵 道 法 中 改正 法律案 (衆議院 提出) 

第一 讀會の 續 . 一二 四 

〇軌 逍條 例屮 改正 法律案 c 衆議院 提出) 第 

111 會の續 . 一二 四 

0 日本 勸業 銀行 法 中 改正 法律案 (衆議院 提 

出〕 第二 |« 會 . 一二 四 

01 i+便 鎩道法 中 改正 法律案 t 衆議院 提出〕 

第二 讀會 . 一! 一四 

0 軌道 條例中 改正 法律案 c 衆議院 提出〕 第  • 

二 響 . . . 一二 四 

OH 本勸業 銀行 法 中 改正 法律案 (衆議院 提 

出〕 第三 P 會 . 一二 四 

o_ 便 鐵道法 中 改正 法律案 C 衆議院 提出〕 

第三 1 E 會 . 一二 四 

0 軌道條 例 中 改正 法 鉗 案 〔衆議院 提⑴〕 第 

三讀會 . 一二 四 

〇 美術の 振興に 關 する 建 翳 案 . 一二 四 

❖大正 七 年 三月 二 十日 11 事 . 一二 七 

〇豫 »: 案 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第二 號) . 二 一八 

0 同上 (第三 號〕 . 二 一八 

0 豫算案 大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第二 號〕 . 一二 八 

〇豫算 案 臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第二 號) . 一二 八 

0豫 3?. 案 大正 七 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫 

算 追加 案 C 特第 一號〕 . 一二 八 

〇豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 嬰す る 件 (追 第二 號) . 一二 八 

0 稗 算案 大正 七 年度 歳入歳出 總雅算 追加 案 

C 第 四 號) . 一二 八 

〇预筘 外阈庫 の rl 擔とな るへ き 契約を 爲す 
を 要する 件' 追 第三 號〕 . . 一二 八 

〇 海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入れに 


關する 法律案 第一 |« 會 . 一三 一 

0 東京 市 M 改正 條例中 改正 法律案 第一 ® 

0 . 二 一一 一 

0 京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關し JK 京 
市 M 改 JH 條例 及 I}i 京 市® 改正 ± 地迚 物處 

分 規則を 準用し 得る の 法律案 第一 ® 會 . 一三 一 

0 日本 興業銀行 法 中改 JH 法 fu 案 第一 讀會 . 一三 三 

0 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 第一謅 會 . 一三 三 

〇郡制中改正法柑案筘一讀會 . 一三 三 

〇 科學及 工業 敎 育に 關 する 建議案 . 一三 四 

♦大正 七 年 三月 二十 二 日 議事 . ニニ 五 

〇 軍需工業 動員 法案 第一 讀會 . 一三 五 

〇豫算 案 大正 ? i; 年度豫 備金 茭 出の 件 承諾を 

求む る 件 . . . 一四 二 

〇豫算 案 大正 五 年度 Tli filli 金 外に 於て 豫算超 

過及豫 算 外 支出の 件 承諾を 求む る 件 . 一四 二 

〇豫算 案 大正 五 年度 特別 會計豫 備金 支出の 

件 承諾を 求む る 件 . 一四 二 

〇豫筘 案大 IH 五 年度 特別 會計豫 腧 金 外に 於 
て 豫算超 過 及豫算 外 支 m の 件 承諾を 求む 

る 件 . . . 一四 二 

〇豫览 案 大正 五 布 度 大正 三年 臨時 事件 豫備 

費 支出の 件 承諾を 求む る 件 . 一四 二 

〇鸨算 案 大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備 
费 外に 於て 豫算外 支 ai の 件 承諾を 求む る 

件 . 一四 二 

〇豫算 案 大正 ?;: 年度 帝 國鐵道 積 立命 支出の 

件 承諾を 求む る 件 . 一四 二 

〇豫算 案 大 芷 五 年度 帝 K 鐵道 積立金 外に 於 

て骹算 超過 支出の 件 承諾を 求む る 件 . 一四 二 

0 爆 發物取 締罰則 中 改正 法律案 第一 _ 會 

の續 . 一四 二 

0 同上 第二 II 會 . 一四 三 

〇 同上 第三® 會 . 一 四彐 

0 救 li 費國 脂 補助の 請願 . 一四 三 

0 登記所 設置の 請願 (岡 山縣矢 神 村) . 一四 三 

令 大正 七 年 三月 二 十五 日_ 事 . 一四 四 

0 地 S 變 更兔租 年期に 關 する 法律案 第一 

讀會 の la . 一四 四 

〇 同上 第二 ® 會 . 一四 四 

〇冏 上 第 ni ffi 會 . 一四 四 

〇有價 證券 割賦 販 S 業 法案 第一 讀會 の續 . 一四 四 

三 
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を屋 する 件 C 追 第三號 ) . I 五三 

0 軍需 X 業 動員 法案 第一 ss fr の S . 一 五 五 

0 同上 第二譖合 . I 五六 

〇 同上 第三 讚 0 . 一 五六 

0 日本 興 策 鋇行法 中 改正 法律案 第一? S 合 

の铅 . 一 五六 

〇 朝鮮 銀行 法屮 改正 法律案 第 一 讀會 の « . 一 五六 

0外 交に 關 する 本 野 外務大臣の 演說 . I 五 七 

〇 同上 杉田定 I の 質問 . 一 五八 

0 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 一 五 九 

0 同上 海 11: 田 準 一郎の 質問 . 一 ? T 九 

0 同上 若槻禮 次郞の 質問 . .  I 五 九 

〇 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . . . . 一六 〇 

〇德山 港を 特別 輸出入 港に 指定の rw! 願 . 一六 〇 

0 鐵道敕 設の諝 願 (傾 須賀浦 賀 間〕 . …： ..一六 〇 

〇 炭價 調節の 謀 願 . 一六 〇 

〇區 裁判所 出張所 設置の 請願 (山形 縣狩川 
村〕 . . 一六 0 

第 四十 回 帝 國議會 衆議院 

令 大正 六 年 十二月 二十 七日 議事 . 一六 一 

0 勅語 奉答 文の 件 . 一六 一 

命 大正 六 年 十二月 二十 八日 議事 . 一六 一 

0 全院委 W 長の 選擧 . 一六 二 

0 常 fr: 委員の 選擧 . 一六 三 

〇 海軍に 對 する 感謝 決讖案 . 一六 四 

❖大正 七 年 一月！ 一十 二 日 議事： . 一六 四 

〇議 fl 席次 . M ハ 五 

〇 施政方針に 關する 寺 內總理 大臣の 演說 . 一六 六 

〇 外交 方針に 關する 本 野 外務大臣の 演說 . 一六 六 

0 財政 方針に 關する 勝 田大藏 大臣の 演說 . 一六 七 

0 施政、 外交、 財政 方針に 關する 床 次 竹 二 

郎の 質問 . 一七 〇 

〇 同上 勝 田 大蔵大臣の 答 辯 . 一七 〇 

〇 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 一七 〇 

〇 同上 寺 內總理 大臣の 答 辯 . 一七 一 

0 施政、 外交 方針に 關する 尾 崎 行 雄の 質問 . 一七 一 

〇 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 一七 五 

0 財政 方針に 關 する 鈴 木 梅 四郞の 質問 . 一七 六 

0 同上 勝 田大藏 大臣の 答 辯 . 一七 六 

0 施政、 外交、 財政 方針に 關する 坂 本金彌 

の 質問 . 一七 六 


0外 交に H する 本 B 外 S 大臣の 答 解 . 一 L -L 

0 施政方針に H する 仲 小路 • 商務 大臣の 答 

0 . 一七 七 

〇同 上田 期 岱 大 K o 答 辯 . 一七 七 

0 同上 寺 内 璁理大 KI の 答 ef . 一七 七 

0 M 上路 田大藏 大臣の 答 辯 . 一七 A 

0 外交 方針に 関する 今 井 兹 幸の ? J 問 . 一七 八 

0 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 一八 〇 

♦大正 七 年 一月 二十 三日 猫 机 . | 八 0 

〇费 員の 言論® 茁に M する 件 . 一八 〇 

0 施政， W 政 方針に 關する 山 木 to 二郞 O H 

间 . - 八 I 

0 財政に 關 する 勝 田大联 大 K の 答 辯.……. -: … …： 一八 三 

0 施政に 關する 岡 田 文部大臣の 答 辯 . 一八： :7r: 

〇 施政、 財政に 關 する 片岡 il'l ia cn 問 . 一 八. 九 

0 施政に 明す る加皤 海垠 大臣の 答 辯 . 一八 八 

0 同上 寺 內總理 大臣の 答 辯 . 一八 九 

〇财 政に 關 する 勝 田大藏 大 K の 答 21 . 一八 九 

0 施政方針に 關 する 柏 原文 太郞の 打 問 . 一九 〇 

〇 同上 大鳥 陸軍 大 E の 答 辯 . . . 一九 〇 

0 同上 抑 川方義 の H 問 . 一九 一 

Q 外交 方針に 關す る狎川 方 趣の , ri 問 . 一九 -: 

0 同上 本 野外 務 大臣の 答 辯 . 一九 HI 

0 施政、 財政 方針に 關す る武藤 金吉の H lflJ . 一九 H 

〇 施政方針に 關 する 仲 小路 S 商找大 防 の 答 

f  . . l VL /r: 

〇财政 方針に 關する 勝 田大藏 大臣の 答 辯 . 一九 / 1. 

0外 交 方針に 關する 詔 月 小太郎 の W [HJ . 一九 六 

0 同上 本 野外 務大 K の 答 辯 . 一 九 八 

令 大正 七 年 一月 二十四日 齡斟 . 一九 九 

0 所 捍稅法 中 改正 法律案 第一 陳愈 . 一九 九 

0 通行税 法 廢止 法律案 第 I 譖® . 二 〇〇 

0 酒造 ^ 法 中 改 芷 法律案 第一 調© . 二 00 

0 酒 ® 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

1 S 1 讚會 . 二〇〇 

0 麥酒法 中 改正 法律案 第一 酌 包 . 二〇〇 

〇淸凉 飲料 税法 案 第一 譖會 . 二 〇 〇 

0 自家用 醬油税 法 中# 法律案 第一 謫 會 . 二 〇 j 

〇- 砂糖 4 税法 中 改正 法律案 第一 雄 © . 一 # 

0 織物 消費税 法 中 改正 法律案 第一 悶 會 . 二 〇 一 

0 石油 消 K 税廢止 法律案 一 B'a ir . 二 〇 一 

〇戰畤 利得 税法 案 第一! f # . 二〇一 


01$上第|1醑& . 

0 同上 第三 ■ 金 . 

0 狩 L® 法改正 法律案 第一 13 符の授 . 

0 分 羚銀行 法 中 改正 法律案 第一 IT} 色の®. 

0 同上 第二 » 會 . 

0 同上 第三 K 會 . 

0 海 iu に 於て 海， ボ採炭 所の 石炭の H 入に 關 

する 法律案 第一 讚 會 の© . 

o Jti K 市 K 改 正條例中改正法钳案第一讀 

會の續 . 

0 同上 第二 爾會 . 

P:M 都市 又は 大阪市の 市 辟 改正に 關し诳 V; 
市 辟 改正 條例 及 31 京 市 辟 改正 土地纽 物處 
分 規則を 氓 用し 得る の 法 ? H 案坊 一譖位 

1 . 

0 同 - K 第二 讚會： •，- . 

〇诳 京 市 M 改正 條例中 改正 法邙案 第三 讀 

# . 

0 M 都市 又は 大阪市の 市 M 改正に 關し诳 京 

市區 改正條 例 及 東京 市區改 IH 土地 迚物處 

分 規則を 维 用し 得る の 法® 案 第三 11 會. 

0 決算 大正 四 年度 歳 人 歳出 總決览 並 大正 四 

年度 谷 特別 ir 計 歳入歳出 決 ®: . 

0 郡制 中 改正 法律案 第一 讀符 の紹 ……. 

〇 同上 第 M 調 # …： . . 

0 同上 第三 詷锊 . 

0 神社 锊祟 に關 する 建議案 . 

♦大正 七 年 三月 二 十六 日 _ 事 . 

〇豫览 案 大正 七 年度 歳入歳出 總豫 M 追加 案 

(第二 號) . 

〇豫筘 案 大正 七华度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第三 號〕 . 

〇拽览 案 大正 六 年度 歳入歳出 總豫嚣 追加 案 

ハ筘 二號) . 

〇豫筘 案 臨時 軍事 ffif 豫算 追加 案 (第二 號>:. 

〇豫览 案 大正 七 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫 

算 追加 案 (特 第一 號〕 . ：… 

〇豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 (追 第二 號〕 . 

〇豫算 案 大正 七 年度 歳入歳出 總豫 K 追加 案 

(第 四號〕 . 

〇豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲す 
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ニニ ニ 
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ニニ 三 
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一三 四 

ニニ 五 

一三 五 

一三 七 

ニニ 七 

11 二 八 

ニニ 八 
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〇沒 祿處 分を 受けた る 者に 對 する 家 祿賞典 

祿處 分に 關する 法律案 第一 IB # . 

令 人 JH 七 年 一月 二 十九 日 議事 . 

〇對茭 政策の 根 木 方針に 關する 質問 . 

〇 革 人の 官紀に 關する 質問 . 

〇 衆識院 m 員 選 m 法 違反者 m m の 方針に 關 

する W 問 . 

0 中等 敎科霄 不當値 上に 關する 質問 . 

〇對支 政策の 根本 方針に 關 する 伊東 知 也の 

質問 餅 說 . 

〇 軍人 官紀に 關 する 野村嘉 六の 質問 演説：： 

0 同上 大島 陸軍大臣の 答 辯 . 

〇 衆議院 翳筠 選擧法 違反者 處 罰の 方針に 關 
する rs- 岡 宇一郎の 質問 演說 . 

〇 同上 松 室 司法大臣の 答 辯 . 

〇屮 等敎科 書！ f 當値 上に 關する 奥 村 三樹之 

助の 質問 演說 . 

〇冏 上 岡 田 文部大臣の 答 辯 . 

0 輸出 菜 子糖果 原料 砂 城 戾税法 中 改正 法律 

案！ siil ^ . 

〇 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第一 

S . 

〇 市町村 立 小 學校敎 員 傣給國 庫負擔 法案 

IS  1  . . 

〇朿京 帝 阈大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支 

出金 繰 入に 關する 法® 案 第一讀 會 ……. 

0 帝 阀大® 特別 會計 法中改 正 法律案 第一 

馨 . . 

0 裁判所の 設立に 關 する 法律案 第一 is 會. 

0 大正 二 年 法律 第 九 號屮 改正 法律案 第一 

S . 

〇迠洋 漁業 獎勵法 屮改正 法 印 案 第一 讀會. 

〇 軍 ra 自励車 補助 法案 第 一 讚會 . 

〇鍅道 敷設 法 中 改正 法律案 第一 譖會 ……. 

❖大正 七 年 — 月 二日 謎 Z)J . 

c 對茭 政策の 根 木 方針に 關 する 質問の 答 辯. 


〇 郵便 法 中 改正 法律案 第一 _會 . 二 〇二 

〇 臨時 國庫證 券 法 中 改正 法 Mt 案 第 i ra 會 . 二〇六 

.0 貨幣 法 中 改正 法津案 第一 讀會 . 二〇七 

〇 戰時 船舶 管理 令 承諾を 求む る 件 . 二〇七 

〇 家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案 第一 讀 


0 足 尾鐵道 及 有 馬 輕便鐵 道の 買 收に關 する 

法律案 第一 讀會 . 二三 〇 

〇 登 錄税法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 二三 一 

〇 朝鮮 事業 公僙法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 二 三 一 

〇嬅太 事業 公債 法案 第 I 讀會 . 二 三 一 

0 未成年者 飲酒 取締に 關する 法律案 第一 

讀會 . 二 三 一 

0 森林法 中 改正 法律案 第 會 . 二 三 八 

0 元 屯田兵 步兵 扶助に 關 する 法律案 第 I 

讀會 . 二 三 九 

〇苋方 調査 局 設置に 關 する 建議案 . 二 三 九 

0 輸出 綿織物 檢 査所設 置 に關 する 建議案 . 二 四〇 

♦大正 七 年 二月 七日 議事 . 二 四〇 

0 酒造 税法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . 二 四！ 

0 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

第一 W 會の續 . 二 四 一 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第一 la 會の續 . 二 四 一 

〇 所得 秕法中 改正 法律案 第 i ia- 會の ® . 二 四 一 

〇 戰時 利得 税法 案 第一 is 會の續 . I 一四 一 

〇 郵便 法 屮 改正 法律案 第 一 讀 會の續 . 二 四 一 

〇 淸凉飮 料 税法 案 第一 讀 會の續 . 二 四 一 

0 0 家 用骁油 税法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の續 . 一一 四 一 

0 砂糖 消費 銳法中 改正 法律案 第一 si 會の 

續 . . 二 四 一 

〇輸 出 菓子 糖果 原料 砂糖 戾税法 中 改正 法律 

案 第一 讀會の 續…. . 二 四 二 

0 織物 消費税 法 中 改正 法律案 第一 讀會の 

續 . 二 四 二 

0 石油 消費税 法廢止 法律案 第一 讀會 の續 . 二 四 二 

0 通行税 法廢止 法律案 第一 讀會 の績 . 二 四 二 

0 酒造 税法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 二 五六 

0 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

第二 ^ 會…： . . 1 1 五六 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 二 五 七 

0 所得税 法 中 改正 法 fit 案 第二 讀會 . 二 五 七 

〇戰時 利得 税法 案 第二 is 會 . 二 五 七 

♦大 JH 七 年 二月 九日 識事 . 二 五 九 

0 衆議院 規則 第 百 二十 七條 に關 する 件 . 二 五 九 

〇 巡査 看守 退隱料 及 ifi 族 扶助料 法 中 改正 法 
律 案 第一 讀會 . 二六〇 


0 大正 六 年 勅令 第二 百二號 承諾を 求む る 件 . 二 六 0 


〇 臨時 國庫 證券 法 中改 IE 法律案 第一 讀會 

の續 . 二 六 〇 

〇 同上 第二 讀會 . 二 六 一 

0 貨幣 法 中 改正 法律案 第一 讀會 の Is . 二 六 一 

0 同上 第二 讀會 . 二 六 一 

0 登 錄税法 中 改正 法律案 第一 讀會 の續： . 二 六 一 

0 同上 第二 讀會 . 二 六 一 

〇鐵 S 敷設 法 中 改正 法律案 第一 SW 會の續 . 二 六 一 

0 足 尾鐵道 及 有 馬 輕便鐵 道の 買 收に關 する 

法律案 第一 讀 &の續 . 二 六 一 

〇鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第二讀 會 . 二 六 二 

0 同上 第三 S 會 . . . 一一 六 五 

0 足® 鐵道及 有馬輕 便鐵通 の 買 收に關 する 

法律案 第二 M 會 . . 二 六 五 

0 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の續 . . •••二 六 五 

〇陣太 事業 公債 法案 第 一 讀 會の續 . •二 六 五 

0 軍用 自動車 補助 法案 第一 讀會 の續 . 二 六 六 

0 同上 第二 讀會 . 一一 六 六 

0 遠洋漁業 骑勵法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の續 . 一一 六 六 

0 同上 第二 讀會 . 二 六 七 

0 衆議院 規則 第 百 二十 七 條に關 する 件 . 二 六 七 

♦大正 七 年 二月 十二 日 議事 . 二 六 七 

〇內閣 官制 第 八 條に關 する 件 . 二 六 七 

0 束 京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支 

出金 繰 入に 關する 法律案 第 會の續 . 二 六 八 

0 同上 第二 _會 . 二 六 八 

0 帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 第一 

讀 會の續 . 二 六 八 

0 同上 第二 讚 會 . . . 二 六 八 

〇豫算 案 大正 七 年度豫 算案 . 二 六 八 

〇豫算 案 臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第一 號) . 二 六 八 

〇豫算 案大 IH 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

C 第一 號〕 . . . 11 六 A 

〇豫算 案 ?* 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約 

を爲す を 要する 件 (追 第一 號〕 . 二 六 八 

♦大正 七 年 二月 十四日 議事 . 11 八 七 

0 地 稲 變更 免租 年期に 關する 法律案 第一 

1 . 二 八 - b 

0 徵兵令 改正 法律案 第一 讀會 . 二 八 八 

〇 舊韓國 貨幣の 處 分に 關 する 法 茚案 第一 


大 R 本 帝 S 涵&誌 第 十 一 卷 2! 次 


大日 太 帝 阀漭 l^ llg 第 十一卷 H 次 

65旮 . 二八 力 

〇大 正五年法 ?!* 馆四號中改正法坩案第一 

9 會の费 . 二八 九 

〇 同上 第二 滇會 . 二八 九 

〇內閣 河 劾 決 蓮 案 . 二八 九 

♦大正 七 年 二月 十六 日费班 . 三〇九 

0 53 時 船舶 竹 理令 承諾を 求む る 件 . 三 〇 九 

〇释師 法 中 改正 法律案 第一 葫會 . 三 一七 

0 郡制屮 改正 法律案 第一 费會 . 三-八 

〇 刑法 中 改正 法律案 第 i 會 . 三 一九 

0 爆發物 取締 勘 則廢止 法 flf 案 第一 围會 . 三 二 〇 

0 私立 ^ 校 及 公益 -zi: 人の 用地 免租に 關する 

法钳案 第一 Iff fr . 三 二 一 

〇 家祿 K 典 錄處 分に 關 する 法律案 第 |讚 

fT の紛 . 三 ニニ 

〇沒祿 處 分を 受け， たる 者に 對 する 家 祿赏典 

祿處 分に 關 する 法律案 第一 調會 . r :…： 三 ニニ 

0 家 祿 £A 典 祿庳 分に 關 する 法律案 第二 la 
分 . 三 11 三 

〇沒祿 腐 分を 受げた る 渚に 数す る 家 祿赏典 

祿處 分に 關する 法律案 第二 is ir . 三二彐 

0 礙良職 H 表彰に 關する 建 p 案 . 三 二 三 

♦大正 七 年 二月 - 1- 九日 識斟 . 三 二 五 

〇辨員 席次 . 〆 . 三 二 六 

0外 交に 關 する 質問 . 三 二 六 

0 同上 抑 川方義 の 質問演 說 . ぃ . 三 二 六 

C 對支 外交に 關する 質問 . 三 二 七 

0 同 . h fl 口秀 雄の 質問演 說 . 三 二 七 

〇物衍 調節に 關する 質問 . 三 三 一 

o lnl 上 紫 安 新九郎 の 質問演 說 . 三 三 一 

0 千 蓰縣 安房 郡の 再選 擧に關 する 質問 ……. ： …… 三 三 一 

0 同上 鈴 木 富 士獅の 質問 演說 . 三 二一 一 

0 ル— マ-ー ア行 醫肺團 の © 散に 關 する 質問 . 三 三 五 

0 同上 土屋淸 三郞の 質間演 說 . 三 三 五 

〇米國 政府の 輸出入 制限 令に 關する 元 田 ® 

の 質問 . 三 三 七 

〇 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 三 三 八 

〇 小级 製粉 類の 買 占に 關 する 質問 . 三 三 八 

〇 同上 橫山勝 太郎の 質問 演説 . 三 三 八 

0 言論 H 由の 妨害 並 人 權蹂 _ に關 する 質問 . 三 四 一 

C 同 h  i 一一 木武吉 の 質問演 說 . 三 四 一 

〇 有 僧 證券 割賦 阪賣槊 法案 第 一 _ 會 . 三 四 三 


♦大正 七 年 二月 II 十一 RS 取 . 三 四 四 

〇摧災 救助 基金 法 中 改正 ifc 钳案第 一筘 fr . 三 四 四 

0 衆 諾院薙 fl 選舉法 中 改正 法律案 (藤 澤琺 

之_ 提出 i* 第 I 讚會 . 三 四 五 

0 未成年 界肷消 取締に 関する 法 鉗 案 第一 

詡蚵の 紐 . 三 四 九 

0 同上 第二 誚會 . 三 五 〇 

〇羧道 纽設 に關 する 建議案 (根本 正 提出〕 . 三 ? n 〇 

〇妗 察官 年功加俸 令 制定に 關 する 建 题案 . 三 五一 

〇鐵适 建設に. 關 する 建 薙案 (野 岩 羽鐵 道〕 . 三 五 二 

〇豈 岐對馬 本土 間 交通 運輸の 設 瞄 に關 する 

趄 議案 . . 三 五 二 

〇物價 調節に 關 する 建議案 (村 松恒 一郎 提 

出〕… . 三 五三 

0 同上 (降 旗 元太郎 提出) . . . 三 五三 

〇苽方 調 ^ 局 設置に 關する 建議案 . 三 五 九 

♦大正 七 年 二 月 二十 三日 議事 . . . 三 五 九 

〇 懿員 紫 %: 新九郎 の 發言肢 消に 關 する 件 . 三六〇 

0 議員 紫 安 新 九郞 懲罰 事犯の 件 . 三 六 一 

0 人 稲 保 謎に 關 する 法 ii 案 第一 闊 會 . 三 六 一 

〇 刑事 ' rf 訟法中 改正 法律案 第一 11 會 . 三 六 一 

0 裁判所 設立に 關 する 法律案 第 ~ 11 會の 

續 . 三 六 三 

0 同上 第二 if 會 •. . . . . . 三 六 三 

0 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 

is 會の續 . 三 六 三 

0 同上 第二 is 會 . 三 六 三 

〇爾 要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 第一 

i . 11  is 

〇辘業 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . ：三六 四 

0 日本勸 業 銀行 法 中 改正 法律案 第 一 讀會 . 三 六 五 

0 農工 銀行 法 中 改正 法律案 第一 if 會 . 三 六 五 

〇赖 便鐵道 法 中 改正 法律案 第一 ii 會 . 三 六 五 

0 軌道條 例 中 改正 法律案 第一 讀會 . 三 六 五 

0 農會法 中 改正 法律案 第一 讀 會 . 一一 一六 五 

0 特許法 中 改正 法律案 第一 讀會 . . ••三 六 六 

0 商標 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 三 六 六 

0 意 rr 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 11 H ハ 六 

〇實用 新案 法 中 改正 法律案 銪 一讀會 . 三 六 六 

0 醫肺法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . 三 六 九 

0 同上 第二 IW 會 . 三七〇 

〇 露國 の P. 獨講 和に 關 する 望月 小太郞 の 質 


六 

間 . . . . . 三 七 0 

0 同上 本 野 外務大臣の 答 格 . 三 七 〇 

〇纖 雄 原料 政策 及 » 物 K I8 奨 B に H する is 

SI 案 . 三 七 一 

0 陰 陆迎輅 脓江鐵适 速成に 明す る ! B n 案 . 三 七三 

0» 良 職工 表澎 に關 する 雄漭案 . 三 七三 

♦大正 七 年 二月 二十 六日 用事 . 三 七 四 

0 馬 PC 獎勖に H する 《 間 . 三 七 五 

0 同上 八 [11 宗 -tv の® 問演說 . 三 七 六 

〇苽 三省に 於け る棑 n 行勵 に關 する rt liil . 三 七 七 

©• 同上 伊東‘ 知 也の * 問演 »' . ず 一七 七 

0S 励 JP 取締に 關 する锊 冏 . 三し 

0 同上 高見 之' 通の K 問演說 . 三 七 九 

〇粹怒 官の行 励に 關 する ? T 問 . 三 八 一 

0 同上 撾山勝 太郞の 竹 問 潢 說 . 三 八 一 

〇 市町村 立 小學校 奴 U HV 給 № № ¢5 撩法案 

第 一  i の續 . 三 八 四 

0 同上 第二 讀會 . 三 八 四 

0 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關する 

法律案 第一 讁酋の 級 . 三八四 

〇 同上 第二 鐾 . . 三 八 3fr 

〇物惯 調節に 關する 建戤案 . 三 八 3T 

0 ■員 紫 安 新 九郞懲 削 事犯に 關する 件 . 三 八 六 

0 議場の 秩序に 關する 件 . 三 八 六 

♦大正 七 年 二 月 二十 八日 箭 郫 . 三 八 六 

0 言論 自 出 の 妨害 並 人 棚 蹂 51 に關 する 竹 問 

の 答 辯 . 三 八 七 

〇 ル ー マニア 行 醫師幽 の m 散に 關する H 問 

の 答 辯 . 三 八 七 

0 物 ® 調節に 關 する 竹 問の 答 辯 . 三 八 八 

0 共通 法案 第 Z: 爾會. . 三 八 八 

0 朝鮮の 生篚に 係る 物品の 移入税 免除に 關 

する 法 ® 案 第一 ® I 會 . 三 九 31: 

0 勢 江鐵道 敷設に 關 する® 議案 . 三 九 五 

0 紀勢鐵 道 © 設に關 する 建 翻案 . 三 九 五 

〇鐡道 建設に 關す る® 識案 C 阿 讚 鐵 道) . 三 九 七 

0 同上 (四國 海岸 巡環鐡 道〕 . 三 九 七 

0 同上 (四 國沿 岸鐵 道〕 . 三 九 七 

〇 同上 (新 見 三次 間) . 三 九 八 

0 安倍川 治水に 關する 詰 願 二 件 . 四〇一 

〇大井 川 治水の 請願 三 件 . 四 〇 I 

〇和賀 川 河 身 改修工事 S 請願 . 四〇一 


ei  ra  \k  m  ra  rararaHHErararara  ei  h  ei  m  m 

六  六 五  五  五  四四三三三三三三三三  ニニ ニニ ニ 


四 一七 
四 一七 

四 一七 

四 一 八 
四 一 八 
四 一 八 
四 一 八 
四 一 八 
四二〇 
四 二 〇 

四 二 〇 

四 ニニ 
四 ニニ 
四 二 五 


〇 淀川 再 改修に 關 する 請願 . 

0 質屋 取締法 中 改正の 請願 . 

0 國有林 野を 地方自治 體に 下附の 請願 . 

0 帝 國在鄕 軍人 會國谢 補助の 請願 八 件 . 

0 愛媛 縣宇糜 新居 周 桑 一一 i 郡を！ S 十一 師團の 

管 K に 編入の 請願 . 

0 郵便局 設置の 請願 (島根 縣佐香 村) . 

〇 同上 (東 京 府村 山村〕 . 

0 同上 C 三等 X 長 崎 M- 鈴 田 村) . . 

0 同上 (鹿 兒島縣 K 南方 村) . 

0 同上 C 岐阜 縣上牧 村) . 

0 同上 (鹿 兒 島縣顏 娃 村〕 . 

0 同上 (新 潟縣煨 寶 村) . 

0 同上 (新 潟縣金 塚 村) . 

0 同上 (三重 縣花垣 村〕 . 

0 同上 (長 崎縣崎 山村〕 . 

0 同上 (千 葉縣老 川 村〕 . 

0_ 島 郵便局に 集配 i}f 務 開始の 請願 . 

0_ 西實久 兩村へ 電信 架設の 請願 . 

0 志 木 町 郵便局に 電信 急設の 請願 . 

〇江住 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 . 

〇淸水 江 尻 rn1! の 特設 電話 通話料 廢止の 請願 •_ 

OK 裁判所 復舊の 請願 C 靜岡 縣吉原 町〕 ■ 

0 同上 C 岐阜 縣八幡 町〕 . 

〇 同上 (愛媛 縣八幡 濱町〕 . 

0 同上 (群 馬 縣 中之條 町〕 . 

0 IMJ 上 (茨城 縣龍ヶ 崎 町〕 . 

0 同上 C 栃木 縣佐野 町〕 . 

0 N 上 (福 井 縣三國 町〕 . 

0 同上 (福 井 縣武生 町) . . 

0 同上 (靑森 縣野邊 地 町〕 . 

0司法代 « 人法制定の請願九十件 . 

OK 裁判所 出張所 設 a の 請願 (長 崎 縣生月 

& . 

〇 同上 (宮城 縣石森 町. > . 

〇 同上 (烏収 縣 市勢 村〕 . 

OM 上 C 岡 山 縣手耶 村) . 

0 同上 (宮 城縣小 野 田 村) . 

ON 上 (北海 道士 別 町〕 . 

〇 登記所 設蹬 の請朗 へ 岡山縣 _戶 町) . 

〇 同上 (福 島縣® 川 町〕 . 

〇间上 (北海道 中 富 良 野 村〕 . 
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〇间 上 (靑森 縣稻垣 村〕 . 

〇區裁 判 所管 _區 域 變更の 請願 . 

0 借地 I'M 救濟法 制定の 請願 . 

〇 水戶地 方 裁判所 下 妻 支部 權限设 » の 請願： 

0 盲 啞敎育 令發 布の 請願 二 件 . 

0:1 一次 大田間 山陰 山陽 兩道迎 絡輕便 鐵菹線 

路測量 及 建設の 請願 . 

〇鐵 道 数設の 請願 C 都 城飫肥 間〕 . 

〇 同上 (三 戶千曳 間〕 . 

0 同上 C 五所川原 能 代 間) . 

〇 輕便鐵 道 敷設の 請願 C 福 山 今 市 間： 一 . 

〇鐵道 速成の 請願 C 天® 線〕 . 

0 司法 代 W 人 法 制定に 關 する 請願 . 

♦大正 七 年 三月 二 日 議事 . 

0 馬匹 獎勵 に關 する 質問の 答 辯 . 

〇聱 察宫の 行動に 關する 質問の 答 辯 . 

0 足 尾 鐵道及 有馬輕 便鐵 道 の 買 收に關 する 

法律案 (貴族院 回付〕 . 

0 » 韓 W 貨幣の 處分 に關 する 法律案 第一 

_ 會の續 . ぃ . 

0 地 種！！ 更免租 年期に 關 する 法律案 第一 

讀 會の續 . 

0 同上 第二 讀會 . 

0 衆議院 議 負潠 擧法中 改正 法律案 (高木 益 

太郎 提出〕 第一 讀會 . 

0 日本 勸業 銀行 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

. 

〇輕 便鐵® 法 中 改正 法律案 第一 讀會の 續. 
0 軌道條 例 中改 I.E 法律案 第一 讀會の 續…. 
〇輕便 鐵道法 中 改正 法 3 i 案 第二 讀會 ……. 

0 軌道 條例中 改正 法律案 第二 讀會 . 

〇 刑法 中 改正 法律案 第一 if 會の續 . 

〇人權 保護に 關する 法律案 第 ~ _ 會 の續. 
0 刑事訴訟法 中 改 正 法律案 第一 讀會 の續. 

0 トラ ホーム 病 豫 防に 關 する 建議案 . 

0 北海道 鐵道 完成に 關する 建議案 . 

0 登 岐對島 本土 間 交通 運輸の 設備に 關する 

建_ 案 . 

0 OJ 畑地！ H 特別 修正の 詰 願 (山 本文吉 呈出〕 

4! 一件 . 

0 同上 (藤 田 友次郞 早： 出？ 外 百 四十 件 ……. 

0 元 木本 税務署® 韻の 請願 . 


〇 網 走 港 修築 速成の 請願 . 四 二 五 

〇大 淀川 治水 速成の 請願 . 四 二 六 

0 大阪港 に 於て 輸入 獸 類の 檢疫 開設の 請願 . 四 二 六 

0 農 會令改 正の 請願 . 四 二 六 

0 郵便局 設置の 請願 C 島根 縣祖式 村〕 . 四 二 六 

0M 上 (岡 山縣上 市 村〕 . 四 二 六 

0 安東 奉 天 間に 長龃離 電話 架設の 請願 . 四 二 六 

〇區 裁判所 /'!, ■ 張 所 設置の 請願 (德鳥 縣佐馬 

地 村〕 . 四 二 六 

〇 登記所 設置の 請願 a 暇 岡縣 下城 井村〕 . 四 二 六 

0同±(秋田縣鹈川村〕 . 四 こふ ハ 

〇區 裁判所 /II 張 所 設置の 請願 (長 崎縣 世知 

M 村〕 . 四 一一 七 

0 同上 (北海道 豊頃 村) . 四 二 七 

〇區 裁判所 設置の 請願 (福 岡 縣大淵 村〕 . 四 ニ セ 

0 同上 (北海道 岩見澤 町〕 . 四 ニ セ 

0 元靜岡 地方裁判所 沼津茭 部復舊 の 請願 . 四 二 七 

0 元三 本松區 裁判所 復 M の 請願 . 四 二 七 

〇偁染 病 研究所に 於け る 肺 「ベスト」 豫防 

措 it に關 する 土屋淸 三郞の 質問 演說 . 四 二 九 

♦大正 七 年 三月 五日 議事 . . . 四 二 九 

〇對茭 外交に 關 する 質問の 答 辯 . 四 三 〇 

0 外交に 關する 質問の 答 辯 . 四三〇 

0 東 三省に 於け る 排日 行動に 關 する 質 間の 

答 辯 . 四三〇 

0 自動車 取締に 關する 質問の 答 辯 . 四三〇 

0 東 三省に 於け る 排日 行 励に 關する 伊東 知 

也の 質問 演說 . 四 三 一 

0 同上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 四 = 1 

0外 國語學 校 校名存 續に關 t る 質問 . 四 三 二 

〇 同上 III 崎 克の 質問 演說 . 四 三 二 

0 同上 岡 田 文部大臣の 答 辯 . 四 三 二 

〇 高等 學校 人學試 驗制 度に 關する 質問 . 四 三 二 

0 同上 長峰與 一の 質問 演說 . 四 三 二 

0 同上 岡 田 文部大臣の 答 辯 . 四 三 三 

0 化學 工業 政策に 關 する 質問 . •四 三 三 

0 同上 鈴木銨 藏の 質問 演說 . 四 三 111 

0 國民思 想に 關 する 質問 . . . . .四 三 六 

0 同上 田 中 善 立の 質問 演說 . 四 三 六 

01 :上 後藤 內務 大臣の 答 辯 . 四彐八 

〇槠神 病者肢 締に關 する 質問 . 四 三 九 

〇 同上 齋藤紀 一の 質 間演說 . 四 三 九 


大日 本 帝 國議會 誌 第 十一卷 N 次 
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大日 本 帝 103 逄 f 誌 第 十一 卷 H 次  I  I 

0 进需エ 業 動 負 法案 第一 潛會 . 四 四 _ 

♦大正 七 年；！： 月 七日 謎 琪 . 四 四 六 

〇傅 染病研 究所に 於け る 肺 「ベスト」 7* 防 

椅ア'  ::0 « 問の答辯 . 四 四 六 

0 -.K 需 エ萊 励 a 法案 第一® 會の纽 . 四 四 六 

0 朝鮮人 官圯の 恩給 ‘退 陘料及 造 族 扶助料 

等に 關 する 法律案 第一 讚 fir . 四 五三 

〇 衆 £/: :: 院巧 U 選舉法 中改 JH 法律案 第一 la 

，:: . 四 五三 

〇 衆議院 as M 選擧法 中 改正 法 ® 案 (元 田 氓 

提出) 第一 讀窗 . …： 四 五 四 

〇 催 災救肋 祜金法 屮改 JF. 法律案 第 i ir 

の 紐 . 四 六 七 

0 大正 六 年 勅令 第二 |?| 二號 承諾を 求む る 件 . 四 六 七 

〇熠發 物 ) fi 総 剖 則 廢止 法律案 第一 if! 會の 

緻 . 四 六 八 

0 同上 # , . 四 六 八 

0 雛 槳法 中改 正 法律案 第一 證 會の綏 . . . 四 六 八 

〇 農 f? 法 中 改正 法律案 第一 18 會の紐 . 四 六 八 

♦大正 七 年 ili 月 九日 _ 事 . 四 六 九 

0 河川の 制度に 關 する 質問の 答 辯 . 四 六 九 

0 狩 撤法 改正 法律案 第一 證會 . 四七〇 

〇豫览 案 大正 ?/<: 年度 豫龆 金茭 3 の 件 外 七 件 

承諾を 求む る 件 . 四七〇 

〇豫览 案 大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

0 § 1 號〕 . 四 七 一 

〇豫览 案 大正 六 年度 作 特別會 計 歳入歳出® 

算案 (特第 一號〕 . 四 七 一 

〇 巡査 看守 退隱料 及 ja 族 扶助料 法 中 改正 法 

津案 第一 讀 會の緻 . 四 七 二 

0 同上 第二 1® 會 . . . 四 七 二 

0 刑法 中 改正 法律案 第二 1® 會 . 四 七 二 

0 人權保 髓に關 する 法律案 第二 讀會 . 四 七 二 

〇刑事訴訟法中改正法律案第二讀會 . 四 七 二 

0 裁判 檢察 及馋察 の臌務 を 行 ひ 又は 之を 補 

助す る 者の 所 罰に 關する 法律案 第三 讀 

會 . 四 七 二 

0 神祇に 關 する 特別 官衙 設置 建議案 . 四 七 一一 

〇 : 个励產 金融 改善に 關 する 建議案 . 四 七三 

0 普通 銀行の 金融に 關 する 建議案 . 四 七三 

0 陰陽 連絡 廣江鐵 道 速成に 關す る建鼐 案 . 四 七 五 

〇 輸 W 綿織物 檢奄所 設置に 關 する 建議案 . 四 七 五 


八 


〇 野 岩羽强 道 ffi 設に M する ft® 案 . 四 七 五 

〇: 山上 郡 問 络道 ffi 設に關 する 建 a 案 . ra 七 六 

〇 律 III 智頭間 銥菹汛 設に關 する 建 蔑 案 . 四 七 六 

0 勢江鐵 逋敷設 に関する 建發案 . 四 七 六 

〇耙 勢强道 味 設に關 する fit 费案 . 四 七 七 

〇 「トラ ホーム J 病豫 防に 關 する 我 裁 案 . 四 七 七 

♦大正 七 年 三月 十二 日 _ . 四 七 七 

0 精神病 者肢締 に關 する 質問の 答 辯 . 四 七 八 

〇 河川の 制度に 關 する 質問 . 四 七 九 

0 石炭 市捫 調節に 關 する 質問 . 四 七 九 

〇 石炭 市 似 調節に 隞 する 長 田桃藏 の 質問 演 

說 . 四 七 九 

0 殖民 地 統治に 關 する W 問 . 四 八 二 

0 同上 牧山 耕藏の 質問 演說 . 四 八 M 

0 石炭 需給に 關 する 質問 . V: 四 八 五 

0 同上 X 藤 » 肋の 質問 演說 . . 四 八 五 

0 日露 日 支 兩協 約の寶 行 並 支那 鐵鋸國 有に 

關する 質問 . 四 八 七 

0 同上 一苈 房治郎 の 質問 演說 . 四 八 七 

〇苽京 市制に 關する 質問 . 四 八 八 

0 同上 磯部 尙の 質問演 說 . 四 八 八 

0 同上 水 野 政府 委員の 答 辯 . 四 九 一 

0 豫算案 大正 七 年 K- 谷 特別 會計歳 人 歳出 豫 

算案 一貴 族院 回付〕 . 四 九 二 

0 東京 市區改 芷 條 M 中 改正 法律案 第一 1® 

會 . . . 四 力 1 1 

0 京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關し 東京 
市區 改正條 例 及 東京 市 K 改正 土地 建物處 

分 規則を 準用し 得る の 法律案 第一 11 會 . 四 九 二 

〇臺 _ 銀行 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 四 九 五 

0 日本 鋼 業 銀行 法 中 改正 法律案 第一 讚 會 . 四 九 六 

〇 有價證 券 割賦阪 賣業 法案 鎔一讀 翁の 續 . 四 九 六 

0 同上 第二 If 會 . 四 九 六 

0 同上 第三 |« 會 . 四 九 六 

0 朝鮮の 生產に 係る 物品の 移入 税 免除に 關 

する 法律案 第一 _會 の續 . 四 九 六 

0 同上 第二 讀會 . 四 九 七 

0 重要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 第一 

is 會の續 . * . 四 九 七 

0 同上 第二 讀會 . 四 九 七 

0 平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 關 する® 議案 . 四 九 七 

〇 沖 ■縣 特別 自治 制撤 廢に關 する 建議案 . 四 九 八 


〇弭 兒以“/大岛郡《明町村； ''. £驳に閱する 

杻 雄 案 . 四 九九 

0 飛越 鐵道致 設速 成の R B . 五〇〇 

〇ル べシ ベ @ 別 線 雄 道 速成の 請願 . 五 00 

0 若松 抑 ai 間 tt m ft K の R 願 . 五 0 0 

〇朗 棚® 便 «道 速成の 箱 願 . 五 0 一 

〇肢駐 ¢3 山間 强 道 の 软設 に關 する 諸 頭 . S 1 

0 中央線 屮野八 王子 間* S3 诹 甩仲 用の 麻两 . 五 0 一 

〇元忠 海稚務 翳®  請 5 . 芄〇 一 

〇埼： 土 縣秩父 郡 r. 栗 村を 入 Rn 郡に' N 入の £一 


願. 


■S 


〇埼： 土 縣秧父 郡 吾野 村を \ Ril 郡に 83 人の Is 

願 . 1 . 五 0 一 

0 手 取 川 治水 费國雎 支辨の 照 顔 . 五 0 一 

0 紙 函 製造 菜に 對する 丁：場 法 適 W に關 する 

調 願 . 芄 〇 I 

〇水雖 救 1¢ 法 中 改正の S,K 願 「加 藤 忠五郎 呈 

出〕 外 三 件 . 艽〇一 

〇 同上 (天 野 康呈出 〕 . 五 〇二 

0 東京 第； 一衞戍 病 觀 移 15 の 請願 . 511 

0 上 湧 別 村に 登記所 設欐 © 請願 . 511 

0 中 込 H 橋 場に ® 裁判所 S 5M 所設 S の誧願 . ;/|: 0 二 

〇 名 寄 町に K 裁判所 設 la の 請願 . 芄 〇二 

〇醫 師受驗 資格 II 定に關 する ll!f 願 . 5 二 

• % : 011 
•§11 
..五 〇三 
•■五 〇 三 
:五〇三 

••5 三 


0 航空 事業 费國賄 補助の 詰 願： 

0 無盡業 法 中 改正の 請願 . 

0 利根 ) II 架橋の 請願 . 

〇 救 育 费國. Mi 突 辨の諧 願 . 

〇藥草 栽培 補 肋 獎勵の 請願 …： 

〇豊田 下 村 手 洗に 彐 等 郵便局 設？ U-.L の！！ 願…. 
〇 郵便局 設 K の 請願 (三 等〕 (和歌 山縣保 山 

&  . 

〇 同上 C 奈良縣 川 西 村〕 . 

令 大正 七 年 三月 十四日 誠 事 . 

〇 石炭 市價調 節に 關する 質 間の 答 辯 . 

0 東 三省に 於け る 排日 行 励に 關する 答 辯を 

促す の 件 . 

0 海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に關 

.する 法律案 第一 讚會 . 

0 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 第一 Sr? 科 ……. 
0 徴兵 令 中 改正 法律案 1 Si _會 の續 ：…： 
〇 同上 第二 is ir . 


•五 〇三 
•五 0 三 
古 〇三 
〇四 

•五 0 五 


•五 〇 五 
•五 〇六 
•五 〇六 
.五 〇七 


0 特許法 中 改正 法律案 第 i 會の續 . 五 0 七 

〇尚 悶法 中改 IH 法 fu 案 第 一 讀 會の續 . 五 〇七 

0 意匠 法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . 五 〇七 

OHW ■新案 法 中 改正 法律案 第 i if 愈の 續 . 五 〇七 

0 特許法 中改 IK 法 W 案 第二 If 會 . 五 〇八 

0 同上 第三 if 會 . 五〇八 

〇 商標 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 五 〇八 

〇问 上 第三 讀會 . 五 〇八 

〇篡 K 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 五 〇八 

〇 同上 ffi lii IB 會 . 五〇八 

〇拽用 新案 法 中 改正 法律案 第二 13 會 . 五〇八 

0 同上 第三 _會 . 五 0 九 

0 名 古 屋太田 間鐵道 速成に 關する 建議案 •…… … .•五 〇九 

〇 日 本體育 協 會阈庫 補助に 關する 建議案 . 五 0 九 

〇勞働 保險法 制定に 關 する 建識案 . 五一 一 

0 中越 鐵道買 收に關 する 建議案 . 五ー ニ 

〇 愛媛 縣今治 港 開港に 關する 建議案 . 五一 一一 

〇苋京 市 特別 市制に 關 する 建議案 . 五ー ニ 

0 大阪市 特別 市制 制定に 關 する® 議案 . 五一 三 

0 北海道 拓 m 完成に 關 する ® 議案 . 五一 四 

〇倭姬 命 奉祀に 關 する as 議案 . 五一 五 

〇神戶 市内 鐵 道 改良 急 施に 關する 建 _ 案 . 五一 五 

〇职焯 草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建 

黐 案 . 五一 六 

〇久留 米 大分 間鐵道 建設に 關 する 建議案 . 五一 七 

0 鐵道瑰 設に關 する 纽誘案 . 五一 七 

❖大正 七 年 三月 十六 日 議事 . 五 二 〇 

0 市町村 立 小 學校敎 員 退 隱料及 遺族扶助 料 

法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 五一 一一 

0 狩 獵法改 JH 法律案 第一 讀 會の綏 . 五 ニニ 

0 同上 第二 證& . 五 二 三 

〇裕汽 銀行 法 中改 正 法 蚶 案 m 一讀會 の續 . 五 二 三 

0 同上 第 二讀會 . 五 二三 

〇自 動 1P 事故の 責任に 關する 法律案. 第一 

譖 e . . . 五 11 三 

0 山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 する 建議案 . 五 二 四 

〇衙生 行政の 中樞 機關擴 大に關 する 建 翳 案 . 五 二 五 

0 福 井 縣 三 國港築 港に 關 する 建議案 . 五 二 五 

0 信越 線碓 氷鐵道 改. M に關 する 建議案 . 五 二 六 

0 水 產敎育 振興に 關 する 建議案 . 五 二 六 

〇津 山上 郡 間鐵； 3 建設に 關 する 建 翳 案 . . . 五 二八 

oil 山脊頭 間錄道 建設に 關 する 建議案 . 五一 一八 
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0 平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 關 する 趄 議案 . 五 二 九 

0 物 m 調節に 關 する 建議案 c 村松恒 一郎 提 

出〕 . 五 二 九 

0 同上 (降 旗 元太郞 提出〕 . 五 二 九 

〇 同上 (元 田 K 提出〕 . 五 二 九 

0沖_ 縣 特別 a 治制撤 廢に關 する 建議案 . 五三 五 

〇 鹿 兒島縣 大島郡 島嶼 町村制 撤廢 に關 する 

建議案 . 五三 五 

令 大正 七 年 三月 十九 日戳事 . 五三 五 

0 石炭 需給に 闊する 質問の 答 辯 . 五三 六 

〇紙價 調節に 關 する 質問の 答 辯 . 五三 六 

〇 日露 日 支 兩協 約の 實行 並 a- 那鐵 鑛國 有に 

關 する 質問の 答 辯 . 五三 六 

0 殖民 地 統治に 關 する 質問の 答 辯 . 五三 六 

0 千 葉縣 安房 郡の： 冉選 擧に關 する 質問の 答 

_ . 五三 七 

0 紙 價調 節に 關する 質問 . 五三 七 

om 町村 長 及 助役 礙 遇に 關する 質問 . 五三 八 

0 同上 匹 田 銳吉の 質問 演說 . 五三 八 

0 露 領勘察 加の 割譲 並露領 沿海州 漁業 權の 

割 謬に 關する 質問 . 五三九 

〇 同上 田 中 萬 逸の 質問 演說 . 五三九 

〇傳染 病 研究所の 發見に 係る 病原の 眞僞に 

關 する 質問 . 五 四 一 

〇 同上 土 屋淸三 郞の 質問演 說 . 五 四 | 

0 時局に 關する 質問 . 五 四 二 

〇 同上 押 川 方義の 質問 演說 . 五 四 二 

0 朝鮮人 官吏の 恩給 退 隱料及 遺族扶助 料 等 

に關 する 法律案 第一 讀 會の續 . 五 四 四 

0 同上 第二 讀會 . 五 四 四 

0 海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關 

する 法律案 第一 II 會の _ . 五 四 四 

0 同上 第二 讀會 . 五 四 四 

〇 東京 市區 改正 條例中 改正 法律案 第一讀 

會 の ® . . . 五 四 四 

0 京都市 又 ほ 大阪市の 市區 改正に 關し 東京 
市踔 改正 條例及 東京 市區 改正 土地 建物 處 
分 規則を is 用し 得る の 法律案 第一 讀會 

の綍 . 五 四 四 

0 東京 市區 改正 條例中 改正 法律案 第二 讀 
會 . 五 四 五 

0 京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關し聚 京 


市區 改正 條例 及 Jli 京 市區 改正 土地 建物 處 

分 規則を 準用し 得る Q 法律案 第二 讀會 . 五 四 五 

OQ 本 興業銀行 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の® . 五 四 五 

O ISJ 上  第二 讀會 . 五 四 五 

〇 朝 P 銀行 法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . 五 四 五 

0 同上 第二 讀會 . 五 四 五 

〇會計士法案第一讀會 . 五 四 六 

0 市制 中 改正 法律案 第 I 讀會 . 五 四 六 

0 町村制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 五 四 六 

0 郡制 中 改正 法律案 第一 讀會 の續： . 五 四 七 

0 同上 第二 讀會 . 五 四 七 

〇豫算 案 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第二 號) . 五 四 七 

〇 同上 (第三 號〕 . . 五 四 七 

〇豫算 案 大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第一 一號〕 . 五 四 七 

〇豫算 案 臨時 軍事費 總豫算 追加 案 . 五 四 七 

〇豫算 案 大正 七， 平 度 谷 特別 會計 歳入歳出 1* 

算 追加 案 (特第 一 號) . 五 四 七 

〇豫寬 外國 庫の 負 ^ となる へき 契約を 爲す 

を耍する件(追第二號〕 . 五 四 七 

〇豫算 案 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案  . 

(第 四號) . 五 四 七 

〇豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 C 追 第三號 〕 . . . 五 四 七 

0 市町村 吏員 優遇に 關する 建： 親 案 . 五 四 八 

0 市町村 其の 他 公共 團體に 煙草 元 賣捌事 務 
委任に 關する 建議案 . 五 五〇 


0 帝國 美術 IB 建設に 關 する 逑_ 案 . 五 五一 

0 成 田 鐵道買 收に關 する 建 isl 案 . 五 五一 

0 金 名鐵道 敷設に 關 する 建議案 . 五 五 二 

0 松 本鐵道 建設に 關する 建議案 . 五 五 二 

0 市町村に 煙草 元賣捌 事務 委任に 關する 建 

議案 . 五 五 二 

0 名 古 屋太田 間鐵道 速成に 關 する 建議案 . 五 五 二 

0 愛媛 縣今治 港 開港に 關する 建議案 . 五 五三 

〇 新 見 三次 間鐵道 建設に 關する 建議案 . 五 五三 

〇 山 田 琴 平間鐵 道 建設に 闊 する 建議案 . 五 五 四 

0 登記所 設遛に 關 する 請願 (宮崎 縣東鄕 村： > . 五 五 四 

OK 裁判所 復 W に 關 する 請願 (千 葉縣佐 倉 
町〕 . 五 五 四 
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0 同上 C 三® K 松 K 町〕 . 五 五 四 

0 同上 (溢 贺縣 水口 町〕 . 五 五 五 

〇也 致 村を 長 ^ M 裁判所 狩 内に 編入の 請願 . 五 五 五 

〇 私設 辟 便 揉 ja を 國右 經梵 と S すの 謂 囫 

c 小牛 田 石卷問 J . 五 五 五 

OR 屯 坳設 S に関する 請願 C 福；： 3 縣 日立 木 

村 -/ . 五 :/;: 五 

〇鐵道 速成に g する 請願 (平 元鐵 道〕 . 五 五 五 

OM 上 /'. 羽 越 海岸線 酒 田 秋 田 間) .•… •• . 五 五 五 

〇羧 范 敷設に 關 r る誚願 (池 田 川 之. •/!: 間〕 . 五 五 五 

〇鐵道 速成に 關する 請願 (七 尾 輪 Ja 間) . 五 五 五 

〇鐵道 延長に 關 する 請願 (眞岡 線〕 . 五 五 五 

0 衆議院 謎 U 選 擧法中 改正 法律案の 撤回に 

關 する 件 . 五 五 七 

♦大正 七 年 三月 11 十日 謎 叫 . 五 五八 

0 市町村 立 小擧 校敎 M 沿 隠 料及逍 族 扶助料 

法 中 改正 法律案 第一 讚 會の續 . 五 五 九 

0 同上 第二 謫费 . 五六 0 

0 衆 譏 院識 員 選擧法 屮 改正 法律案の 撤回に 
關 する 件 . 五六 〇 

0 ® 需工業 励 員 法案 第一 讚 會の織 . . . 五六 一 

0 同上 第二 譖會 . 五六 三 

0 北鮮 圾 H 本 速 絡 航路 延長に 關 する 建議案 . 五六 三 

0 煙草 元 K 捌 事務を 市町村に 委任す るの 建 

識 案 . 五六 四 

0 支那 人敎 育の 施設に 關す る雜 議案 . . . 五六 五 

0 衆 謎 院 11 員 選 擧法中 改正 法律案 (藤澤 幾 

之輔 提出〕 第一 is 會の續 . 五六 七 

〇 同上 c 高木 益 太郞 提出〕 第一 la 會の緻 . 五六 七 

〇拽算 案 大正 五 年度 豫備金 支出の 件 外 六 件 

承諾を 求む るの 件 . 五 七 四 

〇苽京 市 特別 市制に 關する 建議案 . 五 七 五 

〇大阪 m 特別 市制 制定に 關 する 建議案 . 芄 七 五 

〇纖 維 原料 政策 及 織物肪 幅獎勵 に關 する 建 

議案 . 五 七 五 

0 阿 讚鐵道 建設に 關する 建議案 . . . 五 七 五 

〇四阈 海岸 巡 環鐵道 建設に 關する 建議案 . 五 七 五 

0 四 國 沿岸鐡 道 建設に 關する 建議案 . 五 七 五 

〇久留 米 大分 間鐵道 建設に 關する 建 _ 案 . ，•五 七 六 

0 神祇に 關する 特別 官衙 設置 建議案 . 五 七 六 

〇倭姬 命 奉祀に 關 する 建議案 . 五 七 六 

0 福 井 縣三國 港 築港に 關する 建 S 案 . 五 七 七 


〇明洽 三十 年 法律 第五 十 毀 改正の 諸 願 (西 

誇 兵® 呈出 j 外 一件 . 五 七 九 

0 酒造 税法 中 改正の 謀 願 . 艽 七 九 

〇贷業 税法 中 改正の 詰 願 (西 善 兵® 呈出〕 

外 I 件 . 五 七 九 

0 印紙税 法改正の 請願 . 五 七 九 

0 所得税 法 中 改正の 請願 . 五 七 九 

0 山林 伐採 所得税 率 改正の 請願 . 五 七 九 

〇德山 港を 特別 轍 出入 港に 指定の 請願 …：： . •…… 五八 〇 

〇縣社 八幡 神社 昇格の 請願 . 五八 0 

0 利根 運河 治水に 關 する 請願 . 芄八〇 

0 江 戶利根 兩 河川 浚渫の 請願 . 五八 〇 

♦大正 七 年 三月 二十 三日 議事 . 五八 〇 

0 本 野 外務大臣の 誠意な き 答 辯に 關する 質 

問の 答 辯 . . •五八 一 

0 地方 長官の 府縣 制蹂綳 に關 する 質問の 答 

辯 . 五八 一 

〇國民 思想に 關する 再 質問の 答 辯 . 五八 一 

〇 市町村 長 及 助役 ffi 週に 關する 質問の 答 辯 . 五八 一 

0 朝鮮 總督 府會社 令に 關 する 質問の 答 辯 . 五八 一 

〇傳染 病 研究所の 發 見に 係る 病原の 眞僞に 

關 する 質問の 答 辯 . 五八 二 

〇對茭 政策に 關 する 質 k の 答 辯 . 五八 二 

0 救貧 行政に 關 する 質問の 答 辯 . 五八 二 

0 本 野 外務大臣の 誠意な き 答 辯に 關 する 質 

問 …… ^ . 五八 二 

,  0 地方 長官の 府 縣制蹂 II に關す る 質問 . 五八 二 

〇國民 思想に 關する 再 質問 . 五八 三 

〇 朝鮮 總督 府會社 令に 關する 質問 . 芄 八 三 

〇對支 政策に 關 する 質問 . 五八 三 

0 救貧 行政に 關する 質問 . 五八 三 

〇 朝鮮聳 務擷關 の 組織に 關する 質問 . . . 五八 三 

0 同上 陣軍吉 の 質問演 說 . 五八 三 

0 同盟 罷 H と 職 H 保 ffi に關す る 質問 . . 五八 五 

0 同上 土井權 犬の 質間演 說 . 五八 五 

0 決算 大正 三年 度 歳入歳出 總 決算 及 谷 特別 

會計 歳入歳出 決算 . 五八 六 

0 決算 大正 四 年度 歳入歳出 總決算 及 各 特別 

會計 歳入歳出 決算 . 五八 六 

〇日茭 文化の 施設に 關 する 建議案 . 五 九 八 

〇 七 井 烏 山間 敷設 輕便鐡 道 茂 木町經 由に 關 

する 建議案 . 五 九 八 
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♦  I 大 JH I 七 年 三月 二 十五 Bl a 取 . 五 九九 

0 日米 間の 紳士 曲 約撤廢 に H する KS の 答 

辯 . 五 九九 

〇對支 外交に 明す る 質問の 答» . . . 五 九九 

0同盟褪エと«エ保 » に明する6^の答辯 . 六 〇〇 

〇 朝鮮 霽務播 關の姐 織に H する 答 辯 . 六〇〇 

〇靑森 屏 海陸 迪絡 並設埔 に BR する K1： . 六 00 

0 同上 H 藤 4t 励の H M JW 說 . 六 01 

0外 E 共同 居留地 2 frt に 於け る 取引所 設胆 

認可に 關 する H 問 . 六〇二 

0 同上 森 田 茂の H 問演說 . 六〇二 

〇對 認對支 政策に 關 する K 問 . -:、 

0 同上兒 玉 右二の ？ X 間 谀說 . 六〇三 

0 北海 迫 鐵道完 成に 關す る纽雜 案 . 六〇四 

〇 北海道 拓殖 完成に 關 する 建 a 案 . 六〇四 

〇 北海 is 鍅道完 成に 關する 纽雜案 參考 W . 六 0 五 

0 日本 體 育會_阳補助 に關 する趑 班 案 . 六 0 八 

〇餑 察官 年功加俸 令 制定に 關 する ! [II 淄案 . 六 0 八 

0 不動 產金融 改善に 關す る纽 漭 案 . 六〇九 

0 普通 銀行の 金融に 關 する® 議案 . 六〇九 

0 神戶市 內鐡遇 改良 i に關す る纽讁 案 . 六〇九 

0 水產敎 育 振興に 關す る ! 05 謎 案 . 六一〇 

〇 松本鐵 道 建設に 關 する 建 蹢案 . 六一〇 

0 金 名鐵道 敷設に 關 する 妞蠲案 . 六 一二 

〇衞生 行政の 中 樞機關 棚 大に關 する 建 豳 

案 . 六 •一 1 1 

〇筑 後川 第二次 改修工事 速成の 請願 . 六 二 一一 

〇苽 京 阕 治水に 關する 請願 二 件 . 六 一三 

0 國道林 設置 法 制定の 請願 . 六 一三 

〇 陸軍 射 躞學校 移！ £ 設 S に關す る 請願…' …： ： •.… 六 一三 

〇 郵便局 設 1: の 請' S  (岐阜 縣杣川 村〕 . 六 一四 

0 同上  C 靑森縣 新 城 村〕 . 六 一四 

〇 同上 (長 野 縣靑沼 村) . 六 一四 

■0 同上  C 三等： >( 鹿兒 島縣上 伊集院 村〕 . 六 i 四 

0 同上 (無 集配 X 岡 山 縣野馳 村〕 . 六 一四 

0 同上 (三等 X 奈良縣 都 介 野 村〕…* . 六 一四 

0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (島根 縣波 

根 西 村〕 . 六 一四 

0 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 (大分 縣下 

堅 田 村〕 . 六 一四 

0 郵便局に 集配 並 m 信 1JJ 務 開始の 請願 (島 
根 縣有福 村〕 . 六 一四 
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六 一六 
六 一六 

六 一六 

六 一七 

六 一 八 
六 二 〇 
六 二 一 
六 ニニ 
六 ニニ 

六 二三 

六 二 四 

六 二 四 


〇 郵便局の 位 S: _更 並に 電信 事務 開始の 請 

願 C 德島 縣延野 村〕 . 

0 與論 島 沖 永 良 部 島 間 海底電信 布設の 請願 

0H 本 海 瞄斷 航路 急速 開始の 請願 . 

0 登記所 設置の 請願 (島根 縣有福 村) …… 
〇诚 裁判所 m 張 所設 K の 請願 (北海道 上 富 

良 野 村) . 

0 同上 (岡 山 縣八束 村〕 . 

〇區 裁判所に 甲號支 部設 {1 の 請願 (北海 遊 

網 走 町〕 . 

0 商法 中 改正の 請願 . 

〇 十 勝 監獄 移轉 に關 する 詰 願 . 

OH 有輕 便鐵逋 敷設の 請願 (酒 田 翻 音 寺 間) 

- -feM . 

〇輕便 縛 道 速成の 請願 (本吉 郡縱斷 線〕 …… 

❖大正 七 年 三月 二十 六日 議事 . 

0外 交に 關 する 木 野 外務大臣の 演說 . 

ON 上 尾 崎 行 雄の 質問 . 

0M 上 本 ® 外務大臣の 答 辯 . 

〇冏 上 詔 月 小 太郎の 質問 . 

0M 上 本 野 外務大臣の 答 辯 . 

0 共通 法案 第一 讚 會の級 . 

〇 同上 第二 is ir . 

〇同盟罷ェと職ェ保謎に關する質問の答辯 

〇 朝鮮 婷務機 關の組 織に 關 する 質問の 答 辯 

〇靑 森驛悔 陸 聯絡 並 設 f/lli に關 する 質問の 答 


〇 在 布 K 同胞 口 本 服 著 用 禁止に 關 する 質問 

の 答 辯 . 六 二 四 

0 叫 局に 對脾 すへ き 内治 外交に 關 する 質問 

の 答 辯 . . . 六 二 四 

〇 錨 道 運輸に 關する 質 間の 答 辯 . 六 二五 

〇對米 移民 問題に 關する 質問の 答 辯 . 六 二 五 

0 時局に 關する 質 間の 答 辯 . 六 二 五 

〇 貪 料の m 加 及 其 Ifr 藏法研 究に關 する 質問 

の 答 辯 . . 六 二 五 

0K 領勘察 加の 制 讓並認 如 沿海州 漁業 擗の 

割 all に關 する 質問の 答 辯 . 六 二 五 

〇內外 共同 居留地 陡 内に 於け る 取引所 設置 

IB 可に 關 する®^ の 答 辯 . 六 二 五 

〇關班 都 fl 府及 南滿 洲羝 道 株式 會社所 在 地 

に關 する 質問の 答 辯 . 六 二 六 


〇 炭 僧 昂騰の 趨勢と 其 調節 案に 關 する 質問 

の 答 辯 . 六 二 六 

〇傳 染病 研究所に 於け る 肺べ スト 豫防 措置 

に關す る 再 質問の 答 辯 . 六 二 六 

0 文部省 趙科鹄 師試驗 場 附屬療 院に關 する 

質問の 答 辯 . 六 二 六 

〇紙價 調節に 關する W 質問の 答 辯 . 六 二 六 

0 地方 長官の 府 縣制踨 躪に關 する 再 質問の 

答 辯 . 六 二 六 

0 封 露對支 政策に 關する 質問の 答 辯 . 六 二 六 

〇 時局に 對應 すへ き內治 外交に 關 する 質問 . 六 二 七 

0 在布哇 同胞 日本 服 著 用 禁止に 關する 質問 . 六 二 七 

〇對米 移民 問題に 關する 質問 . 六 二 七 

0 食料の 增加及 其の 貯藏法 研究に 關する 質 

問 . . . 六 二 七 

〇關東 都督 府及南 滿洲鐵 逍 株式 會社 所在地 

に關 する 質問 . 六 二 七 

0 炭 悄昂騰 の 趨勢と 其の 調節 策に 關 する 質 

問 . 六 二 七 

0® 染病 研究所に 於け る 肺 ペスト 豫防 措置 

に關 する 再 質問 . 六 二 八 

0 文部省® 科 醫師試 驗場附 屘療 院に關 する 

質問 . 六 二八 

0 紙 價調 節に 關する 再 質問 . 六 二八 

0 地方 長官の 府 縣制蹂 _ に關 する 再 質問 . 六 二八 

〇蠶 絲業 に關 する 質問 . 六 二八 

〇對支 外交に 關する 質問 . 六 一一 九 

0H 米 間の 紳士 協約 撤廢 に關 する 質問 . 六 -; 0 

〇苽 三省に 於け る排 n 行 励に 關 する 質疑の 

說明書 . 六三〇 

〇帑働 保險法 制定に 關 する 越 議案 . 六三〇 

0 葉 煙草 fjf 作 組合に 對 する 交付金 下 附に關 

する 妞 S 案を 本會に 提出す るの 件 . 六 三 0 

0 帝國 美術館 秤 設に關 する 建議案 . 六！ 一二 

0 市町村 其の 他 公共 團體に 煙草 元賣捌 事務 

委任に 關 する 建議案 . 六 三 I 

0 市町村に 煙 荩元寶 捌 事務 姿 任に 關 する 建 

P 案 . 六 三 一 

〇 煙草 元 賣捌事 務を 市町村に 委任す るの 趄 
議案 . . . 六 三 一 

〇 支那 人敎 育の 施設に 關 する妞 議案 . 六 三 二 

0H 支 文化の 施設に 關 する 建議案 . 六 三 二 


0 信越® 碓氷鐵 道 改良に 關する 建議案 . 六 三 二 

0 七 井 烏 山間 敷設輕 便 鐵 道 茂 木 町經由 に關 

する a 議案 . 六 三 二 

〇徵兵 採 定に關 する 請願 . 六 三 五 

〇國 庫 m 納金 端數 計算 法改正の 請願 . 六 三 五 

〇鹽乾 魚用鹽 に關 する 請願 . 六三艽 

0 金 國谷 町に 煙草 及 印紙 元賣 捌を 依託す る 

の 請願 ni 件 . 六 三 五 

〇 恩給 年金 金融に 關する 請願 . 六 三 五 

0 漁業 税を 國稅に 編入の 請願 . 六 三 五 

〇 元湯澤 税務署 復舊の 請願 . 六 三 六 

〇 元日 下部 税務署 ® 舊 の 請願 . ' . ?六 三 六 

0 阿片 賠償金 値上の 請願…. . 六 三 六 

〇縣 社土津 神社を 別格 官幣 社に 昇格の 請 

願 . 六 # 

〇 天龍川 改修工事を 第一 期 川に 編入の 請願 

二 件 . 六 三 六 

0 河岸 及 海岸に 於け る堤阽 勾配 地 並 堤 外 草 

生地 利用の 請願 . 六 三 六 

0 刈 谷 田 川 大堰費 補助の 請願 . 六 三 六 

0 若松 港 開港に 關 する 請願 . 六 三 六 

0 職 HI! 買 組合 保 證獎® に關 する 請願 . 六 三 七 

0H 場 法 施行規則 中 改正の 請願 . 六 三 七 

0 特許權 取消に 關 する 請願 . 六 三 七 

0 耕地. rfl 積擴 張に 關 する 請願 . 六 三 七 

0 離 區採 掘權取 消 ffl 害 賠償に 關する 詰 願 . 六 三 七 

〇 用水路 认® 改築 費 國庫支 辨の請 願 . 六 三 七 

0 木津川 治水に 關 する 請願 . 六 三 七 

〇圓 山川 治水 並津居 山 修築の 請願 . 六 三 七 

0 大阪市 水源地 營造 物に 因る 損害 補償の 請 

願 . ：六三 七 

〇賣藥 法 中 改正の 請願 . 六 三 八 

0 霜 蟲驅除 預防法 中 改正の 請願 . 六 三 八 

0 米穀 市場 開設の 請願 . 六 三 八 

〇 石炭 價格 調節の 請願 . 六 三 八 

0 郵便局 設置の 請願 (山形 縣大 井澤 村〕 . 六 三 八 

0 同上 (三等〕、 (德島 縣富田 浦 町〕 . 六 三 八 

〇 同上 (々： >( 茨城 縣佐都 村〕 . 六 三 八 

0 同上 (ク〕 (奈良 縣都跡 村〕 . 六 彐力 

0 小 泉 局を 無 集配と し 舞木驛 附近に 郵便局 

設置の 請願 (福 島縣巖 江村) . 六 三 九 

0 電信局 設置の 請願 (北 千島) . 六 三 九 
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〇 第®  十一 ■ # _ 務大 [S . 

〇- 第 H 十一 费會 政府 委 C . 

〇设族 院 K M の* 動 . 

〇 索 a 院 aa の 異動 . 

第 四十 I 回帝國 m 會 -S- 族院 


六 四 八 
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六 四 八 

六 四 八 

六 四 九 
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六 四 九 
六 四 九 


♦大正 -L- : 半 十二月 二十 八日 班琪 . 

0 勅語 奉答 文の 件 . 

〇全院 委員長の 選 班 . 

0 /11 征眾险 に對す る 感謝 決 猫 案 . 

〇 /li 征腔陳 に對 する 感謝 決涵案 . 

〇 常任委員® 運 班 . 

♦大正 八 年 一月 二 十一 日 sl JJf . 

0 施政方針に 關 する 原 (SS 理大 K の演說 • 
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六 五 四 

I ハ 五 B 

六 五 H 

六 五 五 
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0外 交 方針に 關する 内 田 外務 大 K の M 説 . 六 7.: 七 


0 施政方針に 關 する 仲 小路 服の ft 間 . 

0 同上 山 本 農 商務 大 ££ の 答 辯 . 

0 同上 服 部 一三の _ . 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 

♦大正 八 年 一月 二 十四日 嫌 事 . 

0 施政方針に 關す る阪本 釤之叻 の H 問 . 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 

0 同上 中 橋 文部大臣の 答 辯 . 

0 同上 .ば 次 内務大臣の 答 辯 . 

0 外交 方針に 關 する 高 陪作衞 の H 間 . 

〇 同上 原總 理大 E の 答 辯： . 

0 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 

0 同上 田 中 陸軍大臣の 答 辯 . 

0 施政方針に 關する 山 脇 玄 の H 問 . 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 

0 同上 床 次內務 大臣の 答 辯 . 

0 同上 中 橋 文部大臣の 答 辯 . 

0 同上 山 本 農 商務 大臣の 答 辯 . 

0 施政方針に 關 する 石黑忠 恵の— . 

0 同上 山本農 商務 大臣の 答 辯 . 

0 同上 吉井 幸藏の 質問 . 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 

0 大正 七 年 法律 第二 十四號 屮改正 法® 案 

IS  1  _ 113 . 

0 輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 第一 

讀 ir . 

♦大正 八 年 一月 一 It 七日 蕺辦 . 
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〇忍餌沿痒 :^ 堪に通岱運鶸梅—遢の紱願 . 六 四 0 
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〇 地方 鐵逋 法案 第 一讀 會 . 七 五 五 


一四 


〇 輕便銥 迈 補助 法 中 改正 法律案 第 i ia 會 . 七 五六 

0*菹 抵常 法中改 JH 法律案 第 l fg c t J . 七 五 七 

〇铴 : Ti ^ fttl 郵便 法 中 改正 法 鉗 案 第一 讚钤 . 七 五 七 

0鐵道營業法中改正法律案第|讀會. . 七 五 七 

〇 度 ft 衡法中 改正 法律案 第一 讀會 . 七 五八 

o ijf 菜 公 i ul 金 特別 會計法 案 第一 13 會の la . 七 五 九 

〇 臨時 國 Be 證券 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の© . 一 . 七 五 九 

0 朝 群 事業 公 偵 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の铹 . . . :… 七 五 九 

0 祭 _ 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 七 五 九 

〇 造幣局 据匿運 轉 資本增 加 及 設備撖 張に 關 

する 法律案 第一 讀會の 紉 . 七 五 九 

0 事業 公 a 金 特別 會計 法案 第二 讚會 . 七六〇 

〇 同上 第三 讀會 . 七六〇 

〇 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . •‘ 七六〇 

〇 同上 第三 ® 會 . . . 七 六 0 

0 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 第二 讚會 . 七六〇 

〇 同上 第三 li 會 . 七六〇 

0 謹* 事業 公債 法 中 改正 法律案 第二 18 會 . 七六〇 

0 同上 第三 讀會 . . 七六〇 

〇锆 幣局据 置運轉 資本 增加及 設備 擴張 費に 

關 する 法律案 第二 W 會 . . . 七 六 0 

〇 同上 第三 讀 會…： . 七 六 0 

〇鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . 七六〇 

〇 北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第一 讀 

■會 の續 . 七六〇 

〇鐵道 敷設 法 中 改正 法律案， 第二 讀會 . 七 六 三 

0 北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第二 讀 

會 . 七 六 三 

〇鐵逍 敷設 法 中 改正 法律案 第三 讀會 . 七 六 四 

0 北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第三 II 

會 . 七 六 四 

0 北海道 w 土人 保 ffi 法 中 改正 法律案 第一 

讀 會の續 . 七 六 四 

〇 同上 第二 讀會 . 七 六 四 

〇 同上 第三 讀會 . 七 六 四 

0 利息 制限 法 中 改正 法律案 第一讀 會 . 七 六 四 

0 未成年者 飲酒 肢締 法案 第一 11 會 . 七 六 五 

〇鐵道 敷設の 請願 C 釧路相 生 間〕 . 七 六 五 

〇 熊 阪信號 所を 停車場に 變更の 請願 . 七 六 五 

〇 郵便局に 電信 開始の 請願 (島根 縣 三刀屋 


村) 


0坩 \ 恩铪 法 中 改正の 諸 願！ 二 /- <- 

0*« 琪萊獎 « の 請 S . 

〇  …… 
o ili 人 恩給 法 附則 改正の 餌 願 

〇稚内 築港の 賄 团 . 

♦大正 八 年 三月 十日 $ . 

0 衆 汲 院 a n i« 舉法中 改正 法 ? 4¢ 案 第 一  3 


0. 


•七 六 五 
•七 六 五 
•七 六 五 
.七 六 五 
•七 六 五 
.七 六 六 


•七 六 六 


〇大 IH 六 年 法 钳第六 號中改 正 法律案 第一 

嫌會の 級 . . . 七 七 ^ 

〇史阽 名勝 天然® 念 物 fft 存法案 第 一  f nR tf . 七 -1: 八 

0 :1: _ 原料 M 物 研究所 設 跑 に關 する 115 铋案 . 七 七 九 

0 下關港 修築の 請願 . 七 八 一 

0 喫煙 収締法 制定の 爾願 . . . 七 八 一 

〇 八戶 町ょ 〇久慈 町を 經て . s!f 田 村に 速す る 

輕便鐵 道 © 設の 請願 . 七 八 一 

〇天鹽 線を 稚内 ょり 起 H wai 成の 請願 . 七 八 一 

0 大正 六 年 法 鉗 第 六號 軍人恩給 法 附則 改正 

の 請願 . . 七 八 二 

0 帝 國在鄕 軍人 # 阔 ig 袖 肋の Is 願 . 七 八 二 

♦大正 八 年 三月 十三 日 謎 舐 . 七 八 二 

〇醫師法中改正法律案第一識矜 . 七 八 二 

0 執達吏 規則 中 改正 法律案 第 一 調 锊 . 七 八 三 

0 執達吏の 手數料 及 立 茜金咐 額に 關 する 法 

律 案 第 i le 會 . … •七 八 彐 

0 煙草 專賣法 中 改正 法律案 第一 If 愈 . 七 八 三 

0 織物 消費税 法 中 改正 法律案 第一 諮 a . 七 八 四 

0 史賴名 勝 天然記念物 保存 法案 第 i 愈 

の績 . 七 八 四 

0 同上 第二 譖會 . 七八四 

0 同上 第三 _會 . 七 八 五 

0 議員 佐 藤 友 右 衞門選 擧 银 訟の件 . 七 八 五 

命 大正 八 年 三月 十五 日 翳 事 . 七九〇 

0 私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 第一 

讀會 . 七 力 I 

〇 軌道條 例 中 改正 法律案 第一 讀會 . 七 九 二 

0 仙 北輕 便鐵道 買収® 支 辨の爲 公似 發行に 

關 する 法律案 第一 讀會 . 七 九 二 

〇豫算 案 大正 六 年度豫 備金茭 出の 件 外 六 件 

承諾を 求む る 件 . 七 九 二 

0 開 fg 助成 法案 第一 1® 會の紹 . 七 九 三 


0 精神病院 法案 第一 譖 會の續 . 七 九 七 

0 結核 豫防 法案 第一 讀會 の續 . 七 九 七 

0 「トラ ホーム j 翔 防 法案 第一 讀會 の 紹 . 七 九 七 

0 精神病院 法案 第二 |@ 會 . 七 九九 

0 同上 第三 讀會 . . . 七 九九 

〇 結核 豫防法 案 第二 ii ir . 七 九九 

〇 同上 第三 讚 會 . 七 九九 

0 「トラ ホー ム」 裸 防 法案 第二 iir 會 . 七 九九 

0 同上 第三 譖會 . 七 九九 

0 度量衡 法 中 改正 法律案 第一 IB 會の績 . 七 九九 

0 同上 第二 讀會 . . . 八 〇〇 

〇 同上 第三 讀會 . 八〇〇 

〇家祿 赏 典祿處 分に 關する 法律案 第一 ® 

會 の la . 八〇〇 

〇沒 祿處 分を 受けた る 者に 對する 給 與處分 

に關 する 法 雄 案 第一 ! i} 會の續 . 八〇〇 

0 家 祿 n 典 祿處 分に 關する 法律案 第二 謂 

會 . 八〇三 

0 同上 第一 一 i s tt . 八〇三 

〇沒 祿處 分を 受けた る 若に 對 する 給 與處分 

に關す る 法律案 第二 la # . 八〇三 

〇 同 h 第三 讀會 . 八〇三 

令 大正 八 年 三 月 十七 日蕺事 . 八〇三 

〇 耕地整理 法中改 JH 法律案 第一 調會 . パ〇三 

0 都市 計 戴 法案 第一 讀會 . 八 0 四 

0 市街地 建築物 法案 第一 讀會 . 八〇五 

0 會計士 法案 第一 ® 會 . 八〇七 

〇 司法 代書人 法案 第一 is 會 . 八〇八 

〇 地租 條例中 改正 法律案 第 一 讀會 . 八〇八 

〇大垣 郵便局を 二等 郵便局と 爲 すの 15 願 . 八〇九 

〇輕便 鐵适敷 設の 請願 (靑秋 海岸 輕便鐵 道〕 . 八〇九 

〇鐵道 敷設の 請願 (宮崎 飫肥 間〕 . 八 o' 九 

0 同上 (三 陸 沿 辯 鐵道〕 . 八〇九 

〇鐵抗 線路に 關する 請願 (岐阜 富 山間) . 八 0 九 

〇輕便 鐵道 敷設の 請願 r 能 代 五所川原 間) . 八〇九 

♦大正 八 年 三月 十八 日 議事 . 八〇九 

〇 開 ig 助成 法案 第二 讀會 . 八 10 

〇 同上 第三 讀會 . 八 一七 

〇預茲 案 大正 八 年度 哉 入 歳出 總務览 案並大 

正八年度谷特別會計歳入歳出镍算案 . 八 I 七 

0 残 -® 外國 庫の .© 擔と なる へき 契約を 爲す 

を耍 する 件 . 八 I 七 

大 R 本 帝 國諉锊 誌 第 十一 卷科次 


0 豫算案 臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第一 號 . 八 一七 

〇豫算 案 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第一 號〕 . 八 一七 

〇豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 (追 第一 號〕 . 八 一七 

〇大 麥小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關 する 

法律案 第 一 讀 會の續 . 八 二 九 

❖大正 八 年 三 月！ 一十 日 議事 . 八三〇 

〇 執達吏 規則 中 改正 法律案 第 一 围 會の續 . 八 三 〇 

0 同上 第二 讀會 . 八三〇 

0 執達吏の 手數料 及 立替 金增額 に關 する 法 

律 案 第 i 會の續 . 八 三 〇 

0 同上 第二 讀會 . 八 三 〇 

〇 執達吏 規則 中 改正 法律案 第三 讀會 . 八 三 一 

0 執達吏の 芊數料 及 立 替金增 額に 關する 法 

律 案 第 11 i 讀會 . 八 三 一 

0 醫師法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . 八 三 一 

0 同上 第二 讀 ir . 八 三 一 

0 同上 第三 讀會 . 八 三 一 

〇 會計法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 八 111 二 

0 農 H 銀行 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 八 三 二 

0 利息 制限 法屮 改正 法律案 第一 si 會の紹 . 八 三 二 

〇 未成年者 飲酒 取締法 案 第 一讀 會の續 . 八 三 三 

0 煙草 翦賣法 中 改正 法律案 第一 If 會の續 . 八 三 六 

〇 織物 消費税 法 中 改正 法律案 第一 讀會の 

.  續 . 八 三 六 

〇 煙草 ¥ 賣法中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 三 七 

〇 同上 第三 |@ 會 . 八 三 七 

0 織物 消費税 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 三 七 

0 同上 第三 if 會 . 八 三 七 

OH 業 原料 植物 研究所 設置に 關 する __ '案 . 八 三 七 

❖大正 八 年 三月！ 一十一 日 ■事 . 八 三 八 

〇 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む 

る 件 . . . 八 三 八 

0 阿片 法 中 改正 法® 案 第一 讀會 . 八 三 八 

0 大正 四 年 法律 第 十六 號屮改 正 法律案 第 

會 . 八彐九 

0 道路 法案 第一 讀 會の續 . 八 三 九 

0 同上 第二 讀會 . 八 四 二 

〇 同上 第三 讀會 . 八 四 二 

0 時局の 影響に 因る 地方税 制限 锁張 に關す 

る 法律案 第一 is fr の p . 八 四 二 


0 同上 第二 讀會 . 八 四 四 

〇 同上 第； il 讀會 . 八 四 3t: 

〇 私立 學校用 地 免租に 關 する 法律案 第一 

讀 會の續 . 八 四 五 

0 耕地整理 法 中 改正 法律案 第一 讀會 の續 . 八 四 五 

〇 地租 條例中 改正 法律案 第一 if 會の續 . 八 四 ：/ 1: 

〇 耕地整理 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 四 五 

0 同上. 第三 讀會 . 八 四 五 

0 地租 條例屮 改正 法律案 第二 讀會 . 八 四 五 

〇 同上 第三 >1 會 . 八 四 五 

拳 大正 八 年 三月 二 十四日 議事 . 八 四 六 

C 豫* 案 大正 八 年度 歳入 歳 / Ji 總豫算 追加 案 

(第三 號〕 . 八 四 六 

〇 大正 八 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 

案 ( 特第 一號〕 . 八 四 六 

〇豫算 外國酣 の負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 (追 第二 號) . 八 四 六 

0 池 方 鐵道法 案 第一 讀會 の續 . 八 五 五 

〇輕便 鐵道補 助 法 中 改正 法 津案第 I® 會 

の® . 八 五 五 

〇鐵谓 抵當法 中 改正 法律案 第一 讀會の _ . 八 五 Jr: 

〇鐵疽 船舶 郵便 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

の績 . 八 五 五 

0 鐵道營 槊法中 改 IH 法律案 第一 讀 會の續 . 八 五 五 

0 軌道 條例中 改正 法律案 第一 讀會 の續 . 八 五 五 

0 仙北輛 便 鐵 道 買 收費支 辨の爲 公 « 發 行に 

關 する 法律案 第一讀 會の續 . 八 五 五 

0 地方 鐵道 法案 第二 讀會 . 八 五六 

〇 同上 第三 讀會 . 八 an 六 

〇輕 便鐵道 補助 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 五六 

0 同上 第三 ii ir . 八 五六 

〇鐵道 抵當法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 五六 

〇 同上 第三 讀會 . 八 五六 

〇鐵道 船舶 郵便 法 中 改正 法律案 第二 if 會 . 八 五六 

〇 同上 第三 讀會 . . 八 五六 

〇 鐵道營 業 法 中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 五六 

0 同上 第三 讀會 . . . 八 J;: 六 

〇 脚 道條例 中 改正 法律案 第二 讀會 . 八 五六 

0 同上 第三 讀會 . 八 五六 

0 仙 北輕便 鍅道買 收費茭 辨の爲 公 ffl 發 行に 

關 する 法律案 第一 i 讀會 . 八 五六 

0M 上 第三 讀會 . 八 五六 

一 五 


%  %  ii  ii  %  %  %  %  A  A 

〇〇  〇〇〇〇〇〇九 % 

三 三  三 三 - 〇九八 


.九 0 三 
.九 0 三 
:九〇 四 
•九 〇四 

.九 〇四 


〇 決 -® 大正 五 年 谷 袴 別 rr 計 戊 入歲 1; ‘決 3? … 

〇 借地 法案 第一 H 會の續 . 

〇 司法 代 n 人 法案 第 l la fr の！： 3 . 

〇 同上 第二 讚 會 . 

〇 同上 第 = 讚 科 . 

〇设エ 銀行 法 中 改正 法律案 第 一 證0 の g? 

〇 同上 第二 譖會 . 

〇 同上 第三 Ig gr . 

〇金錄 公 fa 證© 不足 額 下付に 關 する 請願 

c 江 藤 冬 雄 呈出/ . 

〇 同上 (仴藤 祐饀 呈出) . 

〇 家祿赏 典 祿 下付に 關 する 請願 (山 內元八 

口  3 m -J . 

〇 同上 •  c 松 本 時 正 呈出) . 

0 特別 用® 規則 中 改正の 請願 . . 

OK 裁 所 復設の 請願 (香 川縣 三本 松 町)… 
0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 C 栃木 縣野 

崎© . 

〇 坂 上郵促 局 桑 野 郵便局 間に 遞绘 開始の 請 


0 郵便局に 電信 並 集配 事務 開始の 請願 C 滋 

賀縣野 州 町) . 九〇四 

0 家祿赏 典 祿 下付に 關 する 請願 . 九〇四 

0 鐵道敷 設の 請願 (阿 讚 聯絡 鐵道〕 . 九〇四 

〇鐵道 速成の 請願 (上越 鐵道 高崎齙 川 間〕 . 九〇四 

0 郵便局 設置の 請願 (無 集配〕 (福 岡 縣大野 

島 村〕 . . . 九 0 四 

0 大正 六 年 法律 第六號 軍人恩給 法 附則 改正 

の 請願 . 九 0 四 

0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (鹿 兒島縣 

東 太 良 村) . 九〇五 

〇區 裁判所 管_區 域 變更の 請願 . 九〇五 

〇 勝 山 E 裁判所 出張所 設置の 請願 . 九〇五 

〇鐵道 速成の 請願 (伯 備鐵 道) . 九 〇 五 

〇 鐵道敷 設の誧 願 (興 部 枝 幸 間) . 九〇五 

〇 帝 國在鄕 軍人 間國庫 補助の 請願 . 九〇五 

〇鐵道 敷設の If 願 (鶴 岡大泉 間〕 . 九〇五 

0 同上 (福 岡縣 白水 鐵道〕 . 九〇五 

OM 裁判所 出張所 設置の 請願 (北海道 帶廣 
區〕 . 九〇五 

0 軍人恩給 法 中 改正の 請願 . 九〇五 

〇區 裁判所 出張所 設置の 請願 (山形 縣鶴岡 


一六 

M) . 九 〇 五 

o m 人 . K -^ L1;- 屮改 正の M 願 . 九 、 

〇 町村 姣表肜 規則 制定の KK . ■'■ 

0根室 » 修 |6 速成の糖頭 . . 九 〇 六 

〇 利根 江 戶兩川 i ro MK . 九 0 六 

〇 海 «B 被害 防 索に 明す る 制 囲 . 九 〇 六 

〇 日本 住 血 吸 由 病 3e 防 撲滅 事業 费 圃雎€^ 

の P! 願 . 九 0 六 

〇强道 速成の 賊願 C 伯 (i tt 道〕 . 九〇六 

第 四十 一回 帝 國議會 衆議院 

♦犬 JF. 七 年 十二月 二十 七日 链 ?Jf . 九〇七 

0 勅語 艰答 文の 件 . 九〇七 

♦大正 七 年 十二月 二十 八日狨 yf . 九 0 七 

0 政府裘 員の ffi 命 . 九〇七 

〇全院 委員長の 選舉 . 九 0 八 

〇 常 fr: 一^の 選舉 . 九〇八 

〇 出征軍 隙の 功 級に 關する 決 雜案 . . 九 一 〇 

♦大正 八 年 一月 二十 一日 il yf . 九 二 

〇 施政方針に 關す る ® • 總理 大臣の 演說 . 九 一二 

〇 外交 方針に 關 する 内 田 外務 大以の 浈說 . 九 一二 

0 財政に 關 する 高 橋 大破 大臣の 演說 . 九 _ 一一 

0 施政方針に 關 する 片岡直 溫の質 問 . 九 一 五 

0 同上 原總 理大 &: の 答 辯 . 九 一七 

0 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 九 一八 

0 同上 高 摘大藏 大 E の 答 辯 . 九 一八 

0 施政方針に 關する 西 村 丹 洽郎 の W 問 . 九 一九 

〇 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 九 二 〇 

0 同上 山 本 越 商務 大臣の 答 辯 . 九 二 0 

0 同上 高 橋大藏 大臣の 答 辯 . 九 ニ ニ 

〇 施政方針に 關 する 下 岡 忠 治の n 間 . 九 ニニ 

〇 同上 山 本煶商 務大 K の 答 辯 . 九 二 PM 

〇 施政方針に 關 する狎 川 方義の 質問 . 九 二 :/？; 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 九 二 六 

♦大正 八 •年 一月 二 十二 日讖事 . 九 二 七 

0 外交 方針に 關 する菌 月 小 太郞の 質問 . 九 二 七 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 九 il 二 

0 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 九 三 一 

0 施政方針に 關する 木 下 _ 次郞の 質問 . 九 三 二 

0 同上 原總理 大 ts の 答 辯 . 九 三 四 

0 同上 齋藤隆 夫の 質問 . 九 三 四 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 九 三 七 


大日 本 帝は I55. & 誌！ S 十一 卷 n 次  _  _ 

〇大 7H 七 年 法 坩坑 三十 七 號 屮改： 1H 法 nt 案 

第-期 會の » . 八 五六 

〇同上第二班會 . 八 五六 

0 同上坊 111 讀矜 . 八 五六 

0 中等 學校敎 M 铤遇 に關す る B5 踐椠 . 八 五 七 

♦大正 八 年 1 1; 月 二十 五日 链琪 . 八 五 九 

o ini 等 諸 吊 校 剖 設及棟 張 费 支 辨に關 する 法 

律 案 第一® 會の £s . 八 六 〇 

0 同上 第二 Ig f; . 八 六 一 

0 同上 第三 讀符 . 八 六 一 

〇豫 3? 築 大 JH 八 年度 歳 人 歳出 總豫览 追加 案 

(第二 號〕 . 八 六 一 

0 衆 戤院戤 n 選 犁法屮 改 JI-: 法律案 第一 讀 

會の扮 . 八 七 七 

0 同上 第二 围會 . 八九〇 

0 同上 第三 酹啓 … •- . 八九〇 

〇 農會法 中 改正 法律案/第一 ga 會 . 八 九 〇 

♦大正 八 年 ー ニ 月 二 十六 日 謎 2]f . 八 九 一 

0 四 伯 利亞 の狀况 に關 する 田 中 陸軍大臣の 

演說 . 八 九 一 

〇豫箕 案 大正 六 年度 豫蹦金 支出の 件 外 六 件 

承諾を 求む る 件 . 八 九 二 

〇豫筇 案 大正 八 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫 

算 追加 案 ( 特第 一號) . 八 九 三 

〇豫算 案 大正 八 年度 歳入 歳 3 總豫算 追加 案 

(第 四號〕 . 八 九 三 

〇豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲 す. 

を耍 する 件 (追 第二 號) . 八 九 三 

〇豫览 案 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第三 號) . 八 九 三 

0 都市 計 ® 法案 第一 is 會の續 . 八 九 五 

〇 市街地 建築物 法案 第 i 會の續 . . . 八 九 五 

0 都市 計 親 法案 第二 讀會 . 八 九 六 

om 街 地 建築物 法案 第二 讀會 . 八 九 六 

〇 都市 計诳 法案 第三 讀會 . . 八 九 七 

〇 市街地 建築物 法案 第三 讀會 . 八 九 七 

〇 阿片 法 中 改正 法律案 第 會の續 . 八 九 七 

0 同上 第二 讀® . . 八 九 七 

〇 同上 第三 讀會 . 八 九 七 

0 大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 第 

1_會 の綏 . 八 九 七 


〇 決算 大正 五 年度 歳入 歳 m 總 決算 . 八 九 八 


%  % 
五 五 


九 

31 


九九 九 
五 五 五 


31 


九九 
五 五 


九九 
五 五 


— __  _ _ k 


大 

日 
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FI 
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九 四 一 
九 四 一 
九 四 一 

九 四 一 

九 四 二 

九 四 三 
九 四 三 

九 四 三 

九 四 四 

九 四 四 

九 四 五 

九 四 七 

九 四 八 

九 四 八 
九 五 0 
九： S 

九 五〇 、 

九 五〇 

九 五一 


0 同上 野 田遞信 大臣の 答 辯 . 

0 同上 山 本 農 商務 大臣の 答 辯 . 

〇 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 

〇 施政方針に 關 する 北并波 治 目の 質 間 . 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 

〇 同上 床 次 内務 大 E の 答 辯 . 

0 同上 田屮 陸軍大臣の 答 辯 . 

0 施政方針に 關 する 兒玉 右二の 質問 . 

〇 同上 原總 理大 K の 答 辯 . 

〇 同上 內 m 外務大臣の 答 辯 . 

0 施政方針に 關する 高木 益 太郞の 質問 . 

〇 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 

〇 同上 中 橋 文部大臣の 答 辯 . 

0外 一 父、 財政、 施政方針に 關する 松 本 誠 之 

0® . 

0 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 

〇 同上 高 橋大藏 大臣の 答 辯 . 

〇 同上 野 田遞信 大臣の 答 辯 . 

♦大正 八 年 一月 二十 三日 議事 . 

〇會 計檢査 院法中 改正 法律案 第一 讀會 . 

0 第一 回國勢 調 ? £ 施行に 要する 地方 經費國 

庫 支辨 に關 する 法律案 第一 讚 會 . 

0® 時 利得 稅法中 改正 法律案 第一 ® 會 . 

〇 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む 

. 

0 穀類 收用令 承諾を 求む る 件 . 

0 家 祿 K 典 祿魃 分に 關する 法律案 第 5 

0 . 

〇沒祿 肱 分を 受けた る漭 に對す る 家祿赏 典 

祿處 分に 關 する 法律案 第一 讀會 . 

♦大正 八 年 一月！ 一十 五日 ^ 祺 . 

0 作業 會 計 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

〇 海 屯 エ廠贷 金 e- rl' 法屮改 正 法律案 第一 

. 

〇隨 £擗理 基金 特別 0- 計 法 中 改正 法律案 

is l Bf fr . 

〇斟 業 公似 金 特別 ir 計 法案 第一 讚 會 . 


0 財政 方針に 關 する 村 松 ffi 一郎の 質問 . 九 一一 一七 

0 同上 高睽火 級 大臣の 答 辯 . 九 三 九 

〇 冏 上 山 本 農 商務 大臣の 答 辯 . 九 三 九 


〇 施政 及 外交の 方針に 關 する 正木 照藏の 質 


〇 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 第 會 . 九 五三 


〇 朝鮮 唞業 公愦法 中 改正 法_ 案 第一 1® 會 . 九 五三 

〇臺 » 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 九 五三 

〇豫® 案 大正 七 年度 歳 人 歳出 總豫算 追加 案 

(第一 號：} 決議案 . 九 五 四 

〇 李 太 王 殿下 薨去に 付 弔意を 表する の 決議 

案 . 九 五 四 

0 李 太 王 殿下 薨去に 付 休 會の件 . 九 五 五 

♦大正 八 年 一  A 二 十八 日® «f . 九 五 五 

0 公娼 制度の 存 廢に關 する 質問 . 九 Jr. 五 

〇冏 上 描 山 勝 太郞の 質問 演說 . 九 五 Jr: 

〇毫 @ 總督府 の 鰹 润業収 締に關 する 質問 . 九 . W. 八 

〇冏 上 唐 端 淸太郞 の 質問 演説 . 九 五八 

0 同上 下 村 政府 委員の 答 辯 . 九 五八 

0 滿洲に 於け る 土地路 粗に 關 する 質問 . 九 JI: 九 

0 同上 伊東 知 也の 質問 演說 . 九 五 九 

〇 私 學獎勵 に關 する 質問 . 九 六 二 

0 同上 ® 口 秀 雄の 質問 演説 . 九 六 二 

0 同上 中 橋 文部大臣の 答 辯 . 九 六 四 

0 衆議 院議 良 選擧法 中 改正 法律案 (高木 益 

太郞 提出〕 第一 讀會 . 九 六 四 

♦大正 八 年 一月 111 十日 議事 . 九 六 八 

0 憲法 發布 三十 年 記念 視 賀に關 する 件 . 九 六 八 

0 濃 越鐵道 速成に 關 する 建議案 . 九 六 八 

〇敎 fr 振， 興に 關 する 建議案 . 九 六 九 

0 食糧 政策 及 小作農 保護に 關する 建議案 . 九 七 五 

0 東方 調査 局 設置に 關 する 建議案 . 九 七 七 

♦大正 八 年 二月 一日 11 事 . 九 七 八 

〇豫算 案 大正 七 年度 歳入 歳 ui 總豫算 追加 案 

C 第二 號) . 九 七 八 

0 豫算案 臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第二 號〕 . 九 七 八 

0 道路 法案 第一 讀會 . 九 七 九 

〇 北海道 II 土人 保 謎 法 中 改正 法律案 第一 

讀會 . 九 八 三 

〇 開 is 助成 法案 第一 讀會 . 九 八 四 

〇戰判 所の 設立に 關する 法律案 第一 讀會 . 九 八 七 

0 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 

讀會 . . 九 八 七 

0 不動 產登 記法 中 改正 法律案 第！ 讀會 . 九 八 七 

〇鐵 道 敷設 法 中 改正 法律案 第一讀 會 . 九 八 九 

0 北海道 鐵道敷 設法中 改 JE 法律案 第一® 

會 . 九 八 九 


〇 造幣局 据置 運轉 資本增 加 及 設備褙 張 費に 

關する 法律案 第一 讀會 . 九九 〇 

0 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第一 

讀會 . 九九 〇 

0 帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 第一 

讀會 . . . 九九 一 

0 東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支 

出金に 關する 法律案 第一 18 會 . 九九 一 

〇 大正 七 年 法律 第四號 中 改正 法律案 第一 

讀會 . 九九 一 

〇淸津 築港に 關 する 建議案 . 九九 一 

❖大正 八 年 二月 四日 議事 . 九九 三 

0 講和 問題に 關 する 質問 . 九九 四 

〇 同上武 富 時敏の 質問 演說； . 九九 四 

〇勞卿 政策に 關する 質問 . 九九 五 

0 同上 小山 松 壽の質 間演說 . 九九 五 

0 大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 

第一 讀會 . 九九 六 

〇輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 第一 

讀 @ . 九九 八 

0 會計檢 査院法 中 改正 法律案 第一 讀會の 

續 . 九九 八 

0 衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 (武富 時 

敏提出 〕 第一 讀會 . 九九 八 

0 日 肥 鐵道 建設に 關す る© 議案 . 一 〇〇二 • 

0 野 岩羽鐵 道 速成に 關する 建議案 . 一 〇〇二 

♦大正 八 年 二月 六日 議事 . 一〇 0B 

〇大 麥小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關する 

法 鉗 案 第一 |@ 會 . 一 〇〇三 

0 朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律 

案 第一 讀會 . 一 〇〇五 

0 第一 回國 勢調奄 施行に 要する 地方 經费國 

庫 支 辨に關 する 法律案 第一 讀 會の續 . 一 〇〇五 

〇 大正 五 年 法 ii 第 四號中 改正 法律案 第一 

讀 會の續 . 一 〇 〇 六 

〇會計 士法案 第一 if 會 . . . 一 〇〇六 

0 朝鮮 平 元鐵道 急設に 關 する 建議案 . 一 〇〇六 

0 葉 燁萆耕 作 組合に 交付金 下付に 關 する 建 

韩案 . 1 0 0 七 

0 北 酢 裏 R 本 聯絡 M 路 延長に 關す る扭 議案 ••… 一 0 〇八 

〇玄米食獎勵に關する纽議案 . 一 〇〇 九 

〇 織物業 組合 及 葉 煙草 耕作 m 合に 交付金 下 
一七 
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〇 

〇〇 

〇 

〇〇〇 

〇 

〇 
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五 

五 五 

五 五 五 
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o  o  o  o  o  o  000  0 

九九  九九  八 八  八 八 八  八 


一 〇一五 

~〇1 五 

一〇 一七 

一〇 一七 

一〇 一七 

一〇 一七 

101 七 

一〇 一七 

一〇 1 七 

101 七 

101 七 

101 七 

一〇 一七 

一〇 一八 


大日 本 帝！ 詰 第 十一 汔 W 次 _ 

付に 関する aa 案 . 

♦大正 八 年 二月 十日 a 事 . 
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0 大正 二 年 法律 第 九 號中改 正 法律案 第一 

讀會の 親 . . . •• . 

〇 同上 第二 iEj ir . 

〇不 励 產登記 法 中 改正 法律案 第一 la 會の 


〇 同上 第二 讀會 . . . 一 〇二一 

〇 北海道 舊 土人 保護 法 中 改正 法律案 第一 

讀會 .の續 . . . 1 0 ニー 

〇 朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律 

案 第一 讀 會の續 . 一〇二 一 

0 家祿賞 典祿處 分に 關 する 法律案 第一® 

會の續 . . . 一〇二 一 

0 沒祿處 分を 受けた る 者に 對 する 家 祿賞典 

祿處 分に 關 する 法律案 第一 爾窗 の續 . 一〇二 一 
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〇锊道 速成の 請願 (律 山 新 見 間〕 . 一 

♦大正 八 年 三月 四 E 議事 . 一 

〇勞 磡 政策に 關 する 質問の 答 辯 . 一 

〇 食 S .®!: 策に 關 する 質問 . 一 

〇间上 小 橋 fl 三 衞の 質問 演說 . 一 

〇吉 野 III 改修工事に 關する 質 間 . 一 

〇 同上 高 島 兵吉の 質問 演說 . 一 

0 航空 収 締に關 する 質問 . 一 

0 同上® 山 勝 太郞の 質問 演說 . 一 


八 八 八  八 八 八  八 八 

九九 八  八 八 七  七 JC 


ON 上 小 西 和 © HE 演 费 . 

0 期 is ei 例 中改 正沾邙名 第一 IHB . 

o hll 北屏 便鐡 道 H ft a 支辨 〇 爲公 垅 發 行に 

H する 法律案 第一 a 會 . 

OSH 2} 行 補助 法 中 改正 法 钳案第 一 渰付 …… 
〇 執 達 } t- 規則 中 改正 法律案* 8  IW4B の ?0? :. 
〇 執！ ©史のて數料及立替金衔劼に關する法 

律 案 第一 » 金の a . 

0 家 褡 市 ^ 法 屮 改正 法 {it 案 ® i as 矜 . 

〇饨茛 耶 S 法 中改 JK 法 at 案 第 一 抦矜の 0  '…： 
〇 織物 消 ?, i 税法 > I ' 改 JH 法 钳案第 一阏 0- の 


〇 市町村 吏員 铯遇に 關す ろ r( 間 . 一一 一一 九 

〇 同上 荒 川 五 斑の^ S f5t 說 . 一ー ニ 九 

〇 私立 吊 校 ra 地 -^ 租 に 眧する 法 s 案 第一 

譖 會 . 二 三 〇 

〇 耕地整理 法 中 改正 法律案 第一®® . 二 三 一 

〇拧 3?- 案 大正 六 年度 務 il 金 支 U5 の 件 外 六 件 

承諾を 求む ろ 件 . 一一 三 二 

0 精神病院 法案 第一 讀會の 級 . 一一 三 二 

0 同上 第二 ^ 锊 . 一一 三 二 

0 大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 

•第 一詞 0 の ^ . 二三 二 

0 同上 第二 讚 窗 . I 一三 二 

0 地方 箱 道 法案 第一 讚 曾© 級 . 一一 三 三 

0 同上 第二 響 . 一一 三 三 

〇瞇侦 鉛 ; S 補 肋 法 中 改正 法 鉗 案 第一 la ir 

の ^ . . . 二 三 三 

〇鐵 道 ®- 當法中 改正 法律案 第一 讀會 の續 一一 三 三 
0 同上 第二 is 位 . 一一 三 三 

〇铴 23 船舶 郵侦法 中 改正 法律案 第一證 會 

の紹 . 一|三三 

〇鐵 道營椠 法 中 改正 法律案 第一 調 會_緻 一一 三 三 

〇 同上 第二 la 會 . 一一 三 三 

〇 利 , a 制限 法 中 改正 法律案 第一 諂 會 CD' 續 ...... 二三 三 

0 同上 第二 驗會 . . . 一一 三 四 

0 未成年者 飲酒 取締法 案 第一 |@ 會の續 . 一一 三 四 

0 同上 第二 讀會 . 一一 三 五 

〇 四 國 海岸 循環 鐵道建 設に關 する 越 厳 案 …： … .一一 三 五 

0 四 國循璦 鐵道 建設に 關する 建議案 . 一一 三 五 

〇 興 國鐵道 循環線 敷設に 關 する 建議 築 . 一一 三 五 

0 野 岩 羽鐵道 速成に 關す る趄翳 案 . 一一 三 六 

令 大正 八 年 三月艽 日議辦 . 一一 三 六 

0 地租 條例中 改正 法律案 第 1.詞 會 . I  I 三 七 

〇 耕地整理 法 中 改正 法律案 第一 10 會 . 一一 三 七 

0 市制 中改 正 法律案 第一 節 會 . 一一 三 七 

〇 町村制 中 改正 法律案 第一 5i 會 . 一 r 一 一 七 

0 府縣制 屮 改正 法律案 第一 if # . 1 i 三 八 

0 郡制 中 改正 法律案 第一 1® 會… . 一一 三 八 

〇 結核豫 防 法案 第 i Ii 會の緻 . 一一 三 八 

0 同上 第二 is 會 . 一一 三 八 

or トラ ホ ー ム」 豫防 法案 第 I 讀會の 續 . I  j 三 八 

0 同上 第二 ii 會 . . . 一一 三 九 

〇水產 銀行 設立に 關 する 建議案 . 一一 三 九 


0«道 速成に 関する 建® 案 (S 松 強 is ) . 二四〇 

OSS 3S & 設に閱 する S3 路案 (能 代 五所川原 

間) . 一一 四〇 

〇國 有軺 便鐵菹 敷設に 關す る S? 链案 c:m 岡 

大泉間 〕 . . . 一一 四 0 

0輕便鍩逍％設に關する建遝案(新見庄原 

間〕： . 一一 四 一 

〇鐵道 建設に 關 する 建 裁 案 (松 本鐵 道〕 . 二 四 一 

♦大正 A- 年 三月 八日 議布 . 一一 四 一 

〇 都市 計 a 法案 •第一 讀會 . 二 四 一一 

〇 市街地 建築物 法案 第一 is 會 . 一 一四 二 

〇 煙草 專 賫 法 中 改正 法律案 第一 讓會 . 一一 四 四 

〇 織物 消 K 税法 中 改正 法律案 第 一 讀會 . |  | 四 四 

0 衆議院 篛員 選擧法 中 改正 法律案 (政府 提 

出〕 第一證 會の鐵 . .一一 四 四 

〇 同上 (高木 益 太郎提 出) 第 i ia 會の續 一 一四 四 

0 同上 (武 富時敏 提出〕 第一 讚會 の紹 . 一一 四 四 

〇 衆議院議員 選擧法 中改 JK 法律案 (政府 提 

出) 第二 la 會…： . 一一 四 六 

0 同上. 0 ® 木 益太郞 提出 >_/ 第二 讀會 . 一一 四 六 

〇 同上 c 武 富時敏 提出〕 第二 讀會 . 一一 四 六 

C 衆議 院議 K 選 擧法中 改正 法律案 (政府 提 

出〕 第三 讀會 . . 一一 七 五 

♦大正 八 年 三月- r 1 日 議事 . . . 1 1 七 五 

0 食糧 政策に 關 する 質問の 答 辯 . 一 I 七 六 

〇 外交問題に 關 する 質問の 答 辯 . 一一 七 六 

〇 吉野川 改修 H 事に 關する 質問の 答 辯 . 一一 七 七 

0 市町村 吏 M 礙週 に關 する 質問 . 一 1 七 七 

〇靑年 指導に 關する 再 質問の 答 辯 . 一一 七 七 

〇國民 思想の 善導に 關 する 再 質問の 答 辯 . 一 1 七 七 

Q 高等 敎育機 關增設 に關聯 し敎育 振興に 關 

する 質問の 答 辯 . 一一 七 七 

0 外交問題に 關する 質問 . 一一 七 七 

〇靑年 指導に 關する 再 質問 . 一 1 七 七 

〇國民 思想の 善導に 關する 再 質問 . 一一 七 八 

〇 高等 敎育機 關增設 に關聯 し敎育 振興に 關 

する 質問 . 一 1 七 八 

0 社 會主議 取締に 關 する 質問 . 一一 七 九 

0 同上 鈴 木 富士龋 の 質問 演說 . 一一 七 九 

〇 甘蔗 作に 關する 質問 . 一一 八 四 

〇 同上 我 如 t!r 樂一郎 の 質問 演說 . 一一 八 四 

〇鹽 の專賣 生產及 配給に 關する 質問 . 一一 八 五 


〇朔鮮 神社に sfs 薄 1,. G 坍拽 萊祀 に關す る 1|? 潞 

^ . 

0 山 门縣 德山港 を 特別 输出人 港と 爲すの 纽 

議 . 

〇圓 山川 改修に 關する 紐 鶸案 . 

0 沖 1! 縣に 於け る 「マ ラリ ャ」 雅 防 戊 滅に 

關す る ? (5 讁案 . . 

〇外容 の 招致 及 待遇に 關す る as 狨案 . 

〇名勝鸽眧其の他の著しき祺勝ぁる斟石並 
特殊の 植物 保存 及 利 Mi に關す る纽豳 案…. 

〇 帝國傅 物 ffi 完成に 關 する ® 5 戢案 . 

♦大正 八 年 三月 十 r: =^ :'Jf . 

〇阿片法中改正法律案第一勖曾 . 

0 私立® 校 用地 免租に 關 する 法 钳案第 一 

胡3 會の績 . 

0 同上 第二 識會 . 

0 同上 第三 ^ ^ . . . 

〇豫算 案 大正 六 年度 预 腩 金 交 出の 件 外 六 件 

承諾を 求む る 件 . 

〇 軌道 條例中 改正 法律案 m- i 識 © の鉞… - 

〇 同上 第二 ii fr . . . 

〇 仙 北輕便 鐵道 買收 a 突 辨の爲 公似 闼 行に 

關 する 法律案 第一 識會の 紐 . 

0 同上 第二 ii # . 

0 刑事訴訟法 中 改正 法律案 第一 謎 會 . 

〇人權 保 謎に 關 する 法律案 第一 讀會 . 

〇 會計法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

0 治安 ® 察 法 中 改正 法律案 第一 讁會 .… ：‘ 

0 馬匹 獎 _ に關 する 建議案 . 

0 福 井 縣三國 港 築港に 關 する 建_ 案 . 
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九 H 
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九 liH 
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二 〇一 
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二〇| 
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二〇三 
1 1〇 三 
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二 〇 五 
二 〇七 


大日 木 帝 ^ 遇 4 ./ 达 第 十 U 'JJ M 次 


0 染料 工業 保 ii の爲 關税改 正 に關 する 建議 

^ . 

〇衝生 博 SI 會 開設に 關する 建議案 . 

〇 東京 帝 阈大學 翳 科 大學明 ；學 科！！ 張に 關す 

る 建 誘 案 . 

OT:_ 原料 柿 物 研究所 設置に 關 する 建議案. 
〇鐵道 魄設 に關す る 建議案 (大船 渡 久慈 間> 

〇鍅 道 統一に 關す る纽 議案 . 

♦大正 八 年 三月 十五 日 議事 . . . 

0 餅 地 整理 法 中 改正 法律案 第一 ia 會 の續. 
0 地租 條例中 改正 法律案 第 I 讚 會の續 ；• 
0 耕地整理 法 中 改正 法律案 (田 中隆彐 提出) 

第一 讀 會の續 . 

0 耕地整理 法屮改 正 法律案 第二 讀會 .…… 

0 都市 計畫 法案 第一 讀會 の續 . 

0 市街地 建築物 法案 第一 if 會の續 . 

〇 都 m 計琺法 寒 第二 讀會 . 

0 同上 第一 一； 讀會 . 

〇 市街地 建築物 法案 第二 讀會 . 

0 同 h 第一 一 i 讀 會 . 

〇史蹈 名勝 天然 紀念物 保存 法案 第一 la 會. 

〇诳 京 市に 關する 法律案 第一 If 會 . 

0 農 會法中 改正 法律案 第一 is 會 . 

〇锊 計士法 案 第 5# の ® . 

0 同上 第二 讀會 . 

〇 司法 代 霄入法 案 第一 譖會 の锫 . 

0 同上 第二 讀會 . 

0 地租條 例 中 改正 法律案 第二 讀會 . 

〇國立 博物館 建設に 關 する 建® 築 . 

0 精神病院 法案 C 贵族院 回付〕 . 

0 結核 預防 法案 t 貴族院 回付) . 

0 八丈島 漁港 修築に 關する 建議案 . 

〇 輕 ® 鐵 53 速成に 關 する 纽議案 (八 戶久慈 

間) . 

0 長 崎 港 海陸 聯絡 設備に 關 する 建 顔 案 ……. 

〇鐵迢 敷設に 關 する 建議案 C 兩肥筑 貫通 鐵 

S . 

0 音 樂學校 設置に 關 する 建 SI 案 . 

0 財政 整理に 關 する 臨時 調査 _關 設置の 建 

諮 案 . 

〇 北鮮 裏日本 聯絡 航路 延長に 關 する 建 翳 案. 

0 國立營 養 研究所 設立に 關 する 建 厳 案 ……. 
大 H I 木 帝 阈蕺符 誌 第 十一 卷目次 
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0 日露 語學校 設置に 關 する S 翳 案 . 一ニ ニ 七 

〇輕 便鐵 51 建設に 關 する 建議案 (新 見庄原 

間) . . . 一ニ ニ 七 

〇輕便 鐵 道 敷設に 關 する 建 _ 案  C 國 有) 

(鶴 岡大泉 間) . ー ニ ニ 七 

0 木津川 治水に 關 する 建議案 . 一二 二八 

〇 郵便局 管轄 區域 變更の 請願 . 一二 一一 九 

0 郵便局 新設の 請願 (岡 山 縣河內 村) . 一ニ ニ 九 

0 郵便局に 電信 電話 架設の 請 K1 (和歌 山縣 

押 手 村〕 . 一 . 二三 九 

0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (山 n 縣高 

千 帆 村〕 . 一ニ ニ 九 

0 郵便局 設置の 請願 C 福 岡縣 _ 西 村) . M 一二 九 

0 同上 C 長 崎 縣崎山 村〕 . 一二三 0 

0 同上 (三 等〕 (山 口 縣豊田 下 村〕 . 二 一三 〇 

0 郵便局に 電信 事務 開始の 請願， (島根 縣三 

刀 唐 村〕 . 一二三 0 

〇 同上 (長 崎縣渡 良 村) . 一二三 〇 

〇 郵便局 新設の 請願 C 石 川 縣比樂 島 村〕 . 一二三 〇 

〇 郵便局 設置の 請願 _ 無 集配 三等) (佐 賀縣 

大 町村) . 一二三 〇 

〇 郵便局に 電信 架設 並 集配 事務 開始の 請願 

(長 崎 縣國分 村〕 . ..••一二三 0 

0區裁判所管內登記事務管_區域變更並溫 
泉津 町に 登， 記 所 設置の 請願 (島根 縣大森 

町) . 一二三 〇 

〇區 裁判所； 3 !舊 の 請願 C 福 井縣三 國 町) . +, • 二 三 〇 

〇 同上 (鹿 島 縣西條 町) . j  | 一彐 一 

〇私 立 學校令 第五 條改 正の 請願 . 二 一三 一 

0 市町村 立 小 學校敎 員 俸給 國庫負 擔法茭 出 

額增 率の 請願 . 一二三 一 

〇輕便 鐵逍 敷設の 請願 (福 山 今 市 間〕 . 一二三 一 

0 山陰 本線 暗渠 改造の 請願 . ニー 三 一 

〇鐵道 速成の 請願 C 日光 足 賭 間〕 . 一二三 一 

0 熊 坂信號 所を 停 軍 場と 變更の 請願 . 一二三 一 

〇賣藥 印紙税 全廢の 請願 . 二 = 二 

〇 锊藥營 業稅法 中 改正の 請願 . 一二三 二 

0 山林 伐採 所得税 率 改正の 請願 . 一二三 二 

0 立 梅 井堰 水掛 耕地 特別 地價 修正の 請願 . 一二 三 二 

0 町村に 於て 委任 事務 處理に 付 國庫金 交付 

の 請願 . 一二三 二 

0 神域 保存の 請願 . 一二三 二 


0 1 目 連 神社を 國幣 大社 多 度 神社 座 位に 加 

列の 請願 . 一二三！ 一 

0 埼玉縣 秩父郡 名 栗 村を 入 間 郡に 編入の 請 

願 . 1 II 三 11 

〇埼玉 縣秩父 郡 吾野 村を 入 間 郡に 編入の 請 

願 . 二 H 一一 一一 

0 按摩 il を 盲人の 專業 と爲 すの 請願 (高 橋 

關四郞 呈出) . ニー 三 二 

0 同上 C 細 井武賀 呈出〕 . 一一 一三 二 

0 新聞 雜 誌上 御眞影 奉揭 方に 關 する 請願 ii 一二三 三 

0 新聞 雜 誌に 御眞影 奉掲戕 締の 請願 . 一二三！ 一一 

0 刈 谷 田 川大堰 費 補助の 請願 . 二 三一 三 

〇下關 港 ® 修築の 請願 . 一二三 三 

0 利根 蓮 河 治水に 關 する 請願 . . 一二三 三 

0 利根 江 戶兩 河川 浚渫に 關する 請願 . ー ニ 三 三 

0 住ノ江 港を 輸入港に 追加の 請願 . 一二三 三 

0 三 國港 開港の 請願 . 一二三 三 

0 稚內鹖 港 速成の 請願 . 一二三 四 

0 日本 住 血 吸 蟲病豫 防 撲滅 事業 費國庫 補助 

の 請願 . ー ニ 三 四 

〇铫子 港 漁港 改築の 請願 . 一二三 四 

0 富 江 港を 漁港に 修築の 請願 . ニー 三 四 

〇發明 事業 獎勵 補助金 下附の 請願 . ー ニ 三 四 

0 馬匹 保健 衞 生に 關 する 法 制定の 請願 . 二 Hil 四 

0 帝 國在鄕 軍 入 會國庫 補助の 請願 . 一二三 四 

0 山 崎 郵便局ょり 三 河 郵便局を 經て千 種郵 
便 局に 達する 公衆 用 電信 及 特設 電話 設置 

の 請願 . 一 II 三 四 

0 德島縣 書' 間 郵便局へ 電信 電話 郵便 集配 事 

務 開始の 請願 . 一二三 五 

0 郵便局 新設の 請願 (島根 縣木田 村〕 . I  II 三 五 

0 露領沿 岸 漁場に 通信 運輸 機關 設置の 請願 …… 一二 111 五 

0 北 千島 漁場に 無線電信 設置の 請願 . 一 M 三 五 

〇 郵便局 新設の 請願 (島根 縣黑松 村) . 一二三 五 

0 郵便局に ^ 配 並 電信 1 4t 務取扱 開始の 請願 

C 福 岡 縣幸袋 町〕 . 一二三 五 

0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (岐阜 縣下 

伊自良村〕 . ~ =i 

〇 郵便局に 電信 電話 事務 新設の 諝願 (靜岡 

縣沼津 本 町〕 . 一二三 五 

〇郵® 局を 1 „ 等 局と 爲すの 請願 (岐阜 縣大 

垣 町〕 . 一二三 五 

三 
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0» 便 局設* の K 願 CASK 給两 . 一二三 五 

0 HC 裁判所 出張所 設篮の謂駘(饴总縣脇 

町) . I 二 三 六 

〇 區 耖判所 復仍 の 薛願 (香 川縣三 本 松 町) . 一二三 六 

〇區毅 判 所 出張所 新設の rri 願 /--' 山形 縣狩川 

村) . 一二三 六 

〇筠 道®^ の 請願 C 陰陽 聯 裕伯媚 線) . 一二三 六 

〇 同上 (相 生釧路 間〕 . 一二三 六 

〇 嫌 道 速成の 諝頸 (能 越鑲 道：} . 一二三 六 

〇 山陰 鐵道千 代川鐵 橋 改築の 請願 . 一二三 六 

〇鍩 設の 請願 c 平 町 小名 濱間〕 . 一二三 六 

〇 同上 c 本吉 郡縱 貫輕 便鐵 道) . . .一二三 六 

♦大正 八 年 H 月 十八 日 憩 yf . 一二三 八 

0 航空 取締に 關する K 問の 答 辯 . 一二三 八 

〇小昂 校敎 M に 給す る 臨時 手當 に關 する 再 

質 倜の答 辯 . ” . 一二三 九 

〇復 ■に 關 する® 間の 答 辯 . ..•一二三 九 

0 潮 鮮事變 に關 する 質問の 答 辯 . 一一 一三 九 

〇西伯利に關する贤問の答辯 . 一二三 九 

0 陸海 班 兵卒の 給與 に關 する 質問の 答 辯 . 一二三 九 

0 地方税 制限に 關する 質問の 答 辯 . 一!  U 一一 九 

0 移民 政策に 關 する 質問の 答 辯 . . 一二三 九 

0内 務大 K の言蕺 に關 する 質問の 答 辯 . 二 一四 〇 

0 甘蔗 作に 關する 質問の 答 辯 . . . 一二 四〇 

〇搠の 取 这生產 及 配給に 關 する 質問の 答 辯 …… 一二 四〇 

0 公娼 制度の 存 礙に關 する 第三 質問の 答 辯 .•： ： 一二 四〇 

〇 朝鮮 統治に 關 する 質問の 答 辯 . . ……. 一二 四〇 

〇小织 校敎 M に 給す る 臨時 手 當に關 する 再 

質 間 . 一一 一四 一 

〇復權 'に關 する 質問 . 一二 四 一 

〇 朝鮮 事變 に關 する 質 間 . 一二 四 一 

〇 西 伯 利に 關 する 質問 . I 二 四 一 

〇 陸海 軍英卒 の 給 與に關 する 質問 . . 二 一四 二 

〇 地方税 制限に 關 する 質問 . . . 一二 四 二 

0 移民 政策に 關 する 質問 . 一二 四 二 

0 内務大臣の 言 _ に關 する 質問 . 二 一四 二 

〇 公娼 制度の 存廢 に關 する 第三 質問 . 一二 四 二 

0 朝鮮 統治に 關する 質問 . I 二 四 三 

〇柬京 市 靑山墓 地移轉 問題の 件 並 墓地 埋葬 

取締 規則 第二 條に關 する W 問 . 一二 四 三 

0 同上 齋藤紀 一の 質問 演說 . 一二 四 三 

〇 朝鮮 事 變に關 する 川 崎克の 質問 演說 . 一二 四 四 
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0 I- へ -: ^  ^ 屮改 正法嫌 案 « 

- iow . 一二 六 九 

02 :片法 屮改 1H 法律案 第一 1MB の 績 . 二：、 

0H 上 第 ilfflft . II: 

〇史朗 f; 勝 天然 al 念 物 保存 法案 第 111 # 

の 技 . ニー 七 〇 

♦大正 八 年 三月 二十 I 日 通 ; Jt . 一二 七 〇 

〇史掰 名勝 天然 IB 念 HS 保存 法^^^^  一二 七 一 
〇雅 正 八 年度® 入 歳出® 激葜 追加 案 

('•第  ili  號) . 一二 七 二 

0 裸 K 案 大正 八 年度 谷 特別 分 計谋 人误 出 }* 

算 追加 案 (持 第 5 ) . 一二 七 二 

〇預 SC 外阀 BU の 負 擗とな るへ き 契約を' & す 

を： ! si する 件 (追 第二 號) . 一 II 七 二 

〇和氣 神社 昇格に 關 する 妞蕺案 . r 一八 二 

0 湖 鮮及饉 嫌の 產 米增舫 に關 する 建 链案 . 一二 八 三 

0 新 1111 紙 法改正に 關す る纽發 案 . …一 二八 !, .M 

0 狩 野 川 改修に 關 する 纽 雜案 . 一二 八 六 

〇摆 ii 政策に 關す る纽蕺 案 . 一二 八 七 

0 陸軍 下 士卒 踗 遇に 關す る 5fi 雜案 . I 二八 八 

0 北海 ia 拓殖 完成に 關す る！ 818 案 . 一二 八 八 

〇發 《 用水 利 棚の 法規 制定に 關す る纽戤 案 …… | 二八 九 
0 能 代、 五所川原間羝范趄設に關する妞謎 

案 . : . I 二八 九 

♦大正 八 年 三月 二十四日 誔事 . 一二 八 九 

0 度量衡 法屮 改正 法律案 第一 讚矜 の緻 . I 二 九一 

0 伺 上 第二 讀會 . 一二 九： 一 

I 肺 法 中 改正 ■鉗 案 第一 讚 愈の 緻 . 一二 九 一 

0 同上 第二 讀 會 . 一二 九 二 

〇预算 案 大正 八 年度 哉 入 歳出 總蚀览 追加 案 

C 第 四號) . 一二 九 二 

0 竹林の 病荇研 究に關 する 建識案 . 一二 九！ 一 

0 產業組 合法 中 改正に 關 する ? Lt 議案 . 一二 九 二 

0 農業 倉 § 法 # 改正に 關 する ■譏 案 . 一二 九. 三 

0 本邦 雄 礎 工業の 保 謎に 關す る妞讖 案 . 11 

0 小 松 島 港 改良 修築に 關する 建識案 . 一二 九 四 

0 延松鐵 15 速成に 關する 建議案 . 一二 九 四 

0 山 rl 縣德山 港を 特別 輸 m 入港と 爲 すの妞 

議案 . 一二 九 五 

〇 圓 山川 改修に 關 する 建議案 . 一二 九 五 

〇水產 講習 所 内に 淡水 科 特設に 關 する a 議 
案 . Ml 


〇见 京 帝威 H 科 大學 内に 桔紳病 學敎室 及 病 

室 新設に 関する 苡 間 . 一二 四 六 

0 同上 山 根 正 次の 0 問演說 . I 二 四 七 

ON 仁會 に關 する n 問 . 一二 四 七 

0 同上 秋 山 金 也の K 間 演說 . 一二 四 七 

〇宗敎 法 制定に 關する 饤 問 . I 二 四 八 

〇 同上 田屮善 立の H 間 1K 說 . I  II 四 八 

0 度量衡 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一二 四 九 

0 大正 四 年 法 S 第 十六 號中改 正 法 津案第 

一 讚 ^ . . . 一二 五〇 

〇释肺 法 中 改正 法律案 第 I 讚會 . こ  一 31: 〇 

0 市制 中 改正 法律案 第一證 會 . I ー ー五〇 

0 町村制 中改 JH 法律案 第一 譖會 . 匸 一 五一 

0 府縣制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一二 五一 

0 郡制 中 改正 法律案 第 一讀 會 . . 二一 五一 

0 明治 三十 四 年 法律 第三 十號中 改正 法律案 

第一 讀會 . 一二 五三 

0 會計法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 . I 二 五 四 

0 農工 銀行 法 中改； 止 法律案 第一 讀 會の緻 …… 一二 五 四 

0 同上 第二 IW 會 . . 111 五 五 

〇 法隆寺 防火 設備に 關 する 建議案 . 一 II 五 五 

0 朝鮮 西海岸 备 港と 大阪 、横 濱並仁 川と 靑 
島 上海 間に 定期 航路 開始に 關 する 建議案 …… 一二 五 五 

〇 小 學兒童 口腔 衛生に 關する 建議案 . 二 一五 六 

〇粜 北 本線 安達 驛又は 松 川 驛川俣 町 間輕便  . 

鐵道 建設に 關 する 建議案 . 一二 五六 

〇 福 島縣下 安達 驛. 又は 松 川 驛川俣 町間輕 便 

鐵道 建設に 關 する 建議案 . 一二 五 七 

〇 愛媛 縣今治 港 開港に 關する 建議案 . ニー 五 七 

0 常 磐 線® 線 3: ¢ 速成に 關 する 建議案 . 一二 五 七 

〇輕忡 鐵道 建設に 關 する 建議案 (貴 生 川 加 

茂 間〕 . . I 二 五八 

〇 官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規程の 改正 

に關す る 建議案 . 一二 五八 

〇松戶 高等 園 藝學校 移管に 關する 建議案 . 一二 六〇 

0 水 產敎育 機關擗 張に 關 する 建 讖案 . 一一 一六 〇 

♦大正 八 年 三月 二 十日 議事 . 二 一六 一 

0外 交に 關 する 小 寺 謙 吉の質 間演說 . 一 M 六 三 

0 朝鮮 輕便鐵 道 補助 法案 第二 S 會 . 二 一 六 八 

〇 北海道 拓殖 鐵道 補助に 關する 法律案 第 

一 _ 會 . 一二 六 八 

〇醫 師法中 改正 法律案. 第一 讀會 . I 二 六 八 


0 水產業 統一 _ 關設蹬 に關 する 趄 議案 . 一二 九 五 

0 水產 銀行 設立に 關 する 建議案 . 一二 九 五 

0 福 井 縣三國 港 築港に 關す る建_ 案 . 一二 九 六 

0 沖 類縣に 於け る 「マラ リャ」 裸 防 撲滅に 

關 する 建議案 . 一二 九 六 

0 八 戶 、久慈 間 輕促 鐵道速 成に 關する 建議 

案 . . . Mi 九 七 

〇鐵通 統一に 關する 建 _ 案 .…… . . 一二 九 七 

0 長 崎 港 海陸 聯絡 設備に 關 する 建議案 . 一二 九 七 

〇苽京 帝國 大學焭 科 大學藥 學科擴 張に 關す 

. る 建議案 . 一一 一九 八 

〇 農務 省 新設に 關 する 建議案 . M 一九 八 

0 貪 糊 政策 及 小作農 保 謎に 關する 建議案 . 一二 九 八 

0外 客の 招致 及 待遇に 關する 建議案 . 一二 九九 

〇名勝舊轉其他著しき事歷ぁる樹石並特殊 

の 楠 物 保存 及 利用に 關 する 建議案 . 一 II 九九 

0 愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議案 . . 一 11 九九 

〇兩吧 築 貫通 鐵道敷 設に關 する 建議案 . 一二 九九 

0 馬匹 獎 励に 關する 建議案 . ニー 九九 

o fi 生 川、 加 茂 間 _侦鐵逍 紐 設に關 する 建 

議案 . . . 一 三 〇〇 

〇官史 恩給 法 及 之に關 聯する 諸 規程の 改正 

に關 する 建議案 . 一三 〇〇 

〇 葉 煙荩 耕作 段別に 對し補 償金 交付の 請願 …： I 三 〇一 

0 航空 事業 國庫 補助の 請願 . 一三 0 一 

〇郵® 局 設置の 請願 (福 岡 縣大住 村) . 一三 〇一 

0 郵便局に 集配 並 電信 事務 開始の 請願 (長 

崎 縣皆瀨 村) . 一三 〇二 

0 郵便局に 電信 事務 開始の 謂 願 (秋 田縣濱 

口村) . 一三 〇二 

〇郵® 局 新設の 請願 (北海道 枝 幸 村) . 一三 〇二 

o TLr 城 郡へ 配達す る 小包 郵便物 遞送 線路 1 ! 

更の 請願 . 一三 〇二 

0 坂 上 郵便局と 幸 野 郵便局との 間に 遞送開 

始の請 願 . 一三 〇二 

0 郵便局 設 蹬 の 請願 (無 集配) (靜岡 縣 小山 

町〕 . 一三 〇二 

〇郸® 局に 集配 事務 開始の 請願 (鹿 兒島縣 

苽 國分 村) . 一三 〇 11 

0M 上 C 岡 山縣 中和 村〕 . 一三 〇 二 

0 郵便局 設 it の 請願 (岡 山 縣大崎 村) . 一三 〇二 

〇 郵便局に 第 配 事務 開始の 請願 (鹿兒 島縣 
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東 太 良 村〕 . 一 三〇 二 

〇 同上 (鹿 兒島縣 山 崎 村) . 一三 〇； 一一 

0 郵便局に 特設 m 話 設置の 請願 (千 葉縣木 

下町) . 二 —. 〇三 

0 郵便局 設置の 請願 C 無 集配) (長 崎 縣田平 

村〕 . 一三 〇三 

0 同上 (埼玉 縣膝折 村〕 . 一三 〇三 

0 登記所 設置の 請願 (秋 田縣鹈 川 村) . ニニ 〇三 

0 同上 (北海道 人 舞 村) . 二 一一 〇三 

0 同上 (山 梨 縣日野 春 村) . 一 彐〇三 

0 喜 通 川 町 外 二 箇 村を 宇都 宮區 裁判所 管轄 

に 變更の 請願 . 11110 三 

0 登記所 設置の 請願 (岐阜 縣 大野 村〕 . 一三 〇三 

〇區 裁判所 出張所 設置の 請願 (岡 山 縣眞庭 

郡〕 . ニニ 〇四 

0 盲啞敎 育令發 布の 請願 二 件 . 一三 〇四 

0 盲啞學 校 (公立〕 設置の 請願 二十 件 . 二 一一 〇四 

〇鐵道 敷設の 請願 (三 陸沿错 鐵道〕 四 件 . 一三 〇四 

〇輕 便鐵道 延長の 請願 C 八戶久 慈 間〕 . 一三 0 五 

〇鐵道 速成の 請願 (天 閉 線) . 一三 〇五 

〇輕 便鐵道 速成の 請願 C 弘前田 代 間〕 . 一三 〇五 

0 同上 (天 隳線) . 一三 〇五 

♦大正 八 年 三月 二 十五 日 議事 . 一三 〇五 

0 東京 帝 K 大學醫 科 大學內 に 精神病 學敎室 

及 病室 新設に 關 する 質問の 答 辯 . 一三 0 七 

〇宗敎 法 制定に 關する 質問の 答 辯 . 一三 0 七 

0 社 會 主義 取締に 關 する 質問の 答 辯 . 一三 〇七 

0 外交問題に 關する 再 質問の 答 辯 . 二 一一 0 七 

0 神祇 管掌 特別 官衙 設置に 關 する 質問の 答 

辯 . 一三 0 七 

〇復褪 に關 する 再 質問の 答 辯 . . . 一三 0 七 

0 同仁 會に關 する 質問の 答 辯 . 一 Ilio 八 

〇勞働 政策に 關 する 再 質問の 答 辯 . 二 一一 〇八 

〇 溜 凉飲 料水營 業 I(i 締 並內務 省令 改正に 關 

する 質問の 答 辯 . 一ー ニ 0 八 

0 支那に 於け る 帝 國商揲 _ 侵害に 關 する 質 

問の 答 辯 . ニニ 〇八 

0 東京 市に 於け る 風水害 裸 防に 關 する W 問 

の 答 辯 . 一三 〇八 

〇吉野 川 改修工事に 關する 再 質問の 答 辯 . 二 一) 〇八 

0 東京 市 靑山萬 地 移 0 問題の 件 並 墓地 埋藓 

肢締 規則 第二 條に關 する 質問の 答 辯 . 一三 0 八 


〇國民 思想の 善導に 關 する 第三 質 間の 答 辯 ：… 二 U 〇八 
0 陸海 軍 大臣 及臺, 朝鮮 總督 並關東 都督 任 

用 資格に 關 する 質問の 答 辯 . . . 一三 〇八 

〇靑年 指® に關 する 第三 質問の 答 辯 . 一三 〇九 

〇 地方税 制限に 關 する 再 質問の 答 辯 . 一三 C 九 

0 中等 學校敎 員 待遇に 關す る , K 間の 答 辯 . 一三 〇九 

0 外交問題に 關する 再 質問 . 一三 〇九 

0 神祇 管掌 特別 官衙 設置に 關 する 質問 . 二 一一 〇九 

〇復權 に關 する； 冉 質問 . 一三 Q 九 

〇勞働 政策に 關 する 再 質問 . 一三 〇九 

〇淸凉 飲料水 營業 取締 並 内務省 ◊改正に 關 

する 質問 . I 三 〇九 

0 支那に 於け る 帝 國商標 權 侵害に 關 する 質 

問 . 一三 二 

0 東京 市に 於け る 風水害 豫 防に 關 する 質問 • …： 一三 一一 

0?口 野 川 改修工事に 關する 再 質問 . 二 一一 一二 

〇國民 思想の 善導に 關する 第三 質問 . 二 一ニ ニ 

0 陸 海軍大臣 及 ® 灣 、朝鮮 總督 並關 班 都督 

任用 資格に 關 する 質 間 . 二 一ニ ニ 

〇靑 年指_ に關 する 第三 質問 . 二 一一 一三 

0 地方税 制限に 關 する 再 質問 . I 三 I 三 

0 中等 學校敎 員 待遇に 關 する as: . 一三 一三 

〇滿蒙 懸案 地經 過， 西 伯 利の @3 狀及 議員の 

政治 道德 に關 する 質問 . 二 一二三 

0 同上 兒玉 右二の 質問 演說 . 一三 一四 

〇淸涼 飲料水 營 業 Is 締 並內務 省令 改正に 關 

する® 山 勝 太郞の 質問 演說 . 二 一二 四 

0 外交問題に 關 する 押 川 方 義の再 質問 演說 .…： 一三 一 四 
〇國民 思想の 善導に 關 する 田 中 善 立の 第三 

質問 演說 . 二 一二 六 

0 中等 學校敎 員 待遇に 關 する 有 森 新 吉の質 

問演說 . 一三 I 七 

0 陸 海軍大臣 及臺 _、 朝鮮 總督並 關東 都督 
任用 資格に 關 する 柿 原 悅二郞 の 質問 演說 …… 二 一一 一七 
〇勞 _ 政策に 關 する 小山 松壽 の再踅 問演說 ：：： 一一 一二 八 
〇吉野 川 改修： 丄事 に關す る 高 島 兵 吉の再 質 

問演說 . 一三 一八 

0 決算 (大正 五 年度〕 . 一三 一九 

〇農會 法 中改 JK 法律案 第一® 會の續 . 一三 110 

0 同上 第 11 讀會 . 一三 二 〇 

〇國有 林野を 地方自治 體に 下付の 建議案 . 一 三 1 10 

0 願 患者の 救 濟に關 する 建議案 . 一三 二 一 

二 三 


大日龙 帝 ^ 济 i-ir is 第 十一卷 n 次 


二 四 


0 部落 改籌に 繭する建霣案 . 

0鍈迢敷設に關する ?8 逛案<:大 |5 函久慈間〕 : : 

0 布 国 ® 押 陀 完成に 關 する 建 鼓 案 . 

0 國立沔 物 館 建設に 關 する® SI 案 . 

0 法隹寺 防火 設備に 關 する IR S8 案 . 

〇插生 搏 a 會 開設に 関する 《a 寒 . 

〇丁： 菜 原料 筋 物 研究所 設 S に關 する 建 強 案 …… 

〇 狩 野 川 改修に 關す る ?}? 鼓 案 . 

0 朝鮮 两焊谷 港と 大阪陆 谘間 並 仁 川と W 島 

上海 間に 定期 航路 開始に 關 する 建 惑 案 . 

0 小學兒 贲 口腔 衙生 施設に 關 する 5E 鹊案 . 

〇 新聞紙 法改正に 關 する at 蕻案 . 

〇 音樂學 校設逋 に關 する 趄鶸案 . 

〇松戶 高等 阑藝學 校 移管に 關 する 建蹯案 . 

〇 水 產敎育 辟關擴 張に 關す る纽豳 案 . 

〇輕便 鐵 追 建設に 關す る® 链案 (東北 本線 

安達 驛又は 松 川 驛川俣 町 間) . . 

0 同上 t 福 島縣 下) . 

〇鐵道 滴 成に 關す る at 謎 案 c 常磬 線〕 . 

〇 北 梅 道 拓破 完成に 關 する® 議案 . 

0 地 ■方 金融 改薺 に關 する _戠 案 . 

〇 明治 三十 年 法律 第五 十號 改正の 請願 . 

〇 非常 祟 居 及國務 所 設置の 請願 . 

〇 國民 大禮の 公式 制定の 請願 . V. . 

〇 印紙税 法 中 改正の 請願 . 

〇營業 税法 中 改正の 請願 . 

〇 大豆 關税 撤廢の 請願 十 件 . 

0 食 糊 自給自足 方法 施行の 請願 四 件 . 

0 第三 稀 所得税に 對 する as 税法 改正の M 願 .…： 

〇內海 町に 葉 煙草 收納 出張所 設置の 請願 . 

0 葉 煙草 耕作 組合 法 並 葉 煙草 耕作 罹災 補給 

法 制定の 請願 . 

〇國民 思想 養成 上 神官 神職 優 侍の 請願 . 

〇靑 年團 又は 靑年會 へ 戊 申 詰 書 及 敎育勅 語 

下賜の 請願 . ： . 

0 東京 市 南海 面の 防備 施設の 請願 . 

0 勝 本 港 修築の 請願 . 

0 那賀川 改修 速成の 請願 . 

0 利根 渡 良 翻兩川 改修 後の 管理に 關 する 請 


願. 


〇內務 省令 第三 十 號淸凉 飲料水 營業 肢締規 

則 改正の 請願 . 


三 二- 
三 二 
三 二 
三 二 
三 二 
三 二 
三 二 四 
三 二 四 


三 二 四 
三 — 五 

三 二 五 

三 二 六 
三 二 六 
三 二 六 

三 — 六 
三 一一 六 

三 二 六 

三 二 七 
三. 二八 

三 三 0 

三 三 0 

三三〇 

ニニ. 三 〇 

一三 三 0 

一三 三 〇 

一三 三 一 

一三 三 一 

一三 三¬ 

-三 三  1 
一三  II •一一 

一三 三 一 

一三！- 二 

一三 三 一一 

一三 三 二 

一三 三 — 

一三 三 II 


〇產 米俵 裝改_ 調査の 謀 願 . 

om 要 物 產同菜 組合 法 中 改正の 請願 . 

〇 染料 H 菜 保護の 請願 . 

0 株式 現物 市場 設 S の諳願 . 

0_ 戶港 修築の 諸 願 . •• . 

0 玉 之 浦 港 修築の 諧願 . 

◦國立 ¢1 業 試驗場 支部 設 gc の 諸 願 . 

01 ^知 市内 陸 -41 省 用地 及 ^ 信 省 用地の 變換 

並 建物 移 轉の請 願 . 

0 陸海 軍 下士 卒谩 遇の 請願 . 

0 郵便局 新設の 請願 (無 集配) (萊 京 府平 

塚 村〕 . . . . …… 

〇 郵便局 m 話 通 m 事務 収 扱を 電信 事務 収扱 
に變更 並 集配 事務 開始の 請願 (長 崎縣馘 

戸 yfn 〕 . 

〇 郵便局に 集配 並に 電信 事務® 扱 開始の 請 

願 (滋 賀縣野 州 町) . 

0 郵便局 新設の 請願 /-' 烏収縣 佐 治 村〕 .…… 
〇 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (滋賀 縣下 

田 対) . . . 

0 本邦 歐米間 命令 航路 線を 小 © 港に 延長の 

請願 二 件 . 

〇區 裁判所 出張所 設置の 請願 (德 島縣福 井 

M } . . . 

〇鐵道 敷設の 請願 (陰陽 連絡 松 江廣島 間). 

0 同上 (陰陽 連絡 木 次庄原 間) . 

0 同上  C 北海道 遠輕 旭川 間〕 . 

0 同上 (天鹽 沿岸 鐵道〕 . 

0 同上 (石 狩 右岸 鐵 道) . 

〇 北海道 鐵逍 敷設 法律案 屮 改正の rA! 願 . 

〇鐵道 速成の 請願 c ffir 江鍩 道〕 . . . 

0 同上  C 尻內千 曳間〕 . 

〇 同上 (山形 仙臺 間〕 . 

0 同上 (旭 網 鐵 道) . 

〇自轉 車： 蓮 賃低 減の 請願 二 件 . 

0 食糧 自給自足の 請願 百 五十八 件 . 

0 明治 三 十 年法钳 第五 十 號 改正の 請願 二 件. 
0 酒造 税法 中 改正の 請願 (四方 卯 一一 一 郞 呈出 y 

〇 同上 (小 林 作 五郎 呈出) . 

〇 醬油酿 造 用に 內地擺 使用の 請願 . 

0 酒造 税納期 繰 下の 請願 . . 

〇 砂糖 酒税 輕減の 請願 . 


一三 三¬ 
-三 三 一 
一三 三 一 
I 三 三 I 
I 三 三 一 
ニニ 三 H 
二— 

一三 三 三 
一三 三 三 

一三 三 三 


二 一一 三 三 

一三 三 三 
一三 三 三 

一三 三 三 

一三 三 四 

一三 三 四 
一三 三 四 
1 1111 四 
=二三 四 
一三 三 四 
一三 三 四 

一三 三 四 

一三 三 五 
一三 # 
一三 三 五 
一三 三 五 
一三 三 五 
一三 彐五 
一三 三 九 
一三 111 九 
一三 三 九 
一三 三 九 
一三 三 九 
一三 三 九 


0轚藥税法中改正の8|明 . 

〇懿轍 人 租廢 止の 两 H . 

〇 田畑 地 fflf 特別 修正の 两 願( 柏# K 之呈 

0 同 h  、 小.； t 治 部 右 期 門 M : /H 、 外 I 二 ft- . 

0 葉® 草 眭 M fflp g: 上  CK H I  一件 . 

〇葉埼荩收納所設轚の拥願 . 

〇內 地 IR 增收の 麻 理 . 

〇縣社 八幡 神社 典 格の 賄 願 . 

〇 白鳥 》 社 昇格の 賄 H . 

〇津岛 神社 昇格の 11 願 . 

〇吉御子神社本殿を特別保鋰扭造物に指定 

sg . 

〇 河岸 及 海 位に 於け る 堤防 勾 fiu 地 並铤外 取 

生地 利用の 請願 . 

0 巡 赉 汜守沿〇料及瓰砟扶肋料法改正の龆 

^ . 

〇 根 室 港 修築 速成の 請願 . 

〇 手 取 川 治水 费阈面 支 辨の請 M . 

0 渡 良觏 川 支流 秋 山川 改修の 請願 . 

〇鹽化 加里 工業 保豳の 謂 願 . 

〇 漢方 醫藥 研究 保存の 請願 . 

〇麥 販獎蚴 の is 願 . . 

0 重要 物產同 榮組 合法 中 改正の 請願 . 

〇鍇業 法 中 改正の 請願 . 

〇水脔 組合 法 中 組合 强制 徴收 に關 する 規 

定追 加の 請願 . 

〇顿立 水產試 驗場設 1S の 請願 . 

0 魚市場 法 制定の 請願 . : : 

0 養殖 車 業獎勵 法 制定の 請願 . 

0 製 乳 事業 保-謎 法 制定の 請願 . 

0 畜牛及 乳 中 輸送 法改正の 請願 . 

〇畜產 組合 法 中 改正の 請願 . 

♦大正 八 年； 二月 二十 六日 識事 . 

〇 朝鮮 及 裂 闼の犛 米坶殖 に關 する® 誠 案 . 

0 農業 政策に 關する 建 ii 案 . 

〇 竹林の 病害 研究に： 關 する 建識案 . 

〇發電 用水 利權の 法規 制定に 關 する ffi 燄案 ，：… 

0 本邦 基礎 T. 業の 保 譃に關 する郄 鞔案 . 

0 小 松 島 港 改良 修築に 關する 建識案 . 

0 西 伯 利の 狀 况に關 する 田 中 陸軍大臣の 演 

^ . 

〇滿蒙 _ 案 地 縛 過， 西 伯 利の 現 狀及鹩 員の 


I1 B 0 

三 W 〇 

1  一； 3 

三 四 0 
三 四 0 
一一 I  四 0 
一一 i  四 〇 
三 四 0 
三 四 一 
三 四 一 

三 四 I 

三 四 一 

三 四 I 
三 四 一 
三 四 一 
三 四 一 

三 四 一 

三 四 二 
H 四 二 
三 四 二 


三 四 11 
三 四 二 
三 四 二 

三 四 二 
三 四 M 

三 四 三 

三 四 三 

三 四 四 

三 四 四 

三 四 五 

三 四 五 

三 四 六 

三 四 七 

一三 四 七 


政治 道德 に關 する 質 間の 答 辯 . 

0外 交に 關す る內田 外務大臣の 答 辯 . 

0 西 伯 利の 状況に 關 する 加藤定 吉の 質問：： 

0 同上 田 中 陸軍大臣の 答 辯 . 

〇 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 

〇務筘 案 大正 八 年度 歳入歳出 總搜 » 追加 

案 C 第三 號) . 

〇顚思 者の 救 濟に關 する 建議案 . 

0 部落 改善に 關する 建議案 . 

〇 朝鮮に 官幣 神社 奉祀の 請願 . 

0 質屋 取締法 中 改正の 詔 願 . 

0 家畜 市場 法 中 改正の liif 願 五 件 . 

〇同 上 (高 橋 德兵衞 呈出) . 

0 質屋 取締法 中 改正の 請願 十二 件 . 

om M 市制を 設 くるの 請願 . 

〇 部落 改善の 請願 . 

〇 家畜 市場 法 中 改正の 請願 二 件 . 

〇滿洲 競馬 法 制定の 請願 . 

〇 郵便局 設遛の 請願 (無 集配〕 (高 知縣上 
半 山村) . 

0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (栃木 縣野 

崎 村) . 

0郵便局の位既を_更し並集配事務開始の 

誧 願 (山 P 縣彥島 村) . 

0 郵便局 通話 K 域 變更の 請願 (靜岡 縣沼渾 

町 及彐島 町) . 

0 郵便局に 電信 車 務 開始の 請願 (山 口縣内 

日 村) . . . 

0 同上 (長 崎 縣奈 S 島 村) . 

0 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 (鳥 肢縣五 

千 石 村〕 . 

0 郵便局 設 H の 請願 C 千蕖縣 吉田 村)… 彳： 

0 同上 (無 集配 三等) (溢 ^ 縣 多羅！® 村〕： 

0 郵便局 集配 事務 収扱 開始の 請願 (滋 賀縣 

大野 村 D . . ! 

0 郵便局 電話 普通 M 域 編 人の 請願 C 德島縣 

國府 町) . . 

0 郵便局に 電信！ S 話 事務 開始の 請願 (德島 

縣三野 村〕 . 

0 郵便局に 笛 信妝 集配 事務 取扱 開始の 請願 

(诋 島 縣西志 和 村〕 . 
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0K 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を S す 

を 一^る 件 (前 會の 搜〕 . 

〇拽算 案 臨時 軍事費 豫算追 加 案 (第一 號) 

(前 會の 續〕 . 

♦大 JT-: 九 年 二月 十八 日 議事 . 

〇豫® 案 大正 九 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大 
正 九 年度 谷 特別 會計歳 入 歳 /- -11 豫算追 加 案 

(前 ir の續〕 . 

〇豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 (前會 の ^ 〕 . 

0 臨時 軍 iK 費豫算 追加 案 (第一 號〕 (前 會の 

8 . 

〇兩肪 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 第一 

馨 . h . 

0 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 

10 & . 

♦大正 九 年 11 月 二十 一日 議事 . 

〇 議院 法 中 改正 法律案 第 了： i 會 . 

0 朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法律案 

^  -  . ■< . 

〇 公 M 金 特別 會計 法案 第一 讀會 . ド 

〇鐵 道國 有法屮 改正 法律案 第一 讀會 . 

〇道 路 公債 法案 第一 讀會 . 

〇國債 整理 基金 特別 0 計 法 中 改正 法律案 

第一 讀會 . 

0 家祿赏 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 

m 5 會 . . . 

〇 電信 事業 公債 法案 第一 la 會 . 

〇 電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 li 會 ：：： 
〇 朝鮮 yf 業 公債 法 屮 改正 法律案 第一 讀會 ii 
事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 .…： 
〇陣太 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 …… 
〇 明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 

第一 讀會 . 

0 大學特 別 會計法 案 第一 讀會 . 

0 大正 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法律案 第 

一讀會 . 

0 小額 紙幣 發行 II 給に 關する 法律案 第一 

. 

0 貨幣 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

〇 公有林 野官行 造林 法案 第一 讀會 . 

0 朝鮮 胬院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律 


~ 五一 — ♦ 八 


案 第一 讀會 . 一 五 七 五 

0 大正 ?/ 1: 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第一 

讀會 . 一 五 七 五 

0 大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 第 

一讀愈 . 一 五 七 五 

0 軍人恩給 增額 に關 する 請願 四十 五 件 . 一 五 七 六 

0 名 譽進級 軍人に 現 官等 相當の 恩給を 給與. 

する の 請願 十二 件 . 一 五 七 六 

♦大正 九 年 二月 二十四日 議事 . 一 五 七 七 

〇豫算 案 大正 八 年度 歳 人 歳出 總豫算 追加 案 

(第一 號〕 . 一 五 七 七 

〇豫筘 案 大正 八 年度 各 特別 會計歲 入 歳出 豫 

算 追加 案 C 特第 一 號〕 . 二 五 七 七 

〇豫算 外國 庫 の負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 (追 第一 號) . 一 五 七 七 

0 大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 

_ . 一  五八 二 

0 會計士 法案 第 一 讀會 . 一 五八 二 

0 未成年者 飮酒 禁止法 案 第一 讀會 . 一 五八 三 

第 四十 二回 帝 國議會 衆議院 

♦大正 八 年 十二月 二十 六日 議事 . 一 五八 五 

〇 勅語 奉答 文の 件 . 一五 八 五 

♦大正 八 年 十二月 二 十七 日韩事 . 一 五八 五 

〇 金 院 委員 S の潠擧 . 一 ? T 八 六 

〇 常任委員の 選擧 . 一 五八 七 

♦大正 九 年 一月 二 十二 G 議事 . 一 五八 八 

0 議員 席次 . 一 五八 八 

. 〇 平和 克復に 關 する 上奏 案 . 一 3K 九〇 

0 陸海 軍に 對 する 感謝 決議案 . 一 五 九〇 

0 施政方針に 關 する 原總理 大臣の 演說 .  一 3T 九 I 

0 外交 方針に II する 內田 外務大臣の 演說 . 一 五 九 一 

0 財政 方針に 關する 高 橋大藏 大臣の 演說 . 一 五 九 三 

0 軍事に 關す る田屮 陸軍大臣の 演說 . 一 五 九 四 

0外 交に 關 する 片岡直 溫の 質問 . 一 五 九 五 

0 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 一 五 九九 

♦大正 九 年 一 月 二十 一一 i 日 議事 . 一六 0 一 

0 大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 承諾を 求む 

る 件 . 一六 C 二 

0 大正 八 年勒令 第三 百 四 號飧諾 を 求む る 件 …… 一六 〇二 

0 施政に 關 する 鈴 木 梅四郎 の 質問 . . . H ハ 0M 

0 同上 原總理 大臣の 答 辯 . 一六 0 六 

二 七 


0 大正 八年灿 令 第三 百四號 承諾を 求む る 件. 
0 大正 八 年 勅令 第 四； s 七十 八號承 諾を 求む 
. 

C 平和條 約の 實 施に 伴 ふ 流通 證券 及 H 業 所 
有撋 に關す る 法律案 第一 譖會 の績 ……. 

0 同上 第二 讀會 . 

〇问 上 第三 讀會 . 

♦大正 九 年 二 月 十三 日 議事 . 

0 所 52 稅法 改正 法津案 第一 讀會 . 

〇 所得 稅法の 施行に 關する 法律案 第一 ia 

# . 

0 酒造 税法 中 改正 法律案 第 一讀會 . 

0 酒精 及 酒精 pr 有 飲料 税法 中 改正 法 it 案 

第一 is 會 . 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

0 明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中 改正 法律 

案 第一! 1 會 . 

♦大正 九 年 二月 十四日 議事 . 

〇所煜 税法 改正 法律案 第一 if 會 (前 會の 

& . 

0 所 ^ 税法の 施行に 關 する 法律案 第 一譖 

會 (前會 の纘〕 . 

0 酒造 税法 中 改正 法律案 第一 ffl 會 (前 會 

の綏〕 . 

0 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

第 I 窗會 (前會 の ^ 〕 . 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第一 ifl g? (前會 

の續〕 . 

0 明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中改 正 法律 

案 第一 la 包 (前會 の 棚) . 

〇國庫斛還資企の繰入を爲ささることに關 

する 法律案 第一 讀會 . 

♦大正 九 年 二 月 十六 日羅事 . 

〇 神 3?t 案 大正 九 年度歲 入歲 m 總豫® 案 並 大 

正 九筇度 各 特別 锊計歲 入歲 m 裸 3? 案 ……. 

〇豫 筘 外 S 鹿の 负擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 . 

0 臨時 軍事 K 豫算 追加 案： 第一 號〕 . 

♦大正 九 年 二 月 十 - fe 日篇事 . 

0 裸 3?- 案 大正 九 年度 歳 人 歳出 裸 3? 案 並 大正 

九 年度 谷 特別 會計歲 人 歳出 豫算案 (前會 

の 辍) . 
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七 七 七  七 七 六 
八 八 八  七 二 七 


一七 一八 
一七 一八 

一七 一 八 

一七 一八 

一七 一八 

一七 一九 


六 八 九 
六 九 0 
六 九 0 
六 九 1 
六 九 一 
六 九 三 

六 九 三 

六 九 四 
六 九 四 

六 九 七 
六 九 七 

六 九 七 
六 九 七 

六 九 七 
六 九 七 

六 九 七 
六 九 七 

六 九 七 
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-六〇 七 
I 六〇八 
I 六 〇八 
一六 


-六 

一六 

一六 

一六 

一六 

一六 


0 同上 B; 撟大級 大臣の 答 祭 . 

〇 同上 內田 外務大臣の 答 辯 . 

0 財政 方針に 關す る m 口 雄 幸の 玟問 . 

0 同上 高 探大藏 大臣の 答 辯 . 

0 同上 mn 雄 幸 0 質問 . 

011 上 高 橋大莰 大臣の 答 辯 . 

♦大正 九 年 一月 二十四日 一 取 . 

〇 施政に 關する 松 永 安 左衙 門の 質問 . 

0 I.-J 上原總 理 大臣の 答 辯 . 

0 同上 内 BI 外務 大 IJ1 の 答 辯 . 

0 同上 田屮 陸軍大臣の 答 辯 . 

0 財政 方針に 關する ¥速整 爾の Kra . 

0 同上 高 橋大联 大臣の 答 辯 . 

0外 交 方針に 關する 押 川方義 の® 問 . 

0 同上 原 總理大 lii の 答 辯 . 

0 同上 望月 小太郞 の 質問 . 

〇 同上 内 田 外務大臣の 答 辯 . 

0 施政方針に 關す る黑須 龍 太 Rii の 質問 …… 

〇问 上 加 藤 海軍大臣の 答 辯 . 

0 同上 田 中陸眾 大臣の 答 辯 . 

♦大正 九 年 一月 二 十九 日 議事 . 

〇 所得税 法改正 法钳案 第一 ® 會 . 

0 所得税 法の 施行に 關 する 法律案 第 i 

. . . 

0 酒造稅 法 屮 改正 法律案 第一 ii ir . 

0 酒精 及 酒精 念 有欣料 税法 中 改正 法 津案 

第一 讀會 . 

〇 麥酒 税法 屮 改正 法律案 第一 讀會 . 

0 明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中 改正 法律 

案 第 會 . 

〇國似 似 還 資金の 繰 入を 爲さ さる ことに 關 

する 法律案 第一 讀會 . 

0 大正 八 年 法律 第： A 號中 改正 法律案 第一 

. 

〇鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第一 ® 會 …… 

0 外交に 關 する 決議案 . 

♦大正 九 年 二月 三日 餞 事 . 

0< 權蹂 _ に關 する 質問 . 

0 同上躏 山 勝太郞 の 質問演 說 . 

0 流行 感同の 豫防注 射に 關する 質問 . 

0 同上 土屋 淸三郞 の 質問演 說 . 一六 五 九 

〇寬城 子 事件 交渉 經 過に 關 する 質問 . 一 六六〇 


一六 二〇 
一六 二〇 

一六 二 三 

一六 二 四 

一六 二 六 

一六 二 七 

一六 三 二 

一六 三 三 

一六 三 五 
M ハ 三 五 

一六 三 六 

一六 三 七 

へ，. 

一六 四 一 

一六 四 一 

一六 四 一 

一六 四 一 

一六 四 一 

M ハ 四 一 

一六 四 六 

一六 四 六 

一六 四 六 

一六 五 二 

11 ハ 五三 

一六 五三 

一六 五 九 


〇 同 h 松 本 誠 之の n 間演說 . I 六 六 0 

〇西仂利駐兵‘同地羧适監锊並海唞閱係問 

題に 關す る® . 一六 六 二 

〇 同上 正木 照藏の 演說 . 一六 六 三 

♦大 TH 九 年 二月 五日 謎 班 . 一六 七 I 

0 少年法 案 第一 讀會 . 一六 七 一 

0 公 fi'i 金 特別 會計法 案 第一 詡會 . 一六 七 五 

〇鍅道 國有法 中 改正 法 fl. 案 第一 讚 ir . 一六 七 五 

〇 道路 公 {JS 法案 第一 詔會 . 一六 七 五 

〇國 fw 整理 基金 特別 ir 計 法 中 改正 法律案 

第一 響 . 一六 七 五 

0 家 祿赏典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律 椠 

第一 讀會 . . . 一六 七 五 

0 電信 事業 公愤 法案 第一 ® 會 . 一六 七 五 

〇 電話 事業 公愦法 中 改正 法律案 第 一讀 會…… r 六 七 五 
〇 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 1® 會 …… 一六 七 五 
〇臺陶 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 …… 一六 七 五 
0 樺 太 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 …… 一六 七 五 

0 議院 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一六 七 六 

〇 公有林 野官行 造林 法案 第一 讀會 . 一六 七 六 

0 大正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 第一 

® 會の續 . ： • 六 七 六 

〇鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 i … 一六 七 七 

0 同上 第二 讀會 . . 一六 七 八 

0 刑事訴訟法 中 改正 法律案 第一 1® 會 . 一六 七 八 

〇入權 保護に 關 する 法® 案 第 會 . 一六 七 九 

〇 軍人恩給 增 額に 關 する 建議案 . 一六 七 九 

〇官幣 大社 吉野 神宮 境域 擴 張に 關 する 建議 

案 . . 一六 八 二 

♦大正 九 年 二月 九日 議事 . 一六 八 二 

0 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第一 

讀會 . . 一六 八 三 

〇函舘 控訴院の 移 if に關 する 法_ 案 第一 

讀會 . 一六 八 五 

0 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 

_ 會 . I 六 八 六 

〇 朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法律案 

第一 譲 會 . 一六 八 六 

〇關税 定串法 中 改正 法律案 第一 讀會 . ' 六 八 七 

0 大正 八 年 勅令 第三 百 四號 承諾を 求む る 件 ..：： 一六 八 八 

0 大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八 號承諸 を 求む 

る 件 . . . 一六 八 八 


二 A 

0 未成年 卉 fix irl ^ jh 法案 ^ I 濟矜 . 

01135 ± 決 案 笛  IIMB . 

0勢和» 21 {8設に |» する !& 涵案 . 

08S 原 神宮 祟 ie 向上に M する 建 费案 . 

0民冏航空茁筘獎 «1 作冗に關すろ迚费案 •… 

〇;$ 井 縣 irg 港 築港に 關 する 纽辨案 . 

♦ 大正九年二月十 » *|| . 

o jft: 2 :子 M ft- 交渉 辟 過に 關 する K 問の 答 辯. 

〇會計 法改正 法律案 第一 . 

0 大正 八 苹法 fit 第 九號屮 改正 法； a 案 第一 

. 

〇大® 特別 a- 計 法案 第一 說& . 

0 大正 八 年 法 fu 第 十二 SJ! 屮改正 法 <4t 案 第 

一諧© . 

〇 所 ^ 税法 改 11:. 法律案第一酹伶の& . 

0 所 5 £ 税法 0 施行に 關 する 法 钳笼 •第一 ® 

. . . 

〇 酒造 税法 中 改正 法 紺 案 第一 f-re の 紐 ：… 
〇 酒精 及泗稱 含有肷 料 税法 屮改正 法律 築 

^  -  . 

〇麥酒税法中改正法律案第一訥尙の紐 …： 
〇明 治 W 十一 诈法律 第二 十四 號 中改 11-: 法 钳 

案 第一 爾 i の 續 . 

〇國债 償還 資金の 繰 入を 爲さ さる ことに 關 

する 法律案 第' 一 讀會の 級 . 

0 所得税 法改正 法律案 第二 10 色 . 

0 同上 第三 譖會 . 

0 所得 稅 法の 施行に 關す る法钳 案 第二 1® 

會 . . . 

0 酒造 税法 中 改正 法 at 案！ S 二 is 會 . 

0 同上 銪 三_會 . 

0 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 屮改正 法律案 

第二 讀會 . 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第二 諮 ® • . 

0 明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中 改正 法律 
案 第二 la 會 . 

〇國 ffl ® 還 資金の 繰 入を 爲さ さる ことに 關 

する 法律案 第二 譖會 . 

♦大正 九 年 二 月 十二 日 議事 . 

〇 大正 四 年 法律 第 十六 號屮 改正 法律案 第 

一 讚 會 . 

0 小額 紙幣 發行 綱續 に關 する 法律案 第一 


七 七  七ゼ  七 七 
八 八  八 八  八 八 


一七 八 一 
一七 A 1 
一七 八 一 
一七 八 一 
一七 八- 
一七 八 一 
一七 八 一 

一七 八 一 
一七 八 一 

一七 八 一 
一七 八 一 

一七 八 一 
一七 八 一 
一七 八 一 
一七 八 一 
一七 八 一 
一七 八 一 


第 一讀 會の續 . 

0 公債 金 特別 會計 法案 第一 讀會 の續 ……- 

〇 同上 第二 讀會 . 

〇鐵 道國有 法中改 JH 法律案 第一 讀會 の續. 

0 同上 第二 讀會 . 

〇 道路 公債 法案 第一 讀會 の續 . 

0 同上 第二 if ® . •< . 

〇國 (S 整理 基金 特別 會計 法中改 正 法律案 

第一 if 會の續 . 

〇 同上 第二 is 會 . 

〇國債 整理 基金 特別 會 11- 法 中 改正 法律案 

第一 讀會 の續 . 

o rnj 上 第二 讀會 . 

〇 家 祿賞典 祿處分 施行 法 中 改正 法律案 第 

1 讀 會の續 . 

〇 同上 IT5 二 讀會 . 

0® 信 事業 公債 法案 第 i ii 會の績 . 

0 1: 上 第二 11 會 . 

〇 電信 事業 公債 法案 第一 讀 會の續 . 

0 同上 第二 讀會 . 

0 電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 

編 . 

o rnj 上 第二 讀會 . 

〇 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 s 會 

QU . . . 

〇 同上 第二 if 會 . 

〇臺 海事 業 公債 法 中 改正 法律案 第一 10 會 

8 . 

0 同上 第二 讀會 . 

〇 樺 太 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 讀會 


0 同上 第二 讚 會 . 一七 八 一 

〇 明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 

第 iw ir の績 . 一七 八 一 

〇大學 特別 會計法 案 第一 讀 會の續 . 一七 八 I 

〇 同上 第二 讀會 . 一七 八 I 

〇 大正 八 年 法律 第二 十二 號中 改正 法律案 

第一 讀 會の續 . 一 七 八 一 

〇问上 第二 讀會 . 一七 八 一 

〇 小額 紙幣の 發行擷 ® に關 する 法律案 第 

一 會の續 . 一七 八 ~ 

0 IHJ 上 第二 讀會 . | 七 八 一 


0 貨幣 法 中改 IH 法律案 第一 讀會 の續 . 一七 八 二 

〇 同上 第二 讀 會 . 一七 八 二 

〇 公有林 野官行 造林 法案 第一 讀 會の續 . 一七 八 二 

〇間 上 第二 讀會 . 一七 八 三 

0 朝鮮 醫院 及濟 生院 特別 會計法 中 改正 法律 

案 第一 讀 會の續 . . . 一七 八 三 

0 大正 五 年 法律 第四號 中 改正 法律案 第 一 

讀 .會 の續 . 一七 八 三 

〇 大正 四 年 怯 律 第 十六 號屮 改正 法律案 第 

一讀 會の績 . 一七 八 三 

〇 大正 五 年 法律 第四號 中 改正 法律案 第二 

讀會 . 一七 八 四 

0 同上 第三 讀會 . 一七 八 3T 

0 大正 四 年 法律 第 十六 號中改 正 法律案 第 

二讀會 . 一七 八 六 

♦大正 九 年 二月 十九： II 諮 事 . 一七 八 六 

0 院内 欝察事 孭に關 する 調査 會設 闇の 件 . 一七 八 七 

〇大 IP 七 年度 豫備金 莢 出の 件 外 七 件 承諾を 

求む る 件 . 一七 八 七 

〇實業 敎育费 國庫 補助 法 中 改正 法律案 第 

一 Is 會 . . . 一七 八 七 

0 公立 學校職 負 年功加俸 國庫 補助 法案 第 

一讀會 . 一七 八 七 

〇 明治 三十 九 年 法律 第三 十四 號中 改正 法律 

案 第一 讀會 . 一七 八 九 

〇 帝 國鐵道 會計法 中 改正 法律案 第一 讀會 … .： 一七 八 九 
0 明洽一 一一 十八 年 法律 第 十七 號中 改正 法律案 

第一 讀會 . 一七 八 九 

〇 臨時 國庫證 券 法 屮改正 法律案 第一 讀會 …… 一七 八 九 
0 大正 八 年 法律 第九號 中 改正 法律案 第一 

讀の績 . . 一七 八 九 

0 府縣制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 八 九 

〇 郡制 中改； 止 法律案 第一 讀會 . 一七 九〇 

0 市制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 0 

〇 町村制 中 改正 法律案 第 一 讀 會 . 一七 九〇 

〇 北海道 會法中 改正 法律案 筘 一讀會 . 一七 九 三 

〇 府縣制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 三 

0 郡制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 三 

〇 市制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 三 

〇 町村制 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 三 

0 治安 餐察法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 四 

〇 新聞紙 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一七 九 六 


雲 . 一七 一九 

0 貨幣 法 中 改正 法律案 第 一讀 會 . 一七 一九 

0 朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律 

案 第一 讀會 . 一七 二 〇 

〇 明治 四十 年 法律 第二 十一號 中 改正 法律案 

第一 讀會 . 一七 二 〇 

0 豫算案 大正 九 年度 歳入 歳 / U 豫 »: 案 . 一七 二〇 

〇拽算 案 臨 B# 軍 ijf 费豫算 追加 案 (第一 號〕 . 一七 二〇 

❖大正 九 年 二月 十三 日 議事 . 一七 二 七 

〇豫算 案 大正 九 年度 歲入歲 ⑴豫算 案 (前 會 

co m . 一七 二八 

〇預算 案 臨時 第 事 費豫算 追加 案 (第一 號 〕 

C 前會の 綏〕 . 一七 二八 

〇函 館 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 第一 

讚 會の續 . 一七 五一 

0 大正 一一 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 

讀 會の續 . 一七 五一 

〇函舘 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 第二 
讀會 . . 一七 五一 一 

〇 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第二 

證會 . 一七 五 II 

❖大正 九 年 二月 十四日 議事 . 一七 五 二 

〇 衆 謎 院議 M 選擧 法屮 改正 法律案 (武富 時 

: w 出) 第一 讀會 . 一七 五三 

〇 同上 (古島 一 維 提出) 第一 讀會- . 一七 六 二 

〇问上 (坂 本金娜 提出〕 第一 讀會 . 一七 六 七 

❖大正 九 年 二月 十七 日識卽 ： . 一七 六 九 

〇物悄 調節に 關する 質問 . 一七 七〇 

0 同上 有 森 新吉の 質間演 說 . 一七 七 〇 

0 農業 勞鋤保 謎 獎勵 に關 する 質問 . 一七 七 11 

0 同上 土 并權大 の 質問 演說 . -: 一七 七三 

〇逛 制 改革に 關する 質問 . 一七 七 四 

012 上 森本是 一郎の 質問 fw 說 . 一七 七 四 

〇 平和 勝 約の H 施に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 所 

冇 ® に關 する 法律案 第一 譖會 . 一七 七 七 

0 郵便貯金 法 中 改正 法律案 •第 一 讀會 . I 七 七 九 

0 作業 會計 法中改 JE 法律案 第 |_會 . 一七 七 九 

0 海軍 燃料廠 の 石炭、 煉炭 又は 燃料 油の 買 

入に 關 する 法律案 第 一讀 會 . 一七 七 九 

0 讁院法 中 改正 法律案 第一讀 會の紉 . 一七 七 ^ 

OE-M 第一 S . 一七 八 I 

0 朝鮮に 於け る 0 勢 調 ? i に關す る 法律案 


大日 本 帝 W 济 公 誌 ? B 十一 莅 n 次 


二 九 


大日 本 帝阈菝 泠 誌 第 十一 卷 R 次  I  I 

〇會 計士 法案 第一 费會の '费 . 一七 九 七 

0 同上 第二 讀會 . 一七 九 八 

0 同上 第三 讚 Q- . 一七 九 八 

〇 赤尾彥 作 « 罰 事犯の 件 . 一七 九 八 

♦大正 九 年 二月 二十 一日漭 事 . 一七 九 八 

〇搀览 案 大正 八 年度 歳入歳出 總拽览 追加 案 

(第一 號〕 . • . 一八 〇〇 

〇 探 览第 大正 八 年度 谷 特別 伶 計 歳入 歲 mss 

» 追加 案" 特第 一 驾 . 一八 〇〇 

〇豫 3?: 外阀賄 の fi 腔と なる へき 契約を 爲す 

を耍 する 件 (追 第一 號) . 一八 〇〇 

〇 平和 临約 の vf 施に 伴 ふ 流 ai 證券 及 X. 弟 所 

有® に關 する 法律案 第一 讚 ®' の 級 . 一 八〇三 

0 同上 第二 11 0- . 一八 〇三 

0 未成年者 飲酒 禁止法 案 第一 讚 會の續 . -八〇 三 

0 未成年 若 飲酒 禁止法 案 第二 10 會 . 一八 〇四 

0 學校衡 生 振 M に關 する 建 親 案 . 一八 0 四 

0 耕地整理 速進獎 蚴に關 する 逑識案 . 一八 〇四 

〇鐵 m 速成に 關す る妞 11 案 c 吉野縱 m 鐵道〇 …… 一八 〇五 

0 葉 焯草 罹災 補愤 に關す る 建議案 . 一八 〇五 

〇鐵菹 速成に 關 する趄 髅案 (勢 和鐵 道) . 一八 〇六 

〇鐵逍 建設に 關する 建議案 (國 都鐵 道〕 . 一八 〇六 

〇鐵道 雜 設に_ する 建議案 (日 南東 部議 道) …… 一八 〇六 

〇鐵道 建 成に 關する 建議案 c 姬津鐵 道〕… . 一八 〇七 

〇鐵道 速成に 關する 建 _案( 勝倉鐵 道〕 . 一八 〇七 

〇 文官 恩給 並 ii 族 扶助料 增 額の 請願 七 件 . 一八 〇八 

0 質屋 取締法 中 改正の 請願 . 一八 〇八 

0 質屋 取締法 中 改正の 請願 二 件 . 一八 ◦八 

0 和 賀川河 身 改修！-: 事の 請願 . 一八 ◦八 

〇 名# 進級 者に 現官相 當の 恩給 給與の 請願 

十七 件 . 一八 〇九 

〇戰鬪 若く は 公務 起因 傷病 軍人を 陸海 軍 病 

院に 於て 國 費を 以て 施療 並 入院せ しむる 

の 請願 . I 八〇九 

〇 帝 國在鄕 軍人 會國 匪 補助の 請願 四 件 . 一八 〇九 

〇 郵便局 設置の 請願 (鹿 兒 島縣顆 娃村〕 . 一八 〇九 

〇 登記所 設置の 請願 (北海道 比 布 村) . 一八 〇九 

0 同上 (趿 手縣淨 法 寺 村〕 . 一八 一〇 

〇鐵道 速成の 請願 (弘前 田 代 間〕 . 一八 一〇 

〇鐵適 敷設の 請願 (梆 木縣 都賀鐵 道〕 . 一八 一 〇 

〇 鐵道速 成の 請願 (樱 井松阪 間〕 . 一八 一〇 

〇 文官 恩給 並 遺族扶助 料增 額の 請願 十六 件 …… 一八 一〇 


三 〇  . 

ORS* 育 令 W 布の 蘭® . I 八 二 M 

0 義務 敎 育年银 を 八面 年に is 长の MB . 一八 二 H 

〇石 北分肢 點を 比布两 と B すの 欲 B . i 八 二 四 

〇 不具 S 疾將校 及 准士官 無 « 本 ¥ の R BI 三 

ft . 一八 二！： 

OS. 州 線 幸 2 ょり 佐 S 閱町へ 支睞奴 ？ « の 

請願 . 一八 二 四 

〇鏟 便鐵 23 敷設の 請朗 CS 茂 臨港線〕 . T 1 

o..:. '. :''. ' C  勘 3( 新理録 浦 本 0 . 一八 二 at 

〇鐵 道® SB の 請願 C® 分 岩 川 間 -w> . 一八 二 五 

0 停車場 設 S の 請願 (烏 収縣社 村〕 . - 八二五 

〇 文官 M 給 ia i£;« B;J 料 及 ^ 校 ^ u f? 守 iii s 

料 並 is 族扶肋 料枬 加の 請願 . 一八 二 五 

0 田畑 地 倒 特別 修正の 繭 願 . 一八 二 五 

0 明治 四十 一年 法律 第三 十七號 中 改正の fNK 

願 . . . 一 八 11 五 

〇黑石 税務 斜 设盥 の 請願 . 一八 二： at: 

〇 學校敎 M 退 0 料 及 ia 族扶肋 料坍 加の Si 邸 

二 件 . : . 一八 二 五 

♦大正 九 年 二月 二十 六日 謎 ® f . 一八 二 五 

0 衆議院 識員 選擧法 中 改正 法律案！ S 一 蹈 

會の績 . . . | 八 二 六 

〇 衆議院 解散の 詔勅 . 一八 三 七 


0 帝 國 -41 八 後援 分 !- Jg SE 補助の 請願 . 一八 1 〇 

〇 地方 说 制限 法 中 市町村 a rs 税 :lv' E.?g 張 在 
狳敎 育® 國阳 負挖 額增额 及 ひ 市町村に 對 

する ほ鹿 交付金 增加の 請願 . .一八 一一 

0 巡 ? C 着 守 年金 增額並 班 法に 佐る ai 族 扶助 

料洽與 の 請願 . 一八 I 一 

〇 僧侣！ i 各種の 被 選 舉灌付 興の 請 @' . 一八-一 

0 飲酒 制限 禁止 及 酒類專 斑の 請願 . 一八 一一 

0 帝 國在鄕 軍人 會國庫 補助の 請願 二 件 . 一八 一一 

〇名猓 進級 者に 現 官相當 の 恩給 給與の 請願 

十六 件 . 一八 一一 

〇敝鬪 若は 公務 起 W 傷病 逛人を 陸海 軍 病院 
に 於て 國 S を 以て 診療 並 入院せ しむる の 

請願 八 件….. . I 八 一二 

〇 登記所 設置の 請願 (北海道 小淸水 村) . 一八. ニー 

0 同上 (埼 玉縣杉 戶町〕 . 一八 一二 

▼大正 九 年 二月 二 十四日 _ 事 . 一八 一二 

〇八權 蹂蝴に 關 する 答 辯 …： . . 一八 ニニ 

0 流行 感 R の豫防 注射に 關する 答 辯 . 一八 一三 

〇物價 調節に 關 する 答 辯 . . . _ …… … • 八 一三 

0 農業 勞磡保 譴奬勵 に 關 する 答 辯 . 一八 一三 

〇廉賣 外米 不正事件に 關する 質問 . 一八 一四 

0 同上 田 中 萬 逸の 質問 演說 . . 一八 一四 

〇 海外 移民 保_ に關 する 答 辯 . 一八 一 五 

〇 同上 高 松 正 ii の 質問演 說 . 一八 一六 
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〇 扶助料 法 中 2 雷 案 穿 一讀會 

0 ク  第一 讀會の 續：： 

0 施政方針に 關する 寺 內總理 大臣の 演説…. 

0 ク  山 脇玄の 質問 . 

0 ク  寺 內總理 大臣の 答 辯…. 

0 神社 尊崇に 關 する 建議案 . 

匕の  部 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第一 讀會 ……. 

〇 ク  第一 讀會 の ® . 

〇 ク  第二 讀會 …… 

0 々  第三 讀會 .…： 
〇 美術の 振興に 關 する 建議案 . 

セの  部 

0 常任委員の 選 擧：… . . . 

0 I1 1I I1 法) 津第 5 會 . 

〇全院 委員長の 選擧 . 

〇戰時 利得 税法 案 第一 讀會 . 

〇 ク  第一 讀 會の續 . 

〇 ク  第二 SS 會 . 

0 ク  第三 讀會 . 

〇戰時 船舶 管理 令 承諾を 求む る 件 . 

〇ク  前會 の續. 
三 


キの苗 

0 軌道條 例 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

〇ク  第 j 讀會 の 續…. 

〇ク  第二 讀會 . 

0 ク  第三 讀會 . 

0 K 族 院令中 改正案 第一 讀會 . 

0 ク  第一 讀會 の續 . 

〇 ク  第二 讀會 . 

〇ク  第三 讀會 . 

0 P 韓國貨 m の處分 第一 1 會 . 

0 に IM する 法律案 穿 i ii t 

〇ク  第一 讀 會の續 . 

〇 救護 費國庫 補助の 請願 . . . 

ユの部 

0 有 價 證券 割賦 販賣業 法案 第一 讀會 ……. 

〇ク  第一 讀會の 續. 

0 ク  第二 讀會 . 

0 ク  第一 二 讀會 . 

〇 郵便局 設置の 請願 (三 重 縣花垣 村) . 

D 郵项 局に 集配 事務 開始 . 

C の 謝 願 C 島根 縣馬路 村) 

ミ  の  部 

D 未成年者 飲酒 肢締乾 1 -B & . 

〇ク  第一 讀 會の續 . 

シ  の  部 

私立 學校及 公益法人 

0 の 用 抑 免租に 關する 第 I 讀會 . 

法律案 C 衆 誘院提 出) 

〇 所得税 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

〇ク  第一 馨の 琴… 

0 ク  第二 讀會 . 

0 ク  第三 讀會 . 

D 實用 新案 法 中 改正 法— 一賣 &  . 
C 律 築 C. 議院 提出〕 芽 5 會 . 

0 借地 法案 第一 譲 會 . 

市町村 立 小 學校敎 員 

o iM 隱料 及 © 族 扶助料 第 i ia 會 . 

法 中 改正 法律案 

〇ク  第一 讀 會の續 . 

0 市町村* 小 學校敎 員 第一 S & ;• 

C 佑 給國庫 負擔 法案 津 IB ® 


衆 


大日 本 帝 ほ 通 合 誌 第 十一 卷索引  _ _ 

議  院 

ィの部 

D 一宮 郵便局を 二等 局と S . 六 四 〇 

〇 すの 諛悶， 愛知 縣 |  { '«' 町  >  ナ pt c 

oil . 一一— 

〇 ク  前 啓の 段 . 四 二 0 

〇醫 肺 法 中 改正 法律案 第一讀 替 . 三 一七 

〇ク  第一 is . 三 六 九 

0 ク  第二 讀會 . 三七〇 

〇醫 師受驗 K 格調 定に關 する 請願 . 五〇二 

0 印紙税 法改正の 請願 . 五 七 九 

0 意匠 法 中 改正 法律案 第 I 讀會 . 三 六 六 

0 ク  第一 Is 會の綏 . 五 0 七 

0  f  第二 讚會 . 五〇 A* 

〇 ク  第三 讁會 . ン五〇 八 

口の  部 

竭領勘 察 加の 割讓 

o Jfe 露 領沿海 州 漁 槳質問 . 五三九 

霞の 割 謎に 關する 

0 ク  田 中 萬 逸の 質問 演說 . 五三九 

0 ク  答 辯 . 一 . 六 二 五 

3 露領沿 31 漁場に 通信 . u、 ei 3 

〇 運 轍 機隖 設贸の 請願  .ナ 四 〇 

D 勞磡 保險法 制定 . 

0 に關 する 建議案  . . …… 五一 一 

0 ク  前 會の續 . 六三〇 

® 月 小 太郞の 質問 . 三 七0 

0 ク  本 野 外務大臣の 答 辯 . . . 三 七 0 

ハの  部 

〇費藥 法 中 改正の 請願 . 六 三 八 

& SI 腿 II 第一， . 三 二 〇 

〇ク  第一 _ 會の續 . 四 六 八 

〇 ク  第二 讀會 . 四 六 八 

〇麥 酒税 法 中 改正 法律案 第 一  _會 . 二 〇〇 

0 ク  第一 讀會 の續 . 二 四 一 

0 ク  第二 讀會 . 二 五 七 

■質問 . 三 七 五 


〇 ク  八 田宗吉 の® 間 浞 說 . 三 七 六 

〇 ク  答 辯 . 四 一四 

-I  の  部 

0 日本海 描 si 航路 急速 開始の 詰 願 . 六 一 五 

0 ss ii il 法 第 5 會 . 三 六 五 

〇ク  第一 讀會の 猿 . 四 I 七 

3 日本 a: 育 協 ir 國 ® 補 . 

〇 肋に 綱す る 建讖案  T-? 

〇 ク  前會の 績 . 六〇八 

0 S 11 11 I 法？, . 四 九 六 

0 ク  第一 讀 會の續 . 五 四 五 

0 ク  第二® 會 . 五 四 五 

〇 支那 鐵羱國 有に 關する  質を  e? 

0 ク  ー宮 房 洽郞の 質問 演說 . 四 八 七 

〇ク  答 辯 . 五三 六 

D 日米 間の 紳士 協 « 句 . 六 一一 一 : J 

〇約撤 廢に關 する 質 6 ?*■ 三 C 

0  ク  答 辯 . 五 九九 

〇 日 支 文化の 施設に 關 する 建議案 . 六 三 二 

ホの  部 

沒祿處 分を 受けた る 者 

〇 に 劉す る 家祿賞 典祿處 第一 讀會 . 二 I 四 

分に 關 する 法律案 

〇 ク  第. i 讀會 の續 . 三 ニニ 

0 ク  第二 讀會 . 三 二三 

〇に關 する 建議案  T - E 

〇 ク  前 會の續 . 六〇四 

D 北海道 鐵道院 成 . ¢1 二 3 

〇に關 する 建議案  E--C 

〇 ク  前 會の續 . 六〇四 

〇 ク  參考書 . 六〇五 

0 北鮮 裏日本 連絡 航路 延長に 關 する 建 _ 案 . 五六 三 

への  部 

0 米穀 市場 開設の 請願 . 六 三 八 

〇 令に 關 する 元 麗 Q  質ら  三 三 七 

〇 ク 本 野 外務大臣の 答 辯 . 三 三 八 

0 辯護士 類似 業者 取締法 制定の 請願 . 六 四 一 


四 

卜の部 

0 十 勝 £ 嫌 移 a に 明す る B B . 六 一 五 

CS 驗に險 する 謀 願  ユ A 一 

0 利根 川 架 描の R 願 . 五〇：： 一 

0 利根 運河 治水に 關す る两願 . 五八 〇 

0 ^ s IT r ^ . 四 二 0 

〇 ク  前 付の 扭 . . 四 七 七 

0 登 錄稅法 中 改正 法律案 第一 费會 . 二 三 I 

〇ク  第 一說& 〇 鞀 . 一一.！ ハ j 

〇ク  第二 的 . 二 六 一 

0 東方 調査 局設蹬 に關 する 建结案 . 一一 三 九 

0 ク  前 gr の fi? . 三 五 九 

〇觅 京 海 治水に 關する 請願 二 件 . 六 一三 

〇 東京 第一 衢戍 病院 移 ¢9 の 賄 願 . 3». 〇1 1 

0 東京 市 特別 市制に 關 する 建議案 . 五ー ニ 

0 ク  前 ^ の ? a . 五 七 :/ r 

D 東京 市區 改正 條 S •一  S & . 四 九 ~ 

〇 例 中 改正 法— 穿  一 S  ドソ ニ 

0 ク  第 一讀 會の續 . 

0 ク  第二讀 會 . 五 四 . V.: 

0 東京 市制に 關 する 質問 . 四 八 八 

〇 ク  職 部尙の H 問 iuf 說 . 四 八 八 

0 ク  水 野 政府 委員の 答 辯 . 四 九 一 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 

〇 國大學 B 時 政府茭 出金 第一讓 會 . ニニ 四 

繰 入に 關 する 法律案 

0 ク  第一 is a- の續 . 二 六 八 

〇ク  第二 讀 會 . 二 六 八 

3 東 三省に 於け る 排日 . .abb 

c fr 励に 關 する 質問  三士 七 

0 ク  伊東 知 也の 質問 演説 . iii 七 七 

〇ク  答 辯 . 四 一一 〇 

〇 ク  伊 •東 知 也の 質問 演說 . 四 三 一 

0 ク  本 野 外務大臣の 答 辯 . 四 三 一 

0 ク  答 辯を 促す の 件 . 艽 〇五 

〇 ク  說明書 . 六三〇 

0 登記所 設置の 請願 (岡 山縣瀬 戶町〕 . 四 一二 

0 ク  c 福 島縣鹽 川 町) . 四 r 一 

〇 ク  c 北海道 中 富 良 野 村： 一 . 四 一二 

0 ク  (靑森 縣稻垣 村〕 . 四 一二 

〇 ク  (福 岡縣 下城 井村〕 . 四 二 六 


o  o 

中 織 
ク 改物 
正 消 
法费 
律稅 
案 法 

第 第 


讀讀 

會會 

の 

m 


〇  〇 

矢大大 
上 森 垣 
市區郵 
山 裁 便 
兩判局 
出 所を 
張 日 二 
所 貫 等 
研出郵 
設張便 
の 所 筒 
請廢と 
願止爲 
並す 

の 

請 
願 


〇  〇 

廢沖 因大 
に繩 る阪 
釀 刪 J 
す特 害 水 
る 別 補 源 
建 B 憤 地 
議治 の營 
案 制 読 造 
撤 願 物 
に 


〇大 井川 治水の 請願 一二 件 . 

〇大 淀川 治水 速成の 請願 . 

〇 大阪港 に 於て© 入獄 類の 檢疫 開設の 請願 • 

D 大阪 Irfi 特別 市制 制 . 

〇 定に關 する 建議案 

〇 ク  前 會の續 . 


0 ク  前 會の續 
0 恩給 年金 金融に 關 する 請願… 


9 


の  部 


六 四 五 
六 四 一 

二 01 

二 四 二 
四 0  I 
四 一一 六 
四 二 六 

五- 111 
五 七 五 
六 三 七 

四 九 八 

五三 五 
六 三 五 


0 ク  第二 讀會 . 四 一六 

リの部 

0 陸軍 重砲 聯隊 移轉 設置に 關 する 請願 . 六 四 六 

0 陸軍 射駿學 校移轉 設置に 關する 請願 . 六 一三 

.& I1 麵 II 法 第— . 三 四 四 

0 ク  第一 讀 會の續 . 四 六 七 

01 1S I I1 法 第一 讀會 . 二〇 六 

0 ク  第一 讀會 の續 . 二六〇 

〇ク  第二 讀會 . 一 一六 1 

ルの  部 


ル ー マニア 行醫師 期， . 三 三 E 

の 潰 散に 關する 質問  三 三 35 

ク  士屋淸 三郞の 質問 演說 . 三 三 五 

ク  答 辯 . 三 八 七 


ヲ 、才の  部 


〇和賀 川 河 身 改修 H 事の 請願 . 四〇一 

0 若松 港 開港に 關 する 請願 . 六 三 六 

力の  部 

〇害蟲 騮除豫 防 法 中 改正の 請願 . 六 三 八 


0 ク  (秋 田縣鹈 川 村) . 四 二 六 

〇 ク  (北海道 上 湧 別 村) . 五 〇二 

〇 ク  (宮 崎縣 東鄕村 〕 . 五 五 四 

〇 ク  (島根 縣有福 村〕 . 六 一 五 

0 グ  (高 知縣野 市 村： > . 六 四 一 

0 特許 權収消 に關 する 請願 . 六 三 七 

0 I 11 S 益 ェ S . 五八 五 

0 ク  土 井權大 の 質問 演說 . 五八 五 

〇 ク  答 辯 . 六〇〇 

〇 ク  . 六 二 四 

3 島 ® 町村制 撤廢 .J 關 する  ： g LL 
0 建議案 鹿兒島 縣大島 郡〕 . 四ププ 

0 ク  前 會の續 . 五三 五 

〇 德 山 港を 特別 轍 出 人 港に 指定の 請願 . 五八 0 

〇 特許法 中 改正 法律案 第一® fr . 三 六 六 

〇 ク  第 一讀 會の續 . 五 0 七 

0 ク  第一 會 . •…五 0 八 

0 ク  第三 讀會 . 五〇八 

0 特設 電話 通話料 廢止の 請願 淸水江 尻 間〕 . 四〇三 

チの  部 

D 千葉縣 安房 郡の  . 三 三 一 

OS 擧に關 する 質問  三 三 一 

〇 ク  鈴 木富士 鞠の 質問 演說 . 三 三 一 

0 ク  答 辯 . 五三 七 

0 地方 長官の 府縣 K 兩 . ff. \ M 

〇 制 蹂躪に 閼 する 質ら  . 五八 二 

0  ク  答 辯 . 五八 一 

0 ク  再 質問 . 六 二八 

〇 ク  再 答 辯 . 六 二 六 

3 地方裁判所 支部 陳限復 ®  a 

〇 の 請願 C 茨城 縣下築 町〕 . 四 一二 

3池 方 裁判所 支部 復饉の  alb 

〇 請願 C 靜岡 縣沼津 町」 . . 四 二 七 

OH 通帘話 架設の 請願 (横 ® 市町 田 間〕 . 六 四 五 

0 勅語 港 答 文の 件 . 一六 一 

0 ク  奥 村 三 ® 之 助の 質 間 演說 …… ニニ ー 

〇 ク  岡 田 文部大臣の 答 辯 . ニニ ニ 

〇筑 後川 第二次 開 修エ班 速成の 請願 . 六 | 三 

D 地 Hi 變更 * 租年期  一  .  1 1 V ■一 1 

0 に關 する 法律案 津 一 i . 二八 七 

0 ク  第一 讀會 の g! . 四 


海軍に 於て 海軍 採 

〇 炭 所の 石炭の 買 入 第一 讀會 . 五 〇五 

に關 する 法律案 

〇 ク  第一 讀 會の續 . 五 四 四 

〇 ク  第二 讀會 . 五 四 四 

0 海軍に 對 する 感謝 決議案 . 一六 四 

0 會計士 法案 第一 讀會 . 艽四六 

〇 外交 方針に 關 する 本 野 外務大臣の 演說 . 一六 六 

0 ク  圾 本金螂 の 質問 . 一七 六 

0 ク  本 野 外務大臣の 答 辯 . 一七 七 

0 ク  今 弁嘉 幸の 質問 . 一七 八 

〇 ク  本 野 外務大臣の 答 辯 . 一八 〇 

〇 ク  押 川 方義の 質問 . 一九二 

〇  .ク  •  本 野 外務大臣の 答 辯 . 一九 三 

〇 ク  望月 小 太 郞の質 間 . 一九 六 

0 ク  本 野外 稍 大臣の 答 辯 . 一 九 八 

〇 ク  本 野 外務大臣の 演說 . 六 一七 

0 ク  ヂ  尾 崎 行 雄の 質問 . 六 一八 

0 ク  本 野 外務大臣の 答 辯 . 六 二 0 

〇 ク  望月 小太郞 の 質問 . 六 二 一 

0 ク  本 野 外務大臣の 答 辯 . 六 ニニ 

0 ク  質問 . 三 二 六 

〇 ク  押 川 方義の 質問 演說 . 三 一一 六 

〇々  答 辯 …： ' . 四 三 0 

外國 共同 居留地 域 

〇內に 於け る 取引所 質問 . 六〇二 

設置 認可に 關 する 

〇 ク  森 田 茂の 質 間演說 . 六〇二 

0 ク  答 辯 . 六 二 五 

D 外屬 語學校 校 名 «; 昇 . 1 

〇 存續 に關 する 賓 あ  & 三 二 

〇 ク  川 崎克の 質問 演說 . 四 三 二 

0 ク  岡 田 文 S 大臣の 答 辯 . 四 三 二 

〇 論 島 沖 永 良 部 島 間)  ナ _ 5 

〇 に？ る 法 i： 案 5 議  三 a 

0 ク  第一 讀會 の續 . 三 ニニ 

0 ク  第二 讀會 . 三 二三 

〇 樺 太 事業 公債 法案 第一 if 會 . 二三！ 

〇 ク  第 | 讀 會の續 . 二 六 五 

0 貨幣 法 中 改正 法律案 第一讀 會 . 二 〇七 

0 ク  第一 讀會 の續 . 二 六 一 

〇 ク  第二 讀會 . 二 六 | 


大日 本 帝 K! 認 抑 誌 第 十一 卷索引 


五 


大日 本 帝®; 链&誌 第 十一 筏 索？^ _ 

0 刈 谷 田 川大* 費 補 肋の諳 願 . 六 三 六 

0 議 S 嵩 . 四 三 三 
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〇ク (ク  X 高橋秀 呈出 V . 六 四 五 

〇 ク (上の 山中 村 間〕 . 六 四 一 

0 ク (斜® 網 走 線 W . 六 四 二 

〇 ク (石 北 線〕 . 六 四 二 

0 ク (金山 鐵道〕 . 六 四 二 

0 ク'  (長 萬 部 輪 西 間) . 六 四 二 

0 ク  c 興 律 小頓 別間〕 . 六 四 11 

0 ク (金山 苫小牧 間〕 . 六 四 三 

0 ク ( 深 川 雨 龍 間、 . . 六 四 三 

〇 ク  C 陰陽 聯絡 鐵 道鳥肢 津 山間〕 . 六 四 三 

0 ク (天 ® 沿岸 鐵道〕 . 六 四 四 

0 ク (三 陸 沿岸 鐵道〕 五 件. . 六 四 四 

0 ク (九州 中央 鐵道 5 . 六 四 四 

。する 建議案 (水 戶 f 山 馬〕  三 5 

0 ク  前 會の續 . 五一 七 

0 ク  (野 岩羽鐵 道〕 . . 三 五 二 

0 々  前 會の續 . 四 七 五 

0 ク  (勢 江鐡 道〕 . 三 九 五 

0 ク  前 會の續 . 四 七 六 

0 ク  (紀 勢鐡 道；} . 三 九 五 

0 ク  前 會の續 . 四 七 七 

0 ク  (阿 讚鐵 道) . 三 九 七 

〇 ク  前 會の續 . 五 七 五 

〇 ク  (四 國 海岸 巡 環鐵道  > . 三 九 七 

〇 .ク  前會の 續…… . . 五 七 五 

〇 ク  (四國 沿岸 鐵 道〕 . 三 九 七 


〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇 ク 
〇ク 
〇々 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇ク 
〇 ク 
〇ク 
〇ク 

〇鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 

〇ク 
〇ク 
〇ク 

0 II 酸 設 (都 S 肥 間).： 


S  の a . 

へ 新 見 三次 1 1〕 . 

前會 の « . 

(深山 上 郡 間〕 . 

前 & の 姑 . 

(津 山智頭 間) . 

前 •の a . 

(勢 江鐵迫 > . 

(平珂小名谘間…；. :: : . 

谢® の la . 

C 久留米 大分 間〕 . 

前金の 續 . 

(山 田珲平 間〕 . 

前 © ■ の 81 . 

(金 名鍅疽 〕 . 

前會の 技 . 

(松 本鐵 逍〕 . 

前會の 嫌 . 

第一 讚 t- . 

第一 讀會の 勘： 

第二 馨 . 

第三 11 會 . 


0 ク (三 戶千曳 間： > . . 

〇 ク ( 五所川原 能 代 間〕 . 

0 ク  C 若松 柳津 間〕 . 

〇 ク  (岐阜 富 山間〕 . 

0 ク (池 田 川 之 江 間〕 . 

0 ク (石 狩 川右择 鐡道」 . 

0 ク  C SIII 路北見 間 連絡 鐵 道 V … 
0 ク (北陸 鐵道七 尾 和 fr 間〕 ，… 
0 徴兵 令 改正 法律案， 第一 讀會 ：…： 
〇ク  第 j 13 會の !} • 
0 ク  第二 調會 ：…： 

〇徵兵 採 定に關 する 請願 . 

0 町村制 中 改正 法津案 第一 ia 會 ：； 


0 


朝鮮 總® 府會 


社 令に 關 する 


質問， 

〇 ク  答 辯： 

朝鮮の 生產に 係る • 
0 物品の 移入 税 免除 
に 關 する 法律案 


£  二  £ 

• ゴ七ゴ 
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•四 七 六 
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•四 七 六 
.五一 一八 
•四 七 六 
•.四 九 七 

一^  -  J 
: 5fi i -L 

..五 七 六 

.•五 二 四 

n  H 

:i Ji i ゴ & 
•.五 五 一一 
丄ハ ーニ 
.•五 五 11 
■.六 I 〇 
• 三 八 
:二 六 一 
•二 六 二 
• 1 六 ? ft: 

■•四 一三 

-•四一三 
•四 ニニ 

•so 

•五 〇 一 
.五 五 五 
•六 四 二 
•六 四 四 
•六 四 五 
•二 八 八 
•五 0 六 
.五 〇七 
•六 三 五 
.五 四 六 

•五八 三 
•五八 一 


第一 is 會： 


•三 九 五 


〇ク  第 I 讀 會の續 . 四 九 六 

〇 ク  第二 讀會 . 四 九 七 

3 朝 蛘臀 務澳關 の « 用 . 五八 三 

o ffl 辙に關 する 質洱 EG K. 三 

〇 ク  陣軍吉 の 質問演 說 . 五八 三 

0 ク  答 辯 . 六〇〇 

0  ク  答 辯 . 六 二 四 

〇 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 第一讀 會 . 艽〇六 

0 ク  第一 If 會の續 . 五 四 五 

0 ク  第二 讀會 . 艽四五 

0 SI 1I II 法 第一 讀會 . ill 

0 ク  第 一譖 會の續 . 二 六 五 

朝鮮 八 官吏の 恩給、 

〇 退隱钭 及 遺族 扶肋料 第一 讀會 . 四 五三 

等に 關する 法律案 

〇ク  第一 讀 會の續 . 五 四 四 

〇 ク  第二 讀會 . ••五 四 四 

om 信 架設の 請願 (鹿 兒鳥縣 §a 西、 寶久 村〕 . 四 0 三 

〇電信 局設遛 の 請願 (北 千島) . 六 三 九 

r, 天镅川 改修 H 事を 第一 . JU 、 三.,、 

C 期 川に 51 願 二 件  ナ三ナ 

靼染病 研究所に 於 

〇 ける 肺 「ペスト」 質 間… . 四 二 七 

稗 防 措 ! t に關 する 

0 ク  土屋 @ 1 一郎の 質問 演說 …… .四 二 七 

0 ク  答 辯 . 四 四 六 

0 ク  再 質 間 . 六 二八 

0 ク  再 答 辯 . 六 二 六 

傳染病 研究所の 

〇發 見に 係る 病原 質問 …… . . 五 四 一 

の (3 僞に關 する 

0 ク  土屋淸 一一 一郎の 質問 演說 . 五 四 | 

0 ク  答辯…レ . 五八 二 

ァ  の  部 

0 網 走 港 修築 速成の 請願 . . 四 二 五 

〇 網 走 郵便局を 二 等 局と 爲すの 請願 . 六四〇 

0 安倍川 治水に 關 する 請願 一 一件 . 四〇一 

〇 阿片 賠償金 値上の 請願 . 六 三 六 

D 靑森 P 海陸 iill 絡は g . 

C 並設肺 に關 する fi fii テ CC 

0 ク  エ藤卓 爾の質 間演說 . 六 01 

0 ク  答 辯 . 六 二 四 
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3 足 尾 鐵道及 有 馬 輕便鐵 道： 第 I ^ t . 二 三 D 

〇 の 買 收に關 する 法律案 穿  一 ip t … 二三 C 

〇 ク  第一 讀 會の續 . 二 六 一 

〇ク  第二 ! i 會 . 二 六 五 

〇 ク  (貴族院 回付〕 . 四 一 五 

〇 長 isj 離 電話 架設の 請願 C 安東 窣天 間〕 . 四 二 六 

サの部 

OSS  I . 六 二 七 

0 ク  答 辯 . 六 二 四 

01S ■に 第一 讀會 . ニニ 五 

〇ク  第一 讀 會の續 . 三 六 = 

〇ク  第二 W 會 . 三 六 三 

〇 入 間 郡に 編入の 請願  y c l 

〇 入 間 郡に 編入の lg 願 s c  i 

〇 勝 田 大蔵大臣 Q  _  ーナ七 

〇 ク  鈴 木 梅四郞 の 質問 . 一七 六 

0 ク  勝 田大藏 大臣の 答 辯 . 一七 六 

0  ク  山 本悌二 郞の 質問 . 一八 一 

0 ク  勝 田大藏 大臣の 答 辯 . 一八 三 

011 II 賴 I 第一 讀會 . 二〇一 

〇ク  第一 讀會 の續 . 二 四 一 

0 山林 伐採 所得税 率 改正の 請願 . 五 七 九 

〇蠶 絲 業に 關 する 質問 . 六 二 八 

キの部 

0 議員 紫 安 新 九 郎の發 言 取消に 關 する 件 . 三六〇 

〇 ク  懲罰 事犯の 件 . 三 六 一 

0  ク  前 會の續 . 三 八 六 

〇識 員の 言論 尊重に 關する 件 . 一八 〇 

0 議員 席次 . 一六 五 

〇ク . 三 一一 六 

0 励 道 條例中 改正 法律案 第一® 會 . 一一 一六 五 

〇 ク  第一 讀 會の績 . 四 二 七 

0 ク  第二 讀會 . 四 I 八 

〇議 會閉會 に關 する 寺 内 總理 大臣の 演說 . 六 四 六 

0 漁業 税を 國税に 編入の 請願 . 六 三 五 

0 木 律 川 治水に 關する 請願 . 六 三 七 


〇日茭 文化の 施設に 關 する 建議案 . 五 九 八 

0 敎育費 國庫茭 辨の 請願 . 芄 〇三 

C に關 する 法律案  穿 i 儀………………… - rr J ^ プ 

〇ク  第一 讀 會の續 . 四 一 五 

0 救貧 行政に 關 する 質問 . 芄 八 三 

0 ク  答 辯 . 五八 一一 

〇議躬 の 成績に 關する 寺 田 書記官 長の 報告 . 六 四 七 

0_ 場の 秩序に 關 する 件 . 三 八 六 

〇金祿 公債 下附の 請願 . 六 四 四 

ユの部 

〇有價 證券 割賦 販賣業 法案 第一 sf 會 . 三 四 三 

0 ク  第 i ii 會の續 . 四 九 六 

〇 ク  第二 讀會 . 四 九 六 

0 ク  第三 讀會 . 四 九 六 

0 礙良職 H 表彰に 關 する 建 _ 案 . 三 二三 

0 ク  前 會の續 . 三 七三 

0 I1 I IS 瞧 * 和歌 山 縣江住 村〕 . 四〇三 

0 ク  (埼玉 縣志木 町 V . . 四〇三 

0 ク  0 K 分 縣下堅 田 村： I . 六 一四 

0 ク  (岐阜 縣馬瀬 村〕 . 六 四 〇 

OSK 71 ^ . 六四〇 

〇 ク  01 島縣 熟鹽 村〕 . 六四〇 

0 ク  C 岡 山縣新 山、 圓城 村) . 六 四 0 

根 1 > . 六 一四 

〇 ク  (群 馬縣東 村) . 六四〇 

0 ll i si 1 事 (長 崎縣 8 村) . 四〇三 

0 ク  (島根 縣波根 西 村) . 六 一四 

0 ク  (鳥 根 縣馬路 村〕 . 六四〇 

0 ク  c 山 梨 縣禾生 村) . 六四〇 

0 ク  (鹿 島縣 中黑觀 村〕 . 六 四 五 

〇 郵便 法 中 改正 法律案 第一 讀會. . n 〇二 

0 ク  第一 讀會 の續 . 二 四 一 

o _lsil tfg: _gs 0 . 力 一 五 

0 11 11 1 (島根 縣佐香 村〕 . 四〇二 

〇 ク (東京 府村 山村〕 . 四〇二 

0 ク (三 等〕 c 長 崎 縣鈴田 村〕 . 四〇二 

九 
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0 ク (鹿 兒島 1 南方 村> . 四 011 

〇 ク (岐阜 縣上牧 村 5 . 四〇二 

0 ク  t 鹿兒島 路頭 桂 村) . •• ……- 四 011 

0 ク (新 罔 縣普 K 村〕 . 四 0 二 

〇 ク .( 新 萄縣金 塚 村〕 . 四〇三 

0 ク  c 三 m 縣花栢 .村) . 四〇三 

0 ク (長 崎 紱崎 山村；, . 四〇三 

0 ク  C 千 葉 縣老川 村 > . 四〇三 

0 ク  (鳥 根縣龃 式 村) . 四 二 六 

〇 ク  r 岡 山 縣上市 村) . 四 二 六 

〇 ク (奈良 縣川西 村 5 . . . 五〇三 

0 ク  c 三等 X 山口縣 挫 田 下 村) . 1 

〇ク  C ク〕 ハ 和歌 山縣保 田村> . 五 〇三 

〇ク  c  SN  X 鹿兒岛 縣上 伊集 烷 村〕 . 六 一四 

0 ク  t 岐阜 縣袖川 村〕 . 六 一 四 

〇 ク- (靑森 縣新城 村) . 六 一四 

0 ク  f 長 野 縣靑沼 村)： . 六 一四 

0 ク (無 集配) (岡 山 縣野馳 村〕 . 六 一四 

〇ク (ク X 祭 良 縣都會 野 村) . 六 一四 

0 ク (山形 縣大 井澤 村 y . …丄ハ 三 八 

0 ク (三等〆 德島縣 富 田 浦 町) . 六 三 八 

〇ク (ク X 茨城 縣佐都 村) . 六 三 八 

〇ク (ク〕 (芦 良 縣都跡 村〕 . 六 三 九 

0 ク (福晶 縣趿江 村 小 泉 局 5 …：： . . 六 三 九 

0 ク (岡 山 縣富原 村〕 . 六 四 五 

〇 ク (無 集配 三等 X 福 井縣西 安居 村} . 六 四 六 

Df 出 菓子 糖果 原料 砂糖， g 一  窺 & . . こ i 

〇戾 i 中 改正 法議 第一 S  ニニ ニ 

〇ク  第一 if 會の續 . 二 四 二 

o e 出 ^ 織物 檢査 $ ! « . JJ I3 PI 

C 所 設置 S する S 義 . 二 四 〇 

0 ク  前 會の緻 . 四 七 五 

メの部 

D 明治 三十 年 法律 第 Tl: 十號改 正 . E b し 

C の 請願 C 西 善 兵 衞呈出 ) 外 一件  ：5 七プ 

ミ  の  部 

0 未成年者 飮酒 取締®  一 1 & . 

C に關 する 法律案 穿 一 fii 會…… ……… ……… 二 三 一 

〇 ク  第一 讀 會の續 . 三 四 九 

〇ク  第二 讀會 . 三 五 0 


_ 5 

01  . 一  1 

〇  m 1 8| 會 の！ B . 四 九 七 

0  .  第二 ■ » • . 四 九 七 

衆 2? 院菸 □ 選 埙 

0 法 ® F 人 者 處 肫 の 質問 . 一二 六 

方針に 贤する 

〇  诹 岡 宇一郎の 質問 演説 . 二 110 

0 々  松 室 司法大臣の 答 辯 . ニニ ー 

0 衆蓀 院链 a lip 也 中 改正 K  |  f … 

C 法律案 C 藤澤皆 象晋) 第- S: ••••.•••••.••一 ご？ 

〇ク  第一 網 色の g? . 五六 七 

0 ク (高木 益太郞 提出) 第一讀 & . 四 一六 

0 ク  第一阏 矜 〇 役 . K 六 七 

0 ク (政府 提出〕  第一 調 ^ . 四 五三 

0 ク (元 田 ^ 提出〕  第一 is © . 四 五 四 

D 衆議 院議 M 選舉法 中 改正 . r-^b 

C 法律案の 撤回に 關する 件…………：……：…？ r -L 

0 ク  前 0- の絨 . 31: 六 〇 

0 衆議院 規則 第 百 二十 七條 に關 する 件 . 二 . 7T 九 

0 ク  前 & の 紐 . 二 六 七 

〇 借 m 權救濟 法 制定の 請願 . 四 一二 

0 市町村に 煙草 元賣捌 i lg g . ill 

0 事務 委任に 關する  建 S 案………………… .E1 

0 ク  前 會の續 . 六 三 一 

0 市町村 吏員 © 遇に 關する 建議案 . 五 四 八 

C 体給國 庫負擔 法案？ 藝  ニー ニニ 

0 ク  第 |詷 會の續 . 三 八 四 

0 ク  第二 躋會 . 三 八 四 

市町村 立小擧 校敎 M 

0 退隱料 及 - il> 族 扶助料 第一 讀會 . 五 二 一 

法 中 改正 法律案 

〇 ク  第一 Bi 會の續 一 . 五 五 九 

0 ク  .第！ S 會 . 五六 〇 

。飾 爾_ 雛 i 馳 11 sis 囊案 …： . ……… lb 

〇 ク  前 會の續 . 六 三 一 

0 W 町树帳 及 助役 H 用 . 一 s •一一て 

C 優遇に 關 する 1 卜 r 三 7 

0 ク  匹 田 銳吉の 質問 演說 . 五三 八 

〇 ク  答 辯 . 五八 一 

0 時局に 關 する 質問 . 五 四 二 

0 ク  押 川 方 義の質 間 演說 . 五 四 二 

0 ク  答 辯 . . 六 二 五 


シ  の  部 

0 綱 II 翻 ^ CIS: 一九 十 件 . 四 〇 六 

〇 ク  (竹 村多傳 呈出) . 四 一三 

05晒 || 締質問 . 三 七 九 

〇 ク  高見 之 通の H 問演說 . 三 七 九 

0 ク  答 辯 . :四三 〇 

01 .^-1 . 五一 一三 

0 質屋 肢締法 中 改正の 請願 . 四 〇 一 

私立 ^ 校 及 公益 

0 法人の 用地 免租 第一 ® 會 . 三 ニー 
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0 ク  答 辯 . . . 

0 常任委員の 選擧 . 

0 商法 中 改正の 請願 . 

0 商標 法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 

〇々  第一 讀會 の續… • 

0 ク  第二 讀會 . 

0 ク  第三 讀會 . 

〇 石炭 價格 調節 Q  is 願 (濱岡 光哲 呈出).… 
〇ク  (井上 金次郞 呈出〕 • 

D 石炭 8m 價調 SEP . 

0 節に 關す る® 作 


011 狀襲 S 質問 . 六 二 七 

0 ク  答 辯 . 六 二 四 

0 狩 ! 1 法改正 法律案 第 I 讀會 . 四七〇 

0 ク  第一® 會の續 . 五 ニニ 

〇 ク  第二 讚會 . 五一 一三 

〇 酒造 税法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 二〇 0 
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C き 契約を 爲すを 要する 件  ブプ J 

〇ク  . 八 一七 
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0 ク  (追 第二 號〕： . 八 九 三 

夕の部 
第一 回國勢 調査 施行に 

〇 要する 地方 經费國 庫 支 第一 讀會 . 六 九 〇 

辨に關 する 法律案 

0 ク  第一 請 會の續 . 七 二 五 
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〇 二八 

二 七！ 一 

〇二八 
•九 七 八 

ニー 三 
二〇一 
.九 五 四 

.九 七 八 


〇 豫算案 大正 七 年度 歳へ g 二 虎) . 

C 入 歳出 總豫算 追加 案 (第二 越」 

〇 ク 谷特別會計歳 _\ 寺&1虎'1 . 1 ヽ 3 

C 入 歳出 豫 i 加 案^- 讀一磬  一 C1SH 


一〇 二 八 

511 八 
二 ◦二 
二 一一 五 四 
二 1 
一一 一九二 

一二 七 二 

ニニ 六 
ニニ 六 


大日 本 帝 _ "» )會 誌 第 十一 卷 索引 


一七 


大日 本 帝！： 涵 铃誌第 -|- 1卷索引 


一八 

0 ク  io^w . f 三 五六 

ムの部 

〇麥® 獎励の 請願 . 一三 四 一一 

〇無较 谢 m 設 a の 請願 ヽ ，北 - f 岛漁 場) . 一二三 五 

ゥの部 

〇 魚市場 法 制定の 請願 . 一三 PH 二 

ノの部 

0 農 會法中 改正 法律 菜 第一讀 © . 一二 一八 

〇 ク  第一 53 ® の S3 . 一三 二〇 

〇 ク  第二 讚 £? . 一三 二〇 

0 農務 省 新設に 關 する 趄黷案 . 一 i 1 八 

0 々  前會 〇 銥 . 一二 九 八 

0 農業 倉庫業 法 中 改正に 關 する 建 謎 案 . 一二 九 三 

0 農業 政策に 關 する 建 親 案 . 一: - 八 七 

0 ク  前 會の紉 . r 一一 四 R4 

0 農工 銀# 中 改正 法律案 第 5 會 . 一 一 一 七 

〇 ク  第一 讀會の 紐 …… 一二 3T 四 

〇 ク  第二 ia e- . 一二 五 五 

0 農 H 銀行 補助 法 中 改正 法律案 第 一譖 位 …… 一一 八 八 

0 七條實 施に 關 する 0 圍  一ニ プ 
クの部 

區 裁判所 管內登 

& M* 101 i—大—〕 ■…： 二巨〇 

〇區 裁判所 權限擗 張の 請願 (北海道 網 走〕 . 一三 六 四 

〇區 裁判所 復 麗 の 請願 (福 島 縣田島 町〕 . 一 〇八五 

0 ク  .(福 井 縣三國 町) . 一二三 〇 

0 ク  (廣 島 縣西條 町) . 一二三 一 

0 ク  (香 川縣 三本 松 町〕 . 一二三 六 

0 ク  (群 馬 縣高崎 市〕 . 一三 六 四 

0 11 11 BP 長屋 月 村) . 二〇 八 四 

0 ク  ( 德島縣 脇 町) . 一二三 六 

0 ク  (岡 山 縣眞庭 郡 j . ニニ 〇四 

0 ク  C 德島縣 福 井村〕 . 一三 三 四 

〇 ク  C 山形 縣狩川 村〕 . 一二三 六 

0 ク  (德 島縣福 井村) . 一三 六 四 


0 

〇 

0 

0 


答 辯 . 

再 質問 . 

商.：； 3 兵 吉の再 質問 演說… 
洱 答 辯 . 


c 物に 指定の 諸 願. 


部 

第一 讀會. 


夕  の 

第一 回 國勢靶 杏 施行に 
P 逆す ろ 地方 嘴 ^ ® 印 支 
辨に關 すろ S 律 案 

〇 ク  第一 阕會 の續. 

〇 臺薄聣 引 所 設立 速成の 請願 . 

0 綦费铳 治に ¥る 請願 . 


一七 七 
三|二 
三 一八 
三〇八 

三 四 I 


•九 五 


•一 〇〇五 
.一三 七〇 
•  I 三 六 九 

osi^  I . 九 五八 

〇  ク 

〇ク' 


.唐 端 淸太郞 の 質 間演說 …… 九 五八 
下 村 政府 委员の 答 辯 . 九 五八 


〇 , 中 改正 法律案 


第一 讀會 . 

第一 覼會 の續. 
第二 讀會 . 


•九 五 i 


. 一 〇一五 

•…… …一〇 一七 

〇 第 四十 一議 會 閉院 式 勅語 . 一三 七 一 

0 大豆 關税撤 媵の 請願 十 件 . 一三 ー ニ 〇 

0 第三 種 所得税に 對 する； 課税 法改正の 請願 .…： 一三 三 一 


〇 

〇 

〇 

0 

0 

0 

〇 

〇 

0 

0 

〇 

〇 


SS 薩 II 九 


大正 四 年 法律 第 十 

六號中 改正 法律案 

ク 

大正 ? <: 年 法律 第 四 

號中 改正 法律案 

ク 

大正 六 年 法律 第 六 

號中 改正 法律案 

ク 

大正 七 年 法律 第 四 

號中改 正 法律案 


第一 ® 會 …… 

第一 11 會の 續. 

第二 讚會 ….… 

第一 ® 會 . 

第一 _會 の續. 

第 一讚 會 . 

第 一讀 會 の ^ . 

第一 讀會 …… 

第一 讀會 の續. 

第一 讀會 …… 

第一 讀會 の續： 

第二 讀會 . 


…九八 七 

一〇 一九 

5 一九 

ニー 57; 〇 

一二 六 九 

… 九九 〇 

一〇〇 六 

一〇一 五 

一〇九 五 

… 九九 I 


一〇一 七 

一〇 一八 


0 ^ ls il ll + 第  S  真 


0 

〇 


第一 讀會 の續. 

第二 讀會 …… 


•九九 六 

一三 二 

一三 二 


0 s £ l£ fe  第 - i . -OMA 

〇 ク  第 I 讀矜の 铵 . I 〇六六 

3 大正 七 年 勅令 第三 百 七 . K 一 

〇 十三 號 承諾を 求む る 件  プ J 一 

〇 ク  前會 の S . 一 〇 六 六 

0 細 S I1 別 C： 柏— 之 呈出  > . 10 

〇 ク  (小 林 治 郎右德 門 呈出) 外 二 件… 二 一一 四〇 

〇 煙草 及 印紙 元 H 捌を 町村に 委托の 請願 . 二 〇八四 

〇 煙草 及 印紙 類賣捌 指定 法 制定の 請願 . 1 0 八 四 

〇 煙草 專賣法 中 改正 法律案 第一 讀會 . 一一 四 四 

〇 ク  第一 讀 會の續 .：… 一一 八 九 
0 立 梅 井堰 水掛 耕地 特別 地價 修正の pf 願 . 一二三 二 

〇 多 陲川 改修 費 並 水源 涵 . 

0 養費國 庫支辨 の 請願  11 ‘ms プ 

0 玉 之 浦 港 修築の 請願 . 一三 三 三 

V の  部 

ft 幣局据 置 運轉資 

〇 本 增加及 設備 擴張 第一 is 會 . 九九 〇 

費に 關する 法律案 

〇ク  第一 讀會 の續 . 一 〇一五 

〇ク  第二 讀會 . 一〇 一七 

〇揷秧 時期に 兵士 歸鄕に .  一 〇八五 

C 関する 法規 響 8 願’  -C/2 

ツの部 

〇津島 神社 昇格の 請願 . +. . 一三 四 一 

ネの部 

0 根 室 港 修築 速成の 請願 . 一三 四 一 

ナの部 

〇 內地鹽 增收の 請願 . 一三 四〇 

〇內務 大臣の 言 議に關 する 質問 . 一二 四 二 

0 ク  答 辯 . 一二 四〇 

〇 水 §• 業 取締 規則 改正の 請願  ニー ー E こ 

〇 那賀川 改修 速成の 請願 . 一三 三 一一 

3 長崦港 海陸 聯絡 設 . 二 111 三 

〇 備に 關する 建議案  二三三 

0 ク  前 會の續 . 二 一九 七 

ラの  部 

0 酒 患者の 救濟に 關する 建議案 . 一三 二 一 


01 JEA fg 中 C 北 川 f  1 0外 四 件 . 一 0A 三 


〇 ク  (狸 邊規吉 呈出) 外 . 7T 件. 

0 郡制 中 改正 法津案 第一 讀會 . 

0 郡制 中 改正 法律案 第一 讀 會 . 


ヤの部 

0 八幡 神社 昇格の 請願 (縣 社>; 


マの  部 

〇圓 山川 改修に 關 する 建議案 . 

0  ク  前會 の續. 

D 松戶 高等 園 ® 學 # 義 g . 

C 校 移管に 關 する 建顚 


前會の 績. 


〇ク 

3滿洲に於ける土 « 2? . 

〇 地 商 租に關 する ® & 

0 ク  伊東 知 也の H 間演 說. 

〇  ク  答 辯 . 

〇滿洲 競馬 法 制定の 請願 . 

議欢 縣案地 經 函、 西 
0 伯 利の现 狀及选 U の 


政治？ sfe に關す る 


打 問. 


0 

0 


兒玉 右二の 質問 演説. 

答 辯 . 


ケ 


の  部 


0 輕便鐵 道 補助 法 Jsl a t . 

〇屮 改正 法律案  5  I 

〇 ク  第一 讀 會の續 . 

〇齡部 退 ■料 及 ia 族 扶助料 法 制定の 請願. 

〇 刑事訴訟法 中 改正 法律案 第一 10 會.… 

0 結核 豫防 法案 第一 讀會 . 

〇 ク  第一 讀會 の緻 . 

〇 ク  第二 讀會 . 

0 々  (贵 族院 回付) . 

0 決算 (大正 五 年度〕 . 

0 敎育振 興に 關す る扭 議案 . 


D 憲法 發布 三十 年 記 . 

C 念 fgs に關す る 件. 

0 ク  賀表 捧呈の 件. 

0 玄米 食獎蚴 に關 する fs 議案 … •… 

◦8 11 5— … ……. 


〇八四 
一三 八 
二 五一 


三 四 0 

一九二 
二 九 五 

二 六 〇 
三 二 六 
•九 五 九 

•九 五 九 
〇八七 
三六〇 

三 一三 

三 一四 
三 四 八 


0 七 七 

! 三三 

三 六 八 

M o 二 

二 六 

一三 八 

一三 八 

二三 

三 一九 

.九 六 九 

.九 六 八 

〇 一四 

〇〇九 

•九 八 七 


〇ク  第一 li 會の緻 . 101 九 

〇ク  第二 讀會 . 一 ◦一二 

3 佛國首 S 「クレマン ソ I  J .  一  3 し 3 

〇閣下遭難慰間に關する件  . 一 C プ C 

〇 ク  決議案 . 一 〇九五 

0 部落 改善に 關 する 建議案 . I 三 ニニ 

0 ク  前 會の續 . ニニ 五六 

0 部落 改善の 請願 . 一三 六 〇 

〇復權 に 關ゴる 質問 . 一二 四 一 

0 々  答 辯 . 一二三 九 

0 ク  再 質問 . 一三 〇九 

0 ク  再 答 辯 . ニニ 〇七 

〇碰麟 _糾改 (下 岡忠治 提出〕 第一 讀會 . 二 三 八 

0 ク  C 大口 喜 六 提出) 第一 讀會 . 一二 五 一 

0 麩 輸入税 廢 止の 請願 . ニー ー四 〇 

0 文官 恩給 者の 恩給 增額の 請願 . 一三 六 八 

n  の  部 

〇 延長に 關 する 建議案  - ccr 

0 ク  前 會の續 . 一ニ ニ 六 

D 高等教育 機 關增設 に 關 me" . 二 fa \ 

〇 聯し敎 育 振興に 關する 質問  一-七 7 

0 々  答 辯 . 一一 七 七 

0 高等 諸學校 創設 及 擴張萬  一 - i t . 

〇费 5 に關 する 法議穿 5 會 •• -Isil 

〇ク  第一 讀 會の續 . 一〇九 六 

3 高 知市內 陸軍省 用地 及 遞信省 . 一三 三 三 

0 用地の 變換並 建物 移轉の 請願  二三 一ニ ニ 

01 中 (政府 提出) 第 S 會 . 二三 一 

0 ク  第一 讀 會の續 ：：： ニ ニ 三 

〇 耕地整理 法 中 改正 法 第 j s t . I 一  三 七 

C 律 案. 田 中隆三 提出) 芽  一 S 會  I 一三 七 

〇 ク  第一 讀 會の續 . 一二 一三 

0 ク  第二讀 會 . II 二 四 

o s_l ㈣ 質問 . 九九 四 

0 ク  武富 時敏の 質問 演說 . 九九 四 

o ICM f i-flx f  質問 . 一ー ニ 七 

0 ク  横 山 勝太郞 の 質問 演說 . 一一 二八 

0  ク  答 辯 . 一二三 八 

0 航空 事業 國庫 補助の 請願 . ニニ 〇一 


〇鑛 業 法 中 改正の 請願 • 

3 エ業原料植物研究 ^ 義餐. 
〇 所 設置に 關 する 譲 案. 

〇  ク 


前 會の續 


0 

0 

〇 

〇 

0 

0 

0 


1 


質問. 


橫山勝 太郎の 質問 演 說…. 

再 質問 . 

橫山勝 太 郞の再 質問演 說. 

再 答 辯 . 

第三 質問 . 

第三 答 辯 . 


0 穀類 収用 令 承諾を 求む る 件. 

〇 

0 


B1 II I1 I1 旨 


前會 の續. 
第一 讀會 . 


0 ク  第一 讀會 の續… _ 

0 ク  第二 讀會 . 

〇國有 林野を 地方自治 體に 下付の 建議案： 

〇國民 大禮の 公式 制定の 請願 . 

〇國民 思想 養成 上 神官 神職© 待の 請願 ：； 


sl i Ig * 質問' 


0 

0 

〇 

0 

0 

0 

0 

〇國民 思想 問題に 關 する 質問. 
0 ク  答 辯. 


S . 

再 質 間 . 

再 答 辯 . 

第三 質問 . 

田 中 善 立の 第三 質問 演說. 
第三 答 辯 . 


0 

〇 


ss'l 


S 冤 i 

a ® ^ : 


前會 の續： 


H 


の  部 


〇 ク  前會 の續- 
〇營 業稅法 中 改正の 請願 . 

0 S 議繪開 議案 . 


設に關 する 

0 ク  前會 の續. 
0 ■化 加里 工業 保護の 請願 ■ 


三 四 二 
二 〇九 
三 二 四 
九 五 五 

■九 五 五 
〇九〇 
〇九〇 
〇九二 
二 四 二 
二 四 0 
-九五 二 
〇六六 

-九 五三 

一〇一五 
1 〇 一七 
一三 二 〇 
一三 三 〇 
一三 三 一 

5 八 九 

一 〇八九 
一一 七 八 
一一 七 七 
一三 一二 
一三 一六 
一三 〇八 
一 〇八九 
一 〇八八 

一二 九 四 
一三 四 七 


0 謂 gi 釀 II 所 建議 寒 . -0 六 四 

. 一一 三 六 

. 一三 三 0 

. 一二 C  八 


三 二三 
三 四. 一 


大 H 木 帝 誌 第 十一 卷索引 


一九 


大日 本 帝 國済 宵 誌 第 十一 卷索引 
〇釀衍 低減の 請願 . 一 〇八四 

テ  0  部 

0111 始 r 坂 上® 郵便局 間〕 . 一三 〇二 

01 SI 1 兀 建議 . 二 九 四 

0 ク  前會の 級 . 一三 二 三 

0 破 f  s gi il 計 第一 讀會 . 九九 一 

〇々  第 i 會の紐 . 一 〇 一 七 

〇 ク  第二 讚 ir . ~ 〇 一八 

〇 帝 國在鄉 軍入會 國 庫 補助の 請願 . 二一 三 四 

0 停車場 位 M 變更の 請願 (大分 縣杵築 町〕 . 一三 六 六 

0 停車場 新設め 請願 (山 口 縣十 六合 称〕 . 1 0 七 ~ 

0 ク  C 茨城 縣苽 村) . 一三 六 六 

〇 ク .  (千 葉縣 千歳 村〕 . 一三 六 六 

0 ク  (千 葉縣淸 海 村〕 . 一三 七〇 

0  ^  (鳥 J5 絲所子 村) . 一三 七〇 

0 手 取 川 治水 费 國庫茭 辨の請 願 . . 一三 四 一 

0 町村に 於て 姿 任 事務 處理 . . . ニー 三 二 

〇 に 付阀 Sr 金 交付の 請願  一二三 二 

0 町村 長表菡 規則 制定の 請願 . 一 〇八四 

0 S I1 織 || _ * 寺 田— 雷)：：， ：•：：•  一一-一  S 

0 ク  (澤田 要人 呈出) . 一三 七〇 

011 __被( 大口 ' S 翁 出) 第一^! . 一二 五一 

0 ク  (下 岡忠治 提出〕 第一 讀會 …… …一 一三 七 

0 跳 子 港 漁港 改築の 請願 . 一二三 四 

〇 會 計 法 中 改正 法律案  ^  -  S  1 CC J . 

0 ク  第一 讀 會の續 . 一〇二 一 

0 朝鮮に 官幣 神社 奉祀の 謂 願 . 一三 五 九 

朝鮮 西海岸 谷 港と 大阪磺 

0 濱並仁 川と 靑島 上海 間に 建議案 . 一二 五 五 

定期 航路 開始に 關 する  • 

〇 ク  前 會の續 ……一 彐 二 四 

0 朝鮮 統治に 關する 質問 . ニー 四 三 

0 ク  答 辯 . ニー 四〇 

D . 朝鮮 及臺藉 の產 S 1 S . 一二 \三 

〇 米增 殖に關 する® _案 • 二八 = 

0 ク  前 會の緵 . ニニ 四 四 
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〇 ク (無 集配 >< 東 M 府平塚 村) . 

〇 ク (無集配〕(高知縣上半山村) ……. 

〇 ク  (千 葉縣吉 田 村) . 

〇 ク (無 集配 一一 i 等 X 溢 M 縣多羅 尾 村 V 

〇 ク  (岡 山縣上 市 村〕… • 

〇 ク (無 集配 x m 京 府大崎 町〕 . 

〇 ク (無 集配 X 靜岡縣 靜沛 村) . 

0 ク(無集嵆(鹿兒鳥縣穎娃村) ……. 

0 ク (三 等〕 (和歌 山 縣猿川 村) ……. 

〇ク  (島根 縣佐香 村〕 . 

〇 ク  (大分 縣上國 崎 村：} ……. 

0 ク (三等)、 福 岡縣白 岩 村〕 . 

0 轍 出 羽二重 製 練 業^! a t . 

〇 法 中 改正 法讓  ¥  I 

〇 ク  第一 讀 會の續 ……. 

メの部 


〇 未成年者 飲酒 取締法 案 第一 讀會 ……. 

〇ク  第一 讀會 の續. 

〇ク  第二 ffi 會 . 

〇 三 津口港 灣 利用 調査の 請願 . 

D 三國港 築港に 田 呼， . 

〇關する建議案( ^ チ裂) 

0 ク  (前 會 の續> •: 

〇 三 國港 開港の 請願 . 

シ  の  部 

〇 師範 敎育 振興に 關 する 質問 . 

〇ク  答 辯 . 

〇 司法 代書人 法案 第一 if 會 . 


… •… 一三 三 三 
……. 一三 三 三 
… •… 一三 六 一 
……. 一三 六 一 
… ••： 一三 六 11 
…：： 一三 六 三 
……. 一三 六 三 
… ニニ 六 三 
… .•： 一三 六 三 
……. I 三 六 三 
……. 一三 六 九 
……. 一三 六 九 
• 一三 六 九 

. 九九 八 

…：： 一 〇五三 

……. ニニ ーニ 四 

… ••： 一一 九 四 

……. 一二 九九 
……. ニニ 三 〇 

件… 一三 三 九 
…：： 一二 五三 

….… 一 〇五四 
…：： 一一 三 四 
……. 二三 五 
一三 六 八 

…： . . 1 二 〇七 

… .•： 一二 九 六 
…：： 一二三 三 

……. 一 Q A 九 
……. 一 〇八九 
…：： 10 六 二 


〇ク  第  i ^ ^r QJS . M 1 1 0 

0 ク  第二 . 一二  110 

0 西 伯 利に 關 する n 問 . 一二 四 一 

〇 ク  答 辯 . 一二三 九 

〇 ク  田 中 陸軍大臣の 沏說 . 一三 四 七 

〇 ク  加 藤定 T*f の ? I 問 . 一三 五 二 

〇 ク  田 中峥取 大 K の 答 辯 . 一三 3|: 三 

0 ク  內田 外務大臣の 答 辯 . 一三 vr: •三 

0 11 S 識 _中ハ 淸水役 Is 外 一件 . = 一三 

0 ク  (玉 木德 一郎 呈出〕 . 一三 五 九 

〇 ク  (橋 本 茂 雄 呈出) 外 十一 件 •…： 一三 六 〇 

3 私立 學校 用 ^ 免租 S  一  .  一一… 3 
C に關 する 法律案  穿  一 ^ 0 .  i 1 -i-c 

〇ク  第 I 詖 曾 の紹 . 一一 九 八 

〇 ク  .第— . 一二 〇 一 

〇 ク  第三 S . ーニ〇一 

〇 私立 學校令 第五 條改正 の 請願 . 一二三 一 

3 鹽の專 賣生產 及  . 

0 配給に 關 する  I  . 一 r / r 

0 ク  小 西 和の S 問演說 . 一一 八 JI: 

〇ク  答 辯 . 一二 四 〇 

〇镅萬 賣法中 改正の 請願 . 一三 六 八 

〇市街地建築物法案第一誔會 . 一一 四 二 

〇ク  第 ~ 射 會の續 . 1111 四 

〇 ク  第二 響 . : . 一三 六 

〇ク  第三 諮 tr . 一二 一六 

0 私 學獎勵 に關 する 質問 . 九 六 二 

〇 ク  熥 口秀 雄の 質問 演說 . 九 六： 

0 ク  中 橋 文部大臣の 答 辯 . 九 六 四 

OMM frs fgg 力 (龜 山蜂樹 呈出〕 外 三 件 . 一三 三 一 

0 ク  (津萵 •* 藏 呈出〕 外 五十 七 件 .•… 一三 三 S1: 

0 食糧 政策に 關 する 質問 . 一 一一 一四 

〇 ク  小 橋 藻 三 德の 質問 演說 …… 一二 一四 

0 ク.  答 辯 . 一一 七 六 

r, 食糧 政策 及 小作農 保 . し 

o_ に關 する 建議案  プ七？ 

0 ク  前 會の續 . 一二 九 八 

0 執達史 の 手 數料及 立替第  一 l t .  一一  | A: 

C 金增 額に 關 する 法律案 芽 一—  一二 玉 

〇 ク  第 一譖會 の SI . 一一  八 八 

0 執達吏 規則 中 改正 法律案 第一 賴會 . 一 1 1 五 

0 々  第 會の續 .：：. 一一 八 八 
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〇 ク  第 i la 會の續 

〇 時弊 陡正 に關す る 請願 

〇符 搠法屮 改正の 請願.： 

0 酒 浩税 納期 繰 下の 請願 


〇 出征 軍隊の 功績に 關する 決議案 . 九一〇 

0 酒造 税法 中 改正の 請願 (四方 卯三郞 呈出) …… 一三 三 九 
〇 ク  (小 林 作 3r 郞 呈出) …： 一三 三 九 

D 巡査 看守 JS 隱料及 遺族 . ニー ー g 一 

〇 扶助料 法改正の 読 願  二 一一 四 一 

〇下關 港® 修築の 請願 . 一二三 三 

0 施政方針に 關 する 原總理 大臣の 演說 . 九 一二 

〇 ク  片岡 直溫の 質問 . 九 一 五 

0 ク  原 總理大 K の 答 辯 . 九 一七 

〇 ク  內田 外務大臣の 答 辯 . 九 一八 

〇 ク  高 橋 大藏 大臣の 答 辯 . 九 一八 

0 ク  西 村 丹 治郞の 質問 . 九 一九 

〇 ク  內田 外務大臣の 答 辯 . 九 二 0 

0 ク  山 本 農 商務 大臣の 答 辯 . 九二〇 

0 ク  高 橋大藏 大臣の 答 辯 . 九 ニニ 

0 ク  下岡忠 治の 質問 . 九 ニニ 

〇 ク  山 本 2» 商務 大臣の 答 辯 . 九 二 四 

〇 ク  押 川 方義の 質問 . 九 二 五 

〇 ク  原總理 大臣の 答 辯 . 九 二 六 

〇 ク  木 下 謙 次郞の 質問 . 九； ニニ 

〇ク  原 總理 大臣の 答 辯 . 九 三 四 

0 ク  齋藤隆 夫の 質問 . 九 三 四 

〇 ク  原總理 大臣の 答 辯 . 九 三 七 

0 ク  正木 照藏の 質 間 . 九 ra 〇 

〇 ク  野 田遞信 大臣の 答 辯… . 九 四 一 

〇 ク  山 本 農 商務 大臣 s 答 辯 . 九 四 一 

0 ク  內田 外務大臣の 答 辯 . 九 四 一 

〇 ク  北并波 治 目の 質問 . 九 四 一 

〇 ク  原總理 大臣の 答 辯 . 九 四 二 

〇 ク  床 次 内務大臣の 答 辯 . 九 四 三 

0 ク  田 中 陸軍大臣の 答 辯 . 九 四 三 

〇ク  兒玉 右二の 質問 . 九 四 三 

0 ク  原總理 大臣の 答 辯 . 九 四 四 

〇 ク  内 田 外務大臣の 答 辯 . 九 四 四 

〇 ク  高木 益 太郎の 質問 . 九 四 五 

0 ク  原總理 大臣の 答 辯 . 九 四 七 

〇ク  中 橋 文部大臣の 答 辯 . 九 四 八 

〇 ク  松 本 誠 之の 質問 . 九 四 八 

〇 ク  野 田遞信 大臣の 答 辯 . 九 五〇 

0  (市 下 制 P 正 JS 案 第— . ニー ーー セ 

〇ク (大口 喜 六 提出〕 第一 if 會 . 一一 五 0 


3 史蹟 名勝 天然 ffi  g  I  IKg .  ニニ 匕 

〇 念 物 保存 法案 穿 一 5  ニー ー七 

〇 ク  第 i if 會の續 . … .一二 七〇 

〇 ク  第二 讀會 . 一二 七 一 

0 神域 保存の 請願 . ニー 三 二 

〇人權 保護に 關 する 法律案 IPJ 1 _ 會 . 一二 〇三 

〇 新聞 雜 誌に 御真影 奉揭 取締の 請願 . .： 一二三 三 

0 新聞 雜 誌上 御眞影 奉揭 方に 關す る i?i 願 ：… 一二三 三 

0 新聞紙 改正に 關 する 建 憩 案 . 一! 一八 四 

〇 ク  前 會の續 . 一三 二 五 

osl gl ll ^ s 8 S . iil 

0 神祇 管掌 特別 官衙 設置に 關 する 質問 . 一三 〇九 

〇 ク  答 辯 . ニニ 0 七 

匕の  部 

0 非常 皇居 及 國務所 設置の 請願 . 一三 彐 〇 

モの部 

0 盲 啞學校 (公立〕 設置の 請願 外 二 + 件 . 一三 〇四 

0 盲啞敎 育令發 布の 請願 二 件 . 一三 〇四 

セの  部 

〇 製 乳 事業 保 li 制定の 請願 . 二 一一 四 二 

淸凉 飲料水 營業 

P 収締 並內務 省令 質問 . 一三 〇九 

改正に 關 する 

〇 ク  陆 山 勝 太郞の 質問 演説 …… 一三 一四 
〇  ク  答 辯 . 一三 0 八 

0 醫及敎 育 勅語 下賜の 請願  こ 一一 一一 Z 

〇靑年 指導に 關 する 質問 . 一 〇八九 

〇 ク  答 辯 . 一 0 八 九 

〇ク  再 質問 . 一一 七 七 

〇 ク  再 答 辯 . 一一 七 七 

〇 ク  第三 質問 . 一三 一三 

〇 ク  第三 答 辯 . 一三 〇九 

〇 税務署 復活の 請願 (山 梨縣日 下部 村〕 . 一三 六 八 

〇 ク  (福島縣喜多方£0 . 一〇八 四 

〇 製 S 特別 賠償 價格 制定の 請願 . 一ー ニ！ 

〇 精神病院 法案 第一 讀會 . 一〇七 四 

〇ク  第一 讀 會の續 . 二三 二 

〇 ク  第二 讀會 . II 三 二 

0 ク  (貴族院 回付〕 . 一二 


一三 二 

一三 〇八 

一三 四 一 

一三 三 二 

一三 四 二 
一二 四 八 
一二 四 八 
一三 0 七 

九 六 四 


3 執達吏の 職務 執行 改善に 關す . . . . 

0 る 請願 C ® 京 1.1 裁判所 所 龆)  . 

D 靜浦 村を 沼 津郵傾 局の 電 . 

0 話 通話 區域 に！ 一入の 請願 

D 支那. に 於け る帝國 . 

C 商標 侵害に 關する 

〇  ク  答 辯 . 

〇 白鳥 神社 昇格の 請願 . 

3 重要 物 ^ 同業組合、 想 uff p ay il 'J . 

〇 法 中 改正の 請願^^— 出) 

0 ク  (高山 宇一郎 呈出) . 

〇 宗敎法 制定に 關する 質問 . 

0 ク  田 中 善 立の 質問 演說 _ 

〇  ク  答 辯 . 

0 衆議院 誘 員 選 擧法中 改正 
0 法律案 c 商 木 益太郎 提出〕 a1 一 K 會 

〇ク  第一 讀會 

〇ク  第二 IS 會 

〇 ク (武富 時敏提 出〕 第一 1® 會 

0 ク  第一 讀會 

〇 ク  第二 ! gj 會 

〇 々(政府 提出)  第 i 會 

〇ク  第一 響 

0 ク  第二 讀會 

0 ク  第一 —. It} # 

D 社會 主義 取 gn? . 

C 締に關 する？ 作 

〇 ク  鈴 木 富士彌 の 質問 演説 

〇  ク  答 辯 . 

〇取業公偾金特別會計法案第一讀會 

〇ク  第 S 會 

〇  t  第二 讚 會 

D 市町村 史員礙 gsp . 

c iifi ii 關 する^-ぁ 

0 ク  荒 川 五郎の 質問 浈 說 

〇 ク  答 辯 . 

D 市 ! 3J 村立 小 吊 校 敎 M 雄 給國 :• : . 

0 阳負& '法 支出額 增率 <o i?i 願 


一三 七 〇 
一三 六 三 
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- 〇二五 

一 〇九五 
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大 n 本 帝 國辨锊 誌 ? T5 十一 卷索引 


o  o 

有 ふ 平平 
_ •罐和 和 
に 通條條 
關證約 約 
す 券のに 

る 芨實關 
法 丁 施す 
律 業に る 
案 所 伴 上 
奏 

第 案 


I 


へ 


の 


部 


〇  〇 

に 水 收水 
關產 に產 
す敎 關組 
る 育 す 合 
mm る 法 
議關 規中 
案擗 定組 
張 追 合 
加 費 
の强 
請 制 
願徵 


ス 


の. 


- —〇〇 

八  二 - 

七  一 五 五 


〇ク  第一 讀會の 續…. 

〇 ク  第二 if 會 . 

0 ク  第三 讀會 . 

卜の部 

〇 道路 公債 法案 第一 讀會 . 

手の  部 

0 勒語蕹 答 文の 件 . 

y  の  部 

0 陸軍 軍法 會議 法案 第一 1 S 會 . 

D 陸海 軍 軍法 ■議私 訴 裁判 I 
C 强制 執行 法廢止 法律案？ 讀會 

〇 陸海 軍に 對 する 感謝 決議案 . 

力の  部 

0 海軍 軍法 會議 法案 第一 讀會 . 

〇 會計士 法案 第一 讀會 . 

D 外交に 關す る內 田：、  … 

C 外務大臣の 演說 

0 ク  島津久 賢の 質問 …… 
0 ク  內田 外務大臣の 答 辯. 
〇 ク  高 橋 作 衞の 質問 …… 
0 ク  江 木 千 之の 質問 …… 
0 ク  內田 外務大臣の 答 辯. 

0 ク  江 木 千 之の 質問 … •… 

0 ク  內田 外務大臣の 答 辯- 


〇 ク r 會の續 . ：•： 

D 水產 統一 隗關 設置. 

C に關 する 建議案  . 

〇  ク  前會 の ® . 

3 水產 講習 所 内に 淡水 科 . ■ 

0 特設に 關 する 建議案  ： . 

〇  ク  前會 の續： 

〇水產 銀行 設立に 關 する 建議案 . 
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一 五六 九 
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一四 五三 
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前會の 續- 


0 

0 

0 


前 ®' の 綾…. 
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、に 關 する 法律案 

〇藝灣 事業 公債 法 中 改正 法律案 第一 諂 會 .： 
〇 大學特 別會計 法案 第 i_ 會 . 
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六 九 

七三 
六 九 

四 五三 


m  の  部 

0 預算案 大正 八 年度 歳^ 5一 授) . 

0 人 送出 總雅 -W 追加 案 ハ 芽 一妒」 

>豫算 案 大正 八 年度 谷 特別、 穿^ 一一 . P3  3 
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舜 治 
長治郞 
彰 


有 松 
馬場 
山 田 
白 仁 
後 藤 
中 村 
森 本 
中 西 
山縣 
鈴 木 
河內山 
大 塚 
下 村 
末 松 
宮 尾 
蠘山 
昌 谷 


水 野 鍊太郎 
塚 本淸治 
添 田 敬 一郎 
永 田 秀次郞 
小 橋 一太 
杉 山 四 五郎 


會 


帝 國卜 締盟 谷 國トノ 交際 ハ 益々 親 厚 ヲ加フ 朕 深ク 
欣フ 

朕 ハ歐洲 戰况ノ 益々 ® 大 ナル n 鑑ミ 努メテ 聯合 列 
强トノ 協調 ヲ繁 ウシ 同盟 履信ノ 實ヲ擧 ケ以ツ テ 東 
洋ノ 和平 ヲ保 全シ 終局/目的 ヲ達 セム コト ヲ期ス 
朕 ハ 此ノ時 二 當リ 國務大 K -1 命 シテ國 防 ノ充實 其 
/ 他 國運ノ 伸張-一 必要 ナル 諸般/計 畫ヲ 定メシ メ 
大正 七 年度 預算案 及 法律案 ヲ帝國 _會 -1 提出 セ シ 
ム卿等 和衷審 議以テ 協賛 ノ任 ヲ竭シ 朕 力 望ム 所-一 
副へ m 

勅語- 1 對 スル泰 答 「貴族院〕 

(大正 六 年 十二月 一一 十八 日〕 
貴族院 議長 臣德川 家 達 誠 恐誠撺 謹 テ 
额聖 文武 天皇陛下 二 上奏 ス 
第 四十 回 帝 國議會 ノ開會 -I 際シ玆 -I 盛典 ヲ擧ヶ 
礙渥 ナル 

勅語 ヲ 賜フ臣 等 謹 テ 

額 旨ヲ奉 體シ愼 重 薄議協 S  ノ住 ヲ竭シ 以テ 
皇猷ヲ賛窮セムコトヲ期ス臣家達恐塯-一堪へス 
謹 テ 奉答 ス 

勅語 M 對 スル 奉答 〔衆議院〕 

c 大正 六 年 十二月 一一 十八 日〕 

恭ク 惟- _ 

車駕 親臨シ テ玆 -I 第 四十 回 帝國蕺 會ノ盛 式 ヲ擧ヶ 
挺 渥 ナル 聖詔ヲ 賜 フ臣等 感激 ノ至 -I 勝へ ス臣 
等愼 m 審識 協賛 ノ任 ヲ竭シ 上 
陛下 ノ 聖旨 — 對へ下 國民ノ 委託- 1 酬ム n トヲ期 
ス衆鹩 院識長 臣大岡 育造 誠 恐誠惶 謹 テ奏ス 

第 四十 議會 國務 大臣 


第 四十 議會 政府 委員 


政府 委員 

法制局 長官 
法制局 參事官 
法制局 參事官 法學博 士 
拓砘局 長官 
鐵道院 總栽 男爵 
鐵道院 副 總裁 
鐵逍院 理事 
鐵道院 理事 
朝鮮 總督府 政務 總監 
朝鮮 總督府 度 支部 長官 
朝鮮 總督府 事務官 
朝鮮 總督府 參事官 
臺 1 f 總督府 民政長官 
* 灣 總督府 財務 局長 
關 東都 督府 民政長官 
關 東都 督府 事務官 
_ 太廳 長官 

外務省 所管 

外務 次官 
外務省 通商 局長 
外務省 政務 局長 
總領事 

內務省 所管 

內務 次官 法學® 士 
內務省 神社 局長 
內務省 地方 局長 
內務 省聱保 局長 
內務省 土木 局長 
内務省 衞生 局長 


第 四十 帝國議 

第三 十九 議會を 終へ て 第 四十 議會へ 


日米 條 約の 締結 

日米 兩國诎 には、 明治 四十 一年 十一月 三十日 支那 
間 題に 關 して、 駐米 大使 高 平 小 :/ 1: 郎 と米國 國務 卿 / 1- 
丨卜 との 間に 文書の 交換が あつた、 然るに、 その後 
日 支 兩國 の關 係は 漸次 密接と なつて 来た、 一方 米 國 

1-. 於ても 亦 支那 I' 於て H 大なる 利害 關係を 有する に 

至つ て、 動もすれば 外 間の 中傷を 受けて、 日米 兩國. 

間に 誤解を 生ぜん とする Is れがあ つたから、 我が 邦 

に 於て は 大正 六 年 六月， 石并菊 次郞を 特派 全 糊 大使 

に 任じて 米國に 派 ifl し T3 パ— 卜 、ランシングと 腹藏 

なく 彼我の S 見を 交換した る 結果、 遂に 十一月 二 日 

兩阈の 問に 公文 ril l:r の 交換を 見 •十一月 七日を 以て 其 

文® を 公布した， 之が 所謂 石 井 ランシング 條約で あ 

つて •その 大嬰 は 次の 通で ある。 

(一) 太平洋 方而に 於け る兩阈 商業の 自由 平 e なる 

發達を 獎蚴 する こと。 

C 二〕 支那 1- 於け る 商 工業は 機 會均等 主義た る こと 

(三〕 從つて 前記 方面に 於け る 各自の 所領を 尊重す 

る こと 

(四〕 和平 手段に ffio 支那 S 獨 立 及 領土保全を 支持 

する こと 

(五〕 前記の ill 項を 侵 ia する 事件 興 生す る 時は、 兩 

阀政府 It 其の 有益と 誌む る 措 ® に關 して、 協商を 

遂げん が 爲め 、互に EC 見を 交換す る こと。 

內 外の 國事 多端 

第 — 一十 九 謎# 閉會 頃から、 第 四十 議 會 へ かけて、 

内外の 國事は 、かなり 多端であつた， 外には 前述の 

日米 條約 S 外澍 國大 革命の 勃發 ，地中海 軍 1 ; 派 it 、 

對支借 款問題 等 あり、 内に It 世界® 局に 依る 物® の 

狂 腕と、 之 I'. 從 ふ奸葫 の 頻出が 之であって、 政府は 

九月 一日恶 利 J1-4 締令を 公布して、 奸商を 戒飭 し、 物 
第三 十九 謎 會を終 へて 第 四十 sll frl へ 


價の昂 擄を綏 和せ ん としたが、 その H 的を 達せず、 
生活 li 態々 不安に 陷〇 人心は 洶々 たる ものが あつた 

新政 會と清 和 II 樂部 

大正 六 年 十月 十五 日、 維新 會の 四十 二 名と、 無 所 
魅 中の 十二 名と が 合して 新政 會を 組織して •五十 四 
名と 云 ふかな りの 勢力を 擁し 木 r 謙次郞 ，肥 田景之 
秋田甜、坂本金彌等の策士連中が牛耳を取つたが間 
もな く 内訌を 生じて 脫 退者續 出した •その 重なる も 
のは、越山太刀三郞、若尾璋八、河崎助太郎、尾崎 
敬義 等の 實椠 家であつて、 七 年 二 月 十五 日 新に 淸和 
俱樂 部なる ものを 組織し 黨員 二十 八 名を 算した 。 

各 政黨の 態度 

第 四十 議會に 於け る 件 政黨の 政府に 對すろ 態 1!£ は 
次の 通で ある。 

政友會  百 六十 四 人  中立 
國民黨  三十 六 人  中立 
新政 會  二十 六 入  中立 
淸和 俱樂部  二十 八 人  中立 
憲政 會  百 十八 人  反對 
憲政 會 以外の 谷 政 燕は、 表面上® 正中 立を 宣言し 

て •是 々非々 主義を 標榜した のであつた けれども、 

その 多くは、 重要 謎 案と 言へ ば、 政府の 提案に 賛意 

を 表して、 憲政 會と 反對の 立場に 立つ たので あつた 

第 四十 議會 開院 式 勅語 

(大正 六苹 十二月 二 十七 日〕 

第 四十 識會は 大正 六 年 十二月 二 十五 日を 以て 召集 

せられ、 越えて 二十 七日 開院の 式を 行は せられて 左 

の 勅語を 賜つた。 

朕玆 二 帝 g 蕺會 開院 ノ式ヲ 行ヒ貴 族院及 衆議院 ノ 

谷 H -I 吿ク 


HI 川  田  野 本野來 
俊 

良正英 •-勝 重  乙 

ハ 之 


孫 治 


野 佐 內 


見 川 本  家 山 


岐滋 高クク ククタ  >  >  >  > 

阜贺知 


淵 川  田 
仙敏德 m 
肋靖 三一 


中天 若 肥中內  片村吉 抑 鈴 
西岡宮 後川 田  山上 川 川 木 
四 直貞八 煺嘉  義隆 雄則英 
郞嘉夫 次藏吉  勝 吉輔吉 雄 


鶴 崎 岡 岡 道 上  山柴 赤松 田  近 山 谷豊鈴  久志梆  鶴 淺隈山  嘉關 洵杏跃 3 森 伸 松 西 市  •&  ::! 


場 依 次 
納 德三郞 


貴族 11 議員の 異動 


曾 次郞 

勝 

H 


滿之進 

齊 

實 

英太郞 

才四郎 

左吉雄 


七 年 |一 月 十 ~ 日 ク 
ク ニ月 廿八日 ク 
ク 三月 六日 ク 


吉 砬 庄 一郎 
木 村政孓 郎 
關  和 知 
柏 原文 太郞 
鹈渾宇 八 
礎 野 © 
鈴 木 久次郞 
土屋淸 三郎 
津田鉸 一 
岡 田  菜 
西 川 太洽郞 
武藤嘉 門 


木 喜 三郎 

島 直通 

田 三 郞 

內確 三郎 

藤三郞 

所 美 治 

浦 鎭次郞 

司 e l 飿 

田钩 三郎 

崎 達之輔 


S 商務 S 記 官 
製鍅所 長官 
製釾所 理事 
特 rf 局長 
戰時保 險 局長 

遞信省 所管 

遞信 次官 
遝 信 省 通信 局長 
遞信 省 m 氣 局長 
遞信省 管 船 局長 
爲替貯 金 局長 
遞 m ff SB 官 


内務省 參讲官 
北海 菹豉 長官 

大藏筲 所管 

大藏 次官 
大淡省 主計局 ^ 
大賊朽 卞税 局長 
大藏省 理財 局長 
大藏杏 銀行 局長 
大藏 省參加 官 
大藏 T'f 記 官 
大駿 © 記 官 
大藏密 記 官 
大藏 W 記官 
苏迓局 長官 

陸軍省 所管 

Kf 軍 次 1- 

陸軍 •王 計總監 

陸軍 中將 

陸軍 一等 主計 正 

海軍省 所管 

海眾 次官 

海軍 -- F. 計總監 

茄眾 主計 大監 

司法 省 所管 

司法 次官 法 學博士 

切 法 省 法務局 長 法學诹 士 

司法 省 監獄 局長 

司法 省 參事官 

司法 書記官 

文部 番所 管 

文部 次官 

文部省 萬 門 學務 局長 

文部省 普通 學務 局長 

文部省 宗敎 局長 

文部 書記官 

農 商務省 所管 

農 商務 次官 

農 商務省 農務 局長 

2S 商務省 商工 局長 

‘農 商務省 山林 局長 

農 ；!' fi 務省雜 山 局長 

農 商務省 水犛 局長 


•y 第卅 九議 會閉會 式 翌日 (大正 六 年 }5 r 十六 5 
至 第 四十 議會閉 會式當 日 (大正 七年貴 一一 十七 S 

議員 氏名  異動 年月 ' B 異動 事由 
® 退任 議員 

侯 木戶牵 正 六 年 八月 十日  死  亡 
男 中 村 雄 次郎 ク 八月 十七 日  辭 t£ 
男 奥 田 義人々 八月廿 一日  死  亡 
一木 喜德郞 ク 八月 三十日  辭  住 
男 赤松 則 良 々九月 十 音  ク 
子 仙 石 政 固，/ 十月廿 五日  死  亡 
久保田 11 々十一月 十七 日 ■辭  任 
西宗 元次郞 七 年 一月 一日  死  亡 
男 千家 尊福ク ー月 三日  ク 
男宫原 二郞 々一月 十五 日  ク 
宗像  政 クニ 月 七日  ク 
侯蜂須 賀茂昭 クニ 月 十一 日  ク 

押 川 則吉ク ニ月 十八 日  ク 

高木 豊三 々三月 十五 日  ク 

© 就任 議員 

侯 木 戶幸一 六 年 八月 三十日  新  任 

斯波 忠三郞 々十一月 十七 日  補 缺當選 

博 義王 々十二月  新  ffi 

男 高 平 小 五郎 々十二月 - 11- 六日  ク 

北 里柴三 郎クク  ク 

大久保 利武ク ク  ク 

宗像政 クク  ク 

和 田 維四郎 ク ク  ク 

子 五條 爲功七 年 一月 十二 日  補 缺當選 


%: 一; 十九 &5 rf を 終へ て：； s 四十 as r-r へ 


武彥 王々 二 月 十三 日  新任 
子 田尻稻 次龆 ク ニ月 - 11- 七日  ク 
男 辻  六郞ク 三 fl 十六 日  補缺常 選 
西  紳六郞 ク ク  ク 
侯蜂須 賀正 昭 ク 三月 11 十日  新  住 

衆議院議員の 異動 

自第册九韵©剁會式翌日(大正六年？ ;1 十 § ) 
至第四十議會閉會式當日(大正七年育11十七：1) 

議員 氏名 府縣  異動 年月日  異励斟 由 
® 退任 議員 

齋藤 二郞 宮城 六 年 七月 - 11- 二日 死  亡 
戸叶 蒙 雄 栃木 ク 九月 - 11- 六日 ク 
石黑 涵一郞 岡 山 > 十月 三日ク 
金子 元三 郎 北海道 ク 十月 十三 日 g 擧 g 
森 丘 R: 平 富 山 ク 十月 十九 日當選 無効 
高木 利 平 埼玉ク 十月廿 四日 辭  職 
白 井新 太 郎福島 ク 十一月 十日 當選 無効 
鵜澤總 明. 千 葉 ク 十二月 八日 當潠取 消 
吉楠庄 一郞ク  タク  ク 
木 村 政次郞 ククク  ク 
關  和知ク  クク  ク 
津田 毅ーク  ク々  ク 
鵜 澤宇 八/ ノ  クク  ク 
tt 原文 太郞 ククク  ク 
磯野  敬々  クク  ク 
加 翻 福 逸ク  クク  ク 
土屋 淸三郞 クタ々  み 
石本攜 太 郞高知 七年二 月 七日 當選 無効 
吉村鐵 之 肋滋賀 クニ 月廿二 日々 
永 田 吉右衞 門 岐阜 ク ニ 月 - 1.1- 六日 死  亡 
板 ; K 勘 五郞德 島 ク 三月 廿 三日 ク 
® 就任 議員 

村松龜 一郞宮 城 六 年 八月 六日 補 缺當選 
秋 山 金 也 栃木 ク 十月 十日 ^ 

赤 木 ffi 1 岡山ク 十月 十八 日 ク 
寺 田省歸 北海道々 十月卄 八日 み 
石 原 正 太郞富 山々 十一月 一日々 
綾部 惣兵 衞埼 玉々 十一月 八日 ク 
柴  四朗福 島々 十二月 五日々 
鵜澤總明千葉.>十二月廿一日 ク 


K 佐 帝 回 十四 第 


仙敏德 隆 

助 靖三一 
君 君 君 君 


山柴 赤松 田  近 山 谷豊鈴  久志栃  鶴 淺隈山  嘉關河 吉勝森 神 松 西 市 
崎 田 司 浦 所  藤 內田島 木  野佐內  淵 川  田  納場田 川  野 本野來 


俵 山 杉 小 永 添 塚 水  藤 
縣山橋 田 田 本 野  田 


ffi 郞君 

鍊太 郎君 
淸治君 
敬 一郎 君 
秀次郞 君 
一 太 君 
四 五郎 S 
治 郎君 
孫 一 君 

乙彥君 
元 君 
重 威 君 
勝 之 助 君 
俊 六 郎君 
正憲君 
良矩君 
烈君 
偵 次 君 
德三 郎君 


曾 次 ^ [ 君 
勝 君 
H 君 

喜 一一 一郎 ?? 
直通 君 
三 郞 君 
確 三郞君 

三 郎君 
c 

美 治 君 
網 次郞君 
廳一 郎君 
飼 三郞君 
達 之輔君 


農 商務省 所管 事務 政府 委員 

農 I!'fi 務次官 上 山 滿之進 君 
農 商務省 農務 局長 道家  齊君 
農 商務省 商 H 局長 岡  實君 
農 商務省 山林 局長 岡 本 英太郞 君 
農 商務省 鑛山 局長 崎 川才 四郞君 
農 商務省 水產 局長 鶴 見 左 吉雄君 
農 商務 書記官 鈴 木 英雄 君 
製 銭 所 長官 狎川 則吉君 
製鐵所 理事 吉 川雄輔 君 
特許 局長 村 上 隆吉君 
戰 時保險 局長 片山義 勝 君 
遞信省 所管 事務 政府 姿 M 

遞信 次官 內田 嘉吉君 
遞信省 通信 局長 中 川煺藏 君 
遞信省 雷氣 局長 肥 後 八 次 君 
遞信省 管 船 局長 若宮 貞 夫君 
爲替 貯金局 長 天 岡 rfl 嘉君 
遞信 書記官 中 西 四 郎君 
從二位 勵 一等 男 K 高 平 小 五郎 君 
正三位 動 二等 醫學郎 士北 里柴三 郎君 
從 三位勸 二 等 大久保 利武君 
從三位 勤 一一 等宗像  政 君 
從四 位 SJJ 四 等 和 田 維四郎 君 
一昨 二十 六日 貴族院 令 第 一條 四 項に 依り 貴族院® 
員 こ {£ せらる 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 本日の 會議を 開き 
ます •昨 二十 七日 開院 式 臨御の 節 賜は りました る fi 
渥なる 勅語に 對 する誨 答 書 案の «r 議を 開きます。 
貴族院 議長臣 德川家 達 誠 恐誠惶 謹 テ 
叡聖 文武 天皇 陛 1 上奏 ス 
第 四十 回帝_議 會ノ 開會- 一際 シ玆- 一盛 典 ヲ擧ヶ 
挺 渥 ナル 

勅語 ヲ賜フ 臣等謹 テ 

镦 旨ヲ奉 蹬シ 愼重蒞 議 協賛 ノ住 ヲ竭 シ以テ 
皇猷を 賛襄セ ム コト ヲ期 ス臣家達恐塯/至二堪へ 
ス謹テ 奉答ス 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 此 奉答 書 案に 同意の 諸君 
の 起立を 請 ひます。 

總員 起立 

o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 全會 一致と， 認めます。 
0_ 長 C 公 辟 德川家 達 君〕 是 より 本日の 議事 日程に 


第 四十 回 帝 國議曾 貴族院 


〇 大正 六 年 十一 一月 二十 八 B (金曜日〕 

午前 十 時 五分 開議 
!i 事 日程 第一 號 
第 I  全院 委員長の 選 ® 

第二 常任委員の 選墩 

〇識長 C 公爵 德川家 達 君〕 一昨 二 十六 日本 院識 員に 
g 選せられ ました 男 辟 商 平 小 }/ T 郎君の 席次は 山脇玄 
君の 次 席、 北里柴 三郞封 の 席次は 杉溪奶 游 の 次席、 
大久保 利 武 君の 席次は 十 rl 市 岩の 次席、 宗像 政 fi の 席 
次は 名 和 男 lef の 次席、 和 田 維四郎 君の 席次は 高木 豊 
三 君の 次席と 確定いた しました、 其 部 屬は 柚 ii の 手 
續を 省略いた しまして、 II 次闕 M ある 部に 編入いた 

> て 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇遨長 (公爵 德川家 達 君) 御與遝 ない と 認めます、 

高 平 男 Kf を 第五 部に 北 里 柴三郞 君を 第 六部に、 大久 

保 利 武君ゃ 第 七 部に、 宗 像政哲 を 第 八 部に、 和 田 維 

四 郎君を 第 九 部に S 入いた します、 是 より 諸般の 報 

ff を 致させます 筈で ございます が、 官報に 揭げ ます 

から 此議場 では 省略いた して 御 異存 ございませぬ か 

〔「異 SI な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讅 長 (公 ! ff 德川家 達嵙〕 御 異議ない と 認め -^ す。 

〔左の 報吿霄 は 朗 ほ を 經さる も參照 のた め茲 

に ® ( 錄す〕 

第三 十九冋 篛 會閉會 後に 於け る 事項 報吿 

正 二位 勤 二等 侯爵 木戸 孝 正 君 

去る 八月 十日 鹿 去せ らる依 て 十一 日 弔辭を 贈れり 

正三位勵一等功四糾男肪中村雄次郎君 

去る 八月 十七 日 願に 依〇毋 族院 顔 M を 免せ らる 

從二位 勸 I 等 法學博 士 男爵 奧田 義人 君 

去る 八月 二十 一日 |§ 去 せらる 依て 二十 3K 日 弔辭を 

贈れり 

正 五位 侯 勝 木 戶幸一 君 

去る 八月 三十日 & 族院令 第三 條 l- te り 謎 席に 列せ 

らる 

從三位 勸一 等 法 學 溥 士  一 木 萚德郎 君 

1 g 日 願に te  o fl 族院窈 a を 免 せらる 

從 11位勸|等與辟赤松則良君 

去る 九月 十三 日 ft 族院 S5 H の辭職 御 允 裁 あらせら 


る 

從二 位勵 三等 子爵 仙 石 政 固 君 
去る 十月 二 十五 日 薨去 せらる 依て 二 十七 日 弔辭を 
踊れり 

正三位 II 一等 男爵 久保 田 SI 君 
去る十一月 十七 日 願に 依り 貴族院 誘 員を 免 せらる 
正 四位勸 三等 男爵 期 波 忠三郞 君 
同日 男擗鼷 員 補 闕選擧 に當選 せらる 
去る 四日 正 二位 勸 一等 公爵 德川家 達 君 閾長 任期 滿 
了 五日 更に 貴族院 令 第 十 一條に 依 〇 貴族院 議長に 
任せら る 

博義王 殿下 

本 ; i 设族院 令 第二 勝に 依り 讅 席に 列せ らる 
去る 二十 五日 本院 成立の 旨 政府 及 衆議院に 通知せ 
り 

同日 衆 翳院 ょり 同院 成立の 旨 通牒を 受領せ り 
同日 內閣總 理 大臣ょり 左 2 通 政府® 員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ 〇 
政府 委員 

法制局 長官 有 松 英義君 
法制局 參事官 馬場鍈 一 君 
拓殖 局 長官 白 仁  武君 
鐵道 院總裁 男 Kf 後藤 新 平 君 
鐵道院 副總裁 中 村 是公君 
鐵道院 理事 森 本邦 治 郎君 
鐵道院 理事 中 西 淸一君 
朝鮮 總督府 政務 總監 山縣 伊三郎 君 
朝鮮 總督府 度 X 部 長官 鈴 木  稷君 

朝鮮 總督府 事務官 河 內山樂 三 君 

朝鮮 總膂 府參事 官大塚 常 三 郎君 

毫羚 總督府 民政長官 下 村  宏君 

察灣總 督府 財務 局長 末 松 偕 一 郎君 

關柬 都® 府 民政長官 宮尾舜 治 君 

關 東都 督府事 務官蠘 山長洽 郎君 

曄太醆 長官 昌谷  彰君 

外務省 所 ？ f 事務 政府 ® 員 

外務 次官 幣原喜 重 郎君 

外務省 通润 局長 中 村  巍君 

外務省 政務 局長 小幡 酉吉君 


總領事 

內務翁 所管 事務 政府 委 M 
内務 次官 法 學搏士 
內務省 神社 局長 
內務省 地方 局 - M 
内務省 @ 保 局長 
內務省 土木 局長 
內 務省衞 牛 局長 
內務辑 參事官 
北海道 廳長官 
大蔵省 所管 事務 政府 委員 
大藏 次官 
大藏省 主計局 長 
大藏省 主税局 長 
大藏省 理財 局長 
大蔵省 銀行 局長 
大藏® 記官 
大藏書 記 官 
大藏 書記官 
大藏 書記官 
專賣局 長官 
陸軍省 所管 事務 政府 委負 
陸軍 次官 
陸軍 主計 總監 
陸祺 中將 
陸軍 一等 主計 正 
海軍省 所管 事務 政府 委 M 
海軍 次官 
海軍 主計 總監 
海軍 主計 大監 
司法 省 所管 事務 政府 委員 
司法 次官 法學 1-¢ 士 
司法 省 法務局 長 法學博 士 
司法 省 監獄 局長 
司法 省參 事官 
司法 書記官 
文部省 所犄 事務 政府 委員 
文部 次官 
文部省 專 門學務 局長 
文部省 普通 學務 局長 
文部省 宗敎 局長 
文部 書記官 


政府 委員の fr: 命  勅語 奉答 文の 件 


三 
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子爵 藪  篤 
佐々 田 


男爵 北島齊 孝 君 
大矢馬 太 郎君 


子爵 樋 口 誠康君 
男爵 高木 兼寬君 
石黑五 十二 君 


子爵 京 極 高義君 
井芹 康也君 

男爵 村 木 雅美君 
依田 仙 右 衞門君 


子爵 靑木信 光 君 
子爵 井上 匡 四 郎君 


鈴 木 周 三郞君 

男 辟 宇佐川 一正 君 
男昭楠 本 正 la 君 


淺田德 則 君 
小 松 謙 次 郎君 
男爵 宮原 二 郎君 


全院委 3 長の 選 窣  常任 委 a の 選舉 


移ります 、第一 全院委 0 長の il 犖 ，街 注® を 申 上げ 
ます、 本院 漭 a 中に 同 K にして 姓を 同ぅ する 者が 多 
く •こざいます から、 深 擧の 用紙には 必ず 姓名を 御 記 
しに ffl 成る ことを 轺 みます、 链長は 勅語 奉答 55 捧呈 
の爲に 參内を 致します から、 厠玆 長に 此席へ 御出で 
を 願 ひます。 

t 副踽長 侯 脬黑田 長 成れ 諮 長 席に 著く〕 

〇 副 遨 長 /,'. 侯 W 黑田長 成 君) 是よ O PJ 記 官を して 諸 
君の 御 席に 就いて 役 ^ を 集めさせます。 

〔SE lli 官投槊 を 収集む〕 

〇 副議長 C 侯 H? 黑田長 成 君〕 投槊 混れ は •こざい ませ 
ぬか …： 投费 g れは ない と 認めます、 投壊 の讀 上げ 
は 省略して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C 侯 W 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 

是 より SJ 記 , B- をして 計 ^ を 致させます。 

〔軎 記官 投槊を 計算す〕 

0 副議長 (侯 辟 黑田長 成 君) 投溴の 結果を 御 報告に 

及びます、 投撰總 數西 九十 九、 得票 數侯爵 德川賴 倫 

君 百 九十 八、 公爵 德川 慶久君 一 、 依って 侯爵 德川賴 

倫 君が 全 院委負 長に 當選 せられました。 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 鹩 事 日程 第二、 常任 委 

員の 選！'、 是は御 異議が ございませぬ ければ 直ちに 

谷 部に 於て 選擧を 行 はれむ ことを 朝み ます、 休憩を 

致します。 

午前 十 時 二 十九 分 休憩 

午前 十一 時 二十 一分 開會 

0 議長 (公爵 德川 家達转 ) 今朝 全 會 一致を 以て 可決 

せられました 勅語 奉答 書を 携へま L て 議長は 參內を 

致し ま L て、® 凰の 間に 於て 拜謁を 仰 付けられ、 御 

前に 於て 奉答 書を 朗讀の 上 捧呈いた しました、 其 節 

更に 隄渥な る 勅語を 賜は りました、 是 より 捧讀を 致 

します。 

總員 起立 

朕 貴族院 ノ 深厚 ナル 敬禮 ヲ嘉ス 

〔一同 敬禮〕 

〇懿 長 C 公爵 德川家 達 君〕 是よ〇 谷 部に 於て 當選せ 

られ ました 常任委員の 氏名を 御 報吿に 及びます、 書 

記官を して 朗 ® いたさせます。 

〔岡 fff 記 官朗 if J 

第一 部 

資格 群査員 


山 脇  玄君 
豫 s£ 委 M 

男 辟 小 澤武雄 君 
岡 喜 七 郎君 
石 井 省 一 郎君 
荒 井 泰洽君 
懲罰 委員 

江 木  翼 君 
請願 委員 

侯爵 細 川 si 立 君 
男爵 小 畑 大太郞 君 
決算 委員 

伯爵 奥 平 昌恭君 
安立 綱 之 君 

第一 一部 
資袼 審査 委員 

齩島武 之 助 君 
豫算 委員 

伯爵 松 浦  厚 君 
高 崎 親 章 君 
男爵 阪谷芳 郎君 
木本 源吉君 
懲罰 委員 

伊澤 多 喜 男 君 
請願 委員 

子爵 今 城 定政君 
鈴 木！ 摁兵衞 君 
決算 委員 

男爵 伊丹 春 雄 君 
齠川辨 三 君 

第三 部 

資格 &■ 査 委員 

男爵 藤 井 包總君 

豫算 委員 

男爵 若 王子 文 健 君 

加 太 邦憲君 

高 橋 作衞君 

安田 善 三郞君 

1! 罰 委員 

男爵 關  義臣 君 

請願 委員 

子爵 立 花 種 忠君 


男爵 村 上 敬 次 郎君 
荒 井 S 太 郎君 
田 中 源 太 郎君 


子爵 新 庄直知 君 
江 原素 六 君。 

男爵 船 越 光之丞 君 
石橋 謹 二君 


子爵 伊東 祐弘君 
荒 川義太 郎君 
男爵 山內長 人君 


子爵 米津 
廣瀬 

男爵 安藤 
松 尾 


政 賢 君 
滿正君 

直 雄 君 
廣吉君 


男爵 坪 井 九 八 郎君 

福 永 吉之助 君 

湯 淺倉平 君 


男爵 島津久 賢 君 


海 江 田 進 一郎 君 
決算 委員 

子爵 西 大路 吉光君 
男爵 長 松 篤 菜 君 
第 四 部 

資格 辞 査 委員 

平 山 成 信 君 
豫算委 負 

伯爵 10 原義 光 君 
江 木 千 之 君 
男爵 南 岩 倉 具. 威 君 
橋 本圭三 郎君 
懲 25 委員 

磯部 四 郎君 
請願 委員 

子爵 五辻 治 仲 君 
男爵 黑田長 和 君 
決算 委員 

子爵 伊集院 兼 知 君 
堀 內半三 郎君 

第五 部 
K 格 審査 委員 
伯爵 III 村® 太 郎君 
豫算 委員 

伯爵 寺， 島 誠一郞 君 
子爵 三 島彌太 郎君 
河 村 _三 郞岩 
木 村 誓 太 郎君 
懲罰 委員 

高 崎 三重 郎君 
請願 委員 

子爵 本 多 實方君 
江 原 芳平君 
決算 委員 

子爵 池 田 政 時 君 
男爵 山 內豊政 君 
第 六部 

資格 審査 委員 

富 井 政 章 君 
豫算 委員 

子爵 稻垣 太祥君 
子爵 牧野 忠篤君 


_  四 

男时«誠之助君 
蓮 田 四 郎君 

子脬堀 河 ii 阀 君 
請願 委 n 

子 辟 3£ 坊城德 畏君 
星 J& S5 1 郎君 
決算 委員 

子 11? 片洞苡 央君 
平山浪 三 郎君 

第 七 部 

K 格 審査 委員 

日 高 榮三郞 君 
瑰算 委員 

子爵 酒 井 也 蔸君 
子爵 大河 內正敏 君 
男 Ef 安場 末 喜 君 
阪本釤 之 助 君 
懲罰 委員 . 

伯爵 林邱太 郎君 
請願 委®： 

子爵 暨岡 圭資君 
男爵 ® 田 幸 - ILt 君 
決算 委貝 

男爵 藤 堂 高 成 君 
森田庄 兵衞君 

第 八 部 

資格 審査 委 M 

服 部 一三 君 
豫算委 M 

子爵 松 平 直 平 君 
-T 爵欞本 武憲君 
男 if 中 川 興 長 君 
桑田 熊藏君 
懲 ffj 委員 

子爵 唐 橋 在 正 岩 
請願 委員 

子爵 板 倉 勝 憩 君 
男爵 內田 正敏君 
決算 委員 

子 fl 小 笠 原 勁 一 君 
安樂 兼 道 君 


谷 森 1U 男哲 


子挝本 多忠并 君 
網砝 平輔君 

男 辟 伊東 遂五 郎君 
美 馬 依 一郎 君 


子脬水 野 Iff 君 
男爵 北 大路 II 信 君 
石 ® 蚊 一 君 


男擗阪 井 m 季對 
男擗佐 竹 遜 m 君 

男® 3i 鄕  安 君 
福 島 文 右 衞門君 


千 辟 前 田 利定君 
子® 八條隆 正 君 
男 K 武井守 正 ® 


小 野 田元洄 君 
田 島 竹 之 助 君 

男® 外 松 孫 太 郎君 
堀  正 一 君 


院族 fjfT 誘诚 帝冋 十四 第 


男 商 千秋 季隆君 
若槻禮 次郞君 
尼 崎 伊三郎 君 


第 九 部 

資格 審査 委員 
男爵 靑山  元 君 
豫算 委員 

子 辟 大宮以 季君 
仁 尾 惟茂 君 
佐 藤 友 右 衞門君 
橋 本 辰 二 郎君 
懲罰 委 M 

男游肝 付 兼行 君 
請願 委 M 

伯 ti? 島 雄 忠既君  三 宅  秀君 
戡川良 平 君  上 松泰浩 君 
決算 委員 

公搿德 川圈久 君  子餺野 村 益 三 君 

男 sf 新田 忠純 君  男爵 藤 大路 親 春 君 

〇認 MC 公 13 德川 家 ii 君) 是 ょり 休憩 前に 引 ^ きま 

して# 韻を 開きます、 本年の 議 i]f は 本日を 以て 終り 

と 致しまして、 明年 | 月 二十日まで 休會 をして 御異 

存ご ざい ませぬ か。 

〔「異 誠な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 謎 長 (公 rrf 德川家 達 君〕 御 與 謎ない と 認めます、 

本日 It 是で散 曾。 

午前 十 I 時 一一 十九 分脔會 


0 大正 七 年 一月 二十 二日 (火 嘴 □ 〕 

午前 十 時 五分 開 If 

議事 日程 第二 號 

第一 公爵 毛 利 元昭 君、 公爵 島 津忠重 君， 公爵 

大山 柏 君、 侯酹中 山 者® 君 •侯爵 小 松 輝 

久君 、侯爵 菊亭公 長 君、 男爵 原 口 簽 濟君 

男爵 勝 田 四方 蕤 君、 小 野 光景 君 請暇の 件 

第 II 共 11 法案 (紙 ■) 第一® 含 

第三 右 議案の 群 査 5- 付託す へき 特别 委員の 選 

© 

第 四 徴兵 令 中 改正 法律案 ^ 腑) 第 |讀 會 

第五 右 議案の 蓉査 £■ 付託す へき 特別委 員の 選 

0 

〇涊 長 (公 衍德川 家 連 君〕 - ±- る 十二 日 本院 諮 M に 常 

選せられ ました 子 辟 :- fi: 條爲功 君の 席次は 子 辟 井上 匡 

四郞 君 の 次席と 確定いた しました、 其 部随を 第一 部 

に 定めました 、裸 算委员 离跺 男 辟 連 去に 付 第 四 部に 


於て 其 補 闕選擧 を 行は れむ ことを 闺 みます、 是 より 
諸般 S 報 宵を 致させます。 

〔岡 W 記 宫朗讀 〕 

大正 六 年 十二月 二 十八 日木院 は翌 二十 九日よ 〇大 
正 七 年 一月 二十日 まて 休會 する ことに 定めた る 旨 
を 政府 及 衆議院 •」 通知せ り 
同日 衆 ili 院 HO •同院 は翌 二十 九日より 大正 七 年 一 
月 11 十日 まて 休窗 する 旨の 通牒を 受領せ り 

勵七等 西 宗元次 郎君 
去る 一日 死去 せらる 依て 三日 弔辭を 贈れり 
正 二位 1!) 一等 男爵 千家  尊 福 君 
去る 三 S 疑 去 せらる te て 四日 吊 辭を 贈れり 

正 四 位子鹊 五條  爲功君 
去る 十二 日 子爵 調 員補闕 選擧 に當選 せらる 
從 三位勵 二等 功三 級 


S II 


宮原 


二郞君 


去る 十五 日 薨去せ らる 依て 十七 日 弔 辭を® れり 
去る 十八 日內閣 總理大 K ょり 左の 通 政府 委員 仰 付 
られ たる 旨の 通牒を 受領せ り 
政府 委員 

法制局 參蜞官 法 ^ f® 士山田  三 良 君 
大藏稍 所管 IK 務政府 委員 

大藏 省參事 官黑田  英雄 君 
去る 十九 日 政府より 左の 法律案を 提出せ り 
共通 法案 

徴兵 令 ' I' 改正 法律案 


0 ■長 (公 舒德川 家 達 君) 是 ょり 本日の 會議を 開き 
ます、 內閣 總理 大臣 寺內 伯爵。 

〔阀務 大臣 伯 K? 寺內正 毅君演 ® に 登る〕 

〇國務 大 K (伯 fff 寺 內正毅 君〕 諸君、 玆に第 四十 回 

帝國 議會 S 開かる、 に 方り まして 諸君と 相 見え まし 

て 政府の 所見を 述ぷる ことを 得ます るのは 太 大臣の 

最も 光榮 とする 所で ございます、 今や 歐洲 の峨 局は 

局面 益々 桢 大して 遂に 全 111; 界の 大励亂 となりました 

政府は M に KF 局の m 大な るを 思 ひまして、 外に 對し 

ましては 薄ら 3U 洋の 平和を 保全す る ことに 努めます 

ると 同時に、 聯合 y4 國との 協調を 堅！！！ に 致し、 共同 

作 © の 必要なる 行動を 執りつ V あるので あります、 

今後 も 亦 力の 及ぶ 限りは 此方 針を 以て 聯合 國に對 す 

る 信義を 完 くせむ ことを 期す る 次第であります、 又 

內に對 しまして は 國 防の 充迓 を！ 一り まして 國家自 衞 


の 基礎を 3e ぅし、 敎育を 振興し、 產業 を獎® し、 交 
通を® 利に 致しまして、 謀ら 國 力の增 進を 期す る考 
で 居ります、 我が 帝 國と 同盟凼 たる 英國 其の 他 聯合 
與國 との 結合は、 哦局の 進展す るに 伴 ひまして 益々 
ag 罔を 加へ ました、 最近に 於き まして 我が 皇室と 英 
國帝 室との 間に 元帥の 稱號の 御： 父 換の ありた る 一事 
は、 兩國 間の 盟約 M 々鞏固なる を 誼す る 新ら しき 象 
徵で ありまして、 諸君と 共 !• 慶賀に 勝へ ざる 次第で 
ござります、 又容歳 帝 3 が 使節を 米 國に簡 派いた し 
ました ことは、 日本 米 國兩阈 民 ffl 互の 了解に 著大な 
る 効果が ありました、 殊に 此機會 に 於て 日 支 問題に 
關 しまして 兩國 間に 公正なる 協商の 成立いた しまし 
たのは、 將來 極東の 安寧を 念と する 者の 均しく 認識 
する 所で あると 信じます、 又 客 歳 帝 國 財政 經濟委 員 
を 同國に 派遣いた しました ことほ* 兩國 の經濟 聯絡 
に付きまして 相當の 効果を ® I す こと V 思考いた しま 
す、 昨年の 十二月 聯合 國會諉 2 巴 里に 開催せ らる、 
に 當 りまして は、 政府は 特に 委員を 參 列いた させ ま 
して、 與國 委員と 互に 胸襟を 披 ■して 所見の 一致を 
見る ことを 得ました 次第で ござります、 交 那に 封し 
ましては、 帝國は 時局の 進 K に 伴 ひ 益々 親善の 交誼 
を 厚ぅ して、 殊に 經濟的 結合を して 一層 密接なら し 
める の 必要なる を：！ 得する 次第で ござります、 幸に 
して 兩國 間の 國交 益々 友好の 誼を 加 ふるに 至り まし 
たのは、 東洋 平和の 維持 上 誠に 喜ばしき こと i 存じ 
ます、 講和に 關 しては 聯合 與國ほ 最も 骽正な る 態度 
を 執りまして、 永遠の 平和を 得る までは 干戈を 戢め 
ざるの 決心を 以て ® 鬪に從 事し つ、 あります る、 我 
が 帝 國も亦 同一の 方針を 以て 此變 局に 處し 益々 is 憾 
なきを 期す る 次第で ござります、 此際 に當 りまして 
本 大臣の 最も® If. する 所は 露國の 現狀で あります、 
帝國は 誠實な る 友邦と して、 同國が 能く 國步の 艱難 
を 凌ぎ、 速に 健全なる 政府を 建設せ むこと を 切望す 
る 次第で ござります 、然るに 最近の 形勢を 察 します 
れば 、不幸に して 國內 の ! 1 亂漸次 極 ai の 露領に 波及 
しまして、 動もすれば 帝國 の國是 とする 東洋の 平和 
を 危殆なら しむる の M ある ことは、 墓に 寒心の 至に 
堪へ ませぬ、 抑々 此 東洋の 平和を 維持す るの 責任は 
繫 りて 帝® の ffl 肩に あります ると 云 ふことは 申す 迄 
もない、 それ故に® 禍延 いて 極東の 平和を 紊し累 を 
帝國に及ぼす場合に於きましては、進んで摁宜の拮 
置を 執る に  しないので ござります、 政府は 大正 


I 七 年度の 预算を 編成す るに 當〇 まして、 第 一 に阈防 
| 充實の 方針を 定め、 陸軍に 付て は 兵力の 整備 充實を 
110 、海軍に 付て は 戰艦 補充の 計 劃を 樹て ましたの 
であります、 而 して 是が 財源の 一部に 付て は 佾税に 
故 るの 已むを 得ざる ことを 認めまして、 之に 關する 
法案を 提出いた しました •其 他 時局と 關聯 して 國運 
の 進展 上 特に 緊要と 認めました ものに 付て は、 それ 
それ 必要の 計 劃を 立てました ので ござります、 尙ほ 
時運の 推移， 經濟界 の 趨勢に 海み まして 自給自足、 
長へ に經濟 上の 獨立を 期す るの 目的を 以て、 是が施 
設に關 し必嬰 なる 方策を 講じつ、 ある 次第で ありま 
す， 諸君 願は くは 西 歐の戰 局と 束 亞の 情勢と に 顧み 
まして •我が 帝 ^ の® 是を 遂行す る 上に 於て、 本 大 
臣の 誠意を Is とせられまして •政府の 提 m する 諸 案 
に對し 審議 協賛を 與へら れむ ことを 切望す る 次第で 
•こざり ます。 

〔山 脇玄君 演壇に 登る〕 

〇 山 脇玄君 私は 總理 大臣に 二 三 御 尋ねを 致したい 
演攢に 上つ て 申-^ ける 程の ことで も ありませ ぬけれ 
ども、： J 度 方面が 誠にまず うご ざいます ので、 御 聴 
取 〇惡か らうと 思 ひまして 演® に 上つた 次第で あり 
ます， 申 上げる まで も ございませぬ が、 我國は 維新 
以來 農業と 工業、 殊に 繊維工業を Eil 富の 基と して 國 
是 の充實 を 圖 りつ、 發 展し來 つたので あります、 近 
き 未来に 於き ましても 此精 神が 持續 する もので あら 
うと 思 はれます で、 斯 11 に 我が 工業の 主なる ものが 
糙維丁 ：業 であります る 結果と して、 纖弱な ろ 女子が 
我國 ほど 多く 工業に 從 事して 居る 國は各 國に其 類例 
を 見ない ことであります、 從 つて 女工の 數は旣 定の 
產業に 從事 して 居る 所の 職工の 總數の 七 割 弱 •驗維 
だけで 八 割 •紡 緩に な 〇 ますと S ふと 九 割と 云ふ大 
多數を 占めて 居ります、 其 製作す る …… 

〇 議長 (公 B 德川家 達 君〕 山脇赵 、あちらを 御 向き 
になつ た 方が . 

0 山脇玄 君は …… 總 理 大臣に 申 上げます るので す 
から …… さう です か …… 其 製作す る 生絲に 他の 纖維 
類 絹織物を 加へ まする と 云 ふと 三 億 四千 萬 圓に 達し 
輸出品 總 惯 額 三 割と 云 ふこと になつ て 居ります、 之 
を 以て 見ます ると 云 ふと 我國の 女 X が 國力の 充實に 
貢献して 居る こと ii 如何に M 大で あるかと 云 ふこと 
が 分る のであります 、翻って 是等 職工の 保健 狀態は 
如何で ありませ うか、 健全で ありませ うか、： 个煺全 


施政方針に 關 する 赤 内 總理大 S の潢說  同上 山 脇 玄 の ff 問 


五 


芮 政 方針に 關する 寺內璁 理大臣 の 答 辯  外交 方針に 閱すろ 本 ; IF 外務大臣の 演說 


六 


第 


であり -S せう かと 見て 見ます と、 S 年 二十 zg A 程 田 
舍 ょり エ穿 地に 出 稼に 出 - C 參る のであります が •其 
中で 病氣 の 苜 に 死亡す る數が 三千 六 百 人の 多き に 達 
して 居ります、 然も 結核 病が 其 四 分の 一 即ち 九 百 人 
に なりまして、 一 一般 死亡率の 三倍 以上に 當つて 居る 
と 云 ふこと であります-果して さう 云 ふ有棵 である 
とします ると 云 ふと、 人口の 繁殖の 上から 見まして 
も、 將又生 產進步 の 上から 論じましても 由々 しき 重 
大なる 問題で あると 言は ざるを 得 ませぬ、 そこで 政 
府は之 が 豫防策 •救 治 策と して 何等か 御 計 喪に なつ 
て 居ります か* 否かと 云 ふこと を 伺 ひたいので あり 
ます、 第二は 總じて 我® 勞卿 階級の 牛： 活狀 態は 慘め 
な もの - r li ありますまい か、 其 多數は 粗 惡なる 住所 
に 居つ て 粗 M なる 食物を Is つて、 せつせ と 働いて 居 

ると 云 ふ 有 探であります、 K 有 ^ を 見ます と 云 ふと 

是 でも 人間の 生活と 云ひ焊 るかと 疑は れる ほど 哀れ 

至極の 境 週に 在る もので li ありますまい か、 どう 云 

ふ ものであります か、 我 國の此 上流 社 ® ■ は 是 等悲慘 

な 同胞に 對 して 一掬の 同情の 涙な く對 岸の 火災 靦し 

つつ 居られる やうな 有樣で ある やうに 見受けられ ま 

す さりと て此燼 打捨 ifi きましたならば 平時に あつて 

は 生產 上の 消長に 大影 響を 及ぼし、 いざと 云 ふ 場合 

になります と 徴兵 上、 將又 軍器、 軍需品、 食料品の 

製作 上に も大障 害を 生ずる と 云 ふこと ! t 火を 睹 るょ 

り も 明であります、 そこで 政府は 是等勞 » 階級に 對 

して 何等か 救濟 策を 御 計 fig になつ て 居ります か 否か 

是が 一つ、 それから 第三には 勞卿 階級に 對する 救 濟 

策の 中で、 最も 生活に 必要を 感ずる ものが 今日の や 

うに 米な り、 日用 食料品の 昂腦 、騰貴し ますろ 場合 

に其惯 格を 調節す るに 屈强 なる 方法と して 生產 者と 

消費者と 成るべく 接近せ しむる 所の 市場 「マ ー ヶッ 

卜」 、市場を 設置す ると 云 ふこと が 急務 中の 急務で 

はありますまい か、 苋京の やうな 我國の 一大 都市の 

市民の 日常生活に 缺くべ からざる 市場がない と 云 ふ 

こと ! t 何と 不注意 不親切では あり i すまい か、 加 ふ 

るに 今や 印度、 支那、 南洋諸島との 交通が 繁劇に な 

りました 此際に 、若しも j 朝惡疫 襲来の 處が ありま 

した 場合、 之が 豫防法 は 云 ふ 迄 もな く、 其 取締は 如 

何いた すで % 〇 ませう か 〔班 京の やうに 小さい 小 見 

世が散らぱって居りまして |3; 、如何に嚴しく監督し 

取締ら うと 致しましても、 到底 人力の 及ぶ 所でない 

と 云 ふことは 敢て 過言では なから うと 思 ひます、 そ 


こで 政府は * 等の 設備に 付て 何等か 御 計 3E が ありま 
せ 5 か 否か、 此三點 に付きまして 街 計 SE の 有無 だけ 
伺 ひたいの であります。 

f 國務 大臣 伯爵 寺 内 正 毅君演 © に 登る〕 

0_務 大臣 (伯 Kf 寺 内 正毅 君) 唯今の 山 脇 君の 御尋 
ねの ことに 付きまして は 詳しき ことは 私 即座に H 答 
が 出來 ませぬ から、 若し 御 入用と 云 ふなら ば 後で 調 
ベて 應 答して 宜しから う、 さう 願 ひたいと 思 ひます 
取 敢へ ず此職 H、 女子 衞生 上の 注意 並に 女工の 衞 生. 
上の 注意、 並に 下等 勞働 者の 生活 改善、 又 物資の 交 
換の爲 に 市場の 設備、 斯う 云 ふ 三つの 御 尋ねで あつ 
たやう に存 します、 是は 女工 其 他 職工の ことに 付き 
ましては、 所謂 工場 法も實 施せられ て 居りまして、 
それ 著 手は して あると 考へ ます、 又此勞 S 者に 
付きまして の 御 尋ねで & ります が、 政府と しては 勞 
卿 者に 對 して 相當の 施設は して ある 積り で、* 以上 
に社會 上流 者 …… 其 他の 救濟 、慈善と 云 ふこと に 付 
きまして は 相當の 規定の ある もの もあります、 是は 
其 人々 の關 係が 主なる ものであります、 一槪 に是は 
强制 する 譯には 行かぬ ものであると 思 ひます、 又 市 
場の こと、 是は其 私の 承知いた します 所で 日本で も 
市場の ある 所 もあります ••東京の 市中に 市場は 幾ら 
もあります、 唯、 唯今 御 話の 所に &• つて 見ます と、 
歐羅巴 其 外にあります 所の 市場の 如き 大きな ものが 
ない と 云 ふやうな 御考へ 、或は 其 設備が 不十分で あ 
ると 云 ふ 如き 御考 へが あるかと 思 ひます、 それは 如 
何にも さう であらう と 思 ひます、 是は其 種の 業體の 
發達の 關係 にも 依りまして、 國 に fie つて 習慣を 異に 
して M ります やうであります、 市場と 云 ふ ものが 總 
ての 物品の 交換の 爲に 便利なる 所で あると 云 ふこと 

は 私は 認めて 居ります、 將來に 於て fll 當の考 へ も 付 

ける ことの 時期が あらう とは 思 ひます、 今日は 別段 

に 市場と 云 ふこと に 付て 未' た 私は 計 蜜した ものを 持 

つて 居り ませぬ、 若し 之に 付て 此御 答へ が 御不滿 足 

で ございましたならば M に 承は りまして 能く 書面で 

も 認めます か、 又 直接に 御 話いた します か、 何れに 

しても 詳しく 御 返事を 致す ことに 致します。 

0 山 脇 玄君勞 働 階級に 對 しまして、 其 心身の 發達 

向上を 圖る爲 に 今 設備を して 居る と 云 ふ 唯今の 御 話 

であります が、 今日 國家 として 政府の 計 ffl して 居る 

所の 設備と 云 ふ ものは 私の 信じて 居ります 所では 先 

づ 不完全なる 工場 法、 それから 簡易 保險法 位で あら 


ぅと 思 ひます が •其 外 >  何 か阈 家と して 設稱 して あ 
りますか、それを承はりたいのであります。 

〇凼務 大臣 (伯爵 寺 内 正鉸 君〕 其 他には ちょつ と 私 
には 今 記 tl して 御 答へ する ことが 出来 ませぬ、 尙ほ 
必要が あれば 調べて 御 答へ を 致します。 

〔國務 大臣 子爵 本 野 一郎 君演壻 に 登る〕 

〇國務 大臣 (子爵 本 野 一郎 君〕 諸君、 第 四十 回 帝國 
議會の 開會に 際しまして 帝國の 外交に 關し諸 君の 前 
に 所見を 開陳す るを 得る It 本尤臣 の 最も 光榮 とする 
所で ございます、 歐洲 C 11 局は 御 承知の 如く 旣に三 
年 有半の 歳月を 經 過いた しまして 尙ほ屍 山 血 河の ® 
狀を 持緻し 未だ 終熄す る. 模_ は 見ぇ ませぬ、 又此間 
聯合 與國 の卓絕 する 海陸 軍が 至大の 勇 氣と確 信と を 
以て 有らゆる 困苦 辛酸に 堪へ奮 鬪に從 事し つ、 ある 
其 壯烈の 軍事行動は K に 世界の 賞 讚と @ 敬と に 値す 
る ものと 言は ねばな り ませぬ、 帝國は 聯合 國の 一員 
と 致しまして 國際 上の 信義を 重んじ、 職 爭の 目的を 
遂行す るが 爲に 最善の 努力を 盡 し、 出来 得る 限りに 
於て 聯合 與國を 援助し 協同 作 哦に 努めつ i ある こと 
は與國 政府 及國 民の 均しく 認 むる 所で あると 云 ふこ 
とを 明言いた します の ! t 本 大臣の 最も 欣快と する 所 
であります、 帝 國對外 政策の 基礎は 今更 申す まで も 
なく 日英 同盟でありまして、 帝 國が 今次の 大戳 に 參 
加いた しました 所以 も 一に 11-t 同盟 s 信義を @ 重す る 
に 出で たのであります ，爾来 帝國は 我が 盟邦た る英 
國に對 して 出来 得る 限り 努力を 以つて 協同 援助の 實 
を擧げ つ、 あるので あります、 從つて 兩 國の關 係が 
一層 親密 ® 固を 加へ ました ことは 最も 明確なる 事 Bf 
であります •戰 後に 於け る 世界の 形勢は 今ょり 之れ 
を豫 言す る ことは 出 來ませ ぬけれ ども、 亞細亞 に 於 
ける日英兩國共通の利害關係は永遠久しきに亘〇渝 
る もので ない 以上は 永く 現存の 同盟を 維持し 且つ 益 
々之を 鞏固に する の 必要なる は 兩凼 政府 及國 民の 愍 
々切 實に 感ずろ 所で ある ことを 疑 ひませ ぬ、 本 大臣 
も 亦 之を 以て 帝國の 方針と せねば ならぬ と 確信いた 
して 居ります、 對支 外交に 付きまして は 齒に本 大臣 
は 政府は 茭那内 部の 政 氓に 對 しまして は 不干渉の 態 
度を 持し 荀 くも 現實に 民國の 政權を 把握せ る 政府な 
る 以上は 黨派の 如何を 間は ず 常に 接觸を 保ち 諸般の 
事件を 處理 し、 其 政府の 行動が 帝國の 利益と® 觸せ 
ざる 限り 之に 必要なる 援助を 與へ むと する もので あ 
ると 云 ふこと を 聲 明いた して is きました、 爾來 政府 


li 常に 此方 針を 1 1!{ して 2 りました が、 K a 'y 制 « 
の關係は著し<改莕せられましたることは « も»ぷ 
べき ことで あり ■* す、 玆に特 に 1 3 いたしたい こと 
は 昨年 八月 支那 政府が ® 逸に 對 して渤 然技硪 する に 
至りました る ことで ございます、 抑々® } «; の 平和に 
對する 至大なる 危險 1  I llt 方面に 於け る®: 3 の 勢力 C'J 
增進 であ of す、 太平洋 沿 倬に利 W 關係を 布す る® 
ての 國家は 皆 之が S に ^ 威を 感ぜざる ものは ありま 
せ 2 T 帝 M が S3 逸に 對して w ii の撤 iii を 要求した の 
も ®: ら此 理由に 因る のであります、 支那が 其の 利 8? 
の 帝國と 同一なる ことを 感知し、 遂に 聯合 與 W 側に 
立つ て 參© を 決行す るに 至りました の It 本大 K': の 諸 
君と 共に滿 腔の 祝 %;< を 表したい と 思 ふ 所であります 
第三 十九 回 帝 一蕺铃 に 於き まして 旣に陳 述い たして 
骹 きました 通り， 支那 政府が 獨逸 と® 交を S5 絶いた 
しました 際に 希望と 致して 申出ました 彼の 關税の 引 
上， 義和國 事件 賠 fti 金 突 拂の 延期 及 同 班 件に 關する 
條約 中の 或る 條孭 の變 af に關 しまして は 帝 國は列 凶 
と 協 闞中 でありました が、 支那に 對し同 m の 念を 以 
て 援助を 爲し II. つ 公正なる 侍 遇を 與ふ るは 常 然であ 
ると 認めまして、 政府は 聯合與 國 と共に 此三點 に關 
する 支那の 希望に 1®! じ、 之を 承 Iff する ことに 決定い 
たしました、 而し て關税 改正 問題は 其.！： 一行 上に 於て 
細密.なる攻究を耍するものでありますから、门下上 
海に 於て 關係 列國の 委員 會を 開いて 液 翳を ffi ねて® 
ります、 政府は 右# _ の 終了 次第 其 結果を 公表いた 
す 積り であります， 日米兩 國の關 係 及米國 の參峨 に 
付きまして は 昨年 本 議場に 於て 述ぶる 所が ありまし 
たが、 帝國は 米國の 參峨 に對し 友邦と して、 又 聯合 
國の l fl として 誠 ® なる 視意を 表する と共に 今後に 
於け る 共同 目的の 遂行に 付て 協戠 を遂 ぐる 爲に昨 年 
七月 特派 大使を 米國に 派遣し， 米國 政府 當局* と隔 
意な き 協 翳を 遂 l-v o' 日米 軍事 關 係に 付て滿 足なる 協 
定を倶 た 次第であります、 又 同時に 茭那 問題に 關し 
彼我の 間に 談合の 機會シ 得ました ので、 我が 特派 大 
使と 米 國當局 者との 間に 互に 胸襟を 開いて 葸見の 交 
換を行 ひました が、 米 ® 政府は 支那の 獨立 維持 領土 
保全に 關 する 帝 國政府 の 誠意を 了解いた しまして、 
玆に虛 心 坦壊 支那に 對する 日本の 特殊の 地位を 認め 
渥に 公表せられ ました 公文の 交換を 見る に 至り まし 
たことは pi 國 親善の 關 係を 一層 緊密 鞏固なら しめた 
る ものでありまして、 誠に 慶賀に 椹へ ぬ 次第で あり 
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ます、 從來茭 那 1- 對する 日本の 意褪 に付きまして は 
往々 米國の 一部に 了解せられ て 居らな かつた こと も 
ありました のみならず、 日米 兩國を 離 [111 する 目的を 
以て 陰謀の 行は れて 居た 事實も ありました、 我が 特 
派 大使が 此機 會に 於て 帝 閥 政府 及！！ 民の 意嚮を 腹 藏 
なく 米國 官民に 對 して 開示いた しまして、 是等の 誤 
解を 一掃し、 兩國間 友情の 益々 親密 策 固なる に 至ら 
しめました の it 本 大臣の 諸君と 共に滿 足に 堪へ ざる 
所であります、 而して 我が 特派 大使 | 行が 米國政 府 
及國 民ょり 熟 誠なる 賴迎を 受けました ことに 對 し、 
帝 阈政府 及 國民の 深厚なる 感謝の 意を 表したい と 思 
ひます、 露國の 近狀に 至りまして は 急轉 直下の 勢を 
以て 意外 S 激變を 来しまして •現に gi 國の 政 fil を 掌 
握して 居る 事 寶上の 政府は 旣 に敵國 と 休 腿 條 約を 締 

結し、 又 進んで ® M 講和を も爲 さむと して 居る樓 樣 

であ 〇 ますが、 其 講和 談判の 進行に 付きまして は 情 

報 甚だ 區 々でありまして 正確の ことは 今尙ほ 判然い 

たし ませぬ* 今後 W 態は 如何 r 發肢 すると も 吾人は 

最も愤贯の鸱度を以て之に對する措置を考量しなけ 

れぱな らぬと 信じます、 併し 0 下 「ブレスト， リト 

ヮス ク」 に 於て 談判 中の 講和が 果して 成立し 得べき 

や 否やは 固ょ 〇拽測 する ことは 出来 ませぬ が、 帝 國 

は 日諼 從來 の 親善 關 係に 鑑みまして、 露國の 誠 B? な 

る 友邦と して* 此際に 於き まして it 偏に 露 西 亞國民 

の ® 全なる 發 達を 祈り、 露 @1 が 與國の 利益を 無視す 

る ことなく 國 家の 威信と 名 W とを 完全に 保持；：； J むこ 

とを 切 S して 止まざる 次第で あり ます、 一般 平和に 

關 しまして は 敵 國が K 々間接の 方法を 以て 平和 談判 

の 開始を 試みました ことは 事 寶で あります が、 其 敵 

國の贲 褪なる ものに 對 しては 極めて 傾 重なる 箬戒用 

S を 以て® 察せなければ なり ませぬ、 近時 聯合® 中 

調和の 基礎と も 言 ふべき S 見の 發表せ られた ものが 

あります •か、 敵 fesl 側の 期 侍とは 著しく ! 1 隔いた して 

居る や 5 に考 へられます、 今後 S8 方の葸 概が 接近し 

ない 限りは 今日の 趨勢に ては 急速に 平和の 成立す ベ 

き 見込は ない ものと 5?: 悟せ ねばな 〇 ませぬ、 併し 講 

和に 關する 帝 國政府 の 立場け 玆に 之を 明に して® く 

の必 ^ •か あると m じます、 御 承知の 通り 日英兩 國は 

同盟 胳約に 依つ て 谷々 m® に謅 和胳約 を 締結し ない 

ことを 約して 居る のみならず、 帝國は 大正 三年 九月 

五日の 倫 敦宣言 に 加盟いた して 居ります •か、 同 宣言 

に 調印して 居 る國家 も 之 !• 加盟した 國家も 皆 共同講 


和の 義務を 有し、 敵國 に對 して 提出すべき 講和條 件 
に 付て は 務め 協議す る こと、 なつて 居ります、 然る 
に 帝 國 政府は 今日に 至る まで、 聯合 與國の 何れから 
も 具體的 講和 條 件に 關する 協議を 受けた ことは あり 
ませぬ のみならず、 本 大臣の 見る 所に 依れば 未 •た 聯 
合與國 間に 於て は 具體 的に 斯る 協謅を 行 ふの 時機に 
達して 居らない ものと 考へ ます 之を 要するに 帝國は 
現に 共同 作® の H 的を 遂行 y: むが 爲に 最善の 努力を 
爲 しつ V あるの みならず、 尙ほ將 来に 於ても 出來得 
る 限り 露 國に對 し 共同 援助に 盡す べきは 勿論の こと 
でありまして、 是 同盟國 に對 しても 聯合 與國 に對し 
て も 信義を 金う する の 道で あると 確信いた します， 
若し 夫れ 極東の 平和維持の ことに 付きまして は 洵に 
帝國の 重大なる 責務に 13 する ものであります から、 
萬 一に も 極 3i の 安寧が 再び 危殆に 瀕する 如 •§■ こと あ 
らば •時の 如何を 問は ず、 帝國は 進んで 之が 保護の 
任に 腾 るべき は當然 のこと でありまして、 尚 ほ 前途 
永遠の 平和を 確保す るが 爲には 帝 國は 全力を 傾倒し 
しても ® て 之を 辭せ ざるの 覺悟 •かなければ ならぬ と 
確信いた します。 

〔杉 田 定一君 演壇に 登る〕 

0 杉 QJ 定一君 私は 外務大臣に 質問が •こざいます 唯 
今 外務大臣は 支那の …… 對茭 外交の 事に 付きまして 
政府は 支那の 內 政には 干涉 しないと 云 ふ 所の 方針を 
有つ て 居る ので ある、 即ち 其方 針に 基き 来つ た 結果 
益々 兩 國の國 交は 親善で あると 云 ふ 所の 御演說 であ 
ります が、 然るに 是は聲 明と 事 實と違 ひは しない か 
近来 現內閣 は 其 不干渉の 聲明あ る にも拘らず、 北方 
を 援助し 南方を B 迫す ると 云 ふやうな 所の 傾向が な 
_きにあらざるか*斯の如きことは實に世上の說とし 

て 殆ど 公然の 祕密〇 如 き觀 をな して 居る では ありま 

せぬ か、 此點に 付て 即ち 政府は 其聲 明とは 異 つて 北 

に 偏し、 南に 疎ん ずると 云 ふ 所の ことは なき か、 固 

より 帝國 としては 南北 何れも 是は 一視同仁で なけれ 

ばなら ぬで >  北 の 方を 援け 南を ■すると 云 ふやうな 

ことが 起れば、 南は 是は 反動 力を 起す の (i 自然で、 

反感 力を 起せば、 日 支 親善は 阻害せ ら る、 と 云 ふこ 

とになる のみならず 只 さへ 南北 乖離して 居る のに 鄰 

國から 一方を 助け 一方を IE すると 云 ふこと が あれば 

即ち鄰 國の 統一と 云 ふこと を 益々 保つ ことが 出來な 

い、 Is 亂せら る、 然らぱ 是は 束洋の 重大なる 平和に 

是は關 係を 丁る ことになら うと 思 ふので あります る 


我々 は 一日 も 早く 支那の 南北が 親和を し、 さう して 
統一を する ことを II 洋 平和の 爲に 望む ので •然るに 
之を 甲を 助け 乙を 贬 して 益々 之を 助長す るが 如き 事 
になつ ては 實に是 は 容易な. 1-) ぬ 事で あるので ありま 
す、 當局 者は 此筲 問に 對して さう 云 ふことは ない 干 
渉は しない、 即ち 唯今 中 述べた 通りの 干渉は ない と 
云 ふ 所の 方針で 一定 動か / J: いと 云 ふ 御說 かも 知れ ま 
せぬ が、 之 1". 對 して 其 干渉の 事實を 段々 例說 する こ 
とに 依つ て …… 列擧す れぱ 、或は / 11 來な いと 云ふ譯 
では ありませ ぬが、 併ながら 是は 今日の 場合に 於て 
申す ことは 甚だ 是は穩 ならぬ ことであります るで、 
それは 差控 へます、 併ながら 唯 斯の如 き聲 明で ある 
世の中は 言 ふこと、 行 ひと 違つ ては どうもい けない 
喵 書いた もの ばかりで、 實 際さう 云 ふことは ない と 
云 ふても、 天下 公然の 事實 となれば、 是は實 に 如何 
ともす る ことが ui 来ない •それで 旣往に 於て さう 云 
ふ 事實が あるなら ば 改善を せられ •即ち 從來の 矢 張 
〇 方針 通りに 依つて、 何れに も 偏し ない と 云 ふ 所で 
あつて 御 貰 ひ 申したい ので、 今や 總理大 W も 支那の 
經濟 上の ことは 益々 良好で ある、 又 外務大臣 もさう 
申された やうであります が* 是まで 此 北に 偏し 南方 
を ffi すると 云 ふこと になれ •は* 先年 も 卯ち 「ボィ n 
ット」 の やうな ことが 起つて、 最も、 通商 貿易は 南 
方に 日本は 關係が ある、 其 南方を ® すれば 東洋 經濟 
上の 重大なる 不利益と 云 ふ ものが 起つて 來 るので す 
さう 云 ふやうな ことがある から、 經濟 上の 點に 於て 
もさう 云 ふ 偏頗な ことのない やうに 是 U 注意を せね 
げ ならぬ のであります るが、 要す ろに 今日は 實に歐 
羅 巴の 大亂は 先に 御 述べに なつた 通りに 何時 治まる 
か 知れない、 又 極東の 平和が 或は fl 亂 せらる、 かも 
知れない、 實に 重大な ろ 時でありまして 、一日 も 早 
く 支那の 南北が 親和し、 統一し 益々 東洋の 平和の 保 
全せ らる  >  ことを 希 ® を 致す 次第で ございます るが 
唯今 外務大臣の 述べられた る 所の 則ち 方針と 4IS 實と 
は 違つ ては 居ない か、 併し 恐らくは 事 實と 違つ て 居 
ると 云 ふこと も御說 明が 出來な いか も 知れ ませぬ が 
併ながら 大抵 御 心中には 御考が あるで ありませ 5 、 
併し 今日は 實に斯 う 云 ふやうな 藭 に it ffi 辟の ことに 
付て 日本は 或は こちらの 方から 關係を した、 或は 時 
の 政府なら ぱ宜 いけれ ども、 唯一 人に 同情を 寄せた 
一方の 潲 力を 過大視して、 さう して 一方を 侮り、 意 
外なる 結果を 買うて、 弱視した 者が 却つ て强 かつた 


結果が 起つて li 来ない か •即ち 是は 干渉の 結果なん 
で、 さう 云 ふや 5 な ことのない やうに して 御 貰 ひ 申 
したい、'  どこまでも、 先に 聲明 せられた 方針に 基い 
て、 即ち 東洋の 平和を 保全して 貰 ひたい* 詰り 今日 
申しました 所は 聲 明せられ た 所 …… 即ち 北を 助け 南 
を K 迫す る 如き 說が あるなら ぱ 、それは どう 云 ふ 事 
55 であるか 、斯の 如き ことは ないや 5 にど こまで も 
先の 方針に 基いて やられる 事 ^ 希 @i する •又此 點に 
付きまして は 徒らに 唯 政府を 攻擊 する のでは ありま 
せぬ、 是は 誤解が ある、 若し 政府に さう 云 ふこと が 
無いならば ない と 云 ふこと を 御 話になります れば南 
方の 人 も 犬に 誤解を 解いて 益々 是が日 支 親善に なら 
うと 思 ふ" 徒らに 私は 政府 攻撃の 爲に此 質問を 致す 
のでは ない のでありまして、 一方に 於て 惡感を 懐い 
て 居る 所の 者 も 今日 即ち 善感に ならう と 思 ふ 所から 
此 質問を 致す のであります、 どうか 御說 明を …… 

1 :國務 大臣 子爵 本 野 一郎 君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (子 ® 本 野 一郎 君〕 唯今 杉 田 君からの 御 
質問に 對 して 一言 御 答いた して 置きたい と 思 ひます 
政府は 昨年 以來茭 那の內 部の 政争に 干渉し ない と 云 
ふこと を聲 明いた しまして 以來 、唯今 杉 田 君から 御 
質問に なつた やうな ことは 私 も K 々耳に 致して 居り 
ます •政府は 支那の 內 政に 不干渉と 云 ふこと を聲明 
しながら 北の方を 援 けて 居る、 是は 一體聲 明と 事實 
と 反する と 云 ふこと ii 私は 承つて 居ります、 併な. か 
ら是 は どうも 極く 公平に 冷 靜に考 へたなら ぱ私は 間 
違つ た 見解で あると 思 ひます* 政府が 今日まで 執つ 
て 居る 所の 方針は 支那の 國 家を 代表す る 所の 機闊と 
交際を して 行く、 支那の 內 部の 政爭に は 決して 干渉 
しない、 ところで 今日 北京に あります る 所の 政府と 
は 日本の みならず 谷國 政府が 之を 認めて、 是 と正當 
の 交渉を 致して 居る のであります、 □本 政府に 於き 
ましても 決して 是 等の 國と 違つ た 態度を 執つ て 居る 
ので it あ 〇 ませぬ、 北京 政府とは 極めて 親密な 關係 
を 有つ て 居ります、 之に 對して 相當の 援助を 與へて 
居る と 云 ふこと もあります る、 併しながら 是れは 北 
を 援 けて 南を K 迫す ると 云 ふやうな 目的を 以て 致し 
て 居る のでは 決して ありませ ぬ、 尙ほ又 之を 云へ ば 
若し 所諧 南方 派と 云 ふ ものが 政權を 握って 北京に 居 
ると 云 ふこと で & ります れぱ ，其 場合に 私が 位に 居 
つたなら ば 私は 必ず 同樣の 態度に 出る であらう と 思 
ふ ■•荀 も 支那の 正當の 政府 かあります る 以上は 此攻 


外交 方針に 關すろ 杉 UJ 定 一の 質問  同上 本 野外 務大 K の 答 辯 
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府と接 成を fi1: つて ? T くと 云 ふこと ! i 是 (1 常か1已 むを 
得ない ことであります、 それ以上の ことを 政府 It し 
て 居らない ので あ 〇 ます、 從 つて 北を 援けて 南を nl 
迫す ろと 云 ふこと (t 是 : - ii 府の 行 K の誣 ゆる もので 
あると 私は 路 •信いた して 居ります、 決して 政府に さ 
ぅ 云 ふ考は ない のであります •茲に 明かに 申 上げて 
闹 きたいと 思 ひます。 

0 杉田定 I 君 难今 外務大臣の 御說叨 は 先刻 私の 豫 
想した 通り、 滿足を 御 説明に 對 しては 得ない ので あ 
ります、 併ながら 是ょ〇 以上 ijf is を 申 上げます る こ 
と (j: e なり ませぬ ので …… 滿足シ 致し ませぬ ので あ 
ります、 唯 是だ けの ことを 申 上げます。 

〇蒗畏 (公 俗 徳川家 達 封) 赴ょり 談琪 日程に 移り ま 
す、 公 辟 毛 利 元昭君 、公 辟® 律 忠 m 君、 公 1# 大山 柏 

君、 侯 ！# 中 山 孝 麿 君、 侯 苘小松 輝 久君 、侯爵 菊亭公 

長 君、 男 擗 原 口 ® 濟 お、 码 協 勝 田 四方 藏 君、 小 野 光 

a 君 請暇の 件 …… 毛 利公脬 病氣に 付 二十四日 間、 島 

律 公 tftf 公務 上 ^ 抑 中、 大山 公樹公 務上 ff 期 屮 、中 山 

侯 辟 病氣に 付會期 中、 小 松侯惯 公務 上 會期 中、 菊亭 

侯 辟 病 氣に 付 tr 期 中、 原 口 男爵 病氣に 付 十日 間， 勝 

田 男 辩 病 氣に付 十日 間、 小 野 君病氣 に付き 三十 八日 

間の 請暇で ございます、 孰れ も 許可を 致して 御 異存 

ございませぬ か。 

〔「垛 餞な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺長 (公 辟 德川 家 fi 君) 御 興 議な いと 認めます… 

御 報 fr を 致します r 

〔成 « 界記官朗蹈〕  • 

本日 議員 侯爵 黑田長 成 君ょり 二十 名の ® 成を 以て 

出征® 除に 對する 感謝 決議案を 發誘せ り 

0 侯财黑 P1 提成对 木 M ii 此際 _事 日程を 變更 せら 

れて出 征鹏險 に 對する 感謝 決蕻 案の 會議を 開かれた 

いと 存じます、 此励議 を 提出いた します。 

〇 子爵 前 田 利定君 賛成り 

畏 (公爵 德川家 達 君〕 熟 事 日程 變更の 励 11 に 御 

異存 ございませぬ か。 

一 「興 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 ® ; i 川 家 達 君〕 御與 翳ない と 認めます" 

一政 府の 同意， v 求めます …… 政府の 冏 意を 得ました。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 より 出征® 隊に對 する 

感謝 決議案の ir fs を 開きます、 決議案を 朗讀シ 致さ 

せます。 

〔成 _書 記官朗 譖〕 
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出征 辑猱 に對 する 感謝 決 SS 案 
右 ® / 15 候 也 

大正 七 年 | 月 |! 十二 日 

發詆者  侯脬黑 田 長 成 

资成者 

侯胳迆 川賴倫  侯 辟 細 川 謹 立 
伯 脬吉 井幸駁  伯爵 寺 島 誠 一郎 
们® 松平賴 e 男爵 小 澤武雄 
子爵 三 島 彌太郞  子 Kf 前 田利定 
淺田德 則  W 爵高木 兼寬. 
江 木 千 之  男爵 村 上 敬 次郞 
河 村 讓三郞  男 辟 山 內長人 
男爵 ® 田 幸 世  男 辟 安場 末 喜 
谷 森® 男  藤 田四郎 
石渡敏 一  鎌 田榮吉 
貴族院 謬 長 公爵 德川 家達踉 
出征 聰隊 に對 する 感謝 決議 
我 帝 國艦隊 け 戰 局の 推移に 從ひ 遠く 廣袤萬 里の 海 
面に 苴り 勇敢なる 行 励を 以て 敵 艦を 制 K し® 奇効 
を 奏して 協同の 作戰に 資し 堅 忍耐 苦克く 其の 任務 
を 竭 せり 貴族院は 忠勇なる 我 出征 將卒 s 功 勞に對 
し 感謝の 誠意を 表す 

r 侯爵 黑田長 成 君演壊 に 登る〕 

〇 侯爵 黑田長 成 君 諸君、 本員は 茲に出 征艦隊 に關 
する 感謝 決 11 案 提出の 趣意を 述べます、 我が 帝國の 
海軍 ほ 歐洲 の戰亂 勃 發以來 東洋 及 南洋の 掃蕩に 從事 
されまして 最早 効果を 收め られた のであります が、 
其 事に 付て は 今更 喋々 を 要せざる こと、 思 ひます、 
爾來 我が 出征 艦隊は 戰局 の擗大 する に從つ て 或は 印 
度洋 、太平洋、 又は 地中海 等を 排 して 敵 艦を 制 E し 

たこと もあります し、 又 敵 艦の 出 沒の K にあつ て K 

々奇効を 奏した こと もあります、 それで 聯合 與國を 

能く 援助して 共同の 策 職に 摁はつ て 居る ことは 誠に 

多と すべき ことであります、 而かも 士氣は 益々 振つ 

て 居つ て、 堅忍 撓まず 幾多の 辛酸、 幾多の 艱苦に 能 

く堪 へて 任務を ![• された のであります" 貴族院は 此 

忠勇なる 我が 出征 艦隊 將卒諸 士の功 勞に對 しまして 

は 深厚なる 感謝の 敬意を 表する ことが 此際 最も 至當 

であると 存じます、 依つ て 玆に 本案 提出の 理由を 述 

ベまして 滿 場の 御 賛成を 請 ひます。 

0S 長 (公爵 德川家 達 君〕 決議案に 同意の， 諸君の 起 

立を 請 ひます。 


總 M  起立 

0 釣 長 0<ム 辟 德川家 建？ 5:>全包一致と認めます、此 
決 蓊案は 泡 軍 大臣 r<- 經ま して 出征 g 除に 傳達を 詔 ふ 
租〇 でございます。 

S 務大臣 加 残 友 三郎対 沉拟 に 登る〕 
oa 務 大臣 (加藤友三郎君〕唯今は出征85險に對し 
まして 慰問の 決_ 文を 御 可決に なりました、 誠に 感 
_ に堪へ ない 次第で ございます、 私 It 玆に 海軍を 代 
表いた しまして 謹んで 滿腔の 謝意を 表します。 

〇穀 長 (公爵 德川家 達 君〕 共通 法案、 政府 提出、 第 
一 讀會。 

〔岡 書記官 朗證〕 

.共通 法案， 

右 

勅旨 ヲ奉シ 帝 tjl 議會 -I 提出 ス 
大正 七 年 一月 十九 日 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正鉸 
內務 大臣 男爵 後藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友三郞 
陸軍大臣  大島煺 一 


外 ® 5 大 Ef sl — 


B 

良 


司法大臣  雲  致 
文部大臣  岡 田 良 平 
遞信 大臣 男爵 田 ® 治郞 
農 商. 務 大臣  仲 小路 菔 
大蔵大臣  勝 田 主計 
〔左の 議案は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
載錄す 以下 之に 傲 ふ〕 

共通 法 

第 一條 本 法 — 於 テ 地域 卜稱ス ル ハ 內地 •朝鮮、 
毫灣又 ハ關東 州 ヲ謂フ 
前 孭ノ內 地 .- ハ 曄太ヲ 包含 ス 

第二 條民 事-- 關シ I  ノ地域 -1 於 テ 他ノ地 域 ノ法 
令-一依 ル n トヲ定 メタル ® 合 二 於 テ ハ 瓦 二 法令 
ヲ同 クス ル モノ ト 看做ス ニ 以上 ノ地 域， 一 於 テ 同 
ーノ地 域ノ 法令-一 ffi ル コト ヲ定 メタル 場合- 1 於 
テ其ノ 相互 ノ間 M 付 亦同シ 民事 M 關シ地 域- 1 依 
リ法 令ヲ異 -! スル トキ ハ 法例 ヲ準用 ス此ノ 場合 
-1 於 テ ハ 谷當事 者ノ 15 スル 地域 ノ 法令 ヲ以テ 其 
ノ本國 法 トス 

第三 條 ーノ 地域 ノ法 令 — 依 リ其ノ 地域 ノ家ュ 入 


ル若ハ他ノ地钱ノ来ヲ去ル 

ーノ地 域 ノ法令 M 依 リ « ヲ去ル コト ヲ坶サ V* 
ハ 他 ノ地域 ノ家二 入 ル n トヲ 
陸海： Hi /  兵 rv -1 在： +  .--齐殳 兵 ^ -: 报 ; .< 毡 
ナキ -I 至 リタ 1L. 者 二 非 サレ ハ 他/地 3 ：  / 家-一人 
ル n トヲ煜 ス 但シ微 兵 終決 處分， 經 テ 第二 H 民 
兵役- 1 在 ル 者 ハ此 ノ限二 在 ラス 
第四條 一/地 M 二 於 テ 成立 シク >1. 法人 ハ 他ノ地 
域-一 於テ其 ノ成立 ヲ認ム 

前項 ノ法人 ハ 他 ノ地： ；づ| 於 テ 其/地/同 M 乂ハ 
類似 ノ 法人 卜 同ー ノ私础 ヲ莩有 ス 
第五 條 ーノ 地域/法人 ハ K  , yf 務所 若ハ營 •?: 所 
ヲ他ノ 地域- 1 移 軔シ又 ハ從夕 >u JJf 務所若 ハ S 架 
所 ヲ他ノ 地域-! 於 テ 設立 スル n トヲ得 m; ン主夕 
ル 事務所 又 ハ 赞槳所 ノ移轉 ハ 移 ^ 地 M 於 テ 設立 
スル コト ヲ得 ヘキ 法人 卜同 秘ノ法 八- 1 限 リ之ヲ 
爲ス n トヲ得 

前項ノ孩鞞又ハ設立二必耍ナル條件ハ谷地域ノ 
法令 ノ定 ■ムル 所-一 ffi ル 

第六條 ー ノ地城 ノ法 人力 其 ノ班務 所 若 ハ營菜 所 
ヲ他ノ 地域- 1 移 轉シ又 ハ 從 タル琪 務所若 ハ 汉龙 
所ヲ他 ノ池域 M 於 - r 設立 シタルト キハ四 週間 内 
こ符 其ノ地 ノ法令 -一依 リ登記 ヲ爲ス 3 トヲ耍 ス 
前項 ノ規定 ハ 法人 M 關シ ーノ地 域-一 於 テ 生 i/ 夕 
ル事项 -1 付 他 ノ地域 -I 於 テ 登記 ヲ爲ス へ キ％ 合 
二 之 ヲ S 用ス 

第七條 ーノ 地域 ノ fr 社 ハ 他/池 域 ノ锊 社卜 合併 
ヲ爲ス コト ヲ 得此ノ 場合-一 於 テ ハ 前 條第 一 ® ノ 
规定ヲ 準用 ス 

前孭ノ  < rl 併-一 必要 ナル 條件ハ 各地 域/法令 ノ定 
ムル 所- l ffi ル 

第 八條  |  ノ地域 ノ法 人ノ 役員 ノ行爲 付 定メ 々. 
ル 過料 ノ 規定 ハ 其ノ地 域-一 於 テ 他/地域 ノ同嵇 
又 ハ 類似 ノ法 人ノ 役員 ノ爲シ タル 行爲 M 之ヲ適 
用ス 

地域 ノ法 入ノ裁 判 管！ M 關シテ ハ 民 iu 訴訟法、 
人事 訴訟 手續法 及非訟 事件 手績法 中口 本-一 住所 
ヲ有セ サル 者 又 ハ 外國法 人ノ 裁判 管 轉 11 關スル 
規定 ヲ 準 W ス 

前項 ノ規定 ノ適 用-一 付 is 判 管轄 ノ 指定-- 關スル 
司法 大圮ノ 職務 ハ 朝鮮、 森® 又 ハ關東 州 m 在 リ 
テ ハ 朝鮮 總督 、臺 躍總督 又 ハ關槊 都督 之ヲ行 フ 
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第 十 庇 ーノ 地域- 1 主 タル 營槳所 又 ハ 住所 ヲ苻ス 
ル 者- |對シテハ « ノ地域-|於テノミ破產ノ宣吿 
ヲ爲ス n トヲ得 

ーノ 地域-一 於 テ破產 ノ宣带 ヲ爲シ タル トキ ハ 他 
ノ地域 -! 於 テ 之ヲ爲 ス コト ヲ得ス 
ーノ地 域 — 於 テ 爲シ タル 破 鹿 ノ宣齿 ノ 効カ ハ 他 
/ flll E« -l  及フ 

第 十 一條  |  ノ 地 feic 二 於 テ 民事訴訟、 非訟 事件 又 
ハ 破 產事件 -I 關シ テ 〇 シタル 訴訟 行 爲、 裁判、 
處分其 ノ他ノ 手 續上ノ 行 &' ハ 他ノ地 域 — 於 ヶル 
法令 ノ適用  >1 關シテ ハ 其 ノ地ノ 法令-一依 リ爲シ 
タルモ ノト 同ー ノ 効カ ヲ有ス 但シ 其ノ地 ノ公ノ 
秩序 又 ハ fs 良ノ 風俗-一反 スル トキ ハ此ノ 限-- 在 
ラス 

前 ? ri ノ規定 ハ 民 Jif 爭訟 調停-一 付 之ヲ m 用ス 民事 

眾訟 調 (V -1 關 スル 規定 ナキ 地 ^ - 1 於 テ ハ 其ノ調 

停 ハ 民 -, If 訴訟法- |依リ テ爲シ タル 和解 卜 同ー ノ 

効カ ヲ有ス 

第 十！ 一條 ー ノ地 25- 一  於 テ 作成シ タル 公正 證 13 其 

ノ他法 令 = 依 リ官袈 公 袈ノ作 成シ タル 文® ハ 他 

ノ地敁 -1 於 テ 其/地 ノ法 令-- 依 リ作 成シ タルモ 

/ 卜同 | ノ 公正 ノ効カ ヲ有ス 

第 十三 條 一/地 fel£ — 於 テ 罪 ヲ犯シ タル 者 ハ 他ノ 

地钱 -I 於 テ 之 ヲ處剖 K ル コト ヲ得 

第 十四 條 刑事- 1 關シ ーノ 地域-一 於 テ 他ノ 地域 ノ 

法令 M fjfc ル n トヲ定 メタル 場合 I! 於 テ ハ 互 II 法 

令ヲ同 クス ル モノ ト 羽 做 K 二 以上 ノ地 域， I 於 テ 

同ー ノ他ノ 地域 ノ 法令- l ffi ル n トヲ定 メタル © 

合-一 於テ共 ノ相 互ノ 問-t 付 亦同シ 

ー ノ地敁 -I 於 テ 他 ノ地敁 ノ犯 罪ヲ 處斷ス ル极合 

-1 於 テ 地域- 一 te リ法令 ヲ異- ー スル トキ ハ 犯罪 地 

ノ法令 ル m シ笞 刑-- 關 ス ル 規定 ハ 此ノ 限-一 

非 ラス 

犯罪 地 ノ法令 リ處 斷ス ヘキ 拗合 -- 於 テ處斷 

地ノ法 令-一 笞刑二 關 K ル規 5E アル トキ ハ 其ノ規 

定- 一依 リ笞刑 ノ言诹 ヲ爲 K コ トヲ捋 

第 十五 賄 ーノ 地域 ノ法 人ノ 役 M 又 ハ 支配人 ノ行 

爲 -t fJ- 定メタル刑罰ノ規定ハ其ノ地域-於テ他 

ノ地敁 / 同 ?® ノ 法人 ノ 役 fl 又 ハ 支® 人ノ爲 シタ 

ル 行 s -1 之 ヲ 適用ス 

第 十六 蚱 1© ノ刑琪 琪件又 ハ杀 iilj スル ® [ 節ノ刑 

?!f J]f 件 力 地域 ヲ-垛 -- ス ル數 箇ノ 裁判官 £e / 管 ^ 


M 屣 スル トキ ハ 刑事訴訟法 第二 十七 條及第 二十 
八條ノ 規定 ヲ维 用ス 

第 十七 條 一/地域 ノ檢 事、 檢察官 乂 ハ 其 ノ 職務 
ヲ 行フ啬 他ノ池 域ノ 管鞞数 判官 廳 -I 於 テ fff 件 ヲ 
審理 スル コト ヲ適 當卜 認ムル トキ ハ K ノ地 域ノ 
檢琪 、檢察 官又ハ 其ノ 職務 ヲ行フ 者 M 之ヲ绘 致 

スル n トヲ 得 

ーノ 地域 ノ豫密 又 ハ 第一審 ノ裁判 官 醍他ノ 地域 
/管_ 裁判官 廳-! 於テ祺 件ヲ 審理 スル コト ヲ適 
當卜 認ムル トキ ハ檢斟 、檢察 官又ハ 其ノ 職務 ヲ 
行フ 者ノ誧 求-一因 リ 決定 ヲ以 テ其ノ 地域 ノ管轄 
栽 判官 廳 = 之ヲ 移送 スル コト ヲ得 
第 十八 條 ーノ地 域 一一 於 テ 刑事 ノ訴訟 若 ハ 即決處 
分 又 ハ假 m 獄 — 關シ テ爲シ タル 裁判、 處分 其ノ 
他ノ手 緻上ノ 行 爲ハ 他ノ 地域-一 於 ケル 法 ■令 ノ適 
用-一 關シテ ハ 其 ノ地二 於 テ爲シ タルモ ノト 同一 
ノ効 カヲ奋 ス 

第 十 一條 第一 項 但雷ノ 規定 ハ 私 訴 -I 之ヲ s 用ス 
第 十九 條 ーノ地 域- ; 於 テ爲シ タル 刑ノ執 行猶豫 
ノ W 趣 又ハ假 出獄/ 處分ハ 他/地域 二 於 テ其ノ 
地ノ法 令-一 抜"' 之ヲ 取 消 ス n トヲ得 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 ム但シ 第三 條 
ノ规定 -1 付 テ ハ 別- 一 其ノ 施行 期日 ヲ定ム ル コト ヲ 
得 

本法ハ本法施行前-一生シタル事项-一付亦之ヲ適用 
ス但シ 第 十 一條 及第 十八條 ノ 規定 ノ 適用-一 付 テ ハ 
人ノ 資格-一基 ク旣 成ノ 効果 ヲ妨ケ ス 
本法施行前-!宣言シタル破產-|付テハ仍從前ノ例 
-I 依 ル 

〔國 務大 K 伯爵 寺 內正毅 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 伯 防 寺內 正毅嵙 ) 唯今 誘 題と なり まし 

た 典 通 法に 付 S- まして 一言 說明を 申 上げて 間きたい 

と , 1U ひます、 從來内 地と 朝 P 豪 罔 若く ! i 關束 州、 此 

谷地 域は 民 刖刑斟 に關 しまして 互に 別個の 區域 をな 

L て E o -f す、 即ち 別個の 法律を なして 居 〇 ます、 

法令 S 効力が 互に 相 及ばない と 云 ふこと になって 居 

ります、 其交涉 事項に 付て は 何等の 通則を 設けて な 

いので あ 〇 ます、 却つ て 此外國 との 關係 に付き まし 

て U 法則の 規定に te つて それ <途 も 5 來て 居り ま 

する が、 それに 反して 咐今 申す 所の 朝鮮 ® 灣關萊 州 

は 共通の 収 扱の 规定が ない のであります、 甚だ 制度 


の不龉 と 申しても 宜しい、 聖代に 於て あるべ から ざ 
る こと、 考 へて 居ります、 是は從 前、 大分 先き より 
政府に 於き まして 法律を 以て 右 等 谷地 域 間の 民間の 
民事 刑事 交渉 事項を 規定す るの 必要を 認めまして、 
内閣に 共通 法規 調査 委員 會を 設けて 審議を 致し まし 
たのであります、 其 結果 出 來 ました 所の 法案を 玆に 
提出した 譯で あります、 どうか 御 群議の 上 御 nT 決に 
なること を 切望して 置きます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 右 議案の 審査を 付託す ベ 
き 特別委 a の 選擧。 

0 男 W 高木 兼 ■寬斜 太 員は 玆に 一つの 動議を 提出い 
たしまして 滿場 諸君の 御 賛同を 願 ひたいので ありま 
す、 即ち 特別® 員の 選舉は 特別なる 場合を 除く の 外 
本會期 中 ® 長に 御 委任せ むこと であります、 どうか 
斯く 致した うご ざいます から 滿場 諸君の 御 賛成を 願 
ひます。 

0 男爵 石黑忠 蒽君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〔此時 男爵 高木 兼 寬君發 言の 許可を 求む〕 
o s 長 C 公爵 德川家 達 君〕 高木 男爵は .…： 

〇舛爵 高木 諕寬君 唯今の 励 _ が 決定いた しました 
ら、 更に 又 …… 

0 議長 (公爵 德川家 達 君} まだ 決定いた して 居り ま 
せぬ、 高木與 爵 の動戠 に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 男爵 高木 兼寬君 唯今 議題に なつた 共通 法案の 特 
別 委員は 十五 名と 御 定めを 願 ひたう ございます、 之 
に 御 賛成を 願 ひます。 

0 男爵 中 川 興 長 君 賛成ぐ 

〔其 仙 「質 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 CX ム爵德 川 家 達 君) 共通 法案の 特別委 員の 數 
を 十五 名と する 說 に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 脬德川 家 達 君〕 御 異議ない と 誌め ます、 
特別 姿 員の 氏名を 御 報吿に 及びます" 

〔河 并辫 IR 官朗 If 〕 

共通 法案 特別委 fl 
公爵 德 川！ 一久 君 
子爵 酒 井 忠 55 封 
平 山 成 信 君 
荒 井 K 太郎丑 


男 K 安場 末 喜 起 
加 太 邦憲君 
高 橋 作 fi 君 
上 松 泰造君 


富 井 政 章 君 
礎 部四郞 岩 
江 木  翼 君 


伯爵 奧平 昌恭君 
子爵 板 倉 勝憲君 
岡 野 敬 次 郎君 
男爵 船 越 光之丞 哲 


0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 徴兵 令屮 改正 法律案、 政 
府 提出、 第一 讀會。 

〔岡 書記 , F-; 朗 W 〕 

徴兵 令 中 改正 法律案 
右 

勅旨 ヲ奉シ 帝 國議會 ，1 提出 ス 
大正 七 年 一月 十九 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
海軍大臣  加 藤 友三郎 
陸軍大臣  大島 随一 
徴兵 令 中 改正 法律案 
徵兵令中在ノ通改正ク、 

第七條 第 十二 條又ハ 第 十三 條 Mte ル 場合 ヲ 
除クノ 外 志願-一依 リ 兵籍-一 編入 セラ ルル 者 服役 
= 關シ テ ハ勒令 ノ定ム ル 所 一一 依 ル 
前孭 M 依 リ 兵籍- 1 編入 セラ レ タル 者滿 四十 歳 迄 
-I 兵籍 ヨリ 除 カルル M 至 リタ ル トキ ハ 勅令 ノ定 
ムル所-一饺リ兵役 — 服ス 

第 八條 六年ノ 懲役 乂ハ 禁錮 以上 ノ 刑-一 處セラ レ 
タル 者 ハ 兵役-一服 スル コト ヲ許 サス 
第九條 第一 項 及第 二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

現役 兵 補充兵 ハ 毎年 所要 ノ 人員 一一 應シ壯 丁ノ身 
材藝能 職業-一 從ヒ勅 令 ノ定ム ル 谷 兵及雜 卒 -I 區 
別シ抽 籤 ノ 法-一 te リ徵集 順序 ヲ定メ 之 M 充ツ • 
第 十三條 左-一 揭 クル 者-ー シテ 陸軍 豫備役 後備 役 
將校同 相 當官 タル ノ筘菌 ヲ有ス ル滿 十七 歲 以上 
二十 一歳 未滿ノ モノ ハ 志願-一由 リ ー箇年 間 陸軍 
現役 = 服 ス ル n トヲ得 此場 < 11 11 於 テ ハ 其 現役 中 
ノ 食料 被服 装具 等ノ 費用 ハ 自辨卜 X 但 費用 ノー 
部ヲ 官給 スル コト アル 可シ 

第一 官襄 校 ^ 1 s f 等 師譜校 又 ハ 

中學 校ヲ 卒業 V- タル 若  r 
第二 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ中® 校 ノ學科 程 
度卜 同等 以上 卜認ム ル 學校ヲ 卒業 シク 
ル 者 

前項- 1 揭クル 學校 -I 在學ス ル 者- 1 シテニ 十二 歲 
未滿迄 -一 卒業 シ入營 ス ル コト ヲ得ル モノ 亦 前項 


偽兵 令 中 改正 法律案 第 一 誚啻 


九 
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ュ同シ 

前項- 1 依 リ志 願ヲ爲 シタル 者 ハ卒菜 迄 入營 ヲ延 
期ス 

第二 項 =揭 クル 者 深 二十！ 一歳 以上 — 非 サレ ハ卒 
業シ 人營ス ル n トヲ得 サル-一至 リタ ル トキ ハ 抽 
籤ノ法 二佐 ラ 7, •ど ア之ヲ 徴集 ス 
第一 項 又 ハ 第二 項-- 依 リ 現役- 1 眼 スル 者 ハ 其 現 
役屮 之ヲ ー年 志願兵 卜稱ス 六 年 未 滿 ノ趑役 又 ハ 
禁錮/刑 -I 處セ ラレ タル 者 ハ ー年 志願兵 タルコ 
ト ヲ許サ ス 

一年 志願兵 ノ現 役ヲ終 リタ ル 者ノ豫 惆役 後備 役 
期間 ハ 勒令ヲ 以テ之 ヲ定ム 
第 十四 條 二 十 歳 未滿 _1 シ テ肺範 學校ヲ 卒業 シク 
ル 者 又 ハ 滿二十 歳 以上-ー シテ 師範 學校二 在校シ 

滿二 十三 歳 迄- 1 之ヲ 卒業 スヘキ 者 ハー 筒 年間 陸 

軍 現役-一服 セ シム 

前項 — 佐リ 現役 M 服 スル 者 ハ 其 現役 中之ヲ ー年 

現役 兵卜 稱ス 

第一 項ノ 場合- 1 於テ師 瞄學校 在校 中 ノ者ハ 卒業 

迄 入營ヲ 延期 ス 

一年 現役 兵/現役 ヲ終 リタ ル 者 ハ 直- 1 第一 國民 

兵役-一服 セ シム 

一年 現役 兵 トシ テ 現役 — 服ス ヘキ 者 其 現役 屮ノ 

者 又 ハ 其 現役 ヲ終 リタ ル 者 左 ノ各號 ノー- 1 該當 

スル トキ ハ 之ヲ 徵集ス 但滿二 十一 歳 以上 ノ者ノ 

徵集 ハ抽 礙ノ法 ラサル モノ トス 

第一 滿二 十三 歳 迄-一 師範 學校ヲ 卒業 セ サル 

二 至 リタ ル トキ 

第二 師範 學校 卒業 ノ年- 1 入營シ タル 者 其 現 

役ヲ終 リタ ル 日 3 y 六 箇月 ヲ經 過シタ 

ル 後-一 於 テ小學 校ノ敎 職-- 在 ラサル コ 

ト アル トキ 

第三 師蹄學 校 卒業 ノ 年-一入 營セ サル 者 卒業 

ノ日 a リニ ® 年ヲ 經過シ タル 後 二 於 テ 

小學校 ノ敎職 -1 在 ラサル n トァル トキ 

第 四小學 校ノ敎 職-一就 クノ 資格 ヲ有セ サル 

-1 至 リタ ル トキ 

一年 現役 兵ノ現 役 ヲ終 リタ ル 者 前項-一依 リ徵集 

セラ レ タル トキ ハ ー箇年 現役 期間 ヲ 短縮ス 

第五 項 第二 號乃至 第四號 ハ滿 二十 八 歳ヲ過 キタ 

ル 後 小學 校/ 敎職ヲ 退 キタ ル 者 — 付 テ ハ 之ヲ適 

用 セス 


第三 章 免役 及 延期 

第二 十一 勝 禁錮 以上 ノ刑 -I 該ル ヘキ 犯罪 ノ爲メ 
操 辞 若クハ 公判 中ノ若 犯罪 ノ爲メ 拘禁 中 ノ者刑 
ノ 執行 呤 止 中 ノ者又 ハ 假出 獄中 ノ者ハ 徵 集ヲ延 
期ス 

第二 十三 條 一年 志願兵 トシ テ 服役 ス ヘキ 者ニシ 
テ 勅令 ノ定ム ル 所-一法 リ修業 年限 三箇年 以上 ノ 
專門學 校 又 ハ 之卜 同等 以上 卜認ム ル 學校 M 在校 
スル モノ  >1 對シテ ハ 本人 ノ願 11 由 リ其學 校ノ修 
業 年限- 1 應シ滿 二十 七 歳 迄 入營ヲ 延期 ス 
一年 志願兵 トシ テ 服役 スヘキ 者 其 服役 ヲ爲 ササ 
ル トキ ハ 之ヲ 徵集ス 但滿 二十 一歳 以上 ノ 者/ 徵 
集 ハ 抽籤 ノ法二 依 ラサル モノ トス 
第二 十三 條ノニ 滿 二十歳-一至 ラサル 前 ヨリ 露國 
領 沿海州、 露國 領薩哈 _、 支那， 香港 及 澳門以 
外 ノ外國 -1 在 ル 者-一 對シテ ハ 本人 ノ 願-一由 リ滿 
三十 七 歳 迄 徵集ヲ 延期 ス 

前項 — 徵集ヲ 延期 セラ レ タル 者 延期 ノ 事由 消滅 
シタルト キハ 抽猶ノ 法-一依 ラス シテ之 ヲ 徵集シ 
滿三 十七 歳ヲ過 キタ ル トキ ハ國 民兵 役-一服 セ シ 

ム 

第二 十一 15 一一 第 七 條ノニ 第二 項 二 依リ 兵役-一 
服ス ヘキ 者 又 ハ 第 十四 條第五 項 若ク ハ前條 第二 
項-一依 リ徵集 セラ ル ヘキ 者- ー シテ滿 二十 七 歳 迄 
ノ モノ ハ 志願-一由 リ ー箇年 間 陸軍 現役-一服 スル 
コト ヲ煜此 場合 一 一 於 テ ハ 第 十三條 ヲ 適用ス 
前項-一依 リ志 願ヲ 爲シ タル 者 =對シ テ ハ 第二 十 
三條 第一 項-一 te ル 延期 ヲ爲 サク、 

第二 十 五條 第三 條第二 項、 第 十二 條 ，第 十三 條 

第一 項 第二 項 第 四 項、 第 十四 條第五 項. 似 書、 第 

二十 三條 第二 項 但書 及第 二十 三條ノ 三 第一 項- 1 

揭クル 年齡ハ 十二月 一日 二 於 ケル 年齢 トス 

第二 十五 條ノニ 毎年 一月 一日 ヨリ 十一月 三十日 

迄- 1 滿二十 歳 卜爲ル 者 ハ 其 年 一月 中- 1、 十二月 

一日 ヨリ 同月 三十 一日 迄 二 滿二十 歳卜爲 ル 者 ハ 

翌 邹一 月 S 書面 ヲ以テ ;S. K 1I R ^ 

謂 ■口戶本”遷馨 

可シ但 現役 ヲ終へ タル 者 又 ハ 現役 中ノ者 M 付 テ 

ハ此 限-! 在 ラス 

第 十四條 第五 項、 第二 十三 條第二 項若ク ハ 第二 

十三 條ノニ 第二 項-一 該當ス ル 者 又 ハ 第二 十三 條 


第一 項- 一 法 ル 延期/ gt 由 止 ミ タル 者 ハ 十四日 以 
內- I S 面ヲ以 テ 本籍 ノ 市町村 長- 1 屆出ツ 可シ 
第二 十九 條中割 註 ヲ削 y 「蔡錮 .1 ヲ 「六 年未滿 ノ S 
役若ク ハ 禁錮」- 1 改 メ同條 第一 項/次-一 左 ノ ー項 
ヲ加フ 

第 十三 條- 一法 リ服役 K ル者ノ現役預厢役後砌役 
年期 又 ハ ー年 現役 兵ノ 現役 年期 ハ 前項 M  ラス 
勅令 ヲ以テ 定ムル 日 3 リ起算 ス 
第二 十九 條ノニ 本 令 中 市町村 長ト アルハ 勅令 ヲ 
以テ 指定 スル 市  >1 在 リテハ 區 長、 市制 町村制 ヲ 
施行 セ サル 地- 1 在 リテハ 市町村 長- 1 進 スへキ 者 

トス 

第三 十條 第二 十五 條ノニ 第一 項 ノ屆出 ヲ爲 ササ 
ル 者 ハ 科料-一 處ス 

第三 十條ノ ニ 第二 十五 條ノニ 第二 項ノ屆 出ヲ爲 
ササ ル 者 及 正當ノ 事故 ナクシ テ 身 is / 險査 ヲ受 
ケサル 者 ハ 百圓以 ドノ 罰金 又 ハ 三圓 以上 ノ 科料 
二處ス 

第三 十 一條 中 「一月 以上 一年 以下 ノ重 禁錮-一 處シ 
三圓 以上 三十 圓 以下 ノ E 金ヲ附 加ス」 ヲ 「三年 以 
下/懲役-一 處 KJ  一 I 改ム 
第 六 章 ヲ削ル 
附則 

本 法 ハ 大正 八 年 十二月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本法ノ 適用- 1 付 テ ハ * 刑法 M 陸軍 刑法 又 ハ 舊 海軍 
刑法 ノ 重罪 ノ刑- 一處 セラ レ タル 者 ハ 六年ノ 懲役 又 
ハ 禁錮 以上 ノ刑ユ 處セ ラレ タル 者 •其ノ 禁錮 ノ刑 
二處セ ラレ タル 者 ハ 六 年未滿 / 懲役 又 ハ 禁錮 ノ刑 
こ處 セラ レ タル 者 •其ノ 公 權ノ剝 _ 又 ハ 停止 ヲ附 
加ス ヘキ 重 輕罪ノ 爲豫群 又 ハ 公判 中 ノ者ハ 禁錮 以 
上ノ刑 -1 該ル ヘキ 犯罪 ノ爲豫 群 又 ハ S 判 中 ノ者卜 
看做ス 

本 法 施行 ノ 際 B 法 第二 十三 條 第一 項 ノ 規定-一依 リ 
徵集猶 豫中ノ 者 ノ其ノ 事故-一依 ル徵 集猶豫 及其ノ 
事故 止 ミ タル 場合-一 於 ケル 屆出- 一 付 テ ハ 仍 從前ノ 
規定-一® ル 

本 法 施行 ノ 際 ® 法 第二 十三 條 第一 項ノ 規定 — 依 リ 
徵集馘 豫中ノ 者 又 ハ 從前ノ 規定 二 依 リ ー年 志願兵 
タル ノ 資格 ヲ有ス ル者ノ ー年 志願兵 / 志願-- 付 テ 
ハ仍 從前ノ 規定-一依 ル 

前 二 項-一 掲クル 者/外 本 法 施行 ノ際徵 集 痼 豫ヲ受 
クル コト ヲ煜 ル 學校- 1 在校 中ノ者 ノ其ノ 事故-一依 


ル® 集； 5拽及其/苽故止ミ*ル甩合-|於ヶ >». 届出 
並 一年 志願 — 付 テ ハ 仍從 前ノ 規定- 1 依 ル 
前 二 項/規定 — 依 リ ー年 志. g 兵ヲ志 阏シタ ■!- « ハ 
本法二法リー年志願兵ヲ志願シタル者卜«做ス 
本 法 施行 v 際 師範 聲校 -I 在校 屮ノ荠 又 ハ從前 / 钽 
定 -I  te リ六週 11 現役 兵夕 格 ヲ有 >< >1- 者 ハ仍從 
前ノ 規定- 1 依 y 之ヲ六 週間 陸 ill 現役- 1 服 セ シム 
前项ノ 規定-- 依 ft 六 週間 陸眾現 枝 ヲ終 リタ ル 者 又 
ハ 其/服役 中敎 職ヲ fig メタル 渚 ノ服役 -I 付 テ ハ 仍 
從前ノ 規定-- te ル 

本 法 施行/際 一年 志願兵 若 ハ 六 週間 現役 兵 タル ? f 
又 ハ 其ノ 服役 ヲ終 リタ ; 1/ 者ノ 服役-- 關シテ ハ 仍從 
前ノ 規定-一 te ル 

六 週間 陸軍 現役屮 / 若 又 ハ其ノ 服役 ヲ終 リタ ル 者 
滿二 十八 歳 迄-一教 職 ヲ {!| ムル トキ ハ 十四日 內 -I 本 
籍ノ 市町村 長 一 |屆 出ッ ヘシ 

前孭ノ 市町村 長- 1 付 テ ハ 第二 十九 條ノニ ノ 規定 ヲ 
?[§ 用ス 

第三 •明、 第： c/r s 又 ハ 第 十； 5  ノ屈 出ヲ爲 ササ ル者ノ 
罰 第三 十 條ノニ -I 同シ 

從前ノ 規定-一依 リ徵渠 ヲ猶拽 セラ レ タル 者ヲ 徴集 
スル 場合 = 於 テ ハ 抽籤 ノ法 -I 依 ラスン テ之ヲ 徴集 

ス 

本 法 施行 ノ際 認國領 沿海州、 露國領 薩哈嗵 ，支那 
香港 及澳門 以外/外 國二 在リテ 徴集 猶豫 中/者 ハ 
第二 十三 條ノニ 第一 項-- 揭 クル 者卜 看做シ 其ノ者 
ノ徵集 猶豫ノ 願 出 ハ 同 項 ノ 規定 二 依 ル 願 出 卜 看做 

ス 

OS 長 (公爵 德川家 達 君〕 大島 陸軍大臣。 

I 國務 大臣 大島健 一君演 ® に 登る〕 

0 國務大 p< ( 大島煺 一 君) 徴兵 令 中の 改正 法律案 ffi 
出の 理由を 申 述べます る、 此 改正の 趣® は 兵役 義務 
の 均等 を圆 ります る こと、 L11 來 制度の 改正に 依り ま 
して 自然 改正を 要します る こと、 並に 從來 SH 驗に 
徵 しまして 改正, V 耍 します る 事柄で あ 〇ま す、 其 ^ 
項を 申します ると、 從 來中學 以上の 學 校に 在 學いた 
します る 所の 生徒は、 二十 八 歳まで 徴兵 猶豫 をす る 
と 云 ふ 制度であります、 是れ に It 备 ® の 弊害 も あり 
まする ので、 徴兵 痼 豫の 制度を 止めまして ■•中 it 以 
上の 舉 校に 在る 所の 生徒に して 一年 志願兵た る こと 
を ? [; 望し まする 者は 其徵兵 適 齡の 年に 於て 徴兵 檢査 
を 行 ひまして、 其在學 する 所の 學 校の 在 學年 に應じ 
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まして 二十 七 哉まで 徴兵々 猶拽 すると 云 ふこと に改 
めたい と 云 ふので あります、 從 來小壤 校の 敎 M たる 
べき もの、 若く It 敎員は 六 週間の 現役を 以て 兵役を 
終る ことにな つて 居りました、 軍隊 敎 育の 大要を 理 
得いたしまして、之を兒窠の敎育 |- 及 |4 しまして> 
其 兒 童の必 frr a 務を完 全に 施行いた しまして， 遺憾 
なく軍國に諶させますのには、此敎35たる者の軍隊 
敎育が 今少し 普及を 致さぬ ければ 不十分で あると 云 
ふので、 一年の 現役 兵 1- 改めたい と 云 ふので ござい 
ます、 從來 外国に 參 つて fr る 故， V 以て 徴兵を 猶裸い 
たして 居りました、 是は二 十八 歳 以前なら 何時でも 
外 M に 參〇 まして、 さう して 三 十二 成まで 徵兵 滴豫 
と 云 ふ 事に なつて 居りました* 前の 如く 中學其 他の 
壤 校に 居ります 若 〇 徴兵 適齡の 時に 檢孢を 受けて、 

それで 合格 以上の ものは 延期を する ことにな 〇 まし 

た、 自然 此の 外國 に參 ります 者の 二十歳 前は 格別、 

其の後は 唯今の 制度に 致します ると 服役を- 了 つて 參 

る ことになります- te つて 二十歳 以前ょ 0外 國に參 

つて 居つ た 者 li 徴兵を 延期す る、 それが 今まで 三十 

二で ありました のを 三十 七までに 延ばしました、 三 

十二と 前に 決めました 頃は 後備の 服役が 丁度 それで 

了る やうに なつて 居 〇 ました、 今は 服役 令の 方が 變 

はりまして 三十 七まで 後 (i に 居る ことにな 〇 ました 

から 三十 七までに e 朝いた します る 者は 服役 を 致し 

ます、 « 後の 苦は 國民眾 に 入れる と 云 ふこと で、 其 

外 細かい ことが ございます るが、 是は 前に 中した 制 

度の 改正、 或は 從來の 馊 驗等に 依りまして 谷® の修 

正を 致した ので ございます、 どうぞ 御 協 燹あら むこ 

> -を 21 みます。 

〇阪本 釤之助 討 徴兵 令の 改正に 付きまして 常に 本 

S が 考へて 居ります る ことに 付て 一言 御 尋ねを 致し 

たいと . IL1, ひます が、 世の中に 兵役 税と云 ふこと を 能 

く 多少 問題に して 居る ので ございます 、本 M 等 も 常 

に此 兵役 税と云 ふことは 多少 攻究すべき 値の ある も 

のと 考 へまして、 自分 一人と して li 始終此 事は 考へ 

て 尻り ます、 木 案を 政府が 提出され るに 當〇 まして 

兵役 稅と云 ふこと に 付て li 多少考 1® せられた ことが 

あ 〇 まする か、 或は 丸で さう 云 ふことは 問題に (i な 

らぬと 云 ふこと でありました か •若し 多少 間 题にさ 

れたな らば 御 差 支の なき 限り どう 云 ふ ものを 御 攻究 

になつ たので ありませ うかと 云 ふこと に付きまして 

御 痄支 のない 限り 拜 e いたした いと 存じます。 


〔國務 大臣 大岛 健！ 君 演壇に 登ろ〕 

〇國狗 大臣 (大鳥 健 一 君) 阪本君 の 御 質問に 御 答を 
致します 、徴兵 令 改正に 付て 由來世 問に 議論の あつ 
た 服役 fa と 云 ふこと に 付て 考へた かと 云 ふ 御 尋ねの 
やぅで ございます、 是れは 確かに 記憶いた して 居 〇 
ませぬ が， 兩 三年 以前まで 一!々 論議され まして 陸軍 
の 意忠も 其 當時 十分に 表明を 致して 居る 積り であり 
ます、 譁 事錄 にも 載つ て 居らぅ と 思 ひます、 要は 服 
役税を 取る のは 必任 義務の 制度の 精神と 伴は ぬと 云 
ふので 從來其 議論には 同意を 致して 居り ませぬ、 そ 
れ故 今回の 此改 正に 付きまして 之を 再び 論_ すると 
云 ふことは 致し ませぬ ので ございました、 之を 以て 
御 答と 致します。 

0 議長 C 公 捣德川 家 達 君〕 次の E 程は 先刻 高木 男挝 
の 励 謎が I'J 決されました から 削除いた L ます。 

0 男爵 高木 兼 ^ 君 本案に 對 する 委員は 十五 名と定 
め、 議長 御 指名を 願 ひたい。 

0 男 樹中川 興 長 君 饺 成。 

0_ 長 (公 t# 德川家 達 君〕 高木 男爵の 動_ に 御 異存 
ございませ. 2 か。 

〔「異 調な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 SS 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
特別委 員の 氏名な 報 is- に 及びます。 

〔成 網 書記官 朗 讀〕 

徵兵令 中 改正 法律案 特別委 員 
伯爵 林 1¢ 太郞財  山 
子 fil ® 口 誠_ 君  子爵 大 


脇玄君 
給 近荦君 
原 光孚 君 
內長 人君 
渡敏一 君 
場 g 長 君 
田 榮吉君 


男 ^ 山川炖次郎君  男 辟 沖 
江 木 千 之 S- 男 l.1f 山 
男昭伊 束 避 3T 郎君  石 

, 高 [1] 平 裏  木 

佐々 田® 君  鎌 

橋 木 辰 二 郎君 

〇誔長 C 公 防 徳川家 達 君) 次の 誘 事 日程は 決定 次第 

本院 ! r. 報 を 以て 御 i'a 知に 及びます •是で 散 會を 致し 

ます。 

午前 十一 時 三十 11 分 锴會 

1111 - 

〇 大正 七 年 一月 11 十九 日 火曜日〕 

午前 十 時 五分 開議 

SS 事 日程 第三 號 

第 I  侯 限. 醍颂忠 重 君 ■男爵 尾 崎 1 二茛 君 •深 野 


第 II 


一三 君 •田 if 輝 ® 君、 男爵 眞鍋® 君、 兒 
玉 利 固 君 •川上 親 暗君 •岩 村 兼 善君謫 暇 
の 件 

巡査 看守 11 隱料及 遺族扶助 料 法 中 改正 法 


律 案 ( 


. 11 


第 I 讀會 


第三 大 IE 六 年 勃 令 第 — 百 II 號 (承諾を 求む る 

件〕 會議 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 是ょ〇 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔成 瀬 書記官 朗_〕 

去る 二 十一 一日 謅決 したる 出征 艦隊に 對する 感謝 決 
謖 文は 即日 之を 海軍大臣に 送致せ り 
同日 海軍大臣ょ 〇 左の 通牒を 受領せ り 
贵族院 決 il 傅 達の 件 

本日 fi: 族院に 於て 我 か 出征 艦隊に 對し 鄭重なる 
決議 相 成た る 次第は 直に 谷 出征 艦隊 指揮官に 電 
報を 以て 傳達致 置 候 
右 申 進す 

同日 第 四 部に 於て Ti 算委 員男 K 宮原二 郎君の 補闕 
選擧を 行 ひしに 其の 結果 男爵 沖 原 光孚 君當 選せ り 
同日 常任委員 會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 


資格 審査 委員 會 
委員長 
副 委員長 
委員 會 
委員長 
副 委員長 
懲 f. 委員 會 
委員長 
副 委員長 
請願 委員 會 
委員長 
副委 M 長 
決算 K ■員！ a 
委員長 
副 委員長 


伯爵 川 
富 

淺 

子爵 靑 

伯爵 林 
伊 

侯爵 細 
三 


村鐵太 郎君 
井 政 章 君 


田德 
木 信 


則 君 
光 君 


博 太郞君 
澤多离 男 君 


川 is 

宅 


立 君 
秀君 


公爵 德 川慶久 君 
伯爵 奥 平 昌恭君 

同日拽 筇委員 窗 に 於て 決定した る 分科 及 分科 擔當 
委員の 氏名 左の 如し 

へ 歳 人、 大藏省 C 帝國鐵 道、 ノ 
第一 分科 一 朝鮮® 督 府、 « » 總 督府、 j 
/關 東都 督府 、陣 太廳を 除く)、 

子 擗靑木 信 光 君子 爵前田 利定君 


子爵 水 野  腹 君 
荒 井 賢 太 郎君 
.仁 尾 惟茂 君 
橋 木圭三 郎君 
橋 本 辰 二 郎君 

兼務 

伯昭寺 島 誠 一郎 君 
淺田德 則. S 
石渡敏 一 君 

第二 分科 €? 1| ) 

伯 辟 弗 島 誠 一郎 君 
男爵 小 澤武雄 君 
子爵 酒井忠 亮君 
男爵 千秋 季隆君 
藤 田四郞 君 
加 太 邦憲君 

# 務 

伯爵 松 浦 

河 村 翻 三郞君 
若 © 3 禮次郞 君 

第三 分科 議) 

伯掼 松 ? fn 厚 君 
男爵 高木* 寬君 
荒 川 義太郞 君 
谷 森 眞男君 
湯 淺倉平 君 

兼務 

子爵 酒 井 忠亮君 
石 井 省 一郎 君 

第 四 分科 (_H) 
子爵®  口 誠康君 
高 崎 親 章 君 
男爵 村 上 敬次郞 君 
男爵 南 岩 倉 具 威 君 
福 永 吉之助 君 

兼務 

子爵 大河 內正敏 君 
男爵 坪 井 九 八 郎君 
湯 淺倉平 君 

第五分科{||| « 

子爵 大宮 以季君 


男 ® 阪谷 芳郞君 
男 辟 坪 井 九 八郞冇 
若 搜禮 次郞君 
木 村 誓 太 郎君 
安田蕃 三 郞？ 5 

子爵 八晓隨 正 君 
男爵 村 上 敬 次郞若 
桑田 熊 藏君 

伯爵 柳 原義 光 君 
子 fif 牧野 忠篤君 
男爵 中 川 興 長 君 
石 井 省一郞 rv 
石 渡 敏 l fj 


厚 君 子爵 伊東 祐弘君 
男爵 若 王子 文 健 fl 


子爵 ® 本 武憲君 
江 木 千 之 君 
岡  喜 七 郎君 
阪本釤 之 助 君 
木本 源 吉君 

子 節水 野  直 君 
石黑 五十二 君 

子爵 伊東 祐弘君 
男爵 沖 原 光孚 君 
男爵 山內長 人君 
石 黑 五十二 君 
高 橋 作 衞君 


江 木 
に M 


千 之 君 
惟茂 君 


子 辟 三島彌 太郞君 


院族贵 會_ 帝 回 十四 第 


巡査 看守 ia ss 嵙爻 潰 族 扶助料 法 中 3C 正 法律案 第 l sf gf 


子 K 井上 匡 四 郎君 
男 11? 武 井守 正 君 
桑田 |1§ 藏君 
佐 藤 友 右 衙 門 君 


子 13 松 平 直 平 君 
子 ! 3 大河 内 正敏君 
男 m m 誠 之 助 君 
田 中 源 太郎哲 
尼 崎 伊三郎 君 

兼務 

高 崎 親 章 君  小 松 謙 次郞君 
男 S 場末 喜 君  阪本 S 助 君 
橋 本 辰 二 郎君 

@ .,、 9- 科へ 帝國进 道、 ';')] 鮮總督 肘、 祭 '* J ノ 
錚ナ 分' 府 .關诳 都® 府 、梅 太 庭』 

子 辟 稻埴 太祥岩 子 flf 八條隆 正 君 


河村讓 三 郎君 
男爵 若 王 寺文煺 君 
男爵 安場 末 喜 君 


淺田德 則 君 
小 松 謙 次 郞器 
男 fi? 北 大路 K 信 君 
荒 井 泰治君 

兼務 

男脬小 澤武雄 君  岡  喜 七 郎君 

荒 井野 太 郎君  藤 田 四 郎君 

高 橋 作衙君 

同日 請願 委員 會に 於て 決定した る 分科、 分科 擔當 

委員 及 主 ？ E の 氏名 左の 如し 

第一 分科 (S 11 省) 


子爵 豊岡 圭資君 

男爵 黑田長 和 君 

海 江 田 準 一郎 君 

佐々 田  懋君 


主査 子爵 本 多 忠鋒君 

子爵 米津政 賢 君 

三 宅  秀君 

江 原 芳平君 

鈴 木 周 一一 一郎 君 

惠 二^-, 4へ外務 «- 、內務ン 

¥1 分， 省、 文部省 j 

主査 男爵 內田 正敏君 伯爵 島津 

子爵 本 多 實方君 子爵 京 極 

子爵 今 城 定政君 男爵 阪井 

田 島 竹 之 助 君  江 原 

星 島 ! S 一 郎君 

君 1 二 o' 斗へ 內閣 (鐵 道院を 除ン 

ilKsf r 〕 司法 省、 遞信省 ) 

主査 小 野 田元洄 君 侯爵 細 川 

子® 東坊城 德長君 

子爵 板 倉 勝 憲君 

鈴 木摁 兵衞君 

網藏 平輔斟 

兼務 

佐々 田 懋君 


忠 ® 君 

高義君 

重季君 

素 六 君 


護立 君 

治 仲 君 


子爵 五辻 

男爵 小 畑 大太郞 君 

豊川良 平 君 


一二 


第 四 分科 ii ^s 道 ^ ) 

主査 子爵 立 花 種 忠君 子嵙齩  篤® 君 
子 斿 新庄直 知 君 男爵 眞田幸 世 君 
男 辟 島津久 賢 君 男 ® 佐竹義 準 君 
SE 額 滿正君  上 松 泰造君 
井芹 康也君 

同日 決算 委員 會に 於て 決定した る 分科 及 分科 擔當 
委員の 氏名 左の 如し 
第一 分科 (歳入、 大蔵省) 

公爵德 川匮久 君 男爵 藤 堂 高 成 君 
男爵 東鄕  安 君  安立 綱 之 君 

石橋 謹 二君  森 田 真 聾 

平 山浪三 郎君  美 馬 儀 一 郎君 
大矢馬 太 郎君 

第二分科(稱 1| 法3 
伯爵 奥平昌 .恭君 子爵 野 村 益 三 君 
子爵 池 田 政 時 君 男爵 北 島 齊孝君 
男爵 新田 忠純 君 男爵 山 內豊政 君 
男爵 船 越 光之丞 君 男爵 伊丹 春 雄 君 
男爵 安藤 直 雄 君 

第三 分科 ( 81 1) 

子爵 伊集院 兼 知 君 男爵 宇佐川 一正 君 
男爵 村木雅 美 君 男爵 伊東 義 31. 郎君 
男爵 外 松 孫 太 郎君  安樂 兼 道 君 
依田 仙 右 衞門君  福 島 文 右 衞門君 
g IE 1 君 

證分& 1 '€ ii • 1 t® 

子爵 西 大路 吉光君 子爵 片桐 M 央君 
子爵 小 笠 原 勁 一 君 男爵 藤 大路 親 春 君 

男爵 長 松篤裴 君 男爵 楠 本正敏 君 

瀧 川辨一 i  堀 內半三 郎君 

松 尾 廣吉君 

去る 二十 三日 特別® 員會に 於て 當選 したる 正副® 

員 長の 氏名 左の 如し 

徵兵令 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  伯爵 林 1® 太郞君 

副 委員長  江 木 千 之 君 

同日 豫算 委員長よ 〇 分科 擔當 委員の 兼務を 左の 如 

く 決定せ る 旨 報告書を 提出せ り 

第五 分科 兼務 

第 四 分科 擔當 委員 福 永 吉之助 君 


同日 森 本常繫 腔 長よ 〇 左 cam を 受 n せり 

ft 族院の 鄭重なる 決 致に 對 し ! 1 ド ー 同を 代表し 
深 15 なろ 謝 S を 表す 尙益嵆 EJ し 興 望に 副 IZ むこ 
とを 期す 

右可然 御 披露を 乞 ふ 

去る 二十四日 海軍 大 til よ 〇 左の 如く 竹 下海萆 中將 
の謝電 あり たる 旨の 通牒を 受領せ り 
贵族院 の 鄭重なる 決議に 對し 麾下 一同を 代表し 
深厚なる 謝意を 表す 尙益逛 励 興 望に 副は むこと 
を 期す 

右 可 然御 披露を 乞 ふ 

同日 佐 藤 司令官よ 〇 左の 謝 電を 受領せ り 
貴族院の 鄭重なる 決 鼓に 對し 麾下 一同を 代表し 
深厚なる 謝意を 表す 尙 益奮勵 輿望に 副は むこと 
々期す 

右可然 御 披露を 乞 ふ 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 
共通 法案 特別委 員會 

委員長  公爵 德川 慶久君 
副悉員 長  富 井 政 章 君 
同日 請願 委員長より 左の 報吿 書を 提出せ り 
請願 文書 表 第一 回報 吿書 

同日豫 算 委員長よ 〇 分科 擔當 委員の 兼務を 左の 如 
く 決定せ る 旨報吿 書を 提出せ り 
铭三 分科 兼務 

第 四 分科 擔當 委員 男爵 南 岩 倉 具 威 君 
去る 二十 六日 政府より 左の 議案を 提出せ 〇 
巡査 看守 退 隱料 及 ® 族 扶助料 法 中 改正 法律案 
大正 六 年 勅令 第二 百二號 (承諾を 求む る 件〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是よ〇 本日の 會識を 開き 
ます、 議事 日程 第一、 侯 W 醍醐 忠重 君， 男 博 尾 崎 三 
良 君、 深 野 二 一一 君、 田 邊輝實 君、 男爵 眞鍋斌 君、 兒 
玉利國 君、 川上 親晴君 、岩 村 兼 _ 君 請暇の 件、 醍醐 
侯爵は 公務に 付き fr 期 中、 尾 崎 男爵 病 氣に付 三十 七 
日間、 深 野 一三 君 病氣に 付 二十 八日 間 >  田邊 輝 實君 
病氣 に付き 二十 六日 間、 眞鍋男 爵病氣 に付き 一一 十六 
日間、兒玉利國君病氣に付き十三日間，川上親晴君 
病 氣に付 九日 間、 岩 村 兼 善 君病氣 に付き 十三 日間の 
請暇で ございます、 何れも 許可を 致して 御 ^4 存ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 . -1. :: 'si; '--; ^ - CJf 與 51 ない と 3 めます。 
0 ^. 良  c  公 ,:';' ';; 川 家 達 対) . •■'■ i7i .- M_ ili K ^ 7i a K « 
助 料 ii: 屮改正 法 体 案 ■政府 提出、 第一 ^ 0- 。 

〔河 井 pi 記官朗 說 J 

巡 st ff 守 退 I?f 钭及 ia 族 扶助料 法 中 改正 決 钳案 
右 

勅 皆 ヲ奉シ 帝！ S 猫 包-一 提出 ス 
大芷七 年 一月 二十 六日 

內閣總 珂 大臣 伯 l!'c 寺 内 JH ?? 
內務 大臣 男 fnf 後藤 新 平 
〔左の 議案 it 朗諧を 經さ： C- も參照 のた め 玆 
に i® 錦す 以下 之に ra ふ〕 

巡 ^ f? 守 ia o 料 及 is 族 扶助料 法屮 改正 法钳 案 
巡 赉宥守 退 0 料 及 i£i 族 K 肋 料 法 中 左 ノ通改 正 ス 
第二 十六 條中 「释視 胺 消防 手」 ヲ 「判任官 ノ侍 遇ヲ 
受クル 消防 手」- 一改ム 
附 HIJ 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
〔國 務大 ii IJ 辟 後隗新 平 君演® に 登る〕 

01 狳 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 唯今 當鹩榀 に 提出い 
たしました 巡査 看守 退隱料 及 II 族 扶助料 法 屮改正 法 
律 案の 提出の 理由を 簡 m に 申 上げます •本案は K も 
單簡な る もので ございます が、 此提出 いたしました 
趣旨は， 是 まで 瞥視廳 の 消防 手の みに 限って 居り ま 
した 處の ものを‘ 大阪府に 於ても 消防 手の 改 致 
L まして、 醫視廳 の 消防 手同樣 に 判 任 侍 遇 s 消防 手 
に 改めまして、 此退隱 料 並に ! ai 族 扶助料の 恩典に 浴 
せし むる やぅに 致したい と 云 ふので あります、 又 今 
後谷地 方に 於き ましても 消防 手を 改良いた します に 
付きまして は此 恩典に 浴せ しむる やぅに 致したい と 
云 ふ 所から して 第二 十六 條 中に 「瞥 視廳消 防 手」 と 
あり啵 すのを , 判任官 ノ 待遇 ヲ受 クル 消防 手」 と改 
めます 案で ございます、 御審 翳の 上 協寶 を與 へられ 
ん ことを . 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御 報告 
に 及びます。 

〔河井書記官朗遛〕 

巡査 看守 退隱料 及 is 族 扶助料 法 中 改正 法律案 特別 
委員 

侯爵 花 山院親 家君  子爵 秋 月 種英君 
子爵 松 平 乘長君  小 野 田 元— 
男爵 千秋 季隆君  南  i 


院族畀 會諮國 帝冋十 W 第 


湯淺倉 平 君 
鈴 木 周 三 郎君 


田 島 竹 之 助 君 


011 長 (公 斟德川 家 達 君) 大正 六 年 勅令 第二 百二號 
承諾を 求む る 件、 會翹 

〔河 并書 記官 朗讀〕 

大正 六 年 勅令 第二 百 二號 
右 帝 _ 憲法第 八條 第二 項- l te リ 承諾 ヲ求 ムル爲 
勅旨 ヲ奉 シ^® 薺 會-一 提出 ス 
大正 七 年 一月 二 十六 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
內務 大臣 男爵 後藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友三郞 
陸軍 •大臣  大島健 一 

外 ® 5 大臣 錯画產 一郎 

司法大臣  松 室  致 

文部大臣  岡 田. R 平 

遞信 大臣 男 t# 田 健治郎 

農 商務 大臣  仲 小路 菔 

大蔵大臣  勝 田 主計 

朕玆 -I 緊急 ノ必耍 アリ ト認 メ樞密 顧問 ノ 諮詢 ヲ經 

テ 帝國 憲法 第八條 第一 IJ - 一依 リ小額 紙 mp 行 — 關 

スル 件 ヲ 裁可シ 之 ヲ公布 セ シム 

御名  御® 

大正 六 年 十月 二十 九日 

内閣 總理 大臣 伯 辟 寺內 正毅 

內務大 1S 男爵 後藤 新 平 

海茚 大臣  加 藤 友三郞 

陸軍大臣  大島随 一 

郞 

司法大臣  松 室  致 

文部大臣  岡 田 良 平 

遞信大 15 男膊田 健治郎 

農 商務 大 Is 仲 小路 眼 

大藏 大臣  勝 田 主計 

勅令 第二 百二號 

第 一條 政府 ハ 補助 銀貨 — 代用 スル 爲臨時 必要 — 

隨ヒ 7/T 十錢 、二十 錢及 十銥 "小額 紙 m ヲ發 行ス 

ル n トヲ gj 

第二 條政府 ハ 小額 紙幣 發行高 -1 對シ 同額 ノ通货 

ヲ以 テ其ノ 引換 ? fli ffii - 一充 テ 日本銀行 ヲシテ 之ヲ 


外 ^ 大臣 II 画本 野 


保管 セ. ゾム 

第三 條 小額 紙幣 ハ 十圓迄 ヲ限リ 法貨 トシ テ 適用 

ス 

第四條 小額 紙幣 ハ 通貨 ヲ以テ 之ヲ引 換フ 

小額 紙幣 ハ 日本銀行 本 支店-一 於 テ之ヲ 引換 7 へ 
シ但シ 五 圓 -- 滿タ サル 端數ハ 引換 通貨 ノ 到達 ス 
ヘキ 時間 ^ I 換ヲ 延期 スル コ トヲ得 
第 五條 小額 紙幣/形式 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第六條 小額 紙 m  ノ發 行、 銷却 及 損傷 紙 弊ノ 引換 
-一關 スル 規定 ハ 主務大臣 之 ヲ定ム 
附則 

本 令 ハ 公布/日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

小額 紙幣 ハ 講和 條約 調印 ノ日 ヨリ ー年 ヲ經 過. ゾタ 

ル 後 ハ 之ヲ發 行 セス 

〔阔務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國 務大 KC 勝 田 主計 君' >  唯今 議題と なつて 唐り ま 
する 大正 六 年 勅令 第二 百 二 號は小 紙幣 發 行の 件で ご 
ざいます、 御 承知で あらせら る、 如くに 時局 以來商 
丁： 業 極めて 殷振を 致しまして、 それが 爲めに 補助 貨 
幣の 不足が 非常に® しくな つて 來ま したので、 政府 
に 於き ましては 此補叻 貨幣の 不足を 充た す爲に 補助 
貨幣の _造 に 付きまして 全力を 盡 して® いて 參りま 
した Q であります が、 到底 此不 足を 供給す る ことが 
出来 ませぬ ので、 殊に 昨年 末に 至りまして 年末の 決 
濟を控 へて 居る 際でありまして、 急に 補助 貨の 供給 
を 潤 澤に 致さなければ ならぬ と 云 ふやぅな 狀况が 起 
つて 來ま したので 、巳む を 得ず 小 紙幣を 發行 する の 
議を 極めまして、 之を 議會に 御 諮りを 致す 所の 餘地 
も ありませ ぬので あり i したから して、 緊急 勅令と 
致して-憲法 第八條 第一 項に 依て 發布を 致した 次第 

でございます、 此小 紙幣 |£ 大體五 十 錢と二 十 錢と十 

錢を 造る、 さ 6 致しまして、 此 準備と 致しまして は 

通貨を 以 ちまして 全額の 準備を 置いて 置く  •斯樣 な 

立て前に 致しました， 尤も lit 小 紙幣なる ものは、 臨 

機に 之を 發 行いた す ことに 致しました のであります 

るから して、 此 時局が 終了 致しまして 一年 經てぱ 其 

以後は 是は發 行を 致さない、 斯樣な 大體 規定を 致し 

まして 發行 する ことに 致しました 次第であります、 

尙ほ 詳細なる ことは 委員 會 等で 申 上げます るが、 右 

の樣な 誠に 巳む を 得ざる 次第で、 緊急 勅令を 以て 發 

行を 致しました ことで •こざいます るから して、 御審 

査の上 御 承諾を 與 へられむ ことを 偏に 希望 致します 


0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御 報告 
に及ぴ ます。 

〔河 井 書記官 朗讀〕 

大正 六 年 勅令 第二 百 二號 (承諾を 求む る 件〕 特別 
委員 

伯爵 松 平 賴壽君  子爵 前 田 利定君 
子爵 八條隆 正 君  和 田 彥次郞 君 
男爵 黑田長 和 君  仁 尾 惟茂 君 
木 村 誓太郞 君  石徺謹 二君 
安田 善 三 郎君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 次の 議事 日程は 後より 御 
通知に 及び f す、 本日 li 是で 散會。 

午前 十 時 二十 二分 散會 


〇 大正 七 年 - 月 四 B (月曜日： > 

午前 十 時 十三 分 開 11 

議事 日程 第四號 

第一 男爵 勝 田 四方 藏君 •豊川 莨 平 君 請暇の 件 
第二 舊韓國 貨幣の 處分 に關 する 法律案 腑) 

第 I 讀會 

第三 大正 六 年 勅令 第二 百 — 號 (承諾を 求む る 

第 四 巡査 看守 退 隱料 及逍族 扶助料 法 中 改正 法 

律 案 (循_)  5 讀會 の續 ( 81 長) 

0 議長 0 <ム爵 德川家 達 君〕 是 より 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔成 瀬 書記官 朗讀〕 

去月 三十日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 

大正 六 年 勅令 第二 百 一一 號 (承諾を 求む る 件〕 特 
別 委員 ® ■ 

委員長  伯 I 平 賴壽君 
副 委員長  子爵 前 田 利定君 
同日 特別 委員長より 左の 報告書を 提出せ 〇 
大正 六 年 勅令 第二 百二號 (承諾を 求む る 件〕 可 
決 報告書 

去月 三十 一日 請願 委員長より 左の 報告書を 提出せ 
り 

請願 文書 表 第二 回 報告書 

去る 一日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 


巡査 看守 退 隱料及 遺族扶助 料 法 中 改正 法律案 特 
別 委員 會 

委員長  侯爵 花 山院親 家君 
副 委員長  小 野 田 元 孵 君 
同日 特別 委員長より 左 2 報吿 書を 提 m せり 
巡奄看 守 退 隱料及 遺族扶助 料 法 中 改正 法律案 可 
決 報告書 

同日 政府より 左の 法律案を 提出せ 〇 
舊韓國 貨幣の 處分に 關する 法律案 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 去月 三十日 關 男爵 病氣に 付 3- 第三 部 理事を 辭 
任の 趣を 申出で られ ました、 許可いた して 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
第三 部 1- 於て 其 補 闕選擧 を 行 はれむ ことを 望みます 
去る 二 日 豊川良 平 君 病 氣に付 請願 委員を 辭 任せられ 
ました、 是も 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
第 九 部に 於て 其補閼 選擧を 行は れむ ことを 望みます 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 議事 日程 第一、 男爵 勝 田 
四方 藏 君、 豊川良 平 君 請暇の 件， 勝 田 男爵 病 氣に付 
き 三十 三日間、 豊川良 平 君 病氣 に付き 十二 日間の 請 
暇 ' C-- ございます、 何れも 許 BJ を 致して 御 異存 ござい 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 御異 _な いと 認めます。 
〇諉 長 (公爵 德川家 達 君〕 第二、 舊韓國 貨幣の 處分 
に關 する 法律案、 政府 提出、 第一 讀會。 

〔河 井 書記官 朗讀〕 

舊韓國 貨幣 ノ處 分-一 關 スル 法律案 
右 

勅旨 ヲ奉シ 帝 M 議會 -- 提出 ス 
大正 七 年 二月 一日 

內閗 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
大藏 大臣  勝 田 主計 
〔左の 議案は 朗讀を 經 さる も參照 のた め 玆 
載 錄す〕 

舊韓國 貨幣 ノ處 分-一 關スル 法律案 
朝鮮-一 於 テ 舊韓 _貨幣 條 例-一 te リ發 行. ゾ又ハ 通用 
ヲ認 メタル 貨幣 ハ 大正 九 年 十二月 三十 一日 迄 從前 


大 正六尔勅令第二打二號承諾を求むる件  韻 韓國 貨幣の 處分 に關 する 法律案 第一 讀會 


三 


院族 贵舒謎 國帝冋 十四 第 


位 ま 御 〇 まま り 〇 限 間 ま 〇 所 日 〇 と 〇  りた 正 〇 極の 所此 .十 行文が 法律 於 法 〇 

のす 答 政し しま 男が にで 政 かと 男 聞 政  たこ 九 男く 方の 期 二し に爲 にを て つ 政  本  哭沔 前ノ 

もる を府 たたす 爵此 引の 府ら 云®？ •府 ^ う と 年 爵簡 け. 货問 月 ま 示に 佑以 n  •:府 ^ 法  錢 it 項 通 

| の も致委 このる 石 所 撝通委 出 ふ 石 漏® 政 ごは の 石 m 常 幣綷 三し し 施る て 幣 ；:う 杰 政 ハ  ハヲノ 
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九以 し 今； が 十は すと 許 す 限一 态郎  ごとつ まて ふ 、用 あ a 律へ 間 まま 本邙ヲ  於  # 
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二 あ、 よ  ま 三面  りしは  、正 ひ 今®  ま 期 質  のでは をの 货 りる めに： n け、 登ス  前  五 

| 月り 唯つ  し 十で  まて 此  此九ま 御に  す 限 問  通 あ 之與 貨郴ま 、 * 付 报 巧 る  ノ年 

三 ま 今と  て一 了  す、 通  期 年す 尋登  るを 申  りり をへ 幣條 す其而 きを 韓^  通  ： i.:: 

十す 使 仮  日日 解  る 後 用  限 十。 のる  か定し  通ま貨 たは 例、 順し ま 、阈  通  ハ 

一 か 用 調  限 迄を  かは を  は 二  m  ^  'め ま  用す 幣 い、 に此序 てし 今： Fi  用  政 

日ら しべ  をと 致  ら五 •：  ど 月  を  一ら す  を、 法、 大佐 決を 漸て 度幣  ス  府 

迄、 てて  置せ し  、箇 .•：  う 三  ち  つれが  認 又に 而 正つ 律 立 次、 朝條  二 

に そ居更  からて  此年今  云 十  よ  承 ま、 め 葉 依し 九ての て 货此蛘 例  於 

皆れ りに  れれ居  年の 日  ふ一 つ  はし 大  る錢 るて 年 發條る m 法に に  テ 
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れ まこ 係りて 貨が關 令ら 詳け でし 上 勅 〇  爵百〇  に 〇 知 年 引 

たす と 上 ま、 と 非 係の 一して あてげ 令 伯  右  松二議  m  及钱を 十 上 

譯 通が、 し 非 補 常が 事應 くごり 正 ま二爵 ^  承大  平號長  男  公韓  ぴ 長：:/ 二げ 

でり 必 そた 常 助に 發後順 御 ざま 副す 百 松 伯  大諾正  ^ 賴* 采  m  m m  ま 穴し 月ら 

あ 、要れ 、な 貨膨生 承 序 分い す委 、二 平爵  正す 六に 左霞衹 备 依 石 藤 岡近貨 ^ す 4 ま 三ろ 

り此 にを そる と 脹致諾 とりま 、員 此號賴 松 貴  七へ 年 載の 君 諾德田 并带  两幣 河0  す 十、 

ま 小な 補れ 不の いしを しにす 此長 のの 壽平族  年き 勅錄報 .‘ を^ i 仙 力 里 喜 w の 井  浩 °  — と 

す 額つ ふ故權 割た ま 求て なか 委 の委委 君賴院  一 も 令す 街  求 g 右 省 七 守處 m  ^  日 云 

、紙て 爲に衡 合しし む 申 るら 員 互 員 員  壽 _  月の 第以書  む 衞一 病1 し 乂分記  %  とふ 

之 幣參に 補を にて てる 上 こ 、會選 會會唯 君 長  三な 二 下は  る p 門郞 成郞贺 に官  _  定考 

にを り 此助生 於參か のげ とその 並は の 今演公  右 十り 百之朗  の 君 君 君 君® 關朗 

付 發ま小 貸ず きりら 件て S ■れ こに 一經 議壇爵  特 日と 二に 譖  件  丨  す悶  た あ 

き 行し 紙の る まま、 に 置存 をと 引 月 過 題に 德伯別  議號 傚を  、第；  る U  特  のり 

ますて 幣缺 やし し 我 付き じ 御は 續三 をに 登 川爵委  決  ふ經  會 三：  男 男子 法  別  で ま 

しる、 の乏 うてた 國 きまて！®、 き 十 御なる 家  員  せ  ^ さ  議 •；  爵爵爵 律  委  あす 

て 緊勅發 をな も、 のます 居に 委會 日報1 J  ^ 達 松 長  り  る  、大, 牟柬 小水 案  員  り、 

政 急 令 行 生 こ 事 そ 通しが りな 員 議委吿 ま  殿  依  も  委 正： 田  ，Hq  特  の  ま そ 

府勅 でを じと 前こ貨 て、 まり 會を 員し し  平  て  參  員 六 1  口 鄕 W 野 別  氏  十れ 

委令 御す まに に でとは 此 すま に致會 及た  及  照  長年： 5P  大委  名  、で 

員を 覽る しな 比 一 云、 今' す 速し を結大  賴  報  の  報 勅  1  太  員  を  左此 

か發 にと た つし 般ふ時 度 併れ 記た 開果正  吿’た  吿令學 安郎 直  御  桴大 

ら布な 云る てまの も 局の な ばを 次き を 六  壽  候  め  ’第  君 君 君 君  報  欲： 正 

縷 さり ふ 關參し 通の の 勅が、 付 第 ま 申年  也  玆  伯 二  吿  承 九 
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報 遺 0  〇  す 0 て委一 かで 答認 にに 賛ま 臨な 助 臨し へな 此此 で 便が 寧は 問 かで 貨る 三で 分 眩 

吿 族議議  る 議置員 致ら ご 辯め 於 其ので 時考貨 時た 御 ぜ六小 あ 利拚ろ 、もら 出 m 理を 委詳阼 

巡 • 扶 長長  諸 長き 會に 、ざで てきの 必立議 はを 議 、提此 月 紙り でへ 小鋇ご 、すを 山此吕 しし 

查花助 2 只 起 君： R まで 於 御い ご 、ま 時 要て 會有 先會之 出の か幣 まある 紙の ざ そよ 鎧と にの くい 
看 山 料 含 為 立の 会 す 決き 覽 まざ 已し は： ての つづ のれ に 小ら の しるの 幣村 いれり 造 云 申 或 設 
守 院法辑 翳 者 起 。定まを しいむ て 思 i は 時て 出前に な 紙 七 勅た とに で 料 まがは す ふ 上ろ n 明 
退 侯 中 馆给  立洁  しし 願て まを 如つ 協 居に 居す に 付ら 幣月令 、云 便 出を し爲 印る もげ 方 問を 
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0 子爵 靑木信 光君锊 成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 小 野 田 君の 讀會 省略の 動 
議に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多数 

〇篛長 (公爵 徳川家 達 君〕 三分の 二 以上と 1® めます 
原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異鹄な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇諉長 、公 P 德川' 家 達 君〕 御 異議ない と Is めます、 
次の 議事 日程 It 本院赍 報を 以て 御 通知に 及びます、 
本日は * で 散 會を致 します。 

午前 十 時 三十 四 分散 會 


〇 大正 七 年 - 月 九日 f  土曜日〕 

午前 十 時 五分 開 li 
議事 B 程 第五 號 
第 I  讅闞 委員長 雜告  卜 

第二 if 令 中改 1£ 法！； £ 案 (腿 版) 第 i® の 

綾® 長) 

第三蓠 韓國 貨幣の 處分 に關 する 法律 宰{_ 刺) 

第一  ie Jl n) 

第四蒂 固在鄕 軍人會 国庫 補助の 19 願 會 譁 

〇 鍋 長 (公 ^ 德川家 達 君) 是ょ〇 諸般の 報齿を 致さ 

せます。 

〔成 翩霤 記官朗 說〕 

去る 四日 本院 1- 於て 承諾す へき ものと 誘 決した る 

左の 政府 提出 案は 即日 之を 衆議院に 绘付せ り 

大正 六 年 勅令 第二 百 二號 (承諾を 求む る 件) 

同日 本院 1- 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は up 日 

之を 衆 謎院 に浍付 せり 

巡 ^ 看守 退陘料 及 ia 族 扶助料 法 中 改正 法律案 

同日 第 九 部に 於て 謂 願 委 a o 川 良 平 君の 補 闕遝舉 

を 行 ひ I に 其の 結果 和 ra 維 11 郎君 當選 せり 

同日 Is 願 委員長ょ 〇 分科攒 常 委 M 夕 左の 如く 決定 

せる 旨 s 報 !*? ?§ を 提 ⑴ せり 

第三 分科 擔常  和 田 維四郎 君 

同日預 览 委員 分科 fr に 於て 常 選した る •王 ? E の 氏名 

左の 如し 


第一 分科 主査 

第二 分科 主 杏 

第三 分科 主査 

第一: 分科 主査 

第： yi; 分科 主 ? li 


子 P 前 田 利定君 

男 K 小燁 武 _ 君 

男昭萵 木® 3S 君 

男擗村 上 敬 次郞君 

男® 武 井守 正 君 


第 六 分科 主査  子爵 稻 £1 太祥君 
同日 決算 委員 分科# に 於て 當選 したる 主査の 氏名 
左の 如し 

第一 分科 主査  安立 綱 之 君 
第二 分科 主査  子爵 野村益 三 君 
第三 分科 主査  子爵 伊集院 兼 知 君 
去る 六日 特別委 員 長より 左の 報吿 書を 提 m せり 
徵兵令 中 改正 法律案 HJ 決 報告書 
同日 請願 委 M 副 委ね 長より 左の 報吿 書を 提出せ り 
請願 委員 會特 別報 吿 第一 號 
一昨 七：！！ 特別委 M 會に 於て 當選 したる 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 

蘀韓阈 貨幣の 處分に 關する 法律案 特別委 員會 
委員長  公爵 近衢 文 1? 君 
副 委員長  岡  喜 七 郞君 
同日 委員長より 左の 報吿 書を 提出せ り 
煩 韓國貨 m の處 分に 閥す る 法律案 可決 報告書 
請願 文書 表 第三 回報 吿書 
同 R 衆議院より 左の 政府 提 /J1 案を 受領せ り 
酒造 税法 中 改正 法律案 
酒精 及 酒精 含有 飲料 稅法中 改正 法律案 
麥酒 税法 中 改正 法律案 
所得税 法 中 改正 法律案 
吸 時 利得 税法 案 

同日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 否決せ る 旨の 通 
牒を. 受領せ 〇 
郵便 法 ' I' 改正 法律案 
淸凉 飲料 税法 案 
自家用 醬油税 法屮 改正 法律案 
砂 拙 消 毀 税法 中 改正 法律案 
偷出 菓子 饨果 原料 砂 棚 厨 税法 中 改正 法律案 

織物 消 ® 稅法中 改正 法律案 

石油消费稅法廢止佚律案 

通行税 法® 止 法律案 

0 額 長 (公 酹德川 家 達 君) 是 より 本日の 會翮を 開き 

ます、 一昨 七日 木 ^ 議員宗 像 政 君 II 去の 報に 接し ま 

した、 誠に 痛 歎の 至に 堪へ ませぬ、 依って 弔詞を 送 

りたい と 存じます、 御與議 は ございませぬ か。 

〔r 異議な し 」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 親 長 c 公 tfif ia 川 家 達 君) 御 異鹩な いと 認めます。 

o sl Ji c 公 ll'p 組 川 京 i-i-' パ) 議事 日程 第一、 請願 委員 

長報吿 、細 川侯擗 。 


〔侯爵 細 川 護立 君 演壇に 登る〕  j 而 して 之に 合格した る 者は 徴兵に 取る、 又 中學以 上 
〇 侯爵 細 川 pi 立 君 請願 委員 會の御 報告を 申 上げ ま I の 學 校に 於て 將來學 術を 勉强す る 所の 者に 對 しまし 


す、 正副 委員長の 選 ^ 、 分科の 決定、 及 分科 擔當委 
員の 選定、 谷 分科 主査の 選擧は 何れも 一月 二 十二 日 
に 行 ひました •而 して 之に關 します る 詳細なる こと 
は旣に 彙報を 以て 御 承知と 存じまして 玆に 省略いた 
します、 委員 會は 二回、 分科 會は七 回 開きました、 
文書 表の 報吿が 三回 •委員 會の 特別 報吿が 一回で ご 
ざいます、 請願書の 受領 件數が 八十 六 件、 二 百 一通 
でございます、 同じく 連 翳 人名 數が一 萬 九 千 五 百 二 
十九 名で ございます、 審査の 經過及 結果を 申 上げ ま 
すると、 八十 二 件* 百 九十 六 通の 中 院議に 付すべし 
と 詔 決いた した ものが 一件、 一通、 院鹩に 付す るを 
要せず と 議決いた した ものが 八 件， 十 通で ございま 
す、 燕查 未了の ものが 七十 三 件、 百 八十 五 通 •尙ほ 
請願 文書 表に 揭載 いたし ませぬ 件數が 四 件、 通數に 
致して 五 通で ごさいます、 右 御 報 吿申 上げます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 徵兵令 中 改正 法律案、 政 
府提 m> 第一 讀會 の續 、委員長 報 吿~ 

〔左の 報 缶 書は 朗_ を 經 さる も參照 のた め玆 
に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

徴兵 令 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと ^ 決せり 依て 及 報 侍 候 也 
大正 七 年 二月 六日 

右 特別委 負 辰 

伯爵 林 f® 太郞 
貴族院 議長 公爵德 川 家 達 殿 
〔伯爵 林 陣 太郞 君演® に 登る〕 

0 伯 辟 林 W 太 郎君 徴兵 令 中 改正 法律案の 經過 並に 
結果を 簡單に 御 報 ff に 及びます、 此 特別委 員會は 前 
後 八 回會議 を 致しまして、 十分に 審議を 凝し ました 
次第で、 旣に 御手 許に 速記錄 も 上がつ て 居ります か 
ら 、十分に 御熟讀 になつ たこと、 考へ ますに 依つ て 
私は 簡稱に 其 重耍な ろ 事項に 付きまして 御 報告を 致 
す ことに 止めて 置きます* 此 改正案は 趣旨と する 所 
が、 徵兵必 任 義務の 精神を 貫徹し、 而し て其_ 務の 
均等を 出来 得る 限り 岡る と 云 ふ點 が、 即ち ® 大なる 
所で ございます、 今迄は 徴兵を 猶豫す る 制度に なつ 
て 居りました、 即ち 丁年に 達しても 願を 出せば 檢査 
を 受けず して 之を 病 預する ことが / .11 來た ので ありま 
すが、 今回は 之を 改正し 猶 Tf w 改めて 延期の 制度に 
致しました、 丁年に 達すれば 悉く 身體檢 査を 行って 


ては、 二 十七 歳を 最長 限度と 致しまして 延期を 許す 
ことに 致しました のであります、 而 して 現在の 所で 
は 願を 出して 而 して籍 だけを 中等 學校 以上に 置いて 
置けば 徵兵が 猶豫 された のでありまして、 狡獪な る 
學生は 之を 利用す る やぅな 齡が ありました が* 之を 
出来るだけ 矯める 精神を 汲みまして 改正を する こと 
になり ました、 其 當該舉 校の 卒業の 時期を 參酌 いた 
しまして、 而して 之々 延期す る 時期を 定めた ので. こ 
ざいます、 勿論 甲の 學 校ょ 〇 乙の 禺 校へ 轉學等 を K 
す 際に 於て、 若干の 空隙を 生ずる ことがある、 其 際 
は 今迄 通〇學 生の將 來 2 修業に 妨な き範圍 内に 於 -C 
文部省に 於て 其 便 ! H: を 圖 ると 云 ふこと を 以て、 其聯 
絡を 矢張り 付ける ことに 致して ございます、 而 して 
此二 十七 歳を 最長 限度と 致しました ことに 付き まし 
て 相當の 議論が ございました、 即ち 我が 日本の 學生 
0 中に 於き まして、 最も 長き 時期を 要する のが、 帝 
® 大學の 醫科 大學の 卒業 期でありまして、 是が 年に 
佐る と 現に 一一 十七 歳 以上に なつて 居る 場合が ありま 
す、 即ち 現在に 於ても 二 十三 名 ばかりは 或は 二 十七 
歳 以上に なりは しない かと 云 ふ 虞が あるので ござい 
ますが、 御 ® 知の 如く 臨時 敎 育锊議 等に 於て、 將來 
は 七 年中 學が實 行され る ことにな り、 即ち 大學に 這 
入る 迄の 時期が 短縮せられ る ことが 一つあります る 
のと、 日本の 學 生の 卒業の 時期が 帝 國大學 に 於ても 
年々 若くなる と 云 ふ 傾向を 持して 居る と； K ふの が 二 
つ、 更に 又此 法令を 實行 丁る 迄には 相 當の時 期を 要 
する のであります から、 其 期間. に 於て 是等の 不都合 
は 除かれる と 云 ふこと になります るので、 11 十七 歳 
と 云 ふこと も 相談が 會議で _ まつた 次第で •こざい ま 
す、 次に 此改正 案の 骨子と も 云 ふべき 問題が ご ざ い 
まして、 それは 即ち 此 尋常 師範 學 校の 卒業生が 現在 
に 於て は 六 週間 現役に 止まつ て 居る のであつて、 是 
では 軍隊 精神々 普及す ろ Jr. に 於き まして 誠に 不 十分 
である、 一は 必任 義務の 精神を 貫徹す ると 共に、 軍 
隊精 神の 一貫した る 普及を 圖る爲 に、 此六 週間を 改 
めて 一箇年に 爲す ことに 致した ので ございます、 之 
に 付ても 相當の 議論が ございました、 六 週間 現役と 
云 ふのを 一箇年に 延ばす と 云 ふことは、 九饴の 日時 
々俄に 殖やす と 云 ふこと にな 〇 ま L て、 是は急 激な 
る！！ 化を 及ぼす ことになる、 其負擔 たる や 頗る 重大 
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な ものに なつて 來た ので ござい •* す、 即ち 師範 學校 
の卒粢生ほ、其卒菜後に於きましては、我が帝國の 
小國 民を 敎育 する 所の 重大なる 義務を 持つ て 居る、 
而かも 此の 義務に 附加 する に 更に I 年の 現役 兵と 云 
ふ ものを 以てする と 云 ふこと は、 或る ® 味に 於いて 
は 二 m に ® 大な る a 務を負 はする ことになるので あ 
ります、 併ながら 眾陵 精神と 云 ふ ものを 普及す るの 
に (i 決して 六 週間を 以つて 足れり となす こと ii 出来 
ない ので ある、 少 くも 今日の 進んだ 所の 軍人 精神を 
敎へ茁陵糖神を一貫する上に於きましては-どぅし 
て も！ 简年と 云 ふ ものは 之れ に 要する ので あると S 
ふこと に落莕 いたしまして、 是れも 六 週間を 一年に 
改める と 云 ふこと が S 當 であると 云 ふこと に 極まり 
ました 次第で ございます、 で 今迄は 六 週間の 現役に 

對 しまして 其の 期間 俸給を 全部 仕拂 つて 居りました 

が、 今回は 即ち 一简 年に 改まる のでありまして、 其 

期間 全部の 俸給を 仕 拂ふ必 耍もな いので あつて、 從 

つて 之に 對 しまして は 凡そ 八 割の 俸給を 支給す る こ 

と-' して、 其 之に 要する 所の 费 用の 五十八 萬圓内 外 

と 云 ふ ものは 之を 支 辨 する ことに 內 閣の閣 篛 に 於て 

も 定まつ た 次第であります、 此支辨 の 方法が 極つ た 

以上に 於 ? まして、 軍 陵 精神の 普及の 必要を 認め、 

同時に 軍人 精神が 十分に 師範 學校 生徒に 貫徹して、 

其 精神を 以て 小國 民を 蒸 成す る 事に なりましたら 頗 

る 有利なる 所の 事になる のでありまして、 其點を 港 

議の 上、 矢張り 原案 通りに 可決いた しました 次第で 

ございます •尙ほ 此猶豫 の 事に 付きまして 海外に 居 

住する 所の 者に 付ての 规定も 改まつ た 次第で ござい 

ます、 即ち 歐 米に 居る 所の 者は 從來は 三十 二 歳 迄で 

ございました のを、 五 年 後備と 云 ふこと が 今度 十 年 

後に 改まりました 結果と 致しまして、 三十 七 歳まで 

之を 延期す る ことに 定めた ので ございます、 支那で 

あると か、 露領 沿海州で あると か 云 ふ 方面の 移住者 

に對 しまして 此 規定を 適用し ませぬ のは、 徴兵忌避 

と 云 ふことの 爲に 容易く 此方 面には 移住が 出来ます 

るので ございます から、 それ 等の 點を參 酌いた しま 

して、 tt 方面へは 之を 許可し ない 所の 方法を 講じた 

ので ござい. ■# す、 尙 ほ此歐 米に 行く 者に 付きまして 

も 二十歳の 時に 於て は 徴兵の 檢查を 致しまして 其 丁 

度を越え ました 者は 服役を しませぬ ければ 之に 行く 

ことを 許さない やうに 致しまして、 是も必 任 義務の 

均等を 圖る 上に 於き まして、 十分に 考閩 いたし まし 


た 次第で ございます、 以上 三 點は 此改正 案に 付き ま 
して 最も m 犬なる i!i でございます、 是等 に付き まし 
て 八 回、 十分に 審蒗を 凝らしまして、 傾重赛 _ の结 
果全台 一致を 以て 可決いた しました 次第で •こざい ま 
す、 尙ほ 本案に 付きまして 希望が 二三 出て 居ります 
それを 簡黾に 申 上げて 見ます れぱ 、大要 次の 如くで 
ございます、 一年 志願兵 並に 現役 兵と 云 ふ もの、 入 
營の 時期を 十二月と 云 ふことは 頗る 學生 の爲に 不便 
な 時期で あるから， 之を 出来るだけ 春 期に する やぅ 
に 改めて 貰 ひたい、 第二には 此 一年 志願兵の 敎 育と 
云 ふ ものに 對 しまして は 成るべく 現役 中に 之を 完全 
に 終了す ると 云 ふやぅ にして 貰 ひたい、 若し 必要 已 
むを 得ざる 場合に 際しまして、 豫備敎 育に 於て 更に 
學術 技能を 授ける 必要が あります 際に 於て は、 出来 
る だけ 之を 短縮す る 方法を 考慮 あらむ ことを 望む と 
云 ふこと が 第二で ございます、 第三には 是は 海軍に 
關 係した 問題で ございます が、 下級 海 負に 對 しては 
殊に 水兵 敎育を 若干の 期間に 渉つ て 敎 育を 致して、 
海軍の 兵籍に 編入を 致し、 有事の 際には 之を 励 員し 
得る 所の 方法を 講じたなら ば、 海軍の 將來に 取り ま 
しても 頗る 有益なる こと i 考へ るんで あるから、 そ 
れは 此徵兵 令と 關聯 して 十分に 詮_ あらむ ことを 望 
むと 云 ふこと でございます 、大要 以上の 三つが 希望 
と 致しまして 述べられた 次第で ございます、 委員 會 
に 於 S- ましては 全會 一致を 以て 此希 望を 申 述べた 次 
第で ございます、 政府は 出来るだけ 之に 毀して 考慮 
すると 云 ふ 御 答が あつたので ございます、 徵 兵令改 
正 法律案に 付きまして の 要領は、 大略 右の通りで ご 
ざいます、 特別委 員會に 於？ ましても 十分 群議の 結 
果 之を 可決いた しました 次第で ございます から、 本 

議場に 於き ましても 十分 御 審議の 上， 委員 會の 通り 

に 可決 あらむ ことを 希望いた します •是 にて 報吿を 

終ります。 〔發 言の 許可を 求む る 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 海軍大臣から 發 言の 通告 

がご ざいました 、海軍大臣。 

〔國務 大臣 加 藤 友三郞 君演摟 に 登る〕 

0 國務大 臣 (加 藤 友 三 郎君〕 唯今 徵兵 令に 關す る委 

員 長の 御 報告に 附帶 いたしまして 御 希望 條件 として 

三 箇條御 述べに なりました、 最後の 下級 船員に 關し 

まする 問題に 付きまして 當 局の 意思を 此璣會 に 申 上 

げて 置く ことは 御參考 になら うかと 考へ るので ござ 

います、 實は徵 兵 令の 委員 會に私 が 出席を 致します 


る搏會 を 煜ませ ぬので ございました ので、 常に 政苻 
委員を 以て 街 質問 其 他に ® 答を 致させて 居りました 
十分 私共の 考へて 居ります 所の S 思を 申 上げる 搏符 
を 得 -f せぬ かつた こと は 誠に S 街に 存ずる 次第で ご 
ざいます、 唯今の 下級 船 負に 閱 する 問題に 付き まし 
て も •委員 會に 於？ まして 政府 委員が 十分に、 我々 
の考へ て 居ります 意思を 申 上げ 得な かつた こと も 亦 
甚だ 造 据に存 ずるので ございます、 故に此 時 會に於 
きまして、 私 (i 此問 題に 付て 海軍當 局と して 考へて 
居り ま 丁る 所を 一言して S きたいと 存ず るので ござ 
います、 御 希望の 御 趣旨は、 即ち 船舶に 乘組む べき 
下級 船員に 對し て、 平時より 之を 兵籍に 編入して， 
有事の 際に If. 船舶乘 員と して、 又 海軍と しては 相當 
軍事行動に 對し 之を 使用いた さすと 云 ふの •か 御 趣旨 
であら 5 と存ず るの， であります、 當 局の考 へます る 
には、 あの 多數の 下級 船員 全部を、 平時より 兵籍に 
編入いた して、 戰 時には 之が 召集を 免れる と 云 ふが 
如き 法規を 設けて® く 必要は 感じ ませぬ ので ござい 
ます、 御 承知の 如く 戰 時に 船舶の 船員が 必要で ある 
と 云 ふことは 申す 迄 もない ことで ございます、 陸海 
軍に於きましては多數の船舶を徵集いたしまして> 
其 船員と 共に 運送船 其 他の 任務に 就 »> せます る、 又 
其 他 K 易に 關 しましても 多數の 船舶が 之に 從 事いた 
す こと も 必要で ある こと も 申す まで もない ことで •こ 
ざいます、 從つ て是等 船舶に 乘込み ます 下級 船員は 
戰時に 於 ? ましても 其 固有の 船 M たる 業務に 服 させ 
ますことの 必要なる ことは、 是亦 申す まで もない こ 
とで ございます、 併ながら 是等の 船員が® 時に、 船 
舶の 固有の 業務に 服す る ことの 必要の あります る 場 
合には 是 等の 船員は 召集を 免る、 途 は 今日に 於ても 
開いて 居る のであります 、平時より 之を 編入して 置 
かなくても、 彼等が 船 M として® きます 所の 妨にな 
る ことは 何等ない ので ございます、 又 海軍と 致し ま 
して、 船 負が 全部 兵籍に 編入して ありませ ぬと 戰時 
に 於て 困る と 云 ふやぅな 事は あるまい と考 へて fr り 
ます、 勿論 多少の 船員 It 腿 時に 海軍が 之を 使用いた 
し ますと 云 ふことは 今日に 於ても 計遨を 有つ て 居り 
ます、 併ながら 其 全部を 兵籍に 編入いた して 置かな 
けれ ぱ戰 時に 困る と 云 ふが 如き 計畫は 今日に 於て 持 
つて 居り ませぬ ので ございます、 勿論 是等 船員を 兵 
籍に 編入して 置きたい と 云 ふ 御 趣旨は I 應理 由の あ 
る こと、 考へて は 居ります、 併ながら 前 申 上げます 


る 通りに、 是 V, 松 U と L て 必耍 である® 合に 之を 召 
第し ない 途さへ 開いて 居れ ! !• 何等 m o こと (i ない と 
考へて居0ます、陆時に (> «承知の如く、官钇立の 
H3P に 於き ましては 多 K の 111 * 品を 典 造いた さなく 
ては ならない、 是等茁 街 品の 製造に 從琪 いたします 
糙 エは 亦 © 時に 於て 召 16 いたさない やぅに 途が 今日 
開いて 居る ので ございます、 是亦 若し© 時必耍 であ 
ると 云 ふこと でありますなら ば、 矢張り 平時から 兵 
籍に 編入いた して S かなく ち やならぬ と 云 ふ SS 設も 
一方に 於て li 立つ と考 へます、 右糅な 次第で ござい 
まする から 平時よ 〇 船 M を 1C (锫 に锔 入いた して® か 
なくち やならぬ と S ふ 必耍 は 常 局は 今日は 認めて K 
り ませぬ のであります、 假 に 之を 必斟あ りと 致し ま 
して、 海軍當 局が 平時に 是等の 多 ® 船 M に 海 班の ili 
亊 敎育を 施す と 云 ふこと になります と K ふと 15 行 上 
に 於て は 非常な 闲雖を 感じます 、御 承知 〇 如く 現在 
に 於き まして li 、 识朿 の 商船 學校 、地方の 商船® 校 
是等を 卒業いた しました ^ IX 海 IP 豫 fe'j M に 致す と 云 
ふこと になつ て 居ります、 東京 C 商船® 校を 卒業い 
たします る 者 It 海軍に 於て 若干 月間 i-B yl: 敎育を 施し 
まして、 高等 船員と なります る M} 合に 海 3i の 高等官 
の铧備 員と なつて、 地方 G 商船 學 校を 卒業いた しま 
した 者は、 si 在の 規定に 於 3- まして (i il yf 敎 育は 施 
して 居 〇 ませぬ、 併な が. (•*■> 是が卒 _ いたします 場合 
に 下士官と して 豫備 員と 云 ふ ものに なつて 居ります 
此预備 員には 今日の 規定では 不備を 感じて 居ります 
どぅか 或る 規定を 設け、 或る 方法を 講じて 是 に相岱 
の 軍事 敎育を 施す と 云 ふ 道を 明けたい と 云ふ考 で、 
唯今 折角 詮議いた して 居る ので、 是等が 職 時に 於き 
まして 海軍の 预備 員と 致しまして、 後方の 翻 務等に 
服させる 考へで 居る ので、® 萬に 苴 る ' 1- 級 船 W を 平 
時 海軍の 海兵 g に 入れて、 若干 日間： 班 事敎 育を 施す 
と 云 ふこと ほ、 現在の 設備に 於て は 無論 m 來ませ ぬ 
又 之を 漏れな く 致す と 云 ふこと (t. 容易の 業で ない と 
考へ ます、 假 に其敎 育が 出来た と 致しても > * •か 船 
員と して 各 其 業務に S 歸いた します 場合に、 海： 取 當 
局が 是に 多少の 監督を 加へ る 必要が あると 考へ ます 
るが、 今日に 於き ましては、 是が 監督に 付ても 成案 
は 持ち ませぬ のであります、 御 趣旨は  一 E1 御 尤と考 
へて 居り t す、 併ながら 實 際に 於き ましては Jtr の 如 
き必耍 を 今日に 於て 感じて 居り ませぬ と 云 ふ 事を 此 
機會に 於て 御 參考 までに 申 b げて 置く のであります 
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o_ 長 (公爵 德川家 達 岩) 前 田 子爵 …… 

〇 -f 昭前 旧 利定君 まだ 發言 いたし ませぬ。 

0 調 長 C 公 辟 德川家 達 君： >  前 田 子 詩は 質問を なさり 
たいと か 云 ふ . 

0 子 辟 前 田 利 定君唯 今いた して 宜しう ございます 
か、 私は 質 間したい と考へ て 居りました、 本員が 御 
尋 いたさう と 存じました 部分に 付きまして、 唯今 海 
軍 大臣から 御 說明で ありました 故に 質問は 致し ませ 
ぬが、 唯今の 希 圉 決議に 付きまして は 反 對の考 を 持 
つて 居ります、 故に 徴兵 令 中 改正 法律案の® 體に付 
きましての 御 質問 御 鄧論が 濟み ました 後で 反對の 所 
見を 申 述べたい と 存じます、 @ 當なる 時 賭に 御 示を 
願 ひたう 存じます。 

0 誠 長 C 公 Iff 德川家 達 君〕 前 田 子 IFJ li 意見を 御 述べ 
になりたい、 …… 

〇子餺 前 田 利定君 左 樣で あります = 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 宜しう ございます、 ? T 木 

千 之 君。 

〇江 木 千 之 君 本 M lt 此 改正案に 質 成の 趣意を 簡 單 

に 申 述べまして、 併せて 改正 數箇條 中の 一箇 條に付 

て、 軍部當 局の 言明を 得たい と考へ るので あります 

吐 徴兵 令の 改正 It 要するに …… 

〇 謎 長 (公 Inf 德川家 達 君) 江 木 君に 伺 ひます が、 本 

案に 付て 寶 成の 意見を 御 述べに なりたい と 云 ふので 

あります か。 

0 江 木 千 之 君 左様です、 併せて 軍部 …… 

〇讅長 (公 將德川 家 達 君〕 然らぱ 古饮 君が 質問を な 

さりたい やうな 御樣 子であります から、 其方を 先に 

致し ませ 5 •古 ?! KS 造 君。 

〇 .1,- ?? 瓶 造 君 陸眾當 局 者に 質問いた したい、 本案 

の 第 十四 條の 現行法の 六 週間 現役を 改めて 一年 問 現 

役 兵と なされた の U 誠に 時弊を 救濟 する 必要の 改正 

案と 見て、 眾茁敎 育の 目的を 貫撤 する には 斯くな く 

ては ffl 濟む まいと 思 ひます、 然るに 此 一年 現役 兵を 

終つ た 若 や [a ちに * 一國民 兵に せし むる と 云 ふこと 

になつて 居 〇 ます、 六 週間の 現役 兵 も 矢張り 終つ た 

後に ^ 民兵に 锔入 すると 云 ふこと になつて 居る と 思 

ふ、 其 ® i に 付て It 御 改正の ことにな つて 居らぬ と 思 

ふ、 旣に六 週 fKI 現役で It 眾琪敎 宵の n 的を 達する こ 

と It m 米ない ので ある、 隨つて 之を 一年 ili 役 兵に し 

てボ 事敎 WG 趣旨を 達し やうと 云 ふ 御考 であるなら 

ば、 もう 一屏 進んで 何故に 此 兵役を 終つ た 後に、 一 
徴兵 令 中 改正 法律案 第一® © I の 松 


年 志願と 同じく 豫備 後備の 方に 編入す る ことに 御改 
めな かつた ので あるか、 尙ほ [m ちに阈 民兵に せし む 
ると 云 ふ 現行法の 儘に 置かれた のであります か、 裸 
備 後備に 編入せ しむる のと、 國 民兵に 編入せ しむる 
とは、 どうも 結果に 於て 非常な 違 ひが あるかと 思 ふ 
假令 一 年 現役 兵を 務めても、 其 後に 於て 何等の 復習 
もしない ときには、 其 一年 現役 兵と 云 ふ 者は 遂に 軍 
事敎 育の ことは すつ かり 忘れて しまつて、 六 週間 現 
役 兵と 同じ 結果になる、 豫備 後備の 役に 就い たれば 
こそ 越々 復甯 して 軍事 敎育の 思想を 常に 發展 する こ 
とに 柑成 る、 それを 抛つ てし まつて、 直ぐに 國 民兵 
に 入れる と 云 ふことは、 一年 現役 兵に 御 改正に なつ 
た 趣意は 貫徹す る ことにい かぬ や 5 に 思 ふ、 それを 
伺 ひます 次第であります が、 一 應御說 明を 願 ひたい 
のであります。 

〔阈務 大臣 大島® 一 君 演壇に 登る〕 ， 

〇國務 大臣 (大島 健 一 君〕 古貲君 の 御 質問に 御 答を 
致します、 從來の 六 週間 現役 兵を 改めて、 一年 現役 
兵と し、 一年 現役 兵の 終つ た 者を 國民 軍に 依然 人れ 
て 置く のは 改正が 半途では ないか、 之を 一年 志願兵 
と 同じく 预後媚 役に 置かれたならば、 其 後の 勤務 演 
習に 依つ て、 常に 軍事 敎育を 新に する ことが 出来て 
國民 …… 小國 民の 敎 育の 上に 利益では ないか、 斯う 
云 ふ 御 議論の やうで ございます、 其點は 考 へました 
併し 此敎 負は 二十 八 迄を 奉職 義務の 年限と して あり 
ます、 それで 師範 學校を 卒業して、 先 づ其二 十八に 
至る 間に 於て 一年間の 敎育を 致します れば 、軍隊 普 
通の ことほ 無論、 尙ほ 一年 志願兵と 同じく 將校 にな 
れる だけの 程度の 軍事 敎育を 受け 得る、 此敎 育を 新 
に 受けた 者が 二十 八 迄は 其 義務 年限 ル ® 興を する、 
其 渚を 最初 一年 第一 國民 兵と して 置く けれども、 若 

しそれ が 一年 志願兵と 同じく ] 1 後備の 將 校になる 希 

轺を 有ち ますれば、 二十 八 以後に 於ても 一年 志願兵 

と 同じく 二冋 の® 務演 習を 行は して 將校 にす る、 斯 

6 云 ふ 立 前に 致す 積り であります、 それで 敎育を 一 

年 志願兵と 同じく 十分に 致し、 尙ほ預 後備に したら 

どうかと 云 ふ 御 考の點 は 實行の 出 來ろや うにな つて 

尻り ます、 それを 今 御考の や 5 にし ませぬ であつ た 

と 云 ふのは、 二十 八 迄の 義務 年限と 云 ふ ものは 餘〇 

長い もので It ありませ ぬ、 二 十三に 卒業を して 一年 

間 隊に附 いて、 それから 學校 の敎職 に 就く とします 

ると、 四 年間し か 義務の 年限がない、 のみならず 其 


間に 於て 三 箇月 二回 六 箇月の 勤務 演習を しまして、 
一方は 三年 半になる けれども， 是は 忍ぶ としまして 
も、 一日： 將 校に、 それは さ 5 なります と爲 る譯で あ 
る、 一年 志願兵の 少尉と 云 ふ もの、 是が 一旦 將 校と 
なつた 以上は 二十 八 以前に 於て 敎 職を 去つても が旣 
に將 校と なつた ものであります、 それで 兵役を 終る 
ことにな ります、 官® で 一年 志願兵に して、 それが 
約束の 年限を 踏まずに 去れば、 敎職を 去れば、 それ 
で 兵役が 終つ て 仕舞 ふと 云 ふやうな ことになります 
其 二十 八 迄は 義務の 敎職 にある 年限が 餘り短 くなる 
から、 先づ是 は 一年 現役の 儘 置く、 尙ほ 終身 敎職に 
服す ると S ふやうな 人は、！ 一十 八の 期間を 終つ た 後 
に 勤務 演習を して 將校 にす る、 又 それが 丁度 敎 育の 
分配と しましても、 卒業して® く經 つて 後長く 敎職 
に 居る 人は 再び 勤務 演習を して 新に 敎 育を 受けて、 
長く 敎職 に從 事す ると 云 ふこと になつ て 其方が 宜か 
らう、 斯う 云 ふ考で 唯今の やうな 規定に なりました 
のであります、 御 問 ひの 點は それだけと 思 ひます。 
0 古 背 廉 造君尙 ほ續 いて 質問を 致したい、 宜しう 
ございます か。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 何です か。 

0 古 質廉浩 君 まだ 質問したい …… 

0_ 長 (公爵 德 川 家 達 君〕 宜しう ございます。 

0 古賀廉 造 君 今の 陸軍大臣の 御說 明に 依る と 一年 
現役 兵を 終つ て、 二十 八に なつた 後に 志願の 者は 豫 
備 後備に すると 云 ふ 御 趣意で あ 〇 ます か* そこが ち 
ょつ と 分り 兼ねました。 

〔國 務大 1 :大 島 ffi 1 君演喟 に 登る〕 

〇阈務 大臣 (大 島煺一 君) _務の 年限を 二十 八で 終 
〇 まして、 其 以後に 於て 豫後備 の將 校と なる 希荜を 
有する 者は、 二十 八 年 以後に 於て 谷々 三 箇月の 勤務 
演習を 終つて、 それで 將校の 能力の ある 者 i-i 將 校に 
しやう、 斯う 云 ふこと でございます、 一方は それで 
此古賀 君の 仰せの 如く 之を 戰 時の 將校た る 用意に 充 
て 得る こと、 又 一方に It 同じく 一年の 現役 兵を 終つ 
た 者と 一年 志 一兵と 何等 變はる 所の ない ものである 
から >  之に 將校 たるの 名譽を 持たせろ ことが 敎育上 
にも 宜しから うと 云ふ考 で、 斯う 云 ふ 規定に なつて 
居ります。 

〇 男 勝 伊東 義五郞 君海蜇 大臣の 唯今の 御說 明に 對 
しまして、 御 質問いた したう ございます が、 海軍 大 
臣の唯 今の 御說 明に 依ります ると、 此商 船に 乘 つて 


居る 所の 下級 海員を 海軍の 兵籍に 入れる と 云 ふこと 
は、 到底 今日に 於て は 出來な いので ある* 又 それに 
對 しては 今日の 狀態で 何等 差 支ない こと、 認められ 
て 居る やう 1- 御說 明を 承知いた しました •然るに 此 
今日 一方に 於て は 徵兵 令の 改正を 斷 行いた しまして 
擧國 皆兵の 實を 擧げ る、 其 際に 於き まして 商船に 乘 
込む 所の 下級 海 « と 云 ふ ものは、 如何なる 状態で あ 
るかと 云 ふこと を 見ます ると、 是は 年齡 十七 歳に 達 
しま すれば •適當 と 見られる 時には 海 負 手帳と 云 ふ 
ものを 渡されまして、 さう して 海 負に なつて、 それ 
に從 事す る ことが 出 來るや うになる* 而 して 其 海 M 
と 云 ふ ものは 今日 どう 云 ふ狀 態で あるかと 申せば、 
甚だ 遺憾なる ことで ございます が、 今日 我が 通商の 
發展 、所謂 海上 運輸の 發展 を l®i る 時期に 於き まして 
其 海員なる もの 、 志願者は 減ずる と 云ふ狀 態で ある 
是は どう 云 ふ 所から 来た かと 申せば、 下級 船員の 水 
火夫で ございます から、 海の 上で さう 云 ふ 下級の 地 
位に 居つて 仕事を 丁る ょり、 寧ろ 今日は 職工に でも 
なつた 方が 自分の 便利と 考へ ます、 故に さう 云 ふこ 
とになる ので ございます、 一方には 徵 兵の爲 に 召集 
されて 參 6 ものが ございま すと 云 ふやうな 狀 態で、 
此 海員を 得る と 云 ふこと it 洵に 闲_ の 今日で あると 
云 ふこと を 承知して 居ります、 一方 それなら ば* 今 
度は 戰 時の- J とを 考へて 見ます と、 戰 時に 於き まし 
ては 此 商船 2 大部分は 海陸 軍に 徵發 せられます、 さ 
うして それに 徵發 した 時に、 其 所謂 海員なる ものは 
所謂 どうも 服役 令と 云 ふやうな もので 他の 人を 以て 
代 ふることの 111 來な いもので 其 儘に して 置く と 云 ふ 
御 趣意の 下で、 戦時に 何も 義務を 有たない 海員を 其 
令で 以て 乘込 まして 居る 斯う 式 ふやうな ことに 今日 
はなつ て 居る、 而 して それなら ば 兎に角 戰時 徵發さ 
れたる 船に 乘 つて 居る 海員は 差 茭 ない と 見た所で、 
それなら ぱ 一朝 缺員を 生じた 場合は 如何で あるかと 
見ます ると、 此時に 其 船 M を 補 ふこと が W 來るや う 
になつ て 居らない、 然も 今日 it 昔日と 違 ひまして、 此 
潜航艇 及 諸 補の 機械 水雷 等 も 出來 まして、 なか < 
今：！！ の 海戰 には 擊沈 される 場合 も 多し •非常に 船員 
を 失 ふと 云 ふこ と は、 是 は 今日の 海戰 の實况 で 明か 
でございます、 どうしても 此 補充の 人と 云 ふ もの (i 
十分に 研究して 置かなければ ならぬ 今日で ある、 そ 
れから 一方 又 海軍大臣は 此職 H のこと、 海員の こと 
、比較せられ まして、 職工な どは 將來は 所謂 H 業 動 
! 七 
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徵奂令 中 改正 法律案 第一 讀 ¢3 の S 
員と 云 ふこと もされなければ ならぬ 睦エの ことな ど 
にも _及 せられました が、 此駿 H などと S ふ ものは 
全く此 海員とは 別物であります、 海 Mir 海茧 大臣 
も 御 承知で ございます が、 一朝一夕に /15 來る もので 
ほ ございませぬ、 之を 其皦 X などと 同じ やうに il 時 
の 制裁の 下に S かれる と 云 ふこと if 是 は 大變 間 is つ 
たこと ゝ考 へる •それで 又 一方此 海軍の 兵籍に 入れ 
ろと 云 ふことは、 なか < 今日の 場合 It 出 來な いと 
云は れる …… 

0 ■長 C 公 脬漶川 家 達 君〕 伊 菜 男 辟に 御 注 尨いた し 
ますが . 

〇 男 辟 伊 yi 義五郞 封 はい 是から 質問を …… 

〇 議長 (公昭 德川家 達 君〕 御 質問で ございます か。 
〇 男 辟 № 31 蕺五郎 君 質問の 趣® を …… 到底 之に 海 

軍の 敎育を 與へろ と 云 ふことは 不可能の やうに 申さ 

れます けれども、 然も 此 今日 商船に 乘込む 所の 下級 

船 負と 云 ふ ものは、 唯今 申 上げた やうなる、 平時に 

於て は 狀態で あり、 戰 時に 於ても 益々 是は 十分に 補 

充の途 を 講じて® かなければ ならぬ 必要な 時には、 

どうしても 今日 此徵兵 令を 改正され る 一方に 舉國皆 

兵の迓 を 擧げる 一の 缺陷 のない やうに 之を 十分に し 

なければ ならない 時期と 私は 考へ ます 爲 に、 海軍 大 

臣に御 質問を します るは、 此 平時に 於き まして 商船 

の 下級 海員を 充して 行く に 不都合な く、 之が 減ずる 

と 云 ふやうな 迓 がない ことには、 どう 云 ふ 手段を 採 

つて 行かれます か、 又峨 時に 於て 之を 海軍の 兵籍に 

入れない 以上、 其 補充の 途は 如何なる 手段で せられ 

ます か、 私共は 此船 負の …… 下級 船員の 豫備 員と 云 

ふ ものが 出来て 居りましたなら ば、 是は 又 ®, に將來 

海軍の 爲 にもな りは しない かと 考へ まする からして 

どうしても 此處で は 此事は 御 攻究に ならなければ な 

らぬ 時期と 考 へます が 今日 其 攻究を なさらず とも* 

戰時に 差 支ない と 云 ふ 御 確信の ある 所を 伺つ て 置き 

たい 次第であります。 

t 國務 大臣 加 藤 友 三 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君〕 伊東 男爵ょり 色々 の必 

要なる 御 理由 も拜聽 いたしました が、 要するに 男爵 

の 御意 見は、 今日 下級 船員を 煜る ことが 闲難で ある 

故に 之を 兵籍に 編入して， 或る 意味に 於て は獎勵 と 

云 ふが 如き 裏面に 意味を 御 含みに なつて 居る やうに 

察せら る、 のであります、 下級 船員を 今日 得る こと 

の 困難なる ことは、 度々 聞いて 居ります、 併ながら 


灶 獎動 法 ii 必 しも 彼等を 兵籍に 縐入 しなければ なら 
ぬ 理由には ならぬ と 思 ひます、 獎瞄 法 |£ 別に 法を 設 
ければ、 それで 差 支 あるまい と考へ る •又 元來 今回 
徴兵 令 改正の 趣旨 も、 所謂 國民皆 兵 主義と 云 ふこと 
が 根本の 方針に なつて 居る、 此 兵と 云 ふことの 中に 
ほ 海 車 兵 も 含んで 居る のであります、 m に. 陸軍の 兵 
のみで If. ない のであります、 若し此 下級 船員を 兵籍 
に 編入いた すと 云 ふこと になり ますれば、 此船 員な 
る ものは 徴兵から 免れる と 云 ふこと になる、 甚だ 面 
白からざることを申すやぅでほあ〇ますけれども、 
船員と なつ r 徵兵を 忌避す ると S ふ 弊害が 生ずる こ 
とも あり 得べ からざる ことで (3: ない と 思 ひます、 是 
等は 最も 避けなければ ならない 問題では ないかと 考 
へて 居 〇 ます 又 補充の 問題に 付て 頻に 御意 見が あり 
ましたが、 補充と 云 ふことは 鼠に 此 船員の みでは な 
いので、 職工と 比較す ると 比較に ならぬ と 云 ふ 御意 
見が あります が、 職工に 於ても 補充に 闲雖 をして 居 
る， 總て 下級の 者の 補充は 船員た ると 職工た ると 其 
他た るとシ 問は ず、 總て闲 難を して 居ります、 是は 
別に 方法を 講ずる の 外ない と考 へます、 必 しも 之が 
爲に 下級 船員 金 部を 兵籍に 編入し なければ ならぬ 必 
要はない と 私は 今日 考へ るので あります" 又 職工 等 
に 比較 云々 と 云 ふ 御意 見 も ございました が、 是 は 私 
は 比較した のでない、 職工に も斯の 如き 意見が 出 得 
る餘 地が あると 云 ふこと を 御 參考に 申 上げた に 過ぎ 
ない ので、 又戰 時に 於て は 是 等を 兵籍に 編入して H 
けば 海軍では 非常に 必要で あらぅ と 云 ふ 御意 見で あ 
ります が、 私は 斯の 如く 考へ ませぬ、 普通 船舶 多數 
を 陸海 軍に 徴發 いたして 之を 使用いた します にした 

所で、 下級 船員は 依然 下級 船員であります、‘ 潜水 艇 

其 他に 對 する 行動は 其 場合に 臨んで 豫備 若く ば 後備 

兵を 若干 載せて、 其 不足を 補 ふと 云 ふ途も 付く ので 

あります、 今日は 事實斯 の 如く やつて 居る ので あり 

ます、 必 しも 之を 兵籍に 編入し なければ ならぬ と 云 

ふ 理由は 發 見し 得ない のであります、 私は 是が 海軍 

の 敎育 をし 兵籍に 編入す る ことは 絕對に 出来ない と 

は 申さない、 法を 設ければ 或は 出來煜 るので ありま 

せぅ， 併し 闲難で あると 云 ふことは 先刻から 申 上げ 

たのであります、 要するに 當 局の 意見と しては 先刻 

申 上げた 通りで ございまして、 遺憾ながら 伊東 男爵 

の 御意 見には 御 同意いた し 兼ねます と 云 ふこと を 一 

言いた して 置きます。 


0男时 (^ 觅荔五郞君唯今 0 海眾大匝の街答 .--; |で |± 
まだ 私の 伺 ひました 平時に 於て 下級 船員の 所願 若り 
減退を 防ぐ のは 獎劻の 如何に あると S ふやうな {« 答 
辯で ありました か、 而 して 此獎勵 ほそれで it どう 云 
ふ獎励 を 執られて、 S 際 今日 旣に海 M の 所願 者 C 少 
いのは どう 云ふ獎 励を 政府 li 執られる か、 尙ほ 進ん 
で 一應 承は りたい、 そ il から 又硪 時 r) 謂は ゆる 昔時 
と 違つ て 今日の 海® で 13: 此 岱發 船舶の みならず 商船 
まで非常に擊沈され，海員を失ふのは莫大であ6、 
それを どう 云 ふ 方法を 以て 補 ふか、 それは 又 海軍の 
豫 後備を それに 向ける かも 知れない、 それは 併し 海 
軍の 謂は ゆる 海軍 それ 自身が 非常に 又 それは 必要が 
あらう と 思 ひます、 今日では 海軍大臣は 戰時に 於て 
は 最早 や 徵發 商船 其 他に 至る までに 海軍に 不足を 感 
じない だけの 補充を する 途があ ると 云 ふ 御 確信が あ 
るか、 あれば 其內容 を 承は つて 置きたい、 是は 誠に 
大事な 事で、 今日 徵兵 令の 御 改正になる には 是はど 
うしても 講究して ic かなければ ならぬ 海軍の 大 問題 
即ち 此の 海員と 云 ふと ® 細な やうであります けれど 
も、 旣に 海軍大臣 も 其範圍 の胺 いこと ほ 御 認めに な 
つて 居る、 併な •から 之に 又 軍隊 敎育を 與へ ると 云 ふ 
ことは む づか しいと 云 ふこと で 御考 にもな つて 居り 
ますが* 是は又 見樣に 依て は 毎年 度に 分けて、 そん 
な 莫大な 數に はならない だら うと 思 ひます、 それ か 
ら又 一方 陸軍 志願兵、 一年 志願兵と 云 ふ 色々 制度が 
あつて、 兎に角 皆兵と 云 ふ實を 擧げ られる 今日で あ 
〇 ますから、 是は 海 is 大臣の 言 はれる 通り 講究した 
らや る途は ある だら うと 思 ひます、 何分 それは 困難 
である、 困難と 云 ふ 事と 今日 國の 必要に 應じて やら 
なければ ならぬ と 云 ふことは 全く 別の もので、 私は 
困難 だからい けない と 云 ふ 問題とは 金く 是は 問題に 
ならない と 思 ひます、 進みまして 第二の 點も 明かに 
さう 致せば 戰 時に 於て 謂は ゆる 商船 徵發 船と か 其 他 
の 補充は どう 云 ふ 人を 以て 今日 充てる ときは 充て、 
居る か、 斯う 云 ふ 者が あると 云 ふことの 御明 答を 伺 
つて 置きたい。 

〔國務 大臣 加 藤 友 三 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君) 船員の 補充と 云 ふこと 
は 海軍大臣の 所 掌では ございませぬ、 併ながら 是は 
途を 設けたら 出来 得ない こと も あるまい と考へ て 居 
ります， 唯玆に 具體 的に 斯々 の 方法を 持つ て 居ろ と 
云 ふことは 申 上げ 兼ねます、 唯是は 海軍の 所 掌に 屣 


_ 一べ 

して 居らぬ と 云 ふこと だ it fif 參巧に 申 上げて S きま 
个 、} 又敎育 云々 と 云 ふこと も ございました が、 敎竹 
•か 絕對に 出来ない と ii 申さない の -C- あります、 斯 c 
如くにまで 致して 平時ょり 之を 兵 格に 雄 入して® く 
の 必要を 認めない と ic ふこと 1 V 申 上げる、 御 承知 0 
如く 彼等 船 ET に 若干 cw iif 敎宵. V.- 施して、 是 が 咴時 
に眾 yf 上の 知 3 雄を fti 持し 得る だけの 敎 锊を致 すと 云 
ふことは容站に出來ない問 !3 でありま卞、從つて平 
時 兵籍に 編入して GS かな  <て も、 ! ui 時に 岱 .リ t し -C 
所要 〇 若干の© 〇 者に 對 して fe 時の 處 M を 以て 之に 
軍事の 教育を 施す と 云 ふことは 是は 可 能の も 〇 であ 
ります • 硪 時 突 ! g いたしました 吗 合 iK ちに 船 M 全部 
•か ' 4i SJ 敎育を 受けた 若でなくて はならない と 云ふ必 
要は 軍事 當局渚 は 考へ て rr らな い。 

〇 江 木 千之趙 私 ii 玆に 本案に 资 成を 致す 趣 3S を (S1 
Fn に 申 述べまして、 併せて 改正 股 箇條の 一箇條 に 付 
て 軍務 當 局の 言明を 受けて Ivl u'i きたいと 考へ るので あ 
ります、 今回の 改正 (t 要するに 一而に 於て は 皆兵 主 
義に 基いて 兵. 役 義務の 均衡を [gd る こと \ 又 他の 一 
面に 於て は 敎 育と 段 役の 關你に 付て 改善を 加へ ると 
云 ふ此二 點 にある と考 へる のであります、 而 して此 
改正を 促す の 動機は 我が K 族院が 大正 二 年に 雄 迹 を 
致して 設けられた 所の 敎育調 査會に 其 端を發 して® 
るので あります， 而 かも 其 時は 大正 二 年ょ 〇 三年に 
苴 つて 居る のであつて、 未だ 今日の 世界の 大戰の 勃 
發せ ざる 前で あるので あります、 此時に 於て 我が 敎 
育社會 が此點 を 深く 考へ 、改善を 企て、 それが 今日 
玆に 閾會に 於て 改正を 議する ことに 運んだ と 云 ふこ 
とに 付て、 本員は 此改正 案を 饺成 する の总を 一 牌 强 
くす る 次第で あるので あり ます、 然るに 此 改正案の 
中の 一箇條 、即ち 六 週間の 现役 兵を 一年 JM 役 兵の 制 
度に 改む ると 云 ふこと に付きまして は、 他日 或は 法 
令 改正の 趣® に 付て 誤解を 生ずる ことは ないかと 云 
ふこと を 甚だ 懸念いた すので あります 、徴兵 令の 改 
正に 付きまして は、 曾ては 僅かに 三文 字の ことから 
して 遂に 騷擬を 惹起した と 云 ふやうな こと も ありま 
する が、 是は 人知 未開の 時の ことであります で、 今 
更 斯樣な ことがあらう とは 考へぬ のであります" 併 
ながら 今度の 改正の 徴兵 令 も 唯 之を 明文 だけに 依て 
_ み 下す と、 或は どう 云 ふ 解釋を 下す であらう かと 
5 ふこと に 付て は 苒だ 懸念す るので ある、 六 週間 現 
役 丘 (が 一年 現役 兵の 制度に 改まる、 是は 察する に 小 
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學敎员 の 如きは 洵に 小役人と も 申すべき 者であつて 
且つ其牛：活狀態は常に生活_を歎じて居る有樣で& 
る、 故に 是等の 者に 對 して 二 篩 年の 現役は 甚だ 闲 _ 
であるから、 恩典を 以て 御 情けを 以て 之を 一年 現役 
で濟 まして やる ので ある、 斯う 云 ふ 趣意から 出た も 
ので あると 云 ふが 4IJ き、 或は さう 云 ふ 解 餺を肢 つて 
之に當 り、 此敎 育を 引受ける 部隊長な どが 其 考へを 
以て 之に 常つ たなら ば、 此 改正の 趣意は 金く 滅却 さ 
れてしまふのみならず、改正の趣旨を期する所と正 
反對の 結果を 見る に 至る であらう と 云 ふこと を la れ 
るので あります •制度 上 小吊敎 員の ことに ft ては 往 
々誤解を 生ずる ことが 珍しから ぬのであります、 少 
し 傾 道に 這 入る やうで あ 〇 .まする が、 | の 例を 擧げ 
て 其 場合の ある ことを 明に したいと 考へ るので あり 

ます 行の 市町村 制に 於て 小學敎 a と 云 ふ 者は 市 

町村 0 IS M となる ことを 得ない と 云 ふこと になつ て 

居る、 即ち 市町村 # 議 H の 钟選樂 描を 與へぬ と 云 ふ 

ことにな つて 居る のであります、 此大切 なる 制度が 

發布せ られ て、 之を 政府 當局が 地方 長官 等を 召集し 

て、 訓示す るに 當 つて 如何なる 解 釋を 下した か、 其 

常時 或る 長官の , rr 問 1* 對して 政府の 說明員 s 答へ る 

所は、 小 2 敎 fl なる 者は 1 s 尙與問 なる ^ 識を 有する 

者で ない、 徒ら 1- 辯 舌を 弄して 人を瞞 著す る 風が あ 

る、 故に 市町村 锊議員 たる ことを 得 ざら しむる ので 

あると 云ふ筠 くべ 今. 解 釋を 下して、 一人の 池 方 長官 

0 之に 對して 疑義を 挟む 渚 もな く、 其 說 明の 筆記は 

印刷せられ て、 席く 科 地方に 配布せられ たので あり 

ます， 然る !• 常に 小學敎 育の 盛袞は 國家の _替 に 係 

る、 小 ® ^ a の fn li 甭大な る ものであると 云 ふ考へ 

ょりして* 沏給に 甘 じて 其赖務 に 汲々 として 居る 所 

の敎 H 等は、 其 政府の 霄面を 見て、 實に脔 いたので 

あつた， それが 爲に 非常に 物雒を 生じ、 政府 も茲に 

省ろ：； T かあつて 、能く 其 法 S 精神を 或は 我が 樽® す 

る 所の 外國の 制度な どに 付て 調べて 見た所が 全く 其 

解 段 •か 誤つて 居つた ので ある、 即ち 小舉敎 員なる 者 

It 人の子 弟を -ra つて 大切なる 國民敎 育を 施して 居る 

者で ある、 故に 市町村に 於て け 父兄 等に 對して 非常 

な 勢力を 钌すろ 苦で あ /, *. 斯の如 く大な る 勢力を 有 

一す る 者を 以て 市町村 锊諷 © たらしむ るは 其 選舉の 公 

平を 缺く  C ES が & ると 云 ふやうな 50 由を 確かめた の 

であります、 又國 家敎 育の m fr: に當 つて 居る 者に 15 

に 市町： s の 名 一:: ? )5 を ft 擔せ しむる と 云 ふこと (t rl 挖 


が 過 SC であると 云 ふやうな 所の 理由を 段々 知られて 
即ち 其の pf! 由た る や 何れも 教員の 位置を 重んじ. 敎 
員の 職を 尙 „ふ 所ょり 出て 居る と 云 ふこと を 明かに し 
て、 ®: に 之を 谷 府縣に 通牒して、 此の 物_ を 治めた 
と 云 ふ 例 も あるので あります、 今 若し此 徵兵 令の 改 
正に 付ても、 先に 申す が 如き® 釋を以 つて 此の 一年 
现役兵の敎育に當ると云ふやうなことが & 〇ました 
ならば、 改正の 趣意は 全く 滅却され てし まふ、 加 之 
此 特別委 員會に 於て 附帶 決議と なつた 所の 四月の 入 
營の 制に 改める と 云 ふこと にせられたなら ぱ 、是は 
.最も 菌 ましき ことであります るが、 若し さう 云 ふこ 
とに せられたなら ば、 此 一年 現役 兵なる ものは 四月 
に入營 して、 秋季の 大演習まで 七 箇月 隔てる のみで 
あります、 十二月の 入營で 十 I 箇月を 隔 つる ものに 
比べる と、 非常な 相違が ある、 若し此 場合に 於て 關 
係す る 所の 部隊 -M 等は 是は 一年 現役で ある •■二 年を 
恕して 一年で 濟 まして やる ので ある* 速成で 敎育を 
仕込む、 十分なら ぬが 一人前の 兵卒に しなく ち やな 
らぬと 云 ふやうな 段々 考を 有つて 之に 過重なる 課業 
を 課したならば、 其敎 員と 云 ふ ものは 唯 負擔に 苦し 
むと 云 ふこと々 經驗 する の 外 何にも 得る 所は ない と 
云 ふやうな ことにな りは しない かと 云 ふ 懸念が ある 
のであります、 それで 此等の 者に 對 して 離覚是 は 皆 
兵 主義ょり して 兵役の 任務を 盡す が爲に 改正した の 
である、 且又 敎 育の 上に 於て は 護國の 義務を 果した 
所の ^ を 以て 敎 職 に 充てたならば 小國 民の 敎 育の 上 
に 於て 謎國の 義務を 十分に 了解 さす ことが m 來 るで 
あらう •斯う 云 ふ 趣 S が あり、 11 又 I 年の 現役を 濟 
まして 一通りの 取 事敎宵 を 受けた 者が ® 民敎 育の {£- 
に 常る と 云 ふこ とは、 國民敎 育の 全 ei の 趣 皆を 撤底 

せし むる 上に 於ても 非常に 効果が ある •斯う 云 ふこ 

とが 此 改正の 重 もなる 趣意に なつて 居る と 云 ふこと 

を 能く 徹底せ しめなくて はならぬ であらう と 思 ふ、 

JL 又 lit. 改正の 半面 It 過日 臨時 敎育會 議に 於て 決定せ 

られた 所の、 學 校の 兵 式敎練 と 云 ふ ものを 振興して 

一は 德 育に鞞 補す る、 併せて 體育に 資する、 斯う 云 

ふ 趣® を 以て 過日 敎育 會議が 決定され、 政府 常 局 も 

同® を 表せられた、 此 意味と 此 一年 現役 兵の 制度を 

立つ たと 云 ふ 事は、 其 精神は 相 一致す る 所が あろと 

考へる ので あ n ます、 のみならず 過 刻 委員長の 報吿 

には 省略せられ ましたが、 此 一年 志願兵、 一年 現役 

兵に 付て it 敎 H が 一年の 現役に 服す る 間， 市町村に 


於て是か代理を窻かなくちやならぬ、又 03 役に服す 
る 所の 兵 も、 其 敎員も 相 當の給 與は續 けなく ち やな 
らぬと 云 ふ必嬰 が ある、 之に 付て は 今日の 市町村は 
負 擔に堪 へられない ので ある、 政府は 此邊に 付て 如 
何なる 處置を 執られる かと 云 ふことは 委負會 に 於て 
種々 質問 も あった 所が、 陸軍 大坦 、文部大臣， 或は 
政府 委員の 答が 區々 になっ て、 特別委 M は どれを 信 
じて 此案 を篛 して宜 いか 分らぬ と 云 ふ 有 ii になり、 
遂に 政府を 代表して 政府 一致の 意見を 聽きた いと 云 
ふこと になつ た 所が、 政府は 之に 對し ては 五十 萬圓 
乃至 六十 萬 圓 位の 國庫 金を 支出して、 一年 現役に 服 
した 所の 敎 員の 俸給の 大部分を 支 辨 してやる と 云 ふ 
積り である. と 云 ふこと を 確答せられ たのであります 
斯の 如く 公費を 借まず して、 さう して 此 一年 現役の 
制度を 設けられる のであります が、 是は 軍事の 爲に 
平時に 於て 用 立つ かと 云 ふと、 直ちに 第一 國 民兵に 
編入す るので あつて、 軍事の 上から 申せば 平時に 於 
て 左まで 用 立つ ものでは ない ので ある、 然るに 拘ら 
ず、 此數十 萬の 國庫 金を 茭 出して 兵役 年限を 一年に 
延ぱ すと 云 ふ 改正を 企てろ と 云 ふことは、 艰 覚國民 
敎 育の 上に 重大なる 關 係が あると 云 ふこと を 認め ^ 
ことが 出来る のであります、 此等の 趣意が 能く此 一 
年 現役 兵の 敎 育を 扱 ふ 者の ♦腦裡 に 徹底して 居な けれ 
ぱ此 改正の 趣旨を 徹底す る ことは 到底 出来ない と考 
へる、 のみならず 唯 苦しみ だけを 經驗 すると 云 ふこ 
とに なつたなら ば、 そこは 法 » の 期す る 所と 反對の 
結果を 牛： ずるで あらう と 云 ふこと を 本 M は 深く ® 慮 
する のであります、 此邊に 付て は 軍務 當局は 如何な 
る考を 有つ て 居られる か、 又 如何な ろ 方法を 執られ 
るかと 云 ふこと を、 今日此 場合に 於て 言明せられ む 
ことを 希 袈す るので あります、 尙ほ 第三の 附帶 決議 
は 少し 餘波 に H って 段々 御 議論が m たやう であり ま 
する が、 是は 海軍大臣の 申される 如く、 海員を 悉く 
兵籍に入れるなど、云ふやうなことは、委員會の決 
諮では なかつ たや S, に考へ るので あります が、 併し 
海軍大臣は 斯様に 考へて 居られる と 云 ふこと であり 
又 之に 付て It 反對の 御 議論 も あると 云 ふこと であり 
まする が、 本 M は 唯 水兵の 補充が 今日 一曆 必要に な 
つて 来た， 之に 付ても 相當の 方法を IT せらる やうに 
と 云 ふ 精神を 以て 此發議 に 賛成し、 特別委 員會は 一 
致して 锊成 をした のであります るが、 併ながら 段々 
意思の IS11 ISS し て 居る 所 も ある やうであります るから 


本員は 此點に 付て 此 議場に 於て 餘り 混雜を 重ねる や 
うな 81 論の 生ずる こと it 好まぬ のであります るから 
未だ 今後 豫算 總會も あり、 豫算 分科 會も あり、 當局 
と 意見を 交換を し、 此事を 決定す るには 隨分 他に 機 
會も あるで あらう と考 へます るから* 是は前 田 子爵 
の 御 發議が ありましたら、 それに® つて 之を 今日 決 
定する か、 他日に 之を 保留す るかと 云 ふことは 其 前 
田 子 K の 御 說を 承は つて 決定し やうと 考へ るので あ 
ります。 

1 :國務 大臣 大島健 一 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (大島 健 一 君) 汀 木 君の 御 質問に 御 答を 
致します、 此 一 年 現役 典の 改正は 非常な 意味の ある 
ものであります るから、 其 意義を 能く 明に して 置か 
ぬければ ならぬ、 それに 付て 斯う 云 ふ 主義の もので 
あらう と 云 ふて 御 述べに なりました ことは、 此 改正 
に當 つて 恰も 我々 が 考へ て此 改正を 企てました る 趣 
意と 大體 同じ 御 趣意の やうに 思 ひます るから、 私が 
茲に更 に 又 之を 繰 返. す 必要は あります まいと 思 ひま 
す、 又 法文を 見ましても 其點は 十分 明かに 見えて 居 
る考 でございます、 一年 現役 兵の 制度を 採らう と 申 
します るのは、 其 ものを 以て 我 軍の 戰鬪 力を 直接に 
佾加 すると 云 ふ考へ は 有つ て 居 〇 ませぬ ので、 全く 
先程 御 話の 軍事 敎 育を 完全に 受けて、 之を 小國 民に 
傳 へて、 是 等の 護國の 義務を 盡す 素質を 十分に 養 ふ 
と S ふに ありまして， 此小學 校の 敎 M の 國家萬 殺に 
對 し、 又 護國の 義務に 對し 重大なる 任務を 有つ て 居 
ります るので、 是の 力に 依つて 將 來小國 民の 善惡が 
分れる のであります から、 重きを 置いて 居ります の 
は 無論、 從つて 敎育に 付ても 時期が 四月に 這 入つて 
は一 體の 軍隊 敎育と 相 副は ぬ 點も ある、 是 等は 注意 
を 要する 點で あらう と 云 ふ 御注意 も 我々 は 特に 注意 
を 致して ) S- るので あります、 十分の 努力を 以て 是等 
の敎 育を 完 うして、 延 いて 小國 民の 敎 育を 完 うした 
いと 思つて 居ります る、 で 先程 古賀 君の 御 問に 對し 
て 御 答した 豫 後備の 將校 にす ると 云 ふが 如きは 當 \ 
の 希 望 に te り、 又當 人の 位地を 高めろ と 云ふ點 に 於 
て も、 同じく 一年 志願兵と 同じ 素養を 有つ て、 同じ 
年月を 勤務した 者で あるから、 將校た るの 能力 あり 
と 云 ふ 事を 明瞭に する のが 主であります、 併し 左樣 
相 成つ た 者は 戰 時に 之を 用 ひ 得る 〇 であります から 
動 員 計 迸 等に 於て 或る時 期に 用 ひる やうに するとし 
ましても が、 必ず 敎育に 非常な 重大なる 任務を 有つ 
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资兵令 中 改正 法律案 第一 潛冷の 9 
て 居る ものであるから、 其 人を 要する と 云 ふ、 拾 も 
今日の 歐羅 巴の 大戰の 如く 非常な 人を 要する 場合 (t 
格別、 前 申す it ちに 迸 閱力咁 加の 目的に 使 ふと 云 ふ 
ことは無論ない52りで*致しませぬ扭0でございま 
す， で 今日 歐羅 巴な どを 見ましても が、 近頃に なつ 
て 漸く 手を 怪我した とか、 足を 怪我して 蹈 つたと 云 
ふやうな 者' か敎 M になり、 陆全な 敎 M が ® 場に 出る 
と 云 ふやうな 惝况 になつ て 居る やうで ございます、 
是 ほ 其 精神を 明かに、 其 方法を 明かに しやう と 云 ふ 
街 趣意の やうに 見えました が、 此 法文に 於ても 亦 先 
捽御 話の 俥 給を铪 與 し、 fi1.} ほ 一年 志願兵と 違つ て 國 
家の ® 用を 以て 入營を さ €: て敎 育を すると 云 ふや-っ 
な 點シ 見ます ると、 一年 志願兵と 異なつ て、 全く 此 
國民敎 育の 重要なる 任務に 充てる 目的を 以て 國家が 

それだけの 费 IIJ > ■: >* 投じて 敎育 して 居る と 云 ふことは 

是で 十分 見え やうと 思 ひます、 尙ほ 併し 總ての 機會 

に 於て 今の 主義を 明かに する 事に 政府は 努めます る 

〇 高 橋 作 衞君 海 II 大臣に 一二 點伺 ひたい ことが ご 

ざいます、 それ It 先程 伊東 男 靱 ょり 色々 御 質問が あ 

つたこと に 付ての 御 答 辯と、 參考 として 御 話に なつ 

たこと に 付て 其 中から 二三 點伺 ひたい ことが ござい 

ます、 先程 委員長の 報吿に 依ります と、 此 商船の 下 

級乘 組 M のこと に 付ての 希望 條 件と 云 ふ ものが 出 ま 

した 時に、 海軍の 政府 委員に 於き ましては 一度 之に 

同 5® を 表されて、 又 特別委 員 fr に 於ても 全會 一致を 

以て 之を 認めた と 云 ふので あります、 然らば 是は相 

當の 理由 •かあつて 海軍の 政府 委員は 一度は 之を 認め 

られ 、又 特別委 員# に 於ても、 先程 委員長の 報告せ 

られ たる 如くに 愼重の 審査を せられた る 結果で ござ 

いますれば、 相當の 理由が あつて 之を 認めた と考へ 

る 外 仕方がない と 思 ひます、 然るに 先程 海軍大臣が 

伊東 男爵に 御 答へ になつ た 所の 內容を 伺 ひます ると 

先づ 申さ ば 一 も 二 もな く 反對と 斯う 云 ふ 風に 承は る 

のであります、 然る 場合に 於き ましては、 一度 政府 

委員に 於て 之を 認め、 今日は 又 根本的に 全部 取消に 

なつた やうな 有 樣であ る、 併し 特別委 a 會では 、一 

度 其 場合 1-. 於て 其 希 轺 條件を 認めた にも 相當の 理由 

が あり、 又 海軍の 政府裘 員は 之を 認めた、 承諾され 

たと 云 ふこと にも 相當の 理由が あると 思 ふので ござ 

います、 全部 それを 誠に 木で 鼻を かむ が 如くに 跳 付 

けて 仕舞 ふと 云 ふのは、 どうも 私には 少し 了解が 出 

來 ませぬ から •そこに 一二の 疑問を 挾んだ 所以で ご 


ざいます、 3 は 商船の 下菝乘 組 負の 法律上の 地位と 
云 ふ もの li 何で あるかと 云 ふこと に付きまして は、 
私が 申 上げる まで もな く  •海軍大臣 は 御 承知の こと 
で ございませう* 是は 海戰 法規の 上から 見ます と、 
其 法® 上の 立場は 俘 赓 となり 得べき 人間で あるので 
而 して 俘 旗と な 05 T へき 所の 人間の 其 根本の 法律上 
の 理由と 云 ふ もの it 、 陸硪 法規 C/J 方から 申します と 
其 第三 條に 於てから に 其 姐 織は 戰鬪負 非鼢鬪 員と あ 
つて、 其 硪闘員 非戰鬪 員 (t 俘 @1 たる ことを fi ろ、 俘 
鹿と なるべき 者は 軍人と 云 ふこと が 根本に なつて 居 
る、 海 腿 法規に 於て 何が 俘 鹿になる かと 云 ふと、 矢 
張り 敵國 商船に 乘つて 居る 敵 ® の 臣民た る 其 下級 水 
丘 r 船長 初め 其 他の 乘組負 ほ 俘虜と な 〇煜 る ものと 
なり 得る と 云 ふと 誤 弊が ある やうで ございます が、 
私の 專門 からはな り 5 S る ものと 云 ふ 方に 入れて B る 
次第で ございます、 さう すると 水兵、 其 商船の 水夫 
も 或る 一面に 於て は 軍人と 同じ やうな 性質が あると 
云 ふこと も 法律上の 方から 解 釋 して 居 * 次第で ござ 
います、 申 迄 もない 次第で ございます が、 甚だ 失禮 
です が、 實 例を 申します と、 普 佛戰爭 の 際に佛 關西 
の 方の 側で 搦逸 商船の 乘組 員と 云 ふ ものを 俘虜と し 
た 時に、 普通 臣民で ある ものを 俘虜と する のは 不都 
合で あると 言つ た 時に、 其 裁判を 英國の 樞辨院 に 出 
しました 時に、 英國の 樞密院 の 判決 例に 依ります と 
商船の 乘組 員は 普 i!]l の 人民と 違 ふ、 不斷 から 商船の 
乘組 員で あるから 旣に 何時でも 軍艦に 乘 込ます だけ 
の 素養を 與へ る、 即ち 軍事に 適應 すべき やうな 敎育 
を與へ て ある ものであるから して、 それで 斯の 如 ？ 
者は 俘虜と する、 普通の 人間とは 違つ て 軍事的の 素 
養の 一部分を 持つ て 居る 者で あると 云 ふ 取扱を して 

商船の 乘組 員と 雖も 俘虜と する、 而 して 一面には 商 

船の ir 社 等には 航路 補助金を 與 へて、 硪 時に 於て 其 

船を 徵發 いたし、 乘組 員は 水夫と すると 云 ふ豫 約の 

やうな もので 補助を 與へて 居る、 商船 會社で は 航路 

補助は 要らぬと 云 ふのを 無理に も與 へて 居る のは、 

さう 云ふ覺 悟を 以て 航路 補助を 與へ ると 云 ふので あ 

るから •水夫と 云 ふ 者 も 俘虜と して 差 支ない と 云 ふ 

判決に なつて 居る やうに 承知いた します、 外國の 判 

決 例と 云 ふ ものは 日本で 遵奉す る 必要は ありませ ぬ 

けれども、 私の 記憶が 違つ て ir るか 知 〇 ませぬ が、 

大正 三年 一月 十三 日に 天皇陛下が 御 批准に なり ま 

した 所 CT) 條 約に 於て 商船の 捕搀 に關 する 條文が 載つ 


て 居 〇 ますが， 敵！！ 臣民に して 敵 ^ 商 SS に乘 姐んで 
居る もの (i 俘萌 とする 原則に なつて II る-特別なる 
宣菁を g すに 非ず んぱ 俘赓 とすると 云 ふこと が 原則 
になつ て 居る、 斯の 如 ? 有糅で あ 〇 まする と、 水夫 
と 云 ふ 者 li 即ち 不斷か らして 軍事 敎育の 一部を 受け 
て 居る、 而 して 又是は 場合に 依つて 大 原則から 言へ 
ぱ 俘虜と な 05 T へき 特別の 者で あると 云 ふこと であ 
〇 まする と •斯の 如き 水夫に 對 しては 矢張り 此徵兵 
令に あります る 如く、 屮學 校を 卒業した 者は 一年 志 
願 兵と 云 ふこと を 許す と 云 ふやうな 工合に、 特別な 
る 待遇を 與 ふべき 者で あるので はなから うか、 又 唯 
今 海軍大臣の 言は れた 所に® ると、 一般の 水夫は 數 
が 多い から 闲 ると 云 ふ 御言 葉であります けれども、 
政府の 監督の 行 屆き得 る 所の 航路 補助を 與へて 居る 
と 云 ふやうな 會 社の 水夫と 云 ふ ものは、 或る 特別な 
る 所の 待遇を 與ふ べき 者 だと 云 ふや 5 な、 折衷の 御 
研究を 爲す 御考 はない のであります るか、 如何で あ 
ります るか、 それを 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 加 藤 友 三 郞君演 撰に 登る〕 

〇國務 大臣 C 加 藤 友 三 郎君 & 高 橋 君の 御 質問に 御 答 
を 致します、 委員 會に 於て 政府 委員が 同意を したと 
云 ふ 御言 葉であります るが、 唯今 政府 委員に 聽きま 
したら、 別に 賛否の 意見は 何等 申 述べな かつた さう 
であります、 又 唯今 高 橋 君の 御意 見通り であります 
ると、 先刻 來私が 解 釋を 致して 居 〇 まする 趣旨とは 
全然 異なつ た 趣旨になる、 法律上の ことは 洵に不 案 
內 でございまする ので、 何等 之に 對し ての 意見は ご 
ざい ませぬ、 併な •から 或る 特殊の 者に 特殊に 扱 ひを 
すると S ふこと になります るなら ば、 是は 別に 顧 [1 
の 値 打が あると 考 へます、 併ながら 先刻 來解釋 とし 
ての 主義は 下級 船 負 全部と 云 ふことの 趣旨に 私は 解 
釋い たして 居る ので、 其 意味に 於て は 如何にしても 
顧 ES: する の餘地 が 當局 としては 今日までない ので あ 
〇 ます、 一部の 大船の 船員、 或は 屮學を 卒業した 者 
の 程度に ある 者と 云 ふやうな 如き 者に 對 する 問題は 
是は 別問題と して 攻究いた す ことは 差 支ない と考へ 
て 居ります。 

〇男樹 內田正 敏君私 は 海軍大臣に 一言 御 質問を 申 
上げます、 先刻 來段 々伊東 男爵 其 他からの 御 質問に 
對 しまして 御 答の あつた ことは 承知いた して 居り ま 
す、 然るに 此 問題 も 追々 時を JS る やうであります る 
から、 極く 簡單に 要點を 伺 ひたい、 下級 船員の 今日 


_ 二 0 

の狀 鹿は 餘 ほど [H ig なる 吠® であるか c  to く 承知を 
S します ので •  | » 海磁は 、昔の 海® と® ひまして 
今日の 海® は 餘 ぼ ど CIC 承知の 如 < «e 化を 致して 居り 
ます、昔の海肢に於きましては商船に對してはポ £ 
が 一 も 害を 與へる やうな ことは ない、 今日の 狀薛は 
新聞 等で 承知を 致します れぱ 、旣 に！ S 院船 まで 
沈す ると 云 ふやうな 狀萌に 至つ て、 頗る 8 酷な 吠® 
に 至つ て 居る と 云 ふことは 明かな こと、 然るに 今日 
歐鋪巴 其 他 即ち 危險 海に f-f: 来して 居る 所 C 船には、 
業に 巳に 軍艦と 大差がない 位の 狀晾で ある， (W1 せ (I 
大砲を 搭せて 、さう して 或る 商船の 如きは 旣 に } B 逸 
の 潜航艇と® をす ろ、 或は 擊 沈められた と 云 ふやう 
な 事が 新聞に 載つ て 居る、 して 見れば 殆ど ili K と is 
ぶ 所は ない と 思 ふ 1 それで 今日 歐摧巴 其他危 險海へ 
帝國の 商船が 平時と 異なる 事な く 航海を 紐け て 居る 
と 云 ふことは、 我々 公務員と して ti に 感謝に 堪へな 
い 次第で、 如何と なれば 御 71: 知の 如く も* 「今日まで 
八阪 丸を 始め 帝國の 商船が 沈められて、 其數 字は 
ちよつ と ®: え •ませぬ けれども 餘ほど 多 SS にある と 思 
ふ、 航海を 緻けて 我が 協商 國を肋 けて 居る と 云 ふこ 
とは、 外國 の 新聞に 於き ましても 餘ほど 帝® を 德と 
して 居る と 云 ふ 事を 承知いた して 居ります、 然るに 
今日の 狀態 ほ どうかと 言へ ば、 先づ 英吉利 「チヤン 
ネル」 から 始め 地中海 其 他に 於き ましては、 協商 國 
で 海上 權を 持つ て 居る からして、 趨 逸の 潜航艇 も 十 
分なる 活動を 爲す事 が 出来ない からして， 帝® の 商 
船の どん 沈 さる、 數も餘 程 少い であらう と考 へられ 
まする が、 然るに 將 來帝國 に 於て 非常の 事が ありま 
して， 外 國と戰 _ を 開く の 已むを得ない W になり ま 
して さう して 此亞 細亞 沿岸、 即ち 日本 沿岸 等 1- - 於て 
海上の ffl を爭 ひ、 敵對狀 態に 至つ た 場合には、 如何 
なる 商船に 状態が 出来る か、 又は 帝國 は爾 今亞 細亞 
方面から 適當な る 原料を 焊な ければ 迚も 日本 帝 國だ 
けの 原料で 以て 是が 用を 達す 事は 出 來ま い、 どうし 
て も 亞細亞 沿岸と 聯絡を 収つ て S かなければ ならぬ 
と 云 ふは 國是 と考ペ ます、 其 場合に 臨んで 帝 國の水 
夫が 戰線に 立つて 果して 其 用途を 爲 すべき や 否やと 
云 ふことは、 私共の 日夜®! へて 居る 次第であります 
昔は 商船に 對 しては 何も 軍艦が 幣沈め ると 云 ふこと 
はな かつた のであります けれども、 今日 (t 戰時に 至 
れば 殆ど 軍人と 掙ぷ 所は ない と考へ ます、 若しも 今 
日の 狀 態であつて、 右 申 述べました 通り 餘程危 い狀 
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態に なつた 時分に、 水火 夫が 進んで 船を 乘 ill す や 否 
やと 云 ふことは、 頗る 疑 IMJ と 致します、 私は 戰さを 
する 人で ないから 此 航海は 御斷〇 をす る* 私け どう 
か 下して W ひたい、 斯う 云は れても それを 3M ひる こ 
とは m 来まい、 軍籍に 在らざる 場合は 其の 場合に 臨 
んで如 何に 爲す かと S ふこと に 付て は、 實に心 配に 
堪へ られ ぬのであります から、 幸に も 斯う 云 ふ 希望 
が 出ました と 云 ふことは 我々 共は 實に 喜んで 居る 次 
第で ます， 又 海 ac 大 |-;1 は 職工に 比して、 色々 伊 
诳«爵 の 1!!] に對 して 轍 H に 比せられました が、 隞エ 
は W も艰 ?if 敎育を 施す 必盟は あり •* すまい、 職工と 
今日 下級 船 A とほ 餘程 違つ て 居る、 右 申 述べました 
通り 下級 船 M は® 線に 立つ て 仕事を して 行かな けれ 
ばなら ぬ、 八阪 丸が 現に 擊沈め られた 場合に 於て 如 

何なる 船員は 狀態 であつ たか、 又 三十 七 八 年の 役に 

於ても 初期に 於て は 非常に 下級 船 a 又は 高等 船 M 等 

を 戰 線に 立たす と 云 ふこと に 付て 餘程 苦心を 致して 

居る、 然るに 今日まで 總 て航悔 を續 けて 居る と 云 ふ 

ことは， a に 我が 大和民族の 本性を 發撺 して 玆に至 

つて 居 〇ま する けれども、 追々 船が 繫 沈められる こ 

とに なつたなら ば、 此魂が 存續 さる、 や 否やと 云 ふ 

こと も、 一の 考 II を §3 する 問題で あらう と 思 ひます 

若しも 今 申述ぷ る 如く 硪時に 至つ て、 私は 11 線に 立 

つべキ.職務は有つて居0ませぬ、御斷0を致します 

と 言は れた噠 には 如何になる か、 其 過まで も 御考へ 

になつ て 居る や 否やと 云 ふこと を， 海軍大臣に 一言 

御 答を 願 ひたい。 

CW 務大 1:*: 加 藤 友三郞 対 liii 祖に登 る〕 

0M 松 大以 (加 藤 友 三 郎君) 內田男 辟の 御 ; -S 見を 色 

色拜 3 一いた しました •か 下級 船員に 對す る®々 なる 間 

題 も 極端の 方を 解 PS いたします と •內田 男爵の 御 S 

見通り のこと •か 事 K であらう と考 へます、 又 他の 方 

面から 厢 察 を 致しまして 、班 •： M 罔 内を 航行して 居る 

小さな 船舶に' 1 込んで R る 船 A も 船 a に 違 ひない の 

である、 從つて 先刻 來私の 申 述べます の (£ 船 M 全 g§ 

と 云 ふこと を 根底と して 申 述べて 居る のであります 

特殊 -㈠ 船に 乘込む 者には 特殊の 處跆を 執る こと は、 

ilis 時に 於て 臨機に s 來 得 る こと、 してあります •兵 

耪に說入してなぃ者でぁれぱ戰時に硪地に行くこと 

を 賊や がつ た 場合に W る、 是れは 洵にさ 5 云 ふこと 

も あ 〇 ませ 5 と 思 ひます、 絕無と は 私は 申し ませぬ 

が、 是等 を诞 す る途は 他に 方法が ありは しまい か 


斯_ にも 考へ るので あります、 SJ に 其點に 付て は 多 
少今日 も！！ 究を 致して 5 g ります、 私の 先刻 御 希 ^ に 
對し甚 だ ja 憾なが ら反對 の 意志を 申 上げました のは 
大體に 於て 下級 船 tl 全部を 兵籍に 緘入 する ことは 聊 
か 穩當で あるまい と 云 ふの が 私の 趣意であります、 
先刻 高 橋 君の 御 質問が ありました 或る 一部に 對 して 
徴 re- 令に あるが 如き 中學卒 業 程度の 者 云々、 成は 特 
殊の 船の 乘 員 に對 して 云々 と 云 ふが 如き、 局限され 
た S 味に 於て は 尙ほ 講究の 餘 地が あると 考 へて 居る 
のであります、 それだけを 申 上げます。 

〔子 K 前 田 利 定君演 壇に 登る〕 

〔男爵 內 田正敏 君發 言の 許 nf を 求む〕 

0_長( 公 辟 德川家 達 君〕 前 田 子爵に 發言を 許し ま 
した 0 

〇 子爵 前 田 利定君 本員は 徵兵 令の 改正 法律案には 
铰成を 致します •玆に 之を 附帶 いたしました 所の 一 
年 志願兵， 並に 一年 現役 兵に 關 T る 希望 決議に も 御 
質 成を 申 上げる のであります >  併 ながら 商船に 乘組 
む 所の 下級 海員に 關し まする 御 希望の 御 決議に 對し 
ましては ，遺 憾なが ら御 同意 申 上げに くいので あ' 〇 
ます、 即ち S 族院が 院議を 以て 其 希 11 決議を ば 通過 
させた と 云 ふ 記錄を 留めて 置きたくない と 思 ふので 
あります、 其 K 對の趣 旨は 二つあります、 第 I は 徵 
兵 令 改正の 趣旨ょり 致しまして 反對を 致します* 第 
二點 it * 法の 形式から 反對を 致す のであります、 第 
一段の 徵兵令 改正の 趣旨ょり 反對を 致します 其 理由 
の 前段と 致しまして は、 前 刻の 海：-? 大 K の 御 說明を 
上拜借 いたしたい と 思 ひます、 徴兵 令 改正 法律 
案の 特別 姿 員 會に於 かせられまして は 多數の 日時を 
御 S ねに なりまして、 ? fo に 御 熟 心に、 御 精励に なり 
ました、 洵に綿 密に御 研究に なつた と考 へて 居り ま 
す、 唯 併な •から 31; 速記 錄の第 八 號の今 問題に なつて 

居ります 所の 希留決 謎の 御 採否に 關 する 部面を 見 ま 

すと 云 ふと、； § にあつ さ 〇 して 居る のでありまして 

何等 赞否の 御 1 論 も ございませず、 其 委員 會に携 は 

らぬ 若の K- から 見ます と、 甚だ 語弊が あるか も 存じ 

ませぬ が、 咄拓 •に 通過した や 5 にも 考へて 居る ので 

あります、 先程 海琅大 匝の御說明に依〇ま丄ても、 

第一に 海 ili と 致しまして は 斯様な 者を 海軍の 裸 fi M 

にして S くと 云 ふ 制度は 必要で ない， 第二に 假に必 

要が ありと する も此 多くの 船 貝に 滴 當に 水兵 敎育を 

授ける と 云 ふことは 闲雛 である、 而して 又 之を E 締 


〇 監督す 〇 と 云 ふこと も 頗る 困難で ある、 と 云 ふこ 
とを 中され たので & ります、 私 も 御說叨 を 伺は ぬ 前 
からして 其點に 付て は 同 ^ の 疑惑を 有つて 居つた 〇 
であります、 海軍に 於き まして 果して 此 海軍 豫備 M 
の 制度が 必耍で ある や 否やと 云 ふことは、 一 門外漢 -e 
ある 私と しまして は 分り ませぬ のでありまして、 是 
は 海軍 當局 者の 責任の ある 御言 葉を 信用す るょ 〇 外 
に 致し方は ない のであります、 併しながら 實 行上斯 
かる 衮を敎 育す ると 云 ふことの 困 ii であり、 而 して 
又 監督す る ことの 闲 _ であると 申す ことは* 素人で 
ありましても 是は想 像の m 來る こと、 考へて 居る の 
であります、 何樣 幾千 百の 大小の 商船が tt 地球の 海 
面 上に 於き まして 俊の 如くに 港から 海へ、 海から 港 
に、 日夜 轉 々航行いた して 居る のであります、 其 船 
上に 從 業して 居る 所の 海 負 を 如何にして 敎 育し、 如 
何なる 場所に 於て •如何なる 時に 於て する かと 云 ふ 
が 如 ? ことは、 なか \ ^是は 簡 M に考 へる ことの 出 
來な いこと であらう と 思 ふので S, ります、 又此 多く 
の 海員 金 般に對 しまして 監督いた します と 云 ふこと 
も" 是は闲 難な ことで あらう と 思 ふので あります > 
それ も 海軍に 於き まして 今日 必要が あると 云 ふこと 
であります れば 、それは 別間 題であります が、 海軍 
當局 者の 御言 葉に 法り 1: すと 云 ふと •餘〇 御必耍 が 
ない と 云 ふやうな 御言 明で あつたので あります、 抑 
抑此 徵运令 の此 度の 御 改正と 云 .. S. 4 のは、 其 趣旨は 
那 邊に存 する かと 申します れぱ 兵役 義務の 均等を 擴 
充 すると 云 ふこと が 骨子で あらう と 思 ふので ありま 
す、 裏面から 申 上げます れぱ 、徵 兵を 忌避せ むと す 
る 者を 防止す ると 云 ふこと であらう と 思 ふので あり 
ます、 故に 此度 の徵丘 (令の 改正案 中には 隨分 と大な 
る 貴き 辍牲シ 拂つて あるので あります •例へ ば 小國 
K の敎 育に 任じて 薄給に 甘んじて 國 家の 爲に 第二の 
國民を 敎養 すると 云 ふ 大切なる 役目に 當 つて 居る 所 
の 小學敎 員を 一年に 其 現役を 延長す るが 如き こと、 
又 之 1- 對しま して 國庫が 七十 萬圓 S 金を 負擔 する、 
隨分是は大にして 11 «き|1牲を拂つて居るのであ0 
ます、 又學 術の 蘊奥を 研究す ると か、 或は 乂 海外に 
瞍航を 致しまして 殖 蓆 興業に 從 事して 國家の 富を 佾 
進せ むと する が 如き 者 も、 一一 十 歳 前に 海外に 渡航を 
致しまして、 三十 七まで 海外に 居らぬ ければ 兵役 義 
務に服 させる と 云 ふが 如き こと も、 是も 一面から 考 
へて 見ます れぱ 、隨分 問題が 起つ て 来さう やうに も 


考へ られ ますが、 斯の 如き 犠牲を 拂つ てまで も 今度 
の 徴兵 令を 改正し やうと する のであります、 其 趣旨 
は 今 申 上げた 通りに 兵役 義務の 均等と 云 ふこと を 撋 
充せ むと する にある のであります、 是等 に比べて 見 
まして 商船に 乘組む 所の 下級 海員、 而 かも 其 下級 海 
員に 對 しまして は 海軍に 於て は 適當に 敎育 する こと 
が 闲 ©で &り、 取締 も闲雖 であると 云 ふこと を 申さ 
れて 居る のであります、 私は 斯う 云 ふこと を 恐れて 
居 〇ま す、 世の中の 不都合の 者 共が 此 所に 逃 込んで 
徵兵の 忌避を 圖るや うな 1 f 心 侮 者が 出 やしない かと 
云 ふこと を 心 齔するのであります、出やしないかと 
云 ふこと を 心配す ると 云 ふ言鍇 で 申 上げる ことは、 
是は餘 ほど 謙遜して 申 上げる ことでありまして.、 有 
體に 申します れぱ 、爰が 徴兵忌避者の 一つの 隱家に 
なりは しない かと 斯う 思 ふので あります、 是は此 度 
の 徴兵 令の 改正の 趣旨から 考 へまして， 餘程是 は 熟 
憩を 要すべき 餘地が ある 問題で あらう と 思 ふので あ 
ります、 第二 段の 立法の 形式から 反對 します ると 云 
ふことは、徵兵令の第七條の二「第十二條又ハ第十 
一一 一條 二 依 ルノ 場合 ヲ除ク ノ外志 願- 1 由 y 兵籍 m 編入 
セラ ルル 者ノ 服役-一 關シテ ハ 勅令 ノ定ム ル 所- 1 法 ル 
」 と 云 ふこと が 出て 居ります •此に 注意すべき こと 
は 「志願- 1 由リ 兵籍-一 編入 セラ ルル 者ノ 服役-一 關シ 
テ ハ 勅令 ノ定ム ル 所- ite ル」 と 云 ふこと が 書いて あ 
ります， 唯今の 御 希望のは 志 一に 依り 海軍の 兵籍に 
這 入る のでは ない のであります、 して 見ます れぱ、 
第七條 の 二の 勅令の 範圍 に搦す る ものでは ない ので 
あります 、故に 其 御 希 21 を |« 撤せ むとの 御考が あり 
ますれば、 是は 立法 事項であります が 故に、 徵兵令 
の 改正案に 對して 修正案を 御 出しになる のが 相當で 
あらう と . W ふので あります、 立法 事項に 關する こと 
を 希 ! S 決 P の 形式を 以て 政府に 御 依 賴にな ると 云 ふ 
ことは- 是は穩 でない と 私は 考へ るので あります、 
兎に も ft にも 此御筘 望 決議に 對 しまして は 尚 ほ 熟瞪 
研究を 要すべき 餘地が あると 考へ ます， 此際 即決を 
爲す べき もので IJ; ないかの やうに 私は 考へ るので あ 
ります、 故に此 御發議 者の 御 精神に 付きまして は、 
誠に 御 熱心で あり、 御 至誠で あると 云 ふ點に 付き ま 
しては 大に敬 服いた すので あります けれども、 今日 
此 場合 咄嗟に 之を 即決す ると 云 ふこと ほ 餘ほ ど考へ 
べき ものであると、 私は 思 ひます のであります から 
熟 ■研究の 考を以 ちまして、 御 希望 決 S だけに 付き 
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まして li 反 對 C® 思 1 v 表明いた したいと 思 ひます， 
ど 5か臣 -« 成を园ひます： 

〇 子 6? 靑末信 光 君 太 fl lx 前 UJ 君の ® lg に 全«登 成 
いたしまして •是 (1 熟® の® 味に 於き まして 此希望 
決袭 (£ 院鼓 にならざる こと 1 V 希望いた すので ありま 
す。 

of ^ 公 ffr ti 川 家 達 君〕 採決を 致します、 太 案の 
第 二琯 宫を 開くべし とする 諸君の 起立を 諸 ひます = 
起立 者  多 ! K 

〇發長 (公爵 德川家 達 君) 過半 ? t と 誌め ます。 
o -ri f-*' ^ ® 太 郎君 商ち 1- 第二 13 會を 開かれむ こと 
を 望みます C 
0 山協玄 君 賛成。 

〔其 他 「资 成」 と 呼 ふ 者 あり 3 
〇 薄 長 (公 E? 德川家 達 君) 直ちに 第二 讀會を 開いて 

挺 異存 ありませ ぬか。 

〔「異 SS なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 譲 長 C 公 ! 3 培 川 家 達 君〕 御異詨 ない と 認めます。 

〇 議長 (公 防 德川家 達 君；} 直ちに 第二 IS 會を開 きま 

す、 全部を 間 題に 供 L ます、 全部 御 異存 ございませ 

ぬか。 

CI. 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇聶 長 (公爵 德川家 達 君) 御異惑 ない と 認めます。 

〇 伯爵 林® 太 郎君 直ちに 第三 諮 會を 開か 7L むこと 

一 V 希望いた します。 

〇 山 脇 玄哲 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (■公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 南會を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異 S なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

051 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) : S ちに 第三 讀會を 開き ま 

す。 

〇 子爵 前 田 利定君 唯今 此問 題に なつて 居ります の 

一は 徵兵令 中 改正案 並に 附帶 した 三つの 希望 決議まで 

問題に なつて 居る のであります か、 第三の 希望に 

付きまして は 本員 (f 反對 いたしまして、 それに 賛成 

者 も あるので あります るが、 問題の 範圍を 伺 ひたい 

と 思 ひます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 希望 決議 li 問題に 致し ま 

せぬ …… 第二 讀會の 決議 通りで 御 異存 ありませ ぬか 

t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇忒 長 C 公 (?! •函川 家 達 君〕 ® 異 a li ない と |§ めます 
0 3 •長 ■. 公 ^ S 川 家 達 君) II 韓國 貨幣の 篇分 に II す 
る 法律案、 政府 提出 •第一 讚 會の！ H •委員長 報告。 
再 韓国 貨幣 C 處 分に II する 法律案 
右 可決す へき ものと なりと il 決せり 依て 及 報告 候 
也 

大正 七 年 二月 七日 

右 特別 委員長 

.公爵 近® 文 管 
a 族院篛 長 公爵 g 川 家 達 毀 
〔公爵 近 德文麿 君演壻 に 登る〕 

〇 公爵 近® 文 麿 君 委負會 C 經過及 結果を 御 報告い 
たします、 委員會 は 一昨 七日に 開 - 3- まして 全 令 J 一 致 
を 以て 本案を 可決いた しました、 本案 IX 甚だ M 簡な 
もので ございます るが、 二 三 質疑 應答 2 ございまし 
た © に 付 3- まして 槪略を 申 上げます、 其 一つ if 貨幣 
法の 旌行の 事で ございまして、 從來 我が 貨幣 法は 朝 
鲜に 於て 實施せ られて 居り ませず、 舊韓國 政府の 發 
L ましたる 貨幣 條 例と 云 ふ ものが 今も尙 ほ效 力を 有 
つて 居る ので ございまして、 之に 基き まして 發 行し 
ましたろ 舊韓國 〇 貨幣が 今 尙ほ流 通いた して 居る Q 
でございます、 然るに 此度 貨幣 法を 朝鮮に » 施す る 
事に な 〇 まして、 それで 內地の 法律を 殖民 地に 施行 
します る 場合と 同じく、 政府に 於て 近々 勅令を 以て 
此施 行钿則 を 定められる さう でございます、 さうな 
〇 まする ?-. 舊 榦 國 貨幣 條 例と 云 ふ もの (£ 當然效 力を 
失 ふので ありまして 從 つて 舊韓國 貨幣 ほ 流通し なく 
なります、 之を 處分 する 必要が あるので ございます 
それには 法律を 以てする のが 適當 であると 云ふ譯 で 

此 案を 提出に なつた ので ございます、 それから 之に 

關聯 しまして、 現在 朝鮮に 於け る內 地の 通貨と 云 ふ 

ものは 何に 基いて 琉 通いた して 居ります かと 申し ま 

すると、 是れほ 明治 四十 年に 韓國 政府 C 勅令に 韓國 

貨幣と 品位 •種目 •形 if を 同じう する 貨幣 ほ 韓國內 

に 流通す ると 云 ふ 規定が ございます、 此 規定に 基い 

て 日本 貨幣は 當 時ょり 法貨と して 朝鮮に 流通いた し 

て 居つた ので ございます、 それから 第二の 點 は 葉錢 

の 事で ございます、 葉錢は 當 分の 中 通用を 認む ると 

云 ふこと が 玆に ございます、 其 理由は 二つ ございま 

して、 第一は 此葉錢 は 將來五 厘 銅貨と 引換へ ると 云 

ふ 事に なつて 居ります が、 現在 補助 貨が少 くて、 引 

換へる 事 か出来ない と 云 ふの が 一つの 理由と 1 それ 
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〇 謎 長 (公 肋 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報告を 致さ 
せます。  • 

〔成 頫書記 官朗 讀〕 

去る 九日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 

即日 之を 衆議院に S 付せ り 

徵 兵 令 中 改正 法律案 

a 韓國貨 m の處 分に 關 する 法律案 

同日 本院に 於て 採掙 すへ きものと 議決した る 帝國 

在鄕 軍人 曾 圃 随 補助の 請願は 意見® を 附し 即日 之 

を 政府に 挟 付せ り 

同 H 第三 部に 於て 理事 男 ® 關義臣 君の 補闕 選擧を 

行 ひしに 其の 結果 3 :爵宇 佐 川 一正 君當 選せ 〇 

同日 決 33: 委員 分科 曾に 於て當 選 したる 主査の 氏名 

左の 如し 

第 四 分科 主査  子爵 西 大路 吉光君 

同日 衆 謎 院 ょり 左の 政府 提⑴ 案を 受領せ り 

臨時 0 阳 |0 券 法 中 改正 法律案 

Km 法 中 改正 法律案 

登錄税 法 中 改正 佚 律 案 

遠洋 消 橥獎 g 法 中 改正 法律案 

眾用自 励 車 補助 法案 

鍅适 数設法 中 改正 法律案 

足隱鐵 道 及有埚 輕 便 筠 通 の 買收 に關 する 法律案 

朝 群 事業 公 ^ 法 中 改正 法郎案 

陴太事 業 公 《 法案 

昨 十二 日 衆翦院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 

灾 京 帝 國大學 及 京都 帝 國大 m 臨時政府 支出 金 繰 

入に 關 T る 法律案 

帝 闽大 m 特別 科 計 法 屮改 JK 法 伴 案 


大正 七 年度 歳 人 歳 / 1] 總预 算 案 泥 大正 七 年度 各特 
別會計 歳入歳出 豫算案 

雅算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 

臨時 軍事費 豫算追 加 案 C 第一 號) 

大正 七 年度 钹入歳 出 總 豫算追 加 案 (第一 號〕 
豫算 外國 邮 の負擔 となる へき 契約を 爲 すを 要す 
る 件 (追 第一 號〕 

〇諉長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 本日の 會議を 開き 
ます、 議事 日程に 進みます 前に、 鄧長は 甚だ 悲しむ 
べき ことに 付て 御 協議を 致したい ことが ございます 
それは 一昨 十一 日 蜂須賀 侯爵 興 f 去の 通知に 接し まし 
た、 同 侯 w ii 諸君の 御 承知 あらせられます 通り、 明 
治 二十 四 年 七月ょり 同じく 二十 九 年 十月まで、 五® 
年 四 箇月 間 本院 議長 2 職を 勤められました 御 方で •こ 
ざいます、 此度 薨去の 報に 接しまして 洵に 痛嘆の 至 
に堪 へませ ぬ、 法て 弔 辭を 贈りたい と 存じます、 又 
来る 十六 日 同 侯 邸の 葬儀の 際に、 議長 Is 議院 や 代表 
いたしまして、 葬 磺に 列したい と 存じます、 此兩件 
を 諸君に 御 諮りを 致します、 御 異存 ございませぬ か 
〔「與 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 御異 誘ない と 認め 1: す、 
議事 日程 第一、 男 (3 關 義臣 君 請暇の 件、 是は 病氣に 
付き 十八 日間の 請暇で ございます、 許可を 致して 御 
興 存ご ざい ませぬ か 

〔「異議な し 1— と 呼 ふ 者 あり〕 

0 譏 長 C 公 吋 ^ 川 x ij パ〕 御 異議ない と 認めます。 
0議孖公 ''|: 1:'! |!| 絮迂 /', ,)  ns q'5 二、 大正 七 年度 歳 
入读 ui g Ti 凝 案 並 大正 七 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫 
® 案 ^ 迸 期限を 定む るの 件， 第三， 預® 外國庫 の 負 

擔とな るへ き 契約を 爲 1- を 頭す る 件 審査 期限を 定む 

るの 件、 第 四、 臨時 軍事費 豫算 追加 案 第一 號蒞 -S 期 

限を 定む るの 件、 第五、 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 

追加案第一號密莸期限を定むるの件、第六、拽算外 

國 &B の负挖 となる へき 契約を 爲す を耍す る 件 追 第一 

號審赉 期限を 定む るの 件。 

〔河 井 書記官 朗讀】 

大正 七 年度 歳人歲 111 總豫 3? 案 並 大 JH 七 年度 各特 

別 © • 計 歳入 歳 / li 裸 KC 案 

右 本院に 於て 修 正 識 決せり 因て 議院 法 第五 十四 條 

に 依り 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 十一 一日 


衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公 商 德川家 達 殿 
豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 

右 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
b 及 送付 候 也 

大正 七 年 二 月 十二 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
(第一 號〕 臨時 雄 事 S 豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 十四條 に 依 
り及浍 付 候 也 

大正 七 年 二 月 十一 一日 

衆議院 鄧 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德 川 家 達 殿 
(第一 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 十二 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川 家達蜈 
(追 第一號 〕豫算 外國 庫の 負擔と なる へき 契約を 
爲すを 耍する 件 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り及浍 付 候 也 

大正 七 年 二 月 十二 日 

衆議院 胬 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德 m 家 達 殿 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異蕺 ございませぬ けれ 
ば、 日程 s 第二より 第 六まで 束ねて 問題に 供し ます 
〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

C 國務 大臣 勝 田 主計 君演壻 に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 諸君、 私は 玆に 大正 七 年 
度 歳計 豫算を 皆樣に 御 紹介を 申 上げて、 併せて 政府 
の 財政經 濟に關 係いた します る 施設の 一斑に 付き ま 
して， 所見を 開陳を 致したい と 思 ふので あります、 
®< 御淸聰 を 煩は したい A 希望いた します、 抑々 帝 
國 政府の 財政 經濟 に關 します る大體 S 方針に 付き ま 
しては、 旣に現 内閣 成立 以来 腿々 宣 明いた した 所で 
ど ざいます るから して、 玆に 之を 繰 返す の必耍 はな 
からう と考 へて 居ります る， 今や 內外の 情勢に 鑑み 
まして、 帝國の 施設 方策に して 急 施を 要する ものは 


g る 多い のであります、 殊に 國 防の 充實の 如き もの 
は 1 R も忽 にすべからざる ものであると S ふことは 
勿論の 事柄であります る、 故に 大正 七 年度の 豫算の 
編成に 當 りまして、 政府は 國防 の充實 に付きまして 
ほ 出来 得る 限り 必翦 なる 經迸に 腺ず べき 所の 經 费 を 
計上いた しました、 次に 時局に 伴 ひまして 將來に 向 
つて國運の進展に資すべき脔業の發達、敎育の振興 
等に 必要な ろ 經費を 計上いた しました •其 他 一般 普 
通の經 12 に付きまして は 努めて 之を 認めざる の 方針 
を 採つ たのであります、 以上の 方針に 依りまして 編 
成を 致しまして 當初衆 議院に ffi /Ji いたしました 所の 
大正 七 年度 總豫算 に 計上して あります る 所の 歳 人 ほ 
純 常 部に 屣 7- る もの 六 億 四千 五 百餘萬 圓であ ります 
臨時 部に ■する もの 七 千 六百餘 萬圓 ，合計 七 億 二 千 
百 餘萬圓 と 相 成つ て 居ります、 其 歳出は 經常 部に 餛 
します る ものが 四 億 八 千 百 餘萬圓 •臨時 部に 屬 しま 
する ものが 二 億 四千 餘萬圓 •合計 七 億 二 千 W 餘萬圓 
と柑 成つて 1?? ります、 右 大正 七 年度 豫算 中に 於き ま 
して、 其 生 要なる 4 のを 玆に槪 言いた します れぱ、 
國 防の 經費 に關係 いたしまして け、 國家 自衞の 保障 
を完 ぅする の 趣旨を 以 ちまして， 海軍 軍備の 充 K; 
… 補充を 阏るの 急務なる を考 へまして、 大正 七 年度 
に 於き まして 軍艦 製造 費の 二 千 五 百 四十 餘萬圓 を 計 
上しました、 同年 以降 大正 十二 年度に 亘る 六箇 年度 
に 於き まして、 總額三 億 ar 十四 萬 餘圓を 追加 要求を 
致して あります、 そこで 旣 定の豫 K 額と 合せます る 
と、 大正 七 年度 以降の 總額が 五 億 八 千 四百 餘萬圓 と 
云 ふこと に 相 成ります、 今回の 綷畫 は歐洲 の戰爭 の 
實驗に 鑑みまして、 艦 型 其 他に 變更を 加へ るの 必嬰 
が あ 〇 まする のみならず， 更に E 艇咐 加の 必要を 誠 
めました、 尚 ほ 又 物價の 騰貴は 旣定 の經搜 を以 ちま 
しては、 本年度に 於て 豫定の 工程を 遂げ 得ない と 云 
ふ 憂が あります るに 依りまして、 是等に 要します る 
所の 經 a も 追加 要求を 致しました、 其 他 海 車に 付き 
まして it 大正 七 年度に 於て、 水陸の 設備費の 追加" 
六 百 五十 九 萬餘圓 、航空隊の 設備 费 追加 百 萬圓 、火 
藥廠 設備費 二百 四十 七 萬餘圓 、準備 軍需品 費、 無線 
電信 所 設備 ® 、 聚网豫 f/lli 油田 試掘 费等を 計上いた し 
ました、 陸軍の 軍 (i の充實 に關 しまして は、 現在の 
兵力を 充實す ると 云 ふこと を 以て 主眼と 致しまして 
大正 七 年度 以降 六® 年度を 以ち まして、 大體其 目的 
を 達する の經蜜 を 立てました、 尙ほ 定規の 豫備後 璐 
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兵の 完成に IX 街 承知 C 通りに 更に 十二 商 年を 要 -r T, 
ことで あり •* する からして、 隨 つて 本 ^ ® は 十八 ® 
年度に 苴 りまして 提出に なつて 居ります る、 其 臨時 
费の總 額 1?. 五 千： ;//; 一 c 二十 六® № [13 であります る. 同 
期間に 耍し 1: する 所の 钙常费 の 總額は 、一 (3 二 千 八 
百 七十 三 萬 餘 間であります、 而 して 經常费 の 平年 度 
分が 八； s 六十 一茁饺 g と 云 ふこと に 相 成ります、 大 
正 七 年度に 於き -S して 綷常臨 時 合計いた しまして、 
八 百 八十 五 ^ 101 と 云 ふ ものを 找筇に 計上いた して ご 
ざいます る、 3iJ 他 陸 41 1  . 付きまして {3: 幹部 S? M 補足 
の爲 I - 要します r- 經 gr 郁 充 J?. (敎育 召集 0 爲に耍 し 
ます ? > 經 §:、 特柿兵 器 製造 及 試 驗 K、 眾 Ifj 氣球 研究 
费 の咐 加、 0 励 : nl 研究 ? 5 の ^ 加、， N 励 :' ii BJI ba 费等を 計 

上いた して ございます る、 國防 充货に 關すろ 經费の 

外に. 商業の 發達を 阅〇、 我が 經済的 越 礎の 確立を 期 

する の 施設と 致しまして 刺 ■銥 所擴張 毀の 追加 千 w Jr: 

十八茁餘 11 ,大阪エ業試驗所の設貯殺>緬羊の飼育 

獎勵 找， 臨時 袋； 素 研究所の 設®®  •遠洋漁業 獎励費 

の增加 •十 地 利 JH gr ffi 港の 修築 獎勵费 、農業 倉庫 

の沌設獎§金の岈加、絹檗試驗所設置、海外商品陳 

列 舵 r J 設跋 補 WJ ffi と S ふ 如き ものを 計上を 致し まし 

た 敎 育の 振 M に關 しまして は、 市町村 立 小 學敎 員の 

保 給は 其 一部を _ IE ょり 支出す ると 云 ふ 事が 機宜に 

適した ものと 認めまして、 之に 要します る 所の 經锻 

千 萬 0 を豫 箱に 計上 1 : "致しました、 其 他 福 岡 農科 大 

學 、第 十一 高等 H 業 學校 、第三 K 等 農業 學 校， 第 六 

高等 商業 學 校、 策 京 貿易 殖民 語學 校， 第 九 乃至 第 十 

二 高笃昂 校、 藥學堪 門學校 等の 剖 立の 經费 、苽 北 帝 

E 大學機 械 H 學科 C') 設置、 航空 研究所の nil 設 ，科學 

研究 览蚴 ffi 等の 支出を 計上 致し ■* した 次第で ござい 

ます、 以上 申しました 外に 尙ほ 大正 七 年度 豫 萬に 計 

上いた しました 所の 歳 m の 重なる ものを 申 上げます 

れぱ 、諸 河川 改修工事 繰 上等：- 伴 ふ 年 削 額の％ 加、 

预金 利子 及 利子 柳 手數 料の％ 加、 國庫豫 肺 金の 增加 

闞院 建雜 费、 田畑 地 借 調 杏 费 、國勢 調査 S、 官有 财 

產調査 毀、 地方裁判所 支部 餵限櫬 張に 關 T る經费 、 

K 裁判所 設 Ef に 關す る經费 、海外 通信 2!< 拂金 の增加 

恩給の 咐加 、内 垧 rr 地 rr!1 及 東京 京 城 間の 電信 線路の 

% 設 sr 無線 ^ 信 局 (7-) 設 蹬 费 、電氣 丁； 業 用發電 水力 

調査^^茆船學校擴張费等でござぃまするゝ大正七 

年度 總孢箅 に 於き まする 所の 歳出 合計は 前段 申 h/ け 

ました 如くに 七 值二千 百 餘萬圓 に ffl 成つ て )?} ります 


之に 對 しまして 旣 定の歲 人 (i 其 部 合計 六 位 八千捽 里 
圆で ありまして， 差 引き 四千 百 於 萬 圆と云 ふ ^ 入不 
足を 見る 譯であ ります る、 此歳 人の 不 足 を 補塡を 致 
します ろ 爲に 前年度 剰餘金 中ょり 二 千 六 百 六十 餘茁 
圓 の 繰 入を 致しました、 尙ほ差 引き 不足 額の 千 四百 
七十跆萬圓は國防計进の遂行上後年度に瓦〇まして 
必要なる 經 找 の 恒久的 财源を 調達す る G 目的を 以ち 
まして、 ? FI 税收 入、 專寶局 益金 及 通信收 入に 付き ま 
して、咐收の計进を立てました、 3|: ;大正七年度の歳 
入を 以ち ま L て 右 申しました 所 〇 千 四百 七十篇 萬 Ml- 
の 不足を 補塡 する の 計 5!f を 立つた のであります、 奸 
に咐收 計 ffi の 大要を 極めて 簡單に 申 上け ますれば、 
第一には 租税に 付きまして は 所得税 及 酒税 2 增收を 
主瞠と 致しまして、 尙ほ税 制 整理の 趣旨を 以ち まし 
て、 織物 消 费税 ，砂糖 消费税 及 自家用 齧 汕塊に 改正 
を 加へ まして、 淸凉 飮料税 なる ものを 新設いた した 
通行税 及 石油 消费稅 を 全廢 する の 計 迸を vr. つたので 
あります、 iiD 信收 入 1:. 付きまして IX 、一般 經 濟の發 
達 並に 負 擔の雛 為に 鑑みまして、 電報 小包 及 信書 料 
金に 相當の 値上を なすことの 計 ffl を 立 -C ました、 又 
翦賣 局の 益金に 付きまして は、 御 承知の 如く 近來物 
沿 騰貴に 依りまして、 萬 H 事 fi に 要します る 所の 純 
费 に增加 を來 しまして、 之が 爲 に®} M 局 益金 C0 收入 
が 減少いた します る* 之を 塡補 すろ と 同時に 一般 財 
政 上の 必要に 11 じまして、 -K- 財源を 得る の 目的を 以 
ちま L て、 製造 煙草の 谷 品種を 通じまして、 其定價 
に 對し約 一割 七 分の 引 上を W 行いた しました、 右 申 
しました 租税 並に 官業 收 入の咐 收計權 .實 行の 結果と 
致しまして は、 大正 七 年度 1-. 於き ましては、 千 四百 

七十 餘萬圓 ■平年 度に 於き ましては 三千 七 百餘蓖 圓 

の拊收 を兑る 所の 計算と なつて 居ります、 尙ほ 以上 

の咐 收計畫 に 依ります る 所の 收入 と共に 後年 度に H 

ります ろ 國防 計 ffi に 要します る 所の 經费を 補充いた 

します る爲 に、 大正 八 年度 以降 國債 償還 額 五 千 萬圓 

の 内 二 千 萬 圓を國 防 充實の 財源に 供し まして >  以て 

將來に 苴る帝 國 財政の 鞏固なる 基礎を 維持す るの 策 

を 立つ た 次第で ございます •然るに 衆 ||院に於 9- ま 

して 審議の 結果 •右 % 收計 « の 中 租税 收入に 付き ま 

して、 税制 整理に 關する 分に S しまして、 其實 行を 

他日に _る を 可とされまして、 即ち 織物 消費税 法- 

砂糖 消费税 法、 自家用 醬 M 稅 法の 各 改正案、 淸凉飲 

料 税法 案， 通行税 及石汕 消費税の 廢止法 律 案を 否決 


いたしました •併せて 郵侦 法改正 法案を 否決いた し 
ました、 而 して 衆漭院 は饵 承知の 如く 大正 七 年度に 
於け る 財政 計进の 骨子であります る 所の 国防 充 15 の 
計 f:! と 云 ふ もの / i 是 認 を 致しました、 之に 伴 ふ％ 收 
計® に ft きましても、 其岈收 の 主體 た ろ 所得税 並に 
:.3 税 〇 衔徴と 云 ふ もの 1?. 之， >.. 13 めました、 唯 現行租 
没 制度の 整理は キ義 として、 之を Eg める けれども 相 
當の 時期 迄 之を 延期す るを 以て 適當な る 措 K; なりと 
したのが、朵が即ち衆議险の論でありま丁、而かも 
旣に衆 翳院の 修正に ffi つて 税制 藤理の 延期を 致し ま 
した 以上は 玆に ffl 當の 延期を 致しました 以上は 玆に 
相 當 の餘裕 が 生じて 来ろ のであります る、 隨つ て强 
ひて 政府の 計畫 いたしました 所の 通信 收 人に 於て 咁 
收を一 一らず とする も* 收支 適合 其 宜しき を 制する は 
難からぬのであ〇ます、即ち％收計 5!;; 其もの 0 體に 
付て は、 何等の 茭障を 牛； ずろ もので (3; ない ので あり 
ます、 加 之 衆議院は 國 防充實 に關 する 財源の 補充と 
致しまして •旣定 公憤® 還 額 五 千 萬 圓の 中二 千！ si 圓 
を 大正 八 年度 以降に 於て 拽額 いたす と 云 ふことの 計 
迸 も 認めました 、以て 國防 計 itt の 遂行を. 逍憾な から 
しめたので あります、 斯樣な 次第であります るから 
1て，政府は總豫；#に於きまする歳入歳 /1; の均衡を 
保たし むる 爲に 之に 修正を 加へ ました、 即ち 歳入 經 
常 部に 於いて 六 億 四千 二百 餘萵圓 ■臨時 部に 於いて 
七 千 六百餘 萬圓 合計 七 億 千 九 百餘萬 圓を 計上いた し 
ました、 歳 ! I'i に 於き ましては、 國庫豫 璐 金の 咐加二 
百 萬 圓を 削除いた しました- 而 して 衆議院 !-]: 歳 ui に 
於き まして 二三の 事孭に 削減を 加へ ました 外、 時局 
に 伴 ひ國 運 CO 發展に 資すべき 產 業の發 達， 敎育の 振 
興 等に 要します る 所の 經費 、其の 他 歳出 S 全部 並に 
公 ffl 計 « 等を 是認いた した 次第であります 、次に 臨 
時事 件に 關 係す る經費 のこと に 付て 申 上げたい と 思 
ふので あります、 臨時 事件に 關 係いた します る經 a 
に付きまして は、 臨時 軍事費、 特別 會 計に 於き まし 
て 歳出 三千 三百 七十 餘 萬を 計上いた して ございます 
官宿物 拂下代 及雜收 入 百 七十 五 萬圓 •借入金 及 公值 
募集 金 三 ^- 百 九十 五 萬を 以つて 之が 財源に 充 つるの 
計 K を 立てた ので ございます、 又 一般 會計に 於き ま 
して、 大正 七 年度に 於て 臨時 事件 豫備 費が あ 〇 ます 
此豫備 R の總額 が 八 千 四百 萬 圓と云 ふ ものを 計上い 
たした ので ございます、 右 豫備 費の 中には 判任官 以 
下 臨時 手 當千七 百 餘萬圓 ，物價 騰貴に 伴 ひます る 一 


般锊费 の咁加 ;Y-.) -r 七 lif .'Ji ;g [rB s; 持 殊 〇锊穴 を 包.；： 15 い 
たして 居ります* 而 して 之が； 5 C.V V, •致 L まして i i 山 
柬鐵道收入、讶：3ポ~ -'; 收、，：；】2- ^ 託造修收入、路 
時 海上 再保險 收入 、沿 入金 及 Hil 年较 、企， V 以て 充 〇 
るの 外 •時局の 杉 / ? に te り - t - して ^ 加した る W い利 
得 ' -Is; 薄^ 6 時 利® 我なる ものを 課し ま L -C 之を 以て 
財源に 充つる 計 班を 立てた のであります •  § 以来 
大正七年度に艿〇まして‘臨時琪件に :-:-: する所〇钟 
费は總邾四愆四千七 ?-1 舲茁 1|11 に迮して居ります、而 
して 時局の 的 途を 達 EJ い r- します 〇 ときに ( i Inii 局 i £ 
® 々紛糾いた して、 其 終熄の 時期と 云 ふのは 何人も 
之を 裸 見す る ことは 出來ぬ 〇 で あります、 故 1- 之 t- 
推移に 伴 ひまして al- に 之に 對腿 T べき 所 to 施 iK を 要 
せぬ とも 限らない のであります、 佐つ て 財政の 按； g 
經濟の 調節 等に 深く 考 迸 を 盛すべき li 勿論の ことで 
あります が、 预め堪 國の忿 に 晒 ぜむが 爲に 政府と 致 
ほ、 •當初 特に 卵 力 & る 財政 計 班を 立つ る必 
要を 認めた のであります、 次に 政府の 公； 3 發行 並に 
公 fft 償還 計盡に 付て 一言 申 上げたい と ,' J.I ふので あり 
ます、 大正 七 年度に 於き まして 公- : U 似 is に充 つべき 
金額は 前年度と 同じく 之を 五 千 萬 Ini と 致し、 火 正 八 
年度 以降に 於き ましては 之を 三千 M 圆に 止む る 〇 計 
ffi を 採りました、 惟 ふに不 生產 的國愤 は 成るべく 之 
を 多額に m' 還し 以て 財政の 安固を 1®] るの 必邸が あ / 〇 
ので S, ります、 併ながら 大正 八 年度 以降に 於き まし 
ては、旣に戤々述べました如くに、國防計 5!£ の过行 
上 •咐收 計 迸に te る 歳入と 共に 共 財源に 充つ 〇 必嬰 
'かあります るに ffi つて 之を 三千 as li に 減 ^ する の 已 
むを 5 T さるに 至つ た 次第 'e :: ざい} す、 大正 七 苹度 
に 於き まする 公 ffi 發行 計 ? J; に關聯 いたしまして、 茲 
に 大正 六 年度に 於け る 公似； i 集の 狀况に 付て 諸れ 0 
御參 考の爲 に 一言を S したいと 思 ふので あ 〇 ます、 
大正 六 年度の 政府の 5S 債 計诋は 御 承知で あらせら 
る、 如くに、 臨時 國 庫 證券 二 楹圓を 合しまして、 總 
計 三 億 六 千 百 八十 六 萬 11 と 云 ふこと になつて 居り ま 
す、 で、 此中 に © 行 朱 了と 稱すべ きものが 帝 S ® 道 
特別 會計に 於き まして、 预 金 部ょりの 借 入螢 返濟の 
爲に發 行いた しました ものが 二 千 萬圓 ，外國 債 借 WJ 
の爲 に發 行いた しました ものが 三千 萬 圓 ，臨時： 傘 事 
费 豫 wli 费に 充てます ものが 二 千 萬圓 ，是が 重 もな も 
ので あ 〇 ます、 此 中の 申 上げました 所の 前 二者は 金 
融調節 上 市場の 狀况に 依 〇 ては 必 しも 之を P 集し な 
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ければ ならぬ と 云 ふ ものでは ない のであります、 又 
前年 の餃 會 に 於？ まして、 政府は Tgi 算に 之を 計 il い 
たしました -K- 際に も、 其 趣旨は ® 々 辯 じて 置いた 次 
第であ0ます、而して一方に於きまして豫筇に計上 
いたしました 所の： ¥- 依 計 « の 大體は 之を 實 行いた し 
ましたろ 外に、 段 算に 關聯 しませぬ 所の もので 未 •た 
大分 琛仍 いたして 的る のであります、 即ち 佛 國圓國 
wi m 券 同大 藏筲證 券、 英國 圆大藏 省 證券 等の 發 行い 
たされた ものが 旣に 一億 五 千 六 百 萬圓の 多き に 達し 
て 居ります、 故 1- 是等に 依りまして 金融の 調節を 完 
ぅする ことを 得ました 以上、 玆に前 二者の 公 偵を 發 
行す ると 云 ふこと を 政府は 打 切る ことに 致しました 
又 第三の 臨時 軍事 ? I の 公 ffii に付きまして は 今日 1- 至 
るまで 之が 發行シ 必要と すろ 事件 も發 生し ませぬ、 
それ故に 之を ^ 集いた さぬ のであります、 斯く申 上 

げま すれば 大 JH 六 布 度に 於け る 政府の 募偾 計丧は 大 

蹬 に 於き ま L て 完了した ものと 申 上げて {几し からぅ 

と考へ て 居ります のであります、 大正 七 年度に 於き 

まする ^ (JS に付きまして は、 旣に申 k げま した 臨時 

事件 费支辨 の爲に 致します る 公似の 外， 電話 事業 公 

愦 千茁 K1 捋道公 依 二 千 五 百 萬 0， 朝鮮 事業 公 ffl 千 三 

T1 二十  C  ,  . i,* 事 穿. 公： 3 二 ? I 萬 HI •搾 太 i}> 業 公 

芜 ?-| 於 萬 M 等、 芥 種の 事業 公債を 合計いた します る 

と 五 千百餘 萬 M に 上る の 見込であります、 尙ほ 臨時 

國 雎 設券發 行に 付きまして は 大正 六 年 法律 第 七號に 

依りまして 二位 WI 々其 限度 V. 致して } 1 きました •か、 

時局 I' 伴 ふ 我が 經濟 の發展 、國際 經濟 の狀鹿 に 鑑み 

まして 爲荇資 金の fis 通を 圖り 、軍需品 代金の 決 濟を 

益々 (ra 滑なら しむる 要が 玆に 起り まする 故に、 更に 

二位圆の外に三億圓の咐加を致したいと云ふ見込を 

以ちま して 他の 法律案を 提出いた して 居ります、 次 

に s?s 濟狀菔 に付きまして 一言を ? 5 したいと 思 ひます 

我 M3 の锊 濟狀熊 を iffi ffij いたします と、 對 外 K 易 {t 時 

局の 於 ^ を 受けまして 其 面目を 一新いた しまして* 

時局の ^ 生以來 昨年 末に 致り まする 校 人總額 が 一一 十 

六 位 二 千 三百 餘 as 圆にな つて 居ります る、 轍 出總額 

が 三十 七 ^ 九 - T- 九： ri 於茁 B-11 に l-fl 成つて 居ります る、 

此差引 十一 (S 七 千 五 百 餘萬 圓の盼 出超 過と 云 ふこと 

に ffl 成ります る lit 節 出超 過の 外に冏 期間に 於き まし 

て 貿易 外の 收 入超 渦 額が 七億圓 ばかり •こざり ます、 

之を 八 rl 計いた します ると 阈際贷 借 上 正 货收入 超過額 

は約十八位 に達して居ります、此の內聯合與國に 


對 します る 財政 上 直接 並に 間接の 援助に 供せられ た 
りと 見るべき ものが 約 十三 億圓の 巨額に 達して 居り 
ます、 而して 又 內地 正貨の 充 K と產 業の 勃興と に資 
したる ことが 極めて 顯 著でありまして •時局 發 生の 
當時 我が 內地 正貨 準備 ! 3; 御 承知の 如く 一億 三千 二百 
萬圓で ありました、 今や 四 億 六 千 餘萬圓 に 達して 居 
ります、 又阼 年末までに 銀行 會社の 新設 又は 增 加の 
計 ® 資本金 额が 二十 五 億 六 千 餘萬圓 に 上つて 居り ま 
して >  殊 とに 昨年 屮に 於き ましては、 十五 億 六 千 餘 
萬圓 S 多き に 達して 居ります、 我が 經濟の 發展を 期 
し其繁 固なる » 礎を 樹立いた します るに 當 .リ まして 
は、 金融 糙關を 整備 改善いた しまして、 其 機能を 發 
揮せ しむる ことの 最も 急務なる ことは 勿論の ことで 
あります、 此 趣意を 以 ちまして 政府は * に 第三 十九 
議會に 於き まして 谷 種の 法案を 提出いた しま L て、 
大牿 之が 通過を 見ました 爾來 政府に 於き ましては 本 
問題に 關 しまして 愼重 講究を 重ねまして 劃策 實 行す 
る 所 あつたので あります、 就中 對茭 金融 辟 關の 整備 
に關 しまして は 最も 急 ® なろ を 認めまして、 旣に滿 
蒙に 對し ましてけ 朝鮮 銀行を して 貨幣 統一 並に i 般 
金融の 機關 とならし め、 又 東洋 拓殖 株式 會社 をして 
長期 金融の is 關とな らしめ •滿 鮮の綷 濟的通 絡を 圖 
ろの 方策を 實現 する ことを ® たのであります ろ、 又 
支 邦 本土に 付きまして 從來內 地の 銀行 團が大 に 活躍 
を致して居りまする次第であります *> 、一曆是等を 
して 活躍せ しめ、 其 外 御 承知の 如く 有力なる 日茭の 
實業 家の 設立いた しました 所の 中華 滴 業 銀行の 活動 
に 依りまして 日 支 縛濟 提携の 實 を擧げ 、彼我 經濟上 
の發展 に 资する 事 蓋し 多大なる もので あらぅ と考へ 
て 居る のであります、 又 南洋 南米 等に 對 しまして ii 
傾 嵆 正金銀行 及 祭释 銀行を して 貿易 金融 ^) 圓滑を 圖 

らしむ ると 共に 海外 興絮株 式會 社なる ものを して 移 

民 金融の® を 岡ら しむる 事に 致しました、 又 日米 金 

融の連 絡 提携に 付きまして は 玆に 政府は 財政 經濟委 

員を 特派いた しまして， 是が宵 現を 阏 らしめ た、 最 

近に 至りまして 紐 育の 聯邦 ^ 備銀 行と 日本銀行との 

間に 金融の 通 絡に 關 する 協約 〇 締結が 成りました、 

玆 1.- 戰時 並に® 後に 於け る國際 金融 關 係に 多大の 便 

宜を得 るに 至りました、 其 他日 露 金融の 連絡 等に 付 

きましても 目下 研究の 步を 進めつ、 ある 次第で あり 

ます、 右の 外 内地 金融 闕關 に 付きまして は 內閣成 立 

以来 幾多の 改善を 加へ たのであります が、 尙ほ 事業 


資金の 供給を 潤澤 にし 一般 金融の 圓滑を 期せむ が® 
に •之に 必耍な ろ 提案を 致したい と考 へて 居る 次第 
でございます、 歐洲戰 局の 現 狀は申 上げます るまで 
もな く米國 の參戰 に 因 〇 まして 時局は 憨々 擴大 し、 
露 西 亞の顏 勢に 因りまして®々 混亂 の狀 態を 呈して 
居ります のであります、 11-1: 結果が 如何になる かと 云 
ふ 事は 何人も 逆め 睹る 事は 出来 ませぬ •此 秋に 常り 
まして 帝國と 致しまして (t 聯合 與國 に對し 益々 財政 
上の 援助を 爲す と共に、 健全なる 売 業の 發 達を！ 一り 
まして、 經濟 自給の 基礎を 確立し、 以て 戰後 經濟の 
變動 に對 して 豫め備 へなければ ならぬ と 云 ふことは 
私 が 申 上げます まで もない ことであります、 旣に政 
府は 時局に 適 應いた します る 所 S 戰 時經濟 施設に 付 
きまして は 多少の 考 瞭々_ 致し 其 實施も 致しました' か 
尙ほ 將來銳 意之が 研究を 怠らず、 機宜の 劃策 ^ 施し 
て 以て 違 M なきを 期したい と 思つ て 居ります、 而か 
も 能く 是等 の實 効を 擧け 所期の 目的を 完ぅ 致します 
ろ 爲には 國民 谷自の 努力を 要する と 云 ふごとは 是亦 
勿論の ことで あらぅ と考 へて 居ります、 私 ほ 終りに 
臨みまして 諸君が 愼重審 議 、速に 豫算 案に 對 しまし 
て 協賛を 與へ られ むこと を 切に 希望いた S- 次第で . r 
ざいます。 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 通吿に 依りまして 
發 言を 許します、 柳 澤们 

〔伯爵 柳 澤保禺 君 演搜に 登る〕 

〇 伯 if 柳澤保 惠岩木 員 It 玆 に簡單 1 る 二 三の 質問 
を 致します、 第一の 質問 It 航空 術の 研究 調査に 關す 
る 點で あります、 本年度の 豫算を 見ます ると* 航空 
術 研究 及 調査に 關 しまして 文部省 海軍省 並に 陸軍省 
此 三省が 相當の 金額を 支 / J1 して 居ります、 文部省に 
於き まして ! t 東京 大學 航空 研究所 開始に 伴 ふ 經費合 
計の 内で 今年度 二十 四 萬 圓>  海軍省に 於き ましては 
航空隊 設備 费と 致しまして 旣定の 六十 三 萬 餘圓に 加 
へ f すに 五 百 八十 五 萬 [H を茭出 し、 是が七 年度 以降 
五箇 年の 繼續で あります、 合計 六 百 四十 七 萬圓の 中 
で 百' 十 萬圓の 支 出であります、 陸軍省に 於き まして 
は 航窣 隊， i ffii 立 並に 軍用 氣球 研究費、 合計 百 十三 萬餘 
圓の支 m で 有ます、 此三 省を： iai じました る總 計を 見 
まする と 約 二百 四十 餘萬圆 で 有ます、 當局 者に 於き 
ましても 柑 當に此 技術に 付きまして は 研究 調査を 圖 
られる 事は それで 分って 居ります 併ながら 本員 考へ 
まする のに 現今 本邦に 於け る 所の 飛航 術は 軍事 當局 


者は 如何な ろ 見を 持つ て 居られる かは 存じ ませぬ が | 

私：^ 素人の E から IA まする と 如何にも 幼稚で 有まず 
歐米 諸國の 飛航界 の大體 の 今日の 進步發 展 に比べて 
見ます ると 迚も 比較に ならぬ 是は 私は 天 ドの il 論と | 

考へ ます、 大演習が 各地に 開かれ 1- して、 之に 參加 | 

いたします、 之に 參加 いたします 雉 航機の 現狀は 如 一 

何であります か、 殆ど 東京から 僅に 二 三百 里の 先き 
に 行く に 停電： V ざるな し、 ® 車で 言へ ば 停電で あろ 
殊ど 落ちない 飛航 餞は ない、 私共 見る と飛航 機は 落 
ちる のが 原則で ほない かと 考へる •日本の 現 狀に於 
きまして 是 ほ 技術者の 方に 未熟の 所 も ございませう 
が， 又 飛航 機の 不完全 も あらう と 思 ひます、 要する 
に 技術の 方面 並に 人の 方： [fn に 於き ましても 誠に 私共 
ほ 遺憾の si が 多い と考 へて 居ります、 此の 點 は 陸軍 
並に 海軍 當局 者に ' K: かれ ま L て -it 如何なる 言辭 を以 
て 御 答になる か 知れ ませぬ が、 海軍 ほ® く 措いて、 
殊に 陸軍に 付ての 缺陷が 多い やうに 私は 考へる ので 
あります、 それに 鑑みられまして 斯樣な 所の 如 當な 
る增 si! を 致されました のは 誠に 結 描であります が、 
之に 付て 當局 者 (3: 現今の 狀勢に 鑑みられ、 將來是 だ 
けの 費用が あれば 最早 機械に 於ても 十分な ものが 出 
來 る、 又 人に 於ても 十分な ろ 鍛練 訓練が. 出 來ると 云 
ふ 御 見込で ございます か， 又 飛航將 校の 採用 I' 付き 
ましては 現 時の 狀態に 於 3' ましては 陸軍 S 少壯な る 
所の 士官を 志願に 依て 飛 航將 校に 向けて K- るので あ 
ります、 斯の如 く 段々 設備が 大な るに 從 つて， 果し 
して 現 狀の如 き 採用 法 -e {几 1.. いのであります か、 或 
は 飛航將 校なる もの It 牢齡に 於て 制限が ある、 又 其 
技術に 於て 4 特殊の ものであります から •之を 他の 
將校 に比べます とな か  <及 ばざる 所の 闲難苦 痛が 
あります、 而かも 飛航將 校た る や 決して 是は 大將中 
將に まで 行かれる もので ii ない、 殆ど 佐宮に 於いて 
厢 めら れる 人で あらう と 思 ひます、 年齢に 於て 制限 
が あり、 昇進に 於て 極められて 居る 所の 此飛 航將校 
は 矢張り 今までの 所の 採用 法に 法ら れる ので ありま 
すか、 或は 此將 校に 限って 特別 任用 法で も 設けられ 
まして、 將來 特別 任用の 途を 以て 此將 校に 當て られ 
或は 准 將 校の 如き ものと される のであります か、 此 
過の 御 見込 13; 加 何であります か、 私は 斯の如 き 所の 
ffl 當の經 費を 出される 以上 は， 飛航將 校の 採用に 付 
ては 相 當の 御考が あらう と 存じます、 之に 付て 私は 
當局渚 の 相當な る 所の 御意 見を 伺 ひたいので ござい 
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ます、 次に 矢張り 陸 -4£ であります が •今年度の 豫© 
に 於き まして 特種 兵器 製造 及試驗 S と 云 ふ ものが あ 
ります、 是 It 今年度 初めて 出まして ? T 箇年 鹅 紐で 百 
艽十萬圓の中で七年度に於ききましては二十九萬詮 
圓を請 求され て 居ります、 此 特種 兵器と 云 ふ ものは 
如何なる ものであります か、 科て 前々 部 • # に 於 ? ま 
して 歐洲戰 爭が 始まつ て 二 年後と 記 ts して 居ります 
議 M の 質問に 對 して 當局 者は 別に歐 洲の戰 争に 鑑み 
て 左程 舉 •ふべ. ^ もの It ない、 大骶 分つて 居る やうで 
ある、 左程 是は 我が 陸 車の 將來 に 對して 左程の 敎訓 
を與 へる もので もない かの やうな 御 返 - JJf を 伺つ たと 
記 m して 居ります、 併ながら 沏の 如き 所の 特種の 兵 
器の 製造 及 試驗费 と 云 ふ ものが m まする 所を 以て 見 
ますと、 是は 必ずや 歐洲戰 & の 迓紱 に 鑑みられて 特 

別な 所の もの ^ 造らう と 云 ふ 事では ないかと 考 へら 

れ ます、 或は 種々 ございませう が、 或は 英吉利で 使 

はれて 居る 「タンク ，1 の 如き もの も あらう と考 へます 

又 其 他に 私共 素人の 知らぬ 所の もの も あらう と考へ 

て 居ります が此费 用 (t 歐洲に 行 はれます 所の 現今 使 

つて 居る 所の 兵器の 模倣で あるので ある、 同じ やう 

な ものを 造る 稍り であります か 或は 歐洲現 狀の戰 爭 

の® if に 鑑みて •それに 對して 挺るべき もの 或は 一 

種 特別の 何 か當 局に 於て 兵器を 考へ られた ので ある 

か 私は 具體 的に 其 兵器を 伺 ふので 有 ませぬ 詰り 歐羅 

巴の 戰爭に 於て 用 ひられて 居る 所の 兵器の 模倣を す 

るの か植 做に 非. すして 特種の 自 發的發 明が あるので 

あるか 又 何 かさう 云 ふ ものが あるので あらう か 否や 

と SC ふ 事を 伺 ふので あります、 第三には 國勢 調査 事 

業に 付て 伺 ひたいので あります、 是ほ 私は 個人と し 

て 二 三 政府 委員に 旣に 伺つた 事は あります が、® 人 

の應 答は 私は 信ずる 譯 には 參り ませぬ、 又 十分に 御 

答を 受けて 居り ませぬ、 依て 疑を 此で 霽ら さう と 思 

ふので あります、 多年の 懸案た る國勢 調査 事業は 此 

政府に 於ても 御奮發 になり まして、 總額に 於て …… 

或 所に 於て は 五茼 年、 成： 所に 於て は 八® 年の 嫡續費 

であります 、要するに 約 五 百餘萬 圓の經 費を 認めら 

れる 事に なつた のであります、 日本の 本州に 於て は 

御 承知の 如くに 七 年度より 八 © 年の 繼續 費で ありま 

して、 二百 十五 萬圓 、之に 地方 費が 百 五十 五 萬圓餘 

加 is るので あります、 それから 朝鮮に 於き ましては 

五箇 年 li 續で一 百 二 萬 餘圆 •臺 H に 於き ましては 六 

箇年 三十 一 萬餘圓 、樺 太に 於き ましては 五箇 年の 繼 


铅 で 八 茁六千 餘 0、 51 拉 费の 年度 こそ 違 ひ (i ありま 
する が、 要するに 約 五 百餘 萬圓を 計上され たので あ 
ります、 私は 玆に 於いて 疑の あるのは 本土に 於て は 
八 ® 年の 礎' 朝鮮は 五箇 年の繼 績>  祭 肉は 六箇年 
の 礎®、 樺 太 (i 五箇 年の 擗續 •是は 土地の 廣狹 、人 
口の 多少に 依て 多少 年度に 違 ひは あろと 思 ひます が 
先づ 本州の 八箇年 •是 -(t 經驗 のな き 極めてむ づ かし 
い W 業であります から、 念に 念を 入れて 八箇 年と し 
たので あらう と 思 ひます、 之に 付て は 多少 長いで. は 
ないかと 云 ふ 御 批雛も ありませ うが、. 私共の 目から 
見て 13: 是は左 _ に 思 ひませ ぬ、 是は然 りと 思つて 居 
ります、 然るに 臺 if は 六箇 年繼續 であります、 是は 
甚だ 私は 分らぬ、 臺灣は 御 承知の 如く 戶口 調査の 名 
前に 於て 三十 八 年に 一回の 島 勢 調査を 施行いた し、 
大正 四 年に 同じく 三箇 年の 繼_ 費を 以て 第二 回の 戶 
口 調査を して 居ります、 即ち 二 回の 戶口 調査を 過去 
に 於て して， 而かも 其繼續 費は 三箇 年であつた に 抱 
らず 、今度の 毫 S の國勢 調査は 何故に 倍の 六箇 年の 
繼續 費で あるか、 或 ほ 前 S 二回の 調査に 於き まして 
三箇 年の 繼續 費と 云 ふ 名目で あるが、 其實は 他の 方 
法に 依り 他 S 名目の 费用に 依つて 六箇 年に 今までな 
つた、 其 經臌に 鑑みられて 今度 眞相を 此に 吐露 せら 
れて 六箇 年と せられた のであります か、 如何にも 前 
二 回の 經驗の ある 臺灣 に三箇 年と せす して 今年に 限 
つて 六箇 年に する のは 甚だ 私には 分らない ので あり 
ます、 ® 太の 六箇 年、 是は 小さい 所に 似合は ぬ 甚だ 
長い 年限であります が、 是は 土地の 關係等 も あつて 
致 方ない と考 へて 居ります、 朝鮮の 五箇 年が 又 分ら 
ぬのであります、 朝鮮は 人口が 千 五 百 萬 あらう と考 

へて 居ります が、 交通 機關の 如き も 又 本邦の 如く 十 

分な 所でない と考 へて 居ります、 而か 4 朝鮮には 餘 

り斯樣 な ことに 經驗の ある 方が 無い のみならず、 一 

般に內 地より I 暦 新規の 眼を 以 つて 見られて 居る だ 

ら 5 と考 へて 居ります、 それが 五箇 年で 完成す る、 

是が私 共 最も 分らぬ のであります I  ! 一度の 經驗 ある 

臺 « でさへ も六箇 年と 云 ふのに 朝鮮が 五箇 年、 a K 

が 六箇 年、 甚だを かしい のであります が" 朝鮮の 五 

箇年も 新規 2 初めての 琪 業と して 是け短 か 過ぎる と 

云 ふことは 私 け 分らぬ のであります、 此の 說明が 今 

日 如何にも 未だ 私には 分らぬ のであります、 それ か 

ら 本州の 八® 年繼續 * の 費用が 二 百 五十 餘萬圓 が 計 

上して あります、 所が 御 承知の 如く 是は 地方 費 大正 


九年に於て百五十砟茁_あろと考へます>是は衆链 
院の預 3? 委員 會に 於き S して (t 斯樣に なつた ので あ 
ります •地方 i''i o; ,' is はどうし -C . 3. 認 〇 〇 琪 は 出来 
ない、 若し 政府に 於て 大正 九 年に 百 五十 餘萬圆 の 全 
部を 負擔す るなら ! ?: 國勢 調奄费 は 認める が.、 若しも 
地方に 負 擔を 掛けるなら ば 此案は 否決す ると 云 ふ 狀 
態で あつたので あります、 然るに 其 時の 政府 委員 (i 
斯樣に 言は れて 居ります、 甚だ 曖昧であります、 是 
は豫算 委員 三分 科の 速記録で あ 〇 ますが 市 來大藏 次 
官は 政府は 出来るだけの ことを する、 斯う 言 はれて 
居る のであります、 是は 初めて ir あ 〇 ます、 二度目 
にも 出来るだけの ことを 政府は 努めます と 政府は 言 
はれて 居る のであります、 斯う 申された ので ありま 
す、 豫 算 委員 會 2 方 (t 明かに 大正 九 年に 百 五十 餘萬 
圓の 地方 費を 出す と 云 ふこと を 言明 すれば 之を 可決 
する が、 然らざ れぱ 否決す る、 然るに 政府 委員は は 
つきり と 百 五十 餘萬圓 の 費用は 大正 九 年に 於て 出す 
と 出 ふこと を 言 はれずに、 婉曲なる 言葉を 以て 言は 
れた のであります が、 此 婉曲なる 言葉は 大藏 大臣に 
於き まして 衆議院の 希望の 如くに 大正 九 年に 於て 百 
五十 餘萬圓 を 國 庫の 支辨 とすると 云 ふこと を玆 に斷 
言は 出來 ないか、 御斷言 •か出来れば 甚だ 結構で あり 
ますが" それを 御 伺 ひしたい のであります、 若しも 
是が 衆議院の 希望 通りに 果して 地方 費と 云 ふ ものを 
全部 國 庫で 負 擔す ると 云 ふこと になり ますれば、 然 
らば、 明治 三十 五 年 法律 第 四十 九號は 如何され るの 
であります か、 此 法律に 依ります と、 地 万® と國庫 
の 分擔と すと 云 ふ 事が 規定され て ある、 若しも 此地 
方 費 全部を 國庫で 負擔 します と 法律を 更へな ければ 
ならぬ と考へ て 居ります 、是は 如何になります か、 
伺 ひたいので あります、 それからして 此 衆 P 院の希 
菌の 5n くに 百 五十 餘萬圓 が 國庫の 支辨 となります と 
S1 續 費に 於き まして-大正 九 年の 繼續费 が 殖える の 
であります、 其繼續 費の 追加 豫算に 本 議會に 出され 
るので あるか 否や、 是 は 大正 九 年の みの 地方の 負擔 
でありまして 、其 他に 地方の 負擔 は掛ら ぬので あり 
ます、 併ながら それけ 大年九 年に 至る まで、 即ち 大 
正 八 年度 あたりに 追加 豫算を 御 出しになる ので あり 
ます か •或は 此議會 に 於て 追加 豫算を 出される や 否 
や、 之を 明かに 伺 ひたいので あります、 終りに 臨ん 
で 伺 ひたいのは 關東州 並に 靑島に 於け る 所の 調査は 
如何であります か、 是は靑 島の 如きは 旣に獨 逸が 占 


邱 して 居 〇 まする 時分に 三回 やつて、 Hn pl s をし 
て 居る C であります、 是 It 千 九 百 十三 年の 如きは M 
も 新しい 所 C 「センサ ス 」 0 方法に依つ\ -.4- :3で施行 
して 居ります ，併し 此關 3U- 州、 : I l l'l Jft 此二 is 所に 於て 
或 it 國勢調 杏の 名前を 附せず と、 成： tx 戶 n 凋 杏 •或 
It 其 他 人口調査と 云 ふや 5 な 名前-」 te V、 矢 張 〇 日 
本の 國勢 調 35 と 同じ やうな 時期に 類 M o ことを され 
る や 否や、 之 ^ 伺 ひたいので あります、 私は 1H: 答 辯 
を 決して 當局 大臣に 求め ませぬ、 大臣 c ftii m なる、 
具 瞪 的なら ざる 御 答では 滿足 しないので あります、 
私は 次官で も ?1} 記 官 でも、 私々 滿足せ しむる 所の {M 
答 辯 一 > ■希 沼 する のであります。 

r 國務 大臣 大島迎 一! sis ffl! に 登る〕 

〇國務 大臣 (大 島龃 一 君〕 柳 滞 伯 M の 御資 問は 飛 航 
機の將 來の 進歩を 如何にす るか*  兵器の 製 is 並 
に 試 驗の费 用を 要求して 匿る、 之に 對 しては © て 開 
戰當 時斯る ことの 必要は ありは せぬ かと 云 ふこと を 
言うた 時分に それは 無い と言うた、 又 今日 li-b ffl 用を 
以て 研究し 製造す る ものは 歐 洲大® に 用 ひた 所の捣 
做で & るか、 斯う 云 ふ御尋 の やう 1- 阳 えます る、 飛 
航 機の 進 步と云 ふこと )- 付 J ましては、 自分 も？ rj: 任 
者と して 深く it 憾を 感じて 居ります、 併し 四十 三年 
以來 之に 關 係して 居ります る 者は 軍人 中に あつて 相 
當此途 に 堪能なる 人、 其他邱 士 、學士 と 帝 國に 於て 
は 斯道に 屈指の 人を 從 事せ しめて 居ります ので あり 
ます、 又是 等の 人が 自分の 見て 居ります る 所では 非 
常に 精励を 致しまして、 今日の 程度に 進めました 次 
第で ございます、 昨年の 演習 其の 他 も伯擗 の 御考で 
は 含んで 居る かも 知れ ませぬ が、 成 緻 等に 付て 甚だ 
不十分で あると 云 ふ 御言 葉は 一 應拜聴 して H かぬ け 
れぱな らぬだ らうと 思 ひます、 併し それには EfJ 上げ 
れぱ 相當の 理窟 もあります るが、 それは 除きまして 
兎に角 此 四十 三年 以来の 研究に 依 〇 まして 今日の 程 
度に なりました ので ございます、 此逛 用の 飛 航槌は 
鼠り 飛航を すると 云 ふ、 即ち 操縱ぱ かりで なしに 製 
造 T る" 日本で 日本の 式の 飛航膝 を 自ら 製造し 之を 
操縦す ると 云 ふこと にならぬ ければ なり ませぬ ので 
あります 、其の！ 一つに 向つ て 段々 研究を 致しました 
結果、 此 局に 當 つて 酎る 者の 考では 、先づ 凡そ 日本 
に 適當な ものを 日本で 製造し 得る までの 經驗と 技能 
を 積みました ので あ 〇 ます、 操 縱者も 相 當に谷 種の 
操縦 法を 帝 國內に 於て 研究し 乃至は 外國に 差遣し ま 
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して 研究を しました もの も數多 出来まして、 凡そ 今 
後は 自ら 造り 自ら使 用す る ことが 出 來 ると 云 ふ 程度 
に 進みました 、依て 今回 之に 關する 費用を 請求いた 
しました 先 ほど 伯爵の 御擧げ になつ た 外に 飛 航摁の 
製造に 於て 最も闲 難と します る もの、 又 其 主なる も 
のは 發動 柄の 製造であります、 發 動機の 製造を 主と 
してやる を 四 年間に 於て …： 四 年の 繼續 a を以 
て 完成を する 爲に三 百 萬 圓の 頫_费を 請求して 居 ま 
す、 是等を 以て 製造し、 尚 ほ此 操縦の 研究 ? r 進めて 
行かぅ と 云ふ考 でございます、 今回 請求し ましたの 
で 凡そ 平時の 編制 も 殆ど 其 全部を 爲し •又 之を 励 員 
して 戰爭の 必要を 充た す、 即ち 製造に 於ても、 操縦 
の 人を 得る に 於ても、 今後 擴張 完成の 後には 平 腿 兩 
時の 所要 數を充 たし 得る 考を 有つ て 居ります、 それ 
から at 飛 航辟將 校の杈 用 養成に 付て 又 3¢ 將來に 付て 

御 心配の 點を御 質問に なりました、 飛 M 鹋將 校の 採 

用は 今日まで 中 少尉 階級の 若で 志願者を 採つ て 居り 

ます、 其 外 下士官の 此技 能に 適する 者を 採つ て 敎育 

をして 居ります、 又徵兵 令に (i 十七 歳 以後に して 志 

願 兵た る ことを 得る 制度が あります ので、 飛航 機に 

乘る 事の 希留 を冇 つて 思る 者は 此志願 兵から も 採り 

得る やぅに、 それ <聯 隊區 あたり 徴兵の 任務に 當 

る 者には 注意が して ございます、 又此飛 航_ 操縦の 

敎育を 受けました 者、 ® 測 も 同じで ございます、 是 

は 皆 隊に 居ります 老の志 願 者を 採つ て、 一年間 敎育 

をして 隊の 下に® いて、 時に 及んで 復習を さして 戰 

時の 用に 供す る. 其 年齡は 凡そ 三十まで 位と 考へて 

居る のであります から、 其 以後は 矢張り M I.- 在つ て 

本職に 於て 順次# 進を して 行く ので ございます、 養 

成 法は 唯今 FM 上げました 如く 志願者を して 一年間 航 

空 隊に 在つて 挽縱を 學ん で歸る ことにな つて 居り ま 

す、 今後は 航ネ •隊が 四つに なつて …… 仝 國四 箇所に 

あつて、 是等が 谷々 其の 志願者を …… 將校 下士 其 他 

志願兵 等の 敎 宵 をす る ことにな つて 居る ので ありま 

す、 將來と 申す ことは 唯今 申 上げた 如く 各々 其 太 科 

に …… 本務に 從 つて 居り、 長く 又 それを ^ けて 來る 

ので ある、 それから 特嵇兵 器の 研究 並に 製造に 百 五 

十萬圆 3 請求を 今回 初めて S しました、 是 は 主と し 

て 大口 徑砲で あります、 攻城 並に 海岸 砲 等、 m し歐 

洲の® 場に 於き まして ( t llt 攻城 跑並に 海岸に fj; 用す 

べき 非常なる 口徑の ものを 若干 野 戰に應 用を して 居 

ります、例へぱ獨逸の四十珊とか佛_西では五十珊 


と 云 ふやうな 榴 1 g 砲 か 出 來て 居ります、 m し佛關 西 
のは 戰場に 出た と 云 ふことは ございませぬ が、 是等 
は 極く 僅かな もので ございます が、 さう 云 ふこと に 
應 用の 出来る 砲であります、 從來 陸軍には 日露 戰爭 
以後に 於き まして、 兵器の 研究 製造に 關 する 費用は 
相當に 豫算が ありまして、 其 時代の ものが 順次 操延 
ベら れて摘 ほ 今日 も殘 つて 居ります、 其 等の 費用を 
以て 常に 研究を ® ねて 居ります、 又 製造の® 用 も あ 
りまして、 製造 も 致して 居ります TN' 故に 先 ほど 伯 W 
の 先き に斯る 研究を 要する ことは ないかと 云 ふこと 
を 云うた 時分に、 兵器に 於て は 左 ほど 新ら しい もの 
を 見出ださぬ と言うた と 云 ふことの 御 話で ありまし 
たが、 それは 私は 記憶いた して 居り ませぬ が、 元来 
此主要 なる 兵器、 野砲と か 野戰 重砲と か 云 ふやうな 
もの 乃至は 小銃、 Itb 主なる ものに 於て は 日本の 制 式 
が 定められて 居り、 之を 順次 改良を して 居りまして 
此の、 IE なる 多數な ものには 歐羅 巴の 兵器に 譲らぬな 
らぬと 云 ふ點は 殆ど 見出だ さ ぬのであります、 多分 
それ 等の ことを 申した ので あらう と 思 ひます、 で 今 
回の 戰 f? に 於き まして 最も 新規と 感ずる ものは 四十 
珊乃 至は 五十 珊と云 ふやうな 大口 徑 £ 榴弾砲 等を 用 
ひました ことが 最も 著しい もので ございます、 併し 
其數は 極めて 少く又 それを W 用した 場合 も 極めて 尠 
いのであります、 威力は あるには 相違ない けれども 
之を 使 坩す ると 云 ふこと には 特殊の 設備を 要します 
併し 我が 攻城 砲を 用 ゆる 攻城 砲 乃至 li 海岸 等に それ 
等の 新しく 現 はれた ものを 研究す る爲め に 今迄 も續 
けて 居りました が、 非常に 大きな ものであります 爲 
に、 一門を 試驗 用に 造る にも 非常に 金を 要します、 
今まで 持つ て 居ります る 金では 研究 製造に 不足を し 
ますに 依りまして 今回 百 五十 萬 圓を 請求いた しまし 

たので ございます、 此 金では 歐 ■巴の ものを 樽 做す 

るので あるかと 云 ふ 似寄つ た 鐵 砲では あります けれ 

ども、 日本は 日本の 今日まで 參 りました 式が ありま 

すので、 敎育 上に も 使用の 上に も 日本の 凡そ 式の も 

ので 相當の ものを 研究を 致して 居ります、 □本獨 得 

の もので ございます、 此間 伊良子 崎で 試驗 射擊を 實 

施いた しました 時に も St 族院 から も 若干 御 出， V 乞う 

て 御 SS を 願つ たのであります が、 あれ 等 も 新し 5 研 

究を しまして 、此费 用では ありませ ぬ、 前の ® 用で 

出来上がりました ので、 最終の 試驗 射 rvg を 執行いた 

しました、 即ち あれ 等 (i 全く 日 木の 式で ございます 


〔國務 大臣 加 藤 友 三 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君〕 柳澤 伯の 御 質問の 飛航 
機に 對 しましての 御 答は 大體 陸軍大臣の 述べられた 
ことに 依りまして 海軍に 關 しました こと も 略々 盡き 
て 居る やうに 考 へられる のであります、 唯今 回 提案 
いたしました 飛航 機の 數を 以て 滿足を する かどう か 
と 云 ふ 御 質問で ございます るが、 當 局は 今回の 提案 
を 以て まだ 滿足は 致して 居らない ので ございます、 
併ながら 近き 將來に 於き まして 更に 計® を 立て まし 
て 提案す る考を 有つ て 居ります、 唯此 若干 年間は 今 
回の 提案を 以て ® く滿 足いた して 居ら 5 と考へ て 居 
るので あります、 又將 校の 養成に 付きまして 御 質問 
で ございました、 是 亦大體 陸軍 大 R の 述べられ まし 
たのと 略々 同！！ な 方法を 以て 海軍 も實 施いた して 居 
ります， 玆に 特殊の 養成 法を 講じて 飛 航機乘 とで も 
申す が 如き ものを 造る 考へは ないかと 云 ふやうな 御 
質問で あつたかの やうに 拜聽 いたしました が、 唯今 
は 斯の如 き 考は 有つて 居り ませぬ、 此 問題に 付き ま 
しては 三種の 意見が ございます、 研究 (i 致して 居り 
t す、 併し lift 今 責任を 以て 御 答へ 致します るのは 矢 
張り 現に 居ります 所の 少壯將 校の 中から isi 抜いた し 
まして、 又： 卜士の 中から も 選拔 いたしまして 特殊の 
敎育を 施しまして、 是等 をして 操縱 せし むる と 云 ふ 
方針で 實施 いたして 居る のであります 、それだけ 御 
答を 致します。  丨 
t 國務大 R 勝 田.： 土 計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 勝 田 主計 君) 柳澤伯 の國勢 調査に 關係 
いたします る 御 質問に a して 其 一部分を 御 答を 致し 
たいと 思 ふので あります、 國勢 調査に 關係の 锊 費は 
伯爵の 仰せら る、 如くに、 衆議院 1-. 於？ まして 111: 調 
査ば今 日の 場合に 於て 是が 計 ft を 立つ ると 云 ふこと 
は 適切なる 事柄で ある、 併ながら 之を 實行 する が e 
に 地方の 負擔を ％ すと 云 ふことは 是亦 一面 忍びざる 
の 事柄で あるから、 成るべく 負擔 を % さない やうに 
と 云 ふ 衆 蕺院に 於ての 論が あつたので あります、 そ 
れで 政府と 致しまして は、 衆 _院 の 主張す る 所 も 一 
理ある ものと 認めます る !.- 依つ て、 是 等に 付き まし 
ては 成るべく 地方に 負擔を かけない 方法を 以て 考慮 
すると 云 ふ 事柄を 政府 委員より 言明を して 居る 次第 
でございまする、 若し 斯樣に 致します ると すれば 伯 
K の 仰せら る、 所の 法 {-li 關 係の 問題であります るが 
之を 直ちに 國 庫 より fl'l すと 云 ふ 事柄になります ると 


云 ふと、 御 話の 如くに 法律に e 觸を する やうな 事柄 
になります、 併ながら 地方に 出さして 置いて 其 代償 
を 國から 出す と 云 ふやうな 遺 方を 致します れぱ です 
法律の 改正を しなくても 行く やうな 事柄に もな り ま 
すので、 此 法律を 改正す る や 否やと 云 ふ 事柄に 付て 
は尙 ほ大に 研究の 餘地が あらう と 政府は 考へて 居り 
ます •次に 然れぱ 本年の 今期の 譁 會に 於て 或は 追加 
豫算 等と して 左様な ものを 出す かどう かと 云 ふ 御 話 
も ございました か、 それに 付て はです、 御 承知の 通 
〇是 等の 經費を 耍する 事柄 (t 大正 九 年度 位から 要す 
る ことになります ので* 今回の 識會に 之を 提出を 致 
す ことは 甚だ 困 ffi だら うと 思 ふので あります、 法律 
關係其 他の 前後を 能く 考® しまして、 大體御 質問の 
趣旨に 依りまして 將來に 於て 之を 提出いた したい、 
斯う 考へて 居ります のであります、 其 他國勢 調査の 
實行 方法に 就きまして 內 地と 谷 殖民 地 間の 間 1- 於き 
まして 年限の 相違 其 他が ある、 之に 付て 御 質問に •な 
りました が、 是等は 伯 B の 御 希望の 如くに 寧ろ 政府 
委員ょり して 詳しく 申 上げた 方が 宜か らうと 思 ひま 
すから、 私 (t 右 申 述べた だけを 御 答へ 致して 壇を 降 
ります。 

〔政府 姿 員 白 仁 武君演 壇に 登る〕 

0 政府 委員 (白 仁武 君) 柳 搾 伯の 谷 殖民 i'lll 間- J 於け 
る國 勢調查 の 年限の 相違 1- 付ての 御靜 ね 1.. 御 答を 致 
します、 此水の 起り ました 時分-,- 谷 荊 民 地 間の 常 局 
者は 集 #, • を 致しまして 打合せ ^ 致し /,- のであります 
る、 而 して 谷々 其 所管.， る 所の 管 內の 事情 及 是迄の 
經 -! 或は m 意 等の ことを 參酌 いたしまして、 各々 此 
內地 r 於け る 所の 調査 •八箇 年の 期間 2 •範圍 內に於 
て 其 調査の 力量、 谷々 の 力量を 參酌 をして 期限 及 其 
經适を 取 極めました 次第であります、 臺 W に 於き ま 
して It 唯今 2 伯 f? の 御言 葉の 通りに、 成る ほど 戶 PI 
の 調査を 二度に 亘りま して 從來や つて 居ります る經 
驗が あります る、 それ故に 多少 今度 S 調査 1.: 付 3- ま 
しても、 其經驗 を 利用す るの點 はあり ませう が* 御 
承知の 通りに 調査の 事項が ? fl A- si 汎に亘 〇 まする 故 
に、 是迄 は 四箇 年で 調査を されて 居ります る經歷 を 
持つて居0 '* するが*今度の調査に當0まして (3: 、 
初年 1* 於 -C 准 備 のこと に從 事し、 又 最終 年度の 第 六 
囿年目に於きましては整理の時間に充てると云ふ目 
的を 以て 六箇 年と 致した 次第 -e あります •然るに 朝 
鮮の 方に 於 3 ましては 五箇 年に なつて 居る、 是が抑 
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抑 伯 ! 1? の® 疑問の 起つて 來た 元で ある やう 1- 伺 ひま 
する が、 朝 rf に 於き ましても* まで 民 勢の 調孜と 云 
ふこと で 段々 用 S もあります るし、 又 其 一部に 苴り 
ましてほ調査をやつたこともあ力ます、それ故に全 
く祭羚と帘惝が違ふ、全く新規なこと、云ふこと程 
それ 程 新規な ことを やる 譯でも ありませ ぬから、 多 
少そ こに 用 ® が 是 までの 利 IfJ すべき ものが あると 申 
上げても 宽か らうと 存じます、 而 して 人口 も 多し 又 
調査 區域 も [ac いので あるから、 莰两 よりも 短い 時間 
で 出来る、 理窟は ない と 云 ふ 御 疑で あらう と 存じ ま 
する が、 喵今申 上げます る 所の、 是まで の 用意 及經 
K を* それだけ 太く 短く 致しまして 勉强 いたし まし 
たなら ば、 五 苘年で やり 上げる と 云 ふこと も强ち 無 
理な ことでは なから うかと 存じます、 併し 伯爵の 御 

心配になります る 通りに、 今度の 調査は 全 國に亘 つ 

ての 調査でありまして、 谷々 m 两 南北 悉く K- 調査の 

項目 方法 其 他の ことが 十分に 調和が 取れて 同一の 成 

緝を得 なければ ならぬ と ー ム ふ 大事な ill 柄であります 

るから、 若し 萬 一 伯爵の 御 心配の 通りに 年限が 足ら 

ない、 或は 緙 費が 足らない と 云 ふやうな ことがあつ 

て (i 貼 だ 濟み ませぬ のであります、 それで 此點は 十 

分に fr 殖民 地に 於 3- ましても 注意を 致しまして、 若 

し 足らざる 所が あり、 又 其 期限が 十分で ない と 云 ふ 

場合 I. - ほ、 過つ て if. 改む るに tig る こと 勿れと 云 ふ 策 

に 出る より 外 {3: ない と 存じます、 此事 に付きまして 

ほ 尙ほ計 S, 等 も 能く 御 ® に 入れまして、 後日 委細 其 

當 局の當 事 者よりも 申 上げる ことがあら うと 存じ ま 

す、 樺 太に 於き ましては 御存知の 通りに、 人口 も 他 

の 二箇所に 比べます れぱ 少し、 又其區 域に 於き まし 

て も laf 漠 、無人の境が 多い ことであります から、 是 

は 喵今 の W; 定の 期限に 於て 十分に 成功を 遂げる こと 

であらう と 存じます C 

0 伯爵 柳澤保 惠君尙 ほ 一言 白 仁 長官に 伺つ て 置き 

たいと 思 ひます、 御 苦しい 御 答 辯を 承は り ま したが 

朝鮮では 最初 斯櫧な ことは なかつ たけれ ども 聊か 準 

備 めいた こと も あるし、 又 似寄つ た 調査 もして 居つ 

たかの 如き 御 答へ であり まし ' fc が、 私の 承知して 居 

る 所では、 朝鮮では 醤察官 に 命ぜられて、 名は 人口 

調査と 申しました か、 戶口 調査と 申しました か 存じ 

ませぬ が、 兎に角 左樣な 調査は された のであります 

併ながら 此國勢 調査の 方法は それと 全く 異なり まし 

て、 御 承知の 如くに 左樣な 、是 まで 朝鮮で やつた 所 


の 杜撰な 方法で やる ので ほない のであります、 故に 
朝鮮に 於て (i 期 探な 經馘が あつた a> の 如き 街 答 辯 は 
琪过に 常ら 2 と 存じて 居ります、 故に 私は 此五箇 年 
鹅设は 荘だ むづ かしく はない かと S ふこと を 申す の 
であります、. のは 今の 御 答 辯を 見 ま 十る と* 三 
篩 年 計 s!i の襪算 で是 まで 二回の K 行を 見た が、 H 際 
は 四箇 年に 亘ら むとして 居る、 然らぱ 何故に 今度 之 
を 六箇 年に します か、 二 冋調べ られて 事實は 四 節 年 
に苴 つたと しま すれば、 其 二回の 經驗を 利用せられ 
まして 四箇 年で 出来は しない か、 それ •か 六箇 年と 云 
ふの it 何故であります か、 是ほ毫 fi の 方の 政府 委員 
に 伺 ひたい •白 仁 長官では 御 答 辯は 如何と 思 ひます 
搾 太の 方に 付て はもぅ 伺 ひませ ぬ、 それから 關 苽 州 
靑島に 付ての 質問に 御 答 辯が •こざい ませぬ、 之を 伺 
ひたいの です。 

.〔政府 委員 白 仁 武君演 壇に 登る〕 

0 政府 委員 (白 仁武 君〕 重ねての 御 質問の 一部に 答 
へます" 關東 州及靑 島は 御 承知の 通りに 我が 勢力の 
範 0 及範圍 に 入らむ とする 所の ものでは あります る 
が、 まだ 今日に 於き ましては 外 國の 區绒 たるを 免れ 
ぬのであります、 それ故に 是は 調査の 範圍に 扇して 
居り ませぬ、 それから 朝鮮の 是まで の 取調の 經驗云 
云と 云 ふことは、 私 も 決して、 朝鮮の 是まで の 調査 
の 經驗を 十分に 利用いた すから 五 篩 年で 宜しい と 云 
ふ 程、 力を入れて 申 上げた 譯で は ございませぬ、 唯 
民 勢の 調査に 稍々 步を 進め、 用意を 致して 居ります 
から-多 少年 數 等に 於て は 省略す る ことを 得る と 云 
ふ考を 起した る もので ございます、 * 灣の 問題に 付 
きまして は、 今臺 a の 政府 委 ft ょり 御 答を 申 上げる 
ことに 致します。 

〔政府 姿 員 下 村宏君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 c 下村宏 君〕 唯今 柳澤 伯爵ょり、 臺 海の 

國勢 調査が 從來の 經驗に 比して 尙ほ六 年まで 延ばし 

たの ix 何故で あるかと 云 ふ 御 質問と 承知いた します 

御 答を 致します、 臺_ で it 明治 三十 八 年。 次いで 大 

正 四 年戶口 調査を 致しまして、 是 は四箇 年度に 苴つ 

て 居ります、 今回の 第二 回の 戸口 調査 も 大正 六 年度 

を 以て 終る ことにな つて 居ります るが、 年を 逐 つて 

調査 事項が 殖えて 參 りまして、 現在 a 人數だ けでは 

此 年度に 終了 4 餘程闲 難を 感じて 居ります、 で 此方 

は 御 承知の 經費が 約 二十 二 萬 五 千 餘圓で あつたと 記 

憶して 居ります、 今回の 國勢調 査の 方は 三十 一萬餘 


圓でご ざいまして 、街 承知 〇 在來 C 戶 口 IQ 査で 調査 
する琪項以外に新たに鼦査すべき祺孭も多くなつて 
居る のであります、 ? 5 罔 總® としまして は 無 ii 他の 
破 民 地が 何年 だから どうと 云 ふこと を考撖 する is が 
ございませぬ、 唯 初めての 國勢調 査で あります から 
從米 锊驗 はあります るが、 尚 ほ 十分 念を 入れて 今度 
ほ ££ 算なき やうに と 云 ふ 事で、 戶口調 茶 部 !• 於き ま 
しては大體事粢の順序としまして |3: 、七年度には共 
通 事項の 內容 等に 關 しまして 進 備を 致しまして* 打 
合せを致します、八年度には中央に於て是が協諺釘 
の會合 ■又 各地 方廳の 吏員の 練習、 九 年度が its 備及 
窗査 、或は 所帶票 等の 檢査 、或は 小 票 計の 作製、 そ 
れ から 十 年 K には 集計を しまして、 十一 年度に It 其 
結果を 編 數し 1 十二 年度には 共通 事項の 結果 進 達 等 
をす ると 云 ふ大體 計 ffi を 立てて、 居ります、 無論 經 
a の 都合 も あ 〇 まする し、 又 人員の 割 振り方 も あり 
ますから して、 是 等の 年度 割と 云 ふ ものは 無論絕 對 
の ものでは ありませ ぬが、 從來の 分 M と 年度 割に 比 
しま すれば、 今度の 仕事の 分量、 又計畫 等に 於き ま 
しては、 丁度 之に 先づ一 r 年を 加へ ましたなら ぱ 、在 
來の經 驗に徵 して ifi 算な くやれ やう かと 云 ふので、 
此計® を 立てました 次第で ございます、 御 答を 致し 
ます。 

0 伯爵 柳澤保 惠君 本員は 尙ほ 進んで 伺 ひたいと 思 
ふこと も ございます るが、 餘〇 細かくなります ので 
私は 他の 機會に 譲りまして、 今日は 是で 止めます。 
0 議長 (公路 德川家 達 君) 木 村®: 太郞 君。 

0 木 村 誓太郞 君 私は 間 單な 質問で ございます るの 
で 自席で 致します、 私は 此豫算 を 穀す るに 當り まし 
て 我® の财政 經濟に 一大 影徵を 及ぼす 問題を 發見い 
たしました ので、 外務大臣. の 御 答 辯を } I たいと 思 ふ 
ので ございます、 阼日の 新聞を 見ます るに li 盛頓電 
報と 致しまして、 米國が 生絲 の© 出入に 關して 特別 
の 許可を 得なければ _ 川 入と もす る ことが 3 来ない 
と 云 ふやうな ことを I'll; 今專ら 計 » して 居る やうに 見 
えます る、 此事 に付きまして は 何 か 外務省へ fsl けて 
通信 も ありました ことで ございませう か、 否やと 云 
ふこと. 又 此我國 の 生絲な る ものは なか <彼 の鐵 
の 問題の 如き ものとは 違 ひまして、 一層 財政 經濟に 
非常なる 關係を 有つ ものであります、 農家は 勿論、 
一般 社 會に 於て、 若し 蓖一 米國に 於て 生 絲の輸 入を' 
制限 若く は 禁輸 入を したなら ば、！ 時は 我 國は實 に 


1 IX 

火の 消えた が 如き ■■& « になら 5 と 私 li 心 ., 5d する C C- 
あ 〇ます-付きましてじ政府に於きましては若しも 
是が旣 に 1S 表の 後では a; い C であります、 で ft -'Jt c 
發表 前に 於き まして 外交 £:手腕を以ちまして米 « と 
能く 交渉を せられまして、 我 Is の 生 絲りは 外せら れ 
る やうな ことの 運びに なすこと o w fTi が あ 〇 や： S や 
と 云 ふこと を、 併せて 私は 外務 大 K£ wi 答 si* を {y た 
いと 思 ひます。 

〔国務 大 K 子 辟 本 野 一郎 S 餌 m' に 登る〕 

〇國務 大臣 (子 Inf 本 野 一郎 君) 唯今の 木 村 君からの 
御 n 問の 件に 關 しまして li 外務省の 方に も 1 BM C ® 
信 も參 つて 居ります、 併ながら dfe lt 大 趙 のこと に ^ 
する ことでありまして、 特に 日 木の 生 絲に對 して ど 
う 斯うす ると 云 ふこと fi 未だ 參つて 居らぬ ので あ 〇 
ます、 御說の 通り 生 絲が …… 生絲〇 鹼入禁 止と 云 ふ 
やうな ことにな 〇 ましては、 我が 帝 M に収 つて (-J: 界 
易なら ぬ ことであります から、 政府に 於て II 此問 IS1 
は 愼重に 今日まで も考傲 を 致して 居ります るし、 又 
今日 も考 隞ブ \致 して 居りまして、 菇非相 岱 の 執る ベ 
き 手段が あれば 之を 執らなければ ならぬ こと' 5.5 へ 
て 居る 次第で ございます、 此問题 に 付て は 今 H の 所 
で ほ是れ 以上の ことを 申 上げる 地位に 居り ませぬ、 
どうか 左様 御了承を 願 ひたう ございます、 此問起 は 
眞に 日本に 取つて 13-. ® 大な 問題であります、 政府 -e 

も 深く 考隞 いたして 居ります、 左 _御 纸知を 願 ひた 
、〇 
I 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 服 部 一三 君。 

〔服 部 一 g 君 演壇に 登る〕 

0 服 部 一三 君 私は 海軍 大 K* 並に S 商務 大臣に 御 H 
問いた したう ございます ，先刻 大藏大 W の 御' ):' l iiii の 
中に 國防 のことは 等閑に 付すべからざる もので あ 〇 
が 故に、 國家 自衞の 必要 ? T- 充たす ことの 此ボ事 計 5!, ■: 
をして あると； K ふ 御 話で ありました が、 海 ill に 於て 
は 八四艦 隊 、それに 附願 する 所の 補助艦艇， 又 飛航 
機 等の 御 計 !! 1: になつ て 居ります るの •か、 喵 今の 御 計 
迸に 依りまして、 それが 完肺 した 所で 大正 十 年” く 
は十二年になつても、是で日本の如き地勢で硗_方 
面 •津 _方 面、 若く は 對馬海 峽 、又は 帝都 附近を-守 
るに 是で 十分で あると • * ふ 海軍 大 Inf の御考 であるか 
我々 の 如き 此軍事 上に 付？ ましては 丸で 門外漢で あ 
る 者で あるが、 誠に 不安の 念を 有つ て 居る ので ある 
故に 海軍大臣は 是で 足つて 居る と 云 ふ 御考で あるか 


K 族 ftfr 猫 屑 帝间十 叫 第 


否やた 聞きたい のであります、 若し 又 今日の 时政狀 
態 又 其 他 種々 な mm に ffi つて 不足では あるけれ ども 
先づ是 だけにして 置く と 云 ふ御考 であるなら ば、 軍 
事 上の 事は 他の こと、 違つて 入を 對手 のこと であつ 
て、 ■直ぐ 勝敗 1. 關係 する ことであります から、 何れ 
之を 十分に 足れ りと 云 ふ 所まで 御 計 迸になる ことの 
必要が ある もので あら 5 と 思 ひます るで、 それは 何 
時 さう 沄 ふ 御 計进は なさつて 御 提出になる かと 云 ふ 
11 勤に 付て 御 答を 伺 ひたい、 農 商務 大臣は 此物 惯 の 
調節と 云 ふこと に付きまして は 非常に 御 心配に なつ 
て 居る と 承知して rr ります、 現今 總 ての 物價が 險貴 
して* それが 爲 に 隨分 一般の 者が 闲苦 をな して 居る 
と 云 ふこと li 皆 承知して 居る 所であります るが、 私 
は 問は むと 欲する 所は、 我國 の 國產 S 中に 於ても 最 
も 上位を 占めて 居り、 又我國 の 人民の 生活 上 最も 必 

要で ある、 即ち 米の ことであります、 米に 付いての 

御考を 伺 ひたいと 思うて 居ります、 先般 農 商務省ょ 

り 御 發表 になつ た 所の 表に 依ります と 云 ふと、 昨年 

の 米の 產额が 五 千 四百 五十 萬 石 少し 上であつた かと 

記 ta して 居ります、 此の 統計と 云 ふ ものは どれ •たけ 

信用を S いて 宜いか 惡いか 是れは 人々 の 考であ 〇 ま 

すが、 是れは 假に確 かなものと 見ても R 本の 人口に 

比較し ますと 云 ふと、 どうしても 百 五十 萬 石 以上は 

確かに 不足と 云 ふこと が 分つて 居る 又 此の 米な どの 

ことに 付て 多年の 經驗の ある 人な どの 說で言 ふと 昨 

年の 氣候は …： 收徑 近くの 氣候と 云 ふ ものは 米には 

餘ほ ど惡 影毁を 及ぼして 居る ものであるから、 是れ 

は 全 ^ 桝滅〇 のす る ものであると 云 ふこと を 申して 

居る ので ある、 是れも 或は 信用すべき ことで ありは 

しない かと 思は れる 、又 S 商務 大臣 •か 何處 かで 御 話 

になつ たや うに 記 tl して 居ります が、 朝鮮な どから 

日本へ 這 人る 米 も あるから と 云 ふこと でありました 

が >如 何にも 朝鮮 米と 云 ふ ものは つねに は一 年に 百 

八十 一逛石 內外は 内地へ is 入りょ るので ある •か、 併 

I 今度は さ 5 這 入る ことけ 恐らくむ ず かしい ので あ 

る、何故ならぱ朝蛘の內地で ?0 5:する所の額も餘ほ 

ど Jft して 參 〇、 又滿洲 方面に 向つて e al する 額 も餘 

ほど 射し - r 来て 居る から、 是れ It 迚も さ 5 揮 山 内地 

に a 入る ことは 出來ぬ ものである、 又從來 は 麥を炱 

ふて 米の 不足を 助けて 居つ た 所の 人 も 非常に 澤山あ 

つた、 今日 も 無論あります るが、 併し 近 來小麥 の 高 

い S I.' 大麥を 作ろ ことを 波し -r 小麥 1 V 作る 所に 向つ 


た 者も餘 ほど 殖えた のであります、 ところが 其 小麥 
と 云 ふ ものは 日本で 消 S する 目的で ない、 外國へ 小 
麥紛 にして 出す 目的で 多くは 作つ たもので あるから 
是は 小麥が 出来た だけ It 日本の 人の 食料は 減つ たと 
見に やならぬ、 それで 如何に 考へて も 米は 不足で あ 
ると 云 ふことは 私は 確 實 であるので、 米の 騰貴と 云 
ふこと も 他の物の 騰貴から して 影響を 受けて、 さう 
して 幾分 かは 高うな つたと 云 ふこと も ありませ うが 
不足で あると 云 ふこと が 大なる 原因で ありは しない 
か、 現に 昨年の 十月 頃まで ii 外國 米が 日本へ 多少 這 
入つて 居つ て も、 其 ものは 日本から 再び 南 亞米利 加 
の 方な どへ 向つ て 輸出した ものである、 ft 頃に なれ 
ぱ內 地で 消費す る 方に 持つて行 つて 向ける 影 ® が あ 
るので ある、 其 高も少 いこと ではない、 現に 私の 調 
べに 依れば 現在 日本へ 旣に 著いて 居る もの、 又 四月 
までに Q 本へ 這 入つて 来る 所の 外國 米 li 六十 萬 石以 
上で ある、 それは 皆內吔 消費の 目的を 以てで あるの 
でございます、 之を 以て 見ても 内地米と 云 ふ ものは 
不足で あると 云 ふことは 閥 明され るで あらう と 私は 
思 ふ、 それで 大臣に 御 尋ねしたい のは、 大臣の 御考 
では、 第一 內地 米は！ f 足で あると 云 ふ御考 である や 
否や、 若し 是が 不足で あると 云 ふなら ば、 此 米 {M の 
調節を 計る 爲に 如何なる 方法を 御 執りになる 御 S3 り 
であるか、 大臣 も 衆® 院 でも 御 話になる 通り、 物價 
の 調節と 云 ふことは 、需要供給の 調節を 良くす る 外 
仕樣がない ことで あらう と 思は れる 、そわに 付て は 
どう 云 ふ 方法を 御 執りになる か、 fi ii 決して 其 規則 
に 依つ て肢締 ると か、 何とか S ふこと では 目的を 達 
し 得ない ものでは ないか、 現に 妙な 現象が あります 
るが、 是は農 商務 犬 K も 能く 御調べ になつ て屛る こ 
とで あると 思 ひます が、 昨年 九月 一日に 暴利 取締に 

關する 省令を 御 出しに なつて、 其 九月より して 御 承 

知の 通り 玄米 市場と 云 ふ もの li 束 京と 神 戶と二 箇所 

あるので あります るが、 神戶 などの 玄米 市場の 米の 

高と 云 ふ もの It 段々 減つて 仕舞つ た •さう して 漸次 

減つて 今日で も 玄米 市場の 米と 云 ふ ものは 東京で も 

非常に 少い 、米の 値段が 高くな つたなら ば、 市場へ 

持つて来て 米が 出さうな ものである、 所が 米が 出ぬ 

ことにな つて 居る、 是は 何に 依つ てで あるかと 云 ふ 

ことは、 是は餘 程御考 になるべき 性質の ものでは な 

いか、 其當時 九月、 十月 頃に、 私の 承は つた ^ -e it 

即ち lit 取締 令を 御磡せ になる 以前より -f つと 前に 承 


はつた 所に 依れば、 玄米を 市場へ 持つて行つ て も 何 
時 暴利 取締 令を® かされて •どの やうな ことが 起る 
も 知れぬ と 云 ふので 玄米を 澤山 持つて 來な いので あ 
る、 それが 爲め 玄米が 少い から 玄米の 賣買の 方の 價 
にも 響いて 來た譯 であると 云 ふこと を 言 ふ 人 さへ も 
ある、 是は或 ほ 私共 CO 耳に 這 入つた のが 間違 ひか も 
知れぬ、 それで 要するに 私の 御 尋ねしたい のは 此米 
價の 調節と 云 ふこと に 付て は、 どう 云 ふ御考 である 
か、 米と 云 ふ ものは 不足で あると 云 ふこと なれば、 
無論 或る 程度 迄 騰貴す るの が當然 であらう， 他の物 
價が總 て 騰貴す る 時分に ほ、 それに 付て 或る 程度 迄 
高くなる と 云 ふこと も是 も當然 の 話で ありませ 5 が 
米の 如き 殽も國 民の 生活に 必要なる ものに 付き まし 
ては 容易く 供給 即ち 運搬の 便を 圖 り、 又 運賃の 低下 
をして 或は 又關税 を 下げる とか、 種々 な 方法を 以て 
出来るだけの 手段を 御盡 しになる ことで あらう と 察 
して 居ります が、 是等 のこと に 付て は 如何に 爲さる 
御 積り であります か、 或は 此儘で 御 置きになる のか 
外國の 例な どに 依ります る aT 此農產 物 •殊に 生活 
に 必要なる ものの 舄に は鐵 道な どで も 運賃を 下げる 
とか、 或は 臨時に 便利を 與へ ると か 云 ふやうな こと 
は屢々 する ものである、 故に 當 局に 於て は 之に 付て 
如何の 御 方針を 御 執りになる か、 それを 承は りたい 
と 思 ふので あります。 

〔國務 大臣 加 藤 友 三郞君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三郞 君〕 唯今の 御 質問に 御 答を 
致します、 御 質問の 要旨は 今回 S 提案で 十分と 思 ふ 
かどう かと 云 ふの が 一つと、 又將來 の計畫 に對 して 
は 何時頃 出す 見込で あるか、 此二點 が 御 質問の 耍點 
と拜聽 いたしました、 今回の 提案を 以ちま して 滿足 
け 致して 居り ませぬ、 付きまして は、 lit 機會に 今回 
の 計畫を 立てました 所の、 Ht 義 方針の 極 •く 梗槪を 御 話 
いたしましたなら ば、 多少の 御參考 になら うかと 存 
ずろ ので ございます、 御 承知の 如く 昨年の 特別 議會 
に 於て 大體の 方針を 立てまして、 提案いた した もの 
の 御 協賛を 經た ので ございます、 然るに 歐洲の 海 ® 
は ®'! 々 なる 經驗を 我々 1- 與へ まして、 其 經驗に 鑑み 
まして 旣定の 計脔 •即ち 昨年 御 y 賛を經 ました もの 
の 其 計晝の 尙ほ より 以上の 力を 佾 加いた したいと 云 
ふ考を 有ち ましたので ございます、 此力を 增 加いた 
します るには、 旣定の 計 班に 厫 します る 艦艇 個々 の 
力を 拊 加いた します る ことと、 艦艇の 數を咁 加いた 


します る ことの 此の！ 一つの 計畫を 立てた 次第で ござ 
います、 艦艇®々 の 力を 增 加いた します る ことに 付 
ては、 其 攻擊力 •速力 等 1.- 於て 旣定の 計畫を 多少 變 
更いた しました、 それが 爲め不 足いた します る 所の 
豫算を 今回 要求して ございます、 又 艦艇を % 加いた 
します る 方の 側は 主として 補助艦艇を 成るべく 速に 
完成す ると 云 ふ 方針を 執りました ので ございます、 
御 承知の 如く 歐洲 海面に 於き まする 所の 驅逐 艦- 溝 
水艇の 働きは 偉大な もので、 今日 迄 我々 が fi 期せ さ 
る 以上の 効果を 生じて 居る ので ございます、 從つて 
是等の E 艇を 增 加いた します る ことが 切 實に 必要で 
あると 云 ふ 感じを 持ちました ので、 今回の 計 書： に 於 
きまして は 主として 此方 面に 力を 注いだ ので ござい 
ます、 從つ て旣往 に 海軍 當 局が 計畫を 立て、 居り ま 
した 所の 補助艦艇の 數 ょり 遙かに 今回 提案いた しま 
した ものは 多くな つて 居ります、 此 補助艦艇を％ 加 
いたします る ことと、 尙ほ 之に 加 ふるに 餘力の ある 
限り 主力を％ すと 云. ふ 意味に 於き まして- 大艦二 隻 
の 建造の 豫萁を 提出して 居る譯 であります、 是 等の 
計畫を 立てます るのに は、 . 面に 於き ましては、 財 
政の こと も考ヘ ませなくて はなり ませぬ、 又 工業 能 
力 •編制， 此 三つの 者を 加味 按排いた しまして、 今 
回 計畫を 立つ た 次第で ございます、 併ながら 此計斯 Jis 
を 以て 當局は 十分とは 考 へて 居り ませぬ、 尙又 次回 
の計畫 を 提出いた します 時期に 付ての 御 質問に 對し 
まして、 現に 現存いた して 居ります 所の 鑑 艇の卻 充 
並に 今日 國 防の 方針と して 決定いた して /?} ります 所 
の 方針を 滿足 いたします だけの 計畫 を、 大正 十 年頃 
に 至りまして 立てまして、 皆樣の 御 協賛を 經た い、 
斯樣な 希望を 海軍 當局 として 持つて 居る 次第で ござ 
います。 

〔阈務 大臣 仲 小路 廉君 演壇に 登る 3 
0 « 務 大臣 (仲 小路 廉君〕 服 部 君の 米に 對する 御 質 
問に 付きまして 御 答へ 申します、 今日 米價の 問題は 
實に 社會の 一般に 注目いた す 問題であります、 之に 
付きまして 此際 政府の 所見 並に 取りつつ ある 方針に 
付きまして lit 際 服 部 君の 御皙 間に 對して 御 答を 致さ 
ぅと 考へ ます、 ®, に 近時 此經濟 界の變 態に 依り まし 
て 各種の 品物 何れも 騰貴を 致す のであります 、一面 
に 於き ま L ては 世の中 誠に 繁昌を 吿げて 居ります、 
それと 同時に 又 中流 以下 及 一定の 俸給を 以て 衣食い 
たして 居ります る 者は、 此物價 の騰 K に 依りまして 
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生活 上 甚だ W 難 1 V 告げる 21¢ があります、 殊に 最も 食 
锊と して 大切な 米 ！ 5 のこと であります •誠に 社 fr 中 
沬以下其忡の者 |3: 、是れの朽|3 |*. な0ますることに 
付きまして (i 餘ほ どの R1 雄を ^ ずるので あります、 
故に 政府 1-. 於き まして 15: 成るべく 此際に 於て 一般の 
，へ々 の S り ませぬ やぅに， 出來煜 る 限り 斯る變 態の 
際に / /e て、 成るべく 一般 yg 民に 安定を 與ヘた いと 期 
して E ります、 之に 付？ まして ほ、 物 似の K 低は 全 
く 需要供給 1- 關 する ことであります、 何と 致し ま. し 
て も物资 に 不足を 吿げて 居りまして、 それに 依つて 
fi? 格の 昂勝 となると 云 ふこと になり まして ほ、 是は 
誠に ^ 易なら ぬ ことであります、 昨年 S の 頃までは 
米穀の 作柄は 誠に 宜しかつた のであります、 私 當局 
と 致しまして 阼年の 作柄に 付 ? ましては 驻 だ 喜んで 

居つた のであります、 然る (• 甚だ 不 幸に も 秋の 頃、 

即ち 十月の 頃ょり して 氣候の 不順に 伴 ひまして、 甚 

だ 面白くない 狀况を 認めた のであります、 此 結果に 

付きまして は 驻だ强 盧 を 致して 居つ たのであります 

然るに 今年の 一月に なりまして S 收の 調査を 致し ま 

した 結果は、 唯今 服 部 君から も 御 話に なりました 如 

く、 非常なる 侮み が あり it しない かと 存じた 割合に 

寧ろ 米作は 比較的 好都合で ありました、 即ち 五 千 四 

百 萬 石 以上 …… 加 ふるに 前三箇 年間は 豊作 續きの 時 

でありまして、 農 商務の 常 局の 調査に 依ります ると 

我が 現在の 狀况に 於き ましては、 前三箇 年の 豊作 續 

きに 搗てゝ 加へ て 先づ昨 年の 米作 も 平年作 以上で あ 

りました 故に、 是等 の狀况 ょり 推し測り ますれば、 

今日 現在に 於き ましては 供給すべき 物資と して 左程 

の 不足は ない と 認めて 居ります、 唯 世の 繁昌に 伴 ひ 

まして 米穀を 消費いた します る 高が 增 して 參 る、 從 

つて 之を 通常の場合を 以て 律す る 11 には 參らな い、 

此 故に 政府 U 最も 苦心を 致しまして、 出来 得る 限り 

は 生產の 力を 咐 します る、 先刻 御 話に なりました 如 

くに、 或は 米穀の 外に 麥類を 用 ひます る こと、 各種 

の 副食物を 用 ひます る こと、 一面に 於て は 又 成る ベ 

く 穀物に 付て 節約の 方法を 以て 此 供給を 充た す途も 

謅 ぜぬ ければ ならぬ、 尙ほ其 上に 或は 朝鮮 米の こと 

であります、 或は * IB 米の ことであります、 場合に 

依りましたなら ぱ 一般 (〇 安心を ? i まする 爲に •外國 

米の i!! 入に 對 しまして 便宜な 方法 も 取りたい W 此理 

由に 依りまして 唯今は 關税 の點に 付ても 攻究を 致し 

て 居ります、 殊に 運輸 運送の 便、 或は 船舶に 依る 輸 


送の こと、 或 (i 陸上に 於け る 汽車 便の こと、 是钤當 
局 大臣た る遞信 大臣と も 協笾を 致し •鐵 道烷 S 裁と 
も 常に 諮りまして、 谷 種の 方法を 取りまして、 m 來 
得る 限り 此 需用に 斡す るの 供給を 滑に 致す ことに 苦 
心を 致して 居る のであります、 唯 此際 唯今の 服 部 君 
の 御言 葉に 對 して 一言 申 述べて a きます、 政府に 於 
きまして は 谷 稲 物 似 s 昂隧は 、全く 需要供給の 關係 
で、 併ながら 唯 さへ も斯る 時期に 於て 物 偕は 昂騰を 
したい 昂職 をしたい として 居る 其 際に 乘じ て、 此際 
を 利 ) 1] して， 玆に 投機的、 或 it 暴風雨の ことに 依つ 
て、 甚だ 人々 闲_ を 致す 場合、 或は 雪害 風害 等に 依 
つて 種々 人々 の W 難を 致します る 其 時に、 唯 自己の 
謂れな き 利益を 貪らむ が爲 に、 玆に 一般の 重要な 關 
係を 有つ て 居ります 市價を 暴騰せ しむる が 如き 事柄 
は是は 取締らねば ならない のであります、 此取締 の 
ことに 付きまして、 或は 不便を 感じ •不自由を 感ず 
る 者は 種々 に 申します、 去りながら 是は 致し方が な 
いと 存じます、 一方に 於て 出来 得る だけ 一般 國 民の 
困らない や 5 に、 需要供給の 點シ 滑に 致す ことに 努 
力を 致す と共に- 此 時期に 乘じて 八々 の 困る ことに 
なるべき 行爲に 付て、 是は 相當の 方法を 以て 取締を 
致します る ことは 已むを 得ぬ 次第と 存じます、 以上 
に 依りまして、 服 部 君の 御 質問に 對し ての 御 答は 完 
結いた します。 

OS 長 (公爵 徳川家 達 君〕 休憩を 致します。 

午後 零時 二十 三分 休憩 
午後 一時 三十 七 分開議 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 午後の 會_ を 開き 
ます、 高木 男 P 。 

〔男爵 高木 兼寬君 演擅に 登る〕 

0 男爵 高木 兼寬恝 私は 持 前と 致しまして 國民 の衞 

生 問題に 付きて 御 尋ね 致したい のであります、 第一 

に總理 大臣に 御尋を 申 上げたい ことは、 政府筋に 於 

きましては、年々國家の根本たる國民の健康狀態に 

關する 報 吿を發 表される のであります、 依つ て 其の 

內容は 大臣に 於 かせられて は 能く 御 了知の ことと 存 

ずる 次第であります、 實 現して 居る 所を 申せば、 我 

が 國 民の 體力 は a に憫 むべき 悲しむべき 程度に ま 

で 低下いた して 居る と 申 上げて、 過言で なから うと 

存じます、 如何と なれば、 英米 獨佛の 諸國に 於き ま 

しては、 年々 衞生狀 態は 向上いた しまして、 人の 死 

亡す る 割合 も 年々 減少いた して 參 るので あります、 


然るに 本邦に 於き ましては 死亡の 串が 5 £少 せざる の 
みならず •却つ て％ 加の 傾向 •か あるので あ 〇 ます、 
就中 幼少 壯年の 者の 死亡率％ 加いた しまして、 殊に 
十五 歳ょり 二十歳 C 間に 於け る 日本 男女の 死亡す る 
剧合は 世界 第一と 聞いて I i ls かざる を f9 ぬので あり 
ます、 斯の如 く 幼少 壯年者 0 死亡率が 暫 加いた す e 
に、 同胞 中ょり 勞役 に堪へ る密の 數 は 洒次减 少いた 
して 參る譯 であります、 故に 國力の 負 に堪ふ べき 
者の數 は 比較的に 減少いた して、 扶助を 受 くべき 國 
民の ii •か 漸次 增加 する の 傾の ある ことは、 EU ち溃に 
申 上げた る 統計表が 示して 居る のであります、 是が 
諸般の ことに 及んで 居る のであります、 之を 丽堪に 
申せば、 日 木 國 民の 能率が 次第に 低下しつつ あると 
云 ふこと を 意味す るので あります、 爲に 本員は いた 
く此 問題に 付て 心を 痛めて 居る 次第で S, 〇 ます、 業 
に 巳に 帝國の 干城た る 陸海の 兵士に 迄 も 其 影響を 及 
ぼして 居る ことを 本謠 場に 於ても 申 述べた ことがあ 
るので •& ります、 即ち 兵員たら むと する 壯 丁の 體格 
か 年々 不良に なりつ、 あると 云 ふことは、 今や 我が 
同胞 中 知ら さる 人は 殆ど 無いで あらぅ と 思 ひます、 
當 局の 調に 依りまして、 多少 良い 傾が あると 云 ふ 御 
話は ございます けれども、 地方に 參〇當 事 者に 难は 
つて 見れば， 大體に 於き まして 向上の 傾 ある 所は 殆 
どない のであります、 獨〇壯 丁に 止まり ませぬ、 其 
他の 者 も 是々 であると 云 ふことは 嘗て 申 上げました 
故に 本日は 之に 付て は 御 尋ねを 致し ませぬ、 御 尋ね 
すべき ことがない とは 限り ませぬ けれども、 是れは 
他の 場合に ii り 置いて、 今日は 御 尋ねす るの 要はな 
いと 申します のであります、 故に 海軍 陸軍の 兵士 達 
の 健康問題に 付いて は 何等の こと も 申 上げ ませぬ" 
唯一 般國 民の 健康が 勝れず して、 命 期は 寧し ろ 短縮 
し" 殊に 幼年、 少年、 壯 年の 者が 次第に 虛弱 に陷り 
短命に なりつつ あると 云 ふこと をいた く 心配いた す 
のであります、 之れ に對 し總理 大臣は 如何なる 御所 
感が ございます るか、 之れ を 伺 ふので あります、 萬 
一 私と 御 同感で ございま すれば •それに 對す る御處 
置の 方針と 云 ふ ものは、 如何に 御 立てに なつて 居り 
まする か-伺 ひた“ のであります、 第二に 御 尋ね 申 
したい ことは、 敎育 の當局 者た る 文部大臣 閣下に 御 
尋ね 致す のであります、 現今に 於け る …… 現在の 敎 
育の 內容に 付いて 伺 ひたいので あります、 即ち 體育 
智能、 德 育の 三つに 對し 御意 見を 伺 ひたいので あ 


ります、 我か敎 宵は 年， v ilr ね / 1 を m ね 漸次 進 » の狀 
瓱にな り、 K1 る賀 すべき 狀况を 呈 して 居る こ' 

す 迄 もない ことで あ 〇 ますが、 尙ほ 之れ に 一 5; r .> 効； 

果を添 ふるやう に 致したい と 云 ふ 希 SS か * > 辻 〇 伎 ?. • 
御 尋ね 致す 0であります、跤釕にあれ- -?,' -|1 .. .:, れ 
培 育に あれ 理論を 3=. とし、 n ち 理說に 勘せ て K 行 
を 踊み ざるの 風が 4 « るか如く本：：！： |2: 認むる 1.' であ.= 
ます、 即ち 知る こと 13: 知る が、 行 ふこと It 行 (t -f に 
S くと 3j ふやうな ||であ0まして、智識と行©とは 
別物に なつて 居ります と 云 ふ ® が あるので ありま T 
常 局 大臣に 於 かれて は、 即ち 知行 合一 c yf w •か 現 ; i 
れて 居る や 否や、 之に 對 する 御所見は 如何で ありま 
せう か、 もう 一つ 繰返しまして、 德育 、智育 * ge w 
共に 理論に 馳せ 過ぎて、 K 行を： 个問に K くと 2;* ふ 課 
で It ございませぬ けれども、 まあち よつ と 中 さば ftv{ 
はない と 云 ふ 風が 今日の 敎育を 受けた る 人に S,' !']; れ 
て 居る が s!l < ls めて 居ろ のであります •木 ii の認む 
る 所が 誤りで あれば、 其 S 様に 御 示しを 願 ひたい、 
然らず して 成程 本員の 申す 通りの 小 tl が si はれて 居 
ると 云 ふ 御意 見で ございますなら ば、 將來 之に 對す 
る 御處匮 は 如何と 云 ふこと を 伺 ひたいので あります 
其 他の ことは 他日に 伺 ひます、 次には® 商務 大 氓に 
伺 ひたいので あります、 第一に 日本 全國の 衣服 材料 
として 用 ひる もの ほ 何人も 知る 通り 主たる ものが 木 
綿、 今日に 至りまして は 毛織物、 麻、 亞麻と 云 ふが 
如き 類の ものに なつて 居る のであります、 之に f-J' て 
見る に 第一 木綿なる ものは 一般の 人に 用 ひられて 尻 
ります るが、 其 人々 は 此木釉 なる ものが 何れに 生 產 
する ものである かと 云 ふこと を辨 へて 居る でせ うか 
多くは 木綿の 如きは 本邦に 生 產する もので あつて、 
極めて 容易に 得られる もの かの 如く 考 へて 居りは し 
ないかと 云 ふ 疑を 私は 抱いて 居る のであります、 如 
何とな れぱ 近年に 至り 之を 衣服の 材料と して 用 ひる 
程度は 甚 しく 向上した りと 申して 宜から うと 思 ふ、 

是 'か ® 入の 高 も 億を 以て算 へる 程に なつて 居 〇 ます 
我は 之を 知らず して 成る たけ 多く 之を MJ ひて 今日を 
經過 すると 云 ふやうな 姿に なつて 居る S は 甚だ is M 
ではない かと 思 ふので あります、 迓際咱 せ ば 本邦に 
於て は 木綿は ない、 昔日は 相應に 木 f# の產地 も ござ 
いました けれども、 今日は 內 地に 於て は 殆ど 木綿な 
る ものは 產出い たさぬ と 申して 宜しい 位で ある， ffi 
に 或る 地方に 於て は 自家用 棉花の 耕作を 致して 居る 
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に過ぎない 位の 有 樣で ある、 仍つて 國民 全體が 日々 
使用す る 所の 木綿 類は 悉く 外國 より® 人す る もので 
ある、 故に 之が 供給を 絕たれ たと きには 日本 國民は 
木綿 薺 物を 著 用す る ことは 出来ない と 云 ふ 結果を 見 
るので あり •* す 「、然るに 多少 近年に 至り 朝鮮、 毫筠 
等に 出来る が 如く 承は つて 居ります けれども、 是等 
の產を 以て 如何と もす る ことが 出来ない 程の 多量な 
る 木綿を 我が 同胞 ii 使用して 居る 譯で あります、 仍 
つて 他日 之が 供給がない ときに It 我は 何を 著 用す る 
かと S ふ 問題が 起る のであります から、 今日より 之 
を考 1® して 置く ことは 我 か國 家に 取つ て m 大なる 問 
題で あらう と 思 ふので あります 、仍つて 當 局は Itfc 問 
題に 對 して 如何なる 御所見が あるかと 云 ふこと を 伺 
ひたいので あります •第二には 獸 毛を 用 ひて 居り ま 
す、 即ち 毛織物であります、 先年 來 之に 付ても、 政 

府は 其產 出を 促さむ が® に 方法を IT せられた こと あ 

る li 能く 承知を 致して 居る Jit 柄であります、 ® れど 

も 之に 付て 伺は ざるを 得ない、 歐 米に 於け る 人心の 

傾向は 寧ろ 毛織物を 少く用 ひて 綿織物を 之に 代へ る 

と 云 ふ 風が 次第に 進みつ、 あると 云 ふこと を、 今日 

は 承 (i るので あります、 彼は 毛織物を 粟て 綿織物に 

移る 時に、 我 It 彼の 棄てた る 毛織物を 頻に 重用す る 

と 云 ふが 如き ことが 或 It 起らぬ とも 申されない ので 

あります 、仍つて 此毛織 物 用に 付て 將來 如何なる 御 

所見が ある もので ありませ うか、 伺つ て蹬き たい 此 

一一つ の 問題は 衣服 問題で ございまして、 裸め 用意を 

致 L て 居る と 云 ふことは 國家 としては 爲し 固 かねば 

ならぬ 事柄で あらう と 信じて 居ります、 之に 次ぎ Bos 

亞麻 等で ございます、 是 以て 又なくて はならない も 

ので •麻の 如き も 今日 輸入を 仰いで 居る が 如く 承知 

いたして 居ります* 亞麻も 蓋し どう 云 ふこと になつ 

て 居ります か、 能く 存じ ませぬ から、 茁一申 上げて 

誤〇が あつて は 中譯が ありませ ぬ 故に、 此说に 於て 

は當 局に 於て 御 申 聞けを 願 ひたいので ございます‘ 

次に ございます る ものは 食物で ございます、 先き に 

服 部 誘 a より 米の ことに 付て 御 , fr 問' かご ざい i した 

が、 私は 米 ばかりでなく r 其 他の 食物 全體に 付て 御 

質問 申 上げたい、 歐洲に 於け ろ 戰亂に 我 も 加 In を 致 

して 居る ことで ごさいます るが 故に、 ® 時の ^ 悟は 

我等 も 右つ て 居らなければ ならぬ ことで あら 5 と 思 

ふ、 承は る 所に 據れぱ 、吐® ® I に參 加して 居る 國々 

に 於て (i 貧 物に 對 T る 研究を 努めて 居る と 云 ふこと 


である •然るに 我國に 於き ましては、 一般に 未だ 何 
等 研究を して 居らぬ かの 如く 見える のであります、 
是は苒 だ it 憾なる 事柄で あると 思 ふ、 第一に 米に 付 
ては 先年の 篛會に 於き まして、 當 時の 農 商務 大臣の 
答へ に 依ります れは 、如何に 豊作であって も、 平均 
すれば 年々 三百 萬 石の 米の 輸入を しなければ 食料に 
不足を 吿ぐ ると 云 ふこと を 明確に 答へ られ た、 麥穀 
も 亦 年々 不足で ある ハ 其 時の 調べに 依れ ぱ麥は 七 千 
萬 石 か 足りない ■© である、 加 ふるに 大豆 も 不足で あ 
る、 大豆は 年々 百 二十 萬 石 不足で ある と 云 ふ 御 答 辯 
でありました、 斯の如 く 不足の ものが あると 致し ま 
すれば、 萬 一に 他ょり 之を 仰ぐ ことが 出来ない なれ 
ば、， 何とか 之を 辨じな ければ ならぬ と 云 ふこと にな 
る、 それ も 俄に 斯の 如き 不足に 遭遇いた したと きに 
は 手の 出し やうが なから うと 思 ひます、 故に 豫め之 
に對 する 覺悟も 亦 必要な りと 云は ざるを 得ぬ ので あ 
ります、 次に 米、 麥 、今 申 上げた 大豆 等の 不足、 之 
を 外國に 得ない …： 得る ことが 出来ない ものと 致し 
ますれば、 內に 何とかして 之を 供給す る途は ないか 
と 云 ふこと を 研究す るは 自然の 順序と 云は ざる' を 得 
ぬのであります、 故に 當 局に 於き ましては、 米の 輸 
入も出來ず、麥の輸入も出來ず、豆の輸入も出來ぬ 
と 云 ふこと になり ましたなら ぱ ，如何にして 其 不足 
を 補 ふと 云 ふ 御 準備が あります か、 之を 伺 ひたいの 
であります、 又 今日まで 其 進 備もな いも 〇 と 致し ま 
すれば、 11? 來の御 計 SH であります、 其 御計进 を 伺 ひ 
たいので あります、 本 fl 一 己に 於き ましては、 食物 
の獨 立は 敢て闲 難なる 事業に あらず と考 へる、 同胞 
俱に 力を 盡せぱ 、食物の 獨立 U 寧ろ 易々 たりと 云 ふ 
ことが 或は 出來や うと 考へて 23 るので あります、 故 
に 全く 本員の 案な くして 當 局に 御 尋ね 致す 譯 では ご 

ざい ませぬ、 故に 政府に 於？ ましては、 今 申 上げた 

通〇是 等の ものを 脇ょり 得られない 時には 如何にす 

るかと 云 ふ 御® 悟が 出 來て屛 るか、 之に 對 して 御 答 

辯を 煩は したいので あります、 もう 一言 御 尋ねした 

い、 ■それは 住居の ことであります 、本邦は 維新 以来 

外國の 風を 薛ひ 、住居いた す 家屋の 楛造も 亦 頻に外 

國風を 玆ひ 、此 風に 依て 建設 1.. たる 家屋に 住居いた 

す 者の數 が 年々 佾 加いた しつ、 あるので あります、 

政府に 於て {t 古來 祖先が 住居いた したる 家屋を 改造 

L て 歐 米に 於け る 風の 建築を 日本阈 民の 住居に 充て 

るが 日本阈 民の 健康を 保全し 若く は 健康の 程度を 高 


める に 良き ものと 看做して 御 居で なさる や 否やと 云 
ふ 問で ございます、 未だ 良否 相 分らず と 云 ふこと で 
ありま すれば 何 か 之を 知る の 方法を 御盡 しにな りつ 
つあります か、 今日までの 所では 家屋の 建築 法と 云 
ふが 如き ものに 付て 何等の 方法 も國 民に 御 示しに な 
つて 居らぬ やうに 思 ふ、 是 は 甚だ S 憾なる 問題で あ 
らうと 存じます、 之を 御 尋ねす るは 餘の 儀に あらず 
前き に 申 上げます 通り 小さい 子供 學齡兒 童 及 十五 歳 
より 二十歳 •二 十五 歳までの 若い者の 體力が 弱くな 
りまして、 動もすれば 夭折す ると 云ふ點 であります 
是 等の 者 •か 滿六 歳より 毎日數 時間 づ V 參 人して 稽古 
を 致す 學 校の 建物の 如きであります， 初めに 當つて 
は 我 國の學 校は 稍々 祖先の 住 居に 似寄りた る 構造の 
もので あつた 所が、 近年に 至りまして 益々 歐 風の 家 
屋にな りまして、 風の 通 ひの 悪い 家の 内に 居て 修業 
をす る ことにな つたと 共に、 lit 若い者 共の lii 康狀態 
が 著しく 低落いた したと S ふ 事實が あると 太 員は 確 
信して 居る のであります、 何よ 〇證據 は ■統計 局で 示 
す 所の 死亡率であります、 斯の 如き 死亡率の 原因は 
單に 家屋の 建築に 止まる と 云 ふことは 出来ない ので 
あります けれども 數年の 間、 未だ 發育 盛りの 者を 風 
通しの 惡い 日の 當らな い 所に 長く 置いて 學問 等を さ 
せなければ ならぬ やうな ことに 立 至つて 居る ことは 
政府 當 局に 於ても 認められて 居る に 違 ひない ので あ 
ります， 故に 此の 事を 政府に 御 尋ね 申す ので ありま 
す 今日 (t 良しと も惡 しと も 言は ずして、 唯 言 ふが ま 
に まに 人民 か 造ろ がまに く 任せ 置いて あると 云 ふ 
事 實が 玆に存 して 居る と 思 ふて 居ります、 故 ■に 御尋 
ね 申す のであります、 政府に 於 ざまして 之に 對する 
御 案が 御 有りになる やうで ございま すれば 其 御 案を 
拜臌 いたした いもの、 無い と 致します れぱ咐 •今 御 伺 
ひ 致した 問題に 付て 如何に 考慮され つ、 あります か 
御 示教を 願 ひたいので あります。 

〔阀務 大臣 伯 P 寺 內正毅 君演壻 に 登ろ〕 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君〕 唯今 <71 高木 男爵の 御 
質問の 第一 is であります 國民の 保健 上に 付ての 意見 
を 御 質しに なりました、 實は 差掛 つた 閲題 であり ま 
して 統計 上の こと や 何 かは 詳しく 玆に御 答へ し掲な 
いので あ 〇 ます、 必要が あれば 追つ て 御 答へ 致し ま 
すが、 大體 のこと に 付て 私の 所見を 述べて 御 答へ に 
致して 固きたい と 思 ひます、 全 eg 我が 國 民の 保健 上 
の狀態 は ia 憾なが ら 他の 光進 國に 較べまして® 良で 


あると 云 ふことの 御 答は しにくい やうに 思 ふ、 固. よ 
り 今日まで 兒童其 外の 衞生 上の こと 又國民 I 般の衞 
生 上に 付きましても 相當の 法規 其 外の ことが 實行さ 
れ ては 居ります， 併ながら 槪略私 の 記 11 する 所に 依 
つて 述べ ますれば， 潰憾 ながら 國 民全體 の衞 生は 礙. 
良に あると 言へ ない、 甚だ ifi 憾至極 であります が、 
他の 先進 國に 較べ ますれ ぱ遙に @ 良で ない と 言 ひ 得 
ると 思 ふ、 而 して 此 今日 世界の 趨勢から 考へ まして 
國民の 保健の 增 進と 云 ふことは 競 爭場裡 に 於て 第一 
の 要件で あると 思 ふので あります、 今日の 有樣を 尙 
ほ 改善いた し腌 良なる 衞生 上の 狀態を 持ち 來した い 
と 思 ふので あります へ 又 左 ■に 爲さな ければ 世界の 
競争 場裡に 立つて 優良なる 位地に 國 家を 置く こと も 
むづ かしいで あらう と 思 ふ、 依つ て 政府の 施設は 固 
より、 個人 各個 總てに 於て 衞生の 增 進と 云 ふこと を 
圖〇 、堅剛 なる 體力を 保持す る 所の 將來の 人民 か 挢 
へなければ ならぬ と 思 ふので あります、 此點に 付 ? 
ましては 唯今 斯 々のこと を 爲すと 云 ふ 成案は 持ち ま 
せぬ •漸次 是 より 今日の 施設に 付て 改良すべき もの 
父 直ちに 施設すべき もの、 それ < 講究を 致して、 
出来る限りの 施設は 致したい と 思 ふ、 是だ けの こと 
を 申 述べます。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 唯今 高 末男 爵の御 尋ねの 
第二は 近 來敎育 上の ことは 體 育、 智 育、 德育 共に 進 
步し たに 相違ない が、 併ながら 励 も すれば 理論に 偏 
して 之に實 行が 伴は ない と 云 ふ 如き 傾が ある やに 感 
ずるが、 當局 者の 意見は どうで あるか、 若し 果して 
然り とするな らば、 之に！ 5 する 救濟の 方法を 何 か考 
へて 居る ので あるか どうかと 云 ふ 御 尋ねで あつた や 
うに 存じます、 此點 に付きまして ほ 當局者 も大體 御 
質問に なりました 高木 男爵と 所見を 一に 致して 居る 
者であります、 確かに 教育は 各般の 方面に 於て 進步 
いたして 居る に 相違ない であります が、. 智の 方面に 
搦 します もの-意志 の 方面に JS します ものと 其 調和 
を 得ぬ と 云 - iv ことは 確かに 認めて 居る のであります 
是は如 何なる 原 W から 左樣な る ことが 起つ たので あ 
るか •之を 第一に 考へ まして、 而 して 後に 之に 對し 
て 之が 救濟 方法を 考へな ければ ならぬ のであります 
が、 是は 無論 色々 の 原因が あると 存じます けれども 
其 中で 最も m なる _著な る 原因は 我國の 敎育 制度に 
於き まして、 宜しき を 得な かつた 所の ある 關係で あ 
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ると 思 ふので あります、 即ち 下 级學 校と 上級 學 校と 
の 通 絡が 宜しき を？ fs ない、 下級 學校と 上級 學校の 施 
設が 調和 を 得て 居らぬ と 云 ふことの 爲に學 校が 進む 
度 毎に 必ず 競爭試 驗を 受けなければ ならぬ、 激烈な 
る競爭 試 黛を 受けなければ ならぬ と 云 ふことは 何れ 
の 學校に も 伴つ て 居る のであります、 故に 何れの 學 
校 1-. 於き ましても、 先づ此 競 爭試驗 に 堪 へる、 競爭 
試 驗 に 於て 勝を 55 ると 云 ふこと を 主に 致して 敎育を 
施す と 云 ふことは ど 5 も 免るべからざる 所の 弊害で 
あつたので ございます、 故に 各學 校に 於て 力を 用 ふ 
る 所は 主として 此轼驗 の 成 ^ な 良くす ると 云 ふこと 
•かあつた のです、 即ち 手 短 かに 申します れば智 育の 
側に 最も 力を入れ ると 云 ふこと に 流れる のは 是 は 自 
然の結 果で あると 考へ るので ございます、 此弊を 去 

りまして 智 育の 側、 又 意志の 敎育の 側と 云 ふ ものが 

宜しく 調和を 得て 居る やうに 致します には、 どうし 

ても敎 育の 制度 全體 に亘 りまして、 研究を 遂げ まし 

て •上級 學 校と 下級 ^ 校の 連絡を 宜しく 致し、 又 上 

級學校 下級 學 校の 施設を 調和を 能く 致す と 云 ふこと 

に 依て此 谷 種の 競爭試 驗と云 ふこと を ば 出来 得べき 

だけ 之を 減ずる と 云 ふこと に 努めなければ ならぬ の 

でございます •之を やり ませぬ ければ 之を 假令 如何 

なる 改良を 施しましても、 先刻 高木 男爵の 御 尋ねに 

なります やうな 弊を 除く と 云 ふことは 出 來ませ ぬと 

考へて 居る ので ございます、 此點 に付きまして は專 

ら唯 今敎育 會篛に 於き まして 研究を 盡して 居る ので 

ございます* 又其敎 育會議 で 研究いた しました 其 結 

果の 一部分 ほ 今回の 豫® の 上に も 旣に現 はれまして 

其 宵 行を 期す ると 云 ふこと に 務めて 居る ので ござい 

ます や 斯樣な る 手段を 執りまして 此弊を 救つて 參り 

たいと 當局 者は 考へ て ir 〇 ます 次第で ございます、 

それから 最後に 住居の 構造に 付ての 御 尋ねが ござい 

ましたが 之に 付て は 主として 學 校の 建築の ことに 關 

係いた して 居つ たと 存じます から 私から 御 答を 申 上 

げ るので ございます が、 御 話の 通りに 從來我 國の建 

物は 外國の 建物と 異なつて 居つ て、 建物の 內 外に 於 

ける 所の 氣 候の 相違、 或は 光線の 多少と 云 ふこと が 

誠に 比較的 少く あつて、 さう して 衞生 上の 或點に 於 

て {t. 必ず K しいので ございませう、 それが 段々 近頃 

西洋風の 建物が 殖えて 參 りまして， 是 等の 特色が 減 

ずると 言 ふこと になつ たのは、 或點に 於き ましては 

衞生上 宜しくない ことで あらう と 思 ふので あります 


故に 是は 能く 研究いた しまして、 外國の 建築の 利 a 
の ある 所を 採り、 又 其 弊の ある 所を 除く と 云 ふこと 
を 十分に 注意を 致さなければ ならぬ i 思 ふので あり 
ます、 唯 光線の 多い 方が 宜しい、 餘り 室の 中に 人間 
を 保 a する ことは 宜しくない、 と 申しましても、 外 
の 便利、 外の偷 快と 云 ふ ものを 總て 猿牲に 致す と 云 
ふ 謬に も參 りますまい、 其， 兩 方の 調和を 得る と 云 ふ 
ことが 滴當な こと、 必要な ことで あらう と考へ るの 
でございます、 學 校の 構造に 付きまして は 專ら此 見 
地 ; J- ら 致しまして 設計いた す ことにな つて 居る ので 
ございます、 即ち 一方に 於き ましては 成るべく 授業 
上に 於ても 亦 生徒の 偷 快の 上に 於き ましても 都合の 
好い やうな 1 S 造を すると iK ふこと を 致す と 同時に， 
採光 並に 通風と 云 ふ 如き ifi に 於き まして、 理論 上必 
要なる 程度の ことは 必ず 之を 實行 せし むる、 例へ ば 
窻の 大きさであります とか、 或は 室內の 空氣の 量で 
あると 云 ふが 如き、 成るべく 之れ を 多量に 致し まし 
て、 授業 上の 便宜、 又兒 童の 愉快、 衙 生の 點と相 一 
致す る やうに 努めて 居る 次第であります、 之に 付き 
まして 精し い 設備 規則と 云 ふ ものが ございまして， 
之れ に 依つて 多く 學校の 建築を 致して 居る ので ござ 
いますが、 先年 都合が ありまして 設備 規則と 云 ふ も 
のは 廢 止いた しました のであります が、 併しながら 
實際學 校の 建築に 於き ましては 此 設備 規則の 中に 付 
きまして 衞生上 及 敎育上 必要なる ことは 矢張り 依然 
として 之を 探 用して 居る ことにな つて 居ります、 先 
づ斯樣 な 方針で やつて 居る ので ございます、 併し 是 
等の點 は 誠に 大切な 問題で ございます から、 將來に 
於き ましては 尙ほ 研究いた しまして 不都合の ないや 
うに 致す と 云 ふこと に 努力は 惜まぬ 積り で 居ります 

r 男 B 石黑忠 惠君發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 石黑 男爵は どう 云 ふこと 

でございます か。 

〇 男爵 石 黑忠蒽 君 唯今 高木 男 K からの 質問に 付き 

まして 文部大臣の 御 答に 付て ちよつ と 質問いた した 

うご ざいます。 

0_ 長 c 公 K 德川家 達 君〕 仲 小路 農 商務 大臣が 答 辯 

され やうと 存じます。 

0 男爵 石黑忠 惠 君 それでは 後と で ：… 

〔國務 大臣 仲 小路 廉君 演壇に 登る〕 

o_ 務 大臣 (仲 小路 廉君〕 農 商務 所管に 付きまして 

高木 男爵よりの 御 質問に 御 答を 致します、 高木 男爵 


の 御 S 問の 第一 ^ li 衣 股の 問題と して 今 H 木 描 物と 
言へぱ 、さも！！ 内に 於て 容易に 得られる ものである 
かの 如く 人々 は 考へて 居る •去りな •から 其 木綿 拘の 
原料と なるべき 棉花、 是 は 我 IJ に 於て はな かく 得 
られな いので あろ、 之に 付て 年々 原料と して® 入を 
俟つ ものが 億を 以て 計算す る 位の ことにな つて fr る 
之を いと 容县に 得られる もの だと 云 ふ考を 以て 餘〇 
之を 瞥澤に 使用して 居れば、 將來に 於て はどう 云 ふ 
結果になる であらう かと 云 ふ、 洵に 至當な 御 ?, i 問で 
あります、 高木 男 辟より 仰せになります る 如くに、 
我國に 於き ましては 木綿物と 申さ ぱいと 容易に 手に 
這 入る やうに 一般には 考へて 居る、 併な •から 今日 其 
原料と なるべき 棉花に 付きまして はな か  <是は 容 
县なら ざる 問題で あ 〇 ます、 其數 額は 仰せの 如く 殆 
ど 億 以上に 亘つて 居る、 幸に して 我國に 於て 加工を 
されて、 他に 輸出を 致して 居ります ろ 綿 絲 •綿布と 
して 重要 贸晶品 とはな つて 居ります るが、 併ながら 
今日に 於て 消費され る 高 も少 からぬ 高であります、 
而し て是が 原料た るべき 棉花は 我が 内地に 於て は 得 
られな いのであります、 一に 之を 他からの 輸入に 待 
つて 居ります る、 是が 普通の 場合の 如く、 各國 との 
貿易 も總 てが 自由に 參る 時なら ば、 左程に 苦しみ も 
致し ませぬ が， 今日の やうな 戰時で あります と、 海 
外に 對 する 輸出 •轍 入 共に 心に 任せぬ ことが 多い 今 
日には 此 重要な 棉花に 付きまして、 將來の 自給の 方 
法、 洵に 之に 付きまして は 十分に 考鬧を 致さねば な 
らぬ 時であります、 それ故に 農 商務省に 於き まして 
も 何とか 致して Itfc 棉花に 付きまして 將來 安全に 之を 
供給し 得る 途を 講じたい と 存じまして、 旣に それ そ 
れ 調査 も盡 して 居る のであります、 幸に して 我が 朝 
鮮或 は滿洲 •臺灣 等に 於ても それ  <途を 講じて 居 
ります、 去りながら 迚も 之を 以て 將來 我が 供給を 充 
たす 譯には 參らな いのであります、 更に 進みまして 
支那 方面、 各種の 方面， 諸方に それ <の途 を 講ず 
る考を 有つ て 居る のであります、 去りながら 之と 同 
時に 又 高木 男爵の 仰せになります る 如く 木綿物は い 
と 容易に 得られる もの だと 云 ふ 積り を 以て 之を 餘り 
楛は ずに 多くを 消 @ する ことになります れぱ 、到底 
其 供給を 全うする こと も出來 ませぬ のであります、 
是は銘 々心を 致して 成るべく 無駄に 之を 使は ない、 
成るべく 節約を して、 有 要に 使用いた すと 云 ふ考が 
社會 一般に 起つ て來な ければ ならぬ ことと 存じます 


又 外國に 於て 是まで 多く 毛 描 ft} を ^ W して 居 つたが 
毛 雄 物を (ia. 用は して 居る が 漸次 それが 變じ て、 木箱 
物、 即ち 綿 絲を以 てす るの ftrl が あ 02 i せぬ か、 是も 
仰せになる 如くに 近来は 莫大小 •多くは » 珐 搞 布を 
以て 潮 次 其方の «• 用が 擴 まつて eo ます、 旁** 等 
の點 に付きまして (i 我が 社 分の 全 ! fa に 於 -.': z 民 c 思 
想 上より 成るべく 綿 絲 si 布に 付て は 心して 使用する 
と 云 ふ考 にならなければ ならぬ ことで あらぅ と 存じ 
ます、 尙ほ 麻の ことであります るが、 是も綿 絲 -紹 
布に 次ぐ : is 要な 物資であります、 幸に して 近来 li 北 
海道に 於け る踩或 は ^ gi 等に 於て® 次 繁 m の 注 も ivi 
まつて 居ります、 是の供 給 も 前日とは 餘程變 はつて 
參 りました* 去りながら 是の锯 嬰 も 亦 日に 咐 して 多 
きを 吿げる 場合で あ 〇 ます、 是等 に付きましても 成 
るべ く 需要供給の 關係を 滑に 致して、 將來に 於て 之 
に 不足を； r けないだ けの sij 策を しなければ ならぬ と 
專ら 注意を 致して 居ります、 次で : iR jsi な 問題と して 
此 食物の 點であ ります、 食物 〇 間 題は 今日の ta 合に 
於て 社 會上實 に必耍 な 問題であります、 米の ことは 
申す まで もな く、 或は 麥に 致しましても 、或は 大豆 
類に 致しましても、 是皆 主要 貪 物に 次いで 必要なる 
副食物で あ 〇 ます、 幸に して 今日 (X 或は 肥料の 點で 
あります ると か、 各 補の 方法の 講究に & りまして 牛： 
產の 額は 漸次 殖えて ! t 參 りました 、去りながら 年々 
我國に 於て 八 口の 增加を 致して、 年々 六十 萬 人から 
の 人の％ 加に 伴 ふことは 唯今よ 〇將來 2 ことは m と 
考へ まして 其 時に なつて 臍を 噬む悔 のない やぅに 致 
さなければ ならぬ、 即ち 本年の® » の 上に 土地利用 
調査に 關す る S 用を 計上いた したので あります、 此 
趣意は 唯今 申します る 如くに、 現在は 姑く 措いて、 
將來 我が 人口の 增 加に 伴 ひまして、 之に 付て 成る ベ 
く 需要供給の 不足な からしむ る爲 に、 成るべく 生產 
額を 多くす る ことを 努めなければ ならぬ と 思 ひます 
即ち 土地利用 調査の 途に 依りまして 、或は 不用の 山 
林であります ると か、 或は 今日まで 荒 地と して 打粱 
てられて居つた土地で&りますとか、其他開 |8 開拓 
を 致して 然るべ しと 思 ふ ものが 我が 國內 に少 からぬ 
のであります、 是等 に對 しまして は それ < の 調査 
を 盡 しまして、 開拓し 得べき ものは 之を 開拓いた し 
干拓を 致し 得べき ものは 干拓を 致して、 又 不耍存 厨 
林で あつて、 之を 一般の 用に 供した が 然るべ しとす 
る 場合には 相 當の處 置を 執つ て 之が 處置 をな し、 而 
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して ! (f 來に常 つて 出来 得る 限り 耕地 ai 畑の 額を 多く 
する ことに 努める ことが 是が 大切と 存じます •旣に 
其考を 以て 今回の 预算に 計上を 致した のであります 
去 〇 ながら ! 1$ 來に苴 つて 此需耍 供給の 調節を 計り ま 
する には、 一面に 於て 生產 を增す 方に も盡 力を 致す 
ことは 當然 であります、 併ながら 同時に 消費と 云 ふ 
方に も 亦 節約を 致して 行き ませぬ とならぬ と 存じ ま 
す、 今日の 如くに 世の中が 繁昌 だ 繁昌 だと 云 ふ 積り 
で、 米の 消费も 極めて 多くな り、 多くの 消費が 螯渾 
に使 はれまして は、 幾ら 是が 供給に 盡 力を 致し まし 
て も 不足を 吿げ て參 るので あ 〇 ます、 是等は 社 會全 
趙 の關 係と して 銘々 心を 致して 節約すべき は 節約を 
して、 成るべく 消 ? 3 を愼む こと も 必要で あらう かと 
存じます、 一回に 於て 生產の 方に 力を 盡し 、同時に 
消费 に對 して 谷々 心を 致し、 さう して 我が 國民 全 ft 

の 需要供給に 不足を 齿げな い途を 執ります る ことは 

是れ 正に 當局 者と して 盡すべ きこと だと 存じます、 

大體 高木 男爵の 御 質問に 御 答いた します。 

0 男 K 高木 兼宽君 文部大臣の 御 答 辯に 付て 一言 申 

上げたい のであります、 兎角 敎育を 受けた る 者の 理 

論に 走せ 1? 行に 遠ざかろ と 云 ふこと •か あると 云 ふこ 

とは 認めて P} ると 云 ふ 御 答 辯で •こざいました •か、 尙 

ほ tt rf 地の间 題に 付て 競爭 試驗が 烈しい ので、 理論 

のみに 走せ ると 云 ふが 如き 結果を 來した と 云 ふ御說 

明で ございました が、 是も御 尤もな 御說 として 承 (i 

るので あります、 去りながら 其點ぱ かりで ない と 云 

ふ點を 本 ti は！！ めて 居る のであります、 例へ ば 小學 

校兒蜇 が 小學 校で 習うた ことを 其 儘 H 行して 居ない 

と 云ふ點 であります、 又 小 ^ 校 兒 童に 付て 色々 敎へ 

る ことがあり ませ 5 けれども、 敎 科® が 歷然敎 へて 

居ります る けれども、 其 子供 等が 之を 日々 ® 行す ベ 

きものを 實 行して 居ない と 云 ふこと を 認める ので あ 

る、 是は 競爭 試驗 のみに 因す る 間 題で (i ない、 即ち 

敎枒に 於て 何とか 方法を 用 ひたなら ば 敎室内 で敎を 

受けた ものは 敎室 外へ 出で て も其通 〇 之を H 行す る 

と S ふこと にな りは 致さぬ かと 思 ふので あります、 

今日の 所で 見れば 室内に 打 (fa つて 守る が 如く 守つ て 

居ります けれども •室を 龇れて 外に 出で たると きに 

は 早 や 打 忘れた るかの 如く 見える の 風が あると 云 ふ 

ことに 付て 申 上げた のであります •先き に 御 答に な 

_りました迎りに全くそれに違ひござぃませぬ*それ 

も 伺つ た 通りの® 味を 有つ て 居る に 違 ひご ざい ませ 


ぬが、 それば かりでは ない、 唯今 申 上げた 點を 如何 
に 御 認めに なつて 居る か、 唯 物を 知らせる と 云 ふに 
止め v 行 ふこと に 重きを 置かぬ、 それは 人の 眼の 前 
で 言は れた通 .V する だけで あつて、 而 かも 敎へた る 
人が そこに 居る とき* たけ 其 やうに して 居ります が、 
場所を 離れて 見る と敎へ た 通りし ない と 云 ふやうな 
氣風が 小® 兒童 等に 現 はれて 居る と 云 ふことは 確か 
に 認められる と 思 ふので あります、 尙ほ御 分り 兼ね 
も あ 〇 ませう と 思 ひます るが、 此 儀は 又 他の 場合に 
伺うて 宜しう- こざいます •も つ 御 答へ 下され ま 
した SS 離の ことで ご ざい まサ 、是は 決して 文部大臣 
の 所管の 下に 拘はる 問題の みで 申 上げた 譯で はない 
天下 一般で •こざいます、 即ち 外國 風の 家を 格へ て 住 
む 人の 多き 地 万は 確かに 結核 病 等が 多い ので ありま 
す、 或は 和洋折衷と 云 ふので あります か、 日本風の 
家屋で あつて、 硝子 障子 等を 建て 廻して 居る や 5 な 
家の 多い 地方、 例へ ば 大阪で あると か、 神戶で ある 
とか、 磺濱で あると か、 東京で あると か 云 ふ 如き 地 
方に 於け る 死亡率 •殊に 結核 病 等で 斃れる 者が 少か 
らぬ所 から 御 尋ねを 致した のであります、 禺 校の 校 
舍も亦 其 屮に數 へられる、 多數の 者が 閉籠 つた 家に 
這 入つ て 居る と 云 ふこと になり つ、 あるので ありま 
す •設備 準則の ことに 付て 御 話で ございました •か、 
設備 氓 則を 設けられて 之に to つて 學校を 建設した る 
日 以後に あつて、 確かに 此幼 童の… V. 日本 國 民の 若 
い 者の 健康に 一層 1 ? きを 生じて 居る と 云 ふ 事 實が存 
して 居る のであります、 學校 の爲に 必ず 是が 起つ た 
と 云 ふことは 未だ 證據を 十分に 捉へ てない が 故に 言 
ふことは 出来ますまい けれども、 設備 進 則に 依つ て 
學 校の 校舍を 建築した から 其爲に 日本の 兒童が 丈夫 
になつ たと 云 ふ fa 據 は ない、 兒蜇の 健康が 惡くな つ 

たと 云ふ證 據 は 統計表 等で 擧げ得 られて 居る と 思 ふ 

故に 今日 ある 所の 校舎の 建築が 良い と 云 ふことは 頗 

る銥事 中の® 事 だら うと 思 ふので あります、 建て、 

入れ ぱ 入れた が、 其 結果は 未だ 調査を して 居らない 

と 云 ふことは 事 H であらう かと 思 ふ、 故に 單り學 校 

に 止まらない、 一般に 我々 國民が 洋風の 家に 住居す 

る やうに なつた 爲 に、 龃珙が 善くな つた か、 惡くな 

つた かと 云 ふこと を 知る と 云 ふこと It 今日の 場 合 我 

が 國 家に 取つ ては 大切な V 柄で あらう と 思うて 此儀 

を 御 尋ね 致した のであります 、能く 御 調査に なり ま 

して 此  土氣 候、 風土に 適 常す ると 云 ふやうな 家屋 


を 招へ ると 云 ふこと にならなければ、 國 民の 煺康を 
保存す る 上に 於て 故障を 生ずる だら うと 思 ふので あ 
ります、 故に 政府に 於て 是 等の fA を 能く 御 調査に な 
りました ことで ございます か、 若しなければ 御 調査 
になる と 致しまして、 我國 の 氣候 ，風土に 於て 人民 
の 住居に 適する やうな ものを 國民が 建設して 之に 住 
居す る やうな ことになる こと' か、 國 力の 增 進に 必要 
なりと 認める 所から 御 尋ねを 致した のであります、 
此 問題に 付て は 文部大臣 閣下の 御 答 辯は 誠に 有難く 
頂 載いた します るが、 內務 大臣 閣下が 最も 是は滴 任 
の御方と本員は認めて居るのであります、故に內務 
大臣 閣下よ 〇 御 答 辯 あらむ ことを 切望いた します。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 
0_務大臣( 男爵 後藤 新 平 君〕 唯今 高木 君からの 御 
質問と 御意 見を 拜聽 いたしました が、 全く 御意 見の 
通りに 當 局に 於ても 考 へて 居ります、 さう して 御 承 
知の 通り 保健 調査 會に 於て 一部の ことは 今 著 手して 
居ります る こと もあります、 ■全部の ことに 付 ? まし 
て 遺憾ながら 今 完全なる 設備を 以て e しつ、 あると 
云 ふこと を玆に 申 上げる までにな つて 居り ませぬ、 
併し 此事は 等閑に 附す ベから ざ る こと X 考へ ます、 
前 來內務 省に 於て 調査せられ て 居ります が、 唯今の 
形勢では 益々 急務を 感ずる やうで あると 云 ふこと を 
御 答いた します。 

〇 男爵 高木 兼寬君 本員の 今日 御 質問いた したる 箇 
條に付 ては 尙ほ伺 ひたい ことは 多々 ございます けれ 
ども、 時間の 都合 も ございます 故に 今日は 之に 止め 
て 後日 更に 御 伺 ひ 申 上げます。 

〇 伯爵 柳 澤保惠 君 唯今 高木 男爵の 御 質問に 對 して 
內務 大臣の 御 返事が ございました が、 序に それに 付 
て內務 大臣 1- 御 伺 ひいた しまして 宜しう •こさい ませ 
うか。 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君〕 後と で 願 ひます …… 若槻 
禮次郞 君。 

0 若槻禮 次 郎君 簡單 でございますから 此席 から 御 
尋ね 致します、 大藏 大臣の 先程の 御 演說は 可な りに 
詳細に H つて 居りました が、 f •衆議院に 於て 稅法並 
に 郵便 法 屮の改 正 案を 否決せられ ました 結果と して 
財源に 缺減を 生じた やうに 感じられ まする が、 其點 
に 付ての 御說 明は 甚だ 簡 15 f で、 政府の 御考の ある 所 
を 承知す るに (i まだ 足りない やうに 考へ るので あり 
ます、 其點を 御 尋ねした いと 思 ひます が、 先 以て 伺 


ひたいのは、 衆議院で 否決の 結果 大正 七 年度に 若 子 
歳入の 減少を 認めます が、 又 大正 八 年度 以降に 於て 
は 其 額が 增加 すると 考へ まする が •其增 加した 減少 
額の ものが 如何程に 相 成る のかと 云 ふこと を 御 尋ね 
をしたい のであります、 御 答 辯の ® 利と して 次に 御 
尋ねす る こと も 併せて 申 上げます が、 一體 今回の 豫 
算に對 しまして it 衆議院に 於ても 隨分 意見が あつた 
やうであります が、 我々 も 幾らか 疑を 有つ て 居り ま 
すのは、 他の 歳出は 皆 現在の 儘咐 加せ ぬと 致しても 
政府の 御 答 辯になる 所に 於いて 海軍省に 於て は， 大 
正 八 年度から 今日 御 要求に なつて 居る 水陸 設備費の 
殘り千 五 百 萬圓 前後の ものは 多分 御耍 求になる だら 
うと 云 ひます、 海軍大臣は さう 云 ふやう にも 仰つ し 
やつて ある やうに 思 ふので あります* 又 今日の 午前 
中の 質問に 對 して 海軍大臣の 御 答へ になつ た 所に 依 
ると、 八 四 艦隊 計 a 補， のことは 此豫算 の 中に 出 來 
て 居らない ので ある、 15- て 成立つ て 居る 所の 海軍の 
國 防の 目的と して ある 所 もま だ 行は れて 居ない ので 
あつて、 是は 大正 十. 年頃から 要求す る 積り で 居る、 
斯う 仰つ しやつ て あるので あります、 左 樣い たす と 
云 ふと、 外の 歳出は 皆 現状の 儘で 增加 する ことが な 
いと 見ても、 海軍 關係で 大正 八 年ょり 更に 大正 十 年 
からは 益々 多く 財源を 要する ので あつて、 其 事柄に 
付て は 見込が 御 答へ になつ て 居ない やうであります 
政府は 見込を 立て、 居られない やうに 見えます から 
何れ 其 時に 至り 財源 等の ものは、 何 かの 方法に te つ 
て % 税しな ければ ならぬ であらう と 思 ひます、 今日 
の 計畫に 於て は 此 事が 見て ないやう に考へ て K るの 
であります が、 丁度 其 場合に 於て 衆議院で 歳入の 減 
少の 意見を 提出した のに 對 して、 是は 衆議院が 政府 
の 意見に 反して 決 _した のでは ない のでありまして 
政府は 進んで 之に 御 同意に なつた のであります から 
然る 以上は 政府に 於て は 何等かの 御 見込が あるので 
なけらねば ならぬ、 元來 財源の 足りない 所で 海 車 だ 
けの 問題に 於ても 早晩 更に 咁税を 勘し はせ ぬかと 考 
へて 居ります が、 其 際に 今日 御 提出に なつた 計畫の 
中で 更に 歳入の 減少に 對 して 政府は 進んで 之に 御賛 
成に なつた と 云 ふ 以上は、 此 補充の 途なる ものは 何 
等 か 御 考案が あると 思は れ るので あります が、 其 御 
考案なる ものは どう 云 ふので ありませ うか、 又 其 御 
考案に 基いた 發案は 此 K 會に 於て 御 提出になる ので 
あります か、 他日 御 提出になる 御考で ありませ うか 
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其 酌を 伺つ - c ffr さたい。 

一國 務大 I:': 勝 田 主計 君演堉 に 登る〕 

〇 阈務大 E (勝 田 主計 君〕 御 答を 致します、 第一の 
歳入の 減少の ことに 付きまして、 歳出との 均衡を 取 
る® 1* 付きまして は 先刻 私より 大體は 申して K いた 
のであります、 即ち 歳入に 於て滅 少を致 しました、 
此故に 此 均 i- 3 を 保つ が爲に 歳出に 於て國 庫 務® 金の 
二 百 萬 [RJ と 云 ふ ものを 削除して 豫 SC . を 修正して 提出 
を 致した のが 一つであります、 尙ほ進 んで申 上げ ま 
すれば 大正 七 年 K- I • 於き まして ii 常 然 rr 事で ありま 
する が 三十 六 萬 幾 [1 と 云 ふ もの V 徴税 ® が 浮く 譯に 
なります、 それから 五十 五六 茁圆ぱ かり 前年度 剰餘 
金を 繰 人れ ろ 事になります、 さう 致します ると S ふ 

と、 大正 七 年の 辻 褪は合 つて 行きます、 それから 其 

以後の 辻 ^ は 矢張り それ 等の 計® に 依つ てです、 ち 

やん と 立つ のであります、 唯茲に 違 ふ 所は 衆議院に 

於て 示しました 所の 大正 十二 年度に 亘る 所の 財政 計 

迸の 表に 付きまして、 以前の 表には 大正 八 年 九 年と 

云 ふやうな 所 it 餘裕が 出て 居つ たもの が、 それが 丁 

度き ち< になる やうな 計數 になります ので、 其 所 

が 違 ひます、 此點は 寧ろ 此處 よりは 饜員會 等に 於て 

其 表を 御 示しを L て 詳しく 御 話を 致した 方が 宜から 

うと 考へ るので あります、 第二の 御 尋ねは 若 槻尅の 

豫 想に 依る と 海軍の 水陸 設備費の 如き 大正 八 年度 以 

後に 於て 相當岈 加を しなければ ならぬ ことがある、 

又海堪 大臣の 說明 等に 依っても、 大正 十 年頃に 此補 

充計® 、其の 他 新たなる 計 迸 等 も 提出され ると 云 ふ 

やうな こと も ある やうで あるが、 之れ に對 して 政府 

ほ 財源の 見込を 付けて 居る •か、 是れが 御 尋ねで ある 

やうであります、 此の 點 に付きまして は 衆議院に 於 

いても ® 々 間 題が 出まして 答 辯を 致して 唐る ので あ 

ります が、 犬 ^ 此の 事を 申 上げます るに 付きまして 

は、 政府が 本问 提出を 致して 居ります 所の 歳入の 豫 

算 、歳 人の fi IC A: る ものが 如何にして 作られた か、 

此七 年度の 歳入の 豫算 のみならず、 大正 十二 年に 至 

るまでの 間の 其 計 迸に 付きまして 歳入を 如何に 見た 

かと 云 ふことの 說明 rr- 第一 申さなければ ならぬ 譯で 

あります 〔大正 七 年の 歳入に 付きまして (t. 從來の 形 

式に 依りまして、 即 も 或 ものは 大正 五 年度の 實績に 

依り、 或 ものは 三年 若く は 五 年 前の 平均に 法り、 確 

實 なる 數字を 見込んで あるので あります、 さう 致し 

ましてです、 尙ほ是 等の 數字は 碗 實であ るとは 考へ 


て 居ります るが、 今日 If. 即ち 時局の 際であります る 
からして、 時局に 依つてです 、歳入が 殖えた と 見込 
むべき やうな ものは 寧ろ 多少 是 ほ 減額を した 方が 宜 
から 5 と 云 ふ考を 有つ て 居る のであります 1 それ 故 
に 大正 九 年より 致しまして、 各税に 亘 りまして、 要 
する に此 時局で 殖えた と 云 ふやうな ものに 付き まし 
て (3; 之を 見込ん て 減じて あります、 即ち 大體か ら申 
しま すれば、 本 回 政府が 衆議院の 豫算 委員 會 等に 於 
きまして 示しました 所の 將來 に亘る 財政 計 ®: 並に… 
…當院 に 於き ましても 必ず 委員 會 '，於て は 御 示しを 
する 330 に 致して 居ります けれども、 此 財政 計畫な 
る もの、 歳入 ほ 極めて 嚴格 に昆 積つて あります、 而 
かも 唯今 申 上げた 如くに 自然 增收の 如き ものは 見て 
ありませ ぬ、 それ故に 從來 財政の 經馘に 依り ますれ 
ば、 之に 對 して 相當の 餘裕が 出て 來 ると 云 ふことは 
幾らの 餘裕が 出て 來ると 云 ふことは 明言が 出來 ませ 
ぬけれ どもが、 想像し 得られる ので あつて* 又歷代 
の 政府に 於て 期の 如き 場合には 必ず 斯の 如く 設 明を 
して 居る のであります、 のみならず 此 財源の、 例へ 
ば 八 年度 九 年度と 云 ふやうな 時の 財源と 致しまして 
は、 御 承知の 通り 大正 六 年度の 計算が まだ 能く 分り 
ませぬ が、 大正 六 年度の 剩餘 金の 如きは 相當 巨額 あ 
る 見込を 有つ て 居ります、 斯樣な る もの 等が ありま 
するならば です、 玆に 海陸 設備の 若干の ものが 出て 
來 る、 其 他 多少 必要に 應 じて 經費が 殖える だら うと 
思 ひます るが、 斯樣な る ものを 賄 ひ 得ない と 云 ふこ 
とは 私は ない と 思 ふので あります、 さう 致しまして 
海軍の 將來 の計晝 に付きまして、 海軍大臣 は 要し ま 
する に 大正 十 年頃に 補充の 計 ffi 並 新たなる 計 ® を 出 

すで ^ らう、 斯う 云 ふこと を EP して 居る ので ありま 

す、 尙ほ 之に 附加へ まして 海軍大臣は、 衆議院の 豫 

算總會 等に 於て、 或 ほ增稅 委員 會 等 !- 於て 說明 され 

て 居ります るのは、 其 頃に 出す であらう が* 併し此 

年度 割は 詰り どうなる かと 云へ ば、 最初に ほさ 5 巨 

額を 要せない ので ある、 詰り 本當の 金を 要する と 云 

ふことは、 大正 十二 年度 以降に 於て 之を 要する ので 

あると、 斯樣 に說 明を されて 居る、 若し さう 云 ふこ 

とであります るな れば です、 大正 十一 一年 頃よ 〇 致し 

ては 六 千 萬 ばかりの 餘りが 出、 十三 年には 一億 以上 

の餘 りが 出て 來 ると 云 ふ 計畫 になつ て 居ります るか 

らして、 是 等の 要求に 應じて 行く ことが 相 當に出 來 

得る であらう、 斯う 云 ふ 考を持 つて 居ります る、 大 


fi それで 御 解り 下さつ たこと であらう と 信ずる。 

〇 若 槻禮次 郎君 ちょつ と 御 答 辯は 私の® 尋ねした 
こと、 前後いた したやう に 思 ひます •か、 併し 前後い 
たしても 結局 閱聯 をして 居ります から、 唯今の 御 答 
辯に なつた ことは、 私が 御 ^ ねを したと 思つ たこと 
の 一部に ほ 丁度 當つて 居ろ や 5 であります、 al し大 
藏 大臣 13; 海軍の 要求が ある 場合に 於ても、 其 金額は 
餘り 多くない やうに 御 5g になつて 扔 る やうで ありま 
すが、 此點は 私共の 考へて 居る 所とは 大分 違 ひます 
ので、 謂は ゆる 八 四 艦 除 計 3E となつ てす らも、 補充 
の計蛰 が 今 m 來て 居ない ので •此 補充 だけで もなか 
<大な る 金額を 要する、 それに 今 海軍大臣が 言は 
れる 所の 國 防の 方針と 云 ふ ものが、 若し 八 八 艦隊 計 
晝で でもありますなら ば、 之に 要する 費用は なかな 
か 小さな もので なから うと 思 ひます、 大きくな いこ 
とを 私は 望みは 致します けれども、 事實は なか < 
大きな 金額を 要する、 大藏 大臣は 之に 向つ て 剩餘金 
或は 自然 增收を 以て 充てる と 仰せになります が、 自 
然增收 なる も ' CD は歷 代の 內閣の 中で 曾て 之を 見込ん 
で 財政 計 SE を 立てられた 內閣 が、 一度び はあり まし 
たけれ ども、 是は 議會の 反對に 依つ て 中止と なり、 
其 後は 自然の 增收を 見込まぬ で 立てる と 云 ふこと に 
なつて 居ります るから、 之を 當て にして 財源に 充て 
ると 云 ふ御說 明では 十分で ないやう に 思 ふので あり 
ます、 自然の 增 收に對 しては、 此 歳出 も 自然の 增加 
が あるので あります、 之に 向つ て 相當當 嵌めて 行か 
ぬけれ ぱなら ぬ、 さう すると 海軍の 計畫の 如き 大な 
る 財源を 要する ものは •どうしても それには 特別の 
財源を 考へて 居らなければ ならぬ 問題と 思 ひます、 
併し 此點は 大藏大 si と 私共の 考と違 ふやう であり ま 
すから、 强 ひて 御 導ね (t しませぬ. か、 私の 御 尋ねを 
したのは 左樣な 財政の 前途に 關係が あるのに、 衆 翳 
院が 、今 御 出しに なつた 豫算に S する 必要なる 財源 
として 税法の 一部、 並 郵便 法の 改正案を 否決した 爲 
に、 此 所に 歳入の 缺減が 生じた ので ある、 其缺減 も 
政府が 同意せ ぬと 仰し やるならば 何でも ありませ ぬ 
が 衆議院に 對して 同意で あると 言つ て 直ぐに 御 賛成 
になつ たので あるから、 それ故に 其 歳入の 缺 減に 對 
して 御 見込がなければ ならぬ と 云 ふこと を 申 上げた 
ので ある、 然るに 國庫 豫備 金の 二百 萬圓を 減ずる と 
云 ふ 豫算を 政府が 御 出しに なつた、 又 徴税 費を 咐す 
と 云 ふこと も 自然に 要らなくなる、 其 事は 私 も 承知 


三 四 

して 居る のであります、 其 外に 衆 SS 院 は* 等 0 S 5C 
に對 して 若干の 削弒を 加へ たのであります から** 
は K 源に ほなる のであります、 併ながら* 等の 时湄 
は、 數を はつき 〇 仰せに なり ませぬ が、 私の 想腴す 
る 所に te れぱ二 百 五六 十茁 e になる だけの ことで あ 
らうと 思 ひます、 さう します ると 是 it 大正 七 年度の 
歳 人の 不足 額 だけを 補 ふこと にはな 〇 ませう が、 大 
正 八 年度 以後には どうなる ことか、 不足 額が 七 年度 
と 八 年度 以後と 同額の もので あれば、 それだけの も 
ので 53: いと 思 ひます けれども、 大正 七 年度は 二 1-1 四 
五十 SS も 不足で ありませ うが 八 年度には 八 百® [nl 前 
後の 不足で あらう と 思 ひます、 - =c u に對 して. ® to 今の 
二 百 四 五十 萬圓を 八 年度 以後に 於ても 補 ふとして 見 
た 所が、 尙ほ五 六 百 萬 圆の不 足が ある、 それが 一年 
ではない 1 大正 八 年から 引綏 いて やる、® 級の 間は 
不足になる 譯で ある、 之を 進んで 御 同 SC になつて あ 
る 以上は、 其 減額に 對する 何等か 御者がなければ な 
らぬ 、預算 委員© 等で 說明 をす ると 云 ふ 仰せで あり 
ますが. * は 私共 5¢ ましい ので ある、 詳しい ことを 
御 說明を 伺 ひたいので ある、 政府の 御 示しに なり ま 
した 所の 槪算醫 、財政の 將來の 槪筘 If と 云 ふ もの も 
今度の 税法の 否決、 並 衆 蓊院の 拽翦 の 修正に 鹊 いて 
改めた 所で 御 示しを 願 ひたいので、 是は 豫 め --> 日 か 
ら御願ひは致して蹬 ? ますが、極く大體の大正八年 
度 以後、 年々 六 百萬圆 前後の 歳入 不足と 云 ふ ものに 
對 しては、 政府は 如何に 考へて 居る と 云 ふことは、 
是は 豫算委 眞會で なく lit 公開の席 上に 於て 御說 明に 
なつて、 國民に 安心を 御與へ になる 必要が あると 思 
ひます から、 其點 だけは 今一 應御說 明を 願 ひたいと 
思 ひます。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君) 咄 今の 御 尋ねに 對して は 
先刻 申 上げた かと 思 ふので あります るが、 或は 言葉 
が 足らなかつた かも 知れぬ のであります、 大正 七 年 
度に 於け る 缺陷の ことに 付て は、 若槻君 も 御 了解に 
なつた やうであります、 其 以後に 於て 四 五 西 萬 …… 
五六 百 萬と 仰し やい ましたが、 缺陷が ある やうで あ 
るが、 之を どうす るかと 云 ふ 御 尋ねであります、 ¢1 
かに 數字を 記憶して 居り ませぬ が、 それは 約 四百 二 
十 萬 ばかりの 不足が ある やうに 思 ふので す、 是は剩 
餘金で 以て 塡めて 行く と 云 ふ 計 誑で 居る ので ありま 
す、 それで 詰り 收茭の 釣合を 収つて 居る 次第で ござ 
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第 一條 ノ六中 「稗」 ノ下二 「、玉 蜀泰 、馬 鈴薯 J ヲ加フ 
第四條 第一 項ヲ左 / 如ク 改ム 

酒類 ヲ興造 K ル 者-ー ハ 其/造 石數- 一應シ 左ノ割 合 ヲ以テ 造石稅 ヲ課ス 


第一 種 


第二 種 


第三 種 


第 四 種 
第五 種 
第 六 種 


酒精 分 二十 三度 以 ドノ 酒類 


石-一 付 二 十三 圓 


以： トノ淸 酒、 白酒 及 酒精 分 三十 度 以下 ノ味淋 、燒酎 
酒精 分 I 一十三 度ヲ超 H 四十 五 度ヲ超 H サル 煙 ' 1-1 

二十 三圓 

一石- 一 付： gM r/> 二十 三度 以上 一度ヲ 岈ァ '毎-一八 十 錢ヲ前 號ノ 
金額-一 加へ 夕 |>1/ I 金額 

三十 五 度 以下/ 燒酎  一石 — I 付 一一 十九 圓 
酒精 分 二 十三 度 ヲ超ュ ル淸酒 、濁酒-白酒 、味 淋及酒 淸 分 四十 五 度ヲ蹈 ュ ル 燒酎 


酒精 分 四十 度 以下 ノ燒酎 

11 ii、 


一石 M 付 酒 陆分 一度 毎 

一石-一 付 三十 五 圓 
一石- 1 付 四十 一圓 
酒精 分 二十 三度 ヲ超ュ ル 淸 酒、 


圓 


白酒、 酒精 分 三十 度 ヲ超ュ ル 


味淋及 酒精 分 四十 五 度 ヲ超ュ ル燒酎  一石-一 付 酒精 分 一度 毎- 1 1 圆 
第五 條中 「百 石」 ヲ 「三 百 石」- 一、 「五十石」 ヲ 「百 石」 一 , 「五 石」 ヲ 「十 石」- 1、 「第 四條 第一 項/ 税 

「濁酒 — 在 リテハ ー石 11 付 二 十圓 、淸酒 又 ハ 燒酎二 在 リテハ ー石 .- 付 二 十三 圓ノ 割合」 

率」 ヲ 「一石-一 付 一」 十三 P ノ 割合」 二 改ム 


います、 大體 はさ 5 云 ふ數字 になつ て 居る •それが 
ど 5 云 ふやうな、 年々 の 度合が どうな つて 居る と 云 
ふやうな 事柄は、 是は 寧ろ 委員 會の 方が 能く 事情を 
盡して 宜しい かと 私は 思 ふ。 

0 若 沏禮次 郎君 唯今 仰せになる 剩餘金 と 云 ふのは 
旣に 生じて 居る 剩餘 金であります か、 或 It 將來 生ず 
るか も 知れぬ と 云 ふ、 想 傑に te ろ 所 s 剩餘 金で あり 
ます か) * だけを 伺 ひます。 

r 國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

務大ほ (勝 田 主計 君〕 旣に 生じて 居る 所 〇 剩餘 
命であります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 石黑 男 K に 伺 ひます るが 
阈務 大臣の 答 辯に 依つ て、 尙ほ何 か W 問で も ありま 

すか。 

03 ;擗石 黑忠 )« 君 唯今 高木 男 Kf に 御 答 辯に なり ま 

した ことで 伺 ひたい ことが •こざいます、 其 外に 4 大 

臣 に , f? 問が ございます るが、 今日 ii 時刻が 遲れて 居 

ります で、 本 H it 豫览委 M 長に 請求を 致して 質問を 

致す ことにして、 今日は 朵で 止めます。 

〇 伯 Iff 柳擇保 惠岩私 は 先 ほど 高木 男爵ょり 內務大 

眨 に對 しまして ff 問され た， 其點に 付て 第一に 御 答 

辯が ございました が、 それを 一腮確 かめたい と考へ 

ます、 高木 男 辟は 我 03 に 於け る® 風 家屋と 死亡の 關 

係に 付て 御 心 削に なつた やうに 思 ひます、 それで 舉 

校の 設備の みならず 總て の歐 風の 建築が、 餘ほど 非 

常に 影® が ありは しない か、 それに 對 して 內務 大臣 

は 御 同感で あると 云 ふ 風に 伺 ひました' か、 若し 私の 

lia 違 ひで なければ、 内務 大 1:1 に 於き ましては 我國の 

左 棵な健 康狀態 、或は 死亡 咐加 等は 餘ほど 歐風 家屋 

に 原因す る ものであると 云 ふこと を 御碗 かめに なつ 

たのであります か、 其邊を 念のため 伺 ひたいので あ 

ります。 

〔四務大臣男时後跋新平耵演埂に登る〕 

OW 科 大 PC 男 辟 後藤 新 平 君) 唯今 柳 澤伯府 ょりの 

御尋 ii rr 2 太 男 辟 C 御 llil に對 しまして 御 答へ しました 

ことから して、 高 太 男 Ifif の S 見に 同® をし、 n. つ 之 

を 確かめた のであった、 斯う 云 ふ 事の 御 尋で 、一部 

は 高木 男 脬と感 を 同じう して pr るので あります、 併 


ながら 之を 以て 悉く 之を 確かめる と 云 ふ 事の 責任は 
有たぬ ので あめます、 商 木 男 邸の 述べられる 所と 感 
を 同じぅ して 居る 所が あると 云 ふこと を 申 述べた の 
であります、 而して 之を 以て 原因結果の 關 係を 講究 
して •之を 確かめる と 云 ふこと を 致す と 云ふ譯 では 
ない、 斯樣に 御 承知を 願 ひたい。 

〇淺 田德则 打 唯今 議題と なつて 居ります る 日程の 
第二より 第 六、 即ち 豫算關 係の 諸 案であります、 其 
審査 期限を 定めます る ことは 三月 五日までと 致した 
いと 考へ ます、 どぅか 諸嵙の 御 賛成を 願 ひます。 

0 子爵 前 田 利 定君赞 成。 

0 子 P W 木 信 光 君 賛成。 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君： >  淺田德 則 君の 審赉 期限に 
關する 励議に 御 異議 ございませぬ か。 

P" 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 公 K 德川家 達 君) 御與議 ない と 認めます。 

0 誘 長 (公擗 徳川家 達 君〕 議事 日程 第 七 •酒造 税法 
中 改正 法 ^ 案、 第 八、 酒精 及 酒精 含有 飮料稅 法中改 
正 法律案、 第 九、 麥酒没 法 中 改正 法律案、 第 十 •所 
得 税法 中 改正 法® 案、 第 十 . 職 時 利得 税法 案、 政 
府提 11; 、 衆識院 送付、 第一 讚 會 、諸君に 於て 御 異議 
がなければ、 第 七より 第 十一までの 議案を 束ねて 問 
題に 供し ます。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 載 長 (公爵 德川家 達 君〕 それから 御 諮〇を 致した 
いので あ 〇 ますが， 本日は 通牒 文の 朗讀 は總て 省略 
を 致したい と 思 ひます、 御異誘 ございませぬ か。 

〔r 異詔な し」 と 呼 ふ 者ん り〕 

0 議長 (公 Bff 德 III 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〔左の 浍 付 文 及 議案は 朗讀夕 經さ るも參 照の 

ため 玆に賊 鈴す 以下 之に 傚 ふ〕 

酒 浩稅法 中 改正 法律案 

右 政府 提 m 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 

第五 十四 條に依 り 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 七日 

衆謅 院議 長大 岡 育造 

讶 族 院讁長 公 辟 德川家 達 殿 

/ 行間 空な きも S は 衆議院の 修ン 

广 正， —— は 同 削除の 符號 なり) 


第八條 第二 項 但書 ヲ 左/如 ク改ム 

但シ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ淸酒 ハ 査定 石數百 分 
ノ五以 內ノ滓 引 減量 及貯藏 減量 ヲ、 味淋ハ 査定 
石數百 分ノニ 以内 ノ滓引 減量 ヲ 控除 スル コト ヲ 

M 

第三 十三 條屮 「龌 _ 又 ハ 處分セ ラレ タル 者」 ヲ 「處 
罰 若 ハ 處分セ ラレ タル 者 父 ハ 三年 以上 引續キ 酒類 
ヲ製造 セ サル 者」- |改ム- 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
酒類 製造 ノ 兔許ヲ 受ケ本 法 施行/際 現-一 酒類 製造 
者 タルモ ノ  -1 限リ 第五 條ノ 規定 ノ適闲 -1 付 テ ハ 當 
分ノ內 仍從 前ノ例 -l te ル 

酒類 製造 ノ免 許ヲ受 ケタ ル 者-ー シテ本 法 施行 前ヨ 
リ引 續キ 酒類 ヲ製造 セ サルモ / 二 付 テ ハ 第三 十三 
條 第一 項ノ期 間 ハ 本 法 施 rr ノ日 ヨリ 之ヲ 起算 ス 
酒精 及^^^ 飲料 税法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依り 及 S 付 候 也 
大正 七 年 二月 七日 

衆議院 諶 長大 岡 育造 
科 族 院議 長 公 ! ilp 德川家 達 殿 
泗精及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法 印 案 


酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 左ノ通 改正 ス 
第二 條 酒精 X ハ 酒精 ヲ 含有 スル 飲料 ヲ 製造 スル 
トキ ハ ー石-一 付 原 容量 百 分 中 純 酒精/容量 一箇 
毎-二 圓ノ 割合 ヲ以テ 其 ノ石數 -1 應シテ 造石税 
ヲ課ス 但シ ー石- 1 付 二十 四 圆ノ割 合 ヲ下ル コト 
ヲ得ス 

第五 條ノニ 中 「金 二十 一圓」 ヲ 「二 十四 国」- 一改 

ム 

第二 十三 條ノニ 中 r 處罰又 ハ 處分セ ラレ タル 者 ' 

ヲ 「處罰 若 ハ 處分 セラ レ タル 者 又 ハ 三年 以上 引簡 
キ酒褚 若 ハ 酒精 ヲ 含有 スル 飲料 ヲ 製造 セ サル 者 J 
- 一改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 
酒精 又 ハ 酒精 ヲ 含有 スル 飲料 製造 ノ 免許 ヲ受 ケタ 
ル 者-- シテ本 法 施行 前 3 リ 引緻キ 酒精 又 ハ 酒精 ヲ 
含有 スル 飲料 ヲ製造 セ サル モノ-: 付 テ ハ 第二 十三 
條ノ ーー 第一 孭ノ期 間 ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ 之 ヲ起算 

ス  _ 

麥酒 税法 屮 改正 法律案 

右 政府 提 s 案 本院-一 於て 可決せ 〇 因て 謬 院法 第五 
十四 條に依 り及浍 付 候 也* 

大正 七 年 二 月 七日 

三 ?/ rl 


酒造 ffe 法屮 改正 法律 某 

酒造： S： 法 中 左ノ通 改正 ス 

iiiw 法 屮改 IHI 法 s 案、 捫砧 及泗精 含 相 飲料 稅法中 改正 法律案、 麥酒没 法 中 改正 法律案 第一 讀會 
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所 措 没 liic l':: 改正 法 Si 案‘® 利得 S 法案 第一 110 會 


衆發 院漭 長大 岡 育造 
设 族院 SSS 長 公 辟 埴川家 達 殿 
麥酒 税法 中 改正 法律案 
麥酒没 法屮 左/通 改正 ス 
第三 條中 r 金十圓 ーヲ 「十二 [B1 I  = 改ム 
第 |. -九條ノ|1中「處罰又ハ處分セラレタル者」ヲ 
「處罰 若 ハ處分 セラ レ タル 表 又 ハ 三年 以上 引緵キ 
麥酒ヲ 製造 セ サル 者」 — 改ム 
附則 

本 法 ハ大 JH 七 年 四月 一日 3 リ之ヲ 施行 ス 
麥酒 製造 ノ免 許ヲ受 ケタ ル 者-ー シテ太 法 施行 前ョ 
リ引粒キ麥酒ヲ製造セサルモノ _ 付テハ第十九條 
ノ|1第1 55 /期間ハ本法施行ノ日ョリ之ヲ起算ス 

所锷 税法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 駿 決せり 因て 議院 法 

第五 十四 條に依 〇及绘 付 候 也 

大 JE 七 年 二月 七日 

衆議院 蓊 長大 岡 育造 

r£ 族 院議 長 公 K 德川家 達 殿 

所得税 法 中 改正 法律案 

所得税 法 中 左ノ通 改正 ス  . 

第三 條 第一 項ヲ左 ノ如 ク改ム 

1税 ハ 左/税率-一 te リ之ヲ 賦課 ス 

第一 種 法人 ノ 所得 

甲 合名會 社、 合 K 會社 所得 金額 ヲ左ノ 

谷 級-- 厨 分シ遞 次-一 各 税率 ヲ適 用ス 

艽 千 圓 以下 ノ金額 

千分 ノ四 十五 

艽 千圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ五 十五 

一 萬 圓ヲ超 n ル 金額 

千分 ノ六 十五 

一 萬： A 千圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ七 十五 

二 萬 圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ八 十五 

三 萬圓ヲ 超ユル 金額 

千分 ノ百 

五 萬 圓ヲ 超ュル 金額 

千分 ノ百 十五 

七 萬圓 ヲ超ュ ル 金額 


千分 ノ百 三十 
十 萬 圓ヲ 超ユル 金額 

千分 ノ百 四十 五 
11 十萬圆 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百 六十 
三十 萬圓ヲ 超. ー ル 金額 

千分 ノ百 七十 五 

乙 株式 會社 、株式 合資 會 社、 其/他/ 
法人  千分/七 十五 
第二 種此ノ 法律 施行 地-一 於テ茭 拂ヲ 爲ス公 
值ノ 利子 千分 ノ ニ十 •社債 ノ 利子 千分 ノ 
三十 

第三 種 前 二種-一 J1 セ サル 所得 所得 金額 ヲ 
左ノ备 級-一 區分シ 遞 次-一 各 税率 ヲ 適用 ス 
千 II 以下 ノ 金額 

千分 ノ 三十 
千圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ 四十 
一 一千 圓ヲ 超, 1 ル 金額 

千分 ノ五 十五 
三千 圓ヲ 超ユル 金額 

千分 ノ 七十 
五千圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ八十 五 
七 千 圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百五 
一萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分/百 二十 五 
一 萬 五千圓 ヲ超ュ ル 金額 

千分/百 四十 五 
二 萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分. ノ百 七十 

三萬圓 ヲ超ュ ル 金額 

千分 ノ百 九十 五 

五萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノニ百 二 十 

七萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノニ百 四十 五 

十 萬圓 ヲ超ュ ル 金額 

千分 ノーー 百 七十 

二十 萬圓 ヲ超ュ ル 金額 

千分 / 三百 


第 四肢 ノ三屮 r 山け、 伐採/所 11-3 1 ヲ 「山林 伐 技 ノ 
所 5 r  J 林 噩 s-一 因 ル l.'t: ，行 木 ノ所得 又 ハ 立： &木ノ 
ミノ p' iil 二 因 ル 所 |<» 1- -|  改 ム 
第 四條ノ 五 中 「百圓 」 ヲ 「百 五十 0] 」- , 「五十 
圓 ，1 ヲ 「百 圓」 -一改 メ 「五 百圓 以下 ナ ル トキ ハ 百 
五十 圓ヲ」 ヲ削ル 

第 六條中 『四百 圓」 ヲ 「五 百 圓」- - 改ム 
第 四十 二條中 「其/年 十一月 一日 ヨリ 十五 日限 j 
ヲ 「其 ノ年 十一月 一日 ヨリ 三十日 限」 二、 「翌年 一 
月 一日 ヨリ 十五 日限」 ヲ 「翌年 一月 一日 3 リ三十 
一日 限」 二、 「翌年 三月 一日 ヨリ 十五 日限」 ヲ 「翌 
年 三月 一日 ヨリ 三十 一日 限 J 二改ム 
第五 十條第 二 項-一 左 ノ但® ヲ加フ 

但シ第 八 條ノ 申告 ヲ爲シ タル 者！； 大正 七 年-一 於 
ケル 沖 繩縣ノ 調査 委員、 補 闕員及 調査 委員 選擧 
人 ノ選擧 -1 關シ第 十四條 及第 十五 條ノ 規定 ノ適 
用-一 付 テ ハ 前年 所得税 ヲ納 メタル 者卜 看做シ 第 
二 十四 條ノ 任期 ハ 大正 七 年-一 於 テ 選 擧シ タル 沖 
_ 縣ノ 調査 委員 及補闕 委員 一一 限 y 三年 トス 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 但シ 第三 
種ノ 所得-一 付 テ ハ 大正 七 年分 所得 稅 ヨリ 之ヲ 適用 

ス 

戰時 利得 税法 案 

右 政府 提 m 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 
第五 十四 條に依 〇 及 送付 候 也 
大正 七 年 二月 七日 

衆 S3 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

へ 行 問 空な きものは 修正 文ン 
广 ^ ^ は 同 削除の 符號な り) 

戰時 利得 税法 

第 一條 帝 國內本 法 施行 地-一 住所 又 ハー 年 以上 居 
所 ヲ有ス ル 者 ハ 本 法 一一 依 y 戰時 利得 税ヲ納 ムル 
義務 アル モノ トス 

第二 條前條 M 該當セ サル 者 本 法 施行 地-一 資產又 
ハ 營業ヲ 有 スル トキ ハ 其ノ 利得-一 付テノ ミ rs! 時 
利得 税ヲ 納ムル 義務 アル モノ トス 
第三 條戰時 利得 税ハ 左記 谷號 / 利得-一 付 之 ヲ賦 
課ス 

一 所得税 法-一依 リ 所得税 ヲ課ス ヘキ 法人 ノ利 
0 


三 六 

二朽0 ^ .:;二 ,: 、1スへキ第三種ノ 
所得中你铪、铪料、手常、遝费.年金、恩 
給、 退 S 料 V 除 キタ， {個人/利 » 

三 船舶 又 ハ 嫌 業 若 ハ 砂鑛策 <i H スル » 利 若 ハ 
設闹ノ S 却- Ira ル 個人/利得 
前項 第三 號ノ 船舶- |ハ製.适屮ノ船舶ヲ含ム 
第 四婼® 時 利得 税ハ 左ノ说 率- 一 法 リ 之ヲ賦 猓 ス 
一 法人 ノ利煜  利得 金額 百 分 ノ  11 十 
二 個人 ノ利得  利冯 金額 百分ノ 十五 
第五 條法 人ノ 硪畤取 業 年度 所 偽金 額 力 平時 ? J( 菜 
年度 ノ平均 所得 金 g« ヲ超過 スル 甩合 -1 於 テ 其 ノ 
遍過額中平行祺粢年度ノ平均所以金額ノ百分ノ 
二十 ヲ超過 スル 金额ヲ 以テ法 八/利得 金額 トス 
前孭 利杩 金額 計 犯 ノ极八 || 二 於 テ 左記 谷號 -I 該當 
スルモノアルトキハ谷某ノ定ムル所二依リ平時 
事椠 年度 ノ 平均 所 52 金： »■! ヲ計 3? ス 
一 何 レ. ノ平時 琪業 年度- 1 於 テモ 所得 金額 ナキ 
トキ 又 ハ 平時 琪椠 年度 ノ平均 所得 金額 力 平 
時事 槳年度 / 平均 資本金 額 = 對 シ 年額； n 分 
ノ 十未滿 ナル トキ ハ 平時 琪 _ 年度 ノ平均 K 
本 金額- 一 對スル 年額 百 分 ノ十ノ 割合 V 以テ 
算出 シタル 金額 ヲ平 時事 業 年度 ノ平均 所得 
金額 トス 

二 大正 三年 八月 一日 以後 第一 次ノ 琪浆 年度 終 
了シ タル 法人 — 付 テ ハ戰 時事 槳 年度 ノ资本 
金額-一 對シ 年額 百 分 ノ十ノ 削 合 ヲ以 テ览 U1 
シ タル 金額 ヲ平時 事業年度 ノ平均 所得 金額 

トス 

三戰時 事笫 年度 ノ資本 金額 力 平時 事業年度 ノ 
平均 資本金 額- 1 對シ增 減 アル «i 合 -I 於 テ ハ 
平時 琪業 年度 ノ 平均 K 本盗 額- 1 對 K ル 平均 
所 沿 金額 ノ割 合ヲ 以テ戰 時 slf iri 年度 ノ資本 
金額-一 付 算出 シタル 金額 ヲ平時 事 槳 年 K ノ 
平均 所 ? y- 金 P トス 此ノ場 合， 一 於 テ 第一 號ノ 
規定 ノ適 用- 1 付 テ ハ戰 時事 業 年度 ノ資本 命 
額 ヲ以テ 平時 事業年度 ノ平均 資本金 額 卜霜 
做ス 

四 平時 事業年度 卜戰 時事 槊 年度 卜沏 間- 1 相遨 
アル トキ ハ戰 時事 業 年度/月 數 二 腿 シ月制 
ヲ以テ 平時 事業年度 ノ所得 金額 ヲ計筘 ス 
資本金 額ノ 算定 方法 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
第六條 個べ ノ所 @2 金 ^ 力 大正 二 年 以前 二 年ノ平 
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均 所倶 金額 ヲ超過 スル 媞合 u 於 テ其ノ 超過額 中 
大正 二 年 以前 ノ 平均 所得 金額/百 分ノ ニ十 ヲ超 
過 スル 金額 ヲ以テ 第三 條第 一項 第二 號 / 利得 金 
額 トス 但シ 所得 金 紉屮相 續财產 m y 生 K ル 所得 
アル 場合- 1 於 テ ハ 之-一 對スル 大正 二 年 以前 二 年 
中 ノ被相 續人ノ 所得 金額 ヲ相 績人ノ 所得 金額 卜 
看做シ 平均 所得 金額 ヲ 計算 ス 
前項 利焊 金額 計算 ノ場合 -1 於 テ 大正！ 一年 以前 二 
年中 所得税 法 第四條 ノ三 第三 號 / 所得 アル トキ 
ハ之ヲ 除算 •ゾ 大正 七 年 以後 其ノ 年分 ノ所得 中 所 
得稅法 第 四 條ノ三 第三 號ノ 所得 アル トキ ハ 其ノ 
所得 金額 M 付 命令 ノ定ム ル 所- 1 依リ 算定. ゾタル 
金額 ヲ前項 ノ 平均 所得 金額-一 加算 ス 
第一 項 ノ場合 = 於 テ 大正 二 年 以前 二年ノ 平均 所 

得 金額 千 圓未滿 ナル トキ 又 ハ 其ノ 平均 所得 金額 

ナキ トキ ハ 所得 金額 ノ 半額 ヲ以テ 利得 金額 トス 


利 

阿 得 金額 三千 圓未滿 ナル. 

-C ス 


.キ ハ戰時 利得 税ヲ課 


第七條 船舶 又 ハ鍛 業若ク ハ 砂 鑣業 -I 關ス ;u 權利 

若 ハ 設備 ノ賣却 金額 3 リ 命令 ノ定ム ル 所-- 法 リ 

3K 定シタ ル價紬 ヲ捽 除シ タル 金額 ヲ以テ 第三 條 

第一 項 第三 號ノ 利得 金額 トス 但シ其 ノ利焊 金額 

力 第三 條第 一項 第二 號 ノ利煜 -I 屬 スル モノ ナル 

トキ 又 ハ 利得 金 In 三千圆 未滿 ナル トキ ハ 此ノ限 

-I 在 ラス 

前項 ノ利得 金額 ハ 前年 中 ノ總額 n  te ル 

第八條 所得税 法 其 ノ flii ノ法令 m 依 リ 所得税 ヲ兔 

除 セラ レ タル 所得- 1 付 テ ハ® 時 利得 税ヲ課 セル 

公共 團體又 ハ 慈善 其 ノ他ノ 公益事業-一 對シ 爲シ 

タル 8R 與ノ 似 额ハ利 撙 金額 3 リ之ヲ 控除- < 

第 九條第 ill 滕第 一項 第三 號ノ 利得- 1 付 納税 義務 

アル 若 又 ハ 第六條 第一 項 me-l 該當 スル 所得 ヲ 

有 スル 者 ハ S 年 四月 中- 1 其 ノ利得 又 ハ 所得 ノ種 

類及金紉ヲ政府二申缶スへシ 

納税 義務 素 前條 第二 項 ノ牌 與ヲ爲 シタルト キハ 

毎年 四月 中- 一 其ノ 金額 ヲ 政府-一中 带スへシ 

第 十條 法人 ノ利得 金額 ハ 政府 之ヲ 調査 決定シ 個 

人ノ 利得 金額 ハ 所得 稅決第 十 一 條ノ 所得 調査 委 

fl 會ノ 調査 u 依 リ 政府 之ヲ 決定 ス 

第 十 I 條利得 金 節 ノ 決定 m 對シ 密赉ノ 請求 アリ 

タル トキ ハ 所得税 法 第三 十七 條ノ所 得 羝齊 委員 


會ノ 決議 — 依リ 政府 之ヲ 決定 ス 

第 十二 條利得 金額 ヲ隱 蔽シテ 逋稅シ タル 者 ハ 其 
ノ逋 税金 高 三 诰ノ 罰金 又 ハ 科料- 1 處 K 但シ 自首 
スル 者 ハ 其ノ 税金 ヲ追徵 シ其ノ 罪 ヲ問ハ .ス 

第 十三 條 利得 ノ調査 又 ハ 審査 = 干與 スル 者其ノ 
調査 又 ハ 審査 二 關スル 事項 ヲ他 M 漏洩 シタルト 
キハ 三十 圓以 ドノ 611 金 — 處ス 
前項 ノ 規定 M 依 リ處 罰 セラ レ タル 者 ハ 其ノ職 ヲ 
失フ モノ トス 

第 十四 條 本法ヲ 犯シ タル 者 — ハ 刑法 第彐 十八 條 
第三 項 但書、 第三 十九條 第二 項、 第 四十 條 、第 
四十 一條， 第 四十 八條 第二 項、 第 六十 三條 及第 
六十 六條 ノ例ヲ 用ヰス 

第 十 五條 所得税 法 第九條 第二 項、 第十條 •第二 
十九 條乃至 第三 十 一條、 第一 一一 十四 條 乃至 第三 十 
六條 、第三 十七 條第四 叩 第五 項、 第三 十八 條乃 
至 第 四十 一條、 第 四十 二 條第 一項 第三 項 及第 四 
十三 條ノー 乃至 第 四十 五條 ノ規定 ハ® 時 利得 税 
二關シ 之ヲ维 用ス 

第 十六 條本 法-一 於 テ 所得 金額 卜稱 スル ハ 所得税 
法- 1 依リ 政府 ノ 決定シ タル 所得 金額 ヲ謂フ 本 法 
― 於 テ 平時 事業年度 卜稱ス ル ハ 大正 三年 七月 三 
十一 日 以前 二 年 內二 終了 シタ >l. ?f 事業年度 ヲ謂 
ヒ戰 時事 業 年度 卜稱 スル ハ 大正 七 年 一月 一日 以 
後-一 於 テ 終了 スル 各 事業年度 ヲ 謂 7 
附則 

本 法 ハ 法人-一 付 テ ハ 大正 七 年 一月 一日 ヲ含ム 事業 

年度 分 3 リ 、個人-一 付 テ ハ 大正 七 年分 3 リ之ヲ 適 

用ス 

本 法 ハ 法人- 1 付 テ ハ 講和 條約調 印ノ 日/® スル 年 

ノ 末日 ヲ含ム 事業年度 分限 リ 、個人-- 付 テ ハ 其ノ 

年分 限 y 之ヲ廢 止ス 

沖邴縣 -一於 ヶル 法人 ノ 平時 事業年度 ノ所煜 金額 及 

個人 ノ 大正 二 年 以前 二 年ノ所 m 金額 ハ 當時ノ 所得 

税法-一依 リ骆出 •ゾ タル 金額 トス 

本 法 ハ 小 笠 原 島 及 伊豆 七 E- -1 之ヲ 施行 セス 

f 國務 大臣 勝 田 主計 君演喟 に 登る〕 

〇 國務大 は (勝 田 主計 君〕 唯今 議題と なつて 居り ま 

する 日程 第 七、 第 八 •第 九、 之を 先づ簡 鼠に 說明を 

致します、 今间國 防 計进 に付きまして 其 財源の 補充 

と 致しまして、 酒に 付きまして は 大 gs l 石に 付き ま 

して 三 ¢0 埘 課いた すと 云 ふこと に 致しました、 それ 


から 造石税の 外に 酒精 其 他の ものに 付きまして は 約 
一割 五分の 程度に 於て％ 收を阖 る、 斯樣に 致し まし 
た、 麥酒稅 に f'J- きまして は 一石 十圓の ものを 十二 圓 
に 致す、 斯樣に 致しました、 大體 の所佾 率は 左樣で 
あ 〇 まする が， 多少 整理いた しました 事柄が ありま 
する ので、 それは 御 承知の 如く 從來 酒の 滓 引 減量と 
云 ふ ものを 認めて 居つた のであります が、 貯藏 減量 
と 云 ふ ものは 認めて 居り ませなん だので、 それ故に 
今回は 貯藏 減量と 云 ふ ものを 認める ことに 致し まし 
た、 滓 引滅 量の 百 分の 二と 合して 百 分の 五と 云 ふ も 
のを 差 ^ I いて. やる と斯樣 に 致しました のが 大體 の改 
正の 趣旨であります、 之に 付きまして 衆議院に 於き 
まして 段* 討論の 結果と 致しまして、 政府が 濁酒に 
付て多少申上げて居ると云ふことは、下層民の慰安 
の 飲料に 對して 如何なる もので あらう か、 是は 舊來 
の 通り 差 置いた が 宜い ではない かと 云 ふ 論が m まし 
た •それからもう 一つは 燒酎の 類であります が、 之 
に 對して 政府の 提案は 「アル n ホー ル」 含有 分量が 
强度で あります る爲に 多少 率が 多くな つて 居り まし 
たのであります、 それを です、 矢張り 是も 下層に 於 
て 使用す る 所の もの も 多い ので あるから して •  I 般 
に 一割 五分と 云 ふやうな 率に 致したら 宜か らう、 斯 
6 云 ふやうな 議論が 出ました のであります* 段々 審 
議の 結果と して 衆議院に 於て 是 等の 論の ある ことは 
政府に 於て 4 亦 尤もと 考へ まして* 此點に 付て は 同 
意を 致しました、 之に 依りまして 政府が 當 初計畫 い 
たして 居 〇 ました 所の 增收收 人から 申します ると 約 
四 五十 萬 圓の所 平年に 於て 減る 事になる 計算に なり 
t す， 大體 酒の 事は 左樣な 事になります、 次に 所 fi 
税の 改正 -C あり 茳 する が、 所煜 税法の 改正は 法人、 
個人と もに 大體 現今の 率の 二割の 程度に 於て 增徵を 
したいと 云 ふの が •是か 根本の 趣意であります、 左 
樣いた しまして 社債の 利子を 千分の 十 引上げる と 云 
ふ 事に 致しました、 尙ほ 所煜稅 に付きまして it 是も 
多少 稅の 整理の 意味を 以 ちまして •最低の 限度 か 御 
承知の 如く 四百 圓にな つて 居ります のを 五百圓 とし 
まして 五百圓 まで li 詰り 免税と、 斯樣に 致しました 
尙ほ千 圓 以下の 所煜 者に 對 しての 控除 金に 付ても 多 
少の 手心を 致しました， それからもう 一 つ變は つて 
居ります る 事柄は 法人 並に 個人の 最高 累進 率の 旣定 
の もの、 上に です、 尙ほ | 段を 設けた と 云 ふ 事柄で 
あります、 是が此 改正の 趣旨な ので あ 〇 ます* 之に 


付きまして 大體 衆議院の 同意を 焊た ので あ 〇 ますが 
唯 山林 伐採の 所得と 云 ふ 事に 付きまして です、 政府 
は 御 承知の 通り 法律の 缺陷を 補 ふ爲に 他の 勅令を 以 
ちまして です、 規定いた して 居る 所の ものが あるの 
であります が •其 勅令が 或は 法律と S 觸を しは しな 
かと 云 ^ 意味が あるので あります る* そこで 寧ろ 
此 勅令に 規定して ある 所の ものを 此法 律の 中に 書い 
た 方が 整理の 上に 於て 宜 いと 云 ふ 意味を 以 ちまして 
之を 所得税 法に 規定を 致し また 所が-衆議院に 於き 
ましては 從來の 通りで も宜 からう と、 斯う 云 ふ大體 
のこと であります るので、 從來の 通りに 修正に なり 
ました* 此事に 付きましても 政府は 別に 之に 對 して 
異議を 唱へる 程の 事で も ありませ ぬから、 其 儘に 致 
して 置きました、 大體所 m 說の 改正は 左樣な 事で あ 
ります、 戰時利 ?1 税に 付きまして は、 法人に 付？ ま 
しても、 個人に 付きましても、 大體の 立て 方が 同じ 
であります るが、 即ち 戰前 2 二 年の 所得の 平均を 取 
りまして、 戰時の 所得と、 其 差を 見まして、 さう 致 
しまして 尙ほ此 平年、 即ち 平年の 事業 •法人で 申せ 
ば 事業年度に 二割を % して 居る と 云 ふやうな ものは 
是は當 り 前の 增 加と して徴 らな い、 其 以上に 付て咐 
して 居る 利得に 付て 法人に 付て は 二 割 •個人に 付て 
は 一割 五分と 云 ふ ものを 徵る 、是が 大體の 趣旨なん 
でありまして、 此法 律は 戰後 には 詰り 戰 0 續いて 居 
る 間 之を 行 ふ、 斯う 2-; ふ大 is の 趣旨に なつて 居り ま 
すので、 之に 付 ? まして、 尙ほ 衆議院に 於て 一の 修 
正が ありました、 それ ほ 個人の 所 沿の ことで ありま 
すが、 政府の 當初 提出いた しました 所の 案には 個人 
の 所得 三千 圓以 下の もの ほ 税を 徵らな い、 斯う 云 ふ 
ことに 致して 居りました、 所が 衆 諉 院の 方の 論と 致 
しまして 三千 圓では …… 所得 三千 圓では 少し 酷では 
ないか、寧ろ利得111千圓とする方が妥當ではあるま 
いか‘ 斯う 云 ふ 論が ありました ので、 ■政府 も是 等の 
論を 參酌 いたしまして 其 修正に 同意を 致しました* 
此 同意の 結果と 致しまして 腿 時 利得稅 に 於き まして 
政府の 推算いた して 居る ものょり 以下は 約 五十 萬圓 
ばかりは 減少になる 積り であります、 大體 左樣な 筋 
合の もので ございます るが、 何分 御 審議の 上に 御 協 
賛 .を 願 ひたう ございます。 © 

〇 男！！ 石黑忠 蔥 君 私は ちよつ と 伺 ひたう ございま 
すが •此 酒稅に 付て でございますが、 政府は 此 日本 
の 米を 以て 製し ます 酒、 それから 麥酒 若く は 葡萄酒 
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と 云 ふやうな ものを、 人 rnl の K に 及 (i す ® の關係 • 
若く は R 本人の 常食と 致します、 米 を 此 貶 造に .2 つ 
て ® すと £ ふこと を 省いて* さう してから に 常食を 
足 T と 云 ふや 5 な 趣 怠を 以 ちまして、 或は 篼 習を 抑 
制する、 さう して 米で 桁へ ない 酒を 獎め ると 云 ふや 
うな街考がありますか、ありませぬか、伺つて見て 
12 きたう ございます。 

〔國務大臣勝出中計君演增に登る〕 

〇闽 務大 [:!; ( 勝 ! TI •王 計 岩) % : 今の 石黑畀 脬 の御薛 は 
御 尤の御 薛のや 5 であります が、 今日と 致しまして 
は 御 承知の 如 V に 酒造税 なる もの ほ 財政の 上に 於て 
重 もなる 收入 をな して 居ります るので、 之 1ゲ 詰り 石 
黑男爵 の御尋 の やうな 趣旨に 致します と 云 ふこと に 
なれば 大なろ 財源を 失つ て、 種々 政府 2 企 S して 居 

る 所の 取 柄は 出 來ぬ のでありまして、 將來に 於て は 

是等の 點に付 ては 柑 當考 敵を 致さぬなら ぬと 信じ ま 

する が、 今日の 所に 於て 唯今 御 @ の やうな 事柄は 政 

府は 考撖 いたして 居り ませぬ、 Kf に已 むを？ JS ざる 次 

第で ございます。 

〇 鎌 田 榮吉 君大藏 大臣に 質問 を 致します、 此酒税 

のこと に付きまして 税率を％ します 結果* 今大 藏大 

R が 言明せられ た 如く 收 入の％ 加と 云 ふ ものを 来す 

と 云 ふことは 無論の ことで ある、 併しながら 此 税率 

を 高めた 爲に 果して 期待す るが 如き 收 入の％ 加を 得 

る ものである かと 云 ふこと に 付て は 定めて 種々 御調 

ベが ある こと、 思 ひます、 從來の 經驗に 依つて 先づ 

税率を 高めた ときは 大抵 收入 を％ す ことにな つて 居 

る、 併な •から 近来 S 成 行を 見ます と 云 ふと •酒の 消 

费 と 云 ふ ものは 餘り 殖えない、 人口咐 加に 比して 酒 

の 消 费の殖 え 方と 云 ふ ものは 比較的 少い 、是は 今 石 

黑男爵 の 御 心配に なりました 點から 申します れば， 

誠に 結！ £ な ことで ある、 併ながら 常 面の 目的は 收入 

の % 加と 云 J:. 事が 財政 ヒ あるので あります、 果して 

其 通りの 目的を 達し煜 る 事が 出来る と 云 ふ 根 據のあ 

る 所を 伺 ひたい、 今一つは 矢張り 之と 關聯 いたし ま 

して、 此 場合 it 大藏 大臣に 御 伺 ひ 致しました •か 今の 

酒税 所得 稅及戰 時利煜 税 の 外 S 色々 の咐臌 減税 案と 

云 ふ ものが 衆 諮院の 修正に® つて 御 撤回に なり まし 

た、 其 理由は 一と 通り 伺 ひました が、 それは 政府' か 

務ねて 言明す る 所は、 即ち 社 會 政策 及 税制 整理と 云 

ふ 最も II 大なる E 的を 達する が爲の 手段で ありまし 

て、 即ち 政府 施政の 方針と 申して 宜しい 所の 最も 大 


切な 所であります が、 是は衆 器 院の 修正に 佐つて 徹 
回せら れた ，併ながら 衆蕺院 ，之を 否認した 譯では 
ない、 是認す る けれども、 木 年 li 之を 延期す ると 云 
ふこと になり ました、 其 延期を する 理由は 如何なる 
理由で あるか •匇卒 の 際に 斯の 如き 犬なる 目的を 達 
すべき 仕 as を 致して ! t 過' か あるか も 知れぬ から、 之 
を綏 々調査の 上で 以て 行 ふと 云 ふこと であります か 
其邊 s 事を 伺 ひたい、 それと 同時に 伺 ひたいの ほ 成 
るほど通行 8£ 、又ほ其他の稅を隧すると云ふ事は至 
極 K しいと 同時に， 又 頗る 煩瑣なる 所の 税制を 設け 
ると 云 ふ Ilf であります が、 元來 税制 整理と 云 ふ もの 
は 成るべく 稅の 種類を 餘〇 煩瑣に 亘らな いやう に、 
單 純なら しむる と 云 ふこと が 整理の 目的で なければ 
ならぬ、 而 して 能く 是等 の徵： & の 目的を 達して 煩瑣 
にして 人民を 苦しむ ると 云 ふことは 政府の 税制の 整 
理の 上から して 之を 除かなければ ならぬ と 云 ふこと 
に 信じて 居ります けれども， 大藏 大臣の 御 計畫 にな 
つた 所は それと 稍々 反して 居 -6 やうに 考へ る、 併な 
がら 今撤冋 せられた 以上は 進んで 强 ひて 其 事を 伺 ふ 
ので it ありませ ぬが、 果して 來 年に 至つ て、 矢張り 
此 目的で 同じ やうな 性質の％ 廢税を 行つ て 税制の 整 
理 ，社會 政策なる ものを 實行 せらる、 御 趣意で ある 
や 否やと； K ふこと を 伺つ て 置きたい" 此二點 に 付て 
ほ 願く It 御 答 辯 あらむ ことを 希菌 いたします。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 鎌 田 君に 御 答いた します 
第 一 に 酒の 税を增 すと 云 ふやうな ことで あれば" 其 
消费を 減じて 隨つて 歳入を 減らす と 云 ふやうな 事柄 
が あるで あらう、 此の 事柄に 付て 政府は どう 考へて 

居る かと 云 ふや 5 な 御 問の やうに 伺 ひました、 大體 

に 於き ましては 鎌 田 君の 仰せら る、 通りであります 

それ故に 今回 政府が 酒の 税を徵 ります に付き 1-: して 

は 餘ほど 用意周到に 致して 居ります るので、 と 申し 

まする のは、 酒の 消費は 昨年の 如きは 約 四百 六 七十 

萬 石に 上つて 居る のであります "けれどもが、 政府 

の 立て、 居ります 即ち 收 入の 基礎と して 押へ て 居り 

ます 所の ものは 四百 萬 少し ばかりの ものを 押へ て 居 

ります ので、 尙ほ 之れ と 同時に 税を 上げる に 付ても 

餘り 之を 餘 計上げ ると 消費 減と 云 ふの が 立ちます か 

らして •先 づ從來 の 經驗に 依りまして ，三圓 位なら 

ば さう えらい 消費 減は あるまい と 云 ふので 之を 三 11 

に 致した のみならず、 大正 十二 年に 至ります る 所の 


財政 针迸を 立てる 上に 付ても、 凡そ 消 S 減 は 從來 〇 
§! ;1に依0まする所の數字を貶0まして、それを皆 
落してございます、それで唯今鎌田君の御心配にな 
つて 居る や 5 な 事椚は 今回の 計 迸と 致しまして は sf 
じて ない と 信じて 居ります、 次に 政府が 衆議院に 提 
出いた しました 佾塍 減税の 事、 言葉を 換へて 申し ま 
すれば、 税制 整理の flf に 付ての 御 尋ねで ございます 
政府. か 税制 整理の ことを 出しました こと if 先刻 申 
上げた 中に も 述べました 如くに、 今回の 目 . w li 何で 
あるかと 言へ ぱ •國 防充實 の 爲に喑 收を 0 ると 云 ふ 
ことが 即ち 目的で あるので あります、 此國防 の 財源 
として、 一方に 於て は 減價 基金を 流出し、 一方に 於 
ては％ 收計畫 を 立てた， 斯う 云 ふこと であります， 
其 增收 の計逛 と 云 ふ ものを 立てました 中に、 增税の 
收入と 云 ふ ものを 一つ置きました のであります、 其 
增税の 收 入と 申します る ものは、 先刻 申 上げる 通り 
暫收 計 ft としては 即ち 重 もに 此所掲 稅 並に 酒と 云 ふ 
ものに 付て 取る 積り でありました、 併ながら 政府の 
當初考 へました 所は 玆に 增收計 畫と云 ふやうな こと 
を やるならば、 即 ち 租税を 增すと 云 ふやうな ことを 
やりますならば、 一面に 於て は 矢張り 此税制 整理と 
云 ふ 事柄 4 出來煜 る だけ 致す ことが 當然で はなから 
うか、 斯う 考へ たのであります、 又 殊に 此時 局に 於 
て是 等の税 の 整理を 幾分な りと も Hi 來得る ものなら 
ばしたら ば どうかと 云 ふこと を 政府は 考へた 、併な 
がら 之を 衆識院 に m して 見まして •段々 討論 審議の 
結果、 衆議院の 論は 此 時局で あるから して 左 樣なも 
のは® く 延ばしたら 宜いぢ やない か、 時局が 濟んだ 
後に 左 樣な ものを やつたら 宜 いぢ やない か、 斯う 云 
ふ 論であります、 税制 整理を 致す と 云 ふことは、 鎌 
田 君の 唯今 tM された る 如くに、 何れの 部面に 於ても 
反對 はない のであります" 唯 政府が 此 時局で あるか 
斯搦な 增收を やるならば 加味して やつたら 宜いぢ や 
ないかと 云 ふこと を 言 ふに 對 して、 斯樣な 時局で あ 
るから して 暫く 延して 吳れた ら宜い ぢやな いか、 斯 
う 云 ふ 詰り 論の 別れ目で あるので あります、 左樣な 
論に 付いて ほ 政府と 致しましても、 段々 以前から 政 
究も 致して 居ります ので、 旣に 衆議院の 多數が 此の 
税制 整理の 主義を 認めて、 其の 實行を 時局に 鑑みて 
延期す る ことが 得策な りと、 斯う 云 ふこと であるな 
らば 政府と 致しても、 之れ を 固執して •何 所 迄 もや 
つて 行かなければ ならぬ と 云 ふ もので なから う、 是 


れ ほ 他日の 辟. f'i に 於て！；？ 當に やつたら VL から 5 と 云 
ふ考を 以 ちまして* 同 S を 詰 〇 致した v ® ;v ござい 
ます、 此の K 減 現、 即ち a 制 整理の ことに 付いての 
政府の® M 並に 衆 洚 院 と 政 2 ? と 0關係 |- 於 .7 ろ '||: 悄 
は 右 申した 通りであります、 さ う 致-. i して 次ぎの 
御尋ねは鎌田忍の御总見に&〇ますろ-と’今回政ぬ 
が fa 制 整理と して 出して 居る ものの 中で、 或 に 通 行 
說を 废 し、 或 U 石油 消 S； 没を 礙す 、斯 2 如き も C- は 
稍々 BC 味 ありと y める、 併しながら 其 他の 役に 付て 
は 如何に 4 煩瑣であつて、 斯の 如 きものは 税制の 整 
理に 副 13: ぬ やうで ある、 と. 云 ふの が 詰り 鎌 田 君の 御 
見解の やうで あるので あります、 fe は 尙ほ 詳細に 御 
議論を 伺つ て 見なければ 私は 能く 了解いた しませぬ 
が、 兎に角 税制胳 理と云 ふ 祺柄は 尤も 此 大小が あり 
ます、 或は 厚薄 も ありませ うけれ どもが、 何が 1 82 
税制 整理と 云 ふこと であ 6 か VJ 申せば、 負 控の 均 ® 
と 云 ふこと が KI1 ち 一番 1S い 事柄 \ 说を 賦課す ると 
云 ふこと に 付て は 私共が 常々 敎へら れて 居る 所に te 
つても、 公平に やつて 行かなければ ならぬ と 云 ふこ 
とが 是が税 の 根本 原則で ある、 さう K ふ 以上は 例へ 
•は 政府が 玆に 砂糖 消費税と 云 ふ ものを 収 つて R る、 
玆に 砂糖と 同じ 効能を 爲し て、 而か も其腌 圍を □:= 
侵蝕し つ、 ある やうな 品物が あつたな らば、 之に 對 
して 税を収 ると 云 ふこと が 即ち 税の 均衡と Nl i' k か 
ら言 へば 相當 のこと でありは しない か、 斯う 考へら 
れ る. •又 織 物税と 云 ふ ものを 収つて 居る、 さう 致し 
ますれば 織物と 同じ やうに 使用され る 代物に 付て は 
莫大小の 如きは 相當税 を 課け ると 云 ふこと か 是亦當 
然では なから うかと 云 ふ 詰り 事柄であります ので、 
斯の 如き ものは 整理と 云 ふ 意味の 上に 於き ましては 
極めて 小さい と 云 ふこと に 言ひ煜 るか も 知れ ませぬ 
が、 兎に角 税の 整理と 云 ふことは、 斯樣な 種類の も 
のが 集つた ものが 税の 整理で あらう、 斯う 思 ふので 
あります ので、 將來 政府' か 税の整 理を 致す やうな こ 
とに讨 ては、 尙ほ鎌 田 君の 御 希圍の やうな 大なる 整 
理を 致すべき 所の ものが あれば、 是も 出来 得る だけ 
整理を 努めます' か" 右の 如き やうな もの も 矢張り 其 
整理を すると 云 ふ 以上は、 整 @11 をし なければ ならぬ 
のでは ないかと 云 ふ考を 今日は 有つ て 居ります、 大 
體御 答いた して 置きます。 

〇 鎌 田 榮吉君 唯今 大藏 大臣の 御 趣意の ある 所は 拜 
聽いた しました、 lit 酒税の 增 率に 付て はま だ 少しく 
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疑が あります が、 ^ 今の 御 答 辯では 私の 疑 ? J •か 氷解 
いたし ませぬ、 ?： 申します のは 從來 の經驗 に te つて 
今回の 如く 咐率シ 致したなら ば、 唯今の 御說 明の 趣 
意であります ると へ、 先づ佾 税當 年の 消費 減少と か、 
或は 其 翌年の 一部の 消 SJ 減少と - S ふことは 旣に 見込 
んで居 る、 是は 永久に 收入の 咐加 を來た す もので あ 
る、 斯う 云 ふこと に 伺 ひました、 無論 其咐税 を 致す 
時は 其考で 致す のであります、 併ながら 近年の 形勢 
を 見ます ると、 随分 此の 酒が 高い、 酒が 高い から 飲 
まぬ と 云 ふことは 誠に 國 民の 保健 上 結構な ことで あ 
ります けれども、 收稅 •徵税 の 上から 言 ふと 餘り善 
ばし くない、 今日 酒の 捫费が 人口佾 加に 比して， 酒 
0 消 a が ffl 變はら ず 四 五 -el 萬 石、 W 幕府 時代 も 四百 
萬 石の 酒を 消费 して 居る、 今日は 調査が 關密に なつ 

て 人 P が 常時の 饴 に なつた にも拘らず 、矢張り 四 西 

SS 石の 程度に 止つて 居る と 云 ふこと ほ 種々 の 原因が 

ありませ う、 種々 の 原因が あ 〇 ますが、 又 一方から 

申せ ぱ适德 上、 保健 上 結構な ことで あるが、 矢張り 

此税の 非常に 高い と 云 ふこと が、 此消费 の枬 加し な 

い 原因に なつて 居る と 私は 考へ ます、 其證據 には 下 

層 社會の 者 S 非常に 酒を 好む 者の 狀辟を 見 まし •て も 

元と 一 合 飲んだ 者が 一合飮 んでも 迚も 今の 酒を …… 

唯 淸酒 vV 飲んで 十分に 醉を買 ふこと が 出来ない ので 

此 「アンべ ラ」 から 搾つ た 「ブラン デ—  . I の やうな 

非常に 猛烈な ものに 水を 混ぜて 飲む やうな 習©' か 段 

段 起つ て 來て居 る、 朵非醉 を R はなければ ならぬ が 

到 |& 十分なる 酒を ilk んで醉 ふだけ の錢は 拂へな いと 

云 ふやうな 譯で 、斯 5 云 ふやうな 譯で 酒の 消 si 云 

ふ もの li 減る、 して 見れ ぱ咐税 の爲 に、 射 税當 年の 

減 收と云 ふ もの •か 長く 滅 收とな る、 是が もう 程度を 

超えて 居る •其 上に 咐收 すると 尙ほ徴 税が闲 雜にな 

る、 或は 梅 端に 申す と 減 si をした 方が 政府の 收入が 

荊え はしない かと 私は 反 釣に 考へて 居る 位で ある、 

併な •から 今大藏 大： £ の 御 説明は さう 云 ふ 根據の 上に 

% 率に なつた と 云 ふなら ば 御 趣 s li 分りました、 そ 

れと稅 制 整理、 是は负 擔の均 街 と …… は 無論 員 ^ の 

均衡は 役 制 整理 即ち 没 法の 上に 最も 大切な ことで、 

十分に拙衡を }3 .公平にならなけれぱならぬ、併な 

がら 13( 收 の 01] 宜 >: 云 ふこと も考へ なければ、 徒らに 

徴稅 ?3 と 云 ふ ものが 殖える ばかりにな つて、 實 入り 

が 少 い、 ffi に 今若槻 君に 御 答 辯に なりました 通り、 

今年度 一年 度の 缺陷 it cs 收 ¥5 が 浮いて 來た から 一部 
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分は 埋合せ る ことが 出来る、 其 位に 徴税 S が 要る の 
である， 税を 取らない 代りに 徵税 S が 減つ て來 る、 
それで 缺陷の 一部を 補は れ る、 さ うして 見る と税も 
取れる が" 一方に 徵税 費が 掛かる、 何故に 斯の 如き 
多額な 徴税 費を 要する かと 云へ ば， ED ち 煩瑣なる 税 
を 取る と 云 ふことは 即ち | 項目に 付て 收人の 少い三 
十 萬と か 四十 萬と か 云ふ税 まで 取る と 云 ふこと だか 
ら， 徵稅 費が 多く 要る と S ふこと になる、 殊に 間接 
稅 に 於て li 必 しも 物 あれば 必ず 稅を課 すると 云 ふ 主 
義 1. 依らず とも、 或税 に轉 嫁す る 所 S 税法を 旨く 考 
へて‘ 或 物に 成るべく 單純 に税を 課したなら ば、 一 
般の济 がそれ を 負擔 すると 云 ふこと になつ て、 例へ 
ば 砂糖に 税を 課しましても 、一般 S 人民が 富の 程度 
に從 つて 砂 城の 消® 額に 等差が ある ものなら ぱ>  そ 
れに依 つて 消費税を 拂 つても、 砂 腿に 課け たから 必 
ず 蜜に も 課け なければ / J: らぬ 、飴に も 課け なけれ ぱ 
ならぬ、 國民 一 體 に 課け る、 木綿に 課け る 以上は 必 
ず 「メリ ヤス」 にも 課け なければ ならぬ と 云 ふこと 
は 私は ないやう に 思 ふ、 さう して 見れば 成るべく 稅 
目を 簡 m にして 而し て ® 宜 に徵收 する、 費やす 所少 
く L て煜る 所の 多い と 云ふ税 種を 撰擇 せらる る こと 
が、 私は 税制 整理の 本旨 だら うと 思 ふ、 是 まで 又 外 
國の 例な どを 見ます と 云 ふと、 隨分 傾雜な 税を 課け 
る、 何でも 物 あれば 必ず 税あ りと 云 ふやうな のは > 
國民 としては 實に是 は堪 へられない ので ある、 又 手 
數を要 すろ、 政府 1.- 於ても 手® を 要し 費用を 要し、 
之を 負擔丁 る 人民に 於ても 非常に 煩雒な る 手段を 要 
し、 又 時間を a やすこと が 多い のであります から、 
總 ての 物を 成るべく 物品の 上から 負擔の 均衡を 圖る 
と 云 ふ 税制 整理は、 私は 稅制 整理に 非ず して、 益々 

稅 制を 紛糾せ しむる と 云 ふこと になる だら うと 常に 

考へて 居る、 然らぱ 今 P の增稅 案が 失敗に 終つ たこ 

そ 幸 ひで ある、 將來に 於て 税制を 整理す ると 云 ふに 

は、 成るべく 税補を 簡 m にして 而 して 一般に 負擔の 

均衡を 阏る と； ムふ 、而 して 徵税の 便宜を ia られ ると 

云 ふ 方針を 御 取りに ならない と 云 ふと、 私の 考では 

非常に 害 多くして 利の 少い事 かと 考へる •是は 私の 

希 S3 であります、 筘留は 是まで 餘〇 成立し ませぬ や 

うであります けれども 、併ながら 何れ 来年な 〇 時局 

の關係 上 «: 事は 御 H 行になる ので あ り ま せう から、 

什琪 |-. 付て (t 私は 若し 今日まで 御 取りに なつた やう 

な 方針で あると、 逍憾な がら 反對 しなければ ならぬ 


と考へ ます* 併し 是は將 來 のこと になります から、 
別段 敢て 申す 譯では &り ませ 5 r か …… 

〇 鈴 木 摁兵衞 君大藏 大臣に 質問いた します， 戰時 
利得 税 の 個人に 對する 割合が 十五、 法人に 對して は 
二 十、 此區 別が ある、 是は 如何なる 權衡 から 斯の如 
くになつ たもので あるか、 次に 政府の 見積りで は 本 
年度は ( 聽肢〇 難し〕 昨年度には 三千 五 百萬圓 
位の 見 積と 想像して 居る、 世間には 七 八 千 萬圓 或は 
一億 圓 以上に も 至りは せぬ かと 云ふ說 もあります が 
それに 付て は 如何なる 御 考で あります か、 其 二點が 
伺 ひたいので あります。 

L 國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 勝 田 主計 君) 戰時 利得 税の收 入に 付き 
まして、 世間に 色々 な lil 査並に 論の あると 云 ふこと 
も 承知いた して 居ります、 唯今 鈴 木 君の 御 話の こと 
は 矢張り 此御 意味' か m もな こと だら うと 思 ひます る 
が、 是は 一應 政府の 調査を 申して 置かなければ なり 
ませぬ ので、 政府 •か llt lsi! 時 利得 税の收 入 額の. 豫算を 
作ります ると きは、 即ち 昨年の 八 九月 頃から して 調 
査を 始めた 譯な のでありまして* 玆に 豫算を 出す と 
云 ふこと であります れぱ 、精確な 基礎に 依つ て 出さ 
なければ ならぬ、 さう 致します れぱ此 利得 税に 付て 
何 處を抑 へる かと 申せば， 大正 五 年の 利得に 付て 押 
へて 行かなければ ならぬ と 云 ふこと Jt 申す まで もな 
いこと だら うと 思 ひます、 此 大正 五 年の 利得に 付き 
まして 辛； 國の税 務署其 他を して 十分なる 調査を せし 
めた 結果が •今 冋豫算 に 計上した© になつて 居り ま 
する ので、 之に 付きまして 如何にも 其 額が 少いぢ や 
ないかと 云 ふ 仰せが 段々 あるので あります、 尤も 大 
正 五 年の 利得を 押へ てあります るから して、 大正 六 
年 七 年と 云 ふ it 等が 經濟 上の 狀態が 良好に して 其の 
利得 等が 多少 多い と 云 ふこと からして、 之に 幾分 li 
佾すで あらう と 云ふ考 は 政府 Is 持つて 居ります、 併 
な •から 世間が 言 ふ 如くに、 三千 二百 萬圓と 政府が 計 
9: して 居る ものが、 是 が一 億 以上に もなる と 云 ふや 
うな 事柄は どうしても 想像が 出來な いのであります 
現に 左 樣な說 を 致される 方に 就て 色々 伺つ て 見ます 
ると 云 ふと、 多少 政府と 此計算 の點に 付ても， 見る 
所を 異にして 居る やうな ことであります るので、 五 
年度の 利得を 押へ て 居ります る 以上は、 茲に 多少の 
增 加を 致す と 云 ふことは 是は ある だら うと 思 ひます 
るが、 lit 間の 言 ふ 如くです、 一億 若く は 一億 以上の 


增加が あると 云 ふやうな ことは、 今日と 致しまして 
政府は 考へて 居り ませぬ でございます、 それから 法 
人と俩 人に 付きまして の 課税の 率の 相菡に 付ての 御 
話が あつた やうであります が、 此事 に付きまして は 
尙ほ 詳細は、 委 M 會等に 就いて 政府 委員 等より 述べ 
ませう が、 大噔に 於 3- ましては です、 個人の 利得に 
付きまして は 法人に 較べます ると です、 谷 種の點 に 
於て 計 -® 上 不利益な 點が 大分 あるので ありまして、 
それ故にです、 之を 達觀上 法人よりか は涸 人の 方に 
率を 少 くして、 之が 適當 であらう と 云 ふので、 法人 
を！ 一割* 個人を l ffl 五分に 致しました のであります 
何れ 詳細の ことは 委負會 で 能く 内容を …： 

0 議長 C 公博 德川家 達 君〕 諸君に 御 諮りを 致します 
喵今問 題と 致しました 法案は、 同一 委員に 付託して 
御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「異 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 阪本鈐 之 助 君 極く 簡窜な ことであります が、 ち 
よつ と 御 尋ね 致したい、 ' llh 戰時 利得 税法の 附則に 依 
ります と- 「本 法 ハ 小 笠 原 島 及 伊豆 七 島 11 之ヲ 施行 
セス」 とあります、 唯今 普通の 所得® 法を 持ち ませ 
ぬから、 普通 2 所得税 法が 是等の 所に 施行され て 居 
らぬ ので あるか 知り ませぬ が、 どちらに しましても 
伊豆 七 島の 中で も 八丈島な どは 中々 可な り 開けて 居 
ります、 之を 鹿 兒島 縣の 離島 •沖 繩縣 下の 離島に 比 
しま すれば、 其霄壞 の 差が あろと 思 ひます が、 是等 
は 矢張り 施行され て、 東京に 近い 伊豆 七 島の 如き も 
のが、 施行され ない と 云 ふのは どう 云ふ譯 です か、 
ちよつ と 御 尋ねを 致します。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (勝 田 主計 君〕 戰時 利得 税の總 ての 規定 
は、所得税が根基になつて居りますので>所得稅法 
に 於て 唯今 阪本 君の 仰せられた やうな ものは 除外 さ 
れて 居ります ので、 職 時 利得 税法に 於ても、 之を 除 
外いた す ことに 致しました， 或は 極めて 具體 的なる 
問題に 對 しては、 喺今阪 本 君の 御 心配の やうな こと 
が あるか も 知れ ませぬ、 併ながら 是は法 制を 定める 
上に 於 ? ましては、 大瞪を 見なけ れぱな り ' 1; せぬ の 
で、 詰り 所得税と 權衡を 取 りまして、 斯樣に 規定を 
致しました 次第で ございます。 

0 男爵 高木 兼寬 ti- 哨今議に付せられたる法案の委 
員は 十八 名と し 御 指名 あらむ ことを 願 ひたい、 之に 
三 九 


臨時® BB 證券 法 中 改正 法律案 第一 讀啓  》幣法中改正法律案第一葫& 


四〇 


第 


街 賛成 & らむ こと々 希望いた します。 

0 男 jff 石 男 忠 恧君資成 .° 

〇踐長 (公爵 德川 家 ij 君〕 商 木 男 辟の、 委 M の ®! を 
十八 名と すると 云 ふ 說に御 異存 ございませぬ か。 

t 「異謎 なし」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

〇 鼓 長 C 公爵 德川家 達 君' 一 御 異議ない と 認めます、 
特別委 M の 氏名を® IR 官を して 朗譖 いたさせます。 

C  C 河 井 ® 記 官朗 讚〕 

酒造 税法 中 改正 法律案 外 四 件 特別委 負 


伯斿柳 澤 
子爵靑 木 
男 防 中 川 
男爵 村 上 
男 8? 武井 
若 掘 
菅原 

桑田 

鈴 木 


保 思 お 
信 光 君 
興 長 君 
敬 次 郎君 
守 正 君 
禮次 郎君 

通 敬 君 

熊 蔵 君 

摁兵衞 君 


子 ffif 稻 _垣 
子爵 前 田 
大久保 
山 本 
谷 森 
橋 本 
伊澤 

田 中 

美 馬 


太祥君 
利定君 
利武君 
達 雄 君 
B 男 君 
圭三郞 君 
多 喜 男 君 

源 太 郎君 

儀 一郎 君 


0 議長 (公爵 德川家 達 君) 議事 日程 第 十二、 臨時 國 

庫 證券 法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆 翳院绘 付、 第 

一 讀會。 

臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案  • 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 鬪院法 第五 

十四 條に 依り 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 九日 

衆議 院議 長大 岡 育造 

贵族院 議長 公爵 徳川家 達 殿 

臨時 國庫 證 券 法 中 改正 法律案 

臨時 國匪證 券 法 中 左ノ通 改正ス 

第二 條中 「二 億 圓」 ヲ 「五 億圓 J 二 改ム 

C 國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今 翳 題と なつて 居り ま 

す 法律案は 先刻 私の 演說 中に も 申して 置きました 如 

くに、 爲替の 調節の 必要の 爲め 、並に 軍需品 代金 決 

濟の必 耍の爲 めに、 臨時 國庫 證券の 從來の 最高 限 額 

二 億圓を 高めまして、 五 億圓と 致したい と 云 ふ 事柄 

であります、 どぅか 御 •審議の 上 御 協賛 あらむ ことを 

筘 望いた します。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 特別委 員の 氏名を、 書記 

官を して 朗 ® いたさせます。 

〔河 井 書記官 朗讀〕 

臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 特別委 員 


子 博 三 島爾太 郎君 
男 辟 伊東 義五 郎君 
福 永 吉之助 君 
鎌 田 勝 太 郎君 


伯 fi? 松 平賴 E? 君 
男辟阪谷芳郎君 
男爵 小 早 川 四 郎君 
武石橘 次 君 
堀  正 一 君 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 團事 日程 第 十三、 貨幣 法 
中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會。 
貨幣 法 屮改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て S 院法 第五 
十四 條に法 り及绘 付 候 也 
大正 七 年 一一 月 九日 

衆 翳 院議 長大 岡 育造 
a 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
貨幣 法 中 改正 法律案 
貨幣 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 五條 第二 號ヲ 左ノ如 ク改ム 
二 銀 貨幣 

五十 錢紳銀 八 百 分 參和銅 二百 分 
二十 錢十錢 純銀 七 百 二十 分 參和銅 二百 八 
十分 

第六條 第四號 乃至 第 六號ヲ 左/如 ク改ム 
四 五十 錢銀 貨幣 一 匁 八 分 
五 二十 錢銀 貨幣 八 分 
六十 錢銀 貨幣 四 分 
第十條 第二 號 ヲ左ノ 如ク 改ム 

二 銀 貨幣 五十 錢ハ毎 片一厘 八 毛 一千 枚毎ユ 九 
分 二十 錢ハ毎 片一厘 二 毛 一千 枚 毎-一六 分 十 
錢ハ毎 片八毛 一千 枚 毎- 1 四 分 トス 
附  則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行ス 

從來發 行ノ銀 貨幣 ハ 從前ノ 通 通用 スへシ 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今の ® 題と なつて 居り 

ます 法律案は •補助 銀貨を 改造を 致したい と 云 ふ 事 

柄であります、 御 承知で 在らせら る、 如くに、 時局 

の爲に 銀の 變動が 頗る 激しく ございまして、 殊に 一 

時は 五十 四 「ベン ス」 と 云 ふやぅな 高い 値段を 現は 

した ことな ども ござります るので、 即ち 言葉を 換へ 

て 申せば、 是等の 補助 貨は鑄 潰し 點に 詰り 來て 居る 

譯な のであります、 左樣な ことであります から、 將 

來を考 へましても 我國 の 補助 銀貨に 付きまして、 其 

點 に付きまして は餘程 考慮を 加へ なければ ならぬ と 


思 じます るので、 今回 貨幣 法 1 V 改正を して、 五十 錢 
二 十 錢十錢 と 云 ふやぅな、 此 補助 鋇貨の 改造を 圖り 
たいと 云 ふの •か、 此 法案の 骨子で ございます ので， 
御 群議の 上 御 協賛 あらむ ことを 希望いた します。 
〇阪木 釤之助 君ち よつ と御尋 を 致したい ので あり 
ます •か、 唯今 現に 出て 居ります る 五十 錢以下 の 銀货 
と 云 ふ ものは、 どれ だけ あるので あります か、 又將 
來 本案が 通過した 上、 御 出しになる 所の 小 貨幣は ど 
.の 位の 額を 御 出しになる 御 積り であります か、 本員 
が考へ ます 所では、 左な き だに 銀貨を 近頃 出し惜 む 
風潮が 現は れて 、現に 補助 貨を 得る の 困 雛なる こと 
は 目の前に 見た のであります が、 現に 是 »> ら出る所 
の 貨幣と、 從來の 貨幣と 對 照して 見れば、 如何なる 
下級の 人で も 直ちに 大小が 分ります ので、 是は 大き 
な 方は 取つて 置く 方が 得で ある， 若く は 大きな やつ 
は 鑄 潰しを した 方が 宜 からぅ と 云 ふ 考の出 るのは、 
洵 に見县 きこと でございます、 鑄 潰し 熔解に 付て は 
太 政官の 布吿や 大藏 省令 も 出て 居ります ので ありま 
すが、 其の 法令は 貨幣を 內々 鑄 潰すな ど、 云 ふこと 
に 十分なる 効力が あると ! £ 思 はれぬ のであります、 
加 之 此の 小 紙幣が 近頃 發 行され て 居る のであります 
が、 若し 現在の 發行 して 居る 銀貨の 在ろ 上に、 是か 
ら 小さい 銀貨が 澤山 m 来る、 それへ 持つ て 行つ て 小 
紙幣が 平和 克復 後一 年內 までは あると 云 ふ 事に rx る 
と 小 貨幣の 流通が 非常に 多くな つて、 物價 騰貴と 云 
ふ 事に 影響し はせ ぬかと 云 ふ 事を® れ るので ありま 
す、 それ 等の 點に 付て は、 無論 愼 重の 御 詮議が あつ 
た 事と 思 ひます から、 唯今 申しました 點に 付て、 我 
々の 了解し 得る だけの 御 答 辯を 願 ひたいと 思 ひます 
〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 勝 田 主 rf 君〕 補助 貨の 流通 高は 現今 大 
約 一億 二 千 五 百 萬圓 ばかりであります、 さ 5 致し ま 
して 此補 助貨が 幾ち 流通し 得る や 否やと 云 ふ 事柄に 
付きまして は •是 は大 體經濟 上の 趨勢に 依つ て 極る 
事柄な のであります、 阪本 君の 御 心配の a は 第一に 
は 旣に 補助 貨の發 行され て 居る ものが ある" 今回 又 
補助 貨を發 行す ると 云 ふこと になります れば 、補助 
貨が 多くな りは しない かと 云 ふこと が 一つと、 それ 
からもう 一つは 大きな 補助 貨と 小さい 補助 貨が 出る 
と* 大きな 補助 貨と云 ふ ものは 使用を 吝まれ はし ま 
いかと 云 ふやうな、 御 心配で あつた やうで あるので 
あります、 此點 に付きまして は 第一の 事柄、 即ち 此 


補 肋 货 0 多茲でございまして、*は1 «-? 0 轾 « 市杓 
の狀况 に te つて 大 SS 決まる のであります、 さう 無 « 
に 補助货 を 又 出すべき ものでは あり 5 せぬ、 併し さ 
うかと 申して 市場が 之を 嬰 求す るのに 付？ まして、 
補助 J3 を 出さぬ 譯に も參リ ませぬ ので、 それ ii 市 祖 
を 常に 見て 居ります 政府 •か、 相當 の餒急 を 圖つ て卷 
舒しな ければ ならぬ 琪捫で あらう と 思 ふので ありま 
す、 次に 大なる 補助 tt と 小なる 補助 货 との關 係 C こ 
とで あ 〇 まする が、 是は或 は 無 i!! の 階級に 行きます 
ると •阪木 君の 御 心配になる やうな ? Jf 柄は 多少 ある 
だら うと 思 ひます、 併ながら 阪本君 も旣に 仰せられ 
ました如くに此補助貨の窈泄し等に付ては-それぞ 
れ制 裁が あるので ありまして、 左様な 事は 収締を 致 
して 居ります から 出来ない、 是 •か出来ない と 致し ま 
すれば、 大きな 物を収 つても 小さい 物を 持つて 居り 
ましても 、詰り 其 評 似 だけし か ffi 格がない と 云 ふこ 
とであります れぱ 、大 體 に 於て 左 棟に 御 心配になる 
程の ことで も それは なから うと 思 ふので あ 〇 ます、 
それから 補助 紙幣の ことであります るが、 是は旣 に 
當院に 於 かれまして 御審識 下さいました ことで あり 
まする が、 是も さう 無暗に 出す と 云 ふので ありませ 
ぬので、 即ち 今日 1- 於て 補助 貨が 缺乏を 致して 居： 0 
此缺乏 いたして 居る 補助 貨を 補足す るに 補助 it を以 
てす ると 云 ふ 事柄は、 一面に 於て 貨幣 法改正の 考も 
あるの みならず， 造幣の 能力に 於ても 足らぬ、 それ 
故に 肢引 を圆滑 にせし む 〇 爲に彼 の 小 紙幣を 出した 
と 云 ふこと でありまして、 是も 詰り 市場の 需要に 腿 
じて 適宜に 政府は 出す ことに 致して 居ります から、 
是が發 行に 付きまして は、 旣 に御眾 知の 通りに 永久 
出す 譯では ございませぬ、 戰さ が濟み ますれば 一年 
の間經 過いた しま すれば 、もう 出さぬ と 云 ふこと で 
それ<  回收 して 整 碑を 致します る 次第であります 
から、 御 心配の やうな 事柄は 起つ て來 ない と •政府 
に 於て は 堅く 信じて 居ります。 

〇 阪本釤 之 助 君 略々 了解し ましたが、 唯今ち よつ 
と 伺 ひ 漏し ましたが、 銀の 相場と 云 ふ ものは 始終 高 
低が ある ものである、 其 高低の 度 毎に 貨幣の © ！ H が 
變化を 來 すと 云 ふことは 甚だ 闲つ たもので あります 
尤も さう ffi 々なさる 譯では ありますまい が、 唯今の 
銀の 相場と 云 ふ ものは 詰り 永久に 下る 見込は ない、 
唯今 今 量目で 決めて 誼けば 先づ 以て 永久 的に 銀柑場 
と 云 ふ ものは 變はら ぬと 云 ふ 御 見込 か 立つて 居り ま 


院族 a 會議國 帝 回 十四 第 


すか、 又 唯今の 御說 明に 依りまして 鑄 潰しは さう 澤 
山 あるまい、 斯う 云 ふ 御斷定 の やうであります、 果 
して 其 言を 信じます れば、 一億 二 千 五 百 萬圓に 近い 
所の 小 貨幣が 出て 居る、 それは 幾らか 市場の 狀况を 
斟酌す ると 仰し やい ますが、 旣に出 來煜る 以上は 衆 
議院に 於て 御 答 辯に なつた やうであります が、 段 -% 
御 W しになる 御考 であり ませう、 さう して 小 紙幣は 
衆議院で 御 答に なつて 居る 所で 見る と 一億 四 五 千 萬 
圓まで 出す と 云 ふやう であります、 それは 素より 必 
要に 應じて 緩急は •こざい ませう が、 大體 場合に 依て 
li 一億 四千 萬圓 までは 小 紙幣は 出し 得る ものである 
さう して 其 三つの ものが 一時に 寄 合つて 来る と 云 ふ 
ことにな れ •はどうしても 今日までより 補助 貨幣の 流 
出 若く li 汪溢 する こと •か ありは しない かと 思 ふ、 ど 
うしても 是が矢 張り 小 商 ひの 物 僧 騰貴の 手 {® をし は 

せぬ かと 深く 氣遣 ふので あります、 我々 が 考へ ます 

るに 小 s l't 幣は 金融界では 小 紙幣の 發行が 止む ときに 

初めて 寶行 される、 唯今 丁度 小 紙幣と 從來の 銀貨と 

を 以て 市場の 用を 達して 居る と 云 ふことは 極く 適當 

な 處 置では ないか、 是は S 見であります、 喵 今申述 

ベた やうに 銀の 13 に 付ての 御 見込と、 又 一時の 作用 

で 物 價の 影！？ はない と 云 ふ 御 確信が あるか 否や. 此 

二點を もう 一 M 伺 ひたい。 

0 議長 (公爵 德 川 家 達 君〕 此際 議長 (i 會議の 時刻の 

延長を 宣齿 いたします。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 御 答いた します るが、 銀 

の (1;? 格に 付て は 勿論 高低が あります るが、 今日より 

此鋇の 前途を 拽 見して 見ます ると， 遠き 將來は 率 ざ 

知り ませぬ が、 銀が さう 下がる と 云 ふやうな 事柄は 

ないで あらう と考 へて 屛 ります、 其 詰り 翻 察の 下に 

於て 今回の 改正を 致します るので、 御 承知の 通 〇 に 

在來の我國の罚，補肋銀货、是の鑄潰し點が三十三 

「ペン ス」 幾らと 云 ふ 事に なつて 居 〇 ます、 それ か 

ら新 銀貨の、 今度 m す 方では ない、 一つもう 旣に出 

て 居る 新 銀？： r 是れが 四十 三 r ベン ス J 幾ら、 斯う 

云 ふこと になつ て 居ります、 然るに 先刻 申 上げ まし 

た 如くに、 銀の 時 ffl •か 五十 四 五 「ペン ス」 になつて 

11 £ るので あります、 今回 li 之を 外 國の例 にも 大 B5 參 

照して 見ます と、 要するに 六十 四 五 「ベン ス」 此位 

の 所で ffl 常なる 回收を §3 行いた して 居ります なれば 

是ま での 歷史 等に 湾み ましても， 是以 上に 詰り 銀 •か 


上がる と 云 ふやうな 事柄 もないで あらう、 と 云 ふ大 
體の 信念から 致しまして、 此案を 提出いた しました 
ので あ 〇ま す、 又此 補助 貨な〇 或は 補助 紙幣の 多く 
なる が爲に 物® に 影響を 致して 非常に 困 ？) • ことは な 
いかと 云 ふ 御 心配に 付きまして は、 是は餘 程 研究 も 
のなん. であります、 其 問題を 考へ ますと 云 ふと、 斯 
う 云 ふこと になります、 今囬 の物價 騰貴と 云 ふこと 
は 通過が 多い 爲に 物® の 騰貴を 来して 居る か •詰り 
物價が 騰貴した 爲に 通過が 多くな つて 居る かと 云 ふ 
此所は 矢張り 微妙な 實は 問題なん であります、 兎に 
角 今日の 所に 於き ましては. 此 時局の 影響を 受け ま 
して •商 H 業 其 他の 股賑を 極む る 結果と して、 補助 
貨が 非常に 拂 底いた すので あ 〇 ます、 又 之を 假に今 
日出て 居ります 日本銀行の 兌換券 其 他の 比例から 致 
して 見まして、 どうしても 六 七 千萬圓 位は 補助 貨が 
殖えなければ ちよつ と 補助 貨と其 他の 通貨との 翻 合 
が肢れ ない と 云 ふ狀况 になつ て 居 〇 ますので あつて 
此際 多少の 補助 貨を增 すと 云 ふことは 誠に 巳む を 煜 
ざる 次第で あらう と 思 ふので あります、 併ながら 是 
等の 關 係より 致して、 若し 此物價 の 騰貴と 云 ふこと 
を 誘致す ると 云 ふ 弊害が 甚 しきに 於き ましては 又 之 
に 付ての 相當の 措置を 執らなければ ならぬ と 思つ て 
居ります 、要するに 是は其 時々 の 事情に & りまして 
臨機 〇 措 a を 執つて 唯今 阪本 君の 御 尋ねの やうな 弊 
害の 生じない やうに 致す 外、 致 方は あるまい かと 斯 
樣 に考へ て 居ります。 

〇識長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を、 書記 
官を して 朗譖を 致させます。 

〔成 iii 書記官 朗讀 J 
貨幣 法中改 正 法律案 特別委 員 


子爵 八條隆 正 君 
男爵 坪 井 九 八 郎君 

石 井 省 一郎 君 

福 島 文 右衛門 君 


伯 f  n 井 幸藏君 
男爵 北 島齊孝 君 

男 W1 一條 正賻君 

齩島武 之 助 君 

高 崎 三重 郎君 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君： >  日程 第 十四 登 錄税 法中改 

正 法律案、 政府 提 3 ，衆 謅院送 付、 第一 讀會。 

登錄稅 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 

十四 條に 依り 及 S 付 候 也 

大正 七 年 二月 九日 

衆議 院議 長大 岡 育造 


貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
登錄 税法 中 改正 法律案 
登錄税 法 中 左/通 改正 ス 
第六條 第三 項 乃至 第五 項 ヲ削ル 
第 十九 條 M 左 ノー號 ヲ加フ 

五產業 組合、 產業 組合 聯合 會 •產業 組合 中央 
會， 5® 業 組合 又 ハ 漁業 組合 聯合 會 -1 付 產業 
組合 法 又 ハ 漁業法- 一基キ テ爲ス 登記 
附  則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

t 國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 登 錄稅法 中 改正案の 趣旨 
は第三十九議會に於きまして、政府は犛業相合の發 
展を 圖る爲 に 法案を 提出いた しまして 皆樣の 御 協賛 
を 經た のであります、 尙 ほ此羯 業 糾合の 發展 に付き 
ましては •種々 なる 方面ょり して 之を 助長 させたい 
と 云 ふ考を 有つ て 居ります、 即ち 產業 組合なる もの 
に對 しまして は此 登錄税 を 免除した いと 1 K ふの が 此 
法案の 精神であります、 旣に 登錄税 を脔業 組合に 付 
て 免除いた します る 以上は、 之と 同樣な る 所の 公益 
の 財團と か 法人と か 云 ふ 如き もの も 矢 張 〇 同時に 登 
錄税を 免除したら 宜か らぅと 云 ふ 事柄が 即ち 此案の 
骨子に なつて 居る 次第で ございます、 御 審議の 上 御 
協賛を 願 ひます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を、 書記 
官 をして 朗 仕を致させます。 

〔成 獮 書記 1? 朗讀〕 

登錄 税法 中 改正 法律案 特別委 員 


伯爵 松 平 
子爵 複本 
阿部 
男爵 靑山 


直 之 君 
武憲君 
浩君 
元 君 


星 島 謹 一郎 君 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 


子爵 西 大路 吉光君 
子爵 秋 月 種英君 
荒 川義太 郎君 
男爵 東鄕  安 君 

遠洋漁業 獎 

勵法中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 
遠洋漁業 獎_ 法屮 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四 條に嵌 〇 及 浍 付 候 也 

大正 七 年 二月 九日  • 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長 公 ® 德川家 達 殿 
遠洋漁業 獎励法 中 改正 法律案 


遠洋漁業 獎勵法 中 左ノ通 改正 ス 
第 一條 中 「二 十萬圓 J ヲ 「三十 萬 圆」 二改ム 
第三 條主務 大臣 ハ 遠洋 ® 船檢查 規程 U 定ムル 構 
造 一一 適合シ タル 日本 船舶 ヲ以テ 遠洋-一 於 ケル 漁 
礙業又 ハ 漁獲物 處理 運搬 業-一 從事 スル 者 — 對シ 
業務 ノ種 類、 場所 •期間 若 ハ 方法 又 ハ 漁獲物/ 
處理若 ハ阪路 -1 付條件 ヲ附シ 漁業 獎勵金 ヲ下付 
スル コト ヲ得 但シ其 ノ總額 ハ 第 一條, 一依 ル 豫算 
定額 ノ十 分ノ三 ヲ超ユ ル コト ヲ得ス 
第四條 削除 

第五 條 第一 項 谷號ヲ 左/如 ク改ム 

一 船體 總噸數 毎一噸  四十 五 圓 
二 蒸汽 機關實 馬力 毎 一馬 カ  ニ 十二 111 
三 發 動機 關純 馬力 毎 一馬 力  三十 圓 
四冷藏 機械 冷却 力 製氷 量 毎一噸 千 五 百圓 
五 副 漁具  評 價 額/十分 ノ三 
同條 第三 項 及第 四項ヲ 左/如 ク改ム 

主務大臣 ハ 漁船 ノ 改良-一 關シ 適當卜 誠 メタル 設 
計, 一依 リ E 本 船舶 ヲ 新造 シ又ハ 新造 セ シメ タル 
船舶 所有者-一 對シ 其'' 船舶 新造 費 ノ三 分/一 以 
内/漁船 獎勵 金ヲ 下付 スル rl トヲ得 但シ其 ノ總 
額 ハ 第 一條-一依 ル 豫 算定 額ノ 十分 ノニ ヲ超ユ ル 

コト ヲ ス 

前 胡 ノ 船舶 新造 費 ハ 冷藏闕 械及副 漁具 ハ 新造 費 
ヲ 包含ス 

同ー ノ 船舶-一 付 第一 項 及第 三 項ノ漁 船獎勵 金ヲ 

併 セ r 付 スル コト ヲ得ス 

第 六條中 「第三 條第 一項 又 ハ 第 五條」 ヲ 「前 條 J- 一改 

ム 

第七條 漁業 獎勵金 ヲ受ク ヘキ 者 第三 條ノ 條件ヲ 
履行 セ サル トキ 又 ハ 毎槊務 期間-一 於 テ其ノ 業務 
-1 從事 スル コト 業務 期間 ノ 四分ノ 三-一 滿タ サル 
トキ ハ 主務大臣 -I 於 テ正當 / 事由-一因 リ 已ムヲ 
得 サル モノ ト認ム ル 場合- 1 限リ奬 勵金ノ 全部 又 
ハ ー部 ヲ 下付 スル コト ヲ得 

第 十 一條 遠 ^ • 漁業 ノ 指導 監督 又 ハ 遠洋漁業 練習 
生/養成 ノ爲 必要 ナル 費用 ハ 第 一條-一依 ル豫算 
定額 中 3 リ之 ヲ茭出 スル コト ヲ得 但シ其 ノ總額 
ハ 豫算 定額 ノ 十分 ノニ ヲ超ュ ル コト ヲ得ス 
主務大臣 ハ 必要 卜認 メタル 場合-一 於テ營 利ヲ目 
的 トセ サル 法人， | 對シ 遠洋 漁船 船員 ノ 養成 又 ハ 
遠洋漁業 者 若 ハ 海外 出漁 者ノ 利益 增 進/ 爲 第一 


登鈞稅 法 中 改正 法律案 第一 譖會  遠洋漁業 獎勵法 中 改正 法律案 第一譖 會 


四 


院族 贵矜这拔 帝问十 冗 第 


堪用 励 率 補助 法案 第一 讚 10- 
贿 — 法 ル 稗® 定額 中 3 リ其ノ 十分 ノー 以内 ヲ下 
付 スル コト ヲ 捋 01 シ 必嬰ナ ル 船舶 ヲ新 造 >; ル 場 
合-一 於 テ ハ 其ノ新 诰费-| 充ッル g 之 ヲ超 H サル 
限度- 1 於 テ更 -I 十分 ノニ 以內ヲ 下付 スル コト ヲ 

第二 十 I 條本法 ハ 大正 二十 二 年 三月 三十 一日 迄 
效カ ヲ有ス 
第二 十二 條ヲ削 ル 

№ 11!] 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 ム 
本 法 施行 前 獎励金 下付 ノ指 令ヲ受 ケタ ル 者-一 付 テ 
ハ 其 ノ獎蚴 金- 1 關シ仍 從前ノ 例-- 依 ル 
〔阀 務大 仲 小路菔 君 演 壇ュ 登 ル〕 

〇國 務大 RC 仲 小路 菔沿〕 本案 提出の 理由を 簡 m に 
申 上げます、 今日の 場合に 於き まして、 我が 水產業 

の發達 を 獎励 いたします る 事は 最も 大切な ことと 存 

じます、 就中 遠洋漁業の 獎勵は R 下の 場合 最も 必要 

と存 ずるので あ 〇 ます、 然るに 今日 迄 K 行 -S れて居 

ります る 遠洋漁業 獎励法 は 最早 有 效期問 か 前途 僅に 

なつて 參〇ま した、 今日の 場合 甚だ 必要であります 

から、 此の 有效期 限を 更に 向ぅ 十 五箇 年 延長いた し 

まして、 それと 同時に 今日の 金額は 二十 萬 圓を 限度 

として fr りました が、 更に 其 額を 殖やしまして 三十 

萬圓を 最高 額と 致して、 之と 同時に 今日 迄の® 驗に 

徴 しまして、 內容に 變更を 致しまして、 新規に 漁場 

の 開拓を 致します る 場合であります ると か、 或は 海 

外に 販路を 11 張いた します 場合であります とか、 或 

は 大型 船舶を 用 ひます る 場合であります ると か、 或 

は 海外に 出® して 極々 改善の 方法を 採る 國體 等に 獎 

勵 金を 交付いた したいと 云 ふ考で あります、 何卒 御 

脔議の 上 御 協賛を 願 ひます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 特別委 員の 氏名を、 書記 

官を して朗 仕を致させます。 

〔成 齦 書記官 朗 讀〕 

遠洋 漁 槳獎 S 法 中 改正 法律案 特別委 員 

伯爵 松 浦 厚 君  子 K 小 笠 原 勁 一 君 

男爵 肝 付 兼行 君  男爵 平野 長祥君 

男爵 長 松篤裴 君  藤 田四郞 君 

木場 貞長君  室 田 義文君 

日高榮 三 郎君 

0 謎 長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十六、 軍用 自励車 

補助 法案、 政府 提出， 衆鬪院 送付、 第一 ra 會。 


IB 叫自 iio! 車 袖 助 法案 

右 政府 提 m 案 本院に 於て 修正 謅決せ り 因て 議院 法 
第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 七 年 二 月 九日 

衆議院 議長 大岡 育造 
ft 族院 篛娱公 辟 德川家 達 殿 

(行間 空な きものは 修正 文) 
軍用 自動車 補助 法 

第 一條 政府 ハ 豫算 ノ範 圍內 -I 於 テ 陸軍 ノ軍 用-一 
適ス ヘキ 自動車 ノ 製造 若 又 ハ 所有者-一 對シ 補助 
金ヲ 下付 スル コト ヲ得 

前 51 ノ 製造者 父 ハ 所有者 ノ 其/自動車-一 關スル 
業務 ノ承繼 人 ハ 之ヲ 前項 ノ 製造者 又 ハ 所有者 卜 
看做ス 

第二 條 補助金 ヲ受 クル コト ヲ煜へ キ 製造者 又 ハ 
所有者 ハ 帝國 臣民 又 ハ 帝國 臣民 ノミヲ 社員 若 ハ 
株主 トシ テ帝阐 法令- 一依 リ設立 シタル 法人-- シ 
テ 帝國內 -I 於 テ 自動 項 製造所 又 ハ 自動車 ヲ有ス 
ル モノ-一 限 ル 

前項 一一 揭クル 者ノ外 公共 團體ニ ハ 補助金 ヲ 下付 
スル コト ヲ得 

製造者 及 製造所 ノ範圍 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第三 條 補助金 ヲ受 クル コト ヲ得 ヘキ 自動車 ハ 主 
務 大臣 ノ定 4. ル 規定-一依 リ 製造シ タル モノ-ー シ 
テ 主 トシ テ 貨物/運搬 ヲ目的 トシ ー英 « 以上 ノ 
積載量 ヲ有 スル モノ 又 ハ 之 M 改造シ 得へ キモノ 
-I 限 ル 

第四條 製造者-ー ハ 其ノ 製造-一 係 ル 自動車 一輛-一 
付 二 千 圓以內 / 製造 補助金 ヲ 下付 スル コト ヲ得 
製造者 其ノ 製造-一 係 ル 新 ナル 自動車-ー シテ 製造 
補助金 ヲ受 ケタ ル モノ ヲ 所有シ テ 使用 シ又ハ 他 

人ヲシ テ 使用 セ シムル 場合-一 於 テ ハ 自動車 | 輛 

11付 11 二五百圓以內ノ增加補助金ヲ下付スルコ 

トヲ得 

第五 條 所有者-ー ハ 製造 補助金 ヲ受 ケタ ル 新 ナル 

自動車 ヲ其ノ 製造者 ヨリ 購買 シテ使 用. ゾ又ハ 他 

人ヲシ テ 使用 セ シムル 場合-一 於 テ 自動車 一輛 i| 

付 千 圓以 內ノ職 買 補助金 ヲ 下付 スル コト ヲ煜 

第 六條％ 加 補助金 父 ハ膦買 補助金 ヲ受ケ タル 自 

動車ヲ 所有 K ル 者之ヲ 使用シ 又 ハ 他人 ヲシテ 使 

用 セ シムル 場合 二 於 テ ハ 其ノ 期間 M 應シ H 励 車 

一-| 付 一年 三百 圓以 內ノ 維持 補助金 ヲ 下付 ス 


ル コト ヲ得 

雄 持 補助金 下付 ノ 期限 ハ 佾加補 助 金乂ハ 瞄 H 補 
助 金 下付 指令 ノ日 ヨリ 五 年ヲ 限リ 製造 補助金 下  ■ 
付 指令 ノ日 ヨリ 十 年 ヲ超ユ ル n トヲ ^ ス 
維持 補助金 ハ 毎年 其ノ 年分 全額 ヲ下付 指令 ノ際 
自動 軍 ヲ 所有 スル 者 二 之ヲ 下付 ス 
第七條 製造 補助金 ヲ受 ケタ n/ 自動車 ハ 其 ノ 補助 
金 卜 付 指令 ノ日 ヨリ 左ノ谷 號ノ ーニ 該當 N、 ル ニ 
至 ル 迄 ノ間 之ヲ 保護 自動車 卜稱ス 
一 自動車 ノ 所有者 力 第二 條第 一項 ノ 規定 二 該 

當セ サル- 1 至 リタ ル トキ 

二 第 六條 第二 項ノ 期限 ヲ經過 シタルト キ 
三 第 十二 條第 一項 又 ハ 第二 項ノ 規定  >一 依 リ補 
助 金ヲ受 クル ノ 資格 ヲ廢除 セラ レ タル トキ 
第八條 主務大臣 ハ 軍用 ノ爲 何時 — テ モ 保_ 自脚 
車ヲ收 用 X ハ 使用 スル コト ヲ煜 
前項 ノ規定 -I 依 リ收用 又 ハ 使用シ タル 場合-一 於 
テ ハ 自 励車ノ 所有者-一 補償金 ヲ 下付ス 其ノ 金額 
ハ 主務大臣 之 ヲ定ム 

補償金 額- 1 對シ 不服 アル 者 ハ 收用又 ハ 使用 ノ通 
知ヲ受 ケタ ル 日 ヨリ 三月 以內 -I 通常 裁判所-一 出 
訴スル コト ヲ得 

前項 ノ出訴 ハ 自動車/ 收用ヲ 又 ハ 使用 停止 セス 
第九條 保 is 自動車 ノ 所有者 ハ 主務大臣 ノ定ム ル 
場合 ヲ除ク ノ外 保護 自動車 ノ構造 又 ハ 能カ ヲ變 

更スル コト ヲ得ス 

第十條 保護 自励車 ハ 之ヲ® 出シ又 ハ 外_ 人 二 對 
シ _渡シ 、貸付 シ若ハ 擔 保-一 供 スル コト ヲ煜ス 
第 十 一條 主務大臣 ハ 保 謹 自励車 ノ保續 ヲ期ス ル 
爲其ノ 構造 及 能カ ヲ 檢査シ 所定 ノ  11 造 又 ハ 能力 
ヲ有セ スト 認ムル トキ ハ 其ノ 所有者 二 對シ 期限 
ヲ 指定シ テ 之 力 修理 ヲ命 スル コト ヲ得 
前項ノ外主務大臣ハ保_自動車ノ所有者-一對シ 
其ノ 保續- 一關シ 必要 ナル 命令 ヲ爲ス n トヲ煜 
第 十一 一條 主務大臣 ハ 前條 第一 項ノ規 走-一依 ル檢 
査ユ依 リ所定 ノ構造 又 ハ 能カヲ 有 セスト 認メタ 
ル 保 _ 自動車-一 對シテ ハ 修理 ヲ命シ タル 場合 ヲ 
除クノ 外 補助金 ヲ受 クル ノ 資格 ヲ 駿除ス 其ノ修 
理 ヲ命シ タル 場合 -I 於 テ 修理 完成 ノ檢査 M 合格 
セス 又 ハ 指定 期限 迄-一 其ノ檢 査ヲ受 ケサル トキ 
亦同シ 主務大臣 ハ 本 法 若 ハ 本 法- 1 基キ テ發ス ル 
命令 又 ハ 之 二依リ テ 爲ス處 分-一 違反 シタル 者 M 
對シテ ハ 違反 ノ事實 アリ タル 時 ヨリ 當該 自動車 


四 二 

-I 势スル 補助金 ヲ受 クル / « 格 7R 狳シ又 ハ ^ 
止 スル n トヲ得 

中： 務大臣 ハ 前晓第 一項 ノ規定 二 依リ修 理ヲ 命.', 
夕 >t 自励眾 -I 對シテ ハ 前 賄 第一 項/規定 M te n. 
檢査ノ時ョリ胳理完成/檢査ヲ受ヶタ >1. モ/  = 
在リテ ハ 合格 不合格 決定/時 is 、 其 ノ 檢査 プ受 
ヶサル モノ-一 在 リテハ 指定 拙 限 迄 補助金 ヲ受ク 
ルノ K 格 ヲ 崆 止ス 

第 十三 條主 務大 2 ハ 本 法 又 ハ 本 法 S キテ發 ス 
ル 命令， I 違反 スル 犯罪 ノ爲 起訴 セラ レ タル 者, 一 
對シテ ハ 裁判 確定 M 至 ル 迄 ノ間荊 助 金 ノ支铪 ヲ 
中止 スル コト ヲ {i 

第 十四 條 主務 大 LS ハ 第 十 3t 婼乃至 第 十七 條 / 規 

。又 ハ 第二 膝 第 is 
當セサ A  - 一至 リタ ル 若 
定 -I 依 y 處剖 セラ レ タル 渚 〇  -I 對シ常 該自励 耶 

-I 付旣 — 下付 シ タル 補助金- 一 相當ス ル 金額 ノ金 
部 又 ハ ー部 ヲ似還 セ シムル コト ヲ得 
前瑣ノ 償還 金 ハ 國税 滯納 處分ノ 例- l te リ 之ヲ徴 
收 スル コト ヲ 得 但シ 先収特 糊 ノ顺位 ハ國税 二次 

クモノ トス 

第 十 五條 詐欺 ノ所爲 ヲ以テ 補助金 ヲ受 ヶタ ル 莕 
ハ 三华 以下 ノ懲役 又 ハ ニ 千 圆 以下 ノ g 金 M 眧 ス 
前 硝 ノ 未遂罪 ハ 之ヲ 罰 ス 

第 十六 條 左 / 谷 號ノ ー-- 該當 スル 者 ハ ー年 以下 
ノ懲役 又 ハ 千 圓以 下ノ罰 金！ 一處 ス 
一 第 八條第 一項 ノ 规定- 一依 ル 收用乂 ハ® W ヲ 
拒 ミ タル 渚 

二 第 十條ノ 規定-- 違反 シタ ル效 
第 十七條 第 九條ノ 規定-- 違反シ タル 渚 ハ 六月 以 
下ノ懲 役 又 ハ 五 百 lil 以下 ノ罰 金- 1 處ス 
第 十八 條木法 又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 二 依 
ル自励 車 ノ檢拥 ヲ 拒 ミ、 妨ヶ若 ハ 忌避シ 又 ハ檢 
査 -I 關スル 當該 官史ノ  K 問 _ 對シ答 辯 ヲ is サス 
若 ハ 虛僞ノ 陳述 ヲ爲シ タル 若 ハ 苗 圆 以下/飼 金 
又 ハ 科料-- 處ス 

第 十九 條製造 密又ハ 所有者 力 未成年 我 又 ハ禁治 
產者 ナル トキ ハ 本 法 又 ハ 本 法 -I 基 キテ發 スル 命 
令 二 依 リ製 i51i 者乂ハ 所有 菩二 適用ス ヘキ 罰則 ハ 
法定代理人 一一 適用 ス但 シ其ノ 業務 一一 關シ 成年者 
卜 同ーノ 能カ ヲ有 スル 未成年者 M 付 テ ハ 此ノ限 
二 在 ラス 


院族 f!# 纸間帝 同 十四 第 


第二 十條 製造者 又 ハ 所有者 ハ 其ノ 代理人、 戸主 
家族、 同居 者、 履 人其ノ 他ノ從 業 若 其ノ槳 務 -1 
關シ本 法 又 ハ 本 法 U 基 キテ發 スル 命令-一 違反 シ 
タル トキ ハ 自己 ノ指揮 二 出 テ サルノ 故ヲ以 テ 其 
ノ責ヲ 免 ルル コト ヲ fi ス 

第二 十 一條 前 二 條ノ場 合- 1 在リテ ハ 懲役、 禁錮 
又 ハ 拘留 ノ刑 -I 處スル コト ヲ得ス 
第二 十二 條明治 三十 三年 法律 第五 十二 號ハ本 法 
又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令- 1 依 ル 犯罪-一之 ヲ 

謂ス  . 

附則  ， • 

本 法 施行 ノ期 日ハ勑 令ヲ以 テ 之 ヲ定ム 
本 法-一依 リ製造 補助金 ヲ受 クル コト ヲ得ル 自動車 
卜 同等 以上 ノ能 カヲ有 スル 新 ナル 外® 製 自動車 ヲ 
所有シ テ 使用 シ又ハ 他人 ヲシテ 使用 セ シムル 者-一 

ハ 常 分ノ内 自動車 一輛-一 付 千 圆 以內ノ 補助金 ヲ下 

付 スル n トヲ得 

前 孭 ノ補助 金ヲ受 ヶタ ル rl i/J 車 ハ 本 法/製造 補 肋 

及瞄 M 補助金 ヲ受ヶ タルモ ノト 看做 ス 

前 二 al ノ規定 ハ 官立 工場- 一 於 テ 製造 シタル 自動車 

-I 付 之ヲ维 ffl ス 

eg 務大 K 大岛迎 一 君演壻 に 登る〕 

〇  人臣 C 大島 №1 君〕 唯今 議題と なりました、 

軍用 .H 動 車 補助 Vi: 提出の 理由 5V- 單簡に 申 上げます、 

自励甫 補 II/] 法の 趣意 ii 自動 貨軍を 民間に wi 用せ しめ 

て、 主として 有事の 際に 之々. 徴用したい と考 へます 

るので ございます、 由來 £1 励 : Hi の 軍用 -N 励 車の 研究 

を 進めまして- III 洋の地 形に 於て 我 軍に 用 ふべき m 

用 自動 货 IP の 制 式 (}: 略々 研究夕 終りまして、 三噸級 

四_級の11つを定めましてございます、特殊の自動 

5P I i 無論 眾 部に 於て 准 砌 貯 莕致 すべきで あります が 

si 多数を 要します る自励 貨車は 之を 民間に 使用せ 

しめまして、 有事の Q に® J'lj を 致す 制度を 執ります 

ろ ことが、 此制 式の 常 1- 進步 い. 7-- します ろ 今 0 に 於 

て 新陳代謝の 途 シ 得る 上から も必嬰 と fig じて 屛〇ま 

すので あります、 併な •から 其 製造 T- 業の 程度が 歐米 

等の それと 同等に 參つて 居り ませぬ 所ょり、 日本で 

製 (*p いたします る ものは 外 t5J 輸入の K 車ょりは 餘程 

高くな ります、 段々 淮-步 しませ 5 が、 唯今 迄 陸軍で 

調製し調奔したる所では、帝國で造りますものは髙 

くなります、 又 使 [B いたします る S に 於ても、 谷秘 

の 扔 用を 要します る 〇 に馬眾 谇に較べますと餘杩同 


じ ものを 運搬す るに 費用が 掛 ります、 tt 製造を 補助 
し 又 使用 上 運搬 K の 嵩みます るのを 相當の 補助を 與 
へませ ぬければ、 到底 今日の 狀況に 於て. 民間に 用 ひ 
させます る ことは 闲 _ であります、 是 等の 製造 •購 
買、 使用に 對し て、 相當の 補助金を 與へ まして、 廣 
く 民間に 用 ひさせた いと 云ふ考 でございますし 馬の 
乏しい 國に 於き まして、 或 It 又此 速度を 利用 L て 今 
後 益々 戰場輸 S 力 S 大なる こと、 速い ことを 要する 
のには 是非 之を 必要と認めます、 どぅか 御® 議の上 
御 協賛を 賜は ら むこと を 祈ります。 

〇議 長 C 公爵 德川家 達 君) 特別委 員の 氏名を、 書記 
官を して 朗讀を 致させます。 

〔成 記 官朗讀 J 
軍用 自励車 補助 法案 特別委 員 
伯爵 川 村 鐵太郞 君  子爵 ® 口 誠康君 
子爵 大河 內正敏 君  高 _ 親 章 君 
男 防 外 松 孫太郞 冇  男爵 德川  厚 君 
海 江 111 進 一郎 君  廣 髓滿正 君 
松 尾 廣吉君 


0 議長 (公 槪德川 家 達 君〕 日程 第 十七、 鐡道 敷設 法 
中 改正 法律案、 第 十八 •足 尾 鐵道及 有 馬輕便 鐵逋買 
收に關 する 法律案 •政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀 
會 ■御 異議 •かなければ 第 十七、 第 十八は 束ねて 問題 
に 供し、 委員 も 同一 委員に 付託して 宜しぅ ございま 
すか。 

U 興 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

鐵洱趿 設法中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ 〇 因て 議院 法 
第五 十四 條に依 り及浍 付 候 也 
大正 七 年 二月 九日 

衆議院 譯 長大 岡 育造 
毋 族 院議 授 公 K 德川家 達 殿 

{ —— は 衆議院の 修ン 

V JE 削除の 符號な り) 

鏺道敷 設法中 改正 法律案 

鐵道 敷設 法 中 左ノ通 改正ス 

第二 條第 一項 中央線 及 北陸 線ノ 連絡線/部 第一 號 

及第 二 號ソ左 ノ如ク 改ム 

一 岐阜 縣下 岐阜 ヨリ 太 田 高山 ヲ經テ 富 山縣下 

富 山 二 至 ル 鐵逍 

同 項北趑 線 ノ部ノ 次-一 左 ノ s;l ク加フ 

上越 線 


一 群 馬 縣下高 崎 ヨリ 新潟縣 下 長 岡-一至 ル 鐵道 
同 項 山陰 線 ノ部中 「栽-一至 ル鐵 道」 ヲ 「萩 ヲ經テ 
下 S 至ル鐵 道」 £ ム 
同 項 山陰 及 山陽 連絡線 ノ部 -I 左 ノー號 ヲ加 7 
一 岡 山縣下 岡山ヨ リ鳥収 縣：卜 米 子 — 至 ル鐵道 
同 項 四碉跺 ノ部中 「琴 平 I ヲ 「B 音 寺 I  -1K 
同 項 九州 線 ノ部中 第 四號ヲ 削 ル 
第 四 條削除 

「第二 章 第一 期鐵道 及 公憤 募集」 ヲ 「第一 一章 第 
一期 鐵 道」- 一改ム 

第 七 條第 一項 第一 號ノ 次-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 中央線 及 北陸 線ノ連 絡 ] 1 定線 岐阜 縣下岐 阜 
ヨリ 太 田、 高山 ヲ經テ 富 山 縣下富 山- 1 至 ル 
鐵 道中 岐阜 縣下 岐阜 ヨリ 太 田ヲ經 テ 高山- 1 
至 ル 鐵道 

同 項 第五 號ノ 次-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 上越 M 定線 群馬縣 下 高 崎 ヨリ 新 潟 縣下長 岡 
_ 至 ル鐵道 

同 項 第 十一 號中 「北條 — 至ル鐵 道」 ヲ 「松 田-一至 
ル rii 道」-- 改ム 

同 項 第 十五 號屮 「萩- 1 至ル鐵 道中」 ヲ 「下關 -I 至 
ル鐵 道中」- 一 「萩-一至 ル鐵 道」 ヲ 「小 m 二 至ル鐵 
道」- 1 改メ同 號ノ次 -1 左/一 號 プ加フ 

一 山陰 及 山陽 速 絡 操 定線 ノ內岡 山縣下 岡山ヨ 
リ烏 取縣下 米 子-一至 ル鏺道 
同 項 第二 十二 號中 「中 香川縣 下 多 度津 ヨリ 愛媛 縣 
下西條 M 至ル鐵 道」 ヲ削ル 
同 項 第一 一十三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

一— 四國豫 定紋 ノ內香 川縣 下 1©! 音 寺 ヨリ 島 y 縣 


下 高 知ヲ經 テ須崎 -I 至 ル 鐵道中 香 川縣 下觀 
音 寺 ヨリ德 島縣下 池 田- 1 至 ル 鐵道及 高 知 縣 
下山 田 ヨリ 高 知 ヲ 經テ須 崎- 1 至 ル' 錄道 
同 項 第二 十六 號中 r 中 鹿兒島 縣 下川內 m リ鹿兒 島 
二 至ル鐵 道」 ヲ削ル 

第 七條 第二 項 中 I 第一 期 工事 トシ テ 特- 一公 債ヲ募 
集 スル n トヲ得 」ヲ 「第一 期 工事 卜 爲 ス n トヲ煜 J 
二 改ム 

第八條 削除 
第 九條削 除 

足厣鐵 m 及 有馬輕 便鐵 道の 買収に 關 する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依 〇及涝 付 候 也 


大正 七 年 二月 九日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
骨 ■族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
足 尾鐵济 及 有 馬輕便 鐵道 ノ買收 -I 關 K ル 法 
律 案 

第 一條 政府 ハ 現-一 借 入 使用 スル 足尾鐵 逋 株式 會 
社 所 屬ノ鏺 道 及 有馬輕 便鐵道 株式 ® • 社 所龆 / 輕 
便 鐵道ヲ 買收ス 

第二 條前條 ノ鐵 道及輕 便鐵道 買收ノ 期日 ハ 政府 
之ヲ 指定ス 

第一 二條買 收價額 ハ 買收ノ 日-一 於 ヶル 鐵道又 ハ 輕 
便 鐵道ノ  _ 設費 以內 M 於 テ 之ヲ協 定 7、 

前項/ 趙設费 ハ 政府 力 借 入 契約-一依 リ 1 
又 ハ 補充 ノ爲 支出シ タル エ事 a ヲ 控除シ タルモ 
ノト ス 

第 四 條買收 代價ハ 政府 ノ定ム ル {ii 格-一依 リ五十 
五年內 -1 償還 スへキ 五分 利 附國债 證券 ヲ以テ 之 
ヲ 交付ス 此ノ 場合 M 於 テ 五十 圓未滿 ノ端數 ハ 之 
ヲ 券面 金額 五' 十圓 トス 

政府 ハ 買 收ノ爲 必要 ナル 額 ヲ 限度 トシ 前項 ノ公 
債 ヲ發行 スル コト ヲ得 

第一 項ノ 場合-一 於テ特 二耍求 アル トキ ハ 現金 ヲ 
以テ買收代價ヲ交付スルコトヲ得 
〔政府 姿 員男！ £後 藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (男爵 後藤 新 平 君〕 玆に提 出に なり まし 
た鏺道 敷設 法 中 改正 法律案の 大體の 理由を 申 上げ ま 
す， 本案は 鐵 道の 普及 今日に 急務た る ことを 以 ちま 
して 提出し ました ことは 勿論で ございます が、 殊に 
此戰 後め 我が 國民 生活の 狀態 に is みまして、 今回は 
是まで 提 W しました より、 より 多くの 線路を 提出 T 
る ことにな 〇 ました、 锊道 線路 網 制定 以来、 鐵道當 
局に 於ても、 此線路 の潠定 には 段々 攻究を 重ね まし 
て、 此 案には 豫定 線の 中、 第一 期 線に 繰 入れた る も 
の も あ 〇 まする し、 第一 期 線の 中 繰 上げました もの 
もあります、 是 等の ものは！ 一 百 餘哩に 達して 居り ま 
す、 又新豫 定線 にして 第一 期 線に 直ちに 組 入れ まし 
たもの もあります •是 等の ものが 二百 於 哩にな つて 
居ります、 大體 四百 五十 PJI! ばかりの ものが 提案に な 
つて 居ります、 衆議院に 於き まして、 四國 線の 一部 
觀音寺 線を 否決せられ て 居ります、 是は 政府に 於て 
は 鐵适會 謅 の 協锊 を耍 しま L たもので ありまして、 
最善の 選定と 考へ まして 是には 同意を 致し ませぬ、 


錄 3S 敷設 注 屮改正 法 邙 案  足； sss iu 及 有 馬® 便 鍩 道の 買 收に關 する 法律案 第一 fif3 會 


四 三 


院族货 帝 回 十四 第 


朝 鲜讲菜 公 (H 法中改 正 法 m 案、 樺 太亊菜 公® 法案— 第一 la l» I 東京 帝 國大學 及 京都 帝阈 大學 K 時 政府 支出 金 繰 人に gs する 法律案 第一 la 會 


四 四 


右 申 述べました やぅな 理由に 法つ て茲に 提案に なつ 
て 居ります 譯であ ります、 御蒞漭 の 上， (A 協较 を與 
へられむ ことを 希 沼いた します、 次に 第 十八、 足 尾 
鐵 ja 及 有 M 輮便堪 道 買 上に 關すろ 法律案， 是 は 第三 
十九 k:®： に 於て 旣に買 上げました 所の 鐵道 、是 ほ 民 
設の锊 道を 借 入れて、 政府に 於て UE 翰 上の 統一 侦宜 
を阏 る S に 使用して あつた 所の ものであります、 其 
三十 九漭會 に 於て 買 上 / f ました ものは、 買 上げの 結 
果も驻 だ 圆滿に 善 fi. の成紹 を 見て 居ります、 此度も 
此借 入れて ある 所の 鉉道を 整理して 統一いた し、 又 
il 用の 便を 岡りたい と 云 ふ e に 提案を 致した ので あ 
ります、 御范議 の 上、 協 饺を與 へられむ ことを 希望 
いたします。 

0 議長 ( 公的 德川家 達 君) 本案の 特別委 員の 氏名を 

帮記 官 をして 朗 is を 致させます。 

〔成 翩 fi l t 官 朗讀】 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 員 

侯爵 細 川 _ 立 君  男爵 小 澤武雄 君 

子爵 松 平 直 平 君  子爵 新 IE 直 知 君 

古市 公威 君  男樹 島津久 賢 君 

石黑 五十二 君  阪本窆 助 君 

森 田 庄兵衞 君 

〇謅長 C 公 樹德川 家 達 君〕 議事 日程 第 十九、 朝鮮 事 

業 公債 法 中 改正 法律案 •第二 十 •樺 太 事業 公債 法案 

政府 提出、 衆議院 ; S 付、 第 1_會 、是 も御異 翳が な 

けれ ぱ兩案 とも 朿 ねて 問題に 供 L、 同一 委員に 付託 

いたしたい と 思 ひます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

朝鮮 事業 公值法 屮 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四條 に 依り 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 九日 

• 衆議院 議長 大岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

朝鮮 事業 公 ffi 法 中 改正 法律案 

朝鮮 事業 公債 法 中 左ノ通 改正ス 

第三 項 中 「九 千 六 百 萬圓」 ヲ 「一億 六 千 八百蓖 圓」 

二 改ム  !  _ 

嬅太 事業 公債 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四 條に依 〇及绘 付 候 也 

大正 七 年 二月 九日 


衆 謎院發 長大 岡 育造 
a 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
樺 太琪菜 公 依 法 

第 I 條嬅 太- 一 於 ヶル 事 菜 费茭 辨ノ爲 政府 ハ 五 百 
五十 萬 圓ヲ限 リ公债 ヲ 發行シ 又 ハ 之 力繰锊 支辨 
ノ爲 借入金 ヲ爲ス n トヲ得 
第二 條前 條ノ 規定- 1 依 ル 公憤 ノ發 行® 格差 M 額 
ヲ補塡 スル 爲必要 ァル玛 合-一 於 テ ハ 前條ノ 制限 
以外-一公 债ヲ 發行シ 又 ハ 借入金 ヲ爲ス コト ヲ得 
本 法- 1 依 ル 公 (a 又 ハ 借入金 借 換ノ爲 必要 ァルト 
キ 亦同シ 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 朝鮮の 事業 公債は 御 承知 
の 如くに、 其 法定 額が 今日の 所 >  九千 六 百 萬 圓と云 
ふこと になつ て 居ります、 然るに 尙ほ咸 鏡 線の 完成 
_ 海 線、 或は 京 釜 線、 京義線 の 改良， 其 他の 工事を 
致す 必要が ございます るので、 八箇 年に 苴り まして 
七 千 百 三十 七蓖二 千 百圓を 使用いた したいと 云 ふの 
であります 1 それ故に 此公債 額を 增加 いたして 一億 
六 千 八 百 萬圓と 致したい と 申す のが 法の 精神で ござ 
いまする ので 御. 群議の 上 •御 協賛を 願 ひたぅ ござい 
ます、 併せて 其 次のを 說 明いた します、® 太 拓殖の 
目的を 以 ちまして、 同 島に 於き まして 二百 五十 三哩 
の鐵 道を 敷設いた したい、 之に 要する 所の 經費が 千 
二 百 四十 四萬圓 要る のであります、 而 して 公債 計畫 
と 致しまして は、 此 金額を 抑へ ませず と、 大正 七 年 
ょり 同 十一 年に 亘る 五箇 年間の 經 費、 即ち 千 艽百四 
十七 萬 四千 圓と云 ふ ものを 抑へ まして、 此 公憤 發行 

額と 致して 御 協賛を 經た いのであります-御 審議の 

上 御 協賛を 願 ひたぅ ございます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を， 書 IG 

官 をして 朗 _ を 致させます。 

〔成鹏 書記官 朗讀〕 

朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 M 

伯爵 正 親 町 實正君  淺田德 則 君 

小 松 謙次郞 君  男爵 毛 利 五郎 君 

男爵 眞田幸 世 君  男爵 岩 倉 道具 君 

男爵 佐 竹 義準君  麻 生 太 喜 

佐 藤 友 右 衞門君 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 次の 議事 日程は 決定 次第 


御 通知に 及びます、 本日は 是て散 合。 

午後 四時 11 十八 分® 會 


_ 


0 大正 七 年 二月 十九 日 (火曜日) 

午前 十 時 六 分開議 
議事 日程 第七號 

第一 公爵 毛 利元昭 君、 海 江 田 道 1 115 君 請暇の 
件 

第 11 東京 帝 國大® 及 京都 帝固大 S 臨 版 政府 支 
出— 關する 法律案 (議 1  翻 付) 

第三 帝 國大學 特别會 計 法 中 改正 法律案 

麟 fs H 

第 四 大正 五 年 法律萏 四號中 改正 法律案 (鼬 肺 

II 院 V 第 5 會 

第五戰 時 船舶 管 II 令 (承諾を 求む る 件〕 

, 3 會議 

第 六 萦祿貸 典 祿處 分に 關 する 法律案 ii 脂 ^ ) 

第馨 

第 七沒 祿處分 を受 けたる 者 J; 對す る家祿 賞 典 
51 處分 に關 する 法律案 (牌 職 院) 第 |讀 
會 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 去る 十三 日 議席に 列 せら 
れ ました 武彥王 殿下の 御 席次は、 博 義王 殿下の 御 次 
席と 確定いた しました、 其 部 B を 第一 部に 定め まし 
た、 去る 十六 日 故 議員 侯爵 蜂須 賀茂韶 君の 葬儀に 付 
き、 前回の 畲議に 於け る 本院の 議決に 基き まして、 
議長は 議院を 代表いた して 會葬を 致しました、 是ょ 
り 書記官を して 諸般の 報告を 致させます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

武彥王 殿下 

去る十三日貴族院令第ーー條に依り議席に列せらる 
去る 十四日 衆議院ょり 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 五 年 法律 tg 四號中 改正 法律案 
同日 請願 委員長ょ 〇 左の 報告書を 提出せ 〇 
請願 文書 表 第 四 回報 吿書 
去る 十五 日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 

酒造 税法 中 改正 法律案 外 四 件 特別委 員會 
委員長  伯爵 柳 澤保惠 君 
副 委員長  子爵 靑木信 光 君 
去る 十六 日 政府より 左の 決算 及 同檢査 報告を 提出 


せ. 〇 

大正 四 年度 钹人歲 決 ^ 

大正 四 年度 谷 特別 a- s't 送 人® 出 決算 
大正 四 年度 歳入歳出 決 v' : foi yc 報 «• 

同日 残 链院 より 左の 政府 提出 案を 受 餌せ 〇 
萜時船： «1 管理令(承諾を求むる件〕 

同日 衆蓊院 より 左 e 法律案々 提出せ 〇 
家祿赏 典 祿處 分に 關す る法邱 案 
沒祿處 分を 受けた >;• 者に 對する 家 ps i'i 典 錄 矻分 
に關 する 法律案 

〇諉 長 c 公 辟德川 家 達 君；} 是よ〇 本日の 會逋を 開 ? 
ます。 

〇 公 搿德川 座 久君唯 今より 共通 法案の 委 M© を 開 
きたく 思 ひます から、 委員の 退席を 要求いた します 
何卒 御 許し 下さる ことを gn ひます C 
〇 議長 (八-; !爵 徳川家 達 君) 共通 法案 S 特別委 員 色へ 
退席の 要求は rf 可を 致して 御 興 存ご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 翳ない と 認めます。 
〇鹩長 (公爵 徳川家 達 君；^ 識事 日程 第 一 、 公 辟 毛 利 
元昭 君、 海 江 田 準 一郎 君 請暇の 件-毛 利公时 病 氣に 
付き 三十 六日 間 >  海 江 田 君病氣 に付き 七日 間の誧 暇 
でございます、 何れも 許可を 致して 御 異存 ございま 
せぬ か。 

〔.「異_なし」と呼ふ者あり〕 

0 議長 ;,' 公 K 德川家 達 君〕 御 興 _な いと 認めます。 
0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二、 東京 帝 ^ 大學 
及 京都 帝 國大學 臨時政府 支 m 金 繰 人に 關する 法 f-it 案 
第三、 帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案、 政府 提出 
衆 顬院浍 付， 第一 if 會 、御 異議 ? i け il ば 第二、 第 ー ニ 
の 法案は 束ねて 問題に 供し、 同一 委員に 付託いた し 
ます 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長 (公爵 德川家 達 君〕 次に 御 諮りを 致します が 
本日 も 通牒 文の 朗 ii は 省略を 致したい と 思 ひます、 
御 異議は. こざい ませぬ か。 

〔「異_な し」 と 呼 ふ af あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〔左の 探 付 文及蕺 案は 朗譖を 經さる も參 照の 
ため 玆に 黻錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金 繰 
入に 關する 法律案 


院族貴 會_ 帝 回 十四 第 


右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 識院法 第五 
十四條に依〇及浍付候也 
大正 七 年 二月 十二 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
a 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
東京 帝 阈大學 及 京都 帝 國大氓 臨時政府 支出 金 繰 
入 こ 關 スル 法律案 

東京 帝 國大學 及 京都 帝國 大學- 一 於 テ 時局 — 某 因シ 
判任官 其ノ 他ノ漭 對シ臨 時 手 當ヲ茭 給 スル 爲必 
耍 ナル 金額 ハ 帝 國大學 特別 會計法 第二 條ノ 規定 ■一 
依 ル 金額 ノ外 一般 锊計 ヨリ 當該带 國大學 特別# 計 
へ 臨時 之ヲ操 入 ルル コト ヲ得 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年度 ヨリ 之 ヲ M 行 ス 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四 條に依 〇 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 十二 日 

衆 謎 院議 長大 岡 育造 

贵族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 

帝 國大昂 特別 會計法 中 改正 法律案 

帝國大 拐 特別 會計法 中 左ノ通 改正 ス 

第 一條 及第 十二 條屮 r JK 北 帝 阈大阁 及 九州 帝 國大 

氓」 ヲ 「束 北 帝 國大學 •九州 帝國 大學及 北海 ii 帝 

國大學 j  -1 改ム 

第二 條中 「金 百 三十 六 萬圓 j ヲ 「金 百 五十六 萬圓 J-l 

「金 八十 二 萬 回」 ヲ 「金 九十 七 萬圓」 二、 「東北 帝國 

大學及 九州 帝 國大學 」 ヲ 「東北 帝 國大學 、九州 帝 

國大學 及 北海道 帝 國大學 」 - 一改メ 同條二 左ノ ー項 

ヲ加フ 

束 京 帝 M 大學 -I 在 リテハ 前項 ノ 金額 ノ外 航空-一 

關スル 研究 ノ费 用 — 充ツ ル爲 必要 ナル 金額 ヲ S 

年度找 筘ノ 定ムル 所-一依 リー 般會 計 3 リ繰入 ル 

ル n トヲ 55 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

大正 六 年 法律 第三 號ハ 之ヲ 廢止ス 

大正 六 年度 一般 會計所 鹿 航空 研究所 創設 费ノ羝 算 

-ーシ テ 翌年 度-- 繰越 ヲ要 スル モノ ハ 東京 帝 國大學 

特別會 計-一 繰越 整理シ 之 = 相 常 スル 資金 ヲ同 特別 

會計 -I 繰 入 ルへ シ 

大正 六 年度 末 現在 ノ朿北 帝 一大 學 資金 二 •ゾテ 農科 


大學ノ 用-一 供 K ル モノ 及 東北 帝_ 大學 資金-一 編入 
スへキ 歳人殘 餘-! シテ 農科 大學 -1 J1 スル モノ ハ 之 
ヲ 北海道 帝 § 大壤ノ 資金-一 編入 7, ヘシ 
大正 六 年度 m 北 帝 國大學 特別 街 計ノ 歳入歳出 f ゾ 
テ •翌年 度- 1 繰越 ヲ要 スル モノ  ノ內 農科 大學- 一 ) ia ス 
ル モノ ハ 之ヲ北 海道 帝威 大學 特別 會計 -I 繰越 整理 

スへシ 

〔 國務大 tf> 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

〇阈 務大由 C 岡 (11 良 平 君〕 唯今 議題に なつて 居り ま 
す 東京 帝國大 _ 及 京都 帝 國大蜞 臨時政府 支出 金 繰 入 
に關 する 法律案、 此大耍 を 先 づ以て 御 說明申 上げる 
ので ございます、 御衹知 の 通りに 此 時局に 基因いた 
しまして 諸物俏 臉 畀、 其 他の 原因 s 爲に判 任官 及び 
其 以下の 者に 對して 臨時 手 當を茭 給す ると 云 ふ 計畫 
に柑 成つ て 居ります るので ございます、 然るに 東京 
帝 國大學 及び 京都 帝 國大學 は 法律に 依りまして 定額 
が 定まつて 居ります 爲 に、 此 臨時 手當を 支給す るの 
に 斯_な 法律を 必要と 致します 譯で 、即ち 此 法律に 
依りまして 一般 會 計ょり 當該帝 國大學 特別 會計へ 臨 
時に 必要なる 金額を 繰 入れる と 云 ふこと を、 此 法律 
に 依つて 許す 必要が ございます ので、 此 法律を 提出 
いたしました 譯で ございます* 次の 日程に 載つ て 居 
〇 ますのは 帝 國大 ® 特別 會計法 中 改正 法 fil 案 - e ござ 
います、 此特別 會計法 屮の改 正は 要すろ に三點 に歸 
する ので ございます 、第一 S5 (t 札幌の 農科 大學と 云 
ふ ものは 從來 東北 帝 國大學 の 一部を 成して 居つ たの 
でございますが、 前年の 豫算に 於き まして、 更に 醫 
科 大學を 札 帳に 設ける ことにな りました が 故に、 此 
醫科 大學を 農科 大學に 加へ まして 之を 獨 立の 北海道 
大學と 云 ふ ものに 致す と 云 ふの が 第一 點で あります 

第二點 は 東京 帝 國大學 及 京都 帝國 大學の 定額は、 明 

治 四十 年に 之を 定めまして、 凡そ 十箇 年を 期して 之 

を 更正す ると 云 ふ 初めからの 豫定 になつ て 居る ので 

ございます、 其 間に 於き まして 特別の 事情に 依つ て 

多少 增減を 致した こと •かご ざいます けれども、 併し 

大體に 於き ましては 此十年 以前に 定め ま L た 定額を 

以て 前年まで 經營を 致して 參つた のであります、 漸 

く 十 年の 期限 も經 過いた しました に ffi つて、 本年は 

之を &' 正いた しまして、 東京 帝 國大學 に對 して 二十 

萬圓 •京都 帝國大 學に對 して 十五 萬 II の增 額を 致す 

と S ふの が 第二點 であります、 第三 i!i は 大正 五 年度 

より 航空 辟の 研究に 關 します る 事業を 始めました の 


であ 〇 ます •其 事業が 著々 と 進行いた しまして、 即 
ち當初 2 豫定 通り 来年 度ょり 之を 帝 國大學 の 一部に 
移す と 云 ふこと に 致します るので あります、 是は帝 
國大學 の 通常の 定額の 猫 圍內に 於て 經營 する ことは 
闲難で ございます るに te つて、 是 だけは 特別の 經營 
法を 立てる と 云 ふこと に 致したい と 云 ふの が 第三 S 
でございます、 此三點 •か 大學 特別 會計法 改正を 要し 
まする 理由で ございます、 何卒 御 消 誘の 上 御 協賛 あ 
ら むこと を 希 S いたします。 

0 男爵 阪ハ介 芳郞赳 ちょつ と 伺 ひます •か、 大學 校の 
定額を 法律で 御 極めに なつた のは 之を®々 變：史 せぬ 
と 云 ふ 趣意で 御 極めに なつた こと、 考へ るので あり 
ます 然るに 臨時 手當が 要る から 之を 變更す ると 云 ふ 
やぅな ことで" 法律を 輕々 に變更 すると 云 ふこと で 
あつたなら ば •別に 此 定額を 極めて 置く 必要は 無い 
や 5 に 思 ひます が、 今 文部大臣の 御說 明に 對 して 聊 
か 疑を 生じました から、 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 . 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 御尋 の點は 一應は 御尤も 
に考へ まする ので、 成るべく 此 定額を 定めました 以 
上は、 此 定額の 範圍内 に 於て 經營を 致して 行く と 云 
ふの が 本義で ございます、 故に 此 時局の 關係上 判 任 
官以 下に 支給いた します 手當 も、 定額の 範園內 に 於 
て 支給が 出 來れぱ 4 樣に 致したい のであります が、 
何を 申します にも 定額に 對する 臨時 手當の 金額は 比 
較的 多額を 要します るに® つて、 定額の 範圍內 に 於 
て 經營 いたす ことが 出来 ませぬ に 成つ て、 特に 一般 
會計 から 是だ けの 手當を 支給す ると 云 ふこと に 致し 
たいので あります、 若し 出來得 ベく んぱ 定額の 範圍 
內に 於て やりたい と 云 ふ 本義で •こざいます けれども 
已むを 得ず 斯樣 に Ig 計 ひます 次第で ございます。 

0 男爵 阪 谷芳郞 君 定額を 法津で 定めた 以上は、 讓 
會で此 定額 內に對 して 自由に 減らす 事が 出來な いの 
である、 然るに 增す 方は 法律を 變更 して 增すと 云 ふ 
ことになると、 どぅも 少しく 定額を 法律で 極められ 
た 趣旨に ！® 觸し はせ ぬかと 思 ひます が、 成るべく 勘 
の 如き 小さき 費用は 定額 內で御 繰 合せの 上 H 來ぬも 
のであります か、 今一 應伺 ひます。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 御 趣意は 御 話の 通りで あ 
ります が， 何分 定額が 限られて 居る ので、 左樣 いた 
しまして 此經濟 が 比較的小な ものであります が 故に 


或る 特別の 事故 2 ございます る 時に It 法律を 變吏し 
て 之を咁 す 必要 も ございます し、 又 之を 減す 必要 も 
ございます るので、 從來御 承知の 通りに 數回暫 減を 
致し， 其 度々 に 法律の 改正を 致して 居る ので ありま 
す、 併ながら 其 特別 會計 2 基礎と なります ものは 励 
かずに 居ります、 何 か 特別の 事由に 依つて 之を 檜 加 
する、 或は 特別の 事由に 依つ て 之を 減ずる と 云 ふや 
ぅな ことは ございます けれども、 大體の 基礎は 励 か 
さずに 今日まで 參つて 居る ので ありま 丁、 將來 とて 
も 成るべく 動かさぬ と 云 ふ 方針は 執ります ので あり 
ますが* 特別の 事情が ございました 時は 是は已 むを 
得ぬ かと 心 ^ て 居ります。 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君) 他に 御 質問 もない と 認め 
ますから 、特別委 M の 氏名を 書記官を して 朗讀を 致 
させます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 茭 出金 繰 入 
に關 する 法律案 外 一 件 特別委 員 
侯爵 德川囿 ■順 君  子爵 京 極 高義君 
子辫豊 岡 圭資君  子爵 野 村 益 三 君 
福 原 鉸二郎 君  男® 南 岩 倉 具 威 君 
男爵 千秋 季隆君  三 宅  秀 
大矢馬 太郞君 

〇識長 C 公昭 德川家 達 君〕 日程 第 四、 大正 五 年 法律 
第 四號中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 
讀會」 

大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 七 年 二月 十四日 

衆 81 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
大正 五 年 法律 第 四 號中改 正 法律案 
大正 五 年法棣 第四號 中 左ノ通 改正 ス 
「三千 四百 萬 圓以內 J ヲ -*1 八 千 八 百 萬 圓以內 」-1 改ム 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國 務大 R 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

0_務 大臣 (勝 田 主計 君〕 大正 五 年 法律 第四號 は 御 
承知で あらせる 、如くに、 臨時 事件に 關 する 經費を 
支辨 する 爲に 公債 又は 借入金を 爲す ことを 得る 法律 
でございまする、 此最 高額が 三千 四百 萬圓 となつ て 


帝 _大舉 特別 f? 計 法 中 改正 法律案 第一 讀會  大正 五 年 法律 第 四號屮 改正 法律案 第一 ® 會 


四 五 


院 族？5角 劣该帝 间 十:" 第 


發時 Kr 鉑符理 令 承諾 KV- 求む る 件 


四 六 


居りました、 然るに 今回の 掩 览 〇 計进に 於き まして 
臨時 軍事 £5 に 於き まして 三千 百 萬 B] の 公； S 借入金を 
すると 云 ふこと を 計上いた し •* した、 又 臨 3-琪 件 25 
の 方に 於き まして 二 千 二百 萬 II 2 借 A 金を 致す と 云 
ふこと を 計上して •こざいます る-それ故に 三千 四 苗 
萬 [a に是 等の 金額を 加へ まして、 0 s 高發行 限度 を 八 
千 八此茁 _に 致す と 云 ふの が 此改正 案の 精神で こざ 
いまする、 御 密議の 上 御協强 あらむ ことを 希望いた 
します。 

o la 長 广公脬德川家達对〕此特別委《は通に謅長が 
指名いた しました 臨時 國 席 證券 法 中 改正 法律案の 委 
fl に 付託いた します。 


o s§ 長 (公 W 德 11! 家 達 君) 日程 第五" 戰時 船舶 宵 理 

令 承諾を 求む ろ 件、 衆 e 院浍 付， ir 議。 

戰時 船舶符 理令 

右 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決せ り 因て 議院 

法 第 S 十四 條に依 り 及 送付 候 也 

大正 七 年 二 月 十六 日 

衆議院 議長 大岡 育造 

a 族 院議 長 公爵 徳川家 達 殿 

戰時 船舶 管理 令 

右 帝_ 憲法 第 八條 第二 項 M 依 リ 承諾 ヲ求ム ル爲 

勅旨 ヲ奉シ 帝 國議會 -1 提出 ス 

大正 七 年 一月 十九 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 

海軍大臣  加 藤 友三郞 

陸軍大臣  大岛健 一 

KW 

d  一 il  g 

司法大臣 

文部大臣 

遞信 大臣 

農 商務 大臣 

大藏 大臣 

朕戰 局/倍々 掖大ス ル-一伴 ヒテ 外 ハ 共同 露 畫ノ便 

宜ヲ進 メ內ハ 犛業 運® ノ調 節ヲ 圖ル爲 船政ヲ 統制 

スル/極 ヌテ 緊急 ナル ヲ認 メ樞密 顧問 ノ諮 詢ヲ經 

テ 帝國憲 法 第 八條第 一項- 1 依リ鸱 時 船舶 管理 令ヲ 

裁可シ 玆二 之ヲ 公布 セ. ゾム 

御名  御疆 

大正 六 年 九月 二十 八日 


外 務大臣 雄 碑 g— 


松 室 致 

岡 田 良 平 

男爵 田 健 治郞 

仲 小路 菔 

勝 田 主計 


內閣總 理 大臣 伯爵 寺內 正 la 
內務 大臣 男 fef 後藤 rf 平 
海眾 大臣  加 藤 友三郞 
陸軍大臣  大島健 I 

外 1? 大臣 |1 _本野1郎 

司法大臣  松 室 致 
文部大臣  岡 田 良 平 
遞信 大臣 男爵 田 健治郞 
農 商務 大臣  仲 小路 廉 
大藏 大臣  勝 田 主計 
勅令 第 百 七十 一號 

鼢 時 船舶 管理 令 

第 一條 日本 船舶 ハ遞信 大臣 ノ 許可 アリ タル 場合 
ヲ除 クノ 外之ヲ 日本 船舶 ヲ 所有； S 得 サル 者-一 讓 
渡シ 、貸 渡シ 、擔保  <1 供シ又 ハ 引渡 ス コト ヲ得 
ス 製造 中ノ 船舶 — 付 亦同シ 
第二 條遞信 大臣 ノ許可 アリ タル 場合 ヲ除 クノ外 
日本 船舶 ヲ 所有シ 得 サル 者ノ 注文 M ft- リ船舶ヲ 
製造 スル コトヲ 得 ス 

第三 條日本 船舶 ハ 政府 ノ 命令 又 ハ 遞信 大臣/許 
可 アリ タル 場合 ヲ除ク / 外 外國諸 港間ノ 航行 二 
ノミ從 事 K ル コト ヲ得ス 

第四條 遞信 大臣 ハ 日 木 船舶- 1 對シ 外國ノ ー港 ョ 
リ外國 ノ他ノ 港 — 至 ル 旅客 又 ハ 貨物 ノ運绘 ヲ禁 
止 又 ハ 制限 スル* コト ヲ得 
第五 條遞信 大臣 ハ 日本 船舶 M 對シ 航路 ヲ指 定シ 
テ 航海 ヲ命シ 又 ハ 特定 ノ 旅客 若 ハ 貨物/運送 ヲ 
命 スル コトヲ 得 

第 六 條遞信 大臣 ハ 日本 船舶-一 對シ顔 送 賃ヲ 制限 

スル コト ヲ煜 

第 七 條遞信 大臣 ハ 相當ノ 補償金 額 ヲ定メ 日本 船 

舶 、造船所 又 ハ 造船 M 要 K ル 材料 器具 機械 ヲ收 

用 又 ハ 使用 スル コト ヲ煜 製造 中 ノ 船舶-一 付 亦 同 

シ 

前項 ノ場 合-一 於 テ遞信 大臣 ハ 船舶 又 ハ 造船所 卜 

共-一 其ノ 船員 又 ハ 操業 者ヲ 供用 セ シムル n トヲ 

.得 

遠洋航路 補助 法 第 十 一條 第三 項 及第 四 項ノ 規定 

ハ 第一 項ノ 補償金 額-一 S シ 不服 アル 者- 1 付之ヲ 

準用ス 

第 八 條遞信 大臣 ハ 遠洋航路 補助 法-一族 ル 補助 航 


海-一 使用 スル 船舶/ ! 5 格- 1 付 別段 ノ 規定 ヲ設ク 
ル p トヲ得 

第九條 s 信 大臣 ハ 日本 船舶- 1 對シ 船 M ノ保謎 又 
ハ 船舶 ノ設備 - 一關シ 必要 卜 13 ムル琪 項 ヲ命ス A 
n トヲ得 

第 十條第 一條 乃至 第三 條ノ 規定- 1 違反 •ゾ タル 者 
第五 條ノ 規定-一佐 ル 命令-一 J1 反シ タル 若 又 ハ 第 
七條 / 規定- 1 依 ル收 用、 使用 若 ハ 供用 ヲ扭 ミタ 
ル 者 ハ 11 年 以下 ノ懲 役- 1 處ス 

第 十 一條 第 四條ノ 規定 M 法 ル 禁止 若 ハ 制限 — 違 
反シタ ル 者 又 ハ 第 九條ノ 規定- 1 依 ル 命令 二 違反 
シタル 者 ハ ー年 以下 ノ懲役 又 ハ 五 千 圓 以下/罰 
金-一 處ス 

第 十二 條 第六條 / 規定- 1 依 ル 制限 ヲ超 H テ 運. 送 
賃ヲ 收領シ タル 者 ハ 三月 以下 ノ懲役 又 ハ 三千 圓 
以下/罰金- 1 處ス 

前項/場合-一 於 テ運绘 賃ノ 制限 ヲ超 H タル 部分 
ハ 之 ヲ沒收 ス若シ 其ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ沒收 スル 
コト 能 ハナ ル トキ ハ 其ノ 價額ヲ 追徵ス 
第 十三 條本 令 — 依 ル遞信 大臣 ノ職務 ハ 朝鮮、 臺 
@ 又 ハ 關東 州-一 在 y テ ハ 朝鮮 總督 、 臺_ 總督 X 
ハ 關嵬 都督 遞信 大臣 ノ監督 ヲ承ヶ 之 ヲ行フ 
附則 

本 令 ハ 大正 六 年 十月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本 令 施行 ノ際 現-一日 本船 舶ヲ所 有シ得 サル 者-一 貸 
渡シ若 ハ 擔 保-一 供 スル 日本 船舶 又 ハ 外 國諸港 間ノ 
航行-ー ノミ從 事 K ル 日 太 船舶 二 付 テ ハ 本 令 施行 後 
遲 滯ナク 遞信 大臣 ノ許耵 ヲ申請 スへシ 日 木 船舶 ヲ 
所有シ 煜 サル 者-一 擔保 -I 供 スル 製造 中， 船舶 又 ハ 
其ノ注 文 一一 依リ製 造 スル 船舶-一 付 亦同シ 本 令 ハ講 
和條約 調印 ノ日 ヨリ ー年 ヲ經過 シタルト キハ 其ノ 
効カ ヲ失フ 

〔國務 大臣 男爵 田® 治 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 田 健治郞 君〕 職 時 船舶 管理 令の ^: - 
諾を 求めます に  f-J'  て、  其 理由の 大體を 御 說明申 上げ 
やぅと 存じます、 歐洲戰 爭勃發 以来 世界に 於け る 海 
蓮の 狀態ほ 異常の 動搖を 受けまして、 何れの 國も船 
舶の 不足を 吿 ぐるに 至りました、 帝國に 於き まして 
も、 外にして は 聯合 與國 の需 求の 頗る 急なる もの， % 
あります、 內 にしまして は 交通 貿易 上船 腹 s 不足を 
感ずる もの 切なる ものが ございます、 從 ひまして 蓮 


1-? 仳 船 料 等 〇 胡 拽を來 しまして、 | 面に (i gs 外 « ■«, 
c 雔 滞を 招？、 一面には 物 tn o 腿 貴を 促しまして、 

I 殺 公衆の 生活 i- 大なる w i1: を 眵ずる 如き 有様を M 
する に 至つ たので ございます、 « つて 政府は 赴 等 内 
外 〇 霑 求に 應ずる S に 船 制を 統一す るの 必要 id むを 
得ぬ ことを Is めまして、 玆に麥 t :': v,- を 以て ® 時 船 
舶管理 令を 制定いた しまして、 昨年 十月 一日ょり 之 
を 探 施いた した 次第で ございます、 本令述 用 〇 結果 
と 致しまして は、 外 聯合 與 國に對 しま ->て運 用 c fiH 
を與 へ、 又內 にありまして は 運貨储 船 料 等 も 漸次 低 
落いた しまして、 船腹！！ 節の H を ^ げつ 、ある C で 
あ 〇 ます、 政府は 將來に 於き i しても 深く llt pfi 用に 
注意を 拂 ひまして、 益々 十分の 効果を 舉げた いもの 
と 云 ふこと を 深く 期 侍いた して 思る ので ございます 
何卒 御 審査の 上 承諾を 與へら れむ ことを 切に 希圉い 
たします。 

〇 服 部 一三 君 昨年 臨時 諮 0- を 開かれました 際に、 
本員は 遞信 大臣に 伺つて 船舶の 符 理方 法を 御 設けに 
なる 必要は ないかと 云 ふ ® 問を 致しました 際に、® 
信 大臣は 船舶業 も 一つの 赞業で ある， それが 爲に他 
の 者が 迷惑を しや 5 が、 それに 向つ て 色々 干渉す る 
譯 に 13; 往かな いと 云 ふこと を ® 々御 答に なりました 
然るに 數月な らず して 此管理 令を 御 設けに なり J し 
たが、 其 W 際の 時の 有樣 を考 へて W まする と、 本 M 
が 質問を 致しました 常時に Is 船 俏肫船 料 も 高い と IX 
申しながら、 まだ 各 聯合 國の 船舶の や、 又 fti! 船 料 
などと、 たんと 違 ひない 位の fi-! である •然るに lit 规 
定を御 設けに なりました 時分には、 旣に K 價か餘 ほ 
ど 騰貴して、 五六 百圆の ものが 殆ど 千圆近 くに もな 
つた 時で ある、 十分 釣合が Is れ る、 而 して 其 時に 於 
て 此管珂 令を 御 設けに なつた が 爲に實 業 家の 迷惑は 
隨分 ひど かつた と 思つ て 居る、 それで 何故に 預め本 
員が 質問を しました 時分に 御 取調に なつて 此 規定を 
御 設けに ならないで、 高くなる まで 御 待に ? 1- つたの 
か、 それが 一つ ! If きたい、 もう 一つは 此 規定の 如き 
は、 其 影響が 非常に 大なる ものである、 然らぱ 斯の 
如き ものは 祕密 にして 突然 御 m しになる と 云 ふやう 
な ことは 甚だ 迷惑す る 者が 多から うかと 思 ひます が 
なぜに 斯 5 云 ふ ものけ 前以て 當業 者の 意 觸を 十分 御 
諮りに なり、 さう して 御 規定に ならない か、 此頃衆 
議院な どでの 識事の 中に も此 事が 前以て 漏れた とか 
或は 漏れな かつた とか、 漏れても どうして 漏れた か 
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分らな かつた と 云 ふやうな、 色々 な應答 A あつた や 
うに 見えます、 本員が 聽かむ と 欲する 所 li ji れたと 
か、 漏れぬ とか 云 ふやうな ことを 御 心配になる なら 
ば、 なぜ 公然 前以て さう 云 ふこと を 御 定めに ならな 
かつた か、 前に lit 物の 僧が 高くなる から W りは しな 
いかと 云 ふて 木 M が 聞いた 頃には、 殆ど 煽て 上げる 
やうに、 こんな ものは なん ぼ 高くな つても S いと 云 
ふやう ? 1- こ ？: を 仰し やる、 で 今度 * を 御 制定になる 
時分には 突然 御 fli しになる と 沄 ふことは 隨分酷 なる 
仕方の やうに 思 はれる、 是は どう 云 ふ 譯で あらう か 
唯今 英國な どで も 此船の 锊理 のこと に付き 非常に 喧 
しくな つて 居 〇 まする が、 其祺情 を 調べて 見ます る 
と、 矢張り 最初 最も 必耍な る 所の ものを 傭 上げる、 
さう して 他 S 船に 向つ ては 運貨な どの 規定を 戰 前と 

大蹬 同じ やうに すると か 云 ふやうな ことの 規定を 設 

ける 際に も • 拷 大きい 船舶業 者と 協議を した 上に 定 

めて 居る、 又 其 後總 ての 船舶を 政府で 傭 上げた 際に 

も、 總ての 船舶業 者と 協蕺 をして、 共に 國 家の 爲盡 

さう ではない かと 云 ふこと に 努められる、 所が こち 

らのやり方は阀家の爲に是は必要である、けれども 

是 は 知らしたら 皆が 何を 云 ふか 知れぬ から、 こちら 

で 決めて H いて、 あとで まあ 苦 m が ある ことは 聞か 

うと 云 ふやうな 風に 見えて どもなら ぬ、 进はな ぜ前 

以て 御 協 謎に ならな かつた かと 云 ふことの 理由と、 

其 前に 御 尋ねし ま li た、 なぜ 極《 高うな るまで 

御 吊上げに なつた かと 云 ふ、 其 二つの 點 を 御 答を 願 

ひます。 

fra 務大 罔 男 辟 田 ® 治 郎君 演 ® に 登る j 

〇國務 大臣 (男 P 田 健 治 郎君) 服 部 君の 御 H 間に 御 

答いた します、 第一の 御 質 |!!1 なる 昨年の 特別 議會に 

於き まして 服 部 君からの 御 ?? { 問に 對し私 が 御 答を し 

た Kf に、 斯う 云 ふやうな ものを } rf へぬ と 云つて 匿い 

て、 而して 間もなく 斯う 云 ふ ものを 掊へた のは® だ 

手遲れ でない かと 云 ふ S 味の 御 質問と 存じます、 此 

件に 付きまして It 、 さう 突 嗟な 間 題で ii 決してない 

ので •こざいます、 御 承知の 如く 一 rn 年 前 内閣に 於て 

經济 調査 ^ を 設けました、 其 交通 部の 第一の 研究 問 

31 は 即ち 船腹 調節と 云 ふ 間 題が 起つた ので ございま 

す、 pf 問に なつた ので ございます、 此船 03 調節と 云 

ふ 間 題の 中には、 或は 船を 外阈へ S ると か、 贷すと 

か、 或は 航路を 定める とか* 若 It 運 tt を 定める とか 

或 Is ia 船に f-J- きましても 材料 3C 他 a 々の、 凡そ 海運 


界に關 する 間 題の 總てを 網羅して、 {M 民 合同の 委員 
が 餘程綿 密なる 調査を せられたん であります、 其 時 
に 4 贸县 業者と か、 或 ii 生 南 業者と か 云 ふやうな 側 
からは、 矢張り 此 管理 令に 定まりて 居る やうな、 船 
の外國 へ賣 貸す る ことを 止めて 貰 ひたいと か、 運賃 
の 制限を 多少 付けて K ひたいと 云 ふやうな 希菌 、意 
見が 澤 山 / ii たので ございます、 けれども 何しろ 此事 
は 非常なる 重大な ことで、 一方 此さ うと 云 ふ 求めの 
m るのは " J' 度！ 昨年の 四月 頃に 非常に 船賃が 暴騰し 
まして、 一噸の 傭船 料 か 約 二 十圆と 云ふ聲 を 出 した 
時で ご 3' います、 是 は 平日の 値段から 見れば 殆ど 十 
倍の 値段であります、 さう 云 ふ 値段が 出た 時に 於て 
さう 云 ふ 求めが 起つ たんであります るが、 此委 © 會 
で (i 頻〇に 調査を した 結果、 是は國 家の 非常權 に ® 
する ものである、 人民；： 所有 權の 上に 向つ て 重大な 
る檢束 を 加へ るので ございます から •斯 かる ことは 
國 家の 生存に 關する 必要 上， 若は 人民の 生活に 關す 
る必耍 上と 云 ふやうな る 緊急 已むを 得ざる 場合に 於 
ては 仕方は ない が、 今日の 度合に 於て はま だ そこ ま 
では 行つ て 尻る 譯で ないから、 未だ さう 云 ふ 非常 法 
を 設ける 必耍は ないで あらう、 ないで あら うぢ やな 
い、 其 時機に 達せざる ものと 認める と 云 ふこと が一 
昨年の 經濟 調査 會 C 所謂 興 論と 申しても 宜い 、全會 
一致で 以て 確定せられ たんで-こざいます、 で 我々 は 
其 後を 承け まして、 矢張り 是は 經濟 調査 會に 諮問 さ 
れた答案と云ふものは锌爾すべきものと認めまして 
それの® 志を 守つ て 居つた んで あります るが、 昨年 
の 四 :/. : 月頃から 又 T 度！ 昨年の 四 五月 頃の 形勢を 現 
はして 參つた んで あります、 即ち 二 十圓 多少 越える 
と 云 ふやうな る 傭船 料の 相場が 1¢ び 現は れて參 〇 ま 

した •けれども まだ 臨時 1? 會の時 に 於き ましては、 

今 も 服 部さん の 御 話になります る 通りに、 左程 甚し 

きに 至つて 居り ませぬ から、 斯う 云 ふ 場合に 於て、 

斯かる 八 民の 所有 溜を 猿牲 にす るが 如き m 大な る檢 

束を 加へ る やうな 非常 法を 未だ 設ける 場合で ない と 

信じました が 故に、 昨年 1- 於て はさう 云 ふこと をす 

る 見込は ない と 云 ふ 御 答を した 次第で あつたんで あ 

ります、然るに八月、九月頃に至つて非常なる又暴 

II を 來 して、 まだ 其 頃よりも 一府 又诰 すると 云 ふや 

うな、 即ち 四十 圓以 上に 傭船 料が なると 云 ふやうな 

ことに 相 成って 參つて 、是が S には 所謂 國の 生存、 

人民の 生活に 4 影 题 vV 及ぼす、 即ち 懣法第 八 除の 上 


にあります 所の …… それに 災害を 避ける と 云 ふこと 
がご ざいます が、 殆んど 災害と 云 ふべき 有樣 を呈し 
て參 つたんで あります るから、 玆に 於て は 最早 此非 
常權 に ® する やうな 特別法 も亦已 むを 得ざる もので 
あると 認めて、 玆に 於て 此緊急 勅令を 發する ことの 
處 置 を 執つ たと 云 ふ 次第で ございます るから、 此點 
はどう か 御 諒承を 願 ひたいので ございます、 即ち 服 
部 君の 昨年の 常 議會に 於て 御尋 になつ た 時には、 ま 
だ 其狀 態に 達して 居らな かつたん であるが、 其 後 八 
九月 頃に 至つて 非常なる 情勢を 呈 して、 更に 其 頃ょ 
〇 も 又 倍す る やうなる 一體の 運賃な 〇 船腹の 不足と 
云 ふやうな ことを 感ずる に 至つ たから、 政府は 巳む 
を 得ず して、 斯かる 八 民の 所有 糊を 束縛す る やうな 
非常法を行はざるシ得ぬことに至つたと云ふことは 
金く 巳む々 得ざる ことで ある、 斯う 御 承知 願 ひたう 
ございます、 それから 第二の 御 尋ねの、 なぜ 前以て 
關係 者の 意見を 問は ないかと 云 ふ 御 尋ね、 衆議院で 
は 是が 漏れた と 云 ふて 喧しく 云 ふやうな 說も 出た け 
れど も、 漏れる どころ の 事 -C ほない、 こちらから 豫 
め 公に して、 さう 云 ふ 人に 相談したら 宜いぢ やない 
かと 云 ふことの 御 尋ね •是は 一種の 御意 見と して ほ 
或は さう 云 ふ 又 やり方 も あるか も 知れ ませぬ が、 政 
府は さう 云 ふ處 置を 執るべき もので ない と考 へまし 
た、 即ち 是 は 緊急 勅令と して 最高 諮詢 府の樞 密院に 
も 御 諮詢に なつて、 さう して 發布 せらる る 次第の も 
のであります、 他の 普通の 民法と か、 或は 商事に 關 
する 商法と かと 云 ふやうな る 法典と 云 ふやうな る 種 
類の ものであります れ ば、 是は 成るべく 豫め 世間に 
廣く 知らし めて、 世間の 攻究を 俟 つと 云 ふこと を 求 
むる のが 當然で あらう、 即ち 服 部 君の 御 求めの 如き 
處置を 執る のは 當然で あらう と 我々 は 信ずる もので 
あります が、 此 船舶 管理 令と 云 ふ ものは、 さう 云 ふ 
普通の 法典と 申す やうな 種類の もので なくして、 寧 
ろ 其 入に 直接の 利害を 與 へる 所の、 利害 關 係の 最も 
切 實なる もので、 而も 是は 非常 法で あるので ありま 
する、 さう 云 ふ ものを 利害 關係 者に 豫め 相談を して 
決める と 云 ふや 5 なる 處置を 執るべき 筋の もので な 
から 6 かと、 我々 は 深く 信じて 居ります るから、 そ 
れ故に 成るべく 祕密を 保ちたい と 云 ふ 事を 努めた の 
であります るが、 或 新聞に 出た と 云 ふ 事で、 衆 P 院 
で 非常に やかまし く # を 受けました* 誠に 漏れた と 
云 ふ 事は 如何にして 漏れた か 分り ませぬ、 それ It. 私 


共 切に 遺憾に 感じて 居る ので あつて、 決して 11 め當 
業者と 相談ず べきと 5;- ふやぅな 趣意 2 もので ない と 
思 ひます、 併ながら 此實 行に 付て ii 我々 は 十分に 當 
業者の 又 意思 も 承る る 必要が ありと 感じ •$ したが 故 
に 即ち 船舶 管理局に 評議員と 云 ふ ものを 設けまして 
それに それ <  當 業者な どの 重立つ たる 者を 任命し 
まして、 其實 行の 方法な 〇, 其樣な ことに 付て It そ 
れそれ 意見を 徵 して、 成るべく 圓 滑に 人民に、 迷惑 
を 及ぼす 限度を 少なく して、 之を 適 當に 施行す る 主 
義を 執りたい ものであると 云 ふこと で、 其實施 S 上 
に付きまして、 深く それ 等の 當業 者の 意見を 徵 して 
進行し つ、 あるので ございました のであります、 で 
あ 〇 ますから、 先 以て 相談を T ると 云 ふことは、 | 
種の 御意 見と して 承は ります が、 我々 はさぅ 云 ふ 方 
法を 執る ょりも •寧ろ 矢張り 祕密な 方法を 實施 前に 
於て は 執る が 適當な りと 信じた 次第で ございます か 
ら 、左 樣御 承知を 願 ひます。 

0 版 部 一三 君 本員は 全く 遞信 大臣の 御意 見とは 違 
つた 意見を 持つ て 居ります るが、 議論になります か 
ら 今日は 述べ ませぬ。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 特別委 M の 氏名を 書 SB 官 
をして 朗阑 致させます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

戰時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件) 特別委 員 


子 餅 片桐 g 央君 
河 村讓三 郎君 
男爵 坂 本 俊 篤 君 
高 橋 作衞君 


伯爵 寺 島 誠 一郎 君 
柴田 家門 君 
小 松 謙 次 郎君 
男爵 鄕  誠 之 助 君 
瀧川辨 三 君 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ 日程の 
第 六、 第 七兩 案と も 束ねて 問題と 致し、 委員 も 同一 
® 員に 付託いた します。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり j 
〇 翳 長',: 公爵 德川家 達 君〕 日程 第 六、 家祿 賞典祿 處 
分に 關 する 法律案、 第 七、 沒祿處 分を 受けた る 者に 
對する 家 祿賞典 祿鹿 分に 關する 法律案、 衆議院 提出 
第一 讀會。 

家祿赏 典 祿處 分に關 する 法律案 
右 本院 提出 案 及 S 付 候 也 
大正 七 年 二月 十六 日 

衆議院 誘' 長大 岡 育造 
ri 族 院議 長公搿 德川家 達 殿 


家祿 tu 典 祿處 分に 關する 法律案 第一 芯© 


四 七 


院族 帝 回 十四 第 


沒祿 lg 分を 受けた る 者に 封す る 家祿 (U 典 除 處分に 閱 する 法律案 第 I 讀會 _  _ 四 八 

を 失した と 云 ふやうな 琪 は、 餘〇 理由に ならぬ 1: や 一 つ 何つ て Ja ? たい .') f ii 是と額 以 した …： 政府 姿； 2 に 
ないかと 考へて 居ります ので あ. リま す* そ， a から 果 I こらら へど- 「ぞ tic m で 下さる i 能く 分ります、 尙 ほ 
して さう 云 ふ 出訴を 致さな かつた 者が 多 25 ?, るなら I 1强 (>.1 ひたぃのは唯今の &- 改明に泫0ますと*旣に 
ぱ、 更に 出訴 期間を 設けて はどう かと 云 ふ 御 問 ひで 裁判 庵 分を 受けた 者が 同じ rr' 搜 杓 を 以て 圯 に 出願を 


家跺赏 典跺處 分 — 關スル 法律案 
第 I 條 明治 三十 年法钳 第五 十號冢 祿 iu 典 找 處分 
法 第 一條 及第 二 條ノ铪 與ヲ受 ケム トス ル 者 ハ 其 
ノ 理由 及 is 據ヲ ft シ地力 趦ヲ羥 由シ テ大藏 大臣 
-1 願出ッ ヘシ 但シ 大正 七 年 十二月 三十 一日 迄-一 
願 出 テ サル トキ ハ 本 法 ノ給與 ヲ受 クル コト ヲ得 
ス 

第二 條前條 ノ悶出 -1 對シ處 分 ヲ受ケ タル 者其ノ 
踌分 -1 不服 アル トキ ハ其ノ 指令 ヲ受 15 リタ ル 日 
ヨ y 六 箇月 以內 -I 行政 裁判所-一 出訴 スル n トヲ 
得 

第三 條明治 三十 年 法律 第五 十 號家晚 H 典 祿處分 
法-- te リ願出 ヲ爲シ タル 者- 7. ゾテ 明治 四十 二 年 
法律 第二 十一 號第 二條ノ 期限 内-一 出訴 セ サル 者 

ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ 六 箇月 以內二 行政 裁判所 — 

出訴 スル コト ヲ炤 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行ス 

沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 家祿赏 典 祿處分 

に關 する 法 ® 案 

右 本院 提出 案 及 绘付候 也 

大正 七 年 一一 月 十六 日 

衆議院 議長 大岡 育造 

钓 族 院議 長 公爵德 川 家 達 殿 

沒祿處 分 ヲ受ケ タル 者-一 對ス ル家祿 賞 典 祿處 

分- 1 關スル 法律案 

第 一條 明治 三年 九月 十日 太政官 布吿藩 制 施行 ヨ 

リ同九 年 八月 太政官 第 百 八號衍 吿實施 迄 ノ 間 — 

於テ國 事-一 關スル 犯罪 ノ爲家 祿賞典 祿ヲ沒 收セ 

ラレ タル 者 及其ノ 家名 承繼人 M  . ゾテ 明治 二 十七 

年 法律 第二 十號 施行 ノ際 其ノ 沒收セ ラレ タル 當 

時ノ祿 高- 一對ス ル 全部 ノ給與 ヲ受ケ サル 者 若 ハ 

ffl 當額 ノ給與 M 不足 アル 者 ハ 明治 三十 年 法律 第 

五十 號家 祿赏典 祿處 分法ヲ 準用 シ同 法-一依 リ發 

行 スル 公 1)1 證 誓ヲ以 テ 之ヲ給 與ス 

第二條 前條 / 給 與ヲ受 ケム トス ル 者 ハ 本 法 施行 

ノ日 ヨリ 六 箇月 以內 -1 其 ノ理 由及證 據 ヲ具シ 地 

方廳 ヲ經由 シ テ大藏 大臣- 1 願 出 ツへシ 

第三 條前條 ノ願出 二對 シ處 分ヲ受 ケタ ル 者其ノ 

處分二 不服 アル トキ ハ 其ノ 指令 ヲ 受取 リタ ル 日 

ヨリ 六简月 以內- 一行 政 裁判所-一 m 訴スル 事ヲ得 

第 四條 明治 二 十七 年 法律 第二 十號- 一依 リ 給與處 


分ヲ受 ヶタ ル 者- ー シテ 明治 三十 年 法律 第五 十號 
家錄赏 典輓鹿 分 法 第 四 條ノ囿 出 ヲ g シ其 ノ處分 
-I 對シ 明治 四十 二 年 法律 第二 十一 號- 一依 リ行政 
裁判所-一 出訴 シ其ノ 訴訟 繼 續中ノ モノ ハ 本 法 第 

三條 -1 佐リ 出訴シ タルモ ノト 看做 ス 
tHJ  nj 

Ss:  貝 

本 法 ハ 公布 ノ日 3 リ之ヲ 施行 ス 
〇 山 脇 玄君此 案は 衆議院 提 m でありまして、 政府 
委員に 質問す るは 少し 見當 違の やうに 思 ひます が、 
併し 衆議院の 特別委 負會に 出席され たで ありませ う 
から、 恐らく 農 商務省の 參事當 局 者で あつたで あら 
うと 考へ ますが、 どなたでも 宜しう ございます、 ち 
ょつ と 伺 ひたい 此家祿 賞 典 祿處 分と 云 ふ ものは、 一 
旦法 律で 以て 裁判 處 分に 服して 決つ たのであります 
それを 今回 更に 衆 靆院の 方から 裁判 處 分に 付 & まし 
て， 前の 裁判 處 分に 多數の 漏れた ものが あると 云 ふ 
ことから 起つ て來た ので あらう と 存じます が、 政府 
の 御調では、 凡そ どれ 程の 15 が 前の 裁判 處 分に 漏れ 
て 居る と 云 ふこと が 分ります か、 今一つは ■幾分 か 前 
の處 分に 漏れた 者が あり とすれば、 旣に 法律を 以て 
さう した 以上は、 尙更裁 判處 分に 服す るが 相當で あ 
らうと 本員 等は 考へた のであります が、 政府は 其 衆 
議院の 案に對 し 如何の 御意 見を 御 持ちに なつて 居り 
ます か、 此二點 を 伺 ひたい。 

〔政府 委員 神 野 勝 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府® M (神 野 勝 之 助 君) 御 答を 申 上げます、 出 
訴に 漏れた 數は 、どの位の 見込で あるかと 云 ふ 御 問 
でございまする が、 三十 年法津 第五 十 號に依 り まし 
て 出願を 致しました る 總件數 は、 十一 萬 六 千 七 百 六 
十三 件 ございました、 四十 一一 年の 法律 第二 十一 號に 

依りまして 行政訴訟を 提起いた 1. たる 件數が 、五 百 

六十 五 件 ございます のであります、 さう 致します る 

と、 多數は 出訴いた しませぬ ものに 屬す るので ござ 

います、 是は 多分 此證據 の關 係に 於て >  訴訟 を 起し 

て も 勝訴す るの 十分な 證據が 無い と 云 ふやうな 人が 

多數 あつて" 訴訟を 起さな かつた ものでは a: いかと 

考へて 居ります る、 衆 題院の 提出に なりました る 法 

案には 樺 太、 滿韓地 方に 旅行を して 居つ た 人は、 其 

織 會を 失した と 云 ふやうな 理由に なつて 居る ので あ 

〇 ますが、 此出訴 いたしました る 中には， 滿韓地 方 

の 人が 代理人を 以て 出訴して 居る 分 もあります それ 

等から 考へ まする と、 旅行を して 居つ たから 其機會 


ございました が、 是は 皆樣御 承知の 通り、 四十 11 年 
法律 第二 十一 號が 初め： 3S 案と な リ まして、 衆 11 院か 
ら此 方へ 廻りました ときに、 a 族院に 於き ましては 
元と 原案には 出訴 期間を 二箇 年と なつて 居つ たかと 
•記 11 いたします* H 族院に 於き まして は、 さう 長き 
期間を 與 ふる 必要は ない と 云 ふので、 段 族院に 於き 
まして、 •六 箇月と 云 ふこと に 修正に なりました、 そ 
れが 衆_院 に 於き ましても 同意に なりまして、 法律 
となつ て、 法律には 六 箇月と な 〇 ましたので ありま 
す、 それであります るから" 先づ六 箇月 も あれば 斯 
う 云 ふこと 土 K ふ ものは、 利害 關係 者が 銳敏に 感じ 
ますので ■あります るから 六 箇月 も あれば 貴族院の 御 
意見の 通り 十分で あると 政府で も考へ て 居る ので あ 
ります、 それで さ 5 云 ふ 次第で ございます るから、 
今日 更に 殊更に 再び 此 出訴 期限を 設ける 必要 もない 
ではない か、 其 一端と して 請願が 隨 分多數 出て 參り 
ます" 其 請願に 添附して ある 證據を 見ます と 云 ふと 
初め 出訴いた しました 時の 證據 並に 其大藏 省の 指令 
に 不服と して 行政訴訟を 提起いた しました 時の 其 提 
出いた したる 證據 と、 行政訴訟に 敗訴いた しまして 
尙ほ其 出願を して 來 る、 其 行政 裁判所で も 採用し な 
かつた 證據 を M に 提出いた しまして、 更に 法律を 設 
けて 貰 ひたいと 云 ふやうな 請願が 多いで ございます 
幾度 さう 云 ふこと がありまして も 皆 同じ やうな 證據 
を 提出いた して 來 ますので、 それ 等から 見ます と、 
最早 更に 訴訟 期間を 設けて 之を もう 一遍 調べ直す と 
云 ふ 必要は ないで はない かと 考 へて 居ります。 

〇 山脇玄 君ち ょつ と 政府 委員に もう 一 應御伺 ひし 

たいので あります。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます。 

〇 山 脇 玄君政 府 委員の 御 見込みでは 旣に處 分を受 
けた 者が …… 敗訴の 處 分を 受けた 者が 更に 同じ やう 
な 證據の ものを 以て 出願す る 者が 多い と 云 ふこと で 
あつて、 空しく 出訴 期限を 經 過した、 例へ ば 出願 手 
續 等に 煩瑣の ことがありまして 、巳む を 得ず 出訴 期 
限を 過した 者が あらう かと 存じます のであります が 
さう 云 ふ ものは 殆ど 絕無で あると 云 ふ 御考 へで あり 
ます か、 其 事を 今一 應伺 ひたい、 それと 序ながら 一 


すると 云 ふ 者が 多 數 に ? > る やうで あると CT しやる 所 
を 以て 見る と、 lit 法律が S 施に なつても 新に 出 - -: ai 
訴す る 者と 云 ふ もの it 殆どない と 云 ふ 闽 M 込 〇 や 5 
であり まが、 本 M 等の 承 It つて 居る 所に 法る と葫 分 
出願の 手 紐 等に 面倒が あつて、 其へ M 時已 むを 得ず 出 
訴 期限 5:- 縛 過した 者が あると 云 ふ 班を 仄かに [ia いて 
居〇ま す、 其 ® 際の 當局 の tie 見込は どうで あ 〇まづ 
かと云ふ事を一陬確めたい、總數は分0ますまいが 
更に 新に 前に 裁判 期限、 出訴 期限を 純 過した 渚が 此 
法律に te つて 出訴す る 者 も 幾分 か あると 云 ふ 御 見込 
である や 否やと 云 ふこと を 伺 ひたい、 それから 序に 
ちよつ と 伺つ て ® きたいの ('£ 社寺 上 地 磁分 4> 近年 ま 
で 毎回 衆議院から 法律案が 提出に なつて、 本 £5 の 方 
ではい つで も 特別 裘員審 査 中に© 期が …… 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君；； >  問题 外の 御 资問は 御 止め 
を ^ ひたい。 

0 山 脇玄 君ち よつ と …… それが 出て 參 ります が、 
其 事に 付て は 政府の 方では 行政 處分で 解決を 爲され 
たのであります か、 序ながら 伺 ひたい。 

〔政府 委員 神 野 勝 之 助 君 演狼に 登る〕 

0 政府 委 WC 神 野 勝 之 助 君〕 御 答を 申げ ますが、 訴 
殽手續 が 面倒で あるが 爲に訴 訟を 提起し なかつ た 者 
は どれ 位の 見込. C あ 〇 うかと 云 ふ 御 問 ひで ご ざ いま 
すが、 是はち よつ と 政府と 致しまして、 どの位 さう 
云 ふ 者が あつたと 5 ふことは 申 上げ 兼ねます、 先刻 
申 上げました S は 多數の 請願が 今日 出て 參 ります が 
其 請願に 附け て參 ります If 據と云 ふ ものが、 大藏省 
でも 初め 之を 却下し、 行政 裁判所で も 之を is 據 不 十 
分な りと して 敗訴 判決が あつた 其 同じ Is 據を 持つ て 
來る 者が 今日 多數 e あると 云 ふ 所から 見ます ると 云 
ふと、 假令 行政訴訟 提起 期間を 今 設けましても、 矢 
張り 同じ やうな 證據を 以て 行政訴訟を 又 起す と 云 ふ 
やうな ことにな りは しない か、 さう 致します る VJ 11 
民 共に 徒らに 手數を 掛ける と 云 ふだけ で、 矢張り 前 
と 同じ 結果を 生ずる ことにな りは しない かと 云 ふ 趣 
意を 先刻 申 上げた のであります、 社 穿の ことに 付き 
ましては 私の 所管 以外になります るから、 是は其 所 
管の 向から 御 答を 致します。 
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〇山 脇 玄君 まだ 要領 >> 得 ませぬ、 もう 一應 …… 私 
の 質 間す る 趣意です な、 ^ 據の -U い惡 いを 御 尋ねす 
るので ない、 lit 法 錤が fit 來ま す i. 前に 行政 el 分を 
受けた、 裁判 處分を 受けた 者 以外に 11! 訴する 渚が 幾 
分か あると 云 ふ 御 見込で あるか、 御 尋ねす る、 if 據 
の 如何は …… 前に / 11 訴した 人 以外に 出訴して 來る者 
がま だ 大分 澤山あ ると 云 ふ 御 見込で ある や 否やを 御 
尋ねす るので あります。 

r 政府 姿 員 神 野 勝 之 助 君 演搜に 登る〕 

〇 政府 姿 員 c 神 野 勝 之 肋 対〕 m 願を 致しました 十一 
茁件の 中には 隨分 一 a して 採る に 足らぬ やうな ig 據 
を 以て 出願して 居る の も ございます ，さう S ふやう 
な譯で ございます から" 出願を して 別に 損は ない、 
m 願が 出来る ものなら ぱ先づ 出願して It かう と 云 ふ 

やうな 向，？ 隨分あ るに 違 ひない のであります、 行政 

訴訟に 付きましても 亦 同！ S で ございまして、 まあ 一 

つ 提起して 見やう と 云 ふやうな 人が 中には 隨分 ある 

だら うと 考へ ます、 さう しま すれば Ml に 訴訟 提起 期 

間が 法律に &- つて 設けられましたならば、 ま 一應や 

つて 見や -r •と 云 ふやうな 人は それは ある •たらう と考 

へる のであります C 

0 山 脇 玄君 分らぬ ので ございます、 證據を 以て… 

〇 政府 姿 M C 神 野 勝 之 助 ^ 〕 何れ 自分 It rs 據と考 へ 

て rl い設 ¢2 だと 思つ て 提出して 来る 人 も ございませ 

う、さう云ふ人 |3; 相$2.にあるだちうと考へますが、 

先刻 申 上げました の Ji 從來 の 形跡に 法つ て 推測して 

見 ま 十る と 云 ふと、 新設 據 、新なる wi 迓なる 證 據を 

提起 L て、： 史に其 正否を 判決に 仰ぐ と 云 ふやうな 向 

は 阳に 少ない じ やない かと 云 ふ® S を 申 上げた ので 

ございます。 

0 杯 長 (公 辟 德川家 達 君〕 本案の 特別 姿 員の 氏名を 

捃記官 をして 朗謭 いたさせます。 

【岡 界記官朗讚〕 

家祿过 典 祿處 分に 關する 法律案 外 一件 特別 维員 

伯搿柳 原 a 光右  子昭 牧野 忠篾君 

子擗井 上 匡四郞 沿  男 fi? 山 内 長 人君 

男 辟 本 田親濟 君  古 H 販造君 

囲 久保弘 道 君  江 木  _ 

依 田 仙 右衛門 君 

0 謎 長 C 公 防 德川家 達 君〕 本 B 指 浴を 致しました 特 

別 委員、 並に 先日 指名を 致しました 特別委 fl に 於て 

沐だ 正 M ;; fl 長の 潠舉 の濟 まない のが 滞 山 ございま 


す、 成るべく 速に 選 擧を 行は れ まして、 謅 長に 御 申 
出を 謂 ひます、 次の 議事 日程は 決定 次第 御 通知に 及 
びます、 本日は 是で散 會。 

午前 十一 時 一分 镦會 


〇大 正 -fc 年！ 一月！ 一 十五 B (月曜日) 

午前 十 時 六 分 開議 
議事 B 程 第 八 號 

第 I  深 野 I 三 君 •男爵 眞鍋斌 君 •豊 川茛平 君 
松 尾廣 吉君諝 暇の 件 

第二 朝鮮人 官吏の 恩給、 退 隱料及 遺族扶助 料 等 
に關 する 法® 案 (触 腑) 第 1 
第 = 共通 法案 (撤_)1? 12 の 綾 ( 81 長) 

i ll il lfr ii ls 付)" 一 

i il sl li^ 案 ( I1 8S #* ) 第 

i ハ— ^ 酒 取綠 に關 する 法 i  (關 ■ 
出一$&| 讀會 

第 七 溝 ® 令 中 改正の 請願 會 ii 
第 八 「ルベシ ユ ベ」 よ リ洚 别 線に 達する 鐵道敷 
設の諸 騮會議 

第九紀 勢 鐵 is 速成の 請願 窗議 
第 十 天 ES 線 錯道速 成の 請願 會 _ 

〇議 長 C 公® 德川家 達 君) 是 より 諸般の 報吿を 致さ 
せます。 

〔成 一 « 記宮朗 讀 J 

從三位勸一等狎川則吉君 
去る 十八 日 薨 去 せらる 法て 二 十日 弔 辭を 贈れり 
去る 十九 日 特別委 Q 會に 於て 當選 したる 正副 委員 

長の 氏名 左の 如し 
貨 m 法 中改 TH 法律案 特別委 員會- 

委員長  伯爵 吉井 幸藏君 

副 委員長  子擗 八條隆 正 君 

同日 特別委 M 長より 左： 報 吿爵を 提出せ り 

貨幣 jij 中 改正 法律案 可決 報告® 

■  共通 法案 修正 報吿 !§ 

■去る 11 十日 特別 姿 員會に 於て當 選 したる 正副 委員 

長の 氏名 左の 如し 

臨時 國阳說 券 法屮改 正 決 律 案 特別委 員 ir 

委員長  伯 K 松 平 賴 _ 

剮委 员 好  子 K 三 島 熥 太郞哲 


登錄稅 法 中 改正 法律案 特別委 闺會 
委員長  伯 I 平 直 之 君 
副 委員畏  子爵 西 大路 吉光君 
遠洋漁業 奬 励 法 中 改正 法律案 特別委 員會 
委員長  伯 i 浦  厚 君 
副娶員 長  男爵 肝 付 兼行 君 
軍用 自動車 補助 法案 特別委 員會 
委員長  伯爵 川 村鐵太 郎君 
副 委員長  子 K 腿 口 誠康君 
朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 員會 
委員長  伯爵 正 親 町 實正君 
副 委員長  男爵 眞田串 世 君 
大正 五 年 法® 第 四號中 改正 法律案 特別委 負 ir 
委員長  伯 I 平 賴壽君 
副 委員長  子爵 三 島彌 太郞君 
同日 委員長よ 〇 左の 報吿 書を 提出せ り 
登錄 税法 中 改正 法律案 可決 報 苦 書 
請願 委員 會 特別 報告 第二 號 
去る 二 十一 日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委 
員 長の 氏名 左の 如し 

鐵道敷 設法中 改正 法律案 外 一件 特別委 員會 
委員長  侯 i 川 ii 立 君 
副 委員長  男爵 小 澤武雄 君 
東京 帝 國大禺 及 京都 帝 阈大學 臨時政府 支出 金 繰 
入に 關する 法律案 外 一件 特別委 員會 
委員長  侯 1 川 間 順 君 
副 委員長  子爵 豊岡 圭資君 
同日 衆 _ 院 より 左の 法律案を 提出せ 〇 
未成年 涝飮酒 肢締 に關す る 法律：  条 
同日 請願® 員 長より 左の 報告書を 提出せ り 
謂 願文醫 表 第五 回報 吿書 
去る 二十 二日 政府より 左の 法律案を 提出せ 〇 
朝鮮人 宵 吏の 恩給 >  退隱 料 及 il 族 扶助料 等に 關 
すろ 法 雄 案 

一昨 一一 十三 日 特別委 M ir に 於て 當選 したる 正副 委 
員 長の 氏名 左 c 如し 

家祿赏 典 祿處 分に 關する 法律案 外 一件 特別委 員 
會 

委員長  伯 IS1: 柳 原義 光 君 
副 委員長  子爵 牧野 忠篤君 
同！：！ 特別委 M 長より 左の 報® 書を 提出せ 〇 
苽京帝 S； 大學及 京都 帝 國大學 臨時政府 莢 出金 繰 


入に 關する 法律案 可決 報吿 B 
帝 阈大嵚 特別 會計法 中 改正 法律案 nj 決 報吿 f} 
同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ 〇 
裁判所の 設立に 關する 法律案 
大正 二 年 法律 第 九 號中改 正 法律案 
同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ り 
醫師法 中 改正 法律案 

〇戧長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 議事 日程 第 , 深 野 一三 君、 男爵 眞鍋斌 君、 
豊川良 平 君‘ 松 @ 廣 吉君 請暇の 件、 深 野 君 病 氣に付 
き 二十 一日 間、® 鍋 男爵 病氣 に付き 二 十四日 間、 豊 
川 君病氣 に付き 十三 日間、 松 尾 君病氣 に付き 十一 日 
間の 請暇で あ 〇 ます、 何れも 許可を 致して 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議なぃ と 認めます" 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第二、 朝鮮 八 官吏の 
恩給、 退 隱料及 遺族扶助 料 等に 關 する 法律案 •政府 
提出、 第一 讀會 、本日 も御異 翳がなければ 通牒 文の 
朗讀は 省略いた したいと 存じます。 

〔「異 謅な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 送付 文 及議粥 は 朗 ® を經 さる も參照 の 
ため 玆に賊 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

朝鮮人 官吏 s' 恩給， 退隱 料及遗 族 扶助料 等に 關 
する 法律案 
右 

勅旨 ヲ窣シ 帝 阈議窗 -I 提出 ス 
大正 七牢 二月 二 十一 一日 

内閣 總理 大臣 伯 協 寺 內正毅 
朝 if 人 官吏/恩給 ■退 隱料及 遺族扶助 料 等 
-1 關 ル 法律案 

第 一條 朝鮮人 ノ _ 韓國 政府、 統監 府乂ハ 其/所 
屣官 署- 1 在 , R- 又 ハ 在職 シタル 月數及 明治 四十 三 
年 勅令 第三 百 十九號 第： ;/ r. 項 ノ規 定- >  依 リ官 吏ノ 
待遇 ヲ受 ケタ ル 在職 月數ハ 本 法 ノ定ム ル 所-! 的 
リ官吏 恩給 法、 官吏 it 族 扶助 法、 明治 四十 五 年 
法律 第 十一 號ノ 在官 年數乂 ハ 巡査 羁守退 隱料及 
遺族 扶肋料 法ノ勸 續年數 二通 算ス 
第二 條左 -I 揭クル 月數ハ 之ヲ官 吏 恩給 法 及 官吏 
S 族 扶助 法 ノ在宵 年数- 1 通算 プ 、但シ 年齡二 十 歳 
二 滿タ サル 者ノ在 W 在職 月數ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
一  fflss 國 政府、 統監 府乂ハ 其ノ 所屘官 署ノ文 


仞鮮 人官 史 の 恩な 退 KS 料 及 ift 族 扶助料 等に 關す る法钳 案 第一 諮 a- 


四 九 


院族贵 會蒸國 帝 回 十四 第 


共通 法案 第一 3 ¢; の 〇 


五 0 


官判任 以上 ノ若ノ 明治 三十 九 年 二月 I 日以 
後 ノ在宫 月 敷 

二 明治 四十 三年 勅令 第三 百 十九號 第五 項ノ規 
定- 一佐 リ官 吏ノ待 遇ヲ受 ケタ ル 者 ノ其ノ 待 
遇ヲ受 ケタ ル 在職 月數 

第三 條左 -I 掲 クル 月數ハ 之 ヲ 明治 四十 37 年 法律 
第十一號ノ學校職 0 ノ在官年數-|通 3? ス但シ退 
職 袷與金 -I 關シテ ハ 明治 四十 四 年 十一月 一日 前 
ヨ = '刺 紹シ タル 者/勤 ^ 月 ® 二 限 リ之ヲ 通算 ス 
I  鹄 韓國 政府 ノ 文官 判 任 以上 ノ敎官 又 ハ敎育 
事務- 1 從事 K ル者ノ 明治 三十 九 年 二月 一日 
以後 ノ在 官月數 

二 明治 四十 三年 勅令 第三 百 十九 號第五 項ノ規 
定 -I 依 リ官 吏ノ侍 遇 ヲ受ケ タル 者-ー シテ敎 

育 又 ハ 敎育 事務- 1 從事シ タル モノ/其'' 待 

遇ヲ受 ケタ ル 在職 月數 

第四條 左- 1 揭クル 月® ハ 之ヲ巡 査 看守 退 隱料及 

遣 族 扶助料 法ノ 巡査 ノ勤緻 年 數- 一通 算ス 但シー 

時 金 二關シ テ ハ 明治 四十 三年 八月 二十 九日 前ヨ 

リ勤 續シ タル 若ノ 勤 rl 月數- 1 限リ之 ヲ通算 ス 

一 厲韓國 政府 ノ鼎任 又 ハ 巡檢ノ 明治 三十 九 年 

二月 一日 以後 ノ 在職 月 數 

二 煩 韓國 政府 又 ハ 統監 府ノ 巡査 ノ 在職 月 數 

第五 條 《 韓阚政 府又ハ 統監 府 / 看守 ノ在職 月數 

ハ 之ヲ巡 査 看守 退隱料 及® 族 扶助料 法ノ 看守 ノ 

勤 續年數 -1 通算 ス但シ ー時金-一 關シテ ハ 前條但 

書 ノ規 定ヲ维 用ス 

第 六 條前四 條ノ 規定-一依 リ 在官 在職 月數ヲ 通算 

ス ヘキ 官職-一 在 リタ ル 者其ノ 通算 スヘキ 在官 又 

ハ 在職 中 懲戒 處 分-一佐 リ免官 免職 セラ レ 又 ハ 刑 

事 裁判-一依 リ失官 失職 シタルト キハ 其ノ 免官 免 

職 父 ハ 失官 失職 前ノ 在官 在職 月數ユ 付 本 法ヲ適 

用 セス 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ 日 a y 之ヲ 施行ス 

本 法 ハ 本 法 施行 後 退官 又 ハ 退職 シタル 者 及 在官 又 

ハ 在職 中 死亡 シタル 者ノ 遣 族-一 限 リ之ヲ 適用ス 

〔政府 委員 白仁武 君演攒 に 登る〕 

〇 政府 委員 (白 仁武 君〕 本案は 舊韓國 政府の 官吏 以 

下 及 統監 府時 代の 官吏 等に して 爾後 引 緩 rf 奉職を 致 

して 居ります る 者が、 追々 年數' か 經 ち -f する に從つ 

て、 退官、 退職いた す 者が あります、 そこで 恩給 及 


逍 族 扶助®: 等の 計算を 致します るに 當つて 、併合 前 
…… 日韓 併合 前の 奉檄 年數を 今日の 規則に 依ります 
れば 通算す る ことは 出来 ませぬ のであります、 で是 
は 铳監 府設匿 以来、 併合に 至ります 間の 年月 数と 云 
ふものは、假令韓國政府の役人として、奉隘いたし 
統監 府の 役人と して 奉職いた して 居りましても、 其 
B は 唯今の 總督府 になり まして 以来の 勤務と 其淸實 
同樣 であ 〇 ます、 又 新附の 臣民を 愛撫す る 上に 於 3- 
ましては、 其 年數を 計算して やらない と 云 ふことは 
聊か 國家が 官吏を S 遇する 上に 於て 缺 くる 所 あるの 
感が致 します るに 依つ て， 統監 府設置 事務 開始 後ょ 
り 日韓 合併に 至ります る 間の 四年ぱ かりの 年數を 、 
恩給 或は is 族 扶助料 等を 下賜いた します るに 當つて 
在官の 洋月數 に 加算いた したいと 云 ふ 次第で ござり 
ます* 法文は 僅か 六條 になつて 居ります 、極く 簡單 
な ものであります から、 御 詮議の 上 御 賛助 あらむ こ 
とを..… • 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 別に 御 質問は ない と 認め 
ますから、 特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀を 致 
させます。 

〔成 顚 書記官 朗讀 J 

伯爵 淸閑寺 經房君  子爵 今 城 定政君 
男爵 宇佐川 一正 君  石 塚 英藏君 
荒 井 賢 太 郎君  男爵 竹 腰 正 己 君 
男爵 藤 大路 親 春 君  男爵 北 大路 實信君 
平 山— 浪三 郎君 _ 

〇 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕 日程 第三、 共通 法案， 政 
府 提出、 第一 讀 會の績 、委員長 報告。 

〔左の 報告書は 朗讀 を經 さる 4 參照 のた め玆 
に 載 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

共通 法案 

右 別册の 通 修正せ り 依て 及 報 吿候也 

大正 七 年 二月 十九 日 

右 特別 委員長 

公爵 德川 慶久 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

へ 行間 空な きものは 委員の 修ン 

广 正" —— は 削除の 符號 なり/ 

共通 法 

第 一條 本 法 二 於 テ 地域 卜稱ス ル ハ 內地 、朝鮮， 

ffif 又 ハ 關東州 ヲ謂フ 

前項 ノ內 地-ー ハ 樺 太ヲ 包含 ス 


第二 條民班 -I 關シ ー/地 2 H 於 テ他ノ 地域 ノ法 

谷地 残 二 

令-法 ル n トヲ定 メタル 項 合- 1 於 テ ハ ?_ま へ p 
於 テ 其 ノ他ノ 法令 ヲ適用 

ヲ同ク K ル モノ ト 屑陇ス ニ 以上 ノ地 域- 1 於 テ 同 

_ フ定メタル « <口 


ーノ 他/地域 ノ 法令-- 依 ル 
-1 於 テ K ノ相互 ノ 間-一 lf-1 亦 同 シ 

テ ハ 前項 ノ場合 ヲ除ク 
民事-一 關シ 地域 M 法 リ 法令 ヲ異 -I 


K ノー 


_ キ ハ 法 


例ヲ 準用ス 此ノ 場合- 1 於 テ ハ 谷當事 者ノ S スル 
地域 ノ法 令ヲ以 テ 其 ノ本國 法 トス 

第三 條 ーノ 地域 ノ 法令， 一依 リ其ノ 地域 ノ家 ，一 入 
ル 者 ハ 他ノ 地域 ノ家ヲ 去 ル 
ーノ 地域/法令-一依 リ家ヲ 去 ル rl トヲ得 サル 者 
ハ 他ノ 地域 ノ家二 入 ル n トヲ煜 ス 
陸海 軍ノ 兵籍 二 在 ラサル 者 及 兵役 M 服 スル 義務 
ナキニ 至 リタ ル 者-一 非 サレ ハ 他ノ 地域 ノ家 -一入 
ル コト ヲ得 K 但シ徵 兵 終決 處分 ヲ經テ 第二 國民 
兵役-一 在 ル 者 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 

第 四條 ーノ 地域-一 於 テ 成立 シタル 法人 ハ 他ノ地 
域 二 於 テ其ノ 成立 ヲ認ム 

ノ 法令-一依 リ 

0U 項/法人 ハ fife ノ地域 二 於 テ 其ノ池 / 同種 ^. ハ 

ノ爲ス コト ヲ煜 サル 事項 ハ 其ノ 地- 1 
於 テ 之ヲ 爲ス コト ヲ得 N、 

類似 ノ 法 A 卜 同一/私 灌ヲ 享有 ス 

第 五條  ーノ 地域 ノ 法人 ハ其ノ 事務所 若 ハ 營業所 
ヲ他ノ 地域 M 移 « シ又ハ 從タル 事務所 若 ハ營業 
所 ヲ他ノ 地域  一 I 於 テ 設立 スル n トヲ 得但シ 主夕 
ル 事務所 又 ハ 營業 所/移 II ハ 移轉 地 — 於 テ 設立 
スル コト ヲ得 ヘキ 法人 卜同 種/法人- 1 限 リ之ヲ 
爲ス コト ヲ得 

前項 ノ移轉 又 ハ 設立-一 必要 ナル 條件ハ 谷地 域ノ 
法令 ノ定ム ル 所 一 l te A 

第六條  | ノ地 域/法人 力其ノ 事務所 若 ハ營業 所 
ヲ他ノ 地域-一 移 轉シ又 ハ從 タル 事務所 若 ハ營業 
所 ヲ他ノ 地域-一 於 テ 設立 シタルト キハ四 週間 內 
11 各 其 ノ地ノ 法令 1一 依リ 登記 ヲ爲ス コト ヲ耍ス 
前項 ノ 規定 ハ 法人-一 關シ ーノ 地域 一一 於 テ生シ タ 
ル 事項-一 付他ノ 地域-一 於 テ 登記 ヲ爲 K ヘキ 場合 
二 之プ 準用 ス 

第七條 ーノ 地域 ノ會社 ハ 他ノ 地域 ノ會 社卜 合併 
ヲ爲ス コト ヲ得此 ノ 場合-一 於 テ ハ 前條 第一 項ノ 
規定 ヲ準 用ス 


前項 ノ合忡 -1 必嬰十 0.- 婼件ハ -5 池 « /法令/定 

ムル 所- 1 依 ル 

第 八條  |  ノ 地 M ノ法 人. fs iA ノ行 £3,1 付 定メタ 
>1. 過料 ノ規定 ハ 其ノ地 2 5 -I 於ナ 他ノ地 2T  ノ同稀 
又 ハ 類似 ノ法 人ノ  su / s シタル 行 s 二 之ヲ適 
用ス 

前項 ノ 役® トハ發 起. へ、 理 $、 監讲及 之-- 氓 ス 
ヘキ 者 並 浦 ® 人 ヲ謂フ 

第九條民琪訴訟及非訟取件_|付1/地域内=住 
〇ノ敍 判 ^ ^ 

所 ヲ有セ サル 者 0 又 ハ 仙ノ吔 域 ノ法 \ノ栽 判 ^ 
翰- 1 關シテ ハ 民 5f 訴訟法、 人琪訴 訟手 fa 法 及 非 
訟 事件 手續法 中日 本-一 住所 ヲ有 セ ^ ル 者 又 ハ 外 
國 法人 ノ 裁判 管 铠 -一關 ス >1- 規定 ヲ m 用ス 
前祺ノ 規定 ノ適 用 — 付 裁判 管 轉ノ 指定-- 脚 スル 
司法大臣 ノ職務 ハ 朝鮮、 ^ 罔 又 ハ關東 州 = 在リ 
テ ハ 朝鮮 總 督、 甍 罔總督 又 ハ關 :!}• 都贤之 ヲ行フ 
第十條 •ーノ 地域-- 主 タル營 築 所 又 ハ ft 所 ヲ有ス 
ル 者- 一 對 •ゾテ ハ 其 ノ地域 =一 於 テ ノミ破 產ノ宣 is- 
ヲ爲ス n トヲ得 

ー ノ池或 -1 於 テ陂產 /竄 告ヲ璲 シタルト キハ他 
ノ地域 -- 於 テ 之ヲ 〇ス コト IV 得 ス 
一/地域- 一 於 テ 爲シ タル 破產ノ 宣吿ノ 効カ ハ 他 
ノ地域 - 一及フ 

第 十 一條  ーノ 地域 _| 於 テ 民事訴訟、 非訟斟 件乂 
ハ 破 篚 事件 — 關シ テ爲シ タル 訴訟 行 爲 、裁判、 
處分其ノ他ノ手續上ノ行爲ハ他ノ地铖-一於ヶル 
法令 ノ 適用-一 關シテ ハ 其ノ 地ノ 法令- l ffi y 爲シ 
タルモ ノト 同ー ノ効カ ヲ有 ス但シ 其 ノ地ノ 公 ノ 
秩序 又 ハ 善良/風俗- 一反 スル トキ ハ此ノ 限-一 在 
ラス 

前項 ノ 規定 ハ 民事 串 訟調 停- 1 付 之ヲ 準用 ス民事 
爭訟 調停 二關 スル 規定 ナキ 地域 — 於 テ ハ 其ノ調 
停 ハ 民事訴訟法 M 依 y テ爲シ タル 和解 卜 同ー ノ 
効カ ヲ有ス 

第 十一 一條  j  ノ地域 m 於 テ 作成シ タル 公正 證薺其 
/ 他 法令-一依 リ官罴 公罨ノ 作成シ タル 文書 ハ 他 
ノ 地域-- 於 テ 其 ノ地ノ 法令-一依 U 作成シ タルモ 
ノト 同一 / 公正 ノ効 カヲ有 ス 
第 十三 條ーノ 地域-一 於 テ 罪ヲ 犯. ゾタル 者 ハ 他ノ 
地域-一 於 テ 之ヲ處 S3 ル コト ヲ掲 
第 十四 條 刑事-一 關シ ー/地域 二 於 テ 他 ノ地域 


院族 汽 肖 綱 帝 回 十四 第 


/ 法令-! 依 ルコ 

各地 域 — 於 テ 其. 
互-- 法令 ヲ同ク , 


=- ヲ定 メタル 場合- 1 於 テ ハ 

地.， 法令 ヲ 適用 
.ル そ ノト 看做 K 二 以上 ノ 地域 

-1 於 テ 同 |  ノ他ノ 地域 ノ 法令- ル コト ヲ定メ 
タル 場合-一 於 テ 其ノ 相互 ノ問 -1 付 亦同シ 
ーノ fill 域-一 於 テ 他 ノ地绒 ノ犯罪 ヲ處斷 スル 場合 

ハ 前項 ノ 場合 ヲ除 クノ外 
-I 於 テ 池 域-一法 リ砝令 ヲ異 -- スル トキ ハ 犯罪 地 


ノ 法令-一 ffi ル m シ笞刑 
在 ラス 


關スル 規定 ハ 此ノ 限-一 


犯罪 地ノ 法令-一 fi: リ處 斷ス Xi. 場合 〖I 於 テ處斷 
地 ノ 法令-二 台 刑-一 關スル 規定 アル トキ ハ 其ノ規 
定 ，一依 リ笞 刑/言 渡ヲ爲 ス n トヲ 得 
第 十五 條  |  ノ地 域ノ法 人ノ 役員 又 ハ 支配人 ノ行 

爲二付 定メタ ル 刑罰 ノ規定 ハ 其ノ 地域- 1 於 テ 他 

ノ地域 ノ 同種/法 人/役員 又 ハ 支配 入ノ 爲シタ 

ル行爲二之ヲ適用ス 

前項/役員-ーハ第八條第二項二揭クル者/外檢 

査役ヲ 包含 ス 

第 十六 勝  | 商/刑事事件 又 ハ牽迎 スル 数 箇ノ刑 

事 yf 件 力 地域 ヲ異- - ス ル數 固ノ 裁判官 廳ノ 管 If 

-I 陆ス ル トキ ハ 刑事訴訟法 第二 十七條 及第 二 十 

八條/ 規定 ヲ维 用ス 

第 十七 條  ー ノ 地域 ノ檢事 •檢察 官又ハ 其ノ 職務 

ヲ行フ 者 他/地域 ノ管輅 裁判官 廳 _ 於 テ 事件 ヲ 

蒞理 K V コト ヲ適當 卜認ム ル トキ ハ 其ノ 地域 ノ 

險琪 、檢察 官父ハ 其ノ職 務プ 行フ奔 -I 之ヲ涘 致 

スル コト ヲ得 

ー ノ地械 ノ拽沲 又 ハ 第 一 帟ノ 裁判官 廳他ノ 地域 

ノ管輅 裁判 , ff 廳二於 テ ?' II 件ヲ蒞 理 K ル n トヲ適 

常 卜認ム ル トキ ハ檢唞 、檢 察：：： 又 ハ 其/職務 ヲ 

行 フ者ノ 謂 求-一因 リ 決定 ヲ以テ 其/地域 ノ管韃 

裁判官 睡 -1 之ヲ移 送 スル コト ヲ 52 

第 十八 條  ー ノ地钱 _ 於 テ 刑事 ノ 訴訟 若 ハ 即決 處 

分 又 ハ假 出獄-一 關シ テ e シタル 裁判、 / S 分 其/ 

他ノ 手段 上 ノ行爲 ハ他ノ 地域- 1 於 ケル 法令 ノ適 

用 二 關シテ ハ 其ノ地 II 於 テ 爲シ タルモ ノト 同 I 

''効カ ヲ有ス 

第 十一 勝 第一 項 但軎ノ 規定 ハ 私 rf -I 之 ヲ準 用ス 

第 十九 條  | / 地域 M 於 ナ爲シ タル 刑ノ 執行 摘豫 

/ 言渡 又ハ假 出獄 ノ處分 ハ他ノ 地域- 一 於 テ其ノ 

地ノ法 令 二 依 リ之ヲ 取消 ス コト ヲ 得 


附則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令 y 以テ 之ヲ定 ム但シ 第三條 
ノ 規定- 1 付 テ ハ 別-一 其ノ 施行 期日 ヲ定ム ル コト ヲ 
0 

本 法 ハ 本 法 施行 前 二 生シ タル 事項-一 付 亦 之ヲ 適用 
0 第一 項  i 1 項 

ス但シ 第 十 一條。 及第 十八 條〇ノ 規定 ノ 適用-一 付 
テ ハ 人ノ 資格-一基 ク旣 成/効果 ヲ妨 ヶス 
本 法 施行 前-一宣 言 シタ ル破產 -1 付 テ ハ仍從 前/例 
<1 依 ル 

〔公爵 德 )11 慶久 君演 擅に 登る〕 

〇 公爵 德 川慶久 君是れ より 共通 法案の 特別委 員會 
の 御 報告を 致します、 第一に 委員 會 S 經 過と 結果を 
申 上げます、 此 委員 會は 前後 九 回に 苴 つて ir 議を致 
しました、 質問 及大體 に苴る 討議を 終りまして、 逐 
條討 P に 入る 1- 先だつて、 一 委員より 動議が ありま 
した、 np ち 本案に 付て 多少 修正を 試みて 見たい、 付 
ては 政府と 十分 额談 をし 意見を 交換す る 目的を 以て 
小委 員會 を.… ? h: 名より 成る 小委 員 會を作 〇 まして 
さう して 群議の 進涉 を圖 りたい と 云 ふ 御意 見が 出 ま 
した、 そこで 委員 ir に 於き ま L ては •此處 置は 審議 
進行 上 頗る 當を煜 て 居る ものと しまして、 玆に 小委 
員會が 成立いた しました、 委負會 の 御 希望に te り ま 
して、 委員長は 五名の 委負を 指名いた しました* 旣 
に 御 承知の ことで あらう と 考へ ますが、 岡 野 敬次郞 
君、 荒 井 賢 太 郎君、 富 井 政 章 君、 高 橋 作 fa 君、 ZT 木 
翼 君の 五名を 指名いた しました、 そこで 此 小委 員會 
は 三回に 一旦つ て、 十分 政府と 意見の 交換を せられて 
其 結果 •御手 許に 差 出して あると 考 へます が、 修正 
案が 成立ちました、 之を 本 委員 會は總 て 至當で ある 

と 認めまして、 斯様に 修正 0J 決を 致した 次第で ござ 

います、 次に 此 法案の 內容に 付て 委員 會で 審査した 

模樣を 少し 御 話し 申 上げて 見たい と 思 ひます、 先づ 

順序と 致しまして、 此 法案の 性質は 旣に御 承知 かと 

考へ ますが、 簡 W に 制定に なつた 由来と、 それから 

其 要旨に 付て 申 上げ やう かと 考 へます、 現行 制度の 

下で It 內 地と 朝 P, 祭 跨 及 關束 州は 谷々 違つ た 別® 

の 地域を なして 居つて， 互に 法令が 違つ て 居る にも 

拘らず 、之を ffl 互 共通 聯絡す る 所の 規定が なかつ た 

爲に 、谷地 域、 法钳上 SS 觸 問題と 云 ふ ものを 解決 

する 途' かな かつた のであります、 そこで 政府に 於き 

まして (i 明治 四十 . 7T 年 以来、 内聞の 下に 共通 法規 調 


杳委員 會なる ものを 設けまして、 銳意之 が 缺陷を 補 
ふべ く 法案の 研究を 致されました、 其 成案が 即ち 今 
回 提出に なつた 此 共通 法案であります、 無論 其 要旨 
は 各 殖民 地と 內地 間に 於げ る 民事と 刑事の 1 S 觸問題 
を 解決す ると 云 ふこと が 主たる 目的であります、 そ 
こで 先づ 第一に 民事に 關 しまして は K H 民事 令 •朝 
鮮民事 令 並に 關東州 裁判 事務 联扱 令を 以 ちまして ft 
地の 民法 商法 又は 民事訴訟法に 據る ことを 定めて 辟 
ります る、 是 等の 地域に 行 はれて 居る 法規は、 概ね 
內 地の 法規と 同一で あるに も拘ら ず •其 形式が 違つ 
て 居る 結果と して、 一の 地域に 於て 發 生した 私法 上 
の 効果と 云 ふ ものが 他 S 地域に 及ばぬ と 云 ふこと に 
なつて 居 〇 ます、 例へ ば 之を 例を 以て 申 上げます れ 
ば、 外國の 商事 會社は 其 成立を 認めて 居ります けれ 
ども ：• … 認めて 從つ て內® の會 社と 同じ やうに 私 權 
の 享有を 致す ことが 出来ます けれども •朝鮮 又は 豪 
_の 法令に 基いて 出来た 會 社は 內 地の 會社 にも あら 
ず、 外國會 社に も あらず と 云 ふや 5な 結 '* を來 しま 
して、 從つて 事務所を 設立す ると か 或は 營業 すると 
か 云 ふこと を 認めて 居らない 結果になる ので ありま 
す、 是は 甚だ 不條理 であります ので、 即ち 此 案に 於 
きまして It 谷 殖民 地に 於て 內 地の 法令に 依る ことを 
定めて 居る 場合に、 其 形式が 違つて 居つても 同じ 法 
律を 施行した ものと 看做しまして、 さう して 何れの 
地域に 於ても 其 地の 法令を 適用す ると 云 ふやうな こ 
とに 極められて 居ります、 それから 唯 法令が 違つ て 
居 る 場合には どうす るかと 言へ ぱ •國際 私法 的 規定 
である 法例を 準用す ると 云 ふこと に 致して、 法律の 
拽 觸 問題を 解決して 居ります、 第三 條以下 十一 一條に 
於き まして 民事に 關 して それ <連 絡を 取つ て 居 〇 
ます、 それから 第二の 刑事の 問題で ございます が、 
是れは 矢張り 民法の 場合と 同樣で ございまして， 臺 
_ 刑事 令 •朝鮮 刑事 令、 關東州 裁判 事務 取扱 令 等を 
以 つて 內 地の 刑法、 刑事訴訟法 等に 依つて 居ります 
けれども •矢張り 同樣に 形式の 違つて 居る 結果と し 
て、 甲 池 域 2 犯罪を 乙 地域で 處 罰する ことが 出来な 
いと 云 ふ 結果に なつて 居ります、 それであります か 
ら 例へ ば 榮阕に 於いて 重大なる 犯罪を 行つ た 者が 内 
地に 来た 場合は 之れ を處罰 する ことが 出来ぬ と 云 ふ 
結果が 生じて 居つ たのであります、 是は 甚だ 不都合 
であるので、 そこで 各地 域の 司法 機關は 何れの 地域 
に 於け る 犯罪 も 之を 處罰す る ことが 出来る ことに 第 


| 致しまして、 而 して 其 鹿 g する 場合、 何れの 法令 
を 適用す るかと 云 ふこと に 關して 一の 地域に 於て 他 
の 地域の 法令に 依つて 居る 場合に ほ、 各々 其 形式が 
違つ て ir つても 其 地域に 於け る 法_ と 同じ ものと 見 
て、 之を 處斷 する 地域 S 法律 (" 依る と 極めて 居り ま 
す、 そこで 其 他の 場合 •即ち 法令が 同じで ある 場合 
には 犯罪 地の 法令 1.: 依つ て ^ 斷 すると 云 ふこと を 極 
めて、 十 五條 以下 數條に 於 ? まして 法人の 役員の 處 
罰で あると か •刑事事件の 管轄で あると か、 執行 猶 
豫で あると か" 假處 分の 取消で あると か、 色々 規定 
いたして、 此 刑事に 關する 矛盾を 共通 連絡を 保つて 
居ります、 大體御 承知で ございませう が、 案の 性質 
としては 斯様な ものであります が、 委員 會に 於て 大 
體 本案に 付ての 質問の 中、 或は 申 上げて 置く 方が 御 
參考 になる かも 知れぬ と 云 ふやうな 點を 一二 申 上げ 
て置？たいと思ひま丁、第一は領事裁判管轉區域を 
何故に 之を 一地 挟と して 認めな かつた ので あるかと 
云 ふ點で あります、 是は 政府の 所見と 致しまして は 
此 共通 法は 領事 裁判 管 II 區 域と 全く 別の 種類の もの 
である、 元 來帝國 の 領事 •か 外國に 於て 領事 裁判 權を 
行 ふ 場合に 帝國の 法令を 適用し ますが、 是は 即ち 謂 
は ゆる 法の 屬 人的 効力を 認める ので あつて、 決して 
領事 裁判 區域 に對 して 屬地的 効力が あるので ない と 
云 ふ解釋 の 結果， 領事 裁判と 云 ふ ものは 全く 本案と 
は 種類の 異なつ たる ものであると 云 ふ 解釋を 採つ て 
居られる、 ■ それで 本案には 入れられぬ と 云 ふこと で 
ありました •それから 尙ほ 領事が 裁判を する 場合に 
內地の 裁判所が 之を 共通 法を 適用す ると 同樣 に、 各 
地域に 關する 場合に 矢張り 此 共通 法の 適用を 受ける 
であらう、 斯う 云 ふ 風な 御 見解で あつた やうで あり 
ます、 それから 第二の ia も 申 上げて 置く 方が 宜から 
うと 思 ひます のは、 何故に 本案が 民事と 刑事に 限つ 
たので あるか、 共通 法規なる ものを 加へ る 必要は な 
かつた かどう かと 云 ふ a に 付て 御 質 間で •こざいます 
是 U 政府に 於き ましては 前に 申 上げました 共通 法規 
調査 委員 會も 初めから 民事 刑事に 限つ て 調べて 居つ 
て、 JI つ 共通 法規は 今日 W 殖民 地の 制度を 維持して 
居る 以上は 谷々 其 地域に 於て 事情を 異にして 居る の 
であります から 之を 一槪に 統一す ると か 云 ふことは 
殆ど 不可能で ある こと、 考へ て、 唯一 部分に 付て 規 
定 する ことに 付ても 今日の 場合 •民事と 刑事に 關す 
る 程 •急を 要する ものであるまい、 又 或 ものに 付て 
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は 研究を 致して 居ります と 云 ふやうな 御 答 辯で & つ 
たと 思 ひます、 そこで 其 外 船舶に 關 して 統一、 或は 
船舶 法に 關し ての 共通 規定は 必要で ないかと 云 ふや 
うな 御® 間が ございました、 それから 次には 內地及 
殖民 地 間の oj 鍩の IH 甶を認 める 必要がない かと 云 ふ 
やうな 點 も 御 f/ 間が ございました、 それから 第五 條 
と 致しまして 司法 機關の 統一と 云 ふこと ほ 政府 li 考 
へた こと It ないかと 云 ふやうな 御哲問 も ございまし 
た、 それから 第 六に li 同一の 地域 內に 於て 人に 依つ 
て 法を 與 にして 居る 拗 合に 付て 本案に 規定を 入れる 
必要が なかつ たか どうかと 云 ふやうな 點の御 質問 も 
V」 ざいました、 其 外 基礎的 觀念と 致しまして、 關東 
州に 於け る 立法 間 題に 付ての 御 質問が ございました 

し、 没 法に 付ての 御贾間 も ございました、 是等に 付 

て 政府 姿 員の 所見を 一々 述べる ことは 餘 〇煩雜 にな 

ります から、 御 必要が あれば 申し上げ ると 致し まし 

て、 是等は 唯 斯う 云 ふ 御 質問が あつたと 云 ふだけ に 

止めて 置きます、 そこで 之を耍 する のに、 大體に 於 

て娶 貞&は 此法 案は 從來の 法律の 不備を 補 ふこと が 

出 來 るので あります から、 速に 是が K 施せら る、 こ 

とを 希望した のであります、 それから 共通 法規の 或 

ものに 付て は將 來御審 閟 の 上" 統一す る ことを 必要 

とする ものは 統一し、 共通 的 規定に 依つ て 之を 共通 

する 場合が 必耍 であれば 十分 御 審議 t/J 上、 更に 提出 

せらる、 ことを 希望いた しまして、 今日の 場合 民事 

と 刑事に 限られた ことは どうも 已むを得ない ことで 

あらう と 云 ふこと に 一致いた しまして、 全 會 一致で 

本案の 大體に 付て は 賛成を 表せら /I たのであります 

併ながら 唯简條 に 付て、 委員の 中に 色々 御意 見が ご 

ざいまして、 多少 修正せられ たので あ 〇 ます、 其修 

正の 箇條に 付て 修正した 理由を、 少し 細かい ことに 

なります けれども 、一 應申 上げて 置く 必要が あらう 

かと 考へ ますから、 ちよつ と 其 si を 申 上げます、 御 

手許に 出て 居ります 通り 修正され た 箇條は 七 八箇條 

ございまして、 第一は 第一 一條で ございます、 さう し 

て 一番 問題に なりました のは 第二 條と第 十四 條* 即 

ち 民事に 關する 總則的 規定、 刑事に 關 する 總 則的規 

定 、是が 一番 問題に なつた やうであります、 從 つて 

其 論點に 付て 簡單に 申 上げて 置かう と 思 ひます、 原 

案は 「民事 一： 關シ ーノ 地域-一 於 テ 他ノ 地域 ノ 法令-一 

依 ル コト ヲ定 メタル 場合-一 於 テ ハ 互-一法 令ヲ同 クス 

ル モノ ト 看做ス 」 と 云 ふの が 原案で ございます が、 


即ち 此の S 味は 一の 地域に して 他の 地铗の 法令に te 
ると 云 ふことは 形式的 意味に 之を 解して 居る ので あ 
つて、 さう して 其 結果 律令で あり、 法律で あるの も 
問は ず •之を 全く 同じ 法律と 看做す ので ある、 從つ 
て 其 適用 ほ 谷々 の 地域に 於て 其 地域の 法律を 適用す 
ると 云 ふ 意味に 政府で ほ 解して 居られる、 そこで 第 
一段の 篛 論と 致しまして は、 一の 地域に 於て 他の 地 
域の 法令に 依る と 云 ふこと (i 形式の 意味に 解すべき 
か、 或は 內容技 質と 云 ふ 意味に 解すべき かと 云 ふこ 
とが 第 一番 の 議論で あつた やうであります、 是はど 
う も 形式の 葱 味に 解した 方が 總 ての點 に 付て 便宜で 
あらう と 云 ふこと で、 法令に 依る と 云 ふことは 形式 
に 依る、 形式を 主として 考へ ると 云 ふ 主義に 依り ま 
した、 從つて 、さう すれば 例へ ぱ 朝鮮が 內地の 民法 
に 依つ て 居る と 云 ふ 場合 內容實 質が 全く 同じ もので 
あり ますから、 玆に 特に 法令を 同く する ものと 看做 
すと 云 ふ 必要は ないで ないか， 寧ろ それよ 〇 は 進ん 
で 其 適用に 付て 此に 書く 必要が ありは L ないかと 云 
ふこと で、 唯今の 修正に なつて 居ります 通り 「谷地 
域- 1 於 テ 其 ノ他ノ 法令 ヲ適 用ス J と 云 ふこと に 修正 
下された 次第 -'e あります、 此二條 の 終に 「-1 付」 と 
云 ふ 字が ございます、 是等は 皆 唯今の 形式主義を 執 
り" 又 唯今 法令を 同じく する ものと 看做す と 云 ふ 字 
を- S つた 結果から 來た 字句の 修正であります、 第二 
條の二 項は 即ち 法令を 同く して 居らない 場合を 全部 
指した のであつて、 是も 矢張り 二條の 第一 項の 修正 
の 結果で ございます、 そこで 第 十四 條も金 く 同じで 
ございます から、 此に 同時に 申 上げて 置かう と 思 ひ 
ます、 其 次は 第四條 でございますが、 是は 法人の 成 

立を 認める と 云 ふ 規定で ございます が此 規定は 第一 

項に 於て 「ーノ 地域-一 於 テ 設立シ タル 法人 ハ 他ノ地 

域-一 於 テ 其 成立 ヲ認 ム」 と 云 ふの が 第一 項で ござい 

ますから、 然らば 其 認められた 法人は 如何なる 範圍 

の 私 權を内 地に 於て 享有す るかと 云 ふことの 範園を 

決める のが 第二 項で ございます が， 原案に 依ります 

ると 「前項 ノ 法人 ハ 他ノ 地域 = 於 テ 其 ノ地ノ 同種 又 

ハ 類似 ノ 法人 卜 同一/私 權ヲ 享有ス 」 斯 う 云 ふこと 

になつ て 居ります けれども. 若し 斯う 云 ふこと に 致 

します と、 同種 又は 類似の 法人が なかつ た 場合には 

どうす るか、 成立は 認めて 居る が、 私 權を享 有する 

範圍が明瞭でなぃ -?: 云ふ點と、それから同種又ほ類 

似の 法人が 假にあ つたと 致しましても、 朝鮮に 於て 


の 法令の 下に 成立した 會社 •か、 內地 の 0- 社が 內地で 
爲 し 得ない ことを 內地で 爲丁と 云 ふことは 甚だ 不公 
平にな りは しない かと 云 ふことの 爲 に、 茲に 修正の 
通りに 「前 S ノ 法人 ハ 他ノ 地域 ノ法 令- Itey 同種 又 
ハ 類似 ノ 法人 ノ爲ス n トヲ得 サル sf ifl ハ 其ノ 地-一 於 
テ之ヲ 爲ス n トヲ煜 ス J と 云 ふこと に 修正され まし 
た、 其 所で 次は 第八條 でございますが、 是は 簡斟な 
もので ございまして •法人の 役 M の範 掘が 明瞭で な 
い爲 に、 特に 玆に 法人の 「役 M トハ發 起 人、 理事、 
監事 及 之-一 準ス ヘキ 者 並淸算 人ヲ謂 フ」 唯 役人の® 
釋で ございます、 第九條 は 是は 原案の 意味を 明 |1« に 
した， V けの 修正で ございます、 それから 第十條 の修 
正は 破產の 場合で ございます が 「ーノ 地域 二 於 テ 破 
產ノ宣 吿ヲ爲 シタルト キハ 他ノ 地域-一 於 テ 之 ヲ爲ス 
コト ヲ得ス 」 と 云 ふのを 削つ たのであります、 是は 
第三 項の 「ーノ 地域-一 於テ爲 シタル 破 產ノ宣 吿ノ効 
カ ハ 他ノ地 域 — 及フ J と 云 ふ 之に 十分 含まれ やしな 
いかと 云 ふ 意味で 是が 削られました、 それから 第 十 
四條は 唯今 二 條と 同時に 申 上げた と 同じであります 
それから 第 十 五條で ございます が、 玆に特 に 「第 八 
條第二 項-一 揭クル 者 ノ外檢 査役ヲ 包含 ス J と 云 ふ 字 
を 檜した ので ございます" 檢査 役に 付て は 科料の 規 
定かない と 云 ふこと でありまして、 特に 此に 加へ た 
だけの 趣旨で ございます、 それから 附則の 第二 項で 
ございます が、 是は第 十 一條 及第 十八 條の二 孭は全 
く玆に 適用がない ので ございまして、 唯 法文を 明瞭 
にす る爲に 入れた 字に 過ぎ ませぬ、 大體 修正の 趣意 
は斯樣 でございますが、 之を 要する のに 修正の 趣意 
は 本案を 斯樣に 修正す るに 非 ざれば 同意す る ことが 
出來 ない と 云 ふ 趣意の 修正では ない のでありまして 
本案を 益々 完璧なら しむる と 云 ふ 趣意の 修正で ござ 
いまする から、 政府に 於ても 此 修正に 金 部 同意を 表 
されました ことを 玆に. 御 斷り 致して g£ きます、 それ 
から 第三 條に 付て 委員 外では ございます るが 河 村 譲 
三 郎君が 籍 のこと に 付て 御 心配に なりまして 、委員 
會に 於ても 亦 小委 員會に 於ても 御意 見を 御 述べに な 
りました、 併し 其 御意 見は 本案を 以て 十分 …… 一箇 
條を 加へ る ことなくして 解決が 出來 るで あらぅ と 云 
ふこと で 是は 省かれて 居ります が、 此點 ％ 附加へ て 
I 言 申 上げて 置き ま t、 大體在 樣な內 容を以 ちまし 
て 本案は 修正を 可決いた された 次第で ございます、 
玆に 最後に 一言 申 上げて ! 1 きたい ことは 本委 M 會は 


相當の 長い 日子を 费 して 居ります、 评 し * (r 非常に 
sm に審秃 を 致した 結果であります •此 » は 特に a 
了承を 願つ て a きたいと 思 ひます" 
〔河村通三郎君演杻に这る〕 

0.1 :村讓 三郞お 唯今 委 H 長ょ OS めて 詳細なる； 3 
報抟を 承は りまして ございます ろが、 私 It 十分に 理 
解を 致して 本案に 资成を 表したい と考 へます が 故に 
尙ほ二 三 n 問を 致しまして*  S 門の 政府 姿 3 0 御 説 
明を 煩は したいと 存じます、 内地 〇 荠と WPK 他 新 
領土の 者と が 婚姻 又は 3i f 十 鞔姐 をな す M3 合には 家 〇 
關係が 如何になる かと 云 ふことは 第 ill 胳〇 一 ? 11 -に «! 
定され て 居 〇 まする が、 離綵 又は 離婚 CO W 合 li 如何 
なる かと 云 ふこと に 付て 未だ 十分に 了解し 得ざる gj 
があります るが 故に、 私は 離 ® の 构合と 離 妹の 叫 合 
とを K 別いた しまして、 成るべく il Fii に符問 を 致し 
ます、 離婚の 場合に 關 しまして 先づ 承は りたい のは 
朝鮮に 於 ••c it 離婚を 認めぬ と 云 ふこと -e あります る 
が、 別居 〇 やうな 慣習で もない のであります るか、 
佛 II 西に 於て 一時 離婚を 察 lh したる 時代に ii 別居 Q 
制が 行な はれて 居つ たのであります るが、 朝鮮には 
それに 類す る 慣習で も' !, '!• いのであります るか‘ 夫 W 
の 間が 不和に なつて、 乖ひ が絕 えず、 日夜® 待， 侮 
辱を受けても婚姻關係を繼續して、同居 0 義務があ 
る と 云 ふこと では、 内地の 者が 其の 子女を 1,0] 鮮に婚 
嫁 V しむる の l: „J 蹯いた し、 同化の 上に 少から ざる 
影響を及ぼす こと、 考へま す、 次ぎに 眾は りたい の 
は 朝鮮の 女が 內辿の 家 1* 婚跋 いたしました る 後 離婚 
となる 場合には、 內 地の 法 W に 依ります れぱ 、过家 
に 復籍す るので あります るが、 其の ® 家は 內地 には 
ない 朝鮮に あります る、 加 之 朝鮮の 法令は 離婚® 籍 
と 云 ふこと を 認めない ので ある、 それ故に 家の 關係 
が 如何になる かと 云 ふ 疑が 生ず 〇 のであります るが 
政府 委員は 初は 離婚の 場合に も 第三 條 2 一 項に te つ 
て 定まる であらう と 云 ふやう に 說明せ られ ました、 
併し さう します ると、 _婚 の 後尙ほ 婚家に l,ij 据わる 
と 云 ふが 如き、 內 地の 觀念 で (t 不倫なる 結論に なり 
ますので あります、 其れ故に のちに It 此の ^ 合には 
內地に 於いて 一家を 創立す るので あると 云 ふやう 
に御說 明に なつた と考へ ます、 それに 類似の 例が 
あると 言つ て 示されました のは、 外國の 女が 日本 
の 家に 婚嫁 いたしまして、 後に 離婚と なるとき に 
は 本 國の國 籍を回 復する ときには 日本の 國籍を 失 
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ふ、 本 國の 國籍を 回復す ると きには 日本の 國籍を 失 
ふと 一 K ふこと が 國籍法 の 十九 勝に 規定して ある、 日 
本の 國籍を 失 ふと あれば、 それで 家の 始末は 付く の 
である、 然るに 日本 國の 國籍を 回復せ ざる 者 も ある 
左铙な 者は 日本の 國籍を 失は ない、 依つて 日本に 一 
家を 創立す る ものと して 取扱を 致して K ると 云 ふこ 
とで ありました ••それは 其 通りに 相違ない、 其 通 〇 
で 宜い 、併し 國 _ 法 ! 3; 御 承知の 通 〇设 法 其 他 諸 法典 
と共に 條約改 正の 前匇々 の 間に 公布せられ たんで あ 
ります •外國 の 女が 離婚しても 本 SG 國籍を 回® し 
ない、 從 つて 日本の _籍 を 失 li ない ときには 一家を 
創立す るの が 適當 である や 否や、 それが 適當 であれ 
ぱ 法文を 以て 明に する のは 適當で ある や 否やと 云 ふ 
やうな ことまで 辭議す る 暇の なかつ たことは 當 時の 

事情に te つて 想像す る ことが 出來 るので あります、 

若し 夫れ 民法に 至つては 家族制度の 觀念に 基いて、 

家の 興廢と 云 ふこと を 極めて 重き ことに 見て 居る の 

であります、 而 して 明かに 此 場合を 規定して 居り ま 

す、 離婚と なつた 者は 實 家が 麼絕 家に なつた 場合に 

は 一家を 創立す る、 戸主に 復籍を 拒まれた 場合には 

一家を 創立す る、 それ  ち やん と 定まつ て 居る の 

であります、 私は 其方が 立法と しては 完全なる、 適 

當 なる 方法で あると 信じます のであります、 果して 

然らぱ 1? 家が 內地 にないと 云 ふ 楊 合に 於ても 一家を 

611 立す ろ 奢と するなら ば、 其 事を 明かに 共通 法に 規 

定せ られ るか、 若し 又 共通 法は 適當 でない と 云 ふな 

らば、 將來 適 當 CO 機會に 於て、 例へ ば 親族 法改正 等 

の 搏會に 於て 明かに 其 事を 規定して 誤解な からしむ 

ると 云 ふ御考 |£ なきや 否や、 是れ より 離緣の 場合に 

關 して 質問を 致します る、 離 緣の場 合は 離婚の 場合 

とは 異にして、 朝鮮に 於ても 離 殺 復籍を 認める ので 

あります …… 朝鮮に 於いても 離綵 復籍を 認む る、 又 

朝鮮の 赛子緣 組は 同性の 間に 限る、 姓を 同じう する 

者の 間に 限る と 云 ふこと であります るから、 日本人 

が 朝鮮人の 養子と なることは ありますまい が、 朝鮮 

人が 日本人の 家に S 子と して 道 入る ことは あらう と 

思 ひます、 現に 朝鮮に 於いては 內地 人と 朝鮮人と 待 

遇を 異にする 場合が あると 沄ふことを聞いて居〇ま 

す、 朝鮮人が 内地人の 萎 子と なつて ® 等の 待遇を 得 

たいと 考へる こと も あらう と 思 ひます、 其の 者は で 

す、 本案の 第二 條 、それから 法例 第 十九 條 等に 依り 

ますと、 •一 緣とな る こと も あるので あります、 其の 
共； i 法案 第一 if? I 科の 松 


者が 離緣 となる 場合には 矢張り 一家を 創立す るので 
ある や 否や、 實家 が內 地に ないから 矢張り 一家を 創 
立す るので ある や 否や、 旣に 述べた る 如くです 朝鮮 
に 於いても 離緣 復籍を 認める ので ある、 其の點 は 離 
婚 と 異なつ て 居りまして、 離緣 復籍は 朝鮮に 於ても 
認める のであります から •實 家に 復籍す る ものと 致 
しても 朝鮮 〇 風俗 慣習と 相容れない と 云 ふ 虞れ はな 
い、 寧ろ 實家に 復籍す ると 云 ふが 自然の 解決で ある 
と考へ るか も 知れぬ と 思 ひます、 日本に 一家を 創立 
すると 云 ふやうな ことにする ょりは 朝鮮の If 家に 歸 
ると 云 ふ 方が 自然の 解決で あるか も 知れぬ ノ外國 人 
の 養子 …… 外國 人に して戔 子と なつた 者が 離緣を す 
る 場合に 準ずる と 致しましても、 是は 離緣の 結果 本 
國の 國籍を 回復す る 場合 S 方に 準ずる のが 適當で あ 
りますまい か， 但し 外國 人の 方は です、 甲の 國の國 
籍シ- 失 ふこと かです、 國籍 法に 規定して あります、 
一面 其 場合には 本國の 國籍を 回 m すると 云 ふこと が 
其國 2 國籍法 に 明かに 規定して あります •之に 依つ 
て 甲國の 家と 乙國の 家との 聯絡が ち やん と 付く やう 
になつ て 唐る、 國籍 法の 規定が 雙方 にあります から 
I 方を 出れば 一方に 這 入る と 云 ふこと にちやん と聯 
絡が 國籍 法に 依つ て 付いて 居る， 然るに 此 朝鮮の 家 
と內 地の 家との 聯絡を 付ける ものが 何處 にある か、 
私は 案の 第二 條に 求めて 之を 得ず、 第三 條に 求めて 
之を 得ない と考 へて 居ります のです、 そこで、 す、 
若し 朝鮮の 家に® 籍す ると 云 ふこと に すれば です、 
それは 內 地の 法令の 適用に (A: る もの か、 朝鮮の 法令 
の 適用に 依る もの か •若し 內 地の 法令の 適用に 依る 
とすれば 甲の 地域の 法令が 乙の 地域にまで 延長す る 
結果になる、 又 朝鮮の 法令の 適用な りと 云へ ばです 

離緣の 効力を 二分して …… 効力の 二分です、 實 家に 

復籍す る 方の 一 半 (i 朝鮮の 法令、 それから 養家を 去 

ると 云 ふ 方の 一半は 內 地の 法令に 依る と 云 ふやうな 

ことにな りは しませぬ か、 それともです、 此 場合に 

It 內 地の 法令と 朝鮮の 法令との 區別 がなくなる、 單 

獨 唯一の 法令が 兩地 域の 上に 行は れ て、 其 法令の 適 

用に 依つ て實家 に {I 籍 し、 養家を 去る ものと なる の 

であります が， 何れにしても 其 根據が なくて li なら 

ぬと 思 ふので す、 國籍 に關す る國籍 法の 如き 根據が 

なくて は 家の 關係が 定まらな いと 思 ふので あります 

若し 其根據 となるべき 明文が あれば 其 明文を 示され 

たい、 又 明文が なくと もです、 立法の 主義 原則に te 


つて 左！！ な、 結果になる と 云 ふこと であれば 其 主義 
原則を 示されたい、 私は 將來の 誤解を 避く る @ に此 
質問を 致す のであります、 以上に 質問の 趣旨を 明か 
にす る 爲に 多少の 理由を 付加へ ました、 要するに 私 
の 質問は 三つの 簡單な る點に 止まる のであります、 
第一、 內地 人が 朝鮮人の 家に婚 嫁した る 場合に 於て 
は 離德も 出来ず •別居が 出来ざる や 否や、 第二， 朝 
鮮の 女が 內地 の 家に 婚 嫁した る 後 離婚と なれば 一家 
を 創立す ると 云 ふ 御 見解な れば です •仙 日 相 當の機 
會に 於て 明かに 姐定 する を 可とする の御考 はなき や 
第三は 朝鮮人が 內 地の 家に 養子に 人つて 後離緣 とな 
れぱ 一家を 創立す る や、 朝鮮の 實 家に 復籍す る や、 
若し 朝鮮の 實 家に 復籍す る ものと すれば、 それは 如 
何なる 規定 又は 主義 原則に 從ひ 、如何なる 法令の 適 
用に te る ものな り や 此 第一と 第二と です、 喵 右と か 
左と か、 一言 御 答を 得ます れば滿 足を 致します、 第 
三の 點は 私の 未だ 了解し 得ざる 點で あります るから 
成るべく 親切に 御說明 あらむ ことを 希望いた します 
〔政府 委員 有 松 英義君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (有 松英義 君〕 唯今 河 村 君ょり 詳細なる 
演說を 以て 御 質問が ございました が、 此 件に 付て は 
委員 會に 於て 十分 講究され ましたので あります、 殊 
に 小委 員會に 於て 詳細に M りて 研究に 相 成つ たので 
あります、 故に 尙ほ 詳しくは 委 M の 御 方ょり 御 答 辯 
に 相 成る 場合 も あるか も 知れぬ と 想像いた すので ご 
ざいます、 大體に 於き まして 第一の 點 .即ち 朝鮮に 
於て は 離婚を 許さ ゞ る 古来の 習慣で ある、 此場合 に 
It 別居を 許す や 否やと 云 ふ 事に 付きまして は、 別居 
を 許します る 趣に 承知いた して 居ります、 第二には 
例へ ぱ內 地に 於き まして 朝鮮人が 離婚を 致します る 
場合に、 一家を 創立す る や 否や、 是は 創立いた すで 
あらう と 存じます 、尙は それに 付て 明確に 法 ® の改 
正を 行ュ 見込で ある や 否やと 云 ふ 御 尋ねで あつた や 
うに 存じます る、 是は 今後尙 ほ 研究を 致して 見たい 
と 存じます、 必要が あるなら ぱ法津 の 改正は 已むを 
焊ぬ ことで あらう と 存じます、 篤と 研究を 致す 積り 
でございます、 第三の 離緣の 場合に 於て、 例へ ぱ內 
地に 於て 朝鮮人を 養子に 致して 居ります る、 其 養子 
が 離緣 になって 朝鮮に 歸 る、 斯う 云 ふ 場合に 於て 朝 
鮮に 於て 復籍いた すには、 朝鮮の 法規に 依って 復籍 
いたす であらう と 存じます、 而 して 朝鮮の 法規に 依 
つて 朝鮮の 家に 入ります が 故に、 共通 法 第三 條第一 


項の 適用を 受け t して 內 地の 家を 去る ことに 相 成る 
ので あらう と 存じます る、 其 外國籍 法を 御 引用に な 
りました る 種々 の 御 議論は 承は りました が、 要する 
に 共通 法は 各地 域に 於け る關係 聯絡を 規定いた すの 
に Jh まるので ありまして、 例へ ぱ 或る 地域 內に 於て 
一家を 創立す る手續 如何、 其 他の 規定を 耍する こと 
の ある や 否やと 云 ふが 如 $• ことは、 各地 域の 法令を 
以て 必要に 踊 じて將 來 立法を 致すべき もので ござい 
ます、 共通 法の ¢0 圍 外に 屬 する こと、 考へて 居る の 
でございます、 大體是 だけ 御 答を 致して 置 S- ます。 

〔岡 野 敬 次 郎君 演壇に 登る〕 1 
0 岡 野 敬 次 郎君 先刻の 河 村 博士の 質問に 對 しまし 
ては、 唯今 政府 委員ょり 答 辯が あつたので あります 
るから、 此 以上の ことは 付加へ る 必要 もなから うと 
考へ るので あります る、 河 村 君の 御 質問に 相 成つた 
る 問題は、 同 君の 非常に 熟 心に 御 W 究に なつた 所の 
間 題で あ 〇 まして、 旣に 特別委 負會に 於き ましても 
委員長の 許可を 5 T 委員 會 S 決議を 經て 、此 問題を 
提出せられ、更に本案が小委員會に付託になりまし 
たる 後に 於ても、 小委 員會に 特に 出席を 致され まし 
て、 さう して 同一の 問題を 提出せられ、 小委 員會は 
特に 二 時間 程の 時を 割いて 此 問題の 討議に 盡した の 
であります、 其 結果に 付て 尙ほ 或は 河 村 君が 御不滿 
足で あるか. と 信ずる のであります るが、 更に 此 議場 
に 於て 御 質問に 相 成つた のであります、 小委 員會に 
於き ま L ては 唯今 申 上げました 通りに 愼重に 此問題 
を議 して、 特に 河 村 君と 小委 tl との 間に 於き まして 
も 十分に 意見の 交換を 致した 積り で & ります、 而し 
て 河 村 君の 此問 題に 付ての 頗る 御 熟 心で あるに 依り 
まして、 私は 玆に 小委 >1 會に 於て 河 村 君の 希望せ ら 
る、 所の 意見を 採用し なかつ たと 云 ふ 理由を 簡單に 
御 報告を 致したい と 思 ふので あります、 河 村 君の 第 
一の 問題 ！ X 離婚の 問題で あ 〇 ます、 朝鮮に 於き まし 
ては 原則として 離婚を 認めて 居らぬ さう であります 
る、 そわで 若し 朝鮮の 女子が 內地 人に 嫁した 場合に 
於て は 朝鮮の 法令に 依りまして 離婚 •か出来ない ので 
あり、 內地の 法律に 依れば 離 ® が 出来る ので ある、 
それで 內地 人に 嫁した 場合に 於て 離婚と 云 ふ ものに 
なつたならば、 朝鮮は 離婚を 認めない のであります 
から. 實 家に 復籍す ると 云 ふことは 無論ない ので あ 
ります、 內地の 法律に 依れば 離婚を 求めた 場合には 
實 家に 復籍す るので ある ■■それで 內地 法の 定 むる 所 
五三 
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に &- つて ? f 家に 復筠 すと 云 ふて 見ても、 朝 群の 法令 
に 依て i£ 朝 鲜の 家に 入る ことが 出来ない ことになる 
のであります、 此場 合に 付て どうなる かと 云 ふこと 
が 河 村 打の 街 77 問の 點であ つて、 而かも 河 村 君は 小 
- : に 於て 此問 3 を 诏決 する が 爲に共 通 法規に 一 
の 明文を 設けたい と 云 ふ 街 意見であつた ので ありま 
す， 此 問題 if 先刻 河 村 君が W 問 中に 御 述べに なり ま 
した 通り、 我が 民法 (i 何と 定めて 居ろ かと 云へ ば、 
民法 (r. !Jt 6i 籍すべ き 苡家 の廢絕 、即ち 廢家货 家の 場 
合に 於て ほ 一家 プ V 創立し と 云 ふこと が 規定して ある 
のであります、 で是は 民法の 定ひる 所は 復籍すべき 
r? 家の 廢家絕 家の 場合を 特に 法律が 規定して 居る の 
であつ て、 !? I く 復籍す ベ 3- 家な きとき は 一家を 創立 

すとは® いてない ので ある、 それが 故に 今 朝鮮の 女 

子が 内地 八に 嫁した 場合に 離婚せられ て. さう して 

歸る べき 家がない と 云 ふのは 此 民法の 正條に 言 ふ 所 

の廢 家で もなければ 絕家 でもない、 元と 復籍すべき 

家がない ので ある、 是が 故に 特に 明文を 揭げ て、 或 

は一 家を 創立 r るが 碑 當で あるなら ば 一家を 創立す 

と 云 ふ 明文を 置いたら 宜から うぢ やない か、 宜から 

うと 斯う 云 ふので あります が、 我が 民法を 我々 ども 

討究の 末に 解釋を 致しまして、 民法に 於て 認むる 所 

の 家な 3- と 云 ふのは、 廢家絕 家の 場合し かないので 

あるけれ ども •併ながら 俊すべき 家がない と 云 ふ 場 

合は、 此 共通 法の 關 係に 於て、 即ち 朝鮮人と 內地人 

の關 係に 於て 今の やうな 場合が 起つ たなら ば、 民法 

を 廣く解 釋 して、 復す べき 家な きとき ii 矢張り 一家 

を 創立す と 斯う 解釋 をす る ことに 於て 妨げない、 現 

に 河 村 君の 引用せられ たる 國籍 法の 關係に 於ても 矢 

張り 同樣な 解釋を 取つ て 居る ので ある， 而か も此國 

籍法 のこと に 付て は、 河 村 君け 或は 適當な る 解釋で 

あるか も 知れぬ と 云 ふまで 御 話になる ので あ 〇 ます 

から 此朝鮮 女子の 內地 人に 嫁した 場合に 於て は、 矢 

張り 民法の W? 釋に 於て 一家を 創立す と 云 ふこと にし 

て 何等 差 支ない、 而し て假 に此 問題に 付て 明文を 設 

くる ものと して 4、 共通 法規に 設 くるが 適當 である 

か、 或は 民法に 特に 明文を 揭 ぐるの が 適當で あるか 

と 云 ふ 問題 も、 矢張り 小委 員會に 於て は 議し たので 

あります、 で 若し 明文を 設ける として、 河 村 君の 抱 

かれる 所の 疑を 解決す るが 適當で あると するならば 

それは 共通 法規の 問題よりも 寧ろ 民法の 問題で ある 

から、 民法に 特別の 規定を 設く るか 適當 であると 云 


ふこと で、 遂に 共通 法の 外に 此問 題を 致した ので あ 
ります、 それから 次には 菱子 離緣 のこと であります 
るが、 萎 子の 制度と 云 ふ ものは 私 も 朝鮮の 慣習を 能 
くは 承知を 致し ませぬ けれども、 併ながら 異姓は 養 
はすと 云 ふことは 確かに 朝鮮 古来の 慣習で ある やう 
であ 〇 ます、 であ 〇 ますから 同姓で なければ、 其 同 
姓で あると 云 ふことの 意味は、 養子 緣姐 を爲す に 付 
て、 養 ふ 方 だけが 同姓で なければ ならぬ、 養子に や 
る 方の 側 も 同姓が 相手で なければ ならぬ かと 云 ふこ 
とは、 是は私 ほ 一つの 疑問で あると 思 ふので ありま 
す、 それで 河 村 君 (3: 同姓で なければ 養子 緣組は 成立 
せぬ と 云 ふことは 朝鮮の 慣習で あると して、 內地人 
が 朝鮮人の SS 子になる と 云 ふことは、 是は 明かに 異 
姓を 収つて 以て 養 ふので あるから、 それは あるまい 
と 思 ふ、 朝鮮人が 內地 入の 養子になる と 云 ふこと ほ 
是は 有る であらう、 又 ある ものと しての 御意 見で あ 
つたので あります、 けれど 4 是は私 は 疑問で あると 
思 ふので あります、 實 際どう 云 ふやう に W 決を ^ 鮮 
に 於て せられて 居る かは 知り ませぬ が、 養子鞔 組と 
云 ふ ものに 付て 同姓を 要するな らば、 やる 方 も 貰 ふ 
方 も 同姓で なければ ならぬ と 云 ふこと ほ、 私は 通常 
の 解釋で あらう と 思 ふので あります、 それが 故に 若 
も內地 人が 朝鮮人の 養子になる ことが 出 來ぬと 云へ 
ば、 朝鮮人 も 朝鮮の 法令に 法れば 矢張り 内地人の 養 
子になる ことが m 来ぬ と 云 ふの が 私 (i 當然で はない 
かと 思 ひます、 併ながら 是は私 は 朝鮮の 古来の 慣習 
のこと を 能く 承知いた しませ i?4 から， © : の S  くに 1- 
言して、 果して 誤りがない かどう かと 云 ふことは、 
是は ft 所で 私は 申 上げる ことが 出来 ませぬ が、 少く 

も 私は 一つの 大なる 疑問と して 自分は 考へて 居る の 

であります、 而して 假に河 村 君の 御 見解の 通り、 朝 

鮮人 が內地 入の 養子と なること が 出來 ると して* 而 

して 其 養子が 離緣に なつた 場合には どうなる か、 斯 

う 言へ ば、 朝鮮の 法令 も 養子縁組の 請は ゆる 離緣を 

認め、 內 地の 法令 も 亦 離緣を 認め、 而して 其 離緣の 

場合に 於て は 朝鮮の 法令 も內 地の 法令 も、 共に 實家 

に歸つ て 行く ので あると 云 ふ 原則を 執つて 居る のな 

らば 此時は 朝鮮人が 內地 入の 養子と なつて 他日 離緣 

せられたなら ば、 何れの 法規に 依る も實 家に 歸るの 

である、 それが 即ち 第三條 第一 項の 定 むる 所で 「一 

ノ地域 ノ 法令-一 ffi リ其ノ 地域-一人 ル 者 ハ 他ノ 地域 ノ 

家ヲ去 ル」 と 云 ふこと になる のであります、 若し 此 


場合に 於て 河 村 岩 〇 御意 見に ある 如く、 或は 內地の 
法令の 効力が 朝 群に 及ぶ とか、 或は 自己の 行 g を 11 
分して、 半ばは 朝鮮の 法令に & り、 半ばは 內地の 法 
律に 法る と 云 ふやぅな 見解を 執らねば ならぬ と S ふ 
ことで あ '0 ましたな らば、 是は @ 姻 Q 成立した 場合 
にも 矢張り 同樣 のこと を 言はなくて はならぬ ので あ 
る、 婚姻を したなら ぱ其 婚姻の 効力は、 婦たる もの 
は 夫の 家に 人る と 云 ふ 事は、 朝鮮に 在つても 內池に 
在つても 同じであります が、 其 場合に 朝鮮の 法令が 
內 地に 及ぶ と 云 ふので もなければ 、內地 の 法律が 朝 
鮮に 及ぶ と 云 ふので もない、 其 婚姻の 効果を 半ばは 
朝鮮 S 法令に 依つ て 判 斷し 、半ばは 內 地の 法律に 法 
つて 判斷す ると 云 ふので もない、 それの 如きは 最も 
明かに 第三 條第 一項 〇 支配す る 場合で あるので あり 
ますから、 それで 此離緣 の 場合に 付ても、 若し あり 
とすれば 第三 條第 一項の 規定の 適用で 洵に 明瞭な 事 
其 明瞭で ある こと 婚 嫁の 場合に 於け ると 同じ ことで 
あります、 小委 M 會に 於て は是 等の 問題に 付て、 唯 
今 御 報告を 致す 通り 愼重に 審議を 致しまして、 而し 
て 河 村 君の 御 提出に なつた 所の 問題は 共通 法規に 採 
らず 、或は 共通 法規 以外の 問題と すると 云 ふこと に 
決定を 致した 次第で あり X すから、 此 事を 御 參考に 
諸君に 御 報吿を 致して 置きたい と 思 ふので あります 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 本案の 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多 數_ 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 公爵 德川 慶久君 直ちに 第二 E 會を 開かれむ こと 
を 望みます。 

0 平 山 成 信 君 賛成。 

0 男爵 高木 兼寬君 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君 V 直ちに 第二 if 會を 開いて 
御 異存が ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第二 讀會を 開き 全部を 問 
題に 供し ます …… 全部 特別 委員長の 報告に 同意の 諸 
君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 公爵 德川 慶久君 直ちに 第三 讀會を 開ら かれむ こ 
とを 菌み ます。 


〇 平 山 成 信 君 S 成。 

〇鶸 長 C 公 辟 抵川家 達 君) 31; ちに 第三 IMB を 開いて 
御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「異 謎な し J と 呼 ふ 苦 あり〕 
0謎長(公脬德川家達；：)御埏漭ないと認めます。 
〇飄 長 C 公爵 德 !l] 'ii s :rf ご 第三® 位を 開きます、 第 
二 譖 曾 の 決 謎 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

『 「異謎 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 脬德川 家 達 君) 御 ！ M 费ない と 08 めます = 
〇 議長 (公 !^ 德川 家 達 君) 费事 日程 第 四、 货 m i:'; 屮 
改正 法律案、 政府 提出、 衆 毁院送 付， 第一 55 2 
委員長 報吿 U 

貨幣 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 骼決 せり 依て 及 報吿候 也 
大正 七 年 二 月 十九 日 

右 特別委 M 長 

们爵吉 井幸藏 
贵 族 院議 長 公® 德川家 達 殿 
〔伯爵 吉并幸 藏君演 壇に 登る〕 

〇 伯爵 吉井 幸藏君 此 法案を 提出に なりました 理由 
は 現在の 補助 貨幣が 形體が 過大に 失する のと、 銀 {a 
が 騰貴した 場合に 補助 貨を篛 m す危險 が ある、 此二 
つの 理由であります、 銀惯の 騰貴いた しました 事は 
大正 三 四 年頃までは 二 十三 四片で ありました のが、 
大正 五 年度の 初め 頃ょ 〇 段々 騰貴いた しまして 昨年 
の 末には 五十 五 片と云 ふ 高い 値を 出した 位で あるの 
であります、 現在の 銀貨に 二 種ありまして、 大きい 
方を 舊 銀貨と 稱し •小さな 方を 新 銀貨と 稱して 居り 
ますが、 此の 翯 銀貨は 三十 二 片 •三片 位になります 
と 鑄® 點に 達する のであります 新 銀貨は 四十 三片位 
で 鑄 潰點に 達する のであります、 然るに 今 申 上げ ま 
した 通り、 旣に 五十 五 片の 値に 上つた のであります 
今玆に « 銀貨の 實價が 五十 五片の 時には •：： 銀貨が 
五十 五片の 時には、 五十 錢が 何程の 僧 値になる かと 
云 ふこと を 調べます と 云 ふと、 五十 錢の 銀貨が 殆ど 
八十 四 錢に當 ります、 新 銀貨は 六十 三 錢に當 ります 
二十 錢か 三十 錢 位に 當 ります、 ■貨 'か … i 新 銀貨の 
方で も 二十 五 錢 位になります、 斯樣な 次第で ありま 
して、 S 潰される ものが 多い CO みならず、 銀貨の 儘 
で 外國に 輸出され る KS もあります、 それを 防ぐ 爲に 
現 銀貨の 品位を 下げ， 若く は 量目を 下げまして、 議 
潰點を 高く して、 其危險 のない やぅに したいと 云 ふ 


院传 fi 愈 蓊國帝 回 十：? am 


R 的の 案であります、 斯樣な ことで _潢な どを する 
ことは 勿論 是は 法規に 依つ て 禁ぜられて ある ことで 
あります けれども、 矢張り 根本から 鑄 潰の 出来ない 
や 5に鏡 潰しても 利益の ない 程度までに 仕更 へた 方 
が 得策 だと 云ふ譯 であります、 それで 本案の 如く 改 
正いた せ ぱ某の 目的を 達する のでありまして、 餘ほ 
ど 形 も 小さくな 〇 まする が、 又 補助 貨 m に ^ / U で 居 
ります る 銀の* 目が 大きに ® ります、 それで 此 改正 
案では 辯 演點を 凡そ 六十 Sr 片位 まで 銀が 騰貴しても 
_ 潰しても 利益は ない と 云 ふ 程度までに 改正になる 
譯 になつ て 居ります、 此六 十五 片と云 ふの ! £ 統計表 
を 見ます ると： K ふと、 凡そ 二百 年 餘の間 銀の 騰貴し 
た 平均が 六十 五 片 SV- 越した ことは ないやう であり ま 
す、 のみならず 谷阀又 凡そ 此標準 を 皆 採つ て 25 るの 

であ 〇 ます、 此通〇 改正になります れぱ 貨幣の 品位 

も ffi 當に 保ち、 外 ® も 宜しくて、 製造 上の 都合 も宜 

しい、 さう して if 潰 si が 柑應商 くなります から 鑄 潰 

される rd: 險もな くなる 斯樣 でありまして 委 M fr に 於 

きまして li 洵に 適當な 案な りと 認めまして、 全會一 

致を 以て 可決すべき ものな りと 議決いた しまして ご 

ざいます、 本 ® に 於き ましても、 どうぞ 委 M 會の決 

謖 通り 御 決議 あらむ ことを 希望いた します。 

〇 謎 長 c 公 Iff 德川家 達 岩〕 本案の 第二 if ir を 開く ベ 

しとす る 諸君の 起立 ^ 請 ひます。 

起立 者  多數 

c il 長， 公 擗 始川家 達 君) 過半 ® [ と 認めます。 

〇伯 财吉井 幸藏君 直ちに 第二 10 會を開 かれむ こと 

を 希望いた します。 

0 男 ! 0 中 川 興 長 君 寶成。 

〔其 他 「S 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇诚 長 r' 公爵 德川家 達 君〕 ra ちに 第二® 0 を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 

IT -® a なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

C IS 長 (公 辟 德 川 家 達 君〕 御 3 ?譏な いと 認めます。 

〇 汲 長 C 公 ® 德川家 達 君：* 直ちに 第二 讀會を 開き ま 

す、 委 A 長報传 通り 御 異存 ございませぬ か。 

cr 異囷な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0  1 畏 (公 ! 3 德川家 達 君： >  御興 鼓ない と 認めます。 

〇 伯 13 吉井 幸跃君 直ちに 第三 ^ 符 を 開かれむ こと 

を EH みます。 

0 子 fs 八條陡 正 君 苡成。 

C  (公 时 抱 川 家 達；；；；〕 商ち に 第三 , tfj ^ を 開いて 


御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 P 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 讀® を 開き ま 
す、 第二 讀會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公® 德川家 達©〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公 !! 'f sl III 家：？ 日积第 五 •登 錄瑰法 中改 
正 法® 案、 政府 提 3 •衆議院 S 付， 第一 if 會の _、 
委員長 報吿。 

登 錄税法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 載 決せり 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 二月 二 十日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 平 直 之 
贵 族院靜 ■長 公爵 徳川家 達 殿 
〔伯爵 松 平 直 之 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 松 平 直 之 君登錄 税法 中 改正 法律案 特別委 員 
會の經 過 及 結果を 御 報告いた します， 此 案に 付き ま 
しては 二十日に 開會を 致しまして、 正副 委員長の 互 
選の 後引績 いて 會_ を 開きました、 一一 三の 質問は ご 
ざいました が、 致を 以て 原案を 可決いた しま 
した、 此 法案の 骨子は 詰り 產業 組合， 產業 組合 聯合 
會 、產業 組合 屮央會 、漁業 組合， 又は 漁業 組合 聯合 
會 に 付產榮 趼合法 又は 漁業法に 基き て爲す 登記、 其 
登記料を 免除して やる、 それは 總 ての 唯今 申 上げ ま 
した ffl 合を 補 肋す る爲め 免じて やる と 云 ふので あり 
ます、 洵に此 案は 簡單な 案で ございまして* 詰り 此 
十九 條 に五號 を 一つ 加へ まして、 之を 加へ ますれば 
六條 中の 三 項 乃至 五 項は 自然 消滅し ます、 其 三 項と 

申します のは 詰り拂 込 金の 登錄 税是は 千分の 五に 當 

ります、 參考 の爲に 政府 委® に 伺 ひました •か、 大正 

五 年度の 末には 一 萬 三千 06 かの ものであります 洵に 

少數な もので あ 〇ま す •避 ii 委 H 會に 於き ましても 

原案を 可決す るが 至當で あらぅ と 云 ふこと から 原案 

の通〇锊成いたしました是は前申しました通り洵に 

阁 單な 案で ございます、 どぅか 譖會を 省略して 御議 

決 あらむ ことを 希望いた します。 

〇 伯 衍正親 町 !1? 正む S 成。 

〇子掼 两 大路 吉光君 讁會 省略 S 成。 

〇+掼拟 本武淺 君饺 成。 

〇 伯 Iff 奥 平昌恭 君 燹 成。 


〇 子爵 八條隆 正 君 賛成。 

0 男爵 高木 諕寬君 賛成。 

〇 男爵 石 黑忠 ® 君 賛成。 

〇 平 山 成 信 君 賛成。 

0 小 野 田 元 卿 一 君 賛成。 

〇 男爵 阪井 重季君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 讀會 省略の 励 81 に 賛成の 
諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 三分の 二 以上と 18 めます 
…… 委負 長の 報告に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德 川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 六、 未成年者 飲酒 
肢 締に關 する 法律案、 衆議院 提出、 第一 讀會。 
未成年 若 飲酒 取締に 關 する 法律案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 

大正 七 年 二月 二十 一日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
未成年者 飲酒 取締-一 關スル 法律案 
第一 條營業 上酒 類ヲ 供給 スル 者 ハ 未成年者-一 酒 
類ヲ 飲用 セ シメ 又 ハ 其/ 自 KJ 二 供 スル コト ヲ知 
リテ販 賣若ハ 給與 スル コト ヲ煜ス 
第二 條前條 -1 違反 •ゾ タル 者 ハ 十圓以 下ノ 科料-一 
處ス 

附 nlj 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ョリ 之ヲ施 行ス 
〇阪 谷芳郎 e 政 ll.f にち よつ と 質問を 致した う 存じ 
ます 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 登壇を 願 ひた うご ざい 

享。  > 

0 男爵 阪谷芳 郎君 極く 簡單で ごさいます が …… 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 其方が 政府 委員に 能く 聞 
える だら うと 思 ひます。 

〔男爵 阪谷芳 郎君 演壇に 登る〕 

0 男爵 阪 谷芳郞 君 本案は 此度 でた しか 第 九 回、 衆 
議院から 本院に 御浍付 になつ たと 考へて 居ります、 
洵に 多年 S 問題であります るが、 本院に 於 かれ まし 
て も、 過日 本會 謹に 於て 段々 政府に 御 W 問の ありま 
したやう に、 國民の 健康を 改良す ると 云 ふこと に 付 


ては 隨分强 硬なる 御 議論が 起り、 又 近年 靑 年の 風儀 
の墮 落を 矯正す ると 云 ふこと に 付て は 本院に 於て は 
厚き 御 謅論が 段々 あります やぅで ございます、 此法 
案の 如き It 國 民の 健康を 改良し 又靑 年の 風儀を 改善 
する 上に 付て 保め て 必要な 精神を 以て出来て 居る と 
考へる のであります が、 聞く 所に 據〇ま すれば， 此 
度は 政府は 衆議院に 於て 本案に 同意せられ たと 云 ふ 
ことを 承知いた しました ので •こざいます るが、 政府 
£ 本案に 對 する 御意 見を 承は つて 置きた ぅ 存じます 
〔政府 ® 員 水 野 鍊太郞 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 (水 野 鍊太郞 君〕 御 答へ 致します、 此案 
は 唯今 阪谷男 K の 御 述べに なりました 如く， 度々 衆 
S 院 より 提出せられ まして、 而 して 本院に 回付せ ら 
れた 案な ので ございます、 此 案に 對して は 政府 も嘗 
て 同意を 表した ことがある のであります** それは 此 
案 ii 今日の 案では 酒類の 營業 者に 對する 肢締 になつ 
て 居る のであります、 從つ て此 法案は 實施 上に も闲 
_ を 感ぜず、 相當肢 締も爲 し 得られる ものと 信じて 
居る ので あ 〇 ます >  a つ 未成年者に 飲酒せ しめない 
と 云 ふことは、 唯今 阪谷 男爵の 御 述べに なりました 
通りに、 健康 上 並に 風儀 上に 於き ましても 適 當と考 
へて 居る のであります、 但し 此事 (1 必 しも 法律を 以 
ての み 矯正す る 事柄で rj-. ない のであります るが、 併 
し 法© を 以て 斯の如 き 取締を S すと 云 ふこと も、 是 
亦 適 當の こと、 信じます る' か 故に、 政府は 此 案に 對 
しまして は 大瞪に 於き まして 賛成の 意を 表した 次第 
でございます e 

〇 三 宅 秀君 本員は 政府 r? 員で なく、 國務 大臣の 答 
辯を 願 ひたい 考で此 事に 付て 質問を 致す 積り であり 
ますが、 去る 十一 二日で ございました か. 粗 税增徵 の 
ときに 石黑 男爵 並に 鎌 田 岩 あたりから 質問が 出 まし 
て之に答へられたのは、國務大臣の屮、大藏大臣か 
ら税 のこと であります から 御 答が ございました、 本 
員は 總理 大臣 若く は 內挤 大臣に 伺 ひたいので ござい 
ますが、 抑々 此度 の歐羅 巴の 戰が 始まります ると 平 
々に、 露西亞 、英吉利、 佛關 西、 伊太利 等に 於き ま 
して、 禁酒 條 例を 出して 居ります、 是れは 國民 全體 
に 禁酒させる 方の 法令であります、 亞米利 加は 其の 
以前から …… 腿に 無 關係で 禁酒 令を 布いた ところが 
彼方此方に ある やうであります、 參 FI-J! 後は 尙ほ 一層 
此 S 酒の ことを 嚴 K に 規定し まして， 殆ど 谷 州 共に 
■酒の 有樣で ある やに 承は つて 居ります、 此十 三日 
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のとき の fr 問に 對 して ir 國 家の 萸大な ろ 財源で あ 
るから どうも 之を 改め、 若く li 强す ると 云 ふやうな 
ことは 出来ない と 云 ふ大璲 大 K1 の 御 答で ございまし 
た、 今日に 於き ましては、 十三 日と (i 大に蛩 况が變 
はつて 居ります、 即ち 隞爭は 西の方へ 向いて 延べら 
れませ ずに *苽 の 方を 向いて 段々 硿 •か 殺到し 來るや 
うに 見えます から、 付きまして は 何時か 出兵 も 致さ 
なけれ ぱなら ぬ やうな ことがあらう と 思は れま す* 
それに 付きまして の饺 悟が 必要で あると 思 ひます、 
若し 限を 始める となります れば 、引 la いて 工業 動員 
まで も 致さなければ ならぬ® 悟が 要る 時期が 迫つ て 
居る と 存じます、 それ故に 斯 5 云 ふ 場合に 於ても、 
政府 It 税さへ 澤山収 れぱ 、酒は 澤山挢 へて、 さう し 

て國 民に 勝手次第に 飲ませる、 十分 飲ませる、 多々 

益々 辨ず ると 云 ふやうな 御 精神を 以て、 總理 大臣 初 

め 內務大 111 あたりの 所で、 さう 云 ふ 御考が ござり ま 

する か、 それが 71: はりたい のと、 今一つ 切迫いた し 

ました ことが ございます、 それは 外で も ございませ 

ぬが、 米惯が 非常に 騰 fl を 致して 居ります るので、 

此 米 價を低 菔 ならしむ る爲 には、 政府 並に 其 筋に 於 

て も峩 利の 取締で あると か、 或は 兩 三日 前に 出 まし 

た 防 穀令 、即ち 米麥 を濫に 外 國に持 出さぬ と 云 ふや 

5 な 命令 も兩 三日 前に 出て 居る のであります、 此大 

切なる 米麥を 潰して 酒を ffi へる 方が 宜い 、澤山 捲へ 

る 方が 宜いと 云 ふやうな ことは、 得策で ありませ う 

か 不得策で ありませ うか •それ 等の 御 攻究 も 必ず 廟 

堂に 於て は あつた ことで あらう と 思 ひます、 それが 

承は りたい ので ございます、 又 酒の 造り 方に 於き ま 

しては、 昔の 酒の 造り 方と 云 ふ ものは、 米穀を 收納 

いたしまして、 さう して 其 年の 豊凶に 依つ て 自然に 

制限を 受けて， 凶歳に 於て は 冬 分、 酒の 造り 込に 手 

控を すると 云 ふの が 從來の やり方でありまして-又 

政府に 於ても 米穀が 乏しい ときには 造石高を 制限す 

ると 云 ふやうな こと も 從來あ つたこと であります、 

然るに 今日では 酒の 釀造 法が 巧みに なりまして、 盛 

夏 の 憑い 最屮で も 酒の 阔らぬ やうに 製造す る 所の 方 

法が 研究せられ、 是が實 行せ らる 、として 見る と、 

歳の 豊凶の 上に 拘らず 米は どんなに 高くな つても、 

酒が 高く ® れ るから と 云 ふので、 幾ら 穀類を 潰し ま 

しても 宜 いと 云 ふ御考 であります か、 是は 重要な 問 

題であります、 JH3 一; 々たる 今日の 此 法案の やうな 間接 

に 未成年者に 酒を 飲まさぬ やうな こと X 違 ひまして 


國民 全 ^ に 及 •ふこと であります るから、 定めて 兩相 
に 於 かれましても 確乎たる 御意 見 •かご ざい ませう と 
思 ひます、 それを 承つ て 匿きたい のであります。 

〔國務 大臣 男 脬 後藤 新 平 君演围 に 登る〕 

〇國務 大臣 c 男爵 後藤 新 平 君〕 三 宅 君の 御 質問に 御 
答を 致します、 先日 酒造 gi のとき に 大蔵大臣から も 
說明であつたが、税が取れさへすれ«、酒はどんど 
ん臶へ て 飲ませる と 云 ふ 政府の 考であ る や 否や、 是 
が 第一の 御 質問の やうで ありました が、 間違 ひ あり 
ませぬ か …； 政府に 於て は 勿論 此稅が 取れ、 ぱ外に 
何等の 害 •か あらう とも 顧みぬ で、 それを やらう と 云 
ふことの あらう 道理 ほない のであります から、 酒に 
對し ましても 從 來の國 民の 慣習を 俄に 一變 してやら 
ねばならぬ と 云 ふ 必要に 迫られて 斷行せ ねばならぬ 
ときは、 それは 敢て其 決斷を 辭せぬ 次第であります 
けれども、 此 酒の 利害と 云 ふ ものは 久しき 人生の 問 
題と なつて 居る 所の ものであります、 外國に 於ても 
此度戰 爭の爲 に 酒に 對し て嚴 重な 禁酒 令を 行つ て 居 
ります、 けれども、 是が 十分に 成功す る や 否やと 云 
ふこと に 付て は 何人も 疑を 有つ て 居る のであります 
或 時には 一時的に 行 はれて 後に 破れて 居る 所の 形跡 
も あるので あります、 帝國は 之に 傚つて 今 禁止を せ 
ねばならぬ と 云 ふやうな 必要には 迫つ て 居らぬ、 從 
来の 慣習を® に一變 せし むる と 云 ふことの 必要には 
迫つて 居らぬ、 次に 穀物の 關係が 酒の 釀造 と大な る 
密接の ものが あつて、 多額の 穀類を 消費す る やうに 
なる から、 今日 此米價 騰貴の 際に 於て は大に 考慮す 
べき ことで あると 云 ふの 御 趣意で ありました、 政府 
に 於ても 其點 には 大に 考慮して 居ります、 酒の 釀造 

を 禁止して 以て どれ だけの 救 ひが 出来ろ か、 又 それ 

だけの 禁止を せねば ならぬ かと 云 ふこと に 付て は、 

政府は 考憩 中でありまして、 俄に 左樣な る 輕擧と 申 

してけ 惡 いか 知れ ませぬ が、 輕々 しく 斷行 する こと 

は m 來な いと 考へて 居ります、 又 政府は 米價の 調節 

に W ては 多大の 注意を 拂つて 居ります るが、 それに 

對 しては 一の 酒を 禁止した 爲に 之を 救ひ煜 る ものと 

は考へ て )? 7 り ませぬ、 それ故に 米價の 騰 K の 問題の 

爲に 酒の 釀造 に對 する 制限 •若は 禁止を なすべき も 

のとは 政府は 考へて 居り ませぬ、 第三に 近 來化學 的 

進步に 依つ て 酒は 如何 樣にで も 造られる ものである 

から、 賣れ さへ すれば 米價の 騰貴を 來 すと 云 ふやう 

な 場合で も 多額の 釀造 をして、 其 影響を 生ずる こと 


を 固み ぬと 云 ふこと も 亦 あるで あらう と 思 ふ、 «: 邊 
に 付て は 政府は どう 考へ るかと 云 ふ 御 H 間の やうで 
ありました、 是は 近来の 化學的 進步に 付て は 三 宅 君 
の 仰せの 通〇で あります、 併ながら 之が @ に 米 ff! に 
大なる 影響を及ぼ し て、 國民の 生活に 影 8 を 生ずる 
から •是は 禁ぜねば ならぬ と 云 ふやうな ことは、 政 
府は 多大の 注意を 拂つて 調査して 居ります けれども 
ま •た 見出さぬ のであります、 それ故に 米® の 調節に 
付ても 多大 〇 注意を 拂 ひ、 國民 缒康の 上に 付ても 亦 
此 酒の 關 係に 多大の 注意を 拂つて 居 〇 ますが、 今 御 
質問の やうなる 意味から 直ちに 禁止すべき ものとは 
考へて 居り ませぬ。 

0 三 宅秀君 唯今 私の 問の 言葉が 足り ませぬ 爲か、 
聊か まだ 疑が ございます る、 内閣 諸 公 も 御 承知の 通 
りに 歐羅 巴、 亞米利 加 各國で 禁酒 令を 出して 居 〇 ま 
すが、 其 禁酒 令の 結果は 如何と 云 ふことは 皆 人が 疑 
つて 居ります •併ながら 造石高に 制限を する、 之を 
以て 間接に 國 民の 飲料に 豊富なる、 餘り過 剰なる 酒 
を 飲ませない やうに 制限す ると 云 ふこと ほ 谷 國でや 
つて 居ります やうであります から、 それ故に 穀物と 
…… 酒の 釀造を 制限な さる 御考は ござらぬ か、 全く 
釀 造を 禁ずる と 云 ふやうな こと も 出来ず、 飲酒を 禁 
制して 仕舞 ふと 云 ふことは 勿論 出 來ぬ ことで ござい 
まする が、 或る 手段を 以て 必要なる 場合には 制限を 
なさらう と 云 ふ 御考は ございませぬ かと 云 ふこと を 
承は つたので あります 、今一つは 此席で 申します る 
と 異な ものであります けれども、 眞 面目に なつて 此 
の 度の 戳爭の 最良の 結果を 得 やうと 谷 國で 骨を 折つ 
て 居ります 中に、 日本 ほ 經濟が 豊かで あり、 彼是れ 
致す ものであります から •國 民が 酒を 飲んで 樂んで 
本氣 にならぬ と 云 ふやうな 考が 全世界に 渉りは 致し 
ますまい か、 他の a 惑を 考へ るなら ば、 何とか 酒の 
製造を 制限す る 位の ことは あつても 宜くは なから う 
かと 本員は 考へ ましたから 質問を 致した ので ありま 
す、 尙ほ 一層 進んで 御 答を 願 ひます。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

0 H 務 大臣 C 男爵 後藤 新 平 君) 三 宅 君の 唯今の 御 質 
問は 戰 時に 於き ま L て 列國で 禁酒を して 居る-其 効 
果の 如何は 固より 今日に 俄に 斷定 する ことは 出来ぬ 
と 云 ふこと も 承知いた して 居る が、 併ながら 列國が 
酒を 禁止せ ると 云 ふことは 如何に 4 « 面目な ことで 
ある、 日本で 禁止せ ぬと 云 ふことは 甚だ 不真面目の 


ことに 思 はれて， 外聞 も. 5 何と 考へ られる •期 5:. .、一 
ふ 御 ae の やうで あり '* す、 又 is 石 口 に 制限を した 
らど 5か、斯う云ふ挺 ^ 間 0 や5で ?-> ります、政府 
に 於き ましては、 此 日本 〇 酒 C ことに 付ての 利* に 
關 して It 常に 攻究いた して 居る ことであります •又 
獨〇缒 康 上と 云は ず、 ia ^ の 上に 付 -C も •大に 注 S 
せねば ならぬ と 云 ふこと になつ て 居 〇 ます •か、 * ^ 
のことは 三 宅 打 も 能く衹 知の 通りの ことであります 
から、 M にく だ'^- しく 述ぶる こと iz 避けます、 そ 
れから 造石萵 を 今 禁制いた します ょり •相當 c ^ gi 
法を 以て 之を 調節し、 又 西洋で 禁止し まする のに、 
こつち では やらない それでは 他に附 合が 惡 い、 外 IJa 
•か 惡いな どと 云 ふやうな ことでは 一向ない ので あ 〇 
ますから、 此邊は 豳撖 いたして 居 〇 ませぬ-其 酒に 
對すろ 邸 康上 、道義 上 c ©3 念は 全く 國 民の 習俗の 上 
に 於て 犬に 力を 盡し て爲す べき ことと 政府は 考 へま 
して、 此邊 には 深く S を 用 ひなければ ならぬ と 信じ 
て 居る 次第であります、 俄に 造石高を 定め、 又賊時 
流行の 潮流に 當つて 如何 樣なる 制度を 設け や 5 と 云 
ふことは、 今 俄に 爲す べき ことで ない と考 へて 居 〇 
ます。 

0 男爵 石 黑忠腐 君 政府に 御 © を 致した うご ざい ま 
す、 此 今度の 案は 少年に 酒を 迓る 方の 酒屋に 對して 
の 取締で ございます が、 畢竟す る 所 …… 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 石黑與 K の 登 ffi を留み ま 
す 

〔男爵 石 黑忠藤 君 演壇に 登る〕 

0 男爵 石 黑忠腐 君 咄今 政府の 御 辯 明を 承は ります 
ると 云 ふと、 それには 御 同意を なされました やうに 
も 承りました が、 私は 極く 簡 K に 伺つて 見たい のは 
嘗て 出ました 少年が 煙草を 喫み まする ことの 禁止 案 
でございます、 あの 連年の 結果を 內務當 尚から 1£ 々 
御 貰 ひを 致して 見ました ことが ございます が、 一年 
中の あれに 對 しまして 犯罪者が 或縣に 於て は 十 人は 
ございませぬ し、 或縣に 於て は 七 百 人 も ある、 人口 
の 多寡 も ございませう が、 餘〇の 相違で ございます 
るので、 それを 當局に 承は ります ると， 是は いろい 
ろく-手心で 擧げる もの だと 云 ふ 御 辯 明であつた、 
私共の 考には 宇 心と 云 ふことは 一 © J かそ こらの 手心 
ならばで ございま 寸が 、十 人と 六 百 七 百と 云 ふ 差は 
餘〇其 差が えらい やうに 考へ ます、 それは 扨 措き ま 
して、 此 法案が 出ました ときには 右 等の やうな 差異 
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の 手心の 餘りに 我々 に 疑を 懐かせぬ やうな 御 取締が 
付きます と S ふ 御 見込が 確かに ございませう か、 ち 
よつ と 伺つ て 置きたい、 それからもう 一つは 此 法案 
が 出ます ると 云 ふと、 煙草の 方に も 引續き 少年 者に 
煙草を 賣る ことの 取締法 案 も 何 か 出なければ ならぬ 
やうに 均衡 上 存じます が、 是は さう 云 ふ 御考が ござ 
います か、 ございませぬ かと 云 ふこと を 伺つ て 見た 
い、 fffl 今 三 宅 君から 之に 付きまして 御 質疑の 御言 葉 
の 中に、 先日 私 か 政府に 御 e き 致しました 彼の 酒の 
釀 造の ことで ございます が、 私は あの 時は 斯う 云 ふ 
考で伺 ひました 、□本で 酒を 釀造 いたします る 石高 
を 調べて 兑ま すると •丁度 外國 から 米を 輸入いた し 
まして 食料に 我が 同胞が 供し ます 高よりも、 少々 酒 
の 造石高の 方が 餘計 になつ て 居ります るで、 此 酒を 

造 〇 ますこと を、 成は 葡萄 製の 酒に 方法を 變へて 參 

ると か、 或は 何 か 他の 頹浩 法に £ic つて 參る とか 致し 

ましたな らば* 日常の 同胞の 食料を 外國 から 仰ぎ ま 

せぬ でも 濟む 、若く は 此仰 ぎます る 高に 減少を 及 13 

す やうな ことは あるまい か、 之に 付て 其 平® を 保た 

せろ e に 我々 の 原料と する 所の 米 觳を浪 して 酒に す 

ると 云 ふ …… 其 酒には fa か餘計 掛かる とか 何とか 云 

ふこと で、 此米穀 を …： 米を 酒に 釀 造いた します る 

傾を 他の 方向に 向けて 行く と 云 ふ 御考は あるまい か 

と 存じまして、 私 It 伺 ひました、 所が 右 等の こと li 

政府に 於て はちよ つと も考 へて 居らぬ、 是は莫 大の 

税を收 入す る こと だに 依つ て、 其方に 專ら であると 

S ふ 御 答で、 本 fl に 於て は 愕然と 致しました、 其 御 

答を e ? まして、 それで ®: ねて 御 答 辯は 伺は ぬので 

ございました が、 唯今 三 宅 君の 御 質疑が ありました 

から、 小生が S を 致しました 趣意を 明かに 致して 

固き ますで ございます、 之に 付て 少年 者に 煙草を S 

る ことに 付ても 収締 法案が 出ます るか 如何、 ま 一つ 

It 此法 令が 出 ますれば 是が 行は れるに 付て 未成年者 

の SI 煙 法の やうに 或縣に 於て は 十に 上らぬ、 或縣に 

於て は 數 百に 上る と 云 ふやうな 差異な く、 御 取締が 

S 来ます 御 考でご ざいます かと 云 ふ、 lit 二點を 伺 ひ 

ます。 

〔 國務大 £s 男 辟 後藤 新 平君演 垠 に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男 防 後藤 新 平 君〕 石 黑男辟 の 御 質問に 

御 答いた します が、 此 度の 法案と 均衡を 得る やうに 

煙草に 付ても 其 ® つた 者を 肢締る 方法が 付く か 付か 

ぬか、 さう 云 ふこと をす る ! a りかと 云 ふ 御 n 問で あ 


つた や 5 であります •是は 「未成年者 -I 其 自用- 一 供 
スル モノ ナル コト ヲ知リ テ 煙 ^ 乂ハ ソノ 器具 ヲ阪賣 
シタル 者 ハ 十圓以 下ノ 罰金-- 處ス」 とあります から 
別に lit 度の 酒に 對して の 制度 •か 出ました から、 照 草 
に對 して、 どうし やうと 云 ふことの 考は 政府に 於て 
は 有つ て 居り ませぬ、 それから 取締 上は どうす るか 
是迄 煙草に 依つて 研究して 見る と 甚だ 不公平で ある 
其 不公平の 譯は 手心と 云 ふこと にあつ た、 其 手心を 
する か、 せぬ か 斯う 云 ふ御尋 でありました が、 是は 
手心と 云 ふこと を 惡く解 糙す ると 色々 になり ませう 
けれども、 善意を 以て 6? 釋 します と、 成るべく 罰し 
ないで、 之に 忠吿 いたして 置いた 方が 宜 いと 云 ふこ 
とに 力を 用 ひて、 感化を しやう と 云 ふ 考を以 て 努力 
する 者が あれは 是亦 深く 咎 むべき ことで ないやう に 
當局は 考へて 居 〇 ます、 而 して 强 ひて 統計表の 表面 
を 作る 〇 に肢締 を 統一す ると 云 ふこと も 亦 間違つ て 
居ります から、 是は 趨勢に 任せまして 行かなければ 
ならぬ と當 局は 考へて 居ります、 而して 斯う 云 ふ 取 
締が 出ます のは 餘〇 害の ない ことであります から、 
政府に 於て It 同意いた して 居ります、 併し 此 影響が 
如 何なる もの か、 是は餘 程 講究を 要する ことで あら 
うと 云 ふ考を 持つて 居ります、 必ず 之が 爲に其 目的 
を 達し 得る ものである か、 斯樣に 申しましても 是は 
吿 朔の瓿 羊 だと 云 ふ 意義で 當局 大臣が 申 上げる と 云 
ふこと に 御 鸱き 下さつ ては 甚だ 心外で ありま すれ ど 
も、 此 制度が 出ました 所で， どれ だけの 取締が m 來 
て、 どれ だけの 効果を 擧げ ると 云 ふことは 能く 將來 
に 注意を 要する 事であります、 併し 今日で も 未成年 
者が 煙草で も 喫んで 居れ ぱそれ は 法の 制裁が あるか 
ら喫ん ではい かぬ、 斯う 云 ふのと 唯 喫んで はいかぬ 

と 云 ふので は 効果 •か 違 ふで あらう と 云 ふ考を 持つて 

居ります から、 酒に 對 しましても 亦斯の 如し、 斯樣 

に考 へて 居る、 善事を _ 事と して 施行し ますので、 

必ず 統計表の 上に 之を 平均し やうと 云 ふやうな こと 

に 努力す る やうな ことなく 、能く 此 法の 精神を 建す 

る やうに 致したい と考へ て PT ります。 

0 山 脇玄君 本員 も 一箇條 質問したい のであります 

0 謎 長 C 公 辟 德川家 達 君) 御 登壇を 請 ひます。 

〔山 脇 玄君演 ® に 登る〕 

0 山 脇 玄君此 案に 付きまして は 先刻 來段々 諸君 か 

ら御 質問が ありまして、 其 御 答 辯で 私の 質 fHJ いたし 

たこと li 大半 分りました •か、 一つ 此の 酒の 毒が 人の 


身體 精神に 及ぼす と 云 ふこと it 是れ は 事實上 明かな 
ことで あつて、 其の 事に 關聯 して、 今や 諸 物 價>  殊 
に 此の 米の 騰貴と 云 ふこと は 非常な ものであつて、 
之に 對して も當 局は 餘程 御注意に なつて、 近頃 外國 
_ 出の 米麥 に對 しての 制限 令な ども 御發 布に なつた 
のであります が、 此點で 伺つ て 見たい ことがあ るの 
であります、 此酒と 云 ふ ものが 人の 身體 精神と 云 ふ 
ものに 及ぼす 害毒と 云 ふことは、 是は 申す まで もな 


〔伯爵 奥 平昌恭 君 「聽 えませぬ から、 こちらに 
どうぞ . 」 と述 ふ〕 

斯る 害毒の ある 所の 酒を 造る e に a す 所の 米の 石數 
を 伺つて 置きたい、 普通 酒は 四百 萬 石 程 造る と 云 ふ 
ことであります が、 之が 爲に费 す 所 2 精米は 二百 五 
十 萬 石 以上 三百 萬 石以內 あると 云 ふこと を 承は つて 
居ります が、 其 石數は どれ 程で あるかと 云 ふこと を 
伺 ひたいので あります、 我が 内地に 於て 國 民の 消費 
する 石數と 云 ふ ものは 是は農 商務省の 調査に® 〇 ま 
すと 云 ふと、 五 千 四百 五十 萬 石であつて、 供給：' f 足 
額が 三百 三十 萬 石で あると 云 ふこと になつて 居り ま 
す、 三百 彐 十 萬 石 程 我が 國民が 内地に 於て 食す ろ 所 
の 米に 不足を 感じて 居る と 云 ふこと になつ て 居る や 
うであります、 今回 御發 布に なつた 所の 米麥 輸出 制 
限 令に 依ります と、 どれ 程 外國に 米が 出て 居つた か 
A. 云 ふと、 是は農 商務省の …… 

0 議長 公爵 德川家 達 君) 此法 案に 關係が ないやう 
に 思 ひます。 

0 山 脇玄君 大分 關係が あります、 も 5K ぐ濟み ま 
す、 其 制限 令に 法り ますと 云 ふと 大抵 七十 七 萬 石 程 
外國に 出て 居る、 斯う 云 ふこと に まあ 見える やうで 
あります、 此 制限 令が 嚴 しく 行は れま した 所で、 七 
十七 萬 石の 米が 外國に 出て 行かない と 云 ふこと に 止 
まるので あります、 此七 十七 萬 石' か 外國に 行かない 
と 致しまして、 前の 供給 不足 額の 三百 三十 萬 石ょり 
減らして 見ました 所で、 まだ 二百 五十 萬 石 以上 米の 
不足が 出來 るので あります .：•： 

〇簌 長 (公爵 德川家 達 君： >  山 脇 君、 此法 案に 直接 關 
係がない やうであります から 御 止めを 願 ひたう ござ 
います。 

0 山脇玄 君もう 直ぐ 濟み ます。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 本案 特別委 員の 氏名を 書 
記官 をして 朗讀 いたさせます。 


t 山脇玄 S 「もぅ Iff ぐで ございます」 と述 ふ〕 
0 議長 (公爵 德川家 達 丑〕 rf しませぬ、 御 降壇を 請 

ひます . 御 降 ® を 請 ひます。 

〔成 判® 記 , R- 朗 讀〕 

未成年 若 飲酒 収締 に關す る 法律案 特別委 員 
伯爵 淸陡 家敎君  子爵 堤  雄 長 君 


男爵 石黑忠 is 沿 
黑岡帶 刀 君 
安立 綱 之 君 
網藏 平輔君 


大澤謙 二君 
男 K 神 田 乃武君 
江 原素 六 君 


011 長 C 公爵 德川家 達 君〕 日程 第 七， 農 會令中 改正 
の 請願、 會 _。 

意見書 案 

農符令 中 改正の 件 
新 潟 縣農會 副 會長本 間 新作 呈出 
右の 請願は 農 fr か 未 其の 所期の 効果を 收むる こと 
を 得さる ほ 會 費の 强 制徵收 方法を 闕き且 町村 農會 
に 於け る 總會の 組織 不完全なる !- 歸因す 依て 農會 
令を 改正し# 費の 滯納を 國税 滯納處 分の 例に 依り 
徴收 する を 得しめ FI. 町村 農會の 總會を 代議 組織と 
せられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 f§ は 
採撺 すへ きものと 議決 致 候 因て il 院法第 六十 五條 
に 依り 別 ilft 及 送付 候 也 
大正 七 年月  日 

貴族院 ii 長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 伯爵 寺 内 正毅殿 
〇 男爵 高木 兼 寬君第 七日 程の 農會令 中 改正の 請願 
に 付て は、 H 下衆 議院に 農會法 改正 法律案が 提出 さ 
れ まして iF 議 中の やぅに 承知して 居る のであります 
故に 今日 之を 會議に 付せられ ました けれども、 此議 
事は 延期され むこと を 希望いた します、 どぅぞ 滿場 
の 諸君 御 賛成を® U ます。 

0 男爵 石黑忠 ® 君 賛成。 

0 男爵 坪 井 九 八 郎君 賛成。 

0 田 中 源 太郞君 賛成。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 高木 男爵の 日程 第 七の 會 
議 は 延期したい と 云 ふ 說に御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J  A. 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異謅 ない と 認めます。 
0 議長 (公 K 德川家 達 君〕 第 八、 「ルべ シュぺ 」 よ 
り 湧 別 線に 達すろ 鐵道 敷設の 請願、 lg 九、 紀 勢鐵道 


農锊令 中 改正の 謀 願 


五 七 


院族貴 會議國 帝 回 十四 第 


|心べ.ゾュべ _ ょり逆捫猓に達する玆 [;.| 妓設の吓外二件り請0|外交-」翎すろ太野外朽大臣の3說 


萍 成の 諸 願、 第 十天钢 線 玆 m 速成の 諸 馘、色璲。 

S 見 畀 案 

「ルベシ ユべ J ょり 25 別较に 達する 鍅道敷 設の 
件 

北 泡® 玟別郡 上 05 別 村 平民 S 羽 見 勝 三郎外 百 
七十 三 名 呈出 

右の 請願 1?. 北 見 國 は 海陸の 產物® 富なる に拘ら す 
鐵道の 敷 K 未完から さるは is 憾に堪 へさる を 以て 
大正 十 年度ょり 起工せ らるへ き 旭川 「ルベシ ユ ベ」 
間の 筠 51 に接纫 して STJ 別 線に 達する 鐵 道 を 同時に 
敷設せられ たし 而 して ■別 線に 於け る 分岐 點は下 
生 tfl 原、 遠 輕の兩 驛中最 有利なる 地に 選定せられ 
たしとの 旨 趣に して ft 族院は 閱 意の 大腔は 採擇す 
へき ものと P. 決 致 候 因て 戳院法 第 六十 五條に 依り 

別册 及 送付 候 也 

大正 七 年月  日 

贵族院 _ 長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 


意見書 案 

勢鏺道 速成の 件 

三重 縣南牟 ® 郡 木本 町 平民 魚 問屋 業 南 爲太郎 

外 六 百 七十 九 名 呈出 

右の 請願は 參宮 線を 起點 として 三重 縣北牟 萬、 南 

牟 ® の I 一 郡 ? r- 貨き耙 州 沿岸の 谷地を 經て 和歌 山 市 

に 至る 紀勢鐵 道を 敷設す るは 资に 同地 方 一 帶の豊 

富なる 資源を 開發 する のみならず 交通 上 並國防 上 

緊要なる に 佐り S に 之を 敷設せられ むこと を 議院 

に 請願し 採拶 せられし と 雖未敷 設 せられ さるは 甚 

遛 憾な るを 以て 之を 速成せられ たしとの 旨 趣に し 

て贵 族院は 願意の 大體は 採 樫す へき ものと II 決 致 

候 因て _ 院法第 六十 五條に 依り 別册 及 is 付 候 也 

大正 七 年 月  日 

貴族院 議長 公爵 德川 家 P 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 

意見書 案 

天 ffl 線鐵道 速成の 件 

北海道 留萠 郡留萠 町 士族 農 出 田 平 馬 外 二百 四 

十八 名 呈出  • 

右の 請願は 北海道 天豳郡 天®、 帳 延 、沙 流の 三 村 

民 等は！ i に當局 者の 公言に 信賴 して 天® 線鏹遒 の 

敷設 1 V 待ちた るに 當局 者は 計 sf を變更 して 北 見 線 


を以て之に代へ後又別に輊便鐵逭として天搜垛を 
敷設す るに 決せられた る も天鹽 線の T 事 (i 苒遲綏 
にして 國家 羥濟上 並 拓殖 上 5f£ 憾に堪 へさる に 依り 
豫定を 改め 之を 速成せられ たしとの 旨 趣に して 贵 
族院は 願 S の大 6§ |£ 採 揮す へき ものと 議決 致 候 因 
て 議院 法 第 六十 五條に 佐り 別 . M 及 送付 候 也 
大正 七 年 月  日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 總理大 K 伯爵 寺 內正毅 酸 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是等の 請願は 請願 委員長 
の 報 街 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
是で 本日の 鬪事 日程は 終りました が、 外務大臣ょ 〇 
外交 上に 關する 御 報吿 'か ある 趣であります、 外務 大 
臣に發 言を 許します。 

〔阈務 大臣 子爵 本 野 一郎 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (子爵 本 野 一 郎君〕 諸君、 今日 ほ 露國の 
狀 况に關 しまして 一言 御 報告を 申 上げて 置きます、 
御 承知の 如く® 西亞と 搵塽間 には 昨年 S 十二月 以来 
「ブレスト、 リ トウ スク J I-. 於き まして 講和 談判の 
會翳が 開かれて 居た ので ございます、 然るに 今月の 
十日に 至りまして 御 承知の 如く 鍵 方 間の 談判は 破裂 
になり まして、 獨澳の 委員は 「ブレスト、 リト ウス 
ク J を 立 去つた ので ございます、 其 當時露 國の委 員 
は 講和 談判は 破裂に なりました けれども、 最早 戰爭 
は ® んだ ものである、 而して 露國 政府は 露 西亞の 全 
軍隊に iif して 復員を 命じた やぅな 次第で ございます 
然るに 獨 逸の 方に 於き ましては _ 和 談判が 破裂した 

以上は 31 爭狀態 に復つ たので あるから、 二月 十八 日 

が休戰 條 約の 切れる 期日で ありました ので、 直ちに 

露 國に對 して 再 ぴ戰爭 行爲を 開く ことにな つたので 

あります、 そこで 露 西亞の 方では 大に 驚きまして 十 

九日に 至つて 無線電信を 以て 獨逸の 諝和條 件 it 總て 

之を 承諾す ると 云 ふこと を 言つ て やつた ので ありま 

す. •獨 逸の 方では 無線電信で 承諾の 趣を 承知す る譯 

に 行かぬ、 書面を 以て 承諾の 趣を 申込んで 来な けれ 

ば 承諾す る ことは 出 來ぬと 云 ふこと を 通知す ると 同 

時に、 依然として 戰 _ 行 爲を 繼續 いたして、 今尙ほ 

進行 中で ございます、 從 つて 獨換と 露西亞 との 關係 

と 云 ふ ものは 今日に 於て 依然として 戰爭狀 態で ある 

のであります、 露獨の 關係が 唯今 申 上げる 通りの 次 


第で ございます に 佐つ て、 段々® 逸 軍は 这 都に 近づ 
きつつ ある や 5 な 狀態で あります •從 つて si 都に 於 
きまして 聯合 國の使 臣は之 に對 して 如何 や 5 に® し 
たら 宜 いか、 遝都が 憨 々敵の 手に 落ちた 3? 合には 聯 
合 與國の 使臣 li 或は 捕 廓に なろ かも 知れない と 云 ふ 
危險 があります ので、 本 月の 二十日に 五大 國 の使臣 
ほ會諼 の 結果 一と 先づ露 西亞を 引上げる と 云 ふこと 
に 決定いた したので あります、 我が 內田 大使に 對し 
まして ii 豫 てより 訓令が 出して ございます* 斯る危 
急の 場合に ;t 聯合 與國 2 使臣と 能く 熟 il を 遂げて、 
適宜の 處置を する やぅに と 云 ふ S 令を 下して あ〇 ま 
す、 それ故に 內田 大使 も此際 兎に角 一應認 都を 引揚 
げる 方が 機 S: に 適して 居る ものと 認められて 引 提げ 
る ことにした、 それで 汽車 其 他の 準備が 著き 次第 今 
月の 二十 三日 頃には 立つ 積り であると 云 ふ 電信が 參 
つて 居ります •けれども 其 後 まだ 愍 々立つた と 云 ふ 
報吿は 今日に 至る まで 達して 居り ませぬ、 それで 愍 
慈 立たれた か、 まだ 立たずに 居られる か、 ちよつ と 
分り 兼ねて 居ります、 兎に角 立たれる ことには なつ 
て 居ります、 聯合 與國の 使 臣が露 都を 引 揚げる と 云 
ふ 以上は 聯合 與國と 又 日本と 露 西亞 との 關係 はどぅ 
であるかと 申します れぱ 、是は 此 聯合 與國 ♦又 日露 
の關 係と 云 ふ ものは 國交斷 絶と 云ふ關 係では ない の 
であります、 露 都が 危 險に陷 〇 ましたから 一 應露都 
を 立ち去る、 私が 得て 居ります 所の 情報に 依ります 
と、 或 國の使 臣は 露西亞 の 或ろ 地 點に 止まる と 云 ふ 
や 5 な こと も 言つ て來て 居ります" まだ 全部 露國を 
引上げる と 云 ふ譯で ない ので、 兎に角 露 都を 去る と 
云 ふこと でございます、 露獨の 間は 未だ 鼠！ I 講和と 
云 ふ ものは 成立ち ませず、 日露の 間の 關 係と 云 ふ も 
のは 未だ 國 交斷絕 にはな つて 居ない、 是が 今日の 10 
在の 狀况で ございます、 此事は 將來 に IE つて 極めて 
重耍な 問題で ございます から >  御參考 の爲に 一應御 
報吿 いたして 置きます。 

0 江 木 千 之 君 外務大臣に ちよつ と 伺 ひたいので あ 
ります、 大使の 引 提げる と 云 ふことは 唯 大使の 身上 
に 萬 一 怪我で も あつて はなら ぬと 云 ふの が 趣意で あ 
ります か、 露國政 府ほ 未だ 我國に 於て 認めて 居らぬ 
にせよ" 事實 上の ことを 交涉 する には 相手に しなけ 
れぱな るまい と考 へる ので ある、 左 すれば 段々 搵 逸 
の 勢力下に 服從 して 來る以 上は、 西 比利亞 方面の 如 
きも 露國の 力を 以て 愍々 防禦し 得る や 否やと 云 ふこ 


五八 

とは ® も 今日 ^ 念に 堪えぬ 次第で ある、* 等 C S5 に 
付て は^ {官は 危險な 甩所を 避ける にしても、 彼 2 
國に 止まつ て 相 常に 交渉すべき ではない かと 劣 へら 
れる 、今の 御 報 铒 に te つて 見ても、 或 ^ 〇大使け成 
る地盈まで引上げると云ふ艿もち 〇 と云ふゞで-こさ 
いますが、 我國の 大使は非常に阅係が多いに拘らず 
商ち に 引上げて 歸阀 すると 沄 ふの (t irl 何な /, ^ . 5 で 
ありませ うか 唯此 一身に 危險 に / i ぶ 事を 免れむ が S 
が 主で あるか， 將た 私の 申す 如くに 交 I!t- yf 件と 云 ふ 
ものは 更に 無い ので あるかと 云 ふ 事を 承は りたい c 
と、 尚 ほもう 一简條 は 斯〇 如く 露 西 亞： ，：， r-' :- ;': 、 .'.; : り 
下に 屈して 參る以 上は、 いつ f"J 時 飛行船が 浦 ! W まで 
S られ 、游水 艇が浦 豳 に 來て紐 立てられ、 上に It 袖 
行 機を 放ち、 海に ! t 潜水 艇を放 つと 云 ふが 如 さ ?] If が 
ない と li 中され ぬのであります が、 Rv w jiii は « 交 斷 
絕で はない 交親國 である、 私 親國で あると 云 ふ C で 
其 飛行機 潜水 艇が 現は れる までは 政府 (i 其 儘 見て E5 
られ るので あります か、 之に對 して 7?; め ' til 當な暌 m La 
,ゲ 執られる ことは ない ので あるかと 云 ふこと を 承は 
りたい のであります、 尙ほ此 他 今日の 形發 に盏 迫つ 
て 承は りたい ことが '® 々 あります が、 此 公開の席で 
は 差控 へて、 或る 機會 屮 以て 御 尋を したいと 考へる 
のであります。 

〔國務 大 K 子 勝 本 野 一 郞君演 ® に 登る〕 

0 頭 務 大臣 C -T ® 本 野 一郎 君〕 江 木 君の 御 質問に 對 
して 御 答いた します， 內田 大使が 一 棚 露 都を 引捣げ 
られる と 云 ふのは 必 しも 一 身の 危險を 免れる と 云 ふ 
が 如き 理由で 引 揚げられる のでは ない のであります 
使臣 會議 の® に 露 都の 今日の 狀况で は 列 國の使 臣が 
露 都に 止まつ て 居ても 大した ことは 出 來な い、 又 若 
し此處 に 居つ て、 11 軍の 拙 鹿に でもなる と 云 ふこと 
になれば、 本國 政府に 對 して、 非常な 迷惑を 掛ける 
ことで ある、 であるから して此 際は 兎に角 露 都は ^ 1 
提げる 方が K からう. 斯う 云 ふこと で 皆一應 引 揚げ 
る ことに 決定した のであります 、一 S 田 大使から も 先 
づ哈 爾賓 まで 引 揚げて、 哈爾賓 で 政府 2 訓令を 請 ひ 
たい、 斯う 云 ふこと を 言つ て參つ て 居ります， で 狀 
祝 如何に 依つ ては 或は 再び 露 都へ 返さぬなら ぬ こと 
がな. いと も 限らぬ ことであります、 此の點 は左_ 御 
承知 置きを 願 ひたいので あります、 第二には 此の ® 1 
逸の 勢力が 段々 極東 方而に 及んで 來て尻 るか、 之に 
對 しては 政府で ! i 如何なる 處匿を 執る 積り であるか 
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そこらの 所の 意見を e きたい、 斯う 云 ふ 御皙間 の や 
5 に 思 ひます、 掏 逸の 勢力が 亞細亞 方面に 及ぶ、 此 
危險は 政府に 於ても 深く 考 ES を 致して 居る 次第で •こ 
ざいます、 之に 關 します る處匮 等の 如き も それ < 
考へて 居る ことで ございます る、 併ながら 今 lit 席に 
於て 政府 (3-. どうし やう、 斯うし やうと 云 ふこと を 明 
言す る 限りで ない と 思 ひます。 

〇 杉 田 定一君 私 も 江 木さん の 御尋 になつ たやうな 
ことに 付て 伺 ひたい、 通に 總理大 ui ii 柬洋の 平和は 
日本が ■肩を 以て 擔は にやなら ぬ、 兵を 東洋に 起す 
場合には 帝國 として 其 決心を しなければ ならぬ、 又 
外務 大 K の 言 はれる に it 爱で 到底 歐雖 巴に 出兵す る 
とか 何とか 云 ふやうな ことは、 それは どうも 唯今の 
所では 不可能の 處 it であると 云 ふやう に傳へ 聞いて 

居る 次第で あり -i すが、 苟も 東洋の 平和を } 1 亂 する 

所の 即ち！ g 逸の 勢力が 益々 诳漸 T る 場合に 至つ ては 

累を 帝國に 及ぼす、 即ち 帝國の 存立 如何にも それは 

關係 する ことにな つて 來る こと、 思 ふので あります 

今日 外務 大 K が 進んで 謎 极へ 御出でになつ て、 御 報 

吿にな つたことは 私は 洵に 感謝す る 次第であります 

が、 どうも 是 は 說明 する 限りで ない、 是 は 言 ふこと 

は 不利益で あると か 云 ふやうな 兎角 祕密主 義 を…： 

祕密 も宜 いが、 餘り 祕密が 過ぎは しない か、 今日 さ 

5 云 ふことの ない ことは 萬々 轺む ことであります る 

けれども、 今日 lit 界の 有様 V 以て 見れば、 若し 一朝 

不幸に 至れば、！ I 民は 老若男女の 別な く 今日 立たな 

くち やならぬ、 即ち 全國 の X 業の 動 a もしなければ 

ならぬ と 云 ふ 場合で ある •唯 祕密々 々では .…： 國民 

と共に 共 m fE を® けに やならぬ •それを 唯 祕密々 々 

と云ふことほ祕密も坳合に依〇ます成るべく差支な 

い 限りは 之を 公開して 御 II ひしたい、 今日の 如き 進 

んで御 述べに なつた と 云 ふことは 洵 に K しい 次第で 

あります るが、 唯 切 1.- 望む ことは， 先日 總理 大臣の 

御 述べに なつた 取. 洋 G 平和を 煨亂 し、 累を 帝 yl に 及 

ぼす と 云 ふやう 1.- なつたなら ぱ、 斷 乎と してやる、 

Il-fc 御 方針 li 宜しい、 併な •から 御 方針 だけで、 1¢ 行が 

出来ないで (i いかぬ、 支那に 干渉は しないと W はれ 

るが、 琪 12 干涉が あつたと 云 ふこと で、 方針 だけは 

立 嵌で …… 

0:1 ■長 (公 擗德川 家 達 君： •杉 田 君、 御 打 問です か… 

…杉田 君に 伺 ひます が、 政府に 對 して說 明を 求める 

のです か。 

外交に 關する 本 野 外務大臣の 演說 


0 杉 田定 一君說 明を 求める のです、 それで 十分 總 
理 大臣 か 御 述べに なつた 所の 其 御 方針に 基いて、 段 
段 掏 逸の 勢力が 露西亞 に 及んで 「ペトロ ダラ アド」 
も陷 落し、 又 西 比利亞 に 及び、 又 一箇所に 来て 又 一 
箇所に 來 る、 餘〇是 は 樂觀に 過ぎて 斯う 云 ふこと に 
なつて 來た のでは ないかと 思 ふ、 それで 十分 一つ 總 
理 大臣が 御 述べに なつた ことを 一つ 實行 をせられ る 
や 否や、 唯 方針 ばか 〇 ではい かない、 十分 それだけ 
のこと を 少しも 機宜を 誤らない やうに して 御莨 ひし 
たいと 思 ふので あります •か、 又 今日の 西 比 利亞の 現 
狀と云 ふ ものは さう 云 ふやうな 题は 更にない と 5C ふ 
ので あるか、 或は さう 云 ふ 憂が あると 云 ふなら ば 之 
に對 しての 御考 はどう 云 ふこと であるか •其邊 の 御 
說明を 琅は りたい、 それから も 5 一 つ此 擷會に 於て 
…… K 々本 會識に 御出でにならぬ から、 此機會 に 於 
て 御 伺 ひしたい のであります •か、 滿洲 のこと であり 
ます、 御 承知の 通〇滿 洲 は 日本 ■か 二大戰 役を 以て 即 
ち 興亡を 賭して 腿つ た、 各國に 於ても 支那と 最も 直 
接關 係の あろ 地域と 認めて 居る、 翦に 北を 助け、 南 
方を …… 

0 議長 (公 Kf 德川 家達赳 〕 杉 田 君、 杉 田 君に 御注意 
を 致します。 

〇 杉田定 一君是 から 說明を 願 ひたい。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 議長の 申す ことを® 時 御 
11 きを 願 ひた 5 ございます， 唯今 本 野 外務大臣 •か 報 
fr せられました 問題 だけに 今日は 願つ て 置きたい と 
思 ひます。 

0 杉 田 定一君 それでは 支那の ことは 今日は 差 控え 
ます、 隨分 今日の 西 比利亞 の 狀况は 如何で あるか、 
決して S ふべき 所の ものは ないか、 獨 逸の 勢力が 東 

漸 する S はない ので あるか、 あると すれば 之に 對す 

る處 廣 萌度は 如何に せらる、 かと 云 ふ ••… さう して 

其 i!i に 於て 國 民に 安心させる 樣 1" して 御 貰 ひしたい 

と 云 ふので あります、 此點に 付て 御說 明を 願 ひます 

〔國務 大臣们 P 寺內 正毅 君演壻 に 登る〕 

01 務 大臣 C 伯 W 寺 内 正毅 君) »(£ 今 G 杉 田 君の 御 問 

に對 しまして は 嘗て 本院に 於て 述べました 趣旨を 實 

行す るか どうか、 又擺 逸の 勢力が 東漸す るに 付て 相 

當の 措 K を 執 o s るか どうか、 斯う 云 ふこと で ござ 

います。 

〔杉 田 定一君 「もう 一つ 主義を .プ：一と述ぷ〕 

承知し ました、 四年以 來の此 哦局の 結果が 形勢 甚だ 


重大なる 次第にな りまして* 之に 付きまして は 嘗て 
政府の 所見を 陳述いた して 置きました 通りに、 國家 
の ii a: のない やうに 注意を する 積り で、 總て のこと 
に 付て 鹿 置し つ、 あるので あります、 併ながら 新聞 
其 他い ろ < な 情報は 根據 のない もの もあります る 
國民 としては •冷 靜に 我國の 前途を 愆らず 適當 な處 
置を 執つ て 行き •國 家を 安泰に すると 云 ふこと が必 
要で あると 思 ひます、 政府 も亦此 趣意に 於て 考 へて 
居ります、 事柄の 諸君に 申 上げて 宜い時 機に 於き ま 
しては 又 . S: らず申 上げる ことに 致します るが、 今日 
は總 ての 事柄 か 金く まだ 決定 もして 居り ませぬ， 是 
より 以上の ことは 申 上げる 時機で ない と 思 ひます、 
今日は 是だ けに 止めて 置きたい と 思 ひます。 

〇 高 橋 作 衞君唯 今 外務大臣の 御報吿 にな りました 
る範圍 でち よつ と 質問いた したいので あります、 內 
田 大使 (i 哈爾賓 まで 引 提げる と 云 ふ 報 吿です •か、 此 
哈爾賓 に 引 揚げる と 云 ふこと it 政府に 於て 適 當と御 
考へに なつて 罟 るので あります か、 場所 地 1 i に 於き 
まして I 御 承知の 通り哈 _ 賓は此 前に も 質問いた 
しました 時に 御 答が ありました が 領* 團と云 ふ もの 
が ある、 而して 在外 同胞の 危險 と 2-; ふやうな 問題の 
起つた 時には 其 領事 團が いろ <相該 をして、 而し 
て 手賴 を經て 同胞を 保譴 す？、 日本からは 直接 民を 
出す と 云 ふやうな ことは しないと 云 ふや 5 な 御 答に 
伺つ て 居りました •內 田大 № (3; 歸られ て 居 〇 まして 
又 其 領事 M なる もの 1- 御 1-1  I 談にな ると 云 ふやうな こ 
とになる ので あるか、 私は 縣念 1- 堪へな いので ある 
が、 斯の 如 3- 地 點を以 て 引揚に 滴 常なる 場所と 御考 
へに なつて 居る ので あるか 杏 かと 云 ふの •か 第一點 、 
第二には 「レ-ー ン J 政府は 獨 逸に 對し無 線 m 信を 以 

て、 講和 條件を 祥 れると 云 ふこと を . 今度 文書を 

取 交は すと 云 ふやうな ことに 舐は つて 居りました' か 
之に 對 して 露 西 iig の 他の 派は それを 適當と 認める と 
S ふこと になつ て 居る か、 即ち 「レ- 1 ン J 政府が 實 
際な くな つて、 他の 何 か實權 々執る ものが 川來 ると 
云 ふやうな ことがある ので ご ざ いませう か、 如何で 
あります か、 第三の 點 は 私は 斯う 云 ふ 疑を 有つて 居 
るので あります •成程 總理大 e に 於 かれまして、 適 
當の 時機に 於てから に 苽洋の 平和を 維持す る 所の 國 
策を 實行 すると 申して 居られます、 其國 策を 實 行す 
ると 云 ふ 時機は， 今日では なから うか、 或は 旣に 遲れ 
て 居る ではなから 5 かと 云 ふ 疑が あります、 例へ ば 


英國で あると か、 佛 蘭 西で あると か、 其 他の 國々 の 
大使が 露 西：" W に 居りまして、 而 して 彼等の 大使' か 踏 
ん張つ て 見た所で Br は 英國 、佛關 西 其 他の 勢力と 云 
ふ ものは 露西亞 に 及ばない ので ある 及び； s る ものは 
唯 日本 あるの みと 考へて 居ります、 英阈佛 _ 西 其 他 
の 大使が 引 揚げる と 同時に 引収 る. 始終 さう 云 ふ 步 
調を 取る と 云 ふこと でな く、 實力あ る國が 踏ん張つ 
て 居れば 兎に角 〔日本が 一日 遲れ 、ば 一口 餘計勢 力 
を 回復し なければ ならぬ と 云 ふ K れがあ ります るが 
即ち 其國策 を 實行す ると きは 今日では ありませ ぬか 
どう 云 ふ 御考で あ， り ませう か、 唯今 實行 すると 云 ふ 
けれども、 私は 實行 する 時機は 旣に 過ぎて 居る と 思 
ひます、 斯 5 云 ふ點を 以て 實 力の 及ばない 所の 英佛 
の 態度 ばかり 見て 居らずに、 もう 御 決定な さる 時 _ 
ではない か、 如何 か、 ちょつ と 御 伺 ひ 致します。 

〔國務 大臣 子 縛 本 野 一郎 忍 演壇に 登る〕 

〇 國猝大 以 (子爵 本 野 一. 郎君： 一內田 大使は 哈爾賓 ま 
で 一 ml 引 揚げて 哈爾賓 で 政府の 訓分 を 請 ふと 斯う 云 
ふこと になつ て 居る と 云 ふこと を 中 上げましたら， 
一體 哈爾賓 まで 引 揚げる と 云 ふことは 宜 いと， 認めて 
居ろ かどう か， 私は 內田 大使が 哈爾賓 まで 引 揚げら 
れ て、 哈爾賓 で 請訓せられ ると 云 ふことは 別に 差 支 
ない と考 へて 居ります、 第二の 御 質問 It 「レニ ン J 
政府に 代つ て 何 か 政府が 出来さう であるか どうかと 
云 ふ 御 質問であります るが、 是は まだ 確報を 得て ) PI 
り ませぬ >  それ から 第三の 點 に付きまして ii 唯今 ま 
で 私 乂總理 大臣から 御 答 辯に なりました ことの 外は 
今日は 御 答 辯いた し 兼ねます。 

0 高 橋 作衞君 問題の 範團が 外務 大£の 御 報 街の あ 
〇 ました 範 ffl であります るから さう 澤山は 申し ませ 
ぬが、 唯 念を 抑して 置きます るか、 哈爾賓 は 適當の 
場所と 思 ふ、 適當 の® 所と 思は ぬと 云 ふ 意味 は>  例 
へば 內田大 他 が 引？ r けられても 外國の 領事 M 其 他の 
聚制を 受けない と 云 ふ 意味に 了解し ますが、 其 他の 
ことは もう 少し 材料を 拜聽 して、 其 上で 質問を 致し 
ます。 

〔國務 大臣 子淠本 野 一 郎君 演壇に 登る：！ 

〇國務 大臣 (子爵 本 野 一郞君 〕 唯今の 御 話は 勿論の 
こと、 思 ひます。 

〇篛長 (公爵 德 川 家 達 射〕 次の 議事 日程は 決定 次第 
本院 i? 報を 以て 御 通知に 及びます 本日は 是にて 散 會 

牛 後 辱 時 三十 九分 散會 

艽 九 
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六 0 


0 大正 七 年 三月 I 日 /-' 金嚯 日〕 

午前 十 時 五分 開諾 
議事 日程 第九號 

第 I  田邊转 袞 君， 岩 村 兼 善 君 If 瑕の ^ 

I 裁 fo w の 設立に f る 法 « _  (獅 

第 I 諳會  . 
il 大正 こ 年 法律 第 九號中 改正 法徐案 (随珊 

3  ^-1  i 

第 四 市町村 立 小學校 敎員 俸給！： 庫 負擔 法案 

( Jr sl 付) 第一讀 2、 政— 出、 ン 

第五 611  付 一 

第 六 足 尾 鍩道及 有馬輕 便鐵道 の 貢 收に關 する 

18 1( 81 11 付) 第一  —  (S 

第セ 1'' ?事菜公倩法中改正法律案(微贿1跳 

付) 第一— 墨 _ 3 I 

第 <  繁 事!！！^) 案 (議 11 y  ? 讀 

第 九 東京 一 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支 

出金 繰 入に 關 II 員 法 長 5 1 S 猶 II 付) 

第一 讀言 m 一 

第 十®. 國大學 特別® 3 計 法 中 改正 法律案 (龇腑 

81 3 第 |讀會 の 練 ( 81 長), 提出 

第 十 I  ® 師法 中改 IE 法 fl a 趣 院) 第 I 讀 

0 

第 十一 一 私立 學校 及公遥 法人の 用地 免租に 關す 

る 法律案 ii 眼 3 第 - 讀會 

第 十三 鳥取縣 東 伯 郡 市勢 村 金 市に 登記所 設置 

の 読 願會 議 

第 十四 北海道 中 川 郡豊頃 村に 登 ie 所 設置の 讅 

_酋議 

第 十五 脇町區 裁判所 半田 出張所 設置の 請願 

會議 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 一昨 二十 七日 本院 謅 員に 

勅任せられ ました 子爵 田 尻 稻次郞 君の 席次は 松 岡 男 

爵の 次席と 確定いた しました、 其部愿 を 第 四 部に 定 

めました、 是よ〇 諸般の 報吿を 致させます。 

〔岡 書記官 朗 _〕 


去月 二 十五 日 本院に 於て 修正狨 決した る 左の 政府 
提出 案は 即日 之 1 V 衆 誘 院に送 付せ り 
共通 法案 

同日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 即日 
裁可を 奏請 L 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
貨幣 法 中 改正 法律案 
登錄 税法 中 改正 法律案 

同日 本院に 於て 採擇 すへ きものと 議決した る 「ル 
ペシ ユべ」 より 湧 別 線に 達する 鐵道 敷設の 請願 外 
二 件の 請願は 各 意見書を 附し 即日 之を 政府に 送付 
せり 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

戰時船 舶管理 令 C 承諾を 求む る 件〕 特別委 M 會 
委員長  1 寺 島 誠 一 響 
副 委員長  小 松 謙 次 郎君 
同日 特別 委員長より 左 S 報告書を 提出せ り 
朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
揮 太 事業 公債 法案 可決 報告書 
同月！ 一十 六日 特別委 M 長より 左の 報告書を 提出せ 
り 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
足 尾 鐵道及 有 馬輕 便鐵 道の 買 收に關 する 法律案 
修正 報告書 

同日 政府よ 〇 左の 報告書を 受領せ り 
大正 四 年 四月 一日より 同 五 年 三月 三十 一日に 至 
る备省 所管 官有 財犛增 減異励 報告書 
大正 五 年 四月 一日より 同 六 年 三月 三十 一日に 至 
る 谷 省 所管 官有 財產％ 減 異動 報 街 書 
同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ り 

市町村 立 小學校 敎員傩 給國 庫負擔 法案 

同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ り 

私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 する 法律案 

一昨 二 十七 日 請願 委員長より 左の 報告書を 提出せ 

り 

請願 委 M 會特 別報 吿 第三 號 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

朝鮮人 官吏の 恩給、 退隱料 及® 族 扶助料 等に 關 

する 法律案 特別委 員會 

委員長  伯爵 淸閑寺 經房君 

副 委員長  男 辟 宇佐川 一 正 君 


es l  I  il T-® g 田 尻  i 

同日 « 族院令 第一晓 第 四 項に 法り Ft 族院 is M に 住 
せらる 

昨 二 十八 日 委員長よ 〇 左の 報告 W を 提出せ 〇 
遠洋漁業 獎瞭法 中 改正 法律案 可決 報吿 S 
請願 文書 表 第 六 回報 吿書 


〇 議長 (公 脬德川 家 達 君 5 是 ょり 本日の 會錢を 開き 
ま疒〇 

〇 淺田德 則 君 本員は 此際豫 算審査 期限に 付て 一言 
いたした いと 思 ひます、 御 承知の 通り 大正 七 年度の 
谷 豫算 案は 審査 期限を 三月 五日までと 定めました の 
であります、 然るに 酒造 税法 中 改正 法律案 外 四 件、 
是 “ 最も 豫算 に關 係を 有する 所の 案 ' e あります、 此 
案が 今尙ほ 特別委 員會に 於て 審議 屮で ありまして、 
決定に 至り ませぬ 故に、 各 分科の 報 吿も從 つて 豫定 
の 如く 參〇 ませぬ のであります、 故に 此の際 ] 1 定の 
期限を 延長いた しまして、 三月 八日までと 致したい 
と考へ ます、 どぅか 諸君の 御 賛同を 請 ひたぅ ござい 
ます。 

〇 子爵 前 田 利定君 賛成いた します。 

〇 子爵 靑木信 光 君 賛成いた します。 

r 其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり j 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 淺田 君の 動議に 同意の 諸 
君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君 (〇 過半 數と 認めます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第一、 田 邊輝實 君、 
岩 村 兼 善 君 請暇 0 件、 田 Mi 君病氣 に付き 會期 中、 岩 
村 君 病 氣 に付き 十七 日間の 請暇で ございます、 何れ 
も 許可を 致して 御 異議 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第二、 裁判所の 設立 
に關 する 法律案 >  第三， 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 
法律案 ■政府 提出、 衆議院 送付 第一 if 會 、御 異議が 
なければ、 第二、 第三の 法案は 束ねて 問題に 供し、 
委員 も 同一 委員に 付託いた します、 尙ほ御 諮 〇 を 致 
します、 本日 も 通牒 文の 朗讀は 省略いた したく 存じ 
ます、 御 異議 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


〔左 〇 送 付 文 及 薄 取 It 朗 さる も參 « の 
ため 茲に粒 錄す以 ド 之に 傚 ふ〕 

裁判所の 設立に 関 T る 法 ？ H 案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 漭院法 第五 
十四 條に ffio 及 送付 候 也 
大正 七 年 二月 一一 十三 日 

衆雜院 済 長大 岡 宵 浩 
母族院蕺長公脬德川家達餃 
裁判所/ 設立-- 關スル 法烘案 
千 葉縣東 岛飾 郡松戶 町- 一 K 耖判所 v Ia キ之 ヲ松戶 
區裁判 所卜稱 ス 

栃木 縣芳賀 郡 餌 岡 町-一 M 裁判所 ヲ K キ之ヲ 芳打以 
裁判所 卜稱ス 

群 馬縣北 甘樂郡 富 岡 町- I K 裁判所 ヲ S キ之ヲ 北 -tr 
樂區 裁判所 卜稱ス 

新 潟縣刈 羽 郡 柏 崎 町 — 區裁判 所ヲ !» キ之ヲ 柏 崎 城 
裁判所 卜稱ス 

京都府 船 井 郡 園 部 村 m M 裁判所 ヲ® キ 之ヲ阑 部 M 
裁判所 卜稱ス 

兵 庫 縣川邊 郡 伊丹 町-一 傾 裁判所 ヲ S キ之ヲ 伊丹 M 
裁判所 卜稱ス 

兵庫縣 加 東 郡 社 町-一 區裁判 所ヲ Ea キ之ヲ 社 RT 裁判 
所 卜稱ス 

奈良縣 宇陀 郡 松 山 町-一 苘 裁判所 ヲ置キ 之ヲ 宇陀 M 
裁判所 卜稱ス 

和歌 山縣 伊都 郡 妙 寺 町- 1  K 裁判所 ヲ匮キ 之 ヲ妙寺 
區裁判 所 卜稱ス 

德島縣 麻 柄 郡 川 島 町 . r. 區 裁判所 ヲ® キ之ヲ 川 島 逋 
裁判所 卜稱ス 

福 井縣 大野 郡 大野 町-一 M 裁判所 V E キ之ヲ 大野 K 
裁判所 卜稱ス 

島根 縣大原 郡 木 次 町-一 M 戴 判 所ヲ蹬 キ之ヲ 木 次 M 
裁判所 卜稱フ 、 

長 崎 縣壹岐 郡武牛 ：水 村 — M 裁判所 ヲ置キ 之 ヲ武生 
水 K 裁判所 卜稱ス 

大分 縣西國 東 郡 高 田 町- 1 區裁判 所ヲ S キ之ヲ 玉 律 
區裁判 所 卜稱ス 

熊 本 縣玉名 郡 高 翻 町-一 區裁 判所ヲ 置キ 之ヲ高 
栽 判 所 卜稱ス 

巌手縣 稗 貫 郡花卷 町- 1 區 裁判所 ヲ置キ 之 ヲ花卷 M 
裁判所 卜稱ス 

巖手縣 _ 澤郡 水澤町 -I 區裁判 所ヲ 匮キ之 ヲ水澤 M 
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桃 箕塚岩 
井 輪釋 鼻 
村 村 村 村 

片 相六大 
岡 馬鄕類 
村 村 村 村 


美 平 鬼 
原 井 石 
村 村 町 


綴 愛 
喜 岩 
郡 郡 


富 市 千 
山 四 種 
村 村 村 

平赛東 
三老 海 
村 村 村 


印 

明 海 五  m 
洽上井 I 
村 村 町 


神 流 村  小 野 村 
三 波 川 村  多 胡 村 


五 n ffi 郡 

室 田 町 
新 高 尾 村 
倉 田 村 
國 府村 


佐 野 村 
中 ] II 村 

車 鄕村 
淸里村 

吉 井町 
美 九 里 村 


高 崎 


群馬縣 ノ內 
高 崎 市 
群 馬 郡ノ內 
倉 K 野 町 
龐川村 
長 野 村 
上郊村 
多 野 郡 ノ內 
藤 岡 町 
八幡 村 
入 野 村 


上  u  /\  yvj 

碓氷郡 

金 古町 
京 ヶ島村 
久留馬 村 
堤 ヶ岡 村 

新  町 
美 土 里 村 
日 野 村 


葛 野 郡  乙訓郡  紀伊郡  宇治 郡 
相樂郡 


京都 


京都府 ノ內 
京都市 
久世郡 


長生 郡  夷隅 郡 

八幡 町  鷂舞町 
菊 間 村  市 ai w 
內田村  高 il 村 


千 葉 


千 葉縣ノ 内 
千 薬 郡 
市 原 郡 ノ內 
姉 崎 町 
市 原 村 
戶田村 
濕 津村 


群 .'! 0 縣ノ內 
北 甘 樂郡 
多 野 郡ノ内 

神 川 村  中 里 村  上野 村 


同 表 中 長岡區 裁判所 ノ孭 ヲ左ノ 如ク 改ム 


柏 

長 

崎 

岡 

乂 H 新 
刈 潟 

羽縣 

郡ん 

葛 

卷 

村 

今 

町 

南 

蒲 西 

原 +5 
郡 ホ」 

ノ村 

內 

日 

士 

村 

深 

才 

村 

與 

板 

町 

三 長 

S 岡 
ノ市 
內 

新 

潟 

縣 

/ 

內 

中 

之 

島 

村 

見 

町 

塚 

山 

村 

脇 

野 

町 

村 

日 

越 

村 

寺 

泊 

町 

古 

志 

郡 

大 

面 

村 

大 

津 

村 

王 

寺 

川 

村 

出 

雲 

崎 

北 

魚 

沼 

郡 

坂 

井 

村 

黑 

川 

村 

關 

原 

村 

片 

貝 

村 

新 

潟 

村 

桐 

島 

村 

宮 

本 

村 

來 

迎 

寺 

村 

庄 

川 

村 

島 

田 

村 

大 

積 

村 

岩 

塚 

村 

同 表 中京 都 K 裁判所/項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


京都府 ノ內 

船 井 郡  南 桑 ttl 郡  北 桑田 郡 


同 表 中 神 戶區裁 判 所 ノ孭ヲ 左 ノ如 ク改ム 


六 


裁判所 卜稱ス 

秋 田縣維 勝 郡 湯澤 町-一 PS 裁判所 ヲ置キ 之ヲ 湯澤區 
裁判所 卜稱ス 
W HIJ 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 


大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 


右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條 に ffi り 及 送付 候 也 
大正 七 年 二 月 二 十三 日 

衆議院 _ 長大 岡 育造 
设族院 誔長公 W 德川家 達 殿 
大正 二 年 法律 第九號 屮左ノ 通 改正 ス 


別表 裁判所 管 II K M 表 中 千 葉區裁 判 所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


松戶 


千 葉 縣ノ內 
東 葛 飾 郡 


同 表 中 宇都 宮 M 裁判所 ノ 孭 ヲ左ノ 4n ク改ム 


宇都 宮 


芳 JI 


柺木 縣ノ內 
宇都 ®' 市  河內郡 
朔谷 郡ノ内 
氏 家 町  栗 山村 
阿久 阳 村 


上 都 賀郡 


藤 原 村  三 依 村  船 生 村  大宮村 


杌木縣 ノ闪 
芳 打 郡 


同 裘屮大 lil EC M 裁判所 ノ 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


大田原 


柺木 縣ノ內 

那須郡 

猓谷郡 ノ内 

矢 板 町 

北 EI 根澤村 


喜迪川 町 

熟 田 村 


泉  村 

片岡村 


搐 根 村  鹽原村  玉 生 村 


同 表 中 K 崎 區裁判 所 ノ項 ヲ左ノ 如ク改 ム 


大正 二 年 VJ; 律筘 九號屮 改正 法律案 第一 6n 會 


院族 fif 成 成帝问 十 K 第 


福 星前獅 
島 鹿 方 子 
村 村 村 村 


同 表 中 平戶區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


平戶 


長 崎 縣ノ內 
北 松 浦 郡ノ內 
平戶町 
紐 差 村 
柳  村 
1 3 厨 村 


平 戸村 
中津良 村 
平  村 
志 佐 村 


大島村 
津吉村 
神沛村 
上 志 佐 村 


腰 島 村  江 迎村  鹿 町村 


生 月 村 
志々 伎 村 
南 田 平 村 
調 川 村 


中 野 村 
笛吹 村 
田 平 村 
今 福 村 


武生水 


長 崎 縣ノ內 
壹岐郡 


同 表 中中 津區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


六 二 


同 表中啐 町 辟 裁判所 ノ 孭 ヲ 左/如 ク改ム 
德島 縣ノ內 


脇 町 


美 馬 郡  三 好 郡 


川 島 


德島 縣ノ內 
麻 柿 郡  阿波 郡 


同 表 中福并 區裁判 所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


福 井 縣ノ內 
福 井福 井 市 
南條郡 


足 羽 郡  吉田郡  坂 井 郡  今 立 郡  丹 生 郡 


大野 


福 井 縣ノ內 
大 S ■君 


同 表 中 松江區 裁判所/ 羽 ヲ左 ノ如ク 改ム 


松 江 


木 次 


島根 縣ノ內 

松 江 市  八朿郡  能義郡 


島 . m 縣 / 內 

大原郡  仁 多 郡  飯 石 郡 


同 表 中 今市區 裁判所/項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


今 市 


島根 縣ノ內 

簸川郡  安濃 郡 


大正 二 年 法 ii» 第 九 毀 屮改 正法坩 案 第一 ^ f? 


0> 

神 

丹 

戶 

RJ 兵 
尼 谢 

時縣 

市 ふ 

神 S 
戶縣 1 

m  A 

HI 

武 

邊 

郡 

有 

馬 

郡 

m 

郡 

同 表 中姬袼 K 裁判所 ノ明 ヲ左ノ 如ク 改ム 


姬路 

社 


兵 BLf 縣ノ內 

姬路市  飾 13 郡  印南 郡  加 古 郡  神 崎 郡 


兵陏 縣ノ内 

加 東 郡  加 西 郡  多 可 郡 


同 表 中奈良 M 裁判所 ノ孭ヲ 左ノ如 ク改ム 


奈良 


奈良 縣ノ內 
奈良市 
高 市 郡 


添 上 郡  生詢郡  山邊郡  磯城 郡  北 葛 城 郡 


宇陀 


奈良 縣ノ內 
宇陀 郡 
吉野 郡ノ內 
四鄕村 


高見 村  小川 村  上 龍 門 村 


同 表 中和 歌 山 K 裁判所/項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


和 ^ :: i 


妙 寺 


和歌 山 縣ノ內 
*歌 01 市 
那賀 郡ノ内 
岩 出 町 

西 貴 志 村 

小 倉 村 

上 神 野 村 

細 野 村 


海草 郡  有 田 郡 


安樂 川 村 

丸栖村 

萸 野 上 村 

下 神 野 村 


奧安樂 川 村 

田 中 村 

中 野 上 村 

猿 川 村 


調 月 村 

山 崎 村 

南 野 h 村 

長 谷 毛 原 村 


東 貴 志 村 

根來村 

北 野 上 村 

眞國村 


中 貴 志 村 

上 岩 出 村 

小川 村 

志 賀野村 


和歌 山 縣ノ內 

伊都 郡 

那背 郡ノ內 

粉 河 町 

川原 村 


名手 町 

上 名手 村 


池 田 村 

麻 生津村 


長 田 村 

Sm- •寸 


王子 村 

柄 淵 村 


狩 宿 村 


K 族 战 W 帝冋 十四 第 


齙舞黃 折 
民 川 海 壁 
村 村 村 村 


旭福榮 

地 

村 村 村 


矢 越 村 
薄 衣 村 
長 島 村 
興 田 村 


小 梨 村 
奧玉村 
田 河 渾村 


八澤村 
磐淸水 村 
長 坂 村 


同 表 中 一關區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


巖手 縣ノ內 
西 磐 井 郡 
東 磐 井 郡 ノ內 
千 厩 町 
大津保 村 
門 崎 村 
猿澤村 


大原町 
藤澤村 
松 川 村 
摺澤村 


同 表 中 横手 K 裁判所 ノ項ヲ 左ノ 如ク改 ム 


秋 田 縣ノ内 
平 鹿 郡/内 

横手 町  淺舞村  沼 館 村  大森村  山內村 
醍蝴村  三重 村 M 田 村  睦合村  吉田村 
里 見 村  八澤木 村  舘合村  阿氣村  田极森 村 
朝 倉 村  境 町村  黑川村 


盛 岡 


巖手 縣ノ內 
盛 岡 市 


巖手郡  紫 波 郡 


花卷 


巖手縣 /内 
稗 貫 郡 
膽澤 郡ノ內 
相 去 村 


和賀郡 


水澤 


巖手 縣ノ內 
江剌郡 
膽澤郡 ノ內 
水澤町 
古城 村 
金 ケ崎村 
東 磐并 郡/内 
生母： ^ 


前澤村 

衣川村 


佐 倉 河 村 
小山 村 


K 城 村 
南都 田 村 


姉 体 村 
若 柳 村 


白山 村 
永 岡 村 


秋 田縣ノ 内 
雄 勝 郡 
平 鹿 郡/内 

增田町  十文字 村 


付 Ml] 

本 法 施行 ノ期 R ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
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玉 

中 

津 

封 

戶 

村 

宇速苽 
佐 立 貝. 竹 0 
郡 P 郡田聚 
/  4j  ノ津郡 
內町内 町ノ 
内 

岬 

村 

吳 

崎 

村 

高 

in 

町 

西 

國 

東 

郡 

/ 

内 

大 

分 

縣 

ノ 

内 

佐院 
田內 
村 村 

西 

馬 

M 

村 

麻 

生 

村 

長 

洲 

町 

宇 下 
佐 在 
郡乇 
ノ郡 
内 

大 

分 

縣 

ノ 

內 

北 

馬 

城 

村 

上 

伊 

美 

村 

三 

重 

村 

两 

玉 

村 

河 

内 

村 

南 

院 

内 

村 

驛 

舘 

村 

糸 

p 

村 

宇 

佐 

町 

伊 

美 

村 

中 

玉 

村 

田 

染 

村 

明 

洽 

村 

豊 

川 

村 

高 

家 

村 

四 

□ 

市 

町 

姬 

JSf 

村 

上 

m 

玉 

村 

VI 

都 

甲 

村 

龍 

王 

村 

兩 

川 

村 

八 

幡 

村 

天 

津 

村 

熊 

毛 

村 

臼 

野 

村 

西 

都 

甲 

村 

安 

心 

院 

村 

高 

並 

村 

柳 

ケ 

浦 

村 

長 

峰 

村 

來 

二 

草 

津 

柬 

院 

内 

村 

和 

m 

浦 

村 

浦 

村 

地 

村 

房 

村 

間 

村 

山 

村 

同 表 中 熊 本 K 栽 判 所 ノ現ヲ 左/ in ク改ム 


高 

熊 

翻 

本 

1 熊 
主 本 

名縣 

登 

立 

村 

天 

苺當 

高 村 

松 

婼 

町 

下  卜 • 

益 白 益 錦 
城 ★城 町 
郡 水 郡15 
ノ村ノ 村 
内 內 

阿 

蘇 護 
^  )1! 
內村 

大 

m 

町 

菊 熊 

池士 
郡 本 

ノ市 

內 

熊 

本 

縣 

ノ 

內 

維 

和 

村 

造 

福 

村 

小 

川 

町 

山 

西 

村 

北 

へ 

志 

村 

原 

水 

村 

飽 

託 

郡 

1 

村 

川 

村 

海 

東 

村 

泗 

水 

村 

津 

田 

村 

宇 

土 

郡 

中 

杉 

守 

へ 

m 

へ 

志 

戶 

村 

村 

村 

村 

村 

湯 

島 

村 

河 

江 

村 

西 

心 

村 

內 

町 

小 

野 

部 

田 

村 

田 

島 

村 

平 

眞 

城 

村 

同表中盛岡说裁判所ノ項ヲ左ノ如ク改ム 

大正 二 年 法律 第 九 號中 改正 法律案 第一 譖會 


院族 贵會_ 帝冋 十四 第 


市町 f-1 立 小學呤 敎 ti 修铪ほ ffi fl is 法 萊第 一項<£ : 


六 四 


~ 國務大 K 松 室 致 君 ! K s l. 登る〕 

〇國務 大臣 广松室 致 君： >  裁 判 所の 設立に 關 する 法律 
案、 之を 說明 いたします、 大正 二 年 行政 整理に 當 y 
まして 區裁判 所を 西 二 十八 箇所 踐止せ られ ましたが 
其 中 四十 六简 所 i£ 昨年の 特別 諮 ^ に 於き まして 復活 
即ち 新設を されました、 是は 今日 旣に 各々 職 狩を 執 
つて 居ります ろので あります るが、 W ほ是で は 足り 
ませぬ、 -f だ 多くの 以裁判 所を ® 活せ ねばならぬ と 
云 ふ 必：赵 があります るので あります るが、 差 當〇最 
も 急を ^ する もの 十八 12:1 所を 選' ひまして 之を 此度此 
計 a: を 提出いた したので あります る、 何卒 御贤 同 & 
らむ ことを 筘望 いたします、 それから 大正 二 年 法律 
第 九號屮 改正 法律案、 是は喵 今 中 述べました 十八 箇 

所の 商 裁判所を 復活いた しました _ に、 今まで 定つ 

て 尻る 所の 裁判所の 管 S 變 If いたしまして、 之を 十 

八茴 所の 裁判所に 配 gr せなければ ならぬ ので ありま 

す、 即ち 其 裁判所 管 Is に關 する 法律案であります の 

であります、 是 も K しく 御！ 一; 同 あらむ ことを 箝留い 

たします。 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 別に 御 質問 もない と 認め 

ますから、 特別 sa の 氏名を 爵記官 をして 朗 ® いた 

させます。 

〔岡 書記官 朗 is 〕 

裁判所の 設立に 關する 法律案 外 一件 特別委 員 

子爵 勘 解 由 小路 K 承 君  子爵 永 并尙敏 君 

平 山 成 信 君  男爵 若 王子 文 健 君 

石渡敏 一 君  加 太 邦憲君 

德富猪 一 響  田 島 竹 之 助 君 

栖^!! 15 衞門君 

0_ 長 (公 描 德川家 達 君〕 第 四、 市町村 立 小 學校敎 

員 俸給 國庫 負擔 法案、 政府 提出、 衆 _院 送付、 第一 

讀會。 

市町村 立 小 學校敎 員 俸給 國 庫負擔 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 _ 決せり 因て 議院 法 

第五 十四條 に 依り 及 接 付 候 也 

大正 七 年 二 月 二十 六日 

衆 篛 院閾 長大 岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


1 li iif ll ll 


義務 敎育 S 

市町村 立 小 學校敎 員俦 給國庫 負擔法 


0 尋常 

第 一條 市町村 立 〇小學 校/正 敎員 及准敎 fl / 俸 
給 — 要 スル 费用ノ ー部 ハ國庫 之ヲ 負 is ス 
第二 條前 勝ノ 規定-一依 リ國 雎 ノ負擔 トシ テ 支出 
スへキ 金額 ハ 毎年 度 千 萬 圓プ下 ラサル モノ トス 
第 n 一條 國 _ 支出 金 ハ 第 四 條ノ 規定- i リ交 付ス 
ル 金額 ヲ除キ 其ノ 半額 ハ 前年 六月 一日 -i 於 ケル 
〇 尋常 

市町村 立。 小 學校 ノ正敎 員 及 准敎 員ノ數 -1、 他 
ノ半額 ハ 前年 六月 一日- 1 於 ケル 市町村 ノ就 學兒 
童數 -I 比例 シテ 之ヲ 市町村-一 交付ス 
第四條 文部大臣 ハ 國庫茭 出金 ノ 十分 ノー  ヲ趑エ 
サル 範園內 二 於 テ 資力 薄弱 ナル 町村 M 對シ特 二 
交付金 額 ヲ增加 スル コト ヲ得 
第 五條 本法ノ 適用 — 付 テ ハ 市町村 組合 又 ハ 町村 
組合 ハ 之ヲ 市町村 卜 看做 X 市制 又 ハ 町村制 ヲ施 
行 セ サ >b 地域- 1 於 ケル 市町村- 1 準 K ヘキ 公共 團 
體 、其ノ 組合 又 ハ 小學校 設置 區域 亦同シ 
本 法/適用-一 付 テ ハ 市町村 立 尋常 高等 小學 校 — 
於 テ ® 常小學 校 ノ敎科 ヲ授ク ヘキ 部分 ハ 之ヲ市 
町村 立© 常 小 學校卜 看做 ス 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 pfe 今 議題に なつて 居り ま 

する 市町村 立 小學校 敎員傣 給 H 庫負擔 法案 提出の 理 

由を 大略 申 上げます、 國 民の 義務 敎 育は 申 上げます 

迄 も ございませぬ、 貴賤 貧富の 差別な く、 苟も 國民 

たる 者が 受けな けれは ならぬ 所の 最低限 度の 敎育で 

ございます、 故に 父兄の 貧富に 拘ら ず、 又 町村の® 

富に 拘り ませす、 此敎 育を 完か らしむ る 所の 設備を 

致さぬ ければ ならぬ ので ございます、 それ故に 之を 

黾 に 父兄の 力 若く は 町村の 力に のみ 委ね 置く と 云 ふ 

事は 其當を 得た もので ございませぬ ので、 明治 五 年 

に學制 を 頒布いた しました 當 時ょり、 國 庫に 於て 此 

費用に 對 して 相當の 支出を なすと 云 ふ 事の 主義を 決 

定い たしました、 翌 明治 六 年から 明治 十三 年に 至り 

ます 八箇 年の 間と 云 ふ ものは、 國庫 から 相 當の茭 出 

を 致しまして、 其の 國庫 の茭 出金と 町村の 支出 金と 

相俟って 此の 敎育を 與へた ので ございました、 然る 

に 明治 十四 年から 以後は 財政の 闲難な るが 爲め に、 

此の 國庫の 支出 金を 廢止 いたしまして、 小學 校の 費 


用と 云 ふ もの (i 萬ら 町村の 負 is に® T と 云 ふことの 
主義を 執りました、 引 松いて 今日 1*. 至りました ので 
ございます、 之れ •か 爲めに 町村；： 敎育费 と 云 ふ もの 
は 年々 歳々 佾 加を 致しまして、 旣に 大正 三年 度の 
決算を 見ます ると、 町村の 羥费合 計 二位 一千 萬 圆ば 
かりの 中に 就きまして、 小學 校の 教育© と 云 ふ もの 
•か 五 千 五 百 萬圓ぱ かりに 上 If つて 居ります る やうな 
_で ございます、 左樣に 致しまして 或る 町村に 付て 
見ます ると、 其 町村 費の 七 割 以上が 町村の 敎 育 ® に 
なつて 居る と 云 ふやうな 次第で ございます、 左樣な 
る 次第で ございます るが 故に 敎 育の 改善を 圖らむ と 
致します るに 於て、 最早 町村に 於て は 餘力が ござい 
ませぬ ので、 どうしても 是け學 制 頒布の 當時 定め ま 
したる 所の 主義に 基いて 小學校 費用の 一部と 云 ふ 4 
のは 國 庫に 於て 之を 貧擔 すると 云 ふこと々 + 實 行いた 
さぬ ければ ならぬ と 云 ふことは* 旣に數 年 前から 朝 
野の 間に 論議を せられて 居る 所で ございまして、 最 
近に 於き ましては 昨年 衆議院に 於き ましても 金 會一 
致の 建議が 提出に なつて 居ります、 又 敎育會 證 に對 
しまして、 小學敎 育の 改善に 付て 諮問を 致しました 
際に も敎育 會篛に 於き ましても 此小 斟敎 育の 改善を 
圖る爲 には 到底 是は 町村 2 力 だけに 委ねて 置いて は 
改善を 圖 ると 云 ふことは 出來な いので あるから •國 
庫に 於て 相當の 負擔を 爲すが 宜しから う、 lit 目的と 
する 所は 敎員俸 給の 半額を 目的と 致します •それに 
達する 迄は 出来べき だけ 國 庫の 支出 金を 增加 いたし 
て、 小學の 費用に 充てたならば 宜しから うと 云 ふ敎 
育 會議に 於て 決_ を 致しました やうな _で ございま 
す、 是等の 次第で ござります るに 依つて、 今回 此法 
案を 提出いた しまして、 即ち 學制 頒布の 當 時に 定め 
ましたる 所の 主義を 實 行いた すと 云 ふことの 計诳を 
定めました 次第で ございます、 此法律 案は 御覽の 通 
りに 五茼條 から 成つ て 居りまして" 極めて 簡 W なる 
もので ございます るが 要するに 此 政府 支出 金の 配布 
の 方法を 定めました ので ございます、 で 此法律 案に 
對 しまして 衆議院に 於て 修正を 加へ ましたので あり 
ます、 其 修正の 趣意は、 原案に 於き ましては 市町村 
立 小學 校の 費用を 國庫 から 一部 負擔す ると 云 ふこと 
になつ て 居つ たので ございます るが、 衆 _院 に 於き 
ましては 是は 町村の 隨 蒽 事業に 屬する 所の 高等 小學 
の 費用に 對し ては、 國庫 から 之を 支出 寸 ると 云 ふこ 
とは 必 しも 急務で あるまい、 それより ほ 先 以て 町村 


の 3? 務-」 なつて まする 所 o ^ w-f m -t-' c  JS J2 に S 
つて、 0 BU か r-, 支出いた す VJa ふこと が rM 岱であ ら 
うと 云 ふ 趣 & を 以て ^ 正を 加へ ました c で •こざい ま 
す、 で 此 ff£ 正に 對 しまして は 常 局莕に 於き ましても 
異逋は ございませ， U のであります、 ど - 1 V 御* a の 
上 御 協苡を 希 固いた します。 
ct 尾 惟茂 君 演捎に 登る〕 

〇 仁 尾 惟茂 君 私は 唯今 蓊 題に 上 ぼつて 居ります ろ 
所の 小 學校敎 員 俥 給國 ffi m 擔法 に付きまして 政‘ W に 
K 間いた したいと 思 ひます、 第一 此法 案の® 料 即ち 
表題 •並に 第一晓 に 於き まして 「國旭 之ヲ fi 松 ス JVJ 
斯う ございます、 此 國 诹 負 松と 云 ふこと に付き まし 
て 御 尋ねを 致したい のであります、 で是 は 從來の 負 
擔 法、 即ち 市町村 25 の負擔 を 變じて 、即ち 其 ri 沿の 
性質を ■じて、 之を 國 阳 に 移す と 斯う 云 ふの か 味で 
あらう と 思 ひます、 又 文部大臣の 說明 せられた 所 も 
それに 歸 著します る やうであります、 之に 付き まし 
て 御 尋ねを 致したい のは、 從來此 教育 ？ S の 負檢な る 
もの ほ國に 於て 是が M 別が ありまして、 即ち 小 ^ 校 
の 費用は 町村の 負！ r 中學校 若く は 師腌學 校は 府縣 
の負擔 、其 以上は 國の <M 谘と斯 う 云 ふこと に 制度の 
上で 定まる、 即ち 是は 學制發 布 以来、 又 十二 年に府 
縣會を 開いて 地方 經濟 を定む る 時に 於き ましても： 一: 
樣變 化は ない" 又 其 後 二 十三 年に 國會を 開いて、 ^ 
算の 制を 定めた る 時 も、 此 三つの ® 別と 云 ふ ものは 
少しも 動いて 居ない ので ある •就中 小學 校 2!i の 町村 
負擔な る ものは どうで あるかと 言へ ば、 兒 at の 敎育 
は 父兄の ig 務で ある、 町村の 避 枝で ある、 斯う 云 ふ 
ことに 最初より 定まつ て、 爲に是 が 父兄た る 若 及 町 
村は 敎育费 と 云 ふこと に 至つ ては 我 子を 育つ る こと 
でぁるから 喜んで 是は茭 出いた L て 居る、 又 自分が 
费用を 出して 自分が 之を 育て、 之を ® むと 云 ふこと 
である、 謂は ゆる 自給 自營 とも 中すべき もので あり 
まする が爲 に、 是が費 用の a に 於き ましても 大に濫 
費を 制し、 無益の® 用を 掛けず、 誠に 節約 的に n: つ 
經濟 的に 出來 て、 さう して 今日までの 敎育の 結果は 
どうで. あるかと 言へ ぱ 、就 學の股 に 於き ましても 他 
に 劣らない 位な 普及を 致して 居る ので ある、 斯う 普 
及を 致して 居る 此费 用を、 今 之を 變ず る、 誠に 良 習 
慣 、良 制度で あつて、 是は 私は 他へ 對 しても 誇る ベ 
る 所の 一の 良 1? 慣でな いかと 考へ るので ある、 何も 
之を 他の ことを 見習 ひ、 他の ことの 翻に 倣 ひ、 ® 純 
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なる 理論 Bfi 想 等に 馳せ て、 徒ら に 是は改 むべき もの 
で 13: ない と 思 ひます る、 何故に 斯の 如き 成嫱を 得、 
斯の 如き ものであるのを、 强 ひて 之を 收む .6 は 如何 
なろ 理由に 基 かる、 ので あるか、 第一 之を 承は りた 
い、 又 凡そ 國が或 者に 對し て此现 狀 ょり 以上の 希留 
を 以て •或 (t 之を 始 張し 若く は 是 •か 改 SV を 劂 ると 云 
ふ 場 八 11 に 於き まして It 他に 方法' か ある、 即ち 我國に 
Ji 總て此 補助 法なる ものが あつて 之を 補つて 居る の 
である、 補助 法で あれば、 補助 法は どう 云 ふ 4 ので 
あるかと 云へ ば、 玆に 一つの 主 eg なる もが あつて 其 
、王 體と云 ふ ものは 励 かせば、 此主瞪 をして 立ち行く 
やうに、 發達せ しむる や 5 に 之を 補つて 行く のが 即 
ち 補助 法で ある、 我國に 於て (t 澤山 に是が 例が ある 
事で あ 〇 まする から、 何故に 此 主體な る國 の 從來制 
度と し、 m 行と しやつ て 居る 所の 此主體 を ® I か 1, 性 

H を 變じ てせ ずと も 補助 法を 以てすれば 出来な、 事 

ではない、 之を 一 つ御萏 を 致します、 それ か 第 一條 

に小學 校の 正敎員 及 准 敎 員の 依 給に 婴 する 費用は 國 

庫之を 負擔 すると、 斯う 云 ふ® 味に なつて 居ります 

るが、 殊に 又 先刻 文部大臣の 說 明せ. らる 、所は、 ®: 

ら敎 M 俦 給 S に充 つる やうた 御 趣 S に 承は りまして 

ございます、 成る ほど 法 も 其 通り ® いてあります る 

が、 之に 付きまして 御 致したい のは、 此俥 給は 

國庫 之を 負 措す ると あります ろ 此趣恝 は 敎 M 俸給を 

祀 加す るの 趣意で あるか、 又は 是 は 俸給 li 咐加 する 

ともせない とも 適宜で ある、 此 ?5 用は 他の 町村 25 に 

使つ て も宂 しいと •斯う 云 ふので あるか、 之を 具 !} 5 

的に 申します れぱ 、例 へげ 僱 給の 平均は 二 十圓で あ 

る、 丼 上に 加へ て ? T 圓を足 し 二十 五圆 となし、 即ち 

现 在の 体 袷に 咐你 をし、 in lt ゆる 敎员 礙 遇の稻 りで 

?, るか、 又は 二十 圆の 上には 一文 も 加へ ず、 國 萌 か 

ら交 付した る 所の 金 糊は 之を 町村に 於て 收入の 本の 

一つの W 源に m んで仕 舞つて 他の 地租 附加稅 、所得 

税附 加 8> の 如き ものと 同じ やうな 財源に 組んで 仕舞 

つて ! a いて、 さう して 支出の 點に 至つ ては ど 5 する 

かと 云へ ば， 從來の 二十 M] の敎 W 俥 給には 一文 も％ 

さず、 若く は 之ヅ V 減じて K いて、 さう して K 支出の 

所には、例へぱ 511 路修 ^ 0 «用シ咐加するとか1又 

は 町村の 荘本 W 痒の ? -Y 入を 爲す とか、 斯う 云 ふ 事の 

支 ui に充 つる、 又 何も 支 tli を咐加 せず、 右 等の もの 

にも 充てず して、 さ 5 して 町村 人民 •か 各個に 納むる 

所の 町村 Hi の 額を 滅じ て、 仕 取 もせない が rl ® の 方 


を 減じて 仕舞つ てし やう、 斯う 云 ふやうな 事に なつ 
て、 仕舞つ て 4 宜しい ので あるか、 で 之を 取 摘まん 
で 申します れぱ國 庫から 出した 所の 金* 即ち 町村の 
交付を 受けた る 所の 金は 俸給には 一文 も 使は ずして 
總て是 は 他の 町； 5： 費に 全部 使つ て も B: しいので ある 
か、 全く 是等は 町村の 隨意に 委す ので あるか、 ft 法 
案を 通觀 いたして 見ます れぱ 何も 数 M の 俸給に 限つ 
て 使は ねばならぬ と 云 ふ 法は 何 所に もない、 唯 俸給 
と あるの みで あつて、 實際 之を 町村が 施行す ると き 
になれば. 總て 前述いた しました 通りの ことにな つ 
て 仕舞 ふこと になつ て 居る ので ある、 斯の 如き もの 
と 見ます るなら は 此 法案は 名は 敎員 俸給 國庫 負擔法 
であるけれ どもが、 其實は 町村 費國 庫負擔 法、 即ち 
町村费 を國 庫が 負擔 すると 云 ふこと に 事實 はなつ て 
來は しませぬ か、 どうしても 此法を 見ます れば其 所 
に 解す るょり ほか 致し方は ない と 思 ひます、 其點を 
何 ひます、 それから 第三 條でご ざいます るが* 是は 
金 * V 割付けます るのに、 敎員の 數若 くは 就學兒 童の 
數に割 付ける とあります が 是亦 どうも 事實に 副は な 
い 法では ないかと 考へ ます、 で 何故ならは 此支出 し 
たる 所の 金 (t if 際 右の 如き 敎員 俸給の みでは ない、 
之を 假 に此茭 出 …… 國庫支 出の 金は 半分 (i 敎 負 俸給 
となり、 半分は 町村 費 2 負擔輕 減になる と假定 いた 
しましたなら ば、 即ち 其 半分の 五 百 萬 圓と云 ふ もの 
は 此 第三 條に 依つて 敎 員の 數な り、 就學年 齡兒童 の 
數 に 配付す る ことにな り ませう と M ひます けれども 
町村费 輕減 の爲 に此 半額が 當 ると 致します れば 、甚 
だ 是 は 不都合なる 配付 法に なつて、 で 町村 費輕 減の 
爲に 配付す る ものな れば 、或は 町村 稅の 税額と か、 
若く は 町村の 收 入になります る 所の 谷 目 •即ち 所 iy 
稅附 加 si なら 附加税 、地 m 附加稅 なら 附加 税、 斯う 

云 ふ ものに 割 常つ るが 適當で はない か、 斯の 如く 第 

三條に 於き ましても 甚だ 車 ®, に 副は ない 法では ない 

か、 之を 一つ 御尋 いたします、 又 第四條 に 資力 貧弱 

なる 町村 1.: 對し 、殊に 交付金 額を％ 加す ると、 斯う 

ございます るが、 それで 貧弱なる 町村に 對して 交付 

すると 云 ふ 文字の 上、 即ち 窓 邊を察 して 見ます れぱ 

即ち 是れ は贫 弱 町村の 救濟 に充 つる、 斯う 云 ふ ® 味 

になつ て 來や うと考 へます る、 抑々 此の 町村の 貧弱 

なると 云 ふ 程度 並に 標 if は 何に 據られ たもので あり 

まする か、 又 凡そ 其の 貧弱なる 町村の 數と云 ふ もの 

は 大凡 どの位で あるので あるか、 此の ®! が 定まらな 


ければ、 其の 十分の一 卽ち W 萬 圓と云 ふ 金が、 果し 
て 町村の …… 貧弱 町村の 救 濟にな るか、 ならぬ かと 
云 ふこと も 分り ませぬ、 故に 私の 御尋 をす るのは、 
貧弱なる と 云 ふ 町村の 程度、 標 维、 並に 其の數 で 
ある •又 大凡 貧弱と 云 ふこと に付きまして は、 右の 
如く 何 か玆に 標準が なぐち やならぬ、 さう して 此の 
貧弱なる 町村を 救濟 すると 云 ふことは， 先 順序が あ 
り IJ: せぬ か、 第一に 之を 統轉 して 居る 所の 郡は 此貧 
弱 町村の 救済に 付て どう 云 ふこと をして 居る か •第 
二に 最も 是等 のこと をして 往か ねばならぬ 所の 府縣 
府縣は 即ち 立派な 一つの 經 »1 を 有つて 居る、 是は町 
村に 對 して 町村 救濟 S 方法は 如何なる ことを して 居 
るか、 如何なる 方法を 立て、 居る か、 凡そ 町村の 救 
濟を します るのに は、 或は 順序が ありませ ぬと か 思 
ひます る、 然るを それ 等の こと も 分らず して、 國が 
縣なり 郡な りの 機關を 飛越して •直ちに 之を 救濟す 
ると 云 ふことは、 素よ 〇是は 事柄に 依ります るが、 
通常と L て 貧弱なる 町村と 云 ふこと に 付て ほ 凡そ 郡 
なり、 縣な りに 於ても 是 等の 一應の 考が ある ことで 
あらう と考 へます •之を 一つ 御 尋ねいた します、 そ 
れで 要するに 私の 疑問と する のは、 此法津 案は 名と 
實とが 違つて 居る、 即ち 伟 給の 事柄と、 町村 S _ M 
の事捫 と、 此二 つの ものが 含んで 居る、 それを 一つ 
の ものにし やうと 云 ふので あるから、 此 疑問が 起り 
此 法と 云 ふ ものは 誠に 不徹底な 分らない 法律に なつ 
て 來て 居りは せぬ かと 考へ まする、 それで 要するに 
此 二つ e 敎 員の 優遇と 云 ふこと V、 町村 K 負擔輕 減 
と 云 ふこと、、 此二 つが 含んで 居る と 思 ひます が、 
素より 敎 員 ® 遇と 云 ふこと に付きまして は、 現内閣 
の 施政の 方針に も、 敎 育の 振興と 云 ふこと を聲明 さ 
れ まして、 我々 に 於き ましても 敎員礙 遇は 即ち 敎育 
改善の 本で ある、 尤も 是 ii 縱令 今日の 如き 時局の 際 
と雖 も、 是は 急務な 〇 として 仕遂 ぐべき ものである 
が、 然るに 町村 費 e 減に 至りまして は 如何で ある、 
今日 時局の 際に 爲す べき ものである か、 ないか、 即 
ち 是は爲 すべき もので ない と 云 ふの (i 明かな 例が あ 
るので ある、 それは 何で あるかと 云 ふと、 此 町村 S5 
負擔輕 減と 云 ふこと ! i 國が税 を％ して …… 其增税 の 
中を 以て 町村 费を輕 減す ると、 斯う 云 ふこと になつ 
て來 まする ので、 即ち 一の 税制 整 gfl ではない か、 ^ 
制 整理の ことは 衆 箭 院が旣 に 不急なる …： 急がぬ こ 
となり、 是は 平和 克復 後を 以てすべき 事柄で ある， 


政府 も 之に 御 同意を なされて 居つて >  不急 のこと で 
あると して ある、 然るに 町村 費輕 減と、 他の 政府が 
出された 通行税 •其 他の 輕減と 云 ふこと との、 總て 
の 税制 整理と 云 ふこと と、 どこに 緊急が あるか、 寧 
ろ 私は 一個人の 納むる 所の 税は滅 じても、 町村の 税 
と 云 ふ ものは、 どちら かなれば •是は 耐 ふべき もの 
で IJ; ないかと、 斯 5 考へる 、殊に 斯う 云ふ關 係を 有 
つて 尻る もので ありながら、 此時 局に 際しまして 非 
常に 國は急 要なる 所の 經費 から 負擔 して 行かな けれ 
ばなら ぬので あるに 拘ら ず、 lit 町村 費輕 減を する 所 
の 必要が あるので ありませ うか、 如何で ございませ 
うか、 增税 をして まで もせに やならぬ 負 擔輕 減で あ 
り ませう か、 誠に 解し 得られ •さる 所の もので ありま 
す、 此點に 付て 質問を 致します が、 明かに 御 答 あら 
むこと を 望みます。 

〔阈務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

〇 國務大 坊 (岡 田 良 平 君) 唯今 仁 尾 君の 御© ねに な 
りました 箇條は 四點で あると 存じます* 第一は 此國 
庫 負 擔と云 ふ 主義を 定めた 事に 付ての 御 質問 -C あり 
ました、 仁 尾 君の 御意 見で !' 3; 小學 校の 皆 用と 云 ふ も 
のは * は 固ょり 町村の 角 擔に磁 すべき もの、 中等 敎 
育の 費用は 是 は府縣 の負擔 に J1 すべき も G" 高等 敎 
育の 費用は 是は國 の負擔 に II すべき ものと、 斯樣に 
分界を 立て、 敎 育の 施行を 致して 參つた 我國の 習慣 
は 是は良 習慣で ある、 之を 今回 改めて 國庫が 小學校 
の S 用の 一部を 負擔 すると •云 ふこと にす るの (£ どう 
云 ふ ものである か、 何故に 斯樣な る 改正を する ので 
あるかと 云 ふ 御 尋ねで あつた やうで ございます、 此 
點 に付きまして は 先刻 旣に申 上げました る 通りに、 
小學 校の 費用を 專ら 町村を して 負攛 せし むる と 云 ふ 
ことは 決して * は 定まつ て 居る 事柄では ない ので ご 
ざいます •先刻 も 申 上げます る 通りに、 小學の 義務 
敎 育と 云 ふ ものは 國民 一般に 必ず 是は 受けに やなら 
ぬ 所の 敎 育であります、 即ち 矢張り 是は國 の 政務で 
國政 事務の 一部で ございます るので、 之を 國庫に 於 
て ffl 當に茭 辨を 致して 實 行いた すと 云 ふことは 寧ろ 
當然 のこと ではない かと 思 はれる ので ございます、 
それ 故 學制 頒布の 當時か らして 其 主義を 執りまして 
同時に 是 は© からぬ 經費を 國 庫から 支出いた して 居 
つたので あります、 其 時には 如何なる 言葉を 用 ひて 
55 つた かと f ムふ と、 其當 時の 事 fi'j でございまする か 
ら正確 な 言葉は 用 ひて 居り ませぬ のであります けれ 
六艽 
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ども、 併ながら «; 小學校 S 用の ^ 著なる 部分は 把 任 
いたして 居つ て、 政府から 支出いた して 居つ たので 
あります から、 無論 是は 政府の 支出を 至當 とし、 町 
村 ばかりに 委ねる-^ ので ほない と 云 ふ 主義の 下に 支 
出いた した こと if- 疑 もない ことで ございます、 それ 
から 財政の 都  <门 に 佐つて 此國 _ の 支出と 云 ふ 事 I 3: 中 
止いた しました けれども、 其 爾後に 於ても 尙ほ 全然 
之を 町村に 委ねて 居る と 云 ふ譯 ではない ので ござい 
ます、 即ち 御 承知の 通り 年功加俸 及 特別 加俸に 要す 
る 所の 致 用は 國庫か 锊年 二百 萬圓づ つ 支出いた して 
居る ので ございます、 其 外に 敎育 基金の 利息に 相當 
します る 所の 五十 萬圓の 费用 も、 是 は 普通 敎 育の 目 
的に 向つ て國庫 で 支出いた して 居ります、 其 外に 恩 
給 基金の 交付に 要する 所の 费用 十五 萬 圓 ■是 も國庫 

から 茭出 いたして 居る のであります、 それ 故 今日に 

於ても 此小學 校の S 用と 云 ふ もの (i 全然 町村の 負 ffi 

に 搦す べき ものと 云 ふ 主義を 採つ て 居る！ 1 ではない 

のであります、 即ち 今 囬此法 律を 提出いた しまして 

も、 今迄の 意義と 全く 反對の 主義を 探 用す ると 云 ふ 

譯では ございませぬ、 唯 だ 是まで 國庫が S して 居 

る 所の 金額が 少額で ありました のを ぱ、 之を 相當な 

額に 增 加した だけの ことで ございまして •決して 主 

義の 變更と 申す 譯でほ ない ので ございます、 第二の 

御 尋ねは 此第 一條の 市町村 立小學 校の 正敎員 及准敎 

員の 俸給に 要する 费 用を阈 庫が 之を 負擔 すと あるけ 

れ ども、 W ながら 此俥 給の 一部に 要する 所の 費用を 

國 庫が 町村に 交付いた すので あるから、 一度 町村の 

經濟 に是が 這 入つ た 以上は 是を 何れの 方に 使つて 差 

支 もない 譯で ある、 然ら ば國庫 から 支出す る 所の 一 

千 萬 圓と云 ふ ものは、 是は金 部 俸給の 增加に 使 ふの 

であるか、 或は 又 全部 町村の 負擔輕 減に 用 ひるので 

あるか、 例を 御擧げ になり まして" 例へ ぱ二 十圓の 

俸給を 受けて 居る 所の 敎員は 一文 も傢 給を 增さな い 

ので 「矢張り 依然として 二十 圓の俸 給で 居つ て、 さ 

うして 國庫 から 出た 所の 費用は 他の 方に 用 ひるので 

あるか、 或は 其 二十 圓の敎 員が 二十 五圓 になる とか 

或は 二 十三 圆にな ると 云 ふやうな 增俸の 資金 1- 是が 

充てられる ので あるか どうか、 斯う 云 ふ 御 尋ねで あ 

つたと 了解いた しました、 是は 過日 豫算 委員の 總會 

に 於ても 出ました 御 尋ねで、 其 時に 御 答へ 申 上げて 

置きました のであります が、 今日 町村の 實况を 見 ま 

する に •或る 町村に 於て は 先刻 申 上げる 通りに 町村 


S の 七 ?, 1 以上 敎育の g に 支出し 'C 居る やうな 町村 も 
あります、 又 或る 町村に 於て |£ 町村 费の 或は 一割と 
か、 一割 半と 云 ふ 成 少なる 部分を 支出いた して 居る 
所 も あるので あります、 或る 町村に 於て (t 敎 員に 對 
しまして は m 來焊べ き だけ gl 遇を 與へて 、旣に 今日 
に 於て 町村 s 力 以上の ことを 此敎 育の 爲に盡 して 居 
ります る 所 もあります、 或る 町村に 於て は 其 餘裕の 
ある 所 も あ 〇 ます、 故に 之を 一槪に 二十 圓の敎 M ix 
必す二 十五 圓にな るか どうか、 或る 地方に 於て は 二 
十圓 の敎 員は 一文 も ^ さずに 居る と 云 ふやうな こと 
が ありは せぬ かと 云 ふ 御 尋ねに 對 しまして は、 是は 
町村に 依りまして 二 十圓 '〇 敎員か 二十 五圓 になる 所 
も ございます、 又 或る 地方の 町村に 法つて ほ 敎 員に 
對 して 此際增 俸す る 必要の ない 町村 も ございませう 
と 思 ひます、 それ 等の 事は 實際 町村の 狀况 に當 つて 
見 ませぬ と 分り ませぬ で & ります が、 要するに 町村 
と 云 ふ ものは 自分が 力に 堪え 得る 限り 敎員を 礙 遇を 
すると 云 ふ 事に 付て は 少しも _路 せぬ ので ある •今 
日まで 敎 員に 向つて 相當 の® 遇を 與へな いものは、 
町村の 力が 乏しい から® 週を 與へた くても 與へる 事 
が 出 來ぬと 云 ふやうな 實况 でございます 故に、 町村 
に 向つ て 相當の 餘裕が 出來 ますれば 即ち 敎員 優遇と 
云 ふ もの も是に 依つて 出 來 るので ありまして 、優遇 
と 申す ことと、 町村の 補助と 云 ふ 事柄とは 決して 相 
悖る ものでは ない、 斯樣 に考 へて 居る ので ございま 
す、 即ち lit 法律に 依りまして、 兩 方の 目的を 同時に 
達する と 云 ふ考を 致して 居る ので ございます、 次は 
第三 條に 勤 L ての 御 尋ねで ございます が、 第三 條に 
は 此千 萬圓の 金額を 分配す るに 當つ て、 半額は 敎負 

數に 比例し、 半額は 兒童數 に 比例して 之を 交付す る 

と あるから して 半額と 云 ふ ものは 敎 員の 優遇に 用 ひ 

るので あらう、 殘 りの 半額 Is 其 以外の ものに 用 ひる 

のでは ないか、 斯う 云 ふ 御 尋ねで ございます が、 是 

は 全然 左_で は ございませぬ であります、 斯樣に 半 

額づ i に 分ち ました 其 理由は、 敎負の 數ばか りに 比 

例して 之を 配當 いたし 1: すると、 學齡兒 童の 數に應 

じて 比較的 多數の 敎 M を 置いて 居る 地方に 於て は 利 

益になる ので ございます、 例へ ば 一學 級の 編成を 四 

十 人位に 編成いた しまして、 三學 級で 百 二 十 人の 生 

徒に 對 して 三人の 敎員を 置いて 居る 所 もあります、 

此敎 員の 頭數 に應 じて 配當 をして 行きます れば 大變 

利益になる のであります、 是 に反して 百 二 十 人の 生 


徒を 二 學级 に锡 成して、 敎員を 二 入し か a いて 居ら 
ない 地方には 大變 損になります、 それ 故此敎 M の ®: 
ばかりに 比例して 之を 分 SE すると 云 ふこと (i 當を得 
たもので は あるまい と 云 ふ 考を 致した 譯で あります 
又 一方の 生徒 數ば かりに 比例して 分 SE いたします る 
と、 敎 員の 數が少 い にも拘らず、 國庫 から 支出す る 
所の 金が 比較的 餘計 受取る と 云 ふやうな ことにな 〇 
ますので、 それ 故是れ は 半分に 分ち まして、 敎員數 
を 半分は 目安と し、 半分 は 生徒® を 目安と すると 云 
ふ 事に 致しまして、 斯樣な る 規定を 定めた ので あり 
ます、 故に 是は單 純に 交付金の 分割の 目安に 過ぎな 
いのであります I 此 半額を 以つて 敎 員の 俸給を 增し 
其の 他を 町村 負擔 輕滅に 充てる と 云 ふやうな 精神は 
少しも ございませぬ のであります、 次は 第 四 條の貧 
弱なる 町村に 對 して 交付金を 增加 すると 云 ふこと が 
ございます ので、 是は 貧弱なる 町村を 救濟 すると 云 
ふ 意味で あるかと 云 ふ 御 尋ねで ございます が、 是れ 
は 左樣で は ございませぬ ので 即ち 第 一條の 規定に 依 
りまして、 矢張り 是れも 其の 町村に 於け る 所の 敎員 
の 俸給に 充てます るので、 即ち 此の 十分の一の 百 萬 
圓と云 ふ ものは 矢張り 俸給の 資金と して 之れ を 町村 
に 支給いた すので ございます、 何故に 斯樣な る 規定 
を 設けました かと 云 ふと、 第三 條に ffi りまして 分配 
いたしましても、 尙ほ特 別の 貧弱なる 町村に 付き ま 
しては、 他の 富んだ 町村と 同じ 率を 以つて 分配を 受 
けました のでは、 其 S 町村の 敎 育の 改善を 計る のに 
極めて ia 憾な る S5 が 多い ので ございます から、 それ 
故に 此の 貧弱なる 町村に 付きまして は 特別の 配當法 
を 取る と 云 ふので ございます、 併し 特別の 率を 以つ 
て 是 を配當 いたします ことに 拘らず 、其 配當 しまし 
た 金額は 第 一條に 依つ て 使用す ると 云 ふことは 申す 
まで もない ので ございます、 御 尋ねの 箇條は 此四箇 
條でご ざいまして、 最後の ! 1 御意 見と 考 へます るが 
今日 此税制 整理を 延期す ると 云 ふ 場合に 當つて 、負 
擔輕 減と 云 ふが 如き ことは 是 を考盧 する に及ぱ ぬ ぢ 
やない かと 云 ふ 御 話の やうで ございます が、 併し 之 
は 如何で ございませう か、 税制 整理と 云 ふ ものを 延 
期いた したから 絕對 的に 税制 整理の 意味 合の ものは 
總て 之を 延期す ると 云 ふことは 當を得 たもので ござ 
いませう か、 どうで ございませう か、 例へ ば 税制 案 
に付きましても、 所煜税 に 付て は 旣に 衆議院に 於て 
も 同意を 致しました、 其 所得税 法の 改正と 云 ふ もの 


は 收人 〇 咐 加と 云 ふこと も •こ 5 いますけ ども、 亦 8i 
制整理 0 总味を其中に含まれて居るや5な運で、左 
樣に絕 fs 的に K 別を 付けて、 苟 くも 負#*!* に B す 
る ことは 此際な すべき ことで ない と 云 ふはつき りし 
た區 別を 立てる には 及ばぬ ことでは ない と 思 ひます 
此一千 萬圆の 網 助と 沄 ふ ものは、 敎员 〇 礙 遇と 負 拉 
輕減と 相 矛盾した ものでは ない、 相俟つて 進むべき 
ものである 以上は、 敎 員の® 遇を なすと 云 ふこと、 
相伴つ て 負摁の 輕滅を なすと 云 ふこと であります る 
以上は、 之を 引き © J きまして、 負 擔輕滅 をな す 所の 
村 …… 如何なる 町村で も 之を 止めて しまへ と 云ふ必 
要 ii なから 5 かと 思 ひます、 今日 敎 育の S に 力 以上 
の 支出を 致して 居つ て、 又 其 町村に 於て 相當敎 fl に 
對 して S5 遇を 致して K ると 云 ふ 町村に 對して は、 其 
力 以上の 努力を 致して 居つ たと 云 ふこと に 對して 、 
幾らか 其 力を 休める と 云 ふ 方法を 奴る と 云 ふ 事柄は 
之は 不當な ことで ない と考 へる ので ございます。 

〔仁 尾 惟茂 君發 言の 許可を 求む J 
〇 議長 (公 擗德川 家 達 君) 仁 尾 君 まだ 御 fi 問です か 
〇 仁 尾 惟茂 君 ちょつ と 一言 …… 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます。 

〇 仁 尾 惟茂 君 唯今 御 答 辯で ありました が、 問に 對 
する 所と 御 答の ある 所とは 意味の 違つ て 居る 所 も ご 
ざいます、 實 はもう 少し 質問を 重ねたい と 思 ひます 
けれども、 是は 他の 時機を 以て 御® ねす る ことに 致 
しまして、 是で私 は 止めます。 

1 :阪 本 15 之 肋君演 » に 登る〕 

〇阪 本釤之 助 君 唯今 議題と なつて 居ります 小學校 
敎 員の 傣給國 庫 負擔の 件に 付きまして は 仁 尾 君ょり 
一 應の御 質問 も ございまして、 或は 多少 本員の 御尋 
ねせ ん とする 所と 重複いた す 嫌 ひも & るか も 知れ ま 
せぬ が、 誠に 是は 大切な ことであります と 存じます 
るが 故に、 暫時 時間を 拜 借いた しまして、 質间を 試 
みたい と 存じます るので ございます、 此こ とは 法律 
案と 云 ふ ものは 今 初めて 接した 謅で あります る けれ 
ども、 旣に 豫算の 方に 二 千 萬 圓と云 ふ 金を 計上され 
て 居ります ので、 豫算 委員 fr 等に 於き ましても 一應 
質問 も 試みました のであります、 政府の 說明も ござ 
いました が、 どうも 腹に 入り 兼ねます る 所が あるの 
であります、 殊に 去月の 二 十六 日に 衆議院の 議場に 
於き まして 此法律 案の 特別 委員長た る 中 橋 德五郞 君 
が 報告せられ た 所の 速記 錄を 見ます ると、 一層 疑團 
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が 固くなりまして、 容易に 氷解す る ことが 出 來ぬの 
であります、 即ち 玆に政 府に 向つ て 更に 質問す るの 
已むを 得ざる 次第で あるので あります、 先づ其 中 S3 
特別 委員長の 報吿な る ものは 如何なる ものである か 
其要點 だけを！ 一んで 見たい と 思 ひます •先の 方は 略 
しまして 政府案は 御 承知の 通りに、 昨年の 本院の 決 
議 に ffl いて •負 擔の輕 減 及 敎育の 改善と 云 ふことの 
精神を 達する と 云 ふの 趣旨で、 提出に なつた ので あ 
ります、 それが e l.. •小學 校の 敎 員の 俸給の 一部を M 
邱の 負 is とする、 是が 第一の 趣旨で ある、 そしから 
其 a ® の 金， 湖は 一千！ SI M •斯う 云 ふこと になつ たの 
であります、 之に 對し まして 委 只會 に 於き ましては 
熟 心なる W 問薄識 が あ 〇 ました 結果、 二三の 政府 當 
局の 言明を 得まして 修正案に 又 當局の 同意を 52 た 〇 

であります」 それから 中頃は 略しまして 「其 次は 一 

千 禺圓の 金 如の 中、 貧弱なる 町村に 對 しまして、 此 

十分 0 1、 百 萬 1® を 差 引きまして 殘〇の 九 百 萬圓の 

中、 出來る 丈 多額に 負 擔の輕 減の 方に 向けて 貰 ひた 

いと 云 ふことの 希 留を 述べた のであります」 繰返し 

て 申します •「此 十分の一、 百 35 圓を差 引きまして 

殘〇 の 九 百 萬 ®1 の 中、 m 來る丈 多 如に 負 e の輕滅 の 

方に 向けて It ひたいと 云 ふことの 希 留を 述べた ので 

あります、 之に 對 しまして 又當局 者は、 出来るだけ 

希 ! S に 副う やうに すると 云 ふ、 斯う 云 ふ 言明が あつ 

たのであります、 仍て 委員 ^ 1- 於き ましては、 _ 今 

配付に なりました 修正案の 通 〇 •修正を NJ 決いた し 

ました J  S 々、斯う 云 ふので あります， 此 趣旨に 依 

ります ると 負擔 の輕減 及敎 育の 改善と 云 ふこと で、 

あるので さう しま すれば 負 ® の i? 減と 云 ふこと が 主 

でありまして 、致 育の 改誇と 云 ふことは 從にな るの 

であります、 而 かも是 に 對して 政府 當局の 言明を 得 

ましたと あるから には、 政府は 是に 同意を 表せられ 

て 居る と 云 ふこと に 思 ii れ るので ございます、 しか 

のみならず • 總 额 一千 萬 圆の中 十分の 一、 百 萬圓だ 

けを ft 弱な - 6 町村に 捉〇 向けまして、 殘 りの 九 百 萬 

圓の中は⑴來るだけ多數の ^ 扔を輕滅の方に向けて 

¥5 ひたいと 云 ふ 希 59 を 述べて、 & 亦 常 局から 出來る 

だけ ? fi 望に 副 5 やうに すると 云 ふ 言明が あつたと 云 

ふこと を 報 杏せられ て 尻り ます •是で It 政府が 我が 

貴族院の 特別 姿 fl e- , 又 分科© 等で 答へ られて 居る 

所は 著しく ffl 違が ある やうに 本 u ii 認める ので あり 

ます、 唯 恐る、 憐れなる 小 ® 校敎 M なる ものは、 己 
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れ 自身が 優遇せられ ると 云 ふ 美名を 11 性に 供せられ 
て、 其 金は 町村の 爲に他 の 事に 使 はれる やうになる 
と 云 ふので はない かと 云 ふ 事を 深く 心配す るので あ 
ります、 抑々 會計 規則の 命ずる 所に 據 ります と 其 第 
九條に 斯樣な 事が あるので あります、 「各省 ノ豫 定經 
费要求 書 ハ純 常 臨時 共-一 款項 M 區 分シ 5f -l 各項 中 所 
迪 ノ金額 ヲ 谷； 3二 區分シ 尙ホ必 耍ノ 場合-- 於 テ ハ 番 
號  >  以 テ之ヲ 細分； s 又經費 所要 ノ 理由 計算 ノ基ク 所 
ヲ示ス へ シ j とあります 、必ずや 文部省は 此經费 所要 
の 理由と 計 »: の 基く 所と を 示して •大藏 省に 廻され 
たので あらう と 思 ふので ございます、 是が 即ち 大正 
七 年度 總豫算 中、 文部省 所管 第 六款の 一項に 現は れ 
て 居る 小學 校敎員 俸給 國庫 分擔金 一千 萬圓 ，小學 校 
敎員 俸給 國 阳 分擔金 一千 萬圓で あらう と 思 ふので あ 
〇 ます、 しま すれば 大藏 大臣は 此所耍 の 理由と、 計 
算の基 く 所は、 讀んで 字の 如く 國庫が 、小學 校 敎員 
俸給の 支出を 分擔す る ものと 認められて 同意せられ 
たので あら 5 と 存じます ので あり ' ^ す* 果して それ 
に 相 溝な き や 否や、 又 計算 基く 所と 云 ふのは、 どう 
云 ふ 事に なつて PJ り ませう と 云 ふ 事を 伺つて 見たい 
のであります、 然るに 衆議院が 此 法律案 可決の 理由 
とする 所は、 市町村 負擔の 輕滅が 主で あつて、 敎育 
改良、 然かも 小 學校敎 員 体 給とは 言は ずして、 敎育 
改良と 云 ふ 事を 言うて 是が從 になつて 居る ので あり 
ます、 左様いた しま すれば、 裸 算に 示す 所の 小學校 
敎 M 俸給 € 擔 金と 云 ふ豫算 計上の E 的に 矛盾す 〇 支 
出と な ^ 譯では ありますまい か少 くと も 二 重の 目的 
に 支出す ろ 事になる のでは ありますまい かと 疑 ふの 
であります、 更に 法律案に 付て 見ます るのに 政府の 
原案には、 「市町村 立小學 校 敎員 俸給 國庫 負 擔法」 と 

表題が あるので あります、 それを 衆議院は 「市町村 

義務敎 育费國 庫負擔 法 J と 修正され て 居る ので あり 

ます、 義務敎 育费 としたのは、 高等 小慇 校の敎 員は 

國庫 が負擔 する には 及ばぬ， 全く 義務敎 育に 愿する 

所の韩 常 小學 校の 敎 員の 俸給の みを 負 擔す るが 至當 

であると 云 ふ K- 味ょり して、 斯く 修正した ので ある 

と 云 ふ 辯 解が あるか も 知れ ませぬ が、 それなら ぱ本 

文の 第 一條 第三 條の 修正の 通りに、 此 市町村 立小學 

校と 云 ふ 中に'  初 常と 二 字を 揷めば 澤山で ある、 矢 

張り 表題 も 「市町村 立薛常 小學校 敎員俸 給國 確 角擔 

法」 と 修正 さへ すれば •寧ろ 簡 明で あつて、 趣旨 も 

能く 撤底 する であらう と 思 ふので & ります* それを 

i 讀會 


殊史に 「義務 敎 育費國 庫負擔 法と せられた のは、 何 
か此處 に 眞意が あるので はない かと 云 ふこと を 思 ふ 
のであります、 義務 敎育 費と 申します れぱ 、單 り敎 
員の 俸給 ばかりでは ない のであります、 義務 敎育費 
と 申します れば 、申す 迄 もな く敎 M の 俸給 ばかりと 
云 ふことは 申されない のであります、 小 m 校 諸般の 
設 ® 或は 消耗品 S 買 入れと か、 即ち 尋常 小學 校を 設 
立して 行く 所の 费用は 皆此義 勒敎育 費と 云 ふこと が 
申される のであります 、斯うなります と 謂は ゆる 負 
擔 _ 減と 云 ふ 方へ 益々 緣が 近くな りまして •敎員 俸 
給の 增 加と 云 ふ 方へは 遠ざかる 感が あるので ありま 
す、 益々 豫算の 精神を 沒却す る ことになる かの やう 
に考 へます， 然も 先に も 申しました 通り、 內容の 谷 
條を 見ます ると， 唯 一條と 三條 との 市町村 立 小學校 
と 云 ふ 所へ 尋常の 二 字を 加 へられて、 是と關 連して 
末條 即ち 第 五條に 二 項を 加へ られた と 云 ふこと だけ 
でありまして、 何等 他に 變つた ことは ない ので あり 
ます、 却つ て 表題と 內容 とが 伴は ない こ 七に なり、 
表題と 中とは 殆ど 伴は ない ことにな りまして、 甚だ 
不 完備な 法案に なつた や 5 に考へ ますので あります 
以上 述べ 来りました 所に 對 しまして は、 政府は 如何 
なる 御考を 有せられて、 衆議院の 修正を Is めら れた 
ので ありませ うか、 之を 更に 約言して 見ます れば* 
第一 政府は 衆議院 特別 姿 員 長の 報告を 全然 是誠 せら 
れたる や 否や、 第二には 果して 是認せられ たと すれ 
ば、 豫算 に揭 げられ ました 所の 費目の、 「小 學校敎 負 
俸給 國庫分 擔 金」 と 云 ふ 明確なる 文字に 矛盾は 致し 
て 居りは 致し -f せぬ かと 云 ふこと々 承は りたい、 第 
三に ほ大藏 省は 蓋し 此 費目 通りの 理由を 以て、 即ち 
小 果校敎 M の 俸給を 分擔 すると 云 ふ 理由を 以て、 之 
を 豫算に 計上す る ことに 同意せられ たので あらう と 
存じます が、 衆議院 特別 委員長 報吿の やうな 趣旨に 
變 si する ことにな りましても， 尙ほ會 計 規則の 示す 
所の 法規には 背かない か、 又 當初 文部省から 回付せ 
られた 所の 計算に 基く 所に 違は ないか 否やと； ムふ御 
S 見を、 大藏 大臣ょり 承は つて 見たい と 思 ふので あ 
ります、 第 四に It 內務省 は 此捭會 に 於て 市町村 負擔 
の輕 減を 圖つて 、幾分な りと も 市町村の 税制 整理の 
贷 を紹 げたいと 云 ふ 意 脚を 有して 居られる と 云 ふ說 
も 耳に する のであります が、 果して 其 通りで ありま 
す や 否や、 若し 其 通 -e あります とすれば、 小 喫 校敎 
員の 俥 給に 充つ べく拽 算に 計上せられ た！： 庫の 支出 


金を 以て、 是 等の 間違 ひの 方面に 向つて 支出す る こ 
と rr- 失當 とは 御 考へに なり ませぬ ので ありませ うか 
尙ほ 付け 加へ て 申します るが、 若し 市町村の 負擔を 
輕減 しやう と 云 ふこと なら ぱ 、私を 敎育 費の 國庫茭 
辨に 藉ら ずと も、 他に 幾ら も 方法は あるので ありま 
す、 どう 考へ ましても、 此 表題の 1- に豫算 を 要求 さ 
れて 居る 以上は、 全然 小學 校敎 負の 俸給に 使用 せら 
れね ばなら ぬと 云 ふこと を 我々 は 深く 信じます るが 
故、 斯樣な 疑問を 生じます るから、 右の 疑 間に 付き 
ましては それ <當 局の 谷 大臣ょり、 明確なる 御 答 
辯を 煩は したく 存じ f: すので あります。 

〔國 務大； 2 岡 田 良 平 君 演壇 1:. 登る〕 

〇 國務大 21 (岡 ai 良 平 君： 今 阪本 君から 御 尋のご 
ざいました 點に 付て 御 答を 申します、 第一の 阪本君 
の 御尋は 衆議院の 本 議場に 於き まして、 委員長の 報 
吿に關 係いた して 居ります る 點 で & ります、 此席で 
御讀 上げに なりました 委員長の 報告に 對 して、 當局 
者' か 同意で ある や 否やと 云 ふことの やうで ございま 
す* 是は衆 議院の ® M 會に 於き まして、 或 一人の 委 
員から 質問が 起り まして、 それに 對して 私から 答 辯 
を 致した、 其 yf 柄を 委員 挺が 本 s 場に 於て 報吿を 致 
したので ございます、 其 委員の 質問 も左樣 に簡黾 な 
言葉では なかつ たのであります、 又 それに 對 する 私 
の 答 も左樣 に簡單 なる 言葉では こざい ませぬ ので あ 
ります， 故に 願く は 此 委員 會に 於け る 所の 速記を 御 
覽を願 ひたいと 思 ひます •此速 記を 御覽 になります 
ると •其 委員の 質問した 趣旨 も 能く 明瞭に 分ります 
るし、 又 私の 是に對 した 答 辯 も 十分に 明瞭に 分る の 
でございます •其 答 辯の 趣旨は 決して 過般 來 貴族院 
の豫算 委員 總 會 其 他の 場合に 於て 御 答いた しました 
趣旨と* 少しも 矛盾いた して 居り ませぬ ので ありま 
す、 然らば 衆_脘 の 委員長の 報 i!f は 是と- g 齬 して 居 
る や 否やと 云 ふこ， .. であります ると •決して 剛齬は 
致して 居 〇 ませぬ が 喵 言葉が 簡 取で ございます るが 
故に、 其 意 rrr 十分に 諶して 居らぬ と 云 ふことは ある 
だら うと 思 ひます. 併し 間違つ て U 居り ませぬ から 
私は 强 ひて 是に向 つて 訂正 も 何も 申込まない ので あ 
〇 ます， 其 趣旨と 云 ふ もの ; i 繰返して 申します る 通 
りに、 此國庫 から 支出を 致します るの は， 一 方に 於 
きまし は敎育 の 改善を 脱 目と 致して 居る ので ござい 
ます けれども、 併ながら 此敎 育の 改善と 云 ふこと、 
敎育 as 負擔の 輕減と 云 ふことは 相惇る もので ない 
六 七 
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市町村 立 小 學校敎 I n 沿 洽 d l ffi e l^ ;_y 案 第 
と S ■ふ 考の 下に 計！ W を 致して 居る のでご^ 

から、 それ故に 此 委員長の 報吿の 趣旨 も •亦® a ® 
に 於き まして 答へ た 所 も、 其 精神に 於て li 蹄 if は 致 
して 居り ま せぬ のであります、 委員長の 報吿 には、 
成るべく 多額の®^ 輕餃〇 目的を 達する やうに と 云 
ふこと を 申して、 常 局 者に 於ても 成るべく 御 希望に 
叶 ふやう にし やうと 云 ふ 姐 答を したと 云 ふ 風に、 唯 
今 K 本 君は 御 讚み 1-. なりました が、 其 通りで ござい 
まして、 it 成るべくと か、 出 來べき だけと か 云 ふや 
うな 言葉は* 簡單に 申します ると それだけで ありま 
する が、 其 成るべくと か、 出 來べき だけと 云 ふこと 
の內容 を 十分に 明かに する 爲には 、委員 ir の 速記を 
御赀 下さいます るなら ば 十分に 分る のであります、 

或 ! i 阪木君 ほ此委 M i^: の 報 ® を 御 K になり まして 負 

擔 ! p:i 減が 主であつて、 敎育の 改善と 云 ふこと it 從で 

あると 云 ふやうな 御 解 釋を御 取りに なつて 居る やう 

であります、 是は委 負 ^ に 於き ましても 何方が 主で 

あつて、 何方が 從で あろ かと 云 ふやうな 質問が 出た 

ので、 私は それに 向つ て 主 •たの 從だめ と 云 ふことは 

是 (5-. 言 ふこと i 3: 出 來な いもので あらう と 云 ふ 事を 申 

したので あります、 であります るから、 主 從と云 ふ 

が 如き 關係 13: 少しも 無い ので ございます、 次は 第二 

は 锊計法 に 關する 御尋で ございました が、 是は 過般 

豫算 委員 總 會 に 於て 阪本 君が 御尋に なりました •私 

から それに 對 して 御答シ 申 上げました 事柄で ござい 

まする が、 此 市町村 立小學 校敎員 俸給國 庫負擔 法に 

於き まして 定めました 所の 其國 庫の 支出 金を ば、 若 

しも ILt 法 W の 規定に 違つ た 目的に 使 ひましたならば 

是は無 論锊計 法 違反で ございませう >  是は 申す まで 

もない ことであります、 併ながら 是 は 飽くまで 第一 

條の 規定に 依りまして‘ 俸給に 耍する 費用を 國庫か 

ら 支出いた すので あります、 さう して 其 支出の 仕方 

と 云 ふ ものは、 第三 條に依 りまして 之を 分配いた す 

のであります、 それ故に 若しも 之を 傣給 以外の a 用 

に 使 ひましたならば、 是は會 計 法 違反で ございませ 

う'、 無論 疑の ない ことで ございます るが •此茭 出金 

は總 て是は 俸給に 使 ふので ございます、 唯今 此 俸給 

を 是まで 町村から 支出いた して 居りました ものを- 

一部國 庫の 支出と K ふこと になります るから、 即ち 

是まで 町村の 支 LI1 して 居った ものが、 幾らか 不用に 

なる、 即ち 浮いて 參 ると 云 ふことの 結果が 生じて 參 

る， 其 浮いた 所の 費用を 他の 目的に 使用いた すと 云 
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ふ 市に なりました 所が、 何等 ^ 計 法 違反に なり ませ 
ぬので、 若しも 政府から 交付いた した 所の 金を、 町 
村の 納税者に 分 SG でも 致す と 云 ふやうた 事で ありま 
したなら ば、 是は 無論 會計法 違反で ございませう、 
左 揉で IX なくて、 矢張り 之を 俥 給の 中に 入れます、 
俸給が 國庫 から 幾らか S た 爲に 、町村から 支 li{ する 
所の 分が 幾らか 浮きます るが 故に、 是に 依つ て 町村 
が 肩を 休める と 云 ふ 意味 も 出 ませう、 それは 先刻 旣 
に說 明いた しました、 旣に力 以上 支出いた して 居る 
町村 も隨分 多い のであります から、 左樣な 町村に 於 
きまして は、 國 庫の 支出 金が ありましたならば、 必 
ず それに 對して 幾分 か 其 村の 負 擔と云 ふ ものが 輕る 
くなる と 云 ふこと が •こざい ませう から* それを 以て 
納税者の 肩を 休める と 云 ふこと が 結果と して 起つ て 
參る のであります、 左樣な る 結果が 生じます からと 
申して、 是は 決して 豫算の 支出の 目的に 違反して 居 
る 支出で ない のであります るから、 會計 法の 問題は 
決して 起らぬ と 存じます のであります、 又 序ながら 
御 答を 申して 置きます る けれども、 內務 省の 側に 於 
て 此の 市町村の 敎育費 の 一部を 國庫が 負擔 する >  此 
蹬會に 於て 町村の 税制の 整理を やる と 云 ふやうな 意 
味 も ありは せぬ かと 云 ふ 御尋で あります けれども、 
是れ は敎 育# 謅の 決議に 於き ましても 希 留 として 敎 
育 ir 題の 方で 陳述いた して 居る 事柄であります、 即 
ち 唯今まで 力 以上に 負擔を して 居る 所の 町村な どに 
於き まして、 此國 庫の 支出 金を 得ました 爲に •幾分 
肩を 休める ことが m 来ますならば 其 村に 於て 無論 税 
制の 整理、 其 村の 經濟 s 整理と 云 ふ ものを 致すべき 
は當然 でございまする ので" 敎育會 翳の 希望 も玆に 

あります るので、 內務 省と 致して 此 點 に 於て は 無論 

努力いた す こと、 考へて 居る のであります、 それ か 

ら次の第三は、衆_院に於きまして此法律の表題を 

改めた ことに 付て、 阪本君 は 大層 深い 御 懸念を 以て 

御 解！； になつ たやう であります る けれど， « 、是は 何 

等の 意味は ない のであります、 義務 敎 育費國 庫負擔 

と 申します る 言葉は、 是は敎 育 社會に 於き ましても 

其 他に 於き ましても 多年 稱へ られて 居ります 所の 言 

葉でありまして、 或は 衆議院な り、 或は 貴族院な 〇 

に 出します 所の 請願な どに も •此 義務 敎育費 國庫負 

擔と云 ふが 如き 言葉は 度々 繰 返されて 居る 言葉で、 

誠に 意味が 明かに 分り切って 居る 言葉に なつて 居り 

ますので 衆議院に 於き ましては 即ち 其譯を 以て 法律 


の 表題と 致した のであります， 是 |£ 小學 校 P) 敎 M 俸 
給國庫 負 讼 法と あれば 敎 fi の！； F 依に 充てる と 云 ふ 目 
的が 分つ て 居る、 a 務敎 育と した •か 爲 に、 ^ 務敎育 
S と 云へ ば 俸給 以外の 费 用を 含む ので あるから、 是 
は 敎 M の 俸給 以外の S 用を も是 から 支辨 すると 云 ふ 
や 5 な、 さう 云 ふ 目的を 以て 此法 律の 表題を 改めた 
のでは ないかと 云 ふ御瞇 念で ございました が、 それ 
はさう 云 ふ譯で ない、 假令 表題が 義務 敎 育と ござい 
ませう が、 其 他の 表題 か 使つ て ございませう が、 此 
千 萬圓の 政府茭 出金を 使用いた すのは 玆に 規定して 
あります る 所の 五箇 條に 依つ て 之を 支出いた すので 
ございます から、 假令 法律の 表題は 如何に あつても 
第 一條 第 彐條の 尋常 小學校 云々 とあります から、 無 
論 尋常 小學 校の 俥 給の 一部に 之を 使用す ると 云 ふこ 
とほ、 是は 無論の ことで、 決して 此 義務 敎 育と 云 ふ 
ことを 法律の 表題に 使つ たと 云 ふこと に 深い 意味は 
ない のであります、 唯 之を 分り 良くす ると 云 ふ 趣意 
に 外ならぬので あります から、 當 局に 於ても 其 意味 
を 以て 同意して 差 支ない と 申しました 次第で ござい 
ます。 

〔高 崎 親 章 君 演 ffl に 登る〕 

〇 高 崎 親 章 起 本員は 本案に 付きまして 文部大臣に 
ちよつ と 質問を 致したい と考 へます、 抑 も 本案の 成 
立 ! £ 小 學校敎 員. の 改善を 圖 ると 云 ふ 目的に ili でた る 
ことは S に 文部 大 ef の御說 明に 依りましても 明かで 
ありま T る、 然るに 之れ に對し 此の 一千 萬圓の 金： $ 
は 小 學校敎 員の 俸給に 充 つる ものである か、 或は 町 
村の 負 擔の輕 減に 充 つる ものである か 何んで あるか 
と 云 ふ 質問は 過日 豫算 委員 會に 於いて 豫算 案に 付て 
® 々質問の 出た 間 題でありまして、 唯今 も 仁 尾 君、 
阪本 君の 御 _ 論 にも 其 意味が あるので あります る. 
本員 s 解 縛で ほ 第 一條に 「市町村 立 小 學校ノ 正敎員 
及准敎 員/俸給 = 要 ス ル 費用 ノ ー部 ハ國 庫之 ヲ負擔 
ス」 此俸 給に 要する 費用と 明かに 書いて あります、 
此の 外に 交 出す る ことの 出来ない 法案で あるので、 
即ち 第 一條を 受けまして、 第二 條に 「前 條ノ 規定 — 
依 リ國庫 ノ負擔 トシ テ 支出 スへキ 金額 ハ 毎年 度千蓖 
圓ヲ下 ラサル モノ トス」 之を 元に 戾して 解釋 します 
れぱ •此 一千 萬圓は 小 學校敎 員の 俸給に 充つる ので 
ある、 斯う 明瞭に 書いて あります、 此の 外に 決して 
_ 論 はない 筈であります、 勿論此 法案の 出ろ 所以 ii 
唯今 申します る 通り 小 學校敎 員の 改善を 目的と 致し 
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たもので ありまして、 即ち 我 固 民の 基礎、 大和民族 
の错神 を 固む る 初等 It 育 時代の 大切なる ^! 宵を 司る 
所 〇 小學校 敎 M に對 しては、 fn 灼是が 改 兩 ;> 行は な 
ければ ならぬ と 云 ふこと は、 十 St 年来 G 膝 案で あり 
まして ■今 初めて 玆に 此 法案 か 現は れたと 云 ふこと 
は 萚 ぶべき ことで あるので あります、 然るに 私が 唯 
今 文部大臣に ? 2 問を 起さん として 居る 所の ものは、 
此法 案の 第 四條 であります、 第 四 條に 「文部大臣 ハ 
四阳 支出 金ノ 十分 ノーヲ 超 エサ >1. 脑® 內 -I 於 テ ？ 1C 力 
部 弱 ナル 町村-一 對シ特 -一交 付 金額 ヲ咐加 スル コト ヲ 
得」 と 斯う © いてあります、 此の m 加と 云 ふ 二字に 
對し私 は 疑を 抱く のであります、 此咐 加と 云 ふこと 
が あ 〇 ますれば、 其 本 •かなくて はならない、 其 本は 
何處かと云ふと、即ち第一條に涅りまして俸铪であ 
ります、 其硌 給を 增 加して やる、 即ち 通 弱なる 町村 
の敎 負の 俸給は 之を 特に 咐 加して やる、 斯う 云 ふこ 
とになります、 玆に 疑を 挾む のは、 從來苡 際に 於て 
薄弱なる 町村の 小 學校敎 員の 俸給は 其 俥 給骱が 低位 
即ち 低い 位地に あつたので ありませ 5 か、 如何で あ 
るか、 例へ ば 三十 圓 の 俸給を 一般が 受けて 居る 敎 U 
に對 し、 同位 地に ある 敎員が 薄給なる が 故に、 是が 
今まで 二十 M 受けて 居つた 故に、 後の 十 E1 は此咐 加 
と 云 ふ 事柄 -C 、 即ち 之を 補つ て やる、 斯う 云 ふ® %! C 
なら 聞え て 居ります、 併ながら 本員は 左 棟に 見 ませ 
ぬ、 如何に si 弱と 雖 4 矢 張〇敎 M 其 人に 對 して、 他 
と同樣 に 三十 圆は 三十 II 給して 居つた に 違 ひない、 
若し 三十 B1 は 三十 1] 給 じて S つたと するならば、 此 
薄弱なる 町村に 此 度より 特に % 加す る ことにな 〇 ま 
すると、 世間 一般の 普通の 敎 貸よりは、 此 一千 a' y 
の餘澤 を餘 計 に 受ける と 云 ふ 結果になります、 是か 
即ち 疑の 點で あります る、 若し さう でない、 矢張り 
他と 同樣に 薄弱 ? 1' りと 雖 4 三十 ！ B1 は 三十 圆 給して 居 
つたと すると、 此 第四條 は 甚だ 意味を なさぬ ことに 
なります、 玆に 於て 或は 是は傢 給 ばかりでは ない、 
外の 敎育 S の 補助に 充てる から 此四條 は是で 宜しい 
斯う 云 ふ說が あると 即ち 第 一條に 戾 りまして ，第一 
條の傣 給の 爲に茭 出す ると 云 ふ 本案に 全く 違背す る 
ことになるので あります、 斯樣 に此 法案を 味 ふて 見 
まする と、 此 法案は 殆ど 法律の ti をな さない と 云 ふ 
ことになります る、 是が 甚だ 疑の sffi であります が、 
此點を 文部大臣よ 〇審 かに 御說 明を 願 ひたい、 即ち 
第 一條は 俸給に 支出す るので あるが、 第四條 の此增 
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加と 云 ふ ものは、 其 俸給に 佾加す ろので あるか、 俸 
給に％ 加す ると 云 ふと、* まで H 際に 於て 貧弱なる 
敎 M は それだけ 低い 給料を 受けて 居つ たので あるか 
是が 即ち 私が 御 尋ねす る 所の 目的であります、 若し 
渦 日來預 算 委員 會に 於ても 本 席 1- 於ても 勘々 質 間の 
あります る 通り、 此傣 給の 外に 町村の 敎育费 補助 若 
は 町村 费と云 ふ もの、 負擔一 i 減を なす 所の 目的で あ 
ると 云 ふ もので ありましたなら ば、 此 法案は 即ち 羊 
頭を 揭げて 狗肉を® ると 云 ふ 意味を なすので ありま 
す、 左樣な ことは 決してない 害であります るが、 甚 
•た 過日 來の 質問 や 何 かに 付きまして 考 へます ると 疑 
があります、 故に 此說 明を 明かに 願 ひます。 

t 國務大 K 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

O M 務大 IS C 岡 田 良 平 君〕 唯今 御 尋ねに なりました 

高 崎 君 〇 御 質問は 第四滕 に 主として 關係を 致して 居 

る ことであります、 前段に 高 崎 君の 御 述べに なり ま 

した ことに 付て は、 當局 者に 於ても 全く 同 揉の 意見 

を 有つ て 居る のであります、 即ち lit 1 千览圓 を 支出 

いたしまする其千茁圆全部俸給に充てると云ふこと 

は 是は無 論の ことであります、 即ち 第 一條に 是 は 明 

記して ある ことで ございます、 で 過般来 或は 負擔の 

輕滅 とか、 民力 休養と か 云 ふこと が 色々 出ました け 

れど も、 是 は 詰り 先刻 申します 通り 問 接の 結果で ご 

ざいまして、 直接に It 俥 給に 向つ て 之を 支辨 いたす 

ので ごさいます、 俺 給に 向つ て 之を 支出いた します 

から、 それが ® に從來 町村に 於て 俥 給を 支 111 して 居 

つた 所の ？ 5 出 •か 幾らか 浮いて 參 ります から. 之が 即 

ち n,1) 接の 負挖 ii 城に 常る、 斯ぅ S ふ 結果に な 〇 ます 

るので、 商 接の 結果は 無論 是は敎 員の 俵 給に 充てる 

と K ふこと が 法律の 第 一條に 規定して あります る 通 

りの 次第であります、 是は高 崎 君の 御 述べに なり ま 

した 通りで ございます、 で 第 四 條に 付て 高 崎 嵙の御 

疑 li 「資力 薄弱 ナル 町村- 1 對シ テ特 — % 加 スル コト 

ヲ得 J と 斯ぅ ある、 それは 桁 加す ると あれば 其 本' か 

あるに 違 ひない •其 本に 對 して咐 加す ると 云 ふ 御 話 

でありました •か、 是 は 勿論の ことで ございます •併 

ながら 3 ':• 本が です、 是 I t 少し iBI SF f J の 御 解 鞣 が此法 

J-U の 鹿 & と® つて 居ります のであります、 此 「咐 加 

スル ヲ S2J と 云 ふのは、 第 一條に 對 して咐 加す ろ® 

味では ございませぬ のであります、 第三 條に對 して 

佾加 する S 味であります、 即ち 一般の 町村 • & 弱な 

る 町村と 又 ?.?' 裕なる 町村との K 別な く 一般に 第三 條 


に 依りまして 九 百 萬圓だ けは 分配を 致す ので ありま 
す、 而して 其殘 りの 十分の一、 即ち 百 萬 圓と云 ふ も 
のの 其 分配 支出は、 ■特に 貧弱なる 町村に 向って 之を 
交付いた す •斯う 云 ふ 事になります るので、 即ち 第 
一條を 本と して、 其 俥 給と 云 ふ ものに 增加す る 意味 
にあらず して、 第三條 の 交付金を ば 特に 此率を ％ し 
まして 交付いた す、 斯う 云 ふ 趣意で あるので ござい 
ます、 斯樣に 申しましたなら ば、 唯今 御尋 になり ま 
した ことは 御 了解 下き る こと、 存じます るので あり 
ます。 

〇萵崎親章君文部大匝の御答に付いてちょっと一 
言 申した う* こざいます。 

o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます。 

0 高 崎 親 章 君 唯今 文部大臣の 御說 明に 依ります と 
第 四 條の咁 加と 云 ふことは、 第 一條で it ない 第三 條 
に對 して % 加す ると •斯う 云 ふ 意味で あると. 云 ふ 御 
說明で あります るな ^ とも、 第三 條には 一國庫 支出 
金 ハ 第 四條ノ 規定-一依 リ交付 スル 金額 ヲ除 キ」 と斯 
う R いてあります  >此 明文は 第三 條は 別の 物で ある 
と斯樣 に 解 釋しな ければ ならぬ と 思 ひます •か、 彼是 
問答を します と 長くな 〇 ますから、 尙ほ 本員 も. 講究 
を 致します、 此 意見 だけを 申 上げます。 

r 國務 大臣 岡 田 良 平 財 演哩に 登る】 

0M 猝 大臣 (岡 田 良 平 君〕 御尋の 通りに 第三 條に 「 
第 四條/ 規定- 一 依 リ交付 ス ル 金額 ヲ除 キ」 と ござい 
ます' か、 其 除きます るのは 即ち 千 萬圓の 中の 百萬圓 
だけは 除いて、 其 九 百 萬 圓だ けは 即ち 第三 條の 串に 
依り まして、 貧富の 差別な く 谷 市町村に 分配いた し 
まする ので、 さう して 第四條 に 依りまして、 資力 薄 
弱なる 町村に 對し 特に 交附 金額を 增加す るので あり 

ます、 即ち 敎 M の侬 給を拊 加す るので ない、 交付金 

を 第三 條の I 般の 率に 依って 交付す る 其 上に です、 

褙加 交付す る ことが 出来る、 斯 5 云 ふ 趣意で ありま 

す。 

〇迹長 (公 衍德川 家 達 君〕 阪本 君に 伺 ひます、 尙ほ 

政府に 御 竹 問の 御 希 6T か あるので あります か。 

o te 本釤之 助 君 H ix 唯今 後に 御 尋ねの 二 箇條 は大 

破 犬； £、 內 務大； 2、 兩 大臣の 御 答 辯を 52 たいと 希菌 

いたしました けれども、 文部大臣が 御 述べに なり ま 

したので •兩 大臣 も 御 K きになつ て K りました から 

兩 大臣 も 即ち 斯く御 信じに なつて 居る ことと 看做し 

て >  文部 犬 R の 御 答は 即ち 兩大臣 の 御 答と 存じ まし 


て、 もぅ 重ねて 伺 ひませ ぬ。 

〇戠 長 (公爵 德川家 達 君〕 本案の 特別委 員の 氏名を 
書記官を して 朗讀を 致させます。 

〔岡 書記官 朗 讀〕 

市町村 立 小學校 敎員 俸給 國庫 負擔 法案 特別委 員 
伯爵 林® 太郞君  子爵 牧野 忠篤君 


男爵 本 多 政以君 
阪本釤 之 助 君 
湯 淺倉平 君 


江 木 千 之 君 
澤柳政 太 郎君 
杉 田 定一君 
堀  正 一 君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ、 第五 
第 六の 法案は 同一 委 M に 付託せられ ましたから、 委 
員會の 報 苦は 束ねて 委員長を 煩は したいと 存じます 
〔「異議な し」 と 呼ぶ 者 あり〕 

0 議長 C 公 [S 德川家 達 君) 第五、 鐵涓 敷設 法 中 改正 
法® 案、 第 六、 足 尾 鐵道及 有 馬 _ 便鐵道 買 收に關 す 
る 法律案 ■政府 提出、 衆議院 ; S 付 •第一 讀會 の續、 
委員長 報告。 

〔左の 報吿 « は朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆 
に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

鐵道敷 設法中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 法て 及 報告 候 也 
大正 七年二 月 二十 六日 

右 特別 委員長 

侯爵 細 川 護立 
貴族院 誑 長 公爵！ 一川 家 達 殿 
足 尾 鐵道及 有馬輕 ffi 鏹 道の 買收 に關 する 法律案 
右 別册の 通 修正せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 七 年 二月 二 十六 日 

右 特別 委員長 

侯爵 細 川 護立 
貴族院 議長 公 W 德川家 達 殿 

( 一 ^ 特別委 員の 修正：！ 

足 尾 鐵通 及 有 馬 鞞便鐵 道 ノ買收 0 關 スル 法 

議 

第 一條 政府 ハ 現- 1 借 入 使用 スル 足 尾鐵道 株式 會 
社 所 屘ノ鐵 道 及 有 馬輕促 筠道 株式 會社 所 J1 
便 鐵道ヲ K 收ス 

第二 條前 條ノ錄 镝及輕 便 鐵道賀 收ノ期 日 ハ 政府 
之ヲ 指定 ス 

第三 條買 收價格 ハ 買 收ノ 日- 1 於 ケル 鐵道 父ハ輕 
便鐵 道ノ 建設 费 以内-- 於 テ之ヲ 協定ス 


前項 ノ建設 ffi ハ 政府 力 借 入 契約-一依 リ 建設 改良 

又 ハ 補充 ノ爲茭 m. ゾ タル エ事 S ヲ 控除シ タルモ 

/トス 

第 四條買 收代價 ハ 政府 ノ定ム ル 價格 U 依リ 五十 

五 年内-一 償還 スへキ 五分 利 附國庫 證券 ヲ以テ 之 

ヲ交付 K 此ノ 場合-一 於 テ 五十 W 未滿ノ 端數ハ 之 

ヲ券面 金 ^ 五十 圓トス 

政府ハ贸收ノ爲必耍ナル額ヲ限度トシ前項ノ公 

漬ヲ發 行 スル コト ヲ泻 

第一 項ノ場 合 M 於 テ 特二 要求 アル トキ ハ 現金 ヲ 

以テ買收代價ヲ交付スルコトヲ煜 
〔侯爵 細 川 護立 君演* に 登る〕 

0 侯爵 細 川 護立 君 唯今 日程に 上 ぼり ました 第五、 
第 六の 中、 第一の 鐵道 敷設 法 屮 改正 法律案の 委員 會 

の 經過及 結果を 御 報齿 いたします、 本案の 改正の 耍 
點は三 點 ござ います、 第一は 新たに 豫定 線に 加へ ま 
した 爲 •及 本鐵 道を 輕便鐵 道に 變更 の爲に 削除いた 
しました もの、 即ち 第一 一條 中の 改正で ございます、 
第二は 新た 1- 第一 期 線に 追加す る、 即ち 第七條 中の 
改正で ございます 、第三は 明治 四十 一一 年 法律 第六號 
帝國 鐵道會 計法發 布の 結果と 致 I まして、 條文由 不 
用に なりました 箇條 、即ち 第 四 條及ぴ 今日 旣に 法案 
中に 記載す る 必要の ない 第八條 、第 九 條の削 除で ご 
ざいます、 委員 會に 於き ましては 數 回に 亘る 審議の 
結果 本案は 即ち 衆議院で 修正され ました 通りに 可決 
されました 次第で ございます、 唯今 委員 會に 於 ? ま 
しての 質問の 大要を 御 紹介を 致すべき 順序で ござい 
ますが， 其 多くは 將來の 計笹 、又は 四國線 其 他に 於 
ける 比較 線の 經 費‘ 距離 等數 字に 亘る ものが 多い 爲 
に、 玆に 殊更 省略を 致します、 唯 質問 應 答の 間に 於 
きまして •四 國® 音 寺 線に 付きまして は、 政府は 飽 
く 迄 も 提出 案の •…： 政府の 提出 案を 最善なる ものと 
認められまして* 之が 維持に 努められました る こと 
は、 玆に 特に 附加 へて 置きたい と 存じます、 採決に 
方り まして 一一 E£ 委員ょり 意見を 述べられました、 之 
を簡 鼠に 御 紹介いた します、 一 委員は 四國 線には 數 
箇の 比較 線が ある、 而 して 自身は 觀音寺 線を 最も 良 
いと 認めて、 鐵道會 S にも 之を 賛成いた したので あ 
る、 併ながら 今日に 於て ® 音 寺 線が 果して 最上の も 
ので あるか 否かは 尙ほ考 厳を 要すべき 餘地が あるの 
である、 而 して 今日 衆議院 案に 從つて 置く とする も 
幸 ひ 政府に 於て 計 迸す る 所が 大正 十 年 以後で あるか i 
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らして、 其 間に 尙ほ 十分 調齐 'する 時日が あるから し 
て、 自分 li 今日 li 衆眾院 に從 ふので あると 云 ふ S 見 
であります、 而 して 其 外に 上越 鐵 S に 於て 淸水 越の 
比較 紋 、或 (i 高山 紋に 於て 越 中 伏 木に 迎絡す べき 络 
道に 對すろ 希望を 述べられました のであります、 次 
に 或 委員 ii 琴平觀 音 寺の 二 線 を 比較され まし て、 其 
水界に 於け る , レー ル」 の 高さ 「トンネル」 の ¢1 數 
或 (?. 四十 分の 一 勾配の 長短 等 ® 門 的に 述べられ まし 
た •大 體 に 於て ® 1 音 寺 線を 好 良と 認める、 併しな が 
ら® ff 寺 線には 「トンネル」 の 中に 四十 分の 一 勾配 
の 所が 一哩も ある、 此點 のみが 觀 音寺躲 の 不都合な 
勤 である、 之を 除く ことを すれば 觀音寺 線を 十分に 
良い と 認める、 而 して 先き 委員 も 述べられました 如 

く、 此錢道 敷設まで {3: まだ 時間が あるので あるから 

政府に 於いて 尙ほ 十分に fs 重に 調査され たが 宜いと 

S ふ 意見であって、 自分 か 本案に S 成を 致す のは 琴 

平 線を 良い と 見て 資成 する のでない と 云 ふ 御意 見で 

あります、又或委員は本案は旣に衆識院に於て非常 

なる 多數を 以て 修正を された ので ある >  而 して 自分 

に 於ても 與へら れた 材料に 依り、 其 他 十分に 調査を 

した 所が、 琴 平 線の 方が 良い と 認める， それ故に 自 

分は 衆議院 案に 同意す る、 斯ぅ 云 ふ 意見が ありまし 

た、 而して 採決の 結果は 前に 申 上げました 如く、 全 

會 一 致を 以て 本案は 可決いた した 次第で ございます 

次に 足 尾 鏺道及 有馬輕 便 鐵 道の 買 收に關 する 法律案 

に付きまして •委員 會の經 過 並に 結果を 簡單に 御 報 

吿いた します、 本案に 於て 買收 されます る 足尾鐵 道 

及 有馬輕 便鐵 道は、 足尾鐵 道は 二十 八哩六 分、 有 馬 

鐵逋は 七哩六 分であります、 何れも 現在 政府に 於て 

借人れ 使用して 居る ものであります、 管理 運輸 其 他 

の點 より 之を 國有 とする が 便利で あると 云 ふ 理由で 

s> ります、 而 して 何れも 其 建設 费以內 で買收 する、 

建設 ®: ほ 足尾鐵 道に 於て は 二 百 五十八 萬 三千 11 百 八 

十六 圆 、有 馬鐵菹 に 於て は 三十 八 萬 六 千 二 百 二十 一 

_ であります、 本案に 付きまして 質問の 111 を 申 上 

げま すと、 第一 足尾鐵 通に 於て ほ 殆ど 一の 鐦山專 門 

の 如く 自分は 思 ふ、 然るに 之を 國有 とする 理由は ど 

5 云 ふ 理由で あるか， それに 對 して 政府は 足 尾 鋼 山 

から 出る 鑛 物の 多數は 鐵道院 の 線路を 通じて 谷 線に 

轍 ig される、 而 して 本 鐵道に 於て e ig する 物 K は必 

ず 足 尾の みで ない と 云ふ箬 でありました. 又 或 委員 

は旣に 足尾鐵 道を 政府に 於て 買收 する 以上は 日光と 


の 連絡を 阖らな ければ なら わ、 而 して 之が 設計 經费 
等の 調査を 提供す る ことを 希 圉 されまして、 FL つ此 
工事は SI H -5J であるが 有望なる ものと 認める、 政府 
に 於て 近き將 來之を やる 決心が あるか どうか、 政府 
委員は 調査を 示されまして、 政府に 於ても 許す 範圍 
に 於て 之を 架ける 希望を 持つて 居る と 云 ふ 答で あり 
ました、 採決に 至りまして 別に 意見の 多くは ござい 
ませぬ、 而 して 新 IE 子爵ょり 修正の 動議が 出ました 
それは 旣に 諸君の 御手 許に あると 存じます が、 それ 
は 第 一條 及 表題の 有 馬 輕便鐵 道の 中の 「_ 便」 と 云 
ふ！ 一字を 削除す るので あります、 其 理由は 本來 、有 
馬 輕便鐵 道なる ものは 存在して 居らぬ のであります 
鐵道 の寶體 は 輕便鐡 道であります けれども、 登錄さ 
れて 居ります 會 社の 名は 有馬鐵 道であります、 それ 
故に 當然是 は 有馬鐵 道と 修正し なければ ならぬ と 云 
ふ 御意 見であります、 鐵 道院當 局に 於き ましても 全 
く 其 誤つ て 居る のを 認められまして、 何等かの 方法 
に 依つて >  訂正の 希望が あつた やうであります、 委 
員會に 於き まして ほ、 本案は 旣に 衆議院を 通過して 
居る ものであります から、 之を 新 IE 子爵の 動 翳の 如 
く 第 一條 及 表題 中の 「輕 便」 の 字を 修正す るを 適當 
と 認めまして、 全會 一致を 以て 可決した 次第で. ござ 
います。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 此際 、念のため 諸君に 申 
上げます-* 委員長 報吿 は 兩案 束ねられました が、 問 
題と 致します のは、 第五の 法案の みと 御 承知を 請 ひ 
ま j 

〔鎌 田 勝 太 郎君 演壇に 登る〕 

0 鎌 田 勝太郞 君 極めて 簡單に 政府へ 向つて 質問い 

たします、 唯今 特別 委員長なる 細 川 侯爵ょりの 御 報 

吿に 依り ますれば、 此鐵道 敷設 法の 改正 中に 於け る 

四國 線に 封す る 意見は、 衆議院の 削除 說に御 同意に 

なつた と 云 ふこと であります、 而 して 其 同意され た 

る 意思 (i 委員の 中で 種々 あります るが、 要するに 此 

線は 必要で & るが、 比較 線が 多數あ るが 故に、 政府 

に 於て 今一 應 比較 線の 調査を されて、 さう して 更に 

提 m ありたい と 云 ふことの 意思に 外ならぬ ことで あ 

ります、 而 して 其 削除 說に委 負會は 全會 一致を 以て 

決定され たこと であります から、 本會に 於ても 此委 

員會の 決定は 通過す る ことで あらう と fi 想が 出来る 

ので ある， 元來此 四國 線は 最も 緊要なる 線路で あり 

まする が 故に、 第一 期 豫定線 として 夙に 揭上 されて 


居る ので ある、 然るに 今まで 事. W 敷設に 至らなんだ 
/ こと if 四國 官民に 於て 甚だ ia fcs とする 所で ある 
故に 毎年 此貴衆 兩院に 向つて 四國 人民より 速成の 謂 
願が 澤山 出て 居ります、 然るに 未だ 5% 設に 至らず、 
本年 漸く ® 算に 計上され て、 議會に 上りた る ことは 
地方 人民が 喜んで 居る 所であります が、 不幸に も 又 
削除され たんであります、 併ながら 其 削除は 不必要 
の 理由で なくして、 比較 線の 長短を 調査す る爲の 否 
決であります から、 大いに 絕望は 致さない やうで あ 
ります， 此處で 政府に 質問いた したいのは、 此線路 
は 政府は 更に 調査を して、 此 次の議 會に 必ず 御 提出 
になる と 云 ふ 意志を 有して 居る かどう か、 此一點 を 
御 尋ねす るので ある、 此 次の® ir に 必ず 提出を する 
と 云 ふ 意志を 有つ て 居らる るの かと 云 ふこと を 明瞭 
に 御 答 辯を 願 ひたいので ある。 

〔政府 委員 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 C 男爵 後藤 新 平 君) 唯今 鎌 田 君の 御 質問 
の四國 線の ことに 付きまして は 質問者と 同一の 意見 
を 有つ て 居ります、 質問され る 鎌 田 君の 御意 見は、 
若し 此 調査を 爲 すと 云 ふこと を 決定され ましても、 
或は 是' か 爲に 遂に 四國線 の 建設の 遷延を 来す 原因と 
ならぬ かと 云 ふこと を 御 懸念に なつた やうで ありま 
すが、 是は 必要な ろ 線であります から •政府 {i 此線 
の 調査を 致して 提出す る ことを 猶豫 L ないやう に 致 
します。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 休憩。 

午後 零時 二 分 休憩 

午後 一時 十分 開議 

〇 惑 長 (公爵 德川家 達 君) 是 より 午後の 會穀を 開き 
ます、 男爵 島津久 賢 君。 

〔男爵 島津久 賢君演 ffl に 登る〕 

〇 男爵 島津久 賢 君 本員は 先刻 委員長より 御報界 に 
なりました る ことに 付きまして 何等 異議を 有して 居 
る 者で ございませぬ が、 先程 鎌 田 君よ 〇 幾分 御籙論 
を 御 交ぜに なりまして •當 局に 御 質問に なりました 
る ことに 付きまして、 且又 委員 會に 於き ましても 相 
當 論議せられ ましたる 問題で ございます るが、 先程 
委員長の 報告の 中に 或る 委員の 如きは 觀音寺 線は 宜 
いので ある、 斯樣の やうに 御 話しに なつた の も あり 
まする が、 それを 以て _ 田 君よりは 政府 委員に、 來 
年 それを 實施 する や 否やと 云 ふ 御 質問に なつた だら 
うと 考 へます、 いろ <此 問題に 付て は識員 諸君に 
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於き ましても、 あれ や これ やと £JC 取沙汰に な 〇 ます 
し、 又 御 Is 論になる 間 題で ございます るが 故に 本：： I 
は 此 問題に 付きまして 委 C1 長 〇 報 «• に 饪成 する 所以 
を 少しく 申 述べたい と 思 ひます、 眄 次铒油 e を 邸 ひ 
ます、 修正を 加へ られま したる (55 肢は 、四 阀羧议 線 
に 於き まして 讚肢の 琴 平より 阿波池田を 挫 由して 土 
佐 の 高 知に 至る 線  >  是は明洽二十五年以來 〇 按定保 
になつ て 居る 線路で あるので あります、 それを 4t 度 
政府は ©] 音 寺より 池田經 田 高 知に 至る 線に® iji' せら 
れ 、而 して 琴 平 池 田 間の 線路を 除かれた ので ありま 
す、 尙ほ觀 音 寺 池 田 間を 第一 期 線に 此度御 編入に な 
つて 御 提出に なつた のであります、 然る 所 衆 装院に 
於き ましては 以上の 線路 及 事柄を 全部 削除し I1-S 正し 
てし まつた のであります、 政府は 然る 所 讶 族院に 於 
きまして、 此 修正案には 同 S せず .…： 一!々 委 i-l a- に 
て も 御 尋ね 致しました が、 斯樣に 御主 張に なつた の 
であり ■ます、 併ながら 本 H と 致しまして は 何等 是に 
S しまして 政府の 述べられました 所に 有力なる 御 說 
として 眾はる ことが 出来ない のであります、 而 して 
衆議院に 於き ましては 政黨政 派の 別な く、 謂は ゆる 
御用黨 と稱 する ものに て も、 殆ど 大多數 を 以て 金 rf 
一致の 御 削除で あつたので あります 故に、 此修正 問 
題は 政 黨の黧 略の 爲にな したと 云 ふが 如き ことは 全： 
く 認めない 0 であります、 寧ろ 政府が 或る 政略の 爲 
めな せし にあらず やと 云 ふ 疑問 さへ も 甚だ 多く 流布 
せられた のであります、 併ながら 本 M は斯の 如き ^ 
に 於て、 本案を 不信任の 意味に 於て 燹 成した 譯では 
ありませ ぬ、 全く此 曼陀 • 鹽 人兩 線を 比較し まする 
のに、 曼陀 線が ii 入よりも 最上な りと 云 ふことの 一 
點に 於き まして、 如何にも 我々 には 理解の 出来ない 
所があります ■•詳しく 申します れぱ 、池 田よ 〇師幽 
の 所在地で あります る 所の 善 通 寺まで、 跑離に 於き 
まして 兩線を 比較して 見ましたなら ば、 十四 棚 幾ら 
と 云 ふ 差になる のであります、 時間の 差に 致し まし 
て 約 四十 分の 差が あるので あります、 それから 乘客 
に 致しましても 約 二倍、 即ち 一哩 平均に 致しまして 
二十 四 萬 入に 對して 四十 二 萬 人と 云 ふ. 約數 になる の 
であります、 貨物の 上から 申しましても 三と 二との 
割合になる のであります、 即ち 一哩の 割合を 申し ま 
すれば •一 萬 一千 噸に封 して！ 萬 六千噸 、斯 S 如き 
數にな るので あります、 何れも 鹽人の 方が 曼陀 より 
も 良い のであります、 唯々 建築 费に 於き まして # 陀 
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線が 三百 八十 萬 圓、® 人 線が 六 百 三十 七 萬 圓と云 ふ 
ことで、 其 差が 約 二百 五十 萬圓 になる のであります 
此建設 費の 差の 約 二百 五十 萬 圓と云 ふ ものが、 政府 
は 勿論の こと， 兩院の s§ 員に 於き ま L て も、 政府案 
を 固執され る 唯一の 理由で あつたので あります、 併 
ながら 是 は W に H 事 費の 上の 差でありまして、 先刻 
申しました ろ 所の 貨物 旅客の 数に 於て 利益を 得 まし 
たる 所の 事柄は 少しも 見て 居られない のであります 
唯今 政府よ 052 ましたる 所の 材料に 依りまして、 此 
建設費の 金利の 差より 見て 見ましたなら ば、 尙ほ吾 
吾は 非常な 是は 參考 になる ことと 考へ ます、 固より 
是は 政府の 御 調査に 信を it いてで あ 〇 ます、 金利を 
五分と 見まして 八 萬 三千 圓 •五分 五 厘と 見ましても 
九 萬 五 千圓 が曼陀 線に 對 しまして、 鹽人 線の 一箇年 

に 於け る缺 ffl の 超過額と なる のであります、 甚だ 金 

額から 申します れぱ八 九 萬 圆と云 ふ ものは 多い ので 

ありませ うか、 少ない やうに 見えます であり ませう 

か、 是れは 其の 金を 支出し まする 元金の ことを 考へ 

なければ 判 斷が 川來な いのであります、 時に 今日の 

錢道院 の 御世 帶は 中々 御 裕福で あるので あります、 

大正 元年 以来の 收入を 見ましても 一億 圆 より T る こ 

と (t ない のであります、 贅槊 S を 差 引きましても、 

益金に 於いて 四 五 千 :1% 圓 は 年々 あるので あります、 

昨年度の 收 入は 未だ 決算期に 至り ませぬ から、 其の 

確定は 無論 政府と して 御付きに ならぬ 譯で ありませ 

うが、伺ひまする所に依りますると、一愆七千萬_ 

は 收入が ある だら うと ^ ふ 御 答で あつたので ありま 

す、 從 つて梵 楽 费を差 引きましても、 益金と しては 

以前 五 席 年間の 其の 比較から 申しましても、 遙に益 

金と しては 殘金 •か ある だら うと 考へ るので あります 

故に 銥适忾 計よ 〇 年々 縦ん ば 八 九 萬圓の 金を 御茭出 

にな 〇 ますと 致しましても、 四 國の鍅 道經營 は 百年 

の 計 J!f から 申しましたなら ぱ何で もない ので ありま 

す、 ^ ほ费陀 線は 法 钳案の 改正と して 政府は 非常に 

御 急ぎに なつて 居る やうであります るが 故に、 其の 

H ?Jf l -. 御 ^ 手な さる ことに 於き ましても 必ず 其 所に 

現は れて屛 らな ければ ならぬ と 思 ひました が、 是れ 

は 思 ひの 外 草 镧烈十七茁 0 を除きまして、豫翦には 

大正 七 年度、 八 年度 九 年度まで 何 笠 計上して ない の 

であ. ります、 十 年度に 於 ? まして 漸く 十 SS 11 •十一 

年度に於きまして八十茁圓，十二、十彐の兩年度に 

於き '* して 百 二十 斑 Ira づ、、 R 後の 十四 年に 於き 


まして 四十 一萬圓 •合計 三百 七十 萬圓 の繼續 費と し 
て 御 計上に なつて 居る のであります、 之れ を 見 まし 
て も 政府は 緊急を 欲せざる もの、 如しと 斷定 いたし 
ましても、； g て 御 辯 明は 出来ぬ だら うと 思 ふので あ 
ります、 最後に 申 述べたい のは、 鹽 入、 曼陀兩 線に 
於き まして、 縦し 是が礙 劣 何れに あるかと 云 ふこと 
が 分り ませぬ 場合に 於き ましても、 貴族院に 於いて 
政府が 御主 張になります る 修正案 御 反對の 原案に 復 
活す ると 云 ふこと にで もなります ると 云 ふこと であ 
ります れば 、詰り 兩院協 議會 にも かけな けれ ぱなら 
ぬと 云 ふこと になる のであります る、 併しながら 此 
兩院 協議 會に かくべき ことで ありましたなら ぱ 、餘 
ほど 重大なる 意義 並に 撤底 したる 所の 理由が なけれ 
ば 爲し 能は ざる もので あらう と考 へる のであります 
然るに 未だ 何等 も發 見いた さない のであります、 尙 
ほ m 事 問題と し 地方 問題と し 若く は鐵道 線路 網と 致 
し 1: して 考へま して、 論議は 種々 に尙 ほ盡 されぬ 所 
である だら うと 思 ひます、 が 一々 述べまして は 甚だ 
長く 相 成ります が 故に、 終リに 於き まして 何卒 全會 
一致を 以 ちまして、 委員長 報吿 通り 可決 御 確定 あら 
む 事を 希望いた しまして、 此席を 降る 譯で あります 
〇 議長 (公 P 德川家 達 君) 別に 御發言 もない と 認め 
ますに 法り まして、 採決を 致します、 本案の 第二 ! 0 
會を 開くべし とする 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多 ® t 

0 議長 C 公® 徳川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 侯爵 細川篚 立 君 直ちに 第一 一譖 會を 開かれむ こと 
を 希望いた します。 

0 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

〔其 他 「饺 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讁長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第二 ® 會を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 

CT 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 ■長 C 公 搿德川 家 達 君) 御異諉 ない と 認めます。 

〇遴長 C 公 H? 德川家 達 君) 第二 isi 會を 開きます、 全 

部を 問題に 供し ます、 全部 委員長の 報吿 通りで 御異 

存ご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇狨長 (公 辟德川 家 達 君) 御異 鼓ない と 認めます。 

〇忮 if 細 川 護立 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 

を 希 轺い たします。 

ow Kf 中 川 興 長君荇 成。 


o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存は ございませぬ か。 

〔「異 讅な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 第三 讀會を 開きます、 第 
二 讀會 の決譁 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

r 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異識 ない と 認めます。 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第 六、 足 尾 鐵道及 有馬輕 
便 鐵道 S 買 收に關 する 法律案、 本案の 第二® 會を開 
くべ しとす る 諸君の 起立を 謂 ひます。 

起立 者  多® 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君： >  過半 敷と 認めます。 

〇 侯爵 細 川 護立 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
を . 

0 男爵 中 川 興 長 君 賛成 U 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第二 讀會を 開いて 
御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇_長0 公爵 德川家 達 君〕 御異 _な いと 認めます。 
0 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 第二 讀會を 開きます、 全 
部を 問題に 供し ます、 全部 委員長の 報吿 通りで 御異 
存ご ざい ませぬ か。 

1「 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 侯® 細川_ 立 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を …… 

〇與 爵中川 興 長 君 賛成。 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 财 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇議 -M (公爵 德川家 達 君) 第三 讀會を 開きます、 第 
二 讀會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

1 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇認長 (公 擗德川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 諸君に 御 諮を 致します、 
日程 第 七、 第 八は 同一 委員に 付託せられ ましたから 
報 缶 も 束ねて 委員長に 願つ て宜か らうと 考へ ます、 
御 異議 ございませぬ か。 

tr 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公 K 德川家 達 君〕 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法 
律 案、 嬅太公 似 法案、 政府 提出， 衆議院 送付、 第一 
讀 會の績 、委員長 報告。 

朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法津案 
右 可決す へき ものな りと 翳 決せり 依て 及 報吿候 也 
大正 七 年 二 月 二 十五 日 

右 特別 委員長 

伯爵 正 親 町實正 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
陣太事 業公偵 法案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 二月 二 十五 日 

右 特別 委員長 

伯 斟正親 町實正 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 正 親 町實 IH 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 正 親 町 實正君 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 
外 一件に 付きまして の、 委員 會 G 縛 過 並に 結果を 御 
報吿申 上げます、 此 朝鮮 事業 公 慎 法は 朝鮮に 於け る 
事業 蟹 支 辨の爲 に公愷 を發. 行し、 又 li 借入金を 爲す 
ことを 得と 云 ふ 案で ございます が、 今日までに 議會 
の 協 数を 經ま した 所の 金龆は 九 千 六 百 萬 圓で ござい 
ます •是に 此度七 千 二百 萬圓の 追加を 致しまして.. 
一億 六 千 八 百 萬 圓に增 加したい と 云 ふの 案で ござい 
ます、 それで 大正 六 年までに 支出いた しました 所の 
額が 八 千 七 百 萬 圓餘 になつ て 5 so ます， 大正 七年以 
後に 於て 支出すべき 額 か 八 千 百 萬 In になつ て 居り ま 
す" 其此 度の 要求に なりました 所の 七 千 二百 萬圓は 
何に侦 用す るかと 申します れば 、是は 全部 鐵 道の 建 
設並改 良费に 使用す る譯 になつて 居ります •其鐵 道 
は 何れの 方面に 建設す るかと 申します れば 、咸鏡 線 
の 內の永 興と 云 ふ 所に 起 〇 まして* 榆 城と 云 ふ 所に 
達します 二 百 八十 三哩餘 の 線路で ございます、 此咸 
鏡 線と 申します るは 元 山を 起點と 致しまして、 日本 
海に 面しました る 海岸を 通りまして、 北方に 進み ま 
して、 さぅ して lit の國 境た る會寧 と 云 ふ 所に 至る 線 
路で ございます、 是で咸 鏡 南北 兩逍の 縱貫線 になり 
ますので •こざいます •而 し * r 將來 此會寧 ょ 〇吉林 に 
達します る 線が 出来ましたなら ば、 吉長線 と 聯絡を 
讨 けまして、 是れは 將來 S 際 交通 線を 成しまして* 
經濟上 並に 軍事上の 最も 重耍な る 線と なる ので ござ 
七 一 


__ 謹 i 謹. 一 sislL 議 ti 儀— 霞 蓮す— 案 第二 S 第— 
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います、 此線路 の 計 ® は 大正 三年 度に 於？ まして 全 
部 ? S 設の 計遨を 立てられた ので li •こざいます るが 財 
政の 都合 上さぅ 云 ふ 場合に も 至り * せず して、 先づ 
其の一部たる处〇内の一部分たる元山より永興と云 
ふ 所への 線と、 それから 北 7; の 極端 〇 會寧 より 淸津 
と 云 ふ 所に 至ろ 線路 だけが 敷設に なりまして、 是れ 
も 最早 近くに 竣工を 吿 げんと 致して 居る 場合に 立ち 
至つ たのであります •それ 故 此度の 要求に te り まし 
て、 其の 殘間た る 永 興と 擷城 間の 線路を 完成したい 
と 云 ふので ございます、 其の 次 {3: 錨 海 線で ございま 
す、 是れは 馬 山 線の 內の吕 原と 申す 所より 分岐いた 
しまして、 節 •海灣 に 至る所の 線路で ございます、 是 
れは 十三 哩、 是れは 多少 經濟 上に も關 係いた して 居 

ります るが、 主として 是れ は 軍事上の 必要から 起つ 

た 線路で ございます、 其の 次が 平 _ 炭 鋼線の 延長で 

あります、 是れ が七哩 八 分、 是は平 壞炭鑛 線の 內の 

終點 たる 美 林と 勝 湖 里と 云 ふ 所に 達する 線路で あり 

ます、 是は 沿線に 於き まする 石炭 及鑛 業の 發展を 圖 

る 線路で ございます、 其 他は 車輛の 射 設 、是は 建設 

S に 13 します、 改良 費は 京 釜 線、 馬 山 線、 京義 線の 

內の改 良で ございます、 此の 京 釜 線、 京 義 線、 と 申 

します ものは 是は 交通の 主要 幹線で ございまして、 

尤も 近時 運® 數量 も激增 いたして 參つ たので ありま 

すが 爲 に、 是に鹏 ずる 爲に諸 所 急勾配の 所、 並に 小 

曲線の 場所を 改良いた して、 是が 運輸の 便に 供す る 

目的で ございます， それから 尙釜 山の 停車場 も 改良 

いたして、 此 目的に 應じた いので ございます が、 何 

分 同所は 地域 か 狹少で •こざいまして、 操車 等の 配線 

貨物の 積 降し、 倉庫 等を 設けます る 餘地も ございま 

せぬ が 故に、 それに 鄰 接した 所の 釜 山鎭に 於き まし 

て此 所の 停車場を 改良して 此の 目的に 副 ふやぅ に 致 

したいと 云 ふこと が 主 もなる 目的で ございます、 其 

他諸處 に 少し づ 、の 改良を 施します、 大體に 於き ま 

しては 右の 次第で ございまして、 是は 大正 七 年度よ 

り 大正 十四 年度に 至ります る八箇 年の 繼續 事業と し 

て 駆 求され ましたので あります、 委員 會に 於き まし 

ては 審_ の 末， 是は 最も 必要なる 事業と 認めまして 

全： 會 一致を 以て 可決いた した 次第であります、 それ 

から 其 次に _太 事業 公債 法に 付て 申 上げます 、是は 

艽 百 五十 萬 圓の公 潰を 募集いた しまして、 同 島に 於 

ける 是も鐵 道を 建設いた したいと 云 ふ 案で ございま 

す、 御 承知の 如く嬅 太は 現在の 所では 大 泊と 申す 所 


ょり豊 原を 轾ま して 榮渚と 云 ふ 所に 達する 五十 七哩 
餘の鐵 道 •か 一本 あるきり であります、 然るに 段々 同 
島 も發展 して 參 ります と、 尙ほ 將來 の發展 を 促進い 
たします 爲 に ほ、 是非 此鐵 道の 建設が 必要に 迫つて 
參つた ので ございます、 そこで 此度の 建設は 旣設の 
大 泊から 豊原 間に 貝塚と 云 ふ 所があります、 其 所 か 
ら分岐 致しまして、 ずつ と 西の方に 行きまして、 多 
閟 內と云 ふ 所を 經て 、西海岸の 本 斗と 云 ふ 所へ 達し 
ます 橫斷 線であります、 是れが 約 五十 四哩 ほど ござ 
います、 それから 本 斗と 申す 所から 更に 西海岸を 經 
まして" B 岡と 申す 所に 達します、 是は 二十 八哩七 
分ぱ かりで ございます、 それから 眞 岡と 云 ふ 所から 
尙ほ 北方へ 進みまして、 野 田 寒と 云 ふ 所に 參り ます 
是も 矢張り 二 十八 哩七 分であります、 合計 百 十一 哩 
四 分と 云 ふ 線路 •か 新設になる のであります、 是は此 
要求の 目的で ございます るが、 併ながら 同 島に 於き 
ましては 是だ けを 以て 決して 滿 足す る譯 には 行かな 
い、 尙ほ將 來發展 の 程度に 於き ましては 苽 海岸、 並 
に 西海岸に 於き ましても 尙ほ是 ょり 北方へ 今少しく 
延長す る 必要が あります に 付て、 是は遠 くな く、 近 
き 將來に 於て 更に 又 要求す るで あらぅ、 斯ぅ 申す こ 
とであります、 是も委 負に 於き ましては 目下の 所最 
も 必要な こと、 考 へまして、 是 亦全會 一致を 以て 可 
決いた しました、 大略 右の 次第で ございます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ、 唯今 
特別 委員長の 報吿せ られ ました 兩案 、束ねて 問題に 
供し ます。 

〔「異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 兩 案の 第二 围會を 開く ベ 

しとす る 諸君の 起立を 請 ひます" 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 過半 敷と 認めます。 

〇 伯爵 正 親 町實正 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こ 

とを 希望いた します。 

0 男爵 高木 兼寬君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 兩案の 第二 if 會を 

開く と 云 ふ 說に御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり J 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君 V/) 第二 讀會を 開きます、 兩 

案の 金 部を 問題に 供し ます、 委員長の 報告 通りで 御 


異存 ございませぬ か。 

〔「異議な L j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謖長 (公 K 德川家 達 君〕 御異 誔 ない と 認めます。 
〇 伯爵 正 親 町迓正 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こ 
とを ^ みます。 

0 男 苘 高木 兼 寬君 賛成。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 雨 案の 第三 is 會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  御 異_な いと 認めます。 
〇 議長 (公 ! f.f 德 )11 家 達 君： 一 第三 讀會を 開きます、 第 
二 讀會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〔男爵 高木 兼 寬君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 高木 男爵は 何です か。 

0 男爵 萵木兼 寬君是 ょり 豫算 第三 分科 會を 開きた 
うご ざいます から、 同 分科 會 委員の 退席を 願 ひたう 
ございます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 分科 會 への 退席は 許可を 
致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇伯昭 松 平 賴壽君 私 も 臨時 國庫 證券、 ほか 大正 五 
年 法律 第 叫 號屮 改正 法律案の 委員 會を 開きた うご ざ 
います。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 松 平 伯爵の 特別委 員會へ 
の 退席は 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 九、 東京 帝 國大學 
及 京都 帝 國大學 臨時政府 茭 出金 繰 人に 關 する 法律案 
第 十、 帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 _ 政府 提出 
衆 翳院浍 付 •第一 li 會の續 、委 M 長 報告。 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大昂 臨時政府 支出 金 繰 
入に 關する 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 二月 二 十三 日 

右 特別 委員長 

侯爵 德川圃 順 


讶族院 議長 公脬始 川 家 達 腔 
帝 國大® 特別 伶 計 法 中 改正 法 fu 案 
右 可決す へき ものな 〇 と羝決 せり 法て 及 報吿候 也 
大正 七 年 二月 二十 三日 

右 特別委 il 長 

侯昭德 川 0 順 
n 族 院議 長 公 Iff 德川家 達 殿 
〇 議長 (公 !^ 德川衣 達 君〕 御異通 がなければ 此兩案 
の 報告を 束ねて 姿 a 長に 願は ぅと 存じます。 

〔 「異 翳な し」 と 呼 ふ容あ 0 〕 

〔'侯 防 德川囿 順 君演挝 に 登る〕 

〇 侯爵 德川闳 順 対 iu •: 大學及 京都 帝 K 大學臨 
時 政府 支 m 金 雉 入に 關する 法律案 •及 帝 國大涅 特別 
锊計法 中 改正 法律案の 二 案に 對する 委 の經過 並 
に 結果を 簡單に 御 報 街いた します •委 M 符は二 案を 
一括して、 去月 二 十一 日， 及 二十 三 U に 開 ? ました 
先づ 正副 委員長の 互選を 終り、 曾 謎を 開きました， 
政府 委 ft の 詳細なる 說明 •かありまして、 此兩 案提 (.1! 
の 理由、 第一 案に 於き ましては 物 ©■ 騰 货 の爲 に：！ 帝 
國大學 の 判 ffi 官其 他に 臨時 手 當を茭 給す る ことで & 
ります、 第二 案は 北海道 帝阙 大學を 新設し、 诳 京 帝 
國大學 に 於て 航空に 關 する 研究を 開始いた して、 K 
京 京都 兩 帝國大 學に對 する 支出 金を 增 加す る爲 に、 
帝 國大學 特別 會計 法の 改正を 要する 案でありまして 
委員 會に 於き ましては 質問 應答も ございました けれ 
ども、 玆に 別に 特報すべき こと も ございませぬ、 結 
局全會 一致を 以て、 兩案共 之を 可決いた しました 次 
第で ございます、 此段 御報吿 いたします、 尙ほ此 兩 
案は 唯今 申 上げました 通りに 簡® でございますから 
何卒 ffl 會省略 を 以 ちまして、 可決 あらむ ことを 希 朝 
致します。 

〇 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕 御 異議がなければ 兩案共 
朿わて 問題に 供し ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 子爵 豊岡圭 資君譖 會省略 锊 成。 

〇 子爵 本多忠 鋒 君 賛成。 

〇 山 脇 玄君寶 成。 

〇 子爵 八條隆 正 君 賛成。 

〇與爵內田正敏君賛成。 

0 室 田 義文君 賛成。 

〇 小 野 田 元 P. 君 賛成。 

〇 子爵 秋 月 種英君 賛成。 
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〇田 島 竹之叻 封 賛成。 

〇 男 IfJ f K 井守 正爵寶 成。 

OW 前阪井 爾季 君 S 成。 

0蕺長(公搿德川家達君)德川侯搿 (0 兩案の讀會の 
順序を 省略す ると 云 ふ 励議に 同意の 諸君の 起立を 請 
ひます。 

起立 者  多數 

〇認長 (公爵 德川家 達 君) 三分の 二 以上と 認めます 
…… 原案に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 載 長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 ®: と 認めます。 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 日程 第 十一、 醫師法 中改 
正 法律案、 衆® 院 提出、 第一 讀會。 

醫師法 中 改正 法律案 
右 本院 提 S 案 及 涝付候 也 
大正 七 年 二月 二十 三日 

衆議院 _ 長大 岡 育造 

ft 族 院葯 長公搿 徳川家 達 殿 

释師法 中 改正 法律案 

释肺法 中 左ノ通 改正 ス 

第二 條 第一號 ヲ左ノ 如ク 改メ第 二 號 ヲ_リ 第三 號 

ヲ第二 號 -1 改 A 

一 六 年 以上/燃 役 又 ハ 禁錮-一 處セ ラレ タル 者 

第 n 一條 及第 十條中 「禁錮」 ヲ 「六 年未滿 ノ趑役 若 ハ 

蔡朗 j  -- 改ム 

第 八肪 释師ハ 命令 ノ定ム ル 所- 1 依 リ释 師會 ヲ設 

立スへ シ 

释肺會 ハ 法人 トシ 闻事衢 生ノ 改良發 達ヲ 圖ルヲ 

以テ 目的 トス 

释師 0- -1 關 スル 規程 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 

第 十 ftn 第一 項 中 【第一 號乂ハ 第 — 一號〗 ヲ削ル 

同條 第三 項 中 「第一 一條 第三 號 」 ヲ 「第二 條 第二 號 」 

_| 改ム 

第 十一 脐ノ ニ园師 符ハ本 法 M 基 ク 命令- 1 依 ル 處 

分- 1 對シ訴 願 又 ハ 行政訴訟 ヲ 提起 K ル コト ヲ得 

〇翅長 C 公 Kf 始川家 達 君) 別に 御 f/ 間 もない と ns め 

ますから •特別委 A の 氏名を PI 記官 をして 朗 譖 致さ 

せます。 

〔岡® 記 官朗 酹〕 

闻 肺 法 中 改正 法律案 特別委 a 

子 13 堀 内 li ® 君  男脬 高木®  H 君 

北里荧 三 郎君  福 原銪二 郎君 


男爵 淸水資 治 君 
三 宅  秀君 
木木 源吉君 


男 辟 安藤 直 雄 君 
安樂 兼 道 君 


〇 議長 0 <ム爵 德川家 達 君〕 日程 第 十二、 私立 學校及 
公益法人の 用地 免租に 關する 法律案 •衆 謅 院提出 、 
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私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 する 法律案 
右 本院 提出 案 及 S 付 候 也 
大正 七 年 二 月 二 十六 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
私立 學校及 公益法人 ノ用地 免租 — 關スル 法 
律 案 

第 一條 左-一 掲クル モノ ノ用 一一 供 スル 土地 u 付 テ 
ハ 納税 義務 者ノ 申請-一因 リ其ノ 地租 ヲ免 除ス但 
シ有料 借地 ハ此ノ 限-一 在 ラス 
一 私立 ノ幼稚 園， 小學 校、 中學 校、 高等 女學 
校、 «• 槊學校 及® 門® 校 
二 前號 以外 ノ私 立學 校-ー シ テ大藏 大臣 二 於 テ 

指定 シ タルモ ノ 

三 日本 赤十字社、 恩賜 財團濟 生 宫 其ノ他 勅令 
ヲ以テ 指定 シタル 公益法人 
筋 二 條前條 -Ite リ地 和ヲ 免除 スへキ 土地 ハ 幼稚 
園及學 校 — 在 リテハ 校 舍 ，寄宿 舍 •圖書 館 其ノ 
他 必要 ナル 附搦 建物 ノ趿 地、 運動場、 實 習 W 地 
及 保育 又 ハ敎授 上 直接 ノ用途 -- 供 スル モノ-! 限 
リ公益 法人-一 在 リテハ 事務所/敷地 其ノ 他事 業 
ノ 執行 上 直接 / 用途-一 供 スル モノ-一 限 ル 
第三 條府縣 市町村 其 ノ他ノ 公共 團體ハ 本 法 — 法 
リ免租 セラ レ タル 土地-一 釾シ 租税 其 ノ他ノ 公課 

ヲ課 スル コト ヲ得ス 

附則 

本 法 ハ 大正 八 年 一月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

地租 條例第 十 五條 第一 項 及第 二 項 ノ 規定 ハ 之ヲ本 

法 i 用ス 

〇 山 脇 玄君此 案に 對すろ 政府の 御 見込を 伺 ひたい 

ので あ 〇 ます。 

〇锁長 (公 辟 德川家 達 君) 唯今 政府 姿 員を 呼びに ifi 

はしました から、 眄 く御待 ちを 願 ひます …… 諸君に 

御 諮りを 致します が、 政府 委 fl は 唯今 見えられ ませ 

ぬから、 日程 第 十二の 第一 讀會は 啊時延 しまして、 

日程 第 十三に 移ります 、如何であります か。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 惑ない と 認めます。 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 日程 第 十三、 鳥 取 縣東伯 
郡 市勢 村 金 市に 登記所 設 it の 謂 願、 會議。 

〔左の 意見書 13; 朗 _ を 經 3 るも參 照の た 
め玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

鳥 取 縣東伯 郡 市勢 村 金 市に 登記所 設置の 件 
鳥収縣 東 伯 郡 逢束 村 市勢 村 伊勢崎 村 組合 長 太 
田力藏 外 二 十二 名 呈出 

右の 請願は 鳥収 縣柬伯 郡 伊勢崎 村は 倉吉區 裁判所 
由 良 出張所の 管 _ に 逢束 •市勢、 下 鄕>  上鄕 ，古 
布 庄の諸 村は 赤碕 出張所の 管轄に H す 然るに 孰れ 
も BR 離 遠く 不便 不利 甚しき を 以て 敷地 並 建物は 逢 
束 村 市勢 村 伊勢崎 村 組合に 於て 寄附す へきに 依り 
交通 通信 s 便 ¢111 はり 產業の 盛なる 市勢 村 金 市に 是 
等の 諸 村を 管轄す る 登記所を 設置せられ たしとの 
旨 趣に して 貴族院は 願意 S 大體は 採決す へき もの 
と 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 S 
付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣總 理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 此 請願は 請願 委員長の 報 
吿 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
御異 SI がなければ、 第 十四、 第 十五を 問題に 供し ま 

^  C 

す 

〇謅長 C 公爵 德川家 達 君) 日程 第 十四、 北海道 中 川 
郡豊頃 村に 登記所 設 iif の 請願、 會戳 、第 十五、 脇 町 
區裁判 所 半田 出張所 設置の 請願、 會議。 

意見書 案 

北海道 中 川 郡豊頃 村に 登記所 設置の 件 

北海道 中 川 郡 豊頃村 平民 運绘業 岸 田 W 治郎外 
十二 名 呈出 

右の 請願 (J 北海 © 屮 川郡豊 頃 村は 區域廣 濶 にして 
農耕に 適し 戶口 繁殖し 產 業の 發達 著しくして 登記 
斟件激 咐す るに拘 らす 其の 事務は 遠隔なる 帶 {5f 區 
裁 判 所 大洋 出張所の 管轄に® し 不便 不利 © からさ 
るを 以て 同村 字 茂 岩に 登記所を 設 la せられた しと 
の 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採擇す へ : S- も 


のと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五 •依り 別册 及 
S 付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 謬 長 公爵 德川家 達 
內閣 總理 大臣 伯爵 寺內 正毅蜋 
意見書 案 

脇町區 裁判所 半田 111 張 所 設置の 件 
德島縣 美 馬 郡 半田 町長 逢坂 米三郞 呈出 
右の 請願は 德島縣 美 馬 郡 半田 町は 戸口 多く 登記 事 
務頻繁 なる に拘ら す該 事務は 涛隔な る 脇 町 區裁判 
所貞光 出張所の 管 II に 園し 不便 不利 甚 しきを 以て 
速に 半田 町に 登記所を 設置し 同町 及 八千代 村を 其 
の管轉 M 域 とせられた しとの 趣旨に して 貴族院は 
願意の 大體は 採擇 すへ きものと _決 致 候 因て 議院 
法 第 六十 五條に 依り 別册 及绘付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣總 砰 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
〇 翳 長 (公爵 德川家 達 君) 是等の 請願 も 請願 委員長 
の 報吿 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅 長 (公 Rf 德川家 達 君〕 御 異議ない と 誠め ます e 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 政府 委員が 出席せられ ま 
したから、 日程 第 十二に 戾〇 ます、 山 脇 君、 もぅ 一 
應御 述べに なつたら 如何であります か。 

0 山 脇 玄君此 日程 第 十一 一に 出て 居ります 案は 數回 
衆議院から 本院に 回つた 案であります が、 之に 對す 
る 政府の 御 見込は 如何であります るか、 參考 の爲に 
御 伺 ひ 致します。 

〔政府 委負松 本 重 威 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 (松 本® 威 君〕 今回 衆議院ょ 〇 提出に な 
りました 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 する 法 
律 案に 對 しまして は， 政府 も 其 案の 趣意を 適 當と認 
めました に 依つ て、 政府に 於き ましては 同意の 意を 
表して 居ります。 

0 山 脇玄君 ちょつ と 序に、 此免租 になります ると 
云 ふと、 減額は どの位に なります か。 

〇 政府 姿 負 (松 本 K 威 君〕 唯今 御 質問の 免租 額に 關 
L ましては 最近に 於て 調査した 數 字は ございませぬ 
が、 嘗て 調査いた しました 所の數 字で 大した 違 ひは 
なから うと 思 ひます、 それに ffi ります と 云 ふと、 約 
三 萬 五六 千圓 位の 見込で ございます。 
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七 四 


b 费長 C 公爵 德川家 達 君〕 他に 御 質問 もない と 12 め 
ますから、 特別委 M の 氏名を 9 r IE 官を し朗讀 を 致さ 
せます。 

〔岡邦訊官朗謭〕 

私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關する 法律案 特 
別 $ 員 

公 辟 近 衙文辉 君  服 部 一三 君 
子 辟® 本武甭 君  子爵 吉田淸 風 君 
小 野 田 元 3  折 田 彥市君 
高 W 早苗 君  木場® 長 君 
鎌 田 榮吉君 

〇 議長 0 <ム防1 川 家 達 君〕 次の 日程 ほ 決定 次第 御 通 
知に 及びます、 今日は 是 で散會 致します。 

午後 一時 五十六 分散 會 


0 大正 七 年 三月 四日 (月曜日 \_ 

午前 十 時 四 分 開 li 

議事 日程 第 十號 

第一 男爵 關 義臣 君 諮 暇の 件 

g il Il li li T ll PI 

第三 酒精 及 酒精 含有欧 科 税法 中 改正 法律 築 

(麵  IS 付) ま 5ss( ll f) 

g  T  題 s ^ II JI 案 ( S1 PI 

i i S 1  8 1  ? 一 fr ii ls #* )" 

第 六— f tl 員 II 法 ン案. (鼷黯 #' ) 第 5 會 

の® i' 吿) 


第 七 


锢時 國廑 證券 法 中 改正 法律案  ( 81 1 馳 


付 一 第 11 sm 一 

■f  f i  1 1  I ll f il ll 

II I1 1 —) 第一 

第 十 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 

|職 院)  2  _ の續 ( 11 長) 

朝鮮人 官萆の 恩給 退隱乳 及 還 族 扶助料 

等に 關 する 法律案 (謹 S, 第 I 讀會の 

綺議 長) f 


第 八 


第 九 


第 十 I 


麵 


〇 鼓 長 (公博 铥川家 達 君〕 是ょ〇 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 

【岡® 記 官朗 證〕 

去る 一日 本院 1-. 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆 窺 院に 通知せ り 
筠道数 設法中 改正 法律案 
朝鮮 事業 公愤法 中 改正 法律案 
樺 太 事業 公債 法案 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金 繰 
入に 關 する 法律案 
帝 阈大學 特別 會計法 中 改正 法律案 
同日 本院に 於て 修正 議決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 之を 衆議院に 回付せ り 
足 尾鐵道 及有掸 輕便鐵 道の 買 收に關 する 法律案 
同日 本院に 於て 採擇 すへ きものと 議決した る 鳥 取 
縣東伯 郡 市勢 村 金 市に 登記所 設置の 請願 外 二 件の 
請願は 谷 意見書を 附し 即日 之を 政府に 绘付 せり 
同日 特別 委員長ょり 左の 報告書を 提出せ り 
朝鮮人 官 史 の 恩給 •退隱 料及遨 族 扶助料 等に 關 
する 法律案 可決 報告書 
酒造 税法 中 改正 法律案 可決 報告書 
酒精 及 酒精 含有 飮料 税法 中 改正 法律案 可決 報告 
書 

麥酒稅 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
所得 稅法中 改正 法律案 可決 報吿書 
戰時 利得 税法 案 可決 報吿雷 
臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 町 決 報告書 
大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 可決 報吿雪 
同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委 1 長の 氏 
名 左 S 如し 

未成年者 飲酒 取締に 關 する 法律案 特別委 員會 

委員長  伯爵 淸康 家敎君 

副 委員長  男爵 石 黑忠惠 君 

同日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 

たる 旨の 通牒を 受領せ り 

海軍省 所管 事務 政府 委員 

海軍省 參事官 山川 端 夫君 

農 商務省 所管 事務 政府 委員 

製鐵所 長官 白 仁  武君 

一昨 二日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長 

の 氏名 左の 如し 

市町村 立 小 學校敎 員 俸給 國庫 負擔 法案 特別委 員 


0 

委員長  伯 13 林  W 太 郎君 
一. 委 M 長  子爵 牧野 忠 篤 君 
裁判所の 設立に 關 する 法律案 外 一件 特別委 M 會 
委員長  子爵 勘 解 由 小路 K 承 君 
副委負 長  石 s ec 一君 
同日 特別 委員長よ 〇 左の 報吿軎 を 提出せ 〇 
裁判所の 設立に 關する 法律案 可決 報吿 B 
大正 二 年 法律 第 九號屮 改正 法律案 可決 報告® 
軍用 自動車 補助 法案 可決 報吿 S 
同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
地 種變更 免租 年期に 關 する 法津案 
同日 衆 誘 院 より 左の 法律案を 提出せ り 
日本勸 業 銀行 法 中 改正 法律案 
輕便鐵 道 法 中 改正 法律案 
軌道 條例中 改正 法律案 

同日 衆議院よ 〇 本院の 绘 付に 係る 左の 政府 提出 案 
は 本院の 議決に 同意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 
り 

H 韓國 貨幣の 處 分に 關する 法 ij 案 
同日 衆 S 院 より 本院の 回付に 係る 左の 政府 提出 案 
は 本院の 修正に 同意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 
り 

足 尾 鐵道及 有馬鐵 道の 買收に 關 する 法律案 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是よ〇 本日の 會議を 開き 
ます、 日程 第一、 男爵 關 義臣 君 請暇の 件、 病 氣に付 
き 九日 間の 請暇であります、 許可を 致して 御 異存 •こ 
ざい ませぬ か。 

〔「E4、 議なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公 SF 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君 5 諸君に 御 諮りを 致します 
日稃 第二より 第 六までの 法案は 同一 委員に 付託せ ら 
れま したから、 委員長の 報告は 一括して 差 支な から 
ぅと 考へ ます、 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
併し 問題と 致します のは、 一 つづつ 問題に 供す 積り 
でございます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 日程 第二、 酒造 税法 中改 
正 法律案、 第三、 酒精 及 酒精 含有 飮料税 法 中 改正 法 
律 案、 第 四、 麥酒 税法 中 改正 法律案、 第五、 所得税 
法 中 改正 法律案、 第 六、 戰時 利 m 税法 案、 政府 提 3 


衆鏟院 送付， 第一 笊 & «0 紡、 委 il 長 報告' 

〔左 C 報 #:- :: i'f li 朗讚' @ 3 る も S 照 〇 ため 茲 
に 1K 鈴す 以下 之に 俊 ふ〕 

酒造 税法 中 改正 法 flt 案 

右 可決す へき ものな りと Is 決せり 法て 及 報吿候 也 
大正 七 年 三月 一日 

泊 特別委 fl 長 

伯 辟 _ 澤 保 思 
贵 族院潢 -K- 公 fs 德 川家迖 骹 
洒精及 酒精 含有 肽抖稅 法 屮改正 法 鉗 案 
右 可決す へき ものな 〇と詨 決せ 〇依 て 及 報吿： S 也 
大正 七 年 三月 一日 

右 特別委 M 長 

伯爵 柳澤保 思 
贵族 院議 長 公昭 德川家 速 殿 
麥酒 税法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報吿候 也 
大正 七 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯 邸 柳澤保 忠 
貴族院 篛長 公邸 德 1111 家 達 殿 
所得税 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇佐 て 及 報吿候 也 
大正 七 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯爵 柳 澤保患 
貴族院 議長 公擀德 川 家 達 殿 
戰時 利得 税法 案 

右 可決す へき ものな り. と 13 決せり te て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯爵 柳澤保 恵 
货族 院議 長公擗 徳川家 達 殿 
〔伯爵 柳澤保 惠君演 壇に 登る〕 

0 伯爵 柳澤保 惠君喵 今 翳 題に 上って 居ります 諸 案 
の 報告を 一括して* 成るべく 簡單に 申 上げたい と考 
へます、 此の 諸 案の 二三に 付きまして は、 御 承知の 
如くに 衆議院に 於て 修正が ございまして， 其の 修正 
の點 並に 其 他の 1; に付きまして、 委員會 に 於き まし 
ては 愼 重に 群議いた し、 政府の 原案に 付き 又 衆議院 
の 修正案に 付き 交 /% 論議を 盡 しまして、 遂に 衆議院 
绘 付 通りに 可決に なつた のであります る* 固ょり 之 
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に付きまして は 十分に 審議を 致しまして、 決して 之 
を 衆議院のを 鹈荇み の やぅに 致して 決した のでは ご 
ざい ませぬ、 十分に 意の 在る 所を 盡し 疑の 在る 所を 
質して 可決いた したので あります、 御 承知の 如くに 
此の 法律案は 豫算に關係のある諸案でございます、 
豫算に 於き ましては 諸君の 御 承知 あらせら るる 如く 
に、 種々 の 新 計 迸が ございます けれども、 就中 主眼 
と 致す の It 彼の 國防の 充實と 云 ふこと であります、 
此の 國 防の 充實に 付きまして は、 十分に 當 局に 於て 
も考谳 をせられ まして、 其の 財源 等を 攻究せられ た 
のであります、 然して 其 結果と して 其の 財源を 租税 
の 上に 求められました、 而も 租税は 殊に 彈力 ある 租 
税に 求められました 効果と して 現 はれました のは、 
重に 酒造税 所焊 税此 二つの 税率の 改正に 依つ て 主た 

る 財源を 取つ たのであります、 尙ほ 之に 附帶 いたし 

て 三つの 租税 も ございます けれども、 主として 此の 

二つ の ものに 付て 財源を 求めた のであります、 然し 

て 臨時 事件 裸 簡 費 に對 しての 財源と しては、 新たに 

新税を 起されまして、 是 は© 時 利得 税法 案で ござい 

ます、 之に 依つ て硪 時の 財源を 求めて 臨時 事件 豫備 

费に對 する 歳入を 得た のであります、 尙ほ此 外に 御 

承知の 如くに 衆議院に 對し ては 政府は 八 案を 提出 さ 

れた のであります、 併ながら 是れは 否決に なり まし 

一 たのであります、 此の 點に 付ても 十分に 政府は 其の 

意の 在る 所を 委 0 铃 其 他に 於て 申 述べられた ので あ 

ります、 で此說 明 及 詳細なる 解 釋に關 しまして は、 

本誔& に 於き まする ft 箕提 m の 際、 並に 增税案 等の 

提出の 際に それ < 當局大 K ょりして 陳述が ありま 

し たので、 私は 今 之を 繰 返す ことを 避けます、 委員 

锊 に 於て li 尙ほ それを 趿演 いたされまして、 政府 委 

員ょり 懇 々衆 通院 修正の 理由、 並に 本案 提出の こと 

に付きまして、 詳細に 各條明 に 亘〇、 十分に 辯 明を 

承は つたので あります •委員 © は 五 回 開きました、 

I の 五 回 開きました 委員 @ の m 様を 一々 玆に申 上げ 

一る 必要は なから 5 と考へ て 居ります、 で 委負會 に 於 

きまして li ， l!t 税制 整理の 件 並に 歳入 雄 出 S 計筘に 

關 する 件 •それから 稅額の 計 SC に關 すろ 件 •尙 ほ條 

文に 關 します る 字句の こと 等 細大 洩らさず H 疑が あ 

〇 まして、 尙ほ 法 fli の 改正 後の 効果に 對 して 其 影题 

in 何に 付て、 宵 際に 亘る 事柄に 付て 詳密なる 腮答が 

あつたので あります、 是 より ' 'ffi 今 申しました ことに 

付きまして、 二三の ものを 御 紹介いた さう と考 へま 


す、 先 づ大體 の 質問は 可な 〇 ございました が、 其 内 
の！ 一三を 申 上げて 見ます れぱ 、其 質問の 一とし まし 
て、 元來 衆議院に 出された 政府の 提案と、 今度 衆議 
院に 於て 修正され た 所の 相違の 點に 付て 當 局の 意見 
を 質されました のであります、 是 も其說 明は 本會議 
並に 委員 會に說 明され ましたが 、詰り 政府に 於て 衆 
誘院の 修正に 同意した る 所の 理由、 即ち 税制 整理は 
認める けれども >  是は 凡て 時局 後に やつたら H から 
う、 主義と しては 認める けれども、 今日 やる のは ど 
うで あらう かと 云 ふ 衆議院の 意見に 對 しての 政府の 
同意の點、並に尙ほ詳細に苴りまして說明があつた 
のであります、 尙ほ此 歳入の 見積り 方であります が 
或は 歳 人に 付て は樂® と悲觀 と 云 ふこと に 付ての 問 
題が 出た のであります、 兎角 其の 歳入の 見積り 方が 
何時も 少ない 爲に 、それで 毎年 多額の 剩餘 金を 生ず 
るので ある、 七 年度の 豫算の 如き も 或は 左樣な 見 積 
り 方では ないか、 豫算の 編成 方が K しくない と 云 ふ 
やうな 豫算 委員 fr に 於け る 如き 質問に S しては、 政 
府 として li 是は 御尤もでは あるけれ ども、 政府は 確 
實なる 所の 基礎に 依つて 計算した ので あるから， 多 
少 の剩餘 金の 殘る 場合 も あるたら うけれ ども， 左樣 
な 確實な ものに、 求める ほか 仕方がない、 斯樣な 御 
答 辯が あつたので あります、 それから 增税は する が 
併ながら 歲入歳 出の 方から 見ても、 隨分 事業の 繰延 
ベ 等 C0 爲に餘 る 金 も 多から う、 斯樣 な 疑の 在る點 を 
考 ■したなら ば、 七 年度の 役算 編成に 際して は、 今 
度の 國防费 位は 出 やしまい か、 さう すれば％ 税の必 
要 もなから うと S ふ 御 is 論 も ありました* 之に 對し 
ては、 成程 剰 餘金も 相 當に也 る 積り では ある、 又 政 
府に 於ても 節減の 道を 大分 圖つた が、 十分 圖らな い 

ので、 已むを 得ず 斯糅な 祖稅 の途に 出た ので あると 

云 ふ 答 辯であつた のであります、 それから 又 歳 人に 

對し ては、 現今に 對し てけ 現今は 好い 狀况 であるが 

併ながら 斯樣な る狀况 •か 將來長 く © かう と It 思 はれ 

ない、 さう すれば 又 歳入に 多少 缺陷の 生ずる 場合に 

は、 他日 又咐稅 をす る 必要は ないかと 云 ふ 御 質問 も 

ありました、 尙ほ稅 制 整理と 云 ふ ものは 時局の 終末 

まで 延ばす と 云 ふこと であつ たが、 税制 整理に 付て _ 

は 將來又 同じ やうな ものを 出す ので あるか、 又 他に 

何 か 税制 整理に 付て 考撖 する かと 云 ふ 御 質問 も あり 

ました、 それに 對しま して li 政府は 税制 整理 (i 時局 

後に する 扨り であるが、 併し 其 叫 合に 於て 果して 現 


今 出した 如 ? 所の 税制 整理 案と 同じ ものを 出す か、 
或は 他に 何 か 考慮を 廻らす かと 云 ふことは 今日 明か 
に 申す ことは 出來 ぬけれ ども、 併し 他日 さう 云 ふ 場 
合が あつた 時分には 十分に 考 嵐 をす ると 云 ふこと で 
ありました* 即ち 先般 出まして 衆議院に 於て 否決し 
た 如き ものを 全部 出す か、 或は 他の ものを 出す か • 
又は 罷め るか どうかと 云 ふこと に 付て は* 今日 明言 
は 出来ぬ と 云 ふこと でありました、 尙ほ 此の 税制 整 
理の ことに 付きまして は、 税制 整理の 意味， 其 他に 
付て 質問 應 答が あつたので あります、 それから 又官 
吏增 俸の 質問が 出まして、 是は 臨時 事件 豫備 費の 中 
からして、 官吏の 手當 を增す やうな ことがあります 
ので、 此增 俸と 云 ふこと に 付て は 思 ひ 切つ ての 增傣 
もない やう だが、 それは どう 云 ふもん だと 云 ふ 質問 
が あつて、 それ 答 辯が あつたので あります、 先 
づ大體 の W 問は 之に 止めて 置きます、 是 ょり 谷 案に 
移りまして の 質問の 二 三を 申 上げます、 此の 酒造 税 
法の 改正 法律案、 是は 衆議院に 於て 修正が ありまし 
て、 政府 も 認めた のであります、 此の 衆議院の 修正 
の 理由は、 簡單に 申します ると、 燒酎 並に 味淋 に對 
して 增稅の 率が 多す きる •それ故に 此含む 所の 酒精 
分の 度合に 應 じて 權衡を 保つて、 課稅 する やうに 改 
めた のであります、 又 濁酒の 税率 も 高い と 云 ふので 
衆議院では 下げた、 之を 政府が 同意され たので あり 
ます* 尙ほ此 外に 淸 酒に 關 しまして 貯藏の 減量を 認 
めた と 云 i. ことであります" それから 又 酒類の 製造 
免許 石 數の制 限を 上す と 云 ふこと が ありました、 是 
が 酒造 税法 中 改正 法律の 修正の 點 並に 改正の 點 であ 
ります、 是に對 しては 條 文に 對 する 御 質問 も ありま 
したが， 此 詳細は 省略し やうと 考へ ます、 是は 別に 
詳細に 申 上げる ことは ない と 思 ひます が、 八條二 項 
と 五條の 改正に 付て 質問が ありました >  それから 酒 
精 及 酒精 含有 飲料 稅法中 改正 法律案 及 麥酒說 法屮改 
正 法律案 •是は 酒造税 の 改正に 伴ふ榴 衡上の 改正で 
ありまして、 別に 是に 付て は 何等 質問 もな し •政府 
委員 も それ 以上 說明 もなかつ たのであります、 此次 
は 所得税 法 中 改正 法律案で あります、 是は 可な り 御 
質問 も ありました が、 主な ことに 止めて 置かう と 思 
ひます、 此所得 税法 中改芷 法律案は 御链 ぜら るる 如 
く、 是は 大體稅 率の 引上げでありまして、 約 11 割の 
引上げに なつた のであります、 而 して 111 種の 所得の 
課税の 最低 額を 上げまして、 是まで 四百 圓で あつた 


のを 五百圓 にした £ であります、 山林 所得の 改正. 
是は 能く 法律と 命令との 矛盾で あると 云 ふやうな 事 

柄が あつて、 E 々爭議 が 起り ましたので、 それに 付 

て 法律を 改めた のであります るが、 併ながら 山林の 
所得と 云 ふ ものは 主に 伐採が 目的で ある、 强ひて 政 

府の 修正の 如くに する には 及ぶまい、 又 政府 も 山林 

所得と 云 ふ ものは 材木に あると 云 ふ以 L は、 强ひて 
衆議院の 修正を 拒まない ので、 即ち 現行法に 戾つた 
のであります、 それから 尙ほ 納期の 改正が 此 法文に 
現れた のであります、 是に對 して 質 間が 出ました が 
最も 多く 質問の ございました のは、 法人と 俩 人と 課 

税率の 相違の 點に 付て、 委員ょり 同樣 或は 類似の 質 

問が 出ました のであります、 是は個 八と 法人と 課 SS 

率が 如何にも 違つ て 居つ て、 甚だ 是は 困る ではない 
か、 ど^' か 之を 緩和す る 方法は あるまい か、 又 第三 
種 即ち 個 八の 税率を もう 少し 下げる やうな 考は ない 
かどう かと 云 ふやうな 御 質問で ありました が、 是に 
對 しては 考盧を して 見やう、 併し 第三 種の 率を 減ず 
ると 云 ふことは 今日 別に 明言は m 來ぬこ とで ある、 
詰り 政府に 於き ましても 個人と 法人との 税率の ffl 違 
は 認められて 居ります けれども、 委員の 質問の 如く 
に •それを 今日 どうし やう、 斯うし やうと 云 ふやう 
な 考の 返事は なかつ たのであります、 それからして 
又 能く 質問の 出ました のは、 此 個人の 組織を 合資 合 
名に 致し* 又 それを 株式 會社 にす ると 云 ふやうな 風 I 

にして、 體の い、 脫稅の 方法を 肽 る 者が 多い、 法律 
の 上から 申しましても* 株式 會社に 課け る税が 一番 
廉 いのであります から、 種々 な 場合、 種々 な 時に、 
補々 な 口實を 設けて 變形 する 者が 多い、 ど 5 も是は 
脫税に 近い ものであるから、 是はど うか 取締る 方法 
はない かと 云 ふ 御 質 間も屢 々出ました のであります 
此御 質問に 付て は 政府に 於ても 餘程 前に 斯樣な こと 
を 取調べ、 法案の 提出を した ことがある •か、 それは 
衆議院で 否決に なつた、 併ながら 現今 尙ほ 左樣な 弊 
害は 隨分 認められる ことで あるし 又 諸君の 氣付も あ 
る ことで あるから、 是は考 へて 見やう、 併ながら 其 
立法に 付て は 之を 次の 議會に 出す と 云 ふことの 明言 
は 出来ぬ が、 Itfc 點に 於て 脫税の 方法に 對 する 肢締に 
付て は 十分の 考趙も 致し、 尙ほ又 之を 注意して 見や 
う と 云 ふこと でありました 1 それから 尙ほ 所得税の 
肢 方に 付ての 質問 も ありました、 是 は 前の 所得 稅法 
では 個 入から E つた ものであります、 今日では 個人 

七 五 
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と 法人と 分けて 居ります •か、 前には 個人から 挖て联 
つた ものであるが、 さう 云 ふやうな 從來の 方法 vV 又 
考へて 見たら どうか、 父 家族 即ち 未成年者の 數に應 
じて、 多少 所得税を 斟酌す る やうな 立法 も外國 にあ 
るが、 是 等も考 へて 見た かどう か、 又 納税 期の 指定 
がどう も 法律の 納期ょり 兎角 早くして 闲る 、斯ん な 
こと 1- 氣を付 けて K ひたい、 又將來 納期の 改正は な 
いかどう か、 是 は 納期を 中旬から 下旬まで 繰 下げ ま 
したに 付て、 それ ほ 又 之を 元と に 戾すや うな ことは 
ないかと 云 ふやうな 質 間で ありました、 是に 付ても 
常 局 者は 其 委員の 質問を 謝し、 同時に 又 さう 云 ふ委 
員の 質問の 如く、 全體に 付て は考厳 をして 見た こと 
けない が、 i/F ながら 其 質問に 對して 一應 攻究 もして 
見やう、 又 調 S もして 見やう と 云 ふこと であり まし 

た、 尙ほ 細々 しいの (f. 大分 ございました が、 是は速 

記 錄に讁 りまして 省略いた します、 併し 又 一二 申し 

ますれば、 所得 稅の％ 加す る 場合に 附加税 も增す こ 

とに なつて 居る、 隨分 今日は 最 極度まで も 附加税 が 

增 して 居る やうで ある、 是 は 元 來 附加稅 には 制限が 

あるので あるが 兎角 制限 以上と 云 ふやうな 風に なつ 

て 闲るが 是 は どうす ると 云 ふ 御 質問 も ありました が 

是は 附加税 に 付て は 制限 外の 課税と 云 ふ ものは 成る 

ベく 許さぬ 事に して 居る、 他に 增稅に 付ての 制限に 

付て は考 へて 居らぬ けれども、 十分 注意す る、 即ち 

呀税 に付き 附加税 を 掛けぬ と 云 ふことは 伺つ たので 

ありませ ぬが、 十分 注意して 見やう と 云 ふ 御 返事で 

あつたので あります、 それから 尙ほ此 二種 …… 一種 

二 種 三種と あります 二 種であります が" 此內 社债の 

利子が 千分の 三十 公值の 利子 千分の 二 十と 二つに 分 

けて 思り ます、 此中 には 勸槳 銀行® エ 銀行 等の 社價 

が あつて 千分の 三十に なつて 居る、 地方債が 千分の 

二十と して あるが、 斯樣な 事は 如何で あるか、！ f 穏 

當では ないか 特殊の 公債の 利子 同_に 見て 同樣 にす 

る考 はない か、 即ち 千分の 111 十の ものを 千分の 二十 

にしたら どう だと 云 ふ 御 質問 も ありました が、 是は 

成程 さう 云 ふことは 御尤もで あるけれ ども、 ソ此 類似 

の 債券に 向つ て憨々 それを すると 云 ふ榻 合には、 隨 

つて 範園 も盟 くなる ので、 さう 云 ふこと も仕惡 い、 

併ながら 御 質問の やうな 所の值 券に 對して は •裏面 

より 十分な 便宜を 與へて 居る ので あるから して、 是 

は考 へて ほ 見る けれども 、矢張り 千分の 三十に して 

歷 くのは 巳む を 得ぬ と 云 ふこと でありました、 所泻 


段の 方は 其 位に して H きます、 今度の 委員 會に 於き 
まして、 殊に 質問の 多かつた のは® 時 利得 段で あり 
ます、 故に 委員長 は 其方 1- 付きまして 少しく 詳細に 
申 上げ やうと 思 ひます、 !-' t f MK 時利煜 税と云 ふ もの li 
御 致 ぜられ る 如くに、 所得税 法を 根據と 致しまして. 

其 所得の 決定の 金額に te つて 利得 税を 課する ことに 
なつて 居ります、 尙ほ此 他に 船舶 鑛 山の® 却に 依る 
個人の 利得に も 課け るので あります、 それから 此法 
案には 大分 詳しく 算定の 方法に 付ての 規定が ありま 
す、 個人と 法人との 相違の ® i も 認めて 居ります，. 尙 
ほ此 法案に 付きまして は 大分 條項は 多う ございます 
けれども、 能く 翫味 いたして 見る と、 要するに 稅の 
計算に 侯つ ことが 大分 多い のであります、 衆議院に 
於て 一字の 修正を 致しまして、 「所得 金額 三千 圓」 

の 「所」 と 云 ふ 字を 「利」 と 云 ふ 字に 改めました、 
是だ けの 修正であります •それで 法文に 付ての 御 質 
問 も ありました. か、 就中 此 税法が 行 はれます る 時に 
際しての 効果、 即ち どう 云 ふ 風に 利得税 が 課る か、 
どう 云 ふ 風に 計算す るか、 其 影響が 大きいで はない 
か、 と 云 ふやうな、 主に 計算 上に 付ての 緻密な 質問 
が ありました のであります ■■先ず 初めに 大體 質問の 
Ml を 申 上げます ると、 利得 額は 政府の 見積りは 分 
つて 居る が、 若 L 是が多 く 取れた 場合には どうす る 
のか、 其と きには それは 或は 一般 會計へ 使 ふの か、 
剩餘 金に する のかと 云 ふやうな 御 質問が ありました 
が、 それ - Ti さう 云 ^ 場合には 政府は 決して 他には 使 
はない >& 算に 借入金 何千 萬 IW と あるけれ ども、 此 
の 借入金を せぬ ことにして 使 ふこと にす る、 勿論 臨 
時事 件の みに 使つ て、 他には 使は ぬと S ふ 御 答 辯で 
ありました、 其利煜 税の 見® る ことが 少いや うで あ 

る、 是は 如何で あるか、 之に 對 しては 政府は 例の 如 

くにい つも 基礎を 確實な ものに 取る ので ある、 確實 

なる 基礎に 依つ て ©) 出す ので あるから して、 多少 其 

少ない やうな 觀が あるけれ ども、 是は 一時の 現象に 

於け る 所の 算盤を 取つ たり、 又 臨時に 取れる 所の算 

盤を 取つ たので ほ 甚だ 宜しくない から、 多少 さう 云 

ふことは 考 魔 する けれども、 又 計算の 基礎を 確實に 

する 311 に、 確かな ものから 來て 居る から 多少 見 積 額 

の 相違は あらう、 けれど 4 決して 是は 世間で 言は れ 

る やうな ことは ない と 云 ふこと でありました、 それ 

からして 又斯樣 な 御 質問 も あ® ました、 此七 年度よ 

り 利得 税 を御収 りになる が、 斯樣な 税額 位の ものは 


何とか 歳入の 方を 調 iai したなら ば 出 やうと 思 ふが ど 
うで あらう か、 又 ift の 中の 變 調の 場合には 矢張り 预 
算な どを 編む 時分に も 多少 さう 云 ふこと を 顧谳 して 
平時の 計算を 見る も 宜しい が、 先づは 變 調の 場合を 
も 基礎と したら K から 5、 現に 所得税な どの 計 3J を 
見る と •政府は 普通の 場合 も硪 時の 場合 も！ g はずに 
矢張り 死んだ 算盤で 計算して 居る、 是は 甚だ ®: しく 
ない •多少 時勢に 應じた 計算を したな れぱ 、決して 
今度の 如き 利得 說の 提案はなくて も 相當な 收入は あ 
らうと 思 ふが どうで あらう、 之 C' 對 し て も 矢張り 理 
窟 ほ 御尤もで あるけれ ども、 矢張り 確實な る豫萁 を 
作る には 確實な 基礎が 必要で あつて、 多少 變調な 場 
合を 考慮す る けれども、 先づ據 る 所は 平年 度の 平均 
計算に 據 るよ 〇 仕方 •かないと 云 ふ 御 返事で ありまし 
た、 それから 最も 注意すべき 現象 >-. 致しまして 質問 
の あつたの ! t 計算の ことであります、 是は御 承知の 
通りに、 日本 工業 俱樂 部が 一方に 於き まして、 俱樂 
部に 於て 蒐集した る 所の 材料に 依つ て 計算いた しま 
した 所が、 是が 政府の 見 積 高と 非常な ！ 1 隔が ある. 
殆ど 比較され ぬ 位な 兩極 端の數 になつ て 居る、 是が 
大分 參考 材料を 議員に 配 ばられ た 結果、 議員に 於て 
も 調査せられ、 如何にも 筘 盤の 桁が 違 ふでは ないか 
此 工業 俱樂 部の 計算は どう 見て 居る かと 云 ふこと で 
ありました、 政府は 其點に 付て は考鬧 せられまして 
エ業惧 樂 部の 材料を 取られまして、 十分に 計算され 
たのであります、 政府の 見る 所では 工業 俱樂 部の 計 
算と云 ふのは 大分 誤りが ある、 即ち 計算の 方法に 付 
ては 誤 1! は 認めぬ けれども、 會 社に 付いて 利得 税額 
を 算定す る 方法に 誤りが ある， 又 資本の 算定， 所得 
額の 算定に も 誤謬が ある， 大正 六 年度の 所得 額の 算 
定 にも 誤 謂が ある •是れ は 重 もな ことを 申 上げ まし 
たが 之れ に 付いて 尙ほ 例を 取られまして、 最も 周密 
に說 明され たのであります、 是れは 私 ほ 御 取次す る 
の ほ敢 て辭せ ませぬ が、 非常に 長くな ります から 要 
點だ けを 申 上げて 置きます、 耍丁 るに 工業 俱樂 部の 
計算は 根抵に 於て 誤つて 居る と 認める、 (i かの 數字 
上の 勘定に 見ても 誤りが ある、 又は それを 以つて 金 
般を 類推す ると 云 ふこと も 亦 誤りで 極めて 危險で あ 
ると 云 ふやうな ことであります、 其の 勞は認 める け 
れ ども、 研究の 資料と しては どうも 十分に 信賴 すべ 
からざる ものであると 云 ふこと でありました、 是れ 
は 尙ほ 諸君の 御 質問が あれば 私は 詳密に 御 答して 差 


_  七 六 

支 ありませ ぬ、 尙ほ 大分 細かな {s n lilj が ありました 
が、 其 〇 中 m もな ものを； 二 四 中 上け ます、 第一 個人 
の 利得 税の率 2 割合 It 利得 金 〇 百 分の 十五と あつて 
法人 (3: 百 分の 二十、 是 n li 所得税に 較べる と 全然 反 
對 して 居る、 是れは どう 云 ふこと であるかと 云 ふ 御 
質問で ありました、 それに 付いて (t 是れは 俩人の 均 
合に 於いて ±r 資本の 祀加 と S ふこと 1.. 對 T る 所得 
額 〇 控除を 法令に 規定して ない、 而も 偶人は lr 本 以 
外に 自分の 勞力を 以て 利得す る ことがあ 〇、 又 所 fy 
の 上に 於て C 經费で 以て 控除し 雖 いもの •か ある、 又 
斯様な 場合は 大分 法人の «J 合と 違 ふから、 旁々 斟酌 
を 加へ たので あると 云 ふやうな ことで ありました、 
それからして 法文の： ;/ r: 條二項 三號の ことであります 
が、 之に 付ての 御 K 间が ありました、 是は诹 時の ! 5 
本％ 加の 場合に、 11 時 前の 利益の 步合を 以て ^ 定し 
たる 利得 額を 平時の 所得 額と 霜 做す、 それが e に 其 
結果と して IE 税等が 起る ことは ないかと 云 ふ、 詰 〇 
五條の 二 項 三號の 適用に 付ての 御 ft 問が あつたので 
あります、 是れ ほ 數多の 委員 諸君ょり 色々 な n} 合を 
以 つて 御 質問が あつたので あります、 それに fj- いて 
は當 局は 斯樣に 言 ふて 居られます、 先づ普 通此锊 社 
の 利得は 平時の 利 廻りは 一割 位と 見て K る、 併な が 
ら 偶には 二 割 三 割の 會社も あらう と 思 ふ •さう 云 ふ 
利益 S 多い 傚 社が 資本を frii! 時に 於て％ 加す る、 斯樑 
な ir 社で あるから 戰時 にも 利益が あらう と 思 ふ、 併 
し 其 場合に* 若し 此 法律に 規定され た 條 項がない 場 
合には 非常な 不當な る 利得 税を拂 ふやう になる、 そ 
れで此 規定を 設けた ので ある、 是は 〇 當なる 規定で 
あつて、 脫税沄 々と 云 ふやうな 說が あるけれ ども‘ 
是は會 社 ほ 皆咐 資する と 云ふ譯 ではない， 平時の 利 
廻りの® い 者が 脫稅の 爲に增 資を すると 云 ふ ものは 
あるまい、 會 社の 內袢 如何に 依つ て％ 資と云 ふこと 
が 起る ので あるから、 無暗に％ K 々々と 云 ふて 起る 
ものでは ないだら う， 多少 二三の 大會祉 等に 付て 偶 
然脫税 と 云 ふやうな 計算が 起る けれども、 是は偶 然 
であつ て、 大 體 に 付て 見ます れば 、此 規定と 云 ふ も 
のは 決し r 脫税を 獎 » する ものでは ない と 云 ふやう 
な 意味で ありました* それから 附則の 规定で ありま 
す， 此 附則の 規定の 施行 期日の 件であります、 是は 
大分 質問が あつたので あります、 即ち 曆 年度と 事業 
年度と 一致し ない 爲に 、甲に あつて は 相當な 課税が 
あり、 乙には 非常に 不相當 なる 所の 課税が 起つ て、 


り: 帝 回 十 a 第 


課 税の 不公平々 起す やうになる が、 是はど う 云 ふ も 
ので あるかと 云 ふ 御 質問で ありました、 即ち 或 愈 社 
に 依ります ると、 ■年度と 事業年度と 一致せ ざる 爲 
に、 即ち 六 年で 頭を 出し、 七 年後 即ち 假 に 平和 克復 
になる 場合 •か 起ろ と 致します と、 其と きにまで 尻尾 
を 出す、 即 t, 或會 社は I 月から 十二月までの もの も 
あり、 或會 社は 前年に 遡つ て税を 取られ、 又 後年 度 
に / I'. て Is られろ と 云 ふこと になる、 例を 以て 言 ひま 
すると、 十二 筒 月の もの も あれば、 中には 11 年 位は 
取られる やうな こと も あるので あります、 之に 付て 
の 御 W 問が ありました、 けれども ，是は 政府の 答 辯 
を 以て 見ます ると •會 社の 事 築 年度と 云 ふ ものは 先 
不可分の ものである、 即ち 法人の 利益の 計算は 事業 
年度の 終に 於て 之を ft 算せ ねばならぬ ので ある、 途 

屮で以 て 之を 中 ill する ことは 如何で あらう か、 所得 

税を 掛ける 場合に 於ても、 亦此會 社の 決 3? 後に 掛け 

るので あつて •前に！！ ると 云 ふことは 必ずしも 無理 

でない •但し 後の 年の 方に 足の 出る と 云 ふことは， 

是 It lJ ii 斯 R5 な 心 削を 持つ て 居る ので ある、 即ち 商 

人な どは 機 ® -C あるから 平和 克復で あると 云 ふやう 

な ことが 分ります 、そうすると 自分の 方の 利益の 爲 

1,-. 其 事業年度を 延ばす 事 •か ある、 さう 云 ふ 事から し 

て 脫稅が 或 It 起る 事 も あるで あらう と 思 ふ、 其 場合 

は 利得 税を収 れな い、 巳む々 得ず 是は 先き に 延ばす 

ことにした ので ある、 是は已 むを ^ ない 結果で ある 

と 云 ふやうな 事でありまして、 それからして 此衆戬 

院の改 正にな りました 所の 「所得 金 三千 圓 J を 「利 

坶金三千冏」としたと云ふことであるが*是は此三 

千 [ID と - ii ふ ものは 一趙 どう 云 ふ 根據に 依つて やつた 

ものである かと 云 ふ 御 ? 7 問で ありました •此 所得 金 

三千 [nl は ど 5 も 如何にも 酷で あると 云 ふので •是 に 

利得に sg へた、 それから 三千 e と 云 ふ 標维は 是は政 

府に 於て は 所得 a を 納めろ 者は 日本に 何人 あるかと 

. •ムふ ことを 見、 又 所得 額の 分賦 1- 付ても 研究を した 

其 結果 三千 圓 位の 所 W 金の 者 li 光 づ中流 以上の 者で 

あると 云 ふ 推定を 以て， 此三 千圆と 一 K ふこと を 採つ 

たので ある、 別に 其 他に It 意味は ない と 云 ふこと で 

あ 〇 ました、 それからして* もう | つは 莰® 、朝鮮 

等の 破 民 地に 對 しては ill gi する かど 5 かと 云 ふ御贤 

間で あ 0ました、是は衆费院に於ては臺聲、朝鮮等 

の疝民 地に 於け る 所の 法人に も 掛ける と 云 ふやう に 

聞いて 居る が、 是 はどうで あるか、 政府に 於て は 元 


來殖民 地は 掛けぬ 積 〇 であつ たので ある、 併ながら 
衆議院で 左樣な 議論が ある •此 事は 決して 不當で も 
ない と 思 ふので あるから、 毫爾 、朝鮮 等に も 課税す 
ると 云 ふこと が 起る であらう …； 課税す る 積り であ 
ると 云 ふこと でありました， 其 他 細 ま 細 ましい 御 質 
問 も 大分 ございました が、 是は 省略いた し -* す、 最 
後に 谷 案の 決定に 付いて 申 上げます、 酒造 税法 中改 
正 法律案、 酒精 及洒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案、 
麥酒税 法 中 改正 法律案、 此三 案に 付て は 別に 御 異議 
もな く 可決いた したので あります、 所得税 法 中 改正 
法律案 も 可決に なりました が、 唯 一員の 希菌が 出 ま 
した、 それは 是も 能く 御 質問が 數多出 たこと であり 
ましたが、 株式 會社 にして 內 {谷が 合資 或は 合 名會社 
と 同じ やうな ものが ある、 此取締 に 付て どうぞ 政府 
に 於て 何とか 提案を されたい と 云 ふ 御 希望で ありま 
す、 詰り 體の い、 脫稅を する 者を 防ぐ と 云 ふこと に 
付て、 政府の 相當の 提案を して 欲しい と 云 ふ 御 希 ! 1 
であります、 是は 一員の 希望であります、 それから 
戰時 利得 f« 法案に 移つ て 申 上げます、 で 一員の 御 質 
問には 此法 案に 付て は 政府より 十分なる 說明も あり 
又 我々 の 質間に對して御答辯を得たが、如何に致し 
て も 二 三の 點に 付いて は 了解し 11 い 所が ある •例へ 
て 申せば、 此腿時 中 資本增 減の 會 社と、 然ら ざる も 
のとに 對して 負 ® の； 个權衡 な ことがある やうに 思 ふ 
又 法律 施行 後 資本咐 加に 依つ. て脫稅 の 魔な きにし も 
あらず、 又 事 ^ 年度と 曆 年と 一致せ る ものと 一致せ 
ざる ものとの 課税に 不權衡 が ある やうに 思 ふ、 どう 
も隨分 他に も あるか も 知れぬ が、 此二點 は 殊に 目立 
つ 故に 修正を 加へ たいと 思 ふので ある、 併ながら 果 
して 此 修正を 加へ て 之が 成案に なれば 宜しい が、 或 

は 是が爲 に 政局の 安定を 亂すや うな 車を 心配せ んで 

もない、 又 一方に 於て は 時局 切迫の 事情な きにし も 

あらず であるから 、随分 不觔： 小 完を 認める 所は ある 

けれども、 此點 を考 へて 同恝 する 積り である •で 此 

點 に 付いて 政府の 意見を 11 きたい、 併な •から 修正の 

考と云 ふ ものは 棄 てるのでは ない と 云 ふ 確固たる 質 

問で ありま L た. それに 付て 常 局 大臣に 於ても 能く 

其 B を 了戒 せられて、 此戰 時の 時の 增資の 場合， 又 

硪 時に 起った 0- 社の 場合の 課税の 不糊衡 ，又 1® 年度 

と琪菜 年度と 一致せ ざる 0 に 課稅の 不公平が あると 

云 ふこと に 付て は、 常 局 者は 初め U 左様に 考へて 居 

らな かつた が、 段々 御 話を 承は つて a ると、 是に付 


ては 理窟が ある や 5 に 思 ふ、 lit 點に 付て は 尙ほ 一層 
十分 研究 調査を 致して、 相當の 改正を 加へ て、 近き 
將來 _會 に 提出す る 積り である 斯樣な 言明を 得た の 
で、 一員は 非常に 滿 足せられ て、 それなら ば 自分は 
此案に 付て は 原案を 維持す る、 併な •から 玆に 全會一 
致の 希 翠的決 議を 致したい ので ある、 それで 一の 希 
阐 的 決議を 申された のであります、 それは 斯樣で あ 
りました 「戰時 利得 税法 案を 拖査す るに 不備 不完の 
廉あ りと 思考す る も 今や 切迫せ る 時局に 鑑み 之を 協 
赞す 政府は 深く 此點 に付き 研究 調査を 遂け 近く 相當 
の 時期に 於て 更に 改正を 加へ られん こと々 望む」 も 
う 二？ I 申 上げます 

〔再 ひ 文案を 朗讀 す〕 

之に 付きまして 一員から 質問が ありました、 不備 不 
完 と 仰つ しやる が、 それは 唯今 例に 述べられた 二箇 
條 •たけで あるか、 それに 對せら れ まして、 いや、 さ 
うでない、 自分は 此二點 に 付て 殊に 氣付 いたが、 他 
にも あるか も 知れぬ、 又 ありと すれば 無論 改正を 希 
望す るので ある、 之に 依りまして 委員 會に 於？ まし 
ては、 此希望 的 決議に 付きて は 全 會 一致 賛成で あり 
ました •即ち 政府は 次の 時に 於て 改正案を 出す と 云 
ふことの 言明を 得た ので、 全會 一致を 以て 此案を 認 
めた のであります、 終りに 臨みまして 尙ほ 一員の 希 
望を 申 上げて 置きます •それは 法人は 大正 八 年後 利 
得 稅を經 費と して 控除す ろ •か、 個人には 斯様な こと 
はない、 如何にも 税率に 違 ひが あり、 又是は 取扱 上 
已むを 得ぬ ことで あると 思 ふけれ ども、 甚だ： 个糊衡 
である、 此點は 注意して 貰 ひたい、 又 能く 地方に 於 
ては 收税官 吏の 苛 歛誅 求は®々 聞く ことで ある、 此 
點に 付て は どうぞ 當局は 訓示を して 貰 ひたい、 是は 
一員の 希望であります、 之に 對し て當局 大臣は 其 意 
を 了承せられ まして， 將來 注意す ると 云 ふこと であ 
りました、 斯樣な 次第で •こざいまして 此案は 通過い 
たした のであります、 先づ 大體 不完全ながら 之を 以 
て 報告は 終ります •何卒 諸君に 於 かれましても 委員 
長の 報吿に 御 賛成 あらむ ことを 希留 いたします」 

〇 議長 C 公 辟 德川家 達 君〕 先き に ss i< は 唯今 委員長 
の 報吿せ られ ました 第二ょり 第 六までの 法案を 一つ 
一つ 問題に 供し ますと 申 述べました が、 御異讓 がな 
ければ 第二ょ 〇 第五までの 法案は 一括して 問題に 供 
します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〔男爵 武 井守 正君發 言の 許 BJ を 求む〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 武 并男酹 は 第 六では あ 〇 
ませぬ か。 

〇 男爵 武 井守 正 君 はい。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  第 六は 問題に なつて 居り 
ませぬ。 

0 男爵 武 井守 正 君 束ねて 問題に 供され たのでは ご 
ざい ませぬ か。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 第一 一から 第五までと 申述 
ベた 積り でございます：…. 第二ょり 第五までの 法案 
の 第二 if 會を開 くべ しとす る 諸君の 起立を 1 i ひます 
起立涝  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 男爵 中 川 興 長 £}■ 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
シ 望みます。 

0 男爵 高木 兼寬君 賛成。 

0_長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 中 川 ^ 爵の 動議に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君 d 御 異議ない と 認めます。 
0® 長 (公爵 德川家 達 君) 第一 一讀會 を 開きます、 全 
部を 問題に 供し ます …… 全部 原案に 同意の 諸君の 起 
立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 ® ( と 認めます。 

0 男爵 中 川 興 長 君 直ちに 第三® fr を 開かれむ こと 
を 望みます。 

0 男爵 高木 兼 寬君寶 成。 

〇謅長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第 ill 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德 川 家 達 君〕 御 異議な h と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第三 if! 會を 開きます、 第 
二 1?! 會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公 1^ 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇讅 長 (公爵 德川家 達 君〕 次に 問題に 供し ますのは 
第 六の 法案，® 時 利得 税法 案、 武井 男爵は .…： 

0 男 K 武井 守 TE 君 之に 付て 少しく 意見が あります 
0 議長 C 公 13 德川家 達 君) 意見を 御 述べになる、 宜 
しう ございます、 武并 男爵。 

〔男爵 武 井守 正 君 演壇に 登る〕 

ヒ 匕 
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啜時利得稅法案第二沿宵第三泊贫 
〇 男 辟武 井守 正 君 is 時 利得 投 に付きまして IX 本 a 
(£ 大に® 成す る 者であります るの みならす、 ® る 希 
望を する ものであります、 抑々 船 鉛 ^ 理 令と ® 時 利 
得 82 なる もの ほ隄 局の 間もなく 列國で は 皆 之を 施行 
して 居ります のに、 獨り 我が 帝國 のみ 施行せられ ま 
せなん だので ございます， 昨年に 至つて 船舶 管理 令 
が 出ます る、 此の度 戰時 利得 税が 出ました ので ござ 
いますが、 此の 案が 出ました に付きまして は 本 負は 
頗る 期 侍して 居つ たこと であります から、 喜ん* たの 
でございます、 然るに 其の 案を 一 ® いたしまして ® 1 
る 您愕 をした ので ご ざ います、 抑々 此の 利煜税 なる 
ものは 此の 時局に 對 しまして 國防充 .M の 11 には 最も 
好い 課稅と ffl ふので ございます、 之を 課税す るに 付 
きまして は 天下 誰も 與論の なき ことで あら 5 と 信じ 

ます、 信じます けれども、 此の 本案を 見まして は、 

奈何せ む 1 課税 法が 頗る 不公平で あるので ございま 

す、 不公平に 渉ります るから， 抨業界 では 頗る やか 

ましい、 又 我が 同僚 間に も 議論が 紛々 と あるので ご 

ざいます、 それに 對し ましては 政府が 辯 明 書の 如き 

もの ^ 我々 に 御 配 01 i なりました、 御 配りに なり ま 

した けれども、 總て 理論に 馳 せて 一向 辯 明に なつて 

居らぬ と 私は 考へ るので ございます、 元 •計數 のこ 

とで ございます から、 3¢ 盤から 出ます る ことで ござ 

いますから、 理窟で 以て ご 1- かす . *こ まかす と 申 

したのは 甚だ 失言で ございます、 左 _な 汚ない こと 

を 申す ので ございませぬ 、是は 取消します 計數 のこ 

とを 識論や 理窟で 論され ました 所が、 決して 誰も 感 

服す る もので なから ぅと 存じます、 今 其 不公平なる 

ことを 實 例を！ ■げて 申します れば 、忽ち 氷 ® され ま 

す ことで ございます けれども、 數 字を 申出し まして 

は 頗る 諄々 しくなります から* それは 省きまして 申 

上げ ませぬ、 申 上げ ませず とも 當局に 於て 4 萬々 御 

承知で ある こ、 と 存じます、 御 承知では ご ざいます 

けれども、 一旦 提案せられ ましたので ございます か 

ら 、强 ひて 說を 付けて 無理に も此 儘に 通過を させた 

いと 御 [la りになる ので あらぅ と 存じます が、 地を 換 

へて 考へ ますと、 決して それ も 御 無理と {i 存じ ませ 

ぬ、 尤も 五條の 如きは 算盤 上から 出ます ので、 ちょ 

つと 分りに くう ございます けれども、 附則の 如きは 

例へ ぱ本 年中に 終局す る ものと 救し ましたなら ば 一 

箇年 だけを 出す もの、 一箇年 半を 出す もの、 將た二 

筒 年分を 出す ものと なりまして、 是れは 三尺の童子 


強 埒國 I'T? 證券 法 中 改正 法律案 第一 ml の 泣 
でも 不公平な りと 申す であらう と 存じます、 恒久 段 
であります れば 、即ち 所得 稅の 如きは 初の 期に 於て 
負擔に 差等を 生じます けれども •其 不公平の 程度' か 
輕うご ざいます から、 餘〇や かまし くは ございませ 
ぬ、 此戰時 利得 8i の 如き 一時 fg にありまして は 不公 
平の 程度が 極めて m •うご ざいます から、 人の 折 合は 
ぬの も 其 筈で あると 私 (i 考へ るので •こざいます、 几 
そ 政治を されます る 上に 於き まして 何が 一番 慈い か 
と 申します ると、 不公平 位 民心を 損 ふ もの li ない と 
私は 考へ ます、 玆に 於て 本員は 政府 今後の 威信 上に 
甚 •た S B?. する もので •こざいます、 併ながら 唯今 委負 
長の 御 報告に なりました 通りの 理由に 依りまして、 
大跡 '大臣の 言明に 信賴 いたしまして、 委員 會に 於け 
る 私は 率先 賛成した ので ございます、 皆さん も 蓋し 
私 同様な 御考で 居. b せられる 方々 が 多い と 存じます 
から、 私 同_の 意味に 於て 本案に 御 賛成 あらむ 事を 
希 留いた します。 

0 議長 公爵 德川家 達 君〕 他に 御發言 もない と 認め 
ますから 採決を 決します、 本案の 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る諸哲 の 起立を 請 ひます。 

起立 者多數 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
を希菌 いたします。 

0 男爵 高木 兼 寬君 賛成 U 

0議長(公谢德川家達君〕直ちに第二 |1 會を開くべ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 直ちに 第三 11 會を 開かれむ こと 

を 圍みま丁。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 d だ f 早う で ざいます。 

0_長( 公爵 德川家 達 君) 第二 W! 會を 開きます、 全 

部を 問題に 供し ます …… 全部 原案に 同意の 諸君の 起 

立を 請 ひます。 

起立 者多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 男爵 中 川 興 長 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 

を 希望いた します。 

0 男爵 高木® 寬君 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 讀會を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 


〔「 異葯な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0蓊長(公 13 德川家達君)御異謅ないと認めます。 
〇 議長 (公的 德川家 達 君) 第三 ia e- を 開きます、 第 
二 la 會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蓊長 (公爵 德川家 達 君：！ 御異黐 ない と 謎め ま T。 
0 議長 (公 K 德川家 達 君〕 日程 第 七 ■臨時 國庫設 券 
法 中 改正 法律案 ■政府 提出、 衆議院 送付， 第て K 會 
の緵>委員揭報吿 

臨時 國庫誇 券 法 中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 平賴爵 
貴族院 諝長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯 B 松 平賴壽 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 松 平賴壽 君臨 時國庫 證券 法 中 改正 法律案の 
委員 會の 經過夂 結果を 御 報 i!f いたします、 此 改正 法 
律 案の 趣意に 付きまして 政府 委員の 說 明いた しまし 
た 所を 一應御 話を 申 上げます、 此 法律案 改正の 趣旨 
と云ふものは輸川爲替資金の疎通を圖り、又聯合與 
國に對 する® m 軍需品 代金 決濟の 便に 致します 爲に 
前 特別 議會に 提出いた して 發行 最高 額 二 億 圓 として 
議會の 協賛を 經た もので ございます るが、 然る 所 今 
日旣に 二 億圓は 發 行いた しまして、 尙ほ 今日の 有樣 
で 參りま すれば I 此上 更に 三億圓 を％ 加を しな けれ 
ぱ總て の 運用に 差 K へる と 云 ふ 所から 此三億 圓と云 
ふ ものを％ すと 云 ふ 改正 法律案で ございます さぅ で 
あります、 それで 此二 億圓は 主として 輸出 軍需品 代 
金 決 濟の便 に 致します 方法を 設けて 參 りまして •爲 
替 資金の 疎通を 圖 ります 方には 廻り 切らなかつた の 
でありまして、 此爲替 資金の 方は 他の 會 計の 方面を 
處理 して 參つた のであります が， 此 度のは 他の 方面 
の 力では 足りな くな りまして、 迚も それでは 及び ま 
せぬ、 それの みならず、 £1 つ 軍需品 代金 決 濟の 方に 
も 甚だ 力を 添へ て、 兩方 から 之を 運用したい 爲に三 
億 圓と云 ふ ものを 發行 する ので あると 云 ふこと であ 
ります、. 又此三 億 圓と云 ふ ものを、 何故 三 億 圓と云 
ふ 標準を 立てた かと 申します ると、 それは ® 字 的に 
必ず 三億圓 出る と 云 ふ 風で 致した のでな くして、 現 
在 軍需品の 代金 決濟 の狀况 並に 國際 貸借の 關係 上、 
爲替 資金の 疎通を 圖 るに 大凡 此位 S 資金を 備へ たな 


_  七 八 

ら ;±- 宜から 5 と 云 ふ 方針を 以ち まして、 大 SS -J 於て 
三值圆にした次第であると云ふ御說明でございます 
それ ■ 、  ： (4J 案の 中に も、 哦 『第二 眭屮 「二值 0 
」 ヲ |.五隐 11 」--改ム』と云ふだけ 0 ことでございま 
すので、 政府 s fi lt それだけ 0 説明で ございました 
委員 會に 於き まして 大分 H lliJ も ございました が、 K 
問の 主なる ものを 二三 申 上げて K きます‘ 其 中で 前 
に發行いたしました所の二 {8 0と云ふものはどう云 
ふ ものに 使つ たかと 云 ふ 御 W 間が ございました、 是 
は 政府 委 « 0 説明に依〇ますと、旅阀大藏證券、即 
ち 日本で 12 行し ました 所の S E1 大藏證 券 to 方に gi 用 
を 致して 參 りまして、 露 ^ 大藏 13 券を 日本で 保有い 
たして 居 〇ます所の高と云ふものは二值五百茁圆程 
あるの ださう であります、 又 民間に も 多少あります 
が、 民間の 方は 極く 少なう ございまして、 三 萬 九 千 
圓ば かり 民間に  <5 ると 云 ふこと でございます、 そ U 
から 又 聯合與 國に對 し i して 軍锯 品の 代金 未決 濟 G 
額は どの位 あるかと 云 ふ 御 H 問 も ございました が、 
是は 政府 委 員の說明に氓〇ますればまだ一似九千® 
圓 •即ち 官民 合せて 一億 九 千® 四 位 あると 云 ふこと 
でございます、 又 御 質問の 中に 今の 現在 CK 阈の政 
府 を正當 の與國 と 科 做す か 如何と 云 ふ 御® 問が ござ 
いました が、 是は 政府と しては 今の 政府は 今 何とも 
言 ふことは /H 來な いけれ ども、 前の 「レ ニン」 政府， 
其 前の 政府は 正當 S 與國と 看做し. て、 總ての ことを 
'取扱つ て 居る と 云 ふやうな 御說 明で ございました が 
其 外い ろ < 御說 明が ございました けれども、 それ 
は 總て 速記 錄で御 承知になる ことと 存じまして、 玆 
に 御 報告は 省きます です、 唯 委員 會の經 過 及 結果を 
申 上げて a きます 委員 會に 於き まして (-£ 別段 B 問 だ 
けて、 討議 も ありませ ずして •全； 會一 致を 以て 之を 
可決いた しました から、 右 御 報吿を 致します。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本案 S 第二 譖會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を i BPJ ひます。 

起立 者多數 

〇識長 (公爵 德川家 達 君：} 過半 數と 認めます。 

0 伯爵 松平賴 W 君 直ちに 第二 鼦會を 開かれむ こと 
を . 

〇 男爵 高木 兼 寬君 賛成。 

0 伯 前 柳 原義 光 君 賛成。 

0 議長 (公 樹德川 家 達 君〕 直ちに 第二 讀會を 開く と 
云 ふ 動議に 御 異存は ございませぬ か" 
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一 X 異議な し」 と 呼ぶ 者 あり〕 

0 議長 (公爵嬙.川家達君〕御異議はないと認めます 
0 議長 (公 W 德川家 達 君) 直ちに 第二 19 會を 開き ま 
す、 原 彩に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長 C 公 辟 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 伯 擗 松 平賴證 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を ：… 

0 男 辟 高木 兼 H 君 賛成。 

0 小 野 田 元 il 君替 成。 

〇該 長 (公 K 德川家 達 君： •直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「界 m なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公邸 德川家 達 君) 直ちに 第三 讀會を 開き ま 

す、 第二 Is 會の決 議 通りで 御 異議 ございませぬ か。 

〔「異 13 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異蕺な しと 認めます。 

0 議長 (公 Iff 德川家 達 君〕 日程 第 八、 遠洋漁業 奬勵 

法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 

の續、委貝長報吿。 

遠洋漁業 獎 g 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものと なりと 1? 決せり 依て 及 報吿候 

也 

大正 七 年 二月 二 十八 日 

右 特別委 員 長 

伯 Inf 松 浦 厚 

贵族院 熟 長 公 辟 德川家 達 殿 

〔伯膊 松 浦 ra 君 演壇に 登る〕 

0 伯 ! 3 松 浦 成 fr 唯今ょり 遠洋 漁 菜 獎励法 中 改正 法 

钳 案の 特別委 w fr に 於き まして 討 謎いた した 事を 玆 

に 御铅 1*;- いたします、 此委員 會は兩 度に 亘り まして 

會涵を 開きました が、 此問 題は 殊に 此 時局に 取り ま 

しては 大切な ことでありまして， 最も 樞耍な ことと 

考 へます、 御 承知 も あらせら るる iffi o に、 此法 律 13: 

大正 九 年の 三月に 施行 期限が 終了いた すので ござい 

まして、 做 か餘す 所は 二 面 年餘〇 でございますから 

之を 此儘® 松す るには、 時勢に 晒 じまして 法律案を 

改正し なければ ならぬ 必要が ある、 幸に 今日の 機 e 

に 於き まして、 此時勢 に 於て S も必耍 な® を 改めて 

更に 此の 法律案を 繼絨 したいと 云 ふ 政府の 提案で ご 

ざいます、 時勢は 益々 天然の 55F 源を 開 發す るのを 急 


務と 感じて 居る 次第でありまして、 又 遠洋漁業 方法 
も 段々 と 進步發 達を 來 しまして •其 施行 期限を 延長 
いたしまして* 又獎勵 金の咁 加と 云 ふ もの も 又 必要 
な 場合に 立 至つた ので •こざいます、 左樣な つて 參 n 
ぱ自然 此 目的を 達し 得る ことになるので ございます 
即ち 此 改正 法律案は 時勢の 要求に 膘じ まして 提出 さ 
れたる 所の ものでありまして、 此 期間を 尙ほ是 から 
十五 年繼續 いたしまして、 奬勵 金を 五 割增 加す ると 
云 ふこと になり まして、 即ち 今の 二十 萬圓を 三十 萬 
圓に殖 やすと 云 ふこと になり まして、 其 內容は 唯今 
申す 通りに 相當の 改正を 加へ て， 時勢の 進 運に 伴 ふ 
やうに 致したい と 云 ふこと でありました、 其 改正の 
要點は 唯今までの 所は 御 承知 も あらせら るる 通りに 
一般の 漁業に 付て 奬呦 をされ たこと であります けれ 
ども、 今日は 多くは 一般の 漁業 獎勵と 云 ふ ものは 步 
を 進めた 次第で ございます から、 特別の ものの 奬 _ 
をな すと 云 ふこと が此 案の 骨 髓と考 へる ので ありま 
す、 それで 今日まで 今 漁民の 直接に 從 事して 居らぬ 
やうなる ものに 付て 此の 獎勵 をしたい と 云 ふこと で 
あります が、 先づ 一例を 擧げて 見れば， 即ち 漁船は 
流し網と か、 延網 とか、 或は 卷網ど か、 斯の如 きも 
の li 今日まで 多く 遠洋漁業に 行 はれて 居らな かつた 
期の 如き 新 漁業の @1] 始を 企！ 一したい と 云 ふの が 一つ 
であります、 又 漁 換物の 處 理法 lr. 付て ほ 今日まで や 
つて 居りました が、 十分に 是が 行屆 いて 居らぬ こと 
であります から、 其の 改善を 計りたい と 云 ふこと で 
あります、 例へ ば 今日 -i では 氷 船と 云 ふ ものが あり 
ました けれども、 十分に 鞏固な ものを 以つて 遠洋に 
運ぶ こと li なかつ たのであります、 今日斯 やうな も 
の も ® 施して、 又鹽に 於いて 魚な ぞを 貯藏 する こと 

が 十分に 進步 して 居なかつた が、 其の 方 も 十分に 力 

を 入れて やりたい と 云 ふこと で、 合せて® 入の 盛な 

る ことを 獎勵す る考で あります、 而して 海外の 漁業 

の 利益 發 述 を 計ら 5 とする のが 此の 案の 精神で あり 

ます、 其方 法と 致しまして は 如何で あるかと 申せば 

御 承知 も あらせら る、 通り、 本邦の 漁業の 中堅と 云 

ふ ものは 即ち 小船 漁業 •小さな 船で 漁を 致す ので あ 

〇 ます、 是が 即ち 今日までの 本邦の 漁業の 中堅と 申 

す ものであります •か、 如何せん や 其 漁船の 製造が 不 

十分で あつた 爲に 、十分に 發 達して 居らぬ 譯でご •さ 

いました、 付きまして は 此の擗 造 方法を 改良して 獎 

拗して 參つ たら 十分に 此漁菜 が 發途 する であら 5、 


付きまして は 毎年 凡そ 百隻ぱ かりの 改良 漁船を 造つ 
て、 十五 年に 至つ て此 目的の 全部を 達し 得る ことに 
なると 云 ふ 事であります、 第二は 大船 漁業、 此大船 
漁業は 諸君 も 御存知の 通り、 大な る會 社に 依つ て 組 
織され たもので あります から、 即ち 漁 幽を以 て やつ 
て 居る のであります から、 隨分 資本 も澤 山あります 
から、 强 ひて 之を 政府から 獎勵 せ 1.% れる爲 に 資金を 
投ずる 必要 もない かも 知れ ませぬ' か、 中には 企業者 
の 間に 遠洋漁業に 疑惧 心を 以て 恐れを 懐いて 居る 者 
も澤山 ある、 左樣で あります から、 それを 除く 爲に 
其 疑惧 心を 去らせる S に 一 ir 種類の 違つた ものを 
二 三 隻づ 、毎年 製造いた して、 さう して 補助 的に 且 
つ獎勵 的に 進めて 參つた ならば、 此 大船 }® 業 も發達 
する だら うと 云 ふ 事であります、 是も 十五 年此 こと 
に 付て 奬勵 して 行つ たなら ば、 見込が 立つ* たらう と 
云 ふ 事であります， 第三は 新規の 漁具、 新 漁法を 試 
み、 又 漁獲物 處 理法 •運搬、 及 其 販路を 研究す る 事 
並に 新しい 漁場、 それに 出漁せ ん とする. 漁業、 斯の 
如き 特殊なる 漁業を 奬_ したいと 云 ふ 事、 第 四は 海 
外の 出漁 者の 利益 增 進を 目的と 致しまして、 公益 法 
人に 對 して， 即ち 此漁人 團と云 ふ ものが ありまして 
少數 、多數 の團體 があります、 斯の 如き ものを 指す 
のであります、 海外に 參つて 居る 者の 其發 達を 計ら 
ん とする の ® 旨であります、 例へ ぱ 今日 即ち 露領の 
水產 組合と 云 ふの があります が、 即ち 斯の 如き 性質 
の ものを 申す のであります、 大體是 は此 度の 獎勵法 
の 改正の 趣旨であります が、 此 委員 會に於 きまして 
二三の 委員で 熟 心に 此 問題に 付て は 注意が ありまし 
て、 政府 姿 員に 質 間が 數多 ございました •其 中の. 一 
二 眼目と なる 點を玆 に 申 上げます が、 其 l ii tt 遠洋 
漁業と 云 ふ ものは 一體 政府に 於て は 南方の 方を 主に 
獎勵す るので あるか、 北方を® に 獎勵 する 積り であ 
るかと 云 ふ 質問で ありました、 之に 付て ii 政府 委員 
の 詳細なる 答 辯が ありました が、 無論 南方の 方 も is 
みぬでは ない、 旣に 今日 も 南に 於て は 一は 新 嘉坡， 
一は 上海、 其方 面に 於ても 此漁業 組合の 根據 地が あ 
ります が、 又 南米の 方面に も 手を 伸したい と 云ふ考 
一 •か あるけれ ども、 政府の 今日の 希望と しては 多く 北 
方の 漁業に 手を 伸して、 進步發 達を 計りたい と考へ 
る、 如何と なれば， lit 北方は 漁業に 於け る 所の 金庫 
寶 庫と も 云 ふべき 場所で、 又 多く 開發 すべき 所を 開 
發 して 居ない のであります から、 1st 時局の 際に 於て 


大に 之を 開發 したなら ば •即ち 我國 の大な る 財源を 
來す 事に ならぅ と 思 ふので. あります、 今 申 上げます 
る 通りの 地方、 即ち 露領 沿海州、 ォホ ック 海、 露領 
沿岸の 漁撈であります、 其方に 力を 注ぎたい と 云 ふ 
ことが 即ち 政府 委員の 答 辯で ありました、 皆 是に付 
ては 其 意を 諒 された のであります、 其 次の 質問は 是 
は 現今の 歐 洲戰爭 の 戰况は 時局に 關聯 いたして、 さ 
ぅして 「トロ ール」 船を 驅逐 艦の 代 勺に 代用して 居 
る •斯の 如き 問題から 起り ました 質 間であります が 
今日 政府に 於 かれて は 此歐羅 巴 谷 國に實 際 用 ひられ 
て 居る 所の 「トロ ー ル」 船を •日本 1-. 於ても 今後 若し 
や 時局の 紛糾を 来す 上に 用 ひる 場合が ありは せぬ か 
其 場合に 於て は 今日 大に 「トロ ー ル」 船の 構造を 持 
たしめ て 「トロ  — ル」 船の 使用を 發達せ しめて 置いた 
なら ぱ 、之に 對する 臨機の 利益を 得る ことにな 〇 は 
せぬ かと 云 ふこと も* こざいました、 之に 付て は 政府 
當局若 も 賛成の 意を 表された のであります けれども 
御 承知の 通りに 此 「トロ  — ル」 船と 云 ふ ものは 先年 
來艇 々奬® せられた 結果、 大に 「トロ  — ル」 船の 利 
益は 分りました けれども、 其 「トロー ル」 船を 餘り 
用 ひ 過ぎた 爲に 、各地の 漁民 問に 紛擾を 来し、 其 g 
に 弊害を 來し 、遂に 是を 制限せ ねばならぬ と 云 ふこ 
とに 際會 いたしまして •此戰 時 前は 凡そ 百 四 五十 艘 
の 「トロ ー ル」 船が ありました けれども •今 G は 制 
限數が 七十 隻 にして、 現在 日本に 存在す るは 漸く 六 
十五 隻に 上らぬ と 云 ふこと であります、 今日此 「卜 
口  — ル」 船が 如何に 時局に 必要が あると 考へて も、 
多く 構造し、 獎励 すると 云 ふことは 聊か 政府の 方針 
と 矛盾す る點も あると 云 ふ 懸念 も ある、 又 一方から 
見ます と、 是に對 する 獎励 金は 唯今 申 上げる 通りに 
漸く 五 割 袍三 十萬圓 の奬勵 金では、 迚も 大な る奬励 
を 鼓吹す ると 云 ふことは む づか しいと 云 ふ 懸念 も あ 
ります、 併ながら 政府 當局に 於 かれまして 此委 負か 
らの 質問 並に 希望と 云 ふこと に 付て 能く 受けら n ま 
して、 且つ 海軍省 遞信 省と も 此方 r. は 共同一致 農 商 
務に 諮られまして、 一は 軍事に 對する 防禦 船と もな 
るし 一は 漁獲 上の 利益を 計り、 H. つ® 利を 計る 方に 
も 十分に 計り、 又遞信 省の 方の 船舶に 對する 取締 上 
差茭な い 所の 範圍の 船 S〆 造る と 云 ふ 事は 三省に 於て 
話が付き まして、 出来る限り 委員の 希望を 容れ 、且 
つ國 K の： 个 利益と ならぬ やうに 又國 防に 成る たけ 利 
益を 擧げ得 る やうに して， 此三 方面に 對 する 遺憾な 
七 九 
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からしむ る やぅに したいと 云 ふこと を 明白に 答 辯が 
ありました、 之に 付 ? まして 中には 餘程 胰密 に ; >3 す 
る 劻も •こざいます から、 細かな S は 申 上げ ませぬ、 
先づ此 浼菜 法改正 法 fli 案 中の 骨 隨とな る 豳は 是でご 
ざいました から、 此問 題は 唯今まで 申 上げます 通り 
に、 時局 上に 付 きまして大切なる問 || 、又國の富を 
殖やす に 大切な 問題で ございます が ， 0. つ 一括して 
見 - r すれば H ( r KI n f なる 間 題で ございます るから、 
此 W 度の符 涟 に 於き まして、 全會 一致 是を 可決いた 
し 1: した 次第であります、 尙ほ此 席に 於き ましても 
唯今 申します る やぅに 極く 明瞭に して 簡單な る 法律 
案で ございます から、 諮 0 を 省略して、 直ちに 御：？ 
決 あらむ ことを 希 菌い たします。 

0 伯 脬奥平 昌恭君 讀會 省略に f? 成。 

〇伯辟 吉并 幸藏君 •資 成。 

0 子爵 西 大路 吉 光君譖 命 省略に 賛成。 

0 男爵 肝 付 兼行 君 if 會省 略に S 成。 

0 男 辟內 田正敏 君 ^ 會 省略に 賛成。 

〇伯擗 柳 原義 光 君赞 成。 

〇 男爵 III 內長 人君 赞 成。 

〇 平 山 成 信 君 賛成。 

Oi 帝 EI:I 通 文 君 燹成 U 

0 鈴 木摁 兵衞 君寶成 。 

〇 田 島 竹 之 助 君 f? 成。 

〔 3¢ 他 「荇 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公 W 德川家 達 君〕 松 平 伯爵の 讀會の 順序を 

省略す ると 云 ふ 動議に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます 

起立 者  多數 

〇 議長 (公骷 德川家 達 君) 三分 G 二 以上と 認めます 

原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 謎 長 (公 槪德川 家 達 君〕 御 異籙な いと 認めます。 

0 議長 (公 辟 徳川家 達 君) 日程 第 九、 軍用 H 励 車 補 

助 法案、 政府 提出， 衆議院 探 付、 第一 1® 會の續 、委 

員 長 報告。 

軍用 自動車 補助 法案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り® て 及 報告 候 也 

大正 七 年 三月 二日 

右 特別 委員長 

伯爵 川 村 鐵太郞 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔子爵！ 一口 誠康君 演壇に 登る〕 


〇子辟熥口誠康君委負長の川村伯爵が今日は御缺 
席で ございます 〇 から、 軍用 a 動 車 補助 法案 委員 合 
の轾過 並に 結果を 本員ょり 御 報 牛：： いたします， 本案 
ほ 先日 常 議場に 於き まして 陸軍 大 氓の 御說 明の あり 
ました 如く •自励 車、 自励 貨車を 三 噸 級と 四噸 級と 
二つに 定めまして、 是を 民間に 使用せ しむる 事と L 
て、 有事の 日に 徵用 すると 云 ふ 趣旨であります、 是 
に關 しては 陸軍に あつて は 制 式の 常に 進步 いたし ま 
する 今日に 於て、 新陳代謝と 云 ふ 所の 利益が ござい 
ます、 又此 自動車を 軍用に 用 ひます ると、 馬の. 不足 
を 補 ふと 云 ふ 利益 も ございまして •時勢に 最も 適應 
したる 法案で ございます、 而して 其 質問 應 答の 要旨 
の 重 もなる ものを 一二 綜合して 申 上げます ると、 三 
噸級 或は 四噸 級と 定めた のは、 四 ® 級は 其 積載量が 
一噸 半、 三噸 級は 一噸 、是は 陸軍に 於て 戰時 ，例へ 
ば 滿湘 地方に 用 ひる 場合には 成るべく 大型の ものを 
用 ひる 方が 利益であります けれども、 日本の 內 地に 
あつて 之を 用 ひる ことが 道路の 關係 上出来ない ので 
ございます、 或は 四噸級 も 場合に 依つ て 或る 地點は 
支障が あるかと 思 ひます* 併ながら 餘り又 小さな 三 
噸級 以下の ものを 用 ひます ると 陸軍に 於て は 誠に 不 
利益で ある、 總て の點に 使用者に 不利益で ある、 故 
に先づ 四噸級 或は 三噸 級と 二つに 決めた _ であり ま 
す、 勿論 此決 める に 付て は 實 際の 試驗 もやつて 見て 
極く都合が宜い成輯である、經費の點に付て申上げ 
ますと ffi かに 四 萬 餘圓 しか 豫算 には 計上して ない、 
兎に角 本年は どう 云 ふ 見込になる かやつ て 見 -b と 云 
ふだけ の經 費で ある， 来年 度からは 總ての 狀 况に應 
じて 漸次 殖やして 行く 見込で ある、 而して 陸軍に あ 
〇 ては 此 自動車を どれ だけ 御 入用が あるかと 云 ふ 事 

に付きまして は、 大凡 三千 五 百臺ぱ かり 要る、 併な 

がら 此多數 の 自動車を 民間から 一時に 求める と 云 ふ 

ことは 難いから、 兎に角 此 法案が 施行され て" 漸次 

先 づ約 半數の 千 七百臺 を 此 法案に 依つ て 得る 見込で 

ある、 併し 其 千 七百臺 もなか <此 法案に 依つ て 直 

ぐと ii ると 云 ふ 事は 難いから 漸次 出 來焊る だけ 速 か 

に倶た い、 金の 勘定から 先づ內 部で 決めて 居 6 のは 

大凡 二 十 箇年位 か、 る だら うと 云 ふやうな 御 話で ご 

ざい ま L た、 次には 一豪の 價格 のこと を 申 上け ます 

ると、 米國で 造ります ると 大凡 五 千 圓 位で 出来る、 

內地で は 色々 製作の 關係上 七千圓 位を 要する、 現今 

陸軍に 在つ ては 陸軍 部內で 造ります る 所の 自動車の 


ffii が 大凡 七 千 圓餘 りか、 つて 居る けれども 、仲し 又 
16 次 進んだなら ぱ此以 內 でも 出来る、 それ故に 内外 
の …； 即ち 外國で 製作いた しました のと， さ て 
內地で 製作いた しました 所の 其 差額の 二 千 [y を、 之 
を 製造 補助金と した 譯で ある、 尙ほ 之を 使用 T る 上 
に 付て は 馬車と 比較して 見る と、 馬車ょりも どうし 
て も 高く 付く 其の 高く 付く 計 ®: は 大凡 二 千 五 百圓內 
外* 自動車を 使へ ば 損が 行く と 云 ふ 勘定になる から 
使用者には 瞬 買 補助金と して 先 づ千圓 やる、 其 上 五 
箇 年に 割 宛て 三百 圓を 年々 維持 補助金と して 補助す 
る ことにな つて 居る、 次には 此保 護 自動車を 外國人 
に對 して 擔保に 供す ると 云 ふ 事が ある •か、 若しも 負 
.* の 爲に差 押を された 時分に どうなる かと iK ふ 事に 
對しましては、第八條の法規に 0:- つて「主務大臣ハ 
軍用/ 爲 何時 u テモ 保 II 自励 車ヲ收 用 或 ハ 使用 スル 
コトヲ煜」と云ふ條文に依つて之を徴用す 6 と言は 
れ ました、 併ながら 戰時は 兎も角も、 平時に 於き ま 
しては 是は餘 程 手心を 要する 事で、 無論 其 事に fd て 
は 注意を する、 此 司法 權 のこと、、 さう L て 徵發の 
事の 關係 に付きまして は 吾々 素人は 能く 分り ませぬ 
が、 殊に 此點に 付きまして は 河 村_三 郎君が 委員長 
の 許可を 得て、 さう して 皙問 をされ ましたから、 特 
に 申 上げて 置きます、 其 他に 種々 の 質問 も ございま 
した けれども、 一々 申 上げ ませぬ、 兎に角 此 法案は 
日本に 於き まして 初めて 出来た 法案で ございまして 
委員 會に 於き ましても 最も 愼重審 議を 遂げまして、 
箇條 が少い にも拘らず 、锊議 も 二回まで 開きました 
次第で ございます、 尙ほ 衆議院の 修正には 政府 も 反 
對を しないと 云 ふ 御意 見で ございました、 右樣の 次 
第； 」 ございます 故に、 採決の 場合に 於き ましてに 何 
等の 異議なく、 全會 一致 衆議院の 修正 通り 可決に な 
つた 次第で ございます、 尙ほ或 翳 員ょりは 希 li が 出 
まして， 此處に 御 報 吿に附 加へ て 置きます、 其 希望 
は此 法案は 獎 il s 先づ 門戶を 開いた と 云 ふが 如き も 
ので ある、 併ながら 民間 .H 励 車の 製造 能力 も 甚だ 幼 
稚で あるから、 或は 適當 だら うと 思 ふ、 併し 今日歐 
洲 並に 近 鄰の諸 國に對 しまして は ffi だ 緩漫な 法案と 
思へ る、 故に 好き 方法を 見出す 場合には 速に 改正 さ 
れて 欲しい と 云 ふ 希望で ございました、 も 一つは 此 
法案 中には 命令と か 或 It 規定と か 云 ふ ものを 以て 自 
動 車の 構造 或は 能力を 決める と 云 ふこと が ある、 是 
は 民間に 於て は 陸軍より より 以上の 發明 を爲す 場合 
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も ある と 考へ られ る、 それ故に 其 進步を 防げない 程 
度に 於て 規定を 決めて 欲しい と 云 ふ a 味 c 希® で ご 
ざいました 是等 〇 箝 s に 對しま しては 常 局莕は 能く 
了承いた されました 次第. V ございます 、右 2C 報 is- を 
終ります。 

〇靆長 (公 胳德川 家 達 君〕 別に 御 發 E3 もない と考へ 
ますから採決を致します、本案の第二笟0を開<べ 
しとす る 諸君の 起立を 1.5 ひます。 

起立 者  多 sa 

〇錢長 c 公 ra 漶川家 速 君) 過半数と 認めます。 
〇子财 _ tl 誠 康君 E ちに 第二 i 30 を 開から むこと 
を . 

0 男 耽 石黑忠 K tr 抒 成。 

〇 謎娱〇 <ム擗 德川家 達嵙) 直ちに 第二 蒴© を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「 码讅な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 c 八， (爵锻 川 家 達 君： >  御與 識な いと 認めます。 
o KS Ji (： 公 |-; ‘：而玉 達 君〕 第二 讀會を 開きます'  全 
部， >. 問題に 供し ます、 全部 原案に 御異蓊 ございませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 0 公 K 德川家 達 君〕 御與識 ない と 認めます。 
0 子 ® ® 口 誠康君 直ちに 第三 諕锊を 開かれむ こと 
を . 

〇 男爵 高木 兼 KI 君 ? S 成。 

0_ 長 (公 W 德川家 達 君： 一直ち に 第三 讁锊を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異存ない と 認めます。 
o_ 長 (公 防 德川家 達 君〕 第三 S3 會を開 きます、 第 
二 讀會の 決 誘 通り 1- 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇 議長 C 公勝 德川家 達 君) 御 異存ない と 認めます。 
0 議長 (公 Kf 德川家 達 君〕 日程 第 十、 大正 五 年 法钳 
第 四號屮 改正 法律案、 政府 提出、 衆 讖院绘 付、 第一 
詞會 の la 、 姿 員 長 報告。 

大正 五 年 法 津第 四號中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 讖決せ り 依て 及 報吿候 也 
大正 七 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 平賴壽 
貴族院 il 長 公爵 徳川家 達 fc- 


院族 贵锷蓀 3： 帝冋十 K 第 


〔伯 K 松 平賴 壽 君演增 に 登る〕 

〇 伯爵 松 平®® ? 5- 是 ょり 大正 五 年 法律 第 四 號屮改 
正 法 組 案の 委員 會の經 過 及 結果を 御 報吿 いたします 
此法律 案は 今 現在 第一 分科 會に 於き まして 豫算に 計 
上に なりまして、 豫算 と關聯 して 居ります る 問題で 
あります ので、 豫 S の 方の 委員の 抑 4： を 見まして 此 
委員 會を 開きました 次第で ございます、 で 此大體 の 
政府に 於き ましての 說 明を 一 膘申上 げま する が、 此 
法律は 大正 三年 臨時 事件の 經费支 辨に關 する 法律で 
ございまして* •今まで 此臨 時事 件に 關す る經 S に充 
てて 居ります 所の 財源は、 從來は 特別 會 計に 於き ま 
して、 特別 收入 一般 會計 から 繰 入れました る 金額、 
其 他 特別 會 計に® して 居ります る 所の 資金の 繰 入金 
又 ' 4- 借入金、 公 依 募集 金 等に 財源を 求めて 居り まし 

た 次第で ございます、 又 臨時 事件 豫備费 に付き まし 

ては、 此 阽 時事 件に 伴つ て 這 入つ て參 ります 所の 特 

別收 入と •それから 1SI BI 剩餘 金を 以て 是に 充て、 參 

つた C であります、 然る 所 時局が 段々 長引きます の 

に付きまして、 其 ? 5 用 も 多額に 上 ぼつて 參 り £ して 

從つて 其 財源を 主として 國 庫剰餘 金に 求める と 云 ふ 

ことは、 歳計 上大 層 闲 it であ oi する、 それ故に 此 

改正 法律案を 提出し まして、 此金 額を M やさぅ と 云 

ふ S 味 ださ 5 で •こざいます、 それで 現行， 改正 前に 

は 三千 四百 萬圓 の 借入金、 又は 公 « 募集を 爲す こと 

を W る ことにな つて 居りました のであります のを、 

此度此 蹄® を 捎げ まして、 大正 七 年度の 拽® 編成の 

時に、 臨時 事件 特別 ir 計に® する 所の 財源と 致し ま 

して、 其时 源の、 主として 借入金 及 公 依 幕 集金に 求 

める こと、 又 臨時 事件 稞備费 に付きまして、 其 一部 

を 借入金に 求める ことが 出来る やぅに したいと 云 ふ 

のでありまして、 それで 其 臨時 琪件特 別 ® 計の 内で 

三千 百砟茁 圆と云 ふ 一般 伶 計に 於け ろ 所の 臨時 事件 

祙備 ?5 の 內に二 千百茁 10I VV 借人れ、 又は 公憤 ^ 集に 

求めることに致して、豫鉍を緘成しまして、其結果 

双方 合せます と 五 千 四百 萬圓に なります る、 それ 故 

に 五 千 四百® [S を 前の 三千 四百 萬 11 に 寄せまして、 

即ち 八 千 八 百 ; ffi lB] •即ち 今までの 数が 少し數 字 上に 

於て 減つ て 尻り ますが、 それ (i 榜 入れまして 八 千 八 

百 ffi lfa になる ので あると 云 ふ 御 説明で ございました 

llt ^a fr は 政府 委 n c'J 御設 明を m まして、 二三 御 ？ I 

l:il がご ざいました だけで 別段 大して 御 竹 間 も ありま 

I せず して、 是 は揀 3? に關聯 L て 居ります ものです か 


ら、 豫算の 方と 同步調 を収 るべ く 思 ひました ので、 
其 結果 委員 fr で g を 可決いた しました 次第で あり 
ます、 質問 もたいした 質問 も ありませ ぬが* 少し ば 
かりの 質問は 總て 速記 錄に ございます から 御® を 願 
ふこと に 願って 踵き まして、 唯 だ 委員 會の經 過 及 結 
果を 御報齿 いたして、 是で 終ります。 
o_ 長 (公 辟 徳川家 達 君〕 本案の 第二 讀會 を！ g くべ 
しとす る 諸君の 起立を rA! ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 c 公路 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 伯 K 松 平賴爵 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
を …… 

〇 男 辟屮川 興 長 君 賛成。 

〇 議長 (公 S 德川家 達 君〕 直ちに 第二 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 餺德川 家 達 君) 御異鹩 ない と 認めます。 
〇 議長 (公 擗饴川 家 達 君) 第二 讀會を 開きます 原案 
に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異謭 ない と Ig めます。 
0 伯 H? 松 平 賴裔君 直ちに 第三 if 會を 開かれむ こと 
を …… 

〇 男爵 中 川 興 長 君® 成。 

〇 議長 (公 脬德川 家 達 君〕 直ちに 第 111 讀 會を 開いて 
御 興 存 ございませぬ か。 

〔「異議な し. I と 呼 ふ 者 あり〕  * 

〇 議長 (公 P 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 第三 讀會を 開きます、 第 
二譖 ir の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「興 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0議長 -~\ 公爵德川家達君)御異議ないと認めます。 

〇 議長 (公® 德川家 達 君〕 日程 第 十一、 朝鮮人 官吏 

の 恩給， 退 rf 料 及 ia 族 扶助料 等に 關 する 法律案、 政 

府提出 、第一 諝會 の© •委 負 長 報告。 

朝鮮人 官吏の 恩給、 退隱 料及逍 族 扶助料 等に 關 

する 法律案 

右 可決す へき ものな りと ig 決せり te て 及 報 i*r 候 也 

大正 七 年 彐 月 | 日 

右 特別 委員長 

伯脬溃 閑 寺經房 

ft 族院狨 長 公 防 1I III 家 達 殿 


〔伯爵 淸閑 寺經房 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 淸閑寺 經房君 是 ょり 朝鮮人 官吏の 恩給、 退 
隱料及 遺族扶助 料 等に 關する 法律案の 委員 會の御 報 
吿を 致します* •本 委員 會は二 回 開きまして、 極めて 
鄭重に 群議を 致しました •所が 是は 現行の 法律に 於 
きまして は、 朝鮮人に して B 韓國 政府、 又は 統監 府 
若く ! £ 其 所齠官 栽に 在勤を して 居りました、 間の 期 
間と、 それから 今一つは 明治 四十 三年の 八月に 朝鮮 
が 帝 國に合 併に なりまして、 さう して 朝鮮 總督府 と 
云 ふ ものが 其 時に 設 is- になり ました、 其後總 督府官 
制と 云 ふ ものが 實施 になり ました、 それまでの 期間 
と兩 方は 共に 通算を せぬ と 云 ふこと になつ て 居り ま 
す、 然るに 一方齓 鮮 官吏の 職務は どうで あつたかと 
考へて 見ます ると 朝鮮 統監 府の 指揮 命令の 下に ® い 
て 居りました、 而か も忠實 に 勤めて 居りました から 
其 者に 對 しまして、 我國の 官吏 同樣に 恩給の 恩典に 
浴せ しむる と 云 ふこと 1:: 當然 であらう、 斯う 云 ふ 趣 
意の 下に 此 法案が 提出され たもので ございます、 而 
して 本 法は 第六條 ょり、 御 承知の 通り 成つ て 居り ま 
する が、 第 一條に 於き ましては 此恩典 に 浴し まする 
者の範 圍を 一般に 取 極めました もので、 それから 第 
二條 以下 第 五條に 至ります るまでに、 それ <官 吏 
とか、 或は 學校敎 員 又 (i 巡査 看守と 云 ふ 風に、 其 身 
分々々 に應 じまして 在職 年數を 通算いた しました 所 
の もので ございまして "頗る 此案は 簡镇で ござり ま 
する、 別に ® 員會に 於き ましても 是と云 ふて 質 間 も 
ござり ませぬ でありました が、 玆に 一つ 質問が ござ 
ります るから、 それを 由 上げて 置きます •それは 此 
法文を 見る と 文官の みのこと が 規定され てあつて、 
武官の ことが 規定され てない が" 是はど う 云 ふ もの 
であるかと 云 ふ 質問で ござりました、 それに 對 して 
政府 委員の 答 辯 It 、 武官の ことは 朝鮮 總督府 の 所管 
外で あるから して 能く 分らない が、 是は 仄か 1- 聞く 
所に 依れば、 目下 陸軍省の 方に 於て 詮議 中で あると 
云 ふ 答 辯で ござりました、 それから 今 一 つの 御 竹 問 
は、 今日から 當 時の 事を 考へて 見ます ると、 即ち 韓 
國 政府 若く は 統監 府 時代の ことを 追想いた します る 
と內地 入で 鲸國 政府に 在官 …； 在 ) lai いたし C 居つ た 
者 も ffl 常に あつた ことで あら 5A; 思 ふが、 左様な 者 
•か 若し あつたと すれば、 矢張り 朝鮮 官吏 同樣 に茲に 
規定す る 必要は なから うか、 規定す る 方が 宜くは な 
からう か* 斯う 云 ふ 質問が ございました、 之に 對し 


まして 政府 姿 M は、 唯今の 御尋の 如き ものは 洵に僅 
少で ある、 即ち 內地 人で 其當 時榦國 政府に M はれて 
居つ た 者は 洵に 僅少で ある、 而かも 其 ffi 少なる 者と 
雖も 多くは 大抵 日 末の 官職を 帶ぴ て參つ て 居る もの 
であるか 、然らずんば , H- 職を 罷め まして、 さう して 
個人の 資格 -e 行つ て 居る 者で ある •斯う 云 ふこと で 
ござりました、 而 して 前者 即ち 官職の 儘で 行つ て 居 
る *- は 矢張り 官吏 恩給 法に 依つ て當然 恩給を 支給し 
其 他 遺族扶助 料と 云 ふやうな もの も 支給を される と 
云 ふこと ■になつ て 居ります る、 さう でな くして、 謂 
は ゆる 個人の 資格で 行つ た 者は、 最早 內地に 於き ま 
して 在官 中に 恩給に 掛つ て、 然る 後其官 を 罷めて 個 
人の 資格で 行つ て 居る 者で あるから、 別に 此 中に 規 
定 をして、 朝鮮人の 恩給に 掛る 者と 同樣の 恩典を 與 
へる ことは 要るまい と 云 ふ考 で、 其 中に 加へ なかつ 
た、 斯う 云 ふこと で ござりまして、 委員 會に 於き ま 
しては 大體 右！！ の 質問で ござりました、 別に 討議に 
入 ゎました 所が、 是と 云 ふ 意見 もな くして、 全 烏 一 
致を 以て 此案を 可決いた した 次第で ござります、 此 
段 御報吿 いたします。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 本案の 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひ ます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (公 Kf 德川家 達 君) 過半 數と認 めます。 

〇 伯爵 淸 M 寺經房 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こ 
とを 希 菌い たします。 

0 男爵 高木 兼 II 君 賛成。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 直ちに 第二 諮 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 顗な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公斟德 川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 第二 讀會を 開きます、 全 
部を 問題に 供し ます、 原案に 御 異存 ございませぬ か 
〔「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0_長公爵德川家達 |? 〕御異國ないと認めます。 

0 伯爵 淸閑 寺經敁 君 K ちに 第三 S 會を 開かれむ こ 
とを 希望いた します。 

〇 男爵 屮川興 長 君 资 成。 

o_ 長 (公 财 德川家 達 君〕 直ちに 第三 is 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
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〇謅長 C 公爵 德川家 達 君) 御與 3 .ない と 謀め ます" 
〇 議長 C 公 斿德川 家 達 君： >  第三譖 包を 開きます、 第 
II 讀會 の決漭 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 C 公 ff? 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
次の 議事 日程 (i 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 
是 にて 散 會' 

午前 十 I 時 五十 五分 散會 


II 


〇大正七年三月八日广金曜日〕 

午前 十 時 五分 開議 
諾事 B 程 第 十一 號 
第一 請願 委員長 雜告 
第！  一® i 族院令 中 改正案 (嫩娜 ) 畲議  i 
第三 地 種 i 一更 免租 年期に 關する 法律案 (随隨 

SI J  第—  In 

第 四 裁判所の 設立に 關 する 法律案 (挪挪 織 sa 

付) 第！ 讀—續 ( 11 長) 

第五 大正 — I 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

第 六 市町村 立小學 拉敎員 ® 給國 庫負擔 法案 

( ll i.i 付) 第 5 •の絕 (S 長) 

第 * fc B 眾勸结 銀行 法 中 改正 法® 窠 gi 織 院) 

第一 讀會  , 

第八輕 便錯道 法 中 改正 法律案 (IP 院) 第一 

讀會  彳！ 

第 九 軌道 條例中 改正 法律案 (織 爛院) 第！ 讀 

畲 

第 十三 重縣 名賀鄱 花 垣 村 e 樫に 郵便局 設置の 

讅 願會議 

第 十一 馬路 郵便局に 第 le 専務 開始の 請願 窗 

議 

第 十一 一紀 勢 鉋 道 速成の 諮 願 (文書 表 第 百 二十 

號〕 會 II 

第 十三 紐 勢鐵道 速成の If 願 (文書 表 第 百 五十 

七號〕 窗議 

利根 川 架橋の 讅願會 II 

酒 田 秋 田 間鐵道 速成の 請願 會議 

眞岡輕 便 線 茂 木經由 延長の 讅願會 議 

長 萬 部 輪 西 間鐵疸 敷設の ii 願會議 

0 議長 (公 揃 德川家 達 君〕 是 より 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 


第 十四 

第 十五 

第 十六 

第 十七 


〔岡 PJ 記 官朋 誘〕 

去る 四日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
酒造 税法 中 改正 法律案 
酒精 及 酒精 含有 飲料 稅法中 改正 法律案 
麥酒 税法 中 改正 法律案 
所得 稅法中 改正 法律案 
戰時 利得 税法 案 
臨時 ® 庫 證券 法 中 改正 法律案 
遠洋漁業 奬豳法 中 改正 法律案 
軍 W 自動車 補助 法案 
大正 五 年 法律 第 四號屮 改正 法律案 
同日 本院に 於て BJ 決した る 左の 政府 提出 案は 即日 
之を 衆 蕺院 に -S 付せ り 

朝鮮人 官吏の 恩給 •退 隱料及 遣 族 扶助料 等に 關 
する 法律案 

同日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 する 法律案 
特別委 員會 

委員長  公爵 近衞 文® 君 
副 委負長  服 部 一三 君 
醫師法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  子 I 河 護靈 
副 委員長  男爵 高木 兼寬君 
去る 五日 政府より 左の 譎 案を 提出せ り 
貴族院 令 中 改正案 

一阼 六日 委員長より 左の 報告書を 提出せ り 
市町村 立 小 璺校敎 員 俸給 國庫 負擔 法案 可決 報告 
書 

請願 委負會 特別 報告 第四號 
同日 政府より 左の 法律案を 提出せ り 

市町村 立 小 學校敎 負 退 隱料及 埴 族 扶助料 法中改 

正 法律案 

昨 七日 委員長より 左の 報告書を 提出せ 〇 

大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 案、 豫算 外國 庫の 負 

擔とな るへ き 契約を 爲 すを 要する 件 可決 報告書 

大正 七 年度 备特 別會計 歳入歳出 豫算案 修正 報吿 

書 

臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第一 號) 、大正 七 年度 

歳入歳出 總 SIS 追加 案 (第一 號〕 、豫算 外國庫 

の負擔 となる へき 契約を 爲すを 要する 件 (追 第 


I 號〕 可決 報吿 Itf 
謂 願文 15 表 第 七 回報 吿 S 
同日 衆 諮 院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 
同日 衆議院よ 〇 左. の 法 餌 案を 提出せ 〇 
爆發物 取締 K 則 中 改正 法律案 
鋸 業 法 中 改正 法律案 
農 會法中 改正 法律案 

同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案は 同院に 於て 承諾 
すへ きものと 議決し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 〇 
大正 六 年 勅令 第二 百二號 (承諾を 求む る 件〕 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君： >  是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 日程 第一、 請願 委員長 報吿 、細 川 侯 ST 
〔侯爵 細 川 ii 立 君演擅 に 登る〕 

0 侯爵 細 川 護立 君 前回に 御報吿 いたしました 後、 
即ち 二月の 九日より 三月の 七日まで 委員 會 三回 開 ir 
いたしました、 分科 會は 十五冋 開 IT いたしました， 
請願 文書 表の 報告が 四 回、 請願 委員 會特 別報 吿三囬 
でございます、 請願書の 受領 件數が 百 四十 四 件、 二 
百 九十 一通 •同じく 連署の 人名 數が一 萬 五 千 五 百 五 
名で ございます、 審査の 經過及 結果を 簡單に 申 上げ 
ますれば、 第一 回 報告の 際に 文書 表に 掲載いた しま 
し た 中、 審査 未了の 4 の 七十 三 件、 百 五十八 通 及第 
一回 報吿 後、 請願 文書 表に 掲載 件數百 四十 一件、 二 
百 八十 六 通 •合計いた しまして 二百 十四 件、 四百 七 
十一 通の 中、 院翳 に附 すべし と 議決いた しました も 
のが 十五 件、 十五 通、 院 翳に 附す るを 要せず と閾決 
した ものが 六十 三 件、 九十 三 通、 審査 未了の ものが 
百 三十 六 件、 三百 六十 三 通， 請願 文書 表に搨 載いた 
しませぬ もの 七 件、 十 通であります、 以上は 昨日の 
午後 五 時の 締切であります， 尙ほ請 願書を 御 紹介に 
なります 諸君は 審査の 都合 上、 成る ベ-く 來る 十六 日 
までに 願 ひたいと 思 ひます、 此段申 添へ て 置きます 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第一 r 貴族院 令中改 
正 案、 政府 提出、 fr 議 、諸君に 御 諮りを 致します、 
本日 も 通牒 文の 朗讀を 省略いた したく 存じます、 御 
異 il ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇懿長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〔左の 提出 文 及 議案は 朗 if を經 さる も參 照の 
••ため 玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

貴族院 令 中 改正案 


右 

勅旨 ヲ奉シ ft 族 院 -I 提出 ス 
大正 七 年 三月 五日 

內閣 璁理 大臣 伯 t» 寺內 JH S 
內務 大臣 男 n'f 後跋新 平 
海軍大臣  加 藤 友三郞 
陸軍大臣 ■  大岛陆 一 
外 15 .大晶 5| 本野|郞 
司法大臣 —松室 致 
文部大臣  岡 田 良 平 
遞信 大臣 男 tEf 田 紐 治郎 
農 商務 大臣  仲 小路 販 
大腿 大臣  勝 田 主計 
贵 族 院令中 改正案 
貴族院 令 中 左/通 改正ス 

第 一條 •第 六條 及第 七條中 「谷 府縣 J ヲ 「北海 ii 

各府縣 J  - 一改ム 

第四條 第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

前項 議 負ノ數 ハ 伯爵 二十 人以內 •子 K 及 男 勝 备 
七十 三人 以內 トシ 通常 選舉 毎 — 勅命 ヲ以 テ之ヲ 
指定ス 但シ 谷爵 其ノ總 數ノ 五分 ノーヲ 超過 スへ 
カラス 

前項 ノ總數 ハ翹 員數 指定 ノ際 -I 於 ヶル數 -I 依 ル 
附則 

本 令 ハ 次ノ 通常 選擧 ョリ 之ヲ 施行 ス 
〔政府 委員 有 松英 義嵙演 埴 に 登る〕 

0 政府 委員 C 有 松英義 君〕 貴族院 令 {!■ 憲法 附 15 の 法 
規で ございまして、 是が 改正は 容易に 企つべき もの 
であり ませぬ ことは 申す まで もない ことであります 
去ながら 必要 巳む を 得ざる 場合に 於て 成 部分に 修正 
を 加へ ると 申す こと も 是亦據 所ない ことであります 
貴族院 令は 曾て 一一 回 改正いた され ま L たこと が あり 
まする、 なれ ども 現行の 規定に 於き まして 伯 子 男爵 
互選の 人員の 最高 範圍頗 る 權衡を 得ざる 酿がご ざい 
まする 爲 に、 將來に 於て は 再び 改正は 行 ふべ から ざ 
る ものと、 成るべく 改正を 避くべき ものと 考へ ます 
なれ ども 今回は 此權衡 を 是正す る爲に 改正を 致した 
い、 斯や ぅな 理由に 依つ て 今回 本院に 提出に 相 成〇 
ましたる 次第で ござい 1 す、 尙ほ又 多額納税者 議員 
に付きましても 明治 二十 一一 I 年に 詰 勅が 煥發 いたされ 
まして、 沖繩縣 及 北海道に 於て は 一般 地方 制度を 進 
行す るに 至る までは、 多額 納税 互選 規則を 適用し な 


院族 贵0_ 帝 回 十四 第 


いと 云 ふこと 1.- 仰せ 出されて 居ります ので ございま 
す、 然る 所 北海道に 於ても 亦 沖 11 縣に 於ても 其 後地 
方 制度を 行は れま して、 其 結果 旣に 衆_ 院識 員選擧 
法は 施行に fll 成つ て 思る ので ございます、 衆 is 院議 
員 選 法 も 亦 二十 三年には 多額 納税 議員と 同一に、 
一般 地方 制度を ■行す るまで 延期にな つて 居り まし 
たが、 旣に 衆識院 謖員潠 擧法が 施行に なつて 居り ま 
す 今日であります 故に、 a 族院 に關 係いた しまして 
も、 多額 納税 議員を 選出すべき を 相當と 認めまして 
是亦 改正を 致す 必要が ございます、 それ故に 贵族院 
令 中の 府縣と 申す 上に 北海 51 を 加へ ましたので ござ 
います、 多額納税者 黐 員の 選擧 に付きまして は 尙ほ 
別段な 勅令を 要します ので ございます、 貴族院 令に 
ほ W に 府縣の 文字を 改めます のを 以て 十分な りと 考 

へまして、 其 意味に 於て 起案を 致した ので ございま 

す、 どぅか 十分 御 群 査を遂 げられ まして、 御 協資あ 

らんこと を 筘 Sf いたします U 

0 調 長 (公爵 德川家 達 君〕 此際 諸君に 御 諮りを 致し 

ます、 n 族院令 中 改正案は 第二 十一 囬謅 0、 第二 十 

五 回議 0- に 兩度 提出せられ まして、 其 時には ss 曾の 

順序を 純ました 故に、 今回 も 先例に 依りまして、 左 

棟いた したいと 考へ ます、 御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔 「 -5?- 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇漭長 (公 13 德川家 達 君〕 御 坭 謎ない と GS めます。 

〇與附高木兼宽对本案の委0を十五名と定められ 

んこ とを 希 濯いた します。 

〇與 13 中 川 興 長 君 ■寶 成。 

0 伯爵 奥平昌 恭君燹 成。 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君) 高木 男爵の 励 S? に 御 異存 

•こざい ませぬ か。 

〔「異 部 ■なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇狨長 广公£:德川家達君〕御異詖がないと認めます 

特別委 H の 氏 fi を 界 記宫を L て朗 いいたさせます。 

〔岡 » 記官朗 笟〕 

« 族 院令中 改正案 特別委 員 

公 tl? 德川 鹿久君  侯 13 花 山院親 家君 

伯 辟 柳 原 衣 光 君  男 K 小渾武 雄 君 

子 fff 平 田 ® 肋 君  子财 W 木 信 光 君 

子 fff 酒 井忠亮 君  畀 肘 ' I' 川 興 長 君 

河 村 調 三 郎君  男时南 岩 介 具 威 君 

富 并政章 君  南  弘君 

桑田 熊藏君  田 中 源 太 郎君 


安田 善 三 郎君 


0 議長 (公昭 德川家 達 君〕 日程 第三、 地 種 變更 免租 
年期に 關する 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 
讀會。 

〔左の 绘付 文は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆 
に 載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

地 種 變更免 ffl 年期に 關 する 法 ® 案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 
第五十四條に成〇及绘付候也 
大 正 七 年 三月 二日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
(行間 空な きものは 衆 議 院の 修正 文な り) 
地 種® 更免租 年期-一 關 K ル 法律案 
第 一條 左- i 揭 クル 土地-一 付開艱 ヲ爲シ 又 ハ 開 18 
二等 シキ 勞费ヲ 加へ テ 地；！！： 變換 ヲ爲シ タル トキ 
ハ 地 粗ヲ課 スル-一至 リタ ル 年 3 リニ 十年以 內ノ 
地 稱變： 史免租 年期 ヲ 許可 ス m シ事業 成功 ノ定ア 
ル 土地-一 付 テ ハ 事業 成功 後一 ヲ爲シ 又 ハ 開 II 
-1 等 シキ 勞費ヲ 加へ テ 地目 變換 ヲ爲シ タル 場合 
-1 限 ル 

一 明治 八 年 開拓 使 布 達 第三 號山林 荒蕪地 拂ド 
規則 第二 條ノ 規定-一依 リ地 租ヲ課 セ サル 土 
地 

二 明治 十九 年閣令 第 十六 號 北海道 土地 拂下規 
則 第 十條但 6 K ノ 規定-一 依 リ 地租 ヲ課セ サル 
土地 

三 明治 二 十二 年 法律 第 十八 號- 一依 リ地 租ヲ課 
セサ /I 土地 

四 明治 二十 三年 法钳第 七十 九號屯 田 兵 土地 給 

與規則 第三 條及 第八條 / 規定-一依 リ地 租ヲ 

免除シ タル 土地 

五 明治 三十 年 法律 第二 十六 號 北海道 國有 未開 

地處分 法 第 十八 临ノ 規定-一依 リ地 租ヲ課 セ 

ナル 土地 

六 明治 三十 二 年 法律 第二 十七 號北 海 m H 土人 

保 If 法 第二 條ノ 規定-一依 リ地 租ヲ課 セ サル 

土地 

七 明治 四十 一年 法律 第五 十七號 北海 m 國有未 

開 地 龁分法 第 十九 條ノ 規定-一依 リ地 租ヲ課 

セ サル 土地 


地 種變更 免租 年期 間 二 至リ 地味 成熟 二 至 ラサル 
モノ-一 付 テ ハ更二 年期 ノ 延長 ヲ 許可 スル n トヲ 
得 m シ通シ テ 三十 五 年 ヲ超ユ ル コト ヲ得ス 
第二 條地 種變更 免租 年期 又 ハ 其ノ 延長 ノ許可 ヲ 
受ヶム トス ル 者 ハ 政府 •一 申請 K ヘシ 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
本 法 ハ 本 法 施行 前旣 -1 地租 ヲ課ス ヘキ 土地 トナ y 
末 夕地僙 ノ設 定ナキ モノ ニモ 之ヲ 適用ス 
〔國 務大 K 勝 田 主計 君 演壇に 登る J 
〇國務 大臣 c 勝 田 主計 君〕 御 承知で あらせられる 如 
くに、 北海道に 於き まして 各種の 特殊 免租 年期を 有 
して 居ります る 土地が ございます ので、 此土地 に對 
しまして* 開 a 又 ほ開懇 に 等しき 勞費を 加へ ました 
場合に 於き まして 特殊の 免租 年期を 置 3- たい、 是が 
呔 法律案 提出の 精神で ございます、 而 して 衆議院に 
於き まして 此 法律案に 對 しまして >  附則に 第二 項を 
附 して、 政府案に 協賛を 致した ので ございます、 此 
第二 項と 申します のは 明治 三十 四 年 法律 第三 十 號， 
附則 第一 項と 同じ 趣旨な ことであります、 即ち 此法 
律に 依ります と、 免租 年期を 有して 居ります る 場合 
に 於き まして、 其 法律の 施行を 旣往に 遡らし むる と 
云 ふ 所の 規定が あるので ございます •即ち 本 法 施行 
前旣に 年期 明きと なつて 居ります 所の ± 地で ありま 
して、 未だ 地 ^ の 設定が m 來ませ ず、 又は 修正の な 
きものに 對して は、 遡つ て 之を 適 H-i すると 云 ふこと 
が あるので あります、 而して 北海道の 土地に 於き ま 
しても" 斯や ぅな ものに 相當 すべき ものが 幾分 かご 
ざいます、 故に 內地に 於て 旣に 之を 許して あると 云 
ふこと であります れば 、北海道に 於 ? ましても 之を 
許す ^. 適當と 認めまして •政府は 衆 il 院の 修正に 同 
意を 致しました 次第で ございます、 御 ■被 蕺 の 上 御 協 
賛を與 へられん ことを 希留 いたします。 

〇懿 長 (公 Kf 德川家 達 君〕 別に 御 質問 もない と 認め 
1 すから、 特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗® を 致 
させます。 

〔岡 書記官 朗蹈； 一 

地種蜓 更免 m 年期に 關 する 法律案 特別委 員 
伯鹊島 津忠腰 君  子爵 水 野  直 君 
男！ £ 辻  健 介 君  男爵 柄 本 正敏君 
山 田 春 三 君  仁 尾 惟茂 君 
木村餐 太 郎君  橘  淸治郞 君 


福 島 文 右 衞門君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 次に 御 諮り 致します、 日 
程の 第 四、 第五 ii 同一 委員に 付託せられ ましたから 
委員長の 報芮 も 束ねて 願 ひまして 御 異存 ございませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 _ ない と 認めます、 
且つ 兩案 とも 束ねて 問題に 供して 御 異存 ございませ 
ぬか。 

〔「 異謅な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〔左の 報吿 書は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆 
に 載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

裁判所の 設立に 關する 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 七 年彐月 二日 

右 特別委 員 S 

子 R 勘 解 由 小路 資承 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿  1 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 候 也 
大正 七 年 三月 二 日 

右 特別委 負 長 

子 勝 勘 解 由 小路 資承 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔子爵 勘 解 由 小路 資承君 演檀に 登る〕 

0 子爵 勘 解 由 小路 資承君 裁判所の 設立に 關する 法 
律 案、 大正 二 年 法 鉗 第 九號屮 改正 法律案の 委員 會の 
經過 並に 結果を 御 報吿 仕ります、 此議案 を 御 提出に 
なりました る 理由は、 大正 二 年に 行政 整理の 爲に百 
二十 八の 裁判所が 廢止 になり ましたので ございます 
併し 三十 三は 開廳 されて 居 b ませなん だ、 開廳 され 
て 居ります る數は 九十 五で ございます、 爾來 事 If を 
見ます ると 云 ふと、 裁判 區域が …： 管 $« 區域が 廣く 
なりました が爲に 裁判所と 大分 離れる 譯で ございま 
す、 人民の 不便が 非常に 多くな りました 譯で ござい 
ます、 世の中で 申します る 三百代言なる ものが 跋扈 
いたしまして、 g 利の 伸張を 致す のに闲 _ なること 
が 起り まして、 其 ことが 明確に なりました 爲 に、 前 
年の 臨時 議會の 節 四十 五 だけ 裁判所が 復活に なつた 
譯で ございます、 此度も 多く CO 裁判所を 設立いた さ 
れた いと 云 ふ 御 希留は ごさいます けれども、 財政の 
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神 合 上餘依 なく 十八 箇所 だけ 設迓 丁る 所の 結果を 街 
提出に なつた ので ございます、 此 十八® 所の 裁判所 
が 設 S になります ると 自ら 是まで の 裁判 管 Is 區域に 
異動を 生じます る大 正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
を以 ちまして、 十八 裁判所の 管轄 區域を 定められ ま 
したので ございます •以上 二 案 2 政府 委 負の 御說明 
がご ざいまして、 質問と 致しまして は* 多くの 裁判 
所を 望まれて® ると 云 ふが. •どの位 あと 望む 御 希望 
であるかと 一 K ふ H 問が ございました .司法大臣より 
の 御 答は、 九十 五の 內臨時 議會に 四十 五， 此度又 十 
八で あ 7, と •殘 りは 三十 一て あるが、 其 三十 I 殘ら 
ず 復活したい と 云 ふ 所の 希 ia は 確定して 居らぬ が、 
併ながら 二十 F/.: 六 三十の 裁判所を 設蹬 したい やぅに 
思 ふと 云 ふ御說 明で ございまして •質 間は それで 終 

りました、 討_に 移りました る 所、 一人の 反對 者な 

く、 金 會 一致を 以て. 原案の 通り 可決に なりました の 

でございます、 以上 御 報告いた します。 

0 議長 (公® 德川家 達 君〕 兩 案の 第二 讀會を 開く ベ 

しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公 斿德川 家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 子爵 勘 解 由 小路 資承君 直ちに 第二 讀會を 開かれ 

むこと を 希望いた します。 

〇 平 山 成 信 君 S 成。 

〇子斿 伊集院 * 知 君 賛成り 

0_ 長 (公 tfif 徳川家 達 君) 直ちに 兩案の 第二® 會を 

開いて 御與存 ございませぬ か。 

〔「異_ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 _な いと 認めます。 

0 翳 長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第二 讀會を 開き ま 

す、 兩案 全部を 問題に 供し ます、 金 部 原案 通りで 御 

異存 ございませぬ か。 

〔「異議な I」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 公 群 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇子酹 勘 解 由 小路 資承君 直ちに 第三 if 會を 開かれ 

むこと を 望みます。 

〇 子爵 伊集院 兼 知 君 賛成。 

0 _長( 公爵 德川家 達 君) 直ちに 兩 案の 第三 51 會を 

開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第三 讀會を 開き ま 


す •兩案 とも 第二讀 色の 決議 通りで 御 異存 ございま 
せぬ か。 

〔「異 鼓な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 街 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 岩〕 日程 第 六、 市町村 * 小學 
校敎負 俸給 國庫 負擔 法案， 政府 提出、 衆議院 送付、 
第一 讀 ir の續 、委員長 報 苦。 

市町村 立 小 學校敎 員 俸 铪國 庫負擔 法案 
右 可決す へきは のな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 六日 

右 特別 委員長 

伯 if 林  博太郞 
貴 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 林 ffl 太郎若 演壇に 登る〕 

0 伯爵 林 博 太 郎君 市町村* 小 學校敎 員 俸給 國庫負 
擔 法案 特別委 負 會の經 過を 御 報告いた します、 此法 
案の 提 53 の 理由は 旣に 文部大臣ょり 述べられました 
る 通りで ございます ので、 此の際 蛇足を 加へ る 必要 
は ございませぬ が、 簡 m に 述べます れば 、國 民の 義 
務敎 育と 云 ふことは 旣に 定まつ た 問題で ある、 國民 
に 義務敎 育を 强 ゆる 以上は、 之に 對 して 相當の 支出 
を 爲 すと 云 ふことは 當然 のこと である、 此 主義は 明 
治 37; 年學 制を 布け る當時 以来 •主義 一貫して、 或は 
時に 中 jh された 事情 もあります る けれども >  兎 に 角 
今日まで 繼續 された る 所の 主義 一貫した る もので あ 
る， 今日 町村 a が 凡そ 1 1 億 一千 萬圓も ある 内で、 小 
ff 校敎育 費に 五 千 五 百 萬圓を 要し、 町村の 富裕なる 
場所に 於て は 或は 左程の 苦痛 もない かも 知れぬ けれ 
ども、 貧弱なる 町村に 於き まして は、 如何に 敎育上 
の 向上 發展 を圖ら むと 致しましても、 殆んど 今日に 

於て 餘力 のない のが ある、 即ち 或る 場所に 於き まし 

ては 七 割 以上の 負擔 をして 居つて、 到底 將來に 於て 

進步發 展せ しむる ことが 出来ない のが ある、 此 故に 

之を 今日に 於て 町村に 其 儘 放任を して 置く と 云ふ譯 

にはい かないので、 玆に 負擔 法案を 提出した ので あ' 

る、 で此 法案の 目的は 主として 敎育の 擬遇 にある、 

而 して 其 結果が 負 擔の輕 減と 云 ふこと になる ので あ 

ります、 義務 敎 育に 對し まして 國家が 相當の 金額を 

支出す る 程度、 即ち 其 目的 ft 如何なる 所に あるかと 

云 ふと、 將來に 於て は傢 給の 半額 位までを 理想と し 

て やる と 云 ふこと で & ります、 此 法案が 國庫 負擔法 

g と ？ J: つて 居る •然るに 明治 三十 三年の 法律 第 六十 


三號 には 市町村 小學 校敎 试國 ® 補助 法と 云 ふ も 〇 •か 
出て 居る、 補助と 云 ふの (i 市町村が 大部分を 引受け 
て 居る 所へ 政府が、 國庫が 支出す るので あるから 是 
が 補助、 即ち 主體は 町村に あるでは ないか、 然るに 
今回の 法案は 國庫 負擔 法案と なつて 居る、 lit 間の 主 
體に 付ての 精神が 違 ひは しない か、 此 三 十三 年の 勅 
令は 如何になる べきで あら 5 かと 云 ふやうな 議論が 
出た のであります、 政府は 之に 對 しまして、 其 性質 
に 於て 或は さう 云 ふこと が あるか も 知れぬ けれども 
此兩 者は 決して 矛盾の ない ものである、 敎 員の® 遇 
と 云 ふこと に 付て は 等しく 同一で ある、 唯 其 分 is の 
上に 於て 僅か 二百 萬 圓と云 ふ ものを 日本 全 國の敎 員 
の礙遇 費に 充てる と 云 ふやうな、 極めて 少額の 場合 
には 之を 補助と 稱し 、今回の 如き 一千 萬圓 以上の、 
比較的 多額の 费用を 支出す る 場合には 之を 負擔と 云 
ふたので、 少しも 其 間に 矛盾は ない と 云ふ說 明で & 
ります、 で此 法案の 第 一條ょり 第 五條に 至る 內容に 
付きまして は 御 承知の 如く 是は國 庫 支出 金の 分配 法 
であります-其 分配の 方法に 付きまして 色々 論議が 
あつたので ございます、 で 先づ 重大なる 問題と 致し 
ましては •此 配付の 標準 如何と 云 ふこと になる、 玆 
に 正 准 敎員の 數を 一方に 標準と し， 又 他の 半額は m 
町村の 就© 兒童數 に 比例す る、 斯う 云 ふ 風に なつて 
居る、 是は寧 ろ戶數 割と か、 尙ほ もつ と 確乎たる 標 
準に 依つ て 定めた 方が 安固では なから うかと 云 ふ 11 
論が 出た のであります が、 是は 文部省に 於て 種々 の 
方法に 付きまして、 旣に 審議に 審載を 重ねまして、 
理想に 於て は 或は 是れ 以上の 方法が あるか も 知れぬ 
けれども、 實行 、實 際の 運用に 於て it 此兩 方面から 
打算して 標準を 定める のが 最も 便宜で ある、 之に 依 
つて 斯 くした ので あると S ふこと になつ たので あり 
ます、 正 准の 兩方 の敎 員に やる ことにした のは、 寧 
ろ准敎 員の 礙 遇と 云 ふこと になつ て 仕舞 ふ •敎 員は 
此所で 退 步を來 す 憂は なから うか、 斯う 云 ふ 謬論 も 
出た ので ある、 併ながら 今日の 敎 員と 云 ふ ものは 餘 
ほど 其 思想に 於ても 進んで 居りまして、 准敎 員は 或 
は 將來に 於て 大に向 上して 正敎 員に ならう とする の 
機運が 盛んであります、 准敎 員に 之を 支給す る爲に 
敎員の 性質が 變は ると 云 ふやうな ことに 決してない 
ので ある、 否な 寧ろ 之に 依つ て 准敎 員は 益々 顆發し 
て 正敎 員に ならう と 云 ふ 方面に 向 ふと 云 ふこと が 無 
論 出來る 次第でありまして、 決して 是は 退步で ない 


S 

ので ある、 唯標维 がさ 5 云 ふ 具合であります るが、 
然らば 伟铪の 等差が 今日 色々 になつて 居る が、 R 低 
額の 十二 101 と 云 ふのは 切捨てて 仕舞つて 之れ を 上に 
持つて行く ので あらう、 I5 (i 十三 [f)l と 云 ふのは 之を 
存 して S く か、 是は存 して ! S くので ある、 何とな れ 
げ 町村に 於て は 色々 yf fisf があります るし、； KU に 於 
きましても、 其 個人の 關係上 の ?? 格， >; 有つ て 居 
る者がある、或は富裕にして敢て出 ?& た闲まない所 
の 人格の 高い -P5: 員 も ある、 其 場所 ， -K 所 〇 琪惝に 依 
りまして、 色々 等差が あります るから、 十二 II と 云 
ふ ものを 存 L て ® いても 少しも 差 支がない ので ある 
し、 尙ほ且 つ 十二 圆を存 したから i 云つ て、 虐待と 
云 ふこと も 決してない ので ある、 lit 故に 降給の％ 額 
の必耍 のない やうな 所 も あるから、 十二 0 を 存 して 
S いた 方が 寧ろ 適當で ある、 斯う 云 ふ 答 辯で ありま 
した、 而し て此 法令を 布 かれる と 云 ふと、 紛糾せ る 
問題が 起らぬ やうに、 成るべく 辭令な しに 法钳の 施 
行と 共に咐 俥と 云 ふこと になる ことを 努めた ので、 
事情 己む を 得ざる 場合 ir 或 It 辭令を 交付す る 等の こ 
とは 無論 やります けれども、 大體に 於て 其方 針で あ 
る、 尙ほ此 法律案が 徹底す る爲 に、 公布 ,'-. 共に 訓令 
であると か、 或は n 頭を 以て 趣旨を H 徹させる こと 
は 出来るだけ 努める ので ある、 尙ほ 又此 負 1S と ® 遇 
と 云 ふこと に付きましても 種々 議論が 出ました， 負 
擔と © 遇と 云 ふことは 又敢て 矛盾した ことでは ない 
のでありまして、 謂は ゆる 純 濟界に 於け る 資本 主と 
勞働 者の 如き 關係に 立つ て 居る もので ない、 現に 今 
日我國 の敎 員の 狀况を 見ます と 云 ふと、 敎員は 益々 
修養を 重ねて 向上せ ん として 居る L、 町村は 喜んで 
出來煜 るなら ば敎育 費の 方面な どは 問題に しない、 
敎育の 普及 發胺と 云 ふこと に 付て は 是は 瓰憾 なく 成 
功せ しめん ことを 期して 居ろ 所 S 事情 !• なつて 居る 
のであります、 此故に 資本 主と 勞 M 者と 云 ふが 如き 
相反 撥した る 所の 思想の® 突を 來す やうな # は 決し 
てない ので & り -; 1; す、 此 故に 本 法 施行の 上に 於て は 
寧ろ 樂觀 すべき ものである、 最品の 俺 給に 對 して (i 
一割、 最低の ものに 對 L ては 三 割と 云 ふ 標準で やる 
ならば、 今日 正 准敎員 •か 數に 於ても 旣に定 つて 居る 
ので ある、 此 故に 一割と 三 割との 標準が 旣に定 つた 
以上は、 數に 於て 一千 萬 圆の內 どれ だけ 敎 員の％ 俸 
に 向 ふと 云 ふことは 出る 筈で ある、 其邊は 如何なる 
ものである かと 云 ふ 質問が ありました が、 此敎 員は 
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S5 に 於て 非常に 多數で あります、 尙ほ J1 常に 變動を 
来して 居る 所の 狀况 であります ので、 此際企 部の 總 
額が 是れ  <  で あると 云 ふことは 政府に 於て は 明言 
が m 來な い、 祕密 ではない が、 之を 明言す ると 云 ふ 
ことは 非常に 困 81 である、 若し 之を 大まかに 明言し 
ました 所で、 他日 非常なる 等差を 來した 場合には 申 
譯がな いので ある、 寧ろ 此際 それ 等の點 に付き まし 
ては 明言し ない 方が JH 當であ る、 で 此一千 萬 圓の金 
額は、先ほど目的と云ふ所で申上げました通り、敎 
員の® 遇が 主で ある、 而 して 之に對 して 剩餘の あつ 
た場合には、町村の指導監督の下に敎育の上に最善 
なる 方法を 講じて 其 使途に 充てる と 云 ふ 風に する の 
である、 而して 其 結果 地方の 負 擔輕滅 と 云 ふこと に 
もなる ので あ 〇 ます、 近時 町村に 於て 敎良を 監督す 

る 結果 ?-. 致しまして、 或は 名 啓 職 其 他に 非常に 氣 ® 

ねを する 風習が 起つ て來 た、 即ち 敎 負 に 安固なる 所 

の总義 を 與ふる ことが 段々 出來な くな つて 来たが、 

此點に 付て 政府は 考へて 居る かと 云 ふやうな 質問 も 

ありました、 無論 此 勦 に付きまして は 政府は 考へて 

居る 次第で あつて •考 へて 居る から 斯の 如き 一千 萬 

〇 以上の 支出を する やうな 譯で 、是に 依つ て ® 遇の 

結果 •  一 方に 於て は 安岡なる 地位を ^ ると 同畤 に、 

又 名 w ra に對 して 其 一 S 1 笑の is に 心を 励 かされる 

と 云 ふやうな こと も 漸次に 減ずる と 云 ふやうな 次第 

になる ので ある、 兹に於 て か 町村の 履 入と 云 ふやう 

な 感 (£ 漸次に 減退す る やうになる ので ある、 要する 

に斯の 如き 15 大なる 問 BJ であります ので、 種々 委 M 

伶に 於き ましても 皙問も 出まして、 討議を 致し まし 

た 次第で ございます •此 委員 會の屮 に 於き まして 希 

望が 出た ので ございます ので、 之を 御 紹介 致します 

「本 法 si 案の 條文 に付きまして (i if ffii を 感ずる 勘が 

ないでも あり -i せぬ けれども、 旣に 衆菝院 か 通過し 

て 居る ことで も あり、 殊に 小 吊 校敎 U の 佑 給の 一部 

を 岡 DK が！ 5 擔 すると 云 ふことの 主 鼓に 於て は、 固よ 

り 同 S3 であります るが 故に、 即ち 本案の 金 部， 衆筠 

院の 修正案を S 成す る ? It に 致します、 但し 預 SC に 計 

上されて 居る I 千® 圆の 金額は、 出来るだけ 多く 敎 

fl % 俸の 方に 向けら るる yf に ffl 成りたい と 云 ふの が 

我々 の 希 Ea であります、 幸に 諸君の 御 同 S を 得 まし 

て、 此惹 味に 於て 本案を 可決したい と 存じます、」 

一 £1 ょり此筘轺が出ました、依って委以に御諮0を 

致しました 所 •是 は少© で 以て 全部の 希 沼と 云 ふこ 


とでは なくして 了つ た 次第で ございます、 績い て此 
法案の 採決を 致しました 所、 多® に 依つ て 衆議院 修 
正の 通りに 可決いた しました 次第 C' ございます、 是 
にて 委員長と しての 報吿を 終ります。 

0 山 脇玄君 ちょつ と 委員長に …… 唯今の S 員 長の 
御 報吿で 見ます ると 云 ふと、 衆議院の 修正に 付て 委 
員屮で 大分 御 異存の 御 方が & つた やうに 承は ります 
が、 本員 等 •か 此案を 見ます ると 云 ふと 大差ない やう 
に考 へる のであります が、 衆議院の 修正と 原案との 
差を、 委員 會では どう 云 ふ 所に 御 認めに なつた ので 
あります か、 其點を I 應承は 〇 たい。 

0 伯爵 林 博 太 郎君 御 答いた します、 委員® に 於き 
まし * r 唯今 山 脇 君の 仰し やい ました やうな 問題は 出 
たのであります、 義務 敎育で あります るから して、 
其內に 支出を すると 云 ふこと •か 相當で あると 云 ふ 趣 
旨から、 衆議院が 修正を 致しました 次第で、 政府が 
何故に 是 に S 成した かと 云 ふこと に付きまして は、 
是は 大差がない、 高等 小 學と云 ふ ものは 町村の 隨意 
事業で ある、 而して 高等 小舉 に從 事して 居る 所の 1111 
iT 敎 3 :と云 ふ ものが 此際に 於き まして 尋常 小慇の 
方に 關係を 持つ やうになる 場合が 幾' らも あるの だか 
ら 、高等 小學と 尋常 小學 との 兩 者に 兼任を して 居る 
やうな 拗 合には、 矢 張 〇 尋常 小聲 校の 敎 M と 看做し 
て差茭 ない ので ある >- 云 ふやうな 事 M も. あるで あら 
うと 思 ふし、 尙ほ又 高等 小 ® と 尋常 小學 とは •  ®  く 
明跄に 阬蒯 を 立つ る ことが 今日に 於て 出来ない やう 
になつ て 居る、 此分 離すべからざる 事情が あります 
るから、 又從 つて 高等 小學と 尋常 小學と S 間に 區別 
をし ないだ けに 此の 法案が 徹底 さるれば、 都合 好き 

解決を 見る やうになる であら 5、 斯 5 云 ふこと に 於 

て說 明が あつた のであります。 

0 鈴 木 }® 兵 衞 封 委 M 長に もう 一 願 念の 爲に伺 ひま 

す、 唯今 山 脇 君ょり 御 質問に なりました 此高 等小學 

校の 敎負 と薛常 小學 校の 敎 負 との 區別で あります が 

旣に 町村の 或る 土地で It 、 一‘ つの 地 内に 兩校の 並ん 

で 在る 所があります が  >相の如 ? (1 明かな ^. 別が立 

つて 居り - i す、 是等は 此 修正の 案に 依ります ると、 

此高等小舉の方へは及ぼさぬと云ふ总兄であるか、 

さう でない かと 云 ふこと が、 定めて 委 a ir に 於て は 

御 研究に なつた ことと 思 ひます、 一應 伺つ て S きま 

す。 

〇伯时 林！ S 太郞君 委貝會 に 於き まして、 唯今 も 仰 


しやる やうな 點 に付きましても、 無論 攻究は 致し ま 
したけ れども •唯今 111 脇 君に 御 答 辯いた しました 範 
圍に大 體 止まつ て 居る 次第で ございます、 義務 敎育 
に 向つて 支給す るので あります から、 無論 義務 敎育 
費に 行く と 云 ふことは 當然 のこと であります、 衆議 
院 修正 通りと 云 ふこと が 撒 底 さるる のであります る 
ならば、 又 其 意味で 可決いた したので あります るか 
らして、 高等 小學と 尋常 小學と 明瞭に 區別 された 場 
合には、 其 高等 小學 には 此茭 出は 行かない と 見る の 
が 正當 だら うと 考へ ます、 是れ以 上は 特別委 負會に 
於て は！ 一議いた しませぬ のであります から、 是れ以 
上に 付ての 御 質 間が あります るなら ば、 政府の 當局 
となさい ます やうに 御 願 ひ 致します。 

〇與爵 阪谷芳 郎君 私は 政府に 御 尋ねを 致します、 
此國 庫の 角 擔 として 支出すべき 金額は、 一千 萬圆を 
下らざる ものと す、 と ございます が， 近き 將來に 於 
て是は 增 加になる 御 見込みが あります か、 增加 にな 
れぱ 凡そ どの位まで 增加 になつ て、 其 財源は どう 云 
ふ 風に せられる ので あるか、 それから 第二には、 若 
し將來 之を % 加す る ことがあ 〇 とすれば、 是が爲 に 
衆議院の 總選擧 などの 場合に、 自然 小學 校の 敎 M が 
政治に 奔走す ると 云 ふやうな 弊害がない もので あり 
-* せう か* 若し さ 5 云 ふやうな 弊害が ありと すれば 
如何 1: して 政府は 此弊 害の 生ずる のを 防ぐ と 云 ふ 御 
見込で あるか、 此一 一點を 明かに して H きたいと 思 ひ 
ます。 

函務大臣岡田良平君演壇に琴〇〕 
o w 務大 fe  (岡 田 良 平 君) 唯今の 第一の 御 尋ねは、 
之を 近き將 来に 於て 咐 加 ' J る や 否や、 又增 加す ると 
したなら ば •其 財源 如何と 云 ふ 御 尋ねで ございます 
是は 先刻 委 M 長から 御 報 iif の ありました る 通りに、 
理想と 致しまして は- 俅 給の 半額に 達せし むる と 云 
ふこと を 理想と 致して 居る ので •こざいます、 併な が 
ら此现 想を 何年よ 〇實現 する ので あ ^ かと 云 ふこと 
に 付て U、 唯今 決定いた した ことは •こざい ませぬ の 
であります •從つ て 如何なる 財源を 以て 之に 充 つる 
かと 云 ふこと も 唯今 決定は 致して 居り ませぬ ので、 
詰り 適铠な 財源を 得て、 此理想 に 達する と 云 ふこと 
を、 當局 者 li 努めたい と 云 ふこと を考へ て B るので 
あります、 第二は 之を 將來咐 加す る ものと したなら 
ば、 或は 總選犁 等の 場合に 於て、 小學敎 負が 政治の 
ことに 奔走す ると 1K ふやうな 弊を 起しは せぬ であら 


うかと 云 ふやうな 御 懸念で あ 〇 ましたが、 是 は左樣 
な ことは 無から うかと 思 ひます る、 何とな れば 小學 
敎 M と 致しまして、 若し 自分の 利益を 圖る ために 政 
治 上に 奔走を すると 云 ふこと でありましたならば、 
獨り此 問題の みには 限り ませぬ ので、 色々 問題は あ 
るので ございます、 是は 監督 上に 於て 之を 防いで 行 
くこと が 出來 るので あります から 唯今の やうな 御 腿 
念は ない のであります。 

〇 鈴木摁 兵衞君 私は 文部大臣に 伺 ひます が、 政府 
の 御 提出に なつた 原案は 高等 小學 校の 敎 M を 含んで 
居る、 衆議院で 訂正に なつた のは、 唯今 委員長から 
念の 爲に伺 ひました のに 依ります と、 ない、 明かに 
高等 小學 校を 區 別を 立つ た 所を 承 はらぬ ので ありま 
す、 さう すると 政府の 發案 になつ た 趣意は 餘程變 つ 
て 居ります、 是等に 付て は 差 支ない と 云 ふ 御意 rK] で 
あります るか、 前の 說をぱ 抛つて 衆議院の 修正 說に 
抂げ て從 はれた と 云， ふ 意思と 承は つて 宜しう ござい 
ます か、 一 應伺ひ たい。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

0M 務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 唯今 御 尋ねの 通り 當初政 
府で 提出いた しました 案に 於て は、 高等 小學を 含め 
る ことにな つて 居る、 然るに 衆議院の 修正に 依り ま 
して、 此 高等 小學を 省く と 云 ふこと になります ので 
形の 上に 於て ほ 大層 初めの 提案とは W 違いた して 居 
る やうに 見えます が、 併し 事 H に 於て (i 大した 違 ひ 
はない のであります、 それは どう 云 ふ！！ かと 申し ま 
すと、 高等 小學を 省く と 申します のは， 即ち 此の 千 
萬圓の 金 ^ を 配當 いたします る 標準の 中から 高等 小 
學を 省く ので ござい，. 而 して 高等 小學と 云 ふ も 
のは 各地に 行渡つ て 居る もので •こざいます るに 依つ 
て、 此の 高等 小學を 省きましても 省き ませぬ でも、 
一般の 谷 町村に 於いて 受ける 所の 配當 額に 於いては 
大した 相違は ない のであります、 幾分の 相違の 起り 
ますのは、 高等 小舉を 設けて 居らぬ 町村が ありまし 
たなら ぱ 、其の 町村に 於いては 齔當額 が 幾分 殖える 
と 云 ふこと になります、 或は 高等 小學を 若し 平均以 
上に澤 山に あろ 町村に 於いては、 配當額 も 幾らか 減 
ると 云 ふこと になります るが、 去りながら 押 並べて 
見ます と、 各 池 方と も 高等 小學は 備へて 居ります る 
ので、 之を！！ 準の 中に 入れる か 人れ ぬかと 云 ふこと 
に 付いて は ® 際に 於て 計算いた して 見ます と、 大し 
た 相違は ない ので ございます、 而 して 高等 小 學敎員 
八 五 
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が ••… それなら ぱ苕常 小 學の敎 ii だけ |£ 咐佑を 受け 
る けれども、 高等 小學の 敎 M if 咐俸を 受けぬ と 云 ふ 
やうな 結果に な りは せぬ かと 云 ふこと に 付て 考へて 
見ます ると、 是 (X さう 云 ふ 譯 に !?; 參〇 ませぬ ので、 
假令高等小學と云ふものは國阳金 6: 當標氓の中に這 
入つ て 居 〇 ませぬ でも， 町村に ri て敎 員を 遇する 上 
に 於き まして、 尋常 小學 の % 你を 胸り ますれば、 從 
つて 高等 小學 CO 敎員 に對 しても 咐俸を 致さな けれは 
ならぬ と 云 ふこと になります るから、 即ち此 法律が 
改正され ましても、 改正され ませぬ でも、 修正され 
ませぬ でも、 其敎 M の 谷 個の 上に 及ぼす 所の 影毯に 
於て は 大差は ない と考 へて 居る のであります、 左樣 
な 譯 であります るから、 表面上に 於て は大 層 違 ふや 
うであります が、 K 行 上の 結果に 於て は 大差ない と 

認めました ので、 常 局 者に 於て は 之に 同意を 表した 

所以で ございます。 

0 鈴木摁 兵衞君 重ねて 伺 ひます、 唯今の 御說 明に 

佐り ますと* 事 ® 上に 於て it 金が 同じ やう. になる と 

云 ふ 御 趣意に 外ならぬと 伺 ひました が、 抑 も此國 庫 

負® と 云 ふこと if 其 市町村に 於て 生徒の 父兄が 敎 

員に 對する 所の 感情 如何、 己れ 等の 頭から 费 用を 出 

してやる 敎 M であると 云 ふやう に、 自然！ 一 蔑の 念が 

生じは せぬ か、 之を 防ぐ が 0 に國庫 から 出して やる 

と 云 ふ 御趣总 の 上から 御 提案に なつた ものと 思 ひま 

したが、 唯今 御 趣意を 承ります とさう 云 ふ 名の 正し 

いことは ない、 唯 事 ® 上に 金を さへ 出して やれば、 

同じ ことで 宜から 5、 斯う 云 ふ 御 趣意の やうに 承は 

りました が、 果して さう 云 ふ 御 趣意であります か。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

0H 務 大臣 C 岡 田 良 平 君〕 御 © の 趣旨を 十分に 理解 

いたし ませぬ でありました が、 詰り 此國 庫の 交 出金 

と 云 ふ ものは 名 a 上に 於て敎 員に 大いに 好結果を 與 

へ從 つて 是が生 徒の 上に も 好い 感じを 與へ るから 53: 

しいので ある、 然るに 高等 小學 に 13; 國庫の 支出 金が 

及ばぬ と 云 ふこと であつ ては、 半： 徒の 上に 斯樣 なる 

良好なる 形 r e を 及ぼす 事が 出來ぬ から、 それが 不都 

合では ないかと 云 ふ 御 趣意の やうに 伺 ひました が、 

左樣で あり ます か、 . 此點は 如何にも 御尤もで ご 

ざいます が、 併 今日中 學校で ございましても、 或は 

其 他の 實業學 校で ございましても、 國庫 からは 何 業 

の 補助金は 與 へて 居り ませぬ のであります、 唯此 _ 

常 小 學校ほ 義務 敎育で ある、 即ち 町村に 向つ て 一方 


に 於て (i 義務を 負 ! t させ、 I 方に 於て は 父兄に 是等 
の Q •務を 負控せ しめる ので あるが 故に、 之に 向つて 
if 特別の C 扱： V 爲さな ければ ならぬ と 云 ふ 趣旨を 以 
て國庫 から 相 當の支 出金を 致す と 云 ふこと になり ま 
すれは、 隨意事 業と なつて 居ります 所の 高等 小學に 
國庫の 支出が 及ばぬ からと 申しましても、 此隨意 事 
槳にな つて 居ります 所の 高等 小 學と云 ふ もの (i 、§T 
ろ中學 校 或 (3; 實業學 校と 比較いた すべき もので •こざ 
いまする が 故に、 假令 之に 向つ て國 庫の 支出が ござ 
いませぬ でも、 其學 校に 這 入つ て 居る 所の 生徒に 別 
段異 つたる 感じ ^ 有た せる と 云 ふことは なから ぅと 
思 ふ， 一方に 於て は 小學 校には 相違ない ので ありま 
すけれ ども、 義務 敎 育では ない、 即ち 尋常 小 學と區 
別の ある ものである ことは 生徒は 能く 理解して 居る 
_で ある、 果して 然ら ば此 高等 小學 の肢 扱は 寧ろ 中 
學校 若は 實粢舉 校に 2» じて 取扱を 致しました 所が、 
生徒に 於き ましても、 敎 ft に 於き ましても， 別段 學 
校は 冷遇され る ものである、 我々 は國 庫の 爲に 冷遇 
される ものであると 云 ふ 感じを 起す ことは なから ぅ 
と 思 ひます、 唯 結果に 於て 格別の 相違が ございませ 
ぬければ、 之に 同意いた しまして 差茭な いと 當局者 
は 感じました 所以で ございます。 

0 淺田德 則 君 本案は 大體に 於き まして 敎育 改善の 
上 ! C 必ず 效果を 奏 、する ことと 思 ひます が 故に、 本員 
は 之に 賛成を 致します •此際 一言 政府 當局 者に 望み 
ますのは、 此の 案. か 本院を 通過いた しまして、 實施 
されます る 時には. 施行 細則な り、 或は 省令な 〇 相 
當に 其の 分配の ことに 付きまして 省令を 設けられる 
ことと 考へ ます、 K 際に 於き ましては 成るべく 敎員 
の 優 週と 云 ふ 方に 意を 用 ひられまして、 成るべくは 

事情の 許す 限り、 其方に 裕か に當行 ひを なされむ こ 

とを ? T1 望いた して 置きます。 

〇 子爵 前 田 利定君 本員は 此席ょ 〇 極く 簡單に 意見 

を 申 述べたい と 思 ひます、 唯今 淺田 君から 御 述べに、 

なりました ことは 金 然 本員に 於き まして 同感で あり 

ます、 即ち 阈 庫が 一千 萬圓を 小學 校の 敎負に 俸給と 

して 分擔 いたしました 結果と しまして* 市町村に 受 

入れる 所の ものを 有效に 使用いた しまして、 それが 

地方 費 負 擔輕 減に 結局なります と 云 ふこと に付き ま 

しては、 敢て不 賛成では ありま ませぬ、 併ながら 小 

國 民の 敎育 に從事 して 居る 所の 敎負 を礙 遇いた しま 

すと 云 ふことは •國家 の 興廢の 跡に 稽 へまして、 又 


今日の 時局に 鑑みまして、 S 々肝. 鉛 の 琪と本 M if 信 
ずるので あります、 故に 地方 费負挖 輕 減と 云 ふこと 
のみ 偏す る ことなく  •政府 li 敎 32 の 保 遇に 向つ て 多 
分の 御® 發 あらむ ことを 望む のであります、 本 « は 
此 希望の 竞 思を此 に 表明いた しまして、 本案の 通過 
を 賛成いた します。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 他に 御 發言 もない と 認め 
ます 力ら . 

〔山 脇 玄君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 山 脇 君は …… 

〇 山脇玄 君ち よつ と 唯今 G 希望と か 云 ふこと に 付 
て 大に 疑つて 居ります から 議長に 御尋 をしたい 事が 
あります。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 私に …… 

0 山 脇玄君 はい。 

o _ 長 (公 ® f 德川家 達 君〕 御 述べに なつたら 宜しう 
ございませう。 

〇 山 脇玄君 此 希望 問題は 今に 始つた ことで あ 〇 ま 
せぬ が、 先日 徵兵令 改正の 際に 矢張り 希望 條件附 で 
ありました、 其 場合に 或 議員から 此希 望には 反對を 
したい、 斯う 云 ふ 御 發議が ありました、 處か « 際 翳 
長は 希望に 付て は 決議を 致し ませぬ と 云 ふ 明白な 御 
答 辯が あ 〇 ました、 私共 も 至極 篛 長の 御意 見は 御尤 
もと 考へま した、 衆議院な り、 貴族院な りは 單純な 
る 翳 決權を 有つ て 居る ので ありま i- から、 何も 希望 
する 必要は ない と考 へる 若しも 衆議院の 案に 修正す 
べき 事が あつたな らば 修正す るが 宜し、 此 案に 關係 
ない とすれば 建議 も 出 來る譯 であ 〇 ます、 il 長の 御 
意見に 賛成であります が、 唯今 又 希望が 出まして、 
さう して それに 賛成で あると か 云 ふ 風になります る 
と、 遂に 議決を なさねば ならぬ と 云 ふこと になり は 
せぬ かと 思 ひます、 それで 此 V を 伺つ て 置きます。 
0議長(公掼德川家達趙)本_場に居られる諸君が 
御 希望を 御 述べになる ことを， 議長は 之を 差 止める 
譯には 參り ませぬ、 併ながら …… 

〔山 脇玄君 「決議になる かどう かと 云 ふこと を 
」 と述 ふ〕 

S に 徵兵令 中 改正 法律案の 際に、 議長は 希望 決_を 
表決に 附さな いと 申しました のは、 本院 規則 第 百 三 
條を 適用した のであります、 唯今 淺田德 則 君 並に 前 
田 子爵から 御 希 S3 を 御 述べに なりました が、 本日 も 
矢張り 此 問題の 決を 採る 積り ではない のであります 


左 揉 ta 承知を 願 ひます。 

OW I3 玄君 分りました‘ 

〔「採決」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇费長 (公 睇蜡川 家 達 君〕 本案の 第二 « 會を開 くべ 
しとすろ諸君の起立を諧ひます。 

起立 者 多 §: 

0該挺(公鸱始川家速君)過半 |/ と誌めます。 

0 議長 . ■ 公 辟 德川家 達 君) 次の 逋汛 RS: に 移 y ま T 
日程 第 七、 日本 !! CS 菜 銀行 法 中 改正 法 Hi 案、 衆 K 院 IV: 
岀 •第一 讀锊 、第 八、 縣便 錄道法 中 改正 法 如 案 •衆 
議院 提出、 第一 調 e, 第 九、 軌道 條例中 改正 法律案 
衆議院 提出、 第一 菇® ，諸君に 御 諮りを 致します •か 
□程 第 七ょり 第 九までの 法律案 It 同一 S M に 付託い 
たして、 間 題に 供す る も 束ねて K からぅ と考 へます 
御異 _は ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君： >  御異 謎ない と 認めます。 
日本勸 業 銀行 法 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 
大正 七 年 三月 二 日 

衆题 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 辟 德川家 達 殿 
日本 ilj 業 銀行 法 中 改正 法律案 
日本 勸業 銀行 法 中 左ノ通 改正ス 
第 十四 條第四 項 中 「_ 便鐵道 財幽 」 ノ下- 一 「軌道 时 

團」 ヲ加フ _ 

. 輕侦鐡 道 法 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案及绘 付 候 也 
大正 七 年 三月 二日 

衆 翳院識 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 K 德川家 達 殿 
輕便鐵 道 法 中 改正 法律案 
輕便鐵 道 法 中 左ノ通 改正 ス 

第五 條中 「第二 條 J  ノ 下に 「第二 十三 條 J ヲ加へ 但 B 
ヲ左ノ 如ク 改ム 

但シ 第九條 第二 項ノ 規定 ハ 私設 鐵適 株式 會社ュ 
非 サル 會社 、第二 十三 條ノ 規定 ハ 私設 鐵道 株式 
會社 >| 非 サル 會社又 ハ 軌道 會 社-一 非 サル 會社力 
兼業 トシ テ輕便 鐵道ヲ 敷設 ス  'ル 場合 ハ 此ノ 限- 一 

在 ラス _ 

軌道條 例 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 


院族 n 矜漭阀 帝 回 十 mm 


大正 七 年 三月 二日 

衆議院 誘 長大 岡 育造 
貴族院 詔 長 公 13? 德川 家 達 殿 
軌道 條例中 改正 法律案 
軌道 條例中 左ノ通 改正 ス 

第四條 私設 鐵道法 第二 十三 條ノ 規定 ハ 軌道 二 之 
ヲ维用 ス但シ 私設 鐵道株 式會 社-一 非 サル 會社又 
ハ輕 便鐵迤 會 社-一 非 サル 會社力 兼業 トシ テ 戦 道 
ヲ敷設 スル 場合 ハ 此ノ限 -一在 ラス 
0 (0 勝 寺 島 誠 一郎 君 此際戰 時 船舶 宵 理 令の 特別委 
員會を 開きたい と 存じます から、 委 負の iii 席を 御 許 
しを 願 ひた 5 ございます。 

0 議長 (公 K 德川家 達 君〕 惟 今 寺 島 伯爵の 特別委 員 
會への 退席は 許可を 致して 御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔r 異議な し 一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謖長 (公 防 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〔江 木 千 之 君 發言の 許 W を 求む〕 

〇 網 長 (公 15? 德川家 達 封) 江 木 君は …… 

〇 江 木 千 之 君ち ょつ と题 長に 伺 ひます が、 日程 第 

六の 第三 19 會を開 きたいと 云 ふ 励 議を 提出いた しま 

す ■… いや、 1 函會 を …… 差 支 ございませぬ か。 

0 諮 長 (公 辟德川 家 達 君〕 唯今は 旣に第 七， 第 八、 

第 九の 日程に 移りました から、 其 動 顗は ® く 御 猶雅 

を 願 ひたい …… 惟 今 SS 長が 問題に 供し ました 法律案 

に 付て 他に 御發言 もない と 認めます から、 特別委 員 

の 氏名を？ 5 記 官 V して 朗 ^ いたさせます。 

〔岡 P? 記官朗 讀】 

日本 g 業 銀行 法 中 改正 法律案 外 二 件 特別委 員 


子 W 淸岡長 言 君 

男斟 輻 原 俊 丸 君 

山之內 一次 君 

荒 井泰洽 君 


子爵 松 平® 平 君 

男 frf 山內逍 政 君 

鲛島武 之 助 君 

ホ 田：！ 元學君 

高 崎 三® 郎君 

〇 伯！ s 林 r'? 太郞竹 叶 際 日 Is を SM し •市町村 立 小 

學校敎 員 俸給 K ffi fl 控法 案の 第二 ir? a- を， 直ちに 開 

かれむ ことを 希 @ いたします。 

0 JE 木 千 之 封 苡成。 

〇贸 長 C 公脬德 川 家 達 君) 林 伯 © の 此際 市町村 立 小  _ 

U 体 給國 庫®! jg 法案 第二 讀會を 開きたい と 云 ふ |  〇 闞長 (公似 德川家 速 封： >  日程 第 十一、 馬路 郵便局 


o_ 長 (公 ffl 德川家 達 君) 直ちに 同 案の 第二 讀會を 
開きます、 金 部を 問 KI に 供し ます、 全部 原案に 同意 
の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (公路 德川家 達 君〕 過半数と 認めます。 

〇 伯爵 林溥 太郞嵙 直ちに 第三 la 會を 開かれむ こと 
を 希望いた します。 

〇 江 木 千 之 君 賛成。 

〇 議長 C 公 游德川 家 達 君) 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ご ざ いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異謅 ない と 認めます。 

OS 長 (公爵 徳川家 達 君〕 第三 讀會を 開きます、 第 
二 E 會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 (公 桁 德川家 達 君〕 御與戳 ない と 認めます。 
〇 鼷長 (公 防 德川家 達 君〕 日程 第 十、 三重 縣名賀 郡 
花 垣 村 白徑 に郵侦 局 設置の 請願、 會謅。 

〔左の 意見書 案は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 
茲に載 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 • 

意見 製 案 

三 S 縣名賀 郡 花 垣 村 白 樫に 郵便局 設置の 件 
三 m 縣名賀 郡 花 垣 村 平民 鹄師 井野 長 之 介 呈出 
右の 誚 願は 三 JS 縣名賀 郡 花 垣 村は 交通の 要衝に 當 
〇 戶口稠 密產粢 股 盛に して 通信 繁多なる に拘ら す 
交通 至難なる 古山 郵便局の 管 II に® し 不便 不利 尠 
からさる に 依り 同村 大字 e ti に 三等 郵便局を 設置 
せられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 
採捋 すへ きものと 謎 決 致 候 因て 謅院法 第 六十艽 條 

に 依り 別册 及浍付 候 也 
大正 七 年月日 

ft 族 院踽長 公 酹德川 家 達 

內閣總 理 大臣 伯爵 寺 内 正毅殿 

〇 謬 長 (公 ® 德川家 達 君〕 此誚 願は 請願 委員長の 報 

传通 りで 御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「E? 葫な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 C 公 辟 ® 川 家 達 君： >  御異 通ない と 認めます。 


励 越に 同 ffi の 諸君の 起立を 關 ひます。 

起立 者  多 sa 

〇 謹 長 c 公 ^ 德川家 達 君) 過半 數と 認めます。 


に 集 削 琪務 開始の fs 願、 伶 謎。 

意見 魯 案 

馬路 郵便局に 集配 事務 開始の 件 


島根 縣 ffl H 郡馬路 村長 家 迫 伊三郎 呈出 
右の 請願は 鳥 根縣 遛摩 郡 馬路 村は 海陸の 要衝に 位 
し 山陰 本線 停車場を 置かる、 に 至り 入口 多く 商工 
漁業 發 達し 郵便 事務 繁多なる に 拘らす 馬 路郵何 局 
に 於て 集配 事務を 取扱は れ さるは 甚不 便なる を以 
て 速に 之を収 扱は しめられた しとの 旨 趣に して 貴 
族院は 願意の 大 體 は 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因 
て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及绘付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
内閣 總理 大臣 伯 B 寺 內正毅 殿 
0 議長 (公 !# 德川家 達 君〕 此請願 は 請願 委員長の 報 
吿 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


0 識長 (公爵 德川家 達 君 d 第 十二 • » 勢鐵道 速成の 
謂 願、 會諉 、第 十三、® 勢鐵道 速成の 請願、 會議。 
意 見 書 案 
钯 勢鐵通 速成の 件 

和歌 山縣 東牟® 郡 新宮町 士族 公吏 遊 木 保太郞 
外 六 名 呈出 

右の 請願 It 和歌 山縣下 和歌 山を 起點 とし 紀州 海岸 
に 沿 ひ 三® 縣下 宇治山 田に 達する 紀勢鐵 道を 趿設 
する ii 啻に 同地 方一帶 の 富 源を 開發 する のみなら 
す 交通 上 並 國防 上緊耍 なる に 依り 之 か 敷設に 關し 
衆議院に 於て は 建議案を " J 決し 貴族院に 於て li 請 
願を 採擷せ られ しと 雖未 其の 運に 至ら さるは 甚埴 
憾な るを 以て 之を 速成せられ たしとの 旨 趣に して 
贵族院 は 願意の 大體は 採 探す へき ものと 議決 致 候 
因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣總 理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 


意見書 案 

钯 勢鐵道 速成の 件 

三重 縣北牟 ® 郡 尾羝町 平民 農 北 村 富 士太郞 外 
千 百 三十 七 名 呈出 

右の 請願は 參 K 線 相 可 P よ 〇三爾 縣 下北牟 淇 阐牟 
m の 二 郡を 貫き® 州 沿岸を 經て和 歌 山に 達する ffi 
勢 2B 絡 鍅逍は 沿線 地方 富 源 C 開 發上緊 毁な るに 拘 
らす未 敷設の 運に 至ら さるは iffi ia 憾に堪 へさる に 


依り 速に 之を ! ir 設せ られた しとの 旨 趣に して 貴族 
院は 願意の 大體は 採擇す へき ものと s 決 致 候 因て 
議院 法 第 六十 W: 條に依 〇 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣總 瑚 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 此 等の 請願は 請願 委員長 
の 報 吿通リ で 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十四、 利根 川 架橋 
の 請願、 會議 、第 十五、 酒 田 秋 田 間鐵 m 速成の 請願 
會議。 

意見書 案 
利根 川 架橋の 件 

茨城 縣猿島 郡 古河 町長 躧見銼 吾 外 三十 五名 呈 
出 

右の 請願は 茨城 縣猿島 郡 新鄕村 大字 中 田 及 埼玉縣 
北 葛 飾 郡 栗 fi 町 U 日光 陸 羽 等に 通す る國 道の 要衝 
なる に拘ら す兩 地を 隔 つる 利根 川には 未 橋梁の 設 
なく 織に 民營の 渡船に 依りて 交通す るの 狀况な る 
は 時勢の 進 連に 反し 不便 不利 甚 しきものなる に 依 
〇國 家の 事業と して 橋梁を 架せられ たしとの 旨® 
にして 貴族院は 願意の 大體は 採擇 すへ きも S と議 
決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 
也 

大正 七 年月 R 

貴族院 翳 長 公爵德 川 家 達 
內 閣總理 大臣 伯爵 寺內正 毅殿 
意見書 案 

酒 田 秋 田 間鐵道 速成の 件 
酒 田 商業 會謬所 副 ir 頭 村 田與治 兵衞外 一名 呈 

右の 請願は 山形 縣下酒 田ょり 秋 田 縣下秋 田に 至る 
鐵道は 交通 上 並 軍事上 緊要なる のみなら す 地方 產 
業の 開發上 重 嬰の 關係を 有する を 以て 之 か 敷設の 
豫 定期 限を 短縮し 速成せられ たしとの 旨 趣に して 
貴族院は 願意の 大體 は採擇 すへ きものと 議決 致 候 
因て 謎院法 第 六十 五條に 依り 別册 及绘付 候 也 
大正 七 年月 R 

貴族院 题長公 斟德川 家 達 
內閣總 押 大臣 伯 辟 寺 內正毅 殿 


市町村 立小堞 校敎公 俥 給 ぱ阳負擔法案第|1譖酋第三 6{! ©  三重 縣 名 H 郡 花 垣 村 白 樫に 郵便局 設适の 件 外 五 件の 請願 


八 七 


院族 讶會_ 帝 回 十四 第 


眞岡 劳便 線 茂 木經甶 延長の 件 外 一件の 請願  豫 总案大正六年度歲入歳出璁读萁追加案〇第一號ゴ亚大正六年度谷圬 ^ 钤計送乂歲出抟萁追加案へ持第一段) 


八 八 


0 議長 CX ム爵德 川 家 達 君〕 «: 等の K 願は 詰 願 委 M 長 
の 報吿通 〇 で 御 異存 ございませぬ か。 

C 「異該 なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 C 公 辟 德川家 達 君) 御異該 ない ものと 認め ま 
す。 

〇 議長 (公 傅 控 川 家 達 君〕 日程 第 十六、 眞岡輕 便 線 
茂 >;: 經由 延長の 諮 願， 會議第 十七、 長 萬 部 ^ 西間鐵 
道 敷設の 請願、 會 ST 
意見 B 案 

眞岡輕 便 線 茂 木 経由 延長の 件 
拐 木 縣芳賀 郡 茂 木 町 平民 農 大越勘 之 助 外 五十 
名 呈出 

右の 請願は 栃木 縣芳賀 郡 茂 木 町 地方は 戶口 稠密に 
して 物資 豊富なる に拘 らす鐵 道の 便な きに ® り 却 

て產業 萎靡の 傾向を 呈せ り而 して 政府は 眞岡輕 便 

鐵道を 七 井村より 烏 山 町に 延長 敷設 せらる る やに 

聞けり 果して 然らは 經费は 地方 民に 於て 及 ふ 限り 

補足す へきを 以て 該 延長 線を して 茂 木 町を 經由せ 

L むる ことに 改め 實 施せられ たしとの 旨 趣に して 

貴族院 It 願意の 大瞪は 採撻 すへ きものと 議決 致 候 

因て 誘 院法第 六十 五條に 依り 別册 及 S 付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 

S 見 WI 案 

長 萬 部 輪 西 間鐵道 敷設の 件 

北海道 函館 M 元 町 平民 會 社員 渡遢三 作 外 八 百 

六十 五名 呈出 

右の 請願は 北海道 山 越 郡長 萬 部 村より 室 蘭 郡 輪 西 

村に 至る 鐵道の 敷設は 同道 拓殖 上 並 本土との 交通 

上 最必耍 なる のみなら す 現に 請願 中の 勇拂郡 安平 

村 字早來 より 空 知 郡 下 富 良 野 村 字 金山に 達する 輕 

便鐵 道と 相 俟 ちて 南部 幹線を 形成し 旣設の 北部 幹 

線と 連絡す るを 得る を 以て 速に 之を 實施せ られた 

しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 撵すへ 

きものと 閼決致 候 因て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊及绘 付 候 也 

大正 七 年月日 

S 族 院議 長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是も 請願 委員長の 報告 通 

りで 御 異存 ございませぬ か。 


0-異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない ものと 認め ま 
す、 次の 議事 日程 ii 決定 次第 本院贷 報を 於て 御 通知 
に及ぴ ます、 本日 It 之に て 散會。 

午前 十一 時 十一 分散 g- 

0 大正 七 年 三月 十二 日 (火曜 00 

牛 前 十 時 五分 開議 
議事 Q 程 第 十二 號 

第 I  男 爵勝田 四方 蔵 君 •安 檗籍渲 君， 豊川頁 
平 君 請暇の 俾 

第一 一 大正 六 年度 歲入歲 出 總豫算 51 加 案 (第一 
號 ) ® 査 期限 S- 定む るの 件 
第 11 一大 正 六 年度 各 特别會 計歲 A 歲 出豫算 追加 
案 (特 第一 號) 審査 期限 安定む るの 件 
第 四 大正， P 年度 歲 A 歲出餺 豫算 案适大 正 - b 年 

度 各 特别會 計歲 入歲出 豫算窠 會議 (g 

長 J I 

第五 !« 算 外 國廣の 負擔と なる へき 契約 £• 爲す 

S P する 件 會 ii ii 韻 長) 

第 六 臨時 軍事費 豫算追 加 案 (第一 號) 會議 
へ 委員長 ン 
(報 吿) 

大正 セ 年度 歲 A 歲出總 豫算 追加 案 (第一 

號〕— || 長5 

豫算外 固 庫の 炱擔と なる へき 契約 を 爲す 
1 する 件 C 追 第一 號 } 會 !1 (艘 韻 長) 

第 九 市町村 立 小學 校敎員 退 隱料 及遴族 扶助料 
法 中— 法律案 (|§  5邊 
第 十 罹災 救助® 金 法 中 改正 法律 窠 (麵 _關馳 

3 第一 讀會： 

第 十一 借勉法 索 第一 H 會 

第 十一! 戰時 船舶 管理 令 C 承諾を 求む る 件〕 (I 

3 晨 II 長) 

第 十一 一一 劇發物 取締 罰 pil: 中改 IE 法律案 (■議院) 

第一 讀會 

第 十四 fi 法 中 改正 法律案 (線 嘯 院) 第 I 讀 

會 

第 十！？！ 農會法 中 改正 法律案 ii 谶院) 第一 ffi 

會 

第 十六 裁判 檢察及 警察の 職務を 行 ひ 又は 之 £ 


第 -fc 


第 八 


1 i 助す 5 者の 處罰 に關 する 法律案 R 
1 提 } 第|讀 金 

第 十七 未成年者 飲酒 取辣 に關 する 法律案 

ffi8 j  第  i 會  s( ll 長) 


〇 副議長 c 侯爵 黑田長 成 君) 是 より 諸般の 報告を 致 
させます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

去る 八日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
，即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 〇 
裁判所の 設立に 關する 法律案 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
市町村 義務 敎育 費國庫 負擔 法案 
同日 本院に 於て 探擇 すへ きものと 翳 決した る 三重 
縣名賀 郡 花 垣 村 白 樫に 郵便局 設置の 請願 外 七 件の 
請願は 各 意見書を 附し 即日 之を 政府 1- 邊付 せり 
同日 特別 委員長より 左の 報吿 書を 提出せ り 
戰時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件〕 可決 報告書 
未成年者 飲酒 取締に 關する 法律案 否決 報告書 
同日 政府より 左の 法律案を 提出せ り 
借地 法案 

去る 九日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 
貴族院 令 中 改正案 特別委 員會 

委員長  公爵 德川 慶久君 
副 委員長  男爵 小 澤武雄 君 
同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 號〕 

大正 六 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 獲 箕 追加 案 /-*' 特 
第一 號 

同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ り 
裁判 檢察及 警察の 職務を 行 ひ 又は 之を 補助す る 
者の 處罰 に關 する 法律案 
同日 衆議院より 本院の 浍 付に 係る 注 の 政府 提出 案 
は 本院の 議決に 同意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 
り 

巡査 看守 退 隱料及 遺族扶助 料 法 中 改正 法律案 
〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 著く〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 是より 本日の 會議を 開き 
ます、 會期 切迫せ るに 依り、 自今 議案 配布 後に 於け 
る 定規の 日數は 之を 短縮して 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇豳 長 (公爵 德川家 達 君) 梅異 B ない と a めます、 
昨 十一 日 •SS 田 5! 吉君病 纪に付 き r 4 立 m K- 及 公益 法 
人の用地免租に関する法 〇: 案特ぐ委 ^ 〇 挤任 〇 申出 
がご ざいました、 許可を 致して 御 異存 ございませぬ 
か。 

〔「異議 ! 1' し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 防 德川家 達 君) 御與踽 ない £認 めます、 
其補闕 として 翳 長より 指名を 致して® 異存 ございま 
せぬ か。 

C 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君： >  御興 議 .- いとなめます、 
江 原素 六 おを 指名いた します" 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) n 程 第 一、 男 ra 瞼 田 四方 
藏君 、安樂 兼 道 君、 豊川良 平 君 請暇の 件、 瞼 田男挝 
病氣 に付き 會期 中、 安樂 君 病氣 に付き 十日 間、® 川 
君病氣 に付き 九日 間の 請暇で •こざいます、 何れも rF 
可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

一: 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0議長(公爵德川家達君)日程第二、大正六年度戊 
入 歳出 總豫算 追加 案>  第一號 、第三、 大正 六 年度 谷 
特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 案、 特 第一 號 >  密 査期限 
を定 むる の 件， 御 異議がなければ 唯今 議長 •か 朗韜い 
たしました 二 案を 束ねて 問題に 供し ます。 

〔「異議な L 」と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ 本日 も 
通牒 文の 朗讀は 省略いた したいと 存じます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

【左の 送付 又は 朗諮を 經さる も參照 のた め玆 
に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

(第一 號) 大芷六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り及绘 付 候 也 
. 大正 七 年 三月 九日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 K 德川家 達 殿— 

C 特 第一 號〕 大正 六 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 
追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に佐 
り 及 S 付 候 也 

大正 七 年 三月 九日 
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一 臨時 軍事 ? 5 豫算 追加 案 (第一 號) 

一大 . TK 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第 十號) 

一 ^ -» 外國 № ¢0 負擔と なる へき 契約 ^ 爲す を耍す 

る 件 (追 第一 號) 

右 衆議院ょり 浍 付した る 谷 案を 審査し 衆議院 薄 決 

案の 通 可決す へき ものな 〇 と篛 決せり 依て 及報畀 

候 也 

大正 七 年 三月 七日 

豫算 委員長 淺田德 則 

{?;: 族院謎 長 公爵 德川家 達 殿 

〔淺 田德則 君 演壇に 登る〕 

0 淺田德 則 君 私は 玆に豫 .»: 委員 會 2 經過及 結果を 

御 報吿申 上げます、 委员會 は 二月 十三 日本 議場に 於 

て 御 付託に なりまして、 翌 十四日から 二十：： 一に 至り 

ますまで總好を開きまして » 會を開きますことは六 

回でありまして、 それより 分科 會に 移しまして、 分 

科會に 於て は 三月 五日を 以て 結了いた しまして、 同 


じく 七日に 更に 總筲を 開きまして、 各 分科 主査の 報 
吿シ得 ましたので あります、 各 分科 會に於 かれ まし 
て (1-. 熟 心に 又愼 重に 審議を 遂げられました ので あり 
ます、 主査の 報告には 御 承知の 通りに 各豫算 案の 事 

項の 理由、 又 事業に 關 します 說明等 も 精し く 述べら 

れた のであります が、 其數 字と乂 詳細の ことに 至り 

ましては 茲に 省略を 致します、 委負會 に 於き まして 

は 例に 依りまして 內外 谷般の 事項に 亘 りまして 御 質 

問が ありました S であります、 之に 對 して 政府 當局 

者ょりも それぐ 適當な る 所の 御 答 辯 も あり、 又 意 

見の 交換 もされました のであります、 で 各 委員の 質 

問に 付きまして は 極めて 多數で あります に 依つ て、 

是亦玆 に 一々 御 報吿を 申 上げる の 時間を 省きます に 

依つ て、 是は どうか 速記で 御覽を 願 ひたいと 思 ひま 

す、 唯 其 中の 重 もなる 事項に 付きまして 玆に申 上げ 

たいと 思 ひます、 で 總會の 劈頭 第 I に 於き まして 一 

員より W 問が ありました、 それは 政府と 貴族院との 
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關昧に 付きました 事で ありま L て、 其大 & は 政府が 
豫算 案を 衆 P 院に 提出され、 同院に 於て 將に審 布に 
付せられ むと する に當つ て、 或ろ 諉 M より 本年度の 
豫算に 計上せられ た 費 額は 之を 削減 丁る の餘地 ある 
や 否やと 云 ふ 問 ひに 對し て、 政府は K ちに 之に 對し 
て、 衆議院に 於て 政府 C 提 案より 以上の 案' か あるな 
らば 必 しも 之を 固執す る もので ない、 斯樣に 言明せ 
られた るが、 凡そ 諸 法案は 兩院の 協饺を 待つて 初め 
て 成立すべき ものであるに 拘ら ず、 政府は 未だ 其謅 
を經 ざる 以前に 於て 旣に 削減の 餘地 ある ことを 言明 
せられる のみならず、 其 結果 政府が 原案と して 提出 
せられた る 七 年度 CO 豫算 中には 時勢に 最も 適切なる 
社會 政策の 意義を 以て 立てられた る 税制 整理の 計进 
なる ものが ある •是 亦容- & に 其 政策を 放棄せられ た 
る 如く 思 はれる 政府は 今玆に 备豫算 案を 貴族院に 提 
出せら るるに 當つて 若し 貴族院に 於ても Is に 衆議院 
に 於て 言明せられ たるが 如く •より 以上の 法案が あ 
ると すれば、 政府は 之を 如何にな さるる ので あ-るか 
斯_な 大體の 質問の 趣意で ございます、 之に對 しま 
して 大藏 大臣より 數回に 亘 りまして 反覆 辯 明を 努め 
られ ましたので あります、 耍す るに 政府が 今回 提 ui 
の豫算 は 國防 充實を 以て 根 本義と なした ので ある、 
而して 其廢 減税を 行は むと せし は此機 を 以て 税制の 
整理を なさむ と 欲した ので ある、 社會 政策を 標榜し 
たのでは ない、 而 して 衆議院に 於け る 質問者の 趣旨 
も 亦 税制 整理を 他日に 讓つ て、 主要なる 問題は 之を 
容れ むと する の 意嚮が あつたので ある >_ 之を 容れた 
のに 過ぎない ので あつて、 若し 貴族院に 於ても 其 根 
本義に 觸れ ざる範 園に 於て 適當な 修正が あつたなら 
ぱ 決して 政府は 之を 考暾 する に吝な らぬ ので ある • 
斯樣な 辯 明で ありました ので、 是 は大體 の 方の 一般 
事項に® すろ 質問でありまして、 是 より 財政問題に 
入りまして、 各 委員より 是も 種々 の 質問が 出ました 
のであります、 で 玆に其 中の 四 五の 點に 付て 御 報告 
を 致さ 5 と考へ ます、 委員の | 人より して 今回 豫算 
に 現 はれた る W 政計畫 には 一貫せ ざる 點があ る こと 
を 疑 ふ、 其 要 !^ 政府は® 防の 充® を 主として 衔税を 
行 ひながら、 廢減税 を 一方に 行は れて 居る、 又廢減 
税は 衆議院 C.J 議に 依って 撤回せられ る ことにな つた 
が、 尙ほ 町村の 負擔 を輕減 せらる るの 法案が ある、 
是はキ ； 義 に 於て 如何で あるかと 云 ふの が 質問 S 大意 
であります、 之に 對 して 政府 當局 者は 税制 整理を 延 
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期せられ ました 理由 及敎 ¥/ 上必耍 CB に 之を JJU ち 計 
上いた した C であると 云 ふ 詳しい 答 4f が ありました 
そ U から fij ii 他の 一委 M J: 〇內 地と 朝鮮 0 -兩 地の 問 
に關 «£ の 系 絞を 異に S れ て 居る， 是は驻 だ： 4 使な こ 
と -e あるから して、 政 iw li 之 1 V 絞 一せ らるる や 否や 
と 云 ふ H 問が ありました •是 には 政府 も n 下 それ ぞ 
71 調 杏中で あると 云 ふこと であります、 又 敁爭勃 發 
以来 世界 金融 2 中心が 移 ! Et しつつ あるに 常つ て、 )} i 
洋方 ial に 於け る 爲替 〇 方策に 關 T る n 問が 出ました 
又政时 が 保 詢準一 g を 描 !: ii せられむ とする に對 して 經 
濟上に及ぼす影题の質間がありました*之に對しま 
して It 大趿大 K より 現在 及 將來に 於け ろ W 政 树： £ 上 
の 諸 件を 詳に 答へ られ ましたので あります、 此 他日 
支 爲替 金の 如き 問題、 賊侦 基金 0 問題 等に f-J- ても此 
々應答がありましたのであります、で今回の预览は 
軍國の 预览と 致しまして は往 々不急の ものが 含まれ 
て 居ろ 如く 感ぜられる、 依つ て 之を 決定を せらる る 
にしても、 其實 行に 當 つては 努めて 節約を されて、 
餘裕 を存 して 萬 一の SS 悟に ii ふるを 必耍と r る、 斯 
樣な ことは 質問では あります が、 即ち 政府に 對 して 
希望を 述べられた ことと 認めました、 又 收入雅 算を 
群 査いた します るに、 各種の 收 入を 調整せ らるる 上 
に 於て 注々 統一せ ざる もの ある ことを ri ゆ* 即ち 或 
ものは 其 見 楨を 過多に し、 或 ものは 過少 1- せられて 
居るやぅに見える、例へぱ戰時利得税の如き、製鍅 
所 益金の 如き ものは 何れも 過少に 見 抝 をした る もの 
の 如く 見える、 で 今後 歳入 調整 上には 政府に 於て 特 
に 留意せられ むこと を甾 むと 云 ふ、 是も 矢張り 形は 
質問で 出て 居ります が、 是は 一つの 希望と 認め まし 
た、 此他 いろ <質 問 も 出ました、 疝ほ此 露國 の 112 
需品 代金の 爲に 露國が 我國に 於て發 行せ し 公； s を 我 
が 國庫設 券を 以て 償還せ しこと に關 しまして 質問が 
ありました、 之に 對 しては 大藏大 K より、 我が 經濟 
界の 事情に 鑑みまして 臨機の 處分を 執りた る もので 
あつて、 露 s 政情の 定まる を 侍つ て 之を 適當に 腐 分 
すべき ものである、 斯樣な 答で ありました、 又 或る 
委員よ 〇戰時 谷_ の狀 態を 見る に 貪 料 - K 他 KC 料 ri* の 
需要が 甚だ％ 加いた して 居る •其 結果 谷 tea 何れも 1!) 
儉貯蓄 を 努めつつ あるので ある、 我國に 於ても 戊 申 
詔勅の 御 趣意を 體 して 是が實 行を 努めざる ベから ず 
と考 へる、 之れ に對 して 政府の 所見は 如何、 又 其の 
施設は ある や 否やと 云 ふの が、 是か 質問の 大要で あ 
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ります、 之に 對 しては 農 商務 犬 Is 及 大破 大臣 も 同感 
を 表せられ ま L たやう であります、 又 阿片の 收 入に 
關 しまして、 阿片の 取締 制度に 付 ? 極めて 詳細なる 
質疑を 致されました、 之れ に對 しては 總理 大臣、 內 
務大臣 及 政府 维員等 より 政府の 阿片 •収締 に關 する 制 
度、 內地及 殖民 地に あります る 從來の 方針‘ W 緝 等に 
付て 統計 數字を 示されました、 殊に 毫踢に 於き まし 
ては 其の 効果を 現は して、 漸次 其 励を 減少しつつ あ 
る實况 であると 5C ふこと を 述べられた のであります 
財政の ことに 付きましても 種々 質 間が ありまして、 
それは 一々 玆に申 上げる ことは 出来 兼ねます るが、 
先づ其 中の 趣® を 摘みます ると 云 ふと 唯今 申 上げた 
通りの 次第であります、 lit 財政の ことに 付きまして 
は 此 他に flis 時 利 ® 税の收 人に 關 して 議員の 多數の 方 

の 中にはい ろ <蕻論 も存 して 居つ た 趣であります 

るが、 是 は 御 承知の 如く 特別委 M 愈の 方に 於？ まし 

て 決定を 致しました に 依つ て、 此 裸 算委 負會2 方に 

於き ましては 何等の 璲論 もな く 通過いた しました の 

であります、 其 次には 國防 問題に 關 しまして 棟々 の 

點 に 付て K 問が あ 〇 ました、 で 第 四 分科、 即ち 陸海 

眾兩省の所伢，此密査の結果敁も詳細に |1 つて主査 

より 報告を 致されました が、 是は 極めて 其 數も 多う 

•こざい f する からして、 どうか 速記に 就いて 御 5S を 

願 ひたい ?: 存じます、 總會に 於き まして 問答の 二， 

三を 玆に申 上げます る •或る i fl よりして 陸軍の 今 

回の 拽 -37 に 現は れたる ことに 付て 打 間が ありまして 

朵け此阡眾の今囬の拽筇は海眾の拽»に比して見る 

と 云 ふと 甚だ 不徹底の 如く 感ぜら るゝ ので ある、 今 

问の报 筘に 於て は职 に 特科隊 の 編制 0= •或は 特科膝 

の 坍設 1- 過ぎざる もの、 如く 見えろ、 然るに 今後 極 

诳 に 於け る 防 fffi i t 決して 诹前に 比して 劣らざる のみ 

ならず、 又此後 益々 必耍 を胳 ずるで It ないか、 此場 

合に 常つて 旣定の 計逬 たる 二十 五 肺 幽の 如き もの li 

诉き將 來に於 て 之 V 遂 ff せらる、 胸 - 1£ が ある や 否や 

斯饫な 問の 大想 の ® 总 でありました •之 1- 對 して總 

砰 大 K よ 〇:^下政吩 〇 预毋として計上する所は今日 

まで 執り 来りた る師 Iflfl を SP 加す る計进 で it ない、 ¥ 

ら現今 25 洲® 帀の K 險に 鑑みて、 力， 即ち 砲兵 

を％ 加し •>•* 、 硪 153 に必耍 なる 成 力を 咐す ことを 以て 

當而の 許 K , a めた ので ある、 吩師の こと li 他 n 經 

濟の 許 す 時に 於て E I- 企 ffl せむ とすろ 積り であると 

云 ふの が 大腊の 答で ありました、 又 海 31 の茁備 擴張 


…… 軍備 充實 に關 しまして 種々 の 質 間を 發せ られま 
した、. 就中 豫定の 八 六 艦隊 完成の 時期 及 他の 艦船の 
補充 計 蛰、 及 列强に 於け る 海軍の 勢力 大撋 張に 鑑み 
て、 帝 國 海軍に 於ても 旣定以 上の 計 ® をな す や 否や 
是が 質問の 大要であります、 海軍大臣よ 〇 之に 對し 
ましては 極めて 詳しい 答 辯を 致された のであります 
又 海軍 補充 計畫 に關 する 財政 上の ことに 付て 數 回の 
問答が ありました、 是も 極めて 複雜 に a るに 依つ て 
玆に 之を 略します、 又 現在の 陸軍に 於て は 軍用品… 
… 兵器 軍需品の 如き ものを 自ら 作り 自ら 給す る 仕方 
になつて 居る が •斯の 如くでは 民間の 工業 能力の 發 
達を 妨げて、 國家 有事の 日に 於て 工業 動員の 實 行に 
際し 不利なら ず やとの 質問であります、 之に 對し陸 
軍 大 K より 大體は 同感で あるが、 官に 於て なさざる 
ベから ざる ものは 別と して、 其 他は 成るべく 民間に 
移して 之が 發達に 努めむ と 欲する ので ある、 去りな 
がら 現在の 狀况を 以ては 未だ 俄に 實 行し 雖 いとの 答 
辯で ありました、 此他海 岸 防備 要塞の ことに 關 して 
之を 改む る必 嬰は なき かとの 問 も ありました、 之に 
對 しては 數冋の 間 答を 重ねられた ので S, りまして、 
當 1S 涝 より 整理 計 ffi のこと に 付て 大略の 答 辯を 致さ 
れ ました •海陸 軍の 間 答は 唯今 申 上げた ので 大體は 
終りました、 で 外交問題に 關して 種* の 質問が あり 
ました、 其 重 もなる ものを 玆に申 上げます れぱ •東 
淸鐵 道に 關する 露阈 政府と 交 捗せ し內 ?? の 質問、 支 
那國內 に 於け る 近年 來 南北の 紛爭の 形勢を 見る に、 
何れの 日に 是が熄 むので あるか、 測る ことの 出来な 
い樑 子に 見える、 期の 如くして -13: 遂には 東洋の 治安 
を 害せむ とする の ® か あると 思 ふ、 之に 對して 根本 

的の 政策は 如何なる ものである かと 云 ふの が、 是 'か 

竹 間の 犬 fis でありました、 是は質 間 奢 も餘程 詳しく 

述べられました が、 其 述べられました 趣意は どぅか 

速記に tt りまして 御 致を 請 ひたいと .0 ひます、 それ 

から 帝 國が 歐 洲硪爭 に參 加し ました 所の 目的 及 出兵 

の 問題に 關 しまして 外交 上の 質問が あ 〇 ました、 此 

質問 2 答 辯け 或 ものに 對し ては 公開 2 席に 於て 答へ 

ら れ ましたが、 其 中の 多く li 政府より 祕密會 を 求め 

られ まして、 其 席上に 於て 外務大臣より 詳細なる 辯 

明 若く は 說 明を 致されました のであります •それは 

玆に御 如 ffl いたします る H 由を. 有し ませぬ、 其 他 外 

交 上に 關す る ®！ 简條の K 問が ありました が、 是は茲 

に朽 0S いたします、 lit 國家が 結びた る 契約 若く は (1? 


灌と 申す る 題目の 下に 泰平 組合なる ものが 支那 政府 
に 兵器を 費® した ことに 關 しまして、 對支 外交の こ 
とに 及ばれまして 大分 細かい 質問が ありました、 之 
に對 しまして は總瑚 大臣より 詳しく 辯 明を 致され ま 
した、 又此露 國に對 する 我國 の債權 に付きまして 或 
る 一人よ 〇 の 質問が 出まして、 之に 對 しまして は 大 
藏 大臣より 詳しく 答 辯が s> りました、 又 此製鐵 所の 
鋼片 拂： 卜の 問題に 付きまして 委員の 一人よ 〇 農 商務 
大臣と 數回の 質問 應答を 重ねられました、 要するに 
W 問 者は 其拂下 契約の 締結せられ たる 時期 及 一部の 
鋼 片を拂 下げられた る 時期に 付きまして 之を 確め ら 
れむと 致された のであります、 蓋し 質問者 It 其 時期 
に 依つ て 責任の 歸屬す る 所を 問は むと 欲せられた も 
のと 思は れ ましたので あります、 之に 對 して 農 商務 
大臣よりは 興 事實顚 末を 審に 述べられまして、 當時 
鐵の 供給の 不足した 場合に、 一會 社に 對し 多量の 鋼 
片を 、而 かも 長期に 亘り拂 下 <• るの 11 當なら ざるを 
認めて、 責任 上是が 善後の 措置を 執らむ とする もの 
決して 責任を 冋避せ ずとの 1$ 々辯 明が ありました、 
其 後 S 總會の 席に 於き まして、 或る 一 委員よ 〇 官紀 
振 肅に關 する 質問を せられました のであります、 是 
は 時節柄 重要と 認めます るに 依つ て 其 質問の 趣旨を 
明かに 致します る爲 に、 玆に 速記の 一節を 朗讀 いた 
さぅ と 思 ひます 「今や 此 大正 七 年度の 大 f» 算を 協賛 
せんとす るに 當 りまして* 甚だ 不幸なる 質問を 致さ 
なければ ならぬ こと It 遺憾に 存じます、 それ li 官紀 
振 肅に付 いて 一 應總 ti 大臣の 御意 見を 桐つ て 置きた 
いので ございます るが、 此兩 三日 來 誠に 忌むべき 記 
事が 盛に 新聞に 現 はれまして、 本員の 如 -? • は si む 手 
も 殆ど 辛く 感じます、 總理 大臣 閣下は 裸ね て紀 律を 
K んぜら る、 御氣 象であります るで、 本員に 於き ま 
しては 御 心痛の 程を 深く 同情を 致します、 併な •から 
斯の如 き 不祥事 件が 旣に斯 の 如くに 暴露せられ た 以 
上は、 一 _ 御考を 伺つて 置かなければ ならぬ ので、 
此 責任に どぅなる、 庶政 董® の 責任は 總理 大臣 か 有 
つて 居られます るが 斯の 如くに 世を 驚かす の Is くべ 
き 官 吏 閼 敗 事件の 旣に發 表せられた と 云 ふことは、 
旣往の 事件に して (:}• 、 不幸に して 敎科書 事件 か あり 
又 海軍 收 賄 事件が ありまして、 最早斯 の 如き 不祥事 
件の 繰 返 3 れる ことは ない と 深く 信じて 居りました 
に、 又もや 斯の 如き 事 •か 起る と 云 ふことは、 是は政 
府ば かりで なく、 國民 一般の 衷心より 非常なる 锃悟 


決心を 以て 掛〇な ければ ならぬ ことに 存ぜら る、 の 
でございますが、 殊に 現 內閣は 是等の 事には 御注意 
になる こと、 は 存じます るが" 此責 任は どぅな り ま 
すか、 誰が 此責任 の 始末を ! >1 受けて、 如何に 進退せ 
らる 、ので あるかと 云 ふこと を 伺 ひたい、 それから 
又 第二には 善後策を 講じなければ ならぬ、 再び 斯ぅ 
云 ふこと が 起る と 云 ふことは 誠に 此國 家の： 个 祥を實 
に 容易なら ぬ こと、 考へ まする が、 如何なる 手段を 
御収〇 になつて か、 官吏 社會の 墮落閼 敗と 云 ふ もの 
を刷新するに付ては、何等かの處镫を御取りになら 
なければ なるまい と 思 ふ、 それ 等に 付て 如何なる 御 
考を 有せら る X のです か、 此二 つの 點を 伺つ て 置き 
ます」 之に 對 して 總理 大臣ょり 一 應の答 辯 •か ありま 
したが、 尙ほ 他の 委員ょり 前 質問者の 趣旨を 敷衍し 
進んで 總理 大臣の 所感を 質されました、 之に 對 して 
總理 大臣 4 縷 々其 所見を 披瀝せられ ま L て‘ Is 內閣 
成立 以来 官紀 S 振肅ほ 嚴 重に勵 行し つ、 あるけれ ど 
も、 斯の 如く 事件の 發 生に 對し ては、 上 陛下に 對 
し 恐 燿すろ 所で ある* 尙ほ柑 當 調査を 遂げ 責任を 収 
らしむ る 者 あれば 之を 取らし むべ く、 又 將來に 於き 
まして ほ 官民 共に 相 研 ii して、 改善を 圖 り、 道德を 
涵養し、 矯正に 努む べしとの 大體 の 答へ であ 〇 まし 
た •唯今 申 上げました のは 總會及 分科 會に 於き まし 
ての 質問の 重 もなる ものであります る、 主査の 報吿 
中に 分科 會の 決議に te りまして 希望を 述べられた る 
ものが 二つ あります るから、 其 一を 此 にて 御 披露を 
致します、 それは 第三 分科 會の決 議と 致しまして 「 
神社の 合併は 萬已 むを 得さる もの ゝ外界 易に 之を 許 
ささる の 方針を 執られん 事を 望む」 と沄 ふの が 決議 
文であります、 之に 付加 へられまして、 此 神社の 合 
併は 旣往十 年間に 七 萬 二 千 程 合併され て 居ります、 
又 昨年に 至りましても 尙ほ千 百餘の 神社 合併が 行は 
れた 、斯の 如きは 思想 統一の なき 場合に 於き まして 
は 甚だ K しきを 得ざる ものと 考へ る* 之に 依つ て 決 
誘を 出した と 云 ふこと であります、 其 二は 第五 分科 
の 決議でありまして、 此 決議文は 餘程 長くな ります 
るに 依つ て、 其 要旨の みを 玆に御 報 ft を 致したい と 
思 ひます、 其 要旨は 本邦に 於て 最近© 發せる 炭坑の 
大爆發 は 111: 界的統 計に 徵する も 最大な 6 ものにして 
S I- 其 慘狀を 極む 然れ ども 未だ 是が豫 防 改善の 法を 
講ぜられず、 政府は 速に 相 當の 方法を 講ぜられ-炭 
坑の改 善に 努力 あらむ ことを 望む、 斯樣な 大意で あ 
九 一 
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九 二 


ります* で 此亊は 一 兩日前 の豫筇 委 fi §7 に 於き まし 
て も、 第五 分科の 主 ？ £ より 詳しく述べられまして、 
一つの 希轺 として 呈され たやぅ 1. 記 tl して 居ります 
其 詳しき 事 E? に 付 3- まして It 分科 會の 報吿の 中に 載 
つて 居ります から、 是にて 御 承知を 請 ひたいと 存じ 
ます、 以上の 筲問 若く は 筘望乂 は 意見の 交換の 後に 
於 チまして 、添-員 色 ほ 採決に 移 〇 ました、 之に 依つ 
て 大正 七 年度の 歲入歲 出豫算 案 並 大正 七 年度 谷 特別 
® :計歲 入 歳出 豫筘案 、此 特別 會 計の 中には 鐵 道に 關 
する 裸 算があ りまして、 ! It 鏺道に f-J きまして. は、 鏺 
道 敷設 法 中 改正 法律案に 衆議院に 於いて 修正を 加へ 
られ まして、 其の 結果 此の 金額に 異動を 生ずる こと 
になつて 居ります るので、 是は衆 諉 院 より ! i 數 字の 
修正は 致さず 回付され ましたに 依つ て、 委員 會に於 

きまして、'  主査に 於て 其數 字を 訂正す る こと lr. なつ 

て 報吿 になつて 居ります、 それで 其 他 豫 算外國 庫の 

負擔 となるべき 契約を 爲す を耍す る 件 二 件、 臨時 軍 

事 费豫算 追加 案 第一 號 •大正 七 年度の 歳入歳出 豫算 

追加 案、 第一 號、 總 て衆謠 院浍付 修正の 通りに 可決 

いたしました ので、 尙ほ御 報吿漏 れる こと も ありま 

せ 5 と 思 ひます るが、 其 事に 付きまして は 尙ほ 御尋 

ねに 依りまして、 委員長より 記憶いた して P:- る こと 

だけは 御 答を 致す 積り であります、 是にて 御了承を 

請 ひます。 

o_ 長 (公 蹲 德川家 達 君〕 諸君に 御 諮りを 致します 

唯今® 員 長の 報告せられ ました 日程 第 四より 第 八 ま 

での豫 算案を 、策ね て 問題に 供して 御 異存 ございま 

せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 & り〕 

〇 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 黐ない と 認めます。 

〔男爵 石 黑忠恵 君 演壇に 登る〕 

0 男爵 石黑忠 藤 君 本員は 此豫 算屮 、文部省の 豫算 

の 中で 文部大臣に 御 質問を 致した 5 存じます、 それ 

は 本員が 當 年の此 豫算 には 必ず 計上され まする と豫 

期いた して 居りました ものが、 計上いた して ござい 

ませぬ ので、 文部大臣に 質問いた します る •か、 此音 

樂 でございます、 音 樂と云 ふ 事を 此軍國 の 豫算に 出 

しましたなら ば、 定めし 1® 長なる ことを 質問す ると 

2 ふ 御 笑 ひが ございます るか 知れ ませぬ が、 私は さ 

5 存じ ませぬ ので ございます、 音樂は 私が 申 述べる 

まで もな く、 古人 も旣に 風を 移し 俗を 易 ふる ば 樂よ 

り 善き {t 莫 しと 云 ふ 金言が ございます る やうな 譯で 


敎 育に 於て は ® に 大切な ものと 考へ ます、 で、 此音 
樂の 研究と か、 獎勵 とか、 監督と か、 之を 敎 ふると 
云 ふことは 無論 文部省の 所管で、 現に 東京の 東京 音 
樂缀 校は 帝國に 於け る音樂 の 最も 最上な 敎授を 致し 
まする 場所で ある、 是が 文部省の 直轄で ございます 
る、 此東京 音 樂學 校で どう 云 ふこと をして 居る かと 
云 ふのに、 西洋の 音樂 並に 我國 の音樂 、我 國 の音樂 
に 於て は 世俗に 行 ii れ まする 琴. •三味線、 笛、 胡弓 
義太夫と 云 ふやうな ことまで、 研究に なつて 居る、 
のみならず 或る 地方の 俗曲まで も 研究を されて 居る 
やうに 存じます、 而し て此 音樂學 校からは、 西洋 音 
樂に 付て は 數 人の 名手 も 旣に出 してあります るので 
ございます、 然るに 我國に 於て 最も 重んずる 所の 音 
樂 •即ち 雅樂 、此雅 樂と云 ふ ものは 文部省で どうし 
て ござる ので ございませう* ど - 5 して 之を 最も 重ん 
ずると 私が 申す かと 云 ふのに、 伊勢の 大廟の 御祭 典 
を 始めと して 各 神社の 祭典、 谷 神社の 祭典に 於て は 
雅樂を 奏する ことは 內務 省からの 規定に 依つ て、 種 
々の 神饌と 共に 之を 供すべき ことにな つて 居る、 又 
宮中の 御宴には 必ず 奏する 所の ものが 此雅樂 である 
尤も 其 雅樂の 中には、 全く 神代ょり 傅は つた もの も 
あり、 若く it 唐朝から 傳へ てからに、 我が 國 風を 加 
へた もの も ごさいます が、 千 有 餘年來 相® して 居る 
ものであるので す、 それで 此雅樂 を ば、 文部省は 東 
京 音樂學 校に 於て 敎授も 研究 もされぬ ：… 研究は さ 
れま すか 知らぬ が、 敎授 はされ て 居らぬ と 思 ひます 
科目 も 設けて 居らぬ、 從つ て此專 門の 敎官も 居らぬ 
のみならず 雅樂に 於け る 書籍な り、 樂器な 〇、 若く 
は 之に 付きました 舞 樂の裝 飾の やうな ものな り、 全 

く 蒐集して 私は 備は つて ありませ ぬかと 考へる 、そ 

れで莒 中の 御宴の 奏樂の 如きは、 傳へ 承は る 所に 依 

ります ると、 皇居 御 造營の 成りました 時に、 或る人 

人 it 日本の 禮式に 用 ふるのに 衣 物は 洋服な り、 禮は 

立禮 になり、 食は 食卓で 食 ふやう になり ましたから 

奏 樂も是 は歐羅 巴樂で なくて はならぬ と 云 ふこと を 

申された 時に、 甚だ 畏多 いこと であります けれども 

先帝 陛下は 之を 御 許し あらつ しやらず して、 宮中の 

御宴に も、 天長節 だけには 歐 羅巴樂 がご ざり まする 

が •新年 宴會 なり、 紀元節な りには 專ら 我が 雅樂だ 

けにな すつ て 御 置き 遊ばした 趣に 承は つて 居ります 

る、 蓋し 是は 先帝 陛下の 深い 思 召で、 我國古 來傳は 

れる 雅樂を ば 永久に 御傳へ 遊ばされる 御意から 出た 


ものと、 斯う 信じて 居る ので ございます、 然るに 文 
部 省 ii 音樂學 校を 設けて ありながら 之を 講究せ ず、 
相傳 せず、 敎授 せず と 云 ふ ものは、 どう 云 ふ譯で ご 
ざり ませう か、 此事 に付きまして は 本員は 是まで 預 
算 委員 會で聪 々文部省には 申して 居ります、 ところ 
が 或 時は 都合 か ある、 或る時に it 經费が さう 行かぬ 
とか-云 ふやうな 申譯を 聞いて 居りました ので ござ 
いまする か、 本年の 如きは 文部省は 新 事業には 多大 
の 請求を されて 居ります る やうで ござります るが、 
どう 云ふ譯 で 此の 雅樂だ けは 御請 求に なつて 御 設け 
にならぬ かと 云 ふことは、 私は 怪訝に 堪へ ませぬ、 
前に も 申 述べます る 通り、 軍 國豫算 とも 申すべき と 
きに 斯の 如き 事を と 云 ふ 御考が あるか も 知れ ませぬ 
けれども 私が 申 述べる まで もな く音樂 のことは 書籍 
で 讀ん だから 宜い とか、 机の 上 だけで 行く ものでは 
•こざり ませぬ ので、 殊に 日本の 雅樂の 如きは 人より 
人に 傳へ ると 云 ふこと が 最も 必要で ある、 御存じの 
通り 多と 云 ふ 家は 笙の家 だ、 東 儀と 云 ふ 家は 箠一奥 の 
家 だと 云 ふやう に， 家に 傳へて 居つ た 位の もので あ 
る、 近く 我が 音樂の 名家が …… 我が 雅樂の 名家が 追 
追 凋落いた して、 無くなつ て參 ります に付きまして 
は、 是は 早く 手を 御 著け にならぬ ければ 全く 亡滅す 
る もの だと 私は 存じます、 或は 文部省では 是は 宮內 
省に 雅樂傳 習 所が あるから と 云 ふやうな 御考が ある 
かも 知れ ませぬ けれどもが、 文部省は 學制 統一と 云 
ふこと には 頗る 御 熟 心で ある" 先年、 一昨年で ござ 
りました か-一昨々 年で ござりました か、 皆さんの 
御存じの 通りに、 歷 史的 離すべからざる 傳染病 研究 
所まで も 文部省に 學制 統一の 名義を 以て 御 合併に な 
つた、 其 時な どは 啻に 歷 史上 合併すべからざる やう 
に 思 ひます るの みならず、 之を 御 離しなさい ますと 
直ぐに 御 差 支が ござります と 云 ふことまで、 私は 當 
局 者に 言つ たけれ ども、 それを 御 合併に なりました 
のは 何で あるかと 云へ ば、 學制 統一と 云 ふ 名義の 下 
に 文部省に 所管 換に なつた 位の ものである、 然らぱ 
敎 育に 於て 必要なる 音樂 、音樂 の 中で 最も 重んずべ 
き雅樂 が、 宮內 省の傳 習 所で 傳習 する から 宜いと 云 
つて 御 放置になる のは、 文部省の 從來 御唱へ になる 
方針と も 違 ふと 本員は 考へ る、 それで どう 云 ふ もの 
で此雅 樂をぱ 文部省では 御 研究に ならず、 御 相 傳に 
ならず、 なすつ ていら つし やる か、 是は 我國 古來傳 
ふる 所の みならず 先帝 陛下の 前に 申 述べる やうな 思 


召の ある ものに も拘ら ず、 之を® 放 Is になつ て S い 
て、 さう して H いてから に、 音樂® 校に 之を ST 人れ 
なさらぬ と 云 ふことは 如何なる ことで あるかと 云 ふ 
ことを 本 負は 文部 大 Ki に S 問いた します。 

r 國務 大臣 岡 田 良 平君演 掴に 登る〕 

〇 國務大 RC 岡 田 良 平 君： 一石 黑男將 に 御 答を 申 上げ 
ます、 雅樂 のこと に付きまして は 石黑 男 D? は 多年 t!£ 
熟 心に 御、 張で ございまして、 從來豫 » 委 B 色 等に 
於き まして BI 々御意 見を 御 述べに なつた と 云 ふこと 
を 承 ii つて 居ります のであります、 それ故に 當局者 
に 於き ましても 此 問題に 付て 1?. 幽々 研究を 致して 居 
るので ございます、 然るに 御 同感では ございま する 
けれども、 之を ® 行す ると 云 ふこと に 付て は 當局者 
15 頗る 困難を 感じて 居る ので •こざいます と 申します 
るのは、 此雅樂 と 云 ふ ものを 音 樂學 校に 唯今 起し ま 
しても、果して此學科.技術を ¥; ン所のものに適當 
なる 人を 得る であらう か、 どうで あらう か、 又適當 
なる 人を 得ましても 是が 相當の 保 si を 致し ませ -f し 
て、 世の中に 立つ て 行く ことが 出来る であ 〇 ませ 5 
か、 どうで ございませう か、* 等の 點に 於て 當局者 
は 十分の 成算は ® は 得て 居 〇 .ませぬ ので、 宮内省に 
は 御 承知の 通り 雅樂 稽古 所がありまして、 此所で 雅 
樂の傳 習を 致して 居る のであります のみならず、 其 
所で 傳 習を 受けた 者は 相當御 保 si の途も 立って 居る 
のであります るから、 之を 以て ns 願の 者を 義成 して 
行く 途も あるので ございます るが、 今 文部省の 學校 
に 於き まして 雅樂の 傳 習を 始めました 所が、 志願者 
は あるか も 知れ ませぬ が、 併ながら 適當な 忠願 者を 
得る であら-^ か、 どうで あらう か、 是は卒 業 後に此 
者が 職を 得る と 云 ふことの 途が 十分に 付き ませぬ と 
即ち 保護の 途が 付き ませぬ と、 輕卒 に此學 科を 設け 
ました だけでは、 決して 此雅樂 を 起す と 云 ふことの 
目的を 達する ことは 出来まい かと 考へ られ るので あ 
ります、 故に 是等の 點を 種々 考傲 いたしまして、 未 
だ 之を 設置す ると 云 ふことの 決心を 執り 兼ねて 居る 
やうな 次第であります、 併ながら 其必耍 であると 云 
ふこと に 付て は 石黑 男爵と 全く 御 同感の ことで ござ 
います、 故に 相當保 護の 途も 立ち、 此雅樂 の 稽古を 
致した 者 か 世の中に 立 行く 見込が 立ちます るなら ば 
當局 者に 於き ましては 無論 之を 音樂學 校に 置く と 云 
ふこと を躊蹯 いたし ませぬ、 是 等の 途に 付て は 尙ほ 
研究いた したいと 考へて 居ります、 唯 本年の 豫算は 
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男 傅の 膝 述べになります 通り、 多額の 咐額を 致して 
居ります る けれども、 何れも 洵に诹 時 ' I' と雖も 差 措 
かれぬ 必要なる 事項に 對 しての み 要求を 致した こと 
であります るので、 勿 諭 雅樂 のこと も 必要では あり 
まする が、 赴 等の 十分の 矸 究を 致して、 而して 後に 
玆に及 ぱ う、 斯様な 考を 有つ て 居る 次第であります 
無論 統一と 云 ふこと (S 文部省 •か 從來執 〇來れ る 方針 
であるけれ ども •雅樂 の 統一は 度 外に 置く のは どう 
であるかと 云 ふ 御 非雖で あります が、 文部省と 致し 
ましては 決して 唯 徒 1- 統一す る ことを 目的とは 致し 
ませぬ ので、 統一を 是とす る 場合は 統一を し、 又統 
一し 得べ からさる ことは 統一を 致し ませぬ ので、 是 
は 鼠 純に 何も彼も 統一と 云 ふ 方針では ございませぬ 
ので、 其邊 は葸と 御了承を 願つて H きます。 

〇 男 K 石黑忠 1; 君 今一 [i 御 質問いた します るが、 

さう 致します ると 文部省では、 是は 差當 つて S れ口 

の 遠い やうな ものであるに te て、 m ぶ 者 もなから う 

から 是は音 樂學 校に K かぬ と 云 ふ 御 趣 S の や 5 に 承 

はりました が、 本員は さう 考へ ませぬ ので、 文部省 

で 御 S きになつ たなら ば、 何れ 學ぷ 者が 澤山 ありま 

せう と 思 ひます、 澤 山と li 行きますまい が、 現在 皇 

典諝究所を卒業した人が、神主とか神官、あの人達 

がどうしても 此官幣 社、 03 辨 社の 祭に ii 雅樂を 奏す 

ると 云 ふ af が 決まつ て (S ります るが、 之を sr ひます 

のに 行く 所がない、 それで 小川 町から 或る 音樂 者が 

あつて、 さう して 雅樂を 敎へて 居る 所に 行つ て敎は 

るの が 何人も ある、 私は 其 開 第 式に も呼ぱ れ た、 引 

札 も TJ つたこと •か あるので、 若しも 音樂轵 校で 正式 

に 御敎へ になつ たなら ば、 苒內 省 S 怜 人と 云 ふ 者 も 

必ず それに 行つ て學ぷ もの だら うと 存じます、 なぜ 

なら ! t: 宮内省に 在る の it 音 樂練習 所で あつて、 音樂 

吊 校で ない、 それ It ® に 角と 致しまして、 文部省で 

之を 御 !?? きにならぬ と 云 ふこと では、 此相傅 •辟は 

る ことが 無くなります が、 この 傅る と 云 ふ ^ が 雅樂 

の 相 傅が 絕滅 いたしても 文部大臣 (i 此音樂 の 上に 付 

て 御 ？? 仟 はない と 思 召す のであります か、 それを 伺 

つて a たい。 

〔阈猝 大 &: 岡 田 良 平 討 演很 に 登る〕 

0 W 務大 M'. (岡 田 A 平 君〕 今 申 上げました る 通り 

に 雅樂を 保存いた すと 云 ふことは 必嬰 と考 へて 居り 

ます、 是は 石黑男 Iff の 御 述べになります 通りで あり 

ますが， 昔 樂舉 校で 雅樂を 跄き まする 以上には、 W 


に 此雅樂 の初步 、極めて 初步の 普通の 神官に でも 出 
來ます る や 5 な 單純 のこと を 敎へ まする 意味では ご 
ざい ませぬ ので、 是は 今日 音樂學 校で 致し ませぬ で 
も、 御 話の 通り 私立に 於ても 出来る ことで、 音樂學 
校で やる 以上には、 雅樂の 蘊奥を 究める 所まで やら 
ぬければ ならぬ、 即ち 雅樂に 付ての 專門 家を 造 6 と 
云 ふ 意味でなくて はならぬ と考 へて 居 〇ま す、 ¥ 門 
家を 作る にして は 折角 成 ほど 志望者は-こざい ませう 
が、 其雅樂 の 端緒を 杩 まして 直ちに 他の 職業に 轉ず 
ると 云 ふやうな 者では いかぬ ので、 之を 一世の 業と 
致しまして* 深く 此 技に 進んで 行きます る 者で なけ 
れぱ 、わざ  <此 音樂學 校で菱 成す る 必要は ない と 
思 ひます、 それ 等の 點か ら考 へます ると 唯 志願者が 
あるから して、 それを 容れて 養成す る だけでは まだ 
少し 足らぬ や 5 に 思 ふので あります、 それが 卒業し 
てから 後に 如何に 成 行く かと 云 ふやうな ことまで 篤 
と考 へまして、 十分の 成算を 立てまして、 其 上で 適 
當な施設を致すと沄ふことにならぬければなるまい 
かと 考へて 居ります、 故に 其點に 付て は 之を 度 外に 
fa く譯で は ございませぬ ので、 尙ほ 篤と考 嵐いた し 
て扣當 の 施設は 致したい と考 へて 居る のであります 
〇 男 K 石 黑忠藤 忍 af 々伺 ひます が、 今一 應伺 つて 
見たい、 唯今の 文部大臣の 御 答と しては、 神 1T の や 
る や 5 な wi 純の ものなら ば 敎へ るまで もない と 云 ふ 
御 答で M 入つ た 御 答と 考へ •* す、 本 M も 音樂の 事は 
深く 知り ませぬ が、 首を 突 込んで 居る 一人で あ 〇 ま 
す、 今 Q まで 私立の 堞校や なん ぞで 僅に 習つ て 來た 
者 も、 神前に 於て 奏します る ものが 必ず 本當の 我國 
の 雅樂の 一端 'C あるか どうかと 云 ふこと に 本 M など 
は 甚だ 疑つ て 居ります， それで® だ 恐縮の ことで ご 

ざいます が， 私は 神前に 供へ ます 音樂が 若しも JH し 

いもので ありませ ぬければ 腐つた 魚 や、 腐つた 野菜 

を 供へ るのと 同じ こと だと 木 fl は 考へ る， 魚屋 八 百 

屋は 鑑定が Hi 来ない …… 耳が ある 若であります れぱ 

此供へ ます 音樂の 中に 正しくない のが あると 信ずる 

是； i 何かと 云 ふと、 音樂學 校で 正しい 敎授 をな S ら 

ぬからして 斯う 云 ふこと が 起る と 思 ふ、 それで 神樣 

に 向つて からに 奏する 音樂は 何でも 宜 いと 云 ふやう 

な 文部 大 K の 御 考で あると、 历 入った 御考と 本員は 

考 へる、 外の JIf とは 違 ふ、 敎育 の、 一國の 帝國 の敎 

育を 御扔常 になつ て 居ろ 文部 大 K-: の 御 答と しては 驻 

だ 抒 しむので あります、 それで さう 云 ふこと で ござ 


いまする で、 本員は 是は 音樂學 校に 於て 此 科目を 御 
置きに なつて、 正しく 此相傳 を 維持して 敎授 する 入 
が あつて、 それに 就いて、 學ん で、 始めて 神前に 於 
て も 正しく 奏する と 云 ふ 者が 出来なければ ならぬ と 
斯う 考へ ます、 そこで 此 文部大臣は 唯今の 私の 質問 
の 御 答の 中に 落ちて 居ります が、 然らぱ 之を 音 樂學 
校に 於て 正しく 研究に ならないで、 さう して 段々 年 
を老 つた 人が 絕滅 したと きの 責任は どうで ありませ 
うか、 音樂學 校を 國立 で ® いて 置きながら、 我國の 
雅樂が 相傳を 失つ て、 それで 責任 ii 立つ と 云 ふ 思 召 
であり ませう か、 何れ 取調 中と 云 ふことは aa 年 仰し 
やつて pr る， 収 調べられて 居る 中に 段々 年を 老つた 
者は 死んで 仕舞 ふ、 相傳 は 無くなる、 此 責任は どう 
御 有ち !- なる かと 云 ふこと を 伺つ て 置きます。 

〔國務 大臣 岡 田. Ji 平； S 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 少し 私が 申 上げた 事は 十 
分に 徹底いた さなかつ たかと 存じます が 神前に 奏す 
る 所の 樂 は どうで も B: しいと 云 ふやう A' 事は 少しも 
申し ませぬ のであります、 唯今 私の 申 上げました の 
は、 音樂學 校で 養成す る 者 it 雅樂 2 專門 家でなくて 
はならぬ、 即ち 神前で 樂を奏 します 神官な どの 其 肺 
匠になる やうな 人で なければ ならぬ と、 K は 思 ふの 
でございます、 音樂學 校で 養成いた しま L た 其專門 
家を 以て 總ての 祭典の 場合に 參列 せしめる と 云 ふこ 
とは、 是は 出來 ませぬ ので、 音樂® 校は ¥ 門 家を 造 
ると 云 ふこと を 目的と 致さぬ ければ ならぬ ので あり 
ます、 然るに 离門 家と 云 ふ 者が 唯 だ 學 校を 開いて 學 
科を ! 1 けば 專門 家が 其 所に 這 人つて 獨 でに 出来る か 
と 云 ふと 學科に 依つ ては 出来 ませう が、 併ながら 雅 
樂と 申します る ものの 如きに 付て 13-. さう 云 ふ譯 には 
參り ませぬ ので、 即ち 卒業して から 後の ことに 至る 
まで 篤と 考瞪を 致さぬ ければ ならぬ ので ございます 
から、 それ故に 之を 直ちに 置く と 云 ふこと が 出来 ま 
せぬ ので、 多年 石 黑男爵 が 熟 心に 文部 當局 者に 向つ 
•r 御 希望が あるに も拘り ませず、 今日まで 之を 實行 
すると 云 ふ譯に 至らな かつた のであります、 併な •か 
ら御 話の 通りに 我 國の古 樂が絕 える と 云 ふことは 誠 
に is 憾 のこと で、 之を 傳へ ると 云 ふこと だけは、 ど 
うしても 其 道は 講ぜぬ ければ ならぬ と 思 ふので あり 
ます、 今日 re に 之を 傳へて 居ります のは 宮内省で ご 
ざいます、 で、 文部省の 側に 於き ましても 之を 傳へ 
ると 云 ふこと に 付て は 十分に 考 3 i を 致さぬ ければ な 


らぬ ので ございます が、 併し 是は尙 ほ 研究を 要する 
と 云 ふことは 先刻 申しました る 通りで ございまして 
今回の 豫算に 出て 居り ませぬ のは 即ち 其 趣旨で、 決 
して 之を 輕ん ずるの 趣意では ない ので •こざいます か 
ら 、其邊 は 御了承を 願 ひたいと 思 ひます。 

〇 男® 石 黑忠蒽 君 唯今の 文部大臣の 御 答 辯に 依リ 
ますれ は， 考慮す ると 云 ふ 御言 葉の 上には 日本の 雅 
樂 の相傳 を ：：： 必ず 傅へ ると 云 ふ 御 責任は 負つ て 居 
られ ませう か、 絕滅 しても 宜 いと 云 ふ 御考で ありま 
T か、 考慮して 必ず 之を 相傳 すると 云 ふ 御 考を御 有 
ちで あ 〇 ます か、 それを もう 一 腱 伺つて 置きます。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演靖に 登る〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君 一是は 度々 申 上げました 通 
〇、 雅樂は 絕滅 して 宜しい と考へ て 居り ませぬ、 成 
るべ く絕滅 いたさぬ やうに 努力いた すの が當然 と考 
へて 居ります。 

C 山 脇玄君 演壇に 登る〕 

〇 山 脇玄君 先刻 豫算 委員長の 報吿を 謹んで 承は り 
ました 所が、 此度 の. 豫算 には 社會 政策に 關する こと 
がない、 重 もに阈 防 其 他の ことに 關 する ものである 
と云ふことの御報 1¥ でありまして、私は苒だ遺憾に 
存じた のであります、 諸君 も 御 承知の 通り、 今や 諸 
物價殊に食料の膦貴と沄ふものは益々劇しくなつて 
下流 社會の 生活と 云 ふ ものは 益々 困難に なつて 參リ 
新聞な どで も 御 承知の 通り、 竊盗が 增す とか、 fl 領 
が 出て 來る とか、 身投が あると か、 夜 逃. ^- あると か 
色々 此悲 12 な 事情が 現は れて參 つて B るので ありま 
す、 此 米の 如きは 貴賤 貧富の 差別な く、 人 問で ある 
以上は 一日 も缺 くことの 出來な い K もなる 貪 料で あ 
るので あります、 此米價 の 調節の 如きは 今日 急務 中 
の 急務で あるに 拘ら ず、® 角 唯 議論 紛々 、一向 直接 
有効の ものが 此實 際の 緒に 著 か rx いと 云 ふことは 誠 
に it 憾な次 第であります、 で 私が 唯今 W 問を 致す と 
云 ふやうな ことは 誠に 迂遠な やうで ii あります るが 
lit 界の大 拶 を 眺めて 見ます ると、 交！ S 各國は 如何で 
ありませ う、 何れの 國でも 食料品は 輸出を 禁止し… 
;是等0輸出を禁止し、是等輸入稅の減免を圖ると 
か、 食料品の 最上 限を 定める とか、 或は 又 食料品の 
分配、 供給を 按排す ると か、 或は 父 「アル コ ー ル I 
欣料を 供す る ことを 制限す ると か、 谷般の 調節 策を 
誚 じて 居る では ありませ ぬか、 然るに 我阈は 如何で 
ありませ う、 成る 程 議論は 澤山あ ります、 それから 
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暴利 奴 S? 規則 或は 省令の I 部の 改正な どが ありまし 
たが、 どうも 我々 の 見ました 所では 直接 有効に 調節 
を 見る ものは 一つ もない と 云うて 宜か らうと 思 ふの 
であります、 それであります から、 誠に 迂遠な やう 
ではあります が、 私 |£ 此政府 當局 のどな たで も 宜し 
うご ざいます、 一二の 質問を 試みまして、 又 其 上で 
更に 二 三の 苡 問を 試みたい と考ヘ ますから、 どうか 
諸君に 於き ましても 甥く どうぞ 御 許しを 願 ひたいの 
であります、 第 I が 我國の 米が 我' か國 民が、 國內に 
於て 消费す る 所の 石數は 幾許で あるか、 此國內 の 米 
作で 供給して 不足がない か 否か、 若し 不足が あると 
すれば* 其 不足 額は 幾何で あるかと 云 ふこと が 第一 
第二は 最近 外國に 輸出す る 所 W 石數は 幾許で あるか 

それから 第三は 我國で 人間の 中毒を 盛んに 增す 所の 

「アル n  — ル」 を 製造す るのに、 米を どれ 程 費やし 

て 居る か、 第 四には 此 玄米を 白米に する 爲に搗 減り 

と 云 ふ ものが 生ずる、 其搗 減りの 石數は 如何で ある 

か、 此四 問を 御 伺 ひ 致して、 其 御 答に 依つ て 更に 質 

問いた したいと 思つ て 居ります。 

〔國 務大 K 仲 小路 菔君 演啦に 登る〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 酿君〕 山 脇 君の 御 質問に 御 答を 

致します、 今日の 場合に 此米價 の 調節と 云 ふこと に 

付て は 政府に 於き ましても、 最も 苦心を 致して 居る 

のであります、 之を 直ちに 諸 外國に 於て 今日. H 行い 

たして 居ります る やうな ことを . それと 多少. の關 

係の 異なつ て 居ります る 其 事柄を， 直ぐ 我 國に實 行 

いたす と 云 ふこと も、 是 れ亦總 ての 事情の 上から 考 

へまして 適當 でない と 存じます、 或る 必要な 場合に 

なりましたなら ぱ ■•諸 外國で 實行 いたして 尻り ます 

6 やうな ことを ® 施しなければ ならぬ 時 も參 るかと 

存じます 、併しながら 今日の 場合に 於いて 直接に 諸 

外 國でや つて 居ります る ことを ® 行いた します る こ 

とは、 是は餘 程考暾 すべき ものと 存じます、 それで 

ございます から、 今日 我' か 國情に 於て 餘〇 諸方に 影 

徵 を 及ぼさぬ 脑岡に 於て U1 來る限 りの 途を 執り まし 

て、 何とか 此米價 の餘〇 暴騰を 致さない やうに、 殊 

に 大切な 食料品 中の 重 もな 米穀に 付きましても、 是 

亦 餘〇暴 騰 を吿げ て、 一般の 人々 が 困 雖を 致さぬ や 

うにと 云 ふ 積り を以 ちまして* 玆に 施して 然るべ し 

と考 へて 居ります る 谷 種の 方法に W て、 政府に 於て 

は 怠りなく 是が 施設 經營を 致して 居る のであります 

それから 唯今 御 質問に なりました 此 米穀の 石數 であ 


ります、 或は 海外に 餞 出いた して 居る 石數 である、 
或は 酒 其 他の 爲 に消费 される 石數 、是 等の 数字に 1L 
ります こと IX 是 は 此席で 御 答いた します る ことは 甚 
だ 闲 難であります、 何卒 此席に 於て は大瞠 の點 に 付 
て 御 質問 下されば、 それに 付きまして は どこ 迄 も 御 
答を 致して 宜しい のであります。 

0 山 脇 玄君尙 ほ 御 尋ね 致します が、 唯今 申し まし 
た 此四點 の ®: 字の ことであります、 是は 是非 御 廻し 
下さる だけの ものは 書面に て どうぞ 御 廻し を 願つ て 
置き. ます、 S; が 一隈 調査し ました 所に 依ります ると 
大體を 申します ると、 此內 地の 米作と 云 ふ ものは 內 
國 人に 供給す るのに は 不足を 生ずる、 此 不足の 平均 
を 申します ると、 三百 萬 石內外 足らない と 云 ふこと 
に 承つ て 居る のであります、 先日 農 商務省 令の 改正 
に 依りまして、 外國へ 輸出す る 米 も 私の 調べました 
所 •或は 新聞な どに IB 載して 居ります る 所では 七十 
萬 石 内外に なつて 居る やうであります、 それから 淸 
酒を 製造いた します るのに 凡そ 二百 五十 萬石內 外と 
云 ふこと になつ て 居ります、 それで 今日此 米. 僧の 騰 
貴に 騰貴を 重ねる 原因は 他に も 色々 ありませ うが、 
米 其 ものの 不足と 云 ふこと が 大部分 重 もなる 原因の 
やうであります るから、 其 所で 私の 素人 考で は外國 
へ 輸出す る 方の 七十 萬石內 外の 輸出を 御 禁じになる 
それから 「アル n  I ル」 中毒を 製造す る 所の淸 酒の 
釀 造に rf 米を 供給す ると 云 ふこと を嚴禁 して 下され 
ると 云 ふことは 出 來ま すまい か、 さう すると 云 ふと 
淸 酒に 用 ふる 米と、 外國へ 轍 出す る 所の 米を 以てし 
ますれば、 凡そ此 內國 人民の 需用す る 所の 額を 補 ふ 
ことは 出來 はしまい か、 是 も！ 策では あるまい かと 

考へ るので あります、 それで 此際 いろ <轍 入 米の 

關稅の 改正、 或は 鐵 道の 運送を 便宜に する， 或は 米 

の專賣 を やる とか、 或は 米の 最上 額を 制限す ると か 

いろ < の 方法 も ありませ う、 それで 當局 大臣は 本 

日此席 で どう 云 ふ 方法を 今 講究して 居る と 云 ふこと 

を 御明 言が 出来ます るなら ば •御明 言を 得て 安心を 

致したい のであります、 若し どう 云 ふ 方法を 講究 L 

て 居る と 云 ふこと が 御明 言が 出来 ませぬ ければ、 何 

か 調節 策は 必ずやる と ；：< ふ 御明 言を 願 ひたいので あ 

ります。 

〔國務 大臣 仲 小路 廉君 演壇に 登る〕 

〇 國務大 K (仲 小路 廉君〕 御 答を 致します、 數字に 

a ります る ことは、 是 は 改めて 書面に 致しまして* 


さう して 街 手許まで 差 上げまして 宜しう-こざいます 
それから 大 體 のこと に付きまして、 唯今の 御 H 問の 
要點に 御 答を 致して S きます、 大瞠 は 我が 國內に 於 
て 產出 いたして 居ります る 米穀の 總轫 、昨年の 出来 
高、 旣往 三年 間の 豊作 阕き 、是 等の 狀况 r. te り '* し 
て、 先づ 現在に 於 ? • まして ほ 之を 平均して 申さ ば， 
我が 生產 額は 今日の 人口の 消费額 に 於て 左 迄の 不足 
はない と 政府は 見て 居る のであります、 唯 先般 も此 
席で 御 答を 致しました が、 近来の 情勢に 伴 ひまして 
兎角に 世の中が 繁昌 だと 云 ふ 事の 結果が、 消费の 額 
を噌 して 參〇 まする ことの どうも 傾が 多い ので あり 
ます、 それで 是 等の 消費を 制限して、 唯今 御 話に な 
ります る やうに、 或は 酒の 爲にほ 一 切 米を 用 ふるこ 
とはなら ぬ、 さう 云 ふやうな 道を 執る の も 或る 場合 
になつ たら ば 必要 かも 存じ ませぬ が、 併ながら 今日 
我が 現在に 於て 直ちに 法律 其 他の 道を 以て、 此 穀物 
を 酒の 消費には 一切 使 ふことは ならぬ と 云 ふやうな 
ことを 爲 すには、 まだ 早い 時機では ないかと 存じ ま 
す、 故に 是等 のことは 法律 其 他の 規定に 依らず と、 
相 成るべくは 一切の 人心、 今日の やうな 人々 の 困る 
べき 場合であります から、 瞥澤其 他 酒 等の 爲 に、 此 
折角の 穀物を 餘〇餘 計 潰さない， 消費し ないやう に 
すると 云 ふ 一般の 人心を 其方に 向けたい と 思 ふので 
あります、 尙 ほ外國 輸出の 事に 付きましても さう で 
あります* 輸出 も 國內に 於て すら もどう かと 思 ふべ 
き 場合であります るから、 多額の ものが 非常に 出る 
場合に なりましたなら ぱ 、固ょり 是が 相當の 制限を 
致さなければ なり ませぬ のであります、 去りながら 
現に 我が 同胞 兄弟に して、 或 it 布哇 に、 或は 亞米利 
加に、 或は 其 他に 矢張り 故鄕の 食物を 荐 りに 望む 者 
も あるので あり ます， 是 等の 者に 對 しましても 矢 張 
り國內 と同樣 に相當 S 我が 米穀の 出ます る途も 執つ 
て 置かね ぱなら ぬのであります" 之と 同樣に 又 海外 
から 成るべく 我國に 食料の 這 入ります や 5 に、 即ち 
外國 米 ® 入の ことに 付きましても、 是も亦 政府は、 
餘 りに 一般 農家 農村の 爲に 非常な 苦痛を 感ぜし めな 
い 結果 /". 於て‘ 出 來得る 限りは 外國 米の 我國に 這 入 
る途 も考趲 を 致して 居る のであります、 一而に 於て 
は 又 農村、 農民の こと も考 へぬ けれ ぱな〇 ませぬ、 
餘 りに 又 暴落を 來す ことにな 〇ま しても 是も闲 り ^ 
す、 是等谷 種の こと も考盧 いたしまして、 努めて 餘 
りに 影響を及ぼさない 範園に 於て、 今日 一般の 困つ 


て 居ります ろ 其 罟 痛 ^ 砬〇茌 しから L めない やうな 
途を 執らう と 存じて 居る ので あ 〇 ます、！： 2送 の 點 に 
付ても、 外® 米 〇 這 人ろ ®. に付きましても、 其 flk 饺 
りに 投拽に 走つ て國内 に®々 な ことを 起して はな‘ 
ませぬ、 消 Is に 對する こと* 供給に 對 T る こと、 * 
皆出來32ろ限〇の途を執〇まして、今日牝現狀 0 古 
痛を 相 K るべ く 緩和す る途を ® o ことには 少しも . y: 
らぬで 居る 譯であ 〇 ます、 どうか 大 瞠は 之に te つて 
御 了解を 願つ て fa きたいと 存ずる のであります e 
r 男 辟 高木 兼 3S 君演 *9 に 登る〕 

0 男 K 萵木 兼 H 封 私は 政府に 御 ^ わ FII したいと M 
ひまして 此に 登りました の It 餘の K では ございませ 
ぬ、 即ち此 ® 法と 云 ふこと でございます 、勝で ござ 
います、 迁遠な やうな ことを 御 ^ ねす る やうに 御 1!.'! 
きで あらう かは 存じ ませぬ けれども、 0 家の 經綸上 
曆法は 極めて 大切な ものである 如く 思 it れる ので あ 
ります、 本 來我國 に 行は れて 居りました る rEf 法は 年 
中 行事で、 其の 行事が 氣候 風土と 相 並行いた して 1} 
つた 爲 に、 社 會の經 管 上人 民の 便宜と ffl 成つ て S つ 
たのであります、 然るに 现在行 はれて 居ります る ® 
法は 氣候 風土と、 人民 2年中行事と節を合して尻り 
ませぬ 故に、 社會に 著しき 不便を 來 して 居る と 云 ふ 
ことは、 世の 人の 知る 所で あると 存じます、 長い こ 
とは 申す の 必要は ない、 二 三の 例を 擧げて 御 尋ねを 
致したい のであります、 即ち 國民金 體に 於き まして 
年の 始め 終りは 氣候に 伴うて 居る のであります、 國 
民の 生活は 前半 年度の 勞苦に 依つ て 得た る 所の もの 
を 以て 前半 年度の 用途を 他 じ •尙ほ 後半 年度に 得た 
る ものを 以て 一年中の 總助定 を 致し、 年忘れと 云 ふ 
ことが 出 來る やうに •在来の、 即ち 今日 申せば 锘勝 
と 申します が：： に 依ります れぱ 山 來 るので s> り ま 
す 故に、 年末になります れぱ、 一 年中の 行事を 計算 
をいた し、 全く 何も 殘ら ず餘る 物を 持 越し* 又 得た 
る 物を 以て 何等 負 ふ 所な くして、 身心 s かにな り ま 
して 年を 忘れる と 云 ふこと が 出 來 て &r つたので あり 
ます、 然るに 現在の 曆 法に 依つ て M ますれば、 先づ 
七月の 盆を 前半期の 計算 期と 致して 居る のに、 新 K 
の 盆では 其 年の 夏作を 收 入いた し、 前半 年度の 計遛 
を 終る と 云 ふことは 不可能で 450 ます、 それが 爲に 
起る 所の ものは 何で あるか、 一腌 月後れの 盆 或は ？ xi 
盆と 云 ふ ものが 實際に 行は れて屛 ります、 故に 新盆 
» 盆 一箇月 後れの 盆と 云 ふ、 三つの 盆の 節句を 致す 
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と 云 ふこと が 現は れて 居る のであります. 又 年末に 
至りましても、 秋作は 未だ 收 入し 得ない が爲 に、 之 
を 以て 一年 度の 總計筘 が 出來 ませぬ 故に 事業が 殘つ 
て 居ります、 事業が 殘つて 居ります 故に、 終らぬ 中 
に 御正 月を 致す と 云 ふことは 苦痛であります、 で 之 
が 83 に 今日に なりまして は、 矢張り 御正 月と 申して 
居ります 樂みの 時が 樂みの 時に ならぬ が 故に、 今日 
に至りましても地方の多くに於きましては、正月は 
新曆に 依つ て 居らない、 之に 依る 者は 官衙の みと、 
又 相 當の 今日的の 敎育を 受けた る 者が 正月 V. 致す に 
止まりまして、 土 著の 人の 多く (£ 正月を 致さぬ、 其 
0 に 一月を 後ら して、 一简 月を 後ら して 見れば 其 年 
の 始末を 何 V. かすろ ことが 出来ます るが 故に、 一箇 
月を 後ら せて 正月を 致させます、 又 之に te らず 斷然 

舊の 正 月に fe ると 云 ふ 者 も ございます 處から 、即ち 

三つの 一月 元日と 云 ふ ものを 数へ る 稀 類の 入が、 此 

帝 W 内に 別れて 居る と 云 ふこと になつ て 居る ので あ 

ります、 之が 爲に 及 1? す 影 ^ であ 〇 ます、 政府に 於 

きまして は 大 t§ に 於ての 御意 見 も あらう と 思 ひます 

るかであります が、 其 中小 別け 1.. 致して 見る と* 今 

口敎育 上に 於き まして、 家庭と 學校 との 聯絡が 大切 

だと 云 ふこと を唱菹 されて 居る ことは 明かなる H 事 

であります、 然るに 學 校に 於て は 今日は 休み だと 言 

つて 子供を 喜ばせて 居ります が、 內に 歸 つて 見れば 

親は 家業を 少しも 休まず •せつせ と 働いて 居る ので 

あります、 故に 親の 苦勞を するとき に 子供は 遊んで 

居る •子供が 樂んで 遊びたい と 思 ふとき に 親は 勞砌 

をして 居る と 云 ふこと が 現は れて 居る と 云 ふことは 

確かな ill 實で あります、 さう でない 御 家庭が あろ か 

も 存じ ませぬ が、 是は確 かに あら 5 と 存じます、 斯 

の 如くして 子供は 休み •たと 云うて 喜んで 遊んで 居る 

のに、 親は 汗水 垂らして 內で せつせ と 働いて 居る と 

云 ふやうな 有 棵で 、學 校と 家庭との 聯絡を して 0 滿 

なる 効果を 收む べき ことが 出来 5 r へき ものと 文部 當 

局に 於て li 御 認定に なつて 居 〇 ます か、 其 一例を 申 

して 見れば、 某 村の 奈家 であります が、 日く、 私の 

村に 於き まして li 私 一家が 新しい 正月を 致します、 

私の 内には r ビア ノ 」 も ございます と 云 ふ 話で •こざ 

いますから* 今日的の 家庭に なつて 居る と 思 ひます 

而し て P] 家に 於き ましては 一月に 一问紋 付の 衣服を 

著 用いた し、 袴を 著け て、 家庭 中 即ち 家族 相 集阒し 

て、 先づ御 勅語の 伟 頂 式を 行 ふと 云 ふこと にして、 


樂んで 居る と 云 ふやうな ことにして 居ります •か、 私 
一家 だけは 今日の 法を 奉ずる が 至當な りと 存じて 居 
ります から、 一月 一日を 致して 居ります が、 村 中 皆 
舊の 正月を 致して 居ります、 是に 於て か闲 ります、 
何で 困る かと 云へ ば、 一月 一度 內で はする ので あり 
ます、 故に 其 時には 正月の 式を して 居ります が •村 
方の 者が 正月を するとき にも 內の 子供には 又雜 煮を 
喰は せ、 餅 も 喰は せて、 又 正月を せなければ ならぬ 
と 云 ふやう になつ て 居ります と 云 ふ 話であります、 
斯の 如き 有樣 では 到底 家庭と 學 校と 一致した 行動を 
探る と 云 ふことは 出来 ませぬ、 是れは 確かに 私に 明 
言した 人は 澤山 あるので あります、 斯樣な ものが. 
…障碍 が あるに も拘ら ず、 家庭と 學 校との 聯絡 聯絡 
と 言つ て， 御 話 ば •*' りで 玆の 調和は 如何に 成 行く も 
のかと 云 ふこと を 疑は ざるを 得ない のであります、 
次に 行政 上に 於き ましても 此の 不便は 確かに あらう 
と 思 ふ、 宫衙 •か 事務を 執る ときには、 農民は 御祭を 
致して 樂 しんで K る ことがあり ませう， 又 一般人 民 
が 御祭り 日で あると して 業を 休み、 身體 衣服を 淸潔 
に 致し、 一日を 樂 しみ 暮さ うとす ると きに、 官衙に 
於て はせ つせ と 事務を 御 勉强 になつ て 居る と 云 ふこ 
とに なつて 居る、 

〔副 藕長忮 爵黑田 長 成 君 11 長 席に 著く〕 

然るに 官衙の 事務は 人民と 相 共に して 居るべき 仕事 
であります、 斯樣な 所に 於き ましては、 行政當 局に 
於き まして li 何等の 御 不便が ござらぬ かと 云ふ點 、 
尙 ほ御尋 いたしたい ことは 航海 上の 問題であります 
幸に 常 局 者が 御 居で でございますから …… 之に 對す 
る 現在の 曆法は 如何なる 關係を 有つ て 居ります か、 
潮の 干滿 は 海 2 i の 航路 航海に 於て 大した 關 係を 有つ 

て 居る と 云 ふこと を 見ねば ならぬ のであります、 潮 

の滿 ちて 居ろ 時に li 舟が 容易く 通る けれども、 干て 

居る 場合に It 容易に 通る ことが 出来ぬ、 其 時を 知る 

と S ふには どうして 知る か、 月の出 沒を 標準と した 

ものは、 日の 数に 依りまして、 何れの 简處は 何時な 

れば滿 潮で あるが 故に、 船は 容易く 通る こと •か出来 

る けれども、 斯 5 云 ふ 時期で あれ ぱ船が 通らぬ と 云 

ふことは •勝を 見ないでも 時計を 見ないでも、 月の 

踮けや うを 見て 分る のであります、 然るに 今日では 

先づ 勝を 見なければ 日月の 出づる 時刻 も S く 分らぬ 

從つて 潮 S 干滿も 分らぬ、 併し それ It そんな 船底の 

支へ る やうな fjl い 所 if 今日の 航海 It 通らぬ と 仰つ 


しやる か 知れ ませぬ が、 淺い所 も 常に 小さい 船は 海 
岸、 V 始終 通つ て 居る、 父 大船と 雖も 海底の 深 淺に依 
つて 二十 尺 三十 尺の 船が 通る と 云 ふこと に 付ても、 
潮の 干瞞 li m 大な關 係を 有つ て 居る 事柄で あらう と 
思ひます，故に今日に於ては1々そこに曆を備へて 
置かねば 分らぬ が、 舊の 法に 依ります れぱ 、物は な 
くても 宜しい、 日月 Ji 辰を 眺めて 凡その 測定が 出來 
る 所から、 航海 上に 非常の 便宜を 與へて 居つ たと 云 
ふことは 確かな 事實で あると、 自ら 信じて 居る ので 
あります、 兎に角 今日は 先き に 申 上げた 通り 社會の 
經營 上に 於き まして、 同じ やうな ことを 毎年 繰返し 
繰返し 行は なければ ならぬ と 云 ふことの 事實の 生じ 
て 居る ことは どなた も 御 同意で あらう と 思 ひます、 
即ち 正月が 三度 ある、 御盆が 三度 ある、 斯う 云 ふ 類 
のこと が 皆 あるので あります、 斯樣な る 事實は 全體 
國 家の 經綸 上には 龅滯 なく 國 政を 執り 得らる る もの 
であると 云 ふ 常 局 It 御意 見で ございませう かと 云 ふ 
ことを 伺 ひたい、 農業 上に 於き ましても 學 者の 議論 
は あります、 あります けれども 事實は 其 通り、 即ち 
旣 に此曆 法は 四十 七 年の 久しき に亘 ります けれども 
地方を 能く 見て 御 sa なされば 分る。 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 復 す〕 

實際是 が 膘 用が 出來 ぬと 云 ふことは 確かに あるので 
あります、 四十 七 年を 經て も尙 ほ實際 に 行 ふ 事が 出 
来ぬ ものは. 百年の 後と 雖も 、之を 徹底せ しむる 事 
は、闲_と云ふ事は見えるのであります、其理由は 
何の 爲 であるかと 云へ ば 月日の 數と 風土と 併行し 居 
らぬと 云 ふ 結果で & ると 本員は 認めて 居 〇 ます、 故 
に 最後に 極く 簡鼠 に御尋 を 致します れぱ •斯樣 なる 
事實は 存在しても 國家 の發 展經營 上に 聊も差 支ない 
と 云 ふ 御 認めで ございませう か.， 之を I つ 伺 ふので 
あります、 若し 御差茭 ありと すれば、 何とか 調和す 
る 法を 御 執りになる 御意 見が ございませう か、 此二 
點に 向つて 御 答を 願 ひたいの であります。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壇に 登る〕 

O K 務 大臣 (岡 田 良 平 君) 唯今 曆法 のこと に 付て® 
々御 陳述が ございまして、 御尋の 趣旨は 必 しも 太陽 
勝を 非と して、 太陰暦に 復 a する が 宜いと 云 ふ 御 趣 
旨では ない と 存じました が、 元來此 太陽暦と 申し ま 
する ものは、 吊 問 上完金 無 缺の唇 法では ない の ださ 
うで ございます、 寧ろ 是は 入爲 的の、 人工の 加は つ 
て 居る ものでありまして、 自然 的の 曆法で |£ ない、 


其點 から 申します ると 太陰暦の 方が 寧ろ 理論に 適つ 
て 居りまして、 法 唇と 致しまして は 宜しい 曆法 であ 
るの ださう でございます、 併ながら 理論 上進んで 居 
ると 云 ふこと、、 H 際 上 便利で あると 云 ふこと、 ii 
必 しも 一致いた しませぬ ので、 理論 上 宜しい ものが 
實際 上に 於て は、 却つ て 不便で あると 云 ふ 事 實もあ 
ります ので、 此實際 の 便 否 上から 云 ひます ると、 太陰 
曆はど う も 不便な ものであります、 太陽 曆の 方が i0 
に 便利な 4 のであります、 例へ ぱ其 中の 最も 著しき 
ものを 申します るなら ば、 太陰 曆で 見ます ると 一年 
が 十 111 箇月に なつて 參る年 もあります る、 一年 十三 
箇月であります と經濟 上に 於き まして 其 他 萬般の 事 
に 於き ましても、 非常なる 不便を 生ずる と 云 ふ 事に 
なつて 參 ります、 太 隄曆に 於き ましては 僅 一日の 相 
違で ございます から …… 閏年と 當り 前の 年との 相違 
が …… 故に 斯樣な る 不都合は 生じて 參〇 ませぬ ので 
總て 便利の 點から 申します ると、 太陽 唇は 非常に 便 
利な ものに なつた、 今一つ 便利な こと \ 云 ふ ものは 
今 太陽 唇を 行つ て 居る ものは、 世界の 文明 國の 大部 
分でありまして、 違つ たる 曆 法を 行つ て 居る 所と 云 
ふ ものは、 御 承知の 通り 極めて 少數 であります、 今 
日經濟 社 會も廣 くな つて 參 りまして、 殆ど 世界的に 
なつた 今日に 於て、 若しも 一國が 他國と 違つ た B 法 
を 採用して 居りましたなら ば、 商賣 上に 於ても 其 他 
に 於ても 非常なる 不便、 例へ ぱ茭那 の 如き、 或は 露 西 
亞の如き、此點に於て非常なる不便を見て居ると云 
ふことは 旣に御 承知の 次第であります、 左れば 6n 何 
にしても 太陽 曆と云 ふ ものを 保つ と 云 ふことは 極め 
て 必要な 事で、 太陰 曆に戾 すと 云 ふが 如き 事は、 是 
は 論外の 事と 思 ふので ございます， 或は 中正 唇な ど 
と 云 ふやうな 考案を 致して 居る やうな 人 もあります 
是も 太陽 曆と 太陰 曆の兩 方の 長所を 擧げ ました やう 
な もので あつて， 理論 上と しては なか <巧な る考 
を 致し 居る ものであります、 初めて 曆法を 定める と 
言 ふやうな 場合で あつたなら ぱ， 是も考 ふべき こと 
であるかと 存じます る けれども _、 併 し 世界の 澤山な 
國の 中で、 一國で 此曆 法を 行 ひまして は •如何に 其 
_ 法が 巧で あつて 4、 到底 是は實 際の® きを 爲し煜 
べき もので ない、 非常な：' f 便な ものになります るの 
で耍 する に此 太陽 層を 主として 行かぬ ければ ならぬ 
と 云 ふ 9f は、 是は もう 疑 ひない 事であります， 唯 Itt 
太陽 曆が 我國の 多年の 習慣に 一致せ ぬと 云 ふ® に 付 
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きまして は* 唯今 商 木 男 B の 御 述べに なりました や 
5 な 事 le? は ® 際に 於て M める のであります、 此點に 
付きましては、無論成るべく速に牝調和を得る方法 
を 講じなければ ならぬ ので •こざいまして 其 調和を 得 
る 方法の 一手 段と 致しまして、 先年 U-. 此曆 s 上に 新 
曆と 與 暦と fll 並んで 現 if れて ございました のを. 先 
年來此 閃 唇を 現 (X す ことを 廢 止いた したので ^ 勿論 
是だ けを 以て 全然 餌歷を 改める と 云 ふ 事は 出來ま せ 
ぬであります けれども， 是等も 一つの 手段に 外なら 
ぬのであります、 其 他の yl に付きましても、 成る ベ 
く此 太陽 曆に 調和す る やうに 總ての 習慣 風俗を 改め 
て 行く と 云 ふ 事は、 是は 必要な 事で あらう と 思 ふの 
であります、 併ながら 是は 日本の 風土 氣 候の 上に 於 

て、 さう 云ふ譯 には 絕對に 行かぬ ので あるか どうで 

あるか、 是は 必ずしも 左 KS では あるまい かと 思 ふの 

であります、 日本と 申しましても、 南から 北に 亘り 

まして、 隨分國 は 長いので あります、 高き 緯度から 

低い 緯度に a つて 居りまして 、一つの 曆 法に 依つ て 

此の 全 國を統 一して 參りま すれ ぱ 、甲の 地に 都合 宜 

ければ 乙の 地に 都合が 惡 いと 云 ふやうな 事は， 是は 

免るべからざる ものであります、 詰り此 曆 法と 云 ふ 

ものは 動かすべからざる ものにして、 其 他の 風俗 習 

慣を 之に 基いて， 段* に 改良して 行く と 云 ふ 手段を 

執る と 云 ふ亊は 必要なる 事で あると 思 ふので ござい 

ます、 此點に 付きましても 高木 男爵の 御 話の やうな 

事 ® も ございます る けれども 是は 日を 經る に從つ て 

追々 と曆法 と 調和して 行く やうな Itfl 向で あると、 當 

局 者は 信じて 居ります のであります 、併し 尙 ほ出來 

得べき だけ 此® 向を 促進して 行く と 云 ふことは、 是 

は 必要な こと、 考へて 居る のであります。 

〔海江田準一郞君演搜に登る〕 

0 海 江 田 準 :': 郎君 私は 露國の 目下の 現狀に 付て、 

當局 者に 一 言 御 ® 問したい のであります， 諸君に 於 

かれまして 御 承知の 如く、 露國は 今日 大壊亂 を 致し 

まして、 此間獨 逸は 實に偉 大なる 勢力を 以て 露國內 

に 侵入いた して 居る ので ございます， 先頃の 「ブレ 

スト、 リトー ゥス ク J の 講和 會では ，遂に 露 國の屈 

辱 的 講和に 終りまして、 露國 は獨逸 其 他 三國の 命ず 

る 儘の 條 件に 服した やうな 次第で ございます、 而し 

て 其 結果 認國 は 1? に 西部に 於て 照 大なる 地域を 失 ひ 

ましたので あります、 其 地域を 失 ひました ことは 露 

國に 取り ま L て、 軍事上 經濟 上將又 政治 上實に 由々 


しき ことで ございまして、 將來 殆ど 獨立を 保つ こと 
が sn 何で あらう かと 云 ふ 疑 間を 生ずる まで 新しき 形 
勢に 變化 いたした ので ございます 、併な •から 此事た 
る 問題が 單に露 國に關 する ことで ございましたなら 
ば、 左程此 新しき 形勢に 對 して 非常に 弪屘 する こと 
には 及び ませぬ けれども •之を 我國の 立場から 考へ 
て 見ます ると、 此機會 に 於て 趣 逸が 大なる 勢を 以て 
此危險 なる 勢力を 以て 東方 即ち 亞細亞 に來 ると 云 ふ 
處を 懸念す る 次第で ございます、 本 來露國 に 於け る 
此獨 逸の 勢力と 云 ふ ものは、 其 昔 彼 得 大帝の 時から 
露國 自身が 喚起した やうに 我々 は 思 ふので ございま 
す、 それ 以來此 露 國の宮 廷室內 に 於き まする 所の 隠 
然た る獨 逸の 勢力、 即ち 谷 種 政治 上の 隱 謀を 初めと 
しまして、 露 國の商 工業に 對 する 獨 逸の 勢力なる も 
のは 多年 同盟 國で あつた 所の佛 國 ょりも 其 根抵が 深 
いやう に 思 ふので ございます、 それは 小さな 問題で 
ございます が、 例へ て 見ます ると 露國內 に 於け る 外 
國語 のこと でございます、 上流 社會の 少數な 者を 除 
いた 外は 外國語 と 言へ ば、 殆ど 露西亞 は 獨逸 語が 外 
國語 になつ て 居る と 思 ふので あります。 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 成るべく 簡單に 願 ひます 
質問の 趣意 だけを 御 述べ 下さる やうに …… 

〇 海 江 田 準 I 郎君 承知いた しました， 更に 重大な 
る 問題は 此 政洽界 及び 軍事 界に 於け る 所の 勢力で ご 
ざいます* 先頃 敵と I て哦 つて 居つ た 時で さへ も、 
露 國と！ I 逸 it 色々 な ことを 策腦 して 重大 事件を 勃發 
いたして 居つ たのであります、 斯の 如く 政治 上に も 
軍事上に も商賣 上に も 鞏固なる 勢力を 獨逸は 露國內 
に 扶植して 居る ので ございます、 今や 形勢は 實に意 

外なる 變化 を來 しまして、 露國は 其 領土を 奮 はれ、 

而かも 「ペトロ ダラ ー ド」 の 如き、 又莫斯 科の 如き 

一國の 中心 越が 何れも 獨 逸の 自由なる 手に 歸し まし 

て、 殆ど 生殺與 奪の權 利は 獨 逸に 法つ て 占められて 

居る やうな 姿であります、 露國 にしても、 一旦！ g 逸 

の 勢力の 下に 歸 しました とすると、 其 危險は 實に彼 

の 謂は ゆる 伯林 r ハグ ダッド」 線と して 世界に 知ら 

れて 居る 所の 獨 逸の 東漸 政策は、 第一 領土 侵略を す 

る ことょりも、 今 亞細亞 に 及ぼす 危險 即ち 領土 倥 略 

的 大危險 の大危 險な る大隱 謀を 企つ る 事が 出来る や 

うな 形勢に 立 至つ たのでは ないかと 私は © ふるので 

あります、 而 して 今日 露國が 事 K 上！！ 逸の 屬 1^ 同 _ 

な 運命になる に 至りまして は、 其獨 逸の 勢力を 我が 


阐 東に 及ぼす ことは、 彼の 伯林 「バグ ダット」 線の 
場合ょりも、 西 比 利 亞と云 ふ 3 に 彼. 2 国に联〇有利 
なる 道' か あるので あります、 是には 新しく 「バグ ダ 
ッド I 鐵逍を 敷く やうな 手數を 要せず して、® ®: 1- 
其 勢力を 及ぼす ことが 出来 やしない かと、 是亦 © ふ 
るので ございます、 西 比利亞 鐵道 にして 若も榀 通の 
經營の 下に 歸 する やうに なりましたなら ば， 其獨逸 
の勢力の東漸の危險に胃されるものは、我が日本と 
支那で ii ないかと 云 ふこと を g ふるので ごさいます 
若し 私の 憂 ふる 此形勢 が 果して 的中し ましたなら ぱ 
日本の 立國 上の 危險に 際會 したと 言なければ ならぬ 
と 思 ふので ございます、 勿論 此危險 は 目前に 迫つて 
居る と 云ふ譯 ではない、 併ながら 日本は 此儘 に默つ 
て觀て 居たなら ば、 朝蛘や 滿洲の 背後 若く は 日本海 
の對 岸に 於て、 世界に 於て 一番 恐ろしい 敵を 引受け 
たと 言は なければ ならぬ こと だら うと 思 ふので ござ 
います、 果して 然らぱ 日本は 今日に 於て 就中 內 外形 
勢の 最も 有利なる 今日に 於て、 斷然た る •而か も最 
も 適切なる 處置を 講ずべき 時_で ほない かと 私は 思 
ふので ございます、 新聞な どの 電報に 依ります れぱ 
英佛などは、最も盛んに日本2出兵論を唱へて居り 
ます、 日本が 之に 對 して 出兵すべき や S やは 一の 戰 
爭に 劉す る ¢3 務 の負擔 を 考 瞭 に 加へ て 決定す る こと 
は 勿論の ことで ございます が、 更に 重大なる 問題は 
獨 逸の 勢力が 極東に 及ぱ す爲 に、 日本の 直接の 危險 
と 云 ふこと を •更に 重大に 考 ■しなければ ならぬ と 
本員は 信ずる のであります、 依つて 此際 之に 處する 
日本は 如何なる 態度に 出ず べき ものである か、 それ 
を 決定して 置く 必要に 迫られて 来たので あります、 
併ながら 今 言 ふ戰爭 に對 する 日本の 義務に 封し 又將 
来の 日本に 對す る危 險に應 ずる 爲に 、出兵 若く は 其 
他の 方法に 付きまして、 第一 露國に 於き まする 所の 
搦 逸の 勢力、 殊に 西 比 利亞に 於て® 逸が 如何なる 勢 
力を 有つ て 思る か •其實 際の 狀况を 我が 國民 I 般に 
出 來るだ け 明かに 理解 さして 置かなければ ならぬ と 
信 -t るので ございます、 新聞な どに 於き ましても、 
旣に 色々 な 危險の 報道 も傳 へられて 居る ので ありま 
すから、 是非 當局 者は 此際 •殊に 外務大臣は 其 手の 
中に 持つ て 居られます る 所の 狀况妝 に 其 材料を 我々 
國民 一般に 御知らせ 下さる 事が 出來 6 ならば 此際御 
願 ひしたい ので ございます、 併ながら 事 外交に 關し 
若し 祕密で 出来 得ない とすれば、 それは 致 方ない の 


でございますが、 先程から 申 上げました 埋由に 於 ? 
まして、 出來 る範圓 に 於て 國民 I 殺に 此§ 知らせ 
下さる こと； i、 _ K も 今日 〇 時 51: に 適切で (i ないかと 
木 M は 思つ て、 皆さんの 前に 1 r? 時此席 を 汚した や 5 
な 次第で ございま^'。 

〔阀 務 大臣 子 li? 本 野 一郎 料 nif n? に 1? る j 
〇阈務 大 2 :( -!• 辟 木 野 一郎 打〕哗 今 海 fl: 田 封よ OS 
西亞 の狀况 に付きまして 色々 御 陳述の 次第 •かご ざい 
ましたが、 海 江 田 君の 仰せ 〇 通り、 掭逸の 勢力が !!? i 
々露 國に深 く 加は りつ、 あると 云 ふことは 全く  c JIf 
實 -e あ 〇 まして •其 勘に 關し ましては、 政府に 於て 
も 深く裝 璐 いたして 居る 次第で ござり ま ' r 又 之に 對 
應する 所の 策に 付きましても、 愼茁 に考逬 いたして 
居ります、尙又遇國の 15 際の狀况に付ては外務.： |.'| 局 
に 於て 持つ て 居ります る 所 C 材料は、 成る たけ 之を 
照く 天下に 示して H ひたいと； K ふ 御 希 S] で ござい '* 
したが 此點 に付きまして は 全然 御 F!] 感であ 〇 ます、 
今日 迄と 雖 も出來 得る 限り 色々 の 手段を 以て lit に 公 
けに 致して 居ります る、 尙乂特 別. 2 賊 に 付て 御 TrK 知 
に 相 成りたい と 云 ふこと でございまするな らば、 其 
菔 々を 御 示し 頂いて、 尙 ほ 御知らせ 致す ことが m 來 
る ことは 十分に 御知らせしたい 考であ 〇 ます、 此段 
御了承 相 成る ことを 希望いた します。 

0 議長 (公 樹德川 家 達 君〕 日程の 第 四より 第 八 迄の 
豫算赛 全部を 問題に 供し ます、 全部 预览姿 M 長の 報 
吿に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます、 休憩 
午後 零時 十一 一分 休憩 
午後 一時 十八 分龆會 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 是 より 報 吿を致 させます 
，〔岡 ® 記 ri1 朗讁〕 

本日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 直に 
裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆讁院 に 通知せ り 
大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 案 
预斟 外國庫 の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 

臨時 軍事 S 豫算 追加 案 (第一 號〕 

大正 七 年度 歳 人 歳出 總预算 追加 案へ 第一 號) 
豫算外 3 庫の 負搪 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第一 號〕 

同日 本院に 於て 修正 11 決した る 左の 政府 提出 案は 
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出いた しませな かつた が、 今回 再び 之々 提出いた し 
た 次第で ご ざいます、 其 理由 (r 街 承知 あらせら るる 
如くに、 罹災 救助 基金 法なる もの li 明治 三十 二 年に 
制限せられ まして、 大正 八 年 六月に 於き まして 其 施 
行の滿 期と 相 成る のであります、 今日の 情努に 鑑み 
まして、 尙ほ 之を 緻いて 施行いた し 並に 其 内容の 勤 
に付きまして、 例へ ば 稻立 をな すべき 所の 金額の 制 
限を 五十 萬 圆 に 致 L ますと か、 或は 其 運用の 範園を 
璘張いたしまして地方の經濟の發達に資するとか云 
ふ、 其 他 二 三の 改正を 加へ まして ••提出いた した 次 
第で ございます ので、 御 ^ 議の上 御 協賛 あらむ こと 
を 切望いた します。 

〇 議長 C 公昭 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書 IB 官 
をして 朗 ^ いたさせます。 

〔岡 需 記 官朗 ® 〕 

罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 特別委 員 

子爵 大給近 孝 君  男爵 杉 溪言長 君 

男爵 阪 谷芳郞 君  男爵 內田 正敏君 

男電利 五 郎君  阪本釤 之 肋 君 

两 久保弘 道 君  堀 內半三 郎君 

木本 源吉君 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十一、 借地 法案 政 

府提出 ，第 一詢會。 

借地 法案 

右 

勅旨 ヲ_シ 帝 國議會 -I 提出 ス 

大正 七 年 三月 八日 

内閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

司法大臣  松 室 致 

借地 法 

第 一條 本 法-一 於 テ 借地 權卜稱 スル ハ 建物 ノ 所有 

ヲ 目的 トス ル 地上 願 及 賃借權 ヲ謂フ 

第二條 契約 ヲ以テ 借地權 ヲ 設定 スル トキ ハ當事 

者 ハ 借地 權ノ存 續圳間 又 ハ 建物 ノ種 類及椭 造ヲ 

定ムル コト ヲ耍ス 

民法 第 六 百 四條ノ 規定 ハ 借地 權ノ存 _ 期間 M 之 

ヲ滴 用 - t ス 

第三 條 契約 ヲ以テ 借地 權ノ 存續沏 間ヲ定 メタル 

トキ ハ 借地 權ハ其 ノ存續 期間/ 滿了 -I 因 リテ消 

滅ス 

第四條 契約 ヲ以テ 建物 ノ 種類 及 構造 ヲ定 メタル 

トキ ハ 借地 權ハ 建物 ノ朽躜 -I 至 ル 迄 存續ス 


第五 條契約 ヲ以テ 借地®/ 存續 期間 並 建物 ノ種 
類 及锅 造ヲ定 メタル 場合- 1 於 テ 其 ノ存搜 期間 力 
建物 ノ朽廢 前-一 滿了ス ル トキ ハ 借地 fi ハ 契約 卜 
同ー ノ條件 ヲ以テ 建物 ノ朽廢 M 至 ル 迄 存緻ス 
第 六條前 二條ノ 規定-一依 リ 借地 S 力 建物 ノ朽廢 
- 至 ル 迄 存續 スル 場合-一 於 テ 借地 糊 者 力 契約 ヲ 
以テ定 メタル 期間 內又ハ 契約 ノ時ヨ y 1 年內二 
建物 ノ 築造 — 著 手 セ サル トキ ハ 土地 所有者 ハ 契 
約ノ 解除 ヲ爲ス コト ヲ 捍此ノ 解除 ハ 將來 -- 向 テ 
其ノ 効カ ヲ生ス 

前項 ノ 解除 權ハ 借地 權者力 建物 ノ 築造-一 著手シ 

タル 後 ハ 之 ヲ行フ コト ヲ捍ス 
第七條 契約 ヲ以テ 建物 ノ補類 及 構造 ヲ定 メタル 
場合- 1 於 テ 借地 權者力 建物 ノ 設計 ヲ定メ 又 ハ 其 
ノ 築造-一 著 手 K ル トキ ハ 十； 地 所有者-一 其 ノ旨ヲ 
通知 スル コト ヲ耍ス 

借地 權者力 前項 ノ 通知 ヲ爲サ サル トキ ハ 借地 權 
ハ 契約 ヲ以 テ定 メタル 建物 力 朽廢ス へ ヵ リシ 時 
二 於 テ 消滅 ス 

第八條借地權者力借地權/存續期間ヲ定メタル 
契約-一 相當セ サル 堅固 ノ建 物ヲ 築造 スル 場合-一 
於 テ 土地 所有者 力其ノ  丁； 事 著 手後遲 滯ナク 異議 
ヲ述へ タル トキ ハ 借地權 ハ 存® 期間 ノ滿了 一一 因 
リテ消 滅ス 

第 九 條 借地 權者力 建物 ノ糂類 及 構造 ヲ定 メタル 
契約 〖I 相 當セ サル 堅固 ノ 建物 ヲ 築造 スル 場合 二 
於 テ 土地 所有者 力 第 七條第 一項/通知 ヲ受 ケタ 
ル後遲 滯ナク 異議 ヲ述へ タル トキ ハ 借地 權ハ契 
約ヲ以 テ定 メタル 建物 力朽躞 K  f ヵ リシ 時 M 於 
テ 消滅 ス 

第十條 前 二 條ノ場 合 n 於 テ 土地 所有者 力 異議 ヲ 

述へサ リシ トキ ハ 借地 權ハ 契約 卜同 ーノ條 件ヲ 

以テ 借地 ® 者ノ 築造シ タル 建物 ノ朽躞 -I 至 ル 迄 

存續ス 但シ 建物 力朽廢 前-一 滅失シ タル トキ ハ 借 

地權ハ 之- 1 因リテ 消滅ス _ 

第 十 一條 第四條 、第五 條及 前條ノ 規定 — 依リ借 

地權力 建物 ノ朽廢 - 一至 ル 迄存續 スル 場合-一 於 テ 

借地 權者力 土地 所有者 ノ 同意 ヲ得ス シテ 其ノ建 

物 — 修綣若 ハ 變更ヲ 加へ 又 ハ增築 ヲ爲シ タルト 

キハ 借地 ® ハ 原 建物 ノ朽 廢スへ カ リシ 時-- 於 テ 

消滅 ス 

第 十二 條 契約 ヲ 以テ存 續 期間 ヲ定 メタル 借地 Is 


ノ讀狸 ハ 讓涔人 又 ハ 讓受 人 — 於 テ 其 ノ旨ヲ 土地 
所有者 M 通知 スル コト ヲ要 K 但シ 前二晓 ノ規 定 
-I 依リ ■渡 人ノ_ 利 力 碗 定シ タル 後 ハ 此ノ 限-1 
在 ラス 

譲 II 人 及讓受 人力 前項 ノ 通知 ヲ爲サ サル トキ ハ 
借地 fi ハ 契約 ヲ以 テ定 メタル 存紉 期間 ノ滿 了-- 
因リテ 消滅ス 

第 十三條 契約 ヲ以 テ定 メタル 借地 ff/i ノ存綏 期間 
滿了ノ 後 借地 灌者力 土地 ノ使 用ヲ 攝續 スル 場合 
二 於 テ 土地 所有者 力遲 滯ナク 異議 ヲ述へ サリシ 
トキ ハ 前 契約 卜 同ー ノ條件 ヲ以 テ更 一一 借地 權ヲ 
設定シ タルモ ノト 看做 ス 

第 十四 條前 十條ノ 規定 ハ ー時 土地 ヲ 利用 スル 目 
的 ヲ以テ 借地 權ノ 設定 契約 ヲ爲シ タル コト 明ナ 
ル 場合 及 石造、 土 造、 煉瓦 造 又 ハ 之-一類 スル 堅 
固ノ 建物 二 付 テ ハ 契約 ヲ以テ 五十 年 以上、 其ノ 
他ノ 建物-一 付 テ ハ ニ十 年 以上 ノ 借地權 存續 期間 
ヲ定 メタル 場合-ー ハ 之ヲ 適用 セス 

第 十五 條前 九條ノ 規定 ハ 借地® 者 力 II 二 賃借 權 
ヲ 設定シ タル 場合-一之 ヲ準 用ス 
前項 ノ規 定ノ 適用-一 付 テ ハ 借地權 者 ヲ以テ 土地 
所有者 トス 

第 十六 條 借地權 者ノ 賃借人 力 建物 ノ設計 ヲ定メ 
又 ハ 其ノ 築造-一 著 手 スル トキ ハ 土地 所有者 — 其 
"旨 ヲ 通知 スル コト ヲ要ス 

賃借人 力 前項 ノ通 知ヲ爲 ササ ル トキ ハ 其ノ 借地 
嵇 ハ 賃貸人 ノ 借地 權 ノ存續 期 問ノ滿 了-一因 リテ 
消滅ス 

第 十七條 借地權 者ノ 賃借人 力 借地槌 者ノ 借地 ® 
ノ存續 期間 ヲ定 メタル 契約-一 相當セ サル 堅固 ノ 
建物 ヲ築造 スル 場合-一 於 テ 土地 所有者 力前條 第 
一項 ノ 通知 ヲ受ケ タル 後遲滯 ナク異 _ ヲ述 へ夕 
ル トキ ハ 賃借人/借地 ffl ハ 賃貸人 ノ借地 權ノ存 
續 期間 ノ滿 了-一因 リテ消 滅ス  0 

第 十八 條 借地 權者ノ 賃借人 力 建物 ノ種類 及 構造 
ヲ定 メタル 賃貸人 ノ 借地 權ノ 設定 契約 一-相 當セ 
サル 堅固 ノ建 物ヲ 築造 スル 場合 二 於 テ 土地 所有 
者 力 第 十六 條第 一項 ノ 通知 ヲ受 ケタ ル 後 遲滯ナ 
ク 異議 ヲ述へ タル トキ ハ 賃借人 ノ借池 權ハ 賃貸 
人/借地 權ノ 設定 契約 ヲ以 テ定 メタル 建物 力朽 
廢スへ カ リシ 時 11 於 テ 消滅 ス 

第 十九 條前 二條ノ 場合-一 於 テ 十： 地所 有 者 力 異® 


ヲ述へ サリ； s トキ ハ n t5 人/借地 _ 消滅 ノ時 -I 
於テ 〇 贷借卜间一/肢件ヲ以テ巧借入ノ〇ュ其 
ノ築扯 罗タル 建物 ノ朽联 -i ル 迄 借地 糊 ヲ I5 5E 
シタル モノ ト湣 做. <但シ 第七條 第二 項、 第 八晓 
又 ハ 第 九 條 ''規定- |法 リ n 借人/借地 抽力货 S 
人 ノ借地 g ノ存纪 期間 内 M 消滅 K ヘキ トキ ハ此 
ノ限 -1 在 ラス  Q 

第 十條 mm; 及第 十一 條ノ 規定 ハ 前項/ ® 合 = 之 
ヲ網 用ス 

第一 項 ノ 規定-一 te リ货 借人 力 土地 所有者 二 茭拂 
フへキ借 0 力賃贷人ノ茭拂フへキ地代又ハ仍《 
ヨリ 少キ トキ ハ 土地 所冇漭 ハ 貨 借人- 一 對シ 其ノ 
地代 又 ハ fs 賃 -I 相當 K ル 借 H ヲ請求 N、 IU iff v f3 
第二 十條 土地 所有者 卜其ノ 借地 淄者 トノ間 .-. 於 
テ 第 十四條 -I 定ム >u 契約 ヲ爲シ タル Hi 合-- 於 テ 
ハ 借地 權者ノ 賃借人 ノ借地 拙 ノ存紐 期間 ハ n ic 
人ノ 借地 ■ノ存 綏沏間 ヲ超ユ ル コト ヲ m ス 
前四條 / 規定 ハ 前項 ノ® 合-一之 ヲ適用 セス 
第二 十 一條 借地 糊 者 卜其ノ 贷 借人 トノ 間-一 於 テ 
第 十四 條- 一定 ムル 契約 ヲ爲シ タル 場合-一 於 テ ハ 
第 十九 條ノ 規定 ノ滴用 ヲ受ク >u トキ ト雖 H 借 入 
ノ借地 撋 ノ存續 期間 ハ 其ノ 契約 ノ定ム ル 所-一 te 

レ 

第二 十 i i 第三 若 力 賃借 權ノ 目的 タル 土 池 ノ上 
M 存 K ル 建物 ヲ取得 シタル 場合- 1 於 テ S 貸 人力 
賃借 權 ノ  _ 渡 又 ハ @ 貸ヲ® 諾セ サル トキ ハ S 貸 
人 二對シ 時價 ヲ以テ 建物 ヲ 買収 ル ヘキ n トヲ請 

求 スル コト ヲ 52 

第二 十三 條 前 十九 條ノ規 定二反 スル 特約 ハ 之 
ヲ爲 ササ ルモ ノト 看做 ス 

第二 十四 條 契約 ヲ 以テ定 メタル 地代 又 ハ 借 K 力 
爾後 土地- 1 對スル 租税 其ノ他 •'公課 ノ咐減 若 ハ 
土地/ 價額ノ 日 crj 低-一因 リ又ハ 比鄰ノ 土地 ノ地代 
若 ハ 借賃 -I 比較 ' >• テ不 相當 ナル- 一 至 リタ ル トキ 
ハ 當事者 ハ將來 -1 向 テ 地代 又 ハ 借 賃ノ％ 減 ヲ裁 
判 所-一 請求 スル コト ヲ得 {II シ ー定ノ KJ 間 地代 又 
ハ 借 賃ノ增 減ヲ爲 ササ ル ヘキ 特約 ヲ爲シ タルト 
キハ 此ノ 限-一 在 ラス 

前 孭ノ ffl 定ハ 裁判 ヲ以 テ定 メタル 地代 又 ハ 借賃 
-1 之 ヲ 準用 ス 

第二 十 五條 本 法-一依 リ 借地 ® 力 建物 ノ朽廢  >一 至 
ル 迄 存讀 K ル 場合 M 於 テ 石造、 土 造、 煉瓦 造 又 
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ハ 之-一類 スル 堅固 ノ 建物- 一 付 テ ハ 借地 隅 設定 ノ 
時 a リ 百年-其 ノ他ノ 建物 — 付 テ ハ 五十 年ヲ經 
過 シタルト キハ趄 物 力朽躞 -I 至 ラサル モ借吔 ffi 
ハ 之 M 因 リテ消 滅 K 借地 權力® 物ノ朽 躞スへ 力 
リシ 時-一 於 テ 消滅 スル モノ ト定 メタル 場合 亦 同 
シ 

附則 

第二 十六 條本法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第二 十七 條本法 施行 ノ地區 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 1  i -l- 八條太 法 施行 前-: 設定 シ タル 地上 fi« 及賃 

借 權 ニ シテ 建物 ノ 所有 ヲ目的 トス ル モノ ハ 之ヲ 
太 法ノ借 地 $ 卜 濟 做ス 

第二 十九 條本法 施行 前- 1 設定 シタル 借地 濯-一 付 

存® 期間 並 建物 ノ稱類 及 構造 ヲ定メ サル 場合 二 

於 テ 本 法 施行 前 纽 物ノ 築造-一 薪 手 セ サル トキ ハ 

裁判所 ハ 常 取 者ノ誧 求-一因 y 地上 棚-一 付 テ ハ 其 

ノ設定 ノ時ョ リニ 十 年 以上 五十 年 以下、 賃借 tl 

-I 付 テ ハ 五 年 以上 二 十 年 以下 ノ範 圈內- 1 於 テ 借 

地 糊 設定 常時 ノ琪情 ヲ斟 酌シテ 其/ 存績 期間 ヲ 

定 1 

借地 棚 渚 乂ハ 其ノ 賃借人 力盹 物ヲ築 造 スル 場合 

-1 於 テ 土地 所有者 及 其ノ 借地 拙者 力 其 ノエ 事 著 

手 後 遲滞 ナク前 明 ノ 請求 ヲ爲 ササ ル トキ ハ 土地 

所有者 卜借地 榴满及 其 ノ 借地 M 者卜 0 借人 トノ 

間-一 於 7- 建物 ノ朽傻 - 一至 ル 迄 借地 拙 ヲ 設定シ タ 

ル モノ ト ?; • 做ス 

第三 十條 前條 第一 項ノ 規定-一 te リ 裁判所 ノ定メ 

タル 布 la KJI 間 ハ 本 法ノ適 用 — 付 テ ハ 契約 ヲ以テ 

定メ タル 存繈沏 riil 卜 f? 做 ス 

第三 十 一條 本 法 施行 BI] 借地 拙 渚 力纽 物ヲ铤 造 セ 

ス シテ其 ノ棚 利ヲ 邡 浬 シタルト キハ S!! 渡 人 又 ハ 

詡受人 ハ 本 法 施行 後遲 滯ナク 其ノ旨 ヲ土地 所有 

奔- 一通 知 スル コト ヲ耍ス 

調 渡 人 及 J! 受 人前' 扣ノ 通知 ヲ爲 ササ ル 場合-一 於 

テ ハ 借地 拙 ハ 契約 ヲ以 テ定メ タル 存紐期 間 ノ滿 

了 二 ray、 存綏期 間ノ定 ナキ トキ ハ 第二 十九 條 

第二® ノ規定 --拘 ラス 同胳 第一 項 ノ規定 二 依リ 

栽 判 ヲ 以テ定 メタル rp *a 期 rjl ノ滿 了-一因 リテ消 

滅ス 

前 二 ？ fl ノ规 定ハ仍 地 糊 者 力 本 法 施行 前 M — n 借 


_ ヲ 設定シ タル 場合 — 之 ヲ準 用ス 
第三 十一 一條 本 法 施行 前-一 築造 — 著手シ 又 ハ 築造 
シタル ©物 ァル 借地 糊 = 付テハ 裁判所 ハ 當事者 
ノ請求 M 因リ 建物 ノ稲類 及！！ 造 並 借地 權 設定 當 
時ノ 事情 V 斟酌 シテ 其ノ存 續 期間 ヲ定ム 
前項 ノ規定 ハ 契約. ヲ以テ 賃借 fi ノ存續 期間 ヲニ 
十 年卜定 メタル 場合-- ハ 之ヲ 適用 セス 
〔 國務 大臣 松 室 致 君 演壇に 登る〕 

0 國務 大臣 (松 室 致 君〕 本案 提出の 理由を 申 述べ ま 
す、 現今 此借地 權 設定 契約の 有樣を 見て 見ます のに 
地主 も 借地  <  も 其 B 正の 意志を 言 ひ 表は さずに 契約 
を 致 L :-f す 所から して、 借 tlli 人の® 利 又は 義務に 付 
きまして 色々 と紛爭 を 起す のであります* で 其 一例 
を擧げ て 申します れば •人の 土地を 借用いた しまし 
て、 之に 家屋を 建 雄す る， 家屋を 建築す るので あり 
ますから、 土地を 長く 借りて、 長く 使用す ると 云 ふ 
意志を 有つて 居る のであります、 借地 人の 方は …… 
又 貸 主の 方で も 之を 知つて 居ります から、 矢張り 長 
く 貸す と 云 ふ 意志は あるので あります、 併ながら 此 
地代の 高低を 便なら しむる 爲に 、地主の 方から ' it 其 
借地の 年限を 大變短 くしまして、 -SJC は 五 年と か 六 年 
とか 云 ふやうな 年限に 致しまして， さ 5 して 契約を 
する のです •だから 忽に此 借地 人と 地主との 間に 紛 
爭を 起しまして、 色々 と爭 ひの 起り ますのは 現在の 
有樣 であるので ございます、 之を 救濟 いたし ませむ 
が 爲に 短期の 借地を 許さない、 それと 又 同時に 貸 主 
即ち 地主の 嵇利を 保護いた します る爲 に、 事情の 變 
更に 依つ て 地代の 增加を 裁判所に 訴へて 要求す る こ 
とが 出来る、 斯う 云 ふこと に 致しまして、 地主と 借 
地 人との 利害を 調節いた L まして、 さう して 此兩者 

間の 紛乖を 緩和いた しまして、 成るべく；！ 者 間の 關 

係を 圓滿な らしむ ると 云 ふ 趣意を 以て 此法 案を 作つ 

たのであります、 尙ほ 詳細の ことは 委 M 會に 於て 申 

述べる ことに 致します、 何卒 十分に 御 審議の 上 御 協 

S あらむ ことを 希望いた します。 

ow li'-f 高木 兼 Jffi 封 本案の 特別委 員は 十五 名に せら 

れ御 指定 あらむ ことを 希留 いたします。 

〇 男 Kf 中 ) II 興揭君 P 成。 

〇 議長 (公斿德川家達赵)高木男脬の動諺に御異存 

•こざい ませぬ か。 

〔「奴 諮な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇鞔長 (公 li'f 姐 川 家 ii 君) 御與绒 ない と 認めます、 


特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀を 致させます。 
〔岡 書記官 朗讀〕 

借地 法案 特別委 員 
侯爵 細 川 ii 立 君 
子 » 毛 利高範 君 
平 山 成 信 君 
男爵 佐 竹義準 S 
藤 田四郞 君 
加 太 邦憲君 
佐 藤 友右衞 門 君 
安田 善 三 郞君 
0 議長 0 <ム时 德川家 達 君〕 


伯爵 柳 澤保惠 君 
子爵 前 田 利定君 
岡 野 敬 次 郎君 
谷 森 眞男君 
富 井 政 章 君 
倉 知 鐵吉君 
鎌 田 勝 太 郎君 

職 時 船舶 管 


珂令承諾を求むる件、衆議院浍付，會議、委 |.-! .長報 
吿。 

戰時 船舶 管理 令 

右 承諾す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 八日 

右 時 別 委員長 

.  伯爵 寺 島 誠 一郎 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
C 伯爵 寺 島 誠一郞 君演 » に 登る〕 

〇 伯爵 寺 島 誠 一郎 君此特 別 委員 酋に關 する 報吿を 
申 上げます、 此戰畤 船舶 管理 令は 昨年 九月 緊許勅 令 
として 發 布され たのであります、 委員 會に 於き まし 
て 愼重港 査を 致しました、 付て は 其 中 政府より 1! 収 
りました 左の 諸 點に付 て 分類して 申 上げたい と 存じ 
ます、. 第一 緊急 勅令と して 發布せ られ ました 理由、 
第二 管理 令 其 ものの 說明 •第三 H 際 的 運用と 其 効果 
に關 する 質問 並に 答 辯、 第 四 法理 的 並に 法律 的關係 
の 質問 並に 答 辯、 それ 等の 點 に付きまして 極く 簡單 
に 其 大要を 申 上げます、 第一 緊急 勅令と して 發布さ 
れ ました 理由、 此管理 令の 緊急 勅令で ある 理由の 大 
要は、 聯合 與國 と中歐 同盟 國との 間に 行 はれて 唐り 
まする 千古 無比の 大戰 の經 過に 伴 ひまして 船舶の 缺 
乏を來 したので あります、 船舶の 缺乏は 直ちに 運賃 
傭船 料の 暴膦を 致す 源と なりまして、 貿易、 生產に 
少から ず 苦痛を 與 へます、 其當然 の 結果と して 船腹 
調® と 云 ふ 問題が 起って 參 りました、 此 船腹 調節 問 
題は 他の 一面に 於き まして 聯合 與國と 共同 慾 迸と 云 
ふ點 よりも 同時に 起つ て來 たのであります、 英佛 of 
米の 諸國 では 業に 巳に 此跋 ffi なる 船舶 管理 令を 行つ 
て K たのであります、 我が 帝 國に 於き まして {t 聊か 


他の 交戰 與國 とは 狀態を 異にして 居ります るが、 併 
ながら 敵國の 無制限 潜航艇の 活動 開始ょり 延 いて 昨 
年 夏 頃に 至りまして、 最早 通常 行政 上の 手段の みで 
li 船腹 調節 及 それに 伴 ひます る 諸問題を 解決す る こ 
とは 一層 困 ii になつ て 来たので あります、 一方 聯合 
與國 ょり 船舶 供給の 交渉になります し、 又 仙 方に 於 
ては 米國 合衆國 の鐵輸 出の 禁止と なりました、 加 之 
運賃 傭船 料の 暴騰 更に 數 段の 倍加を 見まして、 內外 
に© 送 轍 出す る 貨物の 停滯が 非常な ことにな つて 來 
たので ありました •玆 に國家 生存 上、 國民 生活 上に 
强制 的に 救濟 する の 必要を 見る に 至りました、 何と 
.か 相 當の處 置を 斷行 せね •はならぬ ことにな つて 參り 
ました、 即ち 此戰時 船舶 管理 令を 緊急 勅令と して 昨 
年 九月發 布せられ たので ございます、 第二 管理 令 1¢ 
ものの 說 明の 大要、 此 管理 令 其 ものは 腿 局の 攒大に 
伴 ひまして 聯 含與國との共同 » 畫の便宽を進め、帝 
國の犛 業 運輸 S 調節を 計る、 爲に船 政を 統制す ると 
云 ふこと が 極めて 緊急なる ことを 認められました の 
で、 發布 になつた のであります、 憲法 第八條 第一 項 
に 依 〇 公布に なつた もの だと 云 ふこと でありました 
第 一條は 許 町を 得た る 場合に …… 一例を 申します れ 
ば與國 援助の 場合、 さぅ 云 ふ 許可を 锷たる 場合を 除 
外いた しまして、 船舶を 外 國に賣 -0 又は 貸し、 _ 渡 
し 又は 擔 保に 提供す る ことを 禁止す るので あります 
遞信 大臣は 此條が 管理 令の 骨子で あると 云は れたの 
であります、 第二條 は 特別 許可の 場合の 外は 外國人 
の 注文に 應じて 船舶を 造る ことを 禁じた ので ありま 
す、 第三 條 、特別 命令 又は 許可を 得た る 場合の 外は 
專ら外 國諸港 間に 於ての み 航行す る ことを 禁じた の 
であります、 第四條 、外國 諸 港の 間に 旅客な 〇、 貨 
物な り 運 ; S いたします るのは 此管理 令の 目的を 達す 
るか 爲 •禁 Ih 又は 制限す ろ ことが 出 來るや ぅにな つ 
て 居る のであります、 第五 條は第 四條ょ 〇 I 步進み 
まして、 積極的に 命令を 出 だし、 旅客な り、 貨物な 
りを 外國諸 港 間に il ig せしめる と 云 ふこと を 强制的 
にす る ことが /I-1 來る條 項になる のであります、 第 六 
條は 運賃の 制限を する こと も 亦 此條に 依つ て 出来る 
ことにな つたので あります、 第 七條は 船舶 ■造船所 
若は i£ 船 其 他の ものは 必耍の 場合に 政府の 用に 
供す ると 云ふ徴 發 令同樣 の 意味を 有つ たので ありま 
す、 第 八條は 命令 航路に 資格を ii へて 居ります る 船 
舶を從 事せ しめて 匿く ことの K 來ない 場合と、 從事 
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せし むろ ことを： 小 得策と する 場合 1. 關 する 規定を 定 
めて あるので あります、 <?• 第九條 •笸 險區玆 を 航行す 
ろ 我が 船 ® の 船 M の 保 I/C 3 に 關する 條积 であります、 
第 十 條 以下の ものは 制 則 及 施行 細則 等の ことで あり 
ます •附則に 付きまして (2: 別に說 明を 要しない と存 
じます、 第三， K 際 的 運用 及 其 効果に 關する 質問 並 
に 答 辯 •極く 大要を 申 上げます、 緊急 勅令と して 共 
冋 孬 f T.Jr の 便宜を 進め、 產槳運 轍の 調節を 圖る 云々 と 
勅令に あるの ほ、 是；； i 一 見 ffl 背馳す る ことの やうに 
思は れるが 如何、 斯う 云 ふ 御 皙問が ございました、 
之に 對 しまして 遞信 大臣 It 御尤もで ある、 成る ほど 
或る 場合には 背馳す る やうな こと も ある、 即ち 遞信 
大臣と して (£ 內 外の 需要の 程度に 隈じて 調節して、 

又 便宜 も 提供す る やうに なけれ (X ならぬ と必煜 てす 

るょ 0外 は ない ので ある、 斯う 云 ふ 御 答で ありまし 

た、それから遞信大臣の許可は申請を調査した上の 

ことで あらう か、 普通 行 ip( 事務の 如くす るので あら 

うか、 或は 特別の 羊 勘を 執つて やる ので あるか、 斯 

5 云 ふ 御 尋ねが あつたので あります、 遞信 大臣の 御 

答には、 外交 上に も關 係の こと も あり、 又營業 上に 

も 急速を 要する ことが 尠から ぬので あるから して、 

迅速 1- 調査す る ことに 致して 居る、 一例を 言へ ば變 

則では あるけれ ども、 關東 州の 方と 打合せて 船籍を 

あちらに 有つ て 居る ものに 對 して ほ 電報を 以て それ 

等は 取 計 ふと 云 ふやうな こと もやつ て 居る と 云 ふ 御 

答で ありました、 それから 定期船、 自 m 船， 社外 船 

の 運賃 制限に 關する 質問が ございました、 之に 對し 

ては 政府は 勅令の 力を 以て 命令 的、 强制 的に 制限す 

る ことは まだ やつて 居らぬ ので ある、 而 して 出來煜 

る だけは 行政 上 常 業者と 打合せて、 さう して、 實際 

今日まで 來て 居る ので あつて、 第 四條 、第 五條， 第 

六條は 货 際に 强制 的に やつた ことは ない と 云 ふ 御 答 

で ございました， 又 管理 令と 遠洋航路 補助 法との 關 

係は どうで あるかと 云 ふ 御 尋ねが ありました、 之に 

勤して は 當局 者は 管理 令の 方は 補助 法ょ 〇範圍 は廣 

いので ある、 1!. つ 其 負は せる 義務 も 重い ものである 

厮う云 ふ 大要 御 答で ありました、 其 次に 管理 令と 軍 

需 工業 励 負 法、 唯今 衆議院の 方に 出て 居ります 案と 

存じて 居ります、 是の區 別は どう 云 ふ ものである か 

之に 對 しては 管理 令と 云 ふ ものは 此 時局に 應ず る爲 

の 勅令で あり r1' 動員 法の 方は 永久 法なん である、 斯 

う 云 ふ 御 答で ございました、 次に 出ました のは 船鐵 


交換 問題、 即ち 亞米利 加との 關係 になつ て 居ります 
が， 此 問題 r. 付きまして (i i® 信 大臣の 御請 求に 依り 
まして、 速記を 中止いた しまして 詳細 伺つ た 次第で 
ございます、 之を 玆に御 報吿 いたし 兼ねます ことは 
誠に ia 憾と存 ずる 次第で ございます、 次に 此 勅令の 
內容 •運用 効果 等に 付て聽 かれた G であります、 詳 
しく 申 上げます れぱ 、產業 上の 關係は どうで & る、 
建造中の船舶の模樣はどうである、運賃の調節).「 
ブロ  — 力 1J 其 他と 荷主の 關係 、船舶の 減耗と 新造 
船の 關係は どうな つて 居る か、 勅令 發布 後の 狀况と 
將 來の豫 想は どんな ものである、 斯う 云 ふ御尋 がご 
ざいました、 是は皆 微細に ' a つて 速記録に 載つ て 居 
ります から、 どうぞ それ 等 ほ 速記 錄に 就いて 御覽を 
希 ひます、 第 四、 法理 的 並に 法律 的關 係の 質問 並に 
答 辯、 此管理 令' たけの 事で なく、 廣義に 解す る 行政 
の 統一と 云 ふ 上から 見て， 遞信 大臣は 朝鮮 總 « •臺 
I? 總督 ，關東 都督に 對して 船 政上監 蒈權を 有する こ 
とになる ので あるか、 斯う 云 ふ 御尋が あつたので あ 
ります、 之に 遞信 大臣 答へ られて 日く、 年來の 宿題 
であるが、 まだ 是は解 決した と 云 ふ もので (3: ない、 
尙ほ 懸案と して 殘る のでん る， 但し 管理 令に 關する 
ことのみ it 非常 法なる が 故に、 之れ に 限つて 監督 權 
を 有つ て 居る と 云 ふ 御 答で ありました •そ. れから 其 
の 次に 出ました のは 借 船と、 俗に 「チヤ ータ 1J と 
申します、 此の 11 種に 付いての 區別に 付いての 質問 
がご ざいました、 貸 船は 賃貸 船に なつて 居つて 「チ 
ヤ ~ 夕 I」 と 云 ふことは 傭船と 云 ふ 方に 分類され て 
居る と 云 ふ 御 答で あつたので あります、 尙ほ 民法 及 
刑法に 關聯 して 司法 問題には なりは せぬ かと 思は る 

る 重 も ?' ir 點に 付て 細かい 質問' か ありました が、 是は 

中々 長くな ります から 速記 錄を 御覽を 願 ひたいと 存 

じます、 尤も 問題の 一一つ の 要點 だけは、 後に 自然 承 

認 決定の ことを 申 上げます る 際に 附加 へます から、 

其 時に 御聽収 を 請 ひます、 但し 政府 委員の 是 等に S 

する 御 答 辯は 區々 になつ て 居つ て、 一定して 居らな 

かつた やうに 聽いて 居ります、 次に 此 勅令の 有効 期 

限と 工業 所有 權法 及戰時 利得 税法の 有効期限に 付て 

違 ひが あるが、 それは どうで あるかと 云 ふ 質問が ご 

ざいまして、 それ 御 答 辯が ございました、 偖此 

管理 令に 付て 決を 探りました 所が、 滿場 一致を 以て 

承諾を すべき ものと 決した のであります、 が 其 委員 

の 一人で 法® に 精通 せられて 居る 御 方 IX 斯う 云 ふこ 


とを 言は れた のであります、 次の 二點に 付て 色々 と 
質問を して 政府ょり 答 辯を 再三 e いたので あるが， 
尙ほ 疑を 存す る、 其 S5 と 申します と、 第 . 確定 判 
決に 依り 船舶 引渡 後强制 執行を する 場合に 於て 起る 
問題と、 第二に 本 令 施行 前に 成立して 居 〇 まする 契 
約が 許可され ない 場合に 起ろ 問題と、 同じく 本 令 施 
行 前 成立した る 傭船契約' か 許可され ない 場合に 起る 
間 題な ので •こざいます、 此以上 詳しく 申 上げます と 
長くな 〇 まする から 是で 略します るが、 斯ぅ 云 ふこ 
とで あつたので ございます、 是 等の こと々. 裁判所が 
如何に 決定す るかと 云 ふことの 起つ て來る 前の、 事 
實の 問題で ある 場合に、 何等か 政府に 於て 便宜の 方 
法を 執つ て、 權衡を 得ない S を 調 睜 される やぅに し 
たが 宜 くは ないかと 云 ふ 御 陳述で あつたので ありま 
す、 此以 外には 何等 意見 も 出ず、 答 辯な く 前 申 上げ 
ます 通り 滿場 一致を 以て 承認すべき ものな りと 決定 
した 次第で ございます、 此段御 報 吿申 上げます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 本案の 承諾を 與ふ べしと 
する 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 過半 數と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日 稗 第 十三、 爆發 物肢締 
罰則 中 改正 法律案、 衆議院 提出、 第一 讀會。 

，爆發 物 取締 罰則 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 ; S 付 候 也 
大正 七 年 三月 七日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 _長公 爵德川 家 達 殿 
爆發 物 1R 締罰則 中改 7H 法律案. 

爆 發物取 締 ffu 則 中 左 ノ通改 正ス 
第 一條 中 「死刑. J ヲ 「死刑 又 ハ 無期 若クハ 七年以 
上ノ 懲役 又 ハ 禁錮 J  - 一改ム 

第二 條屮 「無期 徒刑 又 ハ 有期 徒刑」 ヲ 「無期 若ク 
ハ 五 年 以上 ノ懲役 又 ハ 禁錮」 — 改ム 
第三條 中 「重 懲役」 ヲ 「三年 以上 十 年 以下 ノ 懲役 
又 ハ 禁錮」- 一改ム 

第 四條中 「重 懲役」 ヲ 「三年 以上 十 年 以下 ノ懲役 
又 ハ 禁錮」- 一改ム 

第 f/r: 條中 i 懲役」 ヲ 「三年 以上 十 年 以下/懲役 
又 ハ 禁銅」 -I 改ム 

第六條 中 「二 年 以上 五 年 以下 ノ 重禁錮 M 處シニ 十 
圓 以上 二百 圓以下 ノ罰 金ヲ 附加ス 」 ヲ 「六月 以上 


五 年 以下/® 役-一？ SKJ  -- 改ム 
第 七 晓中 一 五 圆以上 五十 回 以下 ノ S1] 金」 ヲ r 百 ra 
以下 ノ岡 金」-- 改ム 

第 八條中 「本則-- 記 駐シタル 31 罪犯ーヲ「第1眭 
乃至 第五 條ノ 犯罪 j  -1、 「六月 以上 五 年 以下 ノ -lit 
禁錮 ーヲ 「 ./n 年 以下' I 役 又 ハ禁一 J-I 改ム 
第 九婼中 「本則-- 記 82 シタ ル® 罪ノ 犯人 j ヲ 「第 
一條 乃至 第五 條ノ 犯罪者」- 1、 「正犯 ノ刑 -II 等 
又 ハ ニ等 ヲ滅ス 」 ヲ 「十 年 以下 ノ P 役 又 ハ 蔡鋇二 
處ス」 一一 改ム 

第 十 一條 中 「本 刑 ヲ免シ 六月 以上 三年 以下 ノ監親 
-一付 ス」 ヲ 「其 刑ヲ 免除 KJ  - 一改ム 
0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 特別委 M の 氏名を 御報吿 
1-. 及びます。 

C 岡 If 記官朗 調〕 

爆發 物肢締 剖 則 中 改正 法® 案 特別委 員 


伯爵 松 平 賴 ® 君 
子爵 永 井 尙敏君 
男爵 若 王子 文 健 君 
男爵 岩 倉 道俱君 
海 江 田 -® 1 郎君 


子财舟 橋 is 野对 
子昭騷  篤 腰 君 
男 B? 千秋 季睦君 
男爵！， 一條 正 1? 君 


〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 十四、 鑛業法 中改 
正 法律案 衆議院 提出、 第一 讀會。 

鐦業法 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及绘付 候 也 
大正 七 年 三月 七日 

衆議院 翳 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 
鐦業法 中 改正 法律案 
鑛業法 中 左 ノ通改 正ス 

第二 條中 「本 法- 1 於テ鑛 物卜稱 スル ハ」 ノ 下-二 
白金 鍋、」 ヲ加フ 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君 5 特別委 員の 氏名を B 記 官 
をして 朗誚 いたさせます。 

〔岡 書 It 官朗讀 〕 

鑛 業法屮 改正 法律案 特別委 M 


公鞯二條基弘君 
子爵 井上 匡 四郞® 
荒 川 義太郞 君 
男擗梨 羽 時 起 君 
攏川辨 三 君 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 


伯爵 川村鐵 太 郎君 
子爵 本多忠 鋒 君 
和 田 彥次郞 君 
江 原 芳平君 

日程 第 十五、 農 會法 中改 


院族 ae 滋國帝 回 十四 第 


正 法律案、 衆識院 提出 •第一 18 會。 

農 會法中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 
大正 七 年 三月 七日 

衆謅院 篛 長大 岡 育造 
貴族院 謎 長 公脬德 川家逵 殿 
農會法 中 改正 法律案 
農 會法中 左ノ通 改正 ス 

第 一條 ノ三農 曾 ノ經費 ハ 市町村 農會 -1 於 テ ハ® 
員 ノ角擔 トシ 其ノ他 ノ農會 II 於 テ ハ 之ヲ紐 織 ス 
ル 農會 ノ苜擔 トス 

市町村 農 會ノ經 費 又 ハ 過怠 金ヲ滯 納スル 者 アル 
場合- 一 於 テ 市町村 農 會長ノ 請求 アル トキ ハ 市町 
村 ハ 市町村 税 / 例-一法 リ之 ヲ處分 ス此ノ 場合-一 

於 テ ハ 市町村 農會ハ 其ノ徴 收金额 ノ百分 ノ四ヲ 
市町村- 1 交付 K ヘシ 

前孭微收金ノ先収特稲ノ順位ハ市町村，水利驵 

合 其 ノ他之 ス f キモノ  ノ徵收 金-一次 クモノ 

トス 

附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

012 長 (公 ? i1? 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 軎 記 官 

をして 朗 ^ いたさせます。 

〔岡 書記 , A- 朗 s! i 

農 會法中 改正 法律案 特別委 貝 

子爵 冷泉 爲勇君  子爵 伊集院 兼 知 君 

子爵 米 律 政 賢 君  前 田 正 名君 

中島 永 元 君  湯 地定基 君 

小 野 光景 君  細 谷 趿太郞 君 

本 間 金 之 肋 君 

0 議長 (公 ! 3 招 川 家 達 釘〕 日程 第 十六、 裁判 檢察及 

® 察 S2I 務を行 ひ 又は 之を 補助す る 若の 處 剖 に關す 

る 法律案、 衆_院 提出、 第一 rr? 會。 

裁判 檢察及 W 察の )! Is 務を行 ひ 又は 之を 補助す る 

者の 處剖 に關 する 法律案 

右 本院 提出 案及揆 f) 候 也 

大正 七 年 三月 九日 

衆 S8 院 識 挺 大岡 育造 

济長公 衍槪 川 家 速 殿 

教判檢 5 S 及 ^ 察 ノ職務 ヲ行ヒ 又 ハ 之ヲ 補助 

スル 者 ノ處㈤ -I 關スル 法钳案 

裁判檢 5 &及搀 拐/職務 ヲ行ヒ 又 ハ 之ヲ 補助 スル 濟 


其ノ職 務ヲ 行 7 -- 當リ詐 1 日 ヲ用ヒ 若 ハ 恐嚇 ヲ 加へ 
タル トキ ハ 六月 以ドノ 懲役 又 ハ 禁錮 二 處ス 
01 長 (公爵 德川家 達 君) 特別委 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 いたさせます。 

C 岡 W 記 官 朗讀〕 

裁判 檢察 及礬 察の 職務を 行 ひ 又は 之を 補助す る 者 
の處罰 に關す る 法律案 特別委 員 


伯爵 松 浦 
子爵 伊 東 
男爵 新田 
磯部 


厚 君 
祐弘君 
忠純 君 
四 郎君 


山 

子爵 池 
森 
江 


脇  玄君 
田 政 時 君 
山  茂 君 
木  翼 君 


竹 村與右 衝門君 
0 議長 (公 脬德川 家 達 君〕 


日程 第 十七， 未成年者 飲 


酒 取締に 關する 法律案 >  衆議院 提 5 T 第一 讀會 の續 
委員長 報吿。 

未成年者 飲酒 肢締 に關 する 法律案 
右 否決す へき 4 のな りと 議決せ り 依て 及 報吿候 也 
大正 七 年 三月 八日 

.  右 特別 委員長 

伯爵 淸謓 家教 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 淸® 家 敎君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 淸 _ 家敎君 本案の 委負會 に 於き まする 經 is 
並に 結果を 申 上げます、 本隳は 未成年者を して 禁酒 
せし むる と 云 ふ 所の 法案で ございます、 之に 付き ま 
して 委員 會に 於き ましては •政府® 員に對 して 多少 
の 質問を 致しました、 併ながら 特に 申 上げる 程の 事 
柄 も ございませぬ からして 是等は 速記 錄に就 いて 御 
承知が 願 ひたいと 存じます 、要するに 本案の 趣旨は 
未成年者を して 欣酒 せしめない と 云 ふ 精神の 法案で 

ございます が、 本案の 如くで ございまして は 其 趣旨 

を 徹底す る 所の 事椚 は餘 ほどむ づ かしい と考へ られ 

るので ございます、 それ故に 委 M 會に於 きまして は 

未成年者が 飲酒す ると 云 ふことは 洵 に , fi しくない こ 

とで ある、 衙生上 又は 風 ® h に 於ても 最も 忌むべき 

ことで ある、 併ながら 本案の 如くでは 其 宜しき 所の 

趣 SJ I3 が 徹底す る ことが 出来ぬ に 依つ て、 政府に 於き 

まして 谷 省 •それ -關 係す る 所の 省に 於て 相當に 

御 協 讅の J1 、 成るべく 近く 政府案と して 御 提出に な 

る やうに したいと 云 ふ 所の® 味を 以 ちまして、 委 M 

0- は 全會！ 致を 以て 否決した 次第で ございます、 此 

段を 中 上げます。 


0 山 脇玄君 委員長に ちょつ と 伺 ひます、 唯今の 委 
員 長 c 御 報告に te ります ると、 未成年者の 飮酒 を禁 
ずると 云 ふ ® 旨は 至極 宜しい、 けれども 斯う 云 ふ 取 
締方で は 十分 行屆 かないから、 政府案と して 出して 
貰 ひたい、 斯う 云 ふ 大體の 御 ® 意で あつた や 5 に 思 
ひます、 さう します ると 云 ふと、 委員 會の 御考は ど 
う 云 ふ 取締法を 用 ひる か、 其 取締の 方法は 政府の 方 
から 憨々 3 すと 云 ふだけ のこと を •委員 會で御 確め 
になつ たので ございます か、 其邊 をもう 少しく 詳し 
く 御 話を 願 ひます。 

0,5 爵淸 BI 家 敎君御 答いた L ます、 委員 會で は即 
ち此法案で&つては十分の取締は出來ないであらう 
故に 政府に 於て 十分に 御調 查 S 上で、 相當な る 法案 
を 御 提出になる やうに したいと 云 ふだけ のこと で ご 
ざいます。 

0 山 脇玄君 今一 應 …… 、さう します ると 云 ふと、 
政府の 方で 何 か是れ 以上の 取締を すると 云 ふやうな 

確かな 意見を 委員 會で 御聽 きになつ たので ございま 

r  >  〇 
す 力 

〇 伯爵 淸樓家 敎君御 答いた します、 政府 委員と し 
ては 相當な る 法案を …… 斯う 云 ふ 成案が あると 云 ふ 
ことは 辯 明は ございませぬ。 

〇 山 脇玄君 それでは 政府當 局 者に 何 ひます が、 唯 
今委 M 長の 御 話に 依ります と 云 ふと、 政府當 局に 於 
て ほ 別に 是れ 以上の 取締法を 考へて 居らない と 云 ふ 
ことで ございます が、 政府の 御 見込は 如何で あるか 
ちょつ と 伺つ て 置きます。 

f 政府 委員 水 野 鍊太郞 嵙 演壇に 登る〕 

0 政府 委 M (水 野 鍊太郞 君〕 御 答を 致します、 政府 
1- 於き まして ほ 唯今 問題に なつて 居ります る 規定と 
致しまして は、 先づ fl'l 當に肢 締り得 らる べき ものと 
考へて屛りますが、併し尚ほ政府案として之シ提出 
する や 否やと 云 ふことは、 十分の 考® を耍 ^ ろ點も 
あります るから、 さう 云 ふ 御 趣旨で & o ますれば、 
愼 It に 調査を 致したい 考を 持つて 居ります。 

〇 山 脇玄君 政府 委 fl にもう 一應願 ひたいと 思 ひま 
す •さう すると 政府では 次の 議會 までに、 何を 御調 
ベの 上、 相當な る ものを 御 提出になる 御 見込で あり 
まする か、 伺 ひます。 

〔政府 委員 水 1? 鍊太郎 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (水 野鍊太 郎君〕 確かに 次の 議會 までに 
提出す ると 云 ふこと を 申 上げる ことは 出 來ませ ぬが 


尙ほ 十分に 考鹿を 費す と 云 ふこと だけを 申 上げて 遛 
きたいと 思 ひます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  本案の 第二 If 會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  無し 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 起立 者な しと 認めます、 
本案は 否決せられ ました >  本日 謬 長の 指名いた しま 
した 特別委 員に 於て、 成るべく 速に 正副 委員長の S 
擧を行 はれ S して， 選 寧の 結果を 御 申出を 請 ひます 
次會の 議事 日程は 本院！ is 報を 以て 御 通知に 及びます 
今日 ! t 是にて 散會。 

午後 ™ 時 21 十九 分散會 


〇大正七羊三月十茧 〇 (金曜日) 

午前 十 時 " b 分 開議 

li 事 H 程 第 十三 號 

第！  兒 玉利國 鬼 讀 暇の 件 
第 11 大正 六 年度 歲入 歲出雜 豫算 追加 案 (第一 

號〕 # li (s J5, 

第一 一 一 大正 K 年度 各 特別 畲計歲 入 歲 出豫算 追加 

案 C 特第 一號〕 會議 ii' m 長) 

i  I 割 i (織 醜 Hr) 

篛 I 讀會  i 

第五 朝鮮の 生趋に 係 S 物品の 移入 税 免除に 關 

する 法律案 (雛 If Iffi 付) 第一 雲 

第 六® 族院令 中 改 P 4 案 (嫩册 ) B  I 讀會 の續 

へ 委員長)  f 

第 七 市町村 立 小學 拉敎員 退隱 料及遴 族 扶助料 

法 中改； 止 法律 窠 (趣 腑) 沿！® 會の續 
($  員 長)  f tf 、 

第 八重 要 物産 同業組合 法 中 改正 法律案 ii 類 
出 j 第 I 讀會 

八幡 is 裁判所 復設の 誘 願會議 
佐 野 區裁判 所 夜 設の請 3 會議 
龍ヶ崎 11 '成判所徨設の諮願會議 
武全 區截判 所 復設の 請 III 會議 
北海道 空 知 郡 中 富 茛野村 に 登記所 説 匿 
の讅願 會議 

第 十四 福 岡縣築 上 郡 下 域 井村 安武に 登 ie 所 設 
置の ii 願會議 

第 十五 水戸垴 方 裁判所 下 妻 支 蔀權限 復窗 の Is 


第 九 
第 十 

第 十一 
第 十 二 
第 十三 


1 II I I1 職 S 關？ Si r ISlgi. ひ 又は— 補助す— の 處罰 に關す 1 第— 


〇 


院 族毋會 _ 帝冋 十四 第 


案 大正 六 年度歲 入 穿 •出 ^ r? 3;c : ;a 加 案 一 第一號 〕 豫 3X 案 大正 六 年度 谷 特別 合計 歳 人 哉 出 l-rf 益 追 g 案 (特 第一 毀〕 


5 二 


願 宵 諉 

第 十六 黃森顆 西津輊 郡稻垣 村に 登記所 設笸の 

» 顆會議 

第 十七®;;? 地方裁判所 沼津 支部 復設の 騎团 

盒議 

第 十八 香川縣 下 漁船 避 餡 港结造 の 請願 畲議 
第 十九 北海道 空 知 郡 岩見澤 町に 區裁 判 所 設置 
の筠 願會議 

第二 十 北海 适上川 郡 名 S 町に 區裁判 所 設菌の 

騎 riji 會議 

第 二 十一 旭川 K 裁判所 士别 出張所 設 S の 請 翔 • 
窗議 

第 = 十一 I 宮崎縣 東臼杵 郡東鄕 村に 登記所 設置 

の is 隅窗議 

第 11 十三 松 阪區 裁判所 復設の 諸 e 會 議 

第 二 十四 長 野 縣南 佐久郡 中， 込 村に 登記所 設置 

の 請幽 窗議 

第 11 十五 北海道 树别 鄱 上 ； I 别 村に 登記所 設置 

の 請 ■ 會 議 

第 ii 十六釧 路地 方 裁判所 網 走 支部 設匿の 諸 願 

00 

第 1一 十 -fcr 島根 縣那賀 郡 有 福 村に 登記所 設 H の 

諸 願 會 1$ 

第 11 十八 岡山縣 眞庭 郡內 登 IB 所 設置の® 願 

a- ii 

第二 十九 槩草栽 培 保護に 關 する讅 願會議 

第三 十 北海道 空 知 郡 ± 富 萬野 村に 登記 衔設 

置の 諳願會 議 

〇駿長 (公爵 德川家 達：；； 〇是 ょり 諸般の 報告を 致さ 

せます。 

〔岡 書記官 則 is 〕 

去る 十二 日 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決した 

る 左の 政府 提出 案は 即日 之を 奏上し 又 承諾す へき 

ものと 議決した る 旨を 衆 翳 院に 通知せ り 

戰時 船舶 特理令 C 承諾を 求む る 件〕 

同日 本院に 於て 否決した る 左の 衆議院 提出 案 it 第 

11 10 會シ開かさるこ とを 議決した る 旨を 衆議院に 

通知せ 〇 

未成年者 飮酒 取締に 關 する 法律案 

同日 特別委 負 愈に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

日本 勸業銀 業 法 中 改正 法律案 外 二 件 特別委 員會 


委員長  子 K? 松 平 直 平 君 
副 委員長  山之內 一次 君 
同日 衆 諺院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
有價證 券 割賦 販 費 業 法案 

朝鮮の 生 產に 係る 物品の 移入税 兔除に 關する 法 
律 案 

同日 衆議院より 左の 法律案 1 V 提出せ り 
重要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 
同日 衆 ■院 より 本院の 回付に 係る 左の 政府 提出 案 
は 本院の 修正に 同意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 
り 

大正 七 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫算案 
一昨 十三 日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 

市町村 立 小 學校敎 負 退隱料 及 ! fi 族 扶助料 法中改 
正 法律案 特別委 員會 

委員長  侯 麗川囿 順 君 
副 委員茛  子爵 藤 谷 爲寬君 
地稱變 更兔租 年期に 關 する 法律案 特別委 員會 
委員長  伯爵 島 津忠醫 
副 委員長  仁 尾 惟茂 君 
同日 委員長より 左の 報吿 書を 提出せ り 
市町村 立 小 學校敎 員退隱 料及遗 族 扶助料 法中改 
正 法律案 可決 報吿書 
貴族 !% 令 中 改正案 可決 報告書. 

大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 號〕 
大正 六 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 案 C 特 
第一 號) 可決 報告書 
請願® 員會 特別 報告 第五 號 
昨 十四日 特別 裘員會 に 於て 當 選した る 正副 委員長 

の 氏名 左の 如し 

罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  男爵 阪谷芳 郎君 

副 委員長  阪本釤 之 助 君 

借地 法案 特別委 員會 

委員長  侯爵 細 川 護立 君 

副 委員長  富 井 政 章 君 

裁判 檢察 及® 察の 職務を 行 ひ 又は 之を 補助す る 

者の 處罰 に關 する 法律案 特別委 員會 

委員長  伯 i 浦  厚 君 

副 委員長  山 脇  玄君 

同日 衆 _院 より 左の 法律案を 提出せ り 


特許法 中 改正 法律案 
商標 法 中 改正 法律案 
意匠 法 中 改正 法律案 

實用 新案 法 中 改正 法律案 同日 衆 91 院 ょり 本院の 送 
付に 係る 左の 政府 提出 案 (3; 本院の 諮 決に 同窓し 奏 
上せる 旨の 通牒を 受領せ 〇 
徵兵令 中 改正 法律案 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是ょり 本日の 會 諉 を 開き 
ます、 日程 第一、 兒玉 利國君 請暇の 件， 病氣 に付き 
八日 間の 請暇で ございます、 許可を 致して 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異_な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 日程 第二、 大正 六 年度 歳 
入 歳出 總豫算 追加 案、 第一 號 •第三、 大正 六 年度 各 
特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 案、 特 第一 號、 會議 、委 
員 長 報告、 御異誘 がなければ 日程の 第二， 第三は 束 
ねて 報吿を 求めます、 且つ 問題に 供す る こと も 二 案 
束ねる 積り でございます C 

〔「 異翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

t 左の 報吿 書は 朗讀 を經 さる -4 參照 のた め 
茲に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

一大 正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 C 第！ 號) 

一大 正 六 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 案 (特 
第一 號) 

右 衆議院ょり 绘 付した >0 谷 案を 審査し 衆 翳院闊 決 
案の 通 BJ 決すへ きものな りと 議決せ り 依て 及 報告 
候 也 

大正 七 年 三月 十三 日 

豫 » 委員長 淺田德 則 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔淺田 德則君 演壇に 登る〕 

〇淺田 德則君 去る 十二 日に 御 付託に なりました 大 
正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 第 一 號、 大正 六 年度 各 
特別 會計 歳入歳出 豫算 追加特 第一 號、 此 委員 會の經 
過 及 結果を 御 報告 申 上げます， 委員 會ほ 十三 日 一回 
開きまして、 直ちに 審議を 了し ましたので あり ' f す 
是は御 承知の 如く 極く 簡單な る 案であります るから 
別に 分科に 移し ませず して、 總會に 於て 決 了いた し 
ました 次第であります、 此豫算 の大體 の 趣旨は 去る 
十二 日に 大藏 大臣より •當 議場に 紹介を 致され まし 
た 際に 述べられました 通りの 次第でありまして、 主 


として 拘 {H の ^ fi に 法り まして、 不足を 生じ ま L た 
も C  •か 多い ので あ 〇ます、其他勿詫轾找0不足を致 
しました のは •琪 業の 郝合 に «: つて •不足を 吿げた 
の もあります が、 何 n も、 本年度 內に 急を 要する -. > 
のであります、 總预 览 追加の 第一 is の 歳入が 千 三百 
六十 餘萬圓 ，歳出が 千 三百 二十 餘萬圓 •钹 出と 致し 
まして ほ 經沉 ffi に 於て は 辟 察 烈 の iiii 帶支辨 金の 咐加 
市町村 交付金 C 追加 >  陸讯拟 秣 ac 追加、 S 時； r.' に 
於き ましては 府縣 災苒费 の 補助、 航空 設龆费 の 追加 
軍® 製 is 材料 {?? 格- p fi に te o 追加、 此哉 ill o w :w VJ 
致しまして {± 萬燹局 益金 S 咐加 •砲兵 H 廠益 金の SP 
加、 物品 拂下 代金， 米價調 節の 米を 钗〇た る收納 金 
利子收 入の％ 加、 國防费 の 獻 納金、 是等を 以て 總て 
充當 されまして 尙ほ 幾何 か殘餘 を 生ずる 計 ^ になつ 
て 居ります、 又 大正 六 年度 谷 特別# 計の 豫 3? 、 歲入 
歳出 豫算 追加の 特 第一 號を以 て 要求いた されました 
ものは、 是は 金額は 此に 省略を 致します •印刷 局 製 
品 注文 高の 墦 加に fe ての 追加 >  臨 時阀庙 證券 利子の 
追加、 關菜 都督 府臨 時給與 の 追加、 ぬ is 總料苻 
事業の 咐加 、物 價騰 貴 の 爲の咐 加、 iti 拂戾 金、 海軍 
採炭所の 作業、 東京 帝 國大學 病院 CO 追加、 九州 W 國 
大學校 費の 追加 等であります、 此财 源は 谷々 邦 所得 
の 歳入を 以ちま して、 之に 相 當充當 する ®: になつ て 
居ります、此豫算は廣く谷省の所管に宜〇ます 0 が 
要求の 事由は 極く 簡明な ものでありまして 、薄 謎 中 
には 格別 込 入つ た 質問 等は m で ませなん だので あり 
ます、 唯々 其 中に I 二 注意を 致すべき 質問が 出 まし 
たに 依つ て， 此際 それを 一二 御 紹介いた さぅ と 思 ひ 
ます、 それは 陸軍省 S 所管の 中に 於き まして， 陸軍 
委任 經理 に 1® する 兵卒に 給與 いたします る 副炱 物で 
あります るが、 是は 物價勝 貴の 爲に 多少 之を 其內容 
に 於て 減ぜら るる 結果と 致しまして、 兵卒の 贈 St を 
減ぜむ とする ことを s rt. いたされまして* 或る 委員 
の 一人ょり 質問が 出ました のであります、 之に 對し 
ましては 政府 當局 者ょりも、 詳細に 目下 給與 いたし 
て 居ります る 實况を 述べられまして、 若し 此後尙 ほ 
騰貴を すると 云 ふこと であるなら ば、 適當の 方法を 
執る辦は勿論であるし、又哦今給與しつつあ0ます 
る 所の 副食物に 於き ましても、 多少 以前に 比します 
れぱ 劣つ て 居ろ 所 あるかは 知れない が、 其 養分に 於 
ては 之を 完全に 維持す る 事 1- 努めて 居る、 斯樣な 答 
でありました •其 他 1- 是も 甚だ 金額は 少い ので あり 
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ますが、 内務 劣 所 於の 經费 S 中の 山形縣 に 於け る 米 
澤市 火災 復 »f 費 借人 金に 對する 政府の 利子の 補助と 
云 ふ 件が あります、 之に 付？ まして 或る 委 M ょり 質 
問 ゃ 致' >れ ました、 是は從 前 (t 斯 の ¢11 き 例は 餘り多 
くない 趣でありまして. それ 故 特に 質問々 致された 
事と 考へま す、 山形縣 の經 的 狀游 が斯 く阈庫 ょり 利 
子 0 補助を 必要と すろ 程度に ある や 否や、 と 1H する 
のが W 問の 耍點 であります‘ 又 政府が 若し 將來 市町 
村の襬 災の場 合に も、 期 to 如き 事が あつたなら ぱ 、同 
一の 取扱を する や 否やと 云 ふ 事 か 第二の 問で ありま 
す.政府の常局者の答ふる所に故0ますると、從來 
の 標準に (t- rr の 如き ものは ない ので あるが、 此催災 
の爲 には 山形 縣 に 於き まして 冬 大 の 損 害を 被つ て R 
る、 即ち 縣の ® 造 物の 如き も 之が 爲に损 哲 を 被つ た 

趣であります、 隨 つて 此米深 市 〇 窮狀を 救 ひます る 

爲 に對 しての 利子 5 f f& と ■云 ふことは、 是は縣 に 致し 

まして •縣は |(£ に 市に 對 して 之を 補給す ろと S ふこ 

とに なつて 屛る さう であります、 而 して 又將來 之に 

類似す ろ 所の 災害が ありま すれば* 其 ilf H に te り ま 

して 相當に 柿 給すべき もので あれば、 ? IH 給を する こ 

とを 決しなければ ならぬ と 云 ふこと である、 斯 _な 

大腊答 辯で ありました、 lit 他 1- も 二 三の 質問 U 出 ま 

した、 それ li 怜も此 珣筘 に 現は れ ました 如くに 物 似 

の犄 « と云ふことは、今日は餘程报算にも關係を致 
す ことで あるから、 物 W 調節と 云 ふこと を 至急に 政 

府は 講ぜられろ と 云 ふ 所 a it 如何と 云 ふやうな 竹 問 

でありました、 其 他の 質問は 玆に 省略いた します、 

犬 fifi »f(i 今 申 上げた 如？ 町 問 腿 答に 依りまして、 此雅 

3? は 企 部衆紱 院涣付 通りに 協 苡を與 ふると 云 ふこと 

に 決 5C いたしました、 lit 段 翊齿 いたします。 

〔與槪 尾 崎 三 良君侦 摟に 登る〕 

〇 男 g 尾 崎 三 £1 君 今日 It 少 々W 政 上の ことに 付て 

常 局 大臣に 竹 問を 致したい ので あ 〇 ます、 Ef は 此前 

の雅 » の 時に n 問すべき 筈で も ありま L たらう が、 

少々 時期が 遲れま した けれども、 今日 も豫© 案の 餞 

琪 で あり今するから此際竹問いたしまして蹬きたい 

と 思 ひます、 私の H 問いた一- たいことは、 近頃 やか 

ましい 物 {W 調節と 云 ふ 琪 I. W てで ございます， lic ii 

此 311: は 先 il て G 神 筇 の 節に 段々 諸君から G 々な 御 CT 

|!!] が出ました中 |-. 於て、必す吐枸 !:1 況的と云ふこと 

に 付ての 御 竹 f![] i: 35 #l li: 、w pf5 c!2»* Ei co ?? £l ^ 

得れば それで 分る と贲は 控へ て； £った所が、其苡問 


はどう も 其 私の S3 む 質問 U 餘り ill ませな かつた、 或 
は雅樂 S 問題で あると か曆の 問題で あると か 云 ふや 
5 な ものは 出ました が、 是は 物價 調節と か 云 ふこと 
には 一向 緣の 遠い 事柄で 成程 其 節 山 脇 君で ござい S 
した か 少し 出ました けれども、 一向 十分な 御 答 辯を 
得な かつた やうに 思 ひます、 そこで 已むを 得ず 今日 
涵膊な がら 質問 r.- 致したい、 今日 此物僧 調節と 云 ふ 
議論が 朝野 : 11: (にや かまし くな つて 來ま して、 現に 今 
日は 衆議院に 於て は、 其 事に 付て® 日讁 論が ある や 
うな ことで あ 0ます、此論の起リと -2< ふものは、も 
う lg 沿は 申す まで もない、 諸 物が …ィ .殊に 日用品が 
非常に# 職した と 云 ふこと から 起つ たので、 早く 申 
せ ば 其 必要品の 値を 下げる 工夫を せねば いかぬ と 云 
ふ魏論 なので ある、 それを 物 fr< 調節と か 云 ふ ひねく 
つた 文字 ^ 用 ひた ものであります が、 詰り 率直に 言 
へば 斯う 値が 高くて (t 人民が 闲る 、人民の みならず 
一 K W ると 云 ふので、 之を 原 狀に復 させる 趣向を せ 
なければ ならぬ と 云 ふ 論 'e あります* 然るに 本 M 等 
の考 では 斯の如 く 今日 物 ® の 騰貴す ると 5;- ふことは 
深き 原 W が ある、 其 原因を 肢 調べて 之を 根治す る こ 
とを せね tt: 到底 色々 な 小細工をして ^ 駄 H であらう 
と考 へる、 其 根本を 正さず して 或は 米 商 仲買人を 酷 
い： 111に 51 はするとか、取締るとか云ふや5なことを 
しても 格別 効 12. ない、 此 米屋を 苛める と 云 ふことは 
昔から 物 {0 の騰 s する 時分には あろ 事で、 まあ ■幕 
の 時代で も 隨分や つた 事で ある、 是は 其の 第一 人民 
が la 接に 招ず るの 13-. 米 ffi の騰 贵 であります が、 其 節 
には 必 ず 其 p fi する 其屮 には 米 商 入が 這 入つて 居る 
是は 何も 其 自分が 利益を 占め や * 5 と 云 ふこと も、 そ 
れは随 つて 居る に 違 ひない けれども、 世の 趨勢が 上 

つて 來た ので あろから、 自然 さうな つて 來る ，そこ 

で 人民な どは あの 米屋が どうも 高く ^ るから と 云 ふ 

ので 之を 憎んで， まあ 18 崧時 代な どには 米屋 打搜は 

しと 云 ふこと も 始まつ た、 それ 故 ;- 政® を 以て 之を 

収抑 へる と 云 ふや 5 な ことは 一體 言 ふと 無理な こと 

である、 去りながら さう 云 ふことは 其 興 論に 問うて 

…… 輿論と 云 ふて 宜い かど 5 か 知らぬ が、 人民 •か 憎 

んで 居る 者を 政府が 之を •収 抑へ て吳れ ると S ふと 大 

に燹 成す ると 云 ふやうな 譯で 、兎角 政 細老は 斯う K 

5 誤 S! に 陷り易 い、 まあ 其 衆 民の 怨府と なつて 時々 

酷い 目に も is ひま 十る が、 それ ほさう 云 ふことは -lli 

の 中には 嵇分 ある ことで、 昔 H 易の 始まつ たと き 生. 


絲が 段々 上つ -C 来た •私共 京都に 居りました が、 文 
久の 初めに 生絲 商人が 是は 生絲を 買占めた から、 こ 
んなに 生絲が 上がる の だと 5C ふこと で、 其 時分 警察 
官も 何にもない 時分に 大勢 寄つ てた かつて 其 家を 打 
壊は して、 其 上、 家に あつた 生絲を 皆 堀川へ 投棄て 
たこと を 私は 現に 目 ? i して 居ります、 それを した か 
らと云 ふて •別に 生絲が 下がる 譯でも 何でもない、 
斯う 云 ふこと と 云 ふ ものは 隨分其 民間には ある こと 
である •併ながら 政治を ^ る 人が 其 病的 感染に 感じ 
て、 政 11 を 以て 之を JS 抑へ ると - 2: ふことは 甚だ 宜し 
くない のみならず、 格別 利益が なくして 却つ て 弊害 
が あると 思 ふ、 先日 も 米が 一石 二 十五 圓にな つた か 
らと云 ふて •大急ぎで 仲買人を 警吿 して、 まあ 無理 
遣りに 其 買 占を 止めさした とか、 何とか 云 ふこと' か 
あります るが、 其 事は 成程 其 時は 一時 人が 驚いた 爲 
に规ら か 少しは 下がつ たで ありませ うけれ ども、 其 
後は 直ぐに 二十 六圓 以上に なつた、 斯う 云 ふ _ で 一 
向 さう 云 ふことは 何にも 効は ない、 無い のみならず 
畢竟 一時 通常の 價を 11 亂 する に 止まる、 そ ■こで どう 
しても 此物價 騰貴の 原因を 調べて、 其 原因を 改めな 
くて は 到底 駄目 だら うと 思 ふ、 其 原因は 種々 ありま 
する が 併ながら 其 一大 原因は 即ち 通貨の 膨脹で ある 
それは 成 ほど 戰爭 の爲に 輸入品が 社絕 した、 或は 減 
少した •其爲 に 其 品物が 少い ので 値が 上がる， 又 或 
は 輸出す る 品物が 外國へ 行けば 大分 M- が 好く 賣れる 
日本で さう 廉く賣 る 物' かない、 是等も 貿易 上から 値 
が 上がつ て 来る、 然るに 此贸 易に 關係 のない 米穀 或 
は 薪炭 類 •野菜 類な どと 云 ふ ものは 一向 まあ… 米な 
ど It 少し 位の ® 出は あつたか も 知り ませぬ が、 大し 
て 響く 程の 事は ない、 又 薪炭 類、 野菜 類は 殆ど 輸出 
と 云 ふことは ない、 日本で 出来た 物を 日本で® 用し 
て 居る、 是が又 同じく 暴騰す ると 云 ふのは 全く 此通 
貨の 膨脹した 結果に 違 ひない、 何でも 物は 澤山數 が 
疝 えれば 自然 其價が 下 •かると 云 ふことは、 是は もう 
動すべからざる 15;( 理で ある •まあ 私 典が 始めて 勅任 
官にな つた 時分は 勅 ft 官の數 は 漸く 七十 人 程で あつ 
たが、 現在は 千 入 以上に もな つたと 云 ふこと であり 
ます、 從 つて此 勅任官 (t 、 IH 在 私 もま だ 勅任官の 末 
席に 居ます が、 自然 其 世間から 見て 値 打が 下がつ た 
と 云 ふやうな 譯で 、どうしても 物が 殖えれば 下がる 
と 云 ふことは、 是は もう 天下の 通理で 爭ふべ から ざ 
る ことで ある、 然るに 此 通貨と 云 ふ ものが 戰前 にあ 


つては 三 億 六 千 萬圓か 四千 萬 位の 所で ありました が 
偶々 四千 萬圓の 上に 出る と 世間では 大騷 ぎを して* 
通貨の 嘭曝 を收 縮し なければ ならぬ と 云 ふたもので 
ある、 が 近頃は 如何で ありませ うか、 今日は 其 倍 位 
_にな つて 居る、 戰爭の 始まつ た 其當 分は 左の みはな 
一かつた やうであります が、 十分 逯ぇ ませぬ が、 此通 
貨の膨 脹か甚 しくな つたのは 昨年で ある、 昨年の 冬 
などは 七 億 八 億に もな つて 居る、 其 上に 政府は 小 紙 
幣を何 でも 四千 萬 圓ほど 此 中に 放つ た …… 出したん 
です* どうしても 此 通貨と 云 ふ ものが 下落せ ざるを 
得ない 物怊騰 貴 物價 騰貴と 云 ひます けれども 物價が 
騰貴した のでは ない、 通貨 …… 貨幣が 下落した ので 
此 兌換券 制度の 妙 用と 一 K ふ ものは、 通貨を …… 其 兌 
換券を 必要ょり 餘計 出せば 必ず 収付 けが 始 ま る、 出 
せ ぱ収 付けられる から 出さない 、必要 以上は …… そ 
こで 此兌換 券の 妙 用と 云 ふ もの It. 金く 無闇に 出す と 
is ちに 取 付けられる から、 もうさう 出せない、 所が 
妙 用を 人爲を 以て 之を 抑へ てし -i つた、 と 申す もの 
は 金貨の 轍 出、 銀貨は どうか 知り ませぬ が、 駝出を 
察 じた、 諸君は 度々 新聞紙 上で 御 1; であり ませう が 
支那 人が 金貨を 持 出さう として 引 捕まへ られた と 云 
ふこと が 度々 ある、 あれな どは 上海へ 持つ て 行く と 
餘ほど 値が 好く 賣れ る、 何でも 聞'' 所では ffi 濱に之 
を 企てる 者が あつて、 其處へ 金貨を 持つ て 行けば 百 
圓に 付て 五 圓 2「*フ レミ ヤ乂」 を 吳れ る、 五 圓の 「プ 
レミ ャム」 を拂 つても 尙 1L つ 其 上に 警察が 差 押へ る 
と 云 ふ 危險を 倭して でも 轍 出し やうと 云 ふのは、 餘 
程 上海では 利益が あるに 違 ひな：， 、詰り 我が 日本に 
あつて は 貨幣と 云 ふ ものは 其 1® 價の tffl ? をな さない 
百圓か 百圓の 働き % • なさない、 今日 …… 是が其 自由 
に 外に 出て •其眞 償の® きをな す 所に m れぱ 必ず 段 
々奴 付けが 始まつ て， K い 加減に 通貨の 數と云 ふ も 
のは 0 然の 作用に 依つて 決まる， 所が 之が 眞の 作用 
が 出来ない や 5 に、 是 は 人爲を 以て 取締る、 そこで 
此 金貨 も 諸共に 紙幣と 同じ 値に なつて. .lit 下落した 
紙幣と 同じ 價にな つて 仕舞つ た、 と 云 ふ ものは 取換 
へて 見た所で 以て 仕方がない、. もう 矢張り 此 値段ょ 
り 出ない から Is 換に 行かない、 奴 換に行 かないから 
是が 自由に 輸出 •か出来る、 出来る ものなら ば どん ど 
ん取換 へて 儲ける が、 儲からな くな つて 丁度 良くな 
ろ、 斯の 如く 其政權 を 以て 眞價を 抑へ て •百 圓ある 
もの も 六 七十 M の もの r. 押へ て 仕舞つ て 居る、 今日 


-w rf ^ ^ JH A- ^- '-r ^ AS /li v^ ^ iQ M^asi ^ 〕 我 . P. 案 大 正 六 年度 谷 特別 fr i.-r 歳 人竑 /J5 K 37 追加 案 cw eri l 號) 


一〇三 


院族贵 fj 議國帝 回 十四 第 


豫算案 大正 六 年度 歳入 歲出繾 揉 算 追加 案 (第一 號〕 S 算案 大正 六 年度 谷 持別會 計 歳入 歳 m 豫算 追加 案 (持 第一號 '一 


の 所では …… 故に 此の 今日 L 疋ま つた 收 人を 以て 活計 
を 立てて 居る 者 U 非常な 苦痛で、 轵 民 (t 困る と 云 ふ 
•か 細民は 無論 闲る でせ うが" 細民 どころ で 13: ない、 
我々 二 三千 圆を以 って 今日 活計を 立て、 居る もの ほ 
非常に闲ろ、凡そ今日政府大小の官吏三千圖，四千 
■、五 千圓と 云 ふと 名 (i 同じ ことです けれども， 其 
の穴 (^ 千圆の所に六七百_莨ったゃうな勘定になる 
それ •たけよ 〇 磡 きをな さない、 それ故に まあ 近時 成 
金と 云うて 非常に 金儲けを した 者が あります が、 そ 
れ は まあ 例外であって 、六 千 萬の 屮一萬 人 有る か 無 
いかで あら 6、 其の 餘の者 は 皆 闲 つて 居る、 詰り 此 
の政府の役入にしたところぐパ名ほ五千圓とか六千 
圓と か 1¢ つて 居つ て も、 其實 三千 圓か 四千 圓に 減ら 

された と 同じ 値 打で ある、 斯の如 き狀 態 -e あります 

から、 今日 高位 高官 S 中に も 賄賂 沙汰が 頻に行 はれ 

る、 それは 色々 の 誘惑 も ありませ うけれ ども、 此 H 

ふ ものが 減じて 活計の 闲難と 云 ふこと が 一 の 原因に 

なつて 居る に 違 ひない* で 此一國 の 阈務 大臣と 云 ふ 

入が 是 等を 唯 傍觀 坐視して 居る ことは 出来まい、 是 

非 何とか 按排して 相當の 所まで 調節し なければ なら 

ぬ K 任が あると 思 ひます、 それ故に 近頃は 頻に其 調 

節 方法に 御 苦心 あると 云 ふ 事です、 然れ ども 其 的が 

違つ て 居る と、 幾ら 御 苦心な すつ て も 其 申 斐はな か 

らうと 思 ひます、 近頃 衆 黐院で も頻に 委員が 出来て 

議論が ある やうです が、 どう 云 ふ 具合に なされる か 

どうも 一向 伺 はれない、 そ. こで 當 局の 大臣に 御 尋ね 

したいのは 先達て 頃、 此米價 調節の 一手 段と して 關 

税改 革を 致して、 米穀の 輸入税を 行政播 を 以て 之を 

或は 減じ、 或は 全廢 する ことを 得る と 云 ふやう に改 

正して、 是で 以て 米價の 調節を 圖ると 云 ふ 01 が あり 

ました、 それを 私 ども 竊に 聞いて、 固よ 〇是で 全體 

の米價 調節と 云 ふ 事は 行き ませぬ けれども、 責めて 

は 人民の 今日の 生活に 最も 適切なる 米價が 幾らか 是 

で 減ずれ は、 まあ 時に 取つ ての I つの 救濟 策と 考へ 

て 居りました、 所が 其 後 其 _論 はどうな りました か 

一向 分り ませぬ が、 今に ®, 現が 出來な いので ありま 

すが、 此の 遍は もう 御 止めに なつた ので ありませ う 

か、 又は 時機を 見 計つ て 迓行を 爲 さるので ありませ 

うか、 是は法 律の 改正に 依る ことでありまして、 幸 

ひ 誘會の 開けて 居る 時であります から、 御 持 出しに 

になつ たなら ば 異議は あるまい と 思 ひます、 是はど 

うなつ たのであります か、 此點を 一つ 何 ひたい、 是 


は 唯 米 fi? の 一品 だけの ことであります から、 是 •たけ 
では 迚も 今日 物 (?? 調節と 云 ふこと には 參り ませ. r か 
此有樣 で 行きましたなら it: 總 ての 物馏が まだ 上る か 
も 知れぬ と 思 ふ 我國は 今度の 大戰爭 の 仲間入り をし 
て 矢張り ® _國で はあります けれども、 海軍が 大分 
活動して 居ります が、 其 外に あつて は是ぞ と 云ふ戰 
鬪が實 際ない のであります、 然るに 斯の 如く 物價が 
暴騰して 人民が 闲ると 云 ふ 事であります れぱ此 後 近 
頃、 段々 !! i が ある 萬 一大 陸へ 出兵で もしなければ な 
ら ぬと 云 ふ 場合に なつたならば 如何に 成り 行く やら 
此邊を 思へ ば 誠に 心細い 話であります、 今日 まだ 陸 
兵の 出兵 もない 中に A 民が 期の 如く 生活難を 訴へて 
居る のに、 若し 此後 さう 云 ふ 場合に 至つ たなら‘ はも 
う 一層 生活難の 悲慘を 釀し て、 遂には どんな ことに 
なるや 甚だ 寒心に 堪 へぬ、 誠に 不祥なる 例， へで あり 
ます けれども、 露國が 通貨を 頻に 膨脹して、 それが 
爲に 通貨が 下落して、 即ち 物價が 騰貴して、 靴一足 
が 百留 、百 五十 留 •米 一斗が 三十 圓 、日本では 一石 
二 十五 圓に 付て 驚いて 居ります が、 露西亞 は 一斗が 
三十 圓 、一石 か 三百 圓で あります、 試に 日本の 米が 
三百 圓に ならず とも、 I 石百圓 になつ たら どうで •こ 
ざい ませう、 迚も 餓死す るより 外途 はなから うと 思 
ひます、 期の 如く此 通貨が 際限な く 膨脹す る 所の災 
害は 恐るべき ことであります から、 何とか 是は 今の 
中に 豫防 を爲 さねば 飛んだ 悲慘の 境遇に 陷 り (t しま 
すまい か、 それは 成る ほと 露 西亞は 不換紙幣 だから 
さうな つたと 云 ふ 御說も ありませ う、 所が 日本の 兌 
換の 妙味は 紙幣が 下落す れば 正貨が 外 國に出 て 行く 
そこで 調節が 出来る、 所 か 出て 行く のを 止めて 仕舞 

つたら 此 金貨と 云 ふ もの も 紙幣と 同じ 事に なつて 仕 

舞つ て" 之を 際限な くやつ て 居たら、 どこまで 行く 

か 分らない と 思 ふ、. 米が 百圆 になる 事 ■かないとは 限 

ら ぬ* さう した I', 皆 餓死して 仕舞 ふ 大陸に 兵を 出す 

としても 餓えて ひよ ろ^^した 者を 出す 譯に 行かぬ' 

行つた つて 戰ふ 11 に 行かない、 それで まあ 本員の 考 

では 此 通貨を 自然の 數に® せしめる と 云 ふこと が 此 

物價 調節の 第一の 策で あらう と 思 ひます、 此の 邊に 

付て は 如何の 思 召で あるか 伺 ひたい、 其の 一策と し 

て 此 金貨の 轍 出を 禁ずる ことを 止めに する ことが I 

つの 手段で あらう と 思 ふ、 今日 兌換券 增發に 付て 儲 

けた ものは 誰かと 云へ ば 日本銀行、 戰 前までは 11 一億 

五 千 萬圓 、四 億圓で 済んだ ものが 七 億と か 八 億と 云 


ふ 倍からの もの、 其 金を 彼方此方に 廻して 利息を 収 
つて 居れば 儲かる に 違 ひない、 此國 家の ®: に迆 ろな 
く 人民が それ •か 爲に雖 儀す ると 云 ふ 事で あれば まだ 
忍ぶべき であ 〇 ますが、 一會 社の 利益の 爲に 多数の 
人民が 闲雖 すると 云 ふ 事は、 どうしても ^ 務 大臣と 
して 見て 居る 譯に行 くまいと 思 ふ、 それで 寶 は 日本 
銀行が 段々 去年 以来 兌換券 •か 殖えた から、 どれ くら 
ゐ 利益を 得た かと 云 ふ 事を 段々 調べて 見ました が、 
なか <巧 に 椿へ て ある、 報吿 書が …： それ It 巧に 
利益が 隱 して ある 即ち 皆さん 日本銀行の 株を 御 持ち 
の 方 も ありませ う、 半期の 決 W 報吿を 見る と 其 利益 
の 點は 矢張り 一割 二 分で 繰越 も 何百 万 圓と かで 餘〇 
殖えて 居らぬ やうであります が、 段々 調べて 見ます 
と 池 金銀 代償 却と 云 ふ もの か ある、 日本銀行が 地金 
銀を 買つ た 其 代金の 償却に 充てた ものが 去年は 四百 
何十 萬 •今年は 五 百 何十 萬 去年と 今年の 半期の 間に 
百 萬 圓瓶 えて 居る、 是は 損金と して 出て 居る けれど 
も是 は ffl ではない、 預畜 して 殘 して あり、 地金 銀を 
買つて それが 又 紙幣と なつて 活動して 居る、 何時か 
は 株主の 大 利益になる、 丁度 想 ひ 起します と 明治 十 
年の ffi 南戰爭 の 時分 ■，政 Fj: が 紙 m 五 千 萬 圓 一時に 增 
發した •其 結果と して 紙幣と 銀貨の 差が 一時に 百 八 
十まで 參 りました、 百 六十ぐ らゐで 暫く 持堪 へて 居 
りました が、 それが 丁度 明治 十四 五 年頃であります 
が、 其 頃 明治 十五 年でした か 十六 年でした か、 今の 
松 方 侯爵が 大藏 卿の 時分で、 ど 5 しても 通貨を 縮め 
なければ ならぬ、 其 頃 米の 僧が 十四 五圓 しました， 

まあ 今日 二十 五六 圓 . 十四 五 圓なら 安 過ぎる と 言 

つて 又 大隈伯 内閣の 頃の 如く 買 占と 云 ふ 事が 起る か 
知. U ませぬ が、‘ 其 時分 十四 五 圓の米 似で 人民が 困る 
困る と S ふこと で、 其 時分に も 仲買人の 買占めと 云 
ふ說も ありました が、 どうしても 通貨が 多過ぎる か 
ら收 縮し なければ ならぬ と 云 ふこと で、 其 時分 大藏 
卿の 先見の明で 非常な 英斷で 段々 收 縮され て、 餓か 
三年 經たぬ 中に 其 五 千 萬 圓と云 ふ ものが 全く收 縮 さ 
れた 、さう すると 米 も 十圓內 外に 下つ て、 何も彼も 
元の通りに なつた 斯う 云 ふ譯 で、 是は どこに も 例の 
ある ことであります、 そこで 又英國 あたりの 話を 聞 
きます ると 御 承知の 通り 英國は 今日 © 闘の 半に 在つ 
て 一番に 餘 計に 國 費を 費やして 一日 六 百 五十 萬 礎、 
即ち 日本の 金に して 六 千 五 百 蓖圓を 日々 費やして 居 
る、 大變な ものであります、 然るに 初めは 隨分 種々 


な S に 人民 も 困 雉した が •今日では 大分 其邊 の ■ 節 
が 就いて、  凡そ 11 sr 二 M 五分 ぐら 2> な* 
毋 で 濟んで 居る と 云 ふこと であります、 共 上、 民の 
日常 必要な ものに 至つ -c li 、 却つ て 下落した も'. * > 
ある、 御： 7K 知 C 通り 英國の 人民は 牛肉, V.ST へます- 
牛肉と 馬 鈴！ T か 始ど缺 くべ からざる 貪 杓 -e ある、： て 
こで彼の食糊大臣とも云ふべき现門〇大铒が屏つて 
此二品 に 最も 心を 注いで、 今日 -c li 牛肉は 一週間に 
一人前 二 斤 半と 決めて、 それ 以上は やらぬ と 云 ふこ 
とになつてあるさうでありますが、其二斤半の {(! は 
何で 4- 六十 何 錢ぐら ゐで 得られる、 日本の 金に ill せ 
ぱ …… 日本では どうで せ 5、 今日の 牛肉の fits 段は 非 
常な ものです、 一斤 六十錢 では 買 (i れぬ 位、 ちつと 
宜い「口|ス」とか「ヒレー」とか云ふと八十錢か 
ら 九十 錢と云 ふ 有 棟、 馬鈴罌 など も 今日では 殆ど® 
前と 同じ 位に なつて F} る、 此二品 が 英 四の \ 民に販 
く 供給せられ れぱ ひどう 苦愦は 言は ない、 斯の如 く 
戰爭の 中心と なつて 海外に xfi (を 澤 山に 出して、 其 上 
外國の國費まで手傳つて居つてゝ一日六千五打茁關 
から七千萬圓の金を使つて尻りながら、是だけ ('| こ 
とを して F?r ると 云 ふのは a に まあ 其 や 〇 方が 上手で 
あらう と考 へる、 そこで どうで せう •どうか 我國は 
未だ そんなに 國費を 費やし ませぬ が、 是から 追々 國 
費の 耍する ものと 云 ふこと を !® 悟な された であらう 
か、 此邊の 御意 見は 如何で あらう か、 通貨は 何も 腿 
脹して 居らぬ と 云 ふ 御意 見で あらう か、 或は 又 それ 
は 膨脹し. て 居る から •どうかせ ぬなら ぬと 云 ふ 御总 
見で あら 5 か、 どうかせ ぬなら ぬなら ば どうな さる 
ので あらう か、 此節 衆議院に 於て 日々 衆識院 の 委員 
などの 會閾も ある 按排で ございます が、 其邊 u どこ 
らに此 調節の 事に 付て ほ 深く 考へて 居る が …… 取調 
ベて 居る と 云 ふ 先達ても 御 話で ございました か、 何 
とか そこは 一つ 御洩 しを 願 ひたい もので、 私の 願 ふ 
所は 米價を 此上 まあ 一部分の 窮策と して 關税を 改正 
すると 云 ふことは もうな さらぬ のであります るか、 
或は 爲さ るので あるか、 又 1 體 の 物 僧の 調節と して 
通貨を 收縮 しなければ ならぬ、 ならぬな れぱど 5 し 
•て 爲 さる 御 積り であるか V 其 S のこと を 伺 ひたいの 
である、 どうか 成るべく 腹藏な く、 皆の 了解す る や 
うに 御演說 あらむ ことを 希望いた します。 

〔國務 大 K 勝 田 主計 君沏 柄に 登る〕 

〇國務 大臣 C 勝 田 主計 君〕 唯今 尾 崎 男爵ょり 致し ま 


して 物價 調節に 關 して、 極めて 精細なる 御尋が ござ 
いました- 而 して 物 價調 節に關 係いた しまして は、 
御 承知で あらせられる 如くに 政府の 谷 所管に 苴つて 
居ります る、 併な •から 喵 今 尾 崎 男爵の 御尋 はいろ い 
ろ御說 がご ざいました や*^ 'であります るが、 主と し 
て !! t 通貨の 關 係より して 御尋が あつた やうで ありま 
する からして、 私よ 〇大體 lit 物® の關 係に 付ての 御 
答を 致して ai: きたいと 思 ふので あります、 尙ほ私 の 
御 答を 致す 以外の ことを 其 他 農 商務 大臣 等の 御 答に 
なる 部面 •かあります れぱ 、是は 後段に 於き まして、 
當局大 |;1 から 御 答が ある ことで あらう i 私は 信ずる 
のであります、 今日 物 ffil の 騰讶と 云 ふこと に 付て 發 
餛いた して 居ります る ことは、 政府と 雖も 決して 尾 
崎 男爵に 諏ら ぬ譯 であります るので、 常に 此亊に 付 

きまして ほ 何とか 物彻の 平準を 保たし めたい と 云 ふ 

ことで、 種々 の 調査 も 致し 又 苦心 も 致して 居る ので 

あります、 而 して 是等の 關係を 考へ まする 際に、 尾 

崎 男爵の 申された 如く 何故に 物 M が 騰贵 して 居る と 

云 ふ、 lit 原因に 付て 調査を 致さなければ ならぬ ので 

ありまして、 甚だ 是は 廣汎な る 研究 調査で ありまし 

て、 之を 保め て 精細に 申 上げる と 云 ふやうな ことは 

今 R ILt 相 合には 出来 ませぬ、 併ながら 政府に 於て 大 

IW 何故に 物 ft''/ •か 騰 ft して 居る かと 云 ふこと に 付て、 

是まで 調赉を 致して 見ました 其 結果に 依ります ると 

或る 他の 場合に 於て 私より 申 上げた こと も ある 筈で 

ございます るが、 m もなる 原 H なる ものが 四 五 ある 

だら うと 思 ふので あります る、 即ち 今日の 物 ffif 騰 ft 

の狀况 は、 平時に 於け る 物 似騰设 の狀况 とは 多少 其 

趣を 驭に 致して ) PT ると 云ふ點 が あるであります 、期 

棵な著 眼を 以ち まして 各嵇の 品物に 付きまして、 一 

一物 {f! 晩 a の © 因を 研究いた して 見まして、 是等の 

研究の 結果と して 大 SS W 綵を 致して 見ます ると 云 ふ 

と、 一つ It 即ち 货物の 瞬 fi であります、 即ち 賣惜と 

か 或 I t H 占と か 云 ふ 市 柄が ある tt 物に 付きまして ( ]; 

制 一物 fi? 睇 の 原 W をな して 居る と 云 ふが 一つの is で ご 

ざいます、 それから 筘 rl 或は 船舶 2 運 K、 船舶は 御 

承知 〇 如く il 货 •か 睇 ft いたして 居ります、 鐵 菹 の 方 

面は 運 W の魄 fl と 云ふ琪 柄は ありませ ぬが、 耍 しま 

する に M 物が 非常に 多くして、 鐡逍が 之夕運 び 切れ 

ぬと 云 ふ關 係から 致しまして、 從つて 此货物 sffi 格 

の 上に 肜资シ 及ぼして 来る と 云 ふこと、 是が第 II の 

迎菁な ろ 琪柄 であります る、 第三に li 物が 不足いた 


して K ると 云 ふ 事柄が あるので あります、 即ち 外國 
より從來參つて居りました所の品物か、今日は來な 
い、 此時局 o e に 輸入が 少くな つた、 或 ! i 無くなつ 
た、 又 今日の 時局の S に內地 にあります る 所の 品物 
が 外國 へ H-'. る、 さう 云 ふや 5 な 關 係から して、 此物 
惯に 影 ® を 及ぼして 居る と 云 ふやうな 事柄 も、 亦此 
縯繹 此の上から 出て 来る のであります、 見 sg に 依り 
ますと 云 ふと、 成は 生 塵 費の 增加と 云 ふ 事柄 も あり 
ますが、 是は又 見る 方面が 違 ふ 一つの 原因に なつて 
來 るので あります、 さう 致しまして 通貨の 膨脹と 云 
ふこと であります が、 是も 先刻 尾 崎 男爵の 御 答に な 
りました 如くに 確かに 物價 騰貴の 一つの 原因で ある 
と 云 ふことは 疑を 容れぬ 所で あらう と 思 ふので あり 
ます、 併な •から 今日の 53 貨の 膨脹と 云 ふこと に付き 
ましては、 是は 私共の 見解と 致しまして は 平時に 於 
ける 通貨の 膨脹が 物價に 及ぼす 影響と、 此戰 時に 於 
ける 通貨の 膨脹が 物價に 影響を及ぼす 其 結果とは 大 
に 違つ た 所が あると 云 ふ考を 有つ て 居る ので ありま 
す、 先づ 今日 通貨 膨脹と 云 ふこと に f-J' きまして 大體 
の ® 察を 致して 見ます れぱ 、通貨と 申します ものは 
私より 中 上げます るまで もな く 必ず 一定の 分量で あ 
らねば ならぬ と 云 ふことは ない のでありまして、 即 
ち 其國の 人口な 〇 其國の 瘅 業の 發達な り >  其國の 富 
の咐 進な 〇、 斯樣な 關係 から 致しまして 、典 通貨の 
分量と 云 ふ ものは 變 つて 參リ ますので、 或る 意味 か 
ら申 しま すれば、 國が 文明に なり、 其國の 生活の 樫 
度が 高まる と 云 ふこと になり ましたなら ば、 どうし 
ても是 け 餘計な 通貨を 要する ことは 必然の 勢に なつ 
て來る のであります る •而 して 我 國の現 狀に 見ます 
ると、 幸に して 我關の 地位 上 生產 貿易 其 他の 良好な 

るが爲に商業は两展し、富も戰前に比しますれぱ、 

非常な 額を 以て 咐して 居る と 云 ふことは 達觀上 考へ 

得る ことであります、 尙ほ是 等の 事 M に付きまして 

稍々 fl g§ 的に 申して 見ます れぱ 、日本銀行の 兌換券 

は 今日 相 當に餘 計 出て 居ります、 餘計 出て 居ります 

るが、 此出て 居る 原因を 考ヘて 見ます ると、 能く 是 

等の 琪柄の 一斑が 分る ことで あらう と 思 ふので あり 

ます、 即ち 日本銀行が 正金銀行に 對 しまして、 御 承 

知の 外國 贸兑 の 上に 於け る 爲替の 援助を 致して 居り 

まする ものが あります、 是は戰 前に 於き ましては 三 

千 萬 101 , 3!:- 內 外の ものが 先づ 通例に なつて 居る ので 

あります、 併ながら 此 戰 時に 於き まして 外國 貿易の 


發 展の爲 に 正金銀行に 日本銀行が 融通を 致して、 商 
業 貿易の 疏 通を 圖る爲 の ものが 一億 乃至 一億 五六 千 
萬圓も あると 云 ふこと であります、 先づ此 一例を 申 
上げましても 兌換券の 膨脹を 致して 居る と 云 ふ 事は 
詰り 我 國の產 業 並に 此貿县 の 發展と 云 ふ 事が 寧ろ 原 
因して、 斯樣な る ことから して、 此 兌換券の 膨脹を 
して 居る、 又 一面に もう 少し 抽象的の 言葉で 申し ま 
すれば、 我 H の國 富が 增進 しつ、 あるが 故に， 之に 
相當に 伴つ て 兌換券が 出て 居る と 云 ふこと も 言 ひ fi 
るので あります， 若し 假に 之を 極めて 消極の 政策を 
執りまして、 人爲 的に 通貨の 回 收を圖 〇、 或は 兌換 
券の 回收 を圖 ると 云 ふこと になり ましたなら ぱ* 如 
何なる 結果が 來る かと 申せば、 即ち 今日此 時局に 於 
て 我國が 最も 必要と する 所の 產業の 發達 或は 外® 貿 
易の 增 進と 云 ふやうな 事柄は 是は出 来ない ことにな 
るので あります， それ故に 此 通貨に 付きまして ほ 餘 
程此點 に考を 致さなければ ならぬ ので あり まし て、 
一面に 於て は餘 りに此 通貨が 澤山出 て、 物價 にえら 
い 影響を及ぼす と 云 ふやうな ことに 付きまして ! i 餘 
程考 をせ ねばならぬ、 併ながら 又此 通貨を 人爲 的に 
收 縮して， 產 業の 上に 打撃を 與へ 、貿易を 消沈せ L 
むる と 云 ふ、 斯樣な 結果が ありま すれば、 是亦國 家 
として 甚だ 遛 ふべ S- ことであります から、 此兩 渚の 
點に 付て 餘程 注意を して 行かなければ ならぬ ので あ 
ります、 而 して 今日 我國 の狀况 .と 致しまして は， 產 
業貿县 の關 係が 甚だ 良好であります 故に、 動 も すれ 
ば 此 通貨の 膨脹と 云 ふ ものを 誘致す る 原因が 多い の 
であります* 付きまして 政府に 於き ましても 是 等の 
點に 色々 考を 致して 居りまして、 即ち 政府が 昨年に 
於き ましても 約 五 億內 外の 公債を 募集いた したと 云 
ふやうな ことがあります るが、 是等 の W 柄，-: 矢張り 
通貨の 收 縮を N つて 居る 譯で あります、 又木 年度の 
計賓と 致しましても 四億內 外の 公 依の 計 蜜が ありま 
す、 斯 _な る 事柄 も 矢張り 通貨の 收 縮を &J1 る 手段 方 
法であります のみならず、 S! 今の 事情に 於き まして 
も 是は 努めて やつて 居ります、 即ち 此 一月 以来と 云 
ふ ものは 御 敢知の 英吉利 S 大藏證 券を 引受けました 
ものを 之を 市場に 適 宽 に！ K つて 居ります、 斯樣な も 
のが 旣に六 千 萬圓以 上に も 達して 居る だら うと 思 ひ 
ます •又 尾 崎 男斟の 御 心配に なりました 中に も、 政 
府が 小額 紙幣な ど SV- 發行 して、 此 通貨の 膨脹を 誘致 
し、 物悄の 瞬 ft を 惹起す と 云 ふやうな 御 話 も ありま 


したが、 此 小額 紙幣を 發 行いた しました 理由に {■! き 
ましては 旣に當 議場に 於き まして 縷々 申 上げ、 又是 
等の 法令の 事後承諾は 當院に 於 かれましても 御與へ 
下さつ た譯 であります が、 斯樣な ことがあ ります 故 
に、 一面には 此勸業 銀行の 債券の 如 3- ものは せつせ 
と發行 いたして 居ります、 即ち 現今 も 之を やりつ、 
ある やうな 次第でありまして、 下 H 社 曾の 所謂 懐中 
錢にな 〇ま す 所の 如き ものは 斯樣な 手段 其 他 一般の 
貯蓄 獎勵に 依りまして、 之を 掬 ひ 上げて •さう して 
成るべく 此 通貨の 膨脹を 致さぬ やうな 計畫を 致して 
居る ので & ります、 即ち 國庫 預金 部に 於き まする 所 
の 預金は 殖え， 即ち 郵便貯金が 殖える と 云 ふことは 
唯 是は 放置して 殖えて 居る_ では ありませ ぬので、 
政府に 於て ほ 是 等の 零碎の 資金の 貯蓄を 今日の 場合 
に 於て 貯蓄 者の 爲に 並に此 通貨 收縮 、即ち 物價 騰貴 
に 影響を及ぼさな いと 云 ふやうな 事柄 も 加味いた し 
て •是 等を 獎 励いた しまして、 其 結果と して 郵便 貯 
金なる ものは 殖えて 參つて 居る と 云 ふやうな 次第で 
あります ので、 斯樣 it 種々 なる 關 係に 於き まして 通 
貨の 膨脹と 云 ふことは 成るべく 之を 防ぐ ことの 手段 
方法を 執つ て 居ります が、 併し 先刻 申 上げました 如 
く餘 りに 之を 人 @ 的に 抑制す ると 云 ふこと であ 〇 ま 
すれば、 折角 芽を 出した 所の 產 業の 發展と 云 ふ もの 
を 之を 妨害し、 又外國 貿易と 云 ふ ものを 消沈せ しむ 
る やうな 結果になります からして、 此點は 兩々 其 中 
道を 得る やうに 進んで 行かなければ ならぬ と 思 ふの 
であ 〇 まして、 政府は 此點に 付て® だ 苦心を 致して 
種々 なる 計畫 •實 行を 致して 居る 次第であります、 
尙ほ尾 崎 男爵ょりは 金の 輸出 禁止の ことが 物價 騰貴 
の 原因の 如き やうな 御 話 も ありました が、 私共は 是 
等の 尾 崎 男爵の 御 見解に 對し ては 多少 相違した 意見 
を 有つ て 居ります るが、 此處で 斯様な ことを 彼れ 此 
れ爭 _ いたす と 云 ふことは 致さぬ 積り であります、 
又 日本銀行 の 關 係に 付ても 御 論及に なりまして、 即 
ち 日本銀行が 非常な 利益を 3 !て ，其 利益を 日本銀行 
の 帳面の 上に 於て 種々 之を 隱 し て 居る と 云 ふやうな 
ことを 御 引例が あつて、 是等も 即ち 此 日本銀行が 利 
益す る爲 に、 何 か此 兌換券 …… 通貨で も 餘計出 す や 
うな 御 話 も ありました が T 是等は 全く 其事寶 の 上に 
於て 尾 崎 男爵が 餘 りに 日 木 銀行 C'J 利益に 付て 樂翻的 
の 御 視察を なされた ことで あらう と考へ るので あり 
ます、 今日の 場合 我が 金融の 中樞 _關た る 所の 日本 
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一〇 六 


銀行に 於き ■* して li 決して 此 利益と 云 ふやうな こと 
に沒 頭いた して 居る If の ものでは ありませ ぬ、 隨分 
國家 の爲に 多大なる 襪牲を 供して 居る ので ありまし 
て、 幸に も 今日 日本銀行が 常軌の 劻當を 致して 其 基 
礎の罘 固で あると 云 ふ ? li 柄は、 日本銀行の® きと 致 
しまして 此 正貨シ 成るべく 持つ と、 …… 即ち 不利益 
な 事柄で あるが 正貨を 成るべく 持つ と 云 ふやうな 事 
に 非常 !- 努力いた しまして、 是等の 間接の 結果と し 
て 或 (5; 海外に 於き まする 所の 正貨 •之を 相當の 所に 
運用いた します ると か 云 ふやうな 事の 利益 等に 依つ 
て、 先づ 今日 (£ 相 當 の 利益を 得 - T 居る と 云 ふこと で 
あつたので、 決して 今日 過大の 利益を 得て 居る と 云 
ふやうな ことは ございませぬ ので、 是は尙 又 尾 崎 男 

爵も 若し 是 等の 勦に 付きまして 尙ほ此 以上の 御 疑念 

があります るなら ば、 他の 機會に 於て 詳細 申 上げて 

も s からう かと 思 ひます-* さう 致しまして 斯樣な 關 

係から 政府 (3: 右の 考瞪 並に 手段 方法に 依りまして 物 

怊調節 と 云 ふこと に銳意 考を潜 めて 居ります る 次第 

であります、 即ち 尾 略 男爵の 御 話に なりました る 如 

くに、 先づ 今日 物價の 調節と 云 ふやうな ことで あれ 

ば 我國 の物炤 、殊に 日用品に 付いて は 米 …； 米と 云 

ふ 問題は 我國に 於ても 頗る ffi 大なる 問題であつて、 

農 米® に 付いて ほ 餘 程考盧 を 要せなければ ならぬ、 

是れは 御尤も rx 御 話でありまして、 此の點 に付き ま 

しては 農 商務 常 局と 致されまして は 種々 なる 御 研究 

が あり、 又い ろ-^ 之れ に付きまして 實 行の 手段 方 

法を 執つて 居られる のであります が、 尾崎與 爵の御 

尋にな りました 中に、 私の 主管に 付ての 御 導ね が あ 

りました、 即ち 米に 對する 所の 關税の 問題 .…： 關稅 

問題に 付ての 御 尋ねが ありました が、 此關税 問題に 

付て ft 政府 も 考慮を 致して 居る のであります •唯 米 

の關稅 を撤噬 すると 云ふ斟 柄に 付きまして は、 種々 

之に 付きまして 關盤す る 所が 廣汎 にして、 又 其 利害 

關 係と 云 ふ もの も 頗る 深甚で あると 云 ふこと から 致 

しまして* 今尚 ほ 熟 ■攻究を 致して 居る と 云 ふこと 

であります る、 Jtlf 樣なる 問題に 付ても 政府は 決して 

怠® r 等閑に 付して 看過いた して 居る と 云 ふ 次第で 

ございませぬ のであります、 此 點 はどう か 左糅御 承 

知を 下さる ことを 希望いた します、 之を 要します る 

に 尾 崎 男 協の 今日の 御 質問の 趣意は 今日の 時局に 適 

切な 御 質問で •こざいまして、 政府と 致し ま L て も 尾 

崎 男 P とは 全く 御 同感を 有って、 谷 種の 手段 方法に 


於て 成るべく 此物 C? の 調節を 計りたい と 云 ふこと を 
考へて 居ります、 又 御 承知の 通り 下院…… 衆議院に 
於き ましても 此點に 付て 政府と 共に 種々 研究 も 致し 
て 居る と 云 ふ 事 rj であります からして、 尙ほ此 點に 
付きまして は 銳意 調査 考慰 し實 効を 擧げ まして、 物 
m 調節の 効を 完うせ むこと を 政府は 期したい と考へ 
て 居ります b 大體是 で 御 答 辯いた した 積り で ござい 
ます。 

〇 男爵 尾 崎 三 良 君 今大藏 大臣の！ i 々の 御說 明に 依 
つて 或は 分つ たこと もあります るが、 尙ほ伺 ひたい 
のは 先刻 申した 彼の 金塊の 輸出を 禁止す る、 之を 人 
爲 的に 無理に 通貨を 收縮 すると 弊害が あると 云 ふこ 
とで ありました が、 是は 一時に さう 云 ふこと をして 
は 弊害 も ありませ うが、 自然の 結果に 任せて 兌換券 
の 妙 用を 効力 あらしめ る やうに する には •此 金塊の 
輸 /II を 禁止され ぬと 云 ふこと が 必要であります まい 
か、 其礙の 御意 見を 承は りたい •ぞれ から 此 今日の 
產業發 達の 上に 於て 通貨が 澤山耍 るので、 之を 收縮 
すれば 產 業の 發 達を 妨げる と 云 ふ 御說で ありました 
が、 さう 俄に 之を 收縮 したなら ば さう 云 ふ 弊害 も あ 
り ませう、 現に 今日 資金が 有り 餘 つて 居る、 唯今は 
それ 程で も ありませ ぬが 去年、 一阼年 あたりは 金が 
あ 〇餘つ て 仕方がない、 外 國の國 債を 買は うと 云 ふ 
ことで 段々 外國に 金を 卸した こと もあります る、 あ 
れは どれ 位の 高に なつて 居ります るか 知れ ませぬ け 
れ ども、 此 位の 餘裕が あるから 何も 今此で 兌換券を 
一時に ぽんと 縮める と 云 ふこと でな しに、 段々 に收 
縮して 行つ た 所が、 さう 產 業の 發達を 妨げる と 云 ふ 
ことは ない と 私は 考へ る、 外 國の公 債を 買 ふ 程の 餘 

裕が あれば、 それだけの ものは さう 皆で なくと も、 

其 半分 位は 收 縮の 方に 用 ひたら 宜く は ないか、 之を 

收縮 すれば 產業の 發 達を 妨げる と 云 ふ御說 は、 今回 

外 國公愦 まで も 日本人に 勸めて 買は せる やうな 世の 

中に、 之を 何千 萬圓 ，何 億 も 一時に 縮めた t\ 其 弊 も 

ありませ うけれ ども、 漸々 縮めて 行けば そんな 憂は 

ない、 外 國に放 資する やうな 除裕を 以てすれば 妨げ 

ない と 思 ひます る、 其 過に 付て は 御高 見が ありませ 

うか， 其邊に 付て 何 ひたい、 それから 米價 調節の 爲 

に關税 を 隧止 すると 云 ふことは 考鬧 中で ある、 考慮 

と 云 ふこと には どれ だけ 掛る もので あ 〇 ませう が、 

實は ft 關稅の 改正と 云 ふ， 即ち 法律の 改正には 議會 

の 協賛を 經な ければ ならぬ、 幸に 今 翳會は 開けて 居 


る 間で あるから、 ffi かな 事項 1 V S5 會に 提出す るなら 
ば さ 5 異存は なから うと 思 ひます が、 それを 考馘 A 
々と 云 ふて 居る 內に 該會ほ 濟んで しま ふと 云 ふ ii で 
あります る' か、 それ 程 急に せぬ でも 宜 いと 云 ふ 御 考 
であり ませう か、 今日 生活難の 爲に 親子 六 人 も 首を 
諶 つて 死んだ と 云 ふこと が ある、 それは 極端な こと 
でも ありませ うが、 首を鎰 るに 至らざる まで も、 隨 
分 首を la るに 瀕して 居る 者が どれ だけ あるか 分り ま 
せぬ、 是は悠 々と 考蔥 して 居る 時節では なから T と 
思 ひます る、 如何で ありませ うか、 其邊を 一つ 伺 ひ 
たぃ。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今 尾 崎 男爵ょり 再應の 
御 質問でありまして、 明晰に 聽収れ なかつ た 部分 も 
あります るが、 要します るに 外國に 金を 放 資する と 
云 ふやうな 事柄の ある 今日の 狀態で あるから して、 
餘 り人爲 的に と 云 ふ_ にはい かぬ が、 何とかもう 少 
し 吸收の 方法 もない かと 云 ふ 御 尋ねが 第一 問の やう 
であります、 外國放 資と云 ふ 事柄が 大部分に 於て、 
即ち 是が 通貨 收 縮の 方法に 相 成ります ので •是 等の 
事柄は 政府に 於き ましても、 成るべく 左 樣な ことを 
やらせたい と 考へて 居る 次第で ございます、 それ か 
ら關税 のこと に付きまして は、 政府 (I 考鬧を すると 
云うて 居る が、 考慮々々 で 日を 暮 'r 譯には いかぬ、 
今日は 此 問題が 大分 切迫して 居る ので あるから して 
急に やる 考は ないかと； K ふやうな 御 趣 ; M の やうに 承 
はつた のであります るが、 此點 に付きまして は 今日 
唯今の 場合は、 兎に角 此 問題は 其 影響 •關 係す る 所 
が 大で％ ります るから して、 考慮を 十分に 致さな け 
れば ならぬ と 云 ふこと を 申 上げる ょり 外にない、 是 
れ以 上實は 申 上げる _に 行き ませぬ、 併ながら 必要 
なる 場合には 政府は 斯樣な る 手段 も考 へて 居る と 云 
ふことは、どうか御承知を願ひたうございます〕 

〇 男爵 尾 崎 三 良 君此上 度 A- 申せば 是は 議論、 討論 
の やうになります から 多くは 申し ませぬ が、 此關税 
改革の ことに 付て は 一旦 政府は 旣に御 決定に もな つ 
たかの やうに 聞いて 居ります が >  是 は 地方の 地主の 
連中が 反對 をす る、 即ち 米が 下がれ ぱ H 分の 利得が 
減る、 それが 矢張り 衆議院の 政黨 者の 方で 力を 得て 
さう して 止められた と 云 ふやう に 聞いて 居る、 そん 
な こと もあります まい けれども- 考暖々 A と 云 ふの 
が 其 地方の 地主を 政府が 憚って 居る® 味では ないか 


と 推察す るので あります、 所が 其 tta 方の 地主と 云 ふ 
もの li 非常な 利益を 得て 居る、* 等は 下 ftf o 者には 
頌著な いので あるから 非常な ものである* 是は少 ¢5 
の 人間であります から、 どうも 1 K を 料理す る ほ S 
大臣 li 段 躇せず に多數 人民の 助かる やうに ©さる •か 
結 1?5 であらう と考へ ます、 是は 一 W 申して® くだけ 
でございます、 此 上は 討論に 苴 ります から 是で 止し 
ませう。 

0 男擗石 黑忠聒 君 '1 (6 今 委 M 長の 御 報 苦を 承は 〇 ま 
して 頗る 寒心いた します ことが ございます る、 陸眾 
大臣に 伺 ひたう 存じます が、 此物捫 勝贵 に付き まし 
て 兵力 云々 と 云 ふこと があります が、 當時 御給し に 
なつて 居ります のは、 全く 生理 學上の 詳しい 試驗成 
績に 依りまして、 ® 康を保 障す る だけの こと, v. K ft 
を 負うて 御給 與にな つて fi£ るか 否やと 云 ふこと を® 
m に 伺つて rt きます、 陸軍大臣は 萬 門 家で いらつ し 
やい ませぬ から 「カロ リー」 の 勘定が どう だと 云 ふ 
やうな むつ かしい ことを 伺 ひましても、 御 返答は 出 
來ぬと 思 ひます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 石黑 男 if に 申 上げます が 
今の 御 質疑 ほ 陸茁 大臣に 對 する …… 

〇 男爵 石 黑忠 m; 君左樣 でございます。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 今 陸軍大臣 it 缺席 して 居 
ら れ ます。 

0 男爵 石 黑忠藤 君 陸軍大臣に 代つ た 御 方で も H: し 
うご ざいます。 

0 誠 長 (公爵 德川家 達 君〕 他の 國務大 K で 芘 しう ご 
ざいます か。 

0 男爵 石黑忠 M 君 宜しう ございます、 生理 慇上の 
試驗 1- 於‘- 責任を 負うて 給して 居る と 云 ふこと を 伺 
つて 置けば , F1: しう ございます。 

〔國務 大臣 伯爵 寺 内 正銨 W 演捎に 登る〕 

〇國務 大 K (伯爵 寺 內正毅 君〕 唯今の 石黑男 辟の 御 
尋ねに 對し ましては 陸軍大臣が 御 答す るの が當然 と 
考へまするが、唯今陆軍大以は他の委眞會に出まし 
て 不在で ございます、 私より 御 答へ 致します、 固よ 
り 過日 も委負 會に 於て 陸軍大臣が 答 辯を 致しました 
如く  •學術 上 養分に 不足の ないだ けに 努めて 居る と 
云 ふこと を 言明して 居ります* 私 も左樣 であると 信 
じて 居ります、 是だけ 御 答を 致します。 

〇 男爵 尾 崎 三 良 君 唯今 大藏大 K よりの 御 答 辯に 
分の 主管の ことは 自分が 答へ るが、 他の 主管の こと 
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は 他の 關係 大臣より 答へ らる るで あらう、 即ち 他の 

物價 調節、 米價 調節の 如きは 農 商務 大臣の 御主 管で 

あら 5 と 思 ひます、 農 商務 大臣 li 米價 調節の S に 仲 

買 人を 取締つ た* 其 事に 付て 論及して 置きました が 

それに付て何たる御答辯もありませぬ、果して私の 

言 ふたことが RI! 違 ひで ありませ うか、 其の 遜を 一つ 

御 窓 見を 伺 ひたいので あります。 

r 國務大 Is 仲 小路 廉君 演壇に 登る〕 

〇國 務大 K (仲 小路 廉君) 尾 崎 男 辟の 御 質問に 御 答 
を 致します、 物 僧 調節の ことに 付きまして は、 政府 
に 於き まして 種々 苦心を して 居る ので ございます、 
其 詳細の 郡に 5 :き まして li 先刻 大藏 大臣より 誠に 綿 
密に御 答 辯に なつた と 存じます* 從つて 私は 之に 對 
して 蛇足を 加へ る必耍 はない として 差控 へて 居つ た 

のであります、 唯今 fl 崎 男胳 より 最後 S 御 質問で ご 

ざいます、 一 1® 私の 主 宵に 搦 します 點に 付きまして 

御 答を 致して® きます、 先刻 尾 崎 男爵の 御 質問の 御 

言葉の 中に、 當局莕 が 或は 取引所、 或は 仲買人 等に 

對して 収 締を爲 すと 云 ふことは、 是は寧 ろ 害が あつ 

_ て も餘り 益 (i あるまい、 斯 5 云 ふことの 御言 葉が あ 

りました ので ございます、 此點 に付きまして は !! S 々 

衆 謎院に 於ても 説明を 致して a いたので あります、 

物 ' fi's の 調節に 付きまして は 固より 各種の S に 付て ill 

策 もし、 經 § も 致すべき であります、 併ながら 先刻 

大藏 大臣よりも 物 fn 陴 设 の 原因と して 其 一に 數へら 
れた 、今日！！ 出入 共に 平時を 以て 論ずる 譯には いか 

ない SM I1 であります から、 谷®  2 琪愤を 決して } 91 常 

の 場合と 同一視す る ことは 出來な いのであります、 

斯ろ塌 合に 人々 の 莊 •た 闲る時 に、 其 時に乘 じて 兹に 

投 两 的に 稲々 G 方法を 以て 或は H 占め、 或は Ei 惜み 

等に tt つて、 其 間に 暴利を 0 らむ とする 渚が ござり 

ますれば、 是が取 締を 致す の (t 常 然の こと、 存ずる 

のであります 、固より 物 {H の 昂騰を 致します るに 付 

きまして It 、 それは 種々 の 原因が 錯綜して さう 云 ふ 

趨勢を ig るので あります、 故 に 其 原因に 付きまして 

それぐ 之に 適合いた す 1% を諝ず る こと li 當然 のこ 

とであります、 去ながら 3¢ 辟 a- に乘 じて af に ■に 汕 

を 注ぐ やうな ことを して、 一般の 人に 苦痛の 上に も 

苦痛を Is ぜし める と ic ふやうな ことは、 之を 打 3® て 

H く譯に は 參らな いのであります、 物 fi! 調而 に付き 

まして、 其！ S 因た るべき ことに 付て、 素より 苦心 苦 

® を 致して 居ります る、 成るべく 需要供給の 關係を 
有 扪誑 券 KIJI MI 吸 3 S 菜 法 策 第一 諮 0 


滑に して、 物資の 不足の ? J: いやう に、 成るべく ©送 
の® に付きましても、 各種の S に 便益を 與へ て、 而 
L て 物資の 供給の 不足の な い點 に付きまして は、 盡 
すべき ことほ 盡す のであります、 去ながら 斯 くまで 
苦心を 致して 居る に拘ら ず， 此綷 濟上變 態を 吿げて 
居る 其 時に 乘じ て， 玆 に打粜 て 置く ことの 出来ない 
事情の ありました 際に、 之に 對して 相當 の収締 の 途 
を 立てて、 斯る ことのない やうに 致します る ことは 
當然 だと 存じます る、 唯 lit 上に 是等 のことの 取締を 
すると 云 ふこと が、 それが 物價調 節の 全部で あるか 
の 如き ことを 申す， 是は 誤で ある* 決して 政府 當局 
に 於き ましても 是のみ を 以て 物 僧の 調節 •か 出來得 る 
もの だとは 存じて 居り ませぬ、 それで ございます る 
から、 谷 種の 點に 付いて 考 瞪 も 致して 居る 〇 であり 
t す、 M に 關稅 の 15 に付きまして、 此事も 唯今 大藏 
大 Ki ょり 前後の 琪悄 1 >. 詳しく述べられた ので ありま 
す、 農 商務 大 E として 私 も 同樣の 意見を 有つ て 居り 
ます、 殊に 農 商務の 關係 か. わ 申します れぱ 今日の 場 
合で ございます るから、 外米の 轍 入を 滑に する 爲に 
關税 の輕減 若く は撤臌 の窈を 執ります る こと も、 或 
る 場合には 糊め て 適切で あり、 11 つ .必： 勘と 存じて 居 
ります* 併ながら 同時に 又 地方 農民、 農村の こと も 
考憇を 致さなければ ならぬ と 存じます、 今ょり 數年 
前 米 (f! の 暴落に 依りまして 農村 農民の 疲弊 闲雖を 致 
した こと も少 からぬ ことで あつたの であります、 漸 
くにして 避 等の 創 8 •か 癒えむ とする 今日に、 再’ ひ X 
玆に激 落を 來す ことがありまして、 先年の 悲慘を 再 
びす る やうな ことが 出来ましたなら ば* 是亦 農村 農 
民、 殊に 地 万の 爲に決 し て 喜ぶべき ことでは ない と 
存じます、 それで ござります るから 一而 物偾の 調節 

に 苦心を 致す と共に、 更に 他面に 於て は 農村 農民の 

爲に nil 年 C 苦痛を 絞 返す ことのない やうに* 腿 方を 

考賊を 致す は 當然 のこと と 存じます、 此點も 先般来 

繰返して 申します る 如くに、 茛は 物資の 供給、 作 米 

の 15 から 申します ると 昨年 S 出来高 十分な りとは 申 

されない のであります る、 之を 旣往 三年の 川 來髙の 

平均を 収〇 まして、 而 して 今日 我が 國內に 於け る 在 

米の 狀况を 考へま する に， 玆に物 資それ 自身に 付て 

は 非常な 〇 不足け 感じない のであります、 唯 近來の 

狀拶 に依 りまして 消 ST か 咐し て參 り， 同時に 地方の 

在米が 市場に 出ない と 云 ふ狀况 があります、 何故 地 

方の 在米が 是が 中央に 出ない か、 此點に 付て 別して 


尾 崎 男爵の 御考礅 4 煩は したいと 思 ふ、 今日 物 價が 
騰貴す る-騰貴す ると 云 ふ爲に 米が 二十 五圓 どころ 
ぢやな い、 三十 圓に もなる かも 知れぬ、 五十 圓 にも 
なる かも 知れぬ と、 さう 專ら唱 へる 者が あります* 
そこで 池 方の 農民 中には 玆に 一種の 又 思惑 も 出来て 
參り 、成る ほど 暫く  •維持して 居れば 或は 三十 圓に 
もなる かも 知れぬ と 云ふ感 しが、 是が甚 しく 地方の 
出 米を 減少す る こと も ござります る、 そこで 爱に落 
目に なつて 物價が 下落し さう になる と 今度は 競うて 
出す ことになる、 彌か 上に も 下落に 下落を 吿げて ， 
遂に 暴落の 悲慘を 来す のであります、 故に 物 偵の 暴 
膦 を 凝 ふる 如くに、 又激落 、是 亦物價 の 平準を 保た 
せる 點に 於て 決して 喜ぷべ き 現象では ない ので あり 
ます、 それ 是れ のこと を 考 r® いたしまして、 今日 實 
際の 狀况を 調査いた します るに、 略々 我が 國内に 於 
て 需用の 高に 不足を 吿げる 約 三百 萬 石 前後の 外米は 
先 づ 今日の 狀 態で 相當の 方法を 執りまして、 是等の 
ことは 滑に 這 入つ て來 ると 云 ふ 又途も 立て 得られる 
と 存じて 居ります、 それで ございます るから •今の 
やうに 其必耍 に 一般の 關係を 有つて 居る 其 關税の こ 
と、 是 は 十分 考撤を 致して 其 事な くと も 他に 執れる 
方法が ござります れぱ 、それに 依つ て 今日の 必要に 
應ずる やうに 致したい と 存じて 居る のであります、 
尙ほ其 他 稲々 申 述べて 然るべき こと も ございませう 
が， 御 質問の 點 に付きまして は 其點 1 V 以て 御 答 ?-. 致 
して 置きます。 

0 男挝尾 崎 三 良 君 唯今 農冏務 大 |3 ょ り御說 に 依つ 
て 地方に まだ . h がると 云 ふ 見込で 農民が 出さない 米 
が あると 云 ふ御說 でした が、 大方 さう 云 ふ 事 も あり 
ませう 世の中に 思惑と； K ふ 者がない 時節は ありませ 
ぬから …… 併ながら それなら ば 夫に 相 當す る關稅 を 
緩めて、 何時でも 之を 調節す る爲 には 之を 廢す るぞ 
と 云 ふこと を 見せたならば、 其て あ ひも 出す と 云 ふ 
一つの 誘導に なりは しますまい か、 兎に角 今 法律を 
改正した 所が 直 棟 それを 全廢 すると 云 ふ もので もな 
い、 行政權 を 以て 之を 輕減 、若く は 全媵 する ことを 
得る と 云 ふ、 行政官に 便利を 與へて 、そこで 國務大 
臣は世 の 中を 達觀せ られて …： 

〇識長 (公爵 德川家 達 君) 尾 崎 男 til に 御注意いた し 
ますが、 竹 疑を li 組せられ る 0 •です か。 

0 男 ff.f 尾 崎 三 良 君 質疑を 繼結 して 尻 〇 ます、 だか 
ら此際 今 S 務大臣 …… 農 商務 大臣の 其 糊 能を 揮は れ 


る 好 時節を 捉まへ て •.… 好機 會を捉 まへ て、 之を 發 
揮な さると 云 ふこと を 信じて、 此法 律を 改正され る 
ことが 宜か らぅと 思 ふ、 それが 出來た からと 云つ て 
濫用して 直樣改 正になる と 云 ふ譯 でもない と 思 ひま 
すが、 まあ 餘〇 議論が ましくな ります から、 此邊に 
意見を 止めて 置きます が、 彼の 暴利 収締 法を …… 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 尾 崎男搿 に 申 上げます が 
尾 崎 男爵は 今 意見を 止める と 仰せられました •か、 質 
疑の 繼續 でない かと 考へ ます。 

0 男爵 尾 崎 三 良 君 それなら 今の 意見を 述べて、 當 
局 大臣に 御 勘考を 願 ひたい。 
o s 長 (公爵 德川家 達 君) 採決を 致します、 問題に 
供し ました 豫算案 全部 同意の 諸君の 起立を 請 ひます 
起立 者  多數 

o s 長 (公爵 德川家 達 君〕 過半數 と 認めます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 日程 第 四、 冇價 證券 割賦 
販賣業 法案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 …… 
御異 _が な ければ 本日 も 通牒 文の 朗 K は 省略いた し 
たいと 存じます。 . 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

(左'  の迓付 文 及 議案は 朗 11 を經さ るも參 照の 
ため 玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ J 
有 僧 證券 割賦 阪賣業 法案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り及绘 付 候 也 
大正 七年三 月 十一 一日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
有 ® 證券 割賦 販貲業 法 

第 一條 本 法-一 於 テ有價 證券 割賦 販 K 卜稱ス ル ハ 
代金 ヲ分割 シテ數 回-- 受入レ 有 價證 券ノ 給付 ヲ 
爲スヲ 謂フ代 金/分割 受入卜 同ー ノ 目的 ヲ達ス 
へ キ 方法-一依 リ有價 證券 ノ 給付 ヲ爲ス モノ 亦 同 

シ 

第二 條有價 證券 割賦 販 資/營 業 ハ 主務大臣 ノ免 

許ヲ受 クル-一 非 サレ ハ之ヲ 爲ス コト ヲ煜ス 

第三 擒有價 證券 割賦 販齒 業ノ 免許 ヲ受 ヶム トス 
ル トキ ハ 資本金 額 及營業 所 ヲ定メ 主務 大 K 二 申 
請スへ シ 

有 偵 證券 削 賦販資 業ヲ 營ム會 社/資本 又 ハ 財產 
ヲ E 的 トス ル / 11 資 / 總額ハ 十 萬 圓 •其 金 錢ヲ以 
テス ル 拂込 金紬ハ 五 萬 圓ヲ下 ル n トヲ 得ス 
10 七 
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第一 項 ノ申請 ヲ e K — ハ 申請 at i  - 一琪粲 方法©: 及 
販資 契約 約款 ヲ 添附シ 會社 -I 在 y テ ハ尙 定款 ヲ 
添附 スへシ 

第四條 有！ 3 誇 •券 制 賦販資 業 ヲ® ム會 社ノ 合併 ハ 
主務大臣 ノ 認可 ヲ受 クル-一 非 サレ ハ 其ノ 効カ ヲ 
生 セス 

第五 條有惯 設券脫 賦販玛 業者 ハ 左ノ 場合 — 於 テ 
ハ 主務大臣 ノ認可 ヲ受ク ヘシ 
一 他ノ事 椠ヲ 兼赞セ ムト スル トキ 
二 支店 又 ハ 代理店 ヲ設 is セム トス ル トキ 
三商號 •資本金 額 又 ハ 營業所 ヲ變更 セム トス 
ル トキ 

四琪業 方法 罸又ハ 販资契 約 約款 ヲ變更 セム ト 

スル トキ 

五會 社-一 在 リテハ 定款 ヲ變更 セム トス ル トキ 

第 六條有 似 證券 制 賦販铙 業者 ハ 左ノ 方法 二 依 ル 

ノ外某 ノ赞業 上ノ 資金 ヲ 運用 スル コト ヲ得ス 

一 公 依 又 ハ 特別 ノ法 令-一依 リ 設立シ タル 會社 

ノ社偾 若 ハ 株式 ノ應募 引受 又 ハ 買 入 

二 前號 / 有價證 券 又 ハ 其 ノ阪賣 スル 有價 證券 

ヲ擔保 トス ル 貸付 

三 買入ノ 契約 ヲ爲シ タル 者-- 對シ旣 — 拂込ミ 

タル 賦拂 金ヲ 限度 トス ル 貸付 

四 銀行へ ノ預ヶ 金 又 ハ 郵便貯金 

第 七條有 倒設 券 iij 賦販賣 業 ヲ營ム 株式 ir 社力會 

社 財 產ヲ以 テ 其ノ愤 務ヲ完 濟スル コト 能 ハサ ル 

二 至 リタ ル トキ ハ 割賦 販賣 契約 — 載 ク會 社ノ債 

務二付 谷 取締役 ハ 連 帶シテ 其 ノ辨®  ノ責 -I 任ス 

前項 ノ責任 ハ 取締役/退任 前ノ倩 務-一 付 退任 ノ 

登記 後 七 年問仍 存續ス 

第八條有價證券割賦阪賣業者ハ買入契約者力賦 

柳 金排込 ノ 義務 ヲ 履行 セ サル トキ ハ 其ノ 都度 遲 

滯ナク 相 當ノ期 間ヲ 定メテ 履行 ノ催吿 ヲ爲ス へ 

シ 

第九條 有揹 證券 割賦 販賣 業者 ハ 前條ノ 催 ff ヲ爲 

シタ ル-一 拘ラス 買 入 契約者 力 引 續キ ニ回 以上 期 

間內 -1 賦拂 金ノ拂 込ヲ 爲サス 且其 ノ延滯 金額 力 

代金 ノ 十分 ノー以 上-一達 スル トキ ハ 契約 ノ 解除 

ヲ爲シ 又 ハ 特約 アル 場合-一 限リ 之-一基 キ未拂 込 

賦拂金 總額ノ ー時拂 込 ヲ 請求 スル コト ヲ得 m シ 

契約 解除 前 又 ハ ー時 柳 込 請求 前 延滞 賦拂 金總額 

/ 拂込 アリ タル トキ ハ此 / 限- 一 在 ラス 


有衍 證券 割賦 阪迓業 者 前項 ノ 規定-一佐 リー 時-1 
未拂 込賦拂 金總額 ノ捭 込ヲ 請求 スル トキ ハ 履行 
期-! 拘 ラス 有！ 3 證券 ノ給 付ヲ爲 K コト ヲ要 ス此 
ノ場 合- 1 於 テ ハ 民 »:• 第 ZB; 百 三十 三條ノ 規定 ヲ _ 
用ス 

第 十 條有價 證券 割賦 販賣 業者 力 契約 ノ 解除 ヲ爲 
シタルト キハ谷 當事者 ハ 直 = 相手方 ヲ原狀 二 回 
復セシ ムル コト ヲ耍ス 此ノ 場合 二 於 テ有價 證券 
割賦 眼賣 業者 ハ 返還ス ヘキ 金額 中 ヨリ 販賣 契約 
約款-一定 メタル 違約金 其 ノ他買 入 契約者- 1 請求 
シ得へ キ倩 _ 額 ヲ 控除 スル コト ヲ妨ケ ス 
第 十 一條 前 三 條ノ規 定 -I 反 スル 契約 ハ 無効 トス 
第 十二 條有價 證券 M 賦阪賣 業者 ハ 毎 半年 事業 報 
吿霄 ヲ作リ 主務大臣-一 提出 スへシ 
第 十三 條有價 證券 割賦 阪賣 業者 ハ 毎 半年 貸借 對 
照 表ヲ作 y 新聞紙--® リ之ヲ 公吿ス ヘシ 
第 十四 條有偕 證券 割賦 販賢業 ヲ營ム 會社ハ 資本 
又 ハ 出資 ノ總額 -I 達 スル 迄 ハ 利益 ヲ配當 スル 毎 
_|维 備金 トシ テ 其ノ 利益 ノ 十分 ノー  以上 ヲ積立 

ツへシ 

第 十 五條 主務大臣 ハ 何時-ー テ モ有價 證券 割賦 販 
賣業 者ヲシ テ 其ノ茁 業ノ報 吿ヲ爲 サシ メ又ハ 業 
務 及財產 ノ狀况 ヲ檢査 スル コト ヲ 锷 
第 十六 條主務 大臣 ハ 有價 證券 割賦 阪賣 業者 ノ業 
務又ハ 財產 ノ狀况 -一俠リ 買 入 契約者 ノ 利益 ヲ保 
護 スル 爲 必要 アリ ト認ム ル トキ ハ 其ノ 事業 方法 
ヲ變更 又 ハ 事業 ノ停止 ヲ命シ 其 他 必要 ナル 命令 

ヲ爲 K コト ヲ 得 

有價 證券 割賦 販 R 業者 力 法令、 定款 又 ハ 主務 大 

臣ノ 命令-一 違； 反 シ其ノ 他 公益 ヲ害ス ヘキ 行爲ヲ 

爲シ タル トキ ハ 主務大臣 ハ 事業 ノ停止 若 ハ 役員 

ノ改任 ヲ命シ 又 ハ 營業ノ 免許 ヲ 取消 ス コト ヲ得 

第 十七 條主狗 大臣 ノ 免許 ヲ受 ケス シテ 有惘 證券 

割賦 販賣 業ヲ營 ミ タル 者 ハ 千圓 以下 ノ 罰金-一 處' 

ス 

第 十八 條左ノ 場合-一 於 テ ハ會社 二 非 サル 有價證 

券 割賦 販賣 業者 又 ハ 有價 證券 割賦 阪賣 業ヲ營 ム 

會 社/業務 ヲ 執行 7V ル 社員、 取締役、 監査役 ヲ 

十圓以 上 千圓 以下 ノ過 料-一 處ス 

_  第 五條、 第 六條 、第 十條 、第 十二 條又ハ 第 

十三 條ノ規 定- 一 違反 シタルト キ 

二 第 十五 條ノ P 定- 1 依 ル 報 吿ヲ爲 サス又 ハ 檢 


一〇 八 


査ヲ妨 ケタ ル トキ 

11 1 第 十六 條 / 規定- 1 法 リ主務 大臣 ノ 舀 シタル 
命令 11 違反 シタルト t 
四 不正 ノ報诉 又 ハ 公 吿ヲ爲 シタルト キ 
五 認可 ヲ受ケ タル 販致 契約 約款- 1 反* < ル 契約 
ヲ爲シ タル トキ 

第 十九 條第 十四 條ノ 規定 M 違反 シタルト キハ會 
社/業務 ヲ 執行 スル 社員、 取締役、 監査役 ヲ十 
圓以上 千 圓 以下 ノ 過料- 1 處ス 
第二 十 條非訟 事件 rn 續法 第二 百 六 條 乃至 第二 百 
八條ノ 規定 ハ 本 法-一定 メタル 科料-一之 ヲ 準用 ス 
第二 十 一條 本 法 中 主務大臣 ノ職權 -1 S K ル 事 ? A 
ハ 勅令-' 定ムル 所 — (S リ 地方 長官 ヲシテ 之ヲ行 

ハシム ル コト ヲ得 
Mu 

W  貝 

第二 十二 條本法 施行 ノ 期日 ハ 勅 言以テ 之ヲ定 

ム 

第二 十三 條本法 施行 ノ際 現- 1 有價 證券 割賦 販 H 
業 ヲ營ム 者 ハ 木 法 施行 前-一 爲シ タル 割賦 販镊契 
約ノ 完了 スル 迄 仍其ノ 契約 M 關スル 業務-一 限リ 
之ヲ 繼續 スル コト ヲ得 

前項 ノ 場合 0 於 テ ハ 第 十五 條 、第 十六 條 、第 十 
八條 及第 二 十 條ノ锔 定ヲ维 用ス 
第二 十四 條本法 施行/際 迄 六月 以上 引 續キ 有價 
證券 割賦 販 S 業 ヲ營ム 會社力 本 法 施行 後 六月 內 
-一營 業ノ 免許 ヲ 申請 スル 場合- 1 於 テ ハ 其ノ 資本 
又 ハ 出資- 1 付 本 法 施行 後 五 年 ヲ限リ 第三條 第一 一 
項ノ 規定 ヲ 適用 セス 但シ 其ノ 資本 又 ハ 財產ヲ E 
的 トス ル 出資 ノ總額 ハ 五 萬 圓ヲ下 ル コト ヲ得ス 
〔國 務大 S 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

0 國務大 K (勝 田 主計 君〕 近 來有價 證券の 割賦 阪賣 
を 業と する 者が 澤山出 来て 參 りました ので、 最近の 
調査に 依ります と、 之を 業と する 會 社が 約 九十、 之 
を 業と する 個人が 約 五十 ばか 〇 ある やうであります 
さう 致しまして、 其 契約 高が阼 年 一年を 押へ て 見 ま 
すろ と、 二 千 四百 幾 萬 圓と云 ふ ものが ある やうで あ 
ります、 斯樣な る業體 は 之を 善導を 致します ると、 

即ち 國 民の . 國民と 申します よりかは、 寧ろ 中琉 

以下の 人民の 貯蓄の 機關と 相 成る 譯で ありまして、 
貯蓄す る 者 も、 並に 之を 業體 として 營む者 も、 相當 
の 有益なる 結果を 得る のであります、 併ながら 今日 
の 所は 之に 對 します る 取締法と 云 ふ ものが 何も 設け 


て ありませ ぬので、 貯蓄 銀行は 貯蓄 銀行 法が ありま 
すし、 又 無 S を 業と する 者は 無 雄 業 法が あります* 
と 云 ふやうな 譯であ りまするが、是 -':-.: >に對し -£ して 
ほ 何等の 1R 締 〇 方法と 云 ふ ものがない ので あり ■* す 
それ 故 i.-. 今日は 或る 部面に 於て 此粲 K ょりして 相 常 
に 弊害を 生ずる rfi が あると 思 ひます、 付 ? ましては 
今回 之に 取締 方法を 設くる の 必要を 感じまして 提罘 
いたしました 次第で ございます から、 何卒 御 ^ 驳の 
上 御協饺 1 v 與へら れむこ とを .…： 

〇阪木 釤之助 君此 茂苡 問を 致したい と 存じます， 
唯今 大藏大 £の御說明に法りますと、之を誨涊いた 
せ {3: 中流 以下 〇 貯蒂の 肋け にもなる と 云 ふや •っな こ 
とで あ 〇 ましたが、 さ 5 して 政府 ほ 斯の 如き 業 膛 2 
者を 幾分 か 保 IE すると 云 ふ 御 必要 も あると 云 ふ 御 見 
込の やうに も拜鸱 いたしました •又 一面に 弊 逍があ 
るから 此弊 害を 防ぐ、 斯う 云 ふ 御言 明に なつて ® る 
のであります が、 本 fl の 見ます る 所では ， 5¢ 年 ' M 々 
な 名前の 下に 新たなる 營業を 始めて、 其 1? ほ 細民の 
貯蓄を 吸收 して、 或は 不正の 結果に 終る と 云 ふこと 
が 多い やうに 思 ふので あります、 即ち 割賦 販迓槳 と 
云 ふ ものは 如何なる 81 體め 者で あると 云 ふことは、 
詳しい ことは、 存じ ませぬ けれども、 木 員が 想像す 
る 所に 依る と、 先づ中 八 九. は 甚だ 薄 K の 入が 自己の 
私腹を 肥す が 爲に 種々 な 細民の 喜び さうな ことを 考 
へて、 其の 細民の 資金を 吸收 して、 終には 面白から 
ざる 結果に 陷る ことが 多い のでは ないかと 思 ふので 
あります、 果して 然らぱ 成る ほど is 締 法が 必要で あ 
〇 ますが、 寧ろ 斯の 如き ことは なん ぞ現 在の 法令の 
下に 御戕締 りになる ことが 出 來ぬか 、本員の 考へま 
すと ころでは、 斯の 如き ことを 國家の 法 紐が み， >: め 
て 保篚な 〇、 又は 除 害な 〇、 どち、 b にしましても、 
斯樣な ことを する 者を 國 家の 法律で 大 々的に 保 譃す 
る ことが 出來る と 云 ふことは 甚だ 面白くない と 思 ひ 
ますから 本 M は 此の 法律の 成立を 好まぬ ので ありま 
すが、 政府は 是非 左 _ に大 々的に 法律まで 作つ て 保 
_す る、 若く は 弊害を 収締る と 云 ふやうな ことを し 
なければ ならぬ と 云 ふ 確信が あるので & ります か、 
無論 法律案を 御 出しに なつた 以上は 御所 信が あるに 
違 ひない が、 現行法 令 若く は 膂 察 取締 2 規定 等に 依 
つて 取締る ことは 出來 はしまい かと 思 ふので ありま 
すが、 どうしても 出來 ませぬ のであります か、 又 法 
律を 是非 作らなければ ならぬ と 云 ふ 必耍が あるので 
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あります か、 もう ~ 應 、もう 少し 喵 今の 御說 明に 附 
願して 詳しく 御說 明を 請 ひたいと 思 ひます。 

〔 阀務大 匪勝田生計打演喷に登る〕 

〇國 務大 ef 勝 m 主計 君〕 此法律 制定を 致します る 
所以は、 大牌申 述べた のであります るが、 即ち 實際 
どう S ふこと ^ 是はや る ものである かと 申せば、 有 
fff 設券を 持ちたい と 云 ふ 者が ある、 此有價 設 券を 持 
ちたいと 云 ふ 者が あります るが、 十圓と 云 ふ 例へ ぱ 
證券で あれば、 其 金を 一度に 出す ことは 出來 ぬ、 併 
し 之を 月賦で 數间に 分つ て 買 入れる と 云 ふことは 出 
来る と 云 ふやうな 所の 涝の便 宜を 計る 爲 に、 斯樣な 
會社成 は 營 業を する 者が S 來て 居る と 云 ふこと であ 
ます、 併ながら 表面 13; 便 ? C を 計る と 云 ひます •か、 
是等の 色 社 又は 個人 等に 何等の 取締がない 以上は、 
阪本 君の 御 話の 如くに、 嵇ベ 右の 如 ？ 狀態を 利用い 

たしまして 憇い ことを する ^ が ある、 斯う 云 ふこと 

に ffl 成ります ので、 それ故に 是は旣 に 無盡業 法の 如 

きも 法律と して 之を 許し 並に 之を 嚴格 に Iiz 締つて 往 

くと 云 ふ 例に もな つて 居 〇 まする からして、 今日の 

如くに 百 何十と 云 ふやうな 會社個 人が あり、 又數百 

萬 y の H 本を 持ち、 尙ほ是 等の 業胞と 云 ふ ものは 將 

来に 於て 益々 發— をす る® 向で あると 云 ふ 以上は、 

矢張り 特別の 法 fit を 設けまして、 是で 収締を 致す、 

其 厄 締を 致す 結果が 唯今 阪本君 の 御 話の 如く 或は 保 

謎と 云 ふやうな S 味になる か 知り ませぬ が、 併し® 

S の 保 謎で ありませ ぬ、® 締 が f-J いて 居ります、 而 

して 他の 行政命令 答に 於て 之を 取締り 得る かと 申し 

ますれば、 或る 程度に 於て は 収締が 出来ぬ* J とはな 

いか も 知れ ませぬ、 併し 是 は 耍 します るに 特別の 法 

令を 設けて® 格に 奴 締り 、さ 5 して 其 保 1® の 下に 業 

體を營 む 者は 矢張り 是は 其笫體 を 撋續 さして 貯蓄の 

機閱 とし、 並に 細民が 貯蒂す る ことの 便宜を 得せし 

むる、 斯桴な 途を具 (fa 的に 開いた 方が 宜しい と 云 ふ 

考から 致しまして 提案を 致した 次第であります。 

03 本 お 之 助 君 其此保 豳と云 ふやうな S3 味が あり 

ますと 云 ふこと が、 即ち lit 栾體を 隆盛と 云 ふことは 

常らぬ か 知らぬ が、 繁盛せ しむる ことになるので あ 

ります、 斯う 云 ふ 者は 钴 果が 面白くない、 _ 今大藏 

大 I.:': が 説明 せらる る 如， 良 結果を 得ない ものと 本 M 

は 信じます から、 本 “は左樣なことほ宂しくなぃと 

云ふ考 ル 持つ て 尻り まする が 故に 無 溢 贷轺 法案の 時 

にも 反對說 の を 致した けれども、 遂に 法 fu が 今 


日は 成立つ たのであります、 併し 立法の 結果は 如何 
であらう か、 斯う 云 ふ もの (t 國家が 法律を 設ける と 
云 ふことは 颊分 保阑 する 意味に なつて、 即ち 此業® 
を 益々 多から しめる ことになるので あります、 唯今 
大 CI の御說 明の 如き 趣旨でありますなら ば、 益々 此 
法律が 成立す ると 其 業體を 保護す ると 云 ふこと にな 
〇 ますが、 それは 意見になります から、 御 尋ね 致し 
た 所で 一致を 致さぬ と 思 ひます から •質問は 是で終 
ります 0 

〇謅 長 (公爵 德川家 達 君) もう 他に 御 質問 もない と 
認めます から •特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀 
いたさせます。 

〔岡 書記官 朗 S〕 

有價 證券 割 赋阪賣 築 法案 特別委 員 
子爵 田 尻 稻次郞 君  子 前 稻埴 太祥君 
男昭北 大路 Ef 信 沿  男爵 長 松篤裴 君 
男爵 藤 堂 高 成 君  石 渡敏 一君 
菅原通 敬 君  石橋 ■二 君 
美 馬 依 一郎 君 


0 諮 長 (公昭 德川家 達 沿〕 日程 第 M、 朝鮮の 生產に 
係る 物 Mg の 移入 税 免除に 關 する 法津 案、 政府 提出、 
衆議院 送付、 第一 讀會。 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移入 税免 除に 關 する 法 
律 案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ 〇 因て 議院 法 
第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 七 年 三月 十二 日 

衆 鼓 院議 長大 岡 育造 
fl 族 院議 長公擗 徳川家 達 殿 

{ —— は 衆議院の 修ン 
Uy 削除の 符號な り) 

朝鮮 ノ生產 -1 係 ル 物品 / 移入 H!: 免除-一 關スル 

法 钳案 

朝鮮 ノ生菝 -I 係 ル 左記 ノ 物品 — ハ 移入 税ヲ課 セス 

一 生 牛 

一一 大麥 (. コー 1 デン メロン 嵇ノ モノ) 

-_ 一 米糠 

HI 

Ira 生絲 

四 

五‘ 鐵ノ临 •牢及 板 


五 

[- 鐵道 建設 用材 料 (鐵 製ノ モノ〕 

六 

£ コ ー ルタ ール 油、 石炭酸、 ナフタリン 其ノ 
他 ノコ I ルタ ール 分餾物 及瀝靑 
〔國 務大以 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大 K (勝 田 主計 封〕 本案は 朝鮮に 於け る生產 
を 保 ii し、 並に 內 地に 於き まする 需要 其 他の 便益を 
一一る 爲 に、 生 牛と 米の 糠， 生絲 、其 他鐵 、鐵 に關係 
いたします る 所の 副產 物、 斯樣な ものの 移入 税を兔 
除したい と 云 ふ 案であります、 此 案に 付て は 衆議院 
に 於て 「ゴ ー ル デン メロン」 種の 大麥と 云 ふこと を 
規定いた して 居りました ものを 削除いた しました、 
其 削除いた しました 理由は、 此 種類の 麥に 付て は內 
地に 於き ましても 折角 保護して、 まだ 十分に 其 芽が 
出ない ので ある、 それ故に 此際 朝鮮に 於け る 此の 種 
の 大麥の 移入 税を免 ずると 云 ふことは 尙 ほ ¥ いでは 
ないか、 斯ぅ 云 ふ 議論で あ 〇 ましたので、 政府に 於 
て も 段々 考憩 いたして 見ます ろと* 衆議院の 申し ま 
する 所が 穩當な る ことと 考 へまして、 衆議院の 修正 
に 同意を 致しました、 即ち 之を 削る と 云 ふこと に 同 
意を 致しました、 右樣の 次第で ございます から •御 
審議の 上 御 協賛を 願 ひたく 思 ひます。 

〇 議長！： 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を W 記 官 
をして 朗 Is を 致させます。 

〔岡 書記 , 6- 朗讀〕 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移入 税兔 除に 關 する 法律 
案 特別委 員 


子爵 松 平 
子爵 野 村 
石 塚 
麻 生 


乘承君 
益 三 君 
英藏君 
太吉君 


子爵 牧野 也 篤 君 
大久保 利武君 
男 辟 神 山 郡昭君 
平 山 浪三郞 君 


尼 崎 伊 三郞赳 


〇 諮 長 c 公 斿德川 家 達 君) 次の 議 yf 日程に 移る 筈で 
ございます が、 通吿も 大分 ございます から、 此際休 
憩を 致します。 

午前 十一 時 五十 四汾 休憩 
午後 一時 十一 分開會 

〇 議長 (公 硝德川 家 達 君〕 是 より 報吿を 致させます 
〔成 瀨書記 官朗 諕〕 

本日 本院に 於て 可決した る 左の 政府提 /II 案は 直に 
裁可を 奏認し 又 可決の 旨を 衆 戳院に 通知せ 〇 


大 芷 六 年度 歳入 歲出總 豫 算 追加 案 (第一 號〕 

大正 六华度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算逍 加 案 (特 
第一 號) 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 午後の 會蕺を 開き 
ます、 本院 議員 高木 豊三君 今 十五 日 午前 十一 時 卒去 
せられました 屆 書に 接しました、 本年の 如く 本院の 
議員の 長逝の 報に _ 々接します ことは 洵に 痛嘆の 至 
に堪へませぬ，仰ては弔_を贈ることに御異存ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 日程 第 六、 貴族院 令屮改 
正 案、 政府 提出， 第 5 會の續 、委員長 報 吿、 
貴族院 令 中 改正案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報传候 也 
大正 七 年 — 一月 十三 0 

右 特別 委員長 

公 辟 德 JII 慶久 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔公爵 德 川慶久 君 演壇に 登る〕 

〇 公爵 德川慶 久君唯 今ょり 貴族院 令 中 改正案の 特 
別 委員 會 2 御 報告を 致します、 委員 會は二 回 開 會を 
致しまして、 3¢ 結果 大多數 を 以て 可決され て 居〇ま 
す、 本案の 改正の 耍點 に付きまして は、 旣に御 蛾 知 
のこと で A らぅと 考へ ますが、 第一の 點が 即ち 多額 
納税 議員を 北海道 並に 沖 II から 一人づ つ 選出す ると 
云 ふこと' か 第一の 點で あります、 第二の 點は伯 子 男 
爵互潠 議員の、 各爵間 に 於け る數の 均衡々 得る と 云 
ふこと を 目的と する 爲に增 員す ると 云 ふこと であり 
まして、 即ち 之を 百分比 例を 以て 申 上げ ますれば、 
現行法に 於き まして it 谷 斟 の總® に對 して、 伯爵は 
百 分の 十七に なつて 居ります、 子爵が西分の十八土一一 
七と 云 ふ 事に なつて 居ります、 男® が 百 分の 十？ 七 
五と 云 ふこと になつ て 居ります、 而して 此 改正案が 
通過した 曉には 此比例 は 斯棟な 風に 變 le になる 譯で 
あります、 即ち 伯爵が 苗 分の 二十、 子爵が 百 分の 十 
九*1六、男爵が苗分十八-二五と云ふやぅな西分比 
例になる 譯で ございます、 是 等の 改正になります 理 
由 等に 付 3- ましては、 業に 已に御 承知の ことと 考へ 
まする から， 是れ以 上 案に 付て 申 上げる ことを 一切 
避けます， 唯是 より 進んで 委 M 會に 於き まする 大體 
の植楞 を 呻 上げ やうと . K ひます、 委員 會に 於き まし 
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设族院 令 中 改正案 第一 m lf? の绍 
て 問題と なりました のけ 第二の 3 で ございまして、 
第一の 點 に付きまして li 何等 質問 或は P S3 等が ござ 
いませぬ でした* いろ < 或 if 婉曲な 言葉を 以て 或 
は 極めて 直接た 言葉を 用 ひて 述べられて 居る 場合 も 
あります るが 要するに 是等 の fr 間を 槪 括して 見ます 
ると 云 ふと、 左の 點に歸 する やうに 考へ ます、 第一 
は 有 辟 謎 M と 勅選' 並 多額 納税 議員との 數の 上の® 衡 
に付ての御質問でございます、それから第二の點は 
此 改正に 依って 將來 再び 改正を 要しない と 云 ふ 見込 
が 十分に 政府に あるか どうかと 云 ふ si でございます 
第三と 致しまして ほ、 貴族院 議員の 數と衆 翳 院議 M 
の數 との 人員の 關係 でございます、 即ち 本案と 唯今 
衆 II 院に 提出に なつて 居ります る 衆議院 _ 員選舉 法 

の 改正との 間の 關係 でございます、 それから 第 四と 

致しまして は、 勅潠 議員に 對 する 任期の 問題で ござ 

います、 第五と 致しまして は、 各爵 間の 均衡と 云 ふ 

ことが、 若し 此 改正案の 目的であるなら ぱ 、必 しも 

佾 員に 依つ て 之を 行はなくて も宜か らうと 思 はれる 

が、 其邊に 付て 考 厳を せら， れた かどう かと 云 ふやう 

な 質問であります、 第 六と 致しまして は 多額 納税 議 

員の 互潠 規則は 不備なる 點が 大分に ある や” である 

が* 是等に 付て は 他日 整理を される ことを なされな 

いの かどう かと 云 ふやうな S でございます、 第 七と 

致しまして は、 條 文に 關する 疑義が 一點で ございま 

す大體 斯樣な 殆ど 是は 質問の 全部を 網羅して 居る と 

言つ て 差 支ない と考 へます、 そこで 之に 對 する 政府 

の 答 辯を 極めて 簡單に 申 上げて 置き 1: す 方が 或は 良 

くは ないかと 考へ ますから、 ちよつ と 申 上げます、 

此勅潠 議員の 數を咁 加す ると 云 ふこと と、 多額 納税 

議員の 數を增 加す ろと 云 ふことは、 是は 憲法 制定 以 

来の 精神と して 勅選 並に 多額 納税 議員 S 數は 有爵議 

員の 數に 超える ことを 得ず と 云 ふ ■即ち 禁止 的の 規 

定の 精神から 見て、 是は必 しも 增 加す るに 及ぶまい 

と考 へる、 而して 初期の _會 に 於ての 比例を 見る と 

云 ふと、 _M 總數が 二 百 五十二 人に 對して 有爵翳 員 

と 勅選 並 多額 納税 議員との 差は 三十 人で ございまし 

た、 而 して 此の 改正案に 依ります と •四百 人に なり 

まして、 而して 此の 差が 四十 三と 云 ふこと になつ て 

居る ので あ 〇 ます、 大體に 於いて 憲法 施行 當 時の 精 

神に 惇 つて 居らない と考 へる、 大體 斯う 云 ふ 答 辯で 

あつた やうに 考へ ます、 それから 第二の 御 尋ねは 貴 

族院令は憲法附搦の法でぁるから、度々之れを改正 


する ことは 宜しくない と 云 ふことは 政府 も 言明 せら 
れて 居る、 併し 此の 改正に 依つて 將來 果して 再び 改 
正しないで 濟むで あらう か、 どうで あらう かと 云 ふ 
やうな 疑義であります、 之に 付いて は 政府は 备爵の 
爵の 重きに 從つて 幾らか 比例を 殖して あるから、 先 
づ將來 改正す る ことは 割合に 少いで あらう、 併な が 
ら將來 のこと に 付いて は玆 にはつ きり 申す ことは 出 
來ぬが と 云 ふやうな 答 辯で ございました、 それから 
第三の 點は衆 議院 議員の 數と 貴族 院議 負の ® [ の 關係 
でございまする が、 是れは 偶々 此の 法案が 時を 同じ 
うして 提出され たので あつて、 何等 法規 上 此の間に 
制限 もなければ、 時に 故つ て 貴族院 _ 員の 敷の 多い 
こ ともあれ ば、 衆議院議員の 數が 多い 場合 も 今日 ま 
では あつたので ある •故に 此數に 付て は 一向 政府は 
楛はぬ 積り であると 云 ふやうな 御 答 辯で ありました 
それから 第 四に 勅選 議員の 任期 等の 問題に 付て は、 
政府 ほ 今日の 場合 一向 まだ 考臌 した こと もない と 云 
ふ 答 辯であります、 それから 第五の 點は 均衡を 取る 
ことを 目的と するならば 必ずしも 增員 をし なくても 
宜くは ないか、 減員を L て やる と 云 ふこと ほ 多少 混 
雜を 免れぬ かも 知れない が、 割合に 少い爵 だけを 增 
員を して 平均を 取る と 云 ふ 仕方 も あるでは ないか* 
此點に 付て は 政府は 成程 其點は 誠に 尤もで あるが、 
其 affi は 十分に 考 を® した、 併ながら 憲法 制定 當時 
の谷爵 の 五分の 一を 超 ゆる ことを 得ず と 云 ふ 精神に 
基いて， いろ <考隞 した 結果、 即ち 此 改正案の や 
うな 數 字を 得た ので あると 云 ふこと を 答 辯に なつて 
居ります、 第 六に 多額 納税 議員 互選 規則に 付て 整理 
をし なければ ならぬ やうな 點に 付て は>  政府 も此不 

備を 認めて 居る、 例へ ば 衆議院議員 選擧 法と 比較し 

て •此不 備 であると 云 ふことは 十分 認めて 居ります 

るが、 或る 摁會に 於て 十分 玫究 して 是が 整理を した 

い、 但し 其 時期は 唯今 明言す る ことは 出来ぬ と 云 ふ 

答 辯で あつた やうに 思 ひます， 第 七の 條 文に 對 する 

疑義 は， 此條 文に 依ります ると、 通常 選擧 毎に 勅令 

を 以て 之を 指定す ると 云 ふ 句が ございます が、 是は 

伯 子 男爵の 互選 規則 中の 第 五條と 重複して 居る やう 

であるが、 此點に 付て はどうで あるかと 云 ふ 御 質問 

でございます、 政府は 此重複 して 居る ことは 十分 承 

知して 居る、 併しながら 此勅 命を 以て 定める と 云 ふ 

.ことは、 どうしても 貴： 4 院令 中に なければ ならぬ 性 

質の もので あつて、 互選 規則の 方は 他日 整理を する 


場合に 於て は、 是：に 整理の I つの 問題で あらう、 m 
し 重複して 居つ て も實 際に 於て 何等 差 支ない から， 
暫く 此 儘に 置く と 云 ふ 答 辯であります、 大體 n 問應 
答は 斯樣な もので ございました が、 委負會 に 於て 唯 
i の反對 論が 出て 居ります、 或は 反對 者が lit 所で 御 
述べになる か 知れ ませぬ が、 順序と して 其 耍旨だ け 
を 簡單に 申し上げて 置く 方が 宜から うかと 思 ひます 
反對 者の 理由と 致します のは •.… 問題と 致します る 
のは、 第一の 點に 付て 無論 異論がない のであります 
第二の 點だ けであります、 其 理由と 致します る 所は 
第一が 權衡を 得る 目的に 依つて 增加 をす ると 云 ふの 
ならば、 甚だ 其增 加す ると 云 ふこと が 宜しくない や 
うに 思 ふ、 他の 權衡を 得る 方法を 執られたら どうで 
あつたかと 自分は 考 へる、 此點に 於て 自分は 反 對を 
する、 それから 第二の 理由は 貴族院 令を®々 改正す 
ると 云 ふことは 誠に 不都合で あると 云 ふ 精神に 基き 
ま L て、 前回の 貴族院 令の 改正の 場合の ことを 御述 
べにな りまして、 前回に も 之を 以て 打 切る と 云 ふ 事 
に 依つ て 種々 決まつ た* J とが あつた やうに 思 (5; れる 
併ながら 更に 玆に 改正が 出て 来たの だ、 故に 是は即 
ち 其 時の 內閣 の考に 依つて、 いろくになる ので あ 
つて、 將來 に是は 惡例 を貽す もので なから うかと 云 
ふ 事であります、 第三に 是は附 屬 の 理由では ござい 
まする' か •衆議院と 貴族院の 數と云 ふ ものは、 勿論 
法規 上 何等の 差 支は ない のであります が、 德義上 或 
は 感情 上考 へなければ ならぬ 點では ないかと 云 ふや 
うなの が 是も 一つの 附隨の 理由であつた やうに 思 ひ 
ます、 之を 要する のに、 まだ 此 改正すべき 點は他 に 
も 多々 ある やうで ある >  故に 此憲 法附屬 S 大事な 點 
であるから、 十分 調査を 遂げて， さう して 然る 後に 
改正を 施す こと も 頗る 宜いで あらう と考 へる 故に、 
其 理由を 以ち まして 暫く 現行法の 儘に して 置いた. b 
どうかと 云 ふこと でございます、 大體 右の やうな 經 
過を 以 ちまして、 委員 會は大 劣 數を 以て 本案を 可決 
を 致しました やうな 次第であります、 御 報吿を 申 上 
げ ます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 通 吿順に 依り まし 
て 發言を 許します、 小澤 男爵 U 

〔男爵 小 澤武雄 君 演壇に 登る〕 

0 男爵 小 澤武雄 君 本員は 兩院の 議員 數のこ とに 付 
て、 總理 大臣の 御 答 辯を 葳みた いと 思 ひます、 其 事 
柄は 委員 會に 於て 或る 委員より 衆議院 選擧 法改正 案 


_ 二 io 

と此 ft 族院令 の 改正案が 提出に なつて 居る が、 此 TM 
案の 間に (t 何等 3! 絡は ない 〇 であるか、 又 雨 S3 ; 通 n 
璁數の 上に 何等 〇 影 ^ はない かと 云 ふこと を：！： ひた 
いと 云 ふ、 政府に 對する &T 問で あつた、 それ C 答 W 
ほ 衆® 院議 員 選擧 法の 別表 C 改正と 代 族院分 中 c 改 
正は 偶然 提出 C 時期が 齊 しくな った 爲 に- 而か 4 兩 
者 共に 讓員數 の咐 加を 規定した る爲に 相 關 す るが 
如き 觀を呈 したので ございます るが、 是は偶 然のこ 
とで あると 御 承知を 願 ひたい、 政府に 於て li 假令眾 
議院 議員 選舉 法改正の 提出が なくと も ft 族烷 令の 改 
正を 提出いた した い考で 居り、 又 假令 {1 族院 令の 改 
正は 提出を しなく とも 衆 P 院讓 員の 選舉法 の 別表は 
修正いた したいと 考へて 居つ たので ある、 兩院 議員 
に 付て は 此貴族 院議 員と 衆讁 院鄧 員と C 數は 色々 に 
變遷 をして 居る ので あるが、 今日の 場合 lit 何等の 關 
係な くして 之を 改正を しても 差 支ない と 云 ふやうな 
意味の 答で ありました、 此答は 唯 fit 族院 令を 改正を 
すると 云 ふ 點に 於て は 何等の 關係 はない と 云 ふこと 
は 一應 尤もの ことで あると 本員 も 思 ひます る けれど 
も、 今度 貴族院 令屮の 改正に 依って 幾分 か K 族院讖 
員も增 加の 傾に なつて / F'T る、 又 衆議院 靆負 には 別表 
の 改正が 出て 居る、 右 等の 點から 見ます ると、 K 族 
院議 員と しては 此の 法令 案を 11 する に 何等かの 標维 
を 見出して 此兩 案を 可否す るの が 適 當で あらう と考 
へる のであります、 此點 から 見る と 政府 姿 員の 答 辯 
は 衆議院と 何等の 關係は ない と 言は れま すけれ ども 
自然 貴族院 _ 員と して 考撖の 中に 匿かなくて はなら 
ないやう に 太 員 (X 思 ひます る、 抑々 llt a 族院 令の 改 
正 案が 出る 數 箇月 以前ょり 世間には 種べ なる 論が あ 
りました、 是は 諸君が 御 承知の ことであります から 
決して 其 事を此 で 申 述べる 必要は ありませ ぬが、 其 
重なる ものは 兩院識 員の _ 員 數の如 何に あつた や 5 
に 思 ひます、 其 論識の 中には 今日 世界に 行 はれて W 
る 所の 立憲 國で上 院を有 して 居る 所の 例を 調べて 見 
ると、 多 數の國 が 上院の 議員の 數が少 くて 下院の 數 
が 多い と 云 ふ、 之を 直ちに 日本に 於て 用 ひやう と 云 
ふ譯で はあり ませぬ けれども、 凡そ 谷 ® に 行 はれて 
居る 事は 道理の ある こと i 思は れま す、 政府 も 同じ 
ことに 御考 へに なつて は 居ない かと 思 ふ、 即ち 衆議 
院議 員 選擧 法の 別表の 改正と 云 ふ ものは 先年 來衆識 
院_ 員選擧 法 調査 委員と 申す や 5 な ものが 出来て 居 
つて， 篤と 相談して 其 別表と 云 ふ もの、 改正案が 成 j 
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立つて 居る、 又贵族 院令も 丁度此 發表 になつ たこと 
は 同時で あろので あるから、 總理 大臣に 於 かれて 貴 
族院令 中の 改正と 衆議院議員 選 擧法の 別表の 修正と 
は關 係は ない と 云 ふことは •無い かも 知れ ませぬ け 
れど も、 改正の 相談 上ょり 見ても 必ず lit 議員の 數は 
貴族院 (i どれ 位、 衆 il 院はど れ位な ものにする のが 
今日の 適當な る 方法で あると 云 ふことは 十分に 御考 
t® になつて 居る に 相違ない 、又货 族 院議 員が 其謅員 
の數 の少數 たりと も佾 加の ことを 讖す るに 付て は、 
1)1 ろな く 衆_院 熟 員の 數を 研究して 比較を して 見る 
と 云 ふ 事が 必要の やうに 思 ふ、 左樣で ございませな 
いと、 a 族院 さへ 都 合 が宜く 出来て 居れば •國 家の 
讯要た る 所の 衆 讁院は 何 ぼに なつても それを® t® す 
るに It 及ばない、 と. * ふやうな 謀に もなります から 

さう は 行く ものでは ないから， !] S ろな く是 も ® [s す 
ると します ると、 衆讁 院議 A 2 股は 今日は si 族院ょ 

I 人 か 何 ぼか 少いや うにな つて 居る と 云 ふこと で 

ございます るが、 此の上に 又咐 さう と 云 ふとき には 

兩 院の_ 街と 云 ふ もの も考 へなくて はならない、 世 

間 〇 論者の 說も 先き に 申した 通り 色々 あります るが 

K もに 此點 であつ たやう に 思 ふ、 政府は 是等 の點を 

考遨 になつ た 上で、 此衆葳 院議 員 S 別表の 改正と 貴 

族 院 令の 改正と を 冏 時に 提出に なつた ものと 私は 考 

へる ので* さう 致します ると、 此衆 誠院も H 族院も 

SF M になつ た 所の 數を以 て 能く 適當な 〇 や 否やと 云 

ふこと を 研究し、 さう して 先 づ是が 適 當な りと荇 成 

をす る ことが 出 來るや うに 自分は 考へ るので ありま 

する、 それで 總理 大臣に 伺 ひたいのは、 衆 _院の 別 

表の 改正と fi 族院令 の 改正と 云 ふ ものは 何等の 關係 

はない と 云 ふことは、 それで K しう ございます るが 

併し 大體に 於て 衆潢院 薄 員の® は 今度の 別表 位に咐 

す 〇 が 至 常で あり、 ft 族 院も今 度の 如く 佾員 になる 

のが 至 常であつて、 國家 S 大勢の 上から 見て …： 大 

52 0 上から 見て 是 •か 即ち 適 常な 〇 と 云 ふ 御 考で あら 

うと 思 ひます •か、 ) 1 々政府 姿 £1 からは 何等 關係 のな 

いと 云 ふこと が 申されて 居ります から、 私は 念の 爲 

め l!h 提出を する 兩院の 時期に 關係 をす るとは 申さな 

いが、 兩院の …… 即ち 衆餓院 の is 犁法の 別表の 改正 

と 是と は 併せて 考を付 けて 差 支は ないか、 即ち 別の 

それは見地からして全く別物にして之を叼一に論ず 

る もので ない と 云 ふ 總理 大臣の 御考で あるか、 之を 

伺 ひたいので あります 、さう して 私は 勿論 吐 ft 族 院 


令の 改正案に (i 賛成す る ものであります が、 私' か 申 
したやうな 疑を 懐いて 居る 論者が 多々 ある やうに 伺 
つて 居る、 それ 等の 諸君と 共に 私 も總理 大臣の 明答 
を 得て、 安心を して 燹成を 致したい と 思 ふので あり 
ます 

〔國 務大 E 伯® 寺 内 正毅君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (伯 W 夺 内正毅 君) 唯今の 小澤男 ® の 御 
質問に 對 して 御 答を 致します， 先づ 以て 貴族院 令の 
改正と 衆議院 令の 改正と に ：：： 議員 數の改 正に 於て 
何等か 關係 する 所は ないかと 云 ふ、 是は 委員 會に於 
て 政府 姿 員ょり 申 述べました 通り、 兩院の 今回 提出 
L ました 改正案に 付て は …… 議員數 の關 係に 付て は 
何等 關係を 有つて 尻り ませぬ、 兩院谷 別に 據る 所が 
あつて 決めた 譯で あります、 衆議院の 改正、 即ち 別 
表の 改正と して 提出して ございます る 改正の ことに 
付きまして は、 是は 數牢 來內務 省に 於て 委員を 設け 
て 改正を 調査いた した 謬であります、 貴族院 令の 改 
正は 昨年以 來 政府に 於て 研究 調査の 上提 / U した、 斯 
う 云 ふやうな 譯であ る、 素ょ 〇此 間に 於て 員數 上の 
關係に 付て 何等 兩院の 關 係を 有つ て 居らぬ と； K ふこ 
とは 明瞭で ある、 而して 現今 貴族院が …… 現在が 三 
百七十六 \ の現在員であります、衆蕺院は三百八十 
一入、 斯う 云 ふ ^ になつ て 居ります、 で 今回 ffi 出し 
て ございます る 改正案が 行は il ますと しま すれば、 
K 族院の 總數が 四百 人、 衆 謖院が 四百 三十 八 人と 云 
ふ數 であります、 斯う 云 ふやうな 次第 -e 此定 員の 間 
に 付て は 何等 關係を 有ち ませぬ •兩院 谷 別に 決めて 
耪支な いもので あると 考へて 居ります， 序ながら に 
右 様な 譯でご ざり まして、 怜も 同時に 提出し ました 
兩院の 定員 改正案に 付きまして は>  是は谷 別に 論究 

しました のであります、 此事は 念 2 爲め申 上げて 置 

きます それだけ 御 答して ® けば K しいか i 思 ひます 

〔男 时石黑 忠恧 君演 把に 登る〕 

ow Kf 石黑忠 瓰 君 K 族院令 は 常 # 族院に 於き まし 

ては， g る眾耍 の 法令で、 加 之、 先年 此 一部を 改正す 

るに 當つて 政府は 此法 令の 改正は 是 -e 打 切り だと 云 

ふ斷 言まで 致されました のを、 それを H に 改正され 

まする と 云 ふ 事は 容易な 事で ない と 信じます る それ 

で 我々 に對 しまして は 是 urn 大の 案で ございま する 

で、 S 初から 總理 大臣が 是へ出 られ まして、 其 必要 

を 我々 の 得心す るまでに 御說 明の ある こと、 存じて 

居 〇 ました 所が、 •«• 日 (i 總  大； £は 是の說 明を せら 


ませず して 法制局 長官が せられました， 多くの 阈務 
大臣 も 居られました けれども、 國務 大臣ではなくて 
法制局 長官が 其 任を 執りました， それで 本員は 是は 
我が 貴族院の 記 錄に殘 して どう 云 ふ もので あらう か 
と 云 ふ 配 ®. を 致して 居る のであります、 かるが 故に 
本員は 今日 玆に 於て 更に 總理 大臣から 親しく 此 必要 
を御說 明を 請 ひませ うと 存じて B U ましたので あり 
ます、 然るに 今日は 總理 大臣が 御 出席に なりまして 
段々 委員長の 報吿等 も御聽 きになり、 それから 唯今 
小澤男 K の 御 質疑に 親しく 御 答へ になり 致しました 
故に 本員は 玆に 於き まして 改めて 總理 大臣に 同じ 事 
を 繰返して 御 述べ 下されたい とほ 懇願いた しませぬ 
ので あ 〇 ます、 此序で に 本員は I •應 質疑を して 置き 
たいのは、 此 改正と 云 ふ ものは、 是で略 々打 切る と 
云 ふ 事は 委員 會でも 申され ませぬ やうに 速記 錄を見 
まする と 解され ますので す、 或は 勒選 議負 の 年期を 
付ける と 云 ふこと などは 隨分世 間で 說のご ざいます 
る菌み の やうに 思うて 居ります、 又 私は 此 案に 付て 
は一 方なら -f 心配を 致しました 故に、 毎々 では ござ 
いませぬ が、 第二 回の 委員 會には 初めから 出まして 
傍 聽を致 して 居りました でございます、 其 中な どに 
も柳澤 .…： 

〔伯爵 柳 原 保惠哲 「柳 原 J と述 ふ〕 

柳 原伯擗 からの 御說 で、 勅選 議員の 一 A として 傍膘 
を 致して 居つ て、 誠に 冷汗に 堪 へ ！ Q やうに 感じ まし 
たこと も ございます、 それは 速記 錄を 御 1: になり ま 
すと 分ります が、 勅選 議 a に 付て 重きを 御 置きに な 
つて， 其 言葉の 末に 我々 互選 議員を して 過な からし 
むる 爲に 勅選 諺 員の 種々 學識の あろ 功努の ある 經驗 
の ある 者に 助けられたい と 云 ふ 御說が あるので、 tt 
時は 傍聴を 致して 居つ て 殆ど 冷汗 背に 洽きや うな 感 
じ も 致しまして ございます、 又 其 後に 勅 il il 員の 中 
には 隨分 老朽 …… 老朽とは 仰せられ ませぬ、 年を取 
つて 居る 莕も ある、 其 中には 花鳥風月を 樂しむ べき 
年齡の 若で ありながら、 寒天に 議院に 出て 議席に 著 
かすろ と 1K ふことは 如何にも 氣の 毒で あると 云 ふや 
うな 者 も ある、 斯う 云 ふこと も •こざいました •故に 
年期を 付けなければ ならぬ と 斯う 云 ふ御說 も ござい 
ました、 併し 是は私 、勅選 蕺 員の 一入と L て 私 ども 
自身に 於き まして (t 苟 くも 勅選の 恩命を 辱く 致して 
謎 席に 著 .^ まする 以上は、 或は 老 裒 いたしまして 五 
官の 不足が ございます とか、 若く は 何 か 其 行 爲の爲 


に、 世の中に あの 者は 勅選 _員に なつて _席 に 著い 
て 居る が、 世論から 言 ふと、 勅選 _員の 恩命を 汚し 
はせ ぬかと 云 ふ Is 論を 受けて 居る、 斯う 云 ふこと な 
きにし も あらず、 今の 老衰 任に 堪へぬ 者 や *世論を 
惹いて 議院を 汚す と 云 ふやうな 世評を 受ける やうな 
者が 自ら 省みて 議負た るの 任を 全うせぬ、 議員に な 
つて 居つ ては 職責を 汚す と： K ふやうな 自暨を 致 丁 者 
は 決して …… 勅選は 重い 恩命を 拜 しま -r 者の 中に 此 
自覺を 自ら 致して 議席に 著いて 居ろ やうな 人は なか 
らうと 私は 信じます ので、 !! 1: 年期 說は御 心配に 及ば 
ぬと 斯う 存じます るし、 政府 も 亦 此年期 說 に {-J- ては 
さう 云ふ考 はない と 斯う 云 ふ 答へ で ございました、 
私 は 政府に 伺 ひたいのは 其 他に 是は 政府では 御考へ 
がない と 云 ふこと でございまする さう で ごさいます 
が、 世論に ございます 貴族院に 限つて 政府と 關係の 
ある 會 社に 關係 ある 者と か 云 ふやうな 者は 上 院議 M 
として 置いて はどう かと 云 ふやうな 世論が ございま 
する が、 右 等の 改正の 御考は あります か ありませ ぬ 
かと 云 ふこと を 一應 伺つ て 置きたい と 存じます。 

〔江 木 千 之 君 「 li ffi J と 呼 ふ〕 

〔國務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 登壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君) 石黑 男爵の 唯今の 御 
演說 に對 して 一言 申 上げ 置かぬ ければ ならぬ、 本_ 
題が 本讁院 に 提出され ましたと きに、 私は 他の 用事 
を以つ て 此 席に 出る ことが 出 來ませ ぬので •依つ て 
主として 此 法令の 關 係に 於て 調査いた しました 政府 
委 負 を 出した 譯で ございます、 之に 依つて 本案 提出 
の 理由を 說 明いた したので あります が、 改めて 茲に 
短 簡に申 上げ 置いたなら ば 御 安心が 著く かと 思 ふ、 
此案は 御 承知の 通りに、 第一が 北海道， 沖挪に 於け 
る 多額 納税 議員 選出の ことの 改正' か 一つと、 貴族院 
に 於け る 伯 子 男爵の 讓員數 の 改正， 是が 骨子で ござ 
います  >  申 すまで もな く a 族院 令 13: 憲法 附屬の 法令 
で ございまして、 濫に改 正すべからざる ものと 云 ふ 
ことを 固く 信じて 居る ので ございます、 而して 此三 
爵議 M の 數を 改正し ますのは 前回の 改正に 於て 稍々 
當を得 ない 所の ある ことを 考 へまして、 此修 正を な 
す 爲に此 改正を 提出した 譯 であります、 之を 更に 後 
れなが ら申 上げて 置く 次第であります、 而 して 唯今 
勅 11 翳 M の 年期を 付ける こと •之に W ては 別に 辯 明 
を 要さぬ やうであります が、 固より 年期を 付ける と 
云 ふやうな 改正案は 毫も 持って 居り ませぬ、 又 貴族 


fi 族院令 中 改正案 第 一笟於 の 〇 


院 族？;: 會蒸國 帝 回 十四 第 


讶 族院令 中 改正案 第一 男〆 IH の 校 
院の飞 M が 政府の 保 連を 受 くる fT 社と か 或は K 外の 
?? 業に 閱 係して 居る と 云 ふこと 1 i 何等 制 毅 はない と 
思 ひます、 是等の 人が 任命され て 居つ た 所が 差 支 (3; 
ない > -考 へて 居ります。 

〇男脬石黑忠监財ちょつと御答へが違つて居りま 
す* 本員が 伺 ひました の ほ fj: 族院 令の 改正と 云 ふこ 
とに 付て、 K 族院雜 A が 政府 關係 の會 社に 關係を 致 
して 居る 渚が 今 あるので ございます、 之を 世間で 甚 
だ SJ いと か惡 るいと か 云 ふ 世論が ございます が、 是 
は御改 正な さる 御® 思が ございます か、 ございませ 
ぬかと 云 ふこと を 伺 ひました、 現在の ことは 本 負 も 
承知いた して 居ります。 

〇國務 大臣 C 伯 辟 寺 內正毅 君〕 喵今 最後に 申 上げた 
積り でありました が、 言 雄が 明瞭を 缺 いて 御 分りに 

ならな かつた か 知れ ませぬ が •是は 差 支は ない こと 

と 今日は 思つ て rj 〇 ます、 別に 改正を する 考へは ご 

さ いませぬ。  • 

〇 誠 長 c 公 辟 德川家 達 君〕 是 ょり 通吿順 に 依り まし 

て 登® を 促します、 加 藤 ® III I 君。 

〔加 跤恒 忠君 演壇に 登る〕 

0 加藤恒 忠君 私は 本案に ju 憾なが ら反對 を 表する 

者の 一人であります が、 元來 ft 族院 令の 改正‘ 特に 

其の 議員 !! a の 改正と 申す こと；； 、將來 長く 帝 國 立法 

機關の 消長に 關リる 重大な ろ 間 題であります るから 

して、 政府は 之を 提出され るに 付きまして は、 必ず 

tin 重なる 御 調査の 上で あるべき であるし、 又 當院に 

於ても いろ < 御 議論の ある ことと 期待して 居り ま 

したが、 先® 諸 公の 御說を 承は つて. 0 分の li 背を 決 

する 考で ありまして、 自ら 溃壇を 汚して 諸对の 御 耳 

を 煩は す® りでは & り ませぬ でした が、 午前に 伺 ひ 

ますには 別に 反對の 御 演說の 通吿 もない やぅな こと 

を 承は りました から、 已むを 得ず 極めて 簡 f( に 私の 

所信を述べて、敎を乞ひたいと5|ひます、先づ第一 

に 私の 疑を 抱きます ことは 政府は 此案を 提 111 する に 

.常 つては 傾 ®: を缺 かれて 居りは しない か、 それは 先 

刻石黑 男爵ょり 御 話が ございました 通り 私 も 同感を 

抱きます、 現代 ； … . 現 政府 (t 當議 會に 於 3- ましても 

極めて 關 係の 小さい 法案、 若く は 法律の 改正案で あ 

ると か、 金額の 少い泪 加豫： 思案に 致しましても、 必 

ず 當局 大臣が 此席に 出で 說明 rr- される のであります 

るが、 先日は 大臣の 御 節 も 殆ど 見えな かつた と 思 ひ 

ます、 是は 先刻 石 黑男節 の御尋 に對 して總 理大 E よ 


り 常 日は 差 支へ たと 云 ふこと で總理 大臣 (i 御出で 1-- 
な 〇 ませな かつた が、 唯 此日は 珍ら し/ ■政府 委員 Q 
御 說明ぱ かりで あつた、 幸に して 平素 極めて 說 明に 
巧妙なる、 極めて 要領を 得られる 所の 法制局 長官 其 
人で ありました から、 私は 謹んで 安心して 御說 明を 
承は りました、 所が 何故か 當 日の 御 說 明は 可な 〇簡 
單 不明瞭で あつて 問題の 要領に 觸れ られな かつた や 
うに 私は 受取りました 、要領を 得る 得ない の 問題で 
ない、 要領が なかつ たやうな 心 持が する、 是は餘 〇 
研究を された 結果で ない ので あるか、 或は 私 •か 特に 
之を 题ふ るのは 此 貴族院 令の 改正を 政府は 大變 _ く 
見て 居られる のでは ないか、 我々 ほ 非常に 重大問題 
と 見て 居る のであります、 政府 委員の 當 日の 御說明 
は 貴族院 令の 改正は 容易に 企つ るべき ものでは ない 
ない が 誠に 已むを 得ざる 場合に 於て 修正を 加へ るの 
である、 現行 規定に 於て 伯 子 男爵 JL 選の 人員が 頗る 
權衡を煜ないから之を改正した；.、三爵議員の增加 
に 付て は此一 言で ございます、 現在の 貴族院 令 •か 何 
故に ffl 衡を煜 ない ので あるか、 之を 改正した 此 改正 
案が 何故® 衡を煜 て 居る かと 云 ふことの 御說 明は 一 
言 もない、 是は隨 分說 明を 耍する 問題で あらう と 私 
は 思 ふので あります、 或る 見やう に 依りまして は 却 
つて 灌衡を 失しは しない か、 私共の 考では 旣に此 伯 
子 男三爵 を 谷 ® に 分つ て 議員を is 擧 すると 云 ふこと 
も 如何で あらう か、 縱令 男爵が 多くても、 子爵が 多 
くても、 伯爵が 多くても 少しも® はな-、 v; 人物を 煜 
ら れれぱ …… 、それで 此 立憲の 趣意に 愜うて 居る の 
ではない かと 思 ひます るので すが、 それ故に 縱令少 
少の增 減は ありましても 差 支は ありませ ぬが、 假に 
一步 を p つて 政府の 申される 所の ことを 認めて 見る 

としても、 果して 此增 員が 權衡を 得て 居る かと 云 ふ 

ことは 枝葉の 問題では ないか、 男 博 議員が 子爵 議員 

ょり 多い、 それ故に 男爵 議員を％ される、 それと 同 

時に 伯 ® も 坰 され、 子爵 も增 されれ ぱ 更に 獺 衡を失 

すると 云 ふやうな 疑を 更に 生じて 来る 課であります 

から、 此權衡 論は 極めて 枝葉の 問題で、 大した 此論 

辯の 價はな いと 思 ふので あります、 どちら 一 e も 宜し 

い 大した ことは ない、 それょりは 私は 貴族院の 全體 

の 11 衡に 付て 一二 愚見を 述べて 見たい と 思 ふので あ 

ります、 それで 實 は 阼年 議長 並に 諸君の 命を 奉じ ま 

して歐 洲 に /! 1 張いた しました 節に 於て、 各國 の 議員 

と 短日月の 間に 大分 交りまして、 貴族院の 組織 並に 


丹族院のことに付ていろく竞兌も龉きましたんで 
あ 〇 ますが、 世界の 犬 ^ •か 餘程 贵族院と云ふも 〇 〇 
編成に 付て 注 S して 居ります やうに 私共は 見た ので 
あります、耍するに今日 (; 此戰爭始まつて以來殊に 
何れの 國でも 立法 機關の 組織と 云 ふ ものに 付て ほ 改 
正を 訴へて 居る 所が 多い やうで あ 〇 ます、 B1 逸の 如 
き專制 軍國 S 國であ つて 此大硪 中です らも、 flis 爭 2 
終る を 待たず して、 穀會に 於て 選擧權 の掖 張を 要求 
して 居る •政府は 之を 約束した と 云 ふやうな こと も 
旣に御 承知の 通りで あ 〇 ます、 且つ 我が 議會に 於て 
も …… 衆議院に 於ても、 旣に '選 擧法 改正案が 3 まし 
て、 中には 選擧權 の擴 張が 問題に なつて &.• る やうな 
次第で ある、 それで 歐洲 諸國は 多くは 普通 選擧で あ 
〇 ます、 普通 選擧の 弊害に 付て は 識者は 皆 之を M へ 
て 居る やうであります るが、 是 ほ 何を 以て 之を 調和 
する かと 云 ふこと に付きまして は、 誰に flfl いて 見 ま 
しても、 貴族院を 善くして、 貴族院で 之れ を 調和す 
ると 云 ふ 匁は ない と 云 ふやう に 申して 居る 人が 多い 
のであります、 それで 我が 貴族院 (X 初めょり 貴， 族の 
外に 勅選 議員を 仰せ付けられます し、 乂民潠 翳 員を 
擧げ られた り 致しました が、 其數ほ 餘程以 來變 化し 
て 居る、 華族 選出の 議員と 勅選の 議員は 餘程 初ょり 
殖えて 居ります が、 人民 直接 選擧の 部類は 初の 通り 
一縣 一人で あつて、 相變ら ず 四十 五 人であります が 
果して 是も 權衡を 得た もので あらう か、 どうか、 畏 
くも 先帝 陛下が 貴族院 令を 賜は 貴族院を 創設い 
たされました る 所の ® 意は 人民の 知識， 學 術、 財產 
の增殖 する に從 つて、 戊 申 御 詔勅の 大趣 意に 依つて 
選擧權 も 多少は 擴張せ らるべ きものと 察し 奉つ て宜 
からう と 私共は 考へ るので あります、 尤も 今の 多額 
納税者の 選擧で それを 擴張 すると 云 ふことは むづか 
しう ございませう が、 財產が 增殖 するなら ば ：：： 商 
工業 共に 大變 に發 達し、 財產も 殖えて 居ります から 
寧ろ 此 貴族院 令の 改正を 嬰す る ものなら ば、 此選擧 
法 又 代表者の 數に付 て も大に 考盧を 費すべき 問題で 
S, らうと 考へ るので あります、 それで 貴族院 議員の 
此度の 改正は 數を增 すと 云 ふの が …… 大體を 申せば 
此 外にない のであります が、 貴族院 _ 員の數 を % す 
と 云 ふことは 餘程是 は 講究を 要する 問題で あらう と 
思 ひます、 世界 何れの 國で ありましても， 貴族院 議 
員の數 は 極めて 少ない、 私は 能く 存じ ませぬ が、' 恐 
らく 日本は 英國を 除けば、 日本が 貴族院 RI 員の 數は 
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一番 多く (i な ' •.• .• と - x o 〇で あります、 英吉利は 
御 承知の 通〇贵 族 即ち Ka であります からして、 他 
の歐 米諸國 並に 日本 15 族院 …： ft 族院 1 U と li 丸 
で 性質を 異に L たる ものでありまして、® 能 4 我 か 
贵族院 0 如く艰大なものであ〇ませず、中には下院 
C 諉決 を經て ， 卜院 を 通過せ ずして •法律が 發布せ 
られ たこと も あ 〇、 且つ あ 〇 得； 〇 と： K ふこと も 承は 
つて 居ります 、是は 私共 昨年 英國 へ麥〇 ました 時分 
にも 盛ん 1- 0 族院改 锆論が m て 居 〇 ました、 中に (t 
随分 a 族院. 全廢說 も ある 〇 であります、 要するに 識 
者の 意嚮は 數を減 じて、 遝切 法を： a へて、 K 族院 〇 
權 1 >. 掖めて 一言 1- 申せば-日本の ft 族 院のや うな も 
のにした いと 云ふ愆 槌を 有つ て 居ろ 人が 英吉利に も 
大分 ある やうであります、 耍す るに © を 少 くして、 
其內容 を 良くす ると 云 ふこと U 各 kM 雜院 のこと を 論 
ずる 人の 意見が 一致す ると 云 ふことは 申 上げ 兼ね ま 
すが、 餘程 此說に 傾いて 居る やうに 思 はれる ので あ 
ります、 此 際に 當つて 少しの 鼎® を 得ない と 見 まし 
た 所が、 少しく 議員の 數を咐 す 位な ことで、 此大切 
な 貴族院の 改正になる だけの 價随 はなし、 S; は砬程 
考物で はない かと 考へ るので あります、 それから 今 
一つの 多額 納税 議員の 二 名の咐 加， lit 琪に付 ては 政 
府 委員から も 稍々 要領を 御 話に なりました が、 沖 V'! 
縣及 北海道に 於て 地方 制度が 行は ハる、 其 結果 衆 謎 
院議 員 選擧 法が 施行に なつたら、 K 族院に 於ても 多 
額納稅 議員を is 擧す るの が： S 常と 認める、 それ故に 
改正す る、 斯う 云 ふ 御意 見で あ 〇 ます、 是は洵 に 御 
尤もで、 私共 是は赞 成いた します、 资 成を 致します 
が、 是も それが 爲に 根本的に 十分に 愼蜇な る 調査を 
せず して、 是だ けを 玆に改 正す ると 云 ふこと に 付て 
は 如何な もの かと 思 ふので あります、 成程此 問題は 
若 1. 是で 改正を： 勘す る ものと しま すれば、 後來 朝鮮 
なり、 臺餺 なり、 其 他 新 領土に 於て 市制を 施き、 衆 
議 院 翳 員を 3 したなら ば、 其 度 毎に K 族 院議 員 も 亦 
出さな くち やならぬ、 それから 過去に 遡つ て 見 まし 
て も 政府 委員の 言 はれる 所の 論法から 言 ふと、 初め 
衆 _院 の 選擧法 は 郡部 ばかりで あつた、 所が 商 
の發 達に 連れて、 市は 趣 立の 選擧區 となつて、 議員 
の 數を咐 して 111 されて 居る 謅 であります、 此論 法ょ 
り 言へ ば 北海道， 沖 « 縣も衆 蘼 院の 11 擧法 に维 じて 
一人の 議員を 出す と 云 ふこと になります ると、 外の 
獨立選 擧權を 有つて 居る 市、 即ち ®: 京 市の 如きは 十 
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人 か 十一 人の 代蕺士 を 出して 居る •斯る 所へ 東京 府 
を 括め て 唯一 人 〇 議員を 05 すのは 甚だ 權衡 9 得ない 
謬で ないかと 私共は 考へる 、是亦 相 腦の考 磁 を 費し 
近頃 神戶 でございますと か、 大阪で ございます とか 
云 ふ 所は 富の 程 ® と 云 ふ ものは 夥しく 咐 進した であ 
.ります から、 lit 多 al 納税と 云ふ點 から 見ます れば、 
前に 此 ft 族院令 を 制定せられ、 此 規則で 納税額を 決 
めら れ ました 所の 税額と 云 ふ ものは 今 U 洵に低 いも 
のにな りまして、 新しい のが どんく 破. ズて 行き ま 
すから、 是等は 餘程講 究を要 す. A 問題で あらう と 思 
ひます、 此點 も それ故に 私は 先つ 御 延ばしに なつた 
が ®: からう， で 私の 反對の 理由は 大體 右の 如くで ご 
ざいます、 政府 (t 將來に 於て 再び i5 族院 令の 改正は 
行 はれぬ 積り だと 仰せられました •避は 洵に 結構で 
あります、 斯の如 . ? 小さな 問題- 斯の 如き fiT! 衡シ得 

ない 問題に 付て、 斯の 如き 小細工の 改正 It 將來出 さ 

れな いのみなら ず、 現在 も 御 止めに なつた が 51- から 

う、 lit 勘に 付て 政府に 私は 御 再考を 煩は したいと 思 

ふので あります、 又 三 ！ § sl fl の 諸 公は H 接に 御關係 

も ある ことであります が、 是は 何れも 四民の 上に 立 

たせら れて 、人格、 名留 を wii へられて、 殊に 謙 3!; の 

美德あ らせら るる 方々 であります るから して、 lit 案 

に® れず して 三 K だけを 咐 すと 云 ふこと に f-l ては、 

娃等の 諸君は 多分邮 饺成は なされますまい と 思 ひま 

する が、 私は 未来を 考へら れて尚 ほ 御注意 あらせら 

れむ ことを 私 li w 家の S めに 特に 希 瑾いたして题？ 

ます。 

〔伯时 奥 平 昌恭哲 潢堀 に 登る〕 

0 伯 ! HJ: 奥 平 2 E 恭！ ^本：^は原案に對して饺成 ^ 兑を 

述べる一人でございます、_今加藤君ょり琎々反對 

の 御 S 見を 承は 〇 ましたが、 其 要領 (t 今 [S! 提出 せら 

れた 所の 改正案は 描 衡を得 ざる や 如何にと 云 ふこと 

の點 と、 それから 人物 本位に して 各 陪級を 除いて il 

绍 V 行 ! i れた らば {几から うと 云 ふ 勁と、 それから 華 

族 と勅 3 は初めょり增加して居るが、民遝の多額は 

四十 五 人で あつて 是も郴 街を 得て ないやうた 點があ 

る、 將來 多額の 選 ai に fi てけ 财痒 の多孩 其 他に fj- て 

〇 遝 擧權 C 袖 張を すべき や 如何にと 云 ふ 御 戠論 であ 

〇 ました、 それから 市の 大小 論 も- こざいました やう 

に 太 U は 間 及んだ のであります るが* 一括して 本 n 

が 述べます る 論 點に 依り 御 判 斷を願 ひたいと 思 ふの 

でぁります、本员は银案に對して幵成£; » を表する 
fl I 族 说令中改正案第一苽代の銥 


もので ございます、 抑 A- 貴族院の 委員 會 にも 政府 委 
員ょり 説明の ありました る 通りに、 帝 國 憲法 附龆の 
法規であります るが 故に、 最も 重要の もので ありま 
して-固ょ 〇輕々 しく 改正を 試むべき もの •■? はあり 
ませぬ， 今回の 提出に 付て は 政府は 愼 m に 審議を せ 
られた 上に 提 rl'i -u: られ たものと 太 員は 思 ふので あり 
まする-併ながら 帝 國憲法 の 第三 十四條 に 於き まし 
て 「貴族院 ハ 貴族院 令 ノ定ム ル 所 -- 依 リ皇 族 si 族 及 
勅任 セラ レ タル 議 M ヲ以テ 組織 ス」 と、 期の 如く 命 
ずるに 止めて、 其 細 H は 比較的 改正の 容易で ある r/f 
の K 族院 令に 委ねました 趣 皆 U、 即ち 貴族院 2 組織 
の 細目の 力 法に 必斟が あつて 改正を 加へ ると 云 ふ 際 
には 之を なすべき ものとの ことを 豫 期した ものと 謂 
はなければ ならぬ のであります る、 從つ て必耍 なき 
に 拘らず 徒らに 貴族院 令の 改正を 行 ふが 如きは 深く 
戒む べき ことであります る. 然るに 其の 必耍 あるに 
際して ltt の 改正を なさない と 云 ふことは 所謂 例を 則 
いて 申 すれば 柱に 膠す るの 類で ほない かと 思 ふので 
あります、 憲法の 期待す ると ころの 本旨に も 背く も 
のかと . S ふので あります、 現に 貴族院 令 ほ 明治 三十 
八 年 並に 明治 四十 三年の 兩度に 於き まして 一部の 改 
正を 行 はれた ことは 旣に 諸君の 御 承知の 通りで あり 
まして、 私が 申す まで もない ことであります る、 故 
に 問題は どうなる かと 言へ ば、 第一に i? 際の 事情 か 
ら鑑み まして 資族院 の 組織を 構成す る 細 H 方法に 變 
更を加 ふるの 必要 ある や 否や、 第二に 其必耍 が ? > り 
とすれば 將に 行は むと する 所 2 變更は 果して 適切 相 
應 して 居る ものである かどう かと 云 ふ 事を 研究して 
見る 必嬰が あらう と 思 ふので 有ます、 此二點 に 付て 
愤讯 に考哦 -r べき ものと 本 fl t i 考へ るので ございま 
する 偶 一般の 華族- 2 1? 際を 見ます るのに 國 家の 隆盛 

に隨 ひまして it 々授辟 乂 は 陞 靱 の榮典 を 行は せられ 

谷 13 共に 多少の％ 加が あつたと 云 ふことは 諸君と 共 

に 本 fl の® ぶ 所であります る、 旣に谷 邸 者の實 拟 に 

於て 多少 2 坍加を 示して 居る とします るなら ば 之に 

適合せ むが S I - 谷 ? « 者の 議 M © を 變更 すると 1K ふこ 

と 13; 寧ろ 常 然の ことに ® 5 する ものと 本 fl は 心 m ます 

る此 公侯® は 法 5E 調 員と も N1 すべきで こざい ませう 

か、 常然 ft 族院に 列せ らる 、御 方々 でございます か 

らし て 別問閗 でございまする が、 伯 子 男 ! 3 戠 M の定 

數 と 云 ふ ものけ K 族院令 S 第 四條 第二 ? a に定 f* ) られ 

て 居りまして、 而 L て 同 令に 之を 限定し ました 當時 


と其實情を異に致しまする以上は、之に相當の變更 
を 加へ るに あら ざれば 現行 貴族院 令の 本旨を も實現 
する ことを 得 ませぬ と 存じます るが、 此際伯 子 男爵 
議 a の ? E 數を 變更せ むが 爲に 貴族院 令 第 四條 第二 項 
に 改正を 行 ひます るのは 至極 至 當の 事と 思 ふので ご 
ざいます る •今 政府 提出の 原案を 見ます るに、 伯爵 
議員は 二十 人以內 それから 子 P 及 男爵 議員は 谷 七十 
三人 以内， 斯^- 變更せ むと する のでありまして、 現 
行 貴族院と 同じく 按分 主義を 執らず して 員數 主義を 
執る ので 有ます、 是は記 錄を 見ます ると 明治 三十 八 
年の 第二 十一 議會に 於き まして 按分 主義を 一票の 差 
を 以て 本院は 維持した ので 有ます、 併ながら 明治 四 
十二 年の 第二 十五 議會に 於て 之に K して 百 十一 票の 
大多數 を 以て 按分 主義を 廢して 新たに 限定 主義を 執 
つた S であります、 故に 原案 •か 同じ < s 數限定 主 義 
を 執つ たと 云 ふ 事は 院議を 尊重す る點 から 乙ても 至 
極 隱當の 腐 置と 考へ まする、 併ながら 三 爵鼐 員の 員 
數を如 何に 限定すべき かと 云 ふ 事に 付て (t 大に考 ES 
を 要すべき 問題でありまして 就中 谷爵 者の 實數と 谷 
爵者の 順位と に 最も 重きを 置くべき ものと 思 ふので 
あります、 蓋し 三 辟 議員は 谷爵者 2 代表と 云 ふ 意義 
を 有します るから して、 按分 主義を 動 行す る 必要は 
ない と 致しましても， 各 B 者- 0 實數は 之を 考盧 しな 
ければ ならない と 思 ふので & ります る •之と 同時に 
唯今 先き ほど 述べました 通りに 順位と 云 ふ 事に 付て 
は、 旣に 五 ffif の 制を 定められて 居られます る 以上は 
其 間の 順位に 付て は 御上の 御 趣旨の あろ 所に® て考 
處する 必要は 大にあ らぅと 思 ふので あります る 又 之 
を考趙 する のを 以て 穩當な る こと、 思 ふので ありま 
する、 原 梨に 依つて 見ます れぱ 、伯爵 及 子 fi? の鼷 M 
は 各々 三人、 男 ■は 十 人を 增 員いた しまして >  結果 
其 率は 旣に委 _會 に 於ても 政府 委 M ょり 述べられ ま 
して 諸君 も 研究せられ て 居ります るで ございます る 
が、 順序 上述べ なければ なり ませぬ から 多少 述べ ま 
すが、 伯 子 W I1 谷々 百 人に 付て 二十 人， 十九 人 「ボ 
イン ト J!I. 十八'^ 「ボイ ント」 三と なる ので* 私 
の 表は 四 拾 五 入が してあります、 之を 現行 貴族院 令 
の 下に 於き まして 十七 人 それから 十八 「ボイ ント」 
四 それから 十五 人 「ボイ ント J 八に 比較を 致します 
ると、竹打と顺位に照して、改正案の方が遙に適切 
なる を 资える のであります る、 R つ授 If:f 又 ii 陞 35 に 
依りまして 三 ra の咐 加いた します る )! rf の 實狀を 兑ま 


すると、 伯 K ii 子爵より 少 く、 1?! 爵は 子 K よりも 多 
きことは 明かで あつて、 是 は 申す 迄 もない ことで あ 
ります る、 此事實 からしましても* 原案の 所期す る 
結果 It 大體に 於て 長く 續くで あらう と 本員は 考へる 
ので ございます、 一切の 情 M を 離れまして 私情を 去 
り、 公平の 心を 以て 客 ® 的に 翻 察いた します れぱ， 
自ら 斯の 如く 斷定を しなければ ならぬ のであります 
、次に 原案は 貴族院 令 第 一條、 第 六條第 七條に 改正 
を 加へ まして、 北海道 及 沖 W 縣の 多額 納稅 者より 谷 
々一名の 議員 候補者を 選出せ しめて •議 M に 勅任せ 
ら るべき ものと して あるので-こざいます、 是は 固よ 
〇 申す 迄 もな く 至當の 改正と 信ずる のであります る 
從って 多額納税者 議員 互選 規則を 北海道 及 沖繩縣 に 
施行され て 居り ませぬ のは、 全く 一般 地方 制度 0 施 
行せられ て 居ない こと、 即ち 明治 二 十三 年の！ 一月 二 
十八 日で ありました かの 詔 勒を以 て 明かであります 
るが、 昨今 北海道 及 沖 II 縣も漸 次開發 をせられ まし 
て •地方 制度の 旣に整 肫 を 致しました る 今日-互選 
規則の 効力を 北海道 及 沖 繩縣に 及ぼさな いと 云ふ理 
由は 全く 消滅を 致しました 、他の 府縣と 同じく 多額 
納税者 議員を 貴族院に 浍ら しむる のは 此際至 當の事 
理と考 へる ので ございます る* 加 之 衆議院議員の 選 
擧法 は旣に 同地に 施行せられ まして 其 選出せられ て 
居る 所の 議員は 業に 巳に 衆議院に 列して 居ります る 
點 より 考 へましても、 北海道 及 沖 棚 縣に 互選 規則を 
施行せ しめむ が g に 貴族院 令 第 一條 第 六條第 七條を 
改正いた します るのは 確かに 事の K しき を 得た もの 
と 信ずる のであります る， 要するに 原案は 咁員せ む 
が 爲の改 正に あらず して、 政府 委員から も®々 述べ 
られ ましたる 通りに、 從 來の不 權衡を 矯正せ む' か爲 

に增 員を 已むを 得ず . と 云 ふと 語膊が ありませ う 

が 當然增 員し なければ ならぬ やうな 情勢に 立 至つ て 
居 〇 ものと 本員は 解釋を 下す のであります ろ、 で 斯 
の如く翻察して攻究しますれば、今回政府が提出せ 
られた IS の 原案は 全 iif と 致しましても 相當 適切の も 
ので あらう と 本員は 信 •する のであります が 故に、 茲 
に锊 成の ® 兑を 述べまして 諸君の 御 參考に 供したい 
と 思 ふので S. ります、 長い間 淸聽を 煩は しました。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 阪 谷男斟 に 伺 ひます が、 
此際發 言せられ ます か。 

o w 爵阪谷 芳郎对 別に 反對 論が ございませぬ けれ 
ば 私は 止めます。 
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嵙の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

OP 長 C 公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 
〇舛财中川興長君直ちに第三讀會を開かれむこと 
を 望みます。 

〇 子爵 靑木信 光 君 賛成。 

〇 伯 樹 柳 原義 光 君 賛成。 

〇 議長', 公 茴 德川家 達 君) 直ちに 第三 If 會を 開いて 
御 異存 ご Vj いませぬ か。 

〔「 码議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 
0議長(公捋德川家達冇〕御異議なヤと認めます。 
〇 議長 (公 13 德川家 達 君： I 直ちに 第三 讀會を 開き ま 
す、 第二 讀會 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

085 長 (公擗 德川家 達 君〕 ハ 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 (公 g 德川家 達 君〕 日程 第 七， 市町村 立小學 

校敎员 沿 隱料 及 ia 族 扶肋料 法屮改 正 法律案、 政府 提 

出、 第一 請 會の 紐、 委員長 報告。 

市町村 立 小 學校敎 員 退 隱料 及 is 族 扶助料 法中改 

正 法律案 

右 可決 •> へき ものな りと 議決せ 〇 依 て 及 報 街 候 也 

大正 七 年 H 月 十三 日 

右 特別委 員 長 

侯 辟 德川囿 順 

K 族院 漭揭公 财 德川家 達 殿 

〔侯 傅 德川囡 順 君 演 街に 登る〕 

〇侯昭漶川閃順君市町村立小昂校敎負退隱料及造 

族扶助料法中改正法律案の委員會-2經過並に結果を 

御報吿 いたします、 本案 改正の 要旨； i 今回 小® 校敎 

n の 俸給 令を 改正し まする 結果と して、 之に 伴 ひま 

する所の沿0料及敢族状 ||/; 料を改正するのでござい 

ます、 即ち 從來の 退 隱料 及敢族 扶助料ょり 更に 高い 

金 節の 係 給に 對する 所 S 5S 陔料及 扶助料を 定む る必 

要が あるので •こざいます、 委 n a l • 於？ ましても 詳 

細に* が 說明を 承 li りました ので ございます、 之に 

5 :き まして 委 n 中ょり 次の 質問 •かこ ざいました、 即 

一ち 此 法 案が 通過す ると ? It 其 効力 •か 遡及す る や 否や 

尙ほ此 効力 t 旣往 に迓る が 適 常と 思 ふが、 如：！： であ 

るかと 云 ふので •こざい ま I た、 之に 對 しまして 次の 

答 rF が ありました， 効力が 旣往に 遡る と 云 ふこと If. 

是まで 小 m 校敎 M 等に 於て It 其 例がない ので ある， 

それで 本案 も 効力を 旣往 1- 及ぼす 考 if ない と 云 ふこ 


とで ありました* 其他此 に 特報す べキ _事 柄 も ござい 
ませぬ、 委員 會は 必要なる 法案と 認めまして 金 會一 
致を 以ち まして 可決いた しました 次第で ございます 
此段 御報吿 いたします、 簡單 明瞭の ものであります 
から •讀會 省略を 以て 可決 あらむ ことを 希望いた し 
ます。 

〇 子爵 藤 谷爲寬 君 _會 省略 賛成。 
o.j 鹊 掇本武 憲治 賛成。 

〇 侯爵 細 川_立 君 賛成。 

〇 子 辟 京 極 高備君 賛成。 

〇 子爵 豊岡丰 ：資忍 賛成。 

〇子樹 本 多 忠鋒君 賛成。 

0 男 骷 高木 兼 II 君 賛成。 

〇 山 脇玄君 賛成。 

〇 高 崎 親窜君 賛成。 

〇 男 谢山內 長 人君 S 成。 

OW 爵肝付 兼行 君 賛成 U 
05 R f# 藤 井 包總® 賛成。 

0 議長 (公 辟 德川家 達 若) 德川 侯爵の E 會省 略の 動 
議に 同 ® S 諸君の 起立を 請 ひます。. 

起立 者  多數 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 お〕 三分の 二 以上と 認めます 
…… 原案に 御與存 •こざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公勝 德川家 達 君：} 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公 h'f 徳川家 達 君〕 日程 第 八、 重要 物產 同業 
驵 合法 中 改正 法律案， 衆議院 提出、 第 1 10 會。 

重要 物脔同 菜 組合 法 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案及绘 讨 候 也 
大正 七 年 三月 十二 日 

衆 翳 院議 長大 岡 育造 
贵 族 院謅長 公邸 德川家 達 殿 

® 要 物 瘅同栾 組合 法 中 改正 法律案 

雷 嬰 物 商！ 一榮 組合 法 中 左ノ通 改正 ス 

第九條 第一 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

m 長 ハ 興 ノ 同業組合 又 ハ 同業組合 聯合 ir ヲ 代表 

シ其ノ 琪 務プ管 理ス 

第 十一 條ノニ 經费又 ハ 過怠 金 ヲ滯納 スル 者 ァル 

場合 M 於テ組 長ノ誚 求 アル トキ ハ 市町村 ハ國税 

滞納 鹿 分ノ 例-一 tt リ 之 ヲ魃分 K 此 / 場合 U 於 テ 

ハ 組合 ハ 其ノ徵 收金額 ノ百分 ノ四ヲ 市町村 二 交 

付スへ •ゾ 


前項 ノ徵收 金 ハ 市町村 其 ノ他之 M 準ス ヘキ モノ 
ノ徵收 金 一一 次 テ 先収 特榴 ヲ有シ 其 ノ追徵 還付 時 
効 二關シ テ ハ國 税ノ例 二 依 ル 
〇 議長 (公 樹德川 家 達 君) 本案の 特別委 員は 翁に 議 
長が 指名いた しました 農 會法中 改正案の 同一 委員に 
附託いた します。 


0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 諸君に 於て 御 異議が なけ 
れぱ第 九ょり 第三 十までの 請願を 一括いた して 問題 
?-. 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 意見書 案は 朗讀 を經 さる も參照 のた め 
玆に載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

八幡 區裁判 所 復設の 件 

岐阜 縣郡上 郡 八幡 町長 仲 上 忠平外 十六 名 M 出 
右の 請願は 前年 行政 整 t'i! の 結果 八幡 區裁判 所を 腿 
止し 其の 管轄區 域た る 岐阜 縣郡上 郡を 擧けて 岐阜 
區裁判 所の 管_ に ia せしめられた る も 同 郡は 山嶽 
を 以て 圍まれ n. •岐阜 市を ffi る こと 遠く 交通 至難な 
るを 以て 人民の 不便 不利尠 からさる に 依り 速に 同 
區毅判 所を復 設せら れた しとの 旨 趣に して 貴族院 
は 願意の 大體は 採 捲す へき ものと 議決 致 候 因て 議 
院法第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴 族 院議 長 公爵 德川家 達 
內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見霄 案 

佐 野 區裁判 所 復設の 件 

栃木 縣 安蘇 郡 佐 野 町長 大川才 次郎外 十四 名呈 

右の 請願は 窃に 行政 整理の 結果 佐 野 K 裁判所を 躞 
止し 其の 管轄 區域た る 栃木 縣安蘇 及 足 利の 一一 郡を 
擧けて 栃木 K 救 判 所の 管 Is に® せしめられた る も 
安蘇 郡は 機業 盛大に して 商肢引 頻繁を 極め 裁判 事 
件 亦 夥多なる に 栃木 K 裁判所を 胆る こと 遠く 人民 
の 不便 © からさる を 以て 速に 同 M 裁判所を； P 設せ 
られ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 
掙す へき ものと 議決 致 候 因て 謎 院法第 六十 五條に 
依り 別册 及 绘 付 候 也 
大正 七 年月日 

贵 族院链 長公时 德川家 達 


內閣總 理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見書 案 

龍ヶ 崎區 裁判所 復設の 件 
茨城 縣稻敷 郡 龍ヶ崎 町長 中島 喜三郞 外 七十 九 
名 呈出 

右の 請願 it 前年 行政 整理の 結果 龍ヶ 崎區 裁判所を 
廢 止し 其の 管 II 區域た る 茨城 縣稻 数、 北 相 馬の 二 
郡を 擧 けて 土浦區 裁判所の 管轄に 腸せ しめられた 
る も 距離 遠隔に して 不便 尠から 寸 加 之 昨年 稻敷郡 
の 內本新 島 •十 余 島、 浮 島の 三 摘 村を 麻生區 裁 
判 所の 管轄に 移された るか 爲一層 其の 不便を 感す 
るに 至りた るに 依り 右二 郡を 管轄區 域と する 龍ヶ 
崎 區裁判 所を {I 設せら れた しと 〇 旨 趣」 して 貴族 
院は 願意の 大體は 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 
議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 總理大 I is 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見書 案 

武生區 裁判所 復設の 件 
福 井 縣南條 郡 武生 町長 三 田 村 甚三郞 呈出 
右の 請願は ffl に 行政 整理の 結果 武生區 裁判所を 廢 
止し 其の 管轄 區域た る 福井縣 南條郡 武生町 外 四十 
七箇 町村は 遠隔なる 福井區 裁判所の 管轄に 屬せし 
めら れた〇 然るに 該 地方は 訴訟事件 多き 爲不便 甚 
しきを 以て 之 か復薦 に關し 議院-- 請願し 旣 に採擇 
1 V 得た る も 未 其の 運に 至らす 頗遺憾 なる を 以て 速 
に 之を 復設 せられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願 
意の 大 ti lt 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 
第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內聞 總理大 K 伯® 寺 内 正毅殿 
意見書 案 

北海道 空 知 郡 中宮 良 野 村に 登記所 設置の 件 
北海道 空 知 郡 中 富 良 野 村 平民 農須藤 才八外 三 
百 二 名 呈出 

右の 請願は 北海道 空 知 郡 中 富 良 野 村は 上 富 良 野 村 
及下抗 良 野 村の 中間に 位し 逐年發 達の 機運に 向 ひ 
登記 事件 多くして 將來登 記 所を 佾設せ ら るる 場合 
に It 最適 當の 位置た るへ きに 由り 同村 市街地に 之 
を 設けられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 


五 
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福 岡 ?? 築 上 郡不城 井：： r 安武に 登記所 設孜の 件 外 十 件の 請 頭 


體 は 採 捲す へき ものと 菡決致 候 因て 錢院法 第 六十 
五條に 依り 別册 及浍付 候 也 
大正 七 年月日 

ft 族 院議 長 公昭 德川家 達 
内 開 總理 大臣 伯爵 寺內 正毅毅 
S  見 fifl ^l 

福 岡 縣築上 郡 下城 井村 安武に 登記所 設置の 件 
福 岡縣築 上 郡 下城 井村 長 佐 藤 五六 郞外 一名 呈 
H 

右の 請願 1 i 福 岡縣築 上 郡 下城 井村 及 上 城 井村の 登 
記事 務は 行橋區 裁判所 椎田出 張 所の 管掌す る 所な 
る も 同 出張所は 遠隔に して 不便 尠 からさる を以つ 
て 下城 井村 安武に 登記所を 設廣 せられむ ことを il 
議院に 請願し 採擇 せられし と雖 未設 It の 運に 至ら 

す ! t 憾な るに 依り 速に 之を 設置せられ たしとの 旨 

趣に して 貴族院は 願恝 の大膛 は 探擇 すへ きものと 

議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 5i 付 

候 也 

大正 七 年月 日 

貴族院 議長 公® 德川家 達 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺內正 毅殿 

意見書 案 

水戶 地方裁判所 下® 支部 權限復 葡の件 

茨城 縣眞壁 郡 下 妻 町長 河 面 芳雄外 九 名 呈出 

右の 請願は 茨城 縣 W 壁、 結 城 及 猿 島の 諸 郡 並筑波 

郡の 一部は 水戶 地方裁判所 下 1? 支部の 管轄に M す 

而し て SI に 同 支部に 於て 取扱 ひたる 民事 刑事の 事 

件は 擧 けて 之を 本廳に 於て 収扱は るる ことと 爲り 

たる 爲是 等の 數郡 民は 訴訟 上 多くの 日子と 費用と 

を 要するに 至り 甚遺憾 なろ を 以て 速に 該支 部の® 

限を復 a せられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意 

の大體 は 採 揺すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 

六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 

意見書 案 

靑淼縣 西 津輕 郡稻垣 村に 登記所 設置の 件 

靑森 縣西津 輕郡稻 垣 村長 藤 田 藤 左衞門 呈出 

右の 請願は 靑森縣 西津鞞 郡稻垣 村は 區域廣 く 戸口 

多くして 登記 事件 夥多なる に 拘らす 所轄 登記所を 

隔つる こと 遠く 交通 M 杜絕せ らる るを 以 つて 同村 


內に 登記所を 設置せられ むこと を 邸謅院 に 請願し 
採擇 せられし と雖朱 寅 行せられ さるは 甚 遣 憾なる 
に 依り 之 か 敷地 建物は 稻垣 村ょり 寄附す るを 以て 
速に 之を 同村に 設置せられ たしとの 旨 趣に して 貴 
族院は 願意の 大體は 採 揺すへ きものと 議決 致 候 因 
て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閗 總埋 大臣 伯爵 弄 內正毅 殿 
意見書 案  . 
靜岡 地方裁判所 沼津 支部復 設の件 
靜岡縣 駿東郡 沼津町 長大 場 藤 五郎 呈出 
右の 請願は 靜岡 地方裁判所 沼津支 部は 遜に 行政 整 
理の 結果 之を 廢 止せられ たる も沼津 町は 靜岡 以東 
に 於け る 要地に して 海陸 交通 S 便備 ほ り 又 近時 其 
の 附近に 谷 種の 工業の 發達 著しく 裁判 事件の 激增 
せる に拘 らす該 支部を 置かれ さるは 地方の 發鹿上 
遺憾 尠から さるに® り 速に 之を 復設せ られた しと 
の 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 揺すへ きも 
のと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 
缀付候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見書 案 

香 川 縣下漁 船 避難 港 築造の 件 
香 川 縣三豊 郡 翻 音 寺 町長 宮本秋 四郞外 四十 三 
名 呈出 

右の 請願は 香 川 縣三豊 郡觀音 寺 町は 翩戶內 海の 耍 
樞に當 り 附近 魚族 饒多 にして 三 備藝豫 の 漁船 常に 

輻湊し 斯業の 盛なる 實に內 海に 冠たり 然るに 海上 

風波の 危險 多く e に 漁民の 生命 財產を 亡失す る も 

の枚舉 に遑 あらさる を 以て 町民は 燧洋 救難 所を 設 

けて 之 か 災厄を 防止せ むと 企てたり と雖 其の 施設 

完から さるに 依り 政府に 於て 同町の 沿岸に 漁船 避 

雛 港を 急設せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願 

意の 大體は 採 擇すへ きものと il 決 致 候 因て 議院 法 

第 六十 五條に 依り 別册 及 接 付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 伯 K 寺 內正毅 殿 

意見書 案 


北海道 空 知 郡 岩見澤 町に 區裁判 所設 S の 件 
北海道 空 知 郡 岩昆澤 町 平民 公 ili 高 K 诹菝外 百 
四 名 呈出 

右の諝 願は 北海道 空 知 拙 岩見澤 町を 中心とする 一 
帶の 地方は 拓疝の 進埗に 伴 ひ 戶口 繁殖し 谷 種產業 
の 11 達殊 1- 顯著 にして 隨て 裁判 車 件 溜％ せる に拘 
らす管 轉區 裁判所を 距る こと 遠く 交通 不便なる は 
甚道憾 なる に 依り 岩 見 澤町外 十八® 町村を 管 轉す 
る區 裁判所を 同町に 設置せられ たしとの 旨 趣に し 
て 貴族院 (X 願意の 大體 は探撻 すへ きものと 議決 © 
候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總现 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見書 案 

北海道 上 川 郡 名 寄 町に 區裁判 所 設置の 件 
北海道 上 川 郡 名 寄 町 平民 農 木 原 太 三 治 外 二百 
五十二 名 呈出 

右の 請願は 北海道 上 川 中 川の 二 郡は 天盥川 流域 地 
方の 要 部に 位し 戸口 多く 區域 廣大 にして 產 業の發 
達 著しく 裁判 事件 亦頗 夥多なる に 拘らす 交通 至 ii 
にして 遠距離なる 旭川 區 裁判所の 管 li に屬し 不便 
不利 尠から さるの みならす 地方の 發展上 遺憾に 堪 
へさる に 依り 上 川 中 川 枝 幸の 三 郡 及 紋別郡 2 一部 
を 管 _區 域と する 區裁判 所を 名 寄 町に 設置せられ 
たしとの 旨 趣に L て 貴族院は 願意の 大體は 探櫸す 
へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 
別册 及 送付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見書 案 

旭川 區 裁判所 士別 出張所 設置の 件 
-  北海道 上 川 郡 士別町 平民 公 3! 遠 藤 康之外 三十 
四 名 呈出 

右の 請願は 北海道 上 川 郡 多 寄 村， 上士別 村 •  M 淵 
村， 和 寒村 及士別 町は 旭川 區 裁判所 上 名 寄 出張所 
の 管轄に 屬する も 同 出張所は 事務 繁劇に して 迅速 
を 期し 難く FL 其の 多くは 是 等の 町村に 係る ものな 
るを 以て 以上 五箇 町村 V. 管 li する 登記所を 士別町 
に 設置せられ たしとの 旨 趣に して ® 族院は 願意の 
大體は 探摺 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六 


一一 六 

十 五條に 依り 別册 及 逸 f-t 候 也 
大正 七 年月日 

ft 托院琏 汾公聆边川来途 
內閣總 理 大臣 伯 脬赤 內正孩 彀 

r( 見® ^ 

宮時縣 柬 臼杵 郡 ifi 筠 村に發 記 所設 S の 件 
宮畸縣 東 臼杵 郡柬鄕 村長れ 名馬 治 外 十八 - S 呈 
出 

右の 請願は；：： 略 腐 取 臼杵郡 3i 鄕村は K *?? !s( 大 にし 
て 登 IB 事件 夥多なる に拘ら す 所铊？ 記 所を 距るこ 
と 遠く 交通 至難に して 不便 不利 尠から さるを 以て 
趿 地 建物 等は 之を 寄附 丁へ きに 依り 速に 同村に 登 
記 所を 設 is せられた しとの & 趣に して «: 族院は K 
意の 大 膛は 採 播すへ きも 〇 と 議決 致 候 因て 議院 法 
第 六十 五條に 氓り 別册 及 5S 付 候 也 
大正 七 年 月 0 

K 族 院蹯長 公 11? 德川家 iii 
內閣 總理 大臣 伯 辟 寺 内 正毅殿 
意見® 案 

松阪區 裁判所 復設の 件 

三重 縣販南 郡松阪 町 -M 大村 福 :/. F; 郎外 二十 二 名 
呈出 

右の 請願は 三 m- 縣飯南郡松阪町は諸官衙の設ぁり 
加 ふるに 民辦 刑事裁判 所 事件 頻繁なる に 拘ら す # 
に 行政 整理の 結果 同地に 於け る !® 裁判所を 躞止せ 
られ該 事務は 距離 遠隔なる 安濃 津 M 裁判所の 管轄 
に M せしめられ 町民 s 不便 不利 一方なら さるを 以 
て該 M 裁判所を 復設せ られた しとの 旨 趣に して fi 
族院は 願意の 大體は 採！： すへ きものと 議決 致 候 H 
て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及缀付 候 也 
大正 七 年月日 

a 族 院議 長 公 |» 徳川家 達 
內閣 總理 大臣 伯爵 寺 内 正 殺 蝦 
意見書 案 

長 野縣南 佐 久郡中 込 村に 登記所 設 敗 の 件 
長 野縣南 佐久郡 中 込 村長 市 川忠治 郞外二 名 呈 
出 

右の 詰 願は 岩 村 田 M 裁判所 臼 田 m 張 所は 管轄 辟拽 
廣濶 にして 登 IH ‘件數 多く琳 務 の 齙滯を 免れさる を 
以て 長野縣 南佐久 郡 中 込 村 字 P 力に區 裁判所 出張 
所を 設け 同 郡 野澤 町‘ 前山 村、 岸 野 村， 樱井 村、 
中 込 村、 平賀 村及內 山村を 其の 管轄に® せしめら 
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れた しとの 旨 趣に して ? t 族 院は 願意の 大體は 採 摺 
すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五 勝に 依 
り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 謅 'M 公爵 德川家 達 
內閣 總理 大臣 伯 辟 寺 內正毅 殿 
意 a 辨案 

北海道 紋別郡 上 湧 別 村に 登記所 設置の 件 
北海 11 紋別郡 上 湧 別 村 農 鈴 木 峰 次 外 四百 二 十 
九 名 M m 

右の 調 願 (t 北海道 紋別郡 上澳別 村は 土地 gs く 戸口 
多く 產第 興 11 し隨て 登 IB 事件 夥多なる に 拘らす 遠 
隔な る紋別 登記所の 管轄に® し 不便 不利 尠少な ら 
さるを 以つて 同村に 登記所を 設逋 せられむ ことを 
議院に 請願し 採 採せられ たる も 未 锊 施せられ さる 

は ia 越なる に 依り 之れ を設 S せられた しとの 旨 趣 

にして fl: 族 院 は 願® の大 體 は 採擇 すへ きものと 議 

決 致 候 因て II 院法第 六十 :-/ 1: 條に依 り 別册 及 送付 候 

也 

大正 七 年月日 

.  K 族 院議 丧公 H? 德川家 達 

內閲 總理 大臣 伯 辟 串 内 正毅殿 

H lil e: 案 

©1! 路地 方教判 所 網 走 支部 設 {2 の 件 

北海荊 0| 走郡網走町平民回漕架遠藤_兵衝外 

十四 名呈 3 

右の 請願け 網 走 M 教 判所符 内は 戶口佾 加し 産業の 

發達 著しく 訴訟事件の 佾 加した る こと 釧路地 方 裁 

判 所 I1? 內各 M 裁判所 中 第一位を 占む るの 狀 RS なる 

に拘ら す K 教判 所の 糊 fti 外 1.- 链 T る 訴訟に 就て は 

遠隔なる 釧路に 作 (y せ さ 〇 へからす 不便 不利 甚し 

きに依〇速に該莳裁判所に釧路地方裁判所の甲號 

支部を 設啟 せられた しとの 旨 趣に して 贵族院 は 願 

S の大 6S は 採 擇す へき ものと 謎 決 致 候 因て 議院 法 

第 六十 K 胳に 依り 別册 及 送付 候 也 

大正 七 年月日 

ft 族 院逋长 公 E? 德川家 達 

內閒總 理 大臣 伯 113 1^ 內正毅 殿 

S 見 B： 案 

縣那 K 郡 右 福 村に 登記所 設 M の 件 

岛 根縣那 H 郡 有 福 村 平民 段 森 脇 平作 外 二百 五 

十六 名 呈出 


右の 請願は 島根 縣那贺 郡 有 福 村は ■田 區裁判 所の 
直轉に 跡 市、 二 宮 、川 波の 三® 村は 江 津出張 所の 
管轄に 福す と雖旮 村 共 所 踏 登記所は 遠隔に して 不 
便 不利 甚 しく 地方の 振興 上 ifl 憾尠か らさ るを 以て 
廳舍の 設備 等は 地方 民に 於て 之を 氓 I'm すへ きに 依 
り 有 福 村を 屮心 とし 交通 Jli 引關係 等の 密接なる 右 
四箇村 を 管轄 K 域と する 登記所を 大正 七 年度に 於 
て 有 福 村に 設置せられ たしとの 旨 ® にして 貴族院 
は 願 S の 大體は 採擇す へき ものと 議決 致 候 因て 議 
院法第 六十 五 临に依 〇 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 1^ 理 A 臣 I In 爵寺內 正毅殿 
意見書 案 

岡山縣 B 庭 郡內登 記 所 設置の 件 
岡山縣 眞 庭郡 八朿 村長 立 田 棟 造 外 二 名 呈出 
右の諧 願は 岡 山縣 B 庭 郡 八 束 •川上 •中和の 三箇 
村は 津山 M 裁判所 勝 山 m 張 所の 管_ に 齠 する も距 
離 遠隔に して 殊に 冬期 (t 積雪の 爲 交通 杜絶し 不便 
甚しき を 以て 速に 三 固 村の 中 適當な る 場所に 區裁 
判 所を 設問せられ たしとの 旨 趣に. して 貴族院は 願 
意の 大體は 採捋 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 
第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣總 1 f 大 K 伯 IGI 寺 内 正 毅殿 
总 見矜案 

藥草栽 培 保 謎に 關する 件 

见京府 北 豊島 郡 m 鴨 町 士族 日 ド 眞佐市 呈出 
右の 請願は 我 lia に 於て ^ 用 柿 物 2 栽培を 保篚 獎_ 

する は 刻下の 急務な 〇 故に 臨時 藥業 調资會 に 於て 

決定した る藥草 試 驗坳設 置の 金額を 以て 之 か 栽培 

者 並 研究者に 對し 補助金を 下付す る 爲藥草 栽培 獎 

勵法を 制定せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願 

3S CO 犬 fis ii 採掙す ヘキ」 もの と 議決 致 候 因て 誔院法 

第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 

大正 七 年月日 

K 族院遴 長 公 ! 3 德川家 達 

內 m 總 1 ?大 | K 伯时寺 内 正 毅殿 

恧見 55 案 

北海 55 空 知 郡 上 JS 良财 村に 登記所 設 E の 件 

北海 S 空 知 郡 J-. •；£ 良 野 村 平民 農 脇 坂邱夫 外 百 


六十 四 名 呈出 

右の 読 願は 北海道 空 知 郡 上 贷 良 ! W 村は 附近の 谷 村 
に 比し 區域 廣澗 人口 夥多に して 登記 事件 頻繁なる 
に 拘らす 管轄 登記所た る 旭川 區 裁判所は 距離 遠隔 
にして 不便 不利 一方なら さるを 以て 同村に 登記所 
を 設置せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 
大體は 採 擇すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六 
十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閗 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
〇觀長 (公® 德川家 達 君〕 第 九ょり 第三 十までの 請 
願は， 請願 委員長の 報告に 同意の 諸 封の 起立を 請 ひ 
ます 

起立 者  多® 

0_長 (公 辟 德川家 達 君) 過半数と 認めます、 次の 
識事 日程は 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 是に 
て 散會。 

午後 三時 四 分散® 


0 大正 七 年 三月 十八 SC 月 噃日) 

午前 十 時 四 分 開議 
議事 日程 第 十四 號 

第一 侯爵 中 御門 經恭君 •深 野 I 三 君 請暇の 件 
I  I 正— A 驗釀娜 第 |讀 

會  - 
i  ii—行 法 中 i 案 (織 謂 
第 I 讀會 

第 四 ® 災 救助 基金 法中改 JE 法律案 a s 測 
付;！ 第 11 s ii r)  i 院送 

第五 朝鮮の 生産に 嘴る 物品の ? S 入稅 免除に 關 

if る 一  2 響 g 

第六特 說 法 中 改正 法律案 (職 織 院) 第 i 會 
第 -fc 商標 法 中 改正 法律 ^ 職 織 院) 第一 隨窗 
第 八 窝1中改正法1(撕腦院)第1 |1 @ 
第 九實用 新案 法 中 改正 法律案 ^|_院} 第 I 
讀 會 

第 十 日本 ！ a 業 SS 行 法中改 正 法律案 (醜 職 院) 

第 i® の 緩 ii 韻 長) 


第 十 I  輕 便 鐵道法 中 改正 法律案 (職 设院) 第 
|讀 會 8( 11 長) ^ 

第 十 二 軌道 條 例中改 正 法律案® 彌院) 第 一 

響  s ii Jj  .  / 

第 十一 11 美術の 振興に 關す る a li 案 (g® 3 
織) 會議 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 是 より 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔岡 書記官 朗 _〕 

去る 十五 H 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案 
は 即日 裁可を 奏請せ り 
貴族院 令 中 改正案 

同日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 即日 
之を 衆議院に 送付せ り 

市町村 立 小 學校敎 員 退 隱料及 遺族扶助 料 法 ' !■■ 改 
正 法律案 

同日 本院に 於て 採擇す へき ものと 議決した る 八幡 
區裁判 所设設 の 請願 外 二 十一 件の Blif 願は 各 意見書 
を附し 即日 之を 政府に is 付せ 〇 
同日 R7 決した る蕺員 高木 豊三 君に 對する 吊 辭は翌 
十六 日 之を 聰れ〇 

同日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

農 會法中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  子 S 泉 S 勇 君 
副 委員長  前 田 正 名君 
重斟 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 特別 姿 員會 
委員長  子 博 冷泉 爲勇君 
副 委員長  前 田 正 名君 
同日 特別委 員 副 委員長より 左の 報传 W を 提出せ 〇 
罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 可決 報吿軎 
同日 特別委 M 長より 左の 報 吿霄を 提出せ り 
日本勸 業 銀行 法 中 改正 法律褰 可決 報吿書 
輕便 鐵逍 法中改 K 法律案 RJ 決 報告書 
軌道 條例屮 改正 法律案 可決 報吿書 
一阼 十六 □特別委 員會に 於て 常 選した 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 

有俏證 券 割賦 阪資業 法案 特別委 員會 

委員長  子 i 垣 太祥君 
副 委員長  子爵 田 尻稻次 郎君 
朝鮮の 生產に 係る 物品の 移入 税免除 に關 する 法 


北 泡 ; Ti 紋別 郡卜 涵 別 村に 登記所 設遛の 件 外 五 件の 請願 


一七 


院族貴 會議國 帝 回 十四 第 


狩 遛法改 正 法律案 第一 罚ヘ 1.:/ _ 

律 案 特別委 員 锊 

委員長  石塚英 疲君 
s fl 長  子 i 村 益 三 君 
爆羚物取琦：31;中改正法律案特別委員會 
委員長  伯爵 松 平 賴 _ 

副 委員長  男脬若 王子 文煺君 
同日 特別 委員長よ 〇 左の 報 吿軎を 提 m せり 
朝 » の 牛： 產に 係る 物品の 移入 說免除 に關 する 法 
律 案 可決 報 街 ® 

同日 衆 翳 院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ 〇 
狩 遛法改 疋 法律案 
兹 矜 銀行 法 中 改正 法律案 
同日 議員 馬屋 原澎君 外 一名より 百 六 名の 賛成を 以 

て 美術の 振興に 關する 建篛 案を 發翳せ り 

從 三位 動 三等 男爵 西紳六 郎君 

正 五位 勸四等 男爵 辻  太 郎君 

同日 男 岡 _員 補闕 選擧 に當 選せ らる 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 一昨 十六 日 •本院 議員に 

當選 せられました 男爵 西 紳六郞 君の 席次は 古！ E 公威 

君の 次席 •同じく 男爵 辻 太 郎君の 席次は 藤 堂 男爵の 

次席と 做 定いた しました。 

011 長 C 公爵 徳川家 達 君〕 是 より 本日の 會議を 開き 

ます、 諸君に 御 諮りを 致します 、一昨 十六 日當 選せ 

られ ま L た 西 男爵， 辻 男爵の 部 13 は 抽籤の 手 續を省 

略いた し、 順次 闕員あ る 部に 編入いた して 御 異存 ご 

ざい ませぬ か。 

〔「異 議 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 

付て は 西 男爵を 第 四 部に、 辻 男爵を 第五 部に 編入い 

たします。 

〇 侯 辟 細川譴 立君是 より 借地 法案の 特別委 員會を 

開きたい. と 思 ひます から、 同 委員の 退席の 御 許可を 

願 ひたぅ 存じます。 

〇 議長 c 公 g 徳川家 達 君〕 細 川 侯爵の 借地 法案の 特 

別 委員 曾へ 退席の 耍求 は" 許可を 致して 御與存 ござ 

いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 

玆に 諸君に 御 諮り 致します、 本 會期中 特別委 員會、 

常任委員 會 、並に 分科 會 等へ、 本會翳 中に 退席の 要 

求が 出ましたなら ぱ 許可を 致して K からう かと 考へ 

ますが、 豫め 諸君の 御 許しを 得て 置きた う 存じます 


〔「異議な し J と 呼 ふ 者. あ 〇〕 

〇 謎 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
誌 •事 日程 第一、 侯爵 中 御門 經恭君 、深 野 一三 君 請暇 
の 件、 中 御門 侯爵 公務 上 會期 中、 深 野 君病氣 に付き 
會 期 中の 請暇で ございます、 何れも 許可を 致して 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「與 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二、 狩 獵法改 正 法 
律 案 •政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 、本日 も 御 
異議がなければ 通牒 文の 朗讀は 省略を 致した く 存じ 
ます。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 送付 文 及 議案 ほ朗 _ を經 さる も參 照の 
ため 玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

狩獵 法改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 11 院法 第五 

十四 條に依 り及邊 付 候 也  . 

大正 七 年 三月 十六 日 

衆議院 譎 長大 岡 育造 
貴族院 園長 公爵 德川家 達 殿 
狩 II 法 

第一 條狩獵 鳥獸以 外 ノ鳥獸 ハ 之ヲ 捕獲 スル コト 

ヲ煜ス 

狩獵 鳥獸ノ 種類 ハ 主務大臣 之 ヲ定ム 

主務大臣 ハ 特殊 ノ狩礙 烏 獸ノ 保護 蕃殖 ノ爲 必要 

卜認ム ル トキ ハ 區域 ヲ定メ 捕獲 ヲ 禁止 又 ハ 制限 

スル コト ヲ得 

第二 條狩獵 鳥類 ノ雛及 鳥類 ノ卵ハ 主務大臣 ノ定 

ムル モノ ヲ除 クノ 外之ヲ 捕獲 又 ハ 探 取 スル コト 

ヲ得ス 

第三 條狩礙 鳥® ハ 狩獵免 許ヲ受 クル-一 非 サレ ハ 

主務大臣ノ定ムル銃器、網黐_、ハゴ，鉤又ハ 

罠ヲ使 用. ゾテ 之ヲ 捕獲 スル コト ヲ得ス 但シ 欄、 

柵 其ノ他 ノ圍障 アル 邸宅 地域 內 一一 於 テ 銃器 ヲ使 

用 セス シテ 捕獲 スル 場合 ハ 此ノ 限- 一 在 ラス 

第四條 地方 長官 必要 卜認ム ル トキ ハ 主務大臣 ノ 

認可 ヲ受ヶ 前條 / 規定-一依 ル II 具ノ使 用 以外 ノ 

方法 ヲ以 テス ル 狩獵鳥 獸ノ 捕獲 ヲ 禁止 又 ハ 制限 

スル コト ヲ得 

第 五條 狩獵 免許 ハ 甲乙/二種 トシ 狩獵免 狀ヲ下 

付ス 


E- T5 狩 13 免 狀ハ 銃器 ノ w 用 以外 ノ 方法 ヲ以テ 狩 
rw > 爲ス 者-一、 乙種 狩© 免 狀ハ铳 器ヲ使 用シテ 
狩經 ヲ爲ス 者-一之 ヲ 下付ス 
狩 II 免狀ノ 有効期間 ハ 十月 十五 日 ヨリ 翌年 四月 
十五 日 迄 トス 但シ 北海道-一 於 テ ハ 九月 十五 日ヨ 
リ 翌年 四月 十五 日 迄 トス 

主務大臣 ハ 特殊 ノ狩 麗 烏 獸 / 保護 蕃殖 ノ爲 必要 
卜認ム ル トキ ハ 前項 ノ 期間 內 -1 於 テ特二 其ノ狩 
獵ノ 期間 ヲ 限定 スル コト ヲ得 
前 二 項 ノ 期間 內 -1 非 サレ ハ 狩 [1 ヲ爲ス 事ヲ得 ス 
第 六條末 法 又 ハ 龙法 -I 基キ テ發セ ル 命令- 1 遠 E 
シ 罰金-一 處セ ラレ タル 者 ハ ー年 ヲ經過 スル-一 非 
サレ ハ 狩 獵 免許 ヲ受 クル コト ヲ得ス 
第七條 未成年者， 白痴 者 又 ハ 瘋癲 者 ハ 乙種 狩 獵 
免許 ヲ受ク ル コト ヲ得ス 

乙種 狩獵 免許 ヲ受 ケタ ル 者 白痴 者 又 ハ 瘋顏 者卜 
爲リ タル トキ ハ 地方 長官 ハ 其ノ 免許 ヲ 取消ス へ 

シ 

第八條 狩獵 免許 ヲ受 クル 者 ハ 明 乙 谷 種-一 付左ノ 
區 別-一 從ヒ 免許税 ヲ納ム ヘシ 

一窜 地租 五百圓 以上、 營業税 百 五十 圓 以上 
一等 若：； 所得税 百圓 以上 ヲ納ム ル 者 又 ハ 其 

ノ 家族  四十 五 圓 

こ 争 地租 三十 圓 以上、 營業稅 二十 圓以上 若 
二等 ハ 所得税 ヲ納ム ル 者 又 ハ 其ノ家 族 

二 十圓 

三等 一等 及 二等 以外 ノ者  五 圓 
前項 ノ 免許 税ハ收 入 印紙 ヲ以テ 之 ヲ納ム ヘシ 
第九條 '主務大臣 又 ハ 地方 長官 ハ 鳥獸 ノ保髏 蕃殖 
ノ爲乂 ハ 土地 所有者 ノ出願 其 ノ他ノ 事由-一因 y 
必要 卜認ム ル 場合-一 於 テ ハ 十 年 以內ノ 期間 ヲ定 
メ禁獵區ヲ設クルコトヲ锷 
第十條 地方 長官 ハ 危險豫 防/ 爲其ノ 他 必要 卜認 
ムル トキ ハ 銃躐 禁止 區域 ヲ設ク ル コト ヲ得 
第 十 一條 左-一 揭クル 場所-一 於 テ ハ 狩獵 ヲ爲 スコ 
トヲ得 ス 

一 御獵場 
二 禁獵區 
三 公道 
四 公園 
五 社寺 境內 
六 墓地 


二' 

第 十二： 一 學術 研究 又 ハ 有 薄 烏 K BI 除/ e 其/也 
特別 ノ琪 由-一因 リ 主務 大 r;i 又 ハ 地方 ^ 官ノ 許可 
ヲ 受ケ々 'ル 場合-- 於 テ ハ 前數庙 ノ規 5K = 拘ラス 
鳥_ヲ 捕 DS シ又ハ 烏 類 ノ 卵ヲ捋 取 K o- n トヲ煜 
主務大臣 又 (地方お宮前识ノご可ヲ已シタルト 
AV ハ 許 nj s? ヲ下付 ス 

第 十 I 二 條前條 第一 項 ノ 規定 — te リ拙顶 シタ >!y 烏 

® 又 ハ 採取 シタル 鳥： S  ノ卵ハ 之 v i fis l® シ又 ハ ^ 
受クル コト ヲ得ス m シ g . .• -« 官袈ノ 許 玎 ヲ受 ケタ 
ル トキ ハ 此ノ限 二 在 ラス 

第 十四 條國 、道 府縣 、郡 又 ハ 市町村 ハ 命令/ 5E 
ム >1/ 所- 1 依 リ 躐 區ヲ 設定 スル n トヲ得 
第 十 Jt: 條爆發 物、 魁 藥 、辯 薬、 据銃又 ハ ) fi: 險ナ 
ル 罠 若 ハ陷 穽ヲ ffi w シテ 鳥獸ヲ 拙 ！？ § スル コト ヲ 
得 ス 

第 十六 條日 出前 若 ハ 日沒 後、 m 街其ノ 他人 家稠 
密ノ 場所 若 ハ 衆人 群集 ノ場 所- - 於 テ 又 ハ 銃丸 ノ 
達ス ヘキ 遛 アル 人畜， 建物 •汽車， s 車 若 ハ蹈 
船 M 向 テ 銃獵 ヲ爲ス コト ヲ煜ス 
第 十七 條攔柵 其 ノ他ノ 圍障又 ハ 作物 アル 土地- 1 
於 テ ハ £ 有 者、 共同 狩擞 地- 1 於 テ ハ 免許 ヲ受ヶ 
タル 者ノ 承諾 ヲ得 ル-一 非 サレ ハ 狩 獵又ハ 第 十二 
條第 一項 ノ規定 M 依 ル鳥獸 / 捕獲 ヲ爲ス コ トワ 
得 ス 

第 十八 條 鎞 區 -1 於 テ ハ 礙區 設定 若 ノ敢認 ヲ得ル 
-- 非 サレ ハ 狩 Ji 又 ハ 第 十二 條第 一項 ノ 規定- i 
ル 鳥獸ノ 捕獲 ヲ爲 K  n トヲ煜 ス 
第 十九 條狩躐 免許 ヲ受ケ タル 者 又 ハ 第 十一 一條 第 
一項 ノ許 町ヲ受 ケタ ル 者 鳥 獸ヲ捕 瓰シ又 ハ 鳥類 
ノ卵ヲ 採取 セム トス ル トキ ハ 狩磁 免狀又 ハ 許可 
證ヲ 携帶 ス ヘシ 

警察官 吏、 憩 兵、 森林 , i1 吏 又 ハ 市町村 長 ハ 前項 
ノ 規定-一依 リ携 帶スへ キ 狩 ! 1 免 狀若は 許可 證乂 
ハ 捕獲 シタル 鳥 獸若ハ 採取 シ タル 鳥類 ノ卵 ヲ檢 
査スル コト ヲ得 

第二 十條 木法乂 ハ 本 法ユ基キ テ發 ス ル 命令 i 
反シ .テ 捕獲シ タル 鳥 獸乂ハ 採取 y タル 烏 類/卵 
ハ 之 ヲ讓 渡シ又 ハ 11 受クル コト ヲ得ス 
第二 十一 條左ノ 谷號ノ ー-一該 當 スル 者 ハ 五 百圓 
以下 ノ罰 金-一 處ス 

一 第三 條 •第 十 一條， 第 十 五條 又 ハ 第 十六 條 
ノ 規定-一 溝 反シ タル 者 


院族行 伶 巧 謂 帝冋 十四 第 


H 詐欺/行 爲ヲ以 テ 狩 51 免許 又 ハ 第 十！ 一條 第 
一項 ノ許可 ヲ受 ケタ ル 者 
第三 條又ハ 第 十五 條ノ 規定-一 違反 スル 犯罪 ノ用 
-I 供 シタル 物件 及 其ノ 犯罪 m 因リテ 得 タル ! 1 獲 
物 ニ シテ 犯人 ノ所 有シ又 ハ 所持 スル モノ ハ之ヲ 
沒收ス 

第二 十二 條左ノ 各 號ノ M 該當 スル 者 ハ 三百 圓 
以下 ノ 罰金- 1 處ス 但シ第 十七 條 / 規定-- 違 ii シ 
タル 罪 ハ 占有 满又ハ 共同 狩 礎地ノ 免許 ヲ受 ケタ 
ル 者 ノ吿訴 ヲ待テ 之ヲ論 ス 
一 第 一條 第一 項、 第二 條， 第五 明， 第 十三 條 
第 十七 ^ 、 第 十八條 又 ハ 第二 十條ノ 規定 = 
違反シ タル 者 

11 第 一條 第三 項ノ 規定-一依 ル 禁止 又 ハ 制限-一 
違反 シタル 者 

三 钝 踎禁 止说敁-| 於 テ 銃攒ヲ 爲シ タル 者 

四 正 當ノ琪 ttl ナクシ テ 第 十九 條第二 狽ノ 規定 

-I 依 ル檢赉 ヲ 拒 ミ タル 者 

五 狩 脫 免 狀又ハ 第 十 I 一條 第一 一項 ノ 許可 證ヲ他 

人-一 使用 セ シメ タル 者 

第二 十三 條御 P か、 祭 e 以、 銃艘魏 止區域 、 11 

岡 又 ハ 共同 狩 ^ 地 ノ標識 ヲ移一 T 汚損、 毀® 又 

ハ 除却 シタル 渚 ハ 五十 [01 以下 ノ 55 金 又 ハ 科料- 1 

處ス 

第二 十四條 狩 榴兔許 又 ハ 第 十二 條第 一孭ノ 許可 

ヲ受 ケタ ル济本 法乂ハ 本 法- 1 基 キテ發 スル 命令 

-1 違反 シ罰 金- 1 處セ ラレ タル トキ ハ 其ノ 狩蹈免 

許 又 ハ 許可 ハ 効カヲ 失フ 

第二 十五 條筘 十九 條第 一項 ノ規 s-i 反シ タル 

者 ハ 科料 =處ス 

第二 十六陆 本 法 中 地方 長官 ト アルハ 東京 府 11 於 

テ ハ扔祓 總監 トス  • 

本 法 中 市町村 又 ハ 市町村 设ト アルハ 市制 又 ハ 町 

村 制 V 施行 セ サル 地 M 於 テ ハ 之-一 氓 スへキ モノ 

トス 

附則 

第二 十七 婼本法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第二 十八 條 明治 三十 年 法 nt 第 七號ハ 之ヲ 陂止ス 

第二 十九 肢 E 法-- 依リ爲 シタル 許可-- 付 テハ仍 

從前ノ 例-一依 ル 

洱 法 -- te リ設 ケタ / I 禁傲 M 又 ハ 銃 ?! S 结止ノ  K 域 


ハ 之 ヲ本法 一 一 依リ設 ヶタ ル 禁隞區 又 ハ 銃擬 禁止 
區域卜 看做ス 

第三 十 條本法 施行 前爲シ タル 共同 狩顯 地ノ 免許 
ハ 仍其ノ 劾 カ ヲ有ス 

前項 免許 ノ 期間 ハ 申請-一 囚 リ之ヲ 更新 スル コト 
ヲ 得 

第三 十一 條狩獵 免許 ヲ受 ヶタ ル 者薦法 第二 十一 
條 乃至 第二 十三 條ノ 規定-一依 リ處罰 セラ レ タル 
トキ ハ 其 ノ狩礙 免許 ハ 効カ ヲ失 フ此ノ 場合- 一 於 
テ ハ ー年 ヲ經過 スル-- 非ナレ ハ 狩 躐兔許 ヲ受ク 
ル コト ヲ得ス 

〔國務 大臣 仲 小路 販君演 « に 登る〕 

〇國務 大臣 (沖 小路 眼 君) 本案 提出の 3JB 由を 申 述べ 
まして、 御 參考に 供し ます、 近 來 本邦の 野生 鳥獸の 
漸次 減少を 致します る 傾向の あります る ことは 誠に 
著しい ことで ございます、 是等 鳥獸の 減少を 致し ま 
する ことは、 林業 殊に 農業には 少 からぬ 妨害を 及ぼ 
すので あります、 是等の 烏獸の 減少を 致します る 原 
因は、 近時 狩獵 家の 益々 增 加を 致します る 事， 或は 
狩 躐に關 する 器具 〇發 達を 致します る こと、 其 他に 
或は 密猢涝 等の 咐加 いたしました る こと、 是等 各種 
の 原 W が 集りまして、 斯 s 如く 野生 烏獸の 減少を 來 
して、 それが 爲に 農業 若く は 林業に も 少なからぬ 影 
罂を 及ぼす のであります、 どぅしても 此儘 にして 打 
拾て て 置く 課に 參〇 ませぬ ので 有ます、 宜しく 是 t 
の鳥獸 の 減少いた します る 事を 防止し、 一面に 蕃殖 
を 圖る道 を 講じます る こと も 極めて 必要であります 
今回 狩 II 法の 改正を 致します るのは 畢覚此 趣意に 基 
くので あ 〇 ます、 改正の 要旨は 是まで は 保護鳥と し 
て記黻 を 致した のであります、 是は 却って 煩 雜に流 

れ まして、 其钗 効を 舉げる ごと 甚だ 効果 乏しい ので 

あります、 lit 度は 是に K して 狩 ! 1 冷 致して 支への な 

いと 云 ふ 鳥 既 、事に 鳥類を 揭げる ことに 致しました 

次に <3: 狩 ■に關する器具に付て相當の制限を致1ま 

す、 If に sa 期 制度を 定めます、 及 狩 掰に關 する 税に 

付て 之を 改正を 致します、 其他密 隞者及 違反 af 等に 

付きまして 鹋 に 之を 収締〇 ますこと、 娃等の 趣 S に 

依りまして、 今回 改正 築を 提出す る ことに 致した の 

であ 〇 ます、 何卒 御. s vr の 上 御 協 饺あら んこ とを 希 

いいたします* 

〇雜長 0 <ム |3 德 川家途 君〕 別に 御 f-f 問 もない と 18 め 

ますから、 特別 ? S M の 氏名を ?? : 記 * K- をして 朗說 いた 


させます。 

〔岡 書記 , N5 朗讀〕 

狩獵 法改正 法律案 特別委 員 
公爵 德 川慶久 君  子爵 靑山 幸宜君 
子爵 伊集院 兼 知 君  子 桐 貞央君 
岡 喜七郞 君  男爵 靑山  元 君 
江 木  翼 S  江 原 芳平君 
鈴 木 周 三 郎君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第三、 臺 _ 銀行 法 中 
改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 
臺灣 銀行 法 中 改正 法律案 
右 政府 提 m 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 七 年 三月 十六 日 

衆議 梡議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
臺_ 銀行 法 中 改正 法律案 
臺_ 銀行 法 中 左ノ通 改正ス  . 

第五 條中 「地金 銀ノ賣 買」 ヲ 「地金 銀 賣買及 貨幣 ノ 
交換」- 1 「又 ハ 興業 債券」 ヲ 「興業 債券 其ノ他 主務 
大臣 ノ 認可 ヲ受 ケタ ル 有價證 券」- 一改ム 
第 五條 ノニ臺 _ 銀行 ハ 公共 團體 •產業 組合 又 ハ 
畜牛保 健 組合- I S シ 貸付 ヲ爲 K 場合-一 於 テ ハ擔 
保ヲ徵 セ サル コト ヲ得 
第六條 -I 左ノ 但書 ヲ加フ 

但 シ外國 一一 於 ケル 營業ノ 必要 上 主務大臣 ノ 認可 
ヲ受 ケタ ル 業務-一 付 テ ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第九條 中 「一千 萬圓 J ヲ 「二 千萬圓 J-1 改ム 
〔國 務大 [5 勝 田 主計 君演 《 に 登る〕 

0 國務大 K (勝 HJ 主計 君〕 唯今 議題と なつて 居り ま 
する 祭 12 銀行 法 中 改正 法律案の 大 體の說 明を 申 上げ 
たいと 思 ひます、 肇® 銀行 法の 改正の 主眼と 致し ま 
する 所は 保 證準 備の擴 張で ございます る、 御敢 知で 
在らせられ ま；- る 如くに 毫 ^ 銀行の 保證 準備は 明治 
四十 三年は 一千 萬 圓と云 ふ 事に 限定を 致されて 居る 
のであります、 然るに 其以 來毫圈 に 於き まする 產業 
其 他の 關 係に 於き まして 異常の 發 展を來 して 居り ま 
す、 故に 銀行券の 發 行に 付て 見ましても、 其當時 の 
殆ど 十三 四 割に も餘 計に 上って 居る と 云 ふやうな 次 
第で •こざいます るので 斯樣な 次第であります るから 
して、 常に 數百 萬 H の 制限 外の 發行を 致して 居る と 
云 ふ狀况 1.. 相 成って 居ります る、 故に 今回は 此 一千 


萬 圓に尙 ほ 一千 萬圓を 加へ て、 即ち 保 證準腧 の擴張 
の 程度を 二 千 萬圓と 致す と 云 ふ 改正を 加へ たいので 
あります， 是が 最も 主要なる 點で あります、 此 他に 
臺 _ 銀行に 於き ましては 御 承知の 通りに •南支 或は 
南洋 等に 於き まして、 事業を やつて pr ります るので 
此事劣 の發肢 の 程度は 近來 頗る 著しき ものが ありま 
する ので， 營銷範 園に 於き まして 別に 一項を 加へ ま 
して •主務大臣の 認可を 受けた る 業務を 營 むこと を 
得る と 云 ふこと 1- 致しました ので、 是は 或は 外國に 
投資す る爲に 「シン ヂ ヶート J の 仲間に 這 入ります る 
とか、 或は 資金を 融通した 關 係ょり 致しまして 外國 
に 於て 官金の 取扱を 致します ると か.‘ いろ'^ 種 /% 
實際 上の 經驗に 鑑みまして 此改 正を 致す 必要が 起つ 
たので ございます、 次に 臺 _ に 於き まして 產業 組合 
或は 公共 團 膛 の 如き ものが 段々 發 達いた L て來ま し 
て、 而も 其 基礎が 極めて 確 實に相 成りまして -* 是に 
對する 所の 監督の ^- 法 等 も相當 に 能く 行屆 いた もの 
になつ て 居ります、 故に 是 等に 封し ましては 擔 保を 
徵せ ずして 資金を 貸す ことが 出来る •即ち 我が 內地 
に 於き まして 勸業 銀行 或 ほ 農 H 銀行 等が、 是 等の 團 
體に對 しまして け 無 擔保に 貸付を 致して 居ります る 
が、 是 等と 同 樣の « きを 臺薄 銀行を して 臺爾に 於て 
爲 さしめ たいと 云 ふ 改正であります、 此 他に « » 銀 
行は 資金の 運用と 致しまして、 國愤 證券、 地方 公債 
證券、 或は 勸業 債券、 農工 債券， 興業 債券、 斯樣な 
ものに のみ 放 資する ことにな つて 居ります るが、 今 
日は 其 他の 特設の 會社 等の 發展 もあります るに 依つ 
て、 尙ほ 主務大臣の 認可を 受けた る 所の fa 券に 放 資 
を 致したい と 思 ふので あります、 一例を 申します れ 
ぱ束洋 拓殖 會社の 債券の 如き ものが 即ち 是れで あり 
ます、 其 他 K iffl 銀行に 於き ましては、 海外の 事業が 
發 K いたます に付きまして、 貨幣の 交換と 云 ふ 事が 
必要であります ので •菇は 他の 特殊の 銀行 等に も大 
槪ある ことで あつて、 臺闰 銀行に 於て は 今日まで 法 
が 缺 如いた して 居ります* ■斯樣 な 改正を 加へ たいと 
云 ふの が 此 精神で ございます、 何卒 御 港 議の上 御 協 
賛を與 へられむ ことを 偏に 希望いた します。 

〔男爵 尾 崎 三 良 君演檀 に S る〕 

0 男爵 尾 崎 三 良宕 此臺 _ 銀行 法の 改正に 付て 質 間 
を 致したい ので ございます が、 去りながら 是も矢 張 
り 金融の ことであります るから 自然 一般の ことに 渉 
るか も 知れ ませぬ、 私は 此袋鐵 のことは 甚だ 事情に 
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竦くて 十分に f- 究ぐ致 して 居り -i せぬ が、 此 度の 案 
は 詰り 保 證準 [:'] を％ T ts --:. £D (?. 、fi^8? ^ ;rr T- f^ ?T 
して 居る 兌換券 (3; 今日で 1-; 足りない に 依つ て 之を％ 
す ことを 云 ふ 法案と 考へ ますが、 それに 付て 質問い 
たしたい の ほ、 ffs で M 行して 居ります る 所の 通貨 
の …： 祭 费鋇行 の 兌換券と 云 ふ ものは、 どれ 程 現今 
4 S るので ありませ うか、 それから 裂 ^ では 此內 地の 
如く 通货が 膨脹して、 内地の 物悄の 如く 一般に 騰貴 
して 居ろ もので ありませ うか、 其 邊も伺 ひたい、 そ 
れから S 灣で發 行した 兌換券の 韬に肢 付け •か 始つて 
それを 支那 地方へ 輸出す ると 云 ふ. やうな 事は ない の 
であり ませう か、 是も 一向 事情に 疎う ございます か 
ら 、其邊 のこと を 一つ 承は りたい* 若し ありと すれ 

ば" * は 矢張り 禁止して あるので ありませ うか、 甯 

際の 有 ^ を 一つ 伺 ひたい、 それに 付て 尙ほ伺 ひたい 

のは 先般 も 質問した 譯であ ります が、 其 節 私の 質問 

の箇 條に對 して まだ 其 御 答の ない 件 も あつたと 思 ひ 

ます、 それは 其 節の 御說 明に、 此 通貨の 數の 程度と 

云 ふ ものは 何も 尺度がない から、 どれ だけが 適當で 

あるかと 云 ふことは 測られぬ が、 詰り 今日の 通貨 膨 

脹 して 居る のは 總て斟 第の 發達 種々 雜多 のことの 必 

要から 起つて 居る ので、 强ち是 が 今日の 適度に 超過 

して 居る とは 言へ ない、 斯う 云 ふ 御說で ありました 

詰り 其 膨脹し 過ぎて 居る とか"— 過ぎて 居ない とか 

云 ふことは 唯 それだけで 言へ ぱ水掛 論で •膨脹して 

居る、 いやして 居ない、 それだけの 話で、 誰が 判 斷 

する やら 分らない、 本員 等は 之を 過多に •即ち 適度 

ょり 越して 居る と 云 ふ® を證據 立てる には 一番此 貨 

幣が m て 行かう とする か、 せぬ かと 云 ふ 話 •現に 日 

本の 金貨 ど 云 ふ ものは 日本に あつて は 通貨が 膨脹し 

過ぎて 多 過る に 依て •それだけの if? をし ない 有た な 

い、 卿を なさない、 外國へ 行けば それだけの 金額な 

ら 金貨の 眞價の ある 働を する から 外 國へ輸 出し やう 

とする に違いない、 それでな ければ 誰も 危險を 同し 

て 持 出す ものは ない、 之れ を I 葦帶 水の II 海へ 持つ 

て 行けば 非常な 利益が ある、 ちつと やそつ との 利益 

| ではなから うと 思 ふ、 僅か 五分 や 一割 位の 利益なら 

一 ば 斯う 云 ふ危險 を！！： しても 持 出し やしない 偶々 危險 

を PI して 1 :押 へられても、 多くの場合に 成功 すれば 

それ 位の 損失は 償 ふて 餘〇 あると 云 ふ 位の 考を して 

居る に 違 ひない、 是が即 ち 兌換券を 過多に 暴 發して 

居る 十分の 證據 であらう と 思 ふ 内地に 置けば それ だ 


けの® ほな さない、 一圓の 金貨が、 假令 兌換券 だ に 
佐つて それを 日本銀行で 替へて 見た所が、 一圓の も 
のが 內地で (X 六 七十 錢 ょり 通 W しない 事になる、 紙 
幣と 同じで ある、 だから 之を 外國へ 持つて行 けば 利 
益が あるに 佐つて、 持つて行かう とする、 それを 法 
律な り 何なりで 持つて行く のを 抑へ て 居る から、 此 
貨幣と 云 ふ もの ほ 通貨と 同じ やうに なつて 仕舞つ て 
外へ 持つて行つて 使 ふ 事が 出来ぬ 以上は 替へて も 仕 
方がない に 依つ て 矢張り 內に置 いて 题く 、さう して 
內に置 けぱ其 働を なさない、 即ち 今日の 物價の 騰貴 
と 云 ふことは 言 ひ換へ れば 貨幣 2 下落で ある、 斯の 
如く 貨幣を 下落 させて B いて、 人爲を 以て 下落 させ 
て 置いて* 物價が 騰貴して 困る、 之を どうかし なけ 
れぱな らぬと 云 ふて、 外の 方に 力を 御盡 しになる と 
云 ふの (S 私は 甚だ 解し 得ない、 それは 何も 其 通貨の 
膨脹を 防ぐ のみが 物價 騰貴の 原因を 抑制す る 意味で 
もあります まい、 それは 過日 も 種々 樣 々に 御 並べに 
なつて、 物價 騰貴と 云 ふ もの (X 運搬 〇 不便 •それ か 
ら外國 輸入品の 社絕 、外國 へ 輸出す る 物品の 騰貴、 
又 米な どに 至つ ては 田舍の 百姓が まだ 上る だら うと 
云 ふて 貯へて 出さない、 種々 機々 の 原因を 御擧げ に 
なりました、 成程 それ も 一通りの 原因で ありませ う 
私は 決して それは 原因で ない と 言は ない、 固ょり 初 
めに 此物價 の 騰貴には 種々 樣 々の 方面が ある、 輸入 
品の 騰貴は 即ち 輸入品の 杜絶の 原因に 依つ て是が 騰 
K した、 又外阈 贸易品 の騰 it したのは 外國に 於て 其 
品物が 高く 賣れ るに 依つ て R 地で も據所 なく 高く 賣 
る、 是は 外國關 係から 起つ て來 る、 去りながら 此外 
に 通貨 膨脹と 云 ふこと が 總體 にかぶ さつて 騰貴の 原 

因を なして 居る >  即ち 通貨と 唯の 物品との 甲乙が 轉 

倒して 來て 居る、 通貨が 下落して 居る、 此 間の 御 說 

では 別に 其 …… 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 尾 崎 男爵に 御注意いた し 

ます、 成るべく 本案に 對 する 御 質疑は 範圍 外に 渉ら 

ぬ やうに 御注意いた します。 

0 男 K 尾 崎 三 良 君 宜しう ございます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 又 御意 見で ないやう にな 

ら むこと を 希菌 いたします。 

〇 男爵 尾 崎 三 良 君 それで 此臺 H の發行 紙幣を 一千 

萬圓 だけ 增加 する ことを 許す と 云 ふの も 大きに 其關 

係が あらう と 思 ひます、 そ .',:. 故に 今日の 內吔の 通貨 

の 膨脹 ' i 云 ふこと に 付て •本員は 此外國 へ 金貨が® 


察の 眼を 忍んで、 刑律を 犯しても 持つて行かう と 云 
ふの if 外國で は それだけ 此 日本 〇 貨幣が、 金貨が 
外國で 高く ffl 用す る、 故に さうな るので あ 〇 ます、 
決して 外國へ 持つ て 行つても、 格別 それだけの (3 が 
無い と 云 ふこと なら •誰も 其の 危險を 同して 持つ て 
行く 者は ない， 是 等の 點 は 如何に 御考で ありませ う 
か、 外國へ 持つ て 行く のは 唯 偶然 持つ て 行 <御考 で 
ありませ うか 內地で はどうしても それだけの 眞 僧. か 
無い に 佐つて 外國に 持つ て 行つ て、 其眞價 を 52 やう 
として 持つて行く、 だから 之を 勝手に 持つ て 行く こ 
とを 許して 居つた、 是が此 兌換券 S 制度で ある •即 
ちそ こに 妙 用が あるので、 段々 と ] K 付けられる から 
自然 兌換券の 發行 をし ない ことになる、 今日の やう 
に 押へ て 居らぬ で、 どこまでも 際限な く ai て 行く と 
云 ふ 有樣で あります が、 其 金貨を » 察の 眼を偷 んで 
も 持つ て 行く、 危險 を W しても 持つ て 行く と 云 ふこ 
とは、 どう 云 ふ 理由から 起つ たので ありませ うか、 
是でも 別に 內 地には 通貨は 膨脹して 居らぬ、 それ 程 
膨脹して 居らぬ と 云 ふ 御考で ありませ うか、 其邊を 
何 ひたいので ございます。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 勝 田 主計 君 唯今の 尾 崎 男爵の 御尋に 御 
答 L ます、 第一に K S 銀行の 最近の 兌換券 2 發行高 
は 三千 二百 蓖圓で ございます、 第二に 豪 ® に 於き ま 
して 物價 騰貴の 趨勢は 內地 とどう 云 ふ もので & るか 
と 云 ふ 御 尋ねで ごさいました、 大體に 於き まして 此 
時局に 於き まする 物價 騰貴の 趨勢は 內地 M 民 地を 通 
じて 其 情勢を 維持して 居る ので ございます、 即ち 臺 
_ に 於き ましても 矢張り 相 當に物 價騰 貴を 致して ■居 
〇 ますが、 哺 多少 斯う 云ふ區 別が ある やうで あ 〇ま 
す、 內地の 物價 騰貴の 趨勢は 臺 _ 或は 其 他の 楠 民 地 
に 於て は 其 及ぶ 時期が 稍々 遲れて 及びつつ あると 云 
ふ狀况 であ 〇 ます、 併ながら 物價 騰貴の 趨勢は 矢 張 
り 依然として 居る ので ございます、 それから 第三の 
御 尋ねの 臺讎 銀行に 於き まして 兌換券 ' V 發 行いた し 
て 居る* 之に 付て 何 か肢付 等の ことが 起り はしない 
か、 即ち 兌換券を 以て 正貨を 持つ て 行く と 云 ふ 事柄 
が ありは しな V' かと 5;- ふ 御 尋ね ご VJ いますが 、是は 
今日までの 所 左樣な 事は 未だ ございませぬ です、 第 
四の 御 尋ねは 是れは 特に 臺 is 銀行に 關 係した 事柄で 
はない ので あつて、 即ち 前回に 物價 調節に 付いて 尾 
崎 男爵より 御 尋ねに なつた 事柄 ?,, • 又 敷衍せられ たこ 


とと 承知いた します •か、 いろく .- -- i fi 問 .. なつて 居 
ります 所を 拜 承いた して 見ます と..、 ' .;: -.： ...: は 非常に 
膨脹して、 正貨 •か S べき 時に なつて 居 〇 .、を、 

を 以て 之を ili さぬ やうに して 居る からして •それで 
今 兌換券の®； i が 少ない と 云 ふやうな ことが ^ 〇 に 
目立たぬのであ 0 が、假に之を正 « を外へ出さぬと 
云 ふことの 制限を 取つ てし ま c l:,' l 5r; 兌換 ••か 
起つ て、 正 it が 外 國に 出る と 云 ふや 5 な ことにな つ 
て、 初めて 今日の 通貨が 非常に 多い と 云 ふこと. か ^ 
明され るで あらう と 云 ふやうな 大 6$ :; 御 話で あつた 
やうに 思 ふので あります > 6;] 回に も 中 上げた 如くに 
政府 に 於 さまして は 今日の 通 W が 決して 少 いとは 申 
して 居リま せむ、 又 通貨が 破え て 居る と 云 ふこと •か 
物價脸 fit の 原因 -C ない とも 中して 居り ませぬ、 是は 
矢張り 物價 勝贵の 原因を 祸成 r る も 〇 であらう と 老 
へて 居 0ますが、俳ながら物俏腿 « の大な 0 原因を 
玆に 構成して 居る と 云 ふこと には 政府は 考へて 居ら 
ぬと 云 ふこと を 申した のであります、 而して 今日 正 
貨を外 國に出 すと 云 ふこと を 政府が 命令を 以て 禁じ 
て 居ります 次第は、 御浓 知の 如く 世界の 趨勢が 左 棟 
になつ て 居る のであります、 即ち 今日の 大股.」 鋸み 
まして •何が 最も 此 財政 經濟の 基礎を 遛一: にす るか 
と 申します れぱ 、即ち 正貨の 右り 高と ：：ム ふ も c が 非 
常に 必驳 になつ て來 るの -G' ありまして、 此 事 を玆に 
詳說 する 必耍 はなから うと 思 ひます、 Il!i 米 利 加では 
旣に命 令を 以て 金の 輸出を 禁止し、 又英® の 如 ? は 
左樣な 明なる 禁止 令は ないやう であります が、 取 1? 
に 於て 此金の 出る と 云 ふことは 骰に 之を 差 止めて 居 
ると 云 ふやうな 傾が あるので あり ' i す、 斯櫧な 狀况 
に 於て 世界に 於て 此大戰 を やつて 居ります 以上は、 
我國の 如き も 正貨 準備と 云 ふも〇 を 成るべく 取つ て 
置く と ^ ふことの 必要が 根本の 政策 上から あるので 
ありまして、 それが 爲に 政府 ど 致し まし 一」 は 命令を 
以て 此 正貨の 外に m ると 云 ふこと を ^ 止を 致して 居 
る、 斯樣な ことであります、 是は 平時の 場合とは 違 
ふので ありまして、 即ち 世界が 擧つて 今日 Iffi gJ を 致 一 
して 居ります 期 樣な 場合に、 此正貨 を 保持す ると 云 一 
ふこと が 最も 財政 經濟 上の 基礎を-固^' する 所以の も 
ので あると 云 ふ、 斯樣な 見地から 致して、 政府は 斯 
の 如き 所の 政策を 執つて 居る 次第であります、 それ 
で 若し 假に 今日 lit 制限を 収ると 致します れ ぱ>  取る 
と 致しまして、 正貨が 外に 出る と 云 ふやうな ことが 
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ありましたなら ば、 私共の 考へて 居ります 所では、 
其 JH 貨の 出る と 云 ふのは 寧ろ 帝國の W 政 上の 基礎が 
危險 である、 即ち 兌換の 基礎の 危險 であると 云 ふ 意 
味を 以てする のでな くして >  今日世 界が 何としても 
金と 云 ふ ものを 保 維いた したいと 云 ふ、 斯樣な 大勢 
から 出る ので あつて， 平時に 於け る 結果と、 今日 若 
し 之を 撤陂 いたした 場合に 於け る 結果とは 自から 其 
趣を 異にする だら うと 考 へて 居ろ* のであります、 左 
阀 な 次第でありまして、 唯今 尾 崎 男爵の 御 心配に 付 
きまして は、 政府と 致しましても 心配いた して 居り 
ますが、併し前回に申上げた通りに餘0に通貨の收 
縮と 云 ふこと を 入 S 的に 致す と 云 ふことは、 折角發 
展せん としつ、 ある 所の 我が 國の產 業 其 他に 妨害を 
来たす と 云 ふやうな ことにな つては、 是亦國 力の 上 
に 於て 大に考 へねば ならぬ ことであります から、 今 

日の 如き 所 S 政策を 執つて 居る、 是 は 前回に も 詳し 

く 申 上げました から、 ffi ねて 此處に 申 上げる 必要は 

なから うと 思 ひます が、 大體 右の 趣意を 以ち まして 

昆崎男 Kf の 御 質問に 御 答いた したいと 存じます。 

03 :爵 尾 崎 三 良 君 今大藏 大臣の 御 答に 依つて 政府 

の 御 趣 S の ある 所 li RS 々分りました. か、 それにし ま 

しても、 本日の 金貨を 外國へ 持つ て 行けば 餘程 値賣 

〇 •か出来る と 云 ふことは、 即ち 日本に It 通貨が 多う 

過ぎると云ふことは、も5御認めになつて居ると考 

へます、 すれば 何とか 是 It 元の 適度の 所へ 御戾 しに 

なること が 必要で あら 5 と 思 ひます-併し 其 上は 狨 

論になります から、 此位 のこと に 致して fs きます。 

〇诵铋、 公 trf fa 川 家 達 君) 特別委 員の 氏名を； g： 記 -B- 

をして 朗讚 いたさせます" 

t  岡 ff 記 官朗 iin k— r 

格 ?| 鋇行法中改正法钳案特別委3 


伯 辟 正 »| 町 K 正对 

男 Iff 島 m 長 丸 君 

荒 井 泰治君 

调较 平輔 君 

K 崎 三 m 郎君 

o» 長 c 公爵 檐川家 達 君〕 

法 中 改正 法 <lt 案 •政府 提出 衆 M K- 送付 •第 

敁.， 娄兵 長報吿 。 

〔左の報饩 ?} は朗讀々锊さるも參照のため 

茲 に® 鈴す 以下 之に 傚 ふ〕 

罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 


伯 斿 奥平昌 恭君 

鈴 木摁兵 衝君 

由 雄 元 太郞君 

福 S 文 右 衞 門 0 

日抆馆 四、 催 災救肋 基金 

ss e- の 


右 可決す へきの なりと _決せり 依て 及 報 苦 候 也 
大正 七 年 三月 十五 日 

右 特別委 員 副 委員長 

阪本釤 之 助 君 
贵 族院識 長 公爵 德川家 達 殿 
〔阪本 釤之助 君 演壇に 登る〕 

0 阪本釤 之 助 君摧災 救助 基金 法 中 改正 法津 案の 特 
別 委員長 阪谷男 爵は 事故が ありまして 委員 會に缺 席 
になり まして、 今日 もま だ 登院が ございませぬ や 5 
であります るから、 副 委員長た る 本員より 委員 會の 
經過 並に 結果を 御 報告いた します、 特別委 負會は 二 
冋 開 ? まして ございます、 一回は 正副 委員長の 選擧 
に 止めまして、 次の 日に 於て 質問を 始めまして ござ 
います、 而 して 政府 委員より， 先づ 本案 大體 の說明 
がありまして、 其 要 點を搔 摘んで 申して 見ます ると 
罹災 救助 基金の 積 立 額が 今日では 旣に谷 府縣を 通じ 
て 五千餘 萬 _ に 達して 居る ので あるから、 最早 此上 
に 年々 一定の 地方 费を 支出し 積 立てる 必要は ない と 
考 へる、 從て此 支出を 止めます れぱ 地方 費の 負擔輕 
減と 云 ふこと にもなる ので ある、 又 救助 金を 支出い 
たします る 所の 此 費目 か、 是迄は 六 種目で ありまし 
たのを、 更に ^ 用品 費， 運搬 用具 費， 人夫 費と 云 ふ 
三 補 目を 加 ふるの 必嬰を 認めた ので、 之を 增補す る 
ので ある、 又拣 金を 運用いた します る範圍 が、 是迄 
は 府縣の 災害 土木 費 等に 限られて 居つ たので ありま 
する •か、 此改正 案に 依ります ると、 市町村 等の 公共 
幽 體に も利附 貸付 •か出来る ことになるので あ 〇 ます 
又有價 證券を 買 入れる と 云 ふこと だけが、 唯今の 法 
文で 許して 居つ たのであります るが、 琛集に 腿ず る 
と 云 ふこと もな し 得る やぅに すると 申す ことで あり 

ます、 而し て委 M 中より 四 五の 質問が 出まして ござ 

いまする が、 政府 委 fi から 一々 答 辯が あ 〇 ました、 

併し 槪ね 改正 條文 の SE 味と か、 若く は實 際の 取扱 振 

等に 關 します る 事柄の みで あ 〇 ましたから、 特に 玆 

に！- し 述ぷる ことを 省略して 1S きます、 唯 或 一員 か 

ら 罹災 救助の 寶際の 施行が 緩慢 不撤 底の やぅに 思は 

れると 云 ふこと に付きまして、 昨年の 東京 府下の 水 

苒等 の ® 况な どを ^ l lff せられまして •注 %! t 的の W 問 

が 出ました のであります 乃ち 政府 委員 も 其 意を 諒と 

せられまして、 將 來一府 注 ® すると 云 ふ 答 辯が あつ 

たのであります、 で 皙 問を 終りまして •直ち (• 討論 

に 入りました •か、 別段 發 W も ございませぬ、 故に 全 


會 I a を 以て 全部 原案を RI 決する ことにな りました 
のであります、 是で御 報吿を 終ります。 

0_長( 公 P 德川家 達 君) 本案の 第二 IH 會を 開く に 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認め ます。 
〇 阪本釤 之 助 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ ことを 
希望いた します。 

〇男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 第二 讀會を 直ちに 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 K 德川家 達 君： >  御 異議ない と 認めます。 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君： >  直 ちに 第二 讀會を 開き ま 
す、 全部を 問題に 供し •* す、 原案に 御 異存 ございま 
せぬ か。 

〔「異 蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇阪 本釤之 助 君 直ちに 第三 ® 會を 開かれむ ことを 
希望いた します。 

〇男 辟 中 川 興 長 君 賛成。 

〇 子爵 靑木信 光 君 賛成。 

〇議长 (公 辟 德 III 家 達 君〕 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御異 _な い と 認めます。 
〇 議長 C 公 搿德川 家 達 君〕 直ちに 第三 讀會を 開き ま 
す、 第二 10 會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ審 あり J 
0 議長 (： 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第五、 朝鮮の 生產に 
係る 物品の 移人税 兔除に 關する 法律案、 政府 提出 • 
衆議院 送付、 第一 10 會 の®、 委員長 報吿。 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移人税 免除に 關 する 法 
律 案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 法て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 十六 日 

右 特別 委員長 

石 塚英藏 
ft 族院遨 長 公 Ifif 德川家 達 殿 
〔石塚英藏対职挝に登る〕 

〇 石 塚 英藏君 朝鮮の 生產に 係る 物品の 移 人稅 免除 


に關 する 法律案の 特別委 員會の 報® を 致します、 特 
別委負會は1昨十六日に一回開きまして、先以て正 
副 委員長の 互選を 行 ひまして、 引 續いて 會議に 這 入 
りました •谷 委員と 出席の 政府 委員との 間に 質問 應 
答を 重ねました る 末に、 金 會 一致を 以て 原案、 即ち 
衆識院 送付 案を 可決いた しまして ございます、 茲に 
本案 制定の 趣旨の 大要と、 並に 委員 會に 於て 之を 可 
決いた す 迄の 綷過の 大要を 申 上げます、 本案 制定の 
趣旨は 政府の 說 明に 依り ますれば、 S に 朝鮮の 併合 
に 際し * して* 政府は 朝鮮の 關税は 十箇 年間 其儘据 
置く と 云 ふことの 意味の 宣言を 谷 國に 向つ て發せ ら 
れたる 趣でありまして、 斯樣な る 次第に 依りまして 
政府は 朝鮮よ 0内 地に 移入す る 所の 物品に 付き まし 
ては、 外 H より 輸入し ます 所の 品物と 同じ やうに 移 
入税を課し來つて居るのでありま丁-然るに此朝鮮 
の產業 開發の 上から 見ましても、 又內地 に 於け る 所 
の 需要を 充た す點 より 見ましても 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 _ 長 席に 著く〕 

或 特殊の 品物 (I 特に •移入 税を 免じて 內地 移入を 圓滑 
なら L むる の 必迆な る ものが あるので あります、 旣 
に 大正 二 年と 大正 五 年の 兩 度に 苴 りまして 此 趣旨を 
以て 移入 稅が 免除せられ た 場合が あるので あります 
其 一は 即ち 朝鮮に. 塵 出す る 所の 米 及 籾でありまして 
其 二は 同じく 朝鮮で 生產 する 所の 金 屬の塊 及 錠と 云 
ふやうな ものであります、 今回は 又 同一の 趣旨を 以 
ちまして、 此 本案 中に 列記して ある 所の I 乃至 七の 
物品に 對して 其 移入税 を 免除し やうと、 斯う 云 ふの 
が 即ち 本案 制定を 要する 所の 趣旨で あるので ありま 
す、 此 列記の 谷 品目に 付きまして は 政府 委員よ 〇 1 
々其 兔税の 必要なる 理由の 說明が ありました ので あ 
ります が 是 は ® 雜に も苴 ります るから 速記 錄に讓 〇 
まして、 此 所には 省略いた したいと 思 ひます、 要す 
るに 何れも 此 朝鮮の 產 業の 開 發の上 より 申しまして 
も、 免稅が 必要で ある、 又 内地 側の 方から 見ます と 
此 需要を 充すと 云 ふ點 よりして、 移入を ?? 易なら し 
むる 必要が ある、 其 趣意より して、 免税が 必要に な 
つて 來ると •斯う 云 ふ 次第で あるので あります" 而 
して 此免税 が 内地の 瘅業に 如何なる 影響を及ぼ すか 
と 云ふ點 に付きまして は、 審 載の 末 委員 會は以 上の 
物品 It 免税に なつて 內 地に 道 入りましても •內 地の 
產業 に It 別段の 影题 0 ない ものであると 云 ふこと を 
認めました ■但し 其 第二は 「ゴ ー ル デン メロン」 種 
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の大麥 であります が、 之に 付きまして は 御 承知の fcl 
く 衆 筠院に 於 一.. 削 防ぃた しました、 政府 if 之に 同 r( 
を 表して 居る のであります、 衆議院の 此削 除の 理由 
とすろ 所 ほ、 內地に 於き まして 此二三 十 年來麥 酒の 
原嵙 として 此 「ゴー ル デン メロン ー種の 大麥と 云 ふ 
ものを® も 熟 心に 栽培し 來 つて 居る、 次第に 其產额 
け ^ しました が、 尙ほ 今日に 於て 需用の 全部を 充た 
すに 足りない 狀况で ある •然るに 一方 朝鮮に 於き ま 
して (5: 耕地の 狀態な り、 又 農業の 組織 等に 於き まし 
て、 此嵇の 大麥を 栽培す るに 付て 內 地より ほ 比較的 
有利の 立場に ある、 其 有利の 立場に ある 朝鮮の 農家 
が生產 L た 所 の 原料を 無料で 內地に 移入す ると 云 ふ 
ことになると、 折角 内地 1- 於て 是まで 獎® し來 つた 
所の 此槳に 打 擊を與 へる と 云 ふこと になる で あらう 

と 云 ふ 心配から、 本案より 此大麥 •たけは 削除す るが 

K しいと 云 ふ ® 見で あるので あります、 委負會 に 於 

きまして it 大 體 に 於て 衆議院の 修正は 理由 ある もの 

と 認めました 譯で あります、 尙ほ此 場合 御. 報 吿を致 

して 置きたい のは、 朝鮮は 帝國の 領土でありまして 

而かも 内地に 最も 近距離の 位 fif にある のであります 

が、 而かも 今日 彼我の 間に 此關税 の 障壁が あると 云 

ふこと (t K 際 1* 於ても 甚だ 不便で あるので あります 

又、 rE 義の 上に 於？ ましても 穏 であるまい と考 へられ 

るので あります が、 此點 に付きまして 政府 委員の 說 

明に 依り ま， すれば、 此 併合 S 際に 於け る 宣言の 期間 

即ち 十箇 年を 緙 過した 後、 即ち 来る 大正 九 年までは 

今日より 約 二 箇 年半ぱ かりあります が、 其 間は 致し 

方がない が、 其 期間が 滿 了したなら ば、 朝鮮に も內 

地 同樣關 税制 度を 設けて、 此內池 朝鮮 間の 移入 税と 

云 ふ ものは 必ず 撤廢 する 方針で ある、 但し 其 際 全然 

之を 撤廢 T るか、 或は 或る 特種の 物品に 對して 特種 

の 制度を 設ける かと 云 ふこと に 付て ほ、 今 正. に考暾 

中で ^ る、 斯う 云 ふこと でありました、 委員 會は此 

移入 銳撒廢 の 際に 當 りまして、 除外例と して ある 特 

種の 物品に 對 して 特種の 取扱を 爲す ことは、 是は朝 

鮮內 地の 痒 業の 調和の 上から 申しまして 4 蓋し 已む 

を 措ない ことで あらう と 云 ふこと を 認めました 譯で 

あります、 是で 大要 報告を 終りました。 

〇 副議長 (侯 £黑 田 長 成 君〕 本案の 第二 ® 會を 開い 

て 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇副諝 長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 認めます 


〇 -f 辟 牧野 忠捲君 直ち 1- 第二讀 贫を 開かれむ こと 
«r 望 ^ ます。 

〇 男® 中 川 興 長 君 寶 成。 

〇 子 辟 野 村 益 三 君寶 成。 

0 副議長 (侯 辟 黑田長 成 君〕 本案の 第二 11 會を 直ち 
に 開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0副_長( 侯爵 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
OE; 該長 (侯爵 黑田長 成 君〕 直ちに 第二 讀會を 開き 
全部を 問題に 供し ます、 全部 特別 委員長の 報告 通り 
で 御 異存 ございませぬ か。 

〔「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 剔 議長 (侯爵 M 田 長 成 君) 御異靜 ‘な いと 認めます 
〇 子爵 牧野 忠篤君 K ち 1- 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 希望いた します。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 直ちに 第三 讀會を 開い 
て 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 _長( 侯爵 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 直ちに 第三 讀會を 開き 
ます、 第二 ® 會 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 認めます 
0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 日程の 第 六ょり 第 九は 
束ねて 第 一 _會 を 開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し. 一と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
第 六、 特許法 屮 改正 法律案 •衆議院 提出、 第 七、 商 

標法中 改正 法律案、 衆議院 提出、 第 八、 意匠 法中改 

正 法律案、 衆議院 提 m、 第 九、 實用 新案 法 中 改正 法 

律 案 •衆議院 提出， 第一 ! i 會。 

特許法 中 改正 法律案 

右 本院 提出 案 及 ; S 付 候 也 

大正 七 年 三月 十四日 

衆 11 院議 長大 岡 育造 

貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 

特許法 中 改正 法律案 

特許法 中 左ノ通 改正 ス 

第 五條 第二 號中 「若 ハ *, 用 新案 登錄 出願 中」、 「若 

ハ 實用 新案褪 ノ J ヲ削ル 

第七條 中 「時」 ヲ 「日」 二 改 メ左ノ ー項 ヲ加フ 


發明力 SK 又 ハ 宵 用 新案 トシ テ 登錄ヲ 出願 シタ 
ル モノ-一 係 ル トキ，. S 初ノ 査定 以前- 1  ® リ 特許 
出願-一 S 更 K ル コト ヲ得此 /玛合 -I 於 テ ハ 最初 
出 願ノ 日- 1 於 テ 出 ^ ヲ爲シ タルモ / 卜看做 ス 
第二 十九 條 第二 號 IH 「特許 出®」 ノ下 M 「又 ハ 再 
蕃判 請求」 ヲ加フ 

第三 十條第 一項 ffl 書中 f 特許 權力 分割 セラ レ 又 ハ 
」 ヲ削 リ第 一項 ノ 次- 1 .左 ノ ー項 ヲ加フ 

無効 卜爲 リタ ル 特許 權力 再審 判 m 依 y 回 復シタ 
ル トキ ハ 其/ ® 効卜爲 リタ ル 日 ヨリ 特許權 回復 
登錄ノ 日- 1 至 ル迄ノ 期間 ハ 特許 嵇ノ存 紉 期間-一 
算入 セス 

同條 第二 rfi 中 「前項」 ヲ f 前 二祺 J  -I 改ム 
第三 十 一條 中 「两 認シ タル」 ヲ削ル 
第 四十 條第 一項/次 二 左 •ノ ー項 ヲ加フ 

特許 權者ハ 其ノ 特許 發明卜 同一 興 明ノ實 施者ア 
ル コト ヲ知 リタ ル 時 3 リニ 年 以内 II 權利ヲ 主張 
セナ ル 時 ハ 其ノ 實施ヲ 許諾シ タルモ ノト 看做 ス 
同條 第二 項 中 「前項」 ヲ 「前 二 項」- 一改ム 
第 四十 二條削 除 
第 四十 三條中 「改訂 シ又 ハ」 ヲ削ル 
第四十八條屮「又ハ許珂」ヲ削ル 
第 四十 九條 第一 項 中 「又 ハ 特許 權ノ改 訂若ハ 分割 
ノ許可 」 ヲ削 ル 

同條第 一項 第三 號ヲ 削リ第 四號ヲ 第三 號二 改ム 
同條 第二 項 中 「又 ハ 許可」 ヲ削ル 
第五 十四 條中 「特許 權ノ 改訂 又 ハ 分割 ヲ許 可スへ 
シト / 査定 若 ハ 審決確 定シ又 ハ 判決 アリ タル トキ 
亦同シ j ヲ削 リ左ノ ー項 ヲ加フ 

無効 卜爲 リタ ル 特許 權力 回復 スル 旨 ノ審決 確定 
シ又ハ 判決 アリ タル トキ ハ 特許 原簿-一登 錄シ特 
許證ヲ 下付ス 

第五 十六 條第 二 Iri 中 「第二 十九 條 第一 號若ハ 第二 
號 J ヲ 「第二 十九 條第 一號 •第二 號若ハ 第 四十條 
第二 項」-- 改ム 

第 六十 二條 第一 項 中 「又 ハ 特許 權ノ改 訂若ハ 分割 
許可 ノ  m 願/ 第二 ^ 中 「又 ハ 許可 スへキ ヤ 否」 ヲ 
削 ル 

第 六十 三條 但書 中 『又 ハ 許可」 ヲ削ル 
第 六十 四條 第五 項 中 「又 ハ 許可」 ヲ削ル 
第 六十 九條 第一 項 第一 號 中 . 又 ハ 許可」 ヲ削リ 第 
二 項 ノ 次-一 左ノ ー項 ヲ加フ 


特許 發明力 特許 公報-一 报 齩 セラ.. 夕 .■日 ヨリ 五 
年ヲ S 過 シタルト キハ 之- 1 教シテ 無効 赛 5>請 
求 スル コト ヲ煜ス m シ第六 庇 又 ハ 第 四十 九 烧第 
一項 第二 號 ，第三 號-一 該常 スル トキ ハ此 ノ限 二 
在 ラス 

第 七十 一條 第二 項 ヲ左ノ 加ク改 ム 

審判- 一 關シ常 事 者ノ箱 出シタ >u s 類 ハ 其/副本 
ヲ相手 方- 一 送達 シ 同時- 1 期間 5? 指定 シテ釕 見 ^ 
ヲ差出 サシ ムへシ L'l-. / ii'l lii' r fi'i ノ  |方，岱琪泝 
-I 通知 スへシ 但シ琪 件 力 * 決ヲ爲 K 二 熟 スト ! Is 

メタル トキ ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
同條第 二 項 ノ次- 一 左 ノニ项 ヲ加フ 

港 判 — 關シ テ ハ 常 ? if 界 =訊 問 e ヲ發シ 期 Fnl ヲ指 
定シテ 之- 一 對ス ル ® C 見嵆ヲ 差 出 サシ ムル 3¢ ヲ m 
前 三 項 ノ期 間內 -i 辯 P 乂ハ® 見 ！-1 f ヲ差出 ササ 
ル トキ ハ 職權ヲ 以テ群 決ノ期 日ヲ 定メ之 ヲ當也 
者- 1 通知 7% へ シ第二 項 m tf ノ場合 亦同シ 
第 八十 五條 第一 項 中 「抗荇疤判」ノ下-|「若ハ£; 
* 判」 ヲ加ヘ 但 f プ左 ..如 ク改ム 

但シ 再審査 ノ 査定- 一 對 スル 薄 決- i 付 出訴 スル 相 
合 二 於 テ ハ 特許 局長- プ相 手刀 トス 
第八十七條辨決ノ憑摅卜爲リタル誑裕力僞造又 
ハ 變造ナ リシ トキ P;? 人 若 ハ 鑑定人 力審 決ノ淑 撾 
卜爲 リタ ル 供述 又 ハ 鑑定- 一 關シ偎 設 ノ罪ヲ 犯 シ 
其 ノ 判決 確定 シタルト キハ 其ノ碗 定ノ日 ヨリー 
年以內 -1 再審 判ヲ 請求 ス ル コト ヲ得 
再審 判 ハ 抗吿洧 判ノ 手®- 一依 ル 
附  則 

本 法 ハ 大正 八 年 一月 I 日 ヨリ 之ヲ 施 fT ス 
本 法 施行 ノ際現 二 Il fea スル* 判事 件- 一 付 テ ハ 第 六 
十九 條第三 項 ヲ 適用 セ- < 

本 法 施行 前/特許 權 付 テ ハ 仍码法 第 :/ T 條第 二號 
ヲ 適用 ス 

髒法 -- 依 y 特許權 分割/許可 ヲ受 ケタ” •谷 部分 力 
特許 出願 ノ當 時® 立. ゾテ 新規 ノ碑明 >镙 サ v >u 卜 
キ又 ハ K 許權ノ 改訂 若 (分 制 力 蘭 法 第 四十 二 條第 
三 孭ノ 規定-一 S 反 シタルト キハ辭 判-一依 リ其ノ 許 
可ヲ 無効 卜爲ス ヘシ 

審査官 乂ハ 利害 關係人 ハ 前 明 ノ 許可 ノ 無効-一 付 審 
判ヲ 請求 ス ル n トヲ 得但シ 特許 權力 改訂 セラ レ 若 
ハ 分割 セラ レ タル 日 ヨリ 五 年 ヲ經過 シタルト キハ 
此ノ 限-一 在 ラス 


院族 帝 回 十四 第 


商 S 法 中 改正 法 nl 案 
右 本院 提 /II 案 及 浍付候 也 
大正 七 年 三月 十四日 

衆 il 院議 長大 岡 育造 
ft 族 院議 長公辫 德川家 達® 

商標 法 中 改正 決 律 案 
商標 法 中 左 / 通 改正 ス 

第 四 條ノニ 意匠 ノ登 錄ノ出 願 ヲ爲シ 登 錄スへ 力 
ラスト ノ查 定ヲ受 ケタ ル 者其ノ 最初 ノ査定 / 送 
達ヲ受ケタル日 3 リ三十日以內-1其ノ意匠-|係 
ル 商標-一 M 登 錄ヲ 出願 シタルト キハ 意匠 ノ登錄 
ヲ出 願シ タル 日- 1 於 テ 出願 シ タルモ ノト 看做ス 
第 五條 第二 項 ノ次二 左 ノー項 ヲ加フ 

同一 又 ハ 類似 ノ商標 -I 關シテ ハ 商標 權ハ 其ノ出 

願 前 ノ出願 -1 係 ル 意匠 糊-一依 リ制限 ヲ受ク ルモ 

ノトス 

第二 十 一條 中 「第二 十 五條、」 ノ下 -I  r 第二 十九 條 

第二 號、 / 「第五 十三 條、 |_ ノ 下-一 「第五 十四 條 第二 

項、」 ヲ加フ 

fj  Mu 

H  貝 

本 法 ハ 大正 八 年 一月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 


S 匠 法 中 改正 法律案 

右 本院 提出 案 及涝付 候 也 

大正 七 年 三月 十四日 

衆 菝院蹯 長大 岡 育造 

fl 族院鹄 長 公路 德川家 達 殿 

S 匠 法 中 改正 法 Ht 拓 

筇 匠 法 中 左/通 改正 ス 

第 七滕中 「實用 新案」 ノ下 -1 r 又 ハ 商標」 ヲ加フ 

第 八條第 四 In . 中 l r? 用 新案 糊」 ノ下 -I 「又 ハ 商 ^ 

權 _ ヲ加フ 

第 十三條 ノニ 特許 局 ハ B 匠 公報 ヲ 發行シ 登録 S 

匠及之--關スル必耍ナル琪孭ヲ記駐スへシ但シ 

秘密 ヲ要 スル总胶=付テハ此 / 限-1在ラス 

ee 二 十條第 三 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

登 鈴 S 匠 力 SC 匠公轺 -I 揭賊セ ラレ タル 日ョ リニ 

年ヲ轲 過 シタルト キハ 之-一 對シテ 無効 蒞判ヲ 請 

求 スル n トヲ得 K 但シ第 W 滕乂ハ 第 十二 條ノ後 

段-一 該當 スル トキ ハ 此ノ限 二 在 ラス 

第二 十一 肢屮 「群 判 ノ褅決 」/ 下 M 「又 ハ 再 蒞杏 

ノ赉定 /  I 群 決」 ノ 下 — 「又 ハ 7E 定 J ヲ加フ 


第二 十二 條中 「第五 十三 條、 J ノ 下-一  S 五十 四條 
第二 項、」 ヲ加フ 
附  則 

本 法 ハ 大正 八 年 一月 一日 H リ之ヲ 施行 ス 
本 法 施行 ノ際 現- 1 蹈屘 スル 審判 事件-一 付 テ ハ 第二 
十條 第三 項ヲ 適用 セス 
實用 新案 法 中 改正 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 S 付 候 也 
大正 七 年 三月 十四日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
寶 用 新案 法 中 改正 法律案 
實用 新案 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 十八 條 第三 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

登錄宵 用 新案 力 H 用 新案 公報 二 掲載 セラ レ タル 
日 ヨリ！ 一年 ヲ經過 シタルト キハ 之-一 對シテ 無効 
審判 ヲ誚求 スル n トヲ 得ス但 シ第四 條又ハ 第 十 
一條 ノ 後段- 1 該當 スル トキ ハ 此ノ 限- 1 在 ラス 
第 十九 條屮 【審判 ノ港 決」 ノ 下-一 「又 ハ 再審査 ノ 
査定」、 「審 決」 ノ下二 「又 ハ 査定」 ヲ加フ 
第二 十條中 「第五 十三 勝、」 ノ下 ■=. 「第五 十四 條第 
.二 項、」 ヲ加フ 

附  則 

本 法 ハ 大正 八 年 一月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本 決 施行/際 現-一 蹈搦 スル 密判 事件- 一 付 テ ハ 第 十 
八條 第三 項ヲ 適用 セス 

0 山脇玄 君 私は 此案 S 政府 委员に 質問を 致したい 
と . IL'. ひます。 

〇 副議長 (侯 辟 黑田長 成 君) 宜しぅ ございます。 
〇山 脇 玄君此 特許法は 確か 四十 一年 か！ 一年の 改正 

に 依る ものでありまして 其の 當時 蕺會に 於て 隨分證 

論の あつた 法律案で あります、 で 其 際に 當局が 先づ 

一且提 出 案 通りに 制定を して E2 いて， 他日 M に 改正 

を 致す 考であ ると 云 ふ說 明で 通過いた したやぅ に考 

へて 居 3>ま，丁、それょ0殆ど十年ほど時日シ經過い 

たしまして* 朱 だ 當 局ょり 改正案が 提出に なつて 居 

らぬ のであります、 で 今 P] 提出に なつた のは 衆 豳院 

の 案であります •で此 中を 精 50 いたして 見ます ると 

云 ふと、 主 もなる 改正の 箇條は 七 八箇條 ある やうで 

あります、 で 細かい ことは 申し ませぬ が •此主 もな 

る 七® 條の 改正案に 付きまして 當局は 如何な 御考を 

冇つて 居られる ので ありませ うか、 全部 不同 rc な 點 


はない のであります るか" 若しも 其 中 不同意の 點あ 
りと 致します るなら ば-其 不同意の 點を御 示しを 願 
ひたい、 それが 一つ、 今一つは 大分 多数の 改正で あ 
ります るが、 若し 斯く 改正を 致します るなら ば、 尙 
ほ 他に も 改正す る 點があ ろと 云 ふ 御 見込みで ありま 
するなら ば、 其 改正の 點 ••!<• 御 示しを 願 ひたい、 それ 
が 第二 •第三で 斯探に 全體に 亘つて 改正を するなら 
ば、 政府の 方で 尙ほ薄 査を致 して、 十分に 改善 …… 
改正を 致したい と 云 ふ 御考は ない のであります るか 
其三點 を 伺 ひたいので あります。 

〔政府 委員 村 上隆吉 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 C 村 上隆吉 君) 喵今の 山 脇 君の 御 尋ねに 
御 答申 上げます、 此 特許法 外 三 法 IJ 明治 四十 二 年に 
改定に なりまして、 其當 時の 事情に 付ての 御 話 も ご 
ざいました が， 其 後 政府に 於き ましても 色々 缺點の 
ある ことを 感じまして、 其 改正に 付きまして E 下攻 
究中 でございます、 lit 議會に 提出の 運びに なり ませ 
なかつ たことは、 實 it llt 特許 發明 のことは 此 度の 時 
局に 付ても 色々 關係 がご ざいます るので， 尙ほ 一昨 
年巴甩 經濟 會議の 時に も、 甲 案と 申して、 戰時 臨機 
の處 分の 方は 阼年 六月 特別 翳 會の 節に、 工業 所有 權 
の戰時 法と して 御 協賛を 得まして、 公布の 施行に な 
つて 辰 〇 ますが、 其 他に 乙 案と 申します る 分が ござ 
いまして、 是は戰 時、 戰 後に a つて 聯合 與國の 間の 
特許法 其 他の 三 法の 關 係に 付ても、 篤と 攻究し やう 
と 5C ふやうな 印 合せ もありまして •其 題目 も 色々 練 
つて 居る 譯で ございます から、 それ 等の 關係 も考撤 
いたして、 研究いた して 居る やうな 次第で ございま 
す、 併し 此 時局が どう 云 ふ 風になります か、 又經濟 
會錢の 所謂 乙 案の 結果が どうなります か、 それを 俟 
つて 始めて 改正す ると 云 ふ 趣旨では ごさい ませぬ の 
で， 頻 りと 攻究 中で ございます、 第一の 御 尋ねの 衆 
議院 提出の 議案に 付て 全部 不间 意の點 が あるかない 
か、 其 中に； 个 同 ffl の點が あると すれば、 どう 云 ふ 問 
題で あるかと 云 ふ 御 尋ねに fl きまして は、 此改正 案 
it 先刻 御 話の 通り •箇條 は 割合に 嗶山 あります るが 
要點は 七八箇 勝になります、 其 七 八箇條 S 中® 旨に 
於て 同 1E いたしても 宜しい かと 思 ふ點も ございます 
けれども、 併し 尙 ほ 於 程 攻究を しませぬ ければ 同意 
の 出来ない、 或は 到底 同意 か出来ない かと 思は れる 
やうな SS も ございます •其 主 もなる ga を 申 上げます 
と、 第一、 特許の 審査に 於て 出願が あります ると、 


審査を 致し、 それに 不服であります ると、 再審査を 
致す、 更に 不服であります ると、 抗吿 審判と 云 ふ も 
のを 致します、 三 段の 審査の 手順に なつて 居ります 
が、 衆議院 提出 案に 依ります ると •更に 之を もう 一 
度 大審院 迄 持つ て 行く  •即ち 四級審 の 制度を 執らう 
と 云 ふやうな 點 などが 1!; の 一番 主 もなる 問題で ある 
やうに 考へ られて 居ります、 尙ほ是 等に 付きまして 
衆 B 院提山 S 提案者の 說明も 色々 斟酌いた しまして 
十分 考 獄 いたす 積り で 思り ますが、 俄に 同意と 云 ふ 
こと 出来 ませぬ ので •其 第二の is の 御 一: ねと 致し ま 
しては、 他に も 改正す る點が あれば それを 示せと 云 
ふ 御 ^ ねの やうに 承は 〇 ま L たが、 是は なか''^ 渾 
山あります ろので •殊に 國際關 係の 上から 見まして 
も化學 工業の 發 達に 付て、 化學 製品、 化學 上の 方法 
に 依つ て 造りました 品物 •其 ものに 特許を 與へ るが 
宜しい か、 或は 製造 方法の みに 限つて、 方法の 特許 
のみに 制限す るが 宜 L いかと 云 ふ 問題は、 各 國の立 
法， 殊に 獨逸の 立法と 英吉利の 立法と 非常に 爭つて 
居る やうな 譯で あり. ますから、 日本 も此 時局に 際し 
まして、 益々 發明を 發達 せしめます る 上から、 何れ 
が 宜しい かと 云 ふやうな こと も餘程 重大な 問題に な 
つて 居ります、 其 外 唯今の 所では 特許を 許します る 
のに 最先發 明 者 主義、 最 先に發 明した 者に 特許 拙 ゃ 
與へ ると 云 ふ 主義を 執つ て 居ります る •か、 各國の 成 
辍 から 見ます ると •或は 先 願 發明者 主義 最初に 出願 
した 渚に 發 明の 特許を 許す 方が 宜くは ないかと 云 ふ 
やうな 問題、 其 外 非常に 澤山あ ります る、 從 つて 第 
三の 御 尋ねに 御 答を 致す 順序になります、* 樣な次 
第でございまするから、特許法外三法の全膛に亘0 
まして 比較的 多 sa の箇條 に 付て 改正を 致したい と考 
へて 居ります、 其 提案の 時_ に付きまして は、 確 K 
に 申 上げられ ませぬ けれども、 出來得 る だけ 早く • 
若し 出來得 ますなら ぱ次 s 議會に 提出を する やうに 
努めたい と 存じて 居ります、 併し 何分 多數 の箇胳 に 
m つての 研究が ございます るから して、 必ず 其 運び 
に 參 るとは 申 上げ 兼ね ミす 次第で ございます 右樣御 
答を 申 上げます。 

〇 山脇玄 涪 段 /.- 政府 姿 a 御說 明で 略々 分り まし 
た、 政府で も 改正を e さる 御 趣旨で あると 云 ふこと 
は 分りました、 それと 今一つは 此歐洲 大戰の 終る の 
を俟た ずして 修正す ると 云 ふこと も 分りました、 所 
がもう 旣に十 年 近い 間 も 段々 攻究 御調 査を願 つたこ 


商 &s> t> 屮改 JH tt ff 案、® 匠 法 屮改； ]1; 法 fit 案、 vf 用 新案 法屮改 正 法律案 第一 讀會 


二 三 


院族 K 會議國 帝 回 十四 第 


日本® 業 銀行 法 中 改正 法律案 •鏟便 a 道 法中改 正法律案.執逋條例中改正法律案第一滾會の3_第二讀會_第三讀會_美術の捩興に昶する建费案 _ I 二 四 


括 

し 

て 

宜 

し 

か 

ら 

5 

か 

と 

存 

じ 

ま 

す 

委 

員 

に 

付 

託 

し 

て 

>■* 

い 

ま 

す 

か 

ら 

委 

m 

長 

の 

報 

吿 

は 

ざ 

い 

ま 

せ 

ぬ 

け 

れ 

ば 

日 

程 

の 

第 

十 

上 

0 

第 

十 

で 

は 

同 

〇 

副 

議 

長 

S 

爵 

黑 

田 

長 

成 

君 

諸 

君 

に 

於 

て 

御 

與 

議 

が 

井 

芹 

康 

也 
: /I- 

和 

田 

維 

四 

郞 

君 

星 

島 

謹 

郞 

君 

男 

m 

毛 

利 

五 

郞 

君 

原 

保 

太 

郞 

君 

子 

爵 

本 

多 

實 

方 

君 

和 

田 

彥 

次 

郎 

君 

子 

m 

柳 

末 

德 

君 

子 

爵 

大 

宮 

以 

季 

君 

特 

許 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

外 

特 

別 

委 

員 

岡 

記 

官 

朗 

m 

を 

し 

て 

朗 

m 

た 

さ 

せ 

ま 

す 

第 

り 

第 

九 

ま 

で 

四 

案 

の 

特 

別 

委 

員 

の 

氏 

名 

を 

霄 

記 

官 

〇* 

副 

議 

長 

r\ 

侯 

爵 

M 

長 

成 

君 

御 

異 

議 

な 

と 

誌 

め 

ま 

す 

/~~n 

i 

m 

な 

し 

i — 

と 

呼 

ふ 

者 

あ 

〇 

じ 

上 

す 

御 

異 

存 

>-- 

い 

ま 

せ 

ぬ 

か 

〇 

の 

特 

別 

委 

員 

は 

同 

委 

員 

に 

付 

託 

し 

て 

宜 

し 

か 

ら 

5 

か 

と 

存 

〇 

副 

議 

長 

i 

m 

黑 

田 

長 

成 

君 

日 

程 

第 

—L. 

〇 

第 

九 

ま 

で 

ま 

す 

る 

0 

で 

ま 

す 

ひ 

た 

い 

と 

思 

ひ 

ま 

す 

出 

來 

る 

だ 

け 

提 

出 

す 

る 

や 

に 

努 

め 

m 

會 

に 

必 

ず 

提 

出 

す 

る 

と 

云 

ふ 

御 

約 

策 

だ 

け 

は 

御 

容 

を 

願 

い 

ま 

し 

て 

問 

題 

が 

中 

む 

づ 

か 

し 

5 

い 

ま 

す 

次 

の 

致 

さ 

な 

け 

れ 

ば 

な 

ら 

ず 

關 

係 

す 

る 

所 

が 

非 

常 

に 

廣 

5 

奢 

付 

七 

ま 

し 

て 

(r 

陸 

海 

の 

方 

面 

に 

極 

< 

詳 

細 

な 

打 

ム 

せ 

を 

ま 

す 

の 

ほ 

屯 

事 

上 

の 

發 

明 

の 

關 

係 

で 

あ 

0 

ま 

す 

是 

等 

に 

殊 

に 

最 

近 

私 

共 

が 

餘 

ほ 

ど 

考 

兜 

し 

な 

け 

れ 

ば 

な 

ら 

ぬ 

と 

思 

ひ 

面 

條 

約 

の 

關 

係 

ぐ 

餘 

ほ 

ど 

研 

究 

し 

な 

け 

れ 

ば 

な 

0 

ま 

せ 

ず 

す 

る 

し 

中 

大 

ぎ 

な 

法 

で 

あ 

り 

ま 

す 

の 

み 

な 

ら 

ず 

の 

問 

題 

は 

特 

許 

法 

法 

で 

條 

文 

が 

百 

箇 

條 

以 

上 

iy 

あ 

‘J 

ま 

出 

す 

る 

や 

5 

に 

努 

め 

た 

い 

と 

存 

じ 

て 

居 

0 

ま 

す 

此 

特 

許 

法 

て 

it 

政 

府 

と 

致 

し 

L 

て 

は 

成 

る 

ベ 

< 

次 

期 

の 

m 

(: 

提 

〇 

政 

府 

委 

上 

隆 

§ 

り 

m 

今 

の 

御 

ね 

に 

付 

ぎ 

ま 

し 

政 

府 

民 

村 

上 

陸 

士 

% 

演 

m 

に 

登 

る 
\ _ 1 

明 

巨 

希 

望 

い 

た 

し 

ま 

す 

る 

な 

ら 

ば 

そ 

れ 
( - 
又 

5¢ 

場 

へ 

あ 

〇 

七 

が 

•* 

ど 

5 

か 

御 

た 

い 

% 

假 

令 

御 

明 

—• 

S 

ri 

〇 

て 

萬 

已 

む 

を 

得 

二 

事 

情 

が 

あ 

[% 

信 

じ 

■f 

す 

が 

成 

る 

ベ 

く 

た- 

ら 

ば 

其 

:: 

間 

を 

御 

明 

言 

を 

ひ 

ふ 

b 

を 

m 

さ 

ず 

し 

て 

其 

期 

を 

御 

待 

C- 

に 

な 

る 

U 

滿 

場 

の 

諸 

君 

4 

.へ 

期 

の 

餘 

0 

長 

< 

な 

い 

所 

で 

審 

査 

す 

る 

と 

云 

だ 

•7 

の 

h 

を 

此 

で 

御 

明 

T 

I 

な 

ら 

ぱ 

定 

め 

し 

か 

ら 

成 

る 

< 

な 

ら 

ば 

此 

次 

の 

m 

會 

に 

提 

出 

す 

る 

と 

云 

と 

U 

出： 

考 

へ 

る 

の 

で 

あ 

0 

そ 

れ 

で 

あ 

り 

ま 

す 

る 

道 

法 

の 

改 

正 

は 

私 

=70 

叹 

鐵 

道 

法 

中 

の 

第 

二 

十 

1 

即 

ち 

會 

や 

に 

し 

た 

い 

と 

云 

ふ 

改 

正 

案 

で 

あ 

0 

ま 

す 

次 

に 

輕 

便 

鐵 

道 

財 

團 

と 

同 

m 

軌 

道 

財 

團 

を 

抵 

當 

に 

取 

る 

h 

の 

出 

來 

る 

出 

來 

な 

い 

h 

に 

な 

つ 

て 

居 

0 

ま 

す 

そ 

れ 

を 

此 

度 

輕 

便 

鐵 

出 

來 

ま 

す 

る 

け 

れ 

ど 

職 

道 

財 

團 

ほ 

抵 

當 

に 

取 

る 

h 

が 

道 

財 

團 

の 

み 

不 

動 

產 

と 

YY 

做 

し 

て 

從 

來 

抵 

當 

に 

U 

る 

こ 

と 

が 

げ 

ま 

す 

る 

が 

日 

本 

m 

業 

銀 

行 

法 

第 

十 

四 

條 

に 

は 

m 

便 

鐵 

は 

共 

に 

牽 

連 

を 

致 

し 

て 

居 

〇 

ま 

す 

る 

か 

ら 

括 

し 

て 

串 

上 

て 

委 

員 

會 

の 

經 

過 

及 

結 

果 

を 

御 

報 

吿 

た 

し 

ま 

す 

此 

m 

律 

案、 

輕 

便 

鐵 

道 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

此 

1 

に 

付 

ぎ 

ま 

し 

る 

日 

本 

勸 

業 

銀 

行 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

軌 

條 

例 

中 

改 

正 

法 

〇 

子 

爵 

松 

平 

直 

平 

君 

唯 

今 

m 

事 

日 

程 

に 

上 

つ 

て 

居 

b 

ま 

す 

/—\ 

子 

爵 

松 

平 

直 

平 

演 

壇 

に 

登 

る 

貴 

族 

院 

議 

長 

公 

爵 

德 

川 

家 

達 

殿 

子 

爵 

松 

平 

直 

平 

右 

特 

別 

委 

U 

長 

大 

正 

七 

n 

十 

551 

日 

右 

可 

決 

す 

へ 

ぎ 

も 

の 

な 

0 

と 

議 

決 

せ 

依 

て 

及 

報 

吿 

候 

也 

軌 

道 

條 

例 

中 

改 

正 

法 

« 

案 

貴 

族 

院 

議 

長 

公 

爵 

德 

川 

家 

達 

殿 

子 

m 

松 

平 

直 

平 

右 

特 

別 

委 

員 

長 

大 

正 

七 

室 

頁 

十 

五 

日 

右 

可 

決 

す 

へ 

ぎ 

も 

の 

な 

〇 

と 

議 

決 

せ 

わ 

依 

て 

及 

報 

吿 

候 

也 

_ 

便 

鏺 

道 

法 

中 

改 

正 

法 

案 

貴 

族 

院 

議 

長 

公 

爵 

德 

川 

家 

達 

殿 

子 

爵 

松 

平 

直 

平 

右 

特 

別 

委 

員 

長 

大 

正 

七 

年 

三 

月 

十 

五 

日 

右 

可 

決 

す 

へ 

ぎ 

の 

な 

0 

と 

議 

決 

せ 

依 

て 

及 

報 

吿 

候 

也 

日 

本 

勸 

業 

銀 

行 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

法 

m 

案 

衆 

m 

院 

提 

出 

> 

第 

誼 

金' 

の 

m 

委 

負 

長 

報 

吿 

改 

正 

法 

は 

案 

衆 

m 

院 

提 

出 

第 

十 

» 

軌 

道 

條 

例 

中 

改 

正 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

衆 

議 

院 

提 

第 

十 

、 

輕 

便 

鐵 

Li 

法 

中 

〇 

副 

m 

長 

.广 

侯 

爵 

黑 

田 

長 

成 

君 

第 

十 

> 

日 

本 

勸 

業 

銀 

行 

法 

〇 

副 

議 

長 

r\ 

侯 

爵 

黑 

田 

長 

成 

君 

御 

異 

m 

t 

と 

認 

め 

t* 

/^\ 

議 

な 

し 

1 — 
と 
呼 
ふ 
者 
あ 
り 

せ 

ぬ 

か 

尙 

ほ 

是 

等 

m 

を 

朿 

ね 

商 

題 

に 

供 

し 

て 

御 

異 

存 

い 

す 

か 

ら 

委 

員 

長 

の 

報 

吿 

it 

括 

す 

る 

に 

致 

し 

七 

L 

〇 

m 

長 

i 

m 

里 

a 

長 

成 

君 

御 

異 

m 

が 

な 

い 

と 

め 

ま 

£ 

m 

な 

し 

I __ 

と 

呼 

者 

あ 

0 

2 

議 

な 

し 

1 — 
と 
呼 
ふ 

者 

あ 

會 

開 

い 

て 

御 

異 

存 

■».** 

s_ 

ざ 

い 

ま 

せ 

ぬ 

か 

〇 

副 

議 

長 

m 

爵 

黑 

田 

長 

直 

ち 

に 

i 

と 

箜 

i 

其 

他 

m 

成 

L— 

し 

1գ 

ふ 

者 

あ 

り 

〇 

男 

爵 

山 

內 

豊 

政 

君 

賛 

成 

を 

〇 

子 

爵 

松 

平 

直 

平 

君 

直 

ち 

r. 

箜 

會 

を 

開 

か 

れ 

ん 

こ 

と 

〇 

副 

議 

長 

r\ 

侯 

爵 

黑 

田 

長 

成 

君 

御 

異 

議 

な 

い 

と 

認 

め 

ま 

す 

S 

議 

な 

L 

1 — 
と 
呼 
ふ 
者 
あ 
り 

異 

存 

を 

ま 

せ 

ぬ 

か 

問 

題 

に 

供 

し 

ま 

す 

部 

特 

別 

委 

員 

長 

の 

報 

吿 

通 

<0 

で 

御 

か 

ら 

m 

と 

も 

灯 

ち 

に 

第 

i 

會 

を 

開 

ぎ 

ま 

す 

全 

部 

を 

〇 

副 

議 

長 

侯 

m 

里 

H 

長 

成 

君 

り 

御 

異 

議 

な 

し 

と 

認 

め 

ま 

す 

議 

な 

し 

1 — 

と 

呼 

ふ 

者 

あ 

〇 

て 

御 

異 

存 

?: 

ま 

せ 

ぬ 

か 

〇 

副 

m 

長 

侯 

m 

黑 

田 

長 

成 

君 

直 

ち 

に 

m 

巧 

會 

を 

開 

い 

r—\ 

其 

他 

m 

is, 

1 — 
と 
呼 
ふ 

者 

あ 

〇 

> / 

〇 

子 

爵 

淸 

言 

君 

賛 

成 

を 

〇 

子 

爵 

松 

平 

直 

平 

君 

直 

ち 

に 

第 

i 

を 

開 

か 

れ 

ん 

て 

〇 

副 

議 

長 

爵 

黑 

田 

長 

成 

沿 

御 

異 

誘 

な 

い 

と 

認 

ぃへ 

5 

議 

な 

し 

I 

I- 

あ 

り 

\~j 

い 

て 

御 

異 

存 

孑 

い 

ま 

せ 

ぬ 

か 

〇 

副 

議 

長 

i 

爵 

田 

長 

成 

君 

KJ 

i 

と 

毛 

第 

函 

會 

を 

開 

致 

し 

ま 

し 

た 

此 

段 

御 

報 

吿 

を 

a 

し 

そ 

會 

に 

於 

令 

し 

It 

全 

會 

i 

を 

以 

て 

lit 

と 

屯 

可 

決 

を 

て 

串 

上 

げ 

る 

程 

の 

重 

な 

る 

h 

は 

を 

い 

ま 

せ 

ぬ 

委 

員 

L 

て 

は 

1 

問 

は 

あ 

ま 

し 

た 

け 

れ 

ど 

も 

玆 

に 

改 

め 

事 

で 

同 

意 

を 

致 

さ 

れ 

た 

の 

で 

〇. 

め 

0 

手 

で 

委 

員 

會 

に 

於 

き 

密 

接 

で 

あ 

る 

の 

此 

改 

正 

ほ 

適 

當 

の 

の 

で 

あ 

る 

と 

云 

ふ 

發 

達 

を 

し 

て 

居 

0 

> 

交 

通 

m 

關 

と 

地 

方 

產 

の 

關 

係 

は 

最 

府 

の 

意 

fnj 

r ‘ノ 

質 

し 

ま 

し 

た 

所 

が 

軌 

逼 

今 

日 

で 

は 

餘 

ほ 

ど 

あ 

〇 

ま 

す 

此 

i 

に 

衆 

議 

院 

の 

提 
: ii 

で 

あ 

〇 

ま 

し 

て 

» 

政 

す 

る 

場 

へ 

it 

此 

限 

0 

で 

な 

い 

と 

云 

ふ 

但 

書 

が 

f、f 

ろ 

の 

で 

業 

か 

外 

の 

の 

で 

あ 

つ 

て 

% 

兼 

業 

と 

し 

て 

便 

: 

5! 

を 

敷 

fix 

式 

叶 

に 

非 

ざ 

る 

社 

又 

IX 

軌 

道 

會 

社 

に 

非 

ざ 

る 

會 

社 

が 

木 

で 

あ 

0 

ま 

す 

併 

な 

が 

ら 

但 

を 

加 

へ 

ま 

し 

て 

私 

5/T. 

u-C 

m 

U 

株 

第 

T 

1 

k 

定 

£ 

ミ」 

ヲ 

m 

用 

ス 

し 

ふ 

改 

正 

31 

m 

例 

に 

m 

四 

條 

を 

%\ 

い 

た 

し 

ま 

し 

— ! 
私 

Sft 

议 

く 

道 

じ 

ル 

ZZ 

b 

ヲ 

得 

と 

斯 

5 

云 

I 

定 

が 

あ 

0 

ま 

す 

る 

の 

で 

軌 

ノ 

延 

長 

父 

ハ 

改 

良 

n 

、ン 

ル 

S 

ノ 

本 

ヲ 

m 

加 

ス 

社 

ノ、 

株 

金 

全 

m 

込 

前 

卜 

雖 

主 

務 

大 

臣 

ノ 

認 

可 

ヲ 

受 

ケ 

IS 

男 

m 

千 

男 

m 

若 

王 

子 

男 

m 

男 

61 

小 

早 

川 

男 

爵 

平 

男 

m 

伊 

男 

爵 

新 

男 

m 

藤 

男 

m 

內 

男 

m 

冃 

賀 

田 

小 

河 

和 

江 

男 

爵 

杉 

男 

爵 

石 

淺 

子 

爵 

松 

子 

m 

靑 

子 

爵 

野 

男 

爵 

小 

男 

爵 

伯 

爵 

川 

伯 

爵 

柳 

伯 

m 

松 

伯 

m 

淸 

閑 

寺 

公 

f£E? 

德 

賛 

成 

者 

馬 

屋 

原 

發 

m 

者 

大 

正 

七 

百 

十 

□ 

右 

n 

族 

院 

規 

則 

第 

ネ 

四 

條 

に 

；.'c 

0 

提 

出 

m 

也 

美 

術 

〇 

振 

興 

b 

す 

る 

m 

m 

m 

1 — X 

成 

m 

S 

記 

官 

朗 

興 

に 

關 

す 

る 

建 

議 

$ 

馬 

屋 

原 

君 

外 

名 

諮 

ft 

〇 

副 

m 

：< 

r\ 

. 

m 

黑 

田 

長 

成 

対 

〇 

m 

長 

r\ 

R 

m 

里 

fii 

私 

成 

君 

3 

m 

な 

I 

ふ 

者 

あ 

0 

V — 1 

存 

し 

さ 

い 

ぬ 

か 

〇 

合 

を 

開 

ざ 

す 

* 

と 

第 

m 

の 

決 

S& 

通 

0 

で 

m 

異 

〇 

副 

m 

長 

i 

M 

Ed 

畏 

成 

哲 

〇 

副 

m 

長 

ば 

黑 

田 

長 

成 

秋 

利 

野 

柬 

田 

井 

田 

松 

村 

田 

木 

溪 

黑 

田 

平 

山 

宮 

澤 

村 

村 

.澤 

浦 

川 

季 

文 

五 

四 

長 

義 

五 

郞 

忠 

包 

正 

種 

太 

郞 

謙 

次 

郞 

m 

Ik 

m 

次 

郎 

千 

忠 

德 

康 

幸 

定 

武 

素 

鐵 

て 

郞 

保 

經 

m 

隆 

健 

郞 

郞 

祥 

純 

總 

敏 

之 

長 

惠 

則 

民 

宜 

穀 

雄 

介 

惠 

厚 

房 

久 

© 

男 

m 

長 

男 

m 

德 

男 

爵 

藤 

大 

路 

男 

擗 

靑 

田 

山 

男 

辟 

外 

男 

南 

岩 

倉 

男 

m 

梨 

男 

鮮 

肝 

男 

阪 

男 

m 

阪 

男 

m 

村 

柴 

{Sf 

北 

大 

男 

m 

高 

小 

野 

田 

子 

m 

久 

留 

じ 

子 

iff 

大 

田 

原 

子 

m 

松 

服 

山 

子 

m 

山 

伯 

m 

柳 

伯 

辟 

券 

伯 

m 

吉 

公 

近 

K 

a 

程 

第 

ナ、 

美 

ぐ V 
〇 
m 

御 

な 

い 

V 

め 

令 

二 

f 

乞 

直 

ち 

m 

い 

と 

認 

め 

令 

T 

松 

川 

山 

內 

松 

羽 

付 

谷 

井 

木 

田 

島 

澤 

木 

平 

部 

脇 

尻 

原 

島 

井 

本 

篤 

親 

豊 

孫 

太 

郎 

具 

時 

兼 

芳 

重 

雅 

家 

齊 

謙 

兼 

元 

通 

一 

乘 

一 

稻 

次 

郎 

義 

m 

幸 

文 

釤 

之 

肋 

に 

m 

m 

厚 

春 

元 

政 

威 

起 

行 

郞 

季 

美 

門 

二 

寬 

m 

淸 

承 

三 

玄 

光 

郞 

贈 

院族 afrissi 帝冋 十四 笫 


男爵 淸 水資洽  男酹津 田弘道 
男爵 島 渾久賢  男 P 佐 竹義準 
石 井 省 一郎  谷 森® 男 
三  宅  秀  中島 永 元 
湯地定 基  森  山  茂 
原  保 太郞  藤 田四郞 
餃 島 武之助  富 井 政 章 
關  淸英  石黑五 十二 
山 田 春 三  仁 尾 惟茂 
加 藤恒忠  澤柳 政太郞 
若襯禮 次郞  協 本 ま = 615 
倉 知 鍩吉  磯部 四郞 
杉 田定一  安樂 兼 道 
.下 條正雄  古賀顷 造 
南  弘  高 橋 作® 

西久 保弘菹  江 木  翼 

湯 淺倉平  德富猪 一郎 

桑田 熊藏  鈴 木摁 i 

田 島 竹 之 助  海 江 田 SM 郞 

江 原素 六  木村脊 太郞 

江 原芳平  星岛謹 一郎 

竹村與 右衢門  森田庄 兵® 

平 山 浪三郎  美 馬 依 一郎 

尾 崎 伊三郎  協 本 辰二郎 

上 松泰造  西 川 甚五郞 

福 岛文 •/-; 衞門  井芹 康也 

ft 族院 蒱 長 公 ^ 德川家 達 椴 

美術の 振興に 闊 する 建鞔 

今や 屮 外の 形勢に 鑑み 3 運 の 域 展を 期す ると 同時 

に 我 帝 阀 〇 美術は 益々 上進 發達を @1 ら さるへから 

す 然るに 方今 世 問に 琉行 する 日本 抑を 圆るに 斯道 

の本袭 に® きを ra かすして 浚に 輕佻浮 虛の H 巧を 

©ひ 隨て両 有 美術の 特技 特長 (t 將に裒 微せむ とす 

るの® 向 あり 夫れ 斯の 肋 ? は 必兑 中央 S 美術 敎育 

及獎励 方法の it しきに 適せ さろ 所 あるに 起因す る 

ものと Eg む 

政府は 内閣 直 SS の 下に 臨時 美術 調 否 搏關を 設け 斯 

25 の 木 a 及 時 史的 嬰 a を 調 杏せ しめ 其の 32 定の方 

針に 搜り 中央の 美術 教育 上に 根本的 改誇を 加へ 其 

の奬動 方法の 如 3- も 亦 敎育 S 方針と 一致せ しめ 是 

に 由て 以て 美術の 振興 發達を 岡る の 計 班 あらむ こ 

とを 轺む玆 に 之を 纽涵 す 


〇 副議長 (侯衍 黑田長 成 君〕 馮屋原 君。 

0 伯 辟 柳 原義 光 君 私は 此 案の 賛成者と して、 文部 
大臣は 此案に 關 係の ある 主管の 大 由 であります から 
出席 せらる、 ことが S からう と 思 ひます、 一 暇 申 上 
げて 置きます。 

〇 副 認長 (侯 B? 黑田長 成 君 d 文部大臣には m 席に な 
る やうに 通知いた します。 

〔馬屋 原釤君 演壇に 登る〕 

〔山 脇 玄君發 言の 許可を 求む 一 
0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 唯今 馬屋 原 君に 發言を 
許しました。 

0 山 脇 玄君其 事に 付て •…： 

〇 副 謅妈 (侯 辟 黑田長 成！；〕 馬屋 原 君に 發 言を 許し 
ましたから、 其 後で 願 ひます。 

0 馬屋 原釤君 本 M は 發誘 者の 一人と 致しまして 美 
術の 振興に 關する 33 調 案の 趣旨を 述べます る、 近来 
世間に 此流 行を 致して 居ります る 謂 ！ £ ゆろ 新 日本 « 
と稱 する ものは、 槪 して 申します ると 云 ふと、 斯道 
の EI 理 原則に 依つて 新機軸を 描く ものに も あらず、 
他の 方路に 向つて 新奇 新 巧を 競 ふと 云 ふが 如き 實况 
であります、 未だ 以て 中外 識者の 鑒 に 供す るに 足ら 
ざる もの 多し と 云 ふ有樣 であります、 斯かる 迸 風の 
流行 it 畢竟いた しま T るに、 中央の 美術 敎育 及奬勵 
方法の 結果 及 影 嚮に 起因す る もので あらう かと 思 ひ 
まする、それで本《が |[> 憶いたしまする所に依りま 
すると、 我が 美術界 に 於き まして、 注々 斯う 云 ふ說 
をな す奔が あります、 我が 日本 帝 國は 诳洋の 一隅に 
在る 島國 にして、 固有 絝进の 如？ ii 日本一 國限〇 の 
美術で あつて、 世界的 共通の 美術 でない •故に 仍ほ 
之を墨守すろ必要はない、寧ろ根本的に之を排斥し 

て 世界的 共通の 美術を 原理 原則として、 別に 新しき 

日本 进を 開發 して 5 •なりと 云 ふが 如き 說を爲 す 者が 

ある やうで ございます るが、 抑々 美術なる ものは 御 

承知の 通り PI 風 及 民惝の 反映な ろと 同時に、 各阈共 

に 谷々 其 賭 史に 基いて、 其诳 風に 自から 多少と も異 

同の ある 譯であ ります るが、 人の 本性に 基く 美術の 

根本原理に 至りまして は、 IK 西南 北の 別、 乃至 古今 

新 ffi の 別が あるべき 罟がな いと 思 ふので あります、 

故に 我が 日本 is の 如き も 帝國固 有繪迸 の歷 史的 大路 

に to つて、 益々 是が上 進發達 V 脚る 爲に •形の 變：史 

を 企つ ると 云 ふ 事は、 發 t 妨げない 事であって 固よ 

り 犬に 希望す る 所であります る •か、 左りながら 其歷 


史的 大路を 離れ、 漫に 外國 の ft 風を 模做 し、 若く は 
前人の 糟粕ブ v 踏襲す る 等の 如きは 中外 識者を 斷じて 
E らざろ 所で あると 思 ふので あります-然るに 方今 
の 趨勢た る や， 斯道の 原理 原則に 依つ て 日本 畫を描 
く 者を 或は 流行 後れな り、 陳腐な りな どと 評して 頻 
〇 に此畫 風の 變更を 誘致す ると 云 ふ 傾向が あります 
隨つて 本然の 繪畫の 系統は 段々 に 衰微す ると 云 ふ 有 
樣を呈 して 居ります、 で 皆樣も 御 承知であります が 
現にです、 毎年 開催す る 文 K の 出品 畫に徴 します る 
に 純 東洋 式" 純日本式 本然 〇 繪畫と 云 ふ ものは 年を 
逐ふて 益々 其 數を滅 じ、 之に 代つて 多數シ 得る もの 
it 浮世 繪と 今の 流行 ffi なる は、 何人 4 見て 以て 深く 
遨 憾を 感じて 居る 所であります、 で 即ち 本 建 _ の 目 
的と 致します る 所は、 民間に 於て 勝手に 描く 者は 風 
俗を 害せざる 限り 其 勝手に 任 かして 可な りで ありま 
する が、 中央 敎育 はです、 一般の 畫風 には、 申す ま 
でもない 至大の 影饗を 及ぼす ものた るに 拘はら ず、 
從來 東京 美術 學校の 日本 3¢ の敎 育に 於き まして、 日 
本蛰に 必要の ない 汕繪〇 技術に® する 所の 學科 因を 
混入し， 加 ふるに です、 世間に 於て 大いに 非難 ある 
彼の 生 人 「モデル」 此 「モデル」 を P! して K るので 
あります るが、 是か 果して 帝 國固 有繪盡 2 特技 特長 
を傳 ふべき 日本 SS 專 門の 技術 家を 養成 T る 趣旨に 適 
して 居る や 否や-又 期 かる 雄 駁な る敎 育が 帝 國の眞 
の 美術と して 果して 前途に 成功の 閣み あり や 否やと 
云 ふことは、 大いに 疑を 容るべ き 問題で あると 認め 
まして、 此際 政府は 深く 現状に 鑑み、 深く 前途の 利 
害に 想到して、 速に 臨時 契 術 調査 機關を 設けて、 以 
て 92 今の 敎育上 に對 して 利害得失を 斯 迫 の 本義に 照 
して 調査して、 果して 其當を 得ざる ものと すれば、 
現行の 敎育 上に 根本的 改正を 加へ て 以て， 前 申し ま 
-•1- る總 ての® 科目は 純 東洋 式に 改め、 又獎励 機關の 
如き も 其敎 育の 方針と 一致せ しむる やぅに 實 行して 
貰 ひたいと 云 ふに 外ならぬ 譯で あります、 又此 日本 
进の敎 育は です、 最も 系統 正しき 迸 系を 選ぶ と 同時 
に、 西洋带 も 亦 御 承知の 通り 各國共 谷々 國風 民悄に 
伴 ひ 其 特色を 異にして 居ります る 如く、 我 帝 國に於 
きましても 成るべく 我阀風 民情に 適する 5¢ 系を！ 一ん 
で 以て 此中 央敎 育の 方針を 此際 I 定 す ると 云 ふ 事は 
極めて 必耍の 事で あると 思 ひます るので ございます 
又此妞 _ の 件の 如きは ® 家 永遠 2 利害に 關する 重大 
の 問題であります るが 故に、 之が 解決は 內閣 總理大 


K の 行政 統一 權 S 處理 に俟 つの 外な く、 從 つて 臨時 
美術 調査 機關の 如 3- もです、 內閣 直 II の 下に 之が 設 
置を 切望す る 次第であります、 どうか 諸君に も 多大 
の御燹 成を 願 ひます。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 演壻に 登る〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 中 君〕 唯今 馬屋 原 君の 御說 明に 
なりました 建謅 案に對 しまして， 極めて 簡單 に當局 
者の 意見を 申 述べて 御 參考に 供したい と 存じます、 
馬屋 原 君が f® て 熟 心に 御主 張になります る點 ，此建 
議策の 前段に 表は れて 居ります る 所の 御 趣意に 付き 
ましては、 當局 者に 於ても 格別變 つた 意見は 有つ て 
居らぬ のであります、 即ち 此建 議案の 前段を 見ます 
ると、 近来 「世間に 流行す る 日本 畫を觀 るに 斯道の 
本義に 重きを fie かすして 漫に輕 佻 浮 虛のエ 巧を 競 ひ 
隨て 固有 美術の 特技 特長は 將に 衰微せ むと する の ® 
向 あり」 と 云 ふやうな こと •か 書いて ございます、 此 
點に付 きまして は 當局 者に 於ても 矢張り 同樣迓 へて 
居る 所であります、 申す まで も ありませ ぬ、 各 國美 
術に It 谷々 其 特徴が ございまして、 日本 畫 は 日本蛰 
の 特長を 發撣 いたす と 云 ふこと にせなければ ならぬ 
然るに 動 もす ると 日本 « の 特長を 失 ひ、 或は 輕佻浮 
虛の 技工を 競 ひまして、 我 一 固有の 美術を S 微 せし 
むる とする が 如 ? ® 向の あると 云 ふことは、 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 復す〕 

是は當 局 者に 於 ? ましても* 深く s tt いたして 居る 
所であります >  それ で 昨年 2 美術 展覧 會を 開きます 
る 前に、 私は 此密査 員に 對 しまして、 美術の 殊に 口 
本絝畫2上に有する所2意見をも述べて置？ました 
ことであります るし、 其 意見は 旣に世 間に も發 表い 
たして あります る 所で あ 〇 ます、 又 其 後 展覽 會 を 終 
りました 後に 日本 繪 迸の 群 奄 委員の 報吿を 致し まし 
た、 其 報 fr も 世間に 發表 いたして ございます •其 報 
$： の ® 意に 依りましても、 此前 段に® いてあります 
る 所の 御意 見と 格別 大差は ないやう に考へ て 居る の 
でございます、 唯 併し 馬屋 原 封の 唯今 此處で 御 述べ 
になり ました 事項の 屮に f'J きまして は 常 局 者は 多少 
意見を 異にする 點も ございます、 例へ ば 美術 學校に 
於て 日本 繪戬 に必迆 でない 所 2 學科に 時を 致 やして 
居る と 云 ふやうな こと も ございました •か、 此 日本 繪 
进 に必耍 ならざる 學科と 云 ふ ものは どう 云 ふこと で 
ございま すか 存じ ませぬ •か、 例へ ば 解剖であります 
ると か、 或は 又 遠近法で あります ると か、 さう 云 ふ 
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類の もの, V 日ぶ 美術': 堞生 にも 課して 居る ので あり 
まする が、 斯う 云 ふやうな ことは 是 は 必要と 當局者 
は 考へて 居る ので ございます、 日 太进で ありまして 
も、 是 等の 學科を 缺 きました 時に 13; 決して 婉當な る 
ものを 得る こ A- (i 出 來ませ ぬで li ありませ ぬかと 思 
ひます、 古 來日太 迸の 人物を 迸く に 最も 短所で ある 
と S ふのは 何處に 出で て 居る かと 云 ふと、 此解 剖と 
云 ふこと を 怠つて 居る 其 結果に 外ならぬので、 古米 
の 日本 5S の 大家と 雖も 人物を 3!E くと 云 ふことは 最も 
短所と 致して 居る 所で ある* それ ほ 畢覚是 等の こと 
で (t ないかと 思つて 居ります、 又 美術 學 校の 日本蛰 
に 於て 「モデル」 を 用 ひる ことは 宜しくな いと 云 ふ 
やうな 意味の 御 話が ありました が.. 斯樣な こと も當 
局 者と 馬屋 原 君と 意見が 少し異 つて 居る やうに 思 ひ 

ます、 當局 者に 於き ましては、 例へぱ 日本 ® と雖も 

「モデル」 を 用 ひる ことは 必要と 考 へて 居ります、 

又 日本の 迸 家と 云 ふ ものは 或は 南宗 ffis 一 派な どは 

別であります けれども、 古來 「モデル」 と 云 ふ もの 

は 用 ひた ものであります、 決して 此 「モデル」 を 用 

ひると 云 ふことは 外國 輸入の 方法では ない と 信ずる 

ので ございます、 斯樣な 點に 於て は 少しく 馬屋 原 君 

の 御意 見とは 異なります けれども、 大體に 於け る 御 

精神は 當局 者は 大した 相違は ない と考 へて 居ります 

唯 之を實 行す る 方法に 付て は 相當 努力いた して 居り 

まする けれども、 今日 當局 者の 考へて 居ります る 通 

りに 其 結果が 現 はれて 參ら ぬと 云 ふことは 甚だ 遺憾 

に 思つ て 居ります るが、 併ながら 兹に 內閣の 直 ® の 

調査 會を設 けまして* 其調奄 'を 致しまして 果して 其 

効果を 得る 見込が あるで ございませう か、 如何で ご 

ざい ませう か、 其 調査は どう 云 ふこと を 調査す るの 

で ございませう、 斯道の 本義 及歷史 的 要義を 調査す 

ると 云 ふやうな 點に 付て は » は 餘〇 今日は 議論は ご 

ざい ませぬ、 少 くと も當局 者の 考へて 居る 所は 先刻 

申す 通りの @ で、 深く 調査 1- るを 侯たず して 建議者 

の 御 趣旨に 適 ふて 居る、 J とと 思つ て 居ります、 果し 

て然ら ば 此 本義 及 歴史的 要義を 調査して、 之を 實際 

に 現は す 上の 手段 方法に 付きまして は、 是 は 種 * 努 

力いた さぬ ければ ならぬ ことであります るが、 調査 

會を 設ける 趣旨と 云 ふ ものは 決して それでは ないや 

5 に 思 ひます、 然ら ば lit 調赉會 で 調査 せんと 欲する 

もの ほ 最早 調査の 必要の ない 事項では ないか、 斯樣 

に考 へられる ので ございます、 又內 閣直_ の 下に 美 


術 調 杏 辟 關を 設ける と 云 ふことは、 一 K 官制の 立 前 
の 上から 如何で ありませ うか、 內 閣直轉 の 下に 調査 
撻關を 設ける となります れば "是は 备 省の 所管に 屘 
せざる こと* 若く は 二 三省に 連 帶 して 居る こと it 從 
來内閣 に 於てナ ? 調査す る ことほ やつて 居ります の 
であります が，. 茲に現 はれて あります る 所の 美術の 
木義及歷史的要義と云ふことの如き、是は純然たる 
文部省の 所管 事項で あると 考へ るので あります 、斯 
樣なる 文部省 所管の 事項を 取つ て、 之を 内閣に 於て 
調査す ると 云 ふことは 、是は 官制の 立 前の 上から 考 
へましても、 如何で ありませ うか、 是は 篤と 御考盧 
を 願 ひたいと 思 ふので ございます、 要するに 斯樣な 
次第で ございます るから •建議案を 御 提出に なり ま 
した 御 精神に 付て は當局 者と 御 提出者との 間に 何等 
の 相違は ない ので ございます が、 此 調査 會の ことに 
付きまして は、 當局 者に 於て は 直ちに 御 同感と 申 上 
げる譯 には 參ら ぬので* 即ち 御 提出者に 於 かれ まし 
て も， 又 賛成の 諸君に 於 かれましても、 尙ほ 宜しく 
.御 講究を 願 ひたいと 考へ るので ございます。 

0 馬屋 原 彰君唯 今 文部大臣より 此 建議案に 對 する 
御 見込を 拜聽 いたしました、 實は此 美術の ことに 渉 
りまして は 失禮な がら 文部大臣は 委しく 御 承知が な 
い、 果して 此解 剖學や 遠近法と 云 ふ ものが 必要で あ 
ると 仰 L やる けれども •それは 今日 普通に 今 世間で 
唱へて 居る 所で ございます、 油繪は 請 it ゆる鐵 抹式 
である、 東洋 畫と 西洋畫 は 其 描く 所の 間に 非常な 懸 
隔が ある、 又 西洋 畫に 致しましても 西洋 畫の 長所が 
ある、 それで 人物を 描く には 成るべく 正確に 描かな 
ければ ならぬ、 斯う 云 ふの が 油繪の 主義で ある、 日 
本の 方の 主義であります ると 形の 正確は 言は ない、 

心の 正格を 言 ふ •心が 正格を 得れは 形は それに 伴つ 

て來 る、 即ち 天地 間の 事物を 眞似 をす るので ありま 

せぬ、 自分の 胸中より 山嶽を 吐出す る ことが 根本の 

妙味の ある 所であります、 之を 唯 機械的に 寸法を 取 

つたり 何 かして、 解剖の 骨格 や 筋肉 S 大體 論な どの 

ことは ちよつ とも 研究す る 必要は ない、 是も 民間に 

あつて 谷々 が やる のなら ば、 それは 勝手で 宜しい が 

® かに 五 年間で 卒業せ ぬなら ぬ 中央の 學校で 、そん 

な ことを する よりは、 まだ 外に 私共の 考では 必要な 

ことは 澤山 ある、 又 先刻 私の 演壇で 申 上げました 通 

り 日本の 美術は 一國の 美術で 世界的の 美術で ? J: いと 

云 ふことは 往々 私 聞く ことであります が、 文部大臣 


御 一己の 御 著 想から さう 云 ふ 御 見込の ある こと も 無 
理 からぬ ことであります が、 併し 此 美術た る や 是は 
實 に 帝國の 美術と して 將來の 利害得失を 考へ たなら 
ば 唯 1 一人 一己の 意見を 以て 之を 左右すべき もので な 
い、 十分 其 道に 通曉 する 人士を 集めて さう して 以て 
是な らば 宜いと 云 ふこと で 決する のが 當然 であり ま 
す、 私共 最も 遺憾に 感じます のは 現 文部大臣には 直 
接の 御關 係ない ことで あるが、 美術 學校 創立の 際に 
於て 東洋 ® の 根本原理と 云 ふ ものは 如何なる もの か 
又 東西 兩洋の 繪蜜に 付て どれ だけの 長所が あり どれ 
だけの 短所が あると 云 ふこと を 十分に 調べて ない、 
是は 甚だ 美術 政務 上の 大缺點 であると 思 ひます、 今 
日は 遲く とも 完全なる 調査 機關を 設けて さう して 國 
家 永久の 大方 針を 定める と 云 ふ 事は 誰し も 不同意は 
なから うと 思 ふ、 然るに 曾て 其 根本を 联 調べず して 
漫に 現狀を 維持せ むと する は 私共 甚だ 取らざる 所で 
國家 前途の 利害を 顧る 時は 自分 CO 意見を 捨てても 行 
かなければ ならぬ 事と 思 ふ、 文部大臣に 於 かれても 
現今の 美術 學校 及文展 には 毫も 缺點 ない と 御 見込み 
でな く 必ず どうかし やうし やうと 云 ふ 御考で あると 
思 ふ、 同 學校及 文展は 例へ' て 申します と 病的で 立派 
な 健全なる 働きを して 居らない、 そこで 私 共の！ t 布 望 
はさう 云 ふ 病的を 療治す るには どうす るかと 云 ふと 
先づ 醫師 S 大家の 診斷を 求む るの 必要が ある、 此病 
源は どこに ある、 どうしたなら ば是は 全快す ると 云 
ふ 事は 素人に 分る 害がない、 依つ て專 門の 大家を 集 
め、 さう して 研究を 盡した 所で 初めて 當局 者を 初め 
我々 など も 安心す るので ある、 初めから 精密なる 取 
調なくて 唯 謂は ゆる 世界的 共通の 美術な どと 云 ふが 
如き 間違つ たる 意見が 一時 流行した るが 爲に 中央 敎 
育が 亂脈 になつ て來た ので ある" もう 今日は 最早 植 
做 的の 場合で ないど こまで も 根本から 立て直さな け 
れば ならぬ、 先刻 申します 通り 美術と 云 ふ ものは 決 
して 西洋の 美術 日本の 美術と 云つて 根本に 變り は な 
い、 唯畫 風の 變る こと IX それは 國風に 依つ て變 るの 
は 當然 のこと である、 さう i-; ふ si から 見る と 御 不同 
意の あらう と 云 ふことは ない* 大いに 御 賛成で ある 
と 思つ て 居た 所が、 今の やうな 「モデル」 とか 何と 
か 云 ふ 御 話が あるのは 果して 適當な る學 科で ある や 
否やと 云 ふことは 素人には 分らない、. どうしても そ 
れは玄 人の 言 ふこと を 聞いて、 自分で 筆を 執つ て 見 
て 果して 是はど うで あらう と 云 ふこと を 發見せ ぬ 以 


上 It 本當に 分らぬ から、 是非 -s 'sii に 掛けて 以て «: 病 
の 病症が 明白に 分る のであります、 さう して 以て！ S 
う 云 ふので ありまして どうか 其迢御 詫 怒 〇 上部 科 H 
のことは 餘り 御主 張に ならぬ やうに 願 ひたい、 私共 
が 誠意 誠心 此建 5^ 案を 提出し ました® s li 美 ^ CK 
本 間 題で .'?, 〇 ます、 文部 大； C ii3 ','. .  、 :IL い 
のと云ふことではない、此問題.か阀家永遠に利逍に 
關する問題であるから斯う云ふ方針を捋つたならば 
官も民 も 皆 安心す る だら うと 云 ふ 所から 纽部案 を 提 
出した のであります、 今日は 謂は ゆ 〇 諸 名家を ^ め 
さう して 斯道と 云 ふ ものは 11 つ ある もので ない、 之 
を 調べて 之に 照して 之が 適當で ある や 否やと 云 ふこ 
とを 調べれば 極まる 話で ある、 其 根本を 調べずに、 
唯此 頃の 新 巧を 競 ふ 方の 側から 立 S せ I'. るるから そ 
れが私 共 殘念で ある、 今日 私共 茲に持 出して 述べた 
る 意見を どこまで 貫徹し やうと 云 ふ 趣® はない、 先 
づ御參考に述べたのであろへ耍するに雷大〇問題で 
唯一 人 一己が 斯 5 ぢやと 言 ふべき 場合で ない、 即ち 
自分の 意見は 抛 15 して 國家 前途の 爲に 謀るなら ば 私 
は 美術 調査 胰關を 設ける の 外に、 他に 途はな いと 斯 
う 信じて 居ります-それから 又內閣 S K _ の 下に 調 
査機關 を 設 くると 云 ふこと に 付て 御 話が ありました 
が、 是は私 共は 酷く 考へ たのです、 全 牌 文部大臣の 
御 話がなくても 此 美術の ことは 文部省の 御關 係に な 
つて 居る ことは 知つ て 居る、 けれども 是ま での 膝 史 
から 段々 積 重つ て來た 問題で あるから 今日は 文部 街 
以外に 其 機關を 設けられなければ 折角 設けられた 機 
關が 一向 効能がない、 それで 私は 考へ <し て 內閣 
の 直轄の. 卜 にと 云 ふこと にした 11 であります、 必し 
も 文部大臣の® 限を 無視した 餾 でない、 却て 私は 文 
部大 E の 御 職 ffl に 付て どうか 將來 十分に 發展の 出來 
る やうに したいと 思つ て 居る のであります、 それ か 
ら段々 …… (聽 取し 難し) 文部の ：：： (聰 取し 難し 
) 即ち 今日の 敎 育調淹 會其 他全國 を 見ます れぱ 段々 
ある、 是は重 大 問題 だから 一 … 決して 文部大臣の 御 
職權を 私は 妨げる 譯 でない、 却つ て 之を rl じて 此建 
議の 方針 SV1 執つ たので ある、 W 所は どうか 文部 犬 111 
にも 十分 御 參考を 願 ひたい、 序に 申して 置 3- ますが 
是 は 明治 四十 四 年 桂 内閣の 時に も 私は 質問いた しま 
した 其 時には どうです、 私は 此處に 持つ て 居ります 
が、 日本 fi S 敎育は 徹頭徹尾 固有の 特色を 維持して 
居る、 もう 一層 進んで は 流派の 蘊奥まで 調べさす， 
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さう して 文展 と、 碉 校との 方針を 一致せ しむる と 云 
ふ 立 ® な 答 辯を 拜 承した がさう かと 思へ ば 其 後に 更 
に 文部 當局 者の 意見を 聞く と 云 ふと ほつ と變 つて 來 
る、 同 四十 四 年ょり 今日まで 文部 當 局の 意見は 四 度 
も變つ て 居る、 是は私 が 證據を 持つ て 居る、 或は 西 
洋蕺 には 長所 •か あるから 參考 にす ると S ふ 意見が あ 
り、 詰り 美術 學校で やつて 居る ことの K 對の惹 見を 
述べられた こと 度々 あつたので あります •要するに 
文部 當局 者 (i s 際の 敎育上 殊に 技術 上の こと it 御 承 
知で ないやう に 思 はれます、 それに 今日® 科目 等に 
關 し®々 御 n 見を 此で御 述べになる と 云 ふことは 甚 
だ惜む ，私共が 此建 議案を 提出した のは 專ら國 家に 
對して 永遠の 利益を 考へた 苦心して 提出した ので あ 
るから 其 所を 御考 へに なり、 又 どうか 折角の ことで 
すから 闐蕺に も 付せられ て 其 上 内閣 諸 公擧 つて 此趄 

議案を 非認 せら るれば 仕方がない、 當讅院 に 於て は 

多数の 諸 ft の饺 成を 得て 提出した ので あるから どう 

か 宜しく 願 ひます。 

〇與辟 村 上 敬 次郞君 本案に 付きまして 提案者 並に 

文部大臣の ®! 見を 拜 鸱 いたしました が、 私は 特別委 

fl を 51 S せられて、 其 調査 委 0 に 付託いた したう ご 

ざいます、 依つ て此場 合 lit 動議を 提出いた します。 

〇江 木 千 之君此 案に 付きまして は 到底 常 局 者と 意 

見が 全然 一致す ると 云 ふこと li む づか しからう と 考 

へる のであります、 即ち ffi 狨案〇 出る 所以で あらう 

と考 へる のであります、 然る 1- 文部 大 til は 啡 今內閣 

Is 愿の辟 關を設 ける と 云 ふこと ほ 官制の 許さざる 所 

であると 申されました のであります が、 成程 f 今の 

官制の 下に 此機關 を 設け やうと 言つ たなら ば、 官制 

〇 許さぬ と 云 ふこと も ありませ 5、 併ながら 是は勅 

令を W 布して 特別機 關を設 ける とすれば、 必 しも 官 

制に ) 0 れると 云ふ譯 ではなから うと 考へ られ る、 又 

竹制が許さぬ*內閣冏龆と云ふことを許さぬと云ふ 

ことで あれば、 他の 如何なる 方法に 依つ てしたなら 

ば 一種の 搏 Ba •か 設けられ ると 云 ふことは、 それ 等の 

點 に 付て は 研究の 餘地が あると 考へ るので あります 

汛 大問 四で あります から、 今に 於て 十分涟 笠. V  I 

て 政府 r. 提出す る ことに 致したい と 考へ るので あり 

まする で、 唯今の 委 员 付託 說に S 成いた すので あり 

ます。 

〇狨 公 ! i'F 饴川 家 ij 君〕 採決いた します、 村 上 男 

防より 本® 泜本を 特別委 fl l* 付託す ると 云 ふ 励 銪が 


出まして、 江 木 千 之 君の 賛成が ございます 依って 
問題と 致します、 本 建議案を 特別委 員に 付託す ると 
云 ふ說に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  過半數 と 認めます、 村 上 
男路に 伺 ひます が、 此 特別委 員 も 議長で 指名を 致し 
て 宜しぅ ございます か。 

0 男爵 村 上 敬 次郞 君左樣 でございます。 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡 書記官 朗 ig J 

美術の 振興に 關する 建議案 特別委 員 
伯爵 溜 BI 家敎君  折 田 彥市君 
ffi  正 元 君  男 i 水 霞 君 
三 宅秀君  加藤恒 忠君 
阪本釤 之 助 君  高 田 早苗 君 
木本 源吉君 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 次の 日程は 決定 次第 本院 
费報を 以て 御 通知に 及びます， 本日は 是で散 會。 

午後 零時 七 分散 會 


〇 大正 七 年 三月 二十日 (水曜日〕 

午前 十 時 五分 開議 

議事 a 程 第 十 :- 7K 號 

第一 大正 七 年度 親 入® 出 縛 ?# 算 追加 案 (第二 
號〕 審査 期限 £ 定む るの 件 
第 II 大正 七 年度 歳入歳出 總豫 s 追加 案 (第三 
號〕 蓉査 期限を 定む るの 件 
第三 大正 六 年度歲 入 歲出總 豫算逅 加 案 (第二 
號)® 査 期限 £• 定む るの 件 
第 四 臨時 寅. 事 费豫筇 追加 案 (第二 號〕 蓉査期 

限を 定む るの 件 

第五 大正 七 年度 各 特別 會計歲 入歲 出豫箄 追加 

案 C 特第 一號〕 苞査 期限を 定む 5 の 件 

第 六辣算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲す 

を 要する 件 (追 第二 號〕 審査 期限を 定む 

るの 件 

第 七 大正 七 年度 歳入歳出 箱 強算追 加 案 (第 四 

號〕蒱査期限を定むるの件 

第 八 锸筇 外 固 庫の 負 梅と なる へき 契約を 爲す 

を 要する 件， 追 第三 SD 蓉査 期限 £■ 定 むる 


の 件 

第 九 海軍に 於て 海 寅 採炭所の 石炭の 買 入に 關 
する 法律案 {Jg lif l 付) 第 I 
第 十 東京 市 E 改正 條例中 改正 法律案 {職 g 卿 

| j 第一—  靈 

第 十一 京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關 し 東 
京市區 改正條 例 及 東京 市區 改正 土地 .® 
物處分 規則を 準用し 得る の 法律案 

Is sl) 第- 讀會  i 提 

第 十 II  1 興業銀行 法中改 正 法律案 (I 細 g 

5  ^-s :I l 

第 十： 一— 法 中 i 案 (綱 麵 1 親 y 
第一 讀會 

第 十四 郡制 中 改正 法 j： & 案 a 織 院) 第 |鑛 會 
第 十五 科學及 H 業敎 育に 關 する 建議案 

S  8 

〇 議長 (公爵德川家達が)是ょり諸般の報吿を致さ 
せます。 

〔成 瀬 S IB 官朗讀 J 

一昨 十八 日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案 
は 即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 

り 

罹災 救助 基金 法 中 改正 法津案 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移人税 免除に 關する 法 

律 案 

同日 本院に 於て 可決した ろ 左の 衆議院 提出 案は 即 
日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
日本勸 業 銀行 法 中 改正 法律案 
輕便鐵 道 法 中 改正 法律案 
軌道 條例中 改正 法律案 

同日 il 員 伯 K- 林® 太 郎君 外 三 名ょり 三十 九 名の 賛 
成を 以て 科學及 工業 敎 育に關 する 建議案を 發議せ 
り 

昨 十九 日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委员長 
の 氏名 左の 如し 
狩 確 法改正 法律案 特別委 員 會 
委員長  子 1 山 幸宜君 
副 委員長  岡 喜 七 聾 
同日 謂 願 委員長より 左の 報吿 SJ を 提出せ 〇 
請願 文書 嵌 If!; 九 回報 吿 S 
同日 衆 誘 K より 左の 政府 提出 案を 受領せ 〇 


海： 4 に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關する 法 
律 案 

束 京市區 改正 條例中 改正 法律案 

京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關し 東京 市區改 

正條例 及 ®: 京 m 區 改正 土地 建物 處分 規則を 準用 

し 得る の 法律案 

朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 

大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號〕 

大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第三 號〕 

大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號) 

臨時 m 事 費豫算 追加 案 ( 第二 號〕 

大正 七 年度 谷 特別 會計歲 A 歳出 豫算 追加 案 (特 
第一 號〕 

豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第二 號〕 

大正 七 年度 歳 人 歳出 總豫算 追加 案 (第 四號〕 

豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第三 號) 

同日 衆篛院 より 左の 法律案を 提出せ り 
郡制 中 改正 法律案 

同日 衆 _院 より 本院の 涣付に 係る 左の 政府 提出 案 
は 本院の 議決に 同意し 奏上せ る 旨の 通 喋を 受領せ 
〇 

朝鮮人 官吏の 恩給、 退 際 料 及 IH 族 扶助料 等に 關 
する 法律案 

同日 衆議院より 政府に 於て 左の 議案を 撤回せ る 旨 
の 通牒を 受領せ り 
衆議院 誘 員 選擧法 中 改正 法律案 

0議長(公爵德川家達君)是より本日の會81を開き 
ます、 御 異議がなければ 日程の 第一より 第 八までの 
豫算 案は 一括して 問題に 供し ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
og 長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
尙ほ御 諮りを 致します、 本日 も 通牒 文の朗 譖は 省略 
いたして 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 5 〇 御 異議ない と 認めます、 
第 , 大 正 七 年度 歳入歳出 總预算 追加 案、 第二 號、 
第二 1 大正 七 年度 歲入歲 出 總豫葸 追加 案 第三 號 ，第 
三， 大正 六 年度 哉 人 歳 W 總豫算 追加 案 第二 號 •第 四 
臨時： jii 事 费豫览 追加 案 第二 號 •第五 ■大正 七 年度 谷 


豫翦ぞ 大正 七 年度 歳 人 £5 出總 预箕 追加 案 C 第二 號〕 外 七 件 


II 七 
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豫筇案 大正 七 年度歲 入歲 Mi r 没 ^ 追加 案 (第二 號) 外 七 件 


二八 


特別 會計 歳人歲 出 預箕追 加 案 持 第一號 •第 六、 豫箕 
外國® の 負 擔とな ろへ き 契約を 爲す を耍す る 件 追 第 
二號 ■第 七， 大正 七 年度 歲入歲 出 M 豫® 追加 案 第 四 
號 ，第 八、 豫算 外國 01 の負擔 となる へき 契約を 爲す 
を 要する 件 追 第三 號 ■審査 期限を 定む るの 件。 

t 左の 送付 文は 朗讚を 經 さる も參照 のた め 
茲に載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

(第二 號 '大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り及邊 付 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆議院® 長大 岡 育造 
贵 族院翳 長 公爵 德川家 達 殿 


(第三 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 

り及揆 付 候 也 

大正 七 年 三 月 十九 日 

衆 翳 院議 長大 岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


(第二 號^大 正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 翳院法 第五 十四 條に依 

り及邊 付 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆 翳院翳 長大 岡 育造 

資族院 議長 公搏 徳川家 達 殿 

(第二 號〕 臨時 軍事費 豫算 追加 案  . 

右 本院に 於て！ 3 決せり 因て 議院 法 第五 十四條 に 依 

り 及 ; S 付 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆議院 議長 大岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

(特 第一 號〕 大正 七 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫算 

追加 案 

右 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 十四 條に依 

り 及 送付 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆議院 蘸 長大 岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

(追 第二 號) 豫算外 國 庫の 負 擔とな るへ き 契約を 

爲す を耍 する 件 


右 本院に 於て 可決せ り 因て 誘 院法 第五 十四 條に法 
り及绘 付 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


C 第 四號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總雜箄 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に® 
り及绘 付 候 也  • 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


(追 第三 號〕 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
爲すを 要する 件 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り 及 送付 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 議題と 相 成つ て 居り 
まする 追加 豫算 に付きまして， 第一より 第 八に 亘り 
まして 大體 の說 明を 申 上げたい と 思 ひます、 大正 七 
年度 歳 人 歳出 總豫算 追加 第二 號に 計上いた して あり 
まする 所の 金額は、 歳入に 於き まして 六 百 七十 餘萬 
圓， 歳出に 於き まして ほ 七 s' 四十 餘萬圓 であ ■ります 
る、 此 歳入 歳 / PI 差 引 不足 額 六十 餘萬圓 (t fi に 協賛を 
經 ました 大正 七 年度 總豫算 に 於き まする 歳入 超過額 

を以 ちまして 之を 支辨 する の 計 ft を 立てて 居ります 

る、 此 所に 歳出の 重 もなる ものに 付て 申 上げます，’， 

ば、 製藥阿 片 として 賣下を 致します る 所の 阿片の 購 

入の 爲に 、阿片 費に 於て 百 四十 餘萬圓 を 計 卜いた し 

て 居ります る、 又 昨年 夏期に 於き まして 天津に 大洪 

水が ございました、 此爲に 被りました 損害の 復薦費 

と 致しまして、 外務省 所管に 於き まして 七 千 餘圓 * 

陸軍省 所管に 於き まして 十四 萬餘圓 、遞信 省に 於き 

まして 七 萬 餘圓を 計上いた L ました， 尙ほ 昨年 秋期 

の 暴風雨の 爲に 被りました 損害の 復 » と 致しまして 

東京 灣 砲臺 第三 海堡 復舊 に關 します 所の 經費總 額 三 

十三 萬 餘圓の 中、 大正 七 年度に 於き まして 八 萬圓を 

計上いた しました 、隙 須賀 ェ® 越 造 物 等の 復舊に 關 


し まする 所の 經费 十九 萬 餘圆を 計上；， たして ござい 
まする 其 他 電信 電話 線路 電氣試 驗所及 商船 學抆 石垣 
等の 復窩を 要します る經毀 四十餘 萬 圓を 計上いた し 
て ございます る 又 東亞 同文 會に對 しまして 大正 七 年 
度 以降 四 年度に 亘 りまして 總額 五十八 萬 圆の Hn 助を 
致したい と 云 ふ計进 を 立てまして 木 年度に 於き まし 
て 三十 五 萬餘圓 を耍 求いた して ございます る 同仁 會 
に對 しまして 大正 七 年度 以降 三年 度に亘 りまして 總 
額 三十 萬圓を 毎年 十 萬 圓づゝ 補助す る 計 - It lu: を 立て ま 
して 本年度 分と して 十 萬圓を 計上いた して ございま 
する、 澱 川の 改修工事 增補 費に 於き まして 總額五 百 
九十 七 萬圓を 大正 七 年度 以降 六箇 年度 Sg| 績 費と 致 
しまして 其 本年度に 耍 します る 經費百 萬圓を 計上い 
たして ございます る， 朝鮮 師團 建築費に 不足を 生じ 
ましたに 付きまして 是が 追加 額と L て 五十二 萬餘圓 
を 計上いた して ございます る、 尙ほ 兵器 製造所の 新 
設 費に 不足を 生じまして 其 總額百 八十 萬圓を 大正 七 
年度 以降 二 箇 年間に 1; りまして •旣定 の 繼續費 に 追 
加す るの 計畫を 立てました、 是が爲 に 本年度に 要す 
る 縛 費 三十 萬圓を 追加 豫算に 計上いた しました、 元 
屯田 步兵 救恤 金と しまして 十三 萬 餘圓を 計上いた し 
ました、 大阪 監獄 欲 轉建築 費に 於き まして 總額百 八 
十 萬圓を 大正 七 年度 以降 七箇 年度の 繼續 費と 致し ま 
して、 其 本年度 分 四十 五 萬 圓を 計上し ました、 尙ほ 
京都 地方裁判所 區 裁判所 廳舍 建築費に 於き まして 總 
額 二 十六 萬圓を 大正 七 年度 以降 三箇 年間の 繼續 費と 
致しまして、 さぅ して 其 本年度 分 八 萬圓を 計上いた 
して ございます る、 此 外神戶 郵便局の 局舍 、其 他 火 
災復舊 の 爲に遞 信 省 所管に 於き まして 三. 十七 萬 11 を 
計上いた してあります る、 是等が 即ち 歳出の 重なる 
もので ございます る、 右 歳 / J', に對 します る もの、 財 
源と 致しまして は、 官有 物 總下代 二 百餘 萬圓 、澱 川 
改修 增補 H 事に 伴 ひます る 池 方分擔 納付金 四十 萬 圓 
等の 外、 前年度 剩餘 金の 繰 入が 三百 餘萬圓 を 歳入に 
計上いた して ございます る、 是が 大體 日程の 第一に 
載つ て 居ります る 所の 追加 案の 大嬰で ございます る 
次に 時局の 進展に 伴 ひまして、 臨時 軍事費に 於き ま 
して 二 千 五 百餘蓖 の 追加を 致して ございます る、 此 
中 陸軍が 約 千 九 百 九十 萬圓 、海軍が 五 百 十六 萬 圓く 
らゐ になつ て pf ります る、 而 して 是等の 財源と 致し 
まして* 前年度 剩餘 金を 主として 用 ひまして、 前年 
度剩餘 金を 一般 會計へ 入れ、 之を 臨時 軍事費に 支出 


すると 云 ふ 其 形式を 執ります る 苜 に 日程 m 二、 第三 
と 云 ふ 此形式 が 提出を 致して ございます -- t 第で-こざ 
いまする、 尙ほ ilt 臨時 取 3Jf 致の 財 ai に 付？ まして 多 
少不足を致しまする、其不足を致しまする分は追加 
預邡 第一號 に 於き まして 歳入 超過 部 •か 四十 ;' K lfll ばか 
〇 ございます る、 之を 以て 此不足 額を 補充いた しま 
する 計 S でございまする、 特別 Q- irt に關 しまして は 
第一に ffi 太の 特別 ^ 計に 於き まして、 鐵 迫 扭設费 と 
致しまして 百 二十 餘萬圓 を 計上いた して ございます 
る、 御 承知の 通り 樺 太に 於き まして 同 島—- 開拓の 23 
に鐵 道を 敷設いた します 其總找 額は 五 百 四十 茁 E1 
であ 〇 まして、 大正 七 年度 以降 五箇 年 la] の® ^ a と 
致して あるので ございます る、 其 財： iiii を是は 公： 3 に 
仰ぐ と 云 ふ 計 5!£ を 立て、 35 ります 次第で ござい -i す 
右の 公 償發 行の 計 迸に 伴 ひまして、 一一 S 整理 3S 金特 
別 fr 計に 於き まして 其 利息 ^ の關係 があります るか 
らして、 多少の 追加を 嬰す る ものが， 是が 計上を 致 
して ございます る、 尙ほ 九州 帝 國大學 特別 會 計に 於 
きまして 多少の 新營费 、學校 及 w ftF 舵 特別 fr 計に 於 
きまして 多少の 設備費 等が ございます る 〇 で、 各々 
追加 要求を 致しました 次第で ございます る、 第 六に 
ありまする预算外國庫の負擔となるべき契約は、是 
は is に 述べました 東亞 同文 會 並に 同仁會 に對 します 
る 所の 補助の 形式の 提案で ございます る、 第 七の 追 
加 第 四號 であります るが、 木 號に 揭げ てあります る 
所の 金額は 歳入歳出 谷々 六 萬 六 千 餘圆で ございまし 
て、 其 財源は 全部 前年度 繰 入金を 以て 之に 充 つるの 
計畫を 立て、 居ります る、 此 中： なる ものは K 族院令 
の 改正に te りまして 人 M が M えます るに 付きまして 
其 歳費 並に 是に伴 ふ 所の 經 ST 其舶が 約四蓖 千 六 西 
圓ば かり ございます る、 其 外に 都市 計 s£ 調査 # を 速 
かに 設置いた します る 必要を 認めまして、 其經费 と 
致して 二 萬 五 千 餘圓と 云 ..;. ものを 計上いた して ござ 
います、 是が第 七の 大 E の 趣意で ございます、 第 八 
の 预算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約に 關 する 件、 是 
は 日本 興業銀行の 發 行いた します る 所の 依 券に 政府 
が 元利を 保證す ると 一 K ふ 件で ございます、 御 承知の 
通り 今日 時局に 於て 殊に 對外 投資と 云 ふこと が 非常 
に 必要で ございます、 然るに 對外 投資に 關係 いたし 
て 其 資金を 得る ことが 甚だ 困雖で ございます 故に、 
興業銀行の 偾 券に して 之を 對外 投資に 用 ひます る 分 
に對 しまして、 政府が 元利の 保證を 致したい、 斯ぅ 
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致して 潤澤な る 資金を 5 r 並に 低利なる 資金を 得て 
之を 海外に 投資いた したいと 5-; ふの が 詰り 此案の 精 
神であります、 大 體右樣 の 次第で ございます る、 會 
期 切迫の 際であります るが、 何卒 速 かに 御 審査の 上 
協賛を 與へ られ むこと を 偏に 希望 致します。 

0 高 橋 作 衞君 質問いた したう ございます、 外務 大 
臣は御 出に なり ませぬ. か。 

0 議長 (公 |« 德 川 家 達 君〕 內務 大臣は 出席して 居ら 
れます …… 外務です か。 

〇 高 倍 作 衙君 外務大臣 …… 

0 謎 長 C 公 辟 德川家 達 君〕 外務大臣は 見えて 居られ 
ませぬ。 

〇髙橋 作 摘君然 らば 其 他の 大臣の 方から 御 答 辯を 
願つ て も 宜しう* こざいます、 私の 御 ^ ね 致したい と 

思 ふことは 外務に 關して 居る ことで ございます、 第 

I に 御 尋ね 致したい のは、 此 追加豫 算と 致しまして 

同仁 會 、取 亜 間 文會 に對 する 補助の 鸨算が 計上して 

あります、 此事柄 たる 誠に 御 趣意に 於て 13; 結 碑な こ 

とで、斯の如き會を援助することに依りまして、日 

支 親善の H を fi げると 云 ふこと が m 來 ると 思 ふので 

r ざいます、 此補肋 を 爲す の必 袈 と 云 ふことは 極め 

て 明瞭であります にも拘らず •何故に 斯 くも 51 く 追 

加 1* ® として 御 出しに なりました ので ございます か 

我々 共の 考へ まする 所に ffi ります ると、 他の 方法に 

依つ て 日 支 親善を 岡.. V 「と：； <ふや うな こと li 多くの 

吗合に 於て 却つ て 支那 入の 誤解を 招ぐ やうな ことが 

ある 〇 でございます、 併し 斯の 如 き 學校を 造る とか 

或 11 闻術を 以て 支那 人を 救濟 すると 云 ふやうな、 斯 

う 云 ふ 〇 當な 日茭糾 善を！ 一るべき と 云 ふやうな 事柄 

:に 付て は、 政府は 先づ 之を もつと 早く、 現內閣 の 御 

趣 S として li 早く 御 提出に なつて 然るべき ものと 思 

ふので あります、 而 して 此高を 見ます ると 如何にも 

少 いのであります、 例へ ば 米國の 「ロック フ H ラ—」 

の 如？ 13: 約 百 五十 as 弗の 資金を 寄附いた して、 さう 

して 病院 等を is ると 云 ふ 設計を 立つて 居る， 同仁 會 

の 如き It ® かに 其の 「ロック フェラー」 の 設計して 

K る 所の 鄰に十 ffi li:li ばかりの 病院 ゃ 造る と 云 ふ 事に 

なつて 居ります、 «i 所 も あらう に鄰 片方は 犬な 

る 設計を 立つ て 唐る， 日本の 方で It 其 15 金が 2 しい 

G に、 Hi かに 十五 分の 一 ::: 三十 分の 一位の 仕事し 

か出来ない と 云 ふや 5 な もので あつて 見れば、* は 

兎に角 國家 から 見て •もつ と ¥• く 斯う 云 ふ 所へは 御 


補助に なつて 然るべき ものと 思 ふの みならず 、其 額 
も 十 萬圓宛 三年な ど、 云 ふ 少額では、 どうも 日 支 親 
善の 實を 擧げ ると 云 ふことは 甚だ 覺朿な いと 考 へる 
何故に 斯の 如き 小さい 補 肋を 爲すつ たと 云 ふこと を 
伺 ひたいと 云 ふの が 第一、 第二には 米國が 單り茭 那 
に 於ての みならず、 極 取 方面に 於て 非常に 總ての 事 
柄に 付て 所謂 賭 先を 制して 居る、 而して 西 比利亞 方 
面に 於て 益々 其 卿き ? r- 進めて 居る や 5 に 思 はれる の 
であり •* す、 例へ ば 是 は亊 實であ るか どうか 存じ ま 
せぬ けれども、 阼日邊 〇 新聞の 號外 などが 出ました 
黑龍 江の 交通 權を煜 た、 どうも 私共 2 考へ まする の 
には 勿論 其權 利を 與ふべ き 其 人が 極つて 居らない の 
に、 それを 與へら れた -21 云 ふ 事柄が あると 云 ふこと 
は* 存在し 得べ からざる ものと 理窟 上 思 ひます るけ 
れど も、 併し 世の中の ことは 法理 通りには 行かぬ も 
ので、 實際に 於て 斯の 如き 權を 得た と 云 ふ 事實が あ 
るので ありませ うか， どうで ありませ うか、 又 斯の 
如き ことは 豫想 L 得べき ことで あるのに、 其豫 想し 
得べき ことを 豫 K T ると 云 ふやうな ことは、 政府で 
ほ 御 執りに ならな かつた ので あるか* どうで あるか 
と 云 ふこと、 それが 第二* 是は 私は、 私 自己と して 
齊 苽 野人の 語と して あるべき ものとは 思 ひます •か、 
ちよつ と 聞きます る 所に 依ります ると. 先頃 犬 吠 岬 
の 沖で iiij 米 利 加の 船が il 破した 時に、 日本の 者が 援 
肋に 到らな かつ '/" C •併し 救濟の 必要が あるので •無 
線 電信 か 何 かを 以て 救濟 した、 即ち 他の 方面より 救 
濟を 仰いだ、 其 船は 西 比 利 亞の 方から 歸つ て來た 船 
である、 而して 其 中には 錫が 積んで あると 云 ふやう 
な ことを 聞きました が、 人の !! S に 依ります ると 三千 
噸ぱ かり、 併し 人數は 分り ませぬ けれども、 米國人 

が 西 比 利亞へ 行つて 其歸 り途 であると 云 ふやう に 聞 

いて居〇ますゝ是れは恐らくは事實ではなからうか 

とは 思 ひます る けれども、 是れも 若し ひよ つと して 

事 贸であ ると すれば、 西 比利亞 方面に 對して 亞米利 

加の 方では なか'^ 能く 人 もやり、 色々 な ことを す 

る、 一面 日本に 於て は 西 比 利亞の 方で 騷極 すると 云 

ふと 其の 入 民が 引 揚げる と 云 ふやうな ことになる、 

相 對する 關 係に 非常な 差 か ある やうに 思 ふ、 日本の 

方で It 引拗げ る 者を 止めて、 さう して それを 保護す 

るた めに 兵で も 出す と 云 ふこと にした 方が 私共 適當 

と 思 ふて fr るので あります •か、 それは 謹 lini になり ま 

すから 差し 措いて* 唯今 申した やうな 事 1S •かあつた 


ので ございませう か、 私共には 分り ませぬ から、 さ 
う 云 ふことは 政府で 御調べ になつ て 居る こと、 思 ひ 
ま T から、 御 分りで あつたら 承は 〇 たい、 而 して 第 
三に 承は りたい のは、 一體此 西 比利亞 に 出兵す ると 
云 ふことの 問題は 餘程 長く 研究を されて 居ります が 
政府は まだ 御 研究が 積まない のであります か、 それ 
を 承は りた U、 一體 日本の 國民の 中には 出兵と 云 ふ 
ことに 異存は なさ X うで あるが •出兵の 原因と か、 
出兵の 理由と 云 ふこと に 付て 疑を 懐いて 居る、 而し 
て 又 其 必要 其 ものに W て も 多少 疑を 懐いて 居る もの 
、やうであります が、® 安 姑息. 大いに 平氣 になつ 
て 居る やうであります、 私共 研究し ました 所では* 
實は もう 獨 逸の 勢力は 西 比 利 亞に這 入つて 居る やう 
に 思 ひます、 と S ふことは 極く 眞面 目な 緻密なる 研 
究 に ffi つて •明かなる 材料を 得て 居ります 次第で あ 
ります ので、 西部の 獨 逸の 兵が 此方へ 来た 時は 旣に 
手を 著 けられない 時で ある、 それ 以前に 於て 今日に 
於て は 搵 逸が 旣に 東漸と 申す けれども •這 入つ て 居 
る、 將に這 入らん とする に 非ず して 旣に »• 入つ て 居 
る、 其 這 入つて 居る ものが です ね、 まだ 俘虜 ほ 「ィ 
ル クック」 邊〇で 以て 一師團 位武裝 せしめた と 云 ふ 
やうなことに過ぎないので & りまするから、今なら 
ば 出兵しても 効果が 擧 •かる 時であります、 彼是 遷延 
して 今では® 逸の 兵が 西部から 来ぬ から 宜いと 云 ふ 
やうな ことで 安心て、 憨 々向 ふから 兵が 来た 時分に 
は 迚も 間に合は ぬ 時で あらう と 思 ひます、 であり ま 
する からどう して 見ても、 今此出 K の 必要の 有る と 
云 ふこと をです ね， 寧ろ 政府が 何故に 人民に 御 示し 
にならない のです か、 lit 場所に 於き まして 外務大臣 
に E 々承は りました •質問いた しました に •其 事に 
付て は 知らない、 知つ たこと でも、 知らないと 仰 し- 

やる、  又 言 ふべき  ことで  あつても 今は 時機 でない  と 
云 ふやうな 具合に •何を 言 ふても 口を 噤んで 御出で 
なさる と 云 ふ 事は、 是は 却つ て 宜しくない と 私に 思 
ふので あります、 それで 私が 質問いた します るのは 
有の 儘の ことを 御 答 辯 願 ひたいと 云 ふこと なんで あ 
ります が 今まで 外務大臣の 御 答の 仕方が 斯の 如くに 
一切 口を_ んで 御出でな さつて •而 して 出兵すべき 
や 否やと 云 ふこと に 讨ては 、一面に 他の 方面に 於て 
何と 言つ てな さる かと 云 ふと、 國 民の 決心が まだ f-J- 
かぬ やうで あると 仰し やる、 必要を 示さず して 決心 
の 付く 害は ありませ ぬ、 さう 云 ふやうな 矛 ® して 居 


る ことを 言つ てな さるが、 不誠意 極まる ものと 私は 
斷ず るので あります、 故に 此の 如き 必要 あり、 U1 兵 
の 必要が あると 云 ふ 所の ^ 實な 〇 、 故に 出兵す ると 
云 ふこと を 何も 今は 仰し やつて 下さらないでも 宜い 
例へ ば 東部 西 比利亞 の 方に 多數の 俘虜が、 例へ ば 或 
場所に 於て 十 M の \ が 居る •或 場所に 於て は 二 萬 五 
千 居る と 云 ふやぅな ことで •是 等の 者が 愍 々武裝 を 
1 著け ると 云 ふ 4f になつ たなら ぱ •それが 過激派と 組 
んだな らば •日本の 地位と 云 ふ ものは & ぶない もの 
だと 云 ふ 所の 御說 明を 承 (I りたい ので ございます、 
それが 今まで 始終 御隱 しになる ものであります か 6 
却つて 國民が 其 十分の 事を 知らないと 云 ふ、 其危險 
を 知らない 爲に 一致せ ぬ、 一致せ ぬ 所を cl 實 にして 
出兵せ ぬと か、 すると か 云 ふことは* 論理に 於て ® 
だ 矛盾 極まる ものと 私は 思 ひます •今や 西 比 利 亜に 
於け る 所の 形勢は 危險 'C あると 云 ふ 御 自覺 になり ま 
する ものなら ば、 其 程度の 御說 明を 承は りたい と 思 
ふので す、 其 三つであります。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 高 橋 君の 御 尋ねの 第一 1; 
に 付ての み 私ょり 御 答を 致します、 即ち 東亞 同文 會 
並に 同仁 會に關 する 補助の 事柄を 何故に 斯樣 に遲れ 
て 追加 豫算に 組んだ か、 玆に 若し 之を 組む とするな 
らば， 何故に 斯樣に 小額を 組ん' たので あるか 之に 付 
て 私は 御 答を 致したい と 思 ふので あります、 高橋赵 
の 此純 費を 11- 上いた しました 事柄の 遲れた と 云 ふこ 
とに 付きまして は、 甚だ 政府と 致しましても 遺憾に 
存ずる 次第であります、 併ながら 此經 費を -rt- 上いた 
します るに 付きまして は、 同文會 或 it 同仁 會と 種々 
なる 交渉 其 他が 大分に 手間取りまして 、之を 本豫算 
に 於き まして 計上いた すべ かりし もので ありました 
けれどもが、 遂に 今日の ! (II く 遲れた ん で あります、 

而 して 斯 く遲れ ましたが 爲に 、之を 抛棄すべき もの 
であるかと 斯ぅ 申します ると、 旣に商 橋 君 も 御 認め 
になつて SE る 如く、 今日の 時局に 於て 斯の 如き もの 
は 誠に 必要な 經費で あります ので、 已むを 得ず 此追 
加豫算 に 計上を 致した 次第で ございます、 而 して 其 
金額に 付きまして if 成る ほど 一面から 申します れ 
ば 或は 小額で あると 云 ふやうな ことがある かも 知れ 
ませぬが、是は同文會、或は同仁會に於きまして相 
當 の計进 を 立てまして、 略々 是で あれば 今日の 所は 
先っ宜し、と云ふことでぁ0まするので 2> 0ます、 
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其 f!!i 政府に 於き まして  <>是 等の 同文 ^ 、 52 (?. 同仁會 
等が g す 事業の 外に 支那に 對 して ( i 種々 計 a! , 3i 策 
して 居る 所があります るの みならず、 又 財政 上の 見 
地から 致しましても、 今 直ちに 是 等に 向つ て 巨額の 
補助を 致 T と 云 ふ譯 に. ^ 參〇 ませぬ ので、 それ故に 
瓰愧 ながら 唯今 計上して 居ります る 所の 金額を 要求 
いたした と、 斯樣な 次第で ございます、 是だけ 御 答 
辯いた します。 

〔國務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 演塑に 登る〕 

〇國務 大臣 (伯 防 寺 內正毅 君：} 唯今の 高 橋 君の 外交 
上に 關 する 御 尋ねです 、生憎と 外務大臣は 他に 出て 
居りまして、此處に列席を致して居りませぬ、私よ 
〇槪略 C 御 答を して 置きます、 尙ほ 正しき 精密な こ 

とが 御聽 きになりた いと 云 ふこと でありましたら、 

他の 機會に 於て 外務大臣より 述べる ことに 致 I ます 

第一 此西 伯利亞 に 對 しまして 黑龍 江の 船を 云々 と 云 

ふ 御 尋ねであります、 政府は 不幸に して 未だ 亞米利 

加の 人が 黑龍 江の 船を 钤露西 亞人 より 買 ひました と 

云 ふことは 確かの 報吿シ 得て 居り ませぬ、 私 も 昨日 

か 新聞の 號 外、 即ち 國民 新聞の 號 外を 見ました r ナ 

ィト」 提督が あの 船を 亞米利 加の 方に 取 入れられた 

と 云 ふこと であります、 「ナィト」 提督は 東洋 艦隊 

司令長官であります、 恐らく 此人 がさう 云 ふこと を 

される と 云 ふことは 間違では あるまい かと 思 ひます 

又犬吹 岬に 船' か 云々 と 云 ふこと でありました、 是も 

私は 何の 報 街 4 得て 居り ま 迂ぬ が、 高 橋 君の 御說の 

やうに 恐らくは 或は 亞米利 加の 人の 西 伯 利亞の 方の 

即ち 浦 一一; 方面に 往復す る 者 かも 存じ ませぬ、 是は確 

かな 報传を 得 ませぬ から、 何等 確言を 申 上げる こと 

は 出来 ませぬ が、； 一蹈 方面は 列國の 人が 皆 往来す る 

所であります、 或は さ 5 云 ふこと かと も 思 ひます る 

何れ 之に 付て は、 ま •た 外務大臣 も 何も 報告 も 得て 居 

られ ませぬ やうであります が、 取調べた 上で 詳しく 

申 上げても KL うご ざいます、 それから 此出兵 問題 

此出兵 問題に 付て は 政府は 何等 決定を して 居 〇 ませ 

ぬ、 又 唯今 高 橋 君の 仰し やる 如く， 西 伯 利亞に 在る 

所の 捕應が 一 K 々と 云 ふこと を、 それ 程に 心配を して 

居り ませぬ、 我 帝國の 威力 li それ 等の ことに 付て、 

それ 程に 心配す る ほどの 無力の もので ない と 私 ほ 信 

じて 居ります、 是だ けが 御 尋ねの 中の 要點で あつた 

と 思 ひます、 是だけ 御 答して 置きます。 

0 高 橋 作衞君 第一の 點に關 しまして は、 事細か. い 


ことにな 〇 まする から、 是は 豫算 委員 會で尙 ほ 私の 
伺 ひたい 所を 伺 ふこと に 致します 、第二の I1; に付き 
ましては、 是はま だ # H を 御 承知ない と 云 ふこと で 
あ 〇 ますから、 御 分りの 時に 承 はれば 宜しい ので あ 
ります が、 第三の 點に 付て は 私の 御 尋ねした のは 俘 
鹿が どう 云 ふ 風に なつて 居る か、 どう 云 ふ 有樣で あ 
るかと 云 ふこと を御說 明を 願 ふ 積り であ 〇 ましたが 
其 事は 御說 明は なく、 俘虜が 居つ た 所で 心配ない と 
云 ふ 結論 だけ 御 話で ありました が、 其 結論に 付き ま 
しては 私は 反對の 意見を 持つて 居ります が、 今日 意 
見を 述 •ふる 場合で ありませ ぬから、 それは 遺憾な が 
ら止め て 置 3- ます、 外務大臣が 御 出が ございませぬ 
から、 私 (£ 此 場合 質問は 是で打 切つ て 置きます が、 
併し 豫算 委員 會で尙 ほ 承は りたい のです から、 どう 
ぞ外務 大臣は 怠りなく 御 出席になる ことを 希望いた 
します。 

〇 江 木 千 之 君 私は 一點 政府に 御 尋ねを したいと 考 
へる、 日程の 第 七 豫算に 貴族院 令の 改正に 伴 ふ 經費 
の增 額を 要求して 居られます るが、 衆議院に 於け る 
選擧 法の 改正に 伴 ふ 所 £ 經費の 要求 も 同時に 出る こ 
とで あらう と 期待して 居つ たので あゎます るが、 豫 
算 には 見えて 4 居り ませぬ、 又 其 改正 法律案は 政府 
ほ 昨日を 以て 衆議院より 撤回せられ たと 云 ふこと を 
承は りました が、 如何なる 理由を 以て 撤回な された 
ので あるか、 詳細に 承は りたい と 考 へます。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 c 男爵 後藤 新 平 君〕 衆議院に 提出に なり 
ました 選擧法 別表の 撤回の 事に 付いて 江 木 君から 御 
質問であります、 是は 政府の 提案いた しました 別表 

の 外選擧 法に 伴 ふ 所の 選擧區 、選擧 權の擴 張， 罰則 

等を 一栝 しました 所の、 各々 異つた る 所の 三 案を 見 

るに 至りました のであります、 此に 於て 政府は 愼重 

に調齑 の 必要を 認めまして、 撤回を 致した ので あり 

ます。 

0 江 木 千 之 君 如何にも 了解し 兼ねる 御 答と 思 ひま 

すが、 選擧區 のこと 其 他に 付て 衆議院で _論が 出た 

から、 篤と 調査す るの 必要を 認めて 撤回した と 云 ふ 

ことであります るが、 選擧 法に 關 して 議院 又は 政黨 

間に 意見の ある 所は、 荀も 政治に 首を 突っ込んで 居 

る 者は 是の 分らぬ 人は 殆どな からう と 私は 考へ るの 

であります、 貴族院に 於て は 選 擧區に 付て は 大選擧 

區を可 とすると 云 ふことは、 貴族院の 今日 迄の 院議 


である、 又 衆議院に 於け る 大政 然たる 政 友會は 小 選 
擧區を 主張す ると 云 ふことは ，是 ii 多年の 持論で あ | 
ると 云 ふことは 天下に 明かな ろ 事 R であるので s> る 
此事實 を 目前に 見なが ら 、別表の 改正 だけを 提案せ 
られた と 云 ふことは •政府は どう 云 ふ 御 考であ るか 
初より 之を 通過 3 すの 考は 無くして 提案され たので 
あるか、 今に 至つ て 何を 調べられる ので ある、 一功 
了解す る ことが 出来 ませぬ から、 もう 少し 詳しく 御 
說明を 願 ひます。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 江 木 君の 御 質問に 御 
答いた します が、 固より 此 選擧區 のこと に 付て は歷 
史の ある ことでありまして、 是 等の 意見の 相違の あ 
る ことほ 承知して 居ろ のであります、 而して 別表の 
みを 提案した 理由は 如何なる ことで あつて •又 之を 
通過させる と 云 ふこと に 付ての 確信が 無い のでは な 
いかと 云 ふ 御 尋ね、 之れ に對 しまして は內務 省に 於 
いて 選擧 法調齊 委員 會を 開きました ときに、 別表 だ 
けが 調査 會で 結了いた しました、 其の 他の ことは 調 

査會を 結了いた します るまでに . 種々 の 意見は m 

ましたが 、固より 選 擧區の 事には 原案が 提出され て 
なかつ たので も ありました が、 是れ 等 〇 ことは 調 si. 
會に於 て 審議を 了して 居り ませぬ ので ありました、 

で 調査 會に 於て 審議を 了した 部分に 付て、 先づ 之を 
提案し やうと 云 ふこと に 決定いた しました、 其當時 
にも 此選擧 M の 事 も 調査いた しました、 又 選 罄權腦 ■ 
張に 關 して i 調査いた しました、 罰則に 關して も 種 
種の 調査を 致した ので ありました が、 是等 のことは 
結了に 至らぬ けれども、 調査 會を 結了した 所の もの 
を 先づ 提案し やう、 別表は 全く 別の ものであるから 
提案し やう •唯 選擧 區の關 係に 於て は 別表 it 大なる 
關係が ある ものであります る けれども、 選 擧區は 現 
在の 儘に して、 此 別表の 改正を 提案す るが 宜から う 
と 云 ふこと で、 之を 通過させる 確信を 以て 提案した 
に 相違ない のであります、 然るに 各派より 提案 か あ 
りまして、 其 提案 中 谷々 の 見る 所 固より 違 ふの {1 當 
然の ことであります が、 之を 一括と 致して 考へて 見 
まする と、 更に 十分に 考盧 をす べキ '所の もの ある こ 
とを 見出しまして、 又此 法案 ! i 即日 施行す る もので 
はなく して、 まだ 年限を 要する もので- 次の 選擧に 
施行すべき 4 のであります るから、 且申す 迄 もな く 
憲法 附屬の 法案でありまして、 尙ほ愼 重なる 調査を 


する の 必要 ありと US めました から、 玆に 之を ? a 回い 
たしまして、 SI に 調査を 致す と 云 ふこと を 政府 It 決 
定い たして、 撤回いた したので あります。 

〇 江 木 千 之 君 益々 分らぬ やうに なりました が •調 | 
赉會に 於て 別表 だけの 改正を 希菌 -r ると 云 ふこと に | 
なった で ■是 は 衆議院を 通過 出來る rai fj ' かあって 提 
出した と 云 ふこと であります 〇 が、 其 硭 f.1 は 何の 役 
にも 立たな かつた、 其 理由の 御 說明 'か ?, るかと 見る 
と、 唯 「然るに」 と 云 ふ 一語、 然るに 衆 致院 では 色 
色の 案が 出た 誠に 分らぬ 御 答であります、 調 炎 1գ に 
於て 別表' たけの 改正を 望む と 斯う 言つ たと 同時に、 

衆 諉院の 大政激 も 多年の 3- 張を 抛った ものと 御考へ 
になつ たので ありませ うか、 斯の 如き 淺 沌 なる 御 劣 
を 以て、 此 憲法 附帶 の 1K 要なる 法律案を 提案に なつ 
たので ありませ うか" 此點が 更に 私 分らぬ ので あ 〇 
ます、 且又 樞密院 の 御 諮詢を 經て 居る遨 法附 帶の大 
法律で ある、 それを 財政 計 5IL- を 抛つ こと 弊 K を脫す 
るが 如く •此 大法 «t の 改正を 抛つ こと 弊® を 脫する 
が 如しと 云 ふ 有樣で あります が、 斯の 如くして 樞密 
院に對 しても 濟むと 云 ふ御考 であり ませう か、 斯の 
如き 政府の 處 置と 云 ふ ものは、 至公至平の 位 S に & 
る 所の 樞密院 の 位置を 國民 をして 疑は しめる のでは 
ないかと 考へ る、 唯 時の 内閣の 言 ふが 儘になる と 云 
ふが 如く 國民 をして 解せ しむる 鼢もあ る 2 である， 

又 是は さう 急ぐ のでない から 撤回した と 云 ふ 御 答 辯 
であ 〇 ます、 是 は 最初ょ 〇 分つ て 居る* 然〇ぱ 此度 
提案せられ たのは 貴族院 令を 改正す る御附 合に 出し 
たと 云 ふ 趣意の やうに 疑は しめる ので. あります が、. 
此過は 如何で & ります か。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平君演 « に 登る〕 

〇國猝 大臣 C 男斟 後藤 新 平 君〕 ® ねて 江 木 君からの 
御 質問が ありました から 一言 申 上げます、 大政 : fi た 
る 政 友會は 選擧區 の 意見に 付て 小 選 擧區を 主張して 
居る と 云 ふことは 最初から 分つ て 居る ことで ある、 
調査 會に 於て 別表を 決 識した 時分には、 旣に 大政黨 
が 其 意見を 抛棄した ものと 看做した ので あつたか、 
是が 質問すべき 點で あると 云 ふこと を 言は れたや う 
であります が、 •決して 其當 時に 於て 左樣な る 見解を 
した 譯では ありませ ぬ、 先刻 も 申 述べました やうに 
政府は 現在の 制を 以て 選 擧區 のことは ItH 儘に 致 L て 
置いて •別表の 如く 改正し やうと 云 ふこと に 決定し 
たる 所の 調査 會の 意見を 採用した のであります、 其 
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大政 黧の 意見 如何に ffi つて 決定した ものでは ない の 
であります、 而 して 此の 撒 冋に 至つた のは 邨履を 抛 
つるが 如く、 容易に 之を 撤回した やうに 言 ii れ ます 
•か、 是は江 木 君の 御 ffi 見でありまして •政府は 愼® 
に考 ts を 致しまして、 各種の 提案に 付て 能  <參照 し 
ました 上に、 ® ii 時日の ある ものであるから、 茲に 
考邋を 加へ る ことが 必耍で あると 認めました ので あ 
ます、 又樞密 院の ことに 付 3 まして， 樞密院 の 御 
諮詢を 經て 提出す る 位の ものであります から、 政府 
も 容易に 之を 撤回す る ことは 固ょ 〇敢 へて しない こ 
とで あ 〇 ます、 併ながら 斯の 如く 愼 m なる 考趙を 要 
すべき ものであります るから、 愼重な る 上に も 更に 
傾 重なる 考遨を 加へ た 上に 之を }® 回して、 猶 ょり 善 
き 法案に する ことの 望を 政府が 有つた 以上には、 之 

を 責任を 以て 撤回して* さう して 其 責任の 重きを 盡 

すと 云 ふこと が 政府の 木 意で あると 考へた ので あり 

ます。 

0 /1: 木 千 之 君 どうも 御 答に 成つて 見る と， ft 族院 

令 改正の 御附 合に 出された ものと 云 ふ 惑を 解く こと 

は 出来ぬ のであります が、 幾度 御}？? ねいた して 見て 

も、 fa ® に考 へたと 云 ふやうな 言葉を 五 ii も 六 is も 

筠 返へ さる、 に 渦ぎ ない のであります から、 lit 問答 

は 果して sn 何な ろ ものである かと 云 ふことは、 今日 

の 速記の 姐 之を 國 民に 示す の 外は ない と考へ まする 

から、 此 cn rr 間は、 lit 以上 竹 問す る こと li 無用と 本 

A 考へ ますから、 それ It 止めます •か、 要するに 政府 

は 誠 ® C もなければ 誠心 もない と考へ るので ある、 斯 

の 如く 易々 として 撒 回す ると 云 ふが 如きは、 幾ら n 

に tR ffi に考 憩した と 云 ふこと を、 繰返しても 誠意の 


0 ぶ 長 (公 ! i? 饴川家 達 封〕 fn 木对に 御注意いた しま 

すが、 御 S 間で なければ、 御 ® C 見は 御 無用に 願 ひま 

す。 

〇江 木 千之君 希 沼を 述べる のであります、 政府は 

荀も斯 の 如き！！ 切を せられ ざら むこと を 侃 1. 希 Is す 

るので あります。 

〇淺 田德训 君喵今 日程に 上つ て 居ります •第一ょ 

〇 第 八に 至る 各 ?* S 案 ? fp 杏 期限を 定む るの 件で あり 

ます、 旣に位 期 も 切迫いた して 居ります 故に， 日 K 

を 定めず、 lip 丑 結了 次第 報吿 する ことに 致したい と 

存じます、 どうぞ 御 H 成を 朗 ひます。 

〇 男 辟 石 M ;: rt1 : rs 5tf s 成を 致します。 


〇諮 長 (公爵 德川家 達 君) 淺田 君の 動議に 御 異存 ご 
さい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇譟長 (公 K 德川家 達 君〕 御異鶸 ない と 認めます。 
0 錨 長 (公 W 德川家 達 君) 日程 第 九 •海軍に 於て 海 
軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關 する 法律案、 政府 提出、 
衆議院送付、第一譖會。 

海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關する 法 
律 案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 鼐院法 第五 
十四 條に 依り 及 5S 付 候 也 
大正 七 年 三月 十九 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公斟德 川 家 達 殿 
〔左の 謎 案は 朗讀 を經 さる 4 參 照の ため 玆に 
載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

海軍-一 於 テ 海軍 採炭所 ノ石 炭ノ買 入- 1 關スル 
法律案 

海軍- 1 於 テ 海軍 採炭所 ョリ 石炭 ヲ買入 ルル 場合 二 
於 テ ハ 前金拂 ヲ爲 K コ トヲ得 

〔國 務大 K 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國 務大 s (勝 田 主計 君) 御 承知の 如くに、 海軍 採 
炭 所は 明治 四十 年ょり 特別 ir 計を なして 居る もので 
ありまして、 il la 資本と して 十 萬圓を 有つ て 居り ま 
す* 然る 所 其 後 採炭の 業務が 發達 いたしまして、 其 
經费に 於き ましても、 今日は 當 初に 比較いた して 見 
ますと 云 ふと、 三倍 以上に も 上つ て 居る やうな 狀况 
でございます、 それ故に 叶 運 II 資本の 十 萬圓で 之を 
經理 いたして 行きます ると 云 ふことは 甚だ 闲 _ にな 
りました ので •茲に 海軍が 採炭所ょり 買 ひます 所の 

其 代金の 前拂を 致す と 云 ふこと を 致します れば 、其 

經理が § 滑になります 次第であります ので、 其途を 

開きたい と 云 ふの •か 本案の 精神で ございます、 どう 

か御沲 謎の 上 御 協 S を 願 ひたう 存じます。 

0_ 長 (公 IfJ 德川家 達 君) 特別委 員の 氏名を W 記官 

をして 朗調を 致させます。 

〔岡 TII 記官朗 讚〕 

海 m に 於て 海 gi 採炭所 G 石炭の 買 入に 關 する 法律 

案 特別委 M 

伯 P 柳 原 a 光 君  子 13 細 川 立 興 君 

子 K 櫛 笥隆 子爵 京 極 高備君 

男 防 伊 JK 遜 五郎 忍  中島 永 元 君 


福 永 吉之助 君 
西 川甚五 郎君 


佐々 田  懋君 


〇識 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議 •かなければ、 日程 
第 十、 第 十一は 束ねて 間 題に 供し、 同一 委員に 付託 
いたします。 

〔「異 SI なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (公爵 德川家 達 君〕 第 十， 東京 市區 改正 條例 
中 改正 法律案， 第 十一、 京都市 X は 大阪市の 市區改 
正に 關し 東京 市區 改正 條例及 東京 市區 改正 土地 建物 
處分 規則を 维用 L 得る の 法律案、 政府 提出、 衆議院 
绘 付 第一 讀會 

東京 市區 改正 條例中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 法り 及 送付 候 也 
大正 七 年 三月 十九 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 K 德川家 達 殿 
東京 市 W: 改正 條例中 改正 法律案 
東京 市區 改正 條例中 左/通 改正ス 
第 一條 中 「 閣 令」 ヲ 「勅令 J-I 改メ 第一 項ノ 次- 1 左ノ 
一項 ヲ加フ 

東京 市區改 正 委員 會ハ 市 14 改正ノ 設計 及 毎年 度 
施行スへキ事業ヲ東京市/區域外-一亘リ議定ス 
ル n トヲ得  • 

第一 一條 及第 十一 一 一條 中 「東京 府知事」 ヲ 「東京 市長 JM 
改ム 

第三 條中 「東京 府區部 內」 ヲ 「東京 市 - 一 「地方税 J ヲ 
「府税」- 1 改メ 左ノ  i 號ヲ削 ル 
一淸酒  區內 _ 輸入 X ハ區内 n 於 テ酿 造阪賣 
スル モノ ー石- 1 付 金 五 拾錢 以內 
第 四條中 【租税 滯納處 分 法」 ヲ r pg 税 滞納 處分ノ 例 
」 -1 改ム 

第五 條中 「東 ^ 府 K 部」 及 「東京 府 K 部內」 ヲ 「束 京 
市」 二 「東京 府知事 J ヲ 「苽京 市長 1 r l 「 褒 京 府區部 
啓」 ヲ 「東 M 市©」- 一改ム 
第 六 勝 屮 『府縣 B- 規則- 1 法 リ Jli M 府知事 取 京 府敁 
部會二付シ」ヲ「東京市長 1 见市會 — 付シ.|=改 

ム 

第 九 條及第 十 一條 中 「束 京 府知事」 ヲ 「東京 市長」 二 
「束 京府 區部會」ヲ「 31 京市 © 」-一改ム 
第十條中「東京府知事 | ヲ「柬京市長」=「精算帳及 


計表ヲ 製. ゾ翌年 通常 會議 / 初メ- 一  於 テ之ヲ 東京 
府 M 部會- 1 報告シ J ヲ 「其 決算 ヲ 東京 市會二 報吿 
シ J 二改ム 

第 十二 條中 「東京 府 跻部」ヲ「東京市」.二「東京府知 
事」ヲ「東京市長」-1「東京府區部會」ヲ「東京市會 
」 二 改ム 

第 十四 條市區 改正 ノ事業 ハ 東京 市長 之ヲ 執行 ス 

へ. ゾ 

第 一條 第二 項ノ 規定- Ite ル 事業- ー シテ 東京 市/ 
區域 外-一 於 テ 施行ス へ キ 部分 ハ 前項 ノ 規定 一一 拘 
ラス 其地ノ 町村 長之ヲ 執行 スへ シ但シ 勅令 ノ定 
ム ル 所-一依 リ町 村長 其 執行 ヲ東京 市長 M 委託シ 
又 ハ 內務 大臣 東京 市長 ヲシ テ之ヲ 執行 セ シムル 
コト ヲ得 

市區改 正 事業-一依 リ生シ タル 營造 物ノ 管理-一 付 
テ ハ 前 二 項ノ 例-一法 ル 

第 十四條 / 二 前 條第 一項 又 ハ 第二 項ノ 規定-一 te 
リ要ス ル费用 ハ 東京 市 又 ハ 東京 市 及 事業 地ノ町 
村/負 擔 トス 

前項 ノ負擔 -- 付 テ ハ關係 市町村 ノ 意見 ヲ聞キ 東 
京市區 改正 委員 會ノ 議定 ヲ 肢リ 內務 大臣 之ヲ定 
ム前一 一項 ノ 規定 — 法 ル费 用-一 關シテ ハ 市區 改正 
ノ 費用 ノ例- 1 依 ル 
第 十六 條ヲ削 ル 
附則 

本 法 施行 ノ沏日 ハ 勅令 ヲ以 ラ 之 ヲ定ム 


京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關し 東京 市區改 
正 條例及 東京 市區 改正 ± 地 建物 處分 規則を 準用 
し 得る の 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 
第五 十四 條に 依り 及 js 付 候 也 
大正 七 年 三月 十九 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
贵族 院議 長 公 S 德川家 達 殿 

へ 行間 空な きもの ii 衆議院の 修ノ 
广 正- —— は 同 削除の 符號 なり、 

〇其ノ 他 / 市 

京都 m 又 ハ 大阪市 0 ノ市 K 改正- 1 關シ 東京 市 
區改正條例及贺京市踔改正土地建物處分規則 
ヲ準 用シ得 ル ノ法律 案 

東京 市 K 改正 條例及 東京 市區改 正 土地 建物 處分規 
則 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 二 法 リ其ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ京 
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〇 及 内務 大 K-1 於 テ 指定シ タル 市 
都市 父 ハ 大阪市 0  ノ市段 改正- 1 關シ 之- プ準用 スル 

n トヲ得 
C 附則 

太 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
r 國務大 K 男 F 後 is 新 平 君 演阐に 登る〕 

〇國 務大 |?. (男£後 藤 新 平 君) 唯今 提 Hi にな 〇 まし 
た 31 京 市饵 改正 條例屮 の 改正 決 律 案、# に 京都市 又 
は 大阪市の 市區改 正に 關し 東京 市 K 改正 條例 及柬京 
市 !^ 改正 土地 建物 處分 規則を VS 用し 得ろ の 法律案、 
此二 案に 付て 提出の 理由を 短 簡に申 上げます、 是は 
近來 都市の 急激なる 膨脹に 鑑みまして、 營業 上， 衞 
生 上、 又は 防火 上 >  交通 上に 關 して 谷々 利害 共通の 

地域‘ 即ち 市區の 外の 地域に 於て 永久 公共の 福利を 

增進せ しめんが 爲 には、 玆に適 當なる 調査を 爲 し、 

其 遂行を 期せなければ ならぬ と 云 ふ爲に 、此 法案を 

提出いた しました 譯で あります、 京都市 大阪市に 於 

て、 此 苽 京の 市區 改正 土地 建物 處分 規則を 準用いた 

します る こと も隨つ て 必要を 見る こと {3-. 論を 俟たぬ 

ことであります、 近來此 都市の 不規則なる 發達が 日 

を經 るに 從つ て將 來の大 W 難を 酸す と 云 ふことは、 

贵 族院に 於ても®々 御 皙問か 出て 居る やうな _で あ 

りまして、 當局に 於て は此制 は 一日 も 緩 ふす ベから 

ざる ものと 考 へて 居る のであります、 それ故に 玆に 

東京 市 K 改 IE 條例 中に 改正を 加へ、 而 して 之を 又 京 

都市 大阪市の 市區 改正に 用 ひる ことに 致さう と 云 ふ 

のであります、 然るに 衆議院に 於き まして 是に 修正 

を 加へ、 其 他 「內務 大臣 — 於 テ 指定 シ タル 市」 と 云 ふ 

ことに 致して、 京都市、 大阪市の 外に 必要と認めた 

る 時には、 之を 擗げて 用 ひると 云 ふこと に 修正され 

たのであります、 此事は 時勢の 必要と認めまして、 

政府に 於ても 同意を 致した 次第であります、 御 審議 

の 上 御 協賛を 與 へられん ことを …… 

0 山脇玄 怼 私は 內務 大臣に 質問を 致します、 東京 

市は 帝都で あつて、 人口が % 加す ると 云 ふ 次第で あ 

ります、 唯今の 東京 市街の 有樣を 見て 見ます ると 如 

何で ありませ 5 か、 是で日 木の 帝都と して 恥 ぢ ざる 

だけの 設備が 完全して 居る と 申され ませう か、 或 外 

國人の 評を 聞きます ると、 m 京 市は 雨が 降れば 泥 田 

である <>' 天氣が 好ければ 河原で あると 云 ふ 評を 致し 

て 居ります るが、 是は 一理 あると 考へ ます、 斯樣に 

面積の 問い 東京、 此 場所を 帝都に 恥 ぢ ざ ？.. だけの 體 


裁を する ことは、 なか < 31 京 市民の 財力の 堪える 
所で ほな からう と考 へる のであります、 幸に 此度改 
正 案が 出る、 段々 御 調査 も ある やうな 唯今の 御 話で 
あります が、 內務 大臣 ほ 此際に 東京 市と 云ふ區 域を 
狭めて、 其 部分を 完佘に 設備して、 帝都に 恥 ぢざる 
體面 にす ると 云 ふ 御 考ほあ り ませぬ か、 其 段を 一應 
何 ひます、 殊に 此節 自動車と 云 ふ ものが 來 まして、 
我々 徒步 主義の 者に 11 非常な 不便を 與へ るので あり 
ます、 それは 即ち 今日の やうな 道路に して 居つ て、 
あの やうな 交通 機 關を以 て 運轉す ると 云 ふことは、 
甚だ 權衡を 得て 居らぬ と 私は 考へ る、 さう 云 ふいろ 
<な こと もあります から、 どうか 此 際に 帝都た 6 
市と 云 ふ ものの 範圍を 幾分 か、 其 部分 だけを 完全な 
ものにす ると 云 ふやうな 御考 li あるかない かを 內務 
大臣に 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 唯今 山 脇 君の 御 ® 問 
はちょ つと 聞き取れぬ 所が ありました が、 大要 此東 
京 市の 現在 S 交通 上の 困難 其 他に 對し て、 十分なる 
改善を する 抱負が ある や 否やと 云 ふやうな 御尋 と考 
へました が . 

〔山 脇玄君 「東京 市を 少し 狭めて 其 部分を 完全 

な ものにする . 」 と述 ふ〕 

其點に 付て 御 答いた します、 東京 市を 小さく して 完 
金に すると 云 ふことは、 從來 ある 所の 議論で ありま 
する が、 此事は 小さく して 完全に すると 云 ふこと も 
一つの 方法で ありませ う、 又 東京 市 周 圍に對 して 市 
區改 正の 目的を 完 ふし、 交通 上 其 他 百般の 文明 生活 
■に 適當 する やうな 施設を 爲 すと 云 ふことの 必要 も あ 

〇 ませう、 是 等の S に付きまして は 十分 攻究を 致し 

て、 今後の 施設を 試み やうと 思つ て 居る ので ありま 

す、 柬京市 並に 東京 市と 共通の 利害を 持つ て 居る 所 

の 地域に 釾して 、此 制度を 擴げて 用 ひやう と 云 ふこ 

とを は 全く 山 脇 君の 御 質問の 趣旨に 適 ふやうな もの 

と考へ ます、 唯々 市區を 小さく して 其 完全を 圖 ると 

云ふぱ かりでは ない のであります、 市區の 固圍 一里 

と 云 ひます か 二 里と 云 ひます か、 是に對 して 相當な 

る 計畫を 定めて、 都市の 完全なる 計畫を 試みな けれ 

ばなら ぬと 考へて 居ります、 是は唯 道路と か 地面 上 

の關係 ばかりでは なく、 今日 以後には 地下の 建設 物 

に 付て 大 いなる 講究を 要する のであります、 地下の 

建設 物に 對する 講究の ことに 付きまして は、 從來下 


水 其他此 電信 m 話に 關 する もの、 水道 •是れ 位に 止 
つて 居りました けれども、 今後の 地下の 建設 物 It 是 
等には 止まらぬ のであります から、 東京 市 並に 束 京 
市と 利害を 同じう する 所の 周 園に 及ぼす 所の 計 Jlt u C 1. U' 
定めて、 さう して、 完佘な る 施設を なすの 基礎夕 定 
めなければ ならぬ と考 へて 居ります。 

0 男爵 石 黑忠蒽 君 私 ほ 內務 大臣に® 仕を致します 
るが 唯今 段々 都市の 造營 物に 付て 御 話が ありました 
が 本員は 數年來 毎年の やうに 內務 省當局 者に 質問を 
致しました、 段々 此 日本の 建物が 高くなる 今日に： 全 
〇 まする と 東京 「ステ ー ショ ン J の 前な どに ほ 隨分高 
いものが、 出来て 居り ' f すが、 本員が 觀 察いた しま 
る 所に 依ります ると、 谷 消防署に 備へ てあります る 
唧筒 並に 梯子と 沄 ふやうな ものは、 あの 高い 建物の 
上まで 水が 屆 き、 若は 梯子が 屆 くと 云 ふやうな こと 
はどう もない やうに 本員は 見受けて 居ります、 あの 
高い 建物の 上に 火災 等が 起り ました 時には、 人命 救 
肋は 內務 大臣は どう， してな さる 御 積り であるか 伺つ 
て 安心いた したい、 此 ことは 毎年の やうに 本員は 老 
婆 心であります る けれども、 當 局に 伺つ て 居ります 
る、 當局は 今 取調べて 居る から •何れ 手を 著け ると 
云 ふ 御 答であります が、 どんな 手が 著いて 居り ませ 
うか、 あの 高い 物を 建てる 事を 御 許しに なつて、 あ 
の 上に 人間が 住んで 居りまして、 さう して 火災 等の 
起つた 時に あの 高い 建物を 建てて 居ります る 其 家の 
持主が 救助を 致します るか、 國家が 救 肋いた します 
るか 此の 救助の 仕方は どうしてなさい ます か、 天狗 
樣のや うに 雲の 中から 飛んで 行つ て 救 ふ P にも 行き 
ますまい が、 梯子が どう ? 1- つて 居る、 水が どうな つ 
て 居る唧 筒の 裝置 はどうな つて 居る かと 云 ふこと を 
伺 ひまして 安心を 致したい、 今日 も 私は 通り 掛つて 
あの 家に 住んで 居る 人が 不慮の ことが 起つ たら、 ど 
うして 其 入が 助かる だら うと 心配を した。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 後藤 新 平 君) 唯今 石黑 男 ® f の 御 質 
問は 至極 御尤もな ことでありまして "當 局に 於ても 
始終 忘れざる 問題の 一つであります、 此建劉 條例の 
ことに 付きましても、 十分なる 基礎と なるべき 調査 
をな し* 相當の 法令を 設けな けれ ぱなら ぬと 考 へて 
居ります、 唯今 日に 於て は 病院に 於て 多少の 取締が 
ぁるぱか0でぁ0まして，其他のものに_しまして 
は 非常の 場合に 於て 十分なる 救 濟の途 が 付いて 居ら 


一三 二 

!?i と 云 ふことは 缺點 であると 考へ られ ます、 又 消 M 
の改 ‘ M と 云 ふこと に付きまして は 全く 時代に 相當し 
て 居らぬ と 云 ふこと irmoig 子の みで li ない ので 
あります、 是等 の點 に付きましても 轚 W 廳に 於て 今 
調 ？ t 中であります、 相當 G 方法を 立てる の必嬰 •か あ 
ると 考 へて 居ります。 

0 男 辟 石黑忠 is 君尙ほ 同 ひます •か、 然らば あの 高 
い 所で、 現今 替視 鹿に ffii へて ありませ ぬ、 人命 救護 
の 具が fffl へて ありませ ぬ、 其 力の 及び ませぬ 所へは 
住居す る ことは 御 許しに なり ませぬ ので ございませ 
うか、 住居は しても 摺はぬ が、 救濟 する 方法は 私の 
方には ない 斯う 云 ふ 御 ^ であります か" 尙ほ伺 ひま 

〔國務 大臣 男 !'.? 後藤 新 平君演 摁に 登る〕 

〇阈務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 住居は 許す ので あ 〇 
ます、 而して 救助 方法は 今日 出来 得る だけの 救 肋 方 
法を 現在に 於て は盡 すょ 0外 は ない と考 へます、 唯 
高い 建物を 見る と、 是れ 一つの やうであります が、 
一體束 京 市の 住居と 云 ふ ものは 健康 上 斯う 云 ふ 所に 
國 民を 住居 させて 宜しい か、 宜しくない かと 云 ふ间 
題になります ると >  同 一の 問題に 皆 到 著す るので & 
ります から、 此度は 都市 計 V.F 調. ic 裘員 0- と 云 ふ もの 
を 設ける ことに 對 しまして、 旣に衆 議院に It. 是が爲 
に 費用を 要求して 居ります、® 築 家、 土木 家を 初め 
として， 當世に 於け る 科 學的知 識の善 能を 集めて、 
出来 得る だけの 事を 致さう と 今 計 迸しつつ ある 所で 
あります。 

〇男爵石黑忠愿君 まだ 安心 +  か 出來 ませぬ から 伺 ひ 
ますが、 さう すると 住居す る ことは 勝手に 住 思 させ 
る、 救 ふことは 出 來るだ けの ことを する が、 其 高い 
所に 住居した 者を 必ず 救 ふと. 云 ふ 道具は 完金 して 居 
らぬ 、併ながら 三階の 所は 二階までは 屈く、 二階 ま 
で 行く か， 三階までは 及ばぬ けれども、 それは 三階 
までは 屈かぬ けれども、 三階に 住居す る ことは 構は 
ぬ、 斯う 云 ふ御考 であります か。 

〔國務 大臣與 P 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 後藤 新 平 君〕 それは 今日の 所では 
住居は 禁じない のであります、 此 住居を 禁じない 四 
箱 五 階の 所に 於て 救助の 方法 あり や 否やと 言つ たな 
らば、 其 救助の 方法は 講ずる だけの ことを 致します 
•か、 今 之に 對する 救助は 斯樣な ものであると 云 ふ も 
のの ない と 云 ふことは 石黑 男爵の 御說の 通りに 認め 
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〔岡 害 記 官朗讀 一 
縣制中 改正 法律荦 特別委 員 

服 部  |  II  子 i 宮 定_ 

子 fi? 五晓爲 功 君  男 Kf 杉 溪言長 君 
男爵 神 田 乃武君  山之內 一次 君 
川上 親晴君  楠 竹 三 右 衙門君 
大矢馬 太 郎君 

〇蓽 長 (公 辟 德川家 達 君： >  日 程 第 十五、 科學及 工業 
敎 育に 關す る雜餞 案、 會議。 

〔成 翻 書記官 朗 _〕 

科學及 H 業 敎 育に 關 する 建議案 
右 貴族院 規則 第 六十 四條に 依り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 十八 日 
發鼷者 

伯爵 林  两太郞  江 木 千 之 

男附村 ヒ 敬次郞  木場 貞長 

賛成者 

公® 德 川慶久  伯爵 大原重 朝 

伯爵 正 親 町 0! 正  伯爵 淸臨 家敎 

伯爵 i:1! 井幸藏  伯爵 松 浦  厚 

伯爵 寺 島 誠 一郎  伯爵 柳 澤保惠 

伯爵 柳 原義 光  伯爵 奧 平昌恭 

伯斿松 平賴爵  子爵 松平茼 平 

子爵 靑木信 光  子爵 牧野 忠篤 

子斿酒 井 忠亮  子爵 前 田利定 

子 酹 井上 匡四郞  子爵 水 野  直 

子爵 野 村 益 三， 子爵 大河 內正敏 

子爵 池 田 政 時  子爵 八條 膣 正 

淺田德 則  平 山 成 信 

男爵 高木 兼寬  高 崎 親 章 

男爵 屮川興 長  男爵 村 木雅美 

男爵 內田 正敏  男爵 山 內長人 

男 餅 南 岩 倉 具 威  男爵 斯波 忠三郞 

藤 田四郞  石黑 五十一! 

仁 尾 惟茂  石 渡敏一 

伊澤 多 喜 男  桑田 熊 藏 

日 高 榮三郞 

貴族院 S 長 公 鞯德川 家 達 殿 

科 學及 H 業敎 育に 關 する 建議 

歐 洲大戰 か 吾人に 與へ たる 敎 訓に鎞 るに 科學及 ェ 

業の 際 盛なる と 否とは 瞬 家の 生存に 至大なる 關係 

を 有する こと 益々 明確な 〇 然るに 本邦に 於け る 科 


學及 工業に 關する 專門敎 育の 狀態 を觀 るに 其の 設 
廂 規模 之を 列强に 比し 其の 及は さる こと 遠し 故に 
斯學に 志す の 徒にして 其の 設備の 不充分なる か爲 
或は 其の 修學を 阻害せられ 或は 其の 研究を 遂行し 
煜さる もの、 少 からさる は 今日の 實况な 〇 世界の 
大勢に 隨ひ國 家の 須要に 應し 科學及 工業に 關する 
敎育 制度を 改善し 其の 設備を 擴張 する ことは 實に 
國家の 急務な りと 信す 政府は 速に 適當の 方策を 講 
し 科學及 工業に 關 する 專門敎 育の發 達に 努力 せら 
れむ ことを 望む 
右纽議 す 

〔伯爵 林® 太 郎君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 林 博 太 郎君 科學及 工業 敎 育に關 する 建議案 
提出者の 一人と 致しまして、 簡 m に 其 理由を 御說明 
いたします、 御 賢察の 通り 歐洲 の大 戰亂が 勃發 しま 
して 以來 吾々 に 最も 適切なる 敎訓ゃ 與へた もの、 一 
つ ほ 理化敎 育、 即ち 科學及 H 學敎 育の 振興に 侯た な 
ければ ならぬ と 言 ふこと でございます •國 家の 生存 
は 個 八の 生存と 同じく  ■'世界の 競 爭場裡 に 立つ て 我 
帝國の 威力の 增進を 圖る爲 に U、 即ち 其 原 励 力と 致 
しまして- 玆に理 化 並に 工業 敎 育の 實 効を 期さな け 
れぱな らぬと 考へ るので ございます、 我 敵國た る 所 
の獨 逸に 於き ましては、 近頃 此科學 的 精神と 云 ふ 言 
葉を 使 ひ、 之に 依て 自然 科學的 思想の 普及が 國 家の 
生存を 保つ 上に 最も 重大なる ものであると 云 ふ 事を 
云 ふやぅ になつ て 居る ので ございます、 而して 我國 
の 敎育界 の 狀況を 見ます と 云 ふと、 相當な る 學校組 
轍 の內容 に付きましても、 又 其 設備に 於き ましても 
此 理化 並に 工業 敎 育に 關 する 方面 it 頗る 遺憾に 存ず 

る點が 多い ので ございます、 即ち 其 例と 致しまして 

は 旣に 諸君に 於ても 御 承知の 通りに、 例へ ば 工業 學 

校の 入學 率の 如き も 極めて 哀れなる 有樣を 呈 して 居 

るので ございます、 東京の 此 高等 H 業學校 等の 入學 

率な どを 見ます ると、 漸く 五分の 一位、 五 人に 付て 

一人 位し か 入學が 出來 ない と 云 ふ I1 に 哀れな 狀況に 

なつて 居る ので ございます、 で簡單 に是 等の 點に付 

て 御 紹介を いたして 置けば、 工科 大學 の學 生の 數は 

我が 敵國た る 所の 獨逸と 比較いた します ると 云 ふと 

獨逸は 一 萬 六 千 四百 十. 六 人、 我 日本 帝國に 於き まし 

ては 一千 六 百 三十 二人と 云 ふ、 まるで 比較に ならな 

いやうな 狀况 にある ので ございます、 理科、 工科、 

農科の 志望者 並に 其入學 者の 率を 申します と 云 ふと 


三千 二百 人餘 りの 中で 以て A 學者は に 七 百 三十 八 
人餘 でありまして 是亦 五分の 一の みの 收容 力し かな 
いので 有ます、 之を 他の 法科な どに 比較いた して 見 
ま 丁と 云 ふと 餘程其 率が 少いの でございます、 尙ほ 
又 設備の 方に 付て 申 上げます と、 科 织 的 精紳の 根 - -K 
でなくて はならない、 其 精神を 振興す る 所の 土 S で 
なくて はならない 所の 我が 帝國の 理科 大學 の經 15 は 
大正 六 年度に 於て 五 萬 八 千 九 百 六十 圓であ ります、 
同じく 理科に 屆 します る 所の 航空 學 科の 經 S は 大正 
七 年度に 於て 新たに 出來た のであります が、 それが 
七 萬 八 千 七 ■白 圓 、理科の 全部の 經費 即ち 天文 H から 
摘 物 園、 臨海 實驗所 等を 加へ まして、 此實 驗费 から 
圖書费 まで 合せまして 五 萬 八 千 餘圓 位しかない、 航 
空學 科の 經費 にも 及ばない だけの 額で 全部に 於て 滿 
足して 居なければ ならない やぅな 遺憾なる 狀况で あ 
ります、 又 工科 大學の 經費も 大正 六 年 贤 に 於き まし 
て 七 萬 八 千 七 百 六十 一圓， 是も亦 極めて 我が 帝國の 
現 狀に照 しては 少い額 だと 考へ るので ございます、 
詳しい ことは 申 上げ ませぬ でも 恐らく 御 承知の こと 
と 存じます るが、 斯くの 如き 狀况に 於て 此科 學及エ 
業敎 育が 其 設備、 規模 並に 其 就學の 方面に 於き まし 
て 誠に 遺憾なる 狀况で あると 云 ふことは 言 ふまで も 
ない こと、 信ずる ので ございます、 此 故に 此 科學、 
工業に 關する 所の 敎 育の 制度を 改善し、 之が 增進を 
圖る 所の 方法を 講ずる の (3; 誠に 急務で あると 考へる 
ので ございます、 殊に 此 高等 學校增 設と云 ふこと が 
實行せ られる 場合に 於て、 大 學の收 容力が 斯 くの 如 
き 狀况で あつて は 誠に 殘念な ことで あると 思 ふので 
あります から、 夫れ 等に 付きましても il 憾なき を 期 
したいと 思 ふので あります、 玆に專 門敎育 に付き ま 
して 建議案を 出した ので ございます、 是ほ 大學 並に 
專門學 校、 京都 高等 エ_學校其他總ての方面に 11 0 
まして、 出來る だけ 完全； なる 設備と 收容 力を 得る や 
ぅに 致したい と考へ るので あります、 此 故に 中等 敎 
育に 於け る 所の 理科の 設備 等に 付きまして は此 中に 
入つ て 居 〇 ませぬ けれども， 是 等に 付ても 政府に 於 
て 十分に 尙ほ 考慮せられ むこと を 望む 次第で ござい 
ます、 此 赤門を 入 〇 まして 理科 大學は 何處に 在る か 
と 云 ふことは、 其 場所を 聞かぬ でも、 其 建築物の 一 
番 小さな のを 見付ければ それが 理科 大學 であると 云 
ふ 今日の 狀况で ある、 而 して 其 地質 學の 方面の 研究 
材料 や、 動物の 材料を 集めた ものな ども 多くは 理科 


大 ®  c 中に 移さ n て t  1: 辟 ひまして* それ 等 I i : dl の 分 
科 大學の 敎 室に 充てられて 居ろ と 云 ふやうな •■y u li 
狀况になって居るのでありますで、理2:大 ^ と « ふ 
ものほ一見して見ますると、エ科大改ょ0.も其朮势 
な S に 於て 劣って 居る やうな H に 見え f すけ ?！. ども 
決してさうでないので « 〇ます、理科大舉の屮0純 
正化學の如きは、エ科大學屮ハ腮用化吊と川待って 
高等なる 原理の ? § 奥を 究めて’ さう して 或は 染料に 
或は 細菌 學 であると か 云 ふやうな 方面に 於て 十分な 
研究を 致して K はなければ ならない のであります、 
故に 理科 大學に 於け る 原理を 研究す ると 云 ふことは 
即ち K 際 方面に 非常 〇: る婢益 を 與ふる こと、 考へる 
ので あ 〇 ます、 工科 大學 も亦應 用 化學と 云 ひな •から 
單に實 際 的 方面と 云 ふ ばかりでなく、 是も理 論と； K 
ふ ものを 十分 研究し なければ ならぬ と 思 ひます、 是 
と 同時に 其 設備と 收容 力を 煜 まして、 讶 驗其 他に 於 
て 遺憾な きを 期す ると； ムふこ とは 言 ふまで もない こ 
とであります が、 先程 統計な どに 於て 述べました 通 
り、 其點に 於て 非常に S 憾な る點が 多い ので ござい 
ます、 斯く の sn き 狀况で ございます からして、 0! 化 
學の 方面に 人物を 得る と 云 ふことは 頗る 闲雖で ござ 
います、 御 承知の 如く、 理化學 研究所と 云 ふやうな 
ものが 出来ました けれども、 其 中に 於き まして 極く 
必要なる 所の 人物を 得る と 云 ふこと が 今日 非常に W 
難で あると 云 ふ I 事に 付て 見ても 分る と M ふので あ 
ります、 敎 育の 中堅と 致しまして 此科學 及 工業 敎育 
即ち 大學の 工科、 理科ょ 〇邀 科大學 に附て 居ります 
る 農 藝化學 ，其 他 H 藝學 校， 縣 立の 工業 學校 等、 是 
等專 門に® する 所の 方面に 於て 5a 憾な きを 期す ると 
云 ふことは、 今日の 時局の 大勢に 從 って國 家の 爲に 
極めて 重大なる ことと 考へ るので あります、 理化昂 
研究所 其 他社 會敎 育， 理化に 於け る 民衆 敎 育と 云 ふ 
ことに 付きまして 理化敎 育 •工業 敎 育の 中堅が 完全 
でなければ 其實 効を 奏する ことは 出来ない と 云 ふこ 
とは、 英 國と獨 逸の ® 况に 付て 考へて 見ても 直ちに 
分る ことと 考へる ので あ 〇 ます、 即ち 千 八 百 八十 年 
ょり 致しまして 英吉利の 殊に 倫敦の 中に 於て 「トィ 
ンビ— ホ— ル」 其 他 五十 も 普通 敎育 並に 理化 敎育講 
習の 仕事を して 居る ものが 澤山 出來て 居る ので あり 
ます、 然るに 今日の 限 爭を見 ると 是 等の 講習 事業に 
對 しまして 徹底した る 所の 屮堅 としての 專 門の 講師 
の 統一がない 爲 に、 實 際に 於て は 何等の 効果を 奏さ 


院族 帝问 十四 筑 


ぬと 云 ふ譯 ではない が、 其 効果が 少いの であります 
即ち 今日の 職 爭は理 化の戰 爭が主 もな ものであると 
云 ふこと ii 御 承知の 通りであります ろが、 我' か 敵國 
たる 所の 獨逸 の狀况 を 以て 見れば、 此 「トィ ンビ— 
ホール J の 出来ました ょり t 遙かの 後に 於て、 大學 
が 中心と なつて 此理化 及 工業 敎 育と 云 ふ ものを 一般 
民衆に 普及す る 方法を 講じて 居る、 其 講習 # 其 他 協 
會 の數な ども 玆に 述べます 51 のない 位に 非常な 數で 
あります、 其 中に 就て 二つ の 最も 重大なる ものが あ 
ります •か、 即ち 「ェルンスト 、ヘッヶル J が唱逍 し 
ました 所の 獨逸一 元 協 會 …… 「デル、 ドィッ チェル 
モ-ー ステン、 ブンド」 と 云 ふ ものが 「ミュンヘン」 
にあ 〇 まして、 それが 伯林 初め 一般 各所に 安部を® 
いて 活 aift L て 居る、 其會 長は 「ォス トヮ ルド」 であ 

つて、 此理化 壤的 精神を 國民 全部に 普及す る ことを 

努めて 居る、 其 他 「ヶ ブラ ー •ブント」、 ：：： 「ヶ 

ブラ—」 協 畲 と 云 ふ も 〇 が 出来て 居り ' i す、 それが 

英吉利で 斯う 云 ふ 社© 敎育が 起つた ょりも 遙 かの 後 

に 於て 出来て 居る、 lit 二つ の 協會が 中心に なつて、 

今日に 於て は 巡回 講習 會其他 色 A の ものが 出來て 居 

る， 而も 「フ オル クス、 ホツホ シュー レ J と 云 ひまし 

て、 民衆 %• 門 吊 校と でも 譯し ませう か、 此堪 門舉校 

の敎 tt が 謅師 となりまして、 さう して Itfc 民衆に 理化 

學の 知識を 十分 嵆及 する 方法を 講じて 居つ たので あ 

る、 其 結果と して 現代に 於て 生じた のは ii くは あり 

ますが、 It 際 〇 限©- に 於て 雌雄を 決して 居る 現状と 

云 ふ も S は 御 承知の 通り、 獨 逸の 内部には 聯合 國の 

兵が 一 步も這 入る ことが 出来ない 位理化 雄の 常識が 

發 途して 来て 居つ たので ある •是が 即ち 早く 氣が付 

いた 遲く氣 が 付いた と 云 ふこと でない、 理化學 工業 

敎 宵の 中堅が 振 ふか 振 It. ないかに 依つて 之が 決まる 

こと It 、 之に te つても 分る ことと 考へ るので ありま 

す、 是等の 理由に 依りまして， 此科吊 及 H ri 敎 育に 

關する 所の ffi 餌 案 V. 提出 いたしました 所の 次第で ご 

ざいます、 で 我が 締盟® たる 英 M3 に 於て は 此進 肢敎 

育 •自由 敎育 であると 云 ふこと の爲 に、 自然 科學者 

として 有名な 「ハッ クス レ—」 其 外擷續 者が 努力し 

ました 謂 ゆる 化 扨 的 fs 神の 普及と 云 ふ 5n 想は， 頗る 

遲れ たのであります が、 一昨年 千九百 十六 年 來玆に 

氣が 付いて， 英國に 於ても 新ら しき 思 刨 として 科學 

的 思想の 钎及 r< 圖らな ければ ならぬ と 云 ふ 機 il に 向 

つて 來た のでありまして、 我が 帝 ^ に 於き ましても 


之に 鑑みて、 玆に 科學及 工業 敎育の 振興を 圖らな け 
れぱな らな いと 云 ふ 所の 機運に 際 ir いたした いと 思 
ひます、 以上は 即ち 此趄 _案 を 提出いた しました 理 
由の 一端であります、 斯の如 く簡單 明瞭に して 御 賢 
察の 通りであります に 依つ て 何卒 諸君の 御 協賛を ® 
まして、 此建 議案を 即決 あらむ ことを 希望いた しま 
す、 次第であります。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 別に 他に 御發言 もない と 
存じます から 採決を 致します、 本案を 可とせられる 
諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇謅長 (公 W 德川家 達 君) 過半数と M めます、 次の 
日程 It 決定 次第 御 iflj 知に 及びます、 本日は 是れ にて 
散 會。 

午前 十 I 時 四十 三分 散 會 


〇 大正 七 年 三月 二十 II 日 (金曜日) 

午前 十 時 21 分開諾 
議 事 B 程 第 十六 號 

第  I  sf  ® i  (織 麵  _■ #' ) 第  I  讀 
窗 

第 II 大正 五 年度 豫備金 支出の 件 (承諾を 求む 
る 件) 一 mss 

第三 大正 五 年度豫 備金 外に 於て 強 算 超過 . » 豫 

K 外 支出の 件 c 承諾を 求む る s ii 權院) 

i 

第 四 大正 五 年度 特別 會計 赝備金 支出の 件 (承 

諾を 求む る 件 二 麟僵院 一 墓 

第五 大正 五 年度 特別 窗計 豫備金 外に 於て 豫算 

超過 及 豫算外 支出の 件 c 承諾を 求む る 件 ' S- 

( SI K) 1 

第 六 大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 支出 

の 件 C 承諾を 求む る件乂 織 權院 } 會 If 

第 七 大正 五 年度 大正 三年 臨時* 件辣 谪费 外に 

於て 豫算外 支出の 件 (承諾を 求む る 件) 

11 韻院) I 

第 八 大正 五 年度 帝國趙 道® 立 金 支出の 件 (承 

諾 を 求む る 件〕 一 11 院一墓 

第 九大 正 五 年度 帝國錯 道 S}1 立 金 外に 於て 豫筇 

超過 支出の 件—— むる 件 3  (麟攔 院) 

畲 1$ 


第 十爆發 物 取締 罰則 中 改正 法律案 (關 彌院) 

第 I 讀 會の續 ( 81 長) 

第 十 I  救護 費國庫 楠 助の 請關 會議 
第 十 II 岡山縣 阿哲 郡 矢 神 村に 登記所 設置の 諝 

願會議 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 一昨 二 十日 本 院議 負に 就 
職せられ ました 侯爵 蜂須 賀正 韶封の 席次は 侯爵 池 田 
仲邱 君の 次席と 確定し、 其部屬 xV 第 七 部に 定め まし 
た、 是れ より 諸般の 報吿を 致させます。 

〔成 ' II 書記官 朗讀〕 

一昨 二十日 本院に 於て 可決した る 科學及 丁： 業敎育 
に關す る 建 翳は 文書を 以て 即 □之を 政府に. 呈出せ 
り 

同日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

特許法 中 改正 法律案 外 三 件 特別® 員會 

委員長  和 田 彥次郞 君 
副 委員長  子5柳宋德君 
R 跨 銀行 法 中 改正 法律案 特別委 M 會 

委員長  伯 辟 正 親町實 正 君 
副 委員長  荒 井 泰治君 
美術の 振興に 關する 建議案 特別委 員會 

委員長  高 田 早苗 君 
副 委員長  折 田 彥市君 
同日 委員長よ 〇 左の 報 吿書を 磁 出せり 
爆發物 取締 S 則 中 改正 法律案 可決 報告書 
請願 委員 會 特別 報告 第六號 

從 三位勸 六 等 侯爵 蜂 ? £1 賀正 韶君 
同日 貴族院 令 第三 條に 依り il 席に 列 せらる 
同日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ 〇 
大正 五 年度_ 備金茭 出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
大正 五 年度 預肺金 外に 於て 豫 3?: 超過 及 豫算外 支 
出の 件 (承諾を 求む る 件) 

大正 五 年度 特別 會計豫 廳金 支出の 件 (承諾を 求 
むる 件) 

大正 五 年度 特別 會計 裸 備金 外に 於て豫 》 超過 及 
豫算 外 支出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 fi 備費 支出の 件 
(承諾を 求む る 件〕 

大正 K 年度 大 JH 三年 臨時 事件 我 ft;i 费 外に 於て 豫 
算外茭出の件(承諾シ求むる件) 


大正 五 年度 帝國釾 道 積立金 支出の 件 (承諾を 求 
むる 件：！ 

大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 外に 於て 豫 》 超過 支 
出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

軍需工業 動員 法案 

同日 衆議院ょり 本院の 送付に 係る 左の 政府 提出 案 
は 本院の 議決に 同意し 奏上せ る 旨 £通牒 を 受領せ 
り 

市町村 立 小 學校敎 員退隱 料及遺 族 扶助料 法中改 
正 法律案 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是れ ょり 本日の ir 議を開 
きます、 日程 第一、 軍需 H 業 動員 法案、 政府 提出、 
衆議院 浍付 •第一 S 會 、御 異議がなければ 本日 も 通 
牒 文の 朗讀は 省略いた します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德 111 家 達 君〕 御與議 ない と 認めます。 
〔左の 通牒 文 及 議案は 朗讀 を經 さる も參 照の 
ため 玆 に載截 す 以下 之に 傚 ふ〕 

軍需工業 動 M 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ 〇 因て 議院 法 
第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 七 年 三月 二十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公® 德川家 達 殿 
軍需工業 動員 法案 
右 

勒旨ヲ 奉シ 帝闕 議會- 1 提出 ス 
大正 七 年 三月 四日 

內閗 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
內務 大臣 男 W 後藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友 三 郞 
陸軍大臣  大島健 一 


外務大 1 1 1 


郞 


司法大臣  松 室  致 
文部 大 E  岡 田 良 平 
遞信 大臣 男 if 田雔 洽郎 
農 商務 大臣  仲 小路® 


大藏 大臣 


勝 田 主計 


(II 

軍需 H 業 動員 法 


眾馄ェ 菜 励 W 法案 第一 ^ 衿 


三 五 


院族資 @ 議國帝 回 十四 第 


眾需 Hm 動 a 法案 第 I 讚 Sr 


三 六 


第 一條 太 法- 一 於 テ 軍需品 卜稱ス ル ハ左ノ 各號二 
掲クル モノ ヲ諧フ 

一 兵器、 趦漿 、航空機、 诹 藥並 軍用 器具撈 械 
及 物品 

二眾 用- 1 供 シ得 ヘキ 船舶， 海陸 聯絡 輸送 設偷 
鎊道励 范 及 其 ノ附屣 設晡 其ノ他 ノ險送 W 物 
件 

三軍 用 M 供シ得 ヘキ 燃料、 被服 及涅秣 
四 軍用-一 供 シ得 ヘキ 衞生村 料 及獸齒 材料 
五 眾用二 供シ得 ヘキ 通 m 用 物件 
六 前备號 -一搨 クル モノ ノ生產 又 ハ 修理-一 要 ス 
ル 材料， 原料、 器具 機械、 設備 及 建築 材料 
七 前 谷 號 -i 揭 クル モノ ヲ除ク ノ外 勅令 ヲ以テ 
指定 ス ル 軍用 二 供. ゾ得 ヘキ 物件 

第二 條政府 ハ 戰 時-一際 シ 軍需品/ 生脔又 ハ 修理 

ノ爲必 要 アル トキ ハ 左ノ «• 號- 一揭 クルエ 場 及 事 

、業 場 並 其 ノ附屣 設備 ノ全部 又 ハ ー部 ヲ 管理、 ゾ、 

使用 シ又ハ 收用ス ル コト ヲ得 

一 軍需品 ノ生犛 又 ハ 修理 ヲ爲ス エ 場 及 事業 場 

二 前號 -1 揭クル H 場 及 事業 場 M 要 スル 原料 若 

ハ 燃料 ヲ生產 シ又ハ 電力 若 ハ 励カヲ 發生ス 

ル エ場 及單業 場 

三 前 各 號二揭 クルエ 場- 1 轉用ス ル コト ヲ得ル 

丫 一場 

第三 條 政府 ハ 職 二 際 シ軍 需品 ノ生產 、修理 又 ハ 

貯藏 ノ爲必 要 アル トキ ハ 土地 並 家屋 倉庫 其ノ他 

ノエ 作物 及 其 ノ附搦 設備 ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ 管理 

シ 、使用 シ又ハ 收用ス ル コト ヲ得 

y  政 苻ハ戰 時-一際 シ必裝 アル トキ ハ 第 一條 第二 號 

-I 揭クル 物件 ノ全部 又 ハ ー部 ヲ 管理 スル コト ヲ 

得 

V 第四條 前 二 條ノ 場合-一 於 テ 政府 ハ從 業者 ヲ 供用 

セ シムル コト ヲ得 

六 

第 ! M 條 政府 ハ！ i 時- 1 際 ' y m 需品 又 ハ 第二 條第二 

號ノ 原料 若 ハ 燃料 ノ讓 渡、 使用、 消費‘ 所持、 

移 励 若 ハ 11 出入-一 關シ 必要 ナル 命令 ヲ 爲シ又 ハ 

之ヲ使 用 シ若ハ 收用ス ル n トヲ得 

第五 條 前三條 / 規定-一依 ル處 分- 1 因リ 生シ タル 

/o ia 害 ハ 勅令 ノ定ム i 'b 所， 一咴 リ政苻 2 ヲ補 償ス 

9 第七條 職 時 U 際シ第 一條 一一 揭クル 物件- 1 シテ徴 

發令 中-一規 定ナキ モノ ヲ使用 又 ハ收用 セム トス 

ル トキ ハ 徵發 令/規定 ヲ準用 ス  . 


八 

第 i ハ 條 政府 ハ 戰時二 際シ兵 役 H 在 ル 者 ヲ徵兵 令 
二 拘ラス 勅令 N 定ムル 所 — 依リ 召集 シテ 軍事 輸 
送 賭 關又ハ 第二 條ノ 規定-一依 リ 政府 ノ 管理 スル 
場 若 ハ 事 菜 場 ノ 業務- 1 從事セ シムル コト ヲ得 
前項/規定 ハ 第二 條谷號 -I 揭クル エ場 又 ハ 事業 
場-一 •ゾテ 國 ノ經營 -I 係 ル モノ-一 關シ 之ヲ 準用 ス 

3 第九條 政府 ハ 戰時 -I 際. ゾ勅 令ノ定 ムル 所-一佐 リ 
兵役- 1 在 ラサル 者ヲ 徵用シ テ前條 -i 揭クル 業務 
二 從事セ シムル コト ヲ得 

0 第十條 第二 條又ハ 第三 條 / 規定 二 &リ收 用シタ 
4 工場、 事業 場-土地 乂ハ 家屋 其ノ他 ノエ 作物 
及 其ノ附 & 設備 不用-一 歸シ タル 場合 一一 於 テ收用 
シタル 時 ヨリ 五年內 二 拂下 クル トキ ハ* 所有者 
又 ハ 其" 承繼 入-- 於 テ ® 先-- 之ッ 買受 クル コト 
ヲ得 

十一 

第 出 條 政府 ハ 軍事上 必要 アル トキ ハ 第二 條各號 
二 掲クル エ場 若 ハ 事業 場ヲ有 スル 者 又 ハ 其ノ管 
理 者-一 對シ 其ノ 事業  一！ 使用 スル 設備、 器具 機械 
從 業者 若 ハ 材料 原料 器具 機械 ノ 供給者 又 ハ生產 
發生若 ハ 修理 ノ 能力 若 ハ 數 M 其ノ他 事業/ 狀况 
-1 付 必要 卜認ム ル 事項 ノ 報吿ヲ 命 >; ル コト ヲ得 
十二 

第 ! 7^ 條 政府 ハ 寅 事 上 必要 アル トキ ハ鐵 道、 刺 道 
船舶、 海陸 聯絡 輸绘設 晡 其 ノ他ノ 轍 
浍用 物件/所有者 又 ハ 管理者- 一對シ 車輛。 軌條 
船舶 又 ハ 海陸 聯絡 輸送 設備 ノ數 量， 構造‘ 輸送 
能力 •從 業者 其 ノ他必 要卜 認ムル 事項/報 吿ヲ 
命 スル n トヲ得 
十一 一一 

第 九條 政府 ハ 軍琪 上必耍 T ル トキ ハ 軍需品 又 ハ 
第二 條第一 i 號ノ 原料 若 ハ 燃料 ノ肢引 又 ハ 保管 ヲ 

業 トス ル 者-一 對シ 其ノ 取引 ノ 相手方， 取引 又 ハ 

保管 ノ數景 、保管 ノ 設備 其ノ他 事業/ 狀况- i 付 

必要 卜認ム ル 事項 ノ報吿 ヲ命ス ル コト ヲ得 

十四 

第： f： 條 政府 ハ 軍事上 必要 アル トキ ハ 勅令/ 定ム 

ル 所-一依 リ第二 條谷號 - 一揭 クル H 場 若 ハ 事業 場 

ヲ有ス ル 者 X ハ 前 條二揭 クル 者 f ゾテ ー定 ノ資 

格 アル モノ ニ 對シ 豫算 ノ範 圍內 -I 於 テ ー定/利 

益 ヲ保證 シ又 ハ獎勵 金ヲ 下付 スル コト ヲ得 此ノ 

場合-一 於 7- 政府 ハ 其ノ者 M 對シ 軍需品 ノ 生產， 

修理 若 ハ貯 藏ヲ爲 サシ メ又ハ 軍事上 必要 ナル 設 

ft ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 

政府 ハ 前瑣ノ 規定-一依 リ 利益 保證又 ハ 獎励金 下 


付 ヲ受ク .，レ 事業 ヲ監 督シ又 ハ 之 力 S 必要 ナル 命 
令 若 ハ 處分ヲ 爲ス コト ヲ煜 

0 第 十五 條第五 條ノ 規定 一-依 ル 補 fn 金 At 前 勝 ノ利 
益 保 證又 ハ獎勵 金/算定 並 第 十滏ノ 規定 — & ル 
拂 下® 額 ハ 軍需 評議 會 ノ決蕺 ヲ經テ 之 ヲ定ム 
m 需評 議會- 一關- <  4 規程 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

六  十一  十三 
第 十 !- 條當該 官吏 又 ハ史員 ハ 第 七 條乃 至第汍 條 
ノ 規定- 1 法 リ 報告， プ命シ 得 ル 事項 調奄 ノ爲又 ハ 
第 十四 

如 _條ノ 規定-! 抜 ル 監督 若 ハ 處 分ヲ爲 ス爲 必要 ナ 
ル 場所- 1 立入リ 、檢赉 ヲ爲シ 、調査 資料 ノ 提供 
ヲ求メ 又 ハ從 業者 M 對シ 質問 ヲ爲ス コト ヲ得 

〇 第 十七 條 工業 的 發明 n 係 ル 物 又 ハ 方法 二 關 ■>• 豫 
メ 政府/承認 ヲ得 タル 事項 又 ハ 設備 -Z 付 テ ハ 報 
吿 ヲ命シ 、檢 査ヲ 爲シ 、調査 資料/提供 ヲ求メ 
又 ハ 従業 者-一封 シ 質問 ヲ爲ス コト ヲ得 プ、 

第 十 1=7 條 利益 保證又 ハ獎勵 金ヲ受 クル 事業 ? 承 
繼スル 者 ハ 本 法 若 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令、 
之 — 依 リテ爲 ス處分 又 ハ 利益 保證若 ハ 獎勵金 下 
付- 1 附シ タル 條件 一一 依 ル 前者 ノ權利 義務 ヲ承繼 

ス 

九  三 
第 十一 一 一條 左 ノ谷號 / 1  >一 該當 スル 者 ハ i3r 年 以下 

三 

ノ 懲役 又 ハ [2T. 千 圓 以下/ »] 金-- 處ス 
一 第二 條又ハ 第三 條ノ 規定-一依 ル 管理‘ 使用 
又 ハ 收用ヲ 拒 ミ タル 者 

供用 ヲ 

二 第 四 條ノ規 定- 一依 ル 命令 〖一 違反./ 又 ハ 使用 
若 ハ 收用ヲ 拒 ミ タル 者 

三 第六條 ノ規定 M 依 ル 命令- 1 違反 シタル 者 
二十  。四 

第 !-[■• 四 條 第 十〇條 第一 項 ノ规定 一一 依 ル 命令-一 違 

二  M 

反シ タル 者 ハ [H 年 以下 ノ懲役 又 ハ ! H 千 «1 以下 ノ 
罰 ^ -I 處ス 

戰時- 一際 シ前孭 ノ罪ヲ 犯 シタルト キ罰 前條 -1 同 

シ 

二十 一 

第 十 五條 左ノ 谷號ノ ー-一 該當 ス ル 者 ハ ー年 以下 
ノ 懲役 又 ハ 千 圓 以下/罰金- 1 處ス 
八 

一 第； 一£ 條ノ 規定 二 依 ル 召集 〖一 應セス 又 ハ 同條 
ノ規定 - 一依 ル 業務-一 從事ス ル コト ヲ拒 ミタ 
ル 者 


二 第 九條ノ 規定- l te -i- ai 用-一 腿 セス 又 ハ 同婼 
ノ 規定-- 依 ル ^ 務 -I 促 1JV スル n トヲ si ミ « 
ル 者 

三  十一  十三 

一一 第 ;- t 條乃至 第 1-^ 晓 / 規定-- 法 リ命セ ラレ タ 
ル 報 吿ヲ爲 サス又 ハ 庞僞ノ 報吿ヲ 爲シ タル 

者 

三 第 十〇條 第二 項ノ 規定- 1 抜 ル 命令 =違 反シ 
タル 者 

T  し ヽ 

IEH 第 十一 條ノ 規定-- te ル當 該官史 又 ハ 吏 a  ノ 
職務 ノ 執行 ヲ拒ミ 妨ヶ若 ハ 忌避シ 、調 ？ t fle 
料ノ 提供ヲ 爲サス 若 ハ 虛鸱ノ 調査 資料 ヲ提 
供シ又 ハ 質問-一 對シ答 辯 ヲ爲 サス若 ハ 虛 (Q 
ノ陳 述ヲ 爲シ タル 者 

二 十二 

第 十六 條 當转官 吏 若 ハ 吏員 又 ハ 其 V 職-一 在 リタ 

ル 者 本 法-一依 ル 職務-- 依リ 知得 シ タル gf 業 上 ノ 

二 

祕密ヲ 漏洩 シ又ハ 竊用シ タル トキ ハ ーー ー年 以下 ノ 

二 

懲役 又 ハ fe 千 圓 以下 ノ 11] 金 二 處ス 

當該 官吏 又 ハ 吏員 第 十七 條ノ 規定-一 ®: 反シ タル 

卜^" 亦同シ 

職務 上前 項 ノ祕 密ヲ 知得シ タル 他/公務員 乂ハ 

公務員タリシ者其/祕密ヲ漏洩シ又ハ竊用シタ 

ル トキ 岡 前 現- 1 同シ  ， 
〔阈務 大臣 大島煺 一君演 ® に 登る〕 

〇 國 務大防 (犬 島 健 一 君〕 私ょり 軍需 H 菜 励 M 法案 
の 提出の 理由を ii 簡に說 明を 致します、 H 業 励 M の 
必要なる こと It 諸 封 御 承知の ことであります るから 
委細の 説明を 袈せぬ と 思 ひます る、 今 [01 提出いた し 
ました 法案の 內容は 、職 時に 励 員いた します る 所の 
工場 及 事業® の 範幽シ 明かに 致しまして、 是が赞 现 
者 若く は 所有者が 平時 施設 經營 し， 戰時の 烟 S を a 
す 等 G 參考に 供す るのを 主と 致しまして-励 M に 至 
る 必要 S 條拟を 含んで 居ります 次に lit 励 M を 平時ょ 
〇 準 肺いた します 爲 に T. 場、® 槳場の 能力 V.. 知る S 
に 諸 報吿を 徵し 、若く {3: 關係官 班が H 場 或 ii 事業 場 
1- 臨檢 いたしまして、 動員に 要する H 粲 能力の 锊逄 
を 致します る ことの 必要なる 條禊が 規定して ござい 
ます、 次には 此兩 者の 平時 並に 励 員 時に 於き まする 
違犯者の 罰則の 規定で ございます、 越 だ 提出が 遲れ 
まして、 從 つて 此切迫 の 時期に 御辭 翳を 煩は す こと 
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となりました ことは 离だ® 憾と 存じて 居る 次第で ご 

ざいます、 ドう ぞ 十分 御砗議 の 上 •御 協賛を 與へら 

れ むこと を ? fi 菌いた します。 

〇識長 (公 辟 德川 家達对 ) 是 より 通吿の 順に tt り ま 

して Is 言を 許します、 江 木 千 之 君。 

0 江 木 千 之 ft 私は 質問の 箇條 が數 简條あ ります る 

から、 一简 條づつ 御 尋ねを 致したい と考 へます、 第 

一に K だ； 小 * に堪へ ぬの 1¢ 、 噍 今 當局大 K は 侦 壇に 
於て、 會期 切迫の 場合に 此案を 提出す るのは 甚だ il 
燃に 存ずろ と 御言 葉が ありました が 如何にも 御 51 憾 
であらう と考 へます が •後の 審議の 上、 協賛を 與へ 
られる やうに と 云 ふこと でございますが、 今日は 會. 
沏 切迫して 餘す 所は 丸一 一一 日間 ほかない ので ある， 此 
間に 此大な る 法律を 審査す ると 云 ふことは 果して 可 

能の ことで ある や 否や と- 考へる のであります、 此法 

案は 唯今 謎 院に 出席して、 文書® に 入つ て 居る のを 

我々 が 受収っ .たのであります が、 此大法 律は それに 

關 係す る 所の 徵發 令、 徵發 事務 條 例と 合せて 考へな 

ければ ならぬ ので あるが •此 法案な り 現行の 法律な 

〇 を 一 讚す る だけで も 半日は 掛 ると 考へ るので あり 

ます •如何にして 之を蒞 謎す る ことが 出來る ので あ 

るか、 起 •た 惑 ふので あります、 依つ て 私は 三箇條 の 

疑を 生じた のであります るから •先 づ以 て此一 li 箇條 

の 疑を H したいと 考へ るので あります、 續いて 御尋 

ねす る ことは 数® 條あ ります るが、 先づ是 よ〇姶 め 
やうと 考へ ます、 此案は 如何にしても 三日 や 四日に 
0 面 n に考 へたら * 謎は 出来ない と 私は 確信いた す 

のであります か、 然るに も 拘らず 、之を 審謎協 钎を 

與へ よと 云 ふこと li 驻だ不 群に 堪へ ぬ、 詰 OK 族院 

では 如何に 考へた 所が 格別 名案 li あるまい、 lit 案は 

三 ; i 四 a を 以て 衆 謎院に 提出いた して、 十六 七日 間 

衆 雜院に 於て (t 难逋を したので ある、 さう して 大に 

修正を 加 へられた ので あるから fi 族 院に 於て は 此以 

上 C 名案は あるまい 、露 fj1- に 言へ げ pf 判を 捺 せ、 ® 

谷み にせよ、 斯う 云 ふ 御 趣 SS の やうの 外は 思は れぬ 

が、 如何で あらう かと 云 ふこと を诋は つて 見たい の 

であります， 第二に It 侍 期 切 in の 際に 大法 5 i を 出せ 

ば 多少 ft 族院 でぐ づ <云 ふので あらう が、 是は昨 

年 特別 绒&で も 短期 (〇 雄 科に ?? • 山の 法案 ル. 出して、 

一時ぐ づく 言つ たや うで あるが、 一日の 延期を 致 

して 大抵 謎 了した •詰り 泣 ?4 人り になつ た、 今年 も 

多少ぐ づ< 言 ふで あらう が、 結局 It 泣 0 入りに な 

5nl w;l H 5?;l !KI iil ii;l 5sl m! lgiR 


るで あらう と 云 ふやうな 御 推測で も あるので & り ま 
せう か、 是も露 骨に 申 上げて 御 尋ねす るので ある、 
第三には 決して 政府は 斯くの 如く 貴族院を 輕 んぜら 
れた ものでは なくして、 是は 伊藤 公 も 言は れた 如く 
貴族院は ■術 智識 等を 集めて 居る 所で あるから， 此 
議政府 に 向つ て li 十分 衷心ょり 政府 it 審議を 望む の 
である* 左 すれば 三日 か 四日に 之を 議す ると 云 ふこ 
とは 出来ぬ ので あるから 、議了が 出 來なけ れぱ會 期 
の 延長を 十分に する、 又 それでも 出來な いので あれ 
ば 議院 法に 依つて 繼緵 委員で 4 設ける、 斯う 云 ふや 
うな 御意 氣込が あるので あるか 否やと 云 ふこと を 先 
づ以て 承は つて 見たい のであります 段々 質問の 箇條 
もあります が 先 づ此點 から 伺 ひたいと 考へ る。 

〔國務 大臣 大島煺 一 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 大島健 一 君〕 江 木 君の 御 質疑に 御 答を 
致します、 此會期 切迫の 際に 提案を 致した のを 遺憾 
とすると 云 ふこと を 申し、 尙ほ 審議せ よと 云 ふこと 
は 不可能の ことでは ないか、 不可能とは 認め ませぬ 
が、 兎に角 時日の 切迫いた して 居る 今日、 貴族院の 
議場に 此 案の 上 ぼる と 云 ふこと it. 甚だ 頃憾に 存じて 
居ります のみならず •三月の 初めに 衆議院に 出した 
と 云 ふこと も 我々 は 妝憾に 感じて 居る のであります 
それ故に 此 切迫の 時期 1: 於て 闲難な る 事 桀なが ら御 
努力を 願 ひたいと 思つ て、 一言 ^ 述べた 次第で ごさ 
います， 又 lit 時期 切迫の 場合に 此案を 提出した のは 
時期の 切迫に して 多數 2 _ 題の ある® 合 故、 勿々 に 
して 之を 議了し、 通過 させ 得る、 前に もさう 云 ふや 
うな 事 實が あるので、 深く 密議を せぬ に 通過させる 
考では なかつ たかと 云 ふ 御 疑問 ■か ある やうで、 我々 
は 衆議院に 於き まして 成るべく 早く 此議 事を 終り ま 

して、 成るべく 速に 本 議場に 上る や 5 に 致したい と 

は 考へ ました、 彼是 努力いた しました が、 多數の 時 

日を 衆 籁院に 要しました 爲に 、さらで だに S いと 思 

つて 居つ たのが M うなりました の li it 憾に存 じて 居 

“ま す-決して 江 水 君の 御 考のや うな 主義を 以て 遲 

<m したので &りませぬ、相常衆豳院に於きまして 

链に 時日を 要しまして、 自然 今日玆 に 雜題に 上る 

やうに なりました 次第で ございます 我々 tt 決して 江 

木 君 の 仰し やる やうな 考 は 有つ て 居り ませぬ から* 

其 點 は 十分 御 諒. 7K を 願 ひたいと 思 ひます、 まだ 何 か 

1® 條御 萏 になつ たや うであります が， 多分 御 質 間 

の 趣 je は それで 御 答を した ことになら うと 思 ひます 


0 江 木 千 之 君 唯 本員の 質問の 二點に 付て 御 答' か あ 
りまして、 第三 點の御 答がない のであります、 本員 
の 質問いた しました 二 勤に 付ての 御 答に 依つ て 見る 
と、 決して 貴族院を 輕ん じて 居られる のでない との 
御 趣意の やぅに 伺 ひます が、 さすれば 政府は 衷心ょ 
〇 貴族院に 審議を 求められる のであります か、 衷心 
ょり 審議を 求められる ので あれば、 三日 や 四日で 此 
大きな 法律の 議了は 111 來な い、 追加 豫算も m て 居る 
し、 澤山な 議案 も あるので， 三日 や 四日は 純 粹に丸 
で 之を 費す ことは 出來 ぬと 云 ふ 場合 e ある 以上は、 
會期の 數 日の 延長で も 場合に 依つ て it する、 尙ほそ 
れでも 議了す る ことが 出來ぬ ければ、 議院 法の 明文 
に 依つ て繼續 委員を 置く と 云 ふ、 此條規 を 活用す 〇 
御 決心が ある や 否やと 云 ふこと を m は -, > て 置 S- たい 
のであります り 

〔國務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君〕 喵 今の 江 木 君の 御 質 
問は 會期の 延長 並に 此問 題を 尙ほ 議了せ ぬ 時は 繼續 
委員に fl する 意志が ある や 否やと 云 ふ 御 尋ねで あり 
ます、 是 は 私から 御 答へ する のが 便宜で あらぅ と 思 
ひます. 御 答を 致します， 政府は 唯今の 所では 會期 
を 延長す るの 考を 有つ て 居り ませぬ >  此 事を 申 上げ 
て 置きます、 而して 唯今の 法案を 提出いた しました 
のは 甚だ 遲延を 致しました、 元來が 此法 案が 衆議院 
に 出ました のが 三月 四日であります、 甚だ 遲延を 致 
したので あります、 ® は 御 承知の 通りの 時 ^ であり 
ますから、 時局に 對丁る 準備と しまして、 遣 i-j の 無 
いこと を 期しまして、 此 III 事 H 業 動員 法を 提出を 致 
す積0で、餘程前ょ0調査々-致して居りました、成 
るべ く 此議會 の 劈 Dn に 出したい と 思 ひました が、 調 
S の爲に 圖ら ざろ 時日を 費し まして、 豫 期の 如く 運 
び ませぬ のであります、 併ながら 此 法案が 時局 1- 對 
する 準備と して、 是茳で 0 經馘に 依り ■$ して 必要で 
あると 云 ふことは 確く 信じて 居ります、 それ故に 延 
引ながら も 提出いた した 譯であ ります、 又 lit 事に 付 
ては 衆議院に 於き ましても 同様な 皙問が あつたので 
あります* 同樣な 意味の 質問が あつたので あります 
當 時も苡 は 遲く 之を 提出した と 云 ふことは 甚だ 消 憾 
に 思 ふので あります， 思 ふので あります が、 國家重 
要な 處 置を 執るべき 法案であります， 成るべく 諸君 
に 於ても 此 S 思を 諒せ られ て、 御 職分に 鑑みて、 御 
勉强 下されて、 成案になる ことを 國家 の爲に 偏に 希 


望す るので あります、 斯う 云 ふこと を 申して 居つ た 
のであります、 成程 唯今の 江 木 君の 御 話では 此 法案 
は 二 十ー ニ 條の 法案で ある、 是は 十分 御 研究に なれ 
ぱ •牛 日の 暇 も 費され る譯で ありませ う、 唯 あれを 
讀む には 半日は 掛からぬ と 思 ふので あります、 之を. 
善意に 御解釋 下されて、 國 家に 必要なる ことで ある 
故に， 時期 切迫であります が、 成べ く !- £ 之を 成立た 
せて、 國家に 違算の 無い やうに する が B: しからう と 
云 ふ 衷心 御考が あるなら ば、 甚だ 時日は 切迫して 居 
ります けれども •どうか 皆樣の 御勉强 に 依つ て、 御 
密議 下されて 成案になる ことを、 國家の 爲に 偏に筘 
望す る_で あります。 

〇 江 木 千 之 君總理 大臣に 尙ほ伺 ひたいので ありま 
すが、 勿論 國家 重要なる 法律と 御考 になつ たに 相違 
ない、 それは 世間の 風說 であるから、 深く 信を 置か 
ぬけれ どもが、 世間では 憲法 附帶の 選擧 法と 交換し 
てまで も 之を 通さう とせられた と 云 ふことは 一般に 
申して 居る 本員は 其事實 如何は 知らぬ が、 世間で 斯 
くの 如く 評する までに 此 法案は 重んぜられて 居る の 
である、 然 6 に 大切な 法律で あるから 之 V 議了せ よ 
又讀む のに 半日 も 掛らぬ と 仰し やる が、 此 法案 だけ 
晴む には 半日は 掛からぬ、 之に 關聯 する 徵發 令’ 徵 
發事 務條 例， 3¢ 他 之に 關聯 した 法律を 讀んで 御覽な 
さい、 數 日間を 要する と 云 ふことは 確で ある、 li む 
だけに …： 斯くの 如き 法律を 出して、 重要で あるか 
ら密議 せよ と 仰し やる が* 私共 議員の 職を 盡さ うと 
致して は、 議 負 の 職を 盡すの 積り であれば、 なかな 
か 三日間では 之 1 V 議了す ると 云 ふことは 闲 _ に 感ず 
るので あります が、 果して 議員の 職を 盡さん として 
三日間に _ Y する ことが 出来な かつたならば、 其 儘 
にす る こと li 已む を焊 ぬと 5:;- ふ御考 であるか、 會期 
は 延長せ ぬと 云 ふこと であれば、 それより 外に 仕方 
がない のであります が、 此點に 付て 尙ほ 一膊御 伺 ひ 
致します。 

〔國 務大 E 伯擗 寺內正 毅君演 挺に 登る！ 

〇阈務 大臣 (伯 Kf 寺 內正毅 君) 唯今の 江 木 君の 御述 
べにな りました ことに 付 3- まして 御 答へ 致します る 
が、 第一に 衆議院の 方に 於いて 政府は 選擧 法を 撤回 
いたしました •それと 此の 法案と が 何 か 連 lg を 持つ 
て 居ろ やうな、 坊間 或は 世間の 說で あるが 如何と 云 
ふ 事であります が、 政府は 何等 さう 云 ふ關 係を 持つ 
て 居らぬ と 確信いた して 居る、 世間の 評は 洵に it 憾 
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ながら 取締が 付き ませぬ、 爲すに 住 かす 外 仕方が あ 
り ませぬ •か、 凡そ 有識の 人が 誠迓に 裁 Erf をし ました 
ら 、斯 くの 如き 關係が ない と 云 ふこと ii 明かで あら 
5 と 思 ふ、 又 唯今 其の後の 三日間に 漭 了し 得る こと 
が 闲難 であると 云 ふことの 御 ^ 間であります 、如何 
にも 御闲 難で あらう と 思 ひます" 其の 事に 付き まし 
て； i 前に 述べました 通り、 甚だ 會期 切迫、 御迷惑で 
あらう が、 國家 m 要の ことで あるから 御勉强 を 願 ひ 
たい、 是ょ 0外 申す ことは ないです。 

0 江 木 千 之 君 風說は 唯 だ 風説の 儘 述べた ので、 決 
して 之を 翳 題に する® り も 何もない、 總理 大臣の 御 
答は 能く 解りました、 是が三 日間で 議了が m 來るや 
否やと 云 ふことは、 唯 是は 本員 •か 獨〇で 考へ るべき 
問題では ない、 滿場の 先 5S 並 同僚 諸君の、 是等は 御 

判斷 にある ことと 考へ ますから、 此點に 付ての 質問 

は 止めます、 第二に 伺 ひたいのは、 衆議院で 澤 山に 

修正を 加へ て 居る やうであります るが、 此 修正に 付 

ては 洵に 良い 修正で あると して 御 同意に なつた ので 

あります るか、 政府は 當 初の 意見は 隨分 尤もの 意見 

と考 へる が >  不滿 足ながら 衆議院の 修正に 同意した 

と 云 ふこと であります るか、 之を 精し く 承は つて 置 

きたい。 

〔國務 大臣 大島煺 一 君 演® に 登る〕 

0_務 大臣 (大島 腿 一 君〕 唯今の 江 木 君の 御 質問は 

衆議院に 於て數 多の 修正案が あり •又 自分には 良き 

修正と 認める、 政府は 是に 同意して 居る や 否やと 云 

ふ 御 W 間と 思 ひます、 衆 露 院の 修正の 主なる ものは 

動 M に 於て 職工の 供用と 云 ふことの 明文がない、 動 

員は 工場、 機械、 人を 含む ので あるから、 其條項 を 

明に賊 せる、 次に 利益の 保證並 に奬勵 金 等を 下 fj す 

る 場合に、 單〇 政府 S みならず 民間 工業 家、 其他學 

者 等、 此 工業に 實 歷經驗 ある 人の 意見を 參 酌して 定 

める やうに したいと 云 ふ 考を以 て 其 一項を 加へ まし 

た、 並に 工業の® 査に當 りまして、 發明品 其 他 工場 

主の 利益の 爲に 、祕密 を 要する 場所に 立 入る のを 制 

限を したいと 云 ふので、 政府の 承認を 得た 某 工場の 

中の 一區域 には 立 入らぬ、 又 それょり 報告を も徵せ 

ぬと 云 ふ條孭 が 加は りました、 尙ほ先 ほど 江 木 君ょ 

り K 々例に 引かれました 徵發 令* 此 法案を 出し まし 

た 當 時には、 徵發 令と 此 法案とは 大體 精神が 變 つて 

居ります、 徵發 令は 世間に 在る 物を 平時 行軍、 演習 

の 場合 並に 戰 時に、 中央部の みならず 所在の 隊 -M 或 


け 官腔が 、取つて 其 物を 前 申す 行； 単、 演習  >  戰 闘の 
目的に 使用す るの •か 徵發 令の 目的であります、 lit 動 
員 法の 方は 管理、 使用 •收 用を 致します る、 工場の 
能力を 使用す る-其 能力を 發揮す る爲に 要する 原料 
或は 轍 送 機 關と云 ふやうな ものを E つて 用 ひる こと 
になります、 一部 徵發 令と 形に 於て 同じになる、 例 
へば 工場の 製作 品を 某 輕便鐵 道に 依つて、 乙の 工場 
に 送 ^ と 云 ふ 場合に も鐵 道を 徴用す る、 徵發 令に 於 
ても眾 隊 轍 送に 於ても 之を 懲 用し 得る と 云 ふやうな 
兩方 にど ちらに 於ても 徵用の 出 來るや うにな つて 居 
ります、 それで 最初の 動員 法を 提出した る 時の 考に 
は徵發 令， 励 員 法、 重複して 徵發の 出来る やうな も 
のは、 後の 法た る 動 負 法に 依る、 斯う 云 ふ 考を以 ち 
まして、 徵發 令に 關 する ことは 別段 條項も 設けて 居 
り ませぬ でありました が、 衆議院に 於き ましては 徵 
發 令と 励 員 法との 間に、 確然と 徵 發の區 分を 立てて 
置きたい と 云 ふこと がありまして、 結局 徵發 は徵發 
令に 依る、 工業 動 負 法に 於て は 工場 ■機械、 人の 供 
用を 主と すると 云 ふこと にしまして*  H 場 以外の 徵 
發は 徵發令 の 规定に 依る と 云 ふこと を 一項 加へ まし 
た •是 等の 事柄 ix 唯今 後に 申した 一項の 外は、 政府 
も當 初ょ 〇考へ て 居りました、 委員 會等に 於て は委 
細 說明も 致しました、 其 主義が 條文 となつ て 法文 中 
に 加へ られた 、即ち 衆 a 院の 修正案が 成立いた して 
居る ので ございます、 故に 總てが 政府の 考へて 居つ 
た 事柄で ございます、 又徵發 令を 分けました 事柄は 
實 行の 上に 何等 故障を 生じ ませぬ のみならず、 或は 
當 局の 取扱に 明瞭なる 點も ございます る、 政府は 此 
原案 並に 修正案に 對 して 貴族院の 御意 見 も あるべき 
であります から， 衆議院の 修正案は 政府の 考へ て E 

りました ことを 成文に した ものであります けれども 

尙ほ貴 族院の 修正を も 考慮し まして、 衆議院の 此修 

■正に 全部 同意な りとは 申して 居り ませぬ、 併し 前 申 

す 如く、 主義に 於て は 政府の 當 初ょり 考へて 居つ た 

事 把であります から、 斯の 如く 修正に なつて 何等不 _ 

便を 感ずる ことは ない と 感じて 居ります。 

〇 江 木 千 之 君 唯今の 點は此 以上は 何れ 委員 會の問 

題になる ことと 考へ ますから、 此 _ 場に 於て (i 是ょ 

り 以上の 御 尋ねは 致し ませぬ、 次に 第三に 伺つ て 見 

たいのは 、工業 動 負と 云 ふことは 動 M すべき 工業が 

あつて 始めて 其 用を 爲 すので ある、 工業が 微々 振は 

ざる 有_で あつて は 工業 動員の 妙 用は ない ので あり 


まする が、 此 T. 業 動員 法の 如きは 抑 も 末で ある、 本 
を 治めなくて li ならぬ、 本 •か 第一で あらう と考へ ら 
れ ますが、 貴族院は 玆に 見る 所が あつて •一昨日は 
H 業の 方面に 付て 大いに 考憩 をし なくて はならぬ と 
云 ふ 建議案を 出して、 當誔 場に 於て は 一 潟 千里の 勢 
を 以て 大多數 を 以て 可決して 政府に 提出いた したん 
であります •か、 是は抑 も 本で ある、 根本で あるが、 
此建誔 に對 しての 陸軍大臣は 國防 上より 見て 如何に 
考へて 居られる かと 云 ふこと-並に 農 商務 大臣、 文 
部 大臣の 如？ は 如何なる 見解を 持つ て 唐ら れる かと 
云 ふこと を 伺つ て 置きたい と考へ る。 

〔國務 大臣 大島健 一 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (犬 島 健 一 君) 江 木 君の 唯今の 御 質問は 
御 質問 中に も 含ました る 如く、 獨り 陸軍の 關係の み 
では ありませ ぬので、 他の 當 局よりも 御 答を する 場 
合が あるか も 知れぬ と 思 ひます、 で 唯今の 御 問 it 、 
H 業 励 員と 云 ふことは 民間の 工業が 進步 して 始めて 
後 行は れる ことで ある、 工業 動員は 後に して、 一般 
民間の 工業を 獎励發 達せし むる のが 先き ではない か 
之に 對 しての 政府の 所見は 如何と 云 ふ 御 問の やうで 
あります、 申す まで もない ことと 思 ひます、 又 陸軍 
關係 のこと li 從來 よりも 成るべく 獎蚴發 達さす る こ 
とを 期して 居ります る、 尙ほ此 上に も 十分 努力 N- る 
積り で 居ります が、 工業 動員は 其 H 菜の 進んだ 後に 
しよ と 云 ふことは 我々 はちよ つと 理解に 苦しみます 
今日の 日本の 工業は 歐米 文明 國の 4;| くは 行き ませぬ 
併ながら 相當の 製作 力を 民間には 有つて 居ります、 
僅かで も戰 時に此 民間の 工業 力を 膘用 すると 云 ふこ 
とは 軍國 の爲 極めて 必要な ことと 存じます 、工業の 
益々 發 達し、 益々 多く 戰時 所要の 丘 (器を 製作 供給し 
得る ことは 深く 菌む 所であります、 今日の 工業 力に 
於て 之を 棄 てると 云 ふことの 理由は 成り立たない の 
で、 相當の 製造 力が あります るから 有事の 日には 之 
を 使 ふ、 利用す る、 それには 平時より 有事の 日に 最 
も 速に 最も 多く 製造 力を 發 揮し 得る やうに 準 wii する 
ことの 必要が あらう と 思 ひます、 其 主義に 於き まし 
て此 工業 励 員 法は 提出いた しました 次第であります 
民間の H 業が 益々 進め ぱ進む 程此 法案の 能力は 發揮 
し て參〇 ます、 併し 今日で も 之に 依つ て 戰時の 供給 
の 目的を 達する ことは 少くな いと 考 へて 居ります。 

t 國務 大臣 仲 小路 廉君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 販君〕 唯今の 江 木 君より 御 質問 


に なり ました 點 に付きまして s fffl 務大 由 としての 考 
は 如何で あるかと 云ふ點 に 付て® 答を 致します、 il: 
木 封の 御 K 間 C 御 趣 S は H 菜の； s ii をす ると.： a はば 
それより 以前に、 平素に 於て 國家の H 菜を 盛なら し 
めんでは ならぬ ではない か、 それに 付て 過日 is 族院 
に 於て 建讁 をして 居る、 それに 付て C 考は どうで あ 
るか、 此點 に付きまして は 全く 江 木 君と 感を同 うす 
るので、 國家 有事の 際に 當 つて 丁： 菜の 励 ^ を © すに 
付きまして は、 其 以前に 於て ga 家 國 民の h 菜は 努め 
て 之を 培 3S し、 發達 せしめ、 而して 有 yf の 際に 之を 
励 員す る、 此點 に付きまして 過日 K 族院に 於て 〇 御 
建 諮の 趣 & •是亦 極めて 其感を 同う 致して 起り ます 
文部 犬 &: に 於 かれましても 蓋し 同感 -e あらう と 存じ 
ます、 此 ことは 過日 本院に 於て 建諉の ありました 際 
に、 私は 農 商務 大臣と して 文部大臣 とも 協 通を 致し 
たので ございます、 玆に此 趣 ® C を 以ち まして 御 答と 
致します。 

〇江 木 千 之 君 唯今 陸軍 大 K の 御 答には 本、 根本を 
養 ふ 點に 付ての 御 意嚮は 十分 承は る ことが 出來た の 
で、 今日 H 業 励 員 法を 不必要と T るかの 如く 申した 
やうな 御 辯 明で ありました が、 決して さう 云 ふ 精神 
ではな かつた ので あ 〇 ますが、 是は又 御 ^ ねを する 
機會も あらう と考へ ます、 時間を ?! i さ ざ 6 が 爲に唯 
今の 問題は 之に 止めて 固き まして、 第 四に 伺 ひたい 
ことは、 此エ業 励 M を 1¢ 施す ると 云 ふが 如き 場合に 
は、 將來は 最も 大いな る © 举のあ る ことと 考へな く 
ては ならぬ ので ある >  さ すれば 壯丁は 勿論、 男子 ii 
殆ど 戰場に 出拂 ふと 云 ふ 有機になる であらう と考へ 
る、 日露® 苹の 際すら も 先帝の 御製に 「子ら は 皆 腿 
さの 庭に m ではて て」 と 云 ふ 御製が あつた 位の こと 
があります から、 今後の 戰爭に 付て は 男子は 大抵戰 
場に 出拂ふ 場合で あらう と考 へな くち やならぬ、 此 
度の 歐_ 巴の 腿 爭に 付ても 十分に 是は® 例を 示して 
居る のであります、 さすれば 此脚 員すべき H li 製造 
所の 如きは 其勞卿 者と 云 ふ ものは 多く 婦人に 俟たな 
ければ ならぬ ので、 又 今回の 實驗に 依つ て 見る と婦 
人の ■き 及 其 能率と 云 ふ ものは 非常な ものであると 
云 ふこと を 證明 されて. 居る ので ある、 我 國も將 來此 
例に 免れる ことは 出來 まいと 考へ るので あります が 
渚て 我國 S 婦人の 有樣 はどうで あるかと 申す と、 過 
日 來も往 々議場の 問題になる が 如く、 唯今 婦人の 死 
亡 率は 歐羅巴 諸國に 於て 二十 人 乃至 三十 人の 死亡率 
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が ある 場合に •.我 國は 百 A. に 上つ て 居る と 云 ふ 驚く 
べき 有樣 を呈 して 居つて、 婦人の 體 質の 如きは 極め 
て虛弱 である、 然るに 此點に 付て は 政府は 何 か 挽回 
策を ISS じて 居る かと 云 ふと •我々 が數年 前より 喜ん 
で 協 S した 所の 保健 調査 曾なる ものが 死亡率を 調べ 
て 尻る が、 十五 歳より 三十 ? 1: 歳 迄の 死亡率は 世界 無 
比で ある •非常な 死亡率が 高い ので あるが、 何の 原 
因に 依つ て此死 亡 率が 高い と 云 ふこと を 少しも 御調 
べにな つて 居らぬ、 斯の 如き 有櫧で あつて、 此 工業 
動員は 何時とは >)■' さぬ ので あるが、 此 法律 さへ 出來 
たからと 言つ て、 總 ての 點に 於て なか <此動 員 法 
は 用を 爲さ ぬ、 lit 趣总を 十分に 達する ことは 出來ま 
いと 考へ るので あります が •此點 に 付て は 政府は ど 
う 云 ふ 御 考を 有つて 居られる のであります か、 承は 

りたい のであります。 

〔阀務 大臣 大島迎 一君演 ffl に 登る〕 

o ta 務 大臣 ( 大 岛迎 一 君) 江 木 君の 御 K 問に 御 答を 

致します、御質問の趣意 11: 、將米の大戰爭に於ては 

壯丁は 皆 * 41 事に 從つ て、 H 場には 女子を 多く 使は な 

ければ ならぬ と S ふので、 其 女子の 今日の 狀 態に 鑑 

みると、 是が 果して 使は れるや 否や •此 使は れるや 

又 此必耍 を 見れば 政府 (i 此 女子の BS 育 其 他に 付て 注 

S せんければ ならぬ ではない かと 云 ふ 御 ja 見の やう 

であります、 如何にも 將來 有事の 日には 從來 よりも 

大いな る 兵力を 使用せ なければ ならぬ と考 へて 居り 

•* す、 唯今 JT- 木 君の 御 話は 主 もに 例を 歐洲現 時 0 狀 

態に 採られて 居る やうであります、 歐洲の 現 時の 狀 

態は 非常に 共 H 菜 力の 發達 して 居ります 爲非常 に 多 

くの H 場が 励 fl されて 居る、 ia 撼なが ら我 H 菜界の 

狀態は 左程 犬なる 職工、 T. 場を 迪する 迄に も 進んで 

居り ませぬ、 壯 T のみを 又 數 へましても 帝 國にけ 八 

百® からの ものが あります、 尙 ほ未敎 育の 壯ア にも 

相 竹の Ei を 有つて 居りまして、 四十 以上の 男子 も 多 

いこと であります 、今 W くの 間 X 場には ttl 當の職 エ 

を SE 常し 得る と考 へて 居ります、 併し 女工を 用 ひる 

と 云 ふこと も 必要なる 琪 tls であります、 エ极 として 

は52際に女エを用ひ，殊に此陸軍の如きは多數女エ 

を 用 ひて、 是等の 技能を S ふて 居ります、 從つて 女 

子の BS 育 其 他の 教育と 云 ふこと も 深く 希望を 有つて 

居 〇 -f する ので、 谷々 關係の 常 局と ffl 謀つ て、 是 •か 

拥步を 促す S に 於て 注 S して 居ります •况ん や 其 常 

局に 於て It 十分に 注 S を 拂つ て、 WOH 菜 動 M のみ 
*411 抝 H 菜 励 til 法案！ S 一諝代 


ならず、 國家發 達の 爲に 女子の 智德體 育に (i 十分の 
力を 盡 して 居ります、 追々 . K くな つて 行く ことと 私 
は 考へて 居ります 尙ほ それ 等に 付て 御 希 菌の豳 が 
ございま すれば、 當 局ょり 御 答 致します。 

〇 江 木 千 之 君 誠に 常 局 大臣の 失禮な がら 抱負 規模 
の 小なる ことに 驚く の 外は ない と考 へる ので ありま 
す、 將來 工業 動員 迄 行う と 云 ふ 場合に 婦人を さまで 
に賴 むに 足らぬ と 云 ふ 語氣を 以て 御 答へ になります 
るが、 如何であります るか、 維新の 際 現に 吾々 の 地 
方に 於ても 動員を 行つ て 居る のであります 、婦人の 
如き 現に 自分 共の 母親な どに して 見ましても、 幼年 
なる 弟 等に しても、 皆 床の 下に 這 入つ て 土を 堀り 出 
して •灰を 取つ て 硝石に すると 云 ふことは •士族の 
家で も 町家の 家で も 一般に やつた のであります、 さ 
う 云 ふ 風に 婦人 や 子供が 非常に 手 傅 ふて 居る ので あ 
ります が、 今度の 大硪爭 に 婦人な どは 中々 用に 立つ 
やうな ことは ない、 工業の 規模が 小さい と …… 今日 
の 工業で 行けば さう であるが、 是は 吾々 の 抱負とは 
全く 違つて 居る、 一昨日の 建議の 如きは 決して そん 
な 小さい 考では ない のであります、 どうか 當局 大臣 
に 於て は 御考 遨 を 願 ひたいと 思 ひます が >  第五に 御 
尋した いと 思つ たこと があります が、 是は御 苺ね し 
て も 駄目で あらう と 思 ひます から 止めます、 第五に 
御 伺 ひしたい と 思つ たのは 女子 勞硼 者の 仕事の 種類 
其 配 la 、 其 監督に 付ての ことと 云 ふやうな 御調を 伺 
ひたいと 思つ たのであります が、 是は其 御調な どは 
あらう とも 思 はれませ ぬから 此 質問は 止めます、 第 
六に 伺 ひたいのは 工業 励 M と勞硼 問題と 〇 關係で あ 
ります るが、 是ほ 種々 あるので あります るが、 勞働 
者を 遇する …… 能く 保護す ると 云 ふ點に 付て は將來 

どう 云 ふ 御考拓 が あるので あります るか、 此 S を簡 

B に 承つ て 5¢ きたい。 

〔國 務大； S 仲 小路 販君 演扭に 登る〕 

〇阀務 大臣 (仲 小路 廉君) 江术 君の 御 W 間は、 工業 

動 M の 施行に 付て It 勞卿 者に 關係 する こと 少から ぬ 

譯で ある、 將來勞 § 者に 對 して sn 何なる 考を 有つて 

居る かと 云 ふ、 斯う 云 ふ 御苡 間の 趣® であります、 

工業 動員 法の 施行に 付きまして は 固ょり 勞 鳓 者に 尠 

なからぬ 關係を 有して 居る， ェ楊と 離るべからざる 

關係 •か ある、 身心 共に 地 全なる 勞® 者を 必要と 致す 

のであります、 此勞呦 者を して 身心 共に 健全に して 

勞働 に從琪 せし むる と 云ふ點 に付きまして は、 政府 


に 於て は 旣に旣 注に 於ても 種々 な 方法を 取り 來 つて 
居る ので £ ります、 H 場 法の 施設、 經營 、及 各種の 
或は 簡易 貯蓄の 途で あると か、 各種の 方法を 取り 來 
つたの も、 畢覚は それであります、 併ながら 今日 勞 
_ 問題 it 益々 一般の 注意を 喚起す る 時であります、 
政府は 此點 に付きまして 谷 種の 點に 調査を 盡 します 
る 積り であります、 現に 今回 兩院の 御 協賛を 經 まし 
て、 谷 種 工場の 衞生狀 態 等 種々 の 事を 調査す る爲に 
豫® の 御 協賛を 經た ので あ 〇 ます、 畢竟 是 等の 綿密 
なる 調査の 結果に te りまして、 將來勞 働 者に 對 する 
施設、 勞磡 保險問 題を 初めと して、 谷 種の 問題の 解 
決を 致したい と考 へて 居ります、 唯此 事 ii 言 ふは 易 
くして、 此計畫 は 一般に 對 して 尠から ぬ 關 係を 持つ 
のであります、 直ちに 諸 外 國の例 其 儘に 據る！ f にも 
行き ませぬ、 能く 我が 國情國 民の 狀態 にも 適合す る 
途を誧 ぜな ければ なり ませぬ、 是 等は 内外の 情勢を 
搏 かに 致して、 能く 事情に 合致す る 適切の 方法を 収 
りたい と 思 ひます、 殊に 詳細に 渉ります る點は 此席 
に 於て 述べます る ことは 却て 御迷惑と 存じます、 大 
體申 述べて 御 答と 致します。 

〇江 木 千 之 君 第 七に 御 尋ね 致したい のは 工業 動員 
と 工業の 基礎と なるべき 諸元 素の 統一と 云 ふ點 であ 
ります が、 工業 動員を 實 施して 官設 民設の 工場の 組 
織 的、 統一的の 作業を 實行 しやう とすろ には 平生ょ 
りして 裸め 工業の 基礎と なるべき 諸元 素を 統一して 
置かなければ ならぬ であらう と考へ る、 然ら ざれば 
幾 百 萬の 人員が あつても 到底 十分の 能率を 發揮 する 
事が 出來 まいと 考へ るので あります、 で それに 付て 
は 度量衡の 事な ども ありませ うが、 唯今の やうに 陸 
軍では 三十 三珊 とか 云 ふやうな 事を 大砲の 口 徑に付 
いても、 そんな 言葉を 用 ひて 居る、 海軍に 行つ て 見 
ると 十四 时 とか 十六 吋と か 云 ふやう に、 もう 日本 國 
内に 外國詒 も 幾つ も ある やうな ことにな つて 居る、 
こんな 調子で li 迚もい けますまい が、 まあ 度量衡の 
ことは 暫く 措いて、 の 基礎と なるべき 諸元 素、 
例へ ば 谷 種の 女螺 釘で あると か、 或は 螺針捍 である 
とか、 或は 齒 車の 類、 軌條で あると か、 車輛の 部分 
品で あると か、 工作 器械で あると か、 谷 種の 工具で 
あると か， 電氣の 器具、® 動 器即ら 「ペルト」 ® [ へ 
来れば 幾つ もあります が、 是等の ものを 統一- ■て S 
くと 云 ふこと li 最も 必耍で あらう、 ¢5! 釘の 如き も佛 
闕西流 義も あれば 英吉利 流 ^ も ある、 色々 になつ て 


居る と 云 ふやうな 有樣で あるが、 此 統一と 云 ふこと 
は 本統の 工業 動 負を やらう とするなら ば 先 以て 之が 
統一を 圖らな くて はならぬ ので あらう と考 へる が、 
是 等の 點に 付いて はどう 云 ふ 御考 であります るか、 
どう 云 ふ 御 調査に なつて 居ります るか、 伺つ て {t き 
たい。 

〔國務 大臣 仲 小路 廉君演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 骹君〕 御 答へ を 致します 、工業 
動 M 法を 施行す るに 付て は此 根本と なるべき ものは 
官民を 問は ず、 其 元素と なるべき 要素の 統一、 續い 
て 度量衡 等の 統一を 必要とは しない か、 是は洵 に 御 
尤もなる 御 質問であります、 どう致しまして も、 此 
工業 動員 法を 適切に 施行いた します るに fj' きまして 
は、 其 根本に 於て 谷 種の 事物の 統一を 必要と 致し ま 
すので あります、 是 は 今日まで も窗は 其 必要を 認め 
て 居る のであります、 然 -6 に是 等の 統一を 圖るに 付 
ては、 實け 工場な り 谷 種の 狀態 を詳 かに 致す 必要が 
あるので あります、 私の 考では 今回 此 工業 動 負 法の 
施行を 得ましたならば •是 等が 將來に 於て 謂は ゆる 
工業 動員の 準備と して 官民 雙 方の 工場の 事情を 能く 
調査を 致しまして、 其 中に 器具 機械 谷 種の點 に 於て 
統一し 得る ものは 努めて 之を 統一す る途を 得る 便宜 
を 得る であらう、 殊に 最も 大切な のは、 或は 「ヤー 
ド」 「メ  — トル」 「ィンチ」 即ち 度量衡に 關す る統 一の 
ことであります、 是は實 に 谷 種 工業 材料の 統一、 組 
織の 統一の 上から 申しましても、 是程 重要な ことは 
ない のであります、 唯 如何にせ む、 今日まで 我が 文 
化は 或は 獨逸或 は 英佛其 他ょり 種々 に 入 込んで 来た 
關係も あ 〇 ます、 是等が 皆獨 のみならず、 官民 
通じて 社會の 全般に 浸潤して 居る 情勢であります、 
故に 度 its: 衡の統 , 其 必要は 何人も 之を 認める ので' 
あります が、 ® て 之 rr- 實行 いたします るに 付き まし 
ては、 實は谷 種の ® に 影響を及ぼす のであります が 
何れに 致しましても 出來得 る K りの 方法を 以て* 之 
を揆 一なら しむる ことは 實に緊 要であります、 旣に 
農 商務省に 於き ましては、 先般来 或は 種々 學識を 有 
する 人々、 經驗を 有する 人々 を 集めまして* 何とか 
して 是の統 一の 方法を 立てたい と、 種々 其 準 [i に關 
する 調査 も 致して 居る のであります 今回 動 M 法の 
施行を 時機と 致しまして、®々 是 等の 實施 に付き ま 
して (i 出 來るだ け 急速に 出来 得る 方法を 取りまして 
切め て* 等の 統一に 近い 途を講 じたいので あります 
一三 九 
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唯此 ?if 柄は 決して 官府の みの 関係は ございませぬ、 
寧ろ 民間 谷 H 場 谷 種の 組 gs に 影 啓を 及ぼす ので あ® 
ます、 其 ことの 實行に 付 ? ましては、 餘 程の 時日と 
方法を 要する こと、 存じます、 大體 政府の 執り 来て 
居る 方針 及 將來の 考 13: 今申來 りました 通りで ありま 
す、 之を 以て 御 答と 致します。 

0 江 木 千 之 君 大變 時間を 毀 やすやう であります が 
もう 三 箇條 ほど 質 間' か 殘 つて 居ります から、 © く 時 
間を 與へら むこと を 箱 国いた します、 第 八に 伺 ひた 
いのは、是れほ或機會に於て少し質問を試みました 
が、 政府の 趣旨の ある 所が 洵には つき りしない ので 
あります ので、 此處に 重ねて 伺 ひたいので あります 
それは X 業 励 员と 兵器 民營の 方針との 其關 係で あり 

ます、 本 M は 決して 此 官設 工場の 拂 •卜げ と 云 ふやう 

な ことを 申す のでは ない、 官設の 事業 も 必要なる こ 

とは 勿論 之を 維持す るの みならず、 進んで li に擴張 

せらる 、 ことを 必要と 考へ まする が、 今日 官設の エ 

場に 於て は 不用なる 事 第を やつて 居る ことが 澤山あ 

る、 民間で 出来る ことを 澤山に やつて 居る、 然も 詰 

らない 仕事まで もやつ て 居る ので ある， 大きな こと 

で 言へ ば、 水道の 鐡管な どを 拮へて 居る し、 其 他 背 

遜で あると か* 罐詰で あると か、 靴 も 兵器の 一つで 

あると か、 羅紗 も 武器の 一つで あると か 云 ふ 調子で 

「カ ーキ」 色の 軍服を 著た 人が 指 111 して ® へな くち 

やならぬ と 云 ふやうな やり方では、 工業 動員 法を 行 

ふこと  >兩 立し ないだら うと 考へ ますが、 此 一大 整 

理を行 ふに 付ての 方針では 如何で あるかと 云 ふこと 

を、 簡堪に 伺つ て 置きたい。 

〔國務 大臣 大崽煺 一 君 演壇に 登る〕 

0 國務大 KC 大鳥健 一 君〕 江 木 君の 御 質問に 御 答い 

たします、 御 質問の 趣意は 陸軍に 於て 製作して 居る 

もので 民間に 於て 製造し 得る ものが 澤山 ある、 一方 

工業 励 員を 行う と 云 ふ 場合で あるから、 是 等の從 來 

陸軍で やつて 居る 所の 製作を 民間に やらせたら 宜か 

らう、 やらす に 付ての 意思 •やらす 順序は どうで あ 

かと 云 ふ 御 質問の やうであります、 陸軍で 製作し ま 

す ものは、 陸軍で 製作を せぬ けれ ぱなら ぬ もので あ 

る、 それから 又 * 今 例に 御擧げ になつ た、 羅紗と か 

齚詰 とか 云 ふが 如き もの、 励 員 時 .…： 開戰當 初の 補 

給の 考を しまして、 或 必要の 程度 以外は 之を 民間に 

やらせる が 宜 からう と 思つ て 居ります、 で 其考 を以 

て 鹿 理 しつ、 あります •それを ® 行す るには 民 問の 


製造 能力が 確に 1® 時の 希 湧を 充たし 得る 程度に 確 sf 
にならぬければならぬのであります*それは潮次進 
んで參 ります るから. 進んで 參 . 6 に從 つて さう 云 ふ 
主義に ならぬ ければ なるまい と 思 ひま r 、 先 づ其前 
提 としまして、 是 等の 製造 能力を 十分に 民間に なさ 
しむる と 云 ふこと に 付て は 十分 努力して 居ります、 
それが 爲に羅 紗の 加き も 殆ど 需用の 半ば 以上 民間に 
注文を しまして、 民間に 製造の 窗驗 を與 へる と 云 ふ 
やうな 風の や 〇 方を して 居ります、 外の ものに 付て 
4 凡そ 其® 法を 以て 進んで 居ります、 又 先程' 例に 御 
擧げ になつ た 鐵管を 云々 と 云 ふが 如き も、 是は數 年 
來大阪 X 廠には K 々外から 注文を 受けます が、 成る 
ベく 民間の 事業で 出来る ものであります から、 引受 
けずに 居ります、 此頃も 多分 若干 或 市から 話が fc つ 
て、 大阪の 製造所に 作らす やうに 話しました けれど 
も、 今日の 場合で あるから 會社が 作 0 ない と 云 ふの 
と、 又 寸法 も 大きい と 云 ふので 作らない と 云 ふこと 
で、 若干 引受けて 居る の もあります が、 右樣 しまし 
て 民間で 造る ものを 引受ける ことは 成 '% ベく 避けて 
居ります、 他の 已むを 得ぬ 陸軍 以外に 已むを 倶ぬ事 
情に 依つ て 避けられぬ 外は やらぬ やうして 居ります 
此 趣意を 以て 民間の H 業 力を 進め、 又此 工業 動員 法 
の實 行に 當 りましても 益々 民間の 工場の 狀况も 分り 
ますから、 是等の 進 步を圖 つて 行く 積り であ 〇 ます 
0 江 木 千 之 君 もう 二箇條 あります が、 餘り 私が 時 
間を 費す やうであります から、 是は今 日は 略し まし 
て 又 委員 會等が ございます れば其 際 述べる ことに 致 
さう と考 へまして、 考の 質問は 玆に 止めて 置きます 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 山脇玄 君。 

0 山 脇玄君 自席で …… 

OS 長 C 公爵 德川家 達 君〕 今 御名を 呼びました 御 質 

問になる ことを 希望いた します。 

0 山 脇玄君 自席で 宜しう ございます か。 

0 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕 宜しう ございます e 

0 山 脇玄君 本員は …… 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君： >  山 脇 君に 申します •か、 陸 

軍 大臣であります か、 農 商務 大臣であります か。 

〇 山 脇 玄君兩 方に 一日 一る のであります。 

〇讅 長 C 公 餅 德川家 達 君) それなら 少し 大きな 聲で 

御 ^ ひ 致し‘ ます。 

〇 山 脇玄君 宜しう ございます、 私の 質問の 箇條は 

滞 山あります が、 先刻 來江木 君の 御 質問で 餘程 減つ 


て 仕舞 ひました から、 唯 二三 點を伺 ひたいので あり 
ます、 lit 界 C 大勢 上から 今回の il 争に 鑑みて 見ます 
ると •谷 國に 於て は 皆國 力， V 賭して 相對畤 すろ 限り 
は 國防 を忽 せに してなら ない と 云 ふこと 13: 論を 要し 
ませぬ、 是と 同時に 其 裏面には 堅 ® なる 工業が なけ 
ればな らぬ 、國 防と 工業 •是は 車の 兩輪 •烏の 兩認 
の 如く、 二つ 相俟つて 行かねば ならぬ と： •ムふ ことは 
申す まで もない ことであります、 先刻 も 御 話の あ 〇 
ました 通り* 過日 本院が 建議し ました 科學及 H 業 敎 
育に 關 する 建 翳、 我々 が 之に 賛成いた したの も 即ち 
此 趣意に 外ならぬので あります、 そこで 斯う 云 ふ 趣 
意から 致しまして、 玆に 二三の 質問を 提出す る 譯で 
あります、 此 法案の 趣意は 今 私 も 今日 初めて 受取つ 
たばかりで、 糈讀は 致し ませぬ が、 段々 先刻 來陸軍 
大臣の 御說 明に 依ります ると， 戰 時に 當 りまして 軍 
器 •軍需品 等の 供給を 政府の 一手で 引受ける P にな 
らぬ 場合が あるから、 さう 云 ふ 時には 民間の 工場に 
國 家の 權力を 及ぼして、 之を 統一 管理し やうと する 
と 云 ふこと が 本案の 根 本義に なつて 居る や 5 であり 
ます、 さう 云 ふ 所から して 二三 質問を 致したい ので 
あります が、 第一は 軍器、 軍需品 等の 原料で ありま 
す、 原料が 我國 の生產 だけで 十分で あると 云 ふ 御 見 
込であります るか、 若 も 不足を すると 云 ふこと であ 
〇 ますれば ，其 不足 額を 何處 から 持つ て 来る、 何處 
ょり 其！ f 足 額を 補足す るかと 云 ふ 御考で あ 〇 ます か 
其點を 伺 ひたいので あります >  聞く 所に 依ります る 
と 遺憾ながら 我國は 工業の 原料は 殆ど 皆無と 言つ て 
宜いと 云 ふやうな 事を 伺つ て 居ります" 縱しや 其 一 
部 it 我國の 生產で 事を 足す 事が 出 來 ましても、 其大 
部分は どうしても 外ょ 〇 仰がなければ ならない と S 
ふやうな 狀態 にある ことを 承は つて 居り まが、 其邊 
の 御考は 如何であります るか、 是が 第一點 、それ か 
ら第 二には 政府に 於き まして 果して 民間の H 場を 利 
用す ると 致しますなら ぱ •今日の 狀態に 於 ? まして 
如何 ばかり 此 民間の 工場を 使用 . 1- る ことが IJ1 來 ると 
云 ふ 御 見込で ありま 丁 か、 今日の 狀態で 其 御 見込を 
伺 ひたいので あります， 是も 聞く 所に 依ります ると 
昨年で あ 〇 ました か、 束 京 市の 或る ® 察 S 管 內に於 
きまして 工場 法の 支配を 受けて 居る riir の 工場 百 三十 
箇所に 付て 調査を 致しました 所が 其 中 僅に 三十 箇所 
だけし か 工場 法の茭 配を 受けて 居る ものは なかつ た 
と 云 ふ 事であります が、 是は 何も 其 法が 適せない の 


ではなから うと 思 ふ、 詰り 我 通の エ栩は 未だ aw に 
して， X 場 法の 支配を 受けた だけ c 这力が ない 所 か 
ら來た もので あらう と 察せられる のであります、 若 
も 我国の 工業は 未で 抒弱 にして” いざと 云 ふ 相 合 ." 
使用し 得る ものがない とか、 或は 不十分で あると 5C 
ふやうな 御 見込であるなら ば、 どうな さる 御 柏り で 
あるか、 今ょ 〇 其 民間 〇 或 H 場を 指定して 補助で も 
して さう して發 達さして 行く 御 見込で あ /, - や 否や 是 
が 第二 點 、それから 第三 點は 今日 C 狀况 から 見 まし 
て も 段* at 企業家 と 勞 1# 渚 〇 間と： ムふ ものは f-ll 反 si 
する の® 向を 呈して 来ました •卯ち 昨年 •一昨年 以 
來時 々「ストラィキ」 などが 起り ますと か、 或は ^ 钟： 
した 職工の 海 合 ひを すると か 云 ふやうな ことが 大分 
見えて 居ります るが、 さう します ると、 此熟練 した 
職 H を 得る と 云 ふことは 非常に 闲雖を 感ずる だら う 
と思ふのであ0ます、是も被はる所に诙0ますると 
常 局の 中には 我 國の企 業 家と 勞卿 者， 其の 關係と 云 
ふ ものは 主從 の關 係で 能く 治めなければ ならない、 
又 能く 治つて 行く だら うと 云 ふやうな 説を なす 迸が 
あるので あります が、 是は 如何なる もので あ 〇 ませ 
うか、 餘り 時勢 遲れ の考で はあります まい か、 今日 
の やうに 數百 人、 數千 人の 職工を 使 ふ 工場に 於き ま 
して、 それを 主從の 關 係で 治める と 云 ふことは 到底 
不 BT 能な ことで ほあります まい か、 詰り 是は 利益の 
問題に 歸著 する のであります から、 利益を 平等に 分 
配す ると 云 ふ 方法を 以て 治める ょ 〇は 他に 名案は な 
からう と 私は 思 ふので あります が、 其邊の 當 局の 御 
考は如 何な もので ありませ うか、 是が 第三、 第 四が 
申す まで も ありませ ぬ •か、 生 產の耍 素は 資本と 勞 测 
と學 術で あらう と考 へる のであります、 縱しや 資本 
學術が 豊富で あつても •勞 S 者の 心身が ® 金で なか 
つたなら ば， 事業の 好 成續 を 煜 ると 云 ふ 事は む づか 
しからう と 思 ふので あります、 で 今：！： 我が H 本 〇 勞 
砌 者 s 狀聪を 見て a まする と • 煺 全なる 狀態 とは 中 
せませ ぬ、 殊に 我國は 申ず まで もな く、 ffi 31 なる 女 
子の 手を 煩は す H 業が 大部分を 占めて 居りまして、 
而も 其 健康 狀態は 先刻 江 木 君の 申されます る 通り、 
驻た瞇 念 すべき 狀態 にある のであります るから、 何 
とか 是等 に對 して 十分なる 設婣 をせ ねばならぬ と 思 
ひます るが、 是は 先刻 農 iffi 務大臣 から © 々 御 1¢ 見を 
伺つ たやう であります るが、 併し 尙 ほ 伺 ひ ?' - いのは 
勞® 保險の ことであります るが、 是は咄 今 調査 中で 
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あると 云 ふこと であります るが、 fl 々之を 提案な さ 
ると 云 ふ 御 見込が あるので あります るか、 尚 ほ 一應 
承は つて ® きたい、 それから 3¢ 次には 食糧 問題で あ 
〇 まする、 是は 平時に 於き ましても 戰 時に 於き まし 
て も、 我國の 生 產額を 以て m 征軍 人は 言 ふに 及ぱず 
我 國 W を 養 ふに 十分なる 數額が あると 云 ふ 御 見込で 
あります るか、 又是は 不足す る やうな 場合に どうし 
て 之を-補足す ると 云 ふ 御 見込であります るか、 私の 
質問は 之を 止めて 置きます るが、 當局の 大臣から 御 
答を 願 ひたいので あります。 

〔國 務大铒 大鳥煺 一君沏 檀に登 る〕 

〇國 務大 K( 大島健 一 君〕 山脇玄 君の 御 質問に 御 答 
いたします、 第一 IJ; 軍器の 原料 並に 材料に 過不足な 
き や 否や、 若し 不足が あれば 何程 あつて、 何れょり 

之を 補充す る考 であるか、 今日の 狀態に 於き まして 

11 原料 ' I' 我 帝 國に 於て 生產 いたし ませぬ ものが ござ 

いまする •例へ ば 「ニッケル」 であると か、 鍈葉で 

あると か 云 ふやうな ものであります る、 其屮鐵 葉と 

云 ふ 如き 材料に 至りまして 段々 此企槊 家 も あり、 遠 

からず 出來 て參〇 ませう と 忍 ひます、 故に 全く 帝 國 

に脔しませぬものは、それたけの维砌は陸艰省用の 

ものは 陸眾で 致して 居る のであります、 分 M の 如き 

もの if 私は I'ffi 今ち ょつ と 申 上げる ことは 出 來ませ ず 

又其物も獨「--ッケル」ぱか0であ0ませぬ，若干 

の ものが あります、 併し 是等 のない ものは 段々 調査 

をして見ますると、此近年丁_の發達に於て、败卬 

の 後に (i 全く 我 阀の生 產品 に俠つ ことが 出來 、若く 

は 成る T. 場を 他に 換へ れぱ哦 時 S 需要を 充た すと 云 

ふ狀况 にある ものが 多う •こざいます、 民間の 丁： 場を 

使用し 得ろ ものが どれ •たけ あるか、 H 場は 一昨年 來 

調 ? C を 致しまして、 太 要 «數 も、 其 能力 も 合つ て 居 

〇 まする、 唯今 御 話 'I' に： T: 場 法 鼓 布 後の 調べでは® 

く 小さい ものは まだ lit 法案に 從 つて やつて 居らぬ、 

即 ち 播く ia 々たる ものが あろ、* れ は 多分 斯う 云 ふ 

ものは 後に 立つまい かと 云 ふ 御 心配 かと 思 ひます、 

H 坳調孜 と共に 谷 丁： ^ の 持つ て 居る 膊械 を 調 抱し ま 

した lit 励 fl 法 (* 於き まして It 初めの 程は 成る 小さい 

丁： 坳の岡 城 (t 或ろ 大なる 丁： 場に 之を 災める とか、 兎 

に 角 整理 ul fii: を 致しまして 、同 M 類の も の、 或は 小 

3 な H 場の もの : :. 大なろ 所に 持つ て 行つ て、 其 機械 

を m めて 大小 件 f«ri の ものを 製造す るので あります か 

ら 、それに m ずる やうに 整理 V. すると 云 ふこと li ェ 


業 励 員に te る 励 負計畫 2 一 であらう と 思 ひます、 今 
最も 能く 分ります の (i 民間に あります る 所の 削つ た 
〇、 孔を 掘つ たりす る 所の 機械 •之が 全國の 工場を 
集めます ると 二 萬に 近い ものが あります る •是 れ以 
つて 軍需品の 製造 並に 戰時國 民 生活に 必要 缺くべ か 
らざる 物の 製造と 云 ふこと に 分配を して 用 ひぬ けれ 
ばなる まいと M ふ、 何れ 動員 法に 依つ て 更に 調査を 
し、 是れ 等の 計 畫を 立てぬ ければ ならぬ、 是れ等 も 
動員 法の 發布を 要する 所以であります、 三、 四、 五 
是れは 主 もに 職工に 關する ことであります、 農 商務 
大 S より 御 答を 致す で ございませう、 山 脇 君の 御 話 
の、； f 從の關 係の 部、 是 は 申す 迄 もない ことで、 即ち 
戰時 動員を 行 ひまして 各 H 場を 統一した 場合には、 
寧ろ 此職エ に 對する 待遇を 一にす ると 云 ふことは 極 
めて 便利に なつて 來や うと 思 ひます、 但し 動員 其 物 
は 時 〇 必要に 應じて 、 K- 戰萌の 必要に 應じて 成る ベ 
く 民間に ^ 痛を 與へぬ やうに したいと 考へ ます •直 
ちに 强ひて 全部の 励 員を すると 云 ふので [J: ありませ 
ぬけれ ども、 企 部 S 励 員を し 或は 職 H が 困る 場合に 
は 寧 6 其 職工の 待遇が 一になる と 云 ふことは 戰時に 
は あらう と 思 ひます、 其 他に 於き ま ■して 三 •四、 五 
の 御尋の 件は 農 商務 大 fii より 御 答いた します。 

〔國務 大 U 仲 小路 服 君 演壇に 登る〕 

0M 務大臣 C 仲 小路 販君) 山 脇 君の 御 質問に 對 しま 
して 唯今 陸 ns 大 [11 より 御 答に なつた ので あ 〇 ますが 
其 御 質問 中農 商務の 所管に 關 します る ことに 付き ま 
して 私から 御 答いた します、 御 竹 間中 農 商務の こと 
に關 係を 致します るのは 第三の 御 質問であります、 
工業 [01 員を 施行す るに 付て 最も 大切な のは 企業者と 
勞蚴 者との 關 係* 朵ほ 餘锃注 意を して 行は ねぱな る 

まい、 又 企 ^ 若と 勞卿 者との 關 係に 付て 當局 者の 中 

には 依然として. FI;. 從關 係を 唱へて 居る 者が あるが • 

それは 思想は 古い、 今日は さう 云 ふ譯 にはい かない 

こと' か ある VJ 思 ふが どうかと、 斯う 云 ふこと で ござ 

います、 エ 槳励 〇 法の 施行に 付きまして It 固より 企 

業者た る T % 主と 勞 卿 者との 關係は 密接でなくて は 

なり ませぬ のであります、 將來 我國の H 築を 發達せ 

しむる に： 5 きまして It * ど- 「致しましても 資本家と 
勞 M 渚との 間は 努めて 之 V PR. 隔せ しめず， 成るべく 
之を して 水 魚の 如く、 其 内を 出来 得る 限り 密接に 许 
します ことが 必要と 存じて 居ります、 兎角に 此 n: %5 

主と 勞 S 者の 間が W 隅す る、 それより 種々 のこと が 


生じて 參つ て、 其 結果は 遂に 工業 能力を 甚 しく 減少 
するのであります，之に付きましては勞_者に對す 
る 制度 ほど、 むづか しい ことは ない と 存じます、 唯 
今 山 脇 君は W 来 CO 如き 主從關 係と 云 ふこと では 思想 
が * いと 仰せられました、 如何にも 今日は 多 數の勞 
® 者を 使 ふ 時であります、 之に 付きまして は 餘程組 
織 立つ た 方法を 講ぜぬ ければ ならぬ のであります、 
併ながら 歐羅巴 諸 邦に 於て 採り 來つた 制度 も 隨分谷 
種の 弊害を 生じた 點も少 くないので あります、 勞® 
組合の こと、 谷 種の點 に付きまして は 唯 權利 、權利 
と 云 ふこと では どうもい かない 點が澤 山 ある、 それ 
ょりして 社會 上に 種々 の 弊が 生じて 來た こと も 多い 
のであります、 故に 唯 ffl 利 義務の 關係 として 歐羅巴 
諸 邦で やつて 居ります る 制度を •直ぐ 我國に 引き 寫 
しにす る！！ に參〇 ませぬ のであります、 之に 反して 
我 國は從 前から 君臣 主 從の關 係と して 水 魚の やうな 
關係も あるので あります、 是れ 等は 强ち 古いと して 
捨てべき ものでは ないかと 存じます、 故に 是れ 等の 
思想と 又 現代に 於け る 情勢は 是れ 等を 能く 考慮いた 
しまして、 我實 際に 適する 途を 講じて 行く ことが 大 
切 だと 存じて 居る のであります、 專ら 是れ 等の 趣意 
に 依つ て 調査の 途を 講じて 居る のであります、 それ 
から 其 次に H 場の 發 達、 H 業の 發 達に 付て" どうし 
て も勞® 者の 心身 共に 健全なる ことを 必要と ぐる、 
それに 付て 勞 f®J 保 險と 沄 ふこと も考 へて 置かな けれ 
ばなら ぬと 思 ひます、 それは 直ちに 實行す る 積り か 
どうかと 云 ふこと であります、 是等も 御說の 如く* 
どう致しまして も H 業 能力の 發 達に 付て、 之 ir. 從事 
する 勞卿 者の 心身の 健全を 必要と 致します、 其 心身 
の 健全を 必要と すろ 關 係ょり して、 其 施設の 一端の 
重要なる ものは 勞働 保險 問題であります、 勞磡 保險 
問題の こと、 是も 誠に 言 ふことは 易い のであります 
併しながら 此の 保險 に付きまして (i 國 も相當 の負擔 
をし なければ ならず 工場 主 も 亦 相當の 負擔 をし なけ 
れぱ ならぬ、 又勞働 者の 負 1S も 要る 譯で ございます 
是れ 等の 率を 極めます ことから、 死亡 生存 其の 他の 
關係 も、 是れは なか <綿 密なる 基礎を 要します、 
是は 一た び 過ちます と社會 上に 取 返しの 付かぬ 酩害 
を貽 して 參る のであります、 成るべく 弊を 去り まし 
て、 努めて 其 a 益を 擧げる やうに、 それ 等の ® に 付 
ては 餘程考 憩し なければ ならず， 又保險 率を 極める 
に 付ても K 際に 適合を 必要と 致します、 是等 のこと 


ほ 極めて 綿密なる 調査と 確 實なる 基礎がない と 過ち 
ます、 即ち 先刻 江 木 君に 御 答へ いたしました 如く、 
今回 豫算の 御 協賛を 經 まして、 各 工場の 衢虫狀 態、 
總て の狀況 に付きまして 十分 調査いた しまして I そ 
れに依 つて 死亡 生存率 も 極め， 傷害 其 他の 方法が 立 
つて 參 る、 是等 も勞卿 保險の 進備と して 著々 其步を 
進めて 居る 次第であります、 それから 最後に 食料 問 
題の ことであります、 此 食料 問題の 點 に付きまして 
は 先般 來醒 々御 答へ 致した 積り であります、 先づ今 
日の 狀態で は 固よ 0外 米を 輸入す る 必要 も ございま 
する‘ 大體 昨年 以来からの 狀况に 依りまして、 先づ 
今日の 所では 需要供給の 關係は さしての 不足な くし 
て 行 はれて 行く と存ず るので あります、 唯 有事の 際 
に 於き ましては 是等は 固より 常時を 以て 率す る譯に 
は 參〇 ませぬ、 平時で も 食料 問題は 隨分 考究いた す 
べき 問題であります、 殊に 右 事の 際に 於き ましては 
別して 又 それに 應ずろ 適當な る 方策を 講 1; なけれ ぱ 
ならぬ ことで ございます、 是播は 固より 當局 者總て 
に 於て 今日より 又 種'々 の 方法を 講じて 居る ので あり 
ます、 併ながら 今此席 で然ら ば 其 場合に どんな 方法 
を 執つ て、 どこから 何を 持つ て 來る かと 云 ふことの 
御 答は、 是は 致し 兼ねる のであります、 どうか 大體 
御 質問に 對し ましては 之に 依つ て 御 了解を 願 ひたう 
ございます。 

〇 山 脇玄君 今一つ 農 商務 大臣に 伺つ て 置 ? ます、 
唯今の 御說 明に 依ります と， 女工の 衞生狀 態に 付て 
御調 35 になる と 云 ふこと であります が、 今日の 工場 
監督官と 云 ふ ものは 男子 だけにな つて 居る ので あり 
ます、 我國は 申す まで も ありませ ぬ、 女工と 云 ふ も 
のを 澤山使 ふ 紡緝會 社と ■云 ふ ものが なか  <澤 3 あ 
る やうであります、 どうも 男子の 監督官で 女工の 狀 
態を 親 察する ことは 餘程困 雛で あると 思 ひます、 又 
私の 考では 分るまい と 思 ひます. •それであります か 
ら 、各 國では 女の 監督官と 云 ふ ものを 設けて、 女の 
監督官の ない 所は ない 位に なつて 居る やうで ありま 
すが、 農 商務 大臣は 矢張り 今日 男子の 監督官 だけで 
十分 •女工の 衞生狀 態 も 分る と 云 ふ御考 であります 
か、 又 唯 K 格 問題 だけで 資格 ある 監督官が あれば 女 
でも 採用す ると 云 ふ御考 であります か、 それを 承は 

〔國 務大； £ 仲 小路 !® 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 廉君〕 女工を 使 役いた して 居り 
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まする H 場、 是 ほ 今日、 樣雄 工業の 發達に 伴 ひまし 
て餘 程多數 ございます 、殊に 女工を 使役して 居り ま 
する 工場の 衞生狀 態 U 先刻 江 木， U 話が ござ 
いましたが、最も注愆シ致すべキ_險維エ業でありま 
す、 是が 種々 の 病 氣の基 となる こと も少 くないので 
ございます、 常 局 者に 於 ? ましては 工場 法 施行 以来 
此 隳 維 H 菜の 點 に付きましても 最も 注 窓いた して 居 
ります、 殊に 女 H の 熠生狀 態 等に 付きましても 出來 
る 限り 注意の 途 を 取って 居ります が、 殊に 今回此 豫 
箕 の 御 協 寶を經 ました 結果は 一と 入、 工場 徹生狀 態 
等の S に付き ま L て 注意いた す 積り であります、 又 
H 場監皙 宫に 女 〇 吏 fl を 使用す る考が あるか どぅか' 
と 云 ふ 事であります、 是は 時勢の 進 步 、事物の 必盟 

に 依りまして、 場合に 依りましたら !  t: 男 S 監督官よ 

り 女の 方が 適當だ と 思 ふべき 時が 參る かも 知れ ませ 

ぬ、 併ながら 唯今の 場合に 於き ましては、 H 場 監督 

官 として 從事 して 居ります る 即ち 男子の 吏員で 出來 

得る 限りの 方法を 以 ちましたならば、 此の 工場 等に 

對 する 點 に付きまして 十分 監督の B を 擧げ煜 ると 存 

じて 居ります、 先づ 今日の 狀况は さぅ 云 ふこと であ 

一， ります C 

0 淺田德 則君此 軍需 H 業 励 員 法の 特別委 員の數 を 

十五 名と し、 議長に 於て 選定せられ ん事テ V 望みます 

0 子爵靑 木 信 光 君 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 淺田 君の 本案 特別委 員の 

數を 十五 名と すると 云 ふ說に 同意の 諸君の 起立を 請 

ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 過半數 と 認めます、 特別 

委員の 氏名を 霄記官 をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡 書記官 朗 _〕 

軍需工業 励 員 法案 特別委 員 


伯爵 寺 島 誠 一郎 君 

子爵 大河 內正敏 君 

男爵 村 上 敬 次 郎君 

男爵 村 木 雅美君 

男爵 名 和 長憲君 

男爵 山內長 人君 

高 橋 作衞君 

擺川辨 三 君 


子爵 井上 匡 四 郎君 

大久保 利武® 

河 村 讓三郞 君 

山 本 達 雄 君 

男爵 武 井守 正 君 

男爵 斯波 忠三郞 君 

桑田 熊藏君 


0 翳 長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ、 日程 

の 第二より 第 九まで 朿ねて 問題 I' 供し、 同一 委員に 


付託いた します。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  日程 第二、 大正 五 年度 豫 
備金茭 出の 件、 第三、 大正 五 年度 豫備金 外に 於て 豫 
算 超過 及 稼* 外 支出 S 件、 第 四、 大正 五 年度 特別 會 
計豫備 金 支出の 件、 第五、 大正 五 年度 特別 會 計豫備 
金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 支出の 件、 第 六、 大正 
五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備费支出の件、第七、大 
正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫算外 支 
出の 件、 第 八、 大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 支出 CO- 件 
第 九、 大正 五 年度 帝國鐵 道 積立金 外に 於て 裸 算 超過 
支出の 件 •承諾を 求む る 件、 衆 _院绘 付， 會議。 
大正 五 年度豫 備金茭 出の 件 
大正 五 年度 豫備金 外に 於て豫 算 超過 及豫 算外茭 
出の 件 

大正 五 年度 特別 會 計豫備 金 支出の 件 

大正 五 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 

豫算 外茭 出の 件 

大正 五 年 P 大正 三年 臨時 事件 豫備賓 支出の 件 
大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫 
算外 支出の 件 

大正 五 年度 帝 國鐵逭 積立金 支出の 件 

大正 五 年度 帝國鐵 道 積立金 外に 於て 豫算 超過 支 

出の 件 

右 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決せ り 因て 議院 

法 第五 十四 條に 依り 及疾付 候 也 
大正 七 年 三月 二十日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 S 長 公爵 德川家 達 殿 

一大 正 五 年度 豫備金 支出の 件 

一大 正 五 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 ?{: 

出の 件 

一大 正 五 年度 特別 會計豫 備金支 出の 件 

一大 正 五 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 

豫算外 支出の 件 

一大 正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 支出の 件 

一大 正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫 

算外茭 出の 件 

一大 正 五 年度 帝 ^ 鐵道 積立金 支出の 件 

一大 正 五 年度 帝國鐵 道 積立金 外に 於て 豫算 超過 支 

.出の 件 

右帝阈 憲法 第 六十 四條 第二 項 M 依リ 承諾 ヲ求ム ル 


苜 

勅旨 ヲ奉シ 帝國 議會 = 提出 ス 
大正 七 年 三月 七日 

內閣總 理 大臣 伯爵 寺 內正鉸 
內務 大臣 男爵 後藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友三郎 
陸軍大臣  大島健 一 

外務 大 ua 诚 51 本 野 一郎 
司法大臣  松 室 致 
文部大臣  岡田擧 
遞信 大臣 男爵 田 健治郎 
農 商務 大臣  仲 小路菔 
大蔵大臣  勝 田 主計 
〔國務 大臣 勝 田 主計 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 顏題 となつ て 居り ま 
する 日程 第二 乃至 第 九を 通じまして 極めて 簡 單に說 
明を 試みたい と 思 ひます、 大正 五 年度 一般 會 計の 第 
一豫備 金の 豫算 額は 百 萬圓で ございまして、 檢丁及 
新兵 旅費、 傳染 病豫防 檢疫諸 費、 海軍 受託 造修 費、 
其 他 必要 避くべからざる 豫算の 不足に 毀し まして 全 
部 使 ひ 切りに 相 成りました、 大正 五 年度 一般 會計第 
二豫備 金の 豫算 額は 二百 萬 圓で ございます、 衆議院 
議員 臨時 選擧及 臨時總 選擧 に關 します る 取締 費， 臨 
時 軍事費 特別 會計繰 入 不足 •戰艦 救難 及復舊 費， 其 
他 科 省 所管に 於き まする 災害 復 SJ 費 等の 豫算 外の 支 
出を 致しました 爲に 、是亦 全部拂 ひ 切りました、 大 
正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 報 備費 の豫算 額は 二 千 八 
百 五十 萬 圓で ございます、 臨時 事件に 關 しまして、 
各省 所管に 於き まして 豫 * 外 支出を 致します 6 こと 
•か 多々 ございまして、 是 等の 費途に 是亦 全部 支 拂ひ 
铹 りを 致しました、 大正 五 年度 一般 會計 第一 第二 豫 
備金及 大正 三年 臨時 事件 豫備 費豫； 4 か拂ひ 切りと 相 
成りました が、 尙ほ此 外に 諸 拂戾し 金 •臨時 軍事費 
特別 會計繰 入 不足， 大正 三年 臨時 事件 費 其 他 等に 付 
きまして 所要が ございます る爲 に、 國 庫剩餘 金を 以 
ちまして 豫算 超過 及び 豫算外 支出を 致しました もの 
が 千 六 百 五十 四 萬 二 千 九 百餘圓 でございます、 大正 
五 年度 帝 國鐵道 特別 會 計に 於き まして 積立金 勘定 補 
塡 金の 豫算 額が 三百 九 萬 九 千 三百 十圓で ございます 
收益 勘定 鐵道 作業費 S 豫算に 不足を 致しました、 之 
に對 しまして 全部 之を 充用いた しました、 尙ほ乂 右 


〇 外に 技 m fv s3 钹 人を以 、 V, まして 沒 w S 過 〇 支出を 
致しました ものが 九 百 九十 七蒗二 千 六； c 餘 ra に 上つ 
て 居 〇 ます、 右の 外に 各 特別# 計に 於き まして 必耍 
已むを 得ざる ? 8 途に關 しまして 預 g 金を 以て、 又は 
預 龆金外に於きまして預 » 超過又は 1£ «外 0 支 (11 を 
なした る も 〇 が 若干 ございます、 以上の 支出は 何れ 
も 緊急 避くべからざる 班 柄と 致しまして 之を 支出い 
たした 次第で ございます、 何卒 御審邋 〇 上 速に 承諾 
を與 へられん ことを 切轺 いたします。 

〇 議長 (公路 德川家 達 君) 之には 別段 H 間 も 無い i 
考 へます か， T、 特別委 M の 氏名を 界 記官 をして 朗 1 i 
いたさせます。 

〔岡 罸記 官朗 is 〕 

大正 五 年度預 備金茭 出の 件 (承諾を 求む る 件) 外 
七 件 特別委 員 


子爵 唐 橋 在 正 君 
男爵 太 秦供康 君 
男爵 島津準 彥君 
磯部 四郞君 
麻 生太吉 君 
〇 議長 (公&ン屮灰^ソ 


子爵 靑木信 光 君 
男 K 伊丹 春 雄 君 
馬屋 原彰君 
菅原通 敬 君 

日 t 程 第 十、 熠發物 収 締岡 
則 中 改正 決 律 案、 衆議院 提出、 第一 譖會の 紉 、委 M 
長 報告。 

〔左の 報吿書 は朗讀 や 經さ るも參 照の ため 玆 
に e 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

爆發物 取締 罰則 中 改正 法律案 
右 決すへ きものな りと 議決せ り ft て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 二 十日 

右 特別 委員長 

伯爵 松平賴 0 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 松 平賴_ 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 松 平賴壽 君爆發 物 取締 罰則 中 改正 法律案の 
委員 會の經 過 及 結果を 御 報告 申 上げます、 此委 員會 
は 二 回開會 いたしました ので あ 〇 ます、 前日 …… 一 
回ょり 正副 委員長の 互選を 致しまして 引續 いて 質問 
を 致した 次第で ございます、 此法 案は 衆 _院 から 提 
出されました のでありまして、 第一 政府 委員に 說明 
を 求めました 時 政府 委員からの 話に fe 〇 ますと、 衆 
載 院では 最初 提出され ました 法案は、 爆 發物収 締剖 
則廢止 法律案と して 衆議院が 提出いた したので あり 
ます、 然る 所 政府に 於き まして it 是は 同意を 致す こ 


F2 K 案 大正 五 年度 や 溜 金 支出の 件 外 七 件の 承諾を 求む る 件  想 發 物 肢筠罰 則 中 改正 法律案 第一 a# の S 


四 二 
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とが 出来ない と S ふ 意味に 於き まして、 衆 11 院では 
修正を 致しまして、 即ち 此燉發 物 取締 别則中 改正 法 
律 案と 云 ふ 法律案に なりまして 可決し、 貴族院へ 參 
りました 次第で ございます、 政府の 意見と 致し まし 
ては •此罰 則と 云 ふ ものは 古く 明治 十七 年に 出來ま 
した ものでありまして、 唯今の 刑法に ございま する 
所の 刑の 名前 及 刑の 範圍も 昔から 大層 擴が つて 居り 
ますので ありまして、 此 刑の 835 0 を！！ へて 刑名を 變 
へる と 云 ふ 事の 爲に •此 修正が 出來 たのであります 
から、 政府 も是 には 同 S をして 居る 次第で あると 云 
ふ 事で ございました、 又 其 他 質問 も •こざいました が 
其 質問の 中に li 常 局に 於て は此上 又此法 律を 改正す 
る 必要が あるか どぅかと 云 ふ 御 質 間 も ありました •か 
政府に 於き ましては 此 法律の 内容に 付て、 一般に 付 

ては 改正す る 必要は ない のであります るが、 唯 だ 字 

句に 付て 聊か ® へたい 所 も あろと 云ふ考 を 持つ て 居 

ると 云 ふ 政府の 話で ありました、 又 御 質問の 中には 

政府が 此法 律に 付て 改正す る考が あつたかな かつた 

かと 云 ふ 御 問 も ありました が、 其 御 問 ひに 對 しまし 

ては、 常 局は 今 改正す る 提案は /I'. 来て 居らない、 そ 

れは まだ 揮 山に 古い 所の 法律案 も あるので あつて、 

殊 af に 是の みを 今 手を 著け て ® へる と 云 ふ考は 一つ 

もなかつ たので ある、 幸に 是 •か 出 來れぱ 先づ此 法案 

ほ 餘ほど 現 刑法に 近くな つた もので あつて、 至極 良 

いもので あると 云 ふ 政府の 御說 明で ありました、 委 

貝 0 に 於き ましては か 二 三の 質問が ございました 

のみで、 此 改正 法律案には 皆 一同々 窓を 致し、 委員 

e lt 可決いた L た 次第であります、 右 御 報告いた し 

ます。 

〇男邯石黑忠恧君此案に付きまして0問を致した 

5 存じます るが •此 熠發 物の ことに 付きまして の 犯 

罪と か 申す ものが、 近 <• 五 年若く は 三年の 間、 どん 

な S! になつて 居ります もので ございませぅ か、 當局 

者 C 御調 ^ 伺つ て S2 きたいと . © ひます。 

〔2 務大； 室 致君演 祖に登 る〕 

0W 務大！ 5( 松宰致 君〕 喵今の 御 ^ ねに 付きまして 

表が 此硌 に lli 来て 居ります から 之を 保く 搔摘ん で 申 

上げます、 大正 五 年には m 罪の 總人 fl が 十 人、 それ 

から 大正 四 年に 二十 一人、 それから 大正 三年が 十五 

人、 大正 二 年が 八 人、 * だけでありまして、 尙ほ細 

かに 申します れぱ 際限が ありませ ぬ •か、 是だ けで 宜 

し 5 ございませう か。 

迈發 物 K 締 11 训 中 改正 法律案 第二 ^ 0 


0 男 搿石 黑忠蒽 君 さう 致します ると、 此爆發 物の 
ことに 付きまして の 犯罪 人が 大正 二 年には 總計八 人 
大正 三年には 總計 十五 八、 大正 四 年には 二 十一 人、 
大正 五 年には 十 人、 此數で ございます か。 

〔國務 大臣 松 室 致 君演壻 に 登る〕 

0M 務 大臣 (松 室 致 君) はい。 

〇男 辟 石 黑忠蒽 君是 はして 見ます ると 二 年には 八 
人、 三年には 十 5ri; 人、 四 年には 二 十一 人と 申します 
ると、 此爆發 物を 使用いた しまして 犯罪を する 者は 
年々 ^ 加いた します る やうに 見えます るが、 當局者 
の御考 はどう 云 ふ 御 見込で ございます。 

〔國 務大 15 松 室 致 君 演壇に 登る〕 

0_務 大臣 C 松 室 致 君) 强ち さう では ありませ ぬ や 
うです、 成は 多くな つた 〇少 くな つたり、 もう 少し 
申 上げる と 解ります が、 今度は 大正 元年， 是は 十二 
人、 それから 明治 四十 四 年は 三十 一人、 明治 四十 三 
年は 十八 人， 明治 四十 二 年は 十六 人、 それから 四十 
一年が 十三 人、 四十 年が 二 十三 人、 斯う 云 ふ 風です 
から、 上つ たり 下つたり で、 どうも 年に 依つて 一定 
しませぬ。 

0 男 fff 石 黑忠® 君 本 M が此質 間を 致します るのは 
今度の 改正になります ると、 ずつ と輕 くなります や 
うです、 先ので ご ざいます ると 死を 以て處 せられ ま 
する •か、 今度は 輕くな る、 死も廢 せられた のでは ご 
ざい ませぬ が、 輕くな る やうに 存じます、 此刑の 重 
いと 云 ふ ものは、 刑に 觸れ させない と 云 ふやうな 考 
を 持つ て 立てたなら ば、 重くても 却つ て 宽くは ある 
まい か、 是が輕 いと 云 ふこと になります ると、 犯す 
者が m える と 云 ふやうな 御考 は ございますまい か， 
私 素人で さつ ばり 解り ませぬ が、 專門 家の 御 考を伺 

つて 見たい のです、 唯今までは 爆發藥 で 人を 害し ま 

すれば、 必ず 死刑に 處せら れると 思つて 居た のが、 

今度は或は逍り©つて少々傷いた位で浒みますとか 

或 it. 人を (li めないで 済む とか 云 ふこと になる と 云 ふ 

と •死刑に も 1® せられぬ と 云 ふやうな ことで •殖え 

は 致しますまい かと 云 ふや 6 な 素人 考も 、又 案じ も 

ございます のです •か、 此邊の 御考 はどうです。 

〔阈務 大臣 松 室 致 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (松 室 致 君) 成る ほど 御考の 如き 感があ 

〇 まする が、 併し 1IE 際 之を 裁判所で 礎 分いた します 

るに 當り まして、 餘り 刑が m 過ぎる と 兎角 良い 結果 

を. 得ない と 云ふ阳 が あるので す、 それで 此爆發 物 取 
苋三 rfil fTI 救護 戥 g MSI 補助の 件 外 一件の 請® 


締 S 則に 限り ませぬ、 H の 刑法が 矢張り 範 圍の狹 い 
刑を 科する やうに なつて 居りました 所から して、 唯 
今 申します る 如き 結果を 往々 見ました ものです から 
それで 其 刑の® 園を 大 © 岡く して、 輕くな つたと 云 
ふ譯で は あ 〇 ませぬ が、 犯狀 の輕い 者には 矢張り 輕 
い 刑を 科する ことが 出 來るや うに 變 りました ので あ 
ります、 で 此燿發 物 取締 剖 則 も 矢張り 此 刑法の 改正 
になり ました 其 趣 ; 1C に從 ひまして、 矢張り 刑の 範圍 
を廣 めた と 云 ふだけ でありまして 、矢張り 重い 刑 S 
を 科せな けれ ぱな〇 ませぬ やうな 犯罪 は， 矢張り 死 
刑と 云 ふ ものが 蘀の 通りに 存して 居る のであります 
から、 此 膘用に付ては一向差支はあ〇ませぬのであ 
ります、 それから 又實際 犯狀の 重い 者に 死刑 其 他の 
重い 刑を 科する、 此實 際の 處 分と 云 ふ ものが 即ち 一 
般の警 戒とな るので あります るから、 刑の 範圍を 擴 
めて、 下の 方は 大分 刑が 輕くな つたと 云 ふだけ では 
決して 其 一般 警戒と 云 ふ ものは 輕くな る， 減ずる、 
斯う 云 ふ 結果は 現は さない ものと、 考へる ので あり 
ます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本案の 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多 ®j 

0 男爵 若 王子 文 健 君 直ちに 第二 IB 會を 開かれむ こ 
とを 希望いた します。 

〇與 辟 岩 倉 道俱君 齊 成。 

〇 議長 (公 1§ 德川家 達 君〕 直ちに 第二 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「與 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 誠 長 C 公 tfs 德川 家 達 君、 >  御 異議ない と 認めます。 
051 長 C 公爵 德川家 達 君) 商ち に 第二 _ 會を開 きま 
す、 全部を 問題に 供し ます、 原案に 同意の 諸君の 起 
立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半数と 認めます。 

0 男爵 若 王 - T 文 ® 君 直ちに 第三 18 會を 開かれむ こ. 
とを Ea みます。 

〇 子爵 舟橋 遂賢君 賛成。 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇戠長 (公 擗德川 家 達 君〕 御 興 翳ない と 認めます。 
0 謎 長 (公 Iff 德川家 達 君〕 直ちに 第三 謂 會を 開き ま 


す、 第一 S 會 2 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御與議 ない と 認めます。 
0_長( 公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十一、 救護 费阈庫 
補助の 請願、 會議。 

〔左の 意見書 案は 朗 讀を經 さる も參照 のた め 
玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

救譃 費國庫 補助の 件 

東京 市 小石 川 區表町 公吏 佐 藤 正 興 外 十七 名呈 

右の 請願は 行旅 病人、 行旅 死亡 人 及 精神病 者の 救 
護 及 監護の 費用は 之を 其 取扱 府縣の 負擔 とせら る 
るを 以て柬 京 府は 全國に 於け る該 費用の 六 割 以上 
の 額を 負擔 し [L 將來 累加す へき ffi 向 あるは 負擔の 
均衡を 失し 府 民の 痛苦に 堪 へさる 所なる に 依り 速 
に國 庫より 最高 額の 補助金を 下附 せられた しとの 
旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 機す へき もの 
と 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 S 
付 候 也 

大正 七 年月  日 

貴族院 議長 公 W 德川家 達 
内閣 總理 大臣 伯® 寺 內正毅 殿 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君： >  請願 委員長の 報告に 御 -® 
存ご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君 d 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 ! S: JIIS 家 達 君〕 日程 第 十二、 岡 山縣阿 哲 
郡 矢 神 村に 登記所 設置の 請願， 會議。 

意見書 案 

岡山縣 阿哲 郡 矢 神 村に 登記所 設置の 件 
岡 山縣阿 哲郡矢 神 村長 代理 助役 安田 士磨外 一 
名 呈出 

右の 請願は 岡 山 縣阿铒 郡 神代 村 矢 神 村 及野馳 村は 
高 梁區 裁判所 上 市 / tl 張 所の 管轄に J1 する 4 距離 遠 
く 道路 險惡 にして 不便 一方なら さるに 依り 近 村 新 
® 村を 加へ 是等の 谷 村を 管 1* する 登記所を 矢 神 村 
大字 矢 田に 設置せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院 
は 願 S の大 瞪は 採摺 すへ きものと 議決 致 候 因て 謬 
院法第 六十 五條に 法り 別册 及 送付 候 也 
大正 七 年月  日 

貴族院 諮 長公擗 德川家 達 

一四 三 
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內閗控 琿 大臣 伯 ^ 寺 內 正毅锻 
〇离 長广公 2 !控： 家 達.？；； P 詰悶委 H 長の 報告に 御異 
存 •こざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇费 # 公 w ;-i .r; 家 : i 打'  御與 装ない と 認めます、 
次の 錢 3!f 日 拐 (r 決定 次第 御 511] 知に 及びます、 本日は 
是にて 散會。 

午後 零時 十三 分散 曾 


〇 大正 七 年 三月 一一 十五 日 L 月曜日) 

午前 十 時 五分 開 謎 
議 里 日程 第 十七 號 

第一 地 穏 _更 免 粗 年期に 關 する 法律案 (一湖 

^5  ^-1© & 3 

I  骂 11 §8 11 38 案 S 81 付) 

g- Ii p 正 JI 案 II 離 1 第-諮 

i  11A1 

第五 海軍に 於て 海蓖探 炭 所の 石炭の 買 入に 關 

51 _iiy  第  i lt の 續 

第 六 東京 市 II 改正 條例中 改正 法律 窠 (職 骑嫌 

讀 他)  5畧® 續 ( 81 長) U 

第 七 京都市 又は _K 阪 市の 市！！ 改正に 關 L 東京 

市區改 正條例 及 東京 市區改 正土 地 1 物處 

分 規則®. 用 L 得 S の 法律 契 •(微 骑银挪 

^  1— 9 

第 八 大正 四 年度 歳入歳出 總決 算>  大正 四 年度 

各特 别窗訐 歲 A 歳出 決算 雜告並 決議案 

(三 件) 墓 e l *. 

第九郵 制 中 改正 法® 案 (■織 院) 第一 讀會の 

總一 委員長 一 ，煙、 

¥ 1® に i(g 謂 細 鎌 鏺齡) 

脔 鑲 

〇識長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報告を 致さ 

せます。 

〔河 井 書記官 朗證 一 

去る 一一 十二 日 本院に 於て 可決した る 左の 衆 謅院提 

出 築 ! t 即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆 驗院に 通 


知せ 〇 

熠發物 取締 罰則 中 改正 法律案 
同日 議員 伯爵 柳 原義 光 君 外 五名より 百 二 十四 名の 
賛成を 以て 神祗 尊崇に 關する 建議案を 發議 せり 
同日 特別委 員會 1-: 於て 當逡 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如 L 

海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關 する 法 
律 案 特別委 員會 

委員長  伯爵 柳 原義 光 君 
副 委員長  男爵 伊東 義五郞 君 
東京 市區 改正 條例中 改正 法律案 外 一件 特別委 員 
會 

.委員長  侯爵 花 山院親 家君 
副 委員長  子爵 松 平 乘長君 
鍋 業 法 中 改正 法律案 特別 娄員會 

委員長  公爵 二條 基弘君 
副 委員長  和 田彥次 郎君 
軍需工業 動員 法案 特別委 員會 

委員長  伯爵 寺 島 誠 一郎 君 
副 委員長  男爵 武井 ■守 正 君 
同日 特別 委員長よ 〇 左の 報告書を 提出せ り 
莰灣 銀行 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
海窜に 於て 海： ホ 採炭所の 石炭の 買 入に 關 する 法 
律 案 可決 報告書 

一昨 二十 三日 特別委 M 會に 於て 當選 したる 正副 委 
M 長の 氏名 左の 如し 
郡制 中 改正 法® 案 特別委 員會 

委員長  服 部 一三 君 
副 委員長  子爵 野宮 定穀宕 
同日 委員長より 左の 報告書を 提出せ り 
有價證 券 割賦 販賣業 法案 可決 報告書 

地 種變更 免租 年期に 關 する 法律案 可決 報告書 

東京 市區 改正 條例中 改正 法律案 BJ 決 報告® 

京都市 又は 大阪市の 市 M 改正に 關し 東京 市 區改 

正條例 及 東京 市區 改正 土地 建物 處分 規則を 準用 

し 得る の 法律案 可決 報告書. 

狩 ! 1 法改正 法律案 可決 報吿® 

郡制 中 改正 法律案 可決 報吿書 

大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號〕 、大 

正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第三 號〕 、大正 

六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號) 、臨時 軍 

取 費豫算 追加 案 (第二 號) 、大正 七 年度 谷 特別 會 


計 庚 入 歳出 豫算 追加 案 /-' 特 第一 號 y 預算 外國康 
の 0 擔とな るへ き 契約を 爲すを 要する 件 (追 第 
二號〕 、大正 七 年度歲 入 歳出 總預算 追加 案 (第 四 
號)、 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 
要する 件 (追 第三 號〕 可決 報吿書 
大正 四 年度 歳入歳出 總決算 •大正 四 年度 丹 特別 
會 計® 入 歳出 決算 藩 査報吿 B 
請願 委員 會特 別報 吿 第七號 
0議長(公爵德川家達君〕是^^^の#諉を開き 
ます、 日程 第一、 地 種 變更 免租 年期に 關 する 法律案 
政府 提出 •衆議院 绘付 •第一 |@ 會 s_ 、委員長 報吿 
〔左の 報告書は 朗讀 V 經 さる も參照 のた め玆 
に 載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

地 種變更 免租 年期に 關 する 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 候 也 
大正 七 年 三月！ 一十三 日 

右 特別 委員長 

伯爵 島津忠 麿 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔仁 尾 惟茂 君 演壇に 登る〕 

0 仁 尾 惟茂 君 地 種變更 免租 年期に 關 します る 法律 
案の 委員 會に 於き まする 所の 結果を 御 報吿申 上げ ま 
す、 本案は 北海道の 土地に 對 しまして 谷 種 法規に 於 
て 免租 年期を 與へ ある ものの 中、 之に 開 ■をな し 若 
は 開懇に 等しき 勞費を 加へ たる ものに 對 しまして、 
特に 免 粗 年期を 與へ以 て 北海道 土地 開發の 獎勵 をな 
すの 意に 出で たる 法案でありまして、 此 意味に 於き 
まして 最 4 明 ® なる 法案であります  >  而か 致し まし 
て此法案に付きましじけ、調査上種々法規の關係等 
を 保ちまして、 第一 地 ffl 條 例を 初め 明治 八 年 北海 逍 
開拓 使 布 達の 山林 荒蕪地 拂下 規則、 其 他 北海道 土地 
拂下規 則 又は 北海道 國有 未開地 腐 分 規則 •又は 屯田 
給與 規則、 又薦 土人の 保護 法 等 種々 の 法案に 跨り ま 
して、 又 之が ® 地に 於き ましても 前述の 法案 等に 援 
引いた します るが 爲に 、種々 の 狀况を あらは しまし 
た 次第で ございます、 付きまして は 之が 土地の 來歷 
地 種の區 別、 又 法案に あります る 所の 事業の 成功の 
定め ある ものと、 及び 定めな きものと 區別又 之に 對 
しまして 免租 年期の 付け 方、 又此 年期の 起算 點 、又 
此年期の_衡等に付きまして種々質間を靈ね、又政 
府に 於き ましても 之が 答 辯に 付きまして は 仔細に 之 
を 努めまして 、及ぶべく だけ 調査を 致した 積り であ 


ります る 付きまして It 此 -H 問 ! 5B 答 等の ことを I* 申 
上げたい と 存じます るが、 速記で CS 高 K を 下さる 通 
〇隨分 a 入つ て 居りまして 甚だ 15 桂に 互り まする !3 
も •こざいます るから、 是 は CH 疑 點の點 に 教して 御 答 
へ 申す る ことに 致したい と考へ ます、 ど 5 かさう 云 
ふこと に 願 ひたう ございます、 要します るに 本案は 
北海道の 土地に 對 して 特殊の 免租 年期を 與へ さう し 
て 北海道の 土地 開發 を獎 励す るの SC に 出で ました も 
ので あ 〇 ます、 適當な る 法案と 認めます 又 之に 對し 
ましては 衆蕺院 の 修正 も ございます るが、 之 も® へ 
て 妨げな きものと 認めます、 で委 M 0- に 於き まして 
は右の理由を以ちまして灸會一致を以て可決いたし 
まして ございます、 此段 御報齿 M-1 上げます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 本案 2 第二 13 會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多数 

〇 議長 (公 K 德川家 達 君〕 過半数と 認めます。 

0 仁 尾 惟茂 君 直ちに 第二 闞會を 開かれむ ことを 望 
みます。 

0 男爵 高木 兼寬君 寶 成。 

〇 議長 (公 S 德川家 達 君) 直ちに 第二 調會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 議長 (公 ffif 德川家 達 科〕 御- M 議な いと 認めます。 
0 議長 (公 掼德川 家 達 君〕 直ちに 第二 酌 ^ を 開き ま 
す、 全部を 問題に 供し ます、 全部 原案に 御 -® 存ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 &り〕 

〇 議長 (公 辟 徳川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 仁 尾 惟茂 君 直ちに 第三 譜會 シ 開かれむ ことを 望 
みます。 

〇 男 if 高木 兼 寬君饺 成。 

0_長(公爵德川家達君 \_. 赶ちに第三讀會を開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「興 議なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 1" 公 W 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 詷會を 開き ま 
す、 第二 識會決 翳 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (公爵 德川家 達 君 I W" 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二， 有 fri 證券 制 赋 
販 B 業 法案、 政府 提出， 衆議院 3S 付、 第 一 _會 の 續 


「: 族!1 帝冋十 R 第 


委員長 報告。 

有 111 證券 制 賦阪賛 菜 法案 
右 可決す へき ものな りと 諉決せ り 依て 及 報 街 候 也 
大正 七 年 三月 二十 三日 

右 特別委 員 長 

子爵 稻 垣太祥 
貴族院 議長 公 ® 德川家 達 殿 
〔子 膊稻 ffi 太祥 君演稻 に 登る〕 

0: 十 ^ 稲垣 太 祥君御 報告を いたします、 此 案は 前 
後三冋 委員 會 1 V 開 ? まして ございます、 何分 弊害の 
多い ? If 柄 ^ JR 締る ので ございます から、 隨 分立 入つ 
た 竹 問 も 揮 山 出まして ございます、 それ故に 速記を 
止めまして 懇談 會 にいた しまして-それから 隨分質 
問 も ございました、 之を 悉く 申 上げる のは 將だ 時間 

か. ? 5 す ことで ございます から、 主なる ! S を 一二 中 上 

げ ますれば、 榴利 移㈣の 塌合 、之を 省令に 託する の 

は如何であるかと云ふ、例へて言へぱ 7| 圆券 0 約萊 

に 付て 二 十五 圓の拂 込を なし、 之を 最初に 權利を 移 

£3 する 約 衆 も ある だら うし、 又 借 後に 移轉す ると 云 

ふ 場合 も あらう し、 中程に 移 II をす ると 云 ふやうな 

場合 も* S るで あらう、 それで 是 等の 糊 利を 移 轉 する 

と 云 ふやうな ことに 付て、 是は | つ 省令に 託する と 

云 ふこと (£ 如何で あらう かと 云 ふと、 是等の 政府の 

答 諮 It 是 ( i r-] 款の 方 1- 據 るので あると 1K ふ 答 辯で あ 

〇ま した、 其 外 或は 常 ほの やうな 隨分 ことになる 寸 

うな 弊 ff? '.* か & ろが、 夫 等 〇 ことは 臨時 又已 むを 得ぬ 

; 介 It 辑令シ 出す と 云 ふこと が あろ かもしれ ぬ、 斯 

う 云 ふやうな ことであります •それ か 1', 餘〇 期限の 

長いのは 胳 が 多くなる、 それで 之に 對する 答 辯は 

；r: 楽 f.'l' 界の 十 [ill 券 fo 如くに 成るべく 一年 以内 ?a 锘依 

券の 十圆券 0 如， ij: 成るべく 一年 以內 ，百 IM 公似の 

如 ? ii- 37. 苹以 内と 2;- ふ fi •か 適 常で あらう かと 云 ふこ 

とで あ 〇 まする、 尚 ほ 今少し 短い が : H: から 5 三年 位 

とか S ふ ,？ -r 問 も ありました 〇、 三年 乃至 五 年と S ふ 

やうな 77 問 1; J ありました 次第であります、 それから 

唯今の やうな 抑 込 ル.致した後に、£:.主が倒產)致し 

た 場合と か、 成 1?. 又 第一 回に 拂 込を して 而して 買主 

C 方が ©I 漥 n> した 場合 (I どうで あるかと 云 ふ 質問 も 

一 あ 〇 ました •是等 け跄光 拙を 與へる と 云 ふ もので あ 

j るか、 何しろ 法律 I - 明文 V- 表は し - r K< 必 耍 ( }: なか 

らう かと 云 ふ 77 間が ありました， 之に 對 して 政府 C 

?¥ s.f Ii: •それ ^ li sl 行 W 金を した * 3 合に (t w ff! 金は 


銀行が 倒產 した 場合には、 其 時に 請求が 出来る と 云 
ふや5なことでありました*何れにしても此案に付 
ては、 政府 も 未だ 十分とは _認 めて 居らない やぅで あ 
ります、 それで 併ながら 斯の 如き 會期切 迫の 場合で 
は lit の 案に 大斧鉞 を 加へ ると、 最 4 今日 必要なる 重 
要 問題が II 湊して 居る の であるから して、 それ 等の 
邪魔に もなる ので ある、 又 一院に 於て 通過して 來た 
場合には、 一院に 於て は 之を 重んずる と JK ふことは 
當然で あるから して 先づ此 場合は 此儘可 決して 置い 
て、 尙ほ將 來實 地に 徵 して、 不備の 點が表 はれた な 
らぱ 、無論 修正を 加へ、 又 政府の 方で も 修正す ると 
云 ふ 趣意を 以 ちまして、 此案を 可決いた しました 次 
第で ございます、 此段を 御報吿 いたします。 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 蓉く〕 

〇 副 議畏 (侯 辟 黑田長 成 封) 本案の 第二 is 會を 開く 
べき や 否やの 決を 採 〇 ます •本案 e 第二 11 會を 開く 
べしと する 諸君 G 起立を 請 ひます" 

起立 者  多數 

0 副 篛 長 C 侯® ffi 田 長 成 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 子 ffj 稻坷 太祥 S 直ちに 第二 10 會を 開かれむ こと 
を 希望いた し ■* す。  . 

0 男爵 高木 兼 ? S J3 饩 成。 

〇 子 脬 W 木 a 光起 賛成。 

〇 副 議畏 (侯 ! rj 黑田丧 成 君〕 直ちに 第二 ra 會を 開い 
て 御 與存 ございませぬ か。 

〔「W 謎な し j と 呼 ふ 者 あり〕 
0副識長<:侯爵黑田長成君〕御異議ないと認めます 

〇 副 謅提 (侯 路 ■ .  1 ”1 |1| 妊 成 君〕 直ちに 第二 if 會を開 き 
ます、 企 部を 問 超に 供し ます •原案 通で 御 異存 ござ 
いませぬ か。 

〔「琛 譏な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

O MII 窈长 (侯 13 黑田姣 成！ 5) 御 提議ない と 認めます 

o -f- 掼 稲垣 太 P 君 ® ちに 第三 la 會を 開れ むこと を 

希 留い たし -* す。 

〇子將 W 木 倍 光君饺 is。 

0 副 謎 丧 2 :黑田扭成《〕底に第三譖會シ開いて 

御 異存 ございま J!- -ぬか U 

t「e!: 窈な し」 と 呼ふ容 あり〕 

〇!|調妊(仗腓黑田强成；^)直ちに第三的0ゃ開き 

ます、 第二 ^ a S 決 讁 で 御 異存 ございませぬ か 


〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 認めます 
〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 日程 第三， 狩 獵法 改正 
法® 案、 政府 提出、 衆議院 S 付’ 第て ! i 會の續 、委 
員 長 報告。 

狩 礙法改 正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候诅 
大正 七 年 三月 11 十三 日 

右 特別 委員長 

子爵 靑 山幸宜 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔子爵 靑山幸 K 君 演® に 登る〕 

0 子爵 靑山 幸宜君 委員 會の經 過 ■並に 結果を 簡單に 
御 報 吿申 上げます、 委員 會は一 一一 回 開きました >  先 正 
副委負 長の 互選を 致しました 引續 いて 開きまして、 
本案 大體に 付？ まして、 政府 委員より 說明を 致し ま 
して、 逐條に 移りまして、 各條に 付て 質問 應答 がご 
ざいました、 此質 問の 條祺 に付きまして は、 第一に 
委員 中に 殊に 狩 獵 に經驗 の あられる 諸对 から 熟 心に 
周密に 御 質問が ございました が、 それ 等を 一々 此處 
で 申 上る ことは 煩 雜に苴 ります から、 是 は 省略を 致 
します'  採決に 移 〇ま した 所が、 何等 異議なく 全 會 
一致を 以 ちまして 可決いた しました 次第で ござい •* 
す、 此法律 案の 大體の 理由 1 V 申 上げます 筈で •こざい 
ますが、 先き 1- 農 商務 大以 より 提出の 理由を 述べら 
れま したし、 旣に 諸君の 御 承知の ことで ございます 
から、 是亦 省略を 致して 申 上げ ませぬ， 何卒 委員 會 
の 決議 通り 速 か 1- 可決 あらむ ことを 希望いた します 
木 案に 對し まして 御 質問 等が ございますならば、 幸 
に 農 商務 大 |';1 政府 委 M も 出席され て 居ります か 01 
どぅぞ 御 質問を 願 ひたい。 

0男擗石 1''! ;忠蔥君ちよっと^1:いたしますが、十 
一條 .…： 十五 條に鳥 獸とご ざいます のは、 是は 第一 
條に依 〇 .て 定められました る鳥獸 に 限 〇 ますので ご 
ざいます か、 ちつと ® - 問いた して ®! ? ます。 

〔政府 委員 道家 齊君沏 tw に 登る J 
〇 政府® 員 ' 道家 妍 君〕 唯今 石黑男 防よりの 御尋に 
對 しまして 御 答を 申 上げます、 nlo 今 御尋 の條項 は 十 
一條 並に 十二 條に苴 つたこと で •こざい ませぅ か、 尙 
ほもう 一 應伺ひ ます。 

0 男 鄕石黑 忠 rs 君 木 M の 御薛 いたしました のは、 
今此處 で 案 ^ 見まして 氣が付 きました のであります 
が， 此の 十 . 71: 條の 「保' if 物、 劇藥 ，孬藥 据銃又 ハ危 


險ナ >u 罠 若 ハ 陷穽ヲ 使用 シテ 烏獸ヲ 捕 H! スル コト ヲ 
得 ス」 と 云 ふ 此鳥獸 なる ものは、 一條に 斯う 云 ふこ 
とが ございます’ 「狩 ! 1 鳥獸 以外 ノ烏獸 ハ 之ヲ捕 璲 ス 
ル コト ヲ煜ス 」「 狩 II 烏獸ノ 種類 ハキ 15 大臣 之ヲ 定 
ム J と ございまして、 此 主務大臣の 定めました 烏獸 
を 指す もので ございませう か、 或は 一般の 鳥獸を 申 
すので ございませう かと 云 ふこと を 伺つ たので あり 
ます C 

0 政府 委員 (通竅 齊 对〕 御 答いた します、 十五 條の 
烏戳 は 是は 一般の 鳥獸を 申して 居ります、 即ち 野生 
鳥獸 一般の ものであります、 第 一條に 掲げて ありま 
すのは、 所謂 狩擬 鳥獸 保護 烏獸 と兩 方に IL つたこと 
を 規定した のであります が、 十五 條は 一般 野生 鳥獸 
のこと を 指して 居る 次第で ございます。 

〇 男爵 石 黑忠恵 君 さう 致します ると、 是が 一般に 
烏獸を 指して あると 致します ると、 或は 學術 用に 供 
しましたり、 或は 作物に 有害なる 烏獸を も 含んで 居 
ると 思 ひます るが、 如何であります か、 それを 伺つ 
て 見たい。 

〔政府 委員 道家 W 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 C 道家 齊君〕 御 答へ 申 上げます、 第 十二 
條に例外を設けましたのほ、此に規定してあります 
通りに、 學術 研究、 或は 有害 烏獸驅 除 其 他の 特別の 
理由に 依つ て 之を 拙 ® いたします 必要の ある 時に 於 
きまして は、 農 商務 大 R 若く |£ 地方 長官の 許可を 煜 
て 之を 捕獲す る ことを 得る， 斯う 云 ふ 次第な ので ご 
ざいます、 故に 一般に lit. 十五 條の 所は 危 險の肪 止を 
致します るの が 趣意で ご. 7S J います、 危險の 方法を 以 
て 拙 @ いたします る こと (i 即ち rft ps が ありま •, ろ 故 
に" 十五 條は 一般に 左様な 場合を 禁止いた しました 
十二 條 は UI1 ち 必耍 c 場合に 於き ましては 兎に角 保 ig 
鳥戳 並に 狩獵 鳥獸を 問 ほずに 十二 條の 規定に 該當 L 
まする 場合は、 特別の 許可を 得て 其 捕狴を 許す、 斯 
5 云 ふ 事に 相 成つ て 居ろ ので ございます。 

〇 男 擗石 黑忠腐 君 さ- 〇 致します ると 十二 條 2 學術 
研究又は有害烏獸驅除の爲 3-|-. :他特別の事由に因0主 
務大 K 又 ! t 池 方 長官の 許可を 受ける、 斯う 致します 
ると、 學術 研究の 爲に或 小さな 動物を 捕獲を 致し ま 
する には、 小さい ので も、 大きい ので も 宜しう ござ 
いますが、 一々 是は どう 云 ふ 手續で 主務大臣 若く (?. 
地方 長官 2 許可を 受ける ので ございます か、 或學者 
が 此學術 研究の S に 捕ります のに も、 一々 是は 許可 
一四 五 
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を 得なければ ならぬ もので ございませう か、 或 ¥ 門 
の 學者が 、其學 者た ると 共に 之を. 許可を 受けぬ でも 
捕れます もので ございませう か.、 是は學 校の 敎育に 
収 つて 不 a 由の 事が m 來や しない か、 それらは 差 支 
ない 譯であ ります か。 

〔政府 sa M 道家 ^ 岩 演塯に 登る〕 

0 政府 委員 广道 家齊 君〕 御 答へ 申 上げます、 是は御 
承知の 通り ii* 行' か 即ち 斯い如 く大 蹬 になつて 居り ま 
す、 又學 者が 研究の 爲に捕 ■を 毁 します 時は 矢張り 
地方 長官な り 若く は 農 商務 大臣に 其 許可を 得る 手織 
と致しましてほ、非理由を揭げまして、さうして許 
可を 一々 得る と 云 ふこと に 相 成つ て 居る ので 是は現 
行が 旣に 斯様に なつて 居る ので、 又學 者なる が 故に 

許可な くして 宜しい かと 云 ふ御尋 の やうであります 

が、 それは 學 者に 致しましても、 矢張り 此手綏 は 要 

する ことの 必耍を 認めて 居る ので ございます。 

〇 男 協 石 黑忠恵 君 さう 致します ると、 學術 研究の 

爲に 鼠を 捕る と 云 ふやうな ものは 今までは 主務大臣 

が 許可に なつて 補つ て 居る ので ございます か。 

〔政府® 員 道家 齊君演 壇に 登る〕 

0 政府 委員 C 道家 齊君〕 其 通りで ございます。 

〇 子爵 伊集院 兼 知 岩 太 員は 本案に 對 しまして 讀會 

省略の 励 議を 提出いた します。 

〇 子爵 西 大路 吉光岩 賛成。 

〇 子爵 八 條隆正 君 賛成。 

〇 子爵 松 平 乘長君 賛成り 

〇 子爵 伊苽祐 弘君锊 成 U 

0 子爵 片桐 貞央君 賛成 U 

〇 子爵 本多忠 鋒君贊 成。 

〇 子爵 冷泉 爲勇君 賛成。 

〇 江 木 千 之 君 賛成。 

〇 男爵 高木 兼贸君 賛成。 

〇 男爵 藤 井 包 總君寶 成。 

〔其 他 「暨 成」 と 呼 ふ 者 多し〕 

〇剮 議長 C 侯爵 黑田長 成 君〕 if 會省略 の 動議は 定規 

の赞成 者が ございました、 li 會 省略を 可とする 諸君 

の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君： 5 三分の 二 以上と 認め ま 

す、 if 會は 省略せられ ました。 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 原案に 御 異存 ございま 

せぬ か。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 rn _': K ない と 認めます 
〇 副議長 (侯 脬黑田 長 成 対〕 日程 第 四、 毫 P? 銀行 法 
中 改正 法律案、 政府 提出， 衆 _院送 付， 第一 讀會の 
韵 、委員長 報齿。 

裘 灣 銀行 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 翳 決せり 依て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 二十 二日 

右 特別 委員長 

伯爵 正 親 町實正 
貴族院 翳 長公搿 德川家 達 殿 
〔伯爵 正 親町啻 正 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 正 親 町 sf 正 君 本案の 委員 會に 於き ます、 經 
過 並に 結果に 付て 御 報告 申 上げます" 本 委員 會は兩 
回 開 ? ましたが •一回は 正副 委員長の 選擧に 了 it り 
ま L て、 一回に 於て 愼 重に §? 議を ■したので ござい 
ます、 本案 改正の 中の 最も 重なる 點は 保證 準備の 擴 
張で ございます、 現在の 保證 準備に 一千 萬圓增 しま 
して 二 千 萬圓に 致したい と 云 ふの が 此 案の 重なる 點 
でございます、 臺 11 銀行は 段々 業務の 發展を 致して 
殊に 近年は 長足の 進步を 以て 發展を 致し、 其 上 南支 
南洋 等に も、 業務の 擴張を 致しまして 其 結果と 致し 
まして、 頗る 良好の 狀態 を呈 して 居ります、 尙ほ將 
来に 於き ましても、 戰後 の經營 として 南支 南洋 方面 
へ も 十分に 手を 擴めて 業務の 發 展を圖 りたい、 而し 
て 硪 後の 經營に 任じたい と 云 ふので ございます るが 
さぅ 云 ふ 場合に 於き ましては、 益々 此 資金の 需用を 
来す 譯でご ざいます、 然るに 尙ほ島 內の產 業に 於き 
ましても、 段々 發醒を 致して 資金の 供給を 求める _ 

でございます、 然るに 今日此 四十 三年に 一千 萬圓の 

制限 發 行を 限定され た 以來 年々 多少の 制限 外發行 4 

見た ので ごさいます るが、 それは 一進一退で 格別の 

事 も ございませなん だが、 大正 五 年末 以来は 此 制限 

外發 行が 斷ぇず 要する やぅに なりまして 年々 數百萬 

圓 (; 制限 外發 行を 見る 有樣 であります、 大正 六 年度 

末の 殘高に 於き まして 保證 準備に ') 1 する 發行 高が 千 

六 百 萬 圓餘に なりました" それ 故 制限 外が 六 百餘萬 

圓にな つて 居る と 云 ふ 有樣で ございます、 此趨 勢を 

以て 推測 ります れぱ數 年なら ずして 一千 萬圓 にも 達 

しや うと 云 ふ 有樣で V」 ざいます、 依て 此度尙 ほ 一千 

萬圓咐 し. ま L て此 需用に 應じた いと 云 ふの が 本案の 

最も 重なる 點でご ざいます、 其 他は 第五 條の 「地金 


銀ノ賣 買 I の 下に 「貨幣/交換. 一と 云 ふこと がご ざ 
います、 或は 又此 末項に 祭 窍 銀行 (3: 是 まで 金融 ! 3 金 
の 運用 上國債 證券 其 他 二三の® 券を 買 入る X ことを 
得る と 云 ふこと になつ て 居ります るが、 併ながら 近 
來段々 他に 基礎の 確 K なる 所の 會社も 出 來ま する か 
ら 、彼我の 金融 上 主務大臣の 認可を 得た 以上は‘ 今 
日 限定した る 外の 會 社の 有 m 證券 も 買 入る、 ことが 
出来る と 云 ふ途を 開かれた のであります、 其 次の 第 
五條の 二に 於き まして、 公共® 體若 くは 產業 組 合 等 
に 無擔保 貸付を する、 是も是 まで 臺_ 1- も 公共 團體 
產業 組合 等 も ございます るが、 誠に 組織 も 不完全で 
基礎 も不 確實で ありました が、 近來是 等の 基礎 も 段 
々跫 固に なり、 監督 も 行 届く やぅに なりました に 付 
ては、 是等の 金融に 付て は 內池同 樣無擔 保 貸金を 開 
く、 斯ぅ 云 ふこと であります、 それから 第六條 には 
法律に 限定して ございます 業務の 外は 一切 i]-f 務を營 
むこと •か 出來 ぬと 云 ふこと になつ て 居 y ますが、 然 
るに、 前 申 上げます 如く •南支 若く は 南洋 等 海外に 
業務の 發 展を圖 ります 上は、 今日 此 限定され たる 所 
の 業務の 範圍に 於て は、 誠に 不便を 生ずる 場合が ご 
ざいます から、 其 場合に 於て ほ 矢張り 主務大臣の 認 
可を得たならぱ、他の業務も營んでも宜いと云ふ修 
正. でございます、 修正の 大體は それだけで ございま 
して、 之に 對 して 種々 質問 も ございました、 當局者 
の 答 辯 も ございました が、 それは まあ 大體 略します 
終に 臨んで 一二の 委員ょり 此案 に葑寸 る 希望が ござ 
いました-或る 一人の 希菌 は、 本案は tn 決いた して 
差茭 ない が、 併ながら 此 銀行券の 發行增 加と 云 ふこ 
とになります ると 云 ふと、 此 銀行の 責任と 云 ふ もの 
が 益 e 重きを 加へ て 来る、 而して 此の 保證 準備の 中 
には 商業手形 も 這 入つ て 居る ことで あるから して、 
現在の 如き 經濟界 の 順調の 時に 於て は敢て 妨げ もな 
いか も 知らぬ が、 若し 將來戰 後に 於き ましては、 此 
■の 經濟に 如何なる 變 動を 来す かも 計り 難い、 然るに 
此の 法律は 矢張り 依然として 存して 居る 譯で あるか 
ら 、其の 時分には 大に 考慮を 要する ことと 思 ふ、 故 
に將來 銀行の 基礎を 鞏固なら しむる には、 實 力を 養 
ふに 如くは ない ので ある、 それ故に 將來 適當の 時期 
に 於て 相當 の增資 あらむ ことを 希望す るので ある、 
斯う 云 ふ 希望で ございました、 是には 委員の 中には 
段々 賛成 も ございまして、 尚 ほ當 局の 所見は 如何と 
云 ふこと でありました* そこで 大藏 大臣の 答には、 


當 局に 於ても 其感を 齊し 5 する ^ である、 故に ^ 來 
適當の時期に於て相當 〇 佾玟を爲すと云ふこと 
逋を 致して S2 かぅ、 斯ぅ 云 ふ 答へ で ございました、 
それから 又、 今一 人の 委員より 希 S がご ざいました 
それは lit 希閉條 件と して 朗譖 されました に & つて、 
1應朗讀いたして御紹介を中します、それは「祭沔 
銀行は時勢 〇 進運に伴ひ内地間 〇 迎絡に资し南洋及 
南 支那に 發戚す るは 素よ 0  0 F む 所な れ ども 其 -C5 金の 
運用は 1/J も すれば 5¢ 本！ 一た る 骚® に 粗に して 外部に 
急なる® き あり 本員は 本 法を 可決す ると 同時に 级 !?3 
銀行は竅罔の金融及金利に付き尙ほ一暦の注总を杓 
ほれん ことを 望む J 斯 様な 希望が ございま L た、 是 
It 自分 一岡の 希菌で あると 云 ふこと を 附け 加へ られ 
して ございます、 大腊 斯樣な ことで ございました. 
が、 尚 ほ 討論に 移りまして 採決を 致しました 結果、 
金 會 一致を 以て 本案を 可決いた すと 云 ふこと になり 
ました、 此段 御報吿 いたします。 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 木 案の 第二 誚會を 開く 
や 否やの 決を 採ります、 本案の 第二 調 會を 開くべし 
とする 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 過半 ® と 認めます。 

〇 伯爵 正 親町實 正 君 直ちに 第二 誚會を 開かれむ こ 
とを 希菌 します。 

〇 子爵 靑木信 光君资 成。 

〇 副 _長( 侯爵 黑田長 成 君) 直ちに 第二 證龠を 開い 
て 御 異存 ございませぬ か。 

t 「異 黐な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議提 C 侯爵 黑田長 成 君) 御異 翳ない と 認めます 
〇 副議長 C 侯爵 黑田長 成 封) 直ちに 第二 閟锊を 開い 
て 全部を 問題に 供し ます、 原案に 御與存 ごさい ませ 
ぬか。 

一: 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C 侯爵 黑田畏 成 君〕 御 異議ない と 認めます 
0 伯爵 正 親町實 正 君 直ちに 第三 讀會を 開かれん こ 
とを 希望いた します。 

〇 男爵 高木 兼寬君 賛成' 

〇 副議長 C 侯爵 黑田長 成 君〕 直ちに 第三 i 3 會 を 開い 
て 御 異存 ございませぬ か。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

0 副 翳 長 (侯 辟 黑田 長成哲 〕 御 異議ない と 認めます 
0 副議長 (侯 餅 黑田長 成 君〕 直ちに 第三 IB 會を 開き 
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ます、 第二 讀會の 決 讖 通りで 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり：！ 

〇 副 謖長 C 侯昭黑 田 長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
〇 副 誠 長 (侯爵 黑田长 成 君) 日程 第五、 海 iri に 於て 
海軍 採炭所の 石炭 s 買 人に 關する 法律案 政府 提出， 
衆 譖院送 w、 第一 讀會 s 續 ■委員長 報哲。 

海 ill に 於て 海 U1 採炭所の 石炭の 買 入に 關 する 法 
律 案 

右 可決す へき ものな 〇と識 決せり 依て 及 報 吿候也 
大 JH 七 年 三月 二十 二 日 

右 特別 委員長 

伯 K 柳 原義 光 
贵族院 譏 長公衍 德川家 達 殿 
〔伯 描 柳 K( 義光君 演壇に 登る〕 

0 伯 R5 柳 原義 光 君 唯今 議題に なつて 居ります る 法 

律 案の 委員 會の經 過 並に 結果を 簡單に 御 報 ia 申し ま 

す、 lit 委 fl ®- は 去る 二十 二日 午後に 開きまして、 正 

副委 fl 長の 選擧を 行 ひ* 引 gj いて 會議を 開きました 

極めて 簡單な る數 箇 の K 問が ございまして、 政府 委 

员 が、 之に 答 へられた ゾけで ございまして® めて 內 

容は 節祖 な ものであります るが 故に、 © 識の 時間 も 

約 三十 分 位で 0 ちに 全 0- 一致を 以て 可決を 致した 次 

第で ございます、 此案は 御存じの 通り 海 jli 採炭所と 

云 ふ もの (i 明治 四十 年ょり 特別 符計 になって 居る も 

ので ございまして •其 運！ J '?J 木と して 十 萬 0 を 持つ 

て K ろので あります， 然る 所 其 後 採炭の _務が 段々 

迓 達いた しまして、 其經 饯 に 於き ましても •今日は 

常 初の , ;? 額から ; 1 まする と •約 三倍 以上に も 上つ て 

付 〇 やぅな唞惝でございまするが故に-此 ^ 鞞資本 

c 十 ,': e ILa で 之々 經理 いたして 行く と 云 ふことは ! si る 

なつて K るので あります、 故に 海： 卓が 採炭所 

ょ OH ひます る 所の 其 代金の 前 拂を 致す と 云 ふこと 

になります れぱ 、共 經理の 方法が 極めて 圓沿 になり 

ま する から、 其 途を開 ? たいと 云 ふの が、 政府が 本 

案 ハ-提出せられ たる 所の 陆 神な ので ございます、 前 

屮す如く全符一致を以て * .«&は可決いたした次第 

でございます、 尙ほ唯 今 申 述べます る 如く 極めて 此 

案は fm wl 明白な 案で ございます るから、 讀. & 楫略を 

以て 可決 あらむ ことを、 切に 筘轺 いたす 次第で あり 

ます。 

〇 舛诉仆诳袭 五郎 君 ^ ® 卷略 に資成 。 

〇泊聆 吉井 幸藏； ； 技 成。 


〇 男爵 高木 兼 寬君 賛成。 

0 淺田德 則 君 賛成。 

0 田 中 源 太郞君 賛成。 

〇 子爵 京 極 高備君 賛成。 

〇伯 爵正親 町 實正君 賛成。 

0 鈴 木摁 兵衞君 賛成。 

〇 子爵 八條隨 正君朁 成。 

0' 十爵野 村 益 三 君燹成 。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

〇 剃 議長 C 侯爵 黑田長 成 君) 讀會 省略の 動 讅 には 定 
規の 賛成が ございました、 讀會 省略に 同意の 諸君の 
起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 副議長" 侯爵 黑田長 成 君〕 三分の 二 以上と 認め ま 
す、 讀會は 省略せられ ました。 

〇 副 鹩長 C 侯爵 黑田長 成 君〕 原案に 御 異存 ございま 
せぬ か。 

t 「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 御 異議ない と 譲め ます 
0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 諸君に 御 諮りを 致し ま 
すが 日程 第 六、 第 七は 合 せて 委員長の 報告を 煩は し 
且つ 一括して 問題に 供して 御輿 存ご ざい ませぬ か。 

〔「與謎なし，|と呼ふ者あ0〕 

0 副議長 c 侯 [ n*f 黑田 I -M 成 君〕 御異 _な いと 認めます 
〇 副 蕺長 (侯 辟 黑田 長成宕 〕 第 六、 束 京 市區 改正條 
例屮 改正 法律案 •政府 提出、 衆議院 涅付 、第 七、 京 
都市又は大阪市の帘敁改正に關し東京市阪改正條例 
及 東京 市 K 改正 土地 at 物處分 規則を g 用し煜 るの 法 
律 案、 政府 提出、 衆謖院 ;§ 付、 第一 讀 會の緵 、委員 

長 報 吿。 

JU M 市 K 改 IF 條例屮 改正 法 flf 案 

右 可決す へき ものな 〇と鄧 決せり 依て 及 報 ^ 候 也 

大正 七 年 三月 二十 三日 

右 特別委 貝 長 

侯爵 花 山 院親家 

', '• . 1 長 公爵 德川家 達 殿 

京都市 又は 大阪市の 市區改 正に 關し 束 京 市區改 

正條例及诳夼市挝改正 ± 地媿物婼分規則を维用 

し fa るの 法律案 

右 可決す へき ものな りと 調 決せり 依て 及 報 吿候也 

大正 七 年 三月 二十 三日 

右 特別委 局長 


侯爵 花 山 院親家 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔侯爵 花 山院親 家君 演壇に 登る〕 

0 侯爵 花 山院親 家君 東京 市區 改正 條例中 改正 法律 
案外 一件の 委員 會の經 過 並に 結果を 御 報告を 申 上げ 
ます、 此委 員會は 二回 開會 いたしまして， 政府 當局 
者よりも 詳細なる 御說 明が ありました、 此 改正案の 
趣旨を 申 上げます れぱ 從來 東京 市の m 區 改正の 設計 
及び 其 事業は ®: 京市內 のみに 限られて 居つ たので ご 
ざいます、 然るに 近来 3i 京、 京都、 大阪の 大都市に 
於き ましては 八 口 著しく 咐加を 來 しまして、 又 市外 
は 急缴な る 膨脹を なしつつ ある 有樣で あるので ござ 
います、 從 つて 大都 m 並に 之に 接續 したる 所の 町村 
と 連絡を 計りまして 或る 統一々 なし、 さう して 相互 
の 利益を 佾進 せしめたい、 即ち 道路の ことで あると 
か、 或は 上水 下水で あると か、 或は 病院 公園の 如き 
事業に 對 しまして •其 附近の 町村に も此 計畫を 及ぼ 
さしむ ると 云 ふこと であります、 尙ほ是 は 單り 東京 
市の みならす 、京都市 或は 大阪市の 市 M 改正に 當り 
ましても、 此法律 案を 適用せ しめたい 、斯う 云 ふの 
でございます。 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に ® す〕 

委員 & に 於き ましては 御 質問 も •こざいまして* 段々 
政府 委員と 應答を 重ねた ので ございます、 今 其 W 問 
の 主 もたる ものを 二 三 申 上げます、 衆議院に 於て 此 
日程 第 七の 分に 修正を 加へ られた ので ございます、 
此內 務大 E に 於て 指定した る m と 云 ふ 其 市は どの位 
までの 範圍の 市で あるか、 斯う 云 ふ 御 質問が ありま 
した、 之に 對して 政府は 凡そ 人口 三 十 萬 人 以上の 市 
に 止めて、 此の 改正案の 目的と して 餘〇 小さい 市に 
は 之れ を 及ぼさない、 斯う 云 ふ 答で ございました、 
又 m 區改 正を なすに 當 りまして、 其の 接紹 町村が ffi 
用を 負 擔す ると 云 ふこと が 非常に 闲 ® な 町村が あり 
は せぬ か、 斯う 云 ふ 質問で ございました、 之れ に對 
しては 程度問題で あつて， R つ關係 町村の 意見 も 腔 
き 又 其の 組織の 中に も是 等の 人を 加へ るので あるか 
ら 左程 心配は ない ものと 信ずる、 斯う 云 ふ 答で ござ 
いました、， v れから 市 K 改正 委員 會の 組織は どう 云 
ふ 風に なされる かと 云 ふ 質問に 對 しまして は 從來 JK 
京 m の 改正 委 fl 會と 同じ やうな 組織に して さう 
して、 W 大綱は 東京に 於て 蓀定を し 細目に 涉 つては 
常 議委 員と 云 ふ ものを 置いて 是が熟 議 をす ると 云 ふ 


考を有 つて 居る、 斯う 云 ふ 御 答で ございました •又 
委員 外の 一人の 方ょり 御 質問が ごさいまして、 是ほ 
東京 市區改 正 土地 建物 鹿 分 規則は 憲法 發布 前の 法律 
であつ て 誠に 時代に 適應 して 居らぬ、 H つ市區 改正 
に當 つて 土地を 處分 する 場合には 土地 收 用法に 據ら 
ずして 其 賠 W は 同じ 系統の 人で ある 內務 大臣の 裁定 
を 仰ぐ と 云 ふこと になつて 居る が 是は 如何な もので 
ちる か， 將來 之に 付て 御 改正の 御意 思は ない ので あ 
るか、 斯う 云 ふ 質問が ございました、 之に 付き まし 
ては 政府 委員ょり 市區 改正の 事業と 云 ふ ものは 敏活 
n: つ 迅速に 行は なけれ ぱなら ぬ ものであるから して 
或は 審査 會に 掛ける とか、 或は 裁判所に 持つ て 行く 
とか 云 ふや 5 な ことはなか^^ 手數 を耍 する ので あ 
る、 且つ此 法律 發布以 來旣に 三十 年になる けれども 
左した る 齟齬 もな くして 過ぎ 來つた ので あるから、 
今の所では 差 吏ない ものと 認める、 斯う 云 ふこと で 
ございました、 尙ほ 將來に 於 ' C 土地 經營 法案と 云 ふ 
やうな もので も 作つ て是 等の こと も處理 したいと 云 
ふ考は 有つ て 居る、. 斯う 云 ふ 御 答 辯で ございました 
委負會 に 於き ましては 全會 一致を 以て 可決すべき も 
ので あると 議了した 次第であります、 此段 御報哲 申 
上げます。 

〇 謅長〇 公 W: 德川家 達 君〕 本案の 第二 _會 を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多® 

〇蕺長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 男爵 石黑忠 ®i 君— 直ちに 第二 讀會を 開かれん こと 
を 望みます。 

〇 男爵 高木 兼寬君 賛成。 

〇 子爵 松 平 乘長君 賛成。 

〇發長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 動 謬に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公 ra 德川家 達 君〕 御 異議ない ものと 認め ま 

J  〇 

i  丨 

〇 詔 長 C 公 13 德川家 達 君〕 直ちに 兩案の 第二 讀會を 
開きます、 兩案 全部 SV 問題に 供し ます、 兩案 全部 原 
案に 同意 S 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 若  多數 

〇 諮 長 C 公 樹德川 家 達 君〕 過 中 ®: と 認めます。 

〇 男爵 石黑忠 蒽君 直ちに 第三 is 會を 開かれむ こと 
を 望みます。 
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〇 伯 博 柳 原義 光 君 较 成。 

〔「扣 他玆 成」 と 呼 ふ 若 あり〕 

0 諮 提 C ハム S 德川家 達 君' •直ちに 兩 案の 第三 讚 © を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 詨なし J と 呼ふ密 あり〕 

〇讁長 c i'- t 位川 家 達 君) 御 異謎な いと 認めます。 
〇 涵長0ハム埤德 ;.; ^; 達君)兩案とも第二諳窗の決諉 
通りで 御 異存 あり ■* せぬ か。 

〔「興 謎な し」} 呼 ふ 者 あり〕 

〇識择 广公 Iff 德 III 家 達 君) 御異 25 •ない と 認めます。 
〇造 丧 (公 炤 德川家 達 君〕 日程 第 八、 大正 四 年度 歳 
入 歳 / 1) 總決赵 、大正 四 年 K 谷 特別 會計歳 人 歳出 決算 
報吿並 決讅络 (三 件 ^會_，委员長報传。 

大正 四 年度 歳入歳出 總 決算 並 大正 四 年度 谷 特別 會 

計 歳人歲 出 決算 及 旣往 年度 檢 ?£ 未確定 金額の 檢査 

確定した る ものを •補 迹 す るに 

第一 

大正 四 年度 各 特別 會計 歳入歳出 決算 文部省 所 

管 學校及 岡 ! n 館 歲入緙 常 部 第一 款學 校及圖 ® 

舵 第三 項 諸 收入中 苽京 美術® 校に 於て收 人に 

一 K らさる 件 

同上 歲 m 經常部 第一 款學校 及圖露 館 第二 項 校 

館 奴 屮诳京 美術 舉 校の 支 / II に 係る i の 二 件 及 

歳 m 臨時 部 第一 款設 媧 费第 一項 器具 機械！ I 書 

及®! 木 迆 中 同校の 支 m に 係る 件 

製鐵 所 I' 於て 船舶の 保管に 關し 料金の 協定 K 

しきを 得さる 件 

右は 別紙 決議案の 通と す 

第二 

大正 四 年度 谷 特別 微計 歳入歳出 決算 內務省 所 

犄 ^ 鮮總 0 府歲出 臨時 部 第 九款鐵 道 建設 及 改 

良费 第二 項 改良 ? 2 中 朝鮮 總督 府鐵道 局の 支出 

，に 係る 件 

大 IE 四 年度 fr 特別 會計歳 人 歳 m 決 1¢ 內務省 所 

竹 祭：！ 總督府 歳 ill 臨時 部 第一 款特別 事業 费第 

一項 水利 事業 费中臺 12 總督府 土木 局の 支出に 

係る 件 

大正 四 年度 谷 特別 锊計 歳入 歳 m 決算 內務省 所 

管® IS 1- 設鐵道 用品 資金 歳 Ml 第一款 鐵道用 品 

费 第一 項鐵道 用品 費中鑲 〖一 總督 府鐵道 部の茭 

出に 係る 件 

大正 e 年度 谷 特別 會計歳 人 歳 / J1 決算 大藏省 所 


管 帝国 鐵道 資本 勘定 歳出 第一 款鐵道 建設 及改 
良 K 第一 項 建設費 中 鐵道院 の 支出に 係る 件 
大正 四 年度 谷 特別 會計歳 人 歳出 決算 農 商務省 
所管 製 鐵所歲 出 第一款 製鐵所 作業費 第三 項材 
料 素 品 费 中製緣 所の 支出に 係る 件 
大正 三年 度备 特別# 計歲八 歳出 決 5? 內務省 所 
管 Ktl 總 督府歲 出 臨時 部 第一款 特別 事業 # 第 
一項 水利 事 築 费中綦 is 總督 府士木 局の 支出に 
係る 件 及 同府阿 糇廳の 支出に 係る 件 
大正 三年 度 谷 特別 C? 計 歳入歳出 決 筇大藏 省 所 
管 帝 國鐵道 資本 勘定 歳出 第一 款鐵道 建設 及改 
良 费第 一項 建設費 中鐵道 院の支 S I:. 係る 件 
大正 三年 度 各 特別 會計歲 入 歳出 決算 文部省 所 
管 東北 帝 國大學 歳出 經常部 第一 款 東北 帝 國大 
學 第二 孭 校 S 中東 北 帝 _大學 0 支出に 係る 件 
右は 政府の 措 {51 穩 當を闕 くものと 認む 
第三 

大正四年度歳入歳出總決算歳入經部第一款租 
跺 第一 項 地租 第二 項 所得税 第三孭 營業税 第 六 
項鏰槳 税 、第 四 款雜收 人 第一 項 免許 及 手數料 
第三孭 辨償及 違約金、 第 ？ i; 項雜入 中小 © 税務 
谣に 於て 收入濟 額に 編入せ さりし もの 七 件、 
第 一 款租税 第二 項 所得税 中 神 田 橋 税務 罨， 函 
能 銳務讲 、北 税務 親 及橫濱 税務 M に 於て 徵收 
不足に屬するもの四件、伊丹税務锻，福岡税 
務署 、神 田 橋 税務 韻、 廣島税 務署 ，姬路 税務 
羁 、山形 税務署 及 高 松 税務 碧に 於て 徴收 過に 
搦 する もの 七 件、 同上 第二 項 所得税、 第三 項 
營業税 、第 四 款雜收 入 第一 項 免許 及手數 料 中 

猫 濱税 務署に 於て 收入濟 額に 編入せ さりし も 

の 三 件 •第一 款租税 第三 項 營業税 中 丸 龜外十 

一 税務 ST 德島 税務署、 長 崎 税務署、 函館税 

務署 、沼津 税務 齧、 神 田 橋 税務署、 佐賀税 務 

署に 於て 徵收 不足に II する もの 七 件、 神 田 橋 

税務署， 京 橋 税務署に 於て 徵收 過に 13 する も 

の 三 件、 同上 第 八 項 酒税 中 ' ffi 兒島税 務骼に 於 

て 不納 缺損 となりた る もの 一一 件 

大正 四 年度 歳入歳出 總決算 歳出 經常 部內務 省 

所管 第 七款 北海道 廳第 二孭廳 費 中 北海道 廳釧 

路支廳 の 支出に 係る 件 

大正 四 年度 歳 人 歳 m 總決算 歳出 經常 部大藏 省 

所管 第 十五 款諸拂 戾及缺 損 補塡豳 第一 項 諸拂 


戾金中 名 古 屋稅 務監 好 局の 支出に 係る 件 
大正 四 年度歲 人 歳 msl 決 3? 歳出 經常部 海堪省 
所管 第二 款軍事 费 第 八 造船 造兵 及 修理 ？ 2 中 海 
軍 造兵廠の 支出に 係る 件 
大正 四 年度 歳入歳出 總 決算 歳出 臨時 部内 務省 
所管 第二 款治水 事業 费第二 項 河川 费中 內務省 
柬京 土木 出張所の 支出に 係る 件 
大正 四 年度 歳入歳出 總 決® 歳出 臨時 部 農 商務 
省 所管 第 四 款國有 林野 經營费 第二 項 事業 费中 
東京 大林區 碧の 支出に 係る 件 
大正 四 年度 备 特別 會計 歳入歳出 決算 內務 省 )'; f 
管 朝鮮 總督府 歳 / II 經常部 第 十一 款遞信 興 餡 一一 一 
項 海事 itt 中 朝鮮 總督 府遞信 局の 支出に 係る 件 
大正 四 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 決算 內務省 所 
管 樺 太廳 歳 In 經常部 第二 款樺太 廳第六 項 現業 
费中樺 太廳 の 支出に 係る 件 
大正 四 年度 谷 特別 會計歳 人 歳出 決 * 大蹑省 所 
管 帝國鐵 道收益 勘定 歳 人 第一 款鐵逭 作業 收入 
第一 項 運® 收入 中鐵 道院に 於て 違約金を 徵收 
せ さる 件、 同上 歳 m 第一款 鐵道 作業費 餡 一 孭 
事業 費 中 鐡道 院の茭 m に 係る 件 
大正 二 年度 歳入歳出 總 決算 歳入 經常部 第一 款 
租税 第一 一項 所得 銳中兩 國橋 税務署に 於て 徵收 
不足に 屬 する忭 

大正 二 年度 歳入歳出 總 決算 歳出 臨時 部 農 商務 
省 所管 第 四 款國有 林野 經營費 第二 項 事業 費 中 
大 阪大 林 區署の 支出に 係る 件 
大正 三年 度 歳 人 歳出 總 決算 歳入 經常部 第一 款 
租税 第二 項 所得税 中 神 田 橋 税務署に 於て 徵收 
不足に 屬する 件、 同上 第一 一一 項®: 業税中 品川税 
務藉に 於て 徵收 不足に II する 件 
大正 三年 度 歳入歳出 總 決算 歳出 經常部 大藏省 
所管 第 十五 款諸拂 戾及缺 損補塡 金 第一 項 諸拂 
戾金中 名 古屋税 務 監督 局の 支出に 係る 件 
大正 三年 度 歳入 歳 ! J1 總決算 歳出 臨時 部 農 商務 
省 所管 第 四 款國有 林野 經蟹費 第二 項 事業 費 中 
鹿 兒島大 林 區 題の 支出に 係る 件 
右は 政府に 對し將 来の 注意を 促す へき ものと 認む 
第 四 

其の 他 異議な し 
右 及 報吿候 也 

大正 七 年 三月 二 十三 日 


一四 八 

公 1« 饴川01久 
讶 族院蕺 長 公 辟® 川 : K ii 殿 
SK s m® 久 君 ； W 扨に S る〕 

〇 公 |« 德川遐 入 君 喵今 より 部 : a! になつ て 居ります 
る 大正 四 年度 〇 決 3¢ の委 M e の® 報 苦 1 V 屮上げ ます 
委員 會は 一回 開 曾いた しまして、® ちに 之を 分科 ^ 
に 移しまして ございます、 各 分科© では 數阅 に亘つ 
て 密議を せられまして、 M 後の 委 s e- に 於て 之を 報 
吿せ られ ました •而 して 各 主赉 の報齿 通 〇 に 金 部 決 
定を 致した 次第で ございます、 是 より 決 37 の內袢 に 
付て 少しく 委員 ® • の 植様を & 上げたい と 思 ひます、 
大正 四 年度は 御 承知の sn く雅览 不成立に なりました 
事で ございまして、 節つ て 前年度の 预算を 踏襲した 
ことにな つて 居ります、 而 して 又 行政 整理な どを W 
行した 結果、 此 決算 f'l 中に 現れて 居 〇 まする 預 3.7- と 
@ 際 施行した 務算 とは 大分 相 il がご ざいます る •随 
つて 決算 W 類 中の 豫算 と、 決算とは 资際の 歳計の 狀 
况を 十分に 現して 居り ませぬ、 此點は 特に 一言 申 上 
げて匿 きます •尙 ほ數字 に a つては 無論 e 類に 出て 
居る ことで ございます るが、 大 體 を 玆に申 述べる に 
止めて 置きます る、 即ち 經常 臨時 合せて 歳入が 七 fa 
八 百 餘萬圓 でございます、 それから 經常臨 時の 歳出 
が 五 億 八 千 三百 餘萬圓 でございます、 其 差 引が 一位 
二 千 五 百餘 萬圓 、即ち 剩餘 になつ て 居る 課で ありま 
す、 併し 大正 四 年度より 大正 五 年度に 苴〇 まして、 
繰越した 事業 S などを 擧げ ますと、 約 四千 斑 圆を控 
除いた します ると 剩餘 額が 約 八 千 四百 萬 _に なつて 
居ります、 其 他 細かい 數 字に 苴り まして ほ、 玆に一 
切 申 上げる ことを 避けます， 直ちに 委 M 會の群 赉 の 
模樣を 中 上げ やぅと 思 ひます、 委員 ■が 不常 決識案 
を 御 承知の 如く 三 件いた して 居ります、 第二に 政府 
の 措 it 穩當 を缺 くものと 認 むと 云 ふ ものが 六 件 ござ 
います、 第三に 政府に 對 して 將來の 注意を 促した も 
のが 二 十一 件 ございます る、 此屮 には 旣往 年度 即ち 
大正 二 年度の 分が 二 件と， 大正 三年 度の 分が 三 件 含 
まれて 居ります、 此不當 決議案は 委員 ir に 於て 最も 
重きを 爲した もので ございます るから、 此點に 付て 
は 少し 申 述べて 置く 方が 宜か らぅと 考へ ます、 第一 
の 決議案は 農 商務省 所管 製鐵 所に 關する もので ござ 
います。 

決 翳 案 


院族 no 窃 防！ 帝冋 十四？ R 


讶族院 は 製鐵 所に 於て 其の 所有 汽船 汐首 丸 ^ 日本 
郵船 株式 會 社に 惠山丸 及 影 島 丸を 合 H 會 社松昌 洋 
行に 保管を 委託し 之 か 使 ra に對し 貸付 料を 協定す 
る こと K の 宜しき を 得す 國庫に 巨額の 損失を 來し 
たるは 不當の 措置な 〇と鄧 決す 
是は周 知の 事資 でございますから、 玆に御 說明 5 •上 
げる必 嬰 もない かと 考へ ますが、 ('ffi iff s だけを 申 上 
げて茼 かぅ と 思 ひます、 即ち 此三 ■は 海軍省ょ 〇 .製 
鍅所に 保管 轉拗を 致しまして， 製鐵 所 (i 初めに 影 島 
丸 及び 汐首 丸を 日本 郵船 曾 社に 保管 委託を 致し まし 
た、 ;® 山 丸は 三 井 物 產合 名 ir 社に 保管を 委託を 致し 
ました、 それ か f> 後に 四十 : 7.-. 年に 海 iig 界が 非常に 好 
况を呈 しました 時に、 約 倍額に 此 料金を 値上げを 致 
して 居ります、 其 後に lit 大正 二 年に 至りまして、 松 

昌 洋行に： 史に保 管を 移した 次第であります、 其 所で 

此三拔 に 對 します る 契約 關係 は 非常に 祓雜で ござい 

まして •茲に 中 上げる 必要 もない と# へ •* すが、 耍 

する に 大正 3r. 年 In 以降の 贷付 料を 見ます ると ffi it 

psi l 翊 一月 當〇が 約 九十 四錢と 云 ふこと になつ て 居 

りまして、 時局の 爲に 、非常に 暴騰した 一般の 傭船 

料と 比較いた します ると 一 K ふと、 K CBt である ことは 

明 拟で ありすす， 政府に 於ても 此低販 であると 云 ふ 

sy. ( i 十分に ug めら れた ので &  〇 ますが、 併し 時の 事 

m tl むを 得な かつた 點 、其 外い ろ <の點 を 瓚げて 

辯 明 1 >‘-さ れて 居られます る けれども、 委 21 B に 於て 

け 是等は 官有 財產 2 保 狩に 關 して、 K 付 料の 協定 宜 

しきを 得ない S に、 国 阳 に ffl 失を 来たした もので あ 

ると 云 ふ C8 由 r^ 以ち まして 不 VS 決 SS をした やぅな 次 

第で ございます、 それから 次に ? R 二の 決 謹 案は 美術 

昂校 に關 する もので ございます。 

決 漭案 

« 族院は 大正 W 年度 抒特 別锊 計 /- g A 氓 出 決 3;¢ 文部 

省 所 w K /n 掷常部 第一 款彤校 及 舵 第二 ? « 校鉈 

S 中 31 京 美術 學校の 支出に 係る 華族 ^ 館外 十二 fa 

所ょり 委託を 受けた る 製作 物品の 材料 眺入代 及 ) Eat 

工人 夫 « 等 金 三茁八 千 八 百 六 ra 四十 ra 錢 「モデル 

J fili 入 料 及乘 'li n 掛物 筘 外 鸱 十 M c-J 代 fi'i 並 il lg li 

等 金 二 千 W 六十 六 P 九十 八錢同 上歲 出 臨時 部 第一 

汉 1 nx wtl ffi 第一 ra 器 4 :摁械 NS: 及 ^ 本！ 3屮 同校の 支 

出に 係る 石版 石 研 鞞 機： 2 IK 入 代金 四 T-1 五十 五 [til li 

支 /|} の證明祺过に反し 92 金の収扱法规に背くもの 

多，等其措逝不當なりと漭決す 


其 措置 不當な りと 決 il す」 鬼 (i 内容を 御說 明す る 程 
のこと もなから ぅと 考へ ま す、 喵 今 朗讀 いたし まし 
た 通りで ございます、 第三は 矢張り 是も 東京 美術 學 
校に 關する もので ございます。 

決議案 

貴族院は 大正 四 年度 各 特別 會計 歳入歳出 決 3¥ 文部 
省 所管經 常 部 第一 款學校 及 圖書館 第三 諸收入 中 ®; 
京 美術 聲校に 於て 收 入に 至ら さるもの 即銅 像臺坐 
石 及 周圍石 埴エ 事 金 七 千 五 百圓 銀花墒 器 製作 金 三 
千 圓菓子 器 卸 花 製作 及 N 案 料金 二 百 八十 九 圓は孰 
も學 校の 名義を 以て 製作の 契約を 爲した る ものな 
るに 拘らす 本 項 歳 人と して 徴收 すへ き 手續夕 爲さ 
さりし は不當 2 措置な りと 議決す 
是も唯 今 述べました 通りで ございまして、 別に 說明 
する 必要 もない と考へ ます、 それから 第二に 政府の 
措 ® ¢1 當を闕 くものと Eg めた もの (i 六 件 ございます 
是 は ffl 當に委 員 會に 於て 注意した 點で *r.* ざいます か 
ら 極く 簡駔に 其 題目 だけを 申 上げろ に 止めて H きま 
す、 第一は 朝鮮 總臀 府鐵道 局の 支出に 係る 三十 3.: 萬 
餘 _ でぁります、 是 は 朝鮮の 起業 株式 會社 から 鐵道 
用地と して 買 收した る 釜山鎭 埋立呲 の 八 萬餘坪 の 買 
收俏 額の© 定に關 する もので •こざいます、 第二は 臺 
肉總 筲府 土木 局の 支出に 係る 所の 三十 三滇八 千餘圓 
でございます， 是は二 腔 行溪埤 圳 H 事が、 工事 施行 
に 際して 適 常の 注意を 缺いた が 爲に 損失を 来たした 
と - S ふ i>i でございます、 是 は 前年度 即ち 大正 三年 度 
に 於て 九十 九 苗 1五 千 ¢3 の不當 支出が ございます、 そ 
れから 第三 と 致しまして は、 if® 總督 府鐵道 部の 支 
出に 係る 三 斑 四千 餘 g でございます、 是は賀 田 某と 
石炭の 採掘 契約を 致しました 時に、 歳出 歲人 を Z1 同 

した 件で ございます、 それから 第 四に 鐵逍院 の 支出 

に 係る 十一 萬 四千 餘圓で ございます、 是れは 北海道 

の STJ 別 線 屮留遇 驱社名 淵 間の 鐵道纽 設 に 付て、 當初 

の 計 鼓が 宜しき ^ 得な かつた 爲 に、 ： r. 費の ！ 0 失を 來 

した もので ございます 、是れ は旣往 年度に 於いて 詰 

〇 大正 三年 度に 於て、 十五® 餘圓 の不當 支 111 がご ざ 

います、 それから 第五は 製鍅 所の 支出に 係る 七 千 八 

百餘 圖， 是れは 塊 石の 瞄 入に 方つて、 規格に 反せる 

劣等 品に 對して 契約 ff} 龆を茭 拂つた と 云 ふ忭で ござ 

ぃます、第六は災北帝國大學の安出に係る四！3三十 

餘 1H1 でございます、 是は災 北大 學 讯務： '|4 某が、虛偎 

の 支 拂 を ® したる 件で ございま T •大 腊 政府の 措 H 


■當 を闕 くと 認めました ものは 唯今 申 上げました 六 
件で ございます、 それから 第三に 政府に 對し て將來 
の 注意を 促 丁べき ものと 定める ものが 二十 一件 ござ 
います、 是は 非常に 澤山 ございまして、 細かい 事件 
でございますから、 是は 一切 申 上げる ことを 避け ま 
す、 其 他の 部分に 付て は總て 政府の 腐 置を 釋 當乂は 
正當 なる ものと 認めた 次第で、 異議な しと 決定いた 
した 次第で ございます、 最後に 決算 委員 會に 於き ま 
して、 委 tt 長より 注意 又 It 希望の やうな ことが 出 ま 
したから 其 點を 少し ばか 〇 御 紹介いた して 置かう と 
考へ ます‘ 第一に 特別 會 計に 於て (i 特に 決算 中に 不 
都合なる ® が 多い やうで ある、 政府に 於て (J 此點に 
付て どう 考へて 居られる かと 云 ふこと でございます 
之に 對 して總 现大臣 は、 特別 會計は 特別 會計の 理由 
が あるので あるから して 一槪に 之を 言 ふこと 13: 出 來 
ない けれども、 此不 都合な 點が 多い と 云 ふこと に 付 
ては、 將來 十分に 戒飭 をし、 注意を . G; らぬと 云 ふこ 
とを 答へ られて 居ります、 それから 第二 じ 政府の 會 
計檢査 院に對 する 辯 明と 云 ふ ものは、 殆ど 强 辯に 近 
いやうな 種類の ものが 時々 ある やうで ある、 何卒 虛 
心 坦懐に 答 辯せられ ては どうで あるかと 云 ふやうな 
ことで ありました、 是 は 大藏 大臣は 十分 將來其 趣旨 
に 副 ふやう にし やうと 云 ふ 唯 答 辯で ございます、 そ 
れから 第三の 點は兩 院即ち 貴族院 ■衆議院が 不當の 
決議を した 場合は 政府は 如何なる 處置を 執られる か 
と 云 ふ W 間で ございました、* is 大藏 大臣から 答へ 
られた のであります が、 無論 兩院の 院議を® 重す る 
ことは •政治 上の 德義 であると 考へて 居る けれども 
場合に te つて It さう する こと It /li 來ぬ 、或は 飽 くま 
で 政府の 税を主 5R する かも 知らぬ と 云 ふこと で ござ 
いました， 第 四が 決 其 年度の 繰 上を なすこと で …… 
なすこと に； 5 て C 政府の 所見を 求められました、 是 
は 政府と して 殆ど 今日； f 可能て あ， r うと考 へる、 併 
し尙ほ 研究を 試みて 見る •か、 殆ど 不可能で あらう と 
云 ふ 返事であります、 第五は 決算 提出の 時期が 毎 も 
遲 れる ので ある •か •是 U 成るべく 議會 S 開會の 劈頭 
に提 ijl せられたい と 云 ふ 希 留 であります、 政府の 答 
辯としましてけ、人員の不足の爲に、詰0豫 » 決算 
を 同一人で 扱つ て 居る 爲に早 くす る こと •か m 來ない 
が、 成るべく 希留に 副 ふやう にし やうと 云 ふこと で 
ございました、 大 髅 斯様な 內容 を以 ちまして 報吿い 
たしました 通り 委 M 會に 於て は 議決いた した 次第で 


あります、 此段御 報 佐を 申 上げます。 

0 山 脇 玄君委 M 長に ちょつ と 何 ひたいので ござい 
ます、 唯今 S 希望と 云 ふ箇條 2 中の 第三 點で あると 
思 ひます、 貴 衆 兩院で 決算に 對 して 不當 決議を した 
場合の 當 局の 御考で ご •さいます な， それは 何で ござ 
います か、 是 は 大藏 大臣の 答 辯では 總て貴 衆 兩院の 
決算に 對する 決議は 重んずる が、 何れの 場合で も 其 
決議 通りに 從ふ譯 に li 行かない と 云 ふのは、 其不當 
の 議決の 中には 二 通 あらう と 思 ふので あります、 例 
へて 見る と 會計規 則に 依つ て 取扱を したが、 併し 其 
取扱' か 不當で ある 十分で ない と 云 ふ 場合には I 唯今 
承は りました 所で も、 文部省の 美術學 校の 支出の 所 
など It 、 會 計の 法規に 背いて 居る、 即ちすべき こと 
をし ない、 例へ て 見ます ると 云 ふと、 當然人 札に附 
すべき ものを 附せな かつた、 是れ け 明かに 法律に 反 
した 場合が 必要で あらう と 思 ひます， 此二 つの 場合 
を區 別して 見なければ ならぬ と 思 ふ、 其手續 をして 
居る のが 不十分で ある' か 故に •其 時の 場合は 行政 廳 
と 我々 の 意見の E 1- る ことがあら うと 思 ふ、 併な が 
ら會計 規則の 中の どれ かに 違反した、 法津に 明かに 
背いた 場合であります と、 どうしても 行政官に しろ 
我々 の 意見を 尊重し なけれ ぱなら ぬ、 さう 云 ふ 場合 
の 決 is には 自ら !. a: 別が 二 通り あらう と 思 ふ、 單純な 
不當 _ 決と 違法 議決との 二 通り あらう と 思 ふ、 そこ 
で 常 局の 之に 對 する 見込を 傾 別して 見たい と 思 ふの 
であります が、 其 邊の所 は 杏 員 長の 方で K 別を して 
當局が 答 へられた やうに 御 認めであります か、 如何- 
であります か。 

Q 公爵 德 川葭久 君 唯今 山 脇 君の 御 尋ね 1.- 御 答を 致 
します るが、 實は當 日の 速記 錄は此 忙が しい 時期で 
出 來て 居り ませぬ 爲に 、明瞭な ことを 此所で 中 上ぐ 
る ことは 出来 ませぬ が、 大體に 於て 大藏 大臣が 答へ 
られ -S した ことは、 詰り 法規の 解釋に 付て 意見を 異 
にした 場合に It 飽くまで 之を 主張 T る 場合が あるか 
も 知らぬ と 云 ふやう に 言 It れたや うに 私は 今考へ て 
居ります るが •尙ほ 其點に 付？ まして it. 政府に 御尋 
ねを 戥き ますと 明 隙に ならう かと 考へ ます、 是だけ 
私から 御 答を 申 上げます。 

〇 山脇玄 君大藏 大臣は 御 出. 席に なつて 居り ませぬ 

>  〇 
■a 

OS 長 (公 IPJ 德川家 達 君〕 出て 居られます。 

0 山 脇玄君 唯今 委負 長に 御 尋ねした 法律違反の 場 
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五 二 


矢張〇牝建缝〇趣疔を过澈せねばゝ：せられぬと沄ふ 
御 見込であります か， 如何で あ 〇 ます か。 

〔阈務大臣男£:後涅新平君演挖に登ろ〕 

OS 務大臣 C 再 g. 後藤 新 平 君〕 r# 今の 山 脇 君の 御 質 
問の好後の所がはつき0致しませぬ、斯5云ふ譯か 
ああ 云 ふ譯 かと 云 ふ 二つの 御 問 ひが ありました が、 
ちよつ と 明かに 分り ませぬ からもう 一應 承は りたい 
0 山 脇玄君 私の 伺 ひたいのは、 此雜議 の發案 者の 
Knftif 啡今の 辯 明で ^ く 分りました が、 此發案 者 
の 趣 尨を 達する に is 今 R の 制度では 達する ことが 出 
來な いと 云 ふ 00 見込であります るか 其 邊を伺 ひたい 
〔國狗 大 R 興 辟 後藤 新 平 君潢® に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男 博 後藤 新 平 君〕 御 答を 致します、 妞 

議荠の 趣旨を 達する のには 現行の 制度に 改善を 加へ 

るの 必要 ありと 認めて 居ります。 

0 山 脇玄君 それでは まだ 少し 私 S® 間には 足 OS 

せぬ、 改善を すると 仰し やつた _で あるが、 提案者 

の 趣意は t •今の 局を ずつ と擴 めて 人員を 增し 、神官 

の篛 成を 盛に して 資格を 高める まで 行かぬ ければ な 

らぬと 云 ふ 趣意であります が、 其 邊の御 見込を 伺 ひ 

たい、 改善を 11! らぬな らぬと 云 ふのは 神社 ばかりで 

ほ ありませ ぬ、 總ての ものが 改箠 を圖ら ぬなら ぬの 

であります。 

〔國務 大臣 男樹 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 言葉が 意を 達しな か 

つた か 知れ ませぬ が、 銳議渚 の箝菌 せらる る 所の 通 

りに、 改善の 意義を 其 組織に 於ても、 其 組織した る 

體の應 用に 於ても 致さなければ ならぬ と考 へて 居り 

ます、 是が 改@ の 意義と 申 上げた のであります から 

耍す るに g 議者の 意見と 同一なる 意見を 持つ て 居る 

斯う 云 ふこと で & ります。 

0 山脇玄 君もう 一應 御匏 ねせ にや どうも まだ 徹底 

いたし ませぬ、 さう 致します と、 當局は 建議者の 意 

見通り に 速 かに 改善を 鬪ると 云 ふ 御 見込であります 

か、 さう せねば ならぬ と 云 ふ御考 だけでは ない、 改 

善を 一一る と 云 ふの が 建 翳 案の 趣意で あ〇 ますが、 さ 

5 云 ふ 御 著 手になる 御 見込が あ 〇 ます か 如何。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 演壇に 登る〕 

〇國 務大 R (男爵 後藤 新 平 君〕 圖〇 たい 希望 を 持つ 

て 居ります 、併ながら 之を 實行 すると 云 ふこと に 付 

ては4分考瞭を費ゃすことでぁります、必しも此事 

It 是一 つを K 行す る ものでは なくして、 全體 の權衡 


もあります、 又經费 の 都合 もあります、 其邊に 付て 
は 十分なる 考度 を费 して 建議者と 意見を 同じぅ する 
所の 目的を 達する やぅに 努む るので あります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本建誔 案に 同意の 諸君の 
起立を 請 ひます。 

起立 者 多 數 

〇 議長 (公 {# 德川家 達 君) 過半 數と 認めます、 明日 
は 無論 會議を 開きます が、 議事 日程は 唯今 申 上げ 兼 
ねます、 決定 次第 御 通知に 及びます ，本日は 是 にて 
散 會 

午前 十一 時 五十一 分散 會 

〇 穴 正 セ 年 三月！！ 十六 Q (火曜日) 

午前 十 時 五分 開議 
議 辜 日程 第 十八 號 
第！  讅 願 委員長 雜告 

第 1 1 大 E -fc 年度 鹿 入歲 出總 豫算 追加 案 (第二 

號リ蠢 ( 11 長) 

第三 大正 セ 年度 歲 A 歳出 總豫算 追加 案 (第三 

號) 會議 ( 11 長) 

大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 

' € 員 長 ノ 


第 四 


號) 會議 


第 S 


.報吿 


臨時 軍事費！ 一算追 加 案 JS 二號〕 會議 
へ ^ fl 長〉 

, ^: ® } 

第 六 大正 ir 年度 各特 别會 計歲 入 歲 出豫算 追加 
案 C； 特第 一號〕 會議 (糠 韻 長} 

第 - fc 豫算 外国®! の 負擔 となる へき 契約 宏爲す 


第 八 


£ 要する 件 C 追 第二 號) 會議 f 's 'M 長) 


V 報吿 


大 JE 七 年度歲 入歲 出總 豫算 追加 案 (第 四 

號〕 蠢 ( II 長) 

第九豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲す 


を 要する 件 C 追 第三 號) 會 議 


II 長, 


第 十 大正 S: 年度 豫備金 支出の 件 C 承諾を 求む 

111 院 )農 || 長) 

第 十 I 大正 S 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 

豫算外 支出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 (韻 

!| 8(1 3 .  £ 

第 十二 大正 五 年度 特别會 計_ 備金支 出の 件 ( 

11 を 求む S〕 (|_院) 裏 ( Is 

第 十三 大正滋 年度 特别會 計 豫備金 外に 於て 簾 

算超過 及豫算 外 亥 出の 件 (承 諮を 求む 


至 II 院) 裏( 81 長) 

第 十四 大正 五 年度 大正 三年 臨時 S 件 強 ^ 费支 

出の 件、— を 求む る 件) (辖送 j 會 

3 1 M 長  ノ  vf  / 

報吿) 

第 十五 大正 五 年度 一八 正 三年 臨時 事件 豫谪費 外 
に 於て豫 算外支 出の 件 f 承諾を 求む る 

件〕 S 院) 墓 (5 

第 十六 大正 五 年度 蒂固鐵 道 積立金 支出の 件 

靈を 求 t lil 院 ) 1( 賤 

第 十， p 大正 五 年度 帝國鐵 道 積立金 外に 於て 豫 

算超 過 S; 出の 件 (承諾を 求む る 件〕 (羽 

3 星 11 長)  し 

第 十八 1 ;業雜 行 法 中 改 JE 法！；！ i 案 (腿、 府娜 

11 ) 第 1 _言績 (懸韻 長) 应 0 

第 十九 1 銀行 法 中^! ^案@|8 

5 響— ( 1 I 長) 

第 U 十 德山 港 £ 特别 輸出 A 港に 指定の 諮 願 

會 !i . 

第二 十一 横須賀 浦賀間 鐵道 穀設 の讅 願會議 

第 = 十〗！ 炭 悄調節 の a 願會議 

第二 十三 鍵 岡 0 裁判所 狩 川 出張所 設置の 諝願 

會議 

OE 長 (公爵 德川家 達 君〕 是ょ〇 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

一河井書記官朗酸〕 

昨 二 十五 日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案 
は 即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 
り 

地 種變更 免租 年期に 關する 法律案 

有價證 券 1 賦販賣 業 法案 

狩 ! 1 法改正 法律案 

臺 K 銀行 法 中 改正 法律案 

海軍に 於て 海軍 探 炭 所の 石炭の 買 入に 關する 法 

律 案 

東京 市區 改正 條例 中改芷 法律案 
京都市， 大阪市 其の 他の 市の 市區 改正に 關し東 
京市區 改正 條例及 柬京市 M 改正 土地 建物 處分規 
則を 準用し 得る の 法律案 
同日 本院に 於て 可決した る 左の 衆議院 提出 案は 即 
日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆 誘 院に 通知せ り 


郡制 中 改正 L);- 律 案 

同日 本院に 於て 可決した る 神 紙 » 蜞 に 閱す 〇 祁 35 
は 文 13 を 以て 即日 之を 政府に 呈出せ 〇 
同日 特別委 a 符に 於て へ V.V 選した 〇 正？ I :5 a f5 〇 代 
名 左の 如し 

日本 興業銀行 法 屮改正 法 m 策 外 一件 M 別 姿 
委員長  伯齧沛呀君 
11 委 fl 長  石 井指 一郎 君 
大正 ? T 年度 裸 糊 金 支 IU の 件 0 氷 5?f を 求む る 件〕 
外 七 件 特別委 a e- 

委員長  餿 部 四 m f!- 
副 委員長  子 昭唐協 在正逍 
同日 特別 委員長より 左の 報 街 ! 5 を 提 m せ 〇 
日本 興業銀行 法 ' 1^ 改正 法 fit 案 可決 報传 外 
朝 蛘 銀行 法 中 改正 法 鉗 案 nj 決 報告 ? 3 
大正 :-/ 1: 苹度預 備 金 支出の 件 (承諾を 求む ろ 件〕 
大正五年度預腧金外に於て預邛超過及预览外支 
出の 件 (承諾を 求む る 件〕、 大正 s 年度 特別 包 
計豫備 金 支出の 件 (顽 訊を 求む る 件〕、 大正 五 
年度 特別 會計 预 備金 外に 於て雅 捣 超過 及 残 3?: 外 
突 tl} の 件 (承諾を 求む る 件)、 大正 五 年、 大正 
三年 臨時 事件 預 備费茭 m の 件 (眾諾 を 求む 〇 件〕 
大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備四 外に 於て预 
算外 茭 /ii c 件 ( 71: 諾を 求む る 件) 大正芄 年度 帝 
國鐵道 積立金 支出の 件 (戒諾 を 求む る 件〕、 大 
正 五 年度 帝 M 鐵道稍 立 金 外に 於て 预览超 過 3C- /I I 
の 件 (承諾を 求む る 件〕、 可決 報齿® 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 本日の 會謅. V. 開 5 
ます、 日程 第 r 誧 願委負 長 報告。 

〔侯 fi? 細 川 li 立君演 ® に 登る〕 

〇 保 爵細 川 1® 立 君 前回に 御 報 ft- を 申しました 以後 
即ち 三月の 八日より 三月 二十 五日まで、 委員 會 三回 
分科 窗十二 回、 文書 表の 報齿 二回、 特別 報吿が 三回 
請願書の 受領 件數が 七十 件 三百！ 一十 二 通、 迎满 人名 
數が七 千 九十 八 名であります 、港 査の經 過 及び 結果 
は 第二 回の 報 1',- の 際に 文書 表に 揭載 いたしました も 
のの 中に、 審査 未了の もの 百 三十 六 件 三百 六十 三 通 
及び 第二 回報 吿後 、文書 表に 掲載いた しました 件數 
は 六十 三 件 三百 十七 通， 合計 百 九十 九 件 六 百 八十 通 
の 中、 院議に 付すべし と 誘 決いた しました ものが！ 一 
十八 件 一一 十八 通、 院議に 付す るを 要せず と 翳 決いた 
しました ものが 六十 四 件 九十 二通、 審査 未了の もの 
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百 七 件 五 百 六十 通 •文 S? 表に It 未だ 掲載いた しませ 
ぬが、 十 四 件 十五 通で ごさいます、 尙ほ 此會期 を 通 
じまして 命： 踏の 結果を 簡單に 申します と、 委 fl 會が 
八 回 •分科 位が 三十 四 回で ございます、 文書 表の 報 
吿九 回、 特別 報吿を 七 回いた して 居ります、 全體の 
受領 件數が 三百 件 八 百 十四 通 •それに 連 興 人名 數が 
四 萬 二 千 百 三十 二 e. でございます、 右の 中 請願 文書 
表に 揭馘 いたしました 件® が 二百 八十 六 件 七 W 九十 
九 通でありまして、 此 S 院認に 付すべし と 可決い 
たしました ものが 四十 四 件 四十 四 通、 院謖に 付す る 
を 要せず と篛 決いた しました ものが 百 三十 五 件 百 九 
十五 通、 密杏 未了の ものが 百 七 件 五 百 六十 通で ござ 
います、 謂 願文®: 表に 未だ 揭 SX いたし ませぬ ものが 

十四 件 十五 通であります、 右は 昨日の 午後 五 時の 締 

切であります*— 御 報告いた します" 

0 通 長 (公 辟 德川家 達 君〕 諸君に 御 諮りを 致します 

が、 日程の 第二より 第 九までの 拽 SC 案は 一括して 問 

題と 致して 御 異存 ございませぬ か。 

1 T .K 誔な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇剀長 (公 辟 德川家 達 君) 御異諉 ない と 認めます。 

〇 銭 長 (公爵 ^ 川 家 達 君〕 S1 1II 日程 第二、 大正 七 年 

度 钹入歲 出 »?. •裸© 追加 案 05 二號) 、第三， 大正 七 

年度 歳 A 歳 ⑴總推 筇 追加 案 (筑|11 號) 、第 四、 大正 

六 年度 歳 人 歳出 拽珣 茲追加 案 (第二 號〕 、第五、 臨 

時眾琪 35 拽览 追加 案 (第二 號〕 、第 六、 大 IE 七 年度 

各 特別 會 計® 入 歳 al 揀 SC 追加 案 (持 第一 號) 、第 七 

S5 3J 外 M I1B の ^ 擔とな るへ き 契約を S すを 要する 件 

(追 第二 號)、 15 八、 大正 七 年 rtf 深 入 歳出 總雅 Kt 追 

加 案 (第 ra 號〕 、第 九、 拽 K 外 阈阳 の 負 擔と なる へ 

き 契約を ES すを 耍 する 件 (追 第一 -. 號〕、 fr 調、 委 a 

長 報 吿。 

〔左の 報 $r t3 は 朗讀を 經 3 る も參照 のた め 

玆に賍 鈴す 以下 之 1. 傚 ふ〕 

一大 JH 七 年度 歳入 is mgl K K iQ 加 案 (第二 號〕 

一大 正 七 年 ffi 旗 人 ££ (11 總 推苁 迫 加 案 (第一 一一 號〕 

一大 正 六 年度？ S 入 « 出總拽 苋追加 案 (第二 號) 

一 臨時： 4 事 费拽筇追加架(第二號) 

一大 正 七 年度 谷 特別 fr 計 歳入歳出 拽 3? 追加 案 c 特 

第 1號) 

一殊 37: 外阈 邱の角 擗とな るへ き 契約を 爲 すを 要す 

る 件 (追第二號) 

I 大 JH 七 年度 ® 入 歳出 總神 » 追加 案 (第 四 號〕 


一預 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第三 號) 

右衆篛 院 より绘 付した る 谷 案を 港 査し衆 閾院_ 決 
案の 通 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 
候 也 

大正 七 年 三月 二 十三 日 

豫® 委員長 淺田德 則 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
c 淺田德 則君演 a に 登る〕 

〇淺田 德則君 去ぬ る 二十日 御 附託に なりました る 
大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 第二 號外七 件、 各 案 
の審资 の經過 及び 結果を 御 報吿申 上け ます、 豫算委 
員會 總會は 去る 11 十日 午後 開？ まして 大體の 質問を 
なしました、 それより 分科 會に 移りまして 二 十三 日 
午前までに 群査を 了し まして、 同日 午後 更に 總會を 
開 ? まして、 各 分科の 主査 CO 報吿を 受けまして、 ^ 
齐 を 結了いた したの r' あります、 是 より 日程 第二よ 
り 順次 其 要領を EP 上げ やぅと 思 ひます、 第二 號 •大 
正 七 年度 歳 人 歳出 總務算 追加の 金額は 歳入 六 百 七十 
七 萬 三千餘 0 •歳出 七 百 四十 一 萬餘圓 になつて 居り 
ます、 此歳 人の 不足いた します る 六十 餘蓖圓 は ® に 
協 SSV 經 -t した 大正 七 年度の 總豫算 の 超過額を 以て 
之に 充てる 事に なつて 居ります、 此 歳出 總額の 主 も 
なろ ? -5 用を 玆に 述べる ことに 致します、 第一が 製 藥 
用 阿片の 瞄 Hgr 貴 衆 兩院闞 員 泡 外 派逍费 の衔 加、 
陣 太 事椠公 ts 發行 に付き 是が 利子 及び 發行 費、 大正 
六 年度 S 期 大洪水 の 爲に 天津に 於 b る 帝 K 總領 事 te 
郵便局、 陸軍 諸 建物の 復舊费 、束 !! g 同文 會及ぴ 同仁 
a の 支那に 於け る 施設® の 補助 ，澱 川の 流域に 關す 

る 大正 六 年 秋期 出水に 鑑み 堤防の 嵩 S 其 他の 提防 エ 

事 §3、 大正 六 年 十月 前後 菜 京 府外二 府 十二 縣 災害の 

爲に耍 する 純 ？, i 嬅太廳 特別 枝 計に 於け る鐵道 紐設费 

の 財源に 充てる 吏 出， 大正 六 年： i 風雨の 爲に 東京 鲟 

确崁耍戏及ぴ傾姒 ?3 エ跹 ?15 物の復 ?« 拽、物惯騰设の 

S に 朝 鲜肺 幽找設 W S 稞 K CO 不足、 物 ffl 瞬 贵の爲 に 

兵器 製 is 所 新設 ? § の豫 K 不足 •大正 六 年 十一月 豊橋 

野砲 Jn (ls 二 十一 聯隊 火藥熠 發に 付き 復 issr 元 屯 H 

兵に ? rf . ') る救恤 金、 大正 六 年 十二月 海軍 造兵 趿 エ拗 

烷 失 !.. H ri- ffiwgr 大阪監 獄移蜱 3!5 の 一部、 - M 都 地方 

菽判 所の 改雄 ?5 > 名 古 屋高等 丁； 業 S& 校 摘强 ?!{ 俏 格 脇 

ft の爲 s ?!i M] 、 第五 高等 學校琪 務敎 室改 逛费 、九州 帝 

M3 大彤释 H 大 吊配笊裝岡 » 、垌生高等染龆彤校設備 


費® 道 線路 及び 鐡橋改 築、 電信 雷 話 線路の 移 築 費、 海 
底 電信 敷設® の修綣 費、 大正 六 年 十一月よ 〇 同 七 年 
二 月までの 間に 火災 2 爲め神 戶郵侦 局 舍其他 燒 失に 
付き 復舊 費、 是等が まあ 主 もなる 費途でありまして 
此 財源に 充てます る爲に 歳入に 於て 前年度の 繰 入金 
樺 太事槳 費の 爲に 公債 募集 金、 其 他 司法 省 用地 W 却 
代 其 他を 以ち まして 之に 充てる 計畫 になつ て 居り ま 
す、 是 等の 費途に 關 します る說 明は 大略 大藏 大臣よ 
り 過般 紹介いた されました 節に 述べられました 通り 
であります、 此 中で® 太鐵道 若は 東亞 同文 會 、同仁 
會 補助、 裁判所 監獄の 費用の 如？ 外は 槪 ね物價 の騰 
貴 若は 災害 25 でありまして、 何れも 是は已 むを 得 ざ 
る 費途 と 認めた のであります、 唯此 中に 內務省 所管 
澱 川 改修 堤防 丁： 事 費 に關 しまして、 委負屮 よ 〇數 回 
の 質問 應答を 重ねられまして •尙ほ 希望 も 述べられ 
たのであります、 此點 に關 しまして は 玆 に其翦 領を 
申 上げる ことが 必要で あらぅ と考 へます、 此® 川の 
改修 費は 御 承知の 通り、 是よ〇 先 3- 八箇年 前に 竣工 
したので ありまして、 其 費 額は 一千 萬 鈴 圆の 巨額を 
費し まして 竣工いた したので あります、 昨秋の 出水 
の爲に 或ろ 部分に 決潰を 致しまして、 此地 方の 多大 
の 損害を被らし めた のであります、 此實驗 に 鑑み ま 
して 現今の 堤防の 高さ It 今後 大 ;|1 水の 時に 當りま し 
て危險 を 感じます るが 故に、 嵩 置を なすと 云 ふの が 
此 工事の 趣意であります， 此 工費は 六® 年 2 繼績費 
と 致しまして 五 百 九十 七 萬圓を 要する のであります 
然るに 昨秋 決潰の 原 W 及び 其 水防に 付きまして >  委 
員より 補々 の點 に 〇. りまして 質問を されました、 之 
に對 する 政府 當局 者の 辯 明に 出り ますに、 邾 原因に 
付きまして it 不明の 點もあ ります が、 蓋し lit 水防の 
不備な りし ことを 推定せられ たのであります、 依つ 
て此豫 St を 決 翳いた します に 際して、 一委負 よ〇希 
菌 述べられました のであります •其 嬰 旨は 澱 川 改修 
工事費は 之を 認むる も 其 竣工 S 後 1- 於て 是が保 遜と 
水防の ことに 一層 注意せられ むこと を 朝む •斯櫧 な 
希留で ありまして、 此希菌 は 滿場 一致を 以ち まして 
是認せられ たので ちります、 即ち此 案 IX 此附帶 決議 
を以ちまして協饺を與ふることに決したのであ〇ま 
す、 次に 第二 號 大正 六 年度 追加 豫 此歳 入は 千 tl 
七十 四 萬 餘 0 ，哉 出 it 千 二百 十七® 賒圆‘ 玆に歲 人 
の 不足が あ 〇 ますが、 是は 大正 六 年度の 追加 18 K 第 
一號 3 歳入 鞀過 紉 を 以て 之に 充 つる 計带 になって 居 


ります、 是は 臨時； m 事费の 財源に 充てます 爲の 資金 

であります •次は 大正 七 年度 第三 號 追加 豫算 、是も 

其 用途は 同じ ことでありまして 、即ち 臨時 軍事費の 
豫翦追 加であります、 此の 歳入 歲 出 は 谷々 千 二百 八 

十八 萬餘圓 になつて 居ります、 で 唯今 申 述べました 

前 二 項の 金額を 合しまして 歳人歲 m 谷々 二 千 五 百 六 

萬餘圓 になつ て 居ります、 是れは 即ち 第 11 號の 臨時 

軍事費 追加 豫算 であります、 此の 中 千 九 百 九十 四 萬 

餘圓は 陸軍の 豫算 でありまして、 兵器. 被服 K- 他 原 

料に 支出され たのであります、 此の 餘は 海軍の 軍事 

費に ) 1 する ものと 認めます、 特 第一 號 、大正 七 年度 

谷 特別 會計 、是れ は大藏 省 所管でありまして、 國際 

整理 基金， 歲人 歳出 共に 四 萬 千 五 西 餘圓 になつ て 居 

ります、 陣太廳 の 甲 號歳人 歳 ni 百 二十 四 萬 七 千 二百 
二 十 ! 1 ■歳 道 建設費， 臨時 手當 ST 百 二 十四 萬 

七 千 二 百！ 一十 圓， _ 太 廳の乙 號緻逋 建設費は 是れは 
繼續® であ o t す、 五 百 四十 七 萬 四千 九圓 、文部省 
所管 九州 帝 國大學 及び 圖書館 2 費用， 歳入歳出 共で 
四 萬 千 五 百圓 、追 第二 號豫算 外國阳 の 負擔 となる ベ 
き 契約に 關す乙 件 •是れ は 前に 述べました 外務省 所 
管 東亞 同文會 の 事業 補 肋總額 五十八 萬 二 千 百 八十 圓 
を 四箇 年間に 茭出 する のであります、 尙ほ 同仁 舒の 
事業 補 肋 費總 紉 が 三 - V 萬圓を 三® 年に 莢 / J-i する ので 
あります •第 四號 大正 七 年度 歳入 歳 U1 總預 》 追加は 
大藏番_內務省の所管になつて屏0ます、遝人歳2 
共に 谷々 六 萬 六 千 九 百 八十 八 圓こ是 は貴 族院 令の 改 
正に 伴 ひまして 議員％； 3 に關 する 經 费， 一は 都市 計 
迸 調査 會を 設置せられ ます 緙费 であります、 其 歲人 
ほ 何れも 前年度 繰 入金を 以て 充てる ことにな つて 居 
ります、 追 第三 號捸 算外國 fiu の 負擔 となるべき 契約 
に 關する 件 >  大藏 省 所管で、 日本 興業銀行® 券 保 證 
政府に於て保設を致しまする值券の額面は一僚圆で 
あり •£ して、 是は R 本 興業銀行に 於き まして •支那 
及 ひ 南洋に 向つ て 放 資する ものに 對 しまして •事業 
資 金を 得る 爲に 佔 券® 行の 必要 ありと 認めました 場 
合に 其 K 券に 對して 政府が 元利の 支 拂保證 を 與ふる 
爲の契 約 e あります- 是に對 しまして は 分科 會に於 
て 一の 委員ょり 反對 の說も 出 * したので あります が 
此 _ 旨は 元來此 興 菜 銀 fr なる もの li 內地の H 業の 爲 
に 外 _ より 資金を 輸入して、 而して 內國の 工業を 大 
いに與 展 せしめむ と 云 ふ 趣旨で m 来た 機關で ある、 
然るに 今回の 案を 見ます ると 云 ふと、 日本に 於け る 
一 五三 


殉鉍本 大正 七 年度 歲入氓 出總稞 鉍汜加策(第二號〕外七件 


院族贵 會議國 帝 回 十四 第 


揆 》 案 大正 五 年度 裸 媚金茭 出の 件 外 七 件 承諾を 求む る 件 


五 四 


零碎の K 金を 集めて 外 國に此 K すると 云 ふことは 甚 
だ. 王 從の 違つた こ t- では あるまい か、 斯樣な 趣® で 
ありました、 それ故に 此案 に對 しては E 對を する、 
斯ぅ 云 ふこと でありました， 之に 對 して 原案 維持 者 
の 窓 見 (i 目下 海外に 放 資すろ と 云 ふことは 帝國 に K 
つて (i 必要な ことで ある、 殊に 此放資 は 3? 那若 くは 
南洋に 對して 放資を する 目的に なつて 居る 趣で ある 
左 すれば 日茭 親善の 必要と す ^ 場合で あろから して 
此案は 安那 地方に 於て 開發に 援助を 與 ふるのみ なら 
ず 又 我が 國に 於ても 福利を 速 進す る ことになるから 
して、 是 は 原案を 相 當 とする、 斯樣な 維持 論者の 大 
要であります、 之に 付きまして 分科 會で は 採決に な 
りました 結果、 原案 維持 者の 說が 多数に 依りまして 

之を 是認す る ことに 相 成つ たのであります、 總會に 

於き まして、 追加 豫算に 格別 直接の 關係は ありませ 

ぬが、 委員の 中よ fr して、 西 比利亞 方面に 於け る 敵 

國俘铹 の狀薛 等 1- 付きまして 精し く 質問を 致され ま 

した、 之に 勤して 外務大臣 よりそれ-^ 相 當の應 答 

をされ たのであります、 又 或る 委員より 西 比利亞 方 

面に 於け る 工業に 付ての 質問が ありました が* 是は 

速記を 止めまして 政府 當局と 應答が ありました、 故 

に是 は玆に 申 上げる ことは 致し 兼ねます に 抜つ て、 

唯此 ことの ありました' たけを 申 添へ て 置きます、 最 

後の 討論の 場合に 委 M より 希望を 述べられました • 

其 要旨は、 今回 政府が 追加豫 算と して耍 求せられ た 

ものを 見る に、 總豫算 に 編入 せらる ベ かりし ものに 

L て 之を 編入せられ ず、 殊に 會期 切迫の 場合に 際し 

て 多額の 追加 豫算を 要求せられ て、 注々 會計法 第五 

條の 本旨に 適合せ ざる 嫌が あるに 依つ て、 政府は 今 

後 努めて 會計 法を嚴 守せられ ん事を 望む、 斯樣な 趣 

旨であります、， 是亦 總會 一致の 決識 を以 ちまして 可 

決いた したので あります、 斯の 如くして 第一 號 より 

第 八號に 至ります る 諸 案と も 衆 _院浍 附 通り 可決し 

たので ございます、 此 _ 報 吿を申 上げます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二より 第 九まで， 

咄今 豫算 委員長の 報吿 せられました 豫算 全部に 同意 

を 表する 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇馘長 C 公爵 徳川家 達 君〕 過半數 と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議がなければ 第 十よ 

り 第 十七までの 承諾を 求む る 件 I 括して 問題に 供し 

ます。 


〔「異議-なし .1 と 呼 ふ 者 あり J 
〇獄長 C 公 K 德川家 達 君) 第 十 大正 五 年度 豫 ij 金茭 
出の 件、 第 十一、 大正 五 年度 裸 備金 外に 於て 豫算超 
過 及 谗算外 支出の 件、 第 十二， 大正 五 年度 特別 會計 
豫備金 支出の 件、 第 十三、 大正 五 年度 特別 會計豫 龆 
金 外に 於て 豫算 超過 及豫 算外茭 出の 件、 第 十四 ■大 
正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 支出の 件、 第 十五 
大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫算外 
支出の 件、 第 十六、 大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 支出 
の 件、 第 十七、 大正 五 年度 帝國鐵 JS 積立金 外に 於て 
豫 » 超過 支出の 件、 承諾を 求む る 件、 會議 、委員長 
報告。 

大正 五 年度 豫備金 支出の 件 

大正 五 年度 豫備金 外に 於て 豫箅 超過 及 71 算外支 

出の 件 

大正 五 年度 特別 會計豫 備金茭 出の 件 

大正 五 年度 特別 會 計豫脯 金 外に 於て 豫算 超過 及 

豫 算外茭 出の 件 

大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 支出の 件 
大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫 
算外茭 出の 件 

大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 支出の 件 

大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 外に 於て 豫算 超過 支 

出の 件 

右 承諾す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 七 年 三月 二 十五 日 

右 特別 委員長 

磯部 四郞 
貴族院 S 長 公爵 徳川家 達 殿 
〔磯部 四 郞君浪 壇に 登る〕 

〇 磯部 四郞君 第 十より 第 十七に 至ります 各 案件の 

委員 會の經 過 並に 結果 S 吿 仕ります、 委員 會は昨 

日の 午前 •委員長 並に 副 委員長の 互選を 終りまして 

午後 一時より 直ちに 委負會 を 開きました 次第で あり 

ます 其 際に 於き まして、 即ち 此第 十より 第 十七に 至 

るまでの 各 件に 付て 谷 省より、 並に 各廳の 政府 委員 

より 詳細に 一應の 御說 明が ございました •其說 明の 

終りまして より 尙ほ乂 委 M 中より 此 浩瀚なる 豫算外 

支出 等に 付ての 一々 質問を 試みたい けれども 、去り 

ながら 最早 會期 逼迫いた して 居る 際に 當つて •之を 

詳細に 質問 等いた すと 云 ふ 事に 付て は 殆ど 審議を 終 

ると 云 ふ 事が 不可能の 事で あるから して 今回 限り 其 


質問と 云 ふ もの li 止めて、 將來 は どうぞ 政府に 於て 
斯の 如き 重大なる 案件は 此議場 をして 十分に 調査し 
煜る時間を以て、斯の 4[1 ?案は即ち本院に廻るやう 
に 致して 貰 ひたいと 云 ふだけ の 趣意を 以 ちまして* 
直ちに 本案の 赛 議に 移りました 次第であります、 所 
が 御 承知の 通り 斯の 411 き 浩瀚なる 書類に 付て 一 々 » 
議と云 ふ 事は 餘程 むづ かしい 事で もあります し 又 中 
には 委員 中に も斯の 如き ものは 是は出 てし まつた 金 
であるから、 今更 仕方がない、 まあ 兎に. 角 宜しく 賴 
むと 云 ふやうな 主義で 御 廻し に 相 成つ たもので ある 
が、 甚だ 遺憾な _で あります、 併し 先程より 谷 政府 
委負 の說 明に 依つ -C 見れば、 成程 已むを 得ざる に 出 
でた ものと 考へ るか 0 して、 今回に 於て は 是は 承認 
する 外 仕方がなから うが、 將來に 向つ ては どうぞ 十 
分に 調査し 得る 時間を 與 へられて、 是等の 案件は 議 
に附 せられん ことを 望む と 云 ふ 趣意を 以て 委員 fr に 
於き ましては 此 全部を 可決いた した 次第で ございま 
す、 尙ほ數 字 等に 付きまして は 一々 此處 で說 明を 致 
して 居りまして (5: 甚だ 時間を 要します 次第で ありま 
すし 殊に 我々 共に 於き ましても、 殆ど 數 字に 付て は 
，此 書類に 依つ て 調査す るより 外に途 は 無い ので あり 
ます、 而 して 此 書類と 云 ふ ものは 斯の 511 き 浩瀚なる 
もので、 今一々 之を 說 明して 居る 暇が ございませぬ 
からして、 何卒 此書類 に 信を 置かれまして、 即ち 委 
員會の 決議 通り 御 承諾を 與 へられん ことを 箱 望 仕る 
次第であります > ll'fc 段 御 報吿に 及びます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 唯今 磯部 委員長の 報告せ 
られ ました 承諾を 求む る 件、 日程 第 十より 第 十七 ま 
での 議案 全部 •承諾を 與 へる 說に 同意の 諸君の 起立 
を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 過半 數と 認めます。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 此際 議事の 都合 上 ® く 休 
憩を 致します、 特に 諸君に 申 述べて 置きます が、 午 
後 外務大臣より 外交に 關 する 報吿が ある 箬で ござい 
ます、 此 ことを 豫め御 心得までに 申 述べて 置きます 
午前 十 時 四十 分 休憩 
午後 一時 六 分 開會 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： 一是 より 報吿を 致させます 
〔岡 書記官 朗讀〕 

本日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 直に 

裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 〇 


大 JH 七 年 K 歳 V * 出總稚 从追 加 案 (第二 號〕 

大正 七 年 te: 哉 入 歳出 S 策 算追加 案 第三* 0 
大正 六 年度 送 人 歳出 怒 浅 , tf 追加 案 (第二 號) 

臨時 取 唞费预 招 ifi 加 案 C 第二 is ) 

大 IH 七 年度 谷 特別 ^ 計 £8 人遝 m J* )>( ie 加 ^ 
第一號 ) 

預 3? w 國 BU の 負 S となる へき 契約 n- E T を 嬰す 
る 件 C 追 第二 號〕 

大正 七 年度 歳 人® fu 總預览 追加 案 (第 四 號) 

Fii w 外 國 BI S 負德と なる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第三 號} 

同日 本院に 於て 承諾す へき ものと 戳決 したる 左の 
政府 提出 案は 避に 之を 葵上し 乂祇諾 すへ きものと 
識 決した る 旨を 衆 鹩院に 通知せ 〇 
大正五年度豫肺金茭出の件(承諾を求むる件〕 
大正 J>: 年度 預備金 外に 於て 拽斟 超過 及豫 35 外 支 
出の 件 (承諾を 求む る 件) 

大正 五 年度 特別 會計豫 腧 金茭出 の 件 (承諾を 求 
むる 件〕 

大正 ER; 年度 特別 # 計 翔 ffii 金 外に 於て 雅算 超過 及 
豫 算外茭 出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備费 支出の 件 
C 承諾を 求む る 件〕 

大正 五 年 K 大正 三年 臨時 事件 预備扭 外に 於て 预 
算外支 出 S 件 (承諾を 求む る 件〕 

大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 支出 ^ 件 (承諾を 求 
むる 件〕 

大正 五 年度 帝 國鐵简 積立金 外に 於て预 算 超過茭 
出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

M 日 特別 委員長ょり 左の 報吿® を拟出 せり 
軍需工業 動員 法案 可決 報吿 W 
同日 衆識院 より 本院の 接 付に 係る 左の 政府 提出 案 
は 本院の 議決に 同意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 
り 

共通 法案 


0_ 長 C 公® 德川家 達 君〕 是 ょり 午後の 會讁を 開き 

ます 0 

0 伯爵 寺 島 誠 一郎 君 日程を 變：史 されまして 唯今ょ 
り 軍需工業 動員 法案、 第一讀 會の續 を 開かれむ こと 
を 願 ひます。 

0 男爵 武井守 正 君 賛成。 

0 伯爵 柳 澤保惠 君 賛成。 


院族 ft 伶 I5W 帝冋 十四 第 


〇 議長 (公 前德川 家達赵 〕 寺 島 伯 K の 日程 變更に 同 
意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多 5a 

〇 議長 (公 掼德川 家 達 君) 過半數 と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 是 より 軍需工業 動員 法案 
の 第一 讀會 の續を 開きます。 

軍需 T- 業肿 員 法案 

右 可決す へき も € なりと 議決せ 〇依 て 及 報 吿候也 
大正 七 年 三月 二 十六 日 

右 特別 委員長 

伯 K 寺 島 誠 一郎 
贵 族 院議 長 公 擗德川 家 達 殿 
〔伯爵 寺 鳥 誠 一郎 君 演壇に 登る〕 

〇 伯 防 寺 島 誠 I 郎君 m 需 工業 励 a 法案、 特別委 員 

會 に關 します る 報告を 申 上げます、 唯今 日程 變更の 

上* 歸報吿 申 上ぐ る ことにな りました 此 法案 •特別 

委 员會 に 於き まする‘ 被査の經過と結果を陳述いたし 

ます、 lit 法案は 去ぬ る 三月 四日に 政府より 衆議院に 

提出され まして、 半箇 ;J 以上を 經て 修正 翳 決の 上、 

去ぬ る 二十日に 贵族院 に绘 付せられ まして、 二 十二 

日閉 於 間際 四 37; 日と 云 ふとき に、 此常院 の 本 會の日 

程に 上 ぼつた ものであります、 同日 特別委 員の 御 指 

名が 潢 長より あつた ことは 御难 知の 通りであります 

御 指名 後 二十 二 日 即日 委 fl e を 成立せ しめまして、 

商ち に拽理 大臣、 政府 娈 a よ 〇 本案 提出の 理由と 其 

設 明を 承 (i りました、 それより 二回 三 101 と總理 、海 

昨艰，殳商務の芥大 1-1< 殳政府委以諸氏出席され&問 

應答を 诏 ねました、 ^ 期 切迫の 折 柄 日 も 足らざる と 

云 ふ 有抒 でありまして •二十 三日の 土啪 日、 二十 四 

日の 日啦 日、 二十 五日の 三日間、 锊日 午前 午後を 通 

じて 長時間に 苴つて 、洵 に委 M lfs 封 It 熟 心に、 IL つ 

mffi に ;' f? 査いた されまして、 尙ほ 今日の 早朝から 開 

fr •討 S5. を 經て 漸く 先刻 8S 長へ 可決 報 ® を 致した や 

ぅな 次 ers でございます •此點 U 殊に 御 諒察を 願つ て 

故き ます •併 此 坩 黑 H 菜 励 《 法案に 付ての 御 報 街は 

左の «1 序に te つて 致して 見たい と 存じます* 第一 眾 

SIH, 励 n 法案の H 的 及 其 提出 理由、 第二 法案の 内 

?? 、 第三® 0 鈐 に 於け る ? r 問 晒 答、 第 四甫耍 なる 政 

府の 言明， 第 . 7T 討 其 際に 於け るの 意見， ¢5 後に 

於て 類 了 決 85 になり ました 所の もの •第 六 即ち 可決 

になつ たと 云 ふこと r> 御 報吿 、斯 5 云 ふ 順序で 致し 

たいと 存じます •本ポ の 目的と其提川理由を申上げ 
illl 'tiiH  ず ®! )1 ね 法案 ml i  is frl os 


まする に 臨んで、 此 H 的を 申 上 ぐれば 隨 つて 其 提出 
理由と 云 ふこ i も 解かる ことになるので あります， 
國家 一旦 有事に 際しまして li 戰は ねばならぬ ので あ 
ります、 而 して戰 へば 必ず 勝利を 得なければ ならぬ 
ので ある、 勝利を 焊る爲 には 總 ての 事柄を 集中 統一 
する、 即ち 國家を 擧げて 谷 方面の 全力を 集中 統一し 
て 敵に 當ら ねばならぬ のでありまして、 而も 同時に 
此 m 備は 平素より 致して 置かね It' ならぬ ので、 而し 
て 始めて 軍事上 違算な きを 期す るので あります、 是 
が大體 の H 的な のであります、 即ち 平時に 於け る ffl 
備行爲 と、 fllsc 時に 於け る 設備 等に 關して 、軍事上 必 
要と する 事柄を、 郎ち 軍需品の 補給を 敏速 碗 實なら 
しむる 其 工業を 励 員す ると 云 ふの が 本案の 趣旨と す 
る 所であります、 而して 漸く 此頃 出來 たので あるか 
らして、 此際 提出した ものであると 政府は 言 はれた 
のであります、 併し 今日此 切迫した 際に 提出す る も 
ので あるけれ ども •一日 平ければ m 備も 一日 ¥ く 出 
來 ると 云 ふこと である、 况んや 今日の 場合 時局に 際 
し、 朝夕を 計られぬ 境遇に あるから、 國防 上から 能 
く蒞議 して 協锊 可決を 绍 むと、 斯ぅ 云 ふこと を附加 
へて 政府 !- 於て は 言は れた のであります 、第二、 本 
案の內容>第一條に於きましては>軍需品と稱する 
ものを 7« 想して 褐げ てありまして、 尙ほ其 以外の も 
のと 雖も勅 令 指定の 法に 依つ て 追加す る ことの 出来 
る やぅに 規定して あるので あります、 第！ 一條 乃至 第 
十條 、是 は 本案の 骨子と も 謂 ふべき 規定で ありまし 
て、！ r rffi に 常つて 適用を e し 得る ものであります か 
ら 、重 もな もの だけを 申 上げます、 軍需品の 生產修 
理の爲 に、 工場 又は 十： 地 故 丁： 作物な どの 管理、 使用 

收用を 35 せしめる ことを m ると S ふの 規定で ありま 

す， 第 四 條は 、衆 謖院が 第！ ! i と 第三 條の 場合に、 

政府が 從業 者を 供用せ しむる ことを 得る と 云 ふこと 

を附 加へ たのでありまして、. 政府 li 之に 對 して 同窓 

を 表して 居ります、 尙ほ衆 謎 院は第 七條を 加へ まし 

た、 徴發令 以外の ものと 雖も 、徴發 令を 之に m 用す 

ると 明白に 揭げ まして、 本 法と徴 發 令の 相 觸れて 居 

ない 所を 示して 屛 ります のであります、 第 r/r 條 には 

ia 害賠 « のこと を 規定して あります、 順序が® 倒い 

たしました、 第八條 に 於き ましては， 兵役に 在る 者 

をして 菜 務に從 班せ L むる ことを 得る と 云 ふ 規定で 

ありまして、 第 九临に 於き ましては 兵役に 在らざる 

者を して 笫 務 に從祺 せし むる ことを 得る と 云 ふ、 む 


つ 力し き 問題を 是で 示して あるので あります、 第* 一- 
條 收用五 年 以内に 拂 下の 場合に 於け る舊 所有荠 事業 
主の 礙先權 に關す る 規定を 掲げて あります、 第 十一 
條 ，十二 條 、十三 條に 於き ましては、 平時 進 備 的の 
行爲を 規定して あります るので、 即ち 當 局に 於て エ 
場 等の 調査報告す る ことを 煜るや うにして あるので 
あります、 第 十四 條は 諸種の 事業に 對し 一定の 利益 
を保證 し* 獎勵 金を 下付す る ことを 得る 規定と なつ 
て 居ります、 大小の 事業に 對 して、 監督 命令に 關す 
る こと も此に 揭げ てあります、 第 十 五條は 衆議院が 
加へ たもので ありまして、 軍需 評議 會の 決議を 經べ 
き 事項を 擧げ てあります、 而して 同會の 規定は 後に 
勅令に 依つ て 定められる もので あろと 云 ふこと も 記 
してあります、 第 五條と 是は密 接の 關 係を 持つ て 居 
るので あります、 第 十六 條は 報吿 調査の 爲め 、其 他 
の 理由の 爲 めに 規定した ものであります、 第 十七 條 
は 衆議院が 加へ たもので あ 〇 まして、 事業 上の 祕密 
の 喿露を 防い •たと 云 ふこと を 申された のであります 
第 十八 條 以下 li §u 則で あり％ す、 是等に 付て 尙ほ一 
層 詳しく 申 上げます れぱ定 しいので あります る けれ 
ども、 會期切 迫の 際で もあります るから、 其邊は 略 
します るから、 惡し からず 御 容赦を 願 ひます、 重 も 
なる 質問と 應答 、委員© に 於て ! 1 劈頭、 各交戰 國に 
於け る產業 動員 法の 比較 研究 等に 付て 尋ねまして、 
詳しく 當 局ょり 出 來煜る 限 〇 の 御 研究の 結果を 聞き 
ました、 又 第二 條の 管理と 云 ふ 文字に 付て、 むづか 
しい 質問が 出た のでありまして* 此管理 と 云 ふ 字に 
付て It 民法の 管理と 云 ふ 意義に 依る のか、 又 船舶 管 
理令の 名前の 中に 含んで 居る 管理と 云 ふ 意味で ある 
かと 云 ふ 質問 も 出た のであります、 それから 又 英語 
の 「n ン トロー ル」 と 云 ふ 字に 適する ものである か 
と 云 ふ 御尋' かあつた ので あ® ます •之に 對 して 政府 
は 色々 に 答 へられて 居つ たのでありまして、 最後に 
私の記憶して居る所では「コント 0 —ル」は指揮權 
を 有つ て 居つ て、 さ 6 して 事業者の 責任で 仕事を す 
るが、 之を 指 挿 命令を して 政府の n 的を 達する やう 
に 仕事を する ので あると 云 ふやうな 御 答で あつたか 
の 如くに 了解いた しました、 それから 其 次に 「供用 
」 と 云 ふ 字が 使つ て ある 所が あるので •こざいます* 
此 供用と 云 ふ 文字に 付ての ?? 問が •こざいました •是 
はな か {面倒な ので ございまして、 後に 速記 錄に 
就て 御 ! S を 願 ふと 云 ふこと に 致して rt きたいと 存じ 


ます、 それから At 励 員 法を 施行す るに 際して 中央に 
機關を 設けたら どんな ものである だら う， 此 動員 法 
の 精神を 徹底す る爲 には、 どうしても そんな ことに 
しなけ れぱな るまい と 云 ふ 御 質問が 出ました、 政府 
に 於て は 組織 上是は 望む 所で あるけれ ども、 是はな 
か< 各般に 亘つて 居る ことで あつて；； 一朝に して 
極める ことは 出來な い、 內閣に 於ても 出来るだけ 統 
一を させる 積り である >  併 し 4n 何なる 形に 於て する 
かと 云 ふ. ことは 今日 未だ 決して 居らぬ と 云 ふ 御 答 辯 
であつ たのであります、 それから 兵器 製造に 關する 
ことに 付いて 一 委員から 今日まで 海軍は 左樣 でない 
が、 陸軍の 爲して 居る 所を 見る と 甚だ 狹隘な 思想を 
有つて 居られる やうで、 陸軍は 民間の 兵器 製造と 云 
ふこと に對 しては 不安心と 云 ふ考を 有つ て 居られる 
やうに 見ぇる、 總て 陸軍の 下に、 陸軍 砲兵 工廠に 於 
て總 てのものを 造り 出さう と 云 ふやうな ことに 考へ 
て 居る が、 そんな ことを して 居つ ては 此 工業 動員 法 
の實際 施行 上に 不都合な ことを 来たす やうな ことに 
なりは せぬ ので ある 加、 もう 少し 廣く考 へて 豫ねか 
ねから 民間に さ 5 云 ふ 工業の 發達 助長す る やうに 心 
掛けて は どんな もの かと 云 ふこと を 尋ねられました 
所が 陸軍大臣は 成る ほど 「クルッ ブ」 とか、 「スナ 
ィデ ル」 とか 云 ふ大會 社が あれば 兎に角、 未だ そこ 
までの 程度に 行つ て 居らぬ、 偶 ^: 室關 製鋼所の 如き 
もの も あるけれ ども、 大 體 に 於て は 一向 進んで 居ら 
ぬので あつて、 どうしても 陸軍の 手に 於て 砲兵 工廠 
と 云 ふ ものを 有つて 居つて、 ® の 最初の 维 備だ けは 
それに 依つ て 十分 遺憾な きを 期し， それから 徐々 に 
他に やらせる と 云 ふ 今日は 方針を 執つて 居る ので あ 
る、 勿論 民間の 工業が 發 達して 來る ことは 望む 所で 
あつて， 其考で やつて 居る ので あるけれ ども、 あな 
た 方の 御考と 同じ ことで あるけれ ども、 唯 之を 直ぐ 
やる かやらぬ かと 云 ふだけ の 意見の 相違な ので ある 
と 云 ふやうな ことを 答 へられました •それから 又 軍 
需評讓 會に付 て 質問が 出ました、 此 軍需 評議 會に於 
ては 工業 主と 其他經 濟的 利益 關係に 付ての 計算、 其 
他の ことを 評 謎いた して 決定す る 所であります が、 
其 以外に 勅令で 規定を 定める 際に、 此 評議 會と云 ふ 
機關を 技術 審 3*s 機關 とか、 其 他動 M 法を 施行す るに 
付ての 諮 間 機 關のや うな ものにして はどう だと 云 ふ 
ことを ^ ねられました、 所が 勿論 此に 書いて あるよ 
り 以外 1.- 權限を 付す る ことは 防げない やうに 思 ふの 

- r* 
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し L みに で 旣期ぱ そ 之には 員委 う統 ふに あ ふなで 依 云 あに一 じ 十て 內然 を一 7 料と ま 委問料 乙で 
まいて あ： にも 一れ にな ど會 W な一 こ 付り こく あつ ふる 適 委や分 有に 資含グ のな し 細が、、 あ 
し  >  、る； 修切 致は 一れ うによ こ 、とて まと 、るて ことし 員う 努事於 源ん リ產 りて け-出 最斯る 

た 云 どの ノ正 迫せ 成 致 ば 之 於り と 有に 質す は 之 か K と 云て はな 力の てに でス 地ま委 速た くう ' 
、ふうで 時し しねる す 喜に て此に 事 付 問 、明 にら 施と ふ居斯 御し 際裎 我居リ '•し 钿 記の 雄 答 促 
併やぞ あ 局て てば ほ るん 封 修案讨 のて がそ か 依し し 、質ら の 返て にめ 國る ン 其た 常錄で 問へ し 
なう 是る のこ 屛 などので し 正を て 日 も あれな つてて 此問ぬ 如 答 や 出て がの1- 他 も 局に あ でら そ 
がな はか 際ち るら 一で； てす 若 質に 質り かもて 、行エ にかき をつ 來乏 乏で染 米の よ讓り あれれ 
ら 意修ら でら のぬ 面 あ； 態る し 問 於 問 まらの エ必く 業 對ら法 得て る しし あ 料 、ほり る まりた：？. 
私見 正 しあに での 其る 洵度 や不 もけ がし 軍で 業 しと 動 し 死 案た 居 だいいり 、榀海 承 こ 丁 まの 尙 
とでを てる 廻 あで 通 かにを う 備 ごる あて 需 あが も 云 員て 法は のる けの のま 藥花 軍つ と 、すで ほ 
しあ L  、ししる あり 、當 執な 不ざ特 つ ご 品る 間 死 ふ 法 はと 憨で 、のでは す 品 •にた と 其る あ愆 
てつな 事、 た 、るで と 然らこ 完い務 た ざのと 接 法 こ 案'.、 な々 あ 又 こ あ 極、 、羊 於の 致 題 所り と 
玆 たい 情 又 も そが あ 云 のれと 金 ま 船の い統 云に と とを 是り 成り 陸と るめ 農 其 毛げ で し 0 のま 研 
にやで 切 朝 のれ 、るふ 修る がな しので ま 一ふ奬 なと 成は は 立 ま 海は がて 商 他 •る あま だ 材す究 
一 •う 成 迫々 でか 今 、の 正の あるた 戰 あすと 御 励る 相 立：！： せ さす 軍 今 、逛務 随鏺燃 〇 すけ 料、 し 
言に ると を あら 日 良で でで る も 、時り 、云 答 助と 俟せ 業ぬ せ 、大日 是憾 大分 、料 ま 、をに そた 
附 私べ 云 測る しのい ああ あ 場の 最 編ま 官 ふで 長 云つ しを かて そ臣 かは で 臣數  一！ 、す 祕此 付れ 上 
加 はくふら 、て 場修 りろる 合と 後 成す 業 や あさ ふて め 助と もれに 0 十 あは 多 二 そ 、密 にて かの 
へ 了 通 これ も 衆 合 正 まなかに しにと 、整う つれこ 行て 長 云 社 か 於 心 分る 材く ッれ 此會申 澤らこ 
て 解し とぬ う _ も でしら 、はて 或 云度理 なた ると く此す ふ會ら て掛努 、料の ヶか時 も 上 山エと 
置いて に 境 大院う あた ば 修政此 るふ 量と このと でも 法る 匯狀或 もけ 力 此の 品 ルら 間 開げ の 菜で 
きた 欲 鑑週體 が 會れが 、正 府委 一や衡 云と で 云は のにと が 態る 同て し國天 物1- 燃 題き て 質材あ 
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のこ 討 とれな や 翠の實 案た 當あ る 挾 正に 備 又る 施す い 要り らふが 府 すな 省て と 之 S と考 偖で た 
案と 議云 ばら うむ 案 行で こ 研り 考む し 後 不或こ 行 、とが 明と 勅 あのる る 略 置 云に ふでへ そ あい 
でに にふ改 ぬに もがの あと 究ま はべた に完る と 勅 之 云 あ か 云 令る 言に 政い？ ふ對こ & に れ るの 
あ 付 付 御正と 、の 健 上つ のをすな き點於 全一 に 令に ふるな ふに 、明 付 府 たまこし とるな で、 は 
るて て 答を 云 始で全 障て なし 、い 所な てと 委 致を 對 ことる 答 依 一で きの しすと てを かるは 時 朝 
、申の が 致 ふ 終 あに 害 、いて 之の が ど直認 員す 出しと 信 答 辯つ 委 あま 言 ま 、は 滿再 、所 ど 局 夕 
而上大 あすこ 効る 實あ成 類 出れ か あ もす むよ 、すてを ず 辯は て 員り し 明す 其吳足 三時 以 うでを 
しげ 體つ こと 力 か 行る る 似し に、 る ，積べ り斯 の總一 るを あ 其の まて • 、他々 な委 局で 云 あ 測 
てま •たとは をら さ こ ほの た對 どの 是 りき 此 うで 理委か 欲つ 疑 質す * 此 其 三 もる 員と あ ふるら 
二す 其のは 承 保 しれと どな も しう でれ でも 法 御あ大 員ら した 義疑 、洵案 次 四 遣 御よ 云る ことれ 
十 、際で 誠 知つ てても 疑いの て か あ 等 あの 案 答る 臣よ 、いのを に 本に をに の憾 答り ふかと 云ぬ 
二 或 m あにし や 、其 あ義 もで 總 とる にる がは へ かは り 右 、で 明對案 重委申 質で を 質の 、がふ 境 
箇るま り已 てう 不 のる もの あ理云 * 付か 多 全に ら法 申の 責 あか しの 大員上 問 あ 得 問は 何 朝 こ 遇 
條一 しまむ 居に 十 効だ少 でる 大ふ是 い 、い 體な其 文 し 趣 任る にて 規な 會げ がるる さ ど 故 夕と に 
か 員た すを か 致 分力ら か あが 臣 これて 又のに つ 際の 出 旨 あが し 政定關 に まあと これう にを を あ 
ら よる'， 得らし のを うらる 、はと 等 ほ 衆で 亘た に不 さを る 1 て 府中 係 於す り 云と ま 云事測 頻る 
にり 筘そ ぬして 所發 •ぬ 、是實 を も多議 あつの 意 明れ 言 答 尙置委 明を ての まふが しふ 情ら に 、 
亘此 望れ こて 往は揮 併 や 類れ は 願 將大院 るて で 味な た 明 辯 ほく 負 瞭有可 ほし こ 出た の 切れ 言 或 
つ 案 決 かと 、か完 すしう 似 ま 此留來 のに 、な あを. るの しを 此のは をつ 決 、たと 來 けで 迫ぬ はは 
ては 議ら と缺な 金る なでので のめに 疑 於で かり 明點 でて 得 際で 本缺 てい 第が を なれあと 境れ 事 
居 永と 第思陷 けに こが あな 實 案た 修 義い是 / まかは あ 貰る 當あ 案く 居た 四、 附 かどる 云 遇た 情 
る 久云五 ふ がれす と ら るい 行は の 正を ては、 すに 何り ひの 局る に もる し電是 加つ も かふと が 切 
が 的 ふ*  、あばる を此 、法し 相です 差 修殊不 、すれ また 必 よか 伴の 政 ま 要はへ た 、とこ 御 •迫 
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〇 を 〇〇  しま 〇 ご 員た 提 しで 決よ 期 三に 達に て 置一 申 云斯望 希か充 一す 對政又 案は 難す 云斯 

男 希男議  とす 議ざ會 次 出て あ議 りすを 關を應 其 丫  、述 ふうと 蔑ら H 員る を府 全の 必な がふの 

斟 朝鞑長  すか 長い 決 第 、はりと 適る 分聯期 ぜ權る 本べ も 云し と しを よと すが 瞠規耍 も 'や 如 

武 し 中 只 起る ら g ま定 で衆滿 まな 當 こけ しす し 限 こ 法た の ふて して 行り 言る 前を 定 での 左う き 
井 ま 川 為 立 諸 採 会す 通 あ 議場す りなと てて るめ をと 施い はこ ‘て 、ふ 此は點 申 通 等 あで 樣なも 
守す 興 M 者 君 決！!。 りり 院一 .まる、 、左 こ本定 s 行 と 決と 希 二 併と 案れ もし じに る あな この 
正 。長 治  のを 街  に ま 修致而 し 方 二一 にと 法む 二 の 存 _ で 望 三 し 云は た 無た て 封 かる！ a とほ 

君  君 g  起 致 ^  御す 正を して 法 •、揭 にの る、 爲 じと あ 決 此乂ふ 時 御く や不 しら、 りを：': ? 

1  立し 1  可 、接 以て 滿を從 軍ぐ 努 施に 軍め まなり 銕に 一-上に 方な う® て 成 併で 當か 

賛  直营 多を ま 夢  決 何 付て 是場 設業需 るめ 行當需 各す つまと 述 面か鑑 もつな 不は 立し は 局 〇 

成  ち© 數 請す 5  あ 卒さ 此 等一 く 者 品 事し をり 評 省 、たし 致べ 不ら みあた 言 安 疑を！’ 1 どに 時 

。  に  ひ 、  ら 本れ のの 致る のの？ 自:む 圓て議 に 其のて しる 備見 てつの 明 金 叆 さ 分う 於で 

第 過  ま 本 別  む 會ま軍 順を こ誘統 のる 滑 主會愿 希で 滿て 、不て 又た でかのを せと もい も 

二 半  す 案に  こ @ し 需序以 と 拐一 遂こ なとは せ 菌あ場 本 ど完も 四の ああ も存 たし 此て出 

讀數  。の 御  とに たエ をて、 をを 行と らし 官ざ とり一 _ う 全、 圍で〇 つのし いて 案 言來 

會と  第發  を 於 通 槳經議 斯矯圖 に 、して 民る 申 ま 致 場 かの 是の あかた でて 、此 をはる 

を認  二言  切き 〇 動て 決う 正り 努 三め 强合特 しすを に 特點非 事り ら以あ 居而本 通れ 〇 

開め  S も  留まに 員 本に 云す 官む •軍 行 同 別 ま 、以報 別 が 通 情ま改 上る る し 案 過たで 

かま  會な  すし 可 法會な ふる 業る 本需赌 のの す玆て ff 委多 過に すめ ほけ 者ての 丁の、 

れす  をい  るて 決 案に つの 爲 のこ 法 エ關組 機のに 其し 員い さ 照* て ，れ で自 如る でる 

ん。  開と  次 もい は 於た がめ 整との 業の 織 關はそ 希て 窗 かせし 又 寶別ど あ 分き の あか 

こ  く認  第、 た 政き も 希平理  '施の 諮と を、 れ望吳 のらた 网或 成に もる は もは りら 

と  ベめ  で 委し 府 まの 望 時を 其行發 詢し設 第を とれ 筘 •い 防る を 反 、し 此〇闲 まと 

松 政 中 〇  報は 00  す 00  御 000 と 00  部す 00  し 〇 

浦 府改翳  吿 御議議  '  m m  與議子 w シ伯讁  同* 济洸  と漭 

也 右  也 右  伯 提正長 1 を與 長長  第 長長 ^ 存 長博爵 希 辟 長  葸第 長長  す 長 

大  可 朝  大  可 13  K 出 法 S  g 求議 g シス 起 二 Q ス^' ご g  屮留寺 $ 起 《  —  S  S 起る $ 

七  す 銀 貴  七 す 興  衆 案 i 緊 まな I 鲟者 ir  I 试费ハ M ィ,, 興た 誠は n  i； 兵 者バ. 

年 へ 行 族  年 へ m  調*  m 卜 T け 馆饴 の m  m 广ま m 光長し 一 m  !  >  ,J  m  m  n 

三 き 法院  三 き 銀 院第组 と。 れ g  $ 決 i 出 とせ 盟君 君ま郞 /  ] 起 終 1 4  m  :' 

月  も 中®  n  も 行 送 十 謹と  ば i  |  翻 8  g と ぬ 骞  す君銮 立り. な： 今 

二の 改長  二の 法 付 九 _ 呼  一 _  _ 多に _ 聋 呼 か _  s  s  °  M  ^  ^  ^  $ 

右 十  な 正 公  右 十  な 中  •  ふ  括を 同 5S ふ 成 成  it  S 放 謂で s  b 數 K  i: 

特五  〇法挝  特五  〇 改  第 朝  者  し  意  者  。。ち  ひ 企 

伯 別 日  と律德 伯 別 日  と 正一 P 第 あ  て 日 過  の 直 御 あ  莳  に 過  ま 部；! t 以 

爵委  識案 川爵娄  讕法  諂 銀 十り  問 程 半  諸ち 異〇  ち  第 牛  すを ち 半 

員  決  家  員  決钳  會 行 八 U  題 第: 數  君に 識 U  に  三數  。間に 乜  。に 

松 長  せ  達 松 長  せ 案の 法、  と 十 | と  の 第な  第  m  h  四 第と  -〇 

り  殿  〇  緻 中日  致 八 | 認  起三い  三  0 認  に二認 

浦  依  浦  依  、改本  し、 j め  立 讚と  S?  をめ  供 乳め 

て  て  委正興  、並 まを 會認  矜  開 ま  し W ま  R 

及  及  員 法 業  委 にす  謂を め  を  かす  まを す  を 

報  報  長 律 銀  员筘 。ひ 開 ま  開  tl  °  す 開 °  関 

厚  吿  厚  苦  報 案 行  長 十  まきす  い  む  、き  く 

候  候  !<;•  •  m  の 九  すま。  て  こ  全 ま 

五 
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贵 族 院議 長 公 ® 德川家 達 殿  I 

〔伯爵 松 浦 厚 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 松沛厚 君 唯今よ 〇 日本 興業銀行 法 中 改正案 
並に 朝鮮 銀行 法 中 改正案の 特別委 M 會の紳 過 並に 結 
果 に付きまして •保め て 簡單に 御 報 吿申上 げる 積り 
で •こざいます、 先づ先 に 日本 興柒 銀行 法 中の 改正案 
に付きまして 中 上げます が、 此の 興業銀行 法 屮 改正 
案の 要點と 申します ものは 即ち 第九條 に 第 八と 第 九 
の 二 明を 加へ まして、 船舶 並に 製造 中の 船舶 •造船 
材料、 又は 船舶 屘具 、即ち 錨 若く は 「チヱ ィン」 の 
如き 物を 指す、 之れ を 勘 保と 致しまして 贷付を 爲さ 
しむる と 云 ふこと が 其耍點 で •こざいます、 其 次は 第 
九條に 更に 一項を 加へ まして 株式 應慕 又は 引受を® 
さむと すると 云 ふ點で ございます、 其 第一の 船舶を 

擔保 とする® 付に 付きまして は 唯今まで 種々 の 船舶 

の危 險狀 態が 多い から 致して 議論が あつた ことで ご 

ざいます、 之に 付きまして は 特別委 員 諸君から 致し 

まして 種々 政府 委員に ra 問應 答が ございました 結果 

政府 委員に 於き ましては 此危 險狀態 S 昔日と 今日と 

の 違 ひ、 即ち 苛 日は 造船の 精巧なら ざる 所が、 今日 

はより 良く. より 以上 1- 精巧に なつて 居る、 並に 此 

船舶 V 取扱 ふ 所が 技術が 巧妙に なつた、 彼是の S か 

らして 其 統計的 ® 字を 示されまして、 今日の 危險は 

昔日の 危險 よりは 減じて pr ると 云 ふこと を 申された 

ことに 付て、 此船舶 に 11 付を 是から すると 云 ふこと 

に fj て ! i 殆ど 政府 常 局に 於て は危險 を嫉 じて 居らぬ 

と 云 ふこと を 詳細に 說明が ありました、 付 ？ まして 

は， 此 it 付 を すると 云 ふに {•]• きまして 如何なる 方法 

に ft るかと 云 ふことの ff f!!J も ございました が、 之に 

付ては政府 --£ 0;の說明は即ち船舶、作_ (.''> 保險金額 

が 附 いて 居る、 それを 目 常に 見る、 又 is 船の 評 «7 格 

■と 云 ふ ものを 見る、 又 船 3-. の {H- 用と 云 ふこと も 見る 

又 之 1- 加 ふるに 相 常の 保 ra 金を la いて 之 1-- 常ら しむ 

る、 斯の 如く 此 II 付には 挪 m なる 態 © を 執られる と 

云 ふ 所の 說明が ありました •又此 «付 金額に 付て は 

御 承知の 如く、 今日は 船 {fj の 昂 瞇を來 たして pr る ^ 

人 rl であります けれども、 其 船 fl'i の！！ 氓を 立てる のは 

即ち 今日 £昂 睡 して 居る 所の 船 ® に 法る ではない、 

即ち 二 三年の 平均 捫格を 取つ て、 之に 链定 代 (11 を… 

…… 評 ffl を 付ける と 云 ふこと で、 其 評® の 凡そ 三分 

の 11 位を 以て re 付ける 見込で ある、 又此 £f 付 期限の 

期間 の長 いと 云 ふこと に 付て 特別 $員 の 諸君 も 心配 
外交に 腿す る 本 野 外務大臣の 演説 


をされ ま L て、 之に 付ても 政府 委員と 質問 應答が ご 
ざいました が、 是は成 るべ く 期間を、 最長 期間は 十 
五 年と して あるけれ ども、 成るべく 短い 期間に 於て 
貸付け る 方法を 執る 積り であると 云 ふこと を 言明 さ 
れ ました、 又 興業銀行に 於て は、 今日まで 株式の 應 
募 引受と 云 ふ ものに 付て は 致して なかつ たので あり 
ます、 併し 今日まで 株を 買 入れて 居つ たことは あり 
ます けれども、 新設 會社の 株式を 腿 募したり 引受け 
と 云 ふことは 今日 迄な かつた， 然るに 今日は 段々 と 
工業が 發 達を 致した に 付て は、 此 改正案を 提出され 
ると 同時に、 工業 金融の 圓 滑の 途を 開く 上に 於て 新 
設會 社の 株式を 引受ける と 云 ふこと は、 其 宜しき を 
得た ものである かと 云 ふので 之を 加へ た 譯であ 〇 ま 
す、 併ながら 此株 式を 引受けられる に 付ても >  徒に 
濫に 流れる やぅな ことか あつて はいかない 譯であ る 
から >  十分に 注意を 惹く 上に 付て 必ず 主務大臣の 詡 
可を 得る に 非 ざれば 許さぬ、 それ 以上に 應募 する 上 
に 際して は 十分に 調査 踏關 を設げ て 置いて、 專門知 
識を 集めて ia 海な き點に 於て 之に 腦ぜ しめる 積り で 
ある、 斯ぅ 云 ふ 說明で あります、 此外 興業 ft'f 券と 云 
ふ 名前の 事、 並に 支店、 出張所 設立の 事， 並に 重役 理 
事、 分掌、 參與の 事， 並に fi? 券榄 造處 P 等の 事に 付て 
詳細に 政府委 M の說明 も ございました 1 又 特別委 員 
も 質問 聰答を 致されました 十分に 愼 雷 群 11 を 盡した 
上に 此案は 滿場 一致を 以て 可決いた した 次第で •こざ 
います、 次は 朝鮮 銀行 法 中 改正案の 要點を 申 上け ま 
す、 第一と 致して 此保證 if® 金を 現在の 三千 萬圓ょ 
〇五 千 M 圓に咐 した ® でございます、 御 承知の 如く 
近年 朝鮮に 於 ? まする 所の 谷 種の 事業は n に 月に 進 
步發展 を來た した 次第でありまして 、銀行業務と 印 

す もの も、 益々 愍 々煩 雜 •繁多を 来たす 楊 合に なり 

ましたの みならず Itfc 銀行の 支店に 於ても 所々 に澤山 

ございます、 X 多く 北支 那 〇硪 蒙 万： rffi に 其 仕事を 致 

して 參るや 5 になつ て來た 譯で あります、 之に 加 ふ 

るに 滿蒙に 於て は， 今日 正金銀行に 於て 爲し來 つた 

所の 金券の 發行の 事 迄 も， 此朝鮮 銀行で 引受ける 事 

になり まして、 最近に 於て は 朝 P 銀行の 發行に 係る 

所の 紙幣の 總 計と 申す もの も 六 千 餘萬回 以上に 達す 

る 次第で ございます、 茲に 於て 此際 保證準 砌 金を K 

に 二 千 a!; ® 桁 加し まして、 五 千 萬 圆にな つた 譯であ 

ります、 此保 f3 维龆 並に 正貨 準 wi 等の ことに 付て 特 

別委 M から 詳しく 政府 委 負と H 問 應答が .こざい まし 


たが、 是は事 甚だ 復 雜に苴 つて 居ります から、 速記 
錄に 於て 御覽を 願 ひたぅ 存じます、 其 第二の 要點は 
即ち 信託 事業を 此 銀行を して 取扱は しめる 件で ござ 
います、 今日 迄は 此 信託 事業は 朝鮮 銀行では 致して 
居らな かつた のであります、 御 承知の 如く  •豪 * 銀 
行 若く は 興業銀行では 之を 致して 居つ たけれ ども、 
朝鮮では まだ 此信託 事業に する 程の 必要は なかつ た 
のであります、 併し 段々 と 今日は 朝鮮が 萬般に 付て 
進步 いたした に 付て どぅしても 之を 置く 必要が ある 
と 云 ふ 事で •更に 此 信託 事業を 此銀行 の 中に 加へ る 
事に なつた のであります、 第三は 今日は 總裁で それ 
から 高級 理事と 云 ふ ものが ありました が、 更に 副總 
裁を 置く と 云 ふこと になり まして、 此副總 裁 新設に 
付ても 隨分特 別 委員 諸君の 中に 於て は 御 _ 論 も ござ 
いました、 併ながら 此際は 先づ政 府 案に從 つて 參る 
ことにな りまして、 是も 同じく 特別委 員會に 於て は 
滿場 一致を 以て 可決いた した 次第で ございます、 右 
御 報吿申 上げます >  今日は 即ち 會期 切迫で ございま 
する ので、 又此 案は 豫算關 係 も 深い もので ございま 
する から、 何卒 滿場 一致、 別段 御 異議の あられぬ 限 
りは ® 會を 省略して 御 採決 あらむ ことを 希留 いたし 
ます。 

〇 子 Kf 靑木信 光 君讀會 省略 赞 成。 

0 男 1# 高木® 寬君 賛成。 

0 男 K 本 田 親 濟君 賛成。 

0 石 井 省 一郎 君 S 成 ■ 

0 « 屮源太 郎君 资成。 

〇 鈴 木 摁兵衞 君 賛成。 

0 伯爵 奥 平 昌恭君 賛成。 

〇子挝 八 條隆正 君 賛成。 

0 室 田 義文君 賛成' 

0 平 山 成 信 君 賛成。 

〇與爵 武 井守 正 君 賛成。 

0 伯 餅 大原重 朝 君資 成。 

0 議長 (ハム 爵德川 家 達 君： >  松 诵 伯 Kf の® 會の顺 序を 
省略すると云ふ動戳に同意の諸 -« の起立を誧ひます 
起立 者  多© 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 三分の 二 以上と 認めます 


〇馘長 (公爵 德川家 達 君〕 兩 案に 御 興 存ご ざい ませ 
ぬか。 

〔「與 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 議長 (公爵 德川 家達赳 ：} 御 異存ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 外務大臣が 發言を 求めら 
れ ました、 外務 大！ e 本 野 子！ r 

〔國務大臣子爵本野一郎君演橿に登る〕 

〇國務 大臣 (子爵 木 野 一 郎君〕 諸君 •本 議會 開會の 
初めに 當 りまして、 帝 ！^ の 外交 方針に 付き 開陳いた 
しました る 際に、 本 大臣は 露國の 形勢に 言及して 置 
きました が、 其 後 露國の 事態 (i 御 求 知の 通りに 日を 
追つ て ® 慮すべき 有樣 となりました、 國內 四分五裂 
の 趨勢は 魅々 甚 しきに 加へ て、 遂に 「ウクラィナ」 
及び 芬關 の獨立 地方 i- 中歐 同盟 國との 間に 講和を 締 
結せ. b れ まして、 露國 過激派 政府 も！ g 塽 に屈從 して 
單 獨 講 和晓 約に 調印す るに 至りました •而 して 此間 
「バル チック」 海 沿岸 諸 州の 大部分 及び 之に 隣接す る 
西北 部 地方 も 波 蘭と 共に 趣 逸の 掌中に 落ちまして 南 
露西亞 も 亦！ I 逸の 勢力の 下に 歸せ むと する の 形勢と 
なりました、 此事態 に對 して (i 政府 ほ 諸君と 共に 深 
く 考慮を 拂は ねばな り ませぬ、 S に聲 明いた して 置 
きました 通り、 露國 民が 如何なる 政 fs を 採用す るか 
ほ、 帝 國 政府の 關知 する 所では ありませ ぬが、 露國 
が 次第に！ I 逸の 勢圈内 に 包容せられ むと する 危險に 
至りまして は、 到底 帝國 政府の 等閑に 付す る ことの 
出 來ぬ 問題であります、 今や 撖逸の 勢力は 著々 a 露 
1- 扶植され まして、 ® i 次 西 比利亞 地方に 浸潤し 来る 
の ® 向を 示して 參り ました、 此事 態は 帝 一 政府は！： 
より、 聯合 與國の 共に 深く 凝 tt せねば ならぬ ことで 
あります るから、 遂に 1!h に 西 比利亞 に 對する 帝 國出 
兵の 問題 喧傳 せられ、 最近 此問 題は 著しく 内外の lit 
論を 喚起す る こと 、なりました、 中には 甚 しき 訛 ® 
も ある やぅに 見受けます るから， 此機會 に 於き まし 一 

て、 本 問題に 關する 帝 國政府 の 立場を 宣明 L て 置き 
たいと 存じます、 第一に 此問 題が 恰も 帝 國 政府の 發 
案 又は 提議に 基き まする が 如き 風說内 外に傳 はり 居 
る樣 子であります が、* は 全然 誤報なる ことを 明か 
に 致して S きたいと 考へ ます >  政府 は 何れの 國に向 
つても 日本 出兵 問題を 發案 又 13: 提哉 した ことは あり 
ませぬ、 pil より 西 比利亞 に 於け る 現下の 事態に 付 ? 
ましては 、政府は 深 起なる 凝 鹿 を 懷き 、殊に IWI 地方 
に @] 逸の 勢力 束 漸の 危險 に付きまして は、 特に 注意 
を拂つ て 居る のであります •而 して 本 問題に 付き ま 
しては， 聯合 與國 より 未だ 共同 的提题 を 受けた こと 
はあり ませぬ、 若し 將來聯 合與國 政府よ 〇斯の 如き 
一 五 七 
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外交に 诏する 杉田定 一の , rf :!.rJ 


艽 八 


提議シ受けたるときは、矽も炤 15: に考岡を加へたる 
上 決定す る考 であります、 帝国は 現に 今日まで も聯 
合 諸國の 共通 R 的の S め： 及ぶ 限り 誠® 努力して 居 
ります こと It 内外の 普く 知る 所でありまして、 尙ほ 
將來と 雖も同 揉に 努力す る 決心なる こと II 申す まで 
も あ 〇 ませぬ、 西 比 利亞 1*. 於け る 事態に して 帝国の 
安固を 脅かし、 又 ii 我が 緊切なる 利益を 危殆なら し 
むる 廣ある 場合に 立 至ら ば、 帝國は 其 自衞上 敏速 且 
つ 機宜なる 手段を 執る の铙悟 を 持つて 居る と 云 ふこ 
とは、 是亦申 すまで も & り ませぬ、 萬 一 帝 國が西 比 
利亞 地方に 於て 必要の 行 励を 執る の已 むを 得ざる 場 
合に 至る ときと 雖も 、固より 露國を 敵と する の 意思 
は 毛頭 ありませ ぬ •のみならず 、彼の 獨逸が 現 1-. 歐 

露 方面に 於て 執れる が 如き 侵略的 政策は、 帝 國の斷 

じて 取らざる 所であります、 又 一般 II 國 人民に 對し 

ては、 帝 國は 飽くまで 深厚なる 同情を 寄せ、 絶えず 

之と 和衷 輯睦 の關 係を 保持せ むと 欲する ものである 

ことを 玆に 誠 S に 表明す るを 憚り ませぬ、 尙 ほ此點 

に付き ま L ては、 聯合 諸 國に 於ても 恐らくは 同一の 

意見を 有して 居る ことと 信じます、 之を 要するに 帝 

國 軍隊の iti ilj なる ものは 極めて 重大 ill 件で ありまし 

て、 萬 一之を 決行す る こと ありと する も、 其 前には 

政府に 於て 愼 筑 の 上に も 傾 重に 考撖を _す ことは 勿 

論の 儀であります るから、 此 點 は 諸君に 於て 宜しく 

御 Is 察 あらむ ことを 希 菌いた します。 

0 議長 (公 莳德川 家 達 岩) 杉 田 定一君 …… 御 登壇を 

請 ひます。 

〔杉 田 定一君 演壇に 登る〕 

0 杉 田 定一君 唯今 外務大臣の 御演 目に付きまして 

御 質問々. 致したい のであります るが、 此 lli i .問題に 

付きまして は、 先般 來歐羅 巴に 於て 朝野の 翳 論と な 

り、 其 他 米國に 於ても 同！！ の 次第でありまして、 實 

に 世界の 問題と なつた やうな 次第、 又 我國に 於き ま 

しても 其 © 相は 知り ませぬ が、 何時 動員になる かも 

知れない と 云 ふやうな 考を ：：： 凝 !■! を 懷いて 居つ た 

やうな 次第で ございます るが、 唯今の 御說 明に 依り 

まする と、 右 出兵の 問題に 付て は 何等 發案 提議 等は 

こちらから L ない ので ある、 又 聯合 國の 方から も 共 

同して 何等 其 過の ことに 付て こちらへ 申 來つ たこと 

はない の -C' あると、 さう すると 此 問題と 云 ふ ものは 

天から 降つ たの か、 地から 湧いた のか、 何れの 所 か 

ら是が 發生 して 參つ たので ありませ うか、 其 動機が 


分らぬ、 向う の 方からの 動機で あるか、 我々 の 方 か 
ら の励撻 であるか、 火な きに 煙 if 出ない、 斯の 如く 
世界を 震 励した 所の 大問 題が 實に 大山鳴動 一 鼠 も 出 
ない と S ふやうな 今日の 何んで あります るが、 そこ 
で 我より 發案 もせず 提議 もしない と 云 ふ 所の 何んで 
ございます るが、 併し lit 動機と 云 ふ ものは 何處 から 
起つ て來 たので あるか、 向う から 申し 來つ たので あ 
るか、 此方から か、 何もない と 云 ふ譯 合は あるまい 
是 は 齊東 野人の 言 かも 知れ ませぬ が、 何 かこちら か 
ら向 うの 方へ 探りを 入れた、 所が 向 ふの 方では 持つ 
て 來いの 場合で あるで、 固より 此 出兵は 歡迎 をす る 
と 云 ふ 所で 向う が 喧しくな つて 來た ので ある •所 •か 
こちらの 方が！！ まらぬ 所から 行惱み になつ たと 云 ふ 
說が あります が、 是は齊 東 野人の 言 かも 知れ ませぬ 
が、 兎に角 斯の如 き 重大なる 問題を •若し 提案 發言 
はせ ざるに もせよ、 探りを 入れる とか、 或は 意向を 
聽く とか 云 ふやうな 場合に 於て は、 自ら 決する 所が 
なけれ はいけ ない ことで あらう、 一步を 何 すれば 國 
家の 運命を 賭して やらなければ ならぬ、 是 等に 付て 
は 能く 國 民の 意向 も 確め て、 即ち 愼重な る 所の.… 
外務大臣が 仰せら る、 所の、 態度を 執らなければ な 
らぬ ので ある、 若し 自決す る 所 …； 己に 決心な くし 
て、 さう して 唯 意向を ちよつ と 探つ て 見る、 所で 面 
倒に なつて 来たと 云 ふやうな ことで、 大に板 挾みと 
なつて 困る と 云 ふやうな 若しも 何で あれば、 H に國 
家 重大の ことで ある、 さう 云 ふことは 實に是 は 愼重 
の 態度を 以て やつて 御賀ひ 申さに やならぬ 次第で あ 
ります るが、 其邊の 動機と 云 ふ ものは、 自ら 出た の 
であります るか、 洵に 今日 我圃は 此聯 合國に 對 し て 

日英 同盟の 結果、 實に滿 幅の 同情を 寄せ 實に 貢獻を 

して 居る のであります が、 若し 斯の 如き 愼 重の 態度 

を缺 くと 云 ふやうな ことが、 若しも あつたなら ば、 

功を 一哲に 缺 くと 云 ふやうな ことにな りは しない か 

詰り 其邊の 動機 如何と 云 ふこと を 伺 ひたいので あり 

ます、 又斯の 如き 重大なる ことに 付て、 若し 當局者 

が 愼重な る 態度を 一步 過つ たと 云 ふこと に 至れ ぱ丨 

其爲 に國 家に 實に 重大なる ことが 起つ て 来る ので あ 

ります，それ等に付ては、どう云ふ尙でありまする 

か、 當局 者に 於ても 御自 園が ある や 否やと 云ふ點 で 

あるので あります、 それから 唯今 外務大臣の 御說で 

は 米國の 勢力が 歐露に 及んだ、 若し 即ち 東亞に 及ぶ 

場合に 至っては、 自衞上 又 防禦 上大に 決せに やなら 


ぬ やうな 場合に なろ かも 知れない と 云 ふやうな 何で 
あります が、 そこで 其 時期と 云 ふ ものは 何時で ある 
か、 今日は 西部の 戰 場に 於て 乾坤 一® 勝負を 爭 ふ 所 
の 場合でありまして、 若し H 兵で もして、 歐洲の 幾 
らか 形勢に もなる と 云 ふこと に 必要が あるなら ば、 
もつと 早い 方が 宜 くはなかつた と 思 ふやうな 次第で 
ございます "併ながら 一方に 於て 自衞 上に 於て 4 是 
も 亦 幾らかは 後れて は 居ない か、 併ながら 未だ 遲れ 
とせぬ のでは …… ない ので It ないかと 思 ひます ので 
あります が、 先般 f ブラ ゴエ チヱ ンスク j に 於て 邦 
人が 危害を 受け •死傷者が あつたと 云 ふやうな、 又 
一方に 於て は 何 か國旗 が 凌辱を 受けた と 云 ふやうな 
說が ある、 又 一方 1- 於き ましては、 此聯合 軍の 方 か 
ら •送つ た 所の 兵器であります が、 さう 云 ふ ものが 西 
比利亞 の 方 1- 蓄積して あつた、 それを 何 か 知り ませ 
ぬが、 過激派の 方では 其 兵器を 敵の 方へ 送つ たと 云 
ふやうな 事が、 先日 どの 新聞 かに ありました、 さう 
云 ふやうな 事、 又 一方の 方に 於て は 之を 抛つ て 置け 
ば 此 交通 璣關を 或は 敵の 方に 占領せられ ると 云 ふや 
うな 事に なりは せぬ か、 聞く 所に 據 れぱ獨 逸の 拙 腐 
は 先達て 「ブラ ゴヱ チヱ ンスク J の 彼 S 衝突の 場合に 
は、 捕虜が 向う の 過激派の 方に 加つ て 居つ た、 又獨 
逸の 俘虜で 軍團を 組織した と 云 ふやうな 說も ありま 
すが、 さう 云 ふやうな 捕® が 西 伯 利亞の 方に 參つて 
居り、 旣に 先達ての 衝突の 場合に も 柿 厳が 加つて 居 
つたと 云 ふやうな 說も ある やうな 次第で あれば、 洽 
安上に 付ても 甚だ 危險の 慮は ないか、 又 兵器 又は 物 
資 、又 交通 機關 、さう 云 ふやうな もの ■> 敵に 占領せ 
られる やうな 虞は ないか、 其邊に 付て は、 決して 治 
安上 又 兵器、 交通、 物資 さう 云 ふ ものは、 即ち 敵に 
糧を 節ら すと 云 ふやうな 所の 憂は ない、 心 配は ない 
と 云 ふ 所の 御考で あります るか、 其邊が 如何で あり 
ます か、 若し ありと すれば、 出兵の …… 日本の 即ち 
此自衞 上に 於て m 兵の 必要がない か、 其邊の 所を 伺 
ひ 致したい 何であります、 それから こちらの 方では 
露國の 方は 決して 敵に 取らない と 云 ふ 所の こちらの 
意向は 唯今の 御 說明で 分りました がか 向う の 方で 即 
ち過激派又一方には穩和派があるさうで&〇ますが 
其穩和 派が 日本へ 對 しての 態度と 云 ふ ものは どう 云 
ふ ものである か、 過激派が 日本に 對して の 態度は ど 
う 云 ふ ものである か •こちらの 意向は 分つ たが、 向 
うの 模樣 がどう も 分り f せぬ、 兩方 とも 日本に 好意 


を 表して 居る ものである か* 其® の 所 It 能く 御 分り 
で ございませう で、 其邊の 所- V: 承は 〇 たい 次第で あ 
ります、 此頃是 II 新聞の ことを 申す 〇 も 何で ありま 
すが、露河亞の方から御歸0の途中で、ど-つも彼の 
過激派と 云 ふ もの は陳力を失しても、彼の過激肢 0 
思想と i;- ふ ものは 中々 止まぬ ので ある、 彼 c 過激 i® 
〇 思想と 云 ふ ものは、 「レ- 1 ン」 が fa れて も、 まだ 
其 仲間と 云 ふ 者が あつ -C 止まぬ ので ある、 日本の 方 
で ! i 向 5 0 政膛 に ii 干渉は しない、 0[= し 先日® 逸の 
其 後の 何は， 調和の 場合に 於ても® 逸の 方では、 » 
園 の 方で あ V 云 ふ ^ 端なる 思想を 掘 逸に 浸 人させる 
のは 闲る 、ああ 云 ふ 不都合な ろ危險 思想 は、 獨逸 に 
は 注入し ないやう にして 吳れと 云 ふや •つな 事が あつ 
たやう であります が、 向 ふの 政 es に 干渉し ない けれ 
ども、 何分 あ、 云 ふ 國家も 社 會も 秩序 も a 富 も ft 腿 
も、 悉く 破壊し 盡 すと 云 ふやうな 思想の やうで あり 
ます、 さて鄰 國 のことは 政體 に干涉 1 ない にせよ， 
さう 云 ふ危險 思想が 段々 他へ 波及す ると 云 ふこと が 
& つては、 それ it 茭へな いか、 それは 「レニ ン j が 脚 
れても 亦 其 思想と 云 ふ ものが 起つて 來るの だと 云 ふ 
と、 是 It 樂觀 すべき ものであるまい と 思 ふので あり 
ます、 さう 云 ふやうな 點に 至つても， 喵隔侍 の 火災 
視 する 譯の もので も あるまい、 大に さう； K ふ 危險 M 
想の 防禦と 云 ふ ものに 付て は是は 注 总しな ければ な 
らぬ ことで あらう と 思 ふので あります が、 詰〇此 0 
和 派、 過激派が 我 國に對 しての 態度は どう 云 ふ もの 
であるか、 又 さう 云 ふ 思想を 假令 入の 國の 政 gs に 干 
渉せ ざる も 斯う 云 ふことは 成るべく 此方に 波及し な 
いやう に- 是は餘 程 注意を しなければ ならぬ ことで 
あらう と 思 ふので あります る、 Sr に 赴は 唯々 新聞の 
一つの 風說で あるか も 知れ ませぬ けれども、 先般 米 
國の 方で 何 か鐵 道隊と 何とか 云 ふや 5 な ものを" 西 
比 利 Ini の 方に 派 ii を 致し、 何 か 日本の 長 崎の 方に 於 
て、 それが 向 ふへ 出張して 又歸 つたと か 云 ふやうな 
說もありまするが、某鐵道隊と云ふものが、何で问 
ふの 方へ 出張に なつた ものである か、 其邊の 事情， 
又是も間逋かも知れませぬけれど1、先日高橋君が 
黑龍 江の 船舶を 米國で 買 上げた とか 云 ふやうな こと 
も あると 云 ふこと r. 付て、 總理 大臣に 御® になつ た 
らば、 不幸に して 未だ さう 云 ふ 報道に 接しない と 云 
ふこと でありました が、 其 鐵道隊 のこと、 それから 
米國の 船舶 買 占と 云 ふやうな こと、 斯う 云 ふやうな 
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こと li 有つ たこと でもあります るか、 無い ことで あ 
ります るか、 それを 一つ 伺 ひたいので あります •詰 
り 出兵 問題の 動議， それから 西 比 利亞に 於け る， 即 
ち洽安 交通 乂物 K 其 他の こと It 放任して ® いても 安 
心で あるか、 若し 安心で なしと すれば、 何 かそれ 等 
の爲に 出兵の 必要と 云 ふこと II ないか、 それから 向 
ふの 方の 過激派 穏和 派の 我國 に對 する 態度は ど 5 云 
ふ ものである か、 又 其 危險思 想と か 云 ふこと に 付て 
のこと であります るが、 それから 米國 の鏔道 隊 、武 
器の 買 占、 斯う 云 ふやうな ことは 事實で ある や 否や 
と 云 ふことの 質問であります。 

〇讁長 C 公 辟 德川家 達 君〕 本 野 外務大臣。 

〔阈務 大臣 子爵 本 野 一 郎君 演壇に 登る〕 

0 W 務大臣 (子爵 本 野 一 郎君 d 唯今の 杉 田 君ょりの 

御 W 問に 對 して •一言 御 答いた して 置きたい と 思 ひ 

まする、 出兵 問題が 湧出た に 付て、 何れ 是 は 何處か 

らか言 出した ことで あると 思 ふが、 l ra 是に對 する 

励 機は どう 云 ふ もので あろ かと、 斯う 云 ふ 事の 御 質 

問で ありました が、 無論 此西 比利亞 出兵 問題と 云 ふ 

ものの 起り ました 動機 if 先程 申しました 通り、 露 

西亞 の狀况 が 今日の やうな 混沌た る狀態 になつ て來 

た 間 題であります、 併ながら _ 今 杉 田 君の 御 質問に 

なりました 班を •此 所で 私が 明白に 申します れぱ今 

日まで 此間 題に 關 して 聯合 與國と 帝 KI 政府との 間に 

S 見の 交換 〇 あつた 事を 明かに 述べねば 十分の 事は 

分らぬ のであります、 併し此 琪は 今日 此蕺 場に 於て 

未だ 之を 發裘 する の 時機に il して 居 〇 ませぬ、 此 琪 

It 御 斷〇 致して ! S きます、 又 西 比利亞 に 於て 萬！ 帝 

田が 行 励を せねば なり ませぬ と 云 ふ 場合に It 、 時 )® 

はどうで あるか、 もう 旣 に 31 れて 居らぬ かと 云 ふや 

うな 御 锊 問で ございます が、 此行励 の 時捭如 何に 依 

りまして •是が 若し 假令斯 う 云 ふや 5 な 事が ありと 

致しましても、 先程 も 言 ひました 通り 政府と 致し ま 

しては 最も 愼 ffl に考 t« を 致して、 機 {几を 誤らぬ やう 

にしなければ ならぬ のであります、 今日ょり 務め 何 

時 どうと 云 ふ 2lf を 明言す る ? Jf l i 無論 11  1 來ぬ 次第で あ 

〇 ます、 西 伯 利亞！ i 在る 物 ？ f 又 極 iK 方面に . tli る 軍需 

品 5C- 他の物に して 敵 〇 手に 陷 る危險 li ないか、 無論 

此間題 li M も m •大な 問題であります、 帝 131 初め 聯合 

諸 M3 に 於き ましても 大に母 f® いたして 居る 點でご ざ 

います、 此 點 |_ 付きまして It 、 最も 深く 注 S を 致し 

て 居りまして 捭宜を 誤らない やうに 致す 籾り で ご ざ 


います、 又露國 の 人民は 今日 本に 對 して 過激派と 云 
はず、_和派と云はず、如何なる感想であるであら 
うか •如何なる 感じを 持つて 居る であらう かと 云 ふ 
やうな 御 質問で ございました が、 私が 今日まで 得て 
居ります 所の 報吿に 依り ますれば、 露國人 一般から 
申し ますれば、 決して 日本に 對して 敵愾心を 持つ て 
居る、 日本を 敵と 看做す と 云 ふやうな 觀念の ある や 
うには 思 はれませ ぬのであります、 無論 多くの 露 西 
亞人で あります から、 中には 多少 さう 云 ふ觀念 の あ 
る 者 も あるか も 知れ ませぬ、 一般に 之を 申します れ 
ぱ •露國 人全體 と 云 ふ 者は 口 本に 對し て惡 感情を 持 
つて 居り、 日本人を 敵と すると 云 ふ考を 持つ て 居る 
と 云 ふ 傾向は 未だ 見え ませぬ、 尙又最 後に 亞米利 加 
の鐵 道隊 云々 と 云 ふこと に 付て、 御 質問 も ございま 
した、 此點に 付て 一言 御 答いた して 置きたい ことが 
あります、 露 西 亞が まだ 今の 政府に なり ませぬ 前、 
即ち 獨逸 に對 して 盛んに 敵對 行動を 基つて 居る 時代 
で ございました、 露 西亞 の鐵 道の 運® と 云 ふ i- のが 
十分に いかぬ と 云 ふので、 露西亞 から 亞米利 加に 相 
談を 致しまして、 亞米利 加から 技師を 聘 しまして、 
露 西 亞の锊 道の 運轉を 良くす る ことを 賴んだ と 云 ふ 
事實が ございます、 先頃まで 長 崎に 二 百 何十 入と 云 
ふ亞米 利 加の 技師が 居ります の も 即ち 其 履は れた技 
肺の 一部で あ 〇 ます、 此 技師の 一部と 云 ふ もの か 今 
西 伯利亞 方面 1.. 參 つて 居ります、 一部 だけ 參 つて 居 
ると 云 ふこと を 承知いた して 居ります、 是は 全く 露 
四亞 人が 監 好して 居ります る 所の 鐵道の 一部分の 改 
良を 計る 前からの H 的を 遂行す る 考で 行つ て 居る と 
| 云 ふこと を 聞いて 居ります 、是は 全くの 事！ T たらう 
と 存じます、 亞米利 加が 黑龍 江に あろ 船を 買つ たと 

云 ふこと も 新聞で 見ました、 又是に 付て は 色々 調査 

も 致して 見ました、 今日まで 私が 得て 居 〇 まする 所 

の 報 fv に 依ります れば 、韻 聞に 出た ことと 云 ふ もの 

は Jp @ で li なさ さう I' 思は れるの であります、 是が 

的確の 琳 贸 であると 云 ふことの 報告は 未だ 得て 居り 

ませぬ、 大 BS 杉 田 » の 御 質問に 對して は 御 答いた し 

た KJ りであります。 

0 杉 田 定一君 外務大臣の 今の 御 說明は 要領を 得 ま 

せぬ ので ございます . 

〇謅長 (公昭 德川家 達 君〕 もう 少し 大きな 御 聲で願 


居留民の 洽 安、 其點に 付て 何 か 不安な 1T かない か， 
其 事を 御 尋ね 申した、 政府は 其點に 付て は 犬に 注意 
して 居る と 云 ふ 唯今の 御 答 辯の やうであります るが 
併しながら 其點に 付て は 今の所では 御 安心で あるか 
どうで あるか、 別段 それらに 付て 手段 方法を 講じな 
くても 先づ 今の所では 安心で ある、 出兵な どは しな 
くても 宜 い、 斯う 云 ふ 其 御 安心が あるので あります 
か、 さう して あそこに 俘虜が 居る けれども、 決して 
さう 云 ふやうな 面倒は 起さない と 云 ふ 所の 何で あり 
ます か、 其邊 のこと に 付て は 事情を 能く 御 取調べに 
なつて 居る であり ませう か、 其邊に 付て 安心を 置か 
れる ので あるか、 どうで あるかと 云 ふ 15 であるので 
ございます、 それから 亞米利 加の 鐵道 委員は 是は政 
府でな く 民間の 鐵道會 社との 關係 であります が、 又 
は、 政府が 何か關 係を して 居る のであります か、 其 
邊の 所は どう 云 ふこと でございます か、 それから も 
う I つ是 はちよ つと …… (聽収 し li し〕 ああ 云 ふ危 
險思 想に 對し て it どうす ると 云 ふので あ. ります か… 
…其點 を 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 子爵 本 野 一郎 君 演壇に 登る〕 

〇阈 務 大臣 (子爵 本 野一郞 君) 西 伯利亞 の 今日の 狀 
况に 於て 日本人の 生命 財產其 他に 付て 不安の 點はな 
いか、 斯う 云 ふ 御 質問で ございました、 それで 露 西 
亞の狀 態は 先程 も 述べます る 通りに 極めて 混沌た る 
有 _で ありましても 今日 it 平安で あつても •明日は 
不安で あると 云 ふこと も 有り得べき ことで ございま 
す、 今日 唯今 御 話 申す 際に 今 H ちに 斯うで ある、 不 
安で あると 云 ふこと li 申す ことは 出来 ませぬ、 併な 
がら 時々 刻々 變はろ 狀 態であります るから 明日 どう 
な 〇 か、 明後日 どうなる かと 云 ふことは 私は 此處で 
豫言 いたす こと ii 出來 ませぬ、 是が 即ち 政府が 最も 
深く 注意を して 居りました 臨機 應變 _宂 を 誤 まらぬ 
やうに 致したい と考 へて 居る 次第 -e あります、 又 Jffi 
米 利 加の 鐵道 委員と 云 ふ ものは 政府 關 係の もので あ 
るか どうかと 云 ふや 5 な 御 H 問で ありました、 是は 
最初 露西亞 政府から 亞米利 加 政府に 申出まして L'ii 米 
利 加の 政府から 出ました ものであります。 

〔海 江 田 準 一 郞君發 言の 許可を 求む〕 

〇 謎 長 C 公 將德川 家 達 君) 海 江 田 君は 外務大臣に 御 
質 間で-こざいます か。 

〇 海 江 田 準 一郎 君は い。 

〇謎 長 (公 協 德川家 達 君) 宜しう ございます …… K 


處で宜 しう ございます、 成るべく 大きな 御聲で 外務 
大臣に 御 分りになる や 5 に 願 ひます。 

0 海 江 田 準 一郎 君 先程 外務大臣の 御說 明に 依り ま 
して 私が 質 間いた しました 事に 付て 私は 得る 所が ご 
ざいまして 滿 足いた しました、 是と 同時に 戰爭 前に 
S 國が 印度を 脅かす 目的を 以て 今の 「ァ フガ -1 スタ 
ン」 及び 「トル キス タン」 の 方に 敷きました 鐵道線 
路 、之を 利用し まして ® 逸が lit 機會に 印度の 背後を 
脅かす やうな ことがない とも 限らない のであります 
若し 斯る 場合に なりましたならば 日本は 日英 同盟の 
契約に 基き まして 或る 種の 責任を 分擔 しなければ な 
らな いこと であらう と 本 fl は 思 ふので あります 、依 
つて 先程 此西伯 利亞の 方の ことに 付て は 御說 明で 本 
員 だけは 滿足い たしました が、 此獨 逸が 印度 方面に 
對 して 今日 如何なる 活動を して 居る か、 此 事が 御 說 
明が 出来 得る 者なら ば大體 でも 宜しう ございます が 
ちょつ と 御 說 明を 願 ひたいと 思 ふので ございます。 

t 阈務 大臣 子爵 本 野一郞 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 C 子爵 本 野 一郞 君〕 唯今の 海 江 田 君の 御 
質問に 對 L ましては 遺憾ながら 私は 今日 此處 で說明 
する の _ H 由を 持ち ませぬ a 

〇 若 槻艚次 郎君 先程 杉 田 君から 御 尋ねに なり まし 
た 第一點 は 私共 も 是非 能く 承つて 置きたい と 思つ て 
居つ た 所であります が、 外務大臣の 御 答 辯は 其點に 
向つ て 我々 に滿 足せし むる だけに it 御 述べに ならな 
かつた のであります、 それで 此處で 改めて ^ く簡 S 
に 私から 御尋を 申 上げて 見たい のであります が、 先 
程の 御演說 に te ります ると 日本 政府 (3: 西 伯 利亞の 出 
兵の ことに 付て は 提 諉 もした こと もなければ 又發案 
をした こと もない、 又 聯合 與國 から 帝阈 政府に 對し 
て 何等の 提議を なした こと もない、 斯 6 外務大臣 (3-. 
御 述べ )-. なつた のであります、 それは もう 外務大臣 
の 御言 明 t? あります から 其 通りで あらう と * 4 は 考へ 
て 居ります、 唯外國 から 參 ります 電報な どを 見ます 
と 「ロィテル」 雷 報、 其 「ハ ー パ ー ス J 電報 •總て 
さう 云 ふこと を 見、 並に 其 到着 著電 とあります から 
何れ 政府では 能く 御飧知 になつ て 居る ことと 思 ひま 
す、 斯う 云 ふこと が 外闽新 聞の 論 說 として 出て 居ろ 
所に te ります ると •總て 日本の 提議と 云つ て 居る、 
出兵に 對する 日本の 榀諉と 云 ふこと を 英吉利 も考へ 
佛 l fs も考 へて 亞米利 加に 於ても 考 へて 居る 所で あ 
る、 是は 日本から 提議を なさらない のに 彼 地に 於て 


ひた 5 存じます。 

0 杉 田定一 君西们 利亞に 於け る 兵器 或は 交通 或 li 

外交に 關する 本 野 外務 大 K の 答 辯  外交に 關 する 海 江 田 维一 郎 •若槻 禮次郎 の 質問  一 五 九 
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外交に 制すろ 本 3? 外務大臣の 答 辯  想 山 港を 持 別韵出 入港に 指定 (〇 件 外 三 件の 請 頭 


六〇 


ほ 左糅に 云 ふので s» り ませう か、 無論 誤つ て 傳へら 
れて居ることと思ふのであり卞す、そこで伺ひたい 
のは 日本で (i 港. 謎を なさら -T 發 案 1 なさらない、 與 
國か らも 亦提該 はして ない と 云 ふこと ft 明かに なり 
ましたが、 提議 或は 發 案と 云 ふやうな 程の ことで な 
くして、 西 伯 利亞 C0 出兵に 付て は 日本 政府 ほ 何等か 
m 極 的なる 行動を 御 執り 1- なつて、 それは 提議 或は 
發案 ではない けれども、 外國 では 之を 日本の 提蕺と 
受取つ て 居る やうな こと If ない のであります か、 詰 
〇 帝國 政府は 自分で 是等 のこと に 付て ほ 何等かの 形 
のこと をな された のであります か、 外務大臣は 其 事 
に 就て 答 辯を すると 云 ふと、 與國 との 交渉の ことを 
明かに せぬ ければ ならぬ ので 今日は 此事は 言は ぬと 

云 ふ 御 答 辯で ありました が、 私は 其 內容は 伺 ひませ 

ぬで も 宜しう ございます けれども、 外國に 於て 日本 

の 提議な りと 誤解す る やうな 何等かの 形を 御 執りに 

なつた ので あるか どうか、 此一點 だけ 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 子爵 木 野 一郎 君演® に 登る〕 

〇阈 務大 K1 C 子爵 本 野 一郎 君〕 唯今 若 棚 君からの 御 

質問の 次第は 至極 御 尤の ことで ございます、 外國の 

新聞 其、 他に 於て 日本から 發懿 したと か、 提議した と 

か S ふやうな 誤報が 傅つて 居ります から、 先づ 私は 

明かに さ う 云 ふこと ほない と 云 ふこと を此 席上に 於 

て 明かに 骼 明いた して 置きたい のであります、 外國 

新聞 ! £ 如何なる 事柄を 理由と して さう 云 ふ風說 を傳 

へた かと 云 ふことは 私は 承知いた しませぬ けれども 

が、 帝國 政府が 何等か 積極的 行動を 執つ たが 爲に斯 

の 如 §■ 風 說の傳 ける 理由は ない と 云 ふこと を 私 t. 玆 

に 明言いた す ことは 出來 ませぬ、 それで 此點に 付き 

ましては どうか 誤解の ないやう に 致して 置，  ざたい と 

存じます。 

〇 若槻總 次郞 君ち ょつ と 御言 葉が 私には 受収 ませ 

ぬのでした が>  帝國 政府は 何等 積極的 行 励を 執つ た 

こと It ない と 云 ふこと を 御言 明に なつた、 斯う 云 ふ 

ことであります か。 

OS 務 大臣 (子爵 本 野 一郎 君〕 左樣 でございます" 

〔國務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (伯 P 帝 內正毅 君) 諸君、 第 四十 回 帝 國 

露 會 S 將に 終りを 吿げん とする に當〇 まして、 玆に 

重ねて 所思を 披瀝す る ことを 得ます るのは 本 大臣の 

泡に 光榮 とする 所で ございます •政府は 時局の 重大 

なる に 鑑み、 國防 の充實 、其 他 緊切 急務な りと 認め 


たる 豫算及 法律案々 提出いた しました る 所が、 諸君 
は fa 重 審議の 結果、 重要なる 諸 案に 對 して 速 かに 協 
S を與 へられました、 此事た る 一に 諸君が 國 家の 將 
来を 念と せらる る 愛 國的精 神の 發® に 外なら ざる も 
のと 信じます* 茲に 深厚なる 敬意を 表する 次第で ご 
ざいます、 將來 時局の 推移は 今ょり 豫 言は 出来 難い 
のであります が、 露獨單 獨 講和の 結果、 獨逸の 勢力 
は 漸次 極東に 波及し、 II 洋の 平和を 亂さん とする EI 
があります のであります、 政府は 萬 一 帝 國の 安危 利 
害には 拘 はり、 又は 聯合 與國の 共同の 利益を 保 ii' す 
る 必要 & る 場合に 臨みまして は、 斷乎た る 機宜の 處 
置を 執る こと、 V: 決心して 居る ので ございます、 諸君 
凡そ 國難に 處 する に當 りまして 奉公の 至誠を 盡すこ 
と ! t 我幽民 固有の 美 性でありまして、 內外に 對して 
竊に 誇と する 所であります、 今や 時局憨 々重大なら 
むと する 時に 當 りまして •玆に 政府の 意簡を 表明し 
て國 民の 自® を 促が す 必要 ありと 認めます 次第で あ 
ります、 終りに 臨み 諸君 連日の 御 盡瘁を 感謝す ると 
同時に、 時局の 進展 如何に 依りまして は、 重ねて 近 
く 諸君の 來會を 煩は す ことがある かも 知れ ませぬ" 
此 一事は 翔め 諸君の 御念 頭に 置かれむ ことを 筘望い 
たす 次第で ございます。 

〇 ■長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二 十、 德山港 を特 
別 輸出入 港に 指定の 請願 會議。 

〔左の 意見書 案は 朗讀 シ經さ る も參照 めた め 
玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

德山 港を 特別 輸出入 港に 指定の 件 
山 口 縣都濃 郡德山 町長 尾 越悌輔 呈出 
右の 請願は 山 口 縣德山 港は 天然の 良港に して 讎內 

には 多數の 艦船 出入し 11 頭に ! t 諸 H 場 及 H 場 11 定 

地 あ 〇旣に 同町に 於て it 市區 改正 及 築港 計 ffi 進 備 

せられ 大正 八 年度ょ 〇 之を 實 施せむ とする の狀態 

にして 貿总 港た るの 資格を 具備す るを 以て 同 港を 

特別 輸出入 港に 指定せられ たしとの 旨 趣に して 貴 

族院ほ 願意 (r> 大體は 採 搂すへ ぶ ものと 議決 致 候 因 

て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及缀付 候 也 

大正 七 年月日 

貴族院 議長 公® 德川家 達 

內閗 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 

〇 男爵 內田 正敏君 本員は 海軍大臣に 質問いた した 

うご ざいます、 唯今 日程に 上つ て 居ります る 德山港 


を 特別 翰 出入 港に 指定す ると 云. ふ 請願に 對 しまして 
は、 政府 委員は 委員 會に 於き まして ii 必要 ありと Eg 
t ると 云 ふこと でありました が、 然るに 御 承知の 如 
く德 山には 海軍 CO 練炭 製浩 所々. a いて 居る 所で ある 
殆ど 要港に 近い やぅな 意味を 有つ て 居る 所の 港と 想 
像いた します、 是を 特別 輸出入 港に 致します ことに 
付きましてほ、海軍大臣は如何なる御考を有つて居 
られ ます か、 一應大 K の 御 窓 嚮を 伺つ て 圃きた いと 
思 ひます。 

〔國務 大臣 加 藤 友 三 郞朽演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君) 德 山を 特別 輸出入 港に 
致します と 云 ふこと 1- 付きまして は、 海眾省 所管 上 
に 於き まして (3: 何等 差 支 ございませぬ、 それだけ 申 
上げます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本 調 願を •採 播の上 政府に 
送付すべし とする 說に 同意 3 諸君の 起立を 誚 ひます 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 少々 御 起ちの 儘に 願 ひま 
す . 過半 數と認 めます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 日程 第二 十一、 橫須賀 浦 
賀間鐵 道 敷設の 請願、 第二 十二、 炭價 調節の 謡 願、 
第二 十三、 鶴 岡區裁 判 所 狩 川 出張所 設置の 請願 會議 
意見書 案 

橫須賀 浦 賀間鐵 道 敷設の 件 
神 奈川縣 三 浦 郡浦賀 町長 川 島平藏 外 百 十名呈 
出 

右の 請願は 神 奈川縣 三 浦 郡は 勝地に 富み 谷 種の 產 
業 發 達し 殊に 浦賀 町は 近時 造船 事業の 發展に 伴 ひ 
貨物の m 入 人馬の 往来 頻繁を 加へ 交通 機 關の不 足 
を 感 する こと 切なる を 以て 速に 橫須賀 線を 浦賀町 
迄 延長して 敷設せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院 
は 願意の 大體は 採 揺すへ きものと 議決 致 候 因て 議 
院法第 六十 五條に 依り 別册 及 s fr 候 也 
大正 七 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 殿 
意見書 案 
炭價 調節の 件 

京都 商業 會_ 所會頭 滔岡 光哲 呈出 
右の 請願け 近時 石炭の 價格 暴騰し 谷 種 H 業の 蒙る 
打擊頗 大なり 依て 之を 救濟す る爲 政府は 速に 撫順 
炭の 窟出を 增加す るの 計畫を 立てて 之を 輸入し 又 
石炭の 51 出に 對 しては 適當の 制限を 加へ 其の 他 船 


舶爻玆 道 SJ 5P に 法る 石炭の ^ -送を便ならしむる等 
炭 ff! 調節 〇 方法 n-' s 施せられ たしとの！ にして 
K 族院は 願总 (  1 大 趦 (; 捋捋すへきも !'> >.忑決致托 
因て蕺院法第六十五胳に依〇別册及绘付：^也 
大 JH 七 年月日 

fi 族院 涟鋟公 !i'f - !s 川 家 速 
内閣 總理大 ffi l fl-l 脬迮 勺 ITH I <5 毀 
意見 pfl 案 

酿岡既 裁判所 狩 川 til 張 l*.'f 設 [S C 件 
山形 縣 m 田 川 郡 狩 川村丧 奥 田 良 平 外 四 名 呈 til 
右の 請願は 山形 縣 取 田 川 郡 狩 川 村 It 交通の 要路に 
當り 土地 廣く戶 口 多く  ■業 發逑し 登 IR 事 輅逐年 架 
加す る も 鶴 岡 K 裁判所 藤 島 / H 張 所の 管 Is に 15 し 下 
便なる を 以て 明 布 度に 於て 同村 大字 狩 川に fii 岡 M 
裁 刺 所 出張所を 設 SS し 同村 及 立 谷 澤 ，潢 川、 大和 
十六合の四村を其の管輅財域とせられたしとの泞 
趣に して ft 族院け 願 葸の 大體は 捋捋 すへ きものと 
_ 決 致 候 因て 議院 法 第 六十 ?/ 1: 條 に te り 別册 及 送付 
候 也 

大正 七 年月日 

贵 族 院議 長 公 K 德川家 達 
內 W 總理大 !&: 油 臨 寺 內正毅 殿 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (公爵 徳川家 達 封〕 是等の 請願 も 採 櫸を 致し 
政府に S 付いた して 御 異存 ございませぬ か。 

!： 「異識 なし」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (：公 樹徳川 家 達 君) 御異識 ない と 認めます、 
報吿を 致させます。 

〔成觀 書記官 朗讀〕 

大正 七 年 三月 n 十六 日 

內閣總 现 大 K 伯捣夺 內正毅 
貴族院 議長 公 {i:f 給 川 家 達 殿 
通牒 

本 月 二十 七日 貴族院に 於て 帝 國謎 會 閉會式 執行 被 
仰 出 候 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 是にて 散 會を宣 吿い たし 
ます。 

午後 一一 時 四十 I 分散 會 


第 四十 回 帝 國議會 貴族院 終 
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第 九 部 
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河 波 荒 次 郎君 
請願 委員 
第一 部 

陣  軍嘉 

菊 池 良 一 君 
大林 森次郞 君 
第二 部 

赤間嘉 之吉君 
高見 之 通 君 
伊東 知 也 君 
第三 部 

寺 田 省® 君 
片木政 洽郞君 
髙松 正道 君 
第 四 部 

板 31 勘 五郎 君 


森 田  茂 君 

山 田 正 年 君 

綾部 惣兵衞 君 

鈴 木 富士蹦 君 

川 口 木 七 郎君 

阿部 德三郞 君 

臼田久 內君 

大 森與 三次 君 

秋 山 金 也 君 


神 川 長久 君 
犬 ® 房 次 郎君 


高 岡 唯一 郎君 
小 西  和 君 


秋 本 喜 七 君 
神 谷 卓 男 君 


百頫淸 治 君 


一六 三 


源 膝 君 

啓 次郞君 

整爾君 


i 


山 

松 

福 

兒 


隣 之輔封 
正次趙 
誠 之 君 
辰 五郎 君 
右 二 起 


秋 田 寅 之 介 君 
佐々 木 平次郞 君 
美彌 龍彥君 
今 井 嘉幸君 
小川 鄕太郞 封 
尾 崎 元次郞 S 
神 谷 iri 男 君 
河 野® 志 怼 
吉田羊 洽郞君 
松  島  骹君 
赤 木 龜一君 

木 下 謙 次 郎君 

關取猢 里 君 

森  秀次君 


村靜興 君 
本 剛吉君 
井 文太郞 君 
川  淸君 
藤蹉 一 君 
田  淸君 
井波 治 目 君 
本 是一郞 君 
毅  陸 君 
川 寅 六 君 
崎 敬 義君 
金 澤仁作 湓 
河 崎 助 太 郎君 
上田彌 兵 衞 君 
松 永 安 左 衞門君 
北田傻 三 郞冇 

平 田® 太 郎君 

小久保 喜 七 君 


第二 常任委員の 選擧 

〇 副 81 長 (濱 田阈松 君〕 是 ょり 日程 第二、 常任委員 

の il 犁を行 ひます、 諸君は 是 ょり 各部に 參集 され ま 

して 常任 委： G の 選舉を 行は れ 、其 結果を 铋長迄 御 報 

街 あらむ こと シ 筘 SS & します、 尙諶 長は 先刻 中 上げ 

ました 通り、 參内屮 であります から、 後刻 艰答 W 搾 

呈の iia 末を ? S SS 喂に 報 -? t- l'l せらる る ことと m じます、 

尙其 他に も ^ ^ に 付せ らる べき 案. か あるべし と 考へ 

るので あります るから、 諸君 If 成るべく 御 ® りなく 

常 Is 席に 御 m 席せられ むこと を筘轺 致し ま ^ — 啊 

時 休憩 致します。 

午前 十一 時 二分 休® 

午後 一時 十七 分 ra 绒 

0 S5S 長 (犬 岡 育浩 a- v-/ 御 和吿を 申します ，本職は 本 

n 午前 十 | 時 參内を 致 L まして、 風 ^ の 間に 於て 調 

見を 賜りました* 昨日 本院に 於て閟 決 致しました 奉 

答 文を 捽 55 致しまして、 直に 阡 下に 捧 3 壬 致しました 

仍て勅 語を 賜りました。 

〔谷 W 起立〕 

朕 衆笾 院ノ深 W ナ A 敬 禮ヲ荔 ス 

以上 御 報 i*f を f-fl 上げます > fi} 報 i'i- があります 3 

fE： 記 胡 調〕 

一 常任 杰〇:〇沉堺 に 左の通り 常 is せられた 〇 


豫 猫 委 M 
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井上 敬 之 助 君 
1 1 藤珪次 君 
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松 井 文 太 郎君 
第 七 部 

林  毅陸君 

匹 田 銳吉君 

三 隅 哲雄君 

傾 井藤 四 郎君 

第 八 部 

頭 本元 a 君 

骑 藤隆夫 S 

中 III 幸太郞 若 

古  川  i 

第 九 部 


常任 委 W2 3I 母 


石 礎 
川 貝 


又  琢 

八浩 一 
君 封 君 


旦 

理 


北 

田 


大川 
m 崎 


川 鈴 

今 

村 木 

村 

錠 

七 
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牧川 
野 崎 
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軍 
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m 
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る 
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院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


我 如 古 
第五 部 
南 里 


胤 正 君 

樂一響 


第 六部 
福 井 
長 島 


第 七 部 
趣 邊 


第 八 部 
木 村 

河 西 


森 本 

第 九 部 


三 郎君 
律 太 郎君 
豊三郞 君 


祐策君 
安之助 君 
孝 君 


政次郞 君 

農 太 郎君 

是一郞 若 


克君 
鐵九 郎君 


根本 正 君 
永 田 吉右衞 門 君 


奥 村 三 樹之肋 君 

吉田三 郞右衞 門 君 


鳴 海 文 四 郎君 高 橋 本吉君 

牛 田 唯一 君 長 田桃藏 君 

山 口 俊 一 君 

一議 員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 

決議案 

提出者 元 田 肇封岡 崎 邦輔君 

床 次 竹二郞 君 野 田 卯 太郞洱 

中 橋 德五郞 君 藤 崎 幾 之輔君 

早速 整爾哲 下 岡 忠治君 

野 添宗三 君 望月 長 夫君 

秋 田 淸嵙若 尾 璋八君 

花 井 卓藏君 

〇 議長 C 大 N 育造 君) 尙 御報吿 があります、 午前に 

於て 全院委 員 長 選擧の 際、 役槩 の數 ょり 名刺の 數が 

枚 多い ことにな つて 居りました が、 唯今 取調べ ま 

U た 結果、 木 札の 名刺の 外に、 紙の 名刺を 御 持參に 

なつた ことを 發見 しました、 詰り 投票と 名刺の 數と 

符合し ました 譯であ ります から、 此段 御報吿 致して 

證 きます- — 休憩 前に 引 續き 會議を 開きます、 常任 

委員に 當選 せられた る 諸君は、 散會 後谷 委員 室に 於 

て 委員長 理事の 互選を 行は れ 、速に 議長に 御 報吿相 

成りた うご ざいます、 本會期 中前 例に 依り、 本會は 

火曜日、 木曜日、 土曜日、 委員 會は 月曜日、 水 濯 日 


六 四 


金曜日と 定め、 緊急 議事 li 此限 にあらざる ことに 致 
したい、 委員長 理事の 互選は 都合に 依て は 本會の 日 
に 於ても 之を 行 ふこと に 致し、 又 質問は 火曜日に 於 
て 之を なすこと に 致したい、 以上 御 異議は 御座いま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 以上の 如く 
決します、 唯今 報告 致しました 通り 元 田 君 外 十二 名 
ょり 決議案が 提出に なり、 全院 S 御 賛成を 以て 出て 
居ります、 唯今 之を 議事に 付す るに 御 異議は ありま 
せぬ か。 

〔「異 顔な し異 _な し」 の聲 起る〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 御 異_な しと 認めます、 仍て 
決 _ 案を 議題と 致します、 提出者 元田肇 君。 
決議案— 

0 元 田觀君 本員は 登壇に 先 だち まして 唯今不 肯外 
十二 名 提出の 決議案と 云 ふこと で. あります が、 翼く 
は此 際に 決議文 並に 提出者の 姓名を 御朗讀 ありたい 
と 思 ひます。 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 朗讀 致させます。 

〔霄 IR 朗 讀〕 

決議案 

提 m 者 元 田  M 君 岡 崎 邦輔君 
床 次 竹 二 郎君 野 田 卯 太 郎君 
中 摇德 五郎 君藤澤 幾之輔 君 
早速 整爾君 下 岡 忠治君 
野 添 宗三君 望月 長 夫君 
秋 田  淸君若 尾 璋八君 
花 井卓藏 君 

戰 局の擗 大す るに 伴 ひ 我 か 艦隊は 旣に 太平 印度 兩 

洋に敵 艦を 擊讓し 更に 歐洲の 海上に 遠征し 備さに 

艱苦を 嘗め 酸々 壯烈な る 行動を 以て 共同の 作 戰を 

完 ぅす 衆 翳院ほ 特に 院議を 以て 忠勇なる 海軍 將卒 

の 勵勞に 對し滿 腔の 敬意を 表す 

0 元 田 蒙 君 議長。  、 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 元田肇 君。 

〔元 田肇君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 元 田肇君 諸君、 本員は 唯今 朗讀に 相 成り ま L た 

決議案 提出の 理由を 陳述 致します るの 光榮を 有し ま 

す、 顧み ますれば 歐洲戰 亂勃發 以来、 旣に 三年 有半 

の 歳月を 經過致 L て 居ります るが 益々 其の 範圍は 擴 


大致 しまして、 何れの 日に 終 想を 吿 <* るか 今日で {X 
期せられ ぬ 次第でありまして、 誠に ia 憾と する 所で 
ございます が、 此間我 海軍の 將卒 諸氏が 或は 靑 島の 
鼢役に 於き まして 海上の 援護を なし、 陸軍に 協力 致 
したる 事な どは、 今更 喋々 致す 迄 もない ことで、 雨 
來二年 有半 以上に 亘 りまして、 太平洋、 印度洋、 若 
は 阿弗利加の 南岸 方面、 南洋 方面に 至る まで、 無事 
に 運送 其 他 平日の 如く 致して 居る のは、 何が ためで 
あるかと 申します れぱ 、眼前 目には 映 じて は 居 〇 ま 
せぬ が、 我 海軍の 大なる 努力® 鬪の致 す 所で ある こ 
とを 確信して 疑は ぬのであります、 近時 進んで は 地 
中 海 迄 も 出動して 敵の 潜水 艇艇々 往来す るに 對し之 
を擊 沈し 或は 南洋 其 他に 於て 敵 船の 橫 行して 居つ た 
のを 擊菌 致した こと もあります、 斯の 如くに 地中海 
以東 太平洋の 間は、 帝國 海軍の 力に 依りて 無事なる 
を 得ました ために、 與國の 艦隊な り 或は 陸軍な りが 
歐洲の 天地に 於て 專ら 其策戰 を完く する ことを 得た 
の も 我 艦隊の 力與 つて 大なる ものであると 確信して 
疑は ぬので ある (拍手 起る〕 中原に 互に 相 對陣 して 
百 萬 千 萬の 丘 (を 擁し 相 ！ es ふ 場合に 方り ましては* 痛 
苦は 痛苦、 此の間に 於て ii 非常に 苦心 ® 繼たる もの 
が ある、 併ながら 其の 功勸 の赫 々たる ことは 列國皆 
目を 欹つて 之を 見て 居る ので & ります が、 之に 反し 
まして 我 海軍の 谷 方面に 出動して 力を 盡 して 居り ま 
す ことは、 危險を 胃し 艱苦を 嘗める ことに 至つ ては 
決して 中原に 戰つて 居る のに 讓らな いのであります 
(拍手 起る〕 が 眼前 見る 所に 依る と 何を 致して 居る 
か 殆ど 分らぬ と 云 ふやぅな 有樣に 在る ので ありまし 
て、 實に我 海軍將 卒 の此間 に 艱苦を 嘗め、 危險を 胃 
しつ i ある 忠勇なる 勵 勞に對 しまして は、 吾々 it 大 
なる 感謝の 意を 表しなければ ならぬ と 思 ふので あり 
ます (拍手 起る〕 斯の如 き 次第であります からして 
本日 lit 案を 提出 致します に付きまして、 殆ど 滿場一 
致の 御 賛成を fl まして、 各派ょり 提出者と なつて 玆 
C 現れた 次第であります、 私が 故ら に玆に 辯を 弄し 
て 彼是 長く 申す 必要は ない のであります， 我國 民は 
滿 腔の 至誠を 濺いで 、忠勇なる 海軍 將卒 の功勵 に對 
し、 深く 敬意を 表して 居る ことを 玆に 明に すれば 足 
る こと、 思 ひます (拍手 起る〕 謹で 提出の 理由を 述 
ベ、 滿場 一致の 御 賛同を 希 ひます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 瞞場御 異議ない ものと 認め ま 


す •か、 特に 鄭 JB にす るた めに苡 成 者の 起立を 求め ま 
す。 

總員 起立 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 滿 S? 1 致 可決した る ことを 報 
吿致 します。 

r 拍手 起る〕 

〇 政府 委員 (拥内 曾次郞 君〕 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君： >  海班 次官。 

〔政府 委 fl 栃内曾 次郞君 登 梢〕 

〔拍手 起る〕 

〇 政府 委員 (栃內 曾次郞 君) 海 gi 大臣が 宮中に 召さ 
れ まして 御 不在 s 故を 以ち まして、 唯今の 御 決 謎に 
對しま して、 私ょ 〇海眾 を 代表し まして 感謝の ® ( を 
申 上げます。 

r 拍手 起る〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君」 最早 年末に 際しまして、 例に 
依て 明 二十 九日ょり、 來 大正 七 年 一月 11 十日 迄 休® 
をな す ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 一月 二十日 迄 
休會 する ことに 決しました、 次會 S 議事 日程は 公報 
を 以て 御 通知 申します、 本日は 是れ にて 散會 を吿げ 
ます。 

〔拍手 起る〕 

午後 一時 三十 五分 散會 
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事し つ V ある 壯烈の 軍事行動は •锊に 世界の 赏 讚と 
© 敬と に® する ものと 云は ねばな 〇 ませぬ、 帝國は 
聯合 國の l fl として、 國際 上の 信義を m ん じ、 ® g? 
の 目的を 遂行す るが 爲 めに、 最箠の 努力を 盡し 、出 
來焊る 限りに 於て 聯合 與國を 援助し、 協同 作戰 に努 
めつ ある ことは、 與國 政府 及び 國民の 均しく Is む 
る 所で あると 云 ふこと を 明言し 得る は、 本 大臣の 最 
も 欣快と する 所であります、 帝 0 對外 政策の 基礎は 
今更 申す まで もな く、 日英 同盟で ありま L て、 帝國 
が 今次の 大哦に 參加 致しました 所以 も、 一に 此 同盟 
の 信義を© m する に 出で たのであります、 爾來 帝國 
政府は 我 盟邦た る英 國に對 して、 出來 得る 限りの 努 
力を 以て 協同 援助の 實を 擧げ つ、 あるので 4 めり ます 
從て兩國の關係は一抒親密跫固を加へましたことは 

最も 明確な ろ 事 ® であります、 戰 後に 於け る lit 界の 

形勢は、 今より 是を拽 言す る ことは 出來 ませぬ けれ 

ども、 亞細亞 に 於け る 日英 兩國 共通の 利 宵 關係 は、 

_ 永 遠久 I きに M り渝る もので ない 以上は、 永く 現存 

の 同盟を 維持し 11. 益々 之を 笊 固に する の必迆 なる は 

兩阀政 府及® 民の 肱々 切 , J® に 感ずろ 所で ある ことを 

疑 ひませ ぬ、 本 大はも 亦 之を 以て 帝 國の 方針と せね 

ぱなら ぬと 碗 信 致して 居ります (「ひやく J と 呼 

ひ 拍手す る 者 あり) 對茭 外交に 付きまして は、 齒に 

本 大臣は 政府 It 交 那內部 c 政 爭に釾 しまして は、 不 

干涉の 態度を 持し、 茚も 現 rf に 民 國の政 糊を 把握せ 

る 政府なる 以上は、 然派 の 4n 何を 問は す、 常に 接觸 

を 保ち 諸般の 市 件を fig ■し， 其 政府 S 行 励が 帝 國の 

利益と « 觸せ ざる 限り、 之に 必要なる 按助を 與へむ 

と する ものであると 云 ふこと を 昵明 致して W きまし 

た、 (35 來政府 It 常に 此方 針を 1 11 し C 參 りました •か 

其 結果 兩國 の W3 係 li 著しく 改 1? せられました る こと 

は、 最も 喜ぶべき ことであります C 「のぅ^-」 と 

呼 ふ 者 あり) 爰に 特に 一言 致した き 事は、 昨年 八月 

支那 政府が® 逸に 對し 斷然寅 哦 すろ に 至りました る 

事で M 座い -i す、 抑々 保柬 C 平和に 對する 至大なる 

笸 險は 、此方 面 1- 於け ろ 掏 is の 勢力の 咐進 であ 〇 ま 

す、 太平洋 : n. rn 5 1 に 利益 關係を 有する 總 ての 阀 家は、 

矜 之が© 1- 竹 威 V 运ぜ ざる ものは ない のであります 

帝 ^ が ® 逸に 對 して w ;;i の撤 iil を 要求し ましたの も 

岛ら此 珂山 |- 依るのでぁります，支那が共利逬の帝 

四と 同一な ろ こと を 感知して、 遂に 聯合 與阀側 に 立 

って參賊を決行するに至りましたのけ、本大臣の訧 
財政 方針に 關 する 勝 田大敁 大 KI の 演説 


君と 共に滿 腔の 視意を 表したい と 思 ふ 所であります 
第三 十九 回 帝 國議會 に 於き まして、 旣に 陳述 致して 
置きました 通り、 支那 政府が 獨 逸と 國交を 斷絕 しま 
した 際に、 ? tj 留 として 申出ました 關税の 引 上、 義和 
團事 件賠 似 金 支 《 延期、 及 同事 件に 關す る條約 中の 
或る 條孭 の變 更に 關 しては、 帝 國は 列國と 協 謅屮で 
ありました が、 支那に 對し同 情の 念を 以て 援助を 爲 
し、 n. •つ 公正なる 待 ii を與 ふるは 當然 であると 認め 
まして、 政府は 聯合 與國 と共に、 此三點 に關 する 支 
那の希 望に 腿 じ、 之を 承認す る ことに 決定 致し まし 
た、 而 して 關税の 改正 問題は， 其實施 上に 於て 細密 
なる 攻究を 耍する ものであります るから、 目下 上海 
に 於て、 關係 列國の 委員 會を 開いて 密議を 重ねて 居 
ります、 政府 it 右會讅 の 終了 次第 ■其の 結果を 公表 
致す 積り であります、 日米 兩國 の關係 及米國 の參戰 
に付きまして は、 昨年 本_ 場に 於き -S して 述ぷる 所 
が ありました が、 帝 國は 米國 の參硪 に對し •友邦と 
して 又 聯合 國の 一員と して、 誠 實なる 敬意を 表する 
と共に、 今後に 於け る 共同： T 的の 遂行に 付き 協議を 
遂げる 爲 に、 昨年 七 ; i 特派 大使を 米 國に派 遺し、 米 
國政府 常 局奔と 隔意な き 協戤を 遂げまして、 日米 軍 
事關 係に 付き 滿足な る 協定を 得た 次第であります、 
又 同時に 支那 問題に 關し 、彼我の 間に 談合の 機 ir を 
得ました ので、 我 特派 大使と 米 國當局 者との 間に 互 
に 胸襟を 開いて 意見の 交換を 行 ひました が、 我國政 
府は支 那の獨 立 維持 如 土 保全に 關する 帝 國 政府の 誠 
35 を 諒解し、 玆に虛 心 坦懷 、支那に 對する 日本の 特 
殊の 地位を 認め、 益に 公表せられ たる 公文の 交換を 
見る に 至つ たことは、 兩 國親敦 の關 係を 一府 緊密 ® 
固なら しめた ものでありまして、 洵に 慶賀に 堪へぬ 

次第であります (拍手す る莕 あり〕 從來 茭 那に對 す 

る 日本の 意 榧に 付きまして は、 注々 米國の 一部に 了 

解せられ て 居な かつた こと も ありました のみならず 

日米 兩！ 一を 離間す るの 目的を 以ち まして、 陰謀の 行 

はれて K た .1) I R も ありました •我が 特脈 大使が 此の 

機© に 於て、 帝 阈政盼 及阀 民の S 向を •  K 破な く 米 

國官民 に對 して 開示し、 ! It 等の 誤解を 一掃して、 兩 

W 間 友 M s ££ 々親密 3E- 岡なる に 至らし めました のは 

本 大臣の 諸君と 共に 滿 足に 椹へ ざろ 所であります、 

而 して 我が 特派 大使 一行が、 米國 政府 及 國民 より 熟 

誠な ろ© 迎を受 けました ことに 對し 、帝 H 政府 及阈 

民の 深® なる 感謝の S を 表したい と 思 ひます、 (拍 


手す る 者 あり〕 露國 近状に 至りまして は、 急轉 : a 下 
の 勢を 以て 意外の 激變 を來 しまして、 現に 露國の 政 
權を 掌握して 居る 事實 上の 政府は、 旣 に敵國 と休戰 
條約を 締結し、 又 進んで 單闹 講和を も爲さ ん として 
K る 樽樣 であります が、 其 講和 談判の 進行に 就き ま 
しては、 情報が 區々 になつ て 居りまして、 •正確の こ 
とは 今尙 判然 致し ませぬ、 今後 事態は 如何に 發展す 
ると も、 吾人は 最も 愼 重の 態度を 以て、 之に a する 
措 si を考 攛 しなければ ならぬ と 信じます、 併し 目下 
「ブ レスト、 リト ウス ク j に 於て 談判 中の 講和が 果 
して 成立すべき や 否やは 固ょ ゎ豫 測す る 事は 出來ま 
せぬ が、 米國 は 日露 從來の 親善 關 係に 鑑み、 露國の 
誠實な る 友邦と して、 此際に 於き ましては 偏に 露 西 
亞國 民の 健全なる 發達を 祈り、 露國が 與國の 利益を 
無視す る ことなく、 國 家の 威信と 名譽 とを 完全に 保 
持 せんこと を 切 菌 して 巳まざる 次第であります、 一 
般 平和に 關 しまして は、 敵國が K 々間接の 方法を 以 
て 平和 談判の 開始を 試みました ことは 事實 であり ま 
すが、 其 敵國の 意樹な る ものに 對 しては、 極めて 愼 
重なる 瞥戒 用意を 以て 觀祭 しなければ ならぬ. 近時 
聯合 國中 講和の 基礎と も 云 ふべき 意見の 發表せ られ 
たもの があります が、 敵國 側の 期待とは 著しく 懸隔 
して 居る やぅに 考へ られ ます、 今後 雙 方の 意見が 接 
近し ない 限りは、 今日の 趨勢に ては 急速に 平和の 成 
立すべき 見込は ない と费 悟せ ねばな り ませぬ、 併し 
調和に 關する 帝國 政府の 立場は、 玆に 之を 明に 致し 
て S く 必要が あると 信じます、 御 承知の 通り 日英 兩 
國 は 同盟 條 約に 法つ て 谷々 si 獨に 講和 條約を 締結せ 
ない ことを 約して 居る のみならず、 帝 固は 大正 三年 
九月 . 7r 日の 倫敦 宣言に 加盟 致して 居ります るが、 彼 
の 宣言に 調印して 居る 固 家 も、 之に 加盟した 國家も 
皆 共 I.TJ 講和の 義務を 有し， 敵國 に對 して 提出すべき 
講和 條 件に 付て は、 » め 協議す る こと、 なつて 居り 
ます、 然るに 帝國政 府は 今日に 至る まで、 聯合 與國 
の 何れから も， 具 牌 的 講和 條件に 關する 協 誔を 受け 
たことは ありませ ぬ 〇 みならず、 本 大臣の 見る 所に 
依れば •未だ 聯合 與國間 に 於て は 具 牌 的に斯 る 協 蕺 
を 行 ふ 時機に 達して 居ない と考へ ま 丁、 之を 耍する 
に 帝國は 旣に 共同 作® の 目的を 遂行せ しが S めに、 
最善の 努力を 爲 しつ、 あるの みならず ，谛 將來 に 於 
て も 出来 52 る 限り、 與國 に對し 共同 援助に 盡す べき 
は 勿論の 取でありまして、 是れ 同盟 國に對 しても* 


聯合與 國に斡 しても* 信義を 完 ぅする の 道で ある こ 
とを 確信 致します、 若 夫れ 極東の 平和維持の 事に 至 
りまして は、 洵に 帝國の 重大なる 責務に ® する もの 
であります から， 萬 一に も锅 東の 安寧が、 再び 危殆 
に 瀕する 如き こと あら ば、 時の 如何を 問は ず* 帝 fel 
は 進んで 是が 防護の 任に 當る ことは 當然の 事で あり 
まして、 尙 前 途 永遠の 平和を 確保す る爲 には、 帝國 
一は 全力を 傾倒す る も， 敢 て之シ 辭せ ざるの 覺悟が 無 
ければ ならぬ と 確信 致す 次第であります。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 勝田大 藏大 K。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 諸君 •私は 玆に 大正 七 年 
度の 歳計 豫算を 諸君に 御 紹介 申 上げ、 並に 政府の 財 
政 經濟に 關係 致します る 所の、 施設の 一 班に 付き ま 
L て 申 上げたい と 思 ひます、 ® く 御 淸聽を 煩は した 
いと 思 ひます、 抑々 帝國 政府の 財政 經濟 に關係 致し 
まする 所の 大 |@ 方針に 付きまして 2T 现 内閣 成立以 
來屢々 之を 宣明 致して 居ります る 次第で 御座います 
から、 玆に 之を 繰 返す 必要を 認めない と 思 ひます、 
今や 宇内の 愦 勢に 鑑みまして、 帝 國の 施設 方策と 致 | 
しまして、 急設を 要する もの 甚だ 多い と 云 ふことは | 
多言を 用 ひませ ぬ、 殊に 先刻 總理 大臣ょり 申 上げ ま 
した 如くに、 國防 充實の 如きは 一日 も忽に すべから 
ざる 所の ものであります、 夫 故に 大正 七 年度の 豫算 
を 編成す るに 方り ましては •政府は 國 防の 充實に 付 
きまして は、 U1 來煜る 限り 必要なる 計 ?, f に應 ずる 經 
費を 計上 致しました、 次に 時局に 伴 ひまして、 將來 
に 向つ て國 運の 發肢に 資すべき 產菜 S 發展 、或は 敎 
育の 振興 等に 必要なる 經费を 計上 致しました _ 其他 
一般 普通の 純费に 付きまして は、 努めて 之を 節減 丁 
るの 方針を 採りました、 右の 方針に ょりまして 編成 
致しました* 大正 七 年度の 總豫算 に 計上 致して あり 
ます 所の 歳入は、 經常 部に ; sia する ものが 六 億 四千 五 
百餘萬_,臨時部に廊するものが七千六百餘萬圓， 
合計 七 億 1  i 千 百餘 萬 [H と 云 ふ 事に 相 成つ て 居ります 
此歳 11! の經常 部に fa します る ものが 四 億 八 千 百餘蓖 
_ 臨時 部に ) IB すろ ものが 二位 四千 餘溪圓 、合計 七 億 
二 千 百 餘萬圓 と 云 ふこと で、 收茭の 計算が 符合す る 
ことになつて居ります>此の預算を編成致しますに 
力り まして、 右 申しました 歳出 合計 七 億 二 千 百 餘葸 
圆に對 します ると ころ S 旣定の 歳入は 其 合計 六 億 八 
千 餘茁 tty であります、 差 引 四千 H 餘萬圓 と 云 ふ 歳入 
一六 七 
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財政 方針に 關す る IK 田大铉 大 till の 制 說 __ 
の 不足を 見た 課であります、 此の 歳 人の 不足を 補填 
致します る g には、 前年度の _餘 金の 中ょり 二 千 六 
百餘 萬圆を 技 入れました、 尙ほ差 引 不足 額 千 四百 七 
十 餘萬圓 と 申します る ものは、 國防 の計盡 上 後年 度 
に亘 りまして、 必嬰な る 恒久的 财溢を 調達す るの 目 
的を 以ちま して、 租税收 入、 1: 锊局益 金 及び 通信 收 
入に 付. 3- まして、 增收の 計逛を 立てまして、 其の 大 
正 七 年度の 歳入を 以 つて 之れ を 補 塡す ると 云 ふこと 
に 致しました、 大正 七 年度の 總豫算 中に 計上 致して 
居ります ると ころの、 歳出の 主なる ものに 關係 致し 
まして， 玆に一 言 致します る •國防 計 ® に關 しまし 
て It 國 家自衞 の 保障を 全ぅする 主旨を 以 ちまして、 
海軍 軍備の 補充を 計りました、 即ち 大正 七 年度に 於 

きまして は， 軍瞪 製造 費に 二 千 五 百 四十 四 萬 圓と云 

ふ ものを 計上し ました、 尙同 年度 以後 大正 十二 年度 

に S りまして、 總額三 億 五十 四 萬 圓と云 ふ ものを 追 

加 要求 致しました、 是で 旣定 の豫算 額に して 大正 七 

年度 以後 使用す る ものを 合計 致して 見ます と、 五 億 

八 千 四百 餘萬圓 を 支出す ると 云 ふ 計 ffi を 立てた こと 

になる のであります、 今回 海軍 補充を 致しました 此 

の計进 は 御 承知の 如くに 歐洲戰 爭の經 驗 に 鑑み まし 

て、® 型 其 他に！！ 更を加 ふるの 必要を 認めまして、 

更 に 艦艇の 佾 加の 必要を 認めました、 尙物價 の 騰貴 

に (S りまして、 旣定 の經 費を 以ち ましては、 本年度 

に 於て 71 定の 計 52 を 遂げ 難き、 詰〇處 があります に 

ょつ て、 是 等に 要します る經费 を 計上 致しました 次 

第で 御 坐い ます、 其 他 海軍に 就きまして は、 大正 七 

年度に 於て 水陸 設備費の 追加 六百五 十九 萬 餘圓 、航 

空隊設 術费 の 追加 百 萬 圆 ，火 藥廠 設備 费二百 四十 七 

萬_、準腧軍需品費、無線策信所の設備費、臺_豫 

備 油田 試掘 ST 斯 _ な项 目々 計上 致しました、 陸軍 

の 軍備 充 實に 關 しまして は、 現在 S 兵力を 充 K を 致 

します ことを 主眼と 致しまして、 六箇 年度を 以て 大 

體其 目的を 達する の 計逛で あります、 尙定 規の豫 後 

備兵の 完成を 致します るには、 更に 十二箇 年を 要し 

まする、 從つて 木計带 U"- 十八 箇 年度に 亘 りまして 出 

来て 居 〇 ま す、 其の 臨時 ffi の總額 が 五 千 五 百 二 十六 

萬餘圓 •同期 間に 要します る 所の 經常费 の總額 •か 一 

億 二 千 八 百 七十 三 萬 餘圓 、純 常 費の 平年 度 分を 申 上 

げ ますれば 八 百 六十 餘蓖 圓、 大正 七 年度に 於て 計上 

致して あります 所の 經常臨 時 兩經费 を 合せまして 八 

百 八十 五 萬 餘圓と 云 ふこと になつ て 居ります、 其 也 


陸軍に 就きましては、 幹部 要員 補足に 要する 轾费， 
補充兵 敎育 召集 〇 爲に耍 する 經费 ，特種 兵器 製造 及 
試驗 s’ 軍用 氣球 研究費の 增加 、自動車 研究 a の％ 
加、 自動車 奬勸 費， 斯樣な る 項目を 計上 致しました 
右國 防に 關係 致します る 所の 經費 s 外に、 產 第の 發 
展を圇 〇、 我 經濟的 基礎の 確立を 期す るの 施設と 致 
しまして、 製 鐵所擷 張 費の 追加 千 百 五十八 萬 餘圓， 
大阪 エ_試 驗所の 設置 費， 緬羊の 飼育 奬勵 費， 臨時 
窒素 研究所の 設置 費、 遠洋漁業 奬蚴 費の％ 加， 土地 
利用费 、漁港の 修築 獎勵 費、 農業 倉庫の 建設 獎 勵 金 
の 增 加， 絹 業 試驗 所の 設置、 海外 商品 陳列 館の 設置 
補助 费斯樣 な ものを 計上 致しました、 敎 育の 振興に 
關 しまして は、 市町村 立 小 學校敎 員の 俸給 U •其 一 
部を 國 庫より 支出を 致します ると 云 ふ 事を、 機； 几に 
適する ものな 〇 と 認めまして、 之を 要します る經費 
千 萬 1MI を 計上 致しました、 其 他 福 岡 農科 大學 、第 十 
一高 等 H 業學 校、 第三 髙等 農業 學 校、 第 六 高等 商業 
學 校、 K 京 貿易 柄 民語學 校‘ 第 九、 乃至 第 十二 高等 
學 校、 藥學專 門學校 等の 創立、 東北 帝 國大學 機械工 
學 科の 設置、 航空 研究所の 創設、 科學 研究 獎励費 等 
必要なる 支出を 計上 致しました， 以上の 外 大正 七 年 
度豫算 に 計上 致しました 所の、 尙主な る 歳出の 項目 
を 申して 見ます れぱ諸 河川 改修 h 事 繰 上等に 伴 ふ 年 
割 額の ^ 加， 預金 利子 及 利子 拂手數 料の 咐 加、 國庫 
豫備 金2 增加 、議院 建築費、 田畑 地 似 調査 费， 國勢 
調查费 ■官有 財產 調査 費 •地方裁判所 支部 權限擴 張 
に關 する 經費 •區裁 判 所 設置に 關す る經 費‘海 外信 
支 柳 金の％ 加、 恩給の 增 加、 內地 各地 間及柬 京 京 城 
間の 電信 線路の 增設 費， 無線電信 局の 設 IH sr 電氣 

工業用 發蜜水 力 調査 fii 、 商船 學校撋 張 費、 斯樣な る も 

のを 計上 致しました、 國防 計畫 の實 行に 當 りまして 

其緙費 3 性質 上、 御 承知の 通り 後年 度に 亘 りまして 

恒久的 財源を 確保す る ことの 必要なる に 依つ て •旣 

に 述べました 如く、 咐收 計® を 立てました •今玆 に 

咐收計 誑に 就きまして、 其槪要 を 申 上げたい と 思 ひ 

ます、 第一は 租税であります、 此租税 に 就きまして 

咐收 計 S を 實行 致します に當 りまして 國民負 擔の狀 

况を 見まして、 其餘力 ありと 認 むる ものに 對 しまし 

ては、 之を % 徵 致しまして、 其 苛 重と 認めます る も 

のに 對 しまして は、 之を 緩和 致しました、 尙現 行租 

税の權 衡上 必要 ありと 認めました ものに 對 しては、 

に課稅 を 致しました、 以て 負擔 の ^ 衡其 宜しき を 


制する と 云 ふこと を考 へました、 特に 此 時局の 趨努 
に 造み て、 小 所 m 者の 負 {S を輕 滅致 しまして、 主と 
して 下 曆社會 の負擔 する 租税を 廢減 し、 國民 生活の 
安固と 產 業界の 發鹿 とを 期す る ことを 以て、 增收計 
畫の 要諦と 致しました、 此趣 旨に 依りまして、 所得 
稅酒税 を唞徵 致しました、 砂 钺消 费税 、織物 消费稅 
に 改正を 施しまして、 砂 城 消费稅 に 於き まして、 飴 
を 課税 物件に 加. へました、 又 「メリ ヤス」 及 「フエ 
ルト」 に 織物 消費稅 を 課する ことに 致しました、 尙 
淸凉 飲料 税と云 ふ ものを 新設 致しまして •自家用 醬 
油 稅の 制限 石數を 改正 致しました、 是 等と 同時に 一 
方 通行税 及 石油 消費税と 云 ふ ものを 全胺 する 事に 致 
しました 、所得税に 就きましては、 元 來本稅 は 比較 
的彈力 に 富んで 居りまして •殊に 中級 以上に 於て 其 
負擔 の餘裕 ありと 云 ふこと を 認めました 爲に 、第一 
種の 所得に 於て 一一 割を、 第二 種の 所 m に 於き まして 
は、 社馈に 於て 税率 千分の 十に 引 上を 致しました、 
第三 種の 所得に 於き まして、 約！ 一割の 引 上を 致し ま 
した、 併ながら 一方 小所焊 者の 負擔を 輕減 する こと 
の 目的を 以 ちまして、 所焊 金額 五 百 圓未滿 の ものは 
免税 致しました、 in. 所 3 £ 金額 千圓以 下の ものに、 特 
別 控除 金と 云 ふ ものを 咐加 致しまして、 其 結果は 一 
割 三分の 增税を 致した と S: ふ JJf 柄になる ので ありま 
す、 尙從來 累進 率の E 高 階級は 御， 承知の 如く、 法人 
に rli つては 二 十 萬圓 ，個人に 在つ て ! £ 十 萬 阊之 を改 
めまして 法人に 在つ ては 三十 萬圓 ，個人に 在つて は 
一一 十 萬 圓と云 ふこと に 致しました、 酒の 税に 就き ま 
しては、 酒造税 に 於き ましては 現行 一石の 税金 二十 
圓を二 十三 ! 1 に 引上げました、 一般に 含有 酒精 分に 
基く 税率の 種類を 改訂 致しまして、 大體約 一割 五分 
の增 率を 行 ひました、 淸酒貯 廠減贵 に對 する 所の 免 
税を 認めまして， 现行 法に 於け ろ 滓 引 減量 百 分の 二 
と 合せて、 百 分の 五を 控除す る ことに 致しました* 
又 酒精 又 酒精 含冇 飲料 税の 税率を 幾らか 引上げ まし 
て、 麥酒を 現行 一石の 税金 十 W の ものを 十二 圓に引 
上げる ことに 致しました、 織物 消費税 l- fj' きまして 
は、 消費の 趨勢に 鑑み ま L て、 綿織物の 負擔を 成べ 
く 減じて、 絹織物の 負擔を 幾分 か 加 »: し、 以て 課税 
の 均衡を 圖る爲 に、 絹綿に ffi りまして 其 税率の 區別 
を 致しました、 即ち 現行の 法律に 依り ますれば、 總 
ての 織物が 從價 一割に なつて 居ります、 是は綿 織物 
は 二分を 引上げて 八 分と し、 絹織物は 三分を 引上げ 


一六 IA. 

て 一萷三分とし， 3(- 他 0 段串は現行税串に据»<こ 
とに致しました、尚©;£, .''. 21叫途に使用される所 
の 「** リ ヤス J 及 「フェルト ーであります、 此 兩 «- 
は 雄 物と 看做して 瞄物 消* 現を® し、 て.： 

H を (^ :〇 ことに 致し まし r.- 、 l L ia fii 取 務の 補助を 13 
し 居る 所の 組合に 對 して、 交 W 金を 下 f'J- する ことに 
致しました、 砂糖 消费税に5:?ましては、新に飴を 
課税 物件に 加へ まして •毎 百 斤 二 固の ^ ei をす 〇 こ 
とに 致しました、 近來梁 + 製造 菜の® 迖に伴 ひまし 
て、 砂 勘の 代用品と して、 飴 2 泊 ?! i か 非常に 祖加す 
ると 云 ふ® があります るに 21 て > «. 均® 上 踝 税を致 
すと云ふことに致したのであります，沾凉肷料税に 
付きまして は、 炭酸 瓦斯を 含存 する 肷 料に 於 ? まし 
て •一石に 付て 五 [i の 制 合を 以て 課 8i する ことに 致 
しました、 蓋し 社 齒の進 連に 伴 ひまして ，浦 凉欣料 
の 需用が 著しく -<f/ 加 致しまして "酒類 殊に 麥酒と 併 
せて消费せらる、狀况でありまするから、其均胞上 
補充 税 として 之を 課する の 必要を 認めた 次第 -e あり 
ます、 通行税に 付？ ましては、 本税は 主として. 短 KE 
離の 通行に 賦課され て、 殊に 都 ^ 地に 於け る 下 / fcif 階 
級の 負 e を輕 減す るの 必耍を 認め ■* ■して、 本 si を 躞 
止す る ことに 致しました-成は 畏叫 離 ru1] の： isi 行税は 
之を 存置す ると 云 ふこと が 可なる 如き ^ を 致され ま 
する が、 K: 際に 之を 徵 して 見ます 〇 と， 五十 a 未 滿 
の 通行税は、 本稅收 入の 約 八 制 七 分を 占めて EO ま 
する、 それであります からして 、長距離 間の 通行 8i 
は國税 として 之を 存蹬す ると 云 ふ 其 m tt が f;i めて 少 
ない ので、 寧ろ 此際 之を 全 腿した 方が ®; いこと -C は 
ないかと 云 ふ考を 以て 全臌の 案を 立てました 次第で 
あります、 石油の 消费税 に 付 さまして は、 今 0 石 汕 
の 消 32 者は、 御 承知の iai り 殆ど 農家 X は 山 問 僻地に 
住する 若に 龆 して 居りまして、 而も 近 來爾氣 瓦斯 IJf 
業の 發 達に 伴 ひまして •石油の 消 ai と 云 ふ ものは 段 
々減少 致しまして、 本 税はで す、 此® を 以て拖 移 致 
しま すれば、 殆ど 收 入を 見る 叫の UJ 來な いものに な 
るので あります、 のみならず 一方に 於き まして ® 燈 
又は 瓦斯 等は 殆ど 今日で If. 髁税 物件と なつて 居り ま 
せぬ、 斯樣な 狀態と 比較 致しまして g 衡上 之を 全隞 
する ill を 可な 〇 と is め、 其 措 if を 執つ た 次第で 御座 
います、 尙 自家用 醬油 に付きまして は、 現行の 制限 
石數五 石 以下を 改めて 一石 以下と 致しまして、 尙納 
期を 一回に 減ずる 等の 改正を 加へ. ました、 以上 申 上 
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げ ました 谷税の ％ 減を 通じまして •結局 其 咁收高 は 
大正 七 年度に 於て 三百 四十 三 萬 餘圓 ，之を 平年 K と 
します れぱ •  一 千 七 百 二十 除 萬 圓に 上る の 見込で 御 
座います、第二に專鹫收入に付きまして、御承知の 
如く 近 來 物捫が 騰贵 致しまして、 ® ffl 事業に 要し ま 
す所の經费£岈加を來しました、之が爲に專«局益 
金の 收入が 減少 致します る 故に、 之を 補塡 する の必 
要が あるので あります、 同時に 一般 財政 上の 必要ょ 
〇 致しまして、 財源を 得る 0 的を 以 ちまして、 製造 
煙草の 各 品種 JV- .通じて、 其定價 に對し 平均 約 一割 七 
分の 引 上を a 行 致しました、 之に 依りまして、 大正 
七 年度は 四百 十 餘萬圆 平年 度に 致しまして は、 八 百 
三十 舱 萬 10] の咐收 を 得る 見込で ? > ります、 第三に 通 
信 « 入に 付きまして は、 一般 經濟 の發達 に 鑑み、 其 

負 擔の難 易に 顧み， m 報 料 命 一 f? 信に 付 JI: 錢の UI 上 

を 爲 し、 小包 料金 此普通 小包は 二錢 •  W 留 小包を 三 

錢信 辫を1 £5 ,端界を五 |>11 :沏櫧なる引上を致す事 

に 致しました、 之に te つて 生ずる 所の 大正 七 年度の 

收人 は、 七 百 十 跄茁 101 であります、 平年 度と 致し ま 

しては、 千 百 四十 ftrR 萬 圓に柑 成ります る、 以上 租稅 

並に i 'R 菜 收 人の咐 收計进 迓行の 結果と 致しまして、 

大 正七年度に於きましては，約千四苗七十茁 [« 、即 

ち * が 先刻 申 上げます る 所の、 總 裸 » の 不足の 額に 

なります* 平年 度と 致しまして は 三千 七 ?) 餘萬 g の 

咐收を 見る ことが 出来ます、 以上の 計 y? に te 〇 ます 

る 所の 收人を 以てして は、 尚 此國防 計讲の 後年 度に 

亘 ります る 所の 锊 ぬ に ffl 匹敵す る ことが 出來な いの 

であ 〇 ます、 それ故に 大正 八 年度 以降® W 位 還 額の 

艽千茁 101 の中，二千茁§と云ふものを，國防充 1? の 

財源 1- 供し まして、 以て W 来に R る 帝 國财 政の 紫 固 

なろ 所の 荘礎を 、支持 致したい と 云 ふ考で 、斯様な 

計 SJ ?: 立てました •次に 臨時 机 件に關 係 致します る 

树费に 付て、 一言 致したい と 思 ふ S -C あり -,t す、 臨 

時 Iu m ?3 特別 科 計 1- 於き まして It 、 K 歳出 111 千 三 西 

七十 餘 ffi lgl を 計上し t して 之が 课人と 致しまして は 

官有 物 拂下 代金 及 雄 收人 の rl 七十 艽 龙 餘冏で 御座い 

すす、 其 他 I i 三千！ s 九十 Jr ss 餘 K1 の仍 入金 並 I - 公 《 

に tt る、 浙銶に 致しました， 又 大正 七 年度に 於き ま 

する 所の 趄時讲 件 ■/* 糊 35 であります、 臨時 Ilf 件彻 ffii 

费 の ! ffl 額は 八 千 四百 萬 圓を 計上 致しました、 右 ?* (ffi 

费中 には 判 fr: 官以 下の 臨時 手馆千 七 W 餘 fls lfll •枸 ff? 

探 « r. 基く 一般 畔 费 の佾加 »| 千 七 VI 餘® HI 等の WF 殊 
財政 方針に 閱すろ 勝 (>11 大财大 1:1  I の： M al 


の！； 費を 含んで 居ります る 次第で 御座います、 此財 
源と 致しまして 山東鐵 道の收 入、 靑島 事業 収入、 臨 
時 受託 造 修收入 及 戰時 海上 再 保 險收入 等 二 千 三百 五 
十餘萬 圓と借 入が 二 千 二百 萬 la •前年度 剩餘 金の 繰 
入が 千 九 百 八十 餘萬圆 を 以て 之に 充てます る 外、 時 
局の影釋に依〇まして佾加致しました利泻に對しま 
して® 時 利得 税と云 ふ ものを 課して、 其 財源に 充つ 
るの 計盡を 立てました、 ® 時 利 措 稅 it 大體に 於き ま 
して •法人に あ 〇 まして ii 開 戰前二 箇年内 に 終了 致 
しました 所の 谷 事 ^ 年度の 平均 所得 額に 對 しまして 
©時事 業 年度 S 所 焊 金額が 超過す る 場合に 於き まし 
て は>  共 超過 猫が 開戰前 事業年度 ¢0 所得 金額 C 二 削 
' ; 過 ' r る 時は、 其 超過額を 硪 時 利得 金と 致し まし 

て 之に 二割を 課する、 - 二 ®, の税を 課すろ 斯樣に 

致します、 倜人に 於き ましては 矢 張 同樣 で、 唯 職 時 
事業年度の 所得 金額が 大正 二 年 前の 二箇年 平均 所得 
金額と 云 ふ 事で、 之に 二 割を 咐 加して 居る ものは 未 
だ 課税 It. 致さぬ、 其 二割 以上 超過して 居る ものに 對 
しては、 1_ 五分の 課税を 致す、 斯樣な 立て前に 致 
しました、 本税は 大正 七 年度ょ 〇之 を 實施 致し まし 
て， 平和 克復の 年限 〇 之を 廢止 すると 云 ふ Jlf に 立て 
ました、本稅に法りまして生ずべき純收入は、大正 
七 年度 分は 千 七 百 九十 餘萬圓 ，平年 度 三千 二 百 餘萬 
圓と云 ふ 事に なつて 居ります、 開 II 以來 大正 七 年度 
に苴 りまして* 臨時 事件に 關係 致します る 所の 經費 
は 四 {3 四千 七 百 萬 111 に 達して 居ります、 而して 時局 
の 前途を 達® 致します る 時には •其 終熄の 時期と 云 
ふ ものは、 今日ょ 〇拽定 すろ 事は 出来ぬ ので あ 〇 ま 
す、 故に Jt 推移に 伴 ひまして Mi' に 之に 對晒 すべき 所 
の 施設を 要すろ と 云 ふ ? If •か 無い とも 斷言は 出來な い 

のであります、 依 て 政府の 財政の 按排、 經濟の 調節 

等に 深く 考® を 盡す べきは 勿論の 事であります 、豫 

め m 国の 急に 晒 - t る ■か 爲に 4 特に 彈力 あろ 财政 計 3f 

を 立つ るの 必要を eB めた 次第であります、 次に 政府 

の 公似 發行 、並に 公 依® 還の 事に 就て 一言 致したい 

と 思 ひます、 大正 七 年度に 於き まして 公 偵 償還に 充 

常致すべき金額は、前年度と同く之を五千萬圓と致 

しまして、 大正 八 年度 以降に 於き ましては、 之を 三 

千 ®: 10 に 止む るの 計® を 立てました、 惟 ふに 不生節 

的 國 依は 成るべく 之を 多額に 愤還 して、 以て 財政の 

安 1*1 を 岡る の必耍 が あらう と 思 ひます、 併ながら 旣 

に 述べました 如く、 大正 八 年度 以降に 於き ましては 


H 防 計 迸 S 實行上 咐收計 帯に 依る 歳 人と 共に、 其の 
財源に 充 つるの 必耍を 認めました 爲に 、之を 減じ ま 
して 三千 萬 圓と云 ふこと に 致しました、 大正 七 年度 
に 於 ？ まする 公債 發行 計 * に關聯 致しまして、 大正 
六 年度に 於け る 公債 募集の 狀况に 就いて、 御 參考に 
一言 致したい と 思 ひます、 大正 六 年度の 政府 募債 計 
蜜は 臨時 國 庫 證券！ 一億 圓を 合計 致しまして •總計 三 
億 六 千 百 八十 六 萬 圓と云 ふこと になつ て 居ります， 
此中で 實行 未了の ものが、 鏺 道 特別 會 計より 致し ま 
して •預金 部に 返濟 致します る爲 めに發 行す る もの 
一一 千 萬圓 、外國 偵の 借 換の爲 に發 行す る もの 三千 萬 
圓 •臨時 事件の 豫媚 費に 充 つる もの 二 千 萬圓 、是れ 
等が 未だ H 行 致して ありませ ぬので あ ^ ます、 併し 
ながら 右の 中前 二者は 金融 調節 上 市場の 狀况に 依り 
まして、 必ずしも 之れ を藓 集せ なくても 宜い ので あ 
る、 それは 此豫算 を 昨年の 夏 諸君の 御 協賛を 經る時 
に 私よ りして 明言 致して 置きました のであります、 
一方に 於いて 豫算 と關聯 せざる ものにして 佛國 の圓 
國庫 債券 並に 同大 藏省說 券， 英® の 圆大藏 省 證券、 
斯様なる もの、 發 行され ました ものが、 旣に 一億 五 
千六百萬_の多きに達して « りまして、金融の調節 
に 全ぅする 上に 就きまして は、 最早 之れ で 十分と is 
めます る、 それ故に 右 申しました 1  i 者は •之れ を 本 
年度の 計畫に 於て は 打 切る ことに 致しました. 又 後 
者に 就きましては、 今日に 至る まで 是れ が發 行を 必 
耍と する 事件が 發生 致し ませぬ、 是亦募 集の 必要を 
認め ませぬ のであります、 斯糅に 申します れば 大正 
六 年度に 於け る 政府の 蘇 愤計诳 は、 大 13 に 於いて 完 
了 致した ものと 明言して 私は 憚らぬ のであります、 
大正 七 年度に 於け る 藓 憤 に 就きましては、 旣に 述べ 
ました 所 S 臨時 事件 費 支 辨に 要する 所の 公 偵 以外に 
は， 電話 事業 公 li'i 一千 萬圓 •鐵道 公債 一一 千 五 百萬圓 
朝鮮 事業 公 {Ei 千 11 一 百 二十 萬圓 ，豪 @ 事業 公憤 二百 蓖 
圓 ，陣太 事業 公 餘茁 W 等でありまして •是等 の 
合計が 五 千！ C 餘萬圆 と 云 ふこと になつて 居ります" 
尚 臨時 國庫證 券の 發 行に 關し ましては、 大正 六 年 法 
律 第 七號に 依りまして、 二億圆 の 限度を 御 協賛を 矬 
て 居ります、 併ながら 時局の 爲に我 •か 經濟の 發麂並 
に國 際綷濟 の 狀况に 鑑みまして、 爲替 資金の 疏 通を 
圇 ると 云 ふこと か® も 必要で ある、 尙 軍需品 代金の 
決濟 を圓滑 に すると 云 ふ 必要 もあります から、 更に 
之を 三 (S 圓と S ふ ものを ift 加 致したい と 云 ふ 見込で 


ありまして、 旣に其 案を 議 會に提 /!} 致して あります 
る 次第で あり ^ す •是 ょり 經濟 の狀 態に 就きまして 
多少 申 上げたい と 思 ふので あります、 我國の 經濟狀 
態を 通觀 致して 見ます れぱ 、對外 貿易は 御 承知の 如 
くに、時局の彩_を受けまして其 |||] !1!:を一新し、時 
局發生 以来 昨年 末に 至る までの© 人總 額は 二 十六 億 
二 千 三百 餘萬圓 •輸出 總額が 三十 七 億 九 千 九 百 除 萬 
圓と云 ふこと になつ て 居ります. 差 引 十一 億 七 千 五 
百餘 萬圆の 輸出超過を 見た 譯で あります •尙 此 外に 
貿易 以外の 收入 超過と 云 ふ ものが ご ざ います、 是が 
同期 間に 於て 七億圓 であります、 之を 合計 致し ■+ す 
ると 國際 貸借 上の 收入 超過額が 約 十八 億圓に 達して 
居ります •此 十八 億圓の 中に 聯合 與國 に對 しまして 
财政上 直接の 援助を 致した もの、 並に 間接の 授 助と 
見るべき ものを 合せて 見ます ると* 約 十三 億 圓の巨 
額に 達して 居ります •而 して 又 內地正 K の充實 と產 

業の 勃興と に 資した る ことは、 頗る 多い ので ありま 

した •時局 發生當 時に 於き まして •我 內 地の 正貨 氓 

備は 一億 三千 二百 萬圓に 達せぬ 位で ありました、 今 
や 是が四 億 六 千 萬 圓に 達して 居ります， 又 昨年 末 ま 
でに 銀行 會社の 新設 又は 增加の 計畫 資本金 額は 二十 
五 億 六 千 掎萬圓 に 上つ て 居り # すろ が、 殊に 昨年に 
於き ましては、 十五 億 六 千 萬 圓と云 ふ 巨額に 達して 
居ります， 我 か經濟 の 進展を 期し、 其 鞏固なる 基礎 
を 樹立 致す 上に 付きまして は、 金融 _ 關を 改善 整備 
すると 云 ふこと、 nn ち 其 機能を 十分に 興 揮せ しむる 
と 云 ふことの 最も 急務で あると 云 ふことは、 私が 申 
すまで もない ことであります に 政府は 第三 十九 
議會に 於き まして* 各種の 法案を 提出し まして、 幸 
ひ 大體是 か 通過を 見る に 至りました 、爾来 政府に 於 
きましては、本問題に關しまして、愼重の_究を重 
ねまして ® II 策® 行 致しました、 就中 對茭金 融_關 整 
備の 最も 急務なる を 思 ひまして、 滿蒙 に對 しまして 
は、 朝鮮 銀行を して 貨幣 統一、 並に 一般 金融の 機關 
とする こと 1-. 致しました、 又 東洋 拓殖 會社を して、 
長沏 金融 s 櫸關た らしめ、 以て 滿鮮の 經濟的 通 絡を 
圖る， '方針を ra 現す る ことが m 來ま した、 又此 茭 那 
本十：に對しましては、御承知の内地銀行團をして一 
層 活躍せ しむる と 云 ふ 外に、 有力なる H 支 » 業 家の 
設立 致しました 所の 中 ii ?l 業 銀行の 活動に 依り まし 
て、 日茭 經濟 提拥 の 15 を擧げ まして、 彼我 經濟 上の 
興 展に rf する ことが 大に 3 來る こと、 信じて 疑 ひま 
一六 九 
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施政、 外交* 財政 方針に 関する 宋次竹 二部の 質問— 同上 俗 田 大蔵大臣の 答 辯— 同上 本 野外 秘大臣 つ 答 辯 _ _  _ 一七 〇 


せぬ、 尙 南洋 或 ii 南米 等に 對 しまして は、 旣設 機関 
たる 所の® 濱正 金銀 行 毫两 銀行 等を して、 貿易 金题 
の 圓滑を 囡 らしむ ると 共に、 近頃 設立され ました 所 
の 海外 興業 株式窗 社 を して、 移民 金融の® を圖 らし 
むる ことと 致しました、 其 他日 米 日露 金® の 速 裕に 
付きましても、 目下 fs ® に 講究を 重ねつ、 ある 次第 
でございます、 此外內 地 金融 機關に 就きまして ほ、 
現內閣 成立 以來幾 多の 改善を 加へ ましたが、 本議會 
に 於き ましても 亦 事業 資金の 潤 澤を圖 り、 一般 金融 
を圓 滑に する の 目的を 以 ちまして、 之に 必要なる 提 
案を 致したい と考へ て 居る 次第で ございます る、 先 
刻總理 大臣 並に 外務大臣ょ 〇 申されました 如くに、 
歐洲の 職 局と 云 ふ ものは K に 測るべからざる もので 
あります る、 此際 に當 りまして 聯合 與國に 對 しまし 

て、 益々 此 財政 上の 援助を 爲すと 云 ふこと が 必要で 

あらぅ と考へ ます、 之と 同時に 健全なる 產 業の 發達 

を圖 り、 純 濟 自給の 越 礎を 確立し、 以て® 後經 済の 

變励 に對 して、 豫め備 へて 置かなければ ならぬ と 云 

ふこと も 勿論の ことであります、 政府は 旣に 時局の 

適 應 致します る 所の、 戰 時經濟 施設を is ずる 所が あ 

りました が、 尙將來 銳意是 が 講究を , ■§; らず 、機宜の 

si 策を 施して 違算 無き を 期したい と 思 ひます、 而も 

能く 是等 の ?? 効を 擧 ぐるに 付きまして は、 啻に 政府 

のみで ほい か ■ぬのでありまして、 即ち 國民 各自の 努 

力を 大に俟 たなければ ならぬ と 私は 確信を 致して 居 

ります、 終に 臨みまして、 私は 諸君が 愼重御 群 翳の 

上、 速に 協 質を 與へ られ むこと を 切に 希望 致します 

(拍手 起る〕 

0 翳 長 (犬 岡 育造 君〕 床 次 竹 11 郎君。 

〔床 次 竹二郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 床 次 竹 二 郎君 私は 總理 大臣に 一二の 質問を 致し 

たいと 思 ひます、 先づ 增税 計晝に 就て、 何れ 委細の 

事は 豫算 •委員 會な り、 法律案の 委員 會で 承る ことに 

致します が、 此處 には 極めて 簡 K に 大體の 事を 伺 ひ 

ます、 此度の 增税計 迸が 軍備 充實に 要する 費用の 不 

足を 補 ふために 立てられた と 云 ふので ありま すれば 

極めて 明 Kf であります、 議論の ない ことであります 

が、 其 內容を 窺へ ば、 或は 減税を せんが 爲に 增稅を 

せられた ではない かと 思 ふ 節 もあります*  (拍手 起 

る〕 幾多の 税に廢 減を 致して、 多くの 新しき 税を起 

されて 居る •租税の 政策 上から 見て 果 1 て 適 當の處 


S である や 否や、 又 中に (I 瘅業 政策 上から 見まして 
今日の 經濟狀 態に 於て、 果して 適當 s 處置 であろ や 
否やを 疑 ふ 者 もあります、 中には 負 擔の輮 減より 計 
迸を 立てられた もの も ある 趣で あ 〇 ますが、 若 夫れ 
下層 社會の 負擔 の輕 減より 立てられた ものと 致し ま 
するならぱ、政府の大體の施設ァ\通觀した上に、尙 
他に 考を 蓮ら さなければ ならぬ ぢやな いかと 思ふ點 
も あるので あ 〇 ます、 之を 要します るに、 增说 計 a 
の 趣旨が 明瞭なら ず、 徹底を 缺 いて、 尙 攻究の 餘地 
が あると gfr 言す るので あ 〇 ます、 政府は lit 案を 飽 迄 
も 固執 致さる、 考で あります か 否やと 云 ふこと を、 
一言 承つて 置きたい のであります (拍手 起る〕 次に 
國防の 事に 就きまして、 歐洲大 職の 敎訓に 俊つて、 
兵器の 改良 刷新な り、 艦艇の 補充な り、 幾多の 方面 
に 於て 兵備の 充實 を圖 ると 云 ふことは、 此 際に 於て 
最も 適當な 事であります、 加 之 今日 帝 國は 、交 戰國 
の 一員と して 努力し なければ ならぬ ことから 考へて 
見ましても、 亦四圍 の 情勢から して 帝國の 地位を 考 
へて 見ましても、 亦 現在 並に 將來に 渉つ て、 此帝國 
が 東洋の 平和を 維持す る 重大なる 責任を 盡す と S ふ 
點 より 考へて 見ましても、 玆に萬 違算な き 計畫を 立 
てると 云 ふことは、 今日が 最も 其 時機で あらぅ と考 
へる のであります (拍手 起る〕 吾々 ほ 政府の 今日の 
國 防計丧 で、 果して 十分なる ものである や 否やと 云 
ふこと に 付て は、 未だ 甚だ 安心を せざる ものが あり 
ます、 富 局 者は 此案を 以て 十分な 〇 と 御 答が 出来 ま 
すか 否や" 此事を 承つ て 置きたい (拍手 起る〕 次に 
外交の 事に 付きまして、 剷茭 外交に 付て 唯今 外務 大 
臣の御 演說に 依つ て、 我 邦 ! t 日 支 親善を 目的と し、 
兼て 彼の 國 の 內政に 付て ほ、 不干渉 主義を 執つ て 居 

ら る、 此 下に 努力せ ら る、 と 云 ふことは、 其 意を |« 

したので あります" 唯た 今日 或は 政府が 北方を 援助 

して、 南方に 壓迫を 加へ るので はない かと 云 ふこと 

を 疑 ふ 者が、 世の中に ほ ® くない やぅであります、 

(拍手 起る〕 此點は 日 支 雨 國の國 交 上 甚だ 吾々、 は 遺 

憾に思 ふので あります (拍手 起る〕 而も 其關 係す る 

所は 甚だ 重大なる こと、 思 ふので あります から、 ® 

に 外務大臣の 演說に 依つて、 一應は 其 意を 了解 致し 

ました けれども、 事 重大なる が爲に 重ねて 當局 者の 

辯 明を 求めて 置きます (拍芋 起る) 

〇 國務大 RC 勝 田 主計 君) 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 勝 田 大蔵大臣。 


〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登®〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 床 次 君ょり 御 尋の第 
一項に 封し まして、 私は 御 答を 致したい と 思 ひます 
床 次 君の 御 尋 ほ 、要するに s£ 府の咐 税計丧 なる もの 
ほ 不徹底で ほない か、 此不徹 鹿なる 增稅計 迸に 付て 
政府は 之を 飽迄も 固執す るので ある や 否やと 2< ふ、 
大體の 御尋で あつた やうであります、 政府が 此财政 
計珣を 殊に 增收 計 ® を 立つ るに 當 りまして は、 徹底 
を 期して 居る のであります、 第一 床 次 君の 御 話の、 
政府が 爰に國 防の 計畫を 立つ る 必要が ありと すれ if 
之を 增稅で 以て 其 一部分を 償つ て 行くなら ば、 極め 
て簡單 でない か、 然るに 爰に 其途に 出で ずして、 政 
府は 一面に 税の 整理 或は 廢稅を やる、 是 は 不撒 底で 
はない かと 云 ふこと が、 一段の やうで あ 〇 ます、 成 
程爰に 國防の 必要 上、 其經 費を 支辨 する 爲め に增稅 
計 a を 立つ ると S ふやうな ことがあります る 際に、 
.增税 一點 張りで やる と 云 ふことは、 極めて 事が 明瞭 
なやう であります が、 併ながら 苟も 爰に 增税 をす る 
必要が あるなら ば、 負擔の 均衡 其 宜しき を 得ない 所 
の もの 等は、 之を 矢張り 整理す ると 云 ふことは 當然 
であらう と 思 ふ、 增稅の 必要の 爲めに 左樣な ことを 
しなければ ならぬ のでない かと 思 ふので あります、 
而已な らず 今日 此 世界の 狀况を 見渡し 見ましても、 
矢 張 一面 1: 大な る增税 を 致します るが、 殊に 此 下層 
社會に 渉る 如 9- 所の 税は 之を 輕減 する やうな ことは 
.矢 張餘 所で もやつて 居る のであります (「ひや <」 
と 呼 ふ 者 あ 〇〕 決して 是は 珍ら しい ことでは ない の 
であります、 それ故に 此點 に付きまして は、 政府が 
斯の 如き 方針を 以て 增 收計畫 を 立てた と 云 ふこと に 
付て は、 一 應の考 を 以て 立て、 居る のです、 唯 だ 無 
考に 左樣な る 計 * を 立て、 居ろ のでは ない ので あり 
ます、 第二に 床 次 君の 御 話に 依る と、 或は 下層 社 會 
を 保護す ると 云 ふやうな 意味を 以て、 此增收 計 * と 
云 ふ 4 のが 立てられて 居るなら ば、 豫算佘 體を 通じ 
て 尙大に 考慮を 要すべき 點が ある やうな、 御 口吻で 
ございました が、 尤も 此豫 »: を 編成 致します るに 當 
りまして、 成るべく 斯樣な る 際、 即ち 此今 日の 時局 
に 於て 多少 中流 以上が 良好なる 收 入を 得て、 下層 社 
會 の負擔 を、 幾分な りと も轉 嫁す る ことの m 来る 時 
に 之を 實行 致して 置く とか、 或 ii 役人の 闲つた 者、 
即ち 極く 下級に 於け る 役人を、 幾らか 恵んで やりた 
い、 さう 云 ふ 意味に 於て 豫算を 全體 通じて 通觀 して 


设钱が 出來て 居る と 思 ふ c -e あります、 准た 其 程度 
論に 至りまして it 是 は 問題で あ 〇ま す、 若し さう 云 
ふ 事を やるなら ば、 大に明 g •に 誰に でも 分る やうな 
程度で以てやつたら宜からうと云ふ論が出れぱ、是 
IX 別 論であります、 唯た 政府は 今日 C 状 况に 於て、 

I |'| 来る だけ 〇 程度に 於て 左 棟なる 計 ilt rv- - 立てた と rf 
う 云 ふこと なんであります、 尙此砑 收計 5ic のこと に 
付きまして は、 不徹底で あると 云 ふやうな ことが ? > 
ります るなら ば、 是 は 委 M ® 等に 於て、 詳細 皆 棟 〇 
御 考も牕 きま T るし、 又 吾々 の 意見 も 述べまして、 
そこで 能く 研究して、 果して 不 fst IJS である や 否やと 
云 ふこと を 攻究 致して 見たい と考 へて 居 〇 ます、 併 
し 左樣な 楮 神を 有つ て 居り ■$ すから、 床 次 君の is 後 
の、 政府 1£ 飽迄 も此 計® を 茭持 する 稻〇 であるかと 
云 ふ御尋 に對 しては、 決して 左 樣な琴 柱に 膠した や 
うな 狹贵 な考は 有つ て 居り ませぬ、 則ち 政府は 此計 
畫を 以て、 最善なる ものと して 提 m を 致して 居り ま 
す、 併ながら 諸君の 論に して 是れ 以上 良好なる 所 2 
御 論が あり . 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に …… 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 方法が あるなら ば、 是は 
理事 者に 於て 決して 吾々 は 持論を 固執す ると 云 ふ密 
で ほ ありませ ぬ、 それが 即ち 此遨法 政治に 於て、 政 
府と 諸君と ffl 攻究す る 所以で あらう と 考 へます (拍 
手 起， ご 

0 K1 務大 KI C 法 學膊士 子附本 野 一郎 君) 識 長。 

01： 長 (大岡 育造 財〕 本 野 外務大臣。 

〔國 務大臣 法® 邸 士 子 ! SF 木 野 一郎 君 登®〕 

0S 独 大 K  (法 學 邱 士子® 木 野 一郎 封〕 諸君、 唯今 
床 次 君ょり 政府の 對茭 外交に 付 ? まして、 御 H 問の 
次第が ございました から 一言 御 答 致して ® きたいと 
思ひまする、床次君の御@問に依りますれぱ>政府 
は 支那の 內部の 政爭 には 干渉し ない と 云 ふ 踏 明を し 
て 居る が、 此 南方 —— 支那の 南方 派を 趣 迫す： <0 爲に 
北方を 援助して 居る と 云 ふやうな 嫌 か ある やうで あ 
るが、 一體 どうかと 云 ふ 御 質問と 聽き ました、 斯の 
如き 質問 ! t 實は 貴族院で も m たので ございます、 又 
昨年 政府が 對支 方針に 對し て、 政府の 見る 所を 發表 
致しました 以來 、 3| 々此批評を聞くのでありますが 
併ながら 是は 全く 政府の 行 励を 誣 ゆる ものと 私は 斷 
定す るのを 憚らぬ のであります、 (「のうく」〕 
政府は 三十 八 議會に 於て 對茭 政策の 方針を 宣言 致し 


_ 衆 の热沃 帝 回 十四？ R 


ましたる 以来、 全然 此方 針に 從 つて 進行 致して 居ろ 
のであります ( 「大 にぐらつ いて 居る」 と 呼 ふ 者 あ 
=0 吾々 は 支那の 南北に 對 して、 決して 恩 怨の ある 
者では ありませ ぬ、 支那 全體 に對 して 全然 同情を 持 
つて 進んで 居る のであります、 併ながら 政府が 事を 
して行くに方りましては，支那の阈家を代表する所 
の 正當の 碑 關を捉 へて、 是と 事々 物々 交渉して 行か 
なけれ tt: ならぬ と S ふことは、 言 ふ 迄 もない 事で あ 
ります、 而 して 政府が 今日まで 執つ て參 りました る 
所の 方針は 之に 過ぎない ので ある (「のう < 1—. 「段 
祺瑞は 政府に あらず」 と 呼 ふ 者 あり) 北京に 正當の 
政府が あります るから、 ft 政府と 共に 仕事を して 居 
るので あ 〇 ます、 列國 〇 政府 も 亦 日本と 同じ やうに 
lit 政府と 仕事を して！ S るので ある、 決して 此北京 の 

政府々 抜けて 南方を K 迫させる 目的を 以て、 政府が 

して 居るな ん と 云 ふやうな 車を 言 ふの は" 是は 全く 

政府の 意 湖を 誣ゆる ものと 私は 斷 W 致します (「事 

53 を 奈何 せん」 と 呼 ふ 者 あり〕 政府 it 決して 南方を 

鞑迫 する 11 に、 北方を 抜 肋して 居る とか 云 ふことは 

斷じて ありませ ぬ、 左様な 考 it 毛頭 持たぬ ので あり 

ますから、此琪は是非玆に明かにして涩さたいと思 

ひます (拍手 起る〕 

0W 長 (大岡 育造 君〕 寺 內總理 大 E': 。 

〔阀 猝大 R1 们 附 赤 內正毅 君 登 iJ9 J 

0W 務大 K (伯 13 寺 内 正毅 君〕 床次宕 の 御 ® 問の、 

三點の 中の 一 ! si は！ S 防の 關係で あります， P? は ra 防 

の ? Jf に 付て は、 陴 茁大 ni 海祺大 K ょり 各 自 に 答へ る 

のが、 精 ? JH の ! a に 至つ ては 必要 かと 思 ひます るが、 

唯今の 御 問は 1-a 防の 計资 として 今日 出した ものが* 

十全に して 加へ る ことの 無い もの か 否かと 云 ふこと 

の 御酋で あります から •私ょり 収束ね て 御 答を して 

la か 5 と 思 ひます、 御 承知の 如く 國防と 申します と 

ほ 防に It 一一つ の ® 味 •かあります - ものが あ 〇 ます 

即ち |?!| 定した 阀防 と、 游_ 的 〇 國 防と 此二つ に 分け 

て論ずるのであります、今回出しました所の計逛は 

陳珥 に 於き ましては S! 在 ある 所の 兵力に 對して 、 S 

に 佾 加充迓 すべき —— 糖！ S 充 《すべキ'所の啡椚を提 

川し ました、 海 . li に 於き ましては、 聆滕に 對 して 補 

助 艦 除の 整拥 を W る 爲に其 計 畫 を 立て i、 其 ® 用を 

耍 求した のであります、 必 しも 之を 以て g 防には 更 

に 加へ る ものな き、 十全なる 計 迸な 〇 やと 云 ふこと 

に なれば、 さう ではない と 御 答す ろ 外ない、 現今に 
施政方針に 關する 券 内 絞 ® 大 E の 答 辯 


於て 先づ 頂耍な る もの、 時局に 對 して 必要なる もの 
を玆に 計 » して 提出した と、 斯う 云 ふこと を 申 上げ 
て ® くよ 0外 ない のであります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 尾 崎 行 雄 君。 

〔拍手 起る〕 

〇® 崎 行 雄 君 極めて 簡 ® なる 質問を —— 質疑を 十 
餘〇 致して、 更に 進んで 其 御 答 辯に 依つて 疑を 質し 
たいので あ 〇 ますが… (「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 尾 崎 行 雄 君 十餘り ある ものを 悉く 一回に 其處に 
登つて 述べまして； r 答へ る 人 も 定めし 迷惑す るで 
あ.：： うと 思 ひます から、 若し 議長が 御 許しになる な 
らば …… (「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 一項 宛此處 
で 答 辯を 得たい と 思 ひます が …… 「 「登壇*々」 と 
呼 ふ ^ あ 〇 〕 

〇餓長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひま -i - 先刻 豫め 

議長が 議場 整理の 方針を 宣明 致して 置きました、 即 
ち 順序に 從つ て發言 褪 を 許す、 而 して 極めて 簡單な 
る ものに 付て は、 自席より 發言 する ことを 求められ 
れぱ ，それ も 許します るが、 議場の 形勢に 依り 徹底 
の 必要 ありと 思 ふ 時には 何時でも 登壇を 促す、 段め 
十 ある 二十 ある、 それを 皆 許しを 得た と 云 ふ 如き 事 
の 御約朿 は 致し ませぬ。 

0 1! 崎 行 雄 君然 らば 試に 其 一二を 常 席より 質問 致 
して 見 ませう。 

〔「登壇 /% 々」と呼ふ苦あ.り〕 

〇 ■長 0 }<岡育造 35- )尾崎君に交渉します、大體の 
質 問の 御 趣旨を 登® の 上 御 宣明 になつ て、 尙 遨 漏の 
ある琪で簡氓に御尋の极合だけを向席でやられた方 
が、 洵に sg es 上宜か らうと 思 ふ。 

〔「ひやく  j •登®」 と 呼 ふ 苦 あり〕 

〇璲 崎 行 雄 君 それ ii 不 使な逍 方と 思 ひま t るが、 

誔長 及® 場の 諸君が、 それが 宜か らうと 云 ふこと で 

あるなら ば 登 柄 致します (拍手 起る) 

〔尾 崎 行 雄 君 登 柄〕 

〔拍手 起る〕 

〇越 崎 行 雄 君 諸 ?!' , 疑問は 總理 大臣 及 外務 大 K、 

此兩大 [::! の 御® 說に對 して 起り ました 疑を ？ T すので 

あります、 箇條は 肋 説が nj な 〇 多岐に H つて 居〇ま 

する 故に、 從つて K 疑 も亦數 多くなります る けれど 

も、 今 謎 弪の御 指圖 であります る 故に、 已むを 得ず 

一應ず つと 總て並 ベて 答 P を 求む る ことに 致します 

施政、 外交 方針に 關 T る 尾 崎 行 雄の 竹 問 


第一は 主として 總理 大臣に 御 尋を 致す のであります 
が、 ft 腿 爭の 目的と 云 ふこと を 外務大臣 も總理 大臣 
も 言は る、、 其 E 的を 遂行す ると 仰せら る、 所の 目 
的は 何で あるか、 歐米 政治家は 何れも 其 目的を 明言 
を 致して 居る、 我が 總理 大臣 寺內 伯爵 閣下に 於て は 
曾て 一度 も 之を 明言せられ たこと がない、 最初 前內 
閣が戰 に 參加 する 場合に 於て は •日英 同盟の 誼に 仗 
つて 參加 したので ある 次第は、 宣戰の 詔勅に 明に な 
つて 居る、 それは 其當 時の 確かに 目的で あつた、 然 
5 に 爾後 戰の 形勢 段々 進展して、 遂に 局外に 立つ て 
居つ た 所の 亞米利 加も參 II を 致し、 支那 も 亦帝國 の 
勸 誘に 從つて 參戰を 致し、 其 他世界 谷地の 邦國 之に 
參加 したと 云ふ狀 態で、 戰爭の 局面 非常に 進展擴 大 
すると 同時に， 歐 米の 政治家は 此に 於て 戰爭の 終局 
の目的を更に考礅するの必要があると云ふことは、 
世界に 向つ て 英吉利の 宰相 其 他の 者の 皆な 明言した 
通りであります、 而 して 亞米利 加の 大統領の 敎書、 
英吉利 總琿 大臣の 近來數 回の 演説に 徵すれ ば、 彼等 
の 目的と t る 所は、 ® 逸 流の 軍 間 政治を 根本的に 打 
破 致して、 輿論 民意に 依つて 事を 決する 所の 政府を 
確立せ なければ ならぬ と 云 ふの •か 彼等の 目的で ある 
と、 大統領 も 英吉利の 總理 大臣 も 言つ て 居る、 輿論 
民意に 依つ て 萬 事を 決する、 占領地の 去就 も、 民族 
主義と 稱し て、 住民 一般の 自由 投票に 依つて 何れも 
歸® せし むる かを 決め やう、 甚 しきに 至つ ては 軍閥 
政府が 獨逸を 代表す る 形を 持つ て 居る 以上は、 此の 
如き 者と 講和 談判を 開き、 條約を 結んだ 所が、 恰も 
白耳義 中立の 條約が 陳醐 せられた 如く、 何時 破 壞せ 
らる 、かも 知れぬ が 故に、 彼等を 相手と して 講和 談 
判を 開かぬ と 云 ふことまで も 明言して 居ります、 さ 
すれ ぱ歐米 列國が 現在の 目的と して 主張して 居る 所 
の ものは、 誠に 明白で、 與論 民意に 從つ て總 ての 事 
を 決し やうと 云 ふ 世の中を 作つ て、 而 して 徐ろに 世 
界 永遠の 不和を 維持す るの 地步を 開かう と 云 ふので 
あります、 我が 寺 內總理 大臣は、 英吉利の 總理 大臣 
と 新年に 於て 交換した る 文軎 に徵 しま すれば、 思想 
感 m 始ど 同一で あると 云 ふが 如き 意味を 述べられて 
屏 る， 我 帝 國 ょり 臨時 若く は 平常 派 遺せられ て 居る 
所の 大使 公使 も、 亦歐米 列國政 府 と寸 2i の 意思の 相 
違な く、 洽も水 4 ® さぬ RII 柄に あるが if き 1K 說を各 
所に致して喝采を受けて屛ります、然るに寺內內閣 
It 如何なる ものである かと 言へ ば、 元來 輿論 民意に 


重きを 措かず して 成立つ た 所 S 超然内閣で、 軍閲内 
閣で ある •即ち 歐 米に 於け る 聯合 國か 打破せ んと努 
めて 居ろ 所の 政府と、 稍々 其 趣味を 同じう して 居る 
所の 政府で あるかの 如く 伺 ふ、 而 して此 內閣 が內に 
於て は 何を 致して 居らる、、 昨年 W 察 部長が 集會を 
せられた I 上 M をした 時に 寺 内 總理 之に 訓令を 與 
へて、 輿論 民意の 勃興、 歐羅 巴人の 言 ふ 民主主義、 
私の 言 ふ 與論 民意と 同じ も S である、 萬 機 公論に 決 
すると 云 ふ 御 趣意に 他なら ぬ、 左樣な 危險思 想は 撲 
減し なければ ならぬ と 云 ふ 訓令を 發 して 居る、 歐米 
諸 ^ が 金力を 擧げ て茭 持し やうと 云 ふ 思想は、 寺內 
首相が 撲滅せ よと 警察 部長に 訓令を 下した ものと 同 
一 實體の ものである •外に 向つ て 何を して 居る か、 
支那に 於て 專ら援 けて 居る 所の 段と 云 ふ 政治家は、 
善い 人 かは 知らぬ が、 其爲す 所の 事柄は 武斷 政治の 
方針を 執つて 居 〇 .、憲法を 蹂 躏 し、 國會を 解散し、 
武力を 以て 事を 解決し やうと 云 ふ 外には 別に 爲す所 
なき 所の 者を •百方 之を 援 けて 居ります、 援 けて 居 

らぬな ど、 申さる、 か 知らぬ が、 十指の 視る所 - 

指す 所 (笑聲 起る) 嚴 として 疑 ふ 可から ざる ものが 
ある、 世界の 視る 所を 奈何 せん、 支那の 大多數 の 人 
間 も 皆 さう 信じて 居り •日本に 於ても 其 樣に 信じら 
れて 居る、 如何に 耳を 掩 うて 鈴を 盗む が 如き 擧 動を 
致しました 所が、 それに 依つ て 天下を 欺く ことの m 
來な いことは 御 承知の ことで ありませ う、 即ち 粼國 
に 於て は 手の 屆く 限り 武斷專 制の 主義、 即ち 歐米に 
於け る 聯合 國が 死力を 盡 して 打破せ んと する 所の も 
の、 其 者を 援 けて 居る のであります、 さう 致して 見 
ると、 同じ 敵を 相手に して 開 戰は 致して 居る もの V 
寺 內內閣 c 心の底を 探れば、 目的が 違 ひは しない か 
歐 米に 於け る 聯合 國が 軍閥 主義を 打破し やうと する 
のに •寺 內內閣 It 內に 向つ て も、 外に 對して も、 力 
を 極めて 之を 維持 保 謎 致して fr る、 是では 吳越 同舟 
と 云 ふて 宜しい か、 全く 別 R 的の 爲に 聯合 國と云 ふ 
名を 翳して 居る と 云 ふこと に 世間から 疑は れ 、此間 
に 猜疑 —— 諸般の 事が 起つ て列國 との 協調 思は しく 
なら W と 云 ふこと も •是亦 强ち無 理な事 でない かと 
も 思は れる のであります、 故に 第一に 於て は 果して 
新年の 應 答に 於て 繰 返さる &が 如く、 思想 感情 同一 
であるか、 若し 同一であるなら ば •磐 察 部長に 與へ 
たろ訓令の如きは、當然御収消あるべきことであり 
隣邦 1- 於け る 憲法 蹂® •國會 解散、 武斷萬 制の 張 本 

—  m 
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人を 援け ると 云 ふが 如き It 额然 御肢消 ないなら ■は、 
どう L て も 列！ S との 協調を 保つ ことは 出来まい かと 
竊に 心 SE を 致す のであります、 故に 第一には 此點を 
御尋を 致す、 第二には 硪爭の 局面が 斯く锁 大を致 し 
其 目的 も 非常なる m 大な主 義の爭 となつ て 居る 以上 
は、 此末 我' か 聯合 圃 に旳 つて 寄與す る 所の 帝 國の力 
は、 何處迄 行く 略々 御 見込で あるか、 玆 には 外務 大 
;£ (;-. 前 内閣の 爲した 所， 即ち 共同の 敵に 向つ て爲し 
た 所の ものに 對 しては、 多少 不滿足 であ 7, かの 如き 
口氣を 混ら された る 外務大臣、 其 後進んで どれ だけ 
の 事 を 致しました-局面は 非常に 多く 展開を 致して 
世界 幾多の 國々 が 之に 參加 する やうに なつた 場合に 
於て、 どれ •たけの 事を 爲され ました、 地中海に 數隻 
の眾艦 を 出された と 云 ふ 外に、 どれ だけの 事を爲 さ 

れた か、 又將來 何を 爲さん と I 何處 迄爲 さると 云 

ふので あります か、 其 他 財政 的 援助 も 多少 (i された 

に 51 ひない f 併ながら 一國 にして 毎年 二 百億 前後の 

金を使つ て 居る と 云 ふ；！ に葑 して、 千 萬 或は 一二 億 

を 以て 數へる 所の 寄與は 、大した ものであると 思は 

れぬ のであります、 即ち それと 關聯を 致せば、 彼の 

世の中に H しき 所の 歐羅 3 :戰場 に 兵を 出す と 云 ふ 如 

き 問題に 付て は、 如何なる 考を 持つ て 居られる ので 

あるか、 問く 所に 依れ ぱ歐繃 巴列國 ょり 出兵 請求の 

謎が 起る ことを 痛く 心配を されて、 頻りに それを 喰 

止めん として 努めた 結果、 却て 列國の 疑を 招き、 何 

か 日本は 特別に 野心で も 他に 持つて Is るの か、 但し 

は 此戰に 向つ て 同情の 薄い ので あるかと 云 ふが 如き 

疑が、 ie 憾な がら 吾々 の 耳にまで 聞 ゆるので ありま 

す、 何も 左 樣に我 帝 H が 出兵を 必ずしも 厭 ふ もので 

何 か 他に 目的を 持つて 居る かの 如き、 疑を 起させる 

必要 ほないで はない か、 恐らくは 帝國 臣民の 多數若 

し 得べ くん ぱ此の 大目 的の 爲に は、 海軍を 出した る 

が 如く、 陸軍と 雖も 方法 さへ あるなら ば、 敢て 出す 

ことを 辭さぬ と 云 ふの が、 帝 國多數 の 人間の' 考であ 

らうと 思 ふ、 唯 奈何 せん 之に 伴 ふ 所の 運® の 機關、 

戰费の 調達， 糨 食の 供給、 其他煺 多の 困難 事が あつ 

て、 如何に 考瞪 しても、 之を 實行 する ことが 覺束な 

いが S に 隨躇 して 居る のであつて ノ出兵 其 ものに 反 

對と云 ふことは、 我 帝 國國 民の 多數 は考 へて 居らぬ 

であらう と 思 ひます、 故に 歐羅巴 列國 若し 强ひて 之 

を 筘詔す るなら ば、 吾々 と共に 其方 法を 攻究せ よ、 

吾々 が 未だ 氣が 付かざる 所に 於て 其方 法を 具備して 


來たな らば 是は相 談致 しても 宜しいで はない か强ち 
我から 大層 心 SB を 致して 騷ぎ 立て 气而 して 心に も 無 
い 事柄を 疑は れる 如き ほ、 實に帝 國に取 つて 不利益 
な 事柄で あつて、 其 事は 他日 講和 會篛 等の 場合に 於 
ては、 必ず 贸 を 結 •ふので あります、 如 何なる 形に 於 
て寶が 出て 來る かは 豫言 する 限りでは ありませ ぬけ 
れ ども、 決して 其 疑は 帝國に 利益になる H を ば 結ば 
ずして、 却て 不利益なる 結果に 陷りは しない かと 云 
ふの' か、 本員 等の 痛く 憂 盧に堪 へぬ 次第で ある、 故 
に此問 題に 付て は、 淡白に 我 帝 W 臣民 多數の 意見の 
在る 所を、 天下に 表明す るの が 宜か らぅと 思 ふが、 
寺 內內閣 は 夫 等の 點に 付て、 何等の 御考が 有る か 無 
いかと 云 ふこと を 承りたい、 第三には 極めて 局面は 
小さく あります が、 浦鹽斯 德及茭 那 近海 •若く は 長 
江 等に、 英吉利 乃至亞 米 利 加の 軍艦が 何 艘來て 居る 
か、 今や 歐羅 巴に 於て は、 一兵 一 艦と 雖も 之を 有用 
に 用 ひたいと 云 ふが 爲 に‘ 數 千里を 隔てた 日本から 
地中海に 赴いて 居る 所の 軍艦を、 口を 極めて 檄迎す 
るが 如き 場合に 於て、 荀も 聯合 國の 間に 眞に 意思の 
疏通が あり、 情意 •か 投合 致して 居るなら ば、 51 方の 
P 備は 同盟 國たろ 日本、 聯合 國たる 日本に 委託して 
經濟的 海軍の 使用方法 も あ 〇 べき P である、 浦 1! , 
支那 方面に 於て ほ、 數 千里の 外ょり 軍艦を ui して 遠 
方の それに 備へ ，地中海に (t 又 日本から 數 千里 外に 
派遣して 戰ふ 、何等の 不經 )« なる 遺 方で ある、 誠に 
肝膽相 許して 居るなら ば、 斯樣な る 事は 無 かるべき 
铐 である (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 少なくも 日 
米の 間には、 過日 石 井 大使が 亞米利 加に 赴いた 時に 
殊に 武官を 帶 同して、 其 間には 完全なる 協定が 成立 
つたと 云 ふこと を - M 事 協定が 成立つ たと 云 ふ 事 

を、 其當時 政府は 酸 表 致して 居ります るが、 其 所謂 

完金な る 軍事協定なる ものは、 ®: に備 ふるが 爲に亞 

米 利 加から 軍艦を 持つ て參 り、 此 太平洋の 場合に 於 

ては 日本から 持つ て 行く と 云 ふが 如き、 迂遠なる 遣 

方を する のが 所謂 完金な る 協定であります か、 是等 

の 聯合 國に 於て 眞に 共同の 目的を 達せん とするなら 

ば、 少しも 互に 疑 ふ餘地 のない やぅに 意思を 疏 通し 

て、 少なくとも 響備區 域に 於て は、 地理 的 擔當區 域 

位の 協定が 無ければ ならぬ 筈であります •兵が 足ら 

ないならば、 支那， 浦鹽 斯德 、滿 蒙、 西 比 利 亞 、若 

く It 南洋 印度 2 地域は、 日本に 委する、其代り其邊 

に 出して 居る 英米 3C 他 聯合 國の ものは、 皆 之を 歐羅 


巴 其 他 彼の 方面の 地域に 用 ひて、 而 して 轾濟 的に® 
き、 終局の 目的を 達する だけの 申合せが 付かない 程 
であるな らば •所謂 聯合 rjr る もの li 名のみ であつ て 
吳越 同舟と 言は れても 殆ど 辯 解の 辭 は ない G である 
是だ けの 事を する のが 政府の 役目で あり、) 殊に 外交 
當 局の 仕事で あるのに、 どぅも 意思の 疏通 を缺 いて 
go ii しない か、 誠に 完全に® 思が 疏通 して 居るな 
らば、 斯の 如き 事は まさ 3> にあるべからざる 譯であ 
るのに •實 際に 於て は 英吉利の 軍瞪 も、 亞米利 加の 
軍艦 も、 東洋 及び 日本海に 參つて 居つて、 却て 日本 
の 海軍は 遠く 地中海に 行つて 居る と 云 ふが 如き、 不 
思議な、 不經濟 なる、 能力 も 少なく、 船舶の 能率を 
尙ぷ 場合に 於いて、 能率 減少の 最も 原因と なるべき 
_き を 致して 居る のは、 何の 爲めで あるかと 云 ふこ 
とと 同時に、 どれ だけの 軍艦が、 此方 面に 英米から 
'參 つて 居る かと 云 ふことの 事實を 尋ねたい ので ある 
又 次に 露西亞 に對 して 何を されて 居る か、 外務大臣 
の演說 はあります >  露 西亞 に對 して 一箇 條は ある' か 
何等 捕捉すべき 事柄は 述べられて 居らぬ、 斯樣な 空 
漠たる もので なく、 我帝國 とは 特別の 關 係の あり、 
殊に 昨年の 革命 以後、 上下 共に 非常なる 不幸に 遭遇 
し、 帝位を 廢せら れたる 方面に 附 K する 人* の闲難 
は 無論の こと、 皇帝を 逐 ふて 之に 代つ た 所の 革命 派 
の 方と 雖も •四分五裂、 谷々 生命 財脔の 安全を 期す 
る ことが 出来ず して、 國 家の 前途 如何になる かと 云 
ふこと を* 今日 殆ど 窺知すべからざる 情况に 立つ て 
居る、 國 として、 民と して、 人生 是程の 不幸は ない 
黨派の 異同に 拘はら ず， 逐はれ たる 入に 對 しても、 
逐つ たる 人に 對 しても， 黧派の 異同 主義の 如何に 拘 
らず 、是 まで 誼を 持つて 居つ た 所 3 帝國 としては、 
無限の 同情を 寄せなければ ならぬ 今日の 場合で あり 
まする が、 之に 對して 政府は 如 flo なる 働きを 致して 
居る ので あるか、 外務大臣の 演說に 於て は、 唯 だ 言 
葉を 列べ て ある だけで あつて、 何を 致して 居る と 云 
ふことは 說 いてない、 何を 致して 居る ので あるか、 
恐らくは 何も 致さぬ ので あらぅ と 思 ふ、 主 life 派は あ 
つても 之を 援く るで もな く、 條 約に 反いて 單獨 講和 
を爲 さんと 欲する 者が あつても、 之を 妨ぐ るで もな 
く、 唯 だ 手を 懷 にして 傍 觀 致して 居らる V のでは な 
いかと 信ずべき 理由が ある、 又 IW 內閣の 大臣 中に ほ 
日露 協會 等に 於て 相 當 の 位地を 占めて 居る 入 も ある 
日露 協 會の 如きは 此場合 に 於て 最も ® かなければ な 


らぬ 秋で あり、 其 首® になつ て e る 者に® かせな け 
れぱな らぬ秋 であります るが、 今日 It 何も 致して @ 
らぬ 、革命 S H 0I に i!i- 遇して 非常 〇: る 闲雜 に fs つて 
我 帝 國に 亡命を して 來る人 も 非常に 多い、 位地 轾瞇 
@ むべき人であるが、此爲めに一朝非常な 55 闲の位 
池に 陷つて 闲 fli して 居る 若 も 少なくない、 是等 に對 
して ほ 鄰 K の 誼を 以て、 殊に 從來 特別の 關 係 〇 あつ 
た國民としては、ど5しても出來るだけの同侦を寄 
せて、 盡され る だけの 援助を 與へな ければ ならぬ も 
〇 であつて 夫 等の 爲 めには 政府 も 間接に 力を 盡すべ 
き 箬 である •か、 其盡 されて 居る こと c yf 態は 見え ま 
せぬ が、 民間の 卿き は 兎に角と して、 間接なる もの 
は 兎に角と して、® 接なる 方面に 於て 何を 致して 居 
るかと云ふことを問ひたいのであります(「颀堪® 
單」 と 呼ふ莕 あり」 甚だ 諸 芯を 長く 留むる ことは is 
憾で あります るが、 問題が m 大なる だけに、 最初 申 
述べた 如く、 出来るだけ 簡留に 致しても まだ 大分 あ 
〇 ますから、 ® く 御 辛抱を 願 ひます ( 「 ® ifi 々 々J 
r 簡單 にしろ」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

〇識長 (大岡 育造 君) 御靜 かに 願 ひます。 

〇 尾 崎 行 雄 君 又 一般 CO 平和に 付て は ！ 平和の 基 
礎に 付て は、 歐米 諸國 2 責任 ある 政治家は 段 . •< 明言 
を 致して R ります、 其 lif は 外務 大 La. も 之を 認めて 居 
る、 一般 平和の 基礎を 天下 萬 衆の 前に 於て 明言す る 
場合に 於て は、 JI を 言 ふなら ば， 其 以前に 於て 我れ 
が 主動的 位 } ffi に 立つ て、 向 ふに ia 商を i- ると： K ふ « 
も 一つの 手で ある、 縱しぢ つと して 居つ た 所が 向 ふ 
から ffl 當な 挨拶は あるべき 筈で & るが、 外務 大以の 
言葉に 依れば 未だ 何等の 協 織を 受け ？ J: いから 多分 何 
事 も 無い ので あらう と 云 ふが 如き 意味が 述べられて 
居 〇 まする が、 協闞を 受けない から 何 ^ も 無い ので 
あらう と 云 ふので は、 心細いで はない か c 拍手 起る〕 
帝 國の 位地 賢 Hi は、 外務大臣 聞 下 も せられて 居 
るで あらう が SII く、 今日に 於て 若し 人口の S ょり 中 
します るなら ば、 全 111: 界 を！ 一つに 割つ て、 其 半分 以 
上 ft んで 居る 所の 地域 S 治亂 の M 任を、 殆ど 鍵 肩に 
荷つて 居る と 云 ふ 情 態であります、 印度 三 {a 、 突 那 
四 億. 束 南洋、 滿 蒙、 西 比 利 亞 等、 總てを 合すれば 
殆ど 八 億 以上の 人 問の 住んで 居る 所に、 獨 逸の 手の 
仲び ぬと 云 ふのは 何が 爲めで あるかと 云へ ば* 唯た 
日本 帝國 か B 然として 聯合 國の側 に 立つ て 居る と 云 
ふ 外には ない ので ある (拍手 起る〕 一朝 日本が 手 V C;! 
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いたなら ば、 lit 世界 全人 口の 半ばを 占めて B る 所の 
地域に 向つて、 獨逸の 手は どれ だけ 伸びて 來るか 、 
•5 何なる 大亂が 起る か、 殆ど 窺知す る ことの 出来な 
いと 云ふ狀 態で ある •然 らば 全世界の 半ぱを 背負つ 
て 立つ て 居る 所の 帝國は 、それだけ 自 覺が あり， 其 
實 任の m 大な ると 同時に、 それだけの 見識が 無 けれ 
ばなら ぬのに、 之に 一 應 の ffl 談もな くして、 敵國の 
政治家は 11 和 談判の K 礎と もなる べき 事件を、 勝手 
に 天下に 公け に 致し、 我が 外務大臣は まだ 協議を 受 
けない から、 多分 何事 も 無いで あらぅ と 云 ふに 至つ 
ては、 吾々 竊に我 帝 國 の 爲 めに 甚だ 慨嘆に 堪へ ぬと 
W ふので あります (拍手 起る〕 他日 講和の 基礎と なる 
べき事件に付ては、帝國商接の利害の非常な重大な 
る ものを 持つ て 居り、 間接の 利害 更に 甭大な る もの 
を 持つて 居る が、 此 S 大なる 利害に 對 して、 現在 負 

つて 居る 所の K 任に 對して •何等 進んで 爲し たる 所 

が あるか、 又 退いて 彼等から I 敵國 政府から 協議 

を 受けた ことがある か、 若し 受けず して 勝手な 振舞 

を. 他の 政府 •か 爲し たと するなら ば、 將來に 於て It 之 

に對して、如何なる方針を執る按0であるかと云ふ 

ことも、念 £0 爲めに帝3の位地の爲めに伺つて蹬き 

たいので あります、 又 永遠の 平和を 維持す る 目的の 

S めに It 砲まで® くと 云 ふこと を、 大分 5M い 言葉を 

以つて 外務大臣の 演說の 末には 述べて あります •か 世 

界 永遠の 平和を 維持 確保す ろ 爲 めに、 現內 M に 於い 

て li 何等かの 抱負が 有る のであります か， どぅ すれ 

ば 世界 永遠の 平和が 維持せられ ると 云ふ考 が あるの 

であるか、 之れ に對 しても 亞米利 加の 大統領、 英吉 

利の 璁 理大 iT 稍々 一端の 見識を 公に 致して 居り ま 

する が、 我が 寺 内 璁珣 大 K、 如何なる 琪を する 積り 

であるか， 惟た 英米 政治家の 御說御 尤 として、 後を 

£«. £ をして 行く 爲めに 全力を 盡 すと 云 ふので あるか 

帝 阀特殊 の 位 H に® みて、 1G 見識を 以つて 進んで 

世 界列® C 政治家と 謀 链す るべき 土 祭 —— 莊礎を 持 

つて 居られる ので あるか、 唯た 何も 無い、 胸中 無 一 

物で あるけれ ども、 唯是れ 丈の 文字を 並べて、 物 あ 

〇铤 に 述べられた 丈で あるな れぱ、 » て间ひ ませぬ 

が、 若し あるなら ば、 歐米 政治家が 洩らして 居る 如 

く、 其の 手段 方法、 見識の 一端け ? la らして、 lit 界の 

K 論の 方針を 示し •殊に 帝 國 R 民の 描 ふところを 今 

日ょり示すと云ふことは、阈論の1致找一若くは琨 

a 1 致な どと 云 ふこと を 苟 J1. にも 口に唱 へる 政治家 


としては、 義務と して 必ずや 爲さな ければ ならぬ こ 
とと 考へ ます、 (拍手 起る〕 之れ に 就ても 一應の 說 
明を 求めます、 次には (「まだ あるか」 と 呼 ふ 者 あ 
〇〕 支那 問題であります、 支那 問題に 就て は、 旣に 
貴族院に 於ても 當院に 於ても、 其の 一端は 問答が あ 
りました 故に、 それを 繰返した くは ない ので ありま 
すけれ ども •一黨 一派には 偏 倚し ない とか、 或は！ f 
干渉 主義を 終始 淪らず 執つ て 居る と： K ふ 一端に 至つ 
ては* 前に も 申した が 如く 餘〇 白ら々々 しい 申 分で 
はない か、 一黨 一派に ■して 居ろ と 云 ふ車實 は 幾ら 
でも あるで IJ: ないか、 段を 中心として 總 ての 事を 致 
して 居る と 云 ふ 事 1? も •亦掩 ふべ からざる 事柄が 澤 
山 あるでは ありませ ぬか、 それに も拘は らず 、唯た 
口舌の 先き に 於て 不干渉で ある、 少しも 偏頗の 事を 
せぬな どと 云 ふこと を 言 ふに 至つて if 是れは 一個 
の 良心 問題で ある、 荀も 良心 ある 政治家は、 斯る事 
は 述べられざる ことを 希望す る、 唯た 其 間に 於て 先 
づ問 ふて 固きたい のは、 參戰勸 誘の 目的 如何と 云 ふ 
ことであります、 lit 問題は 臨時 藕會の 際から 起つ て 
居つ た 事であります が、 其 結末の 付かざる 間に 於て 
臨時 翳會 は閉ぢ られ •日本が 主として —— 歐 米列國 
にも 3¢ 希望は あつた けれども、 歐 米列國 ょり、 ょり 
以上の 力を 以て 支那の 參哦 を勸 誘した と 云 ふことは 
疑 ふべ からざる 事實 であります、 之を 勸 誘した る 目 
的 如何、 獨逸の 勢力が 支那 方面に 伸びる こと li 非常 
なる危險であると云ふ意味のことは、外務大臣の演 
說に 於て 承りました、 併ながら 帝 H が 腿と して 3£ 洋 
に 立つ て 居る 以上は、 縱 し參戰 せざる とも、 支那の 
方面に 於て® 逸の 勢力が 伸びる と 云 ふが 如 §• ことは 
斷じて 有るべからざる 斟で あつて、 其 仲び 方に te つ 

ては、 苗に 之を S? 破す る こと も、 亦 帝 國の 力を 以て 

すれば 容易の 事であります、 參戰せ なければ 獨逸の 

勢力が 非常に 伸びて、 ®: 洋の 危險 となり、 參戰す れ 

ば 之を 驅逐す る ことが 出來 ると 云 ふが 如き •は、 恐 

らく 事態の (a 相に 暗き 所の 御說 ではない かと 思 ふと 

同時に、 帝國 の pr 力を 自 ら 信ぜざる 御 考では ないか 

t 思 ふので あります (拍手 起る：} 參峨の n 的 ® 逸勢 力 

の 驅逐に 在る、 其 iw すら も 出來て 居る のであります 

か、 帝 ^ 2 位 S から 言へ ば さう 恐る、 にも 足らない 

所の 獨逸勢 力の W 逐 、其 事が 出来て 居ります か、 lit 

頃 も 列 國 公使 旭 Ifd して、 掏 逸 商人を 早く 驅逐 し - r 吳 

れと云 ふこと を 北 SC 政府に 交渉 中で あると 云 ふ m 報 


が、 日本 全國の 新聞紙に 現 はれて 居ります、 多分 事 
實で あらう と 思 ふ、 參戰 後旣に 半年に 及んだ ところ 
の 今日に 於て、 在留 獨 逸人 —— 若し それが 參戰勸 誘 
の 目的の 一で あつたと するならば、 其 驅逐 すら ま •た 
出来て 居らぬ ではない か、 其 他參哦 を 致した が爲め 
に、 大局に 影響し、 日本が 之れ 無ければ 危惧の 念に 
襲 はれ、 之れ 有る が 爲 めに 安心に なつた と 云 ふ 事實 
は 何 かあります か、 吾々 寡聞に して 其 有る ことを 知 
ら ない、 若し 帝國 s 爲め •東洋の 爲め 、將た 世界 同 
盟國 s e めに 支那が 參戰 したが 爲め に是 れ<  の 利 
益が あつたと 云 ふ 御考が あり、 其 事實を 御换 知で あ 
るなら ば •幸に 述べられん ことを 希 諮す る、 又 支那 
側から 申します と、 參戰を 致した が 爲めに 、辭令 上 
には 交換 條 件とは 申さぬ •か、 事實に 於て 交換 條 件と 
見るべき ものが 大分 tii て 居る •公け に 日本に 通知せ 
られた ものは 三箇條 かと 思 ふ、 義和團 賠償金 拂込延 
期、 關稅 の％ 加、 或は s 那兵 駐紮地 域 等に 關 する 申 
込が あつた やうで ある、 此外に 段に 非ず んば 日本の 
親友と なすには 足らぬ •段に 非ず んぱ 支那を 治む る 
ことが 出 來な いと 唱へ て、 非常なる 信用を 置かれた 
所の 段內閣 は •同時に 他の 二つ の條件 を 日本には 隱 
して 英佛 には 提出した と 云 ふこと も、 lit 間には 言 ひ 
傳 へられて 居り， 現に 北京 「ガゼット」 の 如きには 
麗々 とそれ が揭 載 せられて 居つ たのであります、 第 
一は 參峨す るに 就て は、 平和 談判の 時には、 列國會 
議に 加入を する ことに 同意を 與へ ょと 云 ふこと、 第 
二には 別に 特に 亞 細亞會 載なる ものを 開いて •支那 
關 係の 問題を 決定す る こと •此 一一つ の 希望は、 日本 
政府の 信用す る 所 〇 段は、 日本 政府には 通知せ ずし 
て、 |§ す 積り であつ たか どうか it 分らぬ が 兎に角 日 
本 政府に 1J: 示さず して、 英佛に 申込んで、 而 して 英 
佛政府 から 却て 日本 政府に ® ® せられた と 云 ふこと 
は、 公然の 祕密 とは 今日はな つて 居る のであります 
(拍手 起る) 斯の 如くして 爾後の 經過及 事 實を 綜合 
致して 見ます ると、 參峨 s 爲に支 那政府 は 啻に 財政 
上 其 他の 便益 を 得る のみならず、 外交 上に 於ても、 
或は 歐 米列國 S 力を 假〇 て 其 希望を 達し、 對 日本 策 
を 講ずる の 底意が あるので はない かと 疑は ざるを 得 
ない が 如き 形跡が 微見 ゆるので あ 〇 ます (拍手 起る〕 
期の 如き 狀膀で あつて、 東洋の 大計を 完う する が 如 
きは 思 ひも 寄らぬ、 當り 前の 見地から 申します るな 
らぱ ，東洋の 大局は 先づ支 那 日本の 間に 一致の 成案 


を 以て、 而 して 平和 會議に 臨み、 亞細亞 の 問題に 就 
て ii 多く 歐米 人の 御世話にならず して、 解決す る こ 
との 出來る だけの 根底を 提げて 會翳に 臨む と 云 ふこ 
とが、 日 茭兩阀 政治家の 心の中の 計 畫でな けれ ぱな 
らぬ 、殊に 大局を 脊負 つて 立つ 所の 大 責任 若た る 日 
本は、 此考を 持つ て 居らなければ ならぬ 筈で ありま 
する が •夫 等の 點に 就て li どれ だけの m 淵 あり、 ど 
れだ けの 計畫が 立つ て 居る ので あるか • 多分 何事 も 
なから うと 思 ふのは、 日 支の 間に 協同 計 » を 以て 平 
和 會識に 臨む と 云 ふ 事實の 前提と しては， 先 づ茭那 
の 統一がなければ ならぬ 然るに 寺 內內閣 成立の 際に 
在つ ては、 支那 it 統一して 居つ たので ある、 然るに 
參戰間 題を 提げて 之に 迫つ たが S に、 國會 との 衝突 
となり、 憲法の 蹂 11 , 國會の 解散、 南北の 分裂と な 
つて、 支那は 今日の 如き 狀態 になつ た、 其 最大 原因 
は 參戰 の勸 誘で ある こと も、 亦 何人も 疑を 容れぬ 事 
實で あります ( 拍手 起る) 南北 分裂して 歸一 する 所 
がなければ、 どうしても 日茭 協同の 官憲の 協定の 出 
來 やう 筈がない、 况や其 寺內内 閣が 全力を 擧 げて援 
け來 つた 所の 段祺瑞 なる 者は、 二 回 迄 失脚して 內閣 
を 退いて 居る、 あれ だけの 援助を —— 此 世界人 口の 
半の 治亂を 維持して 居る とも 言 ふべき 日本 大帝 國の 
後援を 受けて 居る 段で すら 一一 回 も 失脚す ると 云 ふの 
は 不思議なる 事で あるが、 詰 〇是は 支那 CO 大勢に 逆 
行して 居 N? からで ある、 將乂 世界の 大勢に 逆行して 
居る が爲 に、 寺 內內閣 如何に 之を 援け 、日本 帝國の 
勢力 如何に 偉大で あつても、 世界の 勢、 支那の 勢に 
逆行して 居る 所の 政策は、 到底 効果を 收むる ことの 
出来ない と 云 ふ 確かな ra 據では ないかと 思 ひます、 
(拍手 起る〕 此 前の 臨時 篛會の 時であります、 本員 
寺 內總理 大臣に 向つ て、 今や 世界には 劃然たる 二大 
潮流が ある •一は 輿論 民意を 主として 政治を して 行 
かう と 云 ふ 潮流で ある 歐羅巴 の 政治家は 之を 民主 主 
義と云 ふて 居る、 吾々 It 輿論 主義 若く は 公論 主義と 
云 ふので ある、 それに 反する 者は 武斷 武力を 恃みに 
して、 武斷專 制で 行かう と 云 ふ 主義で ある* 此二大 
潮流 s 姻突が 支那に 於ても 現は れ 、世界中に 於ても 
現れる が、 內閗は 此潮 流の 中、 輿： 論 民. S: を 基礎と す 
ると 云 ふ 方に 反抗して 居る 事 實 を 尋ねました 所 —— 
事 15 を擧げ て 意見を 尋ねました 所 •寺 內總理 は 其當 
時に 於て、 左様な 潮流の、 若く は 大勢の 有る 事は 信 
ぜぬと 言は H たので ある •速記 錄 にも 其 通り 書いて 


施政、 外交 方針に 關 する 尾 崎 行 雄の 打 間 
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施政、 外交 方針に 關する 尾笱 行排 の Iff 問 
あるに 違 ひない、 仕方がない 御 信用の ない ものなら 
ぱ 是非に 及ぱぬ が、 其 後 世界の 政治家 (i 皆 意見を 公 
表 致して 居り、 私の 述べた 所の 潮流 及 大勢は 苟も 心 
ある 政治家 (£ 皆 述べて 居ります る 故に 今日で ほ 旣に 
悟られて、 如何にも 左樣な 潮流の 有る と 云 ふ 位の 事 
は 御 分りに なつた であらう と 思 ふ C. 拍手 起るノ .若し そ 
れが 分られたならば、 是に 於て 支那に 對して 段に 偏 
すると 云 ふ 政策 も 改めなければ ならぬ 時期が 旣に來 
つて 居る と 思 ひます、 世間の® ふる 所に ft れぱ 姑く 
今度 傍 觀 主義を 執る と 云 ふこと に 改めた と 云 ふこと 
も 承つて 居ります、 若し それであるなら ば、 一段の 
進步 として 國家の 爲に賀 する ことを 咨ま ない (拍手 
起る〕 此 疑問に 對 して 外務 大 K は 或 (X 先刻 言 はれた 
と 同じ やうな - 時の 政府を 援 ける、 それより 外に 

仕方がないで はない かと 云 ふこと を 答へ られ るか も 

知れぬ、 左様な 事な れば先 刻の演 說 にも あるの みな 

らず 、此の 內閣 が UI 來た當 時に 開かれた _會 に 於て 

も、 其樣な 事を 述べられました 故に、 私は 其 席に 於 

て 其 意見の 誤つ てること を 御 話を 致した ので あるけ 

れ ども、 今日 も尙其 過ちが 御 分りに ならぬ ものと 見 

えます 故に、 玆に 一年 有 餘の 日月を 經たる 今日に 於 

て、 重ねて 中 述べて 見 ませう、 時の 政府を 對手 にす 

るより 仕方がない と 云 ふことは、 成程 日常の 事務を 

扱 ふには 其 通りで ありませ う、 故に 事務官 出身の 政 

治 家と して、 政治を 解せ ざる 人が 其樣な ことを 言 ふ 

ならば、 本！ E は 尤もで あると 御 同意 申す ので ありま 

すけれ ども、 苟 4 政治を 心得た 者が 左樣な 詰らぬ こ 

とは 言 ふべき 箬 の ものでは ありませ ぬ、 (拍手 起る 

〕 日常の 事務と 國 家の 大 策とは 全く 違 ふので ありま 

す ,' » 日常の 事務であります と、 時の 政府を 對手 にす 

るよりは、 旅行 券を 如何に 扱は うと か、 貸した 金の 

利息を 何日 渡す かと 云 ふが 如き 事は >  此 時の 政府を 

對手 にす るより 外は 仕樣がない から 釾手 にす るので 

あつて、 其點に 至り 1 すると、 其 時に まだ 政府と 見 

る ことの 出来ない もの、 即ち 現在 露 西亞に 於け る 過 

激狨の 政府 「レ！- ーン」 の 如き 者 も、 現に 英吉利の 

如きは 野手と 致して 非公式に 事 V 交渉す ると 云 ふこ 

とは、 m 報に te て ffi へられて 居る のであります、 さ 

う 云 ふ 事務は 咽れ でも 構は ぬ、 非公式に も 公式に も 

正 當の政 府 であつ てもなくても、 時 あつて は 相手に 

して 運ばなければ、 日常の 事務 上 差 支の ある ことは 

無論で ある、 併ながら 日 支 親善と か、 國 交の 大關係 


を 調理す るに 當 つては、 其樣な 日常の 俗吏が 扱 ふだ 
けの 事務の 考を 持つて 局に 當る べき 筈の ものでは な 
い、 其 時は 即ち 政治家の 器を 發揮す べき 時であつて 
時の 政府で あつても、 其の 政府なる ものが $1 て 倒る 
べき 政府であるなら ぱ 、重大 案件 ほ 之を 後 廻し にす 
ると 云 ふことの 必要 も ある、 現に 左樣な 事を 致した 
例は 幾ら も あるので あります、 又 政府なる ものが、 
輿論 民意を 代表して 居らぬ 政府で あると 云 ふこと が 
明かに 分つて 居るならば、 其の 政府を 相手に して 親 
善を 圖る のは、 一少 部分の 政府とは 親善になる けれ 
ども、 國民 大多數 の 反感を 買 ふこと も 明かで ある、 
(拍手 起る〕 此樣な 事は 宴に 分 〇 切つ た 事柄で あ 〇 
ます けれども 、一年 有餘を 經つた 今日 も尙 同じ 事を 
繰 返されて 居る 以上は、 已むを 得ず 此 分り切つ た 事 
も此處 に 言及せ ざるを 得ない のであります •■左 樣な 
淺墓な る 分り切つ たる 事であるなら ぱ 、此點 は 御 答 
辯には 及ばぬ と御斷 りを 致します、 のみならず、 時 
の 政府で あるから 相手に すると 云 ふこと すら も、 細 
かに 論ずれば 事實で ない のであります、 例へ ぱ段祺 
瑞が内 閣を 退いて 在野の 身と なつて 居つ た 時に、 偶 
々張勸 の復 辟が 起つた、 此 時に 我 官憲は 八 萬 圓の金 
を 以て 取 敢へず 之に 供給し、 更に 三菱の 手を 經て百 
萬 11 の 金を 貸す ことを 手傳 つて、 遂に 張 勵の復 辟 討 
伐を させた と 云 ふこと も蔽 ふべ からざる 事實で あり 
ます、 其 時に 於て は 段祺瑞 は 政府では なかつた ので 
ある、 或は 是は 民間の 商人が 勝手に 貸した などと 云 
ふ 辯 解を 爲 さる X かも 知れぬ が、 左樣な 辯 解は 帝國 
_ 會の 一員は 職く の 必要は ない ので ある 我 帝 國實業 
家の 中に 政府の 意見を 略々 直接 若しく it 間接に 確め 
ずして、 どれ だけの 金な りと も 容易に 國際關 係の あ 

る 方面に 向つ て 用達て るな どと 云 ふ 大膽な る * 業 家 

は 幸か不幸か 帝國 に (£ 殆と無 いのであります、 何れ 

の 場合に 於ても 必ず 政府の 意見を 聽き 、而 して、 其 

賛同を 得て 始めて 金を ば 出す ので ある •現に、 其樣な 

ことがある. 又 段を 援け るな ど X 云 ふ 事は、 帝國政 

府の 代表者た る 林 公使は、 殆ど 逢 ふ 人 毎に 段を 中心 

として 援けな ければ ならぬ ■•我は 之れ を援け て 居る 

と 云 ふこと を 明言して 居る のでは ないか (拍手 起る 

〕 此 席に も 現に 林 公使から 直接に 聞いた 人は 一一 人な 

らず 三人 四 人 も あると 思 ふの みならず、 林 公使 ! i 日 

本に 歸つ て來 てまで も、 段に あら ずん ば 何事 も爲せ 

ない、 爲して は惡 いと 云 ふこと を 公々 然と 天下に 發 


表して 居る ではない か、 それ も 御 承知ない と 仰せら 
る、 ならば、 其の邊 に 於いて 止めて 置き ませう、 承 
知せ ぬのは 承知せ ぬ 人 •か 惡 いので ある、 殊に 斯く公 
然 露骨に 段を 援け來 つたる 所の 林公妞 を 再び 北京に 
還すと云ふことは、縱し是迄の段援肋の方針を一變 
して、 傍 觀 主義に 立 返つ たかと 改めた とか 申し まし 
た 所が、 事實 支那に 林 公使が 歸る 以上は 矢張り 從來 
の 方針は 全然 改まる ことは 出来ない ので ある、 林 公 
使歸 任と 云 ふこと それ 自身が 旣に 段を 援け 南方 ■迫 
と 云 ふ 結果を 生ずる ことは、 政治家と しては 見なけ 
れぱな らぬ "考へ なければ ならぬ 事柄であります、 
此の 場合に 於いても 矢張り 林 公使を 歸任せ しむる 積 
りで ある や 否やと 云 ふこと も 序でに 御尋を 致して 置 
く、 但し 私は 林 公使 非難の 意を 持つ て 居る 者では あ 
り ませぬ、 支那に 於いては 寺 內內閣 の 命を 受けて し 
た 仕事は、 確に 日茭兩 國の關 係の 爲めに も、 將た支 
那の爲 にも 悪く して、 吾々 の 意見とは 反 封で ある、 
併ながら 公使 其 八の 技倆 經歷 人格 等 1: 就て は 多大の 
敬意を 表する 者であります る' か 故に、 之れ を 適所に 
用 ゆれば 大に用 ゆべき 人で あると 云 ふことは 申す 迄 
もない 事と 考へて 居ります、 要するに 是迄の 現內閣 
の やり方は、 口に 正直に 明言せ ら る、 が 如く.. 政府 
を 見て 國 民を 昆な い、 政府で さへ あれば 其の 政府は 
.明日 倒るべき 政府で も、 國民の 大多數 の 反 對を 受け 
て 居る 政府で も、 何でも 之を ffl 手に する、 政府で な 
ければ、 如何なる 大多數 の 代表者で も 之を 相手には 
致さぬ と 云 ふこと が、 公式には 無論であります が、 
公私 如何なる 場合に 於ても 相手に 致さぬ と 云 ふこと 
が、 根本の 誤の やうに 見えます、 今や 國民 外交と 云 
ふ 言葉は 殆ど 世界 列國の 用語と なつて > || に 政府の 
みの 外交は 究極に 於いて 役を 爲さぬ 、國 民の 多數と 
多數 とが 相 接近し なければ 用を 爲さ ぬと 云 ふことは 
我 聯合 國 の總理 等は 口を 極めて 皆な 明言 主張 致して 
居る 所で あるのに、 此點に 於ても 現 內閣は 我が 聯合 
國の 政治家とは 思想を 異にし、 感情を 異にして， 國 
民を 相手に しない、 政府の みを 相手に する ので ある 
と 云 ふに 至つ ては、 聯合 諸國と 協調を 保てぬ と 云 ふ 
こと も 亦 無理から ぬ 次第では ないかと 思 ふ、 然らぱ 
支那に 向つ て 如何に 致したら 宜しから うか" 之に 付 
て も 幸 1- 政府の 同意が 得らる X ならば 得たい と 思 ふ 
のは、 支那 2 優亂が 燋ま ぬと 云 ふ 最大 原因は、 消 ゆ 
べき 火に I 棄て 、置けば 疾 くに 消 ゆべき 火に 向つ 
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て 日本が 金 •  m 器と 云 ふが 如き 油を 注ぐ から 消えへ： I 
いのであります (拍手 起る ' W' G に ?! : 那 〇 技 I を 保つ 〇 
必耍を 感ずるなら ば、 元來參 ほを ! ii! ひて iy ^ したな 
どと 云 ふ iif が 問 違であります 〇 けれども 、浅し 誤つ 
て 之を 南北に 割つ た 所が、 それに 資金を 供給せ ず、 
軍器を 供給せ なければ、 金な く 武器な くして、 空拳 
を 柿 つて 何時までも 內亂を 龍幻 すろ ことは 出 來ませ 
ぬが 故に、 .« て 自然に 火は 消える C である、 統一は 
付く ので ある、 若し 更に 日本が 列國を 誘つて I 今 
日 誘へ ば 何れの 國と 雖も駿 手を S •げて S 成を 致し ま 
する が、 支那の 統一を 希菌 する が 故に、 先づ 統一の 
忠告を 致して、 南北 妥協の 忠告を 致して、 其 妥協が 
出来、 支那 全體 に苴る 所の 政府 •か出来る までは、 列 
國 共に I 四國 借款 幽 一文 も 金を 供給し ない W に 致 
さう ではない かと 云 ふ 提議を 日本が 致します れぱ、 
列國 必ず 之に 應ず るのは 極つ て 居る ので ある、 元と 
事實に 於て 其 協議を 致さず とも、 日本より 外に 今日 
の 場合に 於て 支那に H 金を 供給す 〇 者は 無い ので あ 
ります、 併ながら 念の 爲に 諸國を 速ね て 其 申合せを 
爲 し、 而 して 其 事を 支那に 通 ずれば、 支那 -M 在の 有 
樣 、金が 無ければ 一日 も 立つ て 行く ことの 出来ない 
狀態で あります る 故に、 さうな れば 大抵の 苦情 (£ 廢 
めて •南北 妥協して 一致す る こと (t 疑を 容れぬ ので 
ある、 縦し 一步 を讓 つて 其 事が 直ちに 出來な いとし 
た 所が、 さう して 日本が 消極的の 位地を 姑く 守つて 
居れば、 « て 疲れて、 北 も 南 もどう か 日本から 一言 
妥協せ よ， 斯う 云 ふ 風に して 妥協せ よ、 妥協した 後 
は 其の 妥協案を 維持す るが 爲には 、日本 も 手 傅つて 
やる と 云 ふ 言葉を‘ 一言 述べて 吳れと 云 ふ 希望が、 北 
から も 南から も 湧いて 來る 時機の 生ぜぬ とも 言へ ぬ 
ので ある、 是も 多分 十中八九は 來るべ き 形勢で ある 
其當 時に 於て (「愚論/ 簡單」 と 呼 ふ 者 あり) 一言 述べ 
れば 南北の 妥協は 容易に 出來 るでは 有 ませぬ か 若し 
統一す るに 非 ずん ば 日 支 相 携へて 平和 會_ に 臨む 事 
も出來 ず、 今日の 儘で 臨みます るなら ば、 他日 何時 
来る か 知らぬ けれども、 平和 會闞に 於て は 日本と 支 
那 とは 或は 衝突すべき 關係に なる かも 知れぬ 即 t-> 寺 
內內閣 が 支那を 誘つ て戰 に參與 せしめた が 爲に 日本 
'か A れる 所の 一票の 投撰は r 又 那の 入れる 所の 一票の 
投票の 爲に 打消さる、 と 云 ふ 結果に ならぬ かも 明言 
は 出來な いので 有ます、 さすれ ぱ單に 邦 點 より 申し 
ますれば、 又 今日の 儘で 經 過して 平和 會翳に 臨む と 


米の 羅域 帝冋 十四 第 


すれば、 參硪を 勸誘 したが 爲に 、日本は 蕺和囤 の® 
命は 延彻 し、 關稅の 咐 加、 其 他 幾多の ■牲 を拂 つた 

上に、 平和 ^ 謎に 於け る 反 對投票 を 一つ 鼠 得た と 云 

ふこと が、 寺內內 閣參戰 勸 誘の 總 括りな りと S ふこ 
とに もな 〇 得ない と (t 言へ ぬのであります、 此 質疑 
に對しては事过の御答を得たく、又斯の如く歐羅巴 
に對 し、 支那に 對し 、凡そ 外交と 云 ふ 方面から 翻 察 
を 下します ると、 此內閣 の 成功と 見るべき ものは、 
一つ もな くして 失敗の みで S, る、 支那との 關係は 親 
善になつたなどと云ふことは、外務大臣の演說にあ 
ります る けれども、 思 も 寄らぬ 4f であつ て (「ひや ひ 
や」 と 呼 ふ 者 あり〕 從來 に較 ぶれげ 餘程惡 くな つたこ 
とは JJI 寶 であります (拍手 起る〕 若し .H 由 投翦を させ 
たなら ば、 □木 何れの 方面に 於て -K 票を させても、 
恐らくは 三分の 二は 赤 內內閣 の 支那 政策は 全然 失敗 

なりと 云 ふ 投票を 致す こと li 疑 ひない のであります 

(柏手 起る〕 1th 讁 場と 雖 も、 若し 激 派の 束縛を 解い 

て 良心 投费を さしたなら ぱ 、三分の 二 以上は 失敗な 

りと 云 ふに 違 ひない こと も 疑は ぬのであります (拍 

手起 6 〕斯く各方面に於て失敗したと云ふ事實を質 

疑の K に述ぶ ろに 當つて は ‘然ら ば 之を 矯 救し、 國 

a 統一の H 任を 負つて 居る 所の 外交 調 炎 會は 、何を 

致して 居つ たかと 云 ふこと も、 疑を 挟まなければ な 

らぬ のであります けれども、 此點は 餘り 長くな 〇 ま 

する 故に、 今日は 御 涑 を 致して ® きます。 

〔拍手 起る〕 

0 S3 長 (大岡 育造 お： •本 野 外務大臣。 

〔闲 務 大臣 法學饨 士子 13 本 野 一郎 君 登®〕 

〇阈 務大 Is 法 學 1'5 士 子 Iff 本 野 一郎 沿〕 諸君 •唯今 

fi 崎 君 1り の 御 竹 間は、 多く 外交 上の ? Jf に關 して 居 

〇 まする からして、 外務 大 K から 御 答 致した 方が 適 

常で あらう と AU ひます るに te つて、 總理に 御 願を 致 

して、 私は 此處で 御 答を 致す ことに 致します、 大分 

いろ <な點 に 瓦つ て 居ります が、 私 極めて gw に 

御 答 V 致したい と 思 ひます、 第一、 lit 歐羅 巴の 今日 

の ® 争の 目的に 付きまして は、 歐米諸 國の 政治家は 

色 A 3t- 所見を 述べて 居る が、 現内閣は 何故 之に 對し 

て 明白に 述べぬ か、 斯う S ふ 御 77 問の やうで ありま 

すが、 R 崎 W に 私は 却て 御 質問を 致したい、 此硪爭 

が 始まりました 頃には， 尾 崎 君は 其 常時の 內 1X1 に 居 

ら れた御 方で ある C 「ひや <J と 呼 ふ 者 あり〕 而して 

叶诹爭 を 日本が 始めた n 的は、 共 時に 十分 1- 御 承知 
外交 方針に 關す K> 本 3!/- I 外 私大 I I の 答 辯 


の 事で あらう と 思 ふ C 拍手 起る〕 戰苹の 目的は 其當時 
の (「間違つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 詔勅に 於て 明に 分 
つて 居ります。 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に …… 

〇國務 大臣 (法 舉博士 子爵 本 野 一 郎君) 政府は —— 
其詣 勅に 明に 示して あります る 所の 目的を 吾々 は 遂 
行して 行く 考で あゎます C 「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 
外に 何にも 考は ありませ ぬ (「其 通り」 「分らない の だ 
J と 呼 ふ 者 あり〕 日本と しまして は、 13 勅に 於て 定め 
られ たる® 爭の 目的を 其儘續 けて 行く と 云 ふ 決心で 
あります 、私 は此陬 爭の H 的に 付きまして は、 是れ 
以上 述べる 必耍は ない と 思 ひます (「ひや <」 と 呼 
ふ 者 あり) 尙又 第二に 御 質問に なりました のは、 政 
府は頻 に 聯合 與 國に對 して 援助を 與へ ると 云 ふこと 
を 言つ て 居る、 盡 T だけの ことは する、 色々 言つ て 
居る が、 一體 どれ だけの 程度 迄す る 積り か、 出兵は 
どうで あるか、 出 技の 事を 明白に しな かつた と 云 ふ 
ことは、 列國の 不審を 招いた 次第で ある、 一體 何處 
迄 政府は 援助す る 積り であるか、 斯う 云 ふ 御 -® 問の 
やうで あ 〇 ます (「違つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり) 違つ て 
居り ませぬ、 聯合 與 國に對 しては 總理 大臣から も述 
ベら れ ました 通り、 又 私から も 言 ひました 通り、 n 
本は 日本と して 出來得 る 限りの 援助を 致して 居る の 
であります、 成程 今日の 歐羅 巴の® 费と云 ふ もの ! £ 
莫大な ものであります、 而して 日本から 財政 上の 援 
助を 致します る ことは、 或は {iE 少の亊 であるか も 知 
れぬ 、併ながら 是は總 て 比較的の 問題で あつて、 日 
本の身代で、日本の力で、是だけのことを爲すと云 
ふことは、日本は出來煜るだけの琪をして居ると言 
はなければ ならぬ、 此陬费 及び それ 1-. 對 して 日本 か 
ら出 した 金高 其 ものが 少ない から、 日本が 出 來るだ 

けの 事を しないとは 言へ ない ので ある、 それで 總て 

の 方： ffi に 於て 苺 艦を 出す に 致しましても 其 通りで あ 

る、 日本は ! II 來得る だけの 援助を 致して 居る、 又將 

來と雖 も出來 m る だけの ことを 致す 考 であります、 

此點に付て |1 1言の疑 & 0ませぬ、少しも疑あ0ま 

せぬ、 喵だ其 程度 如何と 云 ふこと It 、 其の 時の 必要 

に陬 じて 十分に 考 傲した 後に 定めなければ ならぬ 問 

題であります、 拽 め * れ<  致す と 云 ふこと を 今此 

處で 明言す る 必要は ありませ ぬ、 唯た 此 出兵 問題に 

付て、 尾 崎 君 li 日本が 歐羅 巴に / 11 兵を しないと 云 ふ 

ことに 付て 、或 ろ 方法を 以て 政府が 其 S .K を 示した 


と 云 ふ 事に 付て、 如何にも 御 反對の やうな 御氣で 御 
ざいました が、 私 少し 前內閣 員た る 尾 崎 君の IH 憶を 
喚起 致したい と 思 ふ •前 內閣 は此出 兵 問題に 付て は 
如何 ？ 1- る御考 であつ たか、 多分 御 記憶で あらう と 思 
ふ、. 如何なる ことを 列 國に對 して 言は れて 居つ たか 
と 云 ふこと も 御 記憶で あらう、 此事を 御 le 憶で ある 
ならば、 此出兵 問題は、 此 _場 に 於て 御 話になる こ 
とは 出来まい と 私は 思 ふ、 私は それ故に 此出兵 問題 
に 付て は、 此 以上の 事を 述べ ませぬ、 是で 十分で あ 
ります、 第三に 御 W 問に な 〇 ましたのは、 浦鹽其 他 
長江 筋 等に 於て、 英吉利 や 亞米利 加 等の 軍艦は 活； 一 
して 居る が、 一體 日本は 聯合 與國 との 間に、 軍事上 
の 事に 付て 協議が あるなら ば、 あ、 云 ふことは ない 
箬 である、 如何にも 聯合 與國と 日本との 間に 意思の 
阻隔が あるが 如き 疑を 抱かせる やうな 言葉が 御 ざい 
ました やうに 感じました、 是は私 全然 間違つ たこと 
であらう と 思 ひます、 太平洋の 磐 備の 事 1- 付き まし 
ては、 日本と 亞米利 加との 間に 旣に 公表に なり まし 
た 通りに、 十分に 意思の 疏通が 出来て© ります、 又 
印度洋 其 他の 醤備の 事に 付きましても、 日本は 英吉 
利との 間に 十分の 疏通が 出来て 居ります、 英吉利 や 
亞米利 加が 多少の 軍 K を 此方 面に 浮べて 居ります の 
は、 是は 極めて ? A- 然の 事で あつて， 此方 面に 亞米利 
加 も 英吉利 も自國 の K 民を 持つて 居る し" 又 利益を 
保護すべき こと も あるので あります から、 成程 大體 
け 日本が 其 愛 脱の 任に 當 つて 居ります けれども、 是 
等の 軍 IE と 云 ふ ものが、 特殊の 任務を 持つて 居る こ 
とであります から、 少しも 是等が 此方 rfii で 活動す る 
ことに 付て 怪しむ ことは ありませ ぬ、 是は 日本と 聯 
合 與國 との 間に、 斯る問 題に 付て 意 M の 阻隔が ある 
何と 云 ふことは 毛頭ない ことであります から、 是れ 
は 御 安心に なつて 宜しう 御 ざいます、 其 次に 御 質問 
になり ましたのは、 露 西亞 の狀 _ |£ 今日の やうな ® 
めて 憐れな 悲慘な 狀態 であるが 之に 對して 日本は ど 
う 云 ふ萌 度を 執つ て 居る かと 云 ふこと で 御 ざい まし 
たが、 之に 付て は 私 •か 先程 述べました る 所の 事を 御 
分りに ならぬ のなら ば 致し方 御 ざい ませぬ、 併な が 
ら是は 私が 描に 述べました る 以上の 事を 此處 で 述べ 
る 必要は ない、 繰 返へ す必驳 を 認め ませぬ、 それ 故 
に 私は あの 以上は 言は ない fa りで ある、 左様 御 承知 
を 乞 ひます、 一般 平和に 關 しては、 歐 米の 政治家は 
各 a 其 % 5C 見を 表示して 居る が、 日本 政府 13: 何故に 之 


に對 して 意見を 表示し ないか、 最早 表示す る 時で あ 
る、 fl 崎 君の 眞意は 何處 にある かと 云 ふことは、 私 
には 分つ て 居ります けれども •之に 對 して 私は 御 返 
事 致す 事を 辭し ます、 日本は 一般的 講和に 對し ては 
意思を 表示す る 時が 来ましたら、 表示す ろ 積り であ 
〇 ます、 十分の 意思 もあります、 成案 もあります、 
今 之を 表示す るの 時機で ない と 吾々 は 認めて 居り ま 
すから 之を 表示 致し ませぬ、 其 次に えらく 長く 尾 崎 
君' か 述べられた のは、 支那 2 例の 干渉 間 題で ありま 
す、 段錤瑞 援助 問題、 是 U もう 一 年 以來 私 it 谷 方. rffi 
から 色々 聞いて 居ります、 尾 崎 君は えらく 段 祺瑞が 
御 嫌 ひと 見える、 どうも 支那の 政治は 段祺瑞 一人で 
搔混ぜ て 居る. か 如く、 段祺瑞 は 是非 どうかし なけれ 
ばなら ぬと か 斯う 云 ふ 風に ^ はれて 居る やうで あり 
ますが 政府 け 段 /® 瑞と云 ふ 人を殊 M に 援助した と 云 
ふ 事實は if 頭ない のであります C 「のうく」 と 呼 ふ 
者 あり〕 姓は 私が 今まで ® 々 明言 致しました 如く、 斷 
じて 無い のであります、 政府は 北京 政府を 聯合 與國 
と 意思を 疏 通した 後に 援助 致した と 云 ふことは あり 
ます、 是は私 今日 段祺瑞 氏が 内閣 總理 大臣で なくと 
も、 支那の 政府を 援助 致して 居る のであります 、決 
して 是が 段祺瑞 氏が 內閣 總理 大臣で あるから 突 那の 
政府を 援助した 彼の 人が 内閣 總理 大臣で ないから 茭 
那の 政府は 援助し ない さう 云 ふ考は 毛頭ない ので あ 
ります、 先程 も 申 上げました 通 〇 に、 政府は 公明 正 
大な 態度を 支那に 對して は 執つ て 居ります、 南北を 
問は す 極めて 公平の 考を 以て 處廣 致して 居 〇 ます、 
唯 だ 諸君 —— 諸君と 言つ ては 甚だ 語弊が あるか 知れ 
ませぬ が •尾 崎 君は えらく 段と 云 ふ 人に 御怨 でも あ 
る 如く、 段祺瑞 段祺瑞 と 云 ふこと を 頻りに 仰せられ 
ます •か C 「のう^^  i 人身 攻 ^ •た」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅 に。 

〇國務 大臣 (法 學诹 士子脬 木 野 一 郎君) 私は 政府 13: 
決して 此段祺 瑞と云 ふ 人、 其 人を 相手に して 仕事を 
して 居る のでは ありませ ぬ、 それは 今まで ® 々 述べ 
た 通りの 次第であります から、 是以 上申 上ぐ る 必要 
はない と 思 ひます* 又 其 次に 尾 崎 君が 述べられ まし 
たのは、支那の今日の如き狀態になつて居るのは、 
日本が 支那の 參硪を 勸 誘致した からで ある、 此誘論 
も 私 前 ^ 會 に 於て 承りました •併ながら 是は 明に 事 
W を 曲げた 見解と 私は 信じて 居ります、 支那の 內部 
の騷搜 と 云 ふ ものは、 a 戰の 有無 如何に 拘らず 存在 
I 七 五 
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して 居る ことであつて、 其 原因 (i 參硪 問題 以前に あ 
る、 參硪 問題 以後に ある、 是は 支那に 於け る 種種な 
狀况 から 來つた ことでありまして、 參戰 問題が 支那 
の 紛擾の 原因と なつた と 云 ふこと 13: 私は 認むる こと 
が m 來ませ ぬ、 此 點 に 付て 尾 崎 君と 意見が 異 ります 
るのは、甚だ造憾な次第で御ざいます、從つて參戰 
に 付て 日本が 同情を 表した からと 云 ふ 事® が あつた 
と 致しましても •それが 爲めに 日本が 支那の 紛接を 
来した と 云 ふやぅな 責任を、 吾々 は負擔 する ことは 
出 來 ませぬ ので 御 ざいます、 尚又 現内閣が 支那に 對 
して 執つ て參 りました る 所の 政策に 依つ て、 日 支の 
間の 關係が 極めて 良好に なつた と 云 ふこと を 申し ま 
したら ば、 之に 對 して 尾 崎 君は、 決して さぅ でない 
今日は 却て 惡くな つたと 云 ふ 事で 御 ざいます るが c 

「其 通 OJ と 呼 ふ 者 あり〕 是は私 は S く述ぷ る 必要は 

ない のであります (「述べられまい」 と 呼 ふ 者 あり〕 

尾 崎 君が 內閣に 居られました 時、 所 調 日 支 交渉と か 

云 ふ ものが 御 ざいました、 其 時の 支那と 日本との 關 

係と 今日の 日本と 支那との 關係は 、如何なる 狀况で 

あるかと 云 ふこと を 言 ひましたならば、 私は 公平な 

眼を 以て 見る 御 方は、 必ず 此間に 非常な 差異が ある 

と 云 ふこと を 認めて 居る ものであると 碗 信して 居り 

ます、 それで 斯の 如く 事實の 有る こと 無い ことを 捉 

へて、 現内閣 の對支 政策の 失敗で あると 言は れ るの 

は、 私共 ifi 憾な がら 認める 譯に參 り ませぬ、 之で 私 

は 尾 崎 君の 皙 問に 對 しては 大體御 答 致した と 思 ひま 

す (拍手 起る) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 鈴 木 梅 四 郞君—— 鈴 木 梅四郞 

君に 發言を 許しました。 

〔鈴 木 梅 四 郎君 登壇〕 

(拍手 起る) 

0 鈴 木 梅四郞 君 私は 總理 大臣 及大藏 大臣に 向つて 

簡單な る 質問であります、 但し 答 辯を 要求し ない 質 

問では ない、 必ず 答 辯を 必耍 とします る 所の W 問で 

あります (笑 [1 起る〕 現內閣 は國防 の 充實と 云 ふこと 

を 以て、 當期の 稗 3? の 根 木義と 致して 居ります のは 

吾々 も 之を 認めて 居ります、 又 財政 計 迸に 於き まし 

て、 大藏 大臣が 社會 政策を 云々 された こと も‘ 新聞 

及 其 他に 明瞭に 見えて 居ります るが、 此國 防の 充實 

と 最も 密接の 關係を 有つ 1: 居ります る 所の 社會 政策 

の 問題は、 どうで あるかと 云 ふ此 質問であります、 

大隈内 閣は •仔 弱なる 小口 保險を 以て 社會 政策と し 


たので あ 〇 まする が、 それに 較べます れぱ 、現 內閣 
は 聊か 進步 致して 居ります、 S 減税 其 他に 関係 致し 
まして、 天下に 向つ て社會 政策を 云々 されました の 
ほ、 吾々 ほ 一段の 御 進歩と 見て 居る •併な から 此度 
の 豫算を 見ます ると、 頗る 內容 貧弱に して、 不徹底 
でありは せぬ かと 云 ふ 疑を 持つて 居る、 それ故に 此 
の 質問を 提出す るので あります、 御 承知の 如く 歐米 
に 於き ましては •軍備の 充 K と共に 此の 大多數 の庶 
民 階級と 云 ふ もの、 生存 問題に 最も 重きを 置いて 居 
ると 云 ふことは 明白の 事實で 御 ざいます、 即ち 軍備 
の 充實と 云 ふ ものを 貫徹せ しむる には、 此の 大多數 
の 庶民 階級の 生活 問題と 云 ふ ものに 觸れて 居らな け 
れぱ 、其の 軍備の 充實と 云 ふことは、 徹底した る 意 
義を爲 さぬ のであります" 所が 此 度の 財政 計 幾に 於 
て、 大藏 大臣は 廢減税 其 他に 於て 社龠 政策を 云々 さ 
れた にも拘らず、 今日 我 日本 帝國の 現狀を 見ます る 
と、 極く 少數の 富める 階級の 方には、 時局の 好 影® 
を 受けまして、 非常な 好景 氣を呈 して 居ります るが 
大多數 の 庶民 階級は、 此物價 の 騰貴には 色々 な 玆に 
闲難を 受けて 居る のであります、 殊に 此大多 數の庶 
民 階級を 見ます ると 云 ふと、 第一が 生活 問題， 第二 
は 救貧 問題と 之を 申し ませう か、 一朝 病に 罹つ た 時 
分には 如何に、 此庶民 階級が 醫藥に 接する ことが 出 
來る かと 云 ふ、 此 食物 問題と 所謂 疾病に 對 する此 問 
題と 云 ふ ものが、 社 會 政策の 根本に ならなければ な 
らぬ のであります、 所が 今日の 財政 計畫の 上から 見 
まする と 云 ふと、 物價は 斯 の 如く 騰貴を して、 非常 
に 官吏、 公吏、 巡査、 敎 員、 其 他 民間の 所謂 庶民 階 
級と 云 ふ ものは 非常に 苦んで 居る のに 對 して、 果し 
て 如何なる 成案が あるか、 又此 生活に 苦んで 居ろ 所 

の 庶民 階級が 一朝 病に H された 場合に， 非常な 悲慘 

なる 事例を 見ます る ことに 對 して、 國家は 加 何なる 

事を して 居る か、 どう 云 ふ 成案で あるか、 此即ち 軍 

備充窗 に 伴 ふ 所の 大多數 の 庶民 階級の 生活 問題、 之 

に對 して 如何なる 設備が あるか、 如何なる 腹案が あ 

るか、 唯今 現 はれた 所では、 殆ど 貧弱なる 言 ふに 足 

らぬ 所ろ の ものであるが、 今後此 點に 付て 研究を さ 

れ るので あるか どうか、 此點 に付きまして、 私は 明 

快なる 御 答 辯を 得たい のであります、 之 だけの 質問 

であります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 


〇國務 大臣 C 勝 田 主計 君〕 唯今の 鈴 木 君の ® 問に 御 
答を 致します る. か、 鈴 木 君の 要旨は、 政府が 今回の 
財政 計 迸に 付きまして、 社會 政策 問題を 加味した と 
云 ふことは 甚だ 諒 とする が、 尙大 いに 足らぬ 所が あ 
る、 それを どうす るかと 云 ふ 御 話で ある >  玆 に 一つ 
申して 置かなければ ならぬ ことは、 今回 政府が W 政 
計诳を 立つ る 上に 於き まして* 社會 政策と 云 ふやう 
な 字は 少しも 使 ひは しないので あります、 是は大 Eg 
は 下層の 者の 負擔 を滅 じて やる と 云 ふ 意味で あつて 
社會政 策と 云 ふやうな ことは、 所謂 坊間の 新聞紙 其 
他が 之に 附した 所ろ の 名で あると 云 ふこと を、 私は 
玆に申 上げて 置く のであります、 今回 やりました 事 
柄が 社會 政策と 云 ふこと であります れぱ 、是は 別に 
私共が さう でない と 云 ふこと を 申 上げる のでない、 
それで 鈴 木 君の 御 話に 依ります ると、 尙玆に 必要な 
る ことは、 今日の 時局に 對 して、 一面に 於て は 物價 
の 騰貴と 云 ふこと が ある、 此物價 騰貴に 付て、 政府 
はどう 云 ふ一體 施設を する ので あらう か、 尙 大に考 
へんなら ぬのでは ないかと 云 ふ 事柄が 一箇 條 であり 
ます、物價騰貴に關係致しましては、御話の如くに 
大に考 Et 致さなければ ならぬ ことであります、 それ 
故に 政府は 各種の 點に 於て、 此物價 の 異常に 昂騰せ 
ざる ことに 付て 研究を 重ね、 並に 其 他 施設を 講じて 
居る のであります、 即ち 或は 通貨の 問題に 付き まし 
て も、 通貨の 收縮 に付きまして は、 產 業の 發 K- を 阻 
害せざる 限りに 於き ましては、 通貨の 收縮と 云 ふこ 
とを 圖つて 居ります、 又 其 他物惘 騰貴の 原因に 就き 
ましては、 或は 運賃の 騰貴であります ると か、 或は 
需要供給の 關 係からの 騰貴であります ると か 云 ふや 
うな ものに 付きまして、 それ 谷 攻究を して、 相 
當の 手段 方法を 執つて 居る のであります、 併し 是は 
まだ 是で 決して 政府は 滿足を 致して 居る のでは 
ありませ ぬので、 時機に 臨みまして、 物 價の 異常に 
昂騰す る、 即ち 之が 爲 めに 下層 社 會の闲 ると 云 ふや 
5 な ことのない やうに したいと 云 ふ考 は、 十分 持つ 
て 居る 次第であります るから して、 此 黯 はどう か 御 
安心 下さる ことを 希望 致します 、又 貧民 救助の 施設 
等の 事であります る •か、 是は 寧ろ 私ょり 御 答 辯 申 上 
げ ると 云 ふことは 撋 限外の やうであります が、 大體 
に 於て 今日 相當の 設備と 云 ふ ものは 出来て 居ります 
併し 此 設備に 付て 政府は 滿 足して 居る かと 云 ふと 左 
樣な 事で ほ ありませ ぬので、 今日の 設備を 益々 改善 
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して 將來 十分に 其 目的を 達する 铉 にす ると 云ふ琪 に 
付きまして は 日夜 研究を 致して 畀る次 第で 洱座 いま 
する ので、 此 點も大 S3 に 於て 街 安心 下さる ことを 希 
望 致します、 それで 唯今 鈴 木 君の 仰せに な 〇 ました 
大體 の ® E 味は、 是 は 政府 當 局と 致しましても 、犬に 
考へん ならぬ 事で あ 〇 まして、 漸次に 是等 の考と 云 
ふ ものを S 行したい と 思 ひます、 併ながら 如何なる 
善い 班で も、 物を 急激に 行 ふと 云 ふことは 中々 六 か 
しい ものでありまして >  一 步々々 と 進んで 行く と 云 
ふこと が、 之 •か 本統 〇 改善 0 ET 効を 舉げる こと だら 
うと 私共 考へ ますから •其 趣旨に 於き まして、 鈴 木 
君の 大 is の 御 趣总一 f 政府に 於ても 諒と 致しまして 
益々 之が 攻究 施設に 肢掛 りたい と斯 く考へ C 居 〇 ま 
すから* 此段御 答 致します。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 坂 本 金 彌《。 

〔坂 本 金彌君 登®〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 坂 本金彌 君 私の 質問 も茌だ 簡 钽 であります •第 
一に 御尋 致した くあります のは、 昨年の 夏 米國へ 對 
しまして特派大使を派遺せられ、褪々折_を蜇ねら 
れ ましたる 結果と しては、 日米 共同の 宣言 も 出來ま 
したやう であります るが、 之に ® ります ると 支那に 
於け る 日本の 特殊の 地位を 認め 殊に 領土 接 il co 地の 
—— 領土を 接して 居る と 云 ふ 場所は、 特に 特殊の 地 
位を 認めて 居る やうに 思へ る、 旣に 接 is の 場所に 於 
て 特殊の 地位を 認めて 居る と 致します るなら ば、 山 
東 省は 如何と 云 ふこと を 御尋を 致します るので あり 
ます 1 私は 必ずや 此山 SL 省なる もの も、 接 as の is 域 
として、 特殊の 地 步は 確かに 認められて 居る もので 
ある、 是れ だけの 務はせ られた であらう と 云 ふこと 
を 信じます のて、 此御 答を 明かに 承って fff きたいの 
であります、 もう 一 っ御尋 を 致した くあります るの 
は、 我 艦隊が 遠く 地中海まで も m でて 大に 锴戰 し、 
非常なる 所の 利益を 同盟 國に與 へて 居る と 云 ふこと 
は、 同盟 國の人 も 深く 感謝 致して 居る のであります 
何が 爲 に我阈 は 期く も 努力 致して 居ります るので あ 
ります か、 世界の 平和 £爲め •柬洋 の 平和の 爲に努 
力 致して 居る のであります、 吾々 は 大に 努める と 致 
L ましても、 野卑なる 所の 利益を 之が 爲に 受け やう 
とは、 決して 日本 國 民は 考へて 居り ませぬ、 併な が 
ら世界 の 平和の 爲に •將 來獨 逸の 力を 何 所まで も 殺 
いで 置く と 云 ふことは 最も 必要な 事で ある、 旣に獨 
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逸 の 力を 大に 殺いで 置く ことが 必要で あると 致し ま 
するなら ば、 山 東 省で ありませ うが、 將た 南洋で あ 
り ま Hr うが* 日本の 占領して 居ります る 所の K 域に 
就て は、 平和 會譴 の％ 合には、 是 は 確實に 日本の 領 
土に すべき ものであると 云 ふ 所の磡 きは、 確に 當局 
者 li 今日から して 十分 爲され て 居る であらう と 思 ふ 
如何なる 働きが 出來 ました か、 之を 私は 明に 御 答が 
願つ て 照きたい のであります、 それから 是 は 内の 問 
題と 致しまして、 場合に te れぱ た 細かい と御考 に 
なろ 方が あるか 知れ ませぬ が、 私は 頗る 大なる 問題 
と 申す のは 何で あろ かと 言へ ば， 製鐵 所の 問題で あ 
ります、 鐵の .H 給と 云 ふことは、 政府は 何 所まで も 
やられる 考へで あります か、 どうで あるか、 之を 御 
尋した い、 助き の 大藏大 K の 施政の 方針に 依れば— 
御演說に &- りますれぱ一千百餘萬_の金を製縐所の 

掖 張 ® に 使つ たと 云 ふ 御 演說が あつた、 假に 之に 自 

給す ると 云 ふこと が M も 必要* 必ず さう する ものと 

云ふ御考なりと致しまするならぱ*私は一千蕖_餘 

りを 此所で 御 出しになる と 云 ふことは、 甚だ 是は微 

弱なる 所の 御 計 U5H -C* はない かと 思 ふ •若し 自給す る 

と 一 K ふ 御 考が ありますならば、 政府 2 製鍅所 •將た 

民間に 於け る 所の 此製鐵 所の 工場、 是等の もので 出 

來ま する 翅を合 せまして、 何年の 後には 我國 に li 自 

給が 出来る と 云 ふ 御考が あるので あるか、 どうで あ 

〇 ます かと 云 ふこと を 御 ？? をしたい、 此 年 ; i を 御 S: 

か. 致します、 もう 一つ li 船舶の 間 題 -e あります、 船 

舶 l;!J 題も诹 後に 至りましたなら ば、 英國 あたりに 今 

日 造つ て- Mr る 所の 船 ども li 非常な ものら しい、 計进 
の 頗る 犬なる ものら しい* 我が 日本の W つて 居る 所 
C 老朽な ろ 所の 船舶， 而も旣 に 老朽して 居る ものを 

供 侍 致して K 7, •所 C 船舶、 是等の ものが 他日 平和の 

噔に 日本の 商 «2 を譃リ、航海饳を取洋に於て十分謎 

〇、 進んで (i 跺米 にも 行く と 云 ふ、 此様に 致す こと 

が |1! 來るのであ0ませうかどうで 5. 0ませうか、政 

府 It 船舶 r. 對 しまして 、如何なる 所の 御 考を 持つ て 

K- られ ます か* 之を 承りたい のであります、 も 5  1 

つ私が御4したうありまするのは、 0] 防の間題であ 

り ■* す、 ほ防の問題に於ては、第一に床次君が御移 

にな 〇 ました 時に •寺 内 B ffl J t 御 答 辯が ありました 

や 5 であります が、 I4 U 不幸に 致して 謎 席が 少し 遠 

う W 座い ましたから* 十分なる ことが 私の Jf に 這 入 

〇ま せなん だ、 或 It IR sl 致します かも 知れ ませぬ が 


之を もう 一つ 御尋 致して 置きたい、 私共の 考 へます 
のでは、 今日 御計进 になつて 居ります 所の 案は、 甚 
だ 姑息なる 所の 案で 13: ないかと 思 ふ、 之を 以て 國防 
を 充實 させる と 云 ふこと が 言へ まする か、 國家 の發 
展に資 す ると 云 ふこと が / 15 來る 案であります るか、 
どうで あ 〇 まする か、 is 憾なが ら私 は是は 「のう」 
と 答へ るょり 外 仕方が無 いと 思つ て 居る、 首 ra li 之 
を 以て 滿足な n とせられます か、*  とうであります か 
海眾に 於ても 八 六 艦隊で 足る のであります るか、 進 
で 八 四 艦隊で 足る のであります るか、 場合に 依れば 
八 八 艦隊で も 足らない かも 知れぬ、 又 補充と 云 ふ點 
から 申しましても、 是は新 聞 紙に 出て 居ります ので 
私は 其 道の 人に 就きまして 詳しく 尋ねた ので ありま 
せぬ からはつ きりした 事は ょう 申せ ませぬ が、 此間 
中 三十 三 吋 砲の 試射が JI: 来. ましたと； K ふこと を 聞き 
ました、 比 費用は 一門に fj- て 二 十 萬圓掛 る、 一門に 
付て 二 十 萬 Iffl 掛 ると 致します れぱ 、唯 五 百の 砲を 柿 
へても 一億 萬 101 掛 る、 千門拖 へれは 直ぐ 二 億 2 金は 
要する ので ありませ ぬか、 此の 如く nffi だ 充實と 云 ふ 
こと 1- 對 しましても、 非常なる 所の 金を 要すろ、 此 
非常なる 所の 金を 耍す るに も拘 はり ませず、 今日の 
財源と 致しまして 提出せられ ましたる 所の 種々 の咐 
税 案 も、 亦 姑 E なる もので ないかと 云 ふこと を •私 
は 思 ふので あります、 政府は もう 一つ 進んで 大なる 
所 の财 源を 求める と 云ふ考 はあり ませぬ かどう か、 
場合に te ります れぱ ，照 W を 整理す ると 云 ふの も 一 
の 案で ありませ う-砂 {(I の 堪費 法を やる と 云 ふ讲も 
必ず 其 を 買はなくて もやる 途も ある、 其 等 も 一 
つの 案で A る •随分 財； S と 云 ふ 事に 付て は、 種々 の 
築が あるのに •大な る 所の 財 棚を 考へず に •誠に fesfi 
かなる 所 2 咐税迄 も餘探 '苦んで 御 考にな つて Is る や 

うに 思は れま すが、 もう 一つ 大なる 所の 御 考は無 い 

かどう かと 云 ふ 取を 御 尋す る尙 私が もう 一段 進んで 

御 導 致た うあります C は、 假〇 に 政府 li 此革備 あた 

りに 付ても、 大なろ 計 3E を 立てる と 云 ふ 御 考があ 〇 

ましても、 まだ K だ 失禮 であります が、 此政府 はも 

う 少し 强固な る 政府でなくて、 申さ ば 脆弱なる el が 

あるので ありませ ぬか， «• 想に 御 遠 傲；： 氣 味が ある 

ので ありませ ぬか、 若し そんな 御 考 でも あるので あ 

ります れぱ 、一段 進んで _民 ともう 少し 接近せられ 

て、 國民 と共に 犬に やられる と 云ふ考 が ありませ ぬ 

か、 どうかと 云 ふこと を 之を 御 ^ 致します るので あ 


〇 まする •私の 質問は 是だ けで あ 〇 ます。 

〔拍手 起る〕 

〔國務 大臣 法學邱 士子爵 本 野 一 君 登壇〕 

ON 務 大臣 (法 學博士 子爵 本 野 一郞君 〕 唯 今日 米宣 
言に 關し まして、 それと 山 東 間 題に 付て 御 質問が 御 
座い ましたが、 山 東 問題は 御 承知の 通り 是は未 •た 懸 
案 中の 間 題であります、 戰爭 終結の 時に 至ら ざれば 
解決の 著かぬ 問題であります から、 之に 付て 今日 私 
は 彼是と 云 ふ 所見を 述べる ことは. 機 K に 適しない 
と 認めます から、 御 答 致す ことを 避けたい と 思 ひま 
す、地屮海に 11 艦を派遣致しましたる理由に付きま 
しては- 旣に前 議會に 於ても 政府から 御 答 辯 致して 
居ります が、 是は歐 米 諸 國と此 大 ®t 争に 共同の 行動 
を 執って 居ります 以上は、 日本 政府に 於て は、 出来 
得る 限り 敵の 力を 弱める と 云 ふこと に、 參加 する こ 
とは 至當の 事と 認めまして、 此方に c 坂 本 金彌君 r 
そんな 事は 尋ねは 致し ませぬ」 と 呼 ふ〕 軍艦を 出し 
て ある 次第であります c 坂 本金彌 君、 r 違 ひます、 
違 ひます そんな 事は 御尋 しませぬ 」 と 呼 ふ〕 

〔國務 大臣 仲 小路 菔对 登壇〕 

〇阈務 大臣 (仲 小路 廉君) 坂 本 君の 御 質問 中、 鐵の 
自給に 關する 問題に 付きまして 御 答を 致します、 今 
日の 場合に 鐵の 自給は 極めて 大切に 存じまして、 旣 
に 製鐡所 の 第三 期 擴張 S 事 も • 出 來得る 限り 年限を 
繰 上げまして、 是が 速成に 努めて 居る のであります 
今回提案を致しました千數百萬圓に苴〇まする裸算 
は、 更に 第三 期擴 張の 外に‘ 十 萬噸以 上の 新 摘 張を 
致した のであります* 政府に 於き ましては •  {R 營に 
屣しまする點に付て (3: 、固ょり /|] 來得る限り努力致 
す 額り であります， さりながら <r*c： の % 合に 羝の自 
給を 致 _|ますることは、到底官營のみでは、之を完 
ぅする ことが 出来 ませぬ のであります、 此 故に 前 議 
會に 於 ? まして は、 製 鏹獎勵 に關 する 法律の 提案を 
致しました- 旣に 民間に 於ても 相當な 規模 計 af を 以 
て、 ® ら製鐵 事業の 計 af に 著 手した 次第であります 
此の 肋 <  に 官民 ® 刀の 力を 集めまして、 U1 來得る 限 
〇 刻下の 需要に 必要なる 鐵の 供給を 完ふ したいと 思 
ひます、 唯 だ 今日の ® 合に 於き ましては、 鍅の 需要 
も 日に 多き を 加へ ます、 從て 之に 對する 供給 も、 出 
來 fy る 限り 其 計 班を 大に 致したい と 思 ひます、 成る 
ベく 最大 努力を 致しまして •近く 數年 の內 に、 我. y 
給の is を 完う 致したい と 思 ひます、 之を 以て 御 答と 


致します。 

t 國務大 1:1 男 辟 田® 治郞君 登壇〕 

OH 務 大臣 (男 辟 田® 治 郎君〕 坂 本 君の 御尋で あつ 
たやう であります、 船舶の 御尋で あつた やうで あり 
ますが、 多分 我 海運 事業の 將來を 如何に 處す るかと 
云 ふ 御尋で あらう と 存じます、 此事は 頗る 重大なる 
問題で 御座います ので •政府に 於 ? ましても、 相當 
に此點 に 重きを 置きまして、 昨年 2 二 fl 遞信 省內に 
臨時 調査 局と 云 ふ ものを 置きまして、 其 K 要 ?' X る 一 
部の 仕事と して、 海運 事業の 將來と 云 ふこと に 就て 
深く 研究を して 居る のであります、 此 海運 事 菜に 就 

きま L ては、 餘程以 前 - 戰 前とは 違つ て 居ります 

から、 將 來此國 策を 定 むる 上に 就て は， 十分 愼重な 
る 研究を 盡さな けれぱ ならぬ •又 海 蓮と 伴つ て、 造 
船と 云 ふこと も大な る關 係を 持つ ので 御座います、 
* 等の 事 も 十分の 研究を 遂げて 居る ので 御座います 
るが、 奈何せ ん ，今日の 戰局は 、如何にも 船舶の 急 
要を 吿ぐる こと •か 甚だしく 御座いまして* 將米如 何 
に 處 すると 云 ふやうな る 方針を 極める 時期に 達しな 
いと 見ます ので、 今日 •此 議場で、 斯る 成案を 以て 
御意 見を 承る と 云 ふ 時代には 參 つて 居り ませぬ が、 
いづれ 平和 克復と 云 ふやうな る 時期に 近づいて 參〇 
ましたなら ば •此 事は 必ず 諸君の 御 協賛を 求む る 機 
會があ るので あらう と 思 ひます、 大體を 申 L て 置き 
ます。 

0議長『大岡育造怼)寺内內閣總理大臣。 

〔國務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君〕 唯今 御 質問で ありま 
した 所の 國防計 蛮に 關する 事柄、 *4 よ 〇簡單 に 御 答 
致して 置きたい、 先刻 床 次 君よ 〇國肪 2 事に 就て 御 
尋があ 〇 ました 時に 私よ 〇 御 答した 事を 繰返して 御 
答して置きたいと思ふ、兆時の御答した事柄は國防 
には 固定の 防禦と 游 励の 防禦と 此二 つが ある、 今回 
出しました のは —— 議會に 提出 致しました のは 即ち 
兵力の 充實 S 爲 めに 陸軍の 充實 を g した、 海軍の 艦 
船 補充の 爲に 3¢ 計 5!i を 爲した 、此二 つの 計 蜜を 提出 
致しました •之を 以て 國防總 てが 完全に なつた と 云 
ふ譯で はあり ませぬ， 先づ急 嬰なる 所の —— 必嬰な 
ろ 所の ものを 提 IJ5 致した 譯であ 〇 ます、 斯う 御 答し 
て ! ¥1 1 きます、 左 樣御 承知を 願 ひたいと 思 ひます、 1L 
又 政府は 國 民と 一致 協力して、 此雖 局に 當る 意思は 
無い かと 云 ふ 事であります、 私 も國 民の 一人 國民と 
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財政 方針に 閱す る ^ 4 大淺 大臣の 答 辯  外交 方針 In 閱 T る 今井嘉 幸の 質問 


共に 此圜家 を嵙理 して 行きた ,.' と 云 ふこと li .t: 頭を 
陲れな いのであります C 「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 
何を 以てのうと 仰し や 1. • ます、 私は 終始 其考で 居り 
ますので あります、 將 來此雜 局に 處 して 必ず 爲し得 
る 限り、 國 民と 一致 協力して 注きたい と 思 ひます、 
此耻 i に 向つて 一身 シ 搾げ る 稍り であります。 

〇阈務 大臣 (勝 田 .E 計 君： >鹩 長。 

0; 謎 長 C 大岡 育 is 君〕 大藏 大臣。 

f 國務 大臣 勝 田 主計 君 登 萌〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君) 坂 本 君の 御尋の 中に、 税 
の 事に 關係致 しました 事が ありました から 一寸 御 答 
辯を 致します、 坂 本 君の 御尋の 嬰 旨は、 國防を 大に 
やつて、 之に 對 する 財源と しては も 5 少し 大きな も 
のを 見付けて、 之に 適合せ しめて、 今日の 如き 所の 

小さい 税を澤 山 起す とか、 或は％ すと か 云 ふやうな 

事を しないで 宜いぢ やない かと 云 ふやうな 大體の 御 

尋のや うで ありま L た、 © いて 鞠 田の 整理を やつた 

らどうか、或は砂糖の ¥ 賣をやつたらもつと金が取 

れる であらう と、 斯う 云 ふやうな 御尋 でありました 

今日 政府の 提 S 致して 居ります る 所の 國 防の 計 班に 

就きましては、 唯今 總理 大臣の 述べられた 通りで あ 

ります、 此國 防の 計 ; ff を 遂行して 行きます のには、 

さう 税を 収らな くても、 唯今 提出 致して 居ります 政 

府 の咐收 計 5J で 行く のであります、 唯 だ 增收計 班が 

坂 本 君の 仰し やる 如くに、 例へ ぱ 飴の 課税、 或は 淸 

凉 飲料 税とか 云 ふやうな ■で、 百 萬圓內 外の ものが 

二 三 あるのを 以て， 右の やうな 御 感じが 起る か 知ら 

ぬと 思 ひます、 併ながら 是は 政府と 致しまして は 特 

に斯樣 な 百 萬圓內 外の 税を漁 つて 取る と 云 ふやうな 

意味では ない のでありまして、 先刻 4 申 上げました 

通りに、 稅 の ffl 衡を 保つ 爲に 、例へ ば 砂糖 消费税 の 

如き、 砂糖に して 旣に税 を 課け る 以上は、 玆に 飴に 

税を 課け なければ いかぬ ではない かと、 斯う 云 ふ 論 

が 多年の 論で ある、 夫 故に 飴に 稅を課 ける、 斯う 云 

ふ 筆法で 詰り 往つて 居る ので ある、 「メリ ヤス」 r フ 

エル ト」 に 就ても 其 通りであります、 又淸凉 飲料 稅 

の 如き 補充 税と して 取る ので あつて •期の 如き 小さ 

い 所の 咐收を 得る のに、 政府は 特に 選んで 取る と 云 

ふやうな 11 ではない のであります から、 此點は どう 

か 御 諒承 下さらん ことを 希望 致します 、さう 致し ま 

L て 若し 玆 に又國 家事 變に 際して 大に 財源を 要する 

と 云 ふやうな ことがあり ますれば、 是は 又大藏 大臣 


> 致しまして 私は 多少 c 抱負を 持つ て 居る ので あり 
ますが、 今日の 國防 計盡に 相 當 する 財源と 致し まし 
ては、 今日 提出を 致して 居る 所の もので 足る ので あ 
ります、 それから 鹽田 整理の 琪な どの 御 話 も ありま 
したが、 是は鹽 田 整理で 以て 左_な 大な る收 入を 得 
ると 云 ふことは、 甚だ 闲難で あらう と 思 ひます、 又 
砂糖の 專費 をしたら どうかと 云 ふやうな 事が ありま 
したが 是 も. 或機會 に 於て 詳しく 御 話 致します るが、 
兎に角 砂糖の 値を 今日ょり 非常に 上げる と 云 ふ 事が 
あれば 別であります が、 今日の 日本の 砂秘の 價と云 
ふ もの は， 諸 外國に 比して 決して 廉 くは ない ので あ 
ります、 又此 消費税 も睃 くは ない のであります、 そ 
れ 故に 異常の 場合に 於て 之を やる と 云 ふ 事で あれば 
別で あ 〇 ますが、 今日の 場合 •此 砂 © の價 格を 其 儘 
にして 置いて、 專 M 制度を 施行 致しました 所で、 是 
ょりして 幾らの 收入を 得る かと 云 ふことは、 殆ど 收 
入を 得る ことは 難いと 云 ふことは、 私は 玆に斷 言し 
て 憚らぬ ので あ 〇 ます、 それ故に 私の 申 上げます 如 
くに •今日の 國防 計 ® として、 之に 相 當なる 詰り 計 
勘を 立て、 出して 居る 積り であります からして* 尙 
詳細なる 事は 委員 會等に 於て、 篤と 能く 御 話 致した 
_> と 思うて 居 ります。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 今 井嘉幸 君。 

〔法 學 博士 今 井 嘉幸君 登壇〕 

〇 法學博 士今井 嘉幸君 私は 葑茭 外交の 範圍に 制限 
して 質問 致したい と 存じます、 對支 外交に 就て は、 
今まで 幾つ も 質問が あつたから 煩 3 いと 云 ふ 感じが 
あるか も 知り ませぬ けれ* i、 支那 外交と 云 ふ もの 
は 殆ど 日本の 國運 s 存亡に 關する 所の 大問 題で ある 
英國は 阿片® 爭の時 に、 殆ど 三日の 間 支那 問題に 就 

て連續 して 研究した ので ある、 而 して 「パ ー マー ス 

トーン」の內閣は殆ど是が爲に倒れんとし £- 、又英 

佛 聯合した 時 もさう 云 ふやうな 譯で あつて、 是が爲 

に 政府は 穀會の 解散を 行は なければ ならぬ 位の 大紛 

擾を 演じた ので ある、 さう して 其 翳 論と 云 ふ もの (i 

四日 も續 いた、 英吉利が 支那に 對 する 關係 はどうで 

あるか、 數千 里隔 つて 居る 所の 遠方で ある、 それで 

も是 •たけの 熟 心を 持て やつて 居る ので ある、 故に 英 

國の 今日に 於け る 地位を H ち 得た のであります、 先 

程から 貴族院 始め 衆_院 に 於け ろ 所の、 支那 外交に 

對 する 質問 答 辯 等を e いて 居ります るが、 又 私が 英 

吉 利の 此の 有樣 を考 へて 見る と、 まだ 足らない と 思 


ふ、 是 れ からま だ 二十 人 近くの 人が 通吿 をせられ て 
居る さう であ 〇 まする •か、 願く If 此 支那 問題に 對し 
て、 もう 少し 十分に I 十分に 討 Is をせられ ん こと 
を 希 固す るので あります (拍手 起ろ〕 而して 又 政府 
當 局に 對して も、 私の 御 注文を 申 上げたい のは、 此 
答 辯に 當つて は » に 法律上 2 意見に I 法律上の ® 
念に 拘束せ ら る、 と 云 ふこと がな くして* 是は 政治 
問題で あると 云 ふさう 云ふ考 を 以て 答 辯せられ んこ 
とを 希望す る (.拍手 起る 5 例へ ば 干涉と 云 ふ 事は 宜し 
くない 中立で なくち やならぬ、 或 (3; 現當局 者で ある 
からして 是は 交渉す る、 斯う 云 ふ 事は 是は 法律問題 
である 裁判所に 於て 議決すべき 所の 問題で ある、 此 
處は 法律の みを 議論す る處で はない、 政治問題を 討 
議する 所の もの - e あるから して、 此 點に 付て は 十分 
にさう 云 ふ 拘束せ らる X 事な く-若し 北方と 云 ふ も 
のを 援 けて 居るなら ぱ援 ける、 又 北方. か 好きで ある 
ならば 好きで ある、 さう 云 ふこと を假 面に 棄 て、 十 
分に 其點を 討議せられ んこ とを 希望す る、 北方を 援 
ける が 宜しい、 南方を 接け るが 宜しい、 或は 北方が 
! るい、 南方が 惡 るい、 中立が 善い、 さう 5 ふ 事は 
日本の 將來 に對す る 所の 非常な 大 問題で あるから し 
て、 若 も其爲 めに 國 交に 害が あると 云 ふなら ば、 此 
議會を 祕密會 とせられて、 是は 日本の 國 防の 安危に 
關す ると ころの 大間 題であります からして、 十分に 
討議を せられん ことを 希望す るので あります、 此意 
味に 於て 私は 長く は 申し ませぬ •か、 根本的の 二 一一 一の 
質問を したいと 考へ るので ある C 「要領を M 十く 言つ て 
吳れ J と 呼 ふ 者 あり〕 それは 光づ 第一に 斯う 云 ふ 事で 
ある、 茭 那に對 して どう 云ふ考 を 持つて 居らる、 か 
其 根本の 考で あります" 突 那人が 日本の 支那に 對す 
る 所の 態度を 見て 斯う 云 ふ 事を 言つて 居る、 支那は 
一體 日本を 滅 す 積り か (笑聲 起る〕 日本は 一體茭 那を 
減す 積り か、 即ち 日本は 支那と 云 ふ もの •か 十分に 此 
保全を せられて、 さう して 段々 榮えて 行く と 云 ふこ 
とを 希望して 居る ので あるか* ■或は 支那が 段々 衰微 
して 遂に 滅亡す る ことにな つても 構は ないか、 即ち 
此支 那將 來に對 して、 如何なる 考を 持つ て 居る かと 
云 ふこと を 炎 那人は 言 ふので あります、 是は茭 那人 
めみ の考 でな くして、 吾々 日本人と して*  R に茭那 
と 云 ふ ものが 亡びても 宜しい か、 或は 支那が 十分に 
獨 立を 維持し、 保全を 貫徹す る ことに 努めなければ 
ならぬ ものである かと 云 ふ* 其點を 日本が 國策 とし 
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て十分に考へなけれ ;--: :::  f と 思 ふので ありま _ 
支那' か 將來滅 亡 T ると 云 ふ 市に なつた な， •> ば* どう 
云 ふやうな 運命に 陷るや と 云 ふと、 それは 支那 li 遂 
に 分 ^ せられる か •或は 支那が 統治 〇 状® に 陷 
るか、 どちら かになる のであります、 若 も 支那が 分 
割せられ <*と云ふ狀態_ |' なつて來たならぱど5なる 
かと 云 ふと •其 結果は 恰も 此我封 滓の 印度と か、 或 
は 西 比利亞 とか 云 ふやうな、 さ-*' 云 ふやうな 外 ^ の 
領土  •か 茲に 現出す ろ yf になつ て來る 、さう 云 ふ sr 合 
に 於け る 日本の 闽防 上の 危險と 云 ふ ものは、 15 に 測 
るべ からざる 所の ものが あるので ?, る、 其 上に 斯う 
云 ふ狀態 になつ て來た ときには、 lit 今日 C. 對支贸 姑 
と 云 ふ ものは どう 云 ふ 風な 右 糅にな つて 來る かと 云 
ふと、 吾々 は此戰 後に 於て 印度 I 印度 H 易に 於て 
非常なる 税を 課せられる と： K ふこと を 考へて 居る、 

又 今日 安 南に 於ても 日本は 渾山な 稅を課 せられて 居 
るので ある、 それが 若し茭 那が 分割せられ て、 他國 
の 領土に なつて 来たなら ば、 印度に 於て 將來や られ 
る 所と、 又 安 南に 於て やられる 所の、 さう 云 ふ狀態 
を我對 岸に 於て やられる ので ある、 さうな つて 來れ 
ば、 此 日本の 對 茭 貿易 CO 根 抵と云 ふ ものが 遛 つてし 
まう と 云 ふこと になつ て來 るので ある (拍手 起る) 
そこで 是は茭 那のさ う 云 ふ 狀態 になつ て來. 〇 ことは 
寛に 日本の 國防 上に 於て 日本の 非常な 打 ^ である 〇 
みならず、 經濟 上に 於て 大變な 打繫 となつ て來る の 
である、 支那が 協同 統治の 狀態 になつ た 場合に 於て 
は、 其 結果 ! -j; 日本の 國民は 非常な 不利益で ある、 協 
同 統治の 狀態 とは どう 云 ふ狀 態で あると 云へ ば、 今 
日 上海に 於け る 所の 狀態の 如くで ある、 上海に 於け 
る 所の 状態が 即ち 協同 統治の 狀態で ある C 「止め 給へ 
「分つ て 居る 1--, そんな 事は 學 校で やり 給へ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 法學® 十： 今 井 1: 幸 君 其 協同 統治の 狀態 、それ か j 
ら 又茭那 分割と 云 ふ、 斯う 云 ふやうな 狀態を 演じさ j 
せて ii 到底 日本の 將來は 危 い、 日本 S 身の 大問 題で 
あると 云 ふこと を 十分に 考へな ければ ならぬ G" そん 
な 講釋は 止め 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而して 此 支那と 云 
ふ ものを 保 金す る 所の 根本 策は 此の® 爭 中に 於いて 
之を 確定し なくち やならぬ のであります、 政府は 今 
日が 若しも 平凡な 時で あつたなら ば、 此間 題に 對し 
て 多くを 費す 必耍は 無い のであります けれども" 今 
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日は 如何なる 事で もやれ ると 云 ふ 時機であります、 
R 本が 斷じて 行つ たなら ば、 如何なる 事で もやれ る 
時機 -e あ 〇 ます (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 故に此 場 
合に 於て 日本が 或は 干渉に 類す る やうな 事が あつて 
も！！ はない、 日本 自身の それが i$ 命に 關 する 所の 大 
問題で ある •か 故に、 場合に 依つ ては どし < 干渉し 
て も {几し いので ある、 唯た 其 干渉の 遺 方 一つで ある 
ので あ 〇 ます、 政府は 今日 此大 問題に 對 して、 心に 
ど 5 云 ふ考を 持つ て 居られる か、® ffl どう 云 ふ考を 
持つて 居られる か •此事 は 我國の 危急存亡に 關 する 
所の 大問 題であります からして、 之に 對して 十分な 
る 御 答 辯を ! 3 む 次第であります (「簡 m々々」 と 呼 ふ 
者 あり〕 それから 第二に 南北と 云 ふ 問題 •此 南北と 
云 ふこと に對 して 如何なる 考を 持つ て S ら る、 か、 

南北と云ふことは、或は南方北方と云ふやうな土地 

の 差別で ある 如く 考 へて 居る のであります けれども 

斯う 云 ふやうな 土地の 差別では ない ので ある、 南北 

と 云 ふことは 或 13-. 「ヤング チ ヤィ-ー ス」 - 古い 所 

の 支那と 若い 所の 支那 •さう 云 ふ 老若の 區別 である 

と 云 ふ 風に 說く 所の 人 も あるので あります けれども 

是も決 して さう ではない ので ある、 此 南北の K 際の 

有樣と 云 ふ ものは、 自覺 したる 支那と、 それから 自 

© しない 所の 餌 制度を 維持せ んと 欲する ものと、 此 

二つに 分れる のであります、 即ち 洱 來の 政府が 此の 

方に 於て 地位を 占めて 居る •それを S T が 爲には 、 

南の 方に 於て 根據を 作つて やらなければ ならぬ から 

して、其 51 §が何時でも南から起る、今日の政府が 

北に 在る、 之を 贸さ うと 思 ふ 者が 南に 在る と 云 ふ 所 

から、 南北と 云 ふ 問 ! a が 起つ て 居る ので ある (「吊 校 

で や® 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如く 南北と 云 ふ もの 

は、 H S 者と しないと 云 ふ、 此 11 つの 差別に な 

つて 來る ので ある、 斯 5 云 ふやうな 7¢ になつ て來る 

と 云 ふと、 此の 北の方の 人 f?n と 南の 方の 人間との M 

に 所謂 北方 南方と 稱する 者の 間には、 非常なる そこ 

に 荖が生 ずるので ある、 性質 上の 差が 起つて 来る の 

である、 即ち 北方と 稱せら る、 もの li , ?a 來の 政府 

を 維持す る •閼敗 墮 落して それに？ 一足して 行かう と 

云 ふやうな もの e あるが、 南の 方は 之に 對 して此 國 

の閫敗 >0 の 滅亡と 云 ふこと を發へ て* さ 5 して 吐 

改革を やらう と 云ふ氣 瓶 ある、 節操の ある 所の 人民 

から 成立つ て 居る と 云 ふこと になつ て來 るので ある 

そこで 此南の 方の 人間は、 m に Rn 设氣 俄と 云 ふ もの 
外交 方針に 關する 今 井 茲宰 の皙問 


が あるの みならず、 又 空論家に 止まらず して、 大に 
勢力を 持つ て 居る 實力を 持つ て 居る、 所謂 革命と 云 
ふ ものを 單に 戰爭 であると 云 ふこと を 考へる からし 
て、 さう 云 ふこと が 起つ て來 るが、 革命は 決して 戰 
爭でな い、 人氣 である、 國民運 励の 大勢 •かさう 云 ふ 
風に なつて 來るの である、 人氣で あると 云 ふ 問題を 
考へて 見たならば* 南の 方は B に 空論家で なくして 
實 際の 根抵を 備ヘて •さう して 遂に 最後の 勝利は 南 
の 方が 制する ことになるので ある、 さ 5 云 ふこと を 
考へて見たならば、日本の將來としては、どうして 
も 南の 方の 人間と 親善を 結んで、 東亞の 將來を 完全 
に gl 達せし むる やうに 一一らなければ ならぬ と 云 ふこ 
とが 起つ て來 るので. ある、 此點 に對 する 私は 政府の 
考は 、どう 云 ふやうな 考を 持つ て 居らる、 か、 南と 
北と 云 ふ ものに 對する 誤解が 兹に あるので はない か 
と考 へる ので ある、 此點 に關 する 政府の 確た る 御 見 
解を飧 りたい、 それから 一體 南北に 對 する 從 來我國 
の rc 褪と云 ふ ものは、 どう 云 ふ 風に なつて 居た かと 
云 ふと、 人民 一般の 希望と しては、 南方に 對 して 同 
情を 表し、 北方に 對して 同情を 表しない と 云 ふ、 さ 
う 云 ふやうな 有樣が 、南北の 問題が 起つ て 以来 常に 
有つ たので ある. 而 して 政府の やり方は、 一番 初め 
に 起つ て 來たの は、 南北の 問題の 爲めの 政 友 會の態 
度で あるが、 Itt 政 友會の 態度は 南北問題 1- 對 して、 
私は 其 態度と しては 非難すべき 15 が 無 かつた と 思 ふ 
即ち 此 南北問題に 對 して 純然たる 局外中立を 守つて 
執れ も 侃し ない 所の 政策を 収つて 居られた ので ある 
唯 だ 此 政友會 から is ji して 居つ た 所の 公使 伊集院 氏 
の やり方と 云 ふ ものが、 政 友會の 本来の 希 阐と 悖つ 
たやり 方で、 其 &' に 南北 問 迦 に 於て 政 友 會の 趣意は 

一貫し なかつ たこと になつ たので ある、 それから 其 

次に起つて來た所の涊政色內閣に就ては、此の南北 

間 題に 對して は、 吾々 の. 大に S を 得た 所の もので あ 

る、 即ち 南方の ! K 醒した る 人民 共に 對して 同情を 表 

し •北 万の ! 3? 落した る 者に 對 して 打 S? を 與へ る、 斯 

3 云 ふ 政策を 執つ たので ある、 併 L llt の 憲政 ir の 趣 

r( は、 唯 だ 終りに 至つて i しな かつた と 云 ふ 事に 

{•] いて 私 It ia 憾を 表する ので ある (笑龊 起る) 然るに 

今度の 内閣の やり方と 云 ふ もの li 、 B: に 奇怪 千 ? « な 

る やり方で ある、 私は 昨年 支那に 行きまして、 支那 

から ! S3 つて 來 ると、 此の 內 fH] 諸 公に 對して 誤りを 匡 

さんと 欲して 之れ を S ねたので ある、 尋ねた 時に、 


諸 公は 袁世 凱の やうな 者が 倒れた と 云 ふことは、 非 
常な 誤りで あると 云 ふやうな ことを 耳に したので あ 
る、 さう 云 ふやうな 考を 持つ て 居つ ては、 此の 支那 
の 外交と 云 ふ ものは、 到底 やる ことが 出來な いので 

ある - 支那 外交に 臨む こと / 3: 出來な い" 必らず 將 

来に 於いて 失敗を する であらう と 考へ た、 事實は 其 
の 通り 著々 として 失敗して 居る ので ある、 其の後 春 
期に 起つた 所の 借款 —— 五 百 萬圓の 借款と 云 ふ もの 
は 北方 段祺瑞 援助の 爲めに 之を やられた ものである 
而 L て 夏期に 起つ た 所の 督軍 反抗 運動、 それに 續い 
て 起つ た 復辟蓮 動に 對 する 政府の 遺 方は、 全然 北方 
援助の 方針に 出で、、 非常なる 誤りに 陷つた ので あ 
る* 併し 是 等の 事は 前 議會に 於て 論じ 盡され て 居る 
から、 今更 是 (£ 追窮 しませぬ が、 其 後に 起つ た 所の 
彼の 一千 萬圓の 借款は どうで あるか、 それから 又 兵 
器 借款は どうで あるか、 兵器の 借款と 云 ふ ものは、 
全然 是 は 北方を 援助す る爲 めに やられた ものでは な 
いかと 云 ふこと を 思 ふので ある、 金を 貸し、 それ か 
ら 兵器を 與へ て、 さう して 是が 北方 政府の 爲に なら 
ない と 云 ふ 害は ない ので ある、 或は 之を 監視す ると 
云 ふけれ ども、 監視す るには 如何なる 方法を 取る か 
若し 監視した 通りに 實行 しな かつた 場合に 於て は、 
其 制裁 方法と して どう 云 ふ 手段を 執る か、 之に 對す 
る 方法が 今日 十分 案出せられ て 居る かどう か、 さう 
云 ふやうな ことを 考 へて 見れば、 今日 政府の やる 所 
の 事は、 •北方 援助と 云 ふこと を 十分に 貫徹し やうと 
云 ふので やつて 居る ので ある、 而 して 最近に 至つて 
此 政府の 態度に 於て 非常に 怪訝に la へぬ 二つの 事實 
を 發 見して 居る、 それは 何 -C あるかと 云へ ば、 第一 
け 彼の 梁士詒 •か 日本へ 来遊した 時に 於け る 政府の 態 
度は どうで あつたか、 梁 十 U& は 何者で あるか、 彼は 
帝政の 元兇と 稱せ られて 居る 者で ある、 支那に 於て 
は 所謂 繩付 ? の 者で ある、 兇狀 持で ある、 支那に 於 
ては 大手を 振つて 己れ は 梁士詒 で ござる と 言つて 步 
くこと •か III 来ない 日蔭 人で ある、 然るに 彼の 梁士詒 
が 日本へ 来て ® 遇 款待を 受けた 所の 狀態は どうで あ 
るか、 殊に 彼の 梁 士詒は 本會に 於け る 開院 式に 於て 
參 列した のでは ありませ ぬか、 彼の 參列 した 有樣は 
外交官で なければ 出来ない 地位を 占めて 入つ て 來た 
ので ある、 外交官と 云 ふ ものである かも 知れない、 
或は 西 原 ffi 三と 云 ふや 5 な •資格で 外交官で あるか 
も 知らないが •苟も 陛下の 御 居で になろ 彼の 神聖 


なる 開院 式に 斯かる 日蔭 人、 斯 かる 犯罪 八を 列席せ 
しむる と 云 ふことは 何たる 失態で あるか、 是は宮 内 
省の 手續を 經て來 たものと 言 ふか も 知れぬ が、 私は 
其 裏には 必ず 政府 當局 者の 推薦が あると 云 ふこと を 
信ずる ものである、 さう 云 ふ 人間を 參列 せし むる や 
うな 考で あるから して、 對茭 外交に 於て 大方 針の 失 
敗を 生じて 來 るので ある、 それから 又 近時 時事 新報 
紙上に 於て 揭げ られて ある 「吾輩の 對支 觀」 と 云 ふ 
議論が あります が、 是は 果して 何 * • の 意見で あるか 
某 外交官と 云 ふ 所を 見れば、 必や 今日 官に 就て 居る 
人間の 談 としなければ ならぬ ので ある* 或は 本 野外 
相の 談で あるか も 知れない、 或は さう でない かも 知 
れな い、 此 世の中に 於て 風說 せられて 居る 所に 依れ 
ば、 是は林 公使の 意見で あると 云 ふこと を 云 ふて 居 
るので あります •か、 是 .か 果して 事實で あるか ど 5 か 
(「事 實」 と 呼 ふ 者 あり、 笑聲 起る) 若し 是が林 公使 
の 意見で あると 云 ふこと になつ て來 たなら げ 、斯う 
云 ふやうな 考を 有つて 居る 所の 人間を •支那に 對し 
て 派遣を して 置く  ■からして 、支那の 外交と 云 ふ もの 
は 全然 失敗に 陷 るので ある、 今迄 此 一箇年の 間に 現 
政府が 突 那の 外交に 對 して 爲し たる 所の 狀 態を 見る 
と、 殆ど 何事を 爲し たか 其 結果に 於て は 何等の 現は 
れる所 もない ので ある、 昨年の 今 明の 狀態と 云 ふ も 
のは、 恰度 今日の 支那の やうな 狀態 であつた ので あ 
る， 若しも 彼の 當時此 政府が 期の 4n き 援助を やらな 
かつたなら •は》 支那 it 非常な 發達を 爲 して 居つ たの 
に 違 ひない ので ある、 然るに 其發 達を 妨害した のは 
即ち 此 日本の 政府で ある、 此發 達の 妨害を やつて、 
其 結果は どうな つて 来た かと 云 ふと、 支那 人民 一般 
の 反感を 買つ たと S ふこと に 終つ てし まつた ので あ 
ります、 斯う 云 ふやうな 狀態で 、若しも 是が 普通の 
時で あつたな らば、 或は 忍ぶ ことが 出来る けれども 
今日 東亞に 於て 斷じて 行つ たなら ば、 何時も 出来る 
と 云 ふやうな 此大事 な 時機に 於て、 支那 外交の 失敗 
を 爲し たと 云 ふことは、 到底 吾々 の 忍ぶ 所ではない 
のであります るが、 若しも 此方 針を 纘け られ ると 云 
ふこと になつ て來 るなら ば、 段々 と 日本の 之に 對 す 
る 所の 被害と 云 ふ ものが 咐 大して 行く のであります 
尙此 方針を ^ けられる と 云 ふ 所の 御考で あるか どう 
か而 して 又此洵 に 傍若無人なる 、不屈 千 萬なる、 此 
某 外交官の 談と 申します る 殆ど 日本の 外交官の 談と 
も 言へ ないやうな 段祺瑞 の 外交官の 如き、 斯 5 云 ふ 

一七 九 
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外交官の 談を 繰返して 居る、 斯う 云 ふ 公使を W び 北 
京に 向つ て 派 is する 御考で あるか、 先程 尾 崎 君の 質 
問に 其 一事が ありました けれども、 之に 戣 して 外務 
大 K は 何等の 御 答 辯 も 無かつた やうであります が、 
之に 對して 外務 大 K の 十分なる 御 答 辯を 希 留 する 次 
第であります (拍手 起る〕 

〇阈 務大 iil v 法聲 摊士 子脬本 野 一郎 君) 議長。 

〇 議長 •'大 岡 育造 尹 G 本 野外 務大 13 。 

〔阈 務大 I:i 法學 邱 士子脬 本 野 一郎 君 登 捜〕 

〇 國務大 K  (法 學 1¢ 士子爵 本 野 一郎 君〕 諸君， 對茭 
外交に 付て は •最早 色々 な 說を御 聞きに なつて 居り 
まする から、 今更 長く 御 答 致す 必要 もない と 思 ひま 
する が、 今 井 君の 御 質問に 對して 唯一 言 申して 置き 
たいと 思 ひます、 一體 支那に 對 して 政府は どう 云 ふ 

考で あるか、 是は 政府は 決して 支那の 分裂を 希望す 

る 者では ありませ ぬ、 是は もう 明かであります、 又 

支那の 健全なる 發達 を誠實 に 希望 致して 居る 者で あ 

ります、 隨 つて 支那 全 體に對 して 公明正大な 態度を 

執る 考で あります、 今日 迄 政府が 支那に 對 して 執つ 

て 居ります る 方針は、 公平なる 眼を 以て 見れば それ 

に 相違ない と 確信 致して 居ります、 此後 と雖も 政府 

は 支那の 內 部の 政 f? には 干渉せ ずして、 安那の 健全 

なる 發達を 抜けて 行く 秸りで あります、 私は 唯今 今 

井 君が 言は れた 南方を 援 ける 爲め に斷然 干渉を せろ 

と 云 ふ 御 議論には、 全然 反對 であります (拍手 起る) 

〇 岩 崎 11 君 議長。 

0 議長 c 大岡 育造 君) 岩 崎 a 君。 

〇 岩 崎 動 君 質疑の 通吿 者は まだ 十七 八 名も殘 つて 

居ります のであります、 故に 本日は 此 程度を 以て、 

日程と 共に 金 部 延期せられ まして、 明 二十 三日 特に 

例刻ょり 開會續 行せられ むこと を 希望 致します。 

〔「燹 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇靆提 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 君の 延期の 励議 には C 「異 

議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 御 異議がない と認 

めます、 仍て 本日は 之を 以て 散會を 致しまして、 明 

日 It 例の 如く 午後 一時より 開會 致します、 日程は 公 

報を 以て 御 通知を 致します。 

午後 S 時 十五 分散 會 


0 大正 -fc 年 I 月 11 十三 日 (水曜日〕 

午後 一時 十六 分開議 

議事 B 程 第三 號 


圉務 大臣の 演 說に對 する 貿疑 (前 會の 


綴) 


第| 

第二 
第三 
第 四 
第五 
第 六 
第 七 


第 十 I 
第 十 II 
第 十三 


所得 稅法中 改正 法® 案 (撇 1 ) 第 I 讀會 
右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
逼 行 税法 鹿 止 法律案 (贩挪 ) 第 -讀會 
右 議案の 審査を 付託す へき 委員の il s 
酒造 税法 中改 ii (類 _) 第 一 讀會 
右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
酒精 及 酒精 含有 飲料 稅法中 改正 法律案 
(■脈) •第 I 讀會 

第 八 右 議案の 蓉査を 付， 託すへ き 委員の 選擧 
第九麥酒稅法中改正法律案 ^ _)第|讀會 
第 十 右 議案の 審査 g 付託す. へき 委員の 選 楔 
11 案 (撤 1 ) 第 1 
右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員 . CD . 選擧 
自家用 醬油稅 法 中 改正 法律案 (隨腑 ) 
第！ 讀會 

第 十四 右 li fa の 蓉査を 付託す へき 委 H の 選擧 
第十五1税法中改正法律案{撕_)第 
一讀會 

第 十六 右 議案の 蓉査& 付託す へき 委員の 選擧 
第 十 -fc 織物 消費税 法 中 改正 法® 案 is 瞄) 第 

一馨 

第 十八 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選舉 
第 十九 石 油消費銳法廢止法律案{^搬_)第1 
讀會 

十 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選® 
十！ 戰 時 利得 税法 案 (搬黯 ) 第 I 
十二 右 議案の 審資を 付託す へき 委員の 選 

舉  . 

十=| 郵 (1 法 中 改正 S 案 (獅 •痛) 第 i 

會 

十四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

0 

十五 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 (撇麵 ) 

第一 讀會 

十六 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選 

舉 

十 セ 貨幣 法 中 改正 法律案 (一遍) 第 i 

窗 

十八 右 議案の 蓉査 を 付託す へき 委員の 選 


第 I 

第 I 

第！ 

第 I 
第 I 

第 I 

第一 

第 I 


第 I 


擧 

第二 十九鞋 時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件) 

第三 十 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

& 

〇 議長 C 大岡 育 is-- 君) 報吿が あります。 

〔書記 朗讀〕 

一議 員ょり 提出せられ たる 謬 案 左の 如し 
轍 出 綿織物 檢赉所 設置に 關する 建議案 
提 m 者， 隅田遑 吉君中 村 啓 次 郎君 
兒玉亮 太 郎君 

〔左の 報吿は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 常任委員 補缺 選 擧の 結果 左の 如し 
第一 部 

豫算姿 員 西 村 丹 治 郎君 (中 山 梅治郞 君 補 闕〕 
第二 部 

豫算 委員 尾 崎 行 雄 君 c 富 田 幸 次 郎君 補闕〕 

決算 委員 池 田龜治 君 (山 內範造 君 補闕) 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 會議を 開きます、 議事 進行に 
關す る發 言を ei 口秀雄 君から 求められました、 之を 
許可 致します。 

〔樋 口秀雄 君登檀 〕 

〔拍手 起る〕 

〇熥口 秀雄君 私は 本 期 議會の 劈頭に 於き まして、 
議員の 言論 尊重に 關 する 意味を 以て、 議事 進行に 關 
する 發 言を 願つ たのであります、 斯の 如き 發言を 求 
めました 最近の 動機は、 昨日 本 議場に 於け る 質問 戰 
に 於て、 吾緦 の尾畸 行 雄 君に 對する 議長の 發言 許可 
の 件に 關聯 した 問題で あ 〇 ます、 速記 錄 にも 載つて 
居ります る 通り、 尾 崎 君が 此質 問 ® の作戰 上、 種々 
閣員 諸 公に 質問を 致します る 順序と 致しまして、 自 
席ょり 發 言を 求めました、 然る 後 綜合 的に 質問の 矢 
を 放ちたい と 云 ふ考を 以て、 議長の 許可を 請ぅた の 
であります、 然るに 議長 閣ドに 於 かれまして は、 議 
場 整理の 上から して 之を 以て 不便な 〇 とし、 最初に 
總括 的の 質問を 提 /U し、 然る 後に 其 政府の 答 辯に 應 
じて、 誠意 ある 若く は 不誠意なる 政府の 答 辯に 應じ 
て、 更に 第二の 質問の 矢を 11 がんこと を 期して 居ら 
れた のであります、 然るに 私は 大岡 議長 閣下の 議場 
整理の 御 能力に 就きましては、 深く 敬服して 居り ま 
す 者であります るが、 其 周到なる 議長に 於 かれ まし 
て も、 智者 も 千慮の一失と 申し ませう か、 昨日 自ら 


菁約 せられました る 賭 ^ 君 C 第二 〇 發言を 許可 yr ざ 
るに 先だつて、 尾 崎 君が 席 場ょり KAK 長と 連呼す 
るに 拘ら ず、 次の 質問者に 對 して 發 言を 許した ので 
あ 〇 ます、 是に 於て か 尾 崎 君の ? T 問は * 这に 十分に 
要領を 得る に 至らず して 止んだ と 云 ふこと if 吾た 
言論を © m します る蕺 M と 致しまして ii 、祎 だ ia ti 
至極に 存じて 居る のであります (拍手 起る) 前 狨 位 
に 於き ましても 私は 幽々 驻 だ 僭越な •から 大岡 ^ 设 に 
對 して 御 反省を 求めた こと もあります が、 ぶ K t; に 
於て は、 野 明なる 議長は 旣往の 行 爲に鋸 みられて- 
最も 公平なる 御 措 ® に 出 でられる であらう と雅期 し 
て 居つ たのであります、 昨年の 臨時 諉 e に 於 かれ ま 
しては、 議長と しての 職 拙 運用 〇 上に 於て、 如何な 
る 妙 用が あらせら る、 か 知らぬ けれども. 遨政 有終 
の 美を 濟す とか、 或は 國運 進展を 促進す ると 云 ふや 
うな、 大 抱負を 宣明 せられた る 所の 謎丧が 、又 本 期 
議會の 初に 當つ て、 谷 ® 協 il 會に 於て、 吾々 翳 M に 
對 して 御叮嚜 にも 議員の 言論 励 作を 愼んで 、其 品性 
を揚 ぐべ く 御慫慂 あつた 所の 議長と して、 十分 御 資 
格の ある 最も 適當な る 議長に して、 昨日の 擧に出 で 
られ たことは、 私 深く 50 憾と する 所であります (拍 
手 起る〕 成は 尾崎赳 が 第二の 質 間を 遂にし なかつ た 
と； K ふことは、 左まで It 大の關 係がない と御考 の 方 
•か あるか 知れ ませぬ が、 贺は然 らず 、作 戰上御 承知 
の 通り、 尾 崎 君は 第二の 腹案と して、 種々 なる S 問 
の 矢を 放つべく 用总 して 居つ たのであります •然る 
に 遂に 是が 議長 閣下の 不注意 —— 故意では ない 所の 
不注意で ほない かも 知れ ませぬ が I 爲に其苡問の 
要旨を 徹底す るに 至らず して 止んだ と 云 ふことは、 
私 深く ia 憾に堪 へない 次第で ある、 尤も 左程 雷 大 〇 
結果は ない と 云 ふやうな 事を 仰し やつた 方が あつた 
やうで あ 〇 ますから、 甚だ 1 S 明なる 院友 諸君の 中、 
不幸に して 其 結果が 重大 ? J: らず と御考 なさるならば 
私は 其 事實を 玆 に列擧 して觅 たいと 思 ふので ありま 
す、 先づ尾 崎 君 ¢0 質問の n 的が、 議長 閣下の 第二の 
質問を 許されな かつた 爲 めに、 其 的を 失しました、 
第一は 尾 崎 若の 職 削の 目的！！ M に關 する 皙問 であり 
ます、 此 質問た る や、 私の 考を以 つて すれば* 最も 
重大の！^ であると 思 ふ、 尾 崎 君 自身は 大隈 內閣當 
時 1- 於け る戰 cf の 目的は、 旣に 詔勅に 炳焉 として 
明で ある、 今更 間 ふに 及ばぬ と 云 ふ 間に 對 して、 本 
野 外務大臣は、 當 時の 事は 詔勅に あると 云ふ單 純 
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なる 遊げ 言葉を 以て 隱れて 仕舞 li れた 、併し 尾 崎 君 
の 問 はんとした 本！ t は、 此 には 無かつた ので ありま 
す、 昨日 も 尾 崎 君 (7> 述べられた 通り、 此 聯合 與阈の 
峨 爭の 0 的は、 當 初ょり して 金く 變遛 する のでは あ 
り ませぬ けれども、 多少 變遷 して 居る， 彼の 「ロィ 
ドジ ョージ 」 なり ？ f しくは 「ウィルソン」 大統領な 
〇の敎 譜に 依つ て 見ます れぱ 、近代 思想 勃興の 結果 
として、 此戰爭 の S めに 促 ii せられた ろ 所の 民 本 主 
a * 此 民本主義の JS めに、 飽くまで 之に 反對す る 所 
の、 或け 間 族な り、 或は 猢 逸軍國 主義と 云 ふ ものを 
徹底的に 打破し やうと すろ 目的に 變 つて 來た 、其宣 
言に 對して 寺 內有相 閣下 も、 亦 之と 同 ffi e あると 云 
ふやうな 返答を せられた ので あるが、 果して 然らぱ 
此寺 內內閣 は、 果して 現代の 民 木 主義 1-. 從つて 行く 

やうな、 政治 上の 施設を なさる かどう かと 云 ふやう 

な 質 間を 發した (拍手 起る〕 之に 對 して 誠心誠意を 

際 榜せら るゝ寺 內伯胳 閣下は、 尾 崎 打が 四十 度 以上 

の發熟 の あるに も拘は らず 、病々 推して 質問して 居 

る、 W 家 2 爲 めに H 問して 居る に拘 U ら ず、 首 ffl 閗 

下は ¢¢3?- として 席を 離れられ、 之に 代つ て 注文 もせ 

ざる 木 野外 H1 の 如きが U! られ て、 ffic 外の 答 辯を せら 

れたと 云ふ悲 運を見たのであります、斯く誠心誠意 

を ^ 榜せら る、 內閣諸 公を して、 不誠心 f 誠意の こ 

とか 玆に朵 祝せ しめたの も •是れ 亦 誘 長 閣下の '- f: 注 

S の 結果であつた かと， 私 ii 殘念 に存 ず ろ 次第で あ 

る、 又 ば 崎 君 •か 木 脚 外 «1 に 對 L て H 間され た 所の、 

段内閣 £/) 拔助の琪 1? ありや無しやと云ふ問題に對し 

て、 必ずや 此狡猾 なる 木 ! Ef 外相は、 段 内閣 援助の 事 

货な しと 週 げらる、 に 相違ない と 云 ふ， 之を 豫期し 

て屛 つた、 此に 於て 第二の 3 间 の 矢に 於て、 見 -? If 段 

内 1X1 按 肋の 5 « !! >> 列犁して、さうして本野外相の誠 

意な •， --  :めや うとした のであります が、 是亦 

翦長 聞 下 •か 第二の 咒間 を 許されな かつた が 爲 めに、 

水泡に !? i したので あ 〇 .ます、- 又 次には SJ 政府が 政府 

として、 支那の 政府に 對して 交 捗す るの 外は ない、 

他人に 對 して 日 莢 親 ^ の 途がな いかの 如 ? 口吻を 5® 

されました けれども、 其 交 那政府 なる ものと、 現 内 

閒及現 外務省の 見て 居られます 所は、 果して 支那の 

ya K を ?,? 本と した ものである や 否や i 云 ふこと に對 

しまして、 深く 疑を 吾々 は 持つ て 居る、 此 に 於て か 

此點 に 對 して 4 明かな 答 辯々 ^ かんとした ので あり 

ますけれども、本野外扣は政府ぁる以上は>政府と 


交渉す る外途 はない と 云 ふやうな •官僚 諸君の 事務 
上の 交渉と 同一視 3 れて 、遂に 政治 上の 問題に 對す 
る 賢 任 ある 答 辯を 得な かつた、 是亦不 幸に して 議長 
閣下が 發言を 許されな かつた 結果、 現 政府の® 底 有 
して 居ろ 本心を、 吾々 議員が 窺 ひ 知る ことが /li 来な 
かつた 憾が貽 されて あるので あります、 又 尾 崎 君は 
事實の 一として、 彼の 所謂 軍機 借款の 背後に 潜んで 
居' 6 種々 なる 事實を 列擧 して、 さう して 現 內閣の 遣 
口が 如何にも 皮相で、 場當〇 主義、 典 場 限 〇 の 政策 
で、 日本 帝 國の S めに、 永遠の m 洋 平和 の爲 めに 策 
する 所が 更に 無い と 云 ふ ？! I M を 暴露す る爲 めに、 種 
々 なる 材料を 有つて 居られた のであります けれども 
其の 材料を 玆に 暴露す る 機會を 遂に 無くなして 仕舞 
つたので あります、 其 他 段內閣 の 辭-腿 以後 我 か 外務 
省並に日本の沿外他臣が、如何なる行動を爲して居 
るかと云ふことに就ては、-後日豫算會議に於て更に 
詳細の 質問は さる、 であり ませう けれども. 斯の如 
き 場合に 於て、 昨日の 如く 聞 員 諸君が 不誠意 不誠實 
なる )® 度を 以てせられたなら •は、 吾々 は 遂に 國 家の 
大 問題に 對 して、 充分の 眞相 を會得 する 事が / 1.1 來ず 
して B む やうな ia 憾を 見る のであります、 尙ほ其 他 
列舉 致します れぱ 、種々 なる 條項が あります けれど 
も、 要するに 此議會 に 於け る 質問は、 政府の 與黨と 
致します れぱ 、尙更 政府の ® 意を 國民 一般に 徹底せ 
L むる 爲 めに、 反對搛 としては 政府 s 施設の 上に 過 
が あれば •之を 擧げて 其 反省を 促が さんが 爲めに 質 
問す るので あ 0¢ すから、 之を 假すに 時間を 以てし 
飽まで 言論の 自由を®® して こそ、 吾々 議院の 體面 
が 保たれる ものと 確信して 居る、 然るに 前 議 €r 以来 
謎 長 閣下の なされ 方が* 励 もす れぱ 局外 奢を して、 

■如 何に も 有心 故 造 さるの 如き 疑を 抱かし むる It が あ 

ろと 思 ふと 共に、！ 一長閣下の疏蹬ヶして深く逝憾に 

堪へざ ろ 次第であります、. 仍て* 等の 點に對 して 議 

長 1X1 下の 深き 反省を 希 ひ、 今後 此 質問® と 言は ず 木 

位 £-) 場合と 言 13: ず、 願く ば 聯合 典 ya に 於け る 如く、 

c 4 固 一致を 以て at _ 妞に當 る 大啡 の Is 合であります 

から、狨院に於ても、從令反對漱たると與帮たると 

に拘ら ず、 十分の 言 謎を 盡 さしめ る だけの 餘裕を 御 

與へ 下さる ことを、 狨 長 IX! 下に耍 沼す る 次第で あり 

ます、 從 つて 此相合 誠心 誠 ^ , 公平なる 態度を 以て 

.Z: 己の 誤りで ある ことを 表 叨せら れ て、 1G に 尾 崎 財 

に 第二の 發言 を與 へられん ことを 筘留 す る 次第で あ 


ります。 

〔「のう と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

〇議焚 (大岡 育造 君) 熥口君 の 御注意の 次第， 御 親 
切の 點だ けは 之を 受けます、 併な •から 昨日の _ 場に 
於き まして、 私は 何等 不公平な 事を 致した® はない 
(r の 3 く」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 御 ! 1 きなさい (「の うぢ 
やない」 と 呼 ふ 者 あり) 尾 崎 君ょり 十 か 二十 程 2 箇 
條が ある •それを 一々 此處で 問 ふて 後に 綜合したい 
と 云 ふので ある、 それは 事情 許すべき ことに 私は 思 
ひませ ぬ、 又多數 の 希望に 反する に 依つて， 先づ大 
體を 御述 になつ て 不足が あつたなら ば 後 1- 御述な さ 
つては 如何と 申した のであります、 あれ だけ 長い 時 
間、 一番 多くの 時間を 取つた のは 尾 崎 君で ある C 「ひ 
や^.^」 「のう-'^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 それは 御 承知の 
通り 十分 時間を 與へた (「時間の 長短を 論す る 勿れ」 
「默れ く、」 と 呼 ふ 者* めり) 一通 〇 御 贈き なさい 0 '默 
れ」 と 呼 ふ 者 あり) 御聽き なさい 二十 程 あると 云 ふ 
ことで ありました けれども* 御自身は 八つで 御 止め 
になり ました、 私は 次の 政府の 答 辯の 後ち あるかと 
思うて、 少しく 待つ たので ある、 其 後 鈴 木 君を 呼ん 
だ (r のうく」 「ひやく」 「其の 通り」 と 呼 ふ 者 あ 
〇〕 いや それは ね、 餘り 長い 時間を 與ふべ きもので 
ない、 此 間は 誠に 議長の 卿き に 御 任しに ならぬ けれ 
ばなら ぬ ものである c 「ひや^-^」 と呼ぴ 拍手 起る 「 
發言を 求めたい の だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 事 だけを 御 承 
知 置を 願 ひたい、 急いで 差 止めた のでは ない、 少しく 
待つたがそれは陡なものである>其所を能く御戒知 
1* ならぬ といけ ない、 十分に 諸君に 意思の 徹底す る 
やうに 私 (t 努める， 御賴 みがなくても 此方から 努め 
ますから、 それだけは どうぞ 善意に 御 解 釋を願 ひま 
す、 irli して 又 名を 詡事進 行に 藉りて 、唯今の やうに 
政治問題の 討論を なさる やうな ことは、 なさらぬ や 
うに 願 ひたい (「ひや^^」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 
山 本悌二 郎君。 

〔「それは 蕺場に 對 する 作® であるか、 政府に 

對する 作 © であるか」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔山 木悌一 一郎 君 登 ® I 〕 

〔拍手 起る〕 

0 山本悌 11 郞君私 は 極めて ® 單に 二， 三の 質疑を 
政府 常 局 器に 致したい と考 へます、 今回の 政府の 計 
进 中に 於て、 最も 骨子と なり ®: きを 爲せる もの It 、 
言 ふ 迄 もな く國防 計进で あります、 而 して 之に 伴 ふ 


所の％ 廢の税 案で ありませ う •固ょり 國 防の 必要な 
る ことに 就て は、 今日阈 民 一入と して 恐らくは 異存 
はあります まいと 考 へます、 併ながら 佾稅な る もの 
に 至りまして は •是 は國 民に 取り、 又謖會 に •取り ま 
して、 頗る 重大なる 案件でありまして、 又 之を 提 111 
せられた 所の 政府に 於き ましても I 斯樣な る 重大な 
る 案件を 提出 -r る 以上は、 之に 先だつて 爲す べき 所 
の 事柄が、 まだ あつたで あら 5 と 疑 ふので あります 
(「ひやく」 と 呼 ふ 渚 あり〕 言 ふ 迄 もな く 租税は 
國民の 管 血で ある、 此租税 の增徵 若く は 新税の 設定 
と 云 ふこと を、 國 民に 向 ひ、 議會に 向つて 嬰 求す る 
以上は、 政府は 其 歳出に 於て、 其 政 費に 於て、 極力 
整理を 加へ、 節約を 加へ、 是 程に 節約 整理を 加へ、 
尙是 程の 不足を 生ずる が 故に、 此分 は國 民に 向つて 
氣の 毒ながら 要求し なければ ならぬ と 5 ふ 態度を 執 
らな ければ ならぬ r 「ひや'^-」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 
起る) 昨日の 總理大 S 並に 大藏 大臣の 演說 中に 於て 
政 費の 節約に 意を 致した と 云 ふ 事捫を 一寸 半 言 隻句 
の 間に聽 きました や. うであります けれども、 如何な 
る 方面に 於て、 如何なる 程度に 於て、 此の節 約を な 
し、 此の 整理を なした かと S ふこと に 至つ ては、 毫 
も e く 所が 無 かつた のであります C 「ひやく」 と 
呼 ふ 者 あ 〇 拍手 起る) 而 して 豫算 全體 I 提出され 
たる 所の 豫算 案， 及び 是に關 係す る 所の®! 類を 通覽 
致しましても、 其 何れの 頁に 於ても、 節約 整理の 迹 
を認む る ことは 私は 出来な かつた のであります (拍 
手笑聲 起る) 斯様なる 國 民 ... 向つ て m 大なる 要求を 
なさし むる 場合に 於て， 先づ以 て 政府 者が 此方 面に 
十分の 意を 致さな かつた と 云 ふことは、 如何なる 次 
第で あらう かと 云 ふの が 私の 第一の 質疑であります 
更に 余 fit の 計诳を 通 JS 致します れぱ 、甚だ 言辭 其當 
を 失する かも 知れ ませぬ が、. >s 骨に 申します れぱ、 
失禮な がら 矛 Is- 、 撞 著、 不徹底の 點が 甚だ 少くな い 
と 思 ふので あります (拍手 起る〕 例へ ば 一例を 引い 
て 御尋を 致します るが、 政府は 產 業の w 隆 、貿易の 
發展 と 2C ふこと に 就て It * 全力を 致して 居る と 云 ふ 
ことの 聲叨は >  1 W にして 止ら なかつ たので ありま 
す、 然るに 此產 業の 勃興、 貿县 の發展 と 云 ふこと に 
就て は、 何を 措いても 先 づ 以て 必要なる ものは、 資 I 

金 資本で あると 云 ふことは 、是は 私が 申す 迄 もない 
ことで ある、 故に 果して 貿易 瘁椠 の發胺 仲 張を Ill ら 
ん とし、 某 i 的を 達せん と 欲するな らば， 先づ 以て 
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旌 政>  財 政 方針に 関する 山本涕 二郞の 質問 
此資 金の 供給と 云 ふ 堅に 向つて 計丧を 立て、 全力を 
注がな けれ ! i: ならないで |£ ないかと 思 ふので ある、 
然るに 政府は 之に 向つ て、 果して 何等の 事を 唯今 迄 
なすつ たで あらう か、 支那に 對し •南洋に 對 し、 其 
他外國 金融の s に關 しまして ほ、 是れ< の 事を な 
された と 云 ふことは、 大藏 大臣の 昨日の 御說 明に も 
承りました が、 内 國產業 に 向つて 資金を 供給す る 政 
策に 就て は、 何等 腔く 所は 私 (£ 今迄 無い ので ありま 
す、 無い 許りで ない、 租り聽 かざる 許りで ない、 本 
員 等の 見る 所に 依れば、 政府 s e したる 所、 將に爲 
さんと しつ、 ある 所は、 S-: 々にして 此 資金 供給と 云 
ふ途に 向つ て、 妨害を 加へ る •か 如き 事がない •たらう 
かと 云 ふ 疑を 起す のであります (拍手 起る〕 昨年 議 

書の 協 質を 經て 、法律 第 七號を 以て ® 施 ら なり まし 

た 所の 二 億 圓の公 依 茲 集， 之に 附加 へて 本年 此識會 

に 提出され て 居る 所の 三 億圓の 追加 案、 是れは 如何 

なる 目的を 以てで あるかと 申します れぱ 、表面に 現 

れたる 所に 於いて ほ、 爲替の 調節 及 軍需品 代金 決済 

に 必要の 爲めと 斯うな つて 居ります が、 如何にも 軍 

需品 代金 決濟を 圓滑な らしめ、 及對 外爲替 を 順調に 

導く と 云 ふ 上に 就て は、 或る 程度 迄は 斯樣 な處 置 も 

必要で ありませ う、 併ながら 其 中の 最も 大なる 目的 

である 爲替の 調節、 爲替 資金の 供給と 云 ふこと に 就 

ては、 政府は 此處 置を 執らなければ、 果して 他に 途 

がない ので ありませ うか、 lit 政府が 自ら 進んで 政府 

の 仕事と して、 此處 置を 執らず とも、® に爲替 資金 

の 調達と 云 ふ 問題で あれば、 他に 方法が 幾多 あると 

云 ふこと ほ 私 •か 申す まで もな く、 恐らく {i 政府當 局 

は 御 承知で あらう と 思 ふ、 然るに 拘ら ず、 此方 法を 

執られる と 云 ふことは、 揭げた る 所の 目的は 爲替資 

金 調節に 在る が、 其 裏面に 於て ほ、 所謂 金融 調節と 

云 ふやうな ことが 伏在して 居る のでは ないかと 思は 

れ るので ある •之に 付て は 前 識會の 豫算會 に 於て 質 

問が 起り ましたが、 それに 對 して 大藏 大臣は 決して 

左樣な 意味は 持つて 居らぬ と 云 ふ 所の 1: 明が ありま 

した けれども、 俳ながら 更に 又 本 議會に 於て、 三 億 

圆の 追加を 提供す るに 3! つて、 私共は 未だ lit 疑を 脫 

する ことが 出來な いのであります、 抑々 内地 產 業の 

將 來の發 達に 向つ て 要する 所の 資金け， 何れから し 

て 供給すべき もの かと 云へ ば、 是は 固より 地から 湧 

くもので ない、 天から 降る もので ない のであります 

從來內 地に 活動し つ、 ありし 所の 資本より 生ずる 所 


の 純益， 是 'か 一つの 財源に 相違ない、 之を 除いては 
即ち 外國 貿易 及び 其 他の 關係 から、 對外 貸借の 上に 
現れる 所の 剰餘金 •所得 金、 是 'か 即ち 我国の 將來の 
產 業の 資本と して 働くべき ものである、 我國に 於て 
年々 幾何づ L 程の從 來活 動して 居る 資本に 對する 利 
益が 出て 来て 居る であら 5 かと 云へ ば、 是は 大抵 三 
億から 四 億の 程度で あると 云 ふこと は* 天下 公知の 
事 實では ありませ ぬか、 所が 一面に 於て は 果して 幾 
何の ffl 業 資金と 云 ふ ものが， 今日 必要に なつて 居る 
であらう かと 申せば、 是は 昨日 も大藏 大臣が 申さ. れ 
た 通りに、 戰局發 生 以来 •事業 計 ffi 資本は！ 一十 五 億 
に 及んで 居って、 而も 大正 六 年度に 於て、 十億 五 千 
萬圓に 上つ て 居る と 云 ふ 事を 申されて 居る、 斯の如 
き 巨額の 資本、 是は 悉く 今日までは 無論 實 際に 於て 
は 拂込 まれても 居り ませぬ けれども、 續々 是 は將來 
拂 込まれて 行くべき 蓮 命を 持つ て 居る 所の此 二 十五 
億 有餘の もの、 之に 對して 果して 幾何の 內池 ょり 生 
ずろ 所の 資本が 出來 るで あらう かと 云 ふと、 之に 對 
して 一年に 僅かに 三 億 か 四 億し か出来ない ので ある 
然らぱ 此 不足と 云 ふ ものは 何れに 仰ぐべき かと 云 ふ 
と 即ち 對外 貸借の 上に 現は れ 6 所 S 我國の 所得 金を 
以て 之に 充てなければ ならぬ と 云 ふ 事は 當然で あら 
うと 思 ふ、 幸に して 戰局發 生 以来、 我 ® の 得る 所の 
此 差金 >  是は 十八 億に 上つ て 居る と 云 ふことは、 昨 
日大藏 大臣 も 申されて 居る、 其 中で 十三 億と 云 ふ も 
のは、 外國の 用に 供して、 殘 〇、 五 億 程の ものは、 
先づ 以て 眞に殘 つたと 云 ふ •やうな 狀態 になつ て 居る 
の もあります、 それを 尙此上 所謂 金融 調節と 云 ふ 意 
味で あ 〇 ます か、 又は 爲替 調節と 云 ふ 名義で ありま 

すか、 兎も角も 是ほ 日本の 市場ょり 引 揚げて、 或は 

之を 外 一に 投資す ると 云 ふやうな 事になる ので あ 〇 

ませう と 思 ふが、 左樣に 致しましたならば、 我國の 

此將來 の 產 業に 向つ ての 資本の 涸渴を 来す 題がない 

かと 云 ふこと を、 私共は 疑 ふので ある、 それ も 此方 

法を 執ら ずん ば、 爲替 調節の 途 無しと 云 ふこと なら 

ぱ則ち 巳む、 左樣 でない と 云 ふことは 私が 諄々 しく 

申す まで もな く、 他に 方法が あるので はあり ませぬ 

か、 で 斯樣な 一面に 於て は產 業の 興隆 •貿易 發展を 

計晝す ると 稱して 居ながら、 一面に 於て は 之に 必要 

なる 所の 資金の 供給に 對 して、 之を 獎勵 せざる のみ 

ならず ■■寧ろ 之を 阻害す るが 如き 所の 方針を 執る と 

云 ふことは >  是 は 一つの 矛盾では ありますまい か、 


撞 著で li ありますまい か (拍手 起る) 固ょり 斯く申 
せ ば、 海外の 資金を 際限 もな く 我國の 市場に 供铪す 
ると 云 ふこと になつ たなら ば、 即ち 通貨の 膨脹、 資 
金の 傾 溢を 來 して、 非常なる 反動を 惹起す 廣が ある 
故に •斯樣 な 方法を 執らなければ ならぬ と 申す 〇 で 
あらう と 思 ふが、 或る 程度まで It それ も 必要で ござ 
いませう、 併ながら 元來此 通貨の 膨脹と 云 ふこと が 
それ 程 絕對に 恐ろしい 事で あつて、 一から 十まで 根 
こそぎ 之を 防逼 しなければ ならぬ ものである かどう 
であらう か， 抑々 產業 興隆の 場合に 於て は、 物資の 
移動が 益になる、 即ち 之を 媒介す る 所の 通貨と 云 ふ 
ものが、 それだけに 增加 しなければ ならぬ と 云 ふこ 
とは、 是は 當然な _で ある、 然るに | 面に 於て は產 
業の 興隆を 期して 居ながら、 一面に 於て は 其 媒介に 
當る 所の 通貨の 膨脹と 云 ふ ものは、 従前 CO 通りに 止 
めて 置かう と 云 ふ、 其 御考が 抑々 矛盾では あります 
まい か、 通貨の 膨脹 •通貨の 數量は 從 前の 如くに 成 
るべ く 措いて、 さう して 事業は^ — 何十 億で も、 數 
十億で もの 資本を 事業の 方に 投じて 事業の 興隆を 期 
する、 斯樣な 事は 手品 肺で なければ 恐らくは 出来な 
いと 思 ふ、 蔻業 興隆の 自然の 結果と して、 通貨 ほ膨 
脹 すると 云 ふことは 免れない のであります るが 故に 
通貨 膨脹と 云 ふこと を絕 毀に 之を 防止す ると 云 ふが 
如き 考を 以て、 而して 一面に 於て は產 業貿晶 の 發展 
を 期す ると 云 ふが 如きは、 是れ 正しく 矛盾 撞著の 一 
例では ないかと 拙者は 考へ るので あります、 更に 又 
今回 提案に なつて 居ります る 所の 通行税、 其 他 谷稅 
に 就て 見ます れば 、通行税は 昨日の 大藏 大臣の 御說 
明に 依れば、 主に 都市に 於て 下層階級の 人民の 負擔 
に歸 する ものであるから して-成るべく 之を 輕減す 
るの 意味を 以て 全廢に 決した ので ある、 斯樣な 說明 
が ありました 、通行税の 主なる 負擔と 云 ふ ものが 都 
市に あると 云 ふことは 事實 であり ませう、 併ながら 
都市の 下層階級が 主に 之を 負擔 して 居る と 云 ふこと 
は、 如何な もので あらう かと 思 ふので ある* 東京 市 
の 電車、 之に 乘る 所の 者が 悉く 下層階級で あらう か 
如何で あらう か、 自動車 若は 人力と 云 ふ ものを 使 ffl 
する 少数の 人民を 除く 外は、 貧富を 間は ず 悉く 之を 
利用して 居る ので (i ありますまい か (拍手 起る〕 併 
ながら 假りに 一 步を讓 つて、 是が 下層階級の 主に 負 
擔する 所で あると 致 L て も、 此税た る や 所謂 都市の 
一部分に 限 局され たる 所の 負擔 である、 然るに 同時 


_  一八 二 

に 提出され て 居る 所の 郵便 S 信 料 〇 射®  \ --;- . . . 
之と 對 比し 來〇 ましたなら ば、 如何， る 考を當 局 li 
起す であり ませぅ か、 國民 は 起す であり ませぅ か、 
郵便 m 信は、 全 國の國 民 0 0 松に i.i する 所 〇 没で ?, 
つて、 下聍 階級の 者と 雖も 、決して 端 ^ を 出さない 
にも 限らない、 又 手：. ポを /1| さ. "' いに..二- ;-;'' . : 
話を 掛けない とも 限らない と 私は 思 ふので ある* 一 
面 1* 於て 下層階級の 負 措を 輕 減す る爲 めな 〇 と 荊し 
て 通行税の 廢止 1 V 提案し、 而して 一面に 於て は K 民 
全般の 負擔 に歸す る 所の、 而も 下層階級 も冏 じく 影 
锶を 蒙る 所の、 此郵便 雷 信 料の 引 上と 云 ふこと を. fill 
提案なさつたと云ふことは、是は所謂矛盾ではあり 
ますまい か、 撞著で はあります まい か (拍手 起る〕 
更に 又 農 商務 所管に 於て、 私は 一つ 一例を 舉げ ます 
例へば製鐵所0蹓張费二千七百萬關、是が一般收入 
から 支出され る ことにな つて 居る のであります、 今 
日增税 をし なければ ならぬ と 云 ふ、 斯棟な 非常な 相 
合に 於き ましては、；, 何を 措いても 總 ての 一般 收人租 
税_® に屬 する 所の ものは、 出來揭 る 限 〇 他の 方法 
を 講じなければ ならない のであります、 其 中に 付き 
ましても 製鐵所 の聩張 費の 如きは、 是は生 產的 事業 
であつ て、 之を 公債に 仰ぐ と雖 も、 何等 差茭を 見な 
い 所の ものであると 考へる >  而も 公 ffii を 蘇 集 T るに 
非常に 闲雖な る 事情 前途に 横は れると 致します れぱ 
是は致 方 ありませ ^ が、 一方に 於て は、 三 億圓 も不 
用なる 所の 國庫證 券す らも 夥らぅ とする 場合に 當つ 
て、 又琛り 得べき 見込を 以て 政府が 御 提案に なられ 
た 場合に、 僅に 二 - T' 七 百 萬圓 を三箇 年の 間に琛 集 m 
來な いと 云 ふことは、 決して 政府は 言 はれまい と 思 
ひます、 之を® りに 一般 收 人よ 〇茭辨することなく 
して、 公 偵 收入を 以て 致せば、 玆に 彐箇 年の 間と 云 
ふ ものは、 二 千 七 百 萬 圓と云 ふ 財源が 新たに 生れる 
では ありませ ぬか、 j 面に 於て は增税 をな し、 一面 
に 於て は 公債の 募集を 計琺 して 置いて、 而して 一面 
に 於て は 斯の 如き 當然 公債に 移すべき もの、 移す を 
便宜な 〇 とする 製鐵 所の 擷張 費の 如きを， 尙 租税 負 
擔 より 生ずる 所の 收 入に 依り 支 辨せん とする 計蕺を 
立てた と 云 ふことは、 是は 同じく 矛盾では あります 
まい かと 私は 考へる C 拍手す る 者 あり) 更に 又 文部 
省の 所管に 立 入つ て 見 ますれば， 敎育費 の國庫 補助 
金 一千 萬圓 、之を 解剖して 見ます れば 、其 中の 四百 
蓖圓が 地方 市町村 敎育費 負 擔の輕 減の 爲 め、 殘る六 


百 萬 11 が 敎 M e 咐俦 、而 して lit 教員の W 你と云 ふこ 
とは 何が 爲かと 言へ ば、 敎育の 改善の 爲めな りと 云 
ふこと を 私 It ® いて 居る、 市町村 負擔に 歸する 所の 
敎育费 約 四千 萬 圓に對 して、 0{ に玆に 四百 萬 圓と云 
ふ ものを 以て、 其 輕 減 ■を 期せん とする ことは 是は如 
何なものであらうか、輕減と申せぱ四百邋_に對し 
て 四十 萬 圓で も輕減 に It 相違 ありませ ぬ>  况 や 四百 
萬圓ならぱ、尚更宂しいかも知れない然ハども大凡 
斯 〇如 き ^ 合に 於て 咐稅 までし なければ ならない と 
云 ふ ^ 合に 於て G 計 5¢ としては、 全然 之を 陂 めるな 
らば 則ち 巳む， 若し 之を 爲さ ると 云 ふこと なら、 何 
故 K に 一面に 於て は增税 を やる が、 一面に 於て は 負 
拇の輕 減を すると 云 ふ， 徹底的に 負擔 の !! 1 減の 出來 
る ことに、 なさらぬ かと 云 ふこと を 疑 ふので ある、 

又殘る所の六百茁 0 、是は敎育 〇 改良と中さる><け 

れど も、 二十 E1 の 平均 俸給の ものを、® りに 三十 五 

P とする ことが 出來る 、若く は 四十 la とする ことが 

出來 ると 云 ふなら ば、 ?? ft なる 所の 敎员を 任用す ろ 

ことが 出來て •節つ て敎育 改良の 目的を 達する こと 

が S 來 やうと 思 ひます が、 M 十 1G1 平均の 傾 給に 對し 

て吓か：：：四坪 0' 咐你にしか常らぬ4ので、それで果 

して 二十 [0 の H 給 JK を 1 1 十三 圆に 採用す るから と 云 

ふ 琪が 、適 ? S なろ 敎 H を I 今日ょ 〇 ょり 以上の f? 

良なる 敎 n 1 >  採 H} す •る gf が 出來 ，之に 伴うて 敎育の 
改 誇 と 云 ふ 3lf 1 v 期す ると S ふ JIf が、 果し -r / i  1 來るで 

ありませ うか、® に 短し 翔に 長し と 云 ふやうな 案な 

らば 私 It 斯铉な 異常なる 松 合に 於て It 、 御 提出な さ 

らない 方が 寧ろ SC しかつたら うと 思 ふ 位で ある* 要 

する に朵等 も 即ち 十分に 徹底した もので ない、 不撤 

底なる ものであると 云 ふこと だけの 疑を 私は 存せざ 

る ^ 52 ない のであります， 私の 問 {i んと 欲する 所は 

約め て 申せば •政府は lit % 税案を 提 S する に 先 だつ 

て、 如何なる r;! 度 •如 (lij なる 方面 1: 於て、 如 H なる 

师 約を なされ、 整理を なされる かと 云 ふこと が 迠 •か 

第 |問であり * す、次には金豳政策に付ては、|面 

L 於て 資金の 供 袷を 計る 必要 ある にも拘らず、 一面 

1. 於て li 却て 其 ! 5 金を 日本の 市 H} ょ〇収 つて、 他に 

拧 ず るが 如き ことに 考へら れ るが、 それに 付て li 政 

fr-r ij 如何 1-. 御考 になつ て K られ るか、 通行 fe と、 及 

び ¢6 仰 ® fri 料 G 引 上との 比較に 於て は •政府 li 果し 

て 矛！ £な りと 認めて 居らない か 否や、 製 13 所に 於て 

は， 果して 之を 何故に 公 W 支辨に 移す ことが 出来な 


かつた ので あらう か、 敎育费 に 於て は、 果して 當局 
は 之を 以て 徹底な りと 信ずる 理由が 有る であらう か 
有れば それは 如何なる 數字上 ，其 他の 根據 から 之を 
說明 なさる ことが 出来 •* せう か、 是等の 點に 付て 當 
局 大臣の 說明を 乞 ふので あります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 勝 田 大蔵大臣 …… 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登®；! 

ON 務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今 山 本 君より して、 頗 
る 綿密なる 御 質問が こざいました に付きまして、 大 
體の御 答を 致したい と 思 ふので あります、 山 本 君の 
第一の 御尋は 、政府が 國 防の爲 めに 增稅 をす ると 云 
ふやうな 場合に 於いては、 先づ經 費の 節減を 計らな 
ければ ならぬ のでは ないか、 此の點 に付きまして 說 
明が 餘〇 無かつた がどうで あるか、 斯う 云 ふこと で 
あります ，大跄 の肪 合は 山 本 君の 仰せられる 通りで 
あります， 政 砰に 於き まして lit 豫算を 編成す るに 當 
りまして |3; 、綷费の節約すべきものがあれば成るべ 
く 節約を 致したい と 云 ふこと で、 要します るに 多少 
の 節約を— た 部分が ございます、 併し 是 は 餘り 角立 
つて 申 上げる 程の 事 も ございませぬ、 併し 今日の 狀 
態に 於き まして、 御祇 知の 通 〇に此 時局の 關 係より 
各 稲の 力 面に 於て 國務が 非常に 多端に なつて 居り ま 
する ので、 それで 规ら 詰り！ i 減を 致したい と 思 ひま 
しても、 若し 之を 輕滅 すろ に 於き ましては 、一面に 
於て 忽ち 國務 の龅滯 を來 すと 云 ふやうな 事柄が 生じ 
で 來る ので、 左_な 狀况で あります るから して、 此 
點 に付きまして；： 薄し きものを 輕減 すると 云 ふこと 
は /!,. 來ま せなん •た、 併ながら 昨日 も 申 上げる 如くに 
此預算 を 編成す るに 當 りまして、 谷 省より 致し まし 

て、 普通の 經 S に付きましても、 各 « 大 K の 立場と 

致しまして は、 秫 々爲 すべき 仕 琪を計 迸され て提 m 
された のであります •か、 是等 の ® に付きまして は、 

政府 全瞠と 致しまして は 十 •分留 尨 致しまして、 成る 

ベく 之を m 約して 掛る 、是非 Jh むを 得ない もので な 

けれぱ之を計上しない、斯樣な詰り方針を以て稞 3?: 

を 編成 致しました ので、 此 勘 に付きまして は、 山 本 

封の 御 心配の Jif 柄 It 政府 I : 於き ましては， 現今の 事 

悄に 於き まして， II1. 來得る 限りの 心配を 致した 次第 

でございます •第二に 昨日よ 〇 致しまして 、諸 ? 1 の 

中よ 〇 政府 W 政 計 sf 其 他に {•]' きまして 、不徹底、 矛 

® 、 掎著が あると 2C ふやうな 御言 葉を e いて 居り ま 


したので あります が、 唯今 山 本 君の 御 質疑に &• つて 
如何なる 點が不 徹底で あるか、 如何なる 點が 矛盾で 
あるか、 撞著で あるかと 云 ふこと を、 私が 初めて 聽 
き 得た のであります、 此點 に付きまして、 私 (i 御 答 
辯を 致したい と 思 ふので あります、 山 本 君の 第一の 
矛盾 T' 徹底と 仰せら る、 點は 、金融の 事であつた や 
うに 思 ふので あります、 山 本 君の 仰せには 、阼 日 大 
藏 大臣ょり して、 海外に 關 する 所の 命 融の flj 柄は、 
相 當の說 明を 聽い た、 併し 内地の 金融に 對 する 關係 
に 付て は、 何等の 施設 方策の あると 云 ふこと を ffi か 
ない、 又實際 それは 無いで あらう、 斯う 云 ふ 御 話で 
あります、併ながら此內地金融に付きましては、政 
府は 常に 配慮を 致して 居り ■£ する ので、 即ち 谷 特殊 
銀行 等に 付きましても、 それ < 改善を 加へ ました 
ことは、 私共が 玆に 喋々 する 必要は 無い 位で ありま 
す、 例へ ば 日本銀行， 此 日本銀行の 機能を 增す爲 め 
に、 金融の 便宜を 圖る爲 めに、 見返り品の 制度と 云 
ふ ものを 根本的に 改良 致した、 是れ其 活用 如何に 依 
つては、 內地 金融に 付て 爾大な る 改善を 加へ たこと 
と 信じて 疑は ない のであります、 又 H 業 金融に 致し 
ましても ■.例へ ぽ興業 銀行と 云 ふ ものを 增資 致し ま 
して、 其 銀行の 力を 詰 〇附 けたと 云 ふことは、 是亦 
此活励 に tt つて、 工業 螢融の 方面に 於て 内地 金融と 
云 ふ ものを 大に改 善を 圖つ たと 云 ふこと を、 S; は 申 
上げて 箱 交ない ものと 思 ふので あります、 其 他 或は 
朝鮮 銀行、 或は ® ® 銀行、 或は 勸業 銀行と 云 ふやう 
な 方面に 於？ まして それ < 相當の 改正を 加へ て • 
內地 2 金融を 便に する ?; 云 ふことは、 旣に實 行を 致 
したので あります， 又 昨日 申 上げました 通りに、 是 
等の 改善に 付て、 政府は 決して 滿 足を 致して 居る の 
ではない のであります 、今回の 議會に 於 -C も、 尙此 
金融の 疏通を 11 ると 云 ふやうな ことに 付きまして は 
研究を M ねまして 提案を 致した と 云 ふ もの も 多 ^! あ 
る 次第であります、 それ故に 此點 が不撤 底で あると 
云 ふことは、 私共は 之を 信じない のであります、 そ 
れから 第二には， 爲锊の 調節の 爲 めに、 政府 It 臨時 
國庫說 券と 云 ふやうな ものを 二 億圓躱 集した、 又 今 
冋政府 は、 三 fs w! を％ 加して ii 集せ んと する 計 迸が 
ある やうで ある、 * 等 S 國庫證 券の 發行と 云 ふ もの 
のが、耍するに金 ffl o調 ^rf と云ふゃぅなことを^的 
とし、 又 政府が 常に 唱 m して 居る 所の 產菜 の發達 を 
妨害す ると、 斯う I.K ふやうな 琪 柄に なりは しない か 


さう であれば、 是即ち 一の 矛盾では ないかと 云 ふや 
うな 事柄の やうであります、 臨時 國鹿 證券の 發 行に 
關 しまして は、 旣に 昨年の 議會に 於て 其 提出の 當時 
是 等の ffi 意、 並に 是等の 運用の 方法、 働の 程度 等に 
付きましては、詳細に說明致して置？ましたから、 
此 所には 精し い 事は 申 上げ ませぬ が、 大體に 於き ま 
して 我國 の H 易 關 係と 云 ふ ものが、 御 承知の 通りに 
好况を 來して 居る のであります のみな ら ず、 此贸易 
外の 關係に 於ても、 良好なる 成樹を 維持して 居る の 
であります 、斯様な 狀况 になつ て 居りまして-一面 
に於きましては、或は某國に於ては金の轍出を禁止 
する、 或國に 於て は 金の 輸出を 禁止し ない まで も、 
實際に 於て 金を 収る ことの 出来ない と iK ふやうな 事 
情が ある、 斯う 云 ふ 際に 於き ましては、 是等の 調節 
の 方法と して、 斯の 如き 方法を 以て 行かなければ な 
らぬ のであります、 山 本 君の 仰せの 如くに、 是が唯 
一の 方法で あるかと 云 ふと 左樣で はあり ませぬ、 色 
色な 方法が あります、 是 等の 種々 なる 方法と 云 ふ も 
のを、 政府は 之を 併せ 用ゐて やつて 居る ので ありま 
す、 唯た 諸君の 御 協賛を 仰ぐ爲 めに、 便宜と して 出 
て 来た ものが 臨時 國庫詢 券でありまして、 種々 なる 
方法と 云 ふ ものを、 常に 政府は 考へて やつて 居る 次 
第であります、 尙此 S 替調節 の 外に、 御 承知の 通り 
軍需品 代金 決 濟の爲 めに、 新たに 證券を 發行 する こ 
とも 申 : 1-. げたので あります が、 是 等の 目的を 完全に 
達して 行かう とするな らば、 斯摞な る 方法 手段を 執 
るに 非ず して、 他に 力 法 手段が あり や 否やと 云 ふこ 
とを、 私は 寧ろ 伺 ひたいので あります、 幸に 是は諸 
君が 御 協賛 下す つて 居る 事であります から、 大體に 
於て (i 諸君 も 私と 御 同感で あらう と 思 ふので ありま 
す •扨て 今 回復 三 億を 發行 すると 云 ふことは、 どう 
云 ふこと になります かと 云 ふと、 大正 七 年 1-. 於け る 
所の 贸 易の 轍 出超 過 CO 狀况 、或は 貿易 外に 於け る 所 
の收 入の 狀况等 に 於き まして、 今日ょり 之を 確實に 
言ふ譯 には 行き ませぬ けれどもが、 今日の 狀態 から 
致します れぱ 、先 づ fn ffi 關係に 於て 約六值 か 七 億 位 
の ものは、 矢 張 大正 七 年に 於ても ある だら うと 思 ひ 
ます、 之に 加へ まして、 大正 六 年の 決濟 尻の 大正 七 
年 |- 渡って行くものが、三億乃至四億位はぁるゃぅ 
に 記 tl 致して 居ります、 斯様なる 巨額の 債權を 持つ 
て 居る と K ふこと でありまして、 是等の 愤 權の爲 め 
に、 一方に 於て 金の 輸出が 出來 ぬと 云 ふやうな 事柄 


W 政 力 針に 關す： ••..' れ田大 £大 K の 答 辯 


八 三 


院議 衆 會議國 帝 回 十: 5 第 


財政 方針に 關する 勝 田大葳 大臣の 答 辯 
•かあります と 云 ふと、 爲替の 調 RJ5 と 云 ふ ものが 當〇 
前で 放つ て Lf けば 出來な いのであります、 矢 張 It 方 
法で 以て やつて 行く —— 此方 法 並に 其 他 / 1! 采 5 £ る だ 
けの 谷 種の 手段を 盡して 、やつて 行く と 云 ふこと に 
しなければ ならぬ だら う ？: 思 ひます、 それで 今回 詰 
り 三 (t の 要求を 又 致した 譯であ ります が、 さう 致し 
まして 山 本 君の 寧ろ 御 心配に なつて 居る 事は、 生產 
K 金と 云 ふ ものを 寧ろ 朵が S めに 萌つて I 內池の 
生 產の發 達を 是が爲 に 妨害し 13; しない かと 云 ふこと 
が、 御 心配に なつて 居る S5 であります が、 此點に 付 
きましては、程度論でありますが、政府は成るべく 
是 等の 公 {a の 玆集に 依つ て內地 S 通貨を 引 揚げて、 
さう して _ 業の 發 達を 阻害す ると 云 ふことは やらぬ 

ことに 致して 居る のであります、 それ It 現に 昨年 來 

兌換券 其 他 通貨の 發行 高に 付ても、 大體に 於て 御 承 

認 下さる こと、 思 ふので あります が、 之を 唯 / £ 放任 

致します れば 、所謂 兌換券の 濫發 になり まして、 物 

價騰貴 其 他 種々 なる 經濟 上の 闲 難を 生じて 來 る此點 

も 救は なければ ならぬ のであります、' 併し 又 一面に 

於て 山 本 君の 仰せら る、 如くに、 無暗に 通貨を 引締 

めて、 さう して 玆に發 達せん とする 所の 犛 業の 妨害 

になる と 云 ふやうな 事柄を 致して は、 是ほな らない 

譯で あります、 それで 此兩 面を 考へ て、 其 中® 宜し 

きを 得なければ ならぬ のであります からし T 、 KC ffif 

の 現今 執つ て 居ります 所の逍 方に 付きまして は、 先 

づ中庸 を 得た ものであると 云 ふこと を 私は 信じて 疑 

はない のであります 、併し 山 本 君の 御 心配になる 點 

に f]- きまして は 私共 反對を 致す のでは ありませ ぬ、 

拥 心配は 御尤で ありまして、 それ 等の 點に 於ても、 

政府は 十分 考獻 致して 行く と 5 ふこと を 申 上げて 宜 

しいで あらう と 思 ひます、 次に 税の 事に 付きまして 

矛盾の ことを 仰せられました、 即ち 一面に 政府は 通 

行税と 云 ふ ものを 廢 すると 云 ふこと を 言うて 居る、 

さう して 郵便の 税を 上げる と 云 ふこと を 又 言うて 居 

る、 此通 行税 ，郵便 税と云 ふ もの k、 一は 減じ" 一 

は廢 し、 一は 上ぐ ると 云 ふこと に 付て 玆に 矛盾が あ 

りは しない か、 斯う 云 ふこと であります、 是は 或る 

意味に 於て、 或は 一 應御尤 の やう lr. 聞え るので あり 

ますが、 併ながら 通行税を 躞 すると 云 ふこと に付き 

ましては 、御 承知の 通りに 此 通行税と 云 ふ ものは、 

一般に 課して 居る 所の 税で はない ので •大 體實 際に 

於き ましては 、都 ® • 地の 者が 之を 負擔 する 所の 稅で 


あ 〇 ます、 其 都 ir 地の 者 も、 山 本 君と 或は 見解を 異 
にす るか 知れ ませぬ •か、 私共の 大瞠 の 13 察に 於て ほ 
下 辟 社會の 者が 之を 負 ■して 居る 所の 者で あると、 
斯う 認む るので あります、 尤も 中流 以上の 者が 電車 
其 他を 利用せ ぬ ことは ありませ ぬが、 之を 達 ® すれ 
ば， 私は 下層 社會の 者が 之を 利用して 居る ので あつ 
て、即ち其負擔を受くる所の重大なる者は、下層社 
會 •たらう と 思 ふので あります、 左樣な ものであつて 
而も 此税が 、稅と 致しまして は、 殆ど 極端なる 場合 
を豫想 致します れぱ 、十 割と 云 ふやうな 税の 率に な 
る譯で あります ので* 斯樣な ものは 寧ろ ® I した 方が 
宜しいで (t ないかと 云 ふやうな、 考を 有つ て 居り ま 
したので あります、 而して 郵便 税の 方で あ 〇 ますが 
是は私 が 申 上げる まで もな く、 色々 其 人に 付て は 議 
論が ございませう、 或は 郵便 收 人と 云 ふ ものが 1 
郵便 收 入と 申して ほ 惡いか 知り ませぬ が、 通信 收入 
と 云 ふ ものが •或は 手數 料で あると か、 或は 手 數料 
でない とか 色々 な 論が ありませ うが、 論 ほ 私 li 致し 
ませぬ、 我國が 明治 三十 二 年に 於て 郵便 其 他の 事の 
賃金を 定めました 場合と 今日とは、 非常に 經濟 上の 
發拽に 依つてから に， 經費其 他に 付ても 大に 違つて 
来て 居る のであります、 さう 致しまして 旣に 三十 二 
年の 改正と 云 ふ ものが、 郵便 通信の 收 入と 申します 
る ものが、 必ずしも 手 數料主 義に 行つて 居らぬ、 我 
國の 如き、 不幸に して 爲す事 の大に 多端に して、 さ 
う して 其 收入の 少なき 吾々 の國に 於き ましては、 矢 
張 通信 收人の 如き もの も、 收入 として 财政上 の 詰り 
援助に 當てな ければ ならぬ 項！ m になつ て 居る ので あ 
〇 ます、 之を 今日 多少 上げる と 云 ふこと が 如何で あ 

るかと 申します ると、 先づ 一番 に考 へなければ なら 

ぬ ことは、 負 擔の點 であります、 之を 上げて 非常な 

る負擔 を增卞 か 否やと 云 ふこと を考 へる ことが、 是 

が實際 の爲政 家の 考ふ べき 所の ® でない かと 思 はれ 

るので あります、 さう 考へて 見ます ると、 此郵 便の 

如き ものは 成程 全國 民が 之を 使 ふと 云 ふことは 其 通 

りであります、 併ながら 此負擔 の 出来ない やうな 所 

の 者、 即ち 百姓であります ると か、 勞砌 者で ありま 

すると か、 左樣な 者は 餘〇此 郵便と か 云 ふ ものを 利 

用す る ことは 少ない のであります、 若し 下層 社會に 

於て、 之を 多く 利用す ると 云 ふ 者が ありと すれば、 

小 商工業者で あるので あります、 是等 は假 りに 負擔 

を 受けた としても、 物品の 寶買 に® つて 其 負擔を 他 


に锊嫁 する 所の もので、 えらい 又 負 ! 6 を 感じない の 
であります、 大體に 於て 之を 上げても 餘〇 負 ® を感 

じない - 下層社會に於て感じないと云ふ事 0 は、 

私 ii 之を ■現在に 於て あると 云 ふこと を 認めて 居る の 
であります、 其 意味に 於て 此郵便 說と云 ふ ものを 增 
徵す ると 云 ふこと に 致しました のであります からし 
て、 通行税の 廢止 と此 郵便 税の 改正と 云 ふこと が、 
玆 にえら い 矛盾が 實際 上に あると 云 ふことは 私は 考 
へられ ませぬ のであります、 或 1.1 思想の 上に 於て， 
或は 理窟の 上に 於て、 多少 あるか 知 〇 ませぬ が、 私 
共は 實 際の 上から ほ 是' かえらい 矛 fit な ものであると 
云 ふこと を考 へて 居り ませぬ、 それから 其 次の が 製 
鐵所の 擴張 費を 公債に 依つ たら どうかと 云 ふ 詰り 御 
考で ある •即ち 國防の 爲に增 税 をす ると 云 ふやうな 
こと. か あるなら ば、 是等は 製鐵 所の撋 張 © の 如き も 
のは、 所謂 政府の ! -S 久 財源の 中から 出て 居る から、 
斯樣な ものは 公價 支辨に 移して、 さう して 其の 餘地 
を 以て 國防の 財源に 充て、 增稅其 他の 如き ものは 之 
を 避けられたら —— 成た け 避けたら 宜いぢ やない か 
と 云 ふ 精神で あらう と 思 ふので あります、 是は 製鐵 
所と 云 ふ もの i 其の 性質 其 ものから 申し ますれば、 

一 應御尤 な 御 話であります、 即ち 一の 作業で ありま 
して、 此 作業が 相當の 利益を 產 して 行ける と 云 ふや 
うな ものであります から、 斯の如 き 性質の 仕事を や 
る S であります から、 其 資金を 公債 又は 借入金に 仰 
ぐと 云 ふやうな 事柄は、 理窟と して 私は 是は餘 〇 反 
對は 致し ませぬ、 充樣な 理窟が ある だら うと 斯う 考 
へます、併ながら實際の今日の狀況から申し 1- する 
と、 之を 公債に 仰ぐ と 云 ふ 所の 不可なる 點 •か 私は 二 
三 あると 思 ふので あります、 と 申 L まする の (t 大正 
七 年度の 豫算は 、阼日 も 申 上げました 如くに、 隨分 
公債の 募集の 額が 多く ございます、 金體に 致します 
ると 約 四 億 位に なつて 居ります、 是等 公债の 募集は 
何れも 其 目的の 事業に 付て 考へて 見ます ると， 巳む 
を 得ざる もので あつて、 又旣定 の 計畫と 云 ふ ものが 
大分 多い のであります、 左！！ な 場合に 餘〇 公債の 財 
源と 云 ふ ものを 玆に殖 すと 云 ふことは、 此際 如何で 
あらう かと 云 ふの が 一の 私 の縣 念であります、 それ 
から 第二に li 製鐵 事業なる ものは 如何なる もので あ 
るかと 云へぱ 、今日の 狀况に 於て は 殆ど 我國 の生產 
事業の 中に 於て は、 最も 大切なる 所の 事業で あつて 
是は確 實な る經费 を 要せなければ ならぬ ので あり ま 
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す、 其 確 11E なる 挥 S を： 嬰す るには、 矢 張 $fc' 實なる 一 
源を 必要と する ので 5. つて、 公 « 鉍 屯0如き 1£ 、或 
は 公 依が 出来ぬ と 云 ふやうな 玛 合が 無いで ありませ 
うが、 必 しも 無い とけ 言へ ぬので ます、 或 It 來 
るか も 知らぬ •さう すれば 公 依 募 隼： V  .  00 
事業を 延ばさなければ ならぬ と 云 ふや ••■'な : 'Jf •かあつ 
ては 闲〇 ますから して、 それで 確 莨なる W : 湖を 要し 
まする からして、 是 は 今日の 所、 矢 張 今日の 3 ! の 511 
織で止めて匿いた方.か宽からうと云ふことの主ぷで 
あろ、 それから 製 納所の 財源と 云 ふ ものは、 御 承知 
の 通“ 是は二 三 张 •の 繼續 ?5 になつ て 居る ので ありま 
して、 是れ あるが 爲めに 之を 公 fi'i 支 辨に移 したが S 
めに、 他の 恒久的の 長い 財源に 使へ るかと 云 ふと、 
さう 云 ふ もので ない のであります、 是等 の愆 味に 於 
きましても、 此製鐵 所の！！ 張 13 と 云 ふ ものを I 其 
財源を 今日の 場合に 公似に 移す と 云 ふや 5 な 取 ^ は 
私共は 甚だ 其當を 得た 所の ものでは あるまい、 斯棟 
に 考へて 居ります、 それから 最後に 御 述べに なり ま 
した 事柄は、 敎育费 の 國庫茭 辨の 事であります、 此 
敎育 費の 國庫茭 辨 に付きまして は， 元來是 等の 事柄 
は 諸君の 非常なる 御主 張で あつたので あります、 一 
面に 於き ましては 地方の 負擔を 幾らか 減じて、 一面 
に 於き ましては 今日此 時局に 際して 敎育と 云 ふ ia も 
緊要なる 問題に 付きまして、 敎員の 地位 其 他を 改良 
すると iK ふやうな 事柄であります ので、 是等は 其 問 
題自體 が 今日の 時局に 際し -C 非常に 緊要なる もので 
あ 〇ま する のみならず、 昨年の 識 會 等に 於き まして 
は、 殆ど 諸君の 谷 派を 通じて 之に 對して 熱心なる 御 
希 朝が あつた 譯 であります (「千 禺圓で は 足りない 
」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 斯樣な 事であります からして、 そ 
れで 今回 政府に 於き ましても 、之を 豫览に 計上 致し 
ました、 或は 尙是が 多ければ 宜しう ございませう が 
それは 卯ち 財政を 切 盛りす る 所の 程度の 論で ありま 
して、 先づ是 だけ もやれば、 大體敎 育の 改善に 資し 
或は 地方の 負擔を 多少輕 減す ると 云 ふことの H 的を 
達する ことが m 米 やうと 云 ふ 考で 、詰り 計上 致し ま 
した ことで、 此等の 事柄 も强ひ て 之が 財政 計 5!]: に 於 
て 矛 II ありと 云 ふこと が 言へ る や 否やと 云 ふことは 
私 どうも 山 本 君の 御說に 從ふ譯 には 行かぬ ので あり 
ます (「の 5<」 と 呼 ふ 者 あり' •大體 山 本 君の 御 
論は 是で答 辯が 盡きた と 思 ひます。 

0 山 本 悌二郞 君 文部大臣の どうぞ 御 答 辯を 願 ひた 
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いのであります、 最後の 敎育费 國庫 補助の 件は、 大 
藏 大臣に 御 質 間を する 積り ではない、 あれで 徹底的 
の敎育 改良が 出来ます か、 あれで 地方 ffi の 負 擔の輕 
減が m 來ま すかと 云 ふ 事を 質問を したので あります 
務大一 J£ t«! FIJ 良 平 君 登壇〕 

〇阀 務大臣 (岡 田 a 平 岩〕 小學敎 育费阈 庫 負 擔の事 
に 就きまして は、 唯今 大贼 大臣から 一 應の御 答が ご 
ざいました が、 尙 1R ねての 御 質問で •こざいます から 
少しく S に 御 答を したいと 思 ひます、 抑々 國民敎 育 
と 云 ふ もの |£ 如何なる ものである (「笑 聲 起る」〕 
國民は 貴賤 K 富 其の 位地の 如何に 拘はら ず、 苟 くも 
阀民 たる 者の 受けなければ ならぬ ところの 敎 育を 指 
すので あります、 故に lit 威 民 教育 it 其 地方の 貧富に 
依て、 特別の 施設を すると 云 ふ 事は 本意で 御 坐い ま 

せぬ、 假令行 賤と雖 も、 國 家の 嬰 求 ' r る 所の 敎育は 

之を 施さん ければ ならぬ、 (15 令© 家の 子弟と 雖も國 

家の盟來する所の矜育は、是れは施さなけれぱなら 

ぬのであります、 故に ® 民敎 育の ? 5 用を 阈 庳 に 於て 

支出す ると 云 ふことは、 町村に® 富の 差が あり、 父 

兄に ft « の 差が ある 以上は、 是は 常然の 事で ありま 

して、 孰れの 國に 於ても 皆 左 探に 致して 居る 琳椚で 

あるので あります、 それ故に lit 國民敎 育 ^ を 國 庫に 

於て負控すると云ふことに付ては、多年の問題で御 

坐い ます、 教育界 ばかりで は 御 坐い ませぬ、 當院に 

於き ましても 旣に r/ 年 以前からの 間 題に なつて 居る 

のであります、 然るに 今日の 時局 1- 於き まして、 lit 

敎育の改 3? 、殊に此國民敎育の改斡が大切であると 

云 ふことは、 一般の 認められました ろ 事 !? て 御 坐い 

まして、 即ち 昨年 常 院に 於き まして、 殆ど 全锊 一致 

を 以て £6 锚を された のであります、 で 昨年は 旣に御 

承知の sfi o !® 爭も洵 に 酣にな つて 居る 時で ありまし 

た、國防の計进2必要なると云ふことは、其當時政 

府 は 何等の 案を 提出 致して 居リま せぬ が、 さりな が 

ら 何人の 胸中に も. あつた ことで ある、 それに も拘ら 

ず 常 院に 於き まして 全 0 1 致を 以て此 敎育 W の國阳 

fl 擔と云 ふこと を 115 筠を 提出せられ たと 云 ふことは 

此支 出と 云 ふ ものは、 阀家の 財政 上に剩 餘金が ある 

—耍ら ぬ 金が あつた 時に 初めて やる と 云 ふ 事柄で 

li ない、® 令 w W 如何に 多端と 雖 も、 是 は 擱かれ ぬ 

ことで あると 云 ふ S 味から して * 御 ffi 淡に なつた も 

のと 常 局 sf li 了承した のであります、 又 さ 5 なくち 

やならぬ と考 へて 居り ' I す、 故に j 方に 於て は 咐稅 


を 致します ると 云 ふ 時機では 御 坐い ます けれども、 
此 塌 合に 於て 出来るだけ 支出を 致し、 此 必要に 應ず 
ると 云 ふことは、 是は 當然の 事で あると 考へ るので 
あります， それで 之に 依つ て 果して 徹底的の 効果を 
擧げる ことが 出来る や 否やと 云 ふ 山 本 君の 御尋 に對 
しまして は •是 は 多々 益々 辯ず る もので 御 坐い ます 
千 萬 lal が 二 千 萬圓な らば 尙 宜しい ので 御 坐い ますけ 
れど も、 所謂 國用 の整玴 宽 敷を 得て 行かなければ な 
らぬ ので 御 坐い ますから •左 樣 にも 參り ませぬ、 千 
萬 圓なら ば 千 萬圓だ けの 効果を 擧げる ことは 確かに 
出來 るので、 其 千 萬圓の 中の 六 百萬圓 を咐 俸に 宛て 
四百 萬圓を 以て 負擔の _ 減に 宛てる と 云 ふ 御 話が あ 
〇 ましたが、 是は 少し 違つ て 居ります から 申 上げて 
® きます、 六 百 萬 圓を增 俸に 宛て、 四百 萬圓 を負擔 
の輕滅 に 宛てる と 云 ふことは、 當局 者は 考へて 居 〇 
ませぬ、 是は數 日の 中に此 事に 關 します る 法律案が 
提出になります から、 其 際に 委しく 申 上げる ので あ 
ります けれども さぅ 云 ふ 勘定は 致した ことは 御 坐い 
ませぬ ので、 二十 圓の 俸給の 者が 三十 五 圓 ，四十 圓 
になる と 云 ふこと であるなら ば、 相當に 効果は あら 
5 是が三 圓 五 H の咐 俸に なつて、 それで 如何なる 効 
果が あるかと 云 ふや 6 な 御！® でありました けれども 
是は 三圆 rj: らば 一一 i 圆の 効果が ある、 五 圓な らば 五 圓 
の 効果が ある (笑聲 起り 發言 する f めり〕 左樣に 致 
しまして 二 十 [Hi の 俥 給に 對して …… 

〇議 長 (大岡 育造 君： >  靜肅 に ，：… 

0 K 務大一 sc 岡 田 良 平 君〕 二十 圓の 俸給に 對して ど 
れ 程の 埘 給になる かと 云 ふ 事は、 是は 平均で 申し ま 
すと 何程に なりましても、、 又 場合々々 に 法つ て大 
に® ふ、 其 入に 依て 違 ふので あります、 それは 委し 

く 俸給 令を 改正 致しました 其 上で 能く 分る ことで、 

それで 常 局 者に 於き ましては、 是だ けの 支出を 致し 

ましたな らば、 顯著な る 効果を 擧げ得 ると 云 ふこと 

を 確信 致します ので 御 坐ります、 それだけ .…： 

〇謎 長 (大岡 育造 君) 片岡 raffi 君。 

〔片岡 商溫 君 登®〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇片岡 直溫君 現内閣 成立 以來旣 に 一年 有半を 經た 

のであります 、今回の ?* ®: は 現內閣 の 理想、 現內閣 

の經綸 を 悉く 之に 包容され て 居る ものと 思 ふので あ 

ります、 而 して 其 務 Sr 編成の 方針に 對 しては、 總理 

大 K 並に 大賊 大臣より 御說 明を 承つ たのであります 


其方 針 必ずしも 不可なら ずであります、 云 ふ 所は 結 
構であります、 併しながら 其豫算 全體を 通じて 見 ま 
すると、 極めて 不徹底 fl. 節制を 缺き •統一を 缺き、 
又 杜撰を 極めて 居る ものと 思 ふので あります、 夫 故 
に 一々 事項を 擧 けて 質問を 致して 見たい と 思 ひます 
昨日 來旣に 幾多の 質問が 出た のであります が、 政府 
の 答 辯 せらる、 所の ものを 以て、 私は 問 はんと 欲す 
る ものは、 氷解は 遺憾ながら 出來 得ない ので ありま 
す、 先づ 以て 國 防の 上より 御尋を 致して 見たい と 思 
ふ、 總理 大臣の 御說 明に 見ましても、 國 防の 上に li 
專 r> 重きを 置いて 方針を 立てられた と 云 ふことは 明 
である， 又 大蔵大臣の 說明 によりましても、 國防上 
一日 も忽 にすべからず、 故に 先づ 以て 所要の 金は 之 
を 求む る 事と 致した、 斯ぅ 云つ て 居らる、 ので あり 
ますが、 其 計畫 された 所の 國防其 ものは、 果して 是 
で 十分な りと 御 確信を 有せられて 居る ので ありませ 
ぅか、 現に 亞米利 加の 如きは 自由 入道を 重んずる 國 
であるに 拘はら ず、 職 闘 E 巡洋 K 四十 四 -S の計畫 を 
立て 大正 十二 年には 其 三十 三隻を 成 H せし むる と 云 
ふが 如き 計 迸を 爲 して 居る のであります、 素より 我 
國の國 防が 他 國の國 防に 順 E1 して、 是と 競爭 的に 計 
迸を しなければ ならぬな ど、 云 ふことは •毛頭 ある 
箬 はない と 思 ふので あ 〇 ます、 さりながら 四面 環海 
の 國 にして •我 帝 國の國 防、 殊に 隣接の 支那の 方面 
の 如き 國防其 もの ほ 何も 無い ので ある、 即ち IK 洋の 
平和 安固を ffi 肩に 荷へ る我國 としては、 此安靜 を 保 
つ だけの 施設は 極めて 必耍で あるに 相違ない、 國 K 
に對 して 昨日 床 次 君より 質問が 出た のであります •か 
是に對 すろ 國務 大臣の 御說 明は 甚だ 茫漠たる もので 
夫 故に 本 fl は具體 的に 事項を 擧げ て御尋 をして 見た 
い 政府 (1 今回 提出せられ た 所の 海軍 充實計 进 即ち 八 
六 8S 隊 ，此八 六艦滕 を 以て 國防 上 ifi 憾な しとの 確信 
を 有せら る、 や 否や 或は 確信を 有する と 漠然 御 答に 
なる かも 知れぬ、 四圍の 事情から 考へ 、現在の 我' か 
艦 除の 狀態 から 考へ て、 是で確 信 ありと 云 ふ 事に し 
て も、 我國 民は 其 政府の 其 言葉 だけは 信賴 し ii いと 
思 ひます、 故に 具體 的逍憾 なしと 云 ふ 確信が あるな 
らば、 明かに 御 示しを 願 ひたいと 思 ふので あります 
若乂確 信を 有せぬ と 云 ふ 事で あら ば、 國防上 差 向き 
迆 憾なき 點 まで 計 5tf を爲 すには、 どれ 程の 棚 張を 爲 
せぱ可 なりと 云 ふ ？ tf であり ませう か 其 迆憾な しと 云 
ふ 程度までの 計 迸を S すに 付て は どれ •たけの もの か 


之を 具體 的に 御 答 辯を 願 ひたいと 思 ふので あります 
もう 一つ 分つ て 言へ ば •我國 に 於け る四圍 の狀况 、 
單 に 四 圍の狀 M と 申して 置き ませう、 四圍の 情勢よ 
り 推して 考へて 見ます れば帝 國國防 上の 極めて 危い 
時機は、 即ち 危機に 達する 時 _は 確か 大正 十一 年頃 
から 姶〇は せない かと 思 ふ、 或は a 々の 事情 上より 
して 大正 十一 年頃までに 是が 計畫を 完成して 十分に 
すると 云 ふ 事が {11 來な いと 致しましても* 少 くも 十 
二 年若く は 十三 年 —— 遲く t 十三 年 —— 遲 くも 十三 
年頃までに は 全力を 擧げ て是が 完成を 計らなければ 
ならぬ 箬でな いかと 思 ふので あります、 政府は 此點 
に 於て 御 同感で ある や 否や、 又考が 違 ふなら ぱ違ふ 
理由を 御 示しを 願 ひたいと 思 ふので ある、 若 X 政府 
にして 此如 き計畫 を 持つて 居つて 十二 年度 若く は 十 
三年 度までに 所謂 八 八 艦隊， 或は 八 四 艦隊と 云 ひま 
すか、 此 K 隊を 完成せ しめ や 5 と 云 ふなら ば， 九 年 
度 若く (£ 遲 くも 十 年度 頃から、 少 くも 巡洋戰 闘 艦 二 
鍵を 纽造 する 事に [.11 つて 著 手し なければ ならぬ 喾の 
もので あらう と 思 ふ. のであります、 さう すると 此戰 
鬪巡洋 艦 二雙を 四 年間に 趄 造す ると すれば， 一年 平 
均 約 千 七 百 萬圓を 要しは せない かと 思 ふ、 さう する 
と此 外に 本年より 要求せられ て 居る 所の 海陸 設備費 
であります、 此 海陸 設備費は 確か 四千 五 百 萬 圓の嬰 
求に 對 して、 二 千 九 百 萬圓が 計上して ある やうで あ 
る、 さう すると 殘り千 六 百萬圓 許りの ものは 大正 八 
年 以上 後に 於て 之を 要求し なければ 完備せ ぬ锗で あ 
ろ、 然らぱ 之を 四 年間の 繼續® としても •一年 四} Q 
萬圓を 要する 筈で ある、 さう する ？: 職 鬪 巡洋艦 二 1T 
の 一年の 費用と 海陸 設備費の 殘 りの 費用 一年の もの 
I  一口を 合せます と •二 千 百 萬圓を 要する やうになる 
と 思 ひます、 此計算 は 政府は 認む るか 何う です か， 

是 >■: けに 事 项を 分つて 海軍の 國肪 上に 關する 質問を 
致します れば 、大抵 私の 求む る 所の どれ かに 現れて 
出る であらう と 思 ひます から、 此點 に對 する 御 答を 
願 ひたいと 存じます、 次には 現内閣は 我 轫濟界 を 將 
來殊に 物 ffl の豳勢 に關 して 如何なる 考を以 て此 ■筇 
を 編成せられ たのであります か、 此點に 於て 所謂 節 
制を 缺き 、統一を 缺いて 居る 事 實が あると 思 ひます 
から、 それを も 併せて 申 述べて 見たい と 存じます， 

此 質問は 大藏 大臣が S 然御 答になる べき 筋合の やう 
な ものであります が 特に 總理 大臣より 御 答を 私は 願 
ひ la いたのであります、 典 理由 (S 後から 申 上げます 


施政方針に 關 する 岡 田 文部大臣の 答 辯  施政、 财政 方針に 關 する 片岡 K 溫の 竹 問 
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施政、 財政 方針 11- 閱すろ 片岡直 溫の 質問 
務め 私の 質問す る 所を 御 記 m K きを 願 ひたいと 思 ひ 
ます* 均 價は沂 來段々 に 昂險 し來つ たのであります 
が、 今日の 趨勢を 以て 考へ まする と、 少なくとも 本 
年 明年に 於て 犬に 下落を 致さう とは 私 (3: 思は ぬので 
あります 、物 fl? の 高低と 云 ふ ものは、 一槪に 論定す 
る 事 ほ 甚だ 闲難な ものでありまして、 種々 な 原因を 
備へる ものに 相違 御 坐い ませぬ が、 大體に 於て 兌換 
券の 伸縮 其 ものが 物價の 高低の 因を 爲す ものに 相違 
ない と 思つ て 居ります、 然るに 今回の 豫算の 精神 方 
法 等より 考 へて 見ます ると 外國に 追々 得る 所の 正貨 
は 之を 日本に 轍 入す ?, 事は 出來な い、 多く 出来ない 
絕對 に / I'. 来ぬ 事は ありますまい が 多く 出来ない、 是 
に 於て 日本銀行を して 其爲替 を 買は しめ、 さう して 
兌換券を 發行 すると 云 ふことは、. 是は已 むを 得ぬ 順 

序で ありませ う， 是に 於て 兌換の 膨脹を 來す上 から 

之れ を收 縮す る必 S? 上より、 或 (t 國值 を P り、 或は 

國庫證 券を 發行 すると 云 ふ 順序に 相 成る， 是は まあ 

當然の 順序であります、 併ながら lit 膨脹を する 所の 

兌換券を 政府の 豫期 する が 加く 公價に 若く は 國庫證 

券に ® めて 以て 此の 兌換の 收縮を 期す ると 云 ことは 

£! 際に 於て 出 來る ことでは ない と 思 ふ、 何故なら ば 

必ず 旣往 の公债 若く it 國庫 證券に 封して 影響を 来し 

まする が爲 に、 或は 之を 短期に し •色々 な 方法を 講 

ずるので ありませ うが、 到底 豫期 通りに 其 目的を 達 

し 1® いと 云 ふことは、 是は 實 際 上の 事實で ある、 然 

も 現内閣が 旣往に 於て 爲し來 つた 所の 迹に 就て 見 ま 

すると、 大正 四 年の 十二月 S 末に 於て 兌換券は 四 億 

三千 六 百 餘萬圓 ，それが 大正 F/T 年の 十二月 末には 六 

億 一千 萬圓に なつて 居る、 大正 六 年の 十二月 末に 於 

ては 八 億 二 千 四百 萬 圓と云 ふこと になつ て 居る、 大 

正 四 年の 十二月 末の ものに 之を 比較し まする と、 三 

億 四千 八 百 萬圓 S 膨脹を 来して 居る、 是だけ 兌換券 

が 急激に 膨脹す れぱ 、自然 此の 膨脹が 物價 騰貴を 誘 

起す ると 云 ふことは、 是は 又已 むを 得ぬ ことに 相違 

ない 併ながら、 現 內閣の 手腕を 以てすれ ば •將來 に 

於いても 此の 兌換券 膨脹の 趨勢は 段々 に 上つ て 來ま 

す、 將來に 於いても 尙ほ 今日より 以 h の 物價勝 貴を 

促す と 云 ふことは、 避くべからざる やうに 考へ られ 

る、 然るに 本年の 豫算 編成の 上から 見ます ると、 此 

物價騰 貴よ 〇來る 所の 歳出、 即ち 官吏の 手當の 如き 

ものが 約 一千 六 百 五十 萬 圓 、此の 一千 六 百 五十 萬 Ml 

は 臨時 事件 費に ffl つて ある、 此の 物價 騰貴より 来る 


所の 官吏の 俸給 等に 對 する 手當の 支給を 臨時# 件费 
の 上に 積つ たと 云 ふことは、 當を捍 て 居る か 居らぬ 
かと 云 ふ 問題は 此處で は 言 ひませ ぬが、 兎に角 臨時 
事件费は一年限りのもので、さうすれぱ明年以後に 
於て 之 I' 要する 金は どうす るので あるか、 又 同じく 
物® 瞬 fi- ょり 來る 所の 歳出、 即ち 谷 省の 經 費の 如き 
は>  之々 經常费 に 見 積つ たもので ある、 又豫算 の內 
容は 悉く 存じ ませぬ から 悉くは 能う 申し兼ね ますが 
現に 陸軍 . 〇 如きの 上から . a ましても、 百 三十 萬圓と 
云 ふ ものは 明に 經常费 に 見て ある、 さう すると. 一方 
は 臨時 事件 費に 見積り、 一方 lr 經常 費 1- 見積り、 頗 
る 統一を 缺い て pr るので はあり ませぬ か、 又 本年 新 
に 要求せられ て 居る 所の 軍艦 製造 費であります、 此 
軍艦 製造 費の 豫算は 、旣往 三 箇 年の 平均を 以て 本年 
物價單 價を 以て 積て あ /, やうで ある、 然らぱ 現在に 
に 於て 明に 不足を 来して 居る、 木 年 新に 要求す る も 
のに 於て 旣に斯 の 如し、 此實 際の 不足を どうす るか 
又 現在 本年 新に 要求す る もの )-. 於て 斯の 如きの みな 
らず 、旣往 繼續 費と して 協賛を 經て 居る 所の 製® 費 
此製 膙 費に 對す る物價 騰貴ょり 生ずる 不足 額の 將來 
を 更に どう 見て 居る 本年度に 限つ て I 大正 七 年度 
分に 限つ ては 其 不足を 折半して 八 百 九十 萬 圓は 之を 
豫算に 見て 居る、 八 百 九十 萬圓 、其殘 りは 更に 追加 
豫算の 形式を 以つて 求める らしく 思 はれる であり ま 
す、 抑々 旣往に 於て 旣に 協賛を 經て 繼續 費と して 定 
まつた もの 物價騰 貴 等に 依つ て 其 不足を 来す と 云 ふ 
事で あれば、 無論 其 不足 額を 又 更に 要求す る ことは 
已むシ 得 ませぬ が、 併しな •から 之を 求める と 云 ふこ 
とは 一年を 通じて、 即ち 豫算 編成の 時に 於て 旣に明 
なる 事實 である 以上は、 其豫算 編成の 當時に 於て 之 

を 見 積つ て 協賛を 求める S が當り 前で ある、 又 追加 

豫算を 求 むれば 其 順序に 出る のが 當然で ある、 然る 

に 之を 折半して 八 百 九十 萬圓 許りの ものは 之を 豫算 

に 組 込み •其殘 りを 後で 追加 豫算の 形式を 以て 餘儀 

なくせし むる、 所謂 節制を 缺き 統一を 缺 くものと 謂 

はざる を 得ぬ では ありませ ぬか、 又斯の 如き 事が 所 

謂 杜撰で なし、 放漫に 流れて 居らぬ、 斯う 云 ふ 事は 

唯 だ 口には 抗辯は 出来る か 知りません が、 事實 は斯 

の 如き ものでは ありませ ぬか (拍手 起る〕 此以 上の 

物價 騰貴の 趨勢に 關す る、 即ち 本年度の 旣に 不足、 

將來の 不足、 又 綱續 費と して 協賛を 經て 居る もの、 

內 折半 L て 本年 唯今 要求し、 後とは 後と からにす る 


と 云 ふが 如き、 不節制な 取を 爲し たる 其 理由、 並に 
是 等の 不足を 生ずる ものは 如何にす るか， 斯う 云 ふ 
のが 御尋の 耍點で あります、 而し て是は 當然 大羧大 
臣の御 答になる べき 筋合の もので あ 〇 ますが、 私は 
特に 之を 總一: 大臣に 御 答を 3] む 所以の 理由が ある、 
それ it 甚だ 大藏 大臣を 忌避す る やうに して. •御氣 の 
毒の やうに も考 へます るが、 現に 大蔵省に 於て 「現 
內閣 成立 後一® 年間に 於け る 財政 經濟 方策 並 施政槪 
要」 と 題し、 一年間の 大藏 省の 財政！！ 濟に關 する 成 
續を 印刷に 付せられ た 大きな 印刷物が あります、 之 
を 實 業界で It 手前味噌を 列べ ると 申します (笑 K 起 
る〕 官僚の 仲間では 何と 言は れるか 知れ ませぬ (拍 
手 起る〕 併し 是は 自分の 善い と 思 ふ 事を 故ら に 善い 
と 書く ことであります から、 强 ひて 咎める に 當りま 
せぬ が、 其 中に 我 正貨を 日本に 多く 集めたい、 吸收 
したいと 云 ふことの 一孭 が 御座います、 成程 海外に 
得た 所の 正貨を 內に取 寄せた と 云 ふことは、 國民誰 
も 異議を 言 ふ ものでは ありませ ぬ， 喜ぶべき 事に 相 
違 ありませ ぬ 併ながら、 此手續 と 云 ふ ものが 必ずし 
も 私は 成功とは 能う 思は ない 即ち 此遣 方が 今日の 米 

國に向 つて 正貨を ® 人を - 即ち 正貨を 輸出す ると 

云 ふこと を 禁止した 因を 作つ て 居る ではない かと 思 
ふ (拍手 起る〕 何故ならば 現に 大正 五 年度に 於て 米國 
から 日本に 入りました 正貨 か 約 五 千萬圓 •それから 
大正 六 年に 於て は 一月から 四月までに 二 千 六 百 萬 圓 

即ち 米國' か 參戰 - 腰 爭 1- 參加 致した の it 四月で あ 

る、 それまでには 一一 千 六 百 蓖圓 入つ て 居る •而 して 
其 後に 至つ て 五月に 四千 九 百 萬 圓>  六月に 六 千 萬圓 
七月に 六 千 萬 圓 、八月に 七 千 四百 萬圓 ，九月に 六 
千 五 百 萬圓 •斯う 云 ふ 風に 米國の 正貨が 日本に 入つ 
て 居る、 さ 5 すると 米國が 今度の 戰爭 に參 加した 場 
合に、 最も 財力を 以て 與國を 援け ると 云 ふ 趣旨ょり 
して、 大に 公債 等を 募つ て 居る 時で ある、 即ち 其國 
に 於て 正貨 ^ 外 國に出 しちやなら ぬと 云 ふ、 ® 念は 
國民 としては 當然 であります、 然るに 前年には 一 年 
を 通じて 五 千 萬圓ぱ かり 入つ た、 然るに 段々 日本に 
此 正貨が 入つ て 行く、 斯う 云 ふこと では 大變な りと 
考へて 、此に 於て 此_出 の 禁止 令を 斷行 すると 云 ふ 
事は、 彼の 國 としては 已 むを 得ざる 處置で ありませ 
う、 若し 之に 反して 彼の 國の 債券に 應じ て" 即ち 募 
集す る 公債に 應して 行く と 云 ふ •か 如き 手段を 執れば 
一面に 於て は 我內地 に 於け る此 兌換の 膨脹して 居る 


I  一八 六 

所の も 〇 を 雉 分か收 縮して、 物 ffi c 捶设を 灌 成す 〇 
所の ものを 短め る こと •か 出來た 箬であ る (「ひや ひ 
や J と 呼 ふ 者 あり〕 然るに 其 策に 出で ず、 さう して 
正 rt を 日本に 収寄せ ると 云 ふことは 好む 事で あるか 
ら、 努めたい 事では あるが、 其 努める ZJf に 熟 中して 
後に 害を 生ずる と 云 ふ 蹈念を 怠つ たと 云 ふことは、 
是 | i « f w 掩ふ ベから ざる 21  f であつ たらう と 私は 思 ふ 
(拍手 起る} 是も 過去つ た * If であるから 致 方が あり 
ませぬ、 而 して尙 一つ 大賊大 K it 昨年 大阪 G 銀行 大 
窗 に 於て、 財政 經濟 に關 する 御演說 が あつたので あ 
〇 ます、 其 御 演 說屮に 於け る 米國と 日本との 關 係、 
即ち 米國 の參戰 の影题 、斯う 云 ふ 事に 對 して 極めて 
樂觀 的の 事を 言 はれた、 是は 一々 ^ 上げたら 犬 lg で 
あります が、 大體 斯う 云 ふ 2IJ です f 我國と 密接な 〇 
貿易 關係を 有する 米國 の哦爭 參加 は、 果して 我 阀 に 
如何なる 影 S? を 與ふる やを 考 跹 する に、 予 は 極めて 
樂翻 的に 何等 悪影響を 及ぼす ことなく、 或は 却て 好 
影！； を與 ふるや も 知れず と 思 ふ」 (拍手 起る： | さう 
して 其 理由を ずつ と 述べて 來られ て、 さう して 米國 
と 經濟的 提携の 步を 進めて、 日本は 將來 甚だ 良くな 
る、 斯う 云 ふ 風に 言は れて 居 るので あります、 必要 
とすれば 全部 讀上げ て も a うご ざいます が、 時間を 
省略す る爲 めに 趣旨 だけにして 置きます、 然るに ど 
うです か、 正貨 ! 3; 日本に 當然取 るべき 正貨で も、 日 
本への® 出を 禁止して 居ります、 鐵は どうです、 鍅 
も 亦© 出を 禁止して、 日本は 大 一 {に M つて 居る ので 
はない か、 固ょり 世を 悲翻 する ことのみ に 熱中す る 
は a しく ありませ ぬが、 餘 〇樂觀 的に のみ 行く 流® 
も苒だ 險吞な ものである、 殊に 此咐税 などを 計 迸し 
て、 さう して、 此豫窩 の 編成を して •■« 其 溯 ^ の 將來 
に 就て 單に樂 翻の みを 以て やる と 云 ふことは、 胺 だ 
容 すべから ざる IJJ である、 斯の 如き 樂觀思 想に のみ 
偏した 大藏 大臣の 御 答では、 阈民は 安心を 能う 致さ 
ない C 拍手 起る〕 それ故に 甚だ 申し惡 いやうな 事で 
はあります るが、 是は 總理 大臣ょ 〇 御 答を 願 ひたい 
と 存じます、 次には 今日の 此計迸 では •咐稅 I 今. 
度の袍 税に復 た％ 税を 以てする の 餘儀な き 運命に 迺 
週し はせ ぬか、 斯う 云 ふ 事を 御尋す るので す、 それ 
はどう 云 ふ 事で あるか、 此國 防の 計 迸に 於て、 第一 
に 御尋を 致しました 事に® して， 未だ 御 答を 得 ませ 
ぬから、 玆 に斷定 する ことは 少々 無理 かも 知れ ませ 
ぬが、 此國 防の 計 a£ に對 しては ! S 算內示 ir に 於て 海 
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軍 大臣は —— 政府と してでは なく、 海軍大臣と して 
大正 十 年頃に 至れば 更に 戰鬪 巡洋艦 二 隻の協 賛を求 
むる 積り ル 持つ て 居る、 希 留 と 言 li れた か、 積り と 
言は れた か、 其邊は 能 6 覺ぇ ませぬ が、 大正 十 年頃 
に 至れば 更に 軍 SI 二隻 S 協賛を 求む る 意の 有る と 云 
ふことは 明かで ある、 又 四 |1?1 の 事情から 推しても、 
現在の 海軍の 狀况 から 推しても、 亦國防 會謅 の旣定 
の 事實に 推しても、 玆に 出で 来る こと It 私は 恐らく 
間 溝ない と考 へる、 又 さう しなければ 國防の 根本は 
立つまい と 思 ふ、 中心が 甚だ 薄弱に ならう と 思 ふ、 
然らぱ 必ずや 其 順序に 出づ るので あらう、 然らぱ 前 
刻 1.. 於て 申 上げた 如く、 此二隻 の 軍艦を 四 年間に 成 
エ するとして、 其 一年 分 •又 海陸 設備 ？ 5 の 本殊算 ょ 
り殘つ て 居る ものを 四 年の 櫥續 費と して、 其 一年 分 

と 合せて 旣に二 千 百 萬 11 となる ので あるが、 加 之 is 

に 本年 協 H を 求めつつ ある 所の 腿 眩 製造 费も .…： 

〔此時 議長 大岡 育造 打 ia 席， 副 謖長濱 田 國松君 

爲 長 席に 著く〕 

〇片岡 W 溫君旣 注 三 闻年間 の物價 の m ll'i を 以て 積 

つてあります から、 之に 對 する 不足が 出る のは ra ょ 

りで ある、 それから 又 旣に協 ¥¥ を 與へて 尻る 所の 所 

謂 八 四 趦隊 、あれに 對 する 所の 物 fis 勝 ® に關 する不 

足 額 も、 是 はどうせ 補塡を しなければ なる i い、 而 

して 物 flri 腺 貴の 趨勢 li 決して 將來 I 遠き ! 1? 來は卒 

ざ 知らず、 本年 若く li 明年に 於て 下落す ろと 云 ふが 

如き ことは 無い、 殊に 現内閣の 手腕と して 之を 調節 

する 方法は、 旣 f!; GK 迹に照 して 見れば、 物 fil 騰 ft 

の la 勢 it 拖ふ ベから ざる 事 寶で ある、 然らぱ 牝 不足 

と 云 ふ ものの 上から 見ても、 現在の 提出の 咐税 案 (i 

まあ 全部 認める としても、 尙.： f 足を 生ずる と 云 ふこ 

とは 避くべからざる 琪で ある* 然ら ば此不 足を Mi に 

fft si に 待つ と 云 ふが s n きこと に陷 りは せぬ かと 云 ふ 

ことを* ふる、 或は 政府 (£ 斯 5 言 ふか も 知れぬ、 現 

に自吹 ；咐收が七千 35 §ある，之を以てするから左琺 

な 心 SH lt 無い と 言 ふか も 知れぬ、 此自然 咐收の 七 千 

ffi 圆と云 ふことは lur rul でも 言 ひます し、 政府で も 折 

折 言つ たこと が あるら しいが •私 li 其 計 3? の 本を 知 

らな いから - •* 茲に 斷定シ 下す 譯には 參〇 ませぬ •か • 

自然 搿 收なる ものは •或 li 多くなる こと も あり、 又 

辟 濟界の 調子に 依て は 減る こと も ある、 斯の 如き も 

のを 以て數 年に II る® 箝 ?2 の 根本を 定める と 云 ふが 

如 きこと に Ji ftl 成るまい と , S ふ、 此 1 S に對 して 政府 


は 腹 藏な く、 此國 防に 關す る、 且つ咐 税の 如きは 赤 
裸々 に 明かに 御 答 あらん ことを 私は 希望す るので あ 
ります、 本来 海軍 擺 張の 5n きは 今日 國 民の 與論で あ 
ります、 又 之を 組撤 的に 計畫を 立てる と 云 ふことは 
今日は 實に絕 好の 機會 である、 此_會 に 於て 甚だ 不 
徹底な 計 ffl を 立てる と 云 ふが 如き ことは， 實に國 家 
の 將來 1- 於て 惜む べき ことで ある、 先刻 山本悌 二郞 
君 も 御 質問が あつた やうであります が、 一體斯 の 如 
き咐 税 案 を 提出す ると 云 ふ 時には、 無論 政 費の 節減 
を 努めなければ ならぬ、 努め 上げて 而して 是だけ 足 
らぬ 、而 して 爲す 事は 是だ けの 事を しなければ なら 
ぬ， 斯う . S ふこと を 明かに して、 さう して 增稅に 次 
ぐに w ffi を 以てする が 如き 翻 念を 國民 に與 へる こと 
なく、 若し與 ふる も已む を ® ずと するならば、 明か 
に 其 vf を 示し、 さう L て國 民の ® 悟を 促す ことは 當 
然であ る、 然るに 之に 對すろ 大藏 大臣の 答 辯は、 即 
ち 山 本 君に 對する 答 辯 if 各省から 多くの 要求を し 
て來た ものを 成ろ ベく 縮めて 出した のが •是が 節減 
らしい ので ある* それは 節減で も 何でもない、 本年 
の豫算 (■. 繰 込まな かつた と 云 ふだけ の 事で ある、 凡 
そ 政 费 •か 膨脹す ると 云 ふ 事は、 國運の 趨勢と 相 侍つ 
て 多少 免る 可から ざる 事は 私 も 之を |« する、 併な が 
ら 同じ； ii ijf を！！ じ やうに 繰返して 居つ ては、 決して 
此政费 の RB 減な ど 出来る 4 のでは ない •先づ 試みに 
民 rri] の 仕事を 見て 御赀な さい 事業は 段々 大きくなる 
がさう 人 (i 殖さぬ 何故 さう かと； K ふと、 仕事を 漸次 
改良す るので ある、 即ち 仕事を 整 II し、 方法を 整理 
して、 多くの 人が 掛つて やらなければ ならぬ 仕事を 
随 な 人です る、 其 仕事の 改良 S 方法は 色々 ある、 色 
色なる •か 根本を 改良して 行つ て 始めて 節減が 出來る 

ので ある、 それを せずに 仕琪の 上に 仕事を 加 へれば 

人を 餘計に 要する ことは 定つて 居る、 斯の 如き 節減 

は 節減と 云 ふ ものでは ない、 即ち 此％ 税 の 要求を 爲 

す 時に 當つ ては、 右 申す 整理の 上に 於け る 節減々 S 

し •さう して 其 不足 已む を焊ざ る ものを 求む ると 云 

ふことは 當然で ある、 今日までに 國富は 膨脹し、 正 

1S が 段 Am える と 云ふ觀 念を 以て、 知らず 識らず 非 

常の 膨脹を. 來 して 居る ので ありませ うが、 私の 今 言 

ふ 趣旨に 基き， 整 pi! 方法を 御 立てに なつた ことがあ 

るので あります か、 恐らく やつた ことは あるまい、 

今日までの 節減と 云 ふても、 谷 省を 通じて 五分と か 

1 K11 を脍 {S なく 節減した と 云 ふ ijf Ef である、 それ 故 


に 又 直ぐ 戾る 、仕事の 方法を 變へな けれ ぱいかぬ の 
である、 斯う 云 ふ ものは 廢め ると か、 斯う S ふ 二重 
になる ものは 一つに すると か、 其方 法に 於て 節滅が 
出來 るので ある、 斯_な ことを 絕對に 努めて 以て 其 
不足す る 所の ものを 求める ことで あれば、 國民も 亦 
今日の 場合に 於て 辭する ものは 無い 筈で ある、 此點 
に 於て 何にも 無い —— 何にも 無くして 豫算 編成の 方 
針の 上に 於て、 一般の 經費に 向つて It 努めて 節減を 
した* 節減 も 何にもして 無い、 豫算に 計上し なかつ 
たと 云 ふだけ である、 甚だ 不徹底 極まる 話で ある， 
殊に 私の @ ふる 所は 海軍の 阈防計 畫 にして、 甚だ 半 
端の ものである- 而 して 陸軍の 計畫に 至つ ては、 二 
十一 個 肺團 の內 部に 於け る充實 であります、 我國の 
如き 四面 環海の 國 にして •海軍 其の ものの 國 K が 十 
分に 備はれ ば •陸軍の 要塞の 如き もの も 左まで 憂 ふ 
るに 足らぬ と 思 ふので あります、 然るに 此 海軍の 國 
防 も 甚だ 不徹底 不十分で ある、 而 して 陸軍の 要塞は 
どうです か、 固ょり 今日と 旣往 とは 狀勢次 異にして 
居る から、 今日の 日本の 要塞を 悉く 十分に しな けれ 
ばなら ぬとは 私は 思は ぬので ある、 併ながら 光づ海 
國の 門戸と でも 謂 ふべき 所に 於て は、 海軍に 於て 十 
分に 此處を 堅固に する ことが fli 来る、 然ら ざれば 要 
塞に 於て 之を 十分に 防ぎ 止める かと 云 ふが 如き 事は 
當然考 へなければ ならぬ、 現に 津輕海 峽は どうです 
か、 先年 日露 戰爭の 時に 露® 艦隊が 我耍 塞の 前を 堂 
堂と 音樂々 奏して 通つた では ありませ ぬか、 其 時に 
陸軍の 常 局 者、 海軍の 當局 者 It 何と 考へて 居られた 
か、 必ず 憤慨せられ たに 違 ひない、 然るに 要塞の 鐵 
砲は 屈かなければ P つ譯 にいかない、 それを 知つ て 
居る から 悠 々と 通つ たもので ある、 全く 日本 (I 一つ 
の 家を 趄てる 時分に、 四方に 園 も 何もせ ず， 泥榨入 
る こと 勝手次第と 云 ふ 遺 方では ないか、 此耍 塞の 如 
きは 私は 素人であつて、 陸軍 常 局者威 は 海軍 常 局 者 
に 向つ て， 技術 上の 問答を する 資格は ありませ ぬが 
今日の 要塞の 如きは 鐵砲を ずつ と 斯う 云 ふ 風に 擊つ 
て 行く、 さう して 見れば 必ず 要塞を 堅固に して ! S い 
た 所が それだけで 防げない と 云 ふことは 分つ て 居る 
然らげ 先づ 主として 用意し なければ ならぬ の ほ 海軍 
である、 海單 未だ 其 所に 達せぬ と 云 ふこと ならば、 
切め ては 此海一 の 門戸と でも 稱す べき 要塞に 向って 
は、 安全を 保つ だけの 設 龆 を 爲す ことが 當然で は な 
いか、 之を も 爲さず して 而 して 海堪の 計 s£ も 不十分 


而 して 國防の 充實 一日 も忽 せに すべから ず、 國防充 
實の 方針を 定めたい などと 云 ふ 言葉は、 甚だ 結構で 
あるが、 國民は 之を 以て 安心す る ことは 出來な いで 
はない か (拍手 起る〕 此點 に對 して 確かに 國民が 安 
心を 得るならば それで K い、 又 M に 私の 間 ふた 如く 
後日に 至って —— 大正 十 年頃に 至って、 少なくとも 
戰 II 巡洋艦 二 隻の協 賛を 求む る 手順に m づる ことの 
已 むを 得ざる と 云 ふこと ならば、 其事實 を 明かに せ 
られん ことを 望みます、 次に 減債基金に 關する 質問 
を 致したい、 此豫算 の 綱領 並に 昨日 當 席に 於け る大 
藏 大臣の 御說 明に 依れ ぱ 、大正 八 年 以降に 於て 減債 
基金は 三千 萬圓 にす ると 云 ふこと を 確かに 明言せ ら 
れた ，現に 三十 七 帝 H 議會に 於て， 貴族院に 於て 減 
債 基金け 國家 永遠の 政策で あると 主張せられ た 所の 
田 君を 閣員に 有せら るる 內閣 、又 三十 八 議會に 於て 
努めて 五 千 萬 圓 償還の 方針の 遂行を 期すべし と 明言 
せられた 藏相 即ち 勝 田 君は 閣 M に 有せられる 現內閣 
通に 斯の如 き 主張を 明かに せられた 閣 M を 有せられ 
ろ 政府と 致して、 此改 正を 斷行 U- らる ると 云 ふが §n 
きこと は、 實 は 政治家の 節操 體面 等から 論ずれば、 
少 々滑稽の 氣味 にも 感ずる のであります •(拍手 起 
る) 併ながら 私は 決して 之を 今 追究は 致し ませぬ、 
是 は 吾々 の 生 張 致した 所に 降服と EI1 しては 些と 失敬 
か 知， ちぬ、 左_な 事は 拔きに 致しまして、 吾々 と說 
を 同じぅ せられる と 云 ふこと であるから •是は 決し 
て 追究は 致し ませぬ、 併ながら 大正 八 年に 於て -—1 
八 年 以降に 於て 三千 萬圓 にす るのを、 大正 七 年に 於 
ては 五 千 萬圓 にす ると 云 ふ 理由は ど 6 云 ふこと であ 
るか (拍手 起る〕 是は 甚だ 不可思議で ある、 此 理由 
を 御尋 しなくて はならぬ •是 は 或は 田 君な 〇 勝 田 君 
が、 猫き に 主張を せられた 所の 行掛り 上から、 斯様 
な 事に 拘泥な さるる のか も 知らぬ が (拍手 起る) 今 
日の 我國の 情勢は 旣往に 斯ぅ 云 ふ 事を 言 ふたと か、 
したと か 云 ふこと を 引掛〇 にして、 大方 針を 立てる 
時では ないで はない か。 

〔 此時副 調 長 m 田國松 君 退席 諮 長大 岡 育造 君譴 

長 席に 復す〕 

〇片 岡 Lff 溫 君 殊に 我 公 fM は 大正 四 年、 五 年、 六 年 
大分に fa 還 も 致し、 或 (i 外國 愦 を 日本に 買戾 して 居 
る もの も ある、 又 我が 得た 正貨を 以て、 彼れ の 債券 
に p じて 居る と 云 ふこと も渾 UI あるので ある、 旣往 
四十 一年以 來 —— 明治 四十 一年 以來 の我國 の 公債 償 


施政、 财政 方針に 關す ろ片岡 询 溫の K ltsj 
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迹政方針に關すろ加蕻衍 |.1 大はの笞辯 I 
還の 情 狀を 調べて 見ます ると •決して 年々 三千 萬 ¢51 
などと 云 ふ もの It ia して li 居ない ので ある、 殊に 最 
近に 至つ て 其 還す 方の 額を 破して、 今 最近に 於て— 
:當 分に 於て、 さ 6外 阈 依 券 m 還を 多額に しな けれ 
ばなら ぬと 云 ふ 必要 (i ない、 是に 於て こそ 八 年 以後 
三千 萬 圆 に しても 差 支ない、 殊に 二 千 萬 II は 海軍の 
國防费 に 要る と 云 ふこと から、 爰に爲 さつた もので 
ありませ う、 然らぱ 即ち 大正 七 年に 限つ て、 尙艽千 
萬圆を 維持す ると 云 ふ 理由は 些つ とも 無いで はあり 
ませぬ か、 唯 •た 前からの 行掛 りに 囚はれ たと 云 ふこ 
とより 外に 何も 無いで はあり ませぬ か (拍手 起る) 
所が 大藏大 毘 の 御 話と して、 新聞紙 上に 傳 ふる 所に 
依れば、 斯_ に說 明して ある、 其 理由は 二 千 萬圓の 

餘 裕を存 して® くと 云 ふと 濫费 する の E2 が ある、 そ 

れから 今一つの 理由と しては、 國家 非常の 場合は、 

直ちに 之を 流用を 得せし める の 必要 •か あるから 斯う 

して あると、 斯 12 に說 明を されて 居る やうで ある、 

銪聞 紙が 誤つて 居る か 知らぬ、 どうやら 新聞紙に 言 

はしめ たやうな 風に 新聞は 書いて ある C 拍手 起る〕 甚 

だ EE 由の 無い ことでは ないか、 五 千 蓖圓 にす ると し 

て、 其 五 千 萬 «] にす ると 云 ふことは、 儅澴額 を 五 千 

萬圓 1.. - する、 其® 還す る 金を國 家 不時の 際に IX 何時 

■でも 流用す る ことに 充てる i 云 ふことは、 どう 云 ふ 

琪 であるか、 外へ 出す 此 金は 流用の 出 來 さうな ijf は 

ないで はない か、 それから 又！ 一千 萬 圆の餘 裕を存 し 

て 置く と 濫費す ると 云 ふ、 大趿大 5 :が 自ら 守つて 居 

る此命 •さう して 之を 濫費す るとは 是 はま あ 實に無 

責任の 話で ある (拍手 起る〕 是は 恐らく 大藏 大臣の 

說明 として、 新聞が 傳へて 居る 事は 嘘で ありませ う 

是は噓 である ことを 私 瓜 望む ので ある、 さう して 見 

ると 云 ふと 殘る理 由 ほない、 大正 七 年に 限つ て 五 千 

萬 圓 にしなければ ならぬ と 云 ふ 理由は 何も 無い、 之 

を 償 il を 殖やさに やならぬ と 云 ふ 事實が 、旣往 四十 

一年 來の實 續に對 しても 無い、 最近 r. 於て 償還した 

高は 非常に 餘計 になつて pr る、 殊に 外債 も 減つ て 居 

る、 又 他の 外債に も應 じて 居る* 日本が 買戾 して 居 

る もの も ある、 斯様に 考へれ ば、 何も 大 j-H 七 年に 五 

千 萬 H を 維持し なければ ならぬ と 云 ふ 理由は ない- 

然るに 何 所に あるか 此 理由は、 之を 一つ 說 明して 欲 

しいと 思 ふ、 或は 大蔵大臣は it 税實 行の 結果、 大正 

七 年には 二 千 萬圓は —— 三千 萬圓に すれば 二 千 萬圓 

は 殘るが 、一方 1- 於て％ 税は 、大正 七 年に 於て は 千 


四 西 七十 萬圓 しか 得られない、 夫 故に 長期の 婼綏戥 
の 計 班を 立てる 時に 當つ て、 斯樣な 一時的の 財源を 
當 てに する 譯に 行かぬ、 夫 故に 斯樣に 致したい とで 
も 仰せられる かも 知らぬ、 併ながら 大正 七 年には 要 
らぬ ではない か、 大正 七 年に 千 四百 七十 萬圓の 本年 
の％ ta を 協寶 を經 て、 それだけの 國 靡に 收入を ％ す 
と 云 ふ 事で あれば、 之を 大正 八 年 以後に 於て 實行さ 
れたら どうで あるか、 さう したら 國 民の 負擔は 一年 
免れる ではない か、 此 一年 免れる 所の ものを 以てし 
て、 其 間に 十分 PJ 政 費の 所謂 節減 4 爲 さつて-さう 
して 更に 增税の 計® を 立てられても、 此一; つ V0 も不都 
合は ないで はない か (「ひや <」 拍手 起る〕 或は 
駿 ffl は 斯う 云 ふこと を 言 ふか 知らぬ、 ai に 角行 掛り 
の 仕来りの 事を やつた だけの 事で あると 云 ふの 外は 
ないで せう、 考へて 見たら どうも 無 ささう である— 
I 無 ささう であるが 若し 增税 it 本年より 斷行 する、 
さう して 此 金の 使 ひやう がない かと 云 ふと、 是もあ 
るでは ありませ ぬか それは 何故かと 言へ ば、 一方に 
於て 臨時 事件 K は、 五 千 三百 萬圓の 公債 借入金を 豫 
算に 計上して ある、 金が 餘れば 此の 公債 借 入' 金を 減 
じたら どうか、 そこへ 塡めで も 宜しい、 濫費の 處も 
ないで はない か (拍手 起る〕 現に 一方には 金を 借 〇 
る さ 6 して 餘る 金' か 濫費の 虞が あるから などと 云 ふ 
必要は ない、 斯の 如き 幸に 二 千萬圓 を此 所に 捻出す 
途が あるに 拘はら ず 國民 の W 血を 此 大正 七 年から 絞 
らな ければ ならぬ と 云 ふ 事は ない、 已むを 得 ざれば 
是は已 むを 得ぬ、 國民 も覺 悟を 致して 居る、 又 殊に 
今日は 好 時機な りと し 私は 前に 斷 言した 通りで ある 
然ら ば斯の 如き も 不徹底なる 不完全な ものを 容易に 

實行 する よりも 幸に斯 樣な 金が あるから 之を 以て 差 

向きの 必要なる 經費を 支 辨し 、さう して 他日 完全な 

る 方式に 於て 之を 求める と 云 ふ 策を、 なぜ 御 立てに 

ならな かつた か、 なぜ 御 探りに ならな かつた か、 斯 

う 云 ふ 事を 明かに して 戴 3- -た いと 思 ふので あり. ます 

大分 長くなりまして 他 八の 質問を 妨げます からもう 

一 S1 . それは 社會 政策、 社會 政策に 關 しては 先刻 

山 本悌二 郎君の 質疑に 關聯 したやうな 事 もあります 

るが、 要するに 昨日 鈴 木 梅 四 郎君の 質問に 對 して、 

梅 四 郎君は 簡易 保險の 設定よりも 今度の 廢減税 が、 

頗る 社會 的に 相 成つ て 居る と 云つ て 稱揚 をせられ た 

ので ある、 是は 人々 の 見る 所に 依つ て さう かも 知り 

ませぬ* 敢て弭 も 致し ませぬ、 併し 今度の 廢減稅 な 


る ものは、 ¢51 かに ? f H として 山 本 ¢8 二 郎君の 言 li れ 
た 通りの 取® •か ある、 是が 社 ^ 政策に 渉つ て 居らう 
と 思 ふ、 是が 成つて fs る 酎らぬ に拘ら ず、 此 外に 現 
内閣に 於て 社會 政策と 云 ふ もの、 抱負 li どれ 程 あ 0' 
ます か、 ど 5 云 ふ «? を御考 へに なり、 どう 云 ふ 取を 
今日までに なされた ことがある か、 又 將來に 於て、 
どう 云 ふ 事を しやう と 云 ふ 御考が あるので あります 
か •それを 承りたい、 私の 方ょり 試に 一二 點 を 擧げ 
て、 是が 社會政 策に なりは せぬ かと 思 ふ點が あるが 
それを 御實 行な さらぬ かと 一つ 膳を 据えて 見たい、 
今日此 物價 騰貴の 爲め 、中流 階級 以下に 15 する 國民 
は 非常な 闲 _ を 感じて 居ります、 是は 官吏と 云は ず 
總て 中流 以下の 收入 —— 以下の 階級と 云 ふょりも、 
中流 以下の —— 中 以下の 收人あ る 者 •收 入を 以て 生 
活を 立て k 居る 者は、 非常な 闲 _ を 感じて 居る、 是 
等の 生活難を 救濟す る 方法を 講ずる ことが、 是が目 
下 適切なる 所の 社會 政策では ないかと 思 ひます、 そ 
れは 必ず 增税に 依らなくても 出来る ことで ないか、 
即ち 暴利 取締 令と 云 ひます か、 之を 世間で 物 m 調節 
冷、 然るに 農 商務 大臣は、 あれは 物價 調節 令では な 
いと 云 ふこと を 明かに されて 居る から、 或は さう で 
はない かも 知らぬ •併ながら 賣惜み 、買 占を 収締〇 
抑へ ると 云 ふこと であると、 結果 暴利を 51 うする 者 
を 取締る と 云 ふ II であらう から、 さう して 見る と、 
非常な 物價の 隙 貴を 抑へ る 趣旨は 含まれて 居る もの 
と 私 ほ 解釋 す ■?, のであります、 併ながら 之に 對 する 
大 -M 大臣の 遺り 方は —— 大藏 大臣の 遺 方 It 、 先刻 兌 
換券の 數字 を擧げ て 申 上げた 如く、 物 僧 趨勢の 因を 
爲す 所の ものを、 幾分 か 抑へ て 行かう と 云 ふ 如き 實 
行を 立てられた ことは 無い やうです、 之を 少々 御努 
めに なれば、 此物價 # 騰の狀 勢を 矯める と 云 ふ 効果 
は ある 筈で あらう と 思 ふ、 それを 御 努めに ならぬ か 
それから 又社會 政策の 目的から 云へ ば、 必ずしも H 
場の 勞砌 者に 向つ てす る こと だけが t ' 社 會 政策で it 
あるまい と 思 ふ、 最も 今日 闲難を 致して 居る 所の 者 
は、 谷地 方に 於け る 農民の 負擔 に 對す る闲難 であり 
ます、 農民の 負擔は 利率が 糙か 一割 三分 平均に なつ 
て 居る、 中には 勸業 銀行 等の 貸 出 六 朱 五 厘 位に なつ 
て 居ります が、 二割 以上に 居る ものが 澤山 あります 
此 一割 三分 以上の 利息を 拂つて 困難を して 居る と 云 
ふ 其 負債の 高は、 約 七 八 億 II に 上って 居る と 思 ふ、 
之を 整理して 低利の ものに 換へ ると 云 ふ !! n きこと を 


一八 八  _ 

致す 0 が、*が我が ^ 民の屮沫以下に在-0艿をして| 
生活 上、 又將來 の® きの 上に餘 裕を 3 :へて 行く と 云 
ふ 方法では ないかと 思 ふ、 之に 向つて は sic li ffi 金 部 
の金を利用するが如 ? ことを以てすれぱ、其一部の 
R 的 li 達し 得らる、 と M ふ、 それを 政府は なさろ 缃 
考は 持たれ ませぬ か、 其 他 鈴 木 君 4 昨： はれた 3 i 
く 下級 者の闲 _を 致す 者を 救済す る、 此 [H 雄を 救； } ff 
すると 云 ふ 如き 事は、 所謂 疾病 保 險 、勞蚴 保 險 ，斯 
5 云 ふ ものが®，:' なけれ ぱなら ぬ 笛で ? > る、 是等に 
對 して、 政府は 何等の 用 览計ぶ が 無い のであります 
か -» 以上の 點に對 する 御 答は 耍點 だけ々 •得れば : H; し 
い、 冗 畏の御 辯 明に は 及び ませぬ、 要 is を 得る 御 答 
を 願け しく 存じ 1 T: す (拍手 起る〕 

0國務大臣(加藤友！ —. 郞君)誦姣" 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 加 藤 海軍大臣。 

〔國務 大以加 藤 友 三 郎君 登 职〕 
0阈務大陌(加藤友三郞君〕片岡おの御饤問屮>阀 
防に 關する 問題に 御 答を 致します、 第一の 御 K 問は 
今回 提出を 致しました 阀防 計 ! iH は 十分で ある や： ?,' や 
と 云 ふの が、 御 質問で あつた や 5 に拜驮 致しました 
私は 之を 以て 十分とは 考へて 居 〇 ませぬ、 今回 提 U1 
致しました 國 W 計进を 立てます るのに、 第 | に ® 洲 
大戰 の實驗 に 鑑みまして、、； 土と して 補充 艦艇を 成る 
ベく 速に 造る と 云 ふのを 主眼と して 立つ たので あ 〇 
ます、 尙 之に 加へ まする のに、 主力艦隊を も 出來煜 
る だけ％ 加す ると 云 ふ 二つ の 意味を 以て、 計 5IE を 立 
てました ので 御座います、 而 して lit 計进を 立てます 
るのに も、 財政 も考 へなくて はなり ませぬ、 我が K 
內に 於け るエ椠 能力を も考へ なくて はなり ませぬ、 

又 軍事 當局奢 と 致しまして は、 編成 上の 事 も考 へな 
くて はならぬ のであります、 此三® を 加味 按排 致し 
まして、 今回の 計 ffi を 立てた 次第 -C あります、 {JP な 
がら 之を 以て 十分とは 致して 居り ませぬ、 然ら ぱ將 
來に 向つて 十分と 思 ふ計进 あら ば 之を 示せと 云 ふ 御 
質問であります、 當局 としては 案を 持つて 居ります 
併しながら 是は 未定の もの、 未定の も C は 公開の席 
に 於て 公言 致します る ことは、 暫く 御痼鸨 を 請 ひた 
いと 思 ひます、 又 十 年度に 至れば、 將來の 補充 計 迸 
を 出す と 云 ふこと を 言 ふた、 此 場合に 於て 二 隻の巡 
洋船 艦を 出したい と 云 ふ 希望で あると 云 ふこと を 聞 
いて 居る が、 此計逛 に對 して、 又 今後 提出すべき 水 
陸 設備の 豫算 等を 合せます ると 二 千 何が しになる、 


游^ 帝 间 十 ph 第 


果して さぅ であるか どぅか、 斯 5 云 ふ 御 ® 間で ある 
將來の 計 迸に 付きまして は、 未だ 決定的の 案は 立つ 
て 居り ませぬ、 大體に 於ての 希轺を 持つ て 居る と 云 
ふに 過ぎない のであります、 從 つて 片岡 君の 御述に 
なりました 數字が 、的础 である や 否やと 云 ふこと に 
付て は、 唯今は まだ 御 答すべき 時 摁でな いと 考へて 
居 〇 ます、 又 財政 上の 御 質問 中に、 海軍の 補充 計 5¢ 
に對 して、 物價 騰貴の 問題の 御 質問が ありました， 
是れは 便 , ft 上 私ょり 御 答を 致します、 仰の 通りに 大 
正 七 年度の 物價膦 贵 け、 最初 ft 定致 しました 數の約 
半數を 計上 致した に 違 ひ ありませ ぬ、 而 して 其の 數 
額なる ものは 推定に 依て、 T* sf を 立てた ので ありま 
す、 然るに 一面に 於き ましては、 豫算上 大部分を 占 
めて 居ります 所の is 船 材料、 即ち 枝 光製鏺 所ょ 〇 供 

給を 受く べき ものであります、 此孜 3? を 編成 致し ま 

す 時期 迄に、 まだ 其 7* 定俏额 も 協定が 出來 ませぬ、 

来年 度に 於け る； 瞬 ft の數 字を、 出来る •たけ 馊 際 

的の ものに 計上 致す と 云 ふこと が、 ffl だ 闲_ である 

なぜな れぱ 種々 なる 方 傾を 用 ひまして、 之を 要求し 

ない ことを 當 局と L ては 希 S して 居る のであります 

•か、 奈何せ ん物 彻 は 益々 騰 n 致します るので、 已む 

なく 其 半額 だけを 今回は 計上 致しまして 來 年度 御 協 

苡か經 まし た 曉に 之を 1? 行 致しました 後、 其过 際の 

狀况 を兑 まして-若し 殘餘の ものを も 要求 致す 必要 

が あれば、 巳むな く來 年度に 於て 追加豫 算 を 以て 要 

求 致 L たい、 斯く考 へて 居る ので あ 〇 ます、 幸に 之 

を 要求 致さず して 済めば、 非常に 幸福な こと、 信じ 

て 居る のであります、 若し 要求 致しましても， 其 金 

額なる ものは、 年度 末に 仕拂へ ぱ大 89 に 於て 宜しい 

のであります， 故に 次期 狨仿迄 IJ-t 神 ^ を 持ち ませぬ 

でも、 S 行 上に 於て は 察 支ない のであります， 本年 

度 も 今回 六 年度の 种悄腌 a と 致して、 若干 追加 雅 3? 

を 提出して 居ります、 是亦 唯今 申 上げる と 同 ra の BE 

味に 於て、 宵 行 上 差 支な く 遂£ す こと •か出来る の 

であります から •斯の 如き 手段を 執つ た 次第で あり 

ます* 大 W それ 丈を 御 答 致します。 

085 長 C 大岡 育造 君) 寺 內總理 大臣。 

f ra 務大 Iff 伯 li*f 寺 内 JK 毅打登 地〕 

0 W 猝大臣 ( frl K 寺 内 IH 毅君〕 片岡君 の 御 W 間の 中 

に、 薄 3;¢ の 探 成 上 •誠に 小さい 問題に 對 して 私より 

?? を B かれた のであります、 豫 3?. に 於て あちこちに 

矛的掎著の琪が、枸捫脎 « 上の考ょ”锔成した所に 


在る、 斯う 云 ふ 事で あるが、 矛盾 撞著は ない 積で あ 
る (「事 實 ある J と 呼 ふ 者 あり〕 事實 のことは 追々 此 
豫算會 に 行きます れぱ 、細微に 渉つ て 話が あらう と 
思 ひます、 其 節に 能く 御調を 願 ひます、 其 他に 於て 
は大藏 大臣の 所管と して 御 答すべき 事柄であります 
是から 大藏 大臣に 御 答させます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

務大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 

〇阈務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 片岡 君からの 御尋は 
瞜 々數千 言に 渉つて 居りました が、 御 註文に 依り ま 
して、 極めて 簡 m に 御 答を 致したい と 思 ふので あり 
ます、 第一の 點に 色々 細かい 事が ありました が •要 
する に 物價騰 貴と 云 ふ ものに 對 します る 所の、 Ti 算 
の 編成 上の 原因に なつて 居りは しない かと 云 ふこと 
と 物 騰貴に 對 して、 將來の 维備が 有る かと 云 ふこ 
との 御尋に 綜合され る やうであります、 物價 騰貴に 
付きまして は、 要します るに 臨時 事件 費に 計上 致し 
て® きました ものと、 一般豫 算に 計上 致しました も 
のとの 二 種あります、 是 U ち やん と區 別が 付いて 居 
ります、 大體に 於き まして 臨時 事件に 關係 します も 
のは、 各省の 物價勝 ft は 此方に 集める、 それから 或 
は 繼績费 を 成す やうな 如き ものには、 是は 特に それ 
許りを 臨時 事件に 集める と 云 ふこと li おかしい から 
一般 會 計に® いて 置く と 云 ふやうな ことで、 此 等に 
付きまして は 唯 だ 理由な くして、 或 物は 一般 會 計に 
S き、 或 物は 臨時 事件の 方に 持つ て 行つ たと 云 ふや 
うな ことは 御座いませぬ のです、 此 等の 事に 付て は 
傾 切に 渉ります からして 、裸 算 委員 會に 於て 篤と 御 
話を 致したい と 思 ふので あります、 それから 將來の 
物 {f! 瞬 ft に 付て 〇 御 考で あります が、 片岡 君の 御考 

は、 少く とも 此一二 年と 云 ふ もの ! t 物價騰 貴が 綏く 

であらう と 云 ふ 事柄で あつて、 將來に 付て 片岡 君の 

御 sic 見と 云 ふ ものは 餘り無 かつた のであります、 私 

共 も此婼 で將來 どうなる かと 云 ふことは 明言す る こ 

とは 115 來ませ ぬが、 大粒に 於て此 時局が 蹢紹 する 間 

と 云 ふ ものは、 拘 似 腌 ft の 趨勢と 云 ふ ものは、 成る 

ベく 之を 政府が 抑制を 致す と 云 ふ 谷® の 方策を 執る 

抝 りで あ 〇 ますが、 矢 張 免れまい と 思 ふ、 併な •から 

g 後に 於き まして、 今日の 如き 所の 物 價騰 ft の 趨勢 

を 硇松 すべき ものであると 云 ふことは、 是 U 左様に 

は 見られぬ ではない かと 思 ふので あります 、此 物 {ia 

睬 K に對 しまして は、 ® I します るに 片岡哲 の 御 話の 


fin く、 是迄で も 常に さう やつて 居りました、 即ち 財 
政の 上に 於て、 自然咐 收餘裕 の 出来る ものを 以て、 
之を 補塡 して 行く と 云 ふこと に g し來つ て 居る ので 
あります、 政府と 致しまして、 別段に 新しき 方策を 
執つた ので ありませ ぬ、 それで 幸に 大正 五 年、 六 年 
と 云 ふやうな 年には、 其餘裕 金が 相當 にあります か 
らして、 此 等の もの， 及び 或は 大正 七 年度の 餘裕金 
を 以て、 物價 騰貴に 對す ろ補塡 を 致して 行く と 云 ふ 
事は、 相 當に 出來煜 る 事と 信じて 居ります， それ か 
ら其他 色々 の 事が ありました が、 或は 中で 抜ける 事 
•か あるか も 知れ ませぬ' か、 正貨の 充實と 云 ふやうな 
事に 付ての 御 論が ありました が、 是は 寧ろ 枝葉の 御 
論で あつたかと 思 ひます が、 正貨の 充實と 云 ふ 事柄 
は、 却て 亞米利 加の 金の 酌 輸を導 いた 原因では ない 
かと 云 ふやうな 御 推定の 御言 葉が ありました が、 事 
外 國に關 します から、 私は 唯 だ 一言 申して 置きたい 
と M ふので あります、 是は私 等の 見解を 以て 致し ま 
すると •亞米 利 加が 何故に 此 金を® 出す る ことを 禁 
じた かと 云へ ば、 大體の 詰り戰 局の 上に 於て 大なる 
軍備 •其 他の 行 励を 致す に付きまして、 最初から 其 
考と云 ふ もの If. 殆ど 極め. て 居つ たのでありまして、 
日本が 金を 取る から 左樣な 事を やつた と 云 ふやうな 
左様な 事柄では ない のであります、 是は私 が 谷 種の 
情報に 依つ て 確め て 居ろ 事柄であります ので、 左樣 
どうか 御 承知を 願 ひたいので あります、 それから 內 
地に 此 正貨を Is く 置かぬ と 云 ふやうな？ I 論に なり ま 
すと、 是 U 極めて tn fli になります から、 跺算 委員 會 
等に 於て 十分 御 說を鸱 き、 又 私共の 抱懐を 致して® 
る 所の 意見を 御 話 致したい と 思 ふので あります、 そ 
れから 主要なる 點 として、 減債基金の 事であります 
が、 減 ffl 基金の 事に 付きまして は、 御 承知の 通りに 
政府は 此減使 基金なる ものを、 成るべく 之を 維持す 
ると 云 ふ考を 持つて 居つ たことは 御 承知の 通りで あ 
る、 此考は 今日 我國に 於き まして、 要するに 二十 五 
億の 公 ffl を 有し、 尙 其他此 頃 出 來た 短期の 公 ® 杯を 
併せます ると、 三十 億に 垂ん とする 狀况で ある、 斯 
樣 なる 狀况に 於て あります 以上は、 此減愦 基金は 大 
蹬に 於て 矢 張存 して 置く と 云 ふ 事が、 詰り 國の 信用 
を 維持し、 從つて 財政 2 基礎 S 固に すると 云 ふ 事 
捫 になる 譯 であります、 唯た 昨年の 雜 铃 に 於て 申述 
ベて S きました 如くに、 若し假 りに 茲に 新たなる 國 
防 計 进と云 ふやうな ものが 出て、 是が爲 に m 8i を％ 


徵し てまで も 遂行を 致して 行かん ならぬ と 云 ふや 5 
な 事 •か あるなら ぱ 、此減 憤 基金を 幾分 か 減ずる と 云 
ふことは 、已むを得ないと 考へて 居る と 云 ふことは 
明言を 致して 置いた のであります、 それは 確に 速記 
; 錄を 御® みに なれば 分る のであります、 其 意味に 於 
きまして、 今回は 要するに 阈防充 實の爲 に 必要なる 
其 綷费の 財源と して、 八 年度 以降は 二 千 萬を 取つ て 
三千 萬に 致した と； 3S ふ 事であります (「本年は 如何」 
と 呼 ふ 若 あり〕 其 次に それが あります、 何故に 然れ 
ば 七 年度に 於て は 五 千 萬 圓と云 ふこと にして、 八 年 
度 以降と 云 ふ 事に した かと 云 ふ 事が あります が、 片 
岡 君は 種々 なる 推測の 說を 此處で 御述 になつ たやう 
であります が、 斯樣な 計畫を 致した と 云 ふことは、 
詰り 國 防の 計逛と 致しまして は將來 に a り、 數年に 
苴る 所の 計 « を 立てます 以上は、 * は 矢張數 年に 亘 
る 所の 其 財源に 對 する 所の ものを 玆に 定めて、 さう 
して 此所で 諸君の 御 協賛を 經な ければ ならぬ と 云 ふ 
ことになるので あります* それで 此七 年度に 於き ま 
しては、 大體 歳 / H 歳入の 計算を 致して 見ます ると* 
其 所に 五 千 萬 圓と云 ふ ものを 憤 還し 得る 所の 資金が 
詰り 玆 に 1IJ つて 來た譯 であります C 「剰つ たから 佾税 
する のか」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜廊に ：：： 

〇國 務 大臣 (勝 田 主計 君〕 御 答申し ま -5 - 然れば 

M 千 萬 11 と 云 ふ ものを、 咐稅の 方に 向けて やつたら 
宜から うと 云 ふやうな 說が 3： 然起〇 ます (「其 通り」 
と 呼 ふ 者 あり) 起り ますが、 是は 今日 此拊税 を 致し 
ますと 云 ふことは、 七 年度 限りに 於て 咐税を する の 
でない のであつて、 大正 十二 年に a り國防 計 迸と 云 
ふ ものを やる が爲 めに咐 税を する のであります、 其 
拊税 をす ると 云 ふこと であります れば 、將來 の 辻褪 
を 合せます には、 大正 七 年度に 於き まして 千 四百 何 
十 萬 圓と云 ふ •どうしても 頭を 出して 置かなければ 
將 来の 辻 越が 合は ぬと 云 ふこと になる のであります 
さう - r; ふこと になります に te つて、 それで 此 資金は 
減 «£ 基金に 矢 張 充てる と 云 ふこと を適當 としたので 
先刻 片岡； S から 御 話が ありました が、 私の 說明 とし 
て、 國家 有 Ilf の 際に 之を 使 ふと 云 ふ 事 も あつたと 云 
ふやうな 事で あ y ますが、 是は私 ほ內心 考 へて 居る 
元來此 減 ffl 战金 S 出來た 當畤 、即ち 諸君の 極めて 御 
親し かつた 所の拽 公が、 lit 減债基 金を 御作り になつ 
た 折の 其 精神と 云 ふ ものは、 一つは 矢張此 萬！ の 場 


財政 方針に 關する 勝 田 大藏大 K の 答 辯 


八 九 


施政方針に M する 寺 内 挖理大 K の 答 辯 


院議 衆 會謎國 帝 回 十四 第 


杓 政 方針に 關する 柏 原文 太郎の I ft 間— 同上 大島逹 m 大臣の 答 辯 


合に、 若し 增税 でもして やらん ならぬ 折は、 之を 崩 
してやる と 云 ふやぅな 事柄 も、 其 了解の 中には あつ 
たのであります、 それで 今日の 如く、 此時局 に 於き 
まして 何が 起る か 別らぬ と 云 ふやぅな 時に 際し まし 
ては、 多少 財政の 上に も 相 當の彈 力を 有つて 居ろ こ 
とも 必要で あるので あります、 相 當の 餘裕を 有つて 
居る と 云 ふこと •か 必要で ある、 それで 詰り 滅依基 金 
艽千萬 圆々 .S いた* 斯糅な ことに 致した ので ありま 
す (「落第々々」 と 呼 ふ ^ •あり〕 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 尙是も 詳細な 事は、 豫算 
委員 會等に 於て 能く 又 諸君の 御 話も臌 き、 又 能く 御 
話を致したいと思ふのであります-それからもぅ一 

つ ありました が (「辭 職々々 j と 呼 ふ 者 あり〕 社會政 

策の 問題が ありました、 此の 社 ir 政策の ¢3: に付き ま 

して、 第一に 此物惯 の 事柄であります が、 是は 先刻 

山 本 君の 御尋 に對 しても 大體申 上げて 置きました、 

是等 に付きまして は、 m 來煜る だけの 手段 方法と 云 

ふ ものは 現に 執りつ、 あります •又將 來大に 執らん 

とする 所であります、 それから 農民の 負債の 整理に 

付きまして は、 是れは 何れの 內閣が 代りましても、 

要するに 谷 内閣を 通じての 殆ど 大體の 方針で ありま 

して、 是は 其 ifi 方の 程度 5n 何は 別 論と 致しましても 

成るべく 此方 針を 以て 進んで 居る と S ふ 事は、 是は 

爭ふ ベから ざ る 事 ® でありまして、 此琪 に付き まし 

て も 相 常 政府は 考へて 居ります、 又 ® 行 も 段々 致し 

て 居ります 次第であります" 保險其 他に 付きまして 

は， 是は私 は 保 險の事 は 精し く 分り ませぬ が、 兎に 

角に 主管の 省に 於き まして" 相當の 研究を 重ねて 居 

ります、 けれどもが 是が® 行に 付きまして は、 餘程 

愤重 の考蹴 を盡 さなければ なり ませぬ から、 今日 ま 

だ是が 現實の 問題と して 現は れて 居らぬ と 沄 ふだけ 

の 事でありまして、 十分 是等に 付て は考 轍を 致した 

いと 考へて 居る 次第であります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 柏 原文 太 郎君。 

〔柏 原文 太郞君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

OW 原文 太 郞君私 も國防 計® に付きまして、 重® 

を 避ける が爲 めに、 主に 陸軍の 國防 計琺に 付て、 政 

府の 所見を 伺 ひたいので あります •歐 洲大戰 の戰績 

に 鑑みまして、 我阈 が參戰 國の 一として， 又 {K 洋の 

平和を 變肩に 荷つ て ir る 所の 我國 が、 此國 防計逛 を 


爲丁 に付きまして は、 萬 ia 算の 無い 事を 期す るのは 
勿論で ありま 十 «*' 併な •から 今迄の 質問 應答に 於て は 
稍々 具體 的の 答 辯を 缺き まして、 甚だ 徹底し ないや 
うな 所があります、 それ故に 私は 少しく 具 |§ 的の 質 
問を 致したい と 思 ひます、 第一 此 度の 陸軍の 國防計 
进 屮 最も 重きを 置かれて 居る ものは、 野砲 兵隊の 編 
制替、 m 砲兵 陵の 編制 改正 •並に 航空隊の 坍設 費用 
であります、 今此 事に 付て 少しく 伺 ひます るに、 政 
府の此 度 出されました 所の 國防 計 31 の 目的， 即ち 想 
定敵國 は 多少 以前とは 變 つて 居りは せぬ か、 此の 想 
定敵國 の變つ て 居る と 云 ふこと であれば、 其變 つて 
居る 想定 敵國を 基礎と して、 國防 計 ® を爲 さね ぱな 
ぬのでは ないか、 即ち 今日の 想定 敵國は 言 ふまで も 
なく 搦逸 である、 此獨 逸の 野砲 兵隊 若く は 重砲 兵隊 
の 編制に 付て は、 兎も角も 其隊の 鼠 位に . s£ て 見ます 
ろと， ® 爭の 始まつ た當 初ょり 非常なる 增加を 致し 
て 居る 四千 二百の 砲であつた る 野砲 隊が 、今日 13: 六 
千 九 百 九十 三を 超えて、 尙 それょりも 多くな つて 居 
る、 戰萌が 始まつ た 常 初に 於ても、 政府の 報吿 する 
所に 依つて 見ても、 銃數 —— 小銃 千に 對して 五、 四 
四 六と 2: ふ ものである、 それから 其 時に 於き まして 
の 重砲の 數が 三千 二百、 それが 今日は 四千 五 百に な 
つて 居る、 さう 云 ふこと であれば 其數は 頗る 佾 して 
居る のに 拘ら ず、 我 政府の 此度計 蜜す る 所の 野砲 重 
砲の 數は 、能く 之に 匹敵す る ことが m 來る かどう か 
之が 第一の 質問の S であります、 若し 今日に 於て 此 
數が 頗る 劣つて 居る 計蹵 であつ たなら ば •何を 以て 
此缺陷 を 補充す るので あるか、 若し 又 今日 之を 稍々 
劣つ て 居る と 見ても、 將來增 加す る* 出 帥の 時まで 

には％ 加す ると 云 ふ 思 召であるなら ば、 それは どの 

位まで％ 加す るので あるか、 對手國 だけに 充分 增加 

する ので あるか、 さう したら 其經 費は どの位になる 

ので あるか、 又是は 數 量の 上で あるか、 其 質に 於て 

も难 今片岡 君の 言 はれました 所の 海岸の 砲と 云 ふや 

うな ものが、 片岡 君の 言 ふ 通り 役に立たぬ ものとは 

私は 信じ ませぬ が、 併ながら 日本の 要塞は 多く 海防 

の 目的で ある、 海防の 目的であるなら ば •どうして 

も 軍艦に 積んで 居る 所の 砲と、 其 「ヒント」 を 一に 

せなければ ならぬ ものでは ないかと 考 へます、 今日 

の 軍艦に 積んで 居ります る 主 艦に 積んで 居ります る 

所の 重砲と 陸軍の 要塞に 備へて ある 所の 最大なる 口 

徑の 砲との® 劣は 無い かどう か 著彈 距離は 如何なる 


ものである か •若し 之を 誤つ たなら ぱ海 ょ 〇繫 たれ 
て も、 こちらから 屈かぬ と 云 ふやうな 事 •かあつて 海 
防の 目的を 達せぬ やうな 事に なりに せぬ か、 斯樣な 
る 事は どう 云 ふ (「ちつと も瞟 えぬ. 一 「こつち へ 向け」 
と 呼 ふ 者 あり〕 斯樣な 事で あつて はどうしても 計 ® 
其 ものに 付て 餘程 考を耍 する ことで A る、 是は 今日 
の 要求に 應じ たる 陸軍の 國防 計 Sr が 出來て 居る か 如 
何かと 云 ふこと を、 餘程 疑鼢 致します るに 依つ - C 明 
瞭に御 答を 願 ひたい、 其 次には 此度歐 羅巴戰 2 經 滅 
に 依ります ると 云 ふと、 どうしても 國際 の戰ほ 舉國 
一致で なければ ならぬ、 如何に 政府の 工廠 等が あつ 
て も、 之では 足らない 、工業 動 負を やらなければ 兵 
器彈藥 の 供給が 出來ぬ 、又 補充兵 其 他總て 擧國の 力 
を聚 めなければ 戰が 出来ない 、一部の 官僚 だけでは 
戰が 出来ぬ と 云 ふ 事が 最も 明かに 證據 立てられた の 
であります、 即ち 國 民の 統 | 的の 働きと、 擧國 一致 
の 力で やらねば ならぬ と S ふことは 明瞭に なつた の 
であります るから、 此方から 見て 政府は 從來 陸海 軍 
對峙 等の 爲めに 稍々 冗官 等 も あつた やうであります 
が、 是等は 整理が 付く かどう か、 例へ ば 兵器の 製造 
所の 如き もので も、 餘程 共通の 點が ありは せぬ か、 
此 共通の 點が 各々 分割して 居つ たものを 統一す ると 
云 ふ考は 有る か 無い か、 飛行機の 如き ものに なり ま 
しても、 今日の 日本の 飛行機では 百 五十 萬圓を 以て 
擴 張した 所の 用を 爲さぬ やうな ことがありは せぬ か 
其數に 於ても 旣に歐 米 各國の 、彼の 敵と して 居り ま 
する 獨 逸の 二 千 五 百、 若く は 亞米利 加の 二 萬 二 千と 
云 ふ ものに ^ 抗の出 来ぬ ぱか りで なく、 其 質に 於て 
も餘程 劣りは せぬ か、 飛行機 將校 が_落 する のは 陸 
軍 大臣の 言 ふ 所を 聽 9- まする と iK ふと 多くは 技術の 
惡る い爲 めでは ない 其 機に 缺點が あると 云 ふ 事で あ 
れば 、益々 此 製造には 全力を 盡 して、 陸海 軍は 勿論 
の 事、 民間 全體 之に 關 係の 知識の 有る 所の 者を li め 
て、 製造の 業に 從事 せねば ならぬ のでは ないかと 思 
ふに、 左樣に 今は 行つ て 居らぬ (「簡 單々々 J と 呼 ふ 
者 あり〕 此樣な る ことは 政府は 如何に 御考へ になつ 
て 御座る か、 又 % 税まで もして 國 防の 充 H を H ると 
云 ふ 際に 當 つては、 固ょり 一般の 政 費の 節減を 望む 
ことは 勿論であります が* 國防其 ものに f-1 ては 最も 
節減を 望まねば ならぬ のであります、 然るに 此_國 防 
の 中に 於ても、 餘程 まだ 節減を する 餘地が ありは せ 
ぬか、 例へ ぱ 海軍の 方に 於き ましても 、老朽 艦が 澤 
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山 ありませ ぬか、 海防 艦等の名遂 1'1 下に繫がれて居 
る 所の 老朽の ものが 大分 あり li せぬ か、 前年 海 iK 大 
臣 は さう 云 ふ 拘は 無い、 j 艘も 之を 省く ことが .1 11 來 
ない と 云 ふ 御 話の 後で、 S 西 亞の 三埋 〇 鼢 3K n- cs 
分ち になつ た、 是は 素より 不用の S めで It なから う 
と 思 ひます けれども、 分ける 位な ことは 出來； ' 0 、 斯 
う 云 ふこと を詢 明して 居ります* 又 陸 逛の 方に 於？ 
ましても、 隨分耍 装 等に 於ても さう 云 ふやうな もの 
が あ りは せぬ かと も考 へます、 馬關 海峽 若く li 紀伊 
の 方の 海峽の 要 ^ か、 十分で あつたなら ば、 龆戶内 
には 多少 それ 程必耍 ではない ものが な- V. ' とも 限らぬ 
と 思 ふ、 是 等の ものは 整理す る 思 召が あるか 無い か 
それから 又も 5 一 つ、 是は 旣に國 防 計 迸を 舉國 一致 
の 下で やる と 云 ふこと であつ たなら ば • 琪 制の 极本 
に 於ても 多少 御 改革になる 琪が m 来ない かどう かそ 
れは例 へば 陸海 眾大臣 の 如き 漭 は、 内閣に 於ても 殆 
ど 治 外法 fi 的の 位 ® を 有つて 居る ので ある、 陸海 堪 
の 軍人で なければ 之に なれぬ、 是 は ど 5云 ふ もので 
あるか、 日本の 國民が 皆 廷にな 〇 得る と 同 ^ に、 如 
何なる 人で も 陸 海軍大臣に なれぬ ことは ない 箬であ 
る、 然るに 陸軍大臣に 限つて 軍 八で なけれ •はならぬ 
特殊の 智識^! すると 云 ふこと であるな らば、： S れ 
の 省に 於ても 特殊の 智 11 を 要する のであります、 勿 
論 特殊の 智識の ある 者が、 多く 其 局に 當るや うにな 
るで あらう •か、 官制 上期の 如き ことを 存 齪 して E? く 
事は 甚だ 面白くな いと 思 ひます (「ひや <」 と 呼 ふ 
者 あり) 斯の 如き もの も此際 根本的 !•. 御 改めな さる 
御 抱負が ある や 否や、 今日は K 々繰 返された る 如く 
當 面の 改革と 共に 將來 永遠の 計 ffi の 確立を 計らねば 
ならぬ 時で あらう と 思 ひます、 此際名 昝 ある 軍人で 
内閣の 首班に 在る 寺 內伯は 、全力を 盡して 此 國防計 
畫の 基礎を 定めて 戳きた い、 それに 就て は 吾々 の考 
へて 居る 所の ものを. 御 決行になる 御 抱負が ある や. 
否や •虚心坦懐、 決して 官僚 的に 滯ら ぬ、 幾らでも 
善い 事は 聽いて やる と 云 ふ 閣員 等の寬 大な る御考 を 
臌き ましたが 爲 めに、 私共は 此點に W て 總理 大臣 «• 
他の 明確なる 御 答 辯を 承〇た いと 思 ひます (拍手 起 
る〕 

〇觀長 (大岡 育造 君) 大 島國務 大臣。 

〔國務 大臣 大島健 一 君 登壇〕 

〇 國務大 RC 大島健 一 君) 柏 原 君の 御 質疑に 御 答 致 
します、 今回の 充實を 行 ひます に 就て、 假 想敵國 如' 
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何と 云 ふこと が 第一の やうに 承知し ました、 前には 

® 想 敵國と 云 ふこと を 申した こと も ある やうに 思つ 

て 居ります、 IH ド 形勢は® つて 居ります けれども、 
其當時の假想敵國と申したことは、東洋に他の用ゐ 
得る 兵力と 云 ふ 事を 基礎と して 考へて 居つ たので あ 
〇ま すから、 形勢の 如何に 拘はら ず、 東洋に 民を 用 
ゐ得る 兵力と 云 ふ もの、 *: 定 S 基礎は 励かない ので 
あります . •r'' のみならず 此 形勢の 變化は 逆睹は 出來ま 
せぬ けれども、 益々 我が 帝國 の ft- 務 は 重大に ならう 
と 思つ て 居ります •從 つて 軍備の 充 H と 云 ふ 事は 益 
々必要と 感じて 居ります、 それから 次に 步兵と 砲兵 
との 比率、 今回の 充 S は 砲兵 並に 飛行機を 主として 
居る， 其 比率を 歐羅巴 現 時の 比率と 比較して， 如何 
であるかと 云 ふ 御 ^ の やうに 承知 致しました •其數 

は 凡そ 柏 原 封が 仰し やつた やうな 數が歐 熥 巴の 强國 

の 方の 比率であります、 今回の 我が 軍 fifi の充實 後は 

矢 張 それ 等と 凡そ 近い ものであると S ふ 事を 御 承知 

を 願 ひたいので あります、 尤も歐 掘 巴の 軍隊に 於け 

る I 强國 の； yi 除に 於け る步 兵の 比率は、® 歌の 當 

時の 方が 雉 分 多くて、 其後步 兵の 增加 •か？ ? > 易で ある 

爲め に、 步兵と 砲兵との 比率 (t 減つて 居ります が、 

其 減つ た 上に 乂师地 にある 所の 砲は、 ^ 今の 戰爭の 

狀况で あります から、 總 ての 古い 砲を 持 出して 居る 

と 云 ふ M であります、 それ故に 寧ろ 此 は 減つて 居り 

ます、 今回の 佾加 —— 我が 充苡に 法り ますと 凡そ 歐 

堀 巴の 限 前に 近い ものになります •それから 次に 海 

岸 砲と 艦砲 I 冚 腔の 砲との 设劣に 付いて 御 心 Bli の 

K であります が、 先程 片岡 君から も 御 話の あつた 如 

く、 我 ■か 海 痒防 ?!? に (i まだ / M 來上ら ぬ ts 所が 多い の 

ならば'  柏 原 君の 御 發論の 如く 我 砲は 古い 所の もの 

で、 射程が 短い、 今日の 射程 S 延びた 眾 艦の 砲と 對 

畤は 六ヶ 敷 くは ないか，* は 御 承知の 如く 要 ^ の 防 

5S の B 的に 依つ て、 谷 砲 祭は®々 なる 任務を 有つ て 

居0ます，之を浞上逋<防|£するところのものには 

無論 新ら しい ものを 以て 代へ なければ なり ませぬ、 

又 序で あり 1 すから 片岡 君の 御 一言 も あ 〇 ました か 

ら •要港の 取を 申して 1» きます、 昨日 も總理 大臣ょ 

ゎ御答をしました如く*四防には游财的のものと* 

岡 sf 的の ものと ある， 即ち 1*1 定的の 海岸 防 S? の 如 ? 

もの I 游励 的の 防禦と 固定 的の 防 ?！? には、 自ら 綏 

急の 差 もあります、 それ 等の JS 急を 閉梅を して 段々 

整備をして參る拍りでぁります、それ<^研究もし 
施政 方. s に 關する 押 川 方 占の n f«J I 


多少！ s 施 も 致して 居ります が、 此改 正には 隨分 大き 
な 費用を 要します 、要塞 建築 sa 用 等 もあります の 
で、 それ 等を 以て 旣に著 手を 致して 居る 所 も ありま 
す、 唯 其 著 手の 前後は 前 申す 游 動的 防禦の 整備と 緩 
急を 考へて 實 施して 參る 積り であります、 又 次に 今 
後の© 承に (i 擧國 一致で なければ いけない ので ある 
が、 それに 就ての 準備は どうか、 或は 陸海 共通の も 
のは 共通を 圖ると 云 ふやうな こと も、 是が爲 めには 
必要が あらう と 云 ふやうな 御尋の やうに 承知し まし 
た、 是は 勿論の 儀でありまして、 軍事 當 局に 於き ま 
しても 以前ょり 其考で 總ての 調査を！ 3 し、 尙 之に 關 
する 規定を も 致 T 積り で、 順次 歩を 進めて 居 〇 ます 
又陴 海軍の 兵器の 如き も， 實際 ■方で 相 助けて 製造 
補充を して 居る もの li 多々 御座います、 此充實 を 行 
ふに 就て、 經费の 節減と 云 ふこと に、 十分 努めん け 
れ ばなら ぬが、 其 點 はどう かと 云 ふ 御尋で 御座いま 
す、 是 は 今日 充 K を 行 ふが 爲のみ ならず、 隨分 多大 
の 經费を m 事 奴には 使つ て 居ります、 餘程 注意を 致 
しまして 節約を して 居る i!i は 多々 御座います、 一々 
此處 では 申 上げ ませぬ が、 若し どう 云 ふ點で あると 
云 ふやうな ことで あ 〇 ましたら、 預 ¥ 會議 等で 委細 
を 申 上げて 宜しう 御座います •其緙 費の 節減の 趣 1E 
で 御 話が あつた やうであります、 陸海 軍 大臣は 文 寂 
で 宜 いでは ないかと 云 ふ 御 話の やうであります、 節 
減 と 云 ふ S5 からは 一寸 私は 了解に 苦み ます、 是は柏 
原 君 御自身に も 其 職に ある 者は 其！！ に應ず る 所の 經 
驗 素 3g を 持つた 者が 宜しい と 云 ふ 御 話で ある， それ 
には 今日の 陸海 軍の 制度は、 御® 兑通の ものに なつ 
て 居る と 御 答す るの 外は 御狃 いませぬ， 私の 御 答は 
それ •たけであります。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 押 川方義 君。 

〔押 川 方義宕 登®〕 

〔拍手 起る〕  . 

|1簡 單を轺 む」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

〇 押 川方袭 君 世界の 大亂に 際しまして •國内 の 大 

局を 鑑み、 133 策を 樹立 致します る e に、 必要なる 所 

の 純 輪を 立てられまして、 昨日 總理 大臣 以下 當局大 

臣が 吾々 に 施政の 方針を 說示せ ら H ました、 私共 之 

を 1« 1|致しましたが，中々に心を勞せられ、若し現 

內閣諸 公が 政務に 就ての み 心を 3W らに すべき 所の 人 

であると 者へ ますれば* 屮 A に 完備を 致した もの、 

や 5 に兑ら れま す、 併な •から 彼の 先哲の 申しました 


通りに、 大政 治 家 者は 大哲學 たるべ しと 云 ふこと に 
依りて 考へ ますなら ば (笑 聲 起る〕 現 內閣の 人が ど 
う 云 ふ 政治を 爲さ るで あらう かと 云 ふこと を 非常に 
心配し ます 

〔「耶蘇 敎 の說敎 …… 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (大岡 育造 君) 靜肅に …… 

〇 押 ) II 方 義君今 大事な 所の 國家 存亡の 場合と 云 ふ 
て も宜い 時に、 猥りに 人の 言論を 膣かず して 批評を 
なさる と 云 ふこと ! i 詰らないです (笑聲 起る) 私は 
考 へます るのに、 現内閣 諸 公は 餘り 多く 世界の 方を 
見られました が、 我國内 の 情勢に 就て 頗る 御考が 拙 
いと 思 ふ …： 

〔「耶蘇 敎のや うに……」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 抑 川 方義君 恰も 今 Q の 情勢から 考へ まするなら 
ば、 今の 內閣諸 公の 施政の 方針は 我 日本を 大に誤 ま 
る ことでは あるまい か •今 我 ® に 二大 思潮が 御座い 
ます、 一は 所謂 閥族 的 ^ 僚內閣 であります、 又 一方 
は 民意 國論 V-SM する 思潮であります、 此二 つの も 
のは 決して 兩立 致し ませぬ、 それ故に 國 家の 進 K に 
頗る 害を 及 15 すと 思 ひます、 寺 内 內閣は 政 黨政派 は 
頗る 御 ! 1§ ひだと 云 ふこと を 承りました C 「何を 言 ふ」- 
と 呼 ふ 者 あり) 果して 然る や 否やを 知り ませぬ が、 
さう で 御座いましても 陛下の 赤子た る 大日 本 帝國 
の 臣民を 御 嫌 ひな さる ことは あるまい 、必ず 此 臣民 
を K んじ 、乂 愛して 其 K 民の K くと ころの yj に 就 -C 
は 十分に 之を 贈？、 又 適當な る 答を なさる ことがあ 
るべき 筈と 思 ひます、 故に 私は 此 日本 帝國の 臣民に 
代つ て •大事なる ことを 承ります •る fi 利が あります 
寺內内 閣 it 犁國 一致と、 或は 國諭 統一と 云 ふこと を 
非常に 希望せられ まして、 度々 其 事を 仰せられます 
私が 考 へ -* する のに、 日本で ii 國 一致は して 居る と 
思 ふ •國 論は 統一 致して 居る のであります、 決して 
諸 公' か 心配な さる 程に 日本は 擧國が 分離を して 居ら 
ない (笑 聲起 る〕 不統一で 居 - 6 事は ない、 何故なら 
ぱ我が 日本 帝 ^ の 臣民 It 國の 大事に 臨みまして は 決 
して 分離を する もので li ない、 必ず 統一を 致して 居 
るので あります、 如何と なれ ぱ是は 陛下の 心を 心 
とする が 日本人の 所謂 民本主義で あ 〇 ます、 現内閣 
の 民本主義と 云 ふ琪に 付て 或は 色々 なる 所の 配趙を 
爲して 居らる \か も 知れない、 恰度 伊藤 公 や 或は 山 
縣公が 政治の fis 機に 與 つて 政を 執って 居られた 時に 


自由と か 民權 とか 云 ふこと が 或 ii 國事を 誤りは しま 
いかと 云うて 心： S して 居りました •甚 しきに 至つ て 
は 日本の 國體に 何 か 過ちを 起す やうな ことがある ま 
いかと思はれた位でありました、矢張其の系統を引 
かれて 居ります る 所の 现 内閣の 方々 も， 或は 此の 民 
本 主義と 云 ふこと に； 5： いては •國を 犯 ひ* 君に 忠な 
らんが S と 思つ て 誤解の 上に えらい 心配を して 居ら 
る、 ことがある かも 知れない。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 押 川 君、 質問の 趣意を …… 

〇 押 川 方義君 是が 質問の 趣意であります。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 何を 質問な さる かを …… 

0 押 川 方義君 それは 我 M の 自由であります、 議長 
は 我輩の 言論を 兎や角 言 ひな さる 權利 はない。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 質問の 體を備 へて なさる こと 
を . 

0 押 川 方 義君是 が 質問の 順序であります、 質問の 
順序を 申して 居る のであります (「要 點を言 ひ 給へ 
」 「能書が 長い J と 呼 ふ 者 あり) 

〇 押 川方義 君現內 閣 は實に 大事なる 所の lit 鼐會を 
解散せられ た 程であります るが 故に (「それが どう 
した」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 必ず 非常なる 大經綸 を 以て 此 
國會 には 臨まれる 筈と 我 a は 思うた、 又 諸君 もさう 
云 ふ 抱 m を 懐かれて 在られた こと、 信じます、 然 6 
に 施政の 方針、 今度 提出せられ ましたる 所の 種々 な 
る 案件は 如何であります、 國民が 最も 非常に 大事と 
思 ひます る ことは、 所謂 國阽 充實 の計畫 であります 
•か、 此國防 充實の 計 * に 付て 現內閣 諸 公が 必ず 陸に 
於ても 海に 於ても、 或は 空中に 於ても 海中に 於ても 
大敵を 引受けまして， 攻防 共に 全い ものと 云 ふこと 
を 信じて 居られる 所の 計 ® であるか どう だか、 是は 
滿 足なる ものであると 云 ふ 御 答が 出来 -S すか、 如何 
であるかと 云 ふこと を 承りたい のであります (「ま 
•た 分らぬ かい」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 外交の 事に 
讨 きましても 承りたい 事が ある •是は 對米に 付ての 
事、 對茭 * 對認 、對英 の 事を 主と しまして 簡 S に 承 
りたい のであります (「要 SS を 言 ひ 給へ」 と 呼 ふ 者 あ 
〇) 昨日！！ 崎 行 雄 君が ® 串の 目的を 尋ねられました 
其戰爭 S 目的を 尋ねられます る 時に、 外務大臣は 是 
はも 5 明白に 宣戰 S 詔勅に 於て 國 民の 皆な 了解を し 
て 居る 所の こと だと、 斯う 云は れ ました、 ( 「 然り 
然 り」 「社會 主義には 分るまい」 と 呼 ふ 者 あり〕 1: 
硪の 詔勅に 於て 明白に 國民が 皆な 了解を して 居る こ 
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外交 方針に 關する 押 川方袭 の Ira 問 _ 

とだと 斯う 言は れ ましたが、 宦 鞍 の 詰 勅は どう 云 ふ 
やうな ことが 目的に ® いてあります か (「忘れた か 
j  r 詰 勅 It 分つて 居る ではない か」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 
私の 了解 致します る こ >は、 諸君、 聘 らく I 是は 
隨分國 家の 重大問題であります (笑 躂起 る) 

〔「分らなければ lit 處に來 給へ、 数へ て やる か 
ら 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 0 K 岡 育造 君？ 靜肅に …… 

〇 押 川 方 義君參 謀 本部 編 ® の 大正 三年 日獨 戰史と 
云 ふ 報告の 中に、 開 © の 素因と 書いて ある ことが ご 
ざいます、 「抑々 日獨 の開戰 は 日英 同盟と 利害の 方 
i§ を 異にせろ 獨浼國 の 勢カシ 極東より 顒 逐し斯 くし 
て II 洋 永遠の 平和を 確保し 同盟 協約 規定の 特種 利益 
を 保 譏し 以て 同盟の 誼を 重んじ 協約の 基礎を 牢固な 

らしむ るは 帝 國の資 務な りと 信じた る ものに 基く も 

のな り」 と 斯う ございます、 是は詔 勅の 意味を 簡 » 

に 申 述べた ので あると 思 ひます が、 若し 果して さう 

でございまするなら ば、 米國に 於て 特派 全權 大使 石 

井 子爵が 言 はれました る 所の 事と、 細 齠 致して 居り 

ます、 是は 私が 對米 策と 申しました けれども、 之に 

付て 內閣諸 公に 承りたい のであります、 此對搵 宣戦 

の 詔勅から 申します れぱ 、是は n 英 同盟の 誼と 云 ふ 

のが 主でありまして、 東洋 永遠の 平和を 確保す ると 

云 ふの が 目的で ございます、 對獨戰 萌 の 目的は 之に 

外なら ない、 然るに 石 井 子爵が 亜米利加に 於て 申し 

たる 所の ことは 如何であります か、 是は 米國 の國務 

省 公示の 中に 太平洋の 共同黎 備と云 ふ 所に 「今日 此 

畲 談の顚 末を 詳細 公表す ろは 得策に あらざる が 故に 

敢て 之を 言は ざる も、 石 井子 ® 及 其 各 僚友が、 日本 

政府の 普 國軍國 主義を 彈壓 する 戰爭に 參與 して、 一 

國の仟 務を盡 し、 此 目的に 向つ て 協心 戮力 する の實 

を 表示せ むこと を 切 留 しつ、 ある ことを W 明せ しは 

米國 政府の 大に滿 足を 表する 所な り」 と 云 ふ 事が あ 

るので す、 宣戰の 詔勅の 中に、 普 國軍國 主義を 彈随 

する の 目的を 以て、 布 街され たる ことがないで す、 

對獨戰 爭と 申します る ものが、 宣戰 の Is 勒に 明白に 

あります る ことで ございま する 故に、 其 以外の 事を 

日本の 戰爭の 目的と して、 外 國に使 する 所の 使臣が 

國家を 代表して 言 ふべき 權 利は 決してないです、 斯 

う 云 ふことは 非常なる 所の 大事の 關 係が ある、 固よ 

り獨 逸が 開 fjc 以来 中立 國に向 ひまして 爲した る 所の 

栽 逆 無道なる 行 爲は 、天人 共に 之を 憎む 所で ありま 


す •誰か 之を ® 容しや うと 云 ふ 入は ございませぬ、 
故に 與國は 之を 憎んで 居ります、 我 日本 も 與國に 劣 
らず 、其 罪 惡を賣 める と 云 ふ赀 悟を して 居ります、 
併ながら それ あるが 故に 對獨 ® 争の 目的を、 普國車 
國を 錨 K する 爲と云 ふことは m 來な い" 是は 決して 
露 西亞に 向つて 依 故 a 負を 致す が 爲に言 ふので はな 
い、 斯う 云 ふ 曖昧た る 所の 事を 以て 米國 の ® 心を 買 
ふやう にす ると 云 ふ 事であるなら ばです、 我 日本の 
大恥靜 であります c 「闲 るね」 と 呼 ふ 者 あり) それの み 
ならず尙ほ其事に證據立つろ爲には>羅馬法王から 
平和 提議の 申込が ありました る 時分に、 亞米 利加大 
統領は 斯の如 きこと を 申して 居る です、 開戰ほ 正義 
の爲な 〇、 人道の 爲な り、 「デモ クラシ ー」 の爲な 
り、 我 米國は 更に 何等の 利己心を 含まず •領土、 償 
金、 斯る 事の 爲に 戰爭は せず と、 斯う 大統領は 申し 
ました、 それに 向つ て 石 井 子爵が 申されます のには 
御尤 なり、 我 日本 も此 大目 的 通りな 〇 •汚い 根性， 
卑しい 私慾は 毛頭な し、 「デモ クラシー」 の 爲な〇 
人道の 爲な 〇、 自由の 爲な り、 貴國の 仰せら る V 通 
りなり と 斯う 言 ふて ある、 日本は n 丁 モク ラシ—」 
の爲 に ® つて 居る、 人道の 爲に戰 つて 居る、 自由の 
爲に© つて 居る の だと、 斯う 石 井が 明白に 日本 帝國 
に 代つて 申して 居る です、 それから 其 次に I'f ig 盛 頓 
の 墳墓に 石 井 大使が 詣 りました る 時 (「分つ たょ」 
と 呼 ふ 者 & 〇〕 米國 政府 高等官が 還 視の裡 に 於き ま 
して、 斯の 如き こ. とを 申した です、 日本 皇帝 陛下の 
御名を 以て 花環を 供へ ま L て •其 時に 大使 It 侵略の 
威 迫が 取 去らる、 迄戰畢 は 之を 繼續せ ざるべ からず 
それから 米國の 上院に 於て 演說 をせられ ました 時に 
其 一〇に 吾等は 今戰の 裡に 在り、 吾等は 敢て戰 の裡 

に 在る 事を 主張す、 而 して 吾等は 最後 迄 戰の裡 に 止 

るべ し •如何と なれば 吾等は 國民 として 又 一個人と 

して 我 聯合 國側の 主張 主義 S 至 公 至 正なる 事を 信ず 

れぱな 〇 と、 斯う 言うて 居る (「それが どう した」 

と 呼 ふ 者 あり) それが 分らぬ です か (「早く 言 ひ 給 

へ」 「もう 分りました」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 其 

次には、 我 日本の 立場が 誠心誠意 米國と 同じで ある 

と 云 ふ 僞〇な き 事實を 示す と 斯う 書いて & る (「牧 

師分 つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり) 是は 宣戰 S 詔勅の 中 

に 何れの 句に 斯の 如き ことがあ ります、 宣戰の 詔 勒 

に 於き ましては、 日英 協同の 誼に 依つ て 東洋 平和の 

維持を する が 爲に戰 を 宣せら れた ので、 米國が 戰を 


宣 しました る こと V は 非常に 意味が 違 ふです、 米國 
は 色々 獨逸 から 非常な ろ 所の 損害を被つ て、 米國も 
どうかして 中立を 維持して 行きたい と 思 ひまして， 
或は 忠言を 與へ 、時に te つては 威 貼を 加へ ん とし、 
種々 樣 々の 力を 用ゐ てしたけ # L ども- 獨逸は 頑と し 
て 之を 踏かない、 亞米利 加 人は 憤懣に 堪へず して 終 
に宣戰 を 布吿 する に 至つ たので あ 〇 ます、 是は诧 に 
自由の 爲め r デモ クラシ ー」 の爲 め、 正義の 爲め、 
人道の 爲 めと、 さう 申します、 それから 又 或 時には 
獨逸の 「プロィセン」 が 勢力を 有つ て 居る 間は 講和 
をせ ぬと 迄 も 申しました 位であります* 獨 逸の 狂暴 
ほ 御 互に 外國 人と 同じく、 與國と 同じく、 之を 吾蕺 
も 憎みます、 縱 令之シ 憎んだ からと 申しましても* 
是が爲 に 日本に 明白に 宣戰の 詔勅の 出て 居ります る 
こ ?： に 意を 含んで 居り ませぬ ことを* 日本 國家を 代 
表 致しまして* 外 國に證 言す る 所の 權利は 決し T 使 
節に ある 窖がな いです， 斯う 云 ふこと を 混淆 致し ま 
して、 例へ ぱ善い 事で あるから と 申しましても、 左 
樣な 事を 申す ことが 出来 ませう か、 是は 12 勅の 意味 
に 若し 左樣な 事が ありま すれば、 當局 大臣から 私は 
明白に. 其 意を 承りたいです、 如何に 善い 事で ありま 
しても、 詔勅の 意味を 聩 張したり、 伸縮したり する 
權能は 日本 全 國の 中に 一人 も 狩つて 居る 事は 出来な 
い (拍手 起ろ〕 是は 天 畠 陛下の 大® に專轭 する もの 
であります、 私が 思 ひます るのに は、 日米 同盟— 同 
盟では ない、 fea 同 宣言と 申します る ものを 非常に 希 
韹 致しました 餘 〇、 餘り亞 米 利 加 人の® 心を 買 ふや 
うな 行 励を 爲しま して 終に 知らず 識ら ずして、 日本 
の 立 ^ を 濫りにす る や 6 になつ たこと では あるまい 
かと 思 ふです、. 吾輩が 了解 致します 通りに、 宣戰詔 
勅が 東洋の 平和の 爲め 、日英 同盟の 誼を 重んじて せ 
らわましたる事で & ると申しまするなちぱ-靑島ょ 
り 3S 逸の 兵を 驅逐 し、®： 亞の 平和を 維持す るが 爲め 
に* 海上に 於て 日本が 是まで 爲 しました る こと、 尙 
又爲 しつ 、ある 事に 付きまして、 十分に 盡して 居る 
のであります、 それ故に 或は 露 西 亞若 くは 佛關 西， 
又は 英國に 向 ひまして、 戎器を 供給 致しましたり、 
或は 軍需品を 賣込み ましたり した 事は、 日本を 大に 
德 とすべき 事であります、 彼等 も滿腔 S 誠を 以て 之 
を ii! 迎 すべき 筈の もので あつて、 是は實 に 日本の 厚 
意であります、 しなければ ならない 當然の 義務では 
無い のであります、 故に 彼等 も 喜びます る ことが 當 


I  一九二 

〇 前の 事であります、 併ながら 若し许 限の S 味が、 
普國の 軍阀主 袭を阽 迫して 仕舞 ふ S め、 若く •は \泣 

の g め、 自由の S め、 「デモ クラシー  I  CS めに © 
ふの だと 申します ろなら ぱ、 今日日 本が 三年 釘 ¢5; の 
間 爲 しました る祺 1* 於て、 缺くる 所は ありませ ぬか 
是で滿足なる所の行舄を爲して居ると屮せませうか 
吾朗 (X 「クレマン ソ ーJ の Q 木 •か 戰爭に 就て は* す 
べき 事を 餘〇 して 居らぬ と 云 ふこと を 中し ました* 
其 事を S3 みまして、 非常の 不滿 の考を 起した です* 
けれども 若し 日本の 宣峨の 口的 が、 或は 英吉利 や 或 
は 亜米利加と 同一の iif でございまするなら ば、 日本 
が 今日して 居ります る 所の 事は • 哲 に 怠 ^ の ? If と a 
はざる を fy ない、 なぜならば 宣哦詔 勅 Co 中に 斯の如 
き 言 狸が S いて あるので す 「朕玆 -I 掘 逸 阈二 對シテ 
戰ヲ宣 N、 朕 力 陸海： ホ ハ K クカ V 阐 メテ硪 153 ノ 事 .- 從 
フへシ 朕 力 百 僚 有司 ハ宜ク 職務-一 率循シ テ軍國 ノ  n 
的 ヲ達ス ル-一 勗ムへ シ j と 斯う fi? いて ある、 力を 極め 
て 陸海 軍は 戰鬪 に從 11¢ して 居ります かどうで ありま 
す此 三年の 間 日本は 與國 の 爲め に大な る 力を 盡 しま 
した 併ながら 是は戰 岡の e 的 以外に、 非常なる 取 ®; 
を 以て 與國 として 働を した 譯で あつて、 戰_ の！：：！ 的 
!£ 東洋の 平和を 維持. T るに あるなら ば •それで 濟ん 
で居るのであります、故に百官有司も、陸海逛の方 
方 も、 十分に 此詔勅 を_じ て 力を 盡 して 居られます 
ものと 考へら れる です、 けれども 若し 亞米利 加と 同 
じ目的を以て宣戰を布れして屛〇ますものならぱ、 
今日の II!; 米 利 加人 が 峨爭に 向つ て 力を 盡 して 居り ま 
する ことは. 我が 日本 帝 國の大 に 恥 づべ きこと であ 
〇 ますまい か、 日本 2 ® 家が 之に te つて 十分なる 所 
の ものを 盡し たと 天下に 公言が 出 來ま すか、 寅 腿の 
詰 勅に 適 ふだけ の ものを、 陸海 a の 人 も、 W 官有 司 
も、 力を 極めて やつて 居 ' 6 と； K ふこと が 申されます 
か、是は私は驻だ大切なる事であると思ふ>若し其 
位の 事であるなら は、 獨逸を 繼 迫して 仕舞 ふ 爲めに 
何故に 出兵を もしない のか、 力の あらむ 限りを _ し 
てやるべきではありますまいか、宣戰の詔勒は或は 
英米が 獨 逸に 向つ て戰を 宣吿 して 居ります こと、、 
同一の 意義で あるかない かを 承りたい、 若し 同一の 
意義であるなら ば、 宣戰の 詔勅の 中に 何處 にさう 云 
ふ 意味が あるかを 敎へて H ひたい、 若し 是が 無くし 
て申しましたならぱ、宣戰の詔勒以外な亊を、日本 
國家を 代表して、 日本の 特派 使節を 代表して 日本の 
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特派 使節は fl3 述べた のであります、 是は 矛 rf をして 
居る と 思 ふので す、 是に 於て 明 a なる 所の 答 辯を 私 
は 要求 致します、 是は國 家の爲 めに 由々 敷 關 係の あ 
る 事で ある、 それから 其 次は、 對茭 政策に 付 ? まし 
ては、 現 A 閣は不 干涉 である、 對茭政 策は 不干渉で 
ある、 親 #? 主義で ある •經消 聯盟を 部ら とする •斯 
う 云 ふやうな る ことを 言うて 居られる やうに 考 へま 
す、 併ながら 果して 對茭 政策と 云 ふ ものが、 本 當に 
不 干涉 で / JI 来ます かどうで せう •支那に 向 ひまして 
は 充分に 忠言を 與へな けれ ぱなら ぬ 國柄で は ある ま 
いか、 支那を 開 發 し、 交 那を 誘導し •保 謎す ると 申 
しまして は 聊か 言葉が 恧 5 ございませう が、 充分に 
扶け迫 く 所の rf ff: •か 我 口本國 家に ありますまい か、 
どうです か、 是があ ります るのに、 日 木 國 家の 最高 
部に： £られる所 0 行政〔 1'. ほ、不干涉であると言うて 

S し 込んで 居られる こと li 、 K に； ^ 親切であります 

まい か、 冷淡では ありますまい か、 左 ^ なる S •を 以 

て對支 政策を 恨 木 的に 解決 ■<£• られ ると 思は れる こと 

は、 現內閣 の 非常なる 詡想で ありますまい か、 支那 

は 撖立國 である® 立 ra に 向つ て 何の 干渉が 出來 るか 

1 3; ふやうな 月並 的の 1] V を W うて 居つ て、 對支外 

交の 根本を 解決し やうと 御 思 ひな さる / i: らぱ 、是は 

非常な ^ 〇 であります、 成程 獨立！ 一に 向つて 他の 一 

國が谩りに干涉をすると云ふ羾ほ_*は出來ぬこと 

であ 〇 ませう、 併ながら それは 裘面の 事で あ 〇 ます 

l gs 政治の yf li K iffl s gf ばかりで 出來 ます か、 殊に 

外交問題の fjf の in 3- に 至りまして は •辟 微の 問 に 成 

敗 利鈍が 荷つ て 2? る、 衍つ て K ろので あります、 尤 

も 成 (t 北方を 按け ろ、 或は 荫方を附赛する、斯う一 

方から 荇 ねますなら ぱ •外科 大 !:': はさう云ふ唞は一 

切 無い、 己の 方では 常 局奔 と ftl 折® する の 外は 決し 

て 無い か. r, 、 共 -'it を やつて 居る ので あつて •決して 

北を m く— Ffj を f? くす るな ど、 •云 ふこと li. ない、 斯 

5 言 (3: れ ます、 さう - i? はれますならば  >  さ う 言 ふた 

ので通りませう、通りませうが、茭那には八 {3 の眼 

が ある 日本には 一 访四千萬の眼がある(「而似」「 

えらい な j と 呼 ふ 苦 あり〕 此 日本人が見て的〇ます 

ろ こ-、 支那 人が 見て ® ります る 所の gf を， 外務 大 

臣 一人が さ 5 ではない と、 斯う fli 絕をせ られ ました 

所が、 それに f/c つて 全く 冇ろ ものが 無い とはな り ま 

すまい、 それは P ペ .M と 中し まする ものは •決して 之 

を 打 9? はして 仕妈 5 ことは (II 來な い、 若し 外務 大 K 
外交 方針に 關する 本 野 外務 大亞の 答 ^ I 


が 全く 北には m きをし ない、 南を！； くした ので (3; な 
いと 考へて 居な さるなら ぱ •眞 にさう 考へて 居りつ 
つ 斯う 云 ふ琪 をな さるの ならば- 是は 非常な 誤れる 
政治家で あります， 又實 にさう 云 ふ 事を 爲 しつ、 跪 
辯を 弄して、 喵だ皙 問の 矢先を 逃れる と 云 ふことの 
みに さう 云 ふこと を 言は れる ならば、 是は 非常に 不 
親切な ことであります、 北を K くし 南を 輕く する こ 
との 善し悪しを 言 ふので はない、 併し 現に さう 云 ふ 
ことを 爲 して 居りながら、 之を しないと 斯う 斷言を 
して、 さう して 此處を 切 拔けた と 思うて 居な さる こ 
とは， それで 協同 和衷す る ことが 出来ます か、 一體 
斯う 云 ふやうな 考を以 て、 矢 張 日本 國民に 當ると 同 
じ やうな 考を 以て、 支那 人に も 接して 行く と 云 ふこ 
となら ば、 是は 干渉せ ぬと 仰せられましても、 干渉 
以上に 妨害を なす ものであります、 又 親善と 仰せら 
れま すが、 阼 日の 御 答に も 親善は ? 6 だ 近頃 濃厚に な 
つて 宜しい と、 斯 5 喜んで 居な さる (「もう 止さぬ 
か J と 呼 ふ莕あ 〇) 親善を 致します る ことは •結構 
であります、 併ながら 現 內閣諸 公が 親善と 申し ま -t 
る ことは •日本 入と 支那 人との 間の 親善の 意味で あ 
〇 ませう けれども、 其 勘から 申しますなら ば、 親善 
が 何處に II1. 來て 居りま^-、 若し 政府が 親® すると 云 
ふ 時に 臨んで、 國民 と國 民との 親 W と 云 ふやうな 意 
茲をな す ことが 出 來 ると 云 ふなら ぱ •此方は 此 人民 
を 代 衷する だけの 國民的 政府で なくち やならぬ、 少 
くと も 此の 謎院に 於て 大多數 の 地盤を 持つて 居る 內 
開で なくち やなるまい 今の 内閣は それは 政 友 會の忍 
耐を 以て 1 忍耐を 以て 現內 閣の爲 す 所を 監視し、 
或は 是 A 非々 で 捃 られる さう であります が、 さう 云 
ふこと に 唯 だ 恃みを して 居ります が (「生 H 氣」 と 
呼 ふ 者 あり) 斯う； K ふこと を 恃み として、 蕻 會 に 於 

ては 自分が 大多姒 の按助 者の ある もの だと 思つて、 

日本 金 國シ 代表して 居る もの だと 御 思 ひな さるなら 

ぱ、 ^ ほ非黹な間速ひで也う(「節植」「冗長」と 

呼 ふ 者 あり〕 其 現 内 fK] が 向 ふの 所謂 ボ 閥 内閣と、 或 

は 親 剪を 致しました からと 云うて、 日 支の 親善な り 

と 云 ふことは 決してない、 故に 其 狀况 に付きまして 

は 非常なる Rrr の 誤解で ありませ う、 日 支 親善と 申し 

ます ものは、 l lt 少數 の 人が 或 S 味に 於て it 御用 商 

人 共が、 2A に ffl 交る と 云 ふ 位な ものであって、 支那 

人の佘 82 から屮しますならぱ、寺内内閣の對支政策 

に 付いて、 根本に 妈戠を 言うて 居る (拍手 起る) そ 


れは 北方の 者で もさう であり ませう， ■况や 南方の 者 
は 怨んで 居る のであります (拍手 起る〕 それを 以つ 
て 日 支 親善が 全きを 得た などと 言つ て 居られる こと 
は、 大なる 誤りでは ありますまい か、 それから 又 無 
干渉で 支那の ことが 出來 ると 言 ひな さる けれども、 
外交の 事に 付て 支那' か 完全なる ことが やれます か、 
或は 財政の 事に 付て 支那が 獨 立して やれます か、 又 
內政 改革に 付いても 援助を せず して 出来ます か、 或 
は m 事の 事に 付いても 彼は 獨 立して やれます か ( 「 
不干渉の 意味を 知らず j 「翳 長 注意すべし 一と 呼 ふ 
者 あり〕 此の 事に 付きまして ほ 日本が 好意を 以 つて 
支那を 誘導し なくて はならない、 不干渉な どと 云 ふ 
冷淡な 事を 云 ふて 濟して 居る ことは 出來な い、 支那 
と 日本との 間の 關係 は實に 生命の 關 係であります、 
若し 支那が 非常なる 害毒を 受けます るなら ば •日本 
は 是れが 爲 めに 非常なる m 害を 受ける のであります 
c 「言 ふまで もな し」 と 呼 ふ 者 あり) 故に 支那の こ 
とに 付いて 日本が 盡 します る ことは、 即 -t, 日本の 爲 
めに 日本 自らを 助ける が 爲め に、 やる ことと 同じで 
あると 云 ふこと を考 へなければ ならぬ、 然るに 唯 だ 
安那に 向つて は！ f 干渉で ある、 喵だ彼 のす る 儘に 委 
して居ると云ふことでは、對茭政策の根本が決して 
立ち ませぬ と 我輩 思 ふです (「簡 單」 と 呼 ふ 者 あり 
〕謅 員 諸君 も 此の 事に fi- きまして 、内閣 諸 公を 鼓舞 
奬 励して、 どうか もつ と日茭 親善の 事に 付て >  日茭 
の關 係に 付て、 十分なる 徹底的 關係を 惹起 '! やうに 
やら n ん ことを 希菌 致す のであります、 それから 對 
露 問題に 付きまして は、 現内閣が 如何なる 斟をな さ 
る積0で居り寸すかを ?1< 0たい、之から必ず露橄は 
相 結んで 日本に 向 ふに柑 違ない と 云 ふことは、 火を 
睹 るょ 〇瞭な る ことです、 斯う 云 ふこと に 付いて 現 
內閣が 如何なる 维 備を爲 して 居られる かであります 
現 內閣 •か 對露 政策に 付きまして •もつ と輕 薄なる こ 
とでな く、 根本的 政策を 立てられな ければ なるまい 
と 思 ふ、 露 西亞は 固ょり 今 (S 非常なる 狀 態に 居り ま 
す •此の 非常なる 狀烺に 居ります 故に、 n 本 (1 特に 
之に 注意を しなければ ならぬ 時で ある、 相談 丁る 者 
が露拘亞には居らない、或は「レ丨 — ン」が起つや 
ら 、どう 云 ふ 政府が 出来る の やら、 唯 だ. 其 時を 俟つ 
の外なしと云ふて居りますることは、まるで理想の 
無い 政治家と 云 ふて然 りであります、 抱負 も 無 けれ 
ば、 經綸も 無ければ、 理想 も 無い と 言は れ ましても 


i± 方がない のであります、 是等 に付きまして は 苟も 
國政 を與 つて 居ります る 所 〇 政府は、 屹度 確固たる 
所の 責任を 有つて 御 遺 〇 なさらなければ ならぬ 所の 
もので なから うかと 云 ふこと を 承りたい ので ありま 
す、 終りに 臨みまして 對英 問題の 事であります 1 
對米 問題の 事で なく 對英 問題 S 事であります、 英國 
と 申します る ものと 日本は 非常に 親密に なりました 
國交 極めて 敦厚 だと 昨日 仰せられました* それは 其 
通〇で ありませ う， 御 互に 大慶であります が、 東洋 
に來て 居ります る 所の 英國 人が、 國々 此の 日茭 親善 
のこと に付きまして、 妨害を 致して 居ります る 所の 
事 實を御 承知であります か、 s> o ますまい か、 是等 
に (•} きまして 現 內閣は 力の 及ぶ だけ、 英吉利 政府に 
向 ひまして、 日英の 間の 關 係を 阻害す る やうなる こ 
とを •東洋に 生活を して 居ります る 所の 英國 人が、 
爲さら ないやう に' 忠 苦を 隨分な されます る 所の S 務 
が あると 思 ふ、 唯 だ 中央政府の 人と 中央政府の 人と 
が、 信書の 件 復を 致しまして， 所謂 外交 辭令を 以て 
圓滿な る 交際を する ことが 出来た e めに、 兩國は 極 
めて 交際 敦厚な りな どと 言つ て 居られますなら ば、 
是は 知らない間に 大なる 火事を 起す のであります、 
尤も 日米の 事に 付きまして は 尙外に 申したい ことが 
ある. 或は 日米 宣言な どの ことに 付きましても、 其 
利害得失の 係は る 所を 極めて 申 述べて、 內閣諸 公の 
御考を 承〇た いであります けれども、 餘〇 長くな り 
まする 故に、 是等の 事に 付きまして は •又敢 て機會 
を 得ましたら 伺 ひた. いので あ 〇 ます。 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 本 野 外務大臣。 

〔國務 大臣 法 學 W 士子辟 本 野 一郎 君 登®〕 

〔『答 辯の 必要なし」 「のうく」 と 呼 ふ 者 あ 

〇國務 大臣 C 法 學： § 士子爵 本 野 I 郎君) 諸君 —— 唯 
今一; 川 君から 三 點に 付て 御 質問が ございました、 第 
一點 は 戰爭の H 的に 付て、 第二 點は 對茭 政策， 第三 
點は對 露 政策に 就ての «f であります、 戰爭の 目的に 
就きましては、 昨日 旣に 或る 質問に 對して 御 答を 致 
して 置きました から、 昨日 申 上げた ことより 以外に 
今日說 明 致す 必要は ない と考 へます (「其 通 OJ 「ひ 
やく」 と 呼 ふ 者 あり〕 さう 御 承知を 願 ひます， 尙 
又對茭 政策に 付. - f ましては 諸君 も御閗 きの 通， 〇 に隨 
分 長く說 明シ 致して la きました、 又對茭 政策に 付て 
ヾ九三 
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は、 第三 十八 露 會以來 政府の 所見は 明か 1- 天下に 分 
つて 居ります、 昨日の 演說 、昨日の 答 辯に 於て 十分 
1- 盡 きて 居る と 信じます、 押 川 君には 私の 演 說を尙 
十分に 御朗讀 あらむ ことを tn 望 致します (「ひや U 
や _! 拍手す る 者 あり〕 尙 又對認 政策に 付て は、 色々 
御 親切の 御 忠言が ござりました が、 是 は 恭しく 承つ 
て S きます、 政府で ii 深く 此問 題は 研究して 居る 事 
であります、 露 西 亞に對 する 政策 it 最も 愼 重に 措置 
を 致さなければ ならぬ ことで ございます からして、 
御 忠言の 程 It 有難く 拜職 致して® きます。. 

〔拍手す る 若 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 武 藤金吉 君。 

〔武藤 金 吉君登 塯〕 

0 武藤金 吉君私 は 政府の 施政方針、 及 財政 計 斑％ 

没 等に 就きまして、 我鹩の 床 次、 山本兩 君の 問 ほれ 

た 以外の 要點二 三を 質問を 致しまして、 他に もま •た 

質疑の 通 街 者' か ある やうで ございます から •極め ■て 

簡單に 時間を 活用を 致して lit 壇を 降らう と 思 ひます 

(「ひや」 と 呼 ふ 者 あり〕 此度 政府が 提出を 致され 

ました 國策 に付きまして ほ、 第一 か國防 計 a£ •第二 

は 萍業振 興の 計® 等が 含まれて 居る さう であります 

然るに國防の計夼に付ては、谷派の諸君から御質問 

が あつて、 政府から も 答へ られ て大腊 が 分りました 

が、 產業 振興の 計 5!1; に 付 ? ましては、 政府の 說明も 

甚だ 薄弱で あるの みならず、 又 ®: 業 振興の 計査と 申 

しまして 何が 此太 年の 計 班： の 中に 現は れて 居る ので 

あります か、 大藏大 はは 之を 四 五の ものを 列擧 致さ 

れ ましたが、 併ながら ！ It 自營 自給と 云 ふ 言葉が、 產 

業 振興の 意味を 含まして 居る とすれば、 此自營 自給 

とは 何を 認めて 宜しい ので あるか、 先 づ鐵の 問題は 

旣に御 質問 も あつた やうであります から、 是は省 き 

ます、 私は 食 斜 自給の 政策は どうな つて 居る か、 食 

料 自給 政策に 付て は、 何等 當局 から 一言の 說明 もな 

い パ lit 食料 自給の 政策が、 若し 國 防計进 に 伴つ て、 

若し； 朝 P1 家が 動員を 行 ふ 場合には 此 食料の 關係は 

どうなる ので あるか、 又 今後 二十 年 乃至 三十 年 •五 

十 年 乃至 百年の 後に 於き ましては、 此食料 自給 政策 

ほどうなる であります か， 此點 に付きまして は、 國 

防 計 迸と 共に どう 云 ふ 施設が あると 云 ふ 事を 聞きた 

いのであります、 更に 其 次 It 繊維 原料 政策で ありま 

す、 尤も lit 自營 自給と 云 ふ 事に 付て は、 纖維 原料の 

政策を 含む ものであると 思 ふ、 此纖維 原料 政策 it ど 


うなつ て 居る か、 棉 は どうな つて 居る か、 羊毛は ど 
うなつて 居ります か、 此豫算 に 現 はれた 所を 見る と 
云 ふと、 棉 のことは 何等の 事 も 出て 居ない、 唯 だ 羊 
毛 自給 政策と しまして は、 確か 三十 萬圓 であります 
か、 而も 百 萬 頭 二 十五 年 計 迸で、 國內で 羊毛を 造ろ 
と 云 ふ 政策ょ 0外 ほ 無い のであります、 此棉花 及 羊 
毛 It 現在に 於き ましては、 國內で 出来る ものは 一つ 
もない、 又 領土 內に 於て 出来る ものは ない、 然らば 
此擞維 原料 政策は、 果して 自營 自給と して 我 國內で 
間に合は せる と 云 ふには、 何を してやつ たなら ば宜 
いので あるか、 此點 に付きまして は、 政府 ほ 國防計 
进に 伴 ふ 所の 食料 被服 間 題は、 直に 之に 伴 ふて 此政 
策に 含まれて 居なければ ならぬ ものである •然るに 
此纖維 原料 政策の 研究は して ござる か 知れ ませぬ け 
れど も、 豫算の 表に 於き ましても、 總ての 表に 現は 
れて 居ない、 現は れて 居ない ばかりでは ない、 翻つ 
て％ 税計査 を 見る と、 此纖維 政策を 確かに 防 害を し 
て居る傾きがあります、それは何であるかと申しま 
すれば， 政府に 於ても 御 承知の 通り、 諸君 も 御 承知 
の 通り、 纖維 工業は 棉花は 確か 二百 五十 萬 錘で、 今 
績がれ て 居る 羊毛は 十八 萬 錘で 緩 がれて 居る-其 外 
に 我 帝 國に 於 ? ましては、 研究すべき 必要の 錘が あ 
るので •それは 絹絲紡 綴であります、 此絹絲 紡 媛は 
現在に 於て は 未だ 五 七 萬 錘し か. ございませぬ、 而も 
其 原料は、 今日 百 萬 錘 •乃至 支那の 原料を 合せます 
れば百 何 萬 錘に する も， 此絹絲 紡績は 羊毛に 對し棉 
花に 對して 之を 代用し 得る のみならず、 眞の 自營自 
給の 策は 之に 依つ て 立ち it. しない かと 思 ふ、 然るに 
此絹絲 紡續 の科學 は、 日本には ございませぬ、 高等 
學 校が澤 山咐設 になつ て、 敎育 を獎 励す ると 申して 

居ります が、 帝 國大學 にも 高等 學校 にも 未だ 此纖維 

工業 科と 云 ふ 4 のは 一つ もない、 唯 だ 僅に 上田 蠶 絲 

專門學 校に 二 三 萬 圓で あります のを •之を 何 萬圓か 

に 減じて 文部省に 出して、 文部大臣 は 之を 認めて 大 

藏 大臣に 出される と、 大藏 大臣は 此 大切の ものを、 

棒を 引いて 出された と 云 ふが 如き 事 實が 有る やうに 

承ります、 果して 事 ® なりと すれば、 大藏 大臣は 此 

繊維 原料 政策 等な どに 付て は、 此自營 自給と 云 ふこ 

とは 口 ばかりで、 實 際には 此自營 自給と 云 ふこと に 

觸れて 居らないで はない かと 思 ふ、 諸君、 更に 纖維 

原料 政策に 伴 ふ 所の 我が 絹、 生絲 、及 絹織物に 付て 

私は 尋ねて 見たい と 思 ふ、 此昨 年は 歐羅 巴戰爭 の 結 


果 と S しまして、 絹織物は 常 業者 〇 努力で もな けれ 
ば、 政府の 獎勵 でも 無くて、 七 千萬圓 程の 输出額 に 
なつて 居 〇 ます、 尙 本年は 格別 當 業者の 努力， 政府 
の獎励 がな くと も、 一億 萬圓 以上になる と 思 ひます 
是は 何の 爲め である、 政府 if 少 くも是 等に 注 窓を さ 
れな いのみなら ず 研究され て ありませ ぬ、 而して 一 
方の 增税 計 ® の 方を 見ます と、 咐税 計进 S 方に 於き 
ましては、 絹布 (i 瞥澤 であるから ^ 布税は 一割と 云 
ふ ものを 一割 三步 上げる、 斯ぅ 云 ふ 政策が 採られて 
ある やぅであります が、 私共の 考へる 所に 5S り まし 
ては、 此纖維 原料 政策と 云 ふ もの ほ、 棉花 羊毛 絹絲 
と 云 ふ ものに 付て.‘ 深く 一の 政策を 食糧の 問題と 共 
に 立て i、 國防 の計査 と共に 行くべき i ので 無い か 
と 考へ ますが、 此邊に 付て 御 示しが ございませぬ か 
ら 、是 等の 大要を 御 示しを 願 ひたいと 思 ひます、 E 
に 此增税 に付きまして、 全體 の、 此度 の增税 並に 廢 
減稅の 計畫を 見ます と、 新たに 出來た もの ほ、 戰時 
利得 税 「メリ ヤス」 「フヱ ルト」 の 消費税が 織 物税 
に 加は り、 又 淸凉飮 料税 、酒税 共に 加は り、 夫から 
增すべ きものは 、所得税、 酒税 •砂糖 消費 說 、郵便 
電信 料の 値上、 又 織物 消费稅 に 於 3- ましては、 是は 
增 しも 減り も 大して 無い、 整理を 目的と する、 又躞 
する 方は 前々 段 御 質問に なつて 居ります、 石油 消費 
税の晚 止であります が、 是 等の 諸税 に付きまして は 
政府は 果して 社 會政策 S 意味を 以て やつた ので あり 
ます か、 若く It 之を 整理す ると 云ふ點 に 重きを 置い 
たので あ 〇 ます か、 若くぱ 又、 大藏 大臣は 數 々御說 
明の 內に彈 力 ある 此財源 を 作つて 置かなければ なら 
ぬと 云 ふこと であります が' •此彈 力 あると 云 ふ、 即 
ち 餘地を 存した 增税 、或 ほ 廢減税 計 ffi であります か 
此點に 付て は、 私は 承は つて S きたい、 此社# 政策 
の 意味から 申しましたなら ば、 是は我 山 本 君から 御 
質問 も ありました 通りであります が、 郵便 電話料の 
値上げに 付きまして は、 金 國民の 內で私 の 調べた 統 
計に 據 ります と、 郵便を 發信 しない 者が、 —— する 
者が 百 人の 內 八十 以上に 當つて 居ります、 又 電車 汽 
車 汽船に 乘る 者は 百 分の 十以內 になつ て 居ります、 
而も 是 等の 比例は 一 小 部分の ものであると 見る こと 
は 出来ない かと 思 ふので あります、 是等の 比例から 
申して 行きます と、 此咐說 並に 廢減税 はどう も 平仄 
が 合は ないやう に 考へ るので あります、 もう 少し 大 
藏 大臣に 於て は 詳細の 御說 明を 願 ひたい、 夫から m 


に 上げる と 云 ふ 目的であるなら ば、 4fc の內の 所得 役 
な〇捺物消烈税な〇の稅があるのであ〇ますから、 
之を 上げても 私 li 二 千 思 [gl や 三千 萬 p li H ちに驳 m 
せる、 何も 細かな も 〇 を 漁らぬ でも 组出せ るので あ 
0ます、試に織物稅を見ますれぱ，縊拘说は大正六 
年は 千 七 百 四十 九 萬 餘回を K 行 裸 ^ に 見扣 つて あ 〇 
ますが、 昨年 大正 六 年に 於け る 所の 織物の 生産額は 
試みに 何 ぼ あるかと 大陡大 K に 問 ひたい、 大藏大 ES 
は 定めし 御 承知で あ 〇 ませぅ. •我 帝 國 S 錨 物 生 i? 額 
は、 四 億 四千 萬圓で あります、 內！ i 出 錨 物 七 千 茁 101 
を 引きます と、 差 引 三 億 七 千 ;! E y となる ので あ 〇 ま 
す、 三 億 七 千 萬 圓の一 制は 三千 七 百 萬 回で なければ 
ならぬ、 然るに 織物 税 ほ一 千 七 百 四十 九 ,® 101 にし か 
當 つて 居らぬ、 之を 一 制の 税率から 比ぶ れぱ 、現在 
は 四步五 厘 强に しか 當つて 居 0 ぬ、 何故に 此消 ffl 税 
を 一割と して 居る のは、* だけし か 上らぬ ので あり 
ます か •若し 之を 整理の 目的と すれば、 何も 木 f.'il を 
八步 にし、 毛織物を —1 絹織物を I 割 三步 にせざる 
も、 之を W 際 五 步に繰 下げた 方が、 整理の n 的と し 
て、 私は 完全に lit H 的を 達せら るると 思 ひます、 五 
歩に したなら ば、 千 八 西 . 75; 十 萬 圓に當 るので ありま 
す、 然らぱ 今年の、 現在の 財政 計® 预筘 として m は 
れた ものを 見ます と-五 步絞 下げた 方が、 却て 之を 
毛織物 や 絹織物を 一割 三步 とし、 木綿を 八步に して 
さぅ して 「メリ ヤス j 「フヱ ルト j を 入れなくても 
それ 以上に 上る ので ありま T から、 織物を 整理す 〇 
點 から 申します れば 、何故 五步に 繰 下げる と 云 ふこ 
とを せられ 7J: いか、 斯 くせら るるなら ぱ良 くは 無い 
かと 思 ひます、 併ながら 是は 取つ て © きの 税 である 
から、 彈力 を存 して 置く と 云 ふので & ります か、 之 
を 上げる と 云 ふ 目的であるなら ば、 是は格 別で あり 
ますけ れども 織 物税と 云 ふ ものは 琺ど 谷國各 地金 國 
の生產 地に 於て、 全く 一劑の 看板を 褐げ て、 二步の 
もの も あれば、 三步の もの も あり、 或は 六步の もの 
も あり、 七步の もの も ある、 恐らく it 大藏大 K と ! 1 
も、 此税 を収る fi ての 織 物税を 取る と沄ふ ことは、 
徹底され て 居らぬ。 ® 際御戒 知がない と 思 ひます、 
窗際此 織 物税 だけで も、 昨年 三 億 七 千 萬 圓の 一割 収 
れば 、どんな 盲 同 萬 盤を しても、 三千 七 百 萬 圓なけ 
れぱな らぬ ものが 一千 七 百 萬 圓しか 無い と 云 ふ 事に 
なつて は 是は隨 分 整理の S から 行きまして 大な る缺 
陷が あるので 無い かと 思 ふ、 故に 之を 大藏 大臣が 新 
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たに 計丧 せられた る、 木綿を 八步に する 八 ^ に 見稻 
つた 時は 二 千 九 百 六十 萬 M となる のであります、 加 
之 生 痒 額は 段々 m へて 參〇 ますから 織 物税 だけで も 
大正 六 年度には 二 千 萬 圆で 、大藏 大臣が 収る秸 りな 
れぱ誠 心 誠 SS 呦 行す る® りなれ ぱ収れ る、 然るに ffl 
投を輅 理すろ 社 ^ 政策と 言 ひながら 打 際に 於き まし 
ては、斯う云ふ取方をなされて居ると云ふことは、 
益々 吐％ gi の 面に 表は れて思 る 所の、 改惡を 獎呦す 
る ものであると 思 ふ、 此點 に付きまして 大藏大 K ii 
111-. 織物 税 は 斯うして 収つた ら 、どうして 行ける かと 
云 ふ、 ! It 考を告 々に 示して SS! きたい、 更 に 多年の 主 
張に なつて 居る 組合に 千分の 一を 交付す ると 云 ふ、 
lit 千分の 一を 交付す ると 云 ふことは、 整理を して此 
0 脫税逋 稅を 無くす ろ 13 めに やる ので、 唯 だ m 合に 

徒らに 千分の 一を —— 千 Ifa に 付て 一 p を 交 附す るの 

でない、 吾々 が 主張した の もさう 云 ふ % V 味で 無いで 

あります から 此 際 (X 陆物税 と 云 ふ ものは、 寧ろ 率を 

上げる ょ 〇 も、 SJ 花を 整理して 減額して、 五 步 にし 

てす つば 〇取 る 方が、 私は 此拗 物稅 等に fi て ほ 宜し 

くは ないか、 更に 所 fa fli を 兑ま すると、 所 52 税は餘 

程 yr い 掬 fI3 に 改良は したと 云 ふや 5 に 見えます けれ 

ども 是は 所 得 稅を綏 和して、 W 5? 若は 大 a- 社から 澤 

山収る やうに 见え ます けれども、 共 K は 大曾社 Kf 穿 

u 御 承知 S 通り、 俩 人の ものは 會社の ものに 直して 

現に 此 法 钳制定 を 見 a んで脫 税 して 居る 者が ある、 

大藏 大臣は ^ が 付かれて 居る だら うと M ふ、 果して 

然らぱ 此千 Ini から 上と 云 ふ、 千 [nl と 云 ふ ものを 一 •细 

にした のは、 喀ろ中 商 階級の e に 苦痛を 與へ る途で 

はない かと M ふので あります、 叶‘ 咐税 及廢減 税に就 

きまして は 『どの 邊か r, 眺めましても、 ft 税々 ??• 山 

収 る：：：： 的で あるか、 社 ^ 政策を pf 行す る EI 的で ある 

か、 3! に 此收 入を 多くす る：！：！ 的で あるかと 云 ふこと 

は、 窥ひ 知る ことが 出來な いので ある、 殊に 私 It % 

税計 ffi と此 E 资自給 S 萍荥の 政策を wi 立す る 上に 於 

て、 政府が ど 5 しても 今後 (t ta fll さなければ ならぬ 

ものが 茲に 一つ あると 思 ふ、 それ It 何で あるか、 そ 

れは此 關投收 入であります、 此關稅 は 收入ぱ かりを 

目的と する もので (i ありませ ぬ、 泡關税 は 内地に 於 

ける 所の 萍栾を 助 -M する 上に 於て、 又 競 gf する 上に 

於き まして、 どうしても 關稅定 率と 內 地產荥 と 云 ふ 

もの It 並行して 行かねば ならぬ のであります、 SJ に 

©氓が 開けて 三年 冇半 、今日に 至る まで 關税 改正の 
施政方針に 關すろ 仲 小路 ^ I 商務 大 fill の 答 辯 


必要の 迫つ たことは 一にして 足らない、 本 M は 春の 
臨時 議會に 於て、 關税 改正を どうす るかと 云 ふこと 
を •辟て 拽算 委員 會に 於て ？ T 問 致した のであります 
が 此 度の 增稅計 迸が 收 入を咐 すと 云 ふ 事、 產業 をし 
て® 立させる ^' 即ち 自營 自給を 行 ふと 云 ふこと に 就 
てなら ぱ 、此關 税 政策と 云 ふ ものを 改正し、 關税政 
策に 依つ て 內地產 業を 保 謎す ると 云 ふことは、®々 
あるので あります、 其 ®! 々 あるべき ものを 一つ も tt 
處に职 げてな いと 云 ふのは 何故で あるか、 歐羅巴 若 
くは 亞米利 加に 於き ましては 殆ど 一年の 中に 毎週此 
關税間 題に 就て、 さう して® 出 人の 調節を 計り、 內 
地瘅椠 を lil つて 居る と 云 ふ 事は、 此時 局に 於け る 現 
狀では ありませ ぬか、 又 吾々 日本 國民も 此關税 政策 
の Is に少 tt からざる 苦心を 致して 頭を 惱 まして 居る 
ので あ 〇 ます、 是は 大藏大 R からで も 宜しう 御 ざい 
ます、 若く ! i 外務大臣からで も 宜しい、 又は 總理大 
臣から 大粒の 上に 於て 御 方針を 示されるなら ぱ尙結 
嵇で あります が、 此關 税は 何故に 今度の 咐税の 中に 
加へ なかつ たかと 云 ふ、 是は 額が少ないからで ある 
と 云へ ば •私は X 少ない からで あると 云 ふ 理由を 承 
つて 見たい と 思 ふ、 是等 の點に 就きまして、 大體を 
述べまして、 政府の 意の ある 所を 詳細に 承りたい の 
であります (拍手 起る〕 

〇 國 務 大臣 (仲 小路 HK 君〕 議長。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 仲 小路 農 商務 大臣。 

〔阀 務 大臣 仲 小路 Hrf 君 登 © 〕 

〇阈務 大臣 (仲 小路 Bt 君) 武藤 君の 御 質問 中、 農 商 
B 省の rf ^-f に！！ S します る點に 就きまして 御 答 致し ま 
す、 御 H 問 中の 第一は、 食料 問題の 事に 就て であり 
ました、 今日の 媞 合に 我 國民の 食料 問題を 解決 致し 

まする 事は 是は此 際 最も 大切な 論であります、 現在 

食料品の 事 1.-. 就きましても •種々 の 方面に 注意を 致 

して 尻る のであります、 先 づ 今日 現在の 悄勢に 於て 

は、 各種の 方法を 執りまして、 之に 毀す る 不足 |£ な 

い fj 〇 であります、 さりながら ) 1? 來を考 へま すれ If 

我人 口の 咐殖 と共に 將來 に PL る 食料 問題に 就て 適當 

の 方策を 譎ずる ことは、 大切な 事であります、 此考 

を以 ちまして 今回の 雅览 中に も 土地利用 C 爲- '相 常 

の 調 资 2!i を 計上 致した のであります、 之に 依り まし 

て將來 我が 人口の 咐 m に 伴 ふ 食料品を 相當に 解決し 

ます S に •我阈 內に 於け る 不用の 土地の 利用， 其 他 

各秘の 方面に 依りまして 耕地 田畑の 棚 張を 計りたい 

W 政 方針に 關する 勝 田大藏 大臣の 答 辯 


と 存じます、 尙 食料 問題の 解決は 獨り それの みなら 
ず、 或は 水產 物の 開發 若く は 畜產其 他の 途 •是等 谷 
種の 方法に 依り まして、 其 綜合した る 結果に 依つ て 
滿 足に 是等問 題を 解決した いと 存じます、 即ち 今回 
は 畜產の 事に 就きましても、 相當 の計丧 方法を 立て 
たのであります、 此 中に 最も 肝要と 存じます は、 即 
ち 緬羊の 點で あります、 是は武 藤 君が 第二に 御尋に 
なりました ® 維 工業 問題の 解決を 吿げ ます b から も 
大切であります、 驟維 工業の 材料と して 第一は 羊毛 
に關 する 問題であります、 此問題 も 時局の 情勢に 鑑 
みまして 一日 も 速に 解決し や 5 と 存じます、 是ほ內 
に 於て ii 成るべく 緬羊 佾殖 の途を 講じ、 尙應 急の 處 
置と 致しまして は、 或は 滿洲 、蒙古 其 他に 於て 適當 
な 方法を 執りまして、 國民の 必要と 致します る此羊 
毛は 將 來に亘 る 事、 及應 急の 處 置、 此 二通りの 途に 
佐り まして 適當の 解決を ff げたいと 存じます それ か 
ら其 次には 棉花の 問題 •此 棉花の 問題 も是も 同樣に 
必ず 將來は 自給の 途を 立てたい と 存じます、 唯 だ是 
は 羊毛とは 其 性質、 趣を 異に 致しまして、 我內 地に 
於け るよりも 其 他の 途に 依つて 相當の 方法を 立てね 
ばな り ませぬ 此點に 就きましては 農 商務省に 於て 產 
業 調査 局の 調査に 依りまして、 それ < 十分なる 調 
査を盡 して 居ります •又 一旦は 相當 の計晝 を 立て ま 
して、 早 や 旣に 朝鮮 或は 其 他に 於て U1 來得 る途を 講 
じて居0ます、是ほ尙場合に依0ましたならば、今 
日まで 調査を 致しました 狀况を 詳しく 申 上げて 宜い 
と 存じます、 それは 又别 段の 辟 筲があ らう かと 存じ 
ます、 其 他 種々 の 御尋も 御 ざいました が、 是は寧 ろ 
大藏 大臣より 御 答 辯 あるが 相 當と 存じます、 私 1¢ 是 
だけ . 

〔國狗 大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 

0S 務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今 武藤哲 S 御尋 は餘程 
詳細に 苴 りました やうで ありました、 大體に 於 ? ま 
ましては —— 願くは拽算委員會も御ざいまするし佾 
稅 の委 a 曾 も 御 ざいます から、 詳細の 事 (i 其方で 御 
問答を 致し、 篤と 御 話 も眾 りたい と 思うて 居ります 
大體申 上げます ると咐 税計® に對 する 〇的で&〇ま 
すが、 是は 昨日 此議％ に 於き まして、 私より 申 上げ 
ました 通りに、 社® 政策を 目的と して 之を やつた と 
云 ふやうな 趣意で it 御 ざい ませぬ ので、 即ち 此％ 税 
の 計 班を 立つ るに 當 〇 まして、 一般の 此負擔 の狀况 
に 鑑みまして、 gi の 均衡を 保つ と 云 ふこと を 主と 致 


しまして 、此 意味を 以 ちまして 整理を し、 尙 今日の 
狀况に 鑑み、 或は 物價 騰貴 其 他に 於て， 此 下層 社 會 
の 者が 闲つて 居る と 云 ふやうな 事を 斟酌して やつた 
斯う S ふ 精神で 出來て 居ります る 次第であります、 
又 特に 武藤 君は 織物 消費 ift に 付て 頗る 御 詳しう 御 ざ 
いまする から、 色々 御 話が 御 ざいました が、 兎に角 
政府の 今日 考へて 居ります る 所では 今般 提出 致して 
居ります る 方法に 依る を 以て‘ 最も 適當な 〇 と考へ 
て 居 〇 ますろ ので、 又 所得税に 付きましても で 御 ざ 
います、 是も 種々 の 御 考案が ある ことで あらう と 信 
じます る、 併な •から 今日の 場合に 於て、 政府は 今日 
提出して 居ります る 所の 案が 最も 相 等なる ものと 考 
へて 提出を 致して 居ります、 ffl 是等 に付きまして は 
です 委員 會等に 於て 詳く御 話 も 承は り、 又 私 並に 其 
他 政府 委員ょり して 詳しき 御 答を 致したい と 思うて 
居ります るので 御 ざいます、 最後に 此關税 の收 入の 
事で 御 ざいます •是は 誠に 御 尤なる 御尋で ありまし 
て、 關税と 云 ふ 事に 付きまして は、 政府 ! t 決して 等 
閑に 致して 居り ませぬ ので •即ち 大藏 省に 於き まし 
て も、 或は 農 商務省に 於き ましても、 或は 外務省に 
於き ましても、 それぐ _關 を 設けまして 此の 關税 
のことは 十分 調査を 致して 居ります 併ながら です、 
此の 關稅の 事柄た る や， 頗る 申す まで もな く內 地の 
產 業の 發展 、其 S 他に 重大なる 影響を 持つ 事で あり 
まする ので、 是れは 能く 調査を 致さなければ ならぬ 
殊に 今日の 狀勢が です、 未だ 此の 關税を 全 la に亘つ 
て 動かす と 云 ふやうな 平靜な る狀 態には 無論な つて 
居り ませぬ ので* うつかり 之れ を やります ると、 忽 
ち 數年の 後に 是九も 困る と 云 ふやうな 事柄 も 生じて 
来ます •之れ を 海外の 狀勢に 徴 して 見ましても、 外 
國に 於き まして 關稅 をい ぢ つて 居ります るが， 其の 
いぢつ て 居ります る 所の 外國の 趣意は、 產業を 保護 
すると か 云ふ糈 神と 云 ふ ものは， 殆ど 毛頭 今日の 所 
に 於て は 無い のであります、. 申さ ば 正貨を 如何にし 
て 維持す るかと 云 ふやうな 目的を 以て、 關税を 修正 
し、 或は 船腹を 如何にして 調節す るかと 云 ふやうな 
目的で 以て、 關税を 修正す ると か、 或は 又 軍需品、 
眾 用品の 供給を 十分に する が 爲 に、 此關税 に 手を 著 
ける とか、 斯う 云 ふやうな 目的で 大槪 外國は 今日 關 
役を いぢつ て 居ります るので、 一般の 商業 貿易と 云 
ふやうな 點 から 致しまして、 まだ <此 關稅の 事に 
は 外國 では 手を 著け て 尻らぬ やうに 考 へます、 それ 
一九 五 
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で是 等の 事に 付きまして ほ、 武笼君 の 仰し やる 事と 
云ふものほ、大證に於て大に考瞪すべき斟椚であり 
まして>而も其事たろや、重大にして愤苽なる考趙 
を 要する と 云 ふ考か ら 致しまして、 今日 13: 關税 に關 
します る 所の 提案を 未だ 致して 居 〇 ませぬ ので 御 ざ 
います、 孰れ 乂是も 詳細なる 事柄に 付きまして は、 
税法 或 ir 豫算の 委員 ir 等に 於き まして、 御薛に 依り 
まして 詳細なる 御 答を 致したい と 思 ひます。 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 望月 小太郞 君。 

【望月 小太郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 最早 時 尚 も 段々 切迫して 參り 
まする' か、 今此望 月 君の 質問 及 政府の 答 辯の 間に 時 
間が 經過 する ことがあれば、 それは 延ばす と 致した 

いと 思 ひます (「異 翳な し J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 左櫧御 承知 

を 願 ひます、 而 して 成るべく 簡明に 希望 致します。 

〇 望月 小 太 郎君 本員は 外交に 關 しまして、 _ 長 御 

筘望の 如く 極めて 簡明に 三點に 付て？ £ 局の 御說 明を 

煩は したく 思 ひます、 本來此 K 大なる 時局の 大變遷 

に 關 しては、 本來昨 日總理 大 K 及 外務大臣は 吾に 向 

つて 十二分に 帝國 政府の 抱負の 有る 所を 示され 內外 

の 人心に 向つ て 極めて 緊張した る 結果を 與 ふべき 筈 

である、 此 本員の 期待は、 昨日 来の 常 局 S 答 辯に 依 

つて 金く 失望に 歸 しました 、巳むな く玆に 最後の 質 

問を 試みる 次第であります、 第一に 總理 大臣と 外務 

大臣との 意見に 封して、 私は 一致せ ない 矛盾の 1; が 

ある やぅ 1- 飛り ました、 此點 より 御說 明を 煩は して 

見たい と 思 ふ、 昨日 總理 大臣は 斯樣に 言は れて 居る 

「聯合 與國 との 協議を 骼實 にし， 共同 作 11 に必耍 な 

る 行 励を 執りつ i ある」 誠に 結構の 次第で ある、 然 

るに 外務大臣の 演說を 拜聽 致します ると、 「聯合 國 

中 講和の 荘 礎と 見るべき 意見の 發 表せられた る もの 

ある も、 帝 國は是 が 協議に 與から す」 即ち 事 實上聯 

合與國 から 度外視せられ て 居る と 云 ふこと が、 外務 

大臣の CE 白で ある C 拍手 起る〕 少く とも 與國の 眼中に 

は 、遛 憾な がら 現 外務大臣と 云 ふ 人は 重きを なさな 

かつた と 云 ふ證據 が、 此に 存在して 居る ので ある、 

(拍手 起る；} 此一點 に 付て 先づ私 は 外務 大尚が 倫敦 

宣言* を 引用せられ、 僅かに 其 胸中 悶 々の 不平を 遺 

された 所の 形跡の あると 云 ふこと を 申 上げて 越き た 

い C 拍手 起る〕 次に 本来 首相の 所謂 全世界の 大動亂 I 

是は 誠に 本員 も 所感を 同う する 一人であります るが 


之に 對 して 如何にして 之を收 拾す るかと 云 ふ 政府の 
意見に 付て 玆に 承は つて 見たい ので ある、 簡單に 申 
せば、佛國は其國民最後の一人の殘るまでほーァル 
サス J  ロ ーレン J の 回復は 勿論、 永久 平和の 安全な 
る 基礎が 出 來る まで ほ 钗を收めない、又英吉利ほ ® 
々其 國家の 名® に訴へ 、獨 逸の 占領した る 白 耳義、 
塞 爾比其 他の 領地の 完全なる 回復 —— 完全なる 回復 
とは 申す まで もな く、 誰 人 か 損害賠償に 任じな けれ 
ばなら ぬと 云 ふ、 此 完全なる 回復と 共に 是亦 永久 平 
和の 保證が 出来る までは ，斷 じて 劍を收 めない と 云 
ふので ある、 去つ て亞米 利 加， 是は 諸君の 御 推 B に 
依て 本員 等 昨年 親しく 米國 上下の 有樣 に接觸 致し ま 
したが 米國は 一面 其 建 國の大 精神た る、 平和、 正義 
人 遒の此 三大、 王 義 •恰も 我 御同樣 が、 皇室 中心 主義 
と 同じく 此 熱烈なる 三大 主義 即ち 世界の 平和、 人道 
正義を 破壊した る 所の 獨逸 に鲟 して、 飽まで 此 目的 
を 貫徹し なけれ ぱなら ぬと 云 ふの が 一面の 理由、 第 
二には 不幸 聯合 與 國の佛 國に して 挫折し 若く は英國 
にして 振は ざる 曉 は>  獨 逸の 毒牙は 南米より 直ちに 
北米に 及んで 來 ると 云 ふ自衞 上の 必要より して 「ゥ 
ヰ ル ソン」 大統領の 此頃發 表せられた る 宣言に ある 
が 如く 「趨 に® りて 立ちし 者は 蝕に 亡びる と 云ふ眞 
理を敎 ゆるまで」 は 是以て 平和 克復は m 来ますまい 
此英佛 米の 狀 勢に 對 照して 獨 逸の 有樣は 遺憾ながら 
過去 三年 間に 於て" 歐洲の 中原に 於け る 其 勢力は 殆 
ど 牢乎と して 拔く ベから ざる ものが ある、 一言に 致 
しま すれば、 彼は 歐洲の 中原に. 「より 大な る獨逸 帝 
國 j を 打 立てた のみならず、 旣 に露國 との 國 境も最 
早 事實獨 逸の 勢力 ® 5. 圍に 落ちつ、 あると 云 ふ 有樣に 
なつて 今日の 獨逸は 西南 英佛 方面に 頭を 跳ら して 居 

ると 同時に、 其 尾は 遠く 露國を 隔て、 我等 極東の 浦 

顆斯德 に 来て 居る と 云 ふ 情勢 I 是' か 即ち 總理 大臣 

が 觀て 以て 世界の 大動亂 となす 考であ つたなら ば， 

本員 極めて 其 所感を 同ぅ する ものである、 偖て 斯の 

如く 協同の 敵た る獨 逸の 勢は 西南 英佛 米の 方面 •東 

は 亞細亞 の 極東に 及んで 居る と 云 ふ、 此 協同の 敵を 

を 打破り まする には、 此西 南方 面と 極東 方面と 一致 

團 結して、 包圍攻 擊 的の 策 戰を 施す に 非ら ざれは、 

此 目的の 貫徹が 出来ない 事は 明白で ある、 玆に伺 ひ 

度い のは、 昨日 首相と 外相は、 此 協同の 敵に 對 する 

意見に 付て、 略々 同一の 事を 申されて 居る、 即ち 東 

洋 平和の 維持に 關し ては、 帝國は 斷乎 たる 決心 あり 


斯う 云 ふ 意味を 吹 膣せられ て 居る， 何もの が 聯合 與 
國と此 協同 策戰に 付て ほ 十分なる 協定が あり、 而し 
て此 決心から 總理 及び 外務大臣 •か 右 S 所信を 披歷し 
たもので あらう と 信じます が、 果して 騎 合與國 と ia 
憾なき 協定が 出来て 居る ことであるなら ば •具 Is 的 
に 其の 經過及 結果の 說 明を 望む ので ある， と 申す も 
のは 極東 方面に 對 しては、 本 野 君は 殊に 現内閣の 一 
外務大臣 としての 責任者の みならず •日露 協約の 締 
結 者と して 歷 史的の 責任を 有つて 居る 抑々 前 內閣の 
大正 五 年 七月 三日の 日露 協約の 第 一條に 「露 國ほ日 
本國に 對抗 する 何等 政治 上の 協定 乂ほ 聯合の 當事者 
となら さるへ きこと」 と 云 ふこと が 規定せられ* 第 
二條 には 「雨 締盟 國の 一方の 極東に 於け る 領土 拙 又 
は 特殊 利益の 侵 迫せられ たる 時は 兩國は 其權 利乂は 
利益の 擁 81 防 ® 1 の爲め 相互の 支持 又は 協力を 目的と 
して 採る へき 措置に つき 協議す へし」 と ある、 此の 
日露 協約の 爲めに 本 野 君は 子爵と なられた、 (笑 聲 
起る) 此 日露 協約 —— 玆に本 野 外務大臣に 承りたい 
抑々 露 國が阼 年 三月 革命の 起る と共に、 露 國に生 長 
せられた る 所の 本 野 君は、 此 革命の 結果が 如何に 戰 
局に 多大の 影響を 來し 、延 ひて は 本 野 君 自身が 當事 
者の 一人と なつて 結んだ 日露 協約の 精； lip 迄を 破壊す 
るに 至りは せぬ かと 云 ふことは、 是 は當然 推測 せら 
るべき 筈で ある、 少なくとも 本員 玆に 日時を 擧げて 
御 fti 憶を 喚び 起し ませう、 七月！ 一十 二日 露 都の 動 亂 
の 根本は、 獨 逸の 手先た る 勞兵團 であつ た， 此勞兵 
團は 武力を 以て 假 政府を 顚遨 しやう とした、 此 七月 
二 十二 三日の 事變は 外務大臣の 手許に 此 報道が 明確 
になつ て 居る 筈で ある、 而して 越て 八月 一一 十六 日" 
ケレン スキ— は 到底 聯合 與國の 援助を 受 くるに 非ら 
ざれば、 露國 は戰爭 を繼續 する ことが 出 來な いと 云 
ふこと を 言つ た、 之に 付ても 帝國 政府は 相當の 助力 
を與 ふべき に、 是れ亦 與へ ざる 結果、 九月 十七 日‘ 
玆に獨 逸の 手先た る 所の 右 勞兵會 は、 決然と して 起 
つて 玆に 講和 談判に 手を 著け たと S ふ 順序で ある、 
此 以上 今日に 至る、 即ち 十一月 二 十三 日、 植獨 講和 
談判の 決議から、 十二月 二日 休戰 談判を 開始した と 
云 ふことの 今日までの 經過は 省略 致します 、要する 
に 露國に 居られた 所の 本 野 君が、 露 國と獨 逸との 關 
係は 彼 得 大帝 以来 •殆ど 血族 的傳統 的に 露國の 宮中 
から 文武 百官にまで、 獨 逸の 勢力の 及んで 居る こと 
は 明瞭で あるべき 筈で ある、 然らぱ 露國に 革命が 起 
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〇、 其 革命の 結果は、 遂に； E JII まで® 通の 勢力 〇 及 
ぶべき ことは、 外務 大 K た- * > ずと 雎 4、 其 位の 琪は 
一見 明瞭の 道理と して 當然御 推測に なつた 箬であ る 
况や 唯今 申 上げた 七月 二十 二日、 進んで は 九月 十七 
日， 玆に公 然日訖 協約の 第 一條を 打破つ た 所 c fs 四 
の狀 態に 對 し、® 取 平和の 維持 者た るべき 帝 21 は" 
當然 其の ffl 利の 搾 謎 者と 致して 帝 國自ら 其 主 E 者の 
地位に 立つて、 英佛 米の 三國に 協 謖せ られ 、此三 國 
ょりして 露 feg を 始め 共 他の 疑惑を 受けざる 範® に 於 
て 充分なる 我阀 に對 する m 賴と 委託と を 受けた 極 IK 
平和の維持者たるものほ、二に日本であると云ふこ 
とを、 此 時に 決然と して 屮 外に發 表せられたなら ば 
爾來西 比利亞 に 起つ た 動亂は 锊 つて 起らぬ 害で ある 
(拍手 起る〕 然るに も拘 はらず、 昨年 以來 十數简 月 
を 經たる 今日に 至つて、 何事 も爲 して 居らぬ とは 申 
上げぬ、 即ち 昨日 總理 大臣の 說明 、外務大臣の 說明 
に 何もの か 有る に 違 ひない、 有るなら ぱ 何とて 之を 
此龌に 曝け 出して、 內外國 民の 疑惑を 一掃し、 殊に 
我等 國 民の 人心の 上に •一大 興 tf 劑を與 へる と 云 ふ 
だけの 勇氣 は、 當然 持たれなければ ならぬ ことで あ 
る、 此第 一點に 於て 先 づ御答 辯を 伺 ひたい、 第二は 
簡 m に 支那 問題に 就て 申 述べて 見たい と 思 ふ， 昨 n 
以來政 友會の 諸君を 始め、 我 戴 其 他の 諸君が 支那 問 
題に 就て說 明を 求められました が、 如何にも 當局大 
臣と 致して は、 私 ! t-' 誠意を 缺いた 御 答 辯と 瓰憾な が 
ら思 ふので ある、 何と なれば 現內閣 こそ、 此の 對茭 
外交の 刷新を 標榜せられ て 立たれた 内閣で ある、 洵 
に 其 目的は 結構で ある、 併しな •から 其 結果は 刷新 ど 
ころ か、 支那の 今日は 殆ど 日茭 の關係 上から 觀ます 
れば 、混沌と なり、 紊亂 となつ て 居ります (拍手 起 
る) 是は 搵〇 吾々 が 言 ふの みならず、 政 友 會の決 謎 
書に te つて 見ても、 支那 政局の 不安定と 云 ふことは 
明瞭に 書いて あります るぞ ，即ち 天下 萬 目の 認むる 
所の 事 ® である、 (拍手 起る〕 本來支 那なる ものを 
露骨に 批評 致します れば 、恰も 風雨に 堪へ 雛い 大迦 
藍が 僅かに 四方から 支 へられる 柱に 依つ ての 如く、 
其阈 命を 漸く 維持され て 居る、 其 支へ 柱は 言 ふまで 
もな く 日本で ある、 其 日本が 中心と なつて、 日英 同 
盟 _ 日佛 協約、 日露 協約 •否、 現內閣 の 一成 功た る 
日米協 約、 是 等の茭 へ 柱、 之に 依つ て 支那の 獨 立を 
維持して 居る、 正確なる 國際 公法の 意義から 解！ 一す 
れば 、支那なる ものは 列國 協約と 沄 ふ干涉 的の 力に 
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依つ て、 其の JS 立を 維持して 尻る ので あろ、 (拍手 
起る〕 常 局は 励 も すれば 支那の 內 政に 干涉 する こと 
は 絕對 にしない、 と 云 はれる •か 今日 if. 內政 では あり 
ませぬ •前段 申した 如  <搵 逸 S 勢力を 此 S- に 致した 
;V G ば、 支那 其 もの、 滅亡 —— 即ち： 亞細：亞其 もの、 
盛袞 安危は、 此日茭 打つて 一 團とな るか、 ならぬ か 
と 云 ふ 根 木 政策 r 於て 定まる ので ある C 拍手 起る〕 
此等 C 事 , £5 は 私が 巾す 迄 もな く、 此日本 國民の 生存 
の 必要、 發辟 の 必要の e めに、 此® 洋の平 和 維持に 
ffi ずる、 日本の 苦心は、 英國亦 之を 認め、 前 内閣の 
時には 御 案内の 如く 支那に 對する 政治 上の l!IJ 題に 關 
しては、 口木に fn 談せ -f しては、 英國は 取獨 行 ! 11¢ を 
執らぬ と 云つ たのでは ありませ ぬか 又 日米協 約 — 

木 野 君の 一成 功で & る、 之に も 日本の 支那に 於け る 

所の挺越なる地位及其利益は承認して屛られ.\外 

列 强旣に 支那に 於け る 我® 越なる 利 寄、 及 其 地位を 

認め •內 、國論 は 政友符 と M li ず、 國民热 と 言は ず 

我等に 至る is llt 絕對必 要を 認めて 居る、 而も 今の 時 

は 如何なる 時で あるか、 破局 大轉 換の此 時局、 まご 

<致 したなら ば 露 西 ffi を 通過した る搵 逸の 勢力は 

伊犁 、新 骱 •若く It 外蒙古から、 贸河の 上流に 這 入 

つて 來る ことは、 是は 見易い ii En である、 故に 假に 

R 本が 聯合 與國と 協定の 結果、 或は 浦 朔か ら哈 rira 賓 

若く は 饵 々哈 觔汾迄 なり、 若く は 日本 自 衞の絕 對必 

耍 上から •此の方 面の 守 Kfl 及 ひ 其 平和を 維持 致した 

と 見做した 所が、 支那 今日の m 北對峙 の 勢に 委して 

居 〇 ましたなら ぱ 、此 栩 逸の 勢力は、 摔诋へ 來る中 

菏から して 贸 河の 上流に m 入つて 来る、 左な き だに 

遝 逸の 現勢は 先刻 申した 如くで あるに、 之に 加 ふる 

に 物資 贫料無 限 無 盡の界 西亞 ，及 ぴ茭那 に 這 入つ た 

曉 には、 靑島阽 落の あの 目的は、 全滅す るの みなら 

ず、： iri' 大 c> の 所謂 聯合 與國 との 共同 作戰な る もの 

0 根 木 的から、 打破せられ ると 2: ふことは、 一見 明 

瞭 の 次第であります (拍手 起る) 故に 私 (S 支那の 2 : 

政に 干與 せょ とは 屮さぬ ，斯ぅ 沄 ふ列强 金 K: の 運命 

に關 する 此戰 局の 大鞞換 期に 伴ぅて、 日本は 一面、 

聯 <= 與 國 に對 して •此狀 勢を 承認せ しめ、 交 那に對 

する 日本の P? 言 fffl r. 付て は、 列强 をして 金 然 日本に 

信頼せ しめ、 而 して 他面には 支那 政府に 向って 誠心 

誠 H に、 此束洋 全局の 大運 命、 日 支 共同 盛 莪存亡 の 

大岐路 に、 我等は 立つ て 居る と 云 ふこと を 現內閣 が 

支那 I' 視議 せられて さう して 共同の 此敵を 打破る と 


云 ふこと に、 御考を 運ら して® いたなら ば、 思 ふに 
對支 外交 政策と S ふ ものは、 愚に 初めて 其 成功の 端 
緒が 得られ や 5 と 思 ふ •本員は 北方を 援助 致した と 
云 ふ 現内閣に 對し ては、 昨年し 月事 1® を 犁げて 申し 
ましたから、 今 a ii 繰返し ませぬ が、 假に 北方を 肋 
けても K しい、 助けた S に 南方の 靜定が 出來 るか、 
是 は 絕對 に： 个可 能の 事で ある、 抑々 湖南の 天險 I 
湖南を 踰へて 雨廣 から 四川に m 入る ことは、 窝世凱 
も 之が 爲めに 滅亡した、 段祺瑞 も 之が 爲に失 脚した 
如何にして 此天險 を 踰へ て、 南を 靜定 して 南北の 安 
寧を 得る と！ 2S ふこと が 出 來ま すか、 のみならず 不幸 
今日の 如く 南北 對畤の 勢を 其 儘に 置いたならば、 平 
和 締結 後、 此 南北 對畤の 勢を 利用 致して、 我 日本の 
不利益を 岡る ものは 豈挪 り獨探 のみな らん やと 斯樣 
に 思 ふので ある、 現に E 凰 山 馘網間 題に 付て、 李 純 
が 反對 した、 又 現 時 南方 一帶の 新聞が 悉く R 本に 反 
抗 致して 居る では ありませ ぬか、 喵彼等 か及ぱ ざる 
を 以て 空しく 恨を 吞んで 現内閣の 政策に 向つて、 何 
とか 支那の 安定の 出 來るや 5 に 盡 力して 吳れ ろと. 云 
ふの が， 支那 M 北兩 方面の 希 詔で ある (拍手 起る) 
此希 望の 潮流に 乘じ冀 くは 昨年 七月の 豫算 總會に 本 
員が 忠言した 南北 調停 說に 斷然對 支 政策を 御 改め あ 
ら むこと を (拍手 起る〕 是は出 来る か出来ぬ か ■•此 
點に付 て御說 明を 願 ひたい、 其 詳細の 方法に 付て は 
本 fl 別に此 齡 愈の 或 機 ® • に 於て 外務大臣と 意見を 交 
換して 見たい と 思 ふ •第三 最後の 質_ に 至つ て it- 、 
米 國に對 する 外交に 就て 說明を 煩して 見たい、 外務 
大臣 及總现 大 ill は、 石并 子爵の ® 米と 共に 米阈政 府 
常 局 者と 隔意な き 協議を 遂げ、 軍事 關 係に 付ても、 

滿足な る ta 定を得 たと、 是は 殊に 外務大臣の 演說中 

に 昨日 も 明言せられ たが、 本 M は玆に 米 國に對 する 

我 外交は 極めて 不徹底に して、 不 率直で あると 云 ふ 

屯實 を 擧 げて當 局の 御說 明を 煩は したい、 抑々 昨年 

四月 二 日米® が獨逸 に對 して 開 戰 すると 共に、 我國 

は 第一に 米國 に對 して、 我幽 は 撤 crj 徹 M 米國 其他聯 

合 與國と 此共 同戰爭 に從斟 すべき も S である， 就て 

は 過去 三年 間、 開® 以來 日本が 聯合 與國に 貢 11 した 

所の 大要は 斯の ものである と 云 ふこと を >  米 國の官 

民に 廣く知 らしむべき に拘ら ず、 ? f 々 rs 米屮 斑き 人 

りたる K 例は！ 一〇 本員の みならず、 政 友會の 政 M 君 

維新會の山根君皆齊しく是は涝ぃた琪實でぁる、即 

ち 米 國の當 局 者 中に すら も、 我國 が參戰 以来の 聯合 


國 に貢獻 した 所の 事實の 大要を さへ 知らない 者が あ 
る、 のみならず H 本へ 對 して 非常に 疑を 持ち、 日本 
は ltfc © 爭に對 して 何 か 特殊の 別な 目的が あるかの 如 
き 疑を 持つ て屛 る、 —— 此 疑は 三十 九議 會 に 於て 本 
野 君が 聯合 與 國に對 する 所の 日本の 援助が， 不十分 
だと 云 ふこと が 裏書を なした ものである、 (拍手 起 
る) 玆 !• 事實を 擧げて 本員は 申す、 61 に 本員が 接觸 
致しました る 米 國の官 憲其 人々 は、 日本が 斯く迄 熱 
心に 歐洲戰 串 に從 事す るなら ば、 何故に 歐羅 巴へ 出 
兵が 出來 ないかと 云 ふこと を、 地位 ある 人々 から B 
聪 質問に 遭 ふた， 本員は 簡 © に 答へ た、 即ち 日本 國 
民の 貪 物は 第一に 米、 味噌、 醤油、 野菜の 漬物、 及 
び 梅 H —— 此五 品は 日本 國民 身心 營養 の絕對 必要品 
である、 而し て此 食物の 按排が 出来て 見た所が、 少 
く  4 日本 兵を 歐 洲戰榀 に 出す には、 ？ r: 十 萬は 必要で 
ある、 今 五十 萬に 付て 一人 五 ® の 船を 要する とした 
ならば 二百 五十 萬噸 、然るに 日本には 遠洋航海に 適 
する 船は 五 千 噸 以上、 fi に 七 八十 萬噸此 七 八十 萬噸 
を 以て 资に 日本の 貿易の みならず- 聯 ft 與國の 貿易 
即ち 亞米利 加の 布哇 ，比 律 賓の間 、北米 南米の 間— 
紐 育から 浦 鹽斯德 に 到る 間， 皆 悉く 日本が 獨りで 負 
擔を 致して 居る， 否、 支那 海に 印度洋に 遠くは 歐 _ 
巴 航路にまで 日本が 助力 致して f:- る， 此船金 部を 提 
供しても 二 百 五十 萬 Ifi の 僅に 四 分の 一に も 足らぬ で 
はない かと 言 ふた •此說 明を la いて 米阈の 官憲は 始 
めて明瞭致したと云ふことで、本員ほ此事を佐藤大 
使に 通 is- した、 大使は 喜んで 日本齩 員の 名に 於て ffl 
く 言 はれた ことを 深く 感謝の 外は ない と 言は れた、 
本員は 大使に 向 ひ 何故 日本 政府は 期る ことを 疾うに 
米國 官民に 發表な さらぬ であるかと 問 ふたら ば、 別 
に 外務省から 此 事を 說明せ ょと 云 ふ 訓令 も 受けない 
と 云ふ辭 色で ありました、 外務大臣は 定めて 訓令は 
なさりますまい c 拍手 起る〕 豈 啻に歐 洲 出兵 不可能 
の 道理 S みならん や、 日本が 宣戰 以來 靑島陷 落の 爲 
にも 巡洋艦、 驅逐艇 、水雷艇 •特務 艦 斯う 云 ふ もの 
の 損失と 共に、 金力を 以て 賠ふこ との m 來な い、 四 
百 名の 海軍 士官 將校を 失 ひ、 國民は 三 億 三千 萬圓の 
軍 费の 負擔を 背負つ て來て 居る、 斯う 云 ふこと も 一 
向米 国には 分らなくて， 吾等 渡米 議員に te つて 始め 
て說 明を したので ある (拍手 起る〕 それの みな. 1) す 
日英 同盟の 義務 以外にまで 、地中海に 吾々 は 艦隊を 
m して 居る、 其 助力の 顚末も 始めて 分つ た、 更に 又 


日本は 過去 三年 間に 十億 萬圓の 金を 儲けた、 ©. 爭に 
依つ て fi 慾を 充たす もので ？ > ると 云 ふ 疑が あつた • 
然るに 事實 は 如何， 十億 どころ で it ない、 十三 億 萬 
圓の出 資即ち 英吉利， 佛 閲 西 •露 西亞に 、或は 貸付 
或は 其 公 fK に 向つ て 供給 致して 居る と S ふこと も、 
十一月 一一 十五 日， 太 H 等が 滯在 して 居る 間、 本 貝 吾 
等が 說明 する までは 米國の 苜 民に 知られな かつた と 
云 ふ ® 實で ある、 斯ぅ 云 ふ 迂遠， 斯ぅ 沄 ふ 幼稚なる 
外交を 米國に 於て な § れて 居つ た、 K- 設據を 玆に更 
に 本員は 的確に 申 上げる、 即ち 各派 共に 一致して， 
當 局に 注意を 煩は した 彼の 禁鐵間 題の顚 末で ある、 
抑々 此禁鐵 問題の 如きは 昨年： :7r: 月 ' I' に當然 分るべき 
次第で あつた、 成程 米國は 八月 四日に 禁鐵 令を 發布 
致しました が、 事實は 五月に 於て 明白で あつたので 
ある、 何と なれば 米國は 、四月 開 職と 同時に、 十七 
億 萬 弗の 歳費を 更に 八十 ? y: 億 弗に 致し、 其屮 船舶 局 
の 五 千 萬 弗は •之を 二 十億 弗までに 咐加 致した ので 
ある、 即ち 船舶 局を 增 加して、 船舶 製造の 結果、 亞 
米 利 加で 生產す る 所の 鐵なる ものは、 此 m 加 船に 向 
つて 集中し なければ ならぬ と！ K ふことは、 五月に 於 
て 明白で あるべき 喾で ある •斯の 如く 此五 月に 於て 
鐵の 輸出 禁 Jh の將來 起るべき ことを、 前 知 すれば す 
る 程‘ 吾々 が 此交戰 _ 與國 に對 して、 船 船の 貢献に 
付て 十分 之を 米國 政府に 說明の 餘地が あるので ある 
即 ち： 吿 A- は 十三 萬噸を 聯合 與 國に賣 付け、 十八 萬 噸 
を贷 し、 而 して 二十 萬噸は ^ 然 聯合與 國から 註文を 
受けつ、 ある ことょり， 而も 先刻 申した 地中海 派遣 
の 我 海軍は 是が爲 めに 現に 其 製鐵 材料に も闲 つて 居 
る、 隨 つて 其れ 迄に 日本が 四十 萬 嘲の 註文を 致した 
ものは、將米禁鐵令が發布すると雖も、此噸數だけ 
は 禁鐵令 以外の ものと して、 當然 共同 交 職の 目的を 
達する 爲 めに、 日本に 寄越して 吳れと 云つ たなら ぱ 
米國 政府は 喜んで 之に Ki じたので あつた、 (拍手 起 
るし 然るに 當 局の 交渉は， 此禁鐵 令の 發布 後に 之を 
爲 さつた ので ある •此に 於て 米國は 言 ふた、 洵に is 
憾で あるが、 法律 旣に 行は れた以 上， 獨〇 日本の 註 
文に のみに 偏す る譯 に往 かないと 云 ふ 結果が 此不手 
際の 有櫬 になつ たので ある、 此處に 噴 販に堪 へない 
事は 右 交渉 顚 末に 關する 我 政府 發 表の 書類の 一節で 
ある、 即ち 昨年 十一月 十七 日の 公文書 中に、 斯樣に 
書いて ある 「本邦 造船所 又は 轍 入 商より， 解禁 交涉 
方を 陳情し 来れり 是 より 先き 我が 外交 當 局に 於て ほ 
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外交 方 ur ll* 關 I T ろ 本 野外 稼 大 I i1> の 答 I W 
米國に 於け る 情勢に GS じ. 深き 注 窓を 以て 適當 の處 
蹬 を 執る に 怠ら ざり し 云々 ' 是は « 赤な 僞り である 
C 拍手 起る.〕 即ち 八月 四日 禁筠令 發布 後に 遽 々然とし 
て 始めて 交 捗を 開始して 遂に 失敗に 終つ たので ある 
而も失敗の其不手際の結果 (3: 、又政府の右公表した 
所の 公文 v;f 中に 斯樣に 云うて 居る， r 彼我崮 情の 差 
異本 件に 關し 相互の 希望に 多少の ffif. 隔を存 し >  遂に 
不一致に 終れり 云々 一 それ 御览な さい 彼我國 情の 差 
異 •差異の ない のに 差異を 付ける やうな 緩漫 迂遠な 
外交を なさつて 居つ たと 云 ふので あります (拍手 起 
る) 要すろ に 米 國參戰 2 E 的と 同一步 調を 執る が爲 
に； tr 英佛は 勿論の 事、 其 亡びた る II 爾維で すら も 
大使の 外に 半宵 半 民の 有力なる 人々 を 送つ て、 さう 

して、 此 彼我の 國 m を疏通 して 居る、 然るに 我が 紐 

育總 ¢1 事 te s 有樣 は 如何で ある、 紐 育 It 世界 財界の 

中心に して、 又 此の 腿 局に 對 して 最も 重大なる 要所 

である、 此處に 於け る 我總 領事の 手當 すら も 殆ど 衣 

食 住を、 支へ ろ こと も 出 來な いと 云 ふ有樣 であると 

2-; ふ事は、是亦吾々渡米_負國一同の認めた所であ 

ります、 要するに 外務省の 米 國に對 する 智識は 全く 

時代 遲れで ある、 米國 が變遛 したる 今日の 情勢が 御 

分りに ならぬ ので ある c 拍手 起る〕 そこで 本員が 此處 

に 懇談 的に、 外務 當 局に 說明を 求めたい 事は" 幸に 

佐 藤 大使が 歸られ る、 此大使 の歸 任と 共に 來 るべき 

新たなる 大使は、 我が 霞ヶ關 の溫室 に 育つ た 軟弱 植 

物では なく， ® に 有力なる 米國 上下の 信賴 する 人、 

例へ ば 金子 堅太郎 子の やうな 人 —— 、斯う 云 ふやう 

な 人材と、 加 ふるに 半 , H- 半 民の 補助 機關た るべき 人 

撰 是は 政友會 にも： 一民 黙に も澤山 ある、 斯う 云 ふ 人 

人を 遺つ て、 向後 m 大な る！ i 局の 將來 に關 して、 日 

米 永遠の 融和 策 を 講ずろ 誠意 あり や、 否やと 云 ふ 事 

が 米國 問題に 對する 第一の 御 © として、 最後に 日米 

協約の 交涉に 付 隨する 要 點 に 付て、 御說 明を 望んで 

見たい と 思 ふ、 f 日米協 約の 締結 前 吾々 は 米國の 官民 

に 接觸 致しまして •本 M は 日 木 及び 與國が 米 國の畢 ： 

西哥に 於け る 地位を 認むる が 如く、 米國亦 日本の 支 

那に 於け る 地位を 認めて， 玆に □米 協約の 出来た こ 

とは 御 同慶の 外は ない、 唯 だ 是に 於て 本員は 外務 大 

臣に窃 ねたい、 外務大臣は 米國政 府の 當 局と 隔意な 

き 協！ i を 遂げ •又 軍事 關係に 於ても 滿足 なる 協定を 

得たり と 云 it れて 居る  >  此點 であります、 言 ふ 迄 も 

なく 此米國 の 外交は 極めて 淡白に、 卒直に、 相互の 


S 見を 交 29 して、 道理 ある 一致 s に 達すれば、 彼は 
喜んで 是に 晒ず るので ある‘ そこで 此 日米 新 協約が 
結ばれる と共に、 日本は 此 日米 新 協約を 事實 上、 活 
用して 注く 根本 問題に 向つて、 なぜ 米國 の當 局と 今 
一歩 進んだ 惹 見の 交換を なさらぬ かと 云 ふこと であ 
る、 そこで 今一 步 進んだ 意見の 交換を ならぬ かと 云 
ふのは 何で あるか、 即ち 南太平洋に 於け る 日米 間の 
武備 撤躞と 云 ふこと である、 本 M li 忌 彈なく 之を 米 
國谷 方面の 人々 に說き 、大に 其 賛成を 得た ので ある 
而して 本 負が 何故に 石 井 大使 談判の 論步 を此處 に 進. 
めな かつた と 云 ふことは、 先刻 海軍大臣の 言は れた 
る 如く、 日米 太平洋に 於け る 艦 際の 比較は、 大正 十 
二 年に 至れば、 彼の 三十 三に 對する 我は 十六 I— 、 
抑 も 日本は 米國が 太 西 太平の 兩洋に 跨がり、 加 ふる 
に歐洲 £戰爭 に參 加した と 云 ふことは、 其 結果 海軍 
擴張 となる 素より 當然 の處置 と 思 ふ •然るに 此當然 
の 海軍の 擷張 は、 南太平洋に 於け る 比律賓 •ガム 島 
より 或は 進んで 「アリ ユ ー シャシ」 列島に 盛んに 其 
防備を 施す に 至る、 日本は 素より 之に 對 して 何とも 
思は ぬが、 唯 だ 南太平洋に 於け る 日米 艦隊 强 弱の 比 
較は 、施て 支那に 於け る 日本の 國際的 地位に 及ぼす 
の影一 ! を 如何にせ んと云 ふので ある 即ち 支那 四千 年 
來の _策 は、 正邪 曲直を 基礎と せず、 嘴 對手 方の 强 
張 大小を 3S 礎と して 打® する、 言換 ゆれば 對手 方' か 
强けれ ば" 其耍 求は 無理で も肯 く、 對手 方が 弱 けれ 
ぱ 、其 要求は 正當で も拒絕 する、 今日 米の 間で、 紙 
の 上に 於て、 米國が 日本の 支那に 於け る 特殊® 越な 
る 地位を 認めても、 實際 問題と して 南太平洋に 於け 
る 兩國の 勢力が 以上の 如く 縣隔 した 曉は、 茭 那は日 

本に 近づかず して、 米國に 近づく •然 らば 日米協 約 

締結の 當時 に、 此 事を 根本的に 米國に 相談 致して、 

六十 五 年来の 日米の 關係 上， 日本の 誠意が 十分 米 國 

に 分つ た 以上は、 米國 たる ものは 日本に 對 して 其 南 

太平洋の 防備は 撤廢 しない か、 然らば 吾等 も 又 吾等 

征服の 權利 として 永久 我等が 占領すべき 「マ— シャ 

ル」 群島 「力 B リン」 群島に it 防備を 撒瞇 する、 更 

に 言 ひ換 へれば 茭那に 於け ろ門戶 開放、 機會 均等 主 

義を 更に 南太平洋 (J 擴 張して、 英吉利、 佛關西 —— 

同じく 南太平洋に 於て、 利害 關係 ある ものを 集めて 

南太平洋に 於け る 一大 自由貿易 鄕とな すと 云 ふ 協定 

が 出来て、 然る 後此處 に誠實 なる 日米 永遠の 策を 講 

ずる こと •恰も 亞米利 加と 加奈陀と、 其 三千 哩の間 


に 一つの 兵を S かず、 一つの 軍稻を 置か - f して、 兩 
國の國 境が 安全なる が 如く、 日米 間に 於て 此南 太平 
洋の 軍備 撤廢を g すと 云 ふことは 何ぅ であるかと 何 
故 言は ない ので あるか、 又此 事に 付て 一言 申 上げて 
匿 3- ます、 今日 本な り 聯合 與國な 〇 が、 米國の 墨 西 
哥に 於け る 勢力を 認めても 1 若し 其 認めた る 一國が 
假 りに 西 印度の 或 島に 行つて 兵備を 骰重 にす れぱ 、ヽ 
米國は 何と 思 ひます か、 即ち 比 律賓ー グアム J li 日 
本に 對 して 米 國の西 印度と 同じ ことで ある、 蓋し 米 
國は 正義を 愛し •道理を 愛する と 云ふ此 亞米利 加 人 
に 向つ て、 何故に 是 •たけの 論 歩を 進めて 隔意な # • 交 
渉を なさなかつた のであります か、 此 交渉は 抑々 紙 
の 上に 結んだ 所の 支那に 對する 日米協 約を 活かす と 
云 ふ、 根本々 義であ つて、 是れな くん ば 日米協 約は 
所謂 佛 作つて 魂 入れざる 外交で あると 思 ふ (拍手 起 
る〕 此點に 付て 當局 外務大臣の 御 答 辯に 先だつて 本 
員は 申 上げる 事が ある、 即ち 本員 親しく 米國の 官民 
に 以上の 意見を 陳述 致し、 大に其 賛成と 同情と を 得 
たるに 付て は、 外務大臣は 宜しく 其 心して 之に 對す 
る御說 明を 願 ひたいので ある (拍手 起る： 一 以上 第一 
ょり 第三に 至る まで、 本員の 伺 ひたい 要 is に 付 •希 
くは 外務大臣に 於て は、 極めて 虚心 擔懐 I 殊に 此 
內閣 が擧國 一致の 實を舉 ぐるに 汲々 として 居らる、 
其擧國 の實は 今日 最も 必要 且つ 屈强の 時機で ある、 
昨日の 如き 不誠實 の 答 辯を 外務大臣が なさるなら ば 
もぅ 退いて 後の 賢者に、 此 時局の 解決を 任せる 事 こ 
そ •却つて 外 g 臣と して、 君國 に對 する 忠 實の途 
であると 云 ふこと を、 一 言 忠言して 此 © を 降ります 
(拍手 起る〕 

o_ 長 (大岡 育造 君) 本 野外 務 大臣。 

〔國務 大臣 法學®  士 子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 
〇國務 大臣 (法 學博士 子爵 本 野 一郎 君) 諸君、 喵今 
望月 君から 段々 外交に 關する 御 敎訓を 戴きまして、 
有難く 拜聽 致しました、 其 御 質問の 件に 付て 極く 簡 
單に 意見を 述べて 置 ? たいと 思 ひます、 平和條 件に 
關 して 列 國から 帝國に 相談が なかつ たと 云 ふこと に 
付て、 日本を 列國が 疎外して 居る 云々 と 云 ふ 御言 葉 
が 御座いました が、 是は 恐く は 一: 月 君は、 平和 條件 
に關 する 協議と 1 K ふことは、 如何なる 場合に すべき 
ものである かと 云 ふこと に 付て、 聊か 誤解を 抱いて 
居られは しない かと 考へ るので あります、 今日 列國 
の 政治家が、 自分で 考へた ことに 就て •議會 で 演說 


一九べ 

をす るに f-1 ては •是' J 列 w f!:* に 協 a を 致して 居る こ 
とはない のであります、 隨て賅 々平和 談判と なる 際 
には、 具 g§ 的の 條 件を 以て、 互に S 見の 交換を しな 
ければ ならぬ 取に なつて 居ります、 又預 めする 祺も 
あります、 した ? Jf も あ 〇 ます、 si つて 斯の 如き 「ゥ 
ヰ ル ソン」 大統領が 「メッセ ー ヂ J を發 したり r  a 
ィド、 ジ ml ヂ」 が 諮 a- で rK 說を したから と 云 ふて 
其 演説の 苺 稲 1 V 私の 所に •送つ て 寄越す 氣 §3 ひは 無 か 
らうと 思 ふ、 決して それが 爲に 日本が 疎外され たと 
云 ふことは 確に あり ませぬ、 それは 御 安心に なつて 
宜しい と 思 ひます、 又 © 萌 の 絡 局に 付て、 色々 御 説 
が 御座いました •か、 私が 述べて® きました 琪 、又總 
理 大臣が 御 述べに なりました I]J は、 少しも 总見が 違 
つて 居る のでは 御座いませぬ、 帝國は 列國 に對 する 
信義を 策ん じて、 此© 轵 の 終局に 至る まで、 列阀と 
共に 立つ 決心 - e あります、 又斯 くす るに 非ら ざれば 
東洋の 平和と ふ ものは 維持す る ことは al 來ませ ぬ 
哦辑が 歐羅 巴で 有つ て® るから して •歐鈾 巴で さへ 
此亞細 亜の 事 1-]: 少しも 之に 關係が ない と 云 ふ 如き® • 
念を 持つて 居る 御 方 も あるか も 知れ ませぬ けれども 
元々 此極束 の 平和が 確 K に 維持され まする に It. 、 此 
歐羅 巴の 戰 f! か 完全に 吾々 の與國 の S に、 滿足に 終 
了し なければ、 極 jt の 平和の fs たれぬ こと (t EI3 すま 
でもない事であります、随て帝國は日英间盟の^蕊 
を 重んじ、 又 聯合の 與國 たる 信義を 重んじ >  此 戰啡 
の 終局と 典に 立つて 行く考 であります、 此點に f-J- て 
は 一點の 疑の ない 琪で 、此 班 を 吾* (i 明に 宣言した 
考であ ります、 口 露の 關 係に 關 しまして は、 S 國の 
狀態が 今日の やうな 狀態 にな 〇 ましては、 勢 ひ ® 逸 
の 勢力が、 極 ill の 方に 及ぶべき S5 が あると 云 ふこと 
に 付て は、 至極 御 尤の翻 察であります、 吾々 も lit 事 
は 深く發 瞭 して 居る 次第 V あります、 之に 對し * す 
對應 S 策 も亦愼 重に 考瓰 致して 居る 次第であります 
此點に 付て は 御 安心 下さつ て K いと 思 ひます， 支那 
の 問題に 關 しまして ほ、® 早是は 私は W 三 再 四、 ^ 
國の態 度は 說明も 致して 置？ ましたから、 特に 申 上 
げる 必要は ない と 存じます、 惟 望月 君は 南北の 妥協 
を 日本' かさせたら 何う だと iK ふやうな 御 考のや うに 
聽いて 居ります、 併ながら 是は茭 那の內 部の 政®- に 
は、 現 內閣は 干渉し ない と -ic ふ 政策を 執つ て 居り ま 
すから •支那の 內 部の 人達が 妥協す ると も、 妥協せ 
ぬと も、 是は茭 那の政 治 家に j 任 致して 置く 方が S! 
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いと 云 ふ 私け 確信を 持つ て 居ります (轺 月 小 太 郎君 
「それが 間違つ て 居る」 と 呼 ふ〕 間違 ふ 間 is はぬ と 
沄 ふことは、 S 見の 相違で ある， 是 は 金 然：个 干涉で 
行かん ければ ならわと 確信して KO ます、 f.'.} 又對米 
外交の «1 に 就き -t L ては、 a 々詔 月 君から 御 方針を 
敎へて 戴きまして、 是 は 深く 感謝 致す 所であります 
留 月 君が 言 はれた ことに 付て、 採るべき ことがあ 〇 
ましたな らば、 將米 に參考 と 致す fn りであります、 
先 づ是で …… 

〇 調 長 (大岡 育造 芯〕 唯今の as 答シ .以て， 總理大 E 
及び 矜國猝大臣の施設方針に關丁る演說に對する質 
疑の 7T 問 通 1 ^渚は、传谥キ」ました，仍て本日 (1 是れ 
で 散 f? を 致し、 明 n は 例の 如く 午後 一時より 開 會致 
します (拍手 起る) 

午後 六 時 - 十分 散畲 


0 大正 七 年 一月 二十四日 (木 '! S 日〕 

午後 一時 十七 分 開謅 

11 事 日程 第 四號 

第一 所得 稅法中 改正 法律案 第 I 詨 茵 

第二 右 諸 案の 審査を 付託す へき 委®: の 選 培 

第三 ® 行 税法® 止 法 s *K _)g  — 

第 四 右 ? I 案の蓰 査を 付託す へき 委 貝の 選 玢 

第五 酒造 税法 中 改正 法律案 (I 鴨) S5 i 會 

第 六 右 1® 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 母 

第 七 酒精 及 酒精 含有 飲 科 稅法中 改正 法律案 

一 __一  第 li 

第 八右謅 案の 容査を 付託す へき 委員の si 舉 

第 九麥 酒税 法 中 改正 法律案 (嫩挪 ) 第 ISS 皆 

第 十 右 JS 案の 茜査を 付託す へき 委員の 11 舉 

第 十 I * 凉飲料 稅 法案 ^ 腑) 第 一讀 ® 

第 十二 右泫案の寂笠を付託すへき委員の選擧 

第 十三 自 {t 截油税 法 中 改正 法律案 (繊腑 ) 

第 | » 金 

第 - i-- 四 右 li 案の 薄 蒼を 付託す へき 委 n の il 舉 

¥五 s ls i 税法 中 改正 法—: •(拠 贿) 第 

一讀窗 

第十六右議案の審査を付託すへき委員の選擧 

第 十七 箱 物 消 # 税法 中 改正 法 役 案 ffii- 励) 第 

13 

第 十八 右 li 案の 蓉 a を 付託す へき 委員の il 擧 


第 十九 石油 g 費稅 法® 止 法 m 案 {曙 g) 第 I 

十右讅 案の 番査を 付託 r へき 委 a の 51 舉 
十 I e i ■得 稅 法案へ 撤猶) 第— 
十二 右 議案の® 査を 付託す へき 委員の ■ 
0 

十三 郵 便法中改正法律案(嫩_)第！諺 
畲 

十四 右 議案の 蓉査を 付 It すへ き 委員の 選 

0 

■+ 五 臨時 國鹿 ig 券 法中改 i  (撇晴 ) 
第一 諮© 

十六 右謅 案の 蓉查を 付託す へき 委員の 選 

十 -fc 貨 i 中 改正 法 SI 案 (碰 _) 第 一讀 
會 

十八 右讁 案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選 

0 

十九鞋 時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件) 
一十 右 rs 案の 窸查を 付託す へき 委員の 選 

0  I 

十 I 家 祿 實典祿 處分 に關 する 法律案 (則 

SI 翻 祕十) g  I 雲 

十一 一沒 祿處 分を 受けた る 者に 對す 15 家祿 
C 1 :— 分に— 1 (_廳健 
f± u,« ‘) 第  — 


第一 
第 I 
第 I 

第 I 

第一 

第 I 

第 I 

第一 

第一 

第一 

第 

第一 一 

第一 I 


0 議長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿を 命じます。 

〔 S 記朗  PSJ 

I 議員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
未成年者 飲酒 収締 に關 する 法律案 

提出者  根本  正 君 

一議 a ょり 提出せられ た な 質 間 主意 書 左の 如し 

對茭 政策の 根本 方針に 關する 質問 主意軎 

提出者  伊東 知 也 君 

眾 入の 1- 祀に關 する 質問 主意® 

提出 若  野村嘉 六 君 

〇 議長 (大岡 育造 君) 會翳を 開きます、 諮問の 件が 

あります、 第 四 部 選出 決算 委負竹 村 ri 頁 君、 第 六部 

選出 決算 委 貝陇 口秀雄 君， 第 九 部 選出 請願 委 M 山 口 

俊 一 君、 右 常住 委 U 辭 任の 申出' かあります、 許可し 

て 御 異議は ありませ ぬか。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 & り〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御異 諮は ない と 認めます、 就 
ては 各 其 部の 諸怼は 、速 1-. 補缺 il 起を 行 ひ 御 屈 出 あ 
らむ ことを 望みます、 日程 第一より 第二 十三までは 
一括して _題と爲すを侦寬と 10 めますが、一括に御 
與議は ありませ ぬか。 

〔「興 黐な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御與議 はない と 認めます、 第 
. 所掲稅 法 中 改正 法律案， 第三 •通行税 法 廢止法 
律 案、 第五 •酒造 税法 中 改正 法律 ST 第 七， 酒精 及 
酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案、 第 九， 麥酒 税法 中 
改正 法律案、 第 十一、 淸涼 飲料 税法 案、 第 十三、 自 
家 用醬 油 税法 中 改正 法律案， 第 十五， 砂糖 消費税 法 
中 改正 法律案、 第 十七 •轍 物 消費税 法 中 改正 法® 案 
第 十九、 石油. 5 费稅 法魃 jh 法律案， 第二 十一、 戰時 
利得 税法 案、 第二 十三 •郵税 法 中 改正 法律案、 右を 
一括して 讓題と 致します。 

第一 所得税 法 屮改正 法律案 (政府 提出) 

.  第一 讀會  . 

所得税 法 中 改正 決 律 案 
所得税 法 中 左 ノ通改 正ス 
第三 條第 一項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

所得税 ハ 左ノ稅 率-一依 y 之ヲ 賦課 ス 
第一 種 法人 ノ所得 

甲 合名會 社、 合資 會社 所得 金額 ヲ左ノ 
各 級-一 M 分シ遞 次 二 谷 税率. ヲ 適用 ス 
五 千 圓以 下ノ 金額 

千分 / 四十 五 
五 千圓 ヲ超ュ ル 金額 

千分 ノ五 十五 
1萬圓>超ユル金額 

千分 ノ六 十五 
一 萬 五 千 阊 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ七 十五 
一一 萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分/八十 五 
三 苗 I 圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分/百 

五 萬 B1 ヲ超ュ ル 金額 

千分 ノ百 十五 
七 萬 M ヲ超ュ ル 金額 

千分 ノ百三 十 


十 萬 圓ヲ 超ユル 金 ibrJ 

千分 ノ百四 十五 
二十 萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百 六十 
三十 萬 11 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百 七十 五 

乙 株式 會社 、株式 合資 會社 、其 ノ他ノ 法 
人 

千分 ノ七 十五 

第二 種 此ノ法 律 施行 地 二 於テ茭 拂ヲ 爲ス公 
債/利子 千分 ノ ニ十、 社債 ノ 利子 
千分 ノ三十 

第三 種 前 二 種- 一 想 セ サル 所得 所得 金額 ヲ 
左ノ谷 級 M 區 分 シ遞次 U 各 税率 ヲ適 
用ス 

千圓以 下ノ 金額 

千分/三十 
千 圓ヲ 超ユ ル金紉 

千分/四十 
二千圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 / 五十 五 
三千 圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ 七十 
五 千 圓 ヲ超ユ ル 金额 

千分 ノ八 十五 
七千圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百五 
一萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百 二十 五 
一 萬 五 千 W ヲ超ユ ル 金額 

千分 ノ百 四十 五 
二萬圓 ヲ超ュ ル金额 

千分 / 百 七十 
三萬圓 ヲ超ュ ル 金額 

千分 ノ百 九十 五 
五 萬 1BI ヲ超ュ ル 金 P 

千分 ノ ニ百 二 十 
七 萬 圓ヲ 超ユル 金額 

千分 / 二 百 四十 五 
十 萬圓ヲ 超，！ ル 金額 

千分 ノニ百 七十 
二十 萬 圓ヲ超 ュ ル 金額 


所得税 法 中 改 F 法 印 案 第一 11 會 


九九 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


jl fT 没 去 茜 ! h 去 摩 索 •丙 造： : - ' V '. J: 律 案 •酒 椿 及 酒稱 含有 欧钭税 法 中 改正 法律案 •麥 酒税 法 中 改正 法律案 ■淸凉 飲料 税法 案 第一 讀會 


千分 ノ三百 

第 四條ノ 三 中 「山林 伐採 ノ所得 J ヲ 「山林 伐採 ノ 
所得、 山林 讓渡二 因 ル fr •竹 木 ノ所得 又 ハ 立 竹木ノ 
ミノ 讓骏 -I 因 ル 所 ^ J — 改ム 
第 四條ノ 五 中 【百圓」ヲ「百 7|: 十_」一1「五十 11 」 
ヲ 「百圆 |  -I 改メ 「五 百圓 以下 ナル トキ ハ 百 五十 
圓. I ヲ削ル 

第 六 條中 「四百 圆ーヲ 「五 1-| 圆 J 二改ム 
第 四十 二 條中 「其 ノ年 十一月 一日 ヨリ 十 37: 日限」 
ヲ 「其 ノ年 十一月 一日 ヨリ 三十日 限」- 一、 『翌年 
一月 一日 ヨリ 十五 日限」 ヲ 「翌年 一月 一日 ヨリ 三 
十一 日限」- 1 、「翌年 三月 一日 ヨリ 十五 日限 J ヲ 
「翌年 三月 一日 ヨリ 三十 一日 限」- 1 改ム 
第五 十條 第二 項-一 左ノ但 B ヲ加フ 

但 •ゾ 第八條 ノ申吿 ヲ爲シ タル 者 ハ 大正 七 年- 1 於 

ケル 沖 S1 縣ノ 調査 委員、 補 闕員及 調査 委員 選擧 

人ノ潠 擧 -一 關シ第 十四 條 及第 十五 條ノ 規定 ノ適 

用- i 付 テ ハ 前年 所得税 ヲ納 メタル 者卜焉 做シ第 

二 十四 條ノ 任期 ハ 大正 七 年 二 於 テ 潠擧シ タル 沖 

» 縣ノ調 杳 ■委員 及補闕 員-一 限リ 三年 トス 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ施 行ス 但シ 第三 

種/所得 — 付 テ ハ 大正 七 年分 所得税 ヨリ 之ヲ 適用 

ス 

第三 通行税 法 廢止 法律案 (政府 提出〕 第 

一 # 

通行税 法 廢止法 律 案 

通行税 法 ハ 之ヲ 廢止ス 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

本 法 施行 前-一 徵收シ 又 ハ 徵收ス へ キ 通行税 = 關シ 

テ ハ 仍從前 ノ例- -依ル 

第五 酒造 税法 中 改正 法律案〃 政府 提出) 

第一 讚會 

酒造 稅法中 改正 法 fli 案 

酒造 税法 中 左ノ通 改正 N、  . 

第 一條 ノ六中 「牌 J  ノ 下-- 「玉蜀黍 •馬 鈴薯 J ヲ 

加フ 

第四條第一顼ヲ左ノ如ク改ム 

酒類 ヲ 製造 スル 者-ー ハ 其ノ造 石數 -1 膘シ 左ノ割 

合 ヲ以テ 造 石 ® ヲ課ス 

第一 種 酒精 分 二 十三 度 以下 ノ 酒類 


一石 二 付 二十 三圓 

第二 @ 酒 fi!f 分 二十 三度 ヲ超 H 四十 五 度ヲ超 H 
サル 燒 &| 

一石 付 酒精 分 二十 三度 以上 一度 
ヲ坍ス 毎-- 八十 錢ヲ 前號ノ 金額 二 
加へ タル 金額 

第三 種 酒精 分 二 十三 度ヲ超 ユル 淸 酒、® 酒、 
白酒、 味淋及 酒精 分 四十 五 度 ヲ超ユ ル 
燒酎 

一石- 1 付 酒精 分 一度 毎 M 一 圓 
第五 條中 「百 石」 ヲ 「三百 石」 二、 「五十石」 ヲ 
r 百 石」- 1、 「五 石」 ヲ 「十 石」- 1、 「第 四條第 
一項 ノ税 率」 ヲ 「一石- 1 付 二十 三圓 / 割合 1 r 一改ム 
第八條 第二 項 但書 ヲ左ノ 如ク 改ム 

但シ 命令 ノ定ム ル 所-一 依リ 精 酒 ハ 査定 石數百 分 
ノ五以 內ノ滓 引 減量 及貯藏 減量 ヲ ‘味淋 ハ 査定 
石數百 分ノニ 以內ノ 滓 引 減量 ヲ 控除 スル コト ヲ 
得 

第三 十三 勝 中 r 處罰又 ハ 處分セ ラレ タル 者」 ヲ 「處 
罰 若 ハ處分 セラ レ タル 者 又 ハ 三年 以上 引續キ 酒類 
ヲ製造 セ サル 者 J  M 改ム 
附則 

本 決 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
酒類 製浩ノ 免許 ヲ受ヶ 本 法 施行 ノ際現 = 酒類 製造 
者 タル モノ-一 限リ 第五 條ノ 規定 ノ 適用-一 付 テ ハ 當 
分 ノ內仍 從前ノ 例-一依 ル 

酒類 製造 ノ 免許 ヲ受 ケタ ル 者-ー シテ本 法 施行 前ョ 
リ 引續キ 酒類 ヲ 製造 セ サル モノ ニ 付 テ ハ 第三 十三 
條 第一 項 ノ期間 ハ 本 法 施行/日 a リ之ヲ 起算 ス 


第 七 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律 

案 (政府 提出〕 第一 ® 會 

酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本 卷三五 頁 貴族院の _ 事 中に 掲載せ) 

V る ものと 同一なる を 以て 再揭の 煩を 避く/ 

第 九麥 酒税 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

第一 讀會 

麥酒法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本 徬三六 頁 貴族院の 議事 中に 掲載せ ン 

V る ものと 同一なる を 以て 再揭の 煩を 避く/ 

第 十一 淸凉 飲料 稅法案 (政府 提出〕 第 

一讀會 

淸凉 飲料 税法 案 


淸凉 飲料 §£ 法 

第 一 條本 法-一 於テ淸 凉飲料 卜稱 スル ハ 炭酸 瓦斯 
ヲ 含有 スル 飲料 ヲ 謂フ但 シ攝 氏檢溫 器 十五 度ノ 
時-一 於 テ 全 重量 ノ萬 分ノ五 以下 ノ炭酸 瓦斯 ヲ含 
有 スル モノ 及 酒精 分 一度 以上 ヲ含有 スル モノ ハ 
此ノ 限-! 在 ラス 

前項-一 於 テ 酒精 分 卜稱ス ル ハ 猫 氏檢溫 器 十五 度 
/ 時  >一 於 テ原界 蛍 百 分 中 — 含有 スル 〇 、七 九 四 
七ノ 比重 ヲ有 スル 酒精 ノ容盘 トス 
第二 條浇凉 飮 料-ー ハ ー石 M 付 五 圓ノ 割合 ヲ以テ 
淸涼飲 料税ヲ 課 ス 

第三 條淸凉 飲料 ヲ 製造 セム トス ル 者 ハ 政府 二 申 
吿ス ヘシ 其 / 製造 ヲ 趑 止 セム トス ル トキ 亦同シ 
第 四 條淸凉 飮料税 ハ 何人 ノ 製造-一 係 ル ヲ問 ハス 
製造 場外- 1 移出 セラ レ タル 淸凉飲 料 ノ石數 ユ 應 
シ淸凉 飲料 製造者 ョ リ之ヲ 徵收ス 
‘淸凉 飲料 製造者 政府 ノ承認 ヲ 受ヶ淸 凉飲 料ヲ他 
ノ 製造 場 — 移出. ゾタル 場合-- 於 テ ハ 命令 ノ定ム 
ル 所-一依 リ淸凉 飲料 税ヲ 徵收セ ス 
第 五條 製造 場內 -1 於 テ 飲用 セラ レ タル 淸凉 飲料 
ハ 之ヲ 製造 場外-一 移 m セラ レ タルモ ノト 看做 ス 
第 六條 製造 場內 M 現存 スル 淸凉 飲料 公賣セ ラレ 
タル トキ ハ 之ヲ 製造 場外-一 移出 セラ レ タル モノ 
卜 看做ス 

第 七 條淸凉 飲料 製造者 製造 ヲ醛止 シタルト キ製 
造場內 -I 現存 スル 淸凉 飲料 ハ 之ヲ 製造 場外-一 移 

出 セラ レ タルモ ノト 看做 ス 

第 八 條淸凉 飲料 製造者 ハ 毎月 其ノ 製造 場外 M 移 
m セラ レ タル 淸凉 飲料 ノ石數 ヲ 翌月 五日 迄 二 政 
府 -1 申吿ス ヘシ 但シ前 二 條ノ 場合 — 於 テ ハ 直 一一 
之ヲ 申吿ス ヘシ 

淸凉 飲料 製造者 前祺 ノ申吿 ヲ爲サ K 又 ハ 政府- 1 
於 テ 申 吿ヲ不 相當 卜認 メタル トキ ハ 政府 ハ 其ノ 
石數ヲ 決定 ス 

第 九 條淸凉 飲料 税ハ S 月 分ヲ翌 巧 末日 迄-一 納付 
スへシ 但シ第 六條又 ハ 第七條 ノ 場合-一 於 テ ハ 直 
二 之ヲ 納付 スへシ 

第 十條淸 凉飮料 製造者 力外國 -一輸 出 スル 目的 ヲ 
以テ 製造 場外-一 移出 シタル 淸凉 飲料-一 付 テ ハ 命 
令ノ定 ムル 所-! 依リ 淸凉飲 料税ヲ 免除 ス 
前項 ノ淸凉 飲料-一 付 必要 アリ ト認ム ル トキ ハ 其 
ノ税 金-一 相當 スル 擔保ヲ 提供 セ シムル コト ヲ煜 


--00  • 

硿保拘 ノ 種類 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
第一 項ノ 規定 二 依 リ S 金 / 免除 ヲ受 ケタ ル 者 其 
ノ浦 凉欣 料ヲ 製造 ® 外-- 移出 シタ 1 後 六月 內二 
外國- -陸捍 •ゾ タルコ トノ設 明ヲ ©ササ n, トキ ハ 
直-一 其ノ說 金 ヲ微收 ス但 シ 天災 其ノ 他已ム コト 
ヲ得 サル 事由- 1 依 リ亡 失 •>• タルモ/- 1 付 政府 ノ 
承認 ヲ受ケ タル トキ ハ此ノ 限-- 在 ラス 
第 十一 條淸凉 肽料ヲ 外 a -- SS 出シタ ル* ハ 命令 
ノ定ム ル 所- |依リ 其ノ淸 凉肷 料-一 付 左/金額 ノ 
交付 ヲ 政府-- 請求 スル コト ヲ得 
一 淸凉肷 料税 納付濟 ノモ ノナ ル トキ ハ 其 ノ® 
金- 1 相 當スル 金額 

二 砂糖 消费 税ヲ課 セラ レタ /U 砂糖 ヲ使 用 ' >' 夕 
ル モノ ナル トキ ハ 共/使用 シタル 砂' 棚ノ消 

费税 -1 相 當 K ル 金額 以下 ノ 金 §)1 
輸川 後一 年 ヲ經過 シタルト キハ 前項/詔 求ヲ埝 

ス コト ヲ得ス 

第 十二 條淸凉 砍料ノ 製造者 又 ハ阪迓 * ハ 浈凉肷 
料ノ 製造 •出 人-一 關スル 事 W ヲ 詳細 明瞭-一 帳 ?® 
= 記載 7 、ヘシ 

淸凉飲 料/製造者 又 ハ販寶 者 ハ 命令 ノ定ム ル 所 
-i リ淸凉 飲料 ノ製 造 X ハ販迓 -I 關シ必 嬰 ナ >v 
亊 項 ヲ 政府-一 申吿ス ヘシ 

第 十三 條收税 官吏 ハ淸凉 飲料 ノ製 造莕若 ハ阪迓 
者ノ 所持 M 係 ル淸凉 飲料， 其 ノ製造 出 人-一 關ス 
ル ー切 ノ帳蹯 S 類 及淸凉 飲料/製 is 若 ハ阪找 上 
必要 ナル 建築物 器械 材料 其 ノ他ノ 物件 ヲ檢査 シ 
又 ハ 監督 上必惡 ノ處 分ヲ 爲ス コト ヲ得 
第 十四條 收税官 史 ハ 運搬 屮ユ在 ル 淸凉飲 料プ檢 
査シ 其/出 所 及 到達 先ヲ竹 問シ又 ハ 監锊 上必嬰 
ノ處分 ヲ爲ス コト ヲ煜 

第 十五 條左ノ 谷號ノ て一 該當 スル 者 ハ 税金 五倍 
-1 相當ス ル 罰金 -|處シ ||5 -|其ノ税金ヲ徴收ス但 
シ税金 四 圓未滿 ナル トキ ハ 罰金 額 ハ ニ 十 M トス 
一 詐僞 其ノ他 不正 ノ行爲 > 以テ税 命 ヲ 逋脫シ 
又 ハ 逋脫ヲ H リタ ル トキ 
二 政府-一 EII 吿セス シテ 淸凉飲 料ヲ 製造シ タル 
トキ 

第 十六 條淸凉 飲料 ノ製造 者 又 ハ 販費者 淸凉飲 料 
ノ製造 出入-一 關 K ル 帳 翰 書類 ヲ隱 匿シ 、帳 翰 ヲ 
調製 セス、 其ノ 記載 ヲ詐リ 若 ハ 怠 リタ ル トキ 又 
ハ 第 八 條若ハ 第 十 二條 第二 孭ノ 規定 — 依 ル 申 i!r 
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ヲ詐リ 若 ハ 怠 リタ ル トキ ハ 百 11 以下 ノ罰金 又 ハ 
科料-一 II ス 

第 十七 條收稅 官吏 ノ質問 -I 對シ 答辯ヲ S サス若 
ハ 虚僞 / 陳述 ヲ 爲 シ又 ハ ? t- ノ職 務ノ 執行 ヲ ffi ミ 
之 ヲ妨ヶ 若 ハ 忌避 シ タル 者 ハ 三十 [a 以下 ノ罰金 
又 ハ 科料 二處ス 

第 十八 條淸凉 飲料 ノ製浩 奢 乂ハ阪 費 者ノ 代理人 
戶主 ，家族、 同居 渚、 雇人 其/他 ノ從 業者 ニシ 
テ 其/業務-一 關シ本 法 ヲ犯シ タル トキ ハ 其 ノ製 
浩 者 又 ハ阪寶 奢 ヲ處剖 ス 

第 十九 條淸凉 欣料ノ 製造者 乂ハ阪 寅 若 力 未成年 
者 又 ハ 禁治産者 ナル トキ ハ 本 法 — 依 リ 本人  >一 適 
用ス ヘキ 罰則 ハ 之ヲ 法定代理人- 1 適用 K 但シ其 
ノ營業 -1 關シ 成年者 卜 同ー ノ 能カ ヲ有 スル 未成 

年 者-- 付 テ ハ lit ノ 限-一 在 ラス 

第二十條本法ヲ施行セサル地-一於テ製造シタル 

淸凉飲 料 ハ 其ノ 池-一 於 テ 本 法 ノ稅 率卜 同一 又 ハ 

重 キ税率 ヲ以テ 課税 セラ ルル- 1 非 サレ ハ 之ヲ本 

法 施行 地-一 移入 スル コト ヲ得ス 

前 50 / 規定- 1 逭 反シ テ淸凉 欣料ヲ 移入シ タル 者 

ハ 其 ノ 石 ! K -I 鸱 シ第二 條ノ稅 率 二 te リ 3? 出シタ 

ル税金五诰-|相當スル岡金-|處ス但シ稅金四圓 

未滿 ナル トキ ハ 岡 金額 ハ ニ十 g トス 

第一 51 ノ淸凉 飲料 及 其ノ容 器 ハ 之ヲ 沒收ス 但シ 

旣二處 分 シタルト キハ 其ノ價 格- 1 相當 スル 金額 

ヲ追 徴ス 

第二 十 一條 本 法 ヲ犯シ タル f ハ 刑法 第 ill 十八 

條 第三 項但 5®、 第三 十九 條第二 項、 第 四十 條、 

第 四十 一條、 第 四十 八滕第 二 孭 、第 六十 三 條及 

第 六十 六條 ノ例ヲ 用ヰス 

第二 十二 條 自己 又 ハ 家族 ノ 用-フミ 供 スル 淸凉 

欣料ヲ 製造 ス ル 者 ハ 本 法ノ淸 凉肷料 製造 奔卜着 

做サス 

第二十|消凉欣料-|付テハ酒精及酒 ^ 含有肷 

料稅法 ヲ滴用 セス 

W HIJ 

本 法 ハ大 JH 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ施 行ス 

本 法 施行 前 ョリ淸 凉飲 料ヲ製 is シ本法 施行 後引續 

キ之ヲ 製造 セム トス ル 者 ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ ー月 

內 一一 其 ノビ tf 政府 !— 中吿 K へ シ 

第 十三 自家用 醤油 税法 中 改正 法律案 (政 

府提 出) 第一讀 會 


自家用 醬油税 法 中 改正 法律案 
自家用 醬油稅 法 中 左ノ通 改正 ス 
第一 條屮 「五 石」 ヲ 「一石」- 一改メ 第二 項ヲ削 ル 
第三 條 自家用 膊油 製造者 ハ 毎年 五十 錢 / 製造 税 

ヲ納ム ヘシ 

第 四肢 製造 稅ハ 其ノ年 十月 ヲ以テ 納期 トス m シ 
納期 前 製造 ヲ廢 止シ若 ハ 第 十 一條 第二 項-一 該當 
スル M 至 リタ ル トキ 又 ハ 納期 後免 許ヲ受 ケタ ル 
トキ ハ 即納 トス 

第 十 一條 第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

本 法- |依 リ 免許 ヲ受 ケタ ル 者 前項 谷 號ノ ー-一 該 
當ス ル-一至 リタ ル トキ ハ兔許 ハ 3t ノ效 カヲ失 7 

す  y 
K  貝 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本 法 施行 前 自家用 醬汕 製造 ノ免 許ヲ受 ケタ ル 者 ハ 
本 法-一依 y 免許 ヲ受 ケタ ル 者卜 看做ス 但シ 大正 七 
年度 分-一 限リ第 四 條及第 十 I 條第二 項 ノ 規定 ヲ除 
ク ノ外仍 從前ノ 例- 1 依 ル 

第 十五 砂糖 消 费稅法 中 改正 法律案 (政府 
提出〕 第一 讚會 
砂 ffl 消 费稅法 中 改正 法律案 
砂 城 消费稅 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 一條-一 左ノ ー項 ヲ加フ 

飴 ハ 本 法-一 於 テ之ヲ 糖密卜 看做 ス 
第三 條中 「百 分/六十 ヲ超エ サル モノ」 ノ下 -I 「及 
e& J ヲ加フ 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ施 行ス 
本 法 施行 前 ヨリ 飴ッ 製造 シ本法 施行 後 引續キ 之ヲ 
製造 セム トス ル 者 ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ ー月 內 二 其 

ノ旨 政府-一 申吿ス ヘシ _ 

第 十七 織物 消 费税 法屮改 正 法律案 (政府 

提 S)  第一 讀會 

織物 消费稅 法 中 改正 法律案 

1 g 物 消 ? 5 税法 屮左ノ 通 改正 ス 

第 一條- 一 左ノ ー項 ヲ加フ 

「メリ ヤス」 及 「フ H ルト J ハ 本 法- 1 於 テ之ヲ 織物 

卜 看做 ス 

第二 滕消费 税 / 稅 串左ノ 如シ 

一 絹織物  價 格 百 分ノ 十三 

1 1 綿織物  怊格 W 分ノ八 

三其ノ 他/織物 價格百 分ノ十 


前項 — 於 テ 絹織物 卜稱 スル ハ 全 重量 百 分 中 九十 
五 以上 ノ絹 ヲ以テ 組成 シタル モノ ヲ謂ヒ 綿織物 
卜稱スルハ八土 » 盘百分中九十五以上ノ綿ヲ以テ 
組成シ 絹ヲ 交へ ナル モノ ヲ謂フ 但シ 人造 絹 •金 
搦線 、金 ® 絲 、金 搦箔 •漆 絲及 漆箔ハ 之 ヲ絹卜 
看做 ス 

第四條 •第 九條 及第 十條中 「製造 場、 稅關又 ハ 保 
税會 庫」 ヲ 「製造 場 又 ハ 保税地域」- 一改ム 
第四條 第二 項 ヲ削ル 

第二 十二 條本法 = 於 テ 保税地域 卜稱ス ル ハ關税 
法ノ 定ムル 所 M 依 ル 

第二 十三 條 政府 ハ 織物 ノ製造 者 又 ハ販賣 者'' ffl 
織 スル 組合-一 對シ 徵稅上 必要 ナル 設備 ヲ爲シ 又 
ハ徵收 事務 / 補助 ヲ爲ス へ キコ トヲ命 スル コト 
ヲ得 

前項 ノ 組合-一 對シテ ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ其 
ノ取 扱ヒ タル 織物 中 消費税 ヲ賦 課シ タル 轍 物/ 
價額ノ 千分 ノー以 內ノ 金額 ヲ 交付 スル コト ヲ焊 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 
本 法 施行 前 ヨリ 「メリ ヤス J 又 ハ 「フヱ ルト」 ヲ製 
造シ本 法 施行 後引續 キ之ヲ 製造 セム トス ル 者 ハ 本 
法 施行 ノ日 ヨリ ー月 內-一 其ノ旨 政府 二 申吿ス ヘシ 
第 十九 石油 消費税 法 廢止法 律 案 (政府 提 
出〕 第一 讀會 
石油 消費税 法 廢止法 _ 案 
石油 消費税 法 ハ 之ヲ 廢止ス 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一 □ヨリ 之ヲ旆 行ス 
本 法 施行 前 外國 -I© 出 スル 目的 ヲ以テ 消費税 ヲ納 
付 セス シテ 製造 場 ヨリ 弓 取リ 、消費税 ヲ 納付シ テ 
外國 -1 幟 m シ又ハ 消 S 稅ノ徵 收ヲ 猶豫シ タル 石油 
-I 付 テ ハ仍 從前ノ i 二 依 ル 

第二 十一 職 時 利得 税法 案 (政府 提出〕 

第一 讀會 
隞時 利得 税法 案 
鸱時 利得 稅法 

第 一條 帝 國內本 法 施行 地- 1 住所 又 ハ ー年 以上 居 
所 ヲ有ス ル 者 ハ 本 法 Mte リ戰時 利得 税ヲ 納ムル 
義務 アル モノ トス 

第二 條前條 -1 該當セ サル 者 本 法 施行 地-一 資產又 
ハ 營業ヲ 有 スル トキ ハ 其ノ 利得-- 付 テ ノミ戰 時 


利得 税ヲ 納ムル 義務 アル モノ トス 
第三條 1 S 時 利得 税ハ左 記 各 號ノ利 得 5 之ヲ賦 
課ス 

一 所得税 法-一 依リ 所得税 ヲ課ス ヘキ 法人/利 
得 

二 所得税 法 二 依 リ所焊 稅ヮ課 スへキ 第三 種ノ 
所得 中 俸給， 給料、 手當 ，歳費 •年金、 恩 
給 •退 隱料ヲ 除 キタ ル 個人 ノ利得 
三 船舶 又 ハ 鑣榮若 ハ 砂 錙業 二 關ス ル權利 若 ハ 
設備 ノ賣 却 — 因 ル 個 入ノ利 得 
前項 第三 號ノ 船舶-ー ハ 製造 中 ノ船 舶ヲ含 ム 
第 四條戰 時 利得 gi ハ 左ノ 税率-一依 リ之ヲ 賦課 ス 
一 法人 ノ利煜  利得 金額 百 分/二十 
二 個人 ノ利煜  利得 金額 百分ノ 十五 
第五 條 法人 ノ戰 時 yf 業 年度 所得 金額 力 平時 事業 
年度/平均 所得 金額 ヲ 超過 スル 場合 一 一 於 テ 其ノ 
超 趣 額 中 平時 事業年度 ノ 平均 所得 金額 ノ百 分ノ 
二 十ヲ 超過 スル 金額 ヲ以テ 法人 ノ利得 金額 トス 
前項 利得 金額 計算/場合-一 於 テ 左記 各號ユ 該當 
スル モノ ア /L トキ ハ 各 其 ノ定ム ル 所- 1 依 リ 平時 
事業年度 ノ平均 所得 金額 ヲ 計算 ス 
一 何 レノ 平時 事業年度-一 於テモ 所得 金額 ナキ 
トキ 又 ハ 平時 事業年度 ノ 平均 所得 金額 力 平 
時事 業 年度 ノ平均 資本金 額 M 對シ 年額 百 分 
ノ 十未滿 ナル トキ ハ 平時 事業年度 ノ平 均資 
本 金額-一 對スル 年額 百 分 ノ十ノ 割合 ヲ以テ 
算出 シ タル 金紉ヲ 平時 事業年度 ノ 平均 所得 
金額 トス 

二 大正 三年 八月 一日 以後 第一 次ノ 事業年度 終 
了シ タル 法人-一 付 テハ戰 時事 業 年度 ノ 資本 
金額-一 對シ 年額 百 分ノ 十/割合 ヲ以テ 算出 
シ タル 金額 ヲ平時 事業年度 ノ 平均 所得 金額 

トス 

三 職 時 事業年度 ノ 資本金 額 力 平時 事業年度 ノ 
平均 資本金 額 .- 對シ增 減 アル 場合 — 於 テ ハ 
平時 事業年度 ノ 平均 R 本 金額 二對ス ル 平均 
所得 金額 ノ 割合 ヲ 以テ戰 時 事業年度/資本 
金額- 一 付 算出シ タル 金額 ヲ 平時 事業年度 ノ 
平均 所得 金額 トス 此ノ 場合-一 於 テ 第一 號ノ 
規定 /- 適用- 1 付 テ ハ 戰時 事業年度 ノ 資本金 
額 ヲ以テ 平時 事業年度 ノ 平均 資本金 額 卜看 
做ス 
M 〇一 
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四 平時 yf 業 年度 卜戰時 刖椠 年度 卜期 間ユ 相違 
アル トキ ハ® 時事 業 年度 ノ月數 -I 堙 シ月割 
ヲ以テ 平時帘 業 年度 ノ 所得 金額 ヲ計 算ス 
資本金 額ノ筇 定 方法 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第六條 偶人 ノ所得 金額 力 大正 二 年 以前 二 年ノ平 
均 所得 金額 ヲ 超過 スル 場合-一 於 テ其ノ 超過額 中 
大正 二 年 以前 二年ノ 平均 所得 金額 ノ 百分ノ ニ十 
ヲ 超過 スル 金額 ヲ以テ 第三 條第 一項 第二 號ノ利 
得 金額 トス 但シ 所得 金額 中 相 絡 財產 ヨリ 生 スル 
所得 アル 場合- 1 於 テ ハ 之-一 對 ス ル 大正 二 年 以前 
二 年中 ノ 被相續 人ノ 所得 金額 ヲ相緻 人ノ所 得 金 
額卜 看做シ 平均 所得 金紉ヲ 計算 ス 
前孭 利得 金額 計 -® ノ 場合-一 於 テ 大正 二 年 以前 二 
年中 所得税 法 第 四條ノ 三 第三 號ノ 所得 アル トキ 

ハ之ヲ除 3? .ゾ大正七年以後其ノ年分所得中所得 

税法 第 四 條ノ三 第三 號ノ 所得 アル トキ ハ 其ノ所 

得 金額 M 付 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ 算定 ' >- タル 金 

額ヲ前 項ノ 平均 所得 金額- 一 加算ノ 、 

第一 項ノ 場合-一 於 テ 大正 二 年 以前 二 年ノ 平均 所 

得 金額 千 圓未滿 ナル トキ 又 ハ 其ノ 平均 所得 金額 

ナキ トキ ハ 所得 金額 ノ半額 ヲ以テ 利 海 金額 トス 

所得 金額 三千 圆未滿 ナル トキ ハ戰時 利得 稅ヲ課 

セス 

第七條 船舶 又 ハ 鍋 業 若 ハ 砂豳業 n 關スル 權利若 

ハ 設備 ノ賣却 金額 ヨリ 命令 ノ定ム ル 所 — 依リ算 

定シ タル 僧 額ヲ 控除 シク ル 金額 ヲ以テ 第三 條第 

一項 第三 號ノ 利得 金額 トス 但シ其 利得 金額 力 第 

三條 第一 項 第二 號ノ 利得-一 盥 スル モノ ナル トキ 

又 ハ 利得 金額 三千 圓未滿 ナル トキ ハ此ノ 限-一 在 

ラス 前祺ノ 利得 金額 ハ 前年 中 / 總額 = 依 ル 

第八條 所得税 法 其 ノ他ノ 法令 二 依 リ所得 稅ヲ免 

除 セラ レ タル 所得 二 付 テ ハ 戰時 利得 税ヲ課 セス 

公共 團體乂 ハ 慈善 其 ノ他ノ 公益事業-一 對シ 爲シ 

タル 贈 與ノ價 額 ハ 利得 金額 ヨリ 之ヲ 控除ス 

第九條 第三 條第 一項 第三 號ノ 利得 m 付 納税 義務 

アル 者 又 ハ 第六條 第一 項 但書-一 該當ス ル 所得 ヲ 

有 スル 者 ハ 毎年 四月 中-一 其ノ 利得 又 ハ 所得 ノ種 

類 及 金額 ヲ政府 一一 申吿ス へ - y 

納税 義務 者 前條第 一 一胡 ノ臊與 ヲ爲シ タル トキ ハ 

毎年 四月 中- 1 其ノ 金額 ヲ 政府-一 申 吿スへ シ 

第 十條法 人ノ 利得 金額 ハ 政府 之ヲ 調査 決定シ 個 

人/利得 金額 ハ 所得税 法 第 十 一條 ノ所捍 調査 娄 


貝 會ノ 調査-一佐 リ 政府 之ヲ 決定 ス 

第 十 I 條利得 金額 ノ 決定-一 對シ薄 査ノ誚 求 アリ 
タル トキ ハ 所得税 法 第三 十七 條ノ 所得 審査 委員 
會ノ決 a M 佐リ 政府 之ヲ 決定ス 

第 十二 條 利得 金額 ヲ隱 蔽シテ 逋税シ タル 者 ハ 其 
ノ逋稅 金高 三倍/罰金 又 ハ 科料 — 處 ス 但シ 自首 
スル 者 ハ 其ノ 税金ヲ 追徵シ 其 ノ罪ヲ 問 ハス 

第 十三 條利 得ノ調 査又ハ 審査-一 干與ス ル 者其ノ 
調査 又 ハ 審査-一 關スル 事項 ヲ 他-一 漏洩 シタルト 
キハ三 十圓 以下 ノ罰 金-一 處ス 
前項 ノ 規定-一依 リ處罰 セラ レ タル 者 ハ 其ノ 職ヲ 
失フ モノ トス 

第 十四 條本法 ヲ犯シ タル 者-ー ハ 刑法 第三 十八 條 
第三項但#、第三十九條第|1項、第四‘十條、第 
四十 一條、 第 四十 八條 第二 項、 第 六十 三條 及第 
六十 六條 ノ例ヲ 用ヰス 

第 十 五條 所得税 法 第九條 第二 項、 第十條 ，第二 
十九 條 乃至 第三 十 一條、 第三 十四 條 乃至 第一 二十 
六條 第三 十七 條第四 項 第五 項、 第三 十八 條 乃至 
第 四十 一條 第 四十 二條 第一 項 第三 項 及第 四十 三 
條 ノー  乃至 第 四十 五條 ノ 規定 ハ戰時 利得 税- 一關 
シ之ヲ m 用ス 

第 十六 條本 法 — 於 テ 所得 金額 卜稱ス ル ハ 所得税 
法， 一依 リ 政府 ノ 決定 シク ル 所得 金額 ヲ謂フ 本 法 
― 於 テ 平時 事業年度 卜稱 スル ハ 大正 三年 七月 三 
十一 日 以前 二 年 內-一 終了シ タル 各 事業年度 ヲ謂 
ヒ戰 時事 業 年度 卜稱 スル ハ 大正 七 年 一月 一日以 
後-一 於 テ 終了 スル 各 事業年度 ヲ謂フ 
附則 

本 法 ハ 法人 — 付 テ ハ 大正 七 年 一月 一日 ヲ含ム 事業 

年度 分 ヨリ •個人 二 付 テ ハ 大正 七 年分 ヨリ 之ヲ適 

用ス 

本 法 ハ 法人-一 付 テ ハ 講和 條約 調印 ノ日 ノ屬 スル 年 

ノ 末日 ヲ含ム 事業年度 分限 リ 、個人-一 付 テ ハ 其ノ 

年分 限 リ之ヲ 廢止ス 

沖 ffl 縣 U 於 ケル 法人 ノ 平時 事業年度 ノ所得 金額 及 

個人 ノ 大正 二 年 以前 二 年/所得 金額 ハ當 時/所得 

税法-一依 リ算出 シタル 金額 トス 

本 法 ハ 小 笠 原 島 及 伊豆 七 島 1— 之ヲ 施行 セス 

第二 十三 郵便 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

第一 讀會 

郵便 法 中 改正 法律案 


郵便 法 中 左/通 改正 ス 

第 十八 條中 「金 三錢す 「金 四錢 J-ス 「金 一錢五 厘. 一 

ヲ 「金 二 錢 J-I 改ム 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
0_務 大臣 C 勝 田 主計 君〕 K 長。 

011 長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登 a 〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 ® 題と なつて 居り ま 
する 所の％ 收に關 係 ^ C します る 法案の 大體の 趣旨は 
旣に私 ょり 一昨日 皆 樣に申 上げて 置きました 次第で 
御座います る、 詳細なる 設 明は 何れ 委員 會 等に 於て 
致したい と 思 ひます、 どうか 御, 議の 上、 御 協賛を 
與へ られ むこを 偏に 希 窜致 します。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 高木 益太郞 君。 

0 高木 益太郞 君簡單 であ 〇 ますから、 自席で 御 許 
しを 願 ひたう ございます I 政府に 御尋 致したい の 
は、 第一は 近世 財政 學 者の 觳 論の 傾向は、 出 來得る 
だけ 租税の 種類を 少 くして、 さう して 人民の 所得、 
若く は 純益に 向つ て 集中す る、 斯う S ふ 主義に 承つ 
て 居る、 成るべく 税の科 H を少く すると 云 ふ 學說を 
唱へる 人が 多い のみならず、 實際 先進 國に 於て は、 
著々 之を 實 行して 居る、 現に 我國に 於ても、 政治家 
中の 最も® 敬すべき 西囡寺 侯爵は、 税は 所得税の 一 
に 11 めたい 斯う 云 ふこと を®々 仰せに なつて 居り ま 
す、 如何にも 後進の 者は、 此方 針に 向つて 進む のが 
適當で あると 信ずる、 現に 佛蘭 西の 如きは、 腿 爭中 
で 其 東北の 部分は、 獨逸に 侵略せられ て 居る にも 拘 
らず、 尙ほ營 業税 を廢 し、 倉庫税 を廢 し、 地租を 廢 
し、 一千 九 百 十六 年から、 之を 所得 稅に赐 める と 云 
ふやうな 方針を 實 行して 居る、 果して 然らぱ 、我國 
の 如きは 戰 爭の關 係は 非常に 距離が あつて、 此間緩 
急の 差は、 非常に 存する 次第であります から、 我國 
は 未だ lit 點に 付て 綽 々たる 餘地が ある、 例へ ぱ從前 
の 税法を 動 行したなら ば 十分 財源が ある、 尙ほ吾 々 
の 調査す る 所に 依る と 官有 財篚を 整理 L ただけ でも 
今回 陸軍 海軍の 充實と 云 ふ 事は、 其 大部分は 出来る 
との 考で & る、 然るに、 今回 提案せられ た 所を 見る 
と 「フェルト J 「メリ ヤス」、 蒲 凉飲料 水、 始と云 ふや 
な、 老人で あると か， 婦人で あると か、 子供で ある 
とか 云 ふやうな ものに、 關 係の 深い 宴に ® 々 たる も 
のに 向つ て、 而も 其 金額を 見る と、 所得税なら 一人 


_ _ 

の 富袞 に教 L て 課しても それだけの 投が 取れる 4 の 
であるのに、 連に m 々たる 財 ;. 1 を 造る @ めに、 斯 〇 
如き 社© の 一番 弱い者の 階玆 、子供と か •老人と か 
婦人と か 云 ふやうな 階級に 向つ て關 係な き CS 段を せ 
らる、と云ふことは、如何なる次第であるか、世界 
の 方針 13: 稅の 種類を 少く すると 3C ふ 方針に 向つ て 居 
るのに、 反對に 斯う 云 ふ 細かい si を 描へ て、 其® 税 
の 手 ^ if 煩琐 であり、 是 •か 爲め に往 々人 fffi 問題 •か 起 
る Is が ある 次第であります から、 吾々 ii 床 次 君の 御 
說に對 して 大藏大 K が、 fn1} ほ 妥協の 餘地あ る *; 如き 
御 答 辯が あつた 次第で あるから、 外 C 方へ 持つて行 
つて 適當な る财 源を 求めて、 期の 如き 微 々たる 税は 
課せぬ ことに 御 嵆發を 願 ふこと が 出来る か出来ぬ か 
と 云 ふこと が、 第一の 質 間で ある、 第二の ？ 2 問は、 
今冋峨 時 利得 税を御 提案に なりました が、 吾々 の 解 
する 所に ffi ると、 腿 時 利得 税と云 ふ ものは 所謂 成金 
税で ある、 職 爭の爲 めに 偶然の 利益を fs たる ものに 
向つて 課すべき ものである、 一般の 個人に 向つて Is 
すと 2;- ふことは 甚だ 酷な oi 考へて 居る、 所が 今度 
の 税の收 入を 見る と、 大正 七 年に 於て 千 六 百 萬 II 内 
外 •大正 八 年は 三千 萬圓內 外の 收入を 得る が 爲めに 
御 提案に なつた と 云 ふこと であります が是は 個人に 
對して 課せぬ でも、 此の 第三 條の第 三に あります 「 
船舶 又 ハ li 業 若クハ 砂 鉞槩二 關スル 滟 利 若 ハ設础 ノ 
0 却-一因 ル 個人 ノ 利得」 此外戰 ©•に 直接 彩 题の ある 
商賣 、滅は 染料 •或は 紡續 、或は 綿絲 、或は 鋼 鐵、 
或は 石炭、 其の 他 軍需品に 關 係の ある 商 ! S だけを 先 
づざつ と 調査 致しましても、 確に 政府の 要求す る 金 
額ょり —— 以上の 增收' か /- L1 來る 計翦を 持つ て 居る、 
少く とも 紡績 業 だけで も 昨年度の 收益を 計 3? して见 
ると 紡續 一つの 商 賣で 、本年 政府が 靼求 する 千 六 百 
萬 w 位の II 税は出 來る S である、 さう すれば 何も 戰 
串の 爲めに 偶然の 利益を 52 ，たる 渚、 所！ 一成 金税の 本 
質を 超越して、 一般の 個人に 向つ て 課 稅 すると 云 ふ 
ことは、 是れ はもう 少し 切迫した 場合の、 第二 第三 
の 財源と して 留保すべき もので あらう と 思 ふ、 况や 
先頃の 所得税 査定の 結果を 見る と、 大正 六苹？ 第三 
種 個 \ 所得税の 査定の 結果は、 三千 五 百 四十 五 萬 七 
百 六十 七圓に なつて 居る、 其の 前年度の 第三 fi の 所 
得稅は 一一 千 三百 九十 四萬圓 ，僅か 一 篩 年の 問に ffi に 
飛んで、 千 二 百 萬 圓から 第三 種の 所得税 だけで も餘 
計 課税せられ て 居る、 隨 分是れ は 堪へら れぬ 話で あ 
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る 中に It 恨々 _荇ん で 之れ に服從 して R る 若が あり、 

I 又は 行政訴訟を 起す と 云 ふこと も、 驻 /i 不面 n であ 
_る から 忍んで 居る 者が 隨分あ るので あります， 此の 
個人の 所得税を 斯の 如く徴 收せら る-' のは、 堪つた 
もので (i ない、 ® 早 下級の 常該宵 吏は 此上 長官から 
如何なる 命令が あつても、 其の 命令を 奉ずる ことは 
出來な い、 H 際 納税 渚の 狀磓を 見て、 此の上に 徴税 
する ことは 出來な いと 云つ て 居る、 如何にも さう で 
あらう と考 へる* 甚だしき に 至つ ては 所得税の 上に 
於いて、 或る 場所の 如きは、 二十 a-IJ の % 稅を され、 
或る 榀所の 如きは 十三 割の m 役を されて P1 る、 一箇 
年に 二十 fflj の衔稅 十三 割の％ la を、 税维は 同じ こと 
で稅務 官 史 の杳定 如何に fft つて 斯樣 に 5.1 せらる i と 
云 ふことは、 如何にも 迷惑な ことと 思 ひます、 それ 

へ 持つて行つ て 今度は 哦萌に 關係あ る 商 S の ものな 

ら 特別で あるが 此の 案を 見る と、 山林の 所有 若、 農 

業 家に も 課 si すると 云 ふのは、 何の 關係 があります 

か、 一般 CT) 所得税と S ふ ものが 旣 にあろ ので 吸 串の 

爲めに偶然の利得をしない漭にまで陬時利52税を課 

する のは どうも 甚だ 氣の孬 に 感ずる のであります、 

政府は 斯う Is くな さらぬ で， 詧業税 法の 如く •列擧 

主義を 採つ て 何々  <の職 業に 對し職 讲 の e めに 偶 

然の 利益を ^ た 4 の It 是だ けの 税を 課すと 云 ふ 事で 

政府の 得ん とする 財源は 確に あると 信ずる ので あり 

ますが、 此點に 於け ろ 所 〇大藏 大 K の 明細なる 御 答 

辯を 仰ぎたい と 思 ひます、 第三に 御尋 して 22 きたい 

琪 は、 所得税に 付て、 個人 所 52 と、 法人所得との 差 

が 餘〇 ひどい のであります、 聰明なる 所の 大藏 大臣 

11 夙に 御 承知の 如く、 锊日の 新聞に 誰々 の富裒 が、 

洞 人の 所得では 餘り 税率が m いから a- 社 m 織に 變へ 

て、 さう して 脫稅す る 〇 めに 自分の 家の 紐 織を® へ 

ると 云 ふこと •か、 毎日 記 iris されて 居る、 大藏 省は 何 

?-. 御 K になつ て 居る か、 fll si は 公平 均衡を 収らな け 

れば ならぬ ことほ 無論で あるのに、 或 富裒だ けは 脫 

稅 をして、 自分の 所の 番頭 や 手代を 社 M にし、 或は 

親族を 社員に 加へ て、 さう して 脫稅を して fr る* 個 

人なら ば 八茁圆 位 納めた ものが、 a- 社 組織に すれば 

二觅圆位で濟む、斯う云ふやうなことがあつた日に 

は、 税法の： ^ い ^ めに、 « 面目に si を 納めて 居る 者 

が 馬鹿を見て、 許 } 1J: する ものは 却って 利益を 得る， 

r? に 立 菡政 叻 〇 上に あるべからざる 惡法 である、 然 

るに 大 e 大臣の 提案を 見る と、 現に 行は れて 居る此 


擗害に 就て、 何等 指を 染めて 居らぬ、 a だ 感服し® 
ねる ので あ 〇 ますが、 之に 對 しては 弊害の 事迓を 御 
認めに なつて rr ら n るので あるか、 若し 御 認めに な 
つたなら ば、 どう 云 ふ h 合に して 直さう と 云 ふので 
あるか、 最早 所 52 稅法 の fr 社負擔 率の 規定を して か 
ら 、殆ど 二 十 年に 及んで )? X る、 此の 一一 十 年間の 實驗 
に 於て、 旣に 民間の 奢に 於て は 定論が ある、 又 所謂 
社員！ 一十一 人 以上た ると 否と に 依つ て、® 別を 立て 
る 規定の 如き も、 % • 4 常識が あろ 者は 其 法の 不當な 
る ことを 知つ て Efr る、 今日の 時代に 於て 少しく 生活 
の 大きい 人は、 自分の 一家 內だ けで 以て、 二十 一人 
位の 株主を 桁へ る ことは 何でもない、 それを } tf へれ 
ば 非常に 輕い 負擔を する、 それを 捲へ なければ 重い 
負擔 をす る， 斯る不 常の 事は 許すべき 事では ない、 
幸に lit 鹿に 所得 8i 法の 改正案が 出た 以上 Is 、 斯の如 
き 不當な 點に對 しては* 之を ia す ことが 當然な る 事 
柄と 思 ふので あ -0 ますが、 成は 會 社の 方が 脫脫が 少 
ない、 flsl 人の 方は 脫稅が 多い と 云 ふやうな 愚論を 言 
ふ 者が 有る やうであります けれども* 是は もう 官僚 
風の 形式論で、 二 三十 年 前は 兎も角も、 今日の 會社 
の 脫稅の 多い ことは 個人と 違は ない、 「パランス」 
さへ 合せれば 税務官 吏は それを 通過す る、 個人で あ 
ればど うかと 云 ふと、 假令 損を しても、 それを 發表 
する のが 苦しい からして、 瘦我慢 をして 納税を して 
居る、 或は 税務官 吏の 苛 歛誅 求に 依って， 止む を 得 
ず 其 認定 額の 納税を して 居る 狀態で ある、 故に涸 人 
と會 社と に te つて、 M 別が あると 云 ふことは 過去の 
空論であります、 然らぱ 此點 に對 して、 大藏 大臣は 
511 何なる 御考を 御 持ちに なつて 居る か、 之を 伺つ て 
H きたい、 尙ほ 伺っ て ! 1 きたいの ほ 少額 所煜 者に 對 

する 免税 點であ 〇 ます、 今日 米價の 騰貴、 其 他 一般 

物價 の騰 货 は、® に 吾々 . l.t 深く 考へな ければ ならぬ 

次第で ある、 隨つ て此 少額 所得者に 對 する 免税 點を 

どの位に する か、 之に 對して 矢 張舊 式の 論で、 何百 

P 以下と 云 ふ 案が 出て 居ります •か、 等しく 何百 圓以 

下と 云 ふ 者の 中に も、 獨身の 者 も あれば、 或は 妻帶 

者 も ある、 或は 滞 山の 子供を 持つ て 居ろ 者が ある、 

吾々® .* m> 算 委員 ® に 於て 述べた るが 如く、 我 民族 

發 展の荘 礎は 何で あるかと 云 ふに、 人口の 袍殖 であ 

る、 大和民族 發肢の 基礎 ほ 人口の 砑殖で ある、 故に 

總ての 政策 も 亦 此方 面に 向は なければ ならぬ、 然ら 

ぱ此稅 Q 上に 於ても 少額 所得者に して、 所謂 貧乏人 


の子澤 IU と 云 ふ 者に 對して は、 相 當な る寬典 を與へ 
なければ、 政策が 一貫し ない と 云 ふこと を ® 々 豫算 
委員 會に 於て 述べて B る、 然るに 此度 政府の 提案に 
故 ると、 五 人の子 供が 2> つても、 六 人 子供が あつて 
も 画み ない、 唯 ■た 金額を 極めて、 其 家庭の 狀况 如何 
と 云 ふことは 考へな い、 子供の 數は 戶籍 さへ 見れば 
屆出な き 私 生兒の 外 直ぐ 明白で ある、 又 我帝阈 とし 
ては •祖先 崇拜は 國 家の 善美なる 習慣と して 居る、 
即ち 特に 尊 J1 親を 餒ぶ 習慣が ある、 此忠翠 の 思想は 
建國の 基礎で ある、 此點 から 言へ ぱ兩 親の ある 者に 
向つ ては、 相 當な 免税を して 然るべきで ある、 然る 
に此點 に 於て は 今度の 案に 考 掇 がない、 是等に 就て 
大藏 大臣は 唯 だ 金2 黯 で 以て 極めて、 如何なる 煩累 
が ある ものである か 否やと 云 ふこと を、 見ないで や 
ると 云 ふことは どうか、 歐羅 巴に 於いて ほ 旣に 之れ 
を やつて 居る ではない か •然るに 我國ほ 之を 顧みぬ 
と 云 ふことは 何故で あるか、 是が 大蔵大臣に 向つ て 
御 尋を する 所の 耍 §5 であります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田. 王 計 君 登壇：！ 

〇國務 大臣 C 勝 田 主計 君) 唯今 高木 君の 御 質問の 第 
一の 點は 、課税の 餘 り煩雜 に亘 ると 云 ふことは 宜し 
くないでは ないか， 例へ ば、 外國の 例を 見ても、 或 
る ものに 集中を して 之を 課税す ると 云 ふこと をす る 
然るに 各種の 色々 な ものに 課税す ると 2 ふやうな、 
第一 方法が 惡 いでは ないかと 云 ふこと であります、 
是は議論と致しましては、御尤な御議論であらうと 
思 ふので あります、. 外國の 例に 見ましても、 例へ ぱ 
英吉利の 如きは、 高木 君の 仰し やる やうな 方法を 採 
つて 居る、 所が 又 一面 佛關 西の 如きは、 稍々 此稅制 
が 煩瑣に 苴つて 恧 ると 云 ふこと であります、 我 國の 
如きは 若し 理想と して 言 ひます るなら ば、 左樣な 事 
が 出来れば さう 致したい のであります るが、 兎に角 
申す 迄 もな く、 我國の 發展は 最近に 於き まして 發展 
を來 しました 譯であ 〇 まして、 從 つて 之に 要する 所 
の 歳入と 云 ふ ものは， 各種の 方面に 於て 之を 求めな 
ければ ならぬ と 云 ふやうな 事實 になつ て 居る ので、 
それが 爲めに 今日の 如くに、 谷 種の 税目を 列べ て 之 
を 徵税 すると 云 ふやうな 歷史 的に 来て 居る ので あり 
ます、 然らば 何 か lit 處に 特別の ものを 設けて、 特に 
之に 重 課して、 他の ものを 廢めて 仕舞う と 云 ふやう 
な ものが あるかと 云 ふと、 中々 今日は まだ'^ さう 


は參〇 ませぬ ので， 是は 理想と して 大に 研究すべき 
一つの 問題であります が、 我國 現下の 財政 經濟の 狀 
態に 於て、 直ちに 高木 君の 仰し やる やう 方法を 採用 
する ことは 出来ぬ だら うと 思 ふので あ 〇 ます* 次に 
官有 财產の 整理の ことな ども、 其 一つの 方法と して 
高木 君が 御述 になり ましたが、 是は御 承知の 通りに 
政府に 於ても 考 a 致して 居ります るので、 乃ち 今回 
の豫算 に 於き まして、 官有 財產の 調査 费を 若干 要求 
致して 居ります、 此調濟 费を 要求 致しました 所以は 
官有 財産に 付て 如何なる ものが あるかと 云 ふ 事を 能 
く調赉 し、 並に 之が 利用 管理の 方法と 云 ふ ものを 定 
めたい と 云 ふ 事で、 之を 耍求 致して 居る ので あ 〇 ま 
する からして 此點に 就きましては* 或は 高木 君の 御 
希菌を .充 たす やうな 事が 將來 生ずる であらう かと も 
思は れ るので あります、 尙本項 に關 しまして、 高木 
君は 飴の 稅で あると か、 或は 淸凉 飲料 税で あると か 
「メリ ヤス」 「フェルトン」 銳で あると か 云 ふやう 
な も 〇 ゝ、 極めて 微細なる、 而も 此等は 下層 社會に 
影響を及ぼすべき 所の ものを 玆に 新に 取る と 云 ふや 
うな 事は、 面白くな いで ほない かと 云 ふやうな 御尋 
も あつた やうに 思 ひます るが、 此 事に 關 しまして は 
旣に 一昨日 來私が 謎 * 他の 諸君 方の 御尋 に對 して 申 
上げて 居ります る 如くに 決して 斯樣な る 百 萬 圓內外 
の小税 を、 獨 立した る税 としてから に、 之を 漁つ て 
歩く. と 云 ふ 所以では ない のでありまして、 税の 均衡 
を 保つ 爲に稅 の 整理を する 必要の 爲め に、 斯樣な る 
ものに 課税す ると 云 ふ 結果に なつた のであります、 
それであります からして、 此點は 高木 君に 於ても 特 
に 御 諒承を 願つ て 置きたい のであります •又 或は 飴 
の税 、或は 淸凉飮 料と 云 ふやうな ものが、 下層 社會 
を 寧ろ 苦め る ものでは ないかと 云 ふ 御 話 も あ 〇 ます 
るが、 今 n 需要の 大勢から 申します ると、 或は 淸凉 
飲料に 致しましても、 或は 飴に 致しましても、 寧ろ 
中流 以上に 於て 之を 用ゐら る、 やうな 狀況 になつ て 
居る と. 私共は 認めて 居る ので あ 〇 ま 丁、 それで 然 
らば 下層 社會に 何等の 影響がない かと 云 ふと、 さう 
は 行き ませぬ、 さう 潔癖に 行き ませぬ が、 凡そ 制度 
を定め物を按ずるに當りましてほ、大體達觀してや 
るより 仕方がない、 それ故に 詰り 左樣な る税を 起し 
たと 云 ふこと であります から、 其點は 左様 御 承知を 
願 ひたいと 思 ひます、 それから 第二の 御} r か戰時 利 
得 税の事 であります が、 戰時 利得 税を 一般の 所得を 
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所得 受法屮 改正 法律案 外 十一 件 第一 頊 10- 
標準と して、 法人な り、 個人な 〇 苟も戰 時利煜 ある 
もの (j 總て稅 を 課する、 斯 _ •な m 方に したの li いか 
ぬで ないか、 何々 の 業 SS に 於て 特に 硿 時 利得が あっ 
たものに® つて 課する、 斯棵な 組織に しなければ、 
いかぬ でない かと 云 ふ 御尋で あります、 是 は 一應御 
尤の御 導でありまして、 外國の 法令に 見ましても 色 
色あります が 例 •示して ある もの もあります、 又 一 殺 
的に 規定して ある もの も あるので あります" 併な が 
ら私 共の 考へ ました 事柄 は * 之を 例示. V る ことにな 
ります と、 日本の 如き 法制 國に 於て は 餘 程六ヶ 駁 い 
何が 砂 •時の 利 m であるかと 云 ふ 事柄を， 一々 事體に 
別つ て詮謎 する ことは 甚だ 闲 _で あります、 それ 故 
に此 所得に 於て 戰 時の 影 嚮を 受けて、 或る 程度 以上 
增 して 居る ものは、 是は瞇 時 利得と して 課說 する 方 

が、 寧ろ 徵税上 其 他に 付きまして、 紛雜を 避けて 簡 

» でない か、 獨逸邊 〇 も 矢 張 此方 法を 採っ て 居る や 

うであります、 それ故に 詰り 是も 達觀 的の 提案の 如 

く 致しました 次第で ございます、 尙又外 國の例 其 他 

の關 係に 付ての 詳細なる 事は、 是は 委員 會に 於ての 

問答の 時に 讓りた いと 思 ひます、 尙此戰 時 利得 稅の 

事に 付て、 高木 君の 仰し やい ました 事の 中に、 徵稅 

の 方法の 事に 付て 仰せられました、 我國 の國税 の徴 

收 、殊に 此所掲 税等 徵收の 方法に 付きまして ほ、 今 

日® は 二 樣の說 が あるので あります、 高木 君の 仰せ 

らる 、如くに、 如何にも 政府が 是 等の 税に 付て、 苛 

歛誅 求を して 居る が 如くに 言 ふ 人が あります、 又 或 

一面に 於き ましては、 政府の 一體 所得税 營業税 の 取 

り 方は 頗る 緩漫で あつて、 脫税 をす る 者が 幾ら も あ 

るので あるから、 も 5 少し うんと 力を入れて やれば 

增税 等を やらなくても、 二 千 萬 圆や 三千 萬 圓の 金が 

出る でない かと、 私共に 來て 仰せら る、 方が ありま 

す、 命に 左 樣に兩 保 端な 潮流が あると 思 ひます、 そ 

れで 政府 •か 今日 やつて 居ります ことは、 即ち 是 等の 

中間を 採って、 餘り苛 酷に 流れず •又 緩 漫に 失せず 

其 程度 宜しき を煜て 居ろ と 私は 思うて 居る ので あり 

ます、 第三に 所得税 S 事に 付きまして、 法人の 所得 

に a する 課税と、® 人の 所得に 對する 課税と が、 ff 

衡が 取れない、 それ故に 個人は 便宜なる 場合には、 

或は 株式 會社 等の 組織に 變へて 脫税 をす ると 云 ふ® 

きがある と 云 ふやうな 御 話で ありました、 此事に 付 

きまして は、 戢 論と 致しまして は、 程度 論と 致し ま 

しては、 髙木恝 の 御 議論と 云 ふ もの ほ •一槪 に 排斥 


が 出来ない と 私は 思 ふので あります、 即ち 個人に 對 
する 所の 税率と、 法人に 封す る 所の稅 率と、 多少 ffl 
近つ かさせる と 云 ふ 事柄に 付て は、 研究の 餘地は 有 
る だら うと 思 ふので あります、 併ながら 之を 今日 特 
に此 衔稅を 致す と 云 ふやうな 場合に 於き まして" 考 
へる だけの それだけ 其 必要なる 迫つ た 9J 柄で あるか 
と 云 ふ、 さう でも 私は ないやう に 思 ふので あります 
ので、 此事 は尙ほ 高木 君の 御意 思は 排斥を せず して 
十分に 政府 も 考究 致して 居る のであります るから し 
て、 詳細なる 事柄 ほ 矢 張 委員 會 等に 於て， 如何なる 
理由で & る、 如何なる 方法を 執つ て 研究して 居る と 
云 ふやうな ことを* 能く 申 上げて 見たい と 思 ふので 
あります、 それから 第 四に 少額 所得者の 免税の 15 と 
云 ふやうな 六ヶ 敷い 辭で ありました' か、 是は 高木 君 
の 仰せら る X こと も‘ 强ち緋 斥は 出来ない ので あり 
まして、 微細に 渉れば 微細に 渉つ て、 色々 遺 方が あ 
る だら うと 思 ひます、 併ながら 是も 税法を 立てる 場 
合に 於き ましては、 餘〇又 微細に 渉れば 煩瑣に 渉る 
と 云 ふこと があります ので、 今日 所得税 法に 於き ま 
しても、 鼠に 何百 圓 以下を 免税す ると 云 ふことの み 
ならず、 千 圓 以下の ものに 付て は、 特別 控除 金なる 
ものを 置きまして 、特別の 控除を して 居る 遺 方を 致 
して 居ります、 それで 先づ 今日の 所は、 政府は 是等 
の點を 以て 丁度 好い 適度で ないか、 併し 是が 社會の 
狀况の 進み 方 •或 it 財政 上の 必要、 其 他經濟 上の耍 
求 等に 依りまして 將來に 於き まして、 どう 變るか 分 
〇 ませぬ が、 今日の 所では、 旣定の 法制を 以て 滿足 
しなければ ならぬ のでは ないか、 斯樣 に考へ て 居り 
ます、 併し 是 等の 事柄は、 要するに 何れも 議論を 致 
せ ば 相當に 議論の ある ことでありまして、 是れは 委 

員會に .於いて、 尚 ほ 高木 君の 詳細なる 御意 見を 承つ 

て、 相當な 御 答 辯を 致したい と 思つ て 居ります。 

〇 高木 正 年 君 P 長。 

0 議長 (大岡 育造 君 J 高木 正 年 君。 

〔高木 正 年 君 登壇 J 

〔拍手 起る〕 

0 高木 正 年 君 私の 質疑は 極めて 簡單 であるので あ 

ります (「ど^' かさう 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 質 

疑の 理由を 明かに する 爲め に、 此壇を 汚した ので あ 

ります、 ® く 御 淸聽を 願 ひます、 一昨日の 大藏 大臣 

の 辯 明に te 〇 まする と、 今回の％ 税案ほ ® に國 家の 

收 入を 要求す る 許りでなく、 税法の 整理の 上に 於い 


ても考 瞪 して 居る と 云 ふこと を 言 It れた ので ありま 
す、 私は 此の 段 法案の® てに 渉つて、 各稅法 毎に 種 
々なる 疑問を 持つて 居ります けれども、 此の際® め 
て 其の 要を JK つて、 簡單に 一つ 政府の 趣旨と、 if の 
税法 案に 提出せられ た. 理由、 內容と 違つ て 居る 點 を 
S して 見たい と 思 ふので あります、 政府は 一面には 
衔税 をす るが、 他面には 整理を する、 それが 故に 廢 
說も爲 せ ば 減税を 铛す ので あると、 私共の 最も 耳に 
新しく 是れは 臌 いたので あります、 ところが tt 段 法 
の 各 法文を 諸君は 御讀 みに なつて 御 承知に なつて 居 
り ませ 5 けれども、 若し 說 法の 整理を 爲 すと S ふ 事 
が 主眼であるなら ば、 何故 新たに 最も 厭 ふべき 煩哦 
なる 手 ©: を 要する ところの 新税を 起す と 云 ふことは 
一體 どぅ 云 ふ譯で あります か、 又 税法の 整理は 單に 
負擔の 公平を 圖 ると 云 ふ 許りでなく、 產業 上の 政策 
も 伴 ふて ！ 税制が 產 業の 驿豳 をし ない のは 極つて 
居る けれども、 產 業の 發達を 阻害す る點に 於て 留篇 
をし なければ ならぬ 筈であります、 又是と 同時に 衞 
生 上の 問題 も 伴は ねばならぬ のであります、 今度の 
稅 法の 上に 付て、 最も 不可解と 感ずる 一つ 二つ を 申 
して 見ます ると、 國 家の 收 入を 要求す る點に 於て 「 
メリ ヤス」 及 「フェルト」 の 課税の 如きは、 七 年度 
に 於て 僅に 三十 萬圓 •平年に 於て枬 加して 漸く 四十 
萬圓 .若し 之を 税制 整理を 爲すと 云 ふ點 から 申せば 
斯 かる 物は 却て 課税して あつても、 此 際廢税 をす る 
のが 宜しい のであります、 殊に 其內 容に對 しては 如 
何で あ 〇 ます、 輸出 業の 妨害を 爲す點 に 於て It 金額 
は 誠に 少い か、 其 妨害す る 點に 於て は、 決して 三十 
萬 四十 萬の 褙税と 交換すべき 程の —— 以上の 損害を 
國家 に與 へる ものと 言は なければ ならぬ、 尤も 大藏 
大臣は 下_の 事に 御 通じに なつて 居る と、 私 も 懇意 
であるから、 有體に 申せば 曾て 承知を 致して 居つ た 
のであります、 然るに 此税 種の 上で 見る と、 社會狀 
態は 少しも 御 承知がない、 「メリ ヤス」 の 中で 所謂 
家內 H 業に 屬 する ものが、 半數以 上は 彼 CO 靴 足袋を 
編み 手袋を 編む 者は 皆是 れ家內 H 業で 一年の 犛額は 
僅 かな 金額に しか 上つ て 居らない が、 之を 敢て する 
のは 何で あるかと 云 ふと 年寄 も 子供 もです、 其 他の 
家族 も、 時間の 餘〇 即ち 畫間會 社に 出で、 夜內職 に 
すると 云 ふ 最も 時間を 有益に 利用し 得る 點に 於て は 
有益の 事業と 言つ て も 宜しい ので あ. る、 斯る 事業 細 
かき 事業を 爲す 家に 就て、 從來の 例の 上に 依っても 


I  二 〇四 

稅務 吏が 押 掛けて 行つ て 一々 級 薄， V 引授返 して、 洽 
も檢 事が 家宅 搜索 をす る やうに せられて it 斯る a 
い 事業 も 殆ど 之を bt 滅に pi せし むる ものと V? はなけ 
れぱな らぬ 、是 It 税法と K も 忌べき 取 柄で あるに も 
拘らず 、殊に 之を 選んで 課 没を 苜すと 云ふ琪 柄 It 、 
如何なる ffi に 税法の 整理なる ものが 存して 居ります 
か、 吾々 が 今度の 税法 中 不可解と 稲す る點は 、即ち 
此點で あります， 多く 申 上げたい けれども 力めて 省 
きます が 序に 織物の 上に 付て 申して K: きます、 今度 
の 税法を S3 んで 見ます と、 絹綿 交織が 百 分の 五 以上 
までに 付て 絹綿 交織と し、 從來通 〇 百 分の 十 〇 税 と 
する、百分の五以內のものは、之を純絹痛物と見做 
して 絹織物の 課税を する、 所が 此百 分の 3r と 百 分の 
六との區別は、どうして御調べになるかと云ふ斟を 
私は 嘗て 隠いて 見る と、 それ li 化學試 驗を して 見 ま 
すと 言 はれた、 成程 化搂試 驗 宜しいで ありませ う 近 
來此 織物の 發 達は 非常で あつて、 中々 税務 吏の 見る 
位では 此區 別は 付かぬ ので ある、 或は 綿の 入つて 居 
る 者は 一寸 分らぬ かも 知れない 併ながら 惯れて 見れ 
ば 分らない とは 中さぬ けれども 百 分の 五と 六との 間 
には 必ずや 税務 史と贳 業者と 〇 間に 爭の 起る のは 當 
然であ る、 是 'か 起つ た 時 どうす るかと S ふと 化頌試 
驗をす る、 一寸！ 一寸の 端切れを 以て 化學試 驗を する 
ならは、 或 it 完全に 行 ひ 得らる X か 知れ ませぬ •か、 
所謂 一反を 假〇に 百 目と して、 一 匁に# て 十分 多い 
か、 五分 多い とかは、 一反に 付て 所謂 百 目の 上に 起 
つて 來る數 ia であります" けれども 一反の 中の 三分 
の 一位 rr- 惙牲に 供して 化® 試 驗を しなけ れぱ 、本當 
にはつ きり 實は數 傲が 出 C 来ない、 綿の ® は 幾ら、 
絹の a は 幾ら、 斯樣な 煩 琐な 手數を 掛けて 絹織物と 
絹綿 交織 物との M 別を 付けなければ ならぬ と 云 ふこ 
とは、 果して 税法の 上に 吾々 が §? 良の 手段な りと 認 
める ことほ 出 來な いのであります、 世間 も 餘〇氣 が 
著いて 居られぬ、 政府 li 尙更御 M が 御 著き にならぬ 
やうで あ 〇 ます' か， 昨今 日本の S 絲業 M 易と 云 ふ 上 
に 於て、 絹絲 の H 县と云 ふ 上に 付て、 励 もす れぱ米 
國市場に於て不安を感ぜざる能はざる0问を折々耳 
にす るので あります、 此隗會 に 於て 内地に 於け る 所 
の 絹織物の 課税を 增加す ると 云 ふことは、 確に 內地 
使 ひの 絲の 上に、 價格の 影響を L ない とは 是は 言は 
れぬ のであります、 外に 於て 絹 絲の貿 易に 不安を 感 
ずる 時に 於て、 國内の 絹織物に 課税を して、 12 地 fit; 


院議 衆 齊謗國 帝 回 十四 第 


ひの 絹 絲の 惯格に 55 题をさせると云ふことは、單に 
織物の 問題で ない、 日本の 51 絲槊の 上に 付て、 最も 
考礅 すべき 問題を 惹起す ものな りと 私は 斷言せ ざる 
を 得ぬ のであります、 又 _ 今 高木 益 太 郎君は 所得税 
の 事に 付て 云爲な さつた、 序に 私 も 申して 此 H 問は 
止めます、 所 52 稅に 於ても Jr 百 圆以 下を 御 削りに な 
つたの It ia も It しい、 蕃い改 正と 言は れる かも 知れ 
ない、 去りながら 今日 物價 騰貴の 場合に 於て、 所謂 
中 以下の 生活に r3 する 一 简 月 百圆 位の 俥 給を ® る 人 
所謂 ® 勞所 m の 部に 於て、 千 M 以下に ! i 大分 割安で 
あるが、 千 EI を 超へ ると旣 に 四十 五と 云 ふ、 從來の 
二十 ? 1: に對 する 殆ど ss ffll の是は 佾加 になつて 居る、 
左樣な 琪 は 今日の 社 會狀 態を 考撖 する 人に 於て 是認 
し 得られざる 事で あるが、 果して 是が税 法の 整理で 

あるか、 負擔の 均衡を 求む る 一つの 手段で あるかと 

云 ふこと も* 亦 疑は ざるを 得ない のであります "要 

する に 私の 竹 疑は、 大藏 大臣の 所謂 税法の 整理の 方 

針に 付て 疑を 持つて 居ろ、 何う も 今度 3 改正 增税案 

の 上に 付て 斯睽な 事は ? S 見す る ことは S 來な い、 一 

方に 五 71 萬 la に re んと する 所の 廢稅を 爲す か ?-. 思 ふ 

と、 一方に li 新たに 平均 四十 萬に 足らざる 課税を 爲 

して、 尙ほ 之を 以て 税法の 整理な り、善 良なる 方法 

なりと 仰せら る k に對 しては、 私共が 政府の S の 在 

る 所を PJ? する に 苦しむ、 一昨日 大藏大 R が 言 li れた 

ことは、 果して fl!( 說の悶 裁に 言は れた ことで、 今日 

稅 法に 現は れた 所に、 毫も 其® 迹な しと 私 li 了解 致 

します が、 果して 左 棟で あるかと 云 ふこと を 14 は 御 

尋致 します。 

0 通 長 C 大岡 育造对 ) 勝 田大藏 大臣。 

t 國務大 Is 勝 m 主計 君 登 堉】 

〔拍手 起る〕 

os 称 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 商 木 正 年 君ょり 色々 

精し き 御 ^ も ありました やうであります るが、 大 腊 

は 旣に申 上げて ! a きました 如き 意味の 事に 付ての 矢 

張 御 ^ で ござりまして、 即 ち 一面に lit m 稅を致 すと 

云 ふやうな 塌 合に、 現の 整理を すると 云 ふ 事は 穏當 

な 琪では ない ぢやな いかと 云 ふやうな 御 話で ありま 

した、 此 事 に付きまして は K A 私は 咔して 居ります 

から、 此所に 繰返しは 致し ませぬ、 併ながら 今回の 

咐税 の 仕方と 中し ます ものは* 大體に 於き ましては 

师力 のあります ろ 所の 所得税と 酒に 付て 其财源 を 求 

める と 云 ふの が、 是 •か 大 gs であります るので、 其 仙 
所 n}l 税法 中 改正 法® 案外 十一 件 第一 諮 會 


は 詰り、 程度 論は 別で ありま i  — 程度 論は 別で あ 
ります が、 兎に角 今日まで 色* 研究され た 所の、 [11 
來得る •たけの 整理を したいと 云 ふ 意味を 以て， 詰り 
整理の 意味を 加へ て やつた 事 - e あります、 此の 如き 
ilf 柄は 私共の 考と 致して は、 玆に增 稅を すると 云 ふ 
やうな 事が あれば、 苟も 負擔の 不均衡と！ K ふ 事が あ 
れぱ 、之を 綺 正して 掛つて 行く と 云 ふ 事が、 當り前 
の 筋 途で あらう と 云ふ考 で やつて 居ります ので、 此 
點に 付て 或は 私共と 識論が 違 ふか も 知れ ませぬ が、 
そこは 議論の ffl 違になる 譯で あります、 それで 高木 
君は 特に 此 「メリ ヤス」 「フェルト」 或は 織物 稅等 
に付きまして 色々 精し い 事を 御 述べに なりました が 
大體に 於き まして、 此 「メリ ヤス」 「フェルト」 と 
云 ふやうな、 成程 此の ¢11 き 物に 付きまして 15! 税を致 
して 見ました 所が、 極 少額な ものであります が、 併 
し 織 物税と 云 ふ ものが 此に 在る 以上は、 是 等に 付て 
課税す ると 云 ふことは 矢 張 負擔の 均衡と 云 ふ 上から 
して、 大體に 於て 見なければ ならぬ 事ぢや ないかと 
思ふのであります、さうして此税に付ての最も非_ 
として 聞え る もの、 即ち 當業若 等が 私共の 處へ來 て 
申 述べます る ことは-高木 君の 仰せになる 所の 色々 
煩雜な ろ 手續が 之に 加は りは しない か、 大體 「メリ 
ヤス」 の 如き ものは、 轍 as •か 八 分、 內地消 費は 二分 
で •えらい 事は ない ので ある， 併し 此手續 •か 詰り 餘 
計掛 ると 云 ふこと になる と、 非常に 迷惑を する 者が 
起る- 是が どうも 其當 業者 等の惣 ふる 所の 本當の 事 
らしい のであります、 此點 に付きまして は •十分 手 
數の 掛らぬ やうに、 簡略に 致して 行く と 云 ふことは 
是は又 税務 常 局と しては 大に 努めさせなければ なら 
ぬ 事！ £ であろ のでありまして、 其點に 付て は 十分 研 

究を 致して 居ります 次第で ございます、 織 物税 其 他 

に付きましても 色々 御 話 •か. ありました が、 何れも 是 

等の ? Jf ii 色々 谷 論に なつて， 細かい 事に なつて 來ま 

すから、 どうか 委員 會も追 付け 開かれる 事で ありま 

せ 6 から、 其 際に 於て 精し く應 答した 方が、 此處で 

簡眾な 事を 申 上げて 引下る と 云 ふこと よりは、 其方 

が 私は 親切な m 方で あらう と 思 ひます から、 さう 願 

ひたう ございます。 

〇萵木 正 年 君 答 辯は 要領を 得て 居ります から、 是 

で 質問を 止めます。 

〇 謎 長 (大岡 育造 忍) 吉擗庄 一郎 君。 

〔吉柿 -1H 一 郎君 登®〕 


r 拍手 起る〕  > 
〇吉植 庄 一郎 f? 此場 合に 政府 當局 者の 御意 見を 伺 
つて 見たい 事が あります、 政府が 今回 提出に なり ま 
した 豫算 並に 此佾税 案、 それに 總 て關聯 致します か 
ら 、左樣 御 承知を 願 ひます、 戰 時に 際して 對應 する 
所の 政府の 政策は、 預算案 並に 增稅 案に 於て 認めら 
れ るので あります が、 此豫算 の數字 並に 增税 案に 現 
はれた る もの •たけで あつて は、 窺 ふことの 出来ない 
ものが 二 三點 あるので あります、 而して 其 事柄は 極 
めて 國家の 重要なる 問題であります、 社會の 深き 處 
に 根を 持つ て 居る 所の 極めて 緊切なる 問題が 殘つて 
居る やぅに 考へ ます‘ 第一は 物 價の間 題であります 
第二は 勞 磡 問題 •此世 界 の大戰 亂の 影響を 受けた る 
日本が、 非常に 闲つて 居る 問題は 物 價の 問題で ある 
同時に 之に 聯關 して 居る のが 勞® の 問題で あると 思 
ふ、 是は 直ちに 或る 形式に 依つて 要求され て 出て 來 
ない のであります けれども、 時々 刻々 に 其 根を 深め 
其禍を 大きく 致しつ、 あるので ありまして "是は 今 
日に 於て 政府 當局 としては、 之に 對應 する 所の 根抵 
ある 政策の 樹立が 無ければ ならぬ 害で あると 本員は 
信ずる のであります、 旣に 政府は lit 物 價の昂 騰の影 
響を 受けて、 社會 政策の 一端と して 一部の 稅法 の改 
廢を 企てられた 事と 考 へる >  又預 算の上 に 於ても、 
下級 官史の 生活の 闲 _を 救 はんが 爲 めに、 或る 程度 
の 一種の 增俸も 企てられた と 思 ふので ある、 是は原 
因 何で あるか 物價の 騰貴に 依て 生じた る社會 上の顿 
陷 、不幸と 云 ふ ものに 對 して 緩和の 政策が 加味され 
たものに 相違ない、 併ながら 是等の 僅かな 通行稅 の 
改廢に 依つ て、 一部の 負擔を 輕 減す る、 滞に 石油の 
消費税を 減じて、 或は 腿して 其 一部の 負擔 を輕 減す 
ると 云 ふが 如き、 極めて 微溫 的なる 方法、 若く li 官 
吏の 一部の 咐俸 ，而 かも 一時的で ある、％ 俥と 言は 
ずして 一種の 戰時手 當と云 ふやぅな 名義の 下に 咁俸 
を 企てる、 極めて 一時的の ものである、 斯の 如き 微 
溫的な る 一時的なる 方法に 於て 救は il ると 政府は 認 
めて 居る か、 此物價 隣 貴の 趨勢は 一時に 生じた る 幻 
影で あると 御 認めに なつて 居る か、 極めて 根抵 ある 
物價 騰貴の 趨勢と 御 認めに なつて 居る ので あるか、 
どちらで あるか、 現は れた ものから 見れば、 是は一 
時 的の 幻影假 想と 御 認めに なつて 居る やうに しか 吾 
吾には 認められない ので ある* 現に 如何であります 
か、 總 ての 物價 は 戰爭以 來 非常なる 增 率を 以て 騰貴 


しつ、 あるので あります、 成程 船に 對する 調節の 方 
法、 船價 若く ば 運賃と 云 ふ ものに 對 しての 一時的の 
暴騰を 防き 止める だけの ことは、 政府は 致した 〇 で 
あるけれ ども、 是は 一部で ある、 最も 社會 上に 見遁 
すべから ざ る ものは 食料の 騰貴であります、 國民の 
生活の 必要品た る 所の 總ての 衣食の 原料 0 騰貴で あ 
ります、 之に 對して は 何等か 適當 なる 方法が 無 けれ 
ぱなら ぬ 筈で あると 思 ふので ある、 之に 對して 政府 
は 過去に 於て 如何なる 施設を なされました か、 又將 
來に 於て 之を 如何にせ んとせ らる 、ので あるか、 米 
價の如 きは 旣に二 十四 圓 —— 一石 二十 四 11 の 米價は 
普通に 考へ られた 時代の 米價の 約 一倍であります、 
八 割 乃至 十 制の 騰貴で ある、 此米價 の 騰貴は 直ちに 
勞 銀の 騰貴を 来す ので ある、 物價 騰貴の 最も 苦痛を 
與へる 問題は 是で ある， 之に 對して 何も 御說明 もな 
ければ、 又 法案に 現は れた もの も 見えない、 政府は 
之を 考瞪 する に 足らずと 御 認めに なつて 居る ので あ 
るか、 大に考 傲し なければ ならぬ と 思つ て 居るなら 
ば、 之を 如何に せんとな さるので あります か， 是は 
最も 民生に 重大な ろ 關係を 持つ た 問題であります、 
內閣 の此 時局の 變 態として 生じた る 物 憤に 對する 政 
策， 是は 決して 輕々 に 付すべからざる 問題で ありま 
すから、之に對する明白なる御說明を祇りたいと思 
ふの てあります、 尙此問 題に 附加 へて 御 尋を 致して 
置きたい ことは、 惟 ふに 政府 も物價 騰貴 (i 當然で あ 
る、 米價が 二十 四圓 して 居る の も 少しも 怪 むに 足ら 
ぬ是は _ ぶべき ことで あつて、 決して 憂 ふべき 事で 
ない と 云 ふやうな、 正しく 御考は 無から う、 憂は 矢 
張 吾々 と 同じう せられて、 斯の 如き 底止す る 所な き 
所の 食料 其 他 生活の 必要品の 騰貴と 云 ふことは、 最 
も © ふべき ものであると 云 ふこと に 付て は、 必ず 見 
解を 同じう せらる、 と 思 ふ、 果して 然らぱ —— 果し 
て然 らば 此物價 の而 かも 生活 品の 騰貴の 原因、 複雜 
で 澤 山になります けれども、 直接に 政府の 力を 以て 
直ちに 多少の 緩和を 爲し得 るの 方法が あるのに、 之 
を敢て 努めない と 云 ふ 形迹が あるなら ぱ 、政府は 甚 
だ 緩怠の 责を 免れぬ と 思 ふ、 物價 調節の 如きは、 輕 
輕 しく 法律を 以てし、 若しくは 人爲を 以てする と 云 
ふことは、 大 に考盧 しなければ ならぬ けれども、 政 
府の 當然 持つて 居る 所の 權 能に 依つ て 爲し得 る 方法 
が あるのに、 之を 緩 t# に 付して 居る と 云 ふなら ば、 
其綏 怠の 責 住 は 問は なければ ならぬ、 試みに 鐵道で 
二 0 五 
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廷時國 庫 證券 法 中 改正 法律案 第 ~8 
ある、 今日の 米の睽 贵、 炭の ??; ft 、 物資 (7) 踏 K と 云 
ふ ものに、 幾多の 原因は あります けれども、 我玆道 
.の 使 送 力が 不十分で ある、 I 方に 物 Kif 山の 如く 積 
んで ある 所が あつても、 一方には 其 物資 ほ 十分に 廻 
浍せら れて 居らぬ、 貨物の 捽 滞して 居る 爲め に、 即 
ち鲩绘 力の 觖乏 の 爲め に、 物 M と 云 ふ ものが 全 國に 
統一を 缺き 、而 して 一方に 於て (3; 甚だ 隙 贵シ 來すと 
云ふ現象ほ-之は拖ふべからざる事捋であ〇ます、 
此事に 付て 過日 a の爲め に 生じた る 災害、 若く ! t 昨 
年中の 大風 害の 時分に 生じた やうな 天災は 別問題と 
しても 平生に 於て 鐵 道の 輸送力の 不完全、 之に 付て 
政府は 最善を 盡して 居る とは 吾々 には 認めろ 譯には 
行かぬ ので ある、 而し て此 事は 最も 物惯の 問題に 非 

常なる 關 係を 持つ て 居り •決して 是は 暴利を 収 締す 

る 法律が ある だけで 以て、 此 物 ® の騰 H を 止める 譯 

には 行き ませぬ. …… 

0 議長 C 大岡 育造 君) 吉 ffi 君、 此 場合は 關聯 したる 

稅法に 就て 御 W 問を 願 ひたい。 

〇吉楠 庄一郞 君 税法 もあります、 税法に 是は 聯關 

して 居り ま ^ - 此 場合に 於て 鐵道 (/; 當局 者 {i 輸送 

力と 云 ふ ものに 付て、 如何に 是から 改善な さる 積り 

であるか、 十分の 御 答を 得て 置きたい と 思 ふ、 それ 

から 農 商務の 當局 者に 付て は、 市場 法の 制定 •是等 

を 如何にしたならば 現在の 如き 狀 態を 改善して、 今 

少し 國民が ■い 品物を 使 ふことの 出来る —— 原料は 

菔 いけれ ども、 非常に 中繼其 他の 複雜な る爲 めに 高 

い 物に なつて 居る、 さう して 此物價 の 騰貴を 愍々 爝 

〇 立て X 居る と 云 ふ 事實は 、見 週す ことは 出来ない 

是等は 戰 時に 於て 非常に 物愦が 騰貴して 來 ると 云 ふ 

趨勢は 避けられない と 見たならば、 政府 當 局は 必ず 

や 之に 對 して 適當な る 方法を 執つて、 成べ く 原篚池 

に 於て 迓 る だけの 値より 僅かの 差金を 以て 瞄賣 する 

ものが 手に入る ことの 出 來るや うにす る ことは、 社 

會 政策の 上から どうしてもし なければ ならぬ 問題で 

あると 思 ふ、 之に 觀 して 當局 者は 過去に 於て 如何な 

る 施設を せられました か、 又 將來に 向つ て どう 云 ふ 

施設を 以て 之に if せんとせ らる 、のであります か、 

之を 伺 ひたいと 思 ふので あります、 第二に 御尋 致し 

たい 事 ほ、 昨年 中 我國に 於て 尤も 公言す る ことを 敢 

て 好まざる 所の 事柄が 二つ ある、 併しながら 是はど 

うしても | 國の 政治の 上から 看過すべからざる 重大 

な 出來 事な りと 認める、 どうしても 之を 議場に 於て 


言 ほなければ ならぬ、 其 一つは 何で あるか、 日本 全 
國 (- -於げ る勞砌 階級の 大 「ストラィキ」 であります 
成程 此 問題は 其 地方々々 に 於て どうにか 斯うに か 解 
決せられて、 昨年 (t 濟ん だのであります、 併ながら 
全國に 於て 工場を 有し、 多數 の隘エ を 使つ て 居る 鹿 
に、 昨年 中 一種の 「ストラィキ」 の 起ら ざり し處ほ 
殆ど 稀な りと 私 (3; 見て 居る •私は 其 事 S を 多く 知つ 
て 居ります . 

0 議長 C 大岡 育造 君) 吉摘 君に 重ねて 御 忠吿を 申し 
ます、 今日 唯今 議題と なつて 居ります る ものは、 增 
税及 減税の 案であります、 昨日の 如き 場合に 於て 此 
御尋の あるは 御 尤かも 知れ ませぬ •か、 議場 整理の 爲 
めに 更に 御注意 申 上げます。 

〔「言論 尊重/ 大にや るべ し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇吉描 庄一郞 君 誠に 公平なる 議長の 御注意で あり 
ますが、 併し 本 議場に 於け る此 質問は、 必ずしも 法 
文の 第 何 條の何 項に 限る と 云 ふが 如き、 此 議場に 於 
ける 吾々 議 MG 發言權 は 狭隘の もので なから うと 思 
ひます。 

〔「ひや-'^」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 然らぱ 更に 申 上げます、 議院 
には 別に 質問の 日が 設けて あります、 題の 何たるを 
問は ず 御 質問な さる、 御演說 をな さると 云 ふことは 
議場 整理に 妨が あります。 

〇吉 楠庄 一郎 君然 らば 議長が 御 差 止になる と 云 ふ 
ならば、 私は 之を 止めて 適當の 日に やります が、 私 
の 言 ふことは 皆關聯 して 參 るので あります、 殊更に 
論議す る譯で ほ ない のです が、 議場 整理に 妨あ りと 

云 ふ 議長の 御認 であるなら ば、 此檀を 降つて 適當の 

時機 1- 於て 質問を する も妨な いのであります が、 ど 

うです か。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 此議場 に 上つて 居る 議題は 一 

括して 付せられ て 居ります から、 此 中の 問題に 就て 

御 述べになる ならば、 無論 御 述べになる も 御自甶 で 

あ 〇 ます (「社 會 問題 だ 社# 政策 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

此 問題に 就て 社會 政策を 如何に 講ずる かと 云 ふこと 

を 御 述べになる なら 宜しう ございます。 

〇吉械 庄 一 郞君此 中に 無論 關係 する のであります 

今の 農 商務省の 豫算 にも 關係が あれば、 それから 增 

税の 問題には 無論 關係が ある、 殊に 通行税 問題の 如 

きは、 社會 政策が 加味した 所の 政府の 提案で ある、 


又敎 育の 問題に も關 係して 居る、 であります から 今 
日で なけれ ぱなら ぬと 私 ほ 申し ませぬ が、 恐く は 今 
日 私の 想像す る 所に 於て、 案件 li ®: 多くありまして 
も、 さぅ 零碎な る 問題に 就て 今日の 質問は あるまい 
と 思 ふ、 それで 昨日と 今日 li —— 昨日と 今日 ii 政府 
の 根本 政策を 說明 する の 時で ？ > ると 認めて 居る (「然 
り」 と 呼 ふ 者 あり〕 豫算案 並に 增税 案は 本年の 識會 
に 於け る 政府の 根本 問題で ある、 此根本 問題を 御提 
案に なつて 居 〇 ますから、 此日ほ 餘 〇官療 式の 解釋 
シ 執らないで (拍手 起る 「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 
此政 策の 大體に 就て 質問す る も敢て 妨な いと 思 ひま 
す (拍手 起る 「大 にやるべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 然らば 議長と 見解が 違 ふので 
あります、 露 長は 問題を 出した る 時分には、 其 問題 
に 就ての 討論を 運ぶ ことを 主として 居る ので ありま 
す、 故に 吉楠 君の 議論を 壓す るで もなければ， 止め 
るで もなければ、 御 降壇を 促す ので も ありませ ぬ此 
增税 案を 主として 御 討論に なり さへ すれば、 此の 議 
場は 十分に 進む のであります。 

〇吉 楠庄 一郎 君 承知 致しました、 其方 針で 進む こ 
とに 致します (「大 にやるべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 昨年 
の 各 工場に 起つた 所の 問題、 是れは 幸に して I 幸 
にして 多く 成金 會社 、若く は 軍需品を 製造す るが 如 
き 暴利を 取つ た 諸會 社、 諸 工場に 起り ましたから し 
て、 其 資本 主の 利益の 一部を 提供した と 云 ふ 事 だけ 
に 依つて、 圓滿 なる 段落が 付いた のであります、 併 
ながら 昨年の 各 工場に 起つ たる 「ストラィキ」 と 云 
ふ ものが、 多く ほ 勞働 者の 勝利に なり 終つ たと 云 ふ 
ことは、 是 は見遁 すべかざる 問題であります、 此の 
問題に 毀して 政府は 如何なる 監督の 方法を 収られ た 
か、 又將來 —— 是は 昨年 限りに 起つ た 所の 事椚 であ 
つて、 將來 日本に 於け る 資本と 勞 働との 衝突が、 昨 
年 切つ た 火蓋は 愍 々益々 劇しくなる と 御 認めに なつ 
て 居る か 居らぬ か、 之に 對して 政府は 如何なる 調査 
をし、 調節を して 行かん と 欲する ので あるか、 此問 
題は 社會 問題と して 將來 最大なる 問題で ある、 最も 
根抵の 深い 問題で あるから、 之に 舞して は 政府は 必 
ず 適當な る 御 計畫か 無ければ ならぬ と 思 ひます から 
之に 對する 政府の 御 見込を 伺つ て 置きたい ので あり 
ます、 もう 一つ 伺つ て 置きたい ことは、 昨年 早稻田 
大學に 非常なる 「ストライキ」 が 起つ た、 學 生の *—1 
ストライキ」 が 起つ た c 笑聲 起る〕 諸君は 御 笑 ひに 


_ 二〇 六 

なります けれども、 併ながら . 

〇謅 長 (大岡 育造哲 〕 吉柿君 に m ねて® 注 S 申 上 If 
ます (拍手 起る〕 此 sl w に 在る 所 〇 讥習爻ぴハ —: 惡 
例を 貽す 勿れ」 と 呼 ふ 者 あり) 規則は、 自然の 问 を 
なす 〇 であります、 此 SE 味, >_校  . : 御 質 
問 だけに 止めて 戴きたい。 

〔「 惡例を 貽す 勿れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇吉砣 庄一郞 君 今 ほん 〇 二三 言を 言へ ば 宜しい、 
是も不 幸に して 學生则 C 勝利に なつた、 此括 〇は さ 
5 云 ふやぅ に 思は れま す、 引 g? いて 金 ® に此 〇 嵇-の 
學 生の、 及び 學校の 騷励と 云 ふ ものは 澤山 起つて 居 
ります、 起り つ、 あ 〇 ます、 之に 對 して 政府は 如何 
なる 將來 方法を 執つ て 腿ず るか、 此三點 に 就て 伺 ひ 
ます C 「答 辯は ないか J 「惡 例を 貽 しては いけない」 と 
呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是で 質問の 通吿 者 IX 終り まし 
て 御座います から、 之を 蒞鞔 すべき 委員の 選擧に 移 
ります。 

〔「答 辯 ほどぅした」 「答 辯は ない」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 

右 議案の 審査を 付託す へき 委 M の is 擧 
0 岩 崎勸君 委員 〇 數 は 特に 四十 五名と し、 議長に 
於て 指名せられ んこ とを 望みます 

〔「異議な し」 「 替 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 君) 御與讖 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 御 異議がなければ 此 委員は 四 
十五 名、 議長ょり 指名 致します、 日程の 第二 十五 臨 
時國庫 證券 法 中 改正 法 鉗 案。 

第二 十五 臨時 國庫證 券 法 中 改正 法 铕案 
(政府 提出〕 第一 閟會 
臨時 國庫 證券 法 屮 改正 法律案 
臨時 國 庫 證券 法 中 左/通 改正 ス 
第二 條中 「二 億圓 j ヲ 「五 億圓」 -I 改ム 
0 翳 長 (大岡 育造 君) 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇：！ 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君：* 唯今 議題と なつて 居り ま 
する 案は、 是も旣 に 一昨日 來度 々申 上げました 通り 
に、 爲替の 調節 並に 軍需品 代 命の 決 濟の爲 に、 從來 
臨時 國 庫 證券 法と 云 ふ ものが 御 協賛を 經 て* ■二 億 _ 
を發行 最高の 限度と 致して 居 〇 ました、 然るに 二 億 
圓 悉く 募集し 切りました からして、 尙ほ三 億圓の 限 
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度を 與へら れんこと を 諸君の 御 協 饺を概 ふ 次第で あ 
ります、 どぅか 御 ^ 謎の 上 御 協 質 あらん ことを 希諾 
致します。 

〇 議長 (大岡 宵 造 嵙〕 本案に li 別に 通 {§■ 者は ありま 
せぬ、 仍て 日程 第二 十六に 移ります。 

第二 十六 右 議案の 准 SEi を 付託す へき 姿 員 
の 選 擧 

0 岩 崎 動 君 本案は 委 M の © を 九 名と し •議長に 於 
て 指定せられ ん ことを 轺み ます。 

0 議長 (大岡 育造 沿) 岩 崎 君の 動議に 御 與讁 は あり 
ませぬ か。 

〔 r 異蹯な し 興！ 一な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇遴長 (大岡 育遝 君〕 御 異議なければ 岩 崎 君 發議の 
如く 決し ま ^ — 日程 第二 十七， «幣 法 中 改正 法律 
案の 第一 ^ 會 を 開きます， 勝 田 大破 大：. 一。 

第二 十七 貨幣 法 中 改正 法 №1 案 (政府 提出) 

第一 讀會 

货幣 法屮 改正 法 Nt 案 

へ 本案は 本锈四 〇 頁 fi 族 院 2 鄧事 中に揭 賊 せン 

广る を 以て W 揭の 煩を 避く  J 

〔國務 大臣 勝 田 主計 お 登 柄〕 

03 務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今 is 題に なつて 居り ま 

る 所の？：； 幣法中 改正 法 坩 案の 大體の 趣旨は、 御 承知 

の 如く 從來の 我® の 補助 貨であ ります が、 是が 少し 

く 形が 大きく 御座いまして 、抑 帶 等に 不便な と 云 ふ 

理由 もあります るし* 尙此時 局の 影響を 受けまして 

銀貨 騰贵 の S めに、 或は 鑄 m しの® れ •かあります の 

で、 之を 改正 致したい と 云 ふ 事柄であります ので* 

是も 詳細なる 祺捫 は 委 M ir で 中 上げたい と 思 ひます 

どぅか 御密薙 の 上 御 協 饺を挪 ひたいので 御座います 

0 議長 (大岡 育造 沿〕 是も別 に 質 間の 通吿は ありま 

せぬ - 日程 第二 十八に 移ります。 

第二 十八 右 链案 の密査 を 付託す へき 委員 

の 選 ^ 

0岩崎勵君本案も亦委員の数を九名とし、議長に 

於て 指名せられ んこ とを 菌み ます。 

〔 r 異雜な し 興 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇狨長 (犬 岡 育造汜 〕 岩 崎 君 G 励 謎に 異議な きもの 

と gs めます 仍て 其の^ 5  く 決します - 日程 第二 十 

九、 Q 時 船舶 管理 令を 謎 題と 致します、 田遞信 大臣 

第一 一十 九 哦時 船舶 管理 令 (承諾 ヲ求ム ル 

件) 


哦 時 船舶！； D 理令 

朕戗 局ノ倍 々祯大 ナル， 一伴 ヒテ 外 ハ 共 tnl 霜 a ノ便 
宜ヲ 進メ内 ハ 產槊運 輸ノ 調節 ヲ 111 ル爲船 政 ヲ 統制 
スル ノ極メ テ 緊急 ナル ヲ認 メ樞 密_問 ノ 諮詢 ヲ經 
テ 帝 國 憲法 第 八條第 一項- 1 依 リ戰時 船舶 管理 令ヲ 
裁可シ 玆 -I 之 ヲ 公布 セ. ゾム 
御名  御 8P 
大正六年九月二十八日 
內 閣 總理 大臣 
內務 大臣 
海軍 大 K 
陸琨 大臣 

外務 大 E 

司法大臣 
文部大臣 
遞信 大臣 
農 商務 大臣 
大破 大臣 
勅令 第 百 七十 一號 

g 時 船舶 W 理令 

第 一條 日本 船舶 ハ遞信 大臣 ノ 許可 アリ タル 場合 
ヲ除 クノ外 之ヲ 日本 船舶 ヲ所 有シ得 サル 
若-- 讓®  •ゾ 、貸 !® シ 、擔保 M 供. ゾ又ハ 引 
涅ス コト ヲ得 K 製造 中ノ 船舶-一 付 亦同シ 
第二 條遞信 大臣 ノ 許可 アリ タル 場合 ヲ除 クノ外 
日本 船舶 ヲ 所有 シ得サ ル 者ノ注 文-一依 y 
船舶 ヲ製造 スル コト ヲ得ス 
第三 條日 本船 舶ハ 政府 ノ 命令 又 ハ遞信 大臣 ノ許 
可 アリ タル 場合 ヲ除ク ノ外外 國諸港 間 ノ 
航行-ー ノミ從 S5 •スル コト ヲ得ス 
第 四 條遞信 大臣 ハ 日. 本 船舶-一 毀 シ外 國ノ ー港 3 

3 リ外國 ノ他ノ 港-一至 ル 旅客 又 ハ 貨物 ノ 

運绘ヲ 禁止 又 ハ 制限 スル. n トヲ得 

第五 條遞信 大臣 ハ 日本 船舶 _1對 シ 航路 ヲ指 定シ 

テ 航海 ヲ命シ 又 ハ 特定 旅客 若 ハ 貨物 ノ運 

送 ヲ命 スル n トヲ得 

第 六 條遞信 大臣 ハ 日本 船舶 M 對シ 運送 賃ヲ 制限 

スル n トヲ得 

第 七條遞 信 大臣 ハ ffl 當ノ補 償金 額 ヲ定メ 日本 船 

舶 ，造船所 乂ハ 造船-一 要 スル 材料 器具 機 

械ヲ收 用 又 ハ 使用 スル コト ヲ得 製造 中 ノ 


船舶- 一 付 亦同シ 

前瑱ノ 場合-一 於 テ遞信 大臣 ハ 船舶 又 ハ 造 
船所卜 共-一 其ノ 船員 又 操業 者ヲ 供用 セシ 

ムル n トヲ得 

遠洋航路 補助 法 第 十 一條 第三 項 及第 四 項 
ノ 規定 ハ 第一 項ノ 補償金 額 M 對シ 不服 ァ 
ル 者-一 付之ヲ 準用ス 

第 八 條遞信 大臣 ハ 遠洋航路 補助 法- 1  ル 補助 航 
海-一 使用 スル 船舶 ノ資格 11 付 別段 ノ規定 

ヲ設 クル コト ヲ得 

第 九 條遞信 大臣へ 日本 船舶 -i 對シ 船 M ノ 保護 又 
ハ 船舶 ノ 設備-一 關シ 必要 卜認ム ル 事項 ヲ 
命 スル コト ヲ煜 

第十條 第 一條 乃至 第 一二 條ノ 規定- 1 違反 シタル 者 
第五 條ノ 規定-一 &• ル 命令-一 違反 シタル 者 
又 ハ 第 七條ノ 規定 M 佐 ル 收用使 用 者 若 ハ 
供用 ヲ杻ミ タル 者 ハ ニ 年 以下 ノ 懲役 二 處 

ス 

第 十 一條 第 四 條ノ 規定-一依 ル 禁止 若 ハ 制限-一 違 
反シ タル 者 又 ハ 第 九條ノ 規定， | 依 ル 命 
令- 1 填 反 シタル 者 ハ ー年 以下 ノ懲役 又 
ハ 五 千 圓以 下ノ 罰金 二處ス 
第 十二 條第 六條ノ 規定- 1 法 ル 制限 ヲ超エ テ 運 ; S 
賃ヲ 收領シ タル 者 ハ 三月 以下 ノ懲役 又 
ハ 11 一千 圓 以下 ノ罰 金-一 處ス 
前項/場 合 二 於 テ 運. 送賃ノ 制限 ヲ超エ 
タル 部分 ハ 之ヲ 沒收ス 若 シ其ノ 全部 又 
ハ ー部 ヲ沒收 スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 

其 / 價格ヲ 追徵ス 

第 十三 條本 令-一依 ル遞信 大臣 ノ職務 ハ 朝鮮、 裏 
灣又ハ 關東 州 — 在 リテハ 朝鮮 總督 、臺 
一! 總督又 ハ 關 東都 督遞信 大臣 ノ 監督 ヲ 
眾ヶ之 ヲ行フ 
附則 

本 令 ハ 大正 六 年 十月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
本 令 施行 ノ際 現-一日 本船 船ヲ 所有シ 得 サル 者- 1 貸 
渡 シ若 ハ擔 保-一 供 スル 日本 4S 舶又ハ 外國諸 港間ノ 
航行-ー ノミ從 事 スル 日本 船舶-一 付 テ ハ 本 令 施行 後 
遲滯 ナク遞 信 大臣 ノ 許可 ヲ 申請 K ヘシ 日本 船舶 ヲ 
所有シ 得 サル 擔保 M 供 K ル 製造 中/船舶 又 ハ 其ノ 
注文-一依 リ 製造 スル 船舶-一 付 亦 同 •ゾ本 令 ハ 講和 條 
約 調印 ノ日 ヨリ ー年 ヲ經過 シタルト キハ 其ノ 効力 


ヲ失フ 

一國務 大臣 男 ^ 田 健 治 郎君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 男爵 田 ftfi 治 郎君〕 唯今 議題に なり まし 
た 本 令の 制定の 理由を 大體申 上げ やぅと 存じます、 
御 承知の 如く 歐羅巴 の 職 爭が勃 發 しました 以来* 世 
界 海運の 狀况は 異常の 動搖を 受けまして、 何れの 國 
も 船舶の 缺乏を 想へ たので 御座います、 我が 帝 國に 
於ても、 外と しては 聯合 與國 から 段々 需要の 切なる 
もの も 御座います， 之を 内に しまして は K 易 交通の 
船舶の 不足ょり しまして、 或は 運賃、 或は 傭船 料の 
非常なる 暴騰を 來し たので ございます、 それが ため 
に 一面には 海外 貿易の 大な る澀 滞を 招き、 一面には 
物價の 暴騰を 促しまして、 之が 爲 めに 一般 阈民は 其 
其 生業 生活に 向つ て大な る 打擊を 受けた ので ござい 
ます、 仍て 政府は 是れ 等の 內 外の 必要に 應ず る g め 
に、 此の 管理 令を 制定し ました、 而 して 5S 急 勅令を 
以て 發 布の 上、 昨年の 十月 一日ょり 實 施を 致した 次 
第で ございます、 此の 窗施. 2 結果と しまして は、 外 
に 對し ては 聯合 與國に 運® の® K を與 へます し •內 
に 於き まして It 幾分 か 運賃 fffi 船 料な どの 低落を 促し 
まして、 其 上船 腹の 調節 も 幾らか 便宜を m つつ ある 
ので ございます、 尙 政府は 此點に 向つ ては 將來に 於 
きましても， 愼 K なる 注意を 拂つ て、 是非共に 十分 
の成續 を收 めたい と 云 ふこと を 深く 期して 居ります 
何卒愼 重 御 討 _ の 上、 之に 向つ て 承諾を 與 へられん 
ことを 切に 希望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 高見 之 通 君。 

〔高見 之 通 君 登壇〕 

0 高見 之 通 君 私は 本案に 就て 其 內容に 立 入る こと 
は 姑く 之を 後に 譲ります、 唯 私は 本案に 就きまして 
憲法 上の 根據に 就て 特に 政府の 所見を 質さん と 欲す 
るので あります •本案を 政府が _ 會に提 出して 承諾 
を 求められた と 云 ふことの 精神に 對 しては、 毫も 異 
議 はあり ませぬ、 併し 何が 故に 政府は 戰時 船舶 管理 
令なる 4 のを 憲法 第八條 に &• 〇 發 布せられ たる かと 
云ふことに就て、多大の疑を持つて居るのでありま 
す、 旣に本 令は 其 內容は 勿論、 其 名稱に 於ても 戰時 
の名を冠せられて居るのみならず*其附則に依りま 
しても、 最後に 「本 令 ハ 講和 條約 調印 ノ日 ョリ ー年 
ヲ經過 •ゾ タル トキ ハ 其 効カ ヲ失フ J と あるのを 以つ 
て 見ましても、 戰 時に 於け る 特別の 必要の 爲 めに 發 
布せられ たる ものである や 明かであります、 而も 其 

二 〇七 


貨幣 法 中 改正 法律案 1 S 一詔 會 11 時 船舶 管理 令 承諾を 求む ろ 件 


伯 辟 寺 內正毅 
男擗 後藤 新 平 
加 藤 友三郞 
大島健 一 

ll f 野- 郞 
松 室  致 
岡 田 良 平 
男爵 田 f® 治郞 
仲 小路 廉 
勝 田 主計 


院議 衆會議 國帝冋 十四 第 


戰時 船铂 I1.-? 理ヘ ロ承 諾 を 求む ろ 件 
內容 (3: 日本 帝 阈 臣民の 所有 嵇に關 する 一大 制限を 以 
て 骨子と し、 唯 •た 其 他の もの (i 唯 だ 之に 附隨す る 事 
項た るに 渦ぎ ない のであります、 それ故に 本案は 1! 
法 上 立法 事項に 關 する ものであると 云 ふことの 點に 
至つ て も、 政府と 本 tt との 所見 li 毫も 異る 所 (£ ない 
のであります、 旣に其 職 時なる に 於て、 又 所有 糊の 
制限なる に 於て、 而 して それが 立 決 事祺と 云 ふこと 
に 於て、 果して 本 法は 憲法 第八條 第一 項に 據 るべき 
ものなる かと 言 ひま すれば、 吾人の 信ずる 所を 以て 
見ます れぱ 、寧ろ 憲法 第三 十 一條の 規程に 據 るべき 
もの かと 思 ひます， 何とな れぱ憩 法 第三 十 一條には 
「本 車- 1 揭 ケタ ル條規 ハ 腿 時 又 ハ 國家事 變ノ 場合 — 
於 テ 天皇大 權ノ 施行 ヲ妨 クル コト ナシ」 と ® いて 

あります、 同條の 「大權 / 施行 ヲ妨 クル コト ナシ」 

と あるのは、 ® 時 必要の 場合に 於け る 所有® の 制限 

其 他の SS: 項 il 天皇の 大嵇 命令に 由る ことを 得る こ 

とを 規定して ある ものでありまして、 特に 憩 法 第 八 

條第 一项 に據る 必要の ない と 云 ふこと を 規定して あ 

る ことは 明かで あると 信じます、 それで ございます 

から、 本 令の 如き ほ 憲法 第三 十 一條に 據 るべき もの 

であつ て、 第八條 第一 項に 據るべ きものに あらず と 

信じます、 從 つて 木 令に 依 〇發布 せらる る 場合には 

議會の 承諾を 求む る ことの 必要の ない と S ふことは 

明かであります、 併ながら ( 「 大學に 行つ て やり 給 

へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 政府に して 立法 機關を 尊重し、 

其 協 1 y を 求められん とすろ ならば、 法律案と して 提 

出せら ろる のを 要圉 する ので ございます、 吾々 の 問 

はんとするのは、何が故に三十一條に據らずして、 

憲法 第八條 /' 據つた ので あるかと 云' ふ 理由の 駆に 關 

する ことでありまして •是 は獅て 本條 の內 容を辨 議 

する 上に 於ても 重大なる 關 係が あると 信ずる からで 

あります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 田遞信 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 田 健 治 郎君 登壇」  . 

〇阈務 大臣 (男爵 田 健 治郞羿 〕 喵 今 高見 君の 御 質問 

は、 憲法の 解 釋に渉 りまして、 事は 頗る 重大なる 事 

でございまする が、 吾々 が 見解を 致して 居る 所は、 

高見 君の 御 見 ' @ とは 少し 違つ て、 當然 議會の 事後 承 

諾を 求むべき ものと して 提出した ので ございます か 

ら 、吾々 の 所見を 御 答 致す に 止めます、 此憲法 の 八 

. '• ,- ',- ' り予して、緊 ';:-: :勒 <> としてボ ?§ ^ 諾を求むる 


と 云 ふこと ii •矢 張 憲法 第一章の 天皇の 大權の 發 
励に 依て 此亊が 行は れるの でございます、 而して 高 
見 君の 御 指しに なりました 憲法 第三 十 一條 •即ち 是 
は 第二 章の 臣民の® 利 義務の 事を 規定して ある もの 
でございます、 此臣 民の權 利 義務の 規定の 爲 めに、 
第一章に 掲げて ある 所の 天皇の 大權は 戰時 若く ぱ 
事 變のや うな 場合に 於て ほ、 拘朿 せらる る ことは な 
いもので あると 云 ふ IR 除きを 示した もので あつて、 
第一章の 天皇の大_と云ふものに依て、第八條の 
事後承諾を 求む る ことを する に 及ばぬ と 云 ふたもの 
ではない と 私は 解 釋 して 居ります、 もう 一つ 精し く 
言 ふなら ば、 第三 十一 條の锡 合に 於て、 緊急 勅令を 
用 ひる ことの 出來な いやうな 切迫な 事が ある、 一時 
間の 網豫も 置けない やうな 切迫な 場合に 於て ほ、 是 
は此 第八條 の 適用を やる ことの 出來ぬ 場合が あるか 
も 知れ ませぬ が、 さう S ふ 場合は 別で ある、 であり 
ますから 今日 職 時 船舶 管理 令を 樞密顧 問官の 諮問を 
經 て、 而して 取 除の 方法を 行 ふと 云 ふ 如き 場合に 於 
ては、 當然 第八條 に 依つて 事後承諾を 求むべき もの 
と ® 釋 して 居ります。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 正木 照 藏 君。 

〔正木 照 藏君 登壇〕 

0 正木 照 藏君 本案は 我が 海運業 造船業は 申す に 及 
ばず •一般の 經濟界 にも 大なる 影 ® を 及ぼし、 又 今 
尙及ぼ しつつ ある 所の 重大なる 事件で ございます か 
ら 、何れ 詳細に 苴 りまして は、 委員 會に 於て 篤と 研 
究 すべき ものと 信じて 居ります" それに 先 だち まし 
て、 私 if. 此大體 の 事に 付て 四 五點 御尋を 致したい 事 
が ある、 御 斷り申 し 置きます が、 此 案は 申す 迄 もな 

く、 或は 米 國の鐵 の 輸出 禁制を 解除す るの 手段、 又 

もう 一つは 遠洋航路 補助 法 等に も 關聯を 致して 居り 

まして、 大分 御 © する 事が 長くなる かも 知れ ませぬ 

から、 どうぞ 諸君に 於ても 其 所は 御 勘辨 下され まし 

て、 © く 御淸聽 あらん ことを 希望 致します (拍手 起 

る〕 又もう 一つ 是 は總理 大臣に 申し 置きます で ござ 

ります が、 追々 私の 質疑が 進行 致します に付き まし 

て、 頗る 私は ® 大と 信ずる s がご ざり まする で、 是 

非是は 總理 大臣から 御 答 辯を 戥きた いので ござり ま 

すから、 是 もどう か 暫く 御 辛抱 あつて、 御 離 席に な 

る やうな ことのない ことを 筘望 致して 置きます で ご 

ざり ます、 昨年の 特別 議會に 於き まして 豫算 委員 — 

—特別 の豫算 委員 會第六 分科 會に 於き まして、 


私は S 信 大臣に 药して 船 sy 調節の 85 に 付て 色々 〇 問 
答を 致 L ま L て ござ 〇 ます、 第一に 當時 新聞紙に 傅 
ふるところに 依れば-我 與國 ょり 日本に 對 して 商船 
の® 通を 求めたい と 申す 事 •か 載つて 居る •か、 果して 
事 實で ござる かと 云 ふこと を 御 尋した 所が、 それは 
事 H である、 英吉利 政府、 米國 & 府か らも 參 つて 居 
る、 斯う 云 ふこと を 承つ た、 それから 次に 私は 追 A- 
戰爭が 始まつ て 以来、 海運界 It 非常に 變動を 来して 
我 日本に 於ても 船腹 調節と 申す ことは、 由々 しき 大 
問題に なつて 居る、 啻に 貿易商が 闲 つて 居る のみな 
らず 、內 地に 於ても 物 價の勝 貴の 上に 大なる 影 煙を 
及ぼして 居る、 一例を 申します れぱ 、平生 日本の 海 
運 業 渚の 運賃の 標 S と 致します 所の、 門 司から® 濱 
に 參 ります る 石炭の 運賃は、 g 争の 前には 或は 一 嘲 
に付き 七 八十 錢か • ! > 一圓、 安い 時は 五十 錢 位に 下つ 
て 居つ た 時が ある ものを、 昨年の 六 七月 頃に な 〇 •ま 
すと、 十 II にも 近くな つて 居る、 十倍 以上に もな つ 
て 居る、 是は 一例で ある、 其他總 ての 運賃が 其 通 〇 
になつ て 居つ て、 吾々 日本人の 生活の 上に 大なる 影 
響を 及ぼして 居る、 最早 是は 日本の 即ち 船舶の 整理 
の 上に 於て、 見捨てる ことの m 來ない 場合で li あり 
はせ ぬか、 遞信 大臣の 之に 對する 御 考は 如何で ござ 
るかと 云 ふこと を 私 ! t 御 尋ね 致した、 それに 對して 
遞信 大臣の 御 答は 斯う 云 ふ 要領で ある、 各國に 於て 
は 成程 船舶に 關して 色々 な 方法を 講じて 居る、 或は 
外 國に銳 して賣 る ことを 禁じ、 貸す ことを 禁じ、 色 
色の 方法を 執つ て 居る、 併ながら 是は 皆國 家の 生存 
問題で ある、 國 民の 生活 問題に 因る ので ある、 併し 
日本の 國は狀 態を 異にして 居る、 今日の 船腹の 問題 
は貿易商等が八釜敷く云ふて居るに止まつて、全く 
經濟 上から 起つ て 来て 居る 問題で、 國家の 生存 問題 
から 來て 居る 問題では ない、 故に 船の e 出を 禁じた 
ならば、 船舶業 者、 造船業 ?? の 利益を 輟牲に 供す る 
やうに なつて、 甚だ 宜しくない、 殊に 锴船 案の 如き 
は 折角發 達しつつ ある 所の ものが、 忽ち 頓挫す る、 
大に闲 る、 又 海外に 傭は れて 居る 所の 船 s 如きは、 
殆ど 皆與國 の爲に 使は れて 居る ものである 故に、 之 
を 取戾す 時には 忽ち 與 國に對 して 不便を 與へ 、其感 
情を 害する、 斯う 云 ふやうな _で ある、 日本の 國の 
狀態は 外の 交戰 國の狀 態とは 非常に 違 ふ 之を 內外雨 
方から 翻ても、 今日は 他の 交 戰國に 於て 取扱を 致し 
て 居る が 如き 方法を 設ける 時では ない、 設ける とと 


二 Ch へ 

が 宜しくない と 云 ふ考で あろと 既 然と 明に I 明白 
なること を 私 li 承 は つて 居る* 速記 錄 にも 明かに * 
いて あるの みならず、 此 祺は 私の みならず、 it 族 院 I 
に 於ても 某 85 a c rf w に 封し \ ..  .. 

筈で ある (拍手 起る) 然るに 何； v や、 as 何 閉泠 後 未 
だ 二十日 か 三十日 も經. ベぬ 中に、 政府に 於て It K iu 
へて 叶 管理 令の 調査に 從事 した、 油に* 入つ た 次第 
である、 私共は 斯う 云 ふ 事を する こと li 必要とは 感 
じて 居る けれども、 堂々 たる 國務 大臣が 链枵に 於て 
さう 云 ふ ^ をす る ことは 國 家の 不利益で ある、 すべ 
き 事で ほない と 明言され て 居つ て、 其 舌の 根 も 乾か 
ぬ 中に 忽ち 之を やる と 云 ふのは、 甚だ 解せ ぬ琪 であ 
る、 私は 國務 大臣の 答 辯を ®: て： 小 誠 K とは 言は ぬ、 
是には 何 か 動機が あるに 違 ひない、 斯う 云 ふ 取 ゃ 是 
非し なければ ならぬ と御考 になつ た 励®: が あるに 相 
違ない から、 私 it 其 励 襖を 眾は りたい、 どう 云 ふこ 
とが 励 機に なって、 滞 に 讁锊閉 旮饺 二十日 か 三十日 
か 經たぬ 中に、 反 ?5 手を 反すが 如き 御舉励 を 執られ 
たかと 云 ふことは、 如何なる 次第で あるか それを 伺 
ひたい、 もう 一つ 是と 序であります か 1% 承 0 52 くこ 
とが ある、 其 委員 會 e 節に 私が 斯う 云 ふこと を 言 ふ 
た、 追々 歐羅巴 方面に 於ても、 獨逸の 游航艇 が fffi 淼 
を 逞しう 致 L まして、 我歐羅 巴の 命令 船は 旣 に八阪 
丸を P たれ、 又 引 ^ き 宮 崎 丸を P たれた、 是 は ^ 家 
の爲 めに 大損 害で ある， 第一 金の 上から 言 ひまして 
も、 國家が 之に對 して 數 百 斑 圆の保 險 金を 挑 li なけ 
れぱな らぬ 、柳つ た、 lit 保 險金を 今 IK つても 船が m 
来は しない、 金が 有 つても 今 再び 造る ことの 出來な 
い I 國家 の爲 めの® であ .6、 之を 歐羅 巴の 危險界 に 
曝し s くと 云 ふことは、 大に考 へなければ ならぬ も 
のであるのみならず、現に船の入用はないではない 
か、 亞米 利加邊 りでは 澤 山 船の 入 fi-I が あって、 頻〇 
に 船腹の 缺乏を 感じて 居る s である、 之を 此方に 御 
廻し になる と 云 ふことは、 政府は 御考へ にならぬ か 
と 云 ふこと を 言つ た 所が、 遞信 大臣 日く、 成程 それ 
も 一つの 方汰か 知らぬ が、 政府は 未だ さう 云 ふ考に 
なつて 居らぬ、 やる 積 〇 はない と 云 ふこと である、 
(「それは 大隈 內閗の 時分 だ」 「默れ J と 呼ふ漭 あ 
〇〕 然るに 議會閉 會後僅 か 三十日 か 二十日 か經 たぬ 
中に、 直ぐに 其 通り 御 K: 行に なつた、 私に 於て は 私 
の 申した 事を 御 H 行になる のは 甚だ 本懐で ある、 併 
ながら 國務 大臣と しての 御 答 辯は、 如 H なる 點まで 


信賴 して 究 しい もので あらう かと 云 ふこと を 私 (£ 疑 
ふ (拍手 起る〕 是は私 の 後の 心證 の爲 めに 伺つ て sa 
きたい、 如何なる 51! 由が あつて 左 〇 な 御 答 辯に なつ 
たので あるか、 即ち 之を 變更 された 理由が いづ h な 
ければ ならぬ が、 如何なる 理山 •か 有つ て さうな つた 
かと 云 ふこと を 伺つ て 聞きたい、 それから 先刻 御 尋 
致した 励 _、 励 賭に 付て It 斯う 云 ふこと が ある、 是 
は 沿 時 米 ^ 1.. 於て 口 本に 對し 製鍅 の駝出 を 禁止 5 れ 
た、 其 解決の 一つの 方法に 運用す る —— 活用す る 所 
の必嬰 が 有つて やつた もので ないかと 云 ふやうな 說 
も あつて、 大分 其 時分の 新聞 等に も唱 へられて 居つ 
たが、 果して 關係 •か 有つ たので ござる か 如何で ある 
共 解禁の 一つの 方法 手段と して、 斯の 如き 管理 令を 
必耍 とせられた ので あるか どうで あるか、 果して 然 

らば 其關係 如何、 之を 伺 ひたい、 遞信大 K が 發表さ 

れた 所の、 米國 2 此の 铴の 解禁 I 錄の 解禁に fj' き 

ましての！ § 末を 談して 見る と、 十一月 十七 日遞信 省 

から 發表な されて、 谷 新 間に 傅 へられて 酐 つた 所の 

即ち 米铴不 調の ^ 末と 云 ふ ものを 53 んで 見ます と、 

洵に私 は 111: 交渉 2 迂僩と 中す か、 幼稚と 申す か、 过 

に 詰 Is ない 交涉 をな された ものであると 云 ふこと に 

一锫を 喫して 居る、 第一 どう 云 ふ 事を 提議され たか 

と 中せば、 第 一 C 提議は 斯うで ある、 材料を 六十 萬 

吲供 給して 吳れ るなら ば" 二简 年間に 總噸數 百 二 十 

萬、即ち讯18噸数を以て百八十萬を提供致しますか 

ら 、どうぞ 六十 茁呦の 材料 供給が 欲しい、 亞米利 加 

は 何と 答へ たか、 吾々 は 船を 要する 事が 非常に 急で 

ある、 1 涵 年間な ぞは 迚も 待つ ことは 出来ない、 そ 

んな ?Jf は 話に なり ませぬ と 答へ た、 極めて 迂澗な 話 

昨日 5 :'月打 が 御：？ になつ たやう でございまする が、 

亞米利 加の 阀 狀を知 らぬ 市、 是位甚 しい こと li なか 

らうと 思 ふ、 (拍手 起る〕 差 iQ つて 一艘 半艘の 船 も 

必要で あると 云 ふ 場合に、 二 ® 牢掛 つて 推へ ます • 

向 ふから 云 ふと さう 云 ふ必耍 は ございませぬ、 今 急 

で •こざいます、 斯う 云 ふ 返 班を 受けて 居る、 其 次に 

はどう 云 ふ 交渉を された かと 云 ふと、 然らぱ 阼年冲 

即ち 大正 六 年中に、 ® 姑 噸數約 十五 萬 噸を 日本から 

提供す ろから、 どうぞ 赴に 封して 米國 から 昨年 中に 

材料十： :-/(: 茁哟、又來年即ち木年屮に|一一十茁噸の供給 

を ^: けたい、 是に te て □本が mw 百 三十 五 ;' K 噸の船 

シ脚 造して、 其 屮七 十 3fl: 斑 一 =は、 即ち 本年 一月より 

来 牢九 A に 至る 迄 IIK 次 ® 米 利 加に やる、 殘〇 六十 S5 


噸は 、前の 十五 萬 S を 提供した 代りと して 日本に 於 
て 使 ふ、 斯う 言 ふた、 是も餘 程 綏漫な 話， 亞米利 加 
答へ て 日く、 六 年 即ち 昨年 十一月から 向 ふ 十 箇月 f.'H 
に毎月茁挝十芄萬1!苑>合 ||- 百萬噸の船が欲しいそ 
れだ けの 船を 供給して 吳れ るなら ば亞米 利 加に 於て 
は 旣に 日本と 約束して 居る 所の 材料 四十 萬 嘲を 來华 
八月 迄の 間 1C. 輸出す る ことを 許す、 八月 以後に なつ 
て li 吾々 船 (i 一艘 も耍り ませぬ と 言つ て 居る、 八月 
W 後に なつたら 船は 一艘 も 嬰り ませぬ、 船は 必嬰は 
ございませぬ と 沄 ふこと を 言 ふて 屛 る、 是も大 なる 
違 ひで、 此方は 十五 萬 噸 、向 ふ ! i 百萬呦 ，恰も 鞔日 
の 品物を 値切る やうで , Ja li 抱 ! 13 に堪へ ない、 其 次に 
はどう 云 ふこと を 提 謎した、 今度は 大正 六 年、 即ち 
昨年 屮に 重要 十五 萬 ® を 前の 通りに 提供す る、 それ 
から 當年 一月 •即ち 一月より 八月 迄の 間に、 米 S か 
ら貰 つて 来た 所の 材料で、 船を 造つ て m 量 二 十 萬 噸 
を やる、 併せて 三十 37; 萬噸を 提供 致し ませう、 其 代 
りに 米國 から li 六 年中 I 昨 ^ 中に 約 十 Jr: 萬 嘲、 又 
七 年 一月より 二月 迄に 二 萬 五 千 咽、 合計 十七 萬 五 千 
噸の 材料が 欲しい、 斯う 云 ふ # を 向 ふに 申 遣は した 
其 時分に 懐 览用は 娃で® 货五 十二 萬 五千噸 を 造つ て 
其屮 から 亞米利 加に 提供す る 二十 萬噸を 引 去つ て、 
殘〇三 十二！ $! 五 千 F® が 亞米利 加に 於て 使用す ると 云 
ふ馏勘 定で ある、 M う 云 ふこと を遞信 省は 明言して 
居る 亞米利 加は 之に 對 して 如何なる 答を した、 十五 
萬 噸 KL うご ざいます* 其 通りで it しい 併ながら 其 
提供され る 所の 船は、 船齡が 七 年未滿 I 製造 後 七 
箇 年 以内 S 若い 船で なけれ ! f ならぬ、 一番 好い 船で 
も 十 年未滿 の 船で なければ ならぬ、 而も さう 云 ふ 船 
に對 しては、 代 似は 一噸 に fl いて 百 七十 弗より 出す 

ことは 出来ない、 新しく 造 6 所の 船で も 一一 百 弗で あ 

る、 斯う W つた a 本に 於け る 3-'- 時の 相場は 如何で あ 

ります、 新ら しく 招へ れば千 _ 以上 •古い 船で も 七 

百闾八冇0掛る、斯_に若い所の船はもつと高かつ 

た —— 斯う 云 ふこと を 言つ て來て 居る のみならず、 

それに 對して 向 ふから 供給す る 所の 材料は、 旣に日 

本の 人が 約束を して 居る 所の 品物の 中で、 或は 米國 

の 製造所に 於て 製造して 、積 出す 港に 著いて 居る も 

の、 又は 是から m. 出さん とする 所の ものに 付て、 六 

年の 即ち 十一月 屮に二 萬 五 千！！、 十二月 屮に五 萬噸 

七 年 八月 中に 十 SS 噸を 提供す る、 是には ii がの 遞信 

大臣 も 御 呆れに なつて 斯う 聯隔が あつて 13; 到底 話に 


ならない と 言つ て、 御 打 切りに なつた •私共は 政府 
の 仕事は 知り ませぬ けれども、 商賣 をしても 左樣な 
馬鹿 I 馬鹿な と 言つ ては K •た 失 禮 であ 〇 ますが、 
迂 潤の Is 引 li 致し ませぬ、 第一 十五 SI 噸と云 ふ 船を 
幾らで 提供す る、 幾らに して 上げる と 云 ふこと を 言 
はぬ で 匿いて、 左樣 でございます かと 斑いて 破談す 
る、 誠に 御殿 樣 —— 百 萬 石、 二 百 萬 石の 大きな 御殿 
様と 町人との 掛合の 如き ものである、 蹬 人つ たこと 
で、 是が誰 •か 掛 合つた かと 云 ふと >  1 國の遞 信 大臣 
が 本と なつて •或は 外務大臣 も 御® 次に なつた かと 
思 ふ、 外務省は 船の 事は 御 承知ない と 云 ふことは 御 
尤 、船 2 事は 六け 敷し いから 御 承知ない は 御尤で あ 

ります が、 誠に 國 として - 日本の 國 としての 抖合 

としては 、犬に 威信を 失 ひ、 笑 草を 撒いた のに 止ま 
ると 信ずる、 尙それ に付きまして、 此管理 令の 關係 
がご ざいます から 御 ^ して 匿く ことがある、 抑々 此 
11 量 十五 萬 噸を 提供す る此 船は、 何處で どうして 桁 
へる か、 政府の 手には 十五 萬 噸の 船の 無い ことは 分 
つて 居る、 何れ 民間から 之を 引撝げ なければ ならぬ 
如何なる 方法を 以て どうして 引 揚げる か、 初めから 
距米利 加は 日本に 於け る やうな 高い 傭船 料 や、 或は 
船の 代價 は拂は ぬと 云 ふことは 分つて 居る、 それに 
對して 十五 萬 咽を 提供す ると 云 ふことは* 如何なる 
方法を 以てする 心 3it であつ たか、 それが 承りたい、 
何れ此 通りに 御 申 遣は された 以上は， 御 心算が なけ 
れぱな らぬ 、尙ほ 進んで 新造船の 事 等 も 承りたい、 
けれども 是 は 最早 過去つ た 事であります から 省いて 
置きます、 唯た 十五 萬 嘲は 如何にして 提供す るか、 
如何なる 方法を 以て 提供され る 積り であるか、 或は 
當時斯 う 云 ふ說を 結して 居つ た 者' か ある、 遞信 大臣 
が 管理 令の 說明屮 に、 赞業 航路の 補助を 維持す ると 
云 ふこと •か pi いて ある、 其 理由に 就て； f 後に 述べる 
或は 斯の 如き 恩惠 を受 命會 社に 許して 置いて、 郵船 
會社 •商船 會 社、 東洋 汽船會 社 等の 受命會 社に 對し 
て* 此十五 萬噸の 提供を 要求す るので はない かと、 
斯う 云 ふ說 を爲 して 居つ た 者が ある、 是は 尤も 實地 
に 現 はれぬ 事であります から、 私 (i 何とも 玆に 批評 
する ことは 出來ぬ が、 或 (X 遞信 省に 於て さう 云 ふ 御 
考が あつたので はない か、 序に衹 りたい、 次には 此 
锌理 令 SI 布 以來の 運輸 方 •其 効果 如何と 云 ふこと に 
付て 少しく 御尋致 したい、 先刻 遞信 大臣が、 多少 傭 
船 料 或 It 船舶 代 價 も 下つ たやう であると 云 ふ 御 説明 


であつ た、 或 (3: 其 通りで あるか も 知れぬ、 併ながら 
それは 此 管理 令の 唯一の 目的では ない、 此 E 頭に も 
何と 書いて あるかと 云へ ば、 外は 協同 ® ffl の 便利を 
進め、 內 は 產業運 轍の 調節を 圖る爲 め、 此 緊急 勅令 

即ち 緊急 - 急いで ©J 令を 必要と したので あると 明 

言され て ある、 此令發 布以來 、私の， 託 憶す る 所に te 
〇 ますれば、 或る 船が 一二 艘 印度の 方に、 遞信 省の 
口 入で 廻され たと 云 ふこと を 聞いて 居ります けれど 
も、 其 外は 殆ど 手續 に對 する I 外 國に對 する 船の 
賣貿 を_じ •或は 贷渡に 付て 色々 行政 上の 煩雜な る 
手續 'か 行 はれて、 多くの 當槳 者を 苦しめた と 云 ふの 
外、- >何 等 施設の 見るべき ものが な. い、 近時 門 司から 
W 濱に來 る 石炭の 運賃は 幾ら 下つても， 矢 張 七 八 11 
する、 平常よりの 十倍 も 上つ て 居る， 鐵道 滯貨の 如 
き 如何で ございます、 五六 十 萬 噸の品 物は 矢張茭 へ 
て 居る、 本來 日本の 運輸 上の 事は， 御 承知の 通り 島 
國でご ざいます から、 到底 鐵道 のみでは いかぬ、 是 
は 海陸 併せ 待たなければ 到底 行ける もので ない、 然 
るに 此管理 令發布 以来 色々 な 手續に 付て， 或は 鐵道 
院に 承り、 遞信 省に 承つ たけれ ども、 其 海陸の 聯裕 
—— 海陸 相互に 協力す ると 云 ふことの 事 實は 一切 認 
めぬ、 先づ鐵 道に 付て 中村總 裁に 聽 いた、 大に 荷物 
が茭 へて 居る ことは 基 だ 困る ではない か、 其 原因は 
申す まで もな く、 一は □本の 海運が 杜 塞して 居る 爲 
である、 之に 付て 鐵道院 から 玆に私 は 調を 貰つ て 居 
ります が、 明かに 書いて あるから 序に 此所に 申し ま 
すが、 鐵 道に 於て (3: 其 主なる 原因を 擧ぐれ は、 「谷 
種 H 業の 勃興に 伴 ふ 建築 材料、 原料 品 •製品 等の 輸 
S 咐 加した る こと、 次には 聯合 S 行軍 事 貼 及雜貨 類 
の 輸送 增 加した る こと、 其 次には 海 運賃の 暴騰と、 
沿岸 航路に 於け る 船腹の 不足と に 依り、 從來 海運に 
依れる 貨物の 鐵 3B 輸送に 移れる もの 少から ざる こと 
海運 貨物の 鐵道に 移れる 事 實に 付いて は、、 一々 是 'か 
例示に 遑な しと 雖も 、就中 小 ® 、 室關等 より 汽船に 
て 本土に 輸送せられ たる 北海道 產麥 ，牧草、 木材 類 
の 新たに 靑函 聯絡 航路に 移れる が 如き、 或は 大連埠 
頭より 船 積に て 神戶橫 濱に 輸入せられ たる 滿 洲產大 
豆 •豆粕 等の 關签 連絡 航路に 移れる が 如き 其 著しき 
ものである」 赴は 申す まで もない 話、 誰が 考へて も 
分つ て 居る、 是等は 北海 ii に 於て 從來は 澤 山の 船が 
參つて S つて、 其 船が 參らぬ やうに なつた もの だか 
ら 、悉く 荷物が 鐵道に 集り 氣味 になつ て 居る、 殊に 
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玆道の 運贷 |?. *今日は !/< 然として元€通りであるが 
海運の 運賃 (i 五 層 倍， 十 / rf 倍に なつて 居る、 此運質 
のみで も* 鐵道に 集つて 來 る， 鐵道ほ 如何にした 所 
が ® に me を 裰段 にす る If にも 行かぬ、 又靑 森と 函 
砣の間 の 船 を 急に 砑す こと も 行かぬ 替等 にも 幾 
多の 手段が 掛  >0、 故に さう 鞔浍 力を ^ す ことの / n 來 
る もので ない、 其 根 木を 紅さず L て、 其 ^ に 見て 居 
ると 云 ふこと {i 甚だ 不親切で ないか、 之に 對 して ! 3; 
定めて 题信 省に 御 掛台 1- なつて、 相當に 海陸 共に 戮 
力して やる ことの 途を 講ぜられた ので あらう かと 云 
ふ 事を 靜た 所が， 一切 左樣な 事は して 居らぬ、 斯樣 
な 事は 如何な 事で ある、 遞信 省に 參 つて 私が さう 云 
ふ琪を •言つ た 所が、 遞信 大臣 日く、 俺の 方には 何 

處か らも さう 云 ふこと を 言つ て來な い、 言つ て來た 

ら相談 する 賴〇で あると 云 ふ 御 答で ある、 是は私 は 

嘯を 言 ふので も 何でもない 、第一 船舶 管理 令の 中に 

評識 M なる 4 のが ある、 其 評議員の 中に 鐵 道の 者は 

誰が 居ります か、 農 商務省から も 出て 居ります が、 

鐵道 から 誰も 出て 居らぬ、 是まで 日本の 國の 蓮® は 

海と 陸と 相俟つて 行かねば ならぬ、 必要なる 所の 其 

產菜 運輸の 調節を 一る S めの 此管理 令は 其 評識 員に 

鐵道 から 誰も 出て 居らぬ と 云 ふこと ほ懲 くべき 琪で 

ある、 海と 陸と 相 俊つ て やる ことは 出来は しない、 

それで 今鐵 道に 於て 矢 張 五六 十 萬 噸の荷 物の 滯貨を 

見て、 東京に 於け る 物 僧の 如きは、 先刻 吉揃 君で ご 

ざいました か* 誰 方で ございました か、 大に 議論 さ 

れ ましたが、 其 通り 物 價の 高くなる 一 因は、 運輸の 

不便なる 爲めに 高くなる こと (f. 明なる 次第 •從 前ょ 

りは i5R a が 十五 倍 二十 倍で 米で も 石炭で 4 皆 Jfi 京で 

出来 ほしない、 皆 外から 持つ て來 る、 高くなる こと 

は 極つ て 居る、 鐵道 が獨 〇澤 山の 荷物 か 抱へ て、 色 

色 改良の 方針を やつた 所が /] 1 來な いと 云 ふことは 御 

尤な 話で、 私は 鐵 道の ® 力を 多と する - 多と する 

けれども 及ばぬ ことは 出來な い、 所謂 不可能の 事は 

m 来ない、 政府に 於て 何等の 統一が 付かぬ から 斯樣 

な ことになるので ある、 船舶 管理 令を 活用す ると す 

れぱ 、第一 斯様な 點 から 大に救 濟の途 を 講じな けれ 

ばなら ぬ、 そこで 私の 問 はんとす るは、 今の 如く 鐵 

道の滯 貨が五 十 萬 g 六十 萬 W 溜つ て 居つ て も、 是 は 

致 方ない と、 ぢつ として 11 て 居る 御考で あるか どう 

か、 鐵道 院總 裁に 御® し、 併せて 遞信 大臣に 此 事を 

御® すろ、 船舶 管理 令は 斯樣な 事に 活用す る もので 


ない ので あるか どぅか、 甚だ 其 窓を 得ぬ 話で、 何の 
爲めに 緊急 勅令を 以て 議會の 開會を 待たず してやら 
れた ことか 薩 張り 分らぬ、 其 次には 極めて 重大なる 
本件に 付て 問題 -25; ある、 此 事 に 付て は 私は 總理 大臣 
に 篤と 御瞧肢 を 願 ひたい、 船舶 管理 令 13; 前 申す 如く 
當 業者に 對し ては 非常なる 大事の 關係の 有る もので 
& る、 當時 我國の 海運業は •殆ど 兜 町！！ 殼町に 於け 
る 取引 市場の 如き 形で あつた、 色々 な 成金 も m まし 
たけれ ども、 又 損した 者 や 得した 者が あつて、 船を 
賣渡 したり、 買 取つ たり、 貸したり する ことが 一種 
の 投機の 如き 形に なつて 居る、 之を 制せん とする の 
が 今日の 此 管理 令で ある、 其 內容を 少しく 早く 知る 
と 知らぬ と 云 ふことは、 大なる 影響 5 及ぼす もので 
ある、 啻に 形の 上に 於て 影_ を 及ぼす のみならず、 
金錢上 損する か 得する かと 云 ふ 所の、 密接な ろ 最も 
直接なる 關 係を 及ぼす ものである、 爲めに 其 取扱は 
何 所まで も 十分 愼重 になさなければ ならぬ もので あ 
ると 云 ふこと を 私は 信ずる、 然るに 如何で ござる、 
是れ の il 布 以前に 明かに 漏れて 居る、 第一 九月 七日 
の 新聞、 東京 日日 新聞、 此東京 日日 新聞には >  此 事 
に 付て 七箇 條の條 文と なつて 漏れて 居る、 骨子で あ 
る — 今の 船舶 管理 令の 骨子で ある. それが ち やん 
と？ 一れ て 居る、 人の 話 か 或は 曝 かと 云 ふのと 違つ て 
第 一條は 何々、 第二 條は 何々、 第三 條は 何々、 條項 
を 列記して 漏れて 居る、 私は 內閣 のことは 知らぬ け 
れ ども， 或は 閣議に 掛けられた 原案の 如き もので な 
いか、 知らぬ と 申す ものが あります (拍手 起る〕 ち 
やん と 漏れて 居る， 次には 九月 九日 CO 神戶新 H 報に 
內田 某が 船主 同盟 會に 報传 して 居る 中に、 是も 殆ど 

條を 擧げて 大要を 述べて 居る、 更に 進んで 九月 二十 

一日の 神 戶又新 日報に ほ、 今の此 管理 令は 新聞に 漏 

れて 居る、 新聞と ® かに 違つ て 居る 所は、 第 四條の 

第二 項が 一項 だけ 拔けて 居る、 其 外 一二 字句の 修正 

が 違つ て 居る だけで、 新聞の 儘に なつて 居る (： 拍手 

起る〕 誰が 漏した ので ある (「投機 大臣 顔色 無し」 

と 呼 ふ 者 あり〕 洵に 奇怪 千 萬なる 話で ある、 恐れ多 

くも 上御一人の 御名を 以て、 樞密院 に 御 諮詢に な 

つて、 發 布され る 所の 緊急 勅令、 而も 憲法 第 八條に 

據て 法律に 代る 所の 緊急 勅令、 其 結果は 當 業者の 上 

に 直接なる、 大なる 影響を及ぼす 所の 此 勅令、 それ 

が 九月 二十 八日の 御發布 前， 即ち 九月 一一 十一 日に此 

全文が 漏れた と 申す のは 加 何なる 事で ある (拍手 起 


る〕 是は耪 理 ■大臣に 御 伺 ひしたい、 總理 大臣は 御 承 
知 •かご ざいます か (「威信を 如何にす る」 と 呼 ふ 者 
あ 0 〕 斯樣 な 事は 是 は 少 くと も遞信 大臣は 無論、 總 
理 大臣、 其 他連辑 S れたる 所の 各 大臣の 責任 間 題で 
あると 思 ふ c 拍手 起る) 速に 罪を 闕 下に 待つべき 
所の 大問 題で あると 思 ふ、 而も 其 事 有つ て 以来 •今 
日に 至る まで 四 箇月， 未だ 曾て 政府に 於て 之に 對し 
て 何等の 處置を 執られた と 云 ふこと を 诋らぬ 、本 M 
の 寡聞 か 知らぬ けれども 承らぬ、 又 御 詮該 を S され 
たこと も、 官紀 振肅を 標榜され る 寺 内 總理大 Bi とし 
て 之を 如 M に 御 認めになる (拍手 起る.) 若し 今後 之 
と 類似の 重大なる 法律、 或は 是れ 以上の 重要なる 法 
律が 此 通り 漏れて、 是が 蠣殼町 或は 兜 町の 相場に 關 
係す る もので あつたら 如何にな さる (拍手 起る〕 何 
處 から 漏れた か 仕方がな いと、 晏然 腰を 掛けて 御濟 
しになる か、 私は 初め 又 新 日報の 條 文を 見て、 實は 
悚然 として 恐れた 洵に不 思_な 事で ある， 誰が 漏し 
たので あるか、 之に 付て ! 3: 私は 總理 大臣の 御意 見を 
伺 ひ •併せて 內閣に 於て は 如何なる 御 詮議を 爲され 
たもの か、 又 今後 爲 さんと する、 御考で あるかと 云 
ふこと を 敢〇 たい (拍手 起る〕 今一つ 之に 付て 餘程 
不思議な 事が ある 九月 二十 五日の 報知 新聞に 斯う 云 
ふこと が 載つ て 居る 「遞信 省の 內田 嘉吉は 例の 船舶 
管理 令の 內容が 政 友會の 側から 漏れた ので あらう と 
思つ て 居る が、 政 友會の 方では 又 內田も 馬鹿な 男 だ 
寧 そのこと 私が 船舶業 者に 漏らした やうに 思は ゎて 
困ります と 云つ た 方' か宜 かつた であらう にと 笑つ て 
居る 何方が 何方で あるか」 斯う 云 ふ IE 事が 出て 居る 
此に 至つ て 私は 何とも 評し やうがない、 或は 之に 依 
つて 見る と， 先づ 以て 政友會 諸君に 內閣が 示して、 
御意 見を 伺つ たやう にも 考 へる けれども、 眞逆 左！！ 
な 事は あるまい と 私は 考 へる c  r そんな 記事を 捉へ 
て 何を 言 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから。 

〇 議長 C 大岡 育造 若〕 靜肅に …… 

〇 正木 照 藏君遞 信 大臣が 此 管理 令は 非常に 能く 切 
れる 所の 刀で ある、 拔かぬ 太刀の 功名と 云 ふこと を 
心 懸けて 居る と 云 ふこと を 言 はれた と 云 ふこと も 聞 
きました、 續いて それに 依ります と、 或 人は 斯の如 
く 全文が 漏れた のは、 遞信 大臣が ft 鞘の 中には 村 正 
の 刀 —— 能く 切れる 村 正の 刀が 這 入つ て 居る から、 
拔いて 見せて やつた のでは ないかと 云 ふ說 を爲 して 
居る 者 も ある、 若し 果して 然ら. ば 言語 道斷な 語で あ 


_ M 1 〇 

る、官钯振肅 0 «讲れに在るや-私は冶釕に解釋し 
て 全然 左樣な 事が 有らう： W が ',; いと M ふて 居る、 萄 
も 堂々 たる 一國の 大臣が、 左様な 小策を 弄すべき 窖 
は & 仏 1 考べ る、 是れは 所謂 齊東 野人 :': i であると 
考へゾ  ： •し见 し -c f/, C 1H .「 • '•!; it :  : :•• "• 
らば、 寺內大 t;i に 於いては 泥を f'lc つて m ^ を ると 
云 ふ 決斷が 無ければ ならぬ と 思 ふ、 私 ii *n ii CE -tf 
ぬ、 孰れ 外ょ o ri れた ものと 思 ふ、 贸くは 其の 筋へ 
御 詮議 あつて、 政 友會〇 爲め にも 3t£ 卵を® がれる と 
云 ふこと が當然 と 信ずる ：…， (【何を W ふ | 「馬鹿 
言 ふな j  r 政友會 とは 何 だ ，一 r 生 意氣を 言 ふ !, X '一と 
呼 ふ 者 あり 議場 騷然) 次は 此 〇 管理 令 〇 中には 遠 泎 
航路の 補助と …… (「何を 言 ふ」 「取消せ 収 消せ/何 
の爲 に® 鸱 して 居ろ」 「政 友會が 何が 寃卵だ j 「抗燄 
を M します」 「報知 新閗ほ 何 だ」 と 呼 ふ 者 あ 〇讓場 鉍 
然) それは 私が 敢て 自分の 説を 言 ふの ぢやな い 0 ,11 
長 御 許しに な 〇ま せぬ か、 識長御 許しに なり ませぬ 
か 一 「えら さうな 10 をして 何 だ」 「璲 1311 に附せ 」 と 呼 
ふ 者 あ 〇 議場 騷然〕 収消 すが —— 必要な れぱ 此處で 
謹んで 取消して 匿. ざます、 取消す が 必要な れぱ私 は 
爰で政 友會諸 対に 對して 取消して {a きます、 赴は 私 
は 枝葉の 議論であります から 収 消します。 

0_長( 大岡 育造 君〕 明かに 取消しに なりました か 
〇 正木 照藏 君左樣 でございます、 それから 次は lit 
管理 令と 遠洋航路の 補 WJ 法とは 大に關 聯 して、 即ち 
遞信大 Is も此船 舶管理 令の 説明 中に、 is 洋 航路 袖 fll; 
法は 之を 維持 ' r ると 沄 ふ 所の 必要を 說かれ て 居つ て 
其 理由と して ! t 斯う 云 ふこと を 言 はれて 居る 「現在 
の 命令 航路は 平時 船 似の 極めて 低 服なる ときの 計 K 
に 基 ？ S- 成立した る ものなる に浓〇 恰も ftli 船 料の ® 廉 
なる に當 り、 傭 入を 約した る 船舶は te て 生ずべき 運 
賃も亦 低 販な るを 得る が 如く 他の. y 由 航路に 比すれ 
ぱ槪ね半額以下の運賃に限定せられ舟に依て贸易上 
現に 公衆 s 享 くる 利益は H に 鮮少に 非ず 今是を 解除 
する は 寧ろ 受命會 社に 利益を 與 ふべき も 公衆に 損害 
を受 くる も 0 なる を 以て 海運 政策 上 * を存續 1' るは 
實に 必要の 措置た るに M ろな り」* は 甚だ m き 入つ 
た 理由、 遠洋航路の 補助は、 或 品物を、 即ち 運 貫を 
非常に 一方に 於て 安く 下げさせて 置いて、 片一方に 
多くの 補 WJ を與へ ると 申す もので ない ことは 爰に私 
が說 くまで もない 話で ある， 當時 海運 上の 狀態は 非 
常に 變 化しつ、 ある 故に、 前の 內閣に 於て li 此遠洋 
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航路の 補助を 受命會 社と 共に 契約す るに 方っ て、 謎 
會に 於て は 四箇 年間の 期限を 定めて S いたに も拘ら 
ず、 之を 二 fsi 年に 短縮して、 其 時局の 變化如 何を 侠 
つ ことにして 置い たんだ， 興 內 時局は 如何に 變化致 
した かと 申します と、 海 連界け 益々 繁昌で ある、 受 
命會 社は 孰れ も 非常なる 多くの 配 當を して 居る、 最 
も 航路 補 肋と 會社 補助と It is ひます から、 私 li 會社 
が 繁昌で あるから、 必ず 此 航路が 繁昌とは 申し ませ 
ぬけれ ども、 全 斑を 見ても 其 一斑で 推す ことは 雖か 
らぬ、 ff 受命 航路 も大に 好成績を 收 めつ、 あると 云 
ふことは 分り切つ た 話で ある、 然るに 此 契約を 新た 
にす るに 方つ て、 尚 從前 通り 補助金を 與 へる ことを 
必要な 〇 とせられた 理由 It 何處 にある か、 是等 の歐 
擺巴 航路 •亞米 利 加 航路、 南米 航路 等は 夫 だけの 不 

足を 補助せ ん ければ、 尙ほ 成立ち 得ぬ 今日は 狀態な 

る や 如何で あるかと 云 ふ 事を 承〇た い、 私が 遞信大 

臣に逢て御尋した時に、趿信大臣日く、今日は數字 

上の 問題では ない、 引合う か 引合は ないか 調べて 居 

らぬ 、運 H を 安くす るの •か 必要で あるから、 今日は 

儲かる ものを 儲からぬ やうに L て やつて 居る と •斯 

う 云 ふ 話で あつた けれども、 それは 遠洋航路の 補助 

を、 全然' 収違へ た 御 話であった、 私 It 其 時には 笑っ 

て 御 別を した •然るに 遞 m 大臣は 其 意思を 1¢ 行され 

て、 同年 一月 頃 二简 年の 契約を なされた， 航路の 補 

助は 申す まで もな く國 家に 収ては 必嬰 なる 航路で あ 

る けれども 何分 民 PJ] の自營 に 任せて は 成立つ ことは 

出來な い、 其收 支が 償は ない 故に、 其 不足を 補助し 

て 成立た、 すの が 精神で ある、 如何に 航路が 必要で 

あると 雖も 、自立す る ものに 對し て、 補助す る瑞神 

でない ことは 分つ て 居る、 又 la 補助して 居つ たも 

ので も、 旣に成 か すれば 其 補助を IM し、 或は 減ずる 

と 云 ふことは 從來 執り 來つて 居る 所の 方針で ある、 

SI へげ 日本 内地に 於て 小® ょり 神戶に 行く 所の 3¢ 廻 

〇 航路の 如 3- 、長く 補助して 居る、 又 日本から 最も 

必耍な る孟買 航路の 如き もさう である •追々 自立の 

域に 罡つた から、 其 補助を 廢し 、今日は 立派に® 立 

々致して 居る、 必耍 航路と し C 其 他に も 「カル カッ 

夕 J の 如き も ある、 又 巴奈馬 航路の 如き も ある、 國家 

に對 して洵 に 必要で あるけれ ども、 孰れ も獨 立す る 

nf をぬ るから 補助せ すして 済んで 居る、 是は國 の爲 

めに 大なる 仕 合で ある、 今の 歐掘巴 航路で 御座いま 

せう とも、 亞米利 加 航路で ございませ 5 とも、 若し 


果して 旣に 成立の 域に 達し 居るなら ば、 其 成立を 興 
砌 すると 云 ふことは、 當然 なる 話で ある、 儲かる ベ 
き 所に 命を 儲けさせぬ やうに して、 或は 當〇 前の ® 
賃を取 らせず して、 十分 收 入の ある ものを 殊 E に 其 
運 賃を 制限して 固いて、 片一方から 國民 の® 血を 絞 
つた 租税から 是を 補助す ると 云 ふのは、 馘だ 間違つ 
た 事で あり (i しまい かと 思 ふ、 私は 其 委しい 數 字に 
就て 遞信 省に 示されん ことを 求めた けれども、 遞信 
省 (i 之に應 じな かつた 故に、 委しい ことは 知り ませ 
ぬけれ ども、 遞信 省に 於て li 此 契約を 新たに される 
に 付て は、 遠 徉 航路 補助 法 施行 細則に 依つて、 受命 
會社 から 收茭 豫算 を収 り、 一 航海 幾ら、 一箇年 幾ら 
と 云 ふ收茭 预 筘を御 取りに なつて、 lit 收支 豫翦 と 申 
す ものは、 最近の 成續に 依て ffi へる ものである 故に 
先づ 正 a- に 近い ものである、 此度の 補助を li 續する 
如き も、 即ち 命令され た 時に 付ても、 吐 收茭豫 算を 
御 採りに なつた に 違 ひない、 其成辍 が 如何で あるか 
と 云 ふこと •か 承りたい、 今日 本の 財政は 增税 まで も 
必要と する やうな 場合に 當つ て、 此四五 百 萬 圆の財 
源は 其 儘に して 繼續 すると 云 ふのは ' 整理に も 節約 
にもな つて 居らぬ、 私は 大藏 大臣が 是に 同意 を 表せ 
られ たと 云 ふことは、 不思議に 感じて 居る、 大阪商 
船會 社の 如き は 辭退 しました •遠洋航路の 亞米利 加 
航路の 補助を 辭 退したい と 云 ふこと を 願書を 出した 
最早 今 日は 補助を 受けなくても， 戥礎は 確定して 獨 
りで や 〇 ますから、 之を 辭 退したい と 云 ふ 願書を 出 
した、 運賃 等 li 決して 上げ ませぬ と 云 ふ 願書 迄 出し 
て 居る、 それに も拘ら ず、 尙之 を繼 紐され た 理由は 
如何で あるか、 典 航路の 收茭 計算は どうで あるかと 
云 ふ琪が 承りたい、 何れ 此 上の 詳細に 付て は 又 管理 

令の 委員 會に 於て 御 討究になる こと V 考へ ますから 

此處 には 省きます， 以上 述 _べ た 如く 遞信 大臣ょり 詳 

細なる 御 說明が 承りたい (拍手 起る〕 

〇跋岡 宇一郎 君 私は 喵今の 質問者に 對 して 質問が 

致したい、 極く 簡單 であります から 此 席ょり 述べ ま 

す、 唯今 正 不 君が 質問を 爲し 居る 事は、 彼の 報知 新 

聞の 記事を 根據 とした ものであります、 私共 一體憲 

政會の 機關 新聞た る 報知 新聞の 記事を 信用す る 者で 

あ 〇 ませぬ、 併ながら 斯の 如き 捏造 記事に 依て、 世 

人を 誤らし むる ra があります、 故に 常時 私より 內田 

遞信 次官に 交涉 して、 其 sf 實の 有無を 確め ました 所 

が、 此の 如く 內田 君より 明言した ことは 無い と 云 ふ 


結果、 內田 君ょり 報知 新聞に 交渉して 唯今 正木 君の 
朗讀 された 記事は、 四日に 於て、 報知 新聞紙 上に 前 
記の SB 事は 収消 したので ある、 旣に 報知 新聞 それ 自 
身が 肢 消した にも拘らず、 質問者は 尙ほ此 質問の 主 
意を M かんとす るので あるかと 云 ふこと を 職かん と 
欲する ので ある。 

〔「肢 消 丁へ し」 「宓 要な し」 と 呼 ふ 者 あり發 言 
する 者 多し〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 各自の 私語は 愼ま れんこと を 

希菌->ます - 正木 君 如何です。 

〇 正木 照藏岩 新聞では 取消した と 云 ふことは 承知 
しませぬ、 若し 取消して あるなら ば 私の 言 ふことは 
取消します。 

〇廣岡 宇一郎 君然 らば 私は 玆に 報知 新聞が、 明ら 
かに 取消した と 云 ふこと を 責任を 以て 言明し ます、 
正木 君は 明かに 取消す と 云 ふこと を 言明せられ んこ 
とを 希望し ます。 

〔「言明した」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 廣岡 君、 今 正木 君は 報知 新聞 
に収 消の ある ことを 知らなん •た、 若し さうな れぱ肢 
消します と 斯う 申しました から-それで 宜しくは あ 
り ませぬ か。 

〇廣岡 宇一郎 封 宜しう ございます、 以來愼 む やう 

こ 0 

〔阈務 大臣 男爵 田 健 治 郎君 登壇〕 

〇幽務 大臣 C 男® 田 健 治郞 君〕 正木 君に 御 答 致し ま 
すが、 正木 君の 御 質問は 頗る 多端に a りまして、 屮 
には. 御 質 間の 主旨を 能く 伺 ひ 兼ねる 點も ありました 
が、 私の 聰いた 限りに 於て 御 答を しやう と 思 ひます 
昨年の 特別 議 會の豫 算娄員 e に 於て、 正木 君の 私に 
對する 海運業に 對す る®々 御尋 がご ざいました、 夫 
に 向つ て K が 御 答 L た 所は、 是 は 其 時の 速記 錄に載 
つて 居ります から、 一々 そんな 事は 申 上げんでも、 
多く 御 諒承の ことで あらう •元来 其 節 正木 君から 此. 
船舶の 拂 底、 及 ぴ賃錢 運賃な どの 暴騰に 付て、 政府 
は强 に對 して 何 か 方法を 設 くるの 意思 •か ある や 否や 
と 云 ふ御尋 であつ たのであります、 其 時に 私は 今日 
に 於て まだ 其 時機に 達しない と 云 ふ 御 答した のが 大 
體の 主意であります、 此事 勿論 中々 重大な 事で あり 
まして、 ®; は 現に 一昨年の 夏大隈 内閣に 於て、 經濟 
調査 會と云 ふ ものを 組織せられ まして、 私 も 其 一人 
として 交通の 方の 委員に なつて、 昨年の 夏 大分 永い 


間總理 大臣の 官舍で 此 問題を 研究した のであります 
此 交通 部の 問題に 第一 3 たのが 即ち 船腹 調節と 云 ふ 
問題であります、 此 船腹 調節の 問題と 云 ふ ものが 別 
れて 、所謂 外國へ 船を 貸す とか、 賣る とか、 若く は 
運賃の 騰 るのを 如何にし r.: ら 制する ことが 出 來るか 
或 It 保險 のこと、 造船の 事、 凡そ 海運に 關 する 百般 
の 事、 有ら «)• る 事が 研究せられ たのであります、 是 
には 前 內閣の 閣僚 も、 無論 總理 大臣は 會長 として、 
聞 僚は 副 會長 として、 此席 にも 御 列席に なつて 居る 
方は 皆 御 承知の ことであります、 又委負 も歷々 たる 
方' か、 其 交通 部の 委 M に澤 山御出 になつ た， 吾々 が 
其 研究す る 時に、 現に 正木 君が 昨年 豫算 委員 會に於 
て 尋ねられた 間 題は、 殘らず 研究せられ た 問題で あ 
ります、 是は餘 程 細かく 永い 間 研究せられ た 所が、 
其 時の 結論、 其 問題が 如何なる 所から /1J たかと 云 ふ 
と 斯う 船が 拂底で は 今後 蓮賃が 上つて 困る、 成る 程 
其 時に 13: 傭船 料が 二 十 圓と云 ふ 相場の 出た 時で あり 
ます、 夫は 二十 圓と云 ふと、 I 寸 平時に 比べる と 十 
倍の 運賃の 相場の 出た 時で ある、 是では 困る から 何 
とかしなくて は ならぬ ではない かと 云 ふこと を， 生 
產 業者 若く は 貿易業 者と 云 ふやうな 側から， 色々 意 
見が 出た のであります、 所が 其 討究の 結果、 今日は 
まだ 其 時機に 達しない と iK ふ 論 結に なつた ので あり 
ますが、 要するに 此 船を 外 國に賣 ると か、 貸す とか 
と 云 ふこと を 止める、 制限す る、 若く ほ 賃錢を 制限 
すると 云 ふやうな ことは、 國 民の 財 鹿 權に向 つて 非 
常な 牽束を 加 ゆる ものである、 即ち 非常 權で あるか 
ら 、國 家の 生存 •國 民の 生活 上、 捨て ks かれぬ 場 
合が 來たな らぱ 、是 は 如何なる 非常 媸も 振は ざるを 
得ぬ であらう けれども、 今日 此經 濟狀態 の 利害得失 
を 見る 場合には、 斯かる 非常 權を 振つ て而 して 國民 
の財產權を拘束するとか>或は犧牲にするとか云ふ 
ことは、 まだ 其 時機に 達しない ものであると 云 ふ 論 
結に なつた、 其 論 結が 總會に 出まして、 總會は 即ち 
御 承知の 通り 大隈 首相が 會長 とせられまして、 私は 
其 交通 部の 主任と して、 其 交通 部の 結論を 報 fr 致し 
たので あ ます、 其 報告に 向つて 一人の 異論 者 も 無 
い、 即ち 經濟會 全會 一致の 決議で 通つ たので ありま 
す、 其經 過が 改まる や 否やと 云 ふの が 問題な ので あ 
る、 詰り 昨年の 四 五月 頃に 至って、 又 一昨年の 四 五 
月頃の 狀况が 現れて 參つた のであります、 丁度 昨年 
の 特別 議會 Q 開けた 時分には、 まだ それより 少しく 


限 時 船舶 , r-? 理令 7R 諾を 求む る 件 


三 
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戰時 船舶 管理 令 承諾 1 V 求む る 件  I 
餸つて 居りました けれども、 前の 轾濟會 の 決議を 引 
繰返して やろ 程の、 まだ 程度で ない と 吾々 ! i 認めて 
居つ たのであります から、 丁度 七月 八月、 八月の 末 
九月と 云 ふ 頃が®； 點に 急に 暴 If したので あります、 
是は物 m 表を , 44 字で 現して 見る と 云 ふと 明かに 分つ 
て 居る のであります が、 七 八月の 經過に 於て 最早 所 
謂 國 家の 生 rf- 或は W 民の 生活に 於て、 非常なる 何と 
か暌蹬を付けなくてはならぬと云ふ時期が到達した 
と 云 ふこと になる のであります る 力ら、 私の IKr 年 御 
答したのは、まだ前内閣の時に決議された所の輿論 
の 決穀 を、 變更 する 時期に 達して 屛らな かつた と 云 
ふ 時期で あつたと 御 承知を 願 ひたい、 それから I1K 米 
利 加の 鐵の琪 と、 管理 令との 關係は 如何と 云 ふ御尋 

の點 が一つ ある、 W- 亞米利 加の 鐵の 禁止が 出た 爲め 

に、 管理 令を 推へ たかの 如き やうな 御 解 釋 でも ある 

やうな 御口氣 にも 見えます が、 決して さう 云 ふやう 

な譯で はない のであります、 私は 亞米利 加の 鐵の事 

が 管理 令に 毛頭 關係が 無い とは 申し ませぬ と 同時に 

亞米利 加の 鏺の 問題は 管理 令に 關係は あるに L て も 

それは 一部に 過ぎない と 云 ふ 程度で あると 云 ふこと 

を 申して 置きます 、と S ふ ものは 此 管理 令の 制定は 

外國 との 關係も 多く 御座いました、 其 外 國と云 ふの 

は 亞米利 加の 鐵ぱ かりで もない ので、 他の 聯合 國と 

の關係 も ^ 山 あるので あります、 而して 又內國 との 

關係 も、 最も 多い 一部分で あつたので あります、 其 

點に 付て It 吾々 ほ K 際を 申 上げる と 云 ふと、 內國だ 

けの 事に 付て、 內國で も 海外 貿易が 多く 御座います 

から， 內國 人が 海外で 商賣 をし、 貿易を する 上に 付 

て、 斯くど う も 船腹が 不足に なつた 時は、 もう 商椠 

は 破滅で ある、 斯く 運 賃が昂 ろ 時には 贸易が 破滅で 

あると 云 ふ 事は、 私は 之を 形容して、 管理 令の 發布 

前には、 吾々 は 生產椠 者 貿易業 者の 爲 めに、 毎日 包 

圍攻擊 を 受けて 居つ たので あると 云 ふ 事を、 現に 形 

容して 申した のであります、 管理 令を發 布す ると 云 

ふと、 今度 li 船舶業 者の 爲 めに 包 園 攻擊を 受けた と 

變つて 来た 詰り さう 云 ふ 事情が ございました が 故に 

此管理 令の 必媒を 感じた と 云 ふ 事は、 諸種の 關係が 

あると 云 ふ 事を 申 上げる のであります るが 詰り 亞米 

利 加の 鐵の 問題が 如何に 關係が あるかと 云 ふなら ば 

亞米利 加の 鐡の 問題が 若し 4 起らず して、 即ち 自由 

に 亞米利 加から 鐵が® 入したなら ば* 此 船を 賣 ると 

か 貸す とかと 云 ふ 事に 就ても、 幾らか is; 容なる 手段 


に 出ても 宜 かつた かも 知れ ませぬ、 何とな れぱ 兎に 
角 亞米利 加から 鐵が どん  <  入 ると 云 ふ 事に なれば 
我 造船業 ほ 餘程發 達して 居る ので 御座います から 後 
から 新い 船が どん  <出 來れぱ 、多少 鉛を 餘所 へ讓 
つたり 何 かしても、 日本に 必要な 船 だけ li 後から 出 
來 ると 云 ふ 望が 有る のであります ろ けれども、 亞米 
利 加から 鐵の 入らない と 云 ふ 事に なつた 曉には 、有 
る 所の 船を どん-^ 人に S つたり 貸したり する やう 
な 事が 出来まして は、 それ こそ！！： 本に 船の 餞 1 か 起 
ると 3; ふ Is が 目前に 現 はれて 来る 事は， 是 は 數 字の 
明かに 示す 所であります るが 故に、 亞米利 加から. 鐵 
の 入る 見込がない と 云 ふこと を 知る 以上、 賣る こと 
を 餘程 肢締ら なくて はならぬ、 貸す こと も 亦 取締を 
しなくて はならぬ と 云 ふこと が、 玆に 起る 理由で あ 
ります、 是等 の點 から 亞米利 加の 鐵 問題が 管理 令に 
關係が あると 云へ ば、 夫 等の 點から 起る ので ありま 
す、 それ か r, 此亞米 利 加との 交渉に 就て 色々 御 批評 
が あつた、 素人 だと か、 無才 無能 だと か、 御 批評が 
ありました が、 私は そんな 御 批評に 對して 、一々 御 
答す る餘 地は 持ち ませぬ から、 是は御 答 致し ませぬ 
(正木 照藏君 「十五 萬 ® の點を 御 答を 願 ひます」 と 
呼 ふ〕 詰り 十五 萬噸と 仰し やろ のは、 惟 ふに 日本 か 
ら 船を 貰 ひたいと 亜米利加から 言つ た 時に、 十五 萬 
噸まで は 渡さう と 言つ た、 それを 如何にして 渡す か 
と 云 ふ 事で あらう と 存じます、 此點は 無論 愍々 熟談 
が あつたな らば、 渡す ことに 就て 私は 成 * を 持つ て 
居ります ( 「承 〇 ませう」 と 呼 ふ 者 あり〕 それで 此評 
に對 して 如何にして 渡す とか 云 ふやうな 事を、 今日 
もう 問題が 濟んで 了つ た 時に、 其 政策な どを 此處で 

御 答す る 筋の もので ない と 思 ふ >  唯だ 私が 一言 云 ふ 

て 置かなければ ならぬ のは、 其 事を 此頃 航路 補助の 

問題が 後で 極つた ものを 援引して、 三會 社に 持つ て 

行つ て 船路 補助を 觸續 してやる と 云 ふこと を 暗示し 

て、 さう して 船を 出させる やうな、 遞信 大臣は 考を 

持つ て 居りは しない かと 云 ふやうな 御言 葉が ある や 

うに 聞え ましたが、 間違つ て 居つ たら 無論 宜う 御座 

いますが、 若し さう 云 ふやうな 疑惑を 狹んで 御座る 

と 云 ふと、 是は 一言し なければ ならぬ" 是は 怪し か 

らぬ 話で ある、 怪しから ぬ 話と 云 ふ ものは、 此 航路 

補助 問題と 云 ふ 事と、 此 十五 萬 噸を其 時に 出す と 云 

ふ 事は 餘程 問題が 違 ふ、 而已な らず 現に 航路 補助の 

事を 三會 社に 言 ふたのは、 そんな 問題より 後の 事で 


ある、 であ 〇 ますから、 こんな 事に 何等 關係 のない 
間 題で ある、 又 航路 補助を la けて やらう からと 云つ 
て、 有 il 味を 著せる やう 〇: 航路 補助の 問題で なく、 
寧ろ三大會社ほ、義務として航路補助を繼續するこ 
とを 受けた と 云 ふても 宜しい 狀態で あります から、 
決して 恩惠を 施した など、 云 ふ 次第で ない ことは、 
是は 正木さん には 御 分りの ありさうな もの だと 思 ひ 
ます (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あ cO それから 次に 管理 令 
の 効果 如何と 云 ふ御尋 で 御座いました が、 此事は _ 
今先づ ざつと 本案に 就て 說明申 上げて 置いた 通 〇 で 
あ 〇 まする が、 之に 就て 尙御尋 であ 〇 ますから 申 上 
げま す、 是は 私は 聯合 與 國へ對 しても、 此管理 令の 
處分 として、 船を 十三 萬 嘲 以上の 讓瞍を 許可し、 又 
十四 萬噸 以上の 聯合 國の傭 入と 云 ふこと を 許可した 
と云.ふことは、即ち聯合與國に毀して、我國が相當 
の航 運上に 對 して、 援助を 與へて 居る もの だと 云 ふ 
ことを 明言す ろを 憚から ぬ 積り であります、 而して 
又 內國の 事に 就て は、 ® にも 申 上げた 通り、 非常な 
船腹 拂 底と 云 ふこと が、 甚しき 訴を私 は 受けて 居る 
から其訴は管理令施行後に於ては、所諝包圍攻,が 
變つた *即 ち 船腹 2 不足、 運賃の 暴騰の 爲に 吾々 が 
日々 數入 若く は 十 ® 人の 人に 包阇 攻擊で 迫られて 居 
つた ものが、 びた つと 來ぬや うにな つて、 今度 船舶 
主の 方から 斯う 云 ふ 事を しては どうも 儲が なくなり 
ます、 吾々 ほ闲 ります、 困 gil に陷 ります と 云 ふ 方面 
に變つ た 事を 以て 見ても、 明かに 如何程 功を 奏しつ 
i あるかと 云 ふこと を 認め 得らる X のであります が 
之を K 質的に 形容し まするなら ぱ 、丁度® 濱と門 司 
との 石炭の 運賃が、 十 一圓な にがしまでに 騰つ たも 
のが、 今で li 先づ 七圓 から 八圓 そこ''^ になつ て 居 
る •而 し て 遠洋航路の 船が、 一番 高値は 四十 七圓ま 
で騰つ たもの が、 今では 先づ 三十 圓から 三十 二三 圓 
に 下つ て 居る、 近海の 方は 三十 五圓 位まで 騰つて 居 
つた ものが、 今では 先づ 二十 圓から 二 十二 三 圓に下 
つて 居る、 約 三分の 一 下つて 居る >  即ち 三 割 三分 程 
の ものが 下つて 居る のであります、 で 之を 又 世界的 
に 言うたら ば まだ 高い と 言 ひます、 高い と 言 ひます 
る •か、 兎にも角にも 管理 令發 布の 時に 於て は •どこ 
まで 行く か 分らぬ、 詰り 四十 七圓だ とか、 四十 五 圓 
だと か 云 ふ ものは、 平時の 値段に すれば 二 十二 三圓 

位の ものであります、 今 下つ たと 雖も尙 十五 倍 - 

三十 圓と假 りに 見るなら ば、 遠洋航路の 船が 十 ?/ t: 倍 


_ u-il 

の阍を 有つ て 居る もので あ 〇 ますから、 尙 萵 う 街 座 
る こと {? 確かで ある、 あるけれ ども、 今 中す や 5 に 
I 時の 一番 高い 時の 值段に 比するなら：：-:、 三 y.li 三分 
程 〇 ものが 平均に 下つて 居る と 云 ふこと li 、 確かに 
宵 理令 C. 効果が 現は れたと 云 ふこと を 申し； 2 るで ？, 
らうと 思 ひます、 而して 船の 方に 付ても 一時 ^ WI •か 
不足の 爲め に、 彼方に 掙滯 する、 此方に-： i 滞す る i 
云 ふ譯 で* 海外® 出の 貨物は 非常な 2 h 滞を 訴へて 居 
〇 ましたが、 それが 近頃® 理令施 行以來 、段 . ■« 亞 -'fi 
利 加 航路 若く It 印度 航路な どに 向つ て、 (!% 程朽 '.^ を 
廻す ことを 砌吿 し、 勸誘 L て 兑ま すると* 今 R -e は 
或は さう 云 ふ 所に 向つ ては 最 ¥ 船腹 ? > 挫と 餘 〇は せ 
ぬかな ど、 云 ふ說 さへ も、 往々 I1H くので あります、 
荷物の 足らぬ 所が 印度 航路に 或は m 来て 居る と 云 ふ 
やうな 有 棟を 预 ります、 で 鬼に も 角に も此荷 物 c 消 
長な どと 云 ふことは、 大抵 一钳 には 參ら ぬ も 〇 であ 
ります から、 或は 場合に 依つ ては K 為の 捣桴で 非 ?; f 
に 忙しい 時 も あり、 忙しくない 時 も ありませ うが、 
要するに 種々 に此 貿易業 若 •生蒐 業者な どから JK 京 
などで も、 現に 玩具の /J1 るのは 一時 百 萬圓位 出た も 
のが、 今年は 五 百萬圓 位の ものを 生產 して 居る、 其 
生產 者は 何人 かと 云へ ば、 裏長屋に 住つ て 居る 所の 
十 萬 人の 家族 的 職工で ある、 是は 船 0 が 暴騰し、 船 
腹が不足の爲めに此玩具が^ぬやうになる時にほ、 
十 萬 人の ものが 其 職を 失 ふ、 之を どうして 吳れ ると 
云 ふまで 吾々 は悲慘 なる If を 7S つて 居る ので ありま 
すが、 先づ® にも 角に も * 等に 付て はさ iK ふ 訴は 
段々 少なくな つた、 併し 決して 之を 以て滿 足とは 申 
され ませぬ、 又 社 會には 之に 向つ て 不足を 訴へ る莕 
が あ〇ま せう が、 一時 昨年 S 管理 令發布 前の 頃に 比 
ベたなら ば、 今日は 餘程 緩和され て 居る と 云 ふこと 
は 申し 得る のであります、 次に鐵 の滯貨 等の 御 ® i -e 
御座いました が、 是は 先刻の 正木 君が 仰し やつた 通 
り 私が 正木 君に 曾て 御 答を した 事と 同じ 事で-まだ 
此 問題に 付て 問題を 提起され て 居り ませぬ から、 私 
は 鐵 の滯貨 如何に 付て 御 答を すると 云 ふことは 御免 
を 蒙つ て 置き ませう、 それから 次に此 管理 令が ® れ 
たと 云 ふこと も、 まあ 大層な 御 叱りで ありました、 
是は吾 々も 蹬 きました 是は吾 々初め 東京 日日 新聞に 
IJ1 た 時に も 餘程懲 いて、 種々 Jg 調 もして 見ました が 
何分に も 分らぬ、 如何にして m たかと 云 ふこと が 分 
らぬ 、其 後神 戶の 新聞に も 出て 居る と 云 ふこと で、 


院哉衆 行 誘 國帝回 十四 第 


又 送つ て吳れ た 人 もありまして 見ました 所が、 如何 
も 原案ら しい ものである. 違は ぬ ものである 、倚 m 
いたので あります が、 是は 如何にも ® れ ましたが、 
K だ lit ® に 付て 吾々 li 斯く 及ぶ だけの： ffi 意を して、 
斯 5云ふ大切なものが茁一にも_れては相成らぬと 
云 ふこと を 前以て 注意を して、 ちつと 鉤篛 版を摺 る 
のに も 非常なる 監督 も附 け、 非常なる 注意を 拂つて 
屛つた ん であります、 如何にせ んどう 云 ふ 次第で あ 
りました か ! i れ ました、 是は 甚だ 5a 憾 s 次第で 御座 
いますが、 是がど 5 云 ふ 手筋で jl れた かと 云 ふやう 
な ことが、 若しも 證明 される やうな 場合が 出来て、 
是が官 吏で あると 云 ふこと でありましたなら ぱ 、無 
論 之に 付て 相 當嚴 重な 處 la を 施すべき は 勿論で あ 〇 
ますが、 奈何に せん 今日 如何にして 1® れた かと 云 ふ 

ことを 證明 する ことが 出來 ませぬ のであります c 笑 

聲起る 「誰か a 任を 負 ふか」} 呼 ふ 者 あり〕 それ か 

ら最 後に 御尋に なつた のは、 遠洋航路 補 肋の 擷緵の 

關係を 御尋 になり ました、 で此事 は 頗る 複雜な 事で 

あります るから、 詳しい 事は 何れ 委員 會か何 かの 場 

合に 於て 詳細 申 述べ やうと 思 ひます が、 併ながら 大 

S3 だけは 此處で 御 答を して SC く 必要が あらう と 思 ひ 

ますから、極めて大耍の琪だけを申上げて 13 3- 」ます 

此遠洋 航路 補助は 帝 一議 a- に 於て 四 年の 繼續 事業と 

して 協燹を 經りれ >  而 して 前內閣 が 之 を 當椠 會 社に 

命令す る壤 合に 於き まして、 偶々 限 時 中で あるから 

如何なる 窃態に W て g へなくて はならぬ と 云ふ譯 で 

二 年の — 四 年を 半分に して ~ 年 だけの ものに 變つ 

たので あ 〇ま丁-此變つた時の琪なども遞信省には 

w nf 類が あります から、 能く 判明して 居ります るが 

是は詰 〇 言へ げ尙此 边龙續 する 必要が あるから、 一 

層 局面を 改めなければ ならぬ と 云 ふ 必要が 生じて 來 

るか 4 知れぬ と 云 ふこと で、 二 年に して あ '? たので 

あります、 所が 段々 其 後の 經過を 見る と 云 ふと、 當 

時 改めに やならぬ やうな ことが 出て 來る か、 尙璁跋 

する の必耍 が®  くなる かと 云ふ點 に 於て、 31: 贲 你 ほ 

溫綏 せに やならぬ 必要が 强くな つたと 云 ふこと にな 

つて 居る のであります、 此點に 就て li 詳しく # >• 述べ 

れぱ 非常に 冗長になる で ございませう が、 耍す るに 

是 は 主として 海外 M 易の 琪で あります るが、 吾々 は 

此外國 貿易に 付て 〇 船腹と 云 ふ 事に 付， 又 船の itft 賃 

と 云 ふ yf に 付て、 非常なる 要求を 受けて 居る ので、 

是はな か<滯 山な 例 かご ざいます •か、 もう 諸方の 


生產椠 渚、 或は 業 渚 •成は 商 槳會魏 所、 成は 遠 
い 所では 亞米利 加 布 哇あた 〇 から も渾 山な VI 面な ど 
が 參 りました が、 l!fc 海外 H 易の 船 Ha が 足らぬ と 云 ふ 
こと、， 而 して 船 K が あつても、 船貨が 松り に 栽 職 
しては、 K 易は 全く 閉寒 される と 云 ふこと に fj- ては 
谷 種の 方面から 參つて 居る、 其 ものに 就て 一々 調べ 
をして 見ます ると、 成程 此哦 時事 業と 言 It れるや う 
な 品物であります ると、 揮 賃の 高下な どは 左程の 苦 
にはし ない、 さう 云 ふやうな H le 著な どは、 例へ て 
見れば 銅で あると か、 鐵砲彈 を 造る と •云 ふやうな 類 
の やうな ものであります れぱ 、軍需品の や， っな もの 
であります ると、 非常に 儲けが 多い のです から、 il 
賃の 上つ たり 下つ たりす る 位の ことは、 餘〇 苦にし 
ない、 船 fia a: へ あれば 宜しい と 言つ て 居ります が、 
從來 我國に 於て m 要 物 產と稱 せられ、 永年 亞米利 加 
なり 其 他の 所に 出されて 居る 物資に 至りて は、 決し 
て さう でない、 詰り 船賃の 上り下りが、 殆ど 其 品物 
が 出る か 出ない かと 云 ふ 境になる と 云ふ關 係が ある 
ので あ 〇 ます、 從來 の m 婴物產 と 云 ふ ものは、 大抵 
皆 それであります が、 例へ て 見れば 生絲な どは、 近 
頃の やうに 膦貴す れば別 であります が、 生絲も 其 中 
に ® する ことが (II 來 ます、 就中 茶と か、 ffl w の 蜜 ffi 
とか、 落花生と か、 名 古屋邊 の 陶物 とか、 今 申す 玩 
具と か* 雜貨 と 云 ふや 5 な 類は、 渾賃が 上がる と 出 
なくなる (r 分りました」 と 呼 ふ 者 あり〕 故に どう L 
て も 安い 運 R で 行かなければ ならぬ のです が、 今日 
は 到底 此命令 航路 船 だけでは 足り ませぬ から、 各社 
共に 自由 定期船を 出し、 又 其 上に 臨時 船を 出して 居 
る、 船の 運賃が 三色に なつて 居ります、 命令 航路 船 
ii 非常に 安い、 一寸 茶で 例を 擧げれ ば、 命令 航路は 

一噸 十三 II の 運賃で 運び、 自由 航路の 定期船は 六十 

圓で 運んで 居る、 それから 臨時 船は 百圓 位に なつて 

居る と 云 ふやう に、 三 段に' もな つて 居る、 所 •か 其 自 

由 航路 或は 臨時 船 2 方では、 非常に 高くな ります が 

幸 ひ 命令 航路が あります るが 故に、 此 命令 航路の 船 

と剌 合せを して 見る と、 比較的 安い ものになる、 茶 

の 如きは H 出 定期の 力では 六十 圓拂は なければ なら 

ぬのが、 此命令 航路 船の 十三 II と 平均した ょり 安い 

所の 率、 即ち 十八 弗、 三十 六圆 になって 居ります、 

三十 六圆で 運ばれる と 云 ふことは、 此 茶の 五 萬 ® 程 

の m 要 物甭が 滯〇な く亞米 利 加へ 行く 證據 である、 

若し 之を 命令 航路に しないな らば、 殘らす 六十 圓に 


なり t す、 さうな つて 來たな らば、 日本から 出る 五 
溫噸 S 茶に 付ても、 運賃を 三百 萬 圓も餘 計に 拂はな 
ければ ならぬ ことになる、 さう 云 ふことは 比々 皆然 
りで あ 〇ま する が 故に、 今 随 か 亞米利 加 航路は 六十 
萬圓 、殘ら ず 上げても 五 百萬圓 足らずで あります が 
それ 等の 爲 めに、 日本から 11! る 重耍物 ffi の 何千 若く 
は 何 億と 云 ふ 高に 上るべき 輸出品に 向つて K 大なる 
打 £4 を 與へて も、 是等の 金を 出さぬ やうに する のが 
良い か惡 いかと 云 ふ 問題になる、 S; 共は 是は どうし 
て も、 is 會の 協燹 を經た 通り、 四 年間 遣る が當然 で 
あると 見た のであります からして、 之に 對して 御意 
見の 違 ふの け 已むを 得 ませぬ が、！®々 li 今 0 に當〇 
ては、 多々 益々 命令 航路は 頫續プ べき ものであると 
見まして、 豫て 議會の 協賛して 下す つた 通 リを锊 行 
したと 云 ふ 次第であります から、 それだけ 申して 置 
きます。 

〇 正木 照馘君 唯今 M 信 大臣より 私の 質問に 對 して 
御 答 辯を 承りました が、 其 中 漏洩 事件 li 未だ 管理 令 
が 出ない 前に 漏れた と！ K ふこと に 付て は、 遞信 大臣 
も 同じく 憩き なされた と IK ふ 言葉で ある、 併し 是は 
何處 から ® れたか 分らぬ、 分らなければ それで 宜し 
いと 言つ て 抛つ て 置く か、 是は 總理 大臣に 御 尋ねし 
たい 是は 誰の 實任で あるか、 此 責任を どうす るか、 
總理大 e は發布 前に 是が 漏れた と 云 ふこと を どうな 
さるので ある、 責任者は 誰で あるかと 云 ふこと を總 
理 大臣から 承りたい。 

〔國務 大臣 伯樹寺 內正毅 君 登壇〕 

01 務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君) 唯今の 正木 君の 御尋 
に對 して 私よ 〇 御 返答 致します 固よ 〇 公文の 漏 ® と 
云 ふ 事は、 若し 官吏の 扱 ふ 場合、 漏らす と 云 ふこと 
は 官紀に 背く 譯で 、さう 云 ふ 事が あると 是が 明に な 
れぱ 、無論 相 當 2 處分を すべき ものである、 又 其 他 
の 方面に 於ても、 之を 扱 ふ 上に 於て al らした と S ふ 
事が あれば、 と雖 も其責 ffi を収ら なければ なら 
ぬ、 其責 S を 受けなければ ならぬ、 是は 當然で •ある 
併ながら 政府は 今に 其 調査は して 居ります が、 此當 
時 ).- 漏らした 者は 今に 分り ませぬ、 分らぬ 故に 今 何 
たる 處分の 執り 方 もない のであります、 恰も 自分の 
家に 泥 辟 •か 入つ て 分らぬ 時に、 其 主人を Ifu する P に 
はいかない、 斯う 云ふ譯 であります、 今後に 於て 若 
し 其 rg 跡が あれば、 其 時は 處 分を 怠らぬ 積り であり 
ます。 


〇謅長 c 大岡 育造 君) 北 井波 治 目 君。 

〔北 井波 治 目 君 登壇〕 

〇 北 井波 治 目 君 管理 令に 就きまして •本員 も 二 三 
の 御尋 を遞 信大 S に 致さう と 思 ひます、 極めて 簡單 
で 御座いま t から、 僅に 二 三分の 御 淸膛を 願 ひます 
諸君、 S3 内閣の 成立 以来 谷 種の 施設は あります けれ 
ども、 其 施設 中 國民の 一部を して 不安に 陷ら しめ、 
騷かしめたろ事迹に就きましては、恐くは此船舶管 
S1 令 以上の もの It 無から うと 思 ふ此 管理 令の 內容を 
見ます れ ば、 御 承知の 如く 遞信 大臣は 船舶を 賣る時 
分には、 其 許否の® 利を 有つ て 居る、 又此 航路に 付 
て も、 外國 航路に 付て は 遞信 大臣の 許可を 要する、 
運賃 も遞信 大臣が 制限す る ことが m 来る、 期の 如く 
吾々 の 一個の 所有 fs に 向つて 法律を 以て 斯の 如く 制 
限す るが 如き ことは 最も 愼しむ べき こと k 思 ひます 
故に 此 案に 付て は 此に 事後承諾を 致し ますれば 、此 
法律が永久に存續するに於きましては、船舶業者、 
及び 之に 關係 する 所の 實業 家は， 一日 も 安ん ずる こ 
とが 出來ぬ だら うと 思 ふので あります、 故に 吾々 は 
此法 案此 儘に® いて、 此に琪 後 承諾を 與へる 如— 
とに 付て は、 十分なる 考閩 をし なけれ ぱなら ぬと 思 
ふ、 唯今 承れば、 遞信 大臣は、 此 規則の 効果を 喋々 
された、 成程 此 規則の 發布當 時に 於き ましては、 船 
價が 一噸 千圓 近くに も騰 つたので あります、 此法律 
の 後に 於き ましては 漸次 下つて、 今日は 七百圓 、或 
は 六百圆 以下に も 下る やうな 結果を 生じて 居 〇 ます 
さりながら 此船舶 管理 令の 趣意は、 此詔 勅の 同 頭に 
あるが 如く、 物價の 調節、 運輸の どうと 云 ふこと が 
書いて ありました、 果して 物價の 調節を 得た であり 
ませう か， 此船舶 管理 令に 依つ て 物價が 下つた と 云 
ふ實 例が あります か、 本員は 少しも 見ぬ のです、 te 
然として 船腹は 不足して、 運輸は 不便に して、 鐵道 
等に 於て は 物貨が 堆積して、 ia 輸 が出來 ぬと 云 ふこ 
とが 今日の 狀態で あります 、何を 以て 運輸 及び 物價 
の 調節を 得た と 云 ふこと を 政府は 言 ふので あります 
か、 又 外交 上 管理 令に 依つて 運用す る ことか 詔勅の 
一部に 入つ て 居 〇 ますが、 果して 外交 上 如何なる 效 
果を得 たか、 之を 纸りた いのであります、 吾々 は 寡 
聞に して* 未だ 其 效果を 認める ことが 出来ぬ ので あ 
ります、 此法 律に 就きまして 第一に 承りたい の if 
御 答 辯の 御 傾 宜のた めに 質問の 要旨を 申 上げます、 
政府は 此法律 を 永久に 存續 する の 目的を 有する や 否 
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や 永久に 存 a する ことを 固敎す る や 否や、 永久で な 
しとし ましても、 少く とも 此の硪 時 中に 限る 所の 意 
思は ないか 如何、 是 ほ 戰 時に 限る もの だら うと 思 ひ 
ます、 戰爭 後に 於き ましても 此の 法律を 必要と され 
る や 否や、 若し 此の 法律に 於き まして、 賤時 中有效 
と 云 ふ 所の 制限を 付した 時分には、 政府は 之れ に 同 
意され る や 否や、 豫め 之を 承つ て S きたい、 其 次に 
は、 遞信大 K の權限 に 就き ま ' て 或 航路を —— 此法 
律 若く (X 施行 條例に 於き まして、 適當な 場所に 或 外 
國 航路に 就きまして、 政府が 之に 範® を定 むろ 所の 
御苡 思は ないか 如何、 之を 承りたい、 又此 運賃に 就 
きましても •政府 ほ 此 運賃に 就きましては、 或範圍 
を定 むる ことが 出 來るや 否や、 若し さう 云 ふ Ega 圍を 

定め、 其の 指定を 爲す ことが m 来ましたなら ば、 海 

運 業者に 於き ましても、 相 當に據 る 所があります か 

ら 、安心 致し ませう か、 此 法律を 此 儘に 置いて 通過 

し た 7i- らば •惟 ふに 此船舶 業者 及 關 係す る 所の 實業 

家は、 何日まで も 不安の 位 ® に 居る ことを 本員は 憂 

ふるのであります、 故に 政府は 以上 申 上げました 點 

に 就きまして、 明確の 御 答 辯を 願 ひたいので ありま 

f  0 

〇讖提 C 大岡 育造 君〕 田遞信 大臣" 

〔國務 大臣 男爵 田 健 治 郎君 登 抱〕 

〇 國務 大臣 C 男爵 田 健 治 郎君〕 北 井. 君の 御 質問に 御 

答 致します が、 政府は 之を 永久に 存續 する や 否やと 

云 ふこと であり ま. したが、 是はさ 5 云 ふ 11 ではない 

ので 御座いまして 、詰り 戰時 中で 御座います るが、 

其戰 時と 云 ふ ものを 今 見ます のに、 講和が 成立つ た 

ら 、直ぐに 其時廢 めに する かと 云 ふと、 それは 迚も 

I さう は 參り ませぬ、 他所へ 行つ て 居る 船 も澤山 あり 

ますから、 それが 元の 有樣 に戾 つて 來る のには、 少 

くと も 一年 位は 掛らな くち や 元の 有樣 に戾る もので 

はあり ませぬ、 故に戰 時が 濟んで から 一年と 云 ふこ 

とに 元な つて 居ります から、 政府は 砲 is も それは 必 

要 だと 存じて 居ります、 さう 豫め御 承知を 願 ひたう 

御座います、 それから 運賃 指定 若く は 航路 指定と 云 

I ふこと を御尋 であります が、 是は私 は 御 尋の 趣意は 

指定す る 意思が あるか 又 運賃は 指定した 方が 宜いで 

ないか. と S ふ 御 話であります が、 是はな か^.^ 六ケ 

敷い 問題であります 、素より 止む を 得ぬ 時には 指定 

をす る 積〇で あります けれども、 是は私 は 說明 する 

一時に も餘程 力めて やつて 置いた 積り であります るが 


之を 政府が 法令に 依つ て 委任せられ て 居る® 力が 有 
るからと云ふてす |1 \^-やる、先刻正木さんが拔か 
ぬ 太刀の 功名と 云 ふこと を 言は れま した •か、 其 意味 
であります、 之を す ばつと 法令の ■力が あるから 之 
を 必ずやら にやなら ぬと か、 或は 運賃は 是ょ〇 以上 
やる ことは ならぬ とか、 是丈 にしろ とか 云 ふこと ! t 
法令の 上では 遞信 大臣に 確に 權力 (X 委任され て 居り 
まする けれども、 それを やる と 云 ふことは、 餘程愼 
重に して 成る たけ やらず して、 而して 目的を 達する 
やうに する のには、 航海 業者な 〇、 總て 造船業 者な 
りな どと、 成るべく 合意を L て やる やうに した 方が 
滑かに行くのでありますから、成るたけさうしたい 
それでも 話が 纏らず してい や だと 言へ ば、 それは 仕 
方が 御座いませぬ、 國 家の 爲には 指定 もしなければ 
ならぬ、 若く は 運賃 も 極めなければ ならぬ と 云 ふこ 
とであります るが、 實際の 運用と して 遞信 大臣 ほ此 
灌力が あるから、 どの 航路は どの 船を やれ、 いや 運 
賃は どれ だけょり 相 成らぬ と 云 ふこと をす， ほ<や 
ると 云 ふことは" 成る たけ L たくない、 是は 法令を 
執行す る 上に 就て、 さう する に 非 ざれば 目的を 達せ 
ぬ 場合に 於ての みする か、 若く は 國 家の 必要 上さう 
する ことに 止む を 得ぬ 場合に 於て すると 云 ふ 積り で 
ありま T るから、 どうか さう 御 了解を 願 ひたい。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 日程 第三 十， 右 議案の 審査を 
付託すべき 委員の 潠擧を 議題と 致します。 

第三 十 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 
選 擧 

0 岩 崎勸君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩崎勸 君。 

〇 岩 崎 a 君 本案 委員の 敷は 特に 十八 名と し、 議長 

に 於て 指名せられ むこと々 •望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 翳には 異議 無き も 

のと 認めます、 仍て 本案 S 委員は 十八 名、 議長 指名 

と 決しました —— 日程 第三 十一、 第三 十一 1の_ 案は 

同種 關聯 せる 議案に L て、 且提出 者 も 同一なる 故に 

一括 議題と なすに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て第 

三十 一、 家 祿賞典 祿處 分に 關する 法律案、 第三 十二 

沒祿處 分を 受けた る 者に if する 家祿賞 典祿處 分に 關 

する 法律案、 右二 案を 一括して 議題と な L、 第一 讀 


會を 開きます。 

第三 十一 家錄 賞典錄 處分 に関する 法律案 
(川原 茂 輔君外 十六 名 提出： >  第 
一讀會 

家祿賞 典祿處 分- 一關ス ル 法律案 

へ 本 築 ! i 本 卷四八 頁 貴族院の JI 事 中に 渴載 せ) 
广る ものと 同一なる を 以て 再揭の 煩を 避く、 

第三 十二 沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 
•  家 祿賞典 祿處 分に 關する 法律案 
(川原 茂 輔君外 十六 名 提出) 第 
一讀會 

沒祿處 分ヲ受 ヶタ ル 者- 1 對スル 家祿賞 典祿處 

分-一 關スル 法律案 

へ 本案は 本 卷四八 頁 貴族院の 議事 中に 掲載せ ン 
V る ものと 同 I なる を 以て 再揭の 煩を 避く  y 

〇 川原 茂輔君 議長。 

o_ 長 (大 岡 育造 封) 川原 茂輔 君。 

〔川原 茂輔君 登 a〕 

0 川原 茂 輔君家 祿賞典 祿處 分に 關する 法律案 外 一 
件は、 二十 七議會 でありました か、 二十 八 議會で あ 
りました か、 三十 七 議會で ありました か、 法茚 案と 
して 當 議場に 提出を 致しまして、 滿場 一致を 以て 此 
二 案 共 提案の 通り 御 決定に 相 成りました 案で ありま 
す、 少し 此 沿革を 申 上げて、 尙御 賛成を 得たい と 思 
ひます が、 各藩の 士族に 公債を 付與 致しまして、 其 
公債を 付與 したる 後に 於て、 公債を 貰は ない 人 も あ 
り、 又 其 計算の 基礎に 於て 誤 ある ことを 發見 致し ま 
した 故に、 备藩の 士族は 盛に 此 議場に 向つ て 請願を 
爲した のであります、 それで 當時 政府に 於ても 一部 
反對が ありました けれども、 何とか 此 始末を 付けな 
ければ ならぬ と 云 ふので、 三十 年の 法律 五十 號と 云 
ふ ものを 制定 致して、 而 して 無 際限に 應 ずる 譯には 
行かない から、 約 一千 万圓 乃至 一千 五 百万 圓位を 限 
度と したら ぱ如 何で あらぅ と 云 ふこと より、 遂に 委 
員會に 於て は 一千 万圓を 限度と して、 此备 藩の 士族 
に對 する 不足 額、 若く ぱ貰 はない 者に 向つ て 公債を 
付與 する ことにし やぅと 云 ふ 案が 成立した ので あり 
ます、 其 案に ては、 政府に 向つ て 要求すべき 期間 
行政 裁判所に 訴 ふべき 期間 も あつたので あります が 
各藩の 中に 於て は 色々 な 事情で、 遂に 其 期間を 延長 
—— 遂に 期間を 外した のが あつたので、 其 後に 於て 
B 同一の 請願が 起り、 而 して 當議 場に 於て は 其 請願 
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が 起り ます 度 毎に、 ^ て 之を 採 ^ T る ことに 決定し 
たのであります、 一つ c ^ ii ri r:: 

國事 犯に 依つて 沒務. . -r :/  ; : . : :-i が、 一部は 公 偵を 受 
けた者もあり、又公 {3 を受けない劳も&0、又公沾 
を 受けた 者に 對 して、 家 除 赏典祿 と 同樣の 計算の 基 
礎に 於て 異動を 生じた ものが ある、 そこで 之を 何と 
か 救済を して 貰 ひたいと 云 ふこと で、 或は 行政 裁判 
所に 訴へた 者が ありました が、 法律の 不 ffii の爲 め、 
一部は 受け 一部は 受けない と 云 ふ 不公平なる 結果を 
生じた のであります、 此二 つを 救濟 する 意味に 於て 
三十 七議 ir でありました か、 法律案を 制定 致して、 
即ち 當院は 滿 場 一致を 以て 之を 通過して、 55 族院に 
至つ て 薄議中 に 不幸に して 議符滿 了と なつて、 未だ 
法律案の 制定を 見ない のであります、 どうか 前 110 
議會當 時の 法铅 案の 文字 も 其 通りであります、 一點 
も異ら ざる 點に於 て 此處に 提出を 致しました から 相 
變らず 御 賛成を 願 ひたいと 思 ひます， 此 提案者が 遇 
名して 居 〇 ますのは、 福 島、 石 川、 福 井、 三重、 愛 
知、 山 口、 佐賀 、福 岡、 熊 本の 諸 藩の 關係が 主で あ 
ります けれども、 大藏 省に 於て 段々 調べて 見ます と 
凡そ 谷 藩に 此法 律が 制定せられ ました 結果と しては 
救濟す べき 者 •か 段々 ある さう. であります、 前に 述べ 
ました 一千 方 圓の 中に 大藏 省で 請願を 受理して 商に 
公債を 下 ^ j せられました 者は、 誠に 數 十万 11 の 少な 
い ® 字で あつた、 行政 裁判所に 訴訟を して 勝訴と な 
つて 公 {fi を 受けました 者 も 三百 方 圓未滿 であります 
さう すると 救濟 する 意味に 於て 一千 万 圓と云 ふ 限度 
を 決めた 中に、 まだ 國 家の 突 拂つて 差 突ない 金が 七 
八百万 圓殘つ て 居る のであります から、 其 案を 制定 
せしめて、 其殘つ た 者を 救濟 したいと 云 ふの が 本案 
の大な る 趣意であります •政府は 常に 此案の 成立に 
向つ て 反對せ られ ますが、 併し 翳會 始まりまして 以 
來 、幾多の 間 題が 出まして、 其 結果は 或は 建議と な 
り、 或は 法律案の 制定と なりました 時 も， 矢 張〇政 
府は 反對 した ことか あるので ある、 併ながら 其 例を 
示せば、 煙草 *: 賣法の 後に 於て、 一部の 煙草 業者に 
不幸を 與へ た爲め に、 之を 救濟 する 法律 〇 制定の 如 
き、 或は 奈古浦 丸の 遭難に 依て 船主に 損害を 生じ， 
其 奈古浦 丸に 搭載した 貨物の 損害の 如き、 或は 又 熊 
本縣に 於け る賦金 問題の 如き" 日露 戰萌の 時に 於て 
哈爾賓 、浦 躍 方面に 在住し、 隞爭の 爲に其 貨物の 損 
害を 被つ たる 問題の 如き、 幾多 懸案の もの も ありま 
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讓顧璧 ii  li 顏 ir sl ill ll —講 — I る 質問 


二 一六 


秋 田 寅 之 介 君 佐々 木 平 次 郎君 
野 添 宗三君 湯 淺凡平 君 
家錄赏 典 沒婼分 に關 する 法律案 外 一件 
原 田十衙 君 八 田 宗吉君 
山內 範浩君 阿部 德三郞 君 
井原 百 介 君 牧口 義矩君 
誦 得 久朝惟 君 松 浦 與三郞 君 
土 井®' 大君 

I 去 二十 3T: 日 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 委員 吉 
村 鐵之助 君辭任 に 付 其 補闕 として 津末良 介 君を 
@ 時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件) 委員 武市彰 
一君辭 任に 付 其補闕 として 加 藤定吉 君を 孰 も議 
長に 於て 選定せ 〇 

一 去 二十 八日 職 時 船舶 管理 令 C 承諾を 求む る 件〕 委 

員 加 藤定吉 君辭任 に 付 其補闕 として 紫 安 新 九郞 

君を 議長に 於て 選定せ り 

一 去 二十 五日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 

所得税 法 中 改正 法律案 外 十一 件 委員 會 

委員長  川原 茂輔君 

f 東  武君 

理事  一 ffi 原文 太郞君 

一 小 林 嘉平治 君 

臨時 國庫 證券 法 中 改 JH 法律案 委員 會 

$ 員 長  犬 飼 源 太 郎君 

理事  擺正雄 君 

貨幣 法 中 改正 法律案 S 員會 

委員長  齋藤 安雄 君 

理事  近 藤 慶一君 

戰時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件) 委員 會 

委員長  鹈澤總 明君 

i 岡 宇一郎 君 

理事  一 橫山勝 太® 君 

一野 添 宗三君 

家祿赏 典 祿隖 分に 關する 法律案 外 一件 委員 會 

委員長  原 田 十 11 君 

理事  土 井 權 大君 

! 去 二十 五日 常任委員 補闕 選擧の 結果 左の 如し 

第 四 部 

決筇 委員 _ 井 庄平君 (竹 村 良 M 君 補 闕〕 

第 六部 

決算 3? 員 松 岡 勝 太 郎君 C® 口 秀雄君 補闕〕 

第 九 部 

謂 願 委員 唐 端淸太 郎君 (山 口 俊 一 君 補闕) 


〔左の 質問 寄は 朗誼 を經 さる も參照 のた め 
玆に 掲載す〕 

封 支 政策の 根本 方針に 關 する 質問 主意® 

右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 一月 二十 三日 
提出者 伊東 知 也 
賛成者 鈴 木 梅 四郞外 二十 九 人 
對支 政策の 根本 方針に 關 する 質問 主意 書 
現內 閣の釾 支 政策と して 宣明 する 不干涉 主義とは 
¢0 何なる 意味なる や 

右 及-問 候 也 _ _ 

軍人の 官紀に 關 する® 問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年 一月 二十四日 
提出者 野 村嘉六 
賛成者 黑須龍 太 郞外百 十四 人 
甭 人の 官钯 に關 する 質問 主意 書 
軍人の 官紀は 維持せられ ある や 

右 及 質問 候 也  _ 

衆議院議員 選擧法 違反者 處罰の 方針に 關する 質 
問 主意 書 

右成 規に據 〇提 出 候 也 

大正 七 年 一月 二 十六 日 
提出者 廣岡 宇一郎 
賛成者® 田 千 之 助 外 三； 一人 
衆議院 _ 員選擧 法 違反者 處 罰の 方針に 關する 
質問 主意 書 

一 衆議院議員 選 擧法 違反者に if する 刑 S は 累年 逐 
次 峻嚴苛 重の 傾向 あり 之に 關する 政府の 方針 如 

何 

一前 項の 違反者の 如きは 强て 重刑を 科する の耍な 

く 勉めて 國民 の自覺 を 促す を 以て 足れり と 信す 

政府 S 所見 如何 

右 及 質問 候 也 _ 

中等 敎科 書； f 當 値上に 關する 質問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 七 年 一月 二十 六日 

提出者 奥 村 三樹之 助 

賛成者 松 田 源 治 外 二 十九 人 

中等 敎科書 不當値 上に 關 する 質 間 主意 書 

文部省は 昨年度に 於て 屮等敎 科 ® 業者の 申請を 容 

れ之か 値上を 認可したり 文部 當 局の 此の 處 置は 甚 


た 不當 にして 國民敎 育の 發達を 阻害す る li 勿論 國 
民に 對し 頗る 不親切の 處跑 と認む 値上の 理由は 歐 
洲戰亂 の 結果 紙 價 著しく 膣 資した るに 法る と 謂 ふ 
も 其の 實 文部 當 局の 調査 不充分に して 徒に 敎科害 
業者に 暴利を 得せし め 普通 敎育を 爲さむ とする 國 
民に 多大なる 苦痛を 與ふ るの 不都合を 生せ しめた 
るは 其の 責甚た 輕から す 文部 當局は 紙 ffi 暴脑 の當 
時國定 敎 科 ffi に 付て は 假令紙 値を 粗惡 にす る も 姐 
上を 爲すへ からすと 主張した るに 拘らす 中等 敎科 
書に 對し 之か脑 上を _可 したる は 其方 針に 於て 一 
大 矛盾を 爲 L 敎 育の 根本に 錯誤を 生す るの 嫌 あ 〇 
中等敎科書業者か値上の認可に & 〇不當の利得を 
敢 てしたる の 事實は 之 ハ，. 蔽ふへ からす 確 ® なる 證 
據を以 て 質問の 際 之を 辯 明す へし 文部大臣 (t 敎科 
書 業者の 實情を 知悉 せらる X や 否 明確なる 答 辯を 
01 む  . 

右 及 質問 候 也 _ _ 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 是 より 會議を 開きます、 此 
の 場合 諸君に 御 諮り 申す ことがあ 〇 ます、 豫算娄 員 
會 並に 所得税 法 中 改正 法案 外 十一 件の 委員 會 であり 
ますが、 右 委員 會を 、本會 議開會 中と 雖も 開きた き 
趣を 委員長より 申出が ありました、 許可して 御異謅 
は あ 〇 ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起ろ〕 

0 副議長 (m 田國松 君) 御 異議がなければ 許可す る 
ことに 致します、 次に 高橋久 次郞 君より 病 氣に付 今 
二 十九 日より 三 週間顥 暇の 申出が あ〇 ました、 許可 
して 御 異議は ありませ ぬか" 

〔「異 厳な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 異議ない と 認めます、 第三 
に 第一 部 選出 請願 委員 菊 地 良 一 君、 第三 部 選出 決算 
委員 松 本 誠 之 君、 兩 君より 辭 任の 申出が ありました 
許可す るに 付て 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱田 國松君 〕 御 異議がない と 認めます、 
御異 閾 がなければ 谷 其 部の 諸君は 速 かに 補 缺選擧 を 
行 はれて、 議長まで 申出 あらむ ことを 希望 致します 
第 四に 第三 十九 回議 會に 提出され ました 大正 三年 度 
歳入歳出の 決算は、 同會 期に 於て 再審査に 付す る こ 
に 決定に なつた 儘に なつて 居る のであります、 就き 
ましては 先例に 依て、 此際審 査に著 手せられ むこと 
希 圍 致して 置きます、 是 より 日程の 質問に 移ります 


對茭 政策の 根本 方針に ^ 一， る 5T 問 i 伊 '., { 知 也 岩。 

對茭 政策 C K 本 方 ;' r に M する 質問 (伊東 知 

也 君 提出： 一 

〇 伊東 知 也 君 私 〇 質問 13: 對支 政策 C 极本 方針に 閱 
すろ 質問でありまして、 餘锃 W: 大な間 SS と 認めて 居 
ります、是に付て璁理大臣及外務大は.0出席 '.- : 
致します るが、 承り ますれば 兩大 |:5 とも砒風邪か何 
かで 御休みの やうであります から、 之に 代るべき— 
代理と して 十分 私 〇 說を 御 B R の 上 •病 汰に御 al 掛 
けになつて、演說の遝旨を咫達せられる代砰容£御 
出席 あらん ことを 希菌致 します、 之を 要求 致します 
0 副議長 (滔 田 H 松 君〕 次官で 宂 しう 御！ I います か 
〇 伊 菜 知 也 君 四務大 E を® める 人で あれば …… 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 あ - X たの 御筘 ra は 誰です" 
〇 伊 m 知 也 君 次官 SJC は 阀務大 
〇 副 謬 長 (濱 田國松 君〕 それで (i 通知して W きます 
から 御 始めなさい I 國搞 大臣は 出て 居られます。 
〇 伊東 知 也 岩 m 席して 居れば 宜しい。 

〇 川原 茂 輔君增 稅廢稅 の 委員 ir を 開きます から、 
委員 諸君は 直ちに 御 出を 願 ひます。 
r 伊苽知 也 君 登®〕 

0 伊東 知 也 君對 3C 政策の 根本 方針に 關 T る K 問を 
現 政府に 試み やうと 致します、 此問 來總 理大 lli 外秘 
大臣の 對茭 政策に 關する 潢 說 •或 li 質！： 等が ありま 
したが、 孰れ も 殆ど 其 根 抵に 觸れて 居らぬ、 問 ふ 人 
も 間 ふ 人で あれば 答へ る 人 も 答へ る 人で ある、 ^ ど 
私の 眼から 見 ますれば、 對茭政 策の 我國 として 執つ 
て進むべき根本問題にほ觸れて居らぬので&〇ます 
其 言 ふ 所を 膣けば 何 だ 北方で あると か、 或は K1 方で 
あると か、 北を 助けて 南を K へる、 一體 何を 以て 北 
となし 何を 以て 南と なすの かも 分らぬ のであります 
少しも 茭那の 事情に 通じて 居らぬ と 云つ て 宜しい、 
或は 段を 助けて 云々、 段祺瑞 を 助けて 南方を 跛 倒し 
やうと した、. 或は それは しないと か、 噓で あると か 
そんな 事は 事實が 無い とか  一 2% つて、まるで表面の事 
のみの 喧哞を やつて 居る やうに、 私は 牕肢 られ たの 
であります 、期の 如き ことを 以て、 此我が 立 K の 基 
礎と もなる べき 對茭 政策の 方針を 定める ことは 出来 
ない と 私は 思 ふので あります、 某 結果 當局 政府の 言 
明す る 所を 綜合し まする と、 不干渉、 突 那 S 政治に 
は 干渉し ない、 少しも 干渉し ない と 云 ふこと が 落ち 
になつ て 居る やうで & る、 結局 不干渉と 云 ふこと で 
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攻繫の 矢 も ^ 問の 矢 も iE り拔 けて 居る やうで ありま 
す、 一腌 不干渉と 云 ふことは ど 5 云 ふ S 味で ありま 
せう、 支那 四 ' el 餘州 が亂麻 の 如く 紊れ 、殆ど 亡國の 
有 ^ を 呈する けれども、 我 政府 我當局 渚 (i 腕を 拱い 
て默つ て 見て K ると 云 ふ 意味で 御座いませう か、 甚 
だ 私 It 解し 得ない のであります 、若し lit 不 干 捗と 云 
ふ 事に して 我 政府 S 支那に 對する 根本 方針で あると 
したなら ば、 餘程是 は S ふべき ことで ある、 此不干 
渉であつて、 支那が 非常に 励 亂に陷 つても •尙 ほ默 
つて、 見て 居つ て、 果して 支那の みの 災で濟 むか、 
我國 家に ^ 繫する こと •かない か、 ど 5 かと 云 ふこと 
を考へ なければ ならぬ と 思 ふ、 日本と 支那との 關係 
は、 支那 人 も 言うて 居れ (t: 日本人 も 言つて 居る、 同 
文 同種 唇 la _ 雄、 殆ど 兄弟 も® ならざる 所の K 柄で 

あると 常に 稱へて 居る では ありませ ぬか、 其 兄弟 同 

士 とも 云 ふべき 親類と も 云 ふべき W ならぬ 同士の、 

而も大伽藍か、今や彼等の內_喧嘩の爲に火事を出 

L て 居る •火が 燃へ つ、 ある、 親父の 死んだ 後と で 

ありませ うか 知らぬ が、 其 G 大 伽藍 S 兄弟の 仲間 同 

士が喧 嘩 して、 或は 火鉢を 投げる とか •洋燈 を 引 繰 

返す とかして 火 «f が 3 て E る、 正に 燃へ つ、 ある、 

其鄰の 火琪で あるから 此方は® は ぬと 云つ て默 つて 

居つ たら どうなる、 其 伽藍が 燃 出して 仕舞つ たなら 

ば •其 火 や 必ず 我國に 影響して 我 ya まで も燒 ける と 

云 ふこと に陷 るのは 常 然〇 結果で なければ ならぬ、 

それを 默 つて 見て 居る •所 IR 不干涉 とやら で、 焼け 

やうが ど 5 しやう が 己れ の 家で Is ® はぬ と 云つて、 

鄰の火 班を a て® ると 云 ふ H 呆のた わけた 政策 •か、 

四 家の r/- 立に 於て 許すべき もので ありませ うか、 ど 

5 かと 云 ふこと を 私は 考へ るので あります. 須 らく 

此際に 方つ て 鄰に 火 ? JI が 出て 居るなら ば、 自ら 手桶 

を 収 つて 其 火 ル ? FI -r ことに 努力す る、 或は 兄弟 喧_ 

を L て 居つ たなら ば、 其 兄弟の 中に 入つ て 能く 兄弟 

の 融和を 岡つ て、 そんな •£ 一嘩 をす る もので ない と 云 

つて、其 91! の家の [1 滿を剧つてやると云ふことは、 

親類で あ 〇鄰 にある 者 li 常 然努 むべき 所 2 義務で あ 

らうと 私は 思 ふので あります、 此に 於て さう 云ふエ 

合に しない ことに 相談し* 鄰の 紛爭を 救 ひ、 鄰 りの 

不和を融和してゃってこそ、始めて此亜細亞と云ふ 

一村の 安全が 得られる のであります、 即ち jtf 洋の 平 

和が 保持せられ るので あります、 然るに 鄰はど うで 

も T£ い、 どんなに 內輪间 士 喧嘩して 居っても 槠 はぬ 


どんなに 紊 れても 桃 はぬ、 どんなに 火事を 出しても 
桃は ぬ、 宅 さへ 好ければ BI いと S つて 居る 間に、 鄰 
の 火事は 燃 出して、 其 飛火が 此方に 參つ たなら ば， 
此 小さな 日本と 云 ふ 家が 類燒 の災を 免れ 得る 譯でな 
いので ある、 此鄰の 火を 消し 鄰の 平和を 圖 ると 云 ふ 
ことは、 即ち 我帝國 の 天職で あつて、 m 洋 平和の 保 
持 •亞 細亞金 瞪の 勃興を H ると 云 ふことの 根抵 を爲 
す ものであります、 然るに 不干渉と 云 ふこと、 矢 張 
今 言 ふ 通り 鄰に 火事が 燃へ て も、 どんな 騷ぎが 起つ 
て も、 默つて 手を 拱いて 見て 居る と 云 ふこと であら 
うか どうか、 甚だ 解し 5 £な い 所の 现 政府 2 聲明で あ 
ります、 H に 今日の 場合は 我國 の對茭 政策と S ふ も 
のは、 茭 那に對 する 外交 I 外交と 云 ふよりも 寧ろ 
是は國 防の 中に 加へ て も 寅 からう と 私は 思 ふので あ 
る、 ® に 軍 E を 瓶す とか 21 ふやうな ことよりも， 此 
現在の 狀態 より 支那を 救 ひ、 四百 餘州の 平和を 能く 
して、 四 億 萬の 人民の 生命 財產の 安固 ナ v 得せし めて 
C に我國 と 一致 同盟す ると 云 ふこと it 是れ 最も 大切 
なる 方針で あつて、 外交な ど、 云 ふ 事よりも、 進ん 
で是は 國防の 中に 加へ て も H い 事と 私は 思 ふので あ 
〇 ます、 斯う 云 ふ譯で 然らぱ 支那 (t 斯の 如く 常に 紛 
々陵々 を 極めて 居る が 其 支那の 紊れる 所以を 究めな 
ければ ならぬ • 私 は 大略 支那 si 在の 状態の 混亂 する 
所以の 理由を 別つ て、 斯 5認 めて 居る のであります 
新葡思 想の® 突‘ 新 » 勢力の ij 突、 及び 利己心 滿足 
の ® 突、 此の H つの 衝突が® なる 原因で あらう と 思 
ふので あ 〇 ます、 新 1} 思想の 衝突、 是れは 申 上げる 
まで もない、 新し い歐 鼦 巴 CO 思想 其の 他の 思想を 懐 
ける 者と 昔からの 支那の 思想を 懷 ける 人々 と、 所謂 
思 i® s® 突 即ち 新聞 勢力 新しき 革命に te つて 得た る 

勢力と 昔から 淸朝 時代から 持つ て 居つ た 勢力の 衝突 

であります、 利己心 滿足 の圃 突、 是れは 甚だ 國交上 

に關 して 如 fnj はしい 點もあ a- かも 知 n ませぬ が、 ど 

う も 個人主義の 發 達した る 國捫 であり まし ■て、 自分 

の 地位 —— a 分の 地位を 保たう と 云 ふやうな、 己を 

利す ると 云ふ考 •か 非常に 强 いのが、 支那の 重なる 有 

力 者の 間に もあります ので 此の® 突が、 矢 張 此の 混 

亂狀態 の 一つの 主 もなる 原因で あらう と 思 ふので あ 

ります* それで あるから 先 づ支那 の 國民性 を 研究し 

なければ ならぬ、 支那の 國民な .6 ものは どう 云 ふ 性 

質の ものである か、 どう 云 ふ 方針を 執って 進んだ な 

らば、 此の 支那の 統一 •か 出來る であらう か、 支那の 


平和が 保持せ らる 、であらう かと 云 ふこと を考 へな 
ければ ならぬ のであります、 然るに 此の 點に就 ての 
過日 来の 質疑應 答を 見る と、 殆ど それに 觸れて 居る 
やうな 御 議論は 一つ も 無い と 云 ふ 事を 斷 言す るに® 
らぬ のであります、 歷史を 御覽 になれば 直ぐ 分る、 
諸君 も 皆 御 1S みに なつた に ffl 違ない が、 眼を 開いて 
四醫五 經を 讀めぱ 分る •眼を S いて 二十 四 朝 興亡の 
歷史 V. ® め ば 直ぐ 分る， 支那の 國民 性は 堯舜 時代ょ 
〇 並に 孔子 時代， 孟子 時代、 矢 張 今日と 同じ やうな 
傾向は ないか 知らぬ、 どう 云 ふ. 有 _にな つて 居る か 
と 云 ふことは、 眼光 紙背に 徹底す る 底の 眼を 以て 讀 
んで見れぱ庹ぐ分るのであり 1' す、そこを研究しな 
いで、 徒らに 今日 表べ に 現 ix れた 事の みを 以て、 對 
支 方針の 根本 政策を 定むろ と 云 ふことは、 木に 緣て 
魚を 求む るょりも 尙ほ 甚だしい 愚 さの 至りで ありま 
す、 兆の 結果と して 私は 今日 支那 問題 即ち 支那の 統 
一、 支那の 根本的 平和の 保 余を 定む るには、 どうし 
ても茭 那 2 國體 •  S 那 S 政體 問題から して 研究し な 
ければ ならぬ と 思 ふので あります、 第一 革命 以来 今 
日 (i 共和政 體 とはな つて 居ります が、 果して 共和政 
體なる ものは 支那の 國情 、所謂 民情に 適して 居る か 
どうかと 云 ふ 事 も 疑問で ある、 愛親 覺羅二 百年の 朝 
廷 は 一朝に して 顚 覆した が 果して 君主 政體と 云 ふ 4 
のが 支那の 國情及 民情に 適さない もので あらう かど 
うか、 是は餘 程 W 重に 攻究すべき 間 題で あらう と 思 
ふので あります， そこで どうしても 是は鄰 である 親 
類で ある 所の、 我 日本 帝 國が 最も 是は宜 からう と 思 
ふ 所の ものを 研究して、 其 支那の 有力者に 向って 柑 
談を する のが 當然 の筋途 でな くち やならぬ と 思 ふ* 
諸哲烕 る 一部の 論荠は 日く、 他幽 の政體 に干涉 する 
とは 何 だ 他 國內の 統一を 云々 する ことは 行けない と 
云 ふ 議論を 唱へる 者が ある， 今 も 言 ふ 通り、 鄰の大 
伽藍に 火が 著いて 居る、 他 園の 統一 云々 政 ti を 云々 
すると 言つ て、 閑却す ろ 事は 出來な いのであります 
直接の 我 國の 問題で ある、 支那の 興亡 盛衰と 云 ふ も 
の |£ 、一々_りて我國の興敗盛裒に關する譯である 
から" 當然 我國の 問題で ある* それを 他國 の 政體を 
云々 しちや 行けない •他 國内の 統一 云々 と 云 ふこと 
は 行けない、 他 國內の 政治に 干 捗して は 行けない と 
言って 所謂 現 政府の 言明す る やうな、 不干渉なん と 
云 ふやうな •一種 得 も 言は れな い譯 S 分らぬ 所の 方 
針を 以て 進む と 云 ふことは、 資に 甚だしい 愚見と 言 


はなければ ならぬ と 思 ひます、 此儘 にして 置いた な 
らば •直ちに 柬洋の 平和と 云 ふ ものは )1 亂され •興 
亞の 大事 業、 人 稲 競 f? の 問題と 云 ふ ものは •之に te 
て 殆ど 混亂 されて しま ふので あります、 我國 家の 興 
廢 存亡 も 之に 依て 岐る 、ので ある、 どうしても 之を 
默 つて 居る と 云 ふことは 出來 ぬ、 ® に干涉 云々 と 云 
ふから 行けない、 干渉と 云 ふことは 言葉を 改めれば 
宜い 、干渉と 云 ふやうな 文字を 使 ふから 行けない の 
である、 若し 之を 輔掖 誘導と か-或は ffl 談 とか-協 
_と か 云 ふやうな 文字に 改めたら ば* どうで ありま 
せう か鄰の 親類が 斯う： K ふ 非常な 闲雖 に陷 つて 席る 
ので あるから、 それに 向つ て 其 家の 改良す る やうに 
話を 仕掛ける と！ K ふことは •是 は 相談 じ やない か、 
少しも 干渉と 云 ふことは ない* 干渉と 言へ ば 干し 涉 
ると か @ いて あつて •文字の 上から 言つ ても不 _で 
あります、 善い 事で も惡い 事で も 押 付け もやる と 云 
ふの が 干渉で ある、 是が 相談と か、 或は 協 il とか、 
或は 輔掖 とか、 誘導と か 云 ふこと に 名前を 改めた な 
らば 宜いぢ やない か、 それを 唯 だ 干渉と 云 ふのは 餘 
りに 角立つ から、 不干渉と 云 ふ 事を 以て 干渉した、 い 
やしない •いや 北 南 だ •北を 援けて 南 を 伐つ、 いや 
そんな 事 (3; ない と 云 ふ 水掛論 G 愚問 愚 答を して、 此 
對茭 方針の 根本 政策を 論ずる に 至て は 私は 寶 に 慨然 
として 歎せ ざるを 得ない のであります、 安那は 然ら 
ぱど •っ すれば 宜いか と 云 ふ 議論に 歸 著します が、 私 
は 此際今 言うた 通り 干渉な とと 云 ふ 文字を 改めて、 
所謂 相 談 -e 宜 い、 御 ffl 談と云 ふこと が 一番 穩で平 姑 
で 宜か らうと 思 ふ， 親類の 支那に 向つ て 御 相談を す 
る、 さう して 其 中に 於て 有力者の 中の 最も 正しい、 
最も 正義と 認むる 者 •乂其 中の 最も 有力なる 渚を 極 
力援 ける、 さう して 支那の 統一を 圖つて I 豸罾 に 
支那 四百 餘 州の 統一を 圖って 治める と 云 ふには 共和 
政體が 宜しい か、 君主 政 體が K しいか、 何方が 宜か 
らうと 云 ふやうな ことを* 支那 國民の 民情を 察し 歷 
史に 鑑みて 斷乎 たる 決定を 下して、 茭那の 重 もなる 
入々 と ffl 談を し ' C 、 M 根城を 1*1 めろ と 云 ふこと が、 
是が現 在に 處すろ 所 3 最も 大切なる 對茭政 策の 方針 
でなければ ならぬ、 否な 我 國立國 の 大本に 鑑みて、 
どうしても 我 國是 として 之を 執つ て 進まなければ な 
らぬ 所の 方針で あらう かと 思 ふので あります、 決し 
て 親類 同志が さう 云 ふ 相談を して、 其 家の 內 輪を 決 
める のに、 何も 遠い 遠方の 他人が 愚 圖々々 言つ たと 
二 一七 


對支 政策の 根本 方針に 關 する 伊 yi 知 也の S 問 演設 
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對茭 政策の 摂本 方針 !' 冴す ろ 伊 3£ 知 也の IH 間 演說 


ころで 遠 P!? # 擇する ことは ないで (X ないか、 常に 我 
鬵局 者が 罔 代の 内閣 共に さう である、 恐 露 病 I 或 
は 露 西亞を 怖れる 病氣に 罹つたり 或は 英吉利を 怖れ 
る 病氣に 罹つ たり、 常に 外 國の岛 息を 窺つて、 日本 
の 根本の 政策を 何う すると 云 ふ 鐵 案を 下す 內閣は 一 
つも 無かつた のであります、 其锫果 斯う 云 ふ 事に 陷 
る、 今日 IJ; 千載一遇の 搏會 である、 此撻會 を 逸して 遂 
に 方針を 誤つ たなら ば どうなる ので ありませ う 諸君 
實 に ® に 粟せ ざらん と 欲する も豈に 得ん やと 言ふ狀 
態であります、 而已な らず 列國 の 所謂 英吉利で あれ 
佛蘭 西で あれ パ 露 西 亞であ れ 、亞米 利 加で あれ、 當局 
者の 最も 怖ろ V &C の國々 に 向ても 理を說 いて 情を 明 
かにして 相談 すれば、 決して 彼等が 無茶に すべき 譯 

はない、 現に 此間も 石 井さん が 亞米利 加に 行つ て、 

支那に 於て 日本の® 越灌を 認めた とか 言つ て、 さも 

御手 柄の やうな 吹 If を 聴いて 居ります が、 そんな 事 

は 朝飯前の 事で 誰でも 出来る、 人間で ある 以 h は 苟 

も 理を說 き 情を 推し、 さう しなければ ならぬ 斯うし 

なければ ならぬ と、 明かに 彼等の 頭に 這 入る やうに 

說 いて* それでも 行けない と 言 ふなれば、 それは 向 

ふの 無理で あるから 勝手次第に やらせる が 好い ので 

ある、 而已な らず 今日 英吉利で あれ、 亞米利 加で あ 

れ 、皆 日本の 言 ふこと を 聞いて、 支那に 於け る礙越 

權を 認めさせる と 云 ふことは、 日本の 今日の 立場と 

して、 © に 誠に 容易い ことで あらう と 私は 思 ふので 

あります、 是が出 來な いやうな 現内閣の 諸 公で あつ 

ては、 甚だ 心細い 人 ルと 謂は なければ ならぬ ので あ 

る、 由 來彼 等の 此茭那 に it すろ 所の 行 励を 御覽な さ 

い、 我國 1:]-. 日英 同盟 及日佛 協約 其 他に 依て， 領土 保 

全， 列國商 業に 對 する 機會 均等 主義を 嚴守 すると 云 

ふこと ! i 宣言して 居ります、 而し て歷 代の 內閣 常に 

此方 針を 發 表して 居つ て •それに 味て 支那に 数す る 

總ての 方針を 定めて 居る >  然 るに 彼等 列國 英米 諸國 

の 連中は、 果して 之を 守つ て 居る かどう か、 斯う 云 

ふ 工合に 機會 均等で あるか どうか、 或は 列國 協同の 

動作を 採る と 云 ふなら ぱ 、皆 相談を して 行かな けれ 

ばなら ぬのが 當前で ある、 然るに どう だ， 谷 國皆自 

分の 勢力龆 圍等を 極めて、 英國は 揚子江 以南の 廣大 

なる 地域を 自分の 勢力 範 園と 云 ひ、 さう して 西藏迄 

も 自分の 勢力 範圍 等と 云つ て 居る， 佛蘭 西は どうか 

と 云 ふと、 雲 南安徴 地方を 自分の 勢力範 圍と稱 し、 

さう して 自分の 勢力 範圍內 には 他の 人を して 手を 出 


させない、 窗西亞 はどうで ある、 蒙古 新 gl 方面を 自 
分の 勢力 範圈 となし、 外蒙古の 如き 旣に® 立 迄 させ 
て、自分の保篚の下に立たして居るではありませぬ 
か、 亞米利 加 (3; どうかと 云 ふと、 亞米利 加は 又 石油 
嵇 、石油 S 採掘 ■或 ほ 其 藤 M —— 石油 採掘 ffl は 他の 
國には 手を 著け させぬ と 云 ふ條 件を 極めて 居る、 さ 
うして 皆，： m 分々々 得手勝手な 眞似を して 居る、 日本 
等 (3: どうで も. 宜 いと 云 ふ、 幾 ど 分割の 勢は 現 然とし 
て 表は れて 居る が 如き 態度に 出て 居ろ と 一 M •ふことは 
諸君 も 御 承知で ある、 此の 如くして 機會 均等が 何に 
なる、 日本 だけ 何にも 遠 ES してやる 必要は ない ので 
ある、 然るに そんなら ば 日本は 滿洲 地方に 日本の 勢 
力範园 が あるでは ないかと 云 ふや も 知れぬ、 諸君、 
英吉利は どうで ある、 最も 英吉利の 怖い 先生 達が 餘 
計 外務省に 居る からこん な 事に なつた ので ありませ 
う、 大正 二 年 現に 奉 天ょり 北京に 至る 鐵 道の 分岐線 
錦 州から 朝 陽に 至る 八十 哩の鐵 道は、 英吉利が 之を 
敷設す る權 利を 得て •日本が 是に 賛成を 與へて 居る 
諸 封、 滿湖及 東 蒙古が 日本の 勢力 範圍と 云 ふなら ば 
英吉利は どうで ある、 日本の 權利を 尊重す るなら ば 
そんな 所へ 指を 染める と 云 ふこと が 出来ない ので あ 
る、 然るに 錦 州ょり 朝 陽に 至る 東 蒙古の 一端に、 八 
十 哩と雖 も、 其鐵 道を 架す る ことに 英吉利が 指を 突 
込で 來て •左 樣で あります か、 誠に 御尤で 御座いま 
すと 云つ て •當 時の 外務省の 諸君は 之を 承認した の 
であります、 此の 如くして 何が 機會均 等が 出来る か 
何が 勢力の 協同が 出來 るか、 日本は 飽迄 宋襄の 仁を 
守つ て 彼が 跋扈す るに 委して 居る、 是で宜 いので あ 
るかと 私は 言及 ぼしたい のであります、 諸君、 今日 

はま だ 彼等は 歐 _ 巴の 大戰爭 が濟 まない から、 日本 

が 亞米利 加に 相談しても 、支那に 於け る 優越 權 等を 

得られる かも 知れぬ が、 一度 歐羅 巴の 戰爭が 濟で來 

たなら ば、 どん < 歐羅 巴の 敵 味方、 搦 逸の 側で あ 

らうが、 或は 聯合 軍の 側で あらう が、 亞米利 加で あ 

らうが 其 疲れた 所の 富を 埋合 はすには、 何う しても 

此 茫漠たる 支那 四百 有餘 州に 突出して 來な ければ、 

彼等は 之を 埋合 はせ 之を 救濟 する 方法は 立たぬ ので 

& り t す、 私は 今日から 此點 を考へ ると、 どうして 

も此際 まだ 歐羅 巴の 戰爭 の濟 まぬ 內に 、所謂 對支政 

策の 根本 政策を 定む ると 云 ふこと に 結論し なければ 

ならぬ のであります、 然るに 不干渉、 手を 拱いて 默 

つて 見て 居る と S ふは 何事で ある、 日 支 親善 —— 親 


善な どと 云 ふ 事は 宜 い、 固ょり 當り 前、 今日 不 親善 
で宜 いと 云 ふこと を發 表する 者が ありませ うか、 外 
交 上 どこの 國でも 親善、 日 支 親善、 日英 親善. 日佛 
親善、 日米 親 害、 同盟 國であ れぱ皆 親善と 謂は なけ 
れぱな らぬ 、故ら に 支那に 向つて 親善な どと 云 ふ 左 
樣な 事は 笑 ふべき ことで、 今頃 日茭 親善な ど it 迀澗 
な 事であります、 今日 ほ 日 支 提携、 吾と 手を 握つ て 
一緒に 立つて 亞細 亞全體 を渾 一して 一國 となす 位の 
決心を 以て 進まなければ ならぬ 今日の 狀態で ある、 
それ だから 支那の 今日の 狀 態に 對して は、 須く兄 弟 
の國 とし、 親戚の 國 とし、 苦言で も 忠吿で も飽迄 や 
ると 云 ふ 根本的 方針を 定められ、 日本の 根本的 方針 
を 定めて、 先づ 統一を 計る、 統一を 計る には 如何な 
る 中傷 讒誣を 受けても 摇 it ぬ、 さう して 統一を 圖つ 
て、 彼の 支那の 政體は 如何なる もの も 最も 適する か 
と 云 ふこと を 定めて， 之に 依て 支那 四百 餘 州の 統一 
を圖 つて 日本と 眞に 離る 可らざる 融和 渾一的 方針を 
定むる やうに しなければ、 此 東洋の 平和 否な 亞細亞 
全 II の 利害を 如何にせ む、 支那 四百 萬 —— 四 億 萬 
笑聲 起る〕 四 億 萬で も 四千 萬で も 何が 違 ふの だ、 文 
字に 拘泥す るな、 實に 詰らぬ、 末端に 拘泥す る 時節 
でない、 天下 國 家の 大方 針を 論ずる 時に 方つ て、 百 
と 萬と 億と 間違つ て 何が あるか、 どうしても 東洋の 
永遠の 平和の 爲 め、 我國家 興躞の 岐れる 所で あるか 
ら "是非共 此際に 支那に 對する 所の 根太 方針を 定め 
なければ ならぬ ので ある， 然るに 不干渉と か 言つ て 
指を 咬へ て默つ て 見て 居る、 鄰の 火事で あるから 宜 
いと 言つ て、 自分の 家が 燒ける こと も 知らない 對茭 
方針を どうす る、 私は 此間 來國務 大臣 及 其 他の 者、 
是等 議員 諸君の 質問 應答を 腱いて、 實に啞 然として 
嘆 じ* '! B 然として 嘆いた ので 御座います、 斯の 如く 
にして 我 今日の 千載一遇の 機 會に處 する ことが 出来 
やう かどう か、 さう して 議 する 所の ものは (1 かに 軍 
備 問題で ある、 兵隊を 幾ら 增す とか、 增さ ぬと か、 
軍艦を 何隻 椿へ ると か、 椿へ ぬと か、 そんな 小さな 
問題で ない、 此對茭 政策の 根本を 定む るは 阈 家興鹾 
の. 岐 る、 所* 實に m 大なる 問題であります •是を 除 
いて 私は 我 國の國 是を定 むる 途はな い、 否 末端の 事 
は あるけれ ども、 細かい 事は 幾ら も 算盤 珠を随 く 人 
が あるか も 知れぬ けれども、 國 家の 大根 抵大 方針と 
して ! t 是 より 外にない と 私は 斷 言して 憚らぬ ので あ 
ります、 此 問題の 爲 に不肯 ながら 私は 三十 年來心 血 


_ 三次 

を 馘いで 居ります 、大睬 內閣に _ 前內閗 に n> ' 
淸 誼を 捨て、 反對 した 〇は 是 •か S であります、 幾多 
の 疑 怒、 幾多 〇 友人の 誤解を 招き、 幾多の 
んで、 自分は現内閣に好总，>..表して、今日まで何.-.- 
かして 逍 つて M ひ 7-- いと 思つ たの も & が B である、 
然るに 尙ほ 今日は 飽迄も 逝〇 切らぬ と 申します れぱ 
到底現內閣も賴むに足らぬと云ふことに筠菸しなけ 
れぱな らぬ 、何とかして 遺つ て II はなければ な I'-. ぬ 
此千載 一遇の 薛會 、どんな 事が あつても、 此對支 政 
策の 根本 方針の 確立し なかつ たなら ば、 我 四 家の 存 
亡 W 廢の岐 る、 所 だと 云 ふこと を钕 悟し なければ な 
らぬ の -e あります、 諸君、 我 日本と 雖も 日本的 「ヶ 
レンス キ ー」 が 居ない と 云 ふことは 云へ ない、 日本 
的 「レ—- ーン J が 居ない とは 云へ ない、 日本的 「卜 
ロッキ 1J も 居ない と 云 ふこと 11 云へ ない、 sg 西 SI; 
の 革命は 諸君の 見て 居る 前に 起つ て 居る 0 であり ま 
せぬ か、 日本は 國體が 違 ふから あ、 云 ふやうな 革命 
の 無い 事は、 極つ て 居ります が、 日本には 日本的の 
革命が 常に 幾度 も 行 はれて 居る、 明治 御 維新の 前に 
行 はれた 所の 有樣と 云 ふ もの ! 3: 何で ある、 諸君よ、 
今日は 安政 戊 午の 大獄が 行は れ てより 六十 一年 H で 
ある、 干茭 は茲 に r. 巡して K ります、 安政 戊 午の 大 
獄は 明治の 御 維新の 原因に 基礎を 爲した ので ある、 
此 大正の 御 維新は 恐らく 此今年 の 戊 午の 年に 於て 根 
抵が 出來な ければ ならぬ と 私は 思 ふので ある、 安政 
以上の 大獄を 起す が 如 ?' 悲劇を 起す ことなき やを S 
ふるもので ある、 必ずしも 權力や 威武を 以て 屈する 
ことは 出来ぬ と 云 ふことは、 我 日本 民族が -r'r 來 より 
實驗す る 所であります、 是は 必ずしも 當局大 3 のみ 
を責. める のでない-諸 2'; と共に tR に此 問題に 付て 私 
は 心血を 注いで 研究を 致し、 身命を [1K- してで も此解 
決を やらなければ ならぬ と 思 ふので あり ます、 然る 
に 問 ふ 者 も 答へ る 者 も 少しも 根本的に 觸れな い、 茫 
漠たる 唯 だ 北を 助けて 南を 抑へ たと か、 唯 だ 段 m- 瑞 
を どうしたと 云 ふ、 唯 だ IR の 先の やうな 末端に のみ 
拘泥して、 支那の 國民 性は どんな もの か、 X 那に對 
する 根本 方針は どう すれば 宜い かと 云 ふやうな こと 
も 論究せ ず、 政府は 不干渉と 云 ふ 漠然たる 文字の 下 
に 恬然と して W 縫す るに 至つ て、 私は 啞然 として 幽 
ぜ ざるを 得ない、 國家の 爲 に斷 じて 默つて 居る こと 
は 出来ない のであります から、 政府 當局 者に 向つ て 
不干渉と 云 ふことは どう 云 ふ 意味で あるかと 云 ふこ 
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とを、 的確に 言明して 貰 ひたい、 若し 分らなければ 
御 指導して 上げても 宜しい から、 十分に 懇談せられ 
ん ことシ 希 筚す る爲 に、 此質 問を 提出した 所以で あ 
〇 ます (拍手 起る) 

〇副 議長 (谘 田 K 松 竹〕 K 問の 第二、 軍人の 官紀に 
關する 質問、 野 村莴六 君' 

二 JEI 人官祀 に關す る 料 問 (野 村嘉六 君 提 

3) 

〔野 村嘉六 君 登 S 
〔拍手 起る〕 

〇 野 村嘉六 君 私は m 人の 官紀に 對 しまして、 簡 m 
に符 問を 致します、 昨年の 七月 三十 一日 付を 以 ちま 
して、 中 村 雄次郞 君が 關 苽 都督に 任ぜられました、 
それが S に 殊に 勘 旨に te て 現役に 设せら れる こと 

となつ たのであります、 是は惟 ふに 關災都 锊 官 制 第 

三條に 「都督 ハ 親任 トス 陸 m 大將 X ハ 陸 眾中將 ヲ以 

テ 之 m 充ッ」 lit 規定が あります からして、 現役に as 

せられた こと、 思 ふので あります、 さう 致しまして 

中 村 中 !}? は 明治 三十 3n 年の 四月 十七 日に ?® 備にな つ 

た 人であります、 典 後 大正 四 年 四月 一 n に 後備 役に 

編入され たのであります、 故に 現役から 離れまして 

m 事關 係を 絕ち ましてから、 言ひ換 へれば 素人に な 

〇 ましてから 丁度 十七 年餘 りになる のであります、 

官紀の ffi んず べき こと、 云 ふ ものは 私は 何れの 官衙 

でも 同じ こと、 信じます •か、 殊に llt Ig 人に 關す る官 

紀に 至りまして は 一 辟 緊要で •官紀の 紊れ ると 宏ふ 

やうな ことがあつ ては 秩序の 維持 ii 到底 保てぬ ので 

あります、 故に 軍人は 最も 此官紀 を K んず るので あ 

ります、 然るに 日 進 月步の 今日 十七 年 前の m 人を 起 

して、 現役に ® せし むる やうな こと is 、 果して 官紀 

の 維持 か 保て ませ 5 か、 中 村 中將の 現役に ® せられ 

たこと に付きまして は、 新 冏の記 琪に依 〇 まする と 

云 ふと， 陸堪全 趙 の 反對 殊に 上 原 參謀總 長、 又此所 

に 出席して 居られる 所の 大臣* 其 他 全 S3 が © も 秩序 

を 維持 - r べき 此陸眾 に、 十七 年間 も 素人で 居つ たも 

のを 現役に ® せしめて、 眾矂の 指撺 をす ると 云 ふこ 

とは；- f 都合で あると S ふので、 反對 をな すつ たと 云 

ふこと が 新聞の IR 2}f に® つて (S るので、 陸祖 全 fis の 

反對を 受けて 寺 內伯も 力及ばず、 山縣 公の 力を 借り 

て陸眾 部内を 治めた と 云 ふやうな 記 取が あるので あ 

ります、 併し 是れ は銪閗の記琪でぁ〇ますから^任 

は取れぬが、私は莳资的に感じますのは、十年一昔 
軍人 苡祀 に關 する 野 村恶 六の 質問 演設 


と 云 ふ、 十年一昔、 十七 年間で あるから して 一昔 半 
以上 も經 つた 此の 素人を 現役に ffi せ させて、 さう し 
て 軍隊の 指饨を させる と 云 ふことは 、碗 かに 吾々 腦 
髓に 於いて 13: 官紀を 破壊す る ものな りと 感ずる ので 
あ 〇 ます、 併しながら 他に 適任者が 無ない と 云 ふの 
なら ぱ是は 致 方 ありませ ぬ、 致 方ない が 今日の 我 陸 
軍は、 謂は ' ►* 人才の 集合 池で ある、 陴海軍 共に 是は 
私は 公平に 見る に、 立派な 人物 13: 多く 陸海 班に 集つ 
て pr る やうに 感ずる ので & る、 又 !! i.t /; 此眾 人の M 迭 
を 見ましても、 其 中には 陸軍 大學を 出 て 問 もない 人 
又歐米 各 國 に留學 して K つて 間の ない 人、 まだ 大に 
用 ゆべき 大に 技倆を 發揮す べき 人が 頻々 として 非 役 
を 命ぜられて 居る ので ある、 是 は 想 ふに 陸軍は 成る 
ベく 立派な 人を 選 拔 して、 尙ほ其 上に潠 拔する 結果 
であらう と 思うて 居る、 言葉を 換へて 云へ ば 即ち 新 
知！ r 新 技 ffi を 求めら る V に 汲々 たる 結果で あらう 
と 自分 It 斯う 思 ふので ある、 斯の 如く 陸軍に 於て 新 
知識、 新 技倆を 求められて 居る に拘は らず 、殊更に 
だ、 十七 年 前の 非 役 ill 人を 立たし める 爲に 、苟も 殊 
に大權 の 發励を 奏請して 現役に ® せし むる 如きは 大 
政 輔弼の 賢を ® したと 云 ふことは 言へ るで ありませ 
うか、 陴 軍 省の 官制に 據 ります ると 「陸軍大臣 ハ、 
陸軍 ノ軍 政ヲ管 理ス」 と 書いて あるので あります、 
即ち 軍 除 指揮の ■は 無い、 陸軍の 軍政を 管理す る此 
陸軍大臣を 文官を 以てせなければ ならぬ と 言つて、 
规度か 諮© で 政治 上の 波 ■を 捲き 起した、 漸く 山 本 
内閣の 時代に 至りまして、 初めて 務後備 まで 任用す 
ると 云 ふ ? if に 改正され ましたが、 借 其實 際は どうで 
あるか、 官制の 改正は 出来て 居る が、 其 後の 經過を 
見ます ると 云 ふと、 矢 張 現役の 人の みを 以て 住ぜら 

れて居 るので ある、 而も 現役 中で も 所謂 遣り手と 云 

ふ 人が lit 局に 當つて 居る やうに 見える ので ある、 軍 

政を 管理す る 陸軍大臣 にし P すら 斯の 如きで ある、 

况や關 觅 都锫 はどうで あるか、 關束都 督の 官制 第 六 

條に 「作 戰及 励 M 計 迸- i 關シテ ハ 參謀總 長 云々」 と 

云 ふ 事が © いて ある、 斯う 致します と 兵馬の 指揮、 

即ち 軍 陵の 指揮は 此關 jti 都督の _ 限の 主なる 項目に 

なつて 居る のであります、 此軍隊 の 指揮 權を 有して 

居る、 即ち 陸軍大臣の _ 限よりは ま' た 一層 現役の 必 

要と -r T, 所の 此關 3< 都督に 於て は、 又實 地から 兌 ま 

した 所で、 今日は 滿洲 方面は 最も 主婴な る關 係を 有 

して 居る のて あらう と 思 ふので ある、 此國 家に 對し 


て關 係の m 嬰なる 堪處 に、 唯今 申します 通りに、 十 
六 年 も 十七 年 も 休んで 居た 素人で、 さう して ぢや年 
は 六十 五で あると 云 ふ、 陸軍の 停職 年限を 見ます る 
と 云 ふと、 陸軍 中將の 停職 年限は 六十 二と 書いて あ 
るので 御座います、 丁度 停職 年限を 超へ る こと 三年 
停職 年限に 關 する 所の 官紀を 超へ、 其 上に 十七 年間 
も 軍事に 關係 せぬ、 此 人を 直ちに 軍隊の 指揮に 任ず 
ると 云 ふやうな 事で、 果して 15 肅なる 陸軍の 官紀を 
維持す る ごとが 出来る であり ませう か C 「出来ない 出 
来ない J と 呼 ふ 者 あり) 陸軍の 之に 對 す る反對 論は 
適 fT: 者が 無い と 云 ふこと を 言は れる かも 知れない、 
此 適任者と 云 ふことの 見方は、 是は 人に 依て 違 ふ、 
親族 か 又は 緣漭 でなければ 適任者で ない と 云 ふ 見方 
をしたなら ば* 成程 適任者が 居らぬ かも 知れない が 
併ながら 人才 雲の 如き 日本 陸軍の 全 體 2 中から 選擇 
をしたならば、 都督 一中 將何ん でもない 事で あらう 
と 思. ふので ある、 新聞の 記事に 依ります ると 云 ふと 
中 村中將 は 寺內 伯の 緣 者と 云 ふこと が 書いて あるの 
であります、 私は 關東 都督とは 何等の 關係の 無い 和 
己の ない 人で ある、 又 此の 本會に 於て 一人の 都督 一 
人の 中 將に對 して 1? 左程 ® きを 置かぬ ので ある、 唯 
だ 今日 秩序の 維持 軍紀 閼肅 V 最も 要する 此 陸軍 全體 
に苴 つて、 斯の 如き 十七 年 も 休んで 居る I 而も 停 
年を 超へ て 居る 所の 人を 現役に 復 せしめて、 兵馬の 
權 を 指揮させる と 云 ふやうな 事 は" 甚だ 國家 の爲に 
採らぬ ので ある、 故に 私は 果して 斯の 如き 事を やつ 
て、 軍钯の 維持が 出來 るか どうで あるかと 云 ふこと 
を 問 ふ、 昨年の 七月 三十 一日の 辭令を 見ます ると 云 
ふと、 丁度 現役の 陸軍 大將の 中村覺 と 云 ふ 人が 排斥 
されて、 さう して 此 十七 年 前の 軍人が 其 地位を 襲う 
たので. 一め る、 言葉を 換へて 申します れぱ 全く 人の 爲 
め、 情 實の爲 め、 大 權の發 動を 奏請して、 官制の 死 
活を自 由に したと 思 ふので ある、 大政 輔弼の 局に 當 
る 者は、 最も 愼重 にすべき 窖であ るに 拘はら ず、 斯 
の 如き 陸軍 全體の 官紀を 壞るが 如き 行動は、 果して 
大政 輔弼の 責任を 竭し たと 言 ひ 得る であらう か、 ど 
うで あらう か、 又是 で嚴肅 なる 陸軍の 官紀が 維持 さ 
れ るので あらう か、 どうで あらう か、 此點 .又 情 實 
の爲に 大權發 動を 奏請した と 云 ふやうな 事が 有つ た 
ならば、 當 局は 即ち 奏請した 國務 大臣の 責任と して 
其責に 任ずる の 決心が 有る かどう か、 此三點 を 伺 ふ 
のであります (拍手 起る 3 


0 剃 議長 (濱 田國松 君〕 大島 陸軍大臣。 

〔阈務 大臣 大島健 一 君 登壇〕 

〇 國務 大！ 大島健 一 君：} 野 村む の 御 質問に 御 答を 
致します、 御 質問の 要領は 昨 平 〇 秋 關班 都督 府の條 

例が - 官制が 變りま して •其 都督に 後備で ある、 

中 村中將 が 特に 現役に 復せら れて 都督と なつた、 是 
は 官紀の 振肅を 害する ものでは ないかと 云 ふ御尋 の 
やうで 御座います (野 村 嘉六君 「維持」 と 呼 ふ〕 官紀の 
振肅 とは 規則を 柱げ た 仕事では ないか、 規則を (野 
村 嘉六君 「官紀の 維持が 出来る かと 言 ふたの だから 
是は 政治問題 だ」 と 呼 ふ〕 御意 見の 如く 現役の 制度で 
あるから、 現役に 適任者が あれば それを 充て 6 のが 
至當で あ 〇 ますが、 關東 都督の 職務は 其 官制が 規定 
して 居ります 如く、 軍隊の 指揮に 關する 事の みで な 
く、 其 他に 關 谌區に於ける我租借地、鐵道、其他の經 
營をも 兼て、 殊に 鐵道の 經營に 至つ ては、 滿韓を 聯ね 
て 都督の 手に 歸す ると 云 ふやうな 狀況 になつ て )? T り 
ますので， 是は 乂必婴 を 認めて 其 制度を 執つた ので 
あ 〇 ます、 其 必要なる 制度を 遺憾な く實 行せ しむる 
のが、 國 家の 爲に 極めて 必要な 事と 看て 居る ので あ 
〇 ます、 其實 行に 適當な 技能 材幹を 有する 人を 廣く 
銓衡を 致しまして、 凡ての 意見が 中 村 中將が 最も 適 
當で あると 云 ふことは、 軍人 も 文官 も 之に 關 係した 
人の 同じく 見る 所で あつたので あります、 te て臌格 
なる 規律を 重んずる 陸軍に 於て、 平時は 現役の 將校 
に 非 ざれば •指揮 櫂を 取らす る 上に 規定に 副 ほぬ 所 
があります ので (「其 點だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 之を 特 
に 現役に 復 せしめら る、 ことを 奏請 致した ので あり 
ます、 是は 如何にも 野 村 君の 仰し やる 如く 非常な 大 
事であります ので- 愼 重に 考隱 致しまして、 此國家 
の 新 領土の 大事の 事業を 圓 滿に實 行す るには、 之を 
必要と認めた のであります、 又實際 今の 御 話に、 指 
揮が 出來ぬ と 云ふ點 にも 御 考 ■が ある やうで ありま 
すが、 是 は 中 村 中將其 人を 御 承知の 御 方 (1 軍隊 指揮 
の 上に 十分な 材 幹を 持ち、 尙ほ其 他關東 都督の 制度 
を 實行 する 上に 於て、 堪能なる 人と 吾々 は 見て 居る 
ので、 此 最適 渚を 其 適所に 置いて、 國家 重耍の 事務 
を完 うする に if 此處 置を 以て 至 當と考 へたので あ 
ります、 S, は是が 爲に 陸軍 部內の 官紀の 維持を 害な 
つたと 云 ふこと に ! i 見て 居り ませぬ、 又總 ての 我 •か 
軍人 ! t 左樣 に考へ て 居らぬ と 思つ て 居ります、 是だ 
け 御 答 致します。 

二 一九 
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0 野 村荔六 君 唯今の 御 答に 對 して 一言 だけ 質問し 
たい、 さう すると 我が 陸軍に 於て は、 關诳 都咨 にな 
る 適材がない、 それで あるから 十六 年 前の 非 役 軍人 
を 起して さう して 現役に 復 せしめた、 御 答の 中滿鮮 
鐵 道 の 琪が ありました が、 私は 是は問 ふて 居り ませ 
ぬ、 質 間 外であります から、 此 點 に 付て 彼此 申し ま 
せぬ が* 苟も 十六 年から 前の 軍人 關係 者を 現役に 復 
せしへ，'ると云ふやうなことは"今日露西亞其他の秩 
序の無い國ほ別でありますが、我國の.如 3- 1級一階 
を i? ふ 陸軍 部內に 於て、 さう して 一昔 半 以上の 軍人 
を 復活して、 それで 以て 陸軍 全 ii の 秩序が 保てる と 
云 ふ 御意 見は、 現役 陸軍大臣と して 果して 適當 と考 
へらる、 かど 5 であるか、 此 ss を 重ねて 伺 ひます。 

〔_務 大臣 大島煺 一 君 登壇〕 

〇阈務 大臣 (大島 健 一 君〕 前に 申 述べました ので、 

_ 今の 御 問に Is 旣に御 答申して 居る と 思 ひます、 最 

も此第 _務 に 適當 する 人を 取る の 必要を 認めて、 破格 

の 取扱を 致した と 云 ふことは、 前に 申しました 通り 

で 御 分りに なり、 又 それが 必要で あると 云 ふこと も 

御 分りに なつたら うと 思 ひます、 通常の 手續 でない 

と 云 ふこと だけ li 明瞭に 分つ て 居る ことであります 

必要を 認めて 斯く取 計 ひました、 其 他に 於て 野 村 君 

の御薛 の 如き >  軍 紀維 持に 付て 彼此 申す 事な ど 聞き 

も 致し ませず、 又 私は 無い と 信じて 居る と 云 ふこと 

を 申した のであります。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 質問 第三は 延期の 申出が あ 

ります、 質問 第 四、 衆議院議員 選擧法 違反者 處 罰の 

方針に 關 する W 問 —— 廣岡 宇一郎 君。 

四 衆議院議員 選擧法 違反者 處罰の 方針に 

關 する 質問 C 廣岡 宇一 郞君 提出〕 

〔廣 岡 宇一郎 君 登壇〕 

〇胺 岡 宇一 郞君 頗る 間 單に質 問の 要旨を 陳述 致し 

たいと 思 ひます、 近時 我 國に 於て 衆 翳 院議 員選擧 あ 

る 毎に、 多数の 違反者を 出す と 云 ふ 現狀は 、本員 諸 

君と 共に 我が 國 家の 爲 め、 又 立憲政治の 爲に 甚だ 痛 

歎に 堪へ ざる 次第であります、 此膊 害を 除却す るに 

付て は、 種々 なる 方法が あらう と 思 はれる、 即ち 敎 

育の 力に 俟つ こと 多き は 言 ふまで もな く  •或は 立法 

事業に 俟つ べき もの 亦 甚だ 多き ことを 信ずる ので あ 

ります、 併ながら 是等は 直ちに 其 効果を 今日 現は す 

ことは 出來ぬ のです から、 常 面の 問題と しては 司法 

浦の 作用、 司法 權の 活動に 俟た なけれ ぱなら ぬので 


ある、 であります からして 主として 司法 權の作 用 _ 
司法® の 活動に 付ての 質問を 致したい と 思 ふので あ 
ります、 所が 此 司法 權の作 用に 付ても、 ！ S きに 行は 
れたる —— 大正 六 年に 行は れた 衆議院議員 選犖に 付 
て 疑ふぺ き isi が 多々 あるので 有ます、 例へ ぱ從來 明 
治 11 十三 年 以来 曾て 見ざる 多 ®: の、 即ち 全國を 通じ 
て 二 萬 七 千 人と 云 ふ 如き 違反者を 出した るが 如きは 
全く 從來 例の 無い ことで ある、 是 等は 司法 當局の 人 
•か 唯 爬羅 剔抉を 努めた 結果では ないかと 云 ふこと を 
國民 と共に 疑つ たのであります、 果して 其の 他爬羅 
剔抉に 努めた 結果と して、 檢 事の 行動が 往々 法規の 
外に 逸して、 人 ® を蹂 願した 形跡が あるかの 如く 本 
員 等は 疑を 存 して 居る のであります、 併ながら 今日 
は 質問 G 範圍 を® る收 縮して， 單に是 等の 違反者に 
科すべき 刑 S の輕 重に 付ての み 司法 當 局 rj 意見を 聽 
きたいと 思 ふので あります、 言 ふまで もな く 刑罰は 
犯罪の m 狀に 依て 輕 重を 来す ことは、 刑罰の 目的で 
ある、 然るに 大正 六 年に 行 はれた る選擧 に 依て 生じ 
たる 溝 反 者に 對 する 刑 s の 科し 方は* 果して 犯罪の 
情 狀に 重きを 置いた かと 云 ふと、 此點は 甚だ 疑を 持 
たなければ ならぬ、 又 金 國の滇 反 者を 通' M する に 千 
遍 一律で ある、 最も 違反者の 中に 多き 買收 事故に 付 
て、 買收 された る選擧 人は 罰金、 買収した る 所の 人 
の 中一區 SIJ の 運動 者は 輕き體 刑、 一步 進んだ る總體 
の策戰 に 從 事した る 蓮 動 者は 重き 體 刑、 tt 三種に 別 
かれて、 即ち 被吿 入の 選擧 運動に 從 事した る 位置 如 
何に 依て •刑の !! 1 重を 區 別して 居る 形迹 が歷 々とし 
て 現は れて 居る のであります 、斯の 如き 犯罪の 情 狀 
如何を 見ず して、 被吿 人が 其 選 擧蓮 動に 從 事した る 

位置と 換遇 ばかりを 見て、 刑の， 輕重 を區 別す ると 云 

ふが 如きは、 眞に 之に 依て 刑罰の 目的を 達し 得べき 

ものなる や 否や、 本員は 此點に 付て 頗る 多大の 疑 間 

を 有つ て 居る のであります (拍手 起る；} 若し 又 之に 

科した る 所の 刑罰に 至つては、 實に 驚くべき 過重の 

刑を 科して 居る のであります、 一一 十三 年以來 >  今日 

までの 經 過を 見ます れば 、罰金 刑と 云へ ば 大抵 五圓 

十圓 、一一 十圓 位の 刑で ありました が、 今回の 罰金 刑 

は K 收を された る ; 1 擧 人に 黝 しても、 少 くも 三 四十 

圓乃 至百圓 以上の 罰金 刑を 科して 居ります、 體 刑の 

如きは 甚 しきに 至つ ては、 五箇 月， 八 筒 月と 云 ふや 

うに 從來に 例の 無い 所の 重 含體 刑を 科して 居る ので 

有ます、 殊に 最も 從來と 著しく 其 結果を 異に 致して 


居る のは 執行镝 豫の 1 ® であります、 從來の 執行® 
豫の 如き if ii 刑 者に 對 して 二 ffll 七 八 分 乃至 三 割 五 
分 位 執行 籀預の 恩典を 興へ て 居り 交した が、 第 十二 
回の 選舉に 於て は 五分 何 厘に 減り、 今回の 衆議院 謀 
員の 蓮擧に 付て 執行 ri 預 c 恩典を 與へた と 云 ふ もの 
は、 全 國に寥 々として 殆ど 指を 屈する に 足る だけの 
數し かないでは 有 S せぬ か、 由来 此選擧 法 深 反に 關 
して 特別なる 現象は 何で あるかと 云へ ば、 累犯の 少 
ない 事で ある、 他の 窃盗、 强盜 、財 產に關 する 所 〇 
罪の 如きと 違 ひまして、 一た び 刑罰に 處せら れたな 
らば 再犯の 数は 是程少 い 犯罪は 他の 犯罪に 見る 事の 
出來な い 現象であります、 •であります から 從來 五 圓 
若く は 十圓の 罰金を 科した る 者で も、 其 後に 於て 其 
刑罰が 輕い からと 云 ふて 再犯の あつた 例は ない、 執 
行猶豫 に 於ても 三 割 五分 二八 分の 執行猶 豫を與 へま 
しても、 其 執行 猶豫の 恩典の 趣意に 背いた る 被 街 人 
は！： 是に 少ない のであります、 然るに 刑法 上斯の 如き 
恩典を 全くと 申して 宜い 位に 適用せ ぬと 云 ふが 如き 
は、 頗る 過 JK 苛酷の 刑罰で あると 本員は 信じて 疑 ほ 
ぬのであります c 拍手 起る〕 殊に 起訴 後に 無罪の 割 
合の 如き も、 從來 二割 乃至 三 割 以上の 無罪の 割合が 
ありました が、 今回は 一分 五 厘と； K ふ ffi 少なる 無罪 
の 例に なつて 居ります る、 要するに 此 等の從 來に於 
て 餘り輕 い 刑罰を 科した るが ために、 此 刑罰に 懲り 
ずして 更に 累犯を 爲 すと 云 ふが 如 ^ 場合には、 重き 
刑を 科しても 宜か らぅで !]: あらぅ が" 從來 刑罰の 目 
的を 達して、 其 者を 改悛せ しめたる 形 迹の顯 著なる 
にも 拘はら ず、 次第に 此 刑罰を 重く すると 云 ふ 事柄 
は、 果 し. て 如何なる 理由に 基く ので あるか、 本員の 
考ふる 所に 依れば、 選 擧法潭 反の 如きは 餘〇 多く ffu 
する の 必要は ない と 思 ふので あります、 病を 治めん 
と 欲する 者は 先づ其 病根を 知らなければ ならぬ、 我 
國に 於て 何が 故に 選擧潢 反 者の 數が斯 の 如き 多數に 
上つ て 居る かと 言へ ぱ "當面 の 司法大臣は 能く 此間 
の 消息を 知つて 居る 筈で ある、 即ち 阼年總 選擧の あ 
る 前に 當つ て、 全國の 司法官を 東京に 招集し、 此時 
に 於て 司法大臣は 訓示の 演說 をして 居る、 其 演說に 
『選 舉 事犯に 勤す る 制裁の 恐るべき ことを H 覺せず 
甚しき に 至っては 投票の H 買 若く は 利益の 授受を 爲 
すを 以て 選 擧界の 常の * ?-. 思惟す る 者 あり 弊風の S1! 
致す る 所 因襲 久しき に 依る」 是が 即ち iii il 法 違反の 
我國に 多い 所以で ある、 投票の 賣 買、 金錢の 授受の 


I  ニニ 〇 

如 ? もの i i 選舉界 の 常 JJS: である、 JB 罪 -C も 何でもな 
い、 普通 一般 c 行 S であろ と fsi 民 •か 誤 fir を 致して* 
其 因 魁の 久しき 此處に 還毋 yc ffi 反が 多数 出 ' ■ ' 〇 で ? •, 
る、 旣に斯 G 如く 原因 •か 明 K? になつ て 尻れば •之を 
轻す るの 方法は 知るべし であります、 即ち 選 ^ 民を 
して I 國民 をして 期の 如き 行 爲 は 立 ^ 政 ,' U' の 下に 
於け ろ 一大 罪悪 -e ある、 法律上の 正しき 犯罪で t :v る 
と 云 ふ自赀 を與 へれば 則ち 足れり であります (拍手 
起る) 之に 臨む に ® 刑を 以てし、 之に 臨む に を 
以てする の耍は 15 れに あるか、 然るに 此自赀 を與ふ 
るの 方法は、 矢 張 重刑 賤剖を 以てする の 要はない 
天皇の 名に 於て する 所 s 裁判所の 嵇成あ る 宦 言を e 
せ ば 即ち 足れり であります、 であります からして 本 
員の 信ずる 所に 依れば、 此等 の瞵 風を 除去す るなら 
ば、 此處に 犯罪が あれば 必す 剖 すると 云 ふ 所の必 {?] 
主義を 採る ことは 本員 素より 異存は ない、 然れ ども 
犯罪 あれば 重く 罪する と 云 ふ mis 主 遜を 採る 必要は 
ない と 思 ひます、 然るに 現在の 司法 當局の 方針は : iR 
罰 主義を 採つ て、 必罰. 王 義を找 つて 居ない、 一昨日 
か 高木 君が 预 W S 員會に 於て 述べて 居ります るが、 
二 千 五 百 人の 違反者を s して 八 萬 [§a の 金を使 ふて、 
而 して 肝腎の 候補 漭ほ罰 を 受けず して 免れて 居る と 
云 ふこと を 高木 君が 言ぅて K る、 木： s 斯の 如き 候補 
者の あり や 否やは 知り ませぬ、 併ながら 假〇 に斯の 
如 3- 候補者が あつて、 其 候補 漭は 平生 多 辯なる にも 
拘ら： ず、 一言半句 も議會 に 於て al さず してから に、 
頗る ■ 愼の 意を 表した るが 如くに 裝ぅ て、 六 筒 月の 
時効が 過去つて 時効に 係つた® 八 口には 1 知らぬ ! S1 を 
して 大言壮語を し 毒舌を 弄して (拍手 起る) 謎 場を 
橫行 澗步 する が 如き 者が 有つたなら ば どぅす るので 
あるか、 其 人の 厚顔 無耻僧 むべき は 兎も角もと 致し 
まして、司法權の信則、司法の威趿は何に依て保た 
れる ので あるか、 故に 私は 若し 斯の 如き 描 著なる 不 
德義な る 所の 候補 若が あるなら ば、 斯糅な 候補 栽 こ 
そ 必ず 罰せなければ ならぬ ので ある (拍手 起る〕 而 
して 重く 罰する 必要は ない、 本員は 必罰 主義を 採る 
の 可なる を 認めて、 未た 重 ffj 主義を 採る の nl なる を 
認めぬ のであります" 然るに 政府は 本 M 等の 所見と 
異にして、 潠擧法 違反に 對すろ 所 剖は 追 年 過 ® に陷 
るの® 向が あるが 故に、 太 員は 之に 對して 何故に 斯 
_ に 方針が II 々して 行く ので あるか、 果して 向後 M 
に 一段の 重罰 主義を 司法 省は 採る ので あるか、 今や 
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大 IH 六 年に 於け 7, 所の 選 舉の遨 反 者の 裁判は、 裁判 
所に 繼緻 して 摘 ほ 未決の 满が 多數あ ります、 固 民は 
此司法 常 局の 處罰 方針に 付て 多大の 疑を 有して 居る 
ので あるから して、 此點に 於て 司法 省の 明瞭なる 御 
窓 見を 何 ひたいので あります、 而して 御 答 辯を 5 S る 
前に於て拽め司法常局に一言を致して蹬さたいのは 
此席に 於け る 所の 司法 常 局の 答 辯が、 若し ® 罰 主義 
を 採る ものであると 言明し 執行 摘豫の 恩典を 與へぬ 
のが 正當 であると 云 ふこと を 若し 言明す るが 如き こ 
とがあつたならぼ*全_の裁判官は必ず此司法大臣 
の 意見に 重きを S いて、 益々 今後 執行 摘 豫 S 恩典を 
—— 法 fli の 恩典を 無視し、 益々 ffi 罰 主義に 陷 るの 1® 
ありと 本 M は 信ずる のであります るから して、 此點 
に 付て は 愤 m なる 考瞪の 上に、 適當な る 御 答 辯 あら 

むこと を 希望す るので あります (拍手 起る) 

〇 副 調 長 (滔田國松訂)松室司法大 1-5 。 

〔國務 大臣 松 室 致 君 登 扨〕 

〇阀 務大 KC 松； s 致 君〕 唯今の 御 fr 問に 御 答 辯を 致 

します、 此選 斟法違 反の 處分 に付きまして、 大正 六 

年の 總潠舉 に 於き まして It •前例の 無い 多數の 運 反 

者 ？ r ;ll し ■* して* f5g つて 牌 ^ も 多 かつた と 云 ふこと 

は、 本 大臣の 莊だ 迆 憾と する 所であります 、元来 政 

府は 決して llt K S 主 a •多く 檢犁 をす ると 云 ふや 5 

な ことは 甚だ 好まぬ 所で あるが、 併ながら 此選擧 の 

度 毎に 趔勢は 段々 違反 老を 多く 出して 行く やうな Itfl 

きになつて居りますから、隨つて此度も遨反漭を多 

く 出した と 云 ふのは、 洵に已 むを 煜ない 次第で あり 

まして、 心ならず も 之を 檢犁せ ねばならぬ と 云 ふの 

は 甚だ ia 憾 とする 所であります、 併し lit 點は 御 竹 問 

の 主眼では ないやう であります、 必 ill は 11: しいと 云 

ふ 御 趣 S であります から、 此點に 付て はもう 別に 辯 

明を 致し ませぬ、 ^ だ m<ls せよ， m 刑を 科せよ と 

云 ふ 方針を 執つ たかと 云 ふ 御 ^ 間であります •か、 御 

承知の 通りに 教判 所の gf li 裁判所の 見る 所に 委せて 

ある、刑の軻茁 —— 科 刑の 1!!! m と 云 ふことは、 法 钳 

の 定めて 居る 範阳に 於て、 裁判所 自から 之を 斷定す 

るので、 決して 司法 大 Is が 之を 指 r'K すると 云 ふやう 

な 事は ない のであります、 况や又 本 大臣に 於き まし 

ては、 渦 常な SI ? 刑を 科 -r と！ 2; ふ 方針 It 決して 執つ 

て 居らない、 犯罪 S 情 狀に 適當 した 刑を 科せよ と 一 K 

ふこと を、 檢琪に 對し て {t 預て 申して 居る ので あり 

ます、 又 其 S5 を 始終 按 S して 居る のであります、 そ 


れは® り 選 舉法遠 反の みに 限らない、 總 ての 犯罪に 
付て過當なる重い刑を科しはせぬか、又餘り過當な 
輕い刑を科しはしないかと云ふことけ、豫て監視を 
して 居る ので あ 〇 ます、 llt s に 付て は 決して さう 云 
ふ 方針を 執つ て 35 らな いと 云 ふこと ^ 明言して 置き 
ますから、 どうか 御 安心を 願 ひます、 それから 其 過 
當 の ® 刑を 科した と 云 ふこと に 付て、 色々 御 引例が 
ありました が、 之に 付て 少し 辯 解を 致して 置きます 
るのは、大變無罪が少ないと云ふ御說もありました 
が、 此無 罪の 少いと 云 ふのは、 司法大臣に 於 ? まし 
て It. 大に 喜ぶ ので、 徒らに 檢事が 不行 屈の 捜査を し 
て、 さう して 罪の無い 人に 對 しまして 起訴を 致し ま 
すると 云 ふのは* 是 は 大に愼 まねば ならぬ ことで & 
ります、 隨て檢 事が 起訴を した 被告人に 對 しまして 
裁判所が 無罪を 言 渡す ことが 少ない、 有罪が 多い と 
_K ふのは、 即ち fa 事の 注意が 能く 行 屆いた と 云ふ證 
據であ りまして、 是は 甚だ 喜ぶべき 現象で ある、 そ 
れから 執行 ? s f?i が 少ない と 云 ふ 御 話であります が、 
此の 執行 摘豫と 云 ふこと に付きましても、 預て此 選 
舉法違 K の 犯罪の みならず、 總 ての 犯罪に 付て 檢事 
が 起訴を 致します る 以前に、 能く 調査を して、 執行 
猶殊を 與へわ ばなら ぬと 云 ふやうな 事件に 付て は、 
多く は 檢事が 起訴 摘拽を して pr るので、 執行 猶豫と 
云 ふのは 訴を 起して 裁判所で 檢事は 刑に 處せ ょと 言 
ひます けれども、 どうも 可愛 想 だ、 そこで 刑は 言 渡 
すけれ ども、 其の 執行を 满豫す ると； 2< ふこと になる 
のであります が、 其 起訴と 云 ふことの 手績 をし ませ 
ぬで， 檢事の 手に 於て 能く 其 人を 戒めて、 さう して 
起訴を 猶豫丁 ると 云 ふ 手續を 執つ て 居る ので ありま 
す、 是も 段々 檢珙が 熟練 致して 參 ります からして、 

段々 執行 摘豫の 少なくな ると 云 ふ 現象は、 是は 本大 

臣に 於て 矢 張 喜 / U で 居る のであります、 併ながら 此 

大正 四 年の 總 遝 擧 と、 大正 六 年の總 選 擧 とを 比較し 

て 見ます ると •此 執行 網 预の 多少と 云 ふ點 に付き ま 

しては、 左程の 差 li 無い ので、 私が 是迄 調へ て 居る 

所に te ります と 殆ど 差は ない 寧ろ 此 度の 方が 幾らか 

執行 柄預 の數 は 多く It ないかと 云 ふ 感想を 思つ て 居 

るので あ 〇 ます. 併ながら 是は今 突然に 御說 に對し 

まして 私が 御 答を 致す のであります から 十分に 収調 

ベた 結果では ない 唯 だ 私が 是迄取 調べて 居る 結果に 

付きまして 記 m を 喚起し ますれば 此度の 方が 寧ろ 執 

行确豫 は 多くは ないかと 云 ふ 感想を 持つ て 居る ので 


あ Oi す、 是丈の 事を 申 上げて 置 §• ます* 尙ほ 委し 
い V IH 確な 事を 御 承知に なりたい と 云 ふこと であり 
ますれば、 能く 調査を 致した 結果を 御知らせ 致し ま 
する のであります、 私は さう 云 ふ 感じは 持つ て 居り 
ませぬ •矢 張 以前と 今度と 何も 違つ たことは ない と 
思 ひます、 唯 だ lit 度 it 檢擧 の數が 多い もので ありま 
すから、 禁錮の 刑を 言 渡した 人員が 大分 多くな つて 
居る やうに 思 ふので ある-併し 刑は 決して 重くない 
罰金 も亦然 りで ある、 それ だから 第一には 政府の 方 
針と して、 過當の 刑を 科すと 云 ふやうな 方針は、 固 
より 執つ て 居らない のであります、 それから 又實際 
に 於ても さう 云 ふ 取扱は して 居らない と 云 ふこと を 
申 上げて 置きます。 

〇廣岡 宇一郎 君 一寸 簡單に 伺 ひたい、 前回に 比例 
してと 云 ふので ある、 例へ ば 執行 猶豫の 如き 以前に 
三 割 五分から 少 くも 二割 八 分 位に 減つ たと 云 ふ 事は 
司法 省の 統計で 明かで ある、 然るに 五分 何 厘 位し か 
執行 猶豫を 與へて ない 確かに 以前の 六 分の 一位し か 
與へ てない と 云 ふ 事柄に 付て 疑を 持つ たので 有ます 
今一つ 是 U 司法大臣から 答 辯が 期く あると 信じて 居 
つたので あるが 刑の輕 重は 司法官が 法律を 適用す る 
範圍內 に 於て 十分 やる ので あると 云 ふ， 此答 辯は 當 
然であ る •併ながら 實際に 於て 司法 當局の 方針が、 
司法官を 左右して 居る ので ある、 それは 先刻朗 讀し 
たる 司法大臣の 訓示に 斯う 云 ふ 事が 書いて ある、 r 
投票の ® 買を 爲す若 に 付て は 嚴 重の 處分を 加へ て 法 
の威嚴 を 示す」 斯の 如き 訓示を 與 へて 居る ので ある 
之を 以て 見ても 今日の 司法官が I 獨 立の 司法官が 
自由に 法律の 適用を すると 云 ふて、 國民が 承知 致し 
ませう か、 斯樣な る 訓示は 後御廢 止を 願 ひたいと 云 
ふの が 即ち 其 一なん である， 殿 重に 司法 處 分を 加へ 
て 法の 威嚴を 示せと 云 ふ 如き 司法大臣が 訓示を 與へ 
たなら ば、 我國の 司法官は 必ずや 此旨を 承け て ms 
主義を 執る ことの 明かなる ことは、 十分 推測の 餘地 
が あると 思 ふので ある、 であります から 唯 だ 司法官 
の 性質 上獨 立した る 裁判官で あるが 如き 御 答 辯を 下 
されず して* 以後は どうか 斯樣な 嚴重な る 御 訓示 U 
啜して 貰 ひたいと 言 ふので ある、 眞に 司法官を して 
獨立 せし むるならば 訓示は 耍らな い 筈で ある、 自由 
なる 裁斷 を爲 さしむ る やうに して、 法律の 恩典に 成 
るべ く 浴せ しむ 6 方針を 執られん ことを 吾々 は 希望 
して、 此 質問を 致す のであります (拍手 起る〕 


〇副 議長 (嵆 田國松 君〕 質問 第五、 中等 敎科書 不當 
値上に 關 すろ 質問 —— 奧 村三樹 之 助 君。 

第五 中等 敎科 書不當 値上に 關 する 質問 
C 奥 村 三® 之 助 君 堤 出) 

〔奥 村 三 樹之助 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 奥 村 三 樹之助 君 本員は 中等 敎科 書の不 當 値上に 
關して 質問を 致したい と 思 ひます •文部省が 昨年 中 
等 敎科書 業者の 申請を 容れら れ まして、 さぅ して 此 
敎科 書の 値上を 致しました、 併ながら 此 中等 敎科書 
の 値上を された る 理由は、 何で あろ かと 云へ ぱ 紙の 
騰貴で ある、 戰爭の 結果と して 紙價が 騰貴した と 云 
ふ 理由の 下に •中等 敎科書 業者が 文部省に 迫つ たの 
であります、 所で 文部 當局 者は 其事愦 を 認めて 之を 
御 許しに なつた と 思 ひます、 即ち 大正 六 年度に 於き 
まして 一割、 大正 七 年度に 於て 五分、 所謂 本年から 
して 大正 五 年度に 比べる と 一割 五分の 姐 上で あり、 
紙 ffl が 騰貴した と 云 ふなら it: 、 値上は 甚だ 適 當と思 
ひます が、 私の 調べた 所に 依る と、 中等 敎科書 業者 
が 此値 上に 依て 非常に 不當な 利得を 得て 居る と 云 ふ 
ことになる、 若し 果して 中等 敎科書 業者が： 个當の 利 
得を 得て 居るならば、 吾々 國民 として 大に 之を 紅 彈 
しなければ ならぬ ので ある、 諸君、 中等 敎 育と 云 ふ 
ことは 今 H に 於き ましては、 殆ど 普通 敎育で ありま 
す、 所謂 全國 の中學 校、 或は H 業學 校に 於き まして 
女學 校に 於き まして、 或は 夜間 —— 畫間蚴 いて 居る 
所の 子供が 夜間 通つ て 行く 學校 2 如 53- / 所謂 普通 敎 
育で あ 〇 ます、 此の 中等 敎育 に對 しまして、 夫等學 
生の 用 ふる 敎科 書を •不十分なる 調査の 下に 文部 當 
局が 値上を 許した とすれ ぱ 、實に 私は 帝國の 國民敎 
育の 上に 重大なる 缺陷で あると 私は 考へる (拍手 起 
る〕 而して 私が 事 M として 論ずる 所の ものは、 此一 
割 五分の 値上と 云 ふ ものが a だ 不當で ある、 何故な 
れば 是等營 業者なる ものは 常に 獨占 的の 事業で ある 
日本 全 國に 今や 中等の 敎育の 學校は 二 千 百 十餘 校で 
あります、 是 等多數 s 學校 —— 尙ほ 地方 s 經濟が 許 
すなら ば、 今後此 a 校の 數は大 に％ 加す ると 思 ひま 
す、 要するに 是は國 民 生活の 必耍 上少 くも 中學 位は 
卒榮 しなければ、 我 帝 國の國 民と して 到底 以て 進步 
發達は m 來ぬの である、 斯様な 中學敎 育の 根本なる 
此敎科 書に 向つ て、 文部 當局は 一部 營業 者の 利益を 
圖 らんが 爲と云 ふと 語弊が あるか 知 〇 ませぬ が、 兎 

二 三 
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に角此 不十分な 調査の 下に 値上を 許した と 云 ふこと 
は、 吾々 (t a に ia 撼に思 ふので あります、 諸君， 昨 
年の 紙價聂 險を 調べる と、 多く ! £ 敎科書 業者 其 者が 
買 占、 或は 先約 を したが 苜 に此绒 13 'か 鼓 随 したと 1 K 
ふので あ 〇 ます* 即ち 自分 等が 先約して 絞 ® を暴隧 
せしめて 蹬い て、 さう して 紙價が 瞇货 したと 云ふ理 
由で、 是が fui 上を 要求した と 云 ふことは、 莛だ私 は 
不可 だ と 思 ふので ある、 殊に 此敎科 書 業者が 使つて 
居る 紙は、 戰爭前 仕入れた 非常に 菔ぃ 紙を 使つて 居 
るに 拘らず 、一朝 段 仰 隞亂 2 結果、 市場の 紙 fl か ii 
貴した と 云 ふ 理由の 下に 値上を したので ある •然れ 
ば 何故 文部 常 局は、 國 定 敎 科® に付て 値上を しな か 
つた か、 文部 當局 者は此 國定敎 科 W なる ものは、 所 

謂小學 の敎 科 W であるので、 紙は 惡 くしても 値上は 

すべから ずと 云 ふ 理由で あると 考へ る、 然るに 中等 

敎科 書に 付て 値上を 是認され たの ほ、 甚だ 是は 不可 

解に 感ずる のであります、 此點 に付きまして 文部 大 

臣は 如何なる 御考を 以て •之を 御 許しに なつた ので 

あります か、 私は 尙ほ茲 に事實 を 列擧 しまして 諸君 

に 御 報吿 したいのは、 此紙價 の 騰貴と 云 ふことの 理 

由に 依つて 値上を 許したならば、 少 くも 敎科書 業者 

は 高い 値段の 紙を 以て 作つ たもの のみ 上げなければ 

ならぬ ので ある、 然るに どうです、 彼等 敎科書 業者 

が 紙 價の嗡 貴 L たと 云 ふ 理由に 依て 値上され たに 拘 

らず 、大正 二 年に 於て 作られた 書物に 向つ て、 斯樣 

な 別の 版を 椿へ て、 大正 六 年度 改正 値段 幾らと して 

之を 賣 つて 居る、 斯の 如きは 果して 紙價 騰貴に 依 る 

と 云 ふ 理由に 依て 値上され た 所の 問題に 觸れて 居る 

ので ありませ うか、 此點が 私は 敎科霄 業者が 暴利を 

敢て し たと 云 ふことの 事寶 として •諸君に 御 報告 申 

したい 次第であります、 諸君、 斯櫧な 事を 以て 此獨 

占 事業た る 中等 敎科書 業者を •一面 保篚せ られる 如 

き國 民に 疑 盛 3 感を與 へる とするな らば、 私は 文部 

省の 國民敎 育の 上に 偉大なる 所の 悪影響を 與へる も 

のと 信ずる のであります、 故に 文部 當 局に 於き まし 

ては 果して 是 等の 事情を 十分 御 調査の 上 御 許しに な 

つた もの かどう か 若し 不十分の 調査で ございました 

ならば、 今後 皆 値 下を 御 命令な さる 所の 御意 見が あ 

ります か、 如何 かと 云 ふこと を 質問して、 私は 此壇 

を 降り ます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岡 田 文部大臣。 

〔國 務大罔 岡 田 良 平 君 登壇〕 


〇國 務 大臣 (岡 田 良 平 君) 唯今 {K 質 間に 商 單に御 答 
を 申します、 唯今 御述 にな 〇 まし 通り， 6:1 何にも 屮 
等敎科 書の 定馈の 値上を 許した と 云 ふこと ほ 事實で 
あります、 併ながら 是は 唯今 御 話の ございます 通り 
に、 決して 不十分の 取調の 結果で、 此の 定價の 値上 
を 許した と 云 ふこと で ほご ざい ませぬ で、 精し く 諸 
物價は 隧貴 、殊に 敎科 書の 材料と なつて 居ります る 
所の 紙、 或は 印刷用 「ィンキ」、 並に 敎科 書に 關係 
致します る 者の 勞 力と 云 ふが 如き* 總ての 事項を 精 
しく 調査 致しまして、 其 結果 唯今の 御 話の 如く* 定 
價の 値上を 許しました のであります、 是は 固より 喜 
•ふべき ことでは-こざい ませぬ、 で 若しも 諸物價 は 非 
常に 騰貴す る にも拘らず、 此 中等 敎科 書の 定價 だけ 
は 上げずに 置く ことが 出來 ますれば、 最も 喜ぶべき 
ことで ございます けれども， 是 |£ 營利 事業と して 敎 
科 書 業者に 許して あります 以上は •此營 利 者の 利益 
ある —— 相當の 利益 即ち 彼等が 營 業を 維持して 行き 
ます だけの 利益を 得させる と 云 ふことは、 是は已 む 
を 得 ませぬ ことで、 唯今 其 精し き 調査の 材料を 此處 
で 御 話す る ことは 差控 へます でございますが ■職 前 
と戰 後と —— 此戰爭 の始 つた 當 時と 戰爭の 進み まし 
た 後と 比較 致して 見ます ると、 諸物價 は 孰れ も皆隨 
貴 致、 して 居る、 此 中等 敎科 書の 定價 の增 加と 云 ふ も 
のは、 諸物價 の 騰貴に 比較して 見ます と、 寧ろ 比較 
的 其 率が 低い 方で ございます、 御 承知の 通り 新聞 も 
多くは 定價を 上げて 居る や. ぅで ございます、 或は 其 
他の 印刷物 も總て 皆 定價を 上げない ものは 無い ので 
あります、 それ 等に 比較して 見ます ると、 此中 等敎 
科 書の 定 價の增 加と 云 ふことは、 決して 不當の 事で 

は ございませぬ のであります、 然らぱ 國定敎 科 書の 

定價を 引上げな かつた のは、 どぅ 云 ふ ものである か 

と 云 ふ 御尋も ございました が、 國定敎 科 書も實 は定 

價を 引上げる と 云 ふことは、 其 事業に 關 係して 居る 

者の 皆 希 菌 致した 所であります、 併ながら 當局 者と 

致し ま •しては、 此國民 多 數の敎 科 書と なつて 居り ま 

す 所の ものを* ■定價 を 引上げる と 云 ふことは 出来 得 

べき だけ 之を 防ぎたい と 云 ふ考を 持ちまして、 種々 

苦心を 致しました 結果， 漸く 今日までは 定價を 引 上 

けずに 參り ましたので あります、 それは 此 中等 敎科 

書は 國定敎 科 書と 違 ひま L て、 國定敎 科 書は 申す ま 

でもない 皆さん 御 承知の 通りに、 文部省で 總て 原稿 

を 編 慕 致しまして、 其 中に 入って 居る 揷繪に 至り ま 


すまで 文部省で 總て 作りまして、 之を 彼等に 搜して 
やる のであります、 さう 致しまして ir 社を 設けさせ 
まして、 吐 會社に 向つて IX 文部省 特別の 監督を 致し 
て 居る ので ございます、 普通の® 利會 社とは 大變に 
趣が 違つ て 居ります、 而 して 18 て 此會 社に 向 ひまし 
ては、 勘な からざる 所の 特別 S II 金と 云 ふ ものを 積 
立てさせて 置いた ので あ 〇 ます、 是は 即ち 今日の 如 
き 時局に 應ず る爲の 用 ®: であります、 其 SI 立を させ 
て あ 〇 ました 故に、 I 方に 於き ましては 吐 用紙の 紙 
質を 幾分 粗惡に 致します ると 同時に、 預て積 立てた 
所の 多額の. 準備金を 茭出 致させまして、 之を 以て 此 
定價を 維持して 今日まで ほ 參 つて 居 6 のであります 
此 準備金の ある 限りと 云 ふ ものは •定價 を 維持す る 
と 云 ふこと がま だ ai 來 るので ございます が、 此準酣 
金が 盡き ました 曉には 、定悄 を 維持す ると 云 ふこと 
が 中々 に闲難 になります るので、 此點に 付て は當局 
者 も 苦心 致して 居る やうな 次第であります、 斯樣な 
る 次第で、 國定敎 科 書は 幸に して 今日まで 定價を 引 
上げ ませぬ で參〇 ましたが、 中等 敎科書 —— 發 行書 
肆の隨 意の 營利事 業に なつて 居ります る 中等 敎科書 
に 付て は、 唯今の 如き 特別の 準備金 も ございませぬ 
のであります から、 此際 多少の 定價を 引上げる と 云 
ふことは、 是は已 むを 得ぬ ことと 思 ひまして、 當局 
者は 認可を 致しました のであります， 唯今 序に 御尋 
がご ざいました が、 是は 或は 認可を 取消す とか、 或 
は 引下げる とか 云 ふ 意嚮は 無い かと 云 ふやうな こと 
て ありました が、 是は 一年 限りの 許可を 致して 居 〇 
ます、 一年 限りに 臨時に 定價を 引上げる と 云 ふこと 
が 許して あります から、 若しも 次の 年度に 於て 物價 
が 幾分 下落 致しまして" 定價を 引下げましても、 印 
刷 出版 會 社に 於き まして 相 當營 業が 出來ま する 見込 
が 立ちます れぱ -來 年に 入りまして 或は 之を 引下げ 
させる かも 知れ ませぬ、 是だけ 御 答を 致します。 

〔一 is 長 ' m 田 國松君 識長 席を 退き 議長 大岡 育造 
君 議長 席に 著く〕 

0 議長 c 大岡 育造 君：} 日程 第 , 輸出 菓子 糖果 原料 
砂糖 戾税中 改正 法律案の 第一 讀會を 開きます* 勝 田 
大藏 大臣。 

第一 輸出 菓子 糖果 原料 砂糖 戾税法 中 改正 
法律案 (政府 提出〕 第一 围會 
輸出 菓子辦 果 原料 砂糖 戾税法 中 改正 法律案 
輸出 菓子 糖果 原料 砂糖 戾 税法 中 左ノ通 改正ス • 


第 一條 中 「砂糖 ヲ用 ヰ $! 造 シタル ，ーヲ 「 c'b ifr 陡 
蜜 又 ハ 飴 ヲ用ヰ 製造 シタ ル」 二、 「砂 PI 二對シ J 
ヲ 「砂 瑭 •糖蜜 又 ハ 對シ J 二改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
r 國務大 K 勝 田 主計 君 登 根 J 
0國務大臣(勝田主計钌〕唯今謎題になつて居〇ま 
す 法律案は、 御 承知の 通り 今回 政府の 时政計 K o 上 
に 於き まして、 砂糖 消 S 税法 屮に 改正を 行 ひまして 
飴を 糖蜜と 看做して 課税す ると 云 ふこと に 致して あ 
ります. •其 結果と 致しまして 飴を 原料と して 造り ま 
した 菜 子、 或は ® 果の如 きものは 駝 m 致します る 榀 
合に、 砂糖と 同じく 戾税 をす る、 斯樣な 法案で •こざ 
いまする で、 御 群議の 上 御 協饺を 願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 別に 質問が 無い やぅで ありま 
すから、 日程 第二、 右 議案の 審査を 附託すべき 娄员 
の 選擧に 移ります。 

第二 右 議案の 審査を 附託す へき 委員の 選 
擧 

〇 岩 崎 動 君 本案 11 # に 特別委 員に 附託した る 砂糖 
消費税 法 中 改正 法律案に 聯魃 する ものであります、 
故に 同一 委 M、 即ち 所得税 法屮改 正 法律案 外 十一 件 
の 委員に 併せて 附託せられ むこと を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 翳に 御異 謹は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 異篛な しと 認めます、 仍て本 
案は il の 所得税 法 中 改正 法 tit 案外數 件の 委 M に 付託 
する ことに 決します 、日程 第三、 大正 五 年 法律 第 四 
號中 改正 法律案の、 第一 if 會を 開きます、 勝 田大藏 

大臣。  _ _ 

第三 大正 五 年法钳 第四號 IH 改正 法律案 
C 政府 提出〕 第一 12 Sr 
大正 五 年 法律 第 四 號中改 正 法 » 案 
大正 五 年 法律 第 四號中 左ノ通 改正 ス 
「三千 四百 萬 圓以內 J ヲ 「八 千 八 百 萬 圓以內 J  =改 

ム 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登 ffl〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 大正 五 年 法律 第四號 は、 
御 承知の 如く 臨時 事件に 要する 財源に 關 します る 所 
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の jji ftt でございます、 此法 钳に法りまして、政府が 
公 w x ii 借人 金を なした る 限度が 定 めて ありまして 
是が三 千 四百 萬 11 と 云 ふこと になつ て 居ります •然 
るに 今冋 政府の 提出 致しました 所の豫 览 で、 御 飧知 
の 如<臨 時 取 事 ?, i に 於き まして •財源と 致しまして 
三千 百 餘萬 10 と 云 ふ ものを、 借入金 乂は 公 « に 依る 
と 云 ふこと にいた してあります、 又 臨時 事件 fa 備费 
に 於き まして、！ 一千 二 西 萬 圓を 借入金に 依る と 云 ふ 
ことで 提出を いたして あります* 隨て此 法律に 是等 
の 金額を 合茲 して 御 協 饺を求 める 必要が あります の 
で、 三千 四百 萬 Ifll を 八 千 八 百 萬 1H1 と 改める と 云 ふの 
が lit 法律 C 趣旨で ございます、 御 審議の 上 御 協賛を 
願 ひたぅ ございます。 

0 謹 長 C 大岡育 造 お) 日程！ S 四、 右蕺 案の 審査を 附 

託すべき 委員の 選擧を 誔 題と 致します。 

第 四 右 謎 案の 落 赉を <-J ! 託すへ き委兵 の 選 

擧 

〇 岩 崎 励 君 本案の 委 a の ©: を 九 名と し、 謎 長に 於 

て 指名せられ ん ことを 沼み S す。 

〔r 異謎な し锯謎 なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇該 長'. 大岡 育造 君) 岩 崎 - 2r の 動 謹に 御 異議な きも 

のと 認めます、 即ち 其 如くに 決しました ！ 日程 第 

艽、 市町村 立 小 吊 校敎 fl 依 拾 因 !' ti 負控法 案の 第一 讀 

會 を 開き -f -i — 岡 田 文部 大 

第五 市 IrfJ w 立 小 印 校 约 fl fl; 汾 a liu pt s 法 

案 (政府 提出) 第一 讀© 

m 町村 立小學 校敎 W 你給阀 诹負 聆法案 

市町村立小吊校敎：3体給 (^ _負拇法 

第 一條 市町村 立 小® 校ノ正 敎 U 及 准 敎 M ノ体铪 

-1 要 スル 费用ノ ー部 ハ國 &Ji 之 ヲ 負擔ス 

第 1 1 前 條ノ 規定-一法 リ國 EE ノ角擔 トシ テ 支出 

スへキ 金額 ハ 毎年 度千茁 Ifll ヲ下 ラサル モノ トス 

第三 條 EH 突 ⑴金ハ 第 W 條/ 規定- Isy 交付 ス 

ル 金額 ヲ除キ 其ノ 半額 ハ 前年 六月 一日- 1 於 ケル 

市町村 立 小學校 ノ正敎 21 及 准 敎貝 ノ數 --、 他ノ 

半額 ハ Hlj 年 六月 一日- 1 於 ケル 市町村 ノ就 學兒窗 

22 -1 比例 シ テ之ヲ 市町村 1 1 交 f-J ス 

第 四條 文部大臣 ハ ^ 阳 支 出金 ノ 十分 ノーヲ 超 H 

サ匕範 阐內二 於 テ 資力 翊弱 ナル 町村- 1 對シ特 二 

交付金 ^ ヲ坍加 スル コト ヲ 52 

第五 條本法 ノ® 用 = 付 テ ハ 市町村 姐 合 又 ハ 町村 

狃合ハ 之ヲ 市町村 卜宥做 ス 


市制 又 ハ 町村制 ヲ施行 セ サル 地域- 一 於 ヶル 市町 
村 二 ® スへキ 公共 g sa •其 ノ  m 合 又 ハ 小壤 校設 
域 亦同シ 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行ス 
〔國務 大臣 岡 田 良 平 財 登壇〕 

〇阈務 大臣 C 岡 ffl 良 平 君： >  唯 今讁 題に なりました 市 
町村 立 小學 校敎員 俸給 一喵 負 腔 法案の 大要を 說明致 
します、 此法® は 旣に御 承知の 通 〇 に、 小學敎 育に 
向つ て國 CB の is {出を 致さぅ と 云 ふ 趣旨で ございまし 
て、 此前當 識場に 於き まして 御 質問に 應じて 私は 御 
答 を 申して ® ? ました ijll りに、 國民敎 育を 全然 市町 
村の 負擔に 委せる と：： ムふ ことは、 國民敎 育の 本旨に 
違 ひます ので、 明治 五 年の 學制 頒布の 當時に 於き ま 
して、 巳に 國阳 から 相 當の支 出を 小學敎 育に 向つ て 
致す と 云 ふ •其 主義は 定められました ので ございま 
す、 爾後® 年間 共 主義に 從ひ まして、 國庫 から 相 當 
の 支出を 致して 參つ たの t? ございます が •當時 西南 
の戰役 、其 他 財政の 闲雛を 極めました が 爲 に， 此國 
随 支出と 云 ふこと ! i 八 ネ 中止に なりまして、 爾後 之 
を復 a しなけ れぱな らぬと 云 ふことは、 敎育界 は 勿 
論の こと、 總ての 方面に 於け る 所の 問題に なつて 居 
りました のでぁります が、 其 時機が 到来 致し ませず 
今日に： 金つ たので ございます、 然るに 歐 洲の戰 亂其 
他四蹈 の斟愤 は 決して 之を 等閑に 付す と 云 ふことは 
最早 此上許 さぬ と 云 ふ 場合に なり 亏し たので、 昨年 
は 常 議會に 於き ましても、 殆ど 滿場 一致の 御 建 諮が 
W ました やぅな 次 記で ございます、 仍て是 等の 趣旨 
に 基き まして， 玆に此 法案々 ■提 m 致しました 次第で 
ございます、 尙ほ其 法案の 詳細に 付きまして は® 員 

會の說 明に 35 る こと、 致しまして、 諸君に 審議の 上 

協锊 を與へ られ むこと を菌み 置きます ので ございま 

す'"  . 

〇 荒 川 五郎 君 爇長 1 質問が ぁります。 

〇謅長 (大岡育造君)是は通吿がぁりま^ - 質 間 

の通吿がぁります、松本誠之哲。 

〔松 本 誠 之 君 登®〕 

〇 松 本 誠 之 君 保く® W に 文部大臣に 私は 御尋を 致 

して S2 きたい、 市町村 立 小 學校敎 員 俸給 ® ffi 負 il 法 

案、 唯今 文部大臣の 御說 明を 放りまして 7* め 分り ま 

したが、 尙ほ 詳細の 事は 委員 會に 於て 說明 をす ると 

云 ふ 御言 葉で ございました が、 今 私が 此處で 御尋を 


致して 承つ て 置 ? たいと 云 ふ考は 、此の 法案に 據り 
まする と 一千 萬圓の 金を 年に 御 出しに なつて、 さ 5 
して 毎年 六月 一日 現在の 正 敎員准 教員 •又 其 六月の 
就 學兒童 の數に 依て 金 國の 市町村に 之を 交付され る 
と 云 ふこと になつ て 居る、 其 他 千 萬 圓の屮 の 十分の 
一を、 M に是は 貧弱なる 町村に 特別に 交付す る -". 斯 
う 云 ふこと になつ て 居る やうに 考 へます が、 さう 致 
します ると、 現在の 有樣を 見ます るのに、 大阪 とか 
若く ほ 神戶と か、 東京と か、 京都と か 云 ふ 所の 大都 
會に 於き まする と、 今日 2 國民 生活の 狀態 S 有 樣を 
見れば、 決して 此敎育 上の 入費 或は 負擔と 云 ふやう 
な 如 ? に 至つ ては、 左程 苦み を 感じて 居らない、 唯 
だ 此闽 民敎 育の 經費 に對 して、 最も 產椠 の發 達を 妨 
害し、 或は 其負擔 に ?. : んで 居る と 云 ふのは、 實際全 
國に 於て (£ 其 村落が 八九分 も 占めて 居る ので ござい 
ます、 其 市に 次で 又 町なる もの 一 ^ 町なる ものと 云 
ふやうな も 0 に 於き ましても、 左程 此敎 員の 俸給* 
或は 學 校の 改善， 器具の 買 入、 是 等の 事に 付ても 左 
程 苦み をして 居らぬ、 唯 だ 村落と 云 ふ ものが 最も 負 
擔の 重きに 苦んで 居つ たので •こざいます、 そこで 今 
度此 一千 萬 圓と云 ふ 金を 全國に 割當に 相 成る 上に 於 
きまして は 市と 云 ふ ものに 對する 所の 交付と 云 ふ 其 
率の 點は 如何な 文部大臣の 御考が ございます か、 之 
を 一つ 承つて 見たい、 それから 又 山間 僻地の 彼の 最 
も 偏 12 な. . -1-: 地に 參〇 まする と、 良敎員 を 得られない 
挺 良なる 敎員を 能う 履つ て 居らない、 それが 爲に生 
徒の 試驗の 上に 於き まして (-]-. 成 緩が 良くない、 成績 
が 良くない に付きまして は 其 村が 矢 張 貧弱で ぁるが 
爲に •辟 良なる 敎 M を 雇 入れる と 云 ふこと も 出来な 
いやうな ことで ございまして、 洵に 山間 僻地の 村落 
なり 貧弱なる 村々 に參 ります ると •國 民敎 育な 〇舉 
校の 狀 態は K 々自分 も 視察 致しまして 觀に參 り まし 
たが、 泡に 市町村な どに 於て — 市 WJ に比べます る 
と、 又 其 便利なる 所の 村落に 比べます ると、 實に僻 
地に ? > る 土地の 兒 童に 對 しては 洵に氣 の 毒で ぁり、 
又 憫然の 感を 起して 居る ので ございます が、 lit 度此 
金を 御 出しになる に付きまして は、 其 山間 僻地の 良 
敎員を 得て 居らない し、 又 生徒の 成 緩が 惡 いと 云 ふ 
やうな 所の敎 員. 其 ものを 幾ら 3' 地方 官に 命じて 1 
之を 改良され ると 云 ふやうな 御考も ございます るか 
如何で ございます か、 又もう 一つ 私が 御 尋を 致した 
いと 云 ふ考は 、今度の 國 Eg 補助から 出ます 金に 付て 


金 國の敎 M に對 して 俥 給を 增 加され ると 云 ふこと に 
付きましては、其俸給喵加 0 率がどれ位の割合にな 
ります か， 之を もう 一つ 承つ て 置きたい、 尙ほ 最後 
に 私共は 此全國 —— 我 帝 國の國 民敎 育， 此 義務 敎育 
は 切め ては 敎 員の 俸給 だけは、 國庫の 金を 以て 敎負 
らしい 人間を 使つ て、 さう して敎 育ら しい 敎育を さ 
せたいと 云 ふの が 私共の 考で ある、 從來は 村々 に 於 
きまして は 役場で 月給を 貰 ひ 1 町役場で 貰 ひ、 市 
役場で W ひ， 實に 日本 帝國の 今日の 小學敎 員の 心 術 
の 陋劣なる 給料の 二 M か 三圓か 多き に 依て 其 學校を 
if じて、 他の 學校 (~ 移る と 云 ふやうな ことは 實に頻 
繁であ る、 又 村長、 町長、 助役 •收入 役、 村々 の 村 
fr 議 M、 金 持の 人々 などには 大いに 諛を 致して， 阿 
諛諂侫 至らざる なしと 云 ふ 感じ •か ある、 貧乏人の 子 
供に對 して 十分に 世話が 行 屈かない、 金 持の 子女に 
對 しては 幾らか 礙遇 すると 云 ふやうな 癖が、 何れに 
至ても 今 尙ほあ るので ある、 故に 自分 共の 考は 、此 
敎 員の 俸給 だけで も將 來國 庫から 之 SX. 全體に 茭辨し 
て、 敎員ら しい 敎員 者ら しい 地位を 保たし めて、 其 
職務に 忠實な ろ 國民敎 育に 力を 盡させ ると 云 ふ 希望 
でございます けれども、 我國の 今日の 財政 上に 於て 
それが 出 來な いことは 致 方が ございませぬ が、 現 文 
部 大臣に 於て は、 此敎 員の 俸給 だけで も、 將來進 ん 
で國庫 から 負擔 をして やらう と 云 ふ 所の 御考 がご ざ 
いまする や 否や、 之を 一寸 伺つ て 置きたい ので あり 
ます。 

, 〔阀務 大臣 岡 田 良 平 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君 5 唯今の 御 尋に間 單に御 答 
を 申 上げます、 第一は 此國 躍から 支出を 爲 、に 付て 
ほ、 成るべく 貧なる 所に 厚く し 富んだ 所に 薄う する _ 
と 云 ふことは、 是は 質問者の 御 窓 見の 通り 常 局 者に 
於ても 同感で ござります、 但其 方法は 如何に 致した 
ならば 宜しい かと 云 ふこと に 付て は、 却々 闲 _な問 
題であります、 それ故に 種々 研究 調査を 致しました 
結果、 第三 條に ございます る やうに、 凡そ 市町村の 
正敎 M 准 敎 M の數 に te て 牛 額を 分配し、 殘 りの 半額 
を 就 舉兒童 C 數に 於て 分配 致す と 云 ふこと に 定め ま 
したので あります、 然らぱ 市は どうなる かと 云 ふ 御 
尋で あります が、 市 も 矢 張 同樣の 率で 分配 致す ので 
あります が、 左樣 致す と 市が 割合に 好くな りは せぬ 
かと 云 ふ 御 見解の. やうで ございます が、 是は 必ずし 
も 左 樣にも 申され ませぬ かと 思 ひます、 TIT の 方に 於 
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きましてほ、旣に現在に於て依給が比較的高くなつ 
て 居り •町村ょりは 餘 程 ^ 合が 高くな つて 居ります 
ので、 市の 方の 者の 筘留は 、此 高い 依 給に 割當て V 
或は 一 ®] 、 或 (£ 二割と か 云 ふ もの、 配當を 希望す る 
と 云 ふやうな S 向 も 段々 ござります ので ござります 
が、 仰 揉 1: 致します と、 ' 'ffi 今の 貧 村に 厚く すると 云 
ふ 其 E 對の 結果を 生じます るので、 即ち 貧富の M 別 
なく 其兒童 の數 、敎 員の 俸給の 高い 安いに 拘 は らず 
其® を 押へ まして、 それに 瞬 じて 分配を 致す ことに 
致した のであります、 故に ^ 對 數 を 申します ると 市 
の 方が 幾分 か Ili く 補助を 受 くる やうになる かも 知れ 
ぬが、 併し 其 割合から 申します ると、 市は 薄く 町村 

ほ 厚くなる と 云 ふこと に 相 成ります ので、 ございま 

す、 殊に Itfc' 第 四條に 於き まして、 特別に 力の 乏しい 

所の 町村に 於き ましては、 更に 別段の 配付を 致す こ 

とになります ので ございます から、 此兩 方の 作用に 

依りまして 、唯今の® 問 者の 御 述べに なりました 如 

き 趣旨は $£ 徹 致す 考を 致して 居る のであります、 第 

二の 御© の 山間 僻地の 敎員は 洵に 人を 得る に 困難で 

j あるが、 如何に 之を T るかと 云ふ點 でございます、 

で 此點 に付きまして は、 從來 地方 長官に 於き まして 

| も、 絕へ ず 苦んで 居りました 點で ございます が、 此 

法钳 の 結果に® りまして、 貧 村に も 相 當の 補助を 與 

へる と 云 ふこと が m 來ま する 以上は、 今日に 比較し 

ますれば 必ず 山間 僻地に 於. きましても、 唯今ょりは 

I 良い 所の 敎員を 煜 る ことの 途も附 きませ うと 思 ひま 

す、 併ながら 尙ほ其 外に も 出來得 べき だけ 努力を 致 

しまして、 山間 僻地の 良敎 員を 得る と 云 ふこと に努 

むる 考を 致して gr o ますので ございます、 次に 御 © 

の增佑 の 率は 如何にす るかと 云 ふこと でございます 

が、是は成るべく憇給の敎員に餘計に佾俦を致しま 

して、 其 係 給の 進む に從 ひ -IT して’ 增俥の 率を 少く 

致す 考で ございます、 で 低い 所に 於て li 或は 三 割 位 

の咐你 を 致したい と考へ て 居ります、 段々 上へ 上る 

に從 ひまして、 一割 或は 一割 半と 云 ふ 如くに 減じて 

參り ます、 之を 金 KI に 通じて どれ 程になる かと 云 ふ 

事は、 今日 計算が 立て 兼ねます、 次の 御尋の 俸給の 

全額を 國庫 から 支出す るの 意思 あり や 否やと 云 ふの 

意味の 御尋で あつた やうで ござります が、 是は筘 望 

すべき ことか も 知れ ませぬ が、 併ながら 却々 多額の 

毀 用を 耍 する ことで ございます から、 未だ 之に 鯓し 

て 見込は 立つ て 居り ませぬ ので ございます、 それ だ 


け . 

0 荒 川 五郎 君 手 短に 御 葬して 誼き ます、 此 法案は 
國庫 負擔 法と 云 ふ 題目で ございます けれども、 中の 
茼條を 見る と 云 ふと、 一つの 補助に 過ぎない、 唯今 
文部大臣の 御說 明の 中に も、 補助す る 額が どうと 云 
ふやうな 御說明 も あ 〇 ました、 政府 li 唯 だ國庫 負擔 
法と 云 ふ 名を 爱に藉 りたの みで、 其. M (£ 町村に まる 
で 補助す ると 云 ふので 案を 立つ たので ございます が 
初めの 御說 明に ほ 時局の 結果は 今日の 儘に 置かれぬ 
で、 それで 此案を 立て、 國庫の 支出を 致す と 云 ふの 
で、 國庫 が敎員 俸給の 支出を すれば" いつまでも 國 
庫® でな くち やならぬ、 で 國庫 費と して 敎 員に 若し 
支出 せらる ると 云 ふこと であれば、 即ち 國 庫之を 負 
擔 すと 云 ふ 法文に 據れ ば、 其 給料なる ものは 如何に 
して 支出せ らる るか、 國庫 として 俸給が 如何にして 
敎員に 是で與 へられる ので あるか、 唯 だ國 庫が 金を 
出す 時分に 他に 出す ので、 それ 等 ほ 市町村の ことで 
あると 言へ ぱ •國 庫が 負擔 する のでは ない、 國庫が 
之を 市町村に 補助を する ので ある、 此 表題と さう し 
て箇條 とは、 全く 相容れ ぬ やうに 考へ るので ありま 
す、 現に 第三 條 にも 補助す るとは ありませ ぬ， 交付 
すと あります けれども、 敎 員の數 な 〇兒童 の數 に te 
て、 與へ ると 與へぬ i のと (1-. 即ち 市町村 費な ので あ 
〇 ませう、 交付した 以上 ほ 國庫費 ぢやな い、 國庫が 
傳 給を 負擔 する のぢや ない、 國庫が それに 補助 致し 
たのであります、 其 本案の 骨子た る 大體が また 一向 
御說 明で 要領を 得られ ませぬ、 果して 之が 國庫が 負 
擔す 7, 第 一條に 在る が 如く、 國庫之 を負擔 すると 云 

ふ I 飽まで 此 費用は 國庫が 負 } i する、 一 部の 人が 

負擔 すると 云 ふなら ば、 如何にして 此會 計は 出 來上 

るので ございます か、 國 靡 金の 支出を 以て 俸給に 與 

へる と 云 ふなら (j: 、 どう 云 ふ 支出になります か、 吾 

吾が 元 13 む 所は 敎 M の 挺 待に 在る， 國務 の發展 を 期 

する には 國民敎 育を 盛んにし なければ ならぬ、 國民 

敎 育を 盛んにす るには 一つ 敎 M を礙 待したい と 云 ふ 

のが、 一 體敎育 社 會の興 論で ある、 唯 だ W に 市町村 

費に 補 肋して、 さう して 市町村 費を 助け やうと 云 ふ 

だけの 目的が 一體此 問題を 生じた 所以では ない ので 

あります、 けれども 本案は 題目 ほ 國 庫負擔 法と 云 ふ 

内部は 全く 敎員礙 待の 精神を 貫かん とする 所の 第一 

の 補助 法に 過ぎない やうに 思 ふ、 是は 鼠に 市町村の 

費用を 肋け る爲 に、 市町村 費の 上から それを 助け や 


ぅと 云 ふために 出で たる 一の 補助 案で あるか、 或は 
表題の 如き 果して 國雎 負挖 法で ありと すれば、 敎员 
俸給の 一部を 如何にして 國庫 金を 支 m して 取扱が 出 
來ま すか 此二點 に 付て 更に 明拟の 御 答 辯を 願 ひます 
〔國務 大臣 岡 En 良 平 封 登® J 
〇國 務大 K (岡 田 良 平 君) 唯今 荒 川 君の 御 尋の ござ 
いました 負 擔と云 ふ 文字の af であります が、 法律の 
表題にほ負擔法となつて尻〇まして內容に於ては唯 
だ 補助と 變はら ぬと 云 ふ 御尋 であります が、 此負擔 
法と 云 ふ 法律の 表題に 致しました のは、 即ち此 國庫 
支 m 金の 性質を 明らかにする 意味であります 1 此負 
擔 或は 補助な どと 申します 字は、 左まで 正確に 遣 It 
れて居 〇 ませぬ ので あ. ります が、 從來 補助と 申し ま 
すのは、 先づ 當然其 町村で やるべき 事で あるが、 其 
力が 足らぬ から 他所から 肋け て やる と 云 ふ堪 合に 補 
助す るので あります、 然るに 此小學 校敎育 費と 申し 
まする ものは、 國民敎 育の 性質 上、 m り 町村に 委ね 
べき もので ない、 國庫も 其 一部を 負擔 すべき もので 
あろと 云 ふ、 其 性質の 上から 此 に負擔 法と 云 ふ 文字 
を 遣 ひました のであります、 3!;- 政府 支出 金を 如何に 
して 用ゐて 行く かと 1K ふ 其 手 ® になります と、 即ち 
第三 條に ございます 通り、 T1J 町村に 交付 致す ので あ 
ります、 交付 致す のであります けれども、 W に是は 
市町村の 負擔を 輕 減して やる と 云 ふ 丈の 意味で ござ 
いませぬ、 旣 に當院 から 建議に なりました 建議に も 
一方に 於て 負 擔の一 i 減を 計り、 一方に 於て 敎 育の Bic 
誇を 圖 ると 云 ふ、 此雙 方の 目的を 以て 建識 になつて 
居る のでありまして* 本案を 施行 致します に 付て は 
矢 張 其 ffl 方の 目的を 達したい と考 へて 居る ので あり 
ます， 即ち 一方に 於て 市町村に 相當の 支出を-なし、 
交付金を- 與へ ますれば、 市町村の 力が それだけ 緩ん 
で 參る "緩んで 參れば 之を 以て 敎 育の 改善を ILffl ると 
云 ふこと が 出来る 道理であります、 今日 迄 市町村が 
敎員に 向つ て 十分の 優遇を 與 へる ことが 出 來ぬと 云 
ふの ほな ぜで あるか、 敎員 を輕 ずるので はない、 敎 
育を 輕ず るので はない 決して 輕ずる 主旨では ありま 
せぬ が、 何分 町村が 負擔 に耐へ ませぬ ので、 已むを 
得ず 十分の 待遇を 與へる ことが 出来な かつた と 云 ふ 
_ であります から、 幸に 國庫 交付金を 受けまして、 
町村に 餘力が 出 來 ますれば それ 丈は 即ち 敎 育の 改善 
になる のであります， 其 故に 此 交付金と 云 ふ ものは 
一方に 於て 町村の 負擔を 輕減 し、 それと 同時に 敎育 


1 三 四 

の 改善を 計る、 此二の 1=:的を達 する、 さぅ 云 ふ 計 ? i 
を 有つ て 居る のであります。 

〇諷長 C 大岡 育造 右 詔 案の 器 . YC を 5 :託 すべき -S 

員の 選擧を 調 題と します。 _ 

第 六右諉 案の 審査を 付託す へき 委 u o 遝 

0 岩 崎 酎 君 本案の 委 M の 數は 特に 二 十七 名と し、 
識長の 指名に せられん ことを 沼み ます C 
〇 韻 長 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 君 C 動 詔に 3 異謅あ 〇 ま 
せぬ か。 

〔r 異蕺な し異識 なし」 の聲起 る〕 

0_ 長 (大 闽 育造 君〕 御 異戠な しと 13 めます、 W て 
岩 崎 君 励 詔の 如く 決しました I 日程 第 七 第 九の 調 
案は、 ® 3V 上 一括 諮 ■題と / X すに 御 異諮あ 〇 ませぬ か 
〔「異 懿な し異謎 なし」 の 踩起る 〕 

〇 誠 長 (大岡 育造 君) 異誔な しと 認めます …… 日程 
第 七、 東京 帝 國大學 及び 京都 帝 阀大學 に 臨時政府 支 
出金 繰 入に 關する 法 fli 案、 第一 誚疴， 第 九、 帝 國大 
學 特別 會計法 中 改正 法律案、 第一 6R 0- —— 岡 tli 文部 
大臣。  _ 

第 七 東 M 帝 國大學 及 贷 都 帝 N 大學臨 時 政 
府茭出 金 繰 入に 關する 法 钳案 (政府 
提出〕 第一 諧會 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 阈大昂 臨時政府 支出 金 
繰 入- 1 關スル 法律案 

へ 本案は 木 卷四五 頁 fi 族 院識事 中に 揭賊せ る) 

V を 以て 再 揭 i 煩を 避く  』 

第 九 帝 阈六學 特別會 計 法 中 改正 法律案 
(政府 提出) 第 r. Ia i? 

帝 阈大學 特別 fr 計 法 中 改正 法 鉗 案 

へ 本案は 本卷四 五 頁贵族 院議 事 屮に揭 賊せ るン 
广を 以て 再 搨の烟 を 避く  ) 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君) ili 京 帝 國大學 及 京都 帝 國 
大學 臨時政府 突 /- H 金 繰 入に 關する 法律案は 本 回の 预 
算に 於て、 判任官 以下の 若に 對し て、 諸 物 沿 腦 fi の 
結果、 相當 の手當 金を 交付す ると 云 ふこと になつ て 
居る のであります、 然るに K 京 帝 國大學 及 京都 帝 國 
大學は 特別法 律に 依て 交配せられ て參〇 ますので、 
此茭 出を なします 爲に 特別の 法律を 要する ので あり 
ます、 御審 _の上御協数を願ひたぅ存じま丁、次け 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案、 此法律 は 現在の 
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法律に 對 しまして、 三點に 於て 改正に 相 成て 居る の 
であります、 第一は 北海道の ® 科 大學と 云 ふ ものが 
是迄は 束 北大 學の 一部に なつて 屛る ものを ■'t 新設 恝 
科 大學と 合せまして、 北海道 大學 として 獨 立させる 
fflo で 御座います、 是が此 改正を 要します 第一點 で 
あります、 第二は 東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大舉 は 明 
治 三十 四 年に 於て、 其定鉬 を 定めまして 自己 特別の 
必要に 膘 じまして. 多少の％ 減は 御 匪い ます けれど 
も、 先 づ其當 時の 定額と 云 ふ ものを 基礎と して、 今 
日 迄 經埋を して 參つた のであります、 然るに 諸物惯 
の膦 ft 並に 學問の 進歩 發達 に [® じまして、 此定额 を 
增加 する の 必要を 認めました ので、 即ち 今回 ほ 此兩 
大轵に •一: つて ffl 當 s 定額の 咐加を 致します ので •是 
が 第二 點であ ります、 第 n 一 點は航 空に 關 す る 研究の 
a 用 -C あります、 是は從 來大學 の 外に 置いた ので あ 

ります が、 航空の 研究に 就きましては、 色々 の 學問 

上の 協力を 要し -f すので、 之 を 帝 國大學 の 一部に 致 

せば研究上極めて便宽と認めましたに伎て、之を東 

京大® の 中に 絞 入れる ことに 致した のであります、 

併ながら Itfc r/ 用は 研究の 事情に 依て、 年々 變化 して 

參らぬ ければ ならぬ ので 御 ffi いまして、 是 は 定額の 

外に 於き まして、 特別の 取扱を 致す ことに 致した の 

であります、 此 三 S5 •か 此 改正を 要します 理由で 御座 

います、 何卒 御 協 荇を願 ひたぅ 存じます。 

〇 議長 (大岡 育造； 〇 兒玉亮 太郞 君、 

〇 兒玉亮 太郞君 私は 惟 今一 柄 議題と なつて 居り ま 

す、 二つ の內の 第二の 方 •即ち 帝 一大 學特別 0 計 法 

中 改正案の 此内 界 の 一部に 就て、 文部 當局に 御尋致 

したい、 此帝 國大學 内に 航窣に 關する 研究所を S か 

れ ると 云 ふことは、 其 趣 {T に 於て it 頗る 結構で あり 

ますが、 其 目的を 達する 上に 於て 多少 私は 疑を 有し 

て 居る のでありまして、 玆に御 H 間を 致したい と 思 

ふ 所以であります、 現在 此飛 行機飛 行 船と 云 ふ 所謂 

航空に 關する 研究は、 谷 方面に 於て やつて 居られる 

ので あるが、 即 ち 一方に 陸海 軍に 於け る 研究、 又 民 

間に 於て は！ E eg とか、 或は® 入と しても それ  <  研 

究をや つて 居る のであります から、 民間に 於げ る 研 

究 のことは 姑く 措きまして、 陸海 3i に 於け る 研究と 

此 度の 大® 内 1-. 特に. 設 a せらる、 研究所との 間に、 

どう 云 ふ ii 絡を 御 取りになる 見込であります か、 其 

聯絡 上に 就て 私は 一二の W 問を 致したい、 是は 分析 

的に 申します と、 第一は 1th 大织內 に 特に 之を® かれ 


ると 云 ふ 動摁は 、現在 陸海 車に 於け る 飛行機、 飛行 
船 等の 研究が 不十分で あると 云 ふ 事を 御 認めに なつ 
て 之を 置かれる 事に なつた ので あるか、 若し さう で 
あるなら ぱ 文部 當局 者の 賣任は 非常に 重大な 事に な 
るので ある、 是 は 勿論の 話で ある、 若 又 さう でな く 
して、 現在 陸海 itl l- 於け る 研究が 十分で あると か、 
不十分で あると か 云 ふ 事に 拘はら ず、 兎に角 大學は 
大學 として 見る 所が あるから、 學理 、原理 原則の 研 
究に 重きを ® いて 之を やる ので あると 云 ふ御考 であ 
るか* 若し 此後の 方の n 的で 特に 之を やられろ と 云 
ふので あるなら ば さう 云 ふ 事に しました 所で、 一方 
に 於て 今日 飛行 辟、 飛 fr 船の 最も ® 要なる 部分と な 
つて 居る 發励 機の 研究の 如き ものは、 無論 絶えず 之 
に 聯絡を 収 つて 大學に 於て 4 研究され ねばならぬ 筈 
である、 或は 其 目的で あるか も 知れぬ、 或は 發 動機 
の 操 縱と云 ふが 如き 實際的 方面との 聯絡を 絕えず 取 
つて 研究し なければ、 唯 だ 大學 内に 於け る 原理、 原 
則の 研究 は>  其 効果が 餘裎 薄い ものと なりは しない 
かと K ふ 事を 恐れろ ので ある •期の 如 5- 實際的 方面 
の 技術、 製作 •渾 用と 云 ふ 方面との 聯絡に 付て、 ど 
れだ けの 確信と 抱負と を 文部 當局 者は 持つ て 居られ 
るか、 H 一日に して 之を 言へ ば、 是非共 大學 内に 之を 
置かなければ ならぬ と 云 ふ 必要を 天下に 示さな けれ 
ばなら ぬので あるが、 其 必要を 果して 示し 得る と 云 
ふ B 信と 確信を 文部 當局 者は 持つて 居られる か、 之 
を 伺 ひたいので. あります。 

0W 務 大臣 (岡 田 良 平 君〕 謬 長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岡 田 文部大臣。 

〔0 務大 E 岡 田 良 平 君 登 1<〕 

〇國務 大臣 (岡 田 良 平 君) 御 答す る 前に、 或は 先刻 
申 上げる 事が 少し 足りな かつた かも 知れ ませぬ から 

補つて® きます •か、 此航空 研究と 申します のは 今回 

が 始〇で は ございませぬ、 旣に 先年から 著 手 致し •* 

して それ f 研究に 從事 致して 居る ので 御座います 

今回 {t 之を 帝國大 學に附 ける と 云 ふの が、 此 法律の 

中に  一® 條を 設けました 所以で 御座います、 唯今 御 

尋の旣 に 海陸 軍に 於ても 航空の 事に 付いて は 研究を 

して 居る のに、 更に 大學に 於いて 此の 研究を する の 

は どう 云ふ譯 であるかと 云 ふ 第一 御尋が あつた やう 

であります、 或は 海陸 軍の 研究が 不十分で ある、 不 

足で あると 云ふ考 から 更に 大學に 於て 此の 研究を す 

るので あるかと 云 ふやうな 御 趣意で ございます が、 


是れは 左 ® ではない のであります 、一體 此の 研究と 
云 ふ ものは 何處で やらなければ ならぬ もの、 又何處 
で やる が 宜しい と 極つ たもので ない のでありまして 
或 一箇所で 研究す ると 致しました ところで、 決して 
其處で 必ず 効果を 得る と 云 ふこと には 極り ませぬ の 
で、 研究 li 成べ く 多くの 方面に 於いて、 成へ く 多く 
の 人の 力に te て やる のが 滴 當 •然ら ざれは 此の 効果 
を 得る と 云 ふこと ! t 難いので 御座います から、 海陸 
軍で もやる にも拘らず、 尙ほ 大學に 於いて も 研究を 
致す と 云 ふ 事は、 是は寧 ろ 至 當の 事で あらう と 思 ふ 
のであります、 併ながら 同じ 事を 研究す る 上に 於き 
ましても， 各々 其擔 任す る 所を 區別 致しまして、 成 
ベく 共助して、 御 互に 助 合つ て やる ことが 是は 必ず 
必要な 事であります、 夫 故に 或は 一大 航空 研究所と 
::ム ふ ものを 設けまして、 海陸 軍 も 文部 も總て 之を統 
一 網羅 致しまして、 之を やる と 云 ふ 事 も是も 一の 案 
に 相違ない と 思つ て 居ります、 併し 今回は まだ 左樣 
な 大きな 計畫を 立つ るには 至り ませぬ ので、 大學は 
大學 として 研究を 進める と 云 ふ 事に 致した ので ござ 
います、 併ながら 勿論 海陸 軍の 方と ! « 絕 えず 交渉を 
續 けまして、 同じ 人が 兩方 に關 係して 居る 者 も. こ' S 
います、 御 互に 助け合 ひ、 御 互に 補 ひ 合 ふと 云 ふ 事 
に 依て 此 研究を 進めて 參る考 で ございま 丁、 それで 
さう 云 ふ 11 で 御座います から、 先刻 御尋 の 機械の 操 
縦と 云 ふが 如 §• 事は、 是は 大學の 方面に 於て やり ま 
せぬ のであります、 それ (X 海陸 軍の 方に 委ねな けれ 
ばなら ぬのであります、 併ながら 發動 踏の 研究の 如 
きものは、 是は 大學の 方に 於て 無論 やります ので 御 
座い ます、 殊に 發動 機の 材料になります 所の、 或は 
「マグネット」 であります ると か、 或は 極く 硬質の 
鋼で 御座います とか 云 ふやうな もの は， 專ら是 ほ 大 
舉の 方に 於て 研究を 致 S なければ ならぬ と考 へて 居 
るので あります、 斯樣に 研究を 致しましたなら ば、 
相當成 績 1 V 得る の 0 信が ある や 否やと 云 ふ 事に 付き 
ましては、 是は總 ての 研究 皆 自信を 以て やります る 
ので •必ず 相當の 結果を 擧げ 得る ものと 云 ふ 確信の 
下に、 此研究 を 進めます 考でご ざいます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 右： I4-J 案の 群 査を 付託すべき 委 
員の 選擧を 議題と 致します。 

第 十 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
0 岩崎勸 君 委員の 數を九 名と L、 議長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 


〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない と 
認めます、 仍て岩 崎 君 動議の 如く 決しました、 日程 
第 十一、 第 十三の 議案は 共に 關連せ る 議案なる に 依 
て •一括 議題と なすに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異_な し異 f4 なし」 と 呼 ふ 者 あり； 一 
0 議長 (大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 日程 第 
十一、 裁判所 設立に 關する 法律案 第一 讀會 、第 十三 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 讀會を 一括し 
て 議題と 致します。 

第 十一 裁判所の 設立に 關する 法律案 (政 
府提出 〕 第 一讀會 
裁判所 ノ 設立 二關ス ル 法律案 

へ 本案は 本 卷六〇 頁 貴族院 議事 中に 掲載せ るン 
广を以 て 再搨の 煩を 避く  ) 

第 十三 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
(政府 提出：} 第一 讀會 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

へ 本案は 本 卷六一 頁 貴族院 議事 中に 掲載せ るン 
广を 以て 再掲の 煩  >5 .避く  ) 

〇國務 大臣 (松 室 致 君〕 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 司法大臣。 

L 國務 大臣 松 室 致 君 登壇〕 

01 務大 E (松 室 致®〕 先づ 裁判所の 設立に 關する 
法律案から 說明 致します、 是 は もぅ 詳しく 申 述べる 
必袈も ありませ ぬ、 大正 二 年の 財政 整理に 當り まし 
て， 已 むを 得ず 原裁判所を 澤山に ^ せられました、 
其 中で 四十 六 箇所は 昨年の 特別 議 暂 に 於て 旣に復 a 
されまして、 M 下 其 事務を 執りつ V あるので ありま 
す、 尙ほ多 くの復 薦 を 要する のであります が、 財政 
其 他の 關係 から 其 中 最も 急を 要する 所の 十八 箇所と 
云 ふ ものを 撵ぴ まして、 此度此 法律案 t して 提出を 
した 次第であります、 何卒 御 協賛 あらん ことを 筘望 
致します、 それから 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律 
案、 是 は 此十八 尚 所の區 裁判所を 復 _ 致します るに 
付きまして、 從來の 裁判 管_ を 割きまして、 さぅ し 
て 其 新設 裁判所の 方に® せしめなければ ならぬ 必要 
上から、 裁判 管轄の 變 af に關 しまして、 此 法律案を 
提出した 次第であります， 何卒 是 4 速に 御 協賛 あら 
んこ とを 希望 致します。 

〇謖 長 (大岡 育造 君〕 前 川 虎造 君。 

〔前 川 虎造 君 登壇〕 


裁判所 S 設立に 關 する 法律案、 大正 二 年 法律 第 九 號屮 改正 法律案 第一 譖會 
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裁判所の 設立に 罚すろ 法律案、 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 is 律 案 


0 前 川 虎造 君 今 問題に なつて 居る此 案 (X 昨年 旣に 
司法 常 局が 四十 六復洱 案を 發せ られた のであります 
其當時 裘員會 に 於て 最早 是 以外に 復舊 すべき 箇所が 
有るか無いかと云ふことは1に及んだ時分に司法 
當局ほ 之に 答へ て、 全部に 復餚の 必耍ほ 無い かも 知 
らぬが 、まだ 此外 にも 復 K を 必要と すろ 箇所は 有る 
ことを 認める と 云 ふこと を ! 1 かに 明言され たので あ 
る、 故 に 委員 會 ほ 司法 當 局に 於て ま •た 發 案すべき も 
のが あると S ふので & るなら ば* 次期の 議會に それ 
を肢 調べて、 さう して 必ず 提案を して 貫 ひたいと 附 
帶 決？ 一を 致した ので ある、 滿場 一致であります" そ 
れ から 本 會に 於ても 全會 一人の 異議なく 此 委員 會の 
決議に 賛同を 表して、 斯う 云 ふ ものが 殘つて 居る の 

であります、 其 結果と して 今日 現 はれて 來た此 案を 

見ます るに， 隨か に 十八、 尤も 司法 當局は 最初 昨年 

の 六月に 發 案され た 時分には、 元來 裁判所の 廢 され 

たのは 百 二 十 あつた けれども、® 際區 裁判所と して 

事務を 執つて 居つた のが 九十 五で ある、 故に 四十 六 

此處で 復活され ると すれば、 あとに 殘る ものは 四十 

內 外の ものである、 其 四十 內 外の もの も 悉く 金 部必 

耍 とは 思は ない と 云 ふ 御說明 P あつたので ある. す 

れば其 四十の 中から 十八 此處に 發 案され て あろなら 

ば、 あとに 殘つ たもの が 二十 二であります、 それで 

吾々 が 附帶決 _ をした と 云 ふ 其 決議の 趣意は* 必し 

も 四十 置いて 吳れ 、五十 置いて 吳れと 言つ たので あ 

り ませぬ、 司 7J-: 當局が 認めて 以て 是だけ 必要な りと 

云 ふ ものは、 次期の _會 に 於て 發 案して 貰 ひたいと 

云 ふ附帶 決議を したので あります、 故に 司法 當局が 

此處に 發 案して 居 7, 十八 以外には、 最早 金 國に區 裁 

判 所を 置く 必要は 認めぬ と 言は れ るので あるか •ど 

うで あるか、 之を 第一® に 承りたい、 所が 私は 此質 

問を 致す に 先つて-今 司法大臣の 此處で 御說明 を 承 

ると、 財政の 都合が あるから まだ 出す 必要は 認めて 

居る けれども、 財政 其 他の 都合で 是だ けより 出さぬ 

の だと 云 ふ 御說 明で ある ^: » 私は 是に 於て 大藏 大臣に 

伺 ひたい 事が & るので ^ ります - 大藏 大臣 « 居ら 

れま すか、 I 居られな ければ 他の 大臣から 御 取次 

を 願 ひたい、 大藏 大臣が 財政の 都合が あると 云うて 

司 佚 當局が .如何にもと 御 賛同に なつたならば. 司法 

大臣 も 亦 責任が あるから、 司法 大 K から S しく 御 ) K 

次を 願 ひたい、 一體 大臣は 此增稅 I 呰 細なる a に 

少額 極まる ものに 課税を 行 はんと 欲して、 是が 非常 
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に 巧妙なる 财 政の 如く 言 (3: れて 居ります、 或は さう 
かも 知れ -* せぬ、 國家が 財源 不足に 付き 之を 補は む 
爲に 課する のかと 云へ {t* さう ではない‘ 飴は 砂糖に 
對十 る權衡 上肢る ので ある、 飲料水 (3: 麥 酒に對 する 
糊衡上 取る ので ある、 それから 又 肌 著の 「メリ ヤス 
」 是 ほ 「メリ ヤス」 の 織物 稅に 課する 稲 ® 上肢る ので 
ある、 斯う 云 ふこと を 頻りに 言 はれて 居る、 成程 観 
衡甚だ轱構であります、然らぱ此納税の義務に伴ふ 
所の 國 民の® 利-之に 對 する權 衡と云 ふ ものを 御認 
めに ならぬ ので あるか C 拍手 起る〕 私は 實に怪 から. ぬ 
と 思 ふので あります" 吾々 が 國家に 納税す る、 何の 
爲に 納税す るか 固ょり 此國 家を 維持す ると 云 ふ 上に 
於ての 必耍も ありませ う、 併ながら 個人の 一身から 
見れば 財產 生命の 安固であります C 「ひや <」 と 呼 
ふ 者 あり) 此財產 生命の 安固と 云 ふ ものを 擔 保され 
る、 それに 對する 義務と しての 納税 -e あります、 然 
るに 裁判所は 或 者は 極めて 此權 利を 保護して 貰 ふに 
.極めて 便利な 地位に ある、 或 者は 此權 利を 保 11 され 
るには 極めて 不便な 地位に 在る と 云 ふ 差が ある 時分 
に、 是が 果して 讓衡の 宜しき を 得た ものであると 言 
はれる かどう か、 此權衡 の 宜しき を 得る 得られぬ と 
云 ふ 問題は、 どの位の 金の 問題で あるか， 昨年 發案 
された 時分に、 一箇所の 此區 裁判所に どの位 其 費用 
が 要る かと 云 ふこと を 質問したら、 年額 八 千 九百圓 
である、 其中此 經常費 に® する ものは 七 千 四百 圓あ 
つたら 宜しい ので ある* 一千 五 百 圓と云 ふ ものは、 
是は 設備費で あると 斯う 言は れて 居る、 故に 一简所 
七 千 圆か七 千 五 百圓 あつたら やれる 仕事で ある •三 
十殖 すと しても 三 七 二十 一 萬圓で ある、 是 丈の 金額 

が 七 億 ' ~ 千 1S 圓の 大豫鉍 の 上に 於て 料理が 出来ぬ と 

云 ふことは 何事で あるか (拍手 起る U 私は 辻裱の 合は 

ない 收支 の豫算 が 相 償 ふか 否や、 實に 厄介 極まる 所 

の此 小さい 少額の 税に向 つてまで も、 權衡 呼は りを 

なさる 所の 大藏 大臣が 吾々 の 貴重なる 撋利 擁護と 云 

ふ 上 1- 付ての fi 衡を 忘れな さつた ことは 甚 •た 遺憾と 

する のであります (拍手 起る〕 それで 私は 此 案に 就て 

此處で 承りたい 要旨と 云 ふ ものは、 先づ 第一 是で宜 

いかどう かと 云 ふこと •是は 伺は ぬで も 今の 司法 大 

臣の 口吻で 分つ て 唐り ます、 第一に 伺 ひたいのは 司 

法當 局は 果して 是 以上、 もう 均衡を 得せし める のに 

は 幾つ 裁判所を 殖した ならば、 均衡を 得る かどう か 

將來殖 すべき 所の ft 區裁判 所の 數を此 處で 承りたい 


ので ある、 それから 又大 •一 大臣に 向つて 今尙此 金を 
'-« すと 云 ふ 事 を 御 借み になる かどう か、 若し 司法 當 
局に 於て. 是だ けは 是非 要る と 云ふ玆 に ©: が 明かに .,: 
つたなら ば、 直ちに 本案を 撤回して、 更に 司法 當局 
の 言 ふ 通 〇 の 金を 此處に 御 出しになる •たけの 御勇氣 
が 有る かどう か、 又 御 勇氣が 無ければ 吾々 が 修正し 
たなら ば、 御 同意を 爲さる かどう か、 是丈を 大藏大 
臣と 司法 當局 とに 承りたい と , I!'. ふので あります  >  さ 
うして 御 辯 解の 横樣に 依つ たなら ば、 更に 私 IX 質問 
したいと 思 ひます から、 是 丈は 議長に 御 願を して® 
きまして、 是で® を 降ります,^ 拍手 起る) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 松 室 司法大臣。 

〔國務 大臣 松 室 致 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (松 室 致 君〕 唯今の 御 質問に 極 <簡 鼠に 
御 答 致します、 第一 問に 就きましては、 前 川 君の 御 
說の 通りに 司法 當 局 . > しては まだ 少し區 裁判所を 復 
» する 事を 必要と認めます、 それから 第二の 其 數は 
幾らと 云 ふ 御尋 です か、 是は確 な 數を今 一寸 申 上げ 
る！： にいき ませぬ、 能く 調べが 付いて 居り ませぬ、 
提出した 丈は 能く 調査を 致しました けれども、 其 他 
はま だ 十分に 調査が 出来て 居 ませぬ、 それで 是はど 
うか 委員 會 2 節に 申 上げる ことに 致したい と 思 ひま 
す、 どうか それで 御勘辨 を 願 ひます •それから 若し 
大藏 大臣の 此 以上區 裁判所を 岈 設 する 費用を 出して 
も 差 支へ ない と 云 ふこと であるなら ば、 司法大臣と 
して 此案を 撤回して 更に 數を增 加した 案を 出す か、 
斯う 云 ふ 御尋で ありました が、 是は餘 程 困難 だと 思 
ひます、 今回 だけは どうか 是で 御勘辨 を 願 ひたいと 
思 ひます。 

〇 前 川 虎造 君 是れ以 上 私は 司 注 常 局を 責める 必要 
はなから うと 思 ひます が、 喵私は 現內閣 全體に 向つ 
て 最後に 一言 述べたい と 思 ひます、 寺 內內閣 は 秉公 
持 平 己れ を 空う して 興 論を 容れ ると 云 ふ 標榜の 內閣 
である、 帝 國議會 始まつ て 何黨何 派を 言は ず 金 會一 
致で 決 翳して、 其の 金額は 盥に 三十 萬 圓四十 萬圓に 
過ぎない と 云 ふ 少額の 敢て國 家の 財政に 大影響 のな 
い 此全會 一致の 興 論を 容 る、 と 云 ふことの 御勇氣 が 
無い ので あるか ど 5 かと 云 ふこと を、 總理 大臣が 居 
らな ければ 誰 方からで も 宜しい 承りたい と 思 ひます 
此 位の 一致は 無から うかと 思 ふ、 恐らく 政黧の 谷 派 
备黨 、皆 其 中には 色々 の關 係の ある こと も ありませ 
うが、 此 案に 付て は 全會 一致で ある、 次會に 必要な 
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もの だけ 全部 出して K ひたいと 云 ふこと ii 全： 1:.* 一致 
である •此全 台 一致した もの、 即ち 切 3 一一 致の もの 
を 無視して、 是だ けょり 出 5 ぬと 云 ふのは 何琪 であ 
る、 其 金額が 何千 何百 萬と 云 ふなら 別で あるが、 tc 
に 三十 ss lal か 三十 五 萬圓あ つたなら ば、 滿足 を與へ 
らる 、案で ii ないか、 私は 鸬だ其惹を 解し 得ない、 
之を 一つ總 瑚 大臣に 代つて 誰 方 か 其 / g に 御 著 席の 閣 

員 か， 11 承りたい と , y ひます - 御 答 辯が 出 來ませ ぬ 

ければ 追て；® 面で も : 0: しう 御 ざいます。 

〇 讅畏 (大岡 育 is 岩〕 松 本 誠 之 君。 

〇 松 本 誠 之 君 私は 矢 張、 此前川 君の 御® になり ま 
した岡裁判所设觀に關す 0 法律案であ0ますが、私 
も 常 局 大臣に 御尋 致さう と 云 ふ耍點 を 玆に S 留め {a 
きました が、 恰も好し、 前 川 君の 御 辟に なつた こと 
、全然 一 致して 居る、 此 K 裁判所の m si に 就き まし 
ては、 私共は 多苹之 を絕叫 致し 又考へ て 居りました 
通に 行政 整理 財政 整理の 都合に & て、 以前の 內閣が 
敷 年 前 之を 隧され た 其 時に 當つ て， 其 行政 腔 理財 政 
整理は 結構であります けれども、 益々 人文の 發達す 
る — 世の中の 事故が 增發 する に 方つ て、 數年な ら 
ずして 此 K 裁判所の® s' は 必ずや 見るべき ことで あ 
る、 何たる 下手な 行政 整 ? n 財政 整理を 爲す もので あ 
るかと 言うて、 當時私 は 新 問に 汹說 に當時 の內閣 に 
向つ て 大いに 論じた ことがあ りました が、 此 K 裁判 
所の ® 留 に 就きましては、 自分は 熟 心に 考へて 居た 
所が 昨年 臨時 認會に 於て 四十 ？ i: 六 牌 所 俊 H1 になり、 
今度は 十七 筒 所と なさつ た、 所に 依れば まだ も， 「少 
し復舊 しなければ ならぬ と 云 ふ 所が ある やうに 考へ 
て 居ります が、 何故に 司法 當局は 勇斷果 決、 一 刀兩 
斷を 以て、 必要なる ものなら ぱ必耍 として* 斯 5 云 
ふ 姑息なる ことを なさらぬ で、 御 遠 ■にも 及ば- 2 の 
であります が 故に、 爲さん と 欲する 所 (£ どう 一 K ふ 謬 
で 御 出しに ならな かつた ので あるか、 大藏大 |:;[ が SE 
つた か 此點に 就て 私 4 前 川 君と 同く 大藏 大臣に、 是 
れ 丈の 金ょりも う lli せぬ か 111 せぬ とすれば 致 方は あ 
り ませぬ' か、 出せる ことで あろなら •は、 此際 にやつ 
て 仕舞つ た 方が 片付いて 仕舞 ふで あらう と 私共は 考 
へて 居る ので ある 故に 司法大臣に 於て、 是丈で 以て 
打 切りと される ので あるか、 又 どれ 程 裁判所を 殖す 
と 云 ふ考が あるか 是丈 御 © • したいと 思つ たので •大 
藏 大臣が 金を 出す か 出さぬ かと 云 ふこと を 御® した 
いのです - 先刻の 御 答 辯で 宜しう 御 ざいます。 


烷蕺 衆© 菝國帝 回 十四 第 


〇狨長 C 大岡 育浩 君〕 右 議案の 密査を 付託すべき 委 
M の 選 擧を 議題と 致します。 

第 十四 右 S 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 ii 君 委員の 數は 特に 十八 名と し、 誘 長に 於 
て 指名せられ ん ことを al みます。 

【「转 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君 s 励 誘に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

〇議 ' M C 大岡 育造 君〕 興 謎な しと 認めます、 仍て岩 
崎 君 動議 S 50 く 決しました I 日程 第 十五、 遠洋 漁 

業獎勵 法 中 改正 法律案 G 第一 讀锊を 開き ま ^ - 農 

商務 大臣。 

第 十五 遠洋 / ffi 業 獎 lil 法 中 改正 法律案 (政 

府提出 ) 第一 謫 會 

湞洋沏 業獎蚴 法 屮 改正 法律案 

へ 本 ^ は 本 卷四一 頁 貴族院 識事 中に 揭© せる) 

广を以 で 再 揭の煩 を 避く  ) 

〔國務 大 は 仲 小路 服 財 登 柄 J 

0國務大臣(仲小路阳君)本案提出の理由を簡單に 

申 上げます、 今日の 場合 1- 我が 水產槳 の 開 發に對 す 

る獎拗 は 極めて 必耍な 事柄と 存 ずるので あります、 

之に 就きまして、 今日まで 遠洋漁業 獎勵 法は 確かに 

効果を 現して 居つた のであります、 尙ほ 今日の 場合 

1- 於き ましては、 此 法律に 改正を 加へ まして 今日の 

lit 時局に 適する やぅに 致したい と存 する ので ありま 

す、 改 IH の 要旨 li 遠洋 溯 業に 從事 する 者に して、 或 

け 新 漁場の 開拓 若く は 漁獲物に 付て S 改良 進歩、 其 

他 或は 漁船に 付て 成るべく 大型 S 船舶を 用 ゆる 者、 

若く は 漁 菜に 從事す る 者に して、 其 組織の 改良 及 進 

步に fcia する ことに 付て 努力す る 囤隖是 等の ものに 對 

して相當の骑勵補助を與へまして、而して此海鹿事 

業の 益々 發肢 せんこと を 期す る 稍り であります、 此 

顼® に 依りまして、 現在 施行され て pt ります る此遠 

洋漁椠 法 中の 補助の 金額、 二 十 萬 II と あるを 更に 之 

を 杻額 致して， 三十 萬 ■と 致し、 尙ほ 年限は 餘す所 

f'Y! な 年數 1- なつて 居ります からして、 更に 此年限 を 

延長 致して、 向 ふ 十五 箇年間 は 遠洋漁業 獎勵法 の 有 

効 期間たら しめん ことの 考を以 ちまして* a に 改正 

案を 提案 致した 次第であります、 何卒 御 港 gl の 上 御 

協賛 あらん ことを 希菌 いたします。 


0 謹 長 c 大岡 育造 君) 日程 第 十六、 右謅 案の 蒞査を 
付託すべき 委員の 選擧を 謎 題と 致します。 

第 十六 右 議案 S 窬赉を 付託す へき 委員の 
選擧 

0 岩 崎勸 君 il 長。 

〇闞長 (大岡 育造 君) 岩崎剧 君" 

0 岩 崎® 君 本案 委員の 數も亦 特に 十八 名と し、 謅 
長に 於て 指名せられ むこと々. 留み ます。 
o_ 長 (大岡育造哲)岩崎君の動議に御異議はあり 
ませぬ か。 

〔「興 調な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て岩 
崎 君 励 翳の 如く 決しました …… 日程 第 十七、 軍用 自 
動 車 補助 法案の 第一 _ 會を 開きます。 

第 十七 軍用 自動 単 補助 法案 C 政府 提出〕 
第一 諮 會 
茁 用 E 励 車 補助 法案 
軍用 自動 補助 法 

第 一條 政府 ハ 豫算 / 範園 内- 1 於 テ 陸軍 ノ 軍用- 1 
適スへ キ S 励 車ノ製 造 涝乂ハ 所有者-一 對シ補 助 
金ヲ 下付 スル コト ヲ煜 

前項 ノ製浩 者 X ハ 所有者 ノ其ノ 自動車-一 關スル 
業務 ノ承繼 人 ハ 之ヲ 前項 ノ 製造莕 又 ハ 所有者 卜 
看做ス 

第！ 一條 補助金 ヲ受 クル コト ヲ得 ヘキ 製造者 乂ハ 
所有者 ハ 帝 國 臣民 又 ハ 帝國臣 民 ノミヲ 社員 若 ハ 
株主 トシ； ア帝國 法令 二 依 y 設立 シタル 法人 — シ 
テ 帝 國内 -1 於 テ pi 動 車 製造所 又 ハ 31 動 車 ヲ有ス 

ル モノ-一 限 ル 

前項 — 揭クル 者ノ外 公共 團體 -1 ハ 補助金 ヲ 下付 

スル コト ヲ得 

製造 若 及 製造所 ノ範園 ハ ■命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

箜一 一临 補助金 ヲ受 クル コ トヲ得 ヘキ 自勤車 ハ 主 

務大臣ノ定ムル規定-1依リ製造シタルモノ-|シ 

テ 主 トシ テ 貨物 ノ運 搲ヲ 目的 トシ ー英 一; 以上 / 

秸載 M ヲ有ス ル モノ 又 ハ 之- 1 改造 シ得 ヘキ モノ 

>一 限 ル 

第 四條製 浩 者 _ ハ 其ノ 製造- 1 係 ル 自動車 一輛- 1 

付 二 千圆 以内 ノ 製造 補助金 ヲ 下付 スル コト ヲ煜 

製造者 其ノ 製造- 1 係 ル 新 ナル 自動車- 1 シテ 製造 

補助金 ヲ受 ケタ ル モノ ヲ 所有シ テ fi!! 用シ又 ハ 他 

人ヲシ テ 使用 セ シムル 場合- 1 於 テ ハ H 動 車 一輛 


-|付：史-|五 ?| _以内ノ％加補助金ヲ下付スルコ 
トヲ得 

第五 勝 所嵙 者- 1 ハ 製造 補助金 ヲ受ヶ タル 新 ナル 
自動車 ヲ其ノ 製造者 ヨリ 瞄買シ テ 使用 シ又ハ 他 
人ヲシ テ 使用 セ シムル© 合- 1 於 テ 自動車 一 _-1 
付 千 圓以内 ノ購買 補助金 ヲ 下付 スル コト ヲ得 
第 六條拊 加 補助金 又 ハ 購買 補助金 ヲ受ヶ タル . H 
動 車>所 狩 スル 者之ヲ 使用シ 又 ハ 他人 ヲシテ 使 
用 セ シムル 場合- 1 於 テ ハ 其 ノ 期間-一 腦 シ 自動車 
一輛-; 付 一年 三百 圆以 內ノ 維持 補助金 ヲ 下付ス 

ル n トヲ ?i 

維持 補助金 下付 ノ期限 ハ 佾加補 肋 金 X ハ購質 補 
助 金 下付 指令/日 ヨリ . 7r 年 ヲ限リ 製造 補 肋 金 下 
付 指令 ノ日 ヨリ 十 年 ヲ超ユ ル コト ヲ得ス 
維持 補 肋 金 ハ 毎年 其ノ 年— 額 ヲ下付 指令 ノ際 
自動車 ヲ所苻 スル 者-一之 ヲ 下付ス 
第 七 條 製造 補助金 ヲ受ヶ タル B 動 車 ハ 其ノ 補助 
金 下付 指令/日 3 リ左 ノ谷號 /一 -1 該當 K ル-一 
至 ル 迄 ノ 間之ヲ 保護 自動車 卜稱ス 
一 自動車 ノ 所有者 力 第二 條第 一項 ノ 規定-一 該 
當セ サル-一至 リタ ル トキ 
一一 第六條 第二 項 ノ期限 ヲ經過 シメ ル トキ 
三 第 十二 條第 一項 又 ハ 第二 項 ノ規定  >一 依リ補 
助 金ヲ受 クル ノ 資格 ヲ廢除 セラ レ タル トキ 
第八條 主務大臣 ハ 軍用 ノ爲 何時-ー テモ保 謹 自動 
車 ヲ收闬 又 ハ 使用 スル コト ヲ煜 
前項 ノ 規定-一依 リ收用 又 ハ 使用 シ タル 場合 二 於 
テ ハ 自動車 ノ 所有者-一 補償金 ヲ .卜 付ス某 ノ 金額 
ハ 主務 大 C1 之 ヲ定ム 

第 九條 保 li 自動車 ノ所有 者 ハ 主務大臣 ノ定ム ル 
場合 ヲ除ク ノ外保 謹自励 車ノ揺 造乂ハ 能カ ヲ變 

更 スル コト ヲ煜ス 

第 十條保 _ 自動車 ハ 之ヲ轍 出シ又 ハ 外國 人-一 對 
シ讓 渡シ 、貸付 シ若 ハ擔 保-- 供 スル コト ヲ得ス 
第 十 一條 主務大臣 ハ 保 SS 自動車 ノ 保續ヲ 期 7. ル 
爲其ノ 構造 及 能カ ヲ檢 査シ 所定 ノ 構造 又 ハ 能力 
ヲ有 セスト 認ムル トキ ハ 其ノ 所有者 M 對シ 期限 
ヲ 指定シ テ 之 力 修理 ヲ命 スル コト ヲ得 
前項 ノ外 主務大臣 ハ 保 _ 自動車 ノ 所有者 — 對シ 
其 ノ保續 -I 關シ 必耍 ナル 命令 ヲ爲ス コト ヲ煜 
第十二條主務大臣ハ前普 1 1孭ノ規定二依ル檢 
査 -1 依リ 所定 ノ  11 造 又 ハ 能カ ヲ有セ K 卜認メ タ 


ル保_.=:励.¥= ^ シテハ修理ヲ命シタル場合ヲ 
除ク / 外 補助金 ヲ受 クル ノ資格 ヲ 廢除ス 其ノ修 
理 ヲ命シ タル 場合 — 於 テ 修理 完成 ノ檢査 11 合 m 
セス 又 ハ 指定 期限 迄-一 其ノ檢 査ヲ受 ケ サル トキ 
亦同シ 主務大臣 ハ 木 法 若 ハ 本 法 M 基キ テ發ス ル 
命令 乂ハ 之-一依 リテ爲 K 處分二 違反； N タル 者 — 
對. ゾテハ 違反 ノ琪實 アリ タル 時 3 リ當該 自励車 
-i 對スル 補助金 ヲ受 クル ノ 資格 ヲ廢 除シ又 ハ 停 
止 スル コト ヲ得 

主務大臣 ハ 前條 第一 項 ノ 規定-一依 リ 修理 ヲ命シ 
タル 0 動 車-一 對シテ ハ 前條 第一 項ノ 規定 — 依 ル 
檢査ノ 時 ヨリ 修瑚完 成の 檢査 ヲ受ケ タル モノ  1一 
在 リテハ 合格 不合格 決定 ノ時迄 、其 ノ檢 査ヲ受 
ケサル モノ-一 在 リテハ 指定 期限 迄 補助金 ヲ受ク 
ルノ 資格 プ停 止ス 

第 十三 條主務 大臣 ハ 本 法 又 ハ 本 法-一基 キ テ發ス 
ル 命令 — 違反 スル 犯罪 ノ爲 起訴 セラ レ タル 者 11 
S シテハ 裁判 確定-一至 ル 迄 ノ間 補助金 ノ茭 給ヲ 
中止 スル コト ヲ得 

第 十四 條 主務大臣 ハ 第 十五 條乃至 第 十七 條ノ規 
定二依 リ處 §1! セラ レ タル 者-一 對シ當 該 自動車-一 
fj 旣-一 下付 シタル 補助金-一 相當 スル 金額 ノ 全部 
又 ハ ー部 ヲ 償還 セ シムル コト ヲ得 

前項 ノ 償還 金 ハ 國税滯 納處 分ノ例 一一 依リ 之ヲ徵 
收 スル コ I ヲ煜但 シ先収 特權ノ 順位 ハ 國税 -一次 
クモノ トス 

第 十五 條 詐欺 ノ所 爲ヲ以 テ； f 助 金ヲ受 ケタ ル 者 
ハ 三年 以下 ノ懲役 又'、 1: 1 千 M 以下 / 罰金-一 處ス 
前顼ノ 未遂罪 ハ 之ヲ罰 ス 

第 十六 條左ノ 谷號ノ ー-一 該當ス ル 者 ハ ー年 以下 
ノ懲役 又 ハ 千 圓以 下ノ罰 金-一 處ス 
一 第 八條 第一 項ノ 規定-一依 ル收用 又 ハ 使用 ヲ 
拒 ミ タル 者 

二 第 十條ノ 規定- 1 違反 シ タル 者 

第 十七 條第 九條ノ 規定-一淳 反シ タル 者 ハ 六月以 
下ノ ® 役 又 ハ 五 百 II 以下 ノ 罰金 — 處ス 

第 十八 條本法 又 ハ 本 法 一一 基キ テ發ス ル 命令- 1 依 
ル 自動車 ノ檢 査ヲ扭 ミ、 妨ケ若 ハ 忌避シ 又 ハ 檢 
査 二 關スル 當該 官吏 ノ 質問 — ^ シ 答辯ヲ 爲 サス 
若 ハ 虛僞ノ 陳述 ヲ爲シ タル 者 ハ 百 圓 以下 ノ 罰金 
又 ハ 科料- 1 處ス 

第 十九 條 製造者 又 ハ 所有者 力 未成年者 又 ハ禁洽 
ニニ 七 


遠洋 润業獎 秘法 中 改正 法律案 第一 諮 會 1E W0 励 IP 補助 法案 第二 IH 會 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


鐵道敷 設法中 改正 法律案 第 I 讚 |& 

產君 ナル トキ ハ 本 法 又 ハ 太 法-一 苺 キテ發 K ル 命 
令- 1 佐 リ製造 者 又 ハ 所有者-一 適 W スへキ 罰則 ハ 
法定代理人- |趋用 7. 似シ其/業務-1關シ成年者 
卜 同ー ノ 能カ ヲ有ス ル 朱 成年者 二 付 テ ハ 此ノ限 
二 在 ラス 

第二 十條 製造者 又 ハ 所有者 ハ 其ノ 代理人、 戸主 
家族、 同居 者、 M 人 其ノ 他ノ從 業者 其ノ 業務-- 
關シ木 法 又 ハ 本 法 -1 基キ テ發ス ル 命令-一 違反 シ 
タル トキ ハ 31 己ノ 指揮-一 出 テ サルノ 故 ヲ以テ 其 
ノ賢ヲ 免 ルル コト ヲ 得 ス 

第二 十 一條 前 二條 / 場合 =在リ テ ハ 懲役、 禁錮 
又 ハ 拘留 / 刑-一 處スル コト ヲ得ス 
第二 十二 條 明治 三十 三年 法律 第五 十二 號ハ本 法 

又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令-一依 ル 犯罪-一之 ヲ 

準用ス 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

本 法 n 依 リ 製造 補助金 ヲ受 クル コト ヲ得ル 自動車 

卜 同等 以上 ノ能 カヲ有 スル 新 ナル 外國 製自 g 車ヲ 

所有 シテ使 用シ又 ハ 他人 ヲシテ 使用 セ シムル 者 二 

ハ 當分ノ 內自励 車 l ffl -一 付 千 圆以 內ノ 補助金 ヲ下 

付 スル コ トヲ掲 

前项ノ 補助金‘ ヲ受 ケタ ル 自動車 ハ 本法ノ 製造 補助 

金 及 購買 補助金 ヲ受 ケタ ル モノ ト 看做 ス 

前 二 孭ノ 規定 ハ 官立 工場-一 於 テ 製造シ タル 自動車 

-1 付之ヲ 準用 ス 

〇國務 大臣 (大島 健 一 君〕 _長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 大島陸 軍 大臣？ 

〔國務 大臣 大島煺 一 君登壻 〕 

〇國務 大臣 e 大島健 一辑〕 唯今 提出に なりました 軍 

用 自励車 補助 法 築に 付きまして、 提出の 理由を 一言 

申 上げます 、職 時 我 軍の® 绘 機關 として、 多數 の自 

動 車を 使 出したい 考 であります、 特殊の ものは 軍部 

に® ii を 致します るが、 普通の もの 而も 日々 進化し 

て參 ります る ものは、 成るべく 民間 一般の 使用に 利 

用して 之を 峨時に 用ゐた いと 思 ふので 御座います、 

徴用した いと ,® ひます、 然るに 此 製造 法に 要する 機 

械 工業の 十分なら ざる 爲め 、日本に 於て 造ります る 

のは 餘程代 僧が 高くな ります、 又 使用を する 上に 於 

きましても •普通 今日 用ゐて 居ろ 馬車 等を 以てする 

よりは、 同じ 物を 運ぶ に餘 計に I1 S 費が 掛 ります、 

仍て 製造を 補 肋し 尙ほ其 使用者に 向つ て 普通 馬車 等 


ょりも、 餘 計に 要する 所の 费用を 一部 補助 致し ませ 
ぬければ、 唯今の 狀况 では 多数の ものを 民間に 使用 
される と 云ふ菌 —— 又 多数の ものが 民間ょり 製作 さ 
れると 云 J. 望が 御座いませぬ、 此 法案を 提出 致し ま 
して 製作 並に 使用を 獎勵 致したい と 云ふ考 で 御座い 
ます、 どぅぞ 御涟 » の 上 御 協賛を 願 ひます。 

〇 翳 長 (大岡 育造 君) 日程 第 十八、 右 議案の 審査を 
付託すべき 娶負 の 選舉を 議題と 致します。 

第 十八 右 議案の &M 査を 1SI 託すへ き 委員の 
選擧 

0 岩 崎勸君 議長。 

0 議長 c 大岡 育造 君) 岩 崎 ® 君。 

0 岩 崎 fj 君 本案 委員の 數を九 名と し、 議長に 於て 
指名せられ むこと を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 13: あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 異議なければ 岩 崎 君 動議の 如 
く 決しました I 日程 第 十九、 鐵道 敷設 法 5 改正 法 
律 案、 第一 讀會 1 ゲ 開きます。 

第 十九 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 (政府 提 
3〕第5會 
鐵 31 敷設 法 中 改正 法律案 
鐵道敷 設法中 左/通 改正ス 
第二條 第一 項 中央線 及 北陸 線ノ 連絡線/部 第一 號 
及第 二號ヲ 左/如 ク改ム 

一 岐阜 縣下 岐阜 ヨリ 太 田、 高山 ヲ經テ 富山縣 
下 富 山- 1 至 ル鐵道 

同 項 北 越 線/部 ノ次- 一 左ノ如 ク加フ 
上越 線 

一 群 馬 縣下高 崎 ヨリ 新 潟 縣下長 岡 — 至 ル鐵道 

同 項 山陰 線 ノ部屮 「萩-一至 ル鐵 道」 ヲ 「萩 ヲ經テ 

下關二 至ル鐵 道」- 一改ム 

同 項 山陰 及 山陽 連絡線 ノ 部-一 左/一 號 ヲ加フ 

一 岡 山 縣下岡 山 ヨリ 烏 取 縣下米 子-一至 ル 鐵道 

同 項 四國線 ノ部中 「琴 平」 ヲ 「觀音 寺」- 一改ム 

同 項 九州 線 ノ部中 第 四 號ヲ削 ル 

第四條 削除 

「第二 章 第一 期 鐵道及 公債 募集」 ヲ 「第二 章 第 

一期 鐵道 一-一 改ム 

第 七條 第一 項 第一 號ノ 次-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 中央線 及 北陸 線ノ連 絡豫定 線 岐阜 縣下 岐阜 


ヨリ 太 田 •高山 ヲ經テ 富 山縣下 富 山-一至 ル 
鎊道屮 肢阜縣 下 岐阜 ヨリ 太 田ヲー i テ 高山-一 
至 ル鐵道 

同 項 第五 號ノ次 -1 左 ノー號 ヲ加フ 

一 >. 越 i!! 定線群 馬 縣下高 崎 ヨリ 新 潟 縣下長 岡 
二 至 S 道 

同 項 第 十一 號中 「北 條 二至 ル鐵道 J ヲ 「松 田- 1 至 
ル 筠 道」- 1 改ム 

同 項 第 十五 號中 「萩- 1 至ル鐵 道中」 ヲ 「下 關- 一至 
ル鐵 道中」- 一、 「萩 M 至 ル鐵道 J ヲ 「小 串- 1 至 ル® 
道」-- 改メ 同號ノ 次-- 左 ノー號 ヲ加フ 

一 山陰 及 山陽 連絡 裨定線 ノ內岡 山縣下 岡山ヨ 
リ烏取 縣下米 子 二 至 ル鐵道 
同 項 第二 十二 號屮 「中 香 川縣下 多度津 ヨリ 愛 嫒縣 
下 W 條一 一至 ル鐵 道」 ヲ削ル 
同 項 第二 十三 號ヲ 左/如 ク改ム 

一 四 國豫定 線ノ內 香 ) II 縣下觀 音 寺 ヨリ 高知縣 
下 高知ヲ 經テ須 崎-一至 ル鐵 道中 香 川 縣下觀 
音 寺 ヨリ德 島 縣下池 田  <1 至 ル 鐵道及 高知縣 
下山 田 ヨリ 高 知 ヲ綷テ 須崎二 至 ル 鐵道 
同 項 第二 十六 號屮 「中 鹿 兒島縣 下川內 ヨ リ鹿兒 島 
-1 至 ル鐵 道」 ヲ削ル 

第七條 第二 項 中 「第一 期 H 事 トシ 特- 一公 債ヲ 募集 
スル コト ヲ 得」 ヲ 「第一 期 工事 卜爲ス コト ヲ煜」 
二改ム 

第 八條削 除 
第 九條 削除 

0 政府 委員 (男爵 後藤 新 平 君) il 長。 

011 長 (大岡 育造 君〕 後藤 總裁。 

〔政府 委員 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

0 政府 委員 (男爵 後藤 新 平 君) 玆に 提出に なり まし 
た鐵道 敷設 法改正 法律案に 付きまして、 提出の 理由 
を 一應申 上げます、 鐵 道の 普及は 地方の 開發產 業の 
發達上 必要なる ことは 論を 俟た ざる ことで 御座いま 
すが、 殊に 腿 後に 於て 經濟 上の 振興 上 急 要なる こと 
を 認めまして、 此度は 新 線路を 從前の 割合ょりも M 
に 多く 提出 致す ことに 相 成りました、 旣定 の 71 定線 
を 第一 期 線に 繰 上げました もの も 御座います、 是は 
大略 二 百八哩 、又 新に 豫定線 として 同時に 第一 期 線 
に 繰 上げました ものが 二百 四十 一哩 •大要 四百 五十 
哩を 提案 致しまして 御座います、 是が爲 に 必要なる 
豫算は 別に 本 議會に 提出され てあります、 右の 如き 


_ ニニべ 

新 線の 追加 改正， 0外 に、 尚 ほ 兹 25 数 S 法屮 には 之を 
存既 する ことの 必要な きもの 1 1 三を 調査 致しまして 
其 規定を 改めて 御座います、 此際 之を 削除す る こと 
に 致します 、傾 ffi ljf 越の 上 御 協 質を 與 へられむ こと 
1 V 希 !? J 致します" 

〇 謎 長 (犬 岡 育造 君〕 日程 第二 十、 右 越 案 0 雒査を 
付託すべき 委員の 連 華を 路題と 致します。 

第二 十右發 案の 審査を 付託す へき® fl の 

S 

0 岩 崎 剧恝蕺 長。 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 岩ね® 君。 

0 岩 崎 勸君 本案 委 M の數は 特に 二十 七 名と し、 詡 
長に 於て 指名せられ むこと を 望みます。 

0 議長 (太 岡 育造 忍) 岩 崎 励 君の 励 謎に 御 異逋は あ 
〇 ませぬ か。 

〔「異 翳な し異讁 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異謹な れぱ岩 崎 君 励敢の 如く 

に 決しました - 本日 it 是にて 散 # を 致します、 次 

會の 日程 ほ 公報を 以て sil 報 VV を tlj します。 

午後 四時 ir 分散 窗 


〇 大正 -fc 年 二月 一一 日 (土曜日〕 

午後 一時 十六 分開諾 

議事 日程 第 六號 

第一 足 尾鐵道 及 有 馬 輕便鍩 道の M 收に關 する 
法律案 (徽 _) 第— 

第二 右 議案の 留 査 を 付託す へ $ 委員の 選舉 
第三 未成年者 飲酒 取綠 に關 する 法律案 m 抹 
瞻) 第 I 踏 g- i 
第 四 森林法 中改 i£ 法 律 案 (g 鶴 1 吉) 第 |證 
會 

第五 元 FS 田步兵 扶助に 關 する 法律案 (親 臓®) 

第 |讀 會 

第 六 陳方 調査© 設 ©に 關 する ® 議案 (H 

第 i: 轍 出 綿 職 物 檢査所 設置に 關 する 建 fi 案 

/ 隅 田 1; 吉君) 

一外 二 名 提出) 

0_長( 大岡宵 造 君) 諸般の 報吿を 命じます。 

〔書記 朗讀〕 

一 政府ょり 提出せられ たる 諉案 左の 如し 
足 尾鐵通 及 有馬輕 便鐵 道の 買 收に關 する 法律案 
登錄 税法 中 改正 法律案 
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院議 衆 伶 議國帝 回 十四 第 


足尾鐵 a 及 有馬锌 便 薄 道の 買收に 關する 法律案— 第一 _ 會 


後藤 埋 裁。 

第一  ‘馬 輕便鐵 道の 買 收に關 
すろ 法律案 ハ 政府 提出) 第一 讚 ir 
足域锊逍及有馬輕便錄道/買收-一關スル法 
律 案 

第 一條 政府 ハ 現-一 借 入 使用 ス" '足 屢鐵道 株式 會 
sh 所 15 ノ舒 ,;1 及 有 馬 輕 便 鐵道 株式 會社 所 13 ノ輕 
便玆 道ヲ貢 收ス 

第二條 前 條ノ鐵 m 及 11 便鐵道 買 收ノ期 日 ハ 政府 
之ヲ 指定 ス 

第三條 買收價 額 ハ 買收ノ 日-一 於 ケル 鐵 道 又ハ輕 
便 鐵 道/建設費 以內二 於 テ之ヲ 協定 ス 
前項 ノ 建設 费ハ 政府 力 借 入 契約-一 饺リ 建設 改良 

又 ハ 補充 ノ爲支 出シ タル H 事 費ヲ 控除シ タルモ 

ノ トス 

第 四 條買收 代價ハ 政府 ノ定ム ル 價 格-一依 リ 五十 

五 年內 -I 僦還ス ヘキ 五分 利 附國價 證券 ヲ以テ 之 

ヲ 交付 ス此ノ 場合-一 於 テ 五十 圓未滿 ノ端數 ハ 之 

ヲ券而 金額 ？ T 十圓 トス 

政府 ハ 買 收ノ爲 必要 ナル 額 ヲ 限度 トシ テ 前項/ 

公 價ヲ發 行 スル コト ヲ得 

第一 項 ノ 場合 — 於テ特 -1 要求 アル トキ ハ 現金 ヲ 

以 テ買收 代僧 ヲ交付 スル コト ヲ煜 

〔政府 委員 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

0 政府 委苠 C 男爵 後藤 新 平 君) 玆に提 /!! になり まし 

た 足 尾 鐵道及 有 馬_ 便鐽逍 の 買 收に關 する 法律案の 

提出の 理由を H S 致します 、是は 旣に鐵 道院に 於て 

借 入 致して & る ものであります、 此鐵 道を 買收 致し 

まして、 鐵道營 業の 統一 完全なる 交通の 効力を 擧げ 

たいと 云 ふ爲で あります， 第三 十九 議會に 於き まし 

ても旣 に lit 私設 鐵道の 賈收を 了して、 今日 圓滿な る 

運轉を 姑て 居る のであります、 御 審議の 上 協賛を 與 

へられん ことを 菌み ます。 

0 高木 益 太 郎君 鐵道 院總 裁に 御尋を 致したい ので 

あります が、 唯今 總 裁の 仰せの 如く、 三十 九議會 に 

於ても 私設 1® 道 買 收の 案が 出、 又 本 翳會に 於ても 此 

處に此 案が 出た のであります が、 此 裏面には 鐵道院 

が 尙私設 鐵道に 付て 買收を 爲す 所の 大計瓷 が ある、 

例へ ぱ 明治 三十 九 年に 鐵道院 が 私設 鐵 道買收 案に 付 

て、 衆議院が 三十 一一の 鐵道を 買收 すると 云 ふこと を 

可決した、 所が 其 後 貴族院に 於て 十七. の鐵 道を 削ら 

れて 居る、 今日は 大分 年數 が經て 居る のであります 


■か、 益々 交通 政策を 擴げ ると S ふ 方針の やうに 推測 
して 居る のであります から* 鐵道院 の計诳 として It 
尙ほ此 外に a, 設鐵 道を 買收な さう と 云 ふ大々 的の 御 
計® が あるので あるか* どうで あら 5 か、 其 政策に 
付て 御尋 をしたい、 第二に 御尋 をして 置きたい のは 
從來御 持ちに なつて 居ろ 所-:: 官設 鐵道 です らも 旣に 
貨物の 停滞が あり、 事故の 頻發が あり、 汽車 s 衝突 
が あり、 之を 亞米利 加と 比較して 見る と、 非常に 日 
本鐵 道と 云 ふ ものは 色々 の 失態を 演じて 居る、 然る 
に尙史 民業を 鸾 つて、 民營を 官設に すると 云 ふこと 
になる と 云 ふこと になる と、 より 以上 貨物の 停滯が 
あり 汽車の® 突が あり、 事故の 頻發 を來 すと 云 ふ 虞 
が 無き や 否や、 即ち 鐵道院 の 手と 云 ふ ものは さう 迄 
擗げて 果して 旨く 運用が m 來る かどうで あらう か、 
第三には 鐵道院 の 計 ffi を 是 ，でも 行ける と 云 ふこと で 
あるなら ば， 營利 主義で 以て やつて 貰 ふ_ にいかぬ 
か 現に 本年度の 收入を 見る と 云 ふと、 二 千 萬圓 以上 
の收 入が 鐵道の 方に 於て 增して 居る、 蓮に 收入の 上 
から 云へ ば 良好の 成績 V. 得て 居る、 然らば 此鐵 道院 
の やる 仕事と 云 ふ ものを 一般 官吏の 文官 待遇 法に 依 
らず して 一勞 一報 主義 ！ 二 千 萬 以上の 收入を 得た 
のは 何の ii かと 云 ふと、 御客さんの 御蔭で ある、 御 
客さん を 大切に する 主義 •所謂 營利 主義！ 勞 一 報 主 
義 —— 役人 待遇 主義を 止めて 餘計卿 く 人に 向つて 餘 
計 褒美を やる と 云 ふやうな 方針で やつたならば •貨 
物の 停滯も 多少 防ぐ ことが 出来、 事故の 頻發も 之を 
減ずる ことが 出来 it しない か， 此三點 に 付て 鐵道院 
總 裁の 詳細なる 說 明を 求める。 

〔政府 委員 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

〇 政府 委員 (男爵 後藤 新 平 君〕 唯今 高木 君の 御 質 間 

の 中に •少しく 聽 取れぬ 所 も ありました が、 第一の 

御 質問は 鐵道院 に 於て 今後 私設 鐵道を 買收 する 大々 

的の 計 fi が あり や 否や、 斯う 云 ふことの 御尋 •此點 

は 必要に 膘じ ては 更に 買收の 案を 提案す る 場合 も あ 

り ませう、 併し 大々 的の 計 畫と云 ふことは どう 云 ふ 

意義 か 知り ませぬ けれども •か、 今の 私設 鐵 道を總 て 

買收 して 仕舞 ふと か 云 ふやうな 意味の ことは、 何等 

含んで 居り ませぬ、 唯 だ 此運輸 上の 最も 便利なる 方 

法を 講じて 行かう と 云ふ爲 めに、 必要 ある 場合には 

提案す る 積り であります 、第二の 御 問は 鐵道院 で 今 

貨物の 停滯を 見て 居る ではない か、 此上私 設鐵道 を 

R 收し たなら ば、 尙ほ 貨物の 停滯を 促す ではない か 


SF すでは ないか、 又旣に 今日 幾多の 危害を 見て 居る 
ではない か、 之を X 增すで あらう、 斯う 云 ふこと •か 
第二の 御 間の やうに 考へ ます、 高木 君 〇 御 質問の 前 
提 として、 國有な るが© めに 貨物の 停滞が あると 云 
ふこと、 國有な るが 爲に 幾多の 「アクシデント J が 
あると 云 ふこと からの 御 論定で あらう と 思 ひます が 
鐵道院 に 於て は 左 樣な ろ考は 無い ので あ 〇 ます、 國 
有 以後の 鐵 道の 運 _ 其 他の ものを 綜合して 見ます る 
と、 非常なる 運輸 力を 研して 居つ て、 其 運輸 力の％ 
加の 勢と を 綜合す れぱ此 加害と 云 ふ ものは 剡 合に 少 
いのであります、 殊に 今や 國有鐵 道は 世界に 於て 稀 
なる 運輸を 致して 居る のであります、 一哩 平均 九十 
萬 人を 輸浍し 九 +• 萬 噸を 轍邊 すると 云 ふ、 此旅 客貨 
物の 輸送を なして 居る ものは 殆ど 無い ので あり -f す 
廣軌鐵 道中で も 白 耳義を 除く 外は 之を 見ない 位な 事 
であります、 是が爲 めに ! -i 餘 〇に鐵 道の 虐待が 甚し 
くない かと 云 ふこと を 恐れて、 之に 苦心して 居る 次 
第であります、 又鐵 道の 貨物の 停滯と 云 ふことは 旣 
に 申 述べて あ ?, 通りで、 生產上 我が 國有鐵 道は 六十 
億の 人噸哩 を 轍 送すべき 所に 向つ て、 百億 以上の 人 
噸哩を 轍 送す ると 云 ふこと で、 旣に 五分の 四を 增加 
したる 運輸を して 居る のであります、 斯の 如き 次第 
であ 〇 ますから •餘程 注意を 致さぬ と鐵 道の 偶發の 
加害を 免れる ことは 闲難な のでありまして、 是は十 
分注 意を 致して 居る 譯で あります、 國有鐵 道なる が 
故に 此 加害を 生ずる と 云 ふことの 論定は 出来ぬ と考 
へます (「少し 多過ぎる やうであります」 と 呼 ふ 者 
あり) それで 此 國有餺 道で あるから 禍害が 多い と 云 
ふことは 言 ひ 得ない と 云 ふこと を斷言 致します、 此 
貨物の 蓮輸に 付 §• ましては、 多くの 鐵道が 統一せ ら 
る、 に從 つて 停滞の 無い やうになる、 便宜になる と 
云 ふことは 誰 方 も 御 承知の ことであります から、 其 
便宜を 一一ら うと 云 ふので あります、 第三の 點は 何で 

あ 〇 ましたら うか、 j 寸 聞き 漏し ましたが . 

0 高木 益 太 郎君 第三の 問は 營利 的で やつて 莨 ひた 
い、 文官 待遇で やらないで、 勤勞と 報酬と 伴 ふやう 
にして、 旣に 本年 ほ 二 千 萬圓の 增收を 取つ たから 從 
つて 一勞 一報 主義で やつたならば 事故 も 少なくなる 
だら う、 貨物の 停滯も 減ずる だら う、 御 役人 主義を 
廢めて 眞に 交通 運輸の 爲め に盡 す、 即ち 御 客 _ を大 

切に する - 乘る 人を 大切に する、 貨物を 大切に す 

ると、 斯う 云 ふ 主義 方針で 以て やつて 貰 ひたい。 


_ 二 三 〇 

0 政府 委員 (男 辟 後 ^ 新 平 君) ii£ 谷 致します が、 * S 
道に 於て は 勿論 此役 人中 a に 依つてと 云 ふ ^ に 尨 ぶ 
if 埶つて 居り ませぬ、 併ながら 役人 主逐と 云 ふ も Q 
は、此鐵道の運輸を害丫！〇も0であるとは見ないの 
であります， 運駝を 最も 有効 的に する も 〇 であると 
云 ふ 上から 執 〇. て 居る ので あ 〇 ますから、 御 ^ は 木 
意に 於て異 つて 居らぬ かと 思 ひます ので、 決して 是 
が 働いた 者に 物を やらぬ とか、 努力を 見ない とか 云 
ふや 5 な こと 13; ない のでありまして、 最も 是は 有効 
に® いて 居る と考へ て 居ります から、 是丈を •：■: 

0 高 松 正道 君 本員は 唯今 後胺總 裁の 此鐵适 の買收 
に關 する 所の 趣® と 云 ふ ものを、 殆ど 了解す るに 苦 
むので あります が、 本員の 知る 所の 有 馬 輕® 鐵逍を 
鐵道院 が 買 收す ると 云 ふ 所 〇 趣 SC をもう 少しく 委し 
く御說 明を 願 ひたいと 思 ふ 抑々 交通の 目的と 云 ふ も 
のは 產 業の 發達 、國力 の充钗 、又は 軍事上の 必要の 
爲め に、 此 國有鐡 道に すると 云 ふこと に 至つ たこと 
、本員は 信じて 居 〇 ます、 然るに 有 馬 鑼道の 如き (1: 
(1 かに 三 田ょり 有 馬の 小 距離で、 其 目的は 有 馬の 溫 
泉に 行く 僅なる 遊 ！ tl 的の 目的に 過ぎない 鐵道で あり 
ます、 斯樣な ものを 國有 として 何等 國家 に裨益 する 
所が ある、 此國 有に すると 云 ふ 目. 的は 殆ど 無意義の 
ものであると 思 ひます、 此 點 に付きまして 委しく 御 
說 明を 願 ひたい。 

0 政府 委員 C 男爵 後藤 新 平 君) 有 馬鐵道 は 遊 贤的の 
ものであるから、 買收 の必耍 を 見ないで はない かと 
云 ふやうな 御 問の やうに 考へ ます、 是は遊 跑の人 も 
あります、 併しながら 此鐵 道の將 來他の 方に發 跤致 
し又鐵 道の —— 本鐵 道の 營養休 養 線と しまして は必 
要と 認めて 居ります、 是等 の關 係は 孰れ 委員 ir に 於 
て 能く 御 示しを 致す やうに して、 御意 見を 承り ませ 
50 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 日程 第二、 娄 員の 選擧 を識題 
と 致します。 

第二 右 議案の 港 资を 付託す へき 委員の il 
擧 

0 岩 崎 勸君 本案は 便宜上、 鐵道敷 設法中 改正 法津 
案の 委員に 併せて 付託せられ んむ ことを 望みます。 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励® に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 (大岡 育造 君) 異議な しと 認めます、 依て 岩 


K： 讅衆 &銳 习帝回 十四 第 


崎 君 動 蕺の如 くに 決しました 、翁に 報 街した る 政府 
提出 登錄 税法 中 改正 法律案 外 二 件 It 孰 も豫® に關係 
ある 誘 案なる に 依り、 此際 日程を 變史 して ii 題と 爲 
す 1- 御異謎 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

〇讓長 (大岡 育造 君〕 異 翳な しと 認めます、 依て 日 
程を 變 K 致します。 

0W 松陡！ I 君 謎 長。 

〇銬 長 c 大岡育 造 君) m 松 対 何です か。 

OW 松陵礙 君 預算 二分 科の 開會は 少し 待てと 云 ふ 
ことで I もう 差 支がない と 思 ひます が 如何です か 
〇钱長 (大岡 育造 君) もう 三十 分 御 待ちを 願 ひたい 
o t:H 松煃嗞 君 それでは 二分 科を 開きた う 御座いま 

すから 分科 會の方 は . 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 登錄 稅 法 中 改正 法律案の 第一 

If 會を 開きます。 

登 錄税法 中 改正 法邙案 (政府 提出) 第一 

1  . 

登録 税法 屮改正 法律案 

登錄税 法 中 左ノ通 改正 ス 

第 六條 第三 項 乃至 第五 項ヲ削 ル 

第 十九 條 -1 左 ノー號 ヲ加フ 

五脔業 組合、 產業糾 合 聯合 會 、犛業 組合 中央 

會 、漁業 組合 又 ハ 漁 菜 組合 聯合# に 付產業 

組合 法 又 ハ 溯 槳 法-一基 キ テ爲ス 登記 

My 

本 法 (公布 ノ日 ヨリ 之 ヲ施 行ス 

f 國務大 [H 勝 田 主計 君 登®〕 

OW 務大臣 (勝 田 •壬 計 君) PI6 今 誘 題と なつて 居り ま 

する？ *;. ', 屮改正 法律案の 趣 S は、 御 承知の 如く 

に 政府は 產業 組合の 發肢に 就て 昨年の 議會に 於き ま 

して 法案を 提出 致しまして、 御 協 S を！！ て 居ります 

る •尙 ほ此節 業 組合の 發展を 助長 致します る 目的を 

以 ちまして、 之 •か 登 鈴 税を免 •したいと 云 ふこと •か 主 

で 御座います、 同時に 此脔栾 組合 登 錄稅を 免す ると 

致します れば 、搠衡 上 ^ 利を：：： 的と せざる 社幽 法人 

及 財 一法 入に も、 5? 錄税を 免す ると 云 ふこと が 適 常 

であら 5 と 云 ふ考 で、 本案を 提 m 致しました、 御 港 

魏 の 上 御 協资を 願 ひたいと 思 ひます。 

〇嚣 長 C 大岡 育造 君) 右 姿 M の 選 舉を 議題と 致し ま 


0 岩 崎 ill む 本 第は 委員 の»を 九 名と し、 識 長に 於 
て 指名せられ むこと を 菊み ます。 

0 誠 長 C 大岡 育造. お) 岩 崎 君の 励 議に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔 r 異謎な し」 と 呼 ふ 者. あり〕 

0 諮 長 (犬 岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て岩 
崎 財 動議の 如く 決しました、 朝鮮 事業 公 f« 法 中 改正 
法律案 外 一件は、 便 宽 上 一括 黐 題と 爲すに 御與議 あ 
り ませぬ か。 

〔 r 異錢な し」 と 呼 ふ 奢 あり〕 

〇識長 c 大岡 育造 君〕 異惑な ければ 一括 議題と 爲す 
ことに 決します、 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案、 樺 
太 事業 公 (14: 法案 •共に 第一 110 會。 

朝 P 事 第 公 ft'il 法 屮 改正 法律案 (政府 提出〕 
第一 讀會 

朝鮮 事 築公拟 法 中 改正 法 S 案 
朝鮮 事業 公 依 法屮 左ノ® 改正プ 、 

第三 項 中 「九 千 六 百 萬圓」 ヲ 「一億 六 千 八 百 萬 Ml J 
-1 改ム 

樺 太 事業 公憤 法案 (政府 提出〕 第一 讀會 
樺 太 事業 公愤 法案 
樺 太 事椠 公债法 

第 一條 樺 太- 1 於 方 ル 事業 費 支 辨ノ爲 政府 ハ 五 百 
五十 萬圓 ヲ限リ 公債 ヲ發 行ン又 ハ 之 力 繰 
替茭辨 ノ爲 借入金 ヲ爲ス コト ヲ得 
第二 胙前條 ノ规定 -|依 ル 公 偾ノ發 行 價格差 減額 
ヲ補 m スル 爲必耍 ア 'U 場合-一 於 テ ハ 前條 
ノ制限 以外 = 公值ヲ 發行シ 又 ハ 借入金？ 
爲ス n トヲ得 本 法 >| 依 ル 公值ハ 借入金 借 
換ノ爲 必翅 アル トキ 亦同シ 
附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 勝 W 主計 岩 登 坫〕. 

〇 阀務 大臣 (勝 田 主計 君〕 朝鮮 事業 公債 法 ' I' 改正案 

であります が 是 U 御 飧知の 如く 現今の 法律に 於き ま 

して* 公 {I'i の 發行額 が 九 千 五 百 九十 五 萬 餘圓と なつ 

て 居ります るで •此 公債 發行 は旣定 の 事業の 進行に 

佐り まして、 大體 濟む事 になります ので、 御 承知の 

通りに 朝鮮の 事業 1.: 付きまして li 旣定 の計逛 が 御座 

いまして、 便 K 上此 公位の 額を 切つ て此 法律に 載せ 

ると 云 ふこと になつ て 居ります それ故に 大正 七 年度 

以降 八 年度に M ります 所の 事業に 要します る 財源と 


致し 玄して •尙ほ 公 债の發 行 額を 七 千 百 七十 七 萬 二 
千 百 萬 11 と 云 ふ ものを 佾加 致しまして、 此法 律を 一 
億 六 千 七 百 三十 二 萬 一千 十九 1M1 と 致したい と 云 ふの 
が、 此法案 の 精神で 御座います、 尚 ほ 樺 太の 事業 公 
值の 法律案は、 御 承知の 如く 樺 太に 於き まする 所の 
產業 交通の 發 達を 圖り まする 爲め に、 鐵道 V. 数 設致 
したいと 云 ふので あります、 即ち 二百 五十 三哩 の鐵 
迤 を 樺 太に 救設 致したい、 此總紉 が 千！ 一 百 四十 四 萬 
餘 0 にな oi すので あります が、 假 りに 先づ 之を 大 
JH 七 年度ょり 五 筒 年に 切りまして 此際 提出 致します 
るのほ、五箇年間に要しまする五百四十七萬四千餘 
11 と 云 ふこと で 御 協賛を 經た いと 云 ふ 精神で 御座い 
まする、 何卒 御. ,' ff 議の上 御 協 費を 與へら れ むこと を 
筘圉 致します" 

0_ 長 (大岡 育造 君) 右 P. 案の蕃 査を 付託すべき 委 
員の 選擧を _題 と 致します。 _ 

右 議案の, 査を 付託す へき 委員の 選擧 
〇 岩 崎 1!| 君 本案 も委 M の數を 九 名と し、 議長に 於 
て 指名せられ むこと を 望みます。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 異議な けれ ぱ岩崎 君の 動® の 
如く 決します、 日程 第三、 未成年者 飲酒 取締に 關す 
る 法律案の 第 一晴 會を 開きます、 根本 正 君。 

第三 未成年者 飲酒 取締に 關する 法律案 
t 根本 正 君 提出〕 第一 讀會 

未成年者 飲酒 肢締 M 關スル 法律案 

へ 本案は 本 卷五五 頁 貴族院 議事 屮に揭 載せる ノ 
广を以 て 再掲の 煩を 避く  } 

〔根本 正 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 根本 正 君 諸君、 未成年者 飲酒 取締に 關する 法律 
案の 理由を 述べたい と 思 ひます、 太 案は 殆ど 二十 年 
來 本院に 於て 御 研究に なつた 問題であります る、 此 
度の 案は 最初 提出せられ ました 案を 近來 修正に なり 
まして、 旣に 本院が 通過され ました 所の 案で ありま 
す、 簡輯で あります からして 一膘讀 みます 「第 一條 
營業 上酒 類ヲ 供給 K ル 莕ハ 未成年者- 1 酒類 ヲ飲用 
セ シメ 又 ハ 其ノ 自用 二 供 スル コト ヲ知 リテ販 賣若ク 
ハ 給與ス ル コト ヲ得ス J 「第二 條 前 f is K シタル 
者 ハ 十圓 以下 ノ科 料 — 處ス」 此 附則に I 字 修正して 


置？ たいと 思 ひます からして、 此場合 申 上げて 置 3- 
ます、 それは 「大 J>: 八 年」 と 云 ふのを 「大正 七 年」 

と 修正 致します、 即ち 「附則、 本 法 ハ 大正 七 年 四月 
一日 3 リ之ヲ 施行ス j 本案の 趣旨は 諸 沿が 旣に御 承 
知の 通りであります、 故に 私は 今日 是等の ことを 省 
きまして、 詳細なる 調は 議長の 認可を 經て 速記に 移 
す ことに 致します* 本案は 御 承知の 通り 國家の 最も- 
大切なる 位置を 占む る靑 年の 敎育 上、 又 生產 力に 大 
關係の ある 所の 法案でありまして、 衆議院に 於き ま 
しては、 明治 四十 一年 以來 、年々 通過す る 問題で あ 
ります る、 尤も 前 諸 會に 於き ましては 當議 場 の 趨勢 
が 少し ^ りました 故に 否決され ましたが、 夫れ まで 
は 年々 通過され た 問題で ありま T る、 殊に 諸君の 御 
賛成を 此度得 なければ ならぬ と 云 ふことは です、 單 
に 未成年者の 健康を 害し 及 修業を 完 ぅする ことが 出 
来ない と 云 ふの みなら ザ* 此法案 の 提出せられ まし 
た 所以は、 我 日本 帝國に 於 ? まして 明治 三十 二 年以 
來 小® 校の 授業料 か 金 廢され た 譯 であります る •即 
ち 其 以前は 小學 校 C . 敎育は 皆此 父兄 1. 於て 月謝を 拂 
つて P つた 譯で ある、 此敎 育の 費用と 云 ふ ものが 六 
千 餘萬 圓掛 る、 故に 何れの 文明 國 1- 於き ましても 普 
通敎 育は 少 くも 半分 或は 六 割 七 割と 云 ふ ものは 國家 
から 補助して 居る と 云 ふことは、 此 文明 國即 ち英吉 
利亞米 利 加 其 他の 國 に 於て 實行 された る 問題で あ 〇 
まする 故に、 明治 三十 一一 年に 於き まして 斯の如 く敎 
育の 方針が、 昔と 變つ て國 民敎 育の 趣旨に なつた、 
して 見 ますれば 貧しき 所の 子供と 雖 も、 矢 張 敎育あ 
る 所 C 子弟と 同じく 敎 育して、 忠君 愛國の 道を 一般 
七 千 餘 萬の 子弟に 敎へな けれは ならぬ と 云 ふこと が 
原則に なつた 譯で あります、 故に 明治 三十 三年に 於 
きまして 未成年者 喫煙 禁止法 案と 云 ふ ものが 揺 U1 せ 
られて 、即ち 諸君の 御 賛成を 以て 即時に 其議會 に 可 
決せられて •今日は 法律と なつて 旣に 過る 十七 箇年 
の 間に、 殆と 七十 萬 八の 未成年者が 夫々 取締を 受け 
て、 此 喫煙の 害に 陷らず して 益々 其敎 育の 趣旨を 達 
する やぅに なつた 譯で あります る (此 時 川原 茂輔君 
「租税の 委員 會を 開きます から 委 M の 方は 御 集りを 
願ひます」と呼ふ〕偶々或人は、未成年者喫煙销止 
法案は 實行す る こと •か出来ない と 云 ふやうな 說を爲 
す 人 もあります が、 決して さう でない、 是 は 即ち 內 
務省の 衞生 局に 於て 年々 調べられて、 未成年者が 毎 
年 六 萬圓以 上の 或は 罰金に 臨せられ •或は 夫々 取締 


す。 

右 Is 案の 祥 ?c ! を 讨 iff: ! すへ き 委： 3の 51 _ 
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を 受ける と 云 ふこと が 明らかになつ て 居る ので あり 
ますから して、 若しも 此朱忒 年 者！ K 煙 察 止 法案が 無 
かつたなら ば、 今日 此學生 其 他 職工 未成年者に 於て 
甚だ 害を 受ける ことがあつ た C であらう と 思 ふので 
あります、 此 同じ 主義の 下に 酒と 云 ふ もの、 害 ±f 
尙ほ 煙草よりも K しい ものであるから して、 是非 之 
を 法律に 佐て 取締らなければ な. b ぬと 云 ふの が、 即 
ち 此法 案の 趣旨であります る、 若しも 昔の 如く 敎育 
と 云 ふ ものが 其 子弟の 勝手次第に、 金の ある ものは 
學ばせ 、金の 無い ものは 學ぱず して 宜しい と 云 ふや 
うな 時代で あつたな らば、 此 法律案と 云 ふ もの ほ必 
要 (3; 無い のであります、 今日は 即ち 國 家の 法律と し 
て 未成年者の 敎育は 、即ち 國が 之を 授ける もので あ 

ると 云 ふこと になり ました、 故に 明治 三十 二 年から 

授業料を 全廢 されて、 國庫 から 補助すべき もので あ 

ります けれども、 是は隨 か 二百 萬 丈で あつて、 其 他 

六 千餘 萬と 2;* ふ ものは、 地方税 即ち 市町村の 费用に 

なつて 居る ことであります る、 故に 斯の 如く 敎育の 

S 用と 云 ふ ものを 法律を 以て 制定され ました 以上に 

は、 此靑 年に 對する 取締を® くこと It 當然な ことで 

あります、 此 未成年者 1 i 酒 法案は 何れの 國に 於き ま 

しても 百年 前から あつた もので なくして、 亞米利 加 

の 加き は 三十 3r: 年 前より 之を 實 行され る ことにな つ 

て 居る のであります、 英吉利の 如きは 千 九 百 一年、 

今を 去る こと 十七 年 以前 一月 一日より 實 行され て 居 

るので ある、 故に 敎育 方針が 即ち 立 1! 政治に なり ま 

した 故に 〔一般の 人民を して 國の爲 めに 忠 ，君の 爲 

めに 51 と 云 ふこと をす る 爲め に、 即ち 何人の 子弟 も 

同* しやう に敎 育を しなければ ならぬ、 それには 國家 

を 以て 之を 敎育す る ものは、 玆 に此収 締を すると 云 

ふことは 當然で あると 云 ふの が、 即ち 是は一 國の興 

論に 非ず して 1«: 界 人類の 進步 發展 する 國 々の 輿論で 

あります る、 斯の 如き 理由を 以て 此 法案 (i 提出せ ら 

れ ました、 故 1.- どうか 諸君の 御 賛成を 得ん ければ な 

らぬ 、又 若も此 法案が 二 十 年 前 亞米利 加の 如く  ■或 

は 英吉利の 如く 通過され て 居つ たなら は、 日本に 於 

て 今日 迄 lit 未成年者た る ものが 害を 受けないで 濟ん 

だら うと 私は 思 ふので あります、 其證據 としては で 

す •今を 去る こと 數年 前に 牛 込に 於て、 彼の 下宿屋 

に 於て 學生が 二 人燒死 んだ こと も ある •或る 大學生 

にして です、 上野 花 揿に 於て 浍別會 の 席に 酒を 飲ん 

で、 赤 坂 高樹 町に 歸 るべき 立派なる 人の 息子さんで 


すが、 酒の © めに 彼の 靑 山の幸. •光寺の 井戸の 內へ陷 
つて 仕舞つて、 一週間 も 判らないで 居つ て、 并戶の 
中から 制帽が 出て、 是は 彼大學 生で あつたと 云 ふこ 
とが 判つ た 例 も ある、 K に 是等を 顔み ますれ if です 
若も此 等の 靑年が 無事に 犬® を 卒業し、 或は 其 他の 
學 校を 卒業して 居りましたならば、 國 家に 貢獻 する 
所亦尠 しとせ ず、 又是が 爲めに 費用を 出した 所の 父 
兄 It 勿論、 私に 於ても 甚だ 滿足 する であつ たらう と 
思 ふので あります、 此 法案が 成立せ ざる爲 めに-未 
成年者に して 其 目的と する 所の 學問 を果 さず、 或は 
親不孝と ならず して 濟む 者が、 親不孝と なつた 例が 
幾ら も あつたので あります、 lit 法案は 是非共 今議會 
に 於て は 諸君の 御 賛成と 云 ふことは、 私は 確信して 
居ります るが、 どうか 貴族院の 諸君に 於き ましても 
之に 御 賛成に なろ ことを 今日から 願つ て 置く ので あ 
ります (拍手 起る) 此 法案に 就て は 色々 の 御 說もあ 
ります けれども、 殊に 歐洲 の戰亂 に 於き ましては 最 
も 大切なる 所の 問題であります る、 何れの 國に 於き 
ましても 此 禁酒の 法律が 出て、 旣に亞 米 利 加の 如き 
は 最も 此 未成年者 禁酒法 案に 重きを 置いて、 是 ょり 
六箇年 過ぎれば、 即ち 未成年者の 法案が 通過す るの 
みな r> ず、 一般の 國 民に 於ても 此 酒を 禁ずる と宏ふ 
ことは 諸君が 御 承知の 通りであります る、 此事に 就 
きまして は旣に 在米の 貿易 官が 、大藏 大臣に 電報を 
以て 之を 通じた ことがある ので ある、 即ち 今ょり 六 
箇 年を 過ぎ ますれば、 亞米利 加が 禁酒 國と なる、 其 
理由は どうで あるかと 云へ ば、 ® に此 酒は 種々 樣々 
なる 所の 害を 爲 す、 若 も 禁酒を したなら ば 銀行は 盛 
になる、 或は 其 他の 生 產力も 盛になる、 其證據 には 

です、 昨今 憚 かに 一一 三 箇月 間に 大統領が 此事に 就て 

申された 事が ある、 其 申された 事が 如何に 國 民に 利 

益され たかと 云 ふと、 郵便切手の 消印に 用ゐて 置い 

て 紙を 費さず、 或は 墨々 ■費さず、 或は 時間を 費さず 

して、 此 禁酒の 主義を 彼の 一億 萬の 亞米利 加 人に 知 

らしむ ると 云 ふやうな ことにな つたので あります か 

ら 、玆に 一つ 其 證據を 申 上げたい、 御 承知の 通り 亞 

米 利 加の 此郵便 切手を 消す には、 黑い條 七 本で 消す 

が、 此の 長い 二寸 ばかりの 所の 其 半分の 一寸と 云 ふ 

所へ 持つ て往つ て、 斯う 云 ふ 文字を 以て 出して ある 

「食物が 戰を 勝たし むる それを 無駄に するな」 是で 

ある 「フー ド ウイル、 ゼ 、ヴオ ー ドント ウェス トイ 

ツト」 どうであります か、 是ほ實 に戰の 勝利を 決す 


るのは 食物で ある， それを r. 駄にす ろな と 云 ふこと 
である、 食べる 物は 雉ら 食べても 無駄に しないと 云 
ふこと である、 况や 今日 人の 精紳を 害し 迎康を 害し 
種々 ^ 々 なる 國 家の 財產を も 傷け る 所 〇 酒を 靑 年に 
飲ませない やうに すると 云 ふことは、 啻 1. 食を 無駄 
にす る 所ではない、 害になる 所の も 2 を 禁ずる と 云 
ふ 主義であります から、 亞米利 加に 於て ほ 益々 未成 
年 者の 禁酒と 云 ふことは、 取締を 嚴重 にして、 其國 
を 益々 富まし 兵を 强 うし、 來る 半箇 年の 間に ii 二百 
萬の 兵を 歐羅 巴に 出さう と 云 ふの も、 此 主義に 依て 
出来て 居る のであります、 諸君、 亞米利 加に 於き ま 
しては 實に此 の 禁酒が 盛な 譯で あつて、 旣に此 禁酒 
百科全書と 云 ふ ものが 出来て 居ります、 之を 見ます 
と 酒が 如何に 害を 爲す ものである か、 酒を 禁じた な 
らば 如何に 身體が 健康になる ので あるかと 云 ふこと 
が 判る， 其 例を 申します るなら ば、 現に 我 帝 國に來 
りました 所の 彼の 「キャプテン ハ ー デ 1J を御鸷 なさ 
い、 彼は 今年 八十 四 歳になります、 彼が 八十 四 歳の 
長壽を 保つ たのは 即ち此 末成 年の 時分から 禁酒を し 
た資で ある、 彼が 年随か に 十二 歳の 時に 亞米利 加の 
「メィン」 州から 紐 育に 旅立を した、 其 時分に 彼の 
阿 母さんが 彼を 自分の 部屋に 呼んで •お前は 決して 
人と 約束を しては ならぬ、 人と 一旦 約束を したなら 
ぱ其 約束 it 必ず 守らなければ ならぬ、 玆に 一つ お前 
と 約束を して 置かなければ ならぬ 事が ある、 それは 
お前は 必ず 酒を 飲んで はいけ ない、 禁酒を しな けれ 
ばなら ぬと、 斯う 云 ふ 約束を して 是 ょり 紐 育へ 旅立 
をした のであります が、 後來 死す るまで 酒を 飲んで 
はならぬ と 云 ふの が、 此阿 母さんとの 約朿で ありま 
す、 彼は 其 約束を 堅く 守つ て、 即ち 今を 去る こと 六 
十四 年 前に 浦賀 _ へ 「ペルリ」 提督と 典に 參つた 時 
分は、 十八 歳 二 箇月の 時で ありました、 それ故に 彼 
は 本年 八十 四 歳に なつても 實に壯 者を 凌ぐ 程の 健康 
で、 ® に國 家の 後援と もなる べき 所の 精神を 持つ や 
うにな つたのは、 何の 爲めで & るかと 云 ふと、 即ち 
禁酒の 爲め である、 他の 水夫は 疾に 死んで 仕舞つて 
も、 彼の 「キャブ テン ハ— デ ー」 だけ 生殘 つた、 さ 
うして 我 日本 帝_に 參 つて、 而も 未だ 曾て 無い 所の 
名譽を も 荷 ふに 至つ たと 云 ふことは、 諸君の 御 承知 
の 通りであります、 實に畏 入つ た 次第であります る 
が、 菊の 御宴に 於き まして 主上より 最も ®: い 御 握 
手を 賜った のであります、 是は 何の 爲で あるかと 云 


ふと、 即ち 彼は 十二 S の 時 親と CS 束を 堅く 守つて 
酒を 飲 -5 ない、 1 G を 飲んだ 所 〇 彼 0 友達の A 夫は、 
疾 くに 此世は 去つ たけれ ども、 此 「ハー デ—」 丈は 
八十 四 歳の 長孬を 保ち、 尙ほ十 年 も 二十 年 も 生きて 
國家 の g めに tfs くこと、 思 ふ、！！ 人 〇 言に、 日本 帝 
a  C 爲め にも 彼が 亞米利 加へ 移つて 二® 年間 it 日本 
は 斯う 云 ふ 文明国で ある、 實に 有力なる 世界の 友で 
あると 云 ふ 日米 親交の ことを 演說 して 步 くと 云 ふや 
うな 精神を 持つ やうに なつた の も、 何の 爲め であ 〇 
か V,- 云 ふと、 即ち 此酒を 禁じた 爲めで あります、 諸 
君、 どうか 此 禁酒法 案に 御 資成を 願 ひたい、 私は 玆 
に此 S 禁酒 W 科全密 に 在る S 味を 5 •上げたい ので あ 
り ま 丁 けれども、 15 に 一刻千金の 場合で あリ ます か 
ら是 It 申 上げ ませぬ が 滿 «i の 御 H 成を 以て 今年は® 
〇 日 木 帝國 の名眷 のみならず、 世界に 對して も ! Lt 問 
題は、 K に國家 百年の 長 計を 立てる 上に 於け る 大問 
題であります るから して、 滿 Hi の 御饩 成を 以て、 我 
日本 帝國 の名譽 を 高めん か爲 めに も、 此法 案 〇 通過 
する ことを 御 願 致します C 拍手 起る〕 

C 參照) 

未成年者 飲酒 取締に 關する 法 茚 案 § 考 ?'? 
未成年者 S 身體谷 部の 紐 織は 未た 完全せ さるを 以 
て 之を 成年者に 比すれ：. . ' 「ァル 3 丨ル」の陵害を 
受 くる こと 一層 多大な り 其の 最 m ふへ きもの (t 金 
國幾 萬の 學生か 飲酒の 爲其の 目的た る 削椠を 成す 
能は さるに あり 是れ 文明 諸_ か 幼若 s 欧酒 取締に 
關し 特に ® 重なる 規定を 設 くる 所以な 〇 
英國に 於て は 千 九 百 一年 八月 十七 日_ ©を 通過し 
其の 翌年 一月 一 日よ 〇 施行せ る 幼 者 酒類 S 買 収締 
法 あり 又 米國の 如きは 千 八 百 八十 M 年よ 〇千 九！ G 
二 年に 至る 二 十 年間に 谷 州 相 前後して 未成年 審に 
酒類を 販費 する ことを 禁止す るの 法律を K M し 千 
八 百 九十 年より 千 九 百年に 至る 十 年間に 於て 合 衆 
國の 人民の B 命は 平均 四 年と 十分の一を 伸暢せ 〇 
とほ 米國敎 育 協 ® r ハント」 氏よ n 菊 池 前文 部大 
臣への 通信に 確報せられ たる 所な り 飲酒の S たる 
大要を 擧 くれは 左の 如し 

一 心臓の 神經又 は 筋肉を 刺戟して 之を •製 弱せ 
しむる のみなら す 其の 筋 質を して 脂肪に 變 
せしめ 終に 其の 作用を 完全に 營む こと 能 1+ 
さらしむ 

二 血管は 酒精の 作用に 依 〇て變 質し 血 K の爲 
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に往々 破裂す る こと あ 〇 彼 S 卒中 症の 如き 
は 金く 腦血 管の 破裂に te る ものな 〇 
11 一身 體裂 へ從て 肺臓ょり 呼 出す る 炭酸の S を 
減し 均 酸の 排泄 減す るは 即ち 體内の 酸化 作 
用 妨害せ らる 其の 結果 體溫 減し 身 體裒ふ 
四腎臟實質を脂肪性に @ し老廢物を排除する 
こと 能は さらしむ 

五 肝臟を 肥大せ しめて 常 形の 二倍と 爲すに 至 
るの みならす 1® 汁を 變 して 綠 色と 〇 し甚し 
きは 黑 色と 0 すに 至る 

六 消 食器の 粘膜を 害し 血管の 彈力 性を 變 弱せ 
しむ 

七 血管 運 1/J 神 經に麻 痺を 起す を 以て 血 宵 劇 張 
し 血行 活潑と 爲〇諸 器 管は 一時に 興® し從 
て腦 S 判 力を して 錯雜 ならしめ 興奮の 爲諸 

器 宵 活潑 と爲 りし 後尙飲 酒を 持續 すれは 先 

つ小腦 侵され 爲に筋 肉夕 指揮す るの 力 減 弱 

し随 に佾 進した る體溫 忽ち 減退し 身體 寒冷 

と爲 るへ し 

故に 孰れの 點 ょり® 察する も 酒の 人身に 有害無益 

の爵 物た る や 明な 〇 吾人 國民は 將來の 良民 A 爲る 

へき 未成年 渚に 對して 最愛なる 親權を 施行し 之を 

監督 養成す へき 大 責任を 負攒 すれは 法律に 依り 未 

成年者 S 飲酒を® 締るは 決して 干 捗に 過く る もの 

に 非 さるな 〇 偶々 本案 ® 行の 闲腿 を說く 者 ある も 

其の 闲難は 撖〇 本案の みに 限らる へきに 非す 若 之 

を 口 1? として 本案の 歷羝を 唱ふろ 者 あらは 是れ强 

竊盗盡 きさる の 故を 以て 之を 自由に 放任す へしと 

說き 其収締 の 全 ig を 主張す る 者と 何 そ 擦 ふ 所 あら 

む 是れ 其の 制定の 必要を 認め 本案を 提出す る 所以 

なり 

搲逸枭 帝 陛下の 禁酒 御 演說の 全文 

抝 逸 泉 帝陴下 か 明治 四十 三 年 十一月 二十 一 

日搁逸 國 「ミ ユ— フィック」 海軍 兵 學校生 

徒に 對し蔡 酒 御 演說の 金 文 左の 如し 

朕け此の序を以つて撖逸一民に對し朕か深く 

懸念す ると ころの 一事を 婷吿 せむ と 欲す 即ち 

肷酒の 間題是 なり 朕 li 欣 酒を 嗒好 する は 古來 

我 か國 民の 習 ti なる 事を 熟知す 然れ とも 自今 

我等 It 人事の 凡ての 場合に 於て 克己 制欲して 

此の 惡習慣 よ〇脫 却せ さるへから す 想 ふに 朕 

か 統治 二十 I  i 年間に 起り たる 犯罪 事件の 十 中 

未成年者 肽 酒 肢締に 關する 法律案 第 1 諮® 


の 九 ia lt 飲酒に 基因す る ものと ® 言す ろ 事を 
得るな り 蓋 往時 ほ 藻 飲を 以て 靑 年の 能事の 如 
く 思惟した る 時代 も ありき 而して 朕 か 一少壯 
士官たり 一 頃 之に 關係 せす と雖其 の例證 を 見 
聞した る 事少か ら さりき 然れ とも 是等は 三十 
年賊爭 時代には 適した る 過去の 思想に して 現 
代に 不適 當なる 事と 知ら さるへから す 此の 他 
飲捫の 結 架 如何に 就て は 敢て 朕の 辯說 を耍せ 
さる か 故に！ E く 措て 論せ す玆に 先つ 諸子 か將 
来の 職務 上に 關し 諸子の 注意を 促す もの あり 
开は 諸子 か 他日 軍艦 生活を 爲 すに 當り諸 子は 
眹か海 軍は 勇壯 無比の 任務を 要する の 程度に 
達し たれは 平時に 充分の 氣力 を營 養して 緩急 
の 場合に 應せ さるへから さるを 發見 すへ し 抑 
將來の 海戰は 健全なる 神 經を獎 す 之を 換言す 
れ ほ 海峨の 勝敗を 決する 者は 神經な り 然るに 
飮酒は 此の 神經 を遲鈍 ならしめ 而して 之に 危 
害を 加 ふるものな 〇 又 諸子は 他日 射的 船に 對 
する S3 今の 砲術 練習を 目繫 する に 當〇如 何に 
强妞な る 神經と 冷靜な る 頭脳と を 要する かを 
發見 すへ L 即ち 「アル n 丨 ル」 を 最も 少く飮 
用す る 國民か 常に 勝利者た るを 知る へし 是れ 
即ち 朕 か諾 子に ®! £吿 する 所以に して 又 諸子を 
通して 艦 M に 好 横 蹄を 與へむ と 欲するな り 就 
ては 朕 か 諸子に 希 璉する 所の 者は 諸子 か 今後 
在校 中と 乘 艦 中と 將た又 普通 交際場裏と に拘 
らす 如何なる 時 如何なる 場處に 在りても 飲酒 
を 目して 諸子 か 特權の 一なる か 如く 思惟す へ 
からさる 是れな り 

近時 我 か國 にあり て も 美風 集會所 赤十字 同盟 

會等 の禁泗 矯風 團體 設立せられ て 旣に幾 多の 

士官と 數百の 兵卒とは 之に 入會 したり 朕は 諸 

子 も 亦 之に 加盟せられ. て 自他 禁酒 矯風の 實を 

擧け られむ 事を 切 ii す 現に 英國の 海軍の 如き 

は 巳に 三 萬 の將 卒か 此の 種の 團體に 加入せ る 

事に 諸子の ffi 意を 要するな り 

朵 れ實に 朕 か 海軍 及 朕か國 民に 對する 一大 問 

題な 〇 若 諸子の 首唱に 由り て 艦 員 か 凡て 禁酒 

の 人と爲 り而 して 他日 彼等 退役の 後斯の 主義 

を 全國 到る 鹿に ffii 播する に 及 (3: は 其の 時 こそ 

眹は 道德崇 高に して 身體 煺 全 加 ふるに 知識 明 

晰なる 臣民を 得へ きな れ 


請 ふ 諸子よ 朕を して 卿 等と 共に 此の 事業に 從 
はしめ よ (帝を して 禁酒 會 員の 一たら しめよ 
の 意) 

英國 海軍 禁酒團 の槪况 

英國 第一の 軍港 「ボー ツマ ウス」 には 禁酒 禁煙 
主義を 以て 成立せ る 海 典 休息所なる 者の 外に 
畠 國 海軍 禁酒 國なる 者 有 之 本部を 右の 休息所 
內に 置き 現役 51 備の 大中將 以下 數十 名の 將校 
を 名 # 會員 として 下 士卒の 現に 會員た る 者 三 
萬餘八 あり 先帝 「H ドワー ド」 先々 帝 「 <>• ヰク 
トリ ヤ」 陛下の 如き も大に 同情を 垂れ 給 ひ 度 
度 御 臨幸 も あ 〇 御 下賜 金 も あり 御 肖像 下賜 さ 
へ 有 之 以て 如何に 英國の 上流 社 會か國 力の 要 
素た る 海軍の 禁酒 事業に 重きを 措く かを 見る 
に 足る へく 而 して 又 英國の 海軍 か 其の 「ドレ 
ツ ドノー ト」 外に 別に 雄飛す るの 素地 あるを 
察知す へきな り 

® 英斯の 主義に 注意を 拂ふ 此の 如し 

玆に歐 米べ -fT- 國の 法典 中より 幼 者の 飲酒 禁止に 關 

する條 項を 摘 載し 以て 參稽に 資せむ とす 

〇 「カリ ホル ニア」 州の 法律 
「カリ ホル-ー ア」 州は 千 八 百 九十 一年 一一 i 月 十 | 日 
を 以て 幼 者 飲酒 禁止法を 制定せ 〇 
幼衮飮 酒蔡止 法 

第 一條 滿 十八 年 以下の 幼 者に 酒類を 阪賣し 
又は 給 與 したる 者 並に滿 十八 年 以下の 幼 者 
を來 客と して 出入せ しめたる 飲酒 店 料理店 
等の 店主は 失 行 罪と して 之を 處 分し 二百 11 
以上 六 百圓以 下の 罰金に 處す 
本條の 罰金を 賦納し 得さる 者は 地方 監獄に 
於て 百日 以上の 禁錮に 處す 
第二 條 此の 法律に , a 觸する 法律 規則は 總て 
之を 廢棄す 

第三 條此の 法律は 識 定の當 日よ 〇 有効なる 
ものと す 

0 「メイ リラ ン ド」 州 法律 
酒類 取締法 

第 八十 九條 第一 一項 滿二 十一 年 以下の 幼 者 年 
齡を僞 て 成年者と 稱し 酒類 販賣 者より 酒類 
を 購求した ると きは 該幼 者を 二圓 以上 四十 
圓 以下の M 金に 處し 五日 以上 三十日 以下の 
禁錮に 處す 


同 第三 項滿 二十 一年 以下の 幼 者 S め 酒類 
を 購求した る 者は 四十 圓以上 百圓以 下の 罰 
金に 處し 三十日 以上 九十：！！ 以下の 禁錮に 處 
す 

〇英國 幼 者 酒類 ® 買収 締法 C 明治 三 
十四 年 八月 十七 日 可決〕 

英國 皇帝 陛下 ほ 貴族院 及 衆議院の 協賛を 經たる 
幼 者 酒類 賣買 取締法を 站 BJ し玆に 之を 公布せ し 
む 

第 一條 千 八 百 八十 六 年に發 布せられ たる 幼 
者 酒類 賣買 取締法は 之を 廢棄す 

第二 條 酒類 販資營 業 免許を 有する 者 酒類の 
何たるを 問は す淸を 知て 滿十四 年 以下の 幼 
者に 之を 販賣 若 (3: 交付す ると き 又は 人を し 
て 該幼 者に 販賣 若は 交付せ しむる ときは 四 
十 志 以下の 罰金に 處し再 犯 以上は 五 磅以下 
の 罰金に 61 す 但し 購買者の 住宅 又は 執 業勞 
a 所に 於て 阪 H 若は 交付す る 場合 並に 飼 類 
賣買 G 場所 以外の 地に 於て 消費せられ むか 
爲め 一平 (二百 五十二 匁〕 以上の 分量を 器 
物に 入れ 該器 物に 栓を爲 し 11. 封印して 阪賣 
若は 交付 T る 場合は 此の 限に 在らす 
何人た るを 問は す 酒類を 得へ き 目的を 以て 
酒類 を 販賣 せられ 若は 交付せられ 又は 配賦 
せらる る 場所へ 情を 知て 滿 十四 年 以下の 幼 
者を ffi に S る ことを ^ す 此の 禁を 犯す 者は 
前項の 罰金に 處す但 し阪賣 交付 又は 配賦せ 
らるへ き 酒類 若は 前項の 如く 器物 中に 封印 
せられた る 場合は 此の 限に 在らす 

第三 勝 酒類 阪賣營 業 免許を 有する 者は 酒類 
の 交付者と して 家族、 僕婢 •雇人 等を 使用 
する ことを 得 

第四條 此の 法の 下に 訴訟の 起〇た る 場合に 
於て は 此の 法は 英國に 於て ほ 千 八 百 七十 二 
年より 同 b 十四 年 まて 施行せられ たる 酒類 
兔許條 例、 蘇 格 蘭に 於て は 千 八 百 二 十八 年 
よ 〇 同 九十 七 年 まて 施行せられ たろ 酒類 免 
許條 例、 愛蘭に 於て は 千 八 百 三十 三年より 
千 九 百年 まて 施行せられ たる 酒類 免許 條例 
と 同一の ものと して 解釋せ らるへ きものと 
す 

第 五條 此の 法に 於て 「栓」 と 稲す るは 塞 子 
二三 三  I 丨 


院議 衆 會諾國 帝 回 十四 第 


未成年者飲酒肢褚に閱する法律案第一譖會 
の 種類の 木た ると 其の 他の物 !! t たると を 間 
はす SS て 之を 栓と稱 する ものと す 
葑印と 稱す るは 其の物の 何たるを 問 ほす 之 
を 破 SI せされ は栓を 引拔く 能は さるものを 
云 ふ 

第六條 此の 法を 稱 して 千 九 百 一年の 幼 者 酒 
類迓買 取締法と 云 ふ 

第 七條 此の 法は 千 九 百 二 年 一月 一日よ 〇 施 
行す 

英國幼 者 酒類 Ef 買 禁止法 案の 提出 
英國衆 穀院 議員 「クロム ビ 1J 氏より 同院に 
提出せ ろ 幼 者 酒類 贾 買 禁止法 案は 千 九 百 一年 
二月 十九 日を 以て 同院の P 事 日程に 上り 同 三 
月 二十日 其の 第 5 會け 開かれたり 
是 より 先き 同 法案は 「サ ー、 ジョセフ、 リー 

ス」 氏より 議院に 提出す へき 箬にて 氏は 多年 

衆議院議員 として _ 場の 經驗に 富みた る 老練 

家なる か 故に 議院 內 外の 禁酒 主義者 it 深く 氏 

に 望を 51 し 氏 も 亦 法案 提出の 件に 付大に 斡旋 

する 所 ありし か 不幸に して 病に 罹り 到底 同 案 

提 3 の 如き 重大なる 責任を 負擔 すへから さる 

もの あり 依て 氏は 後繼 者と して r クロム ビー 

J 氏を 推薦し 同 主義者 も 亦 一般に 之に 同意を 

表せる を 以て 氏は 即ち 「クロム ビ 1J 氏に 後 

事を 託し 政界の 煩悶を 避け© く 閑地に 靜 養せ 

〇 

「クロム ビ 1J 氏は 新進の 政治家な れとも 其の 

技倆の 非凡なる ほ旣に 世人の 認識せ る 所な れ 

ほ 氏は 翳院內 外の 興 望に 依り ! 1 々禁酒法 案の 

提出者と なり 左記の 諸氏は 賛成者と して 同 法 

案に 異名せ り 

前國務 大臣 「ァスヶ ス」 氏 

「ド ー グラス」 氏 

「ヘン リ I、 フヲ ラ ー J 氏 

r サ ，、エド ヮー ド、 グレ •— 」 氏 

「ハ ーリ ー 」 氏 

「サ I、 ジョセフ、 リース 」 氏 

r サ ー、 ウイリアム* ホ ー. ッウヲ ー ス 」 氏 

r トリ トン j 氏 

r 文 1、 ト ー マス」 氏 

「ウイリアム、 ジョンストン 」 氏 

「ピ ー ル'」 氏 


一千 九 百 一年 三月 二十日 午後 零時を 以て 禁酒 
法案 s 第一讀 會は 開かれたり、 此日® e 席は 
開會前 旣に滿 員し 近年 稀な ろ 盛况 を呈 したり 
しか 原案 提出者 「ク .ロム ビ 1J 氏 ほ 滿堂 喝采 
拍手の 裡に 起立して 左の 如く 演說 せり 
「クロム ビ 1J 氏滿 堂の 諸君よ、 余は 原案 提 
出の 榮# を 得た る ことを 諸君に 感謝す ると 同 
時に 豫め 諸君に 懇望す へき 一事 か ある、 其れ 
は 外の 事て はない 元來此 の 原案 提出者 (5: 知名 
の 人物て ない (「謙遜々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 
提出者 か 有名の 人士て ない * i らと云 ふて 併て 
原案 其 物を 輕く 見られぬ 樣豫め 希望す、 扭 て 
是よ〇 本 法律案に 就き 鄙見を 開陳せ んに 抑々 
本案は 三 個の 性格を 具備して 居る、 則ち 第一 
に 本案は 雜派 問題に 非 さる こと (拍手喝采) 
第二に 本案は 時勢の 必要に 適合して 居る こと 
第三に 本案は 禁酒 主義を 溫 和に 應用 せる もの 
なること* 此の 三 個て あるか 溫和な る 禁酒 主 
義に對 して 本院 中 何人も 反對は あらさる へし 
否な 溫和な る 禁酒 主義は 滿堂 諸君 c 賴迎せ ら 
るる 所な らん C ひや 回顧す るに 禁酒 主 
義 者と 其の 反對 者は 近年 まて 相 共に 極端に 走 
て 氷炭 相 容れす 前者は 法律を 以て 一國の 酒類 
を 全滅し 根絕せ よと 說き後 若は 酒類の S 買の 
こと 並に 之を 飲む とか 飲まぬ とか 云 ふ_な こ 
とは 一切 法律を 以て 干渉す へからす と 論し 雙 
方 共實に 非常の 極端 主義を 固執したり しか 爾 
来世の 風潮 全く 一變 して 復た斯 る 極端 主義を 
主張す る ことを 止め 雙方 共に 中正 隱 和の 意見 
に 依て 酒類 問題を 解釋 する に 至れり 余輩は 國 

家の 爲之 を視せ さるを 得す (ひやく〕、 今 

や 酒類 問題は 抽象的 討論 問題の 範園 を脫 して 

具 體的實 行 問題と なり、 倫理菹 德 問題の 域よ 

り 進みて 國家牛 ：存 問題と なれ O  r 喝采 拍手) 

然り 酒類 問題は 國 家の 生存に 大關 係を 有する 

實 _ 題な り、 請 ふ 試に 世界 進化の 大勢を 見 

よ、 列國 間に 於け る 生存 競爭は 年 一年に 激烈 

の 度を 加 ふるに あらす や， 此の 激烈なる 競 爭 

場裡に 立て 挺 勝の 位置を 占む る 者は 必す心 

身の 强健な る國 民なる へく  •劣敗の 悲境に 落 

入る 者は體 格の 軟弱なる 人民なら む是れ 明々 

白々 なる 自然の 敷に して 而 して 酒は 人の 體格 


を戟 弱なら しむろ 諸 原因 中 S に 其の 絕大な る 
ものに 非す や C 大 喝采) 果して 然らは 酒類 害 
毒の 莛延 V.. 防禦せ むか 爲 ffl 當の肢 締を爲 すは 
國家 當然の 義 独 なる へし (大 喝采) 夫れ然 〇 
酒類の 害毒は 之を 防止せ さるへから す、 但し 
現代人 民 it 飮酒に 由て 生す る 所の 細大な 弊害 
は嚴 重なる 取締に 依て 一切 之を 掃 m し 得へ き 
か 之は 一の 疑問て ある、 激烈 嚴密 〇 法律を 設 
て 之を 励行す ると きは 現代 國民欧 酒の 弊害を 
悉く 除却す る ことを 得へ き や 否、 之は 疑問て 
ある、 而して 余は 今玆に 之 か 解 釋を 試みさる 
へし、余は過去現在の國民に就ては玆に喋々 
せ さるへ し、 然〇 と雖 將來は 吾人の 眼前に 在 
り 今の 幼 者は 將 來の國 民な 〇、 此の將 來の S 
民は 今日に 比し 數層 激甚なる 世界 列國 生存 競 
爭場裡 に 立たん とする 者なる か 故に 彼等の 心 
身を 强煺な らしむ るは 彼等の 父母た る 吾人 人 
民の 一大 責任に 非す や (喝采 拍手〕 次代 國民 
の體格 を 完全に 發育せ しむる は 當代の 國民た 
る 吾人の 一大 義務に 非す や (喝采 拍手〕 果し 
て然〇 とせは 吾人は 酒類 害毒の 幼 者に 傳染す 
るを fi 防せ さるへから す、 是れ 余輩 同志 者 か 
本案を 提出して 諸君の 賛同を 求む る 所以な り 
(拍手 大喝 采 T 而 して 酒類に 關 する 現 時の 狀 
態は 如何、 彼の 飮 酒店 及 酒類 販賣 店の 形 祝は 
如何、 余 固より 是 等の煢 業 其の物を 非難す る 
にあら す、 亦 店主 其の 人を 責む るに 非す、 是 
等の營 業者 中には 寧ろ® 敬す へき 人 も 少な か 
らす 、然れ とも 次代の 國民 として 國 家を 負擔 
すへ き 少年 子弟 か是 等の 1- 業 店に tl.l 入す る こ 
とに 關 しては 余輩 絕舞 的に 反對せ さるを 得す 
C ひや  <〕 、精確なる 統計に よれ ほ是等 酒店 
に 往来す る 者の 中に て 少なくも 其の 一割 四 分 
は 幼 者に して 是 等の 幼 者は 其の 初めは 父兄の 
爲めに 酒を 買 ふに 過き さるに もせよ ® 々 酒店 
に 出入す るに 從ひ幼 者 自ら 飲酒の 惡 習に 感染 
する ことなき を 保し 難し、 否な 酒 氣を帶 ひた 
る 少年を は 吾人は 途上に 於て 往々 目撃す る こ 
と あり、 尤も 從來の 法律 も 幼 者の 飲酒を 禁止 
せ さるに 非す 即ち 酒類の 營 業者 ! t 其の 販 賢の 
場所に て 飲用 せらる る ものと 知りた る 以上は 
幼 者に 賣渡す ことを 禁止せられ、 酒に 醉ふた 


二三 四 

る 幼 者 ! i 转 KJ TS- に K て拘 留 0 刑に :>: 5せらる、 
去れと 此 〇 現行法に 1¢ 地恪 w o ;y 用を なさ さ 
ると 云 ふ 其の 次第 i: 成る ほと、 •  4. u c') q Ff に 
於て 幼 者は 飲 W する こと々 得されと も 其 C£? 
所以 外の 地なら は 幼 者は 現行法 〇 下にて 自 :;1 
に 酒を 飲み 得るな 〇、 又 酒に 醉ふた る 少年 li 
現行法にょり拘留の處分を受くるとは之じ品 
酊せる 少年 か镫 察官に 反抗して 其の 命に 服せ 
さる 等の 如 ? 合に 限られた るに 似たり に 
余は 現行法を 評して 同 法 It 幼 者の aK .-a を 制止 
すへき効力を有せさるも 〇 と领言するを你ら 
す、是ょ0先き政府は幼者饮汹弊否の !?( く大 
ならむ とする を 見て 即ち 調整® A を 任命し 少 
年に 酒を迓 る 事に S8 て 生す る 所の 哗笛の 度 如 
何を 審査せ しめたる に 其の審 赉の 結果は 幼 利 
に 酒を 賣る事 0 大害ぁ ろ 事 15 を 充分に ? i? 明せ 
り、 但し 二 十餘 名の 委 M は H & C 間 多少 ; i vit; 
を 異にして 其の 調査 報吿書 も多數 者の % ;• >' , -< 
少數 者の 意見なる 二 種に 分れ 即ち 多數 者は 酒 
を 幼 者に S る 者と 酒 買 ひ 1.- 幼 者を m る 父母と 
を 併せて 罰すへ しと 報吿 し少數 者は 酒を 幼 者 
に H る 者の み ffj すへ しと 報吿せ 〇 •少® 者 IX 
更に 附記して 日く 法 ¢4; は 興 論に 適合せ さるへ 
からす 而して 幼 者に 酒を 買は しめたる 父母を 
罰する は 興 論の S 成す る 所に 非す 故に (II を U 
りたる 者の みを 剖 すれは 足れり と、 去れは 父 
母を 罰すへ き や 否の 件に 付て は 多數 少數二 派 
の 調査 委員 其の 說を捉 にす ると雖 酒類を ^ 〇 
たる 者を 罰する の 件に 關 しては r 一派其 の r- iil 
を 同 ふして 而して 亦 ® に 其 國興論 の資 成す る 
所な 〇 此の 故に 余輩 同志 者の 提 m せる 本案は 
全_ 輿論の 後援を 得 . r-l. 政府の 質 助を 得た る も 
のと 云 ふへ し 何とな れは 調査 委 M は 政府の 代 
表 者に して 而して 本案は 同 委 M 金 部の 意見に 
符合 すれは なり 、 .PL 又 本案 か 本院に 提出せ ら 
れて ょり 以来 或は 個人の 資格を 以て 或は 團體 
資格を 以て 本院に 宛てた る 哀訴 願 ffl 並に 谷 誘 
員に 宛てた る勸 吿狀は 其の 數资に 幾千 萬 101 な 
るを 知る へからす 而 して 其の 大部分は 本案の 
通過を 懇請す る 者に 在ら さるは 無し 亦 以て 本 
案 か 輿論を 代表せ るの 明證な らむ (大喝 采) 
若 夫れ 本案の 各條 項に 至りて は 其の 字句 中 多 
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少の 修正を 嬰す る もの あるへ し 本案の 提出者 
は 一字一句の 修正を も 施す へから さる 議案と 
して 之を 本院に 提供せ るには 非す 即ち 幼 者に 
酒類シ 賣る ことを 禁止せ むと する を 以て 本案 
の 目的と なす (ひや'^〕 此の 目的を 達する 
ことを 得は 即ち 足れり、 仰き 願く は 本案を し 
て 此の 目的を 貫徹せ しめよ (拍手 大喝 采) 
「クロム ビー J 氏の演 說は 之に て 終了し 夫れ よ 
り 討論に 入る 

「ホ ープ ゥヲー KJ 氏 (保守 黨 議員) 余は 本案 
を寶 成す、 法案に 對 して 熟 心なる 同淸を 表す 
「ゼ ーム ソン」 氏 余は 本案に 反對 なり* 併し 
酒屋と 何 か 關係か あるから 反對 すと 看做され 
ては 迷惑な り、 余は 飲酒 店には 何等の 關係を 

有せす (此のと き 「ジョンストン」 氏 ® 合より 

皮肉 〇 質問を 試み 「火酒 釀造 所」 にも 關係な き 

やと 尋ねたり、 之には 「ゼ ーム ソン」 氏 頗る 閉 

口したり と 云 ふ、 其の 譯は 氏は 「ダブリン」 

市に 於け る 有名なる 火酒 釀造 所の 大株 主な れ 

ばな り) 余は 決 L て 自から 爲 めに する 所 あつ 

て 匣 對す る_ ては ない、 本案は 結構な 者て あ 

るか も 知らぬ か 併し 本案に 由て 却て 祕密に 酒 

を欣 む (K5 害が％ 長 L よぅと 思は れる 

「タリ—」 氏 余 も 亦 本案に 反對 す、 尤も 余は 

幼 者の 飲 泗する ことを 大に嫌 惡すれ とも 併し 

法律の 力に te て 此の 弊害を 制止す る こと ii 到 

底 出来まい と 思 ふ， 是れ余 か 本案に ) 2; 對する 

所以て ある 

「ル— ヵス」 氏 本案に 反對 

「トム キン ソン」 氏 本案に S 成 

r フ d 丨ヮ IJ 氏 本案に 賛成 

「ラー ショー ネシー 」 氏 本案に 賛成 (同氏は 

愛蘭よ 〇選 出せられ たる 少壯 議員に して 熟 心 

なる 燹成演 說を爲 して ^ 堪に 非常の 感動を 與 

へた -=0 

「ミドル モ ーァ」 氏斯る 法案には 反對せ さる 

を 得す、 斯る 法案は 破 壞せ さるへから す 

「ハル デ— ン L. 氏 本案に 寶 成す 而して 余は 本 

案に 對する 政府の 意嚮を 尋問せ むと 欲す 

(此 とき 政府 委員 席に 在りた る內務 次官 「 n 

リング」 氏は 直に 起て 左の 如く 答 辯せ り) 

「コ リング」 氏 C 內務 次官〕 內務 大臣 「リッチ 
未成年 济欣酒 取締に 關する 法律案 第一 Igl 會 


—」 氏 か 所勞の 故を 以て 本日 出席せられ さる 
は 余の 深く 悲む 所で ある •併し 大臣 か 居ら さ 
るに もせょ 余は 大臣に 代り 責任を 以て 答 辯す 
る 事 か 出來る •元来 政府は 本案に 對 して 干渉 
する ことを 欲せす、 本案の 収捨は 全く 之を 謅 
員备目 由 意思に 放任す る ことに 政府は 決定し 
て 居る、 本案に して 第二 讚會を 開く こと、 な 
らは 內務大 U1 は 其の 時 意見を 述へら るゝて あ 
ろぅか 併し 同 大臣は 本案の 幼 者年齡 十六 年を 
改めて 滿 十四 年と なすへ しと豫 て 申て 居られ 
た、 又 本案 第二 條 中に 「情を 知て J なる 文字を 
揃 人す へしと 申して 居られた、 此の 意見には 
余 も 同感で ある' 「 n リング」 氏は 斯く答 辯し 
て演說 の 局を 結 ひたりし か 其の 終局に 當〇て 
暗々 裡に 本案に 對して 同情を 表せ さる かの 如 
き 口調を jl したり) 

「ハ ー コ ー ト」 氏 (自由 黨 前內閣 の內務 大臣〕 
唯今 內務 次官は 其の 答 辯の 結末に 於て 酒類 間 
題に 關し 法律に 依て 幼 者を 制裁す る li 不都合 
て あるかの 如き 口調を 漏され たる か 併し 若 之 
を 不郝 合な りと すれ li 普通 敎育問 題に 關し法 
律 に & て 幼 者の 就學を 制裁す る 事 も 亦 不都合 
と 云は ねは ならぬ、 法律に te り 幼 者の 就學を 
督促す るは 何人も 是認す る 所なる と共に 法律 
に 0C て 幼 者の 飲酒を 制止す る こと も 亦 之を 是 
認す へき 害で ある， 故に 余は 政府 か 本案に 對 
して 出來得 る 限り 便益を 與へ 以て 本案の 成立 
を 賛助せ むこと を 希望す •又 余は 本案を 法律 
調査 委員 ir に 付託せ むこと を 希望す、 何とな 
れは 本案を 金 院娶員 會の議 に 付す ると きは 本 

案は 恐らく 破碎 すへ けれは なり 

「パ ートレ ー」 氏 c 倫敦 市の 選出 議員) 余は 大 

に 本案に 反對 す、 余は 本案の 破滅を 熟 望す 

「サンド— ソン」 氏 余は 本案に 大寶 成な 〇 余 

の 選出 地なる 愛 M の 人民は 其の 政 派 宗派 及 階 

級の 何々 たるを 間は す國民 一般に 本案に 對 L 

て 深® なる 同情を 表し 本案の 通過を 熟 ! S せり 

C 拍手喝采〕 本案を して 當期 11 會を 通過せ しむ 

る li 全く 政府の 責任に 屬す而 して 余は 此の 責 

任を i 兀 ふせむ ことを 政府に fsl て 懇望す る 者な 

り (滿 «4 拍手 大喝 采〕 

(「サンド— ソン J 氏の 演說を ro たるは 午後 


五 時 過な りし か ® i て 原案 提出者なる 「クロン 
ビ I  J 氏より 討論 終結の 動_ を 提出せ り) 

〇 討論 終結 

議長 只今 「ク 11 ンビ ー」 氏の 提出せ る 討論 終 
結の 動議に 就き 探 決すへ し 
討論 終結を 可とする 者  四百 〇七人 
討論 終結を 非と する 者  三十 一人 
討論は 兹に 全く 終結せ り 
〇採決 

識 長 次に 第二 讀會を 開く 可き や 否やに 付き 
採決す へし、 之れ を 開く を 0J とする 者は 則ち 
「可 J と 云 ひ 之を 開く を 否と する 者は 則ち 「否」 
と 云 ふへ し 

「可」 と 云 ふ 者  三百 七十 二 八 
「否」 と 云 ふ 者  五十 四 人 
依て 本案は 非常の 大多數 を 以て 第二 讀會を 開 
くこと に 確定せられ たり 
是れ よ〇先 き 議長 か 第二 讀會を 「可」 とする 
者 過半數 なりと 宣告す る や 本案の 反對 者なる 
「ゼ ー ムソン J タリ ー」 の 諸氏より 異議を 提出 
して 「否」 とする 者多數 なりと 主張し 之れ か爲 
め 議場は 一時 混 雜を極 めた るか 諮 長 か 最後に 
「可」 「否」 阑派 議員に 起立を 命し 衆議院 書記官 
をして 其の 頭數を 精算せ しむる に 及 ひ 前記の 
如き 結果を 得た るな 〇 

次に 「ク 〇 ムビ ー 」 氏よ 〇 本案を 法律 調査 委員 
に 付託す へしとの 動議を 提出し 全院 委員 會の 
議に 本案を 付す る ことの 不可なる 理由を 簡明 
に演說 したりし か、 時 恰も 閉場 時刻に 接近せ 
るを 以て 當 日は 之に て 閉場せられ たり 
又 右の 「可」 三百 七十 二人と 「否 J 五十 四 人を 政 
黨に 類別 すれは 左の 如し 
「可」 三百 七十 二 人 

f 自由 黨出席 

S— 

此の 內譯 保守 黨 


「否」 五十 四 人 

保守 黨  四十 三人 
統一 黨  三 < 

國民黨  十 入 

但し 自由 黨の 出席 議員 中 r 否」 に 賛成した る 者 
は 一人 も 無く  •則ち 自由 黨員は 全部 擧て 禁酒 
法案の 賛成 奔な りと 知る へし 
又 右 表 中の 統一 黨に 「チヤ ムバレ ン 」 氏 「デポ 
ンシ ヤィア j 公 等と 共に 曾て 自由 黨 ょり 分離 
せる 一派に して 國民黨 は 則ち 愛顏 ょり 選出せ 
られた る 議員の 團體な り 又 自由 黨の朽 士 にし 
て 前內閣 大臣たり し 「ハ ー n  I 卜」、 「ジ ヨシ、 

モ^-レ—  J、 「バン ナ ー マン」* 「アスケ ス J、 「チ 

ヤー ル、 ジル ク」 等の 諸氏は 當日打 揃 ふて_ 
場に 出席し 熟 心なる 拍手喝采を 以て 禁酒 派の 
演說 を® 迎し B. 採決の 際 「ク a ムビ I」 氏の 動 
議を 賛成せ り、 然るに 本案に 反對 して 第二 讀 
會を 開く を 「否」 とせる 保守 黨員 以下 五十 四 名 
の 議負中 には 知名の 人士 皆無に し 一」 平凡の 議 
員の みなりし は 當 日の 一奇觀 にて ありき 
「ハ ーコ ー ト 」氏は「 クラット ストン」 氏 終身 
の 親友に して 「ダ」 氏と 共に® 場に m 入せ る 
こと 數十 年、 其の 間 「ダ」 氏と 共に 內閣に 列 
せし こと 前後 數 回に 及へ り、 自由 黨中 議院 
の經驗 に 於て 「ハー コ ー ト J 氏の 右に 出つ る 
者な く 氏 It 實に 自由 黛 中 屈指の 老政治家な 
るか 禁酒法 案 第一 讀會の 終了せ る 後 或る人 
に 語て 日く 「ク 〇 ムビー J 氏の 演說け 余 か 議 
院に 於て 多年 聽聞せ る 演說屮 最も 善美なる 
もの、 一な りと •以て 「クロム ビ ー」 氏演說 
の價 値を 察する に 足らむ 
英國諸 領地の 酒類 阪賣に 關し幼 者に 酒類を 販賣 
する 者を M する 法律は 大同小異なる を 以て 玆に 
之を 概括して 幼 者の 年齡と 罰金の 額の みを 略記 
すれは 左の 如し 


一 國民黨 


1  ニノ 

五十 三人 


シァ」 Is ll ,? 土 年 以下 
t B 金1 A  T ■邦 

r  ノース 、ウ h スト、 テリ トリ—」 に 於て は 幼 者年齡 十八 年 以下、 初犯 罰金 一一 十五 弗 •罰金を 納付 
し 得さる とき 禁錮 一箇月 •再犯 罰金 五十 弗* 免許 狀沒收 罰金を 納付し 得さる ときは 禁錮 二 箇月 

ヲー {幼 者 年齡二 十一 年 以下 
ヲ」 一 罰金 十 弗 以上 五十 弗 以下 


/  •ハ スス 


「オ  ン 


二三 五 


百 四十 七 人 

百 三十！ 一人 
四十 二人 
五十 三人 
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ア  ド  h 

ししし 

罰 幼 罰 幼 罰 幼 
金 者 金 者 金 界 
二 年 十 年 五 年 
磅濰 磅讁 磅讀 
以十 以十 以十 
上 六 下 六 下 二 
十 年 1年 年 
mi 再以 以 
以下 犯 下 下 
下以 
上 
は 

罰 

金 


磅 

以 

下 


一 未成年者 

」岛  一3金十弗、酒類販賣贷菜六箇月2:止、再犯は罰金二十弗，酒類阪 ® 
クフ 〔未成年者 

ク」 U UIJ 金 二 弗、 罰金を 納付し 得され |± 禁 鐵二 週間 

ス 幼 者年齡 十五 年 以下 
ク 」 \罰 金 十留 、再犯 以上は 罰金 二十 留 

こ { 1| ?麵顆年 以下 


1 7* リンス、 エド ヮ 1 ド 
r ク  ィべッ 
「セ  ー  チル 
r タ  ス  マ  ニ 

r トリ-- ダツ 
r ター クス、 アイ ラン 
「ヴ イク トリ 


前記 法律の 統計 英國諸 領地に 於て 幼 者に 酒 

類を 販饺 する 事を 禁 Jh する 諸 州は 約 三十 箇 

にして 此の 內幼 者の 年齡を 十六 年 以下に 定 

むるもの十二箇，十五年以下六简、十八年 

以下 三®  •未成年者 三®、 二十 一年 以下 十 

四 年 以下 十二 年 以下 谷 二 箇宛な り 又 罰金は 

平均 五 磅 乃至 十磅な り 

米國 未成年者 飮酒 _ 止 法理 由 書 

未成年者の 身體谷 部の 組織は 未た 完成せ さる 

を 以て 之を 老 者に 比すれ は 「アル n 1 ル JS 侵 

害を受くる事一層多大なり其の最患ふへきも 

のは 全國 都 12 俄 萬の 學生か 飲酒の 爲 其の 目的 

たる 學槳を 成す 能は さるに あろ 是 文明 _國 か 

幼容の 飲酒 肢締 に關し 特に 嚴重な る 規定を 設 

くる 所以な り 

酒は 人身の 臟腑を 損傷し 血液を 汚 敗し 腦脑を 

侵害し 神經を 麻痺す 

酒は 疾病© 闲 犯罪 等社會 百害の 最大 原因な り 

酒は 國 家の 資力を 減殺し 國 民の 元 氣を消 耗せ 

しむ 酒の 原 質は 酒精 即ち 「アル コー ル」 な 〇然 

るに 「アル コ— ル」 は 「モルヒネ」 又は 「クロ  ロ 

ホルム」 等に 均しき 壽藥 にして ¥ 門醫家 の 外 

は濫に 之を 使用す へき ものに あらす 

「アル n  I ル」 の 胄に 入る や 胃液 及 唾液を 非常 

に 分泌せ しめて 消化 機の 調和を 破り 且胄液 屮 

消化に 必要な ろ •「ペグ シネ」 の 作用を 妨害 マ 

「アル n 丨 ル」 の 血管に 入る や 血液 中の 酸素を 

想 取し 水分を 減少し 蛋白質を 凝固せ しめ 以て 

rrll 液 S 作用を 失は しむ 


「アル コ ー ル J は 肝 fi 腎臟心 臓 等に 危險な る 脂 
肪變 化を 起し 肺臌を 侵害す 
「アル コ ー ル」 は 神經及 腦髓を 刺激し 殊に 知 翳 
感愦の 司府 たる 後腦 部は 「アル コ ー ル」 の爲損 
傷せ らる 、こと 最大な 〇 
故に 何等の 點 ょり觀 察する も 酒の 人身に 有害 
無益の 毒物た る や 明な り 或は 飲酒家の 肥滿を 
見て 健康の 表顯 なりと 云 ふ 者 あると も事實 は 
正しく 反對 にして 其の 肥蒴は 即ち 不健康の 證 
左な り 蓋し 不一: なる 脂肪の 凝 積す るは 身體に 
害 ありて 益な けれは なり 或は 酒は 體溫 を增進 
すと 云 ふ 者 あると も是亦 誤 11 の 見解な り 酒を 
飮む ときは 其の 刺激に 由り て體 内の 溫度 外部 
に發出 する を 以て 皮 腐の 神 經は體 溫の增 加を 
感 す - i 雖 其の 實 外部の 增加 ほ內 部の 減少に 由 
來す るを 以て 全 體の溫 量は 寧ろ 幾分 か 減退す 
ものと す 或は 又 酒は 勇氣を 鼓舞し 氣 力を 振興 

すと 云 ふ 者 あれと も 其の 鼓舞 振興た る や 恰も 

鞭の 馬に 於け るか 如く 鞭を 加 ふる 憨 々激しけ 

は 馬は 唯た 益々 疲勞 する のみ 

要するに 酒類は 個人 又は 社會を 害する 谷 種の 

毒惡物 中に て 其の 最たる ものな り 故に 國家は 

之を 禁止す へき 義務を 有す 國家旣 に 阿片を 禁 

する 以上は 酒類 亦 固ょり 之を 禁せ さるへから 

す 蓋 酒の 害毒は 阿片に 比すれ は 數 倍 K しき も 

の あれは なり 之を 病患に 喻 ふれは 阿片は 「コ 

レラ」、 r へ スト」 の 如く 酒は 肺病 •黴毒の 

如し 肺病， 徽毒の 害毒は 「コレラ」、 r ベス 

卜」 の 如く 顯著 ならされ とも 其の 陰險頑 强に 


して IID かも 流 毒範® の 廣大な る (£ 「コレラ. I 
「ベスト」 等 〇 遠く 及 ふ 所に あらす 
法 St に 依り 未成年 若の 飲酒を 禁 する if- 聊か 干 
渉に 過る の 嫌な き 段と 疑 as する 者 あれと も 現 
代の 老 者と 現代の 未成年者との 關係は 一家 親 
子の 關係と 毫も 異なるな く 即ち 吾人 國民は 將 
来の 良民と なる へき 未成年者に 對して Km な 
る 親 fi3 を 施行し 之を 監督 萎 成す へき 大 w fl を 
負摒 する ものな 〇 此の 理を 了解 すれ li 前記の 
疑惑は 自から 氷解せ む 或は 又 幼 者 禁酒法 锊行 
の闲 難を 說く者 あれと も 其の 闲難は 櫛り 同 法 
に 限らる へきに 非す 若し 之を 口資 として 同 法 
の 廢 棄を唱 ふる 者 あら ほ 是强 竊盗盡 きさる の 
故を 以て 之を 自由に 放任す へしと 說き K 淫絕 
へさる の 故を 以て 之 か 15 締を全 ：廢す r しと 唱 
ふる 者と 何 そ 摺ふ所 あらむ 
玆に 北米 合 衆國諸 州 C 法典 屮ょリ 幼 者の 飲酒 
取締に 關 する 條項を 摘 載し 以て 參稽に 資せむ 
とす 

「アイ ヲヮ J 州の 法律 

第二 千 四百 三條 父母 又は 後見人 若は 醫 者の 
保證狀 を 有せ さる 幼 者に 酒類を 販賣し 又は 
給與 したる 者は 二百 圆の 罰金に 處す 但し 罰 
金の 一半 ほ 該罪狀 の吿發 者に 賦與し 一半は 
該 罪狀發 生地の 學校 基金 中に 寄贈す へき も 
のとす 

「オレゴン (. 州の 法律 

幼 者に 酒類を 販賣し 又は 給與 したる 者 並に 幼 
者を 出入せ しめたる 飲食店 >  料理 店 等の 店主 
は 百圓 以上 六百圓 以下の 罰金に 處し I 年以內 
の 禁錮に 處す 

右の 場合に 於て は 酒類阪 賣者 又は 店主の 有す 
る營業 兔許狀 は 之を官 廳に沒 收す 
幼 者 年齢を 詐 〇て滿 二十 一年 以上の 成年者と 
稱し 酒類を II 求した ると きは 該幼 者を 五十 M 
以上 三百 圓 以下の 罰金に 處す 

「イリ ノヰス J 州の 法律 
父母 若は 後見人 又は 醫師の 酒類 隣 求 委任 狀を 
有せ さる 幼 者に 酒類を 販賣し 又 (X 給與 したる 
者は 四十 圓 以上 二百 圓 以下の 罰金に 處し 十日 
以上 三十日 以下の 禁錮に 處す 

「ニ ー ハン プシヤ J の 法律 


钦 酒 店 〇 店主 又 if 酒類を 差 出す 蓝 席 C 席 主 等 
は 滿 十六 年 以下の 幼 者を 出入せ しめ 又は 列席 
せし むる ことを 街す 此 〇 尚贝 ; - 7T 反した る 店 
主， 席 生 等 I £ 四十 BI' 以下 C :;-L' 金に fci す 
「フロリダ J 州の 法 fit 

第二 千 六 百 三十 五條 葡萄酒、 裘酒等 苟も 多 
少 〇 酒精を 含有す る ^ 料を 幼若に-: 2 與した 
る 者 ほ 無免許 密钗罪 に 依 り 之を IK 分す 
「アラバマ」 州の 法律 

第 彐 千 五 W 二十 一條 酒類 阪 £3 の 免許を 出 P 
する 渚は 幼 者に ?:' 1 類を 阪 S し 又は 铪 與せさ 
るへ き 旨 を 殿 正に 宣替 したる 锌約 !*? を 常 該 
官廳に 差 出す ことを 要す 
紐 W 州の 法律 

酒税 法 第三 十临矜 社 又は 個人に して 酒類 販 
賣を營 業す る 者は、？ ; 1-1-J 十八 哉 以下の 幼 者に 
酒類を 販迓し 又は 給與 する ことを 得す 
「ミ ゾリ」 州の 法钳 

第三 千九條 父母 或は 監督 漭又ほ 後見 入の l:li 
名せ る 酒類 |'| 求認許 狀を有 せ さる 幼 者に 酒 
類を 販賣し 又は 給與 したる も 〇 は 失 行 罪と 
して 之を 鹿 分し 百 li 以上 四 "El 圓 以下の K 金 
に龌す 

西 「ゥ ヲルジ ニア」 州の 法 ffi 
第 四千 二 百 四十 五條 何人に 限らす 幼 者に 酒 
類を 販 H し 又は 給與 したる 渚は 失 Tf 罪と し 
て 之を 魃分し 二 百圓 以下の 罚金 に處し 三® 
月 以下の 禁錮に fig す 

第 四千 二 西 四十 六條 飲酒 店の资 椠湃 幼若を 
登 店せ しむる とき ほ 失 行 卵と して 之を 龌分 

又 同 州の 酒類収 締法 中に 左の 一節 あり 
酒類 販 K 營業 免許の / .11 願 港に 封し 當該宫 E は 
之に 兔許狀 を 下付す る 前 豫め觀 約 W を笔 出さ 
しむる こと！： V. 要す 

該誓約 書 rl1 には 該 m 願者滿 二十 一年 以下の 幼 
者に 酒類を 販賣し 又は 給與 したる ときは® 金 
七 千 圓を盏 出す へき ことを 記載せ しむる もの 
とす 

又該 誓約書 中に ほ 該出願 者の 阪賣し 又は 給與 
したる 酒類を 飲用した る 者の 醉 狂に 由り 生し 
たる 一切の ffl 害は 該出願 者總て 之を 賠 © すへ 


未成年者 r* 酒 取締に ' |» 'する法律罘第 ~ ;11 0 


二 三 六 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


きこと を 記載せ しむる ものと す 

「ウイスコンシン」 州の 法律 

第 千 五 百 五十 七 條飲 酒店營 業者， 酒類 販賣 
者 其の 他 何人た るを 問は す 幼 者に 酒類を 販 
賣し 又は 之を 給與 したる 者は 十圓 以上 百圓 
以下の til 金に 處し 三十日 以下の 禁錮に 處す 
「ミス シツピ J 州の 法律 
第 千 五 百 九十 四 條幼渚 に 酒類を 販賣 する 者 
•又は 之を 給 與した る 者は 二 百圓以 上！ 一千 圓 
以下の 罰金. に 處し六 筒 月 以下の 禁錮に 處す 
第 千 六 百七條 飲酒 店營榮 者 若し 幼 者を 登 店 
せし むる ときは 四十 圓 以上 一千 圓以 下の 罰 
金に 處し三 箇月 以下の 禁錮に 處す 
第 千 六 百 八條滿 二 十一 歳 以下の 幼 者 其の 年 

齡を詐 りて 成年な 〇 と稱し 飲酒 店に 入りた 

る 場合に 於て 年 齡詐稱 の證據 を 1? 見した る 

ときは 該幼 者を 四十 圓以 下の ^ 命に 處し十 

日 以下の 禁錮に 處す 

「モンタナ」 州の 法律 

第 丑 百 四十 條飲 酒店 又は 酒類を 販賣 する 料 

理 店の營 業者 若し 幼 者を 登 店せ しめたる と 

き li 失 行 罪と して 之を 處 分す 

第五 西 四十 一條 何人に 限らす 幼 者に 酒類を 

販 rf L 又は 給 與せ むと するとき は 其の 父母 

又は 監筲 者の 認可を 受けさる へからす 若し 

其の 認可を 經 丁して 之を 販賣し 又は 給 與し 

たると き It 阪賣者 又は 給與 者は 幼 者の 醉狂 

に 由り て 生した る金錢 上 若は 财產 上等の 損 

害を 賠 似 し f:L 失 行 罪の 處分を 受くへ きもの 

とす 

英國に 於け る 幼 者 酒類 賣買 禁止に 關 

する 實况 

英國 希阐協 會の 運 励 - f 有 K 年 前 即ち 千 八 百 

八十 六 年 五月 十 :- n: 日を 以て 英國 希望 協 會は幼 

者 酒類迓 買 禁止に 關 すろ S 見 醫一百 萬 部を 印 

刷して 之を 全國に 配布し 大に 輿論を 喚起した 

りし か 同®: の 主意は 幼 者を® として 酒類を 購 

求す ると きは 幼 者の 身 6§ 上及嵇 神 上に 間接に 

直接に 非常に 惡影猓 を 及 ほす もの あるか 故に 

幼 者を して 酒類を 購求せ しむる ことは 斷然禁 

止せ さるへから すと 云 ふに 在り 

rn  111 ビール 」 氏の 提出 案 衆議院議員 「n 
朱 成年者 飲酒 取締に 關する 法律案 第一 讀# 


-1 丨ビー ル」 氏は 千 八 百 八十 六 年は 議會に 於 
て 幼 者に 酒類を 賣る ことを 禁止す るの 法案を 
提供せ 〇當時 議院 內 外の 同志 者は 右 法案を 通 
過せ しめん か 爲め大 に 運 励した れ とも 不幸に 
して 議會の 委員 會に 於て 修正せられ た 〇 即ち 
原案に 於て は 酒類® 買の 場所に 於て 該 酒類の 
消费 せらる ると 否と を 問は す 幼 者に 酒類を 賣 
る ことは 一切 之を 禁 IH する の 法案な りしに 修 
正 案は 酒類 賣 買の 場所に 於て 該 酒類の 消費せ 
らる へき 場合に 限り 之を 幼 者に 賣る ことを 禁 
止す る こと、 せる か 故に 幼年は 父兄 等の 爲め 
酒類を 買て 之を 持ち去る ことを 得るな 〇斯る 
不完全の 修正案に ては 固ょり 有志 家の H 的を 
達する ことを 得さる を 以て 禁酒 同盟 锊希望 協 
會其 他の 同志 者は 相 一致して 貴 衆 兩院の 各 議 
員に意見書を浍り「コ-|1ビール」氏の原案 
を 復活せ しめん ことを 請求した れ とも 遺憾な 
から 貴 衆 兩院は 委負會 の 修正案 通 〇 可決せ 〇 
即ち 左の 如し 

酒類 取締法 (修正案〕 千 八 百 八十 六 
年 可決 

酒類 販賣營 業 免許を 有する 者 情を 知て 滿 十三 
年 以下の 幼 者に 酒類を 賣〇 之を 其賣 買の 場所 
に 於て ffi 用 消費せ しむる ときは 二十 志 以下の 
罰金に 處し 再犯 以 K は 四十 志 以下の 罰金に 處 

す 

右の 法® は議會 に 於て 可決せられ たる 後 直 
に 施行せられ たれと も 格別 善良なる 結果を 
奏する ことを 得さ りき 何とな れは該 法律の 
下に 於て 幼 者は 酒を 買 ふたる 場所に て 飲む 

ことを 禁せら る、 に 止り 他へ 携帶 して 行く 

ことは 自由なる か 故. に 幼年 飲酒 禁止の 大目 

的は 斯る不 完全なる 法律に 依って 決して 之 

を 達する ことを 俱 されは なり 

各 團體の 運動 希望 協會 、禁酒 同盟 會 、幼 者 

飲酒 禁止 同盟 會等の 諸團 體は 千 八 百 九十 一年 

十月 更に 一 百 萬 部の 禁酒 意見書を 印刷して 之 

を 金 國に 配布し 酒類の 弊害を 國 民に 知悉せ し 

め 輿論の 力に 依て 前記 「コニ— ビ I ル J 氏の 原 

案を して 翳會を 通過せ しめんと せり 然れ とも 

今回 も 亦 議會に 於て 否決せられ たり 

r ハンデ ル」 氏の 議案 同氏 4 亦 千 八 百 九十 六 


华を 以て 幼 者 飲酒 禁止法 案を 議會に 提出した 
れ とも 是亦 成功せ さりき 
其 後の 形 况是れ ょり 先き 禁酒を 主張す る 谷 
種團體 並に 慈善 有志 家 等は 前記の 如く 數百萬 
部の 意見書 又は 雜 誌を 全國に 頭 布し 或は 演說 
に 講話に 遊說に 百方 手段を ■して 酒類の 弊害 
を 人民に 知らし めた るを 以て 飲酒 上に 於け る 
諸種の 惡 習慣 漸く 改善せ んと する の 狀况を 示 
し 殊に 幼 者を ffi として 酒を 買は しむる の惡習 
著しく 減少し 從 前夜の 十一 時 頃 迄 續々 として 
幼 者が 酒 買 ひに 往來せ る 街衢 も 近來は 晩方ょ 
り 此の 如き 兒 女の 隻影を 見さる に 至れり 又 夜 
間兒 女を® に / 1) すの 結果は 兒女の 朝 寢と爲 〇 
從て铒 朝小學 校へ 出席す る 者の 敷を 減し 此弊 
害は 就中 下層 社會に 於て 茜し かりし も 近来 幼 
者を して 夜間 使 ひせし むる 惡習の 大に減 少せ 
るか 爲め 自然 勤 ® 兒 童の 數に墦 加を 來した り 
一 小 習慣の 改良と 雖も 其成睛 此の 如く 著明な 
るか 故に 若し 吾人の 熟 望す る 如く 幼 者の 飲酒 
を 全く 嚴禁し 幼 者に 酒類を 賣る ことを 禁止す 
るに 於て は 其 功蹟の 偉大なる 12 に 測り 知る へ 
からさる もの あるへ し、 又 前記 諸團 踏を 初め 
有志 諸士は 爾來 「ロンドン」、 「マン チェ スタ 
1」 、 「リバ プ！ ル」、 「ダブリン J 等の 諸 
都會を 中心として 禁酒 運 励を 繼續 しつ、 ある 

を 以て 「コニー ビ — >1. 」 「ハルデン」 諸氏の 

法案は 不幸に して 破れたり と 雖も是 等 i-I 動か 
間接に 直接に 好果を 奏せる こと 尠な しとせ す 
其 他の 運動 谷 寺院， 諸敎會 、市 會 、町會 幼 
者 保 |« 會 ，學務 委員 會等は 一方に 於て 政府 及 
議會に 向て 禁酒 運 励を なすと 同時に 地方に 於 
ては 酒屋 蓮 動を 開始し 全國の 酒類 販賣營 業 免 
許を 有する 者 ^ 訓戒して 幼 者に 酒を 賣るへ か 
らさる 理由を 說 示せ 〇 

禁酒 蓮 動の 反對者 由来 K 業 家と 稱す るの 徒 
は 唯是れ 我田引水 的 私利 我 慾の 輩の み 彼等の 
眼中には 唯 金錢ぁ るの み 彼等は 牽 强附會 の說 
を揑 造して 內務 大臣 及 議會に 宛て 幼 者に 酒類 
を販賣 する も敢て 弊害な き 旨を 具申した れと 
も 固より 一顧の 價 値 ? J: きものと す 
調査 委員 會 禁酒 運動 益々 激甚を 加 ふるに 從 
て 政府 も 之を 默視 する を 得す 即ち 調査 委員 二 


*一~ 四 名を ffi 命して 幼 者に 酒類を 賣る ことに 由 
て 生す る 所の 弊害の 度 如何を 調査せ しむる こ 
とと It なれり 

調査 委員 會の 報 ® 該報告 書は 實に數 千 頁の 
記事よ 〇 成る ものなる か 各 頁 悉く 幼 者に 酒を 
賣 るの 弊害を 證明 する ものに 非 さるは なしと 
云 ふ も敢て 過言に 非す 又 該報 fj は 多數 者の 窻 
見と 少數 者の 意見と 甲乙 二 w よ 〇 成る ものに 
して 二 種 共に 滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒を 賣る 
を 以て 弊害 ある ものと 認定せ 〇 但し 委員 二 十 
四 人の 內四名 丈け は 多數者 及 少數 者の 意見に 
反 對し幼 者に 酒を 賣るも 全く 弊害な しとの 意 
見なり しか 此の 四 名は 即ち 例の 實業 家中より 
潠拔せ られた る 委員 なれは 彼等 か 弊害な しと 
言 ふ も 無理なら さる 次第な 〇 扨 X 右 甲乙 二 種 
の 報吿は 左の 如し 

(甲〕 多數者 報告 

酒類 賣買の 場所に 於て 詫 酒類の 使用 消費せ ら 
る、 と 否と を 問は す滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒 
類を 賣る ことは 一切 之を 禁止す へし 又該 年齢 
の 幼 者を 酒類を 買に 遺り たる 者は 之を 賣〇た 
る 者 2: 同罪に 處す へし 

(乙) 少數者 報告 

酒類 賣 買の 場所に 於て 該 酒の 使用 消費 せらる 
ると 否と を 問は す滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒類 
を賣る ことは 一切 之を 禁止す へし 
即ち 見る へし少 數報齿 者は 幼 者を 酒 買に 遺り 
たる 父兄を は 之を 賣り たる 者と 同 罰に 處 する 
の 意見を 闕 くと 雖も幼 者を して 酒を 買は しむ 
るの 弊害は 少數 者多數 者の 共に 等しく 認定す 
る 所なる を 

法律 改正の 必要 前記 二十 四 名の 調査 委員は 
最も 公平に isl 拔サら れたる 者に して 而かも 其 
報告 右の 如くなる か 故に從 來 の 幼 者 酒類 賣買 
取締法を 改定して 一層 嚴寅 なる 法律を 設 くる 
の 必要は 朝野の 均しく 是誕 する 所と なれり 
英國の 諸 領地に 於け る 法律 幼 者 禁酒 運 励は 
歐洲 大陸 諸國に 於ても 將に 熾ん ならん とす然 
れ とも 外國の 禁酒 形况 記事は 之を 他日に 譲り 
本誌に 於て は 專 ら我英 國に關 する 禁酒 運 励の 
成否 如何を 敍述 せんに 我® 地 及 殖民 池の 現况 
は 左の 如し 

二三 七 
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二三 八 


「アンチ グヮ 」の 法律 

千 八 百 七十 九 年 「アンチ グヮ j に 於て 制定せ ら 
■れ たる 法律 ! i 左の 如し 
酒 ?？ I 販迈の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 
者に 酒類を S りたる ときは 二十 志 以下の rj 金 
に 處し再 犯 以上は 四十 志 以下の 罰金に 處す 
「ベル ムダ」 の 法律 

千 八 百 八十 年 「ペル ムダ」 に 於て 制定せられ た 
る 法律は 左の 如し 

酒類 販迓の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 
者 か飮 用す るを 知て 之に 酒類を M る ことを 得 

前項を 犯した ると きは 二十 磅 以下の 罰金に 處 
し 並に 該罪 犯の 吿發 に關す る 一切の 費用を 該 
犯罪者ょり 徵收 す又洱 犯の 場合に 於て ほ 前記 

罰金 及吿發 入 ® の 外に 酒類 販 H 免許を 彐 箇月 

以內 停止し 三 犯の 場合に 於て は 酒類 販賣營 業 

を 禁止す 

「ヶ ー ブ 、コロ-一 丨 j の 法律 C 千 八 

百 八十 三年 制定) 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十五 年 以下の 幼 

者に 酒類を 阪？ K し 若く は 交付し 又は 飲用せ し 

めた ると きは 十磅 以下の 罰金に 處し 再犯 以上 

は 四十 磅 以下の 罰金に 處す 

「セ ー ロ ン J の 法律 (千 八 百 九十 一 

年 制定〕 

酒類 販 f Ei の 免許を 有する 者 又 ! i 飲食店の 店主 

たる 者滿 十五 年 以下の 幼 者に 酒類を 賣り 之を 

飮用せ しめたる ときは 十留 以下の 罰金に 處し 

再犯 以上 it. 二 十留 以下の 罰金に 處す 

r フヲー クラン ド」 鳥の 法律 (千 八 

百 八十 二 年 制定〕 

酒類 販賣 の兔 許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 

者に 酒類を： 貴り 之を 消費せ し ?(■ ると きは 十 礎 

以下の 罰金に 處し R. 初犯に 於て；； 酒類 販賣の 

免許を 六 筒 月間 停止し 再犯 以上に 於て (T. 該免 

許を 肢 上く へき ものと す又該 免許を 有する 者 

にして 旅 店 飲食店 等の 營 業者なる ときは 再犯 

以上に 於て は該營 業を 二 年 以上 五 年 以下 停止 

何人た るを 問は す 滿 十二 年 以下の 幼啬に 酒類 

を 販寶し 若く は 交付し 之を 持ち去らし めた る 


とき (3: 五磅 以下の 罰金に 處す 

r ガラビ ァ 」 の 法律 (千 八 百 九十 四 
年 制定〕 

酒類 阪質の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 
者に 酒類を 迓〇之 を飮 用せ しめたる ときは 二 
十 志 以下の 罰金に 鹿し 再犯 以上は 四十 志 以下 
の 罰金に 處す 

「ヂ ブロ  I ター 」 の 法律 (千 八 百 八 
十五 年 制定〕 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 兒 
女に 酒類を 賣〇 之を 飲用せ しめたる ときは 二 
十五 「ベ セ タ 」 以下の 罰金に 處し 再犯に 於て は 
五十 「ぺセ タ」 以下の 罰金に 處し三 犯に 於て は 
百 二十 五 「ベ セ タ」 以下の 罰金に 處す 

「グレナダ」 の 法律 (千 八 百 九十 六 
年 制定) 

酒類 販 H の 免許を 有する 者滿 十二 年 以下の 幼 
者に 酒類を 賣り 又は 人を して 賣 らしめ たると 
きは 五十 磅の 罰金に 處す 

人 島の 法律 (千 八 百 九十 七 年 制定) 
酒類 販賣 S 免許を 有する 者滿 十四 年 以下の 幼 
者に 酒類を 販 H し 若く は 交付し 又 (X. 人を して 
阪賣し 若く ほ 交付せ しめたる ときは 四十 志以 
下の 罰金に 處し 再犯 以上は 五磅 以下の 罰金に 
處す 

「マルタ」 島の 布告 (千 八 百 八十 三 
年發 布〕 

何人に 限らす 滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒類を 販 
賣する ことを 得す 

「マニトバ」 の 法律 (千 八 百 九十 一 
年 制定) 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 

者に 酒類を 供給した ると きは 二十 五 弗 S 罰金 

に處し 他の 命を 受て 酒類 實地 供給した る 者 も 

同罪に 處す 

罰金を 納付し 得さる 場合に 於て は 一箇月の 禁 

錮に處 す 再犯に 於て は 五十 弗の 罰金に 處し之 

を 納付し 得さる 場合 1. 於て は 二 箇月の 禁錮に 

處し 酒類 販賣の 免許を 沒收す 

海峡 殖民 地の 法律 (千 八 百 七十 八 

年 制定〕 

何人た るを 問は す滿 十五 年 以下の 幼 者に 酒類 


を賣〇之を飲用せしめたるも 〇 は十留の罚金 
に處し 再犯 以上に 於て ! 3: 二十 留の罰 金に 處す 
r ナタル j の 法律 (千 八 百 九十 六 年 
制定) 

酒類 小 a 管 業 免 rf を 有する 者滿 十五 年 以下の 
幼 者に 酒類を 賣ると き ほ 二十 磅以 下 CJ 罰金に 
處す 罰金を 納付し 得さる 場合に 於て は 三 fsi 月 
以内の 禁錮に 鹿す 

「ニ ユ ー、 ブラン スウ ィツ ク」 の 法 

律 (千 八 百 九十 六 年 制定〕 

酒類 販窗の 免許を 有する 者 未成年者に 酒類を 
販 K し 若しくは 給與 するとき は 十 弗 以下の 罰 
金に 處し 再犯 以上は 二十 弗 以下の 罰金に 處す 
C 他の 命を 受けて 酒類を 實地 販賣し 若く ! t 給 
與 せる 者 も 亦 同 罰に 處す〕 

「ニ ユ ー 、 フヲ'  — ン ドラン ド」 の ^ 

律 (千 八 百 九十 五 年 制定) 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十八 年 以下の 少 
年に 酒類を 阪賣し 若く ほ 交付す ると きは 五十 
弗 以下の 罰金に 處す 

「ニ ユ ー、 サウス、 ウエ ー ルス」 の 

法律 (千 八 百 九十 八 年 制定〕 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 
者に 酒類を 販賣し 若く は 交付して 之を 飲用せ 
しむる ときは 十磅以 下の 罰金に 處し 再犯 以上 
は 四十 磅以 下の 罰金に 處す 他の 命を 受て 酒類 
を實地 販賣し 若く は 交付せ る 者 も 亦 同 罰に 處 

「ニ ユ ー、 ゼ ー ランド」 の法津 (千 
八 百 八十 一年 制定) 

酒類 阪賣の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 
者に 酒類を 供給して 之を 飲用せ しむる ときは 
十磅 以下の 罰金に 處し 他の 命を 受て 酒類を 實 
地 供給せ る 者 も 亦 同 ffj に處す 
初犯に 於て ほ 酒類 販賣免 許を 六 箇月 間 停止 再 
犯 以上に 於て ほ 該免 許を 沒收す 

南部* 洲の 法律 (千 A 百 八十 年 制 
定〕 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十五 年 以下の 兒 
女に 酒類を 賣り 之を 飲用せ しむる ときは 二 十 
五 志 以上 五 礎 以下の 罰金に 處す 

濠洲 「クイ— ンス ランド」 の 法律 ( 


千 八 百 八十 五 年 制定〕 

飲 貧 店 〇 店主 又 li 酒類 小迓營 架 \たる 者滿十 
四 年 以下 C 兒 女に® 類を 販® 供 狯し たると き 
又は 滿 十 / V 年 以下の 兒 女に 酒類を 販迓供 給し 
て 之を 飲用せ しめたる ときは 一磅 以上 五 磅以 
下の S 金に 處し 再犯 以上 ほ 三 磅以上 十 is 以下 
の 罰金に 處し FL つ 罪 犯 吿發 の ? 5 用を 納付せ し 
む 

0 岩 崎® 君 本案は 諮 長の 指名を 以て、 九 名の 委 £1 
に 付託され ん ことを 希望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異 翳は ない 
と 認めます (「なし」 「諉 長」 と 呼 ふ 若 あり) 因て 本 
案は 懿長 指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決します 
0® 松隆慶 君更 めて 預 3? 第二 分科を 開いて 差 支 あ 
るまい と考 へます から、 蕺長 も此上 待てと 云 ふやう 
な ことのない やうに、 委員 諸君 (X どうか 御 出席 あら 
ん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 四、 森林法 屮 改正 法律 | 
案の 第一 讀 ©• を 開きます— 武藤命 吉 君。 

第 四 森林法 中 改正 法律案 (武藤 金吉 君提 
出)  第一 讀會 
森林法 中 改正 法郎案 
森林法 中 左ノ通 改正 ス 

第 七十 二 條ノニ 組合 ノ經费 ハ 定款 ノ定ム ル 所-一 
依リ 組合員 之 ヲ負擔 N、 . 

第 七十 二條ノ 三 組合 ノ經费 ヲ滯納 スル 者 アル® 
合ユ於 テ 組合 長ノ 請求 アル トキ ハ 市町村 ハ 市町 
村税ノ 例-一依 リ之？ 處分ス 此ノ 場合 m 於 テ ハ m 
合 ハ 其 ノ徴收 金額 ノ西分 ノ四ヲ 市町村-- 交付 ス 

へ シ 

前 孭徵 收金ノ 先取峙 ®  ノ 順位 ハ TR 町村、 水利 組 
合 其ノ他 之-一 準 スへキ モノ  ノ徵收 金-一次 クモノ 

トス 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔武藤 金 吉君登 壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇武藤 金吉君 森林法 中の 一部の 改正であります、 

其 要旨は 森林 ffl 合が 組織され て 居ります るが、 森林 
組合の 經 費は 定款の 定 むる 所に 依て 組合員 之を 負 } S 
をす ると 云 ふこと を 明かに する ことが 一つ、 又此經 
費を 滞納す る ものが あつた 場合には、 組合 長の 請求 
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あるとき ほ 市町村 •か 市町村 稅の 例に 0f つて 之を 處分 
をす る， 是が I つであります、 森林 組合 法は 森林の 
S 土 保安の 上から 最も 必要な 仕 HJf でありまして、 現 
行 森林法 屮に森 林 祖合は 此大 切なる ことが 揭げて & 
るので あ. ります、 故に 此 組合 M の 費 M1 の負擔 を 的確 
に定む る こと、 又滯納 をす る ものを 防ぐ と 云 ふの が 
此趣 S- であります、 何卒 極めて 簡明なる 案で ありま 
すから、 御淮議 の 上 滿椹 C 御 協賛を 仰ぎたい ので あ 
〇 ます (拍手 起る〕 

0 岩 崎 勤 君 本案 it 議畏指 名を 以て、 九 名 S 委 M に 
付託せられ ん事 V 留み ます。 

〔「寶 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君 〇 動議に 御 異議な きも 
のと 認めます、 依て 議長 指名 九 名の 委 M に 付託す る 

ことに 決します、 日程 第五、 元 屯田 步兵扶 助に 關す 

る 法律案の 第一 iff # を 開きます — 3{ 武 -« 。 

第五 元 屯田 步兵 扶助に 關する 法律 築 (東 

武君® u'l 〕  第 i ig 會 

元 屯田 步兵 扶助- 1 關スル 法は 妬 

第 一條 明治 二 十五 年 以後 明治 二 十七 年 以前- 1 召 

琛シタ ル 屯田 步 ft -ーシ テ 明治 二 十七 年 勅令 第 九 

十四 號 — 依リ 現役 年限 ヲ 延長 セラ レ タル 者 又 ハ 

明治 二十 三年 勅令 第 百 八十 一號 屯田兵 條例第 四 

滕二依 リ其ノ 兵役 ヲ相緵 シタル 者 及 lit 等 ノ老ノ 

家锊相 緝入ハ 延長 ノ現 役ヲ勁 務シタ ル沏間 -! 相 

當スル 扶助料 ヲ 誧 求 スル n トヲ得 

第 二胳 扶助料 ハ ー人-一 付 一箇月 金 二 圆七 十錢ノ 

制 合- 1 依 ル ー简月 未滿ハ 之 ヲー茼 月卜看 做スー 

戶ノ 人 fl ハ 三人 卜推定 K 但シ 公文！ リ 十六 

歳 以上 六十 歳 未滿ノ 者 = 人 以上 アリ タル コト 明 

カナ ル トキ ハ 其 ノ 人員 二 te ル 

第三 條本 法-一依 リ給 與ヲ受 ケム ト K ル 者：； 本 法 

施行 後一简 年 以内-一 北海 菹廳 長官 ヲ經由 シテ大 

藏 大臣 — 請求 K ヘシ 

請求& |3 -|ハ請求ノ事由ヲ具シ證撺ヮ添付スへシ 

第四條 扶助料 ハ 公債 ヲ以テ 交 給 k ル コト ヲ得 m 

シ五 十 W 未？ 1ノ 金額 ハ 現金 ヲ以テ 支 拂フ ヘシ 

第五 條大闕 大 K  ノ處 分 _ 不服 アル 者 ハ 行政訴訟 

ヲ 提起 スル コト ヲ ^ 

附則 

本 法 施行 ノ沏日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

〔東 武君登 壇〕 


〇 取 武 君 , r/ 時、 餘〇 長い ことは 申し ま U- ぬが、 成 
るべ く簡 m に 要旨を 說明 致します が、 本案を 提出 致 
した 理由は、 北海道に 元 屯田兵と 云 ふ ものが あつた 
のです、 此屯 ra i^ if 法 钳 の根據 は 明治 二 十三 年 改正 
屯田兵條例と沄ふものに據りまして、屯田兵を«驿 
致しまして、 一而に ill 事 上の ra に 供す ると 同時に、 
一方 開發を H 的と したので あります、 其 二 十三 年の 
屯田兵條例に |)| りまして、屯田兵を召募したときは 
現役が 三 筒牢で 、珣備 四® 年 後備が 十三 年と  一 k ふ竭 
定に なつて 居た のであります、 然るに 明治 二十 五 年 
勅令 第 九十 四 號に依 〇 まして、 突然 現役を 七 63 年に 
延長 致した ので ある、 七简 年に 延長して さう して 其 
給與は •屯 al 兵は 三 筒 年の 間は 一人前の 扶助 米と 致 
して 二 斗 二 升 . 7T 合の 給 興を 與へ 、頸 菜 料と して 一箇 
月 四十 五 錢宛與 へる ことにな つて 居る •然るに 突然 
法 W が 改正に なつた 爲めに 七箇年 に 延長して n 一箇年 
の 給 與 しか やらぬ、 で 後との 四箇 年は やらぬ、 さう 
して 現役に 服せ しめた、 さう 云ふ譯 であります、 其 
屯田 1¢ の 中に It 全部では ない のです が、 明治 二十 五 
年に 苽旭 川に 移つ た 四百 名、！ 一十 六 年に 當麻 村に 移 
つたの が 四百 名、 二 十七 年に 江 部 乙 村に 移つた 四百 
名* 此千二 百 名 丈は 金く 給與 に il れて 居る、 それで 
此法律 はどう 云 ふ 風の 經過を 有つ て 居る かと 申し ま 
すと、 非常に 1! い 歴史を 村して 居 〇 ます、 銘 十六 翳 
符以 來此問 題は 踔續 して 居る ので ある •第 十六 _ 會 
に 請願が 111 ま L' て、 此請 願は 通過 致して 居ります， 
第 十八 議會に 內山吉 太と 云 ふ 人が 法律を 制定 致し -C 
法律案を 111 して 當 議院を 通過して 居る* それから 引 
紐き 十八 諮會以 來誚 願を 繼續 して 居つ たので ありま 
すが、 第三 十八 議會 、即ち 一阼 年の 識會に 於て 此請 

願が 出ました 爲め に、 請願 委 M 會は 特に 愼重な る審 

議シな して、 是は如 何にも 氣 .Q 毒で ある、 國家 •か 一 

日 も 捨て置くべき もので ない と 云 ふこと で、 請願 委 

員會 の ! Hf 別委 M 會を 設けまして、 請願 委員 會の 特別 

委 员會 に 於て 政府 委 fl と 幾多の 交渉を 重ねた 上に 於 

て、 唯今 提出 致した る 法案が 制定 致した、 請願 委 M 

會で 制定して 本院へ 出して、 本院は 滿場 一致で 通過 

して 居る-通過して さう して 貴族院へ 廻つ た 所が* 

貴族院 li if 湖 切： 3 の 場合で 遂に 握り® しにな つたと 

云 ふ 事に なつて 居る、 此院蕺 尊重の 上から 申し まし 

て も， 又 本案の 經過は 頗る 重大な 鄭重な 密議を 盡さ 

れてあ 〇 ます、 それで 私共が 何故に 之を 一日 も 早く 


救 濟しな ければ ならぬ かと 申します と， 屯 !]] 兵は 開 
墾拓妞 に從事 致して、 北海道が 二百 萬の 人口を 有し 
さう して 一箇年の 輸出 輸入が 二 億 萬に も 達して 居る 
と 云 ふ 場合に なつた のは、 其 初め 奏蒙荆 棘の 土を 拓 
いて、 一面には 軍事に 貢 殿し、 一面 拓殖に 81 した、 
彼等の 粒々 辛苦の 血液の 結晶で ある* さう して 又 彼 
等は 如何なる 事を した かと 云へ ば 日淸 戰 爭に 於ても 
出征 致して 居り、 n 露戰爭 に 於て は 最も 功勵顯 著で 
あります、 彼の 旅 順攻圍 軍の 如き、 肉 诹を投 ずる や 
うな 非常な 軍事に 貢獻 したと 云 ふ 事は、 是も gf ふべ 
からざる 事實で ある， 然るに 此法律 で 三年と 云 ふ 事 
で 召募して 七箇 年の 現役に 延ばして 四箇 年も铪 與し 
ないで 追 使つて、 さう 云 ふ 幾多の 犧牲 を拂 はしめ て 
居る* 之を 救 濟しな いと 云 ふことは、 非常に 社會問 
題と して 由々 敷き ことで あると 考へて 居る ので ある 
それで 本年は 數億萬 圓阀防 計畫が 立つて 居り 其國防 
計畫 に 對 する佾 税と云 ふ もの も提 tii して ある， 然ろ 
に斯の 如き ものを 救濟 しないで 置いて、 一部 C 非常 
に犧牲 を拂つ たものに 國家は 何等の 救濟 もしない 血 
も淚も 無い と 云 ふ 事に なれば 何人 か軍國 の爲 めに 盡 
す 者が ありませ うか 是は 極く 微細の 事の やうです が 
國 民の 精神 敎 育の 上から —— 思想の 上に 於いても 一 
日 も 捨て置くべき もので ない と 思 ふ， 斯樣な 弱者を 
救濟 すると S ふ 事は 最 t 必耍な 事で あらう と考 へて 
恧 るので あります、 政府は 之に 對し 如何樣 な 所見を 
有して 居る かと 申します と、 此給與 の四简 年間、 其 
當 時の 率に して 直せば 米 價十圓 に 換算 すれば 百 二十 
萬圓 ばか 〇 掛る百 二 十 M 圓を 給す ると 云 ふ 事は 中々 
困 雜で あると 云 ふ 事で、 此請願 委員 會 〇 作つ た 案で 
ほ 四十 八 萬 圓にな つて P;- る、 四十 八萬圓 要求したら 
宜 いと 云 ふ琪 になつて 居る が、 此計算 の 率は 委員 會 
等で 申 上げる 事に 致します が、 政府は 其當 時是は 條 
例の 命ずる 所で あるから、 救濟 する 法律上の 義務が 
無い と 云 ふて 居る、 若し それ •か 無い と 云 ふなら 奈古 
浦 丸な り 其 他日 露戰爭 に 於ても 澤山の ものが 出て 居 
る獨 〇殘 つて 居る の ! t 屯田兵の 給 與間 題であ〇ます 
政府 當局 者は 之 )- 對して 絕對の 反對ほ しない、 氣の 
毒で あると 云 ふ 事は 申して 居る、 さう して 三十 八議 
會に 於て ® 々 政府 it. 、 どの位の 救濟 額を 以て 請求し 
たら 笪 いと 云 ふ 意攒を 有つ て 居る かと 云へ ば、 朵 は 
財政 當局 者の 意見を 聞かなければ ならぬ から、 大藏 
省に 一つ 能く柑 談を しなければ 申 上げる 事は 出 來ぬ 


と 云 ふ、 ことにな つて、 大藏當 局 者と 其 後 相談を した 
結果で 九 萬 七 百 二 十 圓丈は S しませう と、 斯う 云 ふ 
四十 七 萬 圓の屮 で 九 萬 何千 圓丈は 救濟 をし やうと 云 
ふので あるが I 更に 請願 姿 fl 會に 於て は 之を 十八 萬 
圓位 にして、 妥協は 出來な い* たらう かと 云 ふやうな 
ことにな つて、 it- 儘に なつて 此案が 解決が 付かない 
ので あ 〇 まする が、 どうか 諸君に 於 かれましても， 
斯の 如き 問題は 國家 として 一日 も捨 置くべからざる 
も 0 であると 云 ふこと i、 屯田兵が 國家 の爲め に 如 
何に 貢概を したと it ふ 事と-或は 日渍 日 £1 其 他の 戰 
役に 於き まして 多大の 犧牲を 柳つ たと 云 ふ 事と、 又 
同じく 屯田兵には 恩給 令の 改正が ありました けれど 
も是も 恩給の 恩典を 受けて 居らぬ 者 も 多い ので あり 
ます， 昨年 恩給 改正が ありました けれども、 此 恩給 
改正に 於て は、 總て 日勤 下士と 云 ふ 者は 恩給を 受く 
る ことにな つて 居ります けれども、 普通の 屯田兵に. 
は 恩給な どの 恩典 も 受けて 居らぬ ことにな つて 居る 
是も 請願が K 々出て 居る のであります からして、 社 
會問 題の 一つと して 國家が 當然 、此 等の 救 濟す べき 
若は 一 日 も 早く 救濟 して、 さう して 上下 相 一致し、 
さう して 臣民の 義務を _す と 云 ふことの 報 効の 精神 
を盡 すと 云 ふこと に 付て は* 多大の 貢獻と 必要の あ 
る こと、 考へ ます 6 のであります からして、 冀くぱ 
滿場諸 君に 於き ましても、 此 案に 付て 多大の 同情と 
御 賛成を 得て 一日 も ¥ く 御 解決 あらむ ことを 特に 切 
菌し て . lh まぬ 次第であります (拍手 起る) 

0 岩 崎 動 岩 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君。 

〇 岩崎勵 君 本案 It 議長の 指 右を 以て、 九 名の 委員 
に 付託せられ むこと を 望みます。 

〔「賛成々々」 の聲 起る〕 

P 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 沿 r) 動議に 御 異議は ない 
と 認めます、 仍て 本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付託 

する 事に 決しました - 日程 第 六、 東方 調査 局 設置 

■に關 する 建議案、 伊 柬 知 1  m 君。 _ 

第 六朿方 調査 局 設置に 關すろ 連 議案 (伊 
菜 知 也 君 提出) 

東方 調 杏 局設 it に關 する 趙議案 
m 方 調査 局 設置に 關する 建 _ 

诳方の 11 情 調査に 關する 特別機 關を 設け 在 朝 在野 
を 問は す 岡く 其の ? if 情に 精通せ る <士 を 集め 完全 
なる 調査 機關を 設け 以て 我 か國對 東方 政策の 根抵 

二三 九 
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を 確立せ むこと を 望む 
右 建議す 

〔伊東知也君登項〕 

0 伊東 知 也 君 本案 ほ 大正 元年の 議 會以來 、殆ど 毎 
謅會私 は 提出 致して 居ります、 さう して 常に 滿堪一 
致を 以て 通過を して 居ります のです が、 政府 It 歷代 
の 政府 共に 少しも® 地に 之を 行 ふこと ほしない ので 
あり ' S す、 どう 云 ふ 理由 か、 一向 私は 解す る ことが 
出来 ませぬ が、 何 か 政府は 若し 斯う 云 ふ 調査 險關で 
も 設けられる と 云 ふと、 却て 政府に 反 對する 材料を 
蒐集す るぢや ないかと 云 ふや 5 な ® を 抱いて 居 るら 
しいので、 K に 奇怪 千 萬な 話であります、 申す まで 
も ありませ ぬが、 今日は 非常に 大切な 場合で ありま 
して •是非とも 十分の 上に も尙ほ 十分に 東方の 形勢 

を 調苞 して、 我國は 今日ょり 之に 備へて 置く の 必要 

と 云 ふことは 申 上げる まで もない 事であります、 此 

間 私は 支那に 對 する 政策の 質問に 於ても 略 * 述べ 盡 

しました から 重ねて 此處で 其點に 付て 申 上げる 事は 

避けます るが、 政府は 過日の 質問に 對して 、諸君が 

御聽き の 通りの 答 辯 書を 今日 寄越した のであります 

甚だ 矛盾せ る 答 辯であつて、 支那の 內 政には 干與し 

ない が 特別の 事情が あると 云 ふやうな、 殆ど 衝突 矛 

盾の 極を ■した 答 辯 書を 寄越して あります から， 場 

合に 依て 私は 之に 對し ては 再 質問を しなければ なら 

ぬ、 併し 何れにしても 支那の 事情 及び 東洋 全瞠の 形 

勢を 調査す ると 云 ふこと が、 非 ^ な 必耍の ある こと 

は、 賢明なる 諸君に 向つ て 諄し く 申 上げる まで もな 

い、 政府の 方々 であり 或は 議員の 立派な 方々 であつ 

て も、 段祺瑞 が 復辟 運動を したと か、 或は 王 占 元が 

總理 大臣に なつた とか、 或は 梁 士詒と 梁 啓 超と 間違 

へたり • »: に 非常な 滑稽な ことを、 此 度の 議會 中に 於 

て も 耳に して 居る ので ある、 斯 5 云 ふ 工合では 到底 

交 那 S 前途に 對 し、 我 邦國家 興廢の 岐るゝ 際に 當つ 

て 十分の 用意を する 事が 出來 ませぬ のです から、 是 

は 申 上げる まで もない ことです が、 どうぞ 諸君 も 其 

御 稻 りで、 此度は 是非とも 政府を して 此案 を ^ 行せ 

しむる こと、 又滿塲 一致で 通過す る ことに 極つ て 居 

ると 私は 思 ひます る けれども、 是非 政府を して K 行 

せし むる やうに、 諸君は どうぞ 御盡 .力 あらん ことを 

私は 切に 希望す るので あります、 是れ 以上 何も 申述 

ベる ことは ありませ ぬし、 尙又 私は 其 他に 付て は委 

員 ir に 於て 述べ やうと 思 ひます (拍手 起る) 


0 岩 崎 ® 君謖 長。 

0 謎 長 ハ大岡 育造 君) 岩犄動 君。 

0 岩 崎 ® 涪 本案は P. 長 指名 九 名の 委員に 付託 せら 
れんこと を 希望 致します。 

〇葳 長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 謎に 御 異議 ほ 無い 
ものと 認めます、 仍て諉 長 指名 九 名の 委員に 付託す 
る こと !. -1 決します •第 七 輸出 綿織物 檢査所 設置に 關 
する 建議案を 議題と 致します、 隅 田豊吉 君。 

第 七® 出 綿織物 檢査所 設置に 關すろ 建議 
案 (隅 田豊吉 君 外 二 名 提出) 

轍 出 綿織物 檢査所 設置に 關 する 建議案 
轍 出 綿織物 檢査所 設置に 關 する 建議 
歐洲 の 大戰 勃發以 來列國 の il 轍 交通 W 滑を 觖き東 
洋及 南洋 方面の 貿易は 殆と我 か 國に 於て 之を 輸出 
する に 至れり 就中 綿織物は 近来 機業の 發 達 t- 共に 
益 海外の 需要を 激增し 輸出 年額は 挺に 五 千 萬圓を 
超え 轍 出 貿易品 中實に 二 三位を 占む るの 盛况に 達 
せり然 りと雖 我 か 國生產 業者 中往々 商業 道 德の觀 
念を 缺き 粗製濫造の 非難を 惹起す る 者 勘から す 政 
府は 速に 輸出 綿織物 檢査 所を 適當の 地に 設置し 以 
て 其の 粗製濫造を 防遏 すると 同時に 犬に 製品の 改 
善を 圖り 這の 好 市® を 永遠に 失は さら L めむ こと 
を 期す へし 
右 建議す 

〔隅 田 費 吉君登 擅〕 

0 隅田豊 吉君 當建翳 案を 提出 致しました @ 意に 付 
きまして、 少しく 簡單に 申 述べたい と 存じます、 歐 
洲 の大戰 亂 •か 勃發 致しまして から、 我國の 海外 貿易 
の狀態 は 實に 好影響を 蒙つ たのであります 、従前よ 
〇 致しまして 或は 英吉利、 或は 獨逸 •其 他歐 米諸國 

より 致しまして* 印度 海峽楠 民 地-南洋諸島、 或は 

支那， 皱 の 方面に 此 等の 諸國 よりして 輸出せられ て 

居りました る 所の 商品は'  殆ど 交通 杜絶に 近き 海運 

力の 缺乏 と、 更に 交戰谷 國に 於け る 所の 工場 動員、 • 

即ち 各種の 生產品 の 工場は 軍需品の 工場と 變化 致し 

ました -？. が 爲め に、 此等 東洋 及 印度洋 南洋 方面に® 

出す る 所の 商品は 來な くな つたので あります、 爲め 

に此 等の 地方に 於き まして •其 補充を 我國に 仰ぐ と 

云 ふこと にな りました、 隨 て我國 よりして 此 等の 方 

面に 向つ て 新に 販路が 擴 張せられ た 譯 でありまして 

或は 各種の 織物に せよ、 或は 雜貨 にせよ、 其 他 種々 

の 商品は 此 等の 方面に 新 需要 地を 得た 次第で ありま 


す， 其 中に 於き まして 特に 目立つ て佾加 致しました 
のは 餞 物であります、 尙ほ 其筘 物 〇 中に 於き まして 
綿® ■物は 最も％ 加の 顯著な る ものであります ，日本 
全國一 殺を 總計 致して 見ます ると、 頗る 巨額に 相 成 
つて 居ります、 綿織物の 海外に 輪 出す る 所の 總額は 
無魃 一億 £1 以上に 相 成つ て 居る のであります、 小さ 
く是が 例を •取. りまして 私共の 地方た る 和歌 山縣 丈に 
於き ましても、 大正 二 年 即ち 硪 前に 於き まして 海外 
に 轍 出して 居りました る 所の 綿織物は、 僅に 五十 萬 
反 内外で あつたので あります、 所で 昨年 即ち 大正 六 
年に 於け る 所の、 和歌 111 縣 よりして 海外に 輸出した 
所の 綿織物は 四百 萬 反 以上に 相 成つ て 居る ので あり 
ます、 斯の如 く盛况 を來 して 居る と 云 ふことは、 實 
に 帝 國貿县 のために 慶賀に 堪へな い 次第であります 
るが、 諸君、 我國の 商工業者の 通弊と も 云 ふべき 目 
前の 利欲に 眩惑して 、少しく 販路が &り 賣行で も あ 
ると 致します ると、 忽ち 粗製品を 供給 致しまして* 
暴利を 貪らん とする 者が 往 々あるので あります、 又 
約定を して 賣 渡して 置きましても、 少しく 其 約定 當 
時よ 〇價 格で も 騰貴 致します ると 云 ふと、 約定 品の 
引渡を 拒む とか、 又は 粗製品を 渡す とか、 左樣な る 
陋劣なる 商 H 業者' か あるので あります、 之が 爲めに 
折角 得た る 所の 需用 地より して I 得意先よ りして 
どぅも 折角 約束を して 送つ て 貰つ たが、 見本に 相違 
して 居る •實に 粗製品で ある •又 荷 造の 中に 益 荷に 
なつて 居る と 云 ふ、 谷 種の 非難 苦情が 取引先から 起 
つて 居る のであります、 殊に 綿織物に 於て 甚だしい 
ことであります、 是は實 に我國 の貿县 の e めに —— 
貿易 界の 前途の 爲 めに 心細く 寒心すべき こと、 信ず 
る 者であります、 故に 之を 匡正す るに 付きまして は 
是非共 政府は 適當な る 所の、 即ち 綿織物の 多 跫に產 
出し、 而して 之が 取扱の 極めて 便利なる 所 s 適當な 
る 所を 撰 揺せられ まして、 輸出 綿織物の 檢査 所を 設 
置せられ まして、 是等 綿織物 業者の 粗製濫造 品の 輸 
出を 防遏 します ると 同時に、 是 等の 製品の 改善を [1] 
られ まして、 而して 我國 の此戰 局に 際しまして •折 
角 得ました る 所の 得意を 失 ほぬ やぅに、 永遠の 計を 
立つ ると 云 ふことは、 現今 當 面の 問題と して 極めて 
必要な 事と 信ずる 次第であります、 國 立を 以て 檢费 
を 致して 居ります る此 貿易品の 檢査 所は、 神戶 には 
花莛 の檢査 所があります、 又 横濱 には 生絲 檢査 所が 
あります、 神戶の 花莛 檢查 所は 確か 强請 檢査 を 致し 


て 居る と 信じて 居る のであります、 成 濱 の生絲 檢 S 
所は 任 S 檢査 である やぅに 承知 致して 居ります、 併 
ながら 住 S 檢査 であると しましても，； V4 承知 〇 如く 
我國の 輸出 貿易品の 大宗を 占める ftl であります、 故 
に 任® 檢査に 致しましても 之を 3 家が 經资 する 讲が 
相 當 であり ませぅ、 又 私の 今 甜 貉致 して 居ります iit 
綿 趦物の 如きは、 此戰 局の 結果と 致しまして、® め 
て 剷甚の 發達褙 加を 致しました 次第であります •か 故 
に、 是 は 當然强 請 檢査を 致しまして 是等 粗製濫造 品 
の 海外に® 出す る ことを 防遏 すると 云 ふことは、® 
家と し'  て 當然爲 なければ ならぬ 事と 信じます るが 故 
に、 茲に 趄遨 案を 提出 致しました 次第であります、 
惟 ふに 政府 常 局と 致しまして、 本年度 C 浅 3,¢ を 提案 
する に當ら れ まして、 第一 國防 の充 15 と， 第二 產菜 
の 進歩、 之を 娲 大政 綱と して 事由と して 提案せられ 
たる 次第であります、 故に 本 M の此 趄蓀 案を 容 る、 
に吝な らざる ものと 深く 信じて 疑は ない 次第で あリ 
ますが、 願く ぱ滿堪 の 諸君 も 本 M の 此熟烈 なる at 越 
案に 對 しまして 御 賛成 あらむ ことを 切望す る 者で あ 
〇 ます C 拍手 起る〕 

0 岩 崎 SJJ 君 本案 it 議長の 指名を 以て、 九 名の 委員 
に .# 託せられむ ことを 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎の 励議に 御 與蕺が なぃ も 
のと 認めます、 仍て 本案を 馘長 指名 九 名の 委員に 付 
託する ことに 決します、 之を 以て 本日の 日程を 謎 了 
致しました •次會 の 日程は 公報を 以て 御 報吿 申し ま 
す、本日は是にて散會。 

午後 二 時 二十 五分 徵窗 

〇 大正 七 年 二月 i: 日 (木曜日) 

午後 一時 十 - 分 開諾 

議事 日程 第七號 

第 I 酒造 税法 中 改正 法律案 (隨腑 ) 第 I 讀會 

S 議長) 

第二 酒精 及 酒精 含有 飲料 稅法中 改正 法律案 

( 11 ) 第一— ( 81 長) 

第三 麥酒 税法 中 改正 法律案 e 腑) 第 一 讀 © 

1 議長) 

第 四 所得税 法中改 JE 法律案 (龇腑 ) 第 I 讀會 

S 薩長) 

第 S 戰時利 '得 稅 法案 第一 讀會の 續 


院議 衆 會諮國 帝冋 十四 第 


/ 委員長 ノ 
一?^ 4irr  7 

第 六 f 法 中 改正 法律案 s e 第 I 讀— 

&{$吿 ) 

第 -fc * 凉飲 科稅 法案 (触 腑) 第 I 讀 af の * S 

、委^; 長)  $ 辻/ 

第 八 自家用 醬油税 法中改 正 法律案 第 

lls{n)  ffi 

第 九 i 稅法、 中改 i •(撇 _) 第 | 

讀窗の 練 -Ir ^s 長) 

第 十 輸出 葉. 子糖果 原料 砂糖 戻 稅法中 改正 法律 

案 (撇贿) ^ 一讀® の績 ( 11 長) 

第 十 一 箱物：5费税法中改正法 « 案@術)第 

- 讀 會の綾 ( Is 長)  丨 

第 十 11 石油 消費税 法 段 止 法 51 案 (淑腑 ) 第 一 

1 ( 11 長) I、 

第十 = 通行税法廢止法律案 ^ 膽)第一讀® 

の續 8 長) 提 

〇誔長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿を 命じます。 

〔書記 朗_〕 

一議 員より 提出せられ たる 識案 左の 如し 

郡制 中 改正 法律案 

提出者  ® 山 金 太 郎君 

刑法 屮改正 法律案 

提出者  赤 尾彥作 君 

ifl より 提出せられ たる 質問 主意 ！ 8 左の 如し 

言論 .H 由の 妨害 並 人 {1 蹂蝴 に關 する 質 間 主意 書 

提出者 三 木 武吉君  傾 山 勝 太 郎君 

I 提出者より 撒 回した る 質問 主意 書 左の 如し 

日米 協定に 關する 質 間 主意 書 

提出者  神 谷 卓 男 君 

1 ft 族院 より 受領した る 政府 提出 案 左の 如し 

巡査 ^ 守 退 e 料 及 ig 族 扶助料 法 中 改正 法律案 

大正 六 年 勅令 第二 百 二 號 (承諾を 求む る 件〕 

〔左の 報吿は 朗讀を 經 さる も參照 のた め茲 

に揭馘 す〕 

I 去 二日 誘 長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 

登 錄税法 中 改正 法律案 

鸠山 一郎 君  赤 間 嘉春君 

尾 見® K 郎君  大 石五郞 君 

黑須龍 太 郎君  永 田 吉右衢 門 君 

杉 山 東 太 郎君  吧田景 之 君 


犬 飼. 源 太郞打 

朝鮮 事業 公债法 中 改正 法律案 外 一件 

政 尾 藤吉君  牧山 耕藏君 
鈴 木錠藏 君  奥 田® 造 君 
井 戶文四 郎君  井島 茂 作 君 
川 崎  克君  松 浦 與三郞 君 
湯 淺凡平 君 
未成年者 飲酒 収 締に關 する 法律案 
粕谷義 三 君  根本  正 君 
熊 谷 直 太 君  堀 切 II 兵警 
平 島 松 尾 君  河 野 正義 君 
三 木 武吉君  大林森 次 郎君 
榴原悅 二 郎君 
森林法 中 改正 法律案 

武 藤金吉 君  陣  軍吉君 
牛 田 唯  I 君  百 ) 1 淸治君 
長 島 律 太 郎君  川 村 精 之 君 
齋藤 宇一郎 君  秋 田 寅 之 介 君 
大內暢 三 君 
元 屯田 步兵 扶助に 關 する 法律案 
東  武封秦  豊助君 
高 岡 唯一 郎君  阿部 武智雄 君 
降 旗 元 太 郎君  小 池 仁 郎君 
熥 口 秀雄君  森本是 一郎 君 
近 藤 達兒君 
東方 調査 局 設置に 關 する 建議案 
戶水寬 人君  長 峰 與一君 
高 橋 本吉君  神 川 長久 君 
山道 襄一君  野 村 嘉六君 
石 川 又 八 君  古川  淸君 
伊東 知 也 君 

轍 出 綿織物 檢査所 設置に 關 する 建議案 

田邊熊 一 君  '隅 田 豊吉君 

高 橋 辰 二 君  課 訪部庄 左 衞門君 

片木 政治 ^ K 君  本 間 三 郎君 

綾部 惣兵衞 君  松 井 文 太 郎君 

渡 邊  昭君 

一 去 四日 市町村 立 小 學校敎 員 俸給 國庫 負擔 法案 委 

員 山道 襲 一君辭 任に 付 其補闕 として E 山 金太郎 

君を、 鐵道魄 設法屮 改正 法律案 外 一 件 委員 葳 月 

圭 介君辭 任に 付 其補闕 として 遠 藤良吉 君を、 又 

去 六日 朝鮮 事業 公 值法中 改正 法律案 外 一件 委員 


井島 茂 作 君辭 任に 付 其 補闕 として 鵜澤宇 八 君を 
未成年 若 飲酒 K 締に關 する 法律案 委員 河 野 IH 義 
君辭 任に 付 其 補闕 として 牧口義 雄 君を 孰 も 翳 長 
に 於て 選定せ り 

一 去 四日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
未成年者 飲酒 取締に 關する 法律案 委員 會 
委員長  粕谷義 三 君 
理事  大林森 次 郎君 
森林法 中 改正 法律案 委員 會 

委員長  武藤 金吉君 
理事  秋 田 寅 之 介 君 
輸出 綿織物 檢査所 設置に 關 する 建議案 委員 會 
委員長  田邊熊 一 君 
理事  綾部 惣兵衞 君 
東方 調査 局 設置に 關 する 建議案 委員 會 

委員長  戶水寬 人君 
理事  伊東 知 也 君 
元 屯田 步兵 扶助に 關する 法律案 委員 會 

委員長  東  武君 
理事  近 藤 達兒君 
朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 外 一件 委員 會 
委員長  政 尾 藤吉君 
理事  川 崎克君 
登鈞 税法 中 改正 法律案 委員 會 

委員長  肥 田 景之君 
理事  鳩 山  I  郎君 

〇謅 長 C 大岡 育造 君) 會議を 開き ま -S - 森 田 茂 君 

〇 野 村 嘉六君 私が 代つ て 質問を 致します 、極く 簡 
單で あります から 此所で I 內 閣總理 大臣は 此 重要 
なる 議會に 於き まして 連日 缺席 になつ て 居る やぅな 
次第であります、 殊に 本日 ほ廢 減税の 最も 重大なる 
案件の あるに 拘らず 御 出席の 無い のは 如何で ありま 
せ 5 か、 或は 御病氣 かも 知り ませぬ が、 若しも 御 病 
氣 であつ たなら ば 適當な る I 總理大 K 故障の 時に 
は* 他の 大臣を L て 事務を 代理させる のが 當然だ と 
信じます、 此點 に對 して 政府に 質問を 致します。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 總理 大臣は 病 氣の爲 に 本日 已 
むを 得ず 缺席 すると 云 ふこと を 議長まで 申出が あり 
ます、 其 他 CO- 御尋 に對 しまして は、 今國務 大臣 出席 

の 上 取次いで 返事を させ ま 1 - 野 村 君、 唯今 御 質 

問の 御 希望の i!i を 一寸 御 陳述を 願 ひます。 

〇 野 村 嘉六君 それでは 再び 申します、 連日 璁 理大 


臣が御 出席の 無い のは、 唯今 議長からの 報告に 據る 
と 御 病氣で ある さう である、 是は已 むを 得ぬ と 致し 
ましても、 連日 重大なる 會議の あるに 拘〇ず 、自分 
が 病氣 ならば 相 當なる 大臣を して 事務を 代理させる 
のが 當然だ と 思 ひます、 未だに 其 手續が 出來て 居ら 
ぬ やうに 見受けます 、此點 に對 しては 政府は 如何な 
る 手續を 執って 居られる のであります か、 承りた う 
御座い -5 す。  . 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

〇國務 大臣', 男爵 後藤 新 平 君〕 野 村 君の 御尋 は、 II 
理 大臣が 連日の 病氣 であれば 相當， C 代理を ® くが 必 
要で あらう、 それでなければ 差 支が あらう と 云 ふ 御 
尋のや うであります が、 事務 上に 差 支は 無い やうに 
致して あります •又 總理 大臣は 近日 回復す る 見込で 
あります、 何等 其 間に 事務に 差 支は ない ことで あり 
ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程べ 移ります、 本日の 日程 
は 第一ょり 第 十三に 至る此 諸 案 共に 關聯 致して 居り 
ますから 、一括 議題と 爲 し， 其 報告を 受 くるに 御異 
翳は ありませ ぬか" 

〔「異議な し 異議な LJ と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 一括 
議題と 致します •酒造 税外 十二 件 第一 讀會 の續 I 
川原 委員長。 

第一 酒造 稅法中 改正 法律案 (政府 提出〕 
第一 讀 會の續 (委員長 報告〕 

第二 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律 
案 (政府 提出〕 第 一 讀會 の續 (委 
員 長報吿 〕 

第三 麥酒 税法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
第一 讀會 の續 (委員長 報吿〕 

第 四 所得税 ffi 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 ra 會の續 (委員長 報告〕 
第四戰 時 利得 税法 案 (政府 提出〕 第一 
讒會の_  ( 委員長 報吿) 

第 六 郵便 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

第一 讀會の 續 (委員長 報告〕 

第 七 淸凉 飲料 稅 法案 •(政府 提出〕 第一 
謂 會の續 t 委員長 報告) 

第 八 自家用 醬油 税法 中 改正 法律案 (政府 
提出) 第一 讀會 の續 (委員長 報告〕 
第 九 砂糖 消費税 法 中 改正 法律案 (政府 提 


酒造 税法 中 改正 法律案 外 十二 件 第一 讀會の _ 
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酒造 税法 中 改正 法律案 外 十二 件— 第一 葫咨 の a 


出：}  第一譖 分 の ? 3 <~. 委員長 報吿〕 
第十瑜 3 菓子 翊果 原料 砂® 戾稅 法屮改 正 
法律案(政府提出) 第 一 讀會の 绍 
C 委員長 % _诉) 

第 十； 辯 物 消® 税法 屮 改正 法律案 C 政府 
提 S) 第一 讀 fir の 綴 C® 員 長 報吿〕 
第 十二 石油 消費税 法. 越 止法沌 案ぐ 政府 提 
出) 第一 諮 會の紐 (委員長 報吿) 
第 十三 通行税 法 殿 止 快 律 笫 C 政府 提出) 
第一 一樹 會の gl (委員長 報 传) 

〔川原 茂輔君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 川原 茂輔君 諸君、 木 員は 玆に咐 役 廢減税 案の 委 
員 長と 致しまして 委 fl 會の經 過 及 結果を 御報吿 致し 

ます* 委員 會を 開きました 事 (X 前後 八 回で ありまし 

て 詳細に 質問腋 答を 極めまして、 御手 許に 配付に な 

つて 居 〇 まする 通りに 決定を したので あります 政府 

ほ 提案 2 趣旨 と 致しまして、 國 防の 充實 を圖 ると 云 

ふ 事を 第： と 致し* 從て 相當の 財源を 耍し まする 故 

に、 玆に％ 税の已 むな き 次第で ある、 而して 其吩税 

に付きまして は 税金 般に苴 つて 考察を したが 負擔の 

彈力あ る もの も 極めて 少ない ので、 先づ 第！ に 數へ 

擧げた のが 所得税 並に 酒造 税で ある、 共 他の 税に付 

きましても 色々 調査を 遂げた が 好 財源と 云 ふ ものが 

少ない、 詰まり 所得税： 酒造 税に 重く 課して、 是で足 

らぬ 所は 專贾收 入 並に 通信 收入を 壻 加して、 國 防の 

財源の 充捭を 11 ると 2 ふ 事で あつたので あります • 

又 一面 税制 暨理を 主眼と 致し 課税の 均衡を 圖る爲 に 

二三の 新税を 起した と 云 ふので あります、 今日 時局 

に 鑑み 貧富 S 懸隔が 益々 激甚になる ので ある， 故に 

下層 社會の 負擔を 幾分 減じ やぅと 云 ふ 趣旨 も あつた 

ので あり ' i す、 次に 腿 時 利得 税は 即ち 臨時 事件 費の 

財源の 一部と 致して、- 新たに 設けた ものであります 

が， 戰局も 段々 講和と 云 ふ 事が 世間の 話頭に 上つ て 

居る が、 借て 何の 時來ろ べき か、 先づ 時局は 長く 續 

くべき ものであると 云 ふ 見解を 以て 進んで 行かな け 

れぱ なるまい、 それで 此の 如き 財源と しては 最も 適 

當なる ものであつて、 早く 旣に 提案すべき もので あ 

るが、 今や 證文の 出し 遲れで はない かと 云 ふ 事 も あ 

ります が、 矢 張遲れ たりと 雖も行 はざる に B れ りと 

云 ふこと が、 又 提案の 趣旨であった のであります、 

國防 計 ffi に 對し 陸軍大臣は 現在の 兵備 二十 一個 師國 


所要 〇 充. K を圖 つて、 其詨 _ 能力を 益々 培 加せ しめ 
今日 ® 爭の耍 求に _ず る ことを 以て、 王 義 とする ので 
ある、 又 二十 五 個 師幽の 常備軍を 完成す ると 云 ふこ 
と if 旣定 の計畫 として 進んで 居る ので ある、 然る 
に 此師幽 の 內容は 化學 H 藝 の進步 ，軍 隙 限 苹の 要求 
に 依て 從前の 內容 、從 前の 組織に ては 不十分なる 點 
が あるので ある、 現在の 二十 一個 肺團 の瞪鬪 力を 完 
成す ると 云 ふこと が 最も 急務で ある、 即ち H 兵の 吩 
加 並に 戰爭上 必要の 飛行 握の 增加 を耍 し、 即ち％ 加 
充實を 行は ねばならぬ と 云 ふの が 說 明の 要旨で あつ 
たのであります、 海軍大臣 (i 國防の 方針は 八 八 K- 勝 
と 云 ふこと に 決定して 居る、 今回の 提案は 主として 
各 艦隊 個々 の 力を％ すと 云 ふこと、 旣定の 計 si に 加 
ふるに ^ 隊の數 を % 加す ると 云 ふこと と 致 L て、 大 
艦の 建造を 致す ことほ 困難であります、 故に 歐洲戰 
爭 の 實驗に 鑑みます れば •潜水 艇なる ものが 非常な 
力を 現 ! S して 居る、 豫沏以 上の 力を 現 ほして 居る 〇 
である、 此 潜水 艇は 小さい ものである 故に、 製造 上 
にも 速に 出來 上る ほ 當然で あるが、 今回の 計 ®: は 力 
を％ 加せ しむる 意味に 於て 補助 艦隊を 成るべく 迅速 
に 造る と K ふこと が、 是亦 主眼で ある、 尙ほ大 艦 二 
隻豫算 に 計上した るが、 製 艦の 順序と して it 補助 艦 
隊は 直ちに 著 手す る ことが 出来る 故， 工業 力の 許す 
限りは 力を 盡し て大 艦は 大正 十二 年 迄に 完成す るの 
豫定で ある、 大體 ょり 言へ ぱ 今回の 計畫 は聲 ょりも 
K 際 S 力を 增 加したい のが 主眼と して、 所 請 補助 艦 
艇を迎 成す る 趣旨の 下に 計畫を 立てた ので ある、 以 
上の 說 明に 舞し まして 數 日に 苴つて 委員 諸君 ほ麁ょ 
〇 細に 至り 微に 及ぼして 質問せられ し 大要を 玆に紹 
介す る ! t 又 最も 必要の ことと 存 ずるので あります* 

陸軍に 對し て此豫 算に 協賛を 與へ たなら ば、 二 十一 

個 師團の 戰 鬪 能力と 云 ふ ものは、 先づ 完成せ りとの 

說明は 承知 致しました が、 然るに 四 園の 事情を 觀察 

して 見れば、 二十 五 個 師團を 目的と せし 時の 狀態と 

今日とは、 全く 其 四圍の 形勢を 異にして 居る ので あ 

る、 是は 朝野 何人も 承認して 疑は ない 所で ある、 さ 

ぅすれば 當分 は是 以上 近き 將來に 於て、 更に 充實費 

を 要求 せらる、 ことは ありませ ぬかとの 問に 對して 

陸軍大臣は 大體に 於て 其 通りで あるとの 答 辯を 與へ 

たのであります、 更に 海國の 門戸と も稱 すべき 要塞 

の 費用は、 將來 幾許を 要する 見込で ある や、 又 wii 年 

二 個 師團 增設の 時は、 肺 團其 もの ゝ增 加よりも 兵器 


の 改良 兵力の 充 a と 云 ふこと •か 急務では ないか、 歐 
洲戰鼠 の寶驗 に 鑑み、 徐ろに 計 迸を して |± どうで あ 
らう かと 云 ふこと に對 して ほ、 當 時師團 は增設 —— 
師幽の 增設を 致す が 最も 急務で あつて、 兵器の 改良 
など |£ 之で 十分で あると 云 ふこと を 言 ひながら、 今 
や 殆ど 忘れた るが 如くして、 兵器の 改良を 唱ふ ので 
あると S ふ 間に 對して 陸軍大臣は 大體は 前 答 辯の 通 
りで あるが、 要塞 费 用と 云 ふ もの ほ* 將來に 於て 二 
億圓內 外を 要する 見込で あると 云 ふこと を 答 辯せ ら 
れた〇 であります" 海軍大臣は 大正 十 年に 至ら (X 更 
に 八 八 舷 隊の計 迸を 提出す る や も 知れぬ と 云 ふ 事で 
ある， 然らぱ 今日 此上に 尙ほ大 艦 二隻を 追加して 所 
謂 八 八 艦隊の 充實を 行 ふて ほどうで あると 云 ふ 問に 
對し て、 色々 腰 答の 末祕 密會謅 まで 開いて 問答を 致 
しました けれども、 其 答 辯 せらる、 所に 於て、 委員 
一同は 甚だ 隔靴 搔瘅の 歎を 生じた のであります、 是 
に 於て 今や 我國の 國防の 充 實を圖 る 好 時機に 際會し 
たるに 拘 ら ず、 其國 防計蛰 が® だ 不徹底 不十分で あ 
ると 云 ふ 所の 感じを 與 へられて、 或は lt!1 增税 に亞ぐ 
に 又增稅 を 以てしなければ ならぬ ので (3: ないかと 云 
ふの 疑念を 起した のであります、 税制の 事に 就き ま 
しては、 荀も 税制 整理を 行つ て國民 負擔の 權衡を S 
ると 云 ふなら ば、 斷片的 に 二 三の 税法を 捕へ 來つて 
以て BI 減税を 行 ふが 如きは、 決して 國民 負擔の 公平 
を圖 ると 云 ふ ものでは ない ので ある、 所謂 根太 的に 
整理す る こそ 當然 にして、 假に 下級 民の 負擔を 減ず 
ると 稱し て、 通行税 石油 消費税を 礎し ました 所が、 
又 一方には 國民 一般に 使用す る 郵便 税の增 加、 通信 
收 入の 增加の 如き、 又 下級 民の 嗜好品た る 飴に 課税 
すろ •か 如き •又 輸出品と して 將來 最も 多望に ga する 
所の 「メリ ヤス」 に 課税す るが 如きは、 產業 政策 上 
ょ 〇 見る も、 適當の 措置に あらざる なき かの 感を懐 
かしむ る もので ございます、 此に 於て 矛盾 撞著の 批 
評が 起つ て 来たので あります— 其 他 細大の 應答は あ 
〇 ましたが、 詳細は 委員 會速 記に 據つて 御 諒承を 願 
ふ 外 ありませ ぬ、 之を 要するに 世界の 大勢歐 洲の隞 
亂に 鑑み、 國防 費は 全部 之を 承認 致し 此税 源と して 
は 所得税 酒造 税に 協賛を 與へて 、職 時 利得税 は 臨時 
事件 費の 財源と して 是亦協 寶を與 へ、 他 it 悉く 否決 
する ことにな つたので あります、 税制の 整理は 當然 
之を 行は なけば ならぬ ので ある、 假す るに 歳月を 以 
てして、 1 i 後に 於て 根 木 的に 整理を 致さし めたい と 
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云 ふの •か 委 負會多數の总擗であつたのであ.リます、 
以上 報吿 致しました る 版 答 〇 超 •& より 致しまして* 

4 说に於ては酒の二十圆に斡して二十三 101 {: 

即ち 1SS 五分 0 4= 加に なつて 屛〇ま •i- '. T .y s ! . J に 
至〇ましては殆ど一割五分以上に五十二茁何千圓 -2: : 

云 ふ 負 攒を增 加せ しめて 居ろ の - C あります、 是は甚 
- ノ  ー'-'  . -.., く， ; U に 向つ〆 二 ; V :-/,: 分 
の增加 をす るなら ば、 焼酎 も 亦 從 つて  一 :'' : 3rr 分の 松 
加と しなけ れぱな らぬ ので あ 〇 と 云 ふ 趣； b より 致し 
まして、 原案より 凡そ 四十 班 羝圆の 金を 減じまして 
御手 許に 配付して あります 通 O  CM 額を 行つ たので 
あります、 又 下級 民が 即ち 田舍の 等が 終日 勞咖 
を 致して、 慰安の 爲に啃 好 致します る 所 〇 濁酒、® 
ち 「ドブロタ」 を も從來 ほ 淸酒 IT.1 様の 二 十 圆 〇 課 税 
でありました が、 今回 も淸酒 同様 二十 三 _ と 云 ふの 
が 原案 -e ありました が、 下級 民の 救 濟の 事は 期く の 
如き ものが 所謂 眞の問 題で & 〇 まして、 社會政 策な 
どに 於て は、 斯かる 下級 K の 嗒好 品に 向つ て m きを 
S かなければ ならぬ と 云 ふ ® 旨より 致して、 之を 原 
案 2 通り從 前の 如く 二 十 H に 据え S くと 云 ふこと に 
なつた ので あ 〇 ます、 酒精 及 酒精 含 祝 飲料 税法 改正 
麥酒 税法 改正 >  是 等は 即ち 原案 S 通り 承 誠した ので 
あ 〇 ます、 此酒 造稅 に付きまして | の餒齿 を 決 ^ し 
たので ある、 ffl 行 酒造 税法 第 十九條 の 末 文」 r 監皙 
上 必要 ノ處分 ヲ爲ス コト ヲ煜 J と 云ふ條 項が あるの 
であ 〇 ます、 此監® 上 必要の 處分 を爲す ことを 得と 
云 ふ條項 よ 〇、 税務 龆 は 官權を 濫用して 妄りに 酒造 
家の人® を蹂躏 し、 或は 酒に 封印を 爲した り、 其 他 
色々 の 事を やる、 此爲に 酒造家に 於て は 頗る 迷惑を 
感じて 居〇ま すから、 政府は 此條 X を 濫用す るの 情 
弊， v 矯正せ んこ とを 望む と 云 ふの 希菌條 件を 附した 
のであります， もぅ 一つ (3: 此 原案の 中 1C 「第五 條ノ 
規定 ノ 適用-一 付 テ ハ 當分ノ 内 仍從前 ノ 例-一® ル」 即 
ち是は 造 石 數の增 加の ことで あ 〇 ます、 從來百 石 以 
上を 許して ありました ものが、 今回の 案に 於て 三百 
石、 其 他の もの も 段々 造 石數が 松して 參 りまして、 
是は 政府の 說明も 一應は 道理を 存する 所を 認めます 
けれども、. 二度 許可を 經て百 石は 百 石の 設備を して 
やつた ものが、 三百 石造らなければ 其！ 一造を 許さな 
いと 云 ふ 事に なつて 見れば、 其 酒造家の 迷惑と 云 ふ 
もの ほ 甚だしき ものであります から、 「當 分ノ內 Jt_ 

云 ふ 事を 取 除いては 如何と 云 ふの 議論 も 起り ました 
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けれども、 政府 委員 li 決して 旣得隨 を 侵害す るが 如 
き 行 勁を しないので あると 云 ふ . C0 辯 明を 得まして， 
之を 其 儘に して 寶成 する 事と 致した のであります、 
所得税は 第 四條を 全部 m 除す る •是は 山林の 所得の 
事に 付きまして 二 三の 縣に 於て、 B2 々税務署と 納税 
者との 間に 見解を 異にし、 行政 裁判所な どに 訴へ出 
たこと も ある さう であります が、 大凡 政府の 敗訴に 
53 する、 それは 勅令を 以て 法律の 趣旨を © 害して 居 
ると 云 ふ 事より して、 政府の 敗訴に 屬 すると 云 ふこ 
とであります、 そ n で 今回の 此政府 案は、 第四條 に 
於て 其 點を 政府の 有利なる 方面に 爲 さしめ ん爲の 解 
釋であ ります けれども、 段々 調査を 致して 見れば， 
即ち 此 第四條 は 削除す る 方が 當然で あると 云 ふこと 
に 決定した のであります* 即ち此 意味より 現行 所得 

税法 施行規則 第 一條 第二 項の 「山林 ヲ讓 瞍. ンタル 場 

合- 一 於 テ ハ 其 ノ立竹 木ノ所 得 ハ 之ヲ 山林 伐採 ノ所得 

トス」 とあります る •此 勅令 r<- 削除せられ ん ことを 

望む と 云 ふことの 希 sa 條件を 決議した のであります 

所得税 法に 付きまして， もう 一つ 希阐條 件と 致し ま 

しては 「現行 所得税 法は 甚た 不備に して 不條 理の點 

尠からす就屮幾多の富縈か其驵纈を株式會社とし逋 

稅 しつ., あるを 防遏 する 爲め 政府 (S 次期 11 會ま てに 

十分の 調査を 遂 け、 是等 逋稅 防禦に 適切なる 提案 あ 

らんこと を SS む」 と 云 ふ 趣旨であります、 是は 諸君 

が 御 承知の 通り这 爱 の 人々 か、 親 若く IX 其 他の 名義 

を 以て 所得 稅 の 第 I 種 S- に® すべき ものが 逋稅を 目 

的と する 爲 に、 此株 式會 社に 變更 をして 改正案の 千 

分の 七十 五と 云ふ販 い税を 拂ふ爲 に、 殊更に 株式 會 

一社と is すの 弊 が ある さう である、 之を sli in して 貰 ひ 

たいと 云 ふ 希 朝であります、 戰 時 利得 税 It 第 六條の 

所得 金 三千 M 云々 とあります のを、 之シ 所 m の 二 字 

を 「利得 J と變： 史した のであります、 所得 金 三千 圓 

としま すれば、 假に 農業を 以て 生活して 居る 人と し 

て 計 3? をして 見れば、 米！ 3 の昂 上に 連れて 此戰 時の 

關係 にあらず して、 此職 時税を 拂はな ければ ならぬ 

と 云 ふ 事が 出 來 li しない かと 云 ふこと で、 段々 調査 

をし ました 結果、 所得と しては 餘〇 重税で ある、 即 

ち 所得 S 中より 諸般の 控除すべき も Q を 引 去つ て、 

即ち 純益 —— 此利得 に 向つ て 課したなら ば K からう 

と 期う 云 ふこと で、 lit 利得と 云 ふこと に變 更 致し ま 

したので あります、 此戰時 利得 稅 に付きましても 希 

阐條 件を 一つ 決定した ので ある . 硪 時 利得 稅は 相當 


の 方法に 朝鮮 其 他 帝 M 船 民 地に も 之を 課す 
る ものと し 其收 人は 之を 臨時 yf 件 毀- 2  W 源に 充つへ 
し」 斯ぅ： k ふこと であります、 是は 即ち 別に 說明を 
要する 事 もない、 內地に 於て は 比較的 重稅を 課せら 
れて あるの が此 臨時 事件 15 の 財源に 充てる 爲に硪 時 
利得 稅を負 松 L なければ ならぬ のに、 殖民 地に 居る 
人は 何等 llt a を 負挖 しないと 云 ふ 勘は、 第一 均衡を 
失する、 二 例を 斟ぐれ ば 北海 m に 於て 即ち 「パルプ 
」 を 製造 T る 人が、 此戰畤 の爲め に 價格 は昂 上して 
利得 税を 納めます、 1^ 太に 居る 人は 丸で 其 負擔を 免 
れ 〇 と 云 ふ 事に 至つては 甚 •た 不公平で ある、 故に此 
殖民 地に. M つても 此法 案の 適用を 希 圍す ると 云 ふの 
であります、 之に對 して 委員 會に 於て 大蔵大臣は 大 
體に 於て 同 S である、 併ながら 法令 其 他の 關係が あ 
る 事で あるから、 倚 ほ 十分に 調査を 致します と 云 ふ 
の 答 辯を 得た のであります、 先刻 酒造 税の 事に 於て 
燒 &1 の Ilf のみ 申しました が、 其 御手 許に 配付して あ 
ります 通り、 & の 中には 即ち 味淋 の稅 の_:史 も あり 
ますから、 是丈茲 に 補足を 致します、 委員 會は此 諸 
案に 付て 修正を 致し、 其 他の 諸 案は 先に 申 上げ まし 
た 通り 悉く 否決を したので あります、 之に 對 して 政 
府は御 同意であります かと S ふ 事に 對 して、 政府は 
即ち 固執し ない 同意を す/ -i> と 云 ふ 事の 言明を 得た の 
であります、 尙ほ其 他 詳細なる 事は 速記 錄等に 於て 
御了承 下さらん 事を 希望 致します、 大體右 委員 會の 
結果を 御 報 苦 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇一 長 C 大岡 育造对 ) 委員長の 報吿に 封して、 早速 
整 _嵙 ょり皙 問の 申出が あります、 早速 整爾 君。 
0¥ 速整爾 君 簡 $ であります から 當席で 御 許を 願 

ひたい。 

0議長(大岡育造 © 〕宜しぅございます。 

o¥ 速 整爾 君此 税法 案の 各種に 付ての 議事に 入る 

前に、 政府の 所見を 確め て 置かねば ならぬ 點が ある 

_ 今 委員長の 報 ^ 〇 末 段に， 斯樣に 決定した、 而し 

て 政府の 同葸 如何を 尋ねたら ば、 政府は 之に 同意を 

したと 云 ふ 御 報告で ありました が、 是は 私は 委員長 

の 御 報告と して 少し g 序が 違つ て 居る やぅに 思 ふの 

であります、 阼 日の 委員 會の狀 况を中 します れぱ、 

委員 會を 開いて 未だ 議事に 入らざる 前に、 一委 a よ 

〇 政府に 向つ て 質問を して、 それに 對して 大藏 大臣 

が 答へ たと 云 ふ 事锊が ある、 それは 未だ 會翳を 開か 


ぬ 何等の 修正 等の 手 組を しない 前に、 床 次 委員ょり 
吾々 には 所得税 法 並に 酒税の 此二 案に 付て は 承認を 
する、 殊に® 時 利得 税に付 ては 承認を する、 其 他の 
各種 法案に 付て は 承認を せざる 事に 致した、 之に 對 
して 政府は 同意を する や 否や、 斯ぅ 云 ふ 御 ® をせ ら 
れた のであります、 それに 對 して 大藏 大臣は 一應は 
政府 も I 政府の 所見を 固執し ない と S ふの 意味を 
御 答に なつた のであります、 再 應床次 君ょり 果して 
同意な り や 否やと 云 ふ 事を 確め られた るに 對 し、 其 
通り 同意を すると 斯樣に 御 答に なつた のであります 
此床次 君の 御尋 になつ た 税法 谷 種を 否決を する 承認 
しないと 言 はれた 案 (X 七 件あります、 私は 一々 之を 
申す まで もない、 主なる ものは 或は 通行税 廢止 案、 
或 ほ 石油 消費税 躞止 案、 或は 織物 消費税の 改正案、 
是等を 併せて 七 件 ある、 大； 臧 大臣の 本 會_ 劈頭 二十 
二日の 日に 御說 明に なつた 增 收計畫 の 耍締と 認めら 
れた 所の 案 も、 此七 箇條の 中に 加つ て 居る ので あり 
ます、 增税 計 s£ の 要締な りと 斷言 せられた 所の 案が 
此 中に 加つ て 居る のであります、 之を 承認を しない 
が、 政府は 之に 同意す るかと 云 ふ 尋に對 して， 政府 
は 同意す ると 云 ふ 御 答が あつた、 私は 啻に 此政府 が 
同意を せられた と 云 ふ 態度に 對 して、 疑を 懐かざる 
を 得ぬ のであります、 若し 果して (「何んだ J 「反 
對の皙 問 か 一と 呼 ふ 者 あり〕 一 委員の 尋に對 して 同 
意を すると 言は れたな らば、 (「誰に 質問す るの だ 
」 「何を 言つ て 居る の だ j と 呼 ふ 者 あ =0 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 早速 整爾君 私は 政府が 己の 主張を 撤回した ので 
ある、 己の、 王 張を 撤回した 政府は、 此 等の 谷 案を撤 
回を せらる、 の •か 至當 であらぅ と考 へて 居る (拍手 
起る〕 凡そ 一入に して 二 箇の 意見を 有し 得べき 筈は 
ない、 同一の 政府に して 二箇の 主張を 持すべき 箬は 
無い のであります、 原案を (「何を 言つ て 居る の だ 
J 「反 對演說 をす るの か」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 〇. 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 
o¥ 速 整 ■君 維持す ると 云 ふ 御意 思が 有るなら ば 
何處 まで も 原案の 否決と 云 ふことは 同意せられ ない 
筈で ある、 原案の 否決に 同意を せられたならば、 其 
原案と 云 ふ ものは 即ち 精神的に 亡びた る ものである 
其 精神的に 亡びた る 原案を 主張 もせず、 亦 之を 撤回 
もせず と 致しましたならば c  r 誰に 質問を して 居る' 
の だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 政府 殊に 大藏 大臣の 如きは 全 


く 二 重 \ 格の 陋態を 學ばれ る ものと 言は なければ な 
らぬ 、斯の 如き 事は 今日の 政府と して _ ^ 今日の 政 
府の 態度と して 吾 / r ii 之を 認め 得る ことが 出來 るで 
ありませ うか、 私が 玆 に御尋 する のは、 期の 如く 谷 
案の 否決に 同意せられ たなら ば， 政府は 此谷 案を 撤 
回す るの 意思な き やを 更に 御尋 したい (拍手 起る) 
若し 之を 撤回 ff ずと なれば、 昨日 委員 會に 於て 之に 
同意を 與へた と 言 はれた 其 言明の 御 取消を する 御意 
思は ないかと 云 ふこと を御尋 したい (拍手 起る〕 議 
案の 撤回 もしない 同意した と 云 ふ 其 言明 も 取消 さな 
いと 云 ふこと に 相 成り ますれば •全く 政府は 主張 無 
く 主義 無き 無責任の 方針で あると 言は ざるを 得ぬ、 
(拍手 起る) 吾々 議會を 弄ぶ の 態度に 出 づると 評す 
るより 致 方がない と 思 ふ、 未だ 委員 會が 議事を 開か 
ざるに 先つ て 一 委員に 對して 同意を すると 言明を し 
た、 cr のうく」 と 呼 ふ 者 あり) 私は 本會に 於て 是 
より 此谷 種の 案を 議せな ければ ならぬ 唯今の 時に 當 
つて、 政府は 未だ 此 議案を 撤回せ ずと したなら ば* 
私 等は 此谷 種の 議案を 議 する に當 つて だ I 議 する 
に當 つて だ、 政府に 對 して 其 誠意の 有る や 無き やを 
疑は ざるを 得ない のであります (拍手 起る) 之に 對 
する 政府の 所見を 私は 御尋 したいので あります、 此 
谷 種の 議案を _す るに 當つて 、政府の 所見を 罄ぬる 
にあら ざれば、 吾々 は 誠意を 持つ て 此 種の 議案に 對 
する こと !- £ 出來 ない のであります C 拍手 起る) 
0_長( 大岡 育造 君〕 此 場合 先刻の 議長の 紹介の 言 
辭を 改めます、 委 _ 長の 報传が 濟ん だなら ば 質 間が 

したいと 云 ふこと であつ たのであります - 勝田大 

藏 大臣。 

〇 國務大 K (勝 田 主計 君) 唯今 早速 君よ りして 段々 
御尋が s> つた やうであります るが、 阼 日の 委員 會に 
於て 政府の 申しました 事は、 即ち 今回の 增稅の 問題 
•かありまして、 此增税 の 問題に 付きまして、 床 次 君 
より 致しまして、 大體斯 くくで あるが どうかと 云 
ふ 話が 御座いました、 それに 對 しまして 政府の 所信 
を 述べて H いたのであります、 其 所信と 申します も 
のは、 即ち 政府は 今回 國 防の 充實と 云 ふ ものを 根抵 
にして 此豫算 を 提出して 居る、 之に 對する 財源の 補 
充 として —— 其 一部と して 增稅計 畫を 立て 、居る、 
此增税 計蛰と 云 ふ ものは です、 何を 主體 として 居る 
かと 申せば、 即ち 酒稅 並に 所得税を 以て 主 體と 致し 
て 居る* 斯う 云 ふ 事を B 々言明を して 居る、 併な が 

11 四 三  , 
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ら (「財政 策は 如何 — と 呼 ふ 者 あり) 併ながら 是と 
同時に 税制の 整理と 云 ふ琪を 加へ て やりたい と 云 ふ 
政府 (3: 筘® を 以て 其 他の 案を 出して 居る ので ある、 
併ながら 茲に 若し 段 制の 整理と； K ふことの 其 主義を 
否認せられ ず ' て、 唯々 其實 行に 付て です、 之を 延 
期したい と  一 3C ふこと であるな れば 、それに 付て は 多 
數の 諸君が さう 云 ふこと であれば、 政府は 之に 固執 
をし ない、 即ち 同意を 致す ?: 斯様な 事を 詰まり 申し 
たので あ 〇 ます、 隨てで す、 政府は 進んで 此案 を fr< 
回す るかと 云 ふやうな 御 話が ありました けれどもが 
それは 議事 進行 中で あるし します るから して、 直ち 
に此處 で 徹回ほ 致さない ので あると、 斯樣な 御 答を 
致した のであります。 

〇 平 速 整爾君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 平 速 君、 討論 ii ltfc 場合 御 避け 

になりたい と 思 ふ、 簡窜な 質問なら ば 許します、 討 

論に 百 一らぬ やうに 御注意を 願 ひます。 

0 早速 整 爾君唯 今の 大藏 大臣の 答 辯は、 全く 曖昧 

にして 要領を 得ない、 谷 案を 否認を すると 云 ふこと 

に 同意を せられた る 政府は、 依然として 此議 案を 此 

議場に 殘 して 圃 くと 云 ふ 事は、 iffi だ 不誠實 なやり 方 

である (拍手 起る 「それは 意見 だ」 と 呼 ふ 者 あり.〕 

否認に 同意を したいと 云 ふこと を 明言せられ た 以上 

は， 此案は 之を 徹回せ られて 然るべ しで ある、 若し 

之を 撒 回せず となら ば 詰まり 政府の 主張が 何れに 在 

る や 吾々 は 知る に 苦しむ ので ある (拍手 起る) 私 ! i 

昨日も申した、旣に否決に同意をせられた以上は、 

此 各種の 議案と 云 ふ ものは a く 精神的に 亡びて 居る 

此精神 的に 亡びて 居る 議案が 尙ほ此 本 會謖に 於て 議 

に 付 せらる、 と 云 ふことは (「討論です か」 と 呼 ふ 

者 あり〕 違に 政府と して It 不誠® 極まる 無責任 極ま 

る 爲され た 方で あると 私は 思つ て 居る のであります 

(拍手 起る 「討論 It 許さない」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 

聞く ので ある、 唯今で も 此の 翳 案を 固執 せらる、 の 

であるか、 徹 回せら る、 の 意思 無き か、 此點 をはつ 

きり 御 答を 願 ひたいので ある。 

〔「分つ て 居る」 「答 辯の 必要なし J 「無用々々」 と 

呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造哲 〕 勝 田大藏 大 P. 。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 勝 田 主計 君〕 私の ■御 答は 先刻 申 上げた 

通りでありまして、 之に 付て 色々 _ 論 をす る 必要は 


認め ませぬ、 即ち 唯今 It 撤回 致し ませぬ。 

〔「何んだ 分らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 元田肇 君。 

〔元 田 1? 君 登壇：！ 

〔拍手 起る〕 

0 元 田肇君 本員 IX 玆に 唯今 問題と なつて 居ります 
る 所の 諸問題に 對 しまして、 資否の 意思を 表明す る 
と共に、 其 理由の 大要を 述べ や 5 と 存じます、 政府 
が 本 議會に 提案せられ ましたる 所の 計 迸の 主なる も 
のは、 申す 迄 もな く 國防充 迓の計 迸と、 之に 伴 ふ 財 
源 並に 税制 整理と 云 ふ二點 が 最も ia 要 問題に なつて 
居る のであります、 國 防の 完成を 必要と する ことは 
今更 言を 俟たぬ ことであります、 從つて 此計畫 を 確 
立すべき こと も、 亦 今日‘ V,- 以て 最も 適當の 時機と 本 
員 等は 信ずる のであります、 然るに 政府の 提案され 
た 所を 見ます るに、 何分に も 不十分の 感が ある、 海 
軍に 於き ましても •陸軍に 於き ましても、 殊に 四面 
海を 環ら して 居る 所の 我 帝 國に 於き まして •最も 吾 
々が 不安心に 感じます るのは 沿岸の 防備で ある、 更 
に一府 注意を 要する と 思 ひます の ! 3; 最近 歐羅巴 谷國 
で 非常に 進步を なして 居る 航空機 並に 潜水 艇の 設備 
に 至 〇 ましては、 一度 顧みて 帝國 の狀况 に 及びます 
すれば* 實に 寒心に 堪へ ざる ものが あるので ありま 
す、 而し て此點 に 封す る 政府の 計畫は 如何で あるか 
と 云 ふに、 吾々 は 十分に 滿 足を 表する ことは 遺憾な 
がら 出來な いのであります、 併ながら 此 十分と 云 ふ 
見地ょり 全然 政府の 提案を 否認 致し 1: して、 更に 新 
たなる 計 ffi を 提出す るを 俟つと 云 ふ 事に 致しまして 
は、 刻下 一 □ も猶豫 すべから ざる 國防を 益々 緩ぅ す 
る譯 になります から、 吾々 不十分ながら も 今回の 國 

防計晝 に對 しまして は、 全然 質 成の 意思を 表す こと 

に吝な らぬ のであります ■'隨 て. 之に 要する 所の 財源 

と 致しまして、 所锷税 酒税の 改正案 ほ 相當の 修正を 

加へ て 之を燹 成 致す 心得であります、 次に 臨時 軍事 

費の 財源であります が、 之を 哦時 利得 税に 仰ぎ まし 

て、 其 財源の 補充に 充つ ると 云 ふことは 巳む を捍ざ 

る こと、 思 : a: : 致しました、 此點に 付ても 適當の 修正 

を 原案に 加へ て 賛成の 意を 表する 積り であります"" 

税制 整理の 必要 ある こと it 吾々， h 同感であります、 

是非共 根本的に 之を 仕遂げなければ ならぬ ので あり 

ますが、 今日の 時局を 顧み ますれば、 時 恰も © 時に 

屣 し、 內地國 民 經濟の 狀况は 日々 多大の 變動を 来し 


つ、 あります、 帝 國四圍 の狀况 から E3 ますれば •歐 
洲戰亂 の 波動は 何時 如何なる 结果を 帝 國の甾 隅に 及 
ぼす や、 若く は 與 國の爲 に® ひつ、 ある 所の 帝國に 
及ぼす や •測る ベかざる 今日で あり. ます、 斯の 如き 
場合に 於き まして、 根本的 公平なる 税制の 整理を す 
ると 云 ふことは、 殆ど 不能の ことでありまして 吾々 
は 斯かる 場合に 於いて 姑息 不徹底なる 一部の 税制 ■ 
理をすると云ふことは、決して其當を得たるものに 
非らず と 確信 致します、 平和 克復 後に なりまして 徐 
ろに 審議 致しまして、 根本的 整理を 遂げたい と 云 ふ 
ことに 考へ るので あります、 從つ て是 等の 整理 案に 
就きましては、 他日に 延期す る ことに 致したい と存 
じます、 政府の 提出 致しました 所の 法案に 付き、 甚 
しき 不徹底 あり、 甚 しき 不公平 ありと 云 ふこと に 付 
ては 昨日の 委員 會に 於き まして 政府は 明らかに 吾々 
が 否認す る， 即ち 延期す ろと 云 ふことの 意思に 同意 
を 表する と 云 ふ 事を 明言され たのであります からし 
て 縱令案 其の ものが 或は 御 裁可の 御 都合 か 何 かで 其 
形式が 殘 つて 居る と 云 ふても、 案 其 ものは 議場から 
消滅した に 等しい ものであります、 從つて 憲政 會諸 
君の 如く、 玆に喵 、議案が 列んで 居る と 云 ふのを 以 
て 吾々 政府の 苦衷を 追窮 する やぅな 事は 致し ませぬ 
が、 旣に 全く 形饌 のみを 留めて 居る と 云 ふ 事に なり 
ました 以上は、 多く 此政府 の 提案の 內容に 立 入つ て 
或は 不徹底 或は 不公平と 云 ふやぅな 論® を玆に 入れ 
ると 云 ふことは、 吾々 は 必要を 認め ませぬ から 玆に 
之を 省きます、 終りに 臨みまして 本員は 更に 一言を 
內閣諸 公に 進めたい と 思 ひます、 本員 等 立法府に 參 
與する 事 幾 十 年であります るが、 常に 思 ひを 國 防に 
致して 居る のであります、 軍備の 充實に 付て は 未だ 
曾て 吾々 は 賛襄の 意を 表せぬ ことは ない ので ありま 
す、 或は 當局 者を 鞭撻した こと も あるので あります 
唯々 前 内閣の 時に 於き まして 二 個師團 增設 問題に 付 
て、 一年の 延期を 唱へ たと 云 ふ 事が あるの みで あり 
ます、 抑々 此 延期を 唱へた と 云 ふこ i は歐 洲戰亂 の 
結果と 致しまして は、 四圍の 狀况に 於て 多大の 變化 
を來 すに 相違ない、 四 園の 狀况に 多大の il 化を 来し 
ますれば、 國防 上自 から 方針が 變らな ければ ならぬ 
と 云 ふことは、 軍事 專門 家を 俟た ずして 明白なる こ 
とであります、 又 武器 其 他の ものに 於ても、 從 前よ 
り 一層 改善の 實を擧 げな ければ ならぬ と 云 ふこと も 
必らず 出て 來 るに 相違ない、 斯の 如き 多大なる 改善 


改正を しなければ ならぬ ことが >  前途 に 分り切つ て 
居る のに、 一!々 二 個師幽 を 拊設 して 全部 〇 二十 一瓧 
豳を不 完全なる ものにして S くと 云 ふこと It 、 本 U 
等は 忍び難い ことであります から、 r/ く歐洲 硪规 〇 
迓驗に徴して、趑々兵器はどれだけ耍る、或は芴空 
機は 幾ら 要る と 云 ふや •「な ことを、 悉く 審査の 上 K 
帝国の 限り* S る 財源を 以て、 是 丈の 事は 出來 ると 云 
ふこと を審謎 致しました 結果と して、 二 ;: M 肺® 必要 
ならば|1個師圃％設すべし-武器の改良が必耍なら 
ば 武器の 改良を なすべ し、 斯 くして 始めて S 家の 財 
政に 伴 ふ 我 帝國 の軍槠 が 完成す る 譯であ ると 云 ふこ 
との 爲 に、 此議 論を 主張 致しまして、 延期を 飽迄も 
主張した のであります、 それは 傾に 一雨 年 前の こと 
である、 然るに 當時の 內閣諸 公 並に 之に 關聯 した： J1I 
事當 局審は 、當時 吾々 の 主張す るが 如き 事 li 斷じて 
起らぬ と 幾度 か 委員 a- で 斷 言され、 吾々 の 主張を 以 
て國 防を妨 ぐる ものと 誣ひ 、迖 に誔會 の 解散を 奏請 
して 之に 次ぐ に 選擧 2 大干涉 迄な したる に拘ら ず. 
其 後の 實况は 如何であります か、 議 會 毎に やれ 歐州 
の實驗 に徵 して 武器の 改良が 必要で ある、 航空機が 
必要で ある 恰も 前日 必耍な しと 云 ふたことを 忘れて 
しまつた 態度を 以て、 鼢锊に 臨んで 傲然と して ?? 用 
を 要求して 居る では ありませ ぬか C 拍手 起る〕 K は 
當時の 諸 公 並に ii£ 事 當局若 に對 しまして は、 敢て M 
詈讒 謗を する のでは ありませ ぬ、 一片 誠意を W して 
居らる X ことなら ぱ今 日は慚 愧 以て 天 T に 謝すべき 
ことで あらう と 思 ふ G. であります (拍手 起る〕 而し 
て 過日 來本 M は病氣 勝で 引 込んで 居りました けれど 
も、 速記 錄其 他を 常に 見て 居りました が、 今回の 議 
會に對 して、 軍事に 關 係し 政府 當局 者の 答 辯す る 所 
の 言動を 見 ■* すると、 如何にも 腿 昧不撤 底で ある 1 
又森嚴 S 態度を 缺いて 居る やうに 私は 見えました、 
一言に して 申しますなら ば 臌昧® 稜の 言を 以て 一時 
を 瞞 過し 去る と 云 ふやうな itt だ 憾みが あるので あ 〇 
ます、 C  I ひやく •」 と 呼 ふ 者 あり) 吾々 國民は 赤 
誠を 披き 重税を 擔 うて 帝 國の爲 め 吾人の 爲國 防を 完 
成し やうと 考 へて 居る のに 拘ら ず、 軍事 當局 者內閣 
諸 公が 斯かる 言 励を 以て 吾々 國 民に 臨む と S ふこと 
は 本員 等の 最も it 憾に堪 へざる 所であります (拍手 
起る) 冀くば 內閣諸 公 上 陛下の 知遇に 對し窣 り 下 
國 民の 赤誠に 顧みられまして、 將來 一層 反省 & られ 
經國 の大 謀を 誤 まらぬ やうに、 至誠 EI! 替以つ て國家 
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に酬 ゆる 所 あらむ ことを 切に ?? 3 み lv: la きます (拍手 起 
る〕 

〇讁長 C 大岡 育造 君) 片岡 i« 溫君。 

「 片岡 K 溫君登 捎 J 

/— 1 拍手 起る〕 

〇片岡 直溫岩 本 a は 唯今 璲題と ffl 成つ て 居ります 
る 諸 案に 對 して、 此中臨 時 ?» 件 S 々調達 T る 爲めに 
® 時 利得 si に對 しては 修正の 上 大蹬に 於いて 賛成を 
表する のであります、 其の 他の 諸 案に 對して は、 全 
部 否決すべし と 云 ふ 意見を 提出す るので あります、 
今 其の 理由を 陳述 致したい と 存じます、 此の 咐廢税 
の 諸 案に 付きまして は、 政府に 於き ましては 社會政 
策を 加味し、 又 下級 者の 負擔 を輕 減す ると か、 若く 
は 一般の 負 擔の 均衡を 保たし めんが 爲 めに、 税制の 

整理を 致す と 申して 居る のであります が、 其の 目的 

とする所は拽筇案に示す所の國防計迸2財源の不足 

を ■補 r るの 目的に 外なら ざる ものと 思 ふので あり 

ます、 故は 此 の辣览 案の 大瞠 •殊に 此國防 計进と 相 

荣聯を 致して 居ります、 それ故に 今 意見を 開陳す る 

に 方り ましても •相 牽聯 して 陳ぷ るの 必要が あるの 

であ 〇 ます、 依て 先づ拽 3¢ の大體 又國防 の計进 佾税 

の打愤、斯ぅ云ふ風に順序を逐ぅて惹見を述べて見 

たいと 思 ひます、 本 猫 €r に 於き まして、 拽® 案 並に 

咐廢滅 稅案一 >  提 /J5 せらる V 時に 方り まして 政府の 說 

明せ らるゝ 所の 要旨は 三 點あ る、 其 一つは 國防の 充 

H に 付て li 出来 得る 限 〇 必要なる 計 3¢ に 應ずべ き 經 

5K を 計上す、 もぅ 一つ It 時局に 伴ひ將 來に 向つて 國 

運の 進戚に K すべき 產 業の發 達、 敎育 S 振興 等に 必 

要なる 锊费を 計上す、 今一つは 其 他 一般 普通の 縛 費 

に對 しては 力めて 之を 節減す るの 方針を 執れ 0 、斯 

ぅ 15 明して 居る のであります、 然るに 其 所 調 國防充 

0 の 計 5¢ に 至りまして は 頗る： 个撒 底な ものである、 

又庳栾 の發達 敎育の 振興 等、 所 1 i 國運 の il 肢 に K す 

べき 锊綸に 至りまして は 哿通の 事 frt はあります る •か 

肢立 て！； 輪と 辟すべき もの li 何等 見ろ べき ものが 無 

いので ある、 又 普通 I 般の 綷綸 赀ほ 力めて ® 減す る 

方針シ執れりと云ふが、何鹿 !- 節滅した痕があ0ま 

すか！ f も 節減した 所の 事 Ef を 認めない のであります 

加之豫 3? _ 成 上の 上に 於き ましては 統一を 缺き 、放 

慢 に 流れ •杜撰を 極めて 居る もので 有ます、 其 長期 

に苴る 所の 大正 七 年 以後の 財政 計 迸に 到 〇 ましては 

不用 S 至極の ものと 言は ざるを 3 £な いのであります 


我國 防の 計 迸は ®! に 八 八 艦隊と 云 ふ もの、 方針を 定 
めた と 云 ふこ とは 今 jti 巾 ^ もない ことであります、 
唯々 財政の 許す 限り 其 計 班を 充 K する の 方針を 定め 
て來た ので ある •それ故に 前年に 於て 八 四 11 隙と 云 
ふ ものを 計进 して、 謅會は 之に 協 燹を與 へたので あ 
る、 今回は 更に％ 没までを も斷 行して、 さぅ して 其 
充 K を 期す ると 云 ふに 拘らず •海 班 犬 ul li 大正 十三 
に 於て li 大凡 必：助 なる 所の ものを 完成せ しめんと す 
れば、 /J1 來ぬ ことは ない と 明言す るに 拘らず 、之を 
大正 十二 年に 打 切つ たと 云 ふこと を 言 ひ 立て、、 八 
六 艦隊な. - 6 ものを 計 3!;: して 來て 居る のであります、 
然るに S に 協賛を 得た 旣定の 八 四 E 際 其 ものに 於き 
ましても 大正 十一 一年 1- 至りましたならば®® に 一©! 
戰闘巡 洋艦 に二雙 、合せて 三塑 、其 物は 第一 期の® 
齢を 超す のであります、 即ち 八 四 艦 險 -K 物の 勢力に 
缺陷を 生ずる のであります、 仍て 之を 海® 大臣に 質 
して 見ます ると 海 iti 大 t;> は 日く 大正 十 年に 至つ たな 
らば 其 補充の 計褂 並に E に大 S1 二隻を 建造に 着手す 
ると 云 ふ 計 SE を 致したい と 云 ふ、 見込を 有つ て 居る 
と 云 ふので あります、 果して 然らぱ 政府が 今回 提出 
致した 所の 大正 七 年度 以後 •哉 入 歳出 槪計 表と 云 ふ 
即ち 財政 計 迸 其 者に 毀 用が 見楛 つてなければ ならぬ 
ので 有ます、 それは | 向 無い ので ある、 少なくも 旣 
定の八 四 艦隊の 勢力を 補充す る 丈の I 此 補充に 充 
當する 丈 S 费用は 見 樹 つてなければ ならぬ 筈で ある 
而 して 其 費用は どれ 程 要るべき もの かと 云 ふと， 三 
藍に 對 して® に 腿 爭以 前の —— 戰爭 の價 格た る豫算 
に 準 據致 しました 所で 一億 二百 萬圓を 要する _ であ 
ります •今 0ほ 物® 非常に 騰貴を 来たして 無論 是で 
足り やぅ •かない、 隞前の 標準に te つて 積算す る も j 

億 二百 萬 圓にな る、 加 之 海軍大臣の 言 It る、 更に 11 

艦 二 隻 の_ 造に 著 手す ると 致します れぱ 、六 千 八 百 

萬 ®I を 之に 加へ なければ ならぬ ので ある、 之に 隨伴 

する の S 用 It. 別と 致しました 所が、 斯櫧な 數字を 現 

はさな けれげ ならぬ のであります、 然るに 大正 七 年 

以後の 財政 計 ! 2 表を 見ます ると 大正 八 年に 於 3- まし 

ては fifi かに 四百 三十 餘萬 園、 九 年度に 於き まして 七 

百 三十 餘萬圆 、十 年度に 於き まして 百 六十 餘萬圓 十 

一年 度に 於き まして 三百 四十 餘萬 _ 十二 年度に 於て 

漸く 六 千 三百 餘萬 _ の 剩餘を 生ずる 丈であります 即 

ち 大正 七 年 以後の 財政 計 SJ なる ものに 右 申 上げ まし 

た 如き® 用に 充當 すべき 金が 少しも 無いで はあり ま 


せぬ か、 斯の 如き 次第であります から M に 今回の 增 
税の上 に 又候咐 税を敢 てす ると 云ふ已 むを ^ ざる 狀 
况に陷 りは せぬ かと 云 ふ 事は、 是は國 民の 甚 しく 腿 
念を 懐く 所以で あらう と 存じます、 故に 之を 大藏大 
臣に® して. 見れ は、 大級 大臣は 日く、 政府は 歳入を 
極めて 內輪に 見 積つ て 居る 故に、 財政 計畫 表に 示し 
た 數 字より (J 以上に 收人が あるで あらう、 又 八 年度 
以後に 於て は、 .H 然增收 なる もの ほ 見て 居らぬ ので 
ある， 實際は 多く 增收 •か あるで あらう と 思 ふ、 又戰 
後に 於ても 原料 或は 器 類の 輸入の 時期が 到来す るで 
& らう、 然ら ば關稅 の 收人も 殖えて 來るに 違 ひない 
故に 近き 將來に 於て 增税 はせ ぬで 宜しい と 信ずる と 
斯う 云 ふので あります、 併し 是は 普通の 人間が 相 對 
して I 場の 所感 話と 致しましても 、随分 無責任な 話 
であ 〇 ますが、 財政の 當局 者と して 斯の 如き 事を 言 
つて 居る と 云 ふことは •私は 甚 しく 無責任の もので 
ないかと 思 ふので あります、 殊に 原料と 云 ふ 如き 4 
のが、 輸入が ありました 所が 是は 關税を 課すべき も 
のでない と考へ る •多少 其 中に ! t 課すべき ものが あ 
るか も 知れ ませぬ •か、 原料の 課税は 收 入に 13; なる ま 
いと 思 ふ、 又 一方に 於き まして 物價勝 貴より 来る 所 
の旣定 の戰艦 建造 費の 上に 於き ましても、 必ず 不足 
を 生ずる のであります、 大正 七 年度に 於き ましては 
此 不足を 折半して、 其 半分を 要求して 居る、 現に 八 
百 九十 萬圓の ものは 要求して あるので あります、 其 
殘り 半分は どうす るかと 云 ふと、 製鐵 所との 協定 •か 
未了で あるが 爲 に、 他日 追加 豫算 として 謂 求を する 
と、 斯う 一. K ふので あります、 一 應申譯 は 立つ て 居り 
ますが、 想 ふに 製鐵所 は 政府 内部の ものである、 此 
政府が 其 政府 部内に 於て 協定を 致す のに、 さう 手間 
取る 筈は ない と 思 ふ， 雜 竟物價 騰貴の 甚しき 所より 
鐵材 等の 騰貴の 甚 しき 所より 隨分不 足 如が 多額に 上 
る •斯う 云 ふ 所より 政略 上、 今 要求せ ずして 他日 追 
加豫算 として 餘儀 なくせし むる 方が 宜くは ないかと 
云 ふ 如 3- ことを •御考 になつ て 居りは せぬ かと 云 ふ 
ことを 疑 ふので あります、 併し 是ほ少 々邪推に 過ぎ 
るか も 知れ ませぬ、 若し 私の 邪推で あつて 實際 さう 
云 ふこと でな くして 廉く濟 むと 云 ふこと ならば、 國 
家の 上是 より 仕 合せな 事 ii ない、 どう 致しました 所 
が 不足は 不足で ある、 加 之 本年 二 千 九百餘 萬 圓と云 
ふ ものを 協賛を 求めて 居らる、 所の 彼の 水陸 設備 费 
であります、 此殘り 約 千 五 百 萬圓或 は 千 六 百 萬圓に 


達する かも 知れ ませぬ* 是は 大正 八 年 以後 二三 年の 
間に 要求を しなければ なり ませぬ、 然らぱ 物價 騰貴 
ょり 生ずる 所の 不足に 對する 財源を 要する と 云 ふこ 
とも •分り切つ て 居る 次第で ある-之に 加 ふるに £1 
に 申 上げました 如く 八 四 艦隊の 現在の 勢力 補充 •並 
に 新たに 計畫 すべき 一隻に 對 して、 假に戰 前の 價を 
以て 積算 致しましても、 合計 一億 七 千 萬圓を 超過す 
るので あ 〇 ます、 斯の 如くん ば國 民は 增稅に 次ぐ に 
增税を 以てする の 疑惧 不安の 念を 抱く と 云 ふことは 
當然 の .!: とでは ありますまい か、 海軍大臣は 大正 十 
年ょり 巔に申 上げました 如き 計畫 を爲す 積り である 
斯う 言は れ ましたが、 是が 財源は 今 申 上げる やうに 
見込んで はない からと 云つ て、 ft 畫を 止める ので あ 
0 ませう か、 計 SE をせ ぬ ことになるので あ. 〇 ませう 
か、 然らば 國防其 ものは 甚 しく 不十分 不徹底と 謂は 
ざるを 得ぬ、 然 らば 必ず 計畫 をす ると 致しました な 
らば、 增税に 次ぐ に佾税 を 以てする と 云 ふ 羽目に 陷 
ると 云 ふこと に 相 成りは せぬ か、 國 民の 不安は 此點 
に 於て 今 確かになら ざる 以上 ほ、 甚 しき：' f 安の 念を 
抱く と 云 ふことは 避くべからざる ことであります* 
隨て國 運の 伸暢 發展の 上に m 碍を與 へる と 云 ふこと 
も 分り切つ た 話では ないかと 私は 考 へる、 陸軍の 國 
防 計畫に 於き まして ほ、 現在！ 一十一 個 師團の 內容を 
充實す る、 而 L て 四 圍の亊 情に 甚 しき 變 化を 來さざ 
る 間は、 先づ當 分是で 忍び 得る、 斯う 云 ふこと であ 
ります るから •其 內容に 至つ て 論ずべき 點も ござい 
まする が、 此 所には 私は 議論を 省略 致します、 但し 
國防の 上から 申します れぱ ，四面 環海の 國に 於て 我 
國 の門戶 とも 言 ふべき 所に 對する 要塞と 云 ふが 如キ J 
ことに 對して ヽ V IF 當 の計畫 をされ ると 云 ふことの 必 
要 ありと 考 へる、 而 して 之に 封して 委負會 に 於て 質 
問を發 すれば、 甚だ 要領を 55 ない ので ある、 併な •か 
ら二億 萬 B 程の 金を 要する かの 如くに も 聞え •又 終 
りの 方には 幽靈の やうに 消えた かの やうに も 見える 
此に 於て 此 Mi に對 しては 先 づ大髖 忍び 得る、 增税ま 
でを もして 計畫は 致さない と 云 ふ 言葉に 依て、 四面 
環海の 門戶 とも 稱すべ き 所に 對 して U 、 陸軍 部內の 
今日の 費用 中に 於て、 相 當 の計畫 をされ る ものと 信 
じて、 餘 り_ 論を 致さずに 置く と 致します、 其 他の 
案に 於き ましては 社 會 政策を 意味す と 言 ひ、 下級 者 
の 負 擔を輕 減す ると 言 ひながら、 郵便 電信の 値上を 
しや 5 と 云 ふが 如き、 又 「ラムネ」 とか 飴に 課税を 
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して、さうして下 "7 :者を苦しめる事と£;成る1即ち 
下级 者の 負擔 1 ^輕较すると言ほれる言葉と矛盾する 
ので ある、 又 「メ. リヤス J 「フェルト J に 向つ て 課 
税 すると 云 ふが 如 ？ ! £ 、 政府の 所謂 時局 1. 伴 ひ將來 
に 向つて、 國 il の 發展產 第の 發 達に 資すべき 事柄に 
向つ て m 礙 ゃする、 即ち 國運の 12 達を PJ1 礙 丁る と 云 
ふ 結果になる ので ある、 矛盾 も亦甚 しい 事で ありま 
す、 £ . ながら 是 等の 各 案 It 谷 別に 考を致 しま すれば 
其 中に ほ® 成を 表すべき 事柄 も あるので あります、 
例へ て 申します れば 酒造稅 屮に 於て、 貯踩減 を 見て 
容赦して やる と 云 ふ •か 如き、 或 ! t 織 物税 中に 於て 其 
組合の 取扱 ふ 手數に 對して 若干の 金を 下附 すると 云 
ふが如き、殊に此通行稅の廢止の如き、年來私共の 
主張 致す 所で あつて、 宿 論と 申して 宜しい 事で あり 

ます、 併な •から 此咐税 を此處 で 致さう と 5 ふ 時に 於 

きまして は、 先づ 以て 努めて 政费の 節減を しな けれ 

ばなら ぬ、 政府と しては 國民に 向つて 其 誠意を 披瀝 

すべき 證跡 として、 政费の 節減に 努める と 云 ふこと 

は 致さなければ ならぬ ので ある、 此政費 節減を 十分 

に 努め、 而 して 國防 上の 計畫 に對 しては 徹底的に 計 

畫を して、 斯の 如き 次第の ものであるが 故に 已 むを 

得ず 此 不足を、 增税 に怨 へなければ ならぬ と 云 ふこ 

とを 披瀝す るに 至りましたなら ば、 恐らくは 之に 對 

して 異議を 挾む 國 民 ! t 無から うと 私は 思 ふので あり 

ます、 然るに 其 政 fi の狀 態は どうで あるか、 此 書類 

を 一々 此處で 御 話したならば •大變 時間を 肢 ります 

が大® に 於き まして —— 極めて 大體に 於き まして 大 

正 五 年に 於け る 臨時 部經常 部， 此豫滇 と 大正 七 年の 

臨時 部經常 部の 豫算 とを 比較 致しましても •現に 一 

億 五 千 八 百 九十 六 萬 二 千 八 百 十 一圓を 增加 致して 居 

るので あります、 尤も 大正 五 年に (i 經常部 臨時 部 等 

に 於て 多少の 追加を 要求した ものが あります、 併な 

がら 大正 七 年に 於ても 今 追加 案が 出つ i ある、 未だ 

之を S 照す るの 時機では ありませ ぬが、 大體 として 

斯の 如くで ある、 其 他 特別 會計 - 特別 會 計に 至り 

ましては 數種あ ります、 之を 一々 申 上げる ことは 時 

間を 要する のであります が、 どの 種類へ 持つ て 行つ 

て 常篏 めて 其總 計を 見ましても •悉く 增 加の 一 點張 

である、 又 臨時 軍事費の 上から 見ましても、 大正 五 

年の 臨時 軍事 费と 大正 七 年の 臨時 軍事費とは、 千 八 

百 八十 五 萬 餘圓の 增 加を 見て 居る のであります、 斯 

の 如く 政 費は 近 來增加 の一點 張であります、 甚だし 


く 膨脹を して 居る、 此膨脹 を 致して 居る 所の 政费に 
尉して 其 節減すべき ものを 節減し、 而 して咐 說の已 
むを 得ざる ことを 披瀝す るに 非 ざれば •政府の 誠意 
の ある 所の ものを 認む るに 由ない のであります、 斯 
の 如く 濫費は 一方 勝手次第に やつて、 唯々 要る から 
金を 出せと 斯う 言つ て 見た所が、 所謂 B むを 得ず と 
云ふ觀念を棰めることは川來ないのである、然るに 
政府の 言 ふ 所は 本年の 豫算編 成に 方つ て 努めて 節減 
の 方針を 執れり と 云 ふ、 何處に 節滅 をした か •節減 
をした 所の 跡は 少しも 無いで はない か、 節減を 致し 
た 跡が 無い のみならず、 坍加 致した 所の 數は 極く 赴 
は 大計の 數で あります けれども-大正 五 年と 七 年と 
比べれば、 經常部 臨時 部 •此 二種 類の 課目に 於き ま 
しても 一億 五 千萬圓 以上の 增 加を 來 して 居る と 云 ふ 
露 'e あります か r の 如き 次第であります るから、 此 
際 政费の 節減を 實行 し、 さう して 國防の 計畫を 徹底 
的に 致して、 而して 後に 增税 の已 むを 得ざる と 云 ふ 
手段に 出 づる にあら ざれば •漫 りに 容易に 之に 同意 
を 表し 難いので あります、 此の 行政 整理 等を 爲し政 
費の 節減を しやう と 云 ふに 葑し ては、 今日まで 爲し 
て來 るの •か 當然で あります が、 是 がして ない 以上は 
相當藉 すに 時日を 以てする の 外は ない、 故に 大正 八 
年度に 於て 夫 等の 實 力を 努めて、 更に 已むを 得ず ん 
ば 增税の 計畫を 爲 して 協賛を 求むべし と 斯う 云 ふの 
であります、 此增税 の已 むを 炤ざる ことを 示す 時に 
方つ ては、 年来 懸案と 相 成つ て 居る 所の 東京 ffi 街の 
宅 地租の 如き、 或は 官有 物の 整理 處分 法の 如き 凡て 
一般の 大 整理を 行 ひ、 さう して 眞に 政府の 誠意を 明 
かにして、 而して 後に 足らざる ものを 增税に 求む る 
と 云 ふ 手段に 出づる ことを 望む のであります、 本年 

提出の 國肪 計畫は 不十分 不徹底とは 申しながら、 國 

防の 上に 於て 一 步を 進む る ものが あります、 又 財政 

計畫 と共に 之を 一年 S 延期を 致し ま L たなら ば •國 

家の 上に 於て 不利 不安を 招く 次第の ものであります 

から •是は 協賛を 與 ふるの 外は ない のであります、 

是が 協賛を 致す に當 りまして、 今 其 財源に 充 つる 所 

の增税 案を 否決す る、 さう す ハぱ 財源が 無くなる、 

斯う 云 ふ 事であります から、 其 財源に 差 支な き 事を 

明に する の 必要が あると 思 ひます.. 即ち 大正 七 年度 

の豫算 にあります 所の 公債 五 千萬圓 償還と 致して あ 

る 所の もの 之を 三千 萬圓 として 其 二 千 萬圓を 以て 是 

が 財源に 充當 致しましたなら ば、 更に 七 年度に 於て 


は 差 支ない と 思 ふ (拍手す る 者 あり〕 大正 七 年度に 
於て 增税 より 生ずる 所の 金は 千 四百 七十 萬圓 である 
此減債 基金 中 五 千萬圓 2 ものを 三千 萬圓と I て、 其 
殘り二千萬圓を之に充つるとすれぱ、裕に此中に餘 
裕を 生ずる、 餘裕を 生 - T ると せ ば 臨時 事件 费の借 入 
金に 持つて行つて、 借入金を 少なく すれば 宜しい の 
であります、 然るに 大蔵大臣は 公債® 還 13: 五 千 萬圓 
を 主義と して 居る、 併ながら 大正 八 年に 至て li 國防 
の爲 に H む 事を 5 T す ノニ千 萬圓の 國防费 に 充て、、 
三千 萬圓を 償還す る 事に すると 言 IX れた 、諸君、 此 
|_ 於て 甚 しき 疑團を 起す 譯で ありませ ぬか、 大正 七 
年に 於て は 現に 臨時 事件 費の 如き 五 千 三百 萬 圓に對 
して、 公債 若しく ほ 借入金を 以て 支 辨す る 1¢ になつ 
て 居ります、 即ち 五 千 萬圓の 公債 償還に 對 しまして 
も、 結 3 府の懷 勘定の 結果と して、 借入金を 以て 
五 千 萬圓 還す と 云 ふ 事に 當 るので あります、 果して 
大正 七 年に 於て 借入金 迄 もして、 五 千 萬圓を 還さん 
ならぬ と 云 ふなら ば、 大正 八 年に 於ても 同し く 借人 
金を 以て 五 千 萬圓を 還さん ならぬ と 主張な さるの が 
至當で ある、 然るに 大正 八 年に 至つては 國防 費の 爲 
めに 減債基金を 三千 萬圓 として •二 千 萬圓を 之に 充 
當す ると 仰し やる、 然らば 大正 七 年に 於て 同じ 國防 
費に 二 千萬圓 を充 つると 云 ふ 事が 何の 差茭 •か ある ( 
「ひや <」 と 呼 ひ 拍手 丁る 者 あり) 殆ど 異議を 挾 
むべき 餘地は 無い のであります 、斯く 申した 時に 大 
藏 大臣は、 大正 八 年よ 〇增税 を實 行す る 事と 致した 
ならば、 一简 年中 金 部に 亘つて 其税が 肢れぬ 爲めに 
減債基金の 二 千 萬圓 を充當 致しても 必ず 不足を 來す 
斯う 言 ふので あります ■'是 は 不足を 來 すに 相違 あり 
ませぬ、 大正 八 年に 對 する 增税の 結果と して 收 入す 
る 所の 政府の 豫算に 依れば 約 三千 七 百 蓖圓を 見込ん 
で 居る、 然らば 二 千 萬圓を 省いた 千 七 百 萬圓は どう 
云 ふ 事になります、 足らぬ と 云 ふ 事になります るが 
是が 大藏 大臣が 豫算 委員 會 並に增 税 委員 會に 於て ® 
屢說 明せられ ました、 彼の 歳入を 努めて 內 輪に 見 積 
つて ある、 實 際の 收入ほ 此計畫 よりも 多く 收入が あ 
るので ある •又 大正 八 年に 於て は 自然 增收は 見込ん 
で 無い、 斯う 云 ふやう に說 明せられ て 居る ので あ 〇 
ます、 然らぱ 大正 八 年に 於て は， 其 自然 增收の 即ち 
剩餘を 持て 来て 之を 充てられて 何も 差 支は ない ので 
はあり ませぬ か、 若し 大蔵大臣の 言が 己を 欺く の 言 
に 非ざる 以上は、 是は 一向 差 支ない 害で ある (拍手 


する 者 あり〕 若し 其 胸 3? 用を 致して 居つ て •何等 不 
都合を 生ずる 事がない、 內 r に見锇 つて 居る と 云 ふ 
事 を 言は れた 所の ものを、 之に 充てられて 尙ほ不 足 
すると 云 ふ 事なら ば、 所謂 萬々 一 不足を すると 云 ふ 
事であれば、大正八年度に限つて其三千茁 1111 (:'{ ;« 0 
中の 一部を 之に 充 つると 云 ふの 方法を 執らる、 琪も 
亦 巳む 1 V 得ざる 事と SI ひます、 斯ぐ致 しても 證支な 
い、 其 結果と して 國民が 大正 七 年に％ 税せら る、 も 
のは 全く 免る、 のであります 、斯く 論じ 來 つたなら 
ば 大藏大 1S は 必ずや 斯う 言 ふで ありませ 5、 國防計 
蜜は 長期 鸹綏 費で あ 〇 、 然るに 其财源 を 一時的の も 
のを 以て 充當 すると 云 ふ 事 it 、 頗る 不砥 K である • 
斯う 言は る、 で ありませ 5 如何に A 此非雖 は 生ずる 
事で あらう と 思 ひ -t す、 我國 s 預算の 編成 習 m 法 か 
ら言 ひます れぱ 、斯く 言 ひ 得られる のであります一 
非 ® I し 得る のであります •若 も 之を 外國の 例に 1® る 
とすれ ぱ必 -T や 豫算は 其 年の 豫算で 、決して 長期に 
苴 る繼續 費を 其 時に 定めて 働すべからず と 云 ふが 如 
き 事は ない、 况や我 國の此 繼綏費 の 如 ? ものは 初め 
に 年度 割を 定めて 来た 所の 通り、 少しも 變更な く J5 
行し 來つた 例し は 未だ 曾て 無い のであります、 故に 
實 際に 於て 日本の 習慣 法から 言へ ば、 異議を 挾む 餘 
地 はあります が、 實 際に 於て は 妨げは ない、 併し 本 I 
員斯の 如 ? 繼續费 の 財源に、 假令 一部たり とも 一時 £ 
的の ものを 充當 すると 云 ふが 如き Ilf を 以て 足れり と t 
云 ふ 主張を 致す 者では ありませ ぬ、 成るべく 本年に： 
於て 國防 の計靈 を 完全に して、 某 財源を も 確定 致し I 

たいと 云 ふ 私の 精神で ある、 殊に 國肪の 計 盗を 完全 
にして 之に 要する 所の 財源を 求める と 云 ふに 至り ■* 
して、 今日は 實に千 載 一遇の 時機で あると 思つ て ® : 
る、 若し 此 際に 於て 政府は 誠意を 以て 政 25 の 節減を j 
も 行 ひ •國 防の 計盡を も 徹底的に 致して 眞に已 むを 一 
得ざる の 不足を 褙税 に俟 つと 云 ふ 手段に 出で ました | 

ならば、 必ずや 圓滿に 行 はれた ので あらう と 思 ふ、 
凡そ％ 稅の 如き 事は 今日の 如？ 外に 於き ましては一 
外から 言へ ば 世界戰 雲に 圍繞せ られて 居る と 申して 
も宜 いと 思 ふ、 是が 爲に國 民の 心理 狀態 には 甚 しき 
刺戟を 受けて 居る のて あります、 而して 內に 於て は 
年々 正貨の 增加 に對 して 國運は 非常に 檜 進 致して 來 
つて 居る のであります、 其增 加した る 所の 正貨は 兌 
換券 となつ て、 是が 各地 方に 流入して 居る、 さう 
て 今や 下層の 部分 迄 も® に 能く 流布 致して 居る 時で 一 
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ありまして、 鞞濟界 の景况 期の 如き、 好 ® M を 見る 
事 (1 、私は實は三十年間3菜界に從事して捃る身で 
& るに 拘らず 、斯 fo 如き 時機を a ました ことは 今回 
始めて！ A あります 、把の 如き 好 辟を 捉へ 所謂 絕 好の 
一: © を捉へ さ 6 して 大經ヘ 1 を 行 ふと 云 ふが 如き こと 
は、 e 政 家の！： 取 も 注意して 努むべ き 所で ある. 斯 tj 
如き 空前の 機 會を® 2 ながら 其捉 ふべき 所の la ir を捉 
へす、 爲に爲 し 得る 所の 而も 國家 として 必要の 事柄 
を も e す 事を 延ばし、 或は 逸する が 如 ? gf ir 國民 
〇 不幸 是ょ〇 甚だしき はない と 私は 考 へる (拍手 起 
る) 斯 c 如き 時機に 於て ll'l: 國 防の 計 s rx どを 充 實 す 
るが如き欺の出來煜ないと云ふ事は、畢竟國民の基 
礎の 上に 內閣を 造られず 、所！ i 超然内閣なる が爲に 
左視 右®、 狐疑逡巡 、遂に 此 大計を 誤る と 云 ふこと 

に ! SS 著す ると 私 it 思 ふので ある Q 拍手 起る) 1? に 私 

は 終生の is 憾な〇 と考へ るので ある、 今日の 此好毋 

氣 は 大正 八 年 迄に ® 化が 無い かと 申します れぱ 經濟 

界の實 質 其 物に 於き ましては、 甚だしき 變化 {3-. 無い 

と考 へます、 併ながら 人氣其 物 -It 或は 今日の 如くは 

參〇 ぬか 4 知れぬ と考 へる、 本員の 如き ii 國防 充窗 

に對 しては 熟 心に 主張を して 居る 奔 である， 又是が 

爲に佾 稅の或 程度 迄 も已む を 得ず と 52 悟を 致して 居 

ります が、 さりな •から 國 民は 民間 經濟界 の ? K 情 に拘 

らず 、經濟 界は 如何なる 時に 於いて 4 某の 咐税に 甘 

んず ると 云 ふが 如 ； •• は、 私 (t 能う 言 ひ ^ ない ので あ 

る、 凡そ 大なろ 仕 yf をし やう a •思へ ば-周 K の 事情 

好き 辟 ir ル 捉へな ければ 出來ぬ ものである， 海軍 大 

R lt 大正 十 年に 至つ て 勢力の 補充 I M に® 艦二隻 

の 紐 造に 著 手 致したい と 云 ふ 見込を 有して 屛 ると 言 

はれた、 併しな •から 大正 十 年 其の 時が、 經濟界 は 今 

日の やうな 時で あるか、 又 基 だしき 變化 を來す こと 

で & るか、 相 成るべくは 今日の 畤 機の ¢11 くして 國防 

充實 に羚支 無い と 云 ふ 事 ?- 菌 t/ のであります が 現に 

今日の 好毋氣 を 来して る 所の 跡に 付て 考 へて 赴 迄 

も 漸く ii'li 年下 牛沏 後で It ありませ ぬか 下半期 迄 (i 好 

い者は好いのであるが全脸シ通じて宜しいとは行か 

なかつ たので ある、 今日は 上から 下 迄 —— 下 肘 界に 

m るまで 金融 も甚' た 滑らか、 米の 價も 高く、 或は 副 

產荣の 如き ものに in つては 時々 の 商 低は あります が 

今日 程® かなる 時 It 無い のであります c 「兌換券が 多 

い爲だ 」 と 呼ふ满 あり) 斯の 如き 狀態を 呈し來 つた 

所の 間に U ! 您に 五六® 月の 日を 純 過した 所で あ 
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る、 故に 是が變 励を s 'r が 如き 事 も將 米に 於て 必ず 
長く 持 ^ すると も 言へ ない 資質 其 物は 變 りはなくて 
も人氣 其 物 (t. E 々變更 すると 云 ふ 事は 避けられぬ の 
であります、 果して 海軍 大 K の 言は る、 が 如く 大正 
十 年に 至つ て 緩々 計 yf をせ らる 、が iln D- 事が 此大事 
業を 成し遂げる 上に 於て •適 當なる 時機とは 私は 能 
5 言 i£ ない ので あ〇 ます、 斯の如 き 私 li 考を持 つて 
居ります が 故に 委 M 曾 1-. 於ても 現に 大正 十三 年に 於 
て必耍 S 戰 E を 建造し 得る と 云 ふ 事に 相 成る 以上は 
今 B に 於て 11-1: 阀防計 迸を 改めて、 K に提 m せられる 
の 1C 思は 無い かと 云 ふ 事を 諷刺 致した ので ある、 又 
或 (3: 十 年に 著 手す る斟 G 巳む を 得ざる 事情 ありと し 
て、 寧ろ 今日に 於て 是丈の 事は しなければ ならぬ と 
云 ふ 亊を國 民の 前に 示して、 國民 をして 相 當の觀 念 
を 極めさす る必耍 が あるでは ないかと 云 ふ 事 も ® 齿 
したので ある、 然るに 政府は 此諷 刺此勸 吿に晒 せず 
依然として 今日 來つた のであります、 已むを 得ず 是 
に 於いて 戰時 利得 稅を 賛成す る 外總て 諸 案を 否決 致 
して， 更に 明年に 於て ^ 中 上け ました 如き 手段を 以 
て、 協 R を 求めら る、 やうに 致したい と 云 ふこと に 
する ょり 外に 致 方ない ので &り ます、 是れが 又 政府 
の 今日の 態度に 對 して 當然の 致 方で ある A: 私は 信ず 
るので あります. (拍手 起 〇 「無責任な り」 r 簡單」 と 呼 
ふ 者 あ 〇〕 最早 局を 結び ませう. 玆に 一言 附加 へて 
申® きたいと 存じます、 其 一事は 元 田 君 も 本 席に 於 
て 言 ほれた ， r.l 十 速；；；； も葯 席ょり 質問せられ た 事柄で 
あります、 即ち 政府 13: 勅旨を 奉じて 議案を 提出し な 
がら、 翳 愈の 決 餞を 持たざる 以前 1" 於て 賛否を 明に 
すると 云 ふことは、 個人の 間で 御 話なら ば i 向 咎む 
るに 足らぬ ので あ 〇 -t す， 又_會 の多數 が 否決す る 

ならば、 政府は 巳む を 得ず それに 同意す る やうに 致 

して 見やう と 云 ふ 如 き 意志を ® らさる 、事 も、 是 は 

私は 妨げない と 思 ふので あります、 或は 普通の 事柄 

であれば 淡泊な 言 分で あると 言ひ煜 るか も 知れ ませ 

ぬ、 併ながら 謎 fT の 特別委 M ir に 付して 之を洧 調_ 

決せし め* 木會に 於て 相 當手紹 を 經て決 韻せ しむる 

のに、 其 本懿に 先だつて 其 委員 ir に 於て ■吾々 ほ 斯 

の 如く 否決す るが、 政府 Is 之に 從ふ かと 斯う 言は れ 

た 時に 當つ て、 從 ひま i - 從 ひます 所 じ やない、 

まだ 求められた 所の 郵侦電 倍の 費用の 如き ものまで 

も、 政府は 是も 否決され て 異議は 御座いませ ぬと 斯 

う 仰し やつた、 何たる 祺で ある、 別に 大藏 大臣 個人 


に怨もなければ何にもない、趦だ御氣の毒に實は考 
へて 居る が、 實に 不思議 千 萬の 事で あると 思 ふので 
ある、 何故ならば 床 次 君は 相當の 修正を 加へ て 三 案 
は 通過せ しめ 他は 否決す る、 其 修正が どれ 程の 修正 
かと 云 ふこと も 御尋 にもなら ぬので ある •或は 是は 
前以て 御 交涉爲 さつた かも 知らぬ、 或は 又大藏 大臣 
が 千里眼 通を 以て 觀察を せられた かも 知らぬ •其內 
容に立 入る の 必要は あ 〇 ませぬ けれども、 凡そ 政府 
と 云 ふ ものが 勅 H を 奉じて 案を 出して、 _ 會の協 賛 
を 求めた 時に 於て、 誘 事に 先だつて 旣に 否決に 同意 
すると 云 ふが 5n キ j 事を 斷言 さる、 と 云 ふ 事は* 抑々 
是は責 任 有る 人の やり方と 言へ ませう か (「無責任」 
と 呼 ふ 者 あり〕 其 事柄は 結楛で ある、 吾々 は 之を 否 
決して 明年度に 廻は したら 宜から うと 云 ふので ある 
事柄に 付て 言は ない が、 政府の 立® として 勅旨を 奉 
じて と！ K ふ 手前に 對し て、 そんな 勝手な 事は 出来 ま 
せぬ、 內界を 言へ ぱ 諸君から 之を 否決 されても 仕方 
がない と 云 ふ 腹を 決めて 居る ことは 御隨 意で ある、 
併ながら 形式の 上に 於て、 穀決 して 而 して 後に 非ら 
ざれば 決め や 5 はない 苞で ある-之を 前以て 決める 
必要が & ると せ ば、 次に 決議 •そこに. 至れば 政府 も 
已むを 得ず 御 同意 致す やうな 御 方針で 居り ませう 位 
な 生溫い 事を 仰し やる 事は、 是は 今日の 政府と して 
ほ 出 來易 いこと である (笑 聲起 る〕 要らぬ 翳 論の や 
うで あ 〇 ますが、 是は _ 會の實 は 將來 に關 する、 餘 
りさう 輕易な 事では 私は 無い と 思 ふ、 政府の 責任は 
何 所に 在る か (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如く 
んば 凡そ 翳 案 其 ものを 先づ 議員に 作らし めて， さう 
して 政府が 之に 從 ふと 仰せられた 方が 早途で はない 
か、 是は實 に 近来の 私は (「 咄怪事 J, 大 失態な り」 と 
呼 ふ 者 あり) 失態 どころではない、 責任 問題で 私は 
あらう と 思 ふ、 實 は 斯の如 き 事を 以て 御 寅め 致 T と 
云 ふことは 私の 本意では ない •本意では ない がどう 
も §§ 堪に 立つ て 居る 身と しては 已むを 得ぬ ことで あ 
る •併し 大藏 大臣は 斯う 言は れる 、是か 即ち 立憲 政 
治の 妙 用と 仰せられました か、 妙所と 仰せられた か 
(「妙 諦」 と 呼ふ莕 あり〕 妙諦が 不思議な ことで ある 
實に不 思_な 事でありまして >  此 の喈稅 案を 議 する 
に當つ て 其の 極度までは 論ずる ことを 私は 控へ る、 
兎に角 旣に 政府は 翳 事に 先'  たつて 否決に 同意を なさ 
る、 然らぱ 殽 きに 元 田 君の 言け れた 如く 是れは 精神 
の拔殼 である (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり) 精神の 


拔殼 を此 所で 酷く 顔を 赤く して 論ずる 必要 も 或は 無 
いと も 言へ ませう •併ながら 是で貴 族院に 廻つ て 行 
つて •貴族院で 本件に 關 して 調査を する (「消滅す ろ 
ではない か 一と 呼 ふ 者 あ 〇) 消滅し やうは ない、 其 
責任 問 願は 矢 張附 いて 行く  •一院 が 議決した もので 
も、 斯かる 無責任の 處置は 撤回せ ぬ 限りは 附 いて 行 
く (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 是は 決して 黨 派の 別 
や 何 かの 感情 問題では ありますまい、 斯樣な 不眞面 
目な 事を して 國 民に 臨む (「諄くて いけない」 と 呼 ふ 
者 あり〕 諄くても 宜しい 斯 くの 如き 事は 國 民に 向つ 
て 最も 諄く する ことを 一 -諄く 言 ふ 事を 要する (「誰 
に聽 かせる のか」 X 「諄く 言 ふなら' はもう 一遍 說 明し 
て吳 ひ と 呼 ふ 者 あり 其 他 發言す る 者 多し) 

031 長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇片岡 直溫沿 斯の 如 ? 誠意 無 ? —— 誠意な き 所作 
を 以て lit 戰時 に當つ て 國家 百年の 大計を 完う すると 
云 ふが 如きは、 私は 斷じて 出来ない 事と 思 ふ、 此點 
に 對 しては 或は 他日の 機會 !■ 於て 論ずる かも 知れ ま 
せぬ が、 政府 其 人達 ir. 先 づ 豫 め 自省 & らんこと を、 
玆に私 は 要求して 置きます C 拍手 起る 「反省せ い」 「五 
時半 何を 言 ふ」 と 呼 ふ 者 あり ^ 聲 起る) 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 藤 井 善 助 君。 

〔藤 井 善 助 君 登®〕 

〇 藤 井 善 助 君 諸 恧、 本員は 唯今 _ 題 となつて 居り 
まする 諸種の 税法 案に 就て、 其の 大體 U® 員 長の 報 
吿に 賛成を 致し、 通行税 躞止法 律 案， 石油 消費税 躞 
止 法律案、 此の 二 法案に 付いて は 委員長の 報吿に 反 
對を 致す、 即ち 此の 二種の 税法を 廢 止すべし と 云 ふ 
意見を 言明す る ものであります、 今回 政府が 提出せ 
られ ましたる 大正 七 年度の 豫算に 於て は、 國肪 充實 
を 骨子と して， 是が 財源は 一般 歳入で 不足 致す から 
して 增稅 に據る •又專 賣 益金 S 增 收を圖 る、 通信 收 
入に 於て 增收を 圖 る、 又 K1 面に 於て は 臨時 事件 費 
の 財源に 充當 する が 爲め に、 腿 時 利得 稅を設 ける、 
而 して 之と M 時に 時局の 愦勢に 鑑みて 社會に 於け る 
下掎 民の 負擔を 輕減 する 意味に 於て、 税制 整理を 併 
せ 行 ふた， 斯樣に 申す のであります るが、 其 後段の 
税制 整理に 於て は 其內轾 之に 伴は ざる もの あり、 吾 
々は 甚だ 逍憾 に存 ずるので あります、 國防の 充實— 
國 防充實 に付きまして は 過日 來本會 に 於て、 若く は 
委負會 に 於て E 々質問 應 答が累 ねられた ので ありま 
すが、 政府の 提出 致して 居ります る 所の 今回の 充實 
二 四 七 
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酒造 税法 中 I25C 正 法律案 外 十二 件 第一^^ 
計琺 に 於て は* 吾々 ? 5 だ 遺 博シ怒 ず. 〇勤 が §} -  < から 
ぬのであります、 今日 提出 致して 居ります る 所の 國 
防充實 〇 計盡を 以て 致しまして、 近き 將來 に 於て ま 
•た 1( 年な m でざる 近 ? 將來 1- 於て •再 ぴ國 防充迓 〇 
要求を 餘谘な くせら るべき こと： に 推定に 残から ぬの 
であります、 併ながら 今日 我國 の狀况 ょり 見まして 
四 間の 狀况 ょり 見まして、 今回 政府の 提出 致して 居 
;- ::, ;少 限度の 一 ^緊 急 已むを 
得ざる 所の e 少限 度の ものであると 云 ふこと ほ、 何 
人 も 否定し 能は ざる 所の ものであると ^ ずるので あ 
ります、 然らぱ 之れ が 財源と 致しまして ほ、 今日の 
場合、 帝國の 今日の 場合 重大なる 時局の 今日の 塲合 
/- 於きましてほ、之れが財源として一部の佾税を餘 
儀な くされる と 云 ふことは、 是 れ亦眞 に已 むを 得 ざ 

る ことで あると 存ず るので あります、 之れ が % 税の 

税種を 摺み S する 上に 付きまして、 政府は 比較的 M 

擔 の 彈力 ある 所の 所得 稅及 酒税を 握んだ、 又 臨時 事 

件 S3 の 財源に 充當 する が爲 めに、 戰 時に 依て 特別の 

利得を 致した 者に _ すると ころの 戰時 利得 稅を摞 ん 

だ、 是れ は大體 に 於いて 吾々 が 同意を 致す 所の もの 

であります、 唯々 此の 税法 案が 所謂 税制 整理を 加へ 

たと 55 ふ上に就ては、吾々の同意し難い點もあるの 

でありまして、 滴當の 修正を 加へ ました ことは 先刻 

委員長 報吿 2 通りであります、 其 他の 税法 案 即ち 酒 

に 勤す る 所の淸 涼 飲料 類に 對 する 所の 飴、 織物に 對 

する 所の 「メリ ヤス」 「フェルト」 の 如き 斯の 如き も 

のは 其 税額の 誠に 小なる ものでありまして、 政府 も 

亦是 等の 租税は 收 入を 主たる 目的と 致す のでな くし 

て、 負 擔の均 衡を 保す る爲 めで あると 云 ふ、 負擔の 

均衡を 保つ 爲めで あつて、 收入を 目的と する もので 

ない と、 斯樣に 申す ので あり 1: すが、 是等の ものは 

幼稚なる 鹿 榮を 保護す る 上に 於て、 又 下層 民を 保護 

する 上に 於て、 保煺衞 生の 上に 於て、 是等の 點から 

見まして 反 對せ ざるを 得ぬ のであります、 殊に 「メ 

リヤ ス」 の 加き は 過日 委員 會に 於て 農 商務 大臣に 對 

して、 深き 考隞を 煩は したので あります が 過去 二十 

年間 常 業者の 苦心 經營の 結果、 有 蓮なる 一の 產業を 

植え付けた のと、 生產 年額 四千 萬 圓の中 三千 五 百 萬 

圓まで は 海外に 出す - 時局の 影響 も ありませ うが 

其 多くは 當 業者の 苦心 經營の 結果に なつた ので ある 

內 地に 需用す る 所の 僅々 四 五 百 萬圆の ものに 向つ て 

課税を 致す、 而して 得る 所は 僅に 三 四 萬 圓を出 でな 


い^ 斯樣な ものを 新 没を 起 丁が 如き 企を 致す と 云 ふ 
こと ほ、 抑々 思 (3: ざるの 甚だしき ものでありまして 
政府が 豫 算 掲成の 方針と して 標榜して 居ります 所謂 
產 業の 發展 を阻碍 する の 甚だしき ものであると 思 ふ 
ので 有ます •又 通信 料の 引上げ、 郵促 電信の 增說を 
致す 是等は 玆に 詳細なる 理由を 申 上ぐ るまで もない 
或は 文明に 課税す る ものであると 斯樣な 叫びを 致し 
て 居る のでありまして、 吾々 ほ 絕對 に反對 せざる を 
得ぬ のであります >  吾々 ほ 多年 税制の 根本的 整理を 
主張す る 者であります 悪税を 改瞹 すべし，. J 云 ふ 所の 
主張を 致す ものであります、 政府 (t 今回 税制 整理を 
加味した と 申す のであります けれども •今日 政府' か 
爲した る 所の 税制 整理は、 無論 吾々 多年 主張して 居 
ります 所の 根本的 税制 整理には 觸れて 居らぬ 無論 滿 
足すべき 程度の ものでは ない のであります、 我國現 
行の 租税に 於き ましては 負擔の 均衡を 失する 甚だし 
きものが あるので あります、 又徵税 納税 共に 非常に 
煩瑣なる 所の 手數を 要して、 納税者の 苦痛 甚 しき 4 
ので あるので あります、 又收 益に 課税せ ず 財產に 課 
税せず して、 其 行 爲に 課する 所の 如き 認めて 惡税と 
爲す 所の もの 4 あるので あ 〇 ます、 吾々 は 多年 地租 
輕 減すべし、 營業 税廢 止すべし 通行 稅瞹 止すべし、 斯 
糅な 主張を 致して 居る 者でありまして、 所煜 税法に 
して 若し 完全なる ものを 得ます るなら ぱ營 業稅 全躞 
すべし、 斯樣 なる 意見を 持つ て 居る 者であります、 通 
行税の 如き 悪税の 悪税た る 事は 今 も尙ほ 昔と 變らぬ 
のであります が 1 論者は 惡税 には 相違ない が， 多年 
の 習 Is 上 今日は 苦痛と 致さぬ、 悪税の 悪税た る もの 
では あるが 苦痛 と 致さぬ、 斯樣に 申す 論者 も ありま 
すけれ ども、 悪税は 依然と L て惡税 であります、 通 

行税五 百 有 餘萬圓 の 中 其 八 割 七 分は 五十 哩未滿 の 近 

距離に 課する もので あり -1; して、 其負擔 をす る 所の 

者 ほ 都會の 下層 民で ある、 細民 階級の 者が 負擔 して 

居る のであります "又 課税率 上から 見ましても、 極 

端の 場合を 指摘し ますれば 十 割の 課税になる 、悪税 

は 依然として 1 i 税で ある、 之を 鹾止 する ことは 所謂 

政府の 社會 政策の 一端、 即ち 下層 民の 負擔 を ® 減す 

る 意味に 於て 爲さな ければ ならぬ 所の もので ありま 

す、 政府 又此に 見る ところ あり、 今回 通行税の 廢止 

案を 提出 致した、 吾々 は 多年の 主張で あるから 顧み 

まして 拒む ことは 無論 出來な いのであります、 今日 
物價が 非常に 騰貴 致しまして 生活難の 叫び 高く、 殊 


に 都 會の 下層 民に 於て (t 生活難 實に 甚だしき ものが 
あるので あります、 斯の 如き 場合に 於いては 都會の 
下層 民に 於て 住々 行は る V 所の 彼の 一 稲 忌むべきと 
ころの 風潮を 緩和す る 上に 於き まして、 今日 斯 £0 如 
き 惡税を 廢 します ことは 最も 適切なる ことで あると 
存ず るので あります、 又 今日の 如 3- 屮產 階級 以上の 
者に 負擔の 餘裕を 生じた る、 斯 の 如き 經済界 の 顒 調 
なる 時に 於て、 下層 民の 負擔を 屮產階 級 以上に 轉跋 
すると 云 ふこと も、 蓋し 適切なる ことでありまして 
通行税廢止、石油消費税廢止の如 3- は、今日を以て 
爲す べき 最も 適當な る 時機で あると 吾々 は 信ずる の 
であります (拍手 起る〕 斯樣な 意味に 於き まして、 
他の 税法 案に 於て は 委員長の 報吿に 賛成を 表する の 
であります が、 通行税 廢止 、石油 消費税 廢 止に 就き. 
ま L ては、 委員長の 報吿 に反對 して、 是が廢 止を 希 
望す る 所の 者で & ります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 小川 鄕太 郎君" 

〔法 學®  士 小川 鄕太郎 君 登壇〕 

〇 法學® 士 小川 鄕太郞 君 私は 唯今 問題と なつて 居 
ります る 諸 税法 案に 就きまして 大體に 委員長の 報吿 
通りに 賛成す る 者であります 、唯： g 行税龉 止 法律案 
及び 石油 消費税 廢止 法律案に 就？ まして、 原案を 維 
持したい と 思 ふので あります、 是は 新政 會を 代表 致 
しまして 言明す る ことが 出來 ます、 戰時 利得税 に 付 
きまして は、 殆ど 全會 I 致で 通過すべき ものである 
と 思 ふので あります、 今日の 戰 if に 際しまして、 非 
常な 利益を 得て 居る 者で あ ろ-、 之に 課說 しまして 其 
得た る 所を 以て、 戰爭の 影響に 依る 所の 所謂 臨時 事 
件の 豫備 費なる ものに 充當 すると 云 ふこと ! t 最も 當 
を 得た る ものである、 故に此 點に 就きましては 私は 
論じ ませぬ で 此諸 税法 案を 論じます に 就きまして ほ 
先づ 政府の 提出し ました 所の 理由に 就て >  1 應研究 
する 必要が あると 思 ふので あります、 第一は 國防計 
盡に伴 ふ 所の 費用を 辨ず る爲 めに 收入を 得ん が爲め 
に、 此增銳 案と 云 ふ ものが 提出され たので ある" 第 
二は 政府の 言 ふ 所に 依れば， 社會 政策の 考を 以て、 
1は税制整理に關すると思ふので & りますが、もぅ 
i つ ほ 負擔の 均衡を 圖る 斯ぅ 云 ふやぅな 考で是 等の 
諸 税法 案が 提出され て 居る と 思 ふので あります、 そ 
こで 先づ 第一の 增税 計 ® に 伴 ふ 所の 收入を 得ん が 爲 
めに と 云 ふ 之に 就きましては 此國防 計 « なる ものは 
認む べき や 否やと 云 ふ 事が、 先決問題と なる であら 
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うと 思 ふので あ 〇 ます、 成程 a 防 計 ! 5 なる ものは 不 
十分なる 點 ' か ある だら うと 思 ふ、 不十 •> でち 〇 まし 
て も 今日の® 合 、既國 防 計进を 全く  . 

ことは 出来ない、 是は憲 3  」と 雄 4 亦 亡 
めら れて 居る ので ある、 i： 岡 君 £御演 說 に 成ります 
れぱ 、此 計* は 不十分で あるけれ ども、 尙ほ國 防 C 
! 歩を 進めた ものである ，故に 協 饺 する に吝な ら V.'J 
斯う 云 ふ 風に 私 if 踣きま したので あります (.「其 通り 
」と 呼 ふ 者 あり) さう します ると 国防 計 诳 は 不十分で 
あるけれ ども 認めざる を 得ない、 認めざる を 得へ j い 
以上は 之に 伴 ふ 所の 收入 も亦認 めざるを 得ない と 云 
ふ 結論に 陷るだ らうと 思 ふ、 片岡 君 It 完全なる 國防 
計 iif を 持つ て來た ならば、 咐税は 皆 之を 認める と 云 
ふこと であつ たのであります、 然らぱ 今日 c kii 防 計 
迸は 不十分で あるが、 狎な が ら 長き に S つた ;;' l s fi 
である、 是は片 岡 君 U 御 認めに なつて 居る 筈. e ある 
然ら ば是 から 後に 八 年後に 於て 税制 整理の 葸味で ， 
もう 一度 やり直して 來 よと 云 ふ C であります が (「先 
生 交 離 滅裂」 「默 つて 牕 け」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 完金な 
る國防 計 3E 夕 持つて 來ない 以上は •何時でも％ 税に 
於て li 反對 すると 云 ふこと にな 〇 はしない かと ,® ふ 
のであります、 其 si に 就て 片岡 君の 說明は 至つて； 个 
明瞭で あると 思 ふ、 憲政 W の 意見は 何 所に あり や、 
是は明 かにす る 必要 •か あると 思 ふの て あ 〇 ま す、 吾 
々は 阈 防計査 は 不十分と 認める けれども、 今日の is 
合已 むを 得ざる ものと 思 ふて、 之に 對する 收人を も 
賛成し やうと 思う ので あ 〇 ます (「違つ て 居 〇 ます」 
と呼ふ者あり〕偌然らぱ％税計逛に就て考へるのは 
國防計 迸の 爲め にどう 云ふ銳 に M るべき かと 云 ふこ 
とが 問題で あらう と 思 ふので あります、 收人 をす る 
と 云 ふ 上に 就きましては、 第一には 社會 上に 於いて 
も 弊害を 生ぜざる やうに、 第！  一 には 經濟 上に 於き ま 
しても 其 發展を 妨げない やうに、 税の收 人を圖 らな 
ければ ならぬ ものである、 所で 今日の 經濟 界を考 へ 
て 見 ますれば 、諸君 も御眾 知の 通りに 職©- に 依て 非 
常に 資產 家が 殖て 居る のであります、 何れの 腿 爭に 
於ても 大な る資產 家を 生ずる ものである、 今日の® 
爭に 於き まして、 大 なる 資產家 •か 生じつ、 あると 云 
ふことは 誰も 拒む ことの 出来ない 所であります、 而 
して 之に 對 して 比較的に 貧者が I 比較的に です、 
貧者の 生ずる 事 も荜ふ ベから ざる ことであります、 
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やうにしまするには、實際力0ある湃に十分負擔せ 
しめて、 力の 無き ^ に (t. ©. 13 ,vli M すると 云 ふ 方針 
に 出で なければ ならぬ のであります C 拍手 起る) 是に 
於て 所謂 社 0- 政策と 云 ふ ® 念が 起つ て來 るので あり 
7f す、 で 政府が lit 增稅 法案を 提出す るに 常つ て 社 ir 
政策と 云 ふ® 念に 基いて、 詫 稀の 税法 案を 按排 せら 
れると 云 ふのは、 是 (-3: 郎全な る 思想の 下に 立つて 居 
る ものであると 思 ふので あります cj 皆 燹 成 だよ/ 默 
つて 居ろ J i- 呼 ふ 者 あ 〇笑聲 起る〕 

0 議長 (大岡 宵 造 君〕 御 靜に願 ひます。 

〇 法 mis 士 小川鄉 太 郎君 又 lit 咐稅と 云 ふ 事に 就き 
ましてです、玆に考ふべきは阈防計进に伴うて經濟 
上に ど 5 云 ふ變 化が 生ずる かと 云 ふ 事であります、 
是は 過日 委員 a- で 私は 述べました から 此所 て m 複致 

しませぬ が 要するに 此國 防と 云 ふ ものが 進めば 進む 

に 從つて 片方に K 本 階級と 云 ふ ものが m へて 來 るの 

であ 〇 ます、 他方 1- 是と對 立す る 所の 貧 若 階級と 云 

ふ ものが 出來 る、 是 は 比較的の 話であります、 さう 

しま すれば ® 氓に 於ても さう であるし、 又國 防と 云 

ふ 事に 就ても、 經濟 上には 富んだ 者と® 乏 人との M 

別が 益々 盛に なつて 來る のであります C 「さう であ 〇 

ます か、 先生 分りました」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る〕 

さう し -i すると ® 防 ？ 5 と 云 ふ ものに 就て 1 阀 防 费 

を 支辨 すると 云 ふこと に 就ても •當然 富者に 十分に 

負 is を させ、 贫者の 負擔を 一!  くす ると 云 ふ 方針に ! 11 

なければ ならぬ のであります (「ひや <J と 呼 ふ 者 

あり〕 爱に 即ち 社符政 策の® 念が 起つ て來る S であ 

ります、 それ故に 政府の 編 出しました 所の 諸稅法 案 

の大の 精神の ある 所の 社 會 政策と 云 ふ ものは、 どう 

しても 變 ai しなければ ならぬ ものである (「さう だ」 

と 呼 ふ 者 あり： >  资 政 e の 諸君 も ？ f て —— 今日で もさ 

うで ありませ うが 社 0- 虫 ^ を 標榜され て rr るでは あ 

〇 ませぬ か、 社 仰 政策を 標榜して 尻つて、 咐税 案に 

現 はれた 所の 社 符政 策を 非難す るとは 何琪 である ( 

拍手 起る 「笑つ ち やい け ませぬ 犬に やり 給へ 」 r 誘畏 

笑つ て 居ります / 笑 ふと (i 何事 だ」 「八 釜 ! Sr い默 れ」 

と 呼 ふ界あ 〇 笑 睇起 る) 

0 調 長 (大岡 育浩 対) 評 e に 願 ひます。 

〇 法 學 搏 士 小川鄕 太 郎君 私は 社 <r‘ 政策と 云 ふ ® 念 

許りでなく、 過日 委 貝符 で 申 上げました 通りに、 國 

防 费と云 ふ もの、 經濟的 影響と 云 ふ ものは •資瘅 階 

級に 利益を 來す ものであるから、 常 然 K 產階級 に® 


く 負 擔を命 ずると 云 ふことは 必要で あると 云 ふこと 
を 述べた のであります、 さう します ると 今日の 國防 
a に 伴 ふ 所 s ^- si 計 ^ に付きまして は* どうし まし 
て も資產 階級に SX く 課して、 之に 對 して 下級 社 會‘ 
下 ® 社 會の 方の 負擔 を輕 くす ると 云 ふ 方針に 111 でな 
ければ ならぬ と 思 ふので あります、 此方 針を 貫く に 
はどうしたら •は 宜い かと 申します れぱ 、第一に 富裕 
社 會資產 階級に JSC ら 課 する 所の 投を； 一 出したならば 
是 •か 一つの 方法であります、 恰度 戰爭 以前に 獨 逸の 
眾 肺 擗 張の 時分に、 最も 富奔 階級に 課する 所の 即ち 
財 產稅の みを 以て 之に 充てた のであります、 是が一 
つの 方法 io ます、 若し それ •か m 來な ければ 冨者 
階級と @ 荠階 級と 兩 方に 課する としまして •之を 手 
短く 申し ますれば、 所 請 直接税と 問接税 とを 結 付け 
ましても •直接税の 方に®  くす ると 云 ふ、 斯う 云 ふ 
方針に / 11 でなければ ならぬ と 思 ふので あります 若し 
不幸に して 是も 出來な いと 致しまして 直接税の 方が 
少く て、 消费税 。所謂 Rii 接税の 方が 多い と 云 ふ 様な 
憾が あつたなら ば、 他の 消費税で も 構は ぬが 夫を 輕 
減す ると 云 ふ 方針に 出で まして 全體に 於て 下層 社會 
の 負擔を _ く すると 云 ふ 方針に 出で なけれ ぱなら ぬ 
と 思 ふので あります (拍手 起る〕 今 諸 税法 案を 見ます 
るに 不幸に して 政府の 取つ た 所は 其 第三 案で ありま 
す、 第三 案と 云 ふのは 大體に 於て 貧者 階級 庶民 階級 
に 課する もので あつて、 富者 階級に 課する もの ! i 少 
くないので ある、 即ち 所得 稅の約 千 萬 圓其 他は 之を 
消 费稅 —— 主として 消费税 、貧者 階級 2 負 擔に歸 す 
る やうな 收人に 仰いで 居る のであります、 さう しま 
したなら ぱ どうしましても 玆に貧 者 階級の 負 擔に課 
する ものを 幾分 輕減 しなければ ならぬ、 此に 於て か 

石油 消费稅 の廢 Jh 、 iin 行稅 の廢 止と 云 ふ ものが 起つ 

たのであります (拍手 起る V/ 通行税の 躞 止‘ 石油 消費 

税の廢止と云ふものは、金體の租税計畫の中に離す 

ベから ざる ものである、 是は 社會 政策の 上から 考へ 

て も、 國防费 を 支辨 すると 一 K ふ 上から 考 へても、 ど 

しても 此躞止 案は 無くて はならぬ ものである、 私は 

: ir 岡 君の 御 nil 說 に付きまして 頗る 疑を 起した ので あ 

ります、 片岡 君は 通行税の 廢 止には 賛成で あるので 

あります、 正しく ai l-l 輩と 見解を 同じう せられて 居る 

ので あると 思 ふ 然るに 何事 ぞや •今回の 政府案 ii 總 

て 之を 排斥す る、 戰時利 31 税は 別問題であります が 

K 防费を 支 辨す るが 爲に 必要なる 所の 諸 税法 案に 付 


ては、 總 て反對 せられて 居る ので ある、 片岡 君は 如 
何に して 通行悅 廢 止と 云 ふ 0 的を 御達しになる ので 
あります か C 「大藏 大臣に 聽き 給へ J 「默 H J 「簡單 に 願 
ひます」 「緩つ くりやり 給へ /謹_」と呼ふ者あり)片 
岡 君は 國 防計査 を 完全に して 來たな らば •  ％ 税は少 
しも 厭は ない、 斯う 言 はれた のであります、 然らぱ 
假に 政府が 茲に國 防計逛 を 完全に して 來られ たなら 
ば、 總て の增税 案に 御 賛成で ありませ うか、 其 時に 
片岡 君は 又 言 はれる には、 今日 四 圍の狀 况に依 て國 
防計査 を 完全に する やうな 時であるなら ば、 減税な 
どを 言 ふべき 時では ない と 云 ふやうな 口吻が 洩れて 
居つ た、 然ら ぱ片岡 君の 理想で ある 所の 通行税は、 
何れの 時に 於て 廢止せ られ るので あるか、 私は 片岡 
君の 御說 並に 憲政 會の 御意 見の 何れに 存す るかを 知 
るに 苦しむ のであります (「頭. か 惡くて 分らない」 
「笑つ ち やい け ませぬ」 「默 つて 隨 け」 其他發 言す る 
者 多し〕 

0 誠 長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 法學® 士 小川 鄕太 郎君 私は 諾税 案に 付て 深く 入 
〇 ませぬ、 今の やうな 精神に 於て 石油 消費税、 通行 
税の IM 止と 云 ふ ものを 維持した のであります、 併し 
其國防 費を 辨ず るが 爲に 必要なる _で •所得税 並に 
酒税に 付て は 委員長 報告の 通りに 賛成の 意を 表する 
者であります、 もう 一點 述べたい のであります が、 
それは 政府の 第三の 考 である 所の 負擔の 均衡を l®i る 
と 云 ふ 事であります、 負擔の 均衡を 圖 ると 云 ふこと 
は、 税制 整理の 上で 夫 自身 考へて 見ましたならば 立 
派な 思想で あ〇ますハ是は非難する事の出來ないも 
ので ある、 併ながら 政府が 負 擔の 均衡を 岡る と稱し 
て 提出せられ た 所は 何で あるかと 云へぱ 、唯 だ 消费 
税 の 一部分で ある、 織物 消费税 の 中で 或は 「メリャ 
ス j 「フ ヱルト J に 課する とか、 或は 淸凉 飲料 税を新 
に 設けて 酒稅 と對 立せ しむる とか、 基に 極く 小さい 
消費税 S 範園に 於て 均衡を 圖られ むとした ので あ 〇 
ます、 吾々 は 何故に ffii 接税と 間接税との 間に、 均衡 
を 圖られ る樣 にせられな かつた、 尙ほ 進ん て 直接税 
中に 於て 非常に 負擔の 均衡を 缺いた 所が ある、 なぜ 
之に 手を 著 けられな かつた ので あらう か此點 に 於て 
政府に 不質 成を 表する 者であります cr nb られ るぞ政 
府か ら」 と 呼 ふ 者 あり〕 夫 故に 吾々 は 消費税 中に 於け 
る 小さい 税の 新設には 反對 する 者であります、 併な 
•から 此反對 は 税制 整理の 意味に 於て、 後日 之を 直接 


銳に 亘〇 間接税に 亘 つて •完全なる 税制 整理を され 
むこと を 希望す るので ありまして、 決して 絕對 的に 
永久に 此 整理を 非 ® する 者では ない のであります、 
それが 14 の此諸 税法 案に 對 する 態度 大體 の考 であり 
ます。 

〔拍手 起る〕 

〇篛長 (大岡 育造 君： 一三 土忠造 君。 

〔三 土 忠造君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 三 土 忠造君 諸君、 私は 唯今 11 題と なつて 居り ま 
する 諸 案に 對 して、 委員長の 報吿に 賛成を 致す 者で 
あります、 旣に 我黨の 先輩た る 元田肇 君ょり 大體の 
賛成 意見を 述べられまして、 政 友會の 所見の 存 する 
所は 明瞭され た 事と 考 へます、 其 後へ引 續き まして 
憲政 會、 國民黨 、新政 會等の 諸君ょり 谷 所見を 述べ 
られ ましたが 要するに 此 政府の 此 度の 財政 計 迸 增廢 
減税 計畫 に對 して 感じを 持つ て 居る 事は 同じ やうで 
ある、 即ち 御演說 を 伺つ て 見ます ると 云 ふと、 どの 
黨 派の 人々 も、 之に 對 して 三つの 感じを 持つ て 居る 
第一は 今 □此場 合に 於て、％ 税 と共に 廢減税 をす る 
と 云 ふ 事は、 11 § 矛盾で ないかと 云 ふ 感じと、 第二 
には 此度の 國肪 計 * 其 他の 財政 計 * を 見ます るのに 
今回 政府の 企てられた 財政 計畫で 以て、 lit 大正 十二 
年までの 計畫を 遂行し 得る や 否や、 此 遂行の 途中に 
於て 更に 增税 をし なければ ならぬ かも 知れぬ ではな 
いか 斯ふ云 ふ 感じを 有して 居る ので ある* 第三には 
荀も國 民に 向つ て褙税 を 張る 以上 if 政府に 於て m 
來得る 丈の 政 費の 節約を 圖り、 i- o\^ ■結 著の rl s?: 
を 示して 然る 後に 國 民に 對さな ければ ならぬ、 然る 
に 政府の 歳計 豫 »; を 見ます ると、 それが 十分 出來て 
居らない、 此 三つの！ f 滿を 皆懷 いて 居る やうで あり 
ます、 而 して 段々 御 議論を 伺つ て 見ます ると •結局 
斯う 云 ふ 事になる >  然 らば どうす るかと 云 ふので あ 
る、 我 政 友會に 於き ましては、 今日は 時局の 變態の 
場合で あるが 故に、 先づ 政府の 國防 計畫は 大體に 於 
て 之を 認めて S く、 腿 後 1- 於て 或は 事態の 變更を 生 
じ、 或 it llt 上に 咐額を 要する 場合に 於て 更に 考へろ 
其 際に 於て 税制の 整理 もし やうし* 總て 財政 計 ® を 
立てる が 宜し •目下の 所 大正 七 年 八 年 九 年 •先 づ此 
三® 年 位を 見越し ■+: して* 戰時中 若く は® 後 直ちに 
来る 所の 年度 位の 經濟界 の變 態の 場合に 於て 處する 
丈の 歳 人を 與へて 於き さへ すれば 即ち 現在 政府の 計 
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酒造 没 法 中 改正 法律案 外 十二 件 第一讀 會 
进して居る陸海軍の按張费、國防の充 1:{ ©を此計算 
の ti で 遂行し 得られるな らば、 それに 必要なる 財源 
丈與へ て ri けば 宜しい 其 後は 更に® 後の 經營 に讓ろ 
が 宜 いと 云 ふの が 吾々 の 議論であります， 所が 憲政 
合の 諸君 it 吾々 と It 少し S 見が 違 ふ、 苟も 國防 計 ? JC 
を立て段制整理をし、財政計进を致す以上は、根本 
的 今日から やる が 宜しい、 今日 出來な ければ 明年 や 
るが 宜しい、 先づ 明年 根太 計 5!? を 立て、 提 ui する が 
宜しい、 夫 迄 (3; 先づ 一简 年間 (3: 否決して 匿く、 時局 
の關 係に 於いて 特別に 生じた 戰時 利得 稅丈 けは 別で 
あるけれ ども、 其 外の 國防計 迸の 遂行に 必要なる 坩 
税計进 及廢 減税 計 迸は 一切 否決す る， 明年 持って来 
い、 斯う 云 ふやうな 御 議論で ある、 然らば 明年 持つ 
て來 るまでに 大正 七 年 (J; どうな さる か* 斯う IK ふの 

である、 所が 大正 七 年は 減 fa 基金の 二 千 萬圓を 充當 

すれば 宜しい 斯う 云 ふので あります から 洵に 明瞭で 

ある 國民戧 の 諸君は 其點が 明瞭で ない のであります 

羰翳に 於て 御意 見は 極つ て 居る か 知り ませぬ けれど 

も、 國民黛 の 諸君の 如く 增税其 他に 付て 政 友 會と態 

度を 共に し、 さ 5 して 其 中ょり 通行税の 廢止 、石油 

消費税の 廢 止に 反對 致されます とします と 玆に差 引 

千 二百 五十 萬圓 程の 財源に 缺陷を 生ずる ので ありま 

す 勿論 是は 大正 八 年に 千 二百 五十 萬圓 の缺陷 を 生じ 

大正 七 年度に 於て は 計 迸は 立ちます が 大正 八 年 (3: ど 

うな さる、 千 二 百 五十 萬 M の 缺險 を來 すが どうな さ 

るか、 之に ^ ては どうしても 國民黨 としては 御意 見 

無 かるべからず と 思 ひます が、 之に 付て 御意 見を 承 

る ことが 出 來な いのを is 憾 とする のであります、 併 

ながら 察 1. まする 所 國民黨 に 於き ましても、 矢 張 其 

時分に 於て 足らなければ 減債基金の 中を 充用 すれば 

宜しい と 斯う 云 ふ 御 載 論で あらう と 思 ひます、 それ 

から 新政 會も 同樣で ある、 唯今 小川摊 士が 經濟學 上 

の 御_論 から 財政を 論ぜられました が、 邦 中に 一番 

K 大な千 二百 五十 萬 II の缺陷 を ど 5 する かと 云 ふ點 

が 無い のであります、 學者 としては 宜しい が E? 際の 

政治家と しては 洵に 困つ たもので 有ます (拍手す る 

者 あり〕 察する 所 矢 張 小川 君 も 減債基金 廢止 論者の 

一 人であります が 故に、 財源に 缺陷を 生じた 場合に 

は 減債 基 命を 繰 入れて 行か 5 と 云 ふので ありませ う 

玆に 斯う 解 釋を して 私 it 論 斷を 致します が、 さう 致 

します ると 云 ふと、 詰り 減債基金 間 題に 於て 吾々 と 

諸君と 意 見 ^ 與に する* それから 時機に 於て 吾々 と 


運 政 會 S 諸君と 意見を 異にする 國民芪 の 諸君と If も 
新政 會の誘 君と 雖も 、今日の 政府の 財政 計 迸 國防計 
迸が、 大正 十二 年 迄に 圓滑に 進行すべし とは 信じて 
居らぬ だら うと 思 ふ、 到底 是で 足らぬ とか 或は 足り 
るか も、 知れぬ けれども 戰後 1* 於て 計 a を 立直さな 
ければ ならぬ と 云 ふ 事 (3: 御 承知で あらう と 思 ふので 
あります、 吾々 It 憲政會 の 諸君の 如く、 大正 八 年ょ 
り それを やれと 云 ふ 事を 强 ゆると 云 ふ 事は 如何で あ 
らう かと 思 ふ 大正 八 年度 限りと 云 ふ 事は 餘り無 理を 
强ゆる ものでは ないかと 思 ふ、 大正 八 年 1" 戰爭が 繼 
績して 居る、 而 して 經濟界 の狀態 即ち 憲政 會の諸 君 
が ffi 々言 はれる 經濟 界の變 態の 槙糅 が、 此の儘に 持 
續した ならば どうな さる •それでも 其の 時分に 財政 
國 防の 計 ^ か 十分 立つ と 云 ふ 御考で あ〇 ませう か、 
吾々 it 戰後に 譲る と 申します のは 今日 —— 本年 戰爭 
が 熄む かも 知れぬ、 或は 來年熄 むか も 知れぬ、 或は 
再來 年 ) ti むか も 知れぬ けれども、 少なくとも 戰爭中 
若く は 戰爭の 直ぐ ^ I 續きの 年 •言換 へて 見れば 經濟 
界の 最も 變態の 激しい 時代に 於き まして •永久に 苴 
る 計算を 持つ と 耷 ふことは 六 ヶ敷 いだら うと 思 ふの 
である、 此故に 吾々 は 緩みを 付けて 先づ隞 後に 税制 
整理を する、 而し て國防 計 a 其の 他の 財政 計® は 其 
の 時分に 立てる が 宜しい、 夫 迄に 當分 間に合せる に 
は 酒造税 所得税 だけを 認めて 置けば 宜 いので ある、 
辻键が 合 ふ、 多少 足らぬ 所 (3: 豫算 で 切 盛りを する、 
斯う 云 ふの が 私共の 議論であります、 さう 致します 
ると 大正 七 年度に 於いて 財源に 缺陷が 生じ ませぬ、 
大正 八 年度に 於き ましては 政府の 計畫 通り、 減 偾基 
金の 五 千蓖圓 中二 千 萬圓を それに 振 向けさへ すれば 

大體に 於いて 歳入歳出の 辻 裱が合 ふの てあります、 

政府の 此の 計畫を 見ましても、 亦 委員 會其の 他に 於 

きまして 大藏 大臣 及 陸軍大臣の 御說 明を 伺 ひまして 

も、 政府 も 確かに 大正 十二 年 迄の此 計 畫で以 て 安心 

なりと 見て 居らぬ と 思 ふ、 と 申す のは 現に 海軍大臣 

は 吾々 の W 問に ■して 大正 十 年度に 至れば 更に 巡洋 

艦 二 隻を 加へ なければ ならぬ、 斯う 云 ふので ありま 

す、 巡洋艦 二隻を 加へ ると 云 ふことは、 言換へ て 見 

れば八 八 艦隊に すると 云 ふこと である、 現在の 計 ® 

では 八 六 艦隊 C あります が、 それを 八 八 艦隊に する 

と云ふことでぁる、八八艦隊と致しまする以上ほ、 

之に 伴つ て 巡洋戰 艦 二隻 許りで なしに 輕 巡洋艦、 巡 

洋 艦、 騮 逐艦 、其 他の 附厨 艦が どうし -C も 伴は なけ 


れぱなら « 、從つて此經费が隨分要ると云ふことを 
海軍大臣が 明言して 居る ので ある、 然ら ぱ 大驳 大臣 
に對 して 大正 十二 年 迄の 間に、 それが 含んで 居らぬ 
が、 大正 十 年 迄に さう 云 ふこと をす ると すれば、 財 
政の 辻 接が 合 ふかと [ia いて 見る と、 大蔵大臣は 其 時 
分に なつて 見な けれ •は 分らぬ、 併し 歳入の 衔收も 出 
來や うし、 海軍の 經費 として 最も 多額を 占む る鐵の 
價格も 下落す るで あらう からして、 先 づ大體 行く で 
あらう と 思 ふ、 斯 5 云 ふ考へ であ 〇 ます、 海 逛丈に 
付て 考へて 見ましても 、此數 字が —— 第一 數字上 か 
ら考 へましても、 •私は 此所 で rp 細に 申し ませぬ、 委 
員窗 等で 詳細に 申しました が、 どんなに 計算を 立て 
て 見ましても 今日の 通りの 此 經濟狀 態が 續き まする 
ならば、 大正 十一 一年 度には 到底 此計逛 の 通り 遂行が 
出来ぬ と 思 ふので あります、 更に 况ゃ其 上に 之を 八 
八經隊 にす る、 或は 其 上に 奇襲 部隊を 增加 すると 云 
ふこと になつ て 參 ります ると、 海 m の 計 ® を 遂行す 
る ことに 餘程闲 難で ある、 其 上に 陸軍は どうかと 申 
L まする と、 陸軍 it 大正 十二 年 迄に 財政 上の 支障を 
生ずる やうな 計 ffi は 立てぬ、 斯う 申します る けれど 
も、 私は 泡に 失禮で あります けれども、 此二涸 肺團 
問題の 發生 以来、 陸軍 常 局の 言明には 敬意を 表せぬ 
のであります、 師團の 增設を 希望す る 時分に ほ、 兵 
器の 改良 特科兵の％ 設は 耍ら ぬと 言 ひ、 而 して 兵器 
の 改良 特科兵の％ 設に 付て は 知らぬ顔 をして 居る、 
此後 要る かと 云 ふと 要り ませぬ、 要らぬと 云 ふの が 
當にな るかなら ぬか 分らぬ、 14 は 是 より 將來 —— 數 
年の 事實 に徵 して I 是から 信用を 恢復す るか 知り 
ませぬ けれども 、昨今の 狀 態に 於き ましては 、私は 
陸軍 當 局の 言明は 信用を 致さぬ のであります、 併な 
がら 陸軍には 多少 敬意を 表する と 云 ふことは 分つ て 
居る* 而して 又 政府の 此 財政 計 畫の全 體を 見ます る 
と、 大正 十二 年 迄は 計！® してあります けれども- » 
は 私は 之を 小 分 すれば 大正 九 年 迄と 其 以後と が 別 だ 
と 思 ふ、 何故ならば 製 艦 費 等の 關 係に 於き ましても 
大正 十 年 以後 li 餘程咐 加して 居る、 十 年 十一 年 十二 
年の 三箇 年は 增 加して 居る —— 十 年 十一 年は 增 加し 
て 居る の ■であります、 大正 九 年は それに 比すれば 非 
常に 少ない、 それからして 政府の 計畫 して 居る 是迄 
の 旣定 計畫の 繼續 費の 大部分と 云 ふ ものが、 大正 九 
年 迄に 終つ て 居る、 大正 九 年 迄になります ると 繼續 
費が 私の 數へる 所に 據 ると 十九 件 ある、 十九 件が 大 
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正 九 年で 終つて 居る、 それで 済む かと 言へ ば 必らず 
や 之に 殆ど 近い ものが 大正 十 年から 出て 来る に SV ひ 
ない、其計讲：か無いので ?> 0ます、大正九年迄に終 
了 致します 掲纪费 が 十九 件 あ 〇 ます、 それ か V-, 致し 
まして 海軍の 巡洋® K 二隻及 之に 伴 ふ ? 5 姣， '■• 矢 K 大 
正 十 年から 出て 来る、 斯う 見ます 〇 と lit 十二 年 計 .' C 
と 云 ふ 政府 CW 政計进 は、 之を 二分して 大正 九 年 以 
前と 大正 十 年 以後と 二つに 分けな けれ II ならぬ と 思 
ふので S, 〇 ます、 先づ 大正 九 年 迄 C 所を 考へて 見 ま 
すると、 吾々 の 同志の 間に 決定 致しました 酒造税 所 
泻税を 極めて 茂き さへ すれば、 大正 九 年 迄の 先づ計 
进を遂 行が ； J1 來 る、 斯う 考へ るので あ〇 ます、 其 屮 
に戰爭 が 終末を 街げ て、 根本的 計 V!E が 出来れば 、尚 
更 s しい、 故に 先づ 漠然であります けれども、 W 政 
計迸の根本計迸及稅制整理等の問題は、戰後に讓..0 
べしと 云 ふの が 吾々 の 翳 論であります、 之れ に 反 L 
て 憲政會 の 諸君は 八 年から やれ、 斯う 云 ふので ある 
八 年から (i つきり やれる か 知らん、 戰爭が 濟まな く 
して 之を やれと 云 ふことは 無理 だら うと 思 ふ、 片岡 
君は 先刻 來 政府の 財政 計 迸の 不安心な こと 杜撰な こ 
とを 申されまして、 國防 計 air の 大正 十二 年 迄に 遂行 
不可能の 事を 非常に 八 釜 敷く 言 はれました けれども 
是 は 憲政 會 諸君と して 私は 如何で あらう かと 思 ふの 
であ 〇 ます、 大隈内 閣の 時分に 八 四 艦隊を 決定 致し 
た、 而 して 此艦隊 の 計 喪 3C を 認めました けれども、 
其 財源は 伴は ない 唯々 一 牌 年の 財源 丈を 考 へまして 
永遠に 1L る 詰り 此八 四 K- 隊を 完成す るに 足る 丈の时 
源を 有つ て 居らぬ、 漫然と 一年 分を 描 供して 參〇ま 
した 時分に、 吾々 ! t 此將來 に苴る 財源を どうす るか 
國 防計盡 は 宜しい が、 財源の 碗 定して 居らぬ 計 is を 
吾々 (1 認むる ことは 出來な い、 それを どうす るか £ 
云 ふこと を 聞きました 所が、 其 時分に 大藏大 E た 〇 
し武富 君は、 M 善なる 努力を すると 云 ふ 外 何も 言へ 
なかつ たのであります、 自分の 時分には 唯々 一箇年 
の 計畫を 定めて、 後 ほ 最善の 努力を すると 云つ て 通 
し拔 いて、 他人の 內閣 になる と 財源の 伴つ た 計 ! £ が 
立つ て 居らぬ、 斯う 言 ひます けれども、 是は 私は 少 
し 無理 だと 思 ふ、 是は併 ながら 今日の 言 ag としては 
洵に 道理が ある、 道理が あるが (「生 意 氣を言 ふな 
」 「妨害す るな」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 煎じ詰め 
ますと、 滅倩 基金の 問題に 局限され るので あります 
が、 吾々 と 諸君とは 殊に 憲政 會 諸君とは 減債基金に 
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付て 始終 g? つて 居る 根本 觀念が 違つて 居る ので ある 
吾々 は 日本 帝 國の此 國愤 現に 二十 八 億 以上 •こざい ま 
する し、 其 上に 償還 期の 迫つて 居る ものが あります 
以上は、 相 當の公 偵の 俏格を 維持す る ことが 國 家の 
非常な 利益で ある、 如何なる 事情が ありましても 一 
定の 金高を 維持して 行く、 若し 巳む を 得な かつた な 
らば 其 額は 減じます る けれども、 減じましても 其 減 
じました 其 額は 矢 張 維持す ると 云 ふの が 私共の 考へ 
であります、 所が 諸君が 左樣に 減 ® 基金なる ものを 
重く 見て 居らぬ のであります、 吾々 は 減债 基金を m 
く 見ます るが 故に、 容县に 之に 手を 著け ませぬ、 諸 
君は 滅值 基金を 誠に 輕 々に 扱つ て 居られる、 つい 二 
年 程 前 迄は 其 中の 二 千 萬 11 を 削つ て鐵 道の 資金に 充 
てられた、 此間の 臨時 國會 には 之を 臨時 軍事費の 財 
源に する、 又 今度 (t 國防充 K 费 の財澉 に 不足が あつ 

たら 使へ と 云 ふ、 斯の 如き 意味を 以て 滅债 基金を 流 

用す るなら ば、 減 ffl ?,G 金は 矢 張 初めから 設けられぬ 

のが a い c 「減 fit 基金を 流用す ると 何時 言つ た 減債 

基金を 減す の だ j 論理 •か 一 15 .せぬ」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 

〇諉 長 0 K 岡 育 is 君〕 私 話を 禁じます。 

〇 三 土忠 造 iv 分り ませぬ か、 大正 八 年 1- 於て 若し 

諸君 の計诳迪りにして、大正八年迄職爭が紹いて財 

政 計畫が 立たな かつた 楊 合、 而して 酒 if, 税所 杩税 を 

認めな かつたなら ば、 大正 八 年度には 二 千 八 百 九十 

六 萬 R1 足らぬ ので ある、 政府の 計！ 54 して 居ります 所 

の 大正 八 年度に 於き ましては、 11 千 萬_ の 減 债 基金 

を 繰 入ね て、 詰り 五 千 萬圓を 三千 萬圆 にして、 尙 H. 

つ 二 千 八 百 九十 六 萬圓足 ら ぬのであります、 即ち さ 

ぅ 致します ると 五 千 萬 圓の 全部を 持つ て 行かな けれ 

ぱ大正 八 年の 辻® |£ 合は ぬのであります、 故に 私 申 

すので ある、 減 fff 基金の 或 部分は 或 時は 鐵 道 の 資金 

に 使 ひ、 或 時は 堪琪费 に 使 ひ、 52 時 (t 之を 國防费 に 

使 ふと 云 ふ 風に •勝手次第に 何處 へで も 持つて行く 

と 云 ふこと ならば、 減 fa 基金を is かぬ 方が 宜い 、そ 

れか らして 尙ほ片 岡 君 It 若し 大正 八 年 ffi に 於て 根本 

計盡を 立てる こと •か出来ず して、 財源に 缺陷を 生じ 

たなら ば •剩餘 金を使つ たなら ば S からぅ、 之 も 事 

實に 於て はさ 5 行く かも 知れぬ、 若し それで 足りな 

かつたならば 借入金 もしても 宜い 、減 fa 基金を 以て 

やつたなら ぱ宜 いで li ないかと 斯う 言 ふので ある、 

それから 政府が 强いて 減 ffl 基金を 三千 萬 Ml なり 五 千 

萬 W なりを 維持せ んが爲 に、 一方に 於て 臨時 事件の 


歳計を 見ます ると 二 千 二百 萬 圓の 借入金を する こと 
になつて 居る、 而 して 一方に 於て は 大正 七 年度に 減 
債 基金 五 千 萬圓を 維持す ると 云 ふことは 矛盾で ある 
借金を しながら 一方で 借金を 還す と 云 ふこと である 
から、 同じ 軍斟费 に «5 ふ 金を 一方は 軍事に 使 ひ、 一 
方 li 主として 此戰苹 の爲に 負 ふた 借金で あるから、 
之を 一方に 還す ことを 廢め て玆に 使つ たなら ぱ宜い 
ではない かと 云 ふこと が、 片岡 君の 御 議論で あるけ 
れ ども、 © 萌 に耍 する 此臨 時事 件费及 臨時 軍事 a と 
云 ふ ものは、 大隈 內閣の 時に 於て は 如何なる ことを 
致しました か、 大隈 內閣の 時分に 於て It 幸 ひに して 
其 前の 內閣 以来の 非常な 剩餘金 •かあつた から、 不足 
が 出来なかつた んで あります •か、 其 不足す るに 至り 
ましては、 貨幣 整理 資金 森林 資金 等を 融通して、 之 
を 借入金を 致した のであります、 此 借入金 臨時 軍事 
a 臨時 事件 費の 借入金と 云 ふのは、 一般 會 計に a T 
る 減債基金とは 別の ものであります、 故に 吾々 ! i 此 
臨時 軍事費を 財源と して 借入金を すると 同時に、 減 
债 基金を 扣 當に 維持す ると 云 ふことは 一向 矛盾し な 
いと考 へる、 國民黨 の 諸君 も 矢 張此減 債 基金を 吾々 
ょり 輕々 1. 考 へて 居りは せぬ か、 即ち 昨年の 臨時 議 
會の 際に 於て It 、 此五千 萬圓の 中二 千 萬圓を 減じて 
其！ 一千 萬 1R1 を 市町村 小壤校 義務 敎育 補助に 使つた な 
らぱ宜 いで It ないかと， 是は鈴 木 梅四郞 君から 承は 
つたので あるが、 今日は それを 廢めた ので あるか、 
市町村 小 ® 校敎員 俸給 補助の 豫算は 出て 居ります が 
此際に 於き まして 國民辩 は 其 二 千 萬圓を 以て、 此他 
の 方の 事に 使 ふと 云 ふので ある、 是も國 民黨の 諸君 
は 減債基金を 吾々 程 重く 見て 居らぬ、 或 (i 國民黨 の 
諸君 li 減債基金は 無くても 宜いと 云 ふ 御' 一 論になる 

から 別になる が •吾々 li 飽ま で此滅 馏 基金を 維持し 

て 見たい と 云ふ諌 論で あ 〇 ます、 それから 通行 稅の 

廢 止に 就て は 唯今 藤 井 君 及 小川. 君ょり 御 議論が あり 

ました •か、 吾々 は 此 度の 計畫に 就きまして、 税の實 

質 論は 致さぬ ので ある、 吾々 の認 むる稅 丈は® 質 論 

を 致します が、 税制 整理を 哦 後に 讓ると 云 ふので あ 

ります るが、 税の a 質 論は 致さぬ のであります、 併 

ながら 爰に 諸君に 考へて 貰は なければ ならぬ のは、 

大藏 大臣の 御說 明に 依りましても、 大藏 大臣は 斯ぅ 

云 ふ 事を 言 はれて 居る、 國 防の 充實に I 充實が 必 

要で ある 其爲に 財源を 必要と する ので ある、 國防の 

充實が 目的で あつて 枬稅は 其 手段で ある、 枬税 をす 


る 以上は 負擔の 均衡が •収れ ぬ やうな ものが 起る から 
して、 其 分は 一方に 減税を すると 斯う 云 ふので ある 
然らぱ 之を 言 換へて 見れば、％ 稅を しな けれ ぱ廢税 
も 減税 もしない と 云 ふこと になる 大藏 大臣の 云 ふこ 
とは 通行税を 何故 廢す るかと 云 ふと、 通行税と 云 ふ 
もの (i 大藏 大臣の 說 明に 依れば 主 もに 都市の 人民の 
負 ふべき 租税で ある •主として 都市の 人が 負 ふべき 
租税で ある、 郵便 税及 通信 收 入の ^ 加と 言 ひます る 
ものは、 是亦 主として 都市の 人間が 負擔 すべき もの 
である、 郵便 稅及 通信 收入 の佾 額を する ことが 目的 
である、 之を やる 以上は 同じく 都市の 人間に 負 擔を 
課する ので あるが 故に、 通行税を 廢す る、 斯う 云 ふ 
のが 大藏 大臣の 說明 である、 且 政府の 計 唐 也で ある、 
政府 與黨た る 新政 會の 諸君は そこは 誤解して 居りは 
しない かと 思 ふ， それから 通行税 郵便 稅及 郵便 收入 
に 反對 すると 云 ふなら ば、 どうしても 當然 通行税の 
廢 止に 反對 しなければ 行かぬ、 吾々 は 其實質 論を 致 
すので はあり ませぬ けれども 兎に角 或は 郵便 銳の引 
上を 必耍 とする かも 知れぬ、 通行税の 廢 止が 出来る 
かも 知れぬ けれども、 總て是 等の 事は 戰後 に讓 ると 
云 ふ考で あります、 それから 致しまして 吾々 •か 修正 
致しました 戰時 利得 Bi 及 酒造 税所煜 税等 に付き まし 
ての 修正の 理由は 最早 19 明す る 必要は ありませ ぬが 
唯 だ 此戰時 利得 稅の 中で 諸® と 全く 意見を 共に した 
ん であります から 說明 する 必要は ありませ ぬけれ ど 
も、 私は 此演 壇ょり して 國 民に 能く 知らして 置きた 
いと 思 ふので あります、 吾々 が 修正した 意味は (「分 
つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 所得を 利得に 直した と 云 
ふことの 爲 に、 其爲に 殆ど 個人の 所得の 免れる もの 
が 何 萬 人で あると 思 ふので あります— 即ち 地方の 大 
地主と 致しまして、 地主と して© 時の 利得稅 を拂ふ 
者が 若し 原案の 儘で ありましたなら ば、 田地を 二十 
町步 ばかり 持つて 居る 者が 拂はな ければ ならぬ、 そ 
れを 斯樣に 直します ると、 少く とも 七 八十 町 持つ た 
人が© 時 利得 税を拂 ふこと になる のであります、 此 
點 丈を 私は 明瞭に して 置かう と 思 ふので あります、 
それから 此戰時 利得 稅の稅 率に 付きまして、 非常な 
谷 方面からの 計算が 出まして、 政府の 計算と 較べて 
見ます ると 非常な 差が ある、 政府に 於き ましては 御 
承知の 通り 三千 二 百 萬圓と 計算を 致して 居る、 然る 
に 一部の 實業 家の 計算に 法り まする と、 一億 圓以上 
になる と 云 ふ 計算が 出て 居る、 一億 圓 以上 も 出るな 


らば、 夫程戰 時 利得税 が 取れるな らば、 是は 餘程考 
盧すべ きこと である、 或は 税率を 引下げる と 沄 ふこ 
とが 必要で あるか も 知れぬ と 云 ふこと で、 私共は 餘 
程 熟 心に 研究 致して 見ました が、 どうも さう 一億 圓 
以上 も 取れる と 云 ふ 計算は 一寸 m ない のであります 
併ながら 政府の 計 * よりも 多く 取れる かも 知れぬ、 
或は 財界の 樽 樣に依 りまして は、 一億 圓以上 取れる 
かも 知れぬ けれども* 若し 夫 程 取れるなら ぱ此 法律 
は 當然此 税率を 改正して 低減すべき ものな 〇 と考へ 
て 居る ので あ 〇 ます、 で 吾々 が gi 率の 低 滅を圖 り ま 
せぬ 所以は、 どうも 吾々 の 考へで はさう は 出ない の 
であります、 私は 一寸 玆に御 參考に 比較を 申して 見 
まする と 云 ふと、 所得税の 歳入が —— 所得税の 歳入 
が 七 千 二 百 萬圓と 計上され て 居る、 大正 七 年度が 七 
千 二 百 萬 圓と云 ふの が 豫算で あります が、 是が 事實 
に 於て 或は 九 千 萬圓或 は 一億 萬圓 等になる かも 知れ 
ませぬ けれども、 若し此 豫算が 相當に 基礎 ある もの 
と 斯う 見るなら ぱ 、所得税 も 亦 此豫算 より增 す譯が 
無い のであります、 法律上の 關係 から 考 へまして、 
又 他の 國の 例を 考 へて 見ます と、 英國で あります、 
英國の 如き 富 國 にして 商工業の 盛んな 貿易の 熾ん な 
國 民が、 海外に 對して 債權 を澤山 持つ て 居つて •船 
舶を澤 山 持つて 居つ て、 非常に 收入の 多い 利得の あ 
る國 民が 如何なる 利得を 收めて 居る か、 千 九 百 十七 
年の 英國の 豫算 に據 ります と、 先づ二 十億 圆と云 ふ 
豫算 であります、 それは 英國で は 八 割の 税率で、 日 
本より 四 倍の 税率を 課して 居る、 株式 會 社は 日本は 
會社が 二 割 個人が 一割 五分であります が、 英國 は 總 
て 一率に 八 割 掛けて 居る、 八 割 掛けて E5 つて 二十 億 
圓であります、 さう 致します と 日本の 税串を 假〇に 
二割と 致しましても、 其 利得 税を 課する 標準た る 利 
得と 云 ふ ものは 四 分の 一であります、 日本の 一億 圓 
と 云 ふ ものは 英國の 利得の 五 億に 當る •若し 日本に 
於て 一億 圓 取れる と 云 ふ 事が 事實な れぱ 、英吉利が 
五 億 圓と云 ふことは 私 if 考へら れな い、 どうしても 
富の 程度から 考へて 英國が 五 億な れば 、日本の 豫想 
額は 餘程 夫れ より 減らなければ ならぬ 一億より 減ら 
なければ ならぬ、 殊に 私共に 不思 翳に 思 ひます のは 
佛國 であります、 佛關 西は 御 承知の 通り 六 割 課して 
居る 六 割 課して 居りまして 佛蘭 西は 千 九 百 十八 年の 
豫算 に據 ります と •彼の 富國に 致しまして 佛 _ 西の 
利得税 の總額 は 日本の 金で 一億 九 千 三百 萬 圓と云 ふ 
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豫算で あります B 阴 西の 國で六 割 課して 一億 九 千 
三百 萬圓収 れると 云 ふこと であります れば 、日本の 
國で二 E と 一割 五 步と 二種に 分れて、 さう して 一億 
圓収れ ると 云-ふこと if どうしても 私 ほ考へ られま 
せぬ けれども、 事 rt さうな ると しま すれば 誠に 結構 
であります がさうな 〇 ますと 率が 高 過ぎる と S ふこ 
とになります、 其の 點に fj' て it 吾々 は 考憩を 致さな 
けれは ならぬ、 {乱しく 吾々 は 郅 濟界 に惡 影響を及ぼ 
さない やうに と考 へまして、 餘程愼 重に 考餛 しまし 
たが、 此の 如き 計算に 依り 今日 税率の 低減を 計る と 
云 ふことは 宜しくな いと 云 ふ考を 以つて 計らな かつ 
たのであります •• 喵 大藏 大臣に 對して 若し 此の 如き 
場合に どうす るかと 質しました 所. か、 大贼 大臣は 此 

の 如き 場合は 法律の 改正を 致し ませう と 云 ふこと を 

明言され たのであります、 尙ほ 最後に 於き まして、 

私には 直接 關係が 無い ことであります けれども、 大 

跋 大臣が 我戧の 先輩 床 次 君の 質問に 對 して 答 辯 せら 

れた ことが、 非常に 不都合で あるかの やうに 言は れ 

ましたが、 其の 喧嘩の 中に 立 入る ことは 耍〇 ませぬ 

けれども、 片岡 君は 若し 此の ことを 言明して 置いて 

さう して 此の 案が® 族院に 回は つたなら ば 何 5 する 

かと 云 ふこと を 一 かれた (「それは 間違 だ J と 呼 ふ 者 

あり) 間 旗 ひなら ぱ宜 いが、 こんな 案 ほ 貴族院には 

往かぬ のであります、 吾々 の 否決した 案は 貴族院に 

は 注かぬ のであります から、 是 丈を 申 上げて 置き ま 

|  0 

i 

〇 議長 (大岡 育造 君) 加 藤 政 之 助 君。 

〔加 藤 政 之 助 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 加 藤 政 之 助 君 私は 此增 駿滅税 に 付て、 我黨の 主 

張に 對 する 諸浥の 中.， 或 入の 反駁に 對 して 第一に 申 

上げて 見たい と 思 ふので ある、 先刻 藤 井 君 小川 君は 

通行税、 石油 消費税 に對 して 片岡 君が。 

〔此時 謅 長大 岡 育造 君 退席 副議長® 田 國松君 讖 

長 席 L 者く〕 

0 加 藤 政 之 助 君燹 成では あるけれ ども、 今 之を 廢 

止す る ことには 不同意で ある、 其 理由は 分らぬ、 是 

は 何時 廢す るので あるかと 云 ふ 如き 御 詰 間が あつた 

のであります が、 1 行税 石油 消費税に 對 しまして ほ 

吾々 It 之を 惡税と 認めて 居る ことは 昨日 も 今日 も 同 

じこと であります、 併しながら 此 度 之に 同意せ ない 

と 云 ふ 理由は、 今日は 如何なる 秋であります、 我 日 


本 帝國は 詰 勅に 抜て 塊 獨と硪 ひつ、 ある 場合で あり 
まして、 所謂 時局であります、 此 時局に 當 りまして 
は前途如何なる變遷が起るかと云ふ事は、吾々預測 
する ことが 出來 ない のであります、 果して 然らば 財 
政 上に 於て ほ、 此 前途の 變に應 ずる 爲に 、出来 得る 
丈の 餘 地を 存して 準備を 付けて 置く と 云 ふこと が、 
是 は 財政 當局 者の 最も 努めなければ ならぬ 所の pi で 
あると 考へ るので ある、 然 らば 此の 如き 時期に 於て 
苟も 國庫 の收 入を 何百 萬圆 減ず 2. が 如き 案に 同意す 
ると 云 ふことは、 時局の 上から 出 來な いので ありま. 
す C 「時局を 知つ てる か」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 今日は 
如何なる 秋であります、 現に 諸君が —— 政府が 國民 
に 向つて m き ^ 税を强 ゆると 云 ふ塲 合で ありませ ぬ 
か、 ~ 方に 重き 增税 を强い て、 而 して 左の み 急がな 
い 所の 社會 政策と やら 云 ふて、 石油 消費税 通行税を 
輕減 すると 云 ふ 如 §• 事 ほ、 平仄 相 合は ぬ 所の 議論で 
あると 吾々 は考へ るので ある (拍手 起る〕 殊に 諸君 
日露 戰爭 の當時 非常 特別 税なる ものが 此議會 に 現は 
れた_ほ、諸君の記憶に新らたなる所であります、 
而 して 此 非常 特別税 なる ものは、 一議に 及ばず して 
一人の 反對者 無くして、 是が 其當 時に 可決せられ た 
では ありませ ぬか、 而し て此 非常 特別 税の內 に 何が 
あつたか、 今 世間で 惡税 と唱 へる 所の 織物 稅も あつ 
たので ありませ う、 石油 消費税 も 有つ たので ありま 
せう、 通行税 も 有つ たので ありませ う、 _の¥ 賣も 
有つた ので ありませ う、 然るに 之を 帝 國議會 は 一言 
反 S なくして 認めた と S ふのは、 即ち 此 時局に 當り 
ては 稅の 善惡を 選む 遑も ない、 是は 是非とも 財源と 
して 提供し なければ ならぬ と 云 ふ 意志から 出た もの 

である、 而して 今日 も 即ち 時局で ある、 此 時局に 當 

つて 縱令惡 税だ からと 云つて、 十 年 も負擔 して 馴れ 

來つた 石油 消費税 通行税を 廢 すると 云 ふ 如き ことは 

幾 ど 辻 ® の 合は ぬ 諸君の 意見で あると 私は 明言し な 

ければ ならぬ、 それから 唯今 三 土 君は 此片岡 君の 演 

說に對 して 御 非難が あつた やうで ある、 それを 承る 

と 云 ふと、 大正 七 年度は 二 千 萬圓繰 入れたら それで 

宜い かも 知らない、 八 年度には 非常な 缺陷が 起る、 

夫 故に 政 友會の 諸君は 此三稅 を 認めて 財源を 作つ た 

ので ある、 此 財源を 作らなければ、 其缺陷 に對 して 

どうす るので あるかと 云 ふ 事を 御 非難に なりました 

が、 吾々 は 先刻 片岡 君の 申された 通り、 二 千 萬圓の 

減 潰 基金を 流用す る 積り であるので ある、 然らぱ 八 


年度に 至つ たら ど 5 であるかと 云へ ば、 政府 •か 完全 
なる 國防計 班を 立て、 持つ て參 つた 堪合に 、之に 對 
して ほ 大蔵大臣の 云 ふ 自然 增收 から 起る 剰 餘金も 有 
るので ありませ う、 又大疲 大臣は 斯の 如き 際に 政 费 
の 節約 行政の 整理を 行は なければ ならぬ と 云 ふ 事を 
明言して 居る、 併し 是が 何故 今 行は れな いかと 云へ 
ぱ 、急場には 出来ぬ と 云 ふので ある、 明年に 至つ た 
ら必ず 國民 に增税 1 V 强ゅ ると 云 ふ、 政府は 行政の 整 
理 をして W 來得る だけの 節約を 努め ^ であらう と 思 
ふ、 此節 約した 金 も充當 する 事が m 来る ので ある 而 
L て尙ほ 足.， c ずん ぱ此 時局に 方つて は 減愦 基金の 尙 
ほ 幾分を 之に 充當 すると 云 ふが 如き 事は、 財政 上に 
於て 何の 不可 もない 事で ある (拍手 起る〕 諸君は 歐羅 
巴の 減 f« 基金の 歷史を 御 is みに なつて 居る であり ま 
せ 5 其歷史 にどう あります 亞米利 加で も 英吉利で も 
事が あつた 時に 減債基金を 一時停止 L たと 云 ふ 事は 
歷 々歷史 に徵 する 事の 出來る 事實 であります、 我 日 
本に 於ても 一朝 事が あつて、 此 減債基金を 一時 中止 
し、 一時 流用して 何の 差 支の ない 事であります、 殊 
に 今日は 我 日本 帝國は 外國に 向つ て 十數 億の 債權を 
持つて 居る と 云 ふ 時代では ありませ ぬか、 尙 ほ此價 
灌を暫 しつ、 ある 時代では ありませ ぬか、 此 時に 常 
つて 五 千 萬の 減債基金の 其 幾 部分を 流用して 何の 不 
都合な 點が ありませ う 私は 決して 差 支ない 事と 信ず 
るので あります (拍手 起る〕 夫から 私は 片岡 君の 旣に 
述べました 點に 付て は、 重ねて 玆に繰 返す 事を 厭 ひ 
ます、 故に 其點ほ 省く のであります、 省く のでは あ 
ります が* 私は 第一に 此政府 の增廢 減税の 計畫と 云 
ふ ものに 反對 する のであります、 是が 意味が 徹底し 
て 居らぬ、 何故 徹底して 居らぬ かと 申し ますれば、 
今日は 世界の 潮流は 所謂 兵役に 對 して 身體の 健康な 
ものが 其 任に 當る と同樣 に" 國 費の 負 擔に對 しては 
有產 階級の 所謂 資力の ある 者が 之に 當らな ければ な 
らぬと 云 ふ 事は、 學 者の 定論で あり •世界の 潮流で 
あるので ある、 此 原則と 致し ま L ては 一般 國 民の 負 
擔 する 所の 消費税， 是 は 成ろ ベく 減じて 有產 階級の 
負擔 する 所の 直接稅 は、 之を 增加 すると S ふ 事は、 
是は 世界の 潮流で あるので あります、 而して 谷 税目 
を 成るべく 統一す ると 云 ふ 事 も 世界の 潮流で ある、 
現に 獨 逸の 中の 普魯 西、 和 M、 佛_ 西 等 も 之に 傚つ 
て 居る のであります、 然るに 此度現 政府の 提出した 
る 所の 增廢 減税、 是は 如何で あるか、 其潮琉 に果し 
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て 適つ て 居る かと 申します ると 云 ふと、 寧ろ 租種は | 
十三に 亘つて 益々 之を％ 加す ると 云 ふ！ g になつて 居 | 
る、 世界は 税目を 減ずる と 云 ふ yf になつ て 居る、 然 
るに 政府 0 提出て られ た I!t 案に te れぱ、 -•• ::: を 拊 加 
すると 云 ふ 傾が あるので ある、 而 して 世界の 潮流に 
れぱ、 llt fl 民 階級 G 負控ほ 成るべく 技 じて、 有 產 
階級の 負擔を 咐加す ると iK ふこと になつて 居る、 ？ -S 
るに 我 日本の 現在の 稅 C a-Il 合は 如何で ありませ- つか 
有產 階級の 負擔 する® 接税が 多い ので & ります か、 
貧民の節つた一般國民の負控する消费說が多いので 
あります か、 現在を 見ても 現に 一 殺 P 民 •  S 民を 含 
蓄 して 居る 所の 者の 負擔 する 消 §：； 税の 割合' か 多い G 
である、 或は 六 前後 あつて. 少なくとも 五以 .b にな 
つて 居る、 然るに 此度 提出せられ た 所の 此税を 計 3? 
致して 見ます と 云 ふと、 直接 稅には | 千 萬 H 前後し 
か掛ら ぬ、 間接 稅には 三千 萬 la 前後 掛る と： K ふので 
ある、 果して 然らば 此税 目を 煩颂 に涉 つて 益々 煩 雜 
にす ると 云 ふ 點に 於て、 又此© 民の 負 控を 一方に 於 
て社會 政策で 一: 減す ると 云 ひながら、 © 富 共同の 負 
擔に 鼯づる間接税の割合を增加したと云ふ褂は、 * 
は 財政の 學 者の 說に 反對 し、 世界の 潮流に 反 對 し、 
所謂 財政を 紊亂 する 所の 提案で あると 私は 茲に斷 言 
せざる を 得ぬ のであります (拍手 起る〕 斯の 如くに 
して 尙ほ國 防 計 1?!: 其 他の 負擔 に應ず る 事が 出 來れぱ 
宜 L ぅ 御座います るが、 それに 應ずる 事は 前 申 上げ 
るが 如く 出来ない のであります、 而 して 政府の 所 m 
の 上から 私は 一言して 見たい と 思 ふ、 是 IX 餘程以 前 
の 事であります が、 故 渡 is 國武 君が 大藏大 lui であり 
L 當時 、此 演壇に 於て 尾 崎 行 雄 君が llt K 府 2 財政 H  1- 
蛮は 減額す る 事は 出 來な いかと 云ふ祺 を ^ ねます る 
と 云 ふと、 渡邊國 武君ほ それは 政府の 所信 あつて 提 
出した ので ある、 一 錢一厘 も 減ずる 事は 出來な いと 
公言 致した ので ある、 一錢一 厘も減 ずる 事は 出来な 
い、是ほ聊か極端の_があります、併ながら私は_ 
家の 財政を 預かる 所の 大藏 大臣と しては、 斯の 如き 
所信が 有つ てこ そ 初めて 帝國 S 财政を 料理す る 事が 
出來るものである(拍手起 0 )然るに此所に居られ 
る 勝 田 大藏 大臣は、 此度床 次 君の 質！： に對 して 如何 
に 答へ られた か、 床 次 君の 質問に 對し て、 ょり 以上 
の 案が あれば 柱に 膠した 政策は やらない が、 之を 採 
るに 咅なら ずと 云 ふ 意味を 申された ので ある、 此意 
味は 一面から 申します れぱ 如何にも 度量が 大きく し 
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て、 交讓 妥協の 精神に 富んで 居る と赏め る ! II が 出来 
るか も 知れ ませぬ が、 一面から 申します れば確 信 も 
なく、 責住 の ffi き 事を 忘れて、 唯々 貴方方に 名案が 
あれば 御 出し 下さい、 拭 共は 是限 りで あるから どう 
でも 35: しいと、 斯う 云 ふのと 私は 一般で あると 思 ふ 
諸；^ 此渡邊 大藏大 1:1 の 答 辯と 勝 田大藏 大臣の 行動 
之を 比較して 孰 か 是な〇 やと 御考 にな 〇 ます か、 私 
一俩 人から 見 6 と 云 ふと、 今 □の 時局に 於て 我國政 
を 委ぬる 所の 大 藏 大 K の 言葉と しては 如何にも 賴み 
少き感 が 致す のであります (拍手 起る〕 そこで 此大 
藏 大臣の 提出せられ たる 所の 諸 案に 對し て、 若し 全 
部 賛成す る 所の 方々 が ありましたなら ば、 其 人は 大 
藏大臣 の 提案に 對し てより 善き 案は 唯の 一つ も 持た 
ない と 云 ふこと を 自白せられ る 所の 諸君で ある (柏 
手 起る： >  又此 大破 大臣の 提案に 對 して、 规 部分を 修 

正な されて 大部分を 同 S なさる と 云 ふ 方々 は、 此大 

藏 大臣の 提案に 對 してより 善 ? 案を 少し ばか® 御 持 

ちに なつて 居る と 云 ふ 諸君で あると 思 ふので ある、 

(拍手 起る) 所が 吾々 は此 大藏 大臣の 提案に 對 し て 

全部の 對 案を 提出す る 所の 者で ある、 少く とも 吾々 

は 大藏 大臣の 提案に 對 して 全部のより 善き 案を 持つ 

て 居る と 云 ふこと を 主張す る 所の 者で あるので あり 

ます (拍手 起る〕 而 して 吾々 の 提議す る 所の 案が よ 

り 善い か、 よ〇惡 るいか、 是け □本 六 千茁 の國民 の 

判 斷に 任せる ので ある (©手 起る) 少く とも 日本 六 

千 萬の M 民 中の 有識 階級の 人に 御 任せを すろ ので あ 

ります るから、 吾々 13: 此に 於て 强 て！ go 褒め (i 致し 

ませぬ (「大蔵大臣の 忌は 加 藤 君の 5n し」 と 呼 ふ 者 あ 

り笑聲 起る〕 尙ほ私 が 一言 玆に附 加へ て 置きたい の 

であります、 先刻 三 土 君 It 大隈 内閣の 當時に 海軍の 

八 四 K 段の 事に fj- て 云々 と 言は れ ましたが lit 八 四® 

隊の 一部を 造ります る 時には、 其 一部に 封して 五 千 

七 百 萬 圆の 財源 It 明かに 提供した ので ある、 唯 其 前 

途に 起るべき 八 四 E 隊の 財源に 付て はどうで あろ か 

と 言 ふから、 それに 對し ては 最 |@ の 努力を すると 云 

ふこと を武富 君が 述べられた •而 して 其 次の 議會に 

提出すべき 腹案と しては、 此 財源を 大隈 內閣 の當時 

に 造られて あつたので あるが 内閣が 倒れた から 後の 

內閣が やつた と 云 ふ 話で， 是は 何等 不思詖 の 事は 無 

いので あつて、 三 土 君の 御攻繫 は 甚だ 當ら ぬと 思 ひ 

まする から、 玆に 一言を 添えて a きます c 拍手 起る) 

0 副 閟長 C 嵆田阀 松 君〕 大口 喜 六 君。 
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〔大 口 喜六羿 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〔此時 副議長 滔 田國松 君 退席、 議長 大岡 育造 君 
復 席】 

〇 大口 喜 六 君 私は 藤 井 君の 說に資 成を 致す 者で あ 
ります、 即ち 國民黛 の 主張を 玆に申 述べん とする 者 
であります るが、 此案 に對 しまして 吾々 の 主張 致し 
まする 所は、 略々 委 fl 長の 御 報吿 になつ た 所と 同じ 
であります、 併ながら 其 中に 就て 通行税 並に 石油 消 
費 稅の間 題が 意見を 異に 致して 居る のであります、 
此點 に對 して 特に 申 述べて 見たい と 思 ふので ありま 
する が、 政友會 2 諸君が 御主 張になります る 所を 承 
ります ると、 稅制 整理は 極めて ® •成で ある、 併な が 
ら是は 眼 後を 俟 つて 爲 すべき ものである、 現在の 時 
代に 於て は 此税制 整理を 爲 すべき 時で ない、 戰後を 
俠 つて 徐ろに 此税制 整理を する のが 適當で ある、 夫 
故に 案の 實 H に 就て は蕻 論を L ない のであつて 戰後 
を俟 つべき 意味に 於て、 通行税 其 他に 反對 をす る も 
ので ある、 斯の 如く ff 明を されて 居る のであります 
又 憲政 會諸 若の 御主 張を 承ります と、 現 內閣の 出し 
た 所の 諸 案は 甚だ 不完全の ものである、 斯の 如き も 
のに 賛成を する こと 13: 出来ぬ ので ある 故に、 完全な 
る ものに 仕® して 出て 来い、 斯ぅ 云 ふ 意味に 吾々 は 
解！： が 出來 るので あります、 此點 になります ると頗 
る 吾々 の 見る 所 卜 意味を 異にする のでありまして、 
是が偶 々以て 政 友會の 諸君と も、 通行税の 事に 於て 
意見の 扞格を 生 i-- る 原因では なから ぅかと 吾々 は 思 
ふので あります、 即ち 吾々 の 主張す る 所け 吐 髅時に 
於て 極めて 此國 本の 培養 •國 策の 樹立なる ものを 吾 
々には £1 榜 して 居る のであります、 此點 から 申し ま 
すると、 決して 職 後を 侯つ ことの U1 來ない 問題が 多 

々あるので あります、 殊に 此戰 時に 於て 爲さな くて 

はならない 所の 車 柄が 極めて 多い のであります、 今 

や 此 111: 界の 大勢を 觀 ますれば、 諸君 も 御 認めに なつ 

て 居る 通りに、 容易なら ざる 有樣を 以て 進みつ > あ 

るので あります、 此 際に 當 つて 我 日本 帝國は 相當な 

る 基礎を 固め、 而し て戰 後に 於て 益々 我國 力が 增進 

する 所の 基礎を、 此際跫 固に しなくて はならない、 

極めて 緊要なる 時期で あると 思 ふので あります (拍 

手 起る) 此點 から 立論 致します ると、 縱令一 小 部分 

たりと も國 策の 樹立、 國家 緊要なる 問題に 觸る V 以 

上 It 、 是 は 是非 ® 行し なくて はならない と 云 ふ 時期 


で W る ことを 吾々 は 固く 信じて 居る ので ある (拍手 
起る〕. § 何に 之を 嗤ふ 諸君が あつても、 吾々 衷心 確 
信して 此 演壇に 立つ て 居る のであります、 此點 から 
吾々 が考へ まして、 此 通行税の 廢止 並に 石油 消費 稅 
の躞 止なる ものは 當然 であり、 又國家 緊急の 事件な 
りと 確信して 居る のであります (拍手 起る) 斯樣に 
論じます ると 少しく 此税の 性質に 觸れな くて はなら 
ぬ ことになるので あります が、 吾々 の 見る 所を 以て 
しま すれば、 通行稅 なる ものは 一種の 活動 税で ある 
と 吾々 は 見る のであります 即ち 活 _ すれば する 程 其 
人に ? S が 課せら るゝ ので あつて、 勤勉 力行 すれば 力 
行 T る 程 其 入が 税を拂 はなくて はならぬ と 云 ふこと 
になる のであります (拍手 起る〕 斯の 如き 税は です 
果して 税の 性質 上から 論じて 善き 税で あるか 惡しき 
税であ るか、 是は實 に惡稅 であろ と 云 ふことは >  1 
般社會 の 認むる 所で あらう と 私共は 思 ふので ありま 
す、 即ち 我 日本 帝國の 人々 は此際 極めて 活動を しな 
くて はな P, ない ので ある、 殊に 戰 後に 於て 一層の 活 
跡を 必要と なすべき 時期であります るが 故に、 此際 
我國に 於て [t 此の 通行税の 如き ものは 廢 して、 益々 
一般 國民 をして 活励的 精神を 養は しめねば ならぬ 所 
の 大切なる 問題で あると、 斯樣 に考へ て 居る ので あ 
ります、 或 論者に 言は せます ると、 先刻 も 誰 方 かの 
御 論に あつた かの 如く —— 三 土 君の 御 論で ある やう 
に 思 ひました が、 通行税は 此 都市の 人が 拂ふ 所の 稅 
である、 多く 都市の 負擔 T る 所の 稅で あると 1K ふが 
如き 事を 述べられた やうであります るが、 吾々 の 見 
る 所を 以てすれ ば 蓋し 是は大 なる 誤では なから うか 
と 思 ふので あります、 成程 都市は 多くの 人民が 集團 
致して 居る 所であります が 故に、 通行税の 如きは 都 
市に 住む 人が 多く 拂ふ 結果を 來 して 居る に 違 ひない 
併ながら 此 通行税の 及ぶ 所は 極めて 廣き區 域で 殊に 
山間 僻地に 住む 人の 如きは、 輕便鐵 道と か 電氣鐵 道 
に 依て 都會に 出る •結局 此の 村落に 居る 人々 も 此の 
交通 擁關 2 恩澤に 依て 其 事業を 擴張 する ので ありま 
す、 此の 點から 見ます れぱ 輕便鐵 道の 如きは 極めて 
國 家の 發展上 必要なる もの ' e ある、 それ故に 政府は 
一方に 於て、 輕便鐵 道に It 國 庫の 補助を 與へ て獎励 
して 居る のであります、 然るに 一方に 於て は 之に 通 
行税を 課して、 以て 其 交通の便を 妨 ぐる 結果を 見る 
に 至りまして は、 蓋し 矛盾した る 政策に 屬 すると 思 
ふので あります、 殊に 此 通行税の 如き もの 程、 貧民 


の 苦痛を 感ずる ものは 無から うと 私共は 思 ひます る 
のは、 回數 券を 買 ふ 人は 比較的 通行税が 少なく 掛る 
是は 金の ある 人は 回數券 を 買 ひ 得る ので ある、 併な 
がら 所謂 貧民 階級の 人に ありまして は、 一回 毎に 通 
行 券を 買つ て步 くので あるが、 之に 對 して 通行税を 
取る 場合には、 陆か 一錢の 交通 料に 對して 一 錢の税 
金を 取らる i と 云 ふが 如き、 重 3- 負擔を する si にな 
つて 居ります、 斯の 如 ? ものは どうしても 是は 下級 
階級に 向つ て 重き 税を Is する 意味であります るが 故 
に •先刻 來加藤 君は 社會 政策なる ものを 頻りに 御 嘲 
弄に なつた やうで あるが、 吾々 は 極めて 期の 如 3- も 
のに 對し國 家 百年の 大計 上 社會 政策を 最も 必要と す 
るので あります、 殊に 加 藤 君は 吾々 の 尊敬して 居る 
所の 政治 上に 於て は 先 梨 者であります が、 曾て 吾々 
が 加 藤 君の 慕 下に 靥 して 居りました 頃は >  頻 に加藤 
君 も 通行税 全廢 論者で、 加 藤 君の 御說 には 吾々® 聽 
して 居つ たやう に 記憶して 居ります、 其上此 通行税 
に對 して 私は =K 非 一 言したい と 思 ひます のは、 都會 
に 於け る 富者の 階級の 人々 は， 或 (t 自動 単に 乘り人 
力 単に 乘る のであります が、 之に 對 しては 決して 稅 
を 取つ て 居らない、 而 して 僅か 一回の 通行 料を 拂ふ 
人に 對し T 、 比較的 多額な 通行税を 取る に 至つては 
是非共 是は 打消さなければ ならない、 容易く 看過し 
ては 居られぬ 稅で あると 思 ひます、 斯の 如く 考へ來 
〇 まする と •此 通行税の 如きは、 一日 措けば 一日 だ 
け國 家に 害を 與 へる ものであると 私共は 考へ るので 
ある •即ち 通行 稅の廢 止なる ものを I 日 早く やれば 
一日 丈國 家に 利益を 與 へる ものになる 、祝 や此戰 時 
に 於て 多くの 國民が 益々 奮鬪 し發展 しなければ なら 
ない 大切な 時機に 於て、 通行税 全躞の 如きは 實に一 
日 も忽せ にすべからざる 所の 大切なる 問題で ある • 
斯樣に 私共は 信じて 疑は ない のであります、 それ か 
ら又 一方に 於て 通行税の 全廢 を唱 ふる 所の 者が、 郵 
便税の 引上げに 何故 同意し ない ので あるか、 さう 云 
ふこと も 誰 方 かの 御演說 にあつ たやう であります •か 
是は 却て 吾々 は 矛盾した る 議論と 思つ て 居ります、 
郵便税 の 如き も 矢 張 吾々 It 大體の 性質に 於き まして 
は、 通行 稅と 同じ やうな ものに 考へて 居ります、 そ 
れ 故に 吾々 は 郵便 料 !) I 上に 對して は 之に 反對 をす る 
のであります、 同時に 通行税の 全 廢を唱 ふるので あ 
ります、 是は當 然なる 私共は 結果と 思 ひます、 恰度 
「ラムネ」 とか 給と 云 ふやうな 物に 課税す るに 反 對_ 
二 五三 
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二 五 四 


する のと、 通行 稅全廢 をし やうと 云 ふのと 全く 同じ 
所の 方針から 出で たる 諺 論で あつて、 少しも 撞著す 
る 所 ほない* 斯樣に 私共は 考へて 居る 次第で ありま 
す、 期の 如く 論じます ると、 先刻 三 土 対から 質問 的 
御演說 が ありました やうに、 財源 問題に 勢 ひ 觸れな 
ければ ならない ことにな 〇 ますが" 是も 少し 吾々 の 
考へる 所 ほ 絕對に 違つて ほ 居らぬ のであります が、 
三 土 君の 御 想像とは 少しく 趣を 異にして 居る ので あ 
ります、 是 は 是非 說明 致して 見たい と 思 ふ、 三 土 君 
は 先刻 石油 税と 通行 稅とを 合せて 一千 二百 五十 萬圓 
許り 大正 八 年には 缺陷に なるやうな 意味に Is 肢れた 
のであります が、 是は或 は 總 體 の税を 纏められた 間 
淇では なから うかと 思 ふので ある、 吾々 の 信ずる 所 
では 大正 八 年度に 於き ましては、 石油 消費税が 九十 

四 萬 二 千 圆 、通行税が 五 百 二十 五 萬' 四千 圓 であつて 

之 を 合せても 尙ほ六 百 十九 萬圓 であります、 此の 六 

■百 十九 萬圓と S ふ ものに 對し ては、 大體に 於いては 

先刻 三 土 君の 御 想像の 如く、 減債基金を 用 ひても 一 

.向 差 支ない ものとは 考へて 居る のであります 、併 L 

ながら 玆に 一つ 私共 ('X 別の 意見を 持つ て 居る ので あ 

ります、 我 國 家の 歳計を 見ます ると、 年々 歲 々 « に 

剩餘 金が 多い ので あり -S す、 此剩餘 金 か 澤山出 ると 

云 ふことは 何處 から 生れ 出る ので あるかと 言へ ば. 

言 ふまで もな く 11 代の 政府が 歳 人を 比較的 過少に 見 

積つ て屛る 結果で あると 私は 思 ふので あります、 現 

に 大藏 大臣の 委員 會に 於け る 御言 明に 依つ て も ■大 

正 十二 年までの 歳計 豫算 の槪 計を 見れば、 種々 なる 

.■諸君から W 問 S 出ました 結果に 於ても、 大藏 大臣は 

^米 だ 此計费 瓜には 餘程 餘裕が あると 云 ふ 意味を、 常に 

設 明して 居られる のであります、 即ち 吾々 の 1D る 所 

に 依れば、 政府は 常に 此 歳入を 過少に 見 積つ て 居る 

其 結果は どうかと 云へ ば、 今 囬の戰 時利煜 税の 如き 

も (大正 五 年の 額を 標準と して 見 積つて 居られる の 

であります るが 故に、 大正 六 年 大正 七 年に なれば 歳 

計に 益々 剩餘 金を 生じ、 而して 歳入が 過少に 見 積ら 

れて あると 云 ふ 結果を 現 L て來 るので あります、 即 

ち 吾々 は此 歳計に 餘 り剩餘 金の剩 ると 云 ふことは 望 

むべき 問題で ない、 從つて 將來に 於て此 歳入と 云 ふ 

ものを 確 實に 認めら る 以上は - 計算 さる、 以上は 

六 百 十九 萬 圓げ かりの 石油 消费税 通行税 S 減額を 認 

めても、 決して 此 歳計に il 化を 起す ものでは ない、 

斯樣に 私共は 信じて 居る のであります、 尙ほ 最後に 


一言 致したい のは、 諸君の 御演說 中に 一々 出る ので 
あります るが、 大藏 大臣の 御言 明であります、 大藏 
大臣は 床 次 君の W 問に 舞して 恰度 委員 會で 修正に な 
つた 如き 案が 可決したならば、 之に 同意を する か、 
之に 同意を する* 斯樣に 言は れた が爲に 一の 問題を 
惹起して 居る ので あ®. ます、 即ち 現在 出て 居る 案の 
大部分 ほ 精神が 拔 けて 居る もの だと か、 或は 是は撤 
回すべき ものでは なから うかと 云 ふ 如き 諸君の 御說 
が あるので あります、 之に 對 しては 吾々 も 一の a 論 
を 有つ て 居る のであります、 併ながら 吾々 は 極めて 
國 家に 忠なる ことを 欲する ものであります、 吾々 は 
最後の 一分 間まで 吾々 の 自ら 信ずる 所に 向つ て鬪は 
んと 欲する ものであります、 吾々 は 通行税を 全廢し 
又 一方に 於て 石油 消費を 全瞇せ ん とする の (2: 年来の 
主張で あり、 又國 家に 舞して 極めて 忠實 なる 者と 信 
ずるので あります" 其 結果 如何に 此案が 魂が 抜けた 
と 評せられても、 政府が 何と 答へ やうが、 最後の 一 
分 間まで 國 家の 爲に 主張を 通さん とする のは、 正に 
議員と して 爲す べき 所の ものである、 斯樣に 信ずる 
のであります。 

〇認 長 (大岡 育造 君〕 武 藤金吉 君。 

〔武藤 金吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇武藤 金吉君 私は 委員長の 報告に ® 成の 意を 表し 
我が 元 田、 三 土の 兩君の 主張を 簡 鼠に 補足を 致し ま 
して、 我鐵の 主張を 闡明 しやう と 思 ふので あります 
此廢 減税 案に 含まれて 居ります る國 防の 計® は、 旣 
に ff 細に r 議 され S L たから、 14 は 之を 省きます る 
が、 此國防 計畫に 伴ふ犛 業の 政策 >  敎 育の 刷新、 稅 
制の 整理に 付きまして はま だ 足らぬ 點が あります か 

ら 、此點 に 於て 此 主張を 明かに して 置きたい と 思 ふ 

のであります、 今回の 增廢 減税 案が 此產 業の 發 K、 

敎育の 刷新， si 制の 整理に 付て 見るべき 點の 少な か 

つたと 云 ふこと に付きまして は、 甚だ 遺憾と する 者 

であります、 諸君、 今日は 世界に 於け る漠 * たる® 

雲の 中には、 旣に 平和の 機運が 私は 脈々 として 動い 

て 居る と 信じます (「ひや^ と 呼 ふ 者 あり〕 之を 

英吉利の 政治家の 言明に 依つ て も、 亞米利 加の 大統 

領の敎 書の 中に 含まれて 居る 條 文に 發 見して 本、 確 

に 此國防 計 窺の 裏には 產 業の 發展 、敎 育の 刷新と 云 

ふこと が 含まれて 居る のであります、 然るに 私は 區 

區た ると 申して は失禮 であります るが、 唯々 此廢 a 


案に 付て 石油 段、 電車 G 通行 段 位 ばか 〇議 されて、 
國防 計畫に 伴 ふ 根本の 吐 產業 政策、 税制 G 整理と 云 
ふこと に 論及の 少ない の ほ 甚だ 遣！ 2 とする もので あ 
る、 旣に此 點 に付きまして は、 國民激 の 諸君から 國 
策の 固 立を 大口 君は 說かれ ましたが、 國 策の ® 立と 
して 今期 蠶會に 現れた 點に 於て It 、 吾々 は 不同意な 
のであります、 不滿 足であります、 不足を 感じて 居 
るので あります、 又 税制の 整理は 此國 策の 樹立と 伴 
ふて、 負擔の 均衡を 追 ふて、 或 論者は 社會 政策を 頻 
りに 口にして 貧民の 肩を持ち、 中產 階級 以下の 肩を 
持つ 學者 もあります けれども、 社 會£ 趨勢は 一般 中 
產 階級 以下の 者と 富者と 相俟つて 調和を する にあら 
ずん ぱ 、國 運の 發展は 六ヶ 敷い のであります、 此意 
味に 於て此 廢減税 案は 意味を 爲 して 居ない 徹底して 
ない と 云 ふのは 此 富者 階級と 貧民 階級の 連絡 衡平が 
取れて ないから、 吾々 は 之を 後に 廻して 整理を しや 
うと 云 ふの が 骨子であります (拍手 起る；} 而して 旣に 
来るべき 平和の 經濟、 戰爭は 、現下の 鐵 火に 訴 へつ 
、ある 實戰 ょりも 一 層 深刻を 感ずる 事は、 誰 方も異 
論の 無い ことであります (拍手 起る) 此點 に付き ま 
して、 何等 我 帝 國に 於て、 否现 政府 1" 於て 政策の 見 
るべき もの、 無い と 云 ふことは 甚だ 遺憾で ある (拍 
手 起る〕 此税 制を 整理す ると 同時に、 國 策の 樹立は 
立たぬ ので あるか、 言葉を 換へて 申しましたなら ぱ 
自足 自給の 政策は 何等 見るべき ものがないで はない 
か、 鐵の 問題は どうで あるか、 羊毛の ■間 題は ど 5 で 
あるか、 棉花の 問題は どうで あるか、 食糧の 問題は 
どうで あるか、 此樞 要の 點を 一々® へ 來れぱ 、甚だ 
殘念 ながら 國策の 樹立と して 見るべき ものが 一つ も 
ない、 本年の 豫 算及總 ての 計畫に 於て は不滿 足な が 
ら 、國 防の 計畫は 稍々 整つて 又 先き の —— 將來も 推 
測る ことが 出来る が、 產業 の發展 、敎 育の 刷新、 交 
通 機關の 改善 等に 付きまして は 甚だ 薄弱であります 
C 「ひや^- j と 呼 ふ 者 あり) 吾々 は 此 意味に 於て 多 
くを 辯し なくて、 之を H 際に 行つ て やる 1.-. 付き ま L 
ては、 此廢 減税 案は 國防の 差 當り〇 計 畫に充 つべき 
所の 税源は 之に 與 へ^ ― ^ 之に 與 へて 之を 漸次に 之を 
滿 足して やるべき 所の 方法を 執る と 云 ふこと ほ、 帝 
國の爲 に 穏健 忠良なる 所の 政策で あると 私は 信ずる 
C 拍手 起る〕 然るに 憲政 會の 諸君は 片岡 君は 明年度 
に 於て、 税制の 整理を 全部 行って 而して 行かう と 云 
ふこと であります るが、 4 そつと 百 尺牢頭 一步を 進 


めて 大體に 於 -C 御费 成なら ば， 何故に 政 友會の 主張 
通り 付いて 御出でな さらない 0 であ--まするか(拍 
手 起る) 甚だ 私は 之を 憲政 ^ に 向つ て s is とする 〇 
であります、 又片岡 君の 锂濟界 の ffi ss.j 站 に 逑ん 
で 拜篇 致しました が、 三十 年間 曾てない 好 * 氣で ?, 
ると W はれた が、 私は 好毋氣 を 否認す o x -ii では あり 
ませぬ が、 日本の 今日は 或は 幾分の 物質、 怒て 金 挺 
の 上に 於て ほ 三十 年来 見ざる 好 - S: 氣を 見て 居 〇 か 知 
れま せぬ が、 果して 生產 C 狀萌國 民 思潮 G 1-T 際から 
參〇 ましたな れぱ 、片岡 君 〇 御 翻 察に 同意す る こと 
は 出来ない、 諸君、 今日 或 中流 以上の 階級 (t 福々 で 
ありまして 成金 も ありませ ぅが、 今日 物 A1 騰设の 結 
果 、國 民の 全體の 一般の 素質は どぅな つて 居ります 
私は 内部の 素質を 研究 すれば、 國民 I 般は 極め -C 軟 
弱で ありと 信じます、 又國 民の 個々 〇 素® が 軟： S で | 

ある、 弱ければ 隨 つて 精神 も 弱くなる、 結 神. か弱く 
なれば 健全なる 働が 出来ない と 云 ふこと になつ て來 
る、 此 健全 rx る 働の 出来な い國 民には、 租税 C 負锆 
は 出来ない と 云 ふこと になつ て 来る、 諸君、 © 際 今 
日國 民の 素質は 陸海 軍の 軍人に して 錢を 愛し、 從前 
の 志氣は 果して 何處 にある かと 申すべき 點が深 山 あ 
るでは ないか •全國 に 於け る 所の 軍人の 意 氣は 、全 
く錢を 愛して 死を 厭 ふと 云 ふの が 現在の 有様では な 
いか* 如何に 海軍の 擺張 をし •陸軍の 撋張 をしても 
此國 民の 素質が 堕落し、 腐敗し、 軍人の 志氣が 装へ 
たなら ば、 私は 此國防 計 迸と 相俟つて 國運を 發展し 
國を 守る 所の 土 si が 出來な いものと 信ずる ので & り 
ます (「ひやく J と 呼 ふ 者 あり：} 此 li に 付て 今や 新 
聞 紙な どを 見ます れぱ 、殆ど 人倫の 道義は 漸く 装へ 
不義は 絕 ゆる ことなく > 富瓖 は 富に 委して 一般 國民 
の 幸福を II 斷す るの 傾が ある、 又 下® 一般 階級は 現 
在は、 飢に堪 へて 將に 犯罪に 接近し つ、 あるでは な 
いか、 近来の 新聞紙に m る 所の 下府 階級の 狀態は 、 
決して 三十 年 來の最 も喜ぷ べき 好® 氣 であり ませぬ 
此物價 の 騰 # 現在の 有樣 は國民 一般の 租税の 負擔過 
と 云 ふ ものに 付きまして は、 私 ほ 杷玆を 懐く 一入で 
あります、 此點に 付て は 保險會 社な どで 御 儲けに な 
つた 片岡 君の 觀察 とは •吾々 の 見る 所とは 甚だ ! 1 隔 
•か あるので あります、 斯の 如くして 私共が 此 通行稅 
の廢 止又此 減税の 意味に 於き ましては 頗る 同情を 以 
て 攻究す る 必要 か あると 思 ひます、 又 現在に 於て 廢 
することが出來るならば、廢するも可なりで&りま 
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す、 併ながら 今 増税を しなければ ならぬ 場合に 此減 
稅を行 ふて、 一而に 郵便 税の 如き 人頭税の 如き もの 
を 上げ、 其 他 !* ど此 亂雜な る 税制の 改革 もしないで 
此 事を やる と 云 ふに 付きまして は、 私は 時期に あら 
ず、 今日 it 此税 制を 斷行 する 時期に あらず、 即ち 吾 
黧が 査定した る 所 C-) 所得税を 一部 改正し、 又此 所得 
稅を 改正す るに 付きまして は、 富者 中瘅 階級 若く は 
貧者の 區別をし、又酒税に付ても釋健なる上げ方を 
しまして、 當 業者を 救 ふ 案には 同意を 致し、 又 之に 
伴ふ燒 酎 味淋其 他の 負擔 に付きましても 斟酌を し、 
殊に 所得 稅に付 きまして 山林の K 採に 付ての 條項を 
削つ た 如きは 實際 吾々 は 此現 在の、 實際に 適當な る 
所の 査定を した 積り であるので あります、 何卒 諸君 
は —— 遇 政會の 諸君は 御主 張 ^' 止めまして、 我が 政 
友會の 主張に 御 賛成に なり、 又 國民饑 新政 會の御 方 

々も、 表面の 本の 上の 社會 政策の 講釋は 御 止めに な 

つて、 政治の 實 際に 觸れら れむ ことを 切望 致し まし 

て® を 降ります (拍手 起る〕 

〇蕺長 (犬 岡 育造 君〕 川 崎 安之助 君。 

〔川 崎 安之助 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 川 崎 安之助 君 最早 議論 も盡き て 居ります から、 

私は 餘り 長く 申し ませぬ、 今回 現 內閣が 提出され た 

財政 計 2E は © に 巧妙に 出来て 居ります、 技巧の 末に 

渉 〇徴に 入り 細を 穿つ て 誠に 巧妙に 出來て 居ります 

若しも 之を 以て 中學 程度の 學 生の捣 擬國會 にで も 1]! 

したなら ば、 大に喝 采を博 する もので あらぅ と 思 ひ 

ます、 併ながら 此世界 の 大戰爭 に參 加して 居る 我 帝 

國の 財政を 維持す る 政策と しては、 斯の 如き 事 It 實 

に m 稽に 類す るので あります •或は 飴の 税を 取る と 

か 「メリ ヤス」 の 税 を JS ると か、 淸凉欧 料 水の税 を 

取る とか、 技巧の 末に 渉つて 淀ら に奇を 街 ふ 政策は 

吾々 は 同 ; ■§ しにくい のであります、 此 點 に付き まし 

て 現 內閣の 施設に 反 對す るので あります、 之を 引 括 

めて tfl します と、 現內閣 は 恰も 古い 比 ' ii であろ が 朝 

三暮 四の 謀を 行つて I,1 る、 即ち 六 百 四 五十 萬圆 の税 

を 減じて、 一方に 於いて！ 一千 三百 萬 圓の税 を 課して 

居る、 吾々 阈民を 猿の sn く 扱つて 居る、 古い 例で あ 

るが、 昔 猿 飼が 猿に 胡 si 葡夕や る 時に、 朝に 三 切を 

やつて 夕に 四 切を やらう と 言った 所が、 多くの 猿が 

怒つ た、 此 に 於て 猿 飼が 日く、 朝 四 切 やり 夕に 三 切 

やる、 それを 聞いて 大に 猿が 喜んだ と 云 ふこと であ 


ります、 一口の 分 S は ffi かに 七 切で ある、 朝 四 切 や 
ろから と 云つ て 猿 •か 喜んだ と 云 ふ、 M に是が 朝三暮 
四の 猿智惠 である、 然るに 現内閣は 是れ以 上に ひど 
い 事 ^ • して 居る、 六 百 萬 圓をや るから 二 千 三百 萬 圓 
の增税 に 賛成を せょ と 云 ふやう に •實に 吾々 を 猿以 
下の 扱 ひを すると 云 ふやうな 猿智惠 を 有して 居る 所 
の大藏 大臣の 計 迸であります、 斯の 如き ものに 對し 
て 吾々 は 何を 以て 資成 する ことが 出来る であり ませ 
うか、 吾々 は 不幸に して 政 友會の 諸君と 所得税 及び 
酒造税 に 付て 意見を 異にした のであります、 聊か 實 
質に 付て lit 事を 申 述べたい と 思 ひます、 今回の 所得 
税の 改正 法案は (「 簡單 A 々 J 又 「謹 _」 と 呼 ^ S あ 
〇〕 政府は 下層の 負擔を 輕減す ると 申して 居ります 
けれども、 其實 はさう でない、 却つ て 下層に 於て 重 
くな つて 居ります、 又 試に 法人所得と 個人 所得を 比 
較 致します と、 法人に 於て は 五 千 圓以 下と 所得が 現 
在 千分の 四十で ある ものが (i に 四十 五に なつて 居り 
ます、 然るに 側 人に 於て 現在 五十 五の ものが 七十に 
なつて 居る •法 入に 於て 五を 增すに 拘らず 個人に 於 
て 十五と 云 ふ ものを％ して 居ります、 又 五 千圓以 上 
に 渉りますなら ぱ&れ も 法人所得に 於いては ® に 千 
分の 五を％ す s みで ある、 けれども 個人 所得に 付て 
は 十五を 吩して 居ります、 更に 甚だしき は 一 萬圓以 
上を 超過す る 場合に 於て は、 即ち 法人に 於て 五を％ 
すに 拘はら •す、 個人に 於て 二 十を 增すと 云 ふ斯の 如 
きこと になつ て 居ります、 而して 其 仙 或は 法人所得 
の 乙の 法人は 節 かに 七十 五位の 程度で 止める と 云 ふ 
のは、 即ち 政府は 聲明 に反して 徒らに 中 以下の 民を 
苦め て 大なる 會社大 なる 富豪に 媚びて、 斯の 如き 提 
案を して 居る ので ある， 是 等の 案に 對して 吾々 が賛 
成す る ことは 寧ろ 現在ょ 〇 以上 此社會 政策を 破壞す 

る ことになるので ある、 故に 私共は 此提 案に 對して 

は 決して 齊成 する 事が 出来ぬ. のであります、 其 他 酒 

の 税の 問題に 至つ ては 實に微 々たる ものであります 

けれども、 苟も 淸 酒の 貯藏 減を するなら ば、 味淋と 

か燒 酎と か 云 ふ ものに 對 して 一樣 に貯藏 減を しなけ 

れぱな らぬ 、然るに 本稅に 於て は 之を 脫して 居る、 

是等實 質に 付ても 社會 政策を 誤つ て 居る 所の 問題で 

あるから、 反對シ 表する のであります •其 他戰時 利 

得 稅 は 修正に 依て 緩和せられ たけれ ども、 私の 考は 

此の ® 時 利得 税に 付きましても 大に 意見を 異にして 

居る、 政府は 此の ® 時 利得 稅は歐 米 各 國の 例を 參酌 


してさうして、制定したと云ふけれども、現に英吉 
利 及び佛 關西 若く は 伊太利に 於いては、 農荣の 所得 
には 職 時 利得 税を課 して 居らぬ、 政府は 我 邦に 於い 
て 農業の 所得に 課する と 云 ふこと ほ， 先進 國に見 傚 
ふたと 云 ふに 拘ら ず、 斯の 如き 不都合な ことを して 
居る， 此點に 付ても 吾々 は 多少 不平を 持つ て 居る け 
れど も、 彼の朐 人の 所得の 三千 圓を訂 正 致した に 付 
て、 多少の 緩和を 致して 居ります から、 是は 抂げて 
私は 賛成を 致して 居る のであります >  遨 憾な がら 此 
二點で 政 友會の 諸君と 同じ 步調を 取る ことが 出来な 
いのであります、 而して 先刻 小川 博士は 吾 黨の片 岡 
君の 演說を 批評され た 中に、 少しく 私 it 伺つ て 見た 
いこと が あると 思 ふ (「 簡單」 と 呼 ふ 者 あり〕 小川 
傅 士は片 岡 君は 國 防の 計畫は 誠に 不完全で あるけれ 
ども、 國 家の 急務と して 之を 認めなければ ならぬ と 
云 ふたで ないか、 然らぱ 其 財源 も. 之を 認む るが 至當 
でない かと 云 ふこと を 言は れた 、是 .は 小川 博士は 如 
何なる 聽き違 ひを された ので あるか 知らぬ けれども 
片岡 君の 說は 即ち 不完全なる 國防 計畫は 認める けれ 
ども、 其 財源は 斯の 如き 不完全なる 税制の 整理で (I 
いかない、 故に 吾々 は 減債基金に 依て 暫く 之を 支辨 
すると 言は れた ので ある、 荀も财 源 さへ あれば、 何 
も 不完全なる 所の 政府の 計® に 依る 必要は ない ので 
ある、 而 して 又 博 士は 社會の 安固を 期し 經濟 の繁榮 
を 保たん と 欲せば、 富者に 重く 課税せ ざるべからず 
然るに 政 友會は 何で あるか —— いや 憲政 會は 何で あ 
るか、 此の 政府の 社會 政策を 含んだ 所の 總ての 提案 
に 賛成し ない のは 如何なる 理由で あるかと 云 ふこと 
を 言うて 居られる， 政府の 提案の 社會 政策と 云 ふ も 
のは 何であります、 通行税を 廢す ると か 或は 石油 消 
費税 を駿 する、 此の 二 點であ り ませう、 其の 外 所得 
税な どに 付て は 大いに 社會 政策に 反對 して 居る、 試 
に 小川® 士が 政府の 提案した 所得税 法 中の 改正案を 
見られたなら ば、 能く 分る ことで ある* 個人の 所得 
に 於て 千圓 以下に 對し ては 二 割を 增額 L て 居る、 又 
三千 圆を 超過した る ものに 對し ては 二 割 二分、 j 萬 
圓を 超過した る ものに 對 しては 二割 五分を 增 加して 
居る にも拘らず、 十 萬 圓を超 ゆる 金額に 於て はどう 
であるか、 僅 に 一割 八 分 五 厘の 增額で ある、 又 五 萬 
圓を超ゅるものに付てほ一割八分の增額でぁる、即 
ち此 改正案なる ものは 富者に 薄う して 貧者に 重き 所 
の税を 課する ことにな つて 居る、 斯樣な 提案を 以て 


社 ©■ 政策の 上から 賛成 出来る であり ませう か、 殊に 
小川 君の 如きは 通行税と 石油の 税 を K するなら ば、 
社會 政策の 妙諦を 極めた やうに 言つ て 居られる けれ 
ども、 吾々 は 社會 政策の 妙諦な る ものと しては、 鹽 
の 專賣に 付ても う 少し 政府が 考盧 しなければ ならぬ 
であらう と 思 ふ、 現に 昨秋の 如き、 京阪の 間に 於け 
る鹽の 逼迫は どうで ありました か、 民間は 鹽の 需要 
に 汲 / r として 居る に 拘らず 、政府は 鹽の 專賣 益金を 
上げる と 云 ふ 風 說の爲 に、 或 若が 鹽の買 占を して- 
そ. れが爲 に 日常 吾々 が 嘗める 所の 1! は 無くなつ たの 
である、 僅に 一 合 や 二 合の 鹽を施 行で も 貰 ふやうな 
有樣で 以て、 買 ひに 行つ たと 云 ふやうな ことにな つ 
て 居つ た、 斯う 云 ふやうな 事は 社會 政策の 第一 著 手 
として 吾々 ほ 實行せ ねばなら ぬと 思 ふ、 此鹽の 如き 
は 專賣 にす ると 云 ふことは 決して 咎めぬ けれども、 
金を 儲ける 爲でな く、 もう 少し 吾々 國民に 供給を 圓 
滑なら しむる 爲に 、政府が 鹽な どは もう 少し 巧く や 
る 方が 宜か らうと 思 ふ (拍手す る 者 あり) 社會 政策 
と 云へ ば 斯う 云 ふ 事 も 通行税 以外に 未だ あるので あ 
ります* 要するに 現在此 政府の 出しました 計！ M なる 
ものは、 實 に盂浪 杜撰 —— と 言つ ては 或は どうか 知 
らぬが "私は 寧ろ 滑稽に 近い もので あらう と 思 ふ、 
斯樣な 财政 計畫を 以て 此戰 後の 大國 家を 料理して 行 
かう と 云 ふことは， 實に 烏滸な る 沙汰で あらう と 思 
ひます (拍手 起る〕 而 して 私は 政府に 少し 伺つ て 見 
たいこと が ある (「分らぬ こつち を 向け」 と 呼 ふ 者 
あり〕 大藏 大臣の ■明され た 所の 財政の 主義は 三つ 
になつて 居る、 第一は 即ち 財源の 補塡で ある、 第二 
に 税制の 整理で ある、 第三は 下層階級の 負擔輕 減で 
ある、 此三つ の 主義を 標榜して、 さう して 此 財政 計 
畫なる ものを 提出され たので ある、 然るに 唯今 lit 議 
場の 有樣を 見ます れば 、不幸に して 大藏 大臣の 聲明 
する 所の 此 三つの 要件の 中二つ は旣に 消滅す る 如き 
有樣 であります、 即ち 纔に政 友 會の 提案に 於て、 酒 
と 所得税を 認 むる 上に 於て 或は 二 千萬圓 以上の 金を 
得て、 財源の 補塡は 出来る かも 知れぬ、 併ながら 金 
の 辻裱を 合せる と 云 ふやうな 事は 徒に 勅任官 や奏任 
官の 高い 給料を 出した 役人に やらせなくても 銀行の 
}ri 垂れ 小僧で も 金の 辻褪を 合せる と 云 ふやうな 事は 
出来る (「何を 言つ て 居る」 「分らぬ j と 呼 ふ 者 あり〕 
國 家の 財政は 一錢一 厘の 微なる ものと 雖も是 皆國民 
の ® = 血で ある、 苟も 意義が 無ければ ならぬ、 然るに 
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大菝 大臣 if 唯々 W 源の 補垵さ へ 出来れ If 、 没 制 整理 
の 根本が 倒れても、 或は 下層階級の 國 民の 負 擔の事 
が 倒れても、 甘んじて 政 友會の 提案に 屈從 すると 云 
ふやうな 事 を 言つて 居る、 若しも 大蔵大臣が 一個の 
男子であるなら ば •決して 私は 期の 如き 提案に 屈從 
する ことは 出來な いもので あると 思 ひます、 私は 此 
に 至つ て實に 勝 田大藏 大臣の 心理 •狀態 ょり、 若く 
ほ 生理 状態ょり 見まして、 男性的 機能を 備 へて 居ら 
れろや 否やと 云 ふこと を 大いに 疑は ざろ を 得ない の 
であります c 「こつち を 向け」 「分らぬ」 と 呼 ふ 者 
あり 其 他發 言す る 者 多し〕 

〇一 ■長 (大岡 育造 君： >  川 崎 君 •正面を 御 向きなさい 
〇 川 崎 安之 肋 君 今や 此大藏 大臣の 出された 所の 提 

案は、 實に滿 場に 於て 寸斷 されて 居る •殊に 此郵便 

税外五 件の 如 3- は 恐らく 一人 も 賛成す る 者が 無いで 

ないか、 政府は 常に 擧國 一致を 標榜され て 居る、 然 

るに 今や 擧國 一致を 以て 政府が 十三 出した 中 六つ ま 

で 反對さ れて 居る •然るに 何を 以て か晏 然として 能 

く其職 に 居る 事が 出來 ませう か (拍手す る 者 あり〕 

足下の 提案は K に 一寸 試しに 寸斷 されて 居る •足下 

は尙ほ 之を 以て 生命 ありと 認 むる ことが 出来る であ 

り ませう か、 彼の 蛇と か 蜥蜴の やうな ものは 之を 兩 

斷しても、頭は頭で励き、尾は尾で繇励することが 

ございます、 けれども 荀も 一國の 政府と して 財政を 

掌る 所の 大藏 大臣と して、 自分の 提案 か 今此 處に寸 

斷 されて 居る にも 拘ら す、 唯一 部の 計算 上 辻裱が 合 

ふから 是で 宜しい と 云 ふやうな ことを 言つ て 居られ 

る、 是は實 に 私 ii 下等動物が 體を 兩斷 されても、 尾 

は 尾、 頭は 頭て 繇 動して 居る と 同じで あらう と 思 ふ 

假令 生命は あつても 旣に 勢は 去られて 居ります、 去 

勢され て 居ります、 諸君、 人間の 去勢され て 居る 者 

は、 昔 支那の 宮中に 宦官と 云 ふ 者が あつたと 云 ふこ 

とで ある、 今日 苟も 國務 大臣と して* 去勢を されて 

居る やうな 財政 計 迸を 提げて、 さう L て 廟堂の 上に 

立つ と 云 ふことは、 私は 之を 疑は ざる々 •得ぬ ので あ 

ります (「簡 單々々 」 「ひやく」 「こつち を 向か 

なければ 分らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 今や 前 申す 如く 滿 

場 一致、 即ち 國民 一致を 以て 此大藏 大臣の 財政 計 a 

に 反對 して 居る、 然るに も拘ら ず晏 如と して 其 職に 

居らる i と 云 ふことは、 賢に 是 は 國民 CO 輿留を 無視 

したる ものと 言は なけれ (f なり ませぬ 1 或は 諸 公の 

御意 見と すれば、 假令國 民 一致の 信賴を 失つ て も、 


苟も 陛下に 於て 吾々 を 信任 あらせられる 以上は， 
吾々 の 位地 li 安固た る ものであると 言は れる であら 
う、 併ながら 是は實 に 畏れ 多い 事で ある、 我 國の國 
體 としては 窗に 天皇陛下と 國 民とは 常に 同 一 心で 
なければ ならぬ、 即ち 吾々 國 民の 意思は 天皇陛下 
の 御意 思で ある、 幸に して 仁慈なる —— 海の 如き 仁 
慈を 有せられる 陛下は 假令諸 公が 國 民の 多 數の希 
望に 背いて 居る と 云 ふこと を 御 置り になつ た 所が、 
天皇陛下から もう 貴樣 達は 退けと 云 ふこと を 仰し 
やりは しないので あります から 詰まり、 諸 公が 之に 
甘んじて 其 職に 居られる と 云 ふことは、 即ち 君恩に 
狎れて さう して 國 家の 基礎を 危くす る ものと 言は な 
ければ ならぬ (拍手す る 者 あり 發言 する 者 多し〕 願 
くば 諸 公は 再三再四 靜思 熟考され て、 以て 處決 せら 
れんこと を 望みます (拍手 起る) 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 柏 原文 太 郎君。 

〔柏 原文 太 郎君 登壇〕 
r 拍手 起る〕 

〇 柏 原文 太 郎君 簡單に 二 言を 致します、 此 度の 增 
税 案の 所要す る 所の 金額は、 國防 計晝を 完成す ると 
云 ふ 事と 其 他 二つの 要素が あります るが、 主として 
國防 計畫で ある、 其國防 計畫の 不完全な 〇、 最も 根 
定 的に 不完全な りと 稱 する 所の 者は、 嘗て 增師の 計 
蹵が 兵器 改良、 師 團充實 よりも 先き なりと したる 所 
の 憲政 會 S 諸君で ある、 此樣な る 人に 依て 國防 計® 
を 非な りと される ことは， 少しく 御門 違 ひでは ない 
かと 思 ひます、 私共は 徹頭徹尾 國防 計 ®: を 完成した 
い、 夫に 付て は 現 政府の 計畫は 完全とは 思は ぬ、 完 
全とは 言は ぬが、 旣に 先の ものを 與へて 居る 以上は 

政府の 力一杯、 即ち 製 艦 能力 其 他の 能力を 盡すだ け 

の僉 しか 使へ ない、 是も私 共は 否認す る ことは 出来 

ない のであります、 夫 故に 不完全で あつても、 吾々 

の當 初の 主張を 完成す る爲 に、 此國 防計诳 に 賛成を 

致す 者であります、 夫と 同時に 廢減税 案を 出す と 云 

ふ 事は 何の 差 支- % ありませ ぬ、 此咐税 案を 出す 時に 

當つ ては， 理想と しては 徹底的の 税制 整理を やつて 

貰 ひたいので & る、 是は 決して 不都合では ない ので 

ある、 併ながら 此 事が 出来ない と 云 ふ 事で あれば、 

其 中の 幾分たり とも 整理に 近い 吾々 の 主張す る 所の 

通行税 並に 石油 消費税と 云 ふ ものを 茲に躞 すと 云 ふ 

事は、 ちつと も 矛盾して 居り ませぬ (拍手 起る) 夫 

故に 私共は 此案を 時の 政府の 如何に 拘ら ず、 苟も 政 


策の 上に 於て 是と する 所の ものは 私共は 資成 する の 
であります、 是を是 とし 非, V- 非と する 所の 政 友會の 
諸君は、どうか之に御饺成を願ひたいのであ0ます 
(「賛成. 一 「非を 非と する よ」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 夫 か 
ら 私共は 財政 計谨に 付て 財源に 闲〇ほ せぬ かと 云 ふ 
ことで ありました が、 先刻 大口 君の 說 明に 於て 略々 
其 要領を 申 上げました が、 決して 窮 しませぬ ので あ 
ります が、 私共の 滅债 基金を 此際に 減す と 云 ふ 事は 
今日の やうな 場合に 於て こそ 先づ 第一に 減® 基金を 
以て 之を 支 辨 し、 尙ほ 足らぬ 部分は 財政 計畫に 十分 
の 緊縮を 加へ て •而 して 後に 增税 計 tt に 移る 事が 順 
であらう と 思 ひます から、 之を 一番 早く IR 減を 致し 
まして、 さう して lit 財源に 充てる と 云 ふ 方針を 勃つ 
て 居ります、 其 他 財政 計 S: に 於き ましては、 旣に政 
府は收 入を 過少に 見 積る と 云 ふ 癖が あります から、 
此 際には さう 云 ふ惡 習慣を 改めて、 さう して 國庫剩 
餘金 などを 多く 置いて* 而して 曾て 夫を 惡 いと 言つ 
て 叫んだ 所の 大隈內 閣のや うに、 之を 濫費し ないや 
うに 致して 欲しい、 斯う 云 ふ 希望であります。 

0 岩 崎黝君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕 討論 終結の 動議に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議がない と 認めます、 仍 
て 討論は 終結 致しました I 是 より 採決の 方法を I 
順 申して 置きます、 唯今 討論は 日程 第一より 第 十三 
までを 一括して 翳 題 ?: 致しました が、 決は 各 案に 就 
て 一々 之を 議塲に 諮る 積り であります、 而 して 最後 
の 日程の 十二 及 十三の 兩案 に付きまして は、 記名 投 
票を 以て 採決 あらん ことを 望む， 右 議院 規則 第 百 二 
十七 條に據 て 定期の 數を備 へて 要求が あります、 此 
事 も 申して 置 $- ます。 

〔「異 s なし」 「そんな 必要なし」 「必要 あり」 「異 
議 あり」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 異議が あれば 正式に …： 

〔「男らしく」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 岩 崎 II 君 採決の 方法に 付きまして —— 日程 十二 
十三の 採決の 場合に 際しまして、 院 翳を 以て 決せら 
れんこと を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 豫め御 承知の 爲に 申して 置い 
たのであります から、 * て 其 時に 御 諮りを 致します 


I  二 五六 

—— 日程 第一 酒造 税法 屮改正 法律案 〇 第 I S 孕 vg 
くや 否やを 諮ります、 第二 5 s fr を 開くべし と 云ふ諾 
君の 起立を 求めます。 

〔「今一 應御 宣告を 願 ひます J t 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 酒造 ® 法 中 改正 法律 菜 〇 第二 
蹈 會を 開くべし と 云 ふ 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 

〇謅長 (大岡 育造 君) 多数、 二 5a 包を 開く ことに 決 
しました。 

0 岩 崎 II 君 K ちに 本案の 二 讀會を 開き 三 19 矜 を 1*1 
略して 委員長 報吿の 通り、 即ち 委 a 會修 正の 通り 可 
決 確定せられ んこ とを 希 朝 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 綺君〇 励 謹に 御異 謎は あり 
ませぬ か。 

C 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇箴長 (大岡 育造 君〕 御 異蕺 かなければ K ちに 第二 
讀 會を 開きます 、議案 全部を 諮 題と 致します。 


酒造 税法 中 改正 法律案  第二 10 會 (確定 

S 

0 議長 (大岡 育造 君) 御異該 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の陧 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 別に S 議が 無ければ 本案 ill 
讀 會を 省略し 一 讀會 に 於け る 委員長 報吿 の s 可決 確 
定せら れたる 事を 宣吿 致します (拍手す る 者 あり〕 
—— 日程 第二、 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法 鉗 
案の 第二® ® ■ を 開くべし と 云 ふ 諸君の 起立を 求め ま 
す。 

起立 者  多數 

〇譎長 (大岡育造君〕多數、第二譖會を開くことに 
決しました。 

0 岩 崎 ® 君 直に 本案の 二 讀會を 開き 三證會 を 省略 
して 委員長 報告 通り 即ち 原案 S 通り 可決 確定せられ 
ん ことを 御 希望 致します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 岩崎哲 の 励 翳に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直ちに 本案 
の 二 11 會を 開きます。 


酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 第 


院 k 衆會 m: 園 帝 冋 十四 第 


二 譖會 c 碗 定讁) 

/--I 「異鹮 なし 異塾な し j の猓 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異謎が なけれ ぱ谜案 <+: 部を 
議題に 供し、 委 S 長 報 ^ 通り 可決 確定せ る ことを 宣 
界 致します (拍手す る 若 あり； >  —— 日程 第三 •麥鸪 
税法 中改 JE 法律案 第二 10 曾を 開く ことに 御異欹 !£ あ 
〇 ませぬ か。 

〔「異議な し」 r 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がない と 認めます。 

〇 岩 崎 14 打 直ちに 本案の i i 會を開 き 三 s?5 會を省 
略して 委員長 報 街 e 通り 即ち 原案の 通 〇 可決 確定せ 
ら れんこと を 希閿 致します。 

〇 謎 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か、 H ちに 二 13 會を 開きます。 

〔「 異謖な し異該 なし」 の陧 起る〕 


麥酒 税法 中 改正 法律案 第二® 锊 (確定 議) 

cr 異謎な し」 r 異讁な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 溝 長 c 大岡 育造 君〕 該案 全部を 調 題と します、 御 

發謅も あり -± せぬ から 本案 U 岩 崎 君發 誘の 通り 可決 

確定 せられた る ことを 宣吿 いたします、 (拍手す る 

者 あり) 日程 第 四、 所得税 法屮 改正 法律案 第二 1 i 會 

を 開くべし と 云 ふ 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  冬 m 

〇識 長 〔大 岡 育造 君〕 多數 、第二 誚會を 開く ことに 

決しました。 

〇 岩 崎 動 君 直に 本案の 二 ^ 會を 開き 三 la 會を 省略 

して 委員長 報 齿 の 通り 即ち 委員 VT 修正の 通 〇玎 決 確 

定せ られ むこと を 希 消 致します" 

〔「現 諮な し ,--, 異謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 誤 長 (大岡 育造 W〕 岩 崎 君の ! PJJ 議に御 異議がない 

ものと SS めます、 即ち 直ちに 第二 if 會ル開 きます。 

所得税 法 '!' 改正 法 钳案第二譖會(確定議〕 

〔「羁 議な し異 諮 なし」 の ! S? 起る〕 

0P 長 0 K 岡 育造 射〕 他に 御發謎 も あり ませぬ から 

謅案全 部 三 la fj を将略 して 岩 崎 君發 餞の 通 〇 可決 確 

定したろことを疗传致します、(拍手する者あり) 

—— 日程第 .7.: 、戰時利煜稅法案第二譖畲を開くべし 

と 云 ふ 諸 打の 起立を 求めます。 


總 起立 

〇戢 長 C 大岡 育造 封〕 滿 場 一致を 以て 第二 讀會を 開 
くこと に 決しました。 


05 ?崎勵 君 本案 も 亦 [S ちに 第二 讀 會 を 開き 第三 la 
會 を 省略して 委員長 ffi ^r の 通 〇 即ち 委員 6r の 修正の 
通り 可決 確定せられ ん ことを 望みます。 

〔「K 議なし 異篛な し」 と 呼 ふ莕あ 〇〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 財の 動 譏に 御與議 なき も 
のと 認めます •  H ちに 第二 讀會を 開き _案 全部を SI 
題と します。 


職 時 利得 說 法案 第二 讀會 (確定 is ) 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 他に 御發 a も ありませ ぬから 
三讀 會 を 省略し 岩 崎 君 S? 謅の 通り 全部 可決 確定した 
る ことを 宣告 致します (拍手 起る) 次は 日程 第 六 • 
郵便 法 中 改正 法铕 案* 本案に 對し第 二讀會 を 開く ベ 
しと 云 ふ 諸君の 起立を 求めます。 

〔「滿 場 反對 J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 議長 C 大岡 育浩 君〕 起立 者を Is め ませぬ、 仍て否 
決 —— 次は 日程 第 七、 淸凉飮 料 税法 案、 本案に 對し 
第二 ii 會を 開くべし と 云 ふ 諸君の 起立を 求めます。 
【「反 對 J と 呼 ふ 若 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 岩〕 本案に 付て 一人の 賛成者 も あ 
り ませぬ、 仍て 否決 I 日程 第 八、 自家用 醬油 税法 
中 改正 法律案， 本案 第二 la 會を 開くべし と 云 ふ 諸君 
の 起立を 求めます。 

〔「反 對」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 起立 者 無き を 以て 否決 —— 日 

程 第 九， 砂糖 消 费税法 中 改正 法律案、 本案に 對し第 

二 譖會を 開くべし と 云 ふ 諸君の 起立を 求めます。 

〔「反 對 j と 呼 ふ 者 あり〕 . 

〇 議長 C 大岡 育造 君： >  起立 者な きを 以て 否決 致し ま 

^ — 日程 第 十、 轍 11:1 菜 子糖果 原料 砂糖 戾稅法 中改 

正 法律案、 本案に 對し第 二讀會 を 開くべし と 云 ふ 諸 

君の 起立を 求めます。 

〔「反 封」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 起立な きを 以て 否決 —— 日程 

第 十一、 織物 消 S 税法 中 改正 法律案、 本案 第二 讀會 

を 開く ベ L と 云 ふ 諸君の 起立を 求めます。 

〔「反 對 J と 呼 ふ 者 あ OJ 


0 議長 ( 大岡 育造 君) 起立界 無き を 以て 否決 -I 次 
は 日程 ■第 十二， 石油 消費税 法 廢止 法律案、 日程 第 十 
三、 通行税 法 陂止 法律案， 此二 案に 付て は 可否を 記 
名 投票に 求む ると 云 ふ 要求が あります。 

〔「反 對 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 C 大岡 育造哲 ：} 反對な らば 別に 申出が ありた 
い、 記名に する か …… 

〇 岩 崎勸君 他の 諸 案と 同樣に 矢 張 起立を 以て 決せ 
ら れん 事を 朝み ます。 

〔「賛成 J 反對」 の聲 起る J 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議が あれば 議場に 諮り ま 
す。 

0 野 添 宗三君 それに 關 して 異議が あります。 

〔「起立々々」 「反 對々々 J の聲 起り 露場 騒然〕 
〇諉長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に —— 靜肅 に。 

〇 野 添宗三 君 衆議院 規則 第 百 二 十七 條 「議長 必要 
卜認ム ル トキ 又 ハ 議員 二十 人 以上 ノ嬰求 アル トキ ハ 
起立 ノ 方法 ヲ用ヰ スシテ 記名 又 ハ 無名 投票 ヲ以テ 表 
決ヲ爲 サム ヘシ」 と 云 ふ 明文が あります、 而して 本 
員 等は 此の 明文に 基いて 記名 投铠を 以て 採決 あらん 
ことを 要求 致して 居る のであります から >  此 場合に 
於て 當然此 規則に 基いて 記名投票を 以て 採決 あらん 
ことを 苗-みます。 

〇廣岡 宇一郎 君 議長。 

〇諉 長大 岡 育造 君〕 廣岡 君。 

〇貽岡 宇一郎 君 本員は 無記名投票に 依て 決せられ 
んことを菌みます= 

〔「賛成々々 J の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 無記名です か。 

〇跖 岡 宇一 郎君 無記名投票を 以て 決せられん こと 
の 動議を 提出 致します。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 君のは 起立で あつたと 思 
ひます が'' 

〇 岩崎勵 君 私は 起立を 以て 決する と 云 ふ 動議を 撤 
回を 致します、 而 して 廣岡 君の 動® に 付て 御 採決を 
願 ひます。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 今 記名と 無記名と 兩方 の筘望 
の 申出が あります、 仍て 之を 記名に する か、 無記名 
にす るかを 議場に 諮ります。 

〔「異議 あり 異議 あり」 「採決々々」 と 呼 ふ 者 あり 
議堪 騷然〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます I 靜肅に 願 


ひます。 

〇姆添 宗三君 請求を 致して ある ことを 議長は 篛堪 
に 御宣冉 になつ たのであります、 然ら ぱ此 宣告に 基 
いて 記名投票に 依て 決せ 1:. れる のが 常 然で ある ( 「 
ひやく  一  r それが tfj 則な 〇」 と 呼 ふ 者 あり〕 左 a 
に 宣齿を 爲さ つた 以後に 於て、 無 IK 名 投票を 以て 採 
決を 望む と 云 ふ 請求が あつたので あります •か、 旣に 
時機が 運れ て 居る fl!f 求で ある" 

〔「其 通 OJ と 呼ふ荠 あ〇議 塲騷然 】 

0 調 長 C 大岡 育造 君〕 今一 應 …… 

〇 野 添 宗三君 始め 議長が 宣告せられ た 當 時に 於て 
記名投票を 以て 採決を 求む ると 云 ふ 請求と •無記名 
投票， V 以て 枕 決を 求む ろと 云 ふ 所の 請求と、# ぴ存 
して 居りましたならば、 或は 其兩 者の 中の 何れを 採 
るかと 云 ふことは、 議長が 篛塲に 御 諮りになる の も 
宜 いので ある、 併ながら 唯今の 場合は 記名 投溴 を以 
て 採決を 求む ると 云 ふ單獨 なる 希望で あつて、 それ 
を 議長が 一應宣 吿にな つたので あります、 然ら ば此 
鼠 搵なる 請求に 基いて 記名投票を 以て 採決 せらる る 
ことが 相 當で あると 本員は 信ずる のであります。 

〔「反 對 A- 々J  r のぅど-こと 呼 ふ 者 あり 議場 
騷然 〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 暫く 御 侍ち なさい、 議長は 先 
刻 一般に 此決の 採り 方に 付て 御注意の 爲に 宣言を 致 
して 置きました、 其 際に 此の 日程 十二と 十三に 付て 
は斯樣 な 申出が あります、 其 場合には 別に 諮 ふこと 
になろ のであります が、 lj め 紹介 致す と 云 ふこと を 
申して 置きました (「其 通り 一と 呼 ふ 者 あり〕 其 時 
が 唯今 到 著した のであります から、 別段の 方法を 以 
て 御 諮りした 譯で はない、 即ち 國民黨 の 諸君の 記名 
投票の 希望と、 蓆 岡 君の 無記名投票の 希望との 二つ 
が 出た のであります から ■之を 議場に 諮る ので あり 
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起立 者  多數 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 大多数で .^ ります、 仍て無 記 
名 投票を 用 ゆる ことにな りました、 無記名投票を 以 
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〇  P •長 (大岡 育 } t 君〕 無筘な ことを 仰し やるな 無い 
とは どう 云 ふ 譯で すか。 

〔「偽 罰々々/ 欺れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇齡 ■長 (太 岡 育浩® j どうぞ 言論を 御 傾み なさい… 
...第一 lg 會 を 開 )# ました" 

第一 ' : 科 及 铅族 扶助料 法中改 
正 法律案 /-' 政府 提出、 貴族院 送付) 
第 i  _會 

巡査 滑 守识隱 料 及 ia 族 扶助料 法 中 改正 法律案 
巡査 若 守 5R 防 料 及 ia 族 扶助料 法 中 左ノ通 改正ス 
第二 十六 條中 「耪 視廳 消防 手 J ヲ 「判任官 ノ 待遇 
ヲ受ク ル ? fi 防 手」- 1 改ム 

附则 

本 法 ハ大 JE 七 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 

〇 國務大 f:': c 男爵 後藤 新 平 君) 翳 長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 後藤 内務大臣。 

1 :國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登®〕 

01 務大 K (男前 後藤 新 平 君〕 唯今 玆に 提出に なり 

ました 巡査 看守 退 隱料 及 il 族 扶助料 法 中 改正 法律案 

是は洵 に ® 簡な ものでありまして、 今日 迄は 餮 視廳 

の 消防 手 丈け に與 へられた 所の 恩典を 沏 防の 改善と 

共に 他の 地方に 及ぼした いと 云 ふ 意義であります 又 

殊に 大阪に 於て は 改善の 効を 金う 致して 居ります る 

から 第二 十六條 中に 「澄 視廳 消防 手」 とあります る 

のを 「判任官/待遇 ヲ受 クル 消防 手」 と 改めまして 

其 待遇を 大阪 消防 手に も 及ぼす やうに 致し 又 他の 地 

方に も 改善を 加へ ましたなら げ 之を 及ぼす やうに し 

たいと 云 ふ 提案であります 御 薄 議の上 協賛を 與 へら 

れむ ことを 希 留 致します。 

0 議長 C 大 g 育造 君〕 別に 御 質問がなければ 日程 第 

二、 委員の 選擧を 誠 題と 致します。 


第二 右懿 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

〇 岩 崎 勁 君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎 IJJ 君 本案 委員の 數を九 名と し _ 長に 於て 指 

名せられ むこと を 5? み 1; す。 

〔「寶 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 謬に 御 異議は ない 

ものと 認めます、 仍て 本案は 議長 指名 九 名の 委員に 

付託す る 1- 決しました I 日程 第三、 大正 六 年 勅令 


伯爵 寺 內正毅 
男爵 後藤 新 平 
加 藤 友三郞 
大島健 一 

良 


A II 本 野 


第 i  P •承諾を 求む るの 件を 鼓 題と gf します。 

第三 大正 六 年勒令 第二 百二號 (承諾を 求 
むる 件： >  c ft 族院送 付) 

大正 六筇 勅令 第二 百二號 
朕兹 -- 緊急 ノ必耍 アリ ト認 メ樞密 顧 間ノ諮 詢ヲ經 
テ 帝國 憲法 第 八條 第 — 項- 1 依リ 小額 紙幣 發行二 關 
スル 件ヲ 裁可 シ之ヲ 公布 セ シム 

御名  御® 

大正 六 年 十月 二十 九日 
內 閣總理 大臣 
內務 大臣 
海軍大臣 
陸軍大臣 

外務 大 

司法大臣  松 室 致 
文部大臣  岡 田 良 平 
遞信 大臣 男爵 田 健治郞 
農 商務 大臣  仲 小路 廉 
大蔵大臣  勝 田 主計 

勅令 第二 百 二 號 

第 一條 政府 ハ 補助 銀貨-一 代用 スル 爲 臨時 必耍 -I 
隨ヒ 五十 錢 、二十 錢及 十錢ノ 小額 紙幣 ヲ 發行ス 

ル コト ヲ ?i 

第二 條 政府 ハ 小額 紙幣 發行 高- Is シ 同額/通貨 
ヲ以 テ其ノ 引換 準備-一充 テ 日本銀行 ヲシ テ之ヲ 
保管 セ. シム 

第三 條小額 紙幣 ハ 十 H 迄 ヲ限リ 法貨 トシ テ 通用 

ス 

第 四 條小额 紙幣 ハ 通貨 ヲ以 テ之ヲ 引換 フ 

小額 紙幣 ハ 日本銀行 本 支店 M 於 テ之ヲ 引換 フへ 

シ但シ 五圓 -1 滿タ サル 端數ハ 引換 通貨 ノ到 達ス 

へ キ 時間 引換 ヲ延期 スル コト ヲ煜 

第 五條 小額 紙幣 ノ形式 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第六條 小額 紙 m ノ發 行、 銷却 及 損傷 紙幣 ノ引換 

-1 關スル 規定 ハ 主務大臣 之 ヲ定ム 

附則 

本 令 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之 ヲ 施行ス 

小額 紙幣 ハ 講和 條約 調印 ノ日 ヨリ ー年 ヲ經 過シタ 

ル 後 ハ 之 ヲ發行 セス 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 il 長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 ■ 


「國務 大臣 !? 田 主計 君登搜 J 
0 國務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今の 翳 題と なつて 居り 
まする 件 if 小額 紙幣の 發行の 件であります、 御 承 
知の 通りに 今日 時局の 影響に 依りまして、 補助 货の 
需要が 非常に 多い のであります、 而して 一而 造幣局 
の 工程に 於き まして 其 需要を 供給し ? I る 丈の 補助 貨 
を 造る ことが 出来 ませぬ ので •殊に 昨年に 在り ま L 
ては、 此 年末と 云 ふ 決算期を 控へて 居ります る やぅ 
な 關係上 からして、 至急に 此 補助 貨の供 給を 致さな 
れぱな らぬと 云 ふ 必要を 感じました ので、 それ故に 
五十 錢 、二十 錢 、十 錢と云 ふ 小 紙幣を 造る ことに 致 
しまして •此 事を 憲法の 條项に 依りまして-* 緊急 勅 
令と 致しまして 發行シ 致しました のであります、 御 
眾 知の 通りに 此 等の 小 紙幣は 永久に 發行す る 積り で 
は 御座いませぬ ので、 即ち 平和 克復 後一 年 以後は 發 
行を 致さない と 云 ふこと に 致して 居 〇 ます、 又此紙 
幣の進 備に 付きまして は、 全額 進備を 致しまして、 
通貨を 以て 之に 充 つると 云 ふこと に 致して 居ります 
る 次第で ございます、 右樣の 次第であります るから 
して どぅか 御 審議の 上に 承諾を 與へ ，られ むこと を、 
偏に 希 轺 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 日程 第 四 ：… 

0 法學 if 士 鵜澤總 明君 議長。 

G 議長 C 大岡 育造 君〕 鹈澤總 明君。 

0 法 學薄士 鹈澤總 明君 此 間に 職 時 船舶 管理 令の特 
別 委員 會を 開きたい と 思 ひます が、 許可を 願 ひます 
0 議長 (犬 岡 育造 君) 一寸 此委 員を 選擧 した 後に 諮 
ります、 日程 第 四の 委員 選擧を 11 題と 致します。 

第 四 右 議案 燕査を 付託す へき 委員の 選擧 
0 岩 崎 動 君 議長。 

0 誘 長 0 K 岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩崎勸 君 委員の 數を九 名と L 議長に 於て 指名せ 
られん ことを 圍み ます。 

〔「賛成々々」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 K に 御 異議 ほない 
ものと 認ま す、 ffi て 本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付 
託する ことに 決しました I 唯今より 職 時 船舶 管理 
令の 委員 會を 開きたい と 云 ふ 希望が あります、 之を 
許して 差 支 ありませ ぬか。 

〔r 異議な し 異議な L 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君) 尙ほ 豫算 委員畏 より" 是 より 
豫算 委員總 會を 開きたい と 云 ふ 希望が ありました。 


f 「異璲 なし 異蒱な し J と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 諮 長 C 大岡 育造 君」 異謎が ございませぬ から 谷々 
其の 委 a 色を 開かれむ ことを 希 rs します、 日程 第： 3L 
臨時 國 Dn E? 券 法 中 改正 法律案、 第 Is 科 を 開き 
ます、 委 H 長の 報吿 —— 犬 飼 源 太 郎君。 

第五 臨時 國阳證 券 法 中 改正 法律案 (政 盼 
提出) 第 i gr の 紐 (委 员设 報告：} 

f 犬 飼 源太郞 君 登®〕 

0 犬 飼 源 太 郎君 私 IX 玆に臨 時國 BE 證券 法 中 改正 法 
钳案 、委員 會 C 經過を 報吿 致します、 本案 改正の 要 
點 は 極めて 簡 M であります、 臨時 國 班 設券發 行の K 
高額 二 ® 圓 とあります るのを 五位 0 と 改める、 是が 
改 正の 耍點で あ〇 ます、 此法 fli は 轍 出爲转 贷 金の 疏 
通を !^ =、而して聯合國に對する輸出堪||品代金の 
決 濟を便 にす ると 云ふ陆 神で •昨年の 臨時 讁符に 於 
て 制定され ました 法律であります、 政府は 此 法律を 
實 際に 適用し まず 上に 於て、 此 n 的を 以 ちまして、 
旣に二 億圓 の； S 券を 發行 されて 居 〇 ます， 併ながら 
此二億 圓の證 券は 爲替 K 金の 方に 振 向ける ことが 出 
來ず して、 © に 輸出 m 需品 代金 決 濟の 方に 總て振 向 
けられて屛0ます、而も尙ほ今日に於きまして約一 
億 九 千 萬の ものが 代金 未濟と なつて 居ります、 之を 
決濟 し、 而 して 一面に 於て は ® 出 爲替資 金の 調節を 
11 ります 目的を 以ち まして、 二 億 園の 限度を 五 僦圆 
にす ると 云 ふが 政府の 說明で あります 、委員 Fr と 致 
しまして は 之が 爲に產 業 ff 金の li 迫を 來 し、 鹿 業發 
達に 阻碍を 來しは せぬ かと 云 ふ li に 付 ? • まして、 考 

慮を 致しました、 政府と 致しまして - 大藏大 K と 

致して は、 其 點に對 しては 十分に 注意を 拂ひ 、十分 
留意す ると 云 ふの 言明を 得ました のて あります、 仍 
て 委員 fr は滿堪 一致を 以 ちまして 本案を 可決す る こ 
とに 決 _にな りました、 此段を 御 報吿申 上げます ( 
拍手 起る〕 

〇諷 長 c 大岡 育造 君〕 本案の 第二® ir を 開く や 否や 
を 諮ります —— 第二讀會を開くに御異謅はありませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇! 一長 (大岡 育造 君〕 異_な しと 認めます、 本案は 
第二 讀會を 開く に 決しました。 

〇 岩崎勵 君 直ちに 本案の 二 證會を 開き、 三 諮 ir を 
省略して 委員長 報吿の 通り 可決 確定せられ むこと を 
希留 致します。 


院議 衆 锊議國 帝冋十 PS 第 


〔「賛成 J と 呼 ふ 若 あり〕 

0 誘 長 (犬 岡 育浩 君) 岩 崎 君 S 励 誘に 御異 誘は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 興議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 讁桉 C 大岡 育造 君) 異議な しと 認めます、 仍て直 
ちに 第二 讀會を 開きます。 

臨時 國庫證 券 法 中 改正 法律案 第二 讀會 
(確.： 疋 翳) 

〇謅長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ない と 認めます、 三 
讀會を 省略して 可決 確定す ろに 御 異議は ありませ ぬ 

か。. 

〔「異 a なし 異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ、 三讀會 を 
省略して 可決 確定した る ことを 宣言 致します、 日程 

第 六、 K 幣法屮 改正 法律案 第一 讚 ir の續を 開きます 

—— 委員長 齋藤 安雄 君。 

第 六 貨幣 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 第 

一 fg 會の續 (委員長 報吿) 

〔齋藤 安雄 君發 壇〕 

〔拍手 起る〕 

013 藤 安 維 君 K 幣法 中改 B: 法律案の 委 ft 酋の經 過 

及 結果を 御 報 街 致します、 本 法案は 現行 貨幣 法 中の 

補助 銀貨を 改 鋁 しやう と 云 ふ 法案で ございます、 現 

在の 補助 銀貨は 其 形に 於ても、 分量に 於ても、 亦 質 

に 於ても、 稍々 大に 過る と 云 ふ r! ? を 持つ て 居り ま 
すので、 之を 改鑲す る必耍 ありと 云 ふ 11 論は 前々 ょ 
〇 あつたので あります が、 殊に 昨年 九月 十月の 交に 
於き ましては、 時局の 影 ff ょりして 銀貨は 非常な 暴 

膦シ 致しまして、 其 最高 倒 格 五十 五 片と云 ふやうな 

程度に 達しました が爲 に、 現行の 銀 1? の錤 m し點 は 

四十 三片 内外に なつて 居ります から 自然 鐙溃 し輸 出 

の Eg が あると 云 ふ 事で、 政府は 急遽 大藏猎 令を 以て 

s m し 及 海外 輸出 禁止の 命令を 發した と 云 ふやうな 

事 53 も あつたので あります、 是 等の 必嬰 から 致し ま 

て、 今回は 補助 銀貨を 改筋致 すと S ふこと になり ま 

して、 其 程度は 大略 分 ii に 於て 三 割、 質に 於て 一割 

併せて 四 割 以 內の輕 減 I 減少を 致す と 云 ふこと に 

なりました ので、 此改篛 案に 依 〇 ますれば 其 鑄 潰し 

點は始 ど 現今 各 國の 採用し 居ります 所の 六十 五六 片 

程度になります から、 將來篛 m し 若く は 海外へ® 出 

の 防は 始ど無 くなら うと 云 ふ 案でありまして、 本案 

其 ものに 對 しまして は、 态員會 に 於き ましても 何等 


意見が ございませぬ、 ffl し委 M © に 於き まして 昨年 
九月 政府が 發 布され ました _潰 し 及 ili m を 禁ずる と 
云 ふ大藏 省令に 對 しまして、 其 內界實 質に 付て は 何 
等 意見 ii 無い が、 唯々 其 形式が 緊急 勅令に 據る べき 
もので ないか、 即ち 所有 _の制限 |: 屬するものであ 
るから、 緊魚 勅令に ¢8 るべき もので ないかと 云 ふ 疑 
問が 出た のであります、 之に 對して 政府は 民法の 所 
有 {S の 限界と 云 ふ 條孭の 所に 「所有 fi ハ 法令 ノ制限 
內二於 テ 云々」 と 云 ふ 規定が あるから 此 規定に 據つ 
て 或 M の 制限を 加へ る ことは、 差茭な い考 であると 
云 ふ 答 辯で ありました、 此問 題は 法制 及 法律上の 問 
題と しては 極めて 重大な 案で あるから、 若 L 此 問題 
に 移つ て 研究 致します れぱ 、中々 重大な 案に なり ま 
すが、 併し 是は 全く 本案 K- ものと 關係を 持つ て 居り 
ませぬ 故に、 此問 題は 他の 一：# に 於け る 研究に 讓る 
ことに 致しまして、 本案は 滿堪 一致 可決 致した 次第 
であります、 此段御 報 街 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 本案の 第二 譖 會を 開く に御異 
議 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し異讖 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 广大岡育造岩〕異_なしと認めます、直ちに 
二 譖會を 開く や 否やを 御 諮り 致します" 

0 岩 崎剧君 商ち に 木 案の 二 讀會を 開き 三讀會 を 省 
略して 委 a 長報吿 の 通り nr 決 確定せられ むこと を 希 
望 致します。 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 11 に 御 異識は あり 
ませぬ か。 

=, 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 ( 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て直 

ちに 本案の 第二 _ 會を 開きます。 _ 

貨幣 法 中 改正 法 訊 案 第二® 會 (確定 謅) 

〔「異 諉な L 異議な し」 S 聲 .起る〕 • 

〇雞長 (犬 岡 育浩 君) 三讀 會を 省略して 直ちに 可決 

確定した る ことを 宣街致 します、 日 辟. 第 七* 登錄税 

法 中 改正 法律案の 第一 讀會 の續を 開きます、 委員長 

肥 田景之 君。 

第 七 登錄 税法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

第一 讀會の _  (委員長 報吿： > 

〔肥 田毋之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 肥田景 之 君 唯今 議題と なつて 居る 登錄稅 法中改 


正 法律案の 委員 會に 於け る經過 及 結果を 御 報 致し 
ます、 委員 會は 例に 依り 委員長 现事 S 互選を 行 ひ、 
而して 政府 委員の 說明を 求め、 質問 討議の 上 原案 通 
り 可決 致す 事に 致しました、 此段 御報吿 致します ( 
拍手 起る〕 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
御 諮 むします。 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 二 ifi 會を 開く ことを 議題と 致 
しま 丁。 

〔「 異 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 直ちに 開く や 否やを 諮ります 
〇 岩 崎勸君 直ちに 本案の 二 讀會を 開き 三 讀會を 省 
略して 委員長 報告 通り 可決 確定 されん ことを 希望 致 
します。 

011 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異_ ありま 
せぬ か。  〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇 議長 (大岡 育造 君) 直ちに 二 讀會を 開く ことに 致 
します。 

登錄 税法 中 改正 法律案 第二 讀曾 (碗 定議〕 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異® なきを 以て 三 讀會を 省 
略して 可決 確定した る ことを 宣告 致します。 

〇 岩 崎 勵君此 場合 日程 變更 S 緊急動議を 提出 致し 
ます、 即ち 此鹾 にあります 鐵道敷 設法中 改正 法律案 
並に 足尾鐵 道 及 有 馬輕® 鐵 道の 買 收に關 する 法律案 
朝鮮 事業 公® 法 中 改正 法律案、 11 太 事業 公債 法案、 
大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案、 軍用 自動車 補助 
法案、 以上 六 案に 付て 商ち に 第一 _會 の續を 開き、 
委 M 長の 報吿を 求め J1 つ 群 _ を續 行せられ んこ とを 
望みます。 

〔 【異 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御與調 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 
o si 長 C 大岡 育造 君) 御 異議がなければ 此際篛 事 日 
程を 變更 して 唯今 岩 崎 君の 動 is の 法案の 委員長の 報 
吿を 求める ことに 致します、 鍅道敷 設法中 改正 法律 
案の 第一 if 會 の ^ を 開きます、 委員長 床 次 竹 二 郎君 
の 報吿を 求めます、 同時に 足 尾 鐵道及 有 馬 棘 便 鐵道 
買 收に關 する 法律案の 報告を 求めます。 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 第一 讀 會の續 


(委員長 報吿) 

足 尾 鐵道及 有馬輕 便 鐵 道の 買 收に關 する 法 

律 案 第一 _會 の®  (委員長 報吿) 

〔床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 床 次 竹 二 郎君 御 報告を 致します、 吾々 委員に 付 
託に なりました ものは 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 並に 
足 尾鐵道 及 有馬輕 便鐵 道 CD 買 收に關 する 法律案、 此 
二 案であります、 鐵道 敷設 法 中 改正 法 rtt 案は 新たに 
豫定 線に 五つの 線路を 加へ、 新たに 第一 期 線と して 
は 八つの 線路を 加 へんが 爲 に 此 改正を 必要と する の 
であります、 其 結果 線路に 延長を 加 へられた ものは 
四百 三十 三哩 1- 達する のであります、 色々 港 議の結 
果此八 線路の 中 四 線路に 對 して ほ 希望を 附帶 I て 可 
決を 致し、 一つの 線路 即ち 香川縣 の ® 音 寺よ 〇德島 
縣の池田に至る線路、此一線丈は否決致したのであ 
ります、 希望の 事は 玆に 文書を 以て 御 報 fr 致します 
れぱ 第一は 「岐阜 高山 線に對 する 希 筚、 政府は 岐阜 
高山 間 S 鐵道を 開通す ると 同時に 富 山 高山 間を 開通 
すへ き 計畫を 立てられん ことを 菌む」 それから 其 次 
の ？ fj 圍は 「上越 線に 對すろ 希望、 高 崎 長 岡 間の 鐵道 
敷設に 關し 政府は 速に 群馬縣 下 沼田より 淸水嶺 を 通 
過し 新 潟 縣下三 俣、 田澤 、十日 町、 川口に 至る 線路 
の 比較 調査を 遂け之 か 設計を 立てられん ことを 朝む 
J  K 次 ! -£ 「陰陽 速 絡 線に 對する 希望、 政府は 岡山縣 
下津 山よ 〇 鳥 取 縣下智 頭に 達する 鐵道敷 設の 計畫を 
立て 旣設鐵 道を 利用して 速に 陰陽 連絡の 實を擧 けら 
れんこと を 望む」 次は 「八 代 川內 線に 對する 希望、 
熊 本 縣下八 代より 鹿 兒島縣 下 川內に 至る 鐵 道の 建設 
に 於て 政府は 川內 より 起工 せらる るの 計畫な るも努 
めて 開通を 速なら しむる 爲八 代よりも 可成 急速に 起 
H せられん ことを lg む」 何れも 是ほ滿 場 一致で 決し 
たのであります、 次に® 音 寺より 池 田に 至ろ 線路に 
付きまして は、 各々 賛否の 意見が あつて 大多数を 
以て 此線路 は 削除す る ことに 決しました， 削除の 理 
由 並に 原案 賛成の 理由に 至りまして は、 何れ 夫々 賛 
否の 諸君よ 〇御說 が ある ことと 存じます から、 委員 
長と して 報告を 略します が、 右 樣の 結果を 以て、 此 
一 線路に 關する 部分を 削除 致した 丈で •其 他は 全部 
原案 通 〇 可決 致しました、 鐵道買 收に關 する 法律案 
は、 此二鐵 道は 唯今 政府が 借 上げて 純® 致して 居る 
のであります が、 借 上げて 綷營を 致す よりは、 此際 
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登錄 税法 中 改正 法律案 第 1_ 會 の ® 第二 讀會 
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院議 衆 會  帝 回 十 PH 第 


薄 商 钗設法 中 改正 決 律 案 第二 罚今 
宵. 收致す 方が 何れ i 方面から 見ても K しいから、 買 
收した いと 云 ふ C でありまして、 滿場 一致で 可決 致 
し •* した、 以上 御 報畀 致します。 

C 拍手 起る〕 

〇謅 長 (大 岡 ff 造 君'*  一寸 at 處で 委員長の 報 吿に封 
して、 丸 山 鹤 峨 一郞对 、兒玉 右二 君、 白 石 商 治 君、 
三 木武吉 君から 發言の 通 吿が あります、 若し 本案 全 
fs に 付て な ら ば 此踌會 に 許します、 修正に 關し てな 
ら (t: 第二 R? 會を 開いた 後に 許可す る ことに 致す ので 
九 山对は 全 踏 1- 付て であります か。 
〇丸山嵯蛾一郞君主として資成の演說であります 
而 して 他は 節 m なる 質 成の 意思を 表明す るに 止まる 

- 上越鐵 道の 方が 主で あり 7E す。 

〇讁長 (太 岡 育造®〕 全體に 付て …… 

〇 九山赌 峨一郞 逍 詰り 金體 になります。 

0 議長 C 4 < 岡 育造 君) それでは 丸 山_ 峨一郞 君。 

〔丸 山嵯峨 一郎 君 登 墟〕 

0 丸 山嵯峨 一郎 君 私は 唯今の 委員長の 報 吿 に付き 

まして、 全體に 付て 资成 の® 思を 表明 致しま^ - 

少し 手 13 を 間違つ たか 知れ ませぬ が、 私は 委員長の 

報告に 賛成の 意見を 述べる のであります が、 若しな 

になら ば 更に 第二 調 # のとき に 述べても 宜う ござい 

ます - 唯今 手 ^ に缺 くる 所が 無い と 云 ふこと であ 

ります から、 私は 茲に 一應 賛成の 意見を 申 述べて® 

きたいので あります、 其 中で 私の 主として 述べて 置 

きたいのは、 上越 鐵道に 付ての 替成 意見であります 

是は 政府案に 詰まり 賛成して 居る やうな 形で ありま 

すから、 何も 差 支ない ことであります、 此 上越鐡 道 

の 計 1 T'l: に付きまして は、 政府に 於て 高 崎ょり して 長 

岡 迄の 鐡道が 發案せ ら れて あつて、 さう して 此 上越 

線を 15 1 |^ 線に繰上げると云ふことの趣旨でありま 

す、 此案 に付きまして 私共は 原案に 賛成した 其 理由 

を 申 上げます れげ 、政府に 於て 段々 と 答 辯す る 所を 

聽いて 見ます るに、 此 上越 線と 云 ふ ものは 決して 輕 

輕 しく 見て 居らぬ 所の 線で ある、 重要なる 我が 縛 道 

計 戴の 上に 於ての 幹線で あると 云 ふこと を 申されて 

あるので あります、 さう して 尙ほ其 經過地 を 特に 明 

示しない と 云 ふ 理由は、 詰まり 未だ 確 實な 調査を 遂 

げて 居らぬ ので ある、 其 線路に 種々 な 關係も あるで 

あらう、 又 比較： £ 良い 線を 見出す こと も あらう から 

それは 此案が 涌 過した 後に 於ても、 十分 K 調査を 經 

て 之を 選擇 する ことが /JI 來る 、斯う 云 ふやうな 御 話 


であるので あります、 夫 故に 私 ii ilt 線を 燹成す るに 
付きまして、 詰まり 饺成す る 趣旨を 希望 條件 として 
諸君の 御荇 成を 願 ひたいと 云 ふやうな 露で あつた、 
それで 委員 會に 於て は 其 rc 見は S 成を 願 ふこと が 出 
來た のであります けれども、 本會に 於て 其® 見を 燹 
成を 願 ふと 云 ふ 趣旨では ない、 其 理由を 以て 资 成し 
たと 云 ふこと で、 此處で 辯 明す る 次第であります、 
此上越 線の 中、 高 崎より して 沼田を 經て 、さう して 
此新 潟縣 の國 境に 至つて 淸水 越を 越えて 行く、 此處 
までは 政府の 辯 明を 聽き ますと、 略々 政府に 於 かれ 
ましても 確定な 意見を 持つ て 居られる やうで ある、 
それに 付て は 强 いて どの 線路を やつて 吳れと 云 ふこ 
とは 申 上げ ませぬ、 唯* 此淸水 越を 越えて 新 潟縣に 
入つて、 其 後の 經過 地と 云 ふ ものに 注文' か あるので 
あつて、 幸に 吾 H の 注文が 容れ られ ると 2C ふこと に 
なつたならば、 鐵道 計畫の 上に 於て は、 非常なる 國 
家に 利益の ある ことと 私は 信じて、 さう して 之に 賛 
成を したやうな 次第で ある、 此 吾々 の 希望す る 所の 
線路は、 即ち 此 新潟縣 下に 入つて 淸水 越の 大 隧道を 
出ました 所 か 土 ft 村と 云 ふ 所であります、 是 からし 
て 詰まり 岐れ るので あります、 此 土 © 村と 云 ふ 所 か 
ら三俣 と 云 ふ 所に 參 りまして、 それから 田澤 ，十日 
町， 川口と 云 ふ是 等の 主なる 所の 町村を 經過 致して 
さう して 長 岡に 達する 線路であります-* 是まで 豫 定 

線と稱 へられた - 今日の 政府では 餘り それ 1?. 固執 

して 居られ ませぬ けれども、 豫定 線と稱 へられた、 
其 線路は 土 © と 云 ふ 所から して 湯澤に 入ります、 湯 
澤と云 ふ 所から 六日 町、 浦 佐、 堀 之內 、川口  •斯う 

云 ふ 順序に なつて 通過す るので ある、 此 線路は 唯々 

南 魚 沼 郡と 云 ふ 一の 谿谷を 通る のに 過ぎない ので あ 

る、 其 間は 非常なる 山脈を 以て 遮られて 居ります か 

ら 、他に 連絡線を 求む る ことが 出 來な い、 連絡 地 S 

を 見出す ことは 出來な いので ある •若し 上越 線を し 

て此線 路を撰 撰せ しめたなら ば、 此 地方の 開發に 向 

つて ほ 必ず 他に 線路を 求めて、 其 必要を 充た さなけ 

ればな らぬと 云 ふこと に 相 成る ので、 是 は 鐵 道計畫 

のこと に 明るい 御 方なら ぱ 、盡 く此點 に 付て 御 了解 

になつ て 居る 筈であります、 甚だ 此谿 谷地を 通り 過 

ぎる と 云 ふの みでは、 鐡道 として 意味を 爲さ ぬ、 意 

味の ある 鐵道で あつたなら ば 兎も角も •此 地方の 開 

發に 資する 丈の もので なければ ならぬ、 又將 來の鐵 

道 計晝に 於て 非常なる ® 宜の 土地を 揺む と 云 ふこと 


•か 必要な 事で ある、 斯 5云 ふ 私の 考であ る、 今 64 の 
希望す ろ 所の 線路に 致し -* すれば、 此大逑 迢夕 出て 
さう して 中 魚 沼 郡と 云 ふ 所に 入る、 其 屮魚沼 郡は 即 
ち此 新潟縣 〇 詰まり 血脈で 申します れば大 励 脈に 當 
つて 居る 、信 ?3 川の 流域に 阑 して 居る もので ありま 
す， 上流は 長 野 縣に 通じて 居ります、 直接 此 郡は 長 
野 縣の下 伊奈、 下 高井兩 郡に 通じて 居る 譯であ る、 
さう して此 東 頸 城の此 郡の 半 か 悉く 此 谷に 下りて 參 
ります、 此 流域の 方に 參 るので あります、 それで あ 
〇 ますから 政府に 於ても、 此 地方の 開 發を 決して 忽 
せに して 居る 譯でな い、 詰まり 鐵道 網な どを 見ます 
ると、 信越 河 東 線と 云 ふの が 此信遛 川 流域の 場所に 
敷かれて あるので あります、 けれども 是は政 府に於 
て 容易に 敷設す ると 云 ふやうな 見込 も 無い ので あり 
ます、 是は 到底 出來な い 事で あるので、 餘程时 政に 
餘裕の 出来ない 限りは 此 線路 も 亦 出来ない、 斯樣に 
承つて 居ります、 それ故に 私共は 此中魚 沼 郡に 兎に 
角上賊 線を 出しまして、 さう して 信越 河 東 線は、 さ 
う 致し ますれ ぱ長野 縣から 入つ て 田澤と 云 ふ 所で 連 
絡が 著く ので ある， 此田澤 から 長 岡 迄の 間と 上越 線 
を 以て 孰れと も 雨 線の 便を 爲す ことが 出來 るので あ 
ります、 詰まり 上越 線を 南 魚 沼の 谷の 中に 封 じて 仕 
舞つ たなら ば、 其 結果と して 河觅線 を 更に 長 岡 迄 通 
ずる 必要が 生じて 來るの であるから ，今 lit 線を 田澤 
と 云 ふ 所に 出して 一本に したなら ば、 即ち 田澤以 北 
の鐲 道は 一本で 二つ の 線を 態々 造る に 及ばぬ ことに 
なつて、 非常なる 鐵道 計畫の 上に 利益が あるので あ 
〇 ます、. 而已な らず此 田澤と 云 ふ 所から 幸に 他日 此 
河 東 線が 出来たなら ば、 東京から 中央線の 連絡が 更 
に 近くな つて 參り ます、 左樣 な譯で あつて、 將來の 
鐵 道計畫 の 上に 於ても、 非常な. る 利益の ある 線と ま 
あ 自分では 自惚れて 申 上げる 次第で ある、 而已な ら 
ず 現在に 於て^ — 現在に 於て此 南 魚 沼の 谿 谷と 中 魚 
沼と 云 ふ 其 郡 丈の 比較を 調査して 見ます れば 、是は 
豫て 諸君に も 御 願を 致 L ました 書面の 中に も 記載し 
てあります 通り、 此人 P 戶數は 固よりの 事で、 遙に 
中 魚 沼 郡の 方が 礙つて 居ります、 さう して H 業 上の 
關係 から 申します れば 、一方 南 魚 沼 郡の 工業の 收入 
が 四十 九 萬 圓に對 して (「御 土產 は澤 山」 「間 單」 
と 呼 ふ 者 あり〕 中 魚 沼 郡は 百 五十 五 萬 圓に上 〇、 殆 
ど 百萬圓 以上の 差が あるので あります、 此差 許りで 
見ましても、 現在の 工業 上の 關 係と 云 ふ ものは、 遙 
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に 中 魚 沼 郡が® 秀の位 地に ? > る 〇 である •而已 なら 
ず 此南魚 沼 郡には、 山林 貉山 2 菜と 云 ふ t の；！ j 傾る 
發展 して 居り ませぬ、 唯々 北 魚 沼 郡の 一部に 於き ま 
して、 篱業に 多少 著 手を して 居る 所 も あり、 又 山林 
も 大分あります けれども、 7 南 魚 沼 郡に 於？ ましては 
誠に 寂寞た る 所であります、 之に K して 中 魚 沼 isii li 
此 長野縣 の 下萵井 を SLi ねまして •非常なる ! sf 说たる 
所の 山林を 有して 居り '* す、 又翗 山を 申します iL ば 
痪銅其 他の fl 々の 瘈物に 富んで 居る 所であります、 
一朝此 铴道 が此 地方を 通過す ると 云 ふこと になつ た 
ならば、 必ず 非常 rx る 利益を 擧げる ことが 出來 るの 
であります から、 多少の 哩© が 延びても* 縱しや 乂 
多少の エ费が 松 加 致しました 所で、 K ちに 是等 の ffl 
失と 云 ふ もの li 恢復す る ことが 出 來る のであります 
私は 別に 非常なる 奇拔な 事を 申 上げる 必要は 無い の 
であります、 唯々 平凡なる 比較 調査を 御 話します れ 
ぱ 、鐵 道と 云 ふ ものが 若し 必要で あると 云 ふなら ば 
どう 云 ふ 所に 鐵道 を趿 かねば ならぬ、 どう 云 ふ 所を 
經過せ ねばならぬ と 云ふ大 體の考 が 分る であらう と 
思 ふので あります、 私の 説明して K きたい «f (t 細か 
に まだ 幾ら もあります けれども、 ! 5 は 病 氣 であり ま 
して、 其病氣 を此鐵 道の 爲に蚀 へ <て 委 M 會に臨 
んで來 たやうな 譯 、今日 も睇を 出す こと'  か出来ない 
やうに 相 成りました、 此衷 情を 察せられまして、 宜 
しく どうか 御 賛成を 願 ひたい。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 本案の 第二 KS 窗を 開く や 否や 
を 御 諮り 申します。 

〔 , 異識な L 異翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案は 第二 59 會 を 開く に御與 
議な きものと 認めます、 第二 讀 fr を 開く ことに 決し 
ます 

0 岩 崎 動 君 先づ鐵 道 敷設 法 中 改正 法钳 案に 付て 直 
ちに 第二 la 會を開 かれん ことを 圍み ます。 

0_ 長 C 大岡 育造 君) 直ちに 第二 闞會を 開く に御異 
議 あり ませぬ か。 

〔「異 謎な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 @ 長 (犬 岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 直ちに 
第二 讀會を 開きます — 白 石 直 治 君。 

鐵道敷 設法中 改正 法律案 第二 讀會 

〔エ學 博士 白 石 直 治 君 登壇〕 

0 エ@邱 士白石 直 治 君 諸君、 私は 本案 中 「琴 平ヲ 
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觀音寺 二改 ム」 と 云 ふ方シ 削除 致したい、 其 修正案 
に 賛成を 致して 一臊 理由を 述べ やうと 思 ひます、 元 
來四國 の議 a であつ て、 四國 の鐵逍 に錢を 入れ やう 
と 云 ふのに 反對 をす るので あります から、 少しく 其 
理由を 御 e 肢 々.願 ひたい、 元來此 琴 平 10 音 寺と 比較 
になつ てあります 分は、 多度津 より 琴 平々 經高 知に 
至り、 而 して 土 佐の 南择須 崎に 出る 四國縱 貫 線と 稱 
する ものの 一部の®: 史で あります から、 其 變更に 付 
て考鬧 致します るのに、 先 づ大牌 此縱貫 線に 付て 考 
へなければ ならぬ、 縱貫線 の 根本の 目的を 外れぬ や 
うに 考へて 居らねば ならぬ のであります、 四國 豫定 
線の 他に 4 あります けれども、 此 多度津 より —— 內 
海の 多 度津よ 〇南择 の須崎 に ? R る 線は、 其の 目的 專 

ら土 佐の 開 發 、土 佐の 運輸 交通‘ 而して 國 防の 上 か 

ら言へ ば， 四國の 南岸 土 佐の 海岸と 云 ふこと に 付い 

て 定めた ると ころの 縱 S 線であります、 而して 此の 

線の 中、 山 田 池 田 rd] と 云 ふ 此土佐 に 貫通す る 所の 山 

脈は、 從來雖 h 事と 稱せら れて 居る、 雛 工事には 相 

違 ございませぬ けれども， それは 今日に 至ります る 

と 種々 之に 類似の —— 難 工事と して 程度の 類似なる 

ものが 紐々 處 々に 出来た 今日であります るから， ® 

に_エ唞として之を等_に付する譯に行きませぬ、 

此歷史 を 言 ひます ると、 運輸 交通は 無論の こと、 國 

防の 上から 言つても 多年 鍅逍 會議 等に 於て、 參謀本 

部から at 線路の 宵 通を 非常に 希望され て 居つ たので 

あ0ます、吐度の提案は一昨年でござ0ましたか、 

此七 年計逛 と 云 ふ ものを 諉 す る 傷 合が ありました が 

矢 張 其 七 年 計 3S に 基いて 居る と 言は る、 所の lit 度の 

提案であります が、 其 七 年 計 }, i を 議す る當 時の 鐵迫 

會議 等に 於て は， 參謀 本部の 方から I 陸軍から 出 

た 委 fi より、 此池 fil lil 田 fla の® H 線の 一部を 是非と 

も；： 十く やらなければ ならぬ から、 七 年 以内と 雖も鐵 

道 會計 に餘裕 を存 したなら ば、 必ず 之を やる ので あ 

るかと 云 ふ r( 問に 對 して、 常 局 者 It 是非とも やる と 

云 ふ 答 辯に なつて 居ります、 故に 此 度は 此縱貫 線に 

就て雅 m を 編成す る ® 合には、 私共 必ず 此從 來の歷 

史の あろ 所 c 根本の 目的た る 土 佐に 拔 く 所の 區間に 

鸨 3? を 振 向ける と 信じて 居りました が、 唯今の 案は 

琴 平を g •音 寺に 改む ると 云 ふので、 土 佐を 除外した 

る 部分に 於て、 第一 期 線に 繰 上げる 分が 出 來 ました 

けれども、 土 佐に 通ず ろと 云 ふ 分に 對し て H 等豫 算 

の 分配がない ので、 是は私 の 考で li 本末 殺 急を 誤つ 
錄 m 趿設法 中 改正 法律案 ? n;l 二 諮 frl 


たもので ある、 それ故に 此池田 翻 音 寺 間の 線を やる 
と共に、 少く とも 池 田 山 田 間 土 佐に 通ず る 分を 豫萁 
に 計上せ ねばならぬ、 歷史か ら考 へても 左 樣に 思は 
れるの で 450 ます、 此希 望條 件を 以て 此 度の 案を 否 
決 致しまして、 更に 池 旧 ® 音 寺 間を 含んだ 所の 提案 
をな されむ ことを 强き 希望 條件 として、 爰に此 修正 
に 賛成す る 次第であります 、是は 大體 か I', 見た る 所 
の 第一の 理由 ヤ 最も 修正に 资成 する 强き理 由で &り 
ます、 次には 其 局部の 比較、 隙 劣の 比較， 池 田 琴 平 
間を 池 rFI 觀音寺 間に 改むと 云 ふのは、 如何なる 理由 
に 依て 之を 改む るかと 云 ふこと に 就て •段々 委 M 會 
に 於て 研究を 致しました、 質問 も ございました が、 
法案の 唯一の 理由は、 池 田觀苛 寺 間が 池 田 琴 平 間に 
比して、 H S が ^ いと 云 ふ 外に 何等 理由が ありませ 
ぬ、 線路の 比較 致します るのは 單に 工費の みで ござ 
いませぬ、 それは 政府 當 局に 於ても 其 通りの 御解釋 
であらぅ と 思 ふのは、 年々 此 鐵通會 議 に 比較な どを 
示すときには、材料としてエ費の外に純益の率、或 
は 延長 率、 勾配 曲線 等に 就て 總ての 材料を 提供す る 
ことにな つて 居り ^ す、 夫 等の 工費 以外の 點に 就て 
例へ て 言へ ぱ 、純益の 率は どぅで あるかと 云 ふと、 
觀音寺 池 田 間よりか 琴 平 池 田 間が 宜しい ことになる 
それから 延長の 率に 於ても、 池 田 琴 平 間が 池 田觀音 
寺 間よ OK しい ことになる、 此 延長 率と 申す 丈では 
分り 兼ねます けれども、 耍す るに 此出來 上つ た 所の 
線路を 永久に 經營す る 上に 於て、 其經 費が 何方が 酿 
く 行ける か、 石炭 代が 何方が 菔く 行ける かと 云 ふこ 
とは、 此 延長 率から 見る のであります が、 其點に 於 
て も 從來 の 琴 平 池 田 間の 方が、 今度 改めん と 欲する 

所の池 |1| 觀音寺と云ふより{丑しいのである、左様に 

工費 以外 G 點に 於て は、 種々 從來の 琴 平 池 田 fM'l の 方 

が 礙等 になつ て 居ります、 で 此豫定 線と 定めた もの 

を！！ ：史 する に if 餘程甭 大な 理由が 無ければ ならぬ 

と 思 ひます のに、 單に T. 费丈で 外の 點に 於て 劣等な 

る にも拘らず、 變更 すると 云 ふのは g 卒で あると 私 

は考 へる •故に 此 案の —— 原案に 賛成が 出来 ませぬ 

で 此 修正案に 賛成す る 次第であります、 他に まだ 申 
上げます 事は 種々 あります が、 元來此 鐵道 線路の 話 
を阖 面な しに 申 上げる 事は 拣 •た 闲雖 であ 〇 ます、 要 

する に 委員 會に 於て 詳細 述べて あります る、 御 承知 

を 願 ひます ろが、 槪耍は 右 申す やうな 次第で、 最も 

强き 理由は 此縱貫 線に 手を 著け るなら ば、 先づ 以て 


土 佐に 貫通す る 方に 豫 W を 向くべし， 少くて も 外の 
區 間と 同時に 豫算を 計上すべし と 云 ふ 意味で ありま 
す、 此委 M 會に 於て 總裁の 言明す る 所に 據〇 ますれ 
ば、 鐵道會 計は 餘程の 餘裕が あると 云 ふ、 言葉は 違 
ひましても 意味は 餘裕が ある、 彈力が あるから， 追 
追 今 出した 所の 計畫線 以外に 4 附加 へる と 云 ふ 辯 明 
になつ て 居ります、 それに 私は 力を 得まして 益々 此 
修 正 案に 賛成を する， 餘裕が 有るならば 尙：史 ら 以て 
此池田 山 田 間を 豫算に 繰 上げて —— 第一 期 線に 繰 上 
ぐべ しと 云 ふ 希望であります、 元來此 圇面を 御開き 
にな つても 分り ' i すが、 今月に 至ります ると 高知縣 
には 國有鐵 通と 云 ふ ものが 一寸 もま だ ございませぬ 
近 來負擔 の 均衡と 云 ふ 言葉が 能くあります が、 負擔 
の 均衡は 勿論であります が、 其 鐵道 敷設 線 等に 至つ 
て (3: 地方々々 に 對 する 支出の 均衡 も 見なければ なら 
ぬ、高知縣に未だ一寸も鐵道がございませぬ、_エ 
事と 雖も 政府の 從來の 御調に なつて 居る 所に 依る と 
先づ 一千 萬圓に 足らぬ 錢で是 は 出來 ます、 政府の 材 
料に 依ります と _ ^而 して 近来は 新 領士 等に 於て は 
朝鮮に 於ても 數千 萬圓の 金を 鐵 道に 費す 時代に なり 
ました、 唯々 高 知縣が 昔から 日本 國で ある 爲めに 閑 
却され て 居る やうな 次第であります、 どうか 諸 科、 
此 修正案に 賛成され て、 支出の 權衡を 保つ やうに 致 
して 貰 ひたいので あります、 而 してもう 一つの 政府 
の 方からの 御 辯 明に 據 ると •國 防と 云 ふこと を 言は 
れる 、陸軍は 是で宜 いと 云 ふこと に 同意して 居る、 
斯う 云 ふので あります、 而 して 此 陸軍の 方の 事情を 
私は 確め て 見ます と、 要するに 土 佐に 通ず る 所の 線 
路が 時間 を 長く 要する が、 肢敢へ ず 先づ善 通 寺の 師 
團から 池 田 迄 早く鐵 道の 聯絡を 得たい と 云 ふので あ 
る、 さう して 此 度の 善 通 寺に 變更す れぱ 、其 聯絡が 
速く 著く と 云 ふこと に、 鐵逍院 から 陸軍に 御說 明に 
なつて 居る と 承知し ました、 如何にも T. 費が 觀音寺 
の 方が 廉 いのであります から、 H 事 (£ 樂で あります 
るが、 併しながら 之れ を 成就す る 歳月は どれ 丈掛る 
かと 云 ひます と、 原案に 據〇 ますと 觀音 寺に 改めて 
而 して 其の 年度 割を 見 ま t と 大正 十 年に 著 手 致され 
て 大正 十四 年に 終る、 然らぱ 今後 此の® 音 寺を 經て 
池 田に 達する のには、 約 七 年を 要する、 約 七 年を 要 
すると 見れば 琴 平 線と 雖も矢 張 出来 上る！ 一で ■琴 平 
線は比較的觀音寺ょり_ェ事と雖も其內最も闲_な 
のは 二 哩 五十 鎖の 隧道が あるの みであります、 即ち 


此二哩 五十 鎖の 線路を 成 H すれば， 他は 皆是に 伴 ふ 
て 出來上 るので あります、 此二哩 五十 鎖の 隧道を 仕 
上げる には、 今日の 吊 術の 進 步を 以てすれば 四 五 年 _ 

を 要せず して 出来 上る、 觀音 寺は 七 年* 故に 七 年ょ 
り 短い 內に 金額は 別であります、 時間で 云へ ば 琴 平 
線が 早く as 來上 るので あります から、 琴 平 線が 成 X 
しても 陸軍には 差 支に ならぬ と 云 ふこと になります 
右 等の 理由に 據 りまして、 私は 此琴平 線を 觀音 寺に 
改める、 政府の 提案の pg 由は 甚だ 薄弱で あつて •之 
に 賛成を 表し 兼る のであります、 尤も 重ねて 申 上げ 
ますが、 14 の 第一の 理由は、 此鐵 道會 計に 餘裕が あ 
れぱ 、四國 縱貫說 の 根本の 目的に 立戾 つて、 必ず lit 
池 田 山 田 間に 第 一番 か少 くも 同時に 第一 期 線に 繰 上 
ると 云 ふこと を 希望 條件 とする、 之を 爲す 經路 とし 
て 此修 正に 賛成を して、 一旦 政府案に 反對 する 次第 
であります、 どうか 諸君の 御 賛成を 願 ひます (拍手 
起る) 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 兒玉 右一 一 君。 

1 :兒玉 右二 君 登壇〕 

〇兒玉 右二 君 私は 四國の 議員に あらざる が 故に、 
群 馬縣の 選出 員と して 極く 冷 靜に此 案を 判斷 して 見 
やうと 思 ひます、 白朽 君の 如き 鐵 道に 關する 知識の 
深い 人の 言 _は、 頗る 尊重し なければ ならぬ と 思 ひ 
ます、 さりながら 白 石 君の 御 _論 は 白 石 君に 取つて 
は® に 幸福な 議論でありまして、 若し 之を 曼陀 線に 
依る も® A 線に ffi る 4、 白 石 君の 謬論は 終に 徹底す 
る ものと 私は 判 斷す るので あります、 何とな れぱ吾 
々にしても 池 田 山 田 間の 線路の 開通は、 最も 急を 要 
せなければ ならぬ と 云 ふ 希望を 確 實に 持つて 居る の 
であります、 故に 此確實 に 有する 希望の 前提と して 
山 田 池 田 間に 於て 其 線を 通ず るなら ば、 白 石 君の 議 
論の 根 抵は是 に 於て 貫徹す る ものと 斷 言して 宜 から 
うと 思 ふので あります、 私の 現に 賛成す る此 原案の 
賛成には 政府 も 多大なる 努力を 盡 して 居り ませう、 
故に 私の S 論は 私 自己の 努力に 依て 徹底す る ものと 
堅，、 信じて 居ります* 又 此論結 に 依て 撤底 する 其 所 
見なる ものは. 深く 國民亦 之を 諒と する もので あら 
うと 信ず、 私共 此の 如 ^ 問題に 付て は 十分 冷 靜に判 
斷 する が宜か らうと 思 ふ、 私は 多く 言 ふ 必要は 無ぃ 
から、 唯々 一言 私の 所見を 述べて 見たい と 思 ひます 
此 表に 依ります と、 曼陀線 は 十三 哩九 十八 鎖 •川 之 
江 線 it 十五 哩四 十六 鎖、 琴 平 線が 十七 哩九 十七 鋇> 

二 六 三 
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此曼陀 線の？ S れた 後に 起るべき 問題 li 猓入綵 川 之 江 
線で ある、 此二線 の 合計は 三 ±1 1 : 七十 鎖， 受陀線 
を 超過す る こと 十九 3!fi 九十 鎖 •其總 計の 金は I 千 五 
十 ?1: 萬圓，若し諸君，此數に依て行 |3: る、とするな 
らば， 三！ G 八十 萬 圆の 金 1" 對 する 是は 將來 の豫 想で 
あり -* 丁、 兩綵の 合計が 一千 五十 五 萬 圓の 金を ® i す 
る琳 は‘  _ 々四 固の 國防に 重きを® く、 四國の 港费 
に m きを K くと 云 ふ 四國 本位であるなら ばい ざ 知ら 
ず、 今日の 日本 帝國の 如き 現状 J: り 云へ ば、 一千 萬 
圆以卜：の金を§:段に抆ずると云ふことは、鐵道政策 
の 根 本義に 於て li 無意味で あ 乙と 私は 信ずる ので あ 
ります、 私 It 此點に 於て 後藤 總裁が 國家 政策の 上、 
又鍅道 政策の 上 1- 犬なる 卿 力を 持って 居る と 云 (i れ 

た 事 1- 付て、 白 石 M ほ 之を 口寶 として 種々 御 議論が 

あります けれども、 私は 是 ほ 唯々 四國の 一部分に 對 

する 鐵道の みに 對して 云 はれた のでな くして 日本 帝 

國の鐵 道 政策 r •對 す /, > 卵 力 ^ 云は れた ものと 私は 信 

ずるが故に、此の如 3- 篯論は若し此根抵ょり四國の 

金 體を 通じて 達觀せ ら るゝな らぱ 、高 松ょり 德島に 

行く 鐵道が 最も 急務と します ろ ことは、 私は 此 日本 

帝 闽の R K として 痛切に 感ずろ のであります、 此鐵 

m 四十哩  >  其 間 一千 } /(• 十五 萬圓の 金を 此三線 に 掛け 

るなら ば、 高 松德島 間の 鐡 51 なる ものは 餓々 六 百 三 

十 萬 圓 で / 1! 來るの であり 1-: す、 尙ほ 四百 萬圓 の餘裕 

があろと云.：こと |3: 、此鐵道に關する私の根本義と 

して 深く 私 (t 國民 として 研究し なければ ならぬ 問題 

と 思 ひます、 此の 如き ことに 於いて 私は 諸君の 御 暇 

を ffi す 必要は ない のであります •本員は 鐵道 院總裁 

の明言 1- 依て、而して吾々の論旨は最も公平なる大 

所 高所ょり 通過す る ものと 深く 信じて 疑は ぬので あ 

0 議長 (大岡 育造 君) 三 木武吉 君。 

〔三 木武吉 君 登®〕 

〇 三 木武吉 君 私は 委員長 報吿 通り、 即ち 修正案に 

賛成を 致す 一人で ございます、 兒玉 君は 利害 關係薄 

き、 冷靜な る 御 判 斷を爲 された 兒玉 君の 御意 見を 拜 

e 致しました が、 I 向 主たる 問題に 觸れて 居らない 

ので ございます、 之を 辯馼 する の 必要は ございませ 

ぬから 申 上げ ませぬ が、 要するに 此池 田から W 戶內 

海 沿岸 1- 通ず る鐵 道が、 何の 必要に 基いて 急速に 敷 

設を しなければ ならぬ かと 云 ふ >  此 根太 問題に 思 ひ 

を 致すなら ば、 高 松から 德 島の 鐵道を 玆に 引合に 出 


すの 必要は 少しもない ことになる、 白 石 君の 言は れ 
ます 通り 四國锊 道の 1*4- 通 •即ち 太平洋 沿岸から 顔戶 
内海の 間に 鐵 道を 敷設を して、 一朝 事 ある 際に 四國 
北择の 兵を 土 佐 沿 痒に 送り、 土 佐 沿岸の 兵を 遛戶内 
海を 通じて、 所用の 方面に 送る と 云 ふの が 軍事上 か 
ら云ふ 非常の 場合の 必要で ございます、 又 平時の 軍 
事 上の 必要と 致しまして if 四國の 軍事 經營の 中心 
である 築 通 寺と 云 ふ 師團の 所在地に、 四® の總 ての 
兵を 集め •若く は 四 國の總 ての 兵を 此處を 起點 とし 
て 四方に 散らす のが 目的で 此鐵道 敷設と 云 ふ ものが 
必要に なつて 來る ので ございます、 さう して 見る と 
總て 四國の 貫通 鐵道の 必要と 云 ふ ものは、 軍事上に 
於て 善 通 寺を 中心に しなければ ならぬ、 善 通 寺と 最 
も 短距離の 線を E らなけ ればな らぬと 云 ふことは 言 
ふまで もない、 此意 味から 申します れぱ 、陸軍 當局 
の說 明を 待たぬ でも、 常識で 以て 是は善 通 寺に 近い 
鐵道 を肢ら なければ ならぬ と 云 ふことは 御 分りに な 
つて 居らう と 思 ひます" 鐵 道の 敷設せられ た 後の 營 
業收 益の 上から 申します と 云 ふと •鐵道 院の當 局 者 
は 始めは 其鐵 道收 益に 付て は 大した 差がない と 云 ふ 
ことを 言明され て 居ります が、 本員が 材料を 以て 追 
究を 致しました 所が、 遂に 大差' かない どころ か •旅 
客の 上に 於て 倍額 g 差が ある、 觀音 寺と 琴 平 線との 
間に 於て 倍額の 差の ある ことを 明言され、 貨物に 於 
ては 三分の 一の 差の ある ことを 明言され たので ごさ 
います、 鐵道は 唯 線路を 敷く のみが 目的で ii ござい 
ませぬ、 營業收 入を 得る ことが 一面の 目的で ある 以 
上は、 より 多く 收 入の ある 方法を 執る と 云 ふことは 

申す まで もない、 而 して 其 利益は 琴 平 線に 在つて 觀 

音 寺に 無い と 云 ふこと で、 此 修正の 通りに 賛成し な 

ければ ならぬ と 云 ふことは、 又 申す まで もない ので 

ございます、 それから 建設 時期 >  出来 上りの 時期の 

問題で ございます が、 是は白 石 君から 精し く 申され 

ましたが、 鐵道院 の 方では 此觀音 寺 線を 一刻も早く 

架けなければ ならぬ、 陸軍の 方に ® して 一刻も早く 

敷設して やらなければ ならぬ と 云 ふやうな、 脚下 か 

ら 鳥の 立つ やうな ことを 言は れて 居る に 拘らす 、其 

計 斑を 見ます と iK ふと、 どう iK ふこと になつ て 居る 

かと 云 ふと， 今が 大正 七 年で あるに 拘ら ず、 大正 八 

年には 何事 も爲 さない、 大正 九 年に も 何事 も爲 さな 

い、 大正 十 年に も 何事 も爲 さない、 十一 年に 至って 

僅に 十 萬圆の 金を 支出を する、 三百 何十 萬圓の 中 か 


ら十 II 圓支 出す る、 ほんの 一寸 頭を 出す、 «: 十® 1] 
は 恐らく It 土地の 買收の ?5 用で ございませう、 まだ 
<鐵 道を 敷く とまで 注かない、 そこに 何事 か 意味 
が s; (3: 含まれて 居りは しない か、 今聲 を大 にし* 或 
時期に 於いて 一寸 著 手す ろと 云 ふやうな 形に 見えろ 
が惡く 申します れぱ 多少の 政略が そこに 含んで 居ら 
ぬかと 云 ふ 疑を 持たなければ ならぬ、 (拍手 起る〕 
夫 程 必要な 要る ものなら 直ぐ 御 掛〇に なれ ぱ宜 い、 
私共 此 C 政府の 原案に 對して 反對を 致しまして、 
更に 眞正の 建設を 急ぐ •それを 愍々 完結せ ん とする 
ことを 希望 致しても •政府の やうな 斯う S ふ 緩漫な 
こと it 希望 致さぬ、 直ちに 掛れと 云 ふこと を 言 ふ、 
急ぐならば 直ちに 掛れ ぱ宜 い、 何だか 急ぎ もせぬ も 
のを 急に 出しまして、 急ぐ やうに 云 ふて 其の 實急が 
ぬ やうな 方法で 以て 原案を 提出す ると 云 ふやうな こ 
■とは、 建設を 急ぐ に 非ず して、 急く が 如く 裝ふ の必 
要が & つたので あらう と 私 |£ 思 ふ (拍手 起る〕、 費 
用の點 でございますが、 鹽入 線と 曼陀 線の 間に 於 
いて 二 百 五十 萬圓の 差が ある、 II か 十四 哩か 八哩の 
鐵 道の 間に 於いて、 二百 五十 萬圓の 差が あるので 
あるから _ い 方の 曼陀 線を 架す るのは 當り 前で ある 
と 云 ふやうな 政府 委員の 御說 明で ございます、 或 it 
二 百 五十 萬 圓と云 ふ 差が あるか 分らぬ、 併し 私は そ 
れを 信じない、 信じない のには 自から 根據が ある、 
昨年 鐵道院 の 工務 局長に、 14 共の 友人が 公の 手續を 
以て 此問 題に 封して 其 丁：费 の 質問を 致しました 所が 
それに 對 して 鐵道 院當局 S 證 明され た 返答が あるの 
で 御座います、 それに 依る と 琴 平 池 田 間 十八 哩 、此 
費用 五 百 四十 萬 圆と云 ふこと を 明言され て 居ります 
今度の 此 案に 對す る參考 書と して 出された る 其 費用 
の 見積り、 琴 平 線の 見！ 0® を 見ます と、 六 百 三十 七 
萬 九 千 何 ぼと 云 ふ 金額に なつて 居る、 此間約 百萬圓 
の 差 •か ある、 鐵道院 の此新 規に 示された る 六 百 三十 
何 萬 圓と云 ふ此見 積を 以て 鹽入 線、 琴 平 線は 觀音寺 
線ょり 二百 五十 萬圓の 差が あると 云は れる ので 御座 
います か、 僅かし か 月日の 經たぬ •先頃 御說 明の 豫 
算に 依ります と 云 ふと、 五 百 四十 萬圓で 御座います 
から 一 百 萬圓の 差、 即ち S 入 線と 曼陀 線の 間に g か 
百 五十 萬圓の 差しかない のであります、 尤も 此 質問 
に對 して 政府 委員は 前に 示した 所の T1 算額は 物 倒 職 
貴を 見込んで 居らぬ から、 さう 云ふ廉 くな つたので 
あるが •今日は 物 價騰 貴を 見込んで 居る から それが 


百萬岡增すのであると言はれました*そこで钇が政 
府 1- 追窮 致します に、 矢 張 其 時に 同時に 示され まし 
た® 音 寺 池 田 間、 今日の 此 原案、® 音 寺 池 田 間の 此 
技用 0 豫定が三百七十茁§となつて居つて、今日铨 
程％ して 三百 八十 萬 圆 、此間 ffi に 十 as 圓 しか 差が な 
い、 それでは 前回 御 示しに なつた のと 今日 御 提出に 
なつた 案 •琴 平 線は 物 沿 •か 睃 n して、® 音 寺 裸の 方 
は； g fts が 楝 K しませぬ かと 御萏 しましたら 、政府は 
殆ど 御闲〇 になつ て、 翻 音 寺 線の 三百 七十茁 M と 云 
ふのは それ ほ® 音 寺 池 田 間で ない •彼の 三十 七 謎 价 
の 時で 御座いました か、 K 族院 で說明 した 屮西を 通 
過す る 線路、 即ち 十八哩 の 線路で あるから ?!i w •か RS 
くな つて 居る、 今日のは それよ 〇屮 西を 通過し ない 
から 十四 哩にな る、 故に 是か 三百 七十 萬 1] で •それ 
は 物價 の騰贵 を 見込んで 居る ので あると、 斯う 云 ふ 
ことで ある、 所が それは 僞であ つたので、 此御 示し 
になつ た 政府の 回答に ffi ると、 中 西 通過で ない、 P. 
音 寺 池 田 間 十四哩 とちやん と 13 いて ある 十八哩 は® 
だつ た、 結局 政府の 言つ た 事は 嘘で あると 云 ふこと 
が 分つ たのであります， それから 御 評 讁の 上で 御 辨 
當を食 ベてから の 御說 明には、 それは 間違つ て 居つ 
た、 前回 示した 琴 平 池 田 間は 物 偎騰贵を見込んでな 
かつた* 併し 同じ 時に 出した 所の® 音 寺 池 田の 方は 
物 ® の瞇贵 を 見込んで 居つ たので ある、 斯う 云 ふ 御 
說明 でありました、 是は 何とで も 辯 明の 付く IJf であ 
〇 ますから、 私は 追窮は 致し ませぬ が、 兎に角 政府 
が 成案と して 翳會に 提出す る此豫 览 —— 此法律 の改 
正 案は 辨當を 食 ふ 前と、 辨當を 食つ た 後と に 於て、 
物價脑 貴の 上り下りが 百 萬 圓の遝 が & るので ありま 
す (拍手 起る) 斯う 云 ふ 案に 對して 諸君 5? 成が m 來 
ぬでは ありませ ぬか ©' 故に 私共 ) X 對を する 理由は、 
政府の 調は 杜撰で ある、 四國 貫通の 目的よ 〇 します 
れぱ 、僅に 十四 哩か 十八 哩の鐵 道が、 政府の 方法に 
依る と觀音 寺を 經 由して 善 通 寺へ 參〇 まする のと、 
池 田より 琴 平を 經 由して 善通苹 に 參 ります る 間に 於 
て、 殆ど 倍の 差が ある、 私は 斯う 云 ふ 杜撰な 不徹底 
な 案は、 四國 貫通の 軍事上の 目的より どうしても 反 
對を しなければ & らぬと 斯う 信じて ® ります、 終に 
蒞んで 松 田 君に 申 上げて 厳き ます、 攻擊を 致す ので 
は 御座いませぬ が、 先刻 委員 會に 於て 何 か此 案を 嵇 
にして* 憲政 會の御 非難を 爲され たやう だ •それは 
御 勝手で 御座います が、 御 非難を 受けます るなら ば 
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私共の 方から 申す のが 至當で 貴方の 方から 御 聞きす 
るのは 本末を 頭 倒して 居りは しない かと 思 ふ (拍手 
起る) 殊に 我激の 先輩 仙 石 君が 鐵 道院總 裁の 時に 謂 
願® 員 會で此 の 翻 音 寺 線に® 成の 意見を 發 表せられ 
たと 云 ふこと を 御明 言に なりました が、 私は 不幸に 
して 鐵 道院總 裁が ^ 願 委員 會に 出て 辯 論を すると 云 
ふことは、 議會に 無い こと、 思 ふ (「のう^^ ，一と 呼 
ふ * • あり) 又 私は 寶 地に 就て 調査を 致しました 所に 
依れば、 鍩 道院總 裁と して 仙 石 君が さう 云 ふ 事を 請 
願委 M 會に往 つて 言明した など、 云 ふことは、 絕對 
に 無い と 聞いて 居ります (「それは 違 ふ J 「ある < 
J と 呼 ふ 者 あり〕 是は御 斷〇 申します る、 それから 
後藤釾 通 院總裁 に 御 希望を 申 述べます るが、 路傍® 
ふる所に依0ますると、此案が衆篛院で修正せられ 

て も、 ft 族院で 引 繰返して 必ず 觀音寺 方面の 御 方に 

滿 足- V 得せし むる と 云 ふや 5 な ことを 御明 言に なつ 

たと やら、 ならぬ とやら 聞 傅へ て 居ります るが、 議 

院 の多數 CO 希望を 容れる ことが 立憲政治の 常道で あ 

つて、 政府の 威信なん どと 云 ふ ものは どうで も宜い 

と 5 ふやうな 事が、 寺 內內閣 の 所謂懑 政の 常 ii とや 

ら申す ことで 御座います ろが、 どうか 本案は 政友會 

も 憲政 會も 國民芘 も、 謂は 7 舉國 一致で 修正す るの 

であります から、 餘計な 御節介を して 貴族院を して 

帝 國議 會衆蕻 院 の怨府 たらしむ る やうな 事は 絕對に 

爲 さらぬ ことを 御 ® ^ 申 上げます (拍手 起る〕 

〇譎長 (大岡 育造 君〕 他に 討論の 通 fr も あ 〇 ませぬ 

仍て 討論は 終結した ものと 認めます 、委員長 報告に 

賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多 sa 

〇 諮 長 (大岡 育造 君〕 大 多 ® [ で 御® います、 仍て委 

員 長 報吿の 通りに 決しました I 他に 何 か 修正は あ 

り ませぬ か I 修正の 申出 も ありませ ぬ、 二讀會 は 

全部 讅了 しました。 

〇 岩 ^ 勵君直 ちに 本案の 第三 iia 會を 開き、 第二 讀 

锊議 決の 通り 可決 確定せられ ん ことを 希 菌致 します 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異蓊 ありま 

せぬ か。 

〔「異 鼐な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御異 謀がなければ 直ちに 第 三 

讀锊を 開きます。 

筠道敷 設法屮 改正 法律案  第三 讚會 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0_ 長 (大岡 育造 君〕 別に 修正の 御意 見 もない やぅ 
であります、 即ち 第三 讀會に 於き まして、 第二 is 會 
決鼸の 通り 可決 確定 致しました， 委員長 報* の 通り 
に 決しました" 

〔拍手 起る j 

〇 岩 崎勵君 直ちに 足 尾鐵道 及 有 馬 輟便鐵 道 買収に 
關 する 法律案の 第二 讀會を 開き、 第三 讀會を 省略し 
て 委員長 報 ffi の 通り 町 決 確定せられ んこ とを 希望 致 
します。 

0 議長 C 大岡 育造 君 〇 本案に 付きまして は 唯今 委員 
長の 報吿が 出ました のみでありまして、 二 讀會を 開 
くこと を 諮つ て 居り ませぬ から、 其 時に 願 ひます ( 
笑聲 起る〕 

〔岩 崎 14 君 「間違 ひました」 と 呼 ふ〕 

0 議長 L 大岡 育造 君〕 足 尾 鐵道及 有馬輕 便鐵 道買收 
に關 する 法律案 第二 ffl a- を 開く や 否やを 諮ります、 
二 讀會を 開く に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕！ 一讀 會を 開く に 決しました。 
〇 岩 崎 動 君 改めて 申 上げます、 直ちに 本案の i 
會を 開き 三 諕會を 省略して 委員長 報 ftf の 通り 可決 確 
定せら れんこと を 望みます" 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 _ に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔r 異議な し 」 と 呼ふ老 あ 〇〕 

足 尾鐵道 及 有馬輕 便鐵适 の 買 收に關 する 法 
律 案  第二 讀會 c 確定 議) 

0 議長 C 大岡 育造 君) 異 H 一な しと 認めます、 仍て直 
.ちに 本案の 二讀會 を 開き、 三 II 會を 省略して 委員長 

報 诉の 通り 可決 確定す る ことに 御 異議 ありませ ぬか 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君) 異議な しと 認めます、 仍て本 

案は 委員長 報吿 通り 可決 確定 致. しました。 

0 成 田 榮信君 詢 長。 

0 議長 (大岡 育浩 君) 成 田 君 何です か。 

0 成 田 榮信君 遠洋漁業 法案の 委員 會を 開きたい と 

思 ひます。 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 遠洋漁業 法案の 委 ，員會 を 開き 

たいと 云 ふこと でございます、 許可して 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「異議な LJ と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異 な しと 認めます、 仍て 


許可せられ ました .！ 朝鮮 事業 公 愤法中 改正 法律案 
外 一件 •之を 一括して 議題と @ す ことに 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 兩案を 

一括して 議題と 致し si - 委員長 政 尾藤吉 君。 

朝鮮 事業 公值法 中 改正 法律案 第一 If 會の 
續 (委員長 報告 X 確定 議〕 

樺 太 事業 公債 法案  第一 讀會の 
續 (委員長 報吿) C 確定 議) 

〔法 學博士 政 尾藤吉 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇法學 邱 士政尾 藤吉君 吾々 委員に 付託に なり まし 
たのは 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案と 樺 太 事業 公債 
法案と 此一 一案であります、 先づ 朝鮮 事業 公債 法中改 
正 法律案から 御報吿 致します、 此 案は 現今の 法律に 
據 ります ると 「九 千 六 百 萬圓ヲ 限度 トシ テ 事業 公債 
ヲ起ス コト ヲ得 J となつ て 居ります るのを、 此度更 
に 七 千 二 百 萬圓を 檜 額を 致しまして 「一億 六 千 八 百 
萬圓ヲ 限度 トシ テ 事業 公債 ヲ起ス コト ヲ得」 と 云 ふ 
ことに 改める と 云 ふので あります、 此七千 二百 萬圓 
を 以て 如何なる 事業を 起す かと 申します ると、 之を 
鐵道の 建設と 改良と 車輛の 補充と 此三項 目の 爲に使 
用したい と 云 ふので あります、 鐵 道の 建設と 申し ま 
す 方からは、 元 山の 附近に 永 興と 云ふ處 があります 
此所 から 淸津の 附近に 於き まして 淸津か ら會 寧に 至 
ります 沿路に 於き まして、 瑜 城と 云 ふ處が あります 
此永 興 Jt 城 間、 所謂 咸鏡 線と 申します のが、 此永興 
と榆城 間の 二 百 八十 三哩 の鐵 道の 建設、 それから も 
う 一つは §1 海 線と 申しまして 馬 山 浦に 參 ります、 馬 
山 線の 昌原と 云ふ處 から 鏡 海 if に 出ます 所の 十三 哩 
の鐵 道-もう 一つは 平壤 炭鑛 線と 申しまして 平讓附 
近の 炭坑 開發の 目的と して 八哩 許りの 鐵 道 を 敷設す 
る、 此一 一一つ の 鐵道趙 設の爲 と •それから 車輛の 補充 
もう 一つは 鐵 道の 改良、 それは 签 山から 京 城へ 參リ 
ます 鐵 道、 京 城から 義州へ 參 ります 鐵道 •此鐵 道の 
改良、 是 丈の 爲に使 ひます 金と、 それから ® 設の爲 
めと 改良の 爲 めと に總經 费と云 ふの •かあります、 是 
が 全部で 七 千 二百 萬圓 程になる のであります、 委員 
©• に 於き ましては 質問 應答を 重ねました 末、 此鐵道 
建設 改良 及 車輛の 補充と 云 ふ 事の 必要は 十分に 委員 
會に 於て 認めた のであります が、 從來 朝鮮の 鐵道 H 


事に 於き ましては、 不正、 弊害が 行は れて居 〇 ます 
から L て、 此不正 弊害を SE 淸 する 必要が あると 云 ふ 
事は •各 委員に 於て 一致した る 意見であります、 此 
事に 付て 一言 * 吿を與 へたい、 それからもう 一つ ほ 
朝鮮に 於き まする 鐵道は 國有鐵 道 許 〇 に 待ちまして 
は， 到底 朝鮮 金 體に 於て 鐵道の 普及を 圖る ことが 覺 
束ない、 それで あるから 政府に 對して 私設 輕便鐵 31 
の 類の 敷設を 許可す る 方針を 採る やうに と 沄 ふ 希望 
を 付加へ たい、 それからもう 一つは 釜 山と 下關 との 
間の 連絡の 改良、 殊に 貨物輸 S に 付ての 連絡 改良を 
圖る 必要が あるから、 此 事に 付ても 希望を 添えて 置 
きたい， 是か 委員 會全體 の 意見であります • 一 c » 
rr 二の 希望を 添えまして、 政府の 原案を 滿拗 一致 S〆 
以て 可決した のであります、 其 警 吿は 「朝鮮 總脔府 
の鐵道 建設 改良に 付て は從來 弊害 少なから すと 認む 
政府は B: しく 廓淸 の實 S を舉 くるに 努む へし」 是か 
罾 吿で あります， 希望 ii 「政府 It 國有鐵 道 計畫以 外 
に 私設 輕便鐵 道の 類の 敷設を 許可し 朝鮮に 於け る鐵 
道の 普及を 圖ら れんこと を 望む」‘' 政府 ! £ 釜 山 下關間 
聯絡の 改良を 圖ら れんこと を 望む」 此 M 箇の 希望で 
あ 〇 ます、 之を 以て 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 (J 
政府の 原案 通り 滿場 一致を 以て 可決 致しました •樺 
太 事業 公債 法案は、 是は樺 太に 於け る 事業 費 支 辨 の 
爲に五 百 五十 萬 圓を 限度と して、 事業 公債を 起す こ 
と シ 得と 云 ふ 法律案であります、 此 目的は 樺 太の 大 
泊の 附近に 貝塚と 云 ふ處が あります が、 其處 から 西 
海岸の 本斗眞 岡の 方に 向つて 鐵達を 敷設す る 其 費用 
に 用 ひたいと 云 ふの が 目的であります、 是も 委員 會 
に 於て 質問 應答を 重ねました 上、 其 必要を 認めた の 
であります が、 更に 委員 會に 於き まして li 此鐵 道を 
延長して 、西海岸に 於て は 久春內 、衆 海岸に 於て Is 
敷 香、 西海岸の 久春內 東海岸の 敷 香まで、 此鐵 道を 
延長す る 必要が あると 云 ふこと を 委負會 に 於て 認め 
ました、 之に 付て 政府に 希望を 添え 之を 可決す ると 
云 ふこと に 決定した のであります、 其 希望は 「政府 
は 西海岸に 於て は 久春內 まで、 束 海岸に 於て は 敷 香 
までの 延長 計畫シ 明年度に 於て 提案せられ ん ことを 
望む」 と 云 ふ 希望であります、 之を 以て 滿塲 一致を 以 
て 政府の 原案 通り 可決 致しました、 御 報告 致します 
〇 岩 崎勸 君兩案 一括の 上 讀會の 順序を 省略して、 
委員長 報告 通り 可決 確定せられ ん 事を 希望 致します 
〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕  ) 
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二 六 六 


0 議長广 大岡 育造 君； >  岩笱 君の ®!: P. II1 會布賂 に 付て 
御 異憝； li ありませ ぬか' 

〔「 異蕻な し異頦 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇遒畏 (大岡 育浩 君' •御 異議がない と 認めます に 依 

て、 兩案共 |. 諮 會を省 略 致し ま ^ - 朝鲜琪 業 公似 

法 中 改正 -y:- 律 案は 委員長 報告 通り 御 異議は ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し異篛 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇詨 長 广大 岡 育造 君〕 依て 確定 致しました I 樺 太 
事 築 公 依 法案 も 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し與議 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇戤長 0K 岡 育造；！； 〇 御異篛 が 無ければ 可決 確定 致 
しました 1 日程 變更 の御筘 望 も あつて 定まり ま L 

た、 大正 . 7ic 年 法律 第 四號中 改正 法律案は、 未だ 委員 

會が決 定いた しませぬ から、 日程の 中から 取 除き ま 

して 日程の 追加、 眾用自 励 車 補助 法案 第一證 會 の © 

を開きま^ - 委員長 金 澤仁作 対" 

軍用 自動車 補助 法案 第一® 會の續 (委員 

長 報告〕 

〔金 澤仁作 君 登 ®! 〕 

0 金 澤仁作 君 私は 軍用 自動車 補助 法の 委員 會の經 

過 並に 結果を 申 上げます、 本案は 軍用に 適する 自動 

車の 製造 及 使用を 民間に 獎勵 する 爲 に、 一定の 規定 

に據 りまして 自励 車を 製造 使用す る 者に 對 して 相當 

の 補助金を 下附 する の 案で. ありまして、 委員 會に於 

きまして は 本案は 國防 計 ffi 上 最も 必要なる 機關 とい 

たしまして、 何人も 其 si に 於き ましては 異論は なか 

つたので ございます、 唯 戰 時に 於き まして 補充 交換 

をす る 場合に、 自 励 車の 主要の 部分の 寸尺の 一定を 

する 必要 ありと 云 ふ 議論が 出まして ございます 、之¬ 

に 對し ましては 政府は 施行 細則に 於て、  それ 等の 點 
を 定むろ と 云 ふことの 言明が ありました、 それから 

軍用の ために 保 ii 自励車 を 使用いた します る塲 合に 

其 補償 額は 主務大臣 之を 定む ると 云 ふ 規定に なつて 

居りまして、 それ 等に 對して 異議を 申出る 條項等 も 

ございませぬ'  此等は 立法の 精神から 申しましても 

個人の 糊 利を 侵 ® する の it が •こざいます るので、 委 

員會に 於き ましては 遠洋航路 補助 法 其 他の 補助 法の 

規定 等も參 酌いた しまして、 此 等の 條 項を 修正いた 

したいと 云 ふ 必要を 認めた のであります、 それと 補 

助を 受 くる 者は 帝國の 臣民に 限る と 云 ふこと になつ 

てあります るので すが、 會社に いたしまして 株主 中 


に 外國人 •か 株式を 所有いた しました 場合には、 補助 
の 資格を 失 ふやぅ に 至る ので ございます るが、 此等 
に對 して ほ 何等の 制裁がない ので ございます、 假令 
定款に 「株主 ハ 日本 臣民- 1 限 ル」 と 云ふ條 項を 設く 
る ことを 條件 としてありまして も、 尙ほ本 法に 於て 
此等の 制裁を 加へ て 置く 必要を 認めました ので あり 
ます、 即ち それ 等の 二點 に對 しまして は、 此 法案 中 
修正の 必要 を 認めまして、 第 八 勝の 第一 項の 次に 左 
の 二 項を 加へ る ことにいた L ました 「補償金 額 — 對 
シ不服 アル 者 ハ 收用又 ハ 使用 ノ通 知ヲ受 ケタ ル日ョ 
リ三 月以內 M 通常 裁判所 M 出訴 スル コト ヲ得」 「前 
項ノ 出訴 ハ 自動車 ノ收用 又 ハ 使用 ヲ 停止 セス」 此一 
箇條と 第 十四 條 中に 「主務大臣 ハ 第 十 五條 乃至 第 十 
七條ノ 規定-一依 y 處罰 セラ レ タル 者」 其 「者」 の 下 
に 「又 ハ 第二 條第 一項-一 該當セ サル-一至 リタ ル 者」 
丈を 加へ まする ことに 修正 意見が 出まして、 委員 ir 
は 此 修正を 全會が 其 必要を 認め ま L てからに、 其 他 
本案 も全會 j 致を 以て 可決いた しました やぅな 次第 
でございます、 尙ほ此 修正の 事項に 對 しては、 政府 
に 於ても 同意を せられました ので ございます、 此段 
御 報 吿を申 上げます (拍手 起る〕 

〇謅 長 (大岡 育造 君〕 本案の 一一 讀會を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「異 翳な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 二圈會 を 開く ことに 御 異議な 
しと 認めます。 

〇 岩 崎 1!) 君 直ちに 本案の 一一 讀會を 開き、 三 la 會を 
省略して 委員長 報告の 通り BJ 決 確定せられ むこと を 
望みます。 

〇讁長 (大岡 育造 君〕 岩崎勵 君の 励 議に御 異_ は ご 

ざい ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 然らぱ 直ちに 第二 讀會を 開き 

ます。 

軍用自 ®l 皁 補助 法案 第二讀 會 (確定 議〕 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 別に 御 異議が ありませ ぬから 

三 ii 會を 省略して 可決 確定した る 事を 宣吿 致します 

〇 岩 崎 勵君 ® 時 休憩を 願 ひたいと 存じます。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君よ 〇 暫時 休憩の 動議が 

あります、 御異 載は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇适 長 (大岡 育造 君.) 御 異議 •かなければ …… 

〇妒 東 知 也君異 _ があります、 どう 云 ふ 理由です 
か、 其 理由を 承りたい、 理由を 承つ た 上で 質 否を 決 
します。 

〇岩喑 動 君 理由を 申 上げます。 

L 「宣告 濟みだ J と 呼 ふ 者 S り〕 

0 伊東 知 也 君 理由を 聞きたい、 理由な しに 体 憩 (i 
いかぬ 〇 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 唯今は まだ 休憩の 宣告を 致さ 
ぬ やうに ® えて 居ります。 

〔伊東 知 也 君 「其 通り」 と 呼 ふ〕 

〇 岩 崎 1!| 君然 らば 動議の 理由を 申 上げます、 遠洋 
漁業法 中 改正 法律案の 委員 會が唯 今 終了いた した さ 
うであります、 而 して 本案は 豫算の 審議に 關 係の あ 
る 議案であります る 故に、 此 場合 緊急 励 議を 以て 日 
程を 變更 して 審議を 願 ひたいと 思つ たのであります 
所が 委員長が まだ 此 議場に 見え ませぬ ので あ 〇 ます 
からして、 暫時 御 休憩を 願 ひます 中には、 委員長 •か 
見えられる ことで あらう と 信じまして、 此動議 を 出 
したので fe ります し 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔伊東 知 也 君 「では 賛成し ます」 と 呼 ふ〕 

OS 長 (大岡 育造 君〕 別に 御 異_は ない と 思 ひます 
から、 W 時 休憩 致します。 

午後 三時 八 分 休憩 
午後 三時 五十 九分 開議 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 著 席を 願 ひます ：：： 休憩 前 
に 引續き 開會 いたします。 

〇 岩崎勸 君 議長" 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

〇 岩崎勵 君 日程 變更の 緊急動議を 提出いた します 
即ち 玆に 遠洋漁業 獎勵法 中 改正 法律案の 第一 li 會の 
織を 開き 委員長の 報吿を 求め、 且つ 其審 _を續 行 さ 
れんこと を 角 望いた します。 

0 _長( 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 異議な t ものと 認めます， 依 
て 動議に 從って 遠洋漁業 獎勵法 中 改正 法律案の l ffl 
會の續 を 開き 委員長の 報告を 求めます、 成 田 榮信君 
遠洋漁業 獎勵法 中 改正 法律案 第一 讀曾の 
續 C 姿 員 長 報 吿) 


〔前 川 虎造 君發 言を 求む J 

〇謅 長 C 大岡 育造 君：*  一寸 時 辟を 失 ひました から B 
く 後に …… 

〔成 田 菜 信 君 登®〕 

〇 成 田榮信 君 遠洋 漁 菜 獎® 法 中 改正 法 at 案 S S U 
舒〇 經過及 結果 1 v 御 報告 申 上げます、 政府の 提出い 
たしました る 遠洋漁業 法案の、 王 S は、 四 五點 にある 
〇 でございます •小型 漁 粗に 依る 漁業の 獎勵 ，大型 
漁船に te る 漁業の 獎龃 、特別の iffi 菜の 獎锄 •漁業 者 
の 利益を 佾進 する 所の 方法、 斯う 云 ふ もの •か 改正す 
る 所 〇 耍點 でございます、 之に 就て 委 M a- を 開き ま 
した こと 三回、 政府は 稲々 之に 就ての S 見 も 述べら 
れ 、委員 諸君は 熟 心に 此蕺 案に 就て 種々 ^ 間 腿 答が 
あつたので ございます、 此 目的は 頗る 時宜に 適して 
居る が、 如何に 法文が 良くと も、 運用 其 人を 得な け 
れば 、此獎 勵の 目的を 達する ことが 川來な いと 云 ふ 
議論が、 各方 面に あつたので ございま す、 而已な ら 
ず從來 政府の 水產 に對 する 政策は、 多く 朝令驛 改に 
して、 一定せ る 大政 策がない と 云 ふやうな る il 論 も 
數 々ありました ので ございます、 殊に 水產 を獎勵 す 
べき 此 時局の 時であります から、 一府適 所 適材に 人 
を煜 て、 此 根本の 發達を 圇るや うにす るが 宜しい と 
云 ふ 翳 論が 重なる 議論で ございます、 委 员會 では 左 
樣な 議論が & りました が、 原案を 可決いた す ことに 
なりました 、金 # |致で可決いたしましたが、裘 « 
會の 意思は 此 場合で あるから、 十分に 政府に 此水產 
政策の 根本を 立つ る やうに と 言 ふこと が 希圍條 件と 
は 申され ませぬ が、 多數の 意見は 此處に あつたので 
ございます、 故に 農 商務 大臣には 寧ろ 激烈なる H 問 
がありまして 此時此 場合は 大に淺 商務 大 K の ? S 起を 
促し、 人は 去つ て も 名は 末代で あるから、 十分に 此 
場合には ® S を 望む、 追々 內聞の 影も瑯 らぎつ つ あ 
る 今日で あるから、 十分なる 御勒闘 を 願 ふと 云 ふや 
うな 意味で、 此委 員會 は滿塲 一致で 可決いた しまし 
た 此段御 報 街 申 上げます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 本案の i ir を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君) 一一 if 會を 開く 匕 御 異議は ない 
と 認めます、 二讀會 を 開く ことと 致します。 

〇 岩 崎 ® 君® ちに 本案の 二讀會 を 開き 三 ® 3 會を省 
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略して 委員長 報 苦 通 〇可 決 確定 あらん ことを 希留い 
たします。 

〇 調 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異 載な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 調 長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がない と 認めます， te 
て 直に 第二 , la 會 を 開きます。 

遠洋漁業 法 中 改正 法律案 第二 讀會 (確 
定議) 

〔「異議な し 異議な し」 の 聲 起る〕 
0議長(大岡育造君〕別に御異論もないと認めます 
即ち 讚 會を 省略し 委员長 報告 通り 三讀會 を 省略して 

可決 確定した る ことを 宣齿可 決 確定いた しま •i - 

前 III 君。  _ _ 

議事 進行に 關する 件 

〇前 川 虎造 君 私は 此堪 合議 事 進行に 關 する 件に 就 

き 觀 長に膂 饩 をいた したいと 思 ふ>  それは 一昨日の 

通行税 所得税の 議事に 對し私 共が ：：： 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔前 川 虎造！ S 登®〕 

〇 前 川 虎造 沿 私共ょり 蕺院法 第 百 二十 七條の 規定 

に 法て、 二十 名 2 锊成を 以て 記名投票を 要求いた し 

て 居つ たのであります， 申す まで もな く此百 二 十六 

滕は總 ての 堪合 に異讖 あり、 動議 ありと 云 ふ 58 合に 

使 ふので あります、 之を 特に il 院法に 規定され たる 

主なる SC 味に 於て、 此二十 人の 要求と 云 ふ ものを 致 

したので あります、 尤も 前例から 言 ひま すれば、 唯 

唯 異議 あり、 動議 あり、 賛成々々 で 二十 人と 認めた 

堤 合 も あるので あります から， 之に 對 して 兎や角 申 

すので はあり ませぬ が、 唯々 il 長が あの 励 詡の堪 合 

に 岩 崎 君から 異議 ありと 言 はれた 際に、 此異 SS には 

成規の 二十 人 0 要求が あります かと 云 ふ 事を、 一言 

御念が 入つ て 居つ たなら ば、 此爭は 起らぬ ので あり 

ます、 所 •か 之を 議長が 簡略に された が® に、 之に 對 

して 多少の 疑問が あの 表決の 際に 生じた， 故に あの 

當時此 質疑 1: 對して の 黐 論が 野 添 君から 起つ た、 又 

本日 も 高 松 君から 之に 對 しての 質問を 起した ので あ 

ります けれども* 是は 此處で 打 切と いたしまして、- 

唯々 諷 長に斯 樣なる 挺 合が 將來あ つた 時分には、 ど 

う も 少し 愼重 に、 能く 分る やうに、 唯々 「動議 あり 

荇成」では、甚だ百||十七條の正條が撤底ぃたしま 

せぬ から， 此動 憩には 二十 入の 要求者が あるか どう 


かと 云 ふこと を li: を 抑して、 而 して 後に 御 採決の あ 
る やぅな 御手 續に願 ひたいと 私は 考へ る、 是 丈を 謅 
長に 膂吿 いたしたい のであります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 瞥吿の 文字は 少し 角立ち まし 
たが、 御念 人の 御注意を 承知いた して 置きます •日 
程 第 八 第 九は 委員長ょり 延期の 申立が あります、 此 
延期を 許す に御異 翳は & りますまい か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 本日の 日程は 全部 il 了し まし 
た、 仍て是 にて 散會 いたします。 

午後 四時 十一 分散 齒 


〇 大正 七 年 二 月 十 I1EC 火曜日〕 

午後 I 時 十六 分開議 
議事 B 程 第 九號 

第 I  東京 ® 固 大學及 京都 帝 国大® 臨時政府 支 
出金 繰 A に關 する 法律案 (触 e 第一 讀 

言 緩 (P 長) 

第二 蒂圉 大學 特別會 計 法 中 改正 法律案 ® a 
®  is の A ■關長 ) 

第三 大正 七 年度 豫算案 
第 四 (第一 號〕 臨時 軍 辜 聲豫算 追加 案 
第五 c 第一 號) 大正 -fc 年度 歲入歲 出 總豫算 追加 
案 

第 六 (追 第一 號〕 豫算 外國 庫の 負擔と なる へき 
契約を苒すを要する件 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 諸般の 報告を 命じます。 

〔 W 記朗 讚〕 

一議 員の 異励 左の 如し 

一高 知縣 郡部 選出 議員 石木® 太 郎君 退職と 爲れ 

り 

一議 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

私立 舉校及 公益法人の 用地 免租に 關 する 法律案 

提出者 有 森 新 吉君林  毅陸君 

「トラ ホ— ム J 病豫 防に 關する 建議案 

提出者  行德煺 男 君 

野 岩 羽鐵道 建設に 關 する 建議案 

提出 渚 八 田 宗吉君  小 林 源礙君 

田 村 順 之 助 君  堀 切 善兵衞 君 

高 岡 唯一郞 君  石 射 文 五郎 君 

屮野 寅次郞 君 


大正 七 年度 豫算案 (第一 號〕 臨時 軍事費 豫® 追加 
案 及 (第一 號〕 火 Jn 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
に對 する 修正案 

提出者  早速 整爾君 
大正 七 年度 禅 算 案及〇 S 一 號) 臨時 軍事費 豫算追 
加 案に 對する 修正案 

提出者  鈴 木 梅 四 郎君 

一議 M より 提出せられ たる 質 間 主意 霄 左の 如し 
自動車 取締に 關する 質 間 主意 書 

提出者  高見 之 通 君 
〔左の 報 街は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆 
に揭馘 す〕 

一 去 九日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
巡査 看守 退 隱料及 遺族扶助 料 法 中 改正 法律案 
田村顺 之 助 君  恒松 隆慶赵 
熊 谷 五 右 衞門君  神 川 長久 君 
石 田 孝吉君  櫻 井 丘 (五郎 君 
森  秀次君  松 本 誠 之 君 
中 山 梅 治 郎君 

大正 六 年 勅令 第二 百二號 (承諾を 求む る 件) 

陣  軍吉君  _ 野  敬 君 
熊 谷 直 太 君  渡 邊陳平 君 
山 田 珠一君  淺野順 平 君 
山 口 俊 一 君  吉田三 郞右衞 門 君 
近 藤 達兒君 

一 去 九日 遠洋漁業 獎勵法 中 改正 法律案 委員 臼 田久 
內君辭 任に 付 其補闕 として 謹 得久朝 惟 君を、 市 
町村 立 小 學校敎 員 俥 給國 庫負擔 法案 委員 津田毅 
一君辭 任に 付 其補闕 として 堀 尾 茂 助 君を 孰 も議 
長に 於て 選定せ り 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 本日は 寺內內 閣總理 大臣が、 
尙ほ 病中に 付 出席 致し 難き 旨の 申出が ありました— 
—是 より 會議を 開きます、 齋藤隆 夫君より _ 事の 進 
行に 付て 發言を 求められました* 之を 許可 致します 
議事 進行に 關する 件 

〇 齋藤陸 夫君 簡單で 御座います から 此 席で (「登壇 
/% 々」 と 呼 ふ 者 あり〕 總理 大臣 寺內 伯爵の 病 氣御缺 
席の 事に 付きまして、 去る 九日の 豫算 總會に 於て 此 
十二 日の 豫 算本會 には 御 出席が 出来る や 否やと 云 ふ 
ことを 質しました 所が、 御 病氣は 追々 宜しい 方で あ 
るに 依て、 十二 日の 本會 には 必ず 御 出席が 出来る も 
のと 思 ふ、 若し 御 出席が 出来ない やうな ことがあつ 


たなら ば、 其 時に 至つ て 相 當の取 計を爲 すべし と 云 
ふの國 務 大臣の 御 答 辯が 有つ たのであります、 所が 
今日 もま だ 御 病 氣御缺 席で あると 云 ふこと It 、 洵に 
御 同情に 堪へざ ると 共に、 _ © 2 爲に 遺憾 千 萬の 次 | 
第であります、 斯る 場合に 處す るが 爲 に- 內閣官 制 
の 第八條 に 於き ましては 「內 閣總理 大臣 故障 アルト 
キハ 他ノ 大臣 臨時 命ヲ受 ヶ其ノ 事務 プ代 理ス ヘシ」 

と 云 ふ 規定が 有る のであります、 而 して 先例に 據〇 
ましても 曾て 伊藤 公 K の 御 病氣の 時には、 井上 侯斿 
が 此 官制の 規定に 依て 臨時に 總理 大臣を 代理せられ 
J たこと 力 あるので あります 又 前 内閣 の 當時 の 首 料 
たる 大隈 侯爵が 烈しき 足 痛の 爲 に一兩 日豫 »; 總會を 
缺 席せられ たこと があります、 其 時に 於き ましては 
政 友會の 元田肇 君の 如きは、 內閣の 首脳 者た る總理 
大臣の 出席が 無く L て、 何故 豫算 總會を 開く ことが 
出来る かと 云ぅて、 案を 叩いて 豫算 總會に 於て 一の 
大騷 動を 起した ことがある ので ある、 然るに 寺內首 
相は、 確か 豫算 總會の 初め 三日 問は 出席を せられ ま 
したが、 其 後の總 會 及び 分科 會， 引續 いて 今日の 本 
會に 至る まで 出席が 無い のであります， 御 出席の 無 
いと 云 ふこと に付きまして は、 私は 强いて 之に 付て 
出席を 强 要する 者では ない、 斯る 場合に 處す るが 爲 
め、 內閣 官制 第 八條は 何が 故に 運用せられ ぬので あ 
〇 ます、 荀も國 家の 財政 計畫を 論ずる に當つ て、 而 
も當期 議會 S 最も此 重大問題た る 所の 一國の W 政 計 
® を 論ずろ に 方り、 內閣の 首脳 者た る 我の I 資任 
の苜腦 者た る 所の 總理 大臣の 出席がない と S ふ 事け 
洵に 議會を ©重す る 所以では ない と 私は 思 ふ (「ひや 
<」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 御 病氣に 依つ て 出席が 出 
來ぬと 云 ふなら ば、 何が 故に 正式なる 所の 總理 大臣 
を 設けられない のであります か、 過日の 質問に 對し 
ては 十二 日 迄に 出席が 出来ぬならば、 相當の 取 計 ひ 
をす ると 云 ふこと であつ た、 相 當の取 計 ひを 果して 
せられた ので ある や 否や、 夫 等の 事に 付きまして は 
政府に 於き ましても 相 當な御 辯 解が あると 信じます 
が、 若し 御 辯 解が あります れば 、此際 に 於て 承つて 
置きたい のであります。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

〇阀 務 大臣 r' 男爵 後藤 新 平 君；} 唯今 齋藤 君から、 總 
理 大臣 病氣の 故を 以て缺 席す るに 付て は、 臨時 總理 
大臣の 命を 受けて 其の 職務を 行 ふ 者を 定む るが 宜い 
と 云 ふやうな 御意 見の やうで ありました、 此事は 總 
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理 大臣が 連日 Sr 席で 出席 C 容易に 出 米ない と 云 ふ 場 
合に 於て は、 臨時總 理大 K を S くと 云 ふこと にも あ 
ります ので、 總理 大臣 li 全く 一時の ことで ありまし 
て、 本日は 出席し やうと 云 ふこと を' 希望して 居り ま 
したが， 臨時に 尙ほ H 合が 惡いと 云 ふので 出席が 出 
來な くて •今日 (?. 出席し ませぬ C 笑聲 起る：) 併な が 
ら此 JV :';, : 大は： ;.•- 席の 時に 於て、 其 職務を 代理す る こ 
とに (| て (£ 、闐_の上に其相當の處置を執る方法も 
捽って 居ります、 又 臨時 必要の 場合に。 其 命を 受け 
て 事を 處する ことにな つて 居る ので & ります C 「さう 
云 ふことは 法律で 許し かせぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 それ 
は 今日 玆に申 述べる 通りであります から、 左樣に 御 
承知 下さい。 

〇齋 藤 ii 夫君 唯今 內務 大臣の 御 答 辯に 依ります る 

と 云 ふと、 閣議に 依て 總理 大臣の 臨時 代理を 勤む る 

と 云 ふやうな ことを、 相談した と 云 ふこと である、 

總理 大臣の 臨時 代理は 閣篯に 依て 決定すべき もので 

あります か、 官制の 第八條 には 勅命を 承け なければ 

正式なる 所の 代理は 出來な いと 云 ふこと になつ て 居 

ります (拍手 起る〕 其 官制を 無視して、 國務 大臣が 

勝手に 總理 大臣の 臨時 代理と 云 ふこと が 出来る ので 

あります か。 

〔國務 大臣 男 描 後藤 新 平 君 登壇〕 

〔II 確かり やれ 」と 呼 ふ 者 あり〕 

〇國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 內閣 官制 第八條 のこ 

とは、 齋藤 君から 御說 明に なつて 居ります から、 そ 

れに 反對 して 開 _に依 て 決議を したと 申した 譯では 

ありませ ぬ、 御祇 知の 通りであります、 それ故に 此 

臨時 代理を 致す ことに 付て ほ、 命を 受けて 居る ので 

あります (r 餘程 無能力 だね」 「いかぬ」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 左樣に 御 承知 下さい。 

〔「何故 命を 承け たと 云 ふこと を 初めから 言は な 

い」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇齋滕 隆 夫君 唯今 內務 大臣の 御言 葉は 言質と して 

承つ て ® きます、 碗 かに 命を 承け て 居られます か。 

〔「誰が 命を 承け た」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇國務 大臣 C 男 辟 後藤 新平恝 〕 其 通りであります。 

〇 齋藤隆 夫君 誰が 臨時 代理を せらる X ので ありま 

す。 

〇讁長 (大岡 育造 君〕 私語は 行け ませぬ、 日程 第一 

第二は 同一 委 負に 付託せられ たる 翳 案なる に 依り、 

一括 議題と 爲すに 御 異議 ありませ ぬか。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 異議な しと 認めます 、日程 第 
|、诳 京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金 繰 
入に 關する 法律案、 第二、 帝 國大學 特別 尙計 法中改 
正 法律案、 第一 if 會 の ^ を 開きます 、委員長 佃 安之 
丞 君の 報吿を 求めます。 

第一 東京 帝阈 大學及 京都 帝 國大瞾 臨時 政 
府支出 金 繰 入に 關 する 法律案 c 政府 
提出) 第一 讚 會の續 (委負 長 報告) 
第二 帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 _ 
(政府 提出) 第一 讀會 〇 續 (委員長 
報告) 

〔佃 安之 丞岩登 壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 佃 安之 丞君 報® を 致します、 吾々 委員に 付託に 
なりました 法律案は、 東京 帝國 の 大踢及 京都 帝國大 
學 臨時政府 支出 金 繰 入に 關 する 法律案 及 外 一案で & 
ります、 吾々 !. 5; 委員 會を 開く こと 四 回、 能く 愼重研 
究の 上、 大體に 於て 多數の 意見は、 即ち 本 付託の 二 
案を 認めた のであります、 即ち 第一 案は 最も 簡單な 
る ものでありまして、 所謂 判任官 —— 大學の 判 任以 
下 其 他の 者に 對して 、時局に 際して 臨時に 手當を 支 
給す ると 云 ふ 法律であります、 それから 第二 案は 之 
に 改正の 要點が 三 點 あります る、 第一は 我 日本に 現 
在 帝 國大學 が 四つあります るのを、 更に 北海道に 帝 
國大學 を 一つ 設けて、 五つの 帝 國大學 にす ると 云 ふ 
所の 一 ®; 、 第二は 帝 國大學 に 二十 萬圓を 更に 增 加す 
る、 又 京都 帝 國大學 に 十五 萬 圓を增 加して 出す と 云 

ふこと が 第二 s' 、 第三 點が 航空 學を 研究す る爲 に、 

即ち 工科 大學內 に 更に 航空 BI 座を 設ける と 云 ふこと 

の 三つの 耍點で あります、 で 此點に 付きまして は 委 

員會に 於き ましても、 現在の 帝 國大學 に 於き まして 

種々 の 情 弊が あります から 此情 弊を 刷新し、 又 航空 

學を 大學を 離れて 他に 置く と 云 ふ 方の 意見を 持たれ 

て、 本案に 反對せ られた 所の 委員 も ありました、 さ 

りながら 委員 多 數の意 _ と 致しまして は、 次の 樣な 

る醫吿 的の 決議を 爲して 本. 案を 認めたん であります 

即ち 「帝 國大學 に 於け る 從來の 情 弊を 一洗し、 併せ 

て學 術の 進步發 達を [a るが 爲め研 究 費を 增 加し、 新 

進の® 者® 遇の 途を講 し、 其の 增俸 並に 恩給の 增額 

を圖 るを 以て 焦眉の急と 誠む. j と 此の 如き » 吿 的の 


決議を" 多© の 委 a の S 見が ありまして、 之を 多数 
議決と 致しました、 即ち 本案を 認めた やぅな 次第 -e 
あります、 どぅか 左 棟 御 承知を 願つ て S きます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 is 會を 開く や 否を 諮 
ります。 

〔「異議な し J と啐ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 起) 二讀會 を 開く に 御 異議は ない 
と 認めます。 

〇 岩 崎 動 君 直ちに 兩 案の 二 諠會を 開き 三 la 會を省 
略して 委員長 報 吿通〇 可決 確定せられ むこと を 希望 
致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない と 
認めます、 仍て 直ちに 第二 讀會を 開き、 議案 全部を 
翳 題と 致します。 


東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大舉 臨時政府 支出 
金 繰 入に 關 する 法律案 第二 讀會 〔確定 翳) 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 第二 讀 
會 (確定 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異謖 ない と 認めます、 三讀 
會は 省略せられ て 居ります、 之に 依て 委員長 報吿通 

〇 可決 確 SH したる ことを 宣吿 致します - 日程 第一 一一 

乃至 第 六は 豫算な るに 依り、 全部を 議題と 爲す こと 
に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し J の聲 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 豫算案 全部の 御 報告を 求め ま 
す、 委員長 小川 平吉 君。 


第三 大正 七 年度 豫算案 
第 四 (第一 號〕 臨時 軍事費 豫算追 加 案 
第五 C 第一 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫* 
追加 案 

第 六 (追 第一 號) 豫* 外國 庫の 負擔 となる 
へき 契約を 爲すを 要する 件 
〔小川 平吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小川 平吉 君豫算 委員 會の經 過 並に 結果を 御 報告 
致します、 豫算娄 員會は 一月 二十四日より 三十 一日 
まで 總會を 開き、 各 分科に 移りまして、 二月 一日よ 
り 九日までの 間 分科に 於て 質問 討議を 盡し まして、 
去る 九日に 議事を 終了 致しまして 御座います、 委員 
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舍 に 於 ? ■* して (i 、 ;M 外 . < . じ -. i i- - ll. '  • . 
答が あ 〇 ました 〇 で 街 座い ま -.'- るが、 是れは 茲に申 
上げる 必耍は ない と考 へます る* 唯ー ロ 申 上げて S 
く必耍 •か あると 考ま すのは、 即ち 海 si ili ffii に関する 
點で 御座います 、今回 〇 雅龙 は 申す 迄 もな く、 此の 
m 闹 の計进 'か 骨子と なつて 居ります る、 各 ® 諸君ょ 
りして吐點に關する幾多 〇 0 問が出ました、大ねに 
於て 政府 C 計诳す る 所 C 、陸海軍龆 (0 計进は不 (1;, 底 
の感あ 〇 と 云 ふの S 味を 以て、 H 問せられ たので ？, 
ります、 之に 對 しまして 陸 班 當局の 答 辯と 致し まし 
しては、 陸軍に 於て は 二 十五 師幽を 以て 旣定の 計 苽 
として、 之に 向つ て 進む ので ある、 併ながら 今回の 
要求す る 所は、 現在の 二十 一師幽 の戰閩 力を 充 W す 
る 所の 計 5!f を 以て 雅算を 要求して 居る ので ある、 此 
戰闘 力を 二十 一肺國 丈の 分を 充技 すると 云 ふこと が 
今日に 於て は 之を 滿足 する を至當 と sli むる ので ある 
將來に 於て は 追々 增加® 張を したいと 云 ふ 希望が あ 
るので ある. 斯樣な 答 辯に なつて 居る、 海軍に 於い 
ては 大正 十二 年度 迄に、 所謂 八 六 艦隊を 完成す る 計 
盡を 立て、 今回 2 预 3? を 要求 致した ので ある、 大正 
十 年度と なり ますれば、 更に 新たなる 計 迸を 立て、 
要求せ んと 欲する の 希望を 懷いて 居る、 今日は 即ち 
大正 十二 年 迄を 限と して、 八 六艦隐 を 完成す る 計 ^- 
である、 斯樣な 答 辯で 御座います、 之れ に對 して 何 
故に 大正 十二 年度 以後に 苴る 、所謂 八 八 艦 隙なる も 
のを 完成す る 所の 計 迸を 立てない ので ある、 斯ぅ 云 
ふ 問に 對し ては、 是迄 旣定の 計 迸が 既に 大正 十二 年 
度を 以て 限と 致して 居る、 先づ 之に茲 き 大正 十二 年 
迄の 計 3S: を 立てた ので ある、 大正 十三 年度に なれば 
水陸の 設備 も 完成を 吿げる 積り である、 製 艦 能力 も 
十分になる ので あるから、 大正 十三 年度に なれば II' 
に大峨 艦 二隻を 製造す る ことが 出来る 見込で ある、 
併ながら 是は前 申します る 通 〇、 大正 十 年頃に 至つ 
て 新に 計 a£ を 立て、 要求す るの 考であ る、 且又此 場 
合に 於て は、 大戰艦 二隻の 外に、 補充 費と して 他の 
艦艇の 補充 費を も 共に 計进を 立て ゝ要 求す る考で あ 
る、 今日の 所に 於て は、 海軍に 於て は、 m 來得る 丈 
の 計* を 立て X 要求を 致した 考で ある、 斯_な 答 辯 
が 御座いました* 此 軍備 計 IIS そ」 劉し ましては、 豫算 
委員 會に 於て、 更に 希望を 決議 致しました ので あり 
まする が、 それは 後に 至つ て 更に 申 上げます、 又 11-h 
政府の 税制 改廢 に關す る 事柄に 付きまして、 旣に先 
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般 本院に 於て 政府の 計进 に對 して、 之を 變更 する 所 
の _ 決が 御座いました 故に、 此の ffi に 付て は： M に 申 
上げる 必要は ない と考 へます、 政府は 此 本院に 於て 
税制に 關する 決議が ありました 結果と 致しまして、 
去 九日を 以て 本 豫算 に對 する 修正案を 提 ⑴ せられ ま 
した、 此修正 案は旣 に 御手 許に 配付して あります か 
ら ，詳細は 中 上げ ませぬ が、 即ち 税法 案 改正の 結果 
と 致しまして、 歳入 二百 五十六 萬 九 千 五 百 八十 六 0 
の 不足を 生じた るに 依り、 谋 1.11 入の 均衡 か 得ん が 爲 
に、 一方 歳出に 於て、 第一 31 砌金 增加卻 一 百 萬圆第 
二 ft 備金褙 加 額 一 百 萬 圆 、併せて 二 百 萬 IMI を 削減し 
一方 歳入に 於て、 前年度 繰越 金 五十六 萬 九 千 五 百 八 
十六 0 を m 加 致しました る 所の 修正案で 御座います 
尙ほ芥 分科に 於て 決定せられ、 總會に 於て 之を 是認 

したる 所の 豫 3;c 削減の 修正 科目を 更に 申 述べます、 

歳出 綽常 部‘ 内務省 所管 第五 款 ■地方 廳覦學 官設 置 

に M する 計 費 金七览 八 千 四百 四十 八圆を 削除す る 事 

にな 〇 ました、 其の P0 山は 此視 學官な る ものは 左 ま 

で必耍 を 認めない、 K つ 行政の 統一を 缺く處 の Is の 

ある ものであると 云 ふ 理由を 以て* 削除に 決定 致し 

ました、 次に is ui 臨時 部、 外務省 所管の 部に 於て 第 

一駄 管 縫 费第二 钡、 在哈 爾賓總 領事館 新® 費 金 十二 

萬 八 千 圓 、並に 乙號 繼續 費を 削除す る ことに 決定 致 

しました 、是は 露國の 形勢に 鑑みまして、 一時 延期 

する ことを 相 當と 認めまして、 否決に なりました の 

で 御座います、 次は 大藏省 所管 第二 款 ，營 繕 © 第 九 

項® S 局 il.f 京 試驗場 新營費 金 二 十三 萬！ 一千 九 百 三十 

二 0 、 之を 削る ことに 決定 致しました、 其 理由は 是 

まで も專賣 局に 於て は斯〇 如き 試 驗を實 行し 來つた 
ので ある •今 R 通 かに 是程 の e 用を 嬰 求して 試驗坳 

を 新築す る 必要を 認めない と、 斯樣な 理由を 以て 削 

除 致しました、 次は 遞信省 所管 第一 款 補助 @ 、 第一 一一 

項 航路 掖張 費の 屮金 二十 萬圓を 削除 致しました 是は 

是丈の 金轴を 削除す る 所の餘 裕あ りと 18 めて 削減を 

致しました のであります、 削減 總額は 六十 三 萬 九 千 

三百 八十 圆と なる ので 御座います、 此他憲 政 會の早 

速 整爾れ 並に 阀民芘 の 鈴 木 梅 四 郎封 ょり 豫算 に對す 

る 修正案が 御 提出に なりました、 即ち 減愦 基金 二 千 

萬 圓を削 除す る， 其 他谷费 目に 亘 つて 詳細に 削減の 

案を 提出せられ ました •是は 御手 許に 廻して ありま 

すから 細かい 所は 中 上げ ませぬ、 而して 此 早速 整爾 

君の 修正案 並に 鈴 木 梅四郞 君の 修正 築は 少數を 以て 
拽® 案 大正 七 年度 總務览 案外 三 件 


否決に なりました、 即ち 大正 七 年度 歳入 歳 / Ji 總豫算 
案外 五 案は、 總て先 刻來申 述べました 修正の 部分を 
除く の 外 原案の 通り 決定を 致しました ので 御座いま 
す、 尙ほ此 豫筘に 協賛を 與ふ るに 際しまして 條件若 
くは 希望 又 辩 吿等が 決議に な 〇 ましたので 御座いま 
す、 之を 申 上げます、 即ち 楠 民 地の 豫算を 協賛を 丁 
るに 際しまして 、楠 民 地の 經费 に f-J ては 尙ほ 十分に 
緊縮を 要する ものが あると 云 ふ 理由を 以ち まして、 
「柄 民 地 谷 政廳 の豫算 は 放漫に 失す もの 尠な からす 
朝鮮 ■罔 兩總督 府の豫 算に 於て 殊に 甚た しきもの あ 
りと 認む 、政府は 宜しく 適 當の 緊縮 整理を 爲すへ し J 
斯櫧な 決議を 致しました、 次に 大藏 省の 部に 於て 希 
望と 致しまして、 「國愤 整理 基金 繰 入 中國依 償還に 充 
つへ き 金額 五 千 萬 圓に關 して 政府は 勃發 事件に 備ふ 
る 趣旨に 依り、 成る へく 年度の 終 〇 に 近つ くまて 償 
還を 差控 ふへ し」 と 云 ふ 事の 希 si を 決議に なり まし 
た •次に 大藏省 所管の 部に 於て、 國勢 調査 費を 協燹 
する に當 りまして" 即ち 國 勢調查 費に 關 する 7® 算は 
之を 誠む る、 併ながら 此國勢 調査を S すが 爲に地 方 
の 負擔を ％ 加す る 事は 宜しくない、 仍て 地方 S 負擔 
を 增加せ ざる 範圍に 於て 計诳を 立て 之を 實行 すべし 
斯様な 決議に なりました、 此點 に關 しまして は 政府 
に 於ても 同意の 旨を 言明され ました •次に 臨時 敎育 
會 闘 費を 協賛す るに 當 りまして 此臨時 敎育會 議の費 
用に 付て は、 昨年の 院_ に 於て 臨時 敎育 會議は 一® 
年を 以て 終了す る 事を 希望す る 旨を 附帶決 議 として 
此 費用に 對 して 協賛を 與へ たので 御座います、 然る 
に 今回 又 更に 一年の 蜚用を 要求を 致して 來 て 居る、 
今日 臨時 會議の 會議の 最中に 於て、 之を 否決す る 事 
は ®: てせ ぬのであります が、 昨年の 院議に 照して 速 

かに 敎 育會戤 を 終了す る やぅに 致したい と 云 ふ 希！ 一 

で 御座います， 之を 決議に* つて 居ります、 其 次に 

は 海軍省 所管 毫 S S 油田 試掘 費を 討論す るに 際し ま 

して、 之に 協 資を與 ふる 事に 決しました が、 附帶決 

議と 致しまして、 此 油田 試掘の 結果 海軍に 於て 之を 

經營 し、 若く は 之を 民間に 拂 ドぐ る 等の 場合に 於て 

人民 若く は 御用商人 等に 對 する 關係上 •固く 情 弊に 

陷 る # の 無から ん ことを 希 閿 すると 云 ふ附帶 決議を 

決 SI 致しました •次に 司法 省の 所管に 於き まして、 

司法 省の 豫算に 協賛を 與 ふるに 當〇 まして 人 ® の® 

重， 審判の 公平、 rL 敏速， 並に 監獄の 收入咁 加を 希 

望す ると 云 ふ ? ri 望を 決議 致しまして、 協 質を 與 ふる 


事に なりました、 次に 遞信 省の 所管に 於き まして、 
近時 郵便、 電信 電話 等の 事務の 龅滯が 殊に 甚しき も 
のが ある、 當局 者は 極力 是が 改善に 努力す べしと 云 
ふ附滯 決議を 致して 此遞信 省の 費用に 協賛を 與ふる 
事に なりました， 尙ほ此 國 防の 事に 關 しまして、 豫 
算總會 に 於て 議員 野 田 卯 太 郎君ょり 本年度の 豫算に 
計上せられ たる 國 防計畫 の 不徹底なる 事は 一般の 定 
評の 存する 所で ある、 陸軍 當局 者は 飛行機の 充實、 
火藥の 改良、 其 他 陸軍々 備の 充足を 圖る爲 め、 又 海 
軍當 局は 造 is 能力の 增進及 艦艇の 充足 等に 付、 一層 
努力され ん事を 希犖す ると 云 ふ 励議を 提出せられ ま 
した* 滿場 一致を 以て 此希 望を 可決 致しました、 之 
に對 して 陸海 兩方の 當局 者に 於き ましても、 成る ベ 
く議負 諸君の 希望に 副 ふべ く 十分なる 努力を すると 
斯様な 答 辯が 御座いました •終 〇 に 更に 農 商務省の 
所管に 付き ま L て、 | の 重要なる 决議が 御座います 
之を 御 報告 申 上げます、 其の 決議は r 大正 五 年 二 月 
製鐵所 第三 期擴張 案の 衆議院 通過に 際し、 當時衆 議 
院ょり製鐵所に於いて製出する半製品は、成るへく 
民間の 製鐵 所に 拂下 くへ しとの 希望 條件あ りたる を 
以 つて， 政府は 該案の il 會 通過 後， 即ち 大正 五 年 七 
月 十三 日、 右 希 筚條 件に 基き 大正 六 年 以後 向 ふ十箇 
年間 鋼片 三萬_ を 岡崎久 次郞 外數 名に 拂下 S 契約を 
なした るは 失當 2 甚 しきものと 認む •仍て 政府は 速 
かに 善後の 處置 を爲 すへ し、 右決識 す」、 此事 柄を 
極めて 簡單に 申 上げて 置きます ると、 大正 五 年 二 月 
衆議院に 於いて 第三 期 製鐵 所の 擴張 費を 協賛す るに 
當 り、 製鐵 所に 於て 製造 致します ると ころの 半製品 
即ち 鋼片を 成るべく 多く 民間に 拂 下ぐ 6 事を 希望す 
るとの 旨を 表明 致しました ので 御座います、 同年の 
五月に な 〇 まして、 岡崎久 次郎 氏外數 名ょ 〇 製鐵所 
に對 して、 此鋼 片の拂 下を 願 出で まして， 製鐵 所長 
■官は 農 商務 大臣の 指揮を 受けて 同年 七月に 至つて 即 
ち 岡崎久 次郞 外數 名の 人々 と、 鋼片拂 下の 契約を し 
たのであります、 此製鐵 所の 第三 期攒張 後に 於け る 
民間に 拂 下を 爲し得 べき 餘裕の 有る 程度 S 噸數は 、 
總計 三萬噸 と 云 ふこと になつ て 居ります、 此 民間に 
拂 下げ 得べき 餘裕の 有る 所の 三 萬 f© の 全部を •前記 
八々 に對 しまして、 大正 六 年の 末より 向 ふ十箇 年間 
毎年 三 萬 1® 宛を 拂 下げる と 云 ふ 事に なつて 居ります 
其代價 は製鍅 所 製品の 他に 販賣 する 所の 僧 格を 標準 
と 致しまして、 捋年 一回 若く ! i 數 回に 此標 ?» に據つ 


て 其價を 定める と S ふこと になつ て 居る ので ありま 
す •斯の 如く 擴張 後に 於け る 民間に 拂 下げ fi べき 餘 
裕の 有る 所の 殆ど 全部の 數 量を， 或 一部 2 人々 のみ 
に拂 下を して、 之を 獨占せ し fi る ことが 甚だ 不都合 
である、 又十箇 年と 云 ふが 如き 長期に 苴つ て拂 下の 
契約を 致した のは 甚だ 不都合 である、 現内閣は 前 内 
閣の秕 政を 正す と 云 ふこと を 以て-存在の 一義と 致 
して 居る ので あるから して、 速 かに 之に 對して 相當 
の處 分を &' すべし と 云 ふの が豫算 委員 會 S 議決で 御 
座い ます、 以上の 通り 希 朝 並に 決 _を附 しまして、 
其 他の 點に 於て は 修正の 部分を 除く の 外- 滿場 一致 
を 以て I 滿場 一 致では 御座いませぬ、 原案の 通り 
可決に なりました 次第で 御座います、 此段御 報告を 
申 上げます (拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 豫其 に對 しまして は、 早速 整 
爾 君、 鈴 木 梅 四 郎君ょり 修正の 案が 提出に なつて 居 
ります、 此說 明を 求む る 順序であります るが •それ 
に 先 だ ひて 早速 整爾 君ょり 唯今の 委員長の 報告に 付 
て 質疑を 致した 後に 致したい と 云 ふ 申出が あります 
之を 許可 致します I 早速 整爾 君。 

〔「登壇々々」と呼ふ者 & り〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 登 W。 

0¥ 速 整爾君 極く 簡單で あります、 唯今 委員長' か 
報告に なりました る、 末 段の、 此製鐵 所の 鋼 塊拂下 
の 問題に 關して であります、 委員長の 御 報告を 承り 
ました 丈では、 實際 此事實 の 內容と 云 ふ ものが 甚だ 
明瞭し ない のであります、 當時此 問題に 關與 したる 
當局者 •即ち 製鐵 所の 長官 も 御 IJi 席に 相 成つ て 居る 
ので あ 〇 ますから、 私は 極く 簡單に 製鐵所 長官の 其 
說 明を 請 ひたいの であります、 第一は 唯今 委員長の 
御 報告 中に 拂 下の 鋼 塊 三萬噸 全部を 或 一部の 者に… 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 登壇を 希圍 します。 

〔早速 整爾君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 早速 整 爾君 製鐵所 の 銅 塊拂 下の 問題に 關して 、 
當局 者の 說 明を 求めたい のであります、 唯今の 委員 
長の 御報吿 S 御言 葉に 依りましても •拂 下の 鋼 塊 三 
萬®、 是は 全部で ある， 之を 一部の 者に獨 占せ しむ 
るの 弊が あると、 云 ふやぅな 意味の 御言 葉が あつた 
(「其 通り」 「まだ 分らぬ か」 と 呼 ふ 者 あり) 之に 
關して 先づ S4 が 御尋 をしたい のは、 tt 獨 占と 云 ふ 事 

二 六 九 
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裸 !:]? 案 大正 七 年度 浼饽 4 案外 三 件  I 
が ひどく 耳に 附くの であります けれども 、(「其 通 
〇」 「默れ J と 呼 ふ 者 あり) 其 當時 他に 此_ 塊に 關 
して拂 下 を 要求した る 者が 有る か 無い か、 是は 現に 
御収 扱に なつた る 其 常時の 常 局 若が、 明瞭に 御 承知 
の祺と 思 ふので あります、 而 してです、 其當時 御 約 
朿が出 來た •所謂 契約を せられた 當 時の 其 頭 末を 極 
めて 詳細に 御 報 吿を願 ひたいので あります、 又 十 年 
間の 契約が、 是が驻 •た 期限が 長いと 云 ふ 御言 葉で あ 
ります (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) 斯の 如 3- 長い 期 
限に て 契約を せられた る 理由、 是にほ 必ず 其の 當時 
御 取扱に なつた 際に、 期の 如き 長期の 契約を せられ 
たに 付いて は 相當の 理由が ある 筈であります" 其の 
理由に 付いても 其の 局に 當られ たる 長官の 御說 明を 
煩したい のであります 、要するに C 「憲政# で やつた 

ので」 「臭い ぞ臭 いぞ j  r 默れ 」 「謹 瞌」 と 呼 ふ 者 

あり〕 

〇 議長 (大岡育造君)靜璐に願ひます。 

0 早速 整爾对 其 當時斯 の 如き 契約を •«: られた る 事 

情、 其 事 15 の 內容を 詳細に 御 報告になる ことを 希謅 

致す のであります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 押 川 政府 委員。 

〔政府 婺員押 川 則吉君 登壇〕 

0 政府 委員 (押 川則吉 君) 唯今 早速 君ょりの 御 質問 

に對 して 答 辯を 致します、 第一の 鋼片 - 鋼 塊と 仰 

せられました けれども 鋼 塊では 御座いませぬ、 鋼片 

で 御座います、 鋼 片の拂 下の 話の ありました 頃は 他 

に it 要求が 御座いませぬ、 それから 第二の 其當 時の 

成 行を 詳しく 申せと 云 ふこと であります、 是 U 當時 

第三期擗張の豫算を提出致しました計 |£ 2中には鋼 

片を狒 下ぐ る、 若く は 鋼 塊を 拂下 ぐると 云 ふ 計畫は 

無い のであります、 此豫算 提出す るに 方り まして 政 

府部內 に 於ても 半 成 品を 拂下 ぐるの 方法に 致したら 

どぅかと 云 ふ 話 も 御座いました けれども 私は 當局者 

?-. 致しまして、 さぅ 云 ふ 事は 製 鐵所 事業の 計 « •の 上 

に 宜しき を 得た もので ない と 思 ひまして >  矢 張 成 品 

まで 造り 上ぐ る ことの 案に 致して あつた、 然るに 當 

時の 豫算 委員 會に 於き まして、 原案に 對して 種々 の 

御 質問が あり、 又 議論が ありまして、 其 中に 於て 半 

成 品を 拂 下げて 民閒 の製鐵 事業の 獎勵發 達を圖 ると 

云 ふ 事が 相當 であると 云 ふことは、 ® 々 承つ たので 

あります が、 私と 致しまして は 矢 張 自ら 立案 致し ま 


した 编 石より 製品に 至る まで、 即ち 綜合した 事業の 
經® 法を 致す と 云 ふ 事が、 製鐵 所と L て 宜しき を 得 
たもので あると 云 ふ 考を以 ちまして、 容易に 之には 
资成を 致し ませぬ ので 御座いました、 併ながら 種々 
豫 览 委員 會の御 質問 又應 答の 末に、 遂に 7S 算 委員 會 
に 於て 復た 少數の 委員 a を 御 選びに なつて， 其 懇談 
會を 御開きに なつた 時分に 矢 張 半製品 拂 下の 事の 色 
々の 協議 •かあつた のであります 、其 當時私 は 病氣の 
爲に引 龍つて 居りました が 併し 其 事は 逐一 承つて 居 
りました、 他の 政府 委員より 承つ て 居りました、 其 時 
に 半製品 拂 下と 云 ふ 事は、 諸君 一同の 御 希望で ある 
と 云 ふ 事を 承りました ので ？ 4 も 其 時に 至りまして は 
豫算の 通過を 圖る 上に 於て、 其 位の ことは 讓步 する 
の 外は ない と考 へました から 讓步 致しました、 それ 
は どの位の 事が 出来る であらう かと 云 ふこと であり 
ましたから* 私は 三 萬噸 迄な れぱ 、元と 計畫の 案に 
は 無い のであります けれども- 是ほ 奮發 して 製鐵所 
が m す、 三萬噸 以上 五 萬 噸迄 のこと ならば、 成 丈 さ 
う 云 ふ 事を する やうに 努め やう、 斯う 云 ふ 事を 他の 
政府 S- 員に 話しました •他の 政府 委員から、 其 事を 
何れ 當局 者に 話した であらう と 組 ひます が* それ 以 
上の 事は、 私は 病 氣の爲 に 能く 承知し ない ので あり 
ます、 それで 當 時の 三 萬噸と 云 ふやうな 事に 付ての 
成 行は、 さ 5 云 ふこと であります、 さう して 此半製 
品の 拂 下の 條 件と 云 ふ ものは、 豫 »; 通過の 際に、 附 
滯して 御決藹 になつ て 居る のであります、 其 後愍々 
大正 五 年度の 豫算 を實 行す る ことにな りました 後に 
至りまして、 どうも 其の 月日な どは 今日はつ きり 記 
憶 致して 居り ませぬ が 兎に角 大正 五 年の 四月 頃から 
の 事で あつたら うと 思 ひます、 願書の 出ました のが 

五月と 云 ふ日附 になつ て 居ります、 岡崎久 次 郎君よ 

りして、 半製品の 拂 下の 交渉を 受けた のであります 

それに 對して 私は、 三萬噸 までの 鋼 片を拂 下げる と 

云 ふ 事は 言明 致して 居る のであります から、 此事に 

何も 不同意は 御座いませぬ •か、 どうしても 斯う 云 ふ 

事業を、 豫算 委員 會 の希菌 に® て » 行す ると 云 ふこ 

とで 御座いま すれば、 又當 時の 事情より して、 此製 

鐵事 業に 付て は 今日の やうに 餘り 世間 一般に 計畫の 

ある 時代で も ありませ ぬから、 相 當の實 業 家 1 一 

流の 實業 家と 云 ふ 言葉を 用 ひた やうに 記憶 致して 居 

ります、 一流の 實業 家の 御 方な どの 計畫で なければ 

私は それに 同意す る ことが 出來ぬ と 云 ふ 事を 申した 


のであります、 其 末に 即ち 先日 來推® 委員の 分科<| : 
若く li 委員 總會に 於て 御 示した 通りに、 岡 崎久 次郎 
君の 外に 安田 善 次 郎君、 服 部 金 太 郎君、 佐々 田 .® 君 
それから 誰 方で ありました か、 誰 今 書類を 見れ ! f 分 
〇 ますが、 一々 名 ii IE 憶 致して 居り ませぬ、 大要 さ 
う 云 ふやうな I 是れは 申 上げて 置いた 方が 宜いと 
思 ひます、 男爵 長 松篤裴 君、 大川平 三 郎君、 白 石 元 
次 郎君、 以上 八 名であります、 其 名義を 以て 出願に 
なりました、 さう 云 ふ 事でありますなら ば、 計 迸す 
■% 御 方 も 相當の 御 方で ある、 斯う 考へた ので ありま 
す、 それから 其 要求は 極く 肝要な as は、 先程から 御 
示しの 鋼片 三萬噸 、之を 十箇 年間と 云 ふこと であり 
ました、 凡そ 斯の 如く 製品の 事業を 行 ふと 云 ふこと 
に 付て は、 三 萬噸 位の 製品を 製造す る 丈の 規模を 以 
て 仕事を すると 云 ふこと が、 適當 であると 考へ まし 
た、 それから 十箇 年間と 云 ふ 事 も， 斯う 云 ふ 規模の 
仕事、 又 斯う 云 ふ 性質の 仕事を 行 ふと IK ふこと に 付 
ては、 豫め 原料の 確 S と 云 ふ 事を 豫期 すると 云 ふこ 
とは、 是は 固よりの 事であります るし 又 十箇年 位は 
繼續 すると 云 ふ 見込がなければ、 費した 資本に 對し 
て も、 相當の 結果は 得られないで あらう と 云 ふこと 
を 認めました から、 十箇 年と 云 ふ 事を 相當 であると 
考へて 、之に 許可す ると 云 ふ 方針を 執る ことが 然る 
べしと 思つ たのであります 故に 此 事を實 行す るに 付 
て も製鐵 所と 致しまして は、 三萬噸 W 鋼 片を拂 下げ 
る 餘裕が あると S ふ考を 以て、 相 當手續 を 以て 大臣 
の 指揮を 請 ふて、 之を H 行した のであります (「大臣 
ほ 誰です か」 と 呼 ふ 者 あり〕 當時 2 大臣は 河 野 農 商 
務 大臣であります c「 參 政 ' fer は 町 田忠治 君」 と 呼 ふ 者 
あり〕 唯今の 御 質問に 對する 答 辯は 是で盡 して 居る 
と考 へます。 

〇 高木 益 太 郎君 a 長、 今の 問題に 就て 質問が あり 
ます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 高木 益 太 郎君。 

〔「登壇々々」と呼ふ者あ -0 〕 

〔高木 益 太 郎君 登壇〕 

0 高木 益 太郞君 唯今 押 川 製鐵所 長官の 御 答 辯が あ 
りました が、 此 事柄に 就て 小川 豫算 委員長の 御 報告 
に 依ります ると 「本 問題に 付て は 政府は 速に 善後の 
處置 をな すへ し」 斯う 云 ふ 御 決議に なつた と 云 ふ 御 
報告が ありました、 それで 此 問題に 就て、 農 商務 大 
臣は どう 云 ふ考 であるかを 一つ 伺 ひたいので ありま 


_ 二 七〇 

す、 此御 配付にな〇ました揉算袭 〇 锊 〇 班記の百八 
十九 頁を 見ます ると、 製 鐵所長 官抑川 則吉 と、 3U 海 
銅 業抹 式 0- 社 取締役 社 長大 川 平 三： しとの『 ::1 |' 、成立 
を 致しました 契約に 付きまして、 大正 六 年度より 向 
ふ十箇年間、鋼片毎年三萬噸を御希項に依て製銥所 
よ 〇吏 海 _ 業 株式 0- 社に ® 溲 し、 而して M iiy 約の 第 
三條 に te れぱ 「協定 期間 內に 在りて は 玆细市 3 ?相祖 
の 變励其 他 如何なる 取 由 ある も 之を §! . 史せ ざる も 〇 
とす J 斯ぅ 云 ふ 特約が あるので あります、 而 して 第 
十條に 依る と、 此契 約を 解除す る ® 合を 定めて ある 
のであります るが、 本； E 等の 信ずる 所に 佐る と、 斯 
の 如く 契約を すると 云 ふことは、 滋法の 六十 四临、 
會計 法の 第 一條、 第二 十四 條に 違背す る もので あ 
る、 殊に 今回 農 商務 迤の第 四 期 製鐵棚 張 計 J1E 2 殆ど 
三分の 一に 當る三 萬 咽な どと 云 ふやぅな、 えらい 銅 
片  >>  十箇 年に 1: つて 或 若に 特別なる fsi 宜を與 へる と 
云 ふことは、 全く 憲法 六十 四條 ，位 計 法 第一 陆の規 
定に 違背す る ものであると 信ずる のであります が、 
農 商務 大臣は 如何なる 御考を 持つ て 居る ので あるか 
又 第二に 御尋 をして 匿きたい のは、. 唯今 抑 川 長官の 
御 話に 依る と、 謅 酋の豫 算 .姿 員 gr 内に、 M に 懇談© 
なる ものが 出来て、 稲々 交渉の 結果 •殆ど 政府は K 
本來の 經營 上に 於て は、 宜しくな いと 信ずる ので あ 
る けれども、 豫算 通過の ® 宜 上、 巳む を妈ず 鄧步し 
たので あるとの 御說 明が ございました が‘ 此の 懇談 
會に 於て、 如何なる 人が 政时に 向って、 如何なる 耍 
求を したので あるか、 其の 懇談 愈の 内容を 詳しく 伺 
ひたいので & ひます (拍手 起る〕 又 第三に 御薛 して 
置きたい のは、 此 約款の 七を 見ます ると 云 ふと 「會 
社は 當 初より 職人した る 牛 製品を 加 H せす 其の儘に 
之を 他に S:® {又は 譲 與を爲 さ >6 こと」 即ち 半 製：： 1 
を 其の儘に 他へは 賣らぬ と 云 ふことの ^ 約に なつて 
居ります が、 本員の 先刻 或 渚から 聰く 所に 依る と、 
現に 柳 下を 受けた ると ころの 鋼片 若干を， 何等の 加 
エ を爲 さず して、 他へ IS M をして、 利益を 得た と 云 
ふ 事實が 有る と 云 ふこと であります から、 其 w sf が 
有る か 無い か、 若し 有りと 1 るなら ぱ顚 末を 詳しく 
伺 ひたいので あります (拍手 起る〕 次に 御尋を して 
置きたい のは、 此の ^ 約の 第十條 に 「不 町抗力 軍事 
上の 必要 又は 5 •の 事業 上の 都合に 依り 甲 か 乙に 供給 
すへ き 鋼片の 製造を 爲す 事を 得さる とき」 「二 乙の 
本契約に 關して 甲に 對する 義務に 違 反 せし とき」 此 
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二 [3 の 場合 丈を 規定して あります るが 本 M 等の 信ず 
ろ 所に 依る と、 懇談 會 から 嫡緵を して、 政府の 本意 
に反して 斯 くの 如 3- 契約が 成立つ たのであります る 
し、 此 契約は 明かに 會計 法の 規定に 違背す るので あ 
ります るから 此十條 の | 一箇の 場合 以外に 於て‘. 農 商 
務大 la は 斷乎た る 決心 ^ 以て、 此 契約の 廢梁を 宣言 
せらる i 考 •か あるか 否やと 云 ふ數點 に 付て、 詳細 綿 
峦 なる 御 答 辯 あらむ ことを 望む のであります (拍手 
起る〕 

〇讁 長 c 大岡 育造 封〕 仲 小路 農 商務 大 |.:1 。 

〔國猝 大 K 仲 小路 服 君殳壇 〕 

〇國務 大臣 C 仲 小路 廉君) 高木 君の 御 質問に 御 答を 
致します るが、 高木 君の 御 質問の 第一 i1; は、 製鐵所 
に 於て 銅 片拂下 S 事に 關 して、 f* 览委 負會に 於て 其 

坩捫 は 不當で あると ES め、 將來に 付て 善後の 處崮を 

執るべし との 決議 •か ある、 之に 對 して 農 商務 大臣の 

所見 ii sn 何で あるか、 是 'か 第一 點であ ります、 私は 

裸算悉 M 曾に 於て、 此決議 の ありました る 際に 私の 

考へろ 意見を 申 述べた のであります、 私は 此爽 約の 

成立し ましたる 前後の 事情 •此 事 t? は 豫算總 會に於 

て も 中 述べ、 唯今 又 政府 委員よりも 詳細に 申 述べた 

ので あ 〇 ます、 之に 依て 事 實は 誠に 明瞭であります 

而 して 私は 是等の 事に 基いて、 此契 約條 項に® り ま 

すれば、 政府 ii 向 ふ 十箇 年間 三 萬噸に 相當 すべき 鋼 

片を 或 ^ 社に 交付すべき 筈に なつて 居る ので ありま 

す、 之に 對 しては 豫览姿 員會に 於て 斯る事 柄は 不 ■ 

當では ないか、 將來 之に 就て 滴 當なる 方法を 執る が 

宜か らぅでは ないかと 云 ふ、 其 決議の 趣意は 私相當 

と 存じます (拍手 起る〕 故に 分と 致しまして は 將來 

に 就きまして、 之に 對して 適當 に ^ 後の！！ 置を 執る 

私 〇 であります (拍手 起る〕 何が 故に - 何が 故に 

斯く中 すかと 云 ふに、 今年 殊に 昨年の 九月 十月の 頃 

よりして、 我鐵の 問題は feB めて BT 要な 問題で ありま 

す、 亞米利 加に 於て 鐵 禁止の 事ありまして より 以來 

は、 製鐵 所に 於ても 谷 種 〇 製作を なす 爲に 、鐵 の材 

料 It 極めて 貴 m と 致して 居ります、® り製鐵 所の み 

ならず、 或は 製 船 所に 於て、 ■或は 各® の鐵 H 堪に於 

て、 Er に 今日は 此鐵 材料た る 鋼 塊， 鋼 は、 是も 

貴 爾な物 であります、 此设 重なる 物を 一會 社に 對し 

て 三茁噸 、而も 之を 向 ふ十箇 年に 苴て 之に 交付 丁る 

と 云 ふ 事柄は、 何と 考へ ましても 是は e 當と It 思へ 

ませぬ(拍手起る)故に堪合に法0ましたならぱ、 
豫 SCI 窠大正 七 年度總 预 算案外 三 件 


法律上の 攻究、 更に 契約 上の临 孭 に tt りまして 詳細 
に研究を遂げ、相當の方法に依りまして、必ず之に 
就きましては 善後の 處園を 此货 重なる 物のは、 何れ 
も 有 要と 致して 居る 谷 種の 事業 工場に、 相當に 分配 
さる ゝ途を 執る が 當然と 存じます、 第二 懇談 會 の m 
席 者 •並に 内容の ことであります、 懇談 會が 最初に 
開かれました のは 大正 五 年 二 月 八日、 綾いて 第二 回 
に 開かれた のが 二月 九 n、 此懇 談會の 出席者は 座長 
片岡 直溫宕 (拍手 起る〕 出席者は 守 屋此助 君、 岡 崎 
久次郞 君 (拍手 起る) 小林嘉 平 治 君、 河 崎 助 太 郎君 
三 土 忠造君 (拍手 起る〕 山 本 悌 二郞哲 、鈴 木 梅四郎 
君、 尙ほ鈴 木 梅 四 郎君 —— 唯今 申しました (拍手 起 
る： 一尚 ほ 政府ょりの 出席者は —— 政府ょりの 出席者 
は 河 野 農相 (拍手起る)町田參政官(拍手起る)® 
部鑣 山、 吉川 理事、 是 丈の 出席者で ありました、 尙 
ほ內容 の 事柄に 就きましては、 議事の 筆記を 見ます 
ると 祕密會 となつ て 居 6 やぅであります から、 是は 
申さぬ 事に 致します (「本契約は 何人' か 爲した る や」 
「八签 敷い」 「默れ 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇諼長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇國務 大臣 (仲 小路 ■君) 尙ほ 第三 第 四の 點 であり 
ます 之に 就きましては、 此會社 は 成立を 致しまして 
も、 未だ 以て 設備は 十分でなかつた のであります、 
僅に 昨年の 暮に 至つ て 試 運轉を 試み、 其 結果と 致し 
まして、 僅に 六十 嘲の 鋼 片を 交付 致した ので ありま 
す、 隨て 他に 轉賣 等の 事實は 御座いませぬ、 第 四の 
點に 就きましては 旣に御 答を 致しました 如くに、 契 
約 書の 第 一條 第 九條 等に 規定 もあります、 尙ほ それ 
のみならず 前後の # 情に 依りまして、 政府に 於き ま 
しては 篤と 攻究を 致しまして、 塲合に 依りまして は 

本契約 全部の 廢棄と なること が あるか も 知れ ませぬ 

(拍手 起る) 或は 左 も 無くても、 相當の 制限を 致し 

て、 決して 偏頗に して； f 穩當な 事 2 ないやぅ に 致す 

積り であります (拍手 起る〕 

〇 山本悌 二 郎君 議提。 

0_長( 大岡 育浩 君) 山本悌 二郞君 。 

〔山 本悌一 一郎 君 登壇 J 

〔拍手 起る〕 

0 山本涕 二 郞君私 は 其當 時の 當局 者たり し I 關 

係 者たり し 製鐵所 長官に 向つ て、 質 間を 致したい の 

であります、 先刻 製鐵所 長官の 辯 明に te ります れば 

此三萬 咽を 民間に 拂 下げる と 云 ふこと に 同意を 致し 


たのは、 製 鐵所撋 張 案の 通過を 切望す る餘り 左様 致 
したので ある、 斯樣に 申されました が、 其 當時 私 ii 
豫算裘 員の 一入と 致して* 確に 記憶に 存じて 居り ま 
する が、 元 來此棚 張 案は、 最初 政府は 財源 無しと 云 
ふ 理由を 以て 提出す る 意思が 無 かつた ので、 それを 
寧ろ _ 院の側 、主として 吾々 が 之を 慫慂 して、 追加 
豫算 として 御 提出に なつた のであります、 然る 以上 
は 此 通過を 吾々 の 側から して 反對 をす る_ 'かないの 
である、 吾々 が 又此 三萬噸 の ものを 民間に 柳 下げな 
けれは •此 案に 反對 をす ると 云 ふ 事情は 毫も 存して 
居らな かつた のであります (拍手 起る〕 然らぱ 長官 
は 何人に か 左樣な 事を 以て 强 要された ことで も ある 
ので あるか、 それを 伺 ひたいので ある (拍手 起る〕 
第二には 當 時 7* 算委 負に 於き ましても、 又 懇談 會の 
委員に 於き ましても、 此半成 品を 民間に 拂下げ ると 
云 ふ 希望は、 民間 一般の 缺乏 に對 して掛 下を して 貰 
ひたいと 云 ふ、 斯う 云 ふ 希望で あつたので ある (「其 
通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 製鐡 所なる ものが 腿と して 存 
して 居ながら、 而も 其擴 張を 行 ひつ i も、 尙ほ 民間 
が 半 成 品の 缺乏に 苦しむ と 云 ふやうな ことは 面白く 
ない 事で あるから、 都合の m 來る 限り、 半 成 品を 民 
間に 融通を しては どう だ、 斯う S ふの が 即ち 當時の 
懇談 會の 趣意で あつた、 特に 未だ 成立せ ざる 會社ま 
でも 成立 させて、 さう して 融通し 得る 殆ど 全部を、 此 
者に 獨占 さすと 云 ふやうな 意味を 以て 言つ たので あ 
〇 ませぬ (拍手 起る〕 然るに 製鐵所 長官は、 此七八 
名の 一 團の實 業 家の 請願を 容れて 遂に 製 鐵 所の 融通 
し 得る 所の 殆ど 金 部と 申して 宜しい、 三 萬 pii を 而も 

十 年の 長期に 宜つて 之を 許した と 云 ふ - 就中 此殆 

ど 融通し 得る 限りの 全部を 許した と 云 ふ 事は 確かに 
委員 會 の 筘閉 には 反して 居る ので あるが、 左樣な 事 
に 成行きました 其 理由、 若し 事情が あれば、 其 事情 
を 製鐵所 長官に 伺 ひたいので あります (拍手 起る〕 
〇 政府 委員 (押 III 則吉 君〕 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 押 川 政府 委員。 

〔政府 委員 押 川 則吉君 登壇〕 

〇 政府 委員 (押 川則吉 君) 山本悌 一一郎 君の 御 質問に 
御 答 致します 、第一の 第三 期の 擷張の 翔 算の 通過が 
出来ない から、 通過の 出来る やうに する 爲に 此條件 
に 同意した と 云 ふ 意味を 以ては 申 上げない 積り であ 
ります (「 さう 言つ たでない か J と 呼 ふ 者 あり： 一是は 此 
豫算の 通過の 際に、 斯う 云 ふ 事の 條件を 付す ると 云 


ふことの、 皆_の _ ^ 諸君の 御意 見に 對 して、 私は 
其條 件に 同意した のであります* それ 丈の ことで あ 
〇 ます、 それから 第二の 半 成 品の 拂下と 云 ふことは 
其當 時製鐵 所に 申込んで 參 りました が、 其 半 成 品と 
云 ふ 即ち 「ビ レット」 の拂 下の ことは 他には 御座い 
ませぬ" 其當時 他に 「ビ レット」 を 拂 下げて 貰 ひた 
いと 云 ふことは 何も 御座いませぬ， 銑鐵を 拂 下げて 
貰 ひたいと 云 ふことは、 其當時 有つ たやう に 思 ひま 
すけれ ども、 「ビ レツ ト J のことは 他には 御座いませ 
ぬ、 夫 丈の 事を 御 答 致します (「違 ふ 違 ふ】 と 呼 ふ 者 
f ) 

〇津末 良 介 君 農 商務 大臣に 質問が あります。 

〇 議長 C 大岡宥 造 君) 津末君 —— 發言な らば 登壇を 
命じます。 

0 山 本悌二 郎君 議長 —— 議長。 

〔「山 本 君の 質 間の 續が あります」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0 議長 (大岡 育造 君〕 津末 君に 許しました。 

〔「議長 公平」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔律 末 良 介 君 登®〕 

〔「君は 株主 じ やない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇津末 良 介 君 無論 I 農 商務 大臣へ 質問したい と 
思 ひます、 當 演壇に 於き まして 農 商務 大臣は、 此契 
約は 研究の 上 或は 破棄す るか も 知れない‘ 或は 供給 
する 額を 減ずる かも 知れぬ と 云 ふことの 御明 言で 御 
座い ました、 此 株主 名簿を 見ます れば 、柬 京に 於 3- 
ましても、 一流の 實業 家が 大抵 持つ て 居る やうで あ 
ります、 吾々 は此會 社の 設立を した 所の 發起 入に、 
信用 ある 入が 多い からして、 之に 依りまして 此會社 
の 株券に 放 資した 所の 者が & る だら うと、 又 相當の 
程度に 此價 格が 騰つた 時期が あるので ある、 十二 H 
五十 錢拂 込の 株券が、 現に 百 六圓迄 位に 行った 時期 
が ある 0 それが 具い」 と 呼 ふ 者 あり) 即ち 此當 時に 於 
て 或は 株主 2 名翘 は II 輔 して 非常に 變って 居る、 今 
日 憲政 會の 諸君には、 一人の 株主 も此 名簿の 中には 
無い ので ある、 即ち 善良なる 所の 者が、 大部分 此會 
社の 株主であります、 然るに 農 商務 大臣は、 苟も 此 
私 ti を 侵害す る やうな 事 •經 濟界に 動搖 を與 ふべき 
やうな 事柄を •此 演壇に 於て 輕 々に 宣吿 すべき もの 
でない と 私は 認めます、 私の 聞く 所に 依れば …； ハ此 
時發言 する 者 多し) 

〇戠長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に 一 … 

〇 律 末 良 介 君百圓 近くして 居つ た 株券が、 今日は 

二 七 一 


院潘 衆會  帝冋 -K 叫 第 


揆 》 案 大大七 年度 m 沒 K SV •外 三 件 


牝 間 題が 政治 l«J 題と なつて、 殆ど K 十 ail 足らずに な 
つて 居る と 云 ふこと であります ( 「當然 である ' と 呼 
ふ 者* s り〕 是 に 即ち 此善後 處分如 何に 法り まして， 
經濟界 にも 或 相 •度の 励 描を 與へ >  又 私® の 侵害を す 
る、 然らぱ 11 家 li 之に 對し て、 I 旦契 約した もの 1.- 
對して 勝手次第に K 菜す ると か、 或 if 其 他 私 ffil を 倥 
害する 如 ？ • 行 励を 執るならば、 損害 賠位 の資 任に 腿 
ずる かと 云 ふ、 此點を 一言 承つて 誼 きたいので あり 
ます、 私 13; 此問 題は、 晒く 恋 政 會に不 正 •かあつた、 
或は 製錄所 長官に 何 か 疚しい 所が あつたと か、 左！ 5 
な 問題で ない と 思 ふ C 「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり) 私は 
政府の 所謂 味方を L て 居る 所の 者であります (笑聲 
起る) けれども 斯様な 問題に 就きまして、 國 家の 經 
濟狀 態に 不安の 念を 起させ、 而 して 株主の 財產を 少 

なくす ると 云 ふ 如き 言語を 輕 々に 此阬抝 に 於て 私は 

言明すべき もので ない と 確信 致します C 「ひや/ \ J 

と 呼 ふ 者 あり〕 故に 聊か 社會の 經濟狀 態に 安心を 與 

ふる 葸 味に 於て、 此點に 於き まして 御 辯 明を 求める 

次第であります (拍手す る 者 あり) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 仲 小路 re 君 登®〕 

〇阀 務大 K C 仲 小路 服 君) 津末 君に 御 答を 致します 

御 質問の 趣意は、 今回 政府に 於て此 契約書を 駿棄す 

るか、 或 ii 交付すべき 物品に 對 して 制限を 加へ る や 

ぅな 事が あつたな らば、 私® を 侵害す 石、 經濟 社會 

を R1 亂する 云* と 云 ふこと である C 「其 通り」 と 呼 ふ 

者 あり〕 私は 斷 じて 左樣 には 信じ ませぬ (「の 

良心を 以て 言へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 當然國 家 社 會の爲 に 

0 ひや'' と 呼 ふ 者 あり) 此の 必要なる 鐵鋼材 を 

至當に 分配し やぅと 云 ふ ® 合に 於て、 多少 一部に 影 

罂 はありまして も、 斷じて 侵害は 無い のであります 

(拍手 起る〕 

〇 山本悌 二郞 君讓 長。 

〇 載 長 C 大岡 育造 君) 山 本悌二 郎君。 

〔山 本悌二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕  . 

0U 本 ffi 二郞君 先刻 押 川 長官の 答 辯は 私に it 吏に 

耍領を 得 ませぬ ので、 重ねて 御尋を 致す のです、 實 

it 私 lit 問題に 就きまして、 其當 時豫算 委員で あり、 

又 懇談# の 一員で ありました ので、 詳しく 事情を 承 

知 致して 居ります 、併しながら 餘り此 事に 就て は PJ: 
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誠 s な 御 答 ^ が あつて は ，迆 杇なが ら 更に ^ 問を 重 
ねな けれ ぱ ならぬ のであります t 「同感々々」 と 呼 ふ 
者 あ 〇〕 第 I 製鐵 所が® 通し 得る 所の 殆ど 全部 1" 近 
いものを 一の 團體に 何故に 許可に なつた か、 斯う 云 
ふ 事 か ? 4 の 第二の 尋で ありました が、 之 L- 對 しては 
更に 要領を 得た 御 答 辯が 無かつた (「其 通り」 と 呼 ふ 
者 あり) II に 又此十 年間と 云 ふ 長い間に 對して 許可 
を與へ たと 云 ふの ほ、 益々 其當を 得た もので ないや 
うに も考 へました ので， 是も 併せて 御尋 をした ので 
あります が、 其點に 就ても 御 答 辯が 無かつた、 尤も 
十 年間と 云 ふこと でなければ、 計笹が 立たないで あ 
らうから と 云 ふやうな 御 話は ありました、 而已 なら 
ず 又 其 常時 出願者が •別に 此以 外に 無かつた からと 
云 ふことの 御 答 も ありました けれども、 是が私 共尙 
ほ 了解す る ことが 出 來ぬ點 である、 其當 時に 於て 二 
箇月 三 箇月 57. 箇月の 間には、 此七 人の 一團體 ょり 以 
外には、 出願者が 無かつた かも 知れ ませぬ けれども 
未だ 續々 後から 出て 來る かも 知れない、 それに 拘ら 
ず 殆ど 金 部を 跡の 人が、 如何に 早 やく 願 出ても 許す 
事の 出来ない やうな ことにしまして、 十 年間 之を 許 
して 仕舞つ たと 云 ふことは、 どう 云 ふ譯 かと 云 ふの 
が 第二の である、 豫 »: 委員の 其當 時の 意嚮、 懇 
談會の 其 當時の 考 はだ、 製鐵 所が 融通し 得る 限りの 
ものを、 成るべく 公平に 民間に 分けて やつて 貫 ひた 
いと 云 ふ 意思であつた と 云 ふことは、 其當時 之に 與 
つた 諸君は、 何人も IB 憶して 居る だら うと 思 ふ (「其 
通 と 呼 ふ 者 あり〕 それに 一つの 未だ 出来ない も 
のを 桁は して 迄 も、 而も 十 年 S 長期に 1L つて 之を 許 
したと 云 ふ、 其 理由が 何か爲 くて ii ならぬ、 斯う 云 
ふこと をもう 一應 甚だ 諄い や 5 ではあります るが、 

御 答 辯を 願は ねばならぬ" それからもう 一つは 私の 

第一 問で あつたが、 是が又 甚だ 要領を 得ない ので あ 

る、 確に 押 川 長官の 先刻の 第一 回の 御 答 辯で ほ" 製 

鐵所撾 張 案を 通過 させたい が 爲に此 議院からの 半 製 

品の 分割と 云 ふ 事に 同意を した 1 讓步を した、 斯う 

云 ふ 風に 私は 承つた、 夫 故に 私は 之に 對して 、左 _ 

な 事情の あらうべき 筈は ない、 元 來是は 寧ろ 進んで 

衆議院から 慫慂 した 案で ある、 此案を 通させたい が 

爲にと 云 ふやうな 事が あらう 普がない、 斷 じて 無い 

ので あるから、 それを 何 か此半 製品の 分割と 云 ふ 事 

を 政府が 承知 しなければ、 衆議院が 此 案を 握 潰しに 


を 出さない 樹〇で 居りました 所が、 唯今の やうな 不一す るか、 否決で もし さう だと 云 ふ語氣 を 以て 御 話に 


なつた讲に付ては、何等ひ其裘面に特別の祺情が代 
在して 居りは しない かと 考へろ ので ある q そこ だ」 
と 呼 ふ 者 あり) 私 (t 斷じて 衆 誘 院 として、 左 棟な 1) (: 
は 無 かつた 筈で あると 云 ふこと を Ki 信し ますろ が、 
抑 川 長官 li それとも 議員の 中、 若く ほ 委員の 中 〔何 
人からで も、 左樣な 要求を 受けた こと •か あるかと 云 
ふ亊を伺ひます。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 押 111 政府 委員。 

〔政府 委員 押 川 則 吉君登 壇〕 

〇 政府 委員 (押 川則吉 君) 再度の 御伢問 を 煩して 甚 
だ 恐縮であります、 唯今の 終りの 御尋 になり ました 

事から 先に 御 答を 致します、 どうも 私が 第一に - 

初めに 御 答 致しました 事の 言葉が、 少しく 惡 かつた 
かも 存じ ませぬ が， 私は 此條 件に 同意を しなければ 
或は 豫算が 通過し ない ので あると 云 ふやうな 事を、 
申 上げた 積り では ございませぬ •又 さう 云 ふ 意思で 
も 御座いませぬ (「さう 言つ た」 と 呼 ふ 者 あり) さう 
云 ふ條 件が 諸君の 御意 見で あると 云 ふ 事で ありまし 
たから、 それで 其 時は も 5 已むを得ないと 思つ て、 
それに 同意した のであります、 其 勝 件が 附 かねば 豫 
算が 通過し ない、 附い て姶め て豫筲 が 通過す ると、 
さう 云 ふやうな 風の 意味 ほ 考も 致し ませぬ ので、 左 
樣 には 申 上げな かつた 積り. であります， 若し 左樣に 
申 上げた とすれば、 私の 申 上げ やうが 惡か つたと 思 
ふので ある (「誤魔化すな」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 
もう 一つの、 何人から も 其 事に 就て、 外から 何 か聽 
いた 事が あり it しない かと 云 ふこと でありました け 
れ ども、 それは 承り ませぬ、 其 時は …… それから 十 
年間と 云 ふ 事に 付* V ましてば、 先程 も 申 上げました 
通りに、 約 三 万噸 、製品を 製造す ると 云 ふやうな 規 
樓の 工場 ^ 設立す ると 云 ふこと 1- 付きまして、 十 年 
間 位 S II1 綴しての I 原料；； 安全と 云 ふ 事は、 其の 
經營上 必要で あると 斯う 思 ふので， 十 年と 云 ふ 事に 
同意した のであります、 三万噸 と 云 ふことは 先程 申 
しました 通りに、 其 當時此 事業を 計 斑す る 者が 續々 
あると 25: ふ堪 合なら ば 別であります が、 さう 云 ふ ® 
合では ありませ l?J 、 私は 夫 故に 三 万噸の 製造を する 
と 云 ふやうな 計 ® V' 以て 立て、 来た 場合には、 是は 
十 年間 位は 完全な 保障を しなければ ならぬ と 云 ふこ 
とを 考へた のであります、 又 さう 云 ふ 事業と 云 ふ も 
のは、 約 三万噸 位の 製造 力を 持たなければ、 經營は 


る、 外に 何も どうと 云 ふ S 味は. 3座いませぬ、私と 
致しては强めて阻巧で御座います(「何が取珅か」と 
呼 ふ 者 あり) 

〇山 本悌二 郎君 链 長。 

0H 長 C 大岡 育造 君) 山 本 悌一 |郎 お。 
r 山 太悌二 郞哲登 汨】 

〇 山 本 悌二郞 君 押 川 長官 は 唯今 0 御 説明に 法 〇ま 
すると， 此三萬 ¢¢£1 拂 下と 云 ふ 問題に 就て、 其 ?,, T 時 〇 
擷 張 案の 通過とは、 何等 別に 關 1 ?が無 いか C や 5 な 
事を 唯今 申された ので ある、 所が 先 1.. はさ うでない 
ので あつて、 明かに 此颀張 案を. 通過させる 必嬰上 か 
らして、 此御 相談に 腿 じたと； K ふ 風に 私共は e いた 
ので あ 〇 ます (拍手す る 者 あり〕* は 明に 速記録」 
留 つて 居り ませう からして、 後からの 御 訂正は 私 ii 
斷じて 許し ませぬ、 それから M に それなら ぱ問 ふて 
既 きます が、 幾 回 之を 問 ふて 见ても 要するに 嬰 領 ほ 
渴ませ ぬで せう が、 最後に 一つ 御尋 したい® が ある 
唯今 農 商務 大臣は、 此 那 柄は 不穏 當で あると is める 
と 云 ふ 事を 申された、 長 , i- は どこまでも 三® 噸十箇 
年と云ふ約束をした事ほ不常でないと云ふ御認であ 
る、 それを どこまでも ffl! 主張になる かど 5 か 伺 ひま 
す。 

0 議長 (大 N 育造 君〕 押 川 政府 委 負。 

〔政府 委員 狎川 則吉君 登 喈〕 

〇 政府 委員 (抑 川 則 吉財) 私； J 常時 其 取を ffli 2 と 思 
ふて 皰辟 致した のでありまして、 今 □に 於ても それ 
が不當 とは 考へ ませぬ。 

0 早速 整® 君 翳 長。 

0_ 長、 大岡 育造 is- 〕 平 速 整® 封。 

〔早速 整爾君 登 擅〕 

〇 早速 整爾君 唯今 迄の 常 局 * の 御 答を 承つ て 見 ま 
すると、 先刻 山 木 君から 御述 にな 〇ま した 如く、 S 
商務 大臣の 御考 と製鏹 所長 宮の 御考は 、金く 違つ て 
居る ので あ 0ます、三万_並に十简 ^ と £;- ふ期間に 
付ても， 先づ相 當と者 へる と 宏 ふの が 製鍅所 良 官の 
御 ？ i 見で ある、 而し て s 商務 大臣は 之を 不當な h と 
して、 先刻 此席に 於て 論斷 をせられ て 居る ので 御座 
います >  斯樣 に當局 者の® 見が 違つ て 居る， 是 は 全 
く 政府の 不統一を 暴露した ものでは ないか (拍手す 
る 者 あり〕 此點に 付て 私は 農 l!vi 務大 K の 御. 想 見を 承 
りたい、 それから 第二に 一體此 問題に 就て、 ifi 後の 


十分に 出來な いもので ある、 全く 斯ぅ 考へ た爲で あ 本契約を 爲し たのは 果して 誰で あるかと 云 ふ yi を 御 
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尋 致したい (「ひやく J 拍手す る 者 あり〕 大 JH 五 年 
春の 閟符以 来、 色々 の經 過を 經來 つて 居る 問題で 御 
座い ます、 其當 時の 事情 it 今日と It 無論 違つ て 居る 
遠つ て It 居る が、 最後に 至つて 此の 鋼 片の拂 下と 云 
ふ 事を 實際に 於て 契約した のは •何れの 時で あるか 
(「ひや と 呼 ふ 者 あ r> o 契約 » の 期日を 見ます 
れぱ 大正 六 年 八月， 即ち 今日ょり 約 半 闻年 許り . ml の 
事であります、 此 n 任 渚 It 果して 誰で あるか、 人 動 
もす れぱ前 の 時代 G 農 商務 大臣、 之に 貴 任を 嫁せ ん 
とするが如き瑪論を 1« はす者が多いのであ0ますけ 
れ ども、 併し lit 本契約を 爲し たろ 時は、 果して 何人 
が 其 責任者で あるかと 云 ふこと を 御尋 しなければ な 
らぬ ので ある、 農 商務 大臣は 今日に 至つ て、 _ 後の 
處 置を 執る と 云 ふこと に 付て、 大變に 力んだ ® 度で 

lit 席に 於て 御述 であります、 今日に 於て 此責 任を al 

すと 萁 ふ 程なら ば •一 腊此 本契約を 収 結ぶ 際に 於て 

何 か 御考が 有らねば ならぬ 筈で ある、 農 商務 大 K は 

其 常時は 知らない、 其當 時は 知らないと 云つ て も、 

少なくとも 亞米利 加の 禁鍅 問題が 起つた 際は、 旣に 

一之を 發 見して fr られた ので ある C 「ひや <」 と 呼 ふ 

荠あ 〇) 其 以来 今 n に 至る まで 何等の 處置を 執らず 

して、 今日に 至つ て 斯の 如き 力みた る .' 1 度を 執らる 

、と 云 ふことは、 私は 今日に 至る までの 現 農 商務 大 

r5 の、 责任を 疑は ざるを 得ない のであります、 之に 

對して 明確なる 農 商務 大臣の 御 答 辯を 煩したい。 

0 謎 長 (大岡 育造 君〕 仲 小路 農 商務 大臣。 

C 國務 大臣 仲 小路 菔君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 仲 小路 菔君〕 唯今の 早速 君の 御 質問に 

對しま1て、此 0 際明瞭に_上げたいのであります 

(「we  J ?: 呼 ふ 者 あり〕 誠に 好 時機であります から 

明瞭に 申 上げたい、 早速 封の 第一の 御 質問は、 農 商 

狩 大臣と して 私の 答 辯 を 致して 居る 事と、 政府 委員 

たる U, 不統一 」 r 八 签趿 い」 と 呼 ふ 者 あり) 若の 言 

と、 其 f?!l に 行 違が あつた、 それが 不統一で ある、 そ 

れはど ぅ 云 ふ 事 かと 云 ふ 仰せであります、 A3 にも 賣 

ffi を 有する 大臣と 致して、 私は 此點 に付きまして、 

將來の 爲を考 へて lit 不穩當 なる ilf を 正しぅ 致す は、 

今日 釣を ? 1 ® と 致して 1 K る 際に 於て、 當然 執るべき 

事 椚と 存じます、 又 …… (「本契約を 結んだ のは 誰 

だ. 一 と 呼ふ莕 あ 〇〕 啊 く 御 K を 願 ひます、 本契約の 

點 に 就て， 世には 斯う 云 ふ 事を f« へる 者' か ある、 大 

正 六 年に 至つ て 本契約を 締結す る 時分に、 現 農 商務 | 
稗 3?| 案大 JHI 七 年度 總铧® 案外 三 件 


大臣は 之に 對して 決裁を 與へた 云々 と 云 ふこと を述 
ベて 居る 者が ある (「決裁では ない」 「八 釜 敷い」 r 默 
つて 胺 け」 と 呼 ふ 若 あり 議場 騷然) 

0 親 長 (大岡 育造 君) 1 ffp li に 願 ひます" 

〇國務 大臣 (仲 小路® 君〕 事 H を 御 e になつ て宜か 
らぅ、 事 s ii 大正 . 7r 年 四月に 於て盟 路が總 て 決めた 
其 結果と して —— 其 結果と して 當時 製鍅所 長官は、 
最初 決裁を 經て屛 る 其 事柄を、 唯 だ 形式に 爲す 丈で 
あります から、 大正 六 年に 至つ ては 何等の 申出は 無 
いのであります c 「事 實は 分つて 居る J 「何 だ 默れ」 
と 呼 ふ 者 あ 〇 調 場騷然 ) 

〇讁 長 c 大岡 育造 君〕 P 肅に願 ひます。 

0 阈務 大臣 (仲 小路 廉 君) 是は 事實で あります、 そ 
れから 尙ほ 進んで 申します が、 斯 S 如く 今日 鐵を貴 
重と 致して 居る 際に、 未だ 會社が 十分に 機械の 運 Is 
も爲 さず， 多額の 物を 必要と しない 際に I 此際に 
政府 it 昨年の 九 ； 3 十月 以來 —— 亞米利 加の鐵 問題の 
起つ た 以来、 實に 此點に 就て は 谷般の 分配を e す點 
に 就て、 當然 執るべき 處置で あります から、 それで 
あ 〇 ますから 其 時分に、 此事實 に & て 之を 相 當に分 
配を する 途を 立つ たのであります、 それであります 
から 私は 思 ふ、 若しも 當時前 農 商務 大臣が 居られ ま 
しても、 今日 斯る塲 合に 於て は、 是丈の 方法を 執る 
ことは 至當で あります、 執らねば ならぬ ので ありま 
す、 故に 將來は 總て 之に 依て 相當に 分配を 立てて、 
必ず 一方に 偏し ない 方法を 執る と 云 ふことは、 國政 
上 政治 上 當に盡 すべき 事と 存ず るので あ 〇 本す。 

0 早速 整爾君 議長。 

01 ■長 C 大岡 育造 恝〕 早速 整爾財 。 

〔早速 整 爾君登 壇〕 

on 十 速整爾 君 喵今の 農 商務 大臣の 御 答は 全く 要領 

を 得ない (「其 通り」 と 呼 ふ 者 ありし 此 本契約を 取 結 

びた る 者は 誰で あるか， 其 責任は 何れに 在る かと 云 

ふこと を 私は 御尋 したので ある、 前の 年に 於て は、 

條件を 附 して 希望に 聰ず ると 云 ふ 通牒を 發し たに 止 

つて 居る、 其 通牒を 發し たに 止つ て 居る、 本契約は 

即ち 阼年 八月 二十日を 以つて 、現に 契約が Is 結ばれ 

て 居る -e l i あり ■* せぬ か、 此 契約を 収 結びた る 者の 

責任 如何を 私は 御尋丁 るので ある、 之に 對 して 私は 

農 商務 大臣 •か 知つ て 居る とか 知らないと か 云 ふ 事 實 

の 御 話は 聽きた くない、 此 本契約を 爲した 責任 何れ 

に 在り やを 明かに 問 ふので ある、 殊に 諸君、 米國の 


禁鐵 問題は 何れの 時期に 於て 起つ て 居る か， 昨年の 
八月 七日であります、 禁鐵 令の 出た のは 昨年の 八月 
七日であります、 其當 時に 於て 鐵の 問題に 就て 考慮 
を 運ら さる、 ならば* 此 本契約を 結ぶ と 云 ふこと を 
せず とも、 何 か 其當 時に 於て、 善後の 策を 講ぜら る 
べき 餘地が 有つ たと 云 ふことは 明かで ある、 然るに 
も拘ら ず 其 責任に 關して 明瞭に 御 答が 無い と 云 ふこ 
とは、 本員 甚だ 不滿 に堪 へない "更に 農務 商 大臣の 
御 答を 煩したい のであります (拍手 起. 6 〕 

0S 長 (大岡 育造 君〕 仲 小路 農 商務 大臣。 

〔國 務大 K 仲 小路 菔君登 壇〕 

〇國務 大臣 C 仲 小路 廉君〕 御 答 致します (「愍 々襤 
罐を 出した ではない か」 「默 つて 聽 け」 と 呼 ふ 者 あ 
〇議塲 騒然) 

〇 議長 (大岡 育造 嵙) 靜肅に 願 ひます、 答 辯 を 求め 
て騷 がれる めは 不道理です。 

〇國務 大臣 (仲 小路 暖哲〕 早速 君の 唯今の 御 質問は 
此際に 於て 農 商務 大臣の 責任を 何と 思 ふかと 云 ふこ 
とであります、 此 問題に 就きましては 玆に此 所爲行 
爲 を、 行政 上 政治 上 善後 0 處置を 執る ことの 可否 加 
何であります (「のぅ <」 「何 だ」 と. 呼 ふ 若 あり〕 更 
に 進んで (翳缇 騷然) 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇國務 大臣 C 仲 小路 廉 君〕 御鸱き なさい I 此 事の 
爲に或 は 不當な 行爲が あると か、 不正な 所爲が ある 
とか、 官紀 上の 問題で あると か、 是は余 く 別の 問題 
である、 それであります から 此の 事に 就て は、 昨年 
(發言 する 者 多く 議場 騷然) 

01 一長 (太 岡 育造 君〕 靜駙に 願 ひます。 

〇阈務 大臣 C 仲 小路 酿君〕 此 契約の 事は、 昨年の 八 
月 曾て 米國の 問題の 起つて 來た 際に、 分配 上の 必要 
があります から 調査を した 結果、 此 事を 見出した 
見出した から 国 正の途 を 執る と！ K ふので あります、 
何も 不思議は 無い。 

〔此 時發 言す る 者 多く 飄堪 騷然〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 早速 整爾 君。 

〔早速 整 爾君 登壇〕 

C 拍手 起る J 

〇 早速 整爾君 私は 農 商務 大臣に a して 私の 問の 趣 
旨を 能く 御 承知を 願 ひたいので ある (「もう 分つ て 
居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 本契約を 爲した る 責任を 私は 
御 l? -L たので ある、 善後の 處 ft を 執る ことを 御® し 


たのでは ない、 木 契約を 締結され た 時 か、 此問 題に 
付て 一番 1JJ: 大なる 時期で ある C 「責任を 問は れて居 
るのは 誰 •た」 「默れ J と 呼 ふ 者 あり) 此 責任は 果して 
何れに 歸す べき か、 徒らに 前 時代の 當局 者に 對して 
貴 任 を ^ T るが 勿 き 口吻 ^ 漏らす 御 方が あります か 
ら 、私は 此點に 付て 其 責任を 明かに して 置きたい の 
であります、 農 商務 大臣は 亞米利 加の 禁鐡 問題が 起 
つて、 始めて 此鐵の 問題を 承知 致した と 言は る、 の 
である、 禁鐵問 題 li 昨年 八月の 初旬に 起つ た 問題で 
ある. 即ち 此 本契約を 爲さ る、 前に 於て 禁鐵 問題は 
起つ て 居る ので あるから 、現 當局 者が 本契約を 爲さ 
れた當 時の 其 責任は、 免る、 ことが 出來な いと 云 ふ 
ことを 御尋す るので ある、 事實で はない、 其 責任 如 
何と 云 ふこと を 明瞭に 御尋 致したい ので ある (拍手 
起る〕  • 

〔「同じ 事 だ」 「答 辯の 必要 無し」 「答 辯すべし」 
と 呼 ふ 若 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 ■農 商務 大臣。 

〔國 務大 K 仲 小路 廉君 登嗜〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 as 君〕 昨年 s 米鐵 問題が 起つた 
に付きまして、 此 事柄を 見出した ので あ 〇 ます、 そ 
れ 故に 將來の 事を 匡正す る途を 執つて 居る ので あり 
ます (「駄目 だ 駄目 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 此上 最早 御 答 
する 要は 無い と 思 ひます (拍手 起る) 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 三 土忠造 君。 

0 三 土 忠造君 取消します。 

0 翳 長 C 大岡 育造 君〕 早速 整爾 君， 修正案の 說明を 
求めます。 

〔早速 整爾君 登壇〕 

0 早速 整爾君 諸君、 豫算 に對 する 私の 修正に 關し 
て 一言 申したい のであります (發 言す る 者 多く 謅塲 
騷然) 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 早速 整爾君 此 修正案 (i 旣 に 印刷して 諸君の 御手 
許に 廻して あります から、 私 ii 其 谷 項に 就て 一々 之 
を說 明す るの ® を 省きます (「簡 單」 と 呼 ふ 者 あり) 
此修 正の 案に 依ります れば、 總豫算 に 於て 歳出 經常 
部 外務省 所管に 於て、 二十 方 二 千 四百 九十 九圓の 削 
減と なり、 內務 省の 所管に 於て 六十 万 二 千 二 百 二十 
四 圓の削 減と なり、 大藏省 所管 1- 於て 二 千 方 圓の削 
減と なり、 遞信省 所管に 於て 二十 九 万 六 千 七 百 九十 
八 圓の削 減と なり、 合計 二 千 百 十二 万千 五 百 二 十一 

二 七三 
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圓の減 額と なつて 居る のであります、 更に 歳出の 臨 
時 部に 於て、 外 ^ 省 所管に 於て 十二 萬 八 千 圓の减 額 
とな 〇、 大蔵省 所 -S1 に 於て 百 三十 一 萬 二 千 八 百 三十 
二 圓の削 減と なり、 a 商務省 所管に 於て 十 ?;: 萬 千 三 
百 二 十九 la sffl 減 ？-. なり、 遞信省 所管に 於て 六十 萬 
七 千 七 百 十三 萬圓の 削減と なリ 、是が 合計 二百 十九 
萬 九 千 八 百 七十 四圆の 削減と なり、 臨時 經常 合計 二 
千 三 r 三十 二® 千 三百 九十 五 圓の 削減と 相 成る ので 
あります、 其 內經常 部の 大藏 省の 二 千 萬圓の 削滅と 
云 ふのは、 即ち 國債 整理 基金の 繰 入金を 削減を 致し 
たのであります、 此二千 萬圓を 臨時 軍事費の 財源に 
も 充て、 並に 臨時 事件の 豫備费 の 財源に も 充てる と 
云 ふ 案を 持つ て 居る のであります、 斯 くして 臨時 事 

件 豫備費 八 千 四百 萬圓の 中、 千 六 百 八十 萬圓を 減じ 

之を 六 千 七 百 二十 萬圓と 修正す る、 而して 臨時 事件 

豫備费 の 歳入の 中の 二 千 二百 萬圓の 借入金を 全部 抹 

殺す る、 又 臨時 軍事費の 豫算公 債、 並に 借入金 三千 

百 九十 五 萬 七 千 九 百 七十 一圓と あります のを、 千 七 

百 十五 萬 七 千 九 百 七十 一圓と 修正す る、 即ち 此軍事 

_费 の 財源の 借入金の 中から、 千 四百 八十 萬圓を 削減 

すると 云 ふ 意見であります、 減債基金の 二 千 萬圓の 

振 向 方に 付きまして は、 色々 の 御說を 承る ので あり 

ますが、 增税 案の 旣に 議決せられ ましたる 今日、 又 

吾々 に 發案櫬 無き 以上は、 之を 臨時 事件 費 並に 臨時 

軍事費の 財源に 充て、、 一方 借入金の 減額を すると 

云 ふことは、 泡に 機宜に 適した る處 置で あらう と 考 

へる のであります、 斯く すれば 大藏 大臣が 御 心配に 

なるやうな、 之を 濫費す るな ど、 云 ふ 心配は 毛頭 無 

いで あらう と 思 ふので ある、 此二千 萬圓の 減額は 固 

ょり 吾々 の 素 論であります •今日に 於て 所謂 還元を 

實行 する の . t/. 耍な しと 云 ふの が 吾々 の 素 論で ありま 

す、 此點に 就て (i 政府の 當局者 も 吾々 の 前に 屈服を 

して、 即ち 此二千 萬圓の 削減には 金 體に 於て 同意を 

致して 居る ので ある、 即ち 大正 八 年度 以降は 吾々 の 

言 ふが 如く、 此二千 萬圓を 減額す ると 云 ふこと を 現 

に計进 中に 現は して 居る、 唯 だ 大正 七 年度 丈は 之を 

其 儘に 存在を すると 云 ふ、 此當局 者の 負惜み に 似た 

る 態度は 吾々 は 寧ろ 之を 滑稽に 存じて 居る ので あり 

ます、 政 友會の 諸君は 此二千 萬 圓は其 儘に して、 成 

るべ く 年度 末まで 之を 使は ないやう にして 貰 ひたい 

と 云ふ筘 望を 以て おいでになる やうに ある、 私は 此 

減債基金を 年度 末まで 使は ないやう にす ると 云 ふ 意 


見が ある 以上、 一方に 於て 借入金 を 滅值を 致して 置 
くと 云 ふこと に 致します れぱ 、萬 一の 場合に 於て は 
之を 財源に すると 云 ふことは 事 甚だ 容易で あるので 
ありま 亍 からして、 寧ろ 借入金を ® 額す る，-, 云 ふこ 
とが 勝 理に 適つて 居つて、 且つ 是が 財政 上の 計 迸と 
しては， 頗る 堅實 なる 仕方で あると 考へて 居る ので 
ある* 此の 如くして 吾々 の 修正を 致した る 金額、 是 
は 洵に 僅々 たる ものに 止まる のであります が、 是は 
主として 新 事業 費に 舞しての み 削減を 加 ふるに 過ぎ 
ないから であります、 旣定の 歳 S に 就きまして、 大 
に 削減を 加 ふべき 必要の あると 云 ふことは 勿論で 御 
座い ますが、 是 (X 今日 直に 之を 實行 する ことが 出來 
ないから、 明年度、 豫算を 編成す るに 當 りまして、 
之に 一大 整理を 加 ふるの 必要が あると 云 ふこと を、 
私は 先づ玆 に 言明を 致して 置きます (拍手 起る〕 私 
は豫 ® に關 する 討論の 場合に 於て 更に 意見 $ 述ぷ 
る 積り であるので •此 案に 葑 する 修正の 大體 丈を 玆 
に說明 致して 置きます。 

〔拍手 起る〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 鈴 木 梅四郞 君。 

〔鈴 木 梅 四 郎君 登壇〕 

〇 鈴 木 梅 四 郎君 私は 吾々 同志の 修正 致しました る 
修正 意見、 並に此 豫算に 大體に 賛成を 致しました る 
趣意を 簡單に 述べます、 吾々 同 思 も此 度の 豫算 に對 
しまして は、 斧 誠を 加 ふる si が 餘り 多くない ので あ 
ります、 即ち 內務 省の 視學官 の 設置の 經質 、大藏 省 
の國債 償還 基金、 それから 大藏 省の 臨時 部の專 賣局 
東京 試驗所 新設、 鹽專賣 の 倉庫、 遞信省 2 航路 擴張 
此五 項目に 亘 りまして 、其 金額は 二 千 百 一 萬 千 三百 

四十 圓と云 ふ 金額に 過ぎない のであります、 而 して 

此 視學官 新設、 航路 横 張 費は、 行政 整理の 趣意を 以 

て 削減した のであります、 鹽の 倉庫の 如き ものは、 

S 專賣 に S しまして は 吾 黨年來 の 主張が あります、 

是は 根本的に 大に 改革を 加 ふる 趣意を 以て 削つた の 

であります、 國債 償還 基金は 吾黨 多年の 宿 論であり- 

まして、  是は 憲政 會の 諸君 並に 政 友會の 諸君の 如く 

最初ょり 此 問題に 左 _ な 深き 意味を 持つて 居らない 

是は 一時は 政治 上の 問題に なつた やぅで 御座います 

けれども、 吾黨は 左_ に考 へて 居らな かつた、 多年 

の 問題で 御座います、 其 宿 論に 基いた ので 御座いま 

す、 斯樣に 致しまして 豫算 全體に 毀して 吾黨は 殆ど 

此外 は總て 協賛を 與へて 居ります る 次第を 一言 申述 


ぶる のであります、 御 承知の 通〇國 防の 充迓 、是が 
最も 大切なる 問題であります、 此點 に付きまして 無 
論不撤 底の 免が れない S も あるので あります が、 海 
軍の 如きは 大正 十二 年度までの 計 3S と 致しまして は 
確に 工業 能力の 許す 限り 及び 財政 C 許す 限りの 「ベ 
スト」 を盡 して 居る と 云 ふこと を 私共は 認めた ので 
&り ます、 陸軍の 關係 になり ましては 、犬なる 遺憾 
の點が あるので あります が、 吾餺多 年の 主張で 御座 
いまする 兵器の 改良 •航空 陵 •自轉 車 陵 等の 横 張、 
それから エ業動負の维備と云ふやぅな點、吾黨の多 
年 主張 致しました 所に 依つ て豫算 を 編成して 居り ま 
すので、 不徹底の 點ほあ ります が、 是等も 矢 張 認め 
て 居る のであります、 其 他 財政 計® 2 方から 申し ま 
しても、 富豪 階級に 臨時 及 永久の 增稅を 課する と 云 
ふことは、 昨年の 議會に 於て 此 壇上に 於き まして、 
私は 政府に 警吿 したので 御座います •か、 それを 採用 
せられて 居る のであります、 斯樣に 致しまして 先づ 
不十分 不徹底の 點は あります けれども、 大體の 所 承 
認 を與 ふべき ものと して 協賛を 興へ た _ で 御座いま 
すが‘ 唯 だ 吾黨と 致しまして 最も 潰憾 とする 點丈を 
玆に 明言して 置きます、 それは 何で あるかと 申し ま 
すれば、 矢張此 壇上で 黨を 代表して 私が » 吿致 しま 
したる 中に、 根本的の 行政 整理、 官業 及 官有 財產の 
整理 及 利用と 云 ふこと を 急いで やるべし と 云 ふこと 
を警街 致して 御座います が、 此點が 殆ど 手が 著け て 
無、. と 云 ふこと を、 最も 潰憾 とする のであります、 
それから 我黨 多年の 主張で 御座いま する 下層階級の 
安寧 幸福に 關する 問題、 言 ひ換へ れば 社會 政策の 問 
題に 對して 、政府 (t 不徹底ながら も此 度は 多少 之を 
加味して、 殊に 世間に 向つ て も吹聽 をした るに も拘 
はらず、 政 友會及 憲政 會の反 對に遭 ふて、 直に 其 主 
張を 撤回して、 殆ど 此豫算 の 上に 於て は 社會 政策と 
云 ふ ものに 付て は 何等 痕跡を 留めぬ やぅに なり まし 
た點 が、 最も 吾々 の 遺憾と する 所であります (拍手 
起る〕 それ故に 私は 現內閣 諸 公に 警告を 致します、 
此 次の 財政 計畫を 立てられる 時分に 當つて は、 根本 
的の 行政 整理、 官業 及 官有 財產の 整理と 云 ふ ものを 
斷 行して、 且つ 社會 政策に 今少し 徹底的の 施設を 爲 
さる ことで あるので あります、 社會 政策の 事に 關し 
ては、 我黨は 多年の 主張であります のみならず、 殊 
に 本年度は 宣言に 於て、 總理の 演說に 於て、 天下に 
之を 示して 居ります、 何故に 吾々 は此 問題を 必要と 


_ !_一  七 四 

する か、 即ち 軍備の 充 W と 云 ふ 辻 問題に " I 係し、 钫 
產興業 0 振興と云ふ此問題に咒係して、即ち >; 葉を 
換へて 申します れぱ、 穴：！3 强 兵と 云 ふ «: 大 $ な IH] 0 
に關係 致しまして ' 强- v/ Ji-. :  士を沿 .-% - こと、 

き 勞遛 者を 22 る •  tt  云 .;. 此  m  要 • 

政策を M も 必要と 感得す るから であります 、段 鞔 巴 
の大哦 の 結果は、 確に 之を 證明 致して 居る ので あ. リ 
ます、 申す 迄 も 御座いませぬ、 我 帝國堪 人 〇 九 M は 
皆 貧民 階級の 者であります、 又 殖產界 に ® いて 居り 
ます 所の 勞呦 者の 九 割 迄 も、 矢張り a 民 階級で ? -， り 
ます、 此多數 の 庶民 階級が 社 fr m 描 〇 不完全なる 爲 
に、 衞生狀 態が 非常に 惡くな つて 居る のであります 
花柳病の 茲延 •肺結核の 裉加 •殆ど 國民 金 es を 通じ 
て 甚だ 健康 上 宜しくない 現象を 里して 居る ので あり 
ます、 即ち 私が 此程 陸軍大臣に 哲 問した る 如く、 顏 
色 憔悴、 形容 枯稿 致しました る 屈 原 式の英 士が 多い 
のであります、 屈 原 式の 勞卿 者が 多い のであります 
何の 爲に然 るかと 申せば、 即ち 是等の 下層階級が 今 
日 生存競争の 巷に 立つ て戰 つて 居ります るが、 其收 
得する 所の 金と 云 ふ ものは、 ■々衣食す る 外に 餘裕 
は 無い のであります、 其 衣食す る 外に 餘裕の 無い 生 
活狀 態であります る爲 に、 一朝 病に 罹りまして は、 
直ちに 相當の 醫師に 就て 之を 診療す る ことを 得ない 
のであります、 故に 病氣は 自然に K くなる ので あり 
ます、 終りに 之が 爲に 危急に 迫っ て、 释 者に 掛〇ま 
す 時には 時 旣に遲 しで、 終に 夭死を する 渚 も あるの 
であります、 然らざ る 者 も 弱い 人間と なつて、 所謂 
屈 原 式の 兵士， 屈 原 式の 勞砌 者を 見る のに 至る のて 
あります、 此 問題に 付て 諸君の 御淸聰 を 願 ひたい 一 
の 事實談 が あるので あります (「修正は どぅした j と 
呼 ふ 者 あり〕 私の 知って 居ります 一 後備 軍人の 迓際 
談で あります、 此 後備 軍人は、 唯今 月收 三十 0 程の 
收 入の ある 者で ある、 そこで c 「止し 給へ J「 それが 
豫算の 修正です か」 と 呼 ふ 者 あり〕 夫婦に 子供' か 三 
人 ある、 內の上 二人は 女で、 末に 男子が 一人、 此男 
子が 五 歳に なりました が、 昨年 風邪を 引きました 後 
が 肺炎と なつた (「止せ々々」 と 呼 ふ 者 あり) 翳 者の 
手當 十分なら ざる 爲に 段々 重くな つて、 終に 入院沙 
汰に迄 及びました が、 ル 不幸に も 之が 死んだ ので あり 
ます、 然るに 此 一人の 男子を 失 ひまして、 葬式を 營 
む 迄の 間の 費用が どの位 掛つた かと 申します ると、 
約 六十 何 圓の费 用が 掛って 居る、 醫 者の 診察 代 若く 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


は 藥倒 、入院 料 •葬式 料 等を 加へ まして 六十 何圆に 
及んで 居る のであります、 所で 僅か 三十 圓の收 入の 
ある 八であります るから、 此缺陷 を 補ふ爲 には、 一一 
简月の 間と 云 ふ ものは (「 脫線々 々」 と 呼ふ容 あり〕 
食 ほず、 飲まず、 著ずに 居らなければ 此缺陷 を 補 ふ 
ことは 出来ない のであります、 尤も 此 0 ■止せ 止せ」 
「簡單 に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり) 缺陷を 一時に 補 ふ 
ことが 出來な い爲 に、 借金を して 居る のであります 
が、 借金は 高利 貸と 質屋から 借りて 居る 爲に 、利息 
が 中々 高い、 三 割 七 八 分に 當る爲 に、 矢張り 一箇月 
位の 收入 は此 利息に 収られ て 仕舞 ふと 云 ふので あり 
ます、 是は 軍人 一人の 現に 私が 知つ て 居 〇 まする 所 
の實例 であります t 「止せく」 「止せょ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 斯樣な 仕 末で 御座います から， 屈 原 式の 兵士 

の 出る のは 尤もであります、 屈 原 式の 勞 磡 者の 多い 

と 云 ふこと も當然 の 事では ありませ ぬか、 然るにで 

す、 斯糅な 問題に 付きまして 私は 大に心 配を 致し ま 

して、 政府の 當局 者に、 國防の 充實は 宜しい、 併な 

がら 充寶の 眼から 見る と 云 ふと •豫 後備の 多數の 軍 

人に 斯_な 者の あるのは どぅで あるか、 是は 軍備 充 

實 の 上から どぅで あるかと 云 ふ 質問を したので 御座 

いまする •か、 當局 者は 之に 對し 甚だ 冷淡な、 不徹底 

な 返答を なされて 居る のであります" 甚だ 吾々 は 感 

心 致さない のであります (「止せく」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 御 承知の 如く 社會 政策の 主なる 點 はと 申します 

れぱ 、防 貧 救貧 S 事椠で 御座います が、 防 貧 救貧の 

車 業の 殆ど 七 八 割と 云 ふ ものは •疾病に 對す る醫藥 

の 設備を すると 云 ふこと、 それで あると 云 ふことは 

獨逸に 於ても、』 英吉利に 於ても、 佛関西 に 於ても、 

0 際の 事 K であるので あります、 然るに 我幽 の現狀 

は 左 e な ことであります るから して、 是は 政を 執り 

まする 者が、 大な る考を 以て 之に ffl 當 G 設備を しな 

ければ ならぬ と 云 ふこと け、 私の 論斷 を俟た ぬので 

あります、 此 故に 私は 来 /: > 議會に 於て、 來 年度の 財 

政 計 逛 を 立てられる 時に 當 つては、 此社會 政策の 研 

究を 十分に 致して、 相當の 設備を 爲す べしと 云 ふこ 

とを 政府 當局 者に 瞥 吿す るので あります •同時に 政 

友 © の 諸君、 並に 憲政 會の 諸君に も、 lit 問題を 今少 

し 御 研究 あらん ことを 忠告す るので あります、 此度 

の 謎 a- に 現は れ ました 所を 以て 見ます ると、 政府は 

無論の こと、 政 友會の 諸君 も、 懑 政® の 諸君 も， 此 

大 琪 な 社 6- 政策 問題に 對して ほ 無智 M 學 にして、 II 


つ 冷淡 極まる と 云 ふ 評語を 下されましても (「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり) 一言の 1  (「無智とは 何 だ」 
「無用々々」 「失敬な ことを 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり 議 
場騷然 ) 御默 りなさい。 

〇 議長 c 大岡 育造 哲〕 靜肅に ，…： 

〔「無智 無學 と ! t 何の こと だ」 「取消せ 馬鹿つ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 鈴 木 君、 滿場に 向つて 感情を 
挑發するやうな亊を言はれるのは宜しくあ〇ませぬ 
〔「収 消せ 取消せ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 鈴 木 梅 四 郎君 いや、 其 點 は 私の 速記 錄を 能く 御 
覽下さ い、 無智 無學 にして IL つ 冷淡で あると 云ふ批 
評を 受けても、 j 言の 申譯は あるまい と 云 ふこと を 
言つた (「収 消せ 取消せ j と 呼 ひ 議場 騷然〕 驭 消す 必 
要は あ 〇 ませぬ、 論ょ 〇證據 、無智 無 學と云 ふ 理由 
を是 力ら 申 上げます (「不 當々 々」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 何 
故是 が不當 であります (「謹 聦々 々J 「脫 線す るな」 
と 呼 ふ 者 あり) 私は 獨逸 入の 此度 の戰爭 に 於て 熱烈 
なる 愛國心 を 發揮 し獨 逸の 兵士の 如何にも 强いと 云 
ふこと に 付て、 政府は 何が 原因で あるかと 云 ふこと 
を 研究して 居る かと 一 K ふこと を 質問した ので ありま 
する が、 政府は 之に 對 して 未 •た 何等の 研究を して 居 
らぬと 云ふ說 明を 致して 居ります、 さう して 國民的 
衞生狀 態の 不良なる ことは、 私の 質問す る 通りに 認 
めて 居る が、 之に 對 しても 結局 精々 注意す ると 云 ふ 
外 (• 何等の 案が 無い のであります、 所で 此度の 豫算 
に 現 はれた 上で、 社會政 策ら しきものは と 云へ ば、 
先づ 通行税の 全 酸、 石油 消費税の 全廢 、斯樣 の もの 
である、 所が 此僅に 現 はれました 社會 政策の 問題' か 
政友會 から 强談を 受けたら、 政府は 如何なる 態度に 

なつて 居る か、 俄然と して 腰を 折つ て、 自己の 主張 

を 抛 115 し 去つ たでは ないか、 是は 社會政 策に 經驗の 

ある 政府なら さう でない、 私. が 他 八から 無智 無學に 

して IL つ 冷淡で あると 云 ふ 批評を 受けても、 申譯が 

あるまい と斷 言す るのは 是であ る、 又 憲政 會の 諸君 

も餘〇 大きな 事 {i 言 はれない、 憲政 會 2 代表 演說者 

は、 殊に 我が 國民黨 の 方に 向つ て 如何なる 言葉を 費 

された か、 國民黨 は 社會 政策と やら 云々 と 云 ふこと 

を 殊に 言は れて 居る、 諸君、 社會 政策と やら —— 今 

日の此 世界の 有 ST 日本 S 現狀を 知らず して、 社會 

政策と やらと 云 ふこと (3: 果して 何事で あ 〇 まする、 

是が 即ち 世間から 無智 無學 にして 且つ 冷淡な りと 云 


ふ 批評を 受けましても、 一言の 申譯は あるまい と 私 
が 言ふ譯 であります、 K に 政 友會の 諸君に も 申 分が 
あれば 申します、 代表 演說 をされ た 政 友會の 一議 M 
は、 矢張り 憲政 會同樣 に 我黨の 方に 向つて、 社會政 
策の 講釋を 御 止めに なつて 云々 と 云 ふこと を 確に 明 
言され て 居ります c「 分らない ことを 言へ ぱ言 ふ」 と 
呼 ふ 者 あり) 即ち 私が 前段に 述べました が 如？、 社 
會 政策は 軍備 充實の 上に 重要なる 關係を 持つて 居る 
と 云 ふこと を 無視され て 居る ので ある、 此點に 於き 
ましては、 政 友會の 諸君 も、 憲政 會と 正に 同樣で あ 
ります (「社 會 政策は 君 一人の 專賣で はない ょ J と 呼 
ふ 者 あり) 斯一な 事實 から、 私は 世間から 無智 無學 
にして 冷淡な りと 言 ほれても 申_は あるまい と 申し 
たので ある、 諸君、 今や 歐羅巴 の 政治は 社會 政策と 
云 ふ ものが 其 全體 'e あると 申して 宜しい、 即ち 今日 
の 敵 味方と 立 分れて 戰つて 居ります る、 全智 全力を 
盡して 戰つて 居る， 此戰は 多® の 庶民 階級 貧民 階級 
の 手に 握られて 居る のであります、 其 勝敗の 鍵は 此 
多數の 庶民 階級の 手に 握られて 居る 爲で はあります 
けれども， 社會政 策と 云 ふ ものが 政治の 大部分を 占 
めて 居る のであります、 斯樣な ことで 御座りまして 
即ち 獨逸が 强いと 申します ろ もの も、 千 八 百 十四 年 
に鐵血 宰相 「ビス マーク 」 が 徹底した る 所の 社會政 
策を 實 行して、 即ち 個人の 利害、 國 家の 利害と 云 ふ 
ものを 同樣に …… (「千 八 百 十四 年に 「ビス マー ク」 
は 居ない ょ」 と 呼 ふ 者 あり〕 國 家の 利害、 即ち 個人 
の 利害， 此の間に 殆ど 徹底的の 愛國 心を 起さし むる 
所の 玆に 有力なる 所の 法律 •か出来た 爲で ある、 斯樣 
な 見地から、 私は 日本の 政治 社會の 如何にも 多數の 
下級 階級の 安寧 幸福の 問題を 忘却 致して 居ります る 
事に 付て、 深き 憂を 懷いて 居る のであります、 斯樣 
にして 私は 政府に 向つて、 殊に 来年 度に 於て ほ 徹底 
的の 成案を 出されん ことを 希望 致す 譯で あります、 
終りに 臨みまして 私 ほ 製鐵所 問題の、 所謂 委員 會の 
懇談 會 員の I 人で あると 云ふ爲 に、 名前を 朗讀 され 
ましたから、 あの 時の 問題を 序に 一言 申して 置き ま 
す (「謹 聽 J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 成程 私 も 懇談 會 員の 一人 
即ち 我黨 を IV 表して 出て 居りました、 併ながら 當時 
の 私の 今に 覺えて 居ります る 所で 申します れば 、鐵 
の 事業と 云 ふ ものは 非常に 大切な 事で、 是非 之を 盛 
んに せねば ならぬ ので ある •所で 民間の 製鏺 所は 其 
原料を m る ことに 付ても 頗る 困却 致して 居る、 それ 


故に どうか 製鐵 所を 擴張 するならば、 成るべく 半 製 
品を 民間に 分布して さう して、 民間の 鐵 工業を 十分 
に發 達させたい ものであると 云 ふ、 此 意見には 吾々 
も 賛同を 表した のであります、 さう して 私 も 參加致 
しました のであります が W • 御 承知の 通り 國民黨 から 
私が 一人、 政友會 からは ill 人出て 居られた が、 葚に 
少數な 委員でありまして、 大多数は 憲政 會の 諸君で 
ある、 そこで 私共が 其 大體の 趣意に 依て、 此 政府 所 
有の 製鍅 所から 拂下 げられ る ものは •均等に 汎く拂 
下げられる 趣意を 以て 賛成を し、 懇談を したので あ 
る、 之を 一會社 若く は數 人の 人に 專有せ しめる が 如 
きは、 吾々 は 殆ど 考へて 居らない、 私は 此 問題が 起 
りまして 始めて 驚いた ので ある (「さ うぢ やらう」 と 
呼 ふ 者 あり〕 私共は あの 時分に 骨折って 此 事に 盡力 
致しました が、 斯_な 事に なつた とは 墓に 驚き入る 
と 云 ふ 考を馈 友に 話を 致した のであります、 私共は 
其 懇談 會の 濟んだ 後の 事は、 岡 崎 君 か 左樣な 運動を 
された か、 或は 知名の 人々 が 寄つ て會 社を掊 へた か 
左樣な 事は 一切 存じ ませぬ で、 此 度の 議場に 於て 始 
めて 承つ た 譯 であります から、 御參考 の爲に 一言 申 
して 置 S- ます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君：！ 是 ょり 議事に 入る 筈で ありま 
すが， 三 木武吉 君ょり 議事の 進行に 關す る發 言を 求 
めら れま したから、 之を 許可 致し— ます。 

0 三 木 武吉君 私は —— (「登壇々々 J と 呼 ふ 者 あ 
り) 

〔三 木 武吉君 登壇】 

〔拍手 起る〕 

〇三 木 武吉君 本員は 政府に 對して 臨時 ® J 理 大臣の 
任命は 何時 ありし や、 及び 何人に 對 して 下命せられ 
たもの なるやを 御尋 致したい のであります cr 何 だ 
い 」 r それは 議事の 進行では ない」 と 呼 ふ 者 あり) 先 
刻 我 黨の齋 藤隆 夫君から 內務 大臣に 對 して 爲し たる 
質問の 答 辯に、 其 第一 回の 答 辯と 致しまして は、 內 
務 大臣は 閣議に 於て 總理 大臣に 代るべき 者を 定めて 
此 席に 出で て 居る ので あるから 差 支ない と 云 ふ 御 答 
辯に なつた ので ある (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) 齋藤 
君の 追究に 依て 第二に 答 辯せられ た、 其 答 辯の 要旨 
は、 命を 受けて 總理 大臣の 事務を 代理す るので ある 
と 答 辯され たのであります (「總 理 大臣の 命を 受け 
て だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 第二の 答 辯は 即ち 内閣 官制 第 


预 算案 大正 七 年度 總豫算 案外 三 件 
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豫算案 大正 七 年度 e 搀算案 外 三 件 
:八條 に te るの 命で あらう と 私は 信じ * す (「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり) 第一の 答 辯 ij 内聞 官制に 認めら 
れ ざろ 所の、 不法の 代理 決錢で あると 私は 信じます 
(拍手す る 者 あ 〇 內務大 K の 答 辯が 前後に 於て 矛 
盾を 爲し たる 以上 (5: 非 ^ れが 0 なり やを 確め るの 必 
要が あるので 御座います、 更に ? 4 が 此疑を 挟む のは 
C 「進行 妨 再」と 呼 ふ 者 あり〕 僅に 政府 委員の fr: 命で 
すら も 官報に 之， >, 掲載し、 錢場に 報 街せ らる 、ので 
御座います 、終 FH 大 E の 代理 IT: 命々' 爲す此 重要 事件 
を、 官報に 揭魃を も爲 3 ず、 餞 場 1- 報 街を も爲 さ - f 
突如と して 此席に 於て、 追究 1- 依て 後脾 大臣が 報吿 
をせ らる 、と 云 ふことは、 K は 勅令を ® るの 罪は、 
事 死罪に 常る m 要 取 件で 御座います るから (拍手す 

ろ 者 & り) 固ょり 內務 大臣は それに 對し て僞を 述べ 

たので あるとは 申し ませぬ が、 曾て 己れ の 野心を 全 

うせむ が 爲 に、 國惡を 暴露して 尚 ほ 恥 ぢざ るの 大臣 

で* so ますから、 何事を 爲すや も 分らない ので 御座 

います、 M めて 此處で 質問を 致さなければ ならぬ の 

で 御座います。 

〔拍手 起り 「書面を 以て 答 辯すべし」 と 呼 ふ 者 

あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 後藤 內務 大臣。 

〔國務 大臣 男 S 後藤 新 平 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (男 13 後 膝 新 2 F 君) 喵今三 木 君の 御 質問 

に 答へ ました 點 から、 御 疑問が 起つ たのであります 

齋 藤 ? ■? は 內閣官 制の 正條を 引いて 御 話で ありました 

其 事 (3: 承知 致して 居 〇ま すと 斯う 言つ た、 それから 

命を 受けて 居る かと 言 ふから， 命は 受けて 居ります 

併ながら 今 三 木 君の 御尋 は、 齋藤 君の 命を 受けて 居 

ると 云 ふ 事の 意義と、 私の 命を 受けて 居る と 云 ふ 意 

義と を、 混同して 御尋 になつ たやう であります (「の 

うく」 「命とは 何 だ」 「命と ! i 何人の 命な り や」 「八 

签敷 い默っ て 聽 け」 と 呼 ふ 者 あり) 此國務 大臣は 總 

理 大臣の 不在の 時には、 其 首席の 大臣、 若く は 其 差 

支が ある 時には 其 次の 大臣： fV 此或職 務に就 て總理 

大臣を 代表した 一部の 事を e すと 云 ふこと に 付て は 

命を 受けて 居る 事 一 v 申した のであります、 而して 又 

官報に 出す とか 出ぬ とか 言 ひます が、 是は 即ち 副 «■ 

をしたり する やうな W で、 即ち 臨時 總理 大臣と して 

全部を 代表す る塲 合で ある、 其 事は 承知 致して 居る 

と 先刻 言つ たのであります、 其 通りであります から 

して、 先刻 誰 方 か 御 發議 にな りました やうで ありま 


したが、 又赞藤 君で あつたかと 思 ひます が、 誰で あ 
る、 此席で 代理を する 者 It 誰で あると 云 ふ 御 尋があ 
りました が、 別に 申 上げ ませぬ でした、 それ It 即ち 
首席の 大臣が 其 代表を 致します、 それ (t 或 事務を 其 
國務 大臣た る 者が 代理を 致します のであります。 

〔「官^^ない」 「議長々々， I と 呼 ふ 者 あり〕 
〇篛長 c 大岡 育造 君〕 床 次 竹 二 郎君。 

〔「議長 横暴 だ」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〔床 次 竹 二 郎君 登®〕 r 拍手 起る〕 

〇 床 次 竹 二 郎君 本員 13; 豫算委 M 長の 報吿に 賛成を 
致します、 多少の 修正を 加へ ましたのは、 本年度に 
於て 是等费 用を 削除 致しましても、 敢て 國務 2 進行 
上に ! 3; 差茭な いと 認めた るに 依る 譯で あります* 今 
年の 此豫算 の大 體 を 見ます と‘ 六 年度に 比較 致し ま 
して％ 加して 居る 金額は、 一億 餘萬 _ であります、 
其中國 防の 充實 費が 約 六 千萬圓 、製 鐵 所の 横 張 費が 
一千 餘萬圓 、敎育 費國庫 補助 一千 萬圓 、此三 項を 控 
除し ますれば 其 他は 11 か 三千 萬 圓內 外に 過ぎない 增 
額であります、 之を 六 年度の 經 費に 比較し ますれば 
約 百 分の 五の％ 加に 過ぎない のであります、 而して 
敎育費 一千 萬圓ほ 昨年 S 本院に 於て 建 11 致した もの 
であります、 是は寧 ろ 其 不足を 感ずる のであります 
で 製鐵 所の 擴張 費に 至りまして は， 今日の 場合 至極 
相當な 施設と 信ずる のです、 要するに 七 年度の 豫 M 
は、 盌に垌 税 案の 決議が あった と 同時に、 隨て其 歳 
入 計 班を 改められ、 歳出に 於て 主要 S 問題た る國防 
案 も旣に 承認を せられた のであります、 夫 故に 本員 
は此處 では 唯 だ豫算 に關 する 大瞠の 所見を 申 述べて 
置く こと、 したいと 思 ひます、 國 防の 計 ffi に 就き ま 

しては、 增税の 委員 會に 於て、 一員ょ 〇 陸軍大臣に 

斯樣な 質問を 致した のであります、 第一 今回の 計® 

に 於て、 二十 一個 師團は 凡そ 完成 充實 された ものと 

承知して 宜しいで あります か 如何、 第二には 隨て近 

き 將來に 於て、 更に 充實 a の耍 求になる 如き 事は あ 

〇 ませぅ か、 第三には 今回の 計畫を 認めれば-それ 

に引續 いて 近き 將來に 於て、 之を やつた から 更に 是 

もやらねば ならぬ と 云 ふが 如き、 要求を 爲さる 事は 

ありませ ぬかと、 之れ に對 して 陸軍大臣ょりは 第一 

大體 今日の 計 ffl を 以て、 戰鬪 能力を 備へた ものと 認 

めます、 第二の 問に 對 しては、 今回の 如き 大な る充 

實を爲 す 必要が ありませ ぬ、 第三の 問に 對し ては 今 

回の 充實を やつた 結果、 連 製-して 是もや らねぱ なら 


ぬと 云 ふやぅな もの ほ 先づ無 い考 である、 大閗斯 揉 
な 趣旨の 御 答 辯を 得た ので あ 〇 ました、 吾々 が 今度 
の 計 3i を 見ます と 云 ふと、 特科 陵の 編制を 改正され 
て居るので ^. 0ます、旣に此持科部睽の辐制を改正 
された 以上は、 之！ J 伴つ て 首腦 たろ 步兵及 肺 幽編制 
の 如き もの も、 自ら 改正せ らる べき ものでは ないか 
と 思 ふので あります、 又 現に 聞く 所に 依れば •我が 
元帥 會_ に 於て ほ、 師围其 他の 編制 改正に 對 し、 一 
人の 異論 者 も 無かつた と 云 ふこと を 聞いて 居る ので 
あります、 旁々 吾々 は 今回の 計 ffi は、 是れで 完結せ 
る ものである や 否やと 云 ふこと に 付て は、 疑を 存す 
る 者であります、 けれども 寺內 元帥を 首班と して 居 
る 現內閣 のこと であります から、 其說 明には 重きを 
置いて、 此機會 に 於て 後日の er 特に 玆に 之を 私は 
明かに して 置きたい と 思 ふです、 想 ふに 歐 洲大戰 以 
來‘ 軍事に 對する 我國 民の 自覺は 著しく 進 步致 しま 
した •斯る 機 蓮に. 際會 しては、 政府 者は K しく 十分 
に 胸襟を 披瀝して 以て、 國防計 班の 全體を 國 民に 7 
解せ しめ、 兼ねて 國 防の將 来に 向つ て 覺悟を せしめ 
相俱に擔任せしむべきやぅに導くと云ふことは、最 
も 然るべ ^ 措置で あると 考へ るので、 尙ほ 言葉を 換 
へて 申せば、 爲政 者は 常に 國 民の 主張の 赴く 所を 察 
して、 之を 善導すべき ものである、 然ら ずして 當局 
者が 思 ふ 儘に 國民を 從は しめむ とする が 如き こと あ 
れぱ 、是は 最も 戒 むべき 事で あろと 信ずる 〇 であり 
ます、 故ら に玆に 一言を 費して 置く、 試みに 現 時の 
大戰に鑑みて見まするに、今回の此國防計逛2みに 
ては、 尙ほ滿 足す る ことの 出来ない 點が 段々 ある、 
例へぱ 飛行機 及 潜水 艇の 如 3- は、 其數に 於ても 不足 
であると 思 ひます、 其 製造の 施設に 於て- % 、 亦不十 
分で あると 思 ふので す， 此點は 大艦の —— 巨艦の 製 
造 能力の 增進 と共に、 最も 努力を 要すべき 餘地が 十 
分に 在る と考 へます、 又 兵器 殊に彈 藥の 製造 能力 も 
其 規模を 補足 擴充と 云 ふこと が、 最も 當 面の 急務で 
はない かと 思 ふので す、 故に 是 等の 點に 付きまして 
は、 官民 エ塲の 能力の 統一 調節を II り、 或 (t 人と 金 
とを 以て 兼ねて 民間 工場を 補助 指導を して、 力めて 
便宜を 與へる 等の 方法を 攻究す ると 云 ふことは >  亦 
必要な 事で あらう と 思 ふので す、 何れに 致しまして 
も、 是 等の 點に 就て は 最善の 努力を 爲す べきでは な 
いかと 今日の 時節は 思 ふので す、 此點に 就て は 豫算 
委員 會に 於け る 吾黨の 野 田 君より 筘望を 述べられて 


I  二 七 六  _ 

陸海 tu 大臣 共に 其 希望 -j® ふべ く 迸 力を a すと 云 ふ 
答 辯を m たので、 本 il 等は ^ 足 致す 听 であ 〇 ま す、 
敎 育の 事に 付て は 義務 敎育 费補此 の 外に、 本年度の 
薄 3? に 於て は、 幾多の 高等 學校等 が 岈設さ れて 居り 
ます、 是は 固より 諂の 無い 所であります、 吾々 〇 希 
望と しては、 更に 一般の 昂制 に is する 制度を 速に 改 
正をして—時運に適はするやうな塔改を執つて玟ひ 
たいと云ふことを留むのであります、，もう|つ茚苽 
の發 達を Ei るに！ r 申す 迄 もな く 運 砬 交通の ^ 設を 
普及す ると 云 ふことは、 ® も 急務で あ 〇 ます、 今度 
の鐵逗 の計诳 2如きは吾想年來0主張であ〇ますか 
ら .固よ 〇質 成を 致す のであります が、 尙ほ 海陸の 
連絡 設備に 關して も、 計 iif する 所 ある 〇 を 切に 希 朝 
する ので あ 0ます、殊に海運 0 發展に就ては、今0 
の 時局 lm ちに 其 施設を 許さ V* る琪 淸 も あらう と . S ひ 
ますが、 併ながら 此事は 、腿 後の 經货 としては © も 
大事な iw でありまして、 今日から 相當 の考硪 を 要す 
べき ものと 思 ふので あ 〇 ます、 以ヒ大 體 の 所見を 述 
ベて 賛成の 意を 表する のであります、 玆に終 〇に菌 
んで一言辯じて匮きたいと思ふのは、今度の此 ?« 筘 
に 於て、 政 友會が 社會 政策を 打 壊した 如く 論ぜら 〇 
、のであります が、 全瞠 今度の 豫筘に 於て —— 拽 n 
なり、 褙税 案な りに 於て、 政府が 社會 政策を 立てた 
とは 吾々 承つ て 居らぬ、 或る l fl から 社 e- 政 va に VX 
て 問 はれた 時分に、 大蔵 大 K は、 税制の 整理， 負擔 
の 均衡を ia ると 云 ふことは 申した が、 社 會政策 と 13: 
申さな かつた と 言 はれた やうに 承つ て 居る* 成程 3 
うで -s> ると 思 ふ、 社會政 策と して 政策を 立て，：' る、 
ならば、 もつ と 恐らく 施設し 考促す べき IJ-f は 幾多 あ 
らうと 思 ふので す、 今 申された 事は 如何なる 點を以 
て 中され たの か、 恐らく 交？ g 税の廢 止が 成立た なか 
つたこと を 以て •社會 政策を 打 壊した 如く 考へら れ 
て 居る と 思 ひます が、 吾々 は 今日の 時局に 於て ほ、 
增税 案の 時に 吾黨の 元 Fl:l 君より ¢1 された 如く、 税制 
の 整理 も 必要で あらう、 併ながら 今日 S 時局に 於て 
は、 經濟上 から 考へ 、其 他の 事情から 考へ て、 斯の 
如きの 整理は、 之！ V 後年に 酈るが 至當 であると 云 ふ 
考で あつたので す、 而も 吾々 は 郵便 稅を 引上げ r メ 
リ ヤス」 税を 新たに 起し、 飴を 甜 めても & を 取る、 
「ラムネ」 を 飮んで も、 蜜 相 水を 飮ん でも 税を収 つ 
て、 尙ほ玆 に 交通 税を廢 する の 必要は 認めない ので 
あります (拍手 起る) それで 以て 是が 社會 政策が /|5 
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4、 財政 計畫の 中に 無い のであります からして、 故 一問を 有して 居る のみならず、 或は 一年 二 年の 後、 時 


來た と li 思は ぬのであります (拍手 起る〕 吾々 をし 
て 若し 社會 政策を 立てし むるなら ば、 尚 ほ 考慮す ベ 
き 事は 他に あります、 或は 世の中から、 政 友會は 社 
會 政策を 打壞は した、 無智 無 學の徒 であると 評する 
人 も あるか も 知り ませぬ、 併し 今日の 社會 U 左 樣な 
無智 無 學な 人では ない と 思 ひます (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 早速 整 爾 君。 

〔早速 整 雨 君 登壇〕 〔拍手起 〇 〕 
o¥ 速 整爾君 ，諸君、 吾々 は 根本に 於て 現內閣 の财 
政 計 3!£ に 同意せ ざる 者であります が、 其 理由は 過日 
咐税 案の 本會諉 に 於て、 旣に 述べ 盡され て 居る ので 
あ 〇 ますから、 私は 爰に 成るべく 重複を 避けて 申述 
ベたい と 思 ふので あります、 國 防計査 が 頗る 不徹底 
であると云ふことは、旣に此全院谷潔を通じての議 

論であります、 今日で It 興 論 も 亦總て 此國防 計® の 

不徹底を 認 めて 居る 際であります、 之に 關 しては、 

矢 張 私は 此席で 其 总見を 繰 返す ことを 致し ませぬ が 

此國 防計进 に 伴 ふ 財政 計 迸の 前途に 關 しまして は、 

私は 爰に 一言す る ことを 禁じ 得ない ので ある、 國防 

計 迸に 伴 ふ 財政、 是が 全く將 来の 財政 計逛 2 骨子と 

なつて 居る のであります 、財政 計 迸 2 根本 問題で あ 

る、 然るに 現 內閣は 此骨 子の 問題た る將來 の财 政と 

云 ふこと に M ては、 殆ど 何等の 御考も 狩して 居られ 

ないのに似て居る、私共が現内閣の財政計进が無方 

針で ある、 無 K 任で あると 申す のは、 即ち 此點な の 

です、 國 防の 爲に 佾税を すら 行 ひたる に拘ら ず、 將 

来の 財源に 關 しては 莫大の 缺陷を 生じて 来る と 云 ふ 

事を 一向 御存じない ので ある、 唯 だ 一時的の® 縫を 

事と する 所の 財政 計 5¢ を vt て、 居らる、 ので ありま 

す、 私 •か 申す 迄 もない、 財政は 固ょ 〇 一 時の 豫翦の 

みに 止る ものでは 御座いませぬ、 將來に 影響す る も 

ので ある、 ! 1? 來に關 係を 有する ものである、 财政の 

局 I ' i 'r.'l る 者は、 少く とも 5rr 年 十 年の 前き を 見 Z1 して 

财 政の 計 迸を 立てる と 云 ふの が、 即ち 責任を 知る 者 

の處 S であると 言は なければ ならぬ、 實 は 財政 當局 

者 も 3£ 理窟 丈 IT 御 承知な のです 先月 二 十二 日の 本會 

議に 於て 大破 大臣が 斯ぅ 言つて 居ろ 「 國肪 の計蕺 上 

後年 度に 亘〇て 必要なる 恒久的 財源を 調達す るの 目 

的を以 ちまして 租税 云々 其 他 咐收の 計赘を 立て まし 

た. 一 後年 度に 宜 りて 必要なる trt 久的 財源を 調達す る 

目的を 以て ^ 收 の計逛を立てました。 

〔此 時 議長 大岡 育造 君 iii 席 副議長 濱田國 松君議 


長 席に 著く〕 

o¥ 速整爾 君 財政 計 將來 に a る ものであると 
云 ふことは、 流石 御 承知で ある、 然るに 諸君、 私共 
が预算 委員 會等に 於て 腿々 論じました るが 如く、 此 
財政 計畫の 中に、 海 4i 々備の 補充 費 すら 除外を せら 
れて 居る では ありませ ぬか、 此に 至つて 財政 計畫は 
全く 支離滅裂で ある (拍手 起る〕 海軍の 軍備 補充 費 
まで I 是れ 全く 確定 的の 歳出で あ 〇 ます、 極〇切 
つたる 歳出で あり ます、 八 四® 險にせ よ、 八 六 蹈隊 
にせよ、 此艦隊 の 補充を すると 云 ふことは、 全く 艦 
際の 勢力を 維持す る 所以の 途であ る、 是は或 意味に 
於て は 殆ど 經常 的の 歳 ai であります、 極り切つたる 
縛 費な のです、 此 補充 费が 財政 計 蜜の 中に 無い と 云 
ふこと になれば、 海 車は 立往生で ある、 海軍の 艦隊 
は 立往生で ある、 如何にして 八 四艦險 の 勢力を 維持 
すべき か、 如何にして 八 六 ® 隊の 勢力を 維持すべき 
か、 二 年 三年 S 後に ほ 海軍の 艦船と 云 ふ ものは、 全 
く 立往生を しなければ ならぬ と 云 ふこと に 相 成る の 
である、 世の中には K 隊 補充 法を 持へ て、 海軍の 補 
充費は 、經常 の 支 / J1 の 中に 入れなければ ならぬ と 云 
ふ 議論が 盛んに 行 はれて 居る と 云 ふ 程の 今日で ある 
新なる 要求で ほ 御座いませぬ、 新たに 起きた 問題で 
は •こさい ゴせ ぬ、 此海 車の 艦 船の 補充 費と 云 ふ もの 
が、未來の财政計畫の中に加はつて居らぬ、此位一 
體無 責任なる W 政計畫 2 立方は ない、 私は 實に 麗 い 
た、 財政 當局 者の 非常識な のに m いた、 此位 明白な 
る 問題す らも、 財政 計畫の 中から 除外を せられて 居 
ると 云 ふ 一事 I 喵 だ 此 | 事 如何に 現內閣 の 財政 計 
畫か 無責任で あると 云 ふことは 明白に 之を 論證 する 
ことが 出來る ので あ 〇 ます (拍手 起る〕 尤も 先月の 

二 十ニ ロの 本會議 に 於て、 寺 內總理 大臣の 演說 中に 

斯う 云 ふ 事が あります 「海軍に 付て li 艦船 補助の 計 

畫を立 てました」 斯う 言つ て 居る、 それから 勝田大 

藏大臣 の 御演說 中には 「海軍々 備 2 補充を 計り まし 

た」 斯う 仰し やつた 其當 時の 御考 と、 後の 豫算® 員 

會等の 說明の 御考と 違つ て 居る ので ある、 或は 此補 

充と云 ふ 言葉は、 其 意味が 全く 違つ て 居る ので ある 

か、 是は私 の 存ぜな V 所で ある、 如何にも 此點に 於 

て 我 内閣の 諸 公の 御考と 云 ふ ものが、 甚だ 矛盾を し 

て 居る と 云 ふこと を 玆に斷 言し なければ ならぬ ので 

あります、 斯う 云 ふ 有樣な んで 、新たなる 計 S を 別 

に L て、 殆ど 經常 的の 歳出と も 謂 ふべき 補充 費 すら 


に 新規の 11 張計畫 .或は 大艦 二隻を 造らなければ な 
らぬ 、或は E に 補助 艦隊を 造らなければ ならぬ と 云 
ふが ¢[1 き 新規の 計 畫と云 ふ ものは、 無論此 財政 計畫 
の 中には 加へ ては ない のであります、 是で 以て 將來 
の 財政が、 うまく 切 盛りが 出来べき 筈がない、 私共 
が 見ても、 此 補充 丈の 財源は どうす るか、 新たに 要 
求すべき 國防撋 張の 費用は 別と して、 其 補充 費 丈で 
も 其 財源を 孰れに 求む るかと 云 ふ 質問に 對 して、 委 
員會に 於ての 大藏 大臣の 答 辯 頗る @ 昧 にして、 殆ど 
答 辯の 體を成 して 居らぬ、 是は御 答が 出来ない 筈で 
あらう、 どうして 此 補充 費を 辨じて 行く か、 更に ど 
うして 新規なる 費用を 辨じて 行く か、' 此點に 就て は 
全く 現 內閣の 財政 當局 者には、 何等の 用意 も 有して 
居らない と 云 ふ 事を 斷言 致す のであります、 斯うな 
つて 來 ると 洵に國 防 2 前途は 危險 であろ 國防の 前途 
が 危險で あると 同時に 我 財政の 前途と 云 ふ 者は 頗る 
不安心であると申さなけゎぱならぬ、吾々 ^ 喵だ此 
點 にの み 關 しても 增税が 全く 無意味になる 故に 此佾 
税に 向つ て 同意す る 事が 出来ない A- 云 ふ 事を 申 述べ 
たのであります、 政 友會の 三 土 君. か 申 述べられた る 
意見な どに 依る と、 是は政 友會の 諸君 も 御 同意ら し 
い、 唯 だ それは 將來 s 事 -e ある、 今は 差 向き 間に合 
せの 計！ B -e もして 行かなければ ならぬ と 云 ふやうな 
御意 見 S 如く 承つ たのであります、 此點 .•か 吾々 と考 
•か 違つ て 居る， 荀も 財政 計畫を 立つ 以上は •未来の 
事— 未来を 計らなければ ならぬ、 將來 2 計 畫と云 ふ 
ものが 明かに ならなければ、 吾々 は此 財政 計 畫の根 
抵に 向つ て 同意を する ことは 出来ない、 所謂 間に合 
せで、 こ、 一年 二 年を 一寸 •すりに ずつ て 行く と 云 
ふこと に 就て は、 私共 政 友會の 諸君と 所見を 一にす 
る ことは 出來 ない のであります C 拍手す る 者 あり：} 更 
に 諸君、 此豫算 の 編成の 仕方に 就て 考へ ましても、 
洵に當 局 者の 爲され 方と 云 ふ ものが 杜撰で ある、 放 
漫で ある、 其 一つの 證據 は、 御 承知の 如く 此 大正 七 
年度の 豫算の 中には、 所謂 自然 增收と 云 ふ ものが、 
七 千 萬 圓と云 ふ 多額に 計上を 致して あるであります 
是は 固ょり 時局との 關 係に 於て、 時局の 賜と も 謂 ふ 
ベく、 此の 如き 多額の 增收を 得られる と 云 ふ 見込を 
立てられた ので 御 ざい ませう、 併し 私共は 此七千 萬 
圆と云 ふ 多額の 自然 咐收 'か、 將來に 向つ て 繼續し 得 
るか 得ない かと 云 ふこと に 就て は、 固よ 〇大 なる 疑 


| 局 終結の 後を 考へ ますれば、 此の 自然 增收七 千 萬圓 
一と； K ふ ものは、 無_ 之れ を 維持す る ことは 出来ない 
と 云 ふことは、 私共は 信じて 疑は ぬのであります、 
然るに 政府 當局 者の 說 明に te ります れぱ 、大正 九 年 
度 以降には， 成 程 此の 收入が 幾らか 減じて 行く もの 
と 見る ご 是れに 於いて 七 百 四十 萬 圓丈は 此の 收 入の 
中で 切 落して 計算を 立て、 あると 云 ふ 御 話で ある、 

七 百 四十 萬圓と 云ふ數 字の 基礎は， 私共 之れ を 孰れ 
に 求められた のかを 詳か にす る ことは 出来ぬ ので あ 
ります、 其の 程度の 問題は 姑く 措いて、 時局 一た び 
終結す る曉 には、 此の 自然 增收が 非常に 減じて 来る 
であらう と 云 ふ 事 丈は、 何人と 雖も 之れ に 疑を 容れ 
ない ので あ 〇 ます、 而も 數 年の 後に 至れば、 別に 三 
四千 萬 圓の 自然 僧 收が あると 云 ふこと を 見込んで 居 
らる ゝ、 是 は大藏 大臣 並に 大藏 次官が K 々委員 會で 
明言せられ たので、 吾々 の 質問に 對 して 御 答に なつ 
て、 物俏膦 貴と 云 ふこと に關 して •將來 歳出が 增加 
すれば 如何 やうになります かと 云 ふ御尋 に對 して、 
物® 騰貴に 基く ものは、 若し 物價が 下落し ない 場合 
は、 それは 自然 增收に 依て 之を 支辨す ると 云 ふ 意味 
の御答である、又海軍の此製艦材料の如き、是は隨 
分物價 2 騰貴に 基いて は， 歳出が 非常な 增 加を 示す 
べき 筈で ある、 本年の 豫算に 於？ ましては、 物價騰 
貴に 基く 所の 追加は、 僅に 九 百萬圓 計上せられ て あ 
るので あります、 併し 實 際は 一千 八 百 萬圓を 要する 
と 云 ふこと を •現に 海軍の 當局 者は 言つ て © るので 
あります、 此計 萬から 推して 行けば、 ^ 局の 收まら 
ざる 限りは、 物價 騰貴に 基く 海軍の 製 艦 材料 等の 騰 
貴、之に基く歳出の佾加と云ふもの !]; 、一箇年に於 
て 約 二 千 萬圓と 云ふ數 字を 示す であらう と* ®; 共は 
考へて 居る のであります、 此 費用は 何處 から 出す か 
大藏 大臣 答へ て 日く、 是も 自然 % 收で 支辨を して 行 
く 積り である、 而 して 私は 先刻 論じた る 所の 海軍の 
艦船の 補充 費， 是は隨 分 多額の 金であります、 多額 
の 金で 有ます、 平均を すれば 一箇年に 七 八 千 萬 圓金 
の 要る 年 も 出来て 来る、 併し 少くて も 千萬圓 、二 千 
萬圓 、此 多額の 補充 費は 何處 から 出す か、 大藏 大臣 
答へ て 日く、 是も 自然 增收に 依て 支 辨して 行く 事が 

出 來るで あらう - 私は 實 に大藏 大臣の 計 畫の杜 撰 

なる に 麓く、 現に 計上して ある 七 千 萬圓 も、 是は高 
きに 失する 算盤の 取り 方で ある、 それは 姑く 措いて 
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豫 巽 案 大正 七 年度 璁豫 1st 案外 三 件 
將來三 四千 M 圆シ H 然枚收 が あ 7, であらぅ と 云 ふ 推 
測で ある、 一方に 於て は 物 悄餸 ft に 基く 所の 羥 © も 
自然 褙收 !-. 依り、 製 匿材钭 の％ 加 も 自然％ 收に 依り 
海眾の 補充 费. 1J 自然 吩收に 佐る、 滞 か 三 四千 萬 圓の 
自然 增收が 見込 通りに あると 致しましても、 果して 
左 揉に 多方面の I 左樣に 多方面の 純 25 を、 總て皆 
な 自然 佾收に 依て 支 辨 する ことが m 来る であり ませ 
5 か、 是れほ 斷じて 出来る 铐 がない、 海軍 C0 補充 费 
I つです らも、 私は 場合に 依れば 自然 佾收に 依て 支 
辨すろ ことが 闲残だ と考 へて 居る ので ある、 况や他 
の 方面から 谷 種の％ 加す る 所の 經费 を， 皆な 自然 增 
收に依 て 支 辨を すると 云 ふことは 、事 ® に 於て 不可 
能で あるの みならず >  1 體此 海軍 問題な どに 關 して 

は、 財政 常 局 者の 計 . iH 3 立方' か 全く 間遠つて 居る， 

補充 22 の 如き、 殆ど 綽 常的茭 出を 自然 增收と 云へ る 

全く 不確锊 なる 財源に 依て 支辨 すると 云 ふことは 恐 

らく ほ、 今日の 海軍 常 局 者と 雖も 、自ら 之に 向つ て 

同窓を 與へら るべき 箬 は ない と 私は 信じて 疑は ぬ 〇 

である、 此一點 のみ 1.- 於ても 豫算が 頗る 杜撰で ある 

編成の 仕方が 誠に 放漫で あると 云 ふことは、 吾々 明 

かに 之を 論ずる ことが 出來 るので あります、 其他是 

は 政友鉍 の 諸君の 御言 葉の 中に も あつた ので、 物惯 

隣 贵に 基く 所の 經费 •即ち 官吏の 俸給の 如き、 谷廳 

の咐加 せる 經费の 如き、 是が 臨時 事件 費の 中に 計上 

して あると 云 ふことは、 諸君 御 承知の 通りで ありま 

す 私は 此豫算 の 編成の 仕方に 付ても、 如何にも 疑を 

狹ま ざるを 得ない、 成程 大正 七 年度 限りの もので あ 

つて、 時局に 伴 ふ物價 騰貴で ある、 此物價 騰貴に 伴 

ふ 經费ほ 、金く 臨時 的の ものであると 云 ふことは、 

出来ない 事 ft ない けれども、 私共 此 時局 終局の 後に 

於て、 或點迄 の 物. 僧 騰貴は、 認めなければ ならぬ と 

云 ふ 事は m じ , r 居る、 それと 同時に 官 H の傣 給の 如 

きも、 時局が 濟ん だら ば、 之を 元へ 戾 すと 云 ふこと 

は 果して 出 來る事 で & り ませぅ か、 然るに も拘ら ず 

是等の 經费を 臨時 事件 费の 中に 計上し、 豫算の 中に 

加へ て 計上す ると 云 ふことは、 何 か 御 差 茭が あつた 

ものと 見える、 殊更 臨時 事件 費の 中に 加へ て、 追加 

豫萵 として 今回の 豫算に 計上して ある 如 ? は、 如何 

に しても、 豫算 編成の 仕方に 付て-我 常 局の 其 誠意 

%■ 認 ?> る ことが /J1 來な いのであります、 要するに 斯 

樣な事 實に 付て 判斷を 致します と、 現内閣の 財政 計 

a の 立方は、 全イ 姑息で ある、 全く 獅縫で ある* 唯 


だ 一時 〇 糊塗 手段の みに 法 賴した る 財政 計遨で ある 
と斷 言して •少しも 差 支ない、 此 故に 吾々 •か 前日 來 
數 々申 述べました る 如く、 此度 折角增 税が 出来た と 
言 ふ、 是では 財政の 基礎は 決して 鞏固に ならぬ、 % 
税 、又佾 税國 民は 殆ど li 續 的に 間 斷なく 負擔の 重荷 
に 苦め ら る-! に 違 ひない と 云 ふ、 斯樣な る 放漫なる 
財政 計畫 K ど 以て， 此議會 に 臨まれた のであります、 
殊に 諸君 ^ 税計畫 2 先決問題 として •吾々 の 同僚が 
® 々此 席に 於て 述べました 如く  •政府 自ら 己の 部內 
の 整理 節約を 行つ て、 已むを 得ず 佾税に 依る と 云 ふ 
其方 法に 依 賴しな ければ ならぬ と 云 ふことは、 是は 
明に 分りた る 修理で ある、 それに も拘ら ず 現 內閣は 
自ら 何等の 整理 も爲 さず、 自ら 何等の 節約を も 加へ 
ず 加へ ざるの みならす、 現在豫 算は赖 々尨大を 示し 
財政 S 前途の 紊亂を 裏書せ しむる が 如き 計晝を 以て 
此議 ©• に 臨まれた ので ある、 誠に 不安心 極まる 所の 
財政 計畫と 言は なければ ならぬ、 危險 極まる 財政 計 
盡 と 言は なければ ならぬ、 吾々 ほ 斯の 如 ?' 理由を 以 
て、 現 內閣の 財政 計畫に 向つ て 信任を 拂 ふことは 出 
来ない -¢0 で、 根抵 ょりして 此計畫 を 立て直さな けれ 
ばなら ぬ、 是れが 即ち 吾々 が 前日 來 口を 極めて rF へ 
來りた る 所の 意見であります— 終りに 私は 大藏大 E5 
の 態度に 關し て = 一日 致さなければ ならぬ、 過日 增税 
案の 議事に 於て 天下の 耳目を 惹きた る 如く、 大藏大 
臣 .は 議會の 同意せ ざる 形勢を 見定めて、 それに 向つ 
て 自ら 膝を 屈する が 如き、 態度を 以て、 同意を 言明 
せられた 事實が あるので あります、 所が 此大藏 大臣 
が 同意せられ たる、 即ち _ 場に 於て 否決せられ たる 
增 廢減稅 案は、 大藏 大臣 自らが 增 收計畫 の要點 と斷 

言せられ たる 案であります、 前日 - 二十 二日の 大 

藏 大臣の 演說 を玆に 私は 朗讀せ ざるを 得ない 「此時 

局の 趨勢に 鑑み 小 所得者の 負擔 を輕減 致し J1 つ 下層 

階級の 負擔た る 租税を 廢 減し 國民 生活の 安固と 產業 

界の發 展を期 すると 云 ふ 事を 以て •增收 計！ i の耍點 

と 致しました」 此增收 計 # の 要點と 致しました と 言 

つた、 重なる 翳 案と 云 ふ ものが 此 議場に 否決せられ 

たのであります、 肝腎なる 計畫が 否決せられ たので 

あります、 大藏 大臣は 本 月 二日の 此税 法案の 委員 會 

に 於て、 或 一員の 尋に釾 し斯樣 に 御 答に なつて 居る 

r 大體の 趣意を 壊されるな らば 私は 大藏 大臣と L て 

の 責任を 負 ひます」 大藏 大臣が 增收 の要點 と 看做さ 

れたる 計畫が 壊された、 打壞 された、 打壞 されたなら 


ば 私 (i 大藏 大臣と して 0 13 任を 取 〇 ますと 云 ふ 言葉 
に對し •大藤 大臣は 斷じて S 任を 取らなければ なら 
ぬと 私 |£ 思 ふ (拍手 起る： 任々 御収〇 になるなら ！ f 
今日' か 誠に 恰好の 時機であります (拍手 起る) 私は 
此點に 付て 返す <  も大藏 大臣の 責任を 問は ざるを 
得ない、 さなき だに、 己の 主張を 蹂躪せられ、 其蹂 
躪せ られな がら、 それに 向つ て 同意を し、 否 ' 71- 屈服 
して、 恬 として 恥 ぢ ざる 其大藏 大臣の 態度. それ 自 
身が、 態度 自身が 今日 IX 旣 に大藏 大臣に 對 する 不信 
任の 聲を 高めて 居る ではない か C 拍手 起る；} 私 It 甚だ 
御氣の 毒な 感を 起す のであります けれども、 斯の如 
き 場合に 於て ほ、 無論 内閣 全體の 責任で & る けれど 
も、 少く とも 大蔵大臣の 立憲政治の 爲に 、自ら 進ん 
で 責任を 収ら る、 と 云 ふ 事が、 是 が當然 の處 置で あ 
らぅと 考へて 居る のであります (拍手 起る〕 尙ほ 問題 
にな 〇 ましたる 農 商務省 所管 製鐵 所の 銅片拂 下に 關 
せる 問題に 付きまして は、 先刻 政府に 封す る 質問 應 
答に 佐て 其 時の 事 情と 云 ふ もの け 玆に 明かに なつた 
と 私は 考へて 居る のであります、 私は 先刻の 質問 應 
答に 依て 吾々 は 殊更 今日は 之を 辯 解す るの 必要なし 
(「辯 解し ない の ぢやな い 出來な いの だら ぅ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 事 質は 全く 明かに なつた と 云 ふこと を 申 上 
げ て、 本日 是で 私は 壇を 降る のであります。 

〇 副議長 (濱田 國松 君〕 福 田 辰 五郎 君。 

〔福 田 辰 五郎 君 登壇 J  * 

〔拍手 起る〕 

〇 福 田 辰五郞 君 本員は 唯今 議題に なつて 居ります 
る豫算 案に 付いて は、 三 四の 項目に 修正を 加へ て* 
大體に 於て 政府 S 原案を 承認した 委員 會の報 吿に金 
然賛 成を 表する 者で 御 ざいます、 今回 政府の 提出し 
ま L た豫算 案 大綱を 觀 察して 見ます るに、 第一には 
國 防の 充實 、第二には 塵 業の 發展 、第三には 敎育の 
進步發 達、 此三大 理想に 依て 編成せられ たる もので 
あると S ふので ある、 此 理想に 依て 見ます ると 云 ふ 
と >  何人も 之に 對して 異議を 狹む餘 地は ない ので あ 
る、 軍備の 充實に 付て は 私' か 申す まで もな く 焦眉の 
急で ある、 日淸 、日露 兩戰 役に 於て 軍備が 充實 して 
居つ たが 爲に 豫定の 効果を 得た ので 御 ざいます、 爾 
來 各國國 倩の 變化 、若く は 今次の 戰爭に 依て 得た 經 
驗に 依ります れば 、我國 防の 完成に 一大 修正を 加 ふ 
べきに なつた _ で 御 ざいます、 又 蔻 業の 振興と 云 ふ 
事に 付きまして は、 國力增 進の 上に 於て 其 必要なる 
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ことは 申す ことで もないことである此題：：：：は何れ；； 
內閣に 於き ましても、 金 f? 板と して 描げ て 居つ たの 
で、 併ながら 其 多くは 資 S に 於て 見る ものが 乏し か 
つたので あります、 現內 聞 に 於？ ま L ては、 «: 曲に 
付ても 相當の 施設を して 居る、 唯 吾，々 の考 ふる 所に 
法れぱ、歐洲硪亂の結果に依て甾た經驗に依て、自 
足 自給と 云 ふ 事が 如何に 必要で あると li 云へ、 此腰 
念に 除り 囚れた 結果は、 日本 國內に 於て G みの 自铪 
自足と 云 ふことの 施設に 汲々 として、 ., ffi く 他の 餌 ^ 
に亘 つての 自給自足 は 如何にしたくて 本、 到底 是 れ 
は 不可能の 事で ある、 吾々 li 少く 、こも 1K 洋殊に 支那 
方面に 迄 自給自足の 領钱を 推® めて、 兩阀 共 iaj にな 
つた 自給 S 足の 途を立 てなければ なるまい と考へ て 
居る ので ございます、 然るに 此の 政府の 施設を 見 ま 
する のに、 此の 大 策に 付いて は 何等 設備の 無い のを 
唯々 it 憾 として 居る ので ございます、 敎育 振興の 必 
要なる ことに 付きまして は、 殊に 今次の 硪爭に 於い 
て 其の 顯著な るを 痛切に 感じた ので ある •今後の 列 
强國 の競爭 は、 單なる 物質の 競爭 ではない、 人の 力 
の競爭 であると 云 ふことは 痛切に 感じ 52 られ たので 
ございます、 獨逸が 四面 m 圍 s 裡に 在つ て 却て 四骱 
を壓 して 居る と 云 ふこと I3: 、 EE に獨逸 M 民〇敎 宵 的 
訓練に 基く 人の 力の 發越で ある" 现內閣 が 此の 敎育 
の 向上 發展を 目的と して、 大學 高等 學校及 其の 他の 
谷 種 實業學 校 增設の 計逛 を爲 したのは 、固ょり 至 常 
のこと であると 信ずる のであります、 而して 此の预 
算委 ft 會 並に 本日の 會議に 於ての 論 憩に 徴 します る 
のに、 國防 問題に 付て it 敢て 政府の 施設を 不必要な 
りとは せぬ が、 不十分な 〇 不徹底な 〇 と 云 ふ ？ 1J は、 
何れの 意見に 徵 しても さ 5 云 ふやぅ に 感ぜ I', れるの 
で 御 ざいます、 私共 も國情 の 許す 限 〇, 國力 の耐ゆ 
る 限り、 ょ 〇 以上の 擗張を 菌む莕 である、 さ〇な が 
ら 陸軍に 於き まする 今回の 擴張は 主として 編制 替に 
係る 兵數 の增 加と、 兵器の 改良 •特稲 英科の 按配， 
若く It 增加に 依て 此戰鬪 wk 力を % 大にす る ことを 得 
たのは 十分 認め 得る 次第で 御 ざい 7r: す、 是 以上 急激 
の擴 張は 今日の 國狀に 居つて は、 或は 不可能で あつ 
たか も 知れぬ ので ある、 海軍 擴 張に 付て は、 朵亦姑 
息な り 不徹底な りと 云 ふ 議論が 盛んで あつたので あ 
る、 此 不徹底な りと； K ふ 標準は 何で あるかと 申し ま 
すると、 所謂 八 八 艦 際で ないから 不徹底で ある、 八 
六 艦隊で あるから まだ 足らぬ ので あると 云 ふやぅ に 
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私等には ® 収れた ので ある、 私は まだ 軍事には 素人 
であつて 分らぬ ので、 八 八 艦隊と 云 ふ ものが、 如何 
に 難 有 も 〇 であるかと 思つ て 居りました 所が、 段々 
聞いて 見れ ぱ 、八 八 艦隊と 八 六 艦 隙とは 其 差 (I かに 
巡 洋戰鰹 二隻の 相違で あると 云 ふこと である、 して 
見ます れぱ ，此八 六 E 際と 八 八 艦隊の 差は、 僅かに 
巡洋哦 艦 二 隻の 相違で ある、 恰も 五 錢 と六錢 位の 違 
ひで ある、 さう 大した 差違では ない、 故に® に兩國 
の 海軍が 何れが® つて 居る か、 何れが 劣つて 居る か 
と 云 ふ 事を 見ます るのに は、 要するに 其 E 數が相 匹 
敵して 居る か、 或は 何れが 多い かと 云 ふ 事に te て 之 
を 鑑別す るよ 0外 にはない ので 御 ざいます、 獨逸海 
軍 •か 英國 海軍に 對抗 する 事の 出來 ない の ii 何で あろ 
か、 八 八 編制を 偷へ ざるが 爲では ない ので ある、 英 

國の 艦數 に 比して 遙に少 いが 爲で ある、 近く 某国の 

軍備® 張 案に 依れば、 我 海軍の 理想と する 所の 所謂 

八 八 SS 膝が 六 組 出 來る譯 である、 して 見ます れぱ R 

本が 低に 是 と競爭 を 行は 5 とする のには 其 理想と す 

る 八 八 一隊 どころ か、 八 八 艦隊の 三隞 四十 八 隻を造 

る も 漸く 其半ぱ に 過ぎぬ ので ある、 斯る 富國と 海軍 

競爭を 同種 同糅の 方法に 依て 行は うしたなら ば、 國 

を 傾く るも尙 ほ 及ばぬ 次第で あらう と 思 ふので 御 ざ 

います、 本 M が 素人の 常識 翻と しては 大腔建 造に 付 

ては、 斯る 大富國 と 競爭 する が 如きは 寧ろ 諦める、 

否な 諦めなければ ならぬ ことになるので ある、 不可 

能の 事で ある， 掘 逸の 海上に 於け る 威力は 一に 小 Bi 

の 力で ある、 堂々 たる 大戰 趦隊は 毫も 與つて 居らぬ 

ので ある、 VT0 政府の 提案が、 主として 潜航艇 •驅 

遂艇等 此小蹈 八十 隻の建 造を 目論見た と 云 ふことは 

今迄 英 ya にか ぶれて， 大蹈 製造に 熱中して 居た 當局 

者と しては、 頗る 一段の 進化を した もので あつて、 

稱賛に 値する ものと 斷言 する ものであります、 斯. <J 

次第で 御 ざいます るので 此軍備 蹓 張の 點に 付ても 今 

日の 民度 阈 情 に 於て は、 施設 相當 なりと 信じて 吾々 

は 之に S 成す る 次第で 御 3 います (拍手 起る) 最後に 

唯今 憲政會 の 早速 君から 段々 (「やれ と 呼 ふ 者 

あり) 細かい 御 話を. 承つ た、 併ながら 私共は 豫算を 

港 査 する に當つ て、 _ 々此费 用は 支出すべき もので 

ある や、 其 施設は 當然な 〇 やを 見れば 宜しい ので あ 

る、 財政 計 蜜と 云 ふ ものに 付て 段々 御 謎 論 •かあつた 

•か、 五 年 も 十 年 も 先の 財政 計 迸が 何時も 的 ral に 其 通 

り實行せられた例は無ぃのでぁ6、一年內の財政に 
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於ても， 今年の 剩餘 金が 何程 餘ると 云 ふことは 當時 
の預想で、必ずしも實額に相當するものではないの 
である、 故に 吾々 は 51 算を審 査す るに 付て は、 此支 
出は 容 して 宜しい か、 金を 出して やつて 宜しい かと 
云 ふこと を 見る のが 實務 の當を 得た る ものと 思 ふの 
である、 それから 尙ほ此 國防問 題に 付て、 一面に 不 
徹底と 云 ふ 御 謎 論が あり-一面に 财 政計畫 に 付て 杜 
撰な り 不徹底な りと 言 ふ、 此御謬 論 も 矛盾を 免れな 
いので ある、 何とな れば國 防 計畫が 不徹底なら ば、 
徹底す る 迄 2 費用 (i 先づ 以て 出す ベ 3- が當然 である 
然るに 費用は 出して やらないで、 仕事は お前 達が 十 
分 徹底す る やうに 仕事を やれ、 是は 一方に 財布の 紐 
を緊 めて 金は 出さぬ と 云 ふこと になつ たなら ば、 此 
位 矛盾な 事は 無い ので ある (「誰が 出 S ぬと 言つた」 
と 呼 ふ 者 あ 言 ふので はない、 財政が 詰り 尻を 括 
つて 置いて、 それが 不徹底で あるから 金は 出せぬ、 
一方に 於て 十分に 擷張 をし なければ ならぬ と 言 ふの 
は、 是亦 二つの 說の 矛盾で あると 云 ふこと を斷 言す 
るに 憚から IQ ので ある、 C 「そんな 事を 言 ふから 被告 
人になる の だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯る 次第で 御 ざい まし 
て、 我 新政 會は 委員長の 報传に 全然 賛意を 表して、 
他の 修正案には 反對 をす ろ 所以で 御 ざいます。 

0 副議長 (濱 田阈松 君〕 齋藤珪 次 君。 

〔齋 胺 劫 次 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 齋藤珪 次 君 諸君" 私は ! i 算 委員長の 報告に 對し 
て 賛成を 致す 者であります、 本論に 入る 前に 當つて 
一言 申したい ことであります、 それは 議院の 體 面と 
申す か、 議院の 議定 權の© 重と 云 ふ 意味に 於いて、 
私は 一言 申したい、 是れは 吾々 議員 共通の 問題で 

あると 信じます、 それは 諸君 も 承知て 御 ざい ませう 

が、 去 十日の 時事 新報な ろ 新 問の 社 說に 於いて、 我 

衆 識院の 此 度の 豫算 査定を 以 つて 「杜撰なる 査定」 

と 云 ふことの 題標の 下に 論評を 致して 居ります、 而 

して 其の 結論を 申し ますれば 斯うな つて 居る 「各 政 

黨の 歳出 1; 算 削減なる ものは 何れも 自己本位の 杜撰 

なる 査定に して 俗に 云 ふ 好い加減の ものた るを 見る 

可き なり」 斯樣に 結論 致して 居ります、 是れは 私は 

議院の 議定 權の 上 1.- 於いて、 吾々 は 一言 酬 ひざる を 

得ない ものと 信ずる、 勿論 院外の 新聞が 此の 議院の 

決定に 對し ては、 種々 批評を. 試みる は それ ほ隨 意 -e 

ある、 併ながら 目前に 事例を 示して、 議院が 決定し 


て a くものを 之れ を 無しと 言 ふ、 豫算に 於いて 確か 
に 議定した ものを 是れ' か 無い と 云 ふが 如きに 至つて 
は、 是れは 一言して S かざる を焊な いので ある、 そ 
れは (「時事 新報に 注つ て 言つ て 下さい j  r 默れ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 貴方は まだ 馴れない 御 方で あるから 
そんな 吞氣を 言 ふ (拍手 起る〕 議員と して それに 甘 
ん じて 居ります か、 即ち 此の 批評の 中に 斯樣に 書い 
て ある、 凡て 豫算に 於て 議定すべき ものは、 陸海 軍 
の 如き 大な る豫算 中に 於て 削減すべき ものは 澤山あ 
る、 然るに それに 目が 著かない、 さぅ して 爭 ふべき 
もので ない ものに 向つ て 削減を して 居る、 如何にも 
議員の 目が そこに 到らざる を 指摘す るが 如くに 稱へ 
而 して 例へ ばと して、 例へ ぱ 議院の 附近 海軍省の 構 
內に 於て 今 建築しつつ ある 大建 物は、 非常なる 費用 
.を 要する 模樣 である、 而して 其 費用なる ものは 何 所 
に 在る やと 云 ふと、 豫算 中には 無い、 見 當らぬ 費用 
である、 之に 依て 想 ひ 起せば •先年 橫須賀 の 海兵 團 
に 於て 新たに 建てた 物を 未だ 腐朽 もしない のに 移！？ 
をした、 それ も 費用が 無くして 流用 か 何 かで やつて 
居つ た、 今回の 議院の 傍に 建てた 所の 其 建物 も、 多 
分は 流用で あるで あらぅ， 如何にも 議院なる ものは 
杜撰に して •其 豫算の 調査 も爲 さざる が 如く 記載 さ 
れて あつた、 而 して 其 結論が 唯今® んだ ものである 
而して 是 {£ 事 實左樣 であれば 吾々 何を か 言 はんで あ 
〇 ます •併ながら 之を 調赉 致して 見れば， 時事 新報 
は 墓に 氣の 毒 Ti: るかな、 杜撰で ある、 即ち 吾々 ft 此 
事實を 調査 致して 見ます れぱ 、此 海軍省の 今 構內に 
建てつつ ある ものは‘ 軍備 充實 費の 中の 第一 一項 水陸 
設備費と 云 ふ ものが ある、 其 第 四 目の 建築費、 而し 
て 其 第一 節に I いや それは 違 ひました、 第 四 目の 
中の 第 七 節 ！ 第 七 節に 技術 本部 製圖 工場 建築費と 
云 ふ ものが あつて、 是が 大正 五 年度に 於て 十四 萬 四 
千 幾 圓と云 ふ ものが 出て 居る、 而 して 六 年度 ii 御 承 
知の 如く 豫算不 成立に なつて 居ります るから、 前年 
度の 範圍に 於て 之を 支出 致して 居る ので、 即ち 此費 
目と 云 ふ もの li 明かに なつて 居る ので あつて ■"海軍 
省內に 造る 所の ものは， 技術 本部の 製圖 工場 建築費 
と 云 ふこと が 明かに なつて 居る ので ある、 且又 横須 
賀 海兵 團の 如き も、 前 申す 如く 水陸 設備費の 第 四 目 
の 第一 節に、® 須賀 鎭守府 建築費と して 其 中に 海兵 
團の費用が五年度に於て二十一萬一千_、六年度ょ 
り 七 年度に 於ても ……  C 


r 此時 副議長 濱田國 松 君 退席、 議長 大岡 育造 君 
し 復席 す〕 

〇 齋藤珪 次 君繼續 して 未だ 是が あるので ある， 斯 
の 如く 明獠な る もの •か 豫 » に 現 はれて 居る にも 拘ら 
ず， 自らの 其 調査の 不十分は 之を 顧みず して、 議院 
の 査定を 杜撰な りと 言 ふが 如きは、 平生 穩煺な る 時 
事 新報の 記事と して •私共は 基 •た 遺憾に 思 ふ、 是は 
議院の 議櫬 @ 重の 上から 一言 酬いて 置く ことが •全 
く 議院の 議定 權の 尊 重で あらう と 信ずる ので ある、 
即ち 私は 之を 一言 致して， 將來 共に 院外の 諸君が 餘 
りに 議院を 侮蔑す るの 風 無から んこ とを 望む、 今回 
議長 閣下の 御盡 力に 依て、 此新聞 の 記事が 院内の 事 
情を 餘〇 非常に 罵詈す るが 如き 事 無い のを 私共は 大 
に 喜ぶ、 之と 同時に 吾々 議員 も大に 言動を 愼重に し 
て、 さう してやる ことが 實に 議院の 議權 を ®; び、 體 
面を ©: 重す る 所以で あらう と 存じ 4- すから、 是 は 本 
論に 入る 前に 當つて 一言 申して 置く 次第であります 
偖て 本論に 入る に當つ て •憲政 會の 早速 君が 大に熱 
誠を 振つて •汗を 流して 論議せられ た 點は宴 に 多と 
致します が、 早速 君は 修正に 付ての 御意 見と 云 ふ も 
のは、 一向 御 述べに ならな かつた、 即ち 唯々 財政 計 
畫を 根本に 於て 信ずる ことが 出来ない、 自然 增收が 
多過ぎる、 軍備 擴 張に 伴 ふ 此內閣 S 財政 計畫は 全く 
杜撰 孟浪 、決して 是は 信ずる に 足らぬ と 云 ふが 如く 
に、 如何にも 大言壯 語され たが •修正の 御意 見は 如 
何に なつた ので あるか、 前に 早速 君は 修正 意見と し 
て 御 登壇に なつた 時は、 唯々 數字 のみを 述べられて 
是は 何々 であるか 故に 不必要で あると 云 ふや 5 な 事 
は、 一切 之を 省いて 仕舞つ て， 唯々 數字 のみを 述べ 
られ ました 故に、 早速 君の 修正 意見なる ものを 表面 
から 見れば、 來 年度の 豫算に 於て 四千 餘萬圓 の 減額 
を爲す と 云ふ亊 は、 如何にも 大なる 減額の やうに 見 
える、 如何にも 豫算に 就て 能く 精査 研究せられ たる 
結果の やうに 見える、 併ながら 其 內容に 立 至つ ては 
少しも 言は ない、 言は ない のは 何で あるか、 蓋し ¥ 
速 君 it 言 ふこと を 甚だ 恐れた のでは ないか、 恥ぢた 
のでは ないか* 私は 左樣に 思 ふ、 何とな れば 憲政 會 
の 諸君は、 曾て 同志 會の 時代に 於て、 六 千 萬 圓天切 
と 云 ふ大 削減を 以て、 國民に 對 する 悪税 總て を輕減 
する、 地租まで も 減ずる と 論ぜられた 諸君で あるか 
ら 、少なくとも 此壇 上に 於て 四千 萬圓の 減額を する 
i 云 ふ 事は、 義理に も 言 ii ざるを 得ないで あらう. 
i 九 
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併ながら 其 四千 萬 la の 内 ？? V. 見れば 如何で あるか、 
本年度の豫 ^ に於て前年度に比して％_したるもの 
に 付て、 其 m 要 rr ろ ?) f rjl 丈 !• .於ても、 ! S に 武富 君の 
言 ほ れたろ 如く、 一位 一千 四百 二十 萬 圆の 多き に 上 
つて 居る、 故 1* 之 ブ VE I; 斧鉞を 加へ て豫 算の審 笠を 
爲すならぱ、私共 £! に 52: 政會の諸君が昔年の勇氣あ 
りと 之 シ 稲へ ざるを 得ない-併ながら 早速 君が 此度 
修正されたのほ、名 (£ 四千萬圆であるが，资質に立 
至つて見れぱ、其过質眞に滅額するものは馑に三百 
I 一十萬圆とは何と切けない修正であると謂はなけれ 
ばなら ぬ、 即ち 何故 左糅 であるか 、減 Ifi 基' 金に 於て 
二 千茁圓 を 減ずろ と 言 はれる が、 是は 外國 濟す 
と 云 ふ 其滅诏 基金を 唯々 右から 在へ 持つ て來 て、 借 

入金シ 爲すの を、 之で L やうと 云 ふので、 國家の 財 

政の 上から ほ 同じ 懐勘定で あつて、 國 民の 負 擔にほ 

何等 關係が ない ので ある、 それから 一而 千 六 百 八十 

萬 圆の 減額の 如き、 臨時 事件の 千 六 百 八十 萬 圓を減 

じたと 云 ふ琪 ほ、 世間 ii 之を 認むる か 知らぬ が、 併 

し 其內容 に 立 至つて 見れば、 是は 臨時 事件 费豫備 S2 

で、 此 臨時 事件 豫砌费 なる ものは 政府の 糊 限內 1- 於 

て 之を 使 ふので ある、 此事は 片岡君 か 豫箕 委員長と 

して 第三 十七 諮會に 於て、 此演 壇に 於て 明言され た 

gf を 御 記 m になれば 明かで ある、 即ち 片岡 君は 西 村 

君 其 他 設々 として 其 質問の 絕えぬ 此臨 時事 件 費、 其 

他 追加 案を 此處で 質問を 打 切る か 切らない かと 云 ふ 

論議に なつた 時に、 片岡 委員長は 何と 言は れた 、此 

臨時 事件 费なる ものは、 戰爭 の 推移に 依つて 如何 や 

うに も變 化を 來す もので あつて、 之を 一々 說明は 出 

來な い、 其 細かな 事は 辯 明は 出来ない ものである， 

陸軍大臣 旣に 之を 明言して 居る、 而 して 又大藏 大臣 

も是は 豫備费 であるが 故に、 濫りに 使 ふ ものでは な 

い、 各省ょりの 請求が あれば、 閣議を 開いて 一々 審 

茶、 精査 群翮 を盡 した 上 1- 於て 始めて 仕拂ふ もので 

ある、 故に 是は 決して 濫りに 使 ふ ものでは ない、 豫 

備 費の 性質で あると、 斯樣 に大藏 大臣は 申された* 

斯う 云 ふて 片岡 君は H 々たる 質問の 絕 えざる 事 ^ 抑 

へんと したので ある、 此 一事を 以て 見ても 豫備 費を 

減じた 所で、 決して 國 民の 負擔を それ 丈 直ちに 減ず 

るとは 決して 言へ ない ので ある、 若し 戰 時の 狀况に 

依れば、 此预肺 費なる ものは、 臨時 軍事 费 として 又 

追加 案と して、 政府が 要求しても 之を 否む 能は ざる 

ものである、 それを 削減して 得々 として 居られる が 


而も 八 千 四百 萬 圓の 二割 一千 六 百 八十 萬圆を 減じた 
のは 是れ /\ の 理由で あると、 何故 國民に 知らせぬ 
ので あるか、 何故 吾々 に 知らせぬ ので あるか、 其 他 
僅に 三百 二十 萬圆の 減額を して、 さう して 何等 それ 
の說 明の 出来ない のは、 察する に 早速 君 〇 心中は、 
其說 明を すれば 其 gf li! は 寒に 詰らぬ ものである、 三 
百 二十 萬 圆の 減額は —— 七 位 二 千 萬 圓に對 する 三百 
二十 萬 圓では 如何にも 申譯が ない、 故に 之を 無 Sr で 
御 降® になつ たと 私 (3; 信ずる ので ある ( う宜か 
らう」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 宜く， y い、 此事ほ 货 下方が 天 
下に 向つて、 吾々 は 第 四十 議 會の豫 算に 於て、 四千 
萬圓 減じた と 斯う 威張らう と 云ふ氣 であらう が、 其 
の 内 H を 見れば 三百 二十 萬 圓の 減額で、 あと ほ 減® 
基金を 右と 左に 入れ 換 へる 丈で、 一千 六 百 八十 萬圓 
を 減ずる と 云 ふことは-何等の 意味 も爲 さない ので 
ある、 斯の 如？ ものを 以て 得々 として 居る、 さう し 
て 政府の 財政 計 « は 見る 1- 足らぬ、 信ずる に 足らぬ 
とは、 實 に是れ は 田舍あ たりの 演說で は 宜い だら う 
が、 荀 0. にも 帝 國議會 に 於け る 論 辯と しては 價値が 
無い Q である， 殊に 私は 不思議に 感じた の ほ、 早速 
君が 種々 此所に 論 辯され たことは、 自然 增收 の不確 
K であると か、 補充 艦隊 Q 見込' かないと か 言 ふが 如 
き if 是れは 私は 實に不 思議に 感ずる、 何とな れぱ 
此の 問題‘ 此の 數 字>  此3 言葉 if 税制 整理 委員 會に 
於いて、 我黨の 三 土 君が 言 ふた 言葉と 云 ひ、 數 字と 
云 ひ、 皆 其の儘に 繰 返されて 居る、 早速 君の 御說と 
して 今更 聞く 必要は 無い と 思 ふので ある、 如何にも 
不思議に 思 ふ、 { 是に 能く 鸚鵡返しに 出来て 居. 心と 私 
は 不思議に 感ずる 位の ものである、 元來早 速 君が 數 

千；！ i Fi 娓々 論ぜられた ると ころの ものを 見れば、 財政 

計 ffi が 不完全で & る、 さう して 自然 增 收を內 輪に 見 

積つて 居る" 若し 此の 將來に 於いて 艦船 補充は 如何 

にす るか、 どうして 此軍備 の 充實が 是で 行ける かと 

斯 J-i に 云 ふので あるが、 早速 君數千 言を 爲す ょりも 

寧ろ 第三 十七 議會 の當 時を 顧みて 御覧なさい、 財政 

十 年後 •  W 政の 十二 年後、 何人も 神で なけらねば 左 

樣に 之を 斷言 する ことは 出来ない、 唯 だ 四圍 の狀况 

國の 進步發 達を 顧みて、 而 して 計畫を 立てる のが、 

是れ 財政 家の 腕に 在る ので ある、 然ら ば此 立てた の 

て 以て 漫 りに 之を 不安心々々々 と 云 ふが、 何人 か 安 

心が 得られる か - 出 來る ので あるか、 現に 君 等が 

崇拜 する 所の 前大藏 大臣 武富 君が 第三 十七 翳 會に八 


四 艦隊を 提出して、 而して 之を {« に 一年の 財源し か 
出さない、 十二 年までの 計 ^ . C あると 云 ひながら、 
一年 L か 出？ ない、 而 して 其 W 源 如何と 切 詰めれば 
■唯 •た 最善 努力を 盡す のみと、 斯樣に 逃げて 居つ たで 
はない か (拍手 起る) 然るに 兎に角に、 今日の 大藏 
大臣が 此 財政 計 ffi を 立つて、 而も 大正 十三 年 十四 年 
までの 財政 計进 と S ふ ものを、 兎に角 立つて 居る， 
而し -r llt 大正 十四 年度に 於て は、 一億 二 千 七： 白 十一 
萬 六 千 圓と云 ふ (「それが 違 ふの だ ' と 呼 ふ 者 あり 
) 差 引剩餘 が 生ずる 譯にな つて 來 ろ 所を 以て 見れば 
決して 之を 以て 杜撰と ばかしは 言へ ない、 武富 君が 
最善の 努力を 盡すと 云 ふ 財政 計畫と 、十四 年度に 於 
て I 億 二 千 七 百 十一 萬 六 千 餘圓が 生ず '6 所の 財政 計 
畫と 、孰れが 優れる ので あるか、 少しく 御考 になつ 
たなら ぱ宜 いで あらぅ と 思 ふ、 其 他 種々 御 話に なつ 
て 居る が、 併し 私は 早速 君の 總 論の 中に、 物價 騰貴 
は 必ず 來 ると 信じて 居る、 而て其 物價騰 貴 來れぱ 製 
艦 費 其 他に 於て 非常に 暴騰を 來た して 是は憨 々以て 
財政 計 I 瓜 か 根本ょり 紊れ ると斯 樣に 仰せられた 是は 
見方に 依て 左樣で あらぅ、 併ながら 物價騰 貴が 來て 
是が _ くなら ば、 一面に 於て は 又此世 の 中の 最氣も 
益 A- 上つ て增收 入が あると 云 ふこと 是は考 へな 
ければ ならぬ 問題で & る、 戰爭が 濟んた 、世の中が 
不 景氣 になつ て、 唯 だ 物價が 騰貴す る ものでは ない 
戰爭 纊續 して 社會が 益々 發展す ると 同時に、 物® も 
騰貴す れぱ 、又 自然衔 收も爰 に 增加 すると 云 ふこと 
は、 離るべからざる 關係で ある、 然るに 之を 一 々物 
價 騰貴を 離して 考へ て、 一 面に 自然 增收は 少しも 顧 
みないとは、 如 [RJ なる 曲つ た經濟 論で あるか (拍手 
起る 「顔色 無し」 と 呼 ふ 者 あり〕 而已な らず 早速 君 
が 言 ふ 如く、 物 ^ 騰貴を 御 信じになる ならば、 何故 
貴方は 豫算に 於て それを 見ない ので あるか、 貴方の 
修正案を 見る と 種々 なる i>i に 於て は 少しの —— 僅か 
の 減額を 施して 居る、 外務省に 於て 在外公館の 人を 
殖す ことから、 廳費 のこと から 家賃の ことまで、 御 
細かに 御 減額を 爲す つて 居る. 機密費 も 七萬圓 かの 
減額を 爲 さつて 居る、 其他總 てに 於て 貴方の 減額は 
各省の {1 かの® 用まで も 能く 細かく 御 減じに なつて 
居る が、 物價 騰貴を 信じて 居る 御 方が、 此騰 るか 何 
かを 知らないが 如く、 下る 計畫で 此 減額を 爲す とは 
前後 矛盾 も甚 しい 所の 修正案と 言は なければ ならな 
い (拍手 起り 「分って 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 分って 


居れ ぱ斯 5114 ふことは 言は 0 V- 宜しい！— 分つ て 居 
れば 言は ぬか 宜しい、 分らない から 斯う 云 ふこと を 
持 出して、 餘計な 御 心 ® をす るので あ IV う、 乃ち 私 
は 言 ふ、 此 以上に 於て 敢て言 ふ 必要は ない が、 唯 だ 
私は一言致して蹬きたいのは、吾々0铰成して罟る 
事業に 於て、 即ち 阈防 計进 にけ てに 諸 5 :も '-- 一 .,- ::;* 
た、 是は 同 ^ 、 而 L て 又 m 南 興 楽に 對する 水 に 於て 
も 認めて 居ろ， 是も同 論、 治水 其 fib の 計 ilH r. 付ても 
認められて居 〇 から同論で&る、卯ながら 0<! 〇發速 
を 望む と沄ふ ことに 於て® 同 論 -0- あるの 1* 、 ;'s ffi ?i 
の函電 水力の 調査 S の 如？、 今日 C 時 3i に 於て ^ - も 
必要なる ものを 御 削 〇 になつ て 居る のは、 私共 驻 •た 
造 憾と する、 又 S 商務省に 於て、 今や 我國は 04 i 自 
足 •何 3Jf も此 陬 後に 於て ! S 自足 C 途は立 てなければ 
ならぬ と 云 ふ 其 時代に 於て、 日本の E- も不得 S な 〇 
日本の 最も缺 乏を感 ずる、 羊を 飼育す る 事 〇 赛 成 W 
を 御 削りに なつて 仕舞つ たと 云 ふが 如き も是れ 何等 
の 意味で あるか、 少しく 夫 等の 事を 議論が あ # I ぱ言 
たら如何であるか、之ゃ.唯だ暗から喑に葬むると云 
ふことは、 實に 其 御 心 腿 や 深切で ない ので ある、 乃 
ち 諸君が 此國 家に 必耍な る 1¢ 業に 對 して、 之を 削り 
たく あるなら ば >  之を 削る の 理由を 堂々 と 論ずる が 
宜い 、然るに 是も一 言 も 言は ぬ、 其 他 地 {«' 修正の ?' i 
用 三十 萬 li の も 0 を 三 萬 圓 として、 二 十七 萬 圆を滅 
額して 居る* 是 等も國 民は 積年の 議論と して 地 fr? 修 
正々 望んで 居る (拍手 起る〕 即ち 今や 時局に 於て で 
あるから 此時局 が 濟ん ての 修正 完金を 爲すも 宜しい 
併ながら 他の 税法の 如き 一の 法律案、， 一の s fl を 以 
ては、 地價修 正は 出来ない ので ある、 班 15 に 就て 今 
日 社會の 發展に 伴うて 阼 日までの 田 咖は 明日は fl;i sli 
場が 建て B る、 非常な 發展 す ^ ® 所と なり、 或は 明 
日は 都會 となつ て 非常な 乙 發展 する 場所の 如きは、 
是は {几 しく 調査を して、 相 當の負 擔を 負は しめる の 
が 適當な ので ある、 之を S すには 今 R ょり 此の 調査 
をして、 来るべき 此地價 修正を 爲す べき 時機 到来の 
時には 十分なる 準備を 整へ て 置く に 非 ざれば、 國民 
の 目的は 達する ことが 出来ない ので ある、 即ち 今日 
に 於て 三十 萬圓 S 費用を 支出して 此準備 を 爲す 事が 
吾々 G 實 に ? S 望で あるのに、 先生方 之を 三 萬 11 に 減 
•して、 恰も 前年 先生方 六 千 萬圓を 減ずる と 大言壯 語 
した 爲に 、減じ 場が 無くして、 國民 S 非常に 希 菌す 
る 治水 费を千 三百 萬圓の 中から 千 萬 圓減 じたと 同じ 
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筆法で、 說明 をし ないで 二 千 七 百 萬 ■を 猫 ば V で 減 
じて 仕舞 ふのは、 如何にも 卑怯 至® 〇 遣 方で ある、 
(拍手 起る) 宜しく 是等は 再考を 願 ひたいと 私 li 思 
ふので ある、 其 他は 11 院 趄 築 ® 等に 付て であります 
が、 是等も 議院 建築と しては、 各國 共に 何れも 記念 
とか、 兎に角 事業の あつた 時 1- 於て は、 0i てると 云 
ふや* T- な 慣例に なつて 居る さぅ であります るが、 日 
本に 於ても 太 年は， 憲法 發布 彐 十 年に も 相 當して 居 
るので ある、 然るに 此議 場を 見れば、 實に年 一年に 
傍 賴莕 諸君 も 多くな 〇、 謎 M も 亦 別表 改正を 爲 すに 
於ては、少くも此上四五十人の咐加をしなけれぱな 
らぬ 、其 時に 於て lit 建築に 於て は、 到底 之を 爲すこ 
とが 出来ない ので ある、 今より 之に 著 手す ると 云 ふ 

ことが 實に 必要 -C ある、 勿論 吾々 と 雄 も、 此物 僧騰 

貴の 場合で あるから、 是は 若し 送 つても 差 支ない も 

ので あれば と 云 ふ 考無 きにし も 非ず であるけれ ども 

技術者に 聞けば、 十 年と 云へ ば 最低限 度の —— 最短 

限度 S 是は 建築 期間で ある、 来年より 著 手せ ざれば 

ど 5 して 4 十 年を 滅ずる ことが II'. 來な いと 云 ふ、 故 

に 吾々 は S つて 之に 質 成す る 者で あるのに、 諸君が 

之を も 全部 御 削りに なつた ことは、 如何にも 立憲 政 

治を 口にして、 之を ® 行す る 摁關の 設備に 御氣 付が 

ない 處 置 であると 謂 ii ざるを 得ない (拍手 起る) 先 

づ是 等が 大體に 評しまして、 三百 二 十 萬 圆に付 て 吾 

吾と S 見の 相違であります、 此點は 國民に 向つて 私 

は 明に して S く 必要が あると 思 ふ、 最後に I i 

ではない もぅ 一つ 鈴 木さん に 一寸 一言を 致して 置き 

たい、 鈴 木さん (i PJ に學 者であります、* 派なる 陴 

識の御 方であります、 併し 先刻の 御 話に、 一千 八 百 

十四 年に， 「ビス マ ーク」 鐵血 宰相が 社會政 策を 行つ 

たと 云 ふ 事が 本當 であるか (拍手 起る〕 若し 御 誤りで 

あると すれば、 私は 決して 追究を しませぬ 併ながら 

千 八 百 十四 年は 眞に 左 ff だと 御考で あれば 是 は 「ゥ 

才— トル C  —  Jg 争の 前年で、 「ビス マ— ク 」 •か 其 翌年 

に 生れて 居る のであります (拍手 起る〕 如何に 鏺血 

宰相と 雖 も、 襁褓の 中で 社會 政策を 行 ふ 害がない、 

(拍手 起る) 而 して 「ビス マ ー ク j の 社會 政策なる 

ものは、 私共 li 寘聞 にして 知り ませぬ が、 ft 方の 仰 

しやる 社會 政策と 云 ふよりも、 寧ろ 國 家社會 政策た 

る ことを 私共は 感ずる ので ある、 即ち 今日に 於て 漫 

りに 唯 だ 社會 政策なる 言葉に 狃れて 私共は 妄信は 出 

来ない、 如何に 無昂と 云は れても •少しく は 泰西の 
拽算 案大 J1-. I 七 年度 總豫® 案外 三 件 


事物に顧みてでなけれぱ其事は出來ない、即ち其事 
は •先刻 武富 君が 詳細に 論ぜられました から 私は も 
う 申し ませぬ (笑聲 起る) さう して 今度は 憲政 會の 
諸君に 最後に 一言 申します 、憲政 會の 諸君は (「床 
次 君 だ」 「私語を 禁じます」 と 呼 ふ 者 あり〕 床 次 君 
でした、 謹んで 訂正を 致します、 憲政 會の諸 君に 一 
つ 中 上げたい のは、 彼の 製 鐵所鋼 片拂下 間 S に 付て 
豫算 委員 總會 ょ〇續 いて 此 席に 於ても えらく 御奮發 
で 質問 其 他を 爲され るので あります、 其 御 趣意に 依 
れば 、責任は どうで あると 云 ふこと で* 責任を 頻〇 
に 云々 されて 居る、 此 問題は 私共は 責任 問題では な 
い、 元 田 君が 最初から 申された 如く、 此 問題は 甚だ 
不當 であるが 故に、 相 當の處 遛シ爲 すべし と 云 ふこ 
とに 在る ので、 此責任 の 所在は 未だ 問題に なつて 居 
らぬ 、然るに 諸君が 其 責任々々 と 云 ふのは 何の 爲で 
ある、 詰り 貴方方の 御考で は、 今の 農 商務 大臣が 最 
後に 契約を して あるかの 如くに、 之を 以てさう して 
其 責任を、 SJ 農 商務 大臣に 嫁せ むと する ので ありま 
すが* 併し 農 商務 大臣は 明かに 之に 向つ て 答 辯を し 
て 居る、 而已な ら ず 貴方方' か 引出した 製鐵所 長官は 
何と 言つ て 居る ■其 命令 it 時の 農相 河野廣 中 君の 命 
令に 依て 之を 餻 したと 明言して 居る (拍手 起る) 即 
ち 其 命令を 爲した 前 s 引繼に 依て •之を 製鐵所 長官 
は 爲して 居る ので ある、 今の 農柑は 何等 責任が 無い 
と 思 ふ、 併な がち 責任が 假り にある と 見ても、 それ 
は 別問題で ある， 前の 1IJ を 引繼 いで 爲した のに、 今 
日 1- 於て 責任 問題を 言 ふ 必要は ない、 それょりも 遡 
つ. て 斯の如 き 不都合なる 事が あつても、 諸君は 之を 
宜 いと！ K ふので あるか、 之を 認める と 云 ふので ある 

か、 それを 腔きたい、 大正 五 年の 四月 八日、 續いて 

九日 懇談 會とか 云 ふ ものを 開いて、 種スな る 事を し 

て 是が 通過した* 五月 十一 日には 直ちに 之を 出願し 

たと 云 ふことは、 抑々 是が 適當' な 事で あらう か、 貴 

下方 U 他から 出願が 有つた か 無かつた かと 云 ふ 事を 

言つ て、 他から 出願が 無ければ なに 獨占で ない、 自 

然に來 たと 云 ふこと を 仰し やらう と 云 ふので あるか 

其當時 四月 九日に 懇談 會を 開いて、 議會が 濟んだ 五 

月 十 | 日には 出願して、 さう して 之を 出す に 至つ た 

ならば、 天下の 實業 家が 之を 欲しい と 云 ふ 者が 幾多 

あつたので あらう けれども、 有力な ろ 先生が 之を 願 

つて 仕舞へ ば、 もう 致 方がない と 云つ て 指を 咬へ て 

居つ たので ある、 是は 事實で あろ、 其 他 私 It 聞く 先 


刻 山 本 君 も 質問され たが、 豫算委 M 總會に 於け る 農 
相の 答 辯と 云 ひ、 今日 此 席に 於け る 製鐵所 長官の 答 
辯と 云 ひ" 何れも 懇談 會なる もの 其 他の 種々 の 事は 
豫算の 通過を 計る と 云 ふ 意味に なつて 居る、 さう し 
て鋼片 三萬噸 、而も 出来るなら ぱ 漸く 都合 致せ ぱ或 
は 五 萬 咽まで もと 云 ふこと を 總て 豫算通 過を 計る @ 
の 言葉で あると 左樣に 言つ て 居る、 即ち 其點 から 見 
て も、 此 委員 會に 於け る 有 樣と云 ふ ものは、 誠に 穩 
かならぬ 所の 狀况 あり、 委員 會佘體 とは 言は ぬ* 一 
部の 人多數 の 人は、 E かならぬ 狀况あ りと 私は 見る 
のであります (拍手 起る) それが 爲に或 者は 日く、 
其當時 何でも 斯様な 事に 不思議な 事は、 政府は 何も 
驚く に 及ばぬ のに、 是が 通過の 爲に 云々 と 云 ふこと 
は、 其當時 有力なる 人， 之を 風說 する 人の 言葉を 藉 
りて 言へ ぱ 、憲政 會の 總務の 如き 有力なる 人が 之を 
農 商務省に 談判して、 此希 望を 容れな ければ 此案は 
否決になる と 云 ふこと を. 言 ふたので ある、 斯樣な 事 
を 言 ふ 者が ある、 併ながら 私は 之を 信じない、 信じ 
ない が、 左 棟に 言 はれても 誠に 闲る 事は、 前の 長官 
の 言葉と 云 ひ、 農 商務 大 K の 言葉と 云 ひ、 豫算汕 過 
の 爲に 之を やつた と 云 ふやうな 意味は、 言葉に 於て 
現れて 居る、 長官と 致しても、 自分は 左樣な 三 萬噸 
拂 下の 如き 事は、 斷じ てし ない と IK ふ 積り であるけ 
れ ども、 豫算 通過 S 爲に 之を したと 云 ふことは、 言 
葉の 上に 於て 自然と 現れ 來つて 居る、 此 意味から 云 
へば， 決し ' C 之を 以て 唯々 齊 ili w 人の W 葉で ない と 
云 ふ 疑を する もの も、 或は 無理 もない やうな 點もあ 
〇 はせ ぬかと 云 ふやう に、 私 も 疑な き 能は ざるを 得 
ぬ、 殊に 又豫算 總會に 於て、 鳥 田 三 郎君の 如き 方が 
此間 題に 付きまして 非常に 慌て、、 尾 崎 君に 至る ま 
でも 非常に 慌てられた、 其 言葉 二つ を 捉 へて 私は 疑 
點が ある、 鳥 田 君は 日く" 此 問題は 私は 5E 耳に 水で 
ある、 寢耳に 水で あるが どうも、 さう 云 ふ 事は 分ら 
ぬ、 元 來岡崎 久次 郎君は 其 道に 堪能なる 人で あると 
言つ て 居る、 私の 調査した 所に 依れば、 岡 崎 久次郞 
君は 嘗て 製鐵に 無 純驗な る 人で、 唯々 委員に なつて 
此製鐵 所の 事を 知つ たと S ふこと が 事實 であると 信 
じて 居る、 然るに 島 UI 君は 斯道に 堪能な り、 而 して 
是が寢 耳に 水で あると 云 ふことは、 前後 言葉が 合は 
ぬ、 尾 崎 君の 農 商務 大臣に 質問 中に 斯う 云 ふ 事が あ 
つた、 前 農相と 製鐵 所の 長官の 往復 文書が ある 害で 
ある、 農相 日く 無い-いや 無い こと li ない、 有る 筈 


である、 何たる 事で ある、 農 商務省の 主務大臣が 左 
樣な 書類は 無い と 言 ふのに、 局外の 人 尾 崎 君が 有る 
筈で ある •有る 害で ある、 何等か 其 間に 於て 疑な き 
を 得ぬ、 是は 推測しても 私は 相當で あると 思 ひます 
斯の 如き 事を 考へ 来れば、 決して 此 問題は 唯 •た 責任 
問題と 云 ふこと で 私は 論議すべき 事で ない、 事實斯 
樣な事があつたことは實に我邦の發展を爲すべき鋼 
片鋼 塊の 如き ものを、 一 方に 偏して やる と 云 ふこと 
が 不都合な りと 云 ふ 農 商務 大臣の 御 見 W は.. 誠に 相 
當であ る、 國 民も此 事に 對し ては、 無論 同情を 表す 
るので あらう と 思 ふ、 故に 私は 豫算 委員長の 報吿を 
全然 之を 是認 致して、 大多数を 以て 通過 あらむ こと 
を 望む 者で ある。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育浩 君〕： K 津淳 一郎 君。 

〔大 律淳 一郎 君登增 3 

〇大津 淳一郎 君 諸君 •寺 内 內閣は 成立 以来 足掛け 
茲に 三年になる のであります、 而 して 此 三年の 間に 
帝 Isa 議會を 召 S* したる もの、 今回を 以て 三回、 第一 
回は 成立 日淺 く、 R つ豫算 の i? 顧に 至らず して 而し 
て 解散に なり、 第二 回は 御 承知の 如く 臨時 議會で あ 
つて、 必要なる 豫算を 審議した ろに 止 - i つたので あ 
る、 而 して 今回は 初めて 大正 七 年度の 歳出 入總 豫算 
に 於て、 寺 內內閣 の 抱負 輕綸 •時局に 伴つて 如何な 
る豫算 を 提出せ らる 、やと 云 ふこと を. 吾々 ! J 期待 
したので あります、 之を 拜見 致します ると. 非常に 
失望 ^ 致しました、 帝 阈の 地位を 基礎と して、 世界 
の 大勢に 鑑み、 我が 內國 S 實情に 照して、 而し て斯 
の 如き 編成を せられた かと 見れば、 其 内閣の 眞意は 
何 所に 在る かを 頗る 疑は ざるを 得ない ので ある、 斯 
の 如き 豫算を 以て 重大なる 時局 .一 -此 重大なる 時局 
に處 する の途 を №1 へ 得る と 思 ふので あ (■> うか、 又 多 
年 我 帝國 S 執り 來つた 開凼進 取の 國是を 遂行す るに 
足る と 思 はれる ので あるか、 謹で 此豫算 を 審査 致し 
まする と、 悉く 姑息 •不完全 •、放漫 等に 流れて、 恰 
も 刀 筆 S 屬史が 考案され たる もの、 如く、 大政 輔弼 
の 大任を 荷 ふ 所の 政治家の 計畫 •せられた る ものとは 
一點 見る ことが 出来ない のは 洵に 遺憾に 思 ふので あ 
ります (「それで 三百 二 十 蓖圓の 削減 か、 もう 少し 
やれば 宜いぢ やない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 故に 本員 等 
の 此豫算 に對 して 査定した る 所は、 嚮に 早速 君ょ 〇 
趙吿を 致した 通りであります、 偌て 此の 早速 君ょ 〇 
二 八 一 
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豫驿 案 大正 七 年度 1^ 豫 W 案外 三 件  I 
報告を 致し t したる 削減 砝 !- 於て、 资藤 君： に 頻りに 
其 金額の 少ない こと や、 種々 なる 御 批評を 試み まし 
たが、 それは 早速 君の 說 明を聽 誤つて 居る の だら う 
と 思 ひます、 吐 の ? T 定を したる 理由は、 段々 に 私は 
申 述べ やうと 存じて 居ります C 「簡單々 々」 と 呼 ふ 
者 あり〕 抑々 稞算 計 3!£ の 中で、 最も 當年の 豫 M の必 
要と した もの It 國防 計 22 であり ませう* 此の 點に付 
いて (t 本議會 の 初に 於て、 寺內 首相の 施政の 方針と 
して演 說せ られた 所に も •今や 歐洲の 大戰 ii 局面 益 
々横 大致 しまして、 遂に 全世界の 大動 親と なり まし 
た、 政府は 夙に 時局の rl 大な るを 想 ひまして 云々 と 
斯 ■に 述べて ある、 斯の如 き 言葉は 兩度繰 返して 居 
られ ます、 此の 時局の 爾 大と云 ふ 事を 唱 へて 居りな 

•から、 此の 豫 算 が 時局の 重大なる !• 伴うて、 安全な 

りと 思 ふ 計 5Jf であらう か、 此の 計逛 V 以て、 時局 

の 重大に 處 して 安全な りと 思 ふなら ば、 內閣の 諸氏 

ほ 頗る 樂觀 的、 樂天 的の 御 方と 申 上げる 外は ない と 

私 は 思 ふので あります、 國民は 斯の 如き 計畫を 以て 

滿 足 (1 致して 居らない ので ある、 內閣の 諸 公は 是で 

御滿足 かも 知らぬ けれども、 我國 民は 斯の 如き 計 迸 

を 以て、 滿足は 致して 居らぬ、 試に 海軍の 一端に 就 

て 申して 見ましたなら ば、 菇に八 四 艦隊を 計 迸して 

からに、 本年の 豫 算 —— 大正 七 年度の 豫算 には、 僅 

に 巡洋艦 二 隻を 加へ て、 さう して 八 六 艦隊と して 是 

れで 宜しい ので ある、 是が 大正 十二 年までの 計 蜜で 

ある、 而 して 大正 十二 年までには、 此八六 艦隊の 中 

にも、 早 や 鰹齡の 第一 一期に 屬 する 艦 •か 數隻 あると 云 

ふこと である、 政府が％ 稅を 羅列して I 谷 種の 增 

税を 羅列して、 而し て國防 計 1!£ を 完全に する —— 時 

局の 重大に 伴つ て國 防の 計畫を 完全に すると 云 ふ、 

其豫算 として (1 に 巡洋艦 二隻 ，之に 附屬艇 隊を 加へ 

て、 それで 國防 完全な り、 時局に 伴 ふの 途は 立つ た 

りと 云 ふのに 至つては 、恐 入る より 外は ない、 流石 

に 之を 以て 完全とは 思は ない ので ありませ う、 海軍 

大臣は 大正 十 年頃に なれば 八 八 艦隊の 計 ffi を 提出す 

ると 斯う 言つ た、 提出す る やうな 事が あらう と 言つ 

た、 大正 十 年までは 僅に 其 間中 二 年、 中二 年 過ぎて 

提出す ると 云 ふ計逛 が あるなら ば、 何故に 增税 を羅 

列して 持 出す と 云 ふ 今日 1- 於て、 八 八 艦隊の 計 ffi を 

立てない ので あるか、 立て 得ない 道理は ない 筈で あ 

る、 若し 大正 十二 年までには 立て 得ぬ と 云ん ならば 

相當 期限を 延ばしたら 宜い 、心 付いて 居って 之を 爲 


さずに、 中二 年， ygg いた 大正 十 年に なれば、 又 提出 
すると 云 ふが 如きは、 如何なる 考 ょり 起つ て 來るの 
であろ か、 是が 頗る 姑息なる、 盂浪な る、 杜撰なる 
無 方針の 预算な り- v 斷言ず るに、 十分な ろ 値 打が あ 
ると 思 ふので ある ^, 併ながら 或は 造船 能力 •斯う 云 
ふ 所に 行く ので ありませ う" 或は 其 造船 能力 S 不十 
分の 爲めで あると、 斯う 云 ふこと を 言 ふので ありま 
せう、 造船 能力が 果して 不十分で あり、 海陸の 設備 
が 不十分であるなら ぱ、 造船 能力 も 攏大 すべし、 海 
陸 設備 も 十分に 爲すべ し、 是と 同時に 八 八 匿 隊の計 
迸を 爲す ことが 何が 出来ない ので あるか、 或は 年限 _ 

を 延ばす も 可な りで ある、 今日 姑息なる 計 ft を - 

吩税を 羅列して 而 して 計畫を 立て、 又 中二 年を 過ぎ 
てから％ 税 の計逛 をして、 八 八 一 一隊に L やうと 云 ふ 
のは 何たる 事で あるか、 國民に 向つ て增税 に增税 を 
强ゆ ると 云 ふことは、 即ち 此事 であると 謂は なけれ 
ばなら ぬ (「分つ たく」 と 呼 ふ 者 s> り〕 財政 上 困 

る - 財政 上 L! 於て 困る から 增税を 致した ので あり 

ます、 又國 力が 足りない - 是ほ 英吉利 や 亞米利 加 

の 如き 艦隊を 並べ やうと 云 ふなら •は、 國力が 足りな 
いので ある、 併ながら 八 八 艦隊を 完成す る 1 斯 _ な 
事に 付て、 決して 我 ! sa 力が 之に 伴は ない と 云 ふ 道理 
は 無き のみならず、 國民は 時局の 重大なる を 知り、 
世界の 大勢は 內閣の 諸 公ょりは 知つて 居る ので ある 
決して 斯樣な 姑息な 計 ® に滿 足を 致して 居る もので 
ない ので ある、 此計晝 を 以て、 而 して 一時を 彌 縫し 
て 置く と 云 ふが 如きは、 國家に 不親切と 謂は なけれ 
ばなら ぬ、 又 大膽な る 施設と 言 はんか、 殆ど 其 意の 
在る 所を 解す るに 苦しむ ので ある、 寺內 首相は 内閣 

成立の 當時 、施政の 大綱と して I 麗 々しく 施政の 

大綱で あると 言 ふて、 内閣 成立の 當 時に 述べられた 

る 其 言は 如何なる 言であります か、 斯^'! K ふやう に 

述べられて ある 「本 大臣は 建國の 本義に 基き 入 心の 

歸嚮を 導き 立憲の 正道を 履み て 皇謨を 翼賛し 赤心 事 

に！！ りて 庶務を 熒理 し、 以て 娶明 に應へ 奉らむ こと 

を 期す」 寺 內內閣 の 言と 實行 の異つ て 居る、 何が 建 

國の 本義に 基いた る 仕事を した か、 何が 立憲の 正道 

を 履んだ 仕事を した かと 云 ふことは 姑く 措き、 人心 

の歸嚮 を 導く —— 政治家が 人心の 歸織を 知らず して 

政治を 爲す ことは 出来ない 筈で あるから 人心の 歸嚮 

を 導く のは 洵に 宜しい、 然らば 如何なる 手段を した 

か、 時局が 重大 だと 言つ て國 民に 增税案 を 提出して 


居ながら •時局の m 大なる 事情を 說 明した ことが 何 
時あります か、 如何なる 時に ® 爭 CE 任 ある 羥 適 を 
國 民に 報道し ました か、 如何なる 時に 此® 爭 〇 推移 
將來の 目的を 國 民に 説明を 致しました か、 何等 阀 民 
を 度外視して 置いて、 人心 0 e 鹆を 導き —— 何等® 
嚮も禺 かずして、 而 して 時局は 重大で あるか • !) >  % 
税を しても •國防 計 fl! を 完全に する、 斯樣な ろ a 方 
は 何たる 考であ るか、 國民は 寺 内 內閣の 御 導を 受け 
ないでも、 世界の 大勢を 達觀 して •時局の 重大なる 
ことは 知つ て 居ります ろ、 併ながら 政府と しては、 
此道 を盡 くして 國防 計畫に 於て、 增税 案を 提出す る 
と 言 ふには、 此道 を盡 くすべき が 政府 當然の 職 賢で 
あります、 所が 此職 貴を 盡 くさ ' t して、 而 して 時局 
重大と 云 ふ 言葉の 上に 國防 計畫 ，而も 完全なら ば ま 
だし も、 不完全なる 案を 提出して、 咐稅を 並べ 出す 
と 云 ふが 如きは 不心得 も 亦 甚だしい、 幸に 國 民の 方 
が內閣 よりは 進步し て 居ります から、 導かれず とも 
國 防計畫 の 大切なる 位は 存じて 居る のであります、 
寺內內 閣は國 民に 導かれても、 尙ほ是 と共に 步 むこ 
とが 出来ない のが 現在の 有樣 である (拍手す る 者 あ 
り〕 然るに 國民 の歸嚮 を 導き 1 大言壯 語、 實に片 
腹痛き 事で あると 申さなければ ならない ので ありま 
す c 「大 言壯 語は 自分の 事 だ」、 「實際 問題に 觸れ 
給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如き 無經綸 ，無 抱負の 豫 
算に對 しては (「簡 單」 と 呼 ふ 者 あり〕 吾々 共 ほ 一 
先づ 政府に 突戾 して 返上を 仕つ て、 而 して、 時局に 
副 ふべき I 國 民の 希望に 副 ふべき、 國家將 来の 安 
全を 圖 るべき 計 書を、 立直して 御出でなさい と 云 ふ 
希望を 吾々 共は 持つ たのであります、 斯の 如くす る 
のが 當然で あります、 併ながら 今遽に 此豫算 を 突 返 
して、 今の 內閣の 諸 公に 此會期 中に 計畫を 立直して 
持つて来いと 言 ふて は、 是は御 出来になる まい、 さ 
ぅ 云 ふ 頭は 持つ て 居るまい、 御 ; B 來にな らぬ 事を 强 
ゆると 云 ふことは、 是は 無理で あるが 故に、 先づ國 
家に 急 要なる ものは 阈 防の 計 * であると 云 ふので、 
不完全ながら も 之を 認める の已 むを 得ず と 云 ふこと 
に 出で たのであります、 而して 完全なる 計畫を 望む 
と 云 ふ 上に 於て は、 明年度を 期した ので ある、 明年 
度を 期した が 故に、 明年度に 於て 諸般の 財政に 大削 
減を 加へ、 而し て尙ほ 不足な 6 ものを % 税案に 求め 
て 来る に 於て は、 決して 辭 する 者で ほない、 國民は 
決して 增稅を 今日 辭 する 者では ない のであります、 


I  二 一へ 二 

而 して 吾々 共の 削減が 頗る© ^ い、* は 前 申した！ f 
り 後年 度を 期して、 政府 •か 自ら： s iBC 企 部に rnj つ - C 大 
節減を 加 へられて ，1 旣定の 歳出に 向つて 大 削減を 
加へ ると 云 ふので あります から、 此大 削 ^ を 加 ふべ 
き 琪柄 Jt 、 裸 K 姿 負 長が 楠 民 地 O 0- 計に 於て、 ftp 
約を 爲す べき 途 •か あると 云 ふ 御 決 谨 1 V S さつた に 於 
て も 分つて 居る ので ある、 故に 旣定 C 歳出、 之を 明 
年度に 於 ご 財政 全般に 於て、 即ち 大節約 をして、 而 
して 大計 ^ を 立て、 來 いと 云 ふので あ 〇 ますから、 
是 等の 點に向 つて It 査定は 一點も 加へ ない ので あり 
ます、 唯 •た 吾々 共の 査定を 加へ たのは， 新規 要求 額 
に對 しての 商： 定であ るので あります、 併ながら 新規 
要求 額と 云 ふこと にな 0 ますれば、 世の 進 運に 伴つ 
て、 又 時局の 重大なる ことに 鋸み て 施設を 爲 さぬ で 
はならぬ 事柄は、 是は 多々 あるので あります、 旣定 
の 歳出に 向つ ては、 其 削減を 加 ふべき もの も澤山 あ 
る ことは 申す 迄 も ありませ ぬけれ ども、 一般 財政に 
は 削減を 加へ る ものは あるが、 新規 要求 額に 對 して 
ほ、 世の 進 運、 時局に 鋸み て、 巳む を 得ざる もの' か 
あるので あります、 併しながら 其の 中に 於て 控へ得 
べき ものは 控へ 、又 此の 事業を 爲して も、 決して 目 
的を 達し 得べ からず と 認めた もの、 斯の 如き ものは 
小な り と 雖も 削減を 加へ た、 即ち 緬羊の 如き —— 0 
藤 対の 引いた 緬羊の 如き、 其の 目的を 達する )- 於ぃ 
ては 吾 e 共大 に 55 成すべく、 又我國 家の ffi 大事と# 
へ -i す" 併ながら 其の 計！^ たる や、 決して 目的を 達 
L 得べ からざる ものであると 信ずる が 故に、 即ち 是 
れは 削減した のであります、 斯の 如 3- Iif 柄を 以 つて 
削減した る ものは、 少額な りと 雖も 三百 有餘萬 M 、 
時運の 進歩に 伴 ふ ものに 對して すら 斯の如 き 有様は 
少なくない、 多い のであります、 斯の 如き ffl 由を 以 
て 早速 君が 說明を 致した のに、 唯 だ 其 細かなる 所を 
捉へ て、 大瞠 査定の 方針と 云 ふことは 鹧 いて 聦かざ 
る 振りを して、 而して 他の 節約 額に 對 して 批評を 加 
へる と 云 ふのは、 丁度 田舍の 辯士が 百 性 騙しの 演說 
には 適當 であると 云 ふの 外は ない (「君の 演說が そ 
れだ」 「簡 單」 と 呼 ふ 者 あり〕 寺 內內閣 は， 國民を 基 
礎と して 立てる 內閣で ない ことは 申 上げる 迄 もない 
併ながら 苟も 政治を 執り行く からには、 國民の 恝の 
在る 所、 國 民の 歸嚮 する 所を 見て、 政治の 計 ffi を 立 
てると 云 ふことは 是は 當然の 話で あるが、 然るに IW 
此に 出で ず、 姑息 極まる 計 ffi を 立てた が、 致 方な く 
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之を 後年 度 迄 假すに 時日を 以てして、 而して 完全な 
る 計® を 立て、 再び 提出し ろと 云 ふ 時 H を與 へたの 
は、 聊か 好意的の 御忠吿 を 申 上げた と 申しても 宜し 
いので ある、 併ながら 倒れ、 ば それまで だ、 以上が 
即ち 吾々 共の豫 算査定 を 致した 大體を 申す ので あり 
ます、 唯 だ 爱に 一つ 豫算委 M 長の 希韹警 告と謂 ふべ 
き 問題に 對 しては、 賛否を 表する 上に 於て 一言 申さ 
ないで はならない、 數々 ありました けれども、 抑々 
始めの 質問 應 答の あつた 製鐵 所の 鐵片拂 下の 問題で 
ある •是 は 賛否を 表する 上に 於て、 一言 申 上げな け 
れぱ ならない 此 問題は 三 萬噸 の鐵片 を一會 社に 獨占 
せしめる のが 不都合で ある (「其 通り」 と 呼 ふ i 
〇〕 拂下 契約を 十箇 年に したのは 長き に 失する •是 

は 先程の 質問 應 答に 於て、 製錄所 長官が •十箇 年に 

したのは 如何なる 理由で あるかと 云 ふことの 說 明に 

於て 明かであります、 又 三 萬 噴は 是 亦製鐵 所で 大規 

摸の 計 斑を する ものは、 一間 年に 三萬噸 位を 消費す 

る 丈の 機械を 据 付けず んぱ 、此 仕事は 出 來な いと 云 

ふ 說明も あつたので、 分つ て 居る のであります、 又 

三 萬噸が S 占 ！ 製鐵所 の 拂下な る ものは、 毎年 計 

して 十萬噸 から あるので ある •而 して 此鐵片 に 至つ 

て 13; 或 tt 三 萬噸か も 知れない •か、 併し 昨日豫 算委 負 

會 (「 鐵片 とは 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 拂下の 契約書 

は鐵片 であります、 此問 に 政府 委 M は 成程 當時は ■ 

談會で ありました •か、 三萬噸 から 尙ほ 契約を して 見 

ましたが、 五 萬 _ 迄は 拂下げ る 事が 出来る であらぅ 

と 速記 錄 にちやん と 書いて ある、 是は前 年の 速記 錄 

にはない が、 裸 3?- 總會 1.; 於て ち やん と 答へ て ある、 

豫算 總會の 速記 錄を 見れば 明に ® いてあります、 吉 

川 政府 委員が 述べて あるのに ち やん と醫 いて ありま 

す (「餘 計な ことを 言 ふな」 「參 政 , 1? 負けるな」 と 

呼 ひ 議場 騷然) 

o_ 長 C 大岡 育造 君) 靜肅に …… 

〇大津 淳 一郎 君 併し それ 等の 事は 措いて、 農 商務 

大臣の 早速 君の 質問に 對 して、 火正 六 年 八月 八日 米 

國禁鐵 問題が 起つ てから 始めて 此事を 知つて、 是が 

不穩當 だと 思つ て、 阏當な る處 置を する 意見で ある 

と 斯ぅ 述べた、 W て 八月 八日は 米國禁 鐵の間 題の 起 

つた 日で あるので あるけれ ども， 仲 小路 農 商務 大臣 

が 東海 製 鍋 株式 會 社の 契約は、 八月 二 十日に 致した 

のであります 、是は 禁鐵問 題 •か 起つ たから 始めて 氣 

が 付いた と 云 ふなら ば、 是は知 つて 居らなければ な 

豫算案 大正 七 年度 總豫算 案外 三 件 


らぬ 筈で ある， 尙ほ 諸君 (「君の 株は どぅした」 と 
呼 ふ 者 あり〕 當時 大正 五 年 七月 十三 日に 製鐵 所ょり 
約束と して、 假契 約を 出した と 云 ふ もの、 文は どぅ 
なつて 居る か、 是は仲 小路 農 商務 大臣は 知つて 居る 
筈であります 「本年 十二月 末 迄に 貴方に 於て 會社を 
成立せ しめ 第一 回 賣買 契約の 手續を 了せられ さると 
きは 本文 回答 C. > 趣旨は 一と 先収消 し 候 ものと 御 承知 
置 被 下 度」 會社が 大正 五 年の 十二月 末日 迄に 出來た 
丈では 駄目 だ、 第一 回賣買 契約の 手續を 了せ ざる 時 
はです、 谐て第 I 回賣買 契約を 爲した のは 何時で & 
ります、 大正 六 年の 八月 二十日に 仲 小路 農 商務 大臣 
は 本契約を して、 此 本契約の 爲に假 契約' か 消えた と 
云へ ぱ •何故 此賣買 契約を 爲した か、 第一 回の 賣買 
をした のは 六十 萬 噸 、大正 六 年 十二月であります、 
今日ょり 中一简 月を 置いた 前であります、 此時 から 
始めて 此契 約は 成立つ たので ある、 昨年の 十二月 迄 
は 此假契 約の 儘で 居れば 成立たぬ のであります •然 
るに 假契約 を 本契約に したのは， 政府は 是は 甚だ 不 
觀當な 事で ある、 適當な 處置 をし なければ ならぬ と 
云 ふのに、 就 K 當時は 氣が付 かずして、 禁鐵 問題が 
起つ た 八月の 八日から •たと して， 何故に 二十日に 本 
契約を 締結した か、 又此 本契約を 締結しても ，第一 
回の I 此假 契約の 如くな れぱ 、第一 回の 賣買 契約 
即ち 六十 萬 噴を 拂 •卜げ た 十二月 迄の 間には、 不穩當 
と 思へ ば 取消す ことの 出 來る假 契約であります、 此 
文 言は 確かであります、 然るに 此文 言は 本契約に 於 
て 消えた と 云 ふなら ば、 取消す ことの 出 來る假 契約 
を 仲 小路 農 商務 大臣は 本契約に 直して 而て 之を 堅く 
したと 云 ふ 責任が ある、 又 之が 消えない と 云 ふなら 

ば I 昨年 十二月までは、 即ち 是は消 す ことが 出來 

たので ある、 斯の 如く 此 契約は 不穩當 不都合で ある 

と 云 ふなら ば、 何度も 之を 消すべき 假 契約の 文面が 

ち やん と 存在して 居る にも拘らず •之を 己れ が 本 契 

約に し* 又 第一 回の 賣 M 契約を して、 渡して， 益々 

此假 契約を 確 實に 己れ がして 居つて、 而 して 不 穩當 

である、 處 !1 を 取る と、 誰が 不穩當 の 事を 實 行した 

か， 誰が 不穩當 な 事を して 仕舞つた か、 元の 種は 何 

時で も 消える、 此 消えべき ものを、 己れ 責任 ある 即 

ち 長官と して* 一省の 大臣と して、 而 して 之を 消さ 

ず、 散つ て 居る ものを 纏まつ たものに して •之を K 

行せ しめて 居って， 而して 今 不都合で ある •个 穩當で 

ある、 當時 之を 不穩當 と 云 ふなら ば、 取消したなら 


ば、 會社 が (i かな 創業 經費を 損失した 丈 で 濟 むので 
ありまして、 二 百 二十 萬の 金額を 投じて、 會社を 整 
備し 、殆ど 成立つ た 今日に 當つ て、 而 して 己れ が此 
契約を 確實 にして 置 3- ながら、 今に 至つ て不 穩當で 
ある、 相 當の處 置を 取る と 言 ふて、 無責任 も 甚だし 
い、 能く 左樣な 口を 厚顔し くも 述べられた もので あ 
る c  r どつ ちが 厚顏 しい」 と 呼 ふ 者 あり〕 耻を 知つ 
て 居るなら は、 斯樣な 事を 述べられた もので ない、 
(拍手 起る： I 不穩當 の 事で あるから 處置を すると 言 
ふなら ぱ 、處崮 を爲 さつた •し : 0: からう、 責任を 知つ 
て 居るなら ぱ 、己れ の 身體 から 處置 をして、 責任者 
たる 仲 小路 農 商務 大臣、 責任者た る 人が 不穩當 だか 
ら處 置を すると £c ふ、 先づ 己の 責任から 先に 處置を 
すると 云 ふなら ば (拍手 起る〕 先づ 武士 魂が 有るな 
らば 割腹を して 謝罪す るの が當然 である •(拍手 起 
る〕 是等の 魂を 持つ て 居つ て 然るべ しで ある、 何時 
でも 取消す ことの 出来る 假契約 を 確 實なる ものにし 
て、 退つ 引なら ぬ 形勢に 陷れた 責任は、 獨り仲 小路 
農 商務 大臣に 在る と斷 言して 宜しい ので ある (拍手 
起る 「貰つ た 株は どうした」 と 呼 ふ 者 あり〕 a 吾々 
共 —— 吾 •ベ 共は (「どうした」 「貰つ た 株」 と 呼 ふ 
者 あり〕 吾々 共は 〔「吾々 共は」 「貰つ た」 と 呼 ふ 
者 あり〕 貰つ たとは 何' た、 何を 誰が 貰つ たか (笑 聲 
起る〕 不都合な 事を 言 ふな、 何等の 關係が あるか ( 
發言 する 者 多く 議場 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 私語を 禁じます I 追々 時間 
が 切迫 致しまして、 尙ほ數 名の 風 言 通吿 もあります 
から、 此_ 事の —— 豫算の 議事の 終る 迄 時間を 延長 
致します。 

〇 大津淳 一郎 君 吾々 共は 洵に 姑息なる 財政 計 畫， 
不完全なる 財政 計 « では あるけれ ども 國家急 要の 國 
防は 廢 止すべからず として 之を 認め、 尙ほ 後年 度を 
期して 一般 財政の 大 整理 •大 削減を 爲し 、而 して 完 
全なる 國防 計畫を 提出せ •«): と、 斯樣に 內閣に 注文 申 
すから には 一言 內閣諸 公に 警苦 をし なければ ならぬ 
如何に 國防 完備す ると 雖も 、之を 取扱 ふ ものは 人に 
存 する、 本 野 外務大臣は 外交の 方針を 說 くに 當 つて 
「若し 夫れ 極東の 平和維持の 事に 至りまして は、 洵 
に 帝國の 重大なる 責務に ) a する ものであります から 
萬 一に も 極東の 安寧が 再び 危殆に 瀕する が 如き 事 有 
らば、 時の 如何を 間は ず 帝國は 進んで 之が 防禦の 任 
に當る ことは 當然 のこと でありまして、 尙ほ 前途 永 


遠の 平和を 確保す る爲 には、 帝 國は 全力を 傾倒す る 
も敢て 之を 辭せ ざるの 覺悟が 無ければ ならぬ と 確信 
致します」 是は 一段 聲を 高く 張 上げて 貴族院に 於て 
も 述べた 事で ある、 衆議院に 於ても 述べた 事で ある 
東洋の 平和を 確保す る、 是は今 新しく 今の 內閣 から 
承は らず とも 宜しい ので ある、 東洋の 平和を 確保す 
ると 云ふ爲 には、 多年の 間 我 帝國は 盡して 居る ので 
はない か、 東洋の 大陸に 一大事 有る が爲 に" 二® 師 
團を咁 設した のでは ないか、 今に 於て 之を 絕 叫して 
何 か 自分が 氣が 付いた やぅに 述べて 居る のは、 片腹 
痛い 事で ある* 而して 東洋の 平和を 確保す る- 果し 
て 確保され て 居る か、 國と國 との 戰爭で なければ， | 
東洋に 如何なる 事が 有つ て も 平和で ある、 斯樣な 道 
理は 無い 筈で ある、 支那の 現状を 觀ょ 、交 那帝 _ は 
—— 支那 民國は 統一され て 居らないで ないか、 一國 
が 統一され て 居らず •南北 戰爭 をして 居る 狀態を 見 
て、 是で 東洋は 平和で あると 云 ふので あるか、 露國 
は 未だ 認む べき 政府がない、 此狀 態に 於ても 尙 ほ m 
洋の 平和は 確保 ■y: られて 居る と 云 ふので あるか、 幸 
にして 歐羅 巴の 戰爭 あり 他國 は東徉 を 顧る 違が 無い 
隙が 無い から 是で 宜しい、 此儘 にして 打棄 て、 置い 
て、 而 して 東洋の 平和は 確保せられ て 居ります か， 
支那に 對 して 色々 の 手は 出した ので あるが* 出す 所 
は 悉く 東洋の 平和を 破壊す るの 行 励を联 つたので あ 
る、 露國西 比利亞 に對 しては、 一時 居住 民の 不安の 
みならず、 人道の 上から 西 比利亞 人民が 不安に 陷つ 
て、 支那の 國です ら出 兵を したと 云 ふのに、 何が 爲 
に 朝鮮 方面に 兵隊を 置く ので あるか、 時機を 失して 
此 場合 機宜の 處 置を 爲す こと すら 出來な いので ある 
後れ馳せに 他國が 軍艦を 差 •出す と 云 ふ 話を 聞いて、 i 
之に 後れて はならぬ と 云つて 一隻の 軍艦を 浦 鹽港に 
差 向けて、 東洋の 平和は 安全な り、 是で 東洋の 平和 
は 確保せ らる 、ものな りと 云 ふに 至つ ては 何たる 吞 
氣 、何たる 無責任 千 萬の 事で あるか、 實に 言語に 絕 
えたる 行動で あると 謂は なければ ならぬ、 期の 如き 
有樣を 以て、 而して 開國 進取の 國是を 遂行す る 事が 
出来ます か、 時局の 重大なる に處 する ことが 出来 ま 
すか、 大政 輔弼の 大任を 完ぅ する ことが 出来ます か 
此 他に 於ても 內閣の 施設した る 内外 政治に 於て 論ず 
べき ものが 澤山 あります、 それ 等は 總て 捨て、 も、 
此國 防の 上ょ 〇 来る 外交 上の 重大 事に 於て 機宜を 失 
し、 何等 機敏の 働を 爲す ことなくして、 それで 東洋 
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の 平和を 確保す るな どと 云 ふ 大言壯 語を、 新しく 知 
つた 如くに 吐き 散らす と 云 ふこと が 即ち 無 n 任の， 
大臣た るの K 任を S? せざる の 行 III であると 謂 ふより 
外は ない (「人道の g に 止して 吳れ」 と 呼 ふ 者 あり 
) 凡そ 内閣 諸 公は 材幹 技倆 抱負を 自ら 持つ て 居る と 
信じて 居る だら う、 辟 綸 抱負 も 自ら 持つ て 居る と 信 
じて 居る だら う、 併ながら 人は 己を 知る の 明が なく 
ては ならぬ c  r 君は ど 5 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 此 時局 
の rr 大な る、 我が 帝國の …… (笑睇 起る) 

〇錢長 e 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇大 津淳 一郎 君 帝國の 進取の 國 是を實 行す るに 當 
つて、 己の 技倆、 材幹 、綷綸 •抱負が 果して 此 輔弼 
の 大任を 全うし 得る や 否やは、 靜に御 一考 あつて 然 

るべ L であると 御忠吿 して 題き ます (拍手 起る〕 

〔「討論 終結」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誠 長 C 大岡 育造 君〕 中 村 啓 次 郎君。 

〔中 村 啓 次 郎君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 中 村 啓 次 郎君 諸君、 先程 我激 の齋藤 君の 演說中 

武 富前藏 相の 財政 計 ® : を 攻_ する に 急な りし 爲 か、 

恰も 現內閣 s 財政 計铍 を完金 なる が 如くに 聞え しめ 

たのであります が、 是は武 富前藏 相の 財政 計 迸より 

は、 現內閣 の 財政 計诳の 方が 餘程 ましで あると 云 ふ 

に過ぎない (「ひや^^」 「のう^^」 と 呼 ふ 者 あ 

り、 拍手 起る〕 現内閣の 財政 計 迸を 完全な りと 謳歌 

したので はない と 云 ふ點を 言明 致して 置き ま 十* 豫 

算大體 の 討論は 略々 辞 かにされ たりと 信じます るが 

故に、 本員は® に 製 鐵所對 岡 崎久次 郎等の 鋼片不 當 

迓 却の 事の みに 言論を 止めまして、 政府に 對 して * 

吿 決議を 爲 しました る 其の 理由を 明に 致したい と 思 

ふので あります、 本員 素よ 〇訏 いて 以つて 直しと す 

る 者を 僧む ので ある、 併ながら それは 人の 私 德に關 

して 居る 事でありまして は、 苟も 此社會 の 綱 ffi を棻 

斑し、 國 家の 秩序を 破壞 する •か 如き 重大 事を 知つ て 

而して 之を 言は ず、 言 ふて 而して 之を 明に せ ざれは 

國 民の 負託に 應ふる 所以に 非ず、 上御一人に 對し 

て 忠なる 所以に 非ず と 信ずる が 故に、 敢て 豫箅 委員 

會に現 はれました る此 一大事を 此 場合 明かに 諸君に 

訴へ マ、 諸君の 御 判斷を 乞 ひ、 併せて 政府の 反省を 

求め や 5 と 致す のであります、 立憲 國に 於き まして 

議 政府に 在る 者が 行政府に 在る 者を 威壓 し、 或は 又 

之と 結托 致しまして、 政務の 働を 公平なら ざら L め 


る やうな ことが •こざいましたなら ぱ 、是は 一大事で 
あります ( 「君は どう だ」 「自分は どう だ」 「弱つ 
たな」 「默れ I と 呼 ふ 者 あり) 

〇謅長 t 大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます® 

〇屮村 啓 次 郞君國 民を して K- 間醜陋 のこと を 含め 
りとの 疑團を @ かしむ る 如きは、 眞に國 家を 危 くす 
るものである、本員今述ぷる所の如き |£ 、素より是 
は 政戧政 派を 超越した る 重大 事であつて、 共同の 問 
題で あるが 故に、 此の 如き 問題は'  縱令 憲政 會の人 
の 一二に 關する と雖 も、 憲政 會の 人と 雖も俱 に 共に 
心を 平 かにして 攻究す る ことに 努められん ことを 菌 
むので ある (「嫛 吿す るに 人 あり」 「默れ J と 呼 ふ 
者 あり： I 昨年の g 會に現 はれました る 採 木 公司の 問 
題 —— 採 木 公司の 問題と 云へ ば、 我が 日本 政府より 
百 五十 萬圓を 出し、 支那 入から 百 五十 萬圓を 出 して 
日 交合 辨の 三百 M 圓の會 社が 出來 たので ある、 其 百 
五十 萬圓の 元金を 以て， 大倉 男爵に 前 内閣は 之を 賣 
渡す ことを 約し- 大倉 男爵から 百 五十 萬圓を 取つ て 
置耷な がら、 此採木 公司と 云 ふ ものは、 立 木の みに 
て も 何 億 萬 圓と云 ふ ものであるが 故に、 現 內閣は 之 
を與へ ない、 此の 如き 有_ なる が 故に、 大倉 男は 每 
日の やうに 通つて 來て 、此內 閣に百 五十 萬圓の 要求 
を 致して 居る と 云 ふこと であるが、 其 問題は 未だ 解 
決されて 居らぬ、 又豫算 委員 會に 於て、 此製鐵 所 問 
題の 如きは、 前內閣 の批 政の 片鱗の 現 はれた る もの 
と 言 はれて 居る が、 斯樣に 片鱗' か 所々 に 現 はれて 來 
ると 云 ふこと になり •£ しては •是は 一大事で あると 
思 ふ、 けれども それ ほ 行政 者の 間の 事であつて、 大 
隈總现 大臣， 石 井 外務大臣‘ 武 富大藏 大臣の 間に 於 

て 成立つ て 居る ものであるから して、 本件よりは 尙 

ほ 少しく 其罪輕 しと 見る ので ある、 本件は 事柄が _ 

政府より - 此 衆議院の 豫® 委員 會に 於て 製鐵 所に 

於て 製造す る 所の 鋼 片の拂 下を 要求して 而 して、 其 

衆 翳 院の豫 算 委員の 一人、 而も 特別委 員の 一人が、 

此拂 下を 致した と 云 ふ 事件で あるが 故に、 餘程愼 重 

に 攻究す る 必要が あると 信ずる のであります _  C 「ひ 

やく」 と 呼 ふ 者 あり〕 事柄は もう 旣に 先程 来の 質 

問應 答に 依りまして 詳悉 されて 居る と 信じます るが 

故に、 成るべく 簡單に 申します るが、 大正 五 年の 春 

の _會 に 於て、 製鐵所 第三 期擴張 案の 衆議院 豫算委 

員會の 議に 付せ らる i に當 つて、 岡 崎 久次郎 外數名 

の 者が 其 委員と なつて、 此製鐵 所の 擴張 費を 協賛す 


る 代りに、 製！® 所で 作製す る 所の 半製品を •成る ベ 
く 多く 民間に 拂下げ て ? 1 ひたい と 云 ふこと， V 要求 致 
したので あります、 是が 終に 院謅 となつ て、 左の 如 
き 希望 條件 となつ たので ある r 製鐵 所は 操業 上 成る 
ベく 民間 鐵 工業 者に 半製品を 供給し 以て 斯業の 發胺 
を 速 進せられ むこと を 望む、」 斯業な 希 5? 條件 になつ 
たので ある、 當 時民營 の鐵 ：丄 業が 鋇塊 鋇片の 拂 下を 
望んで 居る ことは、 大旱〇 雨を 望んで 居る が 如くで 
あつた、 是が 衆議院 各派の 人が 一 致して 此耍 求を 爲 
したる 所以で ある、 こ、 迄は 宜しい ので ある、 先程 
來 此議會 に 於て 應 答され て 居る 所で 見ろ と 云 ふと、 
此 要求を した 裏面には、 製鐵所 長官の 所へ 憲政 會 2 
某 總務が 、若しも 此三 萬噸と 云 ふ ものを 許して 吳れ 
なければ、 之を 通過 させない ぞと云 ふやうな 威 壓 を 
したと 云 ふやうな 內證 話が ある C 「のうく」 と 呼 
ひ 拍手 起る〕 眞相が あるので あ 石から* 之を 明かに 
しなければ ならぬ (「のう <」 「のう< ぢやな 
い」 「其 通りく」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 

0S 長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〔「生 意氣な ことを 言 ふな j  r 名前を 言へ」 と 
呼 ふ 者 あり〕 

0 中 村 啓 次 郎君 諸君 御默 りなさい —— 此院の 場外 
に 於て ほ、 製鐵所 長官は 拙者に 向つ て 明かに 此 事を 
言つ て 居る ので ある， けれども 長官は 此 壇上に 於て 
言は ぬので ある、 他の 名譽を 保つ 爲に 之を 言は ない 
ので ある (拍手 起る 「何 だ 名を 言へ」 と 呼 ふ 者 あり 
〕 之 を 言は しむる 翳會 に權 能は 無い ので ある (「默 
れ<」 「何 だ 生 意氣な 」 と 呼 ふ 者 あり〕 此翳會 の 
組織に 於て は、 製鐵所 長官を して 名前を 言は しめん 
とする 職 權は 無い ので ある、 又 今日. は是 等の 人の 責 
任を 問 ふと 云 ふ 問題に 非ず して， 是が契 約の 當不當 
を 決議して 居る 時で ある、 其 必要は 無い ので ある c 
「造り 事を 云 ふな、 名前を 言は ない 所を 見る とそれ 
は 嘘 だら う、 本當な ら 名前を 言へ」 「貴_ 嘘を 言へ 
」 「默 つて 居れ」 と 呼 ひ、 議場 騷然〕 去年 製鐵 所擴 
張 案が 本院を 通過して 間もなく .…： (「何 だ 何を 言 
ふか」 「自ら 顧みよ」 と 呼ひ發 言す る もの 多く ® 場 
騷然) 

〇 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます 「 

0 屮村啓 次 郎君 大正 五 年 五月 十一 日捋を 以て、 岡 
崎久次 郞外數 名が 一團 となつ て、 抑 川製鐵 所長 〔目に 
宛て， 鋼 塊鋼片 を @ 年三蓖 « づつ向 ふ十箇 年間拂 下 


げたし との 願 » を 提出した ので あ o ( 此時 f as ii is 
長 j と迎 呼し發 ?? n を 求む る 若 多し 链甩騷 然) 
0遨長(大岡育造君)靜璐に闼ひま -,*- '' 

〇屮村 啓 次 郎君 製銥所 長官 (i 之を 趑商務 大 K1 に 宛 
て、 煙 商務 大臣 ii 製鐵所 長官に 對 して ( 『迟れ< 
J 「默 n J と 呼 ふ 者 あり) 製 鐵所が 大正 六 年下 半期 
以後 向十简 年間 民間に 拂ドげ 得べき 餘裕琺 許な 〇 や 
を問合した時に、之に對して製銥所長宫に、一筒年 
約 三 萬 噸の 餘裕あ 〇 と 答へ たので ある ( I 疚しくな 
いか」 r 默れ I と 呼 ふ 者 あり) 是に於 て 同志む の链 
員に して 當時 G S 商務 大臣た る 河 野 …： ( 「馬 鹿を 
言 ふな J 「何を 言 ふか」 と 呼 ひ 誠 場騷然 ) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 森 田 君に 注总 します、 言朗を 
御® みなさい。 

〔森 田 茂 君 「宜しい」 と 呼 ひ笑聲 起る〕 

0 中 村 啓 次 郎君 農 商務 參政官 たる 町田忠 治 君は、 
大正 五 年 七月 十日 付を 以て 之に 決裁を 與へ たので A 
る、 同月 十三 日を 以て 製鍅所 長官を して 同志# 代 誘 
土 岡 崎久次 郎等の 一類に、 大正 六 年下 半期ょり 向 十 
箇 年毎 年鋼片 三萬噸 、即ち 製鉞 所が 民間に 拂下げ 得 
べき 最高 極度 0 鋼片 を拂 下げる ことの 契約を 致した 
ので ある (拍手 起る〕 先程 來此の 所に 於て e いて 居 
ろと、 大正 六 年 八月 二 十日に 仲 小路 S 瓶 務大以 が 此 
契約を した かの やぅに 言 ふけれ ども (「其 通りな つ 
て 居るぢ やない か」 「議長々々」 と 通 呼し發 言す る 
者 多く 翳 場騷然 〕 諸 君 等は 拽算委 M 會の 速記 錄を見 
ろ* 速記 錄に はち やん と® いて ある …… 

cr 何を 言 ふか j 「嘘を 言 二な」 「默れ 一と 呼 
ふ 者 あり〕 

〇觀長 C 大岡 育造 君) 靜肅に I 私語は 許し ませぬ 
〇 中 村 啓 次 郎君 諸君は (「中 村 私語を 許さぬ」 r 
確かり やり 給へ」 と 呼 ふ 者 あり) 此大正 六 年 八月 二 
十日 s 製鐵所 長官と 東海 鋼 業 株式 會社 との 間に 出 來 
たる 此契 約は、 大正 五 年の 七月 十日に 農 商務 大臣 河 
野 廣中 以下の 人が 決裁を した 此事に 由て 當時 111 來て 
居 つた 事で あつて、 現 農 商務 大臣の 關與 する 所でな 
いので ある (拍手 起る 「それは 假契 約で ある」 と 呼 
ふ 者 あり〕 併ながら 現 農 商務 大臣の 責任 あり や 否や 
は、 此 問題 S 解決に 何等の 影響を及ぼさない ので & 
る c  r 違 ふく」 と 呼 ふ 者 あり) 大正 六 年 八月！ 一十 
日付の此契約»は、現農商務大臣の責任の有無に依 
て 前 大隄內 閣の 責任の 解除を 來さな いので ある 此契 
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約の 不當な る ことを 正當な らしむ ると 云 ふ 理由に li 
ならない ので ある (「君は 何を 言つ て 居る、 分らな 
いぢ やない か. j  r 頭が 惡いの だ j  r 盤 罰の 励 議を持 
出す ぞ j 「證據 を 出せ」 と 呼 ふ 渚 あり 蕺 場騷然 〕 
0_長(大岡育造对)靜肅に願ひます。 

05 •村 啓 次 郎君 製鐵所 第 E: 期 擗張 案が 通過す るに 
當つて、成るべく多く民間の會社に_片を拂下げて 
吳れと 云 ふ 要求は H しいので ある •之を 又三茁 噸位 
の ものは 民間に 拂 下げる と 云 ふこと を 考へた 事 も宜 
しいので あるが、 此筘 SS 條件と 云 ふ ものは、 唯今 朗 
讀致 しました やぅに、 閊 く —— 廣く 民間の 鐵エ 業者 
に拂 下げる 意味を 以て 致して 居る こと it 、 此鐵 工業 
の發展 を —— 發達を 促進せられ むこと を 菌むと 云 ふ 
此意 味に 於て 明かで あるので ある、 之を 唯 だ 一人の 

岡 崎 久次郞 一 類の 者に 拂： 卜げ、 IL つ 此製鐵 所の 仕事 

の 如きは、 苹々 其 神 算を此 調會に 於て 議す べき もの 

である、 而 して 其 作製した る 品物を 十 年の 長き 先き 

其 契約を すると 云 ふことは、 明かに 不當で ある こと 

は 言を 待たざる 所で ある (拍手 起る〕 それ 程 明 陥な 

事を、 其 明を 掩 ふて 居る のは、 或 ii 其 間に 何 か 在る 

ので あるまい かとの 疑を 起さし むる 恐は ある (拍手 

起る 「默れ •何 だ 何が あるの だ」 「誘 長々々」 と迪 

呼し 卓を 叩く 若 あり 諮 場 騒然) 

〇蕺 長 (大岡 育造 君〕 靜肅に I 靜肅 にしない 者は 

退 蚴シ 命じ ま i - 靜肅 にしない 者は 退 垛を 命じ ま 

す - 屮村君 に 注 SJ します、 人身 攻 S2 に a る ことは 

避けなければ なり -i せぬ。 

〔「何 だ、 何を 言つ たか 分らぬ」 と 呼 ひ、 議場 

騷然〕 

〇 屮村啓 次 郎君 是程解 〇 易い 事が 解らない のは、 

其 «? らな いと 云 ふ 何 か 事が 起つ て 居る ので ある ( r 

議長、 諮 長は 何故 無禮な 言を 注意せ ぬので あるか」 

と 呼 ひ發 言す る 若 多し〕 速記 錄を 見たら 解る、 そん 

な 事は 言つ て 居ない (「何を 言 ふか 取消せ j  i 呼 ふ 

者 あ 〇蕺 場騷然 ) 

〇® 長 (大岡 育造 君〕 此演說 は 速記 錄を御 K なすつ 

て、 質すべき ことがあつ たら 質しなさい。 

〇 中 村 啓 次 郎君 此速 記錄に 拙者の 言つ たこと が il 

罰 に 付せ らる べき 理由が あれば •拙者は 決して 瞳 病 

な ことを 言 ふので ないから、 安心して e いて 吳れ ( 

「何を 言 ふか」 と 呼 ふ 者 あり) そんな 卑性な 中 村 啓 

次郞 で Ji ない ので ある (拍手 起る〕 (「何を 生 意氣 
预览篥 大正 七 年度 總拽 SI 案外 三 件  I 


な ことを 言 ふ」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 前 農 商務 大臣 河 野廣 
屮君 、君は 嘗て It 天 »f を 愛し、 節義を 重んじ •淸貧 
に 安んじ •眞に 我 徒の 敬慕の 中心で あつたので ある 
然るに C 「餘 〇烟 てはいけ ませぬ」 と 呼 ふ 若 あり) 
此 ■年間は 人 W に憧愦 れ節袭 を 二 三に し、 大隈内 閣 
の 農 商務 大臣と して 天下 嘲笑の 巷と なつた ので ある 
(拍手 起る〕 近時 野に 下りても、 燦然た る輕 車に 篤 
し、 意 氣揚々 として 登院す る， 其有糅 を 見て！ is 野 
人 ほ 何と 申して 何る か* 御 承知であります か、 其齊 
東 野人の 言葉シ 聞いて 涙を 流して 居る •貴方の # 友 
の ある ことを 御 承知で あ 〇 ます か (拍手 起る) 齊 J1I 
野人は 貴方の …… 

0_長( 大岡 育造 君〕 注 } S します、 人身 攻擊 に亘ら 
ぬ やぅに 注意し ます。 

0 中 村 啓 次 郎君 唯 だ 私は 此 場合 河 野 君に 斯樣に 申 
して 敬 M を 表する ので ある、 町 田 君は 河 野 君とは 違 
ひまして、 親しく 市井に 出入し、 錢 勘定には 極めて 
明かなる 方で あるので あります、 大正 五 年の 交、 民 
間の 鐡エ業 奢の 莫大なる 利益を 收め つ、 ある 事は 萬 
萬 知悉す る 所で ある、 此時 に當つ て 製鐵所 製品の 民 
間に 拂下げ 得べき 全部 三 萬 噸を十 固 年 問 一手に 觀斷 
し、 之が 鋼 業 锊社を 組織したなら ば， 一 株 幾何 2 「 
プレミアム」 •か 付く かと！ ム ふこ c は、 三百 八十の 諸 
君は 知らない -'e も， 町 田 君が 之を 知らない ことは な 
いので ある •一 株 五十 圓や六 十圓の 「プレミアム」 
が付<と云ふ如 ? ことは、町田君の能く知つて居る 
事で ある、 先程 津末 君の 話に， 十 I 一圓 五十 錢拂 込の 
株が 百 六圓迄 したと 云 ふ •此 一月 二十 八日に 於け る 
此株の 一 株の 中値は 八十 一圓 致して 居る •此 「ブレ 
ミアム」は五十六 [1 である、是が六萬株.岡崎久次 

郞君 一類の 手に 這 入つた ので あるが 故に， 如何に 少 

なく 均し 之を 五十 圓 としても* 三百 萬 圓と云 ふ もの 

は、 それ 等の 人の 懐中に 這 入つた ので ある、 是は即 

ち 明かに 知つて 居る 道理、 明かに 三 歳の 兒 童と 雖も 

解 釋し得 べき 問題、 斯樣な 問題が 議# に 現は れゝぱ 

憲政 會の人 も 共々 に 立つて 此の 決議に 賛成すべき 箬 

である にも拘らず、 此の 決議に 反對を 試む ると 云 ふ 

やぅな 事は、 何 か 其 間に 存在し はしない かと 云 ふ 疑 

國を 生ずる ので ある、 私は 此疑團 を 貴下 方の 上に 加 

はらしむ る ことを 御氣の 毒に 思 ふので ある (「無 禮 

な ことを 言 ふと 許さぬ ぞ」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君は 本 

員の 陳述す る 所を 以 ちまして* •單に 反 對黨を 攻擊す 


る言與として御鸱取〇のないことを希望するのであ 
ります、 本員は 政黨に 基礎を 置かざる 官僚 内閣 ( 「 
ァミ ーパ J と 呼 ふ 者 あり〕 此官僚 內閣は 此寺 內內閣 
を 以て 最終の 幕と 心得て 居る のであります、 此官僚 
內閣 を « 墓に S らんと する に 當〇 まして、 想起す こ 
とは 政 黨の 事で & ります (「後藤に 睨まれて 居るぞ 
J 「默 れ^--」 と 呼 ふ 者 あり〕 此官僚 內閣が 終焉を 
告げた る 後は、 國 民の 意志を 代表すべき 吾黨 、及び 
懑政會 或は 國民黧 の 責任の Is 且大を 加 ふることは 言 
ふ 迄 もない のであります、 故に 政 黨の內 容を淸 新に 
し、 政 黨內閣 の 執行 ふ 所の 政策は、 總て 公平に、 一 
點醜陋 の 事 無き を 國 民に 了解せ しむる の 要が あるの 
である •吾黨 の 心を 此に用 ふるや 最も 切なる ものが 
ある，： 造次に 於ても、 ® 1 沛に 於ても、 此に心 を 致し 
て 居る ので ある-吾輩の 如き 固より 不肖に して、 事 
志に 副 ふ 能は ざる 點あ るのを 恐懼 致して 居る ので あ 
ります、 憲政 fr の 諸 対た る 者 •本 M の 此言議 を 以て 
他山の石と なし、 過は 過と なし- 旣往に 鑑みて 將來 
の 向上を 圖 り、 衆 _ 院第二 の 大政 黨 として、 國民の 
負託に 背か ざらん ことを 切 莆する ので ある、 本員 等 
も 亦 前車の 覆 轍に 鑑みて， 大 に戒飭 を 之に 加 ふる 積 
りで ある、 若 夫れ 本員の 所 言を 以ち まして、 S に 反 
對黨 を攻擊 する ものと 强辯 され、 其 非を 蔽ふが 如き 
事が あるなら ば、 本員は 憲政 會の爲 に惜む のみなら 
ず、 政 憲政 治の 爲に 甚だ 之を ifi 憾とす るので ある， 
終りに 臨んで 政府に 瞥 rr する、 本件の 如きは 眞に大 
隈 內閣秕 政 S 片鱗の 露出した る ものである 、毎年々 
々此樣 な 秕 政の 一端が 露出され るので ある •本件 も 
亦 其 露出す ろ 片鱗の 一端で ある‘ 現內閣 は大隈 內閣 
の秕 政を 矯正せ んが爲 に 存在して 屏 るので ある、 故 
に旣往 に 於け る 右の 曲事を 矯正し、 II. つ 將來& {似 を 
して斯 の 如き、 曲 !] J を 行は しめない やぅに、 切に ? 1! 
留を 致して 此壇を 降る。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 山 田珠一 君。 

〔山 田 珠一君 登壇〕 

〇 山 田 珠一君 諸君、 問題に なつて 居ります る 所の 
豫算案 S 全部に 對 しては、 旣に 我黨の 同志 議員より 
之を 辯 じて 有ます るから、 私は 此豫算 の 全體 に對し 
ては •今 玆に辯 論： i る 事を 略しまして、 私は 此農商 
務豫算 に附帶 されて 居る 所の 此製鐵 所 製品 拂下の 問 
題に 對して 、私は 玆に 所見を 述べ やへ と 思 ふので あ 


ります、 此問題 は 元と產 業の 問題で & つて 鐵の 事業 
の發 達を 獎勵す ると 云 ふ 性質の 問題でありまして、 
所謂 經濟の 問題で， 何等 政治 上には 關 係を 以て 居ら 
ぬ rf の 間 題で あるので あります (【の と 呼 
ふ 者 あり〕 然るに 圖らず も此 問® が 政治 上の 問題と 
化して、 而も 農 商務 大臣の 責任 問題が 之に 伴つ て 起 
つたと云ふことは實に意踅外のことで & 〇ますが、 
併ながら 旣に是 が 政治 間 題と なつて 居る 以上は、 吾 
吾 it 此 問題に 對 して 公平の a 地ょり 之を K 大の間 題 
として 論 辯し なければ ならぬ と 思 ふので あります ( 
「憲政 會の 死活問題」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 唯今 中 村 君は 
此 問題に 付て 失態の 甚 しきもの、 不當 の甚 しきもの 
と 云 ふこと を 高く 唱へち れ て、 而して 其 理由に 至つ 
ては、 唯 だ 單に此 鋼片一 11 萬 噸と 云ふ數 量の 多額なる 
事と、 而して 之を 十 年の 長期に 苴つて 契約した と 云 
ふ此 一一つ の ものが 不都合で あると 云 ふこと を大體 の 
趣旨と I て 述べられて 居る、 而して 之に 附加 ふるに 
此 問題に 付て は、 一昨年 即ち 大正 五 年の 春の 議會に 
於け る豫算 委員 會の 特別委 員會の 內容に 付て 何等か 
疑義の sii •か あるが 如く、 又 吾 .% 憲政 會の 同志の 者が 
此 問題に 何等かの 關係を 持つ が 如く 頗る 巧妙に、 頗 
る 毒舌と 申して は 甚だ 言 ひ 過ぎ かも 知れ ませぬ けれ 
ども •吾々 としては 實に聽 くに 堪へ ざる 言葉を 以て 
此 問題を 議せ られた ので あ 〇 ます、 で 若し 此屮村 君 
の 憲政 會の惡 口、 又 何等か 此に疑 はしき 事の 有る が 
如き 事に 付き 喋々 述べられた ものを 取 除いて、 眞に 
此 問題の 內容に 立 入つ て、 之を 真面目に 公平に 論じ 
ましたな らば、 頗る 其の 論據の 貧弱なる ことを 吾々 
は 感ずる のであります (拍手 起る) 抑々 此の 民間に 
向つて 三 萬 噸の鋼 片を拂 下げる と 云 ふ 此の 問題の 起 
ET 此 問題の 生 1: たる 所の 當時に 溯つ て 之れ を 案じ 
て 見る のに、 旣 に前來 K 々述べられた 通りに、 全く 
一胙年 春に 於け る 議會に 於いて、 此の 製鐵 所の 第三 
期 擴張の 問題に 伴 ふて、 議負の 大多數 の 意見 即ち 議 
員 全 體の 意見と •云うて 宜か らうと 思 ふが、 今 a に 於 
いて 鐵の事 業の 發達を 11 るなら ば、® に 之れ を 製鐵 
所の 獨自の 經營に 委せず して、 民間に 於ても、 此の 
事業の 發 達を 獎勵 する ことを 努めな けれ ぱなら ぬ、 
其の 方法と しては 製 鐵所は 鋼片の 若干を 民間に 柳 下 
げ て、 民業の 發達を 促す やうに する が 宜しい と 云 ふ 
ことは、 當時の 豫算委 員會に 於け る、 特別委 員會の 
全會 一致の 意 见で あつたと 云 ふことは、 是れほ 當 時 
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拽总 案 大正 七 年度 璁 I :« 益 案外 三 件 
の K- 議事に 與つた 所の、 E0 ち 谷 is の 委 M の 諸君、 並 
に當時の謖場に列せられた所 0 諾；3諸君の親しく記 
憶せられ て、 今尙ほ 忘る V ことの 出來 ない 所の 琪 H 
であらう >- -思 ふので ある、 5¢ 該 M 全 Is の 與論に 依て 
此事が 起つた のであつて、 其當 時 r. 於て は、 何等此 
間に 疑義の 狹むべ き sa はない のであります、 現に 其 
證據 には (此 時發 言す る 者 多く 議場 騷然) 

〇迹長 C 大岡 育造 君) 靜肅に —— 

〇 山 田 珠一君 先刻 山 本 君の 製錄所 長官に 對すろ 所 
の® 並に 鈴 木 君の 辯 明の 中 1. 於ても、 吾々 は當時 
小委員會>即ち特別委員會の委負として此議に與つ 
たけれ ども、 何等 此問 題に 付て、 製鐵所 長官 •政府 
當 局に 向つ て、 要請を すると 云 ふが 如き 窓 味を 以て 

議 して 居らぬ と 云 ふこと を 現に 言 はれて 居る (「そ 

れで此 櫧な 事が 出來た から 可笑しい」 と 呼 ふ 者 あり 

〕 そ こで 大體の 起り と 云 ふ ものは、 此 小委 員會と > 

其 後に 於け る 鋼 塊 三萬噸 を 東海 銅業會 社に 拂下 げた 

と 云 ふ 事は、 全く 連絡の ない と 云 ふ 事は 是れで 明で 

ある (「欺くべからず」 と 呼 ふ 者 あり〕 然るに 玆に 

問題が 起つ たのは、 今 即ち 東海 鋼業會 社に 三萬噸 の 

鋼片を 拂下げ たと 云 ふこと が 至 當で あるか、 或は 失 

當で あるかと 云 ふ 問題になる ので ある (「君と 島 田 

君 丈 だ 知らぬ のは」 と 呼 ふ 者 あり〕 然るに 其當 時に 

於て、 三萬噸 の 鋼 塊を 民間に 拂下げ ると 云 ふ 時分に 

於て、 民間の 鐡 製造業 者に 於て 其拂 下を 望んだ こと 

け、 大旱の 雲霓を 望む が 如き 有樣で あつた と 云 ふこ 

とを、 中 村 君は 言 はれて 居ります が、 當 時の 狀况を 

能 <記 憶され る 所の 諸君は、 此中村 君の 大旱の 雲霓 

が 望む が 如しと 云 ふこと を、 事 ® と 認める であらう 

かどうで あらう か、 近く  | 昨年の 春の 事で ある、 一 

昨年の 春の 當 時に 於て、 謅 會 で 此綱片 三 萬噸を 拂下 

げ ると 云 ふ附帶 條件を 決 識した 場合に 於て、 何人が 

此鋼塊 を 拂 下げて、 さう して 此 半製品を 精製品に す 

ると 云 ふ 計 ® をした 者が あつたので 有 ませう か、 其 

常時は 單に 東海 鋼 業 株式 會社な る もの k 發起人 岡 崎 

久次郎 外 若干の 八 間が 之を 拂下げ たいと 云 ふこと を 

筘 望した ので ある、 此 以外に 於て 此鋼塊 三 萬噸 を拂 

下げる と 云 ふこと を 希望した 若 U 無い のであります 

是は 全く 事實 である、 全く 是は 事實で ある* 決して 

大旱の 雲霓を 望む が 如き 有樣 ではなかった ので ある 

然ら .ば 其 三 萬 噸と云 ふ ものを 十 年の 久しき に苴つ て 

契約した と 云 ふこと が 不都合で あるか、 失當 である 


かと 云 ふことは、 直ちに 此 問題 其 ものに 付て 精査し 
たなら ば、 判明 T る 所の 事柄で ある (「辯 明 亦 拙な り 
J 「のう J 「默れ j 「まづ い^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 
此銷片三萬嘲と云ふものを拂下げたのほ、果して失 
當であ るか どうで あるか、 斯る 大事 業を 爲 すに 當つ 
て、 僅に 五 千 ® 若く は 一萬呦 と 云 ふが 如き 少量の 原 
料を 以て， さう して 精製品を 製造す ると 云 ふ、 大計 
进 の 仕事を 計 s£ すると 云 ふ 者は 何人が ある、 少しく 
此事業 經營の 事に 通ぜ られて 居る 者は 相當の 原料を 
得て、 さう して 機械 も据 付け •工場の 整頓 もして、 
さう して 仕事を 始める に 非 ざれば •其 間に 於て 利益 
を收 むる ことの 出来ない と 云 ふことは、 何人と 雖も 
知らなければ ならぬ、 即ち 此の 鋼業會 社に 於て 三 萬 
噸の 鋼片を 拂 下げる と 云 ふ計蛰 をした のは、 即ち 此 
の ir 社 其 者の 計 班に 於て、 是 丈の ものを 得ぬ ければ 
どうしても 仕事が 出來な いと 云 ふこと になつ て 居る 
製錄 所' J 於 3- ましても 同じく 之を 適當な る 事と 認め 
て、 三萬噸 を拂 下げる と 云 ふこと になつ たので ある 
何等 此間に 於て 怪むべ き 事は 無い のであります、 尙 
ほ此 三萬噸 と 云 ふ もの ほ、 其當時 議員の 要望で あつ 
て、 而し て此 三萬噸 と 云 ふ ものは、 即ち 製鐵 所の 製 
造の 最大限度で ある、 拂下は 是れ以 上に 出来ぬ と 云 
ふことを言つて居らぬと云ふことほ、是亦豫算委員 
會に 於て、 政府 委 負の 辯 明して 居る 通りで ある、 即 
ち 三萬噸 まで ほ 出来る が‘ 尙ほ 更に 事業の 都合に 依 
ては、 五萬噸 までは 出しても 宜しい と 云 ふことは、 
其當 時に 於け る 豫» 委員 會に 於け ろ 政府 委員の 辯 明 
である* 是は當 時の 關 係して 居る 者は 能く 知つて 居 
るので ある、 それで 此 三萬噸 と 云 ふ もの は、 決して 

此製鐡 所の拂 下の 全部では なく  (「全部 だ」 と 呼 ふ 者 

あり〕 又 最大限度では ない のであります、 即ち 三 萬 

噸 以外に 於て、 尙ほ事 業の 都合の 如何に 依て は、 五 

萬噸 までは 出しても 宜しい と 云 ふ 事を 言 ふて 居る、 

即ち 製鐡 所の 全部の 能力で ほない. ので ある、 若し 他 

に此鋼 業會社 以外に 於て、 更に此 鋼 塊を 拂下げ て、 

さう して 事業の 經營 をしたい と S ふ 者が あつたなら 

ば、 或は 製鐵 所に 於ても、 之を 適當に 詮議して 許否 

を 決した かも 知れぬ と 思 ふ (「 會 社の 辯 明です か しと 

呼 ふ 者 あり〕 即ち 其當 時の 事情は 此通〇 である、 更 

に此十 年を 長期と 1K ふこと を 言 はれる が、 是亦是 等 

の 事業に 於て 當然あ るべき 事で ある、 適當 なる 所の 

原料を 得て 1 さう し て 相當の 年限 內に 於て 仕事を 經 


管して、 利益を 擧けや 3 とするならば、 安固なる、 
是丈ほ 確か 〇動 かぬ と 云 ふ 所の 原料を 有つ て 仕事に 
掛らな いで if 何 \ と雖 も tt 事を する 者 It 無い ので 
ある、 是は此 議堪に 於け る sf 業に 關係せ られて 居る 
所の 諸君の、 親しく 經驗せ らる 、所で あらぅ と 思 ふ 
殊に此 問題に 付て 賛否を 決する に 付て …… 

〔「何です か會 社の 辯 明です か」 「默れ J と 呼 ふ 
者 あ 〇 其他發 言す る 者 多し〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 山 田 珠一君 殊に此 鍋片の 拂下を 、十 年の 長き に 
一旦つ たのが 不都合で あると 言 ふ •か、 製鐵 所に 於て は 
他の 製品を 十 年の 契約を 以て 拂下 げた 事 If. 、 其 例が 
ある ことを 吾々 は 承知して 居る、 此製鐵 所の 谷 種の 
製品 中に 於て 鐵 以外に 於て、 尙ほ 長期の 契約を 爲し 
て拂 下げた と 云 ふ 事は 若干 あると 云 ふこと を 承知し 
て 居る. 即ち 「ベン ゾ ー ル」 の 如き 或は 「タ ー ル」 
の 如き、 斯ぅ 云 ふ 物を 民間に 拂 下げる に 付て、 十 年 
の 契約を して 居る ?： 云 ふことは 事實で ある、 製鐵所 
の內 部を 調べたならば 確に 分る 「ター ル」 の 如き 「 
ベン '/ — ル」 の 如きは 十 年の 契約を しても 宜しい け 
れど も、 鐵に 限つ て 十 年の 契約を する ことほ 出来な 

いと 云 ふことは 不都合な 議論で* める . 

〔「孑々 默れ」 「止せ <」 と 呼 ふ 者 あり 其他發 
言す る 者 多し〕  - 
0 議長 C 大岡 育造 君) 靜肅に …… 

0 山 田 珠一君 長期の 約束 V. して —— 長期の 約束を 
して、 而も やつて 居る ものは 即ち 鐵 以外に も 種々 の 
例が あるので ある、 何ぞ單 り此鐵 を 長期に 亘つ て拂 
下げる と 云 ふこと を 怪しむ ので あるか、 當然の 事で 
ある (「 簡單 々々J と 呼 ふ 者 あり) 此鐵を 十 年の 長期 
に亘つ て拂 下る と 云 ふことは 何等の 怪しい ことは 無 
い C 「簡鼠 々々J と 呼 ふ 者 あり〕 此點に 於て 此拂 下た 
事情、 此內容 を 能く 調べず して 唯々 單に 或黨派 的の 
感情を 以て、 而も 他黨を 傷け るに、 斯る產 業 上の 重 
大 問題を 利用す る ことは、 吾々 は此產 業を 獎勵 する 
ことに 熟 心なる 諸君の 爲めに 頗る 遺憾と する もので 
ある、 反對黨 を攻擊 する には 他に 色々 の 問題が ある 
政治 上の 問題に 付き 決して 其 材料の 乏しき ことを 迓 
へぬ ので 4? る 然るに 其 問題を 捨て、 斯る世 間の 耳目 
を 聲動 せんとす るに 足る やうな 材料を 故ら に 利用し 
て、 さう して 反 舞黨攻 _の 材料に ffi ふと 云 ふことは 
吾々 は 諸君の 爲めに 憾 むので ある、 諸君の 爲 めに 其 


_  二八 六 

狡る いこと を gi ts とせざる を 得 ぬ C であります、 無 
論！ f ?s- の ? if でない と 云 ふこと を： 告々 J J: m じて R る* 
若し 是が： 小 當てあ るなら ば！ 若し是 か； 个當 とする 
なら ! t' s' ig 商務 大 K 仲 小路 君 は此 拂下は HiJ fsl 閣 yl fT: 
であるけれ ども、 現 農相の 班 任では 無い と 云 ふが 如 
き ? 1F を 言 li れる 、此 問題 li 是 は 前 內咒 C 時代に 起つ 
て も、 其 Kffi l i 即ち 現 S 商務 大 P5 に存 して W ると 云 
ふことは 事 S 3'. 設叨 して 居る， 契約の 締結は 何時で 
ある、 即ち 大正 六 年 八月で ある、 现に S 商務 大臣は 
裸 W 委員 會の 席に 於て 斯う 云 ふこと を 言つ て 居ら ? I 
る 「私の 意見 li 製 鐵所は 是は 官制 上 農 商務 大 Kc w 
理の 下に 在ります 其 K 任 (5 常 然 S 商務 大 Ki に 在る の 
であります、隨て私就任以來は叫讯大な關係であ0 
まして 假り にも 社 會の耳 n を 惹 くべき 事で あるか 若 
くは 大臣の 賣任 となるべき 祺に付 ては 必ず 常 局大 lil 
の 指揮を 受ける やうに 致して 居 oi す隨 つて 私 就 (1: 
以來斯 る 重要な 契約 其 他 2 事に 付きまして It 必す當 
局 大臣に 何 ひを 出して K- 指揮を 受けて 後に 致すべき 
筈の ことであります」 斯の 如く S 商務 大臣は 自己の 
責任 だと 云 ふこと を H 资して 居る ので ある、 旣 に.；！ n 
己の 責任で & ると 云 ふこと を {E ® して、 而し て此羾 
が不當 であると 云 ふこと を 知つ た ! i らば •何故に 此 
本契約を 締結す る堪 合に 於て 適 當の處 分を しない か 
自己の 黃 任と； K ふこと を 分科に 於て 明かに 陳述して 
居りながら、 此 本契約を 締結した る 所の祺 を 以て、 
責任が 無い 關係が 無い と 云 ふが 如き ことを 言 ふのは 
頗る 本員は 無責任の 甚しき ものであると 云 ふこと を 
信ずる ので ある、 要するに 斯る 問題を 之を K 對澉攻 
擊の 材料に 使つ て、 さう して 世間の 耳 n を 眩まして 
而も 此產築 獎勵の 急なる を 感ずる® 合に 於て、 殊に 
此鐵- 2 事業の 最も 切要を 感じて 居る 堪合に 於て、 斯 
る 問題を 政黨の 攻躞の 材料に 使つ て、 さう して 此仕 
事の 進路を 阻害 せんとす るが 如き 2 T 吾々 は此 議院 
の 爲に此 政府 當 局の 爲に越 だ 採らざる 所であります 
斯る 問題の 此_會 に 提出 さる、 と 云 ふことは、 吾々 
は斷 じて 此議會 の 爲めに 採らざる 所で あるから、 此 
附帶條 件なる ものは 直ちに 之を 否決せられ むこと を 
希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 ® 君 討論 終結の 励_ を 提出 致します。 
〔「賛成々々」 の隱 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君ょり 討論 終結の 動 il が 
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第 十一 一摄發 物 取締 SU 則廢止 法® 案 (_ 1 gm 

» 第 I 讀窝 

0_ 長 (大岡 育造 君：} 諸君、 新たに 譎席に 著 かれた 
る 御 方が あります から 御 紹介を 申します、 御 氏名を 

呼 上げた ると きは 御 起立を 望みま^ - 高知縣 郡 §15 

選出 識員 岡田榮 君。 

〔岡 田榮君 起立〕 

〔拍手 起る〕 

0 詔 長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報齿を 命じます。 

〔書 IR 朗讀〕 

一議 員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
衆議院議員 撰 擧法中 改正 法律案 

提出者 藤澤幾 之輔君  早速 整爾君 
下 岡 忠治君  加 藤 政 之 助 君 
齋藤隆 夫君 

決議案 

提出者 武富時 敏君  尾 崎 行 雄 君 
安達 謙藏君  下 岡 忠治君 
藤澤幾 之輔君  早速 整爾君 
今 井 嘉幸君  押 川 方義君 
一議 員ょり 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
# 察官の 行動に 關する 質問 主意 書 

提出者  _ 山 勝 太郞君 
都市經 營政 策に 關する 質問 主意 書 

提出者  高 松 正道 君 
〔左の 報告は 朗 讀を經 さる も參 照の ため 茲 
に 抿載 す〕 

一 去 十二 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
巡査 看守 退 隱料及 潰 族扶肋 料 法 中 改正 法律案 委 


員 會 

委員長  田 村 順 之 助 君 
理事  中 山 梅治郞 岩 
大正 六 年 勅令 第二 百 二 號 C 承諾を 求む る 件〕 委 
員會 

委員長  陣  軍吉君 
理事  .  吉田三 郞右衞 門 君 
一 去 十二 日 大正 六 年 勅令 第二 百二號 ( 承諾を 求む 
る 件〕 委員 近 藤 達 兒君辭 任に 付 其補闕 として 有 
森新吉 君を， 巡査 看守 退 隱料及 潰 族 扶助料 法 中 
改正 法律案 委 M 森秀次 君辭 任に 付 其補闕 として 
半 谷 淸壽 君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 
〇 議長 (大岡 育造 會議を 開きます、 日程 第一、 
地 補變更 免租 年期に 關する 法律案の 第一 讀會を 開き 

ます - 松 本 政府 委負。 

第一 % I 種變更 免租 年期に 關する 法律案 ( 
政府 提出〕 第一 讀會 
地 楠 變更 免租 年期-一 關スル 法律案 
第 一條 左-一 揭ク ;1 土地-一 付 開墾 ヲ爲シ 又 ハ 開墾 
二等 シキ 勞費ヲ 加へ テ 地：！：： 變換 ヲ爲. ゾタル トキ 
ハ 地租 ヲ課 スル — 至 リタ ル 年 ヨリ ニ十 年 以內ノ 
地 s 變更 免租 年期 ヲ 許可ス 但シ 事業 成功 ノ定ア 
ル 土地-一 付 テ ハ 事業 成功 後 開 II ヲ爲シ 又 ハ 開 ■ 
-1 等 シキ 勞費ヲ 加へ テ 地目 變換 ヲ爲シ タル 塲合 
>1 限 ル 

一 明治 八 年 開拓 使 布 達 第三 號 山林 荒蕪地 拂下 
規則 第二條 ノ規定 -1 依リ地 租ヲ課 セ サル 土 
地 

一一 明治 十九 年 閣令第 十六 號 北海道 土地 柳 下規 
則 第 十條但 書ノ 規定-一依 リ 地® ヲ髁セ サル 
土地 

三 明治 二 十二 年 法律 第 十八 號二 依リ 地租 ヲ踝 
セ サル 土地 

四 明治 M 十 111 年 法律 第 七十 九號 屯田兵 土地 給 
與 規則 第三 條及第 八條ノ 規定-一依 リ地 租ヲ 
免除 シタル 土地 

五明 治 三十 年 法律 第二 十六 號北海 道國有 未開 
地 處分法 第 十八 條 / 規定-一依 リ地租 ヲ課セ 
サル 土地 

六 明治 三十 11 年 法律 第二 十七 號 北海道 調 土人 
保護 法 第二 條ノ 規定-一依 リ 地租 ヲ課セ サル 
土地 
二 八 七 


出ました、 御與 8! はあり ませぬ か。 

CT 異議な L 異議な し，； の聲 起る〕 

〇識長 C 大岡 育造 君： >  御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案の 討論 は 終結 致します， 是 より 決を 採ります、 
其 順序に 付て 申します、 大 TH 七 年度 豫算中 甲 號歳出 
經常部 第一 款 皇室 ? 5 は、 51 法 第 六十 六條の 規定に 據 
〇、 協賛を 要せざる ? 3 目なる を 以て 之を 省き、 歳出 
よ〇歲 入を 順次 採決 致します 铒で あります が、 前例 
に 依て 先づ 修正せられ たる 费目に 付て 採決を 致した 
いと 思 ひます、 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 黐な し」 の蹯 起る〕 

〇詨長 (大岡 育造 君〕 御異該 無しと 認めます、 仍て 
茲に更 に 申して 置きます ので、 修正が 三 通り ありま 
す、 即ち 早速 整爾 君の 修正、 鈴 木 梅 四 郎君の 修正、 

雅筇 委員長の 修正と 此三 通り •かあります、 此內 共通 

の もの も あ 〇 ます、 共通なら ざる もの もあります、 

仍て共 通の 简所を 除いて 單に早 速 整 爾君の 修正に 係 

る ものを 第 I に 諮ります、 是が 最も 本案に 遠い 修正 

であります、 其 次に 採ります ものは 早速 君と 鈴 木 君 

と 共通の もの もあります、 又 早速 君と 委員長と 共通 

の もの もあります、 斯の如 3- ものは 其 都度 I 々聲明 

して 諸君の 參考に 供して 決を 採りたい と 思 ひます、 

第一に 早速 君の みの 修正に 寶 成の 諸君の 起立を 求め 

ます。 

起立 者  少 數 

〇 議長 (大岡 育造 SD 少 數 であります、 右の 外に 早 

速 君と 鈴 木 君の 共通の 問題、 即ち 國 值 整理 基金 繰 人 

二 千度 圓減 ，撰 專賣 倉庫 新 營費 削除、 是は 早速 君と 

鈴 木 君が 共通の 修正であります、 之に 賛成の 諸君の 

起立を 求めます。 

起立 者  少數 

0 誘 長 (大岡 育造 君〕 少数 ll-fc 次は 外務 葙の臨 時 部で 

早速 君と 委員長と 共通の 問題であります、 即ち 在哈 

爾賓總 領事館 新築 S 削除、 之に 同 S の 諸君の 起立を 

求めます。 

起立 者  冬 ® 

0 蕻長 (大岡 育造 君：} 大多 腔で ありま i -I 此 前の il 

決は 少數と 云 ふ筠を 宣吿 して 否決の 宣吿を 落して 居 

ましたから 即ち 否決であります、 此處 で更 めて 宣 

街 致し ま i - 唯今のは多數に依り可決、其次は內 

務 省の視 學官 設置に 關す る經 費の 削除であります、 

及び 遞信 省の 航路 撾張 ?5 の 内の 二十 萬 W 減で ありま 


す、 是 は 鈴 木 tr と 委員長と 共通の ものであります、 
之に 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多 ® [ 

〇 調 長 C 大岡 育造 君： >  多 數‘ 可決し ました I 此罾 
此二十 萬圆の 減に 關して 政府の 同意を 求めたい I 
大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君) _ 今のは 政府は 同意を 致 
します。 

〔拍手 起る j 

〇 謬 長 C 大岡 育造 丑-} 其 次は 早速 君と 鈴 木 君と 委員 
長と 共通の® 所であります、 臨時 部 第二 款第九 項， 
大藏 省專賣 局 m 京 試驗場 新營費 削除であります、 之 
に 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多 ® t 

0 議長 (大岡 育造©) 大多® 可決 I 削除に 可決、 
是れ 丈で 總て 修正は 決議を 濟み ました、 此 外に 別に 
修正は ありませ ぬ、 即ち 他は總 て 原案 及 委員長の 報 
吿に御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 異戳な しと 認めます、 即ち 豫 
算 案の 日程、 全部は 可決 確定 致しました (拍手 起る 
) 本日は . 

r 「婷吿 があります」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讓長 (大岡 育造 君〕 罾吿は 先刻 申した 委員長の 報 
吿 通りで 濟んで 居る 筈であります。 

〔「 镫吿 には 反對が ある」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 唯今の 通りで、 » 吿は 皆 nj 決 
された と 御 承知に なつて 宜しい のであります (拍手 
起る〕 本日は 是 にて 散 €? を 命じ ます。 

午後 六 時 五十 三分 散會 


0 大正 ±r 年！！ 月 十四日 (木曜日) 

午後 一時 十七 分 開 li 

議 辜 日程 第 十號 

第 I  地種變更免租年期に開する法律窠 ^ |) 

第 I 讀會 

第 II 右 議案の 窑査を 附託す へき 委員の 選擧 

i  1 FI  (讎贿 

讀會 

第 四 右 議案の 程査 £• 附託す へき 委員の 選擧 


地 種 變更 免 和 年期に 關 する 法律案 第一 讀會 


院蒸 衆© 諮 謂 帝 回 十四 第 


镄兵令 中改 正 法律案 第一 rrf fT 


二八 八 


七 


明治 四十 一年 法律 第五 十七號 北 商 适國有 未 
開 地 處分法 第 十九 條ノ 規定- 一 依 リ 地租 ヲ課 
セ サル 土地 

地 補 if af 免租 年期 明- 一 至リ 地味 成熟-一至 ラサル 
モノ-一 付 テ ハ更 -I 年期 ノ 延長 ヲ許可 スル コト ヲ 
得 似 シ通シ テ 三十 J/r. 年 ヲ超ユ ル コト ヲ得ス 
第二 饶地钝 變迸 免租 年期 又 ハ 其/延長 ノ 許可 ヲ 
受ヶム トス ル 者 ハ 政府 — 申請 スへシ 
附  則 

本 法 ハ 公布/日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〔政府 委員 松 本® 威 君 登 檀〕 

0 政府 否 贝 (松 本 m 威 君： >  本案は 北海道に 於き まし 
ては、 谷 種の 特別 年期を 有って 居る 土地が あります 

此免 ffl 年期を 有って 居ります る 土地に 對 して、 開懇 

又は 開 ® i r: 等しき 勞 K を 加へ ました ffi 合 1.. 於て U、 

特殊の 免 籾 年期を 與ふ る必耍 があります、 是に 依て 

本案を 提出 致しました、 御 港 懿の上 御 協賛 あらむ こ 

とを 願 ひます。 

0 諮 長大 岡 育造 君〕 日稃第 二、 右 議案の 審资を 付 

託すへ き 委員の 選 擧を 議題と 致します。 

第二 右 謎 案の 蒞査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

0 岩崎勸 君 諺 長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 e 君 本案は 姿 員の 數を九 名と し、 議長に 於 

て 指名せられ ん ことを 菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動® に 御 異議は あり 

ませぬ か。  - 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 異謅な しと 認めます •仍て 本 

案は 議長 指名 九 名 2 委員に 付託す る ことに 決し まし 

た I 日程 第三、 徴兵 令 中 改正 法律案の 第 j is 會を 

開きます - 大息 陸軍 大 K U 


第三 徴兵 令 中 改正 法律案 (政府 提出、 貴 

族院揆 付) 第一 if 會 

徴兵 令 中 改正 法律案 

へ 本案は 本 卷九頁 貴族院 議事 中に 揭 載せる ノ 

V を 以て 再褐の 煩を 避く  J 

〔國務 大臣 大島煺 一 君 登®〕 

〇國務 大臣 ( 大烏健 一 君〕 唯今 識. 題に なりました 徵 

兵 令の 改正 理由 G 耍點を 申 上げます、 現行 徵兵令 中 

には 各種の 取 除が ありまして、 必任 義務の 均等の 上 


に. 沿 Ki の sa が ® くないと 云 ふこと を、 平常 當 局は 見 
て 居 〇 ますので、 夫 等に 法て 谷 種の 弊害 も 起り、 延 
て 精神 上に も彤毯 する 點 が 勘くない と 云 ふ 感じを 持 
ちました ので、 今回此 改正案を 提⑴ 致しました、 改 
正 案の 主なる もの if 從來中 學 以上に 在る 者は， 其 
學 校の 學期の 長短を 論ぜず， 滿二 十八 歳に 至ろ まで 
徵 兵の 猶豫を 許して 居りました、 此間 には 學校 にも 
行かず して、 唯 だ 名 丈を 學 校に 置いて、 他の 事業に 
從事 して 居るな ど、 云 ふ 者 もあります、 之を 今回は 
滴豫の 制を 膣め まして、 徴集 網 豫と云 ふこと に 改正. 
を 致します、 滿二 十に なつたら 檢査を 受けて、 其 後 
ほ 在 學の年 數に應 じて 延期を 許す ことに 致します、 
第二は 從 來小學 校の 敎員た るべき 者は 六 週間の 現役 
を 以て 兵役を 終る ことにな つて 居りました、 學 校の 
敎員は 、軍隊に 於け る 精神 技能を 十分に 會得 致し ま 
して、 小國民 の必任 義務の 遂行を 完全す ろ 大 任務を 
持つ て 居る 者であります るので、 六 週間の 現役を 以 
てして ほ、 其 目的を 達する ことは 出来 ませぬ &) で、 
之を 一年間 現役を やらせる と 云 ふこと に 改正を 致し 
ます、 次に (i 從來徵 兵の 適齢 以後に 於て 外 國に參 り 
ました 者は、 外國に 在る 故を 以て 徴兵の 猶豫を 致し 
て’ 三十 二に 至る まで 外國に 在ります ると、 爾後は 
國民 軍に 入れる 事に なつて 居りました、 然るに 後 ffij 
の 年期は 爾來五 年の が 十 年に なりました から、. それ 
と 合せまして 二十歳 以前の 者は、 徵集シ 延期して 三 
十七まで 外 國に居 りました れば 、其 以後は 國民 軍に 
編成す ると 云 ふ 事で 御座います、 二 十 歳 以後に 於て 
は 外國へ は 行かれぬ I 徴兵 義務を 終つ てで なけれ 
ば 行かれぬ と 云 ふ 制度に 致しました、 其 他は 法令の 

改正、 從來徵 兵 事務の 實行 上、 小 部分の 修正を 致し 

ましたので あります、 改正の 重なる ものは 前 申 述べ. 

ました 一一 一點で 御座います、 どぅぞ 御蕃 載の 上 御 協賛 

を 賜は らんこと を 願 ひます。 

0 紫 安 新 九 郎君 翳 長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 紫 安 新九郞 君。 

〔紫 安 新 九 郎君 登壇〕  ■ 

0 紫 安 新九郞 君 本案に 就て 私は、 政府に 二三の 質 

問を して 見たい と 思 ふので あります、 歐 洲大戰 爭の 

實况に 鑑みます ると、 隨分 多くの 兵を 動かして 居る 

即ち 獨逸は 八 百 萬 以上、 澳地 利は 六 百 萬 以上、 英國 

は 五 百 五十 萬 以上の 兵を 動かして 居る ので ある、 此 

經過 から 見ます れば、 將來亞 細亞に 事 有る 場合に 於 


ては、 我 國も隨 分 多 la の 兵’ 動かさな ければ ならぬ 
であらう と 思 ふので あります、 然らぱ 政府は 將來に 
陸軍の 兵制の 大改 革を 行って、 大に兵 數 を％ 加せ ん 
とする の考を 持つ て pr るか、 又兵數 を 咐加せ ん とす 
れば 、服役 年限を 短縮す る C 考を 持つ て 居る かどう 
か、 次には 此徵兵 令に して 改正 せらる、 に 際して It 
之と 關聯 せる 所の 徵兵事 称 條例 並に 施行 細則は、 當 
然改 正せら る、 ものであると 云 ふ 事を 私共は 預彻し 
て 居った ので ある、 此徵 兵事 務條例 並に 施行 細則は 
驻だ 複雜 多端に して ■是が 取扱の 局に 在る 者が、 闲 
ii を 感じて 居る と 云 ふことは、 全國 一 樣で ある、 政 
府 は 此 徴兵 yf 務條 例， 並に 施行 細則を 改正す るの $c 
思を 持つ て 居る かどうで あろ か 第三には 本 例に 依れ 
ば從來 有りし 所の 徵兵鏑 豫は廢 せられて、 丁年に 達 
すれ ぱ學 校に 在る 者と 否と を 問は ず、 一樣に 檢査を 
爲し て、 合格せ る 者に して 尙ほ高 等舉 校に 在る 渚に 
對 しては 二十 七 年まで 入 If を延沏 して、 而 して 就學 
年限- J 應 じて 二十 七 年に 達する までの 間に 本人を し 
て入營 を屆 出で しめて 其 場合に 入營 せし むる と 云 ふ 
ので あるが •丁年の 際に 合格して 居る 者で も、 二 十 
七 年までの 間には 身體一 j 變化を 及ぼす ので ある、 さ 
すれば 丁年の 際に 合格せ る ものと 雖も 、實 際に 屆出 
に 依て 入營せ しむる 場合には、 果して どれ 程の 合格 
者を 肢ろ 事が til 来る かどう かと 云 ふことは 疑問で あ 
る* 之に 付て 政府は 差 交な しと 思 ふので あるか 又 次 
には 本 令に 依れば 六 週間 現役が 廢せ られ •六 週間 現 
役が 一年に 延長され るので ある、 所で 六 週 fel 現役の 
規定が 制定 せらた る 當時と 今日とは、 普通 敎育が 餘 
程 進步 して 居る ので ある、 而して 又 現在の 規定に 依 
れば 現役は 三年で ある、 三年で あるが 兵種に 依て は 
二 年、 又は 一年で 歸休を 許して 居る ので ある、 然る 
に普通敎育の進んだる今日では、頭が出來て居るの 
であるから して、 1?- 事敎 育を 施す 上に 於ても， 餘程 
私は 六 週間 現役の 制定せられ たる 當 時ょ 〇 かは 便利 
であると 思 ふので-あります、 然る 1- 三年 現役に 於て 
或る 兵種に 依て は 一一 年乂は 一年で 歸休を 許しな が 0 
普通 敎 育の 進步 せる 今日に 於て、 六 週間 現役を 殆ど 
十倍の 一年にまで 延期した と 云 ふことは， 甚だ _衡 
を 得ない と 思 ふので ある •是 等に 付て 政府の 所見を 
問 ひます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 大島 陸軍大臣。 


f 阀務大 fii 大岛健 一 君 s ia 〕 

大島雔 一 君) 紫 安 君の 铒晶に aH 
致します、 御 ^ 間の第一は將來〇颀爭には多 '?/ . 
力を 要する、 就 ? まして li 陸 班は it 兵力を ^ 加す る 
C 考があ るか 又咐 加す る爲 には •年限の 短朽をゼし 
はせ ぬかと 云 ふ琪の やうであります、 第二が 曲 兵 令 
G 改正に f'h うて 市 務條 W 並に JJf 務細則 〇 改正を する 
か 第三 U 滿 二十歳に して 身 BS 檢赉を 行つ て 後ち 入 ?? 
の 際にまで 其 身 Is の随 康狀態 は 維持せ らる 、ものと 
思つ て 居る か， 第 四、 ® 後には 二 年 現 ^ 技の 年 pii li 
長き に 過ぎは せぬ か、 今少し 之 一 V. 縮める こと i?. 出來 
ぬかと 云 ふ 御 質！： 〇 やうであります、 陸 班は 希 ??! と 
しては、 無論 兵 數の咁 加を 望む のであります •併な 
がら 紫 安 君の 御皙 問は， 或は 二 年 兵役よ 〇 も 短い 年 
限に 於て 多數の 兵を 敎育 する 方が 宜 くは ないかと 一: ム 
ふ， 多分 御意 思で あら うと 思 ふので あります、 何故 
ならば 其 識論 は 從來も 腿々 論せ !■» れ、 臉き も 致した 

こ i であ 〇 ますから - 二 年 兵役を 一部に ffl 用し ま 

したのは、 無論 多數の 兵を 敎 育したい 目的 -e ありま 
して、 是は單 〇 帝 ® のみならず， 他の 列强に 於き -f 
しても、 其考を 以て vi.: 施 致して 居 ■;. のであります が 
二 年の 敎育 は旣に 不十分で あります 三年に 較べて— 
併し 多數の 兵を 要する i, 5 から、 忍んで 此所迄 に 致し 
て 居る ので •此 以下の 年限 短縮と 云 ふことは、 今日 
迄 我 車が 锊驗 しました 所に 於き ましても、 他の 國に 
於ての 意見を 聴きましても、 是 より 以下に 縮める と 
云 ふことは. 益々 兵の 精鋭の 度を 減じます ので、 是 
より 以下に 減ずる と 云 ふことは 出來 ませぬ S 見で 御 
座い ます、 それで 兵數 の咐 加は 褪に希 閉す ると 中し 
たが、 吾々 の lg む 所であります るか、 是は擗 張 其 他 
の 手段に 依る 外は ない と考 へて 居ります、 徴投令 の 
改正に 伴 ひまして、 徴 Jr. (令の 事務 條例 、並に 其 細則 
の 改正は •本 例の 改正に 伴つ て 致さなければ ならぬ 
所は、 無論 改正を 致します、 尙又 紫安对 の御恝 見 其 
他に 於いて、 成るべく 簡單確 © に して 行かれる もの 
は、 改正を したいと 云 ふ考は 持つて 居ります、 滿二 
十 歳に して 檢赴を する、 此際に 於き まして 旣に 服役 
に 椹へ 得る ■者、 即ち 徴集 さるべき 者、 其 他 M 除 さろ 
べき 者との 區分を 立てます、 此區 分が 旣に 在學漭 の 
將 來の爲 には 餘程便 利な 事と 考へ ます、 又入營 の 節 
には 無論 再び 入營 すべき 者、 是は 今日の ®: 驗でほ 种 
程 少ない 數で 御座います 初めに 檢 资 を 受けます 者 か 
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ら較 ベます と、 それ は尙 ほ檢査 をし まして、 爾来 健 
康の 度合の 宜しくない 者、 服役に 堪へぬ 者 (t 免ずる 
ことにな つて 居ります， それは 今日の 制度に 於き ま 
しても、 入營の 時には 一间 檢査を しまして、 服役に 
堪へ ぬと 云 ふ 見込の 者は 之を 免じて、 補充兵を 以て 
補 ふこと になつ て 居ります、 六 週間 現役 兵を 一年に 
一足 飛に咐 加す る ことは 多い こと (t ないか、 况や睏 
來學問 も進步 し、 ® 校の 設® も 進んで 參つて 居る か 
ら ，往時 六 週間 現役 兵の 制度を 決めた 頃ょ りは、 小 
學校敎 M になるべき 者の 軍事 敎育は 多少 進んで 居る 
镑で ある、 其 他の 智識 も 進んで 居る ので ある、 之を 
今少し 短く は 縮められぬ か (「委員# 委員 會」 「簡單 
々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 今の 六 週間は 如何にも 短い 時 
日でありまして、 到底 希 詔の 軍事 敎育を 施して、 そ 
れを 以て e つて 小 明 校で 阈民 の敎 育を する には、 當 

初ょり 足りない と考 へて 居つ たのであります (「簡 

單に願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 大切なる 仕事を する 

のであります、® 間の 進 步と共 に m 際 も 進んで 居り 

ます、 同じく (「詳しい 事は 委 fl 會で願 ひます」 「簡 

填々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 進步 して 尻る のであります 

から、 今回の 改正の 一年 (3: 吾々 は必耍 と 見て 居り ま 

す。 

0 通 長 (.大 岡 育造； S) 日程 第 四、 右 謎 案の 群 査を付 

託すべき 委員の 選 舉を鹩 題と 致します。 

第 四 右 題 案の 港 査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

0 岩 崎 剌 君委员 の數は 特に 十八 名と し、 翳 長に 於 

て 指名せられ むこと を 望みます。 

P1' 長， 大岡 育造 君： •岩 崎 君の 動 11 に 御 異議は あり 

ませぬ か。  . 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼ふ密 あり〕 

0 謎 長 (犬 岡 育造 君) 御 異議なければ、 此委員 は 議 

長 指名 十八 名と し、 之に 付託す る ことに 決し ま — 

I 日程 第五、 S1 粒國 貨幣 2 處分に 關す る法钳 案の 第 

一讀會 を 開きます、 白 仁 政府 委員。 

第五 舊韓國 W 幣の處 分に 關す る法津 案 

(政府 提出、 ^ 族院送 付〕 第 一 讀 會 

煩 韓 g 貨幣/ 處 分ュ關 スル 法律案 

へ 本案は 本卷 一三 頁 a 族 院議 事 中に 揭馘 せる ン 

U 以て 再 报の煩 を 避く  J 

〔政府 委員 白 仁武封 登®〕 

0 政府 委員 (白 仁武 君) 本案は 网韓國 時代に 於き ま 


して、 其條例 に 依て 發行 致しました 所の 貨幣， 其貨 
幣の 事に 關する 問題で 御座います、 此度 貨幣 統一 上 
の 必要よ りして、 貨幣 法を 朝鮮に 施行 致します る， 
就きまして は 爾貨幣 S 効力が、 貨幣 法の 施行と 共に 
無くなる 譯で あります る、 夫 故に 其 効力を 三 © 年の 
間猶豫 を 與へん が S に* 此法 律 rr- 出しまして、 さぅ 
して 三简 年の 通用を 認めん と 欲する ものであります 
唯今 朝鮮に 於き まして ， 1! 貨幣が 約 二 百 萬圓許 りの 
殘 額と なつて 居ります、 夫 故に 三茼 年の 期間、 凡そ 
効力を 停止 致しまして から 若干の 期間を 與 へました 
ならば" 全部 貨幣 法に 依て 發行 する 所の I 認め ま 
する 所の 貨幣と 引換へ る こと •か出来る と 云 ふ 見込で 
あ 〇 まする- 尙ほ彼 地に 通用 致して 居ります る 所の 
葉錢 は， 漸時其 効力を 認めまして、 適當の 時機に 於 
て處 分を 致す 稍り であります 、極く 簡單な 法案で あ 
ります るから K しく 御設 載を 願 ひます。 

〇謅長 C 大岡 育造 君〕 □程 第 六、 右 委員の 選擧を 議 
題と 致します。 

第 六 右 議案の 審査を fn 託すへ き 委 M の 選 
擧 

0 岩 崎勸君 本案は 委員の 數を九 名と し、 議長に 於 
て 指名せられ むこと を留 みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誠 長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動_ に 御 異議 rj: きも 
のと認めます、仍て本案は翳長指名九名の委員に付 
託する ことに 決します I 日程 第 七、 大正 五 年 法律 
第 四 號屮改 正法钳 案、 第一 讀 會 の續 を 開 §• ます I 
委負 長大 堀 孝 君。 

第 七 大正 五 年 法律 第 四號屮 改正 法律案 ( 
政府 提出〕 第一 le 會の續 (委員長 報 
吿〕 

〔大堀 孝 君 登壇 J 
〔拍手 起る〕 

0 大堀孝 君 大正 五 年 法律 第 四號 中 ff/ 正 法律案 委員 

會に 於て は、 本案を 極めて 簡單な ものと 致しまして 

大正 七 年度の 臨時 事件 費に 關 しまし まする 7i 算が、 

旣 r. 當院に 於き まして 決せられました 以上は、 巳む 

を 得ざる ものと 認めまして、 全會 一致の 下に 政府案 

に 可決 協賛を 與へる ことに 決しました ので 御座いま 

す、 此段御 報吿申 上げます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 


諮ります。 

〔「興 議な し」 と 呼 ふ 者 & り〕 

〇 謎 長 (大岡 育造 君〕 二 讀會を 開く に 御 異議ない も 
のと 認めます。 

0 岩 崎 動 君 直ちに 本案の 二 讀會を 開き、 三讀會 を 
省略して、 委員長 報吿通 り 可決 確定され んこ とを 希 
閉 致します。 

0_長( 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _ ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇葯 長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
直ちに 第二 _會 を 開きます 、議案 全部を 議題と 致し 
ます。 

大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第二 is 
會 (確定 謅〕 

〔「異議な し異 翳な し」 の聲 起る〕 

〇謅長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 三讀會 は 
省略せられ て 直ち 1- 可決 確定した る ことを 宣吿 致し 
ます I 日程 第 八、 決議案を 議題と 致します、 謅案 
の朗讀 を 命じます。 

第 八決懿 案 (武 富時敏 君 外 七 名 提出：！ 
〔書記 朗讀〕 

決 _ 

現 內閣の 存立 it 憲政の 常道に 悖り 天下. の 人心を 繫 
くに 足らす 外に 對し ては 折衝 槪ね機 K を 誤 〇 殊に 
S 支 政策に 至りて は 左茭右 吾 帝國の 威信を 失 ii す 
る こと 尠から す內に 在りて (3: 經踰 の 見る へき も C 
なく 唯 自己の 權勢を 支持す るに 急に して 妄に 小策 
を 弄する のみ 若 夫れ a 大な る國務 に關し 交譲に 藉 
口して 自己の 主張を！ 一 三に する に 至て は耻を 知ら 
さるの 甚しキ 」 ものな 〇 閣臣の 責任を 解せ さる 未た 
曾て 現内閣 s 如きは あらす 此の 如 §• に 斷 して顿 古 
の 時運に 際會 して 大政 輔弼の ® : 任に 堪ふる 者に あ 
らす 宜しく 速に 自ら 反省して 處決 する 所 あるへ し 
右 決 謅 す 
〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 武富時 敏 君。 

〔武 富時敏 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇武 富時敏 君 諸君 >  吾々 は 現內閣 の 成立 當初 より 
反對 する 者でありまして* 之に 信任を 置かざる こと 
ほ、 今更 申す 迄 もない *! ■ であります、 今日に 於て は 


趣り 吾々 のみならず、 此一 '會 全部とは 言 ふことは 出 
來 ますまい が、 此議會 の 大多 M lt 現 內閣に 賛成す る 
もので ない C 「のう'^ j 「ひや と 呼 ふ 者 あり〕 
强て此 現內 M を 擁_ しやう とする 苦で ない と 云 ふこ 
とは 無論の 事であります (拍手 起る〕 唯 だ®々 内閣 
の si 迭を惹 起す 如き は>  此 時局 SR 大な るに 顧みて 
傾むべき 事と して、 ® く 陰 忍 自重せ らる 、丈の こと 
であらうと吾々は信ずるのである(拍手起 6 )諸君 
が 國事 を愼 重に 考盧 せらる、 のは、 吾々 も 敬意を 表 
する 所であります、 併ながら 吾々 は此 時局の S 大な 
るに 顧みて， 斯の如 き 現 內閣の 存在す る ことは、 國 
家の 不利と 確信す る C 拍手 起 & 此 重大なる 時局に 當 
つて、 一日 現 內閣 S 存在を 長から しむれば、 一日 丈 
國家の 不利な りと 確信す るので あります (拍手 起る 
) 現 內閣の 在職 旣に 一年 半、 何事を 爲した であらう 
(r 徒らに 聲のみ 高し」 と 呼 ふ 者 あり〕 外は 共同 作戰 
に從 事し つ、 ある 協商 谷國す らも、 或は 日本を 疎外 
する ではない かと 疑は る、 事實が 、函々 發 生した の 
である、 是は 畢竟 現内閣の 折衝 其 機宜を 誤つ たるの 
致 - r 所で ある (拍手 起る〕 殊に 突 那に對 する 措置に 
至つ ては、 當初現 內聞は 日 3ic 親善、 內政不 干渉を 標 
榜しな がら、 今日 &) 實際は 加 何で ある、 實際 に爲す 
所 It 總て 此日茭 親善， 内政不干渉に 反對 2 事實が 著 
著と して 現は れて 居る (拍手 起る〕 一部の 軍閲 を援 
けて 之を 擁護して 、支那の. K 局に 立て や 5 とした 所 
の 事 實と云 ふ ものは 天下 周知 S 事 實であ る (拍手 起 
る〕 當期 議會の 初ょり 外務大臣は ffi 々之を 辯 解して 
唯 だ 時の 前後、 月日の 前後な ぞを 云々 して、 强て辯 
解を 試みました が、 此 天下 周知の 事實は ，一 も 之を 
隱蔽す る 事は 出来ない ので ある (拍手 起 0 〕 斯の如 
くして 支那 大多數 の怨を 招く 事は 勿論、 是迄其 援助 
を 受けた る 者す らも、 日本 政府の 態度®々 動搖 して 
或 時は 大に之 を 援 くるが 如く、 或 時 (i 全く 手を 引く 
が 如く、 励搖 常な きが 爲め •援を 受けた 者す らも 遂 
に 窮地に 陷つ て、 日 木 政府の 賴むに 足らぬ ことを 今 
日は 怨んで 居る ではない か (拍手 起る〕 斯の 如くし 
て 支那に 對する 帝國の 威信を •愈々 日々 に 失_ せん 
としつ、 あるので ある ( 拍手 起る 「拍手 貧弱」 と 呼 
ふ 者 あり) 又內 政に 於て は 唯 だ 一時を 糊塗し、 彌縫 
する が 爲に •小策を 弄んで、 それが 爲に 害毒を 世間 
に 流した yf ほ 幾ら も ある、 併ながら 國家を 利す るの 
政策に 至っては、 未だ 曾て 見る ことが 出來な い、 喵 
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内閣 渑劾一 、逋菜 

だ a 己の 擗 勢を 雄 持す るが 爲に iT 立 窓の 楮紳 も， 
政治 上の 德蕺 に 顔み る 所でない (「それ (5: 大隄 
内閣 だ. 一と 呼 ふ 者 あり ■_/ 去れば こそ 常 期錢會 に 提出 
せられた る豫览 、其 他の 法律案， 即ち 政府の 大正 七 
年度に 於け る 百般の 政務の 基礎 sv fK すべ. ？ 財政 計 3!i 
を 根本から 败 gl n, れて ，而も 恬然と して 恥 づる 所 (£ 
ないで 13: ないか (拍手 起る； >  凡そ 1 凡そ 大臣 宰相 
たる 者 (X •其 fr 見 r ひら るれば 進ん - n 事に 當り 、用 
ひら 7> ざれぱ、身退くと云ふことは 1,? ょり然0、古 
今の 通義 であろ、 况や立 憩 政治の 今日 1- 於て おやで 
ある。 

〔「君は どうした」 「K 据〇 はどうした」 「默れ J 
と 呼 ふ 者 あり〕 

CIS 長 (火 岡 W 造；；；〕 靜肅に …… 

〇武窝 時 敏君 豫算は 其 根本 ハ- ig され、 殊に 國務の 

最も爾 大なる ものと して、 然も 豫算關 係の 問題と し 

て 最も 重大な ろ 國防の 計 戴は、 此籙會 は、 不完 金な 

り、 不徹底な 〇 として 之 A. 斥けた ので ある (拍手 起 

る) 喵だ國 防の 一日 も 緩う すべから ざるを 盧つ て、 

鏹に邦 豫算は 承認を 綷た のであります が、 併ながら 

此國防 計 迸は 他日 徹底的に、 完全 (.-■ 之を 立直すべし 

と； K ふ條 件を 付して、 豫算は 織に 通過した ので ある 

(拍手 起る〕 然らぱ 即ち 豫算は 通過 ! t した もの、、 

其 事 B は 豫算金 部の 鹾棄に 等しき ものである (拍手 

起る) 苟も® 任を 知る の內閣 であつ たなら ば、 此際 

に處 決すべき 箬で ある (拍手 起る〕 然るに 事 此に出 

でない (「簡 單々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯 S 如き 立憲の 

本義に 悖り、 國民に 其 基礎を 有せず、 孤立 無援 •據 

る 騌 なく* 援 くる 者な く* M 立 興々 として、 何とし 

て國 家の 大事を 斷行 する ことが m 來や うか c 拍手 起 

る〕 斯の 如きは 斷じ て此 時局に 當 つて、 大政 輔翼の 

K 任に 椹 ゆる もので ない と 吾々 は 信ずる ので ありま 

す (拍手 起る〕 內閗諸 公、 此時 局の 重大なる を Et o 

苟も 君國に 忠なるの 誠を 有せら る--' ならば. 宜しく 

速に 自ら 反省して 處決 する 所 ありたい 事を、 吾々 は 

偏に 希留 する のであります >  是が 本案を 提出した る 

理由で あり ' € す。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 財) 小久保 喜 七 君。' 

〔小 久保喜 七 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇小久 保 喜 七 君 私は 武富 君の 演說を 謹蹓 致して 居 


りました •か、 武富 君の 御 議論の 趣意と 云 ふ ものは、 
一つ ほ 現 內閣は 外交に 於て 失態が 多い と 云 ふのと、 
一つは 財政 計丧に 於て 衆議院に 讓步 をした と 云 ふこ 
とか 1 不都合で あると 云 ふ此二 塾に 外なら ないやぅ 
に 私 Is 聦いた のであります、 故に 此二點 に 就て 私共 
の 意見を 申 上げて、 此決蓊 案に 反對の 理由を 述べた 
いと 私は 考へ ます (「謹 贈」 と 呼 ふ 者 あり〕 第一に 私 
は、 此 財政 計® の點に 就て 申 上げて 見たい と 思 ひま 
する が、 此豫算 案を 熟々 見ます れぱ 、現 內閣の 第一 
の計逛と云ふものほ、軍脯充實即ち國防計査に在つ 
たのであります、 此 軍備 充實に 要する 經 費の 爲に唞 
銳を 計® 致した、 而して 其 序を 以て 税制 整理を 企て 
たので あ 〇 ます、 吾々 は 段々 質問® 答 I、 愼重 審議 
致しました 結果、 此國防 計 迸に 於て は 未だ 十分と 云 
ふことは 出来ない けれども、 先 づ 今日の 時勢 是 は 已 
むを 得ない 事で ある、 又 造 艦 能力が 無い と 云 ふ 以上 
は、 是亦當 局 者の 說を 信じて、 國防 計畫は 是認す る 
か 宜しい と 云 J ので、 國防 計畫を 認めた ので ありま 
す、 國 防計晝 を旣に 認めた 以上は， 之に 對 する 經費 
と 云 ふ もの も 認めなければ ならぬ と 云 ふので、 酒税 
及 所得税を 認めた のであります、 而 して 其 他の 税制 
整 HI に 33 りまして ft 今日は 變態の 場合で ある、 變態 
の堪 合は 税制 整理を すべき 時で ないから、 是は 後日 
に 延期す るが 宜しい と 云 ふこと か 吾々 の 意見で， 之 
を 政府に 交渉を 致しまして、 而して 政府は 衆議院 多 
數の 意見を 容れ たと 云 ふので あります、 何が 惡い、 
衆議院の 意見を 容れな かつたならば、 惡 いと 言 ふて 
小言を 言 ふて 宜しい が、 此方の 意見を 容れ たから そ 
れが惡 いと 云 ふ 小言は、 甚だ 私は 不適 當な 事と 考へ 

ます (拍手 起る〕 若し 衆議院 も 己の 意見を 一 步も讓 

らず 、政府 も 己の 意見を 一步 も讓ら ぬと 云 ふこと が 

是が當 り 前 だと 云 ふこと になれば、® 突に 衝突を 重 

ね、 決して 此憲法 政治 >  云 ふ ものは 圓滿 に發 達を し 

ない と 私共は 思つ て 居ります。 

〔「それ こそ 非 立憲 だ j 「默 つて 聽 け」 と 呼 ふ 者 

あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君；} 靜肅に 願 ひます。 

〇 小 久保喜 七 君 H. つ 日本の _會 は此. 王 義を 是認し 

て 居る、 そこで 私は 日本の 議會史 を 諸君に 申 上げて 

見たい と 思 ふ、 諸君は まさか 御 忘れでは あるまい と 

思 ふ、 此前加 藤 政 之 助 君が 御 引きに な 〇 まして、 此 

第 四翳會 の 出来事で ありま r、 加 藤 君が 申しました 


通り、 il ia 大钹 大臣が I 錢一厘 も 引けない と 云 ふ 時 
に 於て、 衆 _院 !£ 如何なる 励 作を 執つ た C であり ま 
すか、 此時は 全く 加 藤 君の 言 ふ 通 〇 •尾 崎 君 •か 溲邊 
大蔵大臣 ? 1 非常に 質問 應 答の 結果、 大藏 大臣は 一 厘 
一毛 も 引けない と 言つ たので， そこで 此 上奏 案と な 
つた’ 立憲 政 |§ と 云 ふ ものは 和衷 協同 •か 必要で ある 
のに、 何故 一 錢一厘 も 引けない と 云 ふ、 甚 •た 不都合 
であると 云 ふ 事を 以て 之を 1-. 奏した のであります、 
御 忘れには なりますまい、 而も 此上奏 案の 提 3 者は 
河野廣 中 M であります C 拍手 起る：} 諸君、 一毛 も 引け 
ない と 云 ふことは 怪しから ぬと 云 ふこと を 上奏した 
又 極く 近いと ころで ! i 二 十六 顏會で あります、 二十 
六 議 會の出 來事は 諸 ？,, • 如何であります、 桂總理 大臣 
兼大藏 大臣、 稅制 整理と 致して、 御 承知の 通り 主と 
して 出した の ! i 所得税で ある、 所得税 其の 他の もの 
を、 税制 整理し やぅと 致して 提出し ました、 衆議院 
多數の 意嚮に 依て、 此の 主たる 所得税は 之を 後 廻し 
として、 さ 6 して 諸君 も 御 承知の 通り 衆議院の 意見 
を容れ て、 柚 租輕 減を したので ある、 tt 妥協案の 時 
に 吾 黨を 代表 致して 演說を 致した のは、 諸君 尾 崎 君 
であります C 拍手〕 此妥協 案の 第一 人は 誰で あるかと 
云 ふと 憲政 會の黨 祖たろ 桂 君で あつたので ある、 而 
して 此 時の 大蔵 次官は 誰であつた かと 云へ ば、 憲政 
會の 顧問の 若槻君 であつ たのであります C 拍手 起る〕 
而して 、又此 時に 政府は 八 分では 少ない から 一 厘に 
しろと 言つ て尙更 吾々 の 言 ふ 通りに 意見を 托げ ろと 
云 ふて、 此 壇上で 演說を 致した のは 誰で あるかと 云 
ふ と 今の 武富 時敏 君で あつた (拍手 起る〕 諸君、 即ち 
和衷 協同は 憲政の 發達 の爲に 必要で あると 云 ふこと 
は、 我 日本 2 衆 _院 の 傳統的 主義と 相 成つ て 居る の 
である、 諸君は 都合の 好い ときに それを 望む で、 急 
に 都合が 悪くなる と、 何故 衆議院の 多數 の窟 見を： 谷 
れた と言ぅて、 不信任 問題を 提出す るのは、 餘 りに 
諸君は 酷いで はない かと 私共は 考 へます、 €  (拍手 起 
る〕 又 諸君、 今日 迄 三 土 君 や 齋藤君 も 申しました が 
軍® 製造 費を 繼緻 的に 要求して 居りながら、 來年の 
費用は 自分には 分らぬ と 言 ふて 答 辯を せず、 又 六 千 
八 百 萬圓を 責任 支出と して 衆議院に 諮らず L て 之を 
使 ひ、 又 非 募債 主義を 標榜して ，數千 萬の 募債を 致 
した 內閣 の大藏 大臣が、 人の 財政の 放漫 呼り は、 少 
しく 私は 泥酔 者が 禁酒を 說くの 傾が あつて 滑稽で あ 
ると 思 ふ (拍手 起る〕 私は 此理由 に 依て、 此度 政府 
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が 吾々 の S 見を ?? れたと 云 ふことは、 少しも 不 frr fr: 
の 材料に ならぬ と 信す るので あ 〇ま す、 次に 外交 c 
盤であります、 どうも 武窈 君の沉 說は窈 に大 a -e ち 
りまして、 外交 it 博. K を 失した、 ® 洲に對 1. て も ^ 
用を 失つ たでは ないかと 云 ふ 丈で、 少し 〇 御 說明も 
ございませぬ、 故に 私共は 之に 向つて 何とも :-. > ,. 立 
て やう •か 無い のであります が、 併し 私 典が 光 日來、 
段々 通 政會の 領袖 諸君の 衆議院に 於け る W 問を 拜 K1 
致します るに、 其 中で 最も Irt 强く 對歐洲 策に 於て 過 
ちの あつたと 云 ふこと を 御 論じに なつた のは 超 崎 打 
であります、 其 尾 崎 君の W 說屮 に、 最も 强 く 政府を 
攻めましたのは、此現內閣が出兵に對する所、：店ゾ 
が惡 かつた、 出兵を 嫌 ふ 如 ? 傾が あつたが 爲 に、 ©: 
洲諸國 から 此 日本に li 何 か考が 無い かと 云 ふ、 琪の 
疑惑を 受けた、 此疑惑 は 必ず 此讅 和矜讁 の 際には 惡 
い 結果を 見る であらう、 吾々 に 相談す， .;!. ば 好い考 も 
あつたら うと 云 ふこと を、 一月 二 十三 日の 翳 拟で御 
話に なつた ので ある •是が 一番 現内閣が 歐洲に 對丫 
る 政策の 過ちら しく 論じて 居る のであります、 私は 
是 は 不思議に％ へぬ 何故不 ,w 議に堪 へない と 3;- ふに 
大 隈內閣 の 時に 出兵を する かしない かと 云 ふ K 問を 
確か 吾黨の 小川 君 かと 思 ひます、 W 問を 致した 1-£5 < || 
には、 大隈 內閣は 出兵の 計 迸は しないと 云 ふこと を 
委 M 會に 於て 明答を 爲 T つたの みならす 、聞け ぱ大 
隈內閣 は 内閣で 決めた か 何 か It 存じ -f せぬ が、 外務 
省に 於て は、 出兵は 御斷 りに なつた かの やうに 私は 
聞いて 居る のであります、 自分の 內閣で 委員 ir で 明 
言を し、 而も 自分の 內閣で 斷 つて 蹬きな がら、 何故 
お前の 內閣は 之を しないと 言 ふて 攻める に 至つ て It 
諸君、 全く 私は 濺くの 外ない と 信ずる C 拍手 起る〕 
諸君* 此點に 付て 辯 せらる、 羾 が あら ば、 此後 から 
御 辯 明に なつて 宜しい、 私は 明かに 速記を 持つて 居 
る、 それが 爲に 速記を 持つ て來た のであります、 又 
次に 支那 問題に 付きましても、 私 It. 前日 來 諸君の 質 
問應 答を 拜聽 致します るに、 憲政 會の諸 君の 質問は 
現 內閣は 無 干渉を 標榜して 居りながら •段 祺瑞 を援 
けて、 而して 南方- VK 伏した のは® しからぬ ではな 
いかと 云 ふこと が、 是 'か 第一の 趣意であります、 而 
して 之に 對する 現 內閣の 答を 見ます れば 、決して さ 
うでない、 段祺瑞 と 交渉した と 云 ふことは、 段祺瑞 
が總理 大臣の 時代で あつて、 即ち 此 内閣は 現在の 政 
府を當 てに 交渉す るょり 外に 仕方がない と 云 ふこと 
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一が、 外務大臣の 答で あつたので ある、 而 して此 憲政 

會の諸 君の 質 間は 今 申 上げます る 通り， それは 表 向 
で 0C は 嘘で あると 云 ふこと が是が 大體の 質 間* 而し 
て 今日 本 議場に 不信任の 起つた 所以で あらう と 私は 
信じます、 併し 諸君、 私共から 見ます れぱ 、段 祺瑞 
が總理 火 ta を 龍め て も -* E 木 政府が 段 祺瑞と 交渉し 
て、 其 次の 總理 大臣と 交渉し ない と 云 ふこと なら ぱ 
是 は 段祺瑞 を 偏愛した と 云 ふこと が 出来る、 併な が 
ら與國 の 承認を 致して 居る —— 職 然 立つて 居る 支那 
政府の 總 理 大臣の 段祺瑞 と 交渉して、 何が 差 支 ある 
かと 私共 ! i 思 ふので あります (拍手 起る〕 要します 
るに 私共は、 現 內閣に 於て、 對支 政策 上 多少 小なる 
事に 於て は 失態 も あるか 知らぬ が、 大體に 於て 現在 
の 政府と 交涉 すると 云 ふことは、 決して 私は 惡い事 
であると け 信ずる ことが m 來な い、 それから 又！！ 崎 

君 や 其 他の 諸君 —— 特に 尾 崎 君の 言葉の 中に 二度 あ 

ります、 當議會 でも 言つて 居る し、 委員 會でも 言つ 

て 居る 言葉 It. 何で あろ かと 云 ふに、 政府とは 日常の 

專務 、即ち 此贷 金の 利子で あると か， 或 I't 又 旅行 券 

であると か 云 ふことの 交渉は 現在の 政府と する が 宜 

しいが、 其 他の i]f に 於て は、 多少の 考を 持たな けれ 

ばなら ぬと 云 ..:. やうな 意味を、 當翳場 に 於ても 言つ 

て あるし、 姿 S 會 でも 言つ て あるので あります、 併 

し 諸君、 能く 御考を 請は なければ ならぬ、 而も 大隈 

内閣が 現在の 政府と 云 ふ ものに® はず、 南方の 事は 

革命 黨に岡 り、 北方の 事 ! t 宗社黨 等に 111 つて、 支那 

を ? 11 亂に 陷れ しめたの •か、 日本が 對支 政策 上大 失策 

の 原因と 相 成つ て 居る ので ある (拍手 起る〕 要し ま 

する に、 大隈 內閣の 行詰り も此對 支 外交の 爲で ある 

苟も 一國の 政府た る ものは、 他國の 或る 圏 gi と 私は 

交渉すべき ものでは ない、 兎に角 政府た る 以上は、 

與阈の 認めた る 政府と 交渉す ろのは、 當然な りと 私 

共 It 確信 致す のであります、 此點 から 言 ふて 現內閣 

の對支 外交 政策 も、 未だ 不信任 問題を 提出す るに 至 

らず 、其 罪 不信任 問題を 提 m する に 至らず と 信ずる 

尙ほ 私は 最後に rN します、 武富 君は 三十 一議 會であ 

つたら うと M ふ 1 山 本 內閣の 海 堪 11 張 費に 向つて 何 

と演說 なすつ た、 此の 撋張费 は 必要で あるか、 此內 

閣は 信用を 致さない から 此摘張 费に 反對を 致す と— 

— 尤もな 事であります、 此度は 諸君は 國防を 認めて 

置いて •今にな つて 不信任 問題とは 十日の菊で ある 

(拍手 起る〕 最早 通過 致しましても 時候 遲れで あり 
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ます、 況や 諸君 不信任の 後ろは 信任であります、 K 
々諸君 it 不信任 間 題を 出して 破 るれば 其 都度 政府の 
信任は 確 まるので あります •故に 私は 此檀 上に 於て 
諸君の 爲 に此！ f 信任 案を 御 撤回になる が 宜しい と 云 
ふこと を ill 吿を 致す ので •ある (拍手 起る〕 

0 載 長 (大岡 育造哲 5 尾 崎 行 雄 沿。 

〔尾 崎 行 雄 君 登壇〕 
r 拍手 起る〕 

〇 尾 崎 行 雄 君 唯今 小久保 君の 反對 論を 承りました 
一々 御 答を 致すべき 筈で あるが 大體に 於て 略します 
(「何故です か」 と 呼 ふ 者 あり) 要するに 小 久保君 
としてけ 洵に ■當な る 事を 言 U れた 、今や 政府は 妥 
協の 名義の 下に 於て、 政 友 ©• の m 門に 降つた ので あ 
ります から、 綺麗なる 言葉を 以て 之を 保_ してやる 
と 云 ふことは、 武士の 情と 本 M は 認めた ので ありま 
す (拍手 起る〕 洵に 小久保 君と しては •適當 なる 御 
演說で あつたと 思 ふ、 喵だ 支那 間 題に 對して 御 話に 
なつた 事は、 不幸に して 本員の 意味を 理解せられ な 
かつた やうに 感じます から、 それを 一言 辯 じて S き 
ます、 本員は 有 ゆる 場合に 於て* 政府と 交渉す る こ 
とを 宜しくな いと iK ふので ない、 是は K 々繰返した 
ことであります、故に多 © の諸君に_しては御迷惑 
であらう と 思 ふが、 一言 言は ざるを 得ない、 同じ 政 
府と 申しましても、 國民冬 數の 意思 感情を 代表して 
居る 時の 政： S も あり、 全く 之 1. 反いて 居る 所の 政府 
も ある、 政府で さへ あれ If 總て 之を 相手に すると 云 
ふのは .…： (發 言す る 者 多し〕 

0 議長 C 大岡 育造 君： >  靜肅 に …… 

0 尾 崎 行 雄 君 所謂 柱に 膠す るの 見解であつて、 國 
家の 大體を 誤る のは、 總て斯 の 如き —— 今の 外務 大 
臣の 言 li る^ 'が 如き、 俗 &• 的 見解から 國事を 誤る と 

云 ふこと を 申 L たのであります、 併ながら 如何なる 

政府で あらう とも、 旣に 政府と なつて 居る 以上は、 

日常の 俗務 屮 、是と 交渉を せざる を 得ざる 場合 も あ 

る、故 |- 旅行券の如き、國債の利子の如ざ、其他の 

俗務と云ふものは、少數の政府であり、明日倒るべ 

き 政府で あつても 、巳む を ? I ず 是と 交渉を せな けれ 

ばなら ぬ、 唯 だ 國家 百年の 大計を 議 し、 國と國 との 

親善を 一一る と 云 ふが 如？ 場合に 於て 少數を 代表し、 

咄嗟の 間に 倒れる かも 知れぬ と 云 ふ ものを 對 手に 致 

します ると、 國 lif を 誤る と 云 ふ 意味を 申 述べた ので 

あります (拍手 起る〕 又大隈 内閣の 事に 付ても、 多 


少事實 の 誤りが ある、 大隈 內閣は 決して 叛逆 者を 援 
ける とか、 或は 北方 S 宗社黨 を 如何にす ると か 云 ふ 
やうな ことは ありませ ぬ、 唯 だ 大勢を 達觀 して、 袁 
世 凱に して 帝位に 即くな らば、 支那は 必ず 棻る、 、 
東洋 S 平和は 紊亂せ られ る、 此大 根本から 割出して 
柬 洋平和 維持の 道を 立てた ので •即ち 英吉利、 佛蘭 
西、 常時の 露 西亞 ，是 等と 交渉 致しました 所が、 列 
國皆な 帝國 政府の 發議に 同意を 致して. •聯合 的忠吿 
を 致した ので ある (「其の 前は どう だ J と 呼 ふ 者 あ 
oi 伊太利 it 誘 ひは しな かつた けれども、 彼 自身 矢 
張 此聯合 國 中の 仲間に 入つて 来 7-C と 云 ふの が 事實で 
A つて •此婷 吿の 結果 袁世 凱が 倒れた、 其 後御祇 知 
の 如く、 南北に 分れて 居つ た 所の 支那は 忽ち 統一が 
付いて、 即ち 現 內閣が 出来た 時の 如 & は、 支那は 統 
一した る 政府々 戴いて 居つ たと 云 ふことは、 爭ふべ 
からざる の 事實で あります、 大勢を 察すれば 斯の如 
くなる、 大勢に 反いた 仕事を 致します れば 、統一し 
て 居つ た 支那 も •それが 爲に 忽ち 南北に 分裂して、 
收 拾すべからざる が 如き 事態を 現出す ると 云 ふのは 
彼と 是と を釾 照して 見れば、 明かに 分る と 云 ふ 意味 
を 申 述べた ので あ 〇 ます (拍手 起る〕 其 他の 事は 先 
づ 別に 辯 解を 致さず とも , H: からう と 思 ふ (「辯 解は 
出来まい J 「辯 解す れば 襤褪が 出る J と 呼 ふ 者 あり〕 
若し 强て御 求めと あるなら ば …… (「求めぬ J 「第 
四十 議會 です」 と 呼 ふ 呼 あり) 

〇 議長.， 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 賭 崎 行 雄君尙 ほ 一言 申します るが、 現內閣 に 吾 
吾は 初めより 多き を 望まぬ ので & る* 現內 閣に對 し 
て、 無論 此 重大なる 時局を 擔當 する に 足らぬ と 云 ふ 
ことは 初より 信じて 居る のであります、 唯 だ 今日の 
場合に 於て、 小 久保君 の 所謂 吾々 が歐洲 出兵 論に 對 
して 說を異 にす ると 云 ふが 如きは、 是も亦 過日の 私 
が 質問 演説の 時に 爲した 事 r. 對する 誤解と 言は ざる 
を 得ない (拍手 起る) 其當時 一通り 明かに 分る やう 
に 申して 置いた 箬で あり ' t T が、 最初 此戰 爭 に參加 
した 場合に 於て は、 日英 同盟 條約 2 誼に 仗て 參 加し 
たので ある、 其 地域は 印度 以 柬 に 限られて ある、 若 
し 彼の 當時に 於て、 日英 同盟 條約な る ものが 無 かつ 
たなら ば、 帝 國政府 は 誰 •か 局面に 當つて 居っても、 
或は 直ちに 兵を 執って 立ちは しな かつた であらう と 
思 ひます、 唯 だ 同盟 條約な る ものが あるが 爲に 、其 
誼に 仗て 立った 隨て乳 地域 (-3-. 印度 以東と 限られて 居 


るので ある. 之が 戰爭の 第一 期と も 1 : <ふ べき 場合で 
あ〇 ます、 其の後！ § 逸 政 Iflf の爲す 所の 處置が 、或は 
職 闘 員 以外 S 虐殺と なり、 或は 無制限 潜航艇の 使用 
となり， 殆ど 人間 世界を して 一一! して 萬 獸狀 態に も 
陷るべ き 非常 rj: る 手段を 執リ來 りました が 爲 に、 最 
初より 平和を 希望して 居つた 所の 亞米利 加 も、 1 g の 
仲間に 入り •同盟 條約 C 誼な ど 1T 何等の 無い 所の 支 
那すら も-勸 誘を 受けて 此 仲間に 人る と 云 ふ、 此時 
は 局面 全く 一 ® して >  第 一! 湖 若く は 三 期に 入れ 〇 と 
評さなければ ならぬ 場合に なつて 居る ( 拍手す る 者 
あり〕 此 場合に 於て は 日英 同盟條 約の 誼な しと 雖も 
茭 那を 誘つ た 程の 帝 國政府 であります るが 故に， 此 
二期三期の媞合に於ては，恐らくは條約上の義務な 
しと 雖も •此戰 に 世界 列國 と共に 參 加した かも 知れ 
ませぬ、 即ち 印度 以東 C 地域 (. 局限す ると 云 ふ塲合 
.とは 全く 事態を 晁 にして 居る が 故に、 隨て其 後の® 
も 亦 趣を 異にしなければ ならぬ と 云 ふ 意味を 申した 
のであります (拍手 起る- 「よしたら どぅ だ」 「卿 
劾演說 に 入り 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 S に 申した る 通 
〇、 本 負 等は 寺 內內閣 に 對 しては、 初より 望みを 囑 
して 居らぬ のであります (「 大隈 内閣 も亦然 り」 と 
呼 ふ 者 あ 〇〕 併ながら 切め ては 其 死 際 丈は 軍人ら L 
く 死ぬ であらぅ と； K ふこと を 期待して 居つ た (拍手 
起る) 然るに 今日の 狀態 li 如何て & るか、 本員 我 帝 
國篛會 の 事は、 小 久保封 と共に 一通り 承知 致して 居 
ります が、 帝國議 會始 つて 以來 •今日の 如く 見苦し 
き 降參は 、曾て 內閣は 致した ことは ない ので ありま 
す (拍手 起る 「そんな 事を 言 ふ 資格は ない」 と 呼 ふ 
者 あ 〇 〕 其 半面に 於て は 政 友會の 勝利を 視せ ざるを 
得ない のであります C  f 視 して II はぬ でも 宜い」 と 
呼 ふ 者 あり〕 是迄の 妥協 ，…： 
o _ 長 (大岡 育造 靜肅に 願 ひます。 
o fe 崎 行 雄 君 是迄の 交譲 I 皆 妥協 交 謬と 名く ベ 
き 程度に 於て 行 はれて 居ります けれども •それです 
らも 動もすれば 非常た 反對が あつて、 それ' か爲に 政 
E は 幾度 も 分裂した 事す らあ る、 然るに 今回 彼等の 
所謂 交_な る もの、 妥協なる もの、 誰が 見ても 純然 
たる 降伏で 有ます (拍手 起 〇 〕 最初 帝 國議會 の 一院 
に 向つて 述べた 其演說 の 根本す らも、 變改 しな けれ 
ば 貴族院に 演説が 出 來な いと 云 ふが 如き 降參を 何れ 
の內閣 が 致した か、 最初 帝阈 議會に 於て 總理 及大藏 
大臣 等が 內閣を 代表して 述べる 所 2 ものは •其當 時 
二 九 
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内閣 1531 劾 決镄案  I 
の 精神 骨髄を 並べた ので あるけ ? L ども* そ. n を K 族 
院に 於て 述ぷる 事が 出 來ぬ迄 に 根本的に 其 計 迸を 破 
壊せられ たで 13: ないか、 此如 ?• 事 1?. 交 讓では ない • 
妥協で (i ない、 纯然た る 降伏で 有ます、 凡そ 帝 國翳 
合に 於て 此の 如 ? 見苦しき 降參が 無かつた のみなら 
ず •世界 何れの 立 S を 調べて 見ましても、 此の 如 
き失態は(「そんな事を云ふ资格はない」と呼ふ者 
あり) 全世界に 曾て 一度 も 無い ので ある (「何 處を 
調べた」 と 呼 ふ 者 あり〕 是 にも 尙ほ— それを も尙ほ 
解せ ずして、 之が 憲政の 妙諦で あるな どと 云 ふ JJJ は 
啻に 立憲 政 tg の 罪 八で あるの みならず、 風 敎の賊 と 
申して 一向 差 支ない こと、 思 ひます" (拍手 起る) 
此の 如 キ事が —— 此の 如き 事が 苟め にも 若し 我 軍人 
社 會に 行は る V が 如き ことがあつ たなら ば、 我 軍隊 

の糈 神は 此に 於て 亡ぶ るので ある (「ひや <」 と 

呼 ひ 拍手す る 者 あり〕 之が 若し 憲政の 妙諦で あるな 

らば 降參は 平和の 捷徑で あると 彼等は 言 ふに 違 ひな 

い (拍手 起る) 之を 要するに 現內閣 は旣に 增税の I 谷 

種％ 稅案 3 滿場 一致の 否決 •若は 三分の 二に 及ぶ 所 

の 否決に 依て、 旣に彈 劾は 受けて 仕舞つ たので ある 

(拍手 起る〕 彈劾 は旣濟 の ¢ 0 である、 今日に 於て 

之を K むる のは、 殆ど 死屍に 鞭打つ が 如き 有様で あ 

ります けれども， 如何に せん 我 立憲 政 gi の 前途の 爲 

に、 將た 我風敎 の爲 に、 此の 如き 不都合なる ものを 

其 儘に 鞭たず して 捨て、 ® くと 云 ふことは、 前途 容 

易なら ぬ 結果を 恐る、 が爲に 、巳む を 得ず 爰に 一言 

を费 すので ある (拍手 起る 「降® すれば 拍手して や 

る」 r 默れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 開關以 來世界 未曾有の 

此時 局に 適應は しき 所の 計 斑が、 豫 » の 何れの 所に 

於て 見られます、 世界の 聯合 與國 の豫算 に 較べて 見 

る も， R 合與國 の 政治家の 言行と 比較 對照 して 見ら 

れたな らば、 現 內閣の 施設、 如何にも 其當々 得ない 

と 云 ふことは、 何人が 見ても 分る のであります、 曾 

て 我 友人は、 內閣 成立 後 二 三 箇月の 際に 於て、 何 か 

一通りの 計 班が あるなら ば、 何れの 所に 於て か、 何 

處 か rl\ を 見 ？: 1: ければ ならぬ _ であるが、 何れの 所を 

靜 ねても 鱗 n\ の 見るべき ものな しと 言つ た --■■» 其當時 

に 於て す I', 之を 言 ふの 必要を 感じた の. である •爾來 

八 筒 月經 つても、 まだ 鱗 rR if 現は れぬ 、殆ど 一年 半 

に 及んで 豫算を 編成しても 何にもない、 尋常 一樣平 

凡なる 仕事の 外は 何等 も考へ て 居ない ので あ 〇 ます 

即ち 蛟龍の 雲間に あるので はなく して、 殆ど 泥中に 


在る 蚯蚓の 如き ものであります から、 何時まで 經つ 
て も 餞 / K を 現 ! i す こと ii 出来ない ので ある、 此に於 
て 政治の 根本を 解せ ざる 所の 軍閥 官僚の 徒を 援 けて 
畐國の 大計を 樹 つると 云 ふことは、 到底 能は ざる 所 
の 事業で あると 云 ふことは、 滿 場の 諸君 悟られた で 
あらぅ と 思 ひます (拍手 起る) 又 支那 關 係に 就て は 
本員 遜に 質 間の 際に 一通り 申 述べて 置いた、 又武富 
君 も旣に 說 かれました 故に、 重ねて 繰 返へ す 必要は 
ありませ ぬけれ ども、 其 後豫算 委負會 に 於て 或は 祕 
密會を 開き、 或は 細かに 膝を 交へ て 質問 應 答を 致し 
たる 結果、 下の 如き 事實を 確然と して 證據 立てら た 
ので ある、 公平と 申します けれども* 確に 一人の 政 
治 家を 目標と して 之を 援け來 つたと 云 ふこと ほ、 質 
問應 答の 結果 掩ふ ベから ざる 事實 が發 現した ので あ 
る、 それを 打消さん と 欲して 述ぷる 所の ことは、 貸 
した 所の 金の 一部分は 尙ほ 先方の 都合に 依て 束 京に 
預けて あると 云 ふ 位の ことより 外は ない ので ある、 
但しは 又 契約の 成立つ た 日は 或る 事件の 後で あると 
云 ふこと より 外は ない のであります、 此の Sr き 事、 
或は 小兒を 欺く の口實 とはなる かも 知れ ませぬ けれ 
ども •無論の 事、 國 民の 代表者に 向つ て 何等の 感覺 
を も與へ ない ので ある、 左樣な 事は 何等の 値 打 もな 
ので ある、 又 政府で あれば 之を 援け るより 外 It 仕方 
がない と 申します けれども、 S に黎大 總統の 頃、 段 
麒瑞と 衝突して、 段が 免職せられ て 天津に 引 提げた 
其 時です らも ♦尙ほ 帝國 政府は 無官 無位 在野の 段祺 
瑞を援 けたと 云 ふ事實 を 突 付けられて、 答 辯が 出来 
なかつた ではない か、 又 同じ 段が 復活して 1 馮大總 
統の 下に 於て 之と 隱然軋 礫して、 免職せられ て 北京 
を 去らん とする 時に 於ても， 我 公使は 或は 段に 面會 

し、 或は 馮大總 絞に 面 會を 致して、 段祺瑞 免職 せら 

れたる 段祺瑞 復活の 手傳 をな したと 云 ふ 事實 さへ も 

辯 解は 出 來ぬで あらぅ と 思 ふ、 唯々 政府で あるが 爲 

に、 國民の 多數を 代表して 居る か 否やを 間は ずして 

之を 援 くると 云 ふこと すら 可笑しい のに •况や 政府 

であるから 援 くると 云 ふこと すら も、 事 W に 於て 全 

く齟齡 致して 居る、 本員が 知る 所の みを 以てしても 

段麒瑞 解職の 後に 帝 國 政府は 二回 迄 も 之を 援け 、復 

活の 謀を il らして 居る では ありませ ぬか、 殊に 我 政 

府の 代表者た る 林 公使は、 白畫公 然段に 非 すん ば 共 

に Ill るに 足らずと 云 ふこと を、 如何なる 場合に 於て 

も 明言を 致して 居る ので & る、 故に 帝國 政府に して 


苟も 一方に 偏せ ず、 但し ! t 又 一人を 目的と して 政洽 
をな す ことの 過ちを 知つ たなら ば •少 くと も 段 中心 
論 P 持て 居る 所の 林 公使 S 赴任を ば 差 止めな け.；；. ば 
ならぬ 筈で あるが、 此事を 本 野 外務大臣に 問へ ば、 
答へ て 日く、 必ず 林を ぱ再ぴ 北京に 逍る 積り である 
と、 斯う 言つ て 居る 此事の 事 K に 行は 6 ゝや 否やは 
保證の 限りで ない、 是 迄 腿々 政策が 變改せ られた る 
如く  •此證 言 も 或は 變改 せらる、 かも 知れない •併 
ながら 今日 C- ほさう 言つ て 居る、 段に 非ず んぱ 共に 
圖 るに 足らずと 云 ふこと を 如何なる 場合に 於ても 明 
言し、 新聞記者に 迄 之を 明言して、 天下に 發表 せら 
るる ことを 憚らざる 所の 林 公使を、 再び 北京に 送る 
積り であると 云 ふ 明言が、 即ち 不干渉 傍觀 等の 言質 
には 背いて、 段 一人を 中心として 之を 援 くると 云 ふ 
何よりの 證據で はない か、 のみならず 支那に 對する 
失政の 結果と L て、 非常の 多くの 讓步を 致した 鄭家 
屯 事件の _步を 首め として、 今日に 至る 迄 殆ど 數へ 
盡 すべから ざる 程 釀步を 致した、 而 して 得る 所の 結 
果は どうで ある、 奉 天 省の 排日 騷ぎは 如何、 山 東 省 
の 排日 運動 騷 ぎは 如何で ある、 皆 支那 政府の 官憲が 
主動と なりて、 日本 排斥の 運動を 致して 居る と 云 ふ 
事 實は 明白に 現は れて 居る ではない か、 斯く迄 讓步 
を 致し、 斯迄 好意を 盡し て、 其 結果と して 谷 省の 支 
那 官憲から 排日 運動を 爲さ るるに 至つ ては、 帝闕 政 
府の 威信 亦 甚だ 危 しと 言は なければ ならぬ ( r 大隈 
內閣 のことは どう だ」 「そんな ことは ない」 と 呼 ふ 
者 あり〕 况や 參戰を 勸吿 し、 百方 力を 盡 して 支那を 
勸誘 致して 戰爭 に參加 致させました る けれども、 そ 
れに 伴つ て 我が 彼に ii 步すべ きものは 悉く 讓步 した 
が、 參戰の 大目 的で あるべき 所の 獨逸 勢力を 驅逐す 
ると 云ふ點 に 於て は、 未だ 何事 も 出来て 居らぬ では 
ないか、 唯々 獨澳の 外交官を 退去せ しめ、 隱れて 居 
つた 所の 船を 押 收 し たりと 云 ふ 事の 外に 何等の 結果 
も 得て 居らぬ ではない か、 甚 しきに 至つ ては、 獨逸 
商人 其 他 支那に 在留して 色々 の 働を なして 居る 所の 
獨 逸人の 驅逐す ら 、今日 迄 出来て 居らぬ ではない か 
而して 半面には 何が ある、 之を® 誘した が爲 に、 國 
會の解散、憲法の蹑_>南北の分裂‘茭那國民の大 
多數の 反感を 買 ひ 得た と 云 ふの 外、 總 差引勘定に 過 
ぎない、 之を 失政と 言は ずん •は 何事を 失政と 申す の 
であり ませう、 又 更に 大きな 局面に 就て 論ずれば、 
此世界 未曾有の 大變 亂に對 して、 帝 國 政府の 主張は 


二 九 二 

何で あるか、 3¢ 虫 張を !, C く 所の 手段は 何で あるか、 
何等の 中 •張 も 言 ひ 得ぬ ではない か、 -III: 界列 阀 の 政府 
皆 時局に 對 する 大主張 及び 之を ri く 手段を 述べて B 
る •か， 今の 帝 阀 政府 ! i 何等 C 中 趿もな く 何等 C 手 R 
もない、 故に 默して 唯々 世界の お供を して 行く 丈 〇 
ことで ある、 過日 も 申 述べられた UQ O, 日本は ? s? < rl 
與國に 對し旣 1*. 非常 -'' : ■, 大 •:i :T: :..■、.l.ブ ^' /,. 
それに 相當 する 丈の 虫 張シ 持、 V, -、 此主 張を 我ょ 〇报 
案して、 彼の 同窓を 求むべき は 常 然の位 E 及び 棚 利 
を 持つ て 居る •然るに 何等の 主張 もない、 段々 祕密 
愈まで 開いて 研究して 見た •か、 何の 虫 張 も 持つて 罟 
らぬ 、何の 爲に 今日 迄の 篏：拖 を 拂 つて 居る かと 云 ふ 
ことを自饬して居らぬのであります、或は 113 州 ^ , 
南洋の 占領、 Itb 等を 「アル サス、 B — レ VJ と冏探 
の 程度に® かれる と 云 ふこと を滿 面の 誇と して 人に 
語らなければ ならぬ と 云 ふ 位の 主張は あるか も 知れ 
ぬ、 吾々 は 聯合 與國 •か 「ア ルサス、 口  — レン」 問題 
等を 公然と 提起す るに 當 つて、 我 帝國 政府に 對して 
一言の 交渉 すら無いと云ふ事に仉ては、滿腹 0 不平 
を ® いて 居る 者であります (拍手 起る〕. 今日の 外交 
は 列國 政府の 明言して 居る が 如く、 國民 と共にす る 
ので ある、 國家全 體の興 論を 以て 外交の fj- 子と する 
ので ある、 故に 未た 講和 談判は 開かず と雖 も、 調和 
會 翳 の 根本 條件 となるべき 問題を 提出 致し、 之を 列 
國の 間に 協定し* 或 It 國民命 ： 體の葸 椴を 察して 岡め 
て 仕舞へ ば、 他日 之を 励 かさんと しても* ® 際に 於 
ては 容易に 励 かす 事が 出來な いと 一 K ふことは、 諸君 
の 皆 御 承知の 點で ある (拍手 起る) 然るに 我 同盟 M 
たる 英吉利 政府 すら、 佛闕 西とは 打 合を する らしい 
併ながら 我 帝國 政府に 向つ ては 一言の 挨拶 もな くし 
て、 他日 平和 會識の 根本 條件 となるべき 事 を 遠磁會 
釋なく 天下に 發 表して、 是は獨 〇總理 大臣の 总見で 
はない‘英吉利人民全體の意嚮で&る、英吉利人民 
全體の 意見の みでは ない、 各所に 散在して 居る 所の 
英吉利 大帝 國一 致の ^ 見で あると 云 ふやぅな yf すら 
演說を 致して 居る のであります、 斯の 如くして 岡め 
て 行けば、 其 根本 條件 は大體 に 於て 他日 11 和會 翳の 
際に、 動かさん と 欲して 動かす 能は ざる こと 13: 明白 
である、 然るに 我 同盟 國は 我に 對して 一言の 拽拶も 
なく、 又 我 帝國政 府は斯 の 如き 處置を されても、 そ 
れ で當然 の 事と 考へ て、 一言 の 交渉 すら 致して 居ら 
ぬと 云 ふ 事は、 過日 來確め 得た 所の 事® であります 


c 拍手 起る〕 之を 思 ひ 之を 惟へ ぱ 、國 家の 前途は. M 
l-. al 心に 堪へ ぬ狀 態に 陷 つて 居る、 殊に 西 比 利 L'!j 方 
面に 於け る獨逸 の 勢力 容菇に 底止すべからざる 狀 H§ 
になつ て 居る、 從來獨 露 2 間に 非常の 關 係の あつた 
と 云 ふ 事は、 本 M 玆に 辯ず る 迄 もない、 殊に 國内の 
大革命以來、獨逸の勢力は駸々として露胆：业の屮に 
侵 人し、 殊に 西 比利亞 方面に 向つ ては •測る ベから 
ざる 搦逸の 探偵が あり、 東部 西 比 利 亞に 於て すら 八 
萬 以上の 捕虜が あつて、 殆ど 自由なる 砌 を爲 さんと 
しつ、 あるに 對 して、 帝 國政府 は 何事 V. ■爲 して 居る 
のであります か、 其 il に 詳しき 者の 話を 聞きます る 
と* 今の 狀態 であるなら ば* 収崩 された る 潜航艇 若 
くは 飛行機を、 日本海 岸の 何れの 所に か 送り 來つて 
竊かに 之を 組立て ると 云 ふことは 斷 じて 是は爲 し 得 

ベから ざるの 楽では ない と 云 ふ 事を， 現に 露 西 : >15 入 

すら —— 其 m の榴威 とも 云 ふべき® 西 亞人 すら、 明 

言を 致して 居る のであります •それに 對して 帝 國政 

府は 如何なる Ti 防の蚴 を 致して 居る かと 云 ふ 事を 確 

めんと 欲すれ •は、 殆ど 手を束ねて 見て 居る と 云 ふに 

過ぎない、 殊に 先刻 申した 數十年 前の 問題を •勝手 

に 彼が 提議す るに 當つて •我は 手を 懐に して 之を 見 

て 居る と 云 ふが 如き 事は、 非常な 事で ある、 本員と 

雖も佛 関西 人が あの 熱烈な 精神に 依 て 「アル サス、 

口  — レン」 を 回復 致したい と 云 ふ 熟 望に 對 しては、 

特別の 事件と しては 同情を 表する 渚であります、 併 

ながら 之に 同情を 表する のは、 帝 K 人民の 義侠心 か 

ら表 する ので ある、 特別の 恩恵と して 表する ので あ 

る* 決して 主義と して 「ア ルサス、 口  — レン」 を [H] 

復丫 べき ものである、 我 南洋の 占領地と 同様に 扱 ふ 

べキ； ものであると 云 ふ 主義を 以て. Is むる ことは 斷 

じて出來ないのであります(拍手起 6 )若し五十年 

近くの 武力を 持つて 居つ た 地を 皆 回復す ると 云 ふこ 

とになります るなら ば、 世界の 全局 面の 地圖は 皆改 

めなければ ならぬ、 若し斯 の 如き ことを 主義と して 

飛 18 する に當 りましても、 11 塽と しては —— 撖 澳と 

しては 5 f 肉 朝鮮す らも 問題の 中 1-. 提起 T る 事が 出來 

る譯 であります、 a に 由々 敷き 大事 件と 謂は なけれ 

ばなら ぬ、 之に 對して 特別 2 場合と して 義侠 的に 賛 

成 する ので あると 云 ふ 事 すら 明言 致して 居らぬ ので 

あります (「 ® 逸に 屈伏す るか J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長 (大岡 育浩 ® 〕 靜肅に ，…， 

〇厗崎 行蝴君 即ち 無 外交の …… 逸に 屈伏の 演 
内閣 彈劾決 a 案 


說を する 者な 〇」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇 ■長 c 大岡 育造 君) 藏内封 に 御注意 致します。 
OK 崎 行 雄 君 外交 主張の 無い のみならず、 外交を 
致して 居らぬ、 又 主張が あつても、 之を « くべき 手 
段を 持たない、 世界の 新 局面に 對して 公然 發言糊 を 
使用し なければ ならぬ 場合に 立つ て 居りながら、 何 
等の發 謅 も 致して 居らぬ、 又與 0 から 何等の 交涉を 
受けて 居らず して* 而も それを 當然の 事と L て 我 外 
務大臣 は 説明を 致して 居ります， 殊に 苋洋 S 局面に 
至つ ては、 帝 國は 特別の 責任の ある ものであります 
るが 故に、 宦戰の 詔 B にある 所の 束 洋 永遠の 平和を 
維持す ると 云 ふ點に 於て は •特別の 用意 計 谨. かなけ 
ればな らず して、 此 目的を 達する 手段と しては、 東 
洋 南洋に 於け る 所の 敵國の 勢力を 根本から 破壊す る 
のは 無論の 事、 殊に 滿洲西 比 利 亜 此の方 面に 向つて 
は、 餘 程の 發戒を 與 へなければ ならぬ 筈で あるが， 
先刻 申した 通 〇搦 逸の 勢力が 15 々として 彼 所に 侵入 
して 來 るに 對 してす らも、 何等の 爲す 所な く、 施す 
所がない のであります C 「簡單 々々」 と 呼 ふ 者 あり) 
故に 私 Is 我 帝 阈の 前途を 圖るが 爲に は、 時局の 重大 
なる が爲 に、 是非共 此 微力なる、 此無 主張なる 內閣 
の 更迭を 促し、 而 して 今日の 時局に 對腦 する に 足る 
べき 全 國の材 能を 皆 集めた る 所の 內閣を 造る と 云 ふ 
ふ 事は、 刻下の 最大 急務で あると 考へ るので ありま 
す* rN r ll 崎 岩 割込むべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 更に 
細かに 外交の 卿がない 事實を 擧げ ょと 云 ふなら ば、 
本 M 手に して 居る 所の 事 H も 多少は あります C； 簡單 
」 と 呼 ふ 者 あり) 獨〇茭 那に對 しての みならず、 西 
伯利亞 に 對して も、 滿洲 に對 しても、 何れの 方面に 
對 しても® いて 居らぬ、 現に 亞米利 加から 「ル ート」 

特使が 參 つて、 露： 四亞に於て砌いた其前に於ても其 

後に 於ても、 帝 國政府 は 何等 S 働を 致」 て 居り ませ 

ぬ (拍手 起る) 若し 「ル ート」 .特使の 使命が 滿 足に 

寶 行せられ たなら ば、 恐く は m 淸鐵 道， 西 比 利亞鐵 

道の 如きは、 實際に 於て 米 國 政府 2 管理に 歸 して 仕 

舞つた かも 知れない のであります 、一朝 斯樣な 事が 

出来 上つ た 時に、 帝國の 位 1: は 如何なる 狀 况に陷 6 

のであります、 是 等に 對 しては、 少く とも 米 國と共 

同して 鋤 く か、 但し li 日本 ® 獨 にして 卿く か、 聯合 

與國で ある 以上は、 何等か 適當の 協定がなければ な 

らぬ箬 であります るのに* 我は 手を 柬 ねて 居る が爲 

に •與國 が 勝手な 卿を 致して、 帝 國の 前途 如何なる 


運命に 陷る かも 測るべからざる 境遇に 在る (拍手 起 
る： >  又 今 H に 於いて， 聯合 與國は 皆な •外 生存 亡を 賭 
して 働いて 居る ので あつて、 殊に 軍艦の 如き、 商船 
の 如 ? 、 (! かの 噸數 と雖も •向 ふに 取つて は 非常な 
必耍な る ものである にも拘らず、 情意の 疎通を 缺い 
て 居る がた めに、 其の 必要なる 船す らも 束 洋に派 遺 
をして 居る* 何故 派遣を して 居る、 即ち 帝 國 政府が 
當然 持つ て 居るべき 信賴 を， 得て 居らぬ と 云 ふこと 
の 證據で はない か (拍手 起る〕 帝國軍 E は 遠く 波濤 
を 越えて 地中海に® き、 英吉利の 海軍 遠く 来つ て ] II 
洋に 居る と 云 ふことは、 軍事上の® として 是 程不經 
濟な事 はない、 然るに 其の 事す らも 現在 行れ て 居る 
と 云 ふことは、 即ち 聯合 與國の 間に、 肝膽 ffl 照す と 
云 ふが 如き 情意が 行は れて 居らぬ 證據で あります、 

C 拍手 起る) 殊に 茭那に 於いては、 聯合與 國 とは 餘 
程 意思 疏通 1 V 致して 居る ので ある (「靑 島の 戰はど 
ぅだ」 と 呼 ふ 者 あり〕 Ci て 致して 居つた ので ありま 
す 近來に 於いて I 近年に 於て 類例の 無い 諒解 すら 
も、 日英の 間には 出来て 居つ たので ある、 然るに 其 
大切なる 諒解 I 我 外交 史上の R 大事 件と して、 特 
筆 大書し なければ ならぬ！ 一つの 諒解す らも、 今日は 
旣に 消えて 仕舞つた かの 如き 狀態 になつ た、 其 諒解 
は 全く 反古に なつた とは 言は ない けれども‘ 寶際に 
於て 行れ て 居らぬ と 云 ふ事實 は、 外交の 局に 當 つて 
居る 者、 帝 國の爲 に 概獎 痛惜し なければ ならぬ 事柄 
である (「諒解とは 何ぞ J 「誰から 聞いた」 と 呼 ふ 者 
あり〕 拙者 承知 致して 居る」 

0_長( 大 岡育漶 君〕 私 話は 禁じます。 

OM 崎 行 雄 君 前大隈 内閣 S 時に 出來た 事で ありま 
する が 故に、 聞かず とも 承知 致して 居る (「祕 W 官 
的に か」 「默れ 」「 祕書官 的に 諒解して 居つ た」 「默れ J 
と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅 に. …： 

0 M 崎 行 雄 君 若し (「辯 明し 給へ， 一と 呼 ふ 者 あ h) 
明言す るの 自由を 有するならば、 尙ほ 幾多の ¢ 0? が 
あります、 併ながら 是れは 祕密會 の 席に 露れ た 事柄 
であります る 故に、 本 M は 諸君に 述ぷ るの 自由を 有 
つて 居らぬ、 併ながら 大體に 於て 我 帝國と 聯合 與國 
との 關係 は、 從來 在つ た 程度に なつて 居らぬ， 餘程 
意思 1¢ 隔して 居る と 云 ふことは 疑 ふべ からざる 事實 
著々 之を諝 明す る ことが 出來 ます C 「のう <」 「何 
がのう だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 「のう」 と 言 ふなら 


ば •其 一の 最も 大切なる 點を 擧げて 見 ませう、 何故 
帝 國 政府は (「そんな 力では 破れない J 「そんな 事 
は 言は ぬ 方が H からう」 と 呼 ふ 者 あり) 浦® 方面の 
擾亂 に S して、 十分なる a が 出来ぬ のであります、 
(拍手 起る〕 此方 面に 對し ては、 英吉利 政府から 如 
何なる 照會を 受けた か- !! II 米 利 加 政府は 如 H なる 位 
蹬 に 立つ て 居つ たか、 是丈け 言へ ぱ 、苟も 内閣に 居 
る 者が 胸に腦 へる 所がなければ ならぬ (拍手 起る) 
實に我 外交 上大 失態と 言は なければ ならぬ 事柄が、 
餡々 行は れて 居ろ ではない か (拍手 起る〕 斯の 如く 
して， 累積 すれ ぱ旣に 失隧せ むとして 居る 國威が 益 
益 失墜： して、 他日 何人が 其 局に當 ると 雖も 、遂に 挽 
回すべからざる 局面に 陷るは .敢て 疑を 容れな いの 
であります る •是に 於て 局 Iti が 重大なる が 故に 此更 
迭を 促す 事. S 倍々 急切なる ことを 感ずる と 云 ふ 一言 
に 止めて、 爰に 壇を 降ります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 神谷甩 男 君。 

〔神 谷 車 男 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 神 谷 卓 男 君 本 負は 此 不信任案に 對 して 反 對の意 
を 表する 者であります、 必ずしも 現內閣 を 信任し* 
之を 擁譃す ると 云 ふ 目的では ない ので 有ます るが 此 
不信任案 提出の 理由を 玩味し、 又 先程 來此 趣旨を 述 
ベました るに對 して 詳細に 承りました が •其內 容の 
極めて 空颇 にして、 其 調子の 甚だ 輕佻 浮薄なる を認 
めます るが 故に、 遺憾ながら 賛成す る 事が 出來な い 
のであります (「憲政の 前途は どうす るの だ」 「默 
れ J と 呼 ふ 者 あり) 唯今 尾 崎 君の演 說は 、要するに 
先日 來豫算 會_ に 於て、 又 最初 S 質疑に 於て 述べら 
れ たる 所の 大要を 述べられた と 思 ひます が (「何を 
言つ てる J と 呼 ふ 者 あり) 此大袈 に對 して、 私は 少 
しく 自分の 意見を 述べたい と 思 ひます る* 第一の 御 
中： 張は、 歐羅 巴の il 爭に對 すろ 外交に 於て、 我 日本 
は 列國 と共に 協調を 保つて 行く 丈の 能力が 無い、 故 
に 信任す る ことが 出 來な いと 云 ふ 議論に 歸する やう 
であります、 而 して 其證據 としては、 第一に 日本は 
何も 言は ない 中に、 列國は 何れも 皆な 戰爭の 目的を 
述べて 居る ではない か、 戰爭の 目的を 列國が 悉く 聲 
明しつつ あるのに、 日本 it 何等 之に 對 して 聲 明して 
居る 所が 無いで； f ないか、 是は 甚だ 無能を 示す もの 
ではない かと 云 ふやうな 御 議論に 承は るので ありま 
二 九 三 
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す* 併ながら 我國 の！ S 情と して* 今日 更に 硪 爭の目 
的 ? > 耪 明す る必耍 はない >- -私は 認めて 居る ので あり 
ます、或 ||-. 搵逸の 7[1 園主邁 7> 破壞すると言ひ、或は 
平和の 基礎を 樹立す ると W ひ、 或 (t 人 ia の爲 に戰ふ 
と 言 ひ、 列國各 々旗色を 美しく 染めて 居ります が、 
要する 1. 戰爭 は 民族と 民族、 國 民と 國 民との 利害の 
衝突より 起つて 居る のであります、 ！ it 利害 衝突より 
起つた 戰爭に 於て、 谷 自利褪 を 擁護し、 又 此利權 を 
伸張 せんが 爲 に 金力を ■して 戰つて 居る と 云 ふこと 
は、 赤裸々 の 事 ®' であります、 或 人が 佛關西 「タレ 
マン ソ I」 に 向つ て 硪爭の 目的を 問 ふた 時， 「クレ 
マン '/ —」 は 何の 用 窓す る 所 もな く* 何の _踡 する 
所 もな く、 職 爭の 目的は 勝つ に 在りと 云 ふこと を 答 
へたと 承つ て 居ります、 英國 「ロィ. トジ ョージ 」 が 

語つ て斯の 如く fjri 單なる 能は ず、 米國の 「ゥィル ソ 

ン」 が 語つ て斯の 如く 明瞭なる 能は ざ る 所以は、 私 

は 別 1- 事 ® の ある 事と 推察す るので あり ■* す、 民權 

の發達 •自由の 發達を 以て 誇つて 居る 彼の 國 柄に 於 

て 卒然として、 徴兵 令を 布き、 國 民に 向つ て 兵役を 

强 ひ、 fl H を 强 制して 居る、 而 して 其戰萌 の經 過は 

必ずしも 有利で ない、 國民漸 く戰萌 に 倦まん とする 

時に 當 つて 爲政 者た る 者は 其 士氣を 維持し、 更に 多 

くの 辍牲 を强 制せん •か 爲に 種々 なる 手段を 用 ひなけ 

れぱな らぬと 云 ふ 事は、 申す まで もない 事で， ありま 

す (「 憫れ なる 襪牲 者よ」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 場合に 於て 

彼等が 千 萬 言を 费 して 戰爭 の 目的を 語り 或は 講和の 

條件を 語る と 云 ふ 事け - T' 半ば 以上 其國 民を 統率す る 

に 必要なる 政略に 出づる ものと 本員は 考へて 居る の 

であります、 我國に 於て —— 我 國の國 情は 期の 如き 

激励を 要し、 斯の 如き 皸 舞を 要する か、 先程 職 爭は 

第一 期より 第二 期に 入る とか 言は れた のであります 

'か、 如何に 戰局が 發展 すると 雖も 、戰爭 の 目的が 變 

る氣 遣は ない と 私は 信じて 居る、 即ち 我國 民の 戰爭 

の 目的は、 開戰 の is 勅に 明かに 輝いて 居る ので あり 

ます、 之に 對 して 國民は 迷 ふ 所な く 何等 疑 ふ 所な く 

して戰 つて 居る のであります るが 故に、 今日に 於て 

我國 民に 向つ て 更に 戰爭の 目的を 說く必 要は 斷 じて 

ないと思ふのであります、又講和條件に就て各國共 

に 意見を 發 表して 居る にも拘らず、 日本は 何等 之に 

對して 意見を 發 表しない のは、 無能では ないかと 云 

ふ 御 議論 も 承りました、 併ながら 此 講和 條 件に 對し 

ては、 御 承知の 通り® 西亞が I 般平 和の 豫龉條 件と 


致 L まして、 第一には 非 ff= 合 主義、 第二に li 無賠 fft 
主義， 第三には 民族自決 主義を 唱 へて 居ります、 此 
主義に 對 して 英翊 --» 佛 関西、 米 _ 、皆な 意見を 唱へ 
て 居ろ のであります、 其 意見を 見ます ると、 到底 一 
致す る 所を 見出せな；， のであります 、此三 主義は 理 
想に 於て ほ 極めて 高尙 であり、 主義と して (3: 拒む 所 
はない のであります が-各 國 共に 事情の 異なる もの 
があります るが 故に、 之に 對 して li 意見を 述べで 居 
るが、 到底 一致す る 所は ない と 吾々 は 認めて 居る の 
であります、 例へ ば 民族の 自決 主義と 云 ふ 事は、 我 
國に肢 つても 餘程 重大なる 問題で ある、 朝鮮に 於て 
二 千 萬の 韓人 族を 有し、 臺灣に 於て 三百 萬の 間 人粤 
人を 有すろ 我 國に取 つても、 餘程 重大なる 問題 -e あ 
ります •此 P 和條 件に 對 して、 今日に 於て 遽々 然と 
し て 意見を S3 表すろ 必要 (t 私は 無い と 思 ふので あり 
ます、 是 等に 對 して 意見を 發 表する 時機は、 必ずや 
將來に 於て 來る ことと 思つ て 居ります るし、 又 之に 
對 しては、 內閣に 於て 相當御 研究 ある ことと 信じて 
居る のであります、 又 對露問 題に 就て、 露 西亞が 斯 
の 如く 革命の 爲に 紛亂を 極めて 居る、 之に S して 何 
等 爲す所 なく， 袖 手傍觀 して 居る と 云 ふことは、 如 
何にも 無能では ないかと 云 ふ 御說で ありました が、 
併し 此 露西亜の 紛亂に 付て は、 我國に 於て は 色々 の 
誤解が あるかと 私は 思 ふので あります 、一般には 獨 
逸の 手先の 爲に 露西亞 に 革命が 起った 如くに 說かれ 
て 居る のであります が、 又 露西亞 の國 情ょり 考へま 
すれば、 r ピータ ー」 大帝 以来、 殊に 「キヤ ザ リン 
」 女 帝 以来 露 西亞に 蟇つ て 居っ た 彼の 搦 逸の 勢力を 
—— 殆ど 獨逸の 政治 界 •及び 商工 業界の 柱と なつて 
居つ た 獨逸の 勢力を 除いた 爲に 、自か ら 倒れた と 云 

ふ 事情 も あるので あります、 尙ほ其 後の 狀况を 見 ま 

しても、 革命 派は 必ずしも 露 西亞の 國を獨 逸に 賣ら 

うとは して 居らぬ のであります が 故に、 此獨 逸の 勢 

力が 直ちに 露 西亞に 向つ て充ち 滿ち て、 此露 西亞を 

通つ て 東洋に 出て 來て 、東洋に 於て 大なる 惡戲を す 

るで あらう と 云 ふやうな ことは、 私は 左まで 恐る る 

に 足らぬ 事で あると 思 ふ、 縱んば 軍隊を 持つ て 出て 

来た 所が -^* 强弩の 末 勢 我國に 於て は 何等 恐る る 所は 

ない と 思 ふので あります、 東洋の 平和に 對 しまして 

は、 首相の 演說 、外相の 演說 、總 て荀も 東洋の 平和 

を 害せん とする ものが あるなら ば、 機宜の 處 置を 執 
つて、 之を 排斥す ると 云 ふこと を髂 明して 居らる る 


のであります が 故 t、 之に 封して、© <私は 信賴し 
て 然るべき 事と 思 ふので あります (「犬 * 君と 代り 
給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 歐羅 巴の 外交に 對する 非 糚攻 
擊 は、 要するに 內閣の 信任を 問は なければ ならぬ 程 
の大 問題は、 今日に 於て 現出して 居ない と 私は 思 ふ 
のであります、 次に 私は 支那の 問題に 就て 所見を 申 
上げます、 支那に 對して は 北を 援け 南を 蹈 したる 結 
果 、支那の 現狀 をして 紛亂收 拾すべからざる に 至ら 
しめた、 是は實 に 許すべからざる の大 失態で あると 
言は れる のであります、 私は 支那に 於て、 南方 論 北 
方 論の ある こと さへ も、 (「知らぬ の だら う」 と 呼 
ふ 者 あり： >  時節柄 甚だ 苦々 しき 事と 思うて 居る ので 
あります が、 其南讹 論が 支那ょり 日本へ 傳染 し來つ 
て、 堂々 たる 日本の 帝 國議會 に 於て、 南方 北方の 爭 
論を せらる るに 至つては、 g に奇 々怪々 の 念に 堪へ 
ぬのであります L 「ひや 拍手 起る 「拍手す 〇 
の 資格 無し」 と 呼 ふ 者 あり〕 南方 S 狀况に 就て 如何 
なる ものである かと 云 ふことは、 失禮な がら 能く 御 
存じない かと 思 ひます、 南北の 論爭 は、 實は 日本に 
於て は、 はつき りして 居ります るが、 支那に 於て は 
殆どは つき 〇 して 居ない のであります、 南方に 於て 
は、 或は 馬賊出 身の 陸榮廷 も 居る、 淸朝 S 遺臣 岑春 
煊も 居る、 米國仕 立の 唐 紹儀も 居る、 而 して 日本 あ 
たりと 始終 往来す る張繼 一派、 孫 逸 仙の 一派 1 居る 
のであります、 是 等の 人々 が 何れの 點に 於て 主義 主 
張の 一致す ろ 所が あるで ありませ うか、 唯 だ 南の 方 
に 居 <6 と 云 ふこと 許りであります と 同じく、 北方に 
於ても 悉く 頑冥 不靈の 徒 許りでは ない、 隨分新 智識 
に觸れ 、所謂 「ハイカラ」 と稱せ ら るる やうな 人が 
政局に 當つて 居る のであります (「ハイカラが どう 
したの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 此茭那 に 於て は 極めて 亂 
雜にな つて 居る、 此 南北 論が □本に 来つ て、 きつ ば 
りと 南北 論に 分れて、 南 人氣取 の 人 も あれば 北人氣 
取の 人 も ある、 此帝 國議會 に 於て 爭ふな どと 云 ふこ 
とは 實に餘 りに 面白 過ぎる のであります、 支那は 淸 
朝の 顚覆以 來 、殊に 袁世 凱の 落命 以來 ，全く 中心を 
失 ひ 殆ど 今日に 於て は 陰謀家の 樂 天地と 云 ふやうな 
狀况 であります 身を 亡ぼし 家を 滅ぼす P なく L て 如 
何なる 陰謀で も敢 てす る ことが 出 來る 世の中に なつ 
て 居る のであります、 陰謀と 云 ふこと に 就て 殊に 趣 
味を 懐いて 居る 支那 人が、 此 時代に 於て 我と 思 はん 
者は 皆な 飛 出して、 陰謀を 逞しう して 居る と 云 ふこ 
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とが 今日 C 狀况 であります、 此狀况 IX 要するに 支部 
に 於て 中心を 失つて 居る からであります るが 故に， 
日本が 北を 接け、 或は 南を 抑へ ると 云 ふことは、 其 
原因で ない と 云 ふこと It 私は 爱に斷 y して tin らない 
所で あ 〇 ます (「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 斯 〇 肋 
き 支那に 向つ て •或！； 南北を 妥協 させ やう、 成は 南 
方を 援けや 5 と 云 ふやうな 色々 の 筠論も あるので あ 
ります •か、 私と して it 支那に 對する 方針の 是非と 云 
ふこと よりも、 今日 lr. 於て は、 支那に 對する 態度の 
撤 底を 希望せ なければ ならぬ と 私は 思 ふので ありま 
す、 段祺瑞 を 抜ける とか、 或は 宗社然 を 援けた とか 
云 ふやうな ことで It ない、 其方 針の 是非よりも， I 
度 思 ひ 立つ た 事 li 勇往邁進、 徹底的に 之を H いて 仕 
舞 ふと 云 ふやうな 考が無 かつたなら ば、 交 那の問 題 
は 決して 解決 -4- る ことの 出来ない ものと， 私は 解釋 
して 居る のであります、 先程 昆 崎さん の 言は れた所 
の、 支那の 援けた 八 間にまで 怨まれ て 居る で It ない 
かと 云 ふことは、 要するに 常に 態度が 徹底し ない、 
中途に 於て 挫折し、 中途に 於て 色々 に變更 せる が 爲 
に、 敵と した 者よりは 無論、 抜けた 奢よりも 怨まれ 
ると 云 ふやうな ことにな つて 居る のでありまして、 
どうしても 態度 〇 徹底を 要する のであります、 此萌 
度の 徹底を 要する と 云 ふことは、 無論 政府に 十分の 
暨悟が あり， 十分 S 決心 あり、 勇 a 邁進す る 丈の 氣 
力が 無ければ ならぬ のであります るが、 併ながら 又 
一方から 顧みます ると、 此態 度を して 變更 する の 已 
むな きに 至らし める ものが あるので あります (「も 
う 澤山だ よ」 と 呼 ふ 者 あり〕 從來茭 那 S 問題の K 大 
なる 事は®々 說かれ て 居ります、 無論 突 那間 題は、 
我國に 取つ て It 存亡 相 關 する 大 問題で ありま が、 
併ながら 此大 問題を 處す るに 方つ ては、 どう- -C も 
先づ國 論の 一致を 蒯らな ければ ならぬ と 私は rn 一の 
であります、 然るに 此國 論は 常に 何者に か 隈亂 せら 
れて 居る、 而 して 國論を 擺亂丫 る 者の 中には、 自家 
の 私心を 滿足せ んと する 交 那の 陰謀家に 依つて 陰謀 
家が 日本の 勢力を 利用せ んと する 者が、 此跷亂 家の 
中に も あると 云 ふことは、 W 々想像す る ことが 出 來 
るので あります、 斯の 如く 支那 人に 日本の 國論を 摺 
亂せら れて 、知らず 識らず 帝國の 議會內 に、 南 論 あ 
り、 北 論 ありと 云 ふやうな 調子では、 如何なる 人が 
局に 當つて 4、 支那に 對 して 成功 ある 外交を する こ 
とは 出来ない のであります (拍手 起る〕 私 tt 支那に 
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一對 しては、 最早 總論を 止めて 各論に 進まなければ な 
らぬ時 代に なつて 居る と 思 ふ、 斯 の 如く 何時 迄 も總 
論に ぅろついて 居る と 云 ふことは， 甚だ 我國に 取つ 
ては 採らない 所であります、 Is に 日米協 約に te て、 
H 本は s 那に對 し fEi 越 ® を 得た と 云 ふこと であり ま 
する が， 此礙 越咄を 活 W して、 支那を 援けて 朿洋の 
平和の ? it 礎を 恢復す ると 云 ふや 5 な ことは、 今日旣 
に 時機では あるまい かと 思つ て 居る のであります、 
諺に 人を 純る のに It rd を 以てする、 國を縛 るのに は 
鐵道を 以てする と 云 ふこと を 言 ひます るが、 支那の 
鐵道の 地 11 を 見ます ると 云 ふと、 頗る ® 慮すべき 現 
狀にな つて 居ります、 此中で も 例へ •は 海閟鐵 道 の 如 
き 即ち 江 蘇 省の 沿岸より 起つて 支那を 橫斷 し、 甘肅 
に 入り、 新 ii に 至り、 伊带に 出で、 露西亞 の 中央 亞 

細 亞に迪 結す る 海 閟鐵 道の 如き、 若く は 歸成鐵 道、 

蒙古の 歸化城 より 四川の 成 都に 行 < m 越羝 道に 依つ 

て、 雲 南を 通過し、 安 削に 達する 此茭那 シ 縱斷 する 

鍵 道の 如き 是は 申す まで もな く 白耳義 の 名に te て、 

露西亜 及佛關 西が 取つ て 居る のであります るが、 露 

西亞、白耳義、彼等の國の狀態が斯の如き今日の狀 

態に なつて 居る 時機に 於いて、 谷 論に 進んで、 是れ 

等の ものを 支那を 援 けて 恢设 する ことは、 支那を 十 

字に 絡げ た 鐵道を 恢设 してやる ことは、 我國が 當に 

爲さな けれぱ ならぬ ことで あると 私は 思 ふて 居る の 

であります、 啻に 鍅道 のみならず (「簡 單 I と 呼 ふ 

者 あり〕 色々 な 問題が C 「謹 腔々々」 と 呼 ふ 者 あ 

〇) 眼前に 現れて 居る に拘ら ず •何時 迄 も總論 —— 

南北 論な どを _は して 居る と 云. ふことは 、甚だ 不思 

議な 現象で あると 思 ふので あ 〇 ます (拍手 起る) 外 

交の 問 IG に SC て、 內閣の m 任を 問は んと する 場合に 

は 餘程 的確なる 事 te- に 論據を 置いて、 餘程 重大なる 

問題を 捉へて やらなければ、 事に 依る と單に 日本の 

威信を 外國に 失 it しめ、 自ら 侮つ て 人 之を 侮る と 云 

ふや 5 な 結果に 終らし むる の 鹿が あるので あります 

(拍手起乙)然るに斯の如く空疎なる、殆ど事實に根 

據せ ざる 外交 論を 以て 內閣 の！ tn 任を 問は んと する に 

至つ て li 輕佻浮 郯と謂 一 f ざるを 得ない ので あ 〇 ます 

(拍手 起る〕 其 他國防 計 3C 若く は W 政 計 迸に 付き まし 

ては、 旣 に小久 保さん よりの 辯 K もあります、 又旣 

に 殊筇 案の 通過して 居る 今日 •之に 論及す るは 蛇足 

に過ぎないと 思 ひます、 故に 之を やめます、 最後に 

一言 申したい 事は、 先程 ® 崎さん の 御 話に も、 斯の 
內閣揶 劾 決 謎 案 


如き 無責任なる 內閣を 現存せ しむる の ほ國 家の 風敎 
に 害 •か あると 云 ふ 仰せで ありました が、 荀も 尾 崎 行 
雄と 言は れ或 は 鳥 田三郞 と 言は れ •日本の 名士と し 
て 仰がる、 人が •自家 s 非を 總て 忘れた るが 如く 悉 
く 棚に 上げて、 徒らに 人の 非ぱ かりを 責める と 云 ふ 
事は、 果して 國家の 風敎に 害が 無いで ありませ ぅか 
私は 之に 付て (t 御 三省を I 三た び 省みられん 事を 
願 ふので あります、 最後に 私は 一言を 要したい 事は 
我 日本 國 民 ii 憲政 會の内 閣 、言 ひ換れ ぱ大隈 内閣の 
外交' か 如何なる ものであつた か、 大隈 內閣の 內政が 
如何なる もので あつたかと 云 ふこと it. 、 今尙ほ 歷々 
として 記憶して 居る のであります 、期の sfj く 健忘 性 
の國 民で ない と 云 ふこと を 一言して 壇を 降ります。 
〔拍手 起る 3 

0 議長 C 大岡 育造 君) 關和知 君。 

〔關和 知 君 登 《〕 

.〔拍手 起る〕 

〇關 和知釭 諸君， 本員は 唯今 議場の 問題と なつて 
居ります る、 其 現 寺 內內閣 の 不信任案に 對 して 賛成 
の 意見を 表する 者であります、 今日 世界 戰亂の 形勢 
は 刻々 に 宇 內の有 ゆる 國民 •有 ゆる 國 家に 向つ て、 
一の 敎訓 一の 要求を 致して 居る のであります、 殊に 
戰爭 の當事 者た る 聯合 與國 及び 中歐 同盟 國に對 して 
此 時局の 要求す る 所の もの li 何で あるかと 言へ ば、 
第一 1- 戰拟に 於け る 所の 精 銳なる 所の 軍隊と •第二 
に 13-. 內 部に 於け る有爲 鞏固の 政府を 有する と 云 ふ 事 
であゎます， 戰線に 於け る 軍隊の 事に 付きまして は 
我 帝阈は 聊か 事情を -54 にす るに 法て、®  く 之を 問題 
の 外に 置きます、 併な •から 內に蜜 固の 內閣を 有する 
有爲の內閣を要すると云ふことは、恐らくは聯合與 

_及ぴ 敵 國の 間に 於て， 我 帝國の 今日 程 必要に 迫つ 

て 居る ことは ない のであります (拍手 起る) 我が 寺 

內內閣 は 果して 此 時局に 處す るの 有爲 鞏固の 內閣で 

ある や 否や、 蝥固 なる 內閣 、有 Is なる 內閣と 云 ふこ 

とは 何を 意味して 居る か、 其 内閣が 內 外の 國 政に 付 

て 一定の 經綸を 有する と 云 ふこと •其 經綸を 實行す 

る 所の 能力を 有する こと、 云 ふの が 第一の 資格で あ 

る、 今一つは 其の 內閣 it 國 民に 向つ て 輿望を 有して 

居る と 云 ふこと を 輿論の 信用を 有して 居る と 云 ふこ 

とが 第二の 資格であります、 此 11 つの 15 から 現內閣 

を 批判す る 時には、 國 政に對 する 經綸に 於て、 旣に 

明かに 無能なる ことを 表白して 居る (拍手 起る) 國 


民の 間に 於け る 信用に 於て、 亦 全く 絕無な る ことを 
明かに して 居る ので ある、 (拍手 起る〕 純 綸無き こ 
と 旣に斯 の 如く、 天下の 信望を 失ぅて 居る こと 旣に 
斯の 如くな れぱ 、此の 内閣なる ものは、 時局に 對し 
て 有 爲 の內閣 に 非ず， 跫阖な る 内 に 非ず ■無 綷綸 
無 方針、 無能力の 內闐 として、 到 la 此重大 なろ 時局 
を 擔當す るの 資格 無しと 云 ふことは、 恐らくは 天下 
今日 一人の W 論 無き 所と 私 it 確信して 居ります (柏 
手 起る〕 其無綷 綸 にして 信用 無き ことの 事 宵 は、 吾 
々が 爰に 不信任案を 提出した る 唯一の 理由で ありま 
す、 其 事 實 に付きまして は、 S に咐稅 案 討議の 本議 
場に 於て、 又 先日の 豫算案 討 S の 議場に 於て、 總て 
明かに 認めら る、 ので ある、 私は 玆に再 び 其事實 を 
繰返して 諸君の 欠伸を 招く と 云 ふこと を 避けます る 
併ながら 唯々 一事の 何としても 此所に 述べて* 而し 
て 內閣の if 信を 鳴さなければ ならぬ 事柄 は- 此内閣 
が 始めて 正式に 組立て たる 所の、 一國 s 歳計 豫算と 
して 提出した 其 大正 七 年度 2 豫算 財政の 計畫で あり 
ます、 其 財政の 計逛は 凡そ 何れの 內閣 と雖 も、 議會 
に 向つ ては 內閣の 根本の 主張 CO 存する 所、 綷綸 の存 
する 所、 責任の 存 する 所であります、 言ひ換 ふれば 
其 財政 計畫な る もの it 全く 其 內閣の 生命と 謂は ねぱ 
ならぬ (拍手 起る) 其 生命と 謂 ふべき 歳計 T* 算を菝 
會に 提出す るに 當つ て、 殊に 新なる 所の％ 税 若く ii 
廢減税 、口を 社會政 策に 藉る所 の 新しき 此現 內閣の 
政策を含んだ十餘の總ての税制案は、悉く議會の排 
斥を 受けた ので ある、 悉く 反對を 受けた ので ある、 
唯々 (1 に 二 三の 增税 案が 辛 5 じて 議會 s 協賛を 得た 
とは 言 ふけれ ども、 而も 其 二 三の 案 其 もの すら- 大 
なる 修正* 大なる 斧鉞を 受けて 居る である、 而 して 
其鸨算 を _酋 に 提出す るに 當つ ては、 畏くも 陛下 
の 勅 a を 得た 所の 案で ある、 己れ の 內閣の 生命， 財 
政の 要諦な りと して 大藏大 K が 玆に聲 明した 程の 案 
である、 其 案が 斯の 如き 蓮 命に なり、 斯の 如き 議院 
に 取扱は れたる 場合に 於て、 當局 者た る莕は 如何な 
る鸱 度を 吾々 に 向ぅ P 示した か、 委細 畏まる、 總て 
に 同意を 表する、 何等の 固執す る 所な く、 主張す る 
所な く、 潔く 院議に 同意した、 若し 斯の 如く 議會の 
修正を 受け、 翳會 の反對 を 受けて、 其 前に 潔く 同意 
を 表する と 云 ふ 程、 それ 程 男らしき 內閣 •それ 程 決 
斷の 立派なる 內閣諸 公であるなら ば、 何ぞ 一步を 進 
めて 潔く 其 職を 辭 し、 潔く 毫閣を 退いて 而 して 之を 


議院の 前に 提供し ないか (拍手 起ろ) 現内閣の 態度 
は 上 陛下に 對し 奉つ て 宰臣た る 所の W 任を 輕んず 
る もので & る •下國 民に 向つ て (i 全く 其 負託を 空し 
ぅする 所の ものである、 政治 上の 責任と 致して. 若 
し 所信を 以て 提出した る 所の 案. 政府の 生命と する 
所の 案なら ば、 之を 主張し、 之を 固執して、 場合に 
法 て 若し 院議の 排斥す る 所と なれば、 自ら 所信に 殉 
ずるの ® 惜 を 以て* 辭職す るか、 否ら ざれば 之を 議 
會以 外£國 民に 問 ふ、 輿論の 判斷に 間 ふて 其 是非を 
決する と 云 ふこと が、 少く とも 責任を 解す る 立憲 大 
臣の 態度で なければ ならぬ ので ある (拍手 起る：： >  然る 
により 良き 考があ れば 之に從 ひませ ぅ. 己れ は 自ら 
最善の 計畫 なりと 主張して 置 3- ながら、 より 良き 考 
が あるなら ば それに 同意を 表する. 最善の 計！ M とし 
て 提出して 居りながら より. U き 計晝が 己れ 以外の 議 
員に 依て 案出せ r, れ 之に 服從せ ざるを 得ざる 程の よ 
〇 良き 案が 他に あつたと するなら ば* 少 くと も當局 
者は、 此 時代 民心の Is ふ 所、 國論 の歸す る 所 •總て 
全く 盲 H であつ た •何等の 信ずる 所 もな く、 見 - 6 所 
も 無くして、 豫算を 取扱 ふ 事 恰も 手 習 草紙を 扱 ふが 
如く 心得て、 豫算を 組立つ たものと 謂は なければ な 
らぬ (拍手 起る〕 是は 政治 上の 責任に 於て 重大なる 
問題た る 許りでなく、 更に 閣臣 の 51 德 上の 問題で あ 
〇 まする、 此計畫 以外に 於て、 政府の 施設 若く は 經 
輪の 跡に 付て 批評を 試む るなら ば、 一二に 止まらぬ 
のであります る、 第一に 世間の 所謂銳 元 問題に 付て 
此內閣 は 如何な ろ 態度を 執つ たか、 減 倩 某 •金を 元に 
還す と 云 ふ 所の 此 主張は 現内閣の 諸 公、 殊に 內閣に 
於て 有力なる 所の 遞信 大臣 若く は 農 尚 務 大臣が、 前 
年 貴族院に 於て 時の 大險內 閣と爭 ふた 所の 重大なる 
彼等に K つて 責任 ある 問題で ある、 歷史あ る 所の 問 
題で ある、 而して 大藏 大臣は 還元を 以て 主義と する 
と 云 ふ 事を 前_會 には K 々繰返して 言つた、 時の 內 

閣と 殆ど 死命を®? ■ふ •か 如き 所の 態度を 以て - 覺悟 

を 以て 迫つ た 所の 其大 問題， 自ら 稱 して 主義と 掲げ 
て 居る 所の 其 問題に 對して •一年を 隔 つる I 一年 
半の 今日に 於て は、 明かに 此 還元 問題の 不當 なる 事 
財政 上に 於て 徹底すべからざる 所 S 問題で あると 云 
ふこと if 諸 公 自ら 深く 资つ て、 吾々 の滅債 基金の 
三千 萬圓と 云 ふ 議論に 服した で |£ ないか、 翳 論に 於 
て •主張に 於て、 彼等 ほ 確に 屈服して 居る に 拘らず 
尙ほ 其行懸 りに 捉はれ て、 大正 八 年より 三千 萬圓に 
二 九 五 
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する が、 大正 七 年 |£ 矢 張 五 千 ZE 1M1 と 云つ て、 一方に 
借入金 シ豫 算しな がら、 唯 だ 溢に 己れ の 行懸 〇、 己 
れの mss 、世間 ? § を铥ふ 、人の 耳目を 欺ぐ が 昆に、 
茲 に 豫算の 上に 斯の如 - 〇 姑息の 計 迸. V 立てた と 云 ふ 
ことは、 何等の •不誠意で あるか、 何等の 無 H 任で あ 
るか (拍手 起る〕 更に 船舶の； S 締令な る ものを 見る 
に、 時局に 處すろ 一つの 對策 として、 案 其 もの、 成 
立 若く は 性 W. に 付て、 吾々 は 異謎は ない、 併し 此間 
題に 付て 特に 現内閣の K 任を 問 ふべき ことは、 此重 
大なる 所 S 勅令 1- 向つ て、 此 勅令を 發布 する 以前に 
當つ て、 最も 祕密シ 嬰 -r ベ S- 所の 投機 社會 、若く は 
當 _ 者に、 一般綷 濟界に m 大關 係を 持つ て 居る 此問 
題が、 勅令 發布 以前に ！ 二十日 4 以前に 天下に 是 

が ® 洩した と 云 ふことは、 如何なる 次第で あるか (拍 

手起る)其案が殆ど內容其儘一週日前に、是が天下 

に 普く 知れ 越つ たと 云 ふことは 何事で あるか 此點に 

付て 先日 同僚の 正木 君ょり •當 局の 大臣 及 ぴ總理 大 

臣に 向つて 其 M 任を 問 ひ、 其 官紀の 問題に 付て 質問 

す /, 所 ありし に、 當局大 E5 は 姑く 措いて、 總理 大臣 

たる 寺 內伯ほ 、此 所で 何と 吾々 の 前に 答へ たので あ 

るか、 何と 答 辯を 致した ので あるか、 泥棒に m 遇つ 

たと 同じ 事で、 仕方がな い、 其 機密の 漏洩に 付て は 

御 互の 家に 泥棒 1. 入られた と同樣 であつて、 未だ 泥 

棒が 見付からない 間は 仕方がない、 是が 堂々 たる 責 

任 ある 所の 大臣の 答で あるか、 是が 總理 大臣た る 其 

人 —— 上下の 重任を 負 ふて 天下に 立つ て 居る 所の總 

理 大臣の 答 辯で あるか' J 首相 顔色な し」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 市井の 間に 於け る 一家の 間に 盗賊が 這 入つ て、 

其 盗賊を ff ふること が ai 來なか つたと 云 ふ亊 、其 一 

事です ら猶ほ i: 察 s 問題で ある、 行政 f: 察の 問題で 

ある、 司法 變察の 問題で ある、 己れ が 監督を して 祕 

密の裡 に 發令を 要すべき 所の 問題を、 己れ の 監督 部 

下ょり 泥棒を /H して、 而して 泥棒が 分らない から 仕 

方がない と 云 ふことは、 斷じて 責任 ある 總理 大臣の 

答 辯と して、 現代の 立憲 的國 民、 K 任の 自覺 ある 國 

民は 之 /,- 聽く ことは 出来ない のであります (拍手 起 

る〕 暴利の 収締 令なる ものが 發布せ られた 、此 取締 

令なる もの、 其 R 的 も 決して 悪い 事は ない、 併な が 

ら其 取締の 方法、 物價の 調節を 目的と する I 所謂 

物價の 調節とは 關係 がない などと 空嘯いて 居る 所の 

大 e の 言を e いたので あるが 兎にも角にも 此 暴利 取 

締令な る ものは、 經濟 社會の 安定を 一一つ て 國 民の 生 


活 に 向つて 安全を 保障す るが gsl つの 手 53 、一つ 
の 手段と して 揺ぜら れた に ffl 違ない、 然るに 其物價 
の 膝 a KV 防ぐ と 云 ふ 原因 •か、 锊濟上 何人が 觀ても 通 
貨の秘 脹 ，或は 交通 運 1® の 不足 •或は 輸出の 增 加、 
騌 入の 減退と 云 ふが 如き 所の 明かなる 原因の 存す 6 
に拘ら ず， 其 根本の 原因に 向つ て 一 指を 染む 事な く 
して、 所謂 紙上に 空文を 並べて、 或は 市井の 商人を 
恐喝 若く ほ 威 迫して、 夫を 以て 其 姑息なる 手段を 以 
て 暴利の is 締を する、 物價の 騰貴の 調節を する、 國 
民 經濟の 安定を 保障す ると 云 ふが 如 §• ほ、 政治 上に 
於て 全く 低級なる 所の 思想 •幼稚なる 所の 思想と 言 
はなければ ならぬ ので ある (拍手起 〇 )更に若し此 
內閣 が此 時局に 處し假 初に も經綸 の 一端 にても 存す 
るなら ば、 內閣は 縦し 議會の 反對を 受け、 排斥 (1 受 
けたと 致しましても、 國 民に 向つ て國防 充實の 目的 
の爲に •新に 幾多の 佾税 を計畫 して 来て 居る、 國民 
の ® 血を 絞つ て國務 に應ぜ しめんと する 所の 重大な 
る 計畫を 描いて 來た ので、 國民に 向つ て大な る犧牲 
を 要求して 來て 居る ので、 荀も此 時局の 重大なる 場 
合に 國民に 向て _牲 の大な る ものを 要求 T る 時には 
尠くとも 爲政 家と しては、 經世 家と して ほ •其の 國 
民の ii 牲に 向つて 報酬 —— と 云 ふ 事は 或は 言葉の 穩 
當を缺 く かも 知れぬ、 併ながら 兎にも角にも 其犧牲 
に it しては、 國民に 向つて 國家に 對する 所の 責任、 
政治に 對 する 所の 權 利を 附與 し、 之に 參與せ しむる 
と 云 ふ 事は、 當然政 治の 爲 丫 べき 事であつて、 今日 
の 時局に 處して も、 最近 歐羅 巴； SI1 米 利 加の 先進 國の 
當局 者は、 國 民の 搦牲を 要求す る 場合に、 國民に 政 
治 上の 權 利を 認 むる、 新に 認 むる —— 新に 取扱を 厚 

くす る 事は 現に 行は れて 居る ので ある 一面に 斯の如 

き 增税 案を 以て 國 民に 臨みながら、 國 民の 政治 上の 

M 利、 參 政の 11 利、 選擧權 2 擴 張の 如き 問題に 付て 

は、 何等の 考をも 致さぬ、 何等の 考慮を 致さな かつ 

たと 云 ふ 事 (X 亦 以て 此 政府が 國民に 臨む に-唯 だ强 

ふるに 增税を 以てする、 併し 政治 上の 權 利には 與か 

らしめ ない と 云 ふ 官僚 的の * 式 思想に 囚はれ て 居る 

と 云 ふ 事實 を證據 立てる ものであります (拍手 起る 

「大隈 內閣は やつた か」 と 呼 ふ 者 あり W 更に 現內閣 

は 何を 血迷 ふた か、 動々 ともす れぱ 人權 の騷 離 を 事 

として 居る、 甚 しきに 至つ ては 選擧褪 の 問題を 論議 

し、 若く は斯の 如き 集會が 行は る、 や、 忽ち 之に 干 

渉を する、 忽ち 其關係 者を 檢朿 する、 先日 憲法 發布 


の 三十 年の 記念を 祝す ると： K ふが 爲に 、市民の® C? 
に 向つて® 察 , B- 自ら 此間に 干渉を 致し ‘褎 励を 挑 荽 
したと 云 ふ 如き ■國 民の®!:、 國民の 自由 —— 集 Q- 
言論の 上に 少しも 筏 重の 圆念な き 所の爾 式 政治家 SJ 
式 政府の 面影を 玆に 現は して 居る ものと 私は 思 ふ、 
(拍手 起る〕 寺內内 閣は 成 立の 其 初めから 誠心誠意 
を 標榜した 內閣で ある、 善政 主義を 以て 看板と した 
所の 內閣で ある、 誠心誠意を 標榜した 内閣が •何故 
斯の 如き 不誠意 不 誠 ® なる 所の S を 示した ので ある 
か、 善政を 掲げて 何を 國 民に 善政を 與へた か、 七 千 
萬の 國民は 寺內內 閣を戥 きて 玆に 一年 有半、 何等 善 
政の 餘澤を 享 くる 事な く、 何等 善政から して 幸福を 
享けて 居らない、 單〇 善政の 餘澤 を享け ざるの みな 
らず 、以 上述ぶ るが 如き 悉く 是れほ 惡政 S 殃を 被つ 
て 居る のであります (拍手 起る〕 此の 內閣は 其の 成 
立の 事情から 言つ て、 彼等 It 超然 主義と 稱す る— 超 
然內閣 主義と 云 ふことは 彼等 も 許して 居る、 天下 も 
認めて 居ろ 超然 內閣も 宜しい、 超然 主義 も 時として 
ほ 可な り、 併ながら 斯の 如き 寺 内 內閣 、此蒴 然内閣 
の 政治の 實績 から 觀るな らば、 政治 上の 責任を 奈何 
せん、 社會 通德の 制裁を 奈何せ ん 、責任の 上に 超然 
として 居る、 道德の 上に 超然と して 居る-良心の 上 
に 超然と して 居る (拍手す る 者 & 〇) 此內閣 の 如き 
は 世界 廣 しと 雖 も、 人類 歷史 久しと 雖も 、未だ 曾て 
見ざる 所の 超然 內閣で ある (拍手 起る 「馬鹿にする 
な大 隈內閣 はどぅ だ」 「默れ J と 呼 ふ 者 あり) 或は 吾々 
の內閣 不信任の 提議に » して 世人 動々 とも すれ ぱ斯 
の 如き 言議シ 以つて 遮る 者が ある、 今は 時局 重大な 
る堪 合で ある、 時局 重大の 塲 合に 內閣の 更迭を 促す 
ことは、 政 爭を 刺戟す る ものであるが 故に、 姑く 陰 
忍すべし、 * に武富 君の 說 も此點 に 及ばれた やぅで 
あります、 併 rjr がら 時局の 場合に 於いての 內閣 の不 
信任 攻駿 、不信任 攻擊 案と 一 K ふことは、 必 しも 政 爭 
を 刺戟す る もので ない、 必 しも 是は 所謂 政爭 として 
排す べき 性質の ものでは ない、 若し 時局 重大なる が 
故に 政爭 を排 すべし と 言 ふなら ば" 其政爭 の 原因を 
取 除ける と 云 ふ 事が 時局に 取つ て 最も 重大の 事で あ 
る (「ひや  <」 拍手す る 者 あり〕 政爭の 原因は 何 
であるか、 時代錯誤と も稱 すべき 所の 閥族 官僚の 舊 
內閣が 此 今日の 時代に 存在して K る、 此 時局 ® : 大な 
る 場合に 於て、 經綸な く 信菌な く L て 民に 臨む と 5;- 
ふ 事が 抑々 是が 政争の 原因を 成す に 非ず して 何ぞや 


(拍手 起る) 若し 時局 ? K 大なる が 故に 政爭を 斥け， <J 
と 云 ふなら ば、 政爭の 因を 成す 所 C 其 主 K たる 所 C 
58 内閣の le 迭を 一日 も 速に - i る ？} f が 政 乎 C 架から 免 
る、 所の 第 一 C 手段で A ります (拍手 起 〇 ) 內閣 I' 
更迭す ると 云 ふ 事は、 11-t 時 Mi に収 つて 決して 恐る ベ 
き 事 C- もなければ-忌むべき ? ij でも 何でもない、 此 
時局に 於て 戰線に 立つ 所の 一人の 精兵と 雖も 、是が 
似き 若く は 是 'か 病む 构合に 於て は、 一個 半 個 S 兵卒 
と雖も 之を 更迭せ しむる と 云 ふこと が ® s is の 方法で 
ある •若し 一國 の 政府 I 此 大局を 松ぅて 立つべき 
所の 政府が、 全く 無能力で ある、 所 iw fa いたる 所の 
—— 傷いた ると 云 ふょりも 寧ろ 治す 可から ざる® 症 
を瓰傳的に持つて思る所 〇 此病的内閣に對して之を 
硪 線ょり 退けろ 之を 國務 〇 當而か ら排 斥す るの が、 
時局に 對して 最も 必要なる 手段では ないか >  闪 閣は 
幾度 l!i 迭 しても、 時局 €爲 に KI らす所 の 結果が 良け 
れば宜 いので ある、 時局 以来 大隈内 間が ai 迭して 赤 
內內閣 が 出來た 、是 は內閣 の 一つの ffi 迭であ る、 若 
し此寺 內內閣 が 時局に 不適 當な 〇、 不相 II なりと す 
るなら ば、 忽ち 國民の 力を 以て 之を M 迭 すると 1K ふ 
ことは 容易な 事で ある， 內閣は 幾度 更迭しても 箱 支 
はない* 現に 英吉利に 於ても si 迭して 居る、 r ァス 
キス j 內閣は 何として r  ロィド ジ ョーヂ ーの 内 [S] に 
更つた ，佛蘭 西の 「パィン レ— フ J 內閣は 何として 
「クレマン ソ ー」 內閣 に此 近く 十一月に 於て 更つた 
ので ある、 是等 の更 つた 原因 1- 付て -11!: 間の 評する 渚 
は 言つ て 居る* 殊に 「クレマン ソ ー」 内 |« の 最近に 
出 来た ことに 付て 批評す る密は 、此 內閣 の ai 迭は唯 
だ 鼠 純なる 內閣の 更迭で li ない、 時局に 對 して 現代 
佛 閟 西に 於け る 政治家 中 最も 狩 爲 にして ifi 越せる 政 
治 家を W 民から 之を 呼 m したので あると 5;- ふこと を 
批評家は 吾々 に 告げて )? r る、 若し 今日の 時代に 於て 
寺 內內閣 •か 退いて、 其 後に H つて、® に國 民の 興菌 
を 荷 ふ 所の 有爲の 政治家 ‘ ^ も 4!- 越した る 政治家が 
現 はれて 內閣を 組織し、 興 論に 副 ふたる 所の 政治を 
內 外に 向つ て 行 ふたなら ば、 此寺內 内閣を 卿 劾し、 
之を 排斥す る 所の 効果 ! X 、 ® に fii 大なる もので あり 
と 私は 確信して 居る (拍手 起る) 腿々 大隈内 閣 の祺 
に 付て 批評す る 言葉 も 聞いた" 併し 是 は 政 友 會の諸 
君に 對して も、 國民黧 の 諸君に 對して も、 私は 誠意 
を以て語りたい、今日の問題は大隈內閣の問題であ 
るか 今日の 時局は 大 隈內閣 の 時局で あるか •若し 大 | 
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隈内閣 に 失政が ありたり とするな らば、 其 失政に 對 
する 諸君の 攻擊 、諸君の 之に 對した る 所の 態度， 是 
は 旣に 過去に® して 居る、 今日 大隈 内閣が 如何で あ 
るかと 云 ふこと を 収立て  >論 ずる ことが、 時局に 對 
して 何の 利益が あるか、 大隈内 閣の 古事を 取 出して 
言 ふこと が •此寺 內內閣 を 更迭せ しめ、 更に 善政を 
行 ふと 云 ふことの 上に 何等の 必要が あるか、 此內閣 
の ffi 質 及此寺 內內閣 施政の 實際に 付て は、 諸君 も 吾 
吾 も 全く 其 所感を 同じう して 居る のでは ないか (拍 
手 起る〕 獨り 立憲政治の 上に 於て 理想を 同う し、 目 
的を 同う して 1]- るの みならず、 今 現在此 案 上に 傾つ 
た 所の 總ての 現内閣の 政策に 對 しても、 吾々 の 非な 
〇 とする 所に 諸君は 同じく 非な りと して 立つ て 居る 
ので ある、 政 友窗の 諸君 も、 國民黨 の諸筘 も、 殆ど 

大 瞠 に 於て は 全く 其揆を 一にして 居る ので ある， 其 

理想に 於て 旣に 一で ある、 其實際 の 政策に 付て 見る 

も旣に 一つで ある、 此 場合， 寺 內內閣 を彈 劾す る 時 

何の 必耍 あつて 憲政 會を 論じ、 何の 必要 あつて 大隈 

內閣を 論ずる ので ある、 由 來政黨 の 間に 於て、 其 目 

的を 外にし、 其 政策を 外にして 濺派の 感情を 以て 相 

排擠 すると 云 ふこと が， 是が閥 族 政府に 取つて —— 

官僚政治 家に収 つて 最も 是は得 意の® 場で ある、 此 

時局に 對 して 斯の 如く 論ぜられる と 云 ふことは、 _ 

史あ〇 主張 ある 所の 帝 國の 大政 黨 、政 友 會の爲 さ ざ 

る 所で あつて、 又國民 黙の 爲さ ざる 所で あると 私は 

思 ふ (「生 意氣な 事を 言 ふな j  r il Ja して 居れ j 「 

默れ 」 と 呼 ふ蒋あ り〕 

〇國長 c 大岡 育造 君〕 靜® に ：：： 

〇關和 知 君 凡そ 今日の 寺 內內閣 を 518 劾す ると 云 ふ 

こと it 獨り 吾々 が 叫ぷ のみならず >  諸 君 も 共に 叫ん 

で 居る 同じ 聲で は ないか、 前日 政 友 會を代 表した る 

所の 元 田 君が、 其 政府の 豫算に 對し て戳 論せられ た 

所の - K 言葉は 如何で ある ►此不 徹底なる、 不明瞭な 

る所の政府の計进，殊に軍琪外交に付ては國民に不 

安を 與へて 居る、 當局 大臣は 椒愧罪 を 天下に 謝すべ 

しと S ふが 如き 言葉 迄 述べられて 居る ので ある、 而 

して 唯 だ 獨り财 政計蛰 及 國防に 付て 諸君が 不信を 鳴 

らし、 之を 彈 劾した るの みならず、 貴族院に 於て は 

此議會 の 最初の 日、 忘れ もやらぬ 一月 二十 二 日の 午 

前、 諸君を 代表す るか 否かは 知らない けれども， 貴 

族院に 於け る 政 友會の 元老、© 敬すべき 所の 杉田定 

一 君は 政府の 外交 —— 本 野 外務大臣の 外交に 對 し、 
內閣弾 劾 決議案 


殊に 支那に 對する 外交、 北を 援けて 南を 隨迫 し、 復 
辟に 日本が 力を 添へ、 こ 人の 力を 過信 L て、 其 結果 
却て 失敗に 終つ たと 云 ふが 如き ことは、 杉 田 定一君 
が 貴族院の 演 a に 於て 本 野 外務大臣に 質問した 所の 
彈劾的 言葉であります、 而して 更に 本 野 君の 答 辯に 
對 して、 杉 田 君 は、 我輩は 到底 滿足が 出来ない、 其 
北を 援 けて 南を E したりと 云 ふ 所の 事實は 、自分は 
列擧 しろと 云 ふなら ば 列 擧すべ き 材料を 持つ て 居る 
事實を 持つ て 居る と 云 ふこと 迄 語られて 居る ので あ 
る、 國 防に 於て 然り 、財政に 於て 然〇 、外交に 於て 
旣に然 りと 云 ふ 以上は、 此 場合 政友會 の 諸君 及國民 
黨の 諸君から 此赤内 内閣 2 彈 劾に 向つ て反對 を爲さ 
る、 と 云 ふことは 如何にも 是は不 合理 千 萬な 事と 謂 
はねば ならぬ、 私 it 先日 來の 議場の 形勢 •政府の 施 
政 !• 對 する 所の 諸君の 態度から 考へ て、 今日の 彈劾 
案に 對 しては、 殆ど 滿場 大多数の 同意を 得べき こと 
と 確信して 居つ た、 併し 若し 大多數 の 賛成は 無しと 
しても 少なくとも 此の i§ 案に 對 する 所の 政 友 fr の 代 
表 者の 演說 •國 民黨の 代表者の 演說 には 大に 耳を 傾 
けて 聞くべき 所の もの ありと 豫期 して 居つ たので あ 
ります、 私は 小久 保哲 に對 しては 親交 ある 者で あり 
ます、 平生 敬意を 拂 ふて 居る 者で ある、 併し 小久保 
君の 今日の 演說に 對して ほ、 誠に 政 友會の 態度、 小 
久保 君の 平生の 政治 上の 理想と 思 ひ 較べて、 其 苦衷 
實に 同情に 堪へな いのであります ( --1 のぅ-^- 」 と 
呼 ふ 者 あり〕 國民黨 の 神 谷 君の演 說に對 しては、 玆 
に 初めての 見參と 致して II んで 敬意を 表して 御 別れ 
を 致します (拍手 起る〕 

〇 譏 長 (大岡 育造®) 富島暢 夫君" 

〔富 島暢 夫君 登壇〕 

〇冨 島暢 夫君 私は 本案に 就きまして、 反對の 意見 

を 有する 者で ございます (「名前を 言へ」 と 呼 ふ 者 

あり〕 名前 •か 分らぬ や 5 な 議 -M が 居る のです か C 「 

居る ので ある」 と 呼 ふ 者 あり) ■本案が 常に 憲政 上の 

穩 龃 なる 秩序 的進步 を阖ら る V 所の、 政 友會の 諸君 

の 中から 出たなら ば、 此 問題は 大に 考瞭シ 要すべき 

問題で あると 考へ るので あります、 併ながら 此案が 

常に 憲政 擁護を 口にしながら、 有 ゆる 非 立憲、 有 ゆ 

る秕 政を 累ねた る 憑 政會の 諸君から 出た 案で ある 以 

上は、 深く 論ずる まで もない、 研究す る 必要は ない 

直ちに 反對 して 即決すべき ものである、 憲政 會 は 果 

して 本案 提出の 資格が 有る か 無い か、 私 11: 根 本義を 


究めたい と 思 ふので あります (拍手 起る〕 唯今 關と 
云 ふ 人で あつたか 知り ませぬ が (笑 聲 起る) どうや 
ら 言つた、 此處に 書いて あ 〇 ます、 前 內閣の 事は 過 
去の 事 だから 咎めない と 言つ た、 吾々 は 過去を 以て 
將來を 憂 ふるので ある、 過去を 鑑みて 將來を 計る の 
である、 少くも 憲政 會の 諸君には、 最早 國 政を 託す 
る ことは /H 來ぬと 云 ふこと を 憂 ふるもので ある (拍 
手 起る〕 夫 故に 此處で は 過去の 非を 擧げぬ ければ な 
らぬ 、私は 憲政 會の 諸君は 斷じて I 斷じ て此 提案 
を爲 すの 資格は 無い ものと 斷定 丁る を® らぬ ので あ 
ります、 諸君、 憲政 會は 始終 何と 言つ て 居る か、 二 
た 言 目には 現 內閣を 指して 閥族 内閣 (「其 通り」 と 
呼 ふ 者 あり〕 官僚 内閣 (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 
非 立憲 內閣 (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 信ずる に 足 
らずと 言つ て 居る、 現に 本 決議案の 胃 頭に 於き まし 
て 現內閣 の 存立は、 憲政の 常道に 悖る と 書いて 御 出 
しにな つて 居る* 併ながら 名は 如何に 立派で も ( 「 
何 だ <」 と 呼 ふ 者 あり) 名は 如何に 立派に 憲政の 
常道に 適 ふて 居 つても、 實其 物が 之に 伴は ぬければ 
何の 役に立つ か、 憲政 會 ( f 雇人 下れ」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 内閣 成立の 經 路を是 から 申す ので ある、 是はど 
うしても 言は ぬければ ならぬ、 將來 の爲で ある ( 「 
ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 果して 憲政 會の 諸君は、 
此 決議案に あると ころの (「兩 方の 手を 擧げて 」 と 
呼 ふ 者 あり) 憲政の 常道に 依て 進退を した か (rs 
聽_ 聽」 と 呼 ふ 者 あり) 大隈 侯は —— 大隈 侯は、 閥 
族 官僚の 親方の 肝 煎で 內閣を 組織した のでは ないか 
(笑 聲起〇 「さう だ'''^」 と 呼 ふ 者 あり〕 憲政 會內 

閣が 不幸に して - 私 ix 特に 不幸と S ふ 事を 言 ふの 

だ (拍手 起る〕 大に 不幸に して、 而も 稍々 長く 續い 
た •長く 命脈を 保つ た、 是は 諸君が 所謂 憲政 ® の 諸 
君が、 所謂 M 族 官僚の 親方の 庇護に 依つ たのでは な 
いか (拍手 起る〕 貴族院 あたりの 御機嫌を 取つて 戴 
いたのでは ないか、 もう 忘れた のであります か (笑 
聲 起り 「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 憲政 會の 戴いて 
居る 所の 前內閣 の首柑 は、 其 職を 退く に當つ て 官僚 
の 仲間 入、 所謂 元老た らんが 爲に 泣いたり 怒つ たり 
したでは ないか、 (笑 聲 起り 拍手す る 者 あり〕 大隈 
侯は 憲法 擁護を 說 くに 當って は， 實に 大言壮語 議論 
は 風 發縱橫 無盡で あるけれ ども‘ 而も 其 S 行 ふ 所 ( 
「上野 公園で やれ 一と 呼 ふ 者 あ 〇〕 而も 其 欲 丁る 所 
は 全く 官僚 以上の 官僚主義 だ (「上野 公園で やれ」 


「上野 公園の 石の 上で やれ」 「八签 敷い」 と 呼 ふ 者 
あり 拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 富 島蜴 夫君 言 ひ換 へて 見れば •〔Rs 民卑 S 主義 
を 極端に 發揮 する 人で ある (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 私共は —— 私共は 平生 官 @ 民 卑の弊 を 認 むる こ 
と 久しい ので ある、 常に 其 弊を * ふる 者であります 
此弊を 除かざる 限りは、 如何に 民本主義を 唱へて も 
如何に 憲法 擁護を 叫んでも、 當 分は 駄 B で ございま 
す (笑 聲 拍手 起る〕 政友會 3  ( 「謹 聽」 と 呼 ふ 者 あ 
〇〕 政 友會の 中 村 君で ありました か 知り ませぬ が、 
過日の 本會議 でありました か、 官僚 内閣は 現内閣を 
以て 最終で あると、 斯う 言は れ ました、 洵に私 共 も 
それを 希菌 する ので ある、 併な' から I 併な が、 15 殘 
念ながら •中々 是は覺 束ない (笑 聲 起る〕 我 國內に 
官尊民卑の 思想と 云 ふ ものが …… (「 廣場で やれ」 

と 呼 ふ 者 あり〕 何處で やつても 宜しい、 此 神聖なる 
議場を 何と 心得る ので あるか I 官尊民卑の 思想が 
國內に 漲つ て 居る 間は、 別言し ますれ ぱ 、政 黧 員に 
して、 殊に 憲政 # の黨員 諸君の 如く、 正 五位が 欲し 
かつたり、 勵三等 が 貰 ひた かつた リ (「ひや  <」 

と 呼 ふ 者 あり〕 參政官 になり たかつ たり 閣下 ?•• - 呼ば 
れた かつた 〇、 ( 拍手 起り 「顔色 無し」 と 呼 ふ 者 あ | 
〇〕 さう 云 ふやうな (「五 時半と 甲乙 無し」 と 呼 ふ 
者 あ 〇) さう 云 ふやうな 事 許りを 望む やうでは、 到 
底 憲政の 常道に 悖らぬ 所の 内閣は、 中々 求む る こと 
け 出来ない (拍手 起る〕 否な 斯かる 有樣に 於て は、 
(「水を 飲んだら 宜いだ らう」 と 呼 ふ 者 あり〕 水を 
飲んで 能く 聞え る やうに 申す ので ある (「謹 贈々々 
」 「上出来」 「大 文章 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 斯 る有樣 
に 於き まして ほ、 寧ろ 官僚 內閣が 一番 良い かも 知れ 
ない、 苜 僚內閣 はま だ <殘 念ながら 最終とは 云へ 
ないで せう (拍手 笑聲 起る) 憲政 會の戥 ける 大隈侯 
の 行動に して 夫れ 旣に斯 の 如しで ある， 之を 首相に 
戴いて、 其 內閣に 列せられ た 所の、 憲政 會の 棟梁 尾 
崎 君の 行動は どうで ございませう か、 申さに やい け 
ないから、 どうしても 申す のであります (「確かり 
やり 給へ」 「御用 黨か」 と 呼 ふ 者 あり〕 新政 會は黨 
派では ありませ ぬ、 一人 一黨 であるから 申す の だ， 
(「確かり 願 ひます」 「謹 聽々 /% 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

尾 崎 君は 世間の 大多數 と 言 ひたい •か > ' 部の 人から 
憲政 擁護の 神樣と 謳 li れた 人で (「旨い ぞ廣 島縣へ 
■■二 九 七 
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雷' 報を 打つ ぞ .1 と 呼 ふ 者 あり) 恐く は 自分 も 左 糕に自 
信を爲 -1 つて ござる であらう、 其尾埼 君が 法を 司る 
司直の 府に 大臣と して 立たれた ときの 行動 (Z 如何で 
あるか，有ゆる焖紉，有ゅる不公平，非立迮の有り 
丈を 盡 して (「其 通 〇」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 而 
も其轾 ri は、 陪審制度を 研究した でもな し、 人材 登 
用の 途を 開いた でもな し、 全く 下僚に It 除外せられ 
て 居ろ、 唯 だ爱に 一の ものが ある、 それ (3: 美®. 紙を 

- 突蹈 紙を 半紙に 替 へて 一 萬 圓の - 一 萬 圓の政 

费の 節約を した (拍手 笑 ES 起る〕 たつた 一つ、 而も 
美 锻紙を 半紙に 替へて 不便で 叶は ない、 15 に 馬鹿ら 
しい 事を. やつた と 云 ふに 過ぎない、 此人が 內閣に 立 
たれて、 而も 同僚 中に 於て、 51 政の 常道を 辨へ .■恥 

を 知つ て 質を 引く 人が あつた 其 時の 有樣は ど 5 であ 

ります (「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり〕 醜態を 極めて 

居据り を 計 迸した ではない か (「其 通り 顔色な し」 

と 呼 ふ 者 あり) 此時に 君子 八の 評 ある 武富 先生まで 

も、 亦 同樣で & つたことは 甚だ il 憾と す. るので ある 

(「ひや <J 拍手 起る〕 a に 諺に 羊 頭を 掲げて 

狗肉を H ると 云 ふが (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 

起る) 蓋し 尾 崎 君の 如きは、 憲法 擁 篚の僞 神さん で 

あらう と 思 ふ (拍手 起る〕 尾 崎 君は , -fe? て 桂內閣 のと 

きに 本 翳 場に 於て (「馬鹿つ 止せ <」 「確かり や 

れ」 ?-. 呼 ふ 者 あり) 時の 官僚 黨たる 同志 會と 政友會 

が提褪 した ことがある、 其 時は 此 提携を 嘲つ て、 政 

友會は 恰も 穢多と is 連を したので はない かと 言つ て 

痛罵した ことがある (「議長 注意したら どう だ J 「 

注意す る 必要なし」 と 呼 ふ 者 あり 議堪 騷然〕 

OS 長 (大岡 育造 君〕 人身 攻擊に 渉らない やうに… 

〇 富島暢 夫君 人身攻撃では ない、 藤 史を言 ふので 

あります (「謹 騮々 々確かり やり 給へ」 「もう 止め 

ろ」 と 呼 ふ 者 あり) 其 尾 崎 君が (翳 塲騷然 ) 尾 崎 君 

が . 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 富 島暢 夫君 靜肅 にしなければ 默 つて 何時までも 

立つ て 居る、 靜肅 になる まで 默つて 居る、 私は 苟且 

にも 無責任の 言を 弄する のでは ない C 「やれ <」 

と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅 —— 靜か に御聽 きなさい 

〇 富 島暢 夫君 其 尾 崎 君は 今 如何であります か、 穢 

多 村と 罵詈した 所の 同志 會の 殘黨と (「懲罰に する 

ぞ」 と 呼 ふ 者 あり〕 道 連 どころではない、 或 時は 結 


瞎 を爲 し、 或る時 lr. 情死を g し、 今 又 其 情死から 蘇 
へらん とする at に 焦瞪 して 居らる V や 6 に 思 ふので 
あ 〇 ます (拍手 起る〕 果して さ 5 論じて 見ます ると 
此遨 政の 神樣 も、 實は官 僚 以上の 官僚主義者 >  官® 
民卑 主義者の 隨 一人者で あると 私は 確信す るので あ 
ります (「ひや^^」 拍手 起る〕 宜なる 哉 論より 證 
據、此の憲政擁_の神樣の信心は、日々衰へつ、あ 
るので はあり ませぬ か、 もぅ 宜い 加減の 時に 勇退を 
して 名譽を 保たれた 方が 御 爲と思 ふ、 憲政 會の 主腦 
たる® 崎 君に して 旣に斯 の 如くで ある、 他の 者は 知 
るべき である (拍手 起る〕 此 官僚主義者が 現内閣を 
指して、 官僚 內閣 、閥族 內閣 、憲政の 常道に 惇る內 
閣で あると 言 ふ 資格が 何 所に あります か、 斷じて 私 
が 資格な しとす る 所以な のであります、 又實に 諺に 
目蕤が 毋糞を 笑 ふと 云 ふこと が あるが (拍手 笑聲起 
る) 實に此 不信任案の 事で あると 信ずる ので ありま 
す (拍手 起り 發言 する 者 多く 議場 騷然) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひ 1! す。 

〔「謹 聽々々 j ■上出来々々々」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 
起り 議場 騒然〕 

〇鼷 長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〔「下劣な ことを 云 ふな、 議場の 神聖を 汚すな」 
r 默れ 確かり やり 給へ」 「止せ r 謹聽々 
々」 「降れ <」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 富 島暢 夫君 過日 來外 交に 付て は (「そんな こと 
を 言 ふ 資格は ない」 と 呼 ふ 者 あり〕 島 田 君、 財政に 
付て は 早速 君 谷々 交 /% 得意 然として 現 政府を 難詰せ 
られた のであります、 殊に 早速 君の 如きは 財政 通を 

以て 自任す る 八で あつて、 私 等 も 平常 敬意を 表する 

人であります ( 「隨 を 吐け」 と 呼 ふ 者 あり) ffi でも 

何でもない、 同鄕の 好誼を 以て 敬意を 拂はな ければ 

ならぬ、 然るに 其 論旨は 大藏 大臣の 財政 計畫は 杜撰 

とか、 或は 放漫と か、 或は 無責任と か、 斯ぅ 言は る 

、のであります けれども、 早速 君 ほ 恐らく 大蔵大臣 

の眞 意を、 解して 居らぬ ものでは ないかと 思 ふので 

あります c「 能力な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 大藏 大臣は 何 

と 言つて 居る か、 國防 の充實 を圖 り、 之に 伴 ふ 所り 

軍費塡 補を 大眼 目大 主義と して 計畫を 立て、 居る、 

而して 之に 伴 ふ增税 等の 三大 案の 計 « を 立てた ので 

あると 言つ て、 而も 是等の 計畫 は、 首尾 好く 悉く 本 

院に容 れられ て 居る のでは ありませ ぬか、 大藏 大臣 


の 目的 (S 旣に 達し、 面目 it 旣に 立つて 居る、 併しな 
がら 玆に 悲しむべき 事が 一つ ある、 それは 現内閣は 
政黨に 基礎が 無い、 故に 大臣の 立てた る 計 迸 C'J 總て 
が 立つ 筈がない ので ある、 多數黨 の 御 方に R つても 
悉く 之を 容れ ると 云 ふこと になれば、 育從の 誹が あ 
るので ある (r ひや <」 拍手 起る〕 是に 於て か大藏 
大臣は多數黨に敬意を表する爲に御吒〇は百も承和 
の 上で、 否決せ らる k も、 比較的 痛痒を 感ぜざる 所 
の 整理 案なる ものを 立てた ので あらう (拍手 笑聲起 
る) 御 年 ii 若い やうで ある、 此處に 居られぬ が 御 年 
ほ 若い やうであります が、 其 達識と 勇氣 には、 少々 
感服を せざるを得ないので ある、 早速 君な どは 其 心 
を 知つて か 知らず か 恐く ほ 私が 大藏 大臣の 眞 意を 早 
速 君は 知らないと 言 ふのは、 此所 s 事を 言 ふので あ 
る、 早速 君な どは 其 心を 知らず して、 大臣が 案を 撤 
回せず して 否決に 同意した るは 二 枚 舌で ある、 無責 
任で あると 隨分 躍起と なられた やうで ある、 是は宴 
に實 質から 申しましても 枝葉の 論、 擧股联 り (笑 聲 
起る〕 の 論に 過ぎぬ と 云 ふこと を 甚だ it 憾とす る、 
而も 否決に 對 する 同意は、 撤回を 意味す ると 言は れ 
ます けれども、 是は大 なる 間違 ひで ある、 抑々 案の 
運命なる ものは 最後の 一瞬間に 在る のであります、 
議決を 見る までは 如何に 變更 する か 分り ませぬ、 萬 
一同 意を 互に 誓 ふた けれども 政 友會邊 りが 見る 所 あ 
つて 黨議 を變逬 せられたら どうであります か、 通過 
する ので ある、 同意す ると 否とは 毫も 關係 ありませ 
ぬ そんな 事を 捉へて 二枚舌と か 何とか 言 ふのは 屁理 
窟 である、 早速 君 一派の 論旨が 旣に斯 の 如くで ある 
のであります から、 斷じて 本案に 賛成す る 事は 出来 
ぬ 所以であります、 又 外交問題 •殊に 對茭 外交に 付 
きまして、 私は 終始 島 田 君な どの 御 議論を 拜聽 致し 
まして 御座います、 島 田 君は 外務大臣 ほ 不干渉を 宣 
言しながら、 北を 援 けて 南を 壓し た、 實に無 方針 極 
まると 云 ふて 非常に 攻 14 せられた のであります、 之 
に對 して 外務大臣 も、 亦 極力 干渉は しないと 抗辯せ 
られた やうであります、 私は 問 ふ 人 も 問 ふ 人、 答へ 
へる 人 も 答へ る 人と 思 ふので あります、 元來茭 那の 
現 狀に對 しては 無 方針に 限る のであります. (，拍手 笑 
聲 起る〕 方針を 立てたら 間違 ふので あります、 無暗 
な 方針を 立てたら 間違 ふので あります (拍手 起る〕 
憲政 會は前 內閣の 時に 如何なる 方針を 立てられた か 
尾畸 君は 本 議場に 於て、 先刻 前 內閣は 英佛 聯合 國と 


_  二 九 八 

協费 をして 何 や.. •> 立てられた さ- r ri 、 件ながら 何も 
得る所は無いではないか、それなら ;±* (3 3をしたつ 
て 何にもな りは しない、® 斷でや つた 方が 宜しい 〇 
である、 外交 〇 成ぬ の 前內閣 に舉ら なんだ ? Jf 丈 li 琪 
货 であ 〇 ので あ 〇 ます、 一體 支那は 如何なる 目的の 
爲に 、如何なる 方針で 爭ひ つ、 ある 〇 であります か 
帝政 政治を 希望す るので あるか、 共和政治 I 何 Is 
やらに 御出でる が —— 熟 望 者が 御出でる が、 共和政 
治を 希望して 居る ので ありませ うか、 若く は ( 「 蓀 
長 注意し 給へ」 「取消し 給へ」 と呼ュ 者 あ 〇發 W 者 
多し W" 聯邦 政治を 欲して I 假 定論 だ ：：： 

0» 長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます、 議長は 相 常 
に 注意を …… 

0 富 島 II 夫君 聯邦 政治を 希望して 爭 ひつ i あるの 
である-全く 支那 其の ものは、 無 方針 無我夢中で B 
ひつ、 あるので あります、 之に 對 して 方針を 立 - C 、 
進む と 云 ふことは 危險 極まる ので ある f 笑： S 拍手 起 
る〕 北を 援 けて 好 さ、 うなれば 北を 援く べし、 南を 
援けて 好 さ、 うなら ば 南も援 けて 宜しい、 兩方を 援 
けて 惡けれ ば 不干渉を せぬ ければ ならぬ、 今 1! S くは 
決して 方針を 立て V いかぬ ので あ 〇 ます* 併ながら 
■吾々 は 無 方針なる 方針を 可とする ものであります け 
れ ども •或る 歸著豳 に對 して、 一定不 励の 定見は 持 
つて 居る ので あ〇ま す (拍手 起る〕 御氣の 毒 ながら 
憲政 會の 諸君は 持たぬ かも 知れぬ、 吾々 は 國民と 共 
に 一定 不動の 定見を 持つ ' C 居る 歸敦點 を 持つ て 居る 
のであります (「もう 止めても 宜いぢ やない か」 と 
呼 ふ 者 あり) 併ながら K 定見た る や、 外交 上の 祕 密 
に屣 する のであります から、 私は 此處で 明言し ない 
(拍手 笑塍 起る) 斯樣な 意味であります から、 外務 
大臣を 信任せ ずと 云 ふ 此の 案には 致 成は 出 來ませ ぬ 
(拍手 笑骼 起る〕 

〇識長 (犬 岡 育造 岩〕 靜肅に 願 ひます。 

0 富 島 il 夫鸦斯 く 上來 論じます る 如しと しま すれ 
ば、 此 不信任案 2 骨子た る、 外務 大藏兩 大臣に 對す 
る 不信任案の 理由が 無い 事になる のであります、 骨 
子た る 案に 付て 理由が 無い 以上は、 農 商務 ■遞信 等 
の 大臣 其の 他に 對する 不信任の 理由の 如きは、 裳に 
枝葉末節に 過ぎぬ からして、 深く 論ずる の 要を 認め 
ませぬ、 之を 耍し まする に 政 友會！ I 民黨の 諸君に し 
て愼 重の 態度に 出 でられ* 自重 せらる、 今日、 而も 
現 內閣 以上の 善き 內閣が 出現す る 見込の ない 間は、 
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I 國 民より 不信任を 訴へら れたる I 是れは 林 毅陸冇 

一の 口上で あつた やぅで ある、 國 民より 不信任の 判決 

を 與へ られた る、 而も 政界の 落伍 渚た ろ 憲政 會の此 
案には 反對せ ざるを 得ない ので ある C 拍手 起る〕 終 
に 臨んで 一言したい のは、 今日の 憲政 會 の 諸君は、 
後藤 內務大 ui に 降伏な さつた のか 知り ませぬ が、 同 
大臣に 對する 論難の 無い ことを 頗る 遺憾と する ので 
あります (拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 お) 荜月小 太 郎君。 

〔「議長 議長」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造れ： >  何です か、 今絮月 君に發 言を 
許しました。 

〔「誘 事の 進行に 付て 前から 發 言を 求めて 居り 
ます」 「登®々々」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〔箱 月 小太郞 君 登 闱〕 

〔拍手 起る〕 

〇绍月 小 太 郎君， 諸君、 木 員は 此決圃 案を 以て、 時 

局 解決の is 務と國 民袭愤 の 熟 m は 悉く 集つ て此に 在 

りと 云 ふ 確信を 冇 すろ 者であります (拍手 起る〕 旣 

に內政 上に 付て li 规多の Is 論 •か 交換せられ まして、 

就中咣今瓯岛縣選出の名#ある富島 « は、調場に向 

つて 極めて 興味 ある® 論を 出されました が、 內政上 

の 問題け® りに 過失 ありと する も、 此收 拾は 極めて 

容易なる もので 御座います 、さりながら 外交 上 | 步 

の蹉 躓は 國家 百年の 禍害な りと 云 ふことは、 言 ふ 迄 

もな きこと 故に、 本員 ほ® ら此 案燹 成の 趣意を 外交 

方面よ 〇 力めて 事 0 に根據 致して 之を 陳述 致さぅ と 

思 ひます (拍手 起る 「謹 聽 J と 呼 ふ 者 あり〕 申す 迄 

もな く 千古 未曾有 S 此 時局， 此大戰 亂の 將來は 、吾 

等 K 民の 上に 何時 如何なる 大國 _ の落來 るか >否， 

少 くと も 百年 國 II の 種子なる ものは、 遺憾な く 御 同 

揉の 面前に 於て 東亞の 全局 面に 撒布され て 居る 今日 

である、 明日と も 言は ぬ、 大詔 煥發の 結果 •玆に 全 

國動 員の I 大決心 を 爲さな ければ ならぬ かも 知れぬ 

程， 國民 if 不安の 狀態に 包まれ C 居る と 云 ふことは 

赴は 政然政 派の 區别な く、 就中 常 局 諸氏は —— 殊に 

lit の 所感に 於て 一層 深く 思 (t. なければ ならぬ と 信ず 

るので ある、 何と なれば lit 四十 蕺會の 初に 賜 ii りた 

る 所の 勅語に 於て は 「歐洲 戰况ノ 益々 1H 大 ナル- 1 鏗 

ミ 努メテ 聯合 列强 トノ 協調 ヲ聚 ウシ」 云々 「東洋 ノ和 

平ヲ保 全シ 終局 / E 的 ヲ達セ シム コト ヲ期ス J と 云 

ふの 御铂 旨に 對し帮 りて 上下 國 民の 感激 措く 能は ざ 
內閣弼 劾 決議案 


ろの所、况や當局者に於ては一屜其所信を深ぅせな 
ければ ならぬ 筈で ある、 然らぱ 即ち lit 時局に 於て 總 
理大 K 及 外務 大 Is ir 國民に 向つ て H に 誠心誠意を 
披 蘭し、 其滿 腹 の經綸 を 示して、 吾々 國民 をして 其 
褪ふ 所を 知らし むる こそ、 時局に 對す る閣 臣國に 盡 
すの 貴 任で あると 本員は 信ずる (「ひや <」 拍手 起 
る〕 內閣諸 公が 若し 之に 御 同意で あつたな らば、 第 
一に 現內閣 成立の 根本 目的た る對支 政策の 經過 、即 
ち 如何なる 方策を 以 つて 如何なる 日 支 親善の 事 H を 
擧げ たる か、 其事實 を說 明し なければ ならぬ 義務が 
諸君に ある、 又 第二には 歐洲 戰 亂の 現况 、就中 聯合 
與國と 十分に 意思の 疏通 をした と 云 ふこと を 言 li れ 
るが、 是亦以 て 如何なる 事實の 上に 如何なる 協調が 
出来て 居つ たかと 云 ふこと を國 民に 示さなければ な 
らぬ 義務が ある、 就中 第三 It 露國の 今日 CO 狀態で あ 
る 即ち 其國家 組織が 殆ど 土 崩 瓦解 致して 居る。 

〔此 時謖 長大 岡 育造 君 退席、 副® 長 a 田 國松君 
議長 席に 著く〕 

〇绍月 小 太 郞君此 土 崩 瓦解した る露國 に對 しては 
聯合 與國 と我國 とは、 如何に 之を 援護し 救濟 する か 
と 云 ふことの 實際 方法に 對して 協調を 重ねなければ 
ならぬ、 是等の 經 過に 付て は當 局が 當然 之を 議場に 
披壢す べき 筈の ものであると 信ずる、 又是れ 等の こ 
とに 付て 已むを 得ず んぱ祕 密會に 付して なりと も， 
之を 說明 する のが 上下に 毀す る 諸君の 職責で ある 現 
に 今日 {i 聯合 與國皆 國民的 外交に 基礎を® かざる も 
のは 失敗で あると 云 ふこと から、 又 先刻 富 島 君 も 言 
ふて 居る I 是は現 政府は 國民 と共に 外交を やる と 
云 ふ 事、 此國民 的 外交を 基礎と した 所の 英米佛 の 當 
局 者は、 時々 刻々 に其國 民に 向つ て 其 所信を 披歷し 

て 居る、 否獨 逸の 議會に 於て すら、 尙ほ 平和 會議に 

屣 する 進行 中の 問題す らも 51 憾なく 之を 說 明して 居 

る、 然るに 諸 岩の 爲され 方は どぅで あるか 事實 問題 

として 當議會 の 初 以来 今日に 至る 迄、 右三點 に 付て 

け 抽象的には 文字を 羅列 致して 居ります が、 併な が 

ら事實 に根據 した 所の 說明は 全然 之を 避けられて、 

委員 會に 分科會 に、 吾々 が 材料と 事實 とを 以て 之に 

臨めば、 即ち 默 して 答へ ず、 甚 しき It 問 ひたる 事は 

答へ ずして、 問は ざる 事 13: 答へ、 進んで は 質問の 趣 

旨を 誤解 曲 踏して、 外務大臣が 議場の 物 笑と なつた 

と 云 ふことは 諸君の 目擊す る 所 C 拍手 起る) 果して 

是が 時局に 對 する 閣臣の 誠意 誠心と 言は れ ませう か 


否， 本員は 玆に斷 言す る、 議論に 非ず 事實を 擧げて 
斷言致 します ことは、 現内閣の 此時 局の 前途に 對す 
る 施設 絆 輪なる ものは 全く 皆無に して 其是 ある もの 
は 總て是 れ收 拾すべからざる 所の 失敗の 證據で ある 
(拍手 起る〕 又 前途に 對し ては 殆ど 不安 渾沌、 無爲 
無策と 云 ふ 傍 觀 主義で あると 云 ふ 事を •是 ょり 以上 
三點 に對 して 證據を 擧げて 總理 大臣 以下 內閣諸 公の 
の甚 深なる 御注意を 喚起して 見たい と 思 ふ (拍手す 
者 あり〕 第一は 對支政 策の 失敗であります、 現内閣 
が 其 成立 以来 不干渉 主義を 以て 支那に 臨まれた る、 
其 不干渉 主義の 標榜 こそ、 今日に 於て 13: 實は 現內閣 
自滅の 斷頭臺 となつ たので ある、 何とな れば 本來隣 
國に向 つて 爲さな ければ ならぬ 地位に ij る國が 豫め 
對手 方に 對し 、若く は 第三者に 對 し、 不干渉 主義と 
云 ふ 言質を 與へ ると S ふ國が 、古往今来 何處に 外交 
史上に 於て あります か、 即ち 我 正 當の權 利を 遂行す 
る 上に 於て 1£ 我は 已むを 得ず 他の 利害 關係な き 國に 
對す るょり ii 幾分 か 壓力 が增 す、 此時に 於て 之を 干 
渉とは 言は ぬ、 或は 援助と 言 ひ、 扶掖と 言 ひ 指導と 
言 ひ總珂 大 K 又此 言葉を 使 ふて 居つ た、 否 友誼 的忠 
吿の 後に も斷 乎た る 決心を 以て 臨む と 云 ふ 事は 獨逸 
が 土 耳 其に 對 し、 又 平和 人道 正義 主義の 「ゥ ヰルソ 
ン」 大統領が 墨 西哥に 臨んで 居る 所の 殷鑑は 目前に 
在る ので ある、 然るに 吾 未だ 一策を 描かざる に豫め 
不干渉 主義を 標榜して、 我 行動の 自由を 我 自ら 束縛 
する が 如き 手段は、 日本の 東亞に 於け る® 越なる 地 
位 及 其 攛 利の 放棄した 所の 愚論の 骨頂で ある 何とな 
れぱ 支那が 名實 相伴 ふ 獨立自 彊 の國 家であるなら ば 
吾等は 何が 爲に 日露 戰爭 を爲 したので あつた か、 又 
日露 商、 日米協 約は 何の 爲に 結んだ ので あるか、 
否、 本 議場に 於け る國肪 計畫 2 不安 も歸 する 所は 支 
那 問題に 在る ので ある、 斯ぅ 云 ふ 事實か ら 研究 致し 
ましたなら ば •當 初揭 げたる 不干渉 主義の 標榜が 諸 
君を 自繩 自縛の 今日の 境遇に 持ち 來て 居る ので ある 
假 りに 本員は 一步を 譲つて 諸君の 所謂 不干渉 主義を 
姑く 默認 するとしても、 抑々 現 內閣の 其 不干渉 主義 
たる や、 名は 不干渉 主義で あるが、 事 實干涉 を 行つ 
たと 云 ふ 證據及 材料は、 旣に 諸君の 御 案內の 如くで 
ある、 今 夫れ 南北； f 和の 場合に 於て、 北に 貸付け た 
る 所の 財政 援助は、 勢 ひ 南方 討伐 費と ならざる を 得 
ない、 支那 南北 今日の 勢を 激成 した ものは、 现在の 
外務大臣 であるの み / i: らず 、此に 更に 重大なる 證據 


が ある、 去る 二 月 二日 本員の 手に 落手し* る 日本 政 
府が 支那の 政府に 送つた 所の 武器であります、 此電 
報に 依れば 「北京 陸軍 部より 山 東督軍 公署 宛の 小銃 
彈五十 萬 發砲彈 七 百 其 他 武器 1J3 載 2 列車 濟南府 を 通 
過す」 と 云 ふ 此點で ある、 是は 段祺瑞 氏の 横 範四個 
師團 に ； S ると 云 ふは 名のみ にして、 實は直 隸省段 芝 
貴の 軍滕に 行つ た 所の 武器は •  E に 其 商 隷省の 古き 
武器を 以て 南方 討伐の 途上に 送る と 云 ふ、 其 行途が 
明かで ある、 此に 於て 本員は 外務大臣に 伺つ て 此武 
器の 差 止は 出来ぬ かと 云 ふと、 契約 屮には 差 止む る 
ことが 出来ない と 答 ふ、 此事實 は 即ち 不干渉 主義の 
看板 2 下に 於て、 干渉 主義 も 干渉 主義、 即ち 大々 殺 
戮的 干渉 主義を 行つ て 居る 證據で ある、 斯く 申す と 
米國が 日本に 代つて 武器を 供給す るか も 知れぬ と 云 
ふ、 是れ 極めて 愚論と 思 ふ、 何とな れば 日米 新たに 
結んだ 新 協約に 於て、 斯る 問題は 當然 日米の 間に 解 
決すべき 箬 の も C である、 而も 外務大臣は 一日 も 早 
く 支那の 安定を 希望す ると 云 ふ、 若し 是が 政府の 眞 
の 告白であつた ならば、 何故 (' 此東洋 平和維持の 大 
責任者た る 日本、 殊に 今日 世界的 大戰亂 の狀態 I 
即ち 過般 も 本員 中せ し 通り、 西南、 英 、佛 、米と 我 
日本とは 東西 相 策應 して、 さぅ して 此獨 逸に fsj つて 
致命的 包圍の 大打擊 を與 へる と 云ふ爲 には、 吾等は 
一面與 國に 向つ ては 支那に 對 する 我が 發言 _ に 全然 
信賴 せし むる！！ 交渉す る •而 して 他面 支那に， 向つ て 
は 今迄 2 不干渉 主義の 標榜を 撤躞 して、 斷然南 北 調 
停の 新 方針を 立てる と 云 ふこと lt. 、 IH に 馮總統 は 北 
より 此 調停を 希望し、 岑春煊 は 南より 之を 希望す る 
と 云 ふ、 我に 於て は 屈竟 の此 時機に 於て、 外務大臣 
に 之を 提唱され て 居る、 そこで 馮總統 を 中心とし、 
段祺瑞 を 副と し、 徐世昌 を 加へ、 これで 北方 ii @ り 
ませぅ、 而 して 南方は 陸榮廷 、張 繼堯 ■岑 春煊 ，而 
して 孫 文、 唐紹儀 等を 網羅して 亞細亞 民族と 云 ふ大 
運命 —— 世界戰 爭の 共同 利害の 關係 から.， 支那に 向 
つて 從來 の 不干渉 主義を 撤廢 して こそ 男らしき 一經 
輪で & る、 所が それが 現內閣 には 出来ない、 何故 出 
来ない かと 云 ふと、 初から 不干渉 主義を 標榜した る 
其 結果、 今日の 對茭 政策は 殆ど 行詰りと なり、 內閣 
は 進退 共に 其 度を 失つ -r 居る と 云ふ此 斷末 魔の 證據 
は 此に 在る、 即ち 林 公使の 進退 問題で あろ、 凡そ 外 
交官が 其 駐在 國の 政治を 遠茼な く 批評して 之を 公表 
するが如 3- ことは、斷じて許すべからざることであ 

二 九九 
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る、 其 北を ! 5 黄し 南 1- 反對な る 林 公使を 此際 北京に 
鼬さん か、 世間の 疑惑を 咐す 、され 13: と 云 ふて、 林 
公使の 首は 馘れ ぬと 云 ふ ものは、 現內閣 の對茭 政策 
と 云 J:. 箱の I 木釘 IX 此林 公使で ある、 そこで 此釘を 
拔け ■け ■對支 政策 s lil lf gl れ る、 箱が gl れぱ 內閣頭 斑 
と 云 ふこと になる、 是が 即ち 內閣 諸君が 今日 迄 一年 
有 於 茭那政 策に 於て 全く 失敗して 行 詰つ て 拔 ? さし 
の /|{ 來ないと云ふ削讨即ち此所に在るのである尙ほ 
J]. 本 野 君 (?. 日穸兩 画の 關係は 翊々 親密を 加 ふるもの 
であるなど、云ふに至つては、是れ尙ほ暗夜を白® 
と 欺く、 斯の 如 ? (3; 天下の 一大 虛言で あると 云 ふこ 
とを 支那 問題に 對 する ?« 案と 致して 進んで、 歐洲問 
題に 移ります、 殊に 此際 一言 申 上げたい のは、 小久 

保君並に神谷君は、歐羅巴聯合國に_しては非 1| す 

べき fs の危險 政策は 現 內閣に 無い と 言 ! i れた ので あ 

るが、 本 rti •議論は 好まない、 事 13 を 申 上げます、 

即ち 此 聯合 與國 との 意思は 造 憾な がら 不完全に して 

其 間に 何物の 協定 も 無い と 云 ふ證 據を是 ょり 擧げて 

申 上げます、 先づ英 佛米國 が 如何に 熟 心に 日本の 積 

極 的 援助を 希望し 居る か にも拘らず、 何 か 日本は 出 

來る ことす ら尙ほ 與へ ざる 如 $• 疑を 持つ て ff ると 云 

ふこと if 過般 も 本員 申した 如く、 即ち 日本が 歐洲 

3 兵の 不可能なる 理由は、 未だ 米國の 智識 階級の 小 

部分の 外、 大部分に 知れない と 云 ふことは、 最近に 

歸 朝した る EM 田 男爵 も 裏書を して 居る、 又 本 野 君 

の 殊に 知るべき 筈の 佛國巴 里の 諸 新聞が 現在 唯今 日 

本の歐 洲 出兵に 付て 滔々 議論され て 居る、 本 野君特 

殊の關 係 ある ii a 新聞の 如 3- も、 去る 七日の 紙上に 

佛國 「フ ヒガロ 」 新 聞の 該通 信が 載つ て 居る、 斯ぅ 

云 ふ 事 實から 見ましても 、裳に 與國 と我國 との 間の 

意思の 疏通 は m 来て 居らない、 是は 尙ほ恕 すべし と 

する も、 玆に 同僚の 議員 諸君に 訴へた い 事は、 もつ 

と 大なる 過失が * & る、 それは 昨年 十月 佛國に 於け る 

軍事 會翳の 時に、 我國は 歐洲出 兵不 BI 能の 事を 公然 

發 表すべき にも 拘ほら ず、 竊に松 井 大使を して佛 國 

政府に、 珍 田大证 をして 英國 政府に 內談せ しめ、 此 

出兵々 聯合 會 ，の 席上に 持 出されぬ やぅに と 云 ふこ 

との 內 運 ffi/ の IJI 令を li した ものは、 此 外務大臣で あ 

る、 而して 十月 下旬から 始まつ たる 此會議 の 中途に 

於て、 十一月 十日 前後、 右兩 大使より して 英佛二 國 

•か 日本に 對し て菡に 不快なる 考を 持つ て 居る と 云 ふ 

報吿は 御手 許に 著いて 来て 居ろ 铐 である、 此 結果と 


して 更に 由々 数 •き 事 K ir ia ts ながら 此に 之を 發表 
せざる を 得ない、 即ち 昨年 十二月 十三 日 我 同盟 國英 
國大使 「バルフ ォー ル」 氏ょり 我が 珍 田 大使に 向つ 
て、 而も 本 M li 其 言葉の 内容 迄 記 m して 居る、 即ち 
極柬の 不安が ■々重大なる 際、 斯樣な る 意味を 以て 
相 談 せられた、 日く 列國の 猜疑の 無い 所の 米國 兵を 
以て、 浦® ょりして 西 比利亞 線を 守 e させて は 如何 
であるかと 云 ふ 先手を 英國ょ 〇 打たれた ので ある、 
更に 進んで 先刻 尾 崎 君 も 一寸 申されました 浦鹽港 派 
逍 の 軍艦に 關する 事 賢を 申 上げます、 即ち 去る 一月 
十一 日 我 艦隊が 浦 頸に 行く、 亞米利 加は 十三 日、 英 
吉利は 十五 日、 此 英米の 艦 際が 浦® に 行く に 就て は 
日本 政府と 協定の 結果で あるかと 言 ふたら、 外務 大 
臣は 協定の 結果では 無い と 言 ほれた、 諸君 日英の 同 
盟條約 第 五條に 於て、 戰時に 於け る兩 軍事 當局 者が 
其 行動の 範圍を 約束 致して 居る、 其 文章は 此に 在る 
即ち 其 第 五條に 「雨 締盟 國の 一方が 本 協約に 規定せ 
る 場合に 際し 他の 一方に 兵力の 援助を 與ふべ き條件 
及該 援助の 實行 方法は 兩締盟 國陸 海軍 當局 者に 於て 
協定すべく 又 該當局 者は 相互 利害の 問題に 關し 相互 
に 十分 0. 隔意な く隨時 協議すべし」 と ある、 又 十一 
月 七日に 現 政府の 發 表した る 日米協 約、 其 內容は 發 
表な さらぬ が >  併 し 精神 li 南北 太平洋を 以て 日本の 
守備に 任せる と 云 ふことは、 御鄰の 海軍大臣は 否 18 
の 出来ない 事實 である、 斯の如 く 英吉利との 條 約、 
米國 との 協約 あるに 拘ら ず、 此浦® へ 向つ て 英米の 
軍艦が 派 遺される に 至つ て、 已むを得ない 結果と 云 
ふことは 本員 甚だ 之を 認めない、 何とな れぱ勞 力 あ 
る 者は 報酬 ある、 平和 克復 後に 於け る 我が 發言權 を 

得る 爲に 、我が 利權の 擁護を なすへ き 極東の 方面に 

向つ て、 日本 ある 以上は 臥榻の 傍ら、 豈 他人の 鼾睡 

を 容れん やと 云 ふ 政策を 何故 御 執りな さらな かつた 

ので あるか、 少く とも 諸君の 爲 され 方が、 如何に 樂 

天 主義で あるかは、 本員 此に 至つ て 呆然 自失せ ざる 

を 得ない ので ある、 今一 言 米國 「ル ート」 氏の 事に 

付て 申 上げて 置かなければ ならぬ、 即ち 米國 「ルー 

卜 J 氏が 昨年 露 西亞に 參〇ま した、 而 して 其 露國に 

供給した る 約束の ものは、 機 關車二 千 五百臺 、貨車 

六萬臺 、技師 二 千 人 —— 之を 以て 露國鐵 道の 全體の 

守備 及び 運輸を 引受けた ので ある、 即ち 先刻 尾 崎 君 

の 言 はれた 西 比 利亞の 管理 權が 米國に 移らん と L た 

ので ある、 其 結果と して 「ル ート」 氏は 露 都に 於て 


佛 関西の 里 品 銀行 以外には 特權の ない 所の 紐 育 「シ 
チー」 鋇行と 云 ふ 四千 萬 圆の 銀行 設立 〇 特許 厢を得 
たので ある、 本 野 君 •か 十年認 西亞に 居つ て すら、 1E 
金銀 行の 支店 さへ も 設ける ことが 出来な かつた 然る 
に 斯う 云 ふこと を 「ル ート」 氏 1+ やつた のみならず 
更に 玆に御 記憶を 願つ て a きたいの ほ 烏拉爾 から i!i 
に 向つ ての® 國鑛 山に 亞米利 加 人の 資本が 約 一億 萬 
圓 注入され やうと したので ある、 本 M は 亞米利 加の 
資本の 加は る ことを iii 迎 する ものである 、さりな が 
ら 目前に 居る 日本に 無 協議 無 相談で 單獨 行 ! efi を 執ら 
れて 居りながら、 霞關に 於て 茫然と して 居る 此 大臣 
—— 諸君 何と 御考 になる か、 此 御判斷 は 之を 諸君に 
願は なければ ならぬ、 又 其 他 目下 米國_ 入 禁止の 恐 
れあ る生絲 問題は 目前に® つて 居る、 此 問題の 交渉 
は根抵 ょり 誤つて 居る と 云 ふこと It. 、 本 負 確 的なる 
事實を 持つて 居ります が、 暫く 尙ほ 交渉 恢復の 餘地 
ある ものと して、 外務大臣の 爲に 先づ控 へて 置き ま 
せう、 斯う 云 ふやうな 有樣で 何等 與國 間と 具 體的協 
調など、云ふこ.とは諸君絕無であると云ふことほ、 
不肖ながら 本員 自己の 名 譽を 以て 之を 諸君の 面前に 
訴へる 次第で ある (拍手 起る〕 第三は 現 內閣が 露國 
の狀 勢に 關し 初ょり 全く 其 形勢が 不明で ある、 不明 
は 借て 措いて、 進んで は 誤認の 觀察を 爲し 、遂には 
已むを 得ず 現 時の 無 爲 無策の 傍觀 主義に 陷つた と 云 
ふことの 事 實と證 明と を •再び 此 に擧げ て 見やう と 
思 ふ (「 11 聽」 と 呼 ふ 者 あり) 本 野 君は 大正 五 年 十一 
月に 歸 朝せられ て、 其 六 年 一月 二 十三 日 第三 十八 議 
會に 於て は、 露國 官民に 代つ て 帝國が 露國に 援助し 
たこと に 付て 深甚なる 謝意を 此 議場に 於て 演說 せら 
れた 、即ち 露 國の爲 に 代 辯せられ た  >  此 時に 本 野 君 
tt Rr 樣に言 つて 居られる — 御注意を 願 ひたい 「本 
大臣は 十 年 以上 露國に 在つ て" 露國 人心 2 趨向に 愼 
重に 注意し ました」 と大 に露國 風を 吹 II せられて、 
次に 問題の 論旨が ある、 本 野 君 日く 「日露 兩國は 極 
東に 於て 利害 關係を 有し、 兩國 間の 協同 一致は 日英 
同盟と 相俟つて 極東 平和の 維持 及び 帝 國利權 の 防護 
の爲め 最も 必要なる 保障で ある」 と 露國官 民 一致の 
確信を 玆に披 膶 なすつ た、 それから 六月 二 十三 日 第 
一一 一十 九 議會に 於では、 帝國 政府が 露國の 新 政府に 敢 
認を與 へたと 云 ふ 報 吿の其 席上に 於て、 尙ほ此 言葉 
を 强め られて r 兩國が 極東に 於け る 共通の 利害 關係 
は 今後 益々 跫固 となる ことは 確信して 疑は ざる 所で 
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ある」 と 言は れ た、 仍て 右二 十六 日に 本 M は ttsgj 
に 於て 斯揉に 伺つた •是は 速記 S に 在 <> 即ち 「異日 
萬 一に も單 ® 講和 •か S 獨 〇 問 に 起る 1 口に 至つ ては 
帝國は I 大決心 を 以て 殊に 與ぽ間 の SC 見 _ 致を 求 
めなければ ならぬ」 是等の 迸 策 及び 方策 如何と、 此 
本員の問に答へらる、外務大臣0答辯は|獨逸と開 
硪以來 今日に 至る 迄 >  の ffl 政府は 勿論 新 政府 も 
勿論 Is 阈 _會 に 於て 今日 迄 鼠 獨講 和を すると 云 ふこ 
とを 言つ たことは ない」 と， それから 更に 言葉を 强 
めて 「尙ほ 付加へ て 申 上げます が、 私と して ! i is 四 
が m 獨調 和を しやぅ と 云 ふやぅな ことは 斷じ てない 
と 信じて 居ります」 r 拍手 起る〕 然るに 諸君 琪过は 如 
何で ある， 本 野 君の此 言葉、 此斷 言の 二十艽 日 先き 
の 七月 二十 二日に It 獨逸の 手先き たる 勞兵幽 は 「ベ 
トロ ダラ ー ド」 に 於て 政® を 握つ て， 八十 日 先き の 
九月 十七 日には 公然 S 獨單獨 講和が 發表 せられ re の 
である、 是に 於て 本 野 君 及 ぴ本姆 君を 間 縫した る 内 
閣連 中が 始めて 茫然自失 爲す 所を 呻らず、 遂に 無爲 
無策の 今日の 傍 11 主義に 陷つた ので あ 〇 其證據 は 總 
理 大臣と 雖も 否む ことは m 來な い、 即ち 第 四十 謎 位 
に 於て 諸君の 今尙ほ 耳に 殘 つて 居る 此 言葉、 本 M ii 
速記 錄から 引用す る 「露 國政駿 に關 して U 急 轉 直下 
意外の 激變 云々 I 偏 に ® K 民の 健全なる 發達を 祈 
り、 露國が 與國の 利益を 無 齦す る ことなく‘ 國家の 
威信と 名 @ とを 完全に 保持せ ん ことを 切轺 して 止ま 
ざる」 云々、 諸君 此 M 後に 於け ろ 現 2 閣が泣 くが 如 
く訴 ふる ® 窓と、 第三 十八 第三 十九 調 ® • に 於 -C 
前段 引用した る 外務 八臣の 大言壯 語と を 對照し 来つ 
たなら •は、 此國民 的 法廷の 下に 於け <0 外務 大 E の 55 
格は、 自然 消滅と なつた の '' e ある C 拍手 起る〕 是尙 
ほ 可な り、 而も 今日 尙ほ 露國の 國竑的 云々 と 云 ふ| 
I 諸君 此露 國の國 家な ろ ものは 本員 玆に琪 1;? を鋁げ 
て說 明を 致して [E- きます が …… 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 靜肅に …… 

〇菌月 小太郞 君 露國は 最早 國家は 無い ので ある、 
即ち 「レ—- ーン」 の 無政府主義 共產 主義なる ものが 
獨逸 の -M の 手と 一緒に 聯合して 露 國を小 邦に 分裂せ 
んと 致して 居る ので ある、 即ち 「フ ヒン ランド」 「バ 
ル チック」 三 州、 波 關 、小 露西亞 「クリミ ャ」 高 加 
索 「トル キス タン」 西 比利亞 、皆 悉く 獨 逸の 病毒が 
入つ て 居る、 而も 其 小 露西亞 の 如きは 去る 九日に 於 
て露獨 の 間に 單獨 講和が 出来た と 云つて 居る ではな 
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いか、 斯ぅな つた 曉 は、 波羅的 海、 黑海 、裏 海、 波 
斯 ® は 段々 と 悉く 獨逸の 勢力と なる、 是尙 ほ W らく 
忍ぶべし としても、 斷じて 忍ぶべからざる は、 ® に 
西 比 利 亞に來 る 彼等の 勢力は どぅであります か、 先 
刻 尾 崎 君の 言つ た 八 萬の 獨 逸の 捕虜， それに 搗 て、 
加へ て玆に 御注意の 爲に 外相に 申して 匿く、 獨 逸の 
西 比利亞 に 於け る财政 機關 のこと である、 日不で 申 
せ ば 三 井 三菱と 4 申すべき 第一 「クンスト、 アルべ 
ルス」 第二 西 比利亞 商業銀行、 第三 例の r シ ー メン 
ス 」 會 社、 此三會 社が 資金を 供給して 此八萬 の獨逸 
の 捕虜は 朝鮮から 支那、 否、 寺 内 伯の 足 許まで 肉薄 
して (拍手 起る) 玆に 於て 吾等は 如何に 致しても 與 
國に 向つ て此極 東の 治安、 此西比 利亞鐵 道の 守備— 
I 何とな ゎ ば 暗夜 西 比 利亞を 通過す る鐵 道の 中には 

水雷艇 も 飛行機 も 之を® んで 極東の 浦 港に 送る こと 

は 今日 出來得 るので ある、 故に 日本 ほ 自衞上 此の 鐵 

道の 守備と 云 ふ もの、 即ち 鐵道を 監守す る ことは 當 

然の政 策で ある (拍手 起る〕 是等に 付いて 與國に 向 

つて 其の 意思を 共通し、 或は 進んで 物資 若く は 財政 

の S 迄 打明けて、 少く とも 西 比利亞 線の 分岐 點とな 

つて 居る 「チタ j 及び 「ィルク ック」 の 此の 線路 迄 

は、 露® の國 家が 再 造せられ る 迄、 三年 掛るか 五 年 

掛る か、 決して R 前の ことでは ない、 それ迄 日本が 

此の 隣邦の 情誼、 此の 束 洋 平和の 維持の 爲に 殊に 斷 

々乎た る 決心を すると 云 ふことは、 我 帝 國が 時局 對 

頋 の 最大 要務で あると 木 員は 信ずる ので ある、 爱に 

最後に 本 野 君が 右 申す 如く、 露 國に對 T る 狀勢が 全 

く 不明で ありし 結果、 跡の 內閣 連中は 其の 煙りに 捲 

かれて 居る と 云 ふ 其の 證據を 、爰に 擧げて 本 野 君の 

良心に 訴へ るので ある、 大正 四 年の 八月 露國が 獨逸 

に 向つ て © 爭を 開きました 其の 翌年に 至り、 即ち 本 

野 君 露 國滯 在中の 出来事で ある、 露 國の鐵 道 不完全 

の爲 めに 露幽は 第一に 物資の 不足、 兵力の 不足を 來 

した、 是に 於て 認_ 政府は 全國の 工業 家を 集めて、 

戰時 工業 委員 會と云 ふ ものを 組織して、 之に 物資の 

製造 及 供給を® 託した、 第二、 財政に 付て は 全國の 

銀行 ! 1 を 職 時 財政 委員 會と云 ふ 名に 於て 集め、 此銀 

行 家に 資金の 運轉を 懇願 致した、 第三、 兵力の 不足 

に 付て は 露國に 於け る 各自 洽幽 、即ち 勞磡階 級を 基 

礎と 致して 居る、 此自 治團に 向って 此 兵力の 供給を 

懇願 致した のであります、 御存じの 如く 五 百年 來君 

主獨 裁の 其 露！！ が、 I 朝 此國家 兵馬の 三 大權を 此三 


團體に 委託す るに 至つ て、 露國の 革命は® は 此 時に 
兆して 居る ので ある、 今一つの 證據は 現に 革命は 大 
正 六 年 三月 八日で あるが、 大正 五 年 十一月 二十日 露 
國議會 に 於け る、 前段 申した 日本が 承認を 與へた と 
云 ふ 新 政府の 中心人物た る-立憲 革命 黨の 首領 「ミ 
リユ n ッフ」 氏の 演說は 外務省に 来て 居る 筈で ある 
彼れ は 何と 言つ たか、 露國の 官僚政治を 打破す ると 
共に 「ミリ ユ n ッフ」 氏は 露國 と獨 逸の 兩宮廷 に 於 
て 閱獨 講和を なしつ V ある、 祕密を 墨 露した では あ 
〇 ませぬ か、 斯の如 く 露國の 形勢は 首相 外相の 所謂 
急 II 直下では ない、 事物 2 然の 順序と して 爰に 三月 
八日の 革命に なつた ので ある (拍手 起る〕 而して 革 
命の 中心た る勞兵 會は 第一、 戰爭 中止、 第二、 財產 
共產 主義を 以つて 宣言して 居る、 從つて 七月 二十 三 
日 此の 勞兵會 に援 けられた 所の 「ケレン スキ 1J 內 
閣は 聯合 諸國 から 戰爭を 繼續 しろと 言は れて も內の 
人心は 悉く 戰牮 中止 —— 從 つて 與國 から 援助を 與へ 
なければ ならぬ* 此の 必要に 對し ては 確かに 八月 十 
日 前後 內田 大使から して 外務省に 相當の 報吿が あつ 
た 筈で ある、 然るに 樂觀 主義の 本 野 君、 之 も 亦 顧み 
ず、 遂に 其 結果は 如何な つたであります か、 即ち 今. 
日の 露國 S 混 亂狀 態に 陷つ たと 云 ふ是等 の 顚 末を 諸 
君が 御 判 斷下 さつたならば、 本員 甚だ 失禮な がら 本 
野 君の 露國に 對する 所の 智識は、 根本ょ 〇 不明 混沌 
であると 云 ふこと を 爱に斷 言す るので ある (拍手す 
る 者 あり 又 「顔色な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 之を 要するに 
本 野 君が 支那に 對 し、 佛蘭 西に 對し 、英吉利に 對し 
亞米利 加に對 しての 凡ての 旃 設計® は、 前述べ たる 
事實 、及證 據 に ffi て 悉く 失敗 致した のであります 殘 
る 所の 露國 通の 智識 も 前段 申した 此事實 に 於て 判明 

せらる、 以上は、 一言に して 盡せぱ 本 野 君 就職 以来 

帝 國の 外交を 處 置 する 其 本 野 君の 技倆は、 識見 朦朧 

知覺 不分明と 云 ふ此九 字を 以て 評し 盡され やぅと 思 

ひます c 拍手す る 者 あ o〕 .a IIt 議會に 於て 國防 不安の 

攻_ も 財政 杜撰の 非難 も歸 する 所、 內閣が 外交 政策 

の 根本 方針を 國 民に 知らせぬ からで ある 爱に 本員は 

內閣諸 公に 最後の 數言 を殘 したい、 諸 公の 力贵に て 

は 最早 時局の 收拾は 出来ない と 云 ふ 事は 明瞭で ある 

諸 公が 中 宵人靜 かなろ 所、 冷 かに 其 良心に 省みられ 

て 此の 國 難の 前途を 思量 せらる V ならば、 吾々 國民 

は 今や 國難 の大 渦 ii 中に 捲 込まれる か少 くと も 吾々 

のみに 止らず 吾々 の 子々 孫々 に a り、 此 禍根は 前段 


申した 如く 極東 全體に 蒔かれつ i あ る 今日に 於て、 
諸 公が 國 家に 盡す 最後の 御 奉公と しては、 潔く 一日 
も 早く 罪を 闕 下に 侯た る i と 云 ふこと がせめ て も 諸 
公 最後の 奉公 心で あると 思 ふ (拍手 起る〕 冀くは 一 . 
本員の 以上 申 述べた のは 決して 議論を 好む 爲 めでは 
ない 全く 事實 に根據 して 本員の 良心に 示す 所 —— 之 
を 言 Ii ずん ば國 家の 不利で あると 云 ふ 此證據 を 列擧 
したる 此 最後の 數言は 、眞に 本 負の 熱涙と 共に 内閣 
諸 公の 良心に 訴へる 次第で ある 同時に 玆に 臨時 外交 
調査 會 委員を 總裁 とし 首領と 仰がれて 居らる、 所の 
名# ある 政友會 並に 國民黨 の 諸君、 幸に 原 君 犬 養 君 
も爰に 御 列席で ある、 本員 以上の 事實に 就て は 定め 
て 御 耳に 入れて 下さつ たこと を 感謝す る (笑聲 起る 
〕 願 くは 諸君 •か 此點に 於て 此 議案を 通過され て 下す 
つたなら ば， 內閣 外交 失敗の 責任に 對し ては、 政 友 
會も 國民黨 も 之を 分擔 しない もの だと 云 ふことの 反 
對を國 民に 證明 する ことが 出 來 ると 云 ふこと を 以て 
此 演壇を 降ります (拍手 起る〕 尙ほ 一言 露國の 形勢 
に 付て It 速記 錄へ 遺す 爲に爰 に 露 國政_ の 調査 資料 
を 諸君の 御 參考に 供 L ます (拍手 起る〕 

〔參 照〕 第一 露國 革命 政 變槪要 

政 黨政派 及び 指導 人物の 勢力 消長 
革命運動の 由来 一八 五 四 年の クリミ ャ戰串 に 於 
て露國 々家 組織の 根底に 於け る 種々 の 弱點 暴露 
せられた 結果と して 爾後 露 國靑年 社會に 於け る 
革命 思想は 頓に 旺盛を 加へ たりし か、 アレ キサ 
ン ドル ニ世 及び 官僚 政府は 一槪に 之に 對 して B 
迫 政策を 施した る爲め 皇帝は 遂に 虛無黨 の爆彈 
にょつ て 暗殺せられ たり、 次いて アレ キサ ンド 
ル 三世 も 亦た 依 然 此の 政策を 踏襲して 極端なる 
專制 政治を 行 ひたり 一八 九 四 年に 同 帝は 病死せ 
るか、 一說 には 毒殺せられ たりと も傳 へらる， 
廢帝 となりし ニコラス ニ 世の 治下に 至つても 內 
相ブ レーヴ H ix 高壓 政策を 以て 革命 分子を 迫害 

地  盤 

* 黨 
國民黨 
一十 月 黨 
一 立憲 民主 黨 
~ 進步黨 
~ 社會 民主 黨 
(勞 砌黨 


政府 黨 


反對黨 


貴族、 僧侶 
貴族、 地主 
商工業者 
中等 社會 
商工業者 
勞働 階級 
同 


したる も 一九 〇四 年プ レーヴ ヱには ) d; 會 革命 黨 
の爲に 暗殺せられ たり、 此年 日露戰 爭 起り、 翌 
年其戰 敗 s 結果、 專制 政治に 對 す る 非 ii は 一層 
激烈を 加へ 来り 露阈 前廢 帝は 遂に ゥヰッ テ 伯の 
建策を 容れて 一九 〇五年 十月 國會 開設の 勅 詔を 
煥發 したり、 爾来 政府と 議會 との 關 係を 摘記す 
れは 大要 左の 如し 
國民 翳會の 成立 ci 九 〇六年 五月) 

此 時の 苜相は ストルィ ビン 氏な りし も 總選擧 の 
結果は 反 對黨に 有利と なり 立憲 民主 黨、 勞卿黨 
社# 民主 黨の 三者 か 最も 礙 勢を 占め、 盛んに 政 
府に 反抗し 政府は 同年 七月 此議會 を 解散した 〇 
第二 議會の 成立 C1 九 〇七年 三月) 

此の 議會に 於ても 尙ほ 依然として 野黨 優勢を 占 
めた るを 以て 政府は 同年 六月： 冉ひ 之を 解散した 
り 

第三 議會の 成立 (一九 〇七年 十一月) 

此度は 選 擧 干渉の 結果 政府 黨 即ち 右 黨 、十月 黨 I 
國民黨 の 三者 か 優勢を 占た 乙 爲め此 議會は 規定 一 
の 如く 五 年の 期間 存續 したり 
第 四 議會の 成立 (一九 一二 年 十一月〕 

改選の 結果は 玆に再 ひ 選擧 干渉と なり 政府 黨有 
利と なれる も 一九 一六 年 三月 八日 即ち 革命 勃發 
以前に 於け る議會 は實に 左記の 如き 形勢を 示し 
たり 

政府 黨  反對黨 
國民黨 八 六  立憲 民主 黨五五 
右黨  六 一  進 f  四 一 
十月 黨八五  社會 民主 黨 一二 
計 二三 二  勞_黨  一一 
計  一一 九 

此外 、中立に 波 蘭 黨二一 r 無所屬 一九 
各派の 主義 領袖 以上 备 派の 主義、 地盤、 領袖の 槪 
要 左の 如し 

主義  領袖 

官僚主義  シテ クロ ヴィト フ 

溫和 保守  ポプリン スキ ー 伯 
自由 民權  グチコフ 
立憲 自由  5 リユ n ッフ 
進步 主義  H フレ ー モフ 

社會 民主  チへ ーゼ 

ケレン スキ ー 


內閣 彈 刻 決議案 


三 〇一 


院議 衆 敦謂帝 回 十四 第 


內閣 彈 劾決蒗 案 


三〇二 


十月 : «: の 向背 

十月黛は政府赞にぁりて伋1進步的25向を有し 
II つ その 地盤と する 所 (i 立憲 民主 W 及び 進步澉 
共通な りし も， 革命の 近づく に當 〇、 政府戧 よ 
り 去つ て 反對热 に左袒 する の 態度を 示したり、 
これ 布 命が® 外に 彔速に 成功した る 一大 原因な 
りと す 

第二 革命 近因 

抑 ■上 九 一四 年 八月 認國は 其開戰 の 翌年、 二月 頃 
に a 旣に其 の鐵 道輸绘 の 不完全なる 爲め 軍需品の 
缺乏顯 著なる に 至り、 直ちに 物資 不足の 供給に 對 
しては 第一 全國 商工業 家を 會し戰 時 工業 委 M 會 
を 設立し c グチ コッス 氏 之が 委員長た り： > 之れ が 製 

造 供給を 懇談し、 第二 財力に 關 しては 各 銀行 團を 

以て 職 時 財政 委員 會を 開き 之れ が 援助を 囑 託し 而 

て 第三 兵力の 供給に 關 しては 谷 自治 體 即ち 其多數 

は 勞磡 階級に 其 援助を 求めたり-さなき だに 政府 

反對黨 は 前記せ るが 如く 比 年次 第に褙 加し 来れる 

に 今や 中等 社會 、商 H 業 階級、 勞® 社會の 三團體 は 

如上の 順序より 次第に 事 K 上戰串 の 中 樞を支 配す 

るに 至れる と共に 大正 六 年 三月 八日 革命 前 37; 年 十 

一月！ 一十：！ 一立遨 民主 黨の 首領 ミリユ ゴフ 氏は 議會 

に 於て 獨裁 政治 攻擊と 共に 露獨兩 宮廷に 於け る單 

獨講 和の 內情を 曝露し 社會 民主黨 の 首領 チへ ーゼ 

氏は 議會 より 廢帝躞 后と なりし 兩寫眞 を 撤去す ベ 

きの 極端なる 意見を すら 開陳し 玆に 彼の 怪僧 ラス 

ブー チンの 攻 1 •より 進んで 遂に 革命の 氣勢 は先づ 

一般 下 ® 社會 より 勃發す るに 至り、 三月 八日 民衆 

は 社會 革命 2 歌を 高唱 しつ、 べータ ー グラー ド 市 

に 示威 運 励を 始め 十日 内務大臣 か 群衆に 向つ て 射 

殺の 命令を 發す るに 及び 遂に 群衆の 反抗 心は 極端 

に 走り 十一 日 司令長官 及 ひ ■察 官は 反て 丘 (隊及 ひ 

人民 側より 射殺せられ 大臣は 拘禁せられ 遂に 露國 

廢帝の 幽囚と なり 三月 十七 日 玆に新 政府は 組織せ 

られ立 憲 民主 黨の ミリ！ 1 コ フ 氏と 十月 黨のグ チコ 

フ氏 並に 社會 民主黨 の チへ ー ゼ氏 等は 相 提携す る 

に 至りたり、 今 その 內 閣員を 擧 ぐれば 左の 如し 

リヴ ォフ 內閣 成立 C 一九 一七 年 三月 十七 日) 

首相リヴォフ(十月黨) 

商工 .コノ ヮ コフ( 民主 黨〕 

內相同  (同〕 

外務 ミ y ュ コフ (同〕 


大騃 アレ キセン n  (同〕 

文部 マ ヌィ ロフ (同〕 

陸海 グチコフ (同) 

交通 ネ タラソフ (同〕 

司法 ケレン スキ— C 勞呦 黨) 

農相  a ヂ、 H フ (同) 

即ち 此の 內閣は 十月 黨と 立憲 民生 黨 との！！ 立內 
閣 にして、 官僚 反對 •自由主義を 以て 政綱と し 
だり 

然るに 此れょり 以前 革命と 共に 勞磡 階級と 軍隊 
とは 全然 融和し 勞働 者は 即ち 兵士に して 兵士の 
武裝 解除した る もの ほ 則ち 勞働 者な りとの 主意 
ょり、 勞兵會 なる もの、 本 gf を ペトロ* クラ ード 
に 設け、 全國 谷地に 向つ ては 勞働 階級の 爲 めに 
勞兵會 支部を 設けし め 遂に 同月 下旬には 勞兵會 
は 露國の 軍事 及び 政治の 實權を 左右す るに 至れ 
り而 して 勞兵會 の 目的と する 所は 左の 如し 
-T 戰爭 中止 

二、  建 國議會 の 招集 

三、  土地 分配の 三方 針 

されば その 爭ひは 勢 ひ 露國の 階級戰 となり、 ダ 
チコ フ 、ミリ ユ n ッ フニ 氏は 中流 階級を 代表し 
勞兵會 は 下級 民衆を 代表す る こと、 なれり、 當 
時 露國の 物資 缺乏 食物の 騰貴は バタ ー斤 三四圓 
に 至り ミルク、 小 ig 等 全く 缺乏を 来し 人民は 愍 
々饑餓に 迫る に 至り、 勞兵會 の戰 爭屮止 論は 遂 
に 陸海 軍と 意見の 衝突を なす 迄 2 勢威を 振 ふこ 
と、 なれり 是に 於て 左記の 如く 內閣 改造 S 止む 
なきに 至れり 
內閣 一部の 改造 

總理 y ヴ オフ (十月 黨) 

陸海 ケレン スキ 1C 勞 働黨) 

內相同  (同) 

商エ ゴ / ヮ ロ フ (民主 黨) 

外務 テ レシ チヱ ンコ (同) 

文部 マ ヌィ ロフ ハ 同〕 

大蔵 シン ガレ フ (同〕 

司法べ レ H ルゼフ (社 會黨) 

交通 ネク ラゾフ C 民主 黨〕 

農相 チ H リ ー フ (勞 » 黨〕 

此時勞 兵會は 漸次 勢力を 高め 無 併合 一般 平和 主 

義を唱 へたる を 以て、 之に 對し前 外相 ミリ ュ コ 


フ 、陸海 相 グチコフの 雨 氏 ! f. 反對 して 辞；：： 

に 至り S に勞® 泷 及び 社會黨 より 一二の 閣員を 
拔 rl して 內閣を 改造し 遂に ケレン スキ ー 內閣の 
成立に 至れるな 〇  ( 一 九 一七 年 七月 二 十三 日) 
されば ケレン スキ ー 內閣 ほ 戢 S 勞兵會 の 後援に 
によりて 成立した る ものに L て その 閣員の 顏觸 
は ® に 左の 如し 

首相 ケレン スキ ー 
內相 ニキ ーチン 
法相 マリ ヤン トヰチ 
農相 ア フク セリ チェフ 
勞働グ オズ テフ 
陸相 ウ H ル ホフ スキ ー 
海相 ウェル デル フス キー 
文相 サラブ キン 

外相 テ レシ チェンコ 
商エ コノ  ロワ フ 
藏相 ベル ナツキ ー 

然るに ケレン スキ ー 氏は 聯合 與國 より 非常の E 
迫を 蒙りし 結果、 戰爭 開始の 已むを 得さる に 至 
りし も ルウ ー マ ニ ヤ及ぴ ガリ シヤ 方面に 於け る 
露國 軍隊は 全く 戰意な き爲め 遂に 敗戰に 終りた 
〇、 蓋し 王朝 時代に 於け る開戰 の 目的は 澳匈國 
よ〇パ ルカン 方面に 於け る スラブ 民族の 統一、 
及 ひ ダル ダ ネス、 ボス ボラ スの自 由 開放と 共に 
土 都 コン K タン チノー ブルの 占領に あ 〇 しも 革 
命と 共に 是 等開戰 の 目的は 全然 王朝 政治の is 物 
として 一般 民衆より 顧みられ さるに 至り 而して 
急轉 直下の 勢を 以て 革命に 成功せ し 勞兵會 は憨 
々此 人心 S 動 搖に乘 し 全力を 擧けて 戰爭 中止、 
內政 整理に 傾注した る 結果、 此 G 敗戰 となり、 
殊に 九月 リガ 陷落 する に 及ん て 人心の 動搖 一層 
甚 しく ケレン スキ ー 氏は 已むな く モス n 1 に國 
民 大會を 開きたり 此時 コロ  n コフ將 軍 It 此の 敗 
戰 原因を 以て 軍事 統率の 大權 政府に 存せ すして 
勞兵會 に 在り かかる 無力なる 內閣は 之を 打破せ 
さるへから すと、 一且は ケレン スキ ー氏と 聯立 
の 機會 ありし も 遂に 相互 誤解の 結果 n 將軍は 手 
兵を 率 ひて 露 都に 迫らん としたる も ケレン スキ 
1 氏の 爲め 先ん せられ n サック 兵の 攻擊 する 所 
となり 遂に 降服し 玆に ケレン スキ ー 氏 十月 十日 


第二 內闐を 紐 描し、 そ 〇 閣 n には； ti cr 葙六 名、 
民主 黨 /i 屮瘅階 級 代表者 十一 名を 入れた る 5? 立 
內閣を 組 捺した 〇 

此秋に 方 OK- 都に ては 杓 ! 5 の 缺 乏、； e ul の阴 K 
益甚 しく、 市民は 一般に 速に 平和を 胡 g -r る c 
止む を 得さる に 至れり、 而 して 偶々 S 都市 ^ 發 
員選犁の結果は甚し<過激服に有利となり、過 
激派のレニン、トロッキーの徒玆に其 0 58 轺を 
高め チへ ーゼ •ス n ベ レフ 等を 勞 兵 © の 幹部ょ 
〇驅 '逐 して 卜 ロ ッキーが 新に 勞 兵#々 長に 當遝 
したり 而して ケレン スキ ー 氏が 過激派に 踮 迫を 
加 ふるや、 彼等 |£ 嵆 起して 政府を 頭 淠 し、！ 2 閣 
員を 放逐 又は 暗殺す るに 至れり、 かくして 全 _ 
到る 處の勞 ® 階級 It 次第に 過激派に 歸し 十一月 
中旬には 左の 宣言を 發表す るに 至れり 

1、 軍隊 it 戰 地ょり 引 揚け 適宜 注意 行 励を 取 
ろ « 

二、 谷地 方の 地主は 其 生活に 必要 以外の 土地 
ほ 其 件 民に 平分す へき 等の 社會共 產 生 骹 
を 以てし 遂に 過激派 員なる もの 國 政に 當 
るに 至れるな 〇 

過激派 國務員 (十一月 二十 三日〕 

過激派 (X 進んで 國務 S 員を 選 擧し たり 其 結果 左 
の sn し 

總裁 レ, ~ ン  謹 オフ セン n 、 クル 

イレン n 、 テ ベン 
コ (三 名〕 

外務 トロッキ イ 商エ  ノギン 
內務 ルイ n 7 文部 ルナ チヤキ ルス 丨 
農務 ミリ コ チン 大藏 スク オル ス オフ 
司法 オブボ ケ  交通 アウ イロ フ 
斯くて 過激派は 非 併合 無賠 《 一般 腿 和の 交渉を 
開始し、 總司令 官ブボ ー -1 ン將 軍を 免職し 一少 
尉 候補 クレレ ン n を 以て 之に 代らし め 先つ 敵 國 
獨 逸との 間に 休戰條 約の 交渉を 開始す るに 至れ 
るな り 

第三 休 il 及び 媾和に 關する 交渉の 經過 
瞵和 運動の 由来 
軍人勞_漭決議 

大正 六 年 四月 六日 勞兵會 の 前身た る 軍人 代表 
者と 勞働黨 代表者とは 
(一〕 臨時政府を して 何等 侵略の 目的を 許さ 
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る、 こと (二) 擗和條 件に 領土の 併介 又 ii 
fl 金の 要求を 含まさる こと (三) © g? l3: 自 
衙 の 目的を 以て 嫻® する ことを 韜 明せ L むへ 
く決諉 せり、 同月 十一 日リボ オフ 內閣は 新政 
府か 自由と 生命と を® 重 ' L 他國の 预土を 侵略 
する の 意思な きこと 及 ひ 谷 民族は 各自 固有の 
權利を基礎として永久的平和を樹立すへきも 
のと 信す る ことを 聲 明し、 同月 二 十 | 日 外相 
ミユ リコ フ氏は 英佛の 代表者を 引見し 露國か 
飽迄 協商 國と 同一崁 調を 収るへ き！ Ic を 宣言し 
たり 

改造 內閣 宣言 (艽 月 二十 一日) 

艽月 リヴ オフ 內閣か 改造せられ 社 會黨及 ひ勞卿 

然の閒 員 之に 加は りたる も、 此內閣 も 亦斷 して 

認國 か P 31S K 和を 行は さる ことを 聲明 し、 同月 

二 十八 日勞兵 會大會 も 亦 單獨瞵 和 反對を 決議し 

たり 

勞兵會 瞬 和 提議 (九月 四日〕 

ヶレン スキ ー か 第二次 內閣シ 組織 せんとす るに 

當〇 、勞丘 (會 は 新內閣 を 支持す へき ことを 決議 

すると 同時に、 始めて 瞵和提 謹を も 決議す るに 

至れる か 之. 71 實に勞 兵會か 表面上に 現 U れたる 

媾和 主張の 第一 端緒な りと す 

過激派 政府 宣言 (十一月 九日) 

過激派 か ヶレン スキ— 內闐を 顚柯 する や 兹に其 

の 政. 綱の 第一に 即時 民主的 一般 媾和を 提唱す へ 

きこ と を 宣言し 首相 レ 1ー ン外相 トロッキ ィの现 

政府と なれり 

過激® 會謅の 決 il (十一月 二 十三 日) 

I 速に 踽和 談判を 締結す る こと 

二 11 ヶ月 間の 休 © を 締約す る こと 

一之を 交 戰谷國 に 提觀 する こと 

休 1?.¢ 談判 開始 (十二月 二日) 

嗨和 談判 開始 (十二月 二 十二 日) 

獨 外相を 蒸 長と し ブレス トリ トウ K クに 於いて 

瞵 和交涉 開始 せらる 

第 四 最近 露國谷 勢力家の 消息 

過激派 以外 勢力家の 動靜は 殆んど 全く 不明と なれ 

〇 

例へは 前 外相 ミリ！ 1 n ツフ 氏の 如きは モス n 1 地 

方の 資產家 なる も 現今 果して 該 地方に 在る や 否や 

沓 として 其の 消息を 聞かす、 其 他 チへ— ゼ 、ケレ 
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ン スキ ー、 グチコフ 諸氏 も 行 衞：个 明な り、 或は 過 
激 派の 勢力 微弱なる 地方に 遁走せ る やと も 想像せ 
ら る、 も 最近に 前 破 相 シン ガレ フ 氏の 如 ? it 露 都 
に 於て 暗殺せられ たるを 以て 其 他の 名士 も 或は 中 
央に偕 伏せる や も 知れす、 要するに 彼等は 一齊に 
辟 息して 徐 々に 形勢を® 望し つ、 ある ものの 如し 
コル ニ n フ 、カレ ー •チンの 兩將は 南方 ウクライナ 
地方に 在つて 勢力の 輓回に 努めつ、 ありとの こと 
なる が 最近に 至りて は 同地 方 も 或は 過激派 设 勢と 
なり ウクライナ 議會 (ラ ー ダ ー) を 占領せ りとの 
報 あり 目下 過 ® 派の 勢力 It 尙猖販 を 極めつ、 ある 
もの、 如し 

第五 地方 獨立運 励 事情 
目下獨 立 又は 自治を 主張し つ、 ある 地方 it 左記の 

如し 

ー  フイン ランド 
ニ バル チック 三 州 
三 ボウ ランド (獨逸 占領 中〕 

四 ウクラィナ (小 ® 西亞〕 

五 クリミ ヤ (韃靼 人 地方〕 

六  n 丨 カサス 

七 中央 亞細亞 (トル キス タン) 

八 シべ リヤ 

右の 内 眞に 露本國 ょ〇獨 立 分離せ んと 希望せ るは 
フィンランドの みに して、 其 他は 本國の 政情 確定 
する 迄暫ら く 自治- V 維持 せんと 希望す るに 過ぎ ざ 
る もの、 如し、 m し クリミ ヤ地 方の みは 元来 土 耳 
其領 にして 住民は 韃靼 人な れぱ 露國 ょり 分離せ ん 
事を 欲するな らん も 人口 稀少、 勢力 微弱なる を以 
て 果して 其の 目的を 達し 得へ き や 疑は しシ ベリ ヤ 

及び トル キス タン 地方の 住民の 多數 は 大 露® 亞人 

c 紳露西 亞 人〕 なる 故、 一時の 獨立 H 治を 煩す る 

のみに て， 國情 一旦 定まち ば 再び 本國と 合し、 共 

和國 の ii 邦と なる に 至らん と 論す る もの あり 

パル チック 三 州 住民の 三 割 以上は 獨逸 系統な り 又 

•ホ ー ランドは 目下 獨逸 之を 占領 中、 且つ 同地の 

自治は 他年の 懸案 宿題 なれ U 此の 機會に 於て 自治 

の 目的を 達すへ し フィンランドは 元來瑞 典の 領地 

にして 人種は 寧ろ 束 洋 人に 躍す るを 以て 露本國 JC 

り ^ 裂す る ことを 欲する こと 前途の 如くなる が、 

最近 過激派 政府は 同地の 獨立 を 1« 賀した るを 見れ 

ば、 同派は フィンランドの 獨 立に 異議な きもの、 


如し 

最も 重要なる は ウクライナ 即ち 小 露 西亞な り、 元 
來ウ クラ イナは 大 露西亞 の 本土に して、 後年 大露 
西 亞の爲 に 凌駕せられ 其の 覇絆に B する に 至れる 
ものにして 勝 史的に 大 遝 西亞 とは 不和な 〇、 帝制 
時代より 夙に 自治を 希望せ るが 何分 ウクライナは 
蓀國 第一の 富 源に して 其の 獨 立は 本 國に對 し 一大 
苦痛な り ウクライナの 住民 li 人種 も 言語 4 露 人と 
著しく 相違す、 而 して 入口は 露 人の 八 千 萬に 對し 
三千 萬 ありて 其 勢力 堂々 たる もの あり、 ウク ライ 
ナの 文化は* 來波關 を 通じて 獨逸の 影 ® を受 くる 
こと 甚しき 故獨 逸の 誘惑に して 成功 せんか 或は 本 
闕 より 全然 分立す る や も 知れさる も ウクライナの 
獨立 宣言書に は 全然 的獨 立を 要求せ ず、 E に 自治 
を 欲する のみな れぱ 結局 露 共和 _の 通 邦と なるな 
らん 乎、 且つ 其の 首府キ H フに 於け る 議會〇 フー 
ダ—〕 の 如 ff も 最近 同地 方 過激派の 手中に 落ちた 
〇 ともい へば 目下の 處に ては 必ずしも 獨 逸の 爲に 
籠絡せられ たりと も 思は れずと 論ずる もの あり 形 
勢 混沌 中 去る 十月 左の 講和の 外電 到 著せり 向後の 
形勢 寧ろ 聯合 與國 のた め 其 一大 不利なる や 細論す 
るまで もな しとす 

之を 要するに 露 國の國 民は 上流と 下層 社會 のみに 
て 健全なる 中流 社會は 極めて 微弱な 〇而 して 上流 
社會 S 瞑 敗と 下層 社會間 を 風靡せ る 社 會共產 主義 
とは 遂に 露國 をして 到底 聯合 與國と 相 共に 獨澳に 
對す るの 戳意を 消滅せ しめ戰 爭屮 止の 希望は 今や 
全 露國の 輿論と なり 而 して 統一せ る新國 家の 組織 
は 近き 將來に 之を 望む 斟不可 能な らん 一言 すれば 
露 yl の 混沌 狀態は 寧ろ 今後 數 年に 亘 るの 恐れ あり 
とす 

夕  質 
倫敦 電報 十日 發 

獨逸 半官報の 報す る 所に よれは 獨 逸と ウクライナ 
P. 會との 間に 二 月 九日 講和 條約 調印せられ たり 
c 因に 日く；} 若し この 外電に して 事實 とならん か 
獨 逸 •塊 匈、 南 露. 及び 〇 丨 マ — アとは 遂に 獨 
逸の 勢力に 化し 獨逸は 食物 物資の 供給 多大の 便 
利を 得る に 至る へし 帝國 前途の 責任 眞に 寒心せ 
さるへから さるな り 
0 副議長 (濱 田國松 君〕 吉槠庄 一郎 君。 

〔吉柿 ffi Tr 规君 登壇〕 


〇吉楠 庄一郞 封 諸君 ほ 今日の 討論に 就て は、 先刻 
來 最も 注意を 拂つて 諸 封の 辯 論を 謹臊 致した ので ^ 
ります、 吾々 は 旣 に豫算 案に 對 して 示した る 如く、 
現 內閣に 對 しては 全く 嚴正 中立の 態度- V. 執つ て 居る 
是を是 とし 非を 非と すると 云 ふ 事の 吾々 の 主張は、 
31 算案に 於て 明 »> に 之を 示した ので ある、 同時に 單 
〇 現內閣 に對 して 此方 針を 持つ て 居る のみならず、 
谷黨 各派に 對して も 亦 此方 針獨 〇現內 閣に對 して 此 
方針を 持つ て 居る のみならず •件 黨谷派 に 對 しても 
亦 此方 針を 執る ので ある、 故に 憲政 會の 諸君の 辯 論 
なりと 云 つても、 常に 吾々 ii 是 々非々 の 見地ょり' 
之を 冷靜に 判斷せ んと 欲して 居る のであります、 併 
し 先刻 來段々 の 御 辯 論を 拜聽 致して 見ます と、 まだ 
所謂 此 問題に 對 する 被带側 の I 政府の 答 辯を 聽 か 
ない のであります からして. 政府に 如何なる 辯 明 あ 
る や ほ 吾々 の 關した 所でない のであります が、 攻 @ 
する 所の、 即ら彈 劾の 理由と して 辯 論せ らる 、所の 
ものは、誠に遺憾ながら、其主旨が徹底を缺いて居 
るので あります、 II つ 其 材料 ( £ 甚だ 貧弱 -e & るので 
あります、 如何にも 大言 であり 壯語で ある、 併な が 
ら事實 は 少しも 擧げ られて 無い のであります •殊に 
吾々 は 憲政 會 の 諸君の 此彈劾 案に 對 する 態度に 付て 
甚 •た 疑が あるので あります、 元来 此の 彈劾 案の 劈頭 
に 書い C ある 所の 文 言を 見ます ると 「現 內閣の 存立 
U 憲政の 常道に 棒る」 と 喝破して ある、 或は さぅ か 
も 知れない、 それ (t. 私の 關した 所でない、 併ながら 
若し 現内閣が 憲政 £,') 常道に 悖る と 云 ふこと を •此不 
信任の 第一の 理由 ?-. 若しせ らる るなら ば、 諸君' か 此 
豫算 審査を 結了して、 豫算の 通過した る 後に 於て 此 
彈劾築 を 出す と 云 ふのは， 抑々 憲政の 常道に 脖 るの 
でない か、 諸君は 旣に 諸君ょ 〇送 られ たる 所の 壇上 
の 人た る關 君の 如 3- も、 豫算 It 政府の 政策を 說明す 
る ものである 、政府の 主張を 說明 する 所の 綱領で あ 
ると 言は れた 、如何にも 其 通り —— 其 通り、 然らば 
此豫 算 案に 對して 、其 國防計 畫に S 成し •其 敎育擴 
張の 計畫に 賛成し、 其產 業の il 達の 計畫に 賛成して 
豫算案 を 通過した る 後に 於て、 此案シ 提出す るとは 
河 事であります か (拍手 起る) 諸君は 第三 十八 議會 
に 於ても •又 第三 十九 議會に 於ても、 不信任案を 現 
內閣 に對 して 數々 御 出しに なつて 居る が、 私 之を-調 
ベた、 第一 一一 十八 議會に 於ても、 務算 案の 討議に 入ら 
ざるに 先 •たつて、 諸君は 內閣 不信任案を 出して 居ら 
三〇彐 
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つし やる、 又 第三 十九适 & に 於ても 同 ee •探© 案の 
未だ 通過せ ざるに 先だつて 、不信任案を 出して 居る 
是 li さう あるべき 学-である、 豫算け •即ち 政府の 政策 
主張を 說明 する 所の ものである、 是に 協 S を 與 ふる 
と 云 ふ 取 ii 内閣に 信任を 表する ので ある、 故に 內閣 
を 撣劾 せんとす るなら ば、 此豫算 案 通過に 先た つて 
して こそ、 即ち 窓 政の 是が 常道で ある (拍手 起る) 
何故に 諸君は 此賭易 き 道理を 捨て ゝ、 此豫筘 の 通過 
した 後に 於て、 討 翳せら るべき 順序を Jg つたので あ 
り ませう か、 第一 1. 此點に 於て 此提出 者の a 意 如何 
を 疑 ふので ある、 更に 此の 豫算 案に 付いて 內 容を檢 
すろ に、 諸君が 現内閣に 對 する 反對の 主張は、 其 七 
億の 尨大なる 豫览 の 中に 於て 何 所に 在る か、 一昨日 
の 議場に 於ても、 同僚 齋藤 君より 指示せられ たる 如 

く、 事 W の、 削減は (a に、 三百 餘萬圓 、極めて 僅少 

なる 極めて 微溫 的なる、 極めて 無意味なる， 不徹底 

なる、 削減で あるので ある、 而 して 僅に 諸君の 主旨 

とも認めらるべき所のものは、減債基金の問題唯1 

あるの みで ある、 此減值 基金の 問題は、 昨年の 議會 

の 如く、 政府が 五 千 萬 圓を飽 迄 固守す ると 云 ふので 

あるなら ば •諸君と 根本に 於て 意見を 異にした もの 

であるが、 旣に 本年度 —— 八 年度より ほ 諸君と 同じ 

く、 三千 萬圆 にす る ? • 云 ふこと， V 旣に豫 算 にまで 計 

上して 示した 以上は、 諸君と 現內閣 の Eg 離は 無い、 

唯 だ 僅に 一年； の 差 あるの みで ある、 苟も 此唯だ 僅に 

一年の 差 あるの みが、 之を 以て 內閣： 个信 任の 根本の 

理由には ならぬ のであります、 斯の 如き 不徹底なる 

豫算 に對 して、 旣に 態度を 決する 能は ず •豫算 に 對 

して 賛成を して、 否應な しに 退却せ しむる ことが 出 

来る、 此 場合に 諸君は 易々 と 政府案を 通過せ しめて 

置いて、 さう して 後に、 此拔殼 同樣な 不信任案を 出 

L たと 云 ふ 心情を 疑は ざるを 得ぬ ので ある、 殊に 此 

不信任案に 付ての 諸君の 態度は、 第 I 回よりも 第二 

回、 第二 回よりも 第三 回になる に從ひ 、段々 と生溫 

くな りつつ ある、 第一 回の 三十 八議會 に 於け る 不信 

任 案は 「衆 li 院 は 現內閣 を 信任せ す」 と 云 ふ 總括主 

義の 下に、 諸君は 綜合 的に彈 劾 案を 提出せられ た、 

第三 十九 議會 1. 於け る 時 も 亦 同じ 「衆議院は 現內閣 

を 信任せ す 速に 處 決すへ し」 と 云 ふ簡單 なる 主文の 

下に、 現 內閣に 綜合 的 不信任を 出した、 而 して 其 時 

には ® いて 後藤 內 相の 名を 碧して、 此 後藤 內相の 處 

決を 迫つ た 阳劾 案を 出した、 それで あるから 先刻 同 


僚の 富 島 君から、 此度は 後藤さん を 御 忘れに なつた 
かと 言 (3: れ た、 然るに 本年の 此案を 見ます ると、 其 
の 二 年間 —— 二 年間 諸君が 蹬绍 して 出された 內閣を 
信任せ ずと 云 ふ 文句を 貶つ て 仕舞つ た、 何 だ 長い 文 
句で 頭から 尻尾まで 譖んで 見ても、 何 所に 主意' か あ 
るか 分らぬ と 云 ふやうな 決議案に なつて 居る のは ど 
5 云 ふ 譯 であるか、 此 文句を 對 照して 見ます と、 私 
は 皆な 持つ て 居る、 凡そ 諸君が 現内閣に 對 して 信用 
する しないは、 內閣 _ 立の 抑々 より 諸君が 唱へた 、 
然らば 夫れ 以来 何等かの 政治 もしな かつた 信任し な 
い 內閣な らば、 諸君の 所謂 秕政 百出して 来る 內閣な 
ら ，尙 ほより 善くより 强く 益々 峻烈に 此 不信任案を 
總 括した る 不信任案を 出すべき 筈で ある。 

〔此 時 ® 田 副議長 議長 席を 退き 大岡 議長 復 席〕 
〇吉 摘庄 一郎 君 第一 回の 時に 劈頭に 出した 諸君は 
何故に 本年の _會 の 劈頭に 此不 信任 案を 御 m しにな 
らぬ ので あるか， 此 態度、 此 文書に 現れた 所から 考 
へ、 又 諸君が 此時 機を 選ぶ 所の 態度に 對 しても、 諸 
君が 此 不信任案に 對 して、 誠實 に、 全く 本 氣でや つ 
て 居る ので ある や 否やと 云 ふこと を* 國民は 疑 ふの 
であらう と 思 ふ、 凡そ 人は 彈劾 せんと 欲する 者は* 
滿心の 至誠を 以てしなければ ならぬ ので ある、 政治 
に 最も 老練なる 憲政 會の諸 領袖は 何故に 此 2 如き 睹 
易き 所の 不信任案を、 意味 薄から しめ、 輕か らしめ 
人を 疑は しむる 如き 態度を 執つ たので あるか、 是れ 
吾々 此點に 付て 疑を 挾む 所以で ある、 諸君、 更に 先 
刻來 段々 尾 崎 先生 及武富 先生の 御 話を 承つて、 此不 
信任 案の 第一に 掲げた る 所の 問題は、 實に私 が 今 論 
じた 如くで あるが、 之に 續 いて 凡そ 此邊が 目的で あ 
らうと 思 ふ 所を ® んで 見ます と、 所謂 藏 相に 對 する 

不信任、 並に 外相に 對 する 不信任、 文章が 甚だ 曲折 

し 居ります が、 さう であり ませう、 先刻 來の 御演說 

も、 亦 主力を 此に 集中され たやう である •で 此點に 

付て 私は、 最も 之に 毀す る 冷靜の 批評家で ある、 冷 

一靜に 批評を 試み やうと 思 ふので ある、 屢々 豫 -» 總 fr 

並に 本 議場に 於ても、 憲政 會の 領袖 諸君より 現內閣 

の國 防の 不徹底を 論じ、 若く は 財政 計® の 杜撰 孟浪 

なる 事を 論ぜられた る ことは 旣に 申して 居る、 豫算 

の 財政 上の孟 浪 杜撰と 云 ふ 事、 屢 々繰返して 論ぜら 

れた 所の、 國 防の 危險な る 事を 知りつつ 協賛して 居 

るでは ないか、 さう するならば 是 •は 諸君の 議論は、 
旣に 自殺して 居る ので ある、 自殺して 居. るの みなら 


ず、 諸君が 財政 上 非難す る、 其 論 點 は 何 所に 在る、 
日く 意見を — 一一〗 一にす る、 主張を 二 三に すると 云 ふ 事 
が 一つ、 財政 計 迸が、 大正 十 年後に 改めなければ な 
らぬ やうな 不撤 底な ものであると 云 ふ 勤で ある、 然 
らば 諸君、 殊に 武富 君、 武富 君の 大技 大臣と して、 
大隈 內閣に 於て 爲した 所の 財政 計 迸 •海軍 の钺 張の 
計畫 を ffi か 三年 限りの 財源を 以てして、 將來の 計 Tlt JU: 
に對 しては、 衆議院 並に贵 族院の 追究に 會ふて 唯 だ 
最善の 努力を する のみと 言つて 遁れた では ありませ 
ぬか、 最善 C 努力 •武富 君 神に 非ず 無より 生じない 
それすら 4 武富 君は 議 會に强 ひたでは ないか、 我を 
信ぜよ、 我が 最善の 努力を 信ぜよ と 言つて、 白紙の 
豫算を 出して、 協賛を f-t 衆 兩 院に强 ひたのを 御 忘れ 
になつ たか、 是 から 見るならば 現 內閣の 財政 計畫は 
假 りに 諸君の 言 ふが 如く 杜撰な りと 雖も •諸君の 立 
てた 財政 計 ffi よりは、 遙に 健全なる ものと 云は なけ 
れぱな らぬ 、更に 又 意見を！ 一三に すると 云 ふのは、 
是ほ此 議場に 於て 藏相の 言は れた より 善き 意見が あ 
れぱ ，敢て 固守せ ずと 言つ た、 此事で あらう と 思 ふ 
諸君、 之を 外の 人が 論議す るなら ぱい ざ 知らず •賢 
明なる 武 富時敏 君が 之を 以て 反對 する に 至つ ては、 
吾々 實に 驚かざる を 得ない ので ある (「何を 言つて 
るか 分らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 御 分りに ならなければ 

御 話し ませう、 新しい - 極めて 新しい 事で、 武富 

君は 所謂 還元の 役に 於て 貴族院の 諸將に 肢圍 まれて 
衆議院の 與黨の 力に 依て 無理に 通過せ しめた 所の、 
諸君の 所謂 減債基金 問題なる ものは CV 此 貴族院に 於 
て 包 Bg の裡 に陷つ た、 此時 にどう 爲 さつた、 此 時に 
ほ 平生 英國 流の 政治家を 以て 任ずる、 豫算に 付て は 
少なくとも 貴族院よりは、 衆議院を® 重し なければ 
ならぬ と 云 ふ 主張を 持つて 居る 武富 君が、 衆議院を 
通過して 行つ た 時の 財政 案に 對し て、 貴族院の 包圍 
の 中に 陷つ て、 潔く 辭職 する 事を 知らず して、 却て 
元老の 袖に ii つて、 其 調停 G 下に 面 縛 降を 乞 ふた 事 
を 御 忘れに なつた か、 (「顔色な し」 と 呼 ふ 者 あり 
拍手 起る〕 是れ 衆議院の 財政 協賛 iffi !- 對する 所の 大 
なる 悪例を、 武富君 自ら 造つ て、 ft 族院に 面 縛 降を 
乞 ふた 人が、 玆に 衆議院に 向つて、 現 政府が 妥協す 
るは 非な りと 云 ふ、 是に至 つて 我 何の 意た るを 解す 
事が 出來な いので ある (_' それは 本 當の理 由で ない 
J と 呼 ふ 者 あり：} 是が本 當の 事で ない と 云 ふなら ば 
諸君は 天下を 欺く ものである (「默 れ」 と 呼 ふ 者 あ 
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0 謎 長へ 大岡 育造 君，) 靜 桁に 
0 吉植庄 I 郎君 更に 尾埼 君は 超り に 非 立 SS •若く 
ii 現內閣 C 政策 C 見る ものがない と 言 ふ、 ft 苽 を 二 
三に すると 云 ふ， 併ながら 是も 外交 上に 於け る 問題 
は、 努めて® 爾に1たいと私は思ふ、汲政合0 ?!1 站 
たる 尾 培 君は、 今日 此 席に 於ても、 K 々吾々 が S 外 
に 感ずる 所の 言葉を 繰 返されて 居る c  r ひや く. 〇 
玆に払 の 記憶を 申して 見るなら ば、 日英 同盟には 現 
內閣が 措 匿が 惡 いので 「ひび」 が 入つて 居る ではな 
いか、 之を  >ごニマ' -|,- ^ .' .;;た-又「アルサス、ローレ 
ン」 の 恢復 •是れ は 反對 せざる を 得ぬ と 仰つ しやつ 
た (「 のぅく」 「誤解して 居る」 と 呼 ふ 者 あり：； 又 唯今 
も浦鹽 に 英吉利の 軍® の 行つ た 事に 付て、 S1 月 君ょ 
〇 言は れたが 、尾 崎 君は 最も 之に 力を入れて 論ぜら 
れ C 居る 又 支那に 對 して、 現内閣は 頻りに 南を 跶し 
北を 援けて 居る、 是 は 事 迓で ある、 斯 G 如き 言論を 
弄される、 外交 上の 問題を、 公開の席に 於て 輕 V し 
く 言辭を 弄すろ 事を K しまなければ ならぬ と 云 ふ 事 
は、 無論 諸君 も 御 承知の 事で ある、 政府が 答 辯す る 
ことを ts るべき 性質、 又聽 くこと を tl かるべき 性 K 
の 問題は、 荀も臺 閣に 列して 賢 任を 知らる る 尾 崎 君 
は、 最も 能く 知つ て 居る 筈で ある、 諸君の 外交 上 G 
失敗、 此大 失敗は 第三 十七 謖會に 於て、 祕密會 に 於 
て 曝露せられ たでは ないか、 併ながら 此祕幣 ir に 於 
ける 內容は 、今 尙法然 として 祕密で ある、 私は 之を 

知つ て も - 傍 is して 居つ て も、、 禾だ曾 て 之を 口外 

した ことは ない、 要するに 交 那に對 する 現內閣 の 施 
設に 、多少の 諸君の 窓に 滿た ざる 所 あり としても* 
若し 意の 滿たな い 所が あると 云へ ば、 其 原因は 誰 •か 
したので あるか、 之を 能く 諸君が 御考 になつ て 見た 
ならば、 即ち 支那に 對する 祕密會 に 於て、 現內閣 に 
曝露せられ たる 所の 3¢ 跡始末， V する が 爲 に、® 內閣 
が 所謂 補塡 修正に 維れ 日 も 足らぬ ので ある c 拍手 起 
る〕 即ち 諸 対の 尻 拭 >> して 居る ので ある、 其 TW 任は 
諸君が 負は なければ ならぬ ではない か、 現 內閣を 責 
める 前に， 先 づ 自ら 天下に 謝して 然るべきで ある、 
殊に 武富 君は 斯_な 事を 言は れて 居る、 此 場の毋 氣 
を 見る に、！ 人 も 現 內閣に 賛成す る 者は 無い、 唯 だ 
時局 重大なる が 故に、 政爭を 滋 くして 時局に 害を 與 
ふる 事を 恐る ると 云 ふ 意味に 於て、 陰 忍 自重して 居 
る 丈で あると 言 はれた、 是は 多くの 御 話に 付て 吾々 


院議 衆© 蕺國帝 回 十四 第 


は 反對 する莕 であるけれ ども、 此言旗 は 其 通りで あ 
らうと 思 ふ、 諸君、 併ながら です、 現内閣 存立の 意 
味は、 此外に 今一つ 有る ことを 御 忘れに なつて はい 
かぬ のであります、 武富君 の 側からは、 是は言 ひた 
うないので ありませ う、 併ながら 現内閣 —— 所 ! 1? 諸 
君の 以て 非 立憲と 稱する 此官燎 内閣の 由て 生じて 來 
た 原因に 遡つ たなら ば、 ^ 政內閣 、即ち 大隈 内閣の 
非行、 惡 政、 此跡姶 末を すると 云 ふこと が、 現内閣 
の 現出した る 所の I 大 原因では ないか (拍手 起る〕 
而 して 今尙ほ 現内閣の 秕政 I 內政及 外 政の 兩 方面 
に 於て、 熟 心に 此秕 政の 矯正を して 居る ので ある、 
(拍手 起る〕 若し 現 內閣が 前 内閣の 秕 政の 掃除が 了 
へて 仕舞つ たなら ば、 或は 現内閣 存在の 一半の 理由 
を 失 ふか も 知れない、 併ながら 諸君の 內閣 のした 不 

都合なる 事椚の 掃除が、 未だ 出 來上つ て 居らぬ 間に 

於て は、 現内閣 存在の 理由は ち やん と殘 つて 居る の 

である (「何の 掃除を する の だ」 「馬鹿な 事を 言 ふ 

な J と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 論ょ 〇證據 ではない か、 

又 諸君の 內 閣が殘 した 事柄に 因て、 現に 一昨日の JI 

算符 黐に 於て 露は れたる 製織 所 鋼 塊の 拂下事 件の 如 

き即ち其|である(拍手起0)諸君、是が若し現内 

fH] でな く大隈 内閣 •か 存 紉 して 居つ たなら ば、 此三萬 

嘲を まだ 出來 もしない 會 社に 賣つた であらう、 さう 

L て □本 2 :中 の實業 家が 最も 必要と したる 鋼 塊 銅片 

n;® 一 f 全部を、 通 政 會或 一派の 者が 之を S3 斷し たで 

あらう (「何を 言 ふ」 「違つ て 居る」 「馬鹿 言 ふな 

J と 呼 ふ界 あ〇喧 騷驻 し) 是は 現 内閣の 農相が 在れ 

ば こそ、 此 非行を 訐いて 以て 之を 直さん として 居る 

まだ 是れ 許りで it ない 評言 多く 喧 H を 極む) 百 五 

十 萬 圓 2 金を 何 かに 使つ て 仕舞つ た、 それは 言は ぬ 

方が 贵 下方の 御爲 であらう (「言へ  <」 「生 意氣 

言 ふな」 と 呼 ふ 者 あ 〇鼐极 喧騷〕 鴨綠 江の 採 木 公司 

の 事件 だ (拍手 起る) それは 諸 若の 領袖に 聽き 給へ 

—— 領袖に H き 給へ、 議場に 於て 是れ 以上 S 事は 多 

く 言 ひたくない、 分らなければ 諸君の 領袖に e き 給 

へ、 此 百： 3r: 十 萬圓を 或 富豪の 手ょり 取つ て、 而 して 

之を どうした か ( I .事 H を 言へ」 と 呼 ふ 者 あ 現 

內閣 It 今 餞に 之を 監視して 居る、 此事件 も 遠からず 

諸君の 前に 爆 發せら るる 時が あると 云 ふこと を 资悟 

しなければ ならぬ (拍手 起る〕 斯の如 くま だ大隈 内 

閣の秕 政は、 一年 半 位で 容易に 矯正し 得られぬ ので 

ある (拍手 起る： >  現内 閣の 如 ? 畸形 的の 內閣 I 諸 
內閣彈 劾 決 諮 案 


君の 好まざる 所の 内閣が 存在して 居る のは •諸 封 自 
ら播 いた 所の 種子が 生えた ので ある、 故に 現内閣を 
責めん と 欲するならば、 憲政 會を解 散して から 出直 
して 御 出なさい C 拍手 起る 「顔色な し」 「旨い < 
」 と 呼ふ者 あ 〇〕 殊に 斯の 如き 分り切つ た、 如何に 
m 政會に 人 無しと 雖も (「無 禮な事 を 言 ふな」 「多 
士濟 々だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 如何にも 多士濟 々である 
多 士濟々 たる、 憲政 會の 諸君 •か、 貴族院に 向つ て 面 
縛 降を 乞 ふた 所 2 最近の 事！ H rr- 忘れた 如き 顔を して 
衆蕺院 に對 して 適 當なる 所の 諏歩を した 藏相を 責め 
自分の外交問題に付てほ、完腐なきまで祕密會に於 
て やり 付けられて 殆ど (「どつ ちが やつ fj' けられた 
J と 呼 ふ 者 あ 〇 喧篇甚 し〕 殆ど 今日に 於て 顏色 無く 
て 居る、 それを 忘れて K- 跡始末を して 居る 外交に 彼 
此れを 云 ふ C 「生 意氣を 云 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 丁 
度此彈 劾 案を fa /u で 見 〇 と、 全部を 通じて 憲政 會自 
らシ彈 劾す る 所の 案で ある、 選ぶべき 問題 も あらう 
に、 諸君が 道理 有る もう 少し、 筋の 立つ たる 天下の 
同情を 受けられる やうな 問題を 選んで 来たなら ば、 
幾分 かは 諸君の _論 に 吾々 は 公平に 賛成す るので あ 
る (拍手 起る〕 併ながら 期の 如き 遣 方で 諸君が ® に 
此案を出せぱ足ると云ふが如 ? |3: 、本員が前に言ふ 
た 通り、 諸君の 態度を 疑 ふ、 諸君の 心事を 疑 ふと 云 
ふたのは 此處だ 、此頃 斯樣な 噂が ある、 憲政 會は現 
在の 苦境に 沈淪 して、 如何にして 之を 切 脫 けんかと 
云 ふ 事に、 餘程頭 腦を惱 めて 居らる る やに 聞いて 同 
情に 禁へぬ (「馬鹿を 云 ふな」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 如何 
にも さう であ 〇 ませう それで 鹚國 一致 內閣を 造り、 
其 一角に ilj 込んで、 以て 運命轉 換の途 と 做さん とす 
るので ある (拍手 起る： | 成样是 は c  r 陋劣な 琪を云 

ふな」 と 呼 ふ 者 あり〕 成程 噂 丈で あると 思つ て 私は 

信じな かつた けれども、 先刻 尾 崎 君の 此 ® 上に 於け 

る 言論の 中に、 端な くも 天下 '〇 人材 才能を 集めた る 

所の 内 開を 造つ てと 云 ふ此 I 言は、 即ち 此噂に 裏書 

をす る 所の 確かな ものであると 思 ふ (拍手 起る〕 諸 

君、 成程 他人 心 有り 我 之を 忖度す 况や 之を 言論に 發 

する に 於て おや、 尾 崎 君の 言は れた 即ち 憲政 會の苦 

境を 脫す るが 爲に (「のう <」 議場 騷然〕 擧國一 

致 內閣の 献立は 諸汜 としては 妙計で あるか も 知れな 

い、 問く ところに 依れば 旣に 諸君の 手には 內閣の 役 

割 迄 も 御製 造に なつて 居る やに 聞いて 居る (拍手 起 

る：* 片岡君 などは 今度 ii 大藏 大臣に 御 爲 りになる さ 


うで ある (拍手 笑® 起る〕 併しながら (「 ?!• ほ 何に 
なる」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君に 奴つ て li 是れが 最上の 
智惠で あるか も 知れない けれども、 是れは T 度 諸 P 
が 身の程 知らず して 現内閣を 攻_す ろと 同じく、 誰 
か敢て 諸君の 道 伴れ になる 者が & ります か、 # 下方 
の總 指揮官た る 加 藤 子爵が •擧 ® 一致の 外交を 爲さ 
むがた めに 現内閣が 外交 調査 會を 設けた、 此の 場合 
に 於いて 劈頭に 此の 調査 會に 入る ことを 拒 絕 して、 
擧國 一致の 外交の 出来ない やうに した 本© ではない 
か I 大本® では !, J: いか (拍手 起る) 其の 者が 手の 
裏 反す 如く、 0 分の 內閣 —— 擧國 一致の 內閣を 招へ 
て 其の 一員に！； 込まん と 言 ひ 出す 者 も あるまい か、 
言 ひ 出した ところで 誰か 之を 容れん や、 そんな 愚な 
者 it まだ 日本に 一人 も 居ない 諸君、 斯 2 如き 愚劣な 
る、 不徹底なる —— 諸君は 能く 現內閣 に 向つ て不徹 
底と か、 明瞭を 缺く とか、 無責任な りと か 云 ふ、 此 
諸君が 旣に 豫算 案を 通過 させた る 後に 於て" 內閣彈 
劾 案を 出す のは、 差 引 零に する 作戰で ある、 是が即 
ち 差 引 零' た、 昨日は 內閣の 信任を 表し、 今日は 內閣 
の 不信任案を 出す、 若し 突發 した 事件が あつたなら 
ぱ 、諸君の 議論は 立つ、 突發 事件に 依らず して， 內 
閣の 生命た る豫算 案を 易々 と 通過 させて 置いて (「易 
/% ではない ぞ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而 L て 其 後に 內閣不 
信任 案を 出す と 云 ふのは、 諸君が 「ブラス、 マ ィナ 
ス J である、 此作戰 を やつた のは、 諸君が 擧國 一致 
內閣を やる が爲 に、 有 ゆる 方面に 於て、 其 表面の み 
所謂 外 硬內柔 、表面の A 强 さうな ことを 言うて、 裏 
面に 於て は 天下の 有 ゆる 方面に 愛嬌を 振 蒔いて、 以 
て 其 非望を 遂げん とする ものである、 心忙しき 春の 
山風と 云 ふ 歌が あるが、 吹かず とも 花は 散る 時が 來 
れぱ 、散る もので & る、 何故 心 急いで ^ • く 風で ある 
か、 諸君、 ® に 現內閣 の 一口 も ¥ く 其 存在の 意味を 
失つ て、 憲政の 常道に 依る 所の 內閣の 現出を 望むな 
らば、 諸君の 如きは 大に 考慮し なければ ならぬ ので 
ある、 諸君の 如き 未だ 生々 しい ■悪で (i ない、 創痍 
滿身 •猶ほ 其 矢を 被る こと !!! I 毛の 如き 諸君で ある、 
其 口より 現 內閣の 非行を 訏く とか、 訏かぬ とか 云 ふ 
やうな ことは 言 はれない ことで ある、 是即ち 先刻 僚 
友の 小久保 君、 其 他の 諸君から 繰 返された 如く、 現 
內 閣に對 して 不信任案を 出す のは、 現 內閣 信任の 決 
議を琪 實に 於いてす る やうになる ではない か、 さう 
云 ふこと を 承知して 居りながら、 ® 々 之を 繰返し、 


而 して if 々繰 返す に從つ て 明瞭なる 意思を 缺 いて 來 
る、 不徹底に なつて 來る 、さう して 其 態度まで 疑は 
しむる に 至つ ては 成程 斯の 如き 惡劣 なる、 愚劣なる 
政 黨が在 る 間は 超然 內閣が 必驳な りと 云 ふ、 此藉口 
の 口 » を 35 せし むる 上に 於ても、 諸君は 憲政の 賊で 
ある、 恐らく 諸君の 今日の 態度は、 超然 主義を 執る 
人々 をして、 官僚主義の 人々 をして、 常に 好個の 辭 
柄と なつて、 彼等の 如 0- 自分の 非は 棚に 上げ、 S 分 
のした 事は 總て 忘れた 額を して 居る、 實に 無責任 3 : 
まる ものである、 斯樣な 者に 國政を 委ねる ことは 出 
来ない、 故に 吾々 が 出る ので あると 言つて、 此超然 
內閣 が®々 出て 來 る、 此 藉口に いつでも 使 はれる の 
である、 それを 知るならば 少しく 身の程を 顧みて、 
斯の如 き 案は 速に 撤廢 する のが 相當 であると 思 ふ 〇 
である (拍手 起ろ〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 今 井嘉幸 君。 

ご 〔法 學博士 今 井 嘉幸君 登壇〕 

0 法學® 士今井 嘉幸君 私は 極めて 簡單に 賛成の 趣 
旨を 述べ やうと 思 ひます、 唯今 聽 いて 居ります ると 
憲政 會內閣 に對 する 色々 の 攻擊を 致しました が、 是 
は 問題外の 事であります から、 さう 云 ふ 問題には 簡 
單にす る 趣旨から 觸れな いで、 喵だ 現內閗 に對 する 
反對の 趣旨を 即ち 此不 信任 案に 對する 賛成の 趣旨を 
簡 m に 述べ やうと 存ず るので ある、 現 內閣が 成立し 
た 當 時に 於き まして、 日本 fea 民 殆と 全部の 頭 !- 斯う 
云ふ考 が 起つ たで あら うと 思 ふ、 此內閣 は 其 成立に 
於て 極めて 非 立憲の ものである、 非 立憲の もので あ 
る けれども、 今日の 時局は 非常な 辣腕を 有して 居る 
所の 人物を 要する 時期で あるから、 今回の 內閣に 立 
つて 居る 所の 諸 公は、 一見 頗る 辣腕を 有して 居る、 
非常なる 腕を 有して 居る やうに 見える、 故に 暫く 其 
時期を 延引して 其爲す 所に 任せ やう、 斯う 云 ふやう 
な 考が國 民 一般の 間に 宿つ て 居つ たらう と 思 ひます 
而 L て 今日の 時期は、 斯の 如き 大に腕 を 揮 ふべき 所 
の 時期で ある、 即ち 彼の 南洋に 於け る 所の 澤山の 領 
土と 云 ふ もの ほ、 之に 向つ て 日本の 腕を 用 ゆべき 餘 
地が 非常に ある、 それから 又茭 那に對 しては どうで 
あるかと 云 ふと、 從來 は 歐 米諸國 と共に 事を やらね 
ばなら なかつ たのが、 今日は 殆ど 日本の 獨舞臺 で や 
れるや うにな つた、， それから 又 彼の 露 領に對 しては 
どうで あるかと 云 ふと、 露領の 其 地 tel の 色と S ふ も 
のは、 日本に 對し ては 曾て 恐怖の 原因と なつた もの 
三〇五 
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であるが、 然るに 今日 ほ 腕を &>れ :7: 、幻何た广':.. 
4出來ると云ふ }|> ,態である、然るに斯桴なるものに 
對 して •果して 何事， v やつた か <J fa (T( 々々J と 呼 ふ 
者 あり) 彼の 大隈內 K に 於 .? まして if. 、 其 施設に 於 
ては 色々 非難が あります、 私 も 其 一々 に對 して 资成 
を 表する もので： if ありませ ぬが、 併し 兎も角ぐ 大隈 
內閣が 努力 箱 Eg した 迹は 、歷 々として 見る ことが 出 
來る ので ある、 C: のうく」 と 呼 ふ 者 あ〇〕 先づ彼 
の 日獨賤 爭をや つたのは、 兎も角も 大な る活励 であ 
る、 それから 又茭那 に對 して、 日 支 交渉と 云 ふこと 
を やつた のは、 是も 批評 (?. あるけれ ども、 兎も角も 
大なる 活動 2: 見なければ ならない、 それから 又 K 後 
に袁世 凱に 對する 所の ® ?; 即ち 袁 征伐と 云 ふこと に 
對して 好® を 表した と 云 ふ ifi 方は、 兎も角も 批評が 

あろ か 知れない が、 併し 努力 舊闘 したと 云 ふ 其 迹ほ 

歷 々として 見られる ではない かと 思 ふ、 然るに 現內 

閣は果 して 何琪を 爲し たか、 今までの 間に 之に 匹敵 

すべき 事を 何事を 爲した か、 殆ど 見る ことが 出来な 

いのである、全：然無能であると云ふことを、此點に 

於て 言 It なければ ならぬ ので ある、 唯 だ 茲に 一つ 稍 

々ちよつ かいを 入れた 事が ある、 それは 何で あるか 

と 云へ ば、 支那に 對 する 遣 方で あ /) 、 他 2 歐 米諸國 

とか、 南洋と か、 或は 沿海 洲と云 ふやうな ものに 對 

しては、 何事 もやらぬ が、 唯 だ 支那に 對して はちよ 

つかいを 入れた 迹を 見る ことが 出来る、 けれども 其 

入れた 所の ちよつ かいと 云 ふ ものは >  實 に 飛んでも 

ない 所の 方針を 執つて 居る、 即ち それ (± どう 云 ふ 方 

針を 執つて 居る かと 云へ ば、 彼 2 支那に 對 して 隅 敗 

したる 所の 官僚、 言ひ換 へれば 寶國 奴と 云 ふ 者を し 

て、 勝利を 占める やうに 後援を して 居る、 即ち 段祺 

瑞の 後瑗を やつて 居る ので ある、 (「もう 止せく」 

と 呼 ふ 者 あり〕 是は 正義 人道の 上から 見て、 非常に 

攻擊 すべき 所の ものである、 兎に角 此 議場に 於て 正 

義人 道と 云 ふこと を 申します と、 止せと か 何とか 云 

ふこと を 申します けれども、 英國の _會 等に 於て は 

彼の、 阿片 職爭の 時で も、 長髮賊 の 時で も、 正義 人 

道と 云 ふやうな 事が、 常に 間 題の 眼 mi になつ て 居た 

ので ある、 日本の 議會に 於て、 正義 人道の 聲を鹧 く 

ことの 出來 ない のを ji 憾と する のであります、 即ち 

正義 人道と 云 ふ 上から 考へて 見て、 斯の 如く 國を滅 

ぼ さう とする 官僚、 閼 敗して 居る 賣國 奴を® 手に し 

て、 それに 後援を すると 云 ふことは 非常に 間違つ た 


事で ある、 而 して それの みならず、 彼の 段 一辰が 後 
日日 本の 後援に 依て、 假 りに 勝利を 占めたと 假定し 
たなら ば、 其 結果は どうで あるかと 云 ふと 今日 こそ 
彼等は 日本に 封して 娓を呈 して 居る けれども、 硪後 
に 於て は 日本に 尻を 向ける ことは 瞭々 たる もので あ 
る" それ if 彼等の 元祖で ある、 袁世 凱が やつた 所の 
逝 方で ある、 即ち 段錤瑞 I 人の 勢力では ない、 袁の 
時に 於ても" 袁ぱか 〇 の 勢力では ない、 袁世 凱の 周 
固を 辏つて 居る 官僚の 勢力で ある、 袁は 滅びた が、 
其閼敗 したる 官僚は •其 燼段祺 瑞に 移® して 居る の. 
であろ、 彼等の 遺 方 (?. 唯 だ 其 利に 走り、 唯 だ 其威壓 
に 恐る、 と 云 ふことの みで ある、 日本に 對し て媚を 
呈 して 居る のは、 其 威壓に 恐れ、 其 利に 走つて 居る 
に過ぎない、 戰 後には 必ずや 他の 歐米 諸國 の爲 すが 
儘に 委して、 日本に 對 しては 尻を 向ける と 云 ふこと 
ほ、 是れは 瞭 々として 火を 賭る ょり 明かな 事で あら 
うと 考へ るので ある (拍手 起る r 靑ニオ 生 意 氣を言 
ふな j と 呼 ふ 者 あり) 而し て斯の 如き 事を やる に 付 
きましても、 果して 日本は 主動と して —— 他の 國を 
№1 らず 主 動と してやつ たかと 云 ふと、 其 遣り方は 全 
く 他 S 尻 馬に 乘り 、或は 御先棒に 使 はれる と 云 ふや 
うな ことで 終つ て 居る ので ある、 即ち 第一 參戰 問題 
ほどうで & つた か、 彼の 參戰 問題の 如き ものは 斯う 
云 ふ 事が 起らなければ、 支那の 出 來事は 殆ど 日本 獨 
りで 解決 出来た ので ある、 然るに 參戰 問題を 起した 
もので & るから して 支那の 事を 處理す るには 日本 獨 
りでは 出来ない 他の 國と 一緒に やらなければ ならな 
いと 云 ふやうな 狀態に 至つた ので ある、 即ち それは 
金く 英國の 尻 馬に 乘つて やつた ものと 言は なければ 
ならぬ、 而して 其參戰 問題の 結果と 云 ふ ものは 今日 

どうな つて 居る かと 云 ふと 歐 米に 對して 何事 もやつ 

て 居りは しない、 支那は 歐 米に 對し て參戰 して 居る 

かと 云へ ば、 參戰の 迹と云 ふ もの ほ 一つ も ありは し 

ない ので ある、 唯 だ 支那の 出来事を 日本 獨りで やる 

事が 出 來な い、 歐羅巴 諸國の 共同の 處理に 委任す と 

云 ふ 結果に 終つて 仕舞つ たに 過ぎない ので ある、 そ 

れから 其 次に 起つ た 所の 關税 問題の 如き もの も、 矢 

張 さう である、 即ち 是は 今日 歐米 諸國が 支那に 於て 

(「 簡單 J と 呼 ふ 者 あ 貿易と 云 ふ ものは 殆ど 無い 

唯 だ 日本の みが 支那に 對 し て 貿易を やつて 居る、 其 

貿县に 於て、 日本に 十分なる 所の 發 展を爲 さしめ な 

いやう に、 關税の 引 上を すると 云 ふの が 興 關税 問題 


の 根摅 で. ある、 而 して 今日は ど 5 なつて 居る かと 云 
ふと、 支那は 此關稅 問題の 利率を 定める のに、 今日 
の戰 時の 相場、 非常に 物 衍 の瞇 つた 所 〇 腿 時の ffl 場 
で 以て、 之を 定め やうと 云 ふやうな ことを 主張して 
居る、 而して (「 簡單々 々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 法學® 士今 并嘉幸 君歐米 諸國は 之に 對して 賛成 
をして 居る、 日本® 〇 がそれ に對 して、 E 對を する 
と 云 ふやうな 狀况 に陷 つて 居る、 それから 最近に 起 
つた 所の 彼の 大達 公司の 出来事の 如き ものは どうで 
あるか、 即ち 彼の 支那が 捕 迤した 所 2 十 何艘の 船と 
云 ふ ものは、 初めは 其大達 公司と 云 ふ ものを 推へ て 
其大達 公司から 日本 全部が 一 ^ 日本 S 會社 全部が 之 
を 引受ける と 云 ふこと になつ て 居つ たのに C 「止せ 止 
せ」 と 呼 ふ 者 あり) 偶々 彼の 林 公使 ほ 英國 公使の 一 
喝に依 つて 之が 縮み 上つて、 さう して 其 船を 日本の 
みが 取らずに、 他の 國 にも 分配し なければ ならぬ や 
うな 事に なつて 來た ので ある、 即ち 支 鄹の 外交と 云 
ふ ものは、 日本 搦りで やつて I 日本が 先に 立つて 
やつて 居る かと 云 ふと、 決して さう ではない、 他國 
の 尻 馬に 乘〇 、御先棒に 使は れて 居る と 云 ふやうな 
狀態 になつ て 居る ので ある (「君が 御先棒に 使は れ 
て 居る の だ」 と 呼 ふ 者 あり) さう 云 ふやうな 此內閣 

- さう 云 ふやうな 此 外交の 方針を やる 所の 此內閣 

が、 果して 戰後の 經營と 云 ふ ものが 出來 ます か、 歐 
洲の 講和 會議に 出す 所の 使節を 何人に する かと 云 ふ 
其 人の 人選 さへ も 出来ない ので ある、 到底 吾々 は此 
戰後 2 經營 、講和 會會議 に 臨む 所の 其 策を， 此內閣 
に委丁 る ことは 出来ない のであります、 故に 此 意味 
に 於て 私は、 此の 内閣に 對して 不信任案を 提出した 
ものに 賛成を する 者で ある (拍手 起り 「もう 宜しい 
分つ た」 と 呼 ふ 者 あり) 最後に (「もう 宜い よ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 政 友會の 諸君に 一言 致します、 (「無 ) tj 々 
々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇法學 博士 今 井 嘉幸君 政 友會の 諸君に 一言 致し ま 
する が、 (「何を 言 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君 等の 
態度は 非常に 不眞 面目で ある、 極めて 不眞 面： HI であ 
る (「何が 不眞 面目 だ」 「何を 言 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あ 
り 議場 騷然〕 例へ ば 此內閣 不信任案で あると 云 ふな 
らば、 非常なる 眞 面目なる 態度を 以て 是に 見えな け 
れぱな らぬ •然るに 此內閣 の 不信任案に 對する もの 


に對 して 說明を し I 反對說 を唱 へられる 所© 人と 
云 ふ ものは、 首 t'rJ 自ら 之に c pl .r なけ. ； - 
ある (「 何を 言 ふの だ J と 呼 ふ 者 % り S 場睡 然) 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 ^ け に ：… 

〇 法 织博士 今 井 嘉幸君 そ U から 國民货 〇 人は どう 
であるかと 云 ふと、 斯う 云 ふ 問題に 對 しては、 首領 
自ら 是に 出で 當らな ければ な I •: > ぬので ある、 然るに 
憩 政會が 誠 窓を 盡して 之に 岱 つて K るに 拘らず .政 
友會 並に 國 民！？ i と 云 ふ も 〇 -は、 首領 自ら 此問題 r. s; 
して 當 つて 居らない、 斯う 云 ふやうな 不 aj 面目な ^ 
に ほ、 到底 此 天下の 政治を 託する ことが 出來ぬ と 思 
ふ 故に、 願く はも •つ 少し © 面目なる 態度を 執られて 
此 憲政の 爲 に 盡され むこと を 希望 -r る . ~\ 拍手 起り 「何 
が 不 @ 面： m だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 前 川 虎造 君 I ®! て 六 時に 近 
つきます から、 時間の 延長を 致します、 即ち 本案 0 
討議を 終る まで 延長を 致します。 

〔前 川 虎造 君 登®  J 

〔拍手 起る〕 

0 前 川 虎造 君 私は 今此 問題に なつて 居る 決讁案 に 
は、 反對の 意を 裘する 者であります、 此決讁 案の 趣 
意から 云 ひます と、 「現内閣の 存立は ® 政 C 常道に 悖 
〇 天下の 人心を 繫 くに 足らす」 と 云 ふ 文 旬が ある 此 
點 に 至つては 吾々 も 異論は 無い ので ある、 菡 政£常 
道に —— 初めから 常道では ない ので ある、 常道で li 
ない が 爲に 、一た びは 此內閣 に 向つて、 吾々 も 惑 政 
會の 諸君と 共に 不信任案を 提出した のであります、 
併ながら C 「外交 調 St 會の 一員に 収られ たが 故に」 と 

呼ふ者あ0〕無論さ6で & 0ます - 無論 さう であ 

ります、 吾々 が 一番 不安心に 感じた のは 外交の 一事 
である、 然るに 其 外交に 對 して (I .連® K 任」 t 呼 ふ 
者 & り〕 吾々 の 信ずる 他 2 色々 な 11 密院 あたりの 方 
面から 人を 集めて、 外交に (t 力を 特に 集めて^ i を 
して 當 . 6 と 云 ふ 一つの 機關が m 來た ので ある、 先程 
から 諸君 等の ii 論を 承れば、 此外交 の內 部の 事が 分 
らな いから、 外務大臣に 言へ < と 云 ふこと を. 御請 
求に なつて 居る 所が 外交の 事 U、 0 左樣 に輕々 しく 言 
ふべき ものでは ない、 又 言へ ば 其 事が 行は れる こと 
が 出來な いので ある、 恰も 敵に 向つて 作 戰計畫 を 先 
づ豫め 通知す るのと 同じ 事で ある、 斯様な 馬鹿な 事 
は 外交で m 来る 筈は ない (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 
故に 憲政 會の 諸君に して、 此 外交の 成 行を 知らん と 
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欲する 渚が あるなら ば、 何故に 君 等の 總裁加 藤 高 明 
一 は (笑聲 起る) 此外交 調 商 會に 入らな S つたの 
であります か 「拍手 起る) 吾々 ii 外交 調 赉會を 通じ 
て 現れる 政策に 就て は， 男らしく 寶 任 を 持つ と 云 ふ 
ことを 天下に 宣言して 居る ので ある、 居る と 同時に 
今 如何なる 外交は どう 云 ふ 方面に 向つ て 進行して 居 
ると 云 ふことは、 吾々 には II 氣なが ら分 るので ある 
分る と 同時に 又 I 種の 安心 も 出来る ので ある、 諸君 
はまる で 闇の 中に 居る やうな 考 をして 居つ て、 さう 
して 外務大臣が 事細かに 說明 せぬ から、 外交 (1 不安 
心で ある、 是れは 怪しから ぬ 外交で あると 云 ふ 攻擊 
は、 甚だ 吾々 の 感心し ない 所で ある、 殊に 武富君 や 
尾 崎 君が、 もう 少し 此の 内容に 就て 反對す べき 事實 
を 御犁げ になる こと、 吾々 は 期待して 居つ たので あ 

る、 所が 唯 だ II 崎 君の 如 S- は、 周知の 事 ® である、 

公然の 事 實で ある、 —— 是は 何事で あるか、 公然の 事 

云 ふ斷定 は 尾 崎 君 I 人な さるので あらう、 少く 

も 憑 政 會の辦 S 以外の 者が、 公然の 事 實であ ると か 

周知の ? (I 實 であると か 云 ふ 事は 何の 事で あるか 吾々 

は 一向 其 事柄が 分らぬ、 嘗て lit 事に 付て は、 少し 諸君 

に旣往 に ii つて 御 話す る 事が あるので &り ます、 夫 

はどう 云 ふ 事で あるかと 云 ふと 大正 四 年の 六月 四日 

に、 此_ 場に 於て 諸君の 恝いて 居る 內閣に 向つ て、 

吾々 が 不信任 第を 提出した ことがある (r 何， 言 ふ」 

と 呼 ふ 者 あり) 其 不信任案は 矢 張黝茭 交 涉の事 を 誤 

つたから、 lit 內閣に 外交を 託する ことが 出來な いと 

云 ふ 趣 窓で、 师劾 案を 提出した ので ある、 其 當時大 

K 内閣の 失敗、 此失敗 は どう 云 ふ flf から 來て 居る か 

と 云 ふと、 此對支 外交、 爲さぬ でも 宜いの に 二十 一 

简條 を 突然 淸 H に 注文を L て - 要求を して、 而も 

其耍 求が 仕舞まで 徹底した か、 おまけに 出兵まで し 

て — 出兵まで して、 さう して！ 月の 十八 日に 支那 

へ 通牒を して、 それから 二 月の 三日に 始めて 支那と 

交渉を 開いて、 それから 四月 二十 六日には、 | 旦耍 

求した ものを 改めて 更に 出して 居る、 それから 更に 

又 最後の 通牒なる ものを 發した 、其 倚 後の 通牒の 間 

には どう 云 ふ 事情が 伏在して 居つ たか、 I 旦 要求し 

たものを 中頃で 引 込めて、 有耶無耶に 此 問題を 置い 

たのである、殊に敁も日茭の關係をして險惡ならし 

めた 原因は 何で ある、 二十 一節 條中の 第五 項に ある 

两： 祭 咄 — 篑察咄 、節 問の it 聘 、軍器の 同盟、 lit 三 

節 lir; け e も此二 十一 筛條屮 の irr 嬰なる 案件で あつた 
内閣 隙 劾 決議案 


其 甫要な る 案件を 仕舞には どうした (r やめて 吳れ 」 
と 呼 ふ 者 あり) 此案件 を ns した 爲に 、諸君、 其當時 
最後通牒を 發した 九月 五日 — 九月 五日と！ K ふ もの 
に對 しては、 支那 人は ど 5 云 ふ 感想を 持つ たか、 九 
月 J.: 日は 國辱記 念 日、 國恥 記念日で ある、 おまけに 
救 國貯 金と 云 ふ 形と なつて 現れて、 日 支の 親善を 確 
に 害した (拍手 起る〕 吾々 は 此事迓 を 舉げて 政府に 
迫つ たので ある、 諸君の 今度の 此 案に 如何なる 内容 
が ある、 全然 內容も 無くて、 唯 だ 周知の 事實で ある 
公知の 事 s' である、 外務大臣が 質問した けれども 答 
辯せ ぬ、 怪から ぬ 大 K である、 左_な 事が 彈 劾の 趣 
意になる か、 殊に 又 此內閣 に 向つて 豫算 案に 同意し 
たのが 不埒で ある、 それは 何事で あるか、 此內閣 の 
性質が 固ょ 〇 さう である、 衆議院に I 人の 與黨を 持 
たない 内閣で ある、 其 内閣が 自分で 立てた 案を 完全 
に 通す と 云 ふこと が 始めから 自惚が 强 い、 故に 當局 
者と して 相當な 計 5rt (i 立てなければ ならぬ が、 衆議 
院の 多 © の容れ なんだ 時は、 W1 當の處 置を 執る こと 
は、 初めから 内閣の 成立が さう m 來て 居る ので あり 
ます、 何も 怪しむ に 足らぬ、 併し 諸君、 內閣は 非 立 
憲であ る、 甚だ 不都合な 内閣で ある 假 りに 諸君の 言 
ふ 通りに 前提を して、 此內閣 を 倒して どう 云 ふ もの 
を 諸君は 御 造になる 考で あるか、 憲政 會の總 裁 加 藤 
君が 御 遣りになる 積り であろ か、 又 先程から 頻りに 
外交 通を 振 廻され た a 月 小 太 郎君が 遣られる ので あ 
るか、 吾々 は 此千賊 一迎の 時機に 於て、 同じ 事を 繰 
返し < 何遍もす る 煩に 椹へ ない ので ある、 啻に 煩 
に堪へ ざるの みならず •斯樣 な 事を して 居る 暇 か 無 
い 憲政 會の 諸君 ii 餘〇氣 にし 給 ふな 何も 君達が 騷い 
で、 某 騷 いだ 結果が どの位 國 家に 利益を 與へ るかと 

云 ふこと を 少し 御者に なつたら 宜から う C 「君の 演說 

が どの位 國家に 利益を 與へる 办」 と 呼 ふ 者 あり) 斯 

ふ 云 ふ 事 ii 姑く 措いて、 哲等の 提出せられ た 案、 大 

分 先刻から 立 代 〇 入 代り 色々 御 演說が あつたが 其 御 

演說の 中に、 成程 是は 外務大臣 の 著しき 失政で ある 

と 云 ふやうな 事が 認めら る X ものが 無い のでは ない 

かそれ で 殊に 諸君 等が 最も 考へ なければ ならぬ 事は 

諸君 等が 蒔いた 種が、 支那に どの位 蟇つ て 居つ たか 

と 云 ふこと である、 諸君の 內閣が やつた 所の 此惡き 

種が、 どの位 支那 內 地に 基って 居った か、 此後 掃除 

と 云 ふこと に 付ても、 多大の 努力を 要する と S ふこ 

とは 明かで ある、 それで 吾々 は 絕對に 此內閣 と 云 ふ 


ものを 信す る 者では ない、 併ながら 外交の 上に 於て 
は 村當の 辟 關を 打 ち、 外交の 中の 事が 分る やうに tj] 
來て 居る ので ある、 故に 吾々 (i 外交 ほ 或る 程度まで 
は 安心して 然るべ しと 考へて 居る ので ある、 憲政 會 
の 人達は 先程から 蹦いて 見れば、 尾 崎 君な どは、 西 
比 利亞が 非常に 危なくな つて 居る、 南滿が 非常に一 
— 都合に 依て 彼處で 飛行機な どを 組立ての 日本へ 襲 
來 して 来ろ から 分らぬ、 其 言語の 外には、 西 比利亞 
出兵と 云 ふこと が あるで ありませ うか、 西 比 利亞出 
兵、 斯樣な 事が 出来る か* 能く 冷 靜に考 へて 見る が 
宜い 、又 外交の 事は どう 云 ふ 事で ある、 外交の 事は 
對 手仕事で ある、 此方 ばかりで 決めても、 向 ふが 應 
じて 吳れな ければ 出 來な い、 故に 出 來るべ き 因緣と 
出 來る べき 關係を 豫め 持へ て、 而して 後でなければ 
出来ない と 云 ふ 事 It 、 突然 出した 二 卜 一案、 此 重要 
なる ものが、 悉く 憲政 會内 閣大隈 內閣が 失敗した に 
徵 しても 明かで ないか、 それから 又歐羅 巴の 講和の 
時に どう だの 斯う だのと 云 ふ 事を 言は れる けれども 
講和な ど、 云 ふことは、 望月 君 •か 一人で 御 心配に な 
らな いで も、 日本 國民 —— 日本 國民 許りでなく、 世 
界列 國の國 民は 此 講和の 多大なる 考を 致して 居る、 
闺月君 一個の 講話 問題では ありませ ぬ、 日本 獨 りの 
講和の 問題では ありませ ぬ、 又 諸君 達 (3; 詰らぬ 事を 
やる と 言は る V が、 大隈 內閣が 何ょり 其 立 rj に 居る 
此戰爭 の 初に 於て 支那に 還付すべき 目的を 以て、 靑 
島を 日本に 渡せと 云 ふ 要求を 誰が したので あるか、 
是は餘 計な 事では ないか、 獨逸 から 取つた 上は、 日 
本が 渡さう と 渡すまい と 此方の 考 I つ だ、 豫め 先方 
へ 俺の 方は 取る のでは ない、 支那へ 還して やる の だ 
からと 云 ふ、 餘計な 事を 附けな くても 宜いで はない 
か、 是はど う 云 ふ關 係から 起つて 居る かと 云へ ぱ當 
時の 此関瞪 戰爭の 初に 於て、 大隈内 閣か唯 だ 狼 ffl へ 
騷いで やつた 爲に 、左樣 な 結果を 來た し、 其 禍根が 
今日に jl つて 色々 な 關係を 生じ 來つて 居る と 云 ふ 事 
實にな つて 居る ので ある、 故に 左樣な 杜撰な 丙 容を 
以て 內閣 不信任を やる と 云 ふことは 御 止めに なつて 
復た 時節が あつたならば 憲政 會の 諸君が 望月 小太郞 
君を 外務大臣に 戴き、 加 藤 高 明 男を 總理に 戴く 時期 
が 來る かも 知れない けれども 逍憾な •から 今日では、 
吾々 は 左樣な 諸君の 野心 ある 所の 此 案に 同意す る こ 
とは 出来ない のであります、 是丈 一言 申 上げて 反對 
の 意思を 表明 致します (拍手 起る〕 


0_長( 大岡 育造 君〕 寺內總 理 大 sic 
〔阈務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君〕 諸君 (「朗 讀は いか 
ぬ」 と 呼ひ發 言す る 者 多し) 

〇讁長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に ■…： 
oa 務大臣 c 伯爵 寺內正 毅岩〕 諸君、 本 大臣は 此機 
會に 於き まして 諸君の 御 省 li: を 煩は したいと 思 ひま 
す、 現 內閣は 成立 當時ょ 〇以來 曠古の 時局に 際し ま 
して、 國 運の 伸暢を 圖らん が 爲 に、 至誠 大政 輔弼の 
任に 110 まして， 憲政の 正道を 履み まして (「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり〕 內治 外交 (「の 5^- J 「默つ て 
聽 け」 と 呼 ふ 者 あり」 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君〕 內治 外交の 事に 從ひ 
つ、 ある 次第で ございます (「の 「まあ e い 
て 見 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 どうぞ 政府の 言 ふ 事 も 御 
腊 3- 下さる やうに 願 ひます (「間違つ て 居る」 r 議聽 」 
と 呼 ひ 其他發 言す る 者 多し〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 內正毅 君〕 殊に 刻下の 時局に 處 
する 最大 要務は、 國防の 充實に 在る 事を 考へ まして 
之に 關 する 提案を 爲 しました (「不徹底の 提案」 「默 
つて 聽いて 居れ」 「不眞 面目な 奴」 と 呼 ふ 者 あり〕 
幸に して 政府の 提案 it 旣に 多 © 諸君の 賛同を 得 まし 
た 次第でありまして (「條 件 付 J 「大修疋/默つて聽 
け」 と 呼 ふ 者 あり〕 ® で 政府 S 希望して 居る 所の 國 
防の 充實 も實 行が 出来ろ 積り であります (「不見識 J 
「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 國 防の 計 畫 の 實 行の 出来る 
と 云 ふことは、 國家の 爲に 誠 1- 鹿賀 すべき 事で あら 
うと 思 ふ、 (「の J と 呼 ふ 者 あり〕 さう して 此 
本日の 憲政 會 諸君の 御 議論を 承ります ると、 (「税制 
整理は どうした」 r 默れ <J  r 靜肅 に聽 くの 雅量な 
き や」 と 呼 ふ 者 あり) 此決 議案に 關する 御意 見を 承 
〇 まする と 曲解 I 曲解 (「のう <」〕 に 非 ざれば 
誤解 (「G 5¢」〕 に囚は れたる 所の (「のうく」 
「默 つて 聽 け」 其他發 言す る 者 多し) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 11 肅に …… 

〇國 務大 K (伯 辟 寺內正 毅君〕 意見が 多くあります 
G で、 總て否 定 せざる を 得ざる 所以であります (「の 
う と 呼 ふ 者 あり) 凡そ 國 政を 審議す るに 方り 
ましては、 互に 和 衷交讓 する ことは、 立憲政治の 常 | 
三〇七 
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〇 議長 c 大岡 育浩 君) 是 にて 本日は 散會。 

午後 六 時 三十 0 分散 會 


〇 大正 i: 年 II 月 十六 B (土曜 B 〕 

午後 i 時 十八 分 開 ti 

議事 B 程 第 十一 號 

第 I 戰時 船舶 管理 令 C 承諾を 求む る 件〕 (委 

員長報俾) 

1 gf Ji  法 中改— ( I-A 卿 ■細 ms 外) ta 
一讀會  ：丨彳 
第三 郡 制 中改— (j 郡 懸狀) 第 i ® 
i 刑法 中改 iE 法律案 (■腿 贤 作) 第— 

第五 燥 i 取 ilf 法律案 (@獅 1 i 外) 
第 I 讀會 

第 六 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關する 

8 農 1 il li ) 第- 讀會 

第 セ 家！ i 賞 典. i 處分 に關 する 法律案 (扉 _ ほ 

s± 名) 第  I —( SI 長つ！ 

第 八沒！ i 處分を 受けた る 者に ilT る 家祿赏 典 

祿處分 に關 す 3 法律案 (wf sl 陳嗯 外) 

5 響— sj 壬/ S 出、 

第九1输1表彰11亂する 1 ,|(嫌__信) 

第十_建？找に關1案(碰辟歡赋外) 

第 十！  锃 察官荜 功 加俸 令 制定に 關 する 建議案 

へ 松 本 誠 之) 

广君揾 出) 

第 十 II 野 岩 羽 鐵道建 設に關 する 建議案 i? 部 

君 外 >*- ) 


第 十三 


凍 刺 調杳 M 設置に 關す 5建 |1 案(瓣跡 


腿 提) 1 吿〕 


0 議長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿を 命じます。 

〔書記 朗 _〕 

一 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
有 僧 證券 割賦 阪賣業 法案 
一 謬 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
壹岐對 馬 本土 間 交通 運輸の 設備に 關する 建議案 
提出者 牧山 耕藏君  秋 田 寅 之 介 君 
松 永 安左衞 門 君 
人 權保_ に關 する 法律案 

提出者  高木 益 太郞君 
刑事訴訟法 中 改正 法律案 

提出者  高木 益 太 郎君 
電 要物產 同業組合 法 中 改正 法律案 

提出者 土 井織 大君  中 川 幸 太 郎君 
物惯 調節に 關す る趙 議案 

提出者  村松恒 一郎 君 
一議 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
外國語 學校校 名 存續に 關する 質問 主意 書 
提出者  川 崎  克君 
〔左の 報吿 は朗讀 を 經 さる も參照 のた め玆に 
揭 載す〕 

一 去 十四日 議長に 於て 潠定 したる 委員 左の 如し 
地 種變更 免租 年期に 關する 法律案 


寺 田 
秋 本 
小 池 
高 田 
高戶 


省歸君 
喜 七 君 
仁郎赶 
耘平君 
郁三 君 


m 

ェ藤 

西 

北 井 


武君 
4i 爾君 
英太郞 君 
波 治： E 君 


徴兵 令 中 改正 法律案 
小 林 源藏君 
島 田 俊 雄 君 


松 浦 
小 田 切 


鈴 木 
秋 本 
荒 川 
励 口 
紫 安 
松 田 
中 川 


錠藏君 
喜 七 君 
五郞君 
秀雄君 
新九郞 君 
三德君 
幸太郞 君 


八 

山 

石 

村 

石 

高 


五兵 衞君 
磐 太 郎君 
宗吉君 
珠 一君 
又 八 君 
龜 一 郎君 
川 玄三君 
木 益太郞 君 


« 韓國 貨幣の 處 分に關 する 法律案 
坪 田 十郞君  三輪 市 太 郎君 
牧山 耕藏忍  柳 原 九 兵衞君 
山道 K  i  護得久 朝 惟 君 
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上 村 耕作 君  小川 鄕太 郎君 

近 藤 達兒君 

一 去 十五 日 地 補 變更 免租 年期に 關する 法律案 委員 
秋 本 喜 七君辭 任に 付 其補闕 として 西 村 正則 君を 
市町村 立 小學校 敎 tt 俸給 阈庫 負擔 法案 裘員 渡邊 
祐策君 辭 任に 付 其補闕 として 諷 訪部庄 左 衞門君 
を， 徵兵令 中 改正 法律案 森 田 正路 君 辭 任に 付 其 
補闕 として 友 枝 梅治郞 君を 孰 も 議長に 於て 選定 
せ 〇 

一 去 十五 日 委員長 及 碑 事 互選の 結果 左の 如し 
地 種變更 免租 年期 1- 關する 法律案 委員 會 
委員長  寺 田 省歸君 
理事  北 井波 治 目 君 
徴兵 令屮 改正 法律案 委員 會 

委員畏  高木铸 太 郎君 

a 事  ^ 

舊韓國 貨幣 e 處分 に關 する 法律案 委員 會 
委員長  坪 田十郞 君 
理事  小 JII 鄕太郞 君 

一 去 十四日 衆議院 規則 第 十五 條但 書に 依り _ 長に 
於て 翳 席を 左の 如く 變更 せり 
二百 六十 四番  岡 田榮君 
三百 四十 二番  岡  辰 喜 君 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 是 より 會議を 開きます •隅 田 
豊吉 より 病 氣に付 今 h 六日より. InJ ふ 八日 間 請暇の 申 
出 •かあります、 許可す るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o s 長 (大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て許 

可す る ことに 決します - 日程 一、 戰時 船舶 管理 令 

を E 題と 致し ま-一 - 委員長 赖澤總 明君。 

第一 rill: I 時 船舶 管理 令 (承諾を 求む る 件) 
c 委員長 報告〕 

〔法 學博士 鹈澤總 明君 登壞〕 〔拍手 起る〕 
〇法學 博士 鵜澤總 明君戰 時 船舶 管理 令の 委員 會の 
經過及 結果の 報告を 致します、 此 案に 就きましては 
委員 會を 開く こと 六 回であります、 而して 此の 大部 
分は 質問の 爲に 時間を 費し まして、 十分の 質問 討議 
を經たのでぁります、而して此委員會は、本案に對 
しまして は 承諾を 與ふ べき もの、 斯う 一 2S ふこと に 多 
數を 以て 決しました のであります、 今 委員 會の 質問 
應 答の 概略を 說明 致します れば 、此 船舶 管理 令 It 、. 


瞄時衍 舶奸理 令 承諾を 求む る 件 


.三 〇九 
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鞍 時 船舶 管 0 :' 令 承諾を 求 ! cf る 件  _ 

此度 の® 爭の爲 に 生した る， 一つの 緊急 勅令と 申し 
て も 差 支ない のであります るが、 御 承知の 如く、 此 
戰爭の 段々 年月を 羥過 すると 共に、 船舶の 必要を 感 
ずることが段々强<なりまして、物資，食料、兵器 
等の 1 g に 伴 ひまして、 船铂は 聯合 國扣 互の 間、 並 
に 一 國內に 於け る 最も 重 S? なろ 財 產であ り>  又 M も 
m 要なる 險關 となつ たのであります、 然る 所從來 船 
舶の 所有 渚に 於- b まして if 必ずしも 此國際 的の 關 
係* 或は 國内 的の 钙愤 と 云 ふこと に顕 闹 する 必要が 
ありませ ぬからして、 自由に 處分 をし、 S 由に 製造 
をし、 或 (3: 自由に、 或は 命令に 依つ て 航行 致して 居 
つたので 1めり まする けれども 此の塲 合に 於いて 船 政 
統一の 問題と 云 ふ ものが 起つて 參 りまして、 遂に 此 

の 管理 令を 見る ことに 至つ たのであります、 隨て此 

の委 負窗 に 於け る K 問 も、 それから 討議 も、 大體此 

事 H に 基いて 起つ たやう に考へ ら る、 のであります 

先づ 此委 M 會に 於け る 質問と 致しまして ほ、 迓 質の 

方面と 法律の 方面との 二つ に 別れまして、 實 質の 方 

面に 於き ましては、 近海の 航路を 自由なら しむる 餘 

地は ないか どうか， 小形の 船舶に 對する 制限を 撤廢 

する ことは 出來 ないか どうか-それからして 此 管理 

令の 第 五條、 第六條 ，第 七 條と云 ふ もの、 是等の 實 

際 適用に 關すろ 所の 質問、 それから 航路 補助を 尙ほ 

繼續リ る 必要が あるか どうか、 峨時 船舶 管理 官制 第 

九條の 評議員と 云 ふ ものは、 どう 云 ふやう に 働いて 

居る か、 斯う 云 ふやうな 點が 質問の 主なる もので ご 

ざり まして、 其 中に 於て 管理 令の 第三 條の 制限に 關 

する ものは、 一番 質問の 焦 點と なつた のであります 

是は總 て 事. M の 問題で ござります るが、 法 * 上の 質 

問と 致しまして は、 憲法 第八條 に 違反を して 居る も 

のではないか、斯う云ふやうな點、それからして商 

法 第 六 百 十四條 との 關係を 政府は 顧 傲した ので ある 

かどう か、 詰まり 此 商法の 第 六 百 十四 條に 依ります 

ると、 法令の 規定に 依り、 或は 此：个 可抗 力に 依て 航 

海を 續 くる ことの 出來な いと 云 ふやうな 場合に It 、 

似 船 者に對 しまして 解約の ® を與 へて 居ります るか 

ら 、此 船舶 管理 令と 云 ふ 緊急 勅令の 結果と 致し まし 

て、 此商法 第 六 百 十四 條と の關 係は どうで あるか、 

斯う 云 ふやうな ことの 質問が 起つ たのであります、 

それから 最後に 此の 11] 則 —— 罰則の 點が 大分 管理 令 

にある ので ござります るが、 遞信 大臣の 說明に 依れ 

ば、 第 一條から して 第七條 位まで が此管 理令の 主眼 


で，あるが、それより以下の規定は、補助規定である 
と 云 ふやう に說 明せられ ました けれども、 それ 以下 
の 規定は 補助 規定 どころではない、 s if 此 船舶を 運 
用す る 極めて m 大なる 罰則に なつて 居る ので あ 〇 ま 
す、 然る 所、 此 罰 則に 於て は、 大瞪處 罰せら る、 者 
•か、 多くは 株式 會 社と 云 ふやうな 會 社に關 係を 致し 
て 居 〇 まする ので、 法人 處罰 に關 する 法令と どう 云 
ふやうな 關係を 持つ かと 云 ふやうな 點が 、質問の 主 
なる もので ありました、 斯樣に 或は 事實の 上より、 
或は 法律の 上よ 〇 質問 應答が ございまして 、最後に 
第三 條の 適用に 關 しまして、 政府に 於て は、 更に 此 
簡易の 手 ® を 執る やうな ことを ® 行す る 意思が ある 
かどう か、 即ち 近海の 航路に 於て、 例へ ぱ蘇士 以東 
の 航路に 於て は、 此 第三 勝の 運用に 付きまして、 簡 
便の 方法を 執る ことが M 來る かどう か、 斯う 云 ふこ 
とを 本員より 質問を 致しました 所が、 之に 對 しまし 
て 內田政 府裘 員から 答 辯が ござりまして、 此事は 速 
記錄に 載つ て 居ります る けれども、 一 腦此處 で 繰 返 
して 讀んで 見たい と 思 ふので あります 「蘇士 以東の 
航海に 於て、 之に 從事 致します る 船舶は、 法令の 範 
圍內に 於 ? まして、 簡易の 方法を 執つ て 許可す る 手 
續を 執る ことは 差茭な いと 思 ひます、 又 其 船舶が 旣 
に 許可を 得て 居ります る、 それを 取消され た 場合に 
は 格別であります るが、 許可 ^ 得ました 期間 內には 
別に 航海の 都度々々 に屆 出る 必耍が 無い とか、 或は 
航海 中 多少の 變更を 致す やうな 堪合 がありまして も 
便宜 電報を 以て 申請 致し ま 丁れば、 成るべく 迅速に 
其 許可 > ■: r* 與へ ると 云 ふやうな 手續は 、是は 政府に 於 
きましても、 其 便宜を 與へる ことは 少しも 差 支ない 

事で あら うと 存じます るので、 是丈を 明かに 御 答 致 

して ® きます」 斯う 云 ふこと になつ て 居りまして、 

此點 に對 しまして は、 更に 討論の 時に 於て 野 添 君 か 

らも 質 間が あります るし、 正木 君 等から 4 質問が ご 

ざり ましたが、 政府に 於き ましては、 同じぐ 此點に 

對して 簡便の 方法を 執る、 大に 簡易の 方法を 執る と 

斯う 云 ふこと を 明言 致した のであります、 其 結果 色 

色 討論の 末に、 本案 ほ 承諾を 與ふ べき ものである、 

斯う 云 ふやう に 決した のであります、 之に 對 しまし 

て 反對の 意見と して、 或は 法律上の 見地より、 或は 

事 ® 上の 見地より 色々 _論 がご ざり ましたが、 是は 

少數 意見と 云 ふことの 申出には なつて 居ります るけ 

れども •唯 だ 緊急 勅令に 對 して 承諾を 與 ふべき や、 


或は 之を 否決すべき やと 云 ふこと に對 丁る 否決の S 
見で ござります るから、 要するに 是は 反對 si なりと 
考へ まする ので、 其 意味を 以て 爰に 報齿を 致しまず 
(拍手 起る〕 

〇 法 學 博 士花 并卓藏 君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 花 井 車 藏 君。 

〇 法 學 博士 花 井卓藏 君 二三 點質問 致して 見たい と 
思 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 一寸 質問の 通吿が あります か 
ら 、其 次に 願 ひたい。 

〇法學 邸士 花 井 卓藏君 さう です か" 

0 正木 照 藏君 議長。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 正木 君 …… 

〇 正木 照藏 君少數 意見を 報告 致します。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 少數 意見の 報 吿を此 際に 許し 
ます、 其 次に 質問を 許します。 

〔正木 照藏君 登壇〕 〔拍手 起る〕 

〇 正木 照藏君 委負會 の少數 意見を 報告 仕ります で 
ございます、 私共 少數 委員は、 本案に 對し 承諾を 與 
ふべ からず 斯う 云 ふ ® 見を 有する 者で ございます 今 
日の 時局に 付きまして 日本の 船舶に 對 し相當 の檢朿 
を 加へ 置く と 云 ふ 事は 必要と 考へ まする から 本案の 
御 趣旨には 異存が ございませぬ 唯 だ 當 業者の 利害と 
我國 S 航權 の發展 とに 鑑み、 之が 蓮 用 上に 緩和の 途 
を 付けて 置きたい 其 必要が あると 考へ ます 事が 一つ 
今一つは 評議員、 此本 令の 運用に 付きまして、 評 _ に 
與かる 所の 評議員の 權 限を 明かに 致して 置きた. いと 
云 ふこと が 一つ、 もう 一つは 此 附則で ございます、 
効力 •例へ ば此處 にご ざいます 通りに、 講和 談判 調 
印の 日から 一箇年 間 有効と すると 本案に 書いて ござ 
います けれども それには 及ばない、 斯う 云 ふ 三點の 
修正を 加へ たいと 云 ふ、 斯う 云 ふ 意見を 持つて 居り 
ます けれども 御 承知の 通り 本案は 修正を 許さぬ 事に 
なつて 居ります から、 巳む を 得ず 一日 一本 案は 否決 致 
し 置きまして、 直ちに 之に 對 して、 前 申す 修正の 意 
見を 加へ た 法律案を 提出 致したい と 云ふ考 で ござい 
ます、 單簡に 申します れぱ 、第三 條の 原文に 「日本 
船舶 ハ 政府 ノ 命令 又 ハ遞信 大臣 ノ 許可 アリ タル 塲合 
ヲ除ク ノ外 外國諸 港間ゾ 航行-ー ノミ從 事 スル 事ヲ得 
ス」 斯う 書いて ある 下へ 持つ て 行つ て、 「但シ 坡西喜 
望 巣 以東 太平洋 及 濠洲 方面 ノ諸港 間 M 航行 スル モノ 
ハ 此限 M 在 ラス」 斯う 云 ふ 除外例を 附けて 置きたい 
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それから 第 十二胳 0 下に 一項 - <• 加へ て | 第 十三 婼 遇 
信 大臣 力 左-一 报ク >v 3llf - 項 ヲ S K 岣 合-- ハ. •■■ ゼ符 理 af 
攀 So ノ蕺 決ヲ .要ス ー、 第五 條ノ 規定-一依 ル 航路 ノ指 
定 -I 關 K ル 事項、 11 ，第 六條ノ 規定-一依 ル 運 A / « 
限- 1 關 K rt. 事項、 三、 第 七條ノ 規定-- 依 ル 收用® 用 
供用-一 關 スル yf 拍 、四、 船舶 管理-一 關シ 眾耍ナ，-水3 
船舶 管理 評 逋會ノ 組織 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 、 gll 項 
評 黷锊 員-一命 セラ ルへ キ官史 ノ數 ハ總數 ノ三 分ノー 
ヲ超ユ ル コト ヲ得ス J  . 

〔飛 諾案の 性 H を 知らぬ」 「それは 何 だ/何 C 報 
吿を す 〇 の だ」 と 呼 ふ 者 あ OJ. 

0 難 長 (大岡 育造 君) 正木 君、 llt ys 合は 修正が 出來 
ない ものであります から . 

〇 正木 照 藏君 承知 致しました •斯 3 云 ふやうな 趣 
意を 以て 別 案を 出したい と 云 ふ考 から、 本案を 否決 
せむ とする ものであります， 今 申した 附則の 一箇年 
も是も 止めまして、 直ぐ 講和 談判 調 約の 日から 効力 
を 失 ふ、 斯う iK ふこと にす る考で あります、 是が私 

共の 少數意 見で « ります から、 どうぞ 御锊成 あらむ 

ことを 希閨 致します (拍手 起る〕 
0議長(大岡育造打〕陨山勝太郞君。 

〔磺 山 勝 太郞 君登壻 〕 

〔拍手 起る〕 

〇橫山 勝太郞 君 大體の K 問は 委 3 :愈 に 於て 之を 盡 
したので あります、 委員 會に 於き まして 幾ら , S 問を 
致しましても どうしても 田遞信 大臣の 答 辯に 於て は 
其 要領を 得ない 點が澤 山 ございま t か、 其 Ml 勦に 
付て、 更に 本會の 席で、 寶任 ある 國務 大臣の 答 辯を 
得たいと考へます、私の竹問せむと致しまする琳.5 
は、® 本案の 提出に 關 する 責任に 付て皙 問を 致した 
いと 考へ るので あります、 御 承知の 如く 木 ir 謎の ZZ 
頭に 於き まして •正木 照 藏 君より 致しまして •緊急 
勅令の 原案が 九月 七日 . M 九月 九日、 九月 三十 一日の 
三回に 苴 りまして、 是が 日本の 新冏 紙上に 現れた と 
云 ふ 事柄は 甚だ 不都合で ある、 斯う 云 ふ 意味の 質 間 
が あつたので ございます、 で 此事柄 は 申す 迄 もな く 
甚だ 重大な 事柄で ございまして ノ吾々 の 信ずる 所に 
依ります れぱ 、此 一事 現 內閣の 諸 公は、 宜しく 其責 
任を 取らる、 必耍が あると 考 ふるので あります、 而 
して 此事 項に 付きまして、 委員 會に 於て數 次 質問を 
致しました 所が、 田遞信 大臣は、 東京の 新聞 及び 神 
戸の 新聞に 此 原案が 現れた と 云 ふ 事柄は 甚だ 恐縮の 
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次第で ある、 當 大臣 も 甚だ m いた 次第で ある、 吐 故 
に 官祀 上の 手 © を 致しまして 相當 の 官吏に 戒告を 加 
へて ® きました 斯う 云 ふ 事柄であります、 で 相當の 
官 史 と it. 何を 指す ものである かと S ふ 事柄に 付 ？ ■* 
して 私は 詳細に 承つ たのであります が、 遞信 大臣の 
御 答は 管 船 局長に 當 ると 云 ふ 事であります、 管 船 局 
長は 何が 故に 其 責任者で あるかと 申します れぱ >  書 
類を 保管す る 責任が あるから して 此原 案が 世の中に 
® れた 以上 ir B-fc fl 類の 保管 者を 以て 責任者と 視 る 
斯う 云 ふ 事柄であります、 それで 吾々 の 意見に 依り 
ますと 此霄類 其； g を 保管す るのは、 或は 管 船 局長の 
責任で あつたか も 存じ ませぬ が 官 ffi の 上から 申し ま 
すれば、 決して 管 船 局長の みが 責任者とは 云へ ない 
のであります、 其 sf 柄 (i 豫算 委員 曾の 筆記を 御® 下 

さります れぱ 、其 大槪 は 載つ て 居ります から 詳しく 

は 申 上げ ませぬ が、 要するに 緊急 勅令は、 御 承知の 

如く 內閣の 閣議に 上つた ものであると 云 ふ 事柄は、 

是 i£ 疑な き 事 1? であります、 閣諉に 上つ たもので ご 

ざいます 以上は、 內閗 官制、 內 閣所屬 職 負 官制、 此 

11 つ G 法律 規則に® 〇 まし. て內閣 書記官 長、 若く は 

其 他の®: 記 官 ，其 他の 參事官 、斯掾 な 人々 亦 官紀 上 

の M 任を 負は ねばならぬ ことに 法 fit 上な つて 居り ま 

す、 然るに lit の 入々 に對 しては 何等の 戒飭を 加へ ず 

何等の jl 戒も 加へ て 居らぬ ので ございます、 唯 だ 漫 

然と 管 船 局長なる 《 に 戒吿を 加へ て ® いた 斯う 云 ふ 

御 話であります、 而 して 所謂 放 吿戒飭 なる ものは、 

如何なる ものである かと 云 ふ 事捫を 研究 致して 見 ま 

すれば、 それは 日本の 法令の 中に、 何もの も 規定し 

て •こざい ませぬ、 全く 行政官が、 其 行政 廳部内 に 於 

ける 一つの 手 加 M たるに 過ぎぬ のであります、 御 承 

知の 如く 官吏 服務 規律の 第 四 條に依 ります れぱ 「官 

吏 ハ 己ノ 職務-一 關スル ト又ハ 他ノ 官吏 ヨリ 聞知 シク 

ル トヲ問 ハス 官ノ 機密 ラ ® 迎 スル n ト ヲ禁ス J それ 

から 第五 胳には 、「官吏 ハ 私 二 g 務上 未發ノ 文 if ヲ關 

係 入--® 示 ス ル コト ヲ禁ス J と ある* 斯う ございま 

する からして、」 若し 緊急 勅令の 密議 若く は 原案に 關 

與 致しました る 官吏' か、 之を 外部に 漏洩した と 云 ふ 

ことであります れぱ 、正しく 其 官吏は、 官吏 服務 規 

律の 第 四條 若く It 第五 條に 違背して 居る と 云 ふこと 

は、 申す まで もない 事柄であります、 旣に 官吏 服務 

規姐に 違背して 居る 者で ございま すれば、 文官 懲戒 

| 令の 規定' かご ざいます る 以上は， 之に 依て 嚴重な る 
硪時船 舶管理 令 承諾を 求む る 件 


懲戒を しなければ ならぬ と 私は 考へ るので あります 
文官 趑戒 令には， 皆 棟 も 御 求 知の 如く、 免官 •減俸 
譴責、 此三つ があります、 此三っ が 外に 致しまして 
は、 文 宵 ) 1 戒 令の 第一 胳に 法り まして 「官吏 ハ 本 令 
-1 依 ル- 1 非 サレ ハ 懲戒 ヲ受 クル n トナシ .一と 規定し 
て ございます るから して、 是れ 以外の 懲戒を 加 ふる 
と 云 ふことは、 如何に 上 長官が 其 威力を 逞しう して 
も、 法律上 出来ない 事 捫であ ります (拍手 起る) 然 
るに 田遞信 大臣は、 現に 自分の 部下の 行政官が 此祕 
密を 漏洩した と 云 ふこと を 認めて 居りながら m に 法 
律の is. めざる 成 吿と云 ふこと を 爲して is いたと* 斯 
う 御 話になる 丈でありまして、 毫も 文 背 懲戒 令に 依 
る 免官 •減俸、 li 責 等の ® 重なる 懲戒を 施されぬ と 
云 ふ 事 ffj は、 官 耙 上の 責任 ありと 云 ふ 事柄を 自認 致 
して 居りながら、 其當 然爲す べき 懲戒の 處分を 御 執 
りに ならぬ と 云 ふ 事柄は、 此 重大なる 緊急 勅令 其 も 
の-' 發 布に 關す る手站 上、 甚だ 私は 遺憾に 堪へな い 
次第であります (拍手す る 者 あり) 此點に 付て 私は 
更に 總理 大臣に 御 伺したい と 思 ひます が、 甚だ 不熟 
心なる 總理 大臣は 出席を 致され ませぬ、 此 故に 更に 
田遞信 大臣に 御 !] 1 をす るので あります が、 戒飭と 云 
ふことは、 文官 燧戒令 若く は 官吏 服務 規律に 照し ま 
して、 果して 如何なる 性質を 持つ て 居る もので & る 
か、 之を 御說 明を 願 ひたいので あります、 緊急 勅令 
の 如 ? 重大なる 法令の 原案が 外部に 漏れた 際に、 單 
に其齊 類を 保管す るに 過ぎない 一管 船 局長を、 異體 
の 知れない、 法律の 明文に ない 戒告と 云 ふこと を與 
へたに 法て •それで 行政官の 任務が 盡され て 居る と 
信じて 居られる ので あ 〇 ます かどう か、 それを 詳細 
に 承りたい のであります (拍手 起る〕 私は 先刻 來申 

上げました 如く、 若し 眞に主 任官を 罰 1 ると 云 ふこ 

とであります るなら ば •內閣 官制 及內閣 所趟職 員官 

制 等を 御參 酌の 上で、 もう 少し. 大 §• な 官吏を 幾らで 

も fu すろ 方法 •か あると 考へ るので あります、 所 か 其 

方は 何等の 處 置 を 施さないで、 置いて、 唯 だ 漫然 一 

管 船 局長の みに 對 して 戒飭な る 手 la を 以て、 吾々 國 

民の 代表者を 誤魔化し 去らん とする は、 甚だ 不當で 

あると 私は 存じます (拍手 起る〕 此 故に 若し 戒告 U 

私の 申 上げます る 如く、 甚だ 不都合で あるから して 

更に 文官愆 戒 令に & て 懲戒を 加 ふると 云 ふ 意思で あ 

ります るなら ば、 其 懲戒なる ものは、 如何なる 時期 

に 於て 如何なる 官吏に 對 して 之を 加へ ん とする ので 


あります るか、 是非 是は嚴 重に 加へ て® かなければ 
なり ませぬ から、 此席で 賢 任を 以て 明瞭に 御 答を 願 
ひたいと 考へ ます、 それから 第一 一に 御尋 致したい の 
は、 總理 大臣の 御 出席の ない ことを 甚だ 遺憾に 存じ 
まする が、 是は 總理 大臣が 本會の 席に 於き まして、 
甚だ 聞 捨てなら ぬ 言語を 弄して 居られます るから し 
て、 其 事柄を 御聽 したいので あります、 御 承知の 如 
く、 本 管理 令が 初めて 本會の 席に 上りました 時分に 
正木 君の 御 質問に 對 して、 寺 內總理 大臣は 斯樣に 答 
辯に なつて 居ります、 簡單で あります から 一 讀を致 
します、 總理 大臣の 御 答 辯の 中に 「唯今の 正木 君の 
御尋 に對 して 私ょ 〇 御 返答 致します、 固ょり 公文の 
漏洩と 云 ふ 事は、 若し 官吏の 扱ふ埸 合， 漏らす と 云 
ふことは 官紀に 背く 譯で 、さう 云 ふ 事が あると、 是 
が 明かに なれ ぱ •無論 相 當の處 分を すべき もので あ 
る、 又 其 他の 方面に 於ても、 之を 扱 ふ 上に 於て 漏ら 
したと 云 ふ 事が あれば、 何人と 雖も其 責任を 収らな 
ければ ならぬ， 其責 罰を 受けなければ ならぬ、 是 は 
當然で ある、 併ながら 政府は 今に 其 調査は して 居り 
ますが、 此當 時に 漏した 者は 今に 分り ませぬ， 分ら 
ぬ 故に 今 何たる 處分の 執り 方 もない のであります、 
恰も 自分の 家に 泥棒 3> 入つて 分りぬ 時に、 其 主人を 
罰する 譯にほ 行かない、 斯う 云 ふ 謹であります、 今 
後に 於て 若し W 證 跡が あれば、 其 時は 處分を 怠らぬ 
積り であります」 斯 6 云 ふこと になつ て 居ります、 
之に 付て 私は 是非 質問を して、 さう して 御 答 辯を 促 
したいと 思 ひます のは、 元来 泥棒と 云 ふ 事柄は •寺 
內總理 大臣が 此席で 仰せに なりました からして 私 も 
申す のであります が、 斯う 云 ふ 不謹愼 の 言語は、 此 
神聖なる 議會に 於て、 私は 爲 すべき もので ない と考 
へて 居る のであります、 寺 內總理 大臣が、 紳士と し 
て も •軍人と しても、 行政 谷 部の 長官と して 4、 國 
務 大臣と しても、 如何なる 資格に 於ても、 斯樣な 公開 
致しました 神聖の 公 堂に 於て、 斷じて 使用すべき 言 
語に 非ず と 私は 確信す るので あります (拍手 起る) 寺 
內總理 大臣は、 斯樣な 泥棒な ど、 云 ふやうな 言葉を 
以て、 吾々 國 民の 代表者に きつく 御當 りになります 
るが、 貴族院 若く は 樞密 院に參 つても、 斯う 云 ふ 言 
葉を 彼は 使 ひ 得る ので ありませ うか、 私は 斷じて 御 
使 ひになる 勇氣は あるまい と考 へます (拍手 起る〕 
それを 貴族院に 於ても 樞密院 に 於ても 使 ひ 得ない 言 
語を 以て、 吾々 國 民の 代表者に 對する と 云 ふこと li 


甚だ 私は 寺 內總理 大臣の、 紳士と して、 軍人と して 
品格 其 ものを 疑は ざるを 得ぬ ので ありま T  (拍手 起 _ 

る 「馬鹿を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 此 故に 泥棒 云々 
と 云 ふ 事柄は、 私は 取消して 戴きたい と 思 ひます が 
唯今 御 不在であります から それ も 出来ますまい (「馬 
鹿を 言 ふな」 「泥棒なん と 言つ たのは 誰です か」 と 呼 
ふ 者 あり〕 夫 故に 此 泥棒 云々 と 云 ふ 事柄の 寺 内總理 
大臣の 說 明を •此處 で 能く 分解して 考へて 見ます る 
と 恰も 自分の 家に 泥棒が 入つて 分らぬ 時に 其 主人を 
罪する 譯には 行かない から、 自分には 責任がない と 
云 ふ 意味に、 御 答 辯に なつて 居る の だら うと 考へま 
す然ら ば 寺內 總理 大臣の 御考で は、 若し 日本 政府の 
金庫に 在りました 金錢 若く は 有® 證券と 云 ふ ものが 
紛失した 場合に、 若し 犯人が 擧らな かつたなら ば、 
犯人が 擧らな いからして、 矢 張國務 大臣 若く は 行政 
各部の 官吏は、 責任がない と 云 ふ 事に 御 答 辯になる 
ので ありませ うか、 私は 左_な 論理は ない と 思 ひま 
す、 此 故に 私は 本日 總理 大臣が 居られ ませぬ から 更 
に遞信 大臣の 明確なる 御 答 辯を 煩したい ので ありま 
す、遞信大臣御記憶で&〇ます如く、委員會0席に於 
て u す、 遞信 大臣は 旣に 官紀 上の 責任 ある 事を 御認 
めに なつて 不十分ながら 目 己の 部下の 管 船 局長に 對 
して ほ、 戒銘を 加へ たと 云 ふこと を 仰せに なり まし 
た* 而し て國務 大臣と しての 責任は、 どうで あるか 
と 云 ふ 事を 御尋 したので あります、 官吏が 書類を 預 
つて 居つて 其 書類. か 漏れた からして •其 官紀 上の 責 
任を 御轧 しになる と 云 ふ 事は、 暫く 遞信 大臣の 仰せ 
の 如くと 致しまして、 然ら ぱ國務 大臣と しての 責任 
は どうか、 之を 私は 伺 ひたいので あります (「大 隈內 
閣は 毎度 やつた」 と 呼 ふ 者 あり〕 御 承知の 如く 遞信大 
臣 は、 國務 大臣と して、 事大 小 軽重と なく 責任 ある 
と 云 ふこと を 言 はれました、 唯今 御 記憶が ありませ 
う、 而 して 此の 國務 大臣の 政治 上の 責任は、 上 天 
皇 陛下に 對 して 如何なる 處置を 執る かと 云 ふことは 
今此 席で 言明す る 必要は ない と 仰せに なつて 居り ま 
す此 故に 私の ri かんと 欲する 所は 委員 會の 席に 於き 
まして (「東京 市會と 間違つ てはいけ ませぬ」 と 呼 ふ 
者 あり) 天皇 陛ド に對 して 執るべき 國務 大臣の 處置 
は 今 W 明す る 必要は ない と 仰せに なりました が 然 
らば 本會の 席に 於て、 遞信 大臣は 如何なる 辯 明に な 
るので あります か、 委員 會の 席で 言明す る 必要は な 
いか も 知れ ませぬ が、 旣に 遞 信 大臣は 委員 會の 席に 
三 二 
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於て、 帝國誃 含に fl しても* 国務大臣 に W 任 ありと 
仰せに なつて 居ろ、 上 s i y, に對 しても 責任 あり 
と 仰せに なつて 居る •然 らば 上御一人に 對 する 緊 
急 勅令の 原案の K ■洩 同 a に约 して、 如何なる K 任を 
何時 御収 りになる のであります か、 私 li 之を® に 腔 
かんとす るので あります •是丈 を 申して 迓きま す。 
〔國務大臣沿界田站治郞君登搜〕 

〔r 簡黾に 願 ひます j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 陡務大 [:-: 0男 !.1; 田随治郎岩〕陆山君の御忒に對し 
て 御 答 致します が、 唯今の 御 導は、 殘らず 委員 會で 
御© !.- なつた 通 〇 を 繰返して 御尋に なつた ので あり 
ます、 私 (-3: 委員 會で それに 對して I 々御 答を して 居 
るので ありまして、 是 は 速記 ^ にもあります から* 

御 ^ 下さいます れぱ 分ります ので、 更に 繰 返す こと 

ほ 致し ませぬ CJ 委 M sf? に 傍 si 人は 居り ませぬ」 と 呼 

ふ 者 あり、 笑呢 起る〕 詰ま 01 £ 戒處 分を I 戒飭を 

加へ たと 云 ふが， 懲戒 處 分の 中には 戒飭と 云 ふ 事は 

ない が 如何、 斯う 云 ふ御尋 でございます、 是は 戒飭 

と 云 ふことは、 固より 懲戒 處 分の 中に ございませぬ 

併ながら 官祀 上に 於て 懲戒を 加 ふるに 至らぬ ものは 

訓 $:をすると云ふことは、是は歷代の官組上の內規 

になつ て、 即ち 行 ひ來つ て 居る のであります、 私は 

戒飭を 加へ たと 云 ふのは、 訓吿を 加へ たと 云 ふ 事實 

を 言 ふので あります から、 左 _ 御 承知を 願 ひたい、 

是が 第一の 御 答、 それから 第二の、 總理 大臣が 分ら 

ぬと 言は れた •怪しから ぬ、 斯う 云 ふ 事であります 

が是は 分らぬ のであります、 矢 張 今に 捜査して 居り 

ます けれども 分り ませぬ、 分れば 無論 大に嚴 重なる 

處 分を する 積り であります が、 分らぬ から 仕方がな 

い、 此點 は總理 大臣に 向つ て 尋ねられた のが、 何 < 

が 漏した か、 斯う 云 ふ 御尋で あつたが 故に、 分らぬ 

から 仕方がな いと 言 はれた ので ある、 であ 〇 ます か 

ら 今でも 分つ たなら ば、 相當嚴 K の處 分を 加へ ると 

云 ふ 積り を 無論 持つ て 居る のであります、 それから 

國務 大臣の 陛下に 封す る 責任、 斯う 云 ふ 事の 御尋 

も あつたので あ 〇 ます、 是は 勿論 事の 大小 輕 重を 論 

ぜ ず、 國務 大臣は 陛 F に對 して 全責任を 帶ぴて 居 

るのであります、併し其責任を如何に肢ると云ふ事 

は、 御 答す るの 限りで ない と 申 上げた のであります 

から、 左樣御 承知を 願 ひます。 

〇 横 山 勝 太 郎君 議長 —— 甚だ 簡 m ですから 一言 丈 

申して 匿き ます、 唯今 私の 質問 致しました 中に、 詳 


しく 申 上げな かつた から ffi 底し なかつ たか も 知れ ま 
せぬ が、 私の 喵今質 問した のは 今一 S あります'* 

〇 通 長 (大岡 育造 君〕 簡黾に 願 ひます。 

〇® 山 勝 太郞君 一月 二十 八日の 委員 會の席 上に 於 
て、 遞 (71 大臣は 斯樣に 仰せに なつて 居ります、 議會 
に對 して ! 3: 國務 大臣は 責任を 持つて 居ります と 御 答 
辯に なつて 居ります、 私は 益に 上 御 一 人に 對して 
遞信 大臣 其 他國務 大臣は 責任を 持つ て g らる 、かと 
云 ふ vf を 御尋 したので ありました が、 此 一月 二十 八 
日の委員會で仰せになりましたに (1 、議會に對して 
國務 大臣は 責任を 持つ て 居る と、 斯ぅ 御 答 辯に なつ 
て 居る のであります、 此 公開せられ たる 帝 國翳會 の 
衆議院に 對して 如何なる 寶任を 御 持ちになる 御 
考で あります か、 之を 御 答 辯を 願 ひます。 

〔「無用々*」 「答 辯の 必耍な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〔國務 大臣 男爵 田 健 治郞君 登壇〕 

〇阈 務 大臣 (男爵 田 ffi 治 郎君〕 上御一人に 對 して 責 
任を 持つ ことは、 憲法 上に 於て >  議 會に對 して 責任 
を 持つ と 云 ふ 意味に 當 るので あります から、 注 樣御 
承知を 願 ひます。 

〇 野 村嘉六 君 議長。 

o_ 長 C 大岡 育造 君) 野 村 君、 何です か。 

〇 野 村嘉六 君 私は 總理 大臣 首め 谷國務 大臣の 御 出 
席を 求めます、 其 理由は、 本案の 緊急 勅令の 事後 乘 
諾で 重大の 案でありまして、 各 大臣 共逋署 されて 居 
る、 故に 此際は 當 然總理 大臣 首め 各 大臣が 出席して 
此議事 に干與 される のが 當然と 信ずる のであります 
(「ひや^ と 呼 ふ 者 あり〕 仍て此 事を 院議を 以 
て 請求す るので あります、 殊に總 理 大臣の 先日の 比 

li< の 中に、 主客 顚 倒した 觀念を 明言され たので あり 

ます、 總理 大臣と して、 所謂 被害者の 地位に 在る が 

如き 語 氣を以 て、 自分には 責任' かないと 言 はれた、 

斯の 如き 事は 總理 大臣と して、 K に 主客 顚倒 、責任 

の觀 念の 錯誤を 来して 居りは せぬ かと 云 ふ 事を 私は 

疑 ふので あります、 それであります から 是非共 總理 

大臣を 首め、 谷 國務 大臣の 御 出席を 院議を 以て 請求 

する 次第であります (「賛成々々 J の聲 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 野 村 君ょり 總理大 Ri 首め 谷大 

臣の出 席を 求む るの 動議が 出ました、 之に 賛成の 諸 

君の 起立を 求め ■$ す。 

起立 者  少數 


0 議長 (大岡 育造 君〕 少數 —— 否決 L 花 井 車 藏君 | に 向つ て 効力を 有せし むる の 必要な きに 於いては、 


r 法 學博士 花 井 rsf -J:: 成 君 登® J 
0 法學 溥 士花 井卓菝 君 緊急 勅令に li する 政府 2萌 
度 並に 貴 任 li 急、 是 li 歷 代の 內閣必 ず L も一樣 に {15 
で X 居〇ま せぬ、 例へ ば 山 縣內閣 •それと 系統を 同 
じうす る內閣 、又 伊藤 內閣 それと 系統を 同じう する 
內閣 •常に 同樣の 結論を 事 實の 上に 於て 見て 居 〇 ま 
せぬ のであります、 而して 議會の 有する 立法 上の 灌 
利の 消長に 關する 最も 大切なる 事項に 係る ので あり 
ます、 偶 * 本案 戰時 船舶 管理 令の 承諾を 求む るの 案 
を 見る に 至りました から •此機 會に於 て 緊急 勅令に 
對 する 今の 內閣の 態度 並に 責任 觀念を 承り 置きたい 
と 思 ふので ありま. す、 第一の 質問であります、 憲法 
第 八 條に饺 〇 て發せ ら るる 所の 非常 命令、 是ほ 憲法 
第五 條の 除外例を 爲す もので ございまして、 帝國議 
會は此 除外例を 事後に 於て 檢査 すべき 唯一の 監督 機 
關な りと 信じて 居ります、 或は 監督 權利 者な 〇 と强 
く 申した 方' か宜 いかと 存じて 居ります ，此 見地ょ 〇 
致しまして、 第一の 質問' か 起る のであります、 理由 
書は 甚だ 簡單 でございますが、 用意は 周到で ありま 
す、 到れり 盡 せりの 用意を 以て 理由 書は 認めて あり 
ます、 前段には 「戰 局ノ 倍々 擴大 K ル-一伴 ヒ外ハ 共 
同譯畫ノ便宂ヲ進メ內ハ犛業運輸ノ調節ヲ圖ル爲帝 
國 憲法 第八條 第一 ® -i 依 y 本 勅令 公布 セラ レ タリ」 
是が 前段、 後段には 「 而シテ 本 勅令 ハ 將來- 3 其 効力 
ヲ有セ シムル 必要 アリ 依 テ 帝 國 憲法 第 八條 第二 項 二 
命 スル 所-一 從ヒ帝 國_ 會ノ 承諾 ヲ求ム ル爲茲 -I 之ヲ 
提出ス 」 斯う 認めて あります、 此 用例は 決して 無い 
とほ 申さぬ のであります、 この 用例は あるので 有り 
ますが 此の 用例は 有ります が、 この 用例の 基く 所の 
憲法 上の 見解 —— 第八條 の 見解は、 歷 代の 內閣 必ず 
しも 同一の 所見を 有して it 居らぬ やうに 私は 感じて 
居る ので ある、 唯今 讀 上げました 中に 於いて、 後段 
に® する 分 「本 勅令 ハ 將來尙 其ノ効 カ ヲ有セ シムル 
必要 アリ」 この 一句には なにが 含まれて 居る か、 隱 

約の 間、 憲法 第八條 第二 項の 解釋を - 二 ? fi と 云 

ふょりは、 寧ろ 憲法 第 八條 一項 二 孭を通 じての 解釋 
を、 ある 一派の 說に 合致せ しめんと せらる る 趣旨で 
は あるまい か、 即ち 政府は 緊急 勅令を もつ て、 帝阈 
議會の 協賛に 依らず して、 獨 立して 立法 行爲 を爲し 
得べき 變例 立法 權 と 解釋 せられて 居る ので あるまい 
か、 果して さう 云 ふ 解釋で ありませ うか、 從 て將來 
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承諾を 求む る 〇 要な しと 1K ふ 或 IS IH Q 锭 球した るが 
如き S 見を ^ つて S られ る 〇 で' あるか、 是 が 1K 嬰 绘 
である、 將來に 向つ て 効力を 有せし む r.、 l-' 驳あ り* 
故に承諾を求む>將來に向つて効力を有でしむる必 
要な し、 故に 承諾を 求めず、 斯ぅ 云 ふ 解 Fi を tli が 〇 
に なつて 居る ので あるか、 此越が 本 fl o I. 'A it らんと 
欲する 所であります、 吾々 の 解釋 、否* ^ 迓院 多 « 
の 解 揮は、 是は 伊藤 公の 憲法 義 解に 說か るゝ 所と 殆 
ど -® らな いのであります、 即ち 立法 糊 〇 效用 ix 斑 法 
第五 勝に fe るべき が 正則で ある、 第 八 跷 に te o C は 
即ち 第五 條の 例外で ある、 或妈合 に 於て、 或 ''ir' 要 上 
政府 责を負 5 て此例 外的 立法を 爲す ので ? •, る、 爲す 
ことを 許す ので あると 云 ふの が、 衆議院 從來の 見 〇 
所と 私は 信じて 居りまして 而して 通 法 義解の 著者の 
意見 も 其 掾にな って 居る のであります、 決して 或 «i 
合に 於け る 政府が 帝 國蕺會 の 協寶を 經ず して、 獨立 
して 爲し煜 べき 變例 立法 fi な 〇 とは 認めて 居らぬ の 
であります、 或 場合に 於き まして、 或 必要 上、 政府 
が責を 負ぅて 例外的 立法を 爲 すと 云 ふことは 懑法八 
條 之を 許す、 併ながら 憲法 第五 條の 例外 行爲な 〇 が 
故に、立法協妊の權を有する帝閧蕺會開會の曉 |- 於 
て 承諾を 求む るの 精神 ほ、 憲法の 第 八 條二祺 の is む 
ろ 所の ものと 解せなければ ならぬ と 思 ふので ありま 
す、 即 も 責任 解除 —— 責任 解除を 識會に 求めぬ けれ 
ばなら ぬ ものと 信じて 居る のであります、 资任解 除 
即ち 或 意味に 於て 大臣 問 K の 规定な りと 私は fri じて 
居る、 文理 上斯の 如く 解 釋す るの 至當な るの みなら 
ず、 此說に 反對 すべき 形式的の 戳論を 容る るの 餘地 
ありと 致しましても、 憲法の 精神 解 釋 として、 又 政 
治 問題と して、 S ら變例 立法 行爲を 爲せ しことの 常 
否を 翳會に 問 ふと 云 ふ 事柄は、 立憲政治 家の 憩 法に 
對する 德 義的觀 念と 致しましても、 爲さ ざるべ から 
ざる 趣旨の ものでは あるまい かと 私は 信じて 居る の 
であります、 純然たる 大 K 問責の 規定と 見るべき 本 
ので あると 私は 深く 信じて 居ります、 政府は 國家非 
常事 變に應 ずる 爲 に、 IK 則 立法の 條規に teo 難き 事 
情は 勿論 あるので ございます から、 國務 大臣は 其實 
任を 以て、 必毁 なる 處分 として 緊急 勅令を 公布す る 
勿論當然の事である、而して翳#開かる、に及んで 
責任 解除を 求む ろ、 此趣 旨に 於て 憩 法 第 八條 fi 二 In 
は、 國務 大臣の 承諾を 求む る 案と して ノ髅 ir に 責任 
解除を 求むべく 要求して 居る のでは あるまい かと 私 一 
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一は 信じて 居る、 此趣旨 に 於き まして、 理由 書の 後段 

にご ざいます る r 將來尙 其 効力 n> 有せし むる 必要 あ 
り 故に 提出す」 と 云 ふこと に 私は 疑を 懐く、 勿論此 
內閣 許りでは ない のであります、 此 文例は 勿論 ある 
ので ございます から、 是 •か 初めての 例と 14 は 申す の 
ではない、 何れの 内閣に 向 ひましても •緊急 勅令に 
關する 憩 法的 寅 住勸念 は 正しぅ して 置きたい と 思 ひ 
ますから、 之を 御 伺 ひすろ の -e あります、 即 -{■-> 獨立 
せる 變例 立法 權 、議會 の 協賛を 要せ ざろ 獨立せ る變 
例 立法 權な りと 認 むる や 否や、 理由 書の 示せる 如く 
將來に 向つ て 効力を 有せし むる の 必要の 爲のみ に 承 
諾を 求む るの 趣旨な 〇 や 否や、 適切に 言へ ば、 責任 
B? 除 主義に 非ず して、 謎 # の 協賛を 要せざる &1 なる 
政府 g 力 2 立法 行爲 と解釋 せらる ゝや 否やと；： ム ふこ 

とを 第一に 伺 ひたい、 第二の 質問は、 本 令の 內容は 

總て 立法 事項 —— 總 てと 言つて は 語弊が あります が 

槪ね 立法 車 項であります、 所有 ffl の 制限 若く ! t fii 害 

有り、 所有 權は 無限の ® 利では ござり ませむ けれど 

も •憲法 上} f 可 侵 fi の 重なる ものである、 或は 管 業 

並に 契約 自由の 制限 有り、 或は 罰則の 規定 有り、 是 

は 委員 會に 於て 爭は H たさぅ でございます けれども 

決して 15 法 第九條 に據 るべき 性 H の ものでは ござ 〇 

ませぬ、 全く 第八條 に據 るべき ものであると 云 ふこ 

とは、 本員 li 之を 深く 信じて 居 〇 ます、 又 或 論者が 

申さる、 如く、 憲法 第三 十 一條と 關係を 有する もの 

でも* こざり ませぬ、 此點に 於き ましては 政府の 見る 

所と 私 の見る所は毫も異らない、そこで第八條二項 

の 解釋 に付きまして は、 第 | の 質 間に 於て 申 述べ ま 

したる 如く 兩說 ある、 此兩說 孰れを 取る に 致し まし 

て も、 立法琪 項は 飽迄 も •* : 法事 項、 立法 事項に 非ず 

と言ふを撙ず*然れぱ議锊開かれたるの日に於て、 

第 31: 條の 常に 復 つて、 一面 緊急 勅令の 承諾を 求め、 

而 して寶 住の 解除を 要求し、 一面 法律案を 提出して 

協 S を 求める と 云 ふことは、 憲法 第 八條二 項の 形式 

的 解釋 論が 二 說 ありと して、 之を 肯定して、 爲政者 

の 政治的 想 義 •而 して 法令の 內 容に强 い 効力を 付す 

る 上に 於て而 して 又 其 法令を 修正改 廢す るの 權能を 

癱法 的べ 漭會に 付 與する 精神に 於て •承諾を 求む る 

の 案出 づ ，併せて 協 饺を 求む るの 法律案 出づ と、 此 

途に m で..； 'る、 •か 至當 では あるまい かと 考へ る* 何 

故に此 途を 執られな かつた ので あるか、 之を 伺 ひた 

い、 之に 關し ては 衆讁院 の 有する 先例が あります、 
r 時 船舶 竹 理令 承諾を 求む る 件 


明治 三十 七 年 勅令 第二 百 二 十五 號 ，是 は 俘廣處 s に 
關する 件であります、 明治 三十 八 年 法律 第三 十八 號 
を もつ て 勅令に 代 へられた のであります、 又 明治 三 
十七 年 勅令 百 七十 七號 、外國 1* 於て 流通 T る 貨幣 紙 
幣銀行 券 ff? 券の 僞造一 f 浩及 模造に 關する 件* 明治 三 
十八 年 法律 第 六十 六號を 以て 勅令に 代 へられた ので 
あります、 此兩 案は 戰時 謖會で あります る、 明治 三 
十七 八 年のと きの 謎 0- に 係つて 居り t す、 その 戰局 
と 云ふ點 に 於て、 國家 非常の 場合と 云ふ點 に 於て 今 
日と 異る 所が 無い のであります、 否な 今日よりは 切 
實なる ものが あると 申しても よろしい ので ありま 
す、 此の 案は 故 ffl 山 和 夫君 •故 元 田 一} 君 (笑 聲拍乎 
起る〕 並に 本 M の扼 m 致した ると ころの もので あり 
まして、 兩君の 意見 敗に 私共の 意見は 此_ 場に 迎へ 
られ まして、 滿場 一致を もつ て 成立つ た 歷史を 持つ 
て 居る ので あ 〇 ま す I 謹で —— 言葉に 何 か 間違が 
あつた やぅであります、 「故 元 田 蒙 君. I と 申した の 
は、 それは 間違です、 現に 生きて 居られます から 何 
よりの 證據で あり ます、 (笑 聲 拍手 起る〕 又 明治 四 
十三 年 勅令 三 W 二十 四號で あ 〇 ます、 是は 朝鮮に 施 
行すべき 法令に 關 T る 件であります、 明治 四十 四 年 
法律 第三 十號を 以て 勅令に 代 へられて 居ります、 是 
は 本員の 提出 致しました る 所の ものでありまして、 
專ら 鹈澤總 明君、 大内暢 三 君な どの 賛助を 肖まして 
當院に 於て 滿場 一致を 以て 迎へ られ たる 歷史の ある 
有名なる 案であります、 斯櫧な 次第で* めり まして， 
本院は 即ち 衆議院は です、 衆議院は 承諾を 求む るの 
案に 對 して、 努めて 議院の 有する 協賛 權を 完全なら 
しめん ことを 欲し、 政府 亦 衆議院 —— 衆議院と 云 ふ 
と 語弊が あります が、 帝 國議會 の 協賛權 を 重んずる 

の 趣旨に 於て、 此提 案に 同意し 來つた 所の 歷史を 持 

つて 居る のであります、 私は 今日の 時局の 甚だ 重大 

なること を 思 ふ、 船舶 管理 令の 要求す る 所の 最も 至 

當なる ことを 信ずる、 併ながら 時局の 終了 容具に 逆 

睹す ベから す •此時 局 2 推移 變遷は 、本 令に 修正 變 

更を 要すべき 幾多の 場合を 生ずる ことを 豫期せ ぬけ 

れぱな るまい と 私は 思 ふので あります、 現に 修正 變 

更の耍 すべき もの も あると 云 ふので、 對案が 出る さ 

うであります 、本来なら ぱ對 案の 承諾 案と 同時に 提 

出に 相 成るべき ものであると 私は 信じて 居る、 是は 

甚だ 遣 憾で あります が、 兎に角 現に 修正 ^ 更を 要す 

べき ものが ある さう であります、 緊急 勅令は 一字 一 


句 2 修正を 許さぬ のであります から、 斯の如 き r® の 
ある 場合に 於て は、 如何なる 時に 於ても 議會に 修正 
の餘 地の ある やうなる 、自由の 途を 開いて 置く と 云 
ふ 事柄 •か、 至當で は あるまい かと 思 ふので あります 
私は 例へ ぱ英吉 利、 佛關 西、 伊太利、 亞米利 加、 此 
管理 令を 讀んで 見ました が、 寧ろ 極めて 嚴重 に、 强 
制 的に、 現在の 船舶 管理 令ょりは 强い 意味の 立法を 
要求すべき 機會 も將 來來ら ざるな きを 保せ ぬと 思 ふ 
ので あ 〇 ます、 知らず 政府は 完金無 觖 、長へ に戰局 
終了の _に至 る 迄 本 令に 於て 十分で ある、 而して 本 
院の 先例に 則る を 要せぬ と •斯 5 云 ふ 趣旨で あ、 ぃう 
か、 之を 伺 ひたい、 玆に 一言 致して 置 t? たいの if 
私は 政府 者を 辯 li する のでは ありませ ぬが、 是は一 
時の 事、 腿 局 終了と 共に 死すべき 法律で ある、 故に 
別に 修正の 餘地 を存 する 1 協賛 權シ 重んずる 立法 
の 手續に 據らな ければ ならぬ と 申さる i か 知れ ませ 
ぬが、 俘 廣處 罰に 關する 問題の 如きは •是 ょりも 一 
時 的の ものであつた のであります が、 本院は 之を 採 
用 致した のであります、 即ち 是は元 田 君な どの 案が 
迎へ られ 、私の 提案の 方が 斥けられた 部分に 係つて 
居ない かと 思 ひます、 其邊の 消息は 現に 在らる 土兀 
田 君であります から、 十分 其 消息は 御 承知の 事と 存 
じます、 第三の 質問、 唯 令鹈澤 委員長の 御 報告の 中 
に 「第三 條 日本 船舶 ハ 政府 ノ 命令 又 ハ 遞信 大臣 ノ許 
可 アリ タル 場合 ヲ除 クノ外 外國諸 港間ノ 航行 ニ ノミ 
從事 スル コト ヲ得ス 」 此晓 文に 就て、 當 業者の 議論 
が 甚だ 多くして、 幾分 か 法文の 修正を 要する か、 然 
らずん ぱ此 法文 運用の 上に 手心を 耍す ると 云 ふ 趣旨 
の 意見' か 出た と 云 ふ 御 紹介で ありました •是は 唯今 
承りました る 所で あ 〇 ます、 網 澤君 の說 明に 依る と 
近海 航路 即ち 蘇士 以東の 航路に 就きまして は、 第三 
條の 法の 運用と して、 極めて 之を 寛容に する •又 多 
少 航路 變更が あれば とて、 極めて 便宜の 途を 執る、 
語を 換へて 申します れぱ 、此筘 51 :條 件を 容れて 第三 
條の 運用は 法の 如く 嚴 しく 之を 行は ずして、 法文 以 
外に 運用の 妙を 發揮 して、 當 業者の 迷惑の 掛らぬ や 
うにす ると 云 ふ 趣旨に 於て 委員 會を 通過した、 斯う 
云 ふ 趣旨の 御意 見の 御 紹介で あつたと 思つ て 居り ま 
す、 若し 間違つ て 居り‘ ましたなら ば 訂正を 致して B: 
しう •こざいます が、 さう 私は 聽取 りました、 そこで 
私は 政府に 御尋 をす る、 此 希望です、 政府は 此希菌 
を容 れられ たと 云 ふこと であります が •希望 —— 希 


59 と 云 ふ ものの 法律上の 意味は どれ 程の 力を 持つ も 
ので あるか、 希望 或は 醤吿 、是 はどう も國法 上に ! i 
何等の 根據が ありませ ぬ、 希望 も磬街 も 法令の 規定 
を 左右す るの 力は 無い、 政府は 希菌の 名の 下に、 法 
令 規定の 効力を 左右 1. 得べき ものと 信ずろ か* 又 法 
令 規定の 効力を 行政 的に 左右せ んと する ので あろ か 
此の 如くん ば 法令の 力 果して 何 か あらんで あります 
條件附 の 法令 & るべ からず" 而 して 我 憲法は 絕對に 
之を 認めて 居らぬ •之を 許して 居らぬ、 何れの 國の 
憲法に も條 件附の 法令 ある ことを 認めて 居らぬ (柏 
手 起る〕 是は 立法 權の 威信 速に 法令の 威力に 關すろ 
大切なる 問題で あらう と 私は 信じて 居ります、 或は 
決 _の® 味で あると か、 或は 建穀の 意味で あると か 
云 ふこと であるな らば、 是は 可な 〇、 敢て 不可な り 
とは 信じ ませぬ が、 併ながら 建議な 〇、 決議な“、 
谷々 議院 法 上の ■形式 ありと 私は 信じて 居ります、 是 
は _院 に 從來絕 無の 例 -e tx ない のであります から、 
私は 今の 內容に 向つて 之を 責め やうと する のでは あ 
り ませぬ が、 此の 如き 琉風 の頻 々として 行は るると 
云 ふことは、 憲政の 爲に 喜ばしき 現象で ない と 信じ 
ますから、 此希望 警告が 法令 上 何等の 根 據を有 する 
や、 法令に 根據な し、 併ながら 之を 容れた りと 云 ふ 
趣旨に 歸す るので あるか、 之を 伺つ て 置きたい、 此 
三點に 就て 說 明を 求めます、 緊急 勅令の 權は 憲法の 
許す 所ではあります けれど t 憲法は 最も 其 濫用を 戒 
めて 居る のであります、 伊藤 公 s 憲法 義 解を 讀んで 
見ます と 云 ふと、 最も 力を 盡され たる 點は此 緊急 勅 
令の 規定、 就中 第八條 の 規定であります" 立法 上 政 
府權 力の 偏重は 此緊急 勅令に 於て 最も 戒めなければ 
ならぬ と 伊藤 公は 說かれ た 成程 其 通 〇 であらう と 思 
ひます、 緊急 勅令の 濫用 政府 II 力の 偏重、 翳會 協賛 
權の輕 んぜら る、 是 ょり大 なる ものは 無い ので ござ 
いま ' r から、 實に 大切なる 問題と 思 ふので あります 
伊藤 公は 之を 思は れて 「緊急 勅令の 權は 憲法の 許す 
所な りと 雖も 最も 其 濫用を 戒む ると ころな 〇、 政府 
にして 若し此 特權に 託し 容易に 議會の 公議を 回避す 
るの 方便と なすこと あら ば、 憲法の 條規は 空文に 歸 
し、 一も國 民の 爲めに 保障を なすこと 能は ざるに 至 
らん •故に 憲法 第八條 は議會 を 以て 此特權 の 監督者 
たらしめ 緊急 勅令を 事後に 檢查 して 之を 承諾す る こ 
とを 定めた る 所以な 〇」 と說 かれて あります •私は 
此 意味に 於て 以上の 三點に 就 3- まして、 政府の 意見 | 
ニニ 三 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


破 時 船舶 Is.? 理令 承諾 を 求む る 件 _ 

を 質し 一に (3-. 蕺會の 有する 立法 協 饺の撖 利を m んじ 
一に は 謬會の 有する 緊急 勅令に 對す る懸史 を 長へ に 
保ちたい と 思 ふので あります、 精神 •理由 sr 內容 
其の 他に 關 して 問 ふべき 點もご ざいます が、 無論 委 
員會に 於て 悉 されて 居る ? jf と 信じます し、 他に ^ ず 
る 然るべき 人 も ございませう、 私 (X 唯 だ 緊急 勅令に 
關する 政府の 態度* 资任翻 念は 腌代 常に 正しう 致し 
たいと 云ふ考 を 持つ て 居ります から、 偶々 本 令の 出 
ましたのは、 此點を 明かに する L- 於き まして 絕 好の 
機 t/ と 存じまして、 一切 沈 默 S 主義を 持つ て 居る の 
であります が、 多少 本 M に關 係を 有して 居る 睹史が 
ございます から、 此三箇 を 質問を 提出 致した ので あ 
ります (拍手 起る) 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 田 ii 信 大臣。 

〔國 務大 K 男爵 田 健 治郞君 登 招〕 

〇國 務大 E (男爵 田煺治 郎君) 唯今の 花 井 ® 士の御 

尋に御 答し ます、 第一の 御尋は 本案の 理由 ® に 「本 

勅令は 將來尙 其の 効力を 有せし むる の 必要 あり」 と 

云 ふ 文句が あるが 故に、 若し …… (「 大躂に 願 ひま 

す」 と 呼 ふ 者 あり) 若し 効力を 有せし むる 必要が 無 

かつたならば 承諾を 求めぬ と 云 ふ 解釋を 執つ たので 

あるかと 云 ふ御尋 であります、 其 憲法の 解釋 論に 就 

きまして は、 學者 間に も®々 なる 議論の ある ことで 

ございます 故に 私は 此 場合に 於て 憲法 第八條 第二 ? i 

の 解釋 を、 政府は 斯く 取つ て 居る と 云 ふやうな こと 

を 斷 言して 御 答す る ことは 出 來ま せぬ、 啡だ 本案を 

出した る 所の 事 H に 就て 御 答を 致します、 即ち 本案 

ほ 現に 將來 効力を 有せし むる 必要 あ 〇 と 云 ふ 事 S が 

あるので あります が 故に、 唯 だ 典 事 K を 此に擧 げた 

ので ある、 之を 掲げた からと 云つ て、 決して 將來に 

効力を 有せし むる 必耍か なかつ たと きは 承諾を 求め 

ぬな ど、 云 ふこと を® めて 出した のでない と 云 ふこ 

とは、 明かに 私は 御 答す る ことが 出 來る ので ありま 

すから、 それで 御 承知を 願 ひたう ございます、 第二 

の尋^ ~ 第二の 御 @ に、 第 八條は あるけれ ども、 本 

來是は 法律に 代るべき ものであるが 故に、 寧ろ 憲法 

第五 條の 即ち 法津に 舞す る _ 會の 協賛 權 に立戾 つて 

法律案と して 協賛を 受ける 所の 意が ありは しないの 

かと 云 ふ御尋 でございまする が、 是は 少しく 吾々 は 

見解を 與 にして 居ります、 何とな れぱ此 第 八條 第二 

項に 依て 承諾を 與へた 以上は、 即ち 法律と 同一の 効 

力を 持つ のであります から、 之を M に 緊急 勅令で 出 


した もの だからい けない から •形式 . 1-. 法律と 云 ふや 
うな ものに 改めて やらなければ ならぬ と 云 ふことは 
決して 患 法は さう 云 ふ js 思は 持つ て 居らぬ ので ある 
であるから 琪 後 承諾を 求める ので ある、 若し それが 
必 丁 緊急 勅令で 出した ものは、 其 後 法律の 形式に 變 
へなければ ならぬ ものであると 云 ふなら ば、 第八條 
第二 祺 は 全く 無用の 規定になります、 であるから 決 
して 憲法は さう 云 ふ 意思を 持つて 居らぬ、 唯 •た 例に 
御 引きに なつた、 即ち 前年 緊急 勅令で 出した ものを 
衆議院に 於て 法律の 形式に して、 さう して 更に 出し 
たと 云 ふ 例を 御擧げ になり ましたが、 成程 其 例 も 一 
二あるのでありま. '-5> 、併しそれはさ65ふ事をすべ 
き 理由が あつたの V、 さう 云 ふ 衆議院は 處置を 執ら 
れた ので ある、 決して 緊急 勅令で 出来た ものが、 殘 
らず 法律の 形式に 改つ たと 云 ふこと ではない、 緊急 
勅令で 出た ものは 緊急 勅令で 承諾を 得た 例が 幾ら 多 
數あ るか 分り ませぬ •唯今 一寸 事務局へ 賴ん で目錄 
を 取つ て 見ます ろと、 二十 七議會 丈に でも、 是は大 
變緊急 勅令の 多い 時であります、 御 承知の 朝鮮の 合 
併の あつた 年であります から、 緊急 勅令は 十二 出て 
居る (拍手 起る〕 其內 にたつ た 一つ 丈が、 即ち 明治 
四十 彐 年 勅令 第三 百 二十 四號 丈が 衆議院で 法律の 形 
式に改 つて 居ります が、 後の ものは 殘らず 承諾を 與 
へて、 永久 緊急 勅令で 行 はれて 居る のであります、 
だ 1.- 依て 寧ろ 例を 擧ぐ るなら ば、 緊急 勅令の 御 承諾 
になつ た 例は 多々 あるので あつて、 衆議院で 法律案 
に 御 改めに なつた 例は、 極めて 少ない と 云 ふこと を 
申 上げる ことか 出来る であらう と 思 ふ、 それから も 
う 一つ、 矢 張 第二の 御 尋の內 に 仰し やつた 言葉が & 

つた、 諸 外國で やつて 居る 管理 令な どを 見る と、 現 

に 我國で やつて 居る 管理 令ょりも 餘程强 硬 的に 出来 

て 居る、 此戰役 の 進行の 樓樣に 依て はこん な 手緩い 

ものでは いかぬ もつ と <强 硬な ものを 制定し なけ 

なければ ならぬ 必要が あるか も 知れぬ が、 さう 云 ふ 

やうな 時に なつても 困るぢ やない かと 云 ふやう. な 御 

話 も あつた やうであります が、 決して 闲り ませぬ、 

是は 寧ろ 議會の 開けて 居る 內 に、 ょり® い 所の 管理 

令を 制定し なければ ならぬ 必要が 起つ たなら ば、 政 

府は此 時と 雖も 法律案を 以て 議會の 協賛を 求む る 決 

心で 居ります、 其 場合には 自然 此 現在の 緊急 勒 令に 

依て 出した 所の 船舶 管理 令は 廢止 になつ て 今度 法律 

として 出て 來る ので ありませ うが、 是は 何時でも 必 


要が 起つ た 時は やる 心得であります から、 少しも 差 
支ない と 存じます、 それから 第三の 御 尋の 、委員長 
が 此出 願の 手 52 を 簡易に すると 云 ふこと 0 御尋を 委 
員會で なされて、 それに 向つ て 政府 委員から 御 答を 
致した 事に 付ての 御 不審が あつた やうであります が 
是 は 少しく 委員長の 御 報告の 趣旨を 御 1@ 联 違 ひに な 
つて 居りは せぬ かと 思 ひます る、 餘〇 簡單で ありま 

したから 、是は 法律の 精神を 動かす - 法律の 効力 

を 動かす とか 云 ふやうな 趣意では 決してない 吾々 と 
雖も 、若し 法律の 力を 動かす とか、 法律の 精神を 動 
かすと か 云 ふやうな ことは、 如何に 談員 諸君が 御 注 
文 あ 〇と雖 も、 私は 宜しい など、 云 ふことは 斷じて 
申す ことは 出来 ませぬ、 是は さう 云ふ譯 でない、 唯 
だ 出願の 手續を 成るべく 簡單 にしたら どう だら うと 
云 ふ 御尋な るか 故に、 吾々 は 努めて 簡易に して、 人 
民の 繁褥な る 手砬に 依て 困る ことのない やうに 努め 
る ことは、 當然で あると 云 ふ 趣意を 以て 御 答した、 
現に 例を 擧げ ると 云 ふと、 此 m 報で 以て —— 是が一 
例であります が、 航路 變更の 時な どは、 電報で 言 ふ 
て來て も、 これで 以て 處置を T れぱ宜 いぢ やない か 
と 云 ふ 御尋で あるから、 無論 宜しい、 是れは 現に 例 
を 擧げて やつて 居る、 現に 關東 州の 船籍の ことな ど 
は、 郵便で 書類を. 送る と 云. ふこと になる と、 郵便に 
五日 七日 程 か、 る、 そんな 事を して 居つ ては 非常に 
遲れ るが 故に、 關東 都督と 申 合を して、 彼 所へ 願書 
が 出れば •關 粜 都督から 商ぐ に 電報で 以て 遞信 省へ 
申して 来る、 而 して 遞信 省は 直ぐに 調べて、 電報を 
以て 許否の 指令を 與 へて 居る と 云 ふ 事は 疾く から や 
つて 居ります、 さう 云 ふ 事務の 運び 方の 事を 成る ベ 
く 簡易に して、 さう 云 ふことの 爲 に、 國民が 徒らに 
苦しむ と 云 ふやうな る 不便を 與へ ては 相 成らぬ と 云 
ふ 趣意から、 委員長に さう 云 ふ 御 答を したので あり 
ますから、 是は 法律の 効力と か、 法律の 精神と か 云 
ふこと に 何等の 影響を せぬ 意味であります から、 左 
樣御 承知を 願 ひます。 

0 法學博 士花井 卓 藏君 第三の 質問に 對し ては、 田 
君の 御說 明で 能く 分りました 、第一 第二の 質問に 關 
しまして は* 遺憾ながら 質問の 趣旨を 誤解を せら わ 
たので あるか、 或は 質問の 趣旨を 解し 得られざる の 
であるか (「ひや'^^」 と 呼 ふ 者 あり' 5 本 W は 承服 
致し ませぬ、 併し 爭ふの 要は ありませ ぬ 略々 今の 內 
閣の 緊急 勅令に 對 する 態度 及 責任の 觀念が 了 得せら 


三 一四 

れ ましたから、 是で讲 足します、 S く ぱ遴法 六十 rH 
條 、七十 條等 〇 對 照をせられて、幸に右松宕が吐矸 
に 御 出になります から、® と 御 ijf a の 上、 一 ■の® 
研究 ありたい と 云 ふこと を 望んで E2 きます。 
f 拍手 起る J 

〇蕺 長 /-' 大岡 育造 君〕 是 C- S3 問の 通告は 終りました 
から、 討論に 移ります、 討論 t'J 咽 序は 無論 反對ょ 〇 
始めます、 正木 君は 少數总 見の 報 i!f もあります •か、 
更に 反 對通吿 'かあります •正木 打ょ o rf します。 
〔正木 照 級 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 正木 照 藏君 私は 先刻 御 報告して 固き ました 少 K 
意見に 寶成を 致します 者で ございます、 是から 其理 
由を 申 述べます »> ら、 12  く御淸 鸱 を 傾し ます c  r ffil 
單に願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 昨年の 三 四月 以来、 
我 海運 會は 非常なる 變調を 呈し來 つて 居りましたら 
は 明かな 事 實 でございますから、 本案の 如き もの li 
少なくとも 昨年の 特別 詾會に 法律案と して 御 提出に 
なる のが 當然 であると 思 ひます、 然る にも拘らず、 
其 節には 遞信 大臣は 其 必盟を 認めぬ、 斯の如 き 案を 
m T の (1 國家 の爲に 不利益で あると、 町 蝶 反淠 御說 
明が あつたに も拘ら す、 其 後 僅か 二十日 か 三十日 轫 
たぬ 內 に， 旣に此 御調 査に掛 つて、 九月 二 十八 日を 
以て 御發 布に なつた、 其爲 には 機 多の 當槊 若に 大な 
る 迷惑を 蒙らし、 經濟界 に 影 罂 を 及ぼした と 云 ふこ 
とは、 明かに 遞信 大臣の 無定見 •不明を 誑 明す る も 
ので、 是は 11 に 遞信大 K の i*J 任と 謂は なければ なら 
ぬと 思 ふ (拍手 起る〕 次に ほ 本案が 漏洩 致しました 
事件、 是は旣 に W 疑の 時分に 顚 末を 申 述べて K きま 
したやぅな 次第で ございます から、 精し くは 申し ま 
せぬ、 其爲 には 關係者 間に、 或は 大な る拟 をした 密 
も あり、 儲けを した 者が あると 云 ふことは 明かな 事 
で、 之に 付て 委員 會に 於て 政 友 會の藏 內 君の 如きは 
大 に天眞 燜漫 的の 語調を 以て 論ぜられて 居ります、 
今 其 一節を 速記 錄から 一つ la 上げます r 是は 大臣の 
特随で 、大臣が 餘〇權 威を 擗張し 過ぎまして、 大 K1 
の 心 一つで — g く 露骨に 申します ると、 自分の 交 
際の 深い 者、 自分の 子分、 兄弟， 或は 親友の 如き莕 
の 言 ふことは どん' V,-- 聞く が、 自分の 氣に 合は ぬ 人 
の 言 ふことは 、善い 事で も 受け入れぬ と 云 ふことは 
大臣の 胸の 中で 出來る ことで ある、 K S はそんな W 
はない と 言 ふので せぅ が、 此發布 前後の 事を 顧みて 
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能く 大臣の 良心に 御 尋ねに なれば K しい」 斯う 云 ふ 
I 事を 申されて 居る、 又 「もう 是 から 先は 議論に なり 
ますから 申 上げ ませぬ が、 是は 政府 全 K の 御 良心に 
御 尋ね 申したい と 思 ふ、 口で 御 巧济に 仰せられます 
が、 市場に 現は れた と 5; ふことは 是は拖 ふべ から ざ 
る 事 ® である」 と 云 ふ 事を 申して、 それから 「是程 
立派な 證據の ある 事を 認めぬ と 仰し やれば 仕方がな 
い、 御 良心 丈は どう 云 ふ 御 考を 持つ て 居る か、 是は 
御發 表になります まいが、 政府 委員は 誰 方 も 御 良心 
に 御 尋ねな されば •惡い 事を した、 前非を 悔ゆ るか 
悔ひな いかと 云 ふこと 丈を 私は 茲に申 述べて 匿き ま 
す」 斯う 云 ふ 事を 尉 骨に 申されて 居る、 私の lit 間の 
質疑に 對す る總理 大臣の 答 辯に 至つ ては、 最 ¥ 間 答 
も 無益  >諉 論 も 不必要、 唯 だ 斯の 如く m きが 上に It 

き 責 ti:- を 御存じな き 所の 首相を 頭に 戴く ことは、 吾 

々國 民の 不幸 是 ょりも 大な る莫 しと 云 ふ 一言を 以て 

結び 置きます (拍手 起る〕 斯の 如く lit 案は 先天的に 

二つ C 瑕瑾 •二つ 〇 大なる 庇を 持つ て 生れて 出て 居 

る ものでは ごさいます けれども， 今日の 時局に 對し 

て， 日本の 船舶に 或 制限を 加へ S きます 事は、 極め 

て 必要な 事で あると 信じます から •即ち 外國 人に 對 

して 船舶を s r@ す 貸® すと 云 ふやうな 事を 禁ずる と 

云 ふ大體 の 方針には、 S 成を 致します、 のみならず 

llt EZ 頭に も fi かれて あります 所の、 產椠 il 輸 s 調® 

を 1@1 る、 是は 極めて 必要なる «r であるから、 此方 面 

に 向つて 本案 (i 犬に 適用せ んけれ ばなら ぬ もので あ 

ると 信じて 居る、 本案 發布以 来* 此間も 申 述べ 置き 

ましたが、 餘りに 積極的に 活用され た 迹が 無い、 唯 

だ 之を 其谥に 置けば、 運 貸が 追々 下つ て來 ると 云 ふ 

位の 御說で あろ けれども、 それでは 憲法 第八條 に 依 

る 公共の 安筚 —— 或 ii 災害を 避く る 爲に 緊急 勅令と 

して 發せ られた 所の ffl to- が 無い やうに 思 U れる 、御 

承知の 通りに 物 fil は 益々 瞬 fl: し、 北海道に 溜つて 居 

る 荷物 li ちつと 4 捌けない、 是は此 令を 活用して、 

大に 捌く 途を 付けん とすれば どうしてもい かぬ もの 

と考 へる、 私 li 之に 對 しては、 今 H 旣 に米價 S.g き 

1 1 十五 la 以上に もな りまして •中々 八 釜 ! lr く 言つ て 

居る 時で 勒ま すから、 大に 進んで 活用し なければ な 

らぬ ものと 信じて 居る 者で ある、 本案の 中には 或は 

政府 •か 特別に 航路を 指定し、 又は 運賃を 制限す ると 

云 ふやうな 條項も ございます けれども •是は 極めて 

危急 s 場合に ! i 用し まして、 餘り 今日の 如き 場合に 

限 時 船舶 管理 令 承諾を 求む％ 件 


は まだ 隈用ゞ べき もので ない， Ilt yf に 付て は ii 信大 
臣も委 a 會の席 に 於て 申 述べられて 岜つ た、 例へ ば 
石炭の 運賃を 下げる と 云へ ば も 積む 人 •か 無い、 
皆な 他所の 方に 行つ て 仕舞 ふから •運賃を 下げる 事 
に すれば、 大體に 於て 一般に 下げぬ ければ ならぬ と 
云 ふ 事を 申された、 其 通りで ある、 中々 容易に 是は 
適用され る條棋 ではない、 然らぱ 如何なる 事を して 
此調 節を 圖つ たら 宜い かと 申します れば 、第 七條に 
依て 若干の 船舶を 收用 して、 さう して 之を 以て 必要 
なる 物惯 の疏 通を ® ると 申す やうな 積極の 手段を 御 
執りに ならん ければ、 到底 今の 儘で it 物價が 下がる 
やうな 事は 六ヶ趿 しからう と 思 ふ、 尤も 發布 以來傭 
船 料 運賃 等 も 多少 i 3: 下つ て 居ります けれども 是れは 
描々 頂上から 下つた ので、 今日の 相場は まだ 昨年の 
五 月 六月 頃の 相場で、 平常から 比べ ますれば 十倍、 
或は それ 以上に もな つて 居ります、 到底 其 儘に して 
置きまして は 其 効果を 及ぼす 事が 出 來な い、 どうし 
て も 若干の 船を 政府に 収用して、 其疏 通の 途を圖 る 
事が 一番 褪經 であると 思つ て 居る •是 も餘 りさう 澤 
山の 船を 要する もので もな く、 澤 山の 费用を 要する 
もので もない、 今を 龃 る 事 三十 餘 年の 前に， 日本 郵 
船會 社が 設立され た 時の 船は、 II に 六萬噸 であつ た 
陸上には 一切 鐵通も 無い、 其の 時分で も それ 丈の 船 
で 上海 航路を 張つて 居り、 天津 航路を 張つ て 居り 浦 
潮 航路 4 張つ て 居つて、 相當に 海運の 途が付 いて 居 
つた、 其の後 國運が 發 達し 荷物 も 殖えて 居る けれど 
も 陸上に 於いても、 鐵 道の 便 も 殖えて 一日に 十二 三 
蓖噸の 荷物を 送る と 云 ふこと になつ て 居ります が、 
此の 後に 於いても 政府が 今 私が 申した 方法を 御 執り 
になる としても、 さう 澤山の 金を 掛けなくても 出来 

る假〇 に 五 茁 一! c 船を 御 傭 ひに なり、 一箇月 二 十圓 

宛と して 百 萬 B、 一箇年 總計千 二 百 萬圓程 ありまし 

たら m 来る >  其の 中半 分 以上は 運賃で 收入が 出來ま 

す 故に 五六 百 萬 [a の 金を 掛ければ、 一箇年に それ 位 

の 仕事は 1.11 来る、 さう すれば 大變な 効力が 出来て 來 

ると 私は 考へた 、一方に 於いて 戰時 利得 说を取 つて 

居る のであります から、 其の 方の 財源から 之に 移し 

て さう して 一般 公共の I 物價 騰貴に 苦んで 居る 者 

を 救 ふこ とが 必要で あると 考へ る、 遠洋航路の 補助 

に 向って 五 百萬圓 程の 資金を 費して 居る の も、 遞信 

大 IS- の 言 ふ 所に 依れば、 運賃を 蕺 くして、 貿易商を 

助けん ければ ならぬ からで あると 云 ふこと である、 


一般の 公共 0 爲 めに 五六 百 萬 圓の 金を 費す と 云 ふこ 
とは •何でもない ことで あると 考 へる 寧ろ 是れが 社 
會 政策の I 端になる こと、 思 ひます から、 活用す る 
と 云ふ點 から 云 ふなら ば、 是れ まで やらなければ な 
らな い、 是れ まで やるべき ものであると 私は 考へて 
居る、 一面に 於き ましては、 御 承知の 通〇戰 爭が始 
つて 以来 •或 ひは 印度洋 方面、 或は 南洋 方面、 太平 
洋 方面 等は 皆 外 ^ 船が 引 去りまして 船が 少なくな つ 
て、 日本の 船を 侍つ ことは 大變 急なる ものが ござい 
ますから、 我國の 船舶の 爲 めには、 大に出 て 働く に 
は 好機 會で あるから、 成るべく 之れ に 向つ て ® くや 
うに 獎勵せ んけ れぱな らぬ 、內 地に 於いて やり 得べ 
き 限 oir 當 業者の 利害を 斟酌し、 又 航海權 の發達 
を も考 へて、 さう して 此の方 面に 向 ふ 所の 船に 向つ 
て、 便宜を 與 へて やる と 云 ふことは、 機宜の 策で あ 
る、 然るに 本 法 第三 條の 如く、 一々 遞信 大臣の 許可 
を 要する ことに 致します と 其の 爲め に商賣 上の 機敏 
を缺き 或は 船舶を 空しく 碳泊 せしめる と 云 ふやうな 
不都合が 起つて 来る 此の間の 委員 會に 於？ まして、 
本 法 實施以 來の成 縫を 政府 委 M に 尋ねました 所が、 
書類を 示されました、 それに 依て 見ます と* 第三 條 
に 依て 許可した る 所の 船舶の 數が 、一月 二 十日まで 
の 間に 百 三十 六 件 ある 百 三十 六 件ありまして、 其內 
此 許可の 手 續の爲 に 五日 以上を 費した ものが、 四十 
七 件、 十日 以上掛 つた ものが 二 十四 件 ある、 最も 長 
いものほ一筒月或は四十日も掛つて居る、更に長い 
のは 三 箇月 掛つて 居る 是 は 何 か 間違 かも 知れぬ と 思 
ひます が、 兎に角 遞信 省から 頂戴した ものには、 三 
箇月 も掛つ て 居る、 又不 許可に 成ました もの も 十五 
件 程 ございます が、 矢 張 五日 以上 掛つ たもの が 七 件 
ある •殆ど 半分に 近い 程の もの It 日が 掛 つて 居る、 
御 承知の 通 〇 船には 大層 金が 掛 つて 居る もので ござ 
いますから、 一日 空しく 膝ぎ 置く と 矢 張 大變な 金を 
損する、 されば 今日の 如きは 少し 運賃は 下つて 居り 
ます けれども 尙ほ 傭船 料は 一箇月 三十 圓位は 取られ 
て 居る 2r: 千 噸の 船で ございま すれ •は 一箇月の 傭船 料 
十五 萬圓 、一日 五 千 圓で ある、 是が 一萬噸 ならば 其 
倍の 一 萬圓要 る、 一日 空し <_ぎ 置けば 五 千圓 乃至 
一 萬圓の 金を 損する と 云 ふ 事に なりまして 手續 上の 
爲に 船を 一日 も 二 日 も 三日 も繫ぎ 置けば、 それ 丈 全 
く 費へ る 事になる ので あるから 是 等に 對する 手續は 
成るべく 早くして 束縛を せぬ やうに してやらな けれ 


ばなら ぬ必耍 が あると 思 ふ、 此間 委員 會に 於き まし 
て も、 遞信 大臣が 成るべく 簡易に 収扱 ふと 云 ふこと 
でありました が、 之に 對し ては 先刻 花 井 博士からの 
御尋も あつて、 幾ら 簡易に すると 申しても、 法律を 
抂げる ことは 出 來ぬ ので あるから、 矢 張 相當の 手續 
をし なけれ ぱなら ぬ、 私共から 考 へま すれば、 簡易 
に 出 來る ものなら ば •何故 是まで に 簡易に 御 遣りに 
ならな かつた か、 いかぬ ければ 簡易に やる 餘地が あ 
る ものを、 何故 是まで 複雜 にして 居た かと 云 ふこと 
を 言は なければ ならぬ、 さう 云 ふことは 無い 筈で あ 
る、 又當 局の 手心に 任して 置く と 云 ふこと になつ て 
は、 其 結果に te て；！ T 或は 之を 傰頗な 〇 不公平な り 
と訴へ る 者が 澤山 出て 參り 、遂には 權門 勢家の 勢力 
を 利用す る 者 も 出て 參つ て、 隨て 醜聞 之に 次で 出て 
參るの で， 甚だ 宜くな いこと である、 寧ろ 今日に 於 
ては、 印度洋 方面、 太平洋 方面 等は、 餘り 必要を 誠 
めない ので あるから、 除外例を 置いて 是等け 自由に 
すると 云 ふの が、 最も 機宜に 適した 事と 私は 考へる 
ので ある、 海外に 向つ て發 K すると 云 ふことは、 單 
に當 業者の 利害の みでは ございませぬ、 是は 其爲に 
國の 利益を 大に％ 加し、 正貨を 蒐集して 參 り、 又 一 
面に 於て は 我國 の航權 を發達 せし むる 上に 於て、 大_ 
なる 利益の ある ことは 申す まで もない ことで 4 めろ、 | 
今假に 十 萬噸の 船を 外へ 出しまして、 是が 三十 圓宛 
になれば， 一箇月 三百 萬圓の 金を 得ろ ことが m 来、 
一箇年な らば 三千 六 百 萬圓の 正貨を 此方に 持って 來 
る こと •か出来る ，其內 海外で 使 ふ 金は 僅かな もので 
ある、 此點に 於ても 成るべく 出 稼を 獎勵 すると 云 ふ 
こと !£ 、國の利益である、况や儲け來つた此金は、 

腿 時利焊 税にな つて、 國費の 一部分になる ので ある 
から、 差 支ない 限 りは 許して 置く と 云 ふこと が 必要 
である、 簡易な 方法と 申しても、 之を 必ず 許否す ろ 
と 1K ふ 以上は、 悉く 右から 左と 云 ふやうな ことは 六 
ヶ敷い 話で あるから、 當 業者 も 甚だ 之を 迷惑と して 
居る ことであります から、 除外例を 置いて 自由にし 
て 置きたい と 云 ふの が 私共の 精神で ある、 又此除 外 
例を 柿へ て 見れば、 彼當の 業者が 大に苦 んで 居り ま 
す 小形 船の 如 ? も， 自ら 其 中に 入っ て 自然 其 恩惠を 
蒙む る ことにな つて 來る 、彼等は 小形 船 も 外 國に賣 
りたい と 云 ふ考を 持つ て、 此 除外例を 求める のでは 
ない ので ある、 それから 其 次に 於き ましては、 附則 
の 講和 後一 年間 有効に すると 云 ふことは、 どうも 私 
三 一 五 
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共' か考へ ると 其 必耍が なから うと 思 ふ、 平和の 茨が 
起り ましても、 趑 々講和 談判の 侍 Is になる までの 間 
には， 少なくとも 五節 月 や 八 箇月の 月日は S へる の 
であつ て、 其 中に 大抵 大勢 も 定まる ので あるから、 
それから 更に 期限を 延す 必耍が 無い のであります か 
ら 、是 は 講和 談判の 日を 以て 効力を 失 ふと 云 ふ «f に 
して K くが 常 然で あると 思 ひます •次には IT 雜 M の 
事であります が、 管 船 局には 評議員の 設がご ざい ま 
すけれ ども、 今日で (r. 餘り其 評議員 ir を 有効に 使用 
されて 居る ことを 聞き ■* せぬ、 寧ろ 報 ff の 機 關 —— 
諮問の 機關 までに fr か 十、 報告の 賭關に 止つ て 居る 
甚だしき に 至つて li 此評錢 員會と 云 ふ ものは、 俩人 
船主 シ顔絡 する 一の 手段で あると 申して 居る 者が あ 

ります、 選ばれて 居る 船主の 中には、 餘り 古い 船主 

が 無い 所から 考へ て、 さう 云 ふ 事 實が あるか も 知れ 

ない 人を 疑は せる 形が ある、 是は當 業者の 考を 必要 

とする もので ございます から 成るべく 其 ® 限を 明か 

にして、 本案の 中に 規定して 置く が 必要で あると 思 

ふ、 即ち 此 法律を 定めて® くと 云 ふことは 必要で あ 

ると 思 ふ、 それ も餘り 官吏の 數 より 評議員の 數が少 

なければ、 何時でも 御 役人の 說に從 はなければ なら 

ぬから、 御 役人より 其數を 餘計 にして 置かなければ 

ならぬ と 1K ふ Iff が 必要で あると 思 ふ、 以上の 如き 趣 

意を 以て、 私共は 更に 新たなる 案を 以て 之に 臨まん 

とする ものであります から、 本案に 厨して ! i 承諾を 

與ふ ベから ずと して、 否決を して ® きたいと 云 ふ 意 

見々‘ 有する のであります、 どうぞ 冀 くは 當 業者の 利 

害、 第二と して ほ 我國航 權の發 達に 重きを 置かれて 

私の r( 見に 賛成せられ むこと を 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0_長( 大岡 育造 if 〕 橫田千 之 助 君。 

〔磺田 千 之 助 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 傾 田 千 之 助 君 諸君、 本案は 戰時 中に 於て 我國に 

於て 發令せ られた る 所の、 最も 重大なる 法案で あり 

ます、 此 意味に 於て 吾々 同志は、 此 緊急 勅令を 承認 

する 上に 於ても、 多大の 注意を 拂つた もので ありま 

す、 今 花 井 博士より W 問 S 第一と して •現 政府に 向 

つて、 憲法の 緊急 勅令に 對する 根本 觀念に 付ての 御 

質問が あつた、 如何にも 注意 周到なる 御 尤な W 問で 

あります、 何とな れぱ嘗 て 何時の 頃 か 知り ませぬ が 

桂 內閣の 時代に 於て、 或 事柄に 依て 緊急 勅令を 發し 


て la きながら、 謹會 開會前 に 於て、 其 必要なし とし 
て 之を 勝手に 廢 止して、 諉會の 承諾を 求めな かつた 
例が 有る ので ある、 想 ふに 花井邱 士は 此點に 周 匝な 
る 注® を 拂 つて、 現内閣 も 或 (3: 斯の 如き ® 1 念を 以て 
此緊急 勅令に 對 して 居る ので (3; ないか、 斯う 云 ふ 意 
味は® も必耍 なる 質問で ある、 此點に 付て 私は、 遞 
信 大臣の 明確 4-- る 答 辯を 承らざる 事を is ® とする も 
ので ある、 併ながら 責任 解除を 必要なしと する もの 
で It ない と 云 ふ 言明を 得た るに 滿足 をして、 而 して 
吾々 は 緊急 勅令に 對して は、 花 井 君と 同一の 憲法 上 
の 根本 翻 念を 持つて 居る と 云 ふこと を、 爰に 言明し 
て 置く のであります、 而して 花 井 君の 第二の 質問， 
緊急 勅令が 議會に 於て 承認せられ た 場合に 於ても， 
緊急 勅令で ある 限りは、 P 會に 是が改 廢の權 能な し 
とする 議論は、 是ほ花 井 君の 誤りで ある、 憲法 上の 
解釋 から 云つても •議會 の 先例から 見ても、 是は花 
井 君の 誤りなる が 故に、 此御 心配に 及ばぬ と 云 ふこ 
とを 爰に 言明 致して 置きます、 今此 重大 法案に 對し 
て 吾々 が、 之に 承認を 與へん とする 趣意は、 深く 說 
明を 要する まで もない と 思 ふので ある、 何とな れば 
議塲に 於て 反對を 標榜せ らる 1 憲政 會の 方々 も、 其 
立法の 精神， 其 規定の 大 it に 於て は 御 異存' か 無い の 
である、 殊に 一昨日の 載 場で ありました か" 憲政 會 
の 有力なる 議員 尾 崎 行 雄 君、 望月 小 太 郎君、 關和知 
君、 是等三 名士の 言論に 徵 して 見ましても、 今日 本 
の 現在 ほ、 國家 百年の 種と 云 ふ ものが、 東亞の 全面 
に 振 撒かれて、 飛行機 襲 ふの 虞 あ 潜航艇 來 るの 
强 が ある、 大詔 換發 、何時 國 民の 全 動員を する こと 
が あ. るか も 知れぬ とまで 論じられて 居る •此 機會に 

於て、 斯 s 如き 權 限と 云 ふ ものを 政府の 手に 收めて 

置かな かつたなら ば、 國家 一朝 事 有る の 秋、 何とも 

する ことが 出来ぬ と 云 ふこと ほ 明確で ある、 關和知 

君は、 間 密漏洩 の 事に 付て は、 痛く 現內 閗の此 法令 

に對 する 關係に 於て、 論難を 試みられ ましたが、 此 

法令の 性質 規定 之に 付て は 何等 異存が 無い と 云 ふこ 

とを 言明せられ た、 斯う 云 ふ 意味から 行きます ると 

どうも 私は 此法 令を 承認 T ると 云 ふ 根 本義に 於て"* 

餘り 多くの 言論を 費す 餘地が 私は 無から う、 唯 だ 正 

木照贼 君が 此法 令に 付て、 斯う 云 ふ 法® にした 方が 

承諾を する のよりは 宜く はない か、 斯う 云 ふ 點の御 

話が ありました から、 此點に 付て | 言を 費して 置け 

ば、 賛成 論の 委員長の 報吿に 賛成す る 意味 ほ 明確に 


なら6と思ふのであります、正木君 0 此緊急勅令に 
代つて 出さう とする 所の 規則の 要項：！ '-,; 蘇士以 東の 
航海を、 此 法令の 規定ょり 除外す ると 云 ふの が 一箇 
條 、併し 此法 令の 目的と 云 ふ ものが、 外 It 共同 筠 5! 
の侦宜 に 供し、 內ほ產 第運駝 の 調節を 一一ろ、 此 二つ 
が目的である、斯う云ふ以上は、若しも蘇士以迸と 
云 ふ もの、 若く は 小形 船と 云 ふが 5n きものを 此 規定 
ょり 全然 除外して、 法律 C 區域 以外に S いたなら (t: 
0} 月 小 太 郎君が S ふるが 如 ? 場合が 来た 時に、 如何 
にして 內地 航海の 蔻業 運 ® の 調節を 圖るこ とが 出来 
るか、 今日の 場合に 於て は 宜か らう、 現下の 場合に 
於て は、 此方 面の 事は 最も 運用を 緩和して 宜か らう 
けれども、 飛行 璣來 〇、 潜航艇 襲 ふ、 いつ 何時 此局 
面に 變態 が來 るか も 知れぬ と 云 ふ 時に、 法律の 規定 
で 之を 除外して 仕舞つ たなら ば、 洵に 困 ii な 事が 生 
じ やしない か、 此 意味に 於て、 洵 に 船舶業 者に 對し 
現在の 貿易 關係を 獎勵 する に 付て は 御 親切な 御 議論 
であります が、 奈何 せん 今日は 產業 貿易の 發 展も圖 
ると 同時に 國家は 一面に 於て は 之を _牲 にして、 31 
り 船舶業 者の みならず、 或は 紙の 輸出 禁止、 染料の 
輸出 禁止、 藥品の 轍 出 禁止、 貿易の 上に 於て は 多大 
の 迷惑を 感じて 居る けれども 此方 面に 於て 物 價 調節 
— 戰 時に 對 する 已むを 得ざる 對策 として 講じて 居 
る塲合で&0ますからして、洵に外國に對する產業 
貿易の 發展 方面から 見る と 云 ふと 正木 君の 議論は 尤 
もで あるが 飛行機 來〇 、潜航艇 襲 ふと 論ぜら る、 場 
合は、 其點は 左樣に 出来ぬ と 論じて 宜か らうと 思 ふ 
而して 又 今一つの 條項 は此 評議員 會の權 限を 擴張す 
ると 云 ふので ある， 多大なる 權 力を 遞信 大臣に 一任 
して、 之が 自由 手腕に 任 かせる と 云 ふことは 不安で 
ある、 危險 である、 夫 故に 評議 委員 會の權 限を 擴張 
し、 確定して、 此 手に® て 運用の 妙を 發揮 しやう と 
する ので あるけれ ども、 元來此 の 如 t 此 非常の 法律 
と 云 ふ ものは 有 ゆる 智能、 有 ゆる 材幹を 各所に 用ゐ 
るのは 宜しい けれども、 最終の 決 斷權と 云 ふ ものは 
是は 一人の 手に 吸 集し、 保留す ると 云 ふ 所に 妙 用が 
あるので ある、 船舶 管理 令の 第三 條第四 條と云 ふが 
如き、 最も 重要なる 事柄に 就て 臨機の 處置を しなけ 
れぱな らぬ 時に 於て、 之を 此評議 委員 會と云 ふ 評決 
機 關に任 かせる と 云 ふが 如き ことなら ば、 此法 律を 
持へ ない 方が 宜い 位の ものである、 况や 正木 君の 御 
議論が、 此 評議 委員 會に是 丈の 權 限を 任 かすと 云 ふ 


ことに 付て 決定 すれば まだし もで ? > る、 此評 淺 :^ 〇 
會と云ふものは、役入を三分の|以上にすることは 
出来 -:2と±:、街京案に ^ いてあるやうでありますが 
此任 命 It 矢 張 政府 o fr: 命で あら-っと 思 ふ、 ;!！; して ?: 5 
らば 自由 肖 在に 自分の 勝手に 其 若， >. fE 命せられ た 時 
は、 偶々 此委员 會なる ものは、 常 局大 ui GW frr g: 跋 
〇 道具には なる が、 n に此 法律の 運用と 云 ふ も 〇 を 
機宜に 適する やうに 出來ぬ と 云 ふこと It 明かで ある 
矛盾、 不撤底 •掎 著と 云 ふことは、 此謎 1? に.； Lit 々珂 
れた 文句では あります が、 惟 ふに 正木； S の此御 提案 
も、 此 譏りを 免れぬ ではない かと S ふこと を £• ふる 
のであります r 拍手 起る〕 私が 孖 成の 理由は 大 es llt 
位の ものである、 併ながら 吾々 は 此 ffi 大なる 勅令を 
默って 賛成 (3; 致さない、 此點に 就て は 御 臨席の ® fi 
大臣に 向つ て、 二三 我が 同志を 代表して、 切 13 に 希 
望を 述べて ® く點が あるので あり ます、 元來此 〇 如 
き 法令と 云 ふ ものは、 我國に 於て U 金く 新ら しき 試 
みで ある、 幾多の 經驗 を® んだ 所の 歷 史的 法律で (i 
ない ので ある、 而し て此令 の 運用 此法 令は ® 大な 〇 
と雖 も、 言 ふ 迄 もな く 死灰 枯木で ある、 lit 死灰 枯木 
に花を咲かせ實を結ぱしむるのは、资に遝用の妙如 
何に 在る ので ある、 今の 遞信當 局は 之に 付て 如何な 
る 用意と 盥悟が あるか どうか、 今 吾々 が 飛 as せむ と 
する 所 S 此勅 令に 反映す る國 民の 思想 感情、 是等〇 
事は 餘程御 研究 下さらぬ と 云 ふと、 とんだ 間違が 起 
るので ある、 元來 行政府の K 僚は、 舶來の 能力 紐 譯 
の 智識を 以て、 幹 燥 無味なる 法 钳規 則の 宵 目的 執行 
者を、 或る時 代に 於て 人材と して 粒 K した ことがあ 
るので ある、 吾々 は 現在の 行政府の 史炝 全 E を、 此 
の 如き もの だとは 言は ない、 吾々 の 知れる 限りに 於 
て も、 人材 英物 •行政 部の 谷 所に あると 云 ふこと を 
知つ て 居る、 併ながら 何十 年 來積勢 の 勢は、 此特有 
の 智識 舶来の 能力を 以て， 形式を 以て K 質ょりも 重 
し とし、 之を 重要視し 來つた 結果、 或 6 一 種の雰 間 
氣が官 省の 谷 所に 低迷し つ、 あるので ある、 之が 爲 
に 二 111 五六の 人材 英物が 官廳に 入っても、 此雰賊 氣 
の B 迫を 受けて、 滔 * として 形式を 重んじて © 質を 
忘れ、 唯 だ 法文を 死守して、 而 して 活 社 # の 活現象 
を捉 ふること に 迁澗な る 人が 少くな いと 云 ふことは 
天下 自ら 定論が あらう と 思 ふので あります、 此 運用 
の 正面の 責任者た る遞信 大臣 田妈爵 は、 尋常 一 の 
役人 生活で 此 位地を 得られた 御 方では ない ので ある 
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民間 各所 s 階級に 御 m 入に なつて、 種々 の 事柄に 御 
繂 锿 が あつて、 斯う 云 ふ 方面に 就て、 國民が 如何な 
る 思想 感情を 持つ て ® るかと 云 ふこと に 付て は、 十 
分なる 御 了解が & る 筈の 御 方で ある、 此御 方を 此法 
令 MB 用の 頭目と して、 而し て內田 次官 「若： a 管 船 局 
長 •是 等の 俊材が 此 局に 當 つて 居らろ、 ので ありま 
すから、 詰まり 此國 民が 此一 大法 律 規則の 執行に 付 
き、 第一に 此繁 文_禮 か 非常 r. 嫌うて 居る、 机の 上 
の 智識を 以て、 實際の 事情を 閑却す ると 云 ふこと を 
嫌うて 居る、 第三には 公務 公益を 裁斷 する 所の 能力 
は、 摁〇行 政 官吏の 獨占 であつ て、 國 民に 其 智能を 
缺いて 居る と 云 ふが 如き 感じを 懷く ことは、 非常に 
嫌つて 居る、 而して 又學 問に 依て 組立 てられ、 文字 
に 依て 組立 てられた る 大官の 眼ょり 見て、 今此 時代 

の 一大 II 換を爲 さむと する 時に、 國 民の 精神 知覺が 

どの 程度まで 活用して 居る か、 どの 程度まで 充ち滿 

ちて 居る か、 斯う 云 ふ 事柄に 就て 御 了解が ある やと 

云 ふこと に 就て、 國民は 多大の S5 趲を懷 いて 居る、 

此點に 就て 深く 御 研究を 願つ て、 此 運用に 就て は 公 

正なる 心琪 と、 細心なる 注意と、 而し て大 _ なる 運 

用を 私は 求む る 者で ある， 評議 委員 會 の 權限に 就き 

ましても、 國民黨 の 野 添宗三 君ょり 委員 會に 於て、 

唯 だ 之を 形式的の ものにしない，、 此方 面の 智識 材能 

も、 遞信 大臣の 手に 握られて 居る 所の 裁斷權 を 實行 

する 迄に、 十分の 御 収入れ を 願 ひたいと 云 ふ 意味の 

質問が あつて、 之に 就て 4 稍々 御 同意の 御 答 辯が あ 

つたと 云 ふこと を 承つ て 居ります •か、 それの みなら 

ず 現在の 程度に 於て iT 不必要なる 所の 法則と 認め 

られて 居る， 所謂 正木 君の 心配を せらる、 蘇士以 m 

の 方面に 於て は、 十分 簡易 2 手® を 執つ て戳 ? たい 

と 云 ふ 所の 筘望 に對 して、 是 亦大蹬 に 於て 御 承認を 

得て 居る さう であります •か、 是 等の 事柄を 按排 好く 

料理 せらる、 と 同時に、 國家 一朝 有事の 秋は、 如何 

なる 大瞻な 御 運用が あつても、 是は已 むを 得ざる 事 

として、 國 民は 喜んで 承認す る だら うと 思 ふので あ 

ります •要するに 此緊急 勅令の 運用と 云 ふ ものけ、 

乾燥無味な ろ 法律 規則と 云 ふ 機械を 操縦す る、 行政 

的 職工の tt 見では いけない、 眞に此 變 局に 處す る英 

雄 豪傑 的の 心事と、 手腕を 要する ものと 云 ふ 事を、 

一言 申 上げて S 3- たいので あります、 稻 を 降る に 臨 

みまして、 微弱で (i あります るが、 委員 會及 本會識 

に 於て K 々腰は された る 問題、 祕密 漏洩 一件、 其聲 


其 理由、 頗る 微弱では あります るが、 反對 論の 一說 
たるを 失は ない、 之に 一 ! P を 加 ふるの も、 賛成 論者 
の 任務で あるか も 知れぬ (「其 所まで 御用を 勤めぬ 
でも 宜か らぅ」 と 呼 ふ 者 あり：, 數日 前、 此譎場 に 於 
て 烈しく 陇は された る 所の、 製鐵所 三萬噸 鋼 塊 云々 
の摩がある、攻擊をするのではありませぬから御心 
配には 及ばぬ (「誰れ が 心配す る」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 
事件は 誠に 闲つた 事件では ありました が、 之 あるが 
爲に國 家社會 の # も 要求す る 所の •製鐵 所の 豫算を 
不必要 だと 云つて 否決す る ことは 出来まい" 製鐵所 
の 何時の 頃 かに 於け る豫 算會藕 から、 不祥の 兆を 徵 
して 訝しい 事が 出來た と 云 ふ、 此 一事を 持つ て 來て 
製鐵 所の 豫算と 云 ふ ものは 削り 上げて 仕舞へ、 斯ぅ 
云 ふ 事は 出來ま い、 それと 同じ ことで ある、 祕密漏 
洩と云 ふ 事柄で あつたに しても •此 緊急 勅令 其 物が 
現在の 國 家社會 に必耍 であると 云 ふ 事が 明確で ある 
限りは、 是等の 論を 混同して、 是が反 對の 理由に す 
ると 云 ふ 事は、 到底 意味を 爲さぬ 事で あると 思 ひま 
す、 此一言 を 以て 御 別れを する。 

0 岩 崎 1!| 君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

t 「賛成」 「反 對」 の聲 交々 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 沿〕 岩 崎 君ょり 討論 終結の 動議が 
出ました、 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 
〔「橫 暴」 と 呼 ふ 者， あり〕 

OI 一長 0 K 岡 育造 君：* 多数、 仍て岩 崎 君の 討論 終結 
の 動 _ は 成立ちました、 本案に 付て 決を 採ります、 
本案に 承諾を 與ふべ しと 云 ふ 諸君の 起立を 求めます 
起立 者  多數 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 多數 、仍て 本案は 承諾を 與ふ 

るに 決しました、 日程 第一 . 醫師法 中 改正 法律案の 

第一 _會 を 開きます、 提出者 八 木 逸郎 君。 

第 肺 法屮改 正 法律案 (八 木 逸 郎君 外 

十四 名 提出〕  第一 讀會 

释肺法 中 改正 法律案 

醫肺法 中 左ノ通 改正 ス 

第二 條 第一 號ヲ 左ノ如 ク改メ 第二 號 ヲ削リ 第三 號 

ヲ第二 號- 一改ム 

一 六 年 以上 ノ 懲役 又 ハ 禁錮 M 處セ ラレ タル 者 

第三 條中 「禁錮」 ヲ 「六 年 未滿ノ 懲役 若 ハ 禁錮」 

二改ム 

第五 條锊師 ハ自ラ 診察 セス シテ 治療 ヲ爲シ 若 ハ 


診斷 書、 處方箋 、死 產證 書ヲ 交付 シ又 ハ檢案 セ 
スシテ 檢 案書ヲ 交付ス <1- :! トヲ 得ス 但シ 診察 後 
病症-一 變 化ナシ ト認ム ル 患者-一 交付 K ル 診斷書 
處方箋 又 ハ 診療 中ノ 患者 死亡 シタル 場合-二 父 付 
スル 死亡 診斷 書 — 付 テ ハ此ノ 限-一 在 ラス 
第 六條屮 「翳 肺」 ノ下 -I 「又 ハ 診療所 ノ 首長」 ヲ 
tn フ 

第八條 _師 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ醫肺 會ヲ設 
立ス ヘシ 

醫肺會 ハ 法人 トス 

醫師ハ 醫肺會 -1 加入 ' y タル 後“ 一 非 サレ ハ 醫業ヲ 
爲ス 17 トヲ 得ス 

醫肺會 -I 關スル 規程 ハ 内務大臣 之 ヲ定ム 
第十條 第一 項 中 「第一 號又ハ 第三 號」 ヲ削ル 
同條 第三 項 中 「第二 條 第三 號 J ヲ 「第二 條第二 號 J 

こ 改ム 

同 條第四 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

本條ノ 處分ハ 內務 大臣 之 ヲ行フ {!! シ第二 項ノ場 
合 二 於 テ ハ 所屬 醫師會 -I 諮問 ヲ爲 サスシ テ 中央 
衞生 會ノ辩 議ヲ經 ル コト ヲ耍ス 
第 十 一條 中 「第 七條」 ノ下 -1 「、第 八條 第三 項」 
ヲ加フ 

第 十 一條 ノニ醫 師及醫 肺會ハ 本 法 及 本 法 二 基ク 
命令 M 依 ル 處 分 — 對シ訴 願 又 ハ行 政 訴訟 ヲ 提起 

スル コト ヲ得 

第 十四 條 削除 
〔八 木 逸郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 八 木 逸郎 君 提出者の 一人と 致しまして 簡單に 本 
改正案の 理由を 述べたい と 存じます (「謹 聽 J と 呼 ふ 
者 あり〕 現行の s 師法 は、 明治 三十 九 年 五月に 發布 
になり ま- L て 確か 四十 一年と 存じて 居ります が 第二 
十六 回の 議會に 其 法律の 一部 改正案を 本員が 提出 致 
しまして 其 大部分は 貴 衆 兩院の 協賛を 經て 、而 して 
其 改正が 行 はれた のが 現在の 醫師法 であるので あり 
ます、 然るに 十 餘年を 經ま L た 今日に 於て 更に 又 一 
部の 改正 法律案を 提出す る 事に なりました が、 今回 
改正を 求めます 部分は、 四十 一年に 求めました 部分 
に大體 觸れて 居らぬ ので 有ます、 言葉 を 換へて 見 ま 
すれば 四十 一年には 今回 改正を 求めます 所の 部分に 
對し ては、 四 萬の 醫師 社會に 向つ て、 まだ 輿論と な 
つて 居らな かつた のであります、 然るに 十有餘 年を 


經ま して、 色々 の 實際の 實情 から 照して、 遂に 各府 
縣に 在る 所の 府縣醫 肺 會の其 實驗に 基いて、 考慮 致 
しました 結果、 日本 全 國の谷 府縣 醫師の 代表者が 東 
京に 集りまして 、種々 fl 談 をし、 種々 討® を 致し ま 
した 結果， 今回の 一部の 改正 法律案を 提出す ると 云 
ふこと を 吾々 に 託された のでありまして、 吾々 も 亦 _ 
其 必要を 認めまして 「提 m した 所以で あるので あり 
ま -'' 、 今 其 中 ¢0 主なる 二三 箇條の 其 理由を 陳述して 
御 賛成を 乞は んと 欲する のであります が、 第一には 
現行法に 於 ? まして 「醫師 ハ 醫 師會ヲ 設立 スル コト 
ヲ得」 となつ て 居る のであります るが、 今回 改正を 
求めまして 「_ 肺會ヲ 設立ス ヘシ」 と 云 ふ、 法律上で 
强 制したい のであります、 其 理由は、 現在に 於て殆 
ど 醫肺會 が發 達を 致しまして、 區 若く は 郡、 市 及府 
縣に 於て 醫師會 を 設立して 居ります るが、 時に 場合 
に 依れば、 設立し ない 所が まだ 現に 在る ので ありま 
す、 現に 廣島縣 に、 縣醫肺 會が备 郡に 出来る と 同時 
に 出 來て 居ります が、 廣島市 醫師會 なる もの !？; 成立 
致して 居り ませぬ、 元と 成立 致して 居りました のが 
何等かの 事情に 依て 解散され たのであります、 斯樣 
な 事になります 結果と 致しまして、 其 K 師會に 於き 
まして、 各自の 品性を 高め、 若く は 業務 上の 事柄に 
付て 一致を 致しましたり* 位地 向上に 努めます 事に 
向つ て、 互に 協力す る 上に 於き まして、 隣の 郡 若く 
は 隣の 市に 於き ' f して 左樣な ものが 成立つ て P;- ない 
と， 境を 接壤 して 居ります る 其の 郡と 他の 市 若く は 
他の 郡との 間に、 色々 の 行 違が 起きまして、 遂に 其 
規約した る 事柄が、 注々 矛盾を 生ずる と 云 ふやぅな 
結果になる のであります、 此 意味に 於き まして、 此 
理由に 依りまして、 醫師は 醫師會 を 設立す べしと 云 
ふ 法律上の 强 制を 求めたい のであります、 尙ほ 一つ 
の 理由は、 醫師會 を 法人と したいので あります、 醫 
師會を 法人と 致し ませぬ と、' ^ 師會 中の 規約を B 行 
致します ときに •或 背德 者が 出まして、 さぅ して 過 
料の 處分 をす る、 過料を 出さない、 出訴す る、 出訴 
するとき に會 長が 各 全體の 委任 狀を取 らな ければ、 
出訴の 効力がない と 云 ふこと が 事 W に 現れる ので あ 
ります、 若く は 醫師會 に 於て 基本 金の 積 立な り、 或 
は 醫師 窗 を 代表して、 他の 醫肺會 と 交渉を する、 若 
くは 醫師會 が 代表して か ら に、 府縣知 事の 諮問に 應 
ずると 云 ふやうな 事に、 法 入に なつて 置く のと 法人 
にして 置かない とで、 實 際の 不便が 非常に 在る ので 
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あります、 fts 味に 於き まして， 分' 5 s £5 會を 法人に 
致す と 云 ふ ^ にしたい のであります •第三に 於 ざま 
して ! i 、 ?i 師が苹 務上に 於て、 不正の 事を 爲 し、 犯 
罪を 致しまして、 其 結果と 致しまして 司法 處 分を 受 
けて" K に 又 行政 處分を 受ける のであります るが、 
此點に 向つて は 司法の 上に 於き まして、 原被 兩 造に 
岡ほせた枯沿‘犯罪の結論になるのでありまするか 
ら 、更に 不都合 {i ありませ ぬが、 唯 だ 其 中の 释肺が 
不正の 行爲を 爲 したる とき I 不正の 行爲 を爲 した 
ると きに、 行政 上の 處分が 行は れ 6 場合に 於て は、 
此不 正の 處分と 云 ふ ものは、 行政 上から 見ます と、 
非常な 處分を 行 ふべき 犯罪で あるに 拘らず 、司 法廷 
に 現れない、 親吿 罪であります から 現れないで 濟む 
ことがある のであります、 然るに 此 行政 li 分を され 

るに 申传 者は 誰で あるかと 云 ふと、 府縣の 知事で あ 

りまして、 其 府縣の 知事は 警察 锻長 或は 巡査の 報告 

S に 依て やる のであります から、 之を 內務 大臣が 受 

けて、 中央 衞生會 に 審議せ しむる と 云 ふこと になつ 

て •中央 衞生會 の 密議の 決定に ffi て、 行政 處分を 執 

行す ると 云 ふこと になつ たなら ば、 被 - ffi- は 更に 辯疏 

の途も 何も 無い のであります 、即ち 唯 だ 原吿の 申立 

に 因て 處斷す る ことになるので あります るから、 萬 

萬 一 それ 等の 事 ® が 無く、 或は 根據の 無い 事で、 知 

らない 中に 三 箇月 若 L くは 五 筒 月、 若しくは 全 體の 

業務の 禁止を 命ぜられ ると 云 ふこと になり ましたな 

らば、 殆ど 業務 上の 確保を 煜られ ぬ ことになります 

るが 故に、 不 7H 處分に 依つた 部分に 對し ては、 所 蹈 

翳 師會に 其 W 情を 先 以て 聞轧 して 貰 ひたいと 云 ふの 

が、 耍 求の 一つで あるので あります、 それから 尙ほ 

一つは 知事が 醫師會 に對 しまして 1 醫師會 の 行動 

に. 毀し まして、 或は 翳 師 會の爲 した 決識 に對 しまし 

て、 それは 不當で あると して、 或は 醫师會 の 役員の 

解職を 命ずる、 或は 醫肺會 の 行 励を 抑止す ると 云 ふ 

ことが 往々 起る のであります、 而 して それが 道理に 

適つ て 居る 場合 許りでは ない、 醫師會 に 於て •其 知 

事の 爲した 事が 甚だ 不當と 認めました 場合に 於き ま 

しても、 夫 等を 救濟 する の 途が 今日に 於て は 無い の 

であります、 故に 是 等に 向つ ては 內務 大臣に 訴願を 

する、 若く は 内務大臣が 行 ふ 場合に 於て ±f 行政 訴 

訟を 起す - 行政 裁判所に 出訴す る ことを 得る と 云 

ふ 救濟の 途を煜 たいと 云 ふ、 是 等が 現行の 醫師法 を 

改正す る 要 點 の 主なる ものであります、 其 他 固々 小 


さい 改正の 點があ ります るが、 それ It 當然の 結果改 
正しなければ ならぬ、 S 刑法と 新 刑法との 差異と か 
其 他の 事であります るが 爲に 委員 會で詳 く 申 述べる 
ことに 致しまして、 是は略 致 L ますが •要するに 幸 
にして 此の 法律 •か 兩院の 協賛を 得て 成功 致します る 
—— 目的を 達しましても、 释 師社會 相互の 自治 若く 
は 释師の 業務 上の 品格を 上げる とか、 或は 位地の 向 
上に 努める とか、 或は 醫師 相互の ffl 利を 伸張す ると 
かと 云 ふの みでありまして， 而 して 他の 團體 若く ほ 
他の 業務 者に 向つ ては、 何等の 痛痒な く沒 交涉な 事 
であります るが 故に、 願は くば 滿場御 賛成 あらむ こ 
とを 希 辑 致します。 

0 鈴 木 梅 四郞君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 鈴 木 君 何です か。 

0 鈴 木 梅 四 郎君 提案者に 質問が あります。 

〇篛長 (大岡 育造 君) 鈴 木 君に 發 言を 許します。 

0 鈴 木 梅 四 郎君 唯今 八 木 君ょり 提案の 理由を 說明 
されました が •本案は 國民衞 生の 上に 非常な 關 係を 
持 '〇 ものであります からして、 私 ほ 提案者に 二 一の 
質問を 致して 見たい と 思 ふ、 提案者の 說明 する 所に 
依ります れぱ 、醫 師會を 法津を 以て 强制 する 所の、 
必ず 醫師は 醫師會 に 加盟せ ざるへから ざる ものと す 
る 必要が ある" それは 醫師會 で 決めた 事を 破つ た醫 
者が あつても、 今迄は 十分な 制裁を 加へ る ことが 出 
來な かつた ことで ある、 夫 故に 之に 制裁を 加へ る こ 
とに すると 云 ふの が、 一の 理由に なつて 居ります が 
八 木 君に 御尋 致します るが、 此 最近に 醫師會 の 規約 
を 破つ て、 之に 制裁を 加へ る ことが 出 來な かつた 爲 
に、 どう 云 ふ 不都合が 生じた のであります か、 どう 
云 ふ 事柄から 其 必要を 認める ことにな つたので あり 

まする か、 r 一の 著しき 事例を 擧げ て御說 明を 願 ひ 

たいと 思 ひます。 

0 八 木 逸郎 君 詳しい 事は 委員 會で申 述べます が、 

簡 S に 申して 置きます、 鈴 木 君の 御 導は、 翳 師會の 

規約に 背いた 者が あつた 塲合 に" 其 背いた 者を 處す 

るに 向つて、 何等か 不便が あつたか 其 事實を 言へ、 

斯う 云 ふ 御 問の やうに 伺 ひました が、 私の 說明 致し 

ましたのは、 例へ ば 何 郡に 於て は 醫師會 が 無い、 何 

市に 於て は 醫肺會 が 無い、 鄰郡鄰 市に 於て は 翳師 會 

が 成立して 居る、 而して 醫師が 診察す るのに 何 郡に 

も亘ら なければ ならぬ 何 市に も亘ら なければ ならぬ 

互に 土地を 接して 居る が爲 に、！ 郡 若く は 一市に 於 


て ^ 師會が 成立して® つて、 規約 •かあつて 色々 やつ 
て 居る のに、 假 りに 一郡に 於て 释師 會が 成立し なか 
つたなら ば、 他の 甲の 郡と 乙の 郡との 間に S 思の 疏 
通を 缺 いて、 不都合が 起る と 云 ふ BE M が澤山 ありま 
す、 それを 唯今 說明 致した のであります が、 鈴 木 君 
の 唯今の 御 問は、 鈴 木 君 それ 自身 S 事柄を pft 加へ て 
御薛 になつ たので、 私の 說明 した 範圍で ない、 詳細 
は 委員 會で申 述べます。 

〇 鈴 木 梅 四 郎君 八 木 君の 說明は 速記 錄を 見れば 確 
に 分ります が、 私の 記憶す る 所に 依れば、 释肺會 の 
規約を 励行す る 上に 付て、 命令 的の ものに なつて 居 
らな ければ 部 合 •か 惡 いと 云 ふこと を、 確に 言明され 
たと le 憶して 居ります、 それで 私が 御 導 致した ので 
あります るが、 玆に 民間には 斯樣な 疑義が ある、 そ 
こで 私 it 御尋 をした のです、 醫肺會 は此 法律の 改正 
に 依て、 全國の 醫師ほ 必ず 醫師會 に 加盟し なければ 
ならぬ と 云 ふこと にして 置いて、 謂は ぱ 同業組合の 
普通の 營利的 事業と 同樣 に、 同業組合を 極く 嚴 m に 
形造つ て、 或 部分に 於て ~種の「、-ラスト」の如& 
ものになる、 斯樣に 若し 玆に昔 の やうな 宴に 人道を 
重んじ、 又 貧窮 者を 恤む 所の 所謂 仁術を 眞に行 ふ 所 
の醫 者が あつて、 此醫肺 會で 定めました 診察料 及藥 
價と云 ふやうな ものを、 其對 手に 依て 或 ft 之を 非常 
に輕 減して やる とか、 或は 全く 診察料 it. 取らぬ と 云 
ふやうな 者が I-IJ 來た湛 合に、 矢 張 左樣な 事を しては 
いかぬ と 云 ふやうな 制裁まで も、 之に 據て 付け やう 
と 云 ふ 精神で あると 云 ふこと が、 專ら 風説され て 居 
るので あります、 そこで 私は 今の 御尋を 致した ので 
あります るから、 其點を 今 I 應御說 明を 願 ひたい。 
〇 八 木 逸 郞君御 答を 致します" 連 lli 錄を御 铠にな 
つたら 分ります が、 併ながら 其 御 問に 御 答す る こと 
は 出 來 るので あります が、 私は 法人に する ことが 必 
耍で あると 云 ふ 部分を 申 上げました ので、 現在の 規 
定に 於て は、 醫師會 が 成立した 以上は、 其 郡 若く は 
其 市に 於て 設立した 醫師會 に 入らな けれ ぱなら ぬと 
云 ふこと を 規定して あるので あります、 今日 更に 求 
めて 入らなければ ならぬ としな くと も、 現在 行 ! 3; れ 
て 居る ので ある、 それを 鈴 木 君は 御 知りに ならぬ か 
ら 、さ 5 云 ふ 御 問が 起る 事と 思 ひます、 醫 肺の 「卜 
ラスト」 を 造る やうな ことを、 人 •か 言 ふから と 云 ふ 
御 問であります が、 吾々 は 又 鈴 木 君の 御 問は、 羊 頭 
を 懸けて 狗肉を 賣 るが 如き 手段を 以て、 此巧 妙なる 


W 問を 試みら る、 ので li ないかと 3} はれる のです、 
此案に 就て は、 委 M 會で 能く® 明を 致します。 
0土屋淸三郞君此案は匾師社會に於ける多年の_ 
案であり、且つ全四醫©會の興論と親るべきもので 
あります、 故に 私は 此阀 合に 於て 本案に 對する 、& 
府の大 53 の 御 ;? ^ 見を 拜 胺 致したい と 思 ふ 〇 で ま 
す。 

〔政府 委 M 法學 M  士水 野鍊太 郎君 贷垠〕 

0 政府 委員 (法 學 M 士水野 鍊太 郎君〕 御 答 致します 
本案に 對 しまして は 政府は 大 gg s 成 C BE を 表します 
但し 谷條 項に 付きまして は、 尙ほ B J1- を 求めたい 所 
も あるので あります が、 是れ等 の 5 4f は 特別委 M 0- に 
付せ らる 、こと V 信じ ま. - r から、 委員 0 に 於き ま L 
て、 篾と 意見 ? r- 交換 致したい と考 へて 居ります。 

0 岩 崎剧君 本案は 翳 長 指名を 以て、 九 名の 杏 M に 
付託せられ ん ことを 菌み ます。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 脚 誠に 御 異戠は あ 
〇 ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 C 大岡 育造 君〕 御與識 がなければ 、謎 長 指 fi 


九名の委員に付託することに決しま^ - 日程 第 彐 

郡制屮改正法律案の第 |蹈會を開きま^ — 横 山 金 
太郞 君。 


第三 郡制 中改 正 法钳案 (横 山 金 太郎 jfv 提 
出)  第一  is ir 
郡制 屮改正 法 钳案 
郡制 中 左ノ通 改正 ス 
第三 V 六 條 M 左 ノー  項 ヲ加フ 

前項 假識長 ノ選擧 — 付 テ ハ 年長 ノ戬 員戡 長ノ職 
務ヲ 代理 K 年齢 同 シキ トキ ハ抽燄 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 四十 ?/ t 條二左 ノニ 項ヲ加 フ 

讖員 定員 ノ半® 以上 3 リ 請求 アル トキ ハ 議長 ハ 
其 /a ノ會 踽ヲ開 クコ トヲ耍 ス此ノ 場合- 1 於 テ 
議長 仍會 識ヲ開 カサ ル トキ ハ 第三 十六 條ノ 例-一 
依 ル 

前® 鬪員ノ 請求-- 依リ會 黐ヲ開 キタ ル トキ 又 ハ 
翳 員 中 異議 アル トキ ハ 議長 ハ 會®  /謎 決-- 嵌 心 
M 非 サレ ハ 其/日/ 會讖ヲ 閉チ又 ハ 中止 スル n 
ト ヲ得ス 

〔横 山 金 太郞君 登壇〕 

0 橫山金 太 郎君 本案の 內容は 極めて 簡 m であり ま 
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す、 之に 伴 ふ 所の 理由 も 亦 極めて 簡單 であります、 
案の 内容 li 、 sss a 定數の 半 ®: 以上から 請求の あつた 
ときは、 必ず 郡 會 8S 長は、 郡 會の會 を 開かなければ 
ならぬ、 若し 開いた 時に 於て、 徒らに 其會議 を閉づ 
ると か、 若く は 中止す る 事は / 1! 来ない と 云 ふ 意味の 
規定を 設けたい と 云 ふ 事に 歸蔻 する のであります、 
案の 期待 致します る 所の n 的は- 5? する に 黙 派 若く 
は 感情に 驅ら れ て 讁事の 公平を 失し、 若く は 會議の 
進捗を 怠る と 云 ふ 弊害を 拽防 したいと •云 ふに 外なら 
ぬのであります， lit 案は 嘗て 三十 七 謎旮に 於て， 當 
誘 坳 に 於き まして、} I 坳一致 を 以て iai 過せられ たも 
のであります、 政府 4 亦 之に 對 して ra 意を 表せられ 
ましたが 不幸に して 會期® 迫の 折 S、 貴族院の 木 議 
に 登る の賊 會 か 得な かつた に 過ぎぬ のであります、 
此の 條文 •即ち 三十 六條と 四十 五條に 於て， 改正を 

しやぅ と 欲する 所の 規定は、 總て 現行法と して 行は 

れて 居ります 所の、 府縣制 四十 八條と 五十 七條 の規 

定と 比較 致して 見まして-其 字句 及 趣旨に 於き まし 

て 命 部 同 f であるので あります 、どぅか 本案に 對し 

ましては 滿 Jij の 御 S 成 あらん ことを 希 轺 致します。 

〇 岩 崎 a 君 本案 It fs 長 指名を 以て， 九 名の 委員に 

付託せられ ん ことを g! みます。 

〇 謎 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 識に 反對な きもの 

と E8 めます、 仍て 本案は， 謎 長 指名 九 右の 委員に 付 

託する に 決し ま i - 日程 第 四、 刑法 中 改正 法 rli 案 

〇 第 f  f st 會 を 開き -f す - 赤 尾 ^ 作 君。 

第 四 刑法 中改 IHI 法律案 (赤 尾彥作 君 提出〕 

第一！ 8 會 

刑法 中 改正 法律案 

刑法 中 左ノ通 改正 ス 

第 百 九十 五條 中 「暴行 又 ハ 凌 虐ノ行 爲 j  ノ下 -I  r 

若クハ 恐嚇 又 ハ詐 言ヲ用 ヒテ 訊問」 ヲ加フ 

〔赤 尾彥作 君 登®〕  ‘  . 

0 赤 尾裔 作君簡 S に 提案の 珂由を 說明致 したいと 

思 ひます、 本 tt が 此 刑法 中改 正 法律案を 提川 致し ま 

した 理由の 主なる ものは •要するに 二つ あるに 過ぎ 

ない のであります、 第一の 理由は、 現行の 刑事訴訟 

法の 第 九十 四條の 規定を 完全に® 用 致しまして、 さ 

5 して 此規定 を 有効なる 規定と せしめまして 、近来 

裁判所の 信用が 追々 失樓 しつつ ある 處のあ る、 其 裁 

判 所の 信用を 維持した いと 云 ふの が 第一の 理由に な 

つて 居る、 第二の 理由は、 諸君の 御 承知の 通り， lit 
刑法 中 tsI IFI 法律案 第一 譖會 


頃 企 國 の 狀况を 見ます ろと、 成は Is 察 事務に 從 事し 
て 居 〇 公務：！： r 又は 檢察事 務に從 事して 居る 所の 公 
務 M の 方々 が 注々 法律 規定を 無視 致しまして、 吾々 
の 有して 居る 人® を 蹂躪す る G IS が あると 云 ふ 事は 
想 ふに 滿場の 諸君 も 御 認めに なつて 居る ことで ある 
一 だら うと 思 ふ、 仍 て此蹂 _ せられん とする 處のあ る 
人_ を 擁護した いと 云 ふの が 第二の 理由に なつて 居 
る 次第であります、 試みに 刑事訴訟法の 九十 四跷を 
見ます れぱ 、諸君の 御 承知の 通り •预審 判事が 被吿 
人を 諮問す るに 當りま して、 其 罪を E 白せ しむる 爲 
に、 脅嚇 若く If. 詐言を 用 ゆべ からず と 云 ふことの 明 
かな 規定が® いてあります、 而し て此 規定は 誼んで 
字の 如く  •豫密 判事が 被 锷 人を 訊問す るに 當〇 まし 
て、 被告人に 恐怖の 念を 生ぜし むる 原因と なるべき 
脅嚇を 行つ たり、 若く は 被告人を 欺 罔に 陷れ しむる 
が 如き 詐言を 用 ゆる ことを、 堅く 禁じて ある 法律で 
あるに 拘ら ず、 近來 司法官は 勿論の こと、 警察 事務 
に從 事して 居る 方々 が、 往 々此規 定を 無 ipl 致し まし 
て、 さう して 吾々 の 有して 居る 貴重の 人® を 蹂躪し 
つつ あると 云 ふことは、 想 ふに 滿 場の 諸君 も 御 認め 
になる 所で あらう と 思 ひます、 然るに 刑事訴訟法に 
も 明かに 規定に なつて 居る し、 又 天下の 人が、 不都 
合 の 行 爲 であると 云 ふこと に 異論の ない、 此人擗 蔵 
11 の 事柄が、 遠慮 會馘な く 行は れて 居る と 云 ふのは 
何が 故で あるかと 申します れ ば、 手績 法た る 刑事 訴 
訟法に 於て ほ、 堅く 禁じて あるに 拘ら ず， 此 規定を 
無視せられ まして、 不都合の 行爲を 致しました 公務 
員を、 處 罰 する 所の 刑 61] 法規が 缺 けて 居る 爲で ある 
だら うと、 私は 固く 信じて 居る 次第であります >  故 
に玆 に 本員は 刑事訴訟法を 無視し、 吾々 の人權 を 蹂 
涵する 不都合の 行爲を 罰する 爲 に、 此刑罰 法規を 設 

け やうと 云ふ爲 に、 此法 案を 提 S した 次第で ござい 

まする が、 惟 ふに 政府 當 局に 於 かれましても、 無論 

此 規定の 制定には 御 賛成 下さ 石 ことで ある だら うと 

思 ひます る、 若しも 政府に 於き まして 從來の 如く 不 

都合 S 事を 行 ふ 所の 官 M! を 擁謎 する 目的で、 此 規定 

の 制定に 御 反對 になる と 云 ふこと になり ましたなら 

ぱ、 刑事訴訟法の 第 九十 四條の 規定は、 全く 徒 法に 

歸する 廣 が あるの みならず、 吾 /% の 人® はどうして 

も 之を 擁護す る ことが 出來な い 結果に 陷る 次第で ご 

ざいます る、 故に 此點 から 考へ まして、 本員は 潜 越 

ながら 此 刑事訴訟法の —— 刑法の 改正案を 提出 致し 


ました 次第で ごさいます、 どうぞ 滿場の 諸君 御 賛成 
を 願 ひたい。 

0 高木 益 太郞君 議長 U 

ops (大岡 育造 若〕 高木 益太郞 君。 

0 高木 益 太郞君 提出者に 質 間が ございます、 提出 
の 御 趣意は 官僚の® 迫を 防 ぎ、 人褪を 镎 重す ると 云 
ふ S に 就て、 刑事訴訟法の 第 九十 四條は 空文に 屘し 
法文の 上に 於て は _「 恐嚇 詐言 ヲ用ユ へ ヵラス」 と S 
いて あるが、 制裁がない、 故に 此 完全なる 滴 用を 圖 
〇, 有効なる 規定を したいと： K ふ 御 趣意で 御 提案に 
なつた， 斯う 云 ふ 御 辯 明であります るが、 それに 付 
て 二つ の 質問を 致したい のであります •唯今の 御提 
案を 見ます ると 云 ふと 「恐嚇 又 ハ 詐言ヲ 用 ヒテ 訊問 
」 と 斯う 書いて ある、 さう します と、 現行犯に 就て 
は、 檢唞 >  變察官、舉；兵は訊問權かありまするけれ 
ども、 檢事 ，警察官、 憲兵と 云 ふ ものは、 非 現行犯 
に 就て it 訊問 權が 無い、 即ち 捜索 _ の ® に 依て Is 取 
をす る 丈で ある、 其聽収 をす る こと ! i 十 中の 九で あ 
る、 現行犯と して 訊問す る 場合は、 十 中の 一 も 無い 
位で ある、 然るに 提案者の 提案に 依る と、 訊問の 場 
合に 限 -6 ことにな つて 居る から、 訊問 以外の 非 現行 
犯の 場合は どう 云 ふ 思 召に する ので あるか •唯 だ 斯 
の 如き 訊問 以外の 搜索權 の 活動の 爲に 、檢 事、 P 察 
官 、憲民 が® 暴の 行 爲が 多い、 其® 暴の 行爲の 多い 
場合に 於て、 何等の 制裁を 科せぬ ことになると、 折 
角 完全なる 適用、 有効なる 規定を したいと 云 ふ 御 精 
神が 貫徹し ない ことになる、 即ち 提案者の 提案 ほ、 
訊問 權の 場合に 限つて、 搜索權 の 場合に 於て； f 何等 
の 提案' か 無い と S ふことは •どう 云 ふ _であ るか、 
是が 第一の 御尋の 趣意であります、 第二の 御尋の @ 
意は， 此御 提案の 場合と 云 ふ もの It 、 人民 ?-. 人民と 
の 間の 爭の塲 合なら ぱ 宜しい のであります が、 檢事 
又 ほ 檢 事の 手足なる _ 察官 •憲兵 等と 人民との 争の 
場合， 即ち 官僚の 最も 辛辣なる 權利を 持つて 居る 者 
と 人民との 爭 、其 場合 1". 於て縱 令 如何なる 條文を 作 
つても 檢 l)i が 唯 だ 起訴 權を 持つ 丈では 働が 付かぬ 最 
も _ 切なる 例は 大隈 內閣の 時に 檢事 の、 指揮 命令 權 
を 持つ 所の 尾 崎 司法大臣が、 遂に 大浦 某と 云ふ漬 職 
の 巨魁に 對 して 起訴を せしめな かつた、 司法 權の上 
に 於て 甚だ 偏頗 不公平な りとの 觀念を 國民 全體が 持 
つたこと である、 是は 著しい 事で あるが、 是 等の 事 
實は 幾ら あるか 知れない、 檢事が in: 分の 仲間 若く は 


自分の 手足なる 簪察官 が、 人民に 向つ て 辛辣なる 行 
爲をな し、® 迫を 加へ る、 それを 人民から 申吿 をす 
る •自分の 同僚で あるが 故に、 往 々之を 檢擧す る こ 
とを しないので ある、 そこで 赤 尾 君の 提案に 依る と 
此 場合に 於ても 完全なる 適用を 圖〇 、有効なる 規定 
をす ると 云 ふ 思 召で 出された 以上は、 此 檢事單 一の 
起訴 _關で やる こと if 如何で あらう かと 思 ひます 
檢讲 のみが 起訴 纈を 持つ 國は 日本 許りで ある、 佛關 
西の 如き、 被害者が 原吿 人と なつて 起訴 權を 持つ と 
か、 或は 獨 逸の 如き if 此檢事 も 起訴し なかつ た 場 
合は、 吿 訴吿發 に 依て 裁判所の 決定 -C 以て やる、 例 
へば 尾 崎 君が 大浦と 云 ふ 人を 檢舉 しな かつた 場合に 
他の 機關が 之を 檢擧 する、 斯う 云 ふやうな ことにし 
ない と、 檢事は 自分の 同僚 ! ''1 仲間 〇 隙 暴檢 事を 起訴 
すると 云 ふこ とは 、是は 名義 丈に 於て (J 言 はれる け 
れ ども、 實際に 於て は 中々 六ヶ敷 い 話で ある、 それ 
故に 之を 有効 完全なる 適用を 圖ら うと 云 ふのに は， 
華に 檢琪に 起訴 fi を與ヘ た 丈で 13: 面白くな いと 思 ひ 
ます、 尙ほ又 進んで 言へ ぱ 、赤 尾 君が 居られる 横 M 
では、 隨分 人 fl 蹂躪が あつた やうの 風說 であります 
が， 例へ ば 隙 濱 s 辯 護 士會の 決議で、 辯 li 士會 長が 
起訴す るの も 一策で ある、 何 か玆に I つの 法規を 作 
〇、 撿事鼠 一の もので なくして、 外の 方法を やらな 
ければ、 仲間の あらを 訐 くを 防 <• と 云ふ實 際 傾向が 
ある、 此點に 於て どう 云 ふ 御成 案を 御 持ちに なつて 
居る か、 此二點 に 就て 賢明なる 赤尾哲 の 說明を 求め 
ます。 

〇 赤 尾 S 作 君 議長。 

OS 長 C 大岡 育造 君： 一 赤 尾 君。 

0 赤 尾 彥作君 簡單で すから 自席で 御 答 致します る 
が、 先輩に して 且つ 刑法に 精通せられ た 高木 益 太郞 
君から 御 賛成の 意味に 依る 御 質問が ありました から 
謹んで 御 答を 致します、 勿論 本 M も 非 現行犯の 場合 
に 於て は、 檢事 若く は 司法 磬察官 が、 刑事訴訟法に 
依る 訊問を e す ことの 出来ない と 云 ふことは 能く 存 
じて 居ります、 從て 本員 € 此提 案を 致しました 目的 
は、 文字に 於て 或は 穩當で なく、 文字が I 訊問と 
云 ふ 文字が 使 li れて 居る かどう か li 存じ ませぬ、 耍 
する に 司法 罾察官 な 〇檢事 なりが、 或 事件に 遭遇し 
て 被 吿 人の 1IX 調を する 場合に、 其 被 吿 人に 對 して 問 
を 發し 答を 得る と 云 ふ 時に、 恐嚇 若く は詐 言を 用 ひ 
て 取調を した 場合には、 嚴 重に ffil したいと 云 ふの •か 

三 一九 
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沒 鼓 物 貶 蹄 弱 ！. •'•! 茇 土 決 |» 第 •第一 項 la 
本 M の 提案の 趣 - S I. なつて 居る、 それから 第二には 
大隈内 閣の常 時に、 ^ ？ If が 犯罪 取 件が あるのに 拘ら 
ず、 起訴を しない r! 例が あるが 故に、 此案 のみでは 
其 目的を 達する 事が 出來な いでは ないかと 一 K J:. 御 問 
の やうで ございます るが、 それは 檢事と 云 ふ 其 入が 
自己の W 任 P. 念に 乏しい 檢琪が 居る 堪合 1: 1  3: さ 5 云 
ふ亊があるかも知れませぬが、若し资庄觀念の心得 
のあろ檢事が此臌に在りまする埸合に (3: 、さう云ふ 
心配 も あるまい と 思 ふ、 又 地方裁判所に 於き まして 
さ5云ふ不都合の檢事がありました場合に |£ 、それ 
は 監督す る 所 S 控訴院の 檢事も あるし、 大審院の 檢 
事 もあります るから、 さう 御 心配には 及ぶまい と 思 
ひます るし、 殊に 御尋の 趣 窓は、 不都合の 檢事が & 
ろから と 云 ふて、 此法 律の 制定に 御 反對を なさる 理 

由には なるまい と 思 ひます (高木 益 太 郎君 「反對 で 

はない」 と 呼 ふ〕 どうぞ 司法 當局 者に 於き まして さ 

う 云 ふ 不都合の 檢事は 、宜しく 遠 窺な く 免職せられ 

んこ とを 私は 玆に 特に 申 上げて 置きます、 (笑 蹿起 

る) 

0 岩 崎 ® 君 S 長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君。 

0 岩 崎勵君 本案は 閼長 指名 sV 以て 九 名の 委員に 付 

託せられん ことを 望みます。 

〔「资 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長(大岡育造趑〕岩崎君の動謅に反對はないと 

認めます、 仍て 本案は P 長 指 芯 九 名の 委員に 付託す 

る ことに 決しました、 日程 第五、 爆 發物肢 締罰 則廢 

止 法律案の 第一 讀會を 開きます、 提出者 磯部 尙涪。 

第五 爆發 物® 締罰 則廢止 法律案 (_ 部尙 

君 外 五名 提出〕 第一 |@ 會 

爆發物 取締 H 則廢止 法律案 

明治 十七 年 太 政 官布吿 第三 十二 號爆發 物 肢締罰 則 

ハ 之ヲ 廢止ス 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 3 リ之ヲ 施行 5; 

〔磯部 尙君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0_ 部尙 君爆發 物 取締 規則の 廢止は 、今日 少 くと 

も 在野 法曹の 間には 齊 しく 唱道せ ら るる 輿論と なつ 

て 居る ので ございます、 旣に 第三 十九 _會 に 於き ま 

しては、 各位の 御 協賛に 依りまして、 本院に 於て は 

滿塲 一致を 以て 御 可決に なりました のであります、 


然るに ^ 期 切迫の 苜 に、 n 族院 1.. 於き ましては、 未 
だ 御 一% 遝に及 ばず して、 其 ^ に 相 成 〇 ました 案で ご 
ざいます、‘ V 當時 委員 會に 於き まして、 政府 委員 ほ 本 
則が 各 固の 立法 例に 比較 對照 致しまして、 其 刑が 類 
る峻嚴 であると 云 ふこと と、 條規の 按排 宜しき を 得 
ず、 法文の 措 字 頗る _涟な る もの あつて、 早晩 修正 
を 要する ものであると 云 ふことは、 是は 明かに 豊島 
政府 委 S ょり 睇 明せられ たのであります、 然るに 本 
日に 至る 迄 之が 廢止 案は 勿論、 何等の 修正案を も 御. 
提出に 相 成り ませぬ ことほ、 本員 等の 痛く it 憾 とす 
る 所で ございます 、本 li'J は 現在の 制裁 法規 屮 最も 古 
い 法律で •こざいます、 御 承知の 如く 明治 十七 年の 太 
政官の 布吿で ございます、 當時 所謂 自由 民權 論が 盛 
んに民 問に 鼓吹 提唱 致されまして、 時の 薄 M 政府 ii 
頗る 之が 爲 に、 苦惱し 煩悶 致した ので ございます、 
偶々 加 波 山 事件の 突發に 依りまして、 慌てて 獨逸の 
，爆 發物 取締 罰則 令と 云 ふ ものを 直譯 し、 寧ろ 改悪を 
して 此太政 官布吿 と 云 ふ ものを 提出 致した ので あり 
ます、 即ち 斯の 如き 狀態 であつ ては、 B 刑法の 規定 
は 手緩い と 云 ふので、 極めて 嚴刑酷 罰を 以て 臨んで 
鬼面を 被つ て 人民を 威嚇せ ん としたる 極めて 舊式の 
法 ® でございます、 此罰 則の 第 f 條には 「治安 ヲ妨 
ケ又ハ 人 ノ身體 財 產ヲ害 セム トス ルノ 目的 ヲ以テ 爆 
發物ヲ 使用 シタル 者 及 人ヲシ テ 之ヲ 使用 セ シ- メタル 
者 ハ 死刑 — 處ス」 斯樣な 規定に なつて 居ります、 即 
ち爆發 物を 使用し、 又は 人を して 使用せ しめた 者は 
縱令單 に 輕微な る 傷害を 與へま したに 止まります 場 
合は 勿論、 何等の 傷害を も與へ ざ /, 場合 •何等の S 
害を も與へ ざる 場合に 於ても、 又 旣遂の 場合に 於き 

ましても、 未遂の 場合に 於き ましても、 何等の 裁量 

選擇を 與へず して、 一律に 死刑に 處す ると 云ふ殘 酷 

なる 法律な のであります、 勿論 酌量 減刑と 云 ふこと 

は、 之れ を 與へる ことが 出来ます けれども、 旣に基 

本が 選擇を 許さざる 極刑 —— 死刑で ございます から 

極度の 減刑を 致しましても、 尙ほ 甚だ 苛酷に 過 <• る 

と 云ふ塲 合が 澤山 あり 得る ことは、 想像が 出来る の 

であります、 のみならず 斯樣に 重刑 酷 罰を 以て 臨み 

ましたろ 場合に 於き まして、 裁判の 實 例と 致し まし 

て、 裁判官は 動もすれば 必要の 度を 超えて 重く 罰せ 

んとす るの 傾向 ある ことは、 否むべからざる 今日の 

狀態で ございます、 外國の 立法 例を 調べて 見ます る 

と 云 ふと、 本則の 死刑に 擬 します る塲 合に 於き まし 


て， 各國 法と も湛 合 (i 別つ て 居ります •か、 英吉利で 
け 無期 又は 三年 以上 二十 年 以下の 恩 役 又は 定役に 服 
し、 若く ii 服せ ざ る 11 年 以下の 禁 .一に 處 して 居り ま 
す、 母 法で ございます ろ 獨逸に 於き ましては、 死刑 
又は 無期 若く (t 五 年 以上の e ix に處 して 居り す (• 
佛 関西 1- 於き まして if 死刑 又 li 無期 若く は 有期 0 
役に 處 して 居 〇 ます、 佛 関西は 一番 重い ので ありま 
す、 谷 國 法と 比較 致しまして 一番 重い のであります 
是れは 重 かるべき 當 時の 歷 史上の 事由が あるので あ 
ります、 丁度 日本に 於け ろ 加 波 山 事件の 如 ? 事 變が 
御 ざいまして、 議場に 爆彈を 投じた 者が あると 云 ふ 
ことから、 あの 自由を 叫びました 佛蘭 西に 於いて* 
巳む を 得ず 左樣な る 峻嚴な る 法律が 出来た と 承つ て 
居ります、 それでも 有期 懲役を 規定 致して 居る ので 
あります、 瑞 西の 刑法に 於き ましては、 餘程 妙な 文 
句で 御 ざいます が、 殺人の 癖 ある 者 爆發 物を 用ゐ 
人を 殺害した る 場合に 於き まして 始めて 之れ を 終身 
懲役に 處すと 規定して 居る のであります、 人を 殺す 
癖 ある 者が 爆發 物を 用 ゐても 死刑に 行つて 居らぬ の 
であります、 革命 前 2 露西亞 、所謂 帝 國 時代に 於き 
ましても 、斯の 如き 峻嚴な る 法律が 無 かつた と 云 ふ 
ことを 承つ て 居る のであります、 進んで 本則の 第 四 
條を 見ます ると、 措 字 極めて 杜撰の 法文で ございま 
すが之れを解すること_澀でございますけれども、 
正犯の 實 行の •無き 場合に 於き まして、 敎唆 者に 對 
して 重 懲役を 以つて 臨む と 云 ふ 法文で ございます、 
第五 條は 所謂 從 犯に 擬す るに 重 懲役を 以つて 臨んで 
居る ので ございます、 此の 第 四條第 五條の 如きは、 
實つは 共犯の 今日の 刑法 上の 原理と 云 ふ ものと 全く 
矛盾 扞格 して 居ります、 流行語を 以 つて 申したなら 
ば 不徹底 極まる 法律な のであります 、元来 正犯を 缺 
きました る 場合に 於て は、 犯罪は 不成立に 歸す べき 
なのであります から、 無罪と なるべき ものな ので & 
ります、 然るに 之を 場合を 論ぜず 殆んど 酌量すべき 
餘地を 與へず して、 之に 重刑を 科して 居る と 云 ふや 
ぅな 法律であります、 從犯に 舞して 重 懲役を 科する 
如き 事は、 實に殘 酷なる 事 想像す るに 餘〇 あるので 
從犯で あるのに、 正犯 敎唆 者と 何等 軒輊な く、 同じ 
く 重 懲役を 科して 居る 如き、 全く 共犯に 關す る觀念 
と扞 格し、 相容れ ざる 苛酷なる 法律な のであります 
殊に 御注意を 願 ひます る ことは、 現行 刑法 施行 法の 
第二 十二 條の 第一 一項に 於き まして 「本則 第十條 ハ 之 


_ 一^ 〇 

ヲ 廢止ス .1 と 云 ふ 規定' か ？, る 〇 であ 〇 ます、 こ、 li 
一寸う つか 〇說 み •* す-. r gl ‘方の H にも 止まら. 2 pr 
であります から 街 注 を ® はしたい のであります、 
其 十條 に (t 斯う' つたので あります 「本則-一 Bn 茲シ 
タル ® 罪ヲ 犯シタ ル 者- |ハ刑法第八十 ::^ '-. く笵八十一 
從ノ例 ヲ用 ヒス 但シ 十六 鹿 未滿ニ シテ 是非 / 埘別ナ 
キ者ハ 刑法- 1 從フ」 と あつた (0 であります、 十六 歳 
未滿に して 是非 善 . S5 を 識別す るの 智力な き 界 に 限つ 
て 5$ 邪々 論ぜざる に 止ま 〇、 其 他は 未成年者なる も 
荀 も所爲 の善惡 々識別す るの 智力 あろ 若の 爲した る 
所 爲なる 以上は、 罪を 犯す 葸思 の 有無に 關せず 、之 
を 極 冊に 處せざ るべ からざる ことにな つて 居つ たの 
であります、 S に熠發 物に 關する と 云 ふ 故を 以ちま 
して、 子供に 科する に 大人と 齊 しく 極刑を 以て 臨む 
と 云 ふこと になつ て 居つ たので 御 ざいまして、 是で 
は餘程 酷で あると 云 ふ 謎 論が 法典 調 杏 愈に 於 -C 起 〇 
まして、 それで 此 現行 刑法の 出来ます る 時に、 此肢 
文 丈は 削つ たのであります、 所が lit 所が 大： T へ 立法者 
の 錯誤であります、 現行 刑法 If. 御 承知の 如く 十四 歳 
に滿た ざる 者の 行 爲は 之を ^ せざる ことにな つて® 
ります けれども、 锾刑 法の 如く  I 定の 年齢 者に 付て 
は 減輕 し-一定の 年齡の 者に W ては、 f M ft 能力 あり 
や 否やを 判定す る ものと する の 差別 だ も 設けて ない 
ので あ 〇 ます、 即ち 十四 歳を 限りと 致しまして 、其 
以上は 絕對 責任者と 絕對 無 W 住 者と を M 別す るに 過 
ぎない のであります から、 此第 十條と 云 ふ ものを 腿 
しました 結果は 殆ど 無意義と 言は ん ょりは、 寧ろ 一 
層 苛酷と なりたる のであります、 即ち m 刑法の 適用 
で 御 ざいましたならば 二 等を 減_ すべき ものが 餘程 
あるに 拘はら ず、 現行 刑法は 極端に 減刑しても 一等 
にし か 過ぎない のであります、 十六 歳 以下 十四 歳 以 
上の 未成年者が 人に 唆 かされて 熠發 物を 玩弄に 致し 
ますと 云 ふと、 之 1 v 爲すの 犯意 あると 否と に拘は ら 
ず、 此 者を 無期 徒刑に 處す るょり 外 裁判所は どうす 
る こと も 出來な いと 云 ふ 規定に な. つて 居ります、 事 
件が 餘〇 起らない から、 此 法律の 不都合なる こと、 
苛酷なる ことが、 國 民の 目に 反映 致し ませぬ が、 之 
を 放つ て 置けば 如何なる 事犯が 出 來て 、國 民を 職 慄 
せし むべ ^ _きがあるかと云ふことは、想像 |: 餘り 
あるので あります、 十四 歳 以上と 云 ふても. 世間の 
風波には 慣れて 居り ませぬ、 人情の _微 には 觸れて 
居り ませぬ、 偏へ 1- 感情に 制せられて、 自立の 意思 
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確な . 1) ざる 者、 殆ど 無意識なる 憐れむべき 少年に 臨 
むに、 無期 徒刑の 如き 極刑を 以てする が 如き、 不條 
珂不馓 底の 法 9J に改惡 せらる る こと、 なりました の 
は 蓋し 立法者の 手 落 も 甚し いと 存ず るので あります 
今日 迄 裁判所が 本則に 依て 所 斷し たる II 例を 統計に 
徵して 見ます るに、 多くは 立法者の 祀般せ られ まし 
たる如き無政府主義莕、淺薄なる社會主義者杯に此 
罰训を 適用した 例は 殆ど 無い のであります 、一つ か 
二つし か 無い のであります、 •)! 卵 事件と してた つた 
一人 一寸 關 係して 本則に 間は れた のであります が、 
多く さう 云 ふ 立 j-.;c 者の 圯驳す る 如き 場合に 適用され 
たる 1? 例は 無い のであります、 さう して 統計に 依る 
と 毎年 十 件 位 適用され た 例が あるが、 何に 使つ たか 
と 言 ふと、 鍵 山の 工夫が 色情 關係を 以て， 自分の 手 

近に 在る 「ダィナマィト 1_ を 持 出して 對手方 を 襲 _ し 

た 場合の 如き •か、 重に 此爆發 物 規則を 適用され たに 

過ぎないのであります、本则に於て罰せらるべき總 

て C 犯峁及 本則に 於て 罰せら ろべ く 想像し 得る 總て 

の 犯罪と 云 ふ もの 2 T 細大 洩らさず 刑法の 規定に tt 

て夫々處罰の出來ることになつて居るので ?-> ります 

行政 上の 肢締と 致しまして は、 銃砲 火 藥の収 締法と 

云 ふ もの も 御 ざいます、 內界 外 ® 共に 推移せ る 時代 

思潮に 伴は ず、 刑法の 進歩 改善に 副は ざろ 本則を 存 

置す るの 必要は 毫末 も 無い のであります、 殊に 冴 や 

本训第 八條の 如き、 事後に 於て 旣に犯 罰を 防止し 锊 

べき 時期を 過ぎ去りた る 後に 於ても、 本則に 關する 

犯人 ある ことを 認知した る 時は、 直に 幣 g? :3E 吏 若く 

け 危害を 被む らんと する 人に 吿知 する の 義務を 負は 

しめ、 さう して 之に遝 ふ 者に 制裁を 加 ふるが 如き、 

是 は裁 判 所 1- 法て 过は見 解を 興に 致して 居ります、 

東京 地方裁判所の 如きは、 無罪の 判決を 致しました 

■": か、 控訴院 並に 大群 院は 、此の 如？ 埸 合に 於て 矢 張 

有 卵と して、 詰り 何年 かの e 役に 處した 寅 例 も 諸 赵 

の n の 前に磺 はつて 居る のであります、 訐か ざれば 

直から ずと 强 ゆる ものにして、 全く 人情を 無視し、 

正 義 C P 念に W 乖 せる、 全く 野 掰の法 律と 中 L て も 

私は 敢て 過言で ない と m ず るので あります、 法 fit は 

中す 迄 もな く， 冷 かなる が 故に © いものでは ない の 

であります、 法钳 M 想の 向上し ましたる 今： C、 此の 

如き 峻敁沒 理なる 法律を 存 S する ほ、 國家 G 體 面よ 

り 論じても 恥； S であると 私 li 信ずる のであります、 

時代の 變遷は K 刑法 SV. 不備 不當な 〇 とし、 現行 刑法 


が 必要な りと して 世の中に a! たのであります、 然る 
(• 獨〇 明治 十七 年 太 政 , R- 布告た る 本則の み 此 必要に 
漏る、 ことは ない と 思 ひます、 ® 乎た る 刑法 ! 111 以外 
1- 、 更に 錐 •多の 小 刑法と 云 ふ ものを 存 します る こと 
は Kf 裁から 申しましても 便宜の 上から 申しましても 
條理の 上から 申しましても、 策の 得た る もので ない 
と 信ずる のであります 、今日は 總ての 法律を ffi 一し 
洗鍊 せらるべき 時期であります、 政府 者 (t 吿朔 の la 
羊と して、 古法の 典型と して、 之を 廢止す るは 或は 
鷄肋の 嘆 あるが sn く  •之を 廢止 する の 勇氣な きは、 
甚だ 私共 感服す る ことが 出来ぬ のであります、 どぅ 
ぞ斯 様に 酷なる 古法は、 亳も存 匿す るの 必要な ? S- 法 
律で&0ますから、各位の御協賛を仰ぎまして、前 
回の fin く全院 一致で 同様 通過せられ んこ とを 希 菌す 
る 次第であります (拍手 起る) 

0 岩 崎® 君 本案は 議長 指名を 以て 九 名 S 委員に 付 

託せられんことを聲みます。 

〔「賛成々々 J と 呼 ふ 渚 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君 2则 議は御 異議ない も 
のと 認めます、 仍て 本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付 

託する ことに 決します - 日程 第 六 私立 學校及 公益 

法人の 用地 免租に 關する 法律案 S 第一, 會を 開き ■ま 
す， 提出者 林 毅硓 君。 

饬六 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 
する 法律案 (有 森新吉 君 外 一名 提出) 
第一 10 會 

私立 學校及 公益法人 ノ 用地 兔租二 關 K ル 法 ® 
案 

第 一條 左-一 揭クル モノ ノ用 M 供 スル土咄-|付テ 

ハ 納税 義務 者ノ 申請-- 因 リ其ノ 地租 ヲ免除 ス但 

シ 有料 借地 ハ 此ノ限 -I 在 ラス 

一 私立 ノ幼稚 固、 小學 校、 中學 校， 高等 女學 

校、® 業 學校及 專門學 校 

二 前 號以 外ノ私 立學 校-了 ゾ .テ 大藏 大臣-一 於 テ 

指定 シタル モノ 

三日 本 赤十字社 、恩賜 財 團濟生 會 其/他 勅令 

ヲ以テ 指定 シタル 公益法人 

第二 條前條 = 依リ地 租ヲ免 除ス ヘキ 土地 ハ 幼稚 

阑 及 吊 校- 1 在 リテハ 校舍 、寄宿 舍 •圖 W 詑其ノ 

他必趄 ナル 附兩建 物ノ敷 地 •運動場 •實習 用 till 

及 保育 又 ハ敎授 上 直 杖 ノ 用途-一 供 スル モノ-一 限 

リ公益 法人-- 在 リテハ 事 5 所ノ 敷地 其/他事 業 


ノ 執行 h 直接 ノ 用途-- 供 ス ル モノ ニ 限 ル 
第三 條府縣 市町村 其 ノ他ノ 公共 團體ハ 本 法 二 依 
U 免租 セラ レ タル 土地 二對シ ffl 税其 ノ他ノ 公課 
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附則 

本 法ハ大 TH 八 年 一月 一日 3 リ之ヲ 施行ス 
〔林 毅陸君 登壇〕 

「拍手 起る〕 

〇 林 毅陸君 本案は、 有 森 新吉 君と 私との 提出に な 
つて 居る のであります •か、 私ょ 〇槪略 の說 明を 申 上 
げろ ことに 致します、 此私立 學校及 公益法人の 用地 
免租に 關する 法律案は、 是迄 % 旣に 度々 議場に 提出 
せられて， 諸君の 御協資 を 得た 案であります、 不幸 
にして 貴族院 1.- 於て 密議の 時期 足らざる 爲に •今日 
笾 尙ほ是 が 法律と 成り 得ずに 居る のであります、 槪 
略 今迄の 歷史を 申します ると、 大正 二 年に此 私立 學 
校の 用地 免租に 關する 法律案が、 久保 通猷君 に 依て 
提出せ れ まして、 それが 一旦 衆議院を 通過 致した 事 
があります、 但し 貴族院に 於て は それが 議了に 至ら 
なかつ たのであります 、大正 三年の 春 再' ひ 此案が 提 
出せら れま して、 委員 會に 於て 審査 中に、 時の 政府 
ょり 案を 提出に なりまして、 其 二つ の 案が 同一 委員 
に 於て If? 查 され ま L て、 可決せられ たもの が 即ち 此 
案であります、 此案は 詰まり 初め 私立 學 校に關 して 
久保 君が 熟 心に 議會で 唱へて 居られました る 所の 趣 
旨と、 其 上に 更に 公益法人 の、 例へ ぱ 日本 赤十字社 
恩賜 財團の 濟生會 、其 他 勅令を 以て 指定した る 公益 
法人、 斯ぅ 云 ふ 者 も 同時に 加へ る 方が 適當で あらぅ 
と 云 ふ 事を 時の 政府が 考へら il まして、 兩 方の 趣旨 
を 合せての 此案を 政府から 提出に なつた ので ありま 
す、 それが 大正 三年の 春でありまして 其 案が 大正 三 
年 二月 1-. 衆議院を 通過し、 貴族院に 浍付せ られた の 
であります けれども、 不幸に して 議了に 至らな かつ 
た， 而 して 大正 五 年 一月に， 私が 三 土忠造 君と 國民 
黨の相 島 君と 三 名で、 此案を 再び 茲に 提出を 致して 
一此時 議長 大岡 育造 君 退席 副議長 濱田國 松君議 
長 席 1- 著く〕  .广 
〇 林毅陸 君 同じく 諸君の 御 協賛を 得ました ので あ 
ります、 けれども 不幸に して f:- .族院 に 於て 議了に 至 
らな かつた、 即ち 其 同一 案を 玆 1- 復た 提出 致した 次 
第でぁります、故に極く初めから申せぱ餘程度々に 
なつて 居ります が、 尠な くも此 處に 提出せられ た 形 


に 於ての もの ?-. . 致しましても* 是が旣 に 三回：：：！ であ 
〇 ます、 二回は 此形の 儘で 衆議院 ^ 通過 致して 居る 
のであります •故に 大體は 諸君に 於ても、 此 案の 趣 
旨は 御 承知の 事と 存じます し、 餘〇 長く 此內容 に 付 
て說明 を 致 十 必要は 無い と 存じます、 要は 私立の 幼 
稚 園、 小 學 校， 中學 校、 高等 女學 校、 實 業 ® 校、 專 
門堞 校、 其 他大藏 大臣に 於て 指定した る もの •或は 
日 木 赤十字社、 恩賜 財團濟 生 會 •其の 他 勅令を 以て 
指定した る 公益法人、 斯う 云 ふ もの、 用地の 免租を 
行 ふ、 而 して 其 用地の 免租せられ たる 土地に 對して 
ほ、 各種の 公課を 課する 事を させない、 斯う 云 ふ 趣 
旨の もので あります、 之に f-J' て； U 金額が どれ 程に 上 
るで あらう かと 云 ふ 事が、 第一に 間 題になる ことで 
あります けれども、 實行 上に 於て は、 數萬圓 若く は 
十 萬圓に 足りない 位の瞄 圍であ らうと 私は 考へて 居 
〇 ます、 是 は 細かな 事になる のであります からして 
此處に 申す 必要は 無い のであります が、 唯 だ 御參考 
までに 一寸 申します、 數年 前是が 委員 會で 調査せ ら 
れた場 合に， 政府 委員から 斯う 云 ふ說 明の あつた 事 
があります、 宗 敎に關 してな 〇、 慈善事業な り、 敎 
育な 〇此 等に 關する 一切の 公益事業 G 建物の 敷地の 
地租を 調べて 見る と 幾らになる かを 大要 見 積つ て 見 
る 所が 總額約 十六 萬 六 千 圓程 である、 尤も それは 色 
々請願で あると か-陳情で あると か、 建議な ども あ 
りまして 免租を 願 出て あります、 此各補 類の もの そ 
れを 全部 免租す ると したなら ぱどれ 程になる かを 調 
ベて 見た のに、 十六 萬 六千圓 になる やうで あると 云 
ふ 事を 大正 二 年の 委員 會に 於て 政府 委員が 言は れた 
事が あります •勿論 是 は 正確な 數 字と 申す 事は 出來 
ますまい けれども •殊に 今日は 又 多少の 變 動は ある 
か 知れ ませぬ が、 さりながら 全部を 合せても 凡そ 夫 
位の 事でありまして、 其 中に 學 校の 敷地は 幾ら 含ま 
れて 居る かと 云 ふことは ■不明 'e あると、 當時 政府 •姿 
員が 言つ て 居りました のであります、 夫 位 S 程度の 
ものであります から、 財政の 上から 見ます H ば 實に 
微 々たる 問題で ある* 併ながら 敎育を 尊重し、 敎育 
の 車 業を 獎勵す ると 云 ふ 趣旨から 申 上げます れぱ決 
して 微々 たる 問題では 無い のであります、 金額の 微 
々たるを 以て 此 問題を 輕ん -f 6 ことは 出来ない、 申 
す 迄 もな く敎 育 it 國家 的の 事業で あ 〇 まして、 私立 
の學 校に 於いて 有志 者が 酸 金々 致し、 致 育の 事業に 
從事す ると 云 ふに 付きまして ほ、 寧ろ 國 家より 出 來 
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:' ハ  i 妬 铥處 分に 關する 法律案、— 沒祿® 分を 受けた る 者 •」 對する 家 稼 赏典 祿處 分に 關 する 法律案 第一 瀆會の S 


7'  K  〇 獎涵ル 與ヘ 、保 ae を 爲すべ ? 程の ものである 
と 思 ふ、 其の 者に 對 して 国家ょり 租税を 課する と 云 
ふことは 甚だ 不當 のこと であります、 今日に 於いて 
も 私立昂 校 I • 對 : 、或者にほ_家ょ0若干の獎蚴金 
を 與へて 居る i の も あり、 或 (£ 皇室ょり 恩賜 金を 下 
さつて 居る と 云 ふやぅな 種類の 老も 中には ある、 夫 
程の ものであります のに、 それに 對 して，！ 一家が 租 
稅を 課すろ と 云 ふこと ほ、 如何にも 當を ，得ない こ 
とで あろ、 斯の如 きこと (3; 多く 論ずる を 俟たな いこ 
とでありまして、 辟て 亞米利 加の 「エリオット」 敎授 
が 日本に 來遊せ られ たと き* 敎育 の狀况 を 視察の 際 
日本でけ私立學校が國家ょ〇租稅を収られて屏ると 
云 ふ 事に 對して K に 趦く べき 事で ある、 甚だ 敎育を 

m んず るの 文明 S として、 了解し ii き 事で あると 言 

つて、 ひどく K かれた と 云 ふこと を 承つ て 居ります 

が、 Ef 際 文明 國 として 是は恥 づべき 一種の 恥；® の 事 

で (+ あるまい かと 思 ひます、 尙ほ近 來御承 知の 通り 

舉校は 官立 •公立 私立と 云ふ區 別を 問 ほず， 總て平 

等に 待遇すべき ものであると 云 ふ •か •刻下 谷 方面に 

亘つて 定論に なつて 居る 事であります、 文部當 局 者 

に 於ても 此 趣旨に 於て 學制 案を 攻究し、 又 近くは 大 

學令を 制定す ると 云 ふ 御 趣意で あると 承つて P;- り ' i 

すから， 此官 私の 別を 問は ず、 學校は 平等に 取扱 ふ 

べき ものであると 云 ふ 主義を 取る に付きまして、 經 

濟的 —— 金の 上に 於て 一方は 租税を 課する •一方は 

租税を Is さない と 云 ふ、 此大な る 不平等を 第一に 撤 

廢しな ければ ならぬ 箬 であります* 或は 特權の _ 

待遇 上に 於て さぅ 云 ふ 種類の 事柄に、 平等の 取扱を 

する こと も必耍 であります が、 ® 際 上の 財政 上の 事 

に付き まし C, 一方に (£ 財政 上の 負擔を 餘計 加へ る 

一方は 無税で あつて 負擔を 課さない と 云 ふ、 此不平 

等、 此不 公平と 云 ふ ものは、 第一に 撤駿 すべ. ? 必要 

| の ある 事と 思 ふので す、 それで 國家が 自分の 手に 依 

て爲 さねば ならぬ 事を、 民間の 有志 家が ® 金を 致し 

而して 敎 育の 事業を 行 ふに 當つ ては、 國 家は 進んで 

之を 補助し 之に 感謝せ ねばならぬ 程の ものであるの 

に それに 向つて 色々 不平等の 待遇を 致し* 苦痛を 與 

へる と 云 i, 事は •甚だ 當を得 ない 事であります から 

願く は 速に 撤噬を 致して、 矢 張 官立 公立と 同じく、 

私立に 對 しても 地租を 免ずる と 同時に、 其 他の 公課 

を 免ずる と 云 ふこと になる やうに 致したい と 希菌す 

るので あり f す* さう 云 ふ 趣旨の ものでありまして 


極めて 趣！！ kl ii 簡單な もので ございます •か、 其 含 fy 所 
の 主義 13: 甚だ 重袈な ものであります から •願く It 從 
來同樣 に 御资成 あらむ ことを 希望 致します (拍手 起 
る〕 

0 岩 崎 勤 君 本案は 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられむ ことを 望みます。 

〇 副議長 (蘅 田國松 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (潜 田國松 君〕 御 異議は ない と 認めます、 
岩 崎 君 動議の 如く、 議長 指名 九 名の 委員に 付託す る 
ことに 決します -I 日程 第 七 •日程 第 八は 同一 委員 
に 付託 致しました 議案であります から •一括 議題と 
爲す ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議 ？ 'X し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇副戬 長 (濱 田國松 君) 御 異議は ない と 認めます、 
仍て 日程 第 七， 家 祿賞典 祿處 分に SI する 法律案、 日 
程 第 八、 沒祿處 分を 受けた る 者に 對 する 家 祿賞典 祿 
處分 に關 する 法律案、 兩 案の 第一證 會の續 を 開き、 
委員長の 報告を 求めます —— 頃 田 十 衞君。 

第 七 家 祿賞典 祿處 分に 關する 法律案 (川 
原 茂 輔君外 十六 名 提出〕 

第一 讀會 の續 (委員長 報告) 

沒祿處 分を 受けた る 者に 對す る家祿 
第 八 賞 典 祿處 分に 關 する 法律案 (川原 茂 
輔君外 十六 名 描出) 第一 讀 會の續 
C 委員長 報吿〕 

〔原 田十衞 君 登壇 J 

〇 原 田 十 mj 君 本案 委 M 會の經 過の 概要と、 其 結果 

とを 簡單に 御 報 i'7 申 上げます、 本案の 委負會 は、 前 

後 三回 開會 致しまして、 政府の 所見を 叩きまして、 

其 末 翳 案 全部 其 儘 可決 致した のであります、 本案の 

內容 に付きまして は •旣に 提出者ょ 〇 十分 說明 にな 

つて 居る ことであります から、 特に 玆に 之を 繰 返す 

ことを 省きたい と 思 ひます、 唯' た 其耍は 、明治 三十 

年 法律案 第五 十號に 依りまして、 舊 士族の 家 祿を受 

くべき 者が、 尙ほ 受けず して & つた 者に 對して 、之 

を 救濟 すると 云 ふ 法律で ありました が、 此救濟 に 漏 

れた 者が 尙ほ 有る のであります から、 之を 更に 大正 

七 年 十二月 末日 迄 此救濟 の途を 開きたい と 云 ふの が 

本案の趣旨になって居るのでぁります、之に對しま 

して 政府は、 旣に 法律 第五 十號に 依て 十分に 救濟し 


得. 13 れた もの -o' あるから、 更に 斯_な 法律を 設 くる 
必要 it ない と 云 ふこと •反 對を 表明され たので あり 
ます、 併ながら 委員 會に 於て；： r 今尙ほ 此法律 第五 
十號に 依て 救濟し 得られざる 者が ^ 々 とありまして 
請願等も年々出て居る次第でありますから、尙ほ之 
に對 して 救 濟の途 を與へ ろ 事 か 必要で あると 云 ふこ 
とに なりまして、 全會 一致を 以て 原案を 可決した の 
であります、尙ほ此法案は、第三十七議會に於ても 
旣に本 議院に 於き ましては， 全 會一致 を 以て 通過し 
た 議案であります から >  今回 も 尙 ほ全會 一致を 以て 
御 決定 あらむ ことを 希望 致します、 此段 御報吿 致し 
ます(拍手起 〇 ) 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 淸水市 太郞君 。 

〔淸水 市 太 郎君 登壇〕 

〇淸水 市 太 郎君 本案に 賛成の 意見を 述べる ので あ 
ります" 本案は 委員長の 報告 通り、 委員 會に 於ても 
全會 一致で 賛成の あつた 案であります、 又 三十 七議 
會に 於ても、 全會 一致で 衆議院を 通過し ました、 貴 
族院に 回りまして _ 案 審議 中に、 議會の 期間を 經過 
した 爲に御 流れに なつた のであります， 唯 だ 政府 委 
員が 三十 七 翳會に 於ても、 又 今期の 委員 會に 於ても 
反對を 述べられて 居ります が、 其 反 對を爲 さる 理由 
が、 一は 事實 上に 相違した 事を 想像せられ て 反對せ 
られて 居る ので ある、 一は 法理 上甚 •た 穏當 でない と 
云 ふこと を 理由な りと して 御考 になつ て、 反對 を述 
ベら れて 居る のであります、 其 二點 を辯駁 して 置く 
ことか、 貴族院へ 回つ てからの 御參考 にもなる 事と 
考へ ますから、 一言 之を 辯駁 致したい と 思 ふ、 政府 
委員に 於 かれましても、 或は 委員 諸君の 考へ られる 
が 如く、 出願 漏の 者 も あるで あらぅ、 併ながら 是は 
甚だ 少ない と 思 ふ V 斯ぅ 云 ふ 事を 斷定 して 居られる 
所が 其點に 於ても 大に 相違」 て 居る のであります、 
此出願 漏は、 種々 なる a 由から して 出願 漏を 致して 
居る 者が 非常に 多い、 大體 明治 三十 年の 法 ^ 第五 十 
號と云 ふ ものは、 一年間の 期限を 附 しまして、 其 期 
限內に 出願 致さない 者は 出願す る ことが 出来ない、 
それから 又 明治 四十 二 年に、 法律 第二 十一 號と云 ふ 
ものが 出ました、 其 法律に 依りまして、 大藏 大臣の 
不當處 分に a しては、 行政訴訟を 持 出す ことが 出来 
ると 云 ふこと になつ て 居ります が、 是亦六 箇月の 期 
間し か與 へて ない のであります、 第一に、 明治 三十 
年 法律 第五 十號 の、 一箇年の 期間 內に 出願® をした 


_ _ 

者 •又 其 時に fli :':r: 致しましても、 尙 ほ 四十 一一 年 C 法 
律 第二 十一號 〇 、 所謂 fr 政訴 is r.: 持 5:,讥0 ;!1 セ Z- 
やうに しました 其 期陧が 、六 © 月でありまして、 3¢ 
六 箇月に 漏れて 行政訴訟を 持 出さな かつた 者 も 5> る 
斯の 如く 共に 法 tit 期 fHI が 短い ので、 出訴 又 li 出 E3 で 
しない 者が 澤山 ある、 出願を 能う 爲さな んだ理 山は 
尤もな 酒 •か 幾ら も ある •例へ ば 當時訴 訟 ?5 用 •出願 
费 W を 突 辨. 丁 る ことが 出来ない 爲 に、 !|1 願に Ife! れた 
り、或は又法律上の手結が、可なり錯雜した文句で 
法文が 書いて ありまして、 手 ^ をす る ことが 出來な 
いが e に出阏 漏を した •或は 御 案内の 通りに、 ffi d: 
族は 非常 !• 困つ て 仕舞 ひまして、 一村を 舉 〇、 一鄕 
を擧げ て、 北海道に 移住した とか 何とか 云 ふこと で 
流離顚 沛の 間に 期限を 失った 者 も ある、 又當時 武士 
氣 K と 致し ■■!: して、 國家に 對 して、 當〇 不足の 祿を 
是非 貰 ひたい、 金を もう 少し 餘 Irl- H はなければ なら 
ぬと 云 ふやうな ことを 言 ふて 出る のは、 士族の K! 面 
上 恥 づべき 事で ある、 斯う 云 ふやうな slf を考へ て 出 
願し なかつ た 者 も ある、 それから 乂證摅 物を 蒐集す 
る ことに 非常に 期限が 掛 りまして 隨分 久しい 以前の 
ものであります から、 證據醫 類が どうも 十分に 集ら 
ない 爲に 、遂に 出願 漏を した 者 も ある、 又 法 f4I が 與 
へたる 所の 期限が 餘〇 短くて、 一年 乃至 六箇 /i に U1 
願 又は 訴訟を 持 出さなければ、 其 要求を する ことが 
出来ない と 云 ふやうな、 短期間の 爲に出 願 illi をし 7' • 
者 も ある、 斯の 如く 列擧 しま すれば、 15 に出朗 漏を 
したのは 已むを 得ぬ， 氣の 毒な 同情を 表すべき 事情 
の 下に / -li 願し ない 渚が 澤山 ある、 此過 の ijf 情を 政府 
委員は 御 了 ® が 無い、 出願 漏を した 者が あるか も 知 
れぬ けれども、 自分の 權 利に 關す る祺で あるから、 
必ず それを 等閑に 付して S くやうな 事は ないで あら 
うと 思 ふから、 先づ其 大多數 は 出願した に 相違ない 
から、 再び 斯 S 如き 法榭 を發布 して、 さう して 救濟 
を與 へる の 必要 ほ 無い、 斯 5 云 ふ 誤つ た 御 判 斷に基 
いて 反對で あると 云 ふ、 此事情 は 吾々 衆議院の 直接 
に 人民に 接近す る ことの 頻緊な る 者は、 周密に 其の 
事情を 知つ て 居る のであります •此の 15 は 願く ば 政 
府に於 かれましても、 吾* の 見て 居る 所の —— 目 14 
して 居る 所の 事實を 御 信用 あつて、 此の 案を 御燹成 
あらん ことを 圉む のであります、 第二の 法理 J-. 政府 
委員の 言は る、 所は、 極めて 不穩當 な 所が あると 思 
ふ、 是も 諸君は 十分 御 了解の 事で あ. ります が、 政府 
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委 fi が 貴族院に 行つ て 申される 遛が&〇ますから、 
一言 辯駁 して 置きたい と 思 ひます、 政府が 期限を 與 
へて、 其の 法律の 期限 內に持 出さなかつた 者には、 
a ねて 法律を 發 布して 救濟を 與へる 必要は 無い、 斯 
う 云 ふ一應 御尤な 、一 !? fl 辯護士 でも 言 ひさうな 理窟 
を 並べられ v すが W 是れは 國家を 代表す ると ころの 
—— 斯の 如き 法律に 對 して、 政府 委員と して 述べら 
る、 EB 由と It ならない と 思 ふ-何とな れぱ 謂は V- 消 
喊時效 である、 一定の 年限を 經 過した もの は>  縱令 
倍 金が あつても 拂ふに 及ばぬ、 是は 消滅 時效を 主張 
する のであつて、 辯 S1 士が岡 人間の 楠 利 義務を 主張 
するなら 是は确 當であ る、 民法の 規定には 斯 2 如き 
規定 も ある、 併ながら 民法に 於き ましても 、是は 便 
宜の 方を 基と して 規定され た 法文であつて、 絕對に 

法理 上から ® m すべき 法文で ない と 思 ふ、 借りた も 

のは 借りた、 借金 ! i 百年 經つて も 借金に 相違ない、 

然るに 十 年と か、 五 年と か、 期限を 經ては 拂はぬ で 

も宜 い、 法 邙は 反證が 無くても 拂つ たもので あると 

推定す ると 云 ふ 下に、 借金を 免れて 仕舞 ふので あり 

ますが、 斯 の 如きは 資 は 絕對の 正義 公正を 基と する 

所の 法律案から 見れば、 不常な ろ 規定で ある、 個人 

間で もさう である、 况や國 家が fra 人に 對する 場合に 

於て 消滅 時 效々 主張して、 一定の 年限を 經た な らば 

拂ふ べき ものを 拂はぬ でも 宜いと 云 ふことは、 國家 

が 洞 人に 對 する 場合に 於て 言 ふべき 事では ない と 思 

ふ， 現に、 察踢の 如きは •此消 滅時效 と 云 ふ ものは 

無い、 百年 純つ て も 借金 ほ 借金と して、 個人 間の 關 

係に於ても、滎阕人の間に±;百年經つても借金とし 

て 桃 つて 居る、 斯の 如く 消滅 時效が 不徹底な もので 

あつて、 公正 正盡の 上から 不 r; 當であ ると 云 ふこと 

は、 現に ® 例を 我 •か 領土 内に 於て 示して 居ろ (個人 

間に 於て II つ然 り、 况や國 家が 個人に 對して 、國家 

は 此 11 士族に 勤して、 吏 拂ふ べき ものであると 云 ふ 

ことを 認めて 居る けれども、 期限 內に 請求し なかつ 

たから、 最早 國家 としては 拂はな いと 云 ふことは 如 

何にも 千年 一 萬 年 其 以上を 生命と する 所の 國家 とし 

て、 此 五 十 年 百年を 期限と する 所の M 人に 對 して、 

さう 云 ふ 消滅 時 效を 主張して、 仕拂 ふべき ものを 支 

拂はな いと 云 ふことは、 法理の 上から も 私は 受収る 

ことが 出來な い、 政府 委員に 於ても、 此 消滅 時 效* 

或は 法定の 期限を 楯に収 つて、 最早 期限が 済んだ 以 

上 (i 、 如何なる 事情が あつても •再び 救済す る こと 


は 出來な いと 云 ふやうな 窮屈な 御 議論は、 此際 撤回 
せられん ことを 薄む ので & ります、 此二つ の 理由に 
依りまして、 政府 委員の 反對せ らる 、理由は、 甚だ 
私は 不穏 當に非 ざれば、 事實 に大に 相違した 御 辯 解 
であると 考へ るので あります、 反 對は不 當で あると 
思 ふ •况や 先刻 申し ま -r 通り、 一般 士族に 對する 家 
祿赏 典祿 /- 對して は、 明治 三十 年 法律 第五 十號が 一 
年間し か 期限を 與へ ない、 四十 二 年の 行政訴訟を 持 
出す 所の 法律は 六 箇月で ある、 又 沒祿魃 分 ! t 明治 二 
十七 年 法律 第二 十一 號は 、三 箇月 以内に 其國 事犯の 
判決を 言 渡した 裁判所の 證明 •若く は 裁判所から 事 
務引繼 を 受けた 官廳の 證 明を 三 箇月 以内に 取つ て， 
其の 證明を 取つ てから 一箇月 以內に 願 出で なければ 
給與を 受ける ことが 出來な いと 云 ふ 窮屈な 規定が あ 
る、 而して 是は 三十 年の 法律 第五 十 號に法 て 出願せ 
よと 云 ふこと になる と、 法文の 不備 0 爲 に、 是亦適 
用を 許さぬ と 云 ふ 裁判な どが ある、 是は 益々 以て 一 
般 士族に 對する 救 濟を與 へる と 同樣な 救 濟を 、此沒 
祿處 分に 會つた 所の 士族の 家祿賞 典 祿に對 しても • 
此沒祿 處 分に 對する 賞 典 祿の處 分を 要する と 云 ふ 意 
味であります、 斯の 如き 意味に 於き まして、 どうし 
て も 斯う 云 ふやうな 事情の 下に、 出願 漏を したり、 
訴訟を 持 /. Ji す ことが 出来ないで、 期限を 空 過して 仕 
舞つ た 者が、 全國 到る 處に 在る と 云 ふことは、 事實 
であると 云 ふこと を 吾々 •か 訴 へる 以上は、 政府 1- 於 
かれましても 之を 信賴 されて •此 案に 同意せられ ん 
ことを 望む のであります、 現內閣 は 社會 政策と 云 ふ 
ことを 加味され て、 正義に して 貧窮なる 者は 保 _ し 
勤勉に して 弱き者 S 味方 I' なる、 斯う 云 ふ 意味に 於 
て、 色々 法案な り豫算 なりの 上に も 現は れて 居る 位 

で、 現內閣 は 方に 斯の 如く 天下 一般に 充滿 して 居る 

此© 窮な る、 士族、 正義た る 士族の 爲に此 法案の 通 

過を 賛成せられ ん ことを 切に 望んで 止まぬ、 况や終 

りに 臨んで 政府に 御注意 申 上げたい のは 一千 萬圓は 

明治 三十 年の 法律 第五 十號 2 出た 時に、 舊 士族の 爲 

に 公債を 以つて 給與 'r るべき ものと 云 ふ 大凡の 積り 

を 立てられて、 一千 萬圓の 公愤發 行の ® 限を 與へら 

れて 居る、 而し て政时 の 言 ふ 所に 依りましても、 初 

めに 三十 七 萬圓 、後に 百 五十二- M 一圓より、 まだ 舊士 

族に對して铪與して居なぃ*合計百八十九萬_、即 

ち 二百 萬圓 足らずの 金額より 給與 L て 居ない、 殘る 

所の 八 百萬圓 以上の 公 ffl と 云 ふ ものは、 政府に# 燼 
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になつ て 居る •斯の 如き 餘裕を 生じて » 士族に 給與 
せずに 置く と 云 ふことは、 甚だ 其當 を 得ぬ 事で ある 
故に 此殘る 所の 綽 々たる 餘裕 ある 公債 發行力 八 百圓 
以上を 以て、 天下の 舊 士族を 救 はれる と 云 ふこと li 
洵に 政府の 御 政策の 上から も， 將た 事實の 上から も 
將た 法理の 上から も當に 賛成せられ て、 貴族院に 於 
て も 十分 政府の 意見を 述べて、 政府 委員に 於ても 本 
案 通過に 努められん ことを 望む ので ある、 而已な ら 
ず此 名譽あ 〇、 誠意 あり、 全 M  i 致を 以て 三十 七 _ 
會に 於て 通過せ る 法案 if 今期 議會に 於き ましても 
諸君の 御 賛成を 得て、 貴族院に 送付せられ ん ことを 
菌 むので ^ ります。 

0副議長(濱田國松君)別に通吿があ0ませぬから 
採決 致します。 

〔「異議な し 異議な し. 一 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 兩案に 就て 第二 讀會を 開く 
べしと 云 ふ 諸君の 起立を 求めます" 

起立 者  多數 

0 副 _長 (濱 田國松 君〕 多數 、二 讀會を 開く ことに 

決しました。 

〇 岩 崎 1IJ 君 直ちに 兩案の 二讀會 を 開き、 三 讀會を 
省略して、 委員長 報告の 通 〇 可決 確定せられ ん こと 
を 希阐 致します。 

Of {議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「® 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議ない と 認めます、 仍 
て 直ちに 兩 案の 二 讀會を 開き •_ 案 全部を 議題に 供 
しま^ so 

家祿賞 典祿處 分に 關する 法律案 

第二 讀會 (確定 議〕 

沒祿處 分を 受けた る 者に對 する 家 祿賞典 祿 
處 分に 關する 法律案 

第二 Is 會 (確定 議) 
〔「異議な し 異議な し J の聲 起る〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君) 御異 _がな けれ •け 一一 一讀會 は 
省略せられ て、 本案は 委員 it 報 吿通〇 可決 確定 せら 

れたる ことを 宣吿 致します - 日程 第 九， 礙良 職 X 

表彰に 關する 建！！ 案、 提出者 成 田榮信 君。 

第 九 優良 職工 表彰に 關 する 建議案 (成 田 
榮信君 提出) 

挺 良 職工 表彰に 關す る建_ 案 


礙良峨 エ表彰 に關 する 建 翳 
政府は 速に 挺 良なる 職工に 對し 表彰す るの 途を開 
かれむ ことを 望む 
右 建_ す 

〔成 田榮信 君 登！ n 

〇 成 田榮信 君 ® 良 職工 表彰に 關する 建議案 提出の 
大體の 理由を 申 述べたい と 存じます、 勞 f!i 間 題は 御 
承知の 如く、 近来 朝野の 政治家が* 擧 つて 研究 調査 
をす る や 5 なる 時期に 達した ので ございます、 勞働 
問題は 一面 社會政 策から 見ましても •亦 工業 振興の 
政策から 申しましても、 一日 も 緩う する ことが 出來 
ない 大 問題で ございます、 故に 當議# の Ti 算 委員 ir 
に 於き まして 4、 有力なる 御 M 論が 出た やうに 承つ 
て 居ります、 又勞働 局を 速に 設けょ と 云 ふやうな 有 
力なる 御 議論 も /. 11 たやう に 承つて 居ります、 御 承知 
の 如く 勞働 問題は 外國の 歷史を 見ましても、 三世 期 
に亘ろ 程の 長き贯 大な る社會 問題と して 今に 研究 さ 
れ 、計 * • をされ つ、 ある やうな 次第で ございます、 
幸に 我國は 外國 とは 事情 も 違 ひ、 國民性 も 違 ひまし 
て、 外國の 如く 忌は しき 惡思 潮には 染まつて 居り ま 
せぬ が、 併ながら 御 承知の 如く 近来 谷地 方に、 或は 
同盟 龍 エとな 〇、 賃銀 値上 要求と なつて、 或は 此惡 
思潮に 囚はれ はしまい かと 云 ふやうな ® 向を 示しつ 
つ あると S ふことは、 諸君と 共に 大に是 は 留意し な 
ければ いけない 問題で ほ あるまい かと 思 ふので ござ 
います、 而して 我阈 家と して 國民と して、 今日の 場 
合 最も 注意を しなければ いけない 問題と 申します る 
ならば、 申す 迄 もな く此戰 後に 處 T る 問題で ある、 
戰後如 何に すべき かと 云 ふ 問題 か 最も 注意を せな け 
れぱ いけない 問題と 思 ひます、 尤も當 面の 問題と 致 
しましても 種々 あります が、 國運國 命に 關係 すると 
云 ふ 程の 重大なる 間 題は、 1 S 後の 問題で あらう と 思 
ふので ございます、 戰 後の 問題と 申しましても 種々 
ございます、 或は 國際問 題 も ありませ うし、 財政 經 
濟の 問題 も ありませ うが. 就中 私は 勞働 間 題を 以て 
一日 も 等閑に 付せられ ない 所の 有力なる 問題と 心得 
て 居る ので •こざいます、 殊に 勞 II 効 程を 增し 高める 
と 云 ふ h •夫を すると 云 ふこと が、 重大なる 政策の 一 
と 私 (X 信じて 居る ので ございます、 此事は 戰後の 問 
題と 言 ふの みならず、 目下に 盏迫 つたる 1S 大なる 間 
題と 私は 信じて 居る ので ございます、 戰後を 待って 
解決すべき 問題に 非ず して、 今日より 解決に 著 手す 


三 二 三 
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甾良岱 エ表勞に關する趄謖案  I 
へき 問題と 私 li 信じて 居る ので ございま ■す* 我阈富 
の 充 實 を！ 3ると云ふことほ、現在及陡後を通じて圾 
t 大切の 間 題 ' C ございます、 國家の 有らん限り、 何 
時の世 |- 於きましても、國 £? の充 1:? を岡ろと云ふこ 
とを致しませなかつたならぱ>國家の基礎を危くす 
るの みならず. 國際場 裡に 於ても， 何時も 落伍者の 
聚き H を 見なければ ならぬ ので ございます、 されば 
國富の 充 K を 岡る の 策 (.£ どうしたら 宜い か、 如何に 
すべき か、 如何なる 手段 方法に te て やる かと 云 ふこ 
とを 研究 致します るに 就きましては、 是は 種々 世間 
に 於き ましても 有力なる 御篛論 もあります、 又 計 S 
も ある 事で ございます が、 私の 願る 所に 依て 見ます 
れば 、脔槩 の 進 步改 善を 圖ると 云 ふ 事が 餡 一義で あ 

らうと 思 ふので ございます、 併な から 唯々 漫然と し 

て產 業の 進 步改 S3 と 申しましても、 一向 要領を 得 ま 

せぬ が、 之を 具 體 的に 申します れぱ •生 產 能力の 增 

進 •其 中で も 殊に 勞蚴効 程を 坍加 すると 云 ふこと が 

第一義で あらう と 私は 信じて 居る ので ございます、 

歐洲 交戰國 L •於 ? ましても、 御 承知の 如く 此大戰 の 

爲 に勞磡 が 破搜せ られ て、 大に勞 力の 供給を 減少し 

たので ございます、 之を 如何にして 補充すべき かと 

云 ふことは、 識者 間に 於ても 餘程 重大なる 研究 問題 

とせられて 居る ので ございます、 而 して 此勞働 効 程 

を 咐進 すると 云 ふ誔 論は、 目下 有力なる 議論と なり 

まして、 之に 付いて は 種々 考案を 立てつつ ある 次第 

でございます、 我國の 事情 ! i 歐洲交 戰國の それとは 

違 ひます けれども •勞働 効 程を％ 進す るの 必要なる 

ことの 一事は、 同一なる こと V 私は 信じて 居る ので 

ございます， 近來物 借の 勝 a は 御 承知の 如く 著 L- き 

現象 'e ございます、 其 原因に 付きまして は 色々 あり 

ませう が r 戰 爭の 終了と 共に 下落す る 物 も ありませ 

う •或は 戰爭の 終了 前に 於て 低落す る 物 も ありませ 

う、 兎に角 此物價 の 騰貴は 戰後に 於て 多少の 變励は 

ありませ うが、 大體に 於て 變励は ない ものと 見て 宜 

からう と 思 ひます、 通貨の 關係 から 考 へましても、 

物資の 關係 から 考へ ましても、 左 樣に 私は 信じて 居 

るので あります が、 物價が 高ければ 勞働 賃銀 も 高く 

原料 も 高い、 從て 自然の 結果と して、 生產 費と 云 ふ 

ものが 高まらざる を 得ない ので ございます、 故に 出 

來る丈 安くす ると 云 ふ 工夫を する ことが、 最も 大切 

なる 事と 私 it 信じて 居る ので ございます、 それには 

勞働効 程を％ 進す ると 云 ふ 事の 外に 策は ない と 思 ふ 


故に 私 Is 此勞蚴 効 程を％ 進す ると： ム ふこと に付き ま 
して、 最も 力を 顔め て 見たい と 思 ふ 熟 心を 持つ て 居 
るので-こざいます、 勞砌 者に敎 育を 普及せ しむる と 
云 ふことは、 素ょ 〇勞働 効 程を％ 進す ると 云 ふ大原 
因で •こざいます、 又勞 鋤 者の 保護の 途を 立てまして 
安心して 其椠 務に從 111 せし む 6 と 云 ふこと も、 固ょ 
り勞卿 効 程を 咐進せ しむる に 大切なる ことで ござい 
ます， 尤も 是 等の sf ii 世間 1- •於き ましても、 現在 大 
に 注 尨を して 參 りました •併し ® 際 S 設備と 致し ま 
しては 甚だ 不十分で あり ます、 敎 育 ? J: ど、 云 ふこと 
に付きましても •未だ 何等 見るべき ものがない、 唯 
だ 一つ 勞働 保護 策と 致しまして は、 不完全ながら エ 
場 法が ありまして， 之に 依て 稍々 端を 啓きつっ ある 
ので ございます が、 議論は ありましても •未だ 勞働 
保險の 制度 さへ 十分に 確定し ない と 云 ふ 今日で ござ 
います、兎に角此二つの事ほ、多少世間で注意をし 
て參 りました から、 追々 是 等に 付て ほ 設備 も 出来る 
こと k 信じます-唯 だ玆に 一つ 今迄 何等 注意を 柳つ 
て 居らない 事は.- 私共 •か 玆に 建議案を 出し ました 所 
の 職工に 對する 表彰の 途と云 ふ ものが 全く 沒却 せら 
れて 居る ので ございます、 一體 人間と 云 ふ ものは， 
唯 だ 物質 上の 關係 のみで 鋤く もので あり ませぬ、 無 
形 上の煜 喪、 即ち 名 響と 云 ふこと が、 場合には 大に 
猛進し、 大に S 鬪 する 所の 日本人は 國民 性を il へて 
居る ので ございます、 即ち 金錢 上の 報酬が 多い から 
と 云 ふて、 人の 向上心は 必ずしも 刺激す る ものでは 
ない、 名譽を 宛 行 はれる 所の 見込 •か あるなら ば、 大 
に 向上心を 刺激す る ものと 思 ふので ございます、 私 
が ® 良なる 職工に 對 して、 表彰の 途を 開かん とする 

意味は •此邊 に 著 眼した もので ございます、 優良 職 

H をして 益々 奮闘 努力せ しめて、 他の 職工を して 礙 

良 職工の 範に 入れて 指導す ると 云 ふこと になつ たな 

らば >  職 HS 技能は 益々 進み、 其 結果と 云 ふ ものは 

生產 上に 及ぼし、 延 いて 國 家の 富 源 咐 進の 上に 資す 

る ことが 少ない 事では あるまい と 思 ふので ごさい ま 

す、 表彰の 方法は 從來 甚だ 徹底し ない 事が 多かった 

ので ござい 1: す、 御 承知の 如く 餘〇に 階級に 囚はれ 

まして、 甚だ 其 仕事と、 其 實纘實 質に 就て 視 ると 云 

ふやうな る 表彰の 方法、 之を 見て 居らぬ やうで ござ 

います、 此點に 就て は 私は 成るべく 其 仕事 其實 質に 

依て、 表彰の 方法を 十分に 徹底 さして 見たい と 思 ふ 

のであります、 例へ て 見れば 傳染 病の 血淸 療法を 發 


明し ました 爲 に、 北 里 博士. か 勤 三等を 莨つ たな どと 
云ふことは>頗る良い事でござい*す、官史にして 
判任官の 者は， 如何なる 功 組が あらう とも， 如何な 
る ® 質の良い 所の 仕事、 發 明を 企てても •其 判任官 
格で 表彰す ると 云 ふこと が 從來の 方式に なつて 居る 
斯樣な る 事は 宜しくない、 東 鄕大將 が 日 認硪 役に 大 
なる 國 家に 忠義を 盡し た爲 に、 伯爵を 授けられる と 
云 ふことは 、固ょりの 詫で ございます、 併ながら 職 
H が 如何なる 國 益の 事を 企てても 、職 H 程度で 漸く 
一圓 か 二圓の 御 仕 著 同樣な る 方法に 法て 表彰を する 
と 云 ふやうな 方法は、 私の 望まぬ 所で ございます、 
我 國の職 H の狀 態を 唯今 見ます るに、 H 場 法 適用の 
職工は 百 五十 萬 程あります、 其 他 離山の 坑夫が 五十 
萬、 此職エ の 工場 法 適用 以外の 細い 家族 的の 職工と 
申します 者は、 統計を 取ります ると 約 百 萬 程 あら 5 
と 思 ひます る、 して 見れば 三百 萬、 之を 我國の 人口 
六 汗 萬 人に 致します れぱ 、約！ 一 十分の一 程 あると 云 
ふやうな 數で あります、 是 等の 働きの 大部分と 云 ふ 
ものは、 御 承知の 如く 資本 主の 掌中に 歸 しまして、 
彼等は ffi に 生活を 支 ふるに 足る 程の 賃銀に 甘んじて 
居る のであります、 而して 彼等が 一日 工場に ありま 
して、 黑 煙に 埋められ、 機械と 共に 康 息し 爲に 家庭 
の 快 樂と云 ふ もの (t 是 'か 爲に蕕 はれ、 人生の 幸福と 
云 ふ ものは 殆ど 無い と 云うても 宜しい ので あり‘ ます 
而して 彼等が 工場に あります る や、 其勞働 時間 其 他 
の 方法に 付きまして •資本 主の 定めた る嚴 重なる 規 
則 方法に 依て、 之を 励行せられ て 居る ので ございま 
す、勞働の自由とか契約とか中しますことは、唯だ 
表面上の 事 S にして、 裏面から 之を 見ます れぱ 、一 
種の 奴隷と 同じ やうな 悲 1® なる 境遇に 居る 者で ござ 
います、 併ながら 斯樣な る悲® なる 境遇に 居る 者の 
中に も、 最も 優秀なる 技能を 持つ て 居る 者が あるの 
で、 其 仕事 其 事業の 盛衰は、 其 職工の 手の 中に ある 
と 云 ふ 程の 職工は 幾ら も あるので あります。 

〔副 81 長 S 田 國松君 議長 席を 退き 議長 大岡 育造 

君 議長 席に 著く〕 

0 成 田 榮信君 例へ て 見れ ぱ 、製 鐵 事業に 於け る 火 
を 見る 職工の 如き、 其 他 鐵を 揃へ る 職工の 如き、 或 
は 造船 或は 鑣 山、 紡續 、谷 種の 事業 |-_ 於き まして、 
技術者 以上に 此職 H の 熟練を 要する もの •か 多く ある 
ので あ 〇 ます- •斯樣 なる 者は 固ょり 相 當なる 工場、 
所謂 資本 主が I 工場 主が 相當な る 待遇は して 居り 


I  三 二 四 

ま T が 深く 私 (t 阀家と して 斯 〇 如 く «挞な -'. -、技術 
熟練なる 駐 H に對 しては、 十分なる 表 想の 方法を » 
じたいと 云 ふの が 私の 楮神 でございます、 而も 彼等 
は 11 十 年 勤め、 三十 年 励め >  I 朝 過ら ば ir£ ぐ 命に M 
ほる 程に 一生懸命 に © いて 来 -i L て も、 一つ も® « 
は 是等 に對 して 何等の 淚も血 も 無い と 云 ふこと では 
國 家の 社 V% 政策と して 果して 當一 V 得て 居る もの や 否 
や、 甚だ 私は 將來兹 心に 堪へな いのであります (拍 
手起る)此 (0 琪は外國にも耻々色々な方法を砑究し 
て 居る やうで ございます が、 多く 外國 の JB 方 It 唯 だ 
物® 上の みに 注意を 致 -L まして、 少しも rl5 神 上の 注 
意を、 向上 進 步と云 ふこと に 著 眼して 居らぬ やうで 
あ 〇 ます、 私の 表彰の 方法 (i 幾らか 精神 上 〇 方に 人 
つて、 彼等を 指導 Mi して、 工業 勃興の 今日、 將來 
十分に 彼等を 激勵嵆 [53 さして、 网益 を II つて 見たい 
と 云 ふの が、 私の 提出の 根本の 理由で ございます、 
而して 御 承知の 如く 機械工 槳の 如き も、 S に 近來は 
非常な 盛な ことにな りました けれども、 まだ 此外阀 
から _械エ 築の 輸入の 總額を 見ます と •明治 11 十 年 
から 大正 二 年 迄の 七箇 年の 統計を 見ましても 九 千 - 7n 
十 M 萬 三千 圓 、又戰 後三年 間の 統計を 見ましても L 
千 六 百 八十 八 萬 三千 圆、 斯樣 に ^ だ 莫大なる 輸入を 
仰い -Q 居る 今日で ございます、 今後に 於き ましては 
此機械 H 業の 方面に 於き ましても •十分に e 入を 防 
ぐの みならず、 輸出を すると 云 ふやうな 時代 •か、 恩 
ら 今日 来て 居る 時期では ある -i いかと 思 ふ、 之に 對 
しまして 4 最も® 良なる 職工を 澤山 造つ て、 此國述 
の 進步に 資する と 云 ふことは、 最も 適 當な yl と 思 ふ 
のであります-社 會 政策の 上から 見ましても、 エ榮 
振興の 政策から 致しましても •此 事は 一日 も 私は 等 
閑に 付す る 問題では ない と 思 ふ ( 「饺 成々々」 と 呼 
ふ 者 あり〕 どうか 何卒 御 同情 ある 御 致 成を 願 ひたい 
と 思 ひます。 

c 拍手 起る〕 

〇 岩崎勵 君 本案は 議 -J5 指名 九 名の 委員に 付託せ ら 
れ むこと を 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励讖に 御異蕺 ござい 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます、 仍て 
本案は 議長 指名 九 名の 委員に 附託す る ことに 決し ま 
した。 


院涵衆 鈐議國 帝 回 十四 第 


jo 岩 崎 勤 君 日程 第 十 以下に 對して 延會の 動 識を提 
出 致します。 

0 餓長〇 K 岡 育造 君) 岩 略 君の 延 會 の 励 議に異 閟は 
ありませ ぬか。 

〔此時 伊東 知 也 君 「反對 致します」 と 呼 ふ〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 延會の 動議に 燹成の 諸君の 起 
立を 求めます。 

起立 者  多數 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 多數で あります、 延會に 決し 
ました。 

〔此時 伊 BI 知 也 君 「橫暴 だ」 と 呼 ふ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 是にて 本日は 散會 致します。 

午後 五 時 十 I 分散 會 


〇 大正 七 年 二月 十九 B  (火曜日〕 

午後 一時 十九 分 開譜 

議事 B 程 第 十二 號 

質問 

一 外交に 關 する M 問 (抑 則 防 ^ 

II »4 支外交に閱する質問^_§_雄) 

三本 野 外務大臣の 誠意な き 答 辯に 關 する 質 

問 (_■) 

四千 葉縣安 房 郡の 再 il 舉に關 する M 問 (f 

富士彌 ハ  / 才 

五耐 I]! i に關— 質問 (嘴 -? C 簡狀 i 君) 

六 ルーマ ニア 行 揮 師函の 溃 散に 關する 質問 

/  土屋淸 13 

广郞君 提出、  / 黄 

t 小麥 S 粉® の 貢 占に 關す る H 問 (謂 

八言闲 自由の 妨害 並人權 蹂躪に 關 する 質問 

へ 三 木武吉 君) 

一外 一名栊 出) 
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と 呼 ふ 者 あり〕 我 5S の國 家では、 斯う 云 ふ 事に 就て 
は 何事 も 言うて 居り ませぬ r「 我輩の 國 家」 と 呼 ふ 者 
あり) 併ながら 米國 では、 確に 其 事を 腿 争の 宣言の 
i つの 重大なる 問題と して 出て 居る と 思 ふ、 之が 爲 
に歐羅 K は大 1- 動かされまして、 英佛な ども 之に對 
する 所の 相當の 意義を 附し て、 總理大 K 若く は 有力 
なる 閣員の 中に、 之に 就て 自分が 哦萌の 意義 V 申述 
ベた ことがあ 〇 ます、 之に 同窓 だと 申します るなら 
ば、 勿論 此事に 向つて， 十分なる 日本 國家が 承認し 
て 居る ことを 承知し なくて はならぬ と 思 ふ •第三に 
は 民本主義 の眞諦 とも 謂 ふやうな る ことが 言うて あ 
る、 是は斯 の 如き 事を 「ゥヰ ル ソン J i'i 申 述べて 居 
〇 ます r B 正の 平和 眞正の 協同は 唯 民主. - F. 義の國 民 
に 法り ての み 維持せられ 得へ し 官僚 政府には 信用を 

措き 難し 最近 露 國に 於て 行 (t れたる 所を 見て 米國民 

は 世界 將來の 平和の 上に 大なる 希 轺 を 發 見したり と 

せす や 露國 民大 -來 C 性情は 決して 斟制政 治 的なら す 

彼等は 今や Jt ハ® 制 政治を 打破し 彼等 本來 の性惝 に 立 

ち 還り - r 自由と 正義と R 正の 平和の 爲に 職は むと す 

之に 反して 獨逸 の專制 政治は 決して 吾人の 朋友と し 

_ きものな 〇 吾人 (t 將に此 自由の 好敵手に 對し戰 闘 

場 裡に相 見えむ とす 即ち® 合に 依りて は 剛悛と 其 力 

を 遮り J1. つ 之を 消滅す る爲に 吾人の 全國力 を 傾倒す 

へきな 〇」 と 斯う ffi いて ある、 是れは 宣 W であ 〇 ま 

す、 さう すると 民主主義の 是は K 諦 とも 謂 ふべき も 

ので あらう •か、 米國 大統領は 露 西亞 2 革命を 喜んで 

居る、 0 正の 自由 E 正の 正義は、 縊 い -r 此 所ょり 生 

れ來 るで あらう と 斯う 唱へて 居る、 彼が 初めに S 成 

致しました の も、 或は それが 基と rx つて 居る かも 知 

れぬ 、それの みならず 「眞 正の 平和® 正の 協同は 唯 

»ffi 民主主義の 國民に 依りての み 維持せられ 得へ し」 

と 斯う 斷 言して 居る、 それから 獨逸に 向つて 好敵手 

を 得たり として、 次に 「. 剛® と 其 力を 遮り 且つ 之を 

消滅す る爲に 吾人の 全 ^ 力を ® 倒す る」 と 斯う 言う 

て 居る、 亞米利 加の 目的 It ® 逸. v 絕滅す るので ある 

と 斯う 言うて ある、 それから 第 四には . 世界の® の 

自由と ¢1 洽的國 民の 間に 共通の E 的と 好意 を 樹立せ 

むか 爲に ほ 紐 織 的 武力 2 後援を 有する , R- 僚 政府の 存 

在は 平和と 自由の 敵な OJ と 斯う 出て 居ります、 我 

帮は 今玆 に亞米 利 加 大統領の 3 R 戰に對 する 所の 宣言 

を、 兎 や 斯う 申す のでは ない、 tt 是非 善惡を 言 ふの 

でもなければ、 或は 遠大で あると か、 淺近 であると 
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か、 或は 善で あると か、 惡であ ると 申す のでは 決し 
て ありませ ぬ、 之を 批評 中す のでは 決してない、 父 
如何なる 國 家に 4 無上 善と 中す ことは 唱 へられて 居 
ります 限りは、 亞米利 加の 共和 國から 申します れば 
是は亞 米 利 加の B 由で、 無上 弟 一で あるか も 知れ ま 辻 
ぬけれ ども、 H 本 帝 國は此 四つの 事に 付きまして、 
全く 同意で あつて、 北米 合 衆 國の宦 硪の 意義を 同じ 
くして 居る と 申します る ことは-私は 何處に 於て 斯 
う 云 ふこと が 言は n るか « だ 疑 ふ、 若し 此 事を 石 井 
大使が 日本 國家を 代表して 言は る、 ならば、 又 現內 
閣 の S 思を 承け て 之を 聲明せ られた ならば、 其據る 
所 出 づる 所は、 何 所に 基 かれた ので あ 乙 かを 承りた 
いので、 私の 拜詔致 しました 所の 詔勅の 大意に 依り 
ますれば， 此 日獨戰 乖の 由つて 起つ た 所は， 日英 同 
盟の 誼に 仗て、 柬洋 永遠の 平和を 確保す るが 爲 に、 
煥發せ られま したる 所の ものであります ことを 承知 
致しました、 其 外 或は 民主的の 爲にど うする だの、 
或 (i Ra 族 打破の 爲にど 5 する だの， 若く (t 償金と か 
土地を 併 合 せむ が爲 にど うする だの、 或は 民主 國を 
建つ るが 爲に どうす る だの、 斯うす る だのと 云 ふこ 
とは、 一切 日 獨宣戰 の 意義の 中に 含んで 居らぬ， 東 
洋 永遠の 平和を 確保す るが 爲で ある こと it 大主 眼で 
實に其 精神の 基く 所 (t 公明正大で、 兩國の 友誼を 重 
んじ まして、 國交を 完 うする のみならず、 國と國 と 
の約萊 を 確守 致しまして、： 犬 下に 之を 號 令して 東洋 
の 永遠の 平和を 確保す る、 斯う 云 ふ 大目 的の 爲に日 
獨宣戰 が 煥發 せられました、 亞米利 加 人に 對して ， 
故ら に 斯う 云 ふ 大事の 時に 臨んで 獄心 を M ふ 必要は 
なから う、 現 2 :閣が 最も 得々 として 居らる、 如く 承 
りました のは •日米協 同の 宣言で ある さう で ござい 

ます* 石 井 大使は 其 使節を 完 うして 日本に If し歸り 

ました ものは、 所謂 日米協 同 宣言 £ 事 e あります、 

之には 色々 異翳が ございます： か、 さう 云 ふ善惡 是非 

を 言 ふ必耍 はない、 私の 今日 外務大臣から 明白に 御 

答 辯を 願 ひたいのは、 米國の 宣言に 同意を 致した と 

申します る 事は、 是は 天下に 宣言した ことで ありま 

すが、 是は どう 云 ふ 事に 基いて、 斯の 如き 事を 言 ひ 

得 るかを 伺 ひたい、 過日 尾 崎 君が 質問 致しました 時 

に ' 別に戰 爭の 目的と 云 ふやうな 事は、 詔勅の 外は 

決して 無い、 ff 等は 其 詔勅を 嚴 重に 之を 守れば 足れ 

〇 であると 斯う 仰せられました、 併ながら 日本を 代 

表して •內閣 の 監督の 下に 米 國に使 致しました 所の 


石 井 大使は、 日本の 戰爭の 目的は* 米國 S 戰梁の 宣 
言と 同一 だと 云 ふ Hf を 明言して 居る、 是は 決して 同 
一の もので ない と 私は 了解 致します 、故に 此の 事に 
付きまして 御明 答を 願 ひたいので あります。 

〔拍手 起る〕 

〔國務 大臣 法學溥 士 子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 

〇國 務大 K  (法 學摊士 子爵 本 野一郞 君；} 唯今 押 ) II 君 
からの 御 質問は、 大分 多岐に a つて 居る 問題で あり 
まする から、 どうか®! 面で 御 提出を 願 ひます、 而し 
て 政府は 書面を 以て 御 答を 致したい と 思 ひます。 

〇 抑 ] U 方義君 外務大臣に 一言 放りたい。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君) 押 川 君。 

〇 抑 川 方 義君其 中 主なる S を 一二 承りたい ( r 必 
要な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 一二 承りたい、 多岐に 直つ 
て 居りまして •御 返答の 出 來ませ ぬ 點'」 宜しう ござ 
います、 是は 日本の 宣言と … .： (「必要なし 」 「無 
用々々」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 斯う 云 ふ大 問題 ^ 色々 邪魔 
をされ まして、 承る ことが 出來 ぬと 云 ふことは 遺憾 
であ 〇 ます、 m 來ま せぬ か。 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 對茭 外交に 關する 質問、® 

口秀雄 君。 _ 

二 對茭 外交に 關する 質問 (堀 口秀 雄君提 
出) 

對支 外交に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年 一月 二 十八 日 

提出者  龋 口秀雄 
賛成者  黑須 龍太郞 
外 百 十四 人 

對支 外交に 關する 質問 主意 書 
對支 外交に 關し ては 本期議 會開會 以来 本 會議並 豫 
算裘 員會に 於て 議員ょり 幾多の 質疑 提起せられ 政 
府亦 之に 對し答 辯せられ たりと 雖其の 答 辯の 正鵠 
を 得さる もの 尠から す 又 其の 質疑 應答に 於て 事 K 
の列擧 せられ さるもの 多し 而も 是ハ 邦家の 大事に 
關す 依て 左記の 谷 件に 對し具 體的事 實を列 擧し詳 
細なる 答 辯を 望む 
i 日 支 親善の 大方 針に 關する 件 
一 現 內閣の 段 氏 內閣に 對 する 態度に 關 する 件 
一 交通 借款に 關 する 件 
一兵 器 借款に 關 する 件 
一山 束 民政 問題に 關する 件 


一 南方 a 那國 民の 輿論に S する 件 
一 支那 ! if 劄日木 外交 K 及 領事 官に關 する 件 

其の 他 

右 及 質問 候 也 

〔趣 口 秀雄君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 腿 U 秀雄打 本員は 對支 外交に 關 して、 現 內閣の 
諸 公、 殊に 本 野 外務大臣に 質問を iy: したいので あり 
ます、 此 問題に f-l きまして は、 過般 來本 會議に 於き 
まして、 又豫算 委員 會其 他の 委 M 會に 於き まして、 
同僚 諸君ょり 種々 e 御 宵 間が 提出せられ まして、 殆 
ど 其 問題は 盡され て 居る やの 感が あります る けれど 
も、 之に 對する 常 局の 御 答 辯に 於て は、 ® の 誠意 を 
認むる ことは 出来ない、 甚 しきに 於て は •當然 御 承 
知 あるべき 筈の 外務 大 fs 等が、 事 外交に 關する 重大 
問題に 關 して すら 年月を 錯誤し， 時日を 忘れ •而も 
之に 依て 常 座遁れ の 御 答 辯を 爲 さると 云 ふに 至つて 
(X 、 私 甚だ！ f 滿に存 ずるので あります、 本日 私 御尋 
しやぅ とすろ 所は、 成べ く 抽象的の 議論を 避け まし 
て、 事實に H つて 御 答を 願 ひたいと 思 ふので ありま 
す、 先づ 第一 現内閣 C 支那に 對する 外交の 大方 針に 
關して 御 伺を したい (「抽象的 ぢやな いか」 と 呼 ふ 
者 あり〕 即ち 日 支 親善の 力 針 と 云 ふ 事を 頻 •«; に御唱 
になります るが、 此日支 親善と 云 ふ 事を、 現內閣 で 
はどぅ 云 ふ 風に 御 解 釋にな つて 居る ので あるか •個 
人と 個人との 親善なら ば、 或は 御 互に _步 すると か 
若く は 互に 利害の 圃突を 避けたい と 云 ふ 事に 依て、 
或は 親善を 善ぐ する ことが 出來 るか も 知らぬ、 併な 
がら 苟も 國を鄰 邦に 立て  >屛つて、利 1@ の茈間に扞 
格す る もの あるに 於て は、 常に 讓步 in ■を 以て 之を 
親善の 第一義な 〇と爲 すに 至つては、 斷じて 不覺で 
あると 私は 信じて 居る CIS 直に 向いて 言つ て 吳れぬ 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 先日 伊蒗 君は、 支那 Q 南方 北方 論 
を 御唱 へに なつて 現 內閣の 諸 公は、 芟那 の國民 性を 
解して 居らない と 云 ふ 御言 葉が あ 〇 ましたが (「其 通 
リ」 と 呼 ふ 者 あり) 其 他の 問題に 就て はい ざ 知らず 
此點は 伊 JK 君の 御意 見に 私は 大 賛成を する C 「當り 前 
だ」 と 呼 ふ 者 あり) 現内閣の 諸 公は、 支那の 國民性 
なる ものに 付て 殆ど 御 了解に ならない と 思 ふ* 事 唯 
今の所では 兎に角 親交 國の 事であります から" 其國 
民の 弱 15 を捉 へて、 此壇上 に 於て 謅 論す る ことは 私 
は 聊か 溃阑 致します、 併ながら 此大 多數の 支那の 國 i 


同上 励 n 秀 雄の 質問 演說 


三 二 七 
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對茭 外交に 関する 固 IP 秀样 の ! W 問 演說 
民 ii 事大主義で あろ > -.'r 來 ^ 史上から 見ましても 常 
に 事大 中 義であ /V 猫 力な 以て 臨む 者に筠 して 飽ま 
で i] 步し 、却て 親善を 致します る けれども、 一度 之 
に 0? 步 致しまして 甘い 顔な 見せたなら ば、 憨々 つけ 
上る と 云 ふの が、 支那 大多數 の國 民の 氣風の 一では 
ないかと 思 ふので ある、 此茭那 民族の 根本的 性質と 
云 ふ ものを •殆ど 眼中に ！ a かれずに、 或は 鄭家 屯の 
問題と 云〇、 其 他 谷 種 日 支 間の 懸案 間 題 1. 於て、 常 
1- : 調 步又調 歩を 致されて、 之に 依て 日 支 親善が 果し 
て 出来る と 云 ふやうな 御考に なつて 居る のけ、 甚だ 
間違つ た 次第 だら 5 と 思 ふ、 若し此 現内閣の 創立 以 
來 ，日 支の 間に 親善の 加つた 事 ® が あれば、 具體的 
に 御 示しを 願 ひたい、 成程 現 內閣と 段內閣 間には、 
或は 親善の やうな 外面の 面影が あるか も 知らぬ、  •併 

ながら 此段 內閣の 中心人物た る I 必ずしも 段祺瑞 

其 人と li 申し ませぬ が 中心人物た るべき 人々 が、 日 

本に 對 して 如何なる 感情を 持つて 居る かと 云 ふ 事に 

付て は、 殆ど 本 野 外務大臣は 御 承知の ない 事 だら う 

と思ふ、其事 @ ほ是から申上けまするが、兎に角今 

の 外務大臣が 支那に 對する 御 方針が、 徒らに 親善を 

麗ち得んが爲に、日本は_步是れ第一義なりと爲さ 

れるや うな 姿 •か あるに 至つ ては、 ® に 私は 日本 帝國 

の爲 に it 憾に堪 へぬ 次第に 存ず るので ある、 議論の 

順序と 致しまして、 私は 此 質問書に 掲げました 他の 

問題を 先づ御 話して、 さう して 此大 方針の 問題に 再 

ぴ復 つて 御 質問 致したい と 思 ふ、 寺 內總理 大臣 首め 

本 野 外務大臣 等は、 過日 來の 質問に 於 ? ましても、 

常に 此寺內 內閣が 段內閣 のみを 援けた 、封 八關 係と 

して 段祺瑞 其 人を 援け たと 云 ふ 非雖 に對 して、 決し 

て さう ではない と 云 ふ 御 辯 解が あつた、 併ながら 天 

下の 衆目の 見る 所は、 現内閣が 段祺瑞 內閣ル .常に 援 

けて 居つ たと 云 ふこと に、 略々 輿論が 歸 著して 居る 

やうであります るが、 尙ほ詳 に觀察 致して 見ます る 

と、 現 內閣け 必ずしも 段 祺瑞 の內閣 のみを 援け たの 

ではない やうで ある、 大體に 於て 段 祺瑞の 內閣を 援 

けて は 居りました が、 段祺瑞 が 失墜して 勢力が 無く 

なつて 是は いかぬ と 見る と 二の 足を 踏む、 逡巡 する 

勢力の ある 間 ii 援 けて あるが、 一寸蛩 氣が惡 くなる 

と先づ 二の 足を 踏む、' 其 時は 何を 言 ふかと 云 ふと、 ぐ 

他 國の內 政に 干渉せ ずと 云 ふ口實 の 下に 二の 足を 踏 

まれる、 斯る 路蛆逡 巡た る 態度を 以て 臨まれた が爲 

に、 彼の 第一 回の 段祺瑞 失脚の 當時に 於て、 段 並に 


其菘佼 の萤 if 日本 帝 國政府 の 外交に 對 して、 非常 
な 深い 恨 sV 持つ たと 云 ふ 事は 御 承知に なつて 居る だ 
らうと 思 ふ、 勿論 支那 駐劄の 日本 公使 舵 並に 領事館 
ょりの 報告は、 必ずし i th 裏面の 消息に 付て は、 詳 
細の 御 報吿が 無かつたら うと 思 ふ、 又 出来ない だら 
うと 思 ふ、 現に 支那の 日本 公使館 等に 居られる 人々 
其 名前を 申す こと (t ts ります が、 夫 等の 人々 も 自ら 
此 現內閣 の、 殊に 本 野外 相の 外交 方針に 對 して不 滿 
を懷き 、國 家の @ に 却て 深憂を 抱いて 居る 人が ある 
ので ある、 勿論 官吏と 致し 5- して 上官からの 命令な 
り、 又 其 內閣の 方針に 對 しては、 反 對の 意見は 申述 
ベら れぬで ありませ うけれ ども-之を 私人と して 他 
人に 語る に 至つ ては、 公言す るを 憚から ざる 人々 が 
無いでも ない、 是 等の 人々 が 日本の 外務省への 報吿 
に 於て、 叶 事實を 申 越す のを® るの ほ當然 である、 
日本 政府 —— 我 外務大臣が 吾々 はさう 云 ふ 事實の 在 
つた r) を 知らぬ、 知らぬ と 云 ふ 御 答 辯で ありませ ぬ 
が、 知らぬ のでは ない、 斯 る報吿 をす るに 忍びず し 
て 知らさない ので ある、 部下の 者が 餘り上 長が 事情 
に迂濶 であつ て、 時々 刻々 外交 上の 失敗を 指摘す る 
のは 御氣の 毒で あろから、 私 (X. 報吿 しないので あら 
うと 思 ふ、 現 內閣の 諸 公は 此段祺 瑞と云 ふ 人の 性格 
に 非常に 信賴せ られ 、さう して 此段 祺瑞に 非ず んぱ 
支那の 政局を 收拾 する に 足らぬ と 云 ふ御考 のみで あ 
る， 此段 祺瑞が 克 く日茭 の 親善を 圖り得 る 人で ある 
と 云 ふ御考 のみの やうに 私は 伺つ て 居る、 此事 It 獨 
り 世間の 風評の みに 止らず、 外務大臣が 今回の 議會 
に 於け る 答 辯に 依て 明かに 此意味 を 申されて 居る、 
然るに 昨年の 二 月 九日、 支那' か 亞米利 加の 勸 吿に應 
じまして、 獨逸に 潜航艇 戰の 抗議を 申込んだ ときに 

如何で あつたか >  亞 米 利 加の 通牒が 支那に 參〇 まし 

たのが 二月 cn 三日、 越へ て 九日に 閣議を 開いて、 此 

反抗の 通吿 を爲 すに 至ろ 間には、 其 事情を 日本 政府 

は 些とも 御 承知が 無かつた やうで ある、 北京に 於け 

る 公使館の 諸君 も、 此事に 付て It 御 聞が 有つ たか 無 

かつた か、 夫 迄の 事情は 存じ ませぬ が、 兎に角 一週 

間の 間 事實の 有ります るに 拘らず 、此 事實を 御 承知 

ない、 さう して 此段 祺瑞 一派の 人々 •か 日本を 信賴し 

日本に 依て 總て 東洋 方面の 政局 維持の 重大 事を 圖ら. 

ん とするな らば、 獨逸の 潜航艇 戰に對 して 抗議々 申 

込みます る 前に 於て •先づ 日本 政府に 豫め 交渉す る 

のが 當然で あつたら うと 思 ふ、 然るに 御 心 好し の 日 


本 外務省 •か 出し 拔かれ て、 九日の 日に 其通渫 が 出た 
ので •初めて 脔い て是 ではい かぬ、 斯う 云 ふ 事を し 
て居つては、却て米國の勢力に依て段錤瑞が左右せ 
ら る、 やうになる からと 云 ふので、 其 塊 合せと 申し 
ませう か、 何と 申し ませう か 知らぬ が、 其 抗議を 申 
込みました 翌々 日、 二月 十一 日吉澤 代理公使が 北京 
政府に 參〇 まして —— 國務院 に參 りまして、 さう し 
て 更に 一層 進んで、 協商 國 側に 加入すべき ことを® 
誘した と 云 ふ « 實が ある >  此處に 居られます る 政務 
局長の 小幡 君が、 前の 代理公使と して 居られました 
頃 ほ、 彼の 對茭勸 吿の際 •自ら 日本 代理公使で 在り 
ながら、 列國の 使臣を 率ゐ て、 莢 那の 好意 中立を さ 
せた、 是が 北京 外交 家の 一の 卒先 者であつた のに、 
それを 距 る事朞 年なら ずして、 本 野 外務大臣の 下に 
在て は 米國に 先 じられ、 其埋 合せに 果して 日本の 將 
來に對 して 有利で 有る か 無い か 分らない にも拘らず 
支那に 協商 國 加入を 勸 誘して >  是 て 御茶を 濁さう と 
言 ふ、 是れ 抑々 如何なる 御考で あるか、 又 現内閣 諸 
公は* 常に 政府で あるから 政府を 對手 にす るょり 仕 
方が 無い と 仰し やる、 之を 御 非難を なさる 方 も あり 
まする が、 是は 一理 ある 事で ありませ う* 併ながら 
支那 も 彼の® 行 法律 —— 暫行 憲法に 據 て、 國務院 と 
總統府 と 云 ふ ものを 日本 外務省は どう 御覽 になる か 
例へ ば 黎總統 と 段 首相と が 反目した 時に、 孰れを 以 
て 支那の 主 糊 者と し、 若く は 支那 國 民を 代表す る 者 
と 見て 御 交渉な さる か、 御 交渉を なさる 機關 'か 成程 
國務院 でなくて はならぬ、 併ながら 此 場合は 黎總統 
及總 統府の 意見に 重きを 置かれる か、 將た國 務院總 
理の 下に 在る 內閣の 意見に 重？ を 置かれる か、 此御 
判 斷に 依て 外交の 方針が 違 ふべき である、 何時も 寺 
內伯及 本 野外 務 大臣は、 政府で あるから 政府を 對手 
にす ると 言 はれる けれども、 今の 支那の 暫行 憲法に 
據る g 務院と 總統府 との 權力關 係、 其 他の 關係 から 
見て、 是が 衝突 又 ! i 乖離した ときには、 孰れに 重き 
を 置く ので あるか、 甚だ 了解す るに 苦 L む、 獨〇黎 
と 段との 衝突の 場合の みでは ない、 今回の 馮が 大總 
統にな つて 段 內閣が 成立して 居りました 際に、 馮大 
總統と 段總理 との 間に 意見が 衝突し、 國務院 と總統 
府との 意見が 画 突した 時分に、 政府が 果して 孰れを 
援 けられた か、 斯の如 き 場合に 於て 此總統 府と云 ふ 
ものが、 支那 民國に 於け る 元首と 見るべき 總統の 中 
心を致すものでぁりますから、若し輕重を問はゾ、 


三  l fA l  _ 

即ち 硿 抹府 の %! C 見を 以て ra 務院の S 見ょ oim しと 
する のが 私は 常 然では ないか >思 ふ、 然る 1- 現 政府 
の 御 解® It 是れと 反對 であつて、 何時も ra 務院の 方 
許りを 授ける、 其の 岬 i§ 院も段 跋瑞 か璁琿 である 時 
に、 國秘院 だけ ル 以て 政府 ？: 御 考にな つて 居る •是 
はどう 云 ふ 御 解玆 になつ て 居る か 之 -V 伺 ひたい、 又 
本 野 外務大臣 始め 決して 我 政府は 段錤瑞 其べ のみを 
援けて 居らぬ、 時 S 政府が 常 局 者で あるが 爲に 授け 
たと 仰し やる けれども、 或码 合に 於て は 段錤瑞 々御 
援け になつ たこと が あるので あらう、 彼の 三月 四日 
の政變 は 如何で ある、 三月 四日に 段錤瑞 が 辭表を 出 
して、 H ちに 天津に 夜 逃を して 仕舞つ た、 此際に 於 
て 再び 段祺瑞 をして 北京に 蹄る やうた 時機を 造らせ 
たのは 誰 方 -e ある、 若し 日本の 政府 •か 此際 後援す る 
ことが なかつ たなら ば •此段 跳 瑞の 失脚と 云 ふ もの 
は 遂に 永遠の 失脚と なつた かも 知れぬ と 云 ふ 取 K •か 
ある、 然るに 此 際に 於て、 日本 政府が 飽迄段 祺瑞に 
信賴 し、 段祺瑞 の 内閣に 非ず んぱ 中華 民國の 統一が 
覺束な いと 云 ふ 態度で、 表面翦 面に 之に 援助を 與へ 
たが 爲に 、再び 段祺瑞 が 復活した ので ! t ないか、 lit 
時に ! t 段 祺瑞は 決して 政府の 當局 者に 非らず、 辭毀 
を呈 して 天津に 逃 去つ た、 此段祺 瑞を援 けて尙 ほ S 
督 として、 ® 行 憲法の 規定の 下に 總統 ， <- なつて 居る 
黎總統 並に 總統府 の 政策に 反對 したの が 日本 政府 -e 
はない か、 何を 目的と して 此時 政府を 授けた と 云 ふ 
御 辯 解が 出來 るか、 之 rr- 伺 ひたい、 又 其 政府の 方針 
が 何時 豹變 する か 測る ベから すと 沄 ふ證拽 としては 
彼の 張 1!) の復辟 問題の 時分に 著しき ものである、 a 
時の 事は 後に 申 上げます が、 我 陸軍の 田 屮參謀 次長 
が 支那に 漫遊で あるか、 視察で あるか 御出でになつ 
た 當 時から して、 此復辟 黨 との 間に 一種の 迎絡の 有 
つたと 云 ふことは 事贽 である、 さう して 張 1) が復辟 
を 致します る 少し 以前に、 田 中次 長 並に 司令官 石 光 
少將 、及 ぴ段祺 瑞 ，2 心酔 者た る、 我 公使館 付 武官た 
る齋- 一 少將 、是 等の 人々 と 支那の 宗社黨 との 運 励の 
間に、 如何なる 連路が あつたかと 云 ふこと を 知らぬ 
と 仰し やるなら ば-それは 餘 〇に國 事に 冷淡で ある 
自分の 當 面の 職務は 不忠 ffi である、 若し 知つて 居ら 
れたら 何故に 放任せられ て 居つ たので ある、 吞氣迂 
潤なる 外務省が、 機敏なる 有力なる 陸軍の 方針に 遂 
に a 抗する ことが 出来ず して、 之に 一任した と 仰し 
やるならば それで 宜しい、 若し さう でない とすれば 
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此間に 於け る 石 光® 藤の 諸君と、 支那の 復辟 側との 
關 係に 付て li 如何 1.: 御 贽にな るか 而も 張剧が 事を 擧 
げんと する 随か 以前、 此 77 光少將 11 藤少將 等が 復辟 
を 寧ろ 勸 誘した 事 贸 が ある、 是 は 人名を 申 上げる こ 
とは、 私は 友人 關係 として 甚だ 忍びざる ことで あり 
ますが、 日本の 外務省 關係の 官吏、 並に 支那の g 務 
院 C 最も 有力なる 池 位に ある 者が •自ら 話した 所に 
te て 信じて 疑は ない、 而も 某 以前までは 之を 慫慂し 
て® きながら、 急 洩復 辟の 馊 行を 致さん とする 其少 
し 間際に 至つ て* どう 云ふ閣 _が あつたか、 恐らく 
外交 調 ? t 會の 決議を 受けられた ので ありませ うか、 
是 .私の 推測であります が、 日本の 政府から 斯う 云 
ふ® 報が 來て 居る、 陸軍大臣の 名で 出た 電報で ある 
政府 IX 閣議々 ■以て. 支那 政局に 付き 絕對 不干渉 

と 決せる を 以て 今後 ia 辟 運 励に 干涉ず ベから ず」 文 

言は 此 通りで あつたか どうか 不明であります が 斯う 

云 ふ 意味の m 報が 来て 居る、 此意 味の 電報が 来たと 

云 ふて 示した 所の 日本の 武官な り 外交 , R- なり •か、 自 

分の 地位を 擁謎 する S に、 故ら に 作つ た 電報なら ば 

いざ 知らず、 支那の 官吏 側の 手から 私が 受取つ た電 

報に、 斯う 云 ふ ものが ある、 是が陸 軍の 有力なる 參 

謀 次長を 始め、 石 光 11 藤 少 將， か復辟 運動を 慫慂 して 

置き ながら、 其 問 際に 至つ て ffl 讓で 絕對不 干渉に 定 

まつた から、 止めて 吳れと 云 ふ蟲の 好い 御 注文で あ 

る、想ふに此點と云ふものは、本野外務大臣が餘り 

御 人が 好い 爲に 、陸軍の e 謀を 御 承知がなくて、 不 

意に 思 付かれて 是では ならぬ と 云 ふので、 外交 調査 

會 諸君の 袖に 緇つ て此 電報を 打たせた か、 然ら ずん 

ば 初めから さう 云 ふ 方針で あつたが、 他の 方面から 

抗_が 出た 爲に 、猫の 眼の 如くに 豹 變 された ので あ 

るか、 孰れ か 一に 居らなければ ならぬ と 思 ふ、 此堪 

合に 政府の 態度は どう 云 ふ 譯で 斯う 云 ふこと になつ 

たので あるか、 此 ® 報が 陸軍大臣の 名で 出て 居る の 

は、 殊に 注意すべき ? If と 思 ふ、 外務省から 外務 大 &: 

0 名を 以て、 突 那駐箚 の 外交官に 對 して、 斯の 如き 

電報が 出たならば 分る が 陸軍大臣の 名を 以て 支那に 

駐劄 して 居る 陸軍 武官に 對 して、 斯う 云 ふ ものが 來 

た、 本員は 茲に 陸軍大臣の 御 出席の 無い のを ia 憾と 

します が、 陸軍大臣は 見て 見ぬ振りを して、 外務省 

は 陸軍の 勢力を 以てすれば、 どうで もなる と 云 ふの 

で 捨て S いた、 それで やつて 居る と、 恐らく 此時の 

事と 思 ひます が、 外交 調 ? t fs たりで 反對 論が 出た 

對支 •外交に 關する 樋 口 秀 雄の 質問演 說 


と 云 ふこと を 新聞紙 1-. で 承つ た、 其 結果 fs iii l'HI 謖を 
開いて、 外交 調査 會の 結果 それが 出來ぬ ことにな つ 
たので、 滥 々ながら 陸軍の 方から 爾報を 發せら れた 
のでない かと 思 .i、 又 斯く私 が 推定すべき 理由が あ 
ろ、 現 內閣 の 首相た ろ 寺 内陸 ig 大臣は —— 總理 大臣 
は 曾て 朝鮮 總® S 頃に、 支那の 第一 革命に te て、 淸 
帝 國が滅 びて 屮華民 國 に なつた 時に、 朝鮮 總督と 云 
ふ 地位に 在りな から、 特に 内閣 r_ 對して 抗議を 申 越 
された、 瞵國に 共和 國が 出来る と 云 ふことは、 日本 
の國 體 上 由々 # き 大事で ある、 桐 花學會 の 曲 學阿世 
の 學者 2 言 ふやうな、 鄰國に 共和 國 の , Mi 来る のは、 
日本の 國體上 由々 © き 事で ある、 斯の 如 3- 事は 當然 
如何なる 干渉を しても 成立せ しめては いかぬ と 云 ふ 
意見を 御 出しに なつた、 寺 内 伯は 今總理 大臣で ある 
が、 陸 ¥ 部內 には 由 來斯の 如き 誘 論が 多い と 承つ て 
居る、 想 ふに 本 野 外務大臣は 如何な 方針を 執られて 
居る か 知らぬ けれども、 總理 大臣には 口には 他國の 
內 政には 不干渉と 唱へな がら、 頭の 中には 嘗て 持つ 
て 居つ た 桐 花學會 的の 菌思 想が 潜んで 居つて、 _ に 
臨んで 現は れんと する やうに 考へ られ る、 參謀 本部 
の 英才 諸君 ! i 勝手 放題 C0 運動を して 復辟 運動を 慫慂 
して 外交 調査 會 から 袖を 牽かれ ると、 是では いかぬ 
と 云 ふやうな 豺變的 勝 度を 収 つて 居る が 故に、 日本 
と 云 ふ ものに 對 して 決して 段祺瑞 一派の 人々 と雖も 
信賴を して 居る のでは ない、 國務院 1 日本に 長く 
居りました 所の 國 務院官 史、 今樞 機に 關 係して 居る 
人と 雖も 、私人 的の 話と しては、 日本の 方針に 對し 
て 苦情を 言 ふて 居る、 殊に 本 野 外務大臣と 云 ふ もの 
に對 して •稍々 嘲笑 的の 意味を 以て 非難を して 居る 
今や 日本の 外務省 W 眼で 御覽 になつ て 居る 段 祺瑞一 

派は、 大層 親日で ある やうに 見える か 知らぬ が、 一 

度此 世界の 大 ©が 熄んで 、更に 時局 展開の 曉に 於て 

は、 決して 段 一派の 人々 は 親日派で あるとは 信ぜら 

れな いので ある、 然るに 外務大臣 始め 今の 當 局の 諸 

君は、 何の 見ろ 所が あつて 此段 內閣を 助けねば なら 

ぬと 考へ られ るので ある •それ も 撤頭徹尾 一貫 せら 

る、 ならば 恕すべ し、 時に 依て 景 氣が惡 くな つたら 

不干渉、 景氣が 好くな れば 段を 助ける、 さう 云 ふ 方 

針で 彼等の 信賴シ 煜るこ とは 出来ぬ と 云 ふことは、 

鏡に 懸けて 明かなる 事 實では ありませ ぬか、 此復辟 

問題の 事に 聯關 して 現內閣 が 飽迄も 段を 當時 助けら 

れたと 云 ふこと に 付て は®々 議會の 問題と なり まし 


た、 交通 銀行 借款の 問題に 付て 論及し ければ ならぬ 
と 思 ふ， 御 承知の 如く 交 iiD 銀行に 對する 借款 ほ、 最 
初は Jt: 百萬圓 •次に 二 千 萬圓 、合せて 二 千 五 百萬圓 
の 借款が 日 木から 交通 銀行に 對 して ある、 其 中 五 百 
萬 圓は 、豫て 問題と なりました 四 原 某なる 涝の斡 旋 
に 依て /: li 來上 つた 借款で、 さう L て 其 調印は 一月 二 
十日- ■二月 五日に 發 表して 居る と 記憶して 居る、 所 
が 復辟 運動の 際、 交通 銀行の 借款 問題 か 種と なつて 
若く は 日本の 他の 人の 借款が 本と なつて、 之を 利用 
して 現內閣 •か 段祺瑞 を 助けられた ので あると 云 ふ 質 
問を、 我 尾 崎 君 島 田 君 等から 發せら れた 時に， 外務 
大臣は 斯 S に 答 辯され て 居る、 一月 二十四日の 豫算 
委員會 で •島 田 君の 質問に 對 して 本 野 外務大臣は 斯 
う 言 ふて 居られる 「私の 記憶す る 所に 依れば 九月に 
成立つ て 居ります 騷ぎ は 八月で あ 〇 .ます、 であり ま 
すから 騷ぎの 濟んだ 後に 瑪國璋 が賴ん で 來 r.: 後に 借 
款が 成立つ たのであります から、 是は 所謂 今の 其亂 
の 用に 供す る爲 めに、 借款が 出 來たと 云 ふこと If. 私 
は 言 はれまい と 思 ひます」 斯う 云 ふこと を 日本 帝 國 
の 堂々 たる 外務 大 由 本 野 子爵が 言うて 居らる、 面白 
い話である、張_が復辟を致しましだのを八月であ 
ると 仰 L やる が、 是れは 何 處の國 の 八月で あるか、 
今や 中華 民 國の唇 も 日本の 太陽 曆も间 じで ありま 
す、 張 SIJ が 北京へ 入京 致しました のが 六月 十六 日、 
北京で 復辟を 斷行 しました のが 六月 三十日 •然るに 
憶 面 もな く 此の 帝 國議會 の豫算 委員 會に 於いて、 其 
の騷 ぎは 八月で あると 言つ て 居ります、 成程 呑氣な 
外務大臣が 居らる、、 六月 三十日の 復辟を 八月に や 
つた、 さう して 借款は 九月に 出来た の だから、 其の 
金を使つた のでは ない と 云 ふ、 斯う 云 ふ 不誠意の 答 
辯を して、 吾々 議負を 滿著す る ことが 出來 ると 御考 
になる か (拍手 起る〕 實に 馬鹿 氣た答 辯、 勝 田大藏 
大臣の 答 辯は 流石に 當 局であります から、 本 野 外務 
大 2 J とは 違 ひます から、 もつ と 詳しく 事情を 述べて 
多少 本 野 外務大臣の 答 辯と 違つ て 居ります が、 而も 
尙ほ 其解釋 に 於て 自分の 政策を 庇 謹す るに 急なる、 
我田引水 的の 解釋 をして 居らる、 から、 事實 の眞相 
を 誤つ て 居ります •故に 此 問題は 度々 出ましても、 
私は 此處で 繰返して 追究す る 必要が ある、 唯今の 六 
月 三十日に 張 ffl が復 辟を やつて、 さう して 此復辟 運 
動に 對 しては、 最初 ii 段祺瑞 其 人 も —— 外務大臣の 
眼から 見る と、 篤 S なる 信賴 すべき 段錤瑞 其 人 も、 


策略 上 張 動に 對 して 略々 同意の 趣を 申 越した ことけ 
日本の 留學 生で あつて、 張 勸の祕 書 役と して 甚だ 而 
0 か 0 ざる 人物であります けれども、 當時 重要なる 
事を 働いた 一 , B- 吏に、 其 證據を 握られて ir るでは あ 
〇 ませぬ か此段 始め® 辟には 賛成 S やうな ことを 筲 
軍が 言つ た， 是は 一部の 政略と して、 段 派が 勢力 恢 
俊 として 言つ たもので あらう と 思 ふ. 段 其 者は 口に 
中華 民 國の 共和の 守護莕 であると 云 ふこと を 唱へて 
居る から、 本心で さう した ものと it 思 ひませ ぬが、 
兎にも角にも 斯の如 ? 通牒を 送つて 居る、 愚直なる 
張 動 先生は 一圖に 夫 等の A 々を 信じて、 急遽 事を 擧 
げて 、遂に 策を 誤つ たのであります が、 其 事業の 成 
否は 兎も角も、 其 事は 唯今 申 上げる 通り、 六月 三十 
日に 復 辟を 斷 行した、 此 復辟斷 行と 同時に、 段祺瑞 
は 手を 翻す が 如く 張剧 に對 する 通牒に 反して、 討 逆 
の 軍を 起した •民國 を轉覆 せむ とする 逆賊 張勸を 討 
つと 云 ふ 美名の 下に、 張黝 に對 して 反抗の 兵を 起し 
た、 然るに 悲しい 哉 金が無い、 爰に 至つて 第一の 運 
励 准 備を する 金であります から、 此 問題に 付 一 C 日本 
の 公使館に 交渉を 致した 事實が ある、 是は或 は 本 野 
外務大臣の 如き、. 年月 すら 間違つ た I 最近の 事實 
すら 二月 も 御 間違へ になる やうな ことを、 平然とし 
て 言は れる外 務 大臣で あるから、 其 様な 事實は 斷じ 
て 無い と 言は る、 か 知らぬ が、 此處 にも 一つ 證據が 
ある •但し 私は 友人 關係と 致しまして、 之れ を 私に 
明かした 日本 S 官吏の 名を 言 ふこと (X 出來な い、 强 
ひて 外務 X 臣 •か 豫を 烏と 云 ふ 詭辯を 以 つて 言 ひ遁ろ 
i ならば、 之れ r. 對する 證據は 提供す る ことか N5 來 
るが、 良心に 御尋が あつたなら ば、 果して 其の 事實 
なること を 御 承知に ならなければ ならぬ ので ありま 
す、 即ち 七月 上旬であります、 此日ほ 私の 聞いた 所 
が IR 憶に 確 v)» であり ませぬ が、 此段祺 瑞が復 辟を 致 
しました 張勵を 討伐す るが 爲 に、 所謂 討 逆 軍を 起す 
に當つ て 金が 嬰る、 其 資金 -,- .. どうかして 吳れと 云 ふ 
頼みが あつた 時に、 之を 日本の 公使 ffi が 直接に 口を 
添へ たとは 申し ませぬ •か、 間接に 日本 公使 〇 慫慂に 
依つ た 事實で あると 存じて 居ります が、 三菱 合資 會 
社から 此百 萬圓と 云 ふ ものを 借る ことにな つた、 さ 
うして 其 借 入る 形式は、 當時 三菱の 北京 支店に 於て 
は、 11 萬 圓と云 ふ 正金が 無い、 そこで 借款なら ば宜 
しいが、 之を 政治 上の 用途に 供せられ ては 闲る から 
と 言つ た 所が I と 云 ふ 口實を 以て、 1 應は 拒絕致 
三 二 九 
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對茭外交に鞀する： |;:'| ':口秀 |'-': の打 ||!!] .:々父 
しました 所が、 其 際に も 或る 二 三の 人々 が 間に 立ち 
まして、 公使館に 交渉を 致しました 所 •か、 北京の 公 
使 tt r. 於て は 此大 借款の i;:! ® •の 第二次の 借款、 若く 
•は 交通 借款の 件が、 話が 旣に略 々決つ て 居る ので あ 
りますから、今融通される一百萬 01 は，其次に出來 
ます 何れ か n 十い 方の 借款 屮から 返却， >\さ せる と 云 ふ 
保證を 與へた に 法て， 三菱 ii 此百禺 圓を 1C したので 
ある、 而も 是は三 菱 S 支店長の 秋 山 氏が 天津まで 下 
つて 參〇 まして、 さう して 此段祺 瑞 f 派に 交 捗を し 
て •百 萬 [0! と 云 ふ ものを 八 分 五 厘の 利子を 以て 一 百 
萬 圆を K 渡した、 其 措 保に i. 成程 侮 脇 炭 ®' 2 株券が 
あります、 此株券 たる や 當時に 於て ほ 殆ど 姐 打の 無 
い、 人々 其愤姐 を 疑つ た 株券で ある、 斯の 如き 薄弱 
なる 1§ 保を-以て R 本の锊 業 家が、 若し 間接な 〇 とも 

日本 政府の 保證 でも 無かつた ならば、 何故に 危ない 

旣 (: 失脚して 居ろ 所の 段祺瑞 に對 して、 百 萬 圓と云 

ふ 大金を 融通 丁ろ ことが / ii 來ませ うか、 而も 其 百 M 

圓 (£ 三菱の 手に 無く 正金銀行から 借 入れた、 正金 銀 

行から 借 入る に 付て、 正金銀行は 無锫保 若く は 無 e 

保 間 樣な 三菱の 借款に 對して 、今の 百 萬 圓を 貸す と 

云 ふことは 危險で あると 云 ふこと を、 小 K 正金 支店 

畏が申 述べた 所が、 是は 日本の 公使館が 保證 する か 

ら贷與 へたら K しからう と 云 ふこと を 忠告され た、 

斯の 如く 二 ® 三重の 忠哲の 下に、 段祺瑞 は 百 萬圓を 

借りて、 之を 基と して 初め 一度 政略 上 賛成し ました 

張 is の復辟 運動 1.- 反對 して、 美事に 共和の 擁 謹 者た 

るの 美名を 得て、 洱 び 權力を 恢復した 次第で ある、 

此間に 於け る 我が 外務省の 段祺 瑞に對 する 情誼は 到 

れり盡 せ 〇 であります、 吾々 から 見る と 不思議な 程 

厚意を 御盡 しにな つて 居る、 而も 八月 十二 日に 段祺 

瑞が北 京に 入りまして、 張勸の 軍を 攻隞 致しました 

時 |- :、張剧の別軍が天壇に立籠つて居る、張黜の屋 

敷の 中に 居る 兵は 旣に 包圍さ れて 居ります •か、 若し 

此 天® に 居る 張 1!| の 兵が 一度 死を 決して 起つ たなら 

ば 北京の 城下は 丘 (火の 巷と なる ので ある， 其 時に ti 

か 七蓖五 千 圓か七 萬 七 千 圓と云 ふ 金を 公使館 書 1e 官 

が 正金銀行へ 自ら 行つ て 御 取 出しに なつて、 段錤瑞 

に 御 授けに なつた、 斯く迄 段 祺瑞擁 _ の 役を 御 遺り 

になる 外務省の 御 方針は、 果して 如何なる 確信 あつ 

て や !■'> る X か、 是 丈の ものを 出して、 それに 依て 段 

祺瑞の 勢力が 確立し 支那 四百 餘 州の 統一と 云 ふ 事が 

出 來るな らば 結！！ であるが、 而 t 其 後の 形勢に 於て 


は 段は 再び 失 ig し、 三た び 失 隊： して 居る ではない か 
斯の 如く K 贾常な き 人を 援 けて、 之に 佐て P 迄 對茭 
親善の 方針が 成れり と御考 になる に 至つ ては、 私は 
幾 ど 無 方針 無誠實 と 云 ふこと に 付て、 深く 国家の 爲 
に槪獎 せざる を JS ぬ (拍手 起る 「簡 單々 々J と 呼 ふ 
者 あり〕 斯ぅ 申します と、 本 野外 務 大臣の 5n き —— 
誠意を 缺 いて 居る 御 答 辯を なさる 方は、 それは 間違 
つて 居る、 此 借款の 出來 たのは 其當 時で ない、 此處 
に 自分は 間違つて 借款の 約束が 九月に なつて 成立し 
たと 申して 居る けれども、 是 は 實際に 於て 借款が 出 
來た のが 九月で あると 云 ふやぅな 御 答 辯を なさる か 
知らぬ、 併し それは 間違であります、 九月に 成立を 
しました 借款は 交通 借款な のであります、 併ながら 
交通 借款の 約束が 小 田 切 君との 間に 結ばれました の 
は、 七月 二 十九 日であります、 此 即ち 段 祺瑞 が張勵 
を 討伐して 北京に 再び 乘入つ たのが 十四日で ありま 
すから、 其 間を 隔 つる こと 十四 0 に過ぎない、 此時 
には 約束が 成立して 居る、 此約 東を 目當に 三菱が 百 
萬圓貨 すと 云 ふことは 少しも 怪 むに 足らぬ、 此外務 
大臣の 御 答 辯は 失禮な •から 僞を言 はれた ものに 非ず 
んば 、健忘症に 罹られた 御 答 辯と 思 ふ、 其 次に 御尋 
致したい のは、 同じく 是は段 一派の 北洋 派の 軍閥を 
按 ける 結果に なつた のであります が、 所謂 軍器 借款 
の 問題であります、 此 軍器 借款の 問題 も 其 端緒を © 
ねま すれば、 田 中參謀 次長の 渡 支の 當時に あると 伺 
つて 居ります が、 是は私 は 正確に 證明は 出来ない、 
兎にも角にも 此 軍器 借款と 云 ふ ものは、 田 中次 長、 
石 光 少將 等の 人々 の 相談の 結果、 此 九月 初旬に 於て 
旣に 北京に 於て は 略々 決して 居つ たと 云 ふことは 事 
實で ある、 私は 九月 六日に 齋藤 少將に 親しく 面會致 

しました が、 其當 時少將 は將 に大演 •習 參觀を 兼ねて 

國へ歸 らんと して 居る、 其 用務は 實 は 重大な 案件で 

あると 云 ふこと々 言 はれた が、 それを 偵察し ました 

所、 重大の 案件とは 即ち 軍器 借款 三千 萬圓 、表面 四 

百萬圓 s 名を 以てした 三千 萬圓 軍器 借款 締結の 爲に 

歸られ た、 所が 南北 倥偬の 最中に 當 りまして、 北 軍 

團の爲 とは 申し ませぬ けれども、 日本から 三千 萬圓 

にも 達すべき 巨額の 金額に 相當 すべき 武器を 供給し 

まするならば、 縱今是 が 直接に 南方 討伐の 用に 供せ 

られず とも、 過日 望月 君が W 問 致されました 通り、 

今月 四日に 秦皇 島に 著いた 武器の 如く  •此 武器が 著 

きます れぱ 遂に 濟南の 倉庫を 空に して —— 兵 庫を 空 


うして 之を 他に 送る と 云 ふやうな 風で、 どうで も® 
通が 付く もので あ 〇 ますから、 结局は 南方 討伐の 用 
に 供せ ら る、 のは 言を 俟たな い、 而も K だ 蟲の 好い 
話で ある、 此 軍器 借款 三千 萬圓は 南方 討伐に 用 ひ - f 
と 云ふ條 件が 附 いて 居る と齋踩 少將 <i 言 ふ、 こんな 
條件 •か S 那 入に 對 して どう 云 ふ 効力が あるか、 南方 
の 討伐に 用 ひずな どと 云 ふけれ ども 今回 送りました 
日本の 軍器は、 是が 最近に 於け る 或は 火 正 三年 式と 
云 ふやうな 如き 銃で あつたと すれば、 是が到 著し ま 
すると 同時に 豫て 持つて 居りました 四十 三年 式 等を 
南方へ 運べば •矢 張 討伐の 用に 供され て 居る ものと 
言は れる 、同じく 武器は 南方 討伐の 用に 供せられ て 
居る、 然るに 斯う 云ふ條 件を 附した 所が、 決して 北 
洋武斷 派を 援けた もので ない と 云 ふ 御 辯 解は、 甚だ 
暗い 御 辯 解と 思 ふ、 尙ほ此 問題の 如き 時に も、 而も 
御 失敗に なつた T« て 問題に なつて 居る、 鳳凰 山 並に 
水口 山の 問題を 條件 にしまして、 此 鳳凰 山 並に 水口 
山の 亞鉛鑣 の 問題を 解決す るなら ば、 之に 付て 或 方 
法を _ じて やらう と 云 ふやうな 御 話を なすつ たさう 
であります、 而も 是は 美事に 刎 付けられた 私共の 見 
る 所を 以てし ますれば 、此 軍器 借款の 爲に 如何に 所 
謂 南方 派 —— 南方 派と 云 ふと 語弊が あります るが、 
所謂 廣東 政府 及是の I 味の 速 中 若く は 長江 沿岸に 於 
ける 北京 政府と 必ずしも 合致し ない 所の 灰色の 是等 
の 人々 との 間に、 此 日本 2 軍器 借款は 非常な 不 人望 
である、 此爲 に延 いて 更に 鳳凰 山の 問題の 解決を 急 
がせまして、 日本 2 實 業 團の取 り 得べき 利權は 空し 
く茭那 の 南洋 華僑 等の 手に 這 入つて しまつて、 遂に 
日本は 垂涎す るに 過ぎな かつた と 云 ふこと を 言つ て 
居る、 若し 是 位の 借款を I 兵器を 御 ®: 込に なつて 
借款を なされ やうと 云 ふなら ば、 何故に 少なくとも 
北洋 派に 封して， 反抗を 持つ て 居る 南方の 連中から 
非_を 受けざる やうに、 他の 水口 山な 〇 鳳凰 山の 問 
題を 解決して >  之に對 して 支那 政府に 三千 萬圓 金を 
貸す、 其 借りた 金で 以て 支那は 日本に 於て 泰平 公司 
から 武器を 買 ふと 云 ふこと にします れば 、日本 政府 
が 北方を 援けた と 云 ふ 非難は 免 かる、 のみならず、 
之に 依て 日本の 最も 必要と する 所の 利 權も併 せ 得た 
ので ありませ うのに、 其爲 され 方が 陸軍 方面の 交渉 
と 外務省 方面の 交渉と、 常に 齟齬 懸隔 致して 居り ま 
した 爲に 、或は 早く 反抗を 招き、 或は 事 實に齟 齬を 
来して、 遂に 此 有力なる 問題を 失つ てし まつた、 此 


I  三三〇  _ 

利 wi を 本と した 所の 借款と 云 ふ 好 名目を 失つ て •徒 
に 軍器 借款と 云 ふ 名を 貽 して、 各方® から fi 對を S 
け、 遂に 延いて 日本 政府が 段錤瑙 を飽 まで® ける こ 
とは、 坊中 ：m ければ 袈裟 1? で 憎し と 云 ふ ^ s みなら 
ず、 排段の 感情 Is 腔て 排日 c 感惝 になつて、. 公 n: }s 
择に 於て 拂日 感悄が 漲り 来つ たこと It 御 承知で あら 
うと 思 ふ、 又 (「まだ あるか」 と 呼 ふ ^ あ OJ lr! 、 

政 間 題に 關 しましても、 當局 〇 御 答 辯は 更に 要； 3 I- 
得ない、 過日 來此 問題に 對する 御 H 問， V： なすつ た 諸 
君が 大勢 ありました •か、 其 中で 一月 二 十九 口の 預拟 
會議に於ける也：介久網： ^- の符問に對して陸ボ大 ^: は 
何と 云 ふて 御 答に なつた か、 此茭那 政府が 之に 對し 
て、 支那の 人民 並に 交 那の 政府が、 山 束 民政 間 題に 
反抗し まする のとは、 まるで 根 抵を異 にした 御 答 辯 
に ！ 1' つて 居る、 例へ ぱ山 取 民政 遇 S 支 S が 某 市に 一 
箇所 ある、 其 某 rti の 附近に. は、 日本の 山 jfi 經道 の茁 
事 的 ry 領に 依て、 其附 屘 地では あ 〇 ませぬ が、 附近 
に 多數の 日本人が 集つ た， 其 所へ 支那 人も來 て、 一 
緒に 町を 造つ て 新 市街が /. 1! 來て 居る， 其 新 市街は 是 
は 矢 張 民政题 の 管 3® とな さる 御稻 りで あるか、 どう 
かと 云 ふこと を、 古谷 君に 突 込まれた 時に、 陸 班 大 
臣は斷 然是は 日本の 民政题 の 管轄 以外で ある 時に 依 
れぱ 御近邊 だから 御世 話は する かも 知れぬ が 管 輅以 
外で あると 明言され て 居る、 是 は 速記 錄に明 。に 腿 
つて 居る、 さう 致します れぱ lit 取 ® •か 初めから 明か 
であつ たなら ば •今回の 如き 山 } fi K 政 laj 題に 對 す る 
支那 入の 反抗と 云 ふ ものは、 殆ど 起らずに 濟んだ ら 
うと 思 ふ、 而も 此問 題に 對 して、 外務省は 陸軍省で 
決定され て， 愍 々民政 裁が 證かる V まで 御. 难知な か 
つたと 云 ふ、 御！ E 度い 事 W が ある やうで ある‘ 交 那 
政府から 之に 對す る抗 的 が 出ましても！ 月經て ども 
二月 經て ども 外務省から 答 辯が 來な い、 來な いのも 
御尤 である、 其當時 或は 寬大宏 蛰 な 〇 本 野外 務大 K 
丈は、 御 承知で 35 つた か 知らぬ が、 少なくとも 日本 
の 支那に 居ります る 公使 始め 公使館 M なり、 領事 fig 
員な 〇、 一人と して 此山 東に 民政を 布く と 云 ふ 問題 
を 知つて 居つ た 者が 無かつた ので ある、 一人 も 無い 
是は 彼等が 明かに 言うて 居る、 所で 外務大臣 御 I 人 
は 御 承知 か 知らぬ けれども a> それを 自分の 部下た る 
所の 公使館員 や 領事館 M には 何等の 御 通知 も 無く、 
况や 未だ 曾て 支那の 事情を 餘り御 研究に ならない 本 
野 君が、 若し 御 誠意が あるなら ば、 此方 面に 長く 居 
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つて 事情を 承知して 居る 者に 對 して 陸軍から 斯う 云 
ふ 交渉が あつた •か 其の 結果は 如何で あつたら うと 云 
ふ 交渉が、 一應 有るべき 笛で あつたら うと 思 ふ、 然 
るに 何ぞや 是が布 かれて 支那の 方面から K 對 運動が 
起つ た 後に 至つて、 初めて 斑いて、 斯う 云 ふことは 
無い筈だ、吾々は何等の通牒をも受けず、後で之れ 
を 知つ たので あると 云 ふことは、 日本の 外務省 所屣 
の 官吏が 公言して 居る 事實 である (「どうです 簡黾 
にしましたら」 「同じ ことを Jh め 給へ」 と 呼 ふ 者 あ 
此 問題に 對 して 支那の 方面から 反對の 起り まし 
た 理由は、 此の 日本が 軍事的 占領に 依りまして、 占 
領 致しました 濉睬 以東の 土地に 民政を 布 かれ やうと 
云 ふ、 それは 支那が 何等 關係 すると ころでは ない、 
然るに 山 東鐵 道なる ものは 南滿鐵 道、 m 淸鐵谓 等と 

は 違 ひまして、 附餛 地なる ものは 餺道 線路の 外， 幅 

五 間を 出で ない、 兩側五 間を 出で ない、 其の 間に 

は！ 人と 雖も 日本 臣民の 居住す る 者は 無い、 唯々 附 

J1 の 停車場 s 驛員が 居る のみで ある、 而も 山 東鐵道 

〇驛 員は 御 承知の 通り 軍磁 として 扱は れて 居る、 軍 

屬に對 して 民政を 以て 之れ を 洽め られる 所以は 何處 

にある、 其濰縣 以苽と 云 ふ範閲 を乘 越して 某 市に 至 

〇、 更に 最初の 御計逛 に 法れば、 高 縣濟南 悉く 民政 

支袈 を la かれ やうと 云 ふ 方針で あつた、 其爲に そら 

大 變 な 事で ある、 日本は 唯' た 一本の 铴道 線路が あれ 

ば、 それを 言掛 りに して 其處へ 民政を 施いて、 而し 

て茭那 の 人民まで も 日本の 民政の 下に 統治し やうと 

する 期の 如くであつて ほ、 到底 支那の 國榴と 云 ふ も 

のは 保てない、 他の滿 蒙 地： 力 1- 於ても、 到る 處に日 

本は 民政は 施く に 違 ひない、 斯くて 支那の 領土 fl は 

蹂一一 される と 云 ふ、 是が 彼等の 誤解 2 本で ある. 然 

るに 其 問題は 外務省は 初め 御 承知で ない、 支那から 

抗議を 受けた 後に 始めて 御 承知に なつた、 而も 今に 

至つ ては 段々 向 ふの 方に 理窟が ある •日本の 外務省 

部內 にも、 支那の、 王 張に 賛成者 •か ある、 此に 至つ て 

は 答 辯に 窮し て、 陸軍では 言 遁れ の 爲に彼 某 市 等に 

民政 支署 1 V 置いた のは、 決して 其 附近に 出来た 新 市 

街の 安那 人 日本人を 管 K する のでは ない 近いから 御 

親切に 世話は 燒 いて やる かも 知れぬ が、 之を 管轉は 

しないと 云 ふやうな 答 辯を 陸眾 大臣が して 居られる 

其 御 答 辯に 對し ては、 外務 大 e fi 何の 顏色が あって 

支那 官憲に 見えん とせら る、 か、 又斯 2 如 ? 間 題に 

對 して 支那の 反抗 1 V. 惹起し •次で 大眼 目た る 日 支 親 


善を 害する に 至つ た 其 賞 任を、 如何に ® さる 御考で 
あるか、 之に 對 する 御 答を 伺 ひたいと 思 ふ (「未だ 
あるの か」 「もう 宜から う」 「要 15 を 簡單に 願 ひま 
す J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 次に 伺 ひたいのは、 此 日本の 外 
務 省の 諸君は、 支那の 長江 以南の 人民の 謂は S* 興 論 
と 謂 ふべき ものに 對 して、 ど 5 御考 になつ て 居る か 
と 云 ふこと である， 北京に 於け る 日本 外務省の 代理 
者， 又 陸軍の 代表者 等は 日く、 日本 八は ® J 々も すれ 
ば 南方 派の 勢力と か 何とか 言は れる が、 南方 派なる 
ものが何處にあろか、彼の陸榮廷の如 3- は元と草賊 
に過ぎない、 又 岑春煊 の 如きは 老朽 爲 すに 足らない 
こんな 者々 對手 にして 居つて は、 到底 日茭 親善は 出 
來る もので ない、 寧ろ 日本に 最も 信賴 して、 さう し 
て 有力なる K 力の ある 段祺瑞 を援 ける に 若かず と 云 
ふことは、 是は 公言され て 居る 事實で ある、 併な が 
ら 若し 實際の 宵 力を 問 ふなら ば， 私は 之に 反して、 
寧ろ 所謂 南方 派なる 者の 方が 實力が 多い と 思 ふ、 殊 
に 段 祺瑞が 自分の 乾 分の 傅 良 佐と か、 吳光 新と か 云 
ふ 者を 誑かされて 湖 削 方面へ 浍 つて、 出る に 出られ 
ず、 退く に 退かれず、 遂に 免職され る やうな 羽目に 
陷 れられ て tt- 舞つ た、 其の 無智 無策に 至つ ては、 賴 
みに する に 足らない と 思 ふ、 况や 外務省 當局の 諸君 
などが 所謂 草 M と爲 して 居られる 所の、 陸榮 廷の兩 
照 地方に 於け る 勢力は 如何で あるか、 若し 陸 榮廷を 
以つ て草賊 なりと 云 ふなら ば>  淸 朝と 雖も 元と 草賊 
である、 段祺瑞 と 雖も 荩賊の 乾兒で ある、 又 張作霖 
の 如き It 馬賊 である、 斯 2 如き 出身 云々 を以 つて、 
日本が 外交の 對象 とすべき 人々 に對 する 價値を 評 價 
すべき ものでは あるまい と 思 ふ、 然るに 何ぞや さう 
云 ふ 安閑た る 意見に 滿 足して 居つ た 爲めに 機宜を 誤 

つて •今や 南方の 勢力が、 却て 所謂 北洋 軍 間 派の 勢 

力を K せんとす るの 勢を 進めし めた と 云 ふ ものは、 

結局 日本が 段祺瑞 氏を 買 被られた 爲か 、若く は 段の 

みを 援け て、 所謂 南方 派 興 論な 石 ものを 無視され た 

責任で あるか、 孰 か 其 一に 出でなくて はならぬ と 思 

ふ、 過去は 追 ふべ からず と 致しましても， 將來に 於 

て 所謂 此 南方 派の 勢力なる ものを， 我が 外務 常 局 其 

他 •か 餘 りに 輕視せ られ ると、 支那の 紛擾は 永遠に 想 

むこと It 出來ぬ と 私は 思 ふ、 近頃 支那の 形勢を 論す 

る 者の 中に、 段々 此 外務省の 如き 僻見から 脫 しまし 

て、 南北の 調停、 四百 州の 統一と 云 ふこと々 以て、 

b 本の 對支 方針の 根本に しなければ ならぬ と 云 ふこ 


とを論ぜられる御方が 3; .るのは、甚だ慶ふべき傾向 
であります るが、 過去を 旣に 咎めず とすれば、 更に 
本嘢 大臣 等は 一層 御 一考 あつて， 從來 CO 御 方針を 御 
變更な さる 御考が 有る ので & るか、 無い ので あるか 
唯 だ 吾々 は 徒らに 反對黨 として 本 野 外務大臣 攻撃の 
爲に 言辭を 弄する 次第で ない、 日本の 將來 の S に、 
诳 洋 百年の 大計の 爲 に、 是は 重大な 問題で ある， 徒 
らに 前言に 拘泥せられ、 其 場 限りの 誤魔化しの 答 辯 
シ以 て， 一時を 糊 給して 滿 足せられ ると 云 ふことは 
決して 國 家に 忠實な る御處 置とは 申され まいと 思 ふ 
(拍手す る 者 あり〕 私は 本日 寺 內總理 大臣の 御 ni 席 
の 無い のを 遺憾と 致します が、 寺內 首相 始め 本 野外 
務 大臣に 至る まで、 從來 支那に 對し て、 對茭 方針と 
して 執られました 所は、 根本から 誤つ て 居る •而も 
諸種の 借款、 山 東 問題と 云 ひ、 又 所謂 南方 派を 餘〇 
輕視 せられた 其 結果と 云 ひ、 因果 觀面 日本の 外交を 
して、 愍 A 難局に 陷ら しめたのを 見て、 願く は 今一 
應 曾て 本 野 君が 歐洲 出兵 論を 露西亞 で唱 へられて、 
其 言責が 殘つて 居る 爲に 、之を 協商 國 に拒絕 する こ 
と 能は ず、 巳む を焊ず 屋 上屋を 加へ て 外交 調 查會を 
設け、 3-¢ 決議で あると 云 ふ 口實の 下に m 席を 拒絕せ 
られた と 同じ やうに、 更に 御 一考 あつて、 從來の 方 
針が 間違つて 居つ たから、 以後 改めて、 茭 那に對 す 
る 方針を 定め やうと 云 ふこと を’ 國民 と共に、 吾々 
國 民の 代表者と 共に 御 謀りになる やうに、 改過遷 善 
の 御 決心の 付かん ことを 希菌 する 次第であります、 

( 「皙 問です か筘塑 です か」 と 呼 ふ 者 あり〕 尙ほ茭 
那に 於け る 我 か 外交官 並に 領事 宫の 事に 付ても、 少 
しく 御 伺 ひしたい 事が あつたので あります が、 後の 
質問者 も 多う ごさいます し、 餘りに 長くな りました 
から 是で 止めます r 拍手 起る) 

〇 副議長 〇 濱田國 松 君〕 本 野外 務大臣 。 

0 樋 口秀 雄君尙 ほ 申 添へ て 置きます が、 恐らく 此 
御 答 辯は 即席では 出来まい と 思 ひます から、 御 熟考 
の 上書 面で y 4 御 提出を 願 ひます。 

〔國務 大臣 法學®  士子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 
〇國務 大臣 (法 學博士 子爵 本 野 一郎 君〕 政府の 對支 
方針に 付きまして は、 再三再四 本 野 大臣から 諸君の 
前に 於て 述べて あります、 諸君は 能く 御 承知の 事と 
思 ひます >  唯だ 其方 針に 付て、 樋 口 君 や 吾輩 等の 意 
見が 異なる と 云 ふこと であります 、それから 今日 色 
々御 持 出しに なりました 點は 、旣に 再 111 再 四 本會議 


も 又 委員 會で も、 分科 會で も、 祕密會 でも、 隨分同 
じ 問題に 付て®々 御 答 辯 致して 置いた 次第で ござい 
ます、 併ながら それに 付ても、 尙ほ 政府の 答 辯は 不 
誠意で あると か 何とか、 勝手 自儘の 御 批評' かご ざい 
まする けれども* 其 御 批評は 別と 致しまして、 唯今 
も 御 話の 通り、 此の 事は 最早 私から 答 辯した 事で 十 
分で ない と 云 ふ 御考 であります る 以上は、 書面を 以 
て 御 答 致す ことに 致したい と 思 ひます •左樣 御 承知 
を 願 ひます。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 質問の 第三は、 質問者に 於 一 
て 順序 變更の 申出で が ありま L たから、 之を 許可 致 | 

します、 隨つて 物 價 調節に 關する 質問を 許可 致し ま 
す - ^ 安 I rr ブ郞君 〇 

五 物價 調節に 關する 質問 (紫 安 新 九郞君 外 I 
一名 提出〕 

物價 調節に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 一月 三十 一日 
提出 奢 紫 安 新九郎  野 村嘉六 
賛成者 賴母木 桂 吉外二 十九 人 
物價 調節に 關する 質問 主意 書 
暴利を 目的と する 賣 買の収 締に關 する 農 商務省 令 
は 法律 又は 緊急 勅令を 以て 制定す へき 事 51 なりと 
信す 政府の 之に 依 1> さりし 根據 如何 
右 及 質問 候 也 

〔「 P. 長 g 事 進行に 關する 緊急動議が あります」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 紫 安 君に 發 言を 許しました 
0 紫 安 新 九郞竹 農 商務 大臣の 出席を 要求 致します 
〔紫 安 新 九 郎君 登壇〕 

0 副議長 0, £田國松君)紫安君に申上げて置きます 
農 商務 大臣は 貴族院の 豫算 委員 會の 方に 出席を され 
て 居ります から、 其 通 ff を 致しました が* 成るべく 
出席を するとの 事で ありました。 

〔「農 商務 大臣が 居らぬ でも 傍聽 人が 居る から 
宜しい」 と 呼 ふ 者 あり 笑 藤 起る〕 

0 紫 安 新 九 郎君 諸君、 私の 政府に 對して 質問 せん 
とする 事柄は、 今や 世上 S 大問 題と 目せられ て 居る 
所の 物價 調節 令， 即ち 暴利を R 的と する 賣買 の JS 締 
—— 農 商務省 令に 付て 質問 せんとす るので あります 
現 政府 It fi に營 業の 自由  >  取 引の 自由を 制限せられ 
て、 對敵肢 引の 禁止 令を 施行す るに 當つて も、 之を 
三 三 ~ 


物 m 調 W: に關 する 耵 問  R 上 紫 安 新 九郞 の忮問 沏説 
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三 三 II 


物衍： -vy ;?5 <- r, する 紫 安 新 九 幻の ^ 兕氓說 


決 律 1* 依らす、 又 緊急 勅令に 佐らず して、 II に 法律 
シ 以て C 「法 iu な r> 宜いぢ やない か J と 呼 ふ 者 あ 〇  X ム 
布 致しました が、 此度 i' 亦 jti v 國民の 擗利に '■ 大の 
關 係の ある 所 0 物 ffl 調節 令を 布く に當つ て、 單に省 
令を 以てして、 大 I. -宵® 政治の 特色を 發揮 して 居る 
ので あ 〇 ます、 現 政府に 對 して 官僚政治の 弊を 攻 £4 
すると 云 ふこと は、 恰も 路傍の 石地藏 に 說法 する や 
ぅの ものである、 甚 •た 手應 のない 事柄で Ij: あります 
かなれ ども、 近來 の如 く 政府が 宵 僚 式を 發邱 して、 
帝國議 ©の 立法 協 较 g を M 棚す るに 至つ てけ、 已ま 
んと 欲して 一言 已む 可らざる ものが あるので あり •* 
す (拍手 起る〕# 利を 目的と せる 燹質の 取締に 關す 
る 命令の 目的と 精神に 至つ ては， 天下 何人も 之れ に 

異論を 唱ふる 者 ! T. 無い ので ある、 今や 戰時の 影響を 

受けまして、 諸物傯 ほ 非常に 騰貴し、 就中 米價ハ 暴 

勝 致しまして、 國 民の 中產階 級 以下に 搦する 者は 之 

れが爲 に 生活を 脅されて 居 〇 ので ある、 故に 此 場合 

に 於て 國 K の 必需品の 市 ® の 標準 —— 正 準を 得せし 

め、 勝 ft の防遏 を爲 さしむ る 事が 最も 必要で あると 

云 ふことは、 是亦 論を 俟たぬ 話であります、 故に 命 

令の 目的と 精神から 判 斷 すれば、 時局 今日の 場合に 

ては 最も 適 當で ある、 併ながら 此 命令を 出す に當つ 

て 政府は 果して 適法の 手段に m でた ので あるか、 又 

此 命令の 運用 上の 効果 ほ 果して 如何、 是れ 本員が 政 

府に 質問 せんとす る 所で ある 私は此 政府の 發布せ る 

暴利を 取締る 命令は、 確に 立法の 形式を 誤つ たもの 

であるか、 明かに 憲法違反た る 事を 玆に斷 言す る 者 

であります、 何故に 本員は 此 命令を 以て 憲法違反な 

りと 斷言 する かと 云へ ば、 營 業の 自由を 制限し、 取 

引の 自由を 制限し、 所有 ® を 侵せる ものであるから 

であります (「そんなに 斷言 するなら 決議案で も 出 

せ ば 宜いぢ やない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 營 業の 自由の 

淵源は 明かに 帝國 憲法 存する ので ある、 伊藤 公爵の 

帝國 憲法 義解 は、 憲法 第二 十二 條の解 釋に 於て 斯樣 

に 言つ て 居る ので ある、 「凡ソ 日本 臣民 タル 者 ハ 帝 

國龉内 -一於 テ 何 レノ 地ヲ問 ハス 定住シ 借住シ 寄留 シ 

及營荣 スル ノ自由 アラ シメ タリ 而シテ 憲法 其/自由 

ヲ制限 スル ハ 必 K 法律- 1 由リ 行政 處分ノ 外-一 在 ル 事 

ヲ揭ケ タル ハ 此レヲ f xt m スル ノ意ヲ 明-ー スル ナリ」 

と ある、 然るに 仲 小路 農相が 昨年 此の 命令を 發布し 

たる 當 時に 說明 せる 言と して、 坊閭 に傳は る 所に 依 

れば 、政府が 此 命令を 出した る 憲法 上の 根 據は 、憲 


法 第 九晓に 在る と 言つて 居る C'J である •然るに 憲法 
義解は 趑 相の 憲法 上の 根據 とせる 憲法 第 九條の 行政 
命令の 大® の解釋 に 付いて •斯様に 言つて 居る ので 
あります 「本 條二揭 クル 行政命令 ハ 以テ 法律 範ーノ 
內 M 處分シ 又 ハ 法律 ノ曠 闕ヲ 補充 K ル n トヲ煜 ル 
モ法律 ヲ 變更シ 及 斑 法/ 特 二 揭ヶテ 法律 ヲ要ス ル 所 
/ 事件 ヲ 規定 K ル コト ヲ得ス J と 明記して、 憲法 起 
草 者の 错神を 明かに して 居る ので ある 而して 更に 又 
恧 法 第二 十七 條には 所冇權 の 不可侵を 保障して 居 -6 
ので ある、 即ち 憩 法 第二 十七 條に依 れぱ 「日本 臣民 
ハ 其ノ 所有 權ヲ侵 サル、 コト ナシ 公益 ノ爲 必要 ナル 
處分ハ 法律 ノ定ム ル 所-一佐 ル」 と あるので ある、 所 
有 ffl にして 自由で あつたな らば 所有® の 所得 及 使用 
も 亦 自由で なければ ならぬ ので ある 營業は 所有 權の 
取得 及 使用の 一の 方法に 外ならぬので ある •營 業に 
して 自由て なかつ たなら ば、 所有 權も亦 自由で ある 
と 云 ふ 事は 言は れな いので ある、 然るに 彼の 暴利 取 
締 令に 所謂 賣惜と 謂つて 居る のは 何で あるか、 暴利 
取締 令に 賣惜と 謂つ て 居る 事は 禁止 行爲で ある、 此 
禁止 行爲は 明に 所有 疆を 侵害せ る ものとは 言は ざる 
を 得ぬ ので ある、 然るに 農 商務 內務兩 大臣が 憲法 第 
九條 の靼 純なる 行政命令に 依つ た 事は 明に 憲法に 違 
反せり と 言は なければ ならぬ ので ある* 若し 仲 小路 
農相が 說明 せる が 如く、 營業及 取引の 自由を 制限 L 
所有權 を 侵害せ る 所の 暴利 取締 令を 行政命令で 差 支 
ない と 解 釋した ならば、 而 して 憲法 第 九條に 故つ た 
る 事を 之を 適法な りと 致しましたなら ば， 憲法 第二 
十二 條 、及第 二十 七條に 依つ て 保障せ らたる 所有® 
の 不可侵と 營 業の 自由は 單に 行政官の 手心に te て 一 

片の 省令に 依つ て 以て 破壊 せらる、 ものと 言は ざる 

を 得ぬ ので 有ます 天皇の 立法 權に 協賛す る 所の 帝 

國議會 は 果して 斯かる 解釋を 是認し、 行政 權を 無限 

に撋大 し、 帝 國議會 の f?I 限を 非常に 縮小す る 事は 私 

は 斷じて 同意せ ざる 所で 有ます、 本員の 深く 信ずる 

所に 依れば 法律 生活の 根本 原則の 設定 變更は 法律に 

依る のが 實に 立憲政治の 精神で あると 本員は 信ずる 

ので ある 又是が 我 憲法の 精神で ある 事を 信ずる 者で 

有ます、 故に 暴利 取締 令なる ものは 確に 立法の 形式 

を 誤つ たる ものと 言. はざる を 得ぬ ので 有ます、 是は 

此の 命令の 制定 上より 論じた る Bl であります が， 次 

には 暴利 取締 令の 運用 上の 効果は どうで あるか、 蓮 

用 上の 効果に 付て 質問せ ざるを 得ぬ のであります、 


暴利 iiz 結 令 iitfKi la なる 市 3 の ^ 励を 誘起し、 佐て 蟲 
利 シ 得る の 手段と して、 米 SI 類 其 他 六 種の 物品に 付 
て 買 占 又 ほ 賣惜を 爲す 者に 對し 、司法 上の 處分， V 以 
つて 之れ を 處 S せんとす る ものであります が、 1?; 酸 
に 非らず して、 若し 漸次に 市 價の變 動を 誘起した 場 
合は どうであります か、 急激に 市怊が 變 励す る も， 
漸次に 市 A3 が 變動 T る， 1 b 國民 多 ®: S 生活に； f ?c を M< 
ふるに 至つ ては 同一であります、 然るに 政府は 漸次 
に市價が變動したる場合は、之を放任する考であり 
ます かどうで あるか、 又 暴利 戕締 令の 中には、 或は 
急激なる 市價 2 ■動と 云 ひ、 或 (i 暴利と 云 ひ、 又は 
買 占と 云 ひ、 賣惜と 云つ て、 總て抽 象 的の 規定で あ 
る、 其 意義 頗る 不徹底で ある、 故に 是が 適用に 付て 
は、 何人と 雖も 明確なる 判 斷を爲 す 事の 出来ない と 
云ふことは‘蓋し政府自身も举はざる所であらうと 
思 ふので ある、 此 抽象的の 規定を ® 意に 解 すれば、 
是は寧 ろ 本 令 制定 者の 苦心 2 存する 所で ある、 之に 
te て 以て 運用の 妙を 極めん とする かも 分らぬ と 思 ふ 
のであります •併ながら 國 民が 憲法に 依り 法律に 依 
て 保障せられ た 行爲に S して、* が 判 斷を 悉く 政府 
の FJ 由に 委し、 政府は 其廣大 無限の ffi 限に te て 場合 
に 依れば 懲罰 的に 一夜の 內に 背負 ひ 切れざる 負擔を 
以て 之を 國 民に 施す 事 も あり、 又 場合に 依つ ては 國 
民の 旣に 遂行した る 行 爲に對 して 背後ょり 拔打 的に 
存分なる 制裁 1 V 之に 加へ る ® が あるか も 測られぬ の 
である、 即ち 古臭い 言葉であります が、 所謂 民を し 
て 由ら しむべし 知らし むべ からず と 云ふ專 制 政治の 
潰 風に 外ならぬ 遣 方で あると 本員は 信ずる ので ある 
是は 畢宽 する に 官僚政治の 固陋なる 頭腦 ょり 流れ出 
でた る 必然の 手段では ないかと 本員は 考へ るので あ 
ります、 更に 又 本員の 問 はんとす る 所 1£ 暴利 収締令 
の 中には 買 占賣惜 を 禁止 致して 居ります、 買 占賣惜 
を 禁止して 而 して 彼の 空賣を 度 外せる は 是は どう 云 
ふ考 へで あるか、 米價の 暴騰は 買 占賣 措 のみに 依て 
暴騰す るので はない ので ある、 時に ! S 空 賣に 依て 米 
價が荽 臘す るので ある、 即ち 政府は 蘧に 或る 米の 買 
占を 爲した りと 看做すべき 者に 對して 戒告を 與へた 
るに も拘は らず 、其 後 米價が 引續き 暴騰して 居る の 
は 何に 依つ たので あるか、 是は 即ち 明かに 空 質に 依 
て 居る ので ある、 何故に 米を 一俵 も 持たない 者が 空 
賣を する かと 云へ ば •是は 暴利 取締 令が あるから で 
ある、 即ち 米を 賣つて 置いて 是が 高くな れば 、政府 


は 此 命令に 法て 必ず 頭を IIIJ くで ? > ら 5、 然すれ ;±' 今 
辺つ た 〇 米 ほ 氓くなる も 〇 であると 云 ふこと を 裸 期 
する からで ある、 此 命令の あるが B に 空 ^ を © し、 
其 结果 政府が 攰に買 占を g したる 者に 對 して 成 皆 を 
與へた る にも拘らず 米衍は 依然として B  :沉 を :, :: ；; i し 
つ- MS るので ある， 然るに 政府 13: 何故に H 占) w: ta を 
禁止して、 而 L て 其 米 ffi c'J 塍 ft に對 して 同じ 原因を 
成 T 所の 此空迓 に 對 して 何等の 制裁を 加へ ない と 云 
ふのは 如何 やうな 理由で あるか •之を 政府に 問は ん 
とする ので ある、 又 更に 本 M が 政府に 問は んと する 
事は、 政府 (t 單に 命令を 以て： i. 利 1 収締る c みを 以 
て、 其 効果が 十分な りと 致して* 是れ 以上に I 命 
令 以上に、 即ち 何故に 今日 物 (fi が 腦 设 して 居る ので 
あるか、 何故に 米 {H IX 騰 K して 居る ので あるか、 其 
原因を 尋ねて、 此 原因に 對 して 救 治 策を 11 ぜんとす 
るの 意思を 持つ て 居る ので あるか どうで ある. い、 之 
を 問 はんとす る 所であります、 米偾、 V.- 首め 其 他物 似 
の 騰貴の 原因に 至つ ては 一なら ざる も、 其 最大の 原 
因は 通貨の 膨脹に 在る ことほ 爭 ふべ かざる 事で ある 
と 信ずる のであります、 二月 十五 日 現在 0 我 正貨は 
十億 五 千 五 百 萬圓で あります •從て 通貨 も 亦 非常に 
膨脹して 居る、 即ち 昨年 末 現在の 通貨は 八 {S; 二 千 四 
百萬圓 にして， 之れ を 五 年末の 六 億 百 M _ に 比すれ 
ば、 一箇年の 膨脹 高は 二億二 千 三百 萬圓で ある、 大 
藏 大臣は 猫に 貴族院 3 委員會 に 於いて、 物 惯腦 a は 
通貨の 膨脹を 以つて 主 M とは 認めない と 云 ふこと を 
斷 言した ので ある、 併ながら 本 M lt 通貨 膨脹を 以つ 
て物價 騰貴の 主因と 認めざる を 得ぬ のであります > 
其の 通貨の 非常なる 膨脹が、 戰事 K 县 £ 大蝓出 超過 
に 基因す る 以上は， 此の戰 爭が繼 緻 する 間は、 H 姑 
G 關係は 大體の 上に 於いて 大な る異 励を 見ない もの 
と 言 はんければ ならぬ のであります •故に 隨て 通貨 
を 或 程度 迄收縮 すれば、 從って 又 膨脹して 來るの で 
ある、 絕ぇず 是れが 調節に 心掛けぬ ければ ならぬ の 
であります が、 此の 場合に 方つ て 政府と しては 適當 
なる 正貨の 處分 策を 講ずる と 云 ふこと が、 私は 肝要 
な 事柄で あらう と 思 ふので あります、 次に 物 ffii 騰 W 
の 原因は 蓮® 機 關の不 備であ ります、 即ち 盤に 政府 
が 同僚の 質問に 對して 答へ たる 所に 依れば 今や 鐵道 
に 於て は 五六 十 萬 噸の 貨物が 停 滯して 居る と 云 ふこ 
とであります、 即ち 此運輸 機 關の不 倔 が 今日の 物貨 
騰 a の 原因を 成して 居る と 云 ふこと も、 亦爭 ふべ か 
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らざる ことで あ 〇 ます、 隨て 運 5S の！ f 足， 運賃の 勝 
设 と 云 ふこと も、 物貨騰 迓 の 原因を 成せる もので あ 
る、 然るに 政府は 何故に 进等の 物貨 騰贵の 原因を 調 
節する ことに 努めない ので あるか、 病める 者に 對し 
て藥 を與へ ん とすれば、 其病氣 の 由て 来る 所を 究め 
ぬければ、 之に 對し て藥を 投ずる ことが m 来ない と 
同樣 に、 今日の 物價々 .或る 適 當の 度合まで 調節せ ん 
とするならば、 何故に 物價が 騰貴せ るかと 云 ふ 原因 
を 調査して、 此 原因 (- 對して 調節を 加へ ると 云 ふこ 
とは 當然 の處 置で あら うと 思 ふので あります、 而し 
て政府は又何が故に輸入米の獎勵を爲して關税の撒 
暧又は 引下げに 努めない ので あるか、 是 等物價 騰貴 
の 原因を 調査し 又 原因を 調節せ ざる 間 It 政府 •か 如何 
なる 命令を 出しても、 決して 米 ® を 首め 其 他の物 價 
を適當 の 度合まで 調節す る 事の 出来ない と 云 ふ 事は 

本員 S 斷 言して tis らざる 所で ある 政府が 物價を 調節 

せんとす る 其 目的と 精神 ii 本 M 亦 深く 之を 誼と する 

者で ある、 然るに 政府が 之を 法律に 依らず、 緊急 勅 

令に 泫らず、單に1片の命令に出でた石所の此動摁 

々察する のに、 之を 善意に 解 餒すれ ば、 政府が 政府 

の 判 BS を 以て 完全 無缺 なりと 信じた 結果で あらう と 

思 ふので あります、 政府が 斯く 信ずる の | 事 It 偶々 

以て 官僚 政府 (D 如何に 非常識で あるかと 云 ふ 事を 暴 

露せ る ものと、 言は ざるを 得ぬ ので ある (拍手 起る〕 

若し 之を 反 對に峻 酷に 解 すれば どうで あるか、 即ち 

上に 私が 述べました る 立法の 方式と 運用は、 政府が 

此問會 に 於て 唯 だ 官僚 政府の 官_ を } >3 大し ，宮 僚の 

威力を 仲 張せ んが爲 の 野心より 来れる ものと 断言す 

る も、 政府は 之に 對 して 正 當なる 辯 解の 辭の無 かる 

べきを 信ずる ので ある (拍手 起る) 若し 果して 斯の 

如しと すれば •洵 に是は 論外の 沙汰と 言は ざる々 得 

ぬので ある、 故 !.* 政府の 斯かる 手段に m でた る 動機 

•か 何れに 在る を 間 it ず、 斯かろ 命令の 下に 於て は、 

阈民は 一定の 軌道の 下に 於て 進む ことは 出来ない の 

である、 何故に 一定の 軌道の ■下に 於て 進む ことが 出 

来ない かと 言へ ば、 何時 如何なる 制裁を 其 商 行爲に 

封して 加へ られ るか 測り 知る ことが 出來な いからで 

ある、 昨年 0 九月 此 命令が 發布 せられた る當 時、 奔 

膀を 致して 居りました る 物 ffl li ! 時 落 付きました 故 

に、 政府から 見れば 是 は 命令の 効果で あると 見做し 

たか も 知れ iQ のであります が、 仔細に 吟味 すれば、 

是は物 僧 自然 S 調節に 非ず して、 常 業者が 政府の 一 


種の ffi 迫と 不安と を 感じた る 結果で あると 私は 見る 
のであります、 果して 然〇 とすれ ぱ是 は洵に 不祥な 
る 事と 言は ざるを 得ぬ のであります、 政府 ほ 申す 迄 
もな く， 專制 政治た ると 立憲政治た ると を 問は ず、 
宜しく 公明正大で なければ ならぬ ので ある、 公明 正 
大 にして 初めて 國 民の 信賴を 鸱ぎ 、國 家の 威信を 保 
つ ことが 川 来る ので ある、 若し 政府に して 單に 技巧 
を 弄し、 糊 略 テ V 用 5 るなら ば、 其 目的が ~ 般國 民の 
幸福を％ 進す ると 云 ふ 所に 在つ て も、 其 政策は 結局 
失敗を 免れない ものと 言は ざるを 得ぬ ので ある、 暴 
利 取締 令は 其 目的 其 糖 神は、 今日の 時局に 於て 洵に 
適當 PJ 事で あつて、 ど 5 しても 今日の 騰貴せ ろ物價 
は 或 適當の 度合まで 調節して、 中流 以下の 國 民の 生 
活に對 して 安定を 與へ ると 云 ふことは、 政治 卜 •より 
見て ？, r«J に 大切な ろ 事柄で ある、 併ながら 之が 爲に國 
民を K 迫し >  國 民を 脅迫して、 其 目的を 達する と 云 
ふことは、 斷 じて 憲法 政治の 目 的に 非ず と 信ずる の 
であります (拍手 起る〕 多數國 民の 幸福を 增進 する 
が 爲 に、 一部 國民が 其 權利財 塵を 制限せ らるる と 云 
ふことは、 固よ 〇兔 るべ からざる 事柄で ある、 併な 
がら 其 制限せられ たる 趣 圍に 於て は、 其 一部の 國民 
も 其 所有 ffi を 享有す るの 樂を得 せしめん ければ なら 
ぬのであります、 即ち 憲法 發布の 勅語に 於て 「臣民 
ノ權利 及 财產ノ 安全 ヲ© m シ及之 ヲ保護 シ此ノ 憲法 
及 法律 ノ範圍 内 -- 於 テ其ノ 享有 ヲ 完全 ナラ シムへ キ 
コト」 と 宣はせ 給へ る 所以、 蓋し !! t に 在る ことと 本 
員 it 信ずる のであります、 之を 要 T るに 政府は 暴利 
取締 令 制定の 根據に 於て 之を 適法な りと 信ずる ので 
あるか、 又此命 令の 効果を 以て 適當 .なりと 信ずる の 
であるか、 又 更に lit; 命令 以外に 私が 前來 申しました 
る關税 の 撤廢 であると か、 引下げで あると か、 交通 

上の 機關の 不備を 補 ふで あると か 云 ふ 實際 的の 方面 

に 於ても， 政府は 意を 用 ひんと して 居る ので あるか 

又 今日 迄 何故に 此實際 的に 効果 s ある 方面に 政府は 

手を 觸れな んだ ので あるかと 云 ふこと を、 玆に 政府 

に W 問す る 次第で あ 〇 ます。 

〔拍手 起る〕 

〇 副議長 (笟 田國松 君〕 質問 第 四、 千葉縣 安房 郡の 

再選 擧に關 する® 問 —— 鈴 木 富士彌 君。 

四千 葉 縣 安房 郡の 再選 擧に關 する 質 間 

(鈴 木 富 士彌君 提出〕 

千 葉縣安 房 郡の 再選 擧に關 する 質問 主意 書 


右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年 一月 二十 九日 

提出者  鈴 木 富士 g 

賛成者  花 井 卓 藏 
外 三十 四 人 

千 葉縣 安房 郡の 再選 擧に關 する W 問 主意 書 
I  千 葉縣 知事 折 原 己 一郎は 大正 六尔 十二月 八日 
千 葉 縣吿示 第三 百 八十 三號を 以て 衆 _ 院議 M 
賴澤總 明君 外 九 名の 當選證 害を •収 消したり 然 
るに 本件 選擧 訴訟の 結果 無効と なりたる 選擧 
は 千葉縣 安房 郡の 選擧 にして 千葉縣 全部の 選 
擧に非 さるを 以て 衆議院議員 選 擧法第 七十 六 
條に依 り當選 證 書を 取消す へき _ 員は 安房 郡 
潠擧 無効 S 結果 II 接に 當選を 失 ひたる 磯野 敬 
君 一人に 限る 者に して 尙當 選を 失は さる 鹈澤 
總 明君 外 八 人の 當選證 書は 斷 して 之れ を 取消 
すへ きものに 非す と 思料す 隨て千 葉縣 知事 か 
本件に 於て i 1 部の 無効と 選擧 全部の 無効 
とを 混同し 卒然として 千 葉縣 選 m 翳 員 全部 十 
名の 當選證 書を 取消した るは 不法 不當 の甚し 
きものに して 當然無 効の 處分な りと 確信す 內 
務 大臣の 所見 如何 

二 假に 前記の 當選證 書取 消を 有効の 處分な りと 
する も 當選證 書の •取消は 衆議院議員た る 資格 
誇 明の 具を 剝奪 する に 過き すして 苟も 法定 數 
以上の 得票を 有し 且 有効 投票の 最多 數を 得た 
る 者の 所謂 「當選 人」 たる 資格を 剝 する の 
効力 ある ものに 非す 是れ選 擧法第 七十 條に 「 
有効 投票 ノ 最多 數ヲ煜 タル 渚 ヲ以 テ當潠 人卜 
ス J と 規定し fl 同 法 第 七十 五條に 「當 選人當 
選ヲ 承諾 シタルト キハ 地方 長苜ハ 直-一 當選證 
書ヲ付 與シ云 々」 の 規定 あるに 徵して 明白な 
り 本件に 於て 鵜 澤總 明君 •吉楠 庄一郞 君、 木 
村 政 次 郎君、 關和知 君、 津田毅 一 君、 鹈澤宇 
八 君、 柏 原文 太郞 君、 加願蟢 逸 君 •土 屋淸三 
郎君の 九 人は 明白に 法定 數以 上の 得票を 有し 
且 有効 投槩の 最多 數シ掲 たる 者なる か 故に 假 
令 當選證 書は 取消の 處 分を 受く る ^ 尙選擧 法 
に 所謂 r 當選 人」 たる 資格を 失 ふ ものに 非す 
隨て千 葉縣 知事 折 原 己 一郎 か 大正 六 年 十二月 
八日 千 葉 縣吿示 第三 百 八十 四號を 以て 千 葉縣 
安房 郡に Ff 選 擧を 命した るは 選 擧法第 七十 四 


條の 規定に 違背す る 不法の 處置 にして 其の 結 
果 同年 同月 十八 日同縣 同 郡に 於て 施行せられ 
たる 選罌も 亦當然 無効た る こと 論を 俟た す內 
務 大臣の 所見 如何 

三本 件の 如く 選擧 一郡 無効の 結果 現任 衆議 院議 
M 中に 失格者を 生した る 場合に 於て 之を 補充 
する の 方法は 選 擧法第 七十 條第三 項の 規定に 
基き 同條 第二 項の 順位に 則り 法 5E 數 以上の 得 
票を 有す？ •者の 中ょり 順次 當選 人を 定むへ き 
ものにして 選 擧區の 一部に 付 再選舉 を 行 ひ 之 
を 通算して 當選 人を 定む へき ものに 非す と 思 
料す 內務 大臣の 所見 如何 
四 近時 選 il 官吏 (及 公吏〕 動 も すれは 不注意に 
して 且選擧 に關す る 法規に 通曉せ す 其の 結果 
選 擧訴訟 及當選 訴訟 頻發 して 之 か爲當 選者 後 
日に 至る 迄 迷惑を 蒙る こと 尠から す當 局は 速 
に 之 か 改善に 付 相 當の 方法を 11 すへ きものと 
思料す 內務 大臣の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 

〔鈴 木 富士彌 君 登®〕 

0 鈴 木 富士蹦 君 千 葉縣 安房 郡の 再選 擧に關 しまし 
て、 法律上 並に 取扱 上 幾多の 疑問が 存す るので あり 
ます、 今 其の 中 特に 重惡な る もの 三 四 15 を ■げて 内 
務當 局に 質し、 御 答 辯の 次第を 記錄に 留めまして、 
後日の 參考に 供したい と 思 ひます、 無味乾燥の 問題 
であります から、 成べ く 手 短に 申 上げます •疑問の 
第一は 議員の 當選證 書取 消に 關する 事柄であります 
御 承知の 如く  (「高 聲に願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり) 
安房 郡に 於て 再選舉 の 施行され ましたのは、 昨年の 
暮の 十二月 十八 日であります、 それに 先 だつ こと 約 
十日、 即ち 十二月 八日に 千 葉縣 知事た る 折 原 某は、 
千 葉縣 告示 第三 百 八十 三號を 以て、 朔澤總 明君 外 九 
名、 即ち 千 葉縣 から 選出され ましたる 衆議院議員 全 
部 十 名の 當選證 書を 取消した のであります、 是は果 
して 適當な る處 分で ありませ ぅか" 私の 見る 所を以 
てずれ ば、 是は 地方 長官と L て 少し やり 過ぎた 處置 
少く とも 必要の 程度を 超越した る處置 •一層 適切に 
言へ ば* 法に 依て 定められた る 範圍を 超越して 爲さ 
れた る不 當の處 分で あると 思料され るので あります 
何故に 不當で あるか、 告示 第三 百 八十 三號を 見ます 
ると 「選擧 訴訟 ノ 結果 安房 郡 ノ選擧 無効 トナ リタ ル 
-I 付 選 擧法第 七十 六條 = 依 リ當選 諸 書ヲ 取消 シタリ 
三 三 三 


千 葉縣安 房 郡の 再選 擧に關 する 質問  同上 鈴 木 富 士彌の 質問 演說 
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千！ H. ^ :.v e 郡の 再選 吊 に -'! .'. 丁る -> ;木这士淹のヲ .;1' .-; .'| 説 


.1 斯糅に 芯 いてあります、 此吿 示の 中に SS つて あり 
ます選り訴訟と申すのほ、旣に新冏紙上に於て御承 
知の ことで ありませ ぅが、 昨年 四月㈣ i« 擧の 節に、 
安房 郡 平 群 村：： 役 费が 設備 不完全で あって、 投溴記 
S 所が ft- 來から 能く 見える •往來 に 立つ て 中を 覗け 
ば、 投淠記 is 所に 於'. •選 舉人 が S いて 居ろ 文字が は 
つき 〇 分る、 如何なる 人に 投票して 居る のか 判 知 さ 
れる のみならず、 投翦 所の 羽目板から 往來， /'隔てて 
約 八 間の 所に ある、 原 田 屋と云 ふ 宿屋の 11 階から も 
能， 是 'か 見える、 又投怨 所內に 於て 選擧 人が 投？： _ボ を 
辔く 時分に、 一寸 眼を S ずれば、 お 鄰〇で 他の 選擧 
A の 雷いて 居る 文字が 能く 見える、 是は潠 擧法 施行 
令 第 一條に 違反す る ものであるから •平 群 村の 投蔡 
は 無効と すべき ものである、 而 して 平 群 村の 投票は 

他の 村と 混同して 識別す る ことは 出 來 ませぬ から* 

延 いて 安房 郡 丈は 全部 I 括して 無効と すべき もので 

ある、 左！！ な 理由を 以 ちまして 原告の 勝訴， 即ち 知 

事 側の 敗訴を 言 渡された 訴訟 琪件で あり ■* す， 故に 

無効と なりました 選擧は 、安房 郡 丈 の選 擧で ありま 

して、 千 葉縣 十！ 一郡 中殘ろ 十一 郡の 選 擧と云 ふ もの 

は、 有効と して 生きて 居る、 之を 投槊で 申します れ 

ぱ、 千 葉縣 全部 四 萬 六 千 餘の 投票の 中、 安房 郡 五 千 

摞餘の 投票が 無効と なつた のみで、 殘る四 萬 一千 餘 

の投： 祭と 云 ふ ものは、 尙ほ 生き 居る のであります、 

先づ此 點が 第一に 御 留意を 願 ひたい 所であります、 

第二に 千 葉縣 知事が 當撰證 害を 取消した 唯一の 根據 

たる、 選擧 法の 第 七十 六條 には どんな 事が 書いて あ 

るかと 申します ると 「選犁 訴訟 若 ハ 常 選 訴訟 ノ 判決 

二 依 リ選擧 若 ハ當選 無効 トナ リタ ル トキ 云々 地方 長 

官ハ 其ノ當 選證書 ヲ肢 消シ 之ヲ 管内， 一 吿示ス ヘシ」 

と 書いて あります、 此條 文は 選 is 訴訟の 結果 無効と 

なつた 場合には、 其當 選を 失 ひたる 者に 限り、 選擧 

を収消 すべし と 云 ふ 趣意に 解 釋 すべき ものと 信ずる 

のであります、 之を 具體的 に 申します れぱ 、潠擧 K 

全部の 選 擧が無 効と なった 場合は、 此蕺員 全部の 當 

選を 取消し、 選擧區 一 部. の 選擧が 無効と なつた 場合 

は、 其 撰 擧 無効と なりし 爲に當 選を 失 ひし 者 丈の、 

當潠 證尅を 取消すべき ものである、 斯樣な 意味に 解 

隠して 然るべ しと 信ずる のであります* 何とな れぱ 

法文に ほ 明白に 「選擧若ハ當選無効トナリタルトキ 

」 と斯 くありまして、 直ぐ 其 下に 「其ノ 常 選 證書ヲ 

取消 スへシ J と 書いて ありま 丁、 即ち 無効と なつた 


其選擧 と、 當遝證 e を Jtt 消される 人との 間に は、 直 
接の 因果 關係が なければ ならぬ のであります、 又 常 
識か ら考 へて 見ましても、 當選を 失は ざる 者の 當選 
證 pi を 収消す 必要は ない のであります、 又 之を 1U 消 
すのは 甚だ 慘酷 である、 又 理由 も 無ければ 根據も 無 
いので あ 〇 ます、 如何に 法文， v 曲解 致します ればと 
て， 深 擧に關 しまして は、 m に 一事 務官に 過ぎざる 
地方 長官が …… 

〔品 議長 濱田國 松 君謅長 席を 退き 議長 大岡 育造 
君 著 席〕 • 

0 鈴 木 富 士彌君 無暗に 當選證 書を 取消す と 云 ふや 
うな、 さう 云 ふ 大き， /' K 要の 權 限は、 私 決して 無い 
と斷ず るので 有ます、 是が 第二に 御 留意を _ひ た い 
勁で 有ます 以上 述ぷる 一一 點を 綜合 考 M 致し ますれば 
其 由て 生ずる 結論は 自ら 明瞭で 有ます、 千 葉 縣に於 
て 無効と なりたる 選 擧は安 房 郡 丈で あつて 安房 郡 選 
擧無 効の 結果 •當選 を 失 ひたる 者は 某 君 唯 だ 一人で 
有ます •夫 故に 其 一人を 除きまして 跡の 九 人の 議員 
の當潠 證書を 取消す と 云 ふ 事 ! t 斷じ て不 當の處 置と 
私は 確信す るので あります、 或は 說を爲 す 者 •か あり 
ます、 安房 郡 選擧の 結果、 何人が 當選に 何人が 落選 
する か 不明で あるから ■手續 上 一時 當澳證 書を 取消 
したので ある、 斯樣に 申す 者が あります が、 此說に 
は少 くと も 二つ の 誤 _,v 含んで 居ります、 先づ第 I 
に 千葉縣 の！ 1 員 十 名の 中、® 澤總 明君、 吉摘庄 ~ 郎 
君、 木 村 政 次郞君 、柏 原文 太 部 君と 關和知 君、 此五 
名の 方は 安房 郡 以外に 於て 三千 票 以上の 得票を 持つ 
て 居ります、 安房 郡 S 再選 擧に 於て 如何なる 番狂は 
せが あらう とも‘ 此五 人の 方丈は 貧乏 搖ぎ もしない 

丈の 確實の 地步を 持つ て 居る のであります、 是 は 別 

に六ヶ 敷い 事で も 何でも ありませ ぬ、 加算と 減算 丈 

で 直ちに 出で 來る 答であります、 何人が 落選す るか 

分らぬな どと 申します が、 此五 人の 方の 落選し ない 

と 云 ふことは、 確 實一點 の 疑を 容れ ざる 所で、 縱令 

大地を 打つ槌 は 外れても •是 ばかりは 決して 外れな 

い、 是は五 人の 方が 申す ことを、 必ず 裏書して 下さ 

る こと だら うと 信じます、 であり ま T から 少く とも 

五 人の 方の 當選證 書を 取消した と 云 ふことは、 どう 

しても 斷じて 不當 であると 云 ふ 結論に 到達す るので 

あります、 或は 一時的に 取消した ので あるから、 な 

に 差 支ない •たらう と 云 ふやうな 御 議論が あるか も 知 

れませ ぬけれ ども、 假令 一時的な れぱ とて、 S 員が 當 


選 證書を 肢 消される と 云 ふ 事は 甚だ 迷惑を する 一 日 
二日で も 甚だ 迷惑を 致します が、 太 件に 於て は 十四 
日間 取消され ました、 此間 汽車の 「パ ッス J の 使へ な 
い 位の 事は 我慢す ると 致しても 若し 1? 發的 の 3}f が 生 
じましたなら ば、 或 は収 返しの 付かぬ やうな 事が 生 
じは しない かと 信ずる ので あ 〇 ます、 fs 令 一時的の 
取消な れぱ とて 甚だ 迷惑を 感ずる、 是が 第一 〇 誤謬 
であります、 それから 第二に 何人. が 當選し 何人 - •■- 落 
選す るか 分らぬ と 云 ふこと であります が、 是は 將來 
の豫 想であります、 將來の 豫 想に 依て 現在の 事 la を 
破壊すると云ふのは、甚だ不_當であると信じます 
殊に 天下の 選良た る議 M の當 選の 證明 書を 剝恝 する 
と 云 ふやうな、 重大な 事を 漫リ にやら 2L て 甚だ 當 
惑を する 次第であります、 安房 郡の 選擧 無効と 云 ふ 
のは •是は 現在の 事實で あ 〇 ますから、 此事實 に 基 
いて 何某 君 一人の 當選證 書を 取消す のは 是は 至當で 
あつて 何人も 異論の 無い 所、 此れ 以外の 九 人の 當選 
證書を 取消す と 云 ふ 事は、 if じて 必要の 程度を 超越 
したる 不當 の處置 であると 信ずる のであります、 若 
し 安房 郡は どうしても 再選 舉を しなければ ならぬ と 
云 ふので あれば 再選 擧の 結果 落選した ときに、 初め 
て 其 落選者 C0 當潠證 書を® 消せば それで 宜しい 敢て 
晚 しとし ない、 是' か 誤謬と 信ずろ 第二の 點で あ〇ま 
す、 以上 述ぷる 所 如何なる 點か ら觀察 致しましても 
某 君 一人を 除き、# の 九 人の 當選證 書を 千 葉縣知 事 
が 取消した のは 法 1- 依て 定められた る範圍 を 超越し 
て、 爲され たろ 不 當の處 置であつて 、且つ 甚だ 潜 越 
なる 處分 であると ? 4 は 固く 信ずる のであります、 lit 
點に關 しまして 內務當 局は 如何なる 見解を 持せ らる 
るか、 承る 事 •か出来れ ぱ大鹺 幸福で あると 存じます 
併し 唯今の 諭 點は實 の所餘 〇重斟 で ありませ ぬ、 又 
現行の 法制に 於て は、 此處 分の 無効を 認 むる 手績と 
云 ふ ものが 缺 如して 居る やうに 信じます から， 是は 
假 りに 有効の 處 分と 致しまして、 次に 當然 生ずべき 
第二の 疑問に 移りたい と 存じます、 疑問 (7) 第二は、 
再選 擧施 行の 法律 的根據 に關 する 事柄であります、 
御 承知の 如く 總選擧 と 補 闕選犖 に關 しまして は* 選 
擧法に 明白なる 規定が あ. ります、 一部の 再選 擧に就 
きまして は 選擧 法に 何等 直接の 規定がない ので あり 
ます、 千葉縣 知事は 何を 根據 にして 再選 擧を 命じた 
か ^ 示 餡 三百 八十 四號を 見ます ると 「選擧 法 第 七十 
四條 -- 依リ安 房 郡-一 於 ケル 選擧ヲ 行フ」 とあります 


I  三 三 四 

然らぱ 其 七十 四晓 に (t 何と ? J いて あるか、 「饮 運 人ナ 
キト =¥• ハ 地方畏 官ハ期 日 ヲ定メ  .：： is - 二 '. . 堺ヲ行 ハ 
シム ヘシ」 と S いてあります、 即ち® 逸人の ない とき 
に 限り、 再選 培を なすべ L と 云 ふ 趣 いでありまして 
其の 反面には 常選 人の ある 码合 には、 洱 涅舉を © す 
ベから ずと 云 ふ S 味を 含んで 居る 0 で . t-, o -i す- 然 
らげ當 時 千 明 縣に it 當選八 が 無 かつた かと 申します 
るのに、 千葉縣 に is 立派な 當選 人が 有ります、 某 SI 
一人を 除き 他の 九 人の 方は， 31 堺 €r に 於て 判然-一定 
された る 所 C 當洸 人であります、 而 して 次 ^ X- C 鈴 
木久 次郞君 ほ、潠 擧 會 さへ 開けば、 直ちに 當遝 人と 
して 碗 定 さるべき 資格を有つて居る方であ〇ます、 
是等の 人々 を 當選 人に 非ず とは、 何 1 V 根 摅 にして 申 
すか、 千琚縣 知事は 當選證 害さへ 取消せば、 それで 
當選 人た る 資格は 當然消 滅する も 〇 であると、 斯棟 
に考 へて 居る やぅに 見えます るが、 是 は 大なる 誤り 
以ての外の is 見で あるので あります、 申す まで も & 
り ませぬ が、 郡部の 選擧に 於て、 加 何なる 順序 手？ 1 
に 依て 當選 人と 云 ふ ものが 碗 定され るか、 選 粉 法を 
見れば 一目瞭然であります、 各 町村に 於て 投翦 •か 終 
ります れぱ 投票 函 •> 當然郡 役所に 持込みます、 開封 
を致します、開槊を致します、開壊の結果を潠怨« 
に 報 齿 をす る、 ) 1 舉長が 選擧會 を 開いて 報吿 V3 を 調 
査し て、 當選 入と 云 ふ ものを 確定 致します、 是れで 
當選 人と 云 ふ ものが 明白に 決つ て 仕舞 ふので & り ま 
す、 然る 後當選 人に 其の 旨を 吿 知して、 當選 人から 
承諾す る や 否やの 屆 出を 爲す 、拙者 當逃を 承諾 致し 
て ござる と S ふ 承諾書が 出て、 初めて そこで 當選證 
書と 云 ふ ものを 交付す る斯樣 な 順序に なつて 居る の 
であります、 であります から、 此の 當選證 窗 を 附與 
すると 云 ふことは 一番 最後の 手 la である、 當選證 B 
を 附與す る 前に、 當選 人と 云 ふ ものは 決つ て 居らな 
けれ !'! ならぬ のであります 、當選 人が 決つ たら 告知 
の 必要 も あり ;' 承諾の 必要 も あり、 又 當選證 » を附 
與する 必要を 生ずる と、 斯ぅ 云 ふ 筋 八 tl の もので あり 
ます、 當潠證 書と 云 ふの (t 讀んで 字の 如く、 當選し 
たりと 云 ふ 一の詢 明 書に 過ぎない のであります、 吾 
々議員は 當選證 8 を 貰つ てから、 初めて 當選 人に な 
るに 非ず して、 當選 人なる が 故に、 當選誑 書を M ふ 
と 云 ふ 筋になる のであります、 T- あります から、 何 
かの 間違で 地方 長官が 此の 當選證 書を 収 消す ことが 
ありましても、 吾々 が 法定 數 以上の 得摆を 有し、 II. 


院茫宅 巧讓玫 帝 同 十四 第 


つ 投票の 最多 |& を 有し、 選 擧會に 於て 當選 人と 確定 
され -C 居る 以上 ほ、 其 後の 手 松に 如何なる 變化を 生 
じ やぅと も、 吾々 の當遝 人た る 資格は、 少しも 動搖 
する もので ない ので ある •當 選證 » の 剝恋と 云へ 
ば、 何だか 大變 大仰に 聞え ます けれども、 是は唯 だ 
當 ;1 設明 書を 剝想 する に 過き ない、 當選の 資格 其 物 
に * 入つて 之を 覆す のかと 云 ふ ものは、 斷じて 無い 
ので あ 〇 ます、 是は潠 擧法第 八 章の 規程が 七 ® 條あ 
ります、 其 七箇條 を 能く 熟讀 致し. ますれば、 自ら 明 
瞭に なる 所の 法现 であります •然るに 千 葉 知事 It 當 
選證 W さへ 取消せ ぱ 、當選 入は 無くなる ものと 考へ 
て 居らる ゝと云ふに至つては、是は主客§倒、本末 
を 誤る の 甚しき ものであると 私 It 信ずる ので ありま 
す、 若し 午 葉 縣知 事の 所見の 如く、 假 りに 當選 人が 

無くなる ものであると すれば、 千 葉縣 全部に 一 0. つて 

再選 擧を 施行し なければ ならぬ と 云 ふ 結論を 52 るの 

であります、 安房 郡に 限り 再選 擧を行 ふと 云 ふのは 

前の議論と牴朐矛盾して來ると云ふことにな〇ます 

右の 如き 次第であります から、 31 擧法第 七十 四條に 

依て 安房 郡 の洱 選 舉を収 消 したりと 云 ふ 千 葉 縣知斟 

の處旣 と 云 ふ もの |£ 斷じて 不當 であると 云 ふこと を 

私 (i K 任を 以て 申 h げる ことが 出來 るので あります 

或 (i 順序の 上より 考察 致しまして、 選擧區 | 部の 再 

S 舉は 、或は 選舉 K 制を 蹂躪す る ものであると か、 

選擧 不可分の 原則に 反する とか、 新に 選出され た 餞 

fl o 任彻 1 v 起算す るに 不都合を 生ずる とか、 或は 缺 

員 補充の 規定に WC 觸す ると か、 色々 の 謎 論が ありま 

する が、 是れ 等は 皆な 再選 犖を 否認す るに 有力なる 

鍈論 'e sb りまず から、 私は 又爱に 之を 引用 致します 

立法 論 政治 論と して、 私 It 又 別に 一箇の 見解 •か あり 

ます、 現行法の 解釋 としては、 安房 郡に 再選 擧を収 

消した る 事に 付て、 私 It 斷じ て W 意 V 表する ことが 

出来ぬ のであります、 內猝當 局は 此點 に關 して 如何 

なる 見解を 持 せらる、 や、 是れ亦 承りたい ので あり 

ます、 疑問の 第三 (i 踊 員の 缺員補 充の 方法に 關する 

斟柄 であります、 本件の 如く 選擧 一部 無効の 結果、 

現任 誘 fl 中に 失格 界を生 じたる 場合に 之を 補充す る 

のは、 選舉法 第 七十 條 第三 項の 規定を 適用す れば、 

それで 宜しい のでは ないかと 私共は 信ずる ので あ 

0ます、選炤法第七十條の第三！5と申しまするのは 

「選 舉訴訟 若 ハ 當選 訴訟 ノ結果 -1 依 リ必要 ナル トキ 

ハ 太條ノ 例-一 te  y ai -- 當满 人ヲ 定ム」 と斯 棟に 11 い 


てあります、 本條の 例と It 何で あるかと 云 ふと、 是 
は 第一 一項の 規定でありまして 「得 顯者ニ シテ當 選 人 
卜爲 ラサ リシ 奢 ノ中 ，一就 キ得翦 ノ 順位-一依 リ之ヲ 補 
充ス .1 と あ 〇 ます、 即ち 次點 者の 中に 就て、 得票の 
順位に 依て 之を 補充す ると 云 ふ 規定であります、 で 
千 葉縣 0 場合 |- 於きましては、安房郡選擧無効の結 
果 、當選 資格を 失 ひたる 者は 某 君 一人であります か 
ら 、是は 次點莕 の 鈴 木久次 郎君を 擧げて 補充 すれば 
究 しいの て あると 私共 信ずる のであります、 若し 第 
七十 條第三 項の 規定が、 本件の 如き 場合に 適用の な 
いもので あると 致 L ますれば、 殆ど 此條 文は 適用す 
ろ 機會が 無くなつ て 仕舞 ふ、 全く 空文に 扇す ると 云 
ふ 事になる のであります、 是は斷 じて 選舉 法の 精神 
では あるまい と 私信ず るので あります、 或は 此選擧 
法の 第 六十 四 條の二 項を 引きまして 其法义 に 「選擧 
ノ ー部 無効 トナ リ更 -- 選擧ヲ 行ヒタ n. 場 台-一 於 テ」 
云々 の 規定を 引きまして、 選 勘 法は 確に 一部の 再選 
擧を豫 想して 居る と 論ず 〇 者' かあります、 論者の 言 
は 頗る 理由が あります、 如何にも 法は 一部の 再選 擧 
を豫 想は 致して 居 〇 まする が、 是 は 選！ ■の 一部 無効 
となつ て、 且つ 當選 人の 無き 場合に 爲した る 再. 選 擧 
を 指す ものであります、 又 一つには 選擧會 を 開く 前 
に 選擧が 無効と なつて、 再選 擧を行 ひたる. 場合、 即 
ち 大正 五 年の 十二月に、 石 川 縣能美 郡の 或る 村に 於 
て 行は れたる 再選 擧の如 きもの 是 等を 含む もので あ 
〇 まして、 本件の 如く 當選入 の ある 塲 合には、 此第 
七十 條の 第三 項に 依て 缺 員を 補充 T るの が、 至 當で 
あると 信ずる のであります、 此點 に關 して 內務當 局 
は 如何なる 見解を 持せられ るか、 是亦伺 ひたいので 
あります、 疑問の 第 四、 是は 疑問と 云 ふょりは 寧ろ 

P 吿と言 ふが 適當で あるか も 知れ ませぬ が、 近来 選 

舉事務 を収扱 ひます る： B 吏 公吏が 不注意 不謹愼 であ 

つて、 0. つ選舉 法に 通鼯 せざる 爲に 、選 擧 訴訟 及當 

選 訴訟な どが 深山に 出まして、 後日に 至る まで 當選 

人が 甚だ 迷惑を する ことの あるは、 旣に 諸君の 御 承 

知の 通りであります、 ii 擧と事 もな げに 申します け 

れ ども、 選擧に 際して 候補者の 苦心と 云 ふ ものは、 

蓮に 9? 紙に 慰し® い 辛苦を 嘗める のであります、 大 

宫諸 公は 此選擧 に 付て [t 直接の 御關 係は あります ま 

ぃと思ひますが、候補者が選擧に當りましては、筆 

と 舌と を 以て 游關 し力戰 する 位の 事は 是は 普通の 事 

であつ て、 少しく 激しくな ります ると 云 ふと、 骨肉 


相 食む 程 S 激戰 をし なければ ならぬ と 云 ふ譯で あり 
まして、 斯の 如くに して 辛うじて 當 選者の 地位を 窳 
も 得て、 ほつ と 一息 吐く 間もなく、 又 官公吏の 不注 
意の 爲に 訴訟を 提起せられ て 其 地位を 脅かされ、 其 
地位を淠されると云ふに至つては、實に氣の毒とも 
悲慘 とも、 言 ひやう の 無い® たらしい 出来事で ある 
と 私は 思 ふので あります 、故に 當局 者は 此點 に關し 
て、 速に 改善の 方法を 講ずべき ものと 思料 致します 
此點 に關 して 內務當 局は 如何なる 見解を 持せられ る 
や、 是も 承りたい のであります、 以上 四點の 質問に 
關 して、 私は 內務當 局の 誠意 ある 御 答 辯を 期待 致し 
ます、 頃 者 道路に 傳ふる 者 あり、 水 野內務 次官は、 
此 安房 郡の 再選 擧の不 當で ある ことを 知つ て 居る け 
れ ども、 或る 事情の S に、 地位を 賭して 之を 斷 行し 
たので ある、 斯樣に 申 r 人が あります、 是は 恐く It 
事實で は あるまい と 思 ひます、 若し 事實 なりと すれ 
ば、 其 特別の 事情とは 何で あるか、 併せ 蹭 くこと を 
得 ば、 是れ單 〇 私の 滿足 許りでは ありませ ぬ、 天下 
の 疑惑が 之に 依て 消散す るの 機 會を得 るで あらう と 
思 ひます、 誠意 ある 御 答 辯を 期待 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 第 六、 「ルー マ — ァ」 行醫肺 團 
の 潰 散に 關する 質問、 土 屋淸三 郎君。 

六 「ル ー マ-ー ア 」 行 醫師團 の 潰 散に 關 する 
質問 (土 屋淸 一一 一郞躬 提出〕 

ル— マニア 行 醫師團 の 潰 散に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 

大正 七 年 一月 三十 一日 
提出者  土屋 淸三郞 
賛成者  江 藤哲藏 
外 二十 九 人 

ル ー マニア 行 醫肺團 の 潰 散に 關する 質問 主 
意 書 

ルー マ-ー ア行醫 師團潰 散の 始末 如何 
右 及 質問 候 也 

〔土 屋淸三 郞哲 登 ® 〕 

〔拍手 起る〕 

〇 土屋淸 三郞君 私は 羅 馬尼國 政府 招聘 醫肺國 の 潰 
散に 關 して、 文部 當局 者に 質問 致したい と 思 ふので 
あります、 此 問題は 啻に 關係醫 肺團の 迷惑で ある 許 
りで なく、 又關 係せられ た 所の 當局若 に 於ても、 定 
めし 御迷惑で あつたら うと 思 ふので ある •併ながら 


此 結果は、 之を 內に しては、 國民の 政府の 施設に 對 
する 不安と なり、 之を 外にして は、 我 政府 及 K1 民の 
信用に 關する 事であります るが 故に •如何に 善意に 
解釋 致しましても、 一言 此 始末を W さ V るを 得ない 
のであります、 昨年の 六月 雜馬尼 國 政府より， 我が 
伊太利 大使を 通じて、 羅馬 尼國が 發疹窒 扶斯 S 流行 
に 苦しんで 居る が 故に、 之を 救濟 すべく  •我 國の K 
師百 名の 招聘を 申込んで 參つた のであります •同時 
に 怜も羅 馬 尼の 國 より、 軍需品 買 人の爲 に 我 國に派 
遺せら れて 居つ た 所の フェリックス 、ベ テレス n 此 
兩陸軍 大佐' か、 矢 張 伊太利 大使の 紹介を 以て、 我が 
政府に 其 事を ffi 賴 をして 来た、 此に 於て 外務省は， 
先づ 之を 陸軍 •文部 •内務の 三省に 通 I?i5' 致しました 
所が、 陸軍に 於て は 現役の 軍 ■ほ 勿論の 事、 豫 後備 
の 軍 醫も亦 之を 派 遺す る ことが 出来ない と 云 ふこと 
で， 一言の 下に 之を 斷 はられた， 文部省 1; 於て は， 
恰も 醫學專 門學 校長 會議を 開いて 居つ た 際で ありま 
したので •其 席に 相談を 致しました 所が •一校 二 三 
入 位なら ぱ出來 やう けれども、 百 人と 云 ふ 者 ! ± 出来 
ない と 云 ふこと で、 是亦斷 はられた のであります、 
內務 省の 方に 於き ましては、 從 來の關 係で、 ? S 疹窒 
扶期其 他に 經驗 ある 所の 醫師に L て、 嘗て 內 務省關 
係の 場所に 奉職した 者 もあります が 爲 に， 若し 民間 
に 於て 期の 如 3- 醫師の 志 ii 者が あつたな らば、 相當 
周旋の 勞を 執つて やらう と 云 ふ 程度の 御 挨拶で あつ 
たと S ふこと で ございました •間もなく 羅馬 尼國の 
狀態 U、 發疹窒 扶斯は 段々 に薛 息をして 來 て、 却て 
戰 場より 歸來 する 所の 傷病 者の 治療す る爲に 、內科 
及 外科に 經 Ml ある 醫者を 欲しい、 故に 翁の 百 名は 此 
方面の 人に 換 へて 貰 ひたいと 云 ふこと を gi に 申入れ 
て參つたのであります、所が陸軍は左樣にして斷は 
られた 、內務 省に 於て は 唯 だ 單に 紹介の 勞を 執らう 
と 云 ふ 範圍に 止つて 居る、 又 文部省に 於き ましても 
專門學 校長 會議 /-. 於いて 斷はら れた 後に 於て‘ 如何 
なる 事情が あつたか It. 存じ t せぬ けれども. 文部の 
當局 •就中 田 所 次官 及 林 傳染病 研究所 長が 俄に 活動 
を 始めて、 非常な 勢で 此 事に 盡 力を 始めた、 先づ筘 
一に 是にほ 一行 百 名の 醫肺を 率 ゆるに 足る 所の、 適 
當な る團 長を 求めなければ なら ? J: いと 云 ふこと で、 
林 傳染病 研究所 長は、 齒に我 赤十字社より 佛蘭一 I に 
派 遺せられ たる 所の、 茂 木 翳學 博士を 最も 適任と 認 
めて， 同 博士に 團長 たらん ことを 交渉 致した ので あ 


'ル ーマニ ア」 行 岗師團 の m 散に 關す る W 問  同上 土屋淸 三郞の 質問 演說 


三 三 五 


院 露 衆 fT- 胃帝冋 十四 第 


r ルー マニア ー 行® fiff il の  f ;f£ .it に関する 土 l« v: !i'i il l の 質問 演說 


三 三 六 


〇 ます、 然るに 茂不邱 士 は、.； ^ : v 恩 ffi w ^ r/v 生 fir 病 
院の 外科 部長で あるし •又 夫人 ほ 病の 苜に 病 K に 入 
院中 であり、 幼ない 子供 (J. 乳母の 手に 於て 藤 (:- れ -C 
居ろと云ふ色々た琪怙の爲に-再三斷はられたので 
あ〇 ましたが、 林 ^ 染病研 究所； Kif 此度の 释師國 と 
云 ふ もの ir ll-. K eii 我 政府が I 維 .y5 尼 政府の 招聘に 
應じて 【 .- ' ifi 丁る もので あ 7 i 郎ち过苡に於ては政府 
の «? 采である，又鞮馬尼國政府との交涉 (7. 代表者に 
於て 1 つて 居る、 で 今日 (3: 唯 だ 人の 問題 丈で あつて 
人 さへ 纏まれば 一刻も早く 派逍 してやりたい ので あ 
る、 故に 此際 K 々の m を 捨て， 國家的 事 策、 國家的 
名 譽の爲 に、 是非共 此 任を 受けて 吳れ ょと S ふ 切な 
る慫妞 の爲 に、 一身 一家の 事情を 顧みず、 進んで 此 
任に 當る事 になり、 文部 常 局 其 他と 0- 見 致しまして 
林 阽染病 研究所 長の 言を 確め、 同時に 此醫肺 團の組 

辍共 他に 關 すろ 迓® を 協定 致した のであります、 其 

钗 -s if w 染病 研究所の 公の 用紙を 以て 認められて あ 

る 前後 十二 ® 條 に 一旦つ て® 〇 ますが、 是は 一々 朗證 

する ことを 略しまして、 唯 だ 其の 中の 注意すべき 一 

二の §1 を 中 上げます ると 云 ふと、 其の 第二 項に r 總 

班長 / i; 班長 ハ 內務 文部 雨 省 — 於 テ 協議 ノ上 選 定シ 

班員ハ谷班误-一於テ之ソ選定シ兩省當局者ノ承認 

v fel ルヲ 2g ス 、文部 ^ 務外務 省 等 二 出 g セル 志 g 者 

ノ® 輔 » ハ 人選 上參考 トシ テ之ヲ 谷 班長-- 提示ス J 

馆 六 項に 「羅 馬 M 3 :政 府卜交 渉 其 他 m 關シ 必要 卜認 

ム '!- ヲ以 テ佛語 -1 堪能 ナ >u 通！ S 一 名ヲ總 班長- 1 隸搦 

セ シムル 事 j 第 八瑣に r 總班長 及 班長 プンテ 羅馬尼 

國衢生 狀况共 ノ他 班 M 勤務 狀况ヲ 時々 報 ^ セ シムル 

爲メ 本省 m リ類 託/ 辭令ヲ 交付 スル 事」 K 他 IX 依 給 

であると か、 或は 旅费 で. あると か 色々 あります けれ 

ども、 それ ほ 略します、 兎に角 斯 の 如 ? © ® を 交換 

して、 さぅ して 瓸々 茂 木® 士は團 長た る ことを 引受 

ることになつたので&0ます、そこに持つて參りま 

して、 當局 者の 方では 是れ ほ 非常に 急ぐ ので ある、 

殊に 西 比 利 亞鏺 道は E 下 貨物が 輻輕 して 居る 爲に、 

! 箇月 位 前から 中 込んで 置かな (r れぱ 到底 間に合は 

ない故 1- 、せめて荷物の必耍なろ大凡の_數を調上 

げて 一刻も早く 報告して M ひたい 出来 得るなら ば 七 

月下 旬 ,, - 此方を Hi 發した いからと 云 ふので、 非常に 

急 立てられました 爲 に、 茂 末 博士 (- 此協定 に 基き ま 

して- ? S に 佛® 西に 行った 救 幹 團 r. Ii して 行つ て、 

時 神 j -' の np ilvi ls に ?:; 給を 以て ?! 3 職し -C 居った 所の 


通？ S を， 神戶 から S 々其 所を 罷めさせて 賴み 、又 同 
じ 傚 蘭 西 救 殺 班に 附いて 行つ て、 目下 名 古 屋に屛 る 
所の 藥劑師 を 呼 寄せ、 一々 當局と 打 合を 致しまして 
或 IX •陸® 衞生 材料 既に 就て、 救護に 必耍な る藥品 の 
钝 類 及 材料の 粒 £1- 等を 調べ 又 赤十字社に 對しま して 
必要な ろ 器具 材料の fr 與を依 賴し 、並に 民間の 醫療 
器械 或は 藥 lil'l 硝 等に 對して •いつ 何時でも 必要なる 
所の 藥品 器 ?,? ■を 賀ひ得 る やうに 内交渉を 致し 朝 13: 早 
朝から 夜は 十 I 時 十二時 頃 迄 家を 捨て、 此维備 に 奔 
走を 致しました ので あ〇ま す-又 一方に (3: 國長の 下 
に附く 所の 谷 班長 (j •傅 染病 研究所 長 並に 文部 當局 
者と 協定を して、 夫々 谷 方面ょり 適當な る 人を 選拔 
し、 又 班 M たる 所 2 醫員は >  傳 染病 研究所 長が 公文 
» を 以て 备大學 及醫學 ¥n 學 校長に、 勘の 如き 依賴 
狀を 出した ので あ 〇 ます、 是は 速記に 載せる 丈に し 
て 朗 _ する こと (3; 略します 
拜啓時 下大# の 候憨 御淸穆 華賀 候 i!l 說 今回 ル ー マ 
-1 ァ國ょ り 外科 醫， 內科醫 、招聘の 件 相 来り 候に 
就て は 左記 〇 條件 にて 贵院崗 員に筘 望 も 有 之 候は 
ほ 腹 歷書収 揃へ 御 通知 被 下 度 此段及 .御 依 賴候也 
大正 六 年 七月 十六 日 

傳染病 研究所 長 林  春 雄 
各大斟 及醫 學專門 學校附 屣 病院 長 宛 

左記 

> 期間  八茼月 
二、 俸給  四百 圓乃至 七 百 11 
H , 旅費  四百 圓 

四、  交 度 料  三百 五十 圓 

五、  俸給は 內地 m 發 ょり 起算す 

六、  住居 食事は 向 持  以上 

斯の如 くにして 班長に なつた 人達は、 何れも 此 事業 

が 國家的 事業で ある、 日本の 醫學 c 名譽で あると 云 

ふ 意味から して、 或は 日本 醫學 專門學 校の 外科 部畏 

で. あつた 福 地 政 一 博士、 北海道の 小 機 病院に 往つた 

邛尾沔 士 、其 他 谷 方面の 若手 C 人達が 集りまして、 

班長た る ことを 承諾し、 班員 等 も 夫々 內 決して、 い 

つ 何時でも 出 發を する やうに と 5- ふ 準 fi を 致させた 

のであります、 さう L て 七月 二 十四日に、 文部省に 

於て 公然 此 班長 其他シ .決定し、 二 十八 日には 班員 全 

部を 文部省の 圖書 誼に 集めて、 此處で 文部 次官は 一 

場の 訓示を 與ふ ベく、 參爭官 に 其 原稿まで も 作らせ 

て、 愍 々其 日に なりました 所が、 何等かの 出 來事が 


あつたと 見えまして、 それが 見合に なつた ので あり 
ます、 是と 前後 致しまして、 或は 其 前で ありました 
か 後で あ 〇 ました か、 兎に角 此 前後に 於て 新聞に 斯 
樣な 事が 現れた、 寺內锶 理 大臣 (X 新聞紙に 於て 此事 
を 承知せられ て 下僚の 方に 御 ^ になつ た 所 •か、 それ 
は 事 實で あると 云 ふ 事、 そこで 總理 大臣は、 政府よ 
〇 派 遺す るが 如き 形式を 取る と 云 ふ 事は 考へ もので 
ある、 軍籍に 無い 所の 人々 であつ て、 先方に 於て 萬 
1の事があつた時分には、救護の方法が無いでほな 
いかと 云 ふことの、 尤もな 御注意' か 有つ たので あり 
ます、 所謂 鶴の 一聲 とで も 申し ませう か、 此事あ つ 
て 以来、 文部 當局 並に 林 傳染病 研究所 長の 態度 13: が 
ら〇變 つて 仕舞つ たので ある >  一 方團 長は 總 ての 準 
備を 整へ、 班長 以下 班 負は 夫々 家庭の 方の 極り を 付 
けて、 何時 出發の 命令が あるかと 云 ふこと を 待つ て 
居る やうな 次第であります から、 團 長より 此 事を 文 
部當局 者に 聞き 質して 見ます ると、 實 は 羅馬 尼が 目 
下 あ i 云 ふ狀況 である 故に、 當 方より 醫師幽 を 派 遺 
しても、 夫 等の 身元の 保證が 出 來る かどう かと 云 ふ 
ことを、 伊太利 大使の 手を 經て 、即ち 伊太利 政府が 
保 證が出 來るか どうかと 云 ふこと を、 目下 交渉 中で 
ある、 K 保證 が來 次第に、 明日に も出發 すると 云 ふ 
ことで あつたので ありました が、 如何にも 世間の 雲 
行が 怪しい、 殊に 政府の 意嚮を 知るべく、 醫界に 於 
て 最も 古い 歷史が あり、 最も 信用の SJ る 「翳 海 時報 
」 と 云 ふ雜 誌に、 後藤 內務 大臣 並に 羅馬尼 使節の 此 
事に 關 する 談話が 載せられた •其 一節を 此所で 引用 
致します が、 後藤 內相は 日く 「羅馬 尼へ 日本 醫師の 
雇は る i に 付て は、 我輩 何等 反對 はせ ぬ、 唯 だ 併し 
政府が 餘り 干渉 的に 容黩 する のは 間違つ て 居る、 醫 
師を傭 ふに 付て 世話す る ことは、 無論 差 支の 無い こ 
とで •あるが、 之を 政府の 事業なる かの 如く、 政府が 
其 事務を 執る に 至りて は、 正に 公私 混淆で ある、 一 
體內務 省に しても 亦 文部省に しても、 そんな 事を 如 
何にも 政府の 事業ら しく 思は しむる のは、 能吏の す 
べき 業では ない、 斯んな 事業は 宜しく 醫師 會に轺 介 
して、 1 t 師會邊 りで 撰擇 推薦す るの が當然 の 事で あ 
る、 政府と しては 須く羅 馬 尼 人と 醫師會 との 中間に 
立つ て、 紹介の 勞に 服せ ぱ宜 いので、 最後の 人選 迄 
政府が 自ら 關係 する に 至つ たのは、 多分 官吏が 事務 
閑散で あるが 爲であ らう」 途中を 少し 略します 「文 
部 省が そんなに 人事 興 信 事業に 手が 出した くぱ 、宜 


しく 熨斗を !: ft けて、 文部 a に 御ぶ 〇する 0 が、吐0 
暑中に 於け る官 街の 琪務 である* 文部省は 元来 敎育 
に關 する 琪務を 絞 一して 居ろ 所 〇 官府なる にも拘 ら 
ず、 何時の間にか 人事 興 信 3f 菜を 開く やうに なつた 
の だ」 更に 羅馬尼 使節の 言葉 •か K つて 居ります、 a 
馬 尼 ffi® 日く 「惑ての 勝 件が 满次 g sl された が、 其 
都度 吾々 (i 之に 同总 して、 然るに ii 後に 至りて •旅 
K の 件に：； 2ては、吾々は無論の ?11 、伊太利大使等に 
於ても  >  絕對に 其 提案を 不當 と 18 めた、 其 事 ® と 云 
ふは 他 無し、 總て の條 件を 容認せ る © 後に、 旅 S2 に 
付て ほ 當初 四百 1] と 云 ふ 申出 ありし に、 後には 七 百 
圓に あら ざれば 否と 言つ て來た 、爲 に fi 國政府 は 其 
後に 於て、 醫師國 と 協 謎を m ねる と 言つ た 限り、 未 
だ 何等の 消息に 接せぬ •か、 吾 - v li 四百 圆なら ば 前來 
の條 件で 招聘すべし、 吾々 は K 國の 經驗あ る 1? 地 家 
を 招聘せ むが 爲に 多大の 時日を ？ 2 せる が、 要するに 
貴國 政府 當局 者の 要求は 非當 にして、 宛然 練 日の 商 
人で ある、 予 は 其 幾度 か 要求を 變更 して、 硪爭を 口 
實 として、 聯合 國側た る 義務を 盡さず して* 却つ て 
■金儲けに 熟 中す るに あらざる かを 疑 ふ ものである」 
實に 斯樣な 後藤 內務 大臣 >: 云 ひ、 又 羅馬尼 使節と 云 
ひ、 意外な 事を 公言して 居る のであります、 而も 其 
間に 我國 ょり 後れて 交渉を 受けた 所の 亞米利 加の 歴 
師團は 、遠慮なく 随濱に 上陸して 悠々 苽京 を JA 物し 
て 一足先に 羅馬 尼に 出 發 をして 仕舞つ たので ありま 
す、 此に 於て 茂 木邱士 は、 始めて ® 初 林 傅 染涡 研究 
所長と 交換した 所の 此 Es a が、 間違 ひであつて、 總 
现大 ES も 御 承知がない、 內務大 Ls ii 寧ろ 御； 个同葸 で 
あるか 〇 如き 口吻を 洩され て® る、 吾々 は 全く 個人 
の 履 傭 脚 係で 行く と 云 ふやうな 課で ある、 又 交渉 も 
總ての 契約 も 成立して 居る かの やうに 7S 知を して® 
つた 所' か、 其 交渉 もま だ 本當 には 成立して 居らない 
黾に條 件を 先方に 示した C みで あつて、 先方は 此條 
件に 必ず 應諾 をす るで & らうと、 速斷 したので、 あつ 
たに 過ぎない と 云 ふこと に 心 付きまして、 甚だ 心外 
に 思 ひ、 文部 當局 者に 談判を 致しました 所が、 次官 
は前の言葉とは打つて變つて、文部省は鼠に骑旋す 
ると 云 ふに 過ぎないで、 兎に角 今 近い 內に 伊太利 大 
使ょり 返事が 來るで あらう と 思 ふから、 保證の 回答 
が來 さへ すれば、 明日に も nl 發す るから と 云 ふや 
うな ことを 繰 返す 丈で あつて 更に 要領を 得ない、 仍 
て 最初の 交渉 者で ある、 當の 責任者で ある 所の 林 傅 


^ .... 

織 


染 s w 究所 長に 會 見を 求めました 所が、 鹋敏 にも 逸 
早く 鬼 京を 去つ て 夫人を 湘帶 して 鎌 倉の 別莊 に悠々 
と 遊んで 居らる ゝ 、鈽旮 に 推 蒐けて 行けば、 近所に 
旅行した と 云つ て 留守を 使は れ る、 B むを 得ず 今度 
は 手を 換 へて、 羅馬 尼の 使節に 通譯を 送つて 談判を 
させた 所が、 通譯は 前に 申しました 通り、 唯々 我 政 
府當局 者の 不信を 罵倒す るの みで、 殆ど 盟領を S5 な 
い、 是に 於て 茂 木 H? 士 は 背後に I 百の 班員を 控へて 
—— 非常なる 決心を 以て 上京して 來た 所の 班員を 控 
へて、 自分は どうす る こと も /]! 來な い、 所謂 進退 兩 
難 の 苦 © に陷 りました が 爲に 、巳む を 得ず、 八月 二 
十九 日辭 任に 關 する 詳細なる 書面を 林 傳染病 研究所 
長に 送つ て、 pa 長た る祺を 辭退 し、 同時に 班長を 集 
めて 其 事を 報吿 致しました 所 •か、 谷 班長は 何れも 憤 

概して、 團長 •か 旣に 左樣に 意を 決するな らば、 吾々 

も 亦 共に 同一 行動を 執る と 云 ふこと で、 悉く 班長た 

る ことを 辭し 、玆 に羅馬 尼 埒師幽 と 云 ふ ものは、 成 

るに 垂ん として 全 <m 散 致して 仕舞つ たので ありま 

す、 之が 爲に世 間の 興 論は 非常に 沸騰して 来た、 林 

辟染病 研究所 長は いつにな つても 歸京せ られな い、 

獨り田 所 文部 次官は、 例の 如き 得 S な 辯を 揮つ て 辯 

解を 爲され て 居る、 どう 云 ふこと を 申して 居る かと 

言 ひます と 「どうも 茂 木 君は 氣 •か 短くて 闲る 、あん 

なに 早く やつて 吳れな いで も宜 かつた ので ある、 明 

日に も 伊太利 大使から 保證 が來 さへ すれば、 直ぐに 

も |!5 發し なければ ならぬ、 或は® 備を して、 器械を 

どうしたと か 何とか 言 ふけれ ども、 當局 者と して ! i 

喵 だ 准 備の —— 下 氓 備を しろと 言つ たに 過ぎない、 

又 班長 等が 非常に 迷惑して 居る と 云 ふこと であるけ 

れども、是亦政府としては、公然辭令を渡した譯で 

も 何でもない、 向 ふが 地方から 出て 來た 、或は 現在 

の 職を 捨て 》 來たと 云 ふこと li 是 は 勝手で あつて、 

文部省 li 何も 與〇 知らない、 或は 茂 木 君 あた 〇 は、 

!Q 害を 餘 程した であらうな んと云 ふ 者 もあります け 

れど も、 是 は 茂 木 君 自身が 言 ふが 如く、 に 一 杯の 

漤 酒 * > 班長 等に 振舞つ た 5S へに 過き ない、 併な •から 

之れ •か 〇 に 茂 木 君 も 大分 名が a れた から ? g 引 辛抱が 

出來や う」 と、 斯う 言 ふやうな 御言 葉で ある、 間 も 

なく 伊太利の 大使から は、 日本よ 〇羅馬 尼に 派遣す 

る 所の ^ 師幽 に對 しては、 保 證 •か出来な いと 云 ふこ 

とを 斷 つて 參 〇、 又羅馬 尼の 使節 も 口を 極めて 文部 

當局 者を J1 倒しつ、 故 國に引 揚げて 化 舞つ たと 云 ふ 


のが、 之が 此問 題の 大體 の經 過であります、 是に於 
て、 私は 二つ の —— 三つの S に 於て， 文部 當局に 質 
問を 致したい と 思 ふ、 第一 ® 初は 政府の 事業で ある 
かの 如くに 吹 腔し、 此の 爱に 在る 所の ® tt に te て も 
又 0) 長 班長 等に 次官 其 他の 方が 仰せられた ことに 依 
て も、 Kf ii a 質は 政府の 事業で ある、 政府より 派遣 
する も 同 ® であると 云 ふこと を ^ 々 申されて 居りな 
■から、 一朝 鶴の 一蹓 に te て、 形勢： 个利と 見る や 直ち 
に ll ffi を 一 壁して、 是は個 入關 係で あつて、 文部 當 
局 は ® に 周旋の 勞を 執つ たに 過ぎない と 斯う 申され 
て KO ますが、 若し 果して さう であるなら ぱ .何も 
文部 當局が 、彼の 大學 敎授 にして、 傳染病 研究所 長 
である 林 邱士 の 如き 入が、 非常に 忙しい 間に 於て、 
其 職を 捨て、 大騷を する には 當らな い、 後藤 内務 大 
臣の 申された 如く、 释師會 に JE 次いで やり さへ すれ 
ぱそれ で 澤山で ある、 5Tj 路傳 ふる 所に & ります ると 
何 ■?',. 故に ® 染病研 究所長 や 文部 次官 あた 〇 が、 左 _ 
に此 事に 力を入れた かと 申します ると、® 染病 研究 
所が 移 宵 後に 於て、 信用 殆ど 地に 墜ち たと 云 ふこと 
は •是は 萬 人の 認むる 所で ある、 殊に 此 信用は 醫師 
社 ® に 於て 零で ある、 何等か 機會を 以て 之を 挽回し 
やうと 企て、 居つ た 矢先、 岡らず も 羅馬尼 政府より 
醫師の 招聘を 求めて 參 りました ので、 之を 璣會に 故 
らに 事實を 大袈裟に 新聞 其 他に 吹胎 して、 畢覚 八氣 
取りに やつた のに 過ぎない、 又 文部 次官 其 他が 之に 
關係せ られた と 云 ふことは、 一つ {i 林 君と 個人的 同 
窻 の關係 も あるし、 又驻 しきに 至つ ては、 是 は 實に 
—— 斯樣な 事を 中 上げて H いかどう か 分り ませぬ け 
れ ども、 哦啡の 跡の 論功行賞の 關係も あつて、 大騷 
をした ので あらうな ど、 云 ふ、® だ 失 禮な 說を唱 へ 

て 居る 者 も 世 Fn' に 在る ので あ 〇 ます、 而 して 實 際の 

經 過を 見ます ると 云 ふと、 初めは 非常に 意氣込 み、 

形勢が 非な りと 見れば、 逃 出して 人に も會は ぬ、 即 

ち 功は 己れ め 手に、 過ちは fife- の 上に と 云 ふ、 當世風 

の 責任 ® 換をや つて 居る 所を 見ます ると、 斯の 如き 

風說が 道路に 傳 へられても、 强ち 打消す 事が / I'. 來な 

からう かと 思 ふので あ 〇 ます、 若しも 政府が 初めよ 

り 國家的 事業と か、 或は 實 質に 於て 政府 事業で ある 

と 云 ふが 如き 事で なくして 即ち 單に 周旋の 勞を 執つ 

たに過ぎなぃ、それ以外 |£ 政府與0知らずと云ふ事 

であれば 然ら ぱ此 最初の 覺書 はどうす るので ありま 

す、 本省が 與り 知らないのに 傳染病 研究所 長と 云 ふ 


者が、 公け の 文醫を 以て 斯の如 き 契約を 結んで lit 間 
を 大騷を させて、 さう して 他に 非常なる 迷惑を 掛け 
たと 云 ふ 事で あれば、 此林傳 染病所 長に 對 して 文部 
大臣 (i 如何なる 處 ia を 執られた ので あるか、 是私が 
第一に 御 尋 致したい 所で ある、 第二は 覺書の 如く 最 
初 一切 交渉が 成立した かの 如く 團長其 他 を 誘つ て 準 
橢が趑 々出 來て 、然 らばい つ 何時でも 出發 が / I'. 來 S 
すと 云 ふ 事になります れ ば* まだ 交涉が 本當に 成立 
して 居ない、 旅費の 如き 話が 11 らな い、 伊太利 大使 
ょり 返書が 来ない と 云ふ爲 •却て 顯 馬尼他 節は 日本 
政府には もう 懲り <で あると 言は れ、 0> 太 利 大使 
から 之を 扭絕せ られ 、一方 團長 以下 谷 班 M は 尻を 向 
けて 辭 任を 申出て  > 潰 散して 仕舞つ たと 云 ふことは 
何と 云 ふ 失態で ありませ う、 殊に 向 ふとの 契約が 全 
く 成立し ない 以前に 於て、 此方の 話の みを 先に 成立 
させて {-h 舞つて、 羅馬 尼に 向つ て 何時 出發 して 宜い 
かと 云 ふことの ® 促を 致す やうに な 〇 ました 爲に * 
主客轉 倒して どうか 早く 此醫 師團を 雇つ て吳れ と、 
向 ふに 依賴 T るが 如き 結果に なりました 爲に ，羅馬 
尼の使節は、日本は金儲けの爲あんな事をすると云 
ふやうな 無禮の 言を 發 せられて、 尙 ほ我睦 して 居な 
ければ ならぬ ことにな つた、 文部省は 幸に 外務省で 
ないから 幸福で ある、 若し 是が 外務省で あつて、 事 
外交に 關する 事であるなら ば、 外. 交 上の 大失敗 と 言 
はなければ ならぬ と 思 ふので あります、 而し て是が 
爲に內 外に 對して 、政府の 信用を 失 _し た と 云 ふこ 
とは基だ尠なからぬと思ふ、之に對して文部當局は 
如何なる 見解を 有せられる ので あるか、 是が第 二、 
第三は 此輕卒 なる 常 局の 處諠 の爲 に、 人身 供養に 擧 
げられ たる 所の 團長 以下 各 班員に 對し て、 當 局は 何 
等 か 慰安の 方法を 爲され たので あるか どうか、 文部 
次官の 御言 葉の 如く‘ 當局は 與り 知らず と 云 ふこと 
であれば 、左様な 事 (t 萬々 ない 害であります が、 果 
して さう 云 ふ 方法を 執らな かつた かどう か、 或は 執 
つた かどう か、 執らん としたか、 執つ たなら ば •其 
目的を 達せられた かどう かと 云 ふ 事を 承りたい ので 
あります， 最後に 附加 へて 申げ たい 事は、 私が 此質 
問を 提出 せんとす る 風說が 立つ た 當時に 於て •文部 
省の 或當 局と 羅 Di l 尼 翳 肺 M の團长 であつ た 茂 木®  士 
との 間に， 何事 か 起つ て 醫界の 新聞は 筆を 揃へ て 「 
羅馬尼 事件の 死灰 W 燃」 と 云 ふ遛で 熾に 書 立てた、 
其內容 を 摘んで 申します と、 一月 中頃に 名前は 故ら 


申 上げ 1- せぬ が、 文部省の 此問 題に 關係の 最も 深 か 
つた 或 勅任官の 御 方が、 七 百圓の 金を 茂 木 博士の 處 
へ 運ばれた 所が、 それ if. 醫師試 驗裘 員と しての 金は 
別にな つて 居て •金く 意外で あ 〇 ましたから、 間違 
ひと 思うて 斷つた 所が、 次には 別の 矢 張 勅任の 方が 
御 出に なつて、 是非 是は 受けて 置いて 契れろ と 云 ふ 
ことで ありました が、 茂 木 傅 士は 名の 無い 所の 金は 
戴く ことは 出来 ませぬ と言うて 之を 御返しに なつて 
七 百圓の 金は 多分 今頃 文部省に うろついて 居る であ 
らうと 云 ふこと が、 事 詳細に 記載され て 居る ので あ 
ります， 併ながら 是は 後の 事で ある、 私は 前に も 申 
しました 通り、 此 問題に te て 迷惑を 蒙つ た rr の 入は 
獨〇醫 肺 團 許りでなく、 文部 當局に 於ても 御迷惑に 
なりつ、 あるの' であります が 故に、 總て當 事 3f の爲 
された 事を 善意 1- 解釋 する 1C 味に 於て、 此七 百圓に 
關する 質問は 他日に 保留し、 今日は 謹で 敬意を 表す 
るに 止めて 置く のであります。 

〇 元 田肇君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 元田肇 君。 

〇 元 田肇君 本員は 此際 緊急動議を 提出 致しまして 
質問 C0 順序と して 議事 日程に 列擧 されて あります が 
其 以前 即ち 此 場合に 於て、 國民が 非常に 心配 致して 
居 〇 ます 米國輸 出 人 制限 令に 付きまして、 外務大臣 
に 質問したい と 存じます、 どうか _ の 御 賛成を 戥 
きたく 動議を 提出 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 元 田 君ょり 緊急 質問の 動議が 
& つて、 P 事 日程の 變更を 求められました、 御 異議 
ありませ ぬか e 

=, 異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
日程は 變更せ られ ました 1 元田肇 君。 

米國政 府の輸 m 入 制限 令に 關する 緊急 質問 
大正 七 年 二 月 十九 日 

提出者  元 田 K 君 
〔元 田 蒙 君 登壇〕 

C 拍手 起る〕 

0 元 田 K 君 緊急 動 載の 御 許を 蒙りまして 宴に 滿足 
に 存じます、 本員の 質問 せんと 欲する 事は、 簡 m な 
質問で ございます が， 極めて 重大な 事と 存じます の 
は、 昨今 新聞に 表は れて 居る 所を 見ます と 1 米國政 
府は 輸出入 品に fl きまして 制限 令を 發布せ られ たと 


米 i3 政 // ■/ の 瞼 出 人 制限 令に 關 する 元 田 is の g 問 
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云 ふこと であります、 «: 制 K 令の 趋用如 何に (£ り ま 
しては •我国に 奈何なる 影 ^ を 及ぼす か 分らぬ ので 
あ 〇 まして-殊に 盛に 通商 fz 為を 致して 居る 米國と 
H 本との ^ 係に 付きまして は、 其结果 の 如何に 依り 
m 犬なる 閼係 を來す 事と 存じます、 而 して此 事は 一 
日 も 早く 其 成 行 等の 眞相を 知らん と、 國民は 擧げて 
希 S?J して 居ろ 事と 太 員は 存じます、 此際 政府は 寧ろ 
外務大臣と 申し ませう か、 出 來掲る 限り 其闰 過に 付 
き 詳細なる 0 相を 報吿 し、 又 之に 對して 政府は 如何 
なろ 措蹬を 執る 積り で s> るか、 若し 御 答が 出来る rr 
らば、 今日 承りたい、 萬 一公 ©• にて 差 支 あれば 祕密 
會でも 宜しい が、 滿天 下の 人民は 實に 其眞 相を 知り 
たく 希菡 して 居ります から、 どうか 成る たけ 明白に 
今 口 迄の 經渦及 政府の 執らん とする 措 il l.: 付 御 答 辯 

下されたい、 敢て 之を 請求 致します。 

〔國務 大臣 法學®  士子踌 本 野 一郎 君登瘦 〕 

〇國務 大 K (法 學诃士 子爵 本 野 一郎 君) 唯今の 元 田 

ft の 御 K 問に 簡 M に 御 答 致さう と 思 ひます"'  米國の 

禁轍 問題と 云 ふ 事は、 餘锃 もう 前から 起る であらう 

と 云 ふことは 豫 期して 居つ た 問題でありまして、 a 

は 出 來得る 限りの 手段を 執りまして、 帝國 の貿县 產 

業に 宵を 来さない やうに したいと 云 ふ考 が、 此 問題 

の 起つ た 初めから、 十分に 政府では 注意を し、 又 相 

當の 手段を. 執つ て 居た ので ございます、 併ながら 此 

戰爭が 長引く に從 ひまして、 米國政 府に 於て は 已む 

を 得ず、 斯の 如き 手段に 出で ざるを 得ざる に 至つ た 

次第で ございます、 然るに 今日まで 吾々 が 得て 居り 

まする 所の 報吿に 依ります れぱ 、中立 國の 物品に 對 

しまして は、 直ちに 制限 法を 施行した ので ございま 

す、 又 聯合 與國の 物品に 封し ましては、 聯合 與國の 

代表者 >. 協 翳 上に、 其 品物 も 高 も 定める と 云 ふこと 

になつ て 居ります、 孰れ 不日 華盛頓 に 於て 協議 會と 

云 ふ ものが 開かれる 事に なつて 居る、 そこで 日本の 

方では 早速 華 盛 頓の 方へ 訓令を 下しまして、 又亞米 

利 加に 今 行つ て 居ります. る、 其 筋の 者 も、 其 協議 會 

に 參列 せしめます やうな、 手段 ^ 執りまして、 出來 

得ろ 限り、 帝 國の 貿易の 保 gl に付きまして 努力 させ 

る 積り でございます、 尙ほ又 米 國當局 者に 街し まし 

て も、 此 問題の 起り ます 前、 又 起り ま L てから も、 

十分に 注意を 致して 居る 次第で ございます、 今日の 

所では 今迄の 純 過、 又 政府が 執って 居る 手段は、 是 

れ以 上の 事を 一寸 今 申 上げ 兼ねます が、 兎に角 此の 


問題 It 帝國に 取つ ては ® めて 重大なる 問題で ありま 
す、其積0で政府は出來得る丈やろ積0で居0ます 
左樣ど うか 御 承知 S き 相 成〇た うご ざいます。 

〇 早速 整 爾君唯 今の 御說 明に 付て 一 ■寸 承りたい の 
で、 是 から 後の 御考 は 如何 や 5 であるかを 更に 承り 
たいので あります、 是まで 旣に 斯樣な 間 題が 起る で 
あらう と豫 期して 居られた、 昨年の 亞米利 加の 金の 
轍 出 禁止 以後、 此 問題は 公の 制限と 云 ふ 事が 起つて 
來 はしない ^ と 云 ふ 事は、 何人も 氣 遺つて 居た ので 
あります、 それ {i 當局者 も 旣に豫 期して 居られた や 
うな 唯今の 御言 葉であります、 それに 對して 相當の 
手績を 盡した と 云 ふ 御言 葉で あつたが、 今日に 至る 
まで 如何 やうなる 手段を 執られた か、 一寸 吾々 考へ 
ると" 之に 關し ては 當局 者は 今日まで 非常に 御盡力 
になつ た 形跡が 無ければ ならぬ 筈で ある、 之に 付て 
如何 やうなる 手段を 執り 來つた かと 云 ふ 事を， 今少 
し 詳細に 御說 明を 願 ひたいと 思 ひ t す。 

t 國務 大臣 法學®  士子爵 本 野 一 郎君 登 * ;〕 
〇國務 大臣 (法 學肫士 子爵 本 野 一郎 君〕 問題' か 公に 
なつて 居らぬ ことで ございます から、 隨て 執るべき 
手段と 云 ふの も 公の 手段 許りでは ない ので ございま 
す、 隨て今 詳細に どう 云 ふ 事を した かと 云 ふ 事に 付 
ては、 少し 私は 御 答 致す に 憚る のであります が、 併 
ながら 斯う 云 ふ 日本の 貿易に 對して 妨害を 來さな い 
やうに、 或は 米 國當局 者の 注意を 促し、 或は 間接に 
さう 云 ふ 事に ならない やうに 種々 の 手段を 盡し たの 
であります、 それで それ以上の 事は、 私 一寸 此處で 
申 上げ 兼ねます から、 是れは どうか さ 6 御了承 相 成 
りたう ございます。 

〇早逮 整爾君 重大問題であります からして、 私は 

此 問題は 丁寧に 御說 明を 仰ぐ 必要が あると 思 ふ、 唯 

今の 御說 明の みに 依て 見まして は、 今日まで 當局者 

が 無爲無 策に して 打 過ぎられた のでは ないかと 吾々 

疑は ざるを 得ない ので ある、 色々 の 方法を 執つ たと 

仰せになります けれども， 國民は 之に 付て 安心す る 

事が 出来ない 以上、 將 來に對 して 更に 吾々 は 憂 I® の 

念を 懐かざる を 得ない のであります、 元 田 君 も 最初 

此 問題は 祕密會 を 開いて ゞ も、 詳細に 說 明を 聽きた 

いと 云 ふ 御 要求で ありました、 若し 祕密會 にして 外 

務 大臣より 此以上 詳細の 說 明を 聽く ことを 得られる 

ので あり 生したならば、 g くば 祕密會 にして ir も 其 

今日までの 經過 • #. 將來 執られん とする 所の 方針に 


付て は •國 民が 安心 丁る やうに 國家の 利益になる や 
うに、 此處は 指め -r 詳細- J 御 說明を 私 if 仰ぎたい と 
思 ふので ^ ります。 

t 國務 大臣 法學博 士 子爵 本 野 一郎 君 登用〕 

〇 國務 大臣 (法 m 博士 子爵 本 野 一郎 君) 今日の 所に 
於き まして、 唯今 S, か 述べた 以上の 事は、 公會に 於 
て も 祕密會 に 於ても 申 上げる 事は 出来 ませぬ。 

〔「のう^-」 と 呼ふ转 あり〕 

〇 正木 照藏君 一寸 御尋 致したい、 亞米利 加が 斯樣 
な 制限を した 所の 原因 •か 何れに ござります るか、 新 
聞の 傳 ふる 所に 依ります れぱ 、船腹 S 調節が 一の 原 
因で あると 云 ふ 事を 書いて ございます が、 果して 左 
樣でご ざいます か、 如何で ございます。 

〔國務 大臣 法學 博士 子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 
〇國務 大臣 (法 學溥士 子爵 本 野 一郎 君) 私の 所に 達 
して 居ります る報哲 にも、 唯今 御 述べの やうな 事が 
申して 參 つて 居 •ります。 

〇 議長 r 大岡 育造 君〕 小麥 製粉 類の 買 占に 關する 質 
問、 媾山 勝太龆 君。 

七 小叛 製粉 類の 買 占に 關する 質問 ハ 描 山 
勝 太 郎君 提出〕 

小麥 製粉 類 G 買 占に 關 する 質問 主意 W 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 二 月 一日 
提出者 橫山勝 太郞 
賛成者 正木 照藏外 三十 人 
小麥 製粉 類の 買 占に 關する 質問 主意 書 
左の 事 實に關 し 農 商務 大臣に 對し 質問' rr- 爲す 
事實 

諸物價 の 騰貴 極めて 急激に して 國民牛 ：活の 危機に 
瀕す 

之れ 時局の 變 調に 基く 影 ,# の 然ら しむる 所な りと 
雖奸商 輩の 不正 手段に 原因す る もの 鮮 しとせ す 
就中 頃 者小麥 製粉 類の 買 占團な る もの 所在に 起り 
大 資本を 投 して 日本 全國に 渉りて 買 煽を 實 行し 之 
か爲 に市價 の 愚 騰を來 し延て 米穀 類 麵類味 嗜醬油 
等 日常 品の 騰貴と 爲り 第三階級の 困雜殆 と 言語に 
盡し 難く 深憂に 勝へ さる 所な り 
質問 主旨 . 

一 政府は E 下 諸物惯 の 騰貴の 原因 ほ 何れに 在 
りと 爲 T か 

二 政府は 小麥 製粉 類の 買 占 團に對 し 如何なる 


措 S を 採 •', むと する か 

三 政府は 一般に 袭利取 抜 令を 適用す るの 方針 
なり や 如何 
右及符 間 候 也 

〔陆山 勝 太 郞君登 祖〕 
r 拍手 起る〕 

0® 山 勝 太 郎君 餘程 時間 も碎過 致しまして • 甚だ 
御 倦怠の やぅに 存じます が、 事國民 c ?r 際 中： 活に閱 
する 事項で ございます からして、 成る ベ，、 

煩は したいと 考へ ますで、 質 間 V: 致します る 以前に 
唯々 一言申上げて設 ? たいと思ひますの |3: 、先刻我 
黨の紫 安 君ょ 〇 森 利 取締 令は 憩 法 違反に あらず やと 
の 御 質問が ありました 、私の , rf 問せ ん 'と 致します る 
點ほ 、此 暴利肢 締令な る ものが 菡 法に 違反す る や 否 
やと 云 ふ點 に It 存しな いのであります、 法律上の 問 
題と 致しまして ほ、 或は 葱 法 違反で あるか 4 r (•: じ ま 
せぬ が、 私は 此憲法 違反の 問題は 姑く 別 c 問題と 致 
しまして* 姑く此 暴利 取締 令なる ものは、 我 大日 本 
帝 國の國 法と 見て >  之 を 肯定した ろ 前提の 下に 御玆 
をしたい と考 へる のであります •御祗 知の 如く假 令 
暴利肢 締令な る ものが 憲法違反な 〇 と- -3 る も、 此遨 
法 違反 C' 農 商務省 令は、 行政官の 行政命令 其 flk ffl 行 
なる 立法の 手續に 依て 廢止せ らる V 迄 I ,: 違 ？ rri ながら 
之を 有効と 見ねば ならぬ と 私は 考へ ます、 旣に遨 遊 
であるけれ ども 有効と 見ます る 以上は、 矢 張 日本 帝 
國の 法令であります るから して、 其 現 杯した る 法令 
は， 矢張當 局國務 大臣 其 他 行政官に 於て 之を® ® に 
勵行 する のが .? t 然の fr: 務であ ると 考 へます から、 見 
地に基いて御尋を致したいので & 0ます、而して此 
問題を 申 上ぐ るに 當 つて 更に i 言 致したい のは、 我 
日本の 近世 史を繙 いて 見ます ると、 今日を ffi る怜も 
八十 二 年 前、 即ち 天 保 八 年の 二月 十九 日に 大阪に 於 
て大 11 平八郞 なろ 者が 國民の 生活 問題に 關 して 徒 想 
を 組んで 亂を 作して、 さぅ して 時の 官懲 に對 して 叛 
逆を 企てた と 云 ふことは 明瞭であります、 私は 此暴 
利肢締 令に 關する 質問書を 本 月の 一日に 提出を 致し 
まして、 偶然に も 八十 一一 年後の 恰も 二 月 十九 日の 今 
夕此 席に 發 言の 機會を 與へら れ ましたと 云 ふ 事柄は 
重大なる 意味が 寓 Hr られて 居る と考へ ます、 八十 二 
年 前の！ 一月 十九 日に 國 民の 生活 問題に 關 して 大阪市 
に 叛亂が 起った、 又 今日 八十 M 年後の 大正 七 年の 二 
月 十九 日に： 此 問題を 提げて 此 謙 會の栩 上に 於て 質 
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問を 致します ると 云 ふ 事柄は* 先 a? の 申します る .s 
く  •吾々 國民は 勝. 史 S 範闻に 超越 T る こと 1+ 出來ぬ 
であります 、厥 史は 之を 繰 返す もので あリ ます、 當 
局 大臣は 勿論， 國 民も此 點に 付て li 餘程 注意を しな 
ければ ならぬ 事項で あると 私は 確信す るので ありま 
す (拍手 起. <〇 是故に 今日 if. ® た 農 商 独 大臣 も 御 出 
席が ございませぬ が、 農 商務 大 K ょりも 精し ど此 Inj 
題を 御 調査に なつて 居ります る 岡 商 T; 局長が 御出で 
になります るから、 此 局長ょ 〇 して 私は 即時に 詳細 
の 御 答 辯を S5 たいと 考へ ます、 私の 申 上げ？ する點 
は、 事柄が 製粉 類と 小麥を H 占に 關する 質問と 申し 
まする ので、 甚だ 大きな 問題では ない ので、 諸君の 
倦怠を 買 ふこと X 存じます からして、 私は 成るべく 

簡單に 申 上げます、 大正 六 年の 一月に 小麥 粉の 相場 

が ■どの位 致して 居つ たかと 云 ふこと を 調奄 致して 見 

まする と、 一 袋 六 H 目 人つ て 居ります る 所の ものが 

二 01 二 十錢 致して 居つ たのであります、 それが 二月 

111 月に なつて 二圓 三十 錢に騰 りました、 五月に 三圆 

と 相 成り、 十一月には 三 lal 五十 錢と相 成り 十二月に 

は 三 [nl 七十 五 錢と相 成りました、 今年の 一月の 初に 

當 りまして は、 四冏艽 十 錢と云 ふ相拗 を 示して 居る 

のであります、 即ち 去年の 一月の 小麥 粉の柑 場と、 

今年の 一月の 小麥 粉の 相場と 云 ふ ものは、 實に十 制 

の 騰貴を 示して、 二 (S の 倒 値， -; r- 持つ ことにな つたの 

であります、 それが 漸次 進んで 參 りまして、 先月の 

下句になります ると、 四 M 九十 錢に一 € 職 致しました 

1  i 月に 入りまして からは 五圓 三十 五 錢と相 成り、 若 

く Is 五 圆六 十五 錢 と frl 成り、 五 _ b 十五 錢と相 成り 

最近に至0ましては 1? に五_九十錢，本日も大阪地 

方の 人が 上京せられ て 御 報 ffi- に® ります ると、 0f に 

六 ra 内外の 相場を 持つて 居る と 云 ふ 話であります、 

即ち 昨年の 一月に 僅に 二冏二 十錢 致して 居つ たもの 

が、 今日 比 頃に 於き まして (i 六 圆 、約 三倍の 値段に 

相 成って 居る と 云 ふ ? If 柄は、 皆さんに 御注意を 願は 

ねばならぬ 點であ 〇 ます、 而 して斯 の sn き 栽 騰を致 


類と 云 ふ ものが 現に 我 }} i 京 市中に 於て 倉の 内に 藏せ 
られて あるので あります、 決して 物が 無い のでは な 
いのであります、 然らぱ 製粉 類の 原料た る小级 の / II 
來高 はどぅで あるかと 云 ふと、 是も精 しく 調べて 居 
ります るが、 詳細は 申 上げ ませぬ、 唯 だ簡 鼠に 申 上 
げます れぱ 、大正 六 年に 我 日本の 內地に 於け る小麥 
の 收璲高 は 約 六 百 七十 八 萬 石であります、 其 前年の 
大正 五 年度ょり 約 九十 萬 石 乃至 百 萬' 心の 增收に 相 成 
つて 居ります、 之に 加 ふるに 大正 五 年度 1- 於て 國民 
が 消費し 能は ざ 〇 し小麥 2 所 111 越 高と 稱する ものが 
約 五六 十 萬 石は 日本 內 地に 存在して 居る ので ありま 
す、 斯の 如く 小麥其 物も擇 山 存在して 居ります るし 
製粉 類 も亦釋 山 市中に あるに も拘ら ず、 今日 斯の如 
き 騰貴を 致した と 云 ふ 事柄は、 如何なる 原 21 である 
かと 云 ふこと を 私は 諸君と 共に 攻究を 致して 見たい 
と考 へる のであります、 前 辯 士も旣 (■ 御 話に なり ま 
したから して (笑脬 起る 「錦擷 館では ありませ ぬ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 物惯 騰貴の 原因は •殊に 小麥及 製粉 
類の 騰貴の 原 M け、 第一が 通貨の 膨脹で ある、 第二 
は 一般 經濟界 の 影 ® を 受けた と 云 ふ、 是は誰 方が 御 
考にな つても 間違の ない 事 實で あります、 然らぱ 此 
通貨の 膨脹と 一般經 濟界の 影 嚮以 外には、 小麥な 〇 
或は 製粉 類な りの 暴騰す る 原因は 無い か ?-. 申します 
れば 、確に 原因は あるので あります、 然らぱ 其 原因 
は 何で あるかと 申します れぱ 、吾々 國 民の ' W 血を 絞 
る 所の、 吾々 _民の 實際生 活に 迫害を 加へ る 所の 奸 
商なる 者が あつて、 製粉 類の K 占を 爲 し、 其 原料た 
る 小麥の K 占を 爲 すと 云 ふこと が 原 W である ことを 
吾々 は 探知した のであります、 而 して 此小麥 の 買 占 

及び 製粉 類の 買 占は、 何人が 如何なる 方法で やつて 

居る かと 云 ふこと を 更に 研究して 見ます れば 、神戶 

に 幾千 萬 圓の大 資本を 有して 居ります 所の 某 商店で 

あ 〇 ます •道路® ふる 所に 依. れぱ 、此 商店の ? f-: 人は 


麥の買 占を やつて 居る G である •先刻 大阪市から 御 
上京に 成りました 有志の 語る 所に 依れば、 阪神 地方 
に 於ても 二百 ;' S 袋の 製 紛を買 占めて 居る、 Jii 京に 於 
て も 二 百茁 袋 ^ 買占めて 居る* 臺 W に 於ても 十 萬 袋 
買占めて 居る， 馬關に 於ても 五十 萬 袋 買占めて 居る 
合計 約 五 百 萬 袋 買占めて 居る のであります (「辯 士五 
十 萬圓で は 勘定が 合 ひませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 資本 
が 足らぬ と 云 ふ 仰せであります が、 彼等は 信用を 
持つて 居 〇 ますから 一俵 一一 俵 買 ふ 人と 違つ て、 彼等 
は 金を 耍し ない のであります、 先物 費 買 も あり、 信 
用の 賢 買 もあります、 私の 申 上げた の ほ 現に 五十 萬 
圓丈は 資本を 投じて 居る と 云 ふこと を 申した ので あ 
ります、 算盤 is 決して 合は ぬ ことは ありませ ぬ、 斯 
樣な 方法に 依つ て、 即ち 大規模の 買 占を やつて 居る 
のであります が， 今日 官憲の 方で も 多少の 取締を 致 
して 来る し、 新聞に 於ても 興 論に 於ても、 大變 八签 
敷くな つて 來ま したので. 彼等 ! f. 遂に斯 樣な 口實を 
埝出 したので あります、 佛蘭西 及び 英吉利 邊 からの 
約束が あるから、 此 約束に 基いて 轍 出を しなければ 
ならぬ •此 契約を 實行 せわ ばなら ぬと 云 ふの が、 彼 
等の 方の 答 辯であります、 此答 辯は 吾々 は 甚だ 疑 ふ 
のであります、 何と なれば 私の 聞く 所に 依れば、 佛 
蘭 西で 日本の 製粉 類は どの位の 相場を 持つて 居る か 
と 云 ふこと を 間 合せました 所が、 日本の 製粉 類は 七 
圓五 六十 錢 乃至 八圓以 下の 相塲で あると 沄ふ ことで 
ある、 而して 佛關 西への 運賃は どの位 かと 申す と， 
四圓 乃至 五 圓耍 ると 云 ふこと で あ〇 ます、 今日 船舶 
の K だ 少ない 場合 y 他の 方面の 非常に 需要の 多い 楊 
合に 於て、 四圓や 五 圓では 或は 輸 m' か m 来ぬ かも 知 
れませ ぬ、 假 りに 四圓 五十 錢 若く it 五圓で 運送が 出 
來る ものと しても 日本の 製粉が 佛蘭西 へ參 ります る 
と •どぅしても 十二 三圓 の相塌 に賣れ なければ 算盤 
が 収れぬ ことにな つて 居ります. 斯樣な 事柄で ある 
に拘ら ず、 果して 此鈴木 商店 —— 否な 神 戸の 某 商店 
が此輸 !l'i を やつて、 果して 金利を 得る ことが 出来る 
かどぅ か、 此點に 付て は 私は 一種の P 實で ありは せ 
むかと 思 ひます、 從て此 英吉利 方面へ やる と 5-; ふの 
も、 私は 口實 X' はない かと 考へて 居ります、 唯 だ 茲 
に 彼等の 言 ふ 事柄を 一槪に 排斥す る ことが 出來ぬ と 
云 ふ 事柄は， 本 月の 一日に 下關 から 二 三 萬 袋 某 汽船 
に 積んで、 某 商店が 之を 外 國に輸 m 致して 居ります 
若し 果して 是か事 實であ ります るなら ば、 否な 事實 


であります から、 或は 彼等は 矢 張 損' か 立つても、 國 
際の 信義を 重んじ、 契約 上の 信義を 重んじて、 外國 
に ® s すると 云 ふやうな ことがある かも 知れぬ と存 
じます、 事此に 至れば、 日本 政府の 官吏は どう 云 ふ 
態度を 執る ので あろ か •之を 私は 切に 聞かん とする 
のであります、 我 日本 政府が 此小麥 若く は 製粉 類の 
買 占の 事實ほ 、之を 現に 御 認めに なつて 居る > 云 ふ 
事柄は、 警視 廳の鈴 木搜査 係も此 事 H を Is めまして 
幾 十八の 鮮察官 を 使つて >  此 事實を 調査 致して 居り 
ます、 又 農 商務省の 此 局に 當 つて 居らる ゝ官吏 も、 
此事を 明言して 居る のであります、 農 商務省が 少な 
くと も此 製粉 類の 買 占の 事實が あると 云 ふこと を 認 
めて 居る と 云 ふ 事實は ，本 月 四日に 農 商務省 令の 第 
三號を 以て、 先年發 布 致しました ■利 取締 令 〇 第一 
條の 米穀 類と あります、 下に 「穀粉 類」 と 云 ふ 三 字 
を 加 ふる 旨の 省令を 發 しました， 之に ft て 農 商務の 
當局 者が、 日本の 內地に 於て 奸商 輩が 少なくとも 製 
粉 類の 買 占を やつて 居る と 云 ふ 事實を 確認 致して 居 
るので あります、 砣 認 致して 居りながら 今日 迄 何事 
もしない ので ある、 此 故に 私の 憂 ふろ 所は、 此小敌 
若く は 製粉 類の 買 占なる もの' か、 吾々 國 民の 生活に 
如何なる 關係ブ V 持つ て來 たかと 云 ふ 事柄を 極めて 簡 
單に申 上げます、 此小麥 製粉 類の 買 占を なされ まし 
た 結果， 無論 他の 一般 經濟界 の 影響を 受けた 事柄 も 
原因と なる であり ませう が、 主として 買 占の 結果で 
あります、 此の 麵類の 非常な 暴騰を 致した と 云 ふこ 
とから、 一番 最下 等の 麵 類、 何と 申します か、 皆糅 
も 召 上る やうであります が、 是れが 五 錢六錢 と 云 ふ 
相場に なつて 來たの であります、： >乂 勞働 者の 日夕 第 
二の 主食 料と して 使つ て 居ります 麵 類が、 丸 三と 稱 
する 分が 現に 一杯 三 錢と云 ふこと になつて 居り ま 
す、 殊に 恐るべき 結果は、 素麵 業者の 上に 非常な 影 
S を 持つ て 參リま して、 素 麵業は 御 承知の 如く 寒中 
に 於いて 製造 致して 置きまして、 之れ を 夏に 販賣致 
すと 云 ふの が 斯業 者の 從來 の仕來 りであります、 と 
ころ •か 製粉； 一が 非常に 暴騰 致しました 結果、 素麵業 
者 li 素麵を 造る ことを 一切 止め •若く は 止めん とし 
て 居る と 云 ふことの 實際の 狀况を 痛 出して 居ります 
又 普通 麵 類を 販賣致 して 居る 飲食店 も、 餘り 製粉 類 
が 高くな りました 結果、 廢 業を 致し •休業を 致す 者 
が 所在に 頻々 として 起つ て 居る と 云 ふこと ほ、 否む 
ベから ざる 事實で あります、 殊に 最も 直接の 影響を 


閒臣の 一人の 甚だ 緣の 薄い 關係を 持つ て 居る と 云 ふ 

ことを ® へて 居ります、 私は 固より 之を 信じ ませぬ 

>ま する 原因は、 製粉 類が 少い ので あるかと 哨しま | 併 L 左漾な 不祥な 噂を 持つ て 居る 者が、 國民の 一角 


すれば、 決して さぅ で ほない のであります、 長くな 

ります るから して、 大阪地 方に 於け る 分は 之を 省略 

致して S きます るが、 柬 京地 方に 於け る 分の みを 調 

査致 しましても、 二 月 初旬の ® 際の 調査に 依ります 

ると、 日 木製 粉 f? 社が 八十 萬 袋 >苽 取 製粉 會社が 二 

十 ? J5 袋、 日淸製 粉 fr 社 •か 五十； 袋、 是杩澤 山の 製粉 


に確かに存在して居ると云ふことは、現内閣の諸公 

は 餘 程御考 へに ならなければ ならぬ こと k 私は 存ず 

るので あります、 此現 內閣 の閣臣 の 一人と 薄き'^- 

關 係を 持つ て® ると 稱せら る ゝ神戶 の 某 商店が、 大 

阪 •神戶 、馬關 、取 京、 南の 端の*® に 至ち 迄、 約 

五 千® 圓の資 本を 投じて、 製粉 類 及び 其 原料た る 小 


小麥刺 約； J.: の K 占に 關する 傾 山 勝太郞 の fr 問 演說 
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與へ ましたの ii 麵麴で 二り ます、 绉麴 f/j ': に 食 13 麴 
であります、 Jg 京 市に 於き まして ほ、 一斤 八錢 乃至 
十錢 若く i 3: 十二 錢 致して 居りました も 〇 •か、 本 月の 
十五 日から は 現に 十 37: 錢と 云 ふ i になつて 居り ま 
す、？ fia 孩に 於. 3- ましては 一斤 十二 錢の麵 超 か •今月 
の 十五 日よ 〇 十八 錢と云 ふことの 尬 上に なつて 居り 
字： へ 其 他 一箇 一錢五 ® の麵麴 が 二 錢とな り —— I 
錢五 厘の ものが 二 錢とな る、 I 箇一錢 で 十 匁 あつた 
ものが 五 公 六 匁に 域つて 居 ^ と 云 ふやうな 事 钗が、 
現 時此薬 子麵麴 •贫麵 麴の 上に 現は れて來 て 居る の 
であります 、此麵 麴の 影響は それで 御 分りで ござい 
ませう が (「分らぬ ね」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 吾々 が 
(「W 間の 趣 S は 何です」 と 呼 ふ 者 あり) 最も ^ ふる 
所の ものは， 吾々 〇 日常 缺く ベから ざる 味噌 醬 油の 

上に 非常なる 影響を した ¢ 1? であります、 (「そん 

な 事は 分つて 居る ではない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 詳し 

い -III は 御 承知なら 申 上げ ませぬ が、 御 分りに ならぬ 

御 方 も ある やうであります からして、 一言 申す ので 

あります、 簡 ® に 申し ますれば、 味噌は | 二 年 前に 

比して 十 M の膦贵 を 致して 居ります 、餞 油は 約 五 割 

の膦贵を致して居ります、斯樣な事實でありまして 

小麥 •若く ほ 製粉 類を 奸商蕷 が 買 占を した 結果 •吾 

吾の 日用品の 上に 非常なる 暴騰を 來した と 云 ふ 事柄 

は、 if ふべ からざる 事 ® になつ て 居ります、 諸君の 

如く 何 W も 御 承知の 御 方は 宜しい し、 澤 山の 資蔻を 

持つ て 居る 御 方は 一向 差 支ない のであります るが、 

寅 際 第三階級の 人民に 取ります と、 是は 非常なる 生 

活 上の 迫害で あると 私は 考へ るので あります (拍手 

起り 「東京の 町の 大根 一本 何程な 〇 や」 「五月 蠅い 

」 と 呼 ふ 者 あり〕 それで 政府に 御尋を 致して 置きた 

いと 考へ ますのは、 此製粉 類 若く は 小麥の 騰貴の 原 

因は •矢 張 私が 先刻 申 上げました やうに、 奸商 M の 

惡 利を 目的と する 買 占に 在る と 云 ふ 事柄を 認める か 

どうかであります、 旣に 製粉 類 及 小 麥の價 の 暴騰が 

買 占に ffi ると 云 ふ 事柄を 政府 當局が 認めます る 以上 

は、 今日 迄 どの やうな 手段 方法を 執つ たかと 云 ふこ 

とを 聞きたい のであります (「早く さう 云へ ぱ宜い 

J 「分つ て 居る」 「それを 聞け ぱ宜 い」 と 呼 ふ 者 あ 

〇) 御 承知の 如く喿 利販締 令は 泡に 恐るべき 法律の 

やうであります る けれどもが、 元來 法は 死物で あり 

ます、 如何に* 派な 法令で あつても、 如何に 嚴重な 

る 法制で あつても、 之を 政府 當局が 嚴重に 國 民に 對 


し -T- 途用 しな かつたなら it: 、 是 は 迸に 描いた 唐睇子 
であ 〇 ます (「それ (£ 買 占の 结果 ではない J と 呼 ふ 
者 あり) 此故 に從來 暴利 取締 令なる ものを、 製粉 類 
の 買 占 •小 麥の買 占に 對して 如何に 適用した か、 適 
用し 來つた 事 a を ! « きたいと 思 ふので あります、 之 
を 今日 迄 農 商務 大臣； i 言明を 致し ませぬ、 又 現に 買 
占を やつた 者 か あるのに 對して 、何等の 方法を 執つ 
て 居らぬ からして 、巳む を 得ず 此 壇上に 立つて 聞く 
のであります (「聞きたい こと だけ lirl き 給へ 講釋を 
言は ぬで」 と 呼 ふ 者 あり〕 さう 仰 L やらぬ でも 聞き 
たいだけ 聞いて 居る のです …… 

〇 議長 r 大岡育 造 君〕 私語を 禁じます。 

〇橫山 勝太郞 君 第 — に 承 〇 たいのは、 此瞥 視廳な 
り 農 商務省 S 當局 者は、 今日 迄 如何なる 方法を 執つ 
て 居つ たかと 云 ふこと も 承りたい のであります が、 
今日 以後 どの やうに せんとして 居る かと 云 ふこと も 
聞かねば ならぬ のであります、 又 從來の 形跡に 徵す 
れば 、今日 迄此 暴利 取締 令なる ものは 何等の 効果が 
無い からして 之を も 適用せ ぬと 云 ふので あるか、 此 
法律に 依て は 何等の 取締 方法を 講ぜない と 云 ふので 
あるか、 之を 私は 詳細に 承りたい と 思 ふので ありま 
す、 第三には 小麥 製粉 類の 買 占に 對し て、 素ょり 此 
暴利 取締 令の 適用を 御 願 ひしたい のであります るが 
之を 一般の 物價 に S し、 一般の 日用品に 對して 政府 
は 適用す る 意思な き や 否やと 云 ふこと も御尋 をした 
いのであります、 御 承知の 如く 吾々 國民は 小 麥及製 
粉 類の 物 ffi の 騰貴に 依て、 非常な 困難を 致して 居り 
ますが、 吾々 國 民が 困難を 致して 居る のは- 單に製 
粉と 小麥 との 價の 騰貴に 非ず して、 他の物 倒の 騰貴 
に 依ても 吾々 國 民は 困つ て 居る のであります、 之に 

對して 政府 當 局は、 此 暴利 取締 令なる ものを 如 fnf に 

せんとす るかと 云 ふ 事を 私は 承りたい のであります 

御 承知の 如く  c  r もう 宜か らう」 と 呼 ふ 者 あり〕 我 

寺 內內閣 は (笑嫛 起る) 吾々 が演 說會を 開き、 其の 

他 集會を 致します (「辯 士 何んだ それは」 と 呼 ふ 者 

あり〕 非常なる 暴力を 加へ て 人權の 蹂躪を 致して 居 

ります るが、 吾々 は 元來 良民で あるので あります、 

吾々 の 同志は 元來 良民であります、 此吾々 の やる 政 

治 運動に 對 して、 不法 越權な る人權 蹂躪を 加へ るよ 

〇 も、 吾々 國 民の 實際 生活に 對して 迫害を 加 ふる 所 

の奸商 輩に 向つ て 一大鐵 槌を 下す 事柄が 急務で ある 

と 私は 考へ ます (拍手 起る〕 現 內閣は 何を 致して 居 


るので « 0ますか、日比谷に五人か十人、人が集ま 
れぱ 、幾 百 人の 巡 杏を 出して 大 S 励を やり、® か 五 
百 人 か 三百 人の 人間が 上野に 集つて 宴 會をや れぱ、 
三百 人 五 百 人と 巡査を 使つ て人墦 を蹂囤 して 居る に 
も拘は らず 、中產 階級 以下 〇 人 •か、 幾 萬 入 幾 十 35 人 
の 人間が 現に 生活 上の 迫害を 受けて rr o のに、 此官 
權を奸 商 B1 に 向つて 使用せ ぬ ことは、 本末を！ S ©! す 
る ことの 甚しキ 」ものであると私 |3: 考へます<,.拍手起 
る〕 岡 半！ 入の 取締 •か 出來ぬ やうで、 又 第二の 岡 半 
たる 小麥や 製粉 類の 買 t'i をす る此一 商人の 取締が m 
來ぬや うで、 傲然と して 內閣に 列す ると 云 ふ 事 捫 ほ 
不都合 千 萬な 話 だ、 先刻 政 友會の 領袖の 人々 ょ〇緊 
急 励 議と して 適切な 6 御 質問が あり 1: したが、 それ 
に 付ても 私は 想 ひ 起す のであります、 明治 二十 三年 
の 八月に どう 云 ふ 事が ありました か、 朝鮮に 於て 朝 
鮮の咸 鏡 道の 監 司と 稱する 役の 銷秉 式なる 者は ( 「 
脫線々 々」 と 呼 ふ 者 あり) 恰も 其 年が 凶歳で あつた 
と 云 ふ 事柄を 口® にして、 諸君 も 御 承知の 如く 防穀 
令なる ものを 出して、 我 日本の 商人に 對して 幾 十 萬 
圓の 損害を 與へて 居る と 云 ふ事實 があります、 私 li 
何も 農 商務 大臣な り內務 大臣な りか 防穀令 を 出して 
西洋 各國 に對 して 損害を 與へ ょと 云 ふので はあり 1: 
せぬ けれども、 現に 我が 內地に 於て 陛下の 赤子が 
幾 十 百 萬と なく、 此 生活 間 題に 付て 困つ て 居る に拘 
はらず、 平然として 居る 事柄 •か 不思議に 堪へ ぬので 
あります、 此 意味に 於て 朝鮮の 政治家ょ 〇 も 劣れる 
のであります、 どうか 斯樣な 事 も 歷史の 上には & る 
のであります からして、 « に國 民の 事を 思 ひ 眞に國 
務 大臣と して 職責を 盡す 誠意が あるなら ば、 折角潑 
布せられ たる 此 暴利 取締 令なる ものを、 完全に 使つ 
て 賀ひ たいと 私は 斯う 考へ ます (「分りました 一と 
呼 ふ 者 あり〕 其 次に 終りに 一言 尋ねて 置きます が， 
此 暴利 取締 令なる ものは、 若 L 政府が どの やうに 運 
用を 致し ■* しても 励行を 致しましても、 一人の 岡 半 
を 取締る ことが 出来ず •一人の 買 占團を 取締る こと 
が 出来ぬ と 云 ふ、 詰らない 法律でありますなら ば、 
今日 限り 騣めた ら どうであります か、 私は 憲法違反 
論 •法律 論を する ので， ありませ ぬ 實 際に 於て 價値の 
無い 法令であるなら ぱ 、寧ろ 廢めた 方が 宜から うと 
私は 考へ ます、 殊に 此 暴利 取締 令なる ものに 對 して 
最後に 一言 御 許しを 願 ひます 點は (「許さぬ」 と 呼 
ふ 者 あり 笑 彈 起る) 一際 此暴 利 Ilii 締令に 於て、 果し 


て法制局の新進 〇 學渚を ^ 〇 て^迓したる贤令で夂 
るか、 是 if 疑 ..:. ベく ^ に：！ 一 〇 多い UC 令で あ 〇亨ぐ 
此 一條を It.' ん C- 闽货な し.' "'. : ^ ナル 市 « / » 動 ヲ 
諫起シ 因 テ 暴利 ヲ得ル / 手段 トシ- ア左 -I 报ク t 物品 
ノ買占 又 ハ 資惜 ヲ爲シ 又 ハ爲 サントス ル 者 卜譴ム 1 
トキ ハ 淺商狢 大臣 ハ 期間 ヲ定メ -!K ノ 行 !- -S ヲ R .-  ' 
カラ サル H1 ヲ戒 传シ 必 耍卜認 ム A トキ ハ 同一 物 31 
ノ S 買-一 付キ條 件ヲ附 スル n トヲ煜 他人 ヲシテ w fT 
爲ヲ爲サシメ父ハ爲サシメントスル容卜認ムルトキ 
亦 同シ J 进か一趦 今日、 法制 C 知識の 進んだ る 日本 
帝！1の法令として、果して諸君は如何なる御感じ1>. 
御 持ちになります か、 此一條 の！：： 頭に ? > ります「 :3: 
激ナル 市 fi'i ノ變励 ヲ謀 起シ因 テ 忍 利ヲ得 ル ノ手 R 卜 
シ テ」 と 云 ふ此數 十の 文字は 無くても 宜しい、 明治 
五六 年頃 か、 ® 應の 三年 頃の 法令には， 能く ffrr -.v , 云 
ふ 長い 文 苺の 法 fit が ありました、 今日 進んだ ろ 法制 
の 下に、 斯う 云 ふ 長い 詰らない 文 m を ^ くと S ふ帘 
柄は、* は 法制局の 役人に 相談し なかつ た 法令と. 7,: 
へて 居ります、 此第 一條は 私は 一言に して 申 上げ S 
すれば、 無學 文盲なる 遊女の 艷斟の 如し、 游女〇 文 
であります、 誠に 詰らない 法文であります、 殊に 此 
一條の 一項-の 末 文に あります , 他人 ヲシテ 其 行 爲ヲ 
爲サシ メ又ハ 爲サシ メン トス ル 者卜認 ムル トキ 亦 同 
シ」 と； K ふは、 是は 刑法 總則 s as w 上、 無くて 4 宜 
しい 事柄で、 此樣な ill は 誰でも 存じて 居ります、 そ 
れを農 商務 大臣が 恰も 無智 文 13 の 朝鮮 入 か鉍； S A に 
でも 敎へる やうな 考を 以て •斯う 5;- ふ 法文を 作る と 
云 ふ 事柄は、 少く とも 立法の 事に 付て it 少しも ® 間 
して 居らぬ 當局で あると 私は 斷 言して 悔ら ぬの -e あ 
る、 斯う 云 ふ 次第 であり •* すから、 斯う 云 ふ 詰らぬ 
法律は、 寧ろ 御廢 めに なつて、 更に 一府 有力なる 法 
律を 以て、 若く は 行政命令を 以て、 さう して © 而 n 一 
に此 問題を 研究 致して 貰 ひたいと 考 へます" 而して 
博 學なる 諸君の 前に 言 ふの 必要が 無い かも 知れ ませ 
ぬが、 政府 當局 に對 して 一言 私は 申 上げたい と考へ 
ます、 それは： E 頭に 申 上げました 天 保 八 年 M 月の 十 
九日に 大鹽 平八郞 が 大阪に 於て 亂を 起した 際に、 多 
數 下民の e に、 特に 奸官を 誅す 〇 と 云 ふ 意味の、 所 
謂 斬 奸狀な る， '! S のを 天下に 發布 致して 居 〇 ます、 此 
所謂 徼文 なる もの V 1 端を 讀ん で、 政府 當局の 注意 
を 促して 置きたい と 思 ひます、 之を 以て 私の 此演說 
を 終る のであります (「止せ'^」 と 呼 ふ 者 あり〕 
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大闽平 八郞の 檄文の 一端に 日く 「二 W 四 五十 年 太平 
の rti] に 上た る もの 漸く！！ 容夕極 め 政 2Jf の樞耍 に ffl る 
の 吏 僚は 公然 賄賂を 受け资 緣に魏 らば 道德 仁義を 知 
らさる の徒银 と雖陞 つて m 職に 就く 事を 得 m に 一人 
一身を 肥す に 腐心し 亦 其 他を 問は ず 領內の 下 K に 命 
ずるに 過 iu の 納金を 以てし 從來 年貢 諸 役の 基し きに 
苦しめる が 上に 誅 求收領 して 至らざる なく 財 用益々 
多くして賦課益々重く覚に四海 0 闲窮を致せ0殊に 
三 都 〇屮に 就 ？ 大阪の 富 11 等は 年來金 穀を 諸侯に fir 
與し筇 利 G 銀刚を 占む る こと 極めて 多く 乂其貢 米 等 
•な PS 斷して 旣に 未曾有の 股 富を 致し 商® の 身を 以て 
珥に諸侯の汛以に准用せられ：史に土地田㈤を有する 
こと 益々 多く 又 世に @s 戡あ るを 知らず 是を以 て 方今 
〇 天災を 見なが ら辑も 天命を 畏れず 又 餓死の 窮民 流 

氓を さへ 救は ず 其 身は -1? 梁の 味を 食み て 妾媵の 家に 

燕 居し 或 ii 諸侯の 士人を 妓 © 娼舍に_刃して高俏の 

酒を S す こと 水を 棄つ るが 如し 此至難 危急 S 時に 當 

りて 輕暖の 絹 服々 闼ひ 遊民 妓女 の ? fi を 迎へて 遊樂に 

耽ること平日に殊らざるは果して何祺ぞや」まだご 

ざいます •か、 之を 以て 大鹽平 八郞 S 檄文の 一端を 政 

府常 局に 御 示して 致して S きます ( r 朗讀を 許す の 

はどう 云 ふ 譯であ 〇 ます か」 其他發 言す る 奢 あり) 

〇謎 長 (大岡 育造 君〕 靜に …… 

〇 ® 山 勝 太 ft!; 君 Is 封！！： 頭に 於て 申 上げた 如く  •吾 

吾國 民は (「左 探. な 不吉な ことを 言 ふことは ならぬ 

一と 呼 ふ 迸 あ 〇) , 史の： ： i 岡を 超越す る こと ii 出來 

ない、眧史と云ふものは挝々繰返す4のであります 

私は 大橋 平八郞 (笑 ! ig 起ろ〕 の , る ことを 好む 渚で 

はあり ませぬ が、 今日 此頃の 政府 當局の やり方で あ 

つて、 中產 階級 以下の 生活 間 題を 瑾も念 頭に ! a かな 

いで， 人 拙の 蹂 g を やり、 菡法の 破壊を 業と して 居 

〇 ま. r ならば、 或は 知らぬ 斯う 云 ふ 者が 起らぬ と 言 

へない、 此點に 於て 政府當 局は 宜しく 歷史に 鑑みて 

下民の 愛すべき ことを 考へ 、此 時 lit 際 完全なる 法律 

を 作り* 此法饼 を拗 行して、 さう して 吾々 中流 階級 

以下の 生活 間 題を 1HI 滿に解 決して 吳れん ことを 切に 

希望す るので あります、 是丈を 私は 申 上げます。 

(拍手 起る) 

〇 政府 委員 (岡 0; 君) 議長。 

〇謐 長 (大岡 育造 君〕 岡 政府 委員。 

〔政府 委員 岡！ C 君 登壇〕 

0 ■簡琯 に 願 ひます」 と 呼 ふ 若 あり〕 


〇 政府 委 M (岡 ® 討) 即席に 答 1. を 致すべし と 云 ふ 
御 注文 か ある さう であります から、 節 rfl に 一言 申 上 
げま す、 唯今 横 山 君の®々 御 述にな りました 如く， 
小麥 粉は 今年 初 •遡 U •は 去年の 十二月 頃から 暴騰を 
致しました、 其 原因 li 果して 何れに 在り やと 云 ふ 事 
は 十分に 調査を 致しました のであります が 結局 此世 
界 的に 此糧 食が 缺乏致 して 居る と 云 ふ 一事に 歸著す 
るので あります 、即ち 亞米利 加 の參硪に佐〇まして 
朵迄旣 に 不足を 齿げて 居つ た 所の 世界 S 小麥 粉は、 
尙ほ一 暦： •l' 足を した、 此影题 は 結局 我 國の小 麥粉ま 
で、 矢 張歐洲 の隞 場に 持 m す ことの 已むハ ，得ざる や 
うな 羽： E に陷つ たのであります、 尤も阼 年は 一昨年 
一昨々 年ょ 〇も餘 程 多大の 輸出が ありました， 凡そ 
我闽に 出来る 小麥 粉の 二剧 以上 も® 出されて 行つ た 
のであります が、 本年は 旣に 注文の 入つて 居る 丈で 
も •或は 昨年 出た 額 位に 達する かの 如く 見える ので 
あります、 此大需 耍に 伴つ て， 大淼騰 を 致しました 
ことで あ 〇 ますから、 其 間に 商人が 多少 其需耍 に對 
應 すべく、 買 占と 申します ろか-買 込と 申します る 
か、 注文 僧 格 L- 應し て、 買 入 行爲を 爲した と 云 ふこ 
と It 事實で あります、 併ながら 此事は 暴利 令 第 一條 
に 所謂、 市 m の 急激なる ® 動を 誘起して 由て 以て 暴 
利々 ■貪る と 云 ふ 1K に該當 する や 否や、 此點は 聊か 法 
_上 の 疑問が あります、 故に 政府に 於き ましても 其 
點は 十分 目下 審理 中であります、 又此 小麥 粉を 單に 
暴利 令に 入れる のを 以て 滿足す ベき や、 尙ほ其 他に 
何等かの 施設を e すべき や 否や、 此點も 愼重凇 譏 中 
である ことを 申 上げて 置きます。 

〇磺 山 勝 太 郎君 il 長。 

0_ 長 (大岡 育造 君) 傾 山 勝 太 郎君。 

〇 描 山 勝 太 郎君 ^ m であります から、 も 51 言— 

私の 質問を 致しました 趣意は、 此小麥 及 製粉 類の 買 

占が あると 云 ふ 琪柄を 政府は 認めて 居りながら、 其 

事實 に關 して、 何故に 暴利収 締 令を 適 I1J しない か、 

又 今日まで 其 規則を 適用した のであります るなら ば 

どう 云 ふ 事を やつた ので あるか、 其具體 的の 經過を 

承りたい と 申す のであります、 此 故に 今一度 言葉を 

換 へて 申します れぱ 、斯摞 な 買 占を 埝す 者が あつた 

にも拘らず、 一人 も 犯則 者 •か 出ぬ のは どう 云 ふ もの 

であります か、 一人に 對して 戒吿を 與へ ぬので あり 

ますから、 私は 現に それは あつた 窖のや うに 記憶し 

て 居ります、 それから 今 商工 局長は、 唯今 審理 中で 


あると 言 は れ ました けれども、 吾々 が 二月の 初旬と 
伺 ひました 時に もノ熟 心に 研究を 致して 1T ると 言は 
れた 、今日は 何日であります か、 今日は 大正 七 年 2 
二 月 十九 日であります、 貴方は 傢給を 御 収〇 になつ 
て、 午前の 九 時に 出勤を して、 午後の 四時に 御歸り 
になれば、 それで 目的を 達して 居り ませう が、 吾々 
國民は 、時々 刻々 物を 食は なければ 生きて 居られぬ 
のであります、 凡そ 何日まで 御 研究になる ので あ 〇 
ます か、 先刻 申 上げました やうな 事椚は 新聞に も 出 
て 居る、 雜誌に も 出て 居る、 數十百 人の 人 •か 陳情 も 
して 居る、 又 請願書 も 出して 居ります、 そんな 事は 
研究せ ぬで も 誰が 何 鹿に 於て どの やうな 買 占を して 
居る かと 云 ふことは、 悉く 貴方に 分つ て 居る ではな 
いか、 それを 二月 初旬 私が 參つた 時分に も 研究 中で 
あると 稱し 、殆ど 二月が 將に盡 きんと -r る 今日に 及 
んで 、未だ 審理 中とは 何事であります、 吾々 ! i 政府 
から 月給を 貰つ て 居る 役人とは 違 ひます、 殊に 第三 
階級の 貧民は、 政府から 月給を やつて 居る 譯では あ 
〇 ませぬ 麵類が 高くな り 麵_が 高くな 〇、 味噌 释油 
が 高く なれば、 毎日々々 W つて 居る、 それを 何時 ま 
で 貴方は 御 研究になる のであります か、 此事を 詳細 
に 御 答 辯を 願 ひたう ございます。 

〇 政府 委員 (岡 實君) 議長 U 
0 議長 (大岡 育造 君〕 岡 政府 委員。 

〔政府 委員 岡實君 登壇 J 

〇 政府 委員 (岡 實君) 尙 ほ 再度の 御 質問に 御 答 辯 致 
します るが、 其點は 唯今旣 に 御 答 辯を 致した 筈で あ 
ります* 何となら ぱ暴利 取締 令は • 單 純なる 買 占を 
罰する と 云 ふ 趣意では ない のであります、 暴利 取締 
令の a て 居る ところは、 買 占 中市價 の 急激なる 一! 動 
を 豫期 する 目的がなくて； j ならぬ、 此の 小麥 粉の 場 
合に 於き ましては •旣に 非常なる 高價を 以て •是れ 
が 供給を 受け やうと 云 ふ 申出が あるので ある、 此の 
申出が 原 1--4 となつ て、 我國の 市® が 騰貴した と 云 ふ 
事 實 であります から、 其の 間 或 It 小さな 商人、 小さ 
な 仲買人が、 或は 此の 大 需要に 對應 1 ベく、 中間 的 
L 其の 買 占を 爲し たか も 知れぬ、 併しながら 其の 大 
需要の 根本を 握つ て ) S- ると ころ S 商人に 於いては、 
暴利 取締 令 第 一條に 該當 すべき 意思は 無い ので あ 
る、 併ながら 此點に 付て は、 政府に 於て は 先程 も 申 
上げます 通り、 目下 十分に S 理 して 居る ので ありま 
して、 必ずしも 是が 當ら ぬと 今斷 言す る鐸 では あり 


ませぬ* 十分に 繼續 して、 密議 致して 居る と 云 ふこ 
とを 申 述べた のであります、 左樣御 承知を 請 ひます 
0 議長 C 大岡 育造 君) 言論 自由の 妨害 並 人 ® 蹂躏に 
關 する 質問 —— 三 木武吉 君。 

八 言論 自由の 妨害 並人權 蹂躪に 關する 質： 
問 (三 木 武吉君 外 一名 提出) 

言論 自由の 妨害 並人權 蹂 S に關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年； 一 月 六日 

提出者 三 木武吉  磺 山 勝 太郞 

賛成者 山道 襄一 

外 三十 人 

言論 自由の 妨害 並 人® 蹂躪に 關 する 質問 主 

意 書 

左記 谷 項に 對す る內 閣總理 大臣 及內務 大臣の 所見 
如何 

一濫に 集會演 說を 禁壓し 公安を 害する 虞な き 者を 
不法 檢 束した る こと 

一行 政 執行 令を 11 用して 檢 束した る 者を 前科 數犯 
の 刑事被告人と 同室せ しめ 以て 睡眠を 取る こと 
能は さらしめ 異常の 食物を 與へ 剰へ 賤役 に從は 
しめたる こと 

一濫に 通行人の 身 if: 檢査を 行 ひ 腕力に 訴へ て飮食 
を妨 け, 察署に 引致した 〇 こと 

一公 園に 遊戲 中の 朝鮮人 學 生に 其の 脫 衣を 著す る 
の 餘裕を も與へ す 之を 不法 檢 束した る こと 

I 無辜の 良民に 尾行 巡査を 附 す ろか 爲管轉 外の 駐 
在所 巡査を 使役し 其の 本務を 曠躞せ しめたる こ 
と 

右 及 質問 候 也  . 

〔三木武吉君登嗜〕 

I 拍手 起る〕 

〇 三 木 武吉君 私の 總理 大臣 及內務 大臣に 質さん と 
欲する 事項は* 本 月 一日ょり 二 日に 苴 りまして、 日 
比 谷 » 察 ^ 並に 警視 廳が 所謂 靑年急 進 團と稱 する 都 
下 谷 大學の 卒業生、 並に 在學 生に 依て 組織せられ た 
政談 集 會の關 係 者 •並に それに 關聯 したる 人々 に對 
して、 行政 執行 法 第 一條の 檢束 を爲 したる の 事實に 
付て、 政府の 之を 可とする や 否やと 云 ふ 事を 質さん 
と 欲する ので ?, ります、 簡單に 事實 rr- 申します ると 
本 月 一日 午後 九 時よ 〇 十一 時 迄の 間に 於き まして、 
武谷 甚太郞 外 四 名の 者が 何等の 事 實及其 理由を 明示 


小麥 製粉 類の S 占に 鹃する 岡 政府 杏 £5 の 答 辯  言. 1 自由の 妨害 並人撾 蹂馳 に關 する 質問  同上 三 木 武吉の 質問 演說 


三 四 


mmm 帝 冋 十四 第 


言自 自甶の 坊苫龙 人项 1 51 に 努 する： 二 木武吉 の ? r? 'lij ;K s 


する 事な <、 H 比 谷 '/4; : 察 ^- に 於て 檢 ai の 茛街 を： 2 て 
其 宣告 1- 茲い -r -;- .  ; ち： 日より 申し ま 十 • ' 
三日 目 —— 三 日の 正午に 解散を せられた るの JJf l? が 
あるので あります、 是 が 一つ ? ( さんと 欲する の yj gj 
其 次 : r 是等 の说年 M 及 ,!: ^ : 進 M に 關係の ある 人々 が 
' 日よ 011 日に XT - つて、 十 苻 一 名前 申しました のと 
同棵 の ir? 7.T ナ V- せられ-磨 視 si に 抑留せられ たと 云 ふ 
琪寶 •もぅ |っの事 5? は、本月二日午後日比谷公阂 
內 1- 於き まして、 帝 國 通信 記者 柴田久 雄、 並に 朝鮮 
人颜某 と 云 ふ 者が、 何等の 理由な くして 行政 執行 法 
第一 ^ の 檢束の 宦 ff をせられ、 其 翌日 -* で 抑留々 せ 
られ たと 云 ふ 祺實で あります、 事は 頗る II 微なる 事 
件で ございます るが、 婪 視廳が 斯の 如 3- 處分 を爲し 
たる 項 ra l- 於て ほ、 恐るべき 立 ®! 政治の 破壊を 來す 

が如そ/大なる原因を含んで居るのでございますか 

ら 、特に 此 邸に 對 する、 政府の 明 磘なる 答 辯を 求め 

たい と 思 ひます、 第一の 事實は 、前に も 申しました 

通り、 一日の 午後 十 時を 中心に して 起つ た 事件で ご 

ざい ■* する が、 典 第一に 檢束せ られ た武谷 K 太郎外 

二 名、 尙ほ其 十二時 近くに 檢束を せられた る 他の 二 

名の 者は、 日 比 谷發察 署長の 前に 於て 檢 束の 宣街を 

受けた る 其 時間と 云 ふの が、 一日の 午後 十一 時 四十 

分で ございました、 其 宣 f1? を 受ける と 同時に、 自励 

車に 分乘 せしめられて @ 視麒に 送られ、® 視廳に 於 

て、 監倉 或は 留置場に 憨々 入れられた 時間は、 零時 

三十 分 頃で ございました、 茲に 一つの 問題が ある、 

若しです 檢 束と 云 ふ もの、 効力が、 檢束 の宣吿 を爲 

し、 其宣吿 に 基いて 人身の 自由を 朿縛 T る 時に 始ま 

る ものであると 云 ふなら ば、 此檢 束は 本 月 I 日に 始 

まる ものと 謂は なければ ならぬ、 若し 檢 束の 効力と 

云 ふ ものが® 親 廳の 留置場に 抛り 込む と 云 ふ 事で あ 

るなら ば、 それは 二日の 午前に 起つ た 事實で ござい 

ます、 御 承知の 通り、 檢束が 公安 ^ 害する の K & る 

堪 合に 於て、 人身を 拘束す る ものであると 云 ふなら 

ば、 敢て 之を 留置 塲に 入れ、 敢て 之を 監獄に 入れる 

事を 條件 としない ことほ 言 ふ 迄 もない、 然らば 此聲 

齦廳 或は® 察署に 於て 爲 したる 檢 束と 云 ふ ものは、 

今月 一日に 始まつ たものと 謂は なければ ならぬ に拘 

ら ず、 而し て檢朿 2 効力は、 行政 執行 法 第 一條に も 

書いて あります 通り 「其 ノ 翌日 ノ 日沒ヲ 過 クル コト 

能 ハス」 と 云 ふなら ば、 是 等の 靑 年に 對し ては、 警 

視廳及 日 比 谷 » 察藉 長は、 其 人 II の 解放を 二 日の 日 


に 於て 爲さな けれ (I ならぬ にも拘らず、 之を 三日 is 
拘 fy? したと 5C ふの ほ、 犯して 何等の ac 規の 根！ r か あ 
るので あるか、 どうか、 是が 第一に 尋ねたい® 項で 
ございます、 之に 對 して 1 T 視匿當 局 者 iT 一 の 辯 解 
を爲す べき 手段を 前以て 講じて 居る ので ございます 
多分 其 事は 政府で も 御 答 辯になる だら うと 思 ひます 
から、 前以て 申 上げて 置 ? ますが、® 視廳に 於て 留 
rc ?l に 入れた 時間が 前 申しました 二日の 午前 零時 三 
十分に、 其 留置場に 入れん とする 其 瞬間に 於て、 警 
視廳の 役人 (t 是等 の靑 年に 勤して 時計を 指して 日く 
柱の 時間を 見ろ —— 時計の 時間を 見ろ、 今は 零時 三 
十分で あるから、 是から お前 達を 檢朿 を始 むる ので 
あろ ぞと 云 •- 事を、 事 もな げに是 等の 靑 年に ® げた 
のであります、 能く 詐欺師な どが、 手形の 時日を 態 
と 經過 させ やうと する や 5 な 手段で やつて 居る、 是 
れで 替視廳 の 常 局は， 檢束ほ 留置場に 入れた 時間、 
即ち 時計を 指して 示した 通り、 二日 2 日に 始まつ て 
居る ので あるから、 三日 迄 置いて 藉茭な いと 云 ふ 答 
辯を 致す さう. でございます、 現に 左！ 2 な ことを 申し 
て 居ります が、 法規の 運用を 爲す 所の 警視 廳が 、斯 
の 如き 詐欺の 手段を 以て 人身の 拘废を 爲すや 5 な 事 
が あれば、 是ほ 由々 敷き 天下の 大 問題になる ので あ 
ります- (拍手 起る〕 第二に 質さん と 欲する 事柄は 
其 翌日 日 比谷公 園に 於て 爲した る檢朿 •並に 前 申し 
ました 五名の 靑年 に對 する 檢束で ございます、 申 上 
げる迄 もない 此 等の 靑年は 大學の 卒業生に 非 ざれば 
大學 生が 其 大部分を 占めて 居る ので ございます から 
常に 彼等の 爲す 所の 行動は、 實に 公明正大 正々 堂々 
たる ものが あるので ございます、 何等の 5 i 力を 用 ふ 
るな く、 何等の 亂暴を 爲すな く， 常に 堂々 と 公開の 

演說會 を 開いて、 彼等の 主義、 彼等の 綱領の 宣傳を 

爲して 居る ので ございます、 故に 彼等の 爲し たる 所 

の 行爲 、政談の 集 會演說 、是 等の 事に 付て， 所謂 暴 

行を 行 ふと 云 ふやうな 慮の 無い のは 申す 迄 もない、 

是は醤 視廳の 人 /!! も 認めて 居る" 彼等は 無賴漢 でな 

い、 立派なる 學者 若く は 學生 である、 腕力を 用 ひ、 

暴力を 用 ひて、 社會の 秩序を 素 丁 やうな 人で ない と 

云 ふ 事は 認めて 居る にも 拘はら ず、 是等の 人を 檢束 

を爲 したと 云 ふのは 何が 故で あるか 御 承知の 通り 本 

月 二日には、 是 等の 靑年は 全 國靑年 大會と 云 ふ もの 

を 日 比 谷 公園に 開かん と 欲し、 四方に 檄を飛ばした 

ので ございます、 勿論 屋外 集 會を爲 すので ございま 


すから、 成規の 手铵を 羥て 、十二時 間 前に 警視 篇に 

對して、是等の政談集會を苜^ - 屋外 集 ir を爲す 

事の 屈. 出を なした、 適法なる 方法、 適法なる 手段に 
依て、 屋外 集會 を S す屆 出を 爲して 居る ので ござい 
ます、 之に 先だって 藤！ 視鞋 〇 人々 ほ、 此靑 年 〇 檢束 
を 始めた ので ご ざ いますから、 私共は 是 等の 靑年の 
檢 朿を爲 すと 云 ふこと に對 して、 少 くと も此 靑年大 
會と云 ふ ものが 其 原因を 成して 居る ものである* S 
視廳 4 亦靑年 大會と 云 ふ ものに 向つ て、 或 f つの 迫 
害、 或！ つの 抑隨を 加 へんと 欲して 爲した ので あら 
うと 私 IX 思 ひます、 であります から、 先 づ此 靑年大 
會と云 ふ集會 が、 危險 性を 帶ぴて 居る や 否や、 暴行 
性 1 V 帶 びて 居る や 否や、 と 云 ふ 事の 研究を しな けれ 
ぱなり ませぬ、 繰返して 申す 迄 もな く、 是等 〇 靑年 
は、 暴行を 爲す 性質の 人々 でない、 唯 だ 彼等の 主張 
が、 或は 矯激 或 ほ 過激に 苴りは しまい かと 云 ふ 丈の 
憂で ございます、 此點に 付て は 本員 亦 多少 それに 付 
て 留意して、 憂を 持つ て 居りました からして、 詳細 
に 彼等の 言 ふ 所、 彼等 CO 主張を 肢 調べて 見ました 所 
が、 何等 公安を 害する® は 認めない、 ■試に 彼等の 主 
張す る 宣言 綱領、 並に 決議を 爲 して 運動を せ 〇 事項 
に 付て 申します れば 宣言の 方は 省きます、 第一 ほ 「 
普通 選擧 を實 施し 以て 民本主義を 發揚 すへ し」 と 1K 
ふので ございます >  第二は 「文官 任用 令を 撤鹾 し以 
て 人材の 進路を 開くべし」 と 云 ふので ございます， 
第三は r 閥族を 撲滅し 谷 政黨の 聯合を 畫し 以て 眞正 
なる 擧國一 •致 內閣の 樹立を！ S るへ し」 と 云 ふので ご 
ざいまして、 最後の 決議が 「吾人の 目的を 貫徹す る 
爲め 先つ 其 精神に 反する 非 立憲 內聞の 倒潰を 期す」 
と 云 ふので ございます、 諸君、 是等の 綱領、 是 等の 
宣言が、 果して 公安を 害する の 虞が ありませ うか、 
私は 特に 此點に 付て 政府の 入々 に 問 ひたいので ござ 
います、 第一. の 「普通 選_を 實 施し 以て 民本主義を 
發揚 すへ し」 是が 公安を 害 L ませう か、 此頃 聞き ま 
すると 云 ふと、 普通 選擧 主張の 演說會 は、 常に 政府 
が 妨害を 加へ る、 民本主義 或は 民主主義と 云 ふやう 
な 言葉を 用 ふる 者が あれば それが 恰も 革命 黨であ る 
かの 如くに 政府は 敵視して 居る と 云 ふ 事は、 今日 隱 
れない 事實で あります が r 普通 選擧 を實 施し 以て 民 
本 主義を 發揚す へし」 と 云 ふ 事が、 何 所に 公安を 害 
する であり ませう か、 普通 選擧の 主張と 云 ふ ものは 
屢々 當 議場に も 現れた ことの ある 事實で ございます 


三 四 二 

提出を 致し 

て 居 〇 ます、 彼れ を 見ても、 今日 直ちに 苷 通 S * の 
主張は致しませぬけれども、！1ぺ々々'-〔に普迪；：；.毋に 
近づくべき 道筋を 迎〇つ 、 あろことは屯行でござい 
ます、 世界に 於け る 立憲 國 、日本を 除く 一二 〇 班以 
外は、 總て 普通 選® •を K 行して 居る 理想を 餘 OI 
.H 絹の 如き 靑年が 、其 cy 想 (  1 爲 に 3C S 想 ' 3 を 13 
すの が、 何故惡 るいので ございます か 「民 本 r-;: - ,l; を 
發揚 すへ し. |と云ふに至つては、更に私は何等公安 
を 害す ?) Rr 無く ノ 3 ろ 之に te て、 我 立 述政治 C 完成 
を II る ijf が 出來る の だと 信じて 居る、 後藤 男 防 内 fs 
大 K、 寺 內 伯财 總理 大臣 0 如きは、 民 本 主 a と 云へ 
ば、 洽も それが 革命 傚の 如く 御考 になつ て 居る か 知 
〇 ませぬ •か、 茜々 ! + 歷 代 〇 天皇、 日本 建®  0 秘 神に 
民本主義と 云 ふ ものが あろ 事を 信じて 居る、 今後 CD 
日本の 政治は 寺內内 閣を最 後と して 總て民 本 主 ^ を 
以て 行 It れる べき ものと 私は 信じて 居る、 若し 是等 
の 民本主義の 主張' か 公安を 害す 〇 ものであると 云 ふ 
なれば、 檢 束を 爲す の必姐 が あると 云 ふなれば 何が 
故に 黎覦 超ほ何が故に内務大臣ほ、是等の靑年を檢 
束す る 以前に 朝から 晚迄腔 て も 醒めても 民本主義 ■ 
民本主義と 主張して 居る 吾々、 及 吾々 の 先 a'c に對し 
て檢苽 を 爲さぬ ので ある* 之を して 4 爲す こと 能は 
ず， 扉 弱い 後援の 無き 靑年に 向つ て 迫害を 加へ ると 
云 ふのは、 所謂！！ を 挫き 强に諂 ふ 暴政の 横範を 示す 
ものであると 私 U 思 ふ、 文官 用 令の 撤廢を 主張す 
るの が、 何 所が 悪い ので ございませう、 ? T し斯の 如 
き 制限の ある、 不自出 なろ 非 文明なる 法律が 無 かつ 
たなら ば、 もう 少し 立派な 內閣も 出来る し-立派な 
政府 委員 も 出来る 〇 であります、 之を靑 年' か ~~现 一 
想に 憧憬れ る靑年 が 主張した からと； K つて、 何 所が 
惡い のであります、 閥族を 撲滅し'. 各 政 E の 聯合を 
圇り 、以て 神聖なる 擧國 f 致の 內閣を 樹て ると 云 ふ 
のは、 是は 少しも 惡 るい 事は ない、 最後の 此 精神を 
實行 する 爲 に、 非 立憲なる 寺內 內閣- V- 倒さう と S ふ 
ので ございます" 是は 公安を 害し やしますまい、 私 
共は 始終 決識 案を 出して 居る， 決して 公安を 害する 
と 云 はれて は 居らぬ のであります* 若し 行政 執行 法 
とか、 治安 昏察 法と 云 ふ 法律が、 寺內内 閣を 擁譴す 
る爲に 出來て 居る 法律な れば 、寺 內內閣 を 倒す と 云 
ふことは 31- 目的に 反する、 即ち 公安を 害すろ もので 
あります が、 是 等の 法律は、 吾々 日本人 全部の 利益 
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の S に 出来て 居る ので ある、 吾々 の 言論、 吾々 の自 
由を 擁 篚 する 爲 に / li 來て 居る 法律であります から* 
寧ろ 吾々 の 自由、 吾々 の 言論を 抑随 する 赤 內內閣 を 
倒す ことが、 公安を 維持す る 所以、 寺 内内 閣の 存在 
それ 自身が、 私は 公安を 害する ものであると 信じて 
居る のであります ノ以 上述べ ました 所に 依ります と 
是等 の靑 年の 爲し たる 行 励、 是 等の靑 年の e したる 
主張と 云 ふ ものは， 强も公 安を i-i? する 憂 無く、 行政 
執行 法に te て處 分せ ら るべき 性質を _ へ て 居らぬ に 
拘ら ず、 何が 故に 公安を 害する £ 遛 ありと して 檢朿 
を爲 したので ございませぅ、 五月 蠅く 申します 迄 も 
なく、 吾々 の身體 の 自由、 吾*: の 言論の 自由、 集會 
の 自由と 云 ふ ものは、 帝 國 ffli 法に 於て 炳と して 認め 
られて 居る のであります、 立谋 政治の 基礎を 確立す 
る爲 に、 缺くべ からざる 條 件と 認められて 居る、 此 

言論の 自由， 人身の 自由に 對 して、 法律の 規定に 法 

らず •若く {i 法 渖を曲 解し、 若く は 屯 寶 上の 根據無 

くして 其 迫 ve を 〇 すに 至つ ては， 現内閣 諸 公の眞 意 

何れに 在る や、 私共は 疑 It なければ ならぬ ので あり 

ます、 昔から 能く 申します が、 K 所爲を 憎んで 其 人 

I を 憎まず と 云 ふこと •か ある、 其 所爲を m み 其 人を 憎 

まない のが、 善政で ある* 徳政で あると 云 ふこと を 

昔から 言は れて居 〇 ますが、 寺 2 內閣の 人々、 後藤 

内務 大 R" 或 (t 其 走狗で ある 婷視總 監あ たりの する 

琪ほ、 ES じ 民 本. n:. 遂を主 張しても、 同じ 普通 選 窣を 

主：： ! is しても、 吾々 が 主張す るな れぱ 、それは 公安を 

窖すろ と It 言ない、 何等の 檢束を 加へ ずして 弱き 靑 

年が 爲した る 場合に 於て ほ、 直ちに 之に 檢朿を 加へ 

る、 人々 憎まず して 其 所 e v.- m むと 云 ふこと が、 善 

政德 政の m 範であ ると するな れぱ 、其 人の 差別に 依 

て、 同じ 所爲 でも 罪と なる、 同じ 所爲で も 罪と なら 

なぃ、 言ひ換 へて 見ます れぱ •其 人を 憎んで 其 所 〇 

を W めざる 現内閣， 並 r. 其 走狗の e す處 分と 云 ふ も 

のは， 明かに 忍 政の 私 ! i 模範 'e あると 思 ふ、 M 政の 

挖本で あると 信じて 居ろ のであります、 若し K 府に 

して 私共の 言 ふ 所が 讲 M に 違 ひ， 理論に 適は ずと 言 

ふなれば •明かなる 此 點 に對す る 答 辯を 求めたい の 

あ 〇 ます、 最後 1- 申 h lf なければ ならぬ のは、 其 前 

の n 比 谷 公 ! a の蚴 所に、 職務の 爲 に W 張： て pr つた 

新 冏記奔を檢束した啪？3でぁ0ます、先刻も名前 

を 明か l. rM 上げ ま L た 帝 國通信 記 漭柴田 某、 職務の 

0 に公園に ||'. 張して居る新聞記者に、有無上|日はせ 


ずして H ちに 檢朿處 分を 丁る、 朝鮮人 某と 云 ふ 者 も 
檢來を された， 此朝鮮 人 (•£ 現に 其 日は 土曜日で ごさ 
いました から， 彼の 日 比 谷の 運 励 場で 以て 「フ ート 
ボール 」 をして 遊んで 居つ た 男で ございます、 現實 
镫視 It に 抑留せられ た 時で も 著 物を 著て 居らない、 
靴を 穿いて 尻らない、 運 動 服、 is 動 r ズボン」 を 穿 
いて、 此获 天に I llt _ 空に 彼の 獄窻 *(■•• 僳へて 居つ 
たと云ふのが隱れなき琪寶であ0ます、私は新閗記 
者が 職務の 執行を 爲す ために、 公闽に 行つて 居る こ 
とが 何の 公安を 害する ので あるか、 朝鮮人が r フー 
トボー ル j をして 遊ぶ のが、 何の 公安を 害する 所が 
あるの かと ! Is きたいので あります、 更に 私共が 恐れ 
て 居る 所の 一つの 事 ® がご ざいます、 此事實 を 露骨 
に 申 上げる ことは、 帝國 の爲に 不利益‘ 帝 國の 威信 
1.- 關する 問題であります から、 私は 內 ?? は 申し ませ 
ぬが、 其 朝鮮人が H 分の 生れた 朝鮮が 日本に 併合 さ 
れない 時には、 隨分恶 政 虐政に 苦んで 居つ たが、 朝 
鮮が 日本に 併合せられ た 今 n •稍々 吾々 も 其褚に 安 
んじて 居られる と M ふた 所が、 日本 1.- 於て 斯の如 き 
亂齡な る 法律が ある、 斯の如 き 無慈悲な ろ 法律が あ 
る* 斯の如 3- 非 文明なる 法 俥が ある、 是では 日本の 
法律 も 信用が ILi 來ない 、日本の 政府に 對 しても 信用 
が 出 來な い、 我 (]: 國に歸 つて、 或る 事を 爲 さんと 云 
ふこと々 斷言 したので ございます、 是で ございます 
私は 唯 だ 渺たる 一 朝鮮の 學 生の 言葉とは 聞 ? ませぬ 
ぞ 、是は 券 內 伯の 如き、 長らく 朝鮮 統治の 任に 當つ 
て 居つ た 人の 耳には、 是が 何と 響く で ございませぅ 
眞 面目に です、 彼の 朝鮮の 統治、 朝鮮の 經營 ，及 朝 
鮮人の 撫育と 云 ふこと に 心を 寄せて 居る 人は、 此朝 
鮮 の一學 生の 言葉を 何と 聞く で ございませぅ か、 私 
は 其 恐るべき —— 興 日本の 文明を 呪 ふ 所の 言葉に 對 

して、 ® も ® 蹬を 致します る 者で ございます るが 斯 

の 如き 怨言、 斯の 如き 怨を e くの も、 本を 紅せば 現 

內閣が 人® の蹂撾 を 〇 すに 战因 する ものであると 云 

ふ 事 實をで す、 僞〇無 いものと するなら ば 私 li 現 内 

閒の如 ? 人權 蹂蹓シ 爲 して 顧みざる 內閣 の、 一日 も 

早く 其 職を 去ら il む 事を 望む のであります るが 富 島 

君の 所謂 界 m 内閣 ! # 糞の 如き 內閣 c 「目 II 演說 」 

と 呼 ふ 者 あり) 邦 事 實斯う 云 ふ內閣 の 人は、 どう； K 

ふ 事を 言うても 恥 ぢず恐 れない 人々 でございます か 

ら哨だ 其 則 H のみ S 閛 ST 事 實に對 する 答 辯を 鸱い 

て 更に 國家 社 ^ の 人々 に訴へ んと する のであります 


(拍手 起る〕 切に 誠實な る僞ら ざる 答 辯を 求めます 
〇耥長 C 大岡 育造 君〕 水 野 内務 次官。 

〔政府 委員 法學博 士水野 鍊太郞 君 登壇〕 

0 政府 姿 員 C 法學 1® 士 水野鍊 太郞 君〕 唯今の 御 質 間 
は 事實 に K りまして 詳しく 答 辯 致します ことを 適當 
と 信じ 芝す から、 W 面の 答 辯に _ ります。 

〇諒長 (大朐 育造 日 辟 第一、 有赝證 券 割賦 販賣 
業 法案の 一讀會 を 開きます I 勝 田大藏 大臣。 

第一 有® 證券 割賦 阪賣業 法案， 政府 提出〕 
第一 ^ 會 

有價證 券 割賦 阪賣業 法案 

へ 本案 ほ 本 卷一〇 七 頁 貴族院 議事 中に 掲載せ) 
广るを 以マ 再 ffi の 煩を 避く  ) 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君耷 壇〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 近年 經濟界 の發 K に 伴 ひ 
まして、 公債 證書 又 (■!• 其 他の 有 價設券 の 割賦 販賣を 
築と する 者が 段々 殖えて 參り ました、 今日の 所斯の 
如 ? 業體 を營ん で 居ります る 所 S 會社が 、約 九十 許 
〇 あります、 個人と 致しまして 五十 許りあります、 
會 社の 資本金が 大體六 百 萬圓內 外の 程度であります 
さう 致しまして 最近 一年に 亘 りまして、 其 契約 高が 
約 二 千 五 百 萬圓 位に なつて 居り ま t ■斯樣 な 今日は 
狀態 になつ て /? r ります、 此 有價詢 券の 0 赋販賣 なる 
ものは、 之を 善導 致します れば 、即 も 國 民の 貯蓄を 
獎瞰 すると 云 ふ 一の 機關 にもな 〇煜 るので あります 
併ながら 今日の 狀態 から 見ます ると、 是等の 會社な 
り 或は 個人な りが、 極めて 小さい 所の 資本を 持ち ま 
して、 其 管 業の 狀態が 餘り 確實で ない のが 多い ので 
あ 〇 ます、 同時に 是 等と 契約 致します る 者が、 隨て 
不安を 感ずる、 色々 な 弊害が 玆に 起る、 斯う 云 ふや 
うな 現况 になつ て 居ります、 } uf 樣な次 第であります 
るに ffi て、 玆に是 等の 會社或 は 此業體 を 營み まする 
所の 個人が、 進 據 すべき 一つの 法律を 作りまして、 
それに 维據 して營 業を せし むる と 云 ふこと になり ま 
すれば、 先刻 申 上げました 如くに、 此機關 が 即ち 一 
般の貯 蓄を 獎勵 する 立派な 機關 になり 钨る こと A 信 
ず るので *, ります、 夫 故に 今回 此法律 案を 提出 致し 
ました 次第で ございます から、 どうか 御 審議の 上 御 
協賛 夕 願 ひます。 

0 小山 松 壽君火 藏大臣 に 一二 質問 致したい と 思 ひ 
ます。 

0  長 (大岡 育造 君) I 寸—— 最早 定刻の 六 時に 接 


近 致します、 此辭議 を 終る まで 時間が 来ても 延長 致 
します - 小山 松 壽 君。 

0 小山 松 壽君唯 今大藏 大臣は、 本案を 描 m になり 
ました 理由を 御說 明に なりました が、 本案は 有價證 
券の 割賦 販賣 を營む 者が、 近時 其數 を％ して 參つて 
或 U 債券の 月賦、 若く は國 債の 割賦と 云 ふやうな こ 
とを 營業 する 消の 取締を すると 云 ふこと、 即ち 其經 
營に 付て 準據 する 所を 示す と 云 ふ 事の 趣旨で あると 
云 ふ 仰 -y: でありました、 近頃 貯蓄と 云 ふ 事の 思想の 
關係を 利 111 致しまして 此種の 營業が 紹 々起る と 云 ふ 
事は、 I 面に 於て 取締の 必斟を 切 實に 感ずる ことに 
なる、 即ち 弊害を 除去す る ことになります るが、 本 
案を 見ます ろと、 第一は 有價 證券の 割賦 販賣 業は、 
主務大臣の 免許を 要し、 而 して 免許を 受けむ とする 
者は， 資本金 幾何， 即ち 第二 條第三 條 、第三 條の一 一 
項、 是等に 依て 規定 致して あります るが 故に、 何人 
も此 免許 さへ m れぱ 、本業を 1? むこと が 出来る ので 
あります る けれど， % 、 若し 果して さう でありと 致し 
ますれば、 此 法案に け 會社 2 場合を のみ 主として 規 
定して あ 〇 ます、 即ち 資本の 如 3- も 十萬圓 、五 萬圓 

の拂込 - 會社を 主として 規定して ありまして、 個 

人の 事に 對 しては、 其 氓 據 す >', 所を 窺知る に 苦む の 
であります、 勿論 「會 社に 在りて (i •若 (£ 會 社に あ 
らざ る」 云々 と 云 ふ 文句が、 法律のに あります るか 
ら 、個人の 營業を も 認めら る、 事と 考へ ますが 此個 
人の 營業は 、是は 大藏大 1 i も遛を 同一に せらる、 で 
あらう と 思 ひます が、 ir 社に 於き ましては、 資本金 
が 正確に なつて 居ります、 而 して 個人の 場合に 於て 
は、 其 資本金が 明確に なつて 居り ませぬ、 而も 其 個 
人の 資本金の 保證 若く ほ 準備 1 是 等に 對して 如何な 
る準據 を爲 すべき ものである かを 知る 1- 苦む ので あ 
ります、 而し て是 等に 所謂 貯蓄 銀行 法の 精神を， 本 
法 1- 於ても 適用 致したい と 云 ふこと が 明瞭に なつて 
居る ので あり -S する から、 此點に 於て 如何なる 精神 
を 以て、 如何なる 方法を 以て、 ® 1 人の 營* を 認めら 
るるので あるか どうで あるか 而も 是等は 無 is 架と 云 
ふやうな ものと 同一の 性質に なりまして、 嘗て 無盡 
業に 對する 嚴重な る収締 法 も 見た のであります が、 
下層の 零碎な る 資金を 吸收 して、 資金 化する と 云 ふ 
ことの 一つの 方法であります るから， 此収締 — 個 
人と しての JR 締如 何は、 非常に 愼重な る规 則を 設け 
ませぬ ければ、 偶々 本 法 制定の それに 依つ て 週 かる 
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、途あ りと 致しますなら ! r 、 r 民 の 零 碎なろ rf 金を 
吸収して 以て、 弊害 百 W して、 之々宄 める と 云 ふ 結 
果に陷 り {3; しない かと 考 へらる k のであります、 此 
點 に 付て 大跋大 匝 の 御 答 辯を '' .; ひたいと 思 ひます。 
〇 議長 广大岡 育造 君) 森 政府 黍 員。 

〔政府 委 M 森 俊 六 郎君 登杻〕 

0 政府 委 MC 森 俊 六 郎君〕 個人の 營業 に付きまして 
は、 第三 條の 一項 1- 依りまして、 資本金 額、 管 業狀 
態を 定めまして、 大藏大 KI の 認可を 受ける ことにな 
つて 居ります、 其 業 瞪 の內容 に付きまして は 事業 方 
法 或は 契約 約款 等に 讓 りまして、 第三 條 の 末項に 書 
いて あるので あります、 事槳の 方法を 若く {i 約款 等 
を 極めさせまして 大藏大 K が 之に 認可を 與へ ると 云 

ふこと になつ て 居ります。 

0 小山 松, 君 資本金は …… 

〇 政府 委員 (森 俊六郞 君〕 資本金は 無盡 業に 就き ま 

しては、 五 千 圓の 資本金を 以て 許す 方針を K つて 居 

ります、 所が 無盡 業は 御 承知の 通り 會 社の 資本金は 

三 萬 圓 1.. 致して ございます が、 此會 社は 十萬圓 にな 

つて 居ります 關係も あ 〇 ますので、 まだ 確定いた し 

たものと は 申 上げ 兼ねます が 大約 一萬圓 位の 程度で 

個人の 赞業を 許す 考を 持つ て 居ります、 其 外の 取締 

に關 します る 規定は、 大體 無盡業 法と 同じ 程度に な 

つて 居ります、 詳細の 事は 委員 會に 於て 申 上げる こ 

とに 致します。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第二 委員の 選擧を 議題と 

致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

0 岩崎勵 君 委員の 數は特 に 十八 名と し、 議長に 於 

て 指名せられ ん ことを 望みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議な きも 

のと 認めます、 木 案は 十八 名の 議長 指名の 委員に 付 

託する 事に 決しました、 本日は 是にて 散會。 

午後 六 時 二分 散酋 

0 大正 - fc 年 U 月 U 十 I  B (木曜 B) 

午後 一時 十五 分 開議 

議事 B 程 第 十三 號 

第一 羅災 救助 基金 法 中 改正 法律案 第 

I 讀蠻 


第二 右 議案の 蓉査 S 付託す へき 委員の 選擧 

|衆議院響貝選 « 法中改 1£ 法 « 案(浅_釀 
蘭|: 名) 第 I  ,  f., マ 
第 四 未成年者 飲酒 取綠 に關 する 法律案 (ms 
1 ) 第 is 農 II 長) 正 君 

i  — i 設に關 す >i 案 (繩你 ■消 外) 

第 六® 察 , t 年功加俸 令 制定に 關 する 建議案 

へ® 本 誠 之 ン 
广君 提出) 

第 -b 野. 岩 羽 鐵道建 設に關 する ® 議案 ？ A I-ffi 院 
六名\  vfir l 夕 

提出) 

第 八 S 岐對馬 本土 間 交通 運 li の 設備に 開す る 

建議 (籠 11111 戀 腿) 

第 九 物 一—© に ，——(臟辦娜卜) 

¥  I 調© に關— 建議案 (鱗 fj «7c 齡 m® 君) 

第 十一 東方 調査 局 IV 置に 關する 建議案 

错提) C SI 員 長 報告} 


〇 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報吿を 命じます。 

〔書 pn 朗讀〕 

一 翳 員ょり 提 5 せられた る 議築 左の 如し 
農會法 中 改正 法律案 

提出者 山 内 範造君  秦  S 助 君 
B 松 勝 慶君  阿部 德三郞 君 
井原 百 介 君  川 崎 安之助 君 
齋藤 宇一郎 君  西 村 丹 治 郎君 
堀 尾 茂 助 君  中 川 隣 之輔君 
勢 江 鐵道敷 設に關 する 建議案 

提出者 天 春 文衞君  川 崎克君 

米 田 ffl 君  濱田國 松 君 

小 林 嘉平治 君  井島 茂 作 君 

越 山 太刀 三 郎君  堀川 美哉趙 

佃 安之 丞君 

特許法 中 改正 法律案 

提出者 田 中隆三 君  野 村 嘉六君 

商標 法 中 改正 法律案 

提出者 田 中隆三 君  野 村 嘉六君 

意匠 法 中 改正 法律案 

提出者 田中廣 三 君  野 村 嘉六君 

實用 新案 法 中 改正 法律案 

提出者 田 中 隆三君  野 村 嘉六君 


一 溝 員ょり 提出せられ たる 質問 主意 軎 左 . 〇 加し 
化學 工業 政策に 關 する 質問 主意 S 

提出者  鈴木銨 菝 君 
國民 思想に 關 する 質問 主意 書 

提出者  田 中 善 立 君 
精神病 者 取締に 關する 質問 主意 書 

.提出者  齋藤耙 一 君 
〔左の 報告は 朗讀を 經 さる も參照 Q ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 十九 日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
有價證 券 割賦 販賣業 法案 
武藤 金吉君  米 田  _ 君 
中 西 六 三 郎君  兒 玉 亮太郞 君 
匹 田 銳吉君  山口恒 太 響 
藤 野 正 年 君  磯部  尙君 
松 島  雲  松 岡 勝 太郞君 
小山 松壽君  奥 田 柳藏君 
加 藤 定吉君  橫山勝 太 郎君 
鵜 澤宇八 君  福 田 辰 五郎 君 
柏 原文 太 郎君  川口 木 七 郎君 
一 去 十九 日® 良 職工 表彰に 關 する 建議案 委員 牧野 
鐵九郞 君辭 任に 付 其補闕 として 土 井 ■大君を、 
爆 發物 取締 罰則 廢止 法律案 委 M 井原 喜 代 太 郎君 
辭 任に 付 其 補 闕 として 木 間 三 郎君 sV ■市町村 立 
小 學校敎 M 俸給 國庫 負擔法 案 委員 井原 喜 代太郎 
君辭 任に 付 其補闕 として 川 崎 安之助 君を 孰れ も 
議長に 於て 選定せ り 
一 去 十九 日辭 任した る 常任委員 左 S 如し 
第 六部 選出 決算® 員  長 尾 元 太 郎君 
一昨 11 十日 常 fr: 委員 補闕潠 舉の 結果 左の 如し 
第 六部 

決算 委員 牧 P 義矩君 c 長 尾 元 太郞君 補闕〕 

一昨 二 十日 決算 委員 會 理事 補 闕選擧 の 結果 左の 如 
し 

決算 委員 理事 

松 田 三德君 C 理事 松 本 誠 之 君 補 闕〕 

一昨 一一 十日 醫師法 中 改正 法律案 委員 エ藤吉 次君辭 
任に 付 其 補闕 として 佐々 木 文 一 君を s 長に 於て 
選定せ り 

昨 二 十日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
有價證 券 割賦 販賢業 法案 委員 會 

委員長  武藤 金吉君 


f K 闽 !5 太 郎君 

理 $  一 | 咖類祕抓 
一 去 十九 日 衆 溝 院規則 第 十 yl: G {l.l n に 依 o、r 'M に 
於て 議席を 左の 如く 變：史 せ _ 

一  臼 井 哲夫君 

六  尾 崎 元 次 郞 封 
0 議長 (犬 岡 育造 君〕 是よ d 會議を 開きます| 

諮り 申す ことがあります、 第三 部 選出 豫 ffi 委 i-i 小山 
東 liij 君、 第五 部 選 U1 決算 §§ 貝 有 森 新 吉 君、 右 常 fr: 冶 
員辭任 の 申出が あります、 許 nT して 御 異链は ありま 
せぬ か。 〔「異議な し異謅 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 1 長 (大岡 育造 君) 御異謅 がな けれ ぱ 之を 許可す 
る ことに 決します、 各 其 部の 諸君は 速に 補闕遝 擧を 
行 ひ、. 屆出 あらん ことを 望みます 1 尙ほ 左の is a 
より 請暇の 申出が あります、 病 氣に付 去 十九 日より 
向 ふ 十日 間 永 田 吉右衞 門 君、 病 氣に付 昨 二十日より 
向 二週間 高橋久 次 郎君、 右 許可す るに 御 異議は あり 
ませぬ か。 〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 御異 翳なければ 之を 許可 致し 

ます - 本 會中委 員會を 開きたい と 云 ふ 申出が あ 〇 

ます 醫師法 中 改正 法律案 委員 會 、許可して 御異闞 は 
有 ませぬ か。 〔「E€ 翳な し與議 なし」 と 呼 ふ 者 A り〕 
0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議なければ 之を 許 町 致し 
ます I 日程 第一、 罹災 救 肋 基金 法 中 改正 法律案の 
第一 讀 會 を 開きまず - 神 野 政府 委員。 

第一 罹災 救助 基金 法 屮改正 法律案 (政府 
提 出〕 第 5© 

罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷九 七 頁？ U 族 院議 事 中に ン 
广揭 載せる を 以て 再揭の 煩を 避く) 

〔政府 委 M 神 野 勝 之 助 君 登®〕 

〇 政府 委員 (神 野 勝 之 助 君〕 現行の 罹災 救助 基金 法 
は、 明治 三十 一一 年 七月 一日より 施行せられ まして、 
施行 期間は 一一 十箇 年と 云 ふこと になつ て 居ります、 
それ故に 来年の 六月を 以て 施行 滿期 となる ので あり 
ます、 併ながら 罹災 救助 基金は 尙ほ 之れ を 繼續 致す 
必要が 御座ります るので、 其の s を 一つ 改正 致した 
いと 思 ふので あります、 それから 從來の 經驗に 鑑み 
まして、 支出 費目を 增加 致したい と 云 ふの が 一つで 
あります、 第三には 罹災 救助 基金の 谷 府縣に 於け る 
貯蓄 額と 云 ふ ものが、 漸次 增加 致しまして、 資力 も 
漸次 增 しました から、 地方 經濟 の發 胺 を 助長す る 趣 
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本 表 ハ 十 年間 ハ 之ヲ更 正 セス 
〔藤澤 幾 之輔君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 藤 澤 幾之輔 君大體 に 付て 最も 簡 m に說 明を 致し 
ます、 本案は 時勢の 進 運と II 擧界 の！ s 情と に 鑑みる 
所 あつて 提出 致しました のであります、 本案に 於て 
最も 重きを 蹬きま したろ 所の ものは、 選犁滞 の堋張 
に 在ります、 其 住所 上の 制限に あります る 「I 年以 
上」 とあります る ものを 「六 © 月 以上」 と爲 し、 又 
納税に 於き まして 「十 圓」 とあります ものを 「五 ■」 
と 低下し、 又 新に 智識 階級に 對し まして、 特に 其資 
格を 與へ ましたる 等の 類であります、 而 して 選擧 M 
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制に 對 し •$ しては、 K に觸 る、 所が 御座 •り ませぬ、 
卯ち 現 狀の 維持であります、 唯々 從來の 四捨五入の 
制度 U、 人 cl の佾 加の S に 之を 維 行す る JJf •か m 來ま 
せぬ からして、 之を 般し まして、 更に 端數切 拾の 法 
を 採用した のであります* 又 本案に 於き まして 代 戠 
士の 0 數 の 咐加致 しました のは 申 上げます る 迄 も 御 
座り ませぬ、 八口 の咁 加と rd 立選舉 區 〇 咐加 致し ま 
する 自然の 結果で 御座ります、 又 rj 則を 重く 致し ま 
した 所以は、 是亦申 上げます る 迄 も 御座 リま せぬ、 
選擧界の廊淸を阏〇ますが爲に出でましたもので御 
座 〇 ます、 其 他 名簿の 確定 致しました る 場合に あつ 
て 其 後に 於て 同一 名筠 に te て 選擧を 行 It んと 致し ま 
する 場合に &つては、©令納税資格に異動を生じま 
しても、 矢 張 選舉褪 を 失は しめない と 云 ふ 事、 夫 か 

ら開翦 の 方法に 於き まして、 從來は 混同 點檢の 制を 

用 ひて 居りました ものを* fr 投槊區 に 於て 爲 しまし 

た 乙 所の 投 SI を、 各 別に點 檢致 すと 云 ふ 事に 致し ま 

したる こと •夫から 勅令に 依て 指定せられ たる , i- 吏 

の外には、被選斟嵇を與へないと云ふこと>1般の 

官吏に It 選鹖 迆 動を 禁ずる と 云 ふこと •其の 他 申 上 

げれぱ 中々 數 多？ 條項で ござります、 此等 の® 條に 

對して 一々 此處で 説明を 加へ ましたなら ぱ 、多くの 

時 nil を 要する ことで ござります からして、 此等 に對 

しまして は 特別 S- 員 愈に 於いて 詳細に 陳述す る こと 

に 致します •承ります ると ころに 依ります れば政 友 

會 に 於いても 亦國 民熬の 諸君に 於いても、 矢 張 選擧 

法の 改正案を 御 提出になる との 事であります、 果し 

て 然らぱ ど 5 か 共々 に 十分なる 攻究を 遂げたい と存 

じます、 諸哲 、憲政の 振は ざる 事 今日より 甚だしき 

はなしと 存じます-其 原因 固より 多々 あるには 相違 

ござり ませぬ けれども、 選犁界 の ft 狀彼が 如くなる 

所の もの も、 亦 其 一大 原因を 成して 居る と 存じます 

即ち 御 同糕は 一段の 努力を 必要と すると 考 へます、 

諸君*其他の琪は先に申上げましたる通り委員會に 

讓 ります、 避 ■*■• 即ち 木案提 /Ji 理由の 大要で •こざり ま 

す (拍 手 起る〕 

〇 法 聲博 士今井 嘉幸む 謎 長。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 今 井嘉幸 君。 

〔法壤邱士今井豁幸君登抝〕 

〇 法 學 W  士今井 嘉幸お 極めて ® 雖に 、二 點に 付て 

質 laj を 致します る ® りであります るが、 簡 眾 に 御 說 

明を 願 ひたい、 第 一 の點は 選 舉 fi の 箣 r51 •—關 する 間 


題で あ 0ます、赴は私のみならず、政魃に關係を有 
しな：， 所の 我國 民の 殆ど 全部が 間 はんと 欲する 所で 
あらう と 思 ふので す、 而 して W に是は 憑 政 ^ に對し 
ての み 間 はんとす る 所でない、 他の 政友酋 阈 民黨等 
にも 案が あります が、 此等の ものに 對 しても 冏 じく 
問は ん とする 所で あるけれ ども、 先づ 憲政 會が茲 に 
問題と なつた のであります から (笑聲 起る〕 其 憲政 
# の 案に 對 して此 質問を 提出す るので あります、 夫 
はどうで あるかと 云 ふと、 第一の 點は選 擧 攛 の擴張 
を やる と 云 ふなら ば、 何故 も 少し撤 底 的の 大搁 張を 
やらな かつた か、 斯の 如き 生溫 るき 掖張を やつて、 
夫で 今日の 現 狀に 適する と 思は れる のは どう 云 ふ理 
由で あるかと 云 ふこと ル ■問 はんとす るので ある、 是 
れは 今日 歐米 諸國と 日本との 選擧權 者の 數國民 全 Ea 
の 之に © t する 比例と、 5 う 云 ふ ものを 比較して 見た 
ならば、 殆ど ^ かざる を 得ざる 位の もので、 斯う 云 
ふやうな 少ない 所の is 舉搠莕 を 代表して 居る 所の 議 
會と云 ふ ものは、 果して 國 ir と 云 ふ 値 打が あるか ど 
うかと 云 ふ fli: を 疑 ふ 位で あるので ある、 一々 細かな 
ことは 申し ませぬ が、 今口歐 綑巴の 諸國に 於て、 國 
民の 二十 「パ ー セント」 以下の 國と云 ふ ものは 一つ も 
無い ので ある、 選 擧® 者の 數が國 民の 二十 「パ ーセ 
ント 」 以下の 國は 一つ もない 獨逸は 二 十二 「パ ーセン 
卜」 佛 § 四は 二 十七 「パ— セント」 唯 英吉利は 十七 「パ 
丨セ ント J 七で あ 〇 ましたが、 是も 最近 間 く 所に 依 
ると、 非常な 大擴 張を やりまして" 一時に 八 百 萬の 
選擧椭 者を 挤へた と 云 ふ 事で ある、 八 百 萬の 選擧 _ 
者が 出來た と 云 ふ 事に なつて 來 ると、 英吉利の 國民 
は 四千 萬 あると、 今日 殖えた 丈で も 二十 r パ ーセン 
卜 」 になる、 之を 以前の 十七 「パ ー セント」 に 加へ ると 

三十 七 「パ ーセ ント」 と 云 ふやうな 非常な 大多数の 事 

になつ たのであります が 日本は どうで あるかと S ふ 

と 百 六十 萬し かない、 而して 日本 國 民の 六 千 萬に 比 

較すれ ば 三 「パ ーセ ント 」 に 達せない、 二 「パー セン 

卜 j 餘〇で ある、 之を 歐米 諸國に 比較 すれば 十分の 

一に も 足らぬ やうな 狀態 になつ て 居る ので ある、 憲 

政會の御案に依りますれば，納税に付ては五圓，そ 

れから 智識 階級に 於て は 中 學卒業 以上と 云 ふこと に 

なりました が、 恐らく 此二 つを 加へ て も、 今日の 二 

倍餘〇 にもなら ないで あらう と 思 ふ、 五 「パ ーセン 

卜 J にもなら ない ので あらう と 思 ふ、 斯う 云 ふや 5 

な 少ない 所の 蹓張 では、 到底此 歐米 諸國に 比較して 


^ ど 比較に もなら ないや 5 な 少數 である、 此選舉 界 
の 弊害と 云 ふ ものは 誰も 口にする ことであります が 
某 選 舉® の 弊害の 起つ て 來た のは 何に 依る かと 云へ 
ば、 それは 一つは 買收 、一つは 戶別訪 間， 此の 二つ 
に 法て 居る ので ある* 若し此 選擧 撖 の ® 張を して 歐 
米 諸國の やうに、 今日の 十倍の 數 にも 達する やうな 
選 擧潲老 の 數に 達せし めたなら ぱ •此 買収と か 戸別 
訪問と か 云 ふやうな 事は、 行 はんと 欲しても 行 ふ 事 
が 出來ぬ 事に なつて 來るだ ら 5 と 思 ふ、 然るに 之に 
對 して、 さう 言 ふやうな 大擴 張を やる のは-まだ 早 
いと 云 ふ尙早 論を 唱へる 所の 說を 方々 に 聞く ので あ 
ります けれども、 是は 決して 早い事は ない、 我國の 
の 今日の 敎 育の 程度は どうで あるかと 云 ふと、 壯丁 
の 國民敎 育を 終つ た 所の ® £ は 九十 八 「パ ーセン トー 
に 達して 居る、 歐米 諸國に 於て 斯んな に 國民敎 育の 
發 達して 居る 國 は、！ 一 逸 以外には 無い、 獨逸は 九十 
九 「パ ー セント」 餘〇 であります が、 獨逸 以外には 
無い、 敎育 程度に 於て は 決して 歐米 諸國に 劣る 所は 
ない ので ある、 而 して 的確なる 選擧 をす ると 云ふ爲 
には、 政治を 改良した いと 云 ふ 其國 家を 思 ふと 云 ふ 
一念 さへ あれば、 完全なる 選 擧と云 ふ ものが 出来る 
のであります るが、 其國を 思 ふと 云 ふ 念盧 :■. 於て it 
日本人は 歐 米に 決して 劣るべき もので ない と 私は 考 
へる ので ある、 然るに 選 擧の狀 態が うまく 行かない 
と 云 ふ ものは、 結局 人間が 悪る いのでない、 法が 惡 
るいので ある 法が 惡る いのでは ない、 法 lr. 於て 選擧 
權を與 へて 居る 所の範 圍 其一點 が 悪る いので あらう 
と 私は 考へる ので ある* ■此點 ほ 色々 世の中で 論ぜら 
れて 居ります けれども、 恐らく 貴族院の やうな 所に 
於て ほ 餘〇 之に 對 して I 大餾 張に 對 しては 善い 感 
じを 有つ て 居ない のが 物の 順序で ある、 何故ならば 
斯う 云 ふやうな 擴張を やる と 云 ふと、 民本主義と 云 
ふ 色彩が 非常に 著いて 來るの であります から、 衆議 
院が 非常に 葙力な ものになる、 夫 故 貴族院に 於て Is 
斯う 云 ふやうな 擴 張に 賛成を 仕 is いと 云 ふことは、 
物の 自然の 道理で あらう と 思 ふ、 所が lit 衆 翦院に 於 
て、 何故 斯う 云 ふやうな 大 腚 張に 反對せ られ るか、 
それに 賛成され ないかと 云 ふこと を 色々 私は 考へて 
見た けれども、 殆ど 他に 理由は 無い ので ある、 是は 
恐らく 世 S 中に 於て 斯う 云 ふ 批評を して 尻ろ 所の 者 
が あるの は、 果して 眞實 であるか どうか 分り ませぬ 
•か •或は それに 理由を 持って 來な ければ ならぬ かも 


知れぬ それは 何で あるかと 云 ふと、 今日の 政 黨と云 
ふ ものは •今の 選擧 法の 地盤， 全く 選擧 法と 云 ふ 畑 
に 依て 生れて 居る 所の 政黧で ある、 若し 選擧權 の擴 
張を やつて、 此畑を 洗 ひ 去つ て 仕舞つ たなら ば、 今 
日の 政 黨と云 ふ もの li 滅茶々 々にされ て 仕舞 ふ、 私 
共の S して 居る 所の 無 所® の 議員の ® は、 僅かに 九 
名で &0ますが、恐らく ;1 1擧稲の大掖張をやつたな 
らぱ 、是が 最大 多 數の政 黛になる かも 知れぬ と 思 ふ 
要するに 選 擧權 Q 範圍に 於て、 今日の 法に 於て 始め 
て 今日の 政 黨と云 ふ ものが 出来た のであります から 
之を 變へ ると 云 ふと 此政黨 の 地盤が 覆へ ると 云 ふこ 
とになる， 斯う 云 ふ 世の中の 批評で ある、 さう 云 ふ 
ことであるなら ば、 誠に 私は 慨歎の 至りに 堪へ ぬと 
思 ふので あります、 今迄 選擧 _掖 張の 世界に 於け る 
所の 歷史を 見る に、 是が 平穩 に擴 張され た 例 AJ 云 ふ 
もの ! t 非常に 少ない、 大きな 示威運動 截励と 云 ふや 
5 な、 不穏なる 擧動に 依て 外 國に 於て は 蹓張 された 
のである、諸君，此歐洲戰银の後と云ふものほ、世 
界の 大勢は 一變す るので ある、 益々 民本主義に 向 ふ 
ので ある、 諸君が 選擧權 の大擴 張に 熟 心に ならな か 
つたなら ば、 或は 恐る、 此爲 に國 民の 間に 大爆發 を 
する やうな 事が 無い かと 云 ふこと を •故に 此 S に 於 
ては 大なる 反省を 諸君に 望む 次第であります， 玆に 
提出せられ たる 所の 憲政 會の 案と 云 ふ もの ii 其點に 
於て 非常に 徹底し ない、 何故に も 5 少し 進んで 大擴 
張を やらな かつた か、 憲政 會は嘗 て大隈 內閣 以前に 
在野 黨た りし 時代に、 選擧 權の擴 張を 非常に 叫ばれ 
た、 然るに 內閣を 組織して 後に 思 ふ 事 成らざる なし 
と 云 ふやうな 時代に 於て、 選擧權 の 擷 張と 云 ふ 案を 
出されな かつた と 云 ふことは 何故で あるか、 而して 
今日 又 在野 黨とな つて やつたなら ば* 思 ふやう に 其 _ 
翼を 伸ばせる 案が 出される に 拘らず 、斯の 如き 不撤 
底なる 案を 出された と 云 ふ 理由は 何處 にある か、 國 
民の 期待に 反する 所の 案と して、 私は 此點に 於て 十 
分なる 徹 |& したる 御說明 1 V 承〇た いと 思 ふ C 「もう 宜 
いもう 宜 い」 と 呼 ふ 者 あり〕 それからもう 11 點 簡 眾 に 
申 上げます、. それは 選 擧 hi 行使に f-J- て、 行使を 強制 
する 所の 一つの 玆に條 文を / Ji したので あります， そ 
れは第 W 條 「選擧 人 — シテ正 當ノ 理由 ナクシ テ 投票 
ヲ爲サ サル 者 ハ ニ十 圓以 下ノ 科料-一 處ス」 此 規定を 
設けた と 云 ふことは、 是は 我國に 於け る 所の 選擧法 
の 一大 變革で あるの みらず、 世界の 歷史 上に 於ても | 
三 四 七 
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I 潠 擧法 上 r. 於ても 朵は 非常な 變 革と 云は なけれ 
ばなら ぬ 斯う 云 ふ 案を 出した と 云 ふ ?} J は 是が咁 a と 
なつたなら ば 是 ほ 他 國 にも 多 V. 例の 無い 所の 案で あ 
る、 即ち 選蕺嵇 を 行は なかつ た 所の 者に 對 して 刑罰 
を 加へ ると 云 ふ 所の 案で ある、 是は 選舉權 と 云 ふ も 
のが、 恰も 兵役の 義務の 如き もので あつて、 之を 行 
ふの (t 槪利で あるけれ ども、 他の 方面 ！- 於て考 へて 
見れば 義務で ある •之を 行は ない のは 兵役の 葬' 務を 
盡 5 ない と 同じに、 之 1. 對 して 制裁を 加へ るの が 至 
當で あると 云 ふ 御 見解から 起つ たか も 知れ ませぬ が 
潠擧 ■の 性質と 云 ふ ものは 1 K ふ ものでは ない の 
である、 兵役の 蕺 務と云 ふ ものとは 非常に 性質が 違 
つて 居る、 兵役の 義務 (t 之を 强 制して 其 効力を 發揮 
する ことが m 來る けれども、 選 欺 權 L S ふやうな も 

のは、 强 制して 其 効力を 興 揮す る ことが 出來る もの 

ではない ので ある、 何故なら ぱ是は 國政を 思 ふと 云 

ふ 所の 誠意が あつて、 さう して 始めて 良い 投薬と 云 

ふ ものが m 來 る、 良果を 得られる ので ある、 唯 •た m 

て 行つて —— 滅茶々 々に 引 張 0 (11 して 投票 さした と 

云 ふ 事に なつて 來 ると 其 結果と 云 ふ ものは 却て 惡る 

い滅 茶々々 な投翦 と 云 ふ 事に なつて 來 ると， 其 結果 

は 非常に 害惡を 起して 來ると 云 ふこと になる •斯う 

云 ふやうな 選 擧權の 行使に 對して 刑罰を 加へ ると 云 

ふやうな 例は、 他國 にも 多く 之を 見ない、 私の 寡聞 

なる 之を 多く 見ない ので ある、 强て 例を 申せば 白 耳 

義 とか PEI 班 牙と か； K ふやうな 國に 於て、 斯う 云 ふや 

うな 制裁が ある， 選擧權 を 行は なかつ た 者に 對 して 

は、 潠擧權 を 失は しむる と 云 ふ 失權の 制裁を 加 へら 

れて 居る、 又 行は なかつ た 者は、 何等かの 方法で 世 

の 中に 發 表せし めて、 一種の 名 # 刑を 加へ ると 云 ふ 

制裁は 有る、 又 租税の ^ - 加 - 少し税 を 高く する、 

租税の if? 加を なさし むる と 云 ふ ものが ある、 是は罰 

金 科料とは 性質が 非常に 違 ふので ある， 之を 犯罪と 

して 取扱 ふ 例と 云 ふ ものは、 多く 私は 見ない ので あ 

る、 今日 諸君 選擧の 後に 於て どうで あるかと 云 ふと 

選擧 違反者と して 犯罪 人の數 と S- ふ ものが 非常に 澤 

■山 m て 居る で ほありません か、 さう して 司法 當局者 

としても、 之を 十分に 審判す るに 非常な 手綏を 要し 

而 して •其 結果 ほ 往 々にして 間違つ て 居る と 云 ふ 事 

になる ので ある さう L て 其擧 げられ た 人間と 云 ふ も 

のは 多くは 良民で ある •良民が 犯罪者と して ffl 付に 

なる、 それが 前科者と なつて 來るや うな 今日の 狀態 


で -?, る、 其 上に 又 選 擧 fi を 行は なかつ たからと 云う 
て、 それに 封して 餘〇 重くない 所の 刑 剖に もせょ 之 
に 封して 制裁を 加へ る、 犯罪 人と して Jit 扱 ふと 云 ふ 
ことにな つたなら ば •是は 國家 の g- に 由々 敷 大事で 
あらう と 私は 考へ るので ある、 斯の 如き 細かい 事に 
刑罰を加へると云ふことになると、其結果は國の法 
钳を 蔑視す る國 法を 蔑視す ると 沄 ふ 結果を 生ずる 父 
其 結果 自分が 犯罪 人と なつた と 云 ふこと からして、 
恰も 婦女子が |  mj 節操を 素つて， 其の後は 無茶 ?, : 茶 
になる が 如く 自蓊 自棄と 云 ふ 結果を 生ずる ので あ' 
る、 又 幾 回 も 幾 回 も 斯う 云 ふ 犯罪を 加へ ると S ふと 
日本 國 民の 三分の 一 —— 半 數 以上は 犯罪者で 充滿す 
ると 云 ふ 結果になる、 今日の 時機 (X 選 擧權を 行 ふ 立 
憲政 治を !!! n 何に する かと 云 ふ， 人民を 誨ゆ ると 云 ふ 
點 に 於て 犬に 力を 効さなければ ならぬ と 思 ふが、 誨 
へずして 刑罰を 加へ ると 云 ふやうな 遺 方は 非常に 間 
違つ た考と 私は 信ずる が、 此 S に對 する 徹底した る 
御說 明を 願 ひたいので あります。 
0_長(大岡育造君5藤澤幾之輔嵙。 

0 藤 澤幾之 輔君今 井 君の 御 質問に 御 答 致します、 
第一に 選 題 fi の範圍 と 云 ふ 事に 付て、 色々 御說を 承 
りまして 敬服 致します けれども、 併ながら 私共 今日 
の我阈 の 現 狀に 於て、 吾々 が 提出した る 案の 程度が 
一番 適臊 致して pr る ものと 考へ たのであります、 所 
謂 質問者と 私共の 間 1:-: 於け る 袋 違の 程度 論に 歸著致 
します るので ございます が •質問者は 尙ほ 多く 擗張 
せんと せらる、 のであります し I 私共は 今日の 程度 
として. 此位が 相當で あると 考へて 提出 致した ので 
あります、 第二の 御 問は 御 問になる 御 方 も 御 承知の 
如くに、 我國の 選 擧權 者の 棄權の 甚だ 多い と 云 ふこ 

とに 付きまして は* 別に爭 はる、 所の 無い こと、 存 

ずるので あります、 有權 者が 選擧は 公 權利 にして" 

公 義務で あると 云 ふこと を自覺 致しまして* 國家の 

爲に 喜んで 投票に 赴く と 云 ふ な ことで ありまし 

たなら ば 何を 苦んで 彼が 如き 制裁を 設け やうと 致し 

ませう、 然るに 事實に 於て は_ に 申しました 通りで 

あります からして、 我 國の國 情に 鑑みまして- •彼が 

如き 制裁の 法を 設けん と 致します るので あります、 

是 より 以上 最早 之を 敷衍す るに 過ぎない やうになる 

のであります から、 尙ほ御 議論が 有るならば、 委員 

會に 於て 私 も 委員の 一人と 指名せられ ましたなら ば 

進んで 意見を 交換す る ことに 致します。 


0 議長 C 大岡 育造 君： >  高見 之 通 君。 

〔高見 之 通 君 登栢一 

0 高見 之 通 君 諸君 私 13; 此の 改正案を 拜見 致し まし 
て、 特に 質問 致したい のは、 選舉 罰則の 規定に 關す 
る 事であります、 今日の 選. _法 に關 して 相 當に 改正 
を 要する ® i が 有る と 云 ふことは、 何人も 疑！ f ない 所 
であらう と 思 ひます、 併ながら 此選擧 法を 改正す る 
に當 りまして、 何よ 〇 も 先決問題と なる もの it il 擧 
罰の 改正で あらう かと 思 ひます、 今日の 憩 法 學者は 
帝阈 議會を 以て 統洽 作用の li 關と解 せないで 以て， 
官府と 解して 居る 所の® 者が 大變 あります、 國家 
を 一個の 有機 體 として 論じて、 其の 結果 帝國議 會 を 
之れ が 機 關と斷 じます ると 云 ふと、 君主 も 亦 一個の 
機關な りと 云 ふ 誤解に 陷〇县 いからして、 隨て 帝 ia 
の 國體に 影響を及ぼす と 云 ふ 憂から、 斯の 如き 解釋 
を 避けて、 帝 國翳會 を 一個の 官府な りと 云 ふや 5 な 
學 說を以 つて、 通說 として 居る のであります、 而し 
て、 議會は 勿 論議 負を 以つて 組織し、 衆議院議員は 
選擧に 依つ て 議員になる ことは 言 ふを 俟ち ませぬ、 
此の 意味に 於いて、 _員の職責は單に立法と豫算と 
に關與 する のみでありまして、 國民を 代表す ると 云 
ふ 政治的 意味を 含まない と 云 ふこと になる ので あり 
ます、 それ故に 此 趣意に® ります れば 、選擧 人は 選 
擧當 日に 於て •自分の 理想の 人を 投票す ると 云 ふ 丈 
で 十分に なつて 居る、 隨て 毫末 も一錢 I 厘の 金を 掛 
ける 必要は ない と 云 ふ 議論になる のであります、 此 
趣意を貫く爲に於きましては、今日の選擧罰の規定 
は 徹底して 居る と 私は 信じます、 併ながら 此學說 を 
執る ® 者 も、 最も 權威 有る 所の 此學者 も、 不幸に し 
て 自分の 理想の 人が 其 選 擧區內 に 居な かつた とした 
ならば、 自分の 投じた 一票は、 棄 ffi と 同 樣にな ると 
云 ふこと を 自白して 居る のであります、 現に 立派な 
講義 著述の 中に も それを 自認して 居る のであります 
例へ て 見ます れぱ 、靑森 市に 於け る 人が 關直彥 君を 
投票す ると 云 ふこと を 以て 理想と しても* 其 一票は 
憲法の 上から、 潠擧 法の 上から 其 一, 票は 有効で あり 
ませう、 併ながら 立憲 的に 言へ ば、 それは 棄權と 同 
樣にな る、 棄權 したと 同樣 になる と 云 ふこと になり 
ます、 是に 於て 選擧 法の 觀念と 云 ふ ものは、 其 上 か 
ら 徹底し ない と 云 ふこと になる のであります、 それ 
故に 此の 如き 翳 論を 採って 居る 學* でも、 偶然に 自 
分の 信ずる 人が 自己の 選 擧區に 居ら ざれば、 又 有 


らゆる 場合に 信ぜざる 入に 投ほ すると 云 ふやうな こ 
とに. ) '■■ :  V-  : -< oir 璁 ての 蓮擧は 偶然 的の 逸 * に 
なる、 斯う 云 ふ 結果になる のであります、 それ 'C あ 
ります からして、 遝绍を 有 %! 5 味に すると 沄 ふ 時に 於 
ては、 少く とも 自己の 信ずる 人が 自己の is 母 M に ® 
らざろ 場合には、 其 Ac 肢 つて 居る と 同じ 主 ac 人 
に投撰 すると 云 ふこと •か、 結局 £( 味を なして 來ると 
思 ひます、 是に 於て 潠擧 法の 罰則は、 此の 如 ? こと 
を 縱し珣 想せ ざると も、 茚も 選擧を 有 SC 味に なさん 
と 欲する 時に 於て は、 K- 信ずる 人と、 rl- : y •: 我 主張を 同じ 
うする 人に、 投顆 しなければ ならぬ と 云 ふこと にな 
るので あります、 主義 主張の 同じ 人に 投溴 すると i-;- 
ふ 結果は、 此に 政激と 云 ふ ものを 半： じ、 及び 政 溜の 
移動と 云 ふ ものが 出て 來る 〇 であ - 0 ます、 政 W! の 移 
励が 出で、 主義 主張と 云 ふ ものに 耳を ® け ざれば、 
選擧が 有意 味に / I'i 來な いと 云 ふこと になり ましたな 
らば、 結局 lit 選 擧を して 有効-- らしむ ろ 爲め には、 
選擧 法に 於て お前は 行つて 自己 0信ずる人を、一錢 
一 厘の 费用を 使は ずして 投 M して 來いと 云 ふ 丈で li 
足らない のであつて、 其主篛 及 主張に 對し て相當 の 
研究を 必要と する のであります、 此に 於て侦 說 ©と 
云 ふ ものが 要り ませう、 又從 つて 主義 主張を 發表す 
べき 印刷物 も耍〇 ませう、 又 自己の 主義 主張を ffi ふ 
べき i.l 励 員 4 要る ので ありませ う、 illl 励 員が S? れぱ 
それに 對す る ys 用は 當然耍 る、 自己の 主義 主張 綱領 
を發表する印刷物々.要するとしたならば、それに關 
する 費用が 要る、 演說會 を 開く には 演說會 ® を 要し 
それに 對し て當然 費用を 要する のであります、 併な 
がら 現在の 選擧 法の 第 八十 七條を 御 ! a なさい 「直接 
又 ハ 間接-こと 云 ふやうな 法文は、 他の 刑罰の 法文 
には 殆ど 見ない と 言つ て宜 いのであります、 此の 如 
く 有 ゆる 方面に 於て 一錢一 厘で も' 逃擧 に關 して 餘を 
使つ た 者に 罰する、 斯う 云 ふ规定 になつ て 居る ので 
あります、 此 規定から 見ました / i: らば  >  今日では 主 
義 主張を 傳 ふる爲 めに、 金を 一 錢一厘 使つ て も 犯罪 
となる のであります、 故 (C 或 憲法 學菩の 言 ふ 如き こ 
とを 土 ® にして、 今日の 選擧法 の條 文 1- 從 つて 選擧 
罰則を 解 釋 をしたら、 徹底す るで ありませ 5 けれど 
も それでは 選 题が 無意味になる のであります、 立 憩 
的に 解釋 しやう とする 時には、 此選擧 S に觸れ て來 
る、 故に 言換 ゆれば 今日の 選擧 閟 と 云 ふ ものは R に 
政治を 有意 味に すると 云 ふ 意味から したなら ば、 此 
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潠 擧罰と 云 ふ ものは 全然 無 W の ものと なると 云 ふこ 
とを 私は 信じて 居 〇 ます、 此に 於て膂 察で も 亦 或は 
判例 等に 於ても、 それを 調和すべく 色々 の 判例 も あ 
ります るし， ai <2に依ては|一：察が之に對して種々の 
方法 ゃ _ じて 居ります、 例へ ぱ 五 十錢の 辨當な らば 
宜い 、十八 錢な らば 宜しい と 云 ふやうな ことを して 
居る、 併し 是も 若し 司法の 檢事 局の 考に 於て、 此の 
如き もの も 亦 選 舉に關 して 或る 利 -a を 提供した もの 
であると 云 ふ 溝 論を 収つ て、 選 擧法を 眞 直に 解 釋 す 
る VJ したなら ば •是も 亦 一の 犯則で ある、 漸く 實際 
の 事情 I - 適 < 11 する や 5に判例若く±;@察の手心に於 
て やつ -r 居ります けれども、 檢事 或は 裁判所に 於て 
苦し 意見を 異にする と 云 ふこと になつ たなら ば、 判 
例は 兎に角 替怒 の考は 兎に角 •片つ端から 之を 罰す 

ると 云 ふこと が 今日の 狀態で あります、 それ故に 罪 

と 〇 すべから ざる 者を 罪と e すと 云 ふ 事' か 今日の 狀 

態 である •それ故に 二 萬 人と か 三 萬 人と か 云 ふ 大變 

な 15 鞀 事件が 起る のであります けれども、 其 被 i!f 人 

に 段. V 能く 當つて 見る と、 何の 爲に 自分は 罰せられ 

て 居ろ ので あるかと 言つ て 居る 位で ある、 現に S; の 

縣に 於き まして、 憲政 會の 或る 候補者の 爲に 一の 選 

擧 事件が 起つ た、 其琪 件の 被界 人は 數十 名に ® 〇 ま 

したが、 其調进 を 見ます ると 所謂 運動 致と 云 ふ もの 

は 如何なる もので* S るか、 之に 對して 裁判所 も、 P 

察躬 も， 被 街 人 も， 證人も 運 励 !, 5 と 云 ふ もの Is 何で 

あるか 解す る 者. か 一人 もない と 云 ふ 有樣で あります 

併し 實约な らば 盖支な い、 锊費な らば 差 支ない と 云 

ふこと になつ た、 そこで 運動 S が 幾らく と 書いて 

居る、 運 一 费 U 罰すべき ものであるが、 實费な らば 

罰すべき もので ない と 云 ふこと になつ たなら ば、 折 

角の 解陆が 立たない と 云 ふこと になる のであります 

何故 »-■ と 云へ ぱ 今日の 八十 七條は 、不徹底で あるか 

ら m 来ない けれども、 今 言つ た 如く ? $ 法の 官搲 的の 

解 釋では 、潠 SS はさう 云 ふ もので ない、 誰でも 好き 

な 转を選 舉する ので あるから、 選 擧の爲 に 一 錢一厘 

でも 使つて はならぬ、 主義 主張を 同じう する 自分の 

好きな 人なら 大石由 良 之 肋で も 誰でも 構は ぬと 云 ふ 

ならば、 此遝擧 法の 罰則は 如何にも 徹底して 居る の 

であります けれども， 憲法 政治に 之を 適合し やうと 

云 ふ 总味 |- 於ては、如何にも無意味の罰則と思ひま 

す、 それ故に 今日の 埸 合に 於て 此選擧 法を 改正 せら 

る、 ことの 案を 御 提出に なりました に 付て は、 斯の 


如 ? 非 立憲 極 -f る 政治の 生活の 上に 於て、 最も 不都 
合なる 此 八十 七條を 、もつと 立憲 的に 改正す ると 2C 
ふ 意味が あるかない かと 云 ふこと を 私 li e きたいの 
であります， 此 事た る や 正に 司法 當局 及び 内務 常 局 
の 選 擧に關 して、 色々 の 行を なさる 上に 於け る 一片 
の 礬 吿とな ると も 信じ、 併せて 之を 晳間 の 趣旨と 致 
します。 

〔拍手 起る〕 

〇 藤 揮 幾 之輔 君大變 長く ございまして、 何 處に對 
して 御 答したならば 笪 いか s it 拙 捉 し® ねます、 そ 
こで 一方 か， r 承つ て 見ます と、 rll 則 it 寧ろ 廢 して 仕 
舞つ た 方が ？ f いと 云 ふこと にも 聞え -* すし*' 又 運用 
の 如何を 論ぜられた やうに も 聞え ます、 罰則を 全然 
腿して 仕舞 ふが 1! いと 云 ふこと になり ましたなら ば 
是は金 く 御意 見になる のであります* それから 運用 
と 云 ふこと になり ましたなら ば、 是は其 職 1- 當る者 
の 上に 於ての 御 議論に 歸著 する のであります からし 
て、 私共は 從來の 罰則を 認めまして、 之を 取捨して 
其 宜しき を 得せし め やうと S ふ 目的で、 此改正 案を 
提出 致した のであります から、 之に 依て 御 判斷を 頂 
戴 致したい のであります。 

0 八 木 逸郎 君 唯今ょり ^ 師法中 改正 法津 案の 委員 
會を 開きます から、 委員の 方は 委員 室に 御 集りを 願 
ひます。 

〔高見 之 通 君 松 本 誠 之君發 言を 求む〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 高見 冶は 今の _き です か。 

0 高見 之 通 君 さう です。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 それなら 高見 岩。 

0 高見 之 通 君 私の 言 ふ 意味は、 此選擧 _ の 運用と 
云 ふ 窓 味では ない、 闞則を もつ と輕 くしなければ な 

らぬ 、此 罰則は ffi いから、 もつ と輕 くす る 必要の あ 

ると 云 ふこ ?: を. 能く 御 分りになる やう (C. 說いた 積 

〇 である。 

OS 長 C 大岡 育造 君〕 松 本 誠 之 君。 

〇 松 本 誠 之 君 藤澤 君に 一寸 私は 質問 致したい C 「登 

壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 手短いので あります から 登 

檀する 必要は ない。 

〔「登®々々. I と 呼 ふ 苦 あり〕 

〔松 本 誠 之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 松 本 誠 之 君 私が 御尋致 さんと する ことは， 極く 

手短い 登壇す る やうな 値 打 もない ので あ. リま すけれ 


ども、 何れ 委員 會に 於て 十分痗 讖 討論せ ら る、 こと 
とは 考へて 居ります るが、 第 一番 に 私が 一つ 此處に 
疑點を 懐いて 居る ことを 御尋 致したい、 それは 「五 
圆以 上を 納め 仍 引 ® き納む る 者 又は 中學 校、 師範 學 
校 若は 文部大臣 (-- 於て 之と 同等と 認めた る學 校を 卒 
業し」 此處 まで (i 宜しい、 是まで は 能く 分つ て 居る 
が、 それから 下です r 又は 之と 同等の 學力を 有する 
もとの 檢定せ られた る 者に して 且搦 立の 生計を 營む 
者」 斯う ある •是は 「又は 之と 同等の 學力を 有する 
者と檢 定せら れたる 者」 と 云 ふと、 文部大臣が 是は 
檢定す ると 云 ふ 事の 意味で ございます か、 さう して 
「之と 同等の ® 力を 有する 者」 として あると、 學校 
へ 行かな くと も中學 校、 師範 學校の 卒業 者と、 同じ 
學力を 有する 者と 檢定 せられた る 者を 指す もので あ 
るか、 是丈を 伺 ひたい、 もう 外の 事 ii 伺 ふことは 先 
づ 省いて® きます が、 是丈御 尋 致して 置きたい。 

〔「いや 御 苦勞樣 J と 呼 ふ 者 あり、 笑聲 起、 る〕 
〇藤澤 幾 之 輔君禮 儀であります から 國 民の 代表者 
の 御 問と して 愼んで 御 答を 致す のであります、 御 _ 
の 通りで ございまして、 檢定試 驗の法 は 我 國に定 つ 
て 居る ものであります から、 此段 御 IH 憶を 喚起せ ら 
れむ ことを 希 筠 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 勸君 本案は 議長 指名を 以て、 特， に 一一 十七 名 
の 委員に 付託せられ む 事を 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 ® に 御異載 打 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 異議な しと 認めます •仍て 本 
案は 議長 指名 二十 七 名の 委員に 付託す る ことに 決し 
ました I 日程 第 四 •未成年者 飮酒 取締に 關す乙 法 
律 案、 第一 讀會の 續を 開きます、 委員長 粕 谷# 三 君 
第 四 未成年者 飲酒 収締 に關 する 法律案 ( 
根本 正 君 提出〕 第一 if 會の續 (委 
員 長 報告〕 

〔粕谷 義三君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 柏 谷義 三君簡 單 に 委員 會の 結果を 御 報 i*i- を 申 上 
げ ます、 本員は®々 當議 場に も 現れました 問題で あ 
ります るから、 其內祥 は 旣に 諸君の 御 熟知の こと、 
存じます、 委員 會は 前後 三回 開會 致しまして、 政府 
よりは 内務 文部の 兩 政府 委員 も 出席を せられました 


愤 « 醉 議を盡 しました 結果、 全會 一致を 以て 本案を 
可決 致した のであります、 而 して lit 案に 對 しまして 
は、 今冋は 政府 も 亦 同意を 表せられた のであります 
顧みます れば 、此 案は 明治 三十 四 年 以来 年々 當議塲 
に 現 はれた 問題でありまして、 丁度 此藕塲 に 出 まし 
た 數を算 へて 見ます ると* 今度 十五 回目に なつて 居 
ります (拍手 起る〕 恐らく 法律案と 致しまして •斯 
の 如く itt 々此 議場に 現れた 問題は 恐らく lit 外には 無 
いで あらう、 而して 本院に 於き ま L ては、 此間に 於 
て 前後 八 回 •即ち 十五冋 程 提出せられ て 居ります る 
が、 其 間に 於て 本院を 潲 過した る ことは 實に八 回に 
及んで 居ろ のであります、 斯の 如く K 々本院を 通過 
致して 居る にも拘らず、 ■此 事が 未だ 今日 此實 行を 見 
るに 至らぬ と 云 ふことは、 甚だ 遺憾に 感ずる is であ 
らうと 思 ふ、 申す 迄 もな く 今や 世界の 大變 局に 際し 
まして •熟 A- 帝國の 國際上 に 於け る 地位 如何、 或は 
又戰 後來 るべき 所の 國際 競爭 が、 如何に 激甚になる 
であらう かと 云 ふこと を考へ 來 ります るなら ば、 國 
家は 彌々 益々 强煺な る 所の 國 民の 多から むこと を 望 
まなければ ならぬ のであります、 本案の 如きは 實に 
此 時代の 要求に 應ず べき 所の" 最も 適切なる 提案で 
あると 考へ まして、 委員 會に 於て は 唯今 申しました 
如く、 滿堪 一致を 以て 可決 致した のであります、 而 
して 之に 對して 政府 も 亦 同意を 表せられた ので あり 
ます、 故に 本日の 議塲に 於て、 若し 幸に して 諸君の 
御 賛同を 得まして、 本院を 通過す る ことにな り まし 
たなら ば •恐らく 今回は 貴族院に 於ても、 本院の 決 
議を諒 とせられ、 必らず 貴族院に 於ても 此 案を 通過 
せらる、 であらう と 云 ふこと を、 私 ほ 深く 信じて 疑 
はぬ のであります、 私は 本案の 運命が、 斯く相 成る 
であらう と 云 ふこと を、 切に 希 菌 致します ると 同時 
に •滿 場の 諸君の 御 同意を 以ち まして、 金 會 一致を 
以て 此 案に 御 賛成になる ことを、 偏に 希望に 堪へな 
いのであります。 

〔拍手 起る〕 

o m 長 C 大岡 育造 君〕 別に 反對 の通齿 も ありませ ぬ 
〇惊 松 PS 慶 君 D2 ちに 二 讀會を 開かれむ ことを 望み 
ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案 の 1 1_ 會を 開く や 否やを 
諮 ひます、 本案の 二 讀會を 開く に 御 異_は ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

三 四 九 


未成年者 飲酒 取締に 關 する 法律案 第一 if 會の緵 
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朱 戌年-/ Ifx 的 !^ 褅 I.' 男 IT ろ lit- ljB 案 第二 i:f! v K7 这迫&，設 こ ril lr る la? l-:2s 案 


〇 致 長 (大岡 r-f 造 君〕 異 »v. なしと 認めます、 二 1?! 會 
シ 開くべし と 決しました。 

0惊松降 !1 :忍本院は耻々本院シ通過したものであ 
ります、 どぅか 此磁合 彐 治 會の順 序を 略して、 二负 
會で碑 定せら れむ ことを 望みます。 

OS 長 c 大岡育 造 君〕 直ちに 1 一證 會 1 V 開く 意味で あ 
〇 ます か。 

o iu 松隆 匿汜直 ちに 二韵 €r 々開く 总味で あります 
0議 +> ノ广大岡宵浩君〕何松沿の恥_に御異謅ないと 
認めます、 即ち 直ちに 二 Iff 會を 開き、 鼷 案の 全部を 
翳 題と 致し i す。 

未成年者 飲酒 取締に 關する 法律案 第一 一讀 
會 (確定 一〕 

〔「興 11 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇頦長 (大岡宵 造 君〕 別に 御 異議は ない と 認めます 

本案は 三 沿 fT を 省略して 可決 確定した る ことを 宣吿 

致します (拍手 起る〕 日程 第五、 鐵道 建設に 關 する 

纽 _ 案を _ 題と 致します、 提 m 者 根本 正 君。 

第五 錄 道 建設に 關す る雜 議案 (根本 正 君 

外 五名 提出〕 

鐵道翅 設に關 する 建議 築  . 

鏺道趄 設に關 すろ 建 11 

i 茨城縣 水 戸ょり 福 島 縣郡 山に 接 續 する 鐵道 

右は 鹿 業の 發達交 通の 不備を 補 ふ 爲必耍 缺くへ か 

ら さるものに して [1. 奧羽及 磐 越 兩線 と水戶 線との 

連絡 上 必要な りと 認め 第二 十七 回， 第！ 一十 八 回 及 

第三 十！！； 帝 國 に 於て 之 か 建議を 爲し 政府 亦 第 
三十 一 囬 帝 國驗锊 豫 芄會_ に 於て 木 線の 一部た る 
大宮勝 田 間 線路の® 測を 公約し 次て 大正 三年 五月 
一日 鐵道院 哲示 第三 十二 號を 以て 房總 線雜設 事務 

所所 管 M 域の fll に 「勝 田 大宮間 J を 加へ 大正 三 ■ , 

四 年の 兩年 度に 於て 其 S 實測を 終了し 之を 大正 四 

年度 豫算に 計上せ り 然るに 議會解 散の 結果 遂に 著 

手せられ さるの みならず 爾 來豫算 に 計上を 見さる 

は 本院の ns 憾 とする 所な 〇 依て 政府は 速に 相當の 

處置 を！！ し 之 か 完成を 期す へし 

右 建識す 

r 根本 正 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 根本 正 君 諸君、 本 e 道 建設に 關する 建議案の 理 

由を 說明 致します、 本鐡 道は 水戶 より 郡 山に 達する 

所の 輕便鐡 道でありまして' •明治 四十 四 年 第二 十七 


帝國漭 f/ に 於き まして、 本案 li 通過され た 問題で あ 
ります、 此水戶 郡 山の 間の 鐵道 ほ、 泡 岸 線と 奥 羽 線 
との 中央を 通過す る 所の、 m 北開發 に付きまして 最 
も m 大なる 所の 鏺道 であります、 此間に 於き まして 
は 物產は 甚だ 登 富なる もので あつて、 最も 農 產に富 
み、 殊に 目下 我國に 於て 重要視 せらる る 所の 小麥の 
如 S- は、 日本 帝國中 第 | 位を 占む る 良品を 產出 する 
所であります、 小 麥其他 麥作 のみならず、 煙草 •茶 
箆 顏 •紙と 云 ふやぅな もの も 出来る のであります、 
殊に 諸君に 御注意を 願 ひたい 事は、 福 島 縣及茨 城縣 
のみならず. 柺木縣 に 4 大關 係の ある 所の 八 溝 山と 
云 ふ ものが ありまして、 此 八 ® 111 は 七 千 有町步 の 土 
地を 有して、 殆ど 二十 五 里 四方に 關係 する 所の 大な 
る 山であります、 而し て此那 珂郡久 慈 郡に 直ろ 所で 
あるの みならず、 福 島 縣に關 係す る 所の 此八薛 山に 
於き ましては、 甚だ 多くの 金山が あります る， 大子 
地方の 金山の みに しましても 七つ 程 & る、 是 に ! t. 甚 
だ _史の ある 問題でありまして 、遣唐使 及留舉 生の 
費用と して 其 金を 出した のは、 此八薛 の 金山ょり 出 
したと 云 ふこと が >  大 日本史に 明記され て 居ります 
之を 見ましても 金が 如何に 此池 方に 在る かと 云 ふこ 
とは 能く 分つて 居る、 是は 今を距 る こと 千 二百 六十 
五 年の 前で ある、 丁度 孝德 天皇の 白 雉四币 であり ま 
する、 それの みならず 又 元 正 天皇 靈 ffiil 年 八月に 於 
て も、 遣唐使が あつて、 是は 今を距 る こと 千 二百 二 
年の 昔で ある、 此 時代に 於き ましては、 我が 日本 帝 
國に 於て 何れの 處 ょり —— 此支那 へ 行く 所の 留學生 
百 二十 三人の 者に a して 费用を 出 すかと 云 ふ® 合に 
八 溝 山の 金を 除く 外にない と 云 ふこと が、 大 日本史 
に 明かに 記されて ある 所であります、 斯の 如く S に 

® 產に 富みて 居る のみならず.， 金山と 云 ふ もの も、 

傲 か 其 地方に して 七つ 程 ある、 今 現に 那珂 郡の 山 方 

村の 如きに 於て は 二® 所の 金山が あつて、 現に 此山 

の鑛石 を 採つ て 日立の 銅山に 送る ことにな つて 居り 

ます けれども、 不幸に して 此鐡 道が 無い 爲に 、一俵 

の金鉞 を 日立 銅山に 送ります るには 九圓掛 る、 而し 

て 其 利益と 云 ふ ものは 僅に 一圓 ほかない と 云 ふこと 

は、 是は事 實の證 明す る 所であります、 故に 此水戶 

より 郡 山に 達する 所の 八十 有餘顿 の鐵 道と 云 ふ もの 

は、 實に我 日本 帝國に 於て 最も 重要なる 所の 鐵適で 

あると 云 ふことは、 明瞭して 居る ことであります、 

故に 明治 四十 四 年の 二 十七 議會に 於き まして、 最も 


|2 道 に 熟練され たろ 所の、 又逛に 公務 I' 付 s- 忠沉 な 
る所の時の副總裁平井晴二郞君は_、此凿道：に速に股 
設 T べき もので あろと 云 ふこと を、 此譏墦 に 於て 明 
言され たので あ 〇 ます、 其 後明 洽四十 • -/.: 年 第二 十八 
回 及び 大正 |一 年 第三 十回に 於て. ?, 建漭 されまして、 
何れも 通過した 所の 結果、 諸君の 御 承知の 通り、 大 
正 三年 第三 十一の 議會の 總裸算 會に 於て、 其 一部た 
る大宮 勝 田 間と 云 ふ ものを ® 行す る ことに 公約を せ 
られ 、其 結果 政府は 大 正 三年 五月 一日 官報を 以て、 
時の 鏺道 院總裁 H 學撖士 仙 石 貢 君より、 鐵 镝街 示 第 
三十 號を 以て、 斯 5 云 ふこと を ^ 示されて、 # 設す 
べき ものと 云 ふこと が 確定され た g であります、 其 
官報 吿 示の 成文は f 房總線 建設 事務所 所管 區域 ノ擱 
勝 田 大宮間 ヲ加フ J と發表 せられました、 然るに 此 
線路が 延期になつ た _であ ります、 即ち 大問 題で あ 
ります、 斯の 如く m 要なる 所の 鐵道が >  何故に 延期 
せられた と 云 ふこと' か、 今日の 此® 議案の 理由で あ 
ります、 裳に 不思議な 歸で あつて •政府が 豫算會 ま 
でに も 提出し、 又 時の 總戥仙 石 君より 布吿を 以て 建 
築すべき ものと 云 ふこと を 五月に 吿示 されました け 
れ ども •十二月と なつて lit 線路を 延期す ると 云 ふこ 
とに なつ ? C のであります、 此 延期と なつた のは 何故 
であるかと 云 ふと、 其 時の 總栽添 田 ® 一 君の 命令で 
あるので あります、 此事に 付て 諸君の 御 耳を 拜 借し 
たい、 斯の 如く 豫算 總會で 以て 決定せられ、 又 時の 
總裁仙 石 君よりも 官報を 以て 吿示 された ものを •僅 
に 六 箇月の 間に 之を 延期し、 此 線路を 妨げる と 云 ふ 
ことは、 皆に 國 家の 大損 害を 来す 所の 大問 題で あり 
ます、 何故に 此線路 を 延期され たかと 云 ふなら ば、 
此 線の 一部分と 云 ふ ものを 水戶鐵 道に 許す ことにな 
つたので あります、 是は如 何なる 人の 計 fi であるか 
と 云 ふと， 日本に 於き ましても 金 持と ¢5 される 所の 
安田 某の 經營に 係つて 居る 所の 鐵逍 であるので ある 
斯の 如く 政府が 一遍 官報を 以て 告示され たものを、 
鹿に 六 節 月の 間に 此鐡 道を 中止す ると 云 ふことは、 
如何なる 理由であります か、 此 問題に 付きまして 本 
a は 過ぐ る _會 に 於き まして •三回 乃 質問を 此處に 
致 t たのであります、 然るに 其 時の 答 辯と 云 ふ もの 
は， 目下 調査 中で あるから と 云 ふ 所の 理由を 以て、 
胡麻 化し 的の 答 辯が ありました けれども、 此請 願な 
る ものは 大正 四 年 十二月 M 十一 日であります、 然る 
に 添 田 君が 之を 認可す ると 云 ふ 方針を 採りました の 


三 五 〇  .  _ 

は、 其 月 C'J 十五 日の 頃で あ 〇ます 、斯 〇 .:: ..、： 

罔が 出ない 中に lit 線 .. デ で ^ 可す 〇 と云ふ方針を採つ 
たと 云 ふこと li 、 tt に 不 M 汲 千 3S な ことで ある、 * 
は钗 に！ f 正：- fa の 行政 ^ 分で あると 云 ふこと を、 私 
は 此 處 に證據 を舉げ て 明言す るに tH らぬ 〇 であり ま 
す、此請に ;: 即ち诳朿 111 へは大正四年十二月|1十一 
日に m て、 茨城 縣へ參 りました の (i 其 年の —— 

芄 年の 一月 六日に 參つた ので ある、 斯の 如く 未だ 政 
府に詔 願の 達しない 屮に 、此添 m t!- か Sg '-'J をす ると 
云. .'' 方針を 執りました と 云 ふこと ほ、 ® に 我 0 木 -? 17 
図に 於き まして 斯の 如き 薄志；！ £行、 « に .'!-. 辦 -.- 無朗 
すろ所の行政官があ〇ましたならぱゝ卞法を粢し ^ 
家の 富を 害する と 云 ふこと に W はなる のであります 
る、如何に薄志弱行 '!1{ は曲學阿世の行政官と雖も、 
一た び 行政官と して 1>1- 示した ものを、 之を 取消す と 
云 ふやうな # は、 W に m 大なる 問題で あるので あり 
ます、 是には 即ち 私の 見る 所に 依ります ると 云 ふと 
lit 製鐵 所の 三 萬 « の鐵 片 、不思 锁なる 所の «f 栗ょり 
は、或け'國家に對しては大罪惡を犯して思るものと 
言つ て 滞らぬ のであります、 此 事 に 就きましては 1$ 
に 選擧 干渉の 材料に 使 ひ、 我 か 茨城 縣で 1:: 政 友锊ょ 
りは 八 名の 代議士を 出して EC いたの ?- 、是等 の 間® 
を 利用して、 僅に 二 入に 落 51 せし むる やうに 至り ま 
したの も、 恐らく 此鐵道 間 題を 以て、 我が 立 想の 大 
本を 紊 す 所の 行政 -p; であつ たと 云 ふ 事を 設 明して fr:i 
らぬ ことであります、 どうか 諸 fs- 、ft la! 題に 就き ま 
しては です、 斯の 如き 理由が 十分ありまして •唯 だ 
一通りの 問題では ない、 政盼に 於 ？ ましても 其 lJi; -i?-: 
に m した 所 0 全線 路と云 ふ ものは、 九； r-l 八十 四 茁九 
千 二百 五十 四 圓と云 ふ & である、 一哩に 付きまして 
或は 七 萬圓 以上の 所 もあります が、 ¥ 均 十一 蹈九千 
西 八十 八圓 となつ て 居ります、 餡 一砂 r 即ち I;..- 田大 
宮間 である、 百 一 萬 八 千 六 百 七十 八 il 」 $> つ.'、 一 
® に付きまして は 七 萬 六 千 九 百 八十 0 になつ て !■':- る 
大 &B 大 早間と云ふものは二百六十二萬四千百_,大 
子堋倉 間が 二百 十 S: 萬 四千 六 百 七十 六 11 、 棚 倉 :'.:. 
間が 六十 四 萬 五 千 二十 圓で ある， 淺川郡 山 liil 二百 m! 
十 萬 六 千 七 百 八十 圓と S ふやうな、 實 r. 明細た る、 „ 
項目を 立てて 预算に 出した ものを、 如何に 朝 令暮 
の大隈 內 閣と雖 も、 斯の 如き 罪惡を 犯した もの It ff 
に國 家に 對して 吾々 忍びない ことであります、 故， 
本 負は です •此 問題は ef に 國家に 忠實 な る 所の 平 h 
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晴二郎 君、 即ち 此鐵逍 に 於て は 最も 熟練して 居る 所 
の 者で ある、 然るに 鐵 "3 の 事には 更に 關係の 無い 所 
の 行政官、 一た ぴ鐵 道院に 出ました 故に、 期の 如き 
此不 都合なる 事を したと 云 ふことは、 實に阈 家に 収 
つて 甚だ 忌むべき 事で ある •幸に 現 內閣は 獨 〇鐵： r 
の此大 問題に 就て 跡始末を する のみならず >  此罪 惡 
に對 しても 跡始末を 爲さ らんければ ならぬ と 思 ふ、 
幸に lit 度の 副 拽裁の如きは、鐵道にも綷驗あり、恐 
らく (t 平 井 晴二郞 君と 同じ やぅに、 國 家に 忠實 なる 
行政官と 思 ひます からして、 必ず 此鐵道 は 速に 著 手 
される だら 5 と 思 ひます、 諸君、 斯の 如き 問題は、 
是 is 帝阈 議會開 けてから 今日まで 無い のであります 
何故なら ば 一度 宵 報を 以て 布 «■ したる 所の 錄道を 、 
之を 延期され たと 云 ふことは、 寶に國 家に K つて 大 
不利益で ある C 「君の 不利益 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 國 

家の 爲に不 利益 だ、 君 ii 其 罪 惡を 犯した 所の 憲政 會 

の 一人で あるから •斯の 如き 事を 言 ふの だら ぅ (笑 

腺 拍手 起る〕 諸君、 斯の 如 ? 譯であ ります る、 若 も 

此 鐵道が I 是は大 IH 四 年ょり 大正 八 年までの 間に 

完成す る もので あつて •来年は 旣に 十三 哩の鐵 通が 

出來 べき もので あつた、 然るに 大隈 內閣の 罪惡 の餻 

に、 明年に なつても 鐵道が 出来ない と 云 ふ 現狀 であ 

ります、 此 地方には 先刻 も 申した る 通り、 甚だ 良い 

所の 小浆が 出來る ので ある、 此小麥 が 出來 るの みな 

らず、 PJ 島縣に 於き ましても 非常なる 鉞山が あるの 

であ 〇 ます、 恐らく 此鐵 道が 出来ましたなら ば、 一 

箇年 百萬圓 宛の 國 家に 利益を 與へ ると 云 ふことは、 

玆に 調査が 十分 出來て 思る、 玆に調 査が 出來て 居る 

許りでは ない、 鐵铟院 にも 調査が 出来て 居る ので あ 

る •即ち lit 鐵道が 十 年間 延期す る ことにな つた 爲に 

我 日本 帝 y l * 殆ど 千萬圓 の ffl 害を 受ける ことに 至つ 

たので あ 〇ます、諸君.扑問題は0に容易ならぬ問 

題であります からして I 典 詳しい 事 if 餘 〇罪惡 

を rf きます るなら ば、 却て 宜しくない と 思 ひます か 

ら 、此邊 に 止めて ! a きます か、 現内閣に 於き まして 

は、 此鐵 道は 普通の 錄 道に あらず して、 一度は 仙 石 

君が 官報を 以て 之を 招へ る ことに 決した 問題で あり 

ますから して、 速に 此鍩 道を 起工し， 水戶郡 山間の 

錄 道 を 以て、 日本 帝 國の TO 大なる 所の 交通 機關， >. 開 

發し 、我が 日本 帝 ^ の济を 益々 tft さむ ことに 御盡力 

S らむ ことを ? fi 望 致します。 

〔「熾ん なり. 一と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

S, 察 W 年功加俸 令 制定に 關する 建議案 


0 岩 崎 黝君 本案 ii 議長 指名を 以て 九 名の 議 M に 付 
託せられむ ことを 轺み ます。 

0_長广 大岡 育造哲 ： >  岩 崎 君の 動議に 御 異議は ない 
と 認めます 、即ち 本案は 謙 長 指名 九 名の 委員に 付託 
する ことに 決します、 日程 第 六、® 察 官 年功加俸 令 
制定に 關する 建議案を 議題と 致します、 提出 满松本 
誠 之 君。 

第六醫 察官 年功加俸 令 制定に 關する 建議 
案 (松 本 誠 之 君 提出) 

變察官 年功 加傣令 制定に 關 する 建議案 
變察官 年功加俸 令 制定 1* 關 Y る® 讓 
現行 俸給 制に 摊れ IX 撵察官 に對 する 給 與は頗 る少 
额 にして 勤務年限に 應する 咐加獎 励 S 規定な く 勤 
賴漭 漸次 減 iM し 隨て瞥 察 事務の 敏活を 缺くの 傾向 
あ〇政 府は 速に 年功加俸の 途を開 き 陽秀な る替察 
官 をして 勤續 せし むる の 方法を 講せら れむ ことを 
望む 

右 建議す 

1 :松本 誠 之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 松 本 誠 之 君 本案を 提 m 致しました に 就いて、 極 
く 手 短く 私は 此 提案の 理由を 述べたい と 思 ひます、 
之を 述 •ふるに 當〇 まして、 憲政 會の 藤澤 幾之輔 君に 
私は 一言を 呈した い (笑聲 起る〕 それは 前 刻 彼の 選 
擧法 改正案を 出した 時に、 私は 極く 簡鼠 なる 質問を 
致しました が、 其 際に 當つて 藤澤幾 之輔 君と も 言は 
れる 者、 前の 大隈 內閣の 時代に 於いての 內務 省の 參 
政官、而して今は憲政會の總務-最も先蕺として© 
敬を 致し 祟 敬を 致して 居る 人で ある、 然るに 私に 對 
する 說 明の 前 •に 當 つて、 餘計な こと、 國 民の 代表と 

なつて 來て 居る 人ぢや から、 據所 なく 說明 すると か 

云 ふやぅな 口吻で あつた、 國 民の 代表た るべき 者に 

あらず んぱ 、此處 に 誰が 這 入る ことが 出来ます か、 

(「ひや^^ j と 呼 ひ 拍手す る 者 あり) 人間と 云 ふ 

ものは 人を 侮つ て 又 人に 侮られる ので、 苟も 藤澤幾 

之輔 君の 人格に 對 して、 私は 惜ま ざるを 得ない、 將 

來は 少しく 言葉を 御愤 みなさい、 無艚千 萬な (笑 聲 

起る〕 君 も 代表なら 己れ も 代表 だ (笑聲 起り 發言す 

る 者 あり) 籤と P となら 何程で も鬪 つて やる。 

〇 諮 長 (大岡 育造 君〕 私語は いけ ませぬ。 

0 松 本 誠 之 君 そこで 極く 簡單に 私は 之れ を 說明致 

します、 此瞥 察 , & 年功加俸 令 制定に 關する 建讓 案に 


就きましては、實は昨年の臨時議會に於きまして、 
私が 提出を いたして 幸に して 今度 政府に 於いて、 一 
千 ;' S 同の 金を 出されて 居る 義務 敎育费 の國庫 補助、 
即ち 負 擔と云 ふやうな ことにな りました •か、 其の 際 
に 先づ 彼の 小 學校敎 員の 俸給 國庫 補助 案と 共に、 私 
は 之れ を 提出 致さな かつた のであります けれども* 
臨時 謅會 に差控 へまして、 此の 四十 議會に 出し まし 
たので ございます、 其の __ の理 山は 槪耍 書面を 以 
つて 認めて ございまして、 諸君の 御手 許に 廻つ て 居 
ります から、 理由は 私が 申 上げな くと も、 能く 諸君 
が 御 承知の こと、 考へて 居ります、 併ながら 申す 迄 
もな く 今日 諸君と 共に、 天下の 民衆が 高枕 安臥 致し 
て 居ります 所以の ものは、 全く 此の 不眠不休の 劇職 
に從事 致して 居る 所の、 警察官と 云 ふ 即ち 警察と S 
ふ もの、 效 力に 依つ て、 斯くは 枕を 高う して、 安ら 
かに 休む 事が fH 来て 居る 次第で ある、. 殊に 巡査の 職 
務の 劇職なる 、甚に 同情に 堪へ られな いと 自分 共は 
感シ 持つ * C 居ります、 而し て將 來戰 局の 後に 方り •* 
して、 國際 上から、 國際上 段々 と 旅行者が 頻發 致し 
外國 人も數 多 H 本の 國に 入つ て來 る、 遊びに 來 ると 
云 ふことは、 數 知れない やうな ことに 立 至ります と 
同時に、 此國家 社會の 事故は 益々 頻繁を 加へ まして 
それに 付て 益々 此醤 察界に 於き ましては、 礙秀な る 
ffi 良なる、 立派なる 所の ® 察： 目を 要求せ ざるを ^ な 
いと 云 ふこと に、 立 至る に 相違ない と 私は 考へて 
居る、 然るに 今日 段々 段々 と物馈 の 騰貴を 來し まし 
て、 品物に 依れば 殆ど 倍 以上の 値段を 示して 居る、 
實に 此瞥 察官の 今日の 狀態と 云 ふ ものは、 最愛の 息 
子を 中學 校に 入れて 置いた 所が、 物は 高くな り、 生 
計上闲 難て あると 云ふ爲 、さう して 女房には 內職さ 
すと 云 ふこと も 出来ない と 云 ふや 5 な 境遇 も あつて 
其 最愛の 子弟を 中學 校へ やつて 置く 事が 出來 ず、 屮 
學 校を 止めさせて、 商賣 人の 家に 丁稚奉公に やる と 
云 ふやうな 事 も ある、 其 他 子女の 敎育も 十分に 施す 
ことが 出来ない と 云 ふやうな 狀態で ある、 是は滿 堂 
の 諸君に 於 かせられても、 必す此 事は 能く 御 承知で 
あると 思 ひます、 實 に物價 騰貴の 爲に 生活の 困 雖を 
訴へ て、 警察官の 狀態と 云 ふ 其有樣 は、 是 に_鑾 に 
轉ぜん とする 如き、 實に 貧窮に 陷つて 居る やうな 次 
第であります、 さう して 又此 人々 と 云 ふ ものが、 例 
へば 三年なら 三 ^. 、 五 年なら 五 年 宣誓を 致しまして 
警察の 職務に 從 事し、 其 職務を 三年 間な 〇五 年間な 


り、 金く 十分に 程好く 勤め、 滞りな く 勤めなければ 
ならぬ、 中途に して罷 める と 云 ふ 事に な 〇ま すと、 
懲戒免職と 云 ふ 辭令 を M はなければ ならぬ、 其 懲戒 
免職は、 泥棒した 譯で もな く、 不都合した 譯で もな 
い 僅かに 給料の 一圓 一 一圓 若く は 三圓の 給料の 多き に 
依て、 他に轉 職 すると 云 ふやうな 事が ある、 さう す 
ると 懲戒免職を されて 居る •か 故に、 何も 不都合が な 
くと も 懲戒免職され て 居る と 云ふ爲 に、 他に 就職す 
るに 付て、 非常な 闲難 を來 すと 云 ふ有樣 であります 
斯樣な 次第で ある、 殊に 諸君と 共に 力を 盡 して、 小 
學校敎 員の ffi 待 —— 此小 學校敎 員の 隄 遇と 云 ふ もの 
は、 今日は 實に至 れり盡 ぜ りと 云ふ點 に 立 至つ たと 
思 ひます、 小 學校敎 員 全體 を獎勵 して、 國民 育英の 
任に 當ら しむる と 云 ふことは、 將來國 家の 棟梁た る 
者を 作るべき 貴重なる 職務で あるけれ ども、 警察 , R- 
に 於て は 益々 此活 眼を 開き 活社會 に 立つ て活 人間を 
取締つて 居る ので ある、 一方の 腳務が K 重なれば、 
又 一方の 職務 も 貴重であります、 所が 小學 校敎 員に 
封して は、 先づ 其恃 遇は 十分に 行屆 いて 居る やうに 
私は 考へ る、 唯 だ 獨〇書 察 官なる ものに 對し 、年功 
加俸 令が 今日では 無い ので ございます、 さう して 体 
給の點 に 於て は、 冬と 夏の 服 位を 貰 ひ、 或は 靴 位を 
貰 ひます けれども、 其 俸給の 點 は、 外の 役人 —— 小 
學校敎 員な どと 比較し ますと 其 WJ 合は 薄弱で ありま 
す、 薄いで あります 而して 職務は 劇職で あつて、 極 
く 熟 誠に やらぬ ければ ならぬ と 沄 ふこと である、 小 
學校敎 員の 年功加俸 令は、 諸君 も 御 承知の 通り 明治 
三十 五 年 四月 初めて 行は れて 居る、 此 時に 當つて 警 
察官の 年功加俸 令 も 同時に 出なければ ならぬ と考へ 
るので あり ますが、 斯の 如き 有 樣にな つたの け、 小 
學校敎 員と嵇 衡を 失し、 偏輕 偏重の 處置で あらう か 
と考 へる、 それが 爲に 警察官 勤續 者は 少ない と 云 ふ 
斯 _な 今日の 狀態を 見ましたならば 、他に 職務に 從 
事す る途が 無い、 恒產 無き 者は 恒心 無し、 衣食 足つ 
て禮 節を 知る と あつて、 始終 職務に 就きたい、 何 か 
職務を 欲しい と 思つても 就く 途が ない、 巡査に でも 
なつて 見やう と 云 ふて 巡査に なつて 居！  〇 、 是等は 俸 
給が 少ない、 職務 ! i 激甚で あるから、 餘程 身體 强壯 
であつ て、 精神 もしつ か りし て 居る 者で なければ 此 
職務は 勤まらない、 恐らく 日本 帝 國の 今日の 巡査で 
あつて、 一度 身を 警察 界に 投じて、 此國家 社 會の爲 
め 警察 界に 身を 盡し て、 阈 家に 貢獻 しやう と 思つ て 
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巡否の駿シ華ずる者ほ、百人に一人二人はあるかも 
知れぬ が、 恐らく 頭から あるまい と 私 IT. 思 ふ、 けれ 
ども® の產を 求め、 恒の職 •かなけれ {1 ならない から 
必ずしも 特務に 從事し 人の 人た る 道を 盡 さんと 欲す 
6 考であ る、 所が 其 人間に 對する 待遇が 薄く、 哟務 
は熘茜 ，物 沿昂險 致し、 子女の 敎 育 (r 出 來な い、 今 
や f? 察 界の有 ぬは、 笾に 以て 同愤 に堪 へられぬ 感じ 
が あるので あります、 さう して 申す 迄 もな く、 社 ir 
Co 狀 態 (;--. 饩 « の脾 ^5 激莛を祸め、生活上の度合段々 
と 灭 地 月 ai の 違 ひを 來 して！ £ る 今日で ある、 lit 必要 
なる 職務 1- 從 也 し、 阈家 一日 も 無ければ ならぬ 此餒 
察 宵に 對 して、 今日は 侍 遇の 方法を 謅じ 、挺 待の途 
を P ずる ほ、 將來 我帝國 に 於て ® 察に 光輝 あらしめ 

屘秀な る 俊秀なる 所の 得 察 , & • を 養成せ なければ なら 

ぬと！ K ふのは、 時代の 今日に 於て ii 最も 私は 必袈な 

郞と考 へます、 今 諸君に 對 して 御參考 までに 一寸 申 

上げて S ? たいこと がご ざいます、 是け •其 筋に 付て 

0 分が 取調べた のであります が、 大正 六 年 四月 現在 

の収調 であります、 fe 國巡瓷 の定员 の i'l!! -;i 费支辨 は 

三跑九 千 三 西 五十八 人、 先 づ四萬 人、 定員 外が 二 千 

人、 國賄费 が 百 八十 四 人、 さう して 廳府縣 を 通じた 

巡査 一人 宛の 月給 額は、 十六 圓 六十 錢六厘 乃至 十六 

_ 位の 金を H つて さう して、 妻 あり 子 あり 母 ありと 

云 ふ 者が、 どう L て 此の 生活が やつて 行け ませう か 

行けない ことは K に 明かな ことで ある、 さう して 又 

縣の 狀况に 依て ほ、 廳府 縣の繂 濟の 都合に 依て 一箇 

月 五十 錢或は 五_ 以上 十圓以 下の 手當を M ふ、 併し 

恐らく 五 圆以 下で、 十 圓 位の ものを 修給 外に 手當を 

莨 ふと 沄 ふことは 少ない、 精々 餘計で 一圓 か 二 II 位 

のこと、 考 へます、 さう して 巡査の 今日 初めて 職務 

を 奉ずる 者が、 どう 云 ふ 歩合と 勤 續の步 合に なつて 

居る かと 云 ふこと も 取調べて 見ました 所が" 初めて 

巡 ? F に 奉職 致しました 者が、 一年 未滿の 者が - 一 

年 未 滿の 者が、. 大正 六 年 即ち 阼年 四月 迄に 於て 五 千 

艽 人、 金 國に 於て 四 , 1; 人 以上の 巡査の 中で、 一年 未 

滿の 者が 五 千 五 人、 それから 一年 以上 三年 許り 勤め 

た 者が、 八 千 五十 四 入、 三年 以上 . 71: 年 未滿の 者が 六 

千 四 苗 五十 四 人、 五 年 以上 七 年 未滿の 者が :- 77: 千 七 百 

八十八人 ^'' 斯ぅ云ふ割合で、さぅして殆ど此十分の 

一 許りつ^ 'より、 三年な り a' 年な り 七 年な 〇 十 年な 

〇 動を 續いて 居らぬ ので、 十 年 以上になります と、 

隨か二 千 人 或は 三千 人し か B らぬと 云 ふ 位の ことで 
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ある、 I 半： 懸命に 桫務 sg に 倒れる 爲に 、國 の S に 
殉ず る考へ なくして 1 中途で Is A® 々瞼を 代へ ると 
云 ふこと になつ て 居 〇 ます 譲と 云 ふ もの It 、 全く 職 
務の 激甚なる と、 國家が 之に 對 する 待遇の 薄 II なる 
と、 H ふ 俥铪 丈で 生活が やれ 切れないと 云 ふ 所の 結 
果で あらう と 思 ひます、 それが 爲に膂 察 界 の光砘 を 
毀 ffl し、 P 察界 の必嬰 なること に 付て it 、 其途 を缺 
かすと 云 ふやうな 所に 立 至つ て 居 〇 ます、 國の爲 め 
之を 救は ずん ば， 何れの 時に か 之を 救は なければ な 
らぬ 、資に 今日 此醤 察界を 助ける と 云 ふの (3: 焦眉の 
急で あると 考へ るので あります、 最後に 今一 言 申 上 
げて 置きます のは、 露 西 亞の國 の 革命 も 斯う 云ふ麵 
麴 の 問題に 出た ものと 思 ひます、 是は 我が 金 甌無缺 
の 帝 幽に 於て、 恐らくは 左樣な 革命 思想と か、 或 ほ 
危險 思想と 云 ふやうな ことを 唱へる やうな 警察官— 
—官吏 或は 國 民の 中に 其樣な 者は 一人 も 無い と 云 ふ 
ことは 固より B(i 言 致します が、 併ながら 貧富の 懸隔 
が甚 しくな り、 生活の 度合が 天地の 如く 格段なる 隔 
を 致します と、 遂に it 其 生活難を 訴へ て、 生計の 困 
難なる 者が、 遂には 其 美なる 別莊を 控へて 立派な 生 
活を して 居る、 或は 八 珍を 並べて 榮撤榮 華に 耽つ て 
居る と 云 ふ 人の 境遇 生活の 狀態を 羡ん で、 遂に 人間 
として 嫉妬 怨恨と 云 ふ 情を 起さ ' >* るを 得ぬ、 此 嫉妬 
怨恨の 情を ば、 下級の 官吏 やら 下層 社會に 持たす と 
云 ふやうな ことに 立 至ります と、 それ こそ 麵 翅 問題 
であつ て、 實に 恐ろしい 所の 思想が 彌蔓せ ざるを 得 
ない と 云 ふこと を 私は 憂 ふるので ございます、 諸君 
と共に 自分 も 微力ながら 此即ち 立法府に 參 りまして 
幸に 經國濟 世の 任に 當つ て此 場に 在る 限りは、 此醫 

察 官に對 して 社會 政策と 云 ふ考を 以て、 即ち 濟牛： の 

考を 以て I 世を 濟ふ の考を 以て、 大に それが 經國 

の 考を 以て、 一日 も 早く 此變 察官 をして 僅か 年功 加 

俥の 制度を 設けて、 年末に I 十二月の 末に 於て 五 

年若く ほ 七 年若く は 十 年 勤めた 者に 對 して、 四十 圓 

或は 五十 圓、 或は 七十 圓と云 ふ 位の 金を 年末に 與へ 

ました 所が、 別段 大なる 所の 響 も ございますまい け 

れど も、 兎に角 國家が 礙 遇して 吳れた 、國 家が 待遇 

して 吳れた と 云 ふこと に 付て、 其 年功加俸と 云 ふ も 

の、 爲 に、 變察官 は 心を 安んじ、 安心を して 喜んで 

さ 5 して 以て 職務に 忠實 な、 飽迄其 任務を 盡さ うと 

云 ふ、 念 £i: を、 必ず 生じて 來 るに 相違ない と 云 ふこ 

とは 確信して 疑 ひませ ぬが 故に、 希く は此制 度を 一 


つ转布 さ U て I 日 も 早く此 婷察官 を 救つ て、 純 A 挺 
秀な る碎察 W を 蕃成 すると 同時に、 ra の 舀 め 即ち lit 
の 爲めに 諸君が どぅか 御替成 あつて、 政府 も此 案を 
容れて ，速に 之を發 布せられ ん ことを IM に 希望 致す 
やぅな 次第で ございます、 I 言 申して S きます (柏 
手 起る〕 

0 岩 崎勸君 本案は、 茆に 委員に 付託した る 巡査 滑 
守 退 隱料及 遛 族 扶助料 法 中 改正 •;): 律 案と聯 L &S したる 
議案であります、 仍て其 同一 委員に 併せて 付託 せら 
れんこと を 希望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議ない と 
認めます、 即ち 動議の 如く 決します、 日程 第 七、 野 
岩 羽鐵道 建設に 關する 建議案を _題 と 致します、 八 
田宗吉 君。 

第 七 野 岩羽鐵 道 建設に 關す る趄戧 案 (八 
田宗吉 君 外 六 名 提出〕 

野 岩 羽 鐵道 建設に 關する 建篛案 
野 岩 羽鐵道 建設に 關丁る 建議 
一 栃木 縣下今 市より 分岐 L 福島縣 下田 島 若松を 經 
て 山形 縣下 米澤に 接續す る鐵道 
右は 奧羽線 及 磐 越 西 線より 東京に 至る へき 線路を 
短縮 L 栃木、 福 島、 山形 三縣に 於け る 森林 鍋物の 
開 發上最 急を 要する ものと 認 む te て 政府は 速に 相 
當の 措置を 採り 建設に 著 手せられ むこと を曜む 
右 建議す 

〔八 田 宗吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕  • 

0 八 田 宗吉君 本 靴 議案は S に 第三 十一 翳會に 於て 
滿場 I •致の 可決を 以て 決定に なつて 居る もので あり 
まする、 政府に 於ても 旣に 測量 調赉を 了せられ たも 
のでありまして、 此線路 は 日光 線 今 市より 分岐して 
福 島に 至り、 若松を 經て 山形 縣下 米澤に 達する 鐵道 
であります る、 此鐵 道が 敷設になります と 云 ふと、 
奧羽線より東京に達しますには、三十五哩を短縮致 
ますし、 新 潟 市より 岩 越 線を 經て 東 ；; C に 達します に 
は" 三十 哩を短 縮 致します、 新 潟 市より 信越 線に 依 
て往 きます に 比します と， 八十 六哩を 短縮す る こと 
になつ て參 ります、 而 して此 線は 奧羽 線の 板 谷の 三 
十分の一の® 斜に 比します と 云 ふと、 四十 分の 一の 
傾斜に なつて 来ます 爲に 、轍 S 力に 非常な 好成績を 
来します る ことにな つて、 旣 成の鐵 道に 便利を 與 へ 
る ことは、 今 申 L ます 通りであります るの みならず 


此の 線路の 11 過し ます ^ 屮 iftt 名な ろ tic - 取 知の ''; i w 
の 中心を H SI します ことにな つて 參リ i す B に、： H 
痒 物が 甚だ 多くありまして、 殊に 田 ii を 中心 C- L -* 

す、 南會津 郡は、 福 島縣の » 雎で あると 稱せ られて 
居ります、 而も此 邊に於 ける 森林は、 本邦の 三 大森 
林の1に數へられて居る所であります、而してレ挖 
なる 物 K に £f んで 居ります のみならず、 此南 tr Ht lio 
の 面 fa は 百 六十 茁 方里ありまして 香 川 ^ ょ 〇 も te fl 
縣 ょりも I 郡に 於て 其 面 ffl が® いのであります、 而 
して 此郡役 所の 所在地 田 鳥は、 2 :琢 is を R! る こと 一 
番 近い 所で 十四 里、 誠に 行政 上から 申しましても K 
#). な 所でありまして、 文明 的 交通 機 關の思 に 浴せ. さ 
る 所の 不便な 1® であります、 どぅか 前冋同 揉、 御 協 
铵を加へられんことを希玥致します。 

0 岩 崎勵君 本案は 蕺長指 名を 以て 九 « の委 M に 付 | 
託せられん ことを ? H みます。 

「「賛成々々」と呼ふ者 &- り〕 

0_長( 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 謎に 御 異蕺な いと 
認めます、 即ち 本案は 誘： 长指钙 九 芯の 委 .M に 付託す 
るに 決します、 日裎第 八、 瓷岐對 馬 本土！ i 交通 SI 輸 
の 設備に 關す る® 戠案 ゃ鹩 題と 致します、 提出 珩收 
山 耕 藏 

第八瓷岐對馬本土卵交通運輸の設龆に關 
する 妞 _案(牧山耕跋財外二名提出〕 
暨岐對 馬 木 土 問 交通 運 粒の 設 ffi lr. ;!! する® 謎 
案 

暨岐對 馬 本土 間 交 ioi 運輸の 設 ftli に 關する 趄 

0 

壹岐對 馬の 雨 島は 逐年 人文の 發途质 菜の 通 歩 頗る 
顯著 にして 之に 伴 ふ ？;: 通 運輸 S 設 ii を 嬰， 詔す る こ 
と 極めて 切 Ef なり®. i 對馬は 陸軍 磐 wii 隊並 ffi 砲 段 
大隊 S 所在地に して 粗り 兩 烏 產業上 のみなら す國 
防 上 亦 大に 3J; の 整備を 必要と する 多言を 俟たす 然 
るに 现時兩 島 木 土間の 交通®® の 機關 極めて 不備 
にして J1 歐 洲大戰 以來 船腹 不足の 爲 M に 甚 しく航 
路の 杜絕甸 日に 及 ふこと 數次な るの 狀態 なり 而も 
今 之を m ii し rl. 其の 鞍 燜 を 期す るは 縣 S5 又は 兩岛 
の 力の みに ては 到底 能くし 馳き 所と す 故に 政府は 
適當 なる 方法を 講し 速に 兩 島の 交通 運輸の 便益を 
圖られ むこと を 菌む 
右 建議す 

〔牧 山耕藏 君 登壇〕 
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〇牧 山耕藏 君 本 M li 暨岐對 堀 本土 間の 交通 運輸の 
設備に 關する 建 iii 案の 提出 渚と 致しまして、 簡單に 
提案の 理由を 述べまして-諸 115 の 御饺 成を 得たい と 
思 ふので あります •壹岐 と 云 ひ、 對馬と 申しまして 
も、 西 海の 一隅 1- 點在致 して 居ります る M E- であり 
す、 是が 本土との 交通 il 輸の 問題の 如 さは 一地 方の 
小 問題の やぅに 見える のであります が、 併ながら 今 
や 國を舉 げて產 梁の 勃興を 岡り、 國を 雄げ て 交通 運 
輸の 完備を 期して 居る 上から 見ます れぱ 、孤 B の 運 
輸連 絡の 機關 と雖 も、 輕 々に 看過す る ことは 出來な 
い 問題で あらぅ と考 へる のであります、 從來 壹岐對 
馬 及 本土 間の 交通 _關 と 致しまして は、 三艘の 汽船 
が 通つ て 居つた のであります、 然るに 歐 洲大鸱 の餘 
波は、 此 平和なる 兩島を 脅かしまして、 三艘の 中の 
二艘と 云 ふ もの (i 長 崎縣费 の 補助を 受けて 居り まし 

たけれ ども、 其 補 roj を 辭 沿 致しまして， 他の 有利な 

る 航路に 就いた のであります* E3 て 今日に 於き まし 

ては、本土暨岐對馬間を連絡致しまする交通_關と 

しては、 僅に 二 百噸 級の 汽船. か 一艘 通つて 居る と 云 

ふ 次第であります、 即ち 維新 當 時の 狀態に 立 戾りま 

して、 玄海醚 船 止めの 形に 相 成つ て 居る ので あ 〇 ま 

す、 是が本 問題 S 起り ました 事 實で あります が、 尙 

ほ 島內 の實惝 を考奄 致して 見ます ると、 絕 海の 孤島 

であ 〇 ますが 故に、 岛內の 物資は 以て 島内の 需要を 

充たす ことが 出来ない のであります、 從て他 地方の 

供給に 待たなければ ならぬ のであります、 尙 It 壹岐 

對馬 阳島は、諸君御承知の如<本邦 |- 於きましては 

有數の 漁場であります、 其水產 額は 數西萬 _を算 し 

て 居る のであります が、 此水產 物を 運搬す るに も 船 

が 無い と 云 ふや 5 な 有_で 、殊に 玄海灘 は 諸君 御 承 

知の 如く  •烏の 翼 も 折れる と 云 ふや 5 な 荒波で あり 

ますが 故に、 二百噸 級の 一艘の 老朽 船を 以て 致し ま 

しては、 到 尚此 交通 It 闲難 であります 、少しく 暴風 

が 耢きま すれば •十餘 日 も 本土との 交通が 杜絕す る 

ので あ 〇 ます •而も 食料の 缺乏 ，其 他 郵便物の 遲滯 

等 •十 sa □に n る ことは 珍しから ぬのであります， 

尙ほ 看過 - r ベから ざ る 一の 問題は、 吾々 が 最も 貴重 

なる 生命の 保障に 對 T る 不安に 陷つて 居る 點であ 〇 

ます、 瓷岐と 云 ひ對 馬と 申しましても へ饩 弱なる 孤 

島であります •か 故に、 释酚闕 關の 如きは 極めて 不完 

全であります、 隨 て ^ 人の 5n き (i 福 岡の 病院へ 參〇 

ます か、 或 (t 長 崎の 病院へ 參〇 ますが、 此の 如く 交 


通機關 •か 杜絕 致しました が爲 に、 折角 福 岡 病院な り 
長 崎 病院な りに 參ら ぅとしても、 出づ るに 船の 無い 
爲 に、 洋 々たる 玄海の 波 » を Eg んで 、病人を 見 殺に 
しなければ ならぬ と 云ふ悲 慘な る a 例 も枚擧 に遑な 

いのであります、 尙ほ外 か I-'. 參〇 ます - 島 外から 

參リ ますに も •船 - i; 無い から 同様の 不便が あります 
斯櫧な 勦は 諸 封の 御 想像に 依て 御判斷 を 得る こと、 
信じます から、 玆に 諄々 しく 申 述べ ませぬ、 然るに 
他 〇 離岛 1.. 於て は、 如何なる 方法を 執って 交通 機關 
が 整備され て 居る かと 申します れば 、御 承知の 如く 
第四十_會即ち今期議會に於て協賛を與へました所 
に 依ても、 遠洋航路は 別と 致しまして、 現に 小 笠 1* 
の 航路 C 補助と して 八 萬 圓 •東京 府と小 笠 原と に 千 
二 十圆 ，伊豆 諸島 航路に 七 千 五 百 六十 圓 ，隱 岐の航 
路に對 して 五 千 四百 圓、 鹿兒岛 那莉間 か 四 萬 圓 、沖 
繩先島 間が 一 萬 八 千圓 、鹿兒 島 谷 離島 間が 二 萬 二 千 
八 百 圓 、本洲 と 北海道 間が ? T. 萬圓 ，北海道の 沿岸 航 
路が 十九 萬 六 百 七十 五 圓と云 ふ 補助を 以て、 交通 機 
關が 整備 致されて 居ります が、 壹岐對 馬の 兩島は 長 
崎 縣よ〇 貧弱なる 縣費 S 補助を 掲 て、'  今日 迄 やって 
參つた のであります が、 一面 船會 社が 船腹 不足の 爲 
に、 此闸島 を 航海 致す ことを 不利と して •此 補助を 
辭して 他の 右 利なる 航海に 就いた と 云 ふ 次第で あり 
まして、 殆ど 今日 壹岐對 馬は 俊寬 島流しと 同樣 の狀 
態に 立 至つ て 居ります、 壹岐對 馬は 小な 〇と雖 も、 
古よ 〇大 八洲の 中に 數へ られ *  _史 あり 由緒 ある 島 
民であります が 故に、 之を 此儘 見殺しに 致します 事 
は、 人道 上に 於き ましても 甚だ 容易なら ぬ 問題と 考 
へます、 故に 是非 政府に 於ても 相 當の 交通 運® の 便 
を 開かれる 事が 適 當と思 ふので あります、 殊に 壹岐 
對 馬の 兩島は ，諸君 御 承知の 如く 國防の 上に 於ても 

要 掘の 地であります、 日淸戰 爭に 於ても、 日露 戰猙 

に 於ても、 如何なる 卿を し、 如何なる 位置に あつた 

かと 云 ふことは、 諸君の 御 想像が 付く ことで ありま 

す、 幸に 本案が 特別委 負に 付託され る 光榮を 有し ま 

すれば •本員は 更に 其 席に 於て 具 さに 狀况を 申 述べ 

たいと 思 ひます が、 此場合 唯々 簡單に 提出の 理由を 

申 述べて、 諸君の 御替 成を 請 ふ 次第であります。 

0 岩 略 1!) 君 本案は 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 

託せられん ことを 湧み ます。 

〔「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇踽長 (大岡育造射)岩崎君の励議に御異謅がなぃ 


と 認めます、 即ち 本案を 議長 指名 九 名の 委員に 付託 

する ことに 決します - 次に 日程の 第 九 及第 十は 共 

に 物® 調節に 關す る趄議 案であります、 先づ 之を 一 
括して 議題と なし、 說明及 答 辯は 谷 自 にされ る こと 
に 致したい と 思 ひます， 御 異議 (t ありませ ぬか。 

〔r 異 譎 なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君) 御 異議がなければ 一括 讖 題と 

なすこと !* 決します - t'J 松 1S 一郞 君。 

第 九物價 調節に 關する 建讓案 (村 松恒一 
郎君 提 S3) 

物價 調節に 關する 建議案 
物價 調節に 關 する 建 厳 

近時 物價の 昂騰 甚 しく 特に 米穀 其の 他 生活必需品 
の 騰貴 It 底止す る 所を 知らす 中流 以下 多數國 民の 
困難 其の 極に 達せ 〇 今にして 之 か 根本的 調節の 方 
法を 講す るに 非 T むは 或は 將來 社會上 恐る へき 結 
果を生 するな き やを 保せ す 政府は 速に 適 當の處 置 
を 執 〇 物 m' を 調節せ むこと を 望む 
右 建議す  ■! 

第 十物價 調節に 關する 建 si 案 (降 旗 元 太 
郎君 外 二 名 提出〕 

物價 調節に 關する 建議案 
物 僧 調節に 關 する 建議 

近時 物價の 騰貴 益 激しく 國民 生計に 苦痛を 感する 
こと 甚大に して 物 價を 調節す るは 刻下の 急務な り 
蟁に發 布せられ たる 大正 六 年 農 商務省 令 第二 十號 
は 此の 目的を 達する に 足ら さるの みならす 却て 經 
濟界の 不安を 招く を 以て 速に 之を 廢 止し 他に 適切 
なる 物價 調節の 方法を 執る へし 
右 建 譲す 

〔村 松恒 一郎 君 登壇〕 

〇 村松恒 一郎 君 諸君、 本員は 玆に物 價調 節に 關す 
る趄 議军 提出の 理由を， 簡單に 申 述べたい と 思 ふの 
であります が、 拘價 調節に 關する 問題は 旣に豫 算委 
a 會に 於き ましても、 亦 他の 場合に 於き ましても、 
E 々論議せられ た 所の 事柄であります るが 故に、 宵 
は 特に 說明を 要する 程の 事は 無い のであります るが 
唯々 玆に 本員が 去る 十六 日に 此建 議案を 提出 致し ま 
した 其 翌日、 憲政 會の 諸君 も亦此 必要を 認められた 
ものと 見えまして、 折 柄の 日曜に も 拘らず 、本部へ 
御集會 になつ て、 種々 御 審議の 結果、 其 夜を 以て此 
次の 日程に 上って 居る 所の 雜 議案 や 御 提出に 相 成つ 


たので ございます、 私は 憲政 會 2 諸 岩が 國務に 御 熟 
心で、 同時に 此 有力なる 方々 が、 吾々 と感を 同じく 
せらる i と 云 ふことは、 非常に 心强く 感ずる 次第で 
あります るが、 唯々 其 中に 幾分 吾々 と 意見を 異にす 
る 所が あるので あります から、 其 點に關 して 極く 簡 
S に 吾々 の 意思 丈を 發表 致して 置 ざたい と 思 ふので 
あります、 其 意見の 異なる と 云 ふことは-即ち 農 商 
務 省令 第二 十條 、所謂 暴利 取締 令に 付て であります 
るが、 憲政 會の 諸君の 中には 此 調節 令を 以て 憲法 違 
反で あると 云 ふ 意見を 有して 居らる、 方 も ありまし 
て、 旣に 豫算 委員 會に 於ても、 又 本 議場に 於ても、 
其 御意 見を 發表せ られた のであります るが、 又 同じ 
憲政 會中 にも、 多少 意見を 異にせら る i 人々 も ある 
と 見えまして 此建 議案 C) 上に it 其 事は 見えて 居らな 
いのであります る けれども、 定めし 此提 出の 理由を 
御 述べになる 際には、 左 樣な事 も 出る であらぅ と 思 
ひます るが、 本員は 此 暴利 取締 令なる ものを 以て 憲 
法 違反とは 信じない のであります、 さりと て 之に 向 
つて 餘り 重きを 置いて 居らぬ のであります、 併な が 
ら無き より |£ 勝れり と考へ るので あります、 何故に 
之が 憲法違反で ないかと 申します ると、 先づ 違反 論 
者の 御說を _き まする と、 此 調節 令は 營 業の 自由を 
妨害し •所有 權を 侵す ものである、 是は即 ち 憲法の 
條章に 反する ものであると 云 ふやぅな 意見で ありま 
すが‘ 併ながら 此収締 令なる ものは、 如何なる 場合 
にも 一 用して、 漫りに 所有 權を侵 し、 漫 りに 營業の 
自由を 妨害す るので (t. ない、 憲法に 規定して ある 所 
の 所有 權*若くは此營業の自由と云ふことは、是は 
普通の 場合を 指した も 〇 であつ て、 其當 業者が 善 怠 
を 以て 胬業を 營み 、或は 又 或る 財產の 所有者が 善意 
を 以て 所有して 居る 場合に， 之を 國家 政府が 勝手に 
取上げる •或は 勝手に 之に 向つて 種々 の 拘束を 加へ 
ると 云 ふこと it 、 是は 無論 不法なる 事で S, る. 斯 11 
な 事で あ 〇 ますれば、 是は 無論 憲法の 條窜に 違 ふ も 
ので あると 云 ふことは 勿 iir である、 併ながら 此奴 締 
令に 規定 致した 所は、 制限が あるので ある、 詰〇營 
業の 自由と 申しましても、 他の 多くの 者に 損害を 與 
へ、 而して 己を 利す ると 云 ふことは、 決して 是は許 
すべき ことでは ない、 是 は 決して 營業の 自由の 範圍 
ではない、 是 け 言 ふ 迄 もない 事柄で あるので ありま 
す、 又 所有權 に 致しましても 同樣で 、悪意を 以て 他 
人の 財 產を横 領し たと かと 云 ふことは、 決して 是は 
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所有 描で も 何でも ありは しない、 それで 此収締 セに 
規定 致します る 所は、 此善 S の 所有者 •善 SS 袋 菜 
者 ？ V- 拘束す ると 云 ふこと に 非 - T して、 旣に此 明文に 
も & ります るが 如く 「夺 ■激な る 市 {il の激 lg を 誘 知し 
囚て 以て 品 利々 得る の 手段と して 下に 揭 くる 物品の 
W 占 父 ;. a rifc lu をした 場合に は一 云々 と 云 ふ 現定で あ 
る、 !! t 中に (X 旣 に惡总 と 云 ふこと (i 確に 含まれて 居 
るので あろ、 之 シ 解剖して 見ます れば 、唯々 此急激 
なる 市 fii の® 動か 起した と 云 ふ 丈で も、 lit 制裁を 受 
ける。 で；； j ない、 又靼に 栽 利を 得た と 云 ふ 丈で も 制 
裁を 受ける のでは ない •又 取に 貢 占 ® 惜を したと 云 
ふ 丈で も 制裁を 受ける ので 15; ない、 詰り 急激なる 市 
價の 菸 動を 惹起して、 さう して それに 佐て 他を 害し 

て 己 か喿 利を 捲る と 云 ふ 手段と して、 其 目的の 爲に 

買 占 又 s w m をす ると 云 ふこと に 至つて •初めて 玆 

に惡意 と 云 ふこと が 說明 をせられ るので あります、 

即ち 害 他 利己 - 他を 害して 己を 利す ると 云 ふので 

あるから •即ち 是は 社會の 共存 ！ 共益 •相 共に 世 

の 中に 立つ て 行く と 云 ふ、 此 一般の l;ir 則を 触；- 1! する 

所の ものであるが 故に、 是は 社會の 公益 上， 行政 處 

分を 以て 取締る と 云 ふこと (t 少しも 不. 思 ® でない の 

である、 是が決 して g; 法に 規定して ある ) fr の營 業の 

自田 I 尤も ® 業の 自由 (t 憲法の 明文には ありませ 

ぬけれ ども、 其 精神に 於て 或は 含まれて 居る か 知れ 

ない •か、 此營 業の H 由 或は 又所钌 權と云 ふが 如き こ 

とは、 此法 令と it 全く 別物で あると 本員は 信ずる の 

であります、 故に 此 惡意ブ V 以て 物品の 買 占 又は 賣惜 

をして •  S うして 此己が 利益々 得 やうと 云 ふ 者を 取 

締るの (3; 、是は一箇の行政處分である、是れ少しも 

差 支は ない.， ベ 本員は 考へ る、 或 U 此収締 令を 以て 憲 

法の 第 八條‘ 即ち 緊急 勅令に 何故し なかつ たかと 云 

ふ裔見 もあります ろ けれども* 本 M の 信ずる 所に 依 

ると， 餡 八條 は 是 it 非常の 場合を 規定した る もので 

ある、 第 九條は 常時 —— 普通の 場合 * 規定した もの 

である" 即ち 普通の 場合に 於て、 公共の 安寧秩序を 

保持し 及 臣民の 幸福を 拊 進す る爲に 、政府が 此取締 

令を 發 布した と 云 ふことは、 是は 當然な 事柄で ある 

と 思 ふ、 此 見地ょり 致しまして、 吾々 は 此取締 令が 

憲法 違 K なりと 信じない のであります、 唯々 之を 運 

用 L た 場合に 於て" 果して 當を 得て 居る か 否やと 云 

ふこと が、 多少の 間 題に 殘 つて 居る ので あるが、 是 

亦 吾々 の 見る 所では、 決して 是は不 都合では ない、 


常然の ilf ri である、 今回 政府 •か 投 _ 者 某に 向つて 戒 
吿を與 へたと 云 ふこと も、 是 は 當然な る 事柄で ある 
何故で あるかと 申し ますれば'  彼の 戒吿を 受けた る 
抆 機 若 某なる 若が、 谷 方面に 手を 延ばして •多くの 
米穀の 買 占を 致して、 所， 謂 「俵く ぐり」 と稱 する、 
即ち 玄米 賣 方に 無き 所の 玄米を 强て 受取らん と 迫つ 
て、 之に 佐て 益々 市價を 釣 上げた と 云 ふことは 的確 
なる 事® である、 能く 憲政 會の 口癖に 言は れる 天下 
周知の 事 H である (拍手 起る) 是は 即ち 多くの 者を 
害して 己を 利す ると 云 ふ 遣 方で あるから、 之に 向つ 
て 本 令を 適用した と 云 ふのは、 吾.々 は 決して 異議は 
無い ので ある •唯々 此 場合に 彼等 投機 者の 一部、 若 
くは是と感を同じぅする所21部の論者は，斯の如 
. ? 法令を 適用しても、 事實に 於て さの みの 効果 (X 無 
い、 其 if 據には 旣に此 戒告を 與へた 後に* ■益々 相場 
か騰 K したでは ないかと 云 ふこと を 言 ふので ある 
が、 是は當 前の 話で ある、 何故に 當 前の 話で あ -6 か 
と 申します れぱ 、詰り 此 多くの 仲買、 東京に 於ても 
大阪に 於ても、 其の 他に 於ても， 仲買なる 者は 何れ 
も 所謂 吞行爲 と 云 ふ ものを やつて 居る ので ある、 客 
が ® つて 来れば それを 自分の 懷で買 取つ て、 多くの 
玉 を 自分の 懐に 抱いて 居る ので あつて、 是れが 此戒 
吿を與 へられて 市場が 休會を 致した、 若し 再び 市場 
の 開けた 場合に、 暴落を した 時は 非常な 損失を しな 
ければ ならぬ のであります から •彼等は 共同して、 
所謂總 解 合なる ものを 迫つ た、 併な が .ぃ 是が行 はれ 
なかつ た、 再び 市® が 開かれた 場合に、 彼等は 自己 
防 衞 の 爲であ るが、 一面 1- 於て は 政府に 面當 て， 政 
府に 反抗の 意味を 以て、 期せず し -r 全 國の仲 買 人が 

一 齊に買 煽つ たもので あるから、 騰貴す るのは 當前 

である、 而も 其の 裏面は どぅで あるか、 私は 斯樣な 

事情は 能く 知り ませぬ が、 信用すべき 新聞紙の IE 事 

に 依れば、 是 等の 多くの 吞行爲 の ある、 仲買人は、 

賣る 方を 斷つて 買 煽つて 一面には 客に 買 ふ 方 だけを 

勸 める、 さぅ して 今迄 自分の 持つ て 居つ た-呑んで 

居つ た 玉を 賣り 退ける と 云 ふ 遺 方を して 居る、 一方 

に賣 注文を 斷 つて 買 煽つ たので あるから、 是れ が騰 

貴す るのは 當然の 話で ある、 元来 此の 政府の 遺 方が 

甚だ 手緩い のは、 戒吿 を與 へる と 同時に、 一面に 仲 

買の 吞行爲 に 向つ て！ 大鐵槌 を 下したならば、 相場 

は 忽ち 下つ たらう と K は 思 ふ、 今日の 市場の 有樣と 

云 ふ ものは、 果して 是 .か® の 公平なる 相場で あるか 


と 云 ふこと を、 吾々 li 疑 ふ、 何とな れ ぱ 政府 •か 少し 
く 調節を 行 ふと 云 ふ 堅を 聞く と 下る、 D5 府が 少し 手 
を 緩める と 直ぐ脾 ると 云 ふ 狀態で ある、 それを 彼の 
一部の 投機 者 流* 若く {3: 此投握 者と感 を 同じ-? -J' る 
連中は、 政府が 欺 揉な 事を する 爲に 、安心して© H 貝 
•か出来ない、 一體 W 場に 安心して 賣買の 3 来る もの 
が 何が ある、 初めから 不安心な H 買で ある、 唯 だ 少 
M の 投撻者 流の 不安心と、 五 千 萬 2 同胞の 不安心と 
何れが 重き か、 何れが！！ き やと 云 ふ 問題で ある、 今 
日 五 千 萬の 國民は 、彼等 一部の 役 機 者の 爲に翻 弄さ 
れ此國民の主要食物たる米の相場は、殆ど彼等の爲 
に 左右せられ て §} る、 勿論 彼等は 是に 付て は 辯 解し 
て、 相場の 高低は 人力を 以て 左右す る ことが 出来す 
る もので ない、 或は 一片の 法令を 以て 出 來： 0 もので 
ない と 云 ふこと を 言 ふ、 是も亦 相當の 道理が ある、 
勿論 需給の 關係に 依て 物愤は 定まる ので あるから、 
人爲を 以て 之を 絕對に 動かす ことが 出來な いので あ 
ります けれども、 米價の 當に 騰貴し つ X ある 趨勢の 
所に 於て 買 占を 行へ ば、 極く 微弱なる ものと 雖 も、 
非常なる 力を 以て 騰貴を 促す ことが 出来る ので ある 
詰まり 燃 火に 向つ て 油を 注ぐ 遣 方で ある、 吾々 の # 
める のは 此點で ある、 單に 己を 利して 他を 害しない 
ならば 咎めない， 唯 さへ 騰貴す る 所に 向つ て、 八方 
に 手を 延ばして K 占めれば、 所謂 米價 の騰贵 を 惹起 
すと 云 ふことは 勿論の 事で ある、 さぅ して 多數の 者 
を 苦しめ、 さ 5 して 多數の 者を 害して 己れ 一人の 懐 
を 肥す と 云 ふ 事が、 果して 是が 正しき 賣 買と 云 ふこ 
と が 出来る か 否や、 前 申 上げる 通り、 社會は 共存 共 
進で ある、 相 共に 利益し、 相 共に 進まなければ なら 
ぬ、 賣 買と 云 ふ もの、 性質が それで & る、 賣る 者' か 
利益し 買 ふ 者が 利益す るので、 賣買が 正しく 行 はれ 
る、 唯 だ 一人 己を 利 せんが 爲に 、多くの 人を 害する 
ことは、 法律の 上から も 之を 許す ことが 出来ぬ、 社 
會の 上から も 之を 許す ことが 出來ぬ ので ある、 それ 
で 而も 今日 言 ふ 迄 もな く， 我 國は矢 張 交 戰國の 列に 
加つ て 居る、 斯の 如き 結果と 致しまして、 此 一面に 
於て ほ 國 防の 充實 、即ち 軍備 擴 張の 爲に は、 吾々 は 
三千 蓖圆 の增税 も負擔 して 居る 今日で ある、 况や又 
此戰 時狀 態の 爲に 、總 ての 經濟上 非常なる 變化を 生 
じて、 是が爲 に獨 〇米價 のみならず、 總ての 物價が 
騰貴を して、 非常に 困難して 居る、 然る にも拘らず 
唯 だ此 一部の 投機 者が 此米價 を 左右して、 國 民の 主 
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要食物を釣上けると云ふに至つては、之を許丁こと 
•か出来 4' いので ある、 此 S15 に 付て |£ 再々は 政府 C R 
した 所に、 必ずしも 反對致 さない ので あ 〇 ます、 仲 
ながら tt 物 tti 調節 令なる ものが —— 尨 利 奴 fci- 令なる 
も 〇 が 、果して物似調節：；=的を完全 |- 雄持さる、 
か 否やと 云 ふに， さ -r 出来ない 琪は吾 々のみならず 
政府 當局者 4此 事 ほ 明言 致して 居る ので ある、 吾々 
も 亦 同時に 此鉑判 取締 令に 向つて は、 1!.^ 〇讯 きを H 
いて居ないのである..，、併ながら彼0腿物が生じた 
と 云 ふ 場合に、 之を 根を拔 き 収つて 甩治を 加へ る 〇 
は 勿論の ことで あ 〇 が-先 づ以て 假 に订鹚 張 〇夕 致 
して、 多少の 痛みを 止める、 或 It ls の 流れる のを 止 
める と 云 ふ 位な ことは、 此恶 利収締 令に も 確に 効果 
•か ある、 即ち 一片の iip 藥張 リも尙 .EI つ爲 さ、 るに ® 
れ りと 思 ひます、 躲利 取締 令を廢 すると 云 ふ' n 見を 
持つ ては 居ない が、 それと 同時に 之を 以て滿 足す る 
ことは 出来ない、 况や黾 に始は 米の みならず* 小麥 
も 同 _、 此 小麥に 付て は 過日 も 横 山 忍が H 問せられ 
た 如く、 今日 關西 方面に 於て 非常に 買 占が 行 はれて 
多數の 者が 苦しんで 居る、 殊に 神戶の 某 商店の 如き 
は、 啻に 小麥 粉の 買 占の みで ない、 今や 旣に砂 糖の 
買 占に 手を 仲 ばして、 それが 爲に 、今日 砂 ® が 騰 K 
しつ & ある 有樣 、加 之此神 戸の 某 商店なる ものは、 
株式 會社 なる もの も 買 占を やる •今日 ' M 央に 於て 地 
方に 於て、 小なる 株式 愈 社が 成立して、 多少 有轺に 
なれば、 側面ょり 手を 廻して 之を 貿 占めて、 三分の 
二 以上 株を 3 £ れぱ 、重役を 追 退けて 其 會社を 占領す 
る ことを やつて 居ります、 苦心 慘赠の 結果 會社を 成 
立せ しめて、 漸く 利益を 撙る場 合に なろ と、 殆ど 知 
らず 識ら ずの 間に 此神戶 の 某 商店なる ものに 買収を 
せられて、 それが 爲に殆 ど 失望した 者が 今迄 幾ら も 
例が あります •斯の 如く 殆ど 常習的の 買 占を 爲す者 
に 至つ て ! j-. 、 ® 家と して、 社會 として、 相 當の制 裁 
を 加へ なけれ ぱなら ぬ、 今日 神戶の 某 商店が 如何な 
る 買 占の® きを 致して 居る か、 吾々 は 詳しく 存じ ま 
-せぬ けれども、 兎に角 現に 是亦 天下 周知の 事 1S とし 
て 誰 人 も 疑は ぬ、 是に向 つて 政府が 何等の 取調 もし 
ない と 云 ふこと は、 甚だ 緩遒 である、 同時に 之に 對 
して、 - IU: 入が 種々 の 疑惑を 起す と： ム ふのは、 無理 か 
らぬ 話であります、 一部の 米の 買 占を 爲し たる 投機 
者に 向つて* 戒齿 を與へ た 以上は、 其 他の 者に 向つ 
て も、 公平に 平等に 戒 吿を與 へる と 云 ふことは、 是 
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It 當 前の 事： S であらう と 思 ふ (拍手 起る〕 况や又 其 
他 石炭に 致せ •木炭に 致せ、 或は 日常 必需品た る 魚 
類に しろ* 蔬菜に しろ、 總ての 物が 悉く 騰 货 して、 
國 民が 闲雖を 致して 居る、 是 は 留に新 聞 紙の 記事を 
見ても 能く 御 分りで あらう と 思 ふが、 今や 生活 雛の 
爲 に、 或は 悲慘な る 死を il げ 、或は 又 種々 の 罪 惡を 
犯す と 云 ふ 事は、 頻 々として 新聞紙 上に 現れて 居る 
今日の 場合、 此時 に 於て 苟も 爲政 者た る 者は 十分に 
此點に 付て 調査を 致して*  S うして 速に 物 似 調節の 
方法を謎じなけれぱならないのである*之に對して 
It 旣に當 局 者に 於ても •或は ft 算總會 に 於て 或は 本 
翳 場に 於て 越* 調節の 事に 付て は、 意見を 述べられ 
て 居る ので ある* 或は 取調 中で あると 稱し 、或は 進 
んで 旣に此 米の 如きは、 朝鮮 〇 みならず 緬甸 ，閟貢 
の 方 ' itn 迄 も収調 •かして ある、 或は 內地に 於ても、 鐵 

道 船舶の il 轍の 方法に 付て、 考 撖 して 居 〇 と 云 ふ 事 

を 述べて 居られる が、 如何せん 今日 迄 未だ 此事が 十 

分に W 現しない ので ある、 喵だ M t に 考瞅屮 である、 

調査 中で あると 云 ふ 事 丈では、 國民は 何等の 幸も受 

ける 事が 出来ない ので ある， 今日は 議論より 宵 行の 

場合で あるので ある、 是に 於て 吾々 は 是非 此 根本的 

の 物 ® の 調節を 致したい ので ある •それで 根本的と 

申しましても、 物 m のこと たる や 極めて 祓雜 なる も 

のであります 力ら、 果して 之を I't 行す ると 云 ふ 事に 

付て は、 夫々 の手數 を 要する 事であります けれども 

先づ 以て 殆ど 今日 一般の 人々 の 18 め -C 居る 所の 方法 

即ち 一面に 於て li 米毁の 特出を： 結 じ、® 入税を 免除 

し、 或は 內地に 於け る鐡道 若く は 船舶，' is 輸を 、今 

少し滑らかにすると云ふやうな事も必要なことであ 

らうと 思 ふ、 今日 鐵道に 於ても 旣に六 十 萬 嘲の 滞貨 

が ある， 或 li 船舶に 致しても 非常に 船 1M •か 支へ て 居 

ると 云 ふ 事 ! i 事 15 である、 けれども 此國民 の 主要な 

る贫 物 1: 向つ て、 船腹の 一部を 削き、 又 貨車の 一部 

を 割いて 運輸を 十分に すると 云 ふ 事は、 政府 當局者 

として 出來な いと 云 ふ 通理 は 無い ので ある、 若し 政 

府當局 者が 國 民に 親切で あれば、 今迄に 十分に 具體 

的に此 班を ® 現しなければ ならない ので あるが、 吾 

吾は まだ 不幸に して 其 事を 15 際に 見る ことが 出来な 

いので ある、 言 ふ 迄 もな く國民 S S に 最も 大切なる 

事は、 此 生活の 問題で あるので ある、 總 ての 國 民— 

總 ての 人間は、 _ だ lit 生活を より 多く 幸福に •より 

多く 都合の 好い 方法に 進む ると 云 ふ 事が •是が 總て 


の國 民の 希望で ある、 其 本は 即ち 總て の物價 に 在る 
ので ある、 で 今日 一面 1- 於て 官吏の％ 俸 も 幾分 行は 
れた ので ある、 併ながら 此 物！ 3の 騰貴の 趨勢は、 斯 
の 如く 多く 進んで 居る が 故に、 官史 の柑体 等の 如き 
も餘〇 利 目がない、 又 一面に 於て 俸給 者の 如きは、 
何れも 減 依せられ たと 同一の 境遇で ある •况や 小額 
なる 恩給、 若く は 少額なる 公 依の 利子 等に 依て 生活 
して 居る 者は、 益々 闲 難 を 感ずる ので ある、 若し斯 
の 如くに して 荏苒と して 經過 したなら ば、 所謂 中產 
階級は亡ぴ、 ,' 1面に於て財產階級は益々富を甫ね、 
其 反 對に努 卿 莕は增 加し、 下級の ® 民は 益々 增加す 
る 事に 立 至つ たなら ば、 玆に階 級 iii を 惹起して 遂に 
國家の 基礎を ra; くす るので ある、 今更 事新しく 申す 
迄 もな く、 何れの 國と雖 も 其國が 亡 •ふる 時は、 必ず 
其 國の國 民 I 下級 國民が 非常に 貧しくな 〇、 生活 
に 苦む と 云 ふ 場合で ある、 例へ ば 佛蘭 西の 革命に 致 
しましても 、最近の 露 西亞の 革命に 致しましても、 
其 本は 食料品の 間 題が 励 機と なつて 起つ て 居る やう 
な 有 ® である、 是 等の 事は 今更 詳しく 申 上げる 迄 も 
ない 事であります けれども， 現に 今日 吾々 首め、 此 
物 僧騰貨 の爲に 非常に 苦め られ 居 6 から、 此點に 
付まして は 政府 當局渚 として 心を 用 ひて 貰 ひたいと 
思 ふので ある •それで 應急 策と 致しまして は、 唯今 
中 上げた： 迎り輸 人稅の 免除、 或は 11 出の 禁止 •若く 
は 運輸の 圓滑 、或は 又 通貨 S 收 縮と 云 ふやうな 方法 
が あるが， 是も W は 根本的の 方法で ない、 畢竟 其の 
膘急 的の 施設に 止まる ことで あ 〇 ます、 更に 根本的 
の 調節と 申します れぱ 何で あるかと 言へ ば、 先づ以 
て 一般の 此の 經濟 組織の 改善を 行 ひ —— 琵業 組織の 
改善を 行 ひ、 而して 此の 低價な る 原料を 供給して、 
生產 高を 安くし、 同時に 生產 者と 消費者と を 近接 

せしめて、 無用の 费用を 省く と 云 ふこと に 致して、 

成るべく 廉價な る 物を 一般 國 民に 供給す ると 云 ふ 

やうなことは、根本的に考へなけれぱならぬ事柄で 

ある、 それに 付まして ! 3: 種 ヶの 方法 も あるで あらう 

と 思 ふ、 例へ ば 市町村 1. 於いては 公設市場を 設ける 

とか、 或 は 又販賣 組合を 設ける とか、 購買組合を 設 

ける とか、 種々 の 方法 も ありませ うが、 兎に角 是れ 

等の 事柄に 付いて、 政府 當局者 も 能く 考慮 致し、 同 

時に 玆に 或は 物價 調節 S 機關 I 一  つの 官衙を 設け 

るか、 或 ほ 委 a fr の 如き％ のを 組織す るか、 兎に角 

之に 向つ て li 官民 合 rfij して、 さう して 十分なる 調査 


を 致して、 根本的に 物價の 調節を 阃 ると 云 ふ 事に 致 
さなければ ならぬ と 思 ふ、 就中 吾々 の 主要 食料た る 
米の 如き、 最近 №1 三年 間に 於 C 產額に ■りは ない、 
產額に 變〇は ない に 拘らず 或 時は 十一 圓臺に 下落し 
或は 十三 圓 •十五 圓の 時代に あるかと 思へ ば、 II か 
一年なら ずして 一躍 二十 圓とな り、 二十 五 圓とな 〇 
或は 三十 圓 にも 至らん とする が 如きは、 國民 として 
不安に 堪へな いので ある、 勿論 年に 豊凶の ある 事が 
あります が、 凶作の 場合は 宜 いとす 6 も. 米の 產額 
の 同じ年に 於て、 (1 かな 間に斯 の 如 ? 變 化の あると 
云ぶ 事は、 實に 生活の 上に 於て 吾々 の堪へ 難き 事柄 
である、 是等の 事に 付て (t 餘程 十分な 〇 考 盧 を 嬰す 
る 事で あらう と 思 ふので あります、 朵が 即ち 吾々 の 
此 建議案を 提出した 理由であります、 尙玆に 一言 附 
加へ たいと 思 ひます 事は、 今回の 投機 者に 對丫 る戒 
吿の 事に 付て、 種々 の 印刷物が 吾々 の 所に 来て 居 * i) 
のであります が、 其 中に 小 泉 策 太郎財 も 一 暴利 取締 
令に 對する 卑見」 と 云 ふ ものを 印刷して 御 配りに な 
つた •小 泉 君は 斯道に 掛けて {3: 十分に 趣味 ブ v 持ち、 
十分に 手腕と 經驗 とを 持つて 御 出になる 御 方で あり 
ますから、 吾々 も 敬意を 以て 之を 拜讀 した 次第で あ 
ります が、 其 終りの 方に德 川 幕府の 時代に 於て、 矢 
張 米價調 節を やつて 失敗した と 云 ふ 歷史を 御 書きに 
なつて 居る、 是も 非常 (■ 趣味の ある 事であります か 
ら 、是以 て 成程 當 時の 政府が 調節を やつた けれども 
目的を 十分に 達しな かつた、 何故 達しな かつた かと 
云へ ば •一方 li 民間の 事情に 暗い 役人で ある、 一方 
の 商人は 其 道の 玄人で ある、 而も 自家の 生死に 關す 
る 必死の 場合で ある 夫 故に 彼等は 聯合して 政府に 反 
抗し て、 種々 相場を 釣 上げた， 此時も 矢 張、 今回 全 
國の 仲買人が 一 齊に買 煽つ たと、 同じ やうな 事を や 
つたので あるから、 是 'か 失敗に 終る のは 當然で ある 
其 結果は どうで あるか， 是は小 泉 君 も 御 承知の 通り 
天明 七 年の 米價 騰貴 S 場合、 所謂 打 壊しと 云 ふ もの 
が 始まつ た •當時 の 人民が 官署 に 向つて 奸商 共が 買 
占を する、 賣惜を 致して 甚 •た 闲る 、どうか 之を 賣出 
す やうに 御 說論を 願 ふと 云 ふ 事を 申出で たので ある 
が、 當 時の 町奉行 曲 淵 甲斐 守が 段々 奸 商を 呼出して 
取調べる と、 賣〇 たいは 賣りた いが、 吾々 には 米が 
ありませ ぬと 云 ふ 事を 答へ た、 唯 だ 其 I 言で 直ぐに 
一面 町人 共に 向つ て、 彼等 米 商人は 値を 好く 買 ふと 
云 ふので あるから、 米が 有れば 賣 るので あるが、 無 


いから 賣らな いので ある、 だから お前 達 諦める ょり 
仕方がな いと 言つ たが、 夫 等の 事が 動機と なつて 所 
謂 打 壊しなる ものが 始まつ た、 江 戶 市中の 總ての 米 
商と 云 ふ ものは、 暴民の 爲に 片つ端から 壊されて 仕 
舞つ た. 獨 り江戶 のみならず、 京都 も 大阪も 同樣で 
ある •斯様なる 不祥なる 出來 事は 何に 因つ て 起つ た 
かと 云へ ば、 一面に 於て 彼等 奸商 共が 國 法を 無視し 
社 曾の 公益を 無視して、 私利 ^.- 圖つ たからで & る、 
一面 1: 於て 政府 當局 者が 無能に して、 a に米價 調節 
の 根本 政策を 定める こと •か 出來な かつた 爲に 起つ た 
ので ある、 其當時 幕府の 勢で、 町奉行が 多くの 者を 
率ゐ て鎭壓 1; 出掛けた けれども、 あべこべに 暴民の 
爲に P 退せられ た、 凡そ國 民の 憤激した 場合には、 
法律 も 官の力 も •殆ど 如何と もす る ことが m 來ない 
之 V 喩ふれ ぱ M 近の 彼 s 日比符 事件、 或は 憲政 擁謹 
の 場合に 於ても 同樣 に、 簪 1 が 如何に 全力を 注い 
でも、 眞に國 民の 公憤の 絕頂に 達した 時には 如何と 
もす る ことが 出 來な い、 國 民の 生死に 關す る大問 題 
此物價 問題に 付て、 若し 一面に 奸 商が 跋扈を し， 一 
面に 於て 政府が 悠 々として 之を 不問に付す るが 如？ 
事が あつたな らば、 本員は 斯る不 祥なる 事を 希望 致 
す 次第では ない が、 人心 2 激する 所 如何なる 事が 起 
るか も 知れぬ と 思 ふので あります、 是は餘 程 吾々 の 
注意し なければ ならぬ 所で あると 思 ふ、 願く ば 本案 
を 御 賛成 下され $ して、 御 採用 あらん ことを 希望 致 
します。 

〇 紫 安 新九郞 君 議長。 
o_ 長 (大岡 育造 君) 紫 安 君。 

0 紫 安 新 九 郞君私 は 唯今の 提案者た る 村 松 君に 質 
問を 致します、 私共 暴利収 締 令に 付て は、 其 目的 及 
其 精神に ほ 何等 反對 す /. 者では ない、 此暴利 取締 令 
の nr 的 及 精神の 益々 貫徹せられ ん ことを 希望す る、 
且つ 政府が 之を 出した 精神は 深く 諒と すろ 者で あり 
ます、 然るに 村 松 君の 唯今の 御 議論は 暴利収 締の目 
的 も、 精神 も、 立法 上の 手段 も、 運用 上の 効果 も、 
ごつ ち や 交ぜに して 御 議論に なつた からして、 私共 
は 村 松 君の 此 暴利 取締 令の 立法 上の 議論の 基礎を 知 
る ことが 出 米なかつた ので ある、 殊に 又 村 松 君は 斯 
樣な 事を 仰し やつた、 悪意を 以て 商 行爲を 爲す 者に 
は 命令を 以てしても 差茭な いと、 是 は 甚だ 奇怪 千 萬 
なる 議論で ある •惡 意を 以て 商 行 爲を爲 す も， 善意 
を以 つて 商 行爲を 爲す も、 所有 權を 取得した る 以上 


物 In 調節に 關 する 建議案 (村 松恒 一郎 提出〕 同上 c 降 旗： 兀太郞 提出) 
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物 . T? 調® に ^ すろ a la 系 rtr tA ;K  提 r l ;J 同上 (降 IMS 元 太郎提 出〕 


は 其の 所有 ^ は 法律 行爲 として 右 効なる もので、 例 
へ {X 人を 殺す 目的を 以つて 毒 藥を迓 H する、 人を 殺 
す 自的 を以 つて 毒 藥の 0 貨を爲 しても、 此の 薛藥の 
賣買其 もの (3; 法律 行 S として 有効で あるので ある" 
然るに 村 松 君の 所謂 惡意を 以て 商 行 爲を爲 すから 之 
を 命令を 以て 取締つても 差 支ない と 云 ふ、 其 法律上 
の茌砭 (i 何處に あるので あります か、 之を 御 致し 
ます 

0 村 松 © 一 部 忍 唯今の 紫 安 君の 御© は 御 質問に あ 
ら -T して 御 ® w. ，v ffl ひます から、 御 ® 見 ! i 又 委員 會 
に 於て 伺 ひます。 

〔拍手す る 済 あり〕 

0 紫 安河 九 郎君 それは 意見では ありませ ぬ、 貴方 

の 仰し やつ 7; 事に 付て、 法律上 基礎を 問ぅた ので あ 

る、 明白に 御 答なさい (「誤解 だ」 と 呼 ふ 者 あり：！ 答 辯 

出 來まい C 「速記 錄を 御 Iff みなさい J と 呼 ふ 者 あり) 法 

律を 知らぬ 者が 法律を 言 ふから だ。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 降 旗 元 太 郎君。 

〔降 旗 元 太郞君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 降 旗 元 太 郎君 本員 提出の 建識 案は 「近時 物價の 

騰貴 益々 激しく 國民生 計に 苦痛“ V 感ずる 事 甚大に し 

て， 物 惯を調 節する ! i 刻下の 急務な り ？ 1 に發布 せら 

れたる 大正 六 年 農： [ifi 務 省令 第二 十號は 此 目的を 達す 

るに 足らざる のみなら す •却て 經濟界 の 不安を 招く 

を 以て 速に 之を 廢 止 し 他に 適切なる 物偾調 節の 方法 

を 執るべし」 是で ございます (「分つ た それで K い」 

と 呼 ふ 者 あり〕 大 戰 亂の波 動に 依て lit 界經濟 の 組織 

の 根抵を 覆され、 著しき 變腌を 呈 します ると 共に、 

我國の 經濟界 に 於ても、 或 (']: 協 N 國の 軍需品 輸出の 

激 % 、 其 他 極々 の 事 ^ に 基き、 輸出の 增 加、 是等の 

爲に國 際 貿易 S 順調と なつた 事 や、 隨て 通貨の 膨脹 

致しました 事の 速 かなる、 又 之に關 係を 致して 居り 

ますろ 事業 勃興の 堀り を 喰つ て、！. 般の 需要 力が 增 

して 來たと 云 ふ 事、 又 鐵道や 船舶の 運輸 力： 个 足の 爲 

めに、 供給の 不足を 告げた と 云 ふ 事、 色々 な 事が 因 

は果を 生み、 果 は 逆 まに 因と なつて、 物 惯の騰 貴 日 

に 益々 激しい こと If 、 私が 此所に 縷說 する 迄 もない 

現に 國民生 計の 必需品と して 一日 も缺 くことの 出來 

ない 食料品に せよ、 其 他の 日用品に せよ、 管々 •しく 

申 述べ ませぬ でも、 五 割、 八 割、 十 割、 十二 割、 二 

十_、甚しきに至っては二十三割の暴騰を致して居 


るので あります、 之を 此 儘 に 抛 釕 すべから ざる こと 
ほ 私が 彼是 申 述ぷる 迄 もな く  •官民 一致して 熟 望し 
て 居ろ 事であります、 唯 だ 政府で 昨年 農 商務省 令 二 
十號 として 發布 致しました る 世に 所謂 龚利 取締 令* 
是で Is 物惯 調節の 目的を 達する 事が 出来 ？ 1- い 日本の 
現狀を 彼の 英吉利に 比べて 見ます と 五 百 萬の 精銳を 
两部戰 線に 送つて 居つ て、 さう して 度々 敵の 航空隊 
の 襲 ふ 所と なつて、 不安を 感じて 居る 倫敦に 於て す 
ら 、現在の 食料品 及 日用品の 値は、 H 本の 東京ょり 
非常に 鞔い 、牛肉 一斤が 六片 、即 二十 五錢 •石炭 百 
斤が 九片即 三十 六錢 、靴が 一足 十 志 六片 、即ち 五圓 
二十 四錢 、洋服が 一 著 彐 十 志 即ち 十五 圓 、鷄 卵が 平 
時に あつて 一打 二十 四錢の 物が、 一時は 一箇 二 十四 
錢 位まで 暴騰を 致した、 是は 時局の 波 励に 依て 斯樣 
に 一時 ほな つたの が、 當然 であります が當 局の 調節 
方法 其 S しきを 得た る •か 爲 に、 當時は 一打 四十 錢に 
なつて 居る、 又 牛肉 も 一斤 一圓と 暴騰 致した ものが 
當局の 調節に 依て 當時は 一斤 一一 十四 錢 •前に 申し ま 
す 如く ? J: つて 居ります、 其 他 一般の 日用品が 平時の 
値段に 較べます と 云 ふと、 大體に 割高に なつて 罔る 
と 2< ふ 丈で あると 云 ふのは、 英國 政府が 先頃 穀物 生 
產 ii:- を 制定して 以来， 銳意物 信の 調節に 苦心を され 
たる 効果 空しから ずして、 彼の 大戰亂 の 中央に ある 
倫敦 で、 而も 唯今 申 上ぐ る 如く 度々 敵の 航空隊の 脅 
す 所と なつて 居る 彼の 市街地 1.- 於け る 物價の 現狀斯 
の 如くなる に、 此矢 叫の 巷ょ 〇 遠く離れて 居る 日本 
東京に 於て、 物資の 供給 も 豊富で あるに、 其時價 が 
前 申 上ぐ るが 如き 劇甚なる 暴騰を して 居る ことを、 
此燼に 傍觀 する ことは 絕 it に 出來な い 筈で ある、 私 

は 此農倒 務 省令 第一 一十 號に對 して、 此建 議案を 提出 

する 場合に 於て、 必ずしも 當局が 此 省令を 以て 營業 

の 自由を® ひ、 所有 權、 财產一 を 蹂躪す ると 云 ふ si 

に 於て、 憲法に 背き •民法を 蹂 _ し， 取引所 法に 矛 

盾す ると 云 ふやうな 議論に 就て、 私は 此所が 力説す 

る やうな 積り ほない のであります-又 彼の 省令が、 

例へ ぱ 成文 悉く 抽象的の 文字であつて •是が 意味 徹 

底し ない、 故に 彼の 省令を 存置しても、 實行 不可能 

であるなどと云ふ議論にしても、私は此場合に於て 

此に多 言を 費す を a まぬ のであります、 唯 だ 私の 目 

的と する 所は、 ffl 在斯の 如く 暴騰し つ、 ある 物價を 

調節して、 殊に 國民の 必需品た る 米、 麥 、豆、 味噌 

醤油、 其 他の 日用品に 對して 上下 心を 一にして、 當 


局の 爲し煜 べき こと li 當 1 £ 之を S す、 現に 此頃 船舶 
管理 令に 於ても •產業 運® の途を 開く と 云 ふこと が 
彼の 管理 令發 布の 大 眼目の 一で あると 言は れて 居る 
が" 之を 1S 地に 如何 やうに 應 用して 居る かも、 今尙 
ほ 疑問で ございます、 其 他 有ら ゆろ 場合に 於て、 此 
聶騰を防いで、少くとも英國政府の>倫敦の時遛々 
唯今 申 上ぐ るが 如くに 保つて 居る のに 劣らぬ 丈の 事 
は、 なさるべき やうに 當 局を も督勵 したし、 又 委員 
會に 於て 委員の 衆智を 集めて、 斯樣な 問題 I' 就て は 
翳 論を する ょりも、 實 際に 行 ひ 得べき 方法の 御 協議 
もし、 研究 も 調査 もしたい と 熟 葳致 すので ございま 
す、 現に 農 商務 大臣は 昨年の 十月 二十 九日の 全國収 
引 所 聯合 會に 於て 斯樣に 言は れて 居る 「世人は 本省 
令を 以て 自ら 物價 調節 令と なし、 物 {M の 調節は 是の 
みに 依て 行は る、 ものに 非ず となして 非 SS しつ、 あ 
るは 誤解と 言は んか 滑稽と 言 ! X んか實 に 噴飯に 堪へ 
ざる 所な り物價 調節は 單に 一片 省令の 能く 爲— 得る 
所に あらざる は 發令者 素ょり 能く 認めて 居れり. J 、 
斯樣に 述べて 居られます、 勿論 此演說 の 終りに 於て 
「此 省令を 餘〇に 高く 受取り 之を 以て 物價 調節 令の 
余 部なる が 如くに 思 ひなし 卒爾の 物價 調節 令な ど、 
命名す るに 至りた るは 誠に 笑止の 限りな 〇」、 農 商務 
大臣 自ら 斯樣に 言うて 居る のであります 1 故に 是は 
農 商務 大臣が 一時 應 急の 物價 調節に 誠意 ある ことを 
國 民に 示す が爲 に、 急 卒に抱 へられた もので あつて 
眞に此 物 價暴騰 の 趨勢を 冷却せ しむべき 全體 に苴る 
調節の 方法は、 他日を 俟つて 攻究 調査 せんとして 居 
つた もので あらう とも 見える のであります、 然らぱ 
私は 此機會 に 於て、 當局 大臣 自ら 進んで 委員 會に出 
席を されて、 さう して 眞に私 の圍 む 所の 如くに 根本 
的に 物價昂 騰の 趨勢を 和ぐべき 途を誚 せらる、 のが 
至當 であらう と 思 ふ、 况や唯 今 村 松 君が 此所で 御述 
になり ました やうに、 私 も 小 泉 策太郞 君の 碧は され 
たる 書物 -It 拜見 致しまして こざいます けれども、 今 
度の 仲 小路 農 商務 大臣 S 發布 せられた る、 彼の 前後 
に 於け る 市場の 模樣 、及び 所謂 二十 號の 成文と 云 ふ 
ものを 見ます ると、 天明 三年 八月 十四日に、 田 沼、； 土 
殿 頭の 發 布した る 政令を 殆ど 直 _ せる かの 如き 感が 
ある、 時代に 依て 文章の 體は異 ります が、 彼れ を 直 
譯せ るが 如く 見える 法令であって、 而 して 彼の 前の 
米の 相場 ほ、 八月 十四日 前に 於て ほ 筑前 米が 七十 六 
匁であった ものが、 田 沼 主 殿 頭の 法令の 後は 忽ち 八 


三 五六 

十七 匁に 品 豳 し、 又 m •內 米が 其 前には 七十 三 匁で あ 
つた4のが、此政令 |* 故て 11'1 -., ," ぺ十：^二分に|5|| 
した、 而して 其 後 ® 月、 天明 四 年 IE 月 二十 六日に 米 
:.i Ii"* 段々 昂騰す 〇 か 故に、 si に 前 C 尨 味に 基いて 
皎 ©な *？ > 政令，' っ 田 沼 主 殿 頭ょ 〇發 布され た、 さ •「す 
ると 更に &. 後 米は 一蹯 して 百 十二 匁 五分と な 
內米は 百 二 匁 五分に 栽 勝した と 云 ふやうな 15 例と、 
此度の 省令を 適用され たる 前後に 於け る、 米の M- R 
の 魚 激に騰 致しました Jlf 情と を 照し 合せます る i 
古今 其 軌を一にして 居つ て、 而して 田 沼 主 殿 頭の 此 
政令は 德川洽 世 三百 年の 屮の 米に對 する r Jlx 大惡令 i 
云 ふ 極印の 付いた それと 同じ 結果に 相 成つ て 居る以 
上は、原因を探究して種々雜多の縫れほございませ 
う、 世の中の 事象は 必ずしも W1 にの み P 察 -r る譯 
には 行き ませぬ けれども、 斯の 如く M 道 同じう して 
而して 其 原因結果 亦 同じ lif であるのに 照し 合せる と 
此 省令 二 十號な る 4 のは、 米の M を 調節す ると 云 ふ 
大 nr 的 —— 種々 C0 學者は 各々 立場に 依て 之に 對する 
議論を する で ございませ うけれ ども、 眼 n lt 喵だ米 
1- 對し て ; t 米の ® を 調節す ると 云 ふこと か 目的で あ 
る、 其 他の # 臉 せる 物 fti を も 調節す ると iK ふの が n 
的で ある、 此 目的を 達する に 足らざる ものは 半 文の 
價値な きもので ある， 况や是 が 爲に其 業に 從ふ 者を 
して 不安の 情を 感ぜし むる に 至つ -C は、 此 省令の 5C 
むる 所蚩窗 に 米の みならん や、 鐵妫 、石炭、 綿 絲及 
綿布、 紙 類、 染料、 藥品 、之に 小麥が 加は つて 居り 
ます、 是等の ものに 對 して、 若し 米に 對する 場合と 
同じ Iff 實を發 生せ しむる と 云 ふこと に 相 成つ たなら 
ば、 それ こそ 經濟界 をして 不安の どん底に 陷れ しむ 
る もので ございます、 是' か 恐ろしい、 是が恐 ろしい 
故に 此 場合に 於て 議論は 要らぬと 思 ひます るから、 
私は 筘くは R に 遛を li.o じ 5 せらる、 諸君は、 此纽讖 
案を 特別委 員會に 付され て、 さう して 十二分に 物 m 
調節の 根 本義を 陬明 する ことの m 來るや うに 爲し下 
されむ ことを 切に ? s ili 致します。 

r 拍手 起る〕 

〔此 時 Jli 武君 「議長 質問が あります」 と 呼 ふ〕 

1 :阈務 大臣 仲 小路 廉君 登壇〕 

OW 務 大臣 (仲 小路 販君〕 唯今は 物 僧 調節に 關 する 
建議案の 御 提出が あつたので あります 他の 問題とは 
異 りまして、 今日の 場合に 於て、 物價の 調節に 關し 
まする 問題は、 實に 社會に 取つ て 重要の 問題と 存ず 
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るので あります、 之に 就きまして 茲に 衆議院と して 
の 建議に 對 しまして、 政府に 於き •* しても 是 !• (•> 餘 
程考 贈を 致すべき yf と 存じます、 殊に 提出者と して 
の 村 松 君の 御 論- it 素ょりの こと、 又 降 旗 君の 御 論旨 
に 就きましても、 假令 所見を 異にすろ 事 ありと 雖も 
其 御 論旨に 就きましては、 誠に 妥當 の點 も ありまし 
て、 是亦 餘程考 傲を 致すべき 事と 存じます、 ® に 今 
や！！ 時に 際 # を 致して、 輸出入 共に 萬 斟心 に fr: せな 
い 今日であります 、元来 自分の 考 としては、 物 1W の 
高低は 需要供給の 關係 1. 基く のであります、 之に 對 
して 粹易に 人 意を 以て 調節を 試むべき もので li ない 
と 存じます、 平時に 於て ! i 其 通りであります、 併な 
がら 今日の 如く ® に Fffi 時に 際 會を 致して 谷 種の 狀態 
悉く 變態の 時で あ ij ます、 一面に 於て 極めて 繁 U 臼々 
々と 云つ て离ぶ 者 もあります が、 又 裏面に 於て は屮 

層 以下 種々 闲_ル 感ずる 者も尠 くないので あります 

此 際に 當 りまして は、 何 >- 致しましても 物價 S 調節 

は 至當に 之を 試み、 國民の 安定を 期す る點に 努力を 

致します る ことは、 當に 政府と して 諶すべ こと、 存 

じます、 先般 も 申 述べた のであります、 此 場合 爰に 

投機を 試みて それに 依て 一般の 人々 に大な る 禍害を 

及ぼし まする ことは- 是は収 締ら ねばならぬ ので あ 

ります、 併ながら 此取締 令なる ものが、 決して 物愤 


究 致し 考硪 致して、 適當な る 施設、 經營を 爲す こと 

は 累 ょりの 次第で ございます、 今日 筠 政府に 於て ！! B 

々施設 經 分 を fa し、 又 1S 際に 就て 調査 致した 事 も尠 

なくない のであります、 今回 S 建議案は 何れ 委 fl 會 

に 御 付託になる こと、 存じます、 其 際には 篤と 諸君 

の 御意 見を も 承り、 又 政. 5 に 於き ましても 胸襟を 披 

瀝致 して、 今日 迄 S 狀態 •唯今 ® il 策 •經營 を 致しつ 

、あろ 事、 殊に 米穀の ^ ならず、 或は 小麥に 付き、 

或は 製粉 等に 關す る點 に付きまして、 それ <遺 11 

なき 方法を 採つて 居る のであります、 是等の 射 情は 

委員 會の 席上に 於て、 能く  <總 ての ? ft 情を 披滕致 

し，又諸君の御高見を戒ります、此必耍な時局の際 

に 於て、 官民 一致の 力に 依て， 國民に 安定を 與へる 

徐を 講じたい と 思 ふので あります •茲 に 所見を 一言 

致します る 事け 常 然政府 の盡 すべき 事と 存じます。 

〇齋 跽隆 夫君 農 商務 大臣に 質問が あります から 登 

S を 致します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 宜しう •こざいます。 


rii 藤隆 夫君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇馉 藤隆 夫君 唯今 降 旗 君ょり 說 明を 致されました 
る 所 s 建 戡案其 建 謎 案の E 的た る 所の 所謂 暴利 肢締 
令なる もの ゝ根 本に 就きまして は 憲法 上の 疑義が 伏 
在 致して 居ります、 此事 は 豫算 委員 會に 於て、 其 一 
端を 質しました けれども 、要領を 得る 返事が 無 かつ 
たので あ 〇 ます-又 一蚱 日の 議場に 於て 紫 安 君ょり 
質問が ございました けれども 今日に 至る 迄 之に 對す 
る 所の 答 辯は ございませぬ、 幸に 當面の 責任者た る 
所の 仲 小路 農 i!?i 務 大臣の 御 出席が あります からして 
此 機會に 於？ まして 此憲法 上 CO 關 係に 對する 政府の 
見解を 明かに 致して ! a きたいの であります、 是迄世 
上に 現れました 所の 農 商務 大臣の 說明シ 見ます ると 
此 省令 2 憲法 上の 根據は 第九條 に 在る と 云 ふこと で 
あります、 即ち 同樣に 規定して あります ろ 所の 「公 
共ノ安 寧 ヲ保 持シ及 臣民 ノ幸 福ヲ咁 進 スル -;/ 爲ュ 」 
發したる所の必要な命令であるに依て，決して憲法 
違反で ない と 云 ふこと である， 一腮 御尤 であります 
俳な が !•> 本員 2 見る 所に 依れば、 斯る說 明と 云 ふ も 
のは 全く 無用で あるの みならず， 此說 明を 以て 此省 
令 !• 對する 憲法 上の 關係汆 部を 盡—' 得たり と 思って 
居らる >1 ならば それは 大なる 誤では ないかと 思 ふ 何 


1*. 在る のであります、 上は 勅令ょ 〇 下は 一 ® 察 令に 
至る 迄， 我 KI 內に 於て 憲法 第九條 に 據ら ざる 所の 行 
政 命令と 云 ふ ものは、 唯の 一つ も 無い のであります 
然らぱ 特に 此 命令の みに 限つて、 其 根據は 憲法 第 九 
條に 在るな どと 左 も 勿體ら しく 說明 せらる、 に 至て 
は、 本 M 其 意 2 ある 所を 知る に 苦しむ の であります 
併ながら 是は金 く 別問題で ある、 更に 憲法 第 九條の 

行政命令は 是は 絕對の ものでは ない、 憲法の 他の條 

項に 依つ て秫々 の 制限を 受けて 居る と 云 ふ 事は、 仲 

小路 君 も 御 承知に なつて 居る ベ， き 锗で ある •それは 

何で あるかと 云へ {t* 第一は 立法 事孭 に te つて 制限せ 

られて 居る のであります、 第二は 犬！ g 事項に 依つて 

制限せられ て 居る のであります、 それ故に 行政命令 

け 如何に 活動す ると 雖 も、 此二 つの 區域を 侵す こと 

は 出来ない、 若し 此 二つの 區域に 立 入つ たなら ば、 

是は 即ち 憩 決 違 be である、 無効の 命令と 相 成る ので 

ある， 而して 我が 憲法 第二 章に 於て は K 民の 權利義 

務と 題して、 其 中に 於て ii 種々 の權 利を 憲法に te て 


保障して 居る ので ある、 第二 十七 條 1.- 於て は 所存 fi 
不可 伎の 保障が ある 「日本 臣民 ハ 所有 權ヲ侵 サル、 
コト ナシ 、公益 ノ爲心 要 ナル 處分ハ 法律 ヲ以 テ之ヲ 
定ム J 其 明文の 趣旨は 頗る 明白であります、 而 して 
此所 有權 不可 陵の 明文は、 吾々 が 物を 所有して 居る 
所の 目的の 如何は 少しも 間 ふ 所でない、 此 省令に 記 
憶して 居ります る 如き、 假令 急激なる 市 ® の變動 を 
誘起す る 目的を 以て 物を 所有す る も、 或は 暴利を 得 
る：：！ 的を 以て 所有す る も •其 所有の n 的 如何は、 毫 
も 憲法の 關する 所ではないので あります、 如何なる 
目的を 以てする も、 如何なる 場合に 於き ましても、 
苟も 吾人の 所有 權をぱ 侵す に 付て は、 必ずや 法律を 
以て 定めねば ならぬ ものであると 云 ふ、 此# に 付て 
も 仲 小路 君に 於ても 御 異存は なから ぅと 思 ふ、 所が 
此 省令を 見ます ると、 確 1.. 其 中に 於て 所有櫸 侵害の 
事柄を 含んで 居る ので ございます、 此 省令の 中には 
如何なる 事を 書いて あるかと 云 ふと、 先づ 米穀、 鐵 
類 其他特 補の 物品を ば 指定 致しまして、 此物品 の 買 
占 及 ぴ賣惜 を 禁じて 居る のであります、 買 占の こと 
は 姑 <惜 きます るが、 賣惜を 禁ずる と 云 ふことは、 
抑々 如何なる 事で あるか、 賣惜を 禁ずろ ことは 即ち 
「寶 れ」 と 命令す る ものであります、 r 汝か 倉に 貯 
へて 居る 所の 米を 賣るへ し、 汝か倉 に貯 へて 居る 所 
の鐵を 賣る へし」、 若し 此命令 に從は なかつ たなら 
ば、 刑罰を 以て 之に 臨む と 云 ふの が、 此農 商務省 令 
の 骨子と ffl 成つ て 居る のであります、 若し 入に 向つ 
て r 汝の 物品を 賣る へし j と强 制する ffl 力が あるな 
らば r 汝 s 物品を は 打壞 すへ し、 汝の物 品を は 燒棄 
つへ し」 と 云ふ權 力がなくて はならぬ 、而も 是 等の 
事が 微ベ たる 行政官の 獨斷を 以て 決行す る 事が 出 來 
ると 云 ふに 至つては、 凡そ 天下に 於て 是程 所有 權の 
侵害は 無い のであります、 諸君 も 御 承知の 如く 我國 
に 於き ましては、 土地収用 法なる ものが あ 〇 ます、 
此 土地 收用 法は 憲法 第二 十七 條の 規定に ® つて 設け 
られ たろ 所の 嚴格な る 法律であります、 此法钳 の規 
定する 所に 依ります ると、 一片の 土地を 收 M3 する に 
當〇 t しても、 先 以て 之を 內閣 會餓 の S に 付して、 
川 當なる 所の 代 倒を 拂はね ばなら ぬので ある、 若し 
收用せ らる 、者が 之に 不服であるなら ば、 收用 審査 
會の 裁決を 求む る ことが 出来る、 尙ほそ れに不 服で 
あるなら ば、 訴願 sv e す こと も 出来れ ぱ 、行政訴訟 
を 起す こと も 出来る、 更に 轉じて 司法裁判 所に訴 へ 


る こと も出來 るので あります •一片の 土地を 收 用す 
るに 當 りましても、 法律を 以て 之を 定め、 人民の 10 
害を 賠償し 權 利を 伸張せ しむる 所の 途は 、十分に 盡 
されて 居る のであります、 然るに 此 省令に 於て は、 
行政官 吏の. H 由 判斷を 以て、 恣 に 他人の 所有 權をば 
侵害し、 之に 對する 所の 救濟 云 ふ ものは 少しも 與 
へて 居らぬ のであります、® 制 治下に 於ても、 恐ら 
く It 斯る 悖 M なる 所の 命令は 無い と 思 ひます、 此點 
に 於て 農 商務 大 fe は 如何なる a 解を 抱いて 居らる、 
ので あるか、 是が私 の W 問せ んと する 第一 であり ま 
す、 御斷り 致して 置きます るが、 此際に 於て 民法 第 
二百 六條を 引用され る こと li 御門 違で ある、 民法 第 
二百 六條に 於て は 命令を 以て 所有® 中の 處分 _をぱ 
制限す る ことほ 許して 居ります、 所有 fi の 制限 it. 命 
令を 以てする ことが 出來 るが、 所有® の 侵害 it 如何 
なる 場合に 於ても、 法律の 手段に 據ら ねばならぬ と 
云 ふことの 御 記憶を 願つて 置きます、 次は 營 業の 自 
由に 關 する ことで？？ ります、 「或る 品物は 買 ふこと 
勿れ •或る 品物を 賣る へし」 と 命令す る ことは、 契 
約の 33 由を 拘束す ると 同時に、 又營業 S 自由を ぱ拘 
朿する ことで ある、 憲法 第二 十二 條に 依ります と、 
日本 Kf 民の 住居 及移轉 を 認めて 居る、 此の 中に營 築 
の 自由が 含ま h て 居る や 否やと 云 ふことは 一つの 疑 
問であります 、憲法を 起草せられ た 所の 伊藤 公爵の 
見解に 依れば、 確に 此 規定の 中には 營 業の 自由は 含 
まれて 居る と 云 ふこと が 明記され て 居る、 併し 此見 
解に 付きまして は 本員と 雖も 別に 說が あり ます、 併 
し是は 今日述 ぶべき 限では ない、 唯 •た 仲 小路 農 商務 
大臣は 此點に 付て 如何なる 見解を 抱いて 居らる ゝの 
であるか、 日本 憲法 1* 於て 營業の 自由は 誠め て 居ら 
ぬと 解釋 せられて 居る ので あるか、 f;f 藤 公爵の 憲法 
義解 の說が 誤つ て 居る ?-. 解鏐せ られて 居る ので ある 
か、 左_ な 解釋 をせ ら るる こと も 亦 一つの 見識で あ 
ります から、 私は 此解釋 が 間違つ て 居る か 居らぬ か 
と 云 ふことは 申し ませぬ、 唯 だ 仲 小路 君 —— 現 政府 
は營 業の 自由は 憲法に 於いて 保障せられ て 居る もの 
であると 認めて 居る か、 又 保障せられ て 居らぬ もの 
であると 調め て 居る か 唯 だ 是丈 のこと を 承れば 宜し 
いので ある、 過日 豫算 總會に 於て 此點に 付て 質問 致 
しました 所' か、 農 商務 大臣 C0 御 答 辯は itt だ 要領を 得 
て 居らぬ が、 其屮 より 答 辯の 趣旨を ば 演繹 致します 
ると 云 ふこ、 TP 當の 利益を 得る ものは 營業で あるが 
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三 五 七 


調節の 全部で It •こざり ませぬ、 他に 幾多 C 方法を 攻 | 故 かと 云へ ば、 凡そ 省令の 根本は 何れも 憲法 第 九條 
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二五べ 


暴利 >> 貪 乙 ものは® 粟で 1?. ない、 それ故に 之を Jft 締 
ろに 付て 何の 差 支が あるかと S ふこと である 7 一脸 
正當の利益であるか暴利であるかと云ふことは、何 
を 以て 標准 とすろ か、 商 費と 云 ふ ものは 或る 場合に 
於て は 十倍 S 利益を 得る こと も ございませ 5 が、 或 
ろ 場合 1- 於て It 百倍の 損失を 來す こと も あるので あ 
る、 利益の 多少と 云 ふことは 營 業の 適不適と 云 ふ 事 
を 定める 標继 にはなら ぬのであります、 况や斯 る こ 
とに 付て は 全く 無識 全く 無 純 驗なる 所の 行政官 吏の 
頭に 依て、 どうして 斯う 云 ふ 標準を 定める ことが 出 
来る ので あるか、 赞業の 何もの たる ことに 付て は、 
我が 商法 法典に 於て 明かに 記 厳して 居ります、 商法 

に 於て ! i JH 當の 利益で あると か、 暴利で あると か 云 

ふことは 少しも M 別して 居らぬ、 利益を 得る 目的を 

以て 物を 賣買す る 行爲は 、商 行爲で あると 定義して 

居る のであります、 而し て此 商法の 定義は、 此 商法 

の 規定は、 行政官 吏の 獨斷を 以て 破る ことが 出來な 

いと 云 ふことは 御 承知を 願つ て 11 きたい、 本員が 質 

問 致します る ことは、 唯 •た 是丈 のこと であります、 

終に 御斷〇 致して 置きます が、 本員の 質問は 全く 憲 

法 上の 見地から 出て 居る ものであります、 行政 上の 

事 1.. は 少しも 關係を 致し ませぬ、 行政 上ょり 見た 此 

暴利収 締令な る 4 のの 効果 如何、 是. か 利害得失 如何 

と 云 ふことは、 本員の 質問す る 所ではない、 此事に 

付きまして は 又 別に 斯道 ir 堪能なる 所の 人が ござい 

ますから して、 相當な 議論が あるで ございませ うが 

斯樣な « に 付て は 本員 一切 說及ぼ さない、 又 仲 小路 

君の 是 迄の 答 辯を 見ます と、 励 も すれば 國家 の爲、 

公益の 爲 ，ご 云 ふこと をぱ 繰返して 議員の 質問を ば 誤 

魔 化さん とする 所の 形跡が ある、 此 質問に 付き まし 

ては、 國 家の爲 とか" 公益の 爲 とか 云 ふやうな 事は 

一切 禁物であります (笑 1? 起る) 又 吾々 は 仲 小路 君 

の 口から して、 函々 國 家の 爲や 公益め 爲を 聞く に 及 

ぱな いのであります、 純然たる 法理 論、 純粹な る 所 

の 憲法 法理の 上ょり、 簡靼な る 所. の 說 明を 求めたい 

のであります、 行政 上に 付て ほ 一 切言 及せられ る こ 

とを ば 御 避けに ならん ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 仲 小路 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 仲 小路 廉君 登壇 J 

〇阈務 大臣 (仲 小路 菔君) 唯今の 御 質問に 御 答を 致 

します、 此問 題に 付きまして は、 先刻 降 旗 君 御自身 


から も 御 述べに なりました 如くに、 今日の 場合に 於 
て 直接 社 會に對 する 政治 上 重大なる 事と 存ず るので 
あります 故に、 隨て其 利害 關係を 直接 社 會全體 に 及 
ぼす 公益 關係 だと 申す ことほ、 是 は 根本に 於て 認め 
ねばならぬ のであります、 併ながら 努めて 此際 それ 
を 避けまして、 極めて 冷靜 に、 單純な る 法律上ょ 〇 
之を 如何に 見る か ?: 云 ふ點に 付て 御 答を 致します、 
此 省令を 發布 致しました のは、 言 ふ 迄 もな く 憲法 第 
九條を 基礎に 致して 居ります、 是ほ 所謂 行政命令と 
して、 大權の 行動に 依て 發し 得べき ものは 憲法 第 九 
條たる こと 申す 迄 もない、 而 して 憲法 第九條 の 規定 
—— 或は 法律 執行の 爲 、或は 社會 公共の 利益の 爲、 
一般 臣民の 幸福を 增進す る 爲 、行政命令を 發する こ 
とを 得、 此 命令の 下に 於て、 之を 勅令なる 形式を 以 
てす るか、 將た 省令なる 形式を 以てする か、 是は所 
謂其關 係の輕 重を 見て f あります、 勅令た ると 省令 
たると を 問は ず、 行政命令と して 大權の 行動に 基い 
て 命令を 發し 得る ことが、 憲法 第 九條に 依て 明瞭で 
あります、 唯 だ 玆に 疑問と なり 問題と なることは、 
齋藤 君の 御意 見では、 憲法 第九條 の 規定 中に ほ 制限 
が ある、 殊に 其 末 段に 於て 命令を 以て 法律の 規定す 
べき 事に 變更を 加 ふること が 出 來ぬと & る、 此制限 
の 下に 於て、 此筲 令が 法律の 規定に 變更を 加へ る も 
のでは ないかと 云 ふの が 疑であります、 其 御 疑の 一 
つと して、 此 省令の 規定 中に、 買 占 又は 賣惜と ある 
買 占の 事は 姑く 措いて 賣惜を 指して 賣惜む 事は なら 
ぬと 言つ た 場合には 殆ど 公用 徵收に 等しく、 洞 人の 
所有 權を 侵害す る ものでは ないかと 云 ふの 御 疑で あ 

る、 そこが 全く 所見を 異に 致して 居る、 此 省令の 全 

文を 御 玩味になる と、 齋藤 君に 於ても 明瞭に 御 了解 

を 得る ?: 私は 存ず るので ある、 此 省令の 趣意は 「買 占 

若く ほ 賣惜 等の 行動に 依て 急激に 市價 を激變 せ L め 

て 暴利を 得む とする 者」 と 斯ぅ ある、 買 占 若く は賣惜 

の 行動と 云 ふ 事は、 之を 俗に 申す と I 普通の 言葉 

で 申せば 所謂 思惑と 云 ふ 事で ある、 之に 依て 公衆 全 

體に 影響を及ぼすべき 公定 市 僧の 激變 を來す 事、 是 

が 一般 臣民の 幸福 增 進に 閊へが あると 斯ぅ 見て 居る 

個々 の 洞 人に 對して 物の 强制競 賣を云 ふので はない 

固ょり 强制 徵收を 申す のでは ない、 買 占 若く it 賣惜 

—— 俗に言 ふ 思惑の 甚 しい 策略を 以て、 それに 依て 

公定 市價に 急激の 變 動を 來 して、 此 間に 於て 暴利を 

貪.- P /U とする 者、 それ' かご ざいます から、 之を 極め 


て冷靜なる法律の上ょり申せぱ、買占若くは費借等 
の此行 爲に& て 或 取引を 爲し たる 者 I 或 貶 引を爲 
したる 者、 即ち 法律上の 取引 行動であります、 我 民 
法 に 於て 所謂 法律 行爲 に® する もの、 即ち 民法の 法 
律行爲 として 我 民法に 何と 規定が ある、 民 決 第 九十 
條 或は 九十 一條 其 他に、 法律 行爲と 雖 も、 社會の 善 
良， / J: る 風俗に 反し、 若く は 一般の 公益に 害の あるべ 
きもの、 私 ii 此 處に條 文を 持ち ませぬ から、 申した 
文句 !» 多少 變 りが あるか も 存じ ませぬ から、 それは 
御 宥恕を 願 ひたい、 民法の 九十 條 若く ほ 九十 一條 以 
下に 於て、 法律 行爲 として 國 家の 保護すべき 其 行 爲 
中、 苟も 公安を 害する もの、 社會善 良な 7. 秩序に 反 
する もの、 それ 等の V に 依て. 爲した ろ 意思表示は 無 
効で ある、 其 取引 行 gb は 無効で ある、 即ち 法律と し 
て 斯くな くて はならぬ こと、 存じます、 故に 斯の如 
く 公益 I 社會の 善良なる 風俗に 背反を 致して、 而 
して 玆に 暴利を 貪らん が 爲 に、 公定 市價 1 V 激變 する 
と 云 ふ 行爲は 法律の 認めて 保讁 すべき もので 無い と 
して 居る、 而して 一面には 產業 警察と 取締法の 下に 
於て、 一種の 嫛察 令た るべき 省令を 發布 致します る 
こと、 即ち 大權の 行動に 於て， 決して 違法に あらず 
又 憲法の 太 義に 毛頭 S 觸を 致さない、 即ち 本省 令を 
發布 致しました る根據 は、 極めて 冷 靜に法 律 上の 論 
題と して 申さげ、 唯今 申しました 趣意であります、 
是れ 以上は 全く 見解を 異にする、 次 )- 或は 營 業の 自 
由に 關 する 云々、 是 等の 事柄は 私は 一個の 意見を 持 
つて 居り •* す、 此際斯 ?> 事柄を 此所で 論究を 致す ベ 
き 時では ない と 存じます、 私は 是で 止めます。 

0 齋藤隆 夫君 議長。 

〇 策 武君 議長 - 先刻 通吿 してあります。 

0 齋藤隆 夫君 唯今の 答 辯に 關聯 して 一言したい。 
P 議長 (大岡 育造 君〕 齋藤 君に 一言して 置きます が 
吡 今の 御 質問を 必ずしも 遮る のでない が、 議事 進行 
の爲に 御注意を 誰 方に も 願つて 置き f す、 唯今の や 
ぅな 憲法 論が 此 所の 主題では ない のであります C 「 
然 り」 と 呼 ふ 者 あり〕 物價 調節が 主題で あ 〇 ます か 
ら 、唯今 關聯の 故を 以て 許した のであります から、 
餘り 多くの 時間を 之に 費したくない のであります。 
0 齋藤隆 夫君 唯 だ 一言 述べれば 宜しい。 

0 議長 (大岡 育造 君) 齋藤 君。 

〔「議長べ々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 齋藤隆 夫君 私が 發 言の 許可を 煜 ました、 唯今 議 


長の 御 注 立に出れ. .:-. 、 憲法 論が 主で ない， 併し 此建 
费案 には 暴利 ®. 描 令 K 止と 云 ふこと が * いて あ 0. ま- 
す、無論避法論に關係がある 0 で ?> 、-,ます、忡なが 
ら諄々 しくは 申し ませぬ、 唯今 S 商務 大 K C CK S: が 
ほ、 多く 語つて 何 JJJ を も 言は ぬ、 本 £4 の ？ 7 問に 對し 
ては 一 も 答 へられる ことは ない ので ある • £! 商務 大 
臣 は 行政 論と 憲法 論、 Itb 二つ を K 別す る 能力が 1 - ..t い 
ので ある、 急激なる 市 價の變 動を 誘致す る 所の 暴利 
肢締と 云 ふこと は、 葱 法論と 全く關 係が 無い ので あ 
ります、 左 樣な 言葉を 以て 誤 E2 化さん とする は、 ffis 
偶 以て 此 法令 £ 根 本に 於て • !&: 府に 確た る总 見の 無い 
と 云 ふこと を 自白して 居る ので ある、 是以 上 ft 問は 
致し ませぬ。 

0 議長 (大岡 育造® 0 東武 君。 

〔東武 君登搜 〕 

0 東 武君 私は 極く 簡單で あります •か、 此 調節 令に 
付て、 憲政 會の諸 公、 殊に 提 出 者に 質問 致したい の 
であります、 此物價 調節の 今日の 時局に 對して 極め 
て 重大で あると 公 ふ 事は、 是は殆 ど 論究す る必耍 は 
ない、 唯 だ 玆に殘 つて 居る 間 題は、. 遴法上 第八胳 に 
依る か 或は 第 九 條に 依る か •此立 法の 詰り 根撾で あ 
る、 此點ほ 先刻 紫 安 君から して 村 松； S I.' H 問が あつ 
て、 之に 答 辯' か 無かつた ので あるが、 吾々 は 此築に 
對し て It 非常に 重大な 問題と 考へ V 居る、 政府の 第 
九條に 依つ たこと が 若しも 不都合で あると するなら 
ば、 是は 憲法 擁護の 上に 於て、 どぅしても 吾 /% 13: 斷 
々乎と して 其寶 任を 間は なければ ならぬ 問題で ある 
又 政府の 所信が 相 當で あると 致しましたならば* 吾 
吾は 此の 暴利 取締 令に 依つ て、 もぅ I® 政府を？ 'rf 励 
して 其の：！：： 的を 達する ことに 努めなければ ならぬ 
のであります、 要するに 此の 立法の 關係 | つで & り 
ますが、 他 It 多く 論ずる 必要がない、 殊に 憲政 0 の 
諸 公は 预算 總會 から 以来， 引續 いて 議論を 致して 居 
ります、 吾々 は； £ ど 耳に 胝 2 入る 程 此の 議論を 聴い 
たのであります から、 最早 憲法 論を } ii く 必要 も 無い 
のであります が、 唯々 御尋を 致したい のは、 若しも 
是が 憲政 會の諸 若の 論ずる 如く、 又 仄かに 聞いて 居 
ろのに iT 此建蕺 案は 憲政 會 に 於て I't 黨議 として 決 
定した >  黨議 として 提出して 居る と 云 ふので あるが 
若し 果して 立法 上 CO 根據が 憲法違反な 〇 とす 70 なら 
ば、 何故に 諸 公は 之を® 議案に 求めた ので & るか、 
建議案の 趣意に 據つ たので あるか、 是は 議院の 權限 
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一に 於て 重大なる 間 題であります るし、 又 吾々 譏 a と 

しての 責任の 上から しても、 一日 も忽せ にす ベから 
ざる 所の 議論で ある、 然らぱ 何故に 諸君は 之を 建議 
案に 據つた ので あるか、 諸君は 腿々 彈劾 案を 出し、 
若く は 不信任案を 出して、 lit 議場に 名論 車 說を 吾々 
は 常に 拜聴 致して 居る* 若しも 是が 憲法 上 m 犬な 問 
題で あると するならば， 何故 I-. 政府を 炖 劾す るの 擧 
に 出で ぬか、 何故 之を 決議案と して 提 s する ことが 
出来ない ので あるか、 其根據 を 伺 ひたい、 さう して 
此訊 議案の® 出 者は、 楚は詰 〇 憲法 上の 謎 論で なく 
して、 ^ 目的を 達する 丈の 意味で あるか、 極く 極め 
て狹 少なる 意味に 於て、 政府を もつと 鞭撻し 督勵し 
て 此 目的を 達する と 云 ふ 意味で あるか、 降 旗 君の 論 
ずる 所に 據〇 まする と •吾々 は 憲法を 論ずる もので 
ない、 商法々 論ずる もので ない， 唯々 政府が 如何に 

1綏愷であつて、國民の生活に安定を與へることが 

出來 ぬからして、 一日 も忽 にす る ことが 出来ぬ と 云 

ふ 議論であつた、 紫 安 君の 調 論に 據れ ば、 是 It 憲法 

上 ® 憩で ある、 又 唯今 齋藤 君の 滔々 として 述べられ 

た 所に 據る と、 尙ほ 同じく 憲法 上 違反な りと 論じて 

居る、 然らぱ こんな 生溫い 建議案の 手段を 執る と 云 

ふことは 何琪 である、 私共 ほ 此 憲法 上の 誘 論に 付き 

ましては、 諸君と 感を冏 じくす る點も あると 思 ひま 

す、若しも斯の如今茁大なものならぱ、之を明確な 

らしめ て、 我鹩院 の 糊 限と 云 ひ、 憲法 上の 解 釋を玆 

で I 定 する ことに 付て、 協心 一致して 之を 努めな け 

れぱな らぬ 問題で ある-然る 1-. 生溫 い ? U SI 案な どを 

出して、 さう して ffs 昧樘糊 の裡 に 之を 葬 〇 と 云 ふこ 

と 51 如何なる ことで あるか. 之を 第一に 伺 ひたい、 

それからもう 一® は、 今日の 時局に 於て、 K 民の 生 

活を安 定 し、 米惯 s 隧货を 防 ぎ、 其の 他 e 奸商 を征 

伐す ると 云 ふやうな ことは、 K- も 時宜に 適して 居る 

か 知らない、 知らないが、 今 政府の やり方が 溫 いと 

か 何とか 云 ふことは 論ずる 必獎が ない、 大隈 內閣の 

時分に 旣に 米悄 調節を やつて、 諸君は 大なる 失策を 

して 居る ではない か、 大なろ 失策を して 何 y) 効力な 

くして、 遂に 大なる 資任交 出を して、 此 責任 交 出 (3 

水泡に 屬して 居る でない か C 拍手 起る〕 之を 諸君が 今 

此壇 上に 於て®々 として 農 商務 大 K の寶 fn- を 問 ふ、 

唯々 目的を 達する 手段が K くないと 云 ふこと を 問 ふ 

のは、 全く 是は無 r( 味た 事で、 より 以 h 諸君が やろ 

ならば、 何故に# 利 取締 令が 憲法違反であるなら ば 


緊急 勅令に 依つ て 出さない か、 此将 令は 廢止 する 外 
ない、 それ迄 やらなければ 是は 徹底し ない 箬であ る 
此 點に 於て 諸君は 甚だ 生 溫い曖 味の 態度を 執つ て 居 
ると 私 li 信ずる のであります、 又 坊間 傅 ふる 所に 據 
ります れぱ •此 暴利収 締 <5- なる ものは、 徒らに 世間 
を 騷が して、 監筲官 廳烕は 大 U': の M 任を 問 ふと 稱し 
或は 違憲な 〇と稱 し、 さう して 其 暴利 令の 爲 めに 此 
の 市價の 安定を 一一 三- J する のみならず、 種々 なる 米 
商 或は 奸 商と 迎絡を 通じ、 種々 な 行動を 執つ て、 却 
て 此の 市 似 暴騰を —— 變励 させる と 云 ふやうな 嫌が 
あるので ある •是は 諸君の 中に さう 云 ふ 者は ありま 
すまい けれども、 現に 大阪 神戶 方面に 至つて 聞いて 
見る と. 種々 なる 風說を 立て、 居る， 之を 廢 する 廢 
さないと云つズ、さうして一種の高等政策に屬し 
て， 陰險な る 手段を 以つ て、 却て 立法 院を穢 すと 云 
ふやうな 行動が ありは しない か、 此制 限を 是 ょり 以 
上に 低下して、 さう して 曖昧なる 態度に 於て やる と 
云 ふことは、 益々 其市價 を變動 せしめ、 H 民の 安定 
を 害する 所以で あると 思 ふが 故に、 此一言 を 以て 憲 
政會の 諸君は 何故に 明白なる 憲法谅 反の 彈劾 責任 案 
を 出さぬ かと 云 ふこと を 主張して 此壇を 降る。 

0 野 村 嘉六君 私 It 提出者の 一人と して 答 辯 致し ま 

〇戤長 (犬 岡 育造 君〕 野 村嘉六 君。 

〔野 村嘉六 君 登壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

0# 村嘉六 討 唯今 東 君 It 憲法逞 反なら ば 何が 故に 
決鹩 案と して 出さぬ、 斯う 云 ふ 質問で あ 〇 ました、 
此案は 御 承知の 通りに、 降 旗 元太郎 、武 市彰 一、 此 
外 私と 三人して 提出した のであります、 さう して 此 
物價 調節に 關す る纽議 の 理由と して 簡單 に玆に 書て 

ある 「物價 を 調節す る (i 刻下の 急務な り ffi に發 布せ 

られた る 大正 六 年 農 商務省 令 第二 十號は 此 目的を 達 

する に 足ら ざ >J のみならず 却 - C. 經濟界 の 不安を 招く 

を 以て 速に 之を贼 止し 他に 適切なる 物 俏調 節の 方法 

を 執る へし」 と 極く 明瞭で ある、 此通〇 に 書いて あ 

る、 此 省令は 此 刻下の 急務に 對 して、 さ b して 物價 

調節 方法と して 適當 でない、 それで あるから して、 

此 目的を 達する に 適當な る 方法を 講ぜよ と、 斯う 云 

ふので ある、 憲法 論を 何處に 書いて あります C 「憲法 

論を 言 ふて 居る でけ ないか」 と 呼 ふ 者 あり〕 或は 東 君 

は 決議案に せいと 云 ふこと に 付て は、 斯う 云 ふこと 


を 御 聞きに なつた か 知れぬ •憲政 會の 中に 憲法 is 反 
なりと 云 ふ 議論が ある、 若しも 憲法違反と 云 ふ 議論 
が あつたなら ば 決議案と して 出す のが 相當で はない 
かと、 斯う 云 ふ 御意 見ら しい、 我 戴に 於て は 百 十六 
人の 辦 員 •かあります、 此中 には 憲法違反な りと 云 ふ 
意見の 人 も 居る だら うし •又是 は 別に 憲法違反で な 
いと 云 ふ 人 も 居る だら うし、 是は銘 々の 頭に I 銘 
々の 意見に / 1 する ので ある (笑隱 起り 「もう 一度 黨 
_ を 決定す へし」 と 呼 ふ 者 あり〕 私と して 提出した 
所の 根 本義は、 今 申す 通-, 玆に 明瞭に 雷いて あるの 
である， 之に 依て は 所謂 H 家の 經濟を 調節す る 所の 
方法と しては 不適 當であ ると、 斯う ffi いて ある、 是 
は 勃れ の黨 派に も 同じ ことで あらう と 思 ふ、 色* _ 
論 あるに 相違ない、 甲の _ 論 、乙の 議論、 銘 々勝手 
なろ 議論を して 居る、 其 _ 論 ^ 捉まへ て、 さう して 
何故に 爲さな かつた と 云 ふことは、 東 君に 不 似合の 
こと、 思 ひます、 是は銘 々には 銘 々の 議論が ある、 
尙ほ一 言 致して 置きます が、 我 憲政 會に 於て ほ、 決 
して 憲法違反と 云 ふ 黨議 はあり ませぬ 是 は 念の® に 
能く 申して 置きます、 我 憲政 會 の黨戳 としては、 唯 
今爰に 申 上げた 通り、 此簡單 に 理由を 說 明した 其の 
理由の 說明が 黛の 黨議 であります からして、 其 通り 
に 御 承知を 願 ひます。 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 岩 崎 II 君兩 案を 一括し、 議長 指名を 以て 特に 十 
八 名の 委員に 付託せられ むこと を 希望 致します* 
〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕  . 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動謅に 御異篛 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て此 
の 兩案は 誘 長 指名の 十八 名の 委員に 付託す る ことに 
決しました。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育. 造 君〕 次は 日程 第 十一、 ®: 方 調査 局 
設置に 關する 建議案を 議題と 致します、 伊東 知 也 君 
第 十一 束 方 調査 局 設置に 關する 建議案 C 
伊東 知 也 提出) (委員長 報吿〕 
〔伊東 知 也 君 登壇〕 

〔「 簡單 J 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 伊東 知 也 君 委員長の 戸水 寬 人君が 缺席で ありま 
から、 理事の 私より 委員 會の右 を御 報吿 致します 


本 委員 會は 三回 開會 致しまして、 外務省の 政府 姿 員 
を 招いて 色々 質問 應答 致しました が 外務省 S 方では 
色々 事業 もあります し、 金 も 足らない し、 又 谷 省に 
それ f 調 奄機關 を 昨年 以來 設けて やる から、 餘り 
必要 ^ 認めない と 云 ふ あつけ ない 話で 御 ざいました 
併ながら 委員 諸君は、 今迄 2外 秘街其 他の 調査 機關 
に 照して •是は 是非とも 必要で あると 云 ふこと で、 
滿場 一致を 以て 可決 a しました、 どぅぞ 諸君 も 其 御 
積り で、 滿場 一致を 以て 可決 あらん ことを 希望 致し 
ます。 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 岩 崎 動 君 本案は 委員長 代理 伊東 知 也 君の 報吿の 
通り 可決せられ ん ことを 希望 致します C 

〔「質 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 唯今の 報© に 御 異議は ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君) 異議な しと 認めます、 仍て本 
建議案は 可決 致しました、 本日は 是 にて 散會。 

午後 四時 三十 七 分散 ® • 


〇 大正 七 年 二月 二十 三日 (土曜 5 
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第一 s 1 (齡 韻 長) 

第 十五 m 維 原料 政策 及 織物® 幅獎勵 に關 する 

建 星  1 f II g) 

第 十六 陰陽 連絡 ®! 江 笾道 速成に 關する 痙 議案 

へ； £服 隆 P 

第 十 セ 喂— H 表彰に 關す1 (雛 ■觀 

出} (委員長 報吿〕 

〇 議長 C 大岡 育浩 君) 諸般の 報吿を 命じます。 

f ff 記 朗箾〕 

一議 員ょり 提出せられ たる 議案 左 S 如し 

紀勢鐵 道 建設に 關 する趄 議案 

提出者 岡 崎 邦輔赵  中 村 啓 次 郎君 

兒玉亮 太郞君  天 春文衞 君 

隅田截 吉哲  尾 崎 行 雄 君 

川 崎  克君  井島 S 君 

小 林 嘉平治 君  濱 田 國松君 

堀川 美 哉 君  大堀  孝 君 

前 川 虎造 君 越 山 太刀 三 郎君 

佃 安之 丞过 

阿 讚鐵道 建設 ！. •: 關 V る 建議案 

提出者 三 土 忠造君  林  毅陸君 

板 東 勘 五郎 君 

一議 員ょ 〇提 m せられた る W 問 主意 tf 左の 如し 

河川の 制度に 關する 質問 主意 1 3  . 

提出者  佐々 木正藏 君 

1 : 左の 報吿 は朗證 を 經さる も參 照の ため 玆に 

掲載す〕 

一 去 二十 一日 _長 に 於て 選定した る 委員 左の 如し 

罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 

熊 谷 五 右 衞門君  志々 目 藤彥君 

H 藤 吉次君  前 田米藏 君 

片木 政治 郎君  井 戶文四 郎君 
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演壇に 於て 謹んで « 消す やうに、 議長より 命令され 
むことを私は要求する者であります(拍手起る〕 

〇 野 村 1? 六 君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 野村界 何です か。 

0 野 村 慕 六 君 !' ffi 今 紫 安 君は 居り ませぬ から、 出席 
した 後に 紫 安 君の！ i 論を e いて、 其 上に して 戥きた 
いと 思 ひます。 

〇讅 長 (犬 岡 育 51 君〕 今のは 議長に 命令を せよ と S 

ふ 御 希望です か - さう 云 ふ譯 です か。 

0 高 松 正道 射 議長に 命令を して is きたいと 云 ふこ 
とを 嬰 求 致します" 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 私に 要求であります か I そ 
れ は 議院の 決鹩な らば さ 5 致します。 

〇 高 松 正道 君然れ ば 私は 之を 緊急 励 議 として^ — 
議長よ 〇 命令され むことの 緊急 動 翳を 提出 致します 

0 鼓 -M (大岡 育造 君) ま， た 紫 安 fl の 出席がない ので 

あります が、 此所で 御 求めになる のであります か。 

0 高 松 正道 君 本日は 紫 安 君は 出席され ない のです 

か、 控席に も屛 ち ぬのであります か、 御調を 願 ひま 

して . 

0 議長 ， 大岡 育造 封〕 それは まだ 分り ませぬ。 

0 商 松 正道 封 然れぱ 齡 長に 於て、 私の 要求を 御容 

れ下 さるなら ぱ 宜しう ございます が、 それが 出来な 

いと 云 ふこと でございますれば、 私の 方で 更に 動鼷 

を 提出す る ことに 致します が、 黐 長の 御意 見を 伺 ひ 

ます。 

〇讓長 (大岡 育造 封〕 直ちに 議 M の 御 1 日に 從 つて 

瀵長か 命令す ると 云ふ譯 に ほ往 きませ ぬ。 

〔 f 紫 安 君が 見えました」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 高 松 IE 道 君然ら ぱ 私は 紫 安 君に 對し て、 先程 私 

が演® に 於て 述べました 通り、 紫 安 君の 發言 は議 M 

を 侮辱す ろ 不 e の 言葉であります から， 紫 安 君は ii 

んで取 消を すべし と 云 ふことの 緊急 励 謎を 提出し ま 

す (拍手 起る〕 

〔「较 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

一 〇 議長 (大岡 育造 君) 高 松れ の 動議は 资成が あつて 

.一成 立 致しました - 然らぱ 日程を ® 更す るに あら ざ 

一れば、 此事を 难閟 する 譯に往 かぬ のであります。 

〔「日程 變 更の動 謎を 提出し ます」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 

0 傾 田 千 之 肋君此 處から 一寸 提案者に 伺 ひたい こ 

とが ある、 提案者の 先刻の 御 話で 見る と 云 ふと、 其 


趣意を 議長から 御 傅へ を 願つ て、 肢消 の勸吿 を 求め 
ると 云 ふや 5 に、 私共は 胞いて 居つ たのであります 
が、 今少し 鞣明 を 願 ひたい、 さ 6 云 ふ 例は 酸々 ぁる 
ので あ 〇 ます、 議員から 議長に 耍求を して、 議長を 
經て不 穩當の 言葉の 取消を、 御 本人に 御® へを 願 ひ 
たいと 云 ふことは、 今迄 あつた やぅに 思 ひます。 
〇穀長 (大岡 育造赵 〕 高 松 24- は 明瞭に 答へ て 居り ま 
す、 p 長より 命令を せよ と 云 ふこと であります から 
命令が あるかと 云 ふこと を 翰ね て、 命令では 甚だ 困 
るが と 云 ふこと を 申した 末が 此に 至つ たので ありま 
す、 照 會を して 吳れと 云 ふなら ば 葛んで 致します、 
其 例は 幾ら もあります。 

0 賭 岡 宇一郎 君 其 先例に 法て、 議長より 更に 提案 
者に， 斯の 如き 趣意に 爲す べしと 云 ふ 御注意を 願 ひ 
たぃ。 

0 高 松 正道 対 唯今の 緊急 励 議を 取消しまして、 議 
長よ 〇御勸 吿を願 ひたいと 思 ひます。 

0 議長 /-- 大岡 育造 君) 承知 致しました。 

〇:一一 木 武吉君 謎 長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 三 木 君 何です か。 

0 三 木武吉 君旣に 緊急動議は 成規の 賛成を 得て 成 
立つ て 居る のであります、 それ にも拘らず 高 松 君は 
あとの 御發議 が あつて、 其 目的 It 達せられる ので あ 
〇 ませぅ か。 

〇 一長 (大岡 育造 君) 動 翳は 提出 密が取 消した 場合 

は、 許されて 居る の <? ありま ^ - 紫 安 君に 照 會を 

致します が、 高 松 君から 前會の 本# _ に 於け る 君と 
村 松？； との 間に 於て、 「法律を 知らぬ 者が 法律を 言 
ふ」 と 云 ふ 言葉を •君が 發 せられた と 云 ふ 事は 甚だ 
不 ■當 である、 議場に 立つ て 之を 取消す 事を 求める 
から* 其 事を 照會 して 吳れ いと 云 ふこと であります 

0 紫 安 新 九郞君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 紫 安 君。 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔紫 安 新 九 郎君 登壇 J 

0 紫 安 新 九郞れ 御 答 致します、 私の 答 辯は 相當で 

あると 信ずる C であります、 何故に 相當 であるかと 

言へ ば (此時 in する 者 あ 〇〕 

〇誔長 (大岡 育造 君〕 靜璐 に。 

0 紫 安 新九郞 君 村 松 君は 斯樣な 御意 見を 御 述べに 

なつた ので ございます 、悪意を 以て 商 行爲を 爲す者 

に對 しては* 之に 對して 命令を 以て 制敍を 加へ て も 


差 支ない と 云 ふこと を 御 論 辯に 成つ たので ある 1 
斯_な 意味の 御 論 辯が あつたので あります、 其 御 論 
辯に なつた る 法律上の 根據は 、何れに 在る かと 云 ふ 
ことを 御尋 したので ある、 然るに 之に 對 して 村 松 君 
1£ 、 それは 意見で ある、 意見で あるから して 委員 會 
に 於て 伺 ふと 言 ふて、 本員が 再び 之を. 質問した にも 
拘ら ず、 御 答 辯が 無かつた ので ある、 私は 斷 じて 此 
言を 以て 意見と 信じない ので ある、 何とな れば村 松 
君の 所說 に對 して 本員 •か 質問して 居る にも拘らず、 
之を 意見な 〇 として 御 答 辯の 無い 所を 見れば、 是は 
法律を 御 承知ない ものであるから 御 答 辯が 無い もの 
と 信じた から、 本員が 此言を 爲し たのであります。 

〔拍手 起る〕 

〇菌月 長 夫君 唯今 高 松 君の 御發言 に對 して， 紫 安 
君は 正當な ゎと して 全く 御® 消は ない、 併ながら 紫 
安 ? 1 の _場で 述べられた 言葉は •明かに 立法府の K 
員に 對 して 法律を 知らぬ 者が あると 云 ふこと を 言は 
れた •法律を 知らないで 立法府で 發言 すると 言は れ 
たやぅな ものである、 此 言葉は ^ 員に 對する 侮辱で 
あります から、 懲罰に 付すべき ものと 考 へます、 仍 
て 日程を 變更 されて、 紫 安 君を 懲罰に 付せられ むこ 
との 動 翳を 提出 致します (「賛成」 と 呼 ひ 拍手 起る) 
0 議長 C 大岡 育造 君) 唯今の 望月 君の 動議‘ 即ち S 
罰 委員に 付すべし と 云 ふ 動議に 對して 、二十 人 以上 
の 賛成は ある ものと 認めます (「大 にあ 〇」 と 呼 ふ 
者 あ 〇〕 仍て此 動議 li 成立ちました、 本件は .…： 

〇 描 田 千 之 助 君 議長。 

〇諉 長 C 大岡 育造 君〕 横 田 千 之 助 君。 

0 横 田 千 之 助 君圉月 君の 動議に 賛成 致します。 

〔「ひやく」 と 呼 ひ 拍手す る 者 あり〕 

_員 紫 安 新 九郞君 耪 g 事犯の 件 
〇 翳 長 C 大岡 育造 君〕 此励議 は 討論を 用 ひない 規則 

であります から、 0^1 ちに 可否を 諮 ひます - 望月 君 

の 動議、 即ち 紫 安 新 九 郎君々 露 罰に 付すべし と 云 ふ 
ことに 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 

〔「横暴々々」 と啐ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 多數で あります、 仍て紫 安 君 
- を il 罰 委員に 付す る ことに 定 りました。 

「拍手 起る〕 

〇武藤 金吉君 議長、 是 より 有 沿 證券 割賦 阪賣業 法 
案の 委員 會を 開きます。 


0 議長 C 大岡 育造 君：} 宜しぅ •こざいま^ - H 程 第 

一 第二 S 議案は 關聯せ る 議案に あらず と雖 も、 同一 
人の 提出に 係ります るに 依て、 一括して 議題と 致し 
ます、 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 〇 聲起る 〕 

0_ 長 (大岡 育造 対〕 御 異議は ない と 認めます、 仍 

て 二 案を 一括して 議題と 致し ま i - 高木 益 太 郎君 

第一 人撋 保護に 關する 法律案 (高木 益 太 
郎君 提出〕 第一 讀會 
人權 保護-一 關 スル 法律案 
第一 條檢 事、 磬察官 ，憲兵、 税務官、 林務宵 其 
ノ他 犯罪 搜査ノ 職 權ヲ有 スル 公務員 事件-一 付 嫌 
疑 者 又 ハ關係 人/取調 ヲ爲ス トキ ハ 市町村 ノ公 
民權ヲ 有 スル 鄰佑ノ 立會 アル コト ヲ耍ス 但シ取 
調ヲ受 クル 者ノ 請求 一一 依 リ辯護 士ヲ以 テ 之， 一代 

フル コト ヲ得 

前項 ノ 規定ユ 依 ル コト 能 ハサ ル トキ ハ 市町村 區 
SI 員 ノ立會 アル コト ヲ要ス 
第！ 一條 搜查 、訊問 ノ職 S ヲ有 スル 公務員 ハ 事件 
-1 付 嫌疑者 又 ハ 關係 入-一 對シ 取調 ヲ爲ス — 當リ 
恐喝 又 ハ詐言 ヲ用ゥ ル コト ヲ得ス 
第三 條搜 査ノ 職權ヲ 有 スル 公務員 又 ハ 立 會人ハ 
相當ノ 理由 ナクシ テ搜 査ノ內 容ヲ 漏泄 スル コト 

ヲ 5E ス 

第 四 條搜査 上作 成シ タル 文書 ハ斷 罪ノ證 據卜爲 

スコ トヲ得 ス 

第五條搜査/職嵇ヲ有《ル公務員-|對シ本法並 
刑法 第二 編 第二 十 章、 第二 十一 章、 第二 十五 章 
ノ犯 罪-一 關シ吿 訴吿發 アル トキ ハ 犯罪 地ノ 地方 
裁判所-一 於 テ 起訴ス ヘキ ヤ否ヲ 決定 スル n トヲ 
得 

此ノ 決定- 一 對シテ ハ抗吿 ヲ爲ス コト ヲ得 
裁判所 ハ 職® ヲ以テ 探知 ヲ爲ス コ -h ヲ得 
第一 項-一 リ 起訴 ノ決定 アリ タル トキ ハ豫 審判 
事 ハ當然 公訴 ヲ 受理 シ タルモ ノ トス 
起訴/決定 ヲ爲シ タル 判事 ハ 其ノ 事件 ノ豫審 及 
公判-一 干與ス ル コト ヲ得ス 
第六條 第！ 一條- 1 違反 シタル 者 ハ ニ 年 以下/懲役 
又 ハ禁鋼 若 ハ ？ T. 百圓 以下 ノ罰 金-一 處ス 
第七條 第三 條-一 違反 シタル 者 ハ 六月 以下 ノ懲役 
又 ハ 禁錮 若 ハ 百圓以 下ノ 罰金-一 處ス 

第二 刑事訴訟法 中 改正 法律案 (高木 益 太 


蕺 位 紫 安 新 九郞趑 間冰 犯の 件  人秘保 謎 に 關する 法律案、 刑事訴訟法 中 改正 法律案 第一 If 會 


三 六 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


人權保 遜に 関する 法律案 •刑 讲訴訟 法 中 改正 法 钳 案 第 |頊旮 


三 六 M 


控訴 教判所 ハ 原判決 理 m ノー部 又 ハ 全部 ヲ 援用 

スル コト ヲ f 3 


郎君 提出 ^  第一 m 會 
刑事訴訟法 中改 IH 法律案 
刑事訴訟法 中 左 / 通 改正 ス 

第 四十 八條ノ ニ 第二 十 條第二 十 一條 第 九十 二條 
第 九十 五條 乃至 第 九十 七 條及ヒ 第 百 一一; 十一 條ノ 
規定 ハ檢事 •得 察官 、憲兵、 税務官、 林務官 其 
ノ他ノ 公務員 犯罪 捜査 — 關 スル霄類作成ノ場合 
11 之ヲ m 用ス 

第 六十 三條被 街 人ノ 身分- 一 依リ 起訴 手 紐 ヲ區別 

スル コト ヲ得ス 

第 七十 五 勝 / 二 勾留 狀ヲ 執行シ タル 時 ヨリ ー月 
ヲ經過 •ゾ タル トキ ハ豫蒞 判事 ハ 被 fr 人ノ 請求-一 
依 リ又ハ 臌權ヲ 以テ其 勾留 ヲ繼綏 ■ゾ又 ハ 被吿人 
ヲ放 免シ 若クハ 保釋ヲ 許 K 旨 ノ 決定 ヲ爲ス n 卜 

ヲ耍ス 

豫辞 終結 二 至 ル マテ ハ 順次 一月 毎 — 前項 ノ 決定 

ヲ爲 Kn ト ヲ要ス 

第 七十 五條/三 公訴 ノ 提起 アリ タル 時 ヨリ 重罪 

事件- 1 付 テ ハ 三月 其 他 ノ事件 -I 付 テ ハ ニ月 ヲ經 

過 スル モ仍ホ 豫群ノ 終結- 一至 ラサル トキ ハ 被告 

人 ハ 殮蒞判 事ノ猫 スル 地方裁判所-一 對シ速 M 豫 

_ 終結 命令 發布ノ 請求 ヲ爲ス コト ヲ得 

地方裁判所 ハ豫審 判事 ノ 意見 ヲ求 メタル 上 決定 

ヲ以テ ー定 ノ期 間內 -I 豫蒗ヲ 終結 K 可 キコ トヲ 

命ス ヘシ 

前項 ノ沏間 ハ 1 S 判事 ノ 申立-一依 リ之ヲ 延長ス 

ル コト ヲ m 

第 九十 1 一條 ノニ 被告人 其 他 ノ豫蒗 調書-ー ハ 供述 

人ヲシ テ 其 各 館 — 契印 セ シメ JI. 挿入 削除 及ヒ欄 

外ノ 記入 アル トキ ハ 之-一 認印セ シムル コト ヲ要 

ス 

第 九十 三條 -I 左/一項 ヲ加フ 

豫群 判事 ハ 被 吿人ヲ 訊問 スル — 先 チ 公訴 事實ヲ 

吿知ス ル コト ヲ要ス 

第 百 九十 四條第 二坝ヲ 左ノ如 ク改ム 

陪席 判事、 檢事及 辯護士 ハ 裁判長- 1 吿ヶ證 人 及 

ヒ 被 吿人ヲ 訊問 スル コト ヲ得 

第 百 九十 八條 M 左ノ ー項 ヲ加フ 

被吿 人ノ 利益 ノ爲ヌ 重要/ 證據 方法 ノ 申立 アリ 

タル トキ ハ 裁判所 ハ 其 JS 調ヲ爲 ス n ト ヲ要ス 

第 二百三條 刑ノ言 渡 ヲ爲ス -1 ハ 左ノ 事項 ヲ 明示 

シ 且 法律 ヲ適 用， ゾ其 理由 ヲ付 スル コト ヲ耍ス 但 


第一 公訴 事® 及ヒ爭 點ノ摘 示 
第二 裁判所 ノ 認定 シタル 犯罪 構成 要件、 犯罪 
ノ 日時 •場所 及ヒ 之ヲ認 メタル 證據 
第三 攻 SS 4 防禦-一 關スル 重要 ナル證 據 方法 採否 
ノ理由 

第二 百 十九 條中 「必要 ナル」 ヲ 「內容 ヲ證據 トス 
ル」 二改ム 

第二 百 六十 九條 -I 左ノニ 號 ヲ加フ 
第 十一 重耍 ナル f? 點 -I 關ス ル證 據調ノ 申請 ヲ 
却下 シタルト キ 

第 十 II 不當 -1 刑ノ 執行 猶豫ノ 言 渡 ヲ爲サ サル 
トキ 

第 11 百 七十 九條一 I 左ノ ー項 ヲ加フ 
第一 一 百 四十 五條 第二 百 四十 七條 及ヒ 第二 百 四十 
八條 / 規定 ハ上吿 趣意書 提出 ノ 場合-一之 ヲ 準用 

ス 

〔高木 益太郞 君 登壇〕 

0 高木 益 太 郎君 人權保 謹に 關する 法律案、 並に 刑 
事 訴訟法 中改 JE 法律案を 一括して 提案の 理由を 申 上 
げ ます、 人身の 安固は 憲政の 目的、 人 燿の尊 重は 立 
憲の 本義であります、 而して 帝國 憲法 第二 十三 條に 
「日本 臣民 ハ 法律 = 依 ル ニ 非スシ テ 逮捕 監禁 1¢ 問處 
罰 ヲ受ク ル n トナシ 」 第二 十四 條に 「日本 臣民 ハ 法 
律-- 定メ タル 裁判官 ノ 裁判 ヲ受 クル/ 權ヲ頦 ハル ル 
コト ナシ」 と ある •斯る 憲法 上の 保障 あるに 拘 はら 
ず、 其 ® 際の 有樣 を II ふと、 多くの 非 現行犯 事件に 
付て は、 響 察官 、憲兵、 檢 事の 如 3- は、 公判 判事、 

豫 審判 事の 令狀 あるに 非 ずん ば、 人民に 對 して 拘引 

拘留を 爲す ことを 得ず、 又 訊問を 爲 すの 職 權が無 い 

にも拘 はらず、 日々 夜々 令狀も 無く 法律に も 依らず 

して •人民に 向って 訊問を 試み、 若く [1 名を 本人の 

承諾に 藉り て、 之を 拘引す る 事 ® は澤山 あるので あ 

ります、 殊に 近來犯 罪搜 査の臌 權を 有する 役人が 其 

職 權 濫用の 事實は 益々 甚だしく、 取調 上 拷問、 凌虐 

恐喝、 詐言を 用 ひ 人權躁 _ の 非難は 頗る 多い ので あ 

ります、 是れ 即ち 玆 に人權 保護に 關する 法律案を 提 

出 致しまして 檢 事、 聲察官 、憲兵、 說務官 、林 務官 

其の 他 犯罪 搜査の 職權を 有する 公務員、 事件に 付 嫌 

疑 者 又は 關係 人の 取調を 爲す ときは、 市町村の 公民 

權を 有する 隣 佑の 立會 ある ことを 要す、 但し 取調を 


受 くる 者 〇 諳求に依り辯謹士を以て之に代ふること 
を 5 r 前項の 規定に 依る こと 能は ざると きは、 市町 
村 K 吏員の 立 # ある ことを 要すと、 斯う 云 ふ 規定を 
設けまして、 人民の 自由を 保障 致したい と 思 ふので 
あります、 德川 時代に 於き ましては、 犯罪 捜査の 手 
結と 致して どう 云 ふこと を やつて 居つ たかと 申し ま 
すと、 役人が 先づ 自身番に 臨んで 跛 疑 者を 取調べる 
場合に 於て ほ、 名主 又 (i 大屋、 五人組 等の 立會を 求 
める のであります 、捜査 官吏が 直ちに 人民 C 私宅に 
臨んで 訊問を 試み、 若く は 勝手に 家宅捜索 一 V 爲すな 
ど、 云 ふやうな 事は、 幕府 時代に 於き ましても 未だ 
無い 所で ありました、 是に 由て 德川 三百 年の 太平を 
維持す る ことが 出来た のであります、 幕府 時代と 雖 
も大に 人權を 尊重した ものである、 然るに 今日は 刑 
事訴訟法の規定を見ますると，上級の拽審判亊でも 
裁判所 書記の 立會の 無い 場合は 二 名 以上の 立會 人を 
要する、 若し 此二名 以上の 立會 人が 無い とき ほ、 法 
律 上の 効果が 無い と 云 ふこと を 規定して ある、 又 間 
接國 税滯納 者處分 法に 於ても、 取調を する には 隣 佑 
の 立會を 要する ことの 規定が ある、 又 家宅捜索、 物 
件 差 押の 場合に 於ても、 隣 佑が 市町村 役場 吏員の 立 
會が 無ければ、 取調 又は 差 押を 爲す ことが 出来ない 
と 云 ふ 規定に なつて 居ります、 然るに 襪審 判事ょり 
も 地位の 劣る 所の 馨察官 、憲吳 又は 檢事の 如. r 者が 
犯罪 搜査の 場合に 於て 何等の 立 會人も 無く、 即ち 第 
三者の 干與な くして、 勝手次第に 取調を 爲す ので あ 
ります、 其爲め に此 間色々 の 弊害が 生ずる ので あり 
ますから、 我國の 古代 法を 參酌 致しまして、 又 現行 
法の 刑事訴訟法、 間接 國税 犯則 者 處分決 等の、 法の 
權衡の 上から 申しましても、 隣 佑の 立 會を爲 さしむ 
ると 云 ふこと ほ 當然の 要求で あらう と考 へます、 殊 
に 隣 佑の 立會は 取調を 受 くる 者の 社會 上の地位 •か、 
どう 云 ふ ものである か、 其 人間の 資產 >  其 人間の 品 
行が どう 云 ふ ものである か、 唯 だ惡 るい 所 ^ 一隅 丈 
を 見て、 他の 三 隅を 顧みぬ と 云 ふこと が 無くして、 
大に 事件の 眞相を •は 明確なら しむる 所の 便利が あり 
ます、 隨つ て搜査 機關の 信用を 保持す る 所の 利益が 
あるので あります、 詰り 捜査と 云 ふ ものは、 今迄 警 
察官 一人で やつて 居った のであります が、 是から は 
搜査の 中に 人民を 干與 せし むる、 詰り 立憲 的の 搜査 
を やる、 國 民の 力を 借りて 捜査を やる と S ふ 方針に 
向 ひたいと 思 ふので あります、 况や 今日の 狀態は 、 


待 察官檢 出な どに 對する 群衆 〇 心 i3> 状® と 云 ふ も 〇 
一 r 之を® 民の 生命： 5 產の保 篮 W として 迎へず して 
唯に 恐るべき 搏關で あると 云 ふ C で、 之を 遠ざけて 
之に 信賴 をす ると 云 ふ 風が 無い と 云 ふ. ことは、 茌だ 
概獎 すべき 事であります、 又隣 佑 〇 立 & ゃ 求む る こ 
とになります ると、 我國は 自洽團 es o m 織と 云 ふ も 
のは、永く發達して居って、維新迄は吉2:1:;, :||: (に 
之を 1§ ふと 云 ふ 風に なつて 居る のであります から、 
隨て 隣家に 何 か 裁判 事件が 起った と 云 ふ 不幸な 2Jf が 
ある 場合に、 其肢 調に 立锊ふ と 云 ふことは、 隣 佑の 
義務を 盡 すので あ 〇 ます、 ® も 多い 例へ ぱ賭！ g 件 
の 如きに な 〇 まする と、 平素 其關係 人の JB 情を 知つ 
て 居ります から 自然 大屋と か 或は 町村 長で あると か 
云 ふやうな 人が、 瞬； 察官の 手に 氓らず して 预防 す 〇 
利益が あります、 其 外 33 ひ 込みを したと か、 財產に 
關する 犯罪 又は 毆 打 •名 罌に關 する 犯罪に 付き まし 
ては、 隣 佑の 奔走に te りまして、 被害者に 對し て賠 
償を すると か、 謝罪を すると か 云 ふやうな 內濟が 行 
はれ、 街 訴の取 下を なすと 云 ふこと が 出来て、 犬に 
裁判 事件の 數を 減少す る ことが 出來や うと 考へ ます 
今日 我國の 弊風は 何で あるかと 申します ると、 一番 
此 刑事 政策の 上に 於て 事件を 少なく する ことが 急務 
中の 急務で ある •其 事件を 少なく する には、 どんな 
狀態で あろ かと 申します ると、 近年 迄 一箇年に 在監 
人が 七 萬 五 千 人に 及んで 居る •七 萬 五 千 人と 云へ ぱ 
五 個師團 、若く は 六 個 師幽 丈け の 犯罪 人が 居る ので 
あります、 是が常 びつ たりに あるので あります、 日 
本の 監獄は 御 承知の 通り、 四 萬 五 千 人ょり 收容 力を 
有して 居らぬ、 四 萬 五 千 人ょ 〇收容 力を 有して 居ら 
ない 所に 以て 行って、 七 萬 五 千 人の 在監 人を 容れる 
のであります から、 監獄が 滿 M になつ て 居る、 之に 
就て は 吾々 の 親愛す る、© 敬す る 友人で & る 花 井 君 
が、 此® 上に 於て 日本は 犯罪 人の 一等 國で あると 云 
ふこと を 痛論した、 私は 日本の 犯罪 人の 一等 國でな 
い、 犯罪 製造の 一等 國で あると 論じた、 御眾知 の 通 
〇 前 議會に 於て It 當 局の 反省を 求めた る爲 に、 監獄 
費を 大に 削減を して、 犯罪 檢擧に 向つ ては、 當局は 
餘程 注意を しなければ ならぬ と 云 ふこと で、 當 局の 
反省を 求め、 其 外駿々 全會 一致を 以て 當 局に 向って 
警吿 的の 決議を した ことは、 諸君の 御 記憶に 存する 
所であります、 幸に も 一年中 七 萬 五 千 人の 監獄 滿 M 
の 事實が 、段々 減じて 六 萬と なり、 五 萬と なり、 又 
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六 ; -K に戾ら うとして 居る やうな 狀態 である、 そこで 
あります、 今 若し 犯罪の 檢舉 をし やうと 思 ふ 方針で 
あれば、 どの位で も ?} f 件は 擧る ものである、 秋の 木 
の 葉を 旗め る 如き ものである、 昨年の is 舉丈で 二 萬 
五 千 入の 檢擧 をして 居る と 云 ふ 有様で、 訴追を 無 喑 
にす る 事になる と、*  との 位 犯罪 人が 出 來るか 知らぬ 
是 は 國家の 利害 國 家の 面目の 上から 云 ふても、 何れ 
の® に 日本 程 犯罪 人檢舉 の 多い 國が あるか •斯う 云 
ふこと を考 へて 見る と、 餘程 諸君の 御考 瞪 を 煩した 
い 事で あると 信ずる のであります、 それ故に 色々 の 
點か らして 無暗に 檢擧が 出来ない やう、 又檢舉 をし 
て も、 事の 唯 •た 一隅 許りを 見て、 他の 三 隅を 顧みな 
いと 云 ふこと なく、 圓滿に 總て事 柄を 調べる やうに 
する、 斯う 云 ふ flf が 最も 必要で あるので あります か 
ら 、茲 に檢斟 、變 察官 ，憲兵、 税務官、 林 務官 、其 

他 犯罪 搜査 G 職® を 有する 若 •か， 嫌疑 若な 〇 として 

取調べる ときは、 其 隣 佑の 立 e を 求める、 隣 佑に 差 

支が ある 堪合は 、辯 護士を 以て 之に 代 ふること が 出 

来る、 又 辯謎士 でい かぬ 埸合は 、町村 役場の 史 fl を 

して 之に 立 會 はして、 出来る 丈 犯罪 人の 檢擧 を少く 

する、 斯 6云 ふ 政策を 採る と 云 ふこと が、 今日に 於 

て 最も 必要な 事で ある、 現に 德川 大御所 時代には、 

一 .. 日 江戸の 牢屋を 空 明きに した 程で、 是は 多少 人爲 

的の 政策' か 加つ て 居る のであります •か、 全く 羨し い 

來迓で あります、 假令 そんな 事が 出来なくても、 少 

くと も 英米 位の 程度に 止めなければ ならぬ、 日本の 

如く 犯罪 人の 多い ® ( 字を 示して 居る と 云 ふことは、 

K •た 慨嘆すべき 事柄であります、 是に 付て は 色々 な 

政策 も あ 〇 ますけ H ども、 斯う 云 ふ 手段を 以て、 犯 

罪人の 數を 少なく する ことが 必要で あらう と考 へま 

す、 又 第二 段に It 「捜索 訊 間ノ 職 J1 ヲ有ス ル 公務員 ハ 

III 件- IW 嫌疑者 又 ハ關係 人 — 對シ取 調 ヲ爲. ス- 1 當リ 

恐喝 又 ハ詐 言ヲ用 ゥル コト ヲ煜 ス」 詰り 役人の 頭を 

根本的に 改良して、 役人が 関係 人に 對 して 恐喝を や 

つたり、 詐言を 用うる ことは 無い ことにして 貰 ふ、 

官锌民 卑の弊 風に 依て、 妄 に s« 迫を 加へ ると S ふこ 

とは 無い ことにして H ふ、 若し それでも 尙ほや ると 

云 ふこと であれば 「二 年 以下 ノ璲役 又 ハ 禁錮 若 ハ 五 

百 圆以 下ノ罰 金-一 處 K」 斯う 云 ふこと で、 役人に 人 

fi を © ® する 考を 起して H ひたいと 云 ふこと が 第二 

段の 提案の 趣意で あ- 〇 ます、 それから 斯 5 云 ふ 者が 

あつた « 合に、 檢事 のみが 起訴 tl を 持つ と 云 ふこと 


になる と、 檢事は 自分の nj 僚 若く は 自分の 手足で あ 
る 镫 察 官の不 法行爲 を檢犁 しないと 云 ふ DS が あるか 
らして、 此堪 〈2 に 於て は •犯罪 地の 地方裁判所に 於 
て 起訴すべき や 否やを 決定して 此決定 は 即ち 公訴 提 
起の 効力を 持つ と 云 ふこと 1- 致しまして 「第一 項-一 
依リ 起訴 ノ 決定 アリ タル トキ ハ ^ {推 判事 ハ當然 公訴 
ヲ受 理シ タル モノ トス」 と 云 ふ 趣旨の 提案を 致した 
次第であります、 夫から 刑事訴訟法の 改正案に 付き 
ましては 「被传 人/身分 -I 依リ 起訴 手！！ ヲ區別 スル 
コト ヲ煜 kj 被 街 人が 勅任官、 有爵老 ，從 四位勵 三 
等 功三 級 以上の 者に して、 禁錮 以上の 刑に 當る べき 
罰 罪を 犯した ると きは、 奏聞した る 後 起訴す、 其 現 
行 犯罪に 係る 者 It 起訴した る 後 奏聞すべし と 云 ふこ 
とは、 明治 三十 3}; 年 九月 一日の 內閣總 理 大臣の 通達 
に 依て、 今日 行 はれて 居る のであります、 夫 故に 上 
官 である 人は、 犯罪が あつても 注々 起訴を 免る、 と 
云 ふ 弊風が ある、 所謂 呑 舟の 魚が 洩れて、 細 鱗の み 
引 掛かる やうな ことにな りまして、 司法 ほ 公平で な 
ければ ならぬ 次第で あるのに、 人民の 階級 如何に 依 
て處 分を 異にする， 即ち 大官の 人 11 犯罪 勝手次第と 
云 ふこと になつ た 日に It 、 司法 權の搦 立は 全く 無い 
ことであります から、 被 i1? 人の 地位に 依り、 階級に 
佐て 起訴 手續 を區 別す る ことを 得ず と 云 ふこと を 法 
律を 以て 命ずる、 斯う 云 ふ 事が 必要で あらう、 若し 
さうて ない と 云 ふと 往々 誤解を する 者は、 社會 主義 
的 不平の 考を 起す と 云ふ睇 風が あろ 次第であります 
から、 即ち 被 ^- 人の 身分に 依て 起訴 S 手續 を區 別し 
ない と 云 ふ 立法を 爲す 必要が あると 考 へます、 其 外 
未決拘留の 制限、 又 偏頗 不公平なる 裁判を 除く こと 
の 規定 ■並に 辯 護士の 訊問 ® ‘ それから 利益 證據提 
出の fi 利， 刑の 執行 猶豫の 裁判 權の擴 張 •斯う 云 ふ 

やうな 案を 爰に提 案を 致した のでありまして、 其 中 

の 大部分は 旣に 特別 議 會 の 際. に、 衆議院に 於て 滿塲 

一致を 以て 可決に なつた 次第で、 貴族院の 審濟 中に 

閉會 になつ たのでありまして、 甚だ it 憾の 次第で あ 

ります から、 爰に再 び此 案を 提出して、 諸君の 御審 

査を 煩は す 次第であります、 十分 御 修正を 賜り まし 

て、 此案 提出の 趣意が 徹底 致します る やう •御 評篛 

あらむ ことを 懇願す る 次第であります。 

〔拍手 起ろ〕 

0 岩 崎剧 君兩 案を 一栝 し、 赤尾彥 作 羿 提出の 刑法 

中 改正 法茚 案と、 同一の 委 負に 合せて 付託せられ む 


ことを ^ a ■致します。 

0_長( 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異調 ほ ない 
と 認め ' 3; す。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 仍て岩 崎 君 動議の 如く 此の 兩 
案を 刑法 屮 改正 法律案 委員 會に 付託 致します。 

〇 岩 崎 脚 君 議事 日程變 更の 緊急動議を 提出 致し ま 
す C 「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 即ち 爰に 裁判所の 設立に 
關 する 法律案 •及 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
の兩 案を 一括して 第一 IH 會の續 きを 開 ? 、 委負 長の 
報告を 求め、 见つ其 審議を 續 行せられ むこと を 希 菌 
致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 対〕 岩 崎 君の 緊急動議 に 御 異議は 
ない と 認めます、 仍て兩 案を 一括して 委員長 報 街を 
求めます I 小山溫 君。 

裁判所 設立に 關する 法_ 案 (政府 提 !li 〕 
第一 13 會の續 (委員長 報告〕 

大正 二 年 法® 第九號 中 改正 法律案 (政府 提 
出〕 第一 讀 會の續 C 委員長 報告) 

0 高木 a 太 郎君 唯今より 徴兵 令の裘 員 會々 開き ま 
すから 委員の 諸君の 御 出席を 願 ひます'。 

〔法 學 博士 小山溫 君 登壇〕 

〇 法® 博士 小山 溫君 裁判所 設立に 關する 法律案 外 
一件の 委負會 の 縛 過 並に 結果の 御 報吿を 致します、 
此 委員會 に 於て it 政府より 提出に なりました 十八の 
區 裁判所の 設立に 就て は、 初めから 餘り 異議は なか 
つたんで あります、 唯 だ 論議に 上 〇 ましたのは、 先 
年 腿 止せられ た M 裁判所が 百 二 十八 程 ある、 それ か 
ら昨年 復活され たのが 四十 幾つ、 本年が 十八と 云 ふ 
ことで ございます が、 前回 四十 何箇 所の 復活の 時分 
にも、 當院 より 跡を 次に 復活す る やぅに と 云 ふ 希 5 B 
の 決議 さへ ある ものを •まだ 十八では 後の 六十 四箇 
所、 其 中 名前の みあつ て 開いて 居り ませぬ かつた 場 
所' か 三十 何 ® 所 ございます から •三十 何箇 所 ？; 云 ふ 
ものが 殘 つて 居る、 何故 それを 提出に ならない のか 
願く は それを も 併せて 提出に なりたい と 云 ふ 希望' か 
ござり ま L て， 其爲に 或は 速記を 止めて 懇談 會も開 
きます し、 或は 正式で なしに 內交渉 を 開きます し、 
色々 折衝の 結果 •どうも 追加 預算を 提出して 今期, 
會に 出す と 云 ふ 運びに 至り ませぬ で、 司法大臣 及 大 
藏 大臣よ 〇尙ほ 设 W 若く は 新設の 區 裁判所 二十 五六 


箇所ょり 三十 迄 (0: 必要 -e あるが、 il: ハ必耍 なる 部分は 
明年度ょり 豫算 編成の 時に •詮議々 して 設立を する 
ことにすると 云 ふ 言明を 得まして-其 言明に 依て 今 
冋提 m の 十八の 岡 裁判所 設立 案は、 全部 BJ 決する こ 
と 1- 決定を 致しました c 拍手 起る〕 隨て 大正 二 年 法 
律 第 九號中 改正 法律案、 即ち 其 設立した る區 裁判所 
の 管轄 區域 に關 する 法律で ございます、 それ も 全部 
可決す る 事に 致しました、 此段御 報饵 致します。 
〔拍手す る 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 本案の 二 |« 會シ 開く や 否やを 
御 諮り 致 します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 二 讀會を 開く に 御 異議は ない 
と 認めます。 

0 岩 崎 ® 岩 直ちに 兩案の 二 讀會を 開き、 三讀會 を 
省略して、 委員長 報 茜 2 通 o nf 決 確定せられ むこと 
を 希望 致します。 

〔「質 成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

|0闞提 (大岡 育浩 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は ない 
と， 認めます、 即ち K ちに 雨 案の 二 讀會を 開き 議案の 
全； 部を 讓 題と 致します。 

裁判所 設立に 關する 法律案  第二 讀會 
C 確定 議〕 

大正 二 年 法律 第 九號屮 改正 法律案  第二 
讀會 (確定 議) 

〔「 異顏な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 別に 御 異議 もない やぅで あり 
ますから、 三讀會 を 省略して 兩案 とも nj 決 確定した 
る こ ?: を宣吿 致します。 

〔拍手す る 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 若〕 日程 第三、 重要 物產同 業 組合 
法 中 改正 法律案の 第 i 愈を 開きます I 土 井權大 
君。 

第三 重要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 
土 井 權大君 (外 一名 提出〕 第一 讀會 
重要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 
重要 物產 同業組合 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 八 條第彐 項 但書 ヲ左ノ 如ク 改ム 

但シ 必要 アル トキ ハ 組長 及 副 組長 二 限リ組 合 a 
二 非 サル 者 ヨリ 之 ヲ選舉 スル コト ヲ得 
第九條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

組長 ハ 其ノ 同業組合 又 ハ 同業組合 聯合 會ヲ統 Is 


裁判所 設立に 閲する 法律案、 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第一 讀會 の© 第二 讀會  重要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 第 i ii 會 
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院議 衆 色 鼓 別 帝 回 十四 第 


シ其ノ 琪 務ヲ擔 任シ 並 之ヲ 代表ス 
第 十條 第二 項/次-一 左ノ  11 項 ヲ加フ 
過忿 金ヲ 滞納 スル 場合-一 於 テ 組長 ノ請求 ァルト 
キハ 市町村 ハ國稅 滞納 處分ノ 例- 1 依 リ之 ヲ處分 
ス此ノ 場合- 一 於 テ ハ ? a 合 ハ 其 ノ徵收 金額 ノ百分 
四ヲ 市町村- 一 交付 スへシ 

前項 ノ饴收 金 ハ 市町村 其 ノ他之 = 维 ス ヘキ モノ 
ノ徴收 金-一次 テ 先取 s 滞' ヲ有シ 其 ノ追微 還付 時 
効- 1 關シテ ハ 調 0i ノ 例-一依 ル 
第二 十條- 左ノ ー項 ヲ加フ 

同絮 組合 3< ハ 同業組合 聯合會 = 於 テ 組合員 ノ營 
業品ヲ 檢査シ 貼 布シ タル 證票若 ハ檢赉 證ヲ 破毀 
シ他 ノ證票 ヲ貼 用シ之 ヲ販锊 シタル 者 亦前祺 ノ 
例 二 同 -y 

r 土井撾 大君 登® 一 

〇土并 馓大れ 問 單に提 m の 理由を 說明致 します で 

ござります、 諸嵙 、御存じの 通り 重要 物產 同業組合 

法 制定 以来 •產 業の 發達に 効果の あつた こと (i; 皆 さ 

んの 御存じの 通りで ございます が、 併し 其條 文中に 

現行の 條 文中、 K 際に 運用す る 上に 於き まして、 聊 

か 不備の 點を發 見した 次第で ござります、 是 に 於て 

改正の 必要 ありと 認めまして、 本案を 提出した 次第 

I でございます、 所が どの 點が 不備で あるかと 申し ま 

すれば、 第一が 其 組合 役 負 資格の 件で ござい S すが 

組長 副 組長 其 他 評議 負で も 「組合員 ニァ ラサル 者 3 

リ選出 スル コト ヲ得」 と 斯ぅ 云 ふこと になつ て 居る 

所が fl- 々紐 合 組織. に 何等の 利害 關 係の 無い 者が 役員 

となりまして、 組合の 發達を 障害す ると 云 ふこと が 

往 々あるので ございます、 是に 於て 組長 及 副 組長は 

已むを 得 ませぬ が、 其 外の 役員 即ち 評議員け 必ず 姐 

合 員 中より 選ぶ と 斯ぅ 云 ふ 按排に 改正が したいので 

あります、 それから 第二は 紐 合 代表の 件であります 

が 此同槳 糾合には 代表の —— 誰が 代表す るかと 云 ふ 

事が 规定 してない ので •こざいます、. 之が 商業 會謅所 

I の 規則を 見 1- しても、 亦 民法の 法 入を 見ましても、 

商法の 會社法 を 見ましても、 皆 代理の 規定が ありま 

すが、 獨〇此 同業 組 < 11 の 法律の 中には、 代理の 規定 

が 缺けて 居ります、 それ故に 此法の 運用 上往 々疑は 

しき 疑點が 起る、 即ち 代表と 云 ふこと に 就て、 誰 •か 

代表す るので あるかと 云 ふこと が 分らぬ ことがある 

のであります、 そこで 此冏業 組合の 代表は 組長が 之 

ル. 爲す と、 斯う 云 ふ 按排に 改正が したいので ござい 


ます、 それから 其 次 (3: 過 . 0; 金 滞納 處 分の sf であ 〇 ま 
すが、 組合を 紐链致 しまして、 m 合： 2 が 不正な 事な 
ど を 致す 豫防 方法と して、 若し 不正な 斟があ つたな 
らば、 是れ  <  の 過 . •§; 金 ル JR O と- 斯 5 極めて ある 
所が 賅 々不正な 21¢ を 致した 堪 合に 於て、 過怠 金を 取 
立てる 方法が 無い のであります、 そこで 此過怠 金 滞 
納處 分と 致しまして、 國税滞 納處 分の 例に 依て 過怠 
金を 取 立てたい と、 斯う 云 ふこと に 改正が 致したい 
のであります、 其 次は 檢茶 所であります、 同業組合 
で 赞業品 其 他 製造品を 檢査 を 致した 塲台に 於て、 檢 
査は御 承知の 通り、 製品 統一、 粗製濫造の 豫 防" 量 
目の 一定と 云 ふやうな 方針を 以て 檢査 致す ので あり 
ますが、 悪る い 所の 商人は 其營粲 品を 換へ まして、 
其 檢査證 を剝 取り 破棄 致しまして、 己れ の 商標な ど 
を 貼り •さう して 塲合 に據 ると *: 目を 盜んだ 〇、 若 
くば 粗製濫造の 品物を 混交す ると 云 ふ 如き 弊が ある 
のであります、 此 故に 檢査證 を 若し 剝 取つて、 他の 
證票 等を 貼つて 不正の 事を 致す 塲合は 、相當 の 制裁 
を 加へ たい、 是丈で あります、 どうか 滿場 の諸嵙 の 
御 賛成 あらん ことを 願 ひます。 

0 岩 崎 1!| 君 本案は 議長 指名の 九 名の 委員に 付託せ 
られん ことを K みます。 

0 謬 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 _ に 御 異讖な いと 
認めます， 即ち 本案は 識長 指名 九 名の 委舄に 付託す 
るに 決しました^ ^ 日程 第 四、 鍋 業 法 中 改正 法律案 
の 一 譖 會を 開きます、 提出者 藏內 次郞作 君。 


第 四 鋼 業 法 中 改正 法律案 (藏 內次郞 作 君 
提出〕 第一 讀會 
鑣業法 中 改正 法律案 
鑛業法 中 左ノ通 改正ス 

第二 條中 「本 法-一 於テ鑣 物卜稱 スル ハ」 ノ 下-一 「白 

金 鋼、」 ヲ加フ 

〔藏內 次 郞作君 登壇〕 

0 藏內次 郞作君 本員 提出 致した 鑛業法 中 改正 法律 

案の 1¢. 由を 述べまして、 諸君の 御 賛成を 請 ひたいと 

存じます、 是は 誠に 鼠 純なる 法案で ございまして、 

鐦業法 中 第二 條中 、「本 法-一 於テ鑣 物卜稱 スル ハ」 の 

下に 「白金 鍋」 を 加 ふと 云 ふ W 純なる 改正案で ござ 

います、 諸君が 御 承知の 如く 我 日本の 鑣業 法は 大分 

以前に 出来ました もので、 日本の 科 舉的思 想の 薄弱 

なる 當 時に 出来ました もので ございまして、 段々 其 


後 科學の 進步 致します るに 付きまして、 發見 致し ま 
した 事柄 も ®: 箇 •こざいます、 其內に S も是迄 日本で 
更に 見ざる 所の 「プラチナ」 即ち 白金で ござい 士子 
是は 外國に は 三 四 箇所の 鑛區が ある さう に 承ります 
るが、 我 日本では 砂漠 金 ほ 是迄 追加した 例 も ござい 
ますが、 酷 石と 致しまして は 日本では 更に 是迄 白金 
と 云 ふ 物 IX 發見 をし ませぬ、 少し 駄辯 になります が 
將來諸 岩が 何處で 御發 見になる かも 分り ませぬ から 
少し 今日 發 見して 居ります 所の事情を 述べまして、 
諸君が さう 云 ふ 場合に 當 りまして， 幾らかの 御參考 
になら うかと 存じます かち、 少し W 情を 申 上げます 
唯今の 此 白金鑛 を發見 致しました 所は、 長 崎 縣の內 
の两彼 杵郡大 m 村と 云 ふ大村 海の 半島で ございます 
此大 m と 云ふ處 は專門 家に 承つ て 見ます と、 大分 古 
い 山 さう でございます、 •世界で も 二 一一; 番ぎ〇 位の 古 
い 山で、 是は千 枚 岩層と 申しまして、 板を 並べた や 
うな 靑色な ものであります、 其 中に 通常の 金鑣が ご 
ざいまして、 私の 關係の 方が 之を 出願 致しまして、 
其 通常の 金を 試掘し つ V あります る內 に、 偶然に 此 
白金魑 を 掘當 てました ので ございます、 それは 專門 
家から 承ります れぱ 、蛇紋石と 云ふ鑣 の 性質 さう で 
ございます、 我 日本では 砂漠 金の 製造は 皆 心得て 居 
〇 ますが、 此 白金は 鐦 石の 障害物の ございま する 鑛 
石から、 白金を 製造 致します る ことは 誠に 未熟で あ 
りまして、 段々 此層 を發見 致しました 後に、 京都 大 
學 、福 岡大學 、其 他に も 萬 門 家に 就て 鍋 石を 見て at 
ひまして、 分析 方 も 賴んで 見ました が* 一向 確 ® に 
其 分 M が どれ 位 あると 云 ふやうな 事は 更に 分り ませ 
ぬ、 併し 幾らか 白金の 含有して 居る i 云 ふやうな 事 
は 申されて 居ります、 玆に 一人 長 崎產の 人で ござい 
まして >  外 尾 駒 太 郞と云 ふ 人であります、 此人は 大 
學を 卒業 以來 、白金の 事に 非常に 熟 心に 努めまして 
獨 逸、 露西亞 、有 ゆる 所の 金鑣 に、 木 人の 申す 所で 
は抗 夫と 迄な つて 非常に 苦心を して、 此 製造 法を © 
得した と 云 ふこと であります、 此人が 丁度 三回 「。フ 
ラ チナ」 も 持へ まする、 それに 染料が 添つ て 居り ま 
す、 其 磐石が 四 尺 許り ございます、 それが 染料で あ 
ります、 染料 も 七 種 許り 同人が 描へ ました、 是は確 
かに 關係 者の 眼前で 三度 少量であります が 描へ られ 
て， 其 染料の 如きは 各 染料を 取扱 ふ 所に 檢査 をして 
貰 ひます と、 日本では 最上の ものであると 云 ふ 事で 
ございます、 其 脈の 形を 御 參考迄 に 申 上げて 間き ま 
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す、 唯今で 一尺 許〇ご ざ います、 其 一尺 許 OC 81 に 
四尺 0 槩い鹑石がございま丁、それが 55 钭0嗫科で 
あります、 脈の © さ 一尺から 八寸 位で ございまして 
それは色から申しますと眞黑で、銅など 0 辛味を見 
ました や 5 な 形の ものであります、 是は 斯樣に 諄く 
申 上げ ませぬ でも、 諸君 も 御 承知であります けれど 
も、何時日本で何處でさ，「云ふ物を掘當てる .'1'> 分0 
ませぬ が、 御參考 に 申 上げて 譏 a 諸 : (V なり fg B の \ 
方 も、 斯 5 云 ふ 琪 ほ 日本の 〇 の K でございます、 此 
白金が 日本に 多 fft に 出来ましたなら ば、 IB JJf 上 其 他 
非常なる 利益と 存じます、 そこで 私の 關係密 は 十分 
なる 資本 * V- 投じまして、 今後 確に それ， V. 全 瓶し ます 
やうな ことにして 見たい と 云 ふ考 で、 唯今 試掘を や 
つて 居ります が、 丁度 日本の 鏑粢 法に ： 1 れて 居り ま 
して •如何と も 其 採掘に も WO ますから、 農 商務 & 
たりで 伺つ て 見ます れば 、採® して 差 支ない と 云 ふ 
ことで ございます けれども •兎に角 鉞粢法 に ! 1 れて 
居りまして は、 懸念す る 堪合も ございます から、 玆 
に此案 を 提出し ました 次第で ございます、 1- だ 日本 
には 段々 加へ たい 鑛物も あらう と 存じます、 唯今 金 
屬に關 します ものは、 金を 込めまして 二 十三、 llt tn 
金を 込めまして 二 十四 種 かご ざい ませぬ、 まだ 他 1-. 
請願 も 本年 出て 屛 ります もの も 色々 ございます* 之 
を 御 參考に 申します、 或は 委員 會に 於き まして、 少 
し 政府 ? fa 員の 御意 見 も 聞きまして、 さう 云 ふ 物 も 加 
へて 御 願し なければ ならぬ ことになる か 知れ ませぬ 
兎に角 右の 次第で ございます から、 此 「プラチナ」 
と 云 ふ ものは、 日本に 對 しまして 非常な 有利な もの 
と 存じます から •誰 方も滿 場 一致で 御 賛成 下され ま 
して、 御 審議 あらん ことを 希 a 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 1!) 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 娄負に 
付託せられ んこ とを 蔑みます" 

〔「 锊 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 翳に 御 異謖な いと 
認めます、 即 t> 本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付託す 
るに 決します、 日程 第五、 第 六、 第 七、 第 八の 翳 案 
は 同種 關聯の 案でありまして、 ffi 出 者 も 同一で あり 
ますから、 之を 一括して 議題と 爲す に御異 識は あり 
ませぬ か。 

1 : 「異識 なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一 括して fi 


院議 衆 會諾國 帝 回 十四 钫 


B 

末 

m 

m 

銀 

行 

法 

中 

改 

IF 

法 

律 

案 

m 

工 

銀 

行 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

侦 

m 

道 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

y- 

勒 

道 

ir 

r.。 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

第 

i 

會 

農 

法 

中 

改 

正 

法 

律 

案 

第 

二 ど 此胳次 テに ご輮 てる ま 此 n  〇  題 

十う 第のに ハ 左 ま 便 日に す 四 本 ra  第軌  第輮  第 農  第 日  と 

三 云 二下輕 之の い鐵 本：、：:,'' 5  ^  ^ ヲ （り  -.1；. m  之轆 六：！：  財 十本  政 

ft 芳ふ十 に 便ヲー ま迫勸 正 玆の業 P 革拍 惊细 临條軌  婼鐵輕  ヲ便倏 銀 農  囤四糊 R  し 

にこ 胳 っ 鐵不 項す 財 業け に改法 間 币松用  例 范  第 中道 便  第 不鐵二 行： n  第し 條 m 本  第 ま 

はとの 第 道 励を 、闽銀 極一： FK  、君 起，: 赛ス 私屮胳  八一！ 法鐵  七 _ 道 左 法 銀  六ヲ 第銀勸  五す 

で 下 二 法 產加其 の 行め 括 法 農  る陷  設左例  二 中道  產財 ノ屮行  加 四 行 業  提 

位 あに 十 中 卜 ふ 次 下の てし n 〖エ 諸 ^ 君  热ノ屮 外軌十 左 法 君 _ 卜圈一 左 法 君 •農 フ項法 銀 p 存 r 出 

社ろ 二三 改見っ にに 方而て 案鋇君  登  in 通改十 m 胳 / 中 外 捆 看 、項ノ 中外 エ  中 中 行 慶木者 

ハ か 十 條 正！' < 輕 段， で m 大は 行、 m  法改正 名條1 -通改 十 锊做軌 ヲ通改 十 銀  っ 左 法君朐 m 

株と 三し 法ス侦 工軌 はな 體 、法 唯  ^  第 正 法 提例ノ 改正 名 道 ス道加 改正 名 行  輕 / 中外 業 松 

式 云 條を钳 し 翗銀通 、問の 無* 今  ニス 律 出 中 下 正 法提法  財フ正 法提法  便通 改十鋇 陵 

命へ を 加 案と 道行 財 第 題 没 論軻 n  十  案 w 改 ニ ス律出 中  團  ス律 m 中  鐵 改正 名 行慶 

額ぱ 加 ふは 云 财改固 十で 明迪便 程  三  正- !  案 ^ 改  ハ  案'- ^ 改  道 正 法 提法君 

拂 、ふと， ^ ふ幽正 し 四 あを 帶錄に  條  法 第  正  本  正  財 ス律出 中。 

込 私る 云 第の ハ 案を 條〇述 〇 道 上  ノ  津:二  法  法  法  圓  案り 改 

前 設 とふ 五で 本の 加の まべ 性 法り  規  案 十  律  ノ  律  し  正 

よ键 云の 嗜あ法 方 ふ 第す ま k  •ま  定  第 ハ ! 三  第 案  適  第 案  ノ  第 法 

雖道 ふで 中り ノ はと 四が すの 軌し  ハ  ー恒條  一一  用  ーハ  下  一律 

モ法こ あの ま 適、 沄 項、 が 案 通た  軌  讀 松1-  讀植 =  讀恒 =  讀案 

主 中 と 〇 第す 用 第 ふ 中 先、 で條る  道  會隆ヲ  會松付  會 松^  會ハ 

務の はま 二 、二 六のに づ要あ 例 所  二  慶加  隆テ  p^g  爾  恒 

大 第、 す 十 其 付條で 1 、 以 す 〇  、 の  之  君フ  遝ハ  慶道  松 

0  認〇 す特〇  致 御 事に まのう ざしを 十 通 第のに な 用と を こ 痛 私 貴 申 道 不輕る 私そ牒 軌爲臣 

議  め議 。に 岩  す資實 至し 加と いた 不一 じで 處 及る とし 持で を 設致述 と 動 便と 設れノ 道其ノ 

長 ^ ま 長  十 崎 ^ の 成 聚ら たき 云 まが 励謅 まあ 置 ほ •こ 金て つ 勸與輕 しべ 產產鐵 云 鐵で規 條資認 

尖 m す； 八勸拍 でを 要な が改 ふす 、產會 し 0 なすと 融資て 業へ 便 まる 業と 道 ふ 道 是定件 本 可 
為造0™  名 君 手 あ 得 なか 、正の 、軌 とに てまり 所での 金 居 、て 鐵し必 と 見 財の 法は ハの ヲヲ 

i  f.  P  の  起り ま 改つ委 案で 之 道 見は 提 すとの あ圓 のり 農 居 道て 嬰は 做 國 _ 第ど軌 側咐受 

S  ,  S  委是る まし 正た 負を ごを 財 做、 出が 存 苦る 滿 融まエ るに、 は密す 及 意 二 5 道で 加ヶ 

k  货  員は ^ すて 案の 付 、ざ 今 幽す 日 致 、じ 痛と と 通す兩 や 於殊な 接と 軌で十 云 二は ス線 

g 蒜  b  に 四  3  、でで 託 第い 回と と 本し 此 まを 思を の特銀 うきにい 苒云道 、三 ふ 之、 ル路 

fr  付 案  此ああ 中 三 ま 加 云云 泐た 案し 緩 ひ 岡途殊 行な ま 又の 深 ふ 財 以條こ ヲ第 コノ 

乃で  岩  託を  四 0  0  、十す へ ふ ふ 業 案は て 和まる を 銀は 有 し 石での の國 上のと •细四 卜延 

ちと  崎  せ一  案 まま _ 五 、てこ こ 銀で一， すす 上 開 行 無 _ て 炭あ關 がは 改規 で用條 ヲ長 

翳と  君  ら括  共す す 會議又 、とと 行 ご黨此 るるに くで 論が はなり 係 趣 本 正 定あス に得乂 

長 呼  の  れし  にで 、は 會 農 其が の 法 ざ一 •改に 、於と あ、 あ 、どま あ 意 法を はる1-- 1 し ハ 

指 ふ  動  んて  成， 斯不 に： 厂. 不除改 中 い 派 正 於殊き 云り 產る經 はする での 求 、かと 私と 改 

名 者  識  こ 、  立 どの 幸 不銀備 い 正に まに 案き に まふ ま 業の 營 暴が こ あ 適め 軌と云 設云良 

十 あ  に  と議  せう 如 解 肖 行の て 案 •す 偏を ま 時し こすので 其騰 、とり 用 ま 道 申 ふ 鐵ふノ 

八り  御  を 長  んぞき 散 等 法點あ （t 輕 、せ提 し 局て と 、發あ 他 致 近は まに すに しの 道の 费 

名 U  異  筘指  こ滿歷 のが 中を つ 成 便 又ず 出て が、 は軌 達り にし 時‘ す 付 所 之まで 法で 用 

の  議  塚 名  と 場 史爲提 に 補た 立 辟！®、 致 も鐵最 、道に ま 多 ま 物 今、 てのを す あ 第 あ 二 

委  な  致を  を 諸 もに 出、 足の 致 道に 各し、 道 も資を 大す大 し價更 抑は 大 準れ り 二り 充 

員  い  し以  切 君 あ議致 今し でし 財 第 派た 適經緊 本擔關 、のて は 喋々 之 要用 ば ま 十まツ 

に  と  まて  望の り 決し 回 や ごま 團 三を 次 膘營耍 運 保 係 そ 苦、 騰 々鐵 をはす* す 三す ル 

分を のな とのての 併る 由し 正 十 治うな 上て 即〇  法 付 

な 包 もる し 進 居は なか 等て を 八 三な か院 可ち 山  本  第 農  律 託 

ら容 、農て 步つ 、がらは 居 主 年 十 次つ に 決大内 n  ^ 法  卜合前 市 於 村 場 市 ル 員一會  案 致 

ざす 是民舊 をた 我ら 、諸る 張 前 三 第た 於 し 正 範拍山 施  ス其項 町 テ ハ 合 町 農 ノ條法 農  のす 

るるが の 態爲の 國近玆 君の しよ 年での き 、五 造 手 内行附  ノ徴 村 ハ 市--- 村會負 ノ中會  第 第 こ 

事 所 因氣を しにが 来に にで、 0 八 御で ま 卯年 君 起範ノ  他收二 市町 於 農 ノ擔三 左 法  九一 と 

がのを 質脫つ 、從益 多 於 ご 殊引月 座 御し 日 二  ；:>  浩期則  之 金 交 町村 テ 會負卜  /中  _ に 

、農 成 やす ゝ歐來 々言て さに 績 第い 座て 贽 月 農 U 君 ロ  ニノ 付 村税市 ノ擔シ 農 通改九 農會決 

最 業し 、る あ洲農 本を 旣い 帝き 五まい は 族 十會  登 ハ  维先ス 農 ノ町經 卜其會 改正 名會 をし 

大 者て 他 こ る戰 エ 案 費に ま國鲎 回す ま旣院 八 法  壇 勅  ス 取へ 會例 村費 ス /  ノ正法 提法開 ま 

原 唯 居のと に 爭商改 す 十す 農業 實 るすに に 日一 U 令  へ 特シハ ニ 農 又  他 經ス律 出屮 きす 

因一 り 刺の も以鼎 正の 分、 會者 業、、 會迓 、部  ヲ  キ權  其 依會ハ  ノ®  案 U 改ま、 

なの ま戟 出拘來 立の 耍御隨 等が 北而遂 勘付 本の  以  モノ  ノリ 長 過  農 ハ  绝 正す 日 

り 機せ を 来ら 商し 頗は諒 ては 諸 陸 H にの 致院改  テ  ノ順  徴之ノ 怠  會市  35 法、 稈 

と 關う受 なず エ てる 無知 案 毎種大 な議餘 しに 正  之  ノ位 ，收ヲ 請 金  二 町  g 律提第 

斷 たがくい、 業國 急い のの 问 の會ら 了す ま 於は  ヲ  徵ハ  金處 求ヲ. 於 村  g 案出 九 

言る、 るの 獨 は 富な こ 事內是 集、 ずし 所して、  定  收市  額 分ア滯  テ 農  & ハ 者、 

丁本國 こは 0 偉の ると で 容が會 即此得 僅た 滿第  ム  金 町  ノス， レ納  ハ會  山山 農 

る 法 民と、 農大 增感ゝ 御及改 にち 改 なにけ 場 三  ュ村  百此 トス  之 二  內內會 

にの のの 羅範な 進を 存座提 正 於 今 正 か 九れ — 卜  次、 分ノ キル  ヲ於  範範法 

惯 卿 大少竟 はるを 起 じい 出を て 日 案つ n ど 致 七  ク水  ノ場ハ 者  m テ  造造屮 

らが 冬 •な 醉遲 長期し i まの 耍此 かは たし もを 議  モ利  四 合市ア  織 ハ  君君改 

ぬ 十 數い朴 .々足した すす 理葳 改ら明 やか、 以會  ノ組  ヲニ 町， レ  ス會  外。 正 

讀 

V,r 
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すまれ 路 々す 居に 査 員の 年殊 〇 分業 就大 にに なと に當ざ も 爲聲路 法の 又る' 田 起容會 え考れ ての 
ろす て 農 一 かつ 定 をの 要 前に 等 御 方き な 副 進る を 於 路い少 めす 者の 爲 農と 畑つ 易の てへ たはで 

I が 居 相 同 、ため 四 御 あよ 三に 承 面 ま 〇 ふ 取 障 _ て 者 まし 、るを 不め會 きのて に 必參ら 人 、ご 
、るは 之 其のて 年 辯る り 十 顧 知に し 原 こ の 害 事 施は すく 農 所苦備 、當處 所參經 要りれ が 世 ざ 
十 ど#、 を 御で 滴 以 明べ 調 七 慮 のゴ 、て 囚と氣 をと 設國 、活 政で むな 少路分 有り 費 等 まま 澤 間い 
八 6 は 農 提發あ 當上も し 奄議せ 事 色は だ 能 象 及す を 庫 仍動上 ご るる しの 法 者 まのは しし 山で ま 
年 か 、事 案 案り なを あ、 屮 會ら と々 政とは に ぼ る 致 及て ゼ 必 ざ 等 シく人 無で し徴 知た て m 謂す 
以本 吾の 致の ま る 費つ 仍な 中れ 考變府 私 ざ 乏し 傾 し縣 可ん 要い の奇不 がき 御 た 收ら、 、來 ふ、 

來 案々 振 し模す 御した て る 太ず へ化當 はる してが ま 费 及と なま 如貨快 政は 瓯 、にな 然不ま 成 如 
のの 深 興た 樣が發 て 位 今を 案 御て を 局 確が き 居 生し 郡 的す るすき との 黧葚 い素應 いる 動し 金 何 
荷 如く 開 次 も 、案 居で  一 •以の 同居 来に 信 如 所る じて 費 其れ 施 、はし 念 政 に まよ じ 人に 鹿て とと 
翠き感 發第御 どに る ご 年て 委 意り し 於 致き のの、 、等 面 ぱ設前 、てを 派不す u なが 此即 、云な 
を 農 謝に で 座う 接の ざ 待 、員 下 まてきし 狀 農で 是 一の 倒 先は 甲 私 、持の 便 か 農い 多 人ち 是 ふれ 
し 業 致は ごい 云す でいて 本會 さす 居 まま 態 民 ごが 般些 をん 多 し 等 其す 關な ら會と う 等 田 等が ば 
て 者 し 種 ざま ふる あま と 法に るるる しすに が ざ爲會 々避ず々 ま 地 |5 る 係る 、費 云 御は 畑の 如 近 
、にて々 いせ 御 こ りす 云 及 於 こかと ての 在 、いに 員た ける あし 方 用 や 其 亊是の ふ 座 農に 人き 來 
是至居 御まぬ 都と まか ふ 農き と ら云 はでる 一 ま 地よ るん も りたに を‘-) 他で が 重 やい 民 投が資 都 
非 大る墩 すの 合を すら や會ま V  、ふ 、ごの 層す 方り 補？： のま や 於 納な種 御 未な うまの 資永產 市 
と の所攛 、でで 期 か 、う 法し m 從こ大 ざは 國 、自徵 助 致は すうて 付 人々 座納 るな す 狀す久 を 土 こ 
も關 であ 殊 、御 待ら 旣な にて じ 來と戰 い 、運 さ 治收の し經 るな はせ 等ない 者 負 新る 態る の％ 於 
本 係 ごら に 茲座致 當に政 もは まのは 以ま 此のな にす 脑 ま 貧け 事 酸ず がる まあ 擔事 か乂 人家 大き 
期を ざせ 仲 にいし 議 御府改 、す 行 、來す 等 進き もる 圍 しでれ 情々'  、徵 事す 〇 渚 實ら はが 計せ ま 
に 有 いら 小 吾 まて 會調委 正 二、 掛 十 農 、が 展だ大 こ 内て ご どの 目當收 情る たはが 、農砘 をら I. 
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於て 解決を 致したい ので ございます から、 宜しく 兩 
院の通 過に 十分なる 御 盡 力を 切望して 息まぬ 次第で 
御座います、 尙ほ 本案 ほ fr 派と i 協同の 提案に なつ 
て 居り ま V るから、 速に 蒴場 一致を 以て 可決せられ 
ん ことを 切に 希 0? 致します (拍手 起る) 

0 岩 ^ a 君 本案： ^ 残 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられん こと 1 5. - 湧み ます。 

〇鐵 長 广大岡 育浩 君〕 岩 崎 君の 励 謎に 御 異議は ない 
と S3 めます、 即ち 本案は 議長 指名 九 名の 委员に 付託 
する ことに 決しました、 日程 第 十、 第 十一、 第 十二 
第 十三の 各 案 (S 同 補 關聯せ る 議案に して、 II つ 提出 
者 も 同一なる が 故に、 一括 _題 とする ことに 御 異議 
は •こざい ま i!r ぬか。 

〔「 異議な し. 一 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇鼷長 (大岡 育造 君 j 異議なければ 之を 一括 議題に 

供し ます、 提出者 田 中隆三 君-* 

第 十 H ,rr L;: 屮 ^ 正 '/ Jr iii 案 c 田屮隆 三 君 外 

一名 提出) 第一® 會 

特許法 中 改正 法律案 

特許法 中 左/通 改正 ス 

第艽條 第二 號屮 「若 ハ 實用 新案 登錄 出願 中 ,- ■. 「若 

ハ锊用 新案 權ノ」 ヲ削ル 

第七條 中 「時」 ヲ 「日」- 一 改 メ左ノ ー項 ヲ加 フ“ 

發明力 意 1/-C 又 ハ H 用 新案 トシ テ 登錄ヲ 出願 シク 

ル モノ- 1 係 ル トキ ハ 最初 ノ査定 以前 二 限リ 特許 

出願-一 變更ス ル コト ヲ得 此ノ 場合-一 於 テ ハ 最初 

出願/日 M 於 テ 出願 ヲ爲シ タルモ ノト 看做 ス 

第二 十九 條 第二 號屮 「特許 出願」 ノ下 -1 「又 ハ 再 

齡 判 請求」 ヲ加フ 

第三 十條 第一 項 但書 中 「特許 權力 分割 セラ レ 又 ハ」 

ヲ削ル 

第三 十 一條 中 「胃 認シ タル」 ヲ削ル 

第 四十 條第 一項 ノ次ュ 左 ノー  項 ヲ加フ 

特許棵 者 ハ 其ノ特 許 發明卜 同一 發明ノ 實 施者ァ 

ル コト ヲ知 リタ ル 時 3 リニ 年以內 一一 權利ヲ 主張 

セ サル トキ ハ、 其ノ 實施ヲ 許諾シ タルモ ノト 看 

做ス 

同條 第二 項 中 「前項」 ヲ 「前 二 項」- 一 改ム 

第 四十 二條 削除 

第 四十 三_ 中 「改訂 シ又 ハ」 ヲ削ル 

第 四十 八條屮 「又 ハ 許可」 ヲ削ル 

第 四十 九條 第一 項 中 「又 ハ 特許 權ノ 改訂 若 ハ 分割 


ノ許 可. I ヲ削ル 

同條 第一 項 第三 號ヲ削 y 第 四號ヲ 第三 號二改 ム 
同 勝 第二 項 中 I 又 ハ 許可」 ヲ削ル 
第五 十四 條中 「特許 糊ノ 改訂 乂ハ 分割 ヲ 許可 スへ 
シトノ 査定 若 ハ 審決確 定シ又 ハ 判決 アリ タル トキ 
亦同シ j ヲ削ル 

第 六十 二條 第一 項 中 「又 ハ 特許 榴ノ 改訂 若 ハ 分割 
許可 ノ出 願/ 第二 孭中 「又 ハ 許可 スへ キヤ 否」 ヲ 
削 ル 

第 六十 三條 但書 中 「又 ハ 許可」 ヲ削ル 
第 六十 四條 第五 項 中 「又 ハ 許可」 ヲ削ル 
第 六十 九條 第一 項 第一 號中 「又 ハ 許可」 ヲ削リ 第 
二孭ノ 次-- 左ノ ー項 ヲ加フ 
特許 發明力 特許 公報-一 掲載 セラ レ タル 日 ヨリ 五 
年ヲ經 過 シタルト キハ 之-一 對シテ 無効 審判 ヲ請 
求 スル コト ヲ得 ス但シ 第六條 二 該當 スル トキ ハ 
此ノ 限- 1 在 ラス 

第 七十 一條 第二 項 ヲ 左/如 ク改ム 

審判-一 關シ當 事者ノ 差出シ タル 書類 ハ 其ノ 副本 
ヲ 相手方-一 绘達シ 同時-一期 間ヲ 指定シ テ 意見書 
ヲ差出 サシ ムへシ 此 ''期間 ハ 他/一方 ノ當事 者 
二 通知ス ヘシ 

前項 ノ期 間內 -1 意見書 ヲ差出 ササ ル トキ ハ 葬理 

ハ 終結シ タルモ ノ トス 

審理 終結 シタルト キハ直 二 審決期 日ヲ定 メテ當 
事 者-一通 知！ < へ シ 

第 八十 五條 第一 項 中 「抗吿 審判」 ノ下 -1 「若 ハ 再 
審判」 ヲ加 へ fil 書 ヲ削ル 

第 八十 七條審 決/憑 據卜爲 リタ ル證書 力僞造 又 
ハ 變造ナ リシ トキ 證人若 ハ 鑑定人 力審決 ノ憑據 

卜爲 リタ ル 供述 又 ハ 鑑定-一 關 シ僞證 ノ罪 ヲ犯シ 

其ノ 判決 確定 シタルト キハ 其/確定 ノ日 ヨリ ー 

年 以内-一再 審判 ヲ 請求 スル コト ヲ得 

再審 判 ハ 抗告 審判 ノ手續 -1 依 ル 

附則 

本 法 施行 前ノ 特許 疆二付 テ ハ 仍舊法 第 五條 第二 號 

ヲ 適用ス 

舊 法-一依 リ 特許 ffl 分割 ノ 許可 ヲ受 ケタ ル 各部 分力 

特許 出願 ノ當 時獨 立シテ 新規 ノ發 明ヲ爲 ■'サルト 

キ又ハ 特許 權ノ改 r[ 若 ハ 分割 力* 法 第 四十！ 一條 第 

三項ノ 規定 M 遠 反 シタルト キハ 審判-一依 リ其ノ 許 

可ヲ 無効 卜爲ス ヘシ 


群 査官又 ハ 利 W 關係人 ハ 前項 ノ 許可 ノ 無効 M 付. , # 
判ヲ請 求 N* ル n トヲ煜 但 シ 特許 ffl 力 改訂 セラ レ 若 
ハ 分 S1I セラ レ タル 日 ヨリ 五 年 ヲ經過 シタルト キハ 
此ノ 限 — 在 ラス 

第 十一 商標 法 中 改正 法律案 (田 中 睦三君 
外 一名 提出) 第 一詞 會 
商標 法 中 改正 法律案 
商標 法 中 左ノ通 改正ス 

第 四 條ノニ 意匠 ノ登 錄ノ 出願 ヲ g シ登 錄スへ 力 
ラスト ノ奄， 定ヲ受 ケタ ル 者其ノ 最初 ノ査 定ノ送 
達プ受 ケタ ル 日 ヨリ 三十日 以內 -I 其ノ 意匠-一 係 
ル 商標-一 付 登錄ヲ 出願 シタルト キハ 意匠 ノ登錄 
ヲ 出願シ タル 日-一 於 テ 出 齦 シタ ルモ ノト 看做 ス 
第 五條 第二 項/次-一 左ノ ー項 ヲ加フ 

同一 又 ハ 類似 ノ商標 -1 關シテ ハ 商標 權ハ 其ノ出 
願前ノ 出願-一 係 >1. 意匠 權- 一依 リ 制限 ヲ受 クル モ 

ノト ス 

第二 十 一條 中 「第二 十 五條、 ゞ下- 二， 第二 十九 條 
第二 號’ J ヲ加ス 

第 十二 意匠 法 中 改正 法律案 (田 中隆三 君 
外 一名 提出) 第一譖 會 
意匠 法 中 改正 法津案 
意 K 法 中 左ノ通 改正ス 

第 七條中 「實用 新案」 ノ下 一一 「又 ハ 商標」 ヲ加ン 
第 八 條第四 項 中 「實用 新案 權」 ノ 下-一 「又 ハ 商標 
灌」 ヲ加フ 

第 十三 條 /  i 1 特許 局 ハ 意匠 公報 ヲ發 行シ登 錄意 
匠 及 之-一 關 スル 必要 ナル 事 IJ V 記載 スへシ 但シ 
祕密ヲ 要 スル 意匠-一 付 テ ハ 此ノ 限 .- 在 ラス 
第二 十條 第三 項ヲ 左/如 ク改ム 

登錄 意匠 力 意匠 公報-一 掲載 セラ レ タル 日ヨ リニ 
年ヲ經 過 シタルト キハ 之-一 對シテ 無効 審判 ヲ請 
求 スル コト ヲ得ス 但シ第 四條- 一該當 K ル トキ ハ 
此 / 限-一 在 ラス 

第二 十 一條 中 「審判 ノ  S 決」 ノ下 -1 「又 ハ 再審査 
ノ 査定」、 「審 決」 ノ下 -1 『又 ハ 査定 J ヲ加フ 

第 十三 實用 新案 法 中 改正 法律案 (田 屮隆 
三 君 外 一名 提出) 第一 讀會 
實用 新案 法 中 改正 法律案 
窗 用 新案 法 中 左ノ通 改正ス 
第 十八 條 第三 項 ヲ 左/如 ク改ム 


三 六 六 

登 鈴 0 用 新案 力 a 用 新案 公報 -- 报載セ ラレ タル 
日 ョリ ニ 年 V 經過シ タル. キハ 之-一 對シテ 無効 
蒞判ヲ 請求 スル コト ヲ得ス 
第 十九 條中 一蒞 判/群 決 I  ノ下 -I 「又 ハ！ £蒞査 ノ 
査定」、 「裤 決」 ノ下 -I 「又 ハ 査定 J ヲ加フ 
〔田 中！ f 三 君 登 柄〕 
r 拍手 起る〕 

〇 田中睦 三君抟 許 '.J; 改正 法律案 外 三 件の 改正 法律 
案に 就て •大 8S の 理由を 申 述べまして 諸君の 御 f? 成 
を朗 ひます、 細かい 事は 旣 に御丰 許に 剁 つて 居り ま 
する 法案で 御贸 になつ たらう と 思 ひます から、 唯 だ 
大皚 の ® 要なる 事の みを 申 上げて 02 きます、 lit 特許 
法の 改正を 嬰す る 第一の 理由は 特許法と 云 ふ ものと 
甯用 新案と 云 ふ ものと、 此二 つの 間の BS 別が 5S だ 明 
瞭で ない それが 爲に 非常な 混 雄を 米し •又 人の 鼎 利 
に {谷 易なら ぬ 影 P を 及ぼして 居る のであります、 元 
元此特許法と云ふものと、捋用新案と云ふものとほ 
此法 律を 御作り になつた 當局漭 もどう 云 ふ M 別が 在 
るかと 云 ふこと に 付て ほ •ほつ きり 御 答が 出来ぬ だ 
らうと 思 ふ、 特許法に 於て ほ 唯 だ 新規なる 工業 的發 
明を 爲した 者に‘ 特許 喃を 與 へる と 云 ふ 事が m v.1- いて 
ある-それから 實用新 案の 方に ほ、 物品に 關し其 形 
狀構造 或は 組合は せに 係り、 符 用 ある 新規の エ笫 的 
考案を 爲した 者に® 用 新案 褪を與 へる， 其 上の 方に 
餘計な 文句が くつ 付いて 居ります けれども、 歸 する 
所 特許法は 新規の 發 明に特 權を與 へ、 それから ® 用 
新案の方は新規なる考案に隄光搠を與へる‘考案と 
發明 との ® 別 如何と 云 ふやうな 間 題を 掛けられ ると 
皆 弱つ て 仕舞 ふ‘ 俳ながら 其 法律の 起つ た 原 W ほ 極 
く簡 鼠 な 事で ございまして、 特許と 云 ふ 願®: は 農 商 
務省 に澤山 出て 來 まする けれども •蒞査 の 結果 何れ 
も 特許と する 丈の ® 値がない と 云 ふこと で、 大抵 そ 
れほ 刎ら れて 仕舞 ふ、 併ながら 其澤 山の 物に 就て 見 
まする と. 屮々 色々 面白い 思 付きの ものが 段々 ある 
發 明の 卵の やうな もの、 極く 小發 明* 俗語で 申し ま 
すと， 小さい 發明 とで も 云 ふやうな ものでは あるけ 
れ ども、 思 付きの ものが ある、 さう 云 ふ もの ほ 或る 
年限 間 保護を 與 へて やつて ' tl: いでは ないかと 云 ふこ 
とで、 實用 新案 法が U1 来たので す、 出來た 所が、 其 
後に なつて 一旦 實用 新案と 云 ふこと で 權利 を m て 居 
る ものが、 初めは W 用 新案の 方で •詰らぬ 小 發明だ 
と 思つ たけれ ども、 矢 張 特許と する 丈の 價値が ある 
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ものと なれ ぱ •後で 追驅 けて 特許 願を / 11 すので あり 
ます、 さう すると 現行の 法律では， 旣に W 用 新案と 
して 糊 利を 與へて 陴 る ものに、 父 別の だ、 特許 權を 
與へて も s いこと に法钳 がな つて 居る、 ® に fi なら 
私が 竹 用 新案 糊を 持て 居つ て、 31 に 特許に H すと 云 
ふ 時なら まだし もであります が、 他の 人の 寶用 新案 
糊を 持て 居る のを， それを irt く 違つ た 方から、 糨著 
奔か何 か 知り ませぬ が、 拙者 も 同じ やうな 發明を し 
たので & ると 言 ふて m て來 ると、 其 者に 此特許 を 與 
へる， 金く 違つ た 人に、 さう； 其ふ嘀 著者に も 特許 fi 
を與 へなければ ならぬ やうな 法 ? i« になつ て 居る ので 
す、 是が 即ち 闲る點 である、 殊に 今 申 上げた やうな 
甲と 5 ふ漭に锊屮新案擗を與へて，更に乙と云ふ者 
に 同一の 發明に 付て 特許 權を與 へる と 云 ふこと (i 蓋 

し此法 钳を御 作りに なつた 當局 者、 或は 御 協賛に な 

つた 部 S 諸君に 於ても 御考 の屮に 無かつたら うと 思 

ふので す、 それ故に 此事 に： 5てほ、！5:々爭も起つて 

居ります けれども •如何せん 法律の 解釋 はさう 云 ふ 

風に しなけ れぱな . らぬや うにな つて 居ります から、 

どうして 4 大審院まで 持つ て往つ て も •二つ 與へる 

方が 辛： 當 であると 云 ふやうな 解 釋にな つて 居る、 是 

ほ ® に闲 つたこと であります から、 私共 此度提 m 致 

しました 改正案に 於て は、 是 は 同じ ものに 付て、 二 

稱 の 獨占擗 を與へ ると 云 ふことは‘ 旣に性 質に 於て 

も 許されない 事で、 又 取扱 上に 於ても W る •色々 の 

弊害が あるので あるから、 是は 必ず 一人に しな けれ 

•はならぬ、 最初迓 用 新案 描を 持つ て M たら それで -H: 

い、併し其出願屮、或は之を特許に換へたいと云ふ 

ものであるなら、 それ ほ 換 へさせても a い、 併な が 

ら 兎も角も  一 M の 糊 利を 與 へて. 31 に 同じ 發 明に 付 

て 別に 糊 利を與 へる と 云 ふ 事 ほ 面白く ありませ ぬか 

ら 、之を 改正した いと 云 ふの が 第一の 理由で ありま 

す， それから 第二の 理由；！； r 玆に或 る 特許 _湃が あ 

りまして •其 特許の 効能が 叛らか 世間に 認められて 

相 常の ？ t 本家 も 出 來て憨 々工場で も ai て、 仕事を 盛 

んに しや 5 と 云 ふ 時になる と-何 處から か、® 合 か 

らか •向 ふ 側かに 睨んで 屛る 人が あつて、 どつこい 

其 糊 利は « しいぞ と 邪魔を 入れに 來る ，元々 此 特許 

など、 云 ふ ものは 出 節の 前後に 據らず ノ 誰でも 早く 

發明 した 老に糊 利を 與へ ると 云 ふ 法 Ht の 立て前に な 

つて 居ります から、 今まで 潜んで 居た 人が， 其發明 

ほ 私の 方が 先き だと か、 又 其 前後は 別と して 特許 其 


ものが fa 打の ない 特許で ある、 何だか 譯の 分らぬ 印 
度の 佛敎の 中に® いて ある もの だと か se めない やう 
な 外阈の K： 物に 載つて 1 £ る もの だと： K ふやうな、 色 
色の 雖癖を 付けて、 其 特許を 打 毀す やうに する こと 
が 段々 ある •それで 特許 糊 若と 云ふものほ、一日一權 
利を 55 て も® だ 不安の 狀瑕に 在る、 最初から 特許を 
願つ た 人であるなら ぱ 、多少の 責任が あるか も 知れ 
ませぬ けれども •特許の 如き ものは、 大抵 ほ 誰かへ 
段々 轉 _ して、 資本家の 手に 移る ものであります， 
多額の 金を 拂 つて 特許 糊を 得て •其 特許 權を實 施せ 
んと する に當 りて， 今 申 上げた やうに" 橫合か ら何 
年の 後に 其權 利を 根柢から 打 毀す やうな 事が あつて 
ほ 所謂權 利に して_ 利で ない K だ： 个安 である •さう 
云 ふ ものは どうしても 保 li しなければ ならぬ と 云 ふ 
意味で、 今度の 法律には 或る 年限を 經 過した 後に ほ 
三年な 〇 五 年な 〇 或は 一定の 年限を ££ めまして， 其 
年限を 經 過した 後に は>  其 權 利と 云 ふ ものは もう 動 
かさせぬ-其 滞 利を 確保す る途を 設けた、 又 それと 
反 對に 、特許 者の 中に も 横 著荠が ある， 誰か 仕事を 
して 居る のを 見て •それが 自分の 特許 鼎に® 觸 する 
と 思 ふと， 其 人が 金を 掛け' て 仕事を して、 世間に も 
知られ 賣 出しを する 時まで 默つて 見て 居る •甚だし 
き ! 3: 3!; 所の 品物を 買つ たりして， 自分は 取引まで し 
て 居て‘ 漸く 其 人の 仕事の 基礎が 成立つ た 所を 見て 
宴に 御 氣の毒 ながら， W 方の 仕事 ほ 私の _ 利 にぶつ 
つかる から 幾らか 御 出しな さいと 來 るので. さう 云 
ふ 面白から ぬ、 特許 も ! ai い lit 界にほ あるので サ 
是も いかぬ、 それであります から •是は 丁度 前に 申 
上げた 例と 反對 で>  特 許權 者の 方が 他から 邪魔を さ 
れて W る 場 台 も あり-今の やうな 特許 ffi: 者なら ざる 

入が‘ 面 ft からざる 他の 特許 權者 の爲に 迷惑を 受け 

る ことがあります から、 さう 云 ふ 場合に、 或 人が 或 

る 仕事を ® 施して 1 S ると 3T; ふこと を 承知して 居な が 

ら 、自分の 擗利を 主張せ ずして •或る 一定の 年限を 

純 過した 場合に ほ •其實 施して 居る 人に 對 して， 特 

許 糊を 實施 する ？ If を 蛾 諾した る ものと 看做す •斯う 

云 ふ 風に 法 钳を規定 して @ きませ ぬと •良民が 非常 

に 迷惑す るので ある， 此點が 今度の 改正案の 第二の 

理由になる、 第三の 理由は 稍々 特許法の 專門 的に 關 

する ことにな ります が、 現行 特許法に 特許 權の改 訂 

及 分 ffi!] と 云 ふこと が ある •或る 特許 權が不 完全で あ 

ると 云 ふので、 後と から 注つ て それを 改める と 云 ふ 


ことがある、 不完全な ものを 改める と 云 ふことは、 
當然 のこと である やうであります けれども、 それを 
改めた 結果， 他人の 酒 利に 大變な 重大な 影響を及ぼ 
し •最初 得て 居た 特許は •是れ と是れ の 組合せで 特 
許を 得て 居る、 然るに 後と から 實は其 書 方が 惡かつ 
たので •是れ と是れ と兩方 特許で あるから、 斯う 云 
ふ 風に 改めて 下さいと： K つて •農 商務省へ 願つ て 來 
る、 それを 許可して 改訂した ことになる* さう する 
と甚 に闲 るので、 他の 人から 申します れば •是れ と 
是れと 組合せた ものと 云 ふの だから、 さう 云 ふ もの 
ほ 私の 方で 使 ひませ ぬけれ ども、 是 丈の もの ほ 使つ 
て 居る と 云 ふこと が あるか も 知れぬ、 然るに 今の や 
うに 農 商務省が 特許 權を 直して 吳れた 爲 に、 此 人の 
特許 權と云 ふ もの ほ、 以前 特許を 得た ときに 遡つて 
前から 此人 はさう 云 ふ ものに 付ても •特許を 持つて 
居る ことにな り、 大層闲 る、 又 特許 權の 分割と 5 ふ 
の も 矢 張 同じ やう / J: 事で 一 つに なつて 居る 特許を 二 
つに も 三つに も 色々 割いて 與 へる —— 割いて 與へる 
結果 矢 張 今 申 上げる やうに 類似した 事が 段々 起つて 
來る、元と此事柄は狴細なやうな事でありまして、 
中々 蜇大な 關 係を 及ぼす、 殊に此 特許を ¥ 門と して 
—— 或は 御 差 障りが あるか も 知れ ませぬ けれども、 
中々 巧みな 辨理士 など ほ 旨い 事を して 特許 局を 誤 魔 
化す、 それほどう 云 ふ 事 かと 云 ふと •是 とか 彼れ か 
と 云つて， 特許を 取る のには 非常に 闲る もので あり 
ますから， 色々 な ものを くつ 著け て •是れ と 是れと 
斯う 云 ふ 風に なつて， 斯う 云 ふやうな 事で 大層 勿體 
らしい 方法で 特許を 取つ てし まふ、 特許を 取つ てし 
まつた 後で だ、 餘り銳 くない 審査官で も 狙つ て、 其 
者に 元々 是は特 許を 取つ て 居ります から、 どうぞ 是 
れ と是れ と是れ と、 三つに 割つて 下さいと 云 ふ 事で 
願つ て 行く と •迂濶 り 其 手に 乘つて 削る やうな 事' か 
ある •是は 法律を 正當に 適用 せら るれば さう 云 ふ 間 
違は 起り ますまい、 併ながら 中々 それを 取扱 ふ 人 も 
数多い 事であります、 又 人の 考ほ 色々 違 ふので、 そ 
れが爲 めに、 從來此 特許の 改訂 或は 分割と 云 ふ 事の 
結果， 吾人の _ 利の 上に 容易から ぬ 影響を及ぼして 
pr る 例は 多々 あるので あります、 それ ほ 現在の 特許 
局に 於て は 非常に 嚴重に 御 取扱を 爲さつ て 居る さう 
で _ いまして •今日は 少しも 間違 ほない ので ござ 
います、 併ながら 今迄 あつたと 云 ふこと IX 現 當局者 
と雖も 否む ことが 出 來な い、 それで 斯う 云 ふ 規定を 


此處に 置く 1 法律の上に間くと公ふ事 (5: 、時の當 
局 者の 手加減に 依て 人の 權 利は擴 まつたり、 縮まつ 
たり 自由になる 事になる 、是は 甚だ 隱か でない ので 
あります、 夫 故に 私共は 此 改訂 分割と 云 ふ 事を， 全 
然法 律の 上から 削除して しま ふ I 削除した 結果 (3: 
どうなる と 云 ふと、 串の 起つ た 時に、 其 人の 權 利は 
何處に 在る かと 云 ふ 事を 裁判 すれば K い、 それは 其 
爭の 時の 裁判に 任せる、 それを 後から 斯う だと か あ 
あだと かと 云 ふて 割つ たり、 くつ 著け たり •足した 
りする と 云 ふやうな 事は 甚だ S しくない、 爭が あれ 
ば 其爭の 時に 裁判を すれば 宜 いので あるから して 初 

めから 一旦與 へた 特許を 訂正す ると か - 改訂す る 

とか 分割す ると か 云 ふ 事は さう 云 ふ 弊害が 無ければ 
してやる 方が 便利 かも 知れ ませぬ けれども •弊害を 
起す r« が あり、 IL つ 現に 是 まで 起して 居る 問題で あ 
ります るから して 此事 ほ斷 然此 法律 規定の 屮から 除 
いたが 宜しい、 除いて 何等の 差 支がない ので ありま 
す， さう 云 ふの が 第三の 改正であります， それから 
第 四の 改正は 此 特許 局の 裁判 茜 決と 申します る其蒞 
理が 終つ た 時に、 何月 何日 判決を 言® すと 云 ふ 事を 
—— 薄 理 •か 終つ た 時に 港 決を する、 即ち 判決を する 
のに ! 3; 何月 何日 判決を すると 云 ふ 事を 直に 申 渡して 
貰 ひたい、 斯う 云 ふの が 第 四の 改正な のであります 
分り切つ た 事で 簡單な 事であります るが， 是は 特許 
局に 取つ て 大分 御 苦痛な さう であります >  それ ほ 何 
故 かと： K ふと •今日 迄の 實 例を 申します れぱ 、或 事 
件は 三年になる、 四 年になる、 五 年 も 掛かつ てま だ 
裁判の 申 渡が 来ぬ、 七年經 つて 居る もの も ある， 旣 
に 裁判が 終つ た 後に 何日 判決 日が 來 るか 分らぬ •二 
年 待つ て も、 三年 待つても まだ 見えぬ と 云ふ譯 で • 
宴に W る t 笑聲 起る〕 素ょり 特許と 云 ふ ものは 六ヶ 
© いものであります るから、 時の 掛る もの も ござい 

ませう - ございませう けれども •自 から 豫定 なす 

つて、 豫定の 時期に 於いて 判決が 出来な かつたなら 
ば 又 理由を 具して それを 延ばせ ぱ宜 い、 裁判所の 如 
きは 一週間 內に_ 理が 終つ たなら ば， 一週間 內に判 
決すべし と 云 ふこと ほち やん と 訴訟法に tt いて ある 
それを 延ばさなければ ならぬ 事情が あれば >  其 時に 
又 理由を 具して 延ばせば 宜い ，今の 特許法 ほ W とも 
磐いて ありませ ぬから、 辨理が 終つ てし まつても 「 
うん」 とも 「すん」 とも 言は ない、 さう して 七 年 も 
經つ てま だ 来ぬ と 云 ふ 宴に闲 つたこと である、 是は 
三 六 七 
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范決 ,ff を ,* f く 人 や 何 か ゾ 、何月何日までに裁判乃を 
言 渡さなければ ならぬ と 云 ふと 御 W りで せう、 併な 
がら 大！ S であると か、 次官で あると か、 局長で ある 
とか 云 ふ 人になります と •今度 私共の U1- した 規定の 
茈踣 で -3) f 務が大 y 埗収 るので あります、 特許 局長 や 
次 Tf の r に 持つ て來て •又 延ばして 下さい I 延ば 
して 下さいと 云 ふやうな、 m 著な 5f? 判官で なければ 
さう (i 言 ほれない のです、 是 ほ 自然に 事務を 埗 K ら 
しむる 監督の 規定に もなる、 又 一殷群 理を 受ける 吾 
吾から 申します ると、 何時までも 糊 利を 不安の 有樣 
に 辟 かれる 判決が 何時 來るか 分らぬ、 殊に 何時まで 
も 判決を しない 間に、 世間で ! 3; 種々 な 風評を 立てる 
のです、 決して 役人には 惡い 事は ございますまい、 
併ながら 三年 も 四 年 も、 何時までも 濟んだ 後に 判決 

せずに is くの だから、 いや 訛が 何處へ 行つ て 賴んだ 

とか、 いや 賴まぬ とか 色々 な 事を 言 ふので す、 是は 

面， R くない、 そんな 事 ほ ある 謹 ほ ありませ ぬけれ ど 

も —— 又 或 事件の 如きは 特許 局は 裁判を しないで 押 

へて 居て •仲裁せ ょ、 和解せ ょと 云つ て、 兩 方の 喧 

囉の對 手に 大變 御嗥意 な 御 干渉を 爲さつ て 居る こと 

も ある さう です. 是も惡 い 事では ありませ ぬ —— あ 

り ませぬ けれども， それには 自から 程度が ある、 况 

や 特許 鼎の 如き ものは， 十五 年なら 十五 年經 てば も 

う 消える ものであります、 それを 三年 も， 五 年 も， 

六 年 も、 棚 利を 不安の 位地に 置く ことは 甚だ 穏當で 

ない こと、 思 ふので あります から、 今度の 改正案に 

裤 理が 終結したならば 直ちに 其 裁判 期日 —— 審決期 

日を 申 渡せ、 斯う 云 ふ 事を W いて ある •それから 第 

五の 規定と して 此 「再審 判」 と 云 ふ 規定を 一つ 設け 

て戥き たい、 斯う 云 ふこと である •再 群 判と 云 ふの 

が 普通の 民事訴訟法に ある ことでありまして、 民事 

訴訟法は 大層 範圍が 廣う ございます る けれども •普 

通 民事訴訟 法に ある 中の 或 特殊の. 事の みを 取つ て、 

此特許 の 場合に 臊用 しやう、 それは どう 云 ふ 事 かと 

云 ふと、 判決の 基礎と なつて 居る 證據 物が 僞造 物で 

あつた ことが 後で 分る、 或は 或證 人の 證言に 伕て判 

決した けれども •其證 人の 言うた 事が 僞言で あつた 

僞言で やつた 事が 分つ て、 ち やん と 普通の 裁判所で 

は 刑罰に 鹿せられ て、 犯罪 人に なつて 居る と 云ふ此 

處 に證據 が ある、 それが 出て 来た も 特許 局の 方では 

今日の 規則では 一旦して しまつた 審決は 動かし やう 

がない、 是は 誰が 聞いても 不都合で ある、 それで あ 


ります るから、 今度の 改正案に ほ 判決の 基礎と なつ 
て 居る證 據物 が僞 造であつた、 或は 矢 張 判決の 基礎 
となつて 居る fg 人、 鑛定 人の證 言 鑑定 等に l!tg が あ 

つた - 虛僞が あつたと 云 ふこと が 分つ て、 さう し 

て それに 依つ て 其の 被 靑 人が 處刑せ られた と 云 ふや 
うな 場合には， 又 裁判を 元に 戾 して 所謂 再 群を する 
と 云 ふ 制度に して 戳きた い-斯う 云 ふの が 其の 次の 
箇條で あります、 それからもう 一つの 規定は、 今日 
では 此の 群 決に 對 して 或 場合には 大審院まで 出訴す 
る ことが 出来る と 云 ふこと が ある、 特許に 關 して 色 
々爭を 起 L て 裁判を 受ける 場合が 段々 ある、 裁判の 
終局は 法律に 違背して 居る と 云 ふこと を 理由と する 
場合に 限つ て 大審院にまで 出訴す る ことが 出来る と 
云 ふ 規定が あります、 然るに 其の 大審院に 出訴す る 
ことが m 來 ると 云 ふ 場合を 二つ に 割つ て 限定して、 
此の 場合 丈は 宜しい けれども 此の 場合は 大審院に 持 
つて 行けぬ と 云 ふ 風に、 此處に 境界を 附けて ある、 
今日の 法律に I それを 今度 私共の 改正案は 此の 境 
界を撤 して、 總て 所謂 法律に 違背す る ことを 理由と 
する 場合に 限る f?- であるの だから， 是れは 法律の 統 
一を 圖る爲 めに、 是れは 大審院に どうしても 持つ て 
行かなければ ならぬ と 云 ふ •斯う 云 ふ 規定で ありま 
す、 さう でなければ 此の 法律と 云 ふ ものは 不備に な 
る、 又資際 弊害が ある、 例へ て 申します れば •特許 
法には 初の 審査に 干與 した 審査官は、 再審査の 場合 
には それに 携はつ てはいかぬ と S ふこと が ある、 あ 
る けれども 若しも 實際干 與した ら どうす る さう して 
審査 もす る， 密決 も濟ん だ、 と 云 ふこと が あると す 
る、 さう 云 ふ 不法な 取扱が あつた 場合に やつて しま 
へば 不服の 言 ひ 樣がな い、 さう 云 ふやうな 事は 明に 

法律に 違背した 審決で あります から’ それを 碑 由と 

して、 大審院に 訴 へて 出て、 それを 元に 復して 貰 ふ 

方法を 執らなければ ならぬ、 兎も角 是れは 農 商務省 

は 御 嫌 やで あらう けれども •何も そんなに 御 心配な 

さる ことは ない、 法 ffi を歸 一せ しめ やう、 統一せ し 

め やうと 云 ふ 大審院の 問題であります からして 是れ 

は 此の 途中に ある 境界を 撤廢 して •總 ての 問題に fl 

て大審院迄持出さしむると云ふことほ、御同意にな 

つて 然るべき こと、 私は 誠心誠意 さう 思 ふ、 それ か 

らも 一つ ある •大層 長くな つて 御氣の 毒であります 

が、 もう 一つの 問題は、 此 今日の 特許法の 中に、 一 

旦或る 事件に 付て 審決が あれば， 何人と 雖も 同一の 


fi sr 同一の 事 H に 基いて 特許を —— 審判を 詰 求す 
る ことが 出来ない と 云 ふこと •か ある， 例へ ば 甲と乙 
との 間に 或る 港 判事 件が 起る‘ 例へ ぱ此捥 上に 在る 
水 呑、 斯う 云 ふ 特許に 付きまして、 爭が 起つ た、 さ 
うした 場合に 餘〇 立派な 證據で ありませ ぬが、 先づ 
喵 へて 見れば 斯様な 特許に 付き 審判 事件が 起つて、 
さう して 或 者が 負けて 仕舞 ふ •さう すると 今度 ほ 他 
の 人が 同じ 特許 權 者に 對し て、 此の 同じ 證據 物， 即 
ち 此水吞 を 證據 として 蒞判を 願つ て も， 其 事 ® ほ 同 
一で あり， 證據物 ほ 同一で あるが 故に， 審判 事件 ほ 
駄 H だと 云 ふこと なんで、 一通り ^ くと 尤もらしく 
聞え る、 併ながら 何人と 雖も審 判を 請求す る ことが 
出来ない と 云 ふ 規定の 結果， 之を 潜つ て 濫用す る 者 
が 出来て 来た、 それは 何故かと 云 ふと 怪しい 特許— 
自分の 得た 特許が 頗る 基礎 薄弱で 怪しい と 思へ ば、 
玆に假 の 原告が 出來 るので あります、 惡い 審判 請求 
人を 造る のであります、 造つ た 原告であります から 
向 ふから 言 ふこと が、 しどろ もどろ であるから、 特 
許權 者の 方は 正當な 〇 として 其 隅 利が 確定して しま 
ふ， 他の 人が 行つ て爭は うとす ると‘ 特許 局は 同一 
事實 、同一 證據は いけ ませぬ と 云うて 刎ねて しま ふ 
是は徇 に闲つ たこと だ、 是ほ どうしても 唯 だ 置けぬ 
ことで ある •元々 此 特許と 云 ふ ものは、 世界中の 人 
を 相手に しての 權利で •何人と 雖も 利害 關 係の 有る 
者は， 其 特許權 を啩 ふこと が 出来る のであります か 
ら 、偶々 或る 其 事件に 於き まして， 自分が 一向 干與 
しない 所の 他人と 他人との 間に爭 が 起つ て SC 判決 
が濟ん だと 云 ふ is めに， 私の 權利迄 も ih めら れると 
云 ふことは 甚だ 穩當で ない、 止めても 宜い かも 知ら 
ぬ、 又 止めるべき 理由が あるか 知り ませぬ が •今 申 
上げる やうな 風に 洵に 忌むべき 弊害が 起つ て來た 、 
其 例が 著々 ある、 早速 贋 ) ti( 吿を 造つ て さう して 確定 
させて しま ふ、 大抵證 據 物と 云 ふ ものは さう 簡單明 
瞭な もので ない、 出した 證據 物に 於て 極力 權 利を 主 
張して， 證 明して •其 特許權 の 効力を if ほなければ 
ならぬ ものである. 然るに 好い加減な 辯 明を して 負 
けて しまつて、 其 結果 他人が 特許を 取消す ことが 出 
來な いこと になります から、 洵に 困つ たこと である 
是は御 氣の毒 だけれ ども、 農 商務省には 訴訟が 殖え 
て 御 困り かも 知れ ませぬ けれども •何人と 雖も 云々 
と 云 ふ 規定 ほ 削除した 方が 宜い 、斯う 云 ふ _ で 削つ 
たのであります、 尤も 今日と 雖も矢 張 さう 云 ふ 規定 
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が あるに 拘らず 、審' S- を！ 2 つたら ど-*' すると K ふと 
矢 張〇審 決を して 之を 却下して 居 〇 ます、 矢强. 治；？ 
の 形式を 以て 之を 斥けて 居る のであります、 ri から 
手败ほ 頜かな ことであります、 其 阳かな手於を以心 
配 になつ て， 他人の 埔 利に m 大なお 涔 を < こと 
V- しくない と 認めます から、 是は 削つ た 方 •か 寅し 
い、 斯う 云 ふ «f で 其 改正が 出て 居ります、 其の to に 
關聯 したり •趣 立した 〇 色々 細かい 事であります け 
れ ども， それは 委 2 X に 御 付託に なれば， 委 员符 で 〇 
明 致します、 唯今 特許法に 付て 申 上げました が •其 
申 上げた til に， 或は. m' 用 新案 或 ほ 商 ir 或は 等 
に 共通して 行 ほる 事と、 又 或 法案に 於ての み 行は る 
る 事と 色々 あります けれども、 四 法 第に 渉つ て 總て 
を 含めた 所の 主なる 改正は、 今 申 上げた やうな 次第 
であります から •どうぞ 諸君の 御 S 成を 願つ て H き 
ます (拍手 起る〕 

〇 岩崎勸 君 四 案を …… 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 一寸 前に 通吿が あります 鈴 木 
富士彌 君。 

〔鈴 木 富士蠅 君 登®〕 

〔拍手 起る」 

0 鈴 木 富士彌 君 特許法 外 三 法案の 改正 法律案に 關 
聯 致しまして •一寸 農 商務 大臣に 御尋 をして、 極く 
® 要な 件であります から、 御 答 辯の 次第を 一寸 速記 
錄に 留めて 置きたい と 思 ふ、 御 承知の 如く 此 特許 棚 
實用 新案搠 '意匠 權 ，商標 權を ，即ち 俗に 工業 所有 
a と： 3\ ふ 名の 下に 一括せ ら る、 無形の 財 產隨 、一面 
に 於て 其經濟 的の 偕 値に 於き まして， 彼の 動 產不励 
產の 所有滟 と 何等 輕甫 のない 極めて m 耍な權 利で あ 
ります るの みならず 、又 他の 一面に 於き まして、 其 
經 濟的應 用に 於き ましては、 一 國の瘫 業の 進步發 達 
の 泉 源、 基礎を 爲す ものであります から、 歐米各 s 
先進 國に 於き ましては、 此エ業 所有椭 の 保 謎と 云 ふ 
ことに 關 しまして は、 設 腧 至らざる なく、 又 決 律 も 
頗る 完備を 致して 居る のであります、 日本に 於き ま 
しては、 明治 四 年に 專賣略 規則が 出まして、 以來漸 
次發 明の 保護に 關 する 法 s 案は 進步 致しました •明 
治 二十 一年に 特許 條例 となり、 更に 明治 一一 十四 年に 
特許法 外 三 法の 發布 になり ました， 是が 唯今の 現行 
法であります， 此現行 法は 世界 各國の 立法 例を 參酌 
して 作り上げました 、即ち 最新の 工業 所有 權に關 す 
る 法律案であります、 隨つて 完全 無缺 であるべき 法 
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_ であります のに、 W 際に 之を 瞧用 する 上に 於て 頗 
る 不備の 點が 多い のであります、 是は 定めし 谷 g の 
法令を 摘ぎ はぎした、 即ち 寄 木 細工で 作つ た S に、 
斯樣に 不徹底 •不統一の 法案が 出来た と 信じます* 
殊に 最近® 年間 日本 節 業の 發達は 間る 激甚で あつて 
到底 唯今の 法令では 嵇 々なる 要求に 應ずる ことほ 出 
來な いのであります ，それ故に 根本的に 此特許 法外 
三 法は 改正の 必要が あるので あります、 田中隨 三 君 
外 一名ょり 御 提出に なりました 改正 法律案は、 其 谷 
秫 の 不備の 中、 焦 偵の 急に 蹄す る もの 十數 箇胳 を擧 
げて政 友 © の 有志 諸君、 懣政會 の 有志 諸君が 協議し 
て， ^ 漭 研究の 結果 成案を 得て， 玆に 提出した ので 
あります •か 是は 未だ 不十分であります、 實は 根本的 
の 大斧絨 を 加へ て、 もう 少し 立® なる 法律に 仕上げ 

なければ ならぬ のであります ， llt 點ほ當 局 大臣 次官 

局長、 皆 定めし 御 同感で あらう と 存じます、 就き ま 

して御尋したいのほ、政府は_今の現行特許法外三 

法に 對し て、 根本的の 大修 JH を 加 ふる 意思 あり や 否 

や、 若し ありと すれば 次の 薄： 會に 之を 御 提出の 運び 

に 至る ので あらう か、 如何で あら うか、 若し 次の 議 

#r に M 提出になる と 云 ふこと なら •は、 吾々 は 其 政府 

の 提出の 案に： s て 可否を 決したい と 思 ふので ありま 

す" 若し fjfl 意思が 無い とすれば、 吾々 には 政 友 ir 憲 

政 ^ 兩方の 有志の 間 m RS をして、 次の 議會に 根本的 

の大 修正 率を 提出したい と考 へて 居ります、 此事に 

(•J- て 一つ 明確の 御 答 辯を 魃きた い， * が 質問の 第一 

であります、 第二は 現在の 特許 局は 職員の 數も 少な 

くして、 經 g: も®: めて 少ない のであります、 組織 も 

不十分で あるの みならず、 sl m も 保め て狹少 であり 

ます、 其 結果 特許に 關する 事務は 非常に SE 滞して 居 

ります、 迅速に 處饨 しなければ ならぬ 铐 の 特許の 事 

務が 、阐 めて 其處理 が；！！ いので あ 〇 ます* 是ほ 先程 

田 中 君から 述べられた 通りでありまして •甚だ 人民 

が 迷惑を する のであります •而已 ならず 此 才智 あり 

學識あ る本統 の 腕の ある 人と 云 ふ ものは， 此 特許 局 

には 永く留 つて 屛ない •待遇 も餘り 好くない から、 

兎 も すれば 民間に 下つ てし まふ、 それが 爲 めに 谷 種 

の不常 なる 處分が 注々 あつて， 發明 家が 非常に 闲却 

致して； E るので あります から、 近き 將來に 於て 大擴 

張を なし、 時代の 要求に Effi ずる やうに して W はなけ 

れぱな らぬ のであります が、 或は 綷 费の關 係で、 其 

撊張 の砬 地は 無い と 言 ふか 知れ ませぬ •併し 統計を 
释師法 屮改正 法® 案 第 一 請 會〇 el I 


見ます と 特^！® の 支出は、 一年 十八 萬 W1 內外で あつ 
■て、 收入は 四十 萬圆 以上に 上つ て 居る のであります 
けれども 若し 特許 局を 蹓 張して 早く 事務を 處理 する 
やぅに 致します れば 、從て 收入も 殖えて 來 ると S ふ 
勘定になる のであります 、元来 吾々 は 特許 局と 云 ふ 
もの ほ， 唯今の 行政 裁判所の 如く® 立した る 一の 官 
府 にしたい と 云 ふ 希 轺を 持て 居りまして •大規模に 
やつて 茛ひ たいと 思つ て 居ります が、 併し 差 當り夫 
程で なく も、 今の ffl' 織に 大擱 張を 加へ る ことは 極め 
て 喫緊の 大 必要 則と 思 ひます、 家屋の 如き も 前に 高 
橋是淸 と 云 ふ 人が 局長 時代に、 歐米を 視察して、 歸 
つて 建てた のが 今の g 商務省であります、 あれ 位の 
ものが 嬰る と 云ふ當 時意氣 込で ありました、 然るに 
時期 未だ 早 渦ぎ る爲 めか、 母屋に 取られた と 云 ふこ 
とであります、 併し 73: がら 今日 ほ 斯の如 き大な る規 
樓の 是非 必要なる 時運に 際 ® ■ して 居る のであります 
から、 是非共 大撊 張を して 莨 ひたいと 存ず るので あ 
ります、 此點に 付て 農 商務 大臣 ほ 如何なる 御考を 持 
たる、 か 之を 伺 ひたい、 次に 唯今 民間に、 工業 所有 
糊 取調 委員 會なる ものを 設置すべし と 云 ふ議が あり 
ます、 是は農 商務省の 屮に 工業 所有 權に關 する 常設 
の s fl 會を 置 きまして、 有爲の 人材 及學 者の 間ょり 
委員を 擧げ 、一面に 於て ほ 此 丁： 業 所有 權に關 する 法 
令を 攻究 密議し、 他の 一面に 於て ほ 發 明の 保護 獎勵 
に 資したい と 云 ふ考で あります、 是ほ極 めて 必要な 
る 設備でありまして， 彼の 司法 省に 法律 取調 委員 會 
が ある 5n く、 農 商務省に 於ても •此 H 業 所有 權取調 
委员會 を ia いて 貰 ひたいと 云 ふ 希望であります、 此 
點に 付て 農 商務 大臣は 如何なる 御 考を持 たる、 や、 
之を 御 伺 ひ 致します、 最後に 今回 田 中 隆三氏 外 一名 

ょり 提出に なりました 此改正 法律案に 對 して •農 商 

務大 K ほ 是に御 同意 下さる や 否や、 若し 御 同意が 出 

来ぬ とすれば、 其 理由の 大略を e くこと が 出来れば 

幸と 思 ひます、 是丈を 一寸 質問いた します (拍手 起 

る) 

oa 務大臣 仲 小路 紐 君〕 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 仲 小路 農 商務 大臣。 

、〔阈 務 大臣 仲 小路 販君 登壇〕 

〇阈務 大臣 (仲 小路 菔君〕 鈴 木 君の 御 質問に 對 して 

御 答を 致します、 第一の 御 質 間の 趣意は， H 第 所有 

權に 付て 之に 關する 諸 法律を、 政府に 於て 根本的の 

改正を すると 云 ふ考が あるか 如何と 云 ふので ありま 


すが、 特許法、 商標、 意匠、 實用 新案、 是皆な 所謂 
H il 所有 ffl 法でありまして， 有形の 財產が 保護され 
る 如くに、 今日の 場合に 於き まして if 此 智能 的に 
苴る H 業 所有蝴 、是は 最も 保護 獎勵を 必要と 致す 時 
であります、 殊に 今日の 如く 靡 業の 開發に 最も 力を 
効すべき 場合に 於き ましては、 發 明の 獎勵其 他に 伴 
ひまして •斯の 如き 人の 智能より 割出した る 財瘅に 
付て、 十分に 保護の 途を 立てます る 事が 必要と 存じ 
ます、 私 ほ 裸ら 此點 に付きまして 考 Et を 致して 居る 
次第であります、 今日の 時勢の 進 步に伴 ひまして， 
現在 施行せられ て 居ります る 特許法を 初めと して、 
谷 種の 法律が 時勢の 進步と 伴うて， 之を 以て 完全な 
りと ! 3: 認め ませぬ のであります、 隨て 之に 付き まし 
ては 旣に農 商務省 內に 於ても 夫々 調査を 致して 適當 
の 時機に 於て 是が改 正を _り たいと 存じて 居ります 
唯此改 正に 屬し まする 法案を •直に 此 次の 議 會に提 
出を 致す ことが 出来る か出来ない か， 是ほ 今玆に 明 
言す る ことほ 出来 ませぬ が •時勢の 進 運に 伴うて 適 
當なる 改正を 致す と 云 ふことの 御 答は、 是ほ玆 に 明 
言を 致して 置いて K しいので あります* それから 第 
11 の 問題は、 どうも 今日の やうに 必要な ものである 
のに" 特許 局の 事務が 甚だ 緩漫 である、 事務が 龅滯 
をして、 それが 爲に世 上に 尠から ぬ 影 ® を 及ぼす こ 
とが あると 云 ふ 御 論で ある •是も 金く 自分に 於き ま 
しても •どうも 今日の やうな 必要な 場合に 際して、 
特許其他の事務の溫滯を吿げますることほ、是は世 
上 一般の 爲に 甚だ 憂 ふべき こと V 存じまして •此點 
に付きましても 旣に 先般 官制の 改正を 致し* 或 ほ 職 
員の 取扱、 待遇の 點に對 しても、 出来 得る 限りの 方 
法を 盡し て、 一面には 局員、 廳員を 勉励し —— 鞭韃 
をし、 一面には 又 出来 得る 限りの 方法を 以て 擷 張の 
途も岡 〇 たいと 期して 居ります、 第三の 御尋 の a 意 
ほ‘ 特許法を 苜め 各種の 法制を 調査す る爲 めに、 司 
法 省 内に 於いて 設けられて 居る やうな、 法律 取調 委 
員 © に相當 する 如き 委員 會を設 置したら* どうかと 
云 ふこと である、 此の 點は餘 程考 [f. を 致さなければ 
ならぬ こと、 考 へます、 何事に 付き ま L て も •實際 
上に 必要の ある 點 に付きまして は •是は 施設を 懈ら 
ぬ 稽 りであります が •特許法 其 他の 事の 爲に 、司法 
省內に 設けられて 居る 法律 取調 委員 會に 比すべき も 
のを •設置す ると 云 ふこと が 果して 必要で あるか、 
實際に 効果が あるかと 云 ふことは、 是は 篤と 考慮を 


致した 上で ない と、 容易に 決定す る ことは 出来ない 
と 思 ひます •それから 第 四の S は>  田 中隆三 君 外 一 
名より 御 提案に なりました る、 今日の 此特許 法改正 
法律案 其 他に 對し て、 政府 之に 同意を する か， 同意 
をし ないか， 是れで & ります、 旣に 唯今 申しました 
如くに、 政府に 於ても 時勢の 進步に 伴つ て、 現在の 
特許法 其 儘では 滿足を 致して 居り ませぬ ので ありま 
す、 之に 付て 種々 改正の 考案を 致して 居る ので あり 
ます、 故に 直ちに 御 提案に なりました 此 法律案に 同 
意を 致す と 云 ふことは、 唯今は 申 上げ 兼ねます、 尙 
ほ 其 理由は 何れ 委員 會に御 付託になる ので あらう と 
思 ひます から、 其 際 詳細 申 上げる ことに 致します， 
唯今 御 質問の 耍 點に對 して 一應是 丈の 御 答を 致す に 
止めて 置きます。 

〇 岩 崎黝君 四 案を 一括して 議長 指名を 以て， 特に 
十八 名の 委員に 付託せられ むこと を闺み ます" 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動鹩に 御 異議は ない 
と 認めます、 即ち 本案 ほ 議長 指名 十八 名の 委員に 付 
託する ことに 決しました I 日程 第 十四、 醫師法 中 

改正 法 » 案 第一 讀會 の續を 開きます - 委員長 八 木 

逸郎 君。  _ _  _ 

第 十四 醫師法 中 改正 法律案 (八 木 逸郎 君. 

外 十四 名 提出) 第一 讀會 の續 

C 委 M 長 報吿〕 

〔八 木 逸郞若 登®〕 

〇 八 木 逸郎 君簡黾 に 委員 會の綷 過 及 結果を 報告 致 
します、 委負會 ほ 委員長 理事の 選 擧を致 しました 日 
を 除きまして、 三回 委員 會を 開きました、 其の 中の 
一回は 懇談 會を 開きまして、 委員と 政府 委員と 意見 
の 交換を 致しました， 其 結果 御手 許に 廻つ て 居る や 
うな 修正が 出 來 まして、 其 修正の 結果 政府は 全部 同 
意を 致しました し、 委員 も 全部 出席 可決を 致し まし 

たのであります - 滿場 一致で 可決を 致した ので あ 

ります、 其 修正は 隨分澤 山の やうであります るが、 
御手 許に 廻つ て 居ります るが 故に、 之を 申 上げる こ 
とを 省略 致しまして、 其 中の 要項に 付て 簡單に 御 報 
吿を 致したい と 存じます、 一つは 現行の 醫師 法と 同 
一の 意味で あると 云 ふこと で、 削除に なつた 箇條が 
あるので す、 又 法文には 載せな くと も 現行の 醫師會 
規則に IJ つて 居る から、 殊 更 に此 法文に M せる 必要 
はない と 云 ふこと で、 或 文章は 削除に なつて 居り ま 
三 六 九 
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. r 、 

成す と 云 ふこと で、 其 部分を 削除した •さう 云 ふこ 
とが 主でありまして、 而 して 提出者 •か 薄み ました 所 
の 趣 S、 即ち 法 m を 以て 强 制して 释師會 を 法人に す 
る、 而 して 不正 行 爲に 向つ て 行政 處分を 求める と 云 
ふこと も、 勅令 若く ほ 訓令の 方法に 依て、 此法 文 {3: 
現行決の迎0に致してあつても (|:'1 來ると云ふ政府の 
辯 明が ありました から •其 趣 %? 並に 释師 f? の 行動 若 
く ほ ^ 師帘 の役员 改選 等を 命ぜられました 場合に、 
此等 に對 する 救贷 の途に 向つ て も、 期 棟な 主 もなる 

ものに 付て i 3: 悉く 提出者の 意見が 通つ た - 可決を 

致し だ 次第であります、 黍 員會 ほ 右の やうな 次第で 
あります が、 玆に附 加へ て 一寸 言明 旁々 御報界 致し 

て 置きたい のは、 此醫師 法が 成れば； 此の 醫肺法 

中の 改正が 成れば， lit 間の 或 者 ! X —— 或 部分は 改正 

の 內容如 何を 認めず して 斯_な琪 をして 强 制すれば 

闻師の 組合が 非常に 藥惜を 高く して 释 肺の 「トラス 

卜」 をす るで あらう、 それ ほ 社 會 政策 上 甚だ 面白く 

ない と 云 ふやうな 感を以 て、 反 毀を されて 居る 者が 

大分 此委 員外に 在つ たやう であります、 併し 左糅な 

ことは ない ので、 胬師 の藥價 を 極める が 如き ことほ 

今日 もやつ て 居ります が I— 醫師會 の 內規に 闢 する 

ことです、 其醫 師符の 內規ほ 地方 長官の 認諾を 得て 

馈る のであります、 又 藥偎 を 5E めます 外に 貧民を 救 

療 する、 若く は S く ffi い 部分に ほ 藥價を 下げて 療治 

すると か、 診察料を 負ける とか 云 ふこと ほ、 殆ど 醫 

師會の 現在の 內规 に B いてあります、 而 して それに 

依て 地方 長官の 許しを 得て 行つ て 居る のであります 

が此等 1C 肺 會を强 制する に 付ても、 何等 此 等の S に 

觸れて 居る 所が 無い のであります、 尙ほ 醫師會 が醫 

師法に 依て 强 制される のは、 醫師 それ 自身が 相互の 

品性を 向上す ると 云 ふ 事が！ 的の 第一であります か 

ら 、左様な 貧民 苛めを する やうな 亊は 、斷 じて 無い 

と 云 ふ 事を玆 に 言明 致して® きます、. 滿 場の 諸君 御 

賛成 あつて 通過せ しめられむ ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 第二 11 會を 開く や 否や 

を 御 諮り 致します。 

f 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 封) 第二 is 會を 開く ことに 御 異議 

ほ 無い と 認めます。 

0 岩 崎 S 君 直ちに 本案の 第二 II 會を 開き、 第三 is 


會を 省 ?5' 7? して 委員長 報告の 通り 可決 確定 あらむ こと 
を 希望 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 ( 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 a に 御 異議 ほない 
と 認めます、 即ち 直ちに 第二 讀 #7 を 開き 議案 全部を 
誘 題と 致します。 

胬師 法中改 正 法律案 第二 讀會 (確定 議〕 

C  _「 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 別に 御與議 がない と 認めます 
仍て 第三 IP! 會を 省略して 議案 全部の 可決 確定を 宣吿 
致します。 

0 野 村嘉 六君此 際 議事 日程 變更の 緊急動議を 提出 
致します-さ ぅして 目下 最も 必要なる 露 H との 關係 
に付きまして* 政府に 質問を 致したい ことが ござい 
ます 

〇 岩崎剧 君 野 村 君の 日程 變更の 動議に 賛成の 意を 
表します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 變 更に 御 異議 ほ ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
日程 ほ 變更せ られ ました I g 月 小太郞 君 C 

露 國の單 獨 講和に 關 する 緊急 質問 (圉月 小 
太 郞君提 出〕 

露國 の S 獨 講和に 關する 緊急 質問 
大 JE 七 年 111 十三 日 

提出者 望月 小太郞 
:望月 小 太 郎君 登 ® 〕 

0 ES 月 小 太 郎君 本員 ほ 極. めて 簡單 に、 重大なる 時 

局の 發半： に 伴 ひまして、 當該 外務大臣の _切 なる 御 

說 明を 要求す る爲 に、 政府に 質問を 提出 致します、 

事は 昨日 我國に 入電 致しました 所の 露獨 m 獨 講和に 

關 します る此 事の 有無 及經 過、 之に 就て は 申す 迄 も 

なき こと、 國民 上下の 最も 剴切に 其說 明を 希望 致し 

て 居る 點で あると 確信 致します、 隨て 此耍 求す る說 

明の 意味を 分明なら しめる 爲 に、 簡單に 左の 三點に 

付て 御說明 前に、 當局 外務大臣の 御注意を 希望 致し 

ます、 第一は 即ち 昨年 九月 露獨の 間に 非 俳 合、 非賠 

償 主義の 下に 於て 單獨 講和を 致しつつ ある ことが、 

遂に 獨逸の 詭計に 乘 ぜられ 、憐 むべ し 我 露國は (笑 

餺 起る〕 我 同盟の 露國 は此 電報に 依ります れぱ ，殆 

ど 屈服 的に 講和を 致しつつ あります、 そこで 此繂過 


に 付て 光 日 も申上 げた 如く、 是ほ iff 物 肖 然の成 行で 
ある. 當該 外務 大 K として ほ 急 M 直下な どと 云ふ遁 
辭を 設けられず、 明晰に 御汶 明を S ひたい、 第二 ほ 
此露 國に對 する 與阀 間の 政策に 對して 、玆に 公文 ^ 
の 上から 引用 致して 見たい、 英米の 意見の 相違で ご 
ざいます、 是も一 言 申 述べて ® きます、 英國の 「口 
ィド ジ 3 丨ジ J 總理は 露 西 ]: li の 如き ほ 獨り露 西亞人 
民に fe ての み 救 濟し得 られる ものである 1 斯樣に 言 
つて 居ります •然るに 米國 大統領は 一月 八日の 米國 
議 會に與 へたる 第 六 勝に 至り ますれば •露 國の總 て 
の 改革を 勸 迎し而 して 末 文に : 否 勸迎 以上 S 國の必 
要と し 且つ 希望す る總 ての 援助を 爲す 事を 誠實に 保 
障す る ものな り」 斯樣に 申して 居ります、 英吉利の 
冷 かなる に對 し、 米 國の溫 かなる 此 文意の 相違、 而 
して 我® ほ 一面 ほ 倫 敦宦 言に 於て 露國 と共に 非單獨 
講和の 一人で あると 云 ふ 義務 及 權 利、 第二に ほ 若し 
此露獨 B 獨 講和が 右 電報の 如く 成立した ものと 致し 
たなら ば* 日露 協約なる もの ほ 世界 M 國 の® 中に 於 
て、 白晝 公然 蹂躪せられ たと 申さざる を 得ない、 斯 
かる 場合に 於て 聯合 與國 との 協定 ほ、 恐らくは 敏腕 
なる 外務 大 K には 未 協定で ありませ ぅ， 若し 是が協 
穿 濟で あつたな らば、 洵に國 家の 至 幸で あるから‘ 
此事 も御說 明を 願 ひたい、 而して 第三 不幸 與國 との 
未 協定で あると 云 ふ 場合に ほ、 我國ほ 居ながら にし 
て、 此獨 逸の 少 くも 東部 亞細亞 に 向つて ほ 跳梁跋扈 
を默視 致して 居る ので あるか、 或 ほ 我れ ' {X 自衞 上必 

要なる 手段を 執らなければ ならぬ - 執りつつ 行く 

ものである か、 此以 上は 伺 ひませ ぬ、 此三點 に 付て 
ほ 希く は國 民の 惑を 解く 爲に 、當 局と して 懇切なる 
御說 明を 願 ひたい、 最後に 唯今 國民 新聞の 號 外に 依 
て 見ます ると、 內田 大使 引 揚と云 ふ 電報 も 見られ ま 
す、 旁々 是等を 綜合 致して 見ます ると、 此露 獨單獨 
講和の 某所 著電と 云 ふのは >  常に 外務省に 依り 谷 新 
聞 社會に 配付 致して 居ります る 前例に 對 して‘ 殊に 
當局 外務大臣の 懇篤なる； 說 明を谢 求 致します (拍手 
起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 本 野 外務大臣。 • 

C 國務 大臣 法學 博士 子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 
〇國務 大臣 (法 ® 博士 子 討 本 野 一郎 君) 唯今 菌月君 
からの 御 ® 問に 對して は、 簡單に 御 答 致したい と 思 
ひます •露 獨の 間に B 獨講 和が 出来た かどぅ か、 其 
事 宵が 聞きたい —— 外の 問題 ほ 總て 之に 牽聯 致して 


三 七〇 

居る i? 題と 思 ひま T 、 辻驻 v-叼.； ご ,- ぐた. .-; ;> : > f J 'll ど 
もう 答 辯を 要せぬ ! ■'. な tt- だ と思ひで.：-、 
り8捶の間にほ设い間講到：.-_  : ^- 屮で :〇 〇ます： 
所が. ta 承知の 通 〇 1 0 :其談判と云ふも 0 ほ_卜 « *に 
なりまして、 ？ I 方 〇 - -; こと-一 "- つ 
て 罟る、是ほ諸君も砥承知の沾0旣に新間で钳范さ 
れた 事で ございます (「秘密 會で 無い から 高鉍に 間 
ひます」と呼ふ者あ0)而して露.3亞の方でけぶ和 
談判は 破れた けれどもが、® 耶ほ もう 止つ たもので 
あると 云 ふこと を •露西亜の 外務 « 員の , 卜 D ッ；： r 
-J と 云 ふ 者 ほ 宣言した のであります、 獨逸の Vi で 
ほ 講和 談判が 破れた 以上 ほ、 眼 爭狀態 に oi したので 
あるから して •更に 戰鬪 行爲に 取 掛かる と S ふこと 
を やり 始めた* 其- iii 果 として 段々 進軍し 始つた 所 か 
ら 、露 西亞の 方で ほ -V.: ほ 各方 面へ 無線 笛 信で 傅 ほつ 
たと して 外務省の 方に ほ 報 竹が 參つて 居ります、 J10 
逸の 講和 條件を 承諾した I 趣 塊の 講和 lii? 件を 承諾 
したと S ふ 電信を 露 西亞の 方から £:塊 畑に 發し た是 
丈の JJ? ほ 分つ て 居ります、 併ながら. に對 して まだ 
搦 塊が 承諾の 意を 表した と 一 K ふ 事の 報 吿ほ得 て ! >f ら 
ぬのであります、 從 て單挪 11 和が まだ 成立つ たと 云 
ふことほ言ひ得べき時期に達して居ないと㈤めて居 
ります、 尙ほ 愍々 單 11 調和が 成 W: つなら ば >  帝妍 政 | 
府に於てほ如何なる處置を執る積〇であるかと云ふ！ 
御 質問で ございます 、是が 最も m 要な® , W 問と 思 ひ 
まする が、 無論此 點に關 しまして；！ T 帝 國政府 に 於 
ては 考盧 して 居る 次第で ござります、 今此席 に 於て 
若し さう 云 ふ 事が あつたなら ば、 どう 沄ふ琪をする 
積り であると 云 ふ* それは 111: 處で 明言 致す ことほ m 
來 ませぬ、 是で朝 月 君の 御 質問に ほ 答へ たと 思 ふ。 

〇 望月 小 太 郎君 今の 內田 大使の 事に 付ての 御說明 
ほ、 まだ —— 外務 大 R は 忘れて 居らる る やうで ある 
〔國 務大 [Vi 法 ® 博士 子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 

〇 國務大 K: 法舉诹 士 子爵 本 野 一郞 君〕 それは 甚だ 
相濟み ませぬ* 內田 大使の 事に 關 しまして は 電信が 
參 つて 居ります、 露 都の 形勢が 隨分危 くな つて 來ま 
した 結果と 致しまして、 五大 國の使 臣が 會鹩を 致し 
まして、 一 應露都 ほ '- >! 揚げる と 云 ふ 事に 決定 致し ま 
した、 多分 此 汽車の 準 1' M 等が 整 ひましたならば、 今 
日 あたりは 露 都を 發した 害で ございます、 それ 丈の 
報吿 が參 つて 居ります'. 

〇 韹 月 小 太 郞君此 場 1H- 外務大臣へ 細かくは 承は り 
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ませぬ、 又大 勘で K しい、 不幸 露； S と ffl 逸が 講和を 
締結 致した _ には、 露國は 純然たる 日本 及 聯合 14 國 
の敵國 となる 狀勢に 在ります •故に 此蹀國 の 救濟に 
對 して， 先刻 太 fl が 英米の 窓 見と 不一致の 點迄も 申 
上げた 如く， 是等に 付て 帝 阀 は當然 英米と 協調を 今 
日爲 しつつ ありませ うな、 其 事の 有無 如何。 

【國秸 大 15 法 m 博士 子 K 本 野 I 郎君 登 壞〕 

〇阈 務大 K (法® 博士 子爵 本 野 一郎 封) 此 問題は 無 
論重耍 な 問 !? -fi であります から， 聯合 與阀 間の 意見の 
交換は 絕ぇず やつて K る 事で ございます、 左 棟 御 承 
知を …： 

007 "月 小 太郎冇 然らぱ 今日に 至つ ては 當然阈 交斷 
絕 として 露國 に對し 之を 取扱 ふ ものと 認めて 宜しう 
ございます か。 

〔阀 務大臣 法 mig 士子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 

0S 務 大臣 (法 m 博士 子爵 本 野 一 郎君〕 まだ 國交斷 

絕と云 ふ 迄の 點には 违 して 居り ませぬ。 

o a 長 (大岡 育造 君〕 日程 第 十五、 緻維原 料 政策 及 

辙物閊 幅獎® に關 する 纽議 案を 議題と 致します —— 

武藤 金吉 君、 

第 十五® 維 原 科 政策 及 織物 照 幅獎勵 に關 

する 建 ig 案 (武藤 金 吉君外 一名 提 

出) 

燃 維 原料 政策 及 織物 fig 幅獎励 に關 する 建議案 

攒維 原料 政策 及 織物 廣幅獎 抛に 關 する 建蹯 

一 政府は 速に 棉花の 自給自足の 根本 方針を 確立す 

へし 

一 政府 ii 帝國内 に 於て Is 羊 飼育の 計 迸を 立てられ 

しと 雖 羊毛の 需要供給の® に 副は す 宜しく 國外 

に 於て 之 か自洽 自足の 途を講 すへ し 

一 政府は 帝 M3 の 粒 絲椠 政策を 確立す ると 同時に 支 

那 民 國の粒 絲萊を 指導 扶掖 し經濟 的# 隣の 誼を 

全うすへ し 

一 政府は 紹絲紡 辕に關 する 科學を 講究す る 爲適當 

の學 校に 速に 之 か 施設を 爲すへ し 

f 政府は I 般® 物を 幅 鯨尺 一尺八寸 a 一 十七 吋) 

長鲸尺四丈八尺(二十磘〕以上連紹せる廣幅に 

改めし むる 爲之 か獎勵 の 方法を 諝 すへ し 

右 fs 議す 

〔武藤 金吉君 登 ® 〕  ^ 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇武 藤金吉 君 ^ 維 Is 料 政策 及磔 物 {Ji 幅 獎励 に關す 


る纽 議案の 要旨を 說 明を 致したい と 思 ひます、 其 要 
旨は 一、 政府は 速に 棉花の 0 給 自足の 根本 方針を 確 
立すべし 一、 政府は 帝 國內に 於て 緬羊 飼育の 計畫を 
立てられ しと 雖も 、羊毛の 需要供給の 實に 副は ず、 
宜しく 國 外に 於て 之が 自給自足の 途を講 ずべ し •一 
政府は 帝 國の粒 絲築 政策を 確立す ると 同時に 支那 民 
國 の 〇 絲業を 指 ? S 扶掖 し、 經濟的 善 鄰の誼 を完 うす 
べし >  1、 政府は 絹絲 紡績に 關 する 科學を 攻究す る 
爲め適 當の學 校の 速に 之が 施設を 爲す べし、 一、 政 
府は一般織物を幅鯨尺一尺八寸二十七吋長さ鯨尺四 
丈 八 M 1 1 十 「ヤー ル」 以上 連續せ る廣 幅に 改める 爲め 
之が 獎® 方法を 11 ずべ し、 是が妞 議の項 H であり ま 
す、 此五孭 目に 對 しまして 極めて 解り县 く說 明を 致 
しまして 御 協鹜を 得たい と 思 ふので あります、 御 承 
知の 如く 此緻維 原料 政策 即ち 棉花 羊毛 絹絲に 就き ま 
しては、 それ 政府 當 局に 於き ましても. 詳細な 
る 調査を され、 又 研究を されて 居ります るが、 未だ 
是 等の 自給自足の 根本 政策 ほ、 未だ 完から ずと 申し 
て宜 からう と 思 ふので あります、 而 して 其 中の 綿花 
の 政策に 至りまして は •我 帝 國は逍 憾な がら 棉花の 
自給自足と 云 ふ 事に 就きましては •棉花の 栽培 地を 
持ち ませぬ •若し 竅 释 朝鮮の 新 領土に 於き まして 之 
を 栽培 致します としても •我國 の 今日の 需要の 十分 
の 一 も充た す 事は 出來な いのであります •而 して 此 
棉花の 問題 13: 現在に 於て、 將來に 於て 非常の 大問題 
でありまして、 即ち 國防 の計进 ，鐵 の 間 題、 食糧の 
問題と 共に 並んで 是は 進んで 行かなければ ならぬ 重 
犬な 案件で あると 思 ふので あります iB 憾な がら 此棉 
花の鲩 入、 此紡績 ，此 原料を 取る と 云 ふこと に 就き 
ましては、 未だ 吾々 は 之に 安心を する 時機に 至つ て 

居ない、 我國 家の 輸入 iffl は 約 二 億 八 千 萬圓 になつて 

居ります、 而して 其 紡拔 の錘數 も， 今日は！ 一 百 八十 

萬 錘に なつて rf ります、 然るに 此 棉花の 根本 方針は 

全く 立つ て 居ない と 思 ふので あります、 政府 ほ 現在 

に 於て 將來に 於て 之を どうす る 積り であるか、 此問 

題に 付て 具體的 の調赉 を 以て、 現在 及 將來 、此棉 花 

の 自給自足を 圖ると 云 ふことは、 最も 今日の 急務で 

あると 信じまして •此 問題を 提出を 致しました 次第 

であります、 次 ほ 芊 毛の 問題であります、 此 羊毛の 

問題に 付て は、 铧算の 表て に 於き まして、 諸君 も 御 

承知の 通り、 二十 3;: 箇 年計畫 三十 餘萬 圓を以 ちまし 

て I 三十 萬 圓餘を 以て 國內に 於て 百 萬 頭の 緬羊を 
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造つ て やつて 行く と 云 ふ iff であります るが、 恐らく 
は 此 問題は 憲政 會の諸 君 等は、 廢案 にして 仕舞 ふと 
S ふ 迄 否決の 案を 出された 位であります、 私共 此計 
迸は 農家の 副 * として 良い と 思 ひます が、 二十 五 年 
の 後に 果して 政府が 此 目的を 達し 得る や 否やと 云 ふ 
事に 付て は、 未だ 疑を 去る 事は 出来ぬ のであります 
然らぱ 我國に 於て 昨年の 如きは 輸入額に 於て 四十 萬 
圓 •其 斤量に 於て I 千 萬 斤の 羊毛は 谷 國から 泣く が 
如く 拜むが 如くに して 買 入れて 居ります、 即ち 今後 
の 羊毛の 輸入の 途に 付きまして は* 幾 ど 成案が 無い 
のでない かと 思 ふ， nfi して 此 羊毛の 紡績 事業の 如き 
は、 未だ 其錘數 も 僅か 十九 萬 錘し か ありませ ぬ •然 
らば どぅして 我 帝國 は此 羊毛を 得る と 云 ふ 事は- 是 
亦 棉花と 同様に •此 問題を 考礅 しなければ ならぬ 秋 
で 無い かと も 私 (i 考へ まする >  此 羊毛の 政策は 隣阈 
支那 •即ち 我 帝國の 勢力 範圍 になつ て 居ります 所の 
滿洲及 蒙古 方面に 此 羊毛 買 入の 方法を 採る と 云 ふ 事 
は、 最も 國內に 於て 此緬羊 飼育の 計畫 をな すと 同時 
に、 立てなければ ならぬ 問題で 無い かと 思 ふ、 御 承 
知の 通り 滿洲 蒙古は 帝 國の約 五倍の 土地を 有し、 現 
在 居る 所の 緬羊の 如き も、 正確の 統計を 得る 事は 出 
來ませ ぬが、 約 二 百 五十 萬 頭と 稱 して 居る、 是が飼 
育の 改良 羊毛の 改良 等に 付きましても、 南 滿洲鏺 道 
會 社 等に 於き まして if 旣に數 年間の 試驗も 積で 居 
る、 又 試驗の 成續も 公表され て 居る、 然らば 此方 法 
ほ 何故に 一日 も 速く 滿洲 蒙古 方面に 採らぬ ので ある 
か、 之を 採つ て .H 給 自足の 策を 實行 する に 於き まし 
て ほ、 確に 我 帝國に 於て此 ： 毛の 事 f; と 云 ふ ものは 
差 支ない 位になる と 思 ひます， -e れを する に付き ま 
して 政府は 直接に 之を 行る ことは m 來 ますまい から 
滿洲 蒙古 方面に 飼育の 研究 場を •個人な り會 社な り 
が やります れば •相當 の 保護を し、 又 個人な り會社 
なりが 羊毛 買 入の 途を 立つ て參 ります れぱ 、保護 獎 
励 する 相當の 方法を 講じて やります れば 、此 羊毛の 
自給自足と云ふ事ほ、寧ろ棉花の自給自足ょりも、 
此 案を 實行 すると 云 ふ 事が 宜しく 無い かと 思 ふ、 然 
るに阈 外に 於て —— 啻に 帝國內 に 於て 許りでなく， 
國 外に 此 政策を 行 ふと 云 ふ 事が 最も 喜ぶべき 事で な 
いかと 考 へて、 此 案を 提出 致した 次第であります、 
次に 輮絲業 政策であります、 此 ■絲業 政策に 付き ま 
して ほ、 多年 ii は 此演 壇に 立つ て 唱道して 居ります 
から •今日は 極めて 省略して 詳しき 事は 申し ませぬ 


此蠶絲 業の 紹 絲 に付きまして は、 今日 非常の 產額を 
佾 しまして* 世界の 生產 額の 五 割 以上を 出して、 而 
も此 世界 戰時 中に 於き ましても， 優に 歐米各 國に榆 
出を なし 種々 なる 相場の 變動 I 時局の 危險 にも 際 
會 して 居ります が、 其 割合には 相場 も 下げずに 置く 
と 云 ふことは、 國 家の 爲に 誠に 仕 合せであります、 
併ながら 政府は 國內に 於て 物俏の 調節 令を 出して、 
さう して 暴利を 貪らん とする 者を 取締る 事には 御 注 
意に なつて 居ります が、 此生絲 の —— 蠶絲 の ffl 場の 
變動 に付きまして は-何等の 表に 現 はれた 取締の 御 
注意が 少しも 足らぬ —— 少しで ない、 大に 足らぬ や 
うに 私は 見る ので ある、 亞米利 加から 或 商 賣 人の 電 
報が 米國ほ 生絲を 買は ないやう になる と 云つ て來た 
然るに 橫贸の 生絲試 驗所か ら特 派され て 居る 所の 官 
吏は、 心配す るに 及ばぬ と 云 ふ® 報を 打つ た* 一方 
ほ II 入 禁止になる •相場が 變動 致す と 云 ふこと が® 
濱に 入る •一方 農 商務省の 支配の 下に 居る 生絲 檢査 
所の 官吏が 打つ® 報は、 之に M 對にな つて 居る* 橫 
m の 商人が 受取る 電報と 非常な 懸隔が ある 是が爲 相 
場の 上に 一日の 內に 非常な 惑を 生ずる， 長い間 此相 
場が 保てない、 加 之 彼の®® 蠶 絲取引 所の 如き は， 
定期 市場に 於て 此 電報の 變動如 W に 依て 賣 買を する 
ものであります から、 非常に 地方の 養蠶 家に 迷惑を 
掛け、 製絲 家に 迷惑を 掛けた、 故に 戰爭以 來生絲 の 
上の 賣高 ，輸出 貿易 額 ほ 增進 致して 抝〇 ます けれど 
も •此 間に 於て 少しも 營 業の 安固と.- K ふ 事を 未だ 認 
むる 譯に はいかぬ， lit の 如く 一の 電報に 依て， 二十 
萬 三十 萬 乃至 五十 萬 も 致す 相場の 關 係を 持つ 問題に 
f-i きまして、 何故に 政府は 是 等の 御 取締を なさらぬ 
か、 御 取締に ならぬ 許りで 無く、 是等の 事は 十分に 
同業者を して 安心させる 丈の 方法を 講ずる のが、 現 
在の 今日に 於け る 所の 急務で ある， 同時に 更に 帝國 
の S 絲椠 政策に 付きまして ほ、 未だ 敎 育の點 から 行 
きましても •資金 政策の 點から 行きましても、 爲替 
金融 機關 に付きましても、 總て 當院は 多年 建議案 i 
なり、 法律の 改正と なつて 希望を ® せられて 居る 所 
の 蠶業 政策 ほ 未だ 行 ほれて 居らぬ 加 之是に 伴 ふ 所の 
總 ての 事情 •制度の 改正 若く ば 船腹の 關 係爲替 の 關 
係 等に 付ても 非常に li] 家の 經濟の 上から 又 全 國に於 
ける 多數の 生脔 業者を 保 諮す る 上から、 大切な 問題 
である にも拘らず、 未だ 蠶業 政策が 確定を 見る に 及 
ばぬ の {X 遺憾と する • 此 場合に 於て 益々 羊毛 棉花と 
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並で ES 絲業 政策を 碑 立し て ■  K 內に於 て 之を 指 苺し 
而 して 錕 國支郝 の S 絲菜に 付-— しても、 亦 深く 考 
へな けれ ! i* ならぬ ので あり •* • > 御 承知の 如く 支那 
の蠶絲 業は 1>f: 界生產 額の 二割 五 步を 現在に 於て 出し 
て 居る 今や 支那の a 絲業ほ 全く 帝國が 之を 指導 扶掖 
して -? 1 絲に 於ても 莽 S に 於ても 種子の 改良に 於ても 
禅 01 上の 關係に 於ても 鄰國 支那の 1E 絲檠 を WJ けて 翦 
いて 行く と 云 ふ 方針を 採る の •か 帝 國の 任務で あると 
同時に、 又 我 本國に 於け る 現在の e 絲諾 をして、 完 
全に 將來に 之を やつて 行く 所の 途で あらぅ と 思 ふ、 
然るに 茭那の 製 絲及養 11 總 ての 事に 付きまして ほ、 
從來ほ政府は極めて支那の赛行ほ餘り進步させてほ 
いかぬ、 興 絲も餘 り 構つて ほいかぬ と； K ふ 方針で あ 
ります が •今日は 稍々 其 考が旗 づ て參つ て、 政府に 

於き ましても 是れが 注意を 拂はれ て、 支那の 櫧絲業 

は 即ち 指 rg! 誘掖 をして 經濟關 係を 結んで 製絲 業の 如 

き ほ 我 帝國の 製絲築 と共に やつて 行かなければ なら 

ぬと 云 ふ 御考を 持つ て來た と 云 ふこと ほ 喜ぶべき IJf 

であります 离 ぷべ きこと であります が 實 際に 於て 何 

等の 施設 も爰に 見る 事の /! ! 来ない の ほ 甚だ 遺憾と す 

るので あります 故に 此方 法を 竄絲業 政策の 上に® 行 

して 隣り の國の 支那を 指導 W 益して 經濟關 係を 密接 

にして 世界に 於け る 所の 0 絲 業の 覇權を 我 帝 國が握 

ると 云 ふ 所の 確 H なる 政策を 今日に 於て 立てる こと 

が必耍 であると 思 ひまして 此 案を 提出 致しました 次 

第であります 次に ほ 此蠶 絲に關 係を 致しまして、 絹 

絲紡 綴に 關 する 學 問を 攻究す る爲に 政府 {X 適當な る 

瓔 校に K 施設を 速に して 貰 ひたいと 云 ふので ありま 

す、 本年の 豫 算 の 上に ほ 文部省の 所管の 方で ほ、 上 

田 粒 絲學 校から 此豫算 を 要求したら、 大藏错 に 出て 

取消され て 仕舞 ふた さぅ であります が、 誠に 是ほ殘 

念で ありす、 我 絹 絲紡續 の 原料は、 即ち 生絲暦 物が 

原料であります、 現在に 於て 二 百 萬 貫屉物 が あるの 

であります、 此曆 物が Mf 物と して 外國 に / 1!. ますから 

して 暦 物の 價に しかなら ぬ、 之を 晒 白 致しまして 絹 

物 紡 ar に 製し ますれば、 現在の 二百 萬 貫は 價に 致し 

ますれば ■曆 物であります れぱ、 随 に 一千 萬 圓の上 

しかない のであります が、 之を モ絲 紡績に して 出し 

ましたなら ば， 陽に 艽六千 萬圓 になつ て 出る ので あ 

ります、 然るに 絹絲紡 緩の a 在の 狀態ほ どうかと 中 

しま すれば、 錘は 僅に 十一 萬 四百 錘し かご ざい ませ 

ぬ、 而 して 此會社 ほ 鐘ケ 淵紡續 •富士 紡績‘ もう 一 


つ磬代 PJ 島縣に 一箇所あります、 此三 箇所し かない 
而 して 今や 此 工業 發展の 場合に 於て • !? 業 家 ほ 資本 
を 投じて 之を やらぅ としても 技師が ありませ ぬ 又 賭 
械の 製造す る 所の 場所が ありませ ぬ 錘が ありませ ぬ 
爲に 近來ほ 唯々 之を 屉 物を 晒 白して 出す 丈の 運び ほ 
出來 て pr る # 社 ! i 七 八つ 會社が あります けれども 絹 
絲紡紐 をす る 所が 無い のであります 故に 此絹絲 紡 辍 
の 科學の 研究を する 所の® 校 ほ 或 (i 上田 蠶絲舉 校 か 
東京 西ヶ 原の 齧 絲學校 か 若く ほ 高等 工業な りに 追加 
務算を 出しても、 急設を 致しまして 此曆 物を 絹絲紡 
辍に する， 即ち 廢 物を 利用して 國 家の 用に 立たせる 
と 云 ふことは •最も 必要で あるの みならず， 殊に 又 
lit 界の鼢 亂ほ斯 の 如く 紛糾して、 綿 も來な い 羊毛 も 
來ないと云ふ場合に於きましてほ、此絹絲紡罈は防 
寒 用の 毛織物に 優る のであります >  又 木綿に 比して 
强力に 於て 持つ 力に 於て、 木綿ょり 以上であります 
内地に 於て 二百 萬 貫の 曆物が ある、 又 支那に 一 百 萬 
貫あります、 三百 萬 貫の 曆 物を 之を 絹絲 紡績に 致し 
ますに ほ 約 百 三十 萬 錘の 錘が 要ります  >  此百三 -l- M 
錘の 錘を 桁 へても、 此 原料に 匹敵す る_ であり ませ 
ぬが、 一朝 國家 有事の 日に 於て、 若し 棉花の 輸入が 
不足し 羊毛の 輸入が 不足した 時に， 此絹絲 紡績を 以 
て國 家の 急に 腋じ 、棉花 羊毛の 代用を する こと も最 
も 必要で ある. 殊に 此 自給自足と 云 ふこと に付き ま 
しては、 棉花 羊毛 絹絲 紡績 等であります が， 私は 自 
給 自足と 云 ふことは、 國內に 於て 有る 原料を 以て 總 
てのものに 充てる のが 自給自足の 策で ないか、 何 ぞ 
木棉 羊毛で 絹絲 紡績の 區 別を する 必要 ほない、 國內 
に 有る ものを 以て 間に合は す 性質が 自給自足の 根本 
方針と 思 ひます* ffi るに 斯る 事を 考へ ずして 羊毛が 

来ない と 一 K つて 英吉利 政府に 泣きつ き>  亞 米 利 加 政 

府に 泣きつ き、 綿の 如きに 付きましても， 其 成 行に 

任して 置く と 云 ふこと ほ •口に 自給自足を 唱 へても 

實 際 自給自足の 政策が 行れ て 居る もので ない と 思 ふ 

况や此 世界の 戰亂に 於て 絹絲ほ 暨澤 品で ある、 奢侈 

品で あると 云 ふこと ほ 取 除けて 仕舞つ て， 絹絲は 軍 

需品 中で 最も 重要なる 物品に なつて 居ります， 彼の 

爆诹 若く ほ 大砲の 彈丸ほ ，從來 綿 若く (X 紙 若く (3: 絹 

絲等で 包まれました ものが， 今日 ほ 爆彈 大砲の 彈丸 

ほ 此絹絲 紡續で 織りました 織物で なければ 爆 發の効 

力が 鈍い と 云つ て 而も 此！ I 物を 以て 造って 居る ので 

あります 又 飛行機の 羽の 如き 又卅界 各國の 軍隊で 用 


ゆる 「シャッ」 の 如き 毛 ばかりで ほ 持たぬ からして 
絹 絲を 上に 入れて 毛を 人れ ると 云ふ筠 物が Ea られて 
居ります 戰時 中に 於ても 此絹絲 •即ち 生絲 絹絲 紡 la 
は 今日に 於て 用を 爲 して 居る 又 防寒 用に 付きまして 
も 私 ほ 防寒 用具と して 毛皮 若く ほ 羅紗が 一番 重要な 
ものと 思 ひました •か 自 分が 寒い 所を 旅行して 見ます 
と 防寒 用は 毛皮の 次は 眞綿 であります 即ち 絹 絲紡鈸 
の如き防寒の上から云つて .4 ,小さい點から云つて 
も •最も at 自給自足に 當嵌 めて 攻究す る 必要が あり 
ほせぬ かと 思 ひます、 併ながら 之を 拖へ るに ほ 技師 
も 無ければ ならぬ、 學問も 無ければ ならぬ、 此學問 
も 無い、 技 肺 も 無い 併ながら 今日 科 學の發 達は 直ち 
に 之を 施設して、 攻究 すれば 機械 も 出 來 、技 肺 も (J1 
來ま すから、 私は 絹 絲 紡績を 速に 自給自足の 方針に 
從つて 施設を する、 殊に 取敢 へず 追加 豫算な り 出し 
て 施設して 賈ひた いと 云 ふこと が、 此建 議案の 要旨 
の I であります， 次 ほ 一般の 織物を 匮い 幅に 致し ま 
して、 幅 一尺八寸 長さを 四 丈 八 尺 以上 逋續 する 所の 
廣 幅の 織物に すると 云 ふこと を獎 励す る ことに、 政 
府で 努めて 貰 ひたいと 云 ふので あります、 諸君、 世 
界 中に 於て 九寸幅 で 二 丈 八 尺 乃至 三 丈の 一反を 以て 
一人前に 充てる と -. K ふが 如き 著 物を 作る 國民ほ 、世 
界中廣 しと 雖も 日本より 外に 無い のであります、 支 
那 印度 朝鮮の 如き も 幅 廣を用 ひて 居る のであります 
何故 それなら 廣幅 にす るかと 申します と廣い 幅を 用 
ゆる —— 問 幅に する 以上 ほ 先 づ國民 生活の 上に 於て 
非常に 得が あるので あります、 又 外に 向つ て ほ 11:1: 界 
共 iffl の 織物を 織つ て 輸出す る ことが II', 來るが 日本の 
織物 ほ 何れの 國に 向つ て も 轍 出が 出来ぬ ので ありま 
す 日本の 如く 此絹絲 に 於て 殆ど 世界の 生®' 額の 五 割 
以上を 持つて 居る 所の、 此 原料の 豊富な 國で國 民の 
薪る 薪 物が P 来の 九寸幅 一反の ものに 小 切れで やつ 
て 居る ものは、 どの 點か ら考 へても 是れほ 不經濟 で 
あります、 個人の 經濟 のみならず、 國 家の 不經濟 で 
あります 1 故に 此の 廣 幅を 奬_ 致しまして、 國 民生 
活の 上から 改正を 致して 置く と 云 ふこと ほ 必要で あ 
る、 どぅ 云 ふ 風の 計算が 出る かと 申します と、 今日 
の 一反 物であります と 小さい 人 ほ ^ —野田 卯太郞 君 
の 如き 人は 一反で 足らぬ か 知り ませぬ が、 八 木 逸郎 
君の 如き 御 方には 一反で 大分 餘り ます、 普通の 人で 
ありましても 五 尺 や 八 尺は 大低餘 る、 是ほ 何もなら 
ぬ、 非常に 不經濟 で、 假に 現在の 織物が 四 反 あれば 


_  三 七 二 

五入分の著物が出米る，又年朵に佐0ましても，一 
軒の 家で 御！ 2 さん も •娘さん も •其 ^ さん も、 W や 
ると 云 ふこと にな 〇 ますれ : t' .亦 sv o 方に 致し まし 
て も、 自然 ! S 福に すれ ぱ捭 B C 改良を (!t す ことにた. 
ります、 又 染色の 點 に 於て、 nct『； に 於て， て 
能 架の 點に 於て、 非常に 經濟で あります、 之を 一变 
货 行し ましたなら ば、 國家 〇 紳濟 の 上に 亦 倜人の 7 
濟 •勞 ® の 能率、 總ての 點に 於て 非常な 得の あろ.. -B 
の •か 未だ 行 ほ れて 居らぬ のであります、 仲ながら 之 
を一時に急に改めると云ふ事ほ、何千年と云ふ =?7 £ 
もあります から 出 來ませ ぬが、 漸次 政府が 之を ^. ® 
して、 內に 於て ほ® 家の 經济を 阑 〇、 又國民 生活 C 
經濟 を W り勞磡 能率を 餘すや ぅにし •外に 向つ ては 
世 界に我 織物を 除 出す ると 云 ふ ^ が， )' !<■ も必奴 では 
ないか、 諸君、 旣に 昨年に 於け る 所の 輸出 織物 ほ • 
木綿 「メリ ヤス」 等に 於て 一 億 三千 萬 la 輸出され て 居 
ります 絹織物に 於て ほ 羽 二 K 其 他の 加工品が 七 千！ s? 
圓 、即ち 絹綿 織物の 輸出が 約 二位に 途して ： £ ります 
本年の 如き ! 3: 二 億 五 千 萬 «1 の 織物が 必ず；！ 出される 
であらぅ と 思 ひます、 是 等の 織物は 此戰苹 屮に 於て 
も、 世界 各 國の國 民の 必需品で あります から， 中々 
注文が 入つ て 来る、 是ほ政 府が獎 _ したので もな け 
れば 、常 業者が 努力した ので もない、 然るに 昨年の 
如き ほ 一箇年に 三千 萬圆も 絹織物の みに 於て激 咐し 
て 居る •木 年の 如き ほ 此分で 行きましたならば、 縱 
し ilpi 米 利 加が 制限 令を 出しても、 五六 千 萬 脚は 航え 
ると 思 ひます、 加 之 印度支那 方面に 於て ほ、 此絹綿 
織物を 非常に 嗒 好して 居ります、 然るに 日本の 此織 
物 ほ 染色に 於て、 織 方に 於て、 或 (X 意 15: に 於て、 其 
他 總て の點に 於いて、 亞米利 加の 機 や、 或 (X 佛閙西 
の 機 や •伊太利の 機に 比して、 決して 劣つ て 居り ま 
せぬ、 其 技術に 於て、 織 方に 於て、 染色に 於て， 決 
して 遜色の ある ものでは ない、 然らば 幅 さへ 擗げて 
行つ たなら ば 111: 界の人 類は 吾々 日本人の 嗜好す る 物 
を 買 ふので あります、 現に 近 來資れ まする 所の 織物 
を 見ます と、 縮緬 類の 如き、 又 それょり 品位の 下つ 
た 此 一般の 下層階級、 中流 階級に 向 ふ紬 銘仙 類を 非 
常に 勸迎 します、 印度支那に 於て ほ 上中下を irti じて 
賴 迎され て 尉り ます、 又 餅の 如き ほ 印度 婦人の 崧に 
なり 或は 支那 婦人の 著 物に なつて 酎る のであります 
期の 如き 狀璐で あります から、 此轍 物を 賭 幅に する 
と 云 ふ 事は、 非常に 私は 國家內 外に 對 して 急務で あ 
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ら 5 と 信じます •併ながら 之を 改良す るに 付き まし 
ては •從來 の ^ m を 一掃す ると 2;- ふ ? II が、 非常に™ 
雜 であります から、 政府は 適當の 方法を 以て、 先づ 
lit 席 幅に 織る と 云 ふ 事を 骑勵 し、 而し て外國 に® 出 
する 織物を 獎勵 すると S ふ 事が、 今日 非常に 急務で 
はない かと 考 へます、 是 •か lit 攒維原 料 政策 及 撤 物 ! ar 
幅獎砌 に關 する ?！ i 讁 案の耍 旨であります、 尚 ほ 細か 
い 事を 申し ますれば、 何程で も 材料 もあります けれ 
ども、 それ 13: 却て 御迷惑と 存じます るから、 先ず 大 
猾の鈕 S を 申 上げまして •御 協 铰に與 つて、 此 案の 
成立す る やぅに* 而 して 政府に 於き ましても 御 實行 
なさる やぅに 致したい と考 へます、 何分 } I しく •御 願 
ひ Ffl します (拍手 起る) 

0 岩 崎 動 君 木 案は SI 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ むこと を 望みます。 

〇耦長 (大岡 育造 ： -<; )岩崎君の砌_に御異議が無い 

と 認めます、 就て は 謖長 指名 九 名の 委 《 に f-J- 託する 

ことに 決しました、 日程 第 十六、 陰陽 連絡 席 江 鏺 道 

速成に 關す る纽讁 案を 通 題に 供し ま-! - 提出者 tu 

松隆® 君。 

第 十六 陰陽 速 絡 盟江鐵 通 速成に 關 する 建 

篯案 (恒松 陵 蹉嵙 提出) 

陰陽 連絡 B5 II: 鐵道 速成に 關 する ffi 議案 

陰陽 連絡 K5 7T 鐵道速 成に 關 する 建議 

本鐵 道は 山陰 山陽 中部を 顷斷 すへ き 迪絡鐵 通の 裸 

定線 にして® 備雲 石に 牽聯し 其の 沿線に 於け る鑣 

物 薪炭 木材 等の 席 出を 促し 殊に 軍事 商業 及 文化の 

開發上 頗る 緊急な 線路なる を 以て® に 第 十二 回、 

第二 十七 回 及第 二十 八 回議 宵に 於て 建議したり 然 

るに 其の後 政府は 或は 調査に 或は 晒 費の 緩急に 藉 

口し 二 十 年の 久しき 荏苒 未た 其の 計 5S に 著 手せ し 

を B3 かす® 家の 進 連 上 徒に il!< 府の 施設に 俟つ こと 

能は さるを 以て 遂に ！ J5 . S 三次 rti! に 私設 輕 便 鐵道を 

敷設し 以て I 時の 急に [ffi ふるの 已むな きに 出て た 

り 今や 谷地 方に 於いて 豫定せ られ さりし 新 線の ^ 

々建設せられ る、 の 時に 方 〇挪〇 多年 急設を 要望 

したる 本線に 對し其 の IJi 策す る 所な きは 甚た瓰 憾 

とする 所な 〇 若 夫れ 政府に 於て 速に 本鍈适 の 敷設 

に著手し_き捋怙の存するぁらは照总三次間の私 

設 辟便線を利用し以て诹岛縣下三次ょり烏根縣下 

江 雄 間に 軻 问 羝道を 速成す へし 

右 ?! t p. す 


1 :恒 松隨間 羿登 塯〕 

〔拍手 起る〕 

o tii 松隆® 君發に 先 5K の武藤 君が、 提出の 理由を 
喋々 述べられました 其 後に 出た 私が， 餘り 長い 事を 
申 述べます ると、 諸君の 倦 . ■§; を來 します から、 U1 來 
得る丈ほ簡 52 に致しますが、併ながら折角此所に登 
つたこと であります から、 , r; く 諸君の 御 耐忍を 願 ひ 
たいと 思 ひます、 此建雜 案は 山陰 山陽 速 絡 操 定線中 
最も W なる 線路でありまして、 鐵道敷 設法發 布の 當 
時、 旣に 之を TI 5E 線に 繰 入れて あつた 線であります 
爾後 M 々不肯 などが 速成の 建 謅 案を 出しまして、 本 
院に 於て は 何時も 全會 一致を 以て 可決して 下さつ た 
のであります、 亦 政府 も 本線を ) « 耍視 して 兩 度まで 
調査して 居る ので あ 〇 ます、 然るに 近來 何となく 他 
に 重きを K かれて、 新 線路 計 S3: 或 ほ 延長と 云 ふやう 
な 時隗に 達した にも拘らず、 本線を 度外視して 恰も 
撋子 扱を して 居る やうな 感を 持つ て 居る ので ありま 
す、 詰り 運 励が 足らない 結果で あるか も 知れ ませぬ 
が 然るに 木 線は 廣 B と 島根の 濱 田と を迎 絡す るの が 
目的であります けれども 照 島 市と 備 後の 一一 一次 間の 四 
十二 哩は 政府で やつて 吳れな ければ 仕方がない と 云 
ふので 地方の 人が 非常な ?! f 發を以 て、 餒備鐵 3 株式 
會 社が 輕便 線を 敷設し まして、 大正 四 年 六月ょり 旣 
に 開通して 居ります し •又濱 田と 江津間 は ■か 十餘 
哩で ‘是ほ 山陰 鐵道が 旣に 敷設に 著 手して 今 工事中 
で 御 ざいます、 是 にも 矢 張來 年度には ill 來上 る， 結 
局 私 も 幾分 讓步 しまして 、廣島 三次 間 ほ 姑く 措いて 
其 代り 三次ょり 川 木を 經て江 律の 間 約 六十 四哩 丈を 
建設して 吳れ ては どうで あるかと 云 ふので あります 
本線を 敷設す るに ほ 幾許の 金を 要する かと 云へ ば， 

訊 設費約 一千 四十 萬圓で 、而も 此 中には 物 僧 騰貴の 

割 -^ も 見込んで あるので あります、 斯樣な 次第で あ 

りまして、 RS 島 縣と 島根縣 とは 腹と 背と 相 接して、 

屮國 の中樞 部を BC して 居る、 產業上 其 他 極めて 密接 

不離の 關係 ある ほ 勿論 •軍事上に ほ 我濱 m 聯隊 區に 

は 席 島 縣 下の 鏤 三部が® して 居り、 松 江聯 餘區 にも 

矢 張廣島 縣 下の 或 一部が 所随 して 居ります が、 将年 

十二月の 新兵 人營の 時には、 遠方の 是等の 諸 部から 

遙 々二 三十 里の 險蚶な る 山路を 歩いて 来ねば ならぬ 

ので！：： に 毎年 苦しい 目を 見て 居る のであります >  併 
ながら 是ほ 平時であります から、 少 々不平 不滿 位が 

あつても 我慢 も 出来 ませう が、 一朝 有斟の 時には ど 


うなる か •是 等の 聯隊 励錢の 不 便は 想像 外で ありま 
して、 現に 北淸事 變や □露 戰役の 折に ほどうで あつ 
か、 濱田の 二十 一 聯隊は、 ES 島 迄 滞か 三十 里の 路を 
三 Q も a したと 云 ふ 次第であります* 昔で さへ も 左 
陳 な 事で あるが •技 (3: 拙速を 貴ぶ と 云 ひ、 又 神速 襖 
敏は m 兵の 第一 要件と して 居る のに， 飛行 M や®: 動 
車を M 用す る 今 n, 斯の 如き 励 員 上の 缺點 を輕 々に 
看過す のは 實に 吾々 (3: 合 點 が 行かぬ と 思 ふ 次第で あ 
ります， 軍事に 交通に 產業に 此の 如き 不幸を 蒙つ て 
居ります ので •廣島 縣 ほ 三次 町長、 又 島根 縣ほ 邑智 
郡 川 本 村長 其 他ょり、 年々 請願を 提出して 居ります 
が、 いつも 院議 ほ 採榴 になる ので ある 之を 滿場 一致 
で 可決して 下す つても •未だ 實 行の 運びに 接する に 
至らぬ である、 山陽と 山陰と {3: 日 木の 裏と 表で、 天 
與の惠 に 於て 旣に大 なる 厚薄が ある 上に 更に 人爲を 
以て 此暖 かな 所での び 〇 と 育つ た 子供を 可愛がつ 
て， 益々 其 成長を 助けながら、 山陰 道の やうな 不幸 
なる 文化 產業 の發 育： 个完金 な 所の 民は、 11 子 扱 ひに 
して， 營養不 良に 陷ら しむる と 云 ふこと ほ、 慈悲 あ 

る 親と して - 一視同仁を 本旨と する 國家 として 如 

何で ありませ うか斯 樣な 事は 鐵道國 有の 本義に ほ 悖 
りは せぬ かと 思 ふので ある •そこで 此 日本の 脊髓と 
なつて 居る 山陰 山陽の 境の® ® たる 大山 脈に ほ、 澤 
山の 鑛 物と 千古 斧 斥の 入らざる 大森 林が •連々 幾 十 
里の 間 連 續して 居ります が 運輸 機關な きが 爲 めに、 
此等 驚くべき 多量の 富 ほ 空しく 死藏 せられて 居る の 
であります、 そこで 民間の 有志 ほ 吐 政府の 緩慢なる 
措置を ia 憾と 致して、 遂に 廣 島と 三次の 間に 前陳の 
如く® 便 線を 敷いて、 一昨々 年來國 家の 補給 も 受け 
ずして 之を fe! 營し •國 家に 忠勤を 盡 して 居る ので あ 
る， 斯樣な 次第であります からして、 此輕便 線の S 
めに 三次 以南は 差當り 交通 運輸の 便 も 開けて 參りま 
したが、 三次 以北 ほ 依然として 河 船 や 馬の 背で 不便 
を 忍んで 居る のであります から •どうか 政府は 此輕 
便鐵 道を 利用して •三次ょり 川 本を 經て江 律に 至る 
間、 即ち 山陰 濱田 線に 連絡す る 所の 鐵道を 敷設す る 
の 計 迸を 立て、 貰 ひたいと、 諸 打に！！ 情して 貰 ひた 
いので ある、 それに 付て 木 線路が 若し 出来ない と 云 
ふ事ならぱ，.本線路ほ一千萬圓位で ?/1: 盥年位の計畫 
で 造作 もな V* ので あるが， 已 むを 得ず んぱ それを 負 
けまして* 輕便鐵 道で も 宜しう 御 ざいます から、 さ 
うなれば 命 も 少額で 敷かれる から、 若し 本 線路が 暇 


取るなら ば， 差 向き 輕便鐵 51 でも 宜しい から， 速に 
敷設して 焦眉の急を 救 はれむ ことを； I 場 諸君に 三拜 
九拜 して 諸君の 御 質 成を M ふので あります、 

0 岩 崎勸君 本案は 翳 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
f-l 託せられん ことを 望みます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 載に 御異 S はない 
と 認めます、 即ち 本案は 謅長 指名 九 名の 委員に 付託 
する に 決しました I 日程 第 十七、® 良 職工 表彰に 
關 する 建議案を 議題と 致します i 委員長 澤來太 郎 
君。 

第 十七® £1! 職工 表彰に 關する 建議案 (成 
田 榮信君 提出〕 委員長 報吿 

〔澤來 太 郎君 登壇〕 

〇澤 來太郞 君 本 M は 極めて 簡單に 本案委 M 會の大 
要を 御報吿 致します、 本案に 關 して 委 M 會を 開き ま 
した こと 前後 僅に 二 回、 而も 谷 委 M 非常なる 御_ 力 
の 結果、 之れ を 修正 可決 致した ので 御 ざいます、 如 
何 やぅに 修正した かと 申せば •建 _ 案 文中 「政府 ほ 
速に 礙良な る 職 H に對 し」 と ある 下に 「國家 的 統一 
に.」 の 六 字を 加へ た 丈であります 、統一的に 表彰す 
るの 途を 開かれん ことを 犖 む* 斯様に 修一 Jfc 致し まし 
て •余 會 一致で 可決した のであります、 會誘中 政府 
より 農 商務省を 始め 谷關係 政府 委員が 御 m 席に なり 
まして、 此 案の 糖 神に 對 して、 多大なる 同情を 表せ 
られた のであります、 尙ほ御 參考 までに 一言 附 加へ 
て 置きたい ことほ， 從來 と雖も 民間 職 H 並に 官 役職 
エに對 しまして ほ* 夫々 此 表彰の 途を讅 ぜられ て 居 
るので あります けれども ， 一 も 統一して 居らぬ ので 
あります、 即ち 海軍省に 於ても 職工に 對 して 其考の 
儘に 表彰して 居り、 農 商務省に 於ても、 鐵道院 に 於 
て も-皆 區々 に 表彰して 居る のであります、 少しも 
國家 的に 統一され て 居らぬ のであります、 此 意味に 
於て 所謂 國家 統一的に 表笾 する 途を 開かれん ことを 
望む と 修正した のであります、 申す まで もな く此案 
は 職工の 精神を 向上せ しめ、 又 我が 製造 能力を 發達 
助長す る 上に 於て、 宴に 時代の 要求を 充たす 上に 於 
て. 必嬰缺 くべ からざる 犬なる 案と 存じます から、 
願くぱ 滿場 一致を 以て 御 賛成 下さる ことを 偏に 筘袈 
致して R まぬ のであります。 

0 岩 崎 iil 君 本案 ほ 委員長 報告 通り 可決せ らんこと 
を筘望 致します* 

I  三 七 彐 
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三 七 四 


~「燹 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅 長， 大岡 育造 君〕 委 员長報苦妞〇御異該なきも 
のと 認めまして、 本 , y-- v !3: :'-J 決 致しました •尚 ほ 御 諮 
り 申す ことがあります •第二 部： 返 出涊 罰® M 山 田 正 
年 君、 第 七 部 選出 璲 L LflJ 委员闩 田久內 君、 第 八 部 選出 
趑罰 委 A 大森與 三次 对 、第 四 部 選出 趑罰委 a 鈴 木 富 
士卽君 、右 何れも 常任 添： 員. ^ 任の 申出が あります、 
許可して 御與 謎 {3; ありませ ぬか。 

〔「異 鉸なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 C 大阀 育造 君〕 御 異議がない と 認めます、 fr 
其 部に 於て 速に 補 缺選犖 を 行 ほれむ 事を 希望 致し ま 
す、 是 にて 散 會。 

午後 四時 - i- 九分 散會 


〇大正セ年一一月二十穴日(火咽日) 

午後 一時 11 十六 分 開議 

議事 日程 第 十五 號 

質問  . 

I 馬匹 與@關する質問(獻_腙吉) 

II 莰一一 一省に 於け る 排日 行動に 關 ¥■' る 質問 

(伊東 知 也) 

三自 'Mflkiii 關す— 問 si ® 通 一 

e  S 行動に 關す i 問 (編制 娜财) 

五 S 政策に 關す る ® 問 (I 鎌 mIE 道) 

第一 私立學校及公|8法人の用地免租に關す5 

法嚷 ？ 薩 ¢0 縫 Mi 

練 報)/.  ... 

第-一 獅 il 調 gs に關 する 建議 窠 (一 1 細 麵踞 外) 

第三 「トラ ホ i, 病豫防 に關 す ? > 建： 11 案 {断 

健 男 君)  i 

提 H  }  • 

f  ®®Jlf  i ii 案 (I  騎放  g 

Hi® )  V- 

第五 紀勢鐵 ii il 設に關 する 建 li 案 (翔 11 

S3  j  - 

第 六 阿 讀鐵道 P 設に關 する 建— si jfp 


第 七 四國 海岸 巡 璦 鐵 道 建設に 關する 建 ii 案 

へ 小 西 和 君 外) 

V 1 出/*  、憂 

第 A 四 i 岸 鐵道建_ 設に關 する 建議案 (麵 2rr 

li i  - ) 


第 九 (特別 報告 第一 號〕 安 悟 川 治水に 開す る 請 
願 外 I 件 (委員長 報吿〕 

第 -t c 特別 報告 第 二 號〕 大 井川 治水の 詰 國外 II 

件 (委員長 報 吿〕 

第 十一  C 特別 報吿 第三 號 '和 賀川河 身 改修 工事 

の 請願 (委員長 報吿〕 

第十|1(特別報吿第四號/、淀川再改修に關する 
読 願 C 委員長 報告) 

第 十三 (特別 報告 第五 號〕 質屋 取締法 中 改正の 
請願 (委 M 長 報吿〕 

第 十四 (特別 報告 第六號 〕 固有 林野を 地方自治 
體 に下附 の 請願 C 委員長 報告) 

第 十五 (特別 報告 第 七號) 蒂固在 ■輩 人® 固 鹿 
補助の 諸 願 外 七 件 r' 委員長 報告〕 

第 十六 C 特別 報告 第八號 ，、愛 餒縣宇 頸、 新居、 
周 桑 H 郡 £■ 第 十一 師 S1 の 管 區に 編入の 
讅 願 (委員 提 報告〕 

第 十七 C 特別 報吿第 九號) 佐 香 村に 郵便 居 設匿 
の is 願 (委員長 報告〕 

第 十八 (特別 報告 第 十號) 村 山村 三ッ 木に 郵便 
局 設置の ii 願 C 委員長 報告) 

第 十 允 (特別 報告 第 十一 號) 鈴 田 村に 三等 郵便 
局 設置の if 願 (委員長 報告 J 
第 11 十 (特別 報吿第 十二 號) 東南 方 村 東 鹿 籠® 
鹿 II 部落 中に 郵词局 設置の Is 願 (委 
員 長 報吿〕 

第一！ 十一 (特別 報告 第 十三 號) 上牧 村に 郵便局 
設置の 請 [II (姿 員 長 報告〕 

第二 十二 (特別 報告 第 十四 號) ii 娃村 上别府 に 

郵便局 設置の 請願 c 委員長 報告) 

第 U 十三 ( 特別 報饵第 十五 號〕 豊實 村に 郵便局 

設置の if 願 (委員長 報吿) 

第一 一十 四 (特別 報告 第 十六 號〕 金 塚 村に 郵便局 

設置の 讅願 (委員長 報告〕 

第 II 十五 c 特別 報告 第 十七 號 〕 花 垣 村 白 樫に 郵 

便 局 設置の 請願 (委員長 報吿) 

第一 i 十六 C 特別 報吿第 十八 號〕 崎 山村に 郵便局 

設置の 讅願 (委員長 報告) 

第 = 十七 Q 特別 報 吿第 十九 號〕 老川 村に 郵便局 

設置の 請 M  C 委員長 報告 

第 II 十八 (特別 報吿 第二 十 號嬅島 郵便局に 萬 

配事務開飴の讅一(委員長報哲) 


第 II 十九 (K 別報 吿第 二十 一號 备® 實久兩 村 
へ® 信 架設の 誘顏 (委員長 報告) 
第三 十 (特別 報吿 第二 十二 號) 志 木 町 郵便局 
に電信急設の請閱(委員長報吿：> 
第三 十 I  (特別 報告 第二 十三號 )江 佳 郵便局に 
電話 事務 開始の 讅顆 (委員長 報®〕 
第三 十二 (特別 報吿 第二 十四 號〕 清 7K 町 江 尻 町 
間 特設 電話 逼話 料廢 止の 誘圃 (委 
員 長 報告〕 

第三 十三 (特別 報吿第 二 十五 號) 元 吉原區 裁判 
所 復窗の 請願 (委員長 報告〕 

第三 十四 C 特別 報吿 第二 十六 號〕 I 兀 八幡 II 裁判 
所 復蒭の 請願 (委員長 報吿ソ 
第三 十五 (特別 報吿 第二 十七 號〕 元 八幡 濱區裁 
判 所 復 8 の 請願 (委員長 報 吿) 

第三 十六 (特別 報吿 第二 十八 號〕 元 中 之 條區裁 
判 所 復舊の 請 iM (委員長 報吿) 

第三 十七 (特別 報吿 第二 十九 號〕 元 龍ヶ 崎 ® 裁 
判 所 復舊の 讅 願 (委負 長 報 吿〕 

第一 11 十八 (特別 報告 第三 十號〕 元 佐 野 II 裁判所 
復窗の 讅願 C 委員長 報齿〕 

第三 十九 (特別 報告 第三 十一 號) 元 =, 國 !1 裁判 
所 復 S の 請願 (委員長 報吿) 

第 ! g 十 (特別 報告 第三 十二 號〕 元武生 區 裁判 
所 復 13 の rs 願 (娄 員 長 報 倚) 

第 四十 I  C 特別 報告 第三 十三 號〕 元 野邊地 區裁 
制 所復 B の諳願 (委員長 報®) 

第 四十 II  ( 特別 報告 第三 十四 號〕 司法 代書人 法 
制定の 諳願 外因 八十 九 件 (委員長 
報告) 

第 IB 十三 (特別 報告 第三 十五 號〕 免 月 村に 區裁 
制 所 出張 衍 設置の ii 願 (委員長 報 
街) 

第 四十 四 (特別 報吿 第三 十六 號〕 石 森 町に ！ 1 裁 
判 所 出張所 設匿 の if 願 (委員長 報 
吿〕 

第 囲 十 s  c 特別 報吿第 三十 七號〕 市勢 村 金 市に 
區 裁判所 出張所 設置の if 願 (委員 

長 報 吿〕 

第 四十 六 (特別 報吿 第三 十八 號 j 手 路村 に區裁 
判斯 出張 断 設置の 請願 (委員長 報 
吿〕 


第四十七、  .：， -': . 3./ 田村東小 
野 田に II 裁判所 出 强 M rs fi の 箝射 

c 委； n： 長 報 杏〕 

第 四十 八 (特別 報 缶 第 四十 拔ぐ士 別 町に S 我 判 
所 出張所 ES M の讅 p .. .^ u ji ^ vl' ) 
第 i-J 十九 (特別 報吿第 四十 一號」 渐 戸町に 登記 
所 設置の 請願 (委負長報付； 

第 S 十 (特別 報诳第 四十 二號 VS3 川 町に 登 12 
所設證の讅願(委員長報带1 
第五 十 I  (特別 報 街 第 四十 ni M 中 富 莨 野 村に 
登 16 所 Is 茜の 諮 願 (委 M 長 報吿- 
第五 十 II (特別 報传第 四十 四號) 稻垣 村に 登 Is 
所設 g の講願 (委員長 報 杏〕 

第五 十三 C 特別 報 fr 第 四十 五號 、 區裁判 所 茬輅 
區域變 更の諮 願 員 長報畀 ) 

第五 十四 (特別 報 ^ 第 四十 六號 、借地 锻救胬 法 
制定の 銪願 (.® 員 長 報 ^ ) 

第五 十 s  C 特別 報 街 第 四 -! • 七號水 戸地 方 裁判 
所 下 妻 S: 部權 限復盔 の 請願 養 
長 報吿」 

第五 十六 C 特别 報吿第 四十 八 號盲啞 敎育令 致 
布の 請願 外 I 件 (委 A 長 報告) 

第 S 十七 (特別 報吿第 四十 九號) 三次. K 田 間 山 
陰山 陽兩道 茚絡 一! 便 鐵道 線路 測 a 及 
建設の 讅願 (裘員 長 報告〕 

第 S 十八 (特別 報吿 第五 十 號) 都 城 飫肥間 固有 
鐡道勁 設の 讅随 (.委員 S 報吿) 

第五 十九 (特別 報吿第 五十一 號)： 戸 千 曳間南 
部錶道 敷設の 諳騮 i M s 報 带) 

第 六十 (特別 報 街 第 ?/ 1: 十二 號〕 五所川原 能 代 
間鐵道 敷設の 讅願 (裘員長報忻) 

第 六十 一 (特別 報 街 第五 十三 號) 福 山 今 市 間 Is 
便 is 道 頸詨 の讅願 (娄員 長 報吿) 

第 六十 二 (特別 報 吿第 五十 四號 天鹽 線輕 便鐵 
道 速成の 謡 願 C 委員長 報吿〕 

第 六十 三 C 特別 報齿 第五 十七 號〕 司法 代 ® 人 法 
制定に 關すろ 讅 願 (委員長 報 吿〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 諸般の 報 茜を 命じます。 

〔霤 記 朗 

一議 員の 異動 左の 如し 

滋質 縣大津 Tf-j il 出 K 員 吉村鐵 之 助 君 退職と なれ 
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及 二歲 S の il n ;v. 引、 競坊 : J: の 制定 等を 必要と y 
む 政府の 所見 如何 
右 及 質問 K 也 

〔八 田宗吉 君 登 松〕 t 拍手 起る〕 

〇 八 田宗吉 打 本 白の 打 問 ix 馬匹 改良に 闞 して V- あ 
りまして 「扔西 の蕃研 ほ 國 W 上 農業 上刻 下 M 獎勸す 
へき笊耍机た0此の目的を達する !5 沌付料の免除種 
牡 m 及 二 误钩の 運 货剧扪 競馬 ij: の 制定 等を 必要と 認 
む 政府の 所 ; i 如何」 斯う 云 ふ 主題の 下に W 問を 致さ 
うと , W ふので あります、 本别議 3 の大 l:u 題で ありま 
したる 此の m 簡充 扠 に関する 豫算案 ほ 凼防上 各 黨备 
派 一致して ad 〈の 必要を 認め •而も 不十分で ある不 撤 
底で あると 云 ふ !-(•; 帶決謎 の 下に •協賛を 與 ふるに 至 

りました のであります が， 本 負 ほ 特に 此の 國防上 

に 重大 關 を 有する 馬匹の 勤に 關 しまして* 特に 不 

徹底 不十分で あると 云ふ觀 念を 持て 居る 者で ありま 

す、 馬匹が 軍事上に 如何なる 關 係を 有して 居る か 

と 云 ふこと ほ、 本員の 申 述べる まで もな く 御 承知の 

通りであります •古より 武力 ほ B1 ち 兵馬、 K- と 馬と 

は 離るべからざる ものでありまして 武力と 云へ ば 

K ちに 运馬で ある •古來 何れの 戰串 と雖 も、 馬の 力 

に俠 たない もの ほない のであります， 遠く ほ 源平 當 

時に 於け る鹎 越の戰 串に 就て nt-J しましても、 源氏の 

勝ちました のは 關東裒 北の 馬を 遙 々持つ て 行つ て 

源氏が 遂に嗯 越を 雛な く 越へ たと 云 ふ 結果で あると 

云 ふことは、 勝 史の證 明す ると ころであります， 又 

支那の 北方の 强いと 云 ふの も 皆 北方に 於け る 馬の 力 

であると云ふことほ、少しく事情に精通して居る者 

の、 皆 首肯して 居る ところで あると 信じます、 今日 

兵器の 進步武 器の 改良は 著しくありまして、 而も 

自励車 飛行機、 期！！ なる ものを 以つて 武器と 稱 する 

やうな 今日に なりました るに 當 つては、 馬の 如き ほ 

兵器と して 其價値 少なくな つた や ラであります けれ 

ども， 事钗ほ 決して さう であり ませぬ、 益々 此 馬の 

軍事上に 於け る價 値を 認める ことに 至りまして‘ 歐 

洲の戰 爭の 結果は 之を 立證 して 居ります、 各國 共に 

此馬に 苦心を M しまして、 軍馬の 補充と 云 ふこと に 

界： ：！ ならざる 苦心を 挑つ て 尻る やうであります、 然 

らぱ今 日 我國の 現狀は 如何で あるかと 申します るに 

之が 私の 最も 35 心に 堪 へざる 次第で あるので ありま 

す、 馬匹の 數ほ 日露 戰爭當 時と 今日と 比較して 見 ま 

すると、 薺し く 違 ひがない •否な 民間の 馬匹 ほ 益々 


M 少の® 向を 示して 居る のであります、！ g く 政府の 
馬匹 , (? 有 馬 五 萬 四千 餘 頭， 之を 加へ まして 漸く 三十 
九 年に 比して 全 國に 於て 一千 頭 許り 多い と 云 ふ 計算 
になつ て 居ります， 而も 是ほ牝 牡の 合せた る總數 百 
五十 萬； sfl であると 云 ふこと ほ、 馬 政局の 統計の 示す 
所であります、 さぅ して 四 歳 以上の 馬 ほ 百 二十 萬 頭 
であつ て 一朝 有事の 際に 徵發し 得べき 馬の 數 iT 僅 
に 三分の 一四 十 M 頭に 過ぎない、 而も 此 四十 萬 頭 ほ 
十三 歳 以上の 老馬 ，牝牡 合せた る數で あると 考 へま 
すと、 锊に 寒心に 氓へ ぬ、 四十 萬 頭 ほ 漸く 肺 團の所 
耍數に 達して 尻る 數で ありまして、 其 補充 ほ 如何に 
して 之を 取る か、 是ほ私 の 頗る 憂へ て 止まざる 點で 
あります 、一體 軍事通の 話を 聽き まする と， 兵員！ 一 
人に 馬 一頭を 耍する ことにな つて 居る のであります 
此見地から致して考へましたならば、如何に此點が 
不 徹底で あるかと 云 ふこと ほ •私の 申 述べる 迄 もな 
く 諸君の 御 誼 承な さる ことで あらぅ と 存じます、 現 
に 軍事 參議官 たる 秋 山 大將ほ M 北 地方に 馬匹の 檢閱 
に 先般 出張され まして •此 事情を 一般 當 業者に 傅へ 
て、 馬の 飼育の ことほ 國家の 上から 非常に 必要で あ 
ると 言つ て、 谷當 業者の 愛國心 を 喚起して 此 馬匹 飼 
育の is ® をしつ^' あります、 今 申しました 總數の 如 
き は>  軍事上の 幾分 機密に 渉る ! dg があります けれど 
も* 今屮 しました ことほ、 秋 山 大將が 公々 然として 
一般 當 業者に 話して、 それが 新聞に 掲載され た 事實 
であ 〇 ますから、 本員 亦 之を 諸君の 前に 陳述す るに 
® 踡せざ る 者であります、 常 局对も 先日 此豫算 分科 
會の 速記を 見ます ると’ 矢張此 點を吿 白して， 補充 
の 途に苦 心して 居る と 云 ふこと を 述べて 居ります， 

然るに 馬 E1 の 現狀ほ 斯る狀 態であります のに、 軍備 

充實を 期す る 提案を 爲しな がら、 此大 缺陷に 向つ て 

何等の 計 ® を爲 さない、 此政府 の處 置に 對 しまして 

は， 吾々® に 驚かざる を 得ない のであります、 農業 

上から 之を 申しましても、 馬匹と 農業の 關 係の 重大 

になつ て 居る ことは、 農村に 生活して 居る 者の 皆 知 

つて 居る ことであります、 今日 農村の 疲弊 極れ りと 

云 ふことは、 朝野 識者の 憂 ふる 所であります けれど 

も、 此 原因を 探究し ましたな らば、 此馬 匹を 飼育す 

る ことを 厭 ふて •馬匹の 製が 漸次 減少す る ことを 以 

て 考 へる ことが 出來 るので あります、 なぜならば 農 

民は 此 馬を 飼 ふに 非常に 面倒であります、 故に 金肥 

を 以て 之を 補 ふと 云 ふ 手段に 出で まする 爲 に、 馬を 


扱 (3: ずして 面倒なる 馬 肥を JE る ことを せず して、 却 
て 金肥を 以て 田畑に 施し* IT1J して 玆に 負 fi'i を燄 し、 
田畑の 地方 •か 減耗して 來る •斯樣 にして 農 H を 驅つ 
て 疲弊 闲 M の 今日に 至らし めた と 云 ふ 原因 ほ •何で 
もない、 馬匹の 飼育を 狱ふと 云 ふ 事に 根抵 して 居る 
ものであると 私 ii 信ずる 事が 出来る のであります， 
なぜ 馬匹を 飼育す る 事を M ふかと 云 ふに， 之を 扱 ふ 
ことが 面倒で あつて， 利益がない と 云 ふ 事に 歸著す 
るので あります、 どぅしても 利益 あらしめ て 馬を 扱 
ふこと を簡單 にして •皆 喜んで 飼育す る ことになら 
なかつ たなら ば國 家の 耍求に 合致せ しむべき 方法で 
ない と 信じます •今屮 しました 通り 馬の 蕃殖 ほ •今 
日の 國防 充實の 焦眉の急に 迫つ て 居る ものと 申して 
宜から ぅと 考 へます のみならず •亦 農村 振興 上から 
申しましても •誠に 重大 要件の 一つで あると 信ずる 
者であります， 然るに 政府が 國防上 軍事上の 要求に 
合致せ しむべき 馬 格の 改良を 計る爲 に 馬 政局を 設け 
民間に 種馬を 配付して •一々 農民の 牝馬を 檢査 し、 
其 合格せ しものに 交 II せし むる に當 りまして •種 付 
料と して 一頭に 付 十圓 •八圓 •七圓 ，五 圓と •云 ふ 多 
額の 金員を 徵收 する ことほ， 國 家の 上ょり 見て 洵に 

遺憾と する wf であります •一體 農 K - 殊に 我國の 

如き 集約的 農 築、 即ち 五 反步 百姓を 以て 農民の 大部 
分を 占めて K る 所で ほ •決して 國の 要求す る 如き 馬 
ほ 得られない のであります、 即ち 丈が 高くて 走る iff 
の 早い 馬と か、 或 ほ 偉大に して 悍馬に 近き もの ほ 農 
民 ほ 欲しくない のであります、 寧ろ 農民の 欲する 所 
の もの ほ 軍事の 要求と 相反して •餘り 丈 も 高から ず 
從顺 にして 自分の 家族 即ち 妻 も 子供 も 之を 目 由に 使 
役す る 事が 出來 ると 云 ふ 馬を ■農民は 欲する ので あ 
ります、 然るに 實際 農民の 欲せざる 所の ものを 强ゆ 
ると 云 ふ 事で ほ 今日の 產馬 事業の 到底 間に合は ぬの 
であります、 是は實 際を 知つ て 居る 人 ほ 皆肯く 所で 
あります >  馬を 生產 する 事 ほ 利益が 伴 (X ない 然るに 
秋 山 大將の 如き •國 家の 爲に 愛國心 を 喚起す ると 云 
ふ 事 許りでは •到底 實行 ほ 出来ない 話であります、 
然るに 農民の 實際 の狀况 を屮 します と販い 馬で も宜 
しいから して 澤山 取りたい と 思つ て 居ります* 而し 
て それが 最も 農業 振興 上缺 くべ からざる 事で あるに 
拘ら ず、 種 付馬の 體格を 檢奔 する 等 •軍事の 必毁上 
馬 格の 改良に 重きを 置く 爲に 、多產 の 目的を 達せし 
めない のであります 、今日 馬匹の 頭 e を 著しく 減少 


I  三 七 六 

しつ、ある斯 1^ 中、：：，、」？ 1« つて大なる妨を 一 
爲しつ V あるに 拘らず 、尙ほ 政府が * 民よ 
を 取りつ、 ある ほ 如何なる 所以で あるか •本： a 等は 
平素 國 家の 政策 上の 矛盾 持 著の.； 4!し きも 〇 として， 
此上な き 造！ 2 を胳 じつ、 ある 者であります •而 して 
ll-fc 政府の 種 付 料の 收入 額は 幾許で あるかと K ふと f'.E 
に全國を：迎じて十艽茁圓に過ぎない少鉑であ〇ます 
政府は 今回 社 政策の 上より、 通行 gi 五 百 ;® EI o r: :: 
止を されん としました •然るに 國防上 農業 上 m 犬な 
る關係 ある 此馬匹 の獎励 に對 して、 何等 注 S を 拘 ：. (.. 
ざるは 甚だ 政 / (-J: の； f 親切なる 行 爲と考 へる ので f> o 
ます、 又 稍 極 的に も 何等 施設 もせざる 上は， 或は 沿 
極 的 保 _獎働 の途を 執らなければ ならぬ、 然るに 何 
等の 手段を 執らぬ の ほ>  洵に： 个徹底 と 思 ふので あ 〇 
ます、 兎に角 今日は 斯る 問題に ほ 耳を 一され ず •所 
謂 馬耳東風に 取扱 ほれる が ¢1] き M ある ほ •本員の ja 
憾 とする 所であります、 何時も 此農 民の n'r- ぶ 睬 ほ ® 
く  •又 運動な どを 爲す 資力を 持つ て 居らぬ、 それ 程 
困 lii を 極めて 居ります 爲に 、斯 かる m 大 問題が 閑却 
されて 居る のであります、 却て 國家の 上から 非常な 
る 保 _ 幸福を 受け 居る 人々 が， 國民 大鈐な ど V 稱し 
まして-全 國 入口の 七 割を 占む る 所の 農民を SC へ ざ 
る大锊 を 帝都に 催し •國 民の瞇 など、 稱 すれば ia ち 
に 政治家 ほそれに 向つ て 注意を W1 ひ、 或 ほ 營榮税 の 
金 廢とな り、 或は 米が 高い からと て >  直 ちに 關稅の 
撤廢 でも斷 行せ ん とする 政治家が 出 でんと する 狀况 
であります る 政府で 此 種 1-J- 料を 免除 致します れば縣 
も 亦 縣有種 馬に 對 する 種 付 料を 免除す ると 姐 ひます 
本員は 常に 馬の 飼育の 非常に w_ であつ て， W 益が 
伴 ひませ ぬと 云ふ點 から 翻 察して， 馬は 寧ろ 國が經 
營する 必要 ありと 考へ るので あります、 又一步 退い 
て 寧ろ 國の 上より、 馬の 種類の 統一を 計る 爲に も， 

種 牡 馬 丈 も 金 部國 有と して 其 種 付 料は 金然陂 止す る 
が當然 の 事と 考へ ます、 又 農民の 國に耍 求すべき 權 
利で あると 思つ て 居ります •先づ 差當り 政府 ほ 常 面 
の 問題た る 現在 取り得る 種 付 料を 免除す る 意が ある 
か 否や、 此所見 を 第一 問と して 御 ¢1; 致します •次に 
は 114 馬 及 二 歳 駒 頭 賃 割引の 事であります •是 は產馬 
奬 0 上當然 實施 すべき 4? と考 へます、 又從來 やつて 
居つ たのであります が、 昨年 十二月 此運賃 割引を 打 
切つ て 仕舞つ て、 何等 其 特 點を鐵 道 院は與 へ ざらん 
とする 狀况で あります， 元來 大正；： 儿印 まで {3: 此 運® 
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は 牛 も埚も 同じで、 大きい 馬. RD ち 牡 馬 I 頭の ai H と 
小さい馬即ち二歳驹三頭の 11 貨と同一金_にして、 
特® を與 へて ) ilr つたので あります、 然るに 鐵道院 が 
大 IK : 儿 年に 至つ て、 小さい 馬を 大きい 馬と 同じ 運賃 
にせん と 致しました から、 當 業者は 遂に 陳情を 致し 
ました 結果 •漸く 大正 二 年ょり 小馬 丈 二 割 五分 引に 
なつて 居つ たのであります、 然るに 今间 全然， 此特 
點を敁 止し、 大きい 馬 も 小さい 馬 も 同一 運賃に しや 
m- として fr るので あります， 牛は in 何と 云 ふと、 矢 
張 昔の 如く 大牛 一頭は 小牛 三 頭の il K 串であつて、 
何等 以前と 變りが ない のであります、 此國防 上に M 
も JS 大關係 ある HT 匹に 對 して、 斯様なる 處置を 執る 
と 云 ふこと、 政府の 政策に 於て 甚だ 矛® 撺 著して 居 

る事と考へるのであります、一朝_けの場合に抝の 

徴發は 如何にして 行は れつ、 あるかを 考 へます ると 

束北九州方面の馬匹は‘自己所在地師團の馬匹に徵 

發 せられ •而も 其餘 〇ほ 他の 肺 W の 不足を 補 ひつ、 

あるので あ 〇 ます、 現に SE r1 々 i-III 方の 會津 方面の 馬 ほ 

一朝 有事の 際は 全部 四 國の某 師幽 、北陸の 某師幽 に 

铐 徴發 される ことにな つて •平素 其 計赉の 下に 終始 

險奔 されて 居る のであります、 本 a は lit 軍事上の 事 

宵を 劣へ て M ましても、 日淸 日露の 腿 爭に對 し 勝利 

の 原因を 爲し たる もの V 一 部は ai 北 や 九州 其 他 馬を 

飼育した る 奢の 力で あると 思 ふので あります、 木 fl 

は 此事 w を 馬匹 飼育 者に 話して， 國 家に 奉公した る 

偉大なる 功 励を 肖 资せ しめ、 M E の奬呦 に 努めつ、 

ある 若であります‘ 故に 政府 (3: 宜しく 平素に 於き ま 

して •馬の 牛： 產 池 たる 柬北 九州 方而 ょり、 馬の 少な 

き 所に 之を 蝾 is せし むる 最善の 方法を 講ずる 必要が 

あらう と rf: じます， 卯ち 容易に 買 入れて 來る途 を講 

じなければ ならぬ のであります、 然るに 運賃を 萵か 

らしめ •延 いて 馬匹の f(i 格を 高から しめ、 不足して 

屛る 所の S 民に ¥¥ 易に 馬を 手入れる ? If の /- II 來な いや 

うにす る褀 は、 R 家の 要求と 合致せ ざる 仕方で ある 

と 申しても 差 支な からう と 思 ひます、 铽道院 が 斯う 

云 ふやうな 點に 注® せず， 唯々 管 業 許りに 力を 用 ふ 

る 傾きが あるのは、 il M 此上 もない 次第であります 

政府の 所見 如何、 是れ本 の 間は んと する 第二 點で 

あります‘ 次は 競馬 法の 制定であります、 本員は 此 

競馬 法の 制定なる 問題 ほ •馬匹の 獎勵 上此 質問の 最 

先頭に 提起すべき 箬で あります けれども 、質問書： le 

載の顺 序 上、 之を 第三 番目に 列記し ましたが、 之を 
束 三省に 於け る 排日 行動に 關 する 質 阀 


熟 沼す る 私の 考は 、第 一番に 之を 申 述べる 積り であ 
つたので あります" どぅか 左様なる 祕神 である こと 
を 御了承の 上 御 a JH あらん ことを 希望 致します、 即 
ち此 競馬 法を K 施して 注き まする こと、 全く 馬の 咐 
殖を阃 り •蕃瓶 を 盛なら しめて， 馬の 價を (.'] 上せし 
むる ことは、 此 競馬より 外に 捷徑 のない ことは、 諸 
君 も 御 Y 承の 通りであります、 即 ち馬芬 を 發 行して 
馬を 好む の 嗜好 心を 佾進せ しむる ことで なければ、 
屮々 儲けない 馬 •面倒なる 馬を 飼育す る 者は 國 家の 
爲めで あると か、 愛阈心 の爲 めで あると か 言 つても 
馬を 飼 ふ もので ない， .r3 を 愛する の ^ 好 心を 喚起し 
て •利益と 相 俟ち相 一致せ しむる の途を 講ずる こと 
が， 馬匹 獎勵上 一番の ai ffi であります、 それには 此 
競馬 法の 制定に 如く ものは ない のであります‘ 曾て 
此 競馬 法を H 施しました 時に •一頭 四十 M 平均の 價 
格に 在つ た 馬が* 一躍して 倍の 八十 圓致 したので あ 
ります、 然るに 賭 ) ■« に 類す るの 形が あつて •風儀を 
紊す ものであると 云 ふ！ 一から して •直ちに 之を fe 止 
されました と 云 ふ 事は 所 IW M に 懲りて ) ii を 吹く と 云 
ふやぅな 古言の 611 き狀 態であつて ，之を 矯正す るの 
方法を 講じな かつた と 云 ふことは、 本員の 頗る. 趙憾 
とする 所であります-又 此斯逍 に 精通して 居る 人の 
話を 腔き ましても、 一人 一枚 位の 馬券と すれば 何等 
骼害が ない、 却て 馬の ' >s 好 心を 噢起 する 上から 言つ 
て も. £4 方法で あると S: ふこと を W な 言つ て ^ るの 
であります‘ 然るに 今日は 何故に >  國防 上 重大なる 
關係の ある 馬® の獎動 から 論ずる も， 最も 捷徑 とす 
べき 競馬 法の 制定を 爲 さらない のであります か， 本 
員 等の 是は頗 る： >(' 徹底な りと 感ずる 勦であります、 
殊に 苜相に 寺 內大將 を數く 現内閣に 對 して 最も不 撤 

底な りと 感ずる 念 憩を 深く 持つ 者であります、 歐洲 
隞驴に 於て 馬匹の 補充は 何れの 地から 来た かと 云 ふ 
と 何れも W な 競馬 法を 實 施して 居る 所の 諸國 から 馬 
匹を 輸入して 屛る ことは、 荀も斯 道に 通じて 居る 者 
の铐な 知つ て 居る 事實で あります、 政府は 何故に 此 
競馬 法を® 防 上の 充 實 を 期す る爲 に、 諸般の 施設を 

提案したならば、 それと 同時に 此 法案を 提起し なか 

つたので あります か* 甚だ 其 勇氣な きを 怪ま ざるを 

得ない のであります •國防 上の 事は 申す 迄 もな く、 

大抵の 物を® 牲に供 さなければ ならぬ •然るに 世人 

の 批評に 考 r« して、 W 躇逡 巡 ®! て 能 く爲し 能は ざる 

の_度ぁることは、私の頗る寺內首相其人に對して 
同上 伊東 知 也の 質問演 說 


惜む 所であります、 政府は 此 焦眉の急を 钙げ つ、 あ 
る 所の 馬匹の 獎 W 上から 申して、 其拢徑 とすべき 競 
馬 法を 奈何せ むと する か •岳れ 本 M の 問 ほんと する 
第 三點 であります、 lit 外 馬匹 奬勵上 講ずべき の 政策 
としては、 軍馬の 職 買 似 額を 高から しめる ことは 一 
つの 近道であります •一頭 尠くとも 二 百圓 位の 豫算 
にして 往か なければ、 却つて® 勞 達の 買 ふ 馬ょり 廉 
いこと になります、 軍馬の 購入は 二 百圓を 超過した 
る '/ I 算を 以て 計上せ ざる 爲で あります、 然るに 政府 
は此點 に 付ても， 亦 それ迄の 勇氣が 無い と 思 ひます 
又國有 林野を 馬 政局の 所管に 移して、 國有 放牧地を 
設定し. 馬匹の 殖蕃 を！ 一る と 云 ふこと も 急務で ある 
と 存じます が、 諸般の 點か らして 論ずべき ことは 色 
々あります けれども、 本員 ほ 先づ以 上申 述べました 
ことを、 目下 最も 急務の 事で あると 考へ るので あり 
ます、 以上の 諸點 に對 して 政府の 所見 如何、 是れ本 
員の 質問を 提起した る 所以であります。 

〔拍手 起る〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 東 三省に 於け る 排日 行動に 關 

する 質問 —— 伊東 知 也 君。 _  , 

二 東 三省に 於け る 排日 行動に 關する 質問 
(伊東 知 也 君 提出〕 

東 三省に 於け る 排日 行動に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 二 fl 九日 
提 m 者 伊東 知 也 
賛成者 鈴 木 梅 四郎外 三十 四 人 
朿三省 に 於け る 排日 行動に 關する 質問 主意 書 
近来 東 三省 地方に 於て 排日 行動 激甚を 極め 我 か 在 
留 民の 損害を 受 くる 者 ® からす 日 支 協約の 實 行を 
阻碍 する の 現状に 在り 而も 支那 官憲は 陰に陽に 之 
を '] 11 励す るの 實蹟あ 〇 我 か當 局は 之に 對して 如何 
の 描 置を 取りつ、 ある や 
右 及 質問 候 也 

〔伊東 知 也 君 登 ts J 

〇 讲東知 也 君 ®: 三省 即ち 滿洲 方面に 於け る 排日 行 
励が 近來 非常に 烈しくな りました ので、 之に 對する 
我當 局の 施設 如何と； M ふ 事を， 私は 質問した いと 思 
ふので あります、 本來此 質問を 爲 すと 云 ふ 事は、 私 
は 實に悲 むので あります。 

〔此時 議長 大岡 育造 君 退席 副議長 濱田國 松 君 著 
席 I 


〇び说 知 也 君 今日の 場合に 斯の如 き 質問を m さな 
けれ ぱなら ぬかと 思 ひます ると •國 家の 爲に乂 政府 
の爲 にも 13 に悲む 者であります、 併 ながら 此 今日の 
やうな 狀況を 成した の ! 3; •强ち 現當 局の みを 攻 むる 
ことは 出来ない のであります、 谪洲 排日の 原 W は詳 
しく 申し ますれば •前 內閣 の對支 交渉が 失敗が 主 も 
なる 原因であります が •斯う 云 ふ 旣往の W- は 言は ず 
と 致しまして 、今日 非常に 激烈なる 所の 排日 思想が 
滿洲 全體に 漲つ て K りまして、 刻々 共に 我が 居留民 
及 朝鮮人 31- 他に 對 して， 迫害を 加へ つ、 あるので あ 
ります が、 其實 例を 擧げ まして、 之に 對 して 政府は 
如 f''J なる 事を 御 遣りに なつて 居る かと 云 ふこと を • 
私は 承りたい のであります、 大分に 私の 受収 つた 手 
紙は 遲れ まする し、 日が 延びた ので 遲れ ましたが、 

其 後の 狀况も 依然として 獮續 して 居ります から 同じ 
事であります >  一 月 三十 一日に 奉 天發 信の 手紙で あ 
〇 ます、 其 手紙を ® みます ると S ふと •吉林 省 ほ 或 
は 奉 天 省の 省議會 に 於て は、 盛んに 日本を 惡 罵し 冷 
評する 所の 小 册子數 千 部を 配つて、 排日の 鼓吹 煽動 
に 努めて 居る のであります "又 奉 天 商務 總會に 於て 
は、 所謂 我國 民の 商租 I 商租と 申しましても | 寸 
御 分りに ならぬ かも 知れ ませぬ が， 金を m して 十 地 
を 三十 年なら 三十 年間、 S 由に 耕作す ると 云 ふの が 
商 粗と 言つ て， 日 3C 協約の 明文に 在る のであります 
3¢ の 商 粗を 禁止して 吳れと 云 ふこと を 張 作 霖に移 牒 
し， 張 作 霖 は H ちに 之に 同意 賛成を して、 實 に無蜷 
極まる 省令と 云 ふやうな ものを 播へ て、 之を 到る 所 
に 貼付けた のであります — どうか 此の 書 {■] を 速記 
錄に 入れて 下さい —— 其 文 言に 依り ますれば‘ 省の 
公署、 省 長、 奉： 大の官 憲 ，知事に 訓令し 件 地方 K 域 
に 於て re 人の 商賣を 禁止し， 民 國七年 一月 一日ょり 
起つ て不准 の 商 民 等は 土地 私 租を 以てし、 外人 ほ 或 
は 地 點 等を W ひて 證據 とし •私 かに 自ら 外債を 借用 
する 者 ほ* 即ち 國土を 盗賣 し， 外債を 私 借す るの 罪 
に處 すると 云 ふ ものを 桁へ まして. 到る 處の 寺社 佛 
閣 •共 他諸處 方々 に 貼付 けられた のであります、 又 
所謂 此 省令と 云 ひます か、 訓示と 言 ひます か、 其 結 
果 と - L て 第 一 に鎗 玉に 上げられた のは 新 民 屯の 農民 
であつ て、 張 某なる 涝で ある、 是は 去年 舊 _ の暮の 
節季に 迫つ て、 日本人から 三百 圓の 金を 借りた、 さ 
うして 自分の 持て 居る 土地を 抵當 として 三百 圓 借り 
た、 所が それが 支那 官憲の 知る 所と なつて、 二十 三 | 
I  ill 七 七 
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日夜 51 補せられ て-翌日 K ちに！ 一賊條 令に 照して 銃 
殺せられ たのであります， 是が^ 洲 一般に 知れ ft つ 
て、 農民 {X 金を 倍る ことが 出來ず 、日本‘' から 金を 
借りる と 皆 役され て 仕舞う 酷い n に 逢 ほされる： K ふ 
ことで、 其 後 殆ど 日 人-人に 金を 借る ことを 請求す る 
者 も 無くなつ て來た のであります •然るに 之に 反し 
て亞米 利 加 人 ほ、 支那の 農民に 金を 贷付け る ことほ 
少しも 官涊ほ 妨害し ない、 現に 洮南府 方 №1 に 於て 盛 
に亞米 利 加 人が、 十 地を } 8 保と して 金を 借して 居る 
のであります、 是ほ茭 那官涊 ほ 默 々に 付す るの みな 
ら ず* 寧ろ ^ 励す る やうな «i きになつ て 居る， 是 {?. 
我國へ の 面 常 か、 或は 排日 熟の 結果の 一つと 見ても 
宜い のであります それから 又もう 一例と しまして 

は、 田 什 夫 ^ と 云ふ處 に、 先年 日茭協 倚で 日本人に 

枕 抛 權を 許した ことがあります、 III 什 夫 P の鉞 山の 

採掘を 日本人と 契約した からと 云つ て孟 某は 一月 三 

十日 有期 徒刑 四华 に處 分せられ たのであります、 又 

撫 順の m 八 家 子と 云ふ處 で’ 一月 二十 九日 鰯 山探險 

に 赴いた 所の SS- W 重 政と 云 ふ 日本人 ほ 慘殺せ られた 

猢 尾 安太郎、 篠 IH 豹 次と 云 ふ 二 名 ほ 重傷を 負うた の 

であります、 而して 人事不省に 陷つて 雪の 中に 捨て 

•られ て 居つ たので ありました が、 漸く 後に 土人の 介 

抱に 依て 蘇生した のであります、 是等ほ 其 地方の 村 

民が 迫害を 加 へられた ので ある、 日 支 •合 辨で綷 營し 

た 炭坑の 三 ^ も、 亦 一月 二 十五 六日 頃ょり， 頻 々日 

本人の 宅に 來て言 ふのに、 どうそ 貴方が 御 m しにな 

つた 金は 返します から、 倍にしても 返す から 契約を 

止めて M ひたい •若し 其の 契約が 解除され ぬ 時には 

吾々 は 殺されます から、 どうぞ 金を 倍にして 御返し 

する から 契約を 解除して 吳れ と>  頻 々申込んで 居る 

實 例が あるので あります、 斯う 云 ふやうな 具合で， 

其 例を擧 げま すれば 俄 多 も ある、 殆ど 滿洲の 排日と 

云 ふ ものは、 我が 勢力範 岡と も * • すべき 東 山 省に 充 

ち滿 ちて 居る のであります、 而 して 支那の 役人が— 

矢 張 官豳が 尻 押を して 居る、 就中 奉 天 督眾張 作霖な 

る 者が， 最も 大なる 所の 後押しを して K ると 云 ふに 

至つ ては、 到底 之を默 々に 付す ベかざる 事で あると 

私は 信ずる のであります、 又沂頃 ほ 御 承知の 通りに 

露西亜は 獨 逸の爲 に 破れて >  最早 E 獨 講和 以上の 醜 

態を 演じて 居る •どん  <  露西距 の 中に 居つ た！！ 逸 

の 俘赓其 他が 入つ て來 て， 北滿 には 之が 充滿 して 居 

るので あります、 而 して 夫 等が 陰に陽に 盛んに 排日 


熟を 鼓吹し つゞあ る、 滿洲ほ 今日 到る 處頻々 として 
どんな 所へ 行つても、 滿釾の 沿線を 去る 十淸里 地方 
に 到れば、 例の 先刻 御 話 致した 所の 省 提の 禁止の 訓 
令と 云 ふ ものが、 寺で あらう が、 宮で あらう が、 其 
他人 間の 足の 繁き 場所に {3: 腿々 しく 貼られて PT る， 
さう して 排日の 惡感は 深く 技 潤して、 支那 宵 憲ほ一 
方に 直接 間接に 獎励 しつ、 あるので あります、 さう 
して 日本人を 毆 つた 者に ほ 褒美を やる、 日本人を 殺 
した 者に ほ 褒美を やる と 云 ふやうな 具合に 獎蚴 して 
rr る それが 爲に 彼方に 居る 居留民は 殆ど 不安の 念に • 
駆られつ 、あると 云 ふ 事 (X 實例に 照して 明かで ある 
是ほ 一月 三十 一日に 私に 寄越した 手紙の 一端で ある 
當局 にも 其 事 ほ 御注意 申して、 斯う 云 ふ 事は 幾ら も 
あるので あるから q 少なくも 御注意 あるべき ものと 
思つ て 居りました が‘ 今日に 到る 迄 依然として 矢 張 
其 排日 熱は 少しも 改められない、 現に 奉 天で 發 行す 
る 所の irl 信 社の 通信 •其 他に 付ても 明かであります 
外務省で も 當然御 肢締 になつ て 然るので あります か 
ら 、斯ん な 事は 疾に御 承知の 事で なければ ならぬ、 
然るに 之に 封す る 手段を 講じて 居られぬ と 云 ふこと 
は •此處 に ff 明す るに tl からぬ のであります. 朱 佩 
關と云 ふ 者は 奉 天の 知縣で あります が、 之が 手先に 
なつて やつて 居る、 此 朱佩關 の 如き ! X 奉 天の 總 領事 
が 一度 手段を 用 ひれば、 押 除ける 事は 何でもない、 
張 作 S の 如き もさう です、 若し 決心して— 日本 政 
府の 決心 次第に 依て は、 滿洲 の督軍 一張 作霖 位を 押 
除ける 位の ことは 何んでも ない 話であります、 尤も 
此如 く滿洲 に 於け る排 H 熟が 盛に なつた のは •今日 
初 まつた 譯では ありませ ぬ、 彼の 前 内閣の 對茭 交渉 

の 失敗が 主なる 要素を 結して 居ります けれども， 今 

日 其 局に 當つて 居る 當局大 K は、 是れ に對 して 適當 

の處蹄 を 執る が當然 であります、 然るに 單に具 い 物 

に 蓋を すると 云 ふやう に、 此の 前大 隅內閣 が餘 りに 

遺り 過ぎて 手を 燒い たから、 今度は 當ら ず觸ら ず 遣 

る 方が 宜しい と 云 ふやうな， 不干渉な ど X 云 ふ 曖昧 

模稜の 間の 對支 政策を 執る に 至つ ては 言語 道斷と 言 

はなければ ならぬ、 此の 滿洲の 新聞 及び 通信の 報告 

は、 之れ を參考 として 速 16 錄の 後の方へ 加へ る こと 

を 願 ひます、 斯う 云 ふやうな 具合で あつて 殆ど 規在 

の滿洲 に 於け る 我が 居住 民は • 鸱 々兢々 として 手を 

III すと ころを 知らぬ と 云 ふ 場合で ある、 然るに 内政 

に 干渉せ ぬと 云 ふ 方針で ある 此の 前 私共 ほ對茭 交渉 


所謂 封 支 政策の 椏木 ;2 , 交 那に對 して (3: 内政に 干渉 
しないのほ，それほ國際法上當然でありませうけれ 
ども、 隣の 家が 火に 餿えて 自分の 軒端に 火が 漼かる 
それでも 默 つて 居る 不干渉 かと 云 ふこと を 聞き まし 
た 所が •甚だ 冷淡なる 外務 大 Ri の ¢5 答 辯で ある、 あ 
あ 云 ふこと を 以て 今日 我！！ 千歳 一遇と も 言 ふべき 際 
に當 つて、 解決せ ぬと 云 ふこと ほ 甚だ 思 ひも 依らぬ 

こと、 思つ て 居ります、 少なくとも 此現在 - U が 

例に 擧げた 所の 二三の 滿洲に 於け る 現在の 排日 熟の 
例に 照らしても、 何 かの 手段を 講じなければ、 國家 
百年の 大計を 誤る こと X 信ずる 者であります， どう 
ぞ是 等の 點に 付て 明白なる 御 答 辯を 願 ひたい、 如何 
なる 手段を 執りつ、 あるかと 云 ふこと を 明かに、 若 
し 公開の席 上で 御 漏し 難いなら ば、 祕密會 でも 何で 
も 宜しう ございます から、 安心の 出 來るや うに、 私 
共は 現内閣は 信任して 居らぬ が隱 忍す るので ある， 
隱 忍して 何とかして、 此千歳 一遇の 機會で あるから 
何とかして 內 輪の 喧嘩な ど ほ 止めて， 所謂 大陸 政策 
及び 我が 國家 百年の 大計を 定める と 云 ふこと を •現 
內閣 にやつ て 貰 ひたいと 思 ふから、 隱 忍して 居る の 
である •然るに 斯の 如き 我 •か 勢力範 園 I 日淸 日露 
の 兩大戰 を經 て、 屍の 山を 積み 血の 川を 流して •兎 
に 角 11 に 勢力 範圍 として 得た 所の 滿洲に 於て すら、 
斯の 如く 排日 熱の 高潮を 來 すと 云 ふやうな 遺 方で あ 
つたなら ば •到底 現 內閣の 諸 公と 雖も ‘是は 御 遣り 
にならぬ ものと 諦めを 付けねば ならぬ、 諦めを 付け 
るなら ば 伊東 知 也は 現內 閣攻擊 の 急先鋒と なつて、 
やる 者で あると 云 ふこと を御覺 悟を 願 ひたいので あ 
ります、 どうぞは つきり した 御 返答を 得たい と 思 ひ 
ます。 

〔參照 〕 

奉 天 省 議會案 諮 請 

省 公署經 省 長 訓令 苹天 谷縣知 事 轉令谷 地方 區域禁 
止 民人 商 賈.： E 民 W 七 年 一月 一日 起 不准商 民等以 土 
地 私 租 外人 或 用地 點等設 據私自 倍 用 外債 如經奄 铙 
即以 盗 H 國土私 借 外債 治 罪 
排日 風潮 再 報 

昨 報の 如く 近く 奉 天 省に 於て 排日 風潮の 激發 せる 
に 就きて 我 當局 者は 勿論， 民間 側に 於ても 其 原因 
及經過 等に 就き®々 調査を 進めつ V あるが 今 其の 
現况に 就き 更に 精 探せし 處に 據れば 
排日 元兇の 一人は お 膝 一 兀の瀋 陽縣 知事た る 朱 佩 
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閙氏な 〇 同人 (3: 躬 理涔 4 縣知 巩 にて 3¢ 衣 任は 錦 
縣知祺 にて 昨年 九月 布 天に 來れる 者なる が 站沉 
州 在 IT: 中 例の 在 部 州 3木\ 放逐 率なる， V  . 
る亂激 者に て 其 排日 思想 ほ N、 性に 出 づ る が 如し 
去月 二 十九 日 同人 ほ 卷拽阀 隸陀 ii A tf に 於て 我 
等は Iff 省に 於け る 日 太 人の 勢力なる 方に ^ 窃對 
杭せ ざる 可から ず 尠くとも 我等 S 隸會館 a ほ 日 
本人に 對して 土地 承租 、資本 借 入 等 C 5JV を e す 
を 得ざる 旨を 演說 して 之れ を 決蕺せ しめ 鉛いて 
張锊軍 及 省戠會 に對 して frtl 一の疔 越を 肋 說 して 
張 ® m を 励 かし 31 に 省 ^ ^ H を も ^ 服した るが 
同識會 中に ほ 朱 知事の 外 四 . 7r 人の 同論審 あ 〇 て 
遂に 省議會 をして 彼の® 邛反對 の 請 Ifr! を 張 省 ' M 
に爲 すに 到らし めた るが 如し 朱 知 ! If ほ s 己の 所 
管に (3: 說く 排日 行 励を 进認 する 联の論 令を 發し 
たるょり 今や 排日の 氣運は 上下に 徹底して 漸次 
隣 縣に傳 揺し 少しく 興 池に 入れば 日本人の 殺害 
事件 續出し 未熟の 村落に ては 宿泊を 斷は られ旅 
行は 非常に 危險 となれ 〇此際 注目すべき は 
米 人 側の 勝 度に て洮南 に 永住せ る 米® 某 宣教 fill) 
は 近 ごろ 茭那 人に 對 する ff 本 H 出を 開始し 今や 
該貸 出は 次第に 南滿沿 線に 及び 莢 那 贷 遘は 米資 
借 入を 入 民に 奬 W する も 日 資に到 〇てほ 絕對に 
拒 絕し 違反者は 死刑を 以て 1 3 さる V を 以て 支 
那人 等は 土  m 承租 談に對 しては 身を {« はして 恐 
れ 居れり 米 人 側の ; !:• 思の 何 過に あるを 知ら ざ る 
も 過般 奉： 大米總 領事が ^ 社の滿 洲進睃 に對 
して 或る 種の 抗騎を 張督眾 に 提起した るな どの 
事實 に徴 すれば 思 ひ 半に 過ぐ る卷あ るべ し此他 
露 過激派 百 五十人が 雨 滿に 人込み 糊 探 等と 祕密 
に 排日 的 行 M をな しつ、 ある ^ .f も IJ-f M にて 此れ 
亦 排日 氣舟せ るを fp ふ ' MJ からず 何れにせょ 排日 
の 源 囚及 其 ® 相の 刚明 する を 待ち V 當局 は斷々 
乎た る 根本的の 對待 策を 収る可 く 3下著々维備 
進行 中なる が 如し 

奉 省 唯一の 排日 思想家 朱 佩 關馘 首せ ずん は 
一大 禍根と なるべし 

前任地 錦 州に 在りて 管下 人民に 對し 頻りに 排日 姐 
想を鼓吹し、遂には所謂錦州事 1'|; なる日支交渉問 
題を 惹起した る 張 木 者現潘 隄縣 知事 朱 佩 I.^J は 某 後 
依然として 排日 行 爲を敢 てす るの みならず 目下 111: 
人の 注意を 惹きつ V ある 
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土地 商租問 題に 就ても 主として 同人が 張 劣 長に 
蹴 策， 言した る ものにして 商 租契約 の妨 宵 とな 
るべき 訓示を 發し たるが 如き 全然 同人の 胸中ょ 
り 削り / 1'. された る ものと 云 ふべ し尙ほ 管下の 鄕 
正 ^ び 1 鄕正 に對 しても 機會每 に 排日 思想の 注 
入に 努め 苟 くも 親 n 的 行爲 ある 奢に 對 して ほ 事 
符 の 如何に 枸らず 自己の 褪力を 以て 直ちに 嚴 S 
なる 制裁を 加へ 以て 排日 思想の 普及を 阏 りつ、 
あるは JH に蔽 ふべ からざる 事 » なり 殊に 去月 11 
十九日午後二時直隸省出身の甘民ょり成る 
直隸會 館に 臨み 會長刟 會長其 他 有力者の ifii 前に 
於て 

何事に 汝らず 日本人の 利益と なるべき 行 励を 
執るべからず 

□本人との 合辨 事業を 企 1111 すべから ず 

日本人に 頸 用 せらる、 勿れ 

日本人と 土地 商 粗の 契約を 結ぶべからず 

等 其他排 日的言辭を敢てして、之に違背する者 

は 除名 鹿 分を 爲す べしと 述べ 只 W 日本人を 排斥 

せんとす る 彼の 限 味は 憐れむ 可 も 張 省 長が斯 か 

る惡 吏を 信 fr: して 長く 其 職に 在らし むる ほ 求め 

て 日本側の (s m を 害する ものと 云 ふべ く 遂には 

一大 禍根と なるや も 保すべからず 宜しく 今にし 

て 革 職す るの 項 斷に 出で ずん ぱ民國 の e め 悲し 

むべき 結果を 牛： ずるに 至るべし と 有力なる 某 支 

那 人の © g 談なり 

排日 問題 續報 

排日の I 般的源 因 最近 支那 軍隊が 哈爾賓 に 出動 

して 露 K 過激派を 囁 服せ しめ 終に 其 兵力を 以て 

.苽 沾鐵道 沿線の 秩序を 維持す るに 到りた る 事は 

頓に 支那 人 岡 有の 自 » 心を 喚起し 1? 人萤ほ 言 ふ 

に 足らず □人と 雖も何 か あらん 此摁 に乘 じて 柬 

滞 鍈道 を回收 し 更に吉 長鐵 道の滿 鐵綷營 に 故障 

を 入れ 今後 機を s て 南 碲鐵道 を も 回收し 日本人 

の 勢力を m 三省ょ 〇 一 掃す 可し との 妄想 ほ 夜郎 

自大の 普通 性を 有する 3C 那人間 に 期せず して 勃 

發し官 界 の有雒 階級に 於ても 斯かる 妄想を 苻す 

る 者 多く 東淸 回收 に關す る 種々 の 施設 案の 如き 

は 一屏 蒙昧なる 下級 , pv ltr 及び 人民の 自镎心 を S1 

り 平生より 龆に隙 れる 日本人に 對して 急に 排斥 

行動を 開始す るに 到れり 

排日の Is 接 原因 排日 思潮が 一般的に 支 人間に 勃 


發せ る處 に Ilf 楫 排日 派の 頭目た る 朱瀋 陽縣知 事 
を 始め 省 議會員 、日本 留舉生 乃至 露 阈 過激派， 
獨探 ， 5? る 補の 米 入 等は 此陴 に乘 じて 猛烈に 排 
日 熟を 鼓吹し 先づ 土地 承 租に關 する 日本人の 行 
動に 痛 Hg を 加へ 更に 東拓の 土地 放 資を以 て 此れ 
苽省を 第二の 朝鮮たら しむる 者な りと 中傷せ る 
事 一大 惡感 を [if 接 支那 入 間に 挑發す るに 到れり 

排日の 元兇 ほ 張 作 霖也然 れど も眞に 排日の 直接 
原因を 作れる 元兇は 奉 省 督軍兼 省 長た る 張 作霖 
氏な り 彼れ は 親日に 賴りて 今日の 地位を 維持せ 
る 如くに H 本 側 ほ 元ょり， 支那 側に 於ても 思惟 
され 又 彼れ か ®? 際 親日なる 大庇 下に 於て 今日の 
地位を 造れる 事は 爭ひ 雛き 事 H なる も桀錢 摯悍 
の 天性を 成せる 彼れ の 血管 中に 利己的 親 H の 外 
に 日茭 大局ょり する® 誠なる 親日の？ 1 血な どの 
流 励し 居る 道理な し 彼れ の 心 臆に 不斷 燃えつ、 
ある 猛烈なる 排日の 熟 火は 排日 家と して 有力な 
る 北京 ガゼット 記者 シン 7* ソン 氏が 昨年来 奉せ 
し 時 同人に 對して 爲せ る大 1® 不敵なる 排日 瞪明 
(其 當時 本紙に 登載せ り) に 於て 其 一片を 洩ら 
せし に徴 して 4 明白な り 目下 池 方 知事 等が 思 切 
つたる 排日 廣® を爲す ほ 一に 張 作： 謀の 意を 迎合 
する に m づる 者に て 彼等 ! 3: 來 省して 省 長に 進謁 
する 毎に 汝 等の 排日 痼 手緩し との 一喝に 額 ひ 上 
りつ、 あり 張作霖 の 排日 態度を 以て 巳む を 得 ざ 
るの 苦衷に 出づる 者な りと 爲すな どは 怪傑 張 氏 
の 心理を 解せ ざるの 甚 しき 者 也 
〇 副議長 (濱 田國松 君) 自動 軍 肢締 に關 する 皙 問— 
I 高見 之 通 君 0  111 

三 自励車 取締に 關する 質問 (高見 之 通 君 

提出〕 

自動車 肢締 に關 する 質問 主意 書 

右成 規に據 〇 提出 候 也  ‘ 

大正 七 年 二 月 九日 

提出者  高見 之 通 

朁成者  中 村 啓 次郎 

外 三十 六 人 

自動車 肢 締に關 する 質問 主意 書 

自動車 取締に 關し 不備の 點 多し と認む 政府の 所見 

如何 

右 及 質問 候 也 

1 :高見 之： 迎君 登壇〕 


0 高見 之 通 封 諸君、 私は 自動車の 取締に 關して 、 
政府 當 局に 質 間を して 見たい のであります、 昨年の 
秋に 自動車に 關 する 問題が 名 古屋に 起り まして、 名 
古 屋に私 ほ 出張 致しました、 さう して 其の 事故を 収 
調べる 序に、 名 古屋 警察に 參 りまして •自動車 K 調 
に關 する 相當の 規定が ある や 否やを 調べます と 云 ふ 
と何ぞ 阏 らん 案外に 112 締に關 する 規定は 缺 乏して 居 
るので あります、 そこで 私は 段々 東京へ 戾つた 後に 
之に 關 する 色々 な 規定を 調べて 見ます ると ■云 ふと fi 
想 外に 不完全なる には 私は 實に 一驚を 喫した 次第で 
あります •尤も 今 H の 自動車と 云 ふ ものを 見ます と 
云 ふと、 一槪に 自動車に 向つ ての み 故障 も 言へ ない 
自脚車 側から 見て 色々 の 注文 も ありませ う、 例へ ば 
道路 其 他の； f 完備と 云 ひ、 諸般の 設備の 不完全と 云 
ふこと も 無論 ありませ うけれ ども、 一方 自動車に 對 
する. 収締が 不完全で あるから •今 R の 如き 頻 々たる 
故障が 起る と 云 ふこと も是は 否む ことは 出来ない 事 
實で & らうと 思 ひます、 さりながら 今日 每日 自動車 
に關 する 故障が 澤山 起つ て 居る にも拘らず、 外の 問 
題に {i 非常に 八 釜 敷く 人が 言 ふけれ ども、 此 問題に 
關し ては 比較的 忍耐して 居る の ほ、 どう 云 ふ譯で あ 
らう か、 私 ほ 之に 關する 理由を 考 へて 見ます ると、 
IE 動 車と 云 ふ ものは 今日 非常に 數が 足らない、 夫 故 
に 是非 もつ と獎勵 しなく ち やならない* 多少の 故障 
が あつても •それは 暫く 忍耐し やうと 何でも 宜 い、 
自動車が 砧 えさへ すれば 宜しい と 云 ふ 一つの 獎 励に 
封 する 自動車を 盛に しやう と 云 ふ 熟 望から、 自動車 
に對 して 起る、 故障 も 相 當寬大 であると 云 ふの も 一 
つの 理由で ないかと， 斯う 私は 考へ るので あります 
もう 一つは 自動車に 關 する 事故は 非常に 澤山 あるけ 
れ ども、 其內 段々 慣れて 来るならば、 斯の 如き 故障 
も少 くなる だら うと、 例へ ぱ 「ラン ブ」 など も銘ん 
に 流行つ た 當時 は、 非常に 「ランプ」 から 火災が 澤 
山 起つ たのであります， 併し 今日は 漸々 普通の 種油 
と 云 ふ もの、 収扱 方を 間違 ふと 云 ふと •非常に 其處 
に 違 ひが あると 云 ふこと が 誰し も 頭に 分つ て來た 、 
故に 「ランプ」 から 起る 火災 事故と 云 ふ ものが 少く 
なつた やうな 事で、 自動車 も 案外 取扱に 將來慣 れる 
ならば、 斯の 如き 事故が 少なくなる であらう と 云 ふ 
先を 見越した 上で 忍耐して 居る 所 も ありませ うけれ 
ども、 今日の 自動車 ほ 如何に それに 關 する 色々 の理 
由が あつても、 事故が 多い と 云 ふこと ほ、 是 ほ 否む 


ことほ2來ない>大正六年に於ける自動車の故障及 
びそれ に關す る 統計を 見ます ると 云 ふと、 諸君 方 も 
能く 御存知で あらう と 思 ひます が、 案外に 多い のに 
驚く のであります、 現在 自動車は 大正 六 年末には 全 
S で 一一 千 七 百 二 十五 * と 云ふ數 を 現は して 居ります 
勿論 其 中で 一番多いのは 東京の 千 三百 十一 * であり 
まして、 次で 神奈 川大阪 京都 兵 庫と 云 ふ ものが 大部 
分で あつて、 あとは 微々 たる ものであります、 さう 
して 營業用 に關 する ものと 自家用に 關 する ものと li 
各 II 千 百 九十 九臺は 營業 用、 千 五 百 二十 一臺 は自 
家 用で あつて、 約半數 、半數 の 形を 成して 居ります 
所で 二 千 七 百毫の 自動車を 以て どれ 程の 故障を 起し 
て 居る か、 大正 六 年中の 法令 違反者を 見ます と、 營 
業者 及 其 事業者 其 者が， 取締 規則 又は 警察 犯處罰 令 
違反 ■若く (3; 刑法 違反に 依て 千 三百 五十八 件 起して 
居る のであります、 それから 胬 業者 及 其 事業者 以外 
の もの 成は 自家用と 云 ふやうな ものは、 兩方 合せて 
今 申した やうな 違反者が 干 四十 件、 詰り、 二 千 三百 
九十 八 件と 云 ふ ;' 1: 反 者を 出して 居る •二 千 七 百 * の 
自動車の 中で 修繕中の もの も ありませ う* 種々 の も 
の も ありませ うが， 先 づ二千 三 四百 臺の 自動車が 金 
國に あつて 昨年 中に 事件を 起した ものが 一一 千 三百 * 
である、 自動車 一毫が 一年の 中に 一回 宛の 事件を 起 
す ものな りと 云 ふ 斷定を 下しても 差 支ない、 又 一方 
死傷者 ほどれ 程 あるかと 申します と、 死傷者 ほ 七 百 
七十 五 人です， 其 中に 死んだ 者は 三十 三人 あとは 非 
常な 怪我を して 居る •薄い 怪我の やつ も ありませ う 
さう すると 二 千 三百 臺に對 して 七 百 ？ n 十 件の 死傷 若 
を 出して 居る と 云 ふと •五臺 に j 臺は 年に I 回 必ず 
入を 礫 倒す か、 若く は 人を 礫 殺す と 云 ふこと になる 
のであります 、期の 如き 驚くべき 死傷の 數 、斯の 如 
き 驚くべき 故障の 數で あります、 さう して 法律 及 命 
令に 反する 事何ぞ 大なる や、 私は 是 等の ものを 見 ま 
すと 云 ふと， 自動車と 云 ふ ものが ®' の -S き 大變な 違 
反を 起し、 斯の 如き 死傷を 起す と 云 ふと •殆ど .H 励 
車と 云 ふ ものを 見る と、 一種の 惡魔が 飛んで 來るや 
うな 氣に 打たれる のであります •あれを 名 づけ R に 
白晝を 公行す る 鬼で あると 斷 言して、 私は 差 支な か 
らうと 思 ふ、 そこで 私 it 今日の 自動車の 事故 ほ 斯の 
如く 多い が， 之に 對 して どうす るかと 云 ふこと を 研 
究しな くて はなり ませぬ、 そこで 政府に 對 する 質問 
と 云 ふこと I 政府に 對 して どう 云 ふ考を 持つ て 居 
三 七 九 


E 動！ - fli 取締に 關する 質問  同上 高見 之 通の 質問 演説 
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自動 rll 取締に 3 :する 高見 之 通の 質問 演說 
るかと 云 ふ 私の 質問に 先だつて  動 車 それ n 身の 
事故が 多い 原因を 考 へて‘ さう して 之に 對す る對策 
を 決める と 云 ふこと yj: •先 •つ 必要で あらう と 思 ふの 

であります、 そこで 自動 Jli ci.3 が 注文して - 私の 方 

許りが そんなに 惡 るいので ない、 其 他 設備に 大變惡 
るい 所が あると 云 ふ* 自励罪 側から 見る 注文；！ i どう 
云 ふ ものである かと 云へ ば、 私 ほ 第二に 見る 所は、 
是ほ 今日の 道路の 不完全 •是 は もう 何ょりも 自動車 
の 側に 立つ て* 外 ^ 邊〇 の，！； 励 3P を 走らせる ことに 
對する 道路と， 日本の 道路と ほ 非常に 違つ て 居る， 
殊に® 京 邊 りの 道路と 云 ふ ものは、 雨の 時に なれば 
非常に泥潭で，天氣が奸ければ風が立つてさうして 
0 暗で、 もう 二 間 若く ほ 三 間 先き ほ 何にも 見えない 

此 所に S 動 車が 疾風の 如く やつて 來 ると、， y 然故障 

を 起す と 云 ふことは 已むを得ない、 是ほ私 ほ m に.； m 

励 一 5 f と 云 ふ 方： rrtl から 許り 見る ので ほ ありませ ぬ ■道 

路と云 ふ ものに 對 する 改： i の 必要が、 非常に ある こ 

とほ 無論であります が，' H 励 車の 方面から 見ても、 

是非 道路と 云 ふ ものに 付て ほ、 道路を 改修して さう 

しても つと 好き I 都の 道路 ほ 斯の如 きもので ある 

と 云 ふ， 文明 的の 道路に すると 云 ふこと が、 私は 必 

要で あらう と 信ずる のであります •現在では 瞥視廳 

では 管 業 用は 六 間 以內の 道路に し， 又 0 家 用と しま 

すれば 四 間 以内に し •其 他の 谷 件は 三 間 以内の 道路 

を 走る ことにして 尻る のであります、 切め て 六 間以 

內若 しく {3; 四 間 以內の 道路 丈で も、 もう 少し 改修す 

る必耍 が 私は あるで あらう と 思 ひます、 現在柬 京で 

道路の改修をして居るのほ『ァスファルト」でやつ 

て 居る のと •木製で やつて 居る のと あるので ありま 

す、 木で 造つ た 練 瓦の やうな ものを 縱に截 いて、 さ 

うして 道路の 改修を して 居る ■是れ ほ r アスフ ァル 

卜」 で やる ょりも もつ と 成績が， a いと 云 ふこと であ 

ります， 此 所で 私は 一寸 諸君の 御 賛同を 得て 置きた 

いと 思 ふことは ，现 在 自動車に 關 して 府 縣の收 入と 

云 ふ ものは、 二十 馬力の ものは 約 西 六十 八圓 づ、、 

府縣税 及 市 K に 納めて 居る のであります >  それ から 

十五 馬力と なると， 百！ 一十 六圓 程の 金を 納める、 此 

ものを 私は 總て 道路 改修の g に 用ゐる 財源に 充てる 

固より 其 道路の 方へ此 金を やつて Ji ましても、 それ 

ほ ® に 傾な ものであります， 現在の 收入は 漸く 三十 

二 萬 圓程 しか 上らない 一方 六 間 以上の 道路は IK 京に 

ほ 幾ら 程 あると 云 ひます ると、 八 萬 八 千 間から ある 


「ァスファルト」 で 以て 坪十圓 平均であつて も 千 三 
百 四十 五 萬 II •又 十 間 以上の 道路を やりましても， 
約 七 百 萬阊 金が 要る、 七 百萬圓 金の 要る 所へ 以て 來 
て， 漸く 三十 11 萬圓位 な收 入を 以て朵 に 充てる とし 
た 所が、 公 {H の 利息に も當ら ない、 併し 是が 詰り 小 
より 大に 及ぼす であつて •切め て.； E I1 車から 上がる 
錢を全 ；部 此方に MI ひて， 道路を 改修す る 一つ 主義を 
立てる と 云 ふこと ほ、 餘程瓦 いこと であらう と 思 ひ 
ます、 さう して 三十！ 一 萬 _ の 金で も 約 六 間 道路で 申 
しまして， 一年に 五 千 間 以上の 改修が 出來て 行く こ 
とであります からして •餘 程是ほ 道路の 改修の 上に 
宜しくなる だら うと 思 ひます， もう | つ ほ 私 ほ 自動 
車の 方面から 見て、 電信柱と 云 ふ ものが 此東京 の 市 
中に 立つて pr るのは •是は もう 自動車が 見て 非常に 
— 左側を 行けと か、 右側を 行けと か、 如何に 警視 
廳が 八签敷 く 言つ て も •外國 人は 東京を 指して 林の 
街で あると 言つ て 居る-さう であります が* 斯う 云 
ふやうな 狀 態では 迚もい かぬ、 それ故に 是非 是ほ電 
信 柱の やうな ものは、 總て 之を 地中に 埋めて 仕舞 ふ 
やうな 方法を 肢ると 云 ふこと も、 事故を 少く する 一 
の 理由で あらう と 思 ひます、 其 他 私は 自励 車の 方面 
から 注文す るなら ば、 一般 市民の 公德心 と 云 ふ もの 
の缺乏 * 之を 盛に すると 云 ふこと も 必要で あらう と 
思 ひます、 是 等の 事 ほ 諄々 しく 申 上げないでも、 是 
丈の 2if を 申 上げれば 十分で あらう と 思 ひます、 そこ 
で 今度は 自励 車に 對 して どうで あるか、 今日 自動車 
に對 して ほ —— 第 I には 今日の 自動車の 故障の 多い 
の：！ T 運轉 手が 不熟練で あると 云 ふので あります、 
今日の 此運轉 手に 免許を 與 へる 規則と 云 ふ もの ほ、 

それは 洵に不 統一な もので あつて 御 話に ならない の 

である •それで 最も 甚だしい のは、 東京で 受ける 所 

の 試 驗が 六ヶ 敷くて、 地方で 受ける 試驗の 方が 樂で 

ある、 それで 地方で 免許 狀を 貰つ て、 それを 東京へ 

出して •さう して 私は 自動車の 運 II 手で あると 云 ふ 

澍が 運轉 して 居る、 斯う 云 ふやうな 有樣 であります 

所が 地方を 見ます ると、 どれ 程の 規則が あると 云 ふ 

たなら ば 運轉 手の 任 用に 關 する 規則 も 無い のが 大多 

數 である、 斯う 云 ふ 具合に して 此樣な 不規律な 運轉 

手の 任用に 關 する 規程を 置いて、 それで 以て 自動車 

の 故障を 少か らしめ やうな どと 考へ るのは、 最も 誤 

りで あらう と 思 ひます、 現在 雷 車の 運轉 手な どは 約 

三简 月を 要する のであります、 當局の 方に 段々 聞い 


て 見ます ると、 一通り 自動車の 運轉 手と しての 資格 
を 得る には、 どれ 程 時間を S: する かと 云 ひます ると 
少 くも 六® 月を 耍す る-現在の 自励車 も 皆 同じ やう 
な 格好を して 居ります けれども-色々 な 機械の M 類 

がありまして •少 くも 三種 類 も 四 種類 も あるので あ 
〇 ます •少 くも 六 筒 月を 耍す るのに. 現在の 運轉手 
と 云 ふ もの ほ、 唯々. 嫠視廳 にある 所の もので 試験を 
して それで 宜しい、 それで 免許 狀をや ると 云 ふの e 
あつて、 どれ 程の 平生に 豫備學 校を ¥ 第し なくて ほ 
ならぬ と 云 ふ 規則 も 無ければ、 唯々 試 驗をす ると 云 
ふ 丈であります、 其試驗 ほどう かと 云へ ば •膂覦 廳 
に 居る 所の 技師の やうな 者が、 其 運 轉 手に 對 して 辟 
械の或 部分の 說 明を 聞いて、 . EM 場 先 遇り で 試驗を さ 
せて 見て •それで 少し 走る ことが 出来れば、 それで 
運 II 手で あると 云 ふ兔許 狀をや る、 斯んな 事で 人を 
曳 殺したり する のは ? S 然な 事で ある、 私と しても 是 
は 相 當の 卒業 資格の 有る 者に 運 轉手兔 狀を與 へる と 
云 ふことは-私 ほ必耍 だら うと 思 ふ* 殊に 自動車に 
關 しては 特別に 多少の 智識を 耍 すると 云 ふこと が あ 
ります、 然るに 電車は 切符を 斷 つて、 さう して 少く 
も小學 以上、 高等 小 殿 を 卒業した 位な 程度で なけれ 
ば， 入れない として 居ります けれども •自動車 (3; 學 
校と 云 ふ ものに 對 しては 少しも 制限は 無い ので あり 
ます、 それ故に 金 然無學 の 者であつて も、 機械を 動 
かす ことが 出来れば‘ それで 宜しい、 斯う 云 ふやう 
な 形に なつて 居ります からして* 如何にも 是は私 は 
不完全で あらう と 思 ひます* それであります から* 
私の 希 is は 自励 車に 關 しては 相 當の豫 備敎習 所を 造 
ら なければ いけない、 運轉 手に 關 しては 尠くも 六箇 
月 以上の 豫備 の勉强 をさせる， 即ち 現在の 勞働 賃銀 
が 非常に 高くな つて 居ります 、故に 雷 車で も 二十 四 
五 圓の依 給を 吳れて 居る のであつて、 自動車は 現在 
實際 三十 五 圓 若く ほ 四十 圓 ，中には 多き は 六十 圓、 
七十 圓と云 ふやうな 非常な 好い 手當 、若く ば 俸給を 
貰つ て 居ります、 で lit 者は 一朝 有事の 時に 於て は、 
皆相當 の運轉 手と して 働を せねば な 〇 ませぬ， で 今 
日 軍用 自 動 車な どと 云 ふやうな 事を‘ 色々 法律案で 
111 て 居ります けれども •運轉 手は 何にもなら ない の 
である、 さう して 運轉 手と 云 ふ 者は 案外に 十日 や 二 
十日では どうしても 間に合は ない ので あつて、 どう 
しても 相當の 日月を 耍す るので あります るから •私 
が 以上 中 上げました 如く， 相 當の敎 習 所を 設ける， 


_  三 八〇 

さう して 六 箇月 以上の 报 桐〇ス ,^ をして、 さ. 「.，て 
罾 鹿！ J で 運轉 手に する ? f に if i;i : v;v c ’T へ-- ,'- .、」 ■ .: 
K 格 も與 へて、 一 籾 yl ある 時には 皆 間に > 

ふこと にして S いたなら ぱ •將來 の S にも 1: しい 〇 
みならず、此事故を少なくすると云ふこと 0 目的を 
達する であらう と 思 ひます、 それで « 挎 に 私 : =: 

政府 當羅 M 特に® いて S きたい 事 ほ •所 11 私®% と 
此符 問を 提 W したる 所の 理山で あります 〇 •か、 現 1.: 
此 E 励 車の 取締に 關する 所 〇 規定と- 2'< ふものほ、そ 
れ ほ 何を 愣準 にして ああ 云 ふ 規定を 御作り になつ た 
ので あるか、 現在 是は 11' 京の 梁 視硿典 他 各府縣 に、 
三つ 四つし かないので ある， } 1;- 他は 収締 規定と 云 ふ 
もの ! 3: ■殆ど 無い と！ K うて 差 f：! {ない、 是 程の 危險な 
ものが 街を 磺行跋 13 して 居る、 さう して ! M 々として 
人を 殺し， 或 ほ 人を 礫き 倒す のに、 それに 對 する 所 
の 相 當の规 定 が 何にも 無い、 斯んな 出 鹿げ たこと が 
•111: の 中に ある もの かと 私 {a 思 ふ、 それで 梁 視跷か ら 
出て 居る 所の、 此自動 車の 取締 規定と 云 ふやうな も 
の ほ >  現 在の此 自動車の 锊際に 添 ふやうな もので な 
くして、 多分 電眾 規則 か 何 かを 其 诏用ひ たの か、 外 
國に 斯う 云 ふやうな 規則が あるから、 それを 翮雞し 
て m した ものである か、 ® 際の 狀况 に尠 しも 合 ほな 
い 規定を 作つ て K るので ある、 例へ ば収締 に關 して 
は 自家用の ものと 營業 用の ものと 二つ に 分けて あ 〇 
ますが、 其 if 業 用に 關する — 其 今日の . I'i 励 JP を S 
業に して 居る 者 ほどうで ありませ う、 m -'p の やうな 
具合に やつて 居る ので ほ 無くして 御 客櫧 一人 若く (3; 
二 人を 乘せ て、 さう して あちらこちらを 飛び 廻つ て 
居る ので ある、 然るに どうかと 2< ふと， R 錢ほ きち 
んと定 むべき こと， 或は 大きな 踩で亂 栽 狼鼯 の睇を 
發す ベから ず、 乘客降 車の 際は. ri 留 品に 注意すべし 
具氣 の發 散す る やうな 者は 乘せて 行かぬ そ I 現在 
の乘合 自動車 何 かなら ば， それは 十 人 か 二 十 人乘れ 
ば、 斯う 云 ふ規则 が耍り ませう •電車の 規則なら ば 
それは 尤もであります が、 今日の S 励 車は 非常に ® 
澤な もので あつて、 さう して 一人と か、 二 人し か乘 
らな いので、 あの 密閉 車に 向つ て 喧噪す ると か、 歌 
を 唄つ ては fT' けない などと 云ふ规 則を 設けた のは， 
是ほ 瞥靦廳 はどうして 斯う 云 ふ 形式の ものを 設けた 
のか、 唯々 御座 •# なりで、 斯う 云 ふこと を . 1R ベれば 
宜いと 云 ふ 一時の 責雜 ぎの やうな 規則を 出して 居る 
« 際の 狀態に 全然 常 嵌つて 居らぬ と 2-; ふて MJ- なりで 
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あります、 殊に ^ も 甚だしい のは i 都で ある、 京都 
の 如き ほ ffl に C 動 車の ® [ は 百 三十 六毫あ る， 此百三 
十六 5 f であつ て 今以て 収碎 規則 (i 何にも 無い ので あ 
ります、 何にも 無い のみならず •京都に 於て は此死 
んだ奔 を 四 人 m して (!■• : る* 火 JI-: 六 尔に I 負傷者 四 
十 一 人、 (if-- せて 四十 五 人と 2;- ふ I 外の 地方は 十 人 
の 中の 詰り 七 分の 一位に なつて K る 所の 表を 現は し 
て 居る のに， 京都の みが —— 京都の みが 約 三分の 一 
と 云 ふ 所の 死傷 奔を 出して 居る， 統計の 上に —— 最 
も 京都は 柬京及 大阪な ど' と 違つ て， ifi 幅が 狭い と 云 
ふ 所の 理由 も ありませ 5 けれども、 何等 取締 规 則を 
持たぬ と 云 ふことは、 私は 一つの 或る 意味の 關係が 
あると 思 ふ、 現 花 京都府 知事の やうな 者は、 此の 如 
き 規則は 出さないで、 此 統計表を 見て 無辜の 人間を 
引 殺した 〇 引 倒したり する のを M と 心 ni て 居る か、 

速に 京都府 知事は 何と 云 ふ 名前 か 知らないが、 平 速 

處 決さるべき 性質の ものであると 私は 信ずる、 外の 

方は 東京 あたりは 死んだ 者は 十六 人、 負傷 sf 四； 3 五 

十五 人と 云 ふ 比較的 數が少 ない、 大阪も 兵 lit もさう 

である、 殊に 神奈川 あたりは 自動車の 數が京 都の 三 

倍、 三百 五十 四 楽 ある にも拘らず、 死んだ 荠が四 人 

さう して 傷者が 五十二 入、 此神奈 川と HJ しま すれば 

ra m も 含んで 居ります が •外 國人な どの 這 入つ て 居 

る所ほ、比較的に三饴の自動取を飛ぱして居つて、 

京 都な どから 見ます れぱ 资澤 でな くして 寧ろ 地味 的 

だ、 それに も拘ほ らず 三倍の 自動車が あつて、 京都 

と 同じ 率に 在る‘ 是ほ 何で あるかと 言へ ば 一方 運轉 

手が 熟練を して 居る と 云 ふ 事 も ありませ うけれ ども 

取締 規 1IIJ が 京都には 何にも 無い と 云 ふ、 斯う 云 ふこ 

とが 私は 全く 原闪 を爲 して 居る と 思 ひます、 京都府 

知事なる 者 は、 私の 演說の 速記錄 を 必ず s むで あら 

う、 讀んだ ならば 何と 申譯を する か 殆ど 一言 も 無い 

であらう (笑 隙 起る) 可笑しい 事では ない、 全く 惡 

るい 事を して \ に 引 倒される とか、 まづい 事を して 

人に 打たれる とか、 自分に まづい 事惡 るい 事が あつ 

て 打たれる とか， 蹴られる と 云 ふことは •それは 已 

むを 得ない けれども， 全く 何の SS 意 も 無い 眞に t? 良 

な 小さい 子供， K に 善良な お 婆あさん を 何等の 理由 

もな く 引 0 し 引 殺す •さう して 其 ar 励 ¥ と 云 ふのは 

大抵 金 持 及 富袞の 弄び 物と 云 ふ も HJ なりで、 今日は 

それ 程 急がなくても 宜い I ほんの 一部の 或る 有力 

な 人 以外は 必要で ない 其 他 ii 皆替 m である、 今日 3* 


京 あたり あの. H 励 車に乘 つて 步 るく 者を 御 ! is なさい 
殆ど 藝者が 八 分で ないか、 藝者 と涟 樂泝が 使つ て 居 
る、 さう して 最も 愛すべき 子供な どを 引 倒す ので、 
現に 一昨日で あります が 牛 込で 子供 二 人 一時に やら 
れた 、共 やられた 物に 其 母親が 今 狂 氣の狀 態で ある 
と 云 ふこと であります、 斯う 云 ふやうな ことで* 殊 
に nl 愛らしい 子供、 年を 老つ たお 娑 さんが 背後から 
突 倒されて、 其 突 倒した 所の |'| 動 車に 乘つて 屛る所 
の 富豪 ほ、 意 氣揚々 として 葉卷 を： g： らして 居る、 斯 
んな 馬與な 事が ある ものでは ない、 故に 今日 政府は 
是非 此際に 於て、 斯う 云 ふ JS 締の不 徹底な ものは 全 
部改廢 して •さう して 全 g ffl l にす る I 取締 ! 3; 全 
國劃 一にす ると 云 ふこと が 一つ、 もう I つ 事件の 起 
る 根本は 運轉 手の 不熟練、 運轉手 任用の 規定 ほ 何に 
も 無い、 之 も 矢 張全國 S1J 1 にして、 さう して 一般の 
運轉 手を 根抵 から 改良す る、 此二 つを 速 かに やる ベ 
きもので あらう と 思 ふが •何が 故に 政府は 之を やつ 
て 居らぬ ので あるかと 云 ふこと を W 問し、 併せて 速 
かに 之が ffl 行せられ むこと を •私 {i 希望す るので あ 
ります。 

0 副議長 (濱田 國松哲 ) 質問第 四、 嫛察官 の 行動に 
關する 質問—® 山 勝 太 郎君。 

四 ® 察官の 行 励に 關 する 質問 (橫山 勝 太 
郎君 提出〕 

罾察官 の 行動に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年 二月 十二 日 

提出者  傾 山 勝太郞 

賛—  藤澤幾 之輔 
外 百 十四 人 

锌察官 の 行動に 關 する 質問 主意 書 
左の 事® に關し 後藤 内務大臣に 質問を 爲さ むと す 

* s  . 

昨 二 月 十一 日は 紀元の 佳節に 當〇 在野 國 民の 有 

志は I 定の會 費を 徵 して 上野 公闹の 料亭に 集ま 

り 祝賀 會を 開催し 聖 譯 萬 歳を 三唱して 將 に散會 

せむ とする や 三 原 上野 替察 署長は 突如 約 三百 < 

の瞥 察官を 引率して 場內に 闖入せ むとし jn. 會衆 

の 場外に 出て むと する を 阻止した るを 以て 玆に 

官民 ® 突を 來た し爲に 拘禁せられ たる 者十數 名 

に 及 ひ. 警察 宵 亦 微傷を 受 くるに 到る 之れ 事を 未 

前に 防 Jh すへ き 行政 箬察の 目的を 有する 餑察官 


か 其の 職 糊を 濫用し 犯罪を 挑發 したる もの 也 或 
は傳ふ 角 衆 か 三々 五々 二 重 橋 附近に 來 り聖壽 の 
萬 歳を l>a ふるを 阻止す るの 目的に 出たり と 
質問 主 lir 

第一 國民の 有志 か ffi 元 節の 視 日に 際し 一堂に 
愈 して 祝賀 會を 開催した るに 數百名 の 警察官 
及 to 〗 數の 憲兵を 以て 之を 警戒す るか 如きは 如 
何なる 必要 あり や 

il 靜肅な る會 衆を 威嚇す る ものにして 却て 取 
締の 目的を 達する 能は さるへ し 内務大臣の 所 
見 如何 

第二 祝 貿锊旣 に 終了し 會 衆の 退 / 11 せむ とする 
に當り 上野 警察署 長 か 警察 VS- を 引率して 場内 
に闊 入せ むとし 且會 衆の 退出を 姐 止す るは 如 
何なる 法令に 其の 根據 を冇 する や 抑 亦 行政罾 
察官の 執る へき 適當の 方法な り や 
第三 國民か 衷心ょり ffi 元の 佳節を 祝し 聖壽萬 
歳を 唱ふへ く 二重橋 附近に 參_せ むと する ほ 
至 忠なる 國 民の 至情 也 » 察： nr か 之を 阻止せ む 
とする は 如何なる 理由な り や 
第 四 政府は 二月 十 一 日 上野 公闽に 於け る , fv 民 
衝突の 一大 慘狀を 呈し國 家の 祝 H に當り 帝都 
を騷擾 せしめた る 責任を 如何せ むと する や 
右 及 質問 候 也 

〇橫山 勝 太 郎君 私の 質問を 致します 以前に、 一寸 
關聯 して 該 長に 御 尋ねを 致します、 今月 十四日に 當 
議場に 決議案の 上りし 際， 識長 は此議 事 堂の 內 外の 
聱 護を， 守愆 以外の 锌察官 に 御 委託に なつた 事 W が 
あります か， どぅであります か •之を 一寸 承は つて 
置きたい" 

0 副 P: 長 (濱 田國松 君〕 左様な 事は 無い と 存じます 
併し 尙ほ 十分 取調べた 上、 追て 御 回答を ttl 上げます 
一橫山 勝 太 郎君 登壇 J 

0 横 山 勝 太 郎君 成るべく® W に 申 上げます •大正 
七 年の 二 月 十一 日、 恰も 我 帝國の 三大覦 日の 一た る 
® 國の紀 念 日であります、 即ち 紀元節の 當 日に 方り 
まして、 恐れ多く も 欽定し 給 ひし 帝國 憲法發 布 せら 
れたる 耙念 日で あつて •恰も 三十 年に 相 當 すると 云 
ふこと であります ので、 在野の 有志， 一々 例を 擧げ 
ますれば 限 〇 もない ことであります るが、 其 梗槪を 
申 上げます れば 、憲政 會 員の 院內の 者、 若く {i 院外 
の 者、 同志 俱樂 部、 立憲 靑年黨 、丁 未俱樂 部、 實業 


削、 靑年 記者 團 、國 民議會 、是 等の ^ が 主催者と な | 
りまして •上野 公園の 精 養 軒の 樓 上に 憲法 發布 三十 
年 紀 念 祝賀 會 、國民 大會 なる ものを 開催 致した ので | 
あります、 簡單 に其經 過を 申 上げます れぱ， 國民大 
爵 なる ものより 特定の 個人に 對して 通知を 致し まし 
た， それは 一々 端 書に 致した のであります- K 端 書 
の 要 肓 を 一言 申 上げ ますれば 「吾人 同志は 茲に相 集 
り 憲法の 神髓 を發揚 せむ が爲 めに 二月 十一 日の 杏 辰 
を 卜して 上野 公園の 精 ^ 軒 内に 阑游會 式大祝 賀會開 
催 仕り 候 間 同感の 士奮 つて 御來會 被 下 度 此段 貴意を 
得 候」 而 して 追 書の 內にほ 會費 五十 錢持參 の 事、 此 
の- S 書は 當日辨 當と引 換に 人口に て 交付して 吳れ" 
斯う 云 ふこと になつて 居ります、 即ち 一定の 料金を 
徵收 致しまして •さう して 氏名 住所の 判明 致して 居： 

ります 所の、 特定の 人に 對 して 通知を 致しました， 
其の 招待を 致しました 中には •政治に 關係な き紳： 

士搰商 或は 兩院 議員、 或は rr 聞 記者 其の 他の 有志で 
ありまして、 固より 何等の 危險の 無き、 住所氏名の 
判明 致して 居ります fn 當なる 人々 に對 して、 通知を 一 
致しました ので、 之れ に 集る 所の 者は 一定の 會費を 
出し •而 して 其の 住所氏名を 吿げ て、 さう して 集锊 
を 致した のであります、 それから 當日 集りました 會 
衆に 配布 致しました， ® 序 書なる ものが あります る 
が、 是れ も簡黾 であります から 一應申 上げて 置き ま 
すが、 午後の 正 二 時に 爆竹を 以つて 開催し、 二 秦樂 
即ち 紀元節の 國歌 を唱 へ、 三 開 會の辭 •會長 推薦 そ 
れか ら視 辭の朗 謂 及び 君が代の 吹奏 兩陛 下の 萬歲 
閉會 、斯う 云 ふ 順序に 相 成つ て pr ります、 又 當日其 
席に 於て 主催者の 一人の 胡 la したる 式辭 がご ざい ま 
すが >  是 は 御 許を 願つ て參考 として 後に 速記の 末尾 
に 付加して 戴きたい と考 へます、 で 斯_な 經 過に ffi 
て 憲法 發 布の 記念の 祝賀 會と云 ふ ものを 開催 致し ま 
したので あります が •當 日の 午前 十一 時 頃に、 下 谷 
の 署長 三 原 氏が 會場 に參 りまして， 主催者の 一人で 
あります 所の 小 泉 又 次 郞 ■大竹 貫 一、 田 中 善 立、 此 
三 名に 面會 致しまして、 承る 所に 依れば 大會 終りを 
告げた 際に •樂隊 を 先頭に 立て 衆 一同は ■隊を 
作つ て 二 重 橋に 集合す ると 云 ふこと を 仄かに 聽いた 
ので あるが、 事 果して 事 實と するならば* 我 警視 蟪 
は假 令屆 をし ましても 之を， 認可し ない 方針で ありま 
すから、 是は 中止され た 方が 宜か らう、 斯う 云ふ穩 
かな 內意が ありました から， 小 泉* 大 竹、 田 中の 一二 
I  三 八 一 


磬 察 , y- の 行 II: に關 する 質問  同上 傾 山 勝 太郞の 質問 演說 


，察 官 の ？ T fa に W する ® 山 ^ 太 fl!; の ^ 問演說 


三 八 二 


代 謖士 は、 謹 むで 其 怠を 誼し まして、 左 〇 な 事は 致 
しませぬ と 云 ふことの 锊を致 したので あります、 そ 
れ から 色々 問答の 結果、 小 泉， 大 竹、 田 中の 三 君 ほ 
羚場內 の 秩序 維持に y しては！： より 吾々 (5: 争： 莨 任を 
帶ぴる けれどもが、 旣に 吾々 が 集會の H 的を 終つ て 
対. ^ を 宣言 致した 後は、 事 場外に 關する 事であつて 
n fT: を 負 ふ譯に ほいかぬ、 而 して 吾々 13; 隊を 成して 
二 甭楛 に煲 ると 云 ふやうな ことほ， 無；！ する 氣逝も 
なし-する 事 も 協 錢し ない が、 併ながら 會衆の 有志 
の 者が 三々 伍々、 f-r: 意に 二 重 橋に 行く と 云 ふやうな 
ことが 假り にあり とする も， それは 吾々 の 方で 責任 
を 負 ふ 謬に ほいかぬ、 lit 點は どうで あるかと 云 ふこ 
とを 反問 致しました 所が、 三々 伍々 二 m 橋に 行く こ 

とは 差 支ない、 斯樣な 事を 三 原 下 谷 署長は W 明 致し 

たのであります、 左樣な 注意が あつた、 漸く 午後の 

11 時 過に 開齊 致しまして •集る 者が 約 千 人で ありま 

す、 反對黧 の 新 間には 二 三百し か m 席せ ぬと 書いて 

あります し、 又 或る 新聞には 數千の 八 間が 集つ たと 

B いてあります が、 恐らく 事迓 の K 相は 其 中間に 在 

りと 思 ひます、 私は II 憾な がら 當日 出席 致し ませぬ 

から、 確 的に 申す ことは 出來 ませぬ が、 兎に角 千 內 

外の 人 rin であつ たと 云 ふことは、 fr 方面の 情報を 綜 

合して 見て 間渾な い 事锊で あります、 それで 小 泉 又 

次 郎君が 開 會の辭 を 述べられ •大竹 君が #) ■ 長に 推薦 

せられて、 田 ' II 善 立 君が 先刻 速記に 賊せ て戥 くこと 

を 御 許し 闱つた 式 辭を朗 ss 致し、 三 木、 岡 部 •中島 

の 三 君が 演說 をされ たやう であります* 而 して此 二 

時 過に 開 fr 致されました 當 日の 大會 の横樣 を •私は 

當 日 K 席に ni 席した る 司會者 や、 其 他の 有志に 就て 

聽く所 に 依れば、 演説の 中には 慷慨 激越なる 言語を 

含まれた 奔も有 つた やうであります が. •併ながら© 

衆は 靜肅 であつ たのであります、 殊に 君が代の 吹奏 

を 致しまして 陛下の 萬 歳を 三唱 致しました 時分に 

ほ、 ir 衆 一同 肅然 として 脫帽 致しまして、 さう して 

和 氣靉々 の裡 に、 極めて 靜 肅に此 會 を 終つ たと 云 ふ 

ことが ilj 宵の 眞相で あります、 所が 當日 警察官の 方 

では、 どう 云 ふ 間違で ありました か、 此 w fr の 目的 

に對 して 非常なる 疑を 挾みまして， 何等か 此視 賀會 

を爲す と 云 ふ 事柄を 名目と 致して •會 衆の 或 者 若く 

ほ 金 體が 、危險 なる 行 励を 爲す ものであると 云 ふ 事 

の 邪推を 致しまして、 甚だ K 入つ たる 物々 しき 響 戒 

を爲 した 模樣 であります‘ 左 樣な次 諮で @ 察官 は此 


會衆に 向つ て、 非常な 疑を 狹んで 、開 會前旣 に 警察 
官と しては 爲 すべから ざる 行爲 を、 此會 衆に 向つ て 
致して 居る のであります、 即ち 第一に 當日嵇 養 軒の 
入口に 揭げて ありました 所の 看板を 幾度と なく 裏返 
しにして、 入場す る 若の 目に 當らぬ やうな 方法を 講 
じた， 主催者の 側に 於き まして ほ、 それは 甚だ 不都 
合で あると 云 ふので、 警察官が 裏返しに した 看板を 
元の通り やつて 表を m す、 表を 出せば 又瞥察 官が參 
つて 之を 裏返しに する、 甚だ ® かならぬ Ilf を爲 すと 
同時に 其 入口の 看板を 置きまして 附近に ほ， 正服を 
著け たる 警察官が 人垣を 作つ て、 さう して 入場を 拒 
んだ 、顔の 知れて 居る 有志。 其 他 相當の 服裝を 致し 
て 居る 者は、 彼等と 論爭を 致して 漸く 內に 入る 事が 
出來た のであります が、 兎に角 何等笸 險な 目的を 持 
つても 居らぬ、 甚だ 喜ぷ べき 祝賀 會を 催す 所の 門前 
に、 磬察官 が 人垣を 作つ て 其 入場を 拒む と 云 ふ iji 柄 
は、 甚だ 寅し くない 事柄で あると 考 へます、 それ か 
ら甚 しきに 至つ ては、 磐 察官 自ら 又は 公園の 園丁に 
命令を 致しまして、 本日の 集會ほ 極めて 危險 である 
から •成るべく 御出でにならぬ 方が 宜 からう と 云 ふ 
忠告を 致し •若く は 脅喝を 致した、 是が爲 に 或 者が 
好奇心に 驅られ て 入場を した 者 もあります けれども 
左樣 な危險 な 處で あるなら ば 行かぬ 方が 宜しい と 云 
ふので、 三々 五々 後に 引返して 歸つた 者が ありと 云 
ふ 次第であります* 左樣な 事柄であります から、 ® 
察 官の 執るべき 行動は、 甚だ 法律の 上から 見まして 
も、 P 察官の 行動の 上から 考 へましても >  莊 だ宽し 
くない 事柄であります が、 兎に角 左 樣な 形式で 當日 
の 集會を 午後 四時 頃に 終つ たのであります、 それで 

內に 居ります る 所の 千 有餘 人の fT 衆が、 將に 散會を 

致さん として、 戶を 開けます と 云 ふと •三 原 署長 ほ 

約 百 五十人の 正服 巡査を 通れて •さう して 場 內に闖 

人を 致しまして •場內 に 在りました 所の 旗を 奪 ひ、 

又會 衆の 持つて 居りました 所の 標章 同 樣に與 へまし 

た 所の、 極めて 小さな 旗まで 之を ■ひ 取り、 そこで 

會 衆と 警察官の 間に 非常な f? 鬪を 起しまして、 皆 さ 

んが 新聞紙で 御 承知の 如く、 遂に 場外に 於て 弊 S 察官 

と會 衆との 喧_ が 起り ました •是 が爲 め ® 察宮も 負 

傷を 受け •又會 衆の 中に も 兎に角 負傷を 受けた 者が 

幾人と なくあります、 さう して 檢 束を 受 くる 者が 十 

有 七 人、 今日に なつて 調査を 致します れば， 旣に臌 

務 執行の 妨害 若く ば 傷害罪な りと して、 檢事 の檢擧 


に 遭 ひました 者が 六 人 ございます、. 斯様な 結果に 相 
成りましたと云ふ事柄ほ、其曲孰れにあるか、私ほ 
其 判斷を 致す の險質 を 持つ て fr 〇 ませぬ、 否 之を 冷 
靜に考 へま すれば、 寧ろ 婷察官 が會 %5 に f-'si 人を 致し 
て、 ^ 衆の 持つ て 居ります る 旗を 箱 ほんと したと 云 
ふ 事柄が- 此騷擾 の砌 機で あると 致します れぱ 、其 
曲 ほ » 察 , R- に 在る と 信じます けれども •それは 姑く 
別の 問題と 致しまして、 民衆に 在る ■か、 擰察官 に 在 
るか、 それ ほ 姑く 之を 間は ずと しても •天 長 m 元の 
佳節に 當 つて、 所謂 建 國の紀 念 日に 當 つて、 帝都の 
中央に 血を 流す の慘 事を 見た 事柄は、 上 陛下に 對 
し挥だ 恐懼の 至りで あるし、 又國 家の 一大 不祥事で 
あると 私は 考 へる 者であります、 それで 後に 至つ て 
更に 調査を 致して 見る 所に 依ります ると、 當 n 上野 
S 察 若く は 日 比 谷 » 察、 其 他 市 內の各 翳 察袈 ょり 非 
番 巡査を 召集せ ら る、 事 約 千 五 百 人であります‘ そ 
れから 田 中 或は 三 木、 此兩 君が， 祺廳に 出頭 致し ま 
して、 大島官 房 主事に 會 つて 御尋を 致し •其 官房 主 
事の 御 答 辯に 依ります れ ば‘ 正服 巡査 三百 人 丈を 當 
日 上野へ やつた、 角袖は 僅か 二 十 人位で あるが、 約 
三百 人の 巡査を やつた と 云 ふ 事 丈は、 是は 確かに 疑 
問を存 する ものであります 1 それから 精 養 軒から 三 
峰 迄は 憲兵と 聱察官 とを 以て 垣を 作つ て、 殆ど 蟥の 
這 ひ 出る 事 も 出 來ぬ 程嚴重 な » 戒を致 し •  Hi 橋から 
神 田 橋 附近 迄に 至る 迄， 殆ど 同 樣の警 戒を 致し、 殊 
に甚 しきは 當 日總理 大臣の 官邸には、 十有餘 名の 簪 
察官を 以て 之を 防 PI し， 各 大臣の 官邸 亦同樣 であつ 
たのであります、 凡そ國 民が 國 家の IE 念 日に 當つて 
帝都の 或 一角に 視賀會 を 催す と 云 ふ 際に、 會集 する 
者に 對し て耪 察官が 過大の 變 foil をす ると 云 ふ 事柄 も 
非常な 私 ほ 失態で あると 考 へます るが、 何の 必要 あ 
つて 總理 大臣 其 他 谷 大臣の 官邸に， 百 人 五十人と 云 
ふやぅな&察官を派遺して、之を蠻衞致すのであり 
ます か、 全く 其 趣 S1 FI の ある 所を 吾々 國民は 疑 ふので 
あります、 當日私 の調奔 する 所に te れぱ ，警察官は 
甚だ 冷靜を 失して 居りまして •現に 酒を 欧んで 居る 
所の ® 察官も あつたので あります、 人の 収締 をす る 
と稱 して 會 場の 周 園に 来る 所の 警察官に して、 酒を 
飲んで 居る 者が ある、 又甚 しきに 至つ ては 六尺 有餘 
の靑 竹を 振 廻して、 さう して 小 寺 代議士の Ah 陀 する 
所と なつて、 饉 に其靑 竹を 放棄した と 云 ふ 事實も あ 
るので あります、 斯の 如き 次第と 云 ふ ものは、 吾々 


は 之を 冷 靜に考 へて 見て、 释 3 K 官が K だ -, <- 55 I S 
り だと 確信を する 苦であります、 此 市 » に祜づ いて 
一二 點內務 大臣に 御 答を 得たい と考 へます るのは、 
二 月 十一 日 〇 钯元節 に當 つて 吾々 ® 民の /1 志が、卞い 
法豉 布の 三十 年の 記念# を 催す 際に、 何 〇 必要 あつ 
て數百 人の趑 ：察官 若く ほ 懣兵を 以て 包 ! -1 する 〇 で , f, 
ります るか、 私は 其方 法 - K- 目的に fj- て 大なる 疑を ?!'' 
く 者であります、 御 承知の 如く 行政 婷怒 規則の 第一 
條には 「行政 * 察 ノ趣总 タル 人民 ノ !--<! 害 ヲ豫防 シ 安 
f 保全 K ル-一 在リ」 其 第三 條の 四に ほ 「阀 yi VF 
サントス ル 者ヲ隠 密 中二 探索 谇防ス A 事」 斯ぅ 云 ふ 
法令に なつて 居ります、 恰も 筘 察が Bi 眹の 如き 考 を 
以て …… 

〔此時 副 調 長 m 田國松 若 退席 璣 長大 岡 育浩 ? Y 权 
席〕 

〇陆山 勝太郞 岩 白 a? 公然 正服 巡迤が 隊を 成して、 
靜肅に 或る 會の 目的を 達せん としつ、 ある 漭に對 し 
て •憲兵と 共に 之を 包 間す るとは 何事であります る 
か、 私は 全く 此の 行政 磐 察 規則の 0 的、 行政 锞察规 
則の 法文に 違背した る 不法 千 萬なる ia 方で あると 考 
へる のであります、 今日の 如き 婷察の 有様は、 古い 
ことを 私は 能く 存じ ませぬ が、 色々 の ものを 酌んで 
見ます と、 保安 條 例の 時代 若く は 豫谀 令の 時代に P- 
察官が 如何なる 行動を 執つ て 居つ たかと 云 ふ iif 柄 
は， 此の 議場に 列せられ て 居る ところの 先 報 諸君は 
疾 くに ® 承知の ことであります、 私の 見る ところで 
は 恰も 其の 保安 條例時 代、 饨戒令 時代の 沔態に 還： 冗 
せんとして 居る ので あると 考 へます、 此の 如きは 猢 
〇 人民の 細 ■利を 害する のみならず、 ® に 所謂 憩 法 政 
治を して 古に 逆 蜮せん とすると ころの もので & つ 
て  >  我鬱 察の 爲に 甚だ 取らぬ のであります、 此の ! ii 
に 於て 内務大臣は 如何なる 御考を 持て 御岀 でに なり 
ます か、 •之を 切に ! is かんとす るので & ります、 第二 
に祇 らんと する 所は、 會場に 集りし 千 有餘 人の 者は 
座長を 推薦し、 視 辭を朗 SS 致して、 演說を 致して • 
甚だ 靜肅 に、 和氣顏 々裡に 散會せ ん として 居る に拘 
らず 、突然 瞥察官 が 百 五十 有餘 人も隊 をな して、 此 
會 場に 11 入す るとは 何事であります か、 此窓 味が 私 
には 分らぬ のであります、 * は 嚴 }« に 申します れば 
憲法の 條 章に 反する し •刑法の 規定に 反する し、 P 
察の 目的に 反します、 兼て 又 1 一； 察官 自ら 騷擬を 誘起 
した ものと 私 ほ 考 へます，® 察宫が 靜肅に 行政 瞥察 
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の 規定に 從 つて ㈣密の 間に 犯罪を 搜丧す ると 云 ふ、 
e 健なる 態 W を 執ります るなら ぱ ，決して！ 一月 十一 
=のやぅな搔搜は起らぬので 2> ります、恰も當日其 
锊に橥りし所の罟々國民を，敵人を見るが如き考を 
以ち、 CI 分は 恰も 軍人と なつた が 如く、 軍隊で ある 
かの如き考を以て過大なる »* :を致し、法叩に背き 
膂 察の 目的に 背いて、 人が 靜肅に 集つ て 居る 場内に 
閲人す ると 2< ふ ^ 法の 行 ® を 執りました から、 當日 
の騷擾 が 起つ たのであります •返す  <  も it 憾千萬 
のこと であります、 由 來皆樣 も 御 承知の 如く， 我蠻 
察 rr は 光 頃 も 或る 議 M ょり 質問され ました 如く， 不 
眠不休 の 劇職に 服して、 吾々 阀 民の 安寧秩序を 保護 
して ^ れると 云ふ點 に 就て は、 吾々 ， -@ だ 之を 感謝 致 
します けれども、 時に 其 勢 察の 目的を 濫用し、 職 簡 
を 濫用して 犯 閗を課 發すと 云 ふ 嫌が M 々あるので あ 

ります、 甚だ 不祥の 例を 引く やぅであります が、 四 

十四 年 一月 十八 日の 我大沲 院に 於け る 特別 裁判 此裁 

判は 或る 社 ^ 生 義に對 する 裁判であります が、 此判 

決の 全文を 讚んで a まする と、 ilt 特別 裁判の 事 宵 裁 

判 , M- ほ 大. WC 院に 於け る 最も 老練なる、 最も 法律上の 

智 11 ある 裁判 {R が 裁判を 致した のであります が、 其 

判決文の 中には、 彼等 社 伶 主 a の 一派が 此の 如き 恐 

るべき 犯罪を なした のは •神 田の 錦 梅 舘に 於け る 所 

謂 赤旗 yf 件と 云 ふ ものが、 太で ある、 或 者が 赤い 旗 

を 立て、 件 來を步 くと 云 ふので、 婷 察 , fv が 其 赤旗を 

恋つ た •赴が 原 W となつ て婷察 W に對 して设 醫 をし 

なければ ならぬ と 云 ふので、 あの 大逆事件が 起つ た 

ので あると 云 ふ事が 、判決の R 頭に 極めて 明 陥に 的 

確の 證撺に 依て、 之を 判 薇 致して 屛る のであります 

其 他 色々 吾々 if 常に 裁判の 法廷に 川會 しまして- 窨 

察 , r; が ff 政 察の fr: 務を 完全に 盡 して •穩 かに 人民 

に對 して 析萷 をす るなら ぱどの やぅに もな り 得る も 

のを •默 して 之を 看過して 犯罪を 爲 さしめ •若く は 

誘 發 して 犯罪を 爲 さしめ て、 後 之を 檢舉 すると 云 ふ 

茌 だ 澍 憾 千 萬な 事を 吾々 ほ！ &' 間 致して 居る ので あり 

ます 二 月 十 一 n の 上 W に ^ きます る今冋 の騷掩 事件 

も 私が 朵迄 の Is 締の經 渦を 一: s' 致した 所に 依ります 

れぱ遺 行ながら ，\ を 齡：察 が諫發 した ものであると 斷 

言して 1 g り ませぬ、 此 點に對 して 如何なる 御 調査に 

相 成り、 如何なる 御考を 御 持ちに なつて 居ります か 

之を Its かんとす るので あります、 第三に 承つ て踁き 

たいのは 御水 知の 如く 樂隙を 先頭に 立て V 隊をな し 


て 二 m fi に參 りまして、 萬 歳を 唱へる と 云 ふ 事柄 (3: 
究 しくない かも 知れ ませぬ が、 併ながら 吾々 ® 民が 
建國 の 記念日に 當〇 、憲法 鼓 布の — i 十 年の 祝日に 當 
つて、 三々 五々 有志の 者が 二 雷： 橋に 參 りまして、 萬 
遝を唱へると云ふことは、是ほ素より忠良なる_民 
の荦 情でありまして、 臀 察 w ix 當然之 を 許すべき も 
のと 思 ひます、 當然是 は 許可すべき ものと 考 へます 
然るに 當 日の 愛 戒の植 探は、 和 田へ 4-門 にも 或 ! 3: 其 他 
の 51 城の 周 W1 にも、 悉く 多數 の巡齐 を 派遣して、 人 
一人と 雖も宮 城の 前に 行く ことを 許さない、 偶々 或 
る 手段を 以て 行つ た 礎が* ? 5; 入 か 十 人の 袭に對 して 
も ., FIS ちに 解散を 命じて* 萬 歳を 唱 へる ことを 制止 
したと 云 ふ 事 ® があります、 是は 如何なる 目的で あ 
ります か、 御 承知の 如く 吾々 國民が 或る 機會或 る 時 
機に、 宮城の 二 m fis の 前で 萬 歳を！！ へる と 云 ふ 事柄 
は、 今日まで 許されて ある 所の惯 例であります、 ® 
々之を やつて 居る のであります、 建 S の IR 念 R に當 
つて、 憲法發 布の 三十 年視 日に 當 つて、 國民 が阈民 
の 至情と して 宮城の 前に 參 りまして、 萬歲 を !' M へる 
と云ふ事柄ほ、私は美はしき我大和民族の皇室に對 
する PI 然の關 係で あると 考 へます、 之を 嫛察官 が妨 
宵 すると ほ 一體 何事であります か、 吾々 國 民と 皇 
宰 との 間を 阻 碍せん とする 莕で ありまして、 實に三 
千年の 我® S ■を 破壊せ ん とする 者であります、 斯樣 
な 次第で ありま 个 から、 吾々 國民が 二重橋に 參りま 
して、 萬歲 を唱 へる ことが 何故に T' 可であります か 
私は 之を 腊かん とする のであります (「危 險があ る 
からだ」 と 呼 ふ 者 あり) 何も 危險 ほ ありませ ぬ。 
0S 長 (大岡 育造嵙 〕 それ はいけ ませぬ。 

〇 描 山 勝 太郞爵 最後に 第 四と して 御尋を 致します 
先刻 il 長に 御 尋 致しました 所が、 議長は 御： 个在 であ 

〇 ましたが、 副 閼 長より して 御 答 辯が ありました 如 

く、 二 月 十四日の 本會議 には 決議案が 上程せられ ま 

して、 其 當日は 兎に角 誘 場 も 緊張した のであります 

が、 其 際に 私の 菘だ 不可 思 鹩に考 へました の (X 議院 

の 外は H に 弊 察 , B- を 以て 包圍 せられた のであります 

C 「嘘 だ J 「噓 を 言 ふな」 と 呼 ふ 渚 あり；！ 嘘では あり 

ませぬ、 幾 百 人の 發察官 が 我 議院の 門前に 堵列を し 

て、 吾々 を監！ S したので あります (「嘘を 言つ ては 

いけない」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 事柄 ほ 假に 議院の 外で 

ありました からして* P 察官の 自由な りと する も ハ 

「馬鹿を 言へ」 「そんな Isa を 吐いて ほいかぬ j 嘘 だ i 


と 呼 ふ 者 あり〕 御 承知の 如く …… 

〇诏長 C 大 N 育浩 君) 橫山 君に 御注意を 申します、 
我 衆議院 若く は 貴族院、 其 帝 國議會 が 警察官に 包圍 
せられた と 云 ふやうな ことは 斷じて ありませ ぬ。 

〔「そんな ことほない 取消せ」 と 呼ふ莕 あり〕 
〇橫山 勝 太郞お 私の 包 ra せられました と 申します 
のは， 全然 吾々 が 出入 出来ぬ やうに 包 g された と 云 
ふ 譯 では ありませ ぬ、 私は 形容詞を 以て 申した ので 
あります。 

【「懲罰に 付すべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o _ 長 「大岡 育造 君) 厳院の 威信に 關 します。 

〇 溻 山 防 太郞君 詰 〇多數 の P 察 , R- が _院 の 門前に 
居つ たと 云 ふ 理由を 聽かん としたので あります が、 
旣に _長か ら 御注意 も ありました から、 それは 謹ん 
で 取消します、 それは 私の 失言であります (笑聲 起 
る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 
o l'« 山 勝 太 郎君 其 事柄 13: 假 りに It しいと する も， 
私が 或 人ょり 承る 處に 據れぱ 、此 議院 內の茶 飲 所で 
あります、 或は 小 使 部屋と 申す かも 知れぬ， 湯 呑 所 
と 申す かも 知れ ませぬ が、 其處に 幾人 若く は 幾 十八 
かの 角袖 巡将が 甚だ 多く 出入 致して 席つ たと 云 ふこ 
とであります (「幾 十 入 も 這 入れる か」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 此事柄 が 有る か 無い かは 存じ ませぬ が、 左 樣に 
承つ て 居ります が、 若し -/ r 樣な事 實が 有る とするな 
らば， 私 ほ_ 長の ！ 議場の @ 察權を 侵害した る不 
法 千 萬な 事柄で あると 考 へます、 私 ほ 無しと 信じ ま 
すけれ ども、 有つ たやう に 承つ て f'f ります から、 此 
事柄 も 若し 篛長 から 御 說明を 願 へれば 苒だ 結構で あ 
ります， 假に 議長ょり 御 答が 出来な かつたならば‘ 
私は 内務 大 匝ょ〇左樣な事埒が有つたかどうかを承 
りたい のであります、 私は 是丈 を以 ちまして 、二月 
十一 日の 兎に角 耙元節 •憲法 興 布の 三十 年の 祝日に 
當 りまして、 腎察宫 が 良民を 發し て； fj rl 々國 民の 一角 
の者を挑發し誘導して，斯の如き犯罪事《を玲さし 
め、 若く は 騷 擾を爲 さしむ るに 至つ たの ほ、 私は 大 
日本 帝 國 の S に 甚だ 遺憾 千 萬な ことであります、 由 
來我が 楚察宵 の 隙 畢：な る ことは 明治 初年の 邏卒 時代 
より、 劍を 執つ て戰 审 したる 所の 因襲の 久しき、 遂 
に 警察官の 性格を 成して， 今日の 如き 人權 蹂躏を や 
り、 憲法の 破壊 迄 もやらん として 居る のであります 
私は 事 甚だ 雷大な りと 考へ ますから、 どうか 責任 あ 


る內 務大 の 御 答 辯を •切に is かんとす る 者で あり 
ます。 

r 拍手 起る〕 

〔參照 一 

祝 辭 

爰 に .' W ’ RI 憲法 發布 第三 十 年 記念の ffi 辰に flfi ひ 顧み 
て 以往の 政績に 政へ 親しく 現代の 國 情に 察し 無量 
の感概 胸臆を 襲 ひ 血涙の 滂沱た るを 禁 する こと 能 
はす 

恭く惟 ふに 憲法 發 布詔勒 中の 一節に 日く 『朕 か 親 
愛する 所の 臣民は 即ち 朕 か 祖宗の 惠撫慈 簦 した ま 
ひし 所の 臣民なる を 念 ひ 其の 康福 を ^ 進し 其の懿 
德 良能を 發達せ しめむ ことを、 願 ひ 又 其の 翼賛に 依 
り與に 俱に國 家の 進 il を 扶持せ むこと を 薄み 乃ち 
玆に 大憲を 制定す』 と 又 日く 『我 か t;i 民は 即ち ffl 宗 
の 忠良なる 臣民の 子孫なる ことを 回想し 其の 朕 か 
意を 奉 體し朕 か 事を 獎 順し扣 與に 和衷協 同し 益々 
我 か 帝 國 の光榮 を屮 外に 實揚し 祖宗の 遣 業を 永久 
に鞏阀 ならしむ るの 希菌を 同く し 此の 負擔を 分つ 
に堪 ふること を 疑は さるな り』 と 聖旨 何 そ 宏遠 
なる . II 謓何 そ赫耀 たる 嗚呼 是れ立 國の精 華を發 揮 
し 同 治の 眞髓 を昭 明した る もの、 憲政の 要. 義 終に 
此 に / Ji てす 億兆 臣民 宜く 常に ffl 意を 奉體し 相 與に 
報 効の 誠を 竭し以 て國 家の 進® を 扶持 せんこと を 
努めさるへからす况や方今内外多辦國以興廢の機 
獎りて 一髪の 間に 存す 大に斯 の阔是 を恢宏 し皇猷 
を發 M し 益々 帝 國 の光榮 を屮 外に 宣揚し 祖宗の ! 1S 
業を 永久に 萤间 ならしむ る もの 惟々 今の 時を然 り 
と爲す 先. M 旣に 臣民の 忠良に 倚 信し 憲法を 頭ち て 
翼賛の 道を 弘めた まふ 臣民た る 渚 豈に 漫然 拱手し 
て 時局を： V-J 過し ffl 明の 負託を 囉 くして 分 擔の責 を 
懈る を容 さんや 

顧みて 憲佚實 施 後の 功績を 按す るに 制度の 根基 旣 
に 立ちて il 用の 妙 ; > に 副は す往々 にして 逆 施 背 進 
の 勢を 形し 輿論の 政、 歳と 共に 荒む 此趨 勢は 帝 内 
內閣に 及ん て 特に 著しき を 示し 先皇 立憲の 洪圖幾 
んと將 に 徒爾に 歸せん とす 抑 も 現 內閣 ほ :||: . 成 -VT. の 
事情 旣に 自然に 悖り 其 立脚の 地 亦 太た 非に して 内 
ょり 立憲の 本義と 相 容れす 其 施設の 如きは 放漫 孟 
浪一 も經， v'u の 見る へきな く 徒らに 一時を _ 塗して 
以て 自ら 保障す るに 維れ 力む 11. つ 其 外 政の 弛廢に 
至りて は に 焉 よりも 甚 .L く此千 秋の 時 會に際 し 


衿 ail 'rs' の fr 動に 關 する® 山 勝 太 fir- の 質 演說 
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市町村 立 小學 校敎 IM 依 铪國庫 負擗 法案— 第一 讚# の窃— 第二 11 會— 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 する 法律案 第 一 讀 會の锫 


て ji /u て 511中：的方針を碰立して翊詨を發肢するの 
斷に出 てす 却て 列 國の毋 息を 窺 ふて 倫 安に 終始し 
以て - ?4 日の詞 ):1 を® 成す るを 知らす 凡そ 此の 如き 
內閣の 存立す る {X C に 我 帝 國の 一大： - 1' 幸に して 先 
つ 之を 打 U する にあら すん ほ 帝 國國運 の 伸暢 得て 
期す へから さるな り 

爱に金 國同茲 の 士相會 して 帝 國憲法 發布 三十 年 記 
念視賀 付を 催す に 當り偶 々此 無能 非立遨 內 聞 の存 
在に 遇ひ爲 に 犖國一 和して 其 fs を ISJ くす る 能は さ 
るは 吾人の 痛恨 措く 能は さる 所な り然 りと 雖も公 
鹩の 大道は 明 患の 開拓に 成り菡 政の 擁_ほ 天人の 
一致す る 所、 現下の 陰 雲を 排 して 憲政の 光明を 撝 
くるは 其期箝 し 遠き にあら す 吾人は 謹て 明治 大帝 
立憲の 盛 意を 奉 體し先 民の 事業を 紹述し 相 與に憲 

政を 擁護し 國運 を扶黧 せんこと を锊ふ 聊か 蕪 言を 

述 へて視 辭に代 ふと 云爾 

大正 七 年 二月 十一 日 


rs 十 群 


國民大 @ 


〇讅 長へ 大岡 育造 君〕 內務 大臣の 答 辯 (X 別に あるべ 

き 箬で あります が喵 今錢 長に 向つ て 御© ほ 私 此處に 

商ぐ 答へ ます， 木 年の 駿符は 邀に靜 肅を保 つて 居り 

ます， 何 幹 別に耮 察の 力を 要する やうな 事の 無い こ 

とは •諸君の 御 承知の 通りであります ( r ひや < 

」 と 呼 ふ 者 あり〕 議長に 於て 欝 察の 力を 借りる やう 

な 事 J3; 斷 じて 致し ませぬ •御 安心なさい。 

〔拍手 起る〕 

〇傾 山 勝 太郞打 顥 長、 一言 丈 御 許を 願 ひます •私 

ほ 承る 所に 據れば 、翳 院內 —— 議院の 一部で あると 

稱 する魏 設物の 中に、 當日颊 人と 云 ふ 人® の 特定 ほ 

出 來ませ ぬけれ ども， 角袖 巡卉 並に 制服の 者が 多 數 

入 込んで ) iff つたと 云 ふこと を、 現に 耳に 致して Fff る 

のであります， 左糅な 事柄は；^ き 事で あると 信じ ま 

す、 又 無き 事を 箱 鞀 致します が、 又 唯今の 議長の 言 

明に 依つ て « だ 安心 奴し ますが， 左樣な 事が 確に 吾 

吾 ^ 院の 一角に あつたと 云 ふこと であります から‘ 

若し 之を 御 承知でありますなら ば、 翳 提 ょり M に 御 

答 辯を 仰ぎたい と 思 ひます。 

0_ 長 (大 岡 育造 君〕® 山辑に 御 答申し ます、 さう 

云 ふことは 無い と 信じます るが 云々 と 云 ふことは， 

左様な 假定の 事を 以て —— 無い と 自ら も 御 信じに な 

る ことを 极據 にして、 此翳 場に爭 論を 爲 さると 云 ふ 


ことほ. 斷じて 御 止めになる ことを 希望 致します。 

〔「稼 罰々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 岩 崎 勤 君 SI 長。 

〇諉長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 動 思議 事 日程變 ：史 に関する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 此處に 市町村 立 小 學校敎 員 俸給阀 DH 
負擔法 案の 第一 讀會の 親を 開き， 委員長の 報 街を 求 
め 且つ 其の 群議を 續行せ られん ことを ? fi 阐 致します 
〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る，】 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 日程 變更の 動議に 御 
與諮 •はない と 認めます •仍て 日程は 變更 せられ まし 
た、 委員長の 報 ^ を 求めます， 委員長 中橋德 五郎 君 
市町村 立 小 學校敎 員 俸給 國庫 負擔 法案 (政 
府 提出) 第一 讀會の 緩" 委員長 報告〕 

〔中 橋 德五郞 君 登壇〕 

〔拍手 iyi る〕 

〇 中橋德 五郎 君 本員 {S 市町村 立 小 學校敎 員 俸給 國 
庫 負擔 法案の 委員 會の經 過 及 結果を 御報吿 致します 
本 添： 員會は 四 回開會 を 致しまして， 多少の 修正を し 
て 政府案を 通過 致した S であります、 政府案 ほ 御 承 
知の 通りに •阼 年の 本院の 決謅 に基い ，て" 負 擔の輕 
滅汐敎育の改善と云ふことの精神を達すると云ふの 
趣意で •提 iii になつ たのであります、 それが 爲に小 
學 校の 敎 員の 俸給の 一部を 國 庫の 負擔 とする、 是が 
第一の 趣旨で ある •それから 其負擔 の 金額は 一千 萬 
圓 .斯う 云 ふこと になつ たのであります"" 之に 對し 
まして 裘員會 に 於き ましては •熟 心なる 質問 脔議が 
ありました 結果、 二 三の 政府 當 局の 言明を 得まして 
修正案に 又當茼 の 同意を 得た のであります、 其 言明 

を 得ました のは、 一千 萬圓 の此茭 出金額を， 速 かに 

二 千 萬圓 近くに して 貰 ひたいと 云 ふことの 希望を 述 

ベた のであります るが、 常 局 者は 之に 封し まして、 

出来る 丈 速に 其筘 望に 達する やうに 努める と 云 ふこ 

との 言明が あつたので あります •其 金額は 明確で あ 

り ませぬ が， 小 學校敎 負の 給料 總額の 半額に 或る時 

期に 達する， 斯う 云 ふので あります それから 此 法案 

が 通過 致します ると， 政府に 於て {X 小學 校の 敎 員の 

傳給 令の 改正を 致して、 增加 すると 云 ふことの 企圖 

を 有つ て 居る のであります、 之に 對 しまして 委員 ir 

に 於て は、 俥 給 令の 改正 增額は 宽 しいが、 最低限の 

金額は 之を 變更 しない やうに して 貰 ひたいと 云 ふ 希 

菌を 述べた のであります >  是も當 局の 同意を 得 まし 
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た， それから 其 次 ほ 一千 ;® Ml の 金 紐の 中、 貧弱なる 
町村に 對 しまして、 此 十分の ~"ヽ 百 萬 IS1 を 差 引き ま 
して殘 りの 九 百 萬 圓の屮 、出 來る丈 多額に 負控 の輕 
減の 方を 向けて K ひたいと 云 ふことの 希望を 述べた 
のであります •之に 對 しまして 又 當局者 ほ-出来る 
丈 希菌に 副う やうに すると 云 ふ、 斯う 云 ふ 言明が あ 
つたので あります、 仍て 委員會 に 於き まして if 唯 
今 配付に なりました 修正案の 通り、 修正を 可決 致し 
ました， それ ほ 政府の 提 迅の原案 !3: *尋常小學饺及 
高等 小學 •共に 此經費 の 一部を 負擔 すると 云 ふので 
ありました が、 委員 會に 於て ほ 其 中の 高等 小 ® を 除 
きまして、 尋常 小學 丈に すると 云 ふこと に 致して、 
此 配付に なりました 修正案の 通りに 致した _であ0 
ます、 本案は 备黨の 諸君に 於 かれても 、愼 重に 御 研 
究の あつた こと、 信じます るから* 報吿ほ 簡噴 に是 
丈で 止めまして 、滿 場の 諸君の 御 賛成を 希 菌致 す譯 
であります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
御 諮り 申します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ # x 大一: 育造 君〕 本案 二 M 會を 開く に 異議な し 
と 認めます。 

0 岩崎黝 君 直ちに 本案の 二 讀會を 開き  >  三 ® 會を 
省略して 委員長の 報告 通り 可決 確定せられ むこと を 
希 窺 致します。 

〔「賛成」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動， に 御 異議な きも 
のと 認めます、 即ち Iri ちに 第二 讀會を 開き、 議案 全 
部を 議題と 致します。 

市町村 立 小 學校敎 M 俸給 國 庫負擔 法案 

第二 ffl 會 (確定 識〕 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり j 
〇 議長 C 大岡育 造 君〕 別に 御 異議が なけれ ぱ三讀 會 

を 省略 L て、 可決 fit 定し たる 事を 宣 ¢1 致します - 

次は 日程 第 r 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 
する 法律案、 第一 is 會の續 を 開きます I 委員長® 
井藤 四 郎君。 

第一 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 關 
する 法律案 (有 森新吉 君 外！ 名 提出〕 
第一 讀 會の續 (委員 娱報 吿〕 

〔磺 井藤 四 郎君 登壇〕 


〇撖 井藤 四 郎君 私立 學校及 公益法人の 用地 免租に 
関する 法律案 •委 M 色 G 轾過及 結果を： ！. :,l !il に® 報 ft 
致します、 本案の 委 r:  -  ノ' „ ?,: 如 後 三 
匣であります、 而 して 其 |;!| 政府® flcm 席を 求め ま 
1^! 間應 答を 繰返し、 又 提出 渚と ( 二 
質間睏：答を爾ねまして、熟心に 1|. つ愤 ';=' に.： :'.' 汉を致 
しまして、 一の 修正と 政府の 言明を 得まして， 本 5 V 
を 可決 致した ので ございます 、本案の 内容に :； きま 
して ほ >  旣 に 提出 济から 詳しく 御說 明が あ 〇 ました 
から， 私が 玆に繰 返す ことを 省きたい と 思 ひます、 
唯々 M 三の 要 勦を 咱 上げます るが、 本案 ほ 政府の 同 
意を 得ました のみならず、 此第 三條に 規定して あ 〇 
まする 所の 趣旨の 撤底 する やぅに •政府は 叫 當の方 
法を 採る と 云 ふこと を W 明せられ たので あ 〇 ます、 
是は 本案は 主として 土地に 對 して 免租 及び 其 他の 公 
課を 免ずる と 云 ふこと になつ て ® ります るが* 或る 
地方に 於き ましては、 建物に も 今日 公 HS を 課して 居 
る 所が ございます ので* 建物に 課して 居る ところの 
公課 も， 矢 張 課せない やぅに する规 5 £ を ■第三 條の 
中に 插入 すると 云 ふ 意見が ございました が、 唯今 Ill 
上げました 政府の 言明に 依 〇 まして •矢 張 原案の 儘 
に其條 項 もな 〇 ましたので ございます.. それから 附 
則に 第一 項を 加へ ましたので ございます、 「地 ffl 條 
例 第 十五 條第 一項 及第 二 項ノ 規定 ハ 之 ヲ本法 -I 准 / H 
す」 と 云 ふ 一項を 加へ ました、 此 | 項の 规定な る も 
のは、 免租に なつた 所の 地租の 徴收 、父 ほ 新たに 免 
租地 から 有租 地に なつた® 合に、 それを 徴収す る 所 
の 方法を 規定して ある もので ございます、 斯の 如く 
して 本案 ほ 金 會 一致を 以て 可決 致した ので ございま 
す、 願く ほ 1 の 諸 財 も 御 賛成 下さいまして •  I 致 
を 以て 御 可決 あらん ことを 切に 希 朝 致します、 lit 段 
御 報 © EI3 上げます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 si 會を 開く や 否やを 
御 諮り 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異識 がない ものと 認めます 
仍て 第二 讀會 を！ 一く ことに 定まりました。 

〇 岩 崎 a 君 直ちに 本案の 二讀 會を開 き 三 is © を 省 
略して •委 M 長 報吿 通り 可決 確定せられ ん ことを 筘 
菌 致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 _ に 御 異議は ない 
ものと認めます、仍て直に二_#を開き_案全部を 
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認題と 致します。  . 

私立 ^ I 校 及 公益法人の 叫 地 免租に 關 する 法 
律 案 第二 讀鈐 (確定 戳) 

〔r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 c 大岡 育造 嵙〕 御 異議がなければ 三饴锊 を 省 
略し 本案 ほ 可決 確定した る ことを 實吿 致します I 
日程 第二， 物 m' 調節に 關 する 纽勖祐 1 描 W 者 元 E1 
肇 君。 

第二 物 僧 調節に 闕する 建 諮 案 (元 田 M 君 
外 四 名 提出〕 

物 似 調節に 関する 趄蕺 案 
物悄 調節に 關 する妞 _ 

物俏の 暴 隣 暴落を 防き て 常に 其の 平 准を 保ち 國民 
生活の 基礎を 安定す るは 爲政の 嬰 訣なり 然るに 現 
下諸物奶瞵贵し一般國民をして半：活の不安を感せ 

しめ 几 生® 工業の 裤礎 を： S くす るに 至る 政府は 宜 

く芥般の取情を斟柏し嶮出砧の制限若ほ禁止海随 

輸浍 力の 調節 關稅通 R 等の 按排 其の 他物 借 調節に 

必要なる 政策を 定め 滴 當の 措® を 講す へし 

右® 謹す 

〔元 田 frf 君 登壇〕 

0 7C 田 ^ 君 本 « は 物 似 調節に 關する 534 案 提出の 

理由を 述ぷ るに 光 だち、 本 a 等の 殺 も re 大なる 間 題 

と考 へて l,-f ります 所の 本 問題に f-l き •迚活 の £ : 

1 ふるに 常り， 幸に 常 局大£ 總 理 大臣 其 他 内閣 諸 公 

の 列席せられ たこと を逛 に滿足 に 存じます‘ 物 In 調 

節の 事 椚 に付きまして ほ、 段々 谷 方面の 研究 も ある 

や 5 で 有ます が •本 0 等は 特に lit 問題を 以て阈 防 外 

交敎育等の茁大間題と同様‘若くほ或る意味に於て 

は 更に ® 大なる 案件と 致しまして 玆に 提案 致した 次 

第であります からして、 種々 御 研究の 御 方 も あるで 

ありませ ぅが • 啊 く 御靜 e を 願 ひたく 存じます、 抑 

抑 物 僧の 翁 職 暴落は， 共に 國民 生活の 上に 於き まし 

て， 多大の 關係を 有する ものであります、 此暴騰 暴 

落の 如何に 依りまして は ^ 民 生活の 基礎を 溃亂 する 

事に もなります であり ませぅ、 從つ て國家 經濟上 に 

容易なら ざる 危殆を 及ぼす と 云ふ祺 は、 今更 私が 此 

所に 喋々 する の 必要 も 無い 位であります、 故に 其 原 

囚の 在る 所を 研究 致しまして、 7¢ め 相 當の範 圃内に 

於き まして、 物 ffi の平淮 を 保つ と 云 ふ 對鹏 策を 講ず 

る 事は 最も 大切なる 爲 政の 要訣で あると 信ずる ので 

あります、 斯の 如き 次第であります からして、 本 M 


等 {3: 今日より 阳か に | 年若く ば 一年 半 位 以前で あつ 
たかと 存じます るが、 前； 2： 閣即 ち大隈 内聞の 當時に 
當 りまして、 不幸に して 米悄 非常に 下落を 致し まし 
て、 地方の w_ の狀况 が 殆ど 慘狀を 極める 有樣 であ 
りました からして 常時 吾々 {3: 調節の 建 親 案を 提出し 
た 事であります、 然るに 此趄讓 は それ迄に なり まし 
て、 米 #? ほ 勿論 其 他の物 m の 調節と 云 ふこと に付き 
まして、 確た る 政策を 立つ る ことが m 來ず して、 大 
隈内閣 は總辭 職に なつた のであります るが、 其 後 幾 
何の 年 / J をも經 ざる 今：！： に 於き まして ほ， 更に 大暴 
騰を來 しまして、 今 H の 帝國の 狀况を 見ます れ ば、 
一般 國民 生活の 上に 不安を 来せる のみならず 、生 產 
工業の 上に 於き ましても •容易なら ざる 危殆を 酿し 
つ i あると 存じます、 殊に 私が 申す 迄 もない ので あ 
ります が、 屮產以 下の 人民に 収〇 ましては •今日 迄 
は 平生 貯蓄して ある 所の 資力の 诹力と 云 ふ ものが あ 
りまして、 どうにか 斯うに か. 个安 の髂を 忍び 絆 過し 
来つ たのであります が， 今や 漸く 其陴力 も盡き んと 
する 場合に 接しまして • 闲 難 窮迫の 殆ど 絕頂に 達せ 
むとしつ、 あるので あります、 今日 3I. TI 々どうか 斯う 
か 衣食を 致して 居ります れぱ •外 E1 何でもない やう 
であります るが •一度 顧みて 此 K 相に 想 ひ 及びます 
れぱ •悚然 として 悲慘の 感に堪 へぬ のであります、 
之を 極言 すれば S 防 何 か あらむ、 敎育何 か あらむ、 
總て の問閧 も此腿 前に 迫つ た 生活難と 云 ふ ものに 對 
して は， 寧ろ 小 問 開と して 宜い 位の 大切 急迫の 時期 
に 湖して 居る と 存じます， 此 結果と 致しまして ほ 種 
柿 危險の 事 も 生ずべき 爲政上 最も 恐るべき 次第と 存 
じます、 或は， rr: 義 .1-. のこと、 或は 憲法 k の 意 U の 相 
違と か •種々 論 爭する こと も ございます が、 夫れ 等 
總 ての 事柄の 外に、 生活難より 生ずる 所の 危險 より 

恐るべき ものは ない と 私は 思 ふ •實に 今日は 何は 偖 

措きましても 此物惯 調節と 云 ふ 事を 攻究し なけれ ぱ 

ならぬ 時期に 切迫して 居る、 否 寧ろ 遲か りしと 云 ふ 

P りを 受ける かも 知らぬ と 云 ふ 場合で あると 思 ひま 

•一'  元来 物 借の 高低は 其 原因す る 所が 多端で ござい 

ませう --'' 隨 つて 人力の 容易く 左右し 得べき もので な 

いと 云 ふことは. 私共 も 信ずる のであります •併な 

がら 能く 其 原因の 来る 所を 研究 致しまして 之が 對應 

策を 講じましたなら ば、 縱令 高低を 抑止す る ことが 

m 来なくても， 比較的 謂® なる 範圍の 間に 於て、 高 

低す る 丈の 事は 出来る と 云 ふこと を 信じて 疑は ぬの 


であります、 即ち 今 rpl 暴騰の 如き ほ、®々 原因が ご 
ざい ませう、 歐洲戰 亂の 影響を 受けた こと も 大きい 
であり ませう. 又 需用 供給の 不平 均と 云 ふこと から 
起つ て 居る の も ありませ う-例へ ば 米が 全國に 於き 
ましては 澤 山に m 来て 居る •俳ながら 取 京 若く は 其 
他の 方面に 於き まして 不平 均でありまして ，其 供給 
の 少なき 所は 代 似の 躂る は當然 の 111 であります が、 
需用 供給の 不平 均、 通貨の 膨脹、® 送 力の 不足 等は 
主なる 原因で あらう と 思 ひます、 勿論 此の 他に も 幾 
多の 原因 あるに 相違 ありませ ぬけれ ども、 是等は 大 
なる 原 W を爲 して 居る もので あらう と 組 ひます •隨 
て 深く 谷 ® の 事情を 群 穿 致しまして、 需用に f-J きま 
しても 節約を 加へ、 輸出の 制限、 若く ほ 禁止 輸入の 
獎励 •輸绘 力の 調節， 關税 通貨の 按排 等 施 措 其 宜し 
きを m たなら ば •現下の 物價 をして 相 當の 平準に 復 
せし むる ことほ •敢て 不能の ことに あらず と 確信 致 
すので あります， 頃日 政府 ほ 米麥浆 粉と 云 ふ 特種の 
物に fj- きまして、 外國に 輸出せ むと する ものは 許可 
を 受けよ と 云 ふ 省令を 追加され ましたが、 此の 省令 
の 內容に 立 入りましたなら ば. 寧ろ 蔡 止 若く は 制限 
した ことになるので あらう と 思 ひます， 此 制限され 
たことの 當 W ほ、 K が此處 で論斷 する ので {3: ありま 
せぬ が 吾々 ほ 是 丈では まだ 足らぬ と 思 ふので ありま 
す、 ft 時に ありまして ほ 米俏を 或 {i 向上させる とか 
下落させる とか 致し ますれば-他の 諸 物價ほ 之が 基 
となつ て、 段々 に 平 推を 得て 往つた ものであります 
併しながら 今日の 經濟界 商業界は 非常に 複雜 致して 
来まして 如何に 米 麥の偎 を 下落を させた からと 云つ 
た 所で、 他の物 價ほ 必ずしも 其 下落に 伴 ふて 來ない 
と云ふことを事實と認めます、是に於て斟0米なり 
蔹な りと 云 ふ 特種 品に 限りまして、 或は II 出 禁止を 
する、 或は 51? る 方法を 設けて 下落せ しめる やうな こ 
とを 致しましたならば •米麥 の 下落 ! i 結構で あるか 
存じ ませぬ が、 他の物 價の 下落が 之に 伴 ひませ ぬか 
ら 、其® を 被ります るは 單 り生產 者た る 農民で ある 
と 思 ふので あります (拍手 起る) それ故に 此建 議案 
を 提出す るに 當 りまして、 吾々 が 諸 物 價の 調節と 云 
ふこと を、 特に 期待した _ は 此處に 在る ので ありま 
す (拍手 起る〕 單に 一品 二 品の 調節を 圖る爲 に適當 
の 措置を 執りましても •それが 爲 に全體 の物價 の 下 
落せざる 以上は、 唯々 下げられた 物 丈の 關係 者が 困 
ると 云 ふこと になる のであります から •金 體 の物價 


の 調節の W 來るや うに， 相 當の 案を 立てられたい と 
云 ふことの 建 譲を 爲す次 第であります 相 當の案 —— 
總 ての 物悄に 及ぶ 相 當の 案とは 先刻 中 h げ ました 沛 
りに， 種々 なる 方面の 機關に 按排して 調節を 1®! り ま 
したなら ば •總 ての 物 似に 於き まして 相 當の平 准に 
歸する ことを •吾々 ! 3; 信じて 疑は ぬのであります、 
(拍手 起る〕 尙ほ私 は 此處に 一言 致します るのは、 
近来 政府に 於き まして 種々 の 措置を 執つ て 居る •定 
めて此 通を 御 心配から ai たもので あらう と 思 ひます 
又 他の fr 方面に 於て 希菌 研究され て 居る 事柄 も •此 
物 M 調節と 云 ふこと に ® きを 置かれて 居る こと \ 信 
じます るが、 何れも 目下 非常に 物價が 昂騰して 居り 
まする からして* 此昂臉 したる 物價を 下落させる と 
云 ふこと が 眼目に なつて 居つて •總 ての 議論が ai て 
居る やうに 存じます、 私共の 希 菌 する 所は 暴騰の , H: 
しきを 得ぬ と 同時に •暴落に 對 しても 亦 今日より* 
之を 稗 防せ ねばならぬ と 云 ふこと を 主張す る济で あ 
ります (拍手す る 者 あり〕 要 {X 相 當の範 圍 内に 於て 
物價の 平準を 保つ、 是が 即ち 吾々 希望す る 所で あり 
まして、 此 平 ？ S を 保つ 所の 施設 措置と 云 ふ ものを 攻 
究 せられて •速に 對應 策を 立てられたい と 云 ふこと 
が、 本員 等の 希望す る 所であります •本扑 議の 趣旨 
に付きまして は>  滿 場の 諸 岩に 於ても 特に 御 心配に 
なつて居る事と信じます隨て御異_のあらう道理は 
ない と 信じます るから •私は 取て 多 辯を 弄せず、 玆 
に說 明を Jh めて 置きます るが •願く {± 諸君、 滿場一 
致の 御 質 成に 依りまして •本 as 議を 成立せ しめ、 而 
して 政府を して 速に 相 當の措 置を 講ぜし め、 以て 時 
局の筘 望に 願ず ると 同時に、 將來の 安定を 確保す る 
政策を 樹立せられ むこと を閣む のであります (拍手 
起る) 諸君の 靜聽を 謝します (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勸君 本案は 前に 委 M に 付託した る 物 僧 調節 
に關 する 餅 議案 外 一件と， 同一の 委員に 併せて 付託 
せられん ことを 希望 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 載に 御異 誘ない と 
認めます、 即ち 本案 ほ， 前に 物價 調節に 關する 建 翳 
案と 同一の 委員に 付託 致します。 

〔「異 載な し， | と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 動 君 再び P 事 日程 變：史 に關 する 緊急 動_ を 
提出 致します， 即ち 玆に紫 安 新 九 郎君の 懲罰 事犯の 
件を 議題と 爲 し‘秃 員 長の 報告を 求め， il. つ 其 審® 
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を續 行せられ ん ことを 希绍 致します (拍手 起る ン 
〔「寶 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君 _/ 岩 崎 君の 動議 ■蘧事 日程を 變 
更 すると 云 ふこと であります •御 與議 ほ ありませ ぬ 
か。 

〔「異国な し與議 なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 ほない と 認めます、 即 
ち 議事 日程は 變更せ られ て、 是 ょり 懲罰 事犯に 關す 
る 翔 事を 開く ことになります、 即ち 是ょ り祕密 會に 

なります - 傍 ^ 人の 退場を 命じます。 

議員 紫 安 新 九 郎君 懲罰 事犯に 關する 件 
〔午後 三時 四十 三分 祕密會 に 移る〕 

〔午後 五 時 二十 四 分 祕密會 を 終る〕 
o_ 長 (大岡 育造 君) 祕密 畲議の結果を報吿致しま 

す、 祕 密會議 に 於て 討論の 末、 懲罰 委員長の 報 街 即 

ち 紫 安 rr 九 郎君に 謝辭を 述べ L むべ しとの 報吿を 可 

決 致しました* 仍て紫 安 新九郞 君の 著 席を 求めます 

〔紫 安 新 九 郎君 著 席す〕 

0 議長 r 大岡 育造 君〕 紫 安 新九郞 君、 唯今 祕密 會議 

に 於て 討論の 末 •委員長の 報告の 通りに 決しました 

仍 て此® に 於て 決議の 結果と して 謝 辭を 述べられむ 

ことを 求めます。 

0 紫 安 新 九 郎君 委員長。 

〔笑睜 起る〕 

〇識畏 (大岡 育造 君) 紫 安 君。 

〔紫 安 新 九 郎君 登壇〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 紫 安 新 九 郎君 諸君、 太 員は 院議を 重んじ、 玆に 

之に 從 ふの 意志を 明かに 致します。 

謝辭 要領 

大正 七 年 一一 月 二 十一 日衆闞 院本 會議に 於て 議員 村 

松 iFM 郎君に 對し爲 したる W 辭は 無禮 にして _會 

の 品位を 損する ものなる に 依り 茲 に II んで 之を 陳 

謝す 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 岩 崎 II 君 日程 第三 以下に 對し …… 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 一寸 …， 通吿が あります。 

0 岩 崎 e 君— さぅ です か。  _ 

謅 事 進行に 關する 件 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 田 中 君 U 

〔田 中 萬 逸 君 登壇〕 

〇 田 中 萬 逸 君 諸君、 本員は 11 事の 進行に 付て 質問 


を 致したい と存 ずるので あります、 それ ft 諺 院の秩 
序に 關 する ことでありまして 衆議院 規則 第 百 七十 二 
條に I 議場- 1 入 ル モノ ハ 羽織袴 「フロック n 丨卜 J 又 
ハ 「モ— ニン グコー ト」 ノ外總 テ 略服 ヲ著シ 又 ハ 異樣 
ノ 服裝ヲ 爲スへ カラス」 と 明記して あります、 然る 
に 本日の 此議場 に 於き まして、 議員の 品位 並に 誘 員 
の g® 面を 大に 重んぜら るべき 所の 政 友會に 於き まし 
て、 斑 武 君が、 此 規則に 違反を 致して •脊廣 职 を 著 
して 議席に 著いて 居られます る •前後 三回 議員に 御 
當選 になつ た 東 君と 致しまして， 甚だ 不 似合で あり 
まする が、 是は恐 らく 議院 法 並に 衆 翳院 規則を 御存 
じない 爲で あらぅ とほ 存じます る けれども、 何分に 
も！ 一十一 日 以来、 立法府に 參與 する 議員が 法律を 知 
らな いと 言 ふたと 云 ふこと が懲 E 事犯に なりまして 
惟 今 此處で 紫 安 君が 陳謝す るの 已むな きに 至り まし 
たから、 時節柄 私は 玆に東 君が 議院 法を 知らないと 
か 何とか 云 ふことは 申し ませぬ、 併ながら 是ほ 事は 
甚だ 小では あります る けれども、 1 1 院の 秩序を 保つ 
上に 於て、 又 議員の 品位を 保つ 上に 於て、 _ 場の 神 
聖を 保つ 上に 於て 頗る 重大な ことで あらぅ と 私は 確 
信して 疑は ない のであります (拍手す る 者 あり〕 此 
意味に 於き まして、 議長は 宜しく 議院の 神聖を 保つ 
と 云 ふ 上に 於き まして、 相當東 君に 向つ て ® 『 吿を發 
せられん ことを 私 {3f 希閱 致す のであります (拍手 起 
る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 田 中 君の 御注意に 依て， 議長 

も 初めて 其 事を 知り 得ました . 

〇柬武 君 議長。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 東 君。 

〇 東武君 私は 此席で 發 言しても 差 支 ありませ ぬか 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 待なさい！ 議長 ほ 東 君に 

自ら 退出な さる ことを 希望 致します。 

0 東武君 議長 —— 一寸 それに 付て 一言し なければ 

ならぬ I 議長 I 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 旣に 略服を 著して 居られる 以 

上は、 それを 此壇に 登らし める ことは m 來ませ ぬ、 

(拍手 起る) 

〇 東武君 議長 —— 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 敢 て異裝 を 以て 此 II 場に 議論 

を 喚起す る こと 勿れ • 斯_ に 私は 申します - 違反 

の 聲を_ かない 中に* 宜しく 自ら 御 退出なさい。 


〔「議長 公平 J と 呼 ふ 者 あり〕 
r 東 武君 退場〕 

0 岩 崎 動 君 日程 第三 以下に 對し延 會の動 議を 提出 
致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君ょ 〇延會 の 動 il が 出 ま 
した。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 異議な しと 認めます、 仍て本 
日は 是 にて 散會。 

午後 hi 時 三十 四 分散 會 


〇 穴 正 七 年 II 月 II 十八 B (本 f 匕 
午後 I 時 十九 分開議 
議專 日程 第 十六 號 

第  I  —( ll ls y  第  li 
第二 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選 ® 
第三 朝鮮の ife 産に 係る 物品の 移入 税 II 除に 關 
す i  (搬 调) 第 1 
第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の II 擧， 
第五 誉江— 」|に關す § ©|(扶肩放極 

S)  - 

第 六 紀 S 設—— 案 (謂 1 好 1 

第 セ 阿 it lt 關す る @ 議案 (一 1 
出/ 

第 八 四國 海岸 巡 11 鐵道 建設に 關する 建議案 
へ 小 西 和 S 外ン 

二 名 提出』  I」 
第 九 四 ii 道 建設に 關す § 建議案 (纖额 

名 喔 I 

第 十 新 見；！ 一 次 間鐵道 瞳 設に關 する ■議案 ii 
平 君' 一  i 
提出) 

第 十 I  (特別 報吿 第一 號〕 安 悟 ; II 治水に 關 する 
鋳 願 外 一 俾 (委員長 報吿〕 

第 十一! (特別 報吿 第二 號〕大 井 i!j 治水の is 願 外 

ii 件 (类 員 長 報吿〕 

第 十三 (特別 報 ft 第三 號〕 和 賀川河 身 改修 H 事 
の 1® 願 (委員長 報吿 d 

第 十四 (特別 報吿第 四號淀 川 再 改修に 關する 

諮 願 C 委員長 報告〕 

第 十五 (特別 報吿 第五 號〕 質屋 取締法 中 改正の 

請願 C 委員長 報告〕 

第 十六 (特別 報吿第 六 號國有 林野を 地方自治 


H に 下附 の諝 P  (尨 a« 報告) 

第 十七 (特別 報 7*i- 第 - L- 毀、 帝 H 在痹 W; 人 sr s 庙 
補助の 讅閎外 七 件 ^ 長報吿 ) 

第 十八 (特別 報 苦 第 八號 、愛 嫁 p-i 宇 »、 新居、 
周 桑 ill 郡 S- 第 十一 師 圍の苷 B に絰 入の 
請願 (委 ft 長 報吿、 

第 十九 (特別 報 ft- 第 九 號」 佐 香 村に 郵便 届 Is gs 

の 誇 瞟 C 的 員 長 報吿、 

第二 十 (特別 報告 第 十號村 山村 三ッ 木に 郵便 
局設 匿の 讅澦 (类 員 長 報 街) 

第 II 十 I  (特別 報吿第 十一 號鈴田 村に 三等 郵 
便 局 le 茜の 諮 願 1 委員長 報 街) 

第 二 十 一一 ( 特別 ^ 吿第 十二 號東 南方 村 東鹿薛 
西 鹿 il ifi 落 中に 郵便 届 is 匿の 諮 願 
(矜 員 長 報告〕 

第 II 十三 (特別 報吿第 十三號 '上 牧村に 郵便局 

設置の 諮 願 (委員長 報吿〕 

第二 十四 (特別 報赀第 十四 號 y i;-! 鲜村上 刖府に 
郵便局 設麗の 讅 願 c 委員長 報吿) 

第 一一 十五 (特別 報告 第 十五 號： S® 村に 郵便局 
設置の 請願：. 委員長 報吿) 

第 |一 十六 (特別 報 街 第 十六 號金塚 村に 郵便局 
設置の 請願 「 委員長 報饵〕 

第二 十七 (特別 報吿第 十七 號花 垣柯 e 樫に 郵 
便 局設 S の 読 願 c 委員長 報 佐〕 

第二 十八 c 特別 報 吿 第 十八 號崎 山村に 郵便局 
設置の if 願 c 委員長 報吿〕 

第 一一 十九 (特別 報 ff 第 十九號 老川村 に 郵便局 
設題 の讅願 0 § 員 長報吿 J 
第三 十 c 特別 報 吿 第二 十號い 樺 岛郵便 局に 集 
配 事務 開始の 諮馘 (®M 長 報 
第三 十一 (特別 報吿第 二十 一號嶽 西資久 雨 村 
へ a 信 契 設の諳 願 (委員 畏報 铅) 
第三 十一 一 ( 特別 報 街 第二 十二 號〕 志 木 町 郵便局 
に® 信 急 is の 諳願- 委員 畏報 吿) 
第三 十三 (特別 報 fr 第二 十三號 江 佳 郵便.® に 
電話 事務 開始の 請願 (® M 長 報®) 
第三十四(£別秘忤齡二十四號溃水町江屁町 
間 特設® 話 遇 話 料 廢止 の if 皦 (委 
員 長 報®〕 

第三 十五 (特別 邮吿 第二 十五 號元吉 原 區裁判 
所 復 S の 請願 (委 貝長報 !1',- 〕 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


第三 十六 (•特別 報街 第二 十六號 〕元八 蛞區 裁判 
所復 B の is 願 (委員長 報吿) 
第三十七(特別報带第二十七號)元八幡潢區裁 
判所復舊の請關(委員長報带) 

第三 十八 (特別 報吿 第二 十八 號〕 元 中之條 II 裁 
判 所 復 嚣の請龆(委員長報吿) 

第三 十九 (特別 報 f*r 第二 十九 號.) 元 龍 ヶ崎區 裁 
判 所 復 K の 請願 (委員長 報吿〕 

第 四十 (特別 報 缶 第 111 十號〕 元 佐 野 ] 1 裁判所 
復舊の 請願 (委員長 報吿) 

第 四十 I  C 特別 報 ff 第三 十一 號〕 元三 固 II 裁判 
所 復 S の 請願 (委員長 報告) 

第 四十 II ( 特別 報 f-f 第三 十二 號) 元武 生 II 裁判 
所 復舊 の讅馘 (委員長 報吿 d 
第 四十 = ( 特別 報 fr 第三 十三 號； 元 野 ii 地 M 裁 

判 所復葚 の 請願 (委員長 報 街〕 

第 四十 四 (特別報钾第彐十四號)司法代書人法 

制定の 請願 外 S 八十 九 件 (委員長 

報吿) 

第 四十 五 (特別 報告 第三 十五 號〕 生 月 村に 區裁 

判 所 出張所 設置の 13 闞 (委員長 報 

吿〕 

第四十六(特别報忤第三十六號〕石森町に區裁 

判 所 出張所 設 S の 諮 願 (委員長 報 

吿) 

第 四十 -fc (特別 報 街 第 H 一十 七號〕 市勢 村 金 市に 

E 裁判所 出張所 設歷 の讅願 (委員 

長報齿 ) 

第 四十 八 (特別 郓吿 第三 十八 號) 手莊 村に® 裁 

判 所 出張所 設置の 13 願  ^18 

吿〕 

第 四十 九 (特別 報 f? 第三 十九 號) 小 野 田 村 東 小 

野 田に區 裁判所 出張所 設置の if 願 

(委員長 報告) 

第五 十 (特別 報吿第 四十 號〕 士别 町に 區裁判 

所 出張所 設 M の is 願 (委員長 報告) 

第五 十 I  (特別 籾 吿第 四十 一號〕 瀬戸 町に 登 fe 

所設 a の 請願 (委員長 報吿〕 

第五 十 II  (特別 報 ff 第 四十 二 號^ S1 川 町に 登 fe 

所設 M の 諮 IIS (委員長 報传〕 

第五 十三 (特別 報 i'r 第 四十 三 號〕 中 g 茛野 村に 

登記所設3の諳關(委員長報吿〕 


第五 十四 C 特別 報畀第 四十 四號； >稻 垣 村に 登記 
所 is K の ii 願 c 委員長 報吿) 

第五 十五 (特別 報界 第 四十 五 號〕 區 裁判所 管轄 
0 域 1: 更の諝 願 (娄員 長 報吿〕 

第五 十六 (特別 報告 第 四十 六號 借地 權救濟 法 
制定の if 願 (委員長 報吿〕 

第五 十七 c 特別 報吿第 四十 七號水 戸地 方 裁判 
所 下 妻 支部 權限復 S の 諝願 (委員 
長 報吿〕 

第五 十八 (特別 報吿第 四十 八號〕 盲啞敎 育令發 
布の諳願外一件(委負長報齿) 

第五 十九 (特別 報告 第 四十 九號〕 H 次 大田間 山 
陰山 陽 兩道速 絡輕便 鏟道 線路 剃 量 及 
瞳設の 諳 願 C 委員長 報吿) 

第 六十 (特別 報齿 第五 十號都 城飫肥 間國有 
鐵造 敷設の Is 願 (委負 長報哲 〕 

第 六十 I  (特別 報告 第五 十一 號〕 三 戸 千 曳間南 
部鐵道 敷設の 請願 (委員長 報吿 d 
第 六十 二 ( 特別 報吿 第五 十一 一號〕 五 m 川原 能 代 
間鐵道 敷設の 讅願 (委員長 報告) 

第 六十 三 t 特別 報吿 第五 十一 一 一 號：} 一!! 山 今 市間輕 
便鐵道 敷設の 請願 C 委員長 報告) 

第 六十 四 C 特別 報 fr 第五 十四 號〕 天鹽線 輕便鐵 
道 速成の 讅願 (委員長 報吿〕 

第 六十 五 (特別 報告 第五 十七 號) 司法 代書人 法 
制定に 關す る讅 _  (悉 員 長 報告〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報告を 命じます。 

〔書記 朗 SJ 
I 議 M の 異動 左の 如し 

岐阜 縣郡部 選 m 議員 永 田 吉右衞 門 君 死去せ り 
一議 員より W H', せられた る 議案 左の 如し 

神祇に 關 する 特別 官衙 設置 建 S! 案 

提出者 岩 崎 動 君  中 食 萬 次 郎君 

1 E 松降慶 君  粕谷義 三 君 

遠 藤 良吉君  大津 淳一郞 君 

樋 口 秀雄君  柏 原文 太 郎君 

津末良 介 君  川 崎 克君 

紫 安 新 九 郎君  金杉英 五郎 君 

土井權 大君  尾 崎 元 次 郎君 

一議 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 

日露 日 支 兩協 約の 實行並 支那 鐵鋸國 有に 關する 

質問 主意 書 


提出者  一 宮房洽 郎君 
東京 TI/ 政に 關 する 質問 主意 書 

提出者  磯部  尙君 
市町村 長 及 助役 礙遇 に關 する 質問 主意 書 
提出者 恒松隆 一! 君  匹 田 銳吉君 
一、 政府ょり 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
大正 七 年 二 月 二 十七 日 

內閣總 理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆_ 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 三 木武吉 君 外 一名 提出 言論 自由の 妨害 
並 人權蹂 躏 に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯書盏 進 候 
(別紙〕 

衆議院議員 三木武 吉君外 一名 提出 言論 自由 
の 妨害 並人權 蹂躪に 關 する 質問に 對する 答 
辯 書 

言論の 自由 及人權 は 固ょり 政府の @ 重す る 所に し 
て濫に 之を 禁讓 又は 束縛す るか 如き ことなしと 雖 
公安を 害する 障 ある 集 會演說 に S し 時々 之 か 禁止 
を 命し不 穩の 言動 ある 者に 對し 必要なる 取締を 加 
ふること あるへ きは 治安 維持の 任に 在る 者の 當然 
爲すへ き 責務な りと 信す 過般 警視 廳に 於て 執行し 
たる 全 國靑年 急進 W の 行 »| 取締に 關 する 本質 問に 
付 左に 其の 狀況を 明に すへ し 
一本 月 一日 午前 十一 時 五十 分大西 島路な る 者 速達 
郵便を 以て 二日 午後 一時 日 比 谷 公園に 於て 屋外 
集 會靑年 大會を 開催す る 旨 所轄 日 比 谷 * 察 署に 
屆出 てた る も當時 同人は 旣に其 所在を 明かに せ 
す而 して 右靑年 急進 團なる ものは 從來訪 所に 演 
說會を 開き 來りた るか 言辭往 々過激に 流る、 も 
の ありし のみなら す 殊に 同夜 幹部 側に 於て は 電 
話を 以て 市 內四五 の 新聞社に 對し大 會當日 官憲 
と ® 突す る こと あるへ き 旨 特に 通知した るの 聞 
へ ある 等 右 屋外に 於け る 集 #/ は不穩 の 行動を 敢 
てす るの 虞 ある ものと 認められ しを 以て 警視 總 
監は 安寧秩序を 保持す るの 必要 上 之を 禁止した 
り 然るに 關係 H' 或 ほ 强て 之を ffir 行せ む 爲槌 々畫 
策 運動し 其 行動 公 •一女を 害する 虞 ありた るを 以て 
當該 行政官 廳 は 日 比 谷 公園に 集合せ る 群衆に 解 
散を 命じ n. 不穩 の 行動 ある 者に 對して は 法規に 
基き 之を 檢 束した る ものにして 濫に Ifi 會演說 を 
禁 E し 公安を 害する 1# なき 者を 不法 檢 束した る 
事實な し尙武 谷 興 太郎外 四 名に 對 しては 警察官 


に 於て 警視 廳に 同行を 求め 二日 午前 一時 到 著の 
上檢 束を 言 渡し 翌 三日 午前 十 時 解放した る もの 
にして 右は 違法の 處分 にあら さるものと 認む 
一前 示の 如く 當該 行政官 廳は公 安を 害する の 虞 あ 
る 者を 檢朿 する や 之を 警察 宵 休憩室 又 ほ 保 If 室 
に收容 したり 然るに 其の 內若 干の 者は 伴 ひ來り 
たる 當時 精神 非常に 興奮し 居りた るを 以て 之を 
同一 場所 L 置く 時は 危險 S K あるの みならす 他 
の 留置 八 取締 上 支障 亦尠 からさる を 以て 谷 別に 
容 る、 の 適當な るを 認め 一時 刑事 被吿 人と 同室 
せしめた る も 右は 事情 不得止 便宜 s 處匿な りし 
と 認む而 して 其の 當時 食事は 自辨 購求せ むと す 
る 者には 何れも 其 希望に 任せ 然ら さる 者には 規 
定の 辨當を 給與 したる ものにして 睡眠す る こと 
能は さらしめ 異常の 食物を 與へ且 又賤 役に 從は 
しめた 〇 と 日 ふか 如き iff 實なし 
一醫 察官に 於て 濫に 通行人の 身體 撿查を 行 ひ 腕力 
に訴 へて 飲食を 妨け變 察 碧に 引致した りと 日 ふ 
か 如き * 實な し 

一本 月 二 日 午後 二 時 屋外 集會 の豫定 地た る 日 比 谷 
公園 音樂堂 前に 於て » 察官か 群衆に 解散を 命し 
P 戒取締 に 從事中 朝鮮人 娜某外 二 名の 同國 人と 
共に 運動場 方而 ょり 走り 來〇 群衆 中に 加は らん 
としたる を 以て 說 諭 退去せ しめむ としたる に 他 
の 二 名は Iff に 立 去りた る も ITO 入は 之に 應せ さる 
のみなら す 却て 反抗し 公安を 害する の slf 實 あり 
たるを 以て 之を 檢 束した る ものにし 當時 同人 
は 上衣 及 袴を 著し 居たり 決して 理由な くして 之 
を 檢朿 したりと 日 ふか 如 S- ことなし 
一公 安 保存の 爲 警察 官憲に 於て 必要 ある 者に 對し 
時に 尾行 巡査を 付す る こと ある も 無辜の 良民に 
鲟 しては 斯〇 如き ことなし 又 之 か爲 巡査の 配 a 
勤務に 支 防を 生した る ことな L 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 二月 二十 七日 

內務 大臣 男爵 後蘑新 平 
大正 七 年 二月 二十 七日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 土 屋淸三 郎君 提出 ル— マニア 行 醫師團 
の 潰 散 !- 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 


言論 自由の 妨害 並 人稲蹂 Li に關 する 質問の 答 辯 


三 八 七 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


「ルー マ- 1 ア .1 行 ^ 師幽 の is 散に 関する 質 間の 答 辯  物遛 調節に 關する M 問の 答 諮  共通 法案 第一讀 會 


三 八 八 


衆_ 院錢員 土 屋淸三 郎君 提出 ル I マ-ー ア 行® 
師國 の ia 散に 關する 質問 1* 對 する 答 辯®！ 

大正 六 年 五月 中挥 馬尼國 ょり 本邦 ^ 師 招聘の 希望 
あり 帝國 政府に 其の 斡旋 方を 依賴 する 旨の 申出 あ 
りたる を 以て _員 の 姐琺 等に 就. §■ 準備を 爲さ しめ 
つ、 ありた る も 帝 國 と同圃 とは 未た 條約關 係の 創 
設 せられ さる 頊狀に 顧み 本件 本邦 醫師の 招聘に 當 
りて は 其の 保 il の爲豫 め 適當の 措置を 講し 置く の 
要 あり 然るに 右 保 ■の 方法に 付 終に 滿足 なる 解決 
を 得さり しを 以て 本件 ir 之を 中止す る こと、 なれ 
•S' 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 二月 二十 七日 

外務大臣 ±® -TP i 本 野 一郎 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 

文部大臣  岡 田 良 平 


大正 七 年 二月 二十 七日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺內 正 毅 

衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 紫 安 新 九 郎君 外 一名 提出物 價調節 に關 

する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 紫 安 新 九 郎君 外 一名 提出物 價 調節 

に關 する 質問に 對する 答 辯 書 

世界的 戰亂の 時局に 際し 經濟界 の變調 を 奇貨と し 

國民 日常生活 上の 必需品に 對 し市惯 の 急！； を 誘致 

し 因て 暴利を 得る の 目的を 以て 買 占 又は ' S 惜を爲 

すか 如きは 經濟界 を ■毒し 國民 生活を 危殆なら し 

むる の Eg あり 大正 六 年 九月 農 商務省 4 F 第二 十號は 

此不當 なる 行爲を 肢締ら むか 爲に發 布した る もの 

にして 憲法 第 九條に 所謂 公共の 安寧秩序を 保持し 

及 臣民の 幸福 を 增 進す る爲に 必翦な る 命令に 該當 

する. ものなる シ以て 法 g 若は 緊急 勅令を 以て 制定 

する の 要な しと 認む 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 二 月 二 十七 日 

農 商務 大臣 仲 小路 睃 

一 政府より 受領した る報吿 左の 如し 

大正 四 年 四月 一日より 同 五 年 三月 三十 一日に 至 

る备省 所管 官有 財 產增減 異動 報吿 

大正 五 年 四月 一日より 同 六 年 三月 三十 一日に 至 


る 谷 省 所管 官有 財產衔 減 異動 報 齿 

〔左の 報告は 朗誼 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載 す〕 

一 去 二十 六日 特許法 中 改正 法律案 外 三 件 委員 齋藤 
隆 夫君 辭 任に 付 其補闕 として 長 島 律 太 郎君を、 
陰陽 連絡 廣江鐵 道 速成に 關する 建議案 裘 員高戶 
郁三 君辭 任に 付 其補闕 として 湯 淺凡平 君を 孰れ 
も 議長に 於て 選定せ 〇 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 議員 永 田 吉右衞 門 君 逝去の 報 
に 接しました、 誠に 痛惜 哀悼の 至りに 堪へ ませぬ、 
例に 依り it 族に 對し 弔詞を 贈りました、 此段 特に 御 
報吿を 致します、 本 期 議會も 會期三 分の 二を 經過致 
しました に付きまして、 前例 通り 議長の 許可に 依り 
本會 中に も 委員 會を 開き 得る こと、 及 議案の 都合に 
依りまして は、 委員 會開會 の 日に 本會を 開く ことに 
取 計 ひます、 此段 念の 爲に 申して 置きます、 仍て本 
日 委員 會を 此會議 中に 開きたい 爲に 、議場の 許可を 
得て ® ひたいと 云 ふ 御 申出に ^ しまして it 、 議長よ 
り 特に 許可 ^ 致す と 云 ふこと に 致しました、 左樣御 

承知を 願 ひます - 是 より 會議を 開きます、 左の 議 

員より 請暇の 申出が あります、 病氣に 付 昨 二 十七 日 
より 向 ふ！ 一十 日間 岡 崎 運 兵 衞 君、 病 氣に付 今 二十 八 
日より 向 ふ 二 週間 長 尾 元 太 郎君、 請暇の 申出が あり 
ます、 許可に 御異 S ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君〕 御 異_ がなければ 之を 許可 致 
しま^ — 第 八 部 選出 懲罰 委員 岩 佐 善 太 郎君、 右辭 
任す る ことの 申出が ありました、 許可して 御 異議 あ 
り ませぬ か。 

〔「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 許可 致し ま 

す、 第 八 部の 諸君は 補 缺選擧 をせられ て 屆出 あらむ 

ことを 聞み ま ^ - 日程 第一、 共通 法案の 第一 讀會 

を 開きま^ - 寺內內 閣總理 大臣。 


第一 共通 法案 C 政府 提出、 貴族院 接 付) 

第一 讀會 

共通 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 依て 議院 法 

第五 十四 條に依 〇及绘 付 候 也 

大正 七 年 二月 二 十五 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

衆議院 翳 長大 岡 育造 殿 


s il i) 


共通 法 

第 一條 本 法- 一 於 テ 地域 卜稱 スル ハ 內地 、朝鮮、 
S 因 又 ハ 關東州 ヲ謂フ 
前項 ノ內 地-ー ハ 樺太ヲ 包含ス 
第二 條 民事-一 關シ ーノ 地域- 1 於 テ 他ノ till 挟 ノ法 

谷地 域-一 

ヲ定 メタル ® 合- 1 於 テ ハ 互 1- -法冷 


令-一依 ル 

於 テ 其 ノ地ノ 法令 プ 適用 

ヲ同ク スル モノ ト @ 做スニ 以上 ノ地 域-一 於 テ 同 
I  ノ 他/地域 ノ 法令 = 依 ル コト ヲ定 メタ >1- 場合 
ユ於テ 其 レ 相互 ノ間 -1 付 亦同シ 

テ ハ 前 ® I ノ場 合ヲ除 クノ外 
民事-一 關シ池 域- 1 法 リ法令 _ ヲ異- ース ル トキ ハ 法 
例ヲ 準用ス 此 ノ 場合-一 於 テ ハ 备當事 者ノ屬 スル 
地域 ノ 法令 ヲ以テ 其 ノ本國 法 トス 
第三 條  7 地域/法令-一依 リ其ノ 地域 ノ 家-一入 

ル 者 ハ 他ノ 地域 ノ家ヲ 去 ル 

ーノ 地域 ノ法 令-一依 リ家ヲ 去 ル コト ヲ得サ ル 者 
ハ他ノ 地域 ノ 家-一入 ル コト ヲ码ス 
陸海 軍ノ 兵籍-一 在 ラサル 者 及 兵役-一服 スル 義務 
ナキニ 至 リタ ル 者-一 非 サレ ハ 他ノ圳 域ノ 家-- 入 
ル コト ヲ得ス 但シ徵 兵 終決 處 分ヲ經 テ 第二 國民 
兵役 n 在 ル 者 ハ此ノ 限-一 在 ラス 
第四條 ーノ地 域 二 於 テ 成立シ タル 法人 ハ 他ノ地 
域 二 於 テ其ノ 成立 ヲ認ム 

ノ法 令-一依 リ 

前項 ノ 法人 ハ 他ノ illl 域-- 於 テ 其ノ池 / 同種 又 ハ 

ノ爲 K コト ヲ煜 サル 事項 ハ 其/地-一 
於 テ 之 ヲ爲ス コト ヲ揭ス 
類似 ノ 法人 卜同 ーノ私 腿 ヲ亨 有ス 

第 五條  ーノ地 域ノ 法人 ハ 其ノ 事務所 若 ハ 營業所 
ヲ他ノ 地域-一 移 轉シ又 ハ 從 タル 事務所 若 ハ營業 
所 ヲ他ノ 地域-一 於 テ 設立 スル コト ヲ煜但 シ主夕 
ル 事務所 又 ハ 營業所 ノ移轉 ハ 移轉 地-一 於 テ 設立 
スル n トヲ煜 ヘキ 法人 卜 同種 ノ 法人-一 限 リ之ヲ 
爲ス コト ヲ得 

前項 ノ移轉 又 ハ 設立 M 必要 ナル 條件ハ 谷地 域 ノ 
法令 ノ定ム ル 所-一依 ル 

第六條  ーノ 地域 ノ 法人 力其ノ 事務所 若 ハ營業 所 
ヲ他ノ 地域- 1 移轉シ 又 ハ從 タル 事務所 若 ハ營業 
所 ヲ他ノ 地域- 1 於 テ 設立 シタルト キハ四 週間 內 
二 各 其 ノ地ノ 法令-一依 リ登記 ヲ爲ス コト ヲ耍ス 


前 W  ノ 規定 ハ 法人-- 関 シー ノ地线 -I 於 テ 生シダ 
ル 事項 — 付 他 ノ地钱 二 於 テ 登記 ヲ 爲ス へ キ 勘合 
-1 之 ヲ维 用ス 

第七條 ーノ地 K ノ符社 ハ 他 ノ地钱 ノ柃 社卜 合併 
ヲ爲ス n  P ヲ得 此ノ甩 合-一 於 テ ハ 前條 第一 ? H ノ 
規定 ヲ m 用ス 

前項 ノ合併 = 必要 ナル 條件ハ 谷地 0C ノ法 令ノ定 
ム 'U- 所- 1 & ル 

第八條  j  ノ地钱 ノ法 人ノ役 員 ノ行爲 ,| ^ 定メタ 
ル過料/規定ハ其ノ地绒--於テ他ノ地域ノ同補 
又 ハ 類似 ノ法 人ノ 役員/ 爲シタ >u- 行 爲 -- 之 ヲ適 
用ス 

前項 ノ 役員 トハ發 起 人、 理事、 監祺及 之- i m x 
へ キ若 並淸算 人 ヲ謂フ 

第九條 民事訴訟 及非訟 事件 — 付 ーノ地 S {内-一 住 
〇ノ裁吨管轉 

所 ヲ有セ サル 者 〇又ハ 他ノ地 域/法人/. 钱判符 
_ _ 關シテ ハ 民事訴訟法、 人 雄 訴訟 手 絞 法 及 非 
訟事件 手續法 中日 本- 1 住所ヲ 有 セ サル 者 又 ハ 外 
國 法人ノ 裁判 管_- -關ス ル 規定 ヲ迆 m ス 
前項ノ規定ノ適用-一付裁判管 |* /指定--關スル 
司法 大 ty ノ職務 ハ 朝鮮、 祭 ^ 又 ハ關 >Ji 州 — 在リ 
テ ハ 朝鮮 總 if - 臺 海總督 又 ハ關 東都® 之 V 行フ 
第十條 ーノ 地域-一 主 タル營 業 所 又 ハ 住所 ヲ有ス 
ル 者-一 對シテ ハ 其ノ 地域-- 於 テ ノミ破 產ノ寅 吿 
ヲ爲 K  n トヲ 

ー ノ地域 -I 於 ! 7- 政 產ノ 宣辟 ヲ圉シ タル トキ ハ 他 
/ 地域-一 於 テ 之 ヲ 隱 ス I =1 トヲ 1(9 ス 
一/地域-一 於 テ爲シ タル 破 產ノ宣 赀ノ 効カ ハ 他 
ノ地鉍 -1 及フ 

第 十 f 條  ー ノ 地域 — 於 テ 民事訴訟、 非訟唞 件 又 
ハ 破產 事件- 一 關シテ 爲シ タル 訴訟 行 爲 、裁判、 
處分 其/他 ノ手續 上ノ行 爲ハ 他ノ地 域-- 於ヶ >1. 
法令 ノ適 用- 1 關シテ ハ 其ノ地 ノ 法令-; te リ爲シ 
タルモ ノト 同ー ノ効 カッ 有ス 但シ 其ノ地 ノ 公/ 
秩序 又 ハ 諮： 良ノ 風俗 — 反 スル トキ ハ 此ノ限 二 在 
ラス 

前項 ノ 規定 ハ 民事 银訟 調停-一 付 之ヲ 準用ス 
民事 争訟 調停-一 關スル 規定 ナキ 地域 二 於 テ ハ 其 
/調停ハ民事訴訟法--依リテ爲シタ >1/ 和解卜同 
一'' 効カ ヲ有ス 

第 十二 條  ーノ 地域 一一 於 テ 作成 シク ル 公正 證 S： 其 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


ノ他 法令- 1 依 リ官署 公 S ノ 作成 シ タル 文書 ハ 他 
ノ 地域- 1 於 テ 其 ノ地ノ 法令-- 依リ 作成 •ゾ タルモ 
ノト 同ー ノ 公正 ノ 効カ ヲ有ス 
第 十三 條ーノ 地域- 1 於 テ罪ヲ 犯シ タル 者 ハ 他ノ 
地鉍二於テ之ヲ處罰スルコトヲ得 
第 十四 條 刑事-一 關シ ー/地域-- 於 テ 他 ノ地域 ノ 

各地 域 

法令 二 依 ル n トヲ定 メタル 場合 二 於 テ ハ 互-一法 
-1 於 テ 其ノ 地ノ 法令 ヲ 適用 

へ c ヲ同ク K l'v モノ ト霄® ス ニ 以上 ノ地 域-一 於 テ 
同ー ノ 他/地域 ノ法 令-- te ル コト ヲ定 メタル 場 
合- 1 於 テ 其ノ相 互ノ 間- l lf>)' 亦 同 シ 
ーノ 地域- 1 於 テ 他/地域 ノ犯 罪ヲ隄 斷 スル 場合 

ハ 前項 ノ 場合 ヲ除 クノ外 
於 テ 池 域-! 依 リ决へ =ヲ铒-| スル トキ ハ 犯罪 他 

ノ 法令-一依 ル但シ 笞 刑-一 關スル 規定 ハ 此ノ 限二 

在 ラス 

レ 

犯罪 地 ノ法 令- 一 依 リ 處斷ス _L± 場合 ― 於 テ處斷 

地ノ 法令-一 笞 刑-一 關ス ル 規定 アル トキ ハ 其ノ規 

定 ，一 依 リ笞刑 ノ言渡 ヲ爲ス コト ヲ煜 

第 十 五條  ー ノ地 域ノ 法人 ノ 役員 又 ハ 支配人 ノ行 

爲 -I 付定 メタル 刑罰 ノ規定 ハ 其ノ 地域- 一 於 テ 他 

ノ地域 ノ同 種ノ 法人 ノ 役員 又 ハ 支配人 ノ爲シ タ 

ル 行 爲- 一之 ヲ適 W ス 

前項 -v f? 員-ー ハ 第八條 第二 項 二揭 クル 者/外 檢 

布 役ヲ 包含 ス 

第 十六 條  一®/ 刑事事件 又 ハ 牽連 スル 數箇ノ 刑 

事事 件 力 地域 ヲ異- ー スル 84 B3 ノ裁 判官 廳ノ管 轄 

) n lj K  t キハ 刑事 訴説法 第 — 十七 條及 第二 十 

八條 / 規定 ヲ维 用ス 

第 十七 條 ーノ 地 fest ノ檢 事、 檢察官 又 ハ 其ノ職 務 

ヲ 行フ漭 他ノ 地域 ノ管 鞞 裁判官 廳 -1 於 テ 事件 ヲ 

辨理 スル コト ヲ適當 卜認ム ル トキ ハ 其ノ 地域 ノ 

檢事 、檢 察官又 ハ 其ノ職 務 ヲ行フ 者-- 之ヲ送 致 

スル n トヲ得 

ーノ 地域 ノ預砗 又 ハ 第一 蒗ノ 裁判官 廳他ノ 地域 

ノ管 轄 裁判官 f 於 テ琪 件ヲ范 理 スル コト ヲ適 

當卜認 ムル トキ ハ檢 事、 檢察宵 又 ハ 其ノ 職務 ヲ 

行フ若 ノ請 求-一因 リ決 定ヲ以 テ其ノ 地域 ノ管轉 

裁判官 廳 -I 之ヲ稔 送 スル コト ヲ得 

第 十八 條 ーノ 地域 — 於 テ 刑事/ 訴設若 ハ 即決 處 

分 又 ハ 假出獄 -- 關シ テ爲シ タル 裁判、 處 分其ノ 


他ノ 手 la 上 ノ行爲 ハ 他/地域 — 於 ヶル 法令 ノ適 

用 二 關シテ ハ 其 ノ地二 於 テ爲シ タルモ ノト 同一 
ノ 効カヲ 有ス 

第 十 一條 第一 項 但書/規定 ハ 私 訴 -I 之ヲ 準用 ス 

第 十九 條 ーノ 地域 — 於 テ爲シ タル 刑ノ 執行 猶豫 

ノ言膝 又 ハ假 出獄 ノ處分 ハ 他ノ 地域-一 於 テ其ノ 

地ノ 法令-一 依リ 之ヲ 取消 ス コト ヲ焊 

寸  H- 
阼 貝 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 ム但シ 第三 條 
ノ 規定-一 付 テ ハ 別-一 其ノ 施行 期日 V 定ムル コト ヲ 
得 

本 法 ハ 本 法 施行 前- 1 生 •ゾ タル 事項-一 付 亦之ヲ 適用 
。第一 項  。第一 1 

ス但シ 第 十 一條。 及第 十八 條〇ノ 規定/適用 二 付 
テ ハ 人ノ 資格-一基 ク 旣成ノ 効果 V 妨 ヶス 
本 法 施行 前- 1 宣言シ タル 破產 -1 付 テ ハ 仍從 前ノ例 
-1 依 ル 

〔阈務 大臣 伯！ S 寺內 正毅君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 伯 K 寺內正 毅君〕 惟 今 提出 致しました 
共通 法案に 付きまして、 一言 致して S きます、 內地 
と 朝鮮 * S 及 關聚 州との 間に 於き ましては、 民事 刑 
事に 關 しまして、 互に 此 別箇の 法 域を 成して 居り ま 
して、 法令の 効力が 彼是に 相 及び ませぬ、 其 交渉 事 
項に 付ても、 何等の 通則の 設けた ものがない ので あ 
ります、 洵に 聖代の 一 缺點と 申して 宜しい と 思 ひま 
す、 之を 以 ちまして 政府は 右 等 谷地 域 間の 民事 刑事 
の 交渉 事項を » 定す るの 必要なる を 認めまして、 fi 
に 內閣に 共通 法規の 調奄 委員 會を 設けまして、 審議 
を 續 けました 後に 此 成案を 得た 譯であ ります、 さう 
して 是 は 貴族院に 於き まして、 多少 字句の 修正が あ 
りました が、 是は 政府に 於き ましても、 何等 異議の 

ない 所であります、 どうか 御 蕃議 〇 上 協賛を 與へら 

れるや うに 願 ひたう 存じます、 又 御 質問 もあります 

れぱ 、政府 委員を して 答 辯を 致さし むる 積り であり 

ます。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 本案の 質疑に 關する 通吿が あ 

ります、 其* 序に 從 つて發 言を 許可 致し ま i - 牧 

山耕藏 君。 

〔牧山 耕藏君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇牧山 耕藏対 本案は 極めて 重大なる 法律案で あり 

まする から、 貴族院に 於け る 速記 錄を拜 見 致し まし 


.て も、 委員 會を 開かる、 こと 九 回、 又委 M と爲 られ 
ました 方には、 何れも、 法制 通の 御歷々 であります 
速記 錄は 七十 八 頁 も 費やされて 居る やうな 有樣 であ 
ります、 立法 論と 致しまして は、 旣に 大分 論議し 盡 
されて 居る こと、 思 ひます が、 太 員の 玆に問 はんと 
欲する 點は 、共通 法が 實 施されました 後に 於き まし 
て、 幾多の 重大なる 問題が 起つて 来る と考へ るので 
あります から、 其 問題に 付きまして 二 三 S 事例を 擧 
一げ て、 政府の 所見を 質さむ と 欲する のであります、 
此 共通 法の 中に 於き まして、 第三 條の 規定に 依て、 
從來 認められな かつた 所の 新 W 同胞の 結婚が、 正當 
に 認めら る、 ことに 相 成る のであります、 毫 S を領 
有して より 二十 幾年、 朝鮮を 併合して から も 旣に八 
年間 經過 する のであります が、 此間に 於て 內地 人と 
臺阉人 及 朝鮮人の 間には、 事實に 於き まして 1¢ 澤山 
な 結婚が 行 はれて 居る のであります、 現に 朝鮮に 於 
きまして， f、 舊韓國 の 農 商務 大臣で ある 子爵 趙斯應 
氏の 如き も、 內地 人の 夫人を 迎へて 居られまして、 
子供が 出 來て 居ります けれどもが、 是が 法_ 上の 不 
備 よりして、 正當な ろ手續 をす る ことが 出来ない、 
然るに 趙重應 君は 非常に 身體が 弱い、 所で 健康の 程 
も 測られぬ と 云 ふやうな 次第で、 此點に 於き まして 
も 非常に 心配せられ たのであります が、 共通 法實施 
の 結果、 斯樣 なる 幾多の —— 結婚 上の 幾多の 問題が 
解決され ると 云 ふことは、 領土 統治の 上に 於ても 甚 
だ 喜ぱ しい こと、 思 ひます が、 即ち 本 法 * 施の 結果 
として、 新附の 民が 內地 人の 家に 入り、 內地 人が 新 
附の 民の 家に 入ろ ことが 出来る 結果と しては、 幾多 
の 問題が 現け れて來 ると 思 ふので あ 〇 ます、 其 事例 
と 致しまして、 二 三の 點に 付て 伺つ て 見る ことが 便 
宜と思 ふので あります が、 內地 人が 朝鮮人の 家に 入 
る ことが 出来、 臺_ 人の 家に 入る ことが 出来る、 又 
新附の 民が 內地 八の 家に 入る ことが 出来る と 相 成り 
ますれば、 兵役の 上に 於て どう 云 ふ關係 夕 来す かと 
云 ふやうな ことは、 餘程 重大の 問題と 思 ふので あり 
ますが、 本 法が 實 施される 當然の 結果と して、 朝鮮 
人の子 供な り、 臺灣 人の子 供な りが、 內地 人の 家に 
入りました る塲 合に 於て は、 徵兵適 齡に當 〇 ますれ 
ぱ、 徵兵 令の 適用夕 受けて、 兵役に 服す るの 義務を 
生ずる ので ありませ うか、 是は 將來に 於て 餘挥 種々 
の 問題が 起って 来る と 思 ひます、 内地人が 新附の 民 
| の 家に 入ります る塲 合に 於て は、 第三 條に 於て 「陸 


海軍 ノ 兵籍-: 在 ラサル 者 及 兵役-一服 スル 義務 ナキ  >一 
至 リタ ル 者-一 非 サレ ハ 他/地 城 ノ 家-一入 ル n トヮ 得 
ス但シ 徴兵 終決 處分 ヲ經テ 第二 國民 兵役 M 在 ル 者 ハ 
此ノ限 -I 在 ラス J と 云 ふ 規定 •かあります から 內地人 
は徵 兵の 關係が 無い 者で なければ、 臺_ 人な 〇 朝鮮 
人な りの 家に 入る ことが 出來な いこと になります け 
れ ども、 反 對の側 即ち 朝鮮人な り臺灣 入な りが、 内 
地 人の 家に 入ります 塲 合に は、 如何なる ことに 相 成 
ります か、 此點 を御尋 致したい と 思 ひます、 それ か 
ら臺 _ 八な り 朝鮮人な りが、 內地 人の 家に 入り まし 
て、 內 地に 居住を 致しまして、 相當の 公課を 納め、 
詰り 税金を 納め、 一定の 年限を 經ま すれば、 公民 權 
を. 収得す る ことが 出 來 ると 相 成る のであります か、 
朝鮮に 若く は 臺 _ に 於て は、 現在に 於て 參政權 を與 
へられて 居ない のであります、 然るに 内地人の 家に 
入り ますれば、 內地 人と 見做されて、 斯樣な る RS 利 
も發 生す る ことで あらう と 思 ふので あります、 此 點 
に f'j ては 實 施の 結果と して、 どう 云 ふ 御 解 釋を 御収 
りになる のであります か、 例へ ぱ衆議 院議 M である 
とか、 或は 縣會 議員と 云 ふやうな 人が、® りに 臺 ra 
人な 〇 朝鮮人な 〇 の籍に 入り ますれば、 其 時は 失格 
すると 云 ふ 結果に 相 成る ので ありませ うか、 又 直ち 
に此 法が 實 施されました 結果と して 起るべき 問題は 
官吏と しての 侍 遇を 如何にす るか、 今日 * U A 及 朝 
鲜 入の 官吏に 任用され て 居る 者 も、 其數尠 からぬ の 
であります、 現に 朝蛘に 於き ましては、 判任官 以上 
の 者が 二 千 三百 三十 八 人 あるので あります 、履 員 其 
他に 於き まして ほ 其數は 甚だ 多い のであります が、 
若し 是が內 地の 家に 入ります れば 、其 日ょり して 內 
地 人の 官等 俸給 令に ffi て、 給與を 受ける 結果に 相 成 
るので あります か、 之に 就きまして ii 從來 一つの 例 
が あるので あります、 水源の i/J 業横範 場に 於け ろ 朝 
鮮人 が、 ffi 際 朝鮮人で あります が、 どう 云 ふ 工合に 
依て 内池 人の 籍を肢 得した のであります か、 其手續 
は 能く 太 員は 承知を 致し ませぬ が、 兎に角 內地 人の 
籍に 入つ て 居る、 然るに 同じ やうに 机を 並べて 居る 
朝鮮人、 即ち 朝鮮人の 籍に 居る 朝鮮人と、 同じ 朝鮮 
の 種族で ありながら、 內地 入の 籍に 入つ て 居る が 爲 
に 内地人の 官等 俸給 令に 依て ハ r-J 倍 s 俸給を 貰つ て 
居る と 云 ふやうな、 珍現象が あるので あります、 此 
法律が 實 施されます れぱ 、斯樣 なる 問題は 銨々 とし 
て 現れて 来る こと V 思 ふので あります、 是は統 治の 
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政策 上より 見ましても、 大に考 ® をし なけれ ぱなら 
ぬと 思 ふので あります、 即ち； f f^ 朝鮮に 對 しまして 
は、 帝 ya は 一視同仁の 政策を 採つて 居る ので ? > り ま 
す、 然るに 斯様な ろ 朝鮮に 於ての 一つの 资例で あつ 
て も、 籍が違 ふ、 籍が內 地 人の 籍に 入つて 居れば、 
同じ 朝 P 人であつて も 内池 入の 官等 俸给 令に 依て、 
約 倍の 俸给を 受ける が 如きは、 日本 政府は 一視同仁 
の 政策々 標榜しながら、 事 it に 於て 斯樣な る 矛盾を 
行つて 居る と 云 ふので、 朝鮮人の 間には 非常に 此事 
ほ非_ されて 居る のであります、 隨て本 法 , FS 施の 結 
果 として、 此 等の 問題は 織々 起る 問題で あらう と 思 
ふので あります、 朝鮮人が 現在に 於き ましても、 內 
地 人と 同じ やうな 名前を 付けて 居る 者が 尠な からぬ 

のであります、 朝鮮に 於て は內 地に 於き まする 如く 

民 籍 の關 係が 面倒で ありませ ぬが 爲に 、名前を 一 {へ 

る ことは 勝手であります から、 日本の 名家の 姓名、 

例へ ば 德川で あ 〇 とか 松 平と 云 ふやうな 姓を 名乘つ 

て 居る、 それが 民籍 に屆 m を 致します ると、 內池の 

官吏は 强は內 地 人と 紛らは しいから 斯樣な る 名前は 

付けない 方が 宜 からうな ど、 言 はれて、 忠告した と 

云 ふ 例 も あるので あります が、 是なん かは 日韓 一家 

の 政策を 採つ て、 事實に 於て 同 樣な待 週を 成るべく 

與へや うと 云 ふ 意味から 云へ ば、 甚だ 不 ■當な る忠 

言で あると 思 ふので あります が、 此法 律が® 施され 

ました 後に 於て は、 必ず 朝鮮人は、 丁度 明治維新の 

當時に 於て 平民であつた 者が、 士族の 株を 買つて 士 

族の 籍に 入ろ ことを 非常に 光榮 とした、 それと 同じ 

やうに、 朝鮮人は 必ず 日本の 戶籍を 取得す る ことに 

於て 非常に 努める だら う、 其數は 甚だ 澤 山になる で 

あらう と 思 ふので あります、 K PI に 於き ましても 左 

樣な る® 向が あると、 吾々 は 信ずる のであります が 

是は 事窗 問題と して 當然 起る のであります、 此 法律 

迓 施の 結果と 致しまして は、 當然 起るべき 事例で あ 

〇 ますから、 政府に 於て は、 此 事に 付て は 相 當の考 

瞪を® され、 例へ ば 今日 朝鮮人の 官 H であつ た 者が 

本 法 贸施の結果として、明日屆出を致しますれぱ其 

者は 直ちに 內地 人と しての 侍 遇を 受ける ので あるか 

此事に 付て 又 斯樣な る 例 it. 澤山 起つ て來 るので あり 

ます、 外交 關係に 於き ましても、 現在 朝鮮人は 滿洲 

及 露 西亞に 於き ましては、 二重 國籍を 有して 居る、 

日本人で あると 共に 外國の & 籍を 有して 居る、 詰 〇 

歸化を 致して 居る 者が 何十 萬 人 あるので あります が 


是等が 日本の 内地人の 國籍を 取得した る 場合に 於き 
しては、 内地人と して 二甭 國籍を 認めて ない ので あ 
ります から、 外交 關 係に 於ても、 幾多の 面倒なる 事 
窗が 現れて 來 ると 思 ふので あります、 斯 ■なる 場合 
に於て朝鲜人若くほ罾_人が、內地人の籍を取俱し 
たる 場合は、 事實 上 (/ •) 身分は 如何なる 待遇を 與へる 
かと 云 ふこと を 伺 ひたいので あります、 それから 共 
通 法に 於き ましては、 内地人と 嬅太 人の 間に 於け る 
所の 結婚は、 認められない と 云 ふこと に 相 成つて 居 
るので あります、 是は 貴族院に 於け る 速記 錄を 大分 
詳しく 拜 見を 致しました けれども、 竹 問應 答に 於て 
は 甚だ 要領を 缺 いて 居る のであります、 高 橋 作衞君 
の 質問に 對 して、 政府娶 員の 山 田 三 良® 士 ほ 斯樣に 
御 答に なつて 居る のであります、 「純 粹の樺 太 「ァ 
イヌ」 「ギリ ヤ^ — グ」 とか 「オロ チョン」 とか 「トン 
ダー ス」 とか 「サン ゲース 」 と云 ふ もの、 斯う 云 ふ 
もの、 土人には 內地 人との 間に 一切 婚 S とか 養子緣 
組と か 云 ふ 身分 上の 關 係が發 生し ない」 それで 此共 
通 法を 事實に 於て 適用し ない ので あると 云 ふやう に 
解せられ るので あります が、 谷 植民地に 對し ては 1 
視间 仁の 政策を 取り、 新 1! の 間に 於て 身分の 取扱を 
成るべく 別にし ない と 云 ふ、 大體の 御 方針に 相 成つ 
て 居る のであります から、 臺_ 人 朝鮮人の 間に も、 
此 共通 法に® て 自由自在に 結婚が 行 はれる ので ある 
が、 搵 り 帝國の 新たなる 同胞の 樺 太 人に 對 しての み 
之 を 除外 致す と 云 ふことは、® 太 統治の 上に 於き ま 
しても、 是は 重大なる 問題と 本員は 考へ るので あり 
ます、 多分此 御 答で 見ます ると、 法制局の 諸君は 樺 
太 人の 寫眞で も御覽 になつ て、 斯樣な 面相を 致した 

者と、 內地 人の 間には 結婚 問題は 起らない もので あ 

ると 云 ふ、® 純な 御考で ある やうに 考へ られ ますが 

是は俗 に krl します る、 _ 食 ふ蟲も 好き 不好きで、 即 

ち 現に 臺®! の 生蕃 人と 內地 人の 間には 結婚が 行は れ 

て 居る、 それは 鮮妻で あると か灣 妻で あると か 云 ふ 

やうな 一時の 問題で なく、 圓滿な る 家庭を 作つ て 居 

る、 現に 通 P 某は W B の 生蕃 人と 結婚して I 御 承 

知の 如く 豪 灣の 生蕃 人は 顔面に 入墨を して 居り まし 

て、 甚だ 一 稀 異樣の 面相を 致して 居る のであります 

が、 それと 結婚を 致して 圓滿な る 家庭を 作る、 然る 

に 其 夫 か 死にました 所が、 其臺灣 の 生蕃 婦人は 貞操 

を 守って、 今日 迄 も 他に 嫁せ ないで 居る と 云 ふやう 

なる、 實に私 は臺 a に參 りまして、 內 地の 婦人 も 及 


ばざる 如き 立 UI なる 貞操の 婦人を 蕃人 C 間 に認 め、 
非常に 興味 -^ 感じた のであります、 殊に 樺 太け. W 國 
に 於け る 有數の 漁場であります S 澤 山の 漁民が 出 稼 
を 致します るので あり •$ すから、 將來に 於て は ffi 太 
の 土 八と 內地 入の 間に 於て、 結婚 問題が 起らない と 
云 ふや 5 な ことを 领 52 すろ ことは、 甚だ 是 は 早計 0 
事で あらう と 思 ふので あ 〇 ます、 統治 政策の 上から 
見ましても、 特に ^ 太の みを 除く と 云 ふことは、 穩 
當を缺 く と 思 ふので あります が、 之に 對 します ろ 所 
の 政府 C 所見を 伺 ひたいので あります、 3 :ほ 更に 一 
つ 御尋を 致したい のは、 楠 民 地に 於き ましては 行政 
訴訟の 途か 開かれない のであります、 植民地 1.- 於き 
ましては、 官權萬 能に 依て 時に 內地以 上の 行政 上に 
不當な る處 分が 行は れる のであります、 併ながら 之 
に 對 して 訴 へる 所の 途が 開かれて 居らぬ ので ありま 
す" 他の 列國の 立法 例に 於き ましても、 其 i>i に 就て 
は區々 の やうであります る •か、 曾て 印度の 總督で あ 
つた 人が、 或る 法律を 犯した ことがある ので ありま 
す、 然るに 印度に 於け る 英國の 司法官は、 其の 總督 
に對 して 法律違反な りと して 處罰を 致した、 所が 此 
影響 •か 印度人の 間に 於て、 どう 云 ふ 風に 響く であら 
うかと S ふこと に 付て、 英國の 官憲は 大變心 配 致し 
たと 云 ふこと であります が、 結果は 英吉利の 法律と 
云 ふ ものは、 實に 尊 重すべき もので あろ、 總 督と雖 
も 之を 犯した 場合に 於て は、 相 當の處 罰を 受ける の 
である、 是は大 に ®: ® をし なければ ならぬ と 云つ て 
却て 印度人に 對 して、 非常なる 英國 法律の 威信を 高 
めた と 云 ふやうな 事例 も あるので & りまして、 殊に 
朝鮮の 如きは、 多年 一圃を 成し、 政府が あつて 政治 
を 行つ て來た のであります から、 行政訴訟を 起した 
が 爲に 、官憲の 威信を 失 8 すると 云 ふやうな ことは 
ない、 是は 杷遛 の甚 しきものと 思 ふので あります が 
政府は 矢 張 將來に 於ても、 現在の 如く 行政訴訟の 途 
を 楠 民 地に 於て は 開かれぬ のであります か、 又 之に 
對して 相 當の途 を 御開きになる と 云 ふ 御考は 無い の 
であります か、 即ち 本員は 本 法が 實 施された 結果、 
それが 統治 上 民心に 及ぼす 所の 影響に 就ても、 政治 
上の 見地ょり して 政府の 所見を 伺 ひたいと 思 ふので 
あります。 

〔拍手 起る〕 

〔政府 委員 有 松 英義君 登壇〕 

〇 政府 委員 (有 松英義 君〕 唯今 牧山 耕藏 君よりの 御 


ni 九 0 

K 間 1- 就て、® 答 致， r- -.u :. - 7- つて、 一® r 致して S き 
たいと 存じます、 唯今 蕺題に 相 成つ て K ります ろ 所 
の 共通 法案は、 -t- 刻 r: 31 大 K1 ょ〇大 《 明に 相 成り 
ましたる 通り、 S 尚，：、  - 
な 〇、 内地な 〇、 此谷地 域 問の 聯絡 關係を 附け ると 
民事 刑事に 止つ て I 民训 .';-| 事の 關係に 就 ? まして 
其の 瞬 裕 統一を 關る丈 C 日的であ 0 ことを、 15 め御 
斷りを 致して 匿き まして、 t 今の 御 K 疑に tla 答 致さ 

うと ^ じ - S す、 第一の 御靜は - 御 ^ に 就きまして 

牧山対 の 御 述にな 0ました事 |-;- 嵇则の祺であ0ます 
で 此婚姻 に 就 ? まし -C 互に 1գ 地域 0 家に 入 〇 と 云 ふ 
ことは、 各地 域 s 法令に te て 5if まるので、 3¢ 家に 入 
る 事に 就きまして ほ、 共通 法は 槌れて 居り ませぬ、 
唯々 谷地 域の 家に ? f 地域の 決 令に 依て 人る％ 合に 於 
ける關係を規定致しまして其の巧泠にはそれの地域 
の 家を 去る と、 是れ 丈の 规定を 致しました ので ござ 
〇 ます、 而して 兵役 並に 公民® (• 就ての 御 ^ であ 〇 
まする •か、 是れは 即ち 朝鮮な 〇强眄 なりから、 内地 
に 入りました 者の 技 役は 如何 相 成る か、 或は 公民 糊 
に 付いて は 如何 相 成ろ かと 云 ふ 御 薛であ 〇 ます、 内 
地の 人.」- 相 成りました る 以上は、 現行法の 上 丈で 解 
釋を致 しま r ると、 現行法に 規 s£ された る條 件を 充 
たす 以上は、 兵役の 義窃も 布し 公民 ffi も 布す ると、 
斯う 解 釋を 致す 外は ございませぬ ので、 尙ほ阈 籍法 
に 於いて 外國 人が 帝國 に© 化 致す 樹合に 於いても、 
左樣柑 成つ て 居ります る C0 でございます、 で將來 之 
に 例外を 設く る必耍 を 認めましたなら ぱ、 内地の K] 
に 適用す る 法 ilti を以 つて、 若く ば 命令を 以て 夫々 規 
定を 設け 得る.', なんであります、 で 此問® は 共 肋 法 
の範阐 以外に 1) します、 他 a 夫々 の 地域に 於て 必要 
と！？ むる 法規を 制定 致す を 以て、 足れり とする ijf で 
あらう と 存じます、 , Er a! になる 資格で 御 ざいます， 
是は 臺灣 人な り 朝鮮人な りが、 內地 人の 家に 入りた 
る 場合は、 無論 縱令朝 鮮に居 つても 今日で も ' I',- 史た 
る 一定の 法 规の條 件 を® へま すれば， 其 資格 ほ 莩 -(■!• 
して 居ります ので 御 ざいます* 而 して : H も 朝 £: 人が 
內地 人と 相 成りました る 場合に 於て •其 人が 朝鮮の 
官史に任命された時には其待遇如何、外の言葉で申 
上げれば ■在勤 修と云 ふ ものが 特に 此日木 人に 就て 
あつた 事が あるので あります、 日本 入が 朝 P に 行け 
ば 特に 厚い 傣給 を受 くると 云 ふ 规定が あります、 今 
日は 確か 無い と 私は 考へて 居ります e 「あります」 と i 
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呼 ふ 者 あり) で 之に 就きましては、 J'- ilfi 法に 關係な 
く 俥 給 令を 以 つて 適 當に iy . w を 作し 得る ilf であり ま 
すから、 本 设に 適合 致した る 相 常の 規定を 設 くれば 
{几 しいので あり ます •共通 法の nn'l 題とは 引離して‘ 
竹 來必嬰 に 踊 じて 攻究 致して 參つ たなら ば、 それで 
{=! しいので あらう と 存じます*  乂朝 蚱 人な り 袋！！ 人 
なりが 内地に 引 柊り ました 後に G 々な 内地 入と 紛ら 
ほしき 姓を！ E L , K. 外 fl 々な 內 S' 人に 類似した 名 稱 
なり， 色々 な 事を 致す 爲に 、内地の 戸籍を 収得す る 
事に 努める 風が 牛： ずるで あらう と 云 ふ 御說 明で 御 ざ 
いました が、 戶 籍の IJf に 就きましては、 今回 提案を 
致しましたる共通宰は觸れて屏〇ませぬのであ〇ま 
す， 過 刻 巾 述べた るが 如く， 本 法は 民事 刑 ijf に關す 
る ことのみ を规定 致しました ので 御 ざいます 、で 行 
政 法規に 關係 致す 事は 裨て 除いて 御 ざいます、 是は 

他日の 研究に 佚つ と ふ iif に 致して 问き ます、 戸籍 

上の 手 續關係 と 致しまして は>  1 切 今 Ini 規定は 致し 

ませぬ のであります、 本 法案の 筋合から 致して 戶籍 

■■!■ の ifl -;: に觸れ ませぬ •加 之 まだ 戶_ 法 も 削 蛘 に 於 

て も に 於ても、 整頓 致して 居り ませぬ が 故に、 

爱 に 明文を 以て 規定を 致しました る 所で、 1? 際の 適 

用は 今日では 〇 し 能は ぬのであります が 故に 戶籍に 

閹係 する 琪は規 .を 總て 省いて 尻り ます、 隨て 轉藉 

と 云 ふ 事は 共通 法の 結果と しては 起り ませぬ ので あ 

ります、 全 戸籍を H 木に I1S ずると 云 ふ 事は 御 ざい ま 

せぬ ので 御 ざいます、 唯々 玆にあ ります るの ほ Ht 實 

h 婚姻 等に ffi りまして， 彼の JIJ1 の 家を 出て lit 地の 家 

に 入る と 云 ふ ^ 合が あります ので， 其 事に 付き まし 

て 共通 法は、 若し 第三 临の 如き 規定を？ |!'-1 きませ ぬと 

枚 I  1-1 君の 御述 になり ました 如く  •恰も 外 K 人 國籍決 

の 上に、 二 ®: 阀銪 の 事 實を生 ずる IJI が あると rfll じく 

婚姻を して 一地 域の 家に 人る、 さう して 他の 地域の 

家を 出る ことが /It 来ない と 云 ふ 事の 爲 に、 內地 朝鮮 

の 間、 内地 sfn の 問に 二 m 國籍の 者が m 來る不 都合 

があります、 故に 第三條 を 以て 之に 對す る a! 运 を設 

けました ので 御 ざいます、 JC- 故® 姻等の 場合を除き 

まして、 特に 内地に ^ を 轉ず る IJ1: が 利益で あるが 爲 

に、 競 ふて、 內 地に ■を 移す と 云 ふ 弊は、 共通 -/>t の 

結果と して 生じ ませぬ 柏り であります、 樺 太の 關係 

樺 太との 關係は 第 一條に 於て 明文を 掲げました 如く 

陣太 は內地 人と 致して 居る ので 御 ざいます、 是は司 

法 事務 共助 法に 於ても 此主 a を 採つ て 居ります、 ^ 
共 ifrjl 法案 第一^ e 


太は 即ち 雨 館 控訴院の 宵 糨で 在 ります ので 法令の 上 
司法權の上に於きまして，今日 )||| ^ を異にせざるも 
のと 相 成つ て 居ります •故に 樺 太は 内地の 中に 包含 
する に 致して 居る ので 御 ざいます、 樺 太には 共通 法 
は 適用せ ない と 云 ふので ありませ ぬ •樺 太に 於ても 
共通 法は 施行 致す のであります、 即ち g 太 人は 内池 
人で あるが 故に、 搾 太 人と 峰 ^ 人との 闞係 、或は 曄 
太 人と 朝鮮 八との 關係 に付きまして、 矢 張 東京の 人 
屯 M の 人と 朝鮮の 人， 束 京の 人と 毫® の 八と 云 ふや 
うに •共通 決の 支 ®' を受 くるので & ります、 揮 太 土 
人と内地入との問の婚姻の事ほ、貴崦院に於て政府 
委 c •の 説明 云々 と 云 ふ 御 話が ございました が、 貴族 
院に 於て 答へ ましたる 翊旨ほ 、現在に 於て陴 太の 土 
人の 或 種 g の 者と、 内地人の 間には 事 寶 婚姻が 行は 
れて pf ない と、 斯う 申した のであります、 婚姻を 禁 
じて 居る と 云 ふ. ^ 意では ございませぬ、 是は 今日の 
所 樺 太に 於き まして ほ •戸籍の 決 律が 未だ 整頓 致し 
ませぬ •搾 太の 土人に 就きまして ほ、 明治 四十 二 年 
樺 太廳令 十七 號 •戶口 規定と 云 ふの が ® に 行は れて 
居ります が 故に- 內地 人と 正式の 結婚を 致す 上に 形 
式 上缺 くる 所 ある 故に， 現在に 於て 婚姻 ほ 行 はれて 
居ない、 斯う 云 ふ 事 實な のであります、 又實際 陴 太 
の 土人の 内と 成 部 rn の 者と 婚姻を 致す と 云 ふやうな 
事が、 內 «|! 人の 内に 於て 未だ 起つ て 居り ませぬ、 經 
驗を致 して 居り ませぬ ので ございます" 是も此 國の 
•'  1- •制を- : >r. てる 場合に 臨みまして は •相當 の 規定を 設 
けて K しう ございます が •是は 一地 域 內に 於け る 法 
制でありまして •是も 亦 共通 法の 蹄 圍 以外に 扁 する 
ので あ 〇 ます •行政訴訟の 事が 最後の 御尋で あつた 
やうであります、 是も 共通 法の 範聞 以外に pi する tyj 
題でありまして， « 罔に 於て 或は 朝鮮に 於て 行政 訴 

訟 を 許す や 否やと 申す ilj は、 彼 地 統治 上の 關係 から 

願 察を 致しまして、 今日 時 & なりと！ S めました 節に 

行政訴訟を 許す と 云 ふ， 即ち 行政处 判 所を 施 fe する 

或 {3; 別の 法律を 設ける、 斯う 云 ふ 事に 相 成る ので ご 

ざいます、 此 問題は 共通 法 以外に 於て 篤と 研究 致し 

たいと 考へて 居る のであります C 

〇牧山 耕 藏君 本員は 質問に 當 りまして、 豫め 政策 

に關 しても 併せて 御尋 した 積り であります、 有 松 君 

は 法制局 長官で あつて、 拓殖 局 長官を 兼ねて 居られ 

るので すが、 唯今の 御 答 S ■は 單に共 通 法の 表面の み 

の 御 解 IS であります 、第三 條の @訏 に 付て 貴族院に 


於け る 御 答 辯 中に .：… 多分 江 木 翼对の 御 質問で あつ 
たと 思 ひます、 第三 條は何 日より 之を W 施される の 
であるかと 云 ふ W 間に 對 して、 政府 委員は 臺灣朝 蛘 
に對 しては、 戸籍 制度を 今 制定 中で ある •遠からず 
して 出来る、 長い ことは ない、 遠から ざる 將來に 於 
て 之を ®? 施す るので あると 御 答に なつて 居ります、 
當然 今年な り 若く は來 年に 於て •第三 條の規 定が殖 
民 地に 行 ほれる •行は るれば 本員 唯今 W 問した 如き 
は、 現然に 起る 問題であります •其 際 統治 政策 上に 
於て、 政府は 内地人の 家に \れ る 新 !! f-f の 民に 對し如 
何なる 侍 遇を なさる •又內 地 人が 新附の 民の 家に 人 
つた 場合、 どぅ 云 ふ 侍 遇を なさる 御 積り であるか、 
此點を 統治の 政策 上より 御 ■したいので あります、 
唯今は 法律 一點 張りの 御 答 辯で ありました が •拓殖 
局 長官と しての 有 松 君の 政策 上の 見地より、 御 答 辯 
を ? fi 望 致す のであります。 

0 政府 委員 C 有 松 英義？ 〇 先づ 第一に 御 答を 致し ま 
する のは， 戶籍の 制度を 臺 H 朝鮮に 於て 如何にす る 
かと 云 ふ 事であります、 毫 _ に 於き ましては p 籍の 
制度を 設ける 見込を 以て、 旣に 調査 致して 居ります 
何分に も 新たに 設けます る 制度であります が 故に、 
愼重な る 研究を 要します るので， 旣に其 調査が 數年 
間に 苴 つて 居る のであります、 成るべく 急いで 之を 
設けたい と 云 ふ考を 持つ て 居ります、 又 朝鮮に 於て 
も同樣 であります るので‘ 朝鮮に 於て は 戶口 調査の 
方法に ffi て 居ります るが、 是亦 適當な る戶籍 法を 設 
けなければ ならぬ とは 考へて 居ります るが、 今日は 
まだ 研赞 中に 屬 して 居ります ので， 出来 得る 限り 速 
に 設けたい と 云 ふ考で ございます， 而して 綦 海人な 
り 朝鮮人な りが、 內地 に參 りました 時の 待遇 方法に 
付きましてほ，成るべく内地入と同一の待遇を致し 
たい 考であ ります、 併ながら 或 範阐に 於き まして ほ 
幾分の 例外を 設ける 必要 も已 むを 得ぬ 場合が あらぅ 
と考 へます， 併ながら 旣に新 附 民と 相 成りました 以 
上は、 成るべく 同一の 待遇を 致したい と 云 ふの が大 
腊の 方針で ございます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 松 田 源 治 君。 
f 松 田 源 洽君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 松 田 源 治 君 本員は 政府より 提出に なりました る 
共通 法案に 付て、 二 三 政府に 質問 致したい ので あり 
ます、 本案は 餘程重 犬なる 法案でありまして、 冬 年 


の 宿題を 解決せ ん とする 法案であります-今 H の 法 
制の 儘では •本案は 間る 必要で ありませ ぅ。 併し 本 
案 ほ 果して 徹底的の 法律案な り や 否やと 云 ふ 事に 付 
て ほ •本員 間る 疑を 持つ て 居る ので & ります* 即ち 
本案 ほ 一 言に して 申せば 國内 的の阈 際 的 私法と も 云 
ふ變 態 的の 立法であります， 成るべくなら ぱ斯る 法 
卬 ほ 避けたい のであります、 而 して 避ける 途は ある 
のであります、 それは 何であります かと 申せば 木 案 
ょりも 徹呋 的なる 方法と して. 第一に 關礙 州- « 灣 
朝鮮、 之に 對 して T.1 法を 共通に する 即ち 教判 所梆成 
法を 吾々 年 ^: の 持論の 如く 行 ふ、 而 して 總督の 持つ 
て居る吋の (|5 <"權制令淄を陂すれば，此法律案 {3: 根 
本 的から 嬰らない 法律で ある •之を 解決せ ねば 此共 
通 法案と 云 ふ ものは ■頗る 不徹底で あると 論じな け 
れぱ ならぬ、 V 律令に 付きまして は、 一阼年 帝國議 
齊に於て問題となりまして-吾々は毫_の現狀に付 
て、？ •»■ 灣總督 に 令權 を附與 する 必要なしと 云 ふ 事 
を •衆議院に 於て、 干 張 致しました •伸し 不幸に して 
此議ほ 砂れ まして >  1 昨年臺 « 總筲に 律令 權を 3 :へ 
ると 云 ふ II'' の -y'; 案が 成立 致し* 而 して 今日 * 1 f 總 料 
は 伴 令權を 有して ir るので ある， 政' W は 吾々 の rR 望 
の 如く‘ 臺 •朝 ST: 'a 東 州に 裁判所 構成 法を 施行 
して、 司法 的 共を すの 意思な き や 否や、 又總督 
ょり 律令制 令權を 取-. げて •此內 地の 刑事 民事に 於 
ける 衝突 問-を |!!. 本 的に 解決す る 意思な き やと 云 ふ 
事が、 私の 符 問の 嬰 旨で ある、 又 今日の 現 狀に 於き 
まして 1 f fs 總督 r 1,1' 鮮總督 から、 律令を 全部 剝_ す 
るのは 現状が 許さない と 致し ますれば. 少なくとも 
民事 刑事に 閱 する 立法權 を恝 へば‘ それで 足りる 民 
事 刑事の 立法 榴を嵚 遐の 律令 •朝鮮の 制令から 制限 
する かと 云 ふ 事に f-J て も、 本院に 於て 問題に なつた 
事が あるので あ ります •即ち 全： 部 之を 總督 から * ふ 
事が 出来なければ、 少く とも 民事 刑事に 向つ て、 臺 
瘅總酱 朝鮮總 督の* 法 糊を 制限して 之を 彩へ ぱ本問 
題は 徹底的に 私は 解決され る ものであると 思 ふので 
ある、 此點 に對 して 政府は 如何なる 御 考を 有せられ 
て 居る ので あるか、 又 折角 共通 法案を 出しましても 
衝突 問題は 根本的に 消滅は して 居ない、 例へ ば 此法 
案の 九條で 御座います、 裁判 管 |« の 問題で 御座いま 
する が 内地、 朝鮮、 關東 州、 豪 灣等に 於て 裁判 管轄が 
衝突を 起した 時に どぅす るので あります か、 內地と 
朝鮮、 例へ ば 内地と 憂®、 ! i-h 間に 裁判 管轄の 衝突 問 
三 九 一 
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題を 起した 時は どう 致します か、 內池に 於て 裁判の 
管 Is に 付て •衝突 問題を 起した る 場合 ほ、 裁判所 構 
成 法に 依て、 茂 近の 上級裁判所が 指定® を 持つて 居 
る， 然るに 此坳合 に 於て は 朝鮮と 內地嶺 呙 等に 於て 
裁判 管辖に 向つて 笊® の 間 題、 又 ほ 衝突の 問題が 起 
つた 場合に、 此拽觸 を救濟 する 方法が 附いて 居ない 
何 所が 直 近 裁判所であります か、 內 地の 大器 院では 
ない 茶' ^ の 覆 群 法院 でない、 朝鮮の 高等 法院 でもな 
いと 云 ふ 事に なつて 來て 是れ亦 解決が 附 いて 居ない 
頗る 不徹底で ある、 又 今日に 於き まして ほ •民法と 
か 刑法と か 云 ふの ほ 朝鮮峯 阕內 地と 殆ど 同じで ある 
少し 違つ た S もあります けれども， 殆ど 民事 刑事に 
關 しては* 日本の 法律を 朝鮮では 制令を 以て 發 布し 

兹罔に 於て it 律令を 以て 發布 する 丈で、 内容は 略々 

同じで ある、 然るに 5 ;ボ_に 覆 窬法院 あり、 關東 州に 

は 高等 法院 あり、 朝鮮には 高等 法院 あり、 內 地には 

大審院が あるから して、 同じ 問題で も解釋 を 異にし 

て， 刑事 問 ®' に 於て は 朝鮮で 有罪に しても， 內 地の 

大審院では 無罪に する、 又毫两 に 於ても、 其 法律に 

付て 解釋を 異にして 居る と 云 ふ 事は •最近に 起つ た 

問題が あるので あります、 斯る 衝突 問題は どう 致す 

ので 御 ざい ませう か 頗る 本案は 私は 不徹底で あると 

考 へる 故に 私が 先程 述べた やうに 裁判所 椴 成 法を 朝 

鮮嶔 I? 關東 州に 施行す れぱ 、根本的に 解決が 出来る 

而 して 竅_ 總督の 持つ て 居る 律令， 朝鮮 總督の 持つ 

て 居る 制令を 民事 刑事に 對 して 制限を 附け ると、 此 

間 題は 是 以上 解決が il-i 来ます， それの みならず、 裁 

判は 申す まで もな く獨 立せ る 裁判官が 裁判す るの が 

當り 前であります、 是も 本院の 問題には 度々 上り ま 

した、 然るに 朝鮮 豪 _關東 州の 裁判官は 裁判官で あ 

り ませぬ， 司法官では ない のであります、 行政官で 

あります、 性質 上 行政官で ある •即ち 都督 總舊に 直 

隷 して 居つ て， 總督 都督の 指揮 監腎を 受ける ので あ 

る、 又總督 都督が 自由に 休職す る 事 も [Ji 來 るので あ 

りまして、 是ほ 司法官で ない、 搵立せ る 司法官では 

ない、 行政官に 於て 左右され る 者が、 裁判官と なつ 

て屏 るので あります から •此點 から 申しましても、 

K ie l- 鮮關 7J I 州に 司法を 共通 致して、 裁判所 構成 法 

を 施行す ると： K ふ 事； 今日の 急務で あると 思 ふ、 

斯う 云 ふ 根太 問閧を 研究せ 寸 して •斯う 云 ふ 根本 問 

題は 其 儘に して ® いて、 此 不徹底 極まる 所の 共通 法 

案を 出して、 此 民事 刑事に 關 する 問題の 總 てを 解決 


したいと 稱 する 事は， 如 H なる 理由に 基く ので あり 
ます か、 政府 (£ 今 私の 述べました る 通り、 司法を 共 
通に し、 法 權を統 一 すると 云 ふ 事に 付て は、 將來御 
考が 有る のであります か、 無い のであります か、 之 
を 第一 s として 伺 ふので あります •第二 15 は 關東州 
に 憲法 行は れるや 否やと 云 ふ 問題で ある •之を 今日 
私が 聞く の {5: 不思議であります、 今日の 慣例で ほ 行 
はれない としてあります、 併ながら 此 問題が 出た る 
以上は 此 問題に 重要なる 關係が 有る から， 私は 質 間 
を 致す ので ある •朝鮮 毫® には 憲法が 行 はれる とし 
て ある‘ 故に 立法 權は帝 國議會 から 委任して 律令制 
令と 云 ふ もので 制定 致して あります、 朝鮮 毫 ® に憲 
法が 行 はれる や 否やと 云 ふ 事は 學理 上の 問題と して 
は 頗る 趣味 有る 間 題であります、 學理 上の 問題と し 
ては 今日 解決され て P らぬが 、政治的に {X 旣に 解決 
されて 居りまして •朝鮮 臺 ® には 我國の 憲法が 行は 
れる ことにな つて 居り ま， す然 らば 關東 州は、 朝鮮 臺 
灣 とどれ 丈の 違 ひがあります か、 關東州 ほ 租借地で 
あると 政府は 言は れるが 、租借地 も I の 領土で あり 
ます、 國際 公法 學 者の 說に依 れば •租借地は 暗默の 
割讓で あると 云 ふ 事は 一定した る 論であります、 然 
らば 朝鮮* 灣は我 領土であつて •關東 州 も 亦 學理上 
から 言へ ば 我 領土で ある •然 らば 朝鮮 ® S に 憲法が 
行 はれる とすれば、 關東 州に も 憲法が 政治 上 慣例と 
して 行は れ て差茭 ない と 思 ひます が、 此點に 付て は 
如何なる 御考を 持つ て 居られる か、 又關東 州には 憲 
法が 行 はれない としても、 日本 內地 から 注つ て 居る 
內地 入に 對 しては、 憲法が 行 はれる 事と 思 ふが、 此 
點 に 付て は 如何なる 考を 持つ て 居られます か、 朝鮮 

豪 @ と關東 州と 違 ふ 理由 •並に 日本から 參つて 居る 

內地 人に 對 しては、 日本の 憲法が 行は るる や 否や、 

此點を 伺 ひたい、 最後に 司法 當局 に御尋 したい 事は 

司法 常 局は 私の 第一の W 問に 對 して 御 同意な さる だ 

らぅ、 裁判所 構成 法を 朝鮮* W 關東 州に 行 ほせて、 

司法を 共通に して 其 結果 •臺 _總督 の 有する 律令 朝 

鮮總督 の 有する 制令を 民事 刑事に 關し其 立法 權を_ 

ひ、 即ち 制限を 付して 衝突を 避ける 意思は 無い か、 

之を 最後に 伺 ひたいので あります、 私の 質問 ほ 是丈 

であります， 

0 政府 姿 員 (有 松英義 君) 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 有 松 政府 委員。 

〔政府 委員 有 松 英義君 登壇〕 


〇 政府 委負 (有 松英義 君〕 松 田 ! 1 治より (笑 ゼ 起る〕 
甚だ 失禮 致しました、 甚だ 失禮 致しました >  I 一點の 
〔松 田 源 治 君 「松 田 源 治と ほ 何んで す〗 と 呼 ふ〕 
0 議長 (大岡 育造 君〕 御 改めなさい， 

0 政府 委 M C 有 松英義 君〕 唯今 松 出 源 治と 中し まし 
たの ほ 誤りであります から、 松 田 源 治 君と 改め ま 
す、 (「 愼まな けれ ぱいけ ませぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 二 
點の 御尋で あります るが、 其 第一 點は 、或 ほ 司法 大 
臣 に御尋 になつ たやう にも •後で 見えまして 御 ざい 
ます、 併しながら 大體 に付きまして-私よ 〇 は 先以 
て 御 答を. 奴し ます， 司法 權の 統一 或は 律令 權の廢 止 
と 申す ことは •今後 摘 民 地の文 化の 程度が 進む に從 
つて、 成るべく 速に 內地同 樣に 統一 致したい ので あ 
ります、 現に 律令の 如き も臺 _ に 於て は 年限を 定め 
て、 總 督に權 限を 持たして 居る に 依りましても、 精 
神 ほ 31 ら明か であらう と 存じます、 如何せ む 今日の 
現狀に 於き ましては 、商ち に 之を 險止 する ことは 政 
府に 於て は 出来 能は ぬと」 一め て 居る ので 御 ざいます 
或は 律令に 致しましても 民事 刑事に 關 する 事の みな 
らば、 今日より 例外を 廢 しても 差 支は 無いで はない 
かと 云 ふ 御意 見の やうで 御 ざいます、 一聰御 尤に考 
へます る なれ ども、 御 承知の 通り 民事に 致しまして 
も、 刑事に 致しましても « ©なり、 朝鮮な りに ほ 古 
來の 習愼或 ほ 風俗、 又 刑法では 朝鮮の 如き 犖 S の 如 
き 日本の 領土に なりました、 以前より 行は れて 屏 り 
まする、 刑事の. 規定 等を 參酌 致しまして、 內 地と 全 
く異 つた 原則を 採つ て 居ります 部分が あるので ござ 
います、 是等に 關係致 します る 規定 ほ •現に * ® の 
地に 於て 統治の 局に 當り ，朝鮮の 地に 於て 統治の 局 
に當つ て 居る 人の 意見で ございませぬ と、 適切を 缺 
く 1® があります るので •夫 故に 今日の 所では 民事 刑 
事と 雖 も、 W く 律令 權制令 S を存 して 置かなければ 
ならぬ と •政府に 於て は考へ て 居ります ので ござい 
ます、 唯今 申 述べた るが 如く、 成るべく ¥ く 一般の 
沛 りに 統一を 致したい と 云 ふ 希望は 持つ て 居ります 
るから して-其方 固に 向つ て 進んで 居る ので ござい 
まする が、 目下 直ちに 之を if 止す る譯 には 參らぬ の 
であります、 隨て 唯今の 所では、 共通 法なる もの、 
必要を 感ずる ので ございます、 それから 關東 州に 於 
ける 憲法 上の 關係で あります る •松 田 君の 御述 にな 
るが 如く •中々 此 問題に 付きまして ほ 議論 も ある 事 
であります るが、 政治 上の 問題と してと 云 ふ 松 田 君 


の 御 見解であります るが、 先 づ左找 致して K しう ご 
ざいます、 今日に 於て は 租借地の 帝！ g C 土に 非ら 
ずと :-; . 遂法の 全部を 施 
行 致す と 云 ふ 譯に は參ら ぬと 云 ふ K 際に fll 成つ て 居 
るので ございます、 夫 故に 人に 就きましても. 日本 
臣民に 對 する 球： 法 上の 保障の 如き、 閱； !«. 州に 於て は 
之を. ' fr ふことの ! 1; 來ない 部分が. H ら半： じて 5¢ るので 
ございます、 况や 租借 池に 於け る 民政は、 多くは 外 
國人 であるので ございます、 日本人で ほない ので • 
是 等に 對して 憲 法の 規定の 行 ほれぬ と 云 ふことは、 
當然 の yf であらう と考へ ます、 本官ょりは 此二點 を 
御 答して 茼 きます。 

〇 議長 (犬 岡 育造；；； 〇 松 室 司法大臣。 

「國務大臣松室致君登啦〕 

〇國務 大臣 (松 室 致 君) 松 田 君ょり »«! 今 御 尋の點 に 
付て、 fig く簡單 に 御 答 致します、 司法 當局 としての 
考も •結局 唯今 有 松 法制局 長宮 から 答 辯に なり まし 
た 通り， ffi 民 地の 裁判 褪を内 地の 司法 省に 於て統 _ 
することの、成る丈速かならんことを筘溪するので 
あります けれども •今日に 於て ほ 松 tH f1,- の御筘 朝に 
御 同意す る ことが 出來な い、 是 丈の 御 答を a して K 
きます。 

〇 松 田' 源 治 君 有 松 君 並に 松室國 務大 W の 御 答 辯に 
依ります れぱ •司法 共通 法 細 統一に 付て ほ‘ 成る ベ 
く 速に 其實 行を 期したい と： K ふやうな. 御 答 辯で あつ 
た、 且つ 有 松 君の 答 辯に ほ •民 fit 刑事に 向つ て 制限 
を 立て、- 律令制 令に 付て 制限を 立てる ことほ 成る ベ 
く 早くしたい と 云 ふ 脚 a 解で ある， 然らば 此典通 法 
案は 臨時 的 立法な りと考 へて 差 交 ありませ ぬか、 之 
を 協賛 致す に 付て、 ® 大な る關 係を 有する ので あり 
まして •吾々 の識 論と 殆ど 五十 步百步 になつ て 来た 
併ながら 速に 司法 共通 法撾の 統一を 致したい と 云 ふ 
考 で、 少く とも K 事 刑事に 向つ て ¥ く 法 ffi の 統一を 
致したい と 云 ふので あるから •此 共通 法案は 臨時 的 
の 立法な りと 稱 して 差 支 ありませ ぬか •此點 を M ひ 
たいので あります。 

〔政府® 員 有 松 英義哲 登壇〕 

〇 政府 委員 (有 松英義 封：* 其年數 を 神め 計る ことは 
出来 ませぬ けれども， 其 性質た る や 全く 臨時の もの 
と考 へて 居ります。 

0 議長 (大岡 育造 君) 前 田米藏 君。 

〔前 田米藏 君 登®〕 
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0 前 田 米 破 君 私の 本案に 付きまして 政府の 所見を 
承りたい と 思 ひます 點は 、松 田 源 治 打の ff 問に te り 
まして、 大略 政府の 所見を 承知す る ことが 出 來たの 
であります が‘ 唯一 點間 題を 局限 致しまして 政府の 
所見を： 7K 0 たいと 思 ふので あります、 それは 法律 統 
一の 問題な りと 松 田 君の 言 13: れた よ 〇ほ もつ と狹い 
意味に 於て •此廿 ：：通 法の 解 釋 統一の 間 朗を飧 りたい 
ので あ 〇 ます •申す まで もな く此共 通 法は 內地 K 薄 
朝® 關 ili 州の 件 地 間の 聯絡と 相 成る 骨子の 法規で あ 
る •此の 法規に 依て 规 多の 不便と 不合理は 救濟せ ら 
る、 であり ませう、 併ながら lit 根本 法規た る 所の 共 
通 法規の 解釋が •二三になる と 云 ふ 如き 場合に 相 成 
りまして は* 此の 立法の 目的を 達する ことが 出来な 
いのであります、 所が 日本の 現在の 制度に 之を 見 ま 

すると  >  蕺！ 一は •一 if 朝 鲜は 朝鮮 •内地は 内地と 云 

ふが 如くに、 各々 掏 立せ る 裁判湘 に to て 裁判を せら 

るので あります から* lit 統一と 云 ふこと を ® る こと 

が出來ぬのが、現在の制度に相成つて枵ります、然 

るに 行政の 方面を 見ます ると、 現に 守 內內闐 は 拓逋 

局なる ものを 御 設けに なりまして、 祭：！ •朝鮮 關苽州 

に 於け る 所の 行政 事務の 統一を 阔つて 居る ので あり 

ます， 此拓殖 局を 御設 になつ た 精神から 見ます れば 

法律の 統一と 云 ふが 如き 大なる 問題には， 聘く 手を 

著け ぬと 致しましても、 共通 法 其 もの i 解 釋を統 一 

すると 云 ふことは •蓋し lit 法律を して® 味 あり M 底 

せる 立法と 爲す 上に 於て は、 是非共 此 制度が 必耍で 

ほ あるまい かと 思 ふので あります、 故に 大港院 に r? 

後の此 共通 法に 於け る 解 釋 s ■を 與へて も a: いので あ 

〇 ませう， 又 其 他の 制度に 依て 此 共通 法の 解釋隅 を 

與へ るの も 一の 方法で ありませ う •政府は 之に 對し 

まして、 此內地 と 研 民 地 間に 於け る 法律 統一と 云 ふ 

大問翊 と，！ 2 く 切 離して、 此共通 法なる 聯絡 法規の 

解 釋を統 一す ると 云 ふことの 考が 、果して 有る や 否 

や •有 〇 とするならば 如何なる 制度に 依て. 其 目的 

を 達せん とする のであります か， 共® を； S ふ 次第で 

あります。 

〔政府 委 W 有 松 英 a 君 登 埤 j 

0 政府 委 ft (有 松 英 義《) 共 iifi 法の 解 餺の統 一を 如 

何に する かと 云 ふ 御！ S,' であります る なれ ども， 是 ほ 

致し方は ございませぬ ので 是 等の 法 ?: U の 解釋 を， 行 

政官に 於て濫 に統 j を 致さう と 致した 所で (「制度を 

聞く のです」 と 呼 ふ 者 あり〕 制度を 聞く と 云 ふても 
共通 法案 第一 讚© 


共 制度の 立て 方がない 裁判を すると か 何とか 云 ふ膊 
關が あります るなら ば •それに te て iE から 最上級の 
法廷に 於て、 解 11 が 定まる と 云 ふこと が 事 H 生じ ま 
すけれ ども， 共通 法規の 解 釋を統 一す ると 云 ふこと 
は， 先刻 松 1-3 源 治 IT ょり 質問の 中に も C 「適用を 統一 
すると 云 ふこと です」 と 呼 ふ 者 あり) 適用を 統一す 

ると 云 ふことは . 

〇耥長 C 大岡背 造 お〕 私 話を 禁じます」 

〇 政府 委員 C 冇松 英義君 〕 松 田 君の 御 質問 中に も 私 
は 御 答 致さなん だけれ ども •第 九條の 結末が 付いて 
转 らぬで はない かと 云 ふ御尋 が ありました •是等 も 
已むを 52 ず あ 上 K ふ 穴が 明いて 居る のであります、 
是ほ S 來得る 限りの 救濟を 求める 爲に 、法律を 設け 
るに 止まります ので、 それから 上の 統一と 云 ふこと 
は •制度を 設ける と 致しましても 、制度の 設け 力が 
無い ので あらぅ と考 へます。 

〇 前 田 米藏君 唯今 有 松 政府 ® 員に 對して •尙ほ 一 
應御尋 を 致したい のであります、 此法卽 は 穴 即ち 缺 
翻の ある 法甜で あると 云 ふこと を 今 申された の 
であります が、 吾々 立法府に 於て 之を. * 篛す るに 方 
つては， 其缺 點 を 成るべく 無から しめん ことを 期す 
るので あります、 故に 政府に 質問す るので あります 
即ち 法律の 解 輝 統一と 云 ふこと ほ、 出來 ない 相談で 
はない の -5 あります •例へ ば 内地で 申し ますれば、 
地方裁判所、 控訴院、 各地に 於て 異なれる 法律の 解 
釋を 致しましても-大審院に 於て 之を 統一す る こと 
が出來るのである、然らぱ內地と臺_朝鮮に於て、 
各々 興な れる 法律の 解 釋を 致した 場合に 於て 之を 如 
何に する •內 地の 裁判所の 解釋を 以て 正しい とすと 
云 ふ 法律を 置けば 宜 いので ある， 如何なる 方法 かに 

依 て 統一を すると S ふこと でなければ， 折角 此法律 

が 出来ましても •佛 造つ て 魂を 入れざる の憾 ある 法 

律で あると 木 M は 信ずる ので ある， 政府 ほ 之に 對し 

て此缺 點を補 ふ 所の —— 正す 所の 御考は 無い ので あ 

〇 まする か， 又 御 考ほ ありと しても‘ 左様な 制度を 

見 (J1 す こと 能は ぬと 仰し やる のであります か。 

0 議長 C 大岡育 造 君〕 有 松 政府 委員。 

〔政府 委員 有 松 英義岩 登壇〕 

〇 政府 委員 (有 松英義 君〕 唯今の 御說の 如く， 内地 

と毫灣 の 間に 於て は 内地に 於け る 國家機 關の解 釋を 

以て 正しき ものと 爲すと 云 ふが 如き 法律の 規定は、 

政府に 於て ほ 設 くる ことは 出来ぬ と考 へます、 何故 


なれば 相互の 間に 於て •同等の 地位に 立つて 居る® 
關で あります' か 故に、 一方の 機關 に ®: きを 措いて、 
褪限を 持たす と 云 ふこと ほ •今日の 制度に 於て は 出 
來ませ ぬで ございます、 其 外に 於て 衆議院に 於て ほ 
十分の ^ 議を しなければ ならぬ からと 云 ふこと であ 
〇 まする が* 如何にも 御尤もで あります から、 十分 
の 御 推 蕺を一 ひまして •御名 案が あります るなら ば 
篤と祗 りました 上で 研究を. 奴したい と考 へます。 
0_ 長 (大岡 育造 君) 今 井 嘉幸 君。 

〔法®® -Jr 今井嘉 幸 君 登壇 i 

〔「簡 B J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 法 學 tf 士今 井嘉幸 君 本 問題は 大變 重要な 問題で 
所謂 殖民 政策に 付て •法律 第 六十 一一; 號 •即ち 六 三 問 
題と 稱せら る 、 あの 法律が 發 布され てより 以來 の、 
是ほ大 問題で あるので ございます、 其 小さい 事は 委 
員會に 於て 御 詮_ が ある だら うと 思 ひます が ■根本 
問題に 付て 二 !ai 丈簡 》 に 質問を して 見たい と 思 ひま 
す c 「簡單 」 と 呼 ふ 者 あ^ 〇銷 一の點 は 松 田 君に 依て 
私の 質 間せ むと する 所を 質問せられ ましたから して 
大體 問題が 解決した やうであります が、 併し 此點が 
最も 重要なる 點で あるので、 政府の 御 答 辯も朗 る徹 
底し ない 點もあ 〇 ますから して、 尙ほ 少し 質問を し 
たいと 思 ひます， 一體 殖民 地の 裁判 制度に 付き まし 
ては、 內 地の 裁判 制度と 共通す る、 一つの 系統の 下 
に 集めて 仕舞 ふと 2: ふ 主義と， 谷地 方 別 lit 帶を 執つ 
て 別の 系統を 作る と S ふ 二 主義が ある， 此 日本の 主 
義ほ 後の方、 即ち 是は 英吉利の 遣 方であります' か、 
之に 做うて 出來た もので あらう と 思 ひます、 即ち 第 
j 步が旣 に 誤つて 居つ たので ほな からう と 思 ふ •斯 
う 云 ふやう に 別々 の 世帶を 立てなくて、 之を 一樣に 
統一して 仕舞 ふと S ふ 遣 方は、 例へ ば獨 逸と か佛蘭 
西と か 云 ふやうな 處では 、現に やつて 居る •佛蘭 西 
は 其對 岸の 「アル ゼ リャ」 と 云 ふ ものに 對 しては、 
一つの 控訴院 管轉區 域と して 居る •それから 「アナ 
VJ に對 しても 一 控訴院 管 踺區域 として 居る、 さう 
云 ふやうな 遺 方で、」 つの 控訴院 管 IS IS 域と 31 ふや 
うな‘ 所 li 裁判所 構成 法を 施いた と 同樣な 遣： 力で や 
つて： S る、 佛 関西は 「アル ゼ リヤ， I とか 「アナン」 
とか 云 ふ 龌に對 して， 本國と 非常に 異つて 居る 處に 
對して さへ も 之を やつて 居る •然るに 我が 朝鮮と か 
臺 ® とか 云 ふやうな 處は "日本の 人情 風俗と： ムふも 
のと 制度 文物と 云 ふ ものが、 昔から 大變 酷く fu て 居 


る， 佛關 西. 獨逸 等に 於て さへ も 統一 制度の 施き 得 
るのに •日本の やうな 處に 於て、 何故 統一 制度を 施 
き 得ない か、 其 理由を 私は 發見 する に 苦しむ ので ご 
ざいます ，斯う 云 ふやうな •小 統 I な 制度 •別 111; 帶を 
布く と 云 ふやうな 制度を 執つ たが 爲に 、色々 な缺點 
が 起つ て來る >  是 ほ 松 田 君ょり 述べられた 如く、 司 
法 撋の獨 立を ^ ない と 云 ふやうな 事 も 其 一つで あり 
ませう •それから X 法律の 解釋の 統一を 缺 くと 云 ふ 
やうな 事 も 一つになります、 それから 裁判 機關の 管 
$s 權の荦 の 場合に、 之を 解決す る 方法がない と 云 ふ 
事 も ありませ うが， 其 以外に 日本の m 民 地に 對する 
裁判 制度と 云 ふ ものは、 實に區 々まち <にな つて 
居る， 朝鮮は どうかと： K ふと 三： 神 制度で ある. 是も 
内地 Jr 同じで 三 港 制度で ある •所が 臺_ほ 二 審にな 
つて 居る、 然るに 樺 太に 至る と 是が又 一一 i {港に なつて 
居る •それから 關東 州になります と 二 審 制度になる 
此 組織は 日本の 領事 裁判 制度に 對して 影！！ を 及ぼし 
て來 た， 一體 支那 全部に 對 する 領事 裁判® と 云 ふ も 
の ほ、 三 痛 制度で あつたので あります、 所が 關苽州 
が 日本の 租借地に なつた が爲 に滿洲 全部と 云 ふ もの 
は 關東 州へ 上訴を 持つ て 行く 爲に 、滿洲 金 部が 二.® 
になつて 居る， 支那の 全部が 彐審 制度で 領事 裁判を 
やる に拘ほ らず 、日本に 密接なる 關 係の ある 滿洲が 
二審 制度に 甘んじなければ ならぬ と 云 ふ 事に なつて 
尻る， 而して 其 中の 滿洲の 一部分の 關诳ほ 朝鮮に 上 
訴を 持つ て 行く が 爲に又 是が一 一 1 になつ て 來る一 i 
とか 三審 とか •實 に區々 になつて 居る のであります 
此裁判 制度を 一樣 にして •日本の 裁判所 描 成 法を 全 
部に 施く と 云 ふ 事に なつて 来たなら ば •是が 統一 さ 
れ るので ある、 而 して 前に 立たれた 質問者から 述べ 
られた 所の 裁判所に 於て、 法律の 解釋の 統一を 得る 
こと も* 此點に 於て 十分 達する ことが 出 來 るので あ 
る •即ち 朝鮮と か 豪 |_?とか云ふものほ，一つ若くは 
二つ の 控訴院の 管轉區 域に して 仕舞つ たなら ぱ 、此 
問題は 解決して 仕舞 ふので あります、 尙ほ其 以外に 
非常に 人權と 云 ふ ものに 付て •大 _ な 缺點が 斯の如 
き 制度を 執つ て 居ります が 爲に 起つ て 来て 居る 事を 
•?? 々は 目擊 をして 居る. lip ち 朝鮮と か臺闊 とかと 云 
ふ ものに 對し ては， 民事 刑事 此二つ の 種類の 法律を 
出す 爲に •  m に 朝鮮 總督 とか， 臺灣總 督とか 云 ふや 
うな 行政 長官の 一存で 以て •如何なる 規則を も 設け 
る 事が 出来る と 云 ふこと になつ て 居る、 之を 極端に 
三 九 三 
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考へ て '. J f: >  と •日本の 内： - UI に // i て ii-. 行 j-x 官 が ijij iw を 
定める のに 三箝月 以下， 斯う 云 ふやうな H m 刑に な 
つて居りまするけれども-朝鮮とか帝 ^ :-- 
行政官の ', r -i/- に «c て 如何なる 刑：" を 科する 事 も 出來 
る、 例へ ! f 朝鮮 總科 に' H して 新閲 が惡 口を 言つ たと 
云 ふこと で 以て、 首を ちよん 切る こと も 出来る ので 
ある (笑 辟 起る *-/ H に 容易なら ざる 所の / H. 來 ilf と 言 
IX なければ ならぬ のであります、 さう 云 ふやうな 洵 
に不砣 K なる、 不徹 Iti なる 人 棚の 十分な 保 ii の m 來 
て 居らない 狀 態の 下に あるので あります、 さう 云 ふ 
やうな こと、 云 ふ もの ほ， 全く 楠 民 地 個々 に 別 111: 帶 
を 立てた から 斯う 云 ふ 事が 起つて 來 るので ある ■之 
を 統一して 民 刑事 丈で も一樣 な ものに 統一した と 云 

ふこと になれば ■此の 缺點ほ 除く ことが 出来る と 思 

ひます、 それに 付て ほ 前に 申 上げた 如く* 他の 國で 

は 初めから 植民地に 對して やつて 居る 遐が 幾ら も あ 

る、 それ故に 日本 も 一時的の 共通 法 立法と して 設け 

て K- くと 云 ふこと をせ ずに， 今から 何故 直ぐに やる 

ことが m 来ぬ ので あるか、 さう すれば 共 ; In 法の 根本 

が 動いて 仕舞 ふ， 共 V 法な ど、 云 ふ もの ほ 格へ なく 

ても宜 いので ある •此の 點に 付て 何故 今から やれな 

いかと 云 ふこと を* もう 少し 徹底した る御說 明を 願 

ひたい、 それから 第二點 、是ほ 極めて 11 鼠で ありま 

する が、 本 法に 於き ましては， 領事 裁判 區域と 云 ふ 

ものに 對 して、 何等の 言及を も 致して 居り ませぬ、 

即ち 第 一條に 於き まして r 本 法-一 於 テ 地域 卜稱 スル 

ハ内地、朝鮮、臺@又ハ關東州ヲ謂 7 」と斯う云ふ 

ことにな つて 居ります r 前項 ノ內地 — ハ ^ 太ヲ 包含 

ス」 と 云 ふこと になつ て 居つ て •領事 裁判 區 域と 云 

ふ ものに 對 しては 豫親 して ir らな いので ある、 然る 

に 本 法と 殆ど 兄弟 法と も 稲すべき i'rr の 司法 事務 共助 

法に 於て ほ、 第 一條に 明に 領事 裁判 區域と 云 ふ 事が 

明言され て屛 るので ある、 兄弟 法で ある 所の 共助 法 

に 於て ほ、 領事 裁判 區域に 付て どうす ると 云 ふこと 

を 明言して 居りながら、 其の 兄弟 法で ある 本 法に 於 

て、 之に 對 して 何等の 明言を 爲さ ない と 云 ふの ほ* 

其 所 ほどう 云 ふ 次第であります か、 此點が 頗る 木 員 

の 疑問と する 所であります、 此 S に 於き ましては H 

族 院の委 段 會の御 答 辯に 於て 二樣 になつ て 居る、 即 

ち 其 一つは 領事 裁判 區 域と 云 ふ もの は>  其處 には 地 

域と 云 ふべき ものでは ない、 日本人が 唯々 其 處へ行 

つて 居る からして、 屬人 主義で、 即ち 人と 云 ふ もの 


に 斡しての み —— 地域で なくして 人と 云 ふ ものに 對 
しての み 法律を 適用して 行けば 宜い ので あるから® 
民 地と ほ 違つて 居る •搦人 主義と 云 ふ 翻 念を 以て 說 
明を せられて 居ります が 併ながら 娃ほ矢 張屘人 主義 
に法钳 を 釣 用 致しましても 地 &< に 違 ひ •ない 即ち 此領 
事 裁判 rK 域に 日本人が 澤山 居りましても 其 以外の 人 
間 即ち 支那 人で あると か 或 ほ 英米人 —— 歐米 人で あ 
ると か 云 ふやうな 新 ほ 假 りに 是ほ 人間の 顔を して 居 
るから して 人間と 見る ので あるけれ ども 失禮な 話で 
あるが 之を 獸と して 假定 したなら ば、 即ち 其® の澤 
山 在る 山野の 間に 日本人が 居る、 さう 云 ふ 地域に 對 
して 日本 法を 適用す ると 云 ふ， さう 云 ふ 場合に ほど 
うなる かと 云 ふ 問題になる ので あるから 地域と 云 ふ 
もので ほない と 云 ふ 解 釋は H かないだら うと 思 ふの 
であります， それから 第二に さう 云 ふやうな 領事 裁 
判區域に對してほ、日本の內池法を其處に適用する、 
內地 法を 適 HI すると 云 ふ 事に なつて 來る からして そ 
こで 此共浦 法と 云 ふ もの ほ— 共 :: 法に 於いて 之を 明 
言す る 必要 ほない、 內地 として 取扱になる と 云 ふや 
うな 御 考で あります けれども •さう すると 支那と 云 
ふ もの、 それから 暹羅と 云 ふ もの 2 T 法律の 立場と 
して 日本の 內 地と K ふ 風に、 是ほ 解釋 する ので ある 
かどう か， 內地と 云 ふこと と 同じ ことにな つて 來る 
ので あるか どうか、 內地と 云 ふなら ば 何故 共通 法の 
筘 一條に r 前項/ 內地 -1 ハ 嬅太ヲ 句 含ス」 と 云 ふこ 
とを 言つ て 尻りながら •支那と か迤繃 とか 云 ふやう 
な 我 領事 裁判 權の 行は る、 地域を" 同じく 內 地と 見 
做す と 沄 ふやうな 規定を， 何故 此中に 明かに 明言せ 
られな かつた か， 此點に 於て 本員は 非常に 惑 ふので 

あります， 一體此 領事 裁判 區域を 取扱 ふ 所の 方法と 

して、 從來の 遣 方が 非常に 分らな かつた ので ある， 

是ほ 英國な どに 於て は、 殖民 地と 同じく 領事 裁判 區 

域と 云 ふ もの も •矢 張 特別の 法律が 行 ほる \區 域と 

して* 別 世帶を 立て、 居る 區域 として 取扱つ て 居る 

即ち 個別 主義と 云 ふ 取扱に なつて 枵 る •殖民 地と 同 

じに 取扱つ て 居る， それから 獨逸佛 闕西 等に 於て ほ 

其® 民 地を 統一的に 取扱 ふが 如く， 又 領事 裁判 區域 

と 云 ふ ものを 一樣に 統一的に 取 W つて 居る ので ある 

さう 云 ふ 取扱の 仕方が、 領事 裁判區 域と 殖民 地と 同 

じ やうに なつて 居る のであります が、 日本の： g 事 裁 

判區域 を 從來収 拔 つて K る沪方 ほ 非常に 不明瞭で あ 

る、 初め ほ 明治 三十 二 年 法律 第 七十號 の 領事館 職務 


に 間す る 制と 云 ふ •其の 法律の 解 3 1 に 成りまして， 
領琪 裁判 區域ほ 日* の內地 法の 行 ! X る、 區域 、即ち 
內 地と 同様に 取扱 ほれる ものである かの 如く 法 钳を 
設けた のであります けれども、 其の後に 日 木の 取扱 
方 ほ、 支 捉に 於て 英吉利の 遣 方に 傚つ た爲に •支那 
の 裁判 I 支那に 於け る 所の 取扱 ほ •全く 外阈 とし 
て 取扱つて、 日本の 內地 法と 云 ふ解釋 の 下に 之を 取 
扱つて 居つ たので ほなかつた のであります (「節 wi 
に 願 ひます， 分りました j と 呼 ふ 者 あり)、 其 間の 
區域 の關 係が 不明瞭で ありました から、 それで 司法 
事務 共助 法と； K ふ ものが /ii て •さう して 之に 依て 此 
解 釋の出 來 ると 云 ふこと になつ たのであります るけ 
れ ども、 此司決 亊： 技 共助 法に 矢 張 破 民 地と 同じく、 
之を 1 列して ある 所を 考 へて 見れば、 矢 張 殖民 地と 
同じ やうに 取扱つ たのでは ないかと 云 ふやうな 考も 
玆に 起つ て來 るので ある、 要するに 領事 裁判區 域な 
る ものに 對 する 取扱が •內 地と 同じく 取扱 ふか、 或 
は 殖民 地と 同 樣に之 を 取扱 ふか、 さう 云 ふ 事に 於て 
此 共通 法の 規定が 非常に 不明瞭であります、 此點に 
對 しまして ほどう 云 ふ御考 であります か、 御說 明を 
承りたい。 

0 政府 委員 C 有 松英義 君) 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 有 松 政府 委員。 

〔政府 ® 員 有 松 英義君 登壇〕 

〇 政府 委 M  (有 松英義 君〕 唯今の 第一 點は 業に 巳に 
御 答を 致した ことであります、 即ち 今日の 殖民 地の 
現状に 於て ほ、 司法權 立法 權の 統一を 致す ことか 出 
來ま せぬ、 それ故に 共通 法が 必要で あると 云 ふこと 
を， 旣に御 答を 致して 居ります に 依て •それを 以て 
御了承を _ ひます、 第二の 領事 裁判權 の 事に « きま 
しては. 少しく 私共の 見る 所と 異つた 御見_ の やう 
に 承つ たのであります、 領《 裁判 權と 申す の ほ、 內 
地と 同一に 見る ので も •殖民 地と M 一 に 見る ので も 
ありませ ぬ、 畢覚 帝國 臣民が 治 外法 權を 有して 居り 
ます 場所に 於て 被 街と なつた 場 台に、 特に 日本の 領 
事が 之に 對 して 裁判を. 数して、 其 土地の 主權 者の 下 
に 在る 所の 裁判 機關 をして， 裁判せ しめない と 云 ふ 
丈の ことで あるので あります、 其 場合に 於て 帝 國領 
事は 帝 國の 法律に 依て 裁判を する， 斯う 云 ふので あ 
ります から、 帝 國の 法律， 刖ち 内地べ なりが 參 つて 
居り ますれば、 內地 人に 對 する 法律を 適 出し， 臺 _ 
人が 參つて 居ります 場合には、 例へ ば 身分 能力の 事 


等に 付きまして ほ， 获释 の 法 ^ を is 用す ると. K ふこ 
とに 自然 相 成る のであります、 夫 故に 其 判決の 執行 
なり， K 外 取 秘上内 地の 裁判所 等と 〇 問に 於て邡 毡 
共助 iir が —— 司 決 事務 共助 法の 必要が あるので あ 〇 
ます、 故に 共助 法に 於て は 領事 裁判に 關係致 す 規定 
が あるので あ 〇 ます、 pr- ながら 今度の 共 sj yc ii 司法 
褪が別になつて居る， 5? ほ伟> 

ふ 如き 法 域を 與 にして 居る 所の、 帝！ 一の 各地に 於て 
統一が 取れぬ 故に、 其の 連絡を N る、 斯ぅ 云 ふ 趣 栽 
であ 〇 まする ので、 領事 裁判 權に對 しては 少しも 共 
通 法を 適 W する 必嬰 を -.'' I めな かつた ので ございます 
〇 議長 (大岡 育造 君) 齋藤隆 夫君、 

〇, 鄉藤隆 夫君 簡眾で あります るから して此 席より 
質問 致します。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 宜しぅ ございます。 

〇齋藤 隆 夫君 本 W が V:.1: 問 致さん と 思つ て 居り まし 
たこと ほ •唯 一 點 で ございまして 最前 松 田 源 治 君の 
質問 中に ありました 所の 關 Jli 州に 關 する 溝 法 問題で 
あります、 是ほ本 法の 土 ^ に關 する M も 大切なる 問 
題で ございます るが、 政府 委员の 御 答 辯 驻だ费 飼を 
得 ませな かつた に 依て、 更に 一 W 御 雞を 致します、 
此法 案の 第 一條に 依ります ると， 帝 國の法 棚 及び M 
域を ば 四つに 別ちて P; るので ある ，刖 ち 内地 •朝鮮 
豪 灣及關 東 州であります， 此四 つの M 域 間に 於け る 
決 律 命令の® 突を 如何に 調和し ■如何に Ti; 理す るか 
と 云 ふこと が. 本 法の：^ 的と 相 成つ て 酎る ので ある 
所が 御 承知の 如く 今=內 地 ほ 申す に 及ばず •朝鮮 及 
a ia に 於ても 既に 迠決が 行 ほれて 居る に拘ら ず  >  挪 
り關屯 1 のみほ 憲法が 行 ほれて 居らない ので •ある‘ 
隨て彼 地に 在住して 居る 所の 帝 阀 1;< 民は、 憲法 上の 
支配を 受けず して， 脔 法外の 支配を 受けて 居る ので 
あります、 元 來關災 州に邀 法を 行 ほない と： K ふこと 
に 付て •歷 代の 政府 當局 者は 公法 上に 於て 如何なる 
根據を 持つ て 居る ので あるか、 私は llt w に 付て 常に 
疑を懷 いて 居る 一人であります、 唯今の 有松嵙 の 御 
説明に 依ります ると、 關東 州は H 本の 領土で ない に 
依て、 歲法を 行は れぬ ので あると 云 ふ •簡單 なる 御 
答 辯で あつたので ある. 併し 是は 深く 研究され たる 
御 答 辯では ない と 思 ふ、 申す 迄 もな く 租借 關 係は， 
私法 上の 關係で なくして 公法 上の 關係で あります、 
所有權 の 借用に あらず して、 領土 榴の 借用で ありま 
す、 即ち 期限 附の 領土であります 、此 領土 内に 於て I 
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憲法が 行は れ ると 云 ふことは、 今日 ® 法 上の 通則で 
あります、 併し 政治 上の 理由に 依て 憲法を 行は ない 
と 云 ふこと に R て も •別に 理論の 上に 於て 背く こと 
はない と 思 ふ、 所が 御 承知の 如く 關 m 州が 我 帝 闽の 
領土に ! M した 以來 __ 我が 帝國の 統治の 下に 歸 しま 
した 以來 、旣に 十數 年を 純 過して 居る のであります 
朝鮮の 合併に 先 だつ こと JH に數 年であります •加 之 
二十 五 年の 租借 期限 if 延長せられ て 九十 九茼 年と 
ffl 成つ た、 M に 今 又此共 通. ffi を 制定して 內地 、朝鮮 
S 罔と 同一の 法律の 下に ES かんとす るので あります 
是等の 事情ょり 見まして、 本 M ほ 關柬 州に 憲法を 施 
行す ると 云 ふ 時娉ほ 旣 に到來 せり、 而も 今日を 以て 
最も 好 時 _で あると 思 ふので あります、 まさか 政府 

に 於き まして ほ •公法 上の 見地ょり して、 租借地に 

ほ 憲法 行は れずと 云 ふが 如き， 間違つ た 解 釋 は 持つ 

て 居られぬ であら ぅと 思 ふ、 果して 然らば 何が 故に 

此好 時期に 於て 憲法の 施行を 斷行せ られ ない ので あ 

るか、 之を 斷行せ られ るに 付て、 特別の 故 隙が ある 

のであります か、 本員の 見る 所に 據れぱ 、別に 故障 

と： K ふ もの ほ 有るべき もので ない ►唯 十 M 年の 以前 

に 於て •之を ば 帝 國の統 治の 下に , Jf きました 其 隙に 

於き まして •時の 政府が 第 I 步を Ifti み 誤りた るが 爲 

に、 闕代の 政府 常 局 者 も 11-1: 過てる 道を M み 拗へ るの 

途を 執らず して、 Ijrr 諧ずる  <  べつたり となつ て 今 

日まで 闶駿 し來 つたので IX ないかと 思 ふので ある， 

それとも 政府 常 局 者に 於き まして、 他に 憲法を 施行 

する ことの 出来ない と 云 ふ 特別の 理 凼 が あるか、 公 

法 上に 於て、 若く ほ ff 際 上に 於て •どぅしても 憲法 

の 施行 ほ / 1: 來な いと 云 ふ 特別な II 由が あるか、 若し 

あると 云 ふなら ば lit. 際に 於て： S 腌せら れんこと を 希 

朝： する、 若し 無い と 云 ふなら ば、 此 好機 會に 於て 憲 

法の 施行を ! a 行せられ ん ことを 切 閣す るので ある、 

此 事 に付きまして ほい ま 少しく 詳細なる 所の、 確か 

なる ® il を 承らん とする のが 本 M の 質問であります 

0 政府 委 M r 有 松英袭 君) 議長」 

〇蕺長 C 大岡 育浩 君} 有 松攸 府委〇 T 

〔政府 杏 員 有 松英逛 討® 堀〕 

0 政府 娄 S 有 松 英義君 〕 此 好 殿會に 於て 何故に 憲 

法 施行を 斷行 せざる やと 云 ふ 御蕻 であります が、 此 

好機 會と はどう i- ふ 機 a- であります るか、 又 何故に 

憲法 施行を 斷行せ ざる や、 憩 法は 自ら 行 13: る i 所に 

行 ほれる のであります、 斷 行す ると 斷行 せざる とに 


ft て •行 ほれる と 行は れぬ が岐れ るので ありませ ぬ 
(【ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 政府の 見る 所に 依り 
ましては， 公法 上の 見地に 於き まして •關 菜 州に 於 
ては 憲法 行 はれず と 解 釋を致 して 居る ので ございま 
す、 行 ふべき ものを 行 ほない とか 云 ふやうな 事は、 
卺 も考 へて 居らぬ のであります、 租借は 公法 上の 性 
質を 持つ て FT るが 故に •領土な 〇 と 云 ふ 御 解 釋であ 
〇 まするな れど も、 政府に 於て は 租借に 依て 帝 國の 
領土を 得た ものと ほ 未だ 解！ S を 致して 居り ませぬ、 
租借で も 亦 他の 場合に 於て ほ 占領で も， 同！！ で ござ 
います、 帝國の 領土た るには、 確定 的に 帝國 領土と 
相 成らなければ ならぬ であらう と 存じます、 此理由 
に 依りまして 他の 地域と ほ I 朝鮮- 臺灣等 とほ 自 
ら趣き を 異にして 居る ものと 考へて 居る ので ありま 
す。 

〇齋 藤 降 夫君 惟 今 有 松 君の 御 答 辯は、 貴族院の 委 
員會に 於け る 御 答 辯と 違つ て 居る と 云 ふこと を 私 {3: 
斷言 致します、 ft 族院に 於き ましては、 公法 上の 見 
地から 絕對に 憲法を 行 ふことは W 来ぬ と： K ふやうな 
御 答 辯は、 決してして /? T られ ぬ、 此點 に fj- て ほ 有 松 
君の 答辯ほ 甚だ 不明であります •今日 其 言明を 聽き 
まして、 更に 詳細の 事 ほ 委員 會に 於て 答 辯 致します 
(「答 辯と ほ 何 だ J と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る〕 

OS 長 (大岡 育造 君〕 日程 第二 右 議案の 辦査を 付託 
すへ き 姿 M の 選擧を 議問と 致します。 

第二 右 議案の 審奔を 付託す へき 委員の 選 
舉 

0 岩崎勸 君 委員の ) M は 十八 名と し， _ 長に 於て 指 
名せられ ん ことを 朝み ます。 

〔「異 鹩なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 異議ない と認 

めます、 仍て 本案 ほ 議長 指名 十八 名の 委員に 付託い 

たします I 日程 第三， 朝鮮の 生 產に係 る 物品の 移 

入税 免除に 關 する 法律案の 第一 11 會を 開きます - 

大藏 大臣、 

S 朝鮮の 牛： 產に 係る 物品の 移入 税 免除 

に關 する 法律案 (政府 提出) 第一 

00 

朝鮮 ノ生產 -I 係 ル 物品 ノ移 入税 免除- 1 關スル 

法律案 
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〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登®〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 議題に 上つ て 居り ま 
する 法案は、 朝鮮に 於き まする 所の 產業 の發展 を 期 
し、 一面に 於き ましては、 內池に 於き まする 需要に 
利 促を 與 へる 爲に •朝鮮に 於け る鐵材 、或は 大麥其 
他數 種の ものに 付て， 移入說 を 免除したい、 斯樣な 
簡單な 法律案で ございます、 御審穀 の 上 御 協賛を 希 
望 致します-* 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 日程 第 四、 委員の 選擧を 議題 
と 致します。 

第 四 右 議案の 審杏を 付託す へき 委員の 選 

〇 岩 崎 S5J 君 委員の 數を九 名と し、 _ 長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

L 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 K に 御 異_な いと 
認めます、 乃ち 蕺長 指名 九 名の 委員に 付託す る こと 
に 決します I 日程 第五、 第 六 ほ 同種の 議案なる に 
依り、 一括 誘 題と 爲 すに 御異謎 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕 御 異議な しと 認め、 一括して 
議題と 致します —— 提出者 天 春文衞 君。 

第五 勢 江 鐵道 敷設に 關する 建議案 (天 春 
文 衞君外 八 名 提出〕 

勢 江 鐵逍 敷設に 關する 建議案 
勢 江 鐵道 敷設に 關 する 建 _ 

交通 機關の 普及 聯絡は 國 防 及蔻椠 政策 上の 要務に 
して 國 力の 發展に 伴 ふ 必須の 設 ffii たり 我 か 國の如 
き 環海の 地域に 在りて は 特に 港 H と鐵 道と 兩々 相 
俟て 其の 利用を 圖ら さるへから す 然るに 本州 ' I' 部 
に 於け る 日本海と 太平洋 面の 聯絡 未た 全から さる 
の憾 あり 現に 四 am 港の 如き ほ 太平洋 而に 於け る 
外國 貿易港に して 旣に 臨港 鐵道 敷設の 計畫を 立て 
海陸 轍浍の 便を 全うせむ とし 物貨の 集散 上樞耍 の 
地 M. たるに 拘らす 北陸 線との 聯絡は 極めて 不便に 


して 米原驛 を 經て 四日 市 港に 達せむ とせは 之を 東 
にして は 名 古 M 之を 西に しては 草津 等の 聯絡 あり 
と雖頗 る 迂回し tl. 乘換へ 積換へ 等の 煩累を 免れす 
今是 等の 不便を 除き 最短 跑離 に 於て 日本海 太平洋 
面の 接續 聯絡を 見る ほ 勢江鍩 道の 敷設に 如くは な 
し 本鏺道 ほ 三 »: 縣 四日 市 市より 滋贺縣 米 原に 至る 
延長 三十 六哩 八銷の 線路に して 名 古屋綁 由の 七十 
三哩 草津經 由の 七十 七哩に 比較す ると き (3; 殆と其 
の 半に 過き す 獨り沿 通人 民の 便に 資する のみなら 
す 北陸 線との 聯絡を 保ち 延て敦 賀 港と 浦鹽 港との 
交通を 盛なら しめ 戰 後に 於け る國防 及產業 政策 h 
に寄與 する 國家 永久の 利便 勝け て數 ふへから す 依 
て 政府は 該鐵道 線路の 調 奄を遂 け 速に 敷設 工事に 
著 手せられ むこと を 朝む 
右 建議す 

第 六 ffi 勢鉍逍 敷設に 關 する 建議案 (岡 崎 
邦輔鸦 外 十四 名 描出) 

紀 勢鏺道 建設に 關す る建詨 案 
钯勢鐵 51 建設に 關 する 建議 
一 和歌 山 縣和歌 山 市に 起り 同 縣下黑 江、 日 方 •湯 
淺 御坊、 田遍 、新 宮を經 て 三 電縣に 入り 冏縣下 
鹈 殿、 木ノ本 、尾 越、 長 島 等を 經 て度會 多氣兩 
郡に 入り 參宮鐵 道に 聯絡す へき 鐵道 
本鐵道 は產 業の 發® に 資し 交通の 不備を 補 ふか 爲 
急設を 要する ものと 認 む (S て 政府 ほ 速に轉 道 敷設 
法を 改正し 本線の 妞設に 著 手せられ むこと を翠む 
右 建議す 

〔天 春 文 ffii 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 天 春 文衞君 諸君， 私は 叶 勢 江鐵道 敷設に 關 する 
建議の 趣意を 簡單に 述べまして、 諸君の 御 賛成を 希 
蕻 致す ので ございます， 此の 趄謖の 主要 R 的と 致し 
まする 事柄は •諸君 も 御 承知の 如く 三重 縣の 四日 市 
より、 滋賀縣 の 米 原驛に 達します る 所の 延長 三十 哩 
內 外の 國有鍅 道を 敷設せ ん とする のであります が， 
抑々 三重 縣の 四日 市と 云 ふの ほ 諸君 御 承知の 通り， 
太平洋 方面に 於け ると ころの 樞婴の 港 W であり まし 
て、 明治 四十 三年 度より 致しまして、 大正 十一 年度 
迄の間に於ぃて繼_事業として港 !« 修築費を三百六 
十 萬 阊餘を 費し まして、 其の 中國 庫より 致しまして 
は 八 百 七十 六 萬 1RJ と 云 ふ ものを 補助して 完成す る 事 
になつ て あるので ござります、 又 一面に ほ 外國 貿易 
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港に 指定せられ まして、 年々 定期の 航海， 又 不定期 
の 船舶 出入 等は 多く ござりまして、 贸菇 も大に 盛に 
なりました のであります るが、 夫が 爲に 近時 臨港 笾 
;11 と 云 ふ ものを 敷設 致しまして 益々 此船舶 の 出入 荷 
提 の ffi 利を ^ る 事に なつて あります ので ござります 
父 一面に ほ 税關を も設牌 せられて あるので ござり ま 
す •然るに 此 北陸 諸縣 との 交通と 云 ふ もの ほ 誠に不 
3 で ござりまして、 北陸 線の jili 絡 驛たる 所の 江 州の 
米 原より しまして、 東へ ^ りまして、 f: * 屋 に / J1 で 
、關 ffl 線を 利用 致して 四日 市の 港 ^ に 達する ので ご 
ざり ますが* それは -r 度 Hfi 數に 致します ると 七十 三 
哩 からあります， 又此港 湾に 出 でんと して •尾 勢 線 
と 云 ふのに 依て 見ましても， 矢 張 六十 七哩餘 も あり 
ます、 又 西から 廻りまして 眾津 線に 依ります の も、 

七十 七哩 から あると 云 ふやうな 次第で ござりまして 

又裔 根から して S 生 川と 云 ふ 腐を 經て參 ります れぱ 

六十哩 から あると 云 ふやうな 場合、 斯の如 く 何れの 

線路に 俊り ますに も、 六十 哩よ りして 七十 哩以 上に 

達し ませぬ ければ、 四日 市の 港 PJ に 達する 事が m 來 

ぬ やうな 場合であります、 故に 此の 四日 市より 致し 

まして、 米 原驛に 達します る 所の、 勢 江 織 道を 敷設 

致します れば ，殆ど 其 半ばに も 足らない 所の 三十 哩 

內 外の 距離で 四日 市 港より 致しまして 米 原に 達する 

事が s 来る ので ござります •故に 先年 來此 必要を 感 

じまして" 或 人が 測量を 致して、 私設 鐵道を 敷設し 

やうと 致しました で ござります、 故に 大體の 測量 ほ 

出来て 居る ので ござりまして 丁度 それが 三十 六哩八 

鎖で •米 原から して 四日 市 港に 達する ことが 出来る 

ので ござります、 此當 時は 丁度 今 申しました やうな 

次第で、 私設 鐵 道の 目論見で ござりました 故に、 沿 

道 人民の S 成を 得ん が爲 めに、 幾分 か 迂回を 致して 

K ります と 云 ふやうな 場合で-こざり ますから して. 

三十 六哩八 鎖で ござりました が、 之を 國有鐡 逼 に 致 

します ると 兄ます れぱ 、三十 哩內 外で 達する 事が 出 

來や うと 思 ふので ござります* 米 原 驛を純 まして 敦 

賀港に 到りましたならば •延いては 浦 ® 港 又は 元 山 

との 交通を 頻繁なら しむる 事が 出 來や うと 思 ひます 

又 北は 日本海より しまして •南は 太平洋との 通 絡を 

保ちまして •實に 世界 一週の 捷純と 謂 ふても 或は 過 

言で なから うかと 思 ふので あります* 殊に 此の 勢 江 

鐵道 線路の 沿 逍にほ 、人民が 殆と 二十 萬 內外も あり 

又廣漠 たる 所の 山林 林野 も ござります、 是よ〇 出で 


る 所の 材木 其 他の物；！ T 林產 物と して 中々 盛んな も 
ので あるので あります から •國 家國 民に 裨益 する 所 
13: 多大なる もので あらう と 信じます、 又戰 後に 於き 
まして ほ _ 防 並に 產業 政策 上よ りして、 最も 急設を 
要する 線路と 存じます、 故に 政府 ほ 該持路 の實地 調 
杏： を 遂げまして、 速に 敷設の H 事に 著 手せられ んこ 
とを 希望 致す 次第であります、 詳細なる 事は 若し 幸 
に 委員# に 付託せられ ます 事な れば 、其 際に 申 上げ 
て 宜しう ござります、 槪略ほ 唯今 申 上げます やうな _ 
次第で ござりまして、 實に 今日の 場合， 戰後に 於き 
ましても、 誠に 國家必 嬰なる 所の 線路と 考へ まする 
次第で ござります からして， どうか 諸君の 幸に 御賛 
成を 希 菌 致します でございます (拍手 起る〕 

0 翳 長 0 K 岡 育造 君) 兒玉亮 太 郎君。 

〔兒玉 亮太郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 兒玉亮 太 郎君 唯今 一括 翳 題に 上りました 第二の 
方、 即ち 日程 第 六に なつて 居ります 紀勢鐵 道に 關す 
る 建議案の 提出者の 一人と 致しまして、 極めて 簡單 
に 提出の 理由を 申 述べます、 此 問題は 本院に 於て 雨 
三 回議に 上りました ものでありまして •此内 容に付 
てほ御承知の方も勸なく無からうと思ひますから， 
詳細に 之を 申 上げる 必要は ない と 信じます、 本案は 
紀州 和歌 山より 海岸 地方を 絆まして 伊勢に 出て， 現 
在の 參宮鐵 埴 に接續 すると 云 ふ 二百 哩内 外の 所謂 紀 
勢 縱貫鐵 通を 速に 建設して 貰 ひたいと 云 ふ 案で あり 
ます、 初めて 本院の 議に 上りました のは、 第二 十六 
鼷 會の 時でありまして、 丁度 唯今 提出し ました 所の 
ものと 同じ 意味の 建議案が 出まして、 全會 一致を 以 
て 通過 致した のであります、 同じく 二十 八 _ 會に於 

て >  问 一の 意味に 於て 建 ii 案が 出まして、 是 亦全會 

一致 通過 致した のであります が、 此間に 第二 十七 議 

Sr に 於て、 此問 題と なつて 居る 線の 一部 •即ち 和歌 

山より 新宮に 到る 間の 鐵 道を 第一 期 線に 繰 上げて 建 

設を速 かになら しむる と 云 ふ 意味に 於て、 鐵逭 敷設 

法 中の 改正 法律案と して 提出に なりまして •是亦 本 

院 を全會 一致を 以て 通過した やうな 次第で ありまし 

て 今回は 第 四 回目の 提案であります、 殊に 今回は 政 

黨政 派の 別な く、 一致して 提案 致した もので ありま 

すが、 即ち 提案者 中に ほ 憲政 會の 有志 諸君、 國民黨 

の 有志 諸君、 新政 會、 淸和俱 樂部及 吾々 政 友 會に屬 

する 有 is の 者， 即ち 院内の 五團體 の 有志の 名前を 以 


て 提出し •三 « 縣 ，和歌 H 縣 全部と 言つ て 宜しい の 
でせ うが， lit 兩縣の 一致を 以て、 玆に 提案した もの 
であります と 云 ふ 事を， 先づ 第一に 諸君に 御 承知 ! 3 
きを 願つ て閬き たいので あります 1 そこで 本線に 付 
て 第一に 諸君の 御考 斑を 願 ひたいと 思 ひます ことほ 
國防 上此鐵 道の 極めて 急設を 要する と 云 ふ點で あり 
ます、是ほ詳しく言ふの必耍もないのであ0まして 
耙州及 伊勢の 地勢 地 3311 を御祇 知 下さる 方 ほ、 直ぐ 分 
るで あらう と 思 ひます が、 詰 〇此兩 a は 我國 中央部 
の 南端でありまして •太洋 に 面して 居る •所謂 外敵 
に對 して、 何等 防 fi の途の 無い 地方に なつて 居る の 
であります、 此蛇蜒 二百 哩に亘 る 所の 地方が， 現在 
の 所 どう 云 ふ 有_ になつて 居る かと 云へ ば、 {I か數 
哩の私 設鐵 道を 除く の 外に •國の 费 用を 以て 纽設し 
た 所の 鐵道ほ 一哩も 無い のであります、 斯う 云 ふ 土 
地であります から、 此地 方の 防衞 、國 土の 防禦の 上 
に 於て 或は 又 一朝 事 有る 場合に 於て 軍隊の 輸绘 、其 
他の 便を阈 らんが 爲 に、 鐵 道の 便を 開いて 置く と 云 
ふこと が 最も 必要な ものであると 云 ふこと {X .是は 
論を 侯たない 話であります、 現に此 事は 軍事 常 局 者 
も 同感でありまして、 二 十七鹩 會の 時に 當 時の 石 本 
陸軍大臣 if 軍事上 此鐵： 追の 必要なる ことを 明言し 
たのであります， 此點ほ 多く 言 ふ 必要が 無い と 信じ 
まする が、 次に 諸君の 御 考を願 ひたいと 思 ひます る 
ことほ、 經濟 上の gA であります、 さう 云 ふやうな 處 
に鐵 道を 敷いて、 どれ 丈の 果して 鐵 道の 收益が ある 
であらう かと 云ふ點 を. 少しく 御考を 願 ひたいので 
あります が， 此の 建議案の 本文 中に も 言つ て ありま 
する 通り 「本鐵 道は 產椠 の發 座に 資し 交通の 一 f cllj を 
補 ふか 爲 め」 云々 と此產 業の 發展に 資し >  交 通の不 
備を補 ふが 爲 めと 5-; ふこと ほ、 此鐵 道に 付て 大に重 
きを S •かなければ ならぬ 點で あるので あります >  此 
地方 一 ^鐵 道の 通過す る 地方の 重要 物產を 調べて 見 
て も、 それは 直ちに 分る のでありまして、 殆ど 無限 
の海產 物は 申す に 及ばず、 陸上に 於ても， 紀 州と 言 
へば 直ちに 諸君が 聯想せ ら る、 所の 密柑 、其の 他の 
柑 橘を 始め •或る 筋に 於て 昔ょり 有名と なつて 居り 
ます 所の 漆器 類、 或は 石炭， 銅 K- 他廣袤 幾 十 里に 渉 
る 能 野 山林より 生ずる 所の 木材、 薪炭 •是 等の もの 
を 唯 だ數 へて 見る だけで も、 如何に 重 耍物產 に是等 
の 地方が 富んで 居る かと 云 ふ 事が 分る のであります 
然 らぱ是 等の 物資を 現在 如何に 利用され て 居る かと 
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言 ひます ると •無： 1 是 ほ 海上 0 -.>- 通よ 0外 に 适 が 無 
いのであります るから 船舶の fie を 利用す るので あり 
ます けれども •此熊 野 璲 其 他 太平洋に 面する 方面は 
時々 風波の 荒い が 爲 めに、 航海が 杜絶す る 氓が あり 
十分に 拘資の 利用を 兒う する ことが 出来ない と.- K ふ 
阏を 有つ て 居る のであります， 若し® 逍の 便 が か 
れたな らぱ ，其 不便は 立 どころ に 免れる ので あ 〇 ま 
す、 是ほ 既に 現 ほれた る 物 產の上 に 就て 申す ので あ 
ります が、 若し 鐵 道が 開かれたならば •今日 〇 れて 
居る所の物產，陪れて居る所の富淵が幼々 :':; 發せら 
る、 ので、 之に fi3 て 新しき 物產が 出 來 、新しき 節 椠 
も 興る であり ませう >此 の 窓 味に 於て 私は lit 鍅 适 ほ 
最も 有力なる 利益 線と なると 云 ふこと を 疑 ii ない の 
であります、 假 りに 鐵道が 全通して 闾ちに 夫 等の 經 
濟 上の 利益が 生じない と 致しましても •前 申します 
やうな 則 由に 依て， 無限の 隠れた る官： g を 持つ て 居 
ります る 所であります が 故に、 鐵道 開通 後祺苹 なら 
ずして、 必ず 此鐵 道が 非常なる 澤山の 貨物を 吸收す 
るで あらう と 云 ふこと を 信ずので あります、 * ほ 货 
物の！ I であります るが、 然らぱ 第三に 人間の fl; 来の 
點ほ どうで あるか、 旅客の {■!• 來は 果して どう： K ふ 有 
樣にな るで あらう かと 相 像して 見ます ると， 今 H の 
現狀で ほ 此鐵 道の 通過すべき 地方に ほ 人口の 非常に 
澤山 有る 町村、 小 都會の 如き もの ほ ® くないので あ 
ります •そこで 現 花 海上の 交通の 模様を 見ます ると 
旅客の 往來ほ 隨分頻 繁であ ります が、 前 申しました 
やうな 事情に 依て、 時々 海上 風波 荒き が爲 に、 旅客 
の 往来を 杜絶 せらる V 事が あると 云 ふ憾を 有つ て K- 
る •そこで 若し 鐵道が 敷かれたなら ば. 夫 等の 旅客 
が 其 不便を 兔 かる、 のでありまして、 lit 點ほ確 かに 
旅客を 吸收 する 見込の 有る ことを： 信じて 疑は な 
いのであります、 是は普 通の 旅客に 就て 言 ふので あ 
ります が、 更に 進んで 鐵 道の 便が 開かれたならば， 
特別の 御 答が 擇 山此鐵 道に捣 まると 沄 ふ 見込を 吾々 
は 有して 居る、 それほどう 云ふ謅 でさう 言 ふかと 呻 
します ると. 此鐵 道の 通過す る には、 若く ほ 其 
地方の 近傍には 昔より 有名なる 神社、 佛閣 、名所、 
■» 跡 等の 如き ものが 澤山 にありまして， 殊に 風盘の 
絕佳 なる 點に 於き まして、 是は昔 より 定評の 存 する 
ものが あるので あります、 諸君の 中に も此 過を 御 通 
過に なつた 方 (X 此 事は 私と 御 同感で あらう と 思 ひま 
すが、 若し 此鐵 道の 一方の 入口を 和歌の 浦と するな 
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らば、 和® の 浦 丈では 此 ffi 州 沿 悻及 伊勢の 沿 5 : 71-- の 風 
光を 談ず るに 足らない、 和歌の 浦は 唯 だ 入 n であり 
ますが、 其 入口より 南へ 南へ と 進む に從 て、 熊 野 il 
及 太平洋の 資に壯 翻、 此大错 が 旅 ?? の lift 前に 鹿 開し 
来る と 云 ふ 有様でありまして •此鐵 逍に依 て 確かに 
遊 ! ia 客， 參詣の 客、 見物 客を 吸收 する ことが m 来る 
と 云 ふ 確信を 苦々 有して 居る のであります、 右 申 上 
げ まする やうな 雄大なる 错色 であると か、 或 (3: 神社 
佛閣で あると か、 名所 镯跡 、或は 溫泉坳 と 云 ふが 如 
きものに 依て 犬に 旅客を 吸 收 し， 而して 前に 申し ま 
する 純 濟上 の Is に 於て、 貨物が 澤 山に 集まる と 云 ふ 
事情 も あり、 更に 一番 初めに 申しました 國 防の i1; で 
最も lit 鐵 道の 必要なる と 云 ふ 理由が 玆に在 る 以上は 
速 かに 此鐵 道を 靴 設して 、此鐵 道の 全通に 依て 一つ 

ほ此 地方の 利益の 爲 め、 lit 地方の 開 發の爲 め、 大き 

くして は ^ 力の 充寶と 云 ふ 上に 其饩級 を 示す やうに 

ありたい と 云 ふことは、 吾々 の 熟 菌 であるので あり 

ます， 耍 する に本鐵 道の 急設は 必耍 であると M 時に 

又 極めて 利益 有る ものであると 云 ふこと を 吾々 は 玆 

に斷言して怖らないのであります*斯の如く多阐な 

る 未来を 有する 所の 鐵 道、 而 して國 防の 上より どう 

しても 早く 建設し なければ ならぬ と 云 ふ此鐵 道に 對 

して、 早く 之を やつて 貰 ひたいと 云 ふことの 趄議 案 

を， 吾々 ほ 此處 に / li した 次第であります るが、 從來 

此 三重 和歌 山の 兩縣 に對 して、 國 家の 待遇が 甚だ 薄 

いと 云 ふ感を 吾々 は 持つ て 居る ので あるが、 從來此 

待遇の 甚だ 滞 かりし 阈家が 、近き 將來に 於て 如何な 

る— を此兩 縣沿择 地方に 向つ て與 へらる、 かと 云 

ふこと を、 吾々 は 刮 H して 見たい と 思 ひます、 茲に 

諸 对の 御 I-TI 情と 御较 成を M に御挪 する 次第で ありま 

す (拍手 起る) 

0 岩 崎 剧 君 第五、 第 六の 兩案ほ 一括して 謎 長 指名 

を 以て 九 名の 委員に 付託せられ ん ことを 項み ます 4 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誠 長 (大岡育造 -» )岩崎君の励讓に御異翳はない 

と ! 3 めます、 仍て此 案 ほ 議長 指名 九 名の 委 M に 付託 

します •日程 第 七 •第 八、 第 九は、 同じく 同 稲の 翳 

案なる に te り、 一括 議題と なすに 御设 誘は ありませ 

ぬか。 

〔「異議なし」と呼ふ者ぁり；1 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御與議 がない と 認めます •但 

し設 明は 谷 別に 求めます。 


第 七 阿 讚 鐵逍錤 設に關 する ■議案 (三 土 
忠造君 外 二 名 提出〕 
阿諧鐵道雜設に關する妞_築 
阿譜鐵 道妞設 に關 する £3 識 
一香 川 縣下高 松よ o ili 讚 海岸を 經て德 島 縣下德 島 
に 至る 鐵道 

右は 阿譜交 通 上 並 沿線 町村の 開發上 極めて 必要の 
線に® し 而も H 事 比較的 容易に して 經營上 頗る 荷 
利の ものた OR 他日 必す完 成を 要する 四國 循環 鐵 
道に 對 しては 正に 其の 一 要 部た るへ き 線路な り 成 
て 政府は 速に 相 常の 措 ia を 採り 其の找 設に著 手せ 
られ むこと を Eg む 

右找 翳す _ 

第 八 四國海 择巡 環鐵道 建設に 關 する 建議 
案 (小 四 和 君 外 一名 提出〕 

四 國海铅 巡環鐵 道 建設に 關 する 建議_ 

四國海 圮 巡 環鐡 道娃設 に關 する 建議 
一 政府 ほ 高 松 市より 丸® 市を 經て 愛媛 縣三島 町 
に 至る 旣成鐵 道を 延長して 松 山 市に 達する 旣 
定 線路 建設の 進埗を 謀る に 止ら す 更に 此の際 
海 ^ に 沿 ひて 高 松 德島高 知 松 山の 四 市を 連絡 
する鐵 逍訊設 の計遨 を 定め 以て 速に 四國 海岸 
巡 環 鐵 道の 方法を 確立し 順次 之を 竣成して 運 
輸 交通の便を 喵進 する に努 むへ し 
二 四國海 痒 巡 環鐵 道の 龍 設は 先つ 以て 高 松德島 
兩 m 間の 連絡を 謀り 愛媛 縣三島 町より 松 山 市 
に 辛： る旣定 紋路の 竣工と 相俟 ちて is. 松 市 三 島 
町 間の 旣成 線路と 接 續し德 島 高 松 丸 m 松 山の 
四 市 間に 於け る 運輸 交通 機關の 整備に 努むへ 

し 

右 建 _ す 

第 九 四國 沿岸 鐵道 潍設に 關する 建議案 

(板 東 勘 Jr 郎君 外 十 名 提出) 

四 國沿择 鐵道 建設に 關 する逑 議案 

四國沿 岸鐵道 建設に 關する 建議 

一 德島縣 下 小 松 島より 沿海 那賀海 部兩郡 及 高 知 

縣下 安藝 郡を 經て 四國鐵 道豫定 線に 達する 鐵 

道 

右は 阿 土 交通 上 並 沿線 町村の 開發上 極めて 必要の 

線に 恩し 而も 工事 比較的 容易に して 經營上 頗る 有 

利の ものたり J1 他日 必 す 完成を 要する 四國 巡環鐵 


道に 對 しては 正に 其の 一 要 部た るへ き 線路な り te 
て 政府は 速に 相當の 措置を 採り 其の 建設に 著 手せ 
られむ ことを is む 
右 建議す 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 日 程 第 七 林毅陸 君。 

〔林 毅陸君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 林 毅陸若 阿讚鐵 道 速 設に關 する 建議の 趣 皆を 簡 
镇 に說明 致します， 此建 調は 香 川縣高 松より ]} i 海岸 
を 純て 德島 縣の德 島に 至る 鐵 道でありまして •建議 
の 文面を 御赀 下されば 趣 皆 極めて 簡明の もので あり 
ます、 此阿 波と 讚岐 との 間を 海岸に Is て 結ぶ 線路と 
云 ふの ほ‘ 交通 上に 於て 從來の 不備を 補 ふべき 必要 
が あるし •又 沿岸 町村の 開 發を阔 る 上に 於て 必要が 
あるし， 各 稲の 物 產の獎 蚴， 地方 富 源の 開發 ，是等 
の爲に 必要なる ほ 申す 迄 もな く •其 他 軍事上の 關係 
より 考 へましても， 阿 讚 海岸線の 聯絡 ほ 甚だ 必要で 
あると 考へ るので あります •而も 其 工事 ほ 比 咬 的容 
易でありまして-有利なる 線と 吾々 ix 考へ るので あ 
ります、 曾て 明治 彐十三 四 年頃と 思 ひます が、 此間 
に鐵 道を 敷設す ると 云 ふ 計畫が 起されまして •民間 
に 於て 會社の 組織を 企てた ことがある のであります 
政府より 許しを 焊て著 手しつつ あつたので あります 
けれども、 財界の 動搖の 影 1® を 受けまして 頓挫 致し 
て、 其 儘 今日の： 个 完全の 狀態 になつ て 居る ので あり 
ます、 故に 之を lit 場合に 成るべく 速に 速成を 致し ま 
して、 從來 地方の 人民が、 甚だ 不使を 感じて 居る 所 
を 補ぅて 貫 ひたい。 

〔此時 議長 大岡 育造 君 退席 副議長 -M 田 國松君 著 
席 J 

0 林 毅陸君 又單に 一地 方の 問題 許りでは ない •治 
國の 上から 見ましても、 國家の 上から 見ましても 必 
要なる ものと 考 へられる のであります が 故に •此 線 
の 速成を 希 朝 致す のであります 、勿論 此沿 線に ほ 谷 
種の 物痺 多く、 又歷 史上の 古蹟 あり •又 名勝の 茈だ 
誇るべき もの あり、 色々 効能を 述べ立て 得らる ると 
思 ひます が、 敢て 多言す るまで もない ことで ござい 
まする が 故に、 詳か に {3: 申し ませぬ •唯一つ 尙ほ申 
したいと 思 ひます のは* 四國と 致して ほ 中央部の 山 
を 穿つ ての 縱貫鐵 道と 云 ふ もの ほ， 從來 K 々問題と 
なつて 居る のであります が、 此 縱貫鐵 道と 相俟って 
四國の 巡環鐵 道と 云 ふ ものは、 又 甚だ 必要なる もの 


に麂 する のであります， 此巡 環鐵道 —— 海” を 沿う 
ての巡環鐵道が必耍であると云ふことほ.鐵道の$3 
局 者に 於 かれましても， 大 體 の 方針と して、 大體の 
主義と 致しまして ほ、 吾々 と 同じく 其 必要を 認めて； 

居らる る ことで & らうと 信ずる ので & ります >  而 し！ 

て 唯今 申す 所の 此取讚 海岸を 經て ，高 松よ 〇徳 島に 
至る 鐵 道と 申す のは、 即ち 此四國 巡 環 鍅道の 一 要 部 
を占むべき地位に居るのでありまして、 .11: (既から考 
へましても. 大に 意義 ある 線路と 思 ふので あります | 
さう 云 ふ ものであります から •政府に 於 かれまして | 
成るべく 速に •其 建設に 著 手して 御 ® ひ 申したい と 
云 ふ 趣旨であります， 願 ほく (3: 諸君の 御暨 成を te ひ 
ます 

〔拍手 起る〕 

0 副議長 (潰 田國 松对 3 日程 第 八 •小 西 和 君。 

〔小 西 和 君 登 壻 J 
〔拍手 起る〕 

0 小 西 和 君此建 謎 案 ほ 四国の 海岸に 沿うて， 四® I 
を 一定す る 所の鐵 道を 躲設 して W ひたいと 云 ふ 趣意 
であ 〇 ます、 即ち 高 松よ 〇喵 今 林 君が 述べられ まし 
た 所の 線路 •即ち 律 田、 三本 松 •白鳥 •引田を 經ま 
して、德烏縣の撫養町に入り>更に德晶に參りまし 
て， それから 旣成線 の德 思、 小 松 島、 此 間の 鐵 道に 
依りまして、 それから 更に 南して 富 岡 甲の 浦を經 過 
し •高 知 縣に 入り、 高 知 市に 參 り， 旣定線 路たる 高 
知須崎 間を 經 まして、 更に須 崎より 中 村に 參り •中 
村から 宿 毛を 經 •愛媛 縣の宇 和 島， 卯の 町、 大洲を 
經て松 山に 達しまして •さう して 松 山から® の 方の 
愛媛 縣の三 島 町に 至つて •此 2 g に 於て 高 松から 三 島 
町まで 出来て 居ります、 旣成鐵 道に 聯絡を 致して‘ 
之に 法て •四國 を 一巡す る 所の 鐵道を 完成す る やう 
な 方法を 立てて •順次 之を 敷設を 致して •それで 四 
國 巡環鐵 道と 致して、 運輸 交通の便 を圖つ て 貰 ひた 
い、 期！！ に 申す 次第であります、 其 中で 林 ^ の 唯今 
述べられました 所の 線路 ほ >  特 に 必要 Ji つ 急務を 感 
じます が 故に •第一 著 手に 此線路 を やる 必要が ある 
と 云 ふこと が 第二 段の 建議であります、 全 體四國 の 
土地 ほ 我® の 四 - 1- 八 鳥の 一でありまして C , 小 學校ぢ 
やない ぞ」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 面積が 一千 餘 方里 ある 
にも拘らず、 II 今まで 四國の 土地 ほ •鐵 道の 建設の 
上に 於て、 甚だ 繼子 扱に せられて 居る感 があります 
即ち 我 日 太 全體の 人口の 上から 申します れぱ 、日本 


阿 誑 錄道 建設に 關する 建議案  四阈 海岸 巡環鐙 道 建設に 關する 建議案  四國 沿岸 鐵道 建設に 關する 建議案 
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新 la 三次 間 搔道祺 設に销 する 建議案 
の 入口を 大 1 : Si に豳み まして 五 千® と 致します と、 而 
して 日本に {3: 現在 殆ど I 萬哩の 鐵道が ございます • 
% らば 是から 割 出します と •我 四阈 の - f: 地 {X 三百 萬 
の 人口が ございます が 故に、 其 鐵 迢 の哩 K は 六百咄 
ill 來な ければ ならぬ 窖で あります、 又 面 fa の 側から 
中し ますと 日本の 四大 岛 の 面 rl ほ 凡そ 二 萬 11 :千 万哩 
ございます、 而 して 四 國の島 ほ 一千一 百 哩程 —— 一 
千 一 百方 ': I 程あります、 さう 致します ると. 四國に 
ほ： 力 百 I11!! の錄 道が 無ければ ならぬ 铐 であるので ござ 
います* ffi るに S1 在 四國鐵 道と してあります る もの 
ほ 僅に 九十哩 出で ない のであります、 斯の 如く 四國 
が鐵 道 の 上に 於て 甚だ 貧弱な 狀態に rr ります る 事 ii 
四國 三百 萬の 者が齊 しく ia 憾に 思つ て K る rV 第で あ 
ります、 それで 四國の 土地に {£ 諸君の 御 承知の 如く 

中央に {3: 深山幽谷が 蟠屈 致して 居りまして、 鐵通を 

敷設 致す に ほ 鸪だ困 難な 場所であります、 それ故に 

四阈の 中央を 縱贯 致します る 所の 鐵道 として ほ 現在 

の 讚岐線 •此 諧岐線 から 德島線 に 接 gi する 所の 線路 

を ife 設 致し M に 德島線 の 池 田から 高 知 縣の山 田を經 

て 高 知に 至る 一線を 敷設 致しましたならば、 差當つ 

て四國 中央 縱 H 鐵道と 致して {i ia 憾がな いと 存じ ま 

す、 是 ほ 諸君の 御 7ft 知の 如く， 旣定の 線路と なつて 

居ります 、故に 此際私 ほ 申 上げる 必要がない ので あ 

ります、 さう して 四國の 土地 ほ 其 海岸 方面に、 到る 

處に 平野が 肢開を 致して 居りまして •人口の 大部分 

ほ 海焯 にある のであります， 從つて 海岸は 到る 處に 

都會が 發 達を 致し •農產 物を 初め、 各 拙 の產 物が 澤 

山に 出来ます のみならず、 其 海上に ほ 其 水 產 物の頗 

る. 盟富な る ものが ありまして、 四國に 於て ほ 幾 ど 環 

狀を戬 いて 居ります、 即ち 環の 如き 狀態に 人口が 散 

在 致して 居ります •斯 かる 理由に 依りまして、 此海 

岸 線路の 極めて 必要で ございま する 事 ほ •此 天然の 

四 國の地 勢、 並に 人口の 分布から _ しまして. 疑の 

ない 事柄で ございます •それ故に 此 海岸 巡環鐵 道を 

敷設 致す 必耍 ある 所以で ございます、 此鐵道 計畫が 

確立 致し、 追々 此鐡逍 が 敷設せられ る やうに なり ま 

すれば、 それから 益々 產 物の％ 加を 来し， 又 富 源の 

開發等 も 致しまして、 而 して 國 家經濟 上に も 相當の 

貢献を 致す こと {3: 疑 ひない のであります、 次に 其 中 

の 高 松より 德 島に 至る 線路を 第一 著に やつて 貫 ひた 

いと 云 ふ 理由に 付きまして は" 先刻 林 宕が 述べられ 

たやうな 事であります、 それで 此四國 の 海岸 巡 環鐵 


蒗ほ， 哨今申 上げました やうな 次第で， 四 國の富 源 
を開發 する •產業 の發 達を 罔る とか、 交通の 利便を 
ial ると か 申す 外に、 更に 最初 申 上げました やうな 次 
第で- 此 日本 全 國の鐵 道の 分布の 上から 見ましても 
どうしても I つ 之を 必要で あると 云 ふ 事を 申 上げな 
ければ ならぬ のであります、 又 軍事上の 必要の あり 
まする 事 も， ^ も 否定す る 事が 出來 ませぬ  >  尙ほ 詳 
钿の事に至りましてほ、自然委員會を設けて之に付 
託せら るる 事と 思 ひます るから、 其 席上に 於て 尙ほ. 
中 上げる 事 も あらう と考 へます' か、 幸に して 諸君の 
御寶 成を 得まして •此 建議の 成立を iT け， 而して 四 
國の鐵 道の 一大 進歩を 吿げる ことにな りましたなら 
ば、 啻に 本員の みの 仕 合で ございませぬ、 四阈 三百 
萬の 人民、 皆擧 つて 欣幸 とする 所で ございます。 
〔拍手 起る〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 日程 第 九、 板 東 勘 五郎 君。 
〔板苽 勘 五郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇板苽 勘 五郎 君 私 も此鐵 道の 建 靆案 に付きまして 
Hi 日大體 の 趣旨を 申 述べ やうと 存じます、 極めて 簡 
單で あります、 御靜 聦 を 願 ひます •唯今 三 土 君、 -,, -1- 
君、 並に 私共が 提案を 致しました 阿 讚の 連絡 鐵 道と 
申す 建 翳 案、 並に 小 西 君より 御 提出に なりました > 
四® 海岸 巡環鐵 返と 申す もの、 並に 今 私共が 提出 致 
しました 此四國 沿岸 鐵 道と 申す もの ほ. ■何れも 皆：！！！ 
的を 同じう して 居る のであります* 此四國 海岸の 巡 
環鐵 道の 必要の あります る 事は、 旣に 先日 請願 9S 員 
會に 於き まして 政府 當局も 此方 針を 認め、 此計® に 
何とか 計畫 を爲す べき ことを K 明を されて 居る ので 
あります、 又此沿 岸 線の 理由 ほ 林 君な り 小 西 君な 〇 

誠に 詳細に 御 述べに なつて、 最も 明確に 說 明され ま 

したが、 私は 幸に 其說 明の 大部分を 拜借 致しまして 

之を 諸君に 御 紹介す る 事 ほ 省きた う 存じます、 私共 

からの 建： 鈴 案の 中に 褐げ てあります る 線路の 德島縣 

小 松 島 港は、 此 唯今の 豫定 線の 出發點 になつて 居り 

ますから、 此港 よりして 那賀 、海 部を fef て 高 知縣に 

入り、 高知縣 の 現在の 豫定 線、 山 田より して 須 崎に 

至ります る此豫 定線の 或る 部分へ 接續す べき 線路で 

あります、 此線路 ほ 四 國の巡 環 線の 必要を 說く 、其 

說 明に {3: 是非共 誼 據 立てるべき 要 部に 位して 居る の 

でございますが、 今 之を 申 述べます ると •又 多少の 

時間を 耍 します るが 故に、 幸に 委員 ir に 御 廻し にな 


ります れば 、私共が 信じ 得た 限り 委員 會に於 て 辯 じ 
やぅと 存じます が 故に、 此 r;i 路の說 明を 省く 事を 諸 
君に 御 許しを 願 ふので あります、 唯 だ玆に 一つ； 5 に 
諸宕に 一言 御 訴を 致して fa きたい ことがあ ります、 
それは 今 小 西 君から 四 國の狀 態に 付て、 一部分 御說 
明に なりました が、 今少しく 之に 加へ て !? i きたい こ 
とがあります、 是 ほ 此 建議案を iii します k に 於き ま 
して、 重要なる 關係を 有する 事であります、 それ ほ 
從來國 家が 四 國と云 ふ 一 團に對 して 鐵道路 敷設に 關 
する 方針 並に 其經營 の 程度 ほ 如何に 進みつつ ありし 
かと 申す ことであります、 明治 二十 五 年に 御 承知の 
通りに、 鐵道敷 設法が 制定に なりました 當 時、 四國 
線なる もの ! '3: 即ち 一の 計 3E として 旣定 をされ て 居り 
ます、 其 線路 ほどれ 丈の 哩數が あるかと 申せば、 僅 
に 二百 三十 九哩 、二 百 三十 九哩を 紙の 上に 引いて、 
是が 即ち 四國 の豫定 線な りと 唱 へて 居つ たので あり 
ます、 降つ て 三十 九 年に なりまして" 鐵 道 國有 法が 
制定に なりました 時に 方つて •此私 設锊 社の 德島鐵 
道 僅に 二十 一哩 、山陽 線の 所管に 盥し まする 高 松よ 
り 多 度 津を經 て 琴 平に 至る 二 十七哩 ‘此 線路 ほ 最も 
經濟的 有利な 線路で， 今日に 於て ほ 非常に 利益を 舉 
げつつ ある 線路を、 之を 國家が 買 收 致しました、 唯 
今の 國有鐵 道の 制度 あつて 以来 今日まで 即ち 大正 七 
年 迄 十！ 一箇年の 年月を 經過 致して 居ります るが、 此 
間に 當つて 國家ほ 四 國に對 して I 四 國の鐵 道に 對 
して 如何なる 計 畫を爲 しました か、 德島の 川 田と 申 
す 所より 池 田と 申す 所に 僅に 二十 五 哩 、内海に 而す 
る讃 K の 多 度 津 よりして 川ノ江 に 至る 僅に 二十 七哩 
合せて 五十二 哩 少しの ものが 此十二 年間に 於て、 即 
ち 四 國全體 に對 して 經營 したる 線路であります >  之 
を 一年に 割ります れば 一年 {i に四哩 と 少し ( K 是に 
御 氣の壽 な こと だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 此近來 の 十二 箇 
年と 申す もの ほ、 決して 短き 月日を 意味した る 期 問 
で ほ 無論 ありませ ぬ •世界の 大勢から 申 L ましても 
國 運の vtfi 歩から 申しましても、 1? に 重要なる 期間に 
於て、 如何に 四阈な る もの •が 國防上 の圈 外に 蹬かれ 
て あるに もせよ、 又 常に、 啻に 鐵道 のみならず、 或 
ほ 敎 育 通信 其 他の 事に 付て、 如何に 國が 之を 冷眼 視 
致して 居り ませう とも、 餘 りに 殘酷な 、或 意味に 於 
ける 一種の 虐待であります、 翻つ て 我 日本 全 國の鐵 
道の 現在 ほ 如何にと 申す に、 御 承知の 通り 旣に內 地 
のみに 於て >  官 線 ほ 六 千 哩を 超過 致しまして、 私設 


三 九 八 

の 一千 八百吨 を 加へ まして 八千哩 に垂ん として 居ろ 
尙 ほ R 今日の 時局 ほ是 等の 交通 珅關 の S を ^ へつつ 
ある 場合に 於き まして、 四 '^ に； 一; て llt lt- JV *.- . ; > 

と 云 ふこと ほ、 笾 に 正 當な 叫びであります、 此叫ぴ 
なる もの 15: 全くに 時運の 必要に 1 一ら れ まして、 自然 
に發 したる 所の 痛切なる 所の 急訴で あ 〇 ます、 故に 
爰に 形は 河々 棟々 に 別れ、 名 ほ 色々 な も 〇 になつて 
澤山 出ました 建齡 案は、 何れも 皆な 此 :'f : 往の賊 史を 
說いて 居る、 而 して 將 來の筘 沼を 達せん とする 熟 誠 
なる 述 戠 案であります、 故に 此建： 案の 嵇類が 多い 
が爲 に、 或は 是は世 に 所謂 我 田に 水を 引く とか* ■或 
ほ 地方の 土產 物で あると か、 或 ほ 島國 根性で. H 己の 
利益を N るので あると 云 ふが 如き、 ^ 觸れた る批 ST 
ほ 斷然値 が 無い のであります、 此窓 味に 於き まして 
吾々 ほ 此建識 案を 提出 致しました が爲 に、 何卒 此趟 
意を 酌まれまして 十分の •描 査を遂 げられ まして， 一 
日 も 速に 此 建_ が實 現せら れんこと を、 特に 諸 料に 
向つて希圍，を致して阖きます、私の御紹介は是切り 
でございます。 

〔拍手 起る j 

0 岩 崎 11 君 第 七 乃至 第 九の 三 案を 一括し、 謅 M 指 
名を 以て 九 名の 委員に 付託せられ ん ことを §1 みます 
〔 r 賛成 一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 翳 長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 励 譏に 御 蕺ほ あ 
〇 ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 _長( 館 田國松 君〕 御 « _ ない と， 一め ます •仍 
て 岩 崎 君励說 の 如く、 三 案は _長 指名 九《 の 姿 a に 
付託す る ことに 決しました •日程 第 十 新 見 三次 間鐵 
道建設に關する迚誠案、嗝碣凡平君。 

第 十 新 見 三次 間鐵道 軋 誃に關 する 建 _ 案 
(湯®: 凡 平 君® 出〕 

新 見 三次 間鐵逋 建設に 阅 する 建 識案 
新 見 三次 間 鐵道建  一 g に關 する 建 il 
政府は 岡 山 縣下苫 田 郡津 山ょり 同 縣下阿 哲郡新 見 
に 至る 鐵道線 路を 延長して 防 島縣 下 ffi 三 郡 三次に 
至る 藝備鐵 道 聯絡® の 建設に 著 手せられ むこと を 

S 

右 建議す 

〔湯 淺凡平 君 登 噴〕 

〔拍手 起る〕 

0 湯淺 凡平哲 極めて 簡單 に說 明を 致します、 詢明 
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に 先だつて 此迖設 案の 文句を 訂正したい と 思 ひます 
np ち 「政府は 速に 鐵道趿 設法を 改正し」 云々 と あり 
ます、 其 「沌 に 鐵道数 設法を 改正し' 一と 云 ふこと を 
削除 致します、 御/承を 願 ひます、 此線路 は 岡山縣 
の ? Hi 山 町に 起り まして IK 島縣の 三次 町に 至り、 さう 
して此 三次に 於て 题 I'ilj 線に 連絡すべき； *便 線で あり 
ます、 其 中で Mi III より 新 見までは 旣に 本年度の 預算 
に 於て 輕 便 線を 敷設す る ことにな つて 唐り ます， 而 
して此 岡 山より 陰陽 聯絡 鐵道米 子に 通じます ると 云 
ふこと も、 旣に確 定 致した る 所の 間 題で ございます 
又 一方に 於き ましては、 此陰 陽 ii 絡 線と 致して 廣島 
より 鳥 根 縣の江 淨に 至る所の 線路は •是も 政府の 豫 
定線で ありまして、 其 中 !® 島より 三次まで ほ 旣に私 
設に 依て 開 LiTj 致して 居る のであります ，三次より 江 

渾 に 至る所の 線路を 速成すべし と 云 ふ 所の 趄 S、 も 

旣に 本院に 提 /.II されて、 ', f[l 今® n 會に 付せられ て 居 

る や 5 な 次第であります、 そこで 此岡 山縣廣 a 縣に 

於て 陰陽の il 絡 線と 云 ふ もの ほ、 詰り 三本 ;11 来る こ 

とになる* 一つは …： 

〔此時 副 m 長 m 田； 一松 沿 讅長席 を 514 き 謎 長大 岡 

育造 君 復席 〕 

〇 湯 ほ 凡 平 君 m 山 I'lr より 地頭を 鞞て ,!5 収に SR る fi! 

便 权 、一つ {3: 先刻 fN しました 岡 山より 米 - T に 3? ; る 線 

一つは 席 島よ 〇江律 に苹る 線路で fe- ります、 此地頭 

線、 鳥 収に： 十： る. wf の跺 と、 岡 III から 米 子に 至る所の 

SI 路を結 付ける 爲に 、政府に 於て は 深山より 新 見に 
至る所の 鞞便線を趿設すると云ふことも旣に確定致 
したので あります、 そこで 此三 つの 陰陽 聯絡 線を， 
山陰 山陽の 最も 樞邸な る 所の 屮央 部に 於て縱 W を 致 
しまして， 相： / 7: の鐵 道の 聯絡を 完う しやう と 云 ふの 

が 本案の 目的であります 、若し lit 線路が 完成 致し ま 

したなら ぱ •何れ 開通すべき 所の ri JK よ 〇深 山に 至 

る 所の 線路、 而して 律 山より 新 見に 至る所の 線路， 

今 乂此線 路に依 りまして 席 島より 山陰の 鳥収に 至る 

縱饩 の鐵 道が 完成す ると 云 ふこと になる ので ありま 

す、 斯う 云 ふ 次第であります から、 是 丈の 地勢 上鐵 

道の 通 絡の 攛捋を 御 話 致しましても* 旣に其 鍅道が 

必要で あると 云 ふことは 明白で あらう と 存じます、 

又此沿 線 nfe f yj に 於き まして、 各種の 產物 の豊宵 であ 

ると 云 ふこと も 申す 迄 もない が •殊に 此頃 時勢の 耍 

求 致して 0 go ます 所の、 ®) ® の 原料が 非常に 澤山で 

あると 云 ふこと ほ、 御飧知 の 通 〇 であ 〇 ます、 又熔 


麵業に 必ず 無くて ほなら ぬ 所の 耐火煉瓦の 原料で あ 
る， 或は 「ク レー 」の原料であると云ふものほ、全 
隞 に 殆ど 比類が 無い 程 澤 山 なる 分 M を at 地方 ほ 持つ 
て 居ります のであります、 其 外 農 產とか 林業 或は 畜 
產 —— 菡產の 如き ものは 旣に農 商務省が 種牛 場を fa 
いて 居ります に te て も-推して 知る ことが m 來ます 
又 製 鐵の琳 は 今ょり 二十 餘年前 迄は、 大藏省 直轄の 
製鐵 所が 此 地方に 設けて ございました 事に 依ても， 
如何に 豊富で あると 云 ふこと が 分る、 殊に 此當時 製 
鐵 致しました 最も 幼稚なる 方法に 依て 製鏺 され、 棄 
て、 顧みな かつた 所の此 製錄 の殘渣 、其 渣から 致し 
て 今日 ! i 立派な 鐵が出 來 ると 云 ふこと で •著々 と大 
仕掛の 工場を 設けて '(.!: 事を 致して 居る のであります 
又 此の 地方に 於き ましては、 ®: 城、 两城茁 原と 云 ふ 
やぅな 他方 有数の 都 會が あります、 而して 又 三次に 
於き ましては •屮國 第 一番の 大川 である 所の 江の 川 
の 水力 電氣に 故て •近く 水力 電氣 の ^ 業が 起り まし 
た、 14 萬 馬力の 13 '氣を 谷 方面に 供給す ると 云 ふこと 
になつ て 居ります、 是が 完全し ました 曉 は •此地 方 
の發 !ftj は 1? くべき ものが あらぅ と 思 ふので あります 
大耍斯 の 如き 必翦な る 線路で ございます から ••願く 
ほ 政府に 於て 速に 調： 合を 進めて、 此の 鐵道を 敷設す 
る ことを 諸 打の 御 同 M に 依て 希 il する 次第で ござい 
ま づ 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎勵君 本案は 議長 指 r, を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〔「異 誠な し」 と 呼ふ奔 あり〕 

0_ 長 (大岡 育 is 嵙〕 岩 崎 君の 動 il に 御 異 _はな い 
ものと 認めます、 即ち i? 長 指名 九 名の 委員に 本案は 

付託 致します I 日程 第 十一 乃至 第 六十 五は 請願 特 

別報忏であります，例に队て一括して議題となし委 

M 長の 報 ^ を 求めます、 m し 請願 中 反對 ある もの ほ 

討論の 上 許否を 決します、 此 討論を 經たる ものは 別 

に 決を 採ります， 7¢ め此 事を 實 明して 置きます — . 

委 M 長 板 東 勘 ir: 郞 ，君。 _ 

第 十一 (特別 報 吿 第一 號) 安倍川 治水に 關 

する 請願 外 一件 (委 M 長 報吿) 

第 十二 C 特別 報 街 第二 號：大 井川 治水の 請 

願 外 二 件  (委 M 長 報吿〕 

第 十三 (特別 報吿第 三號〕 和賀川 河 身 改修 

工事の 請願  (委員長 報吿〕 


第 十四 (特別 報 吿第四 號〕 淀川 再 改修に 關 
する 請願  (委員長 報吿〕 

第 十五 C 特別 報齿第 五 號〕 質屋 取締法 中改 
正の 詰 願  (委員長 報 吿) 

第 十六 (特別 報传第 六號〕 國有林 野を 地方 
洽蹲 に. 下 附の 請願 

(委員 提 報吿) 

第 十七 C 特別 報 ^ 第 七號〕 帝 國在鄕 軍人 會 
國庫 補助の 請願 外 七 件 

( 委 S 長 報吿〕 

第 十八 (特別報街第八號 ^ §2 嫒縣宇縻>新 
居、 周 桑 三 郡を 第 十一 肺 團の管 區 
に 編 人の 請願 (委員長 報告) 

第 十九 (特別 報齿第 九號〕 佐 香 村に 郵便局 
設置の 謂 願  (委員長 報告〕 

第二 十 (特別 報告 第 十號〕 村 W 村 三ッ 木に 
郵便局 設置の 請願 

(委員 公報 佐' > 

第二 十一 (特別 報齿第 十一 號) 鈴 [3 村に 三 
等 郵便局 設阖の 請願 

C 委員長 報 ft- ) 

第二 十二 (特別 報 «• 第 十二 號〕 束 南方 村 
東 鹿 籠 西萌籠 部落 中に 郵便局 設 
置の 請願 (委員長 報告〕 

第二 十三 (特別 報告 餡 十三 號) 卜：牧 村に 郵 
便 局 設置の 請願 

C SS 員 長 報吿) 

第二 十四 C 特別 報 itr 第 十四 號〕 穎 娃村上 別 
府に 郵便局 設匮の 請願 

(委員長 報吿〕 

第二 十五 (特別 報传第 十五 號' # 實 村に 郵 
便 局 設置の 請願 

(委員長 報告) 

第二 十六 C 特別 報吿第 十六 號) 金 塚 村に 郵 
便 局 設置の 請願 

(委員長 報吿) 

第二 十七 (特別 報告 第 十七 號 、花 垣 村 白 S 
に 郵便局 設置の 請願 

(委員長 報告) 

第二 十八 (特別 報吿第 十八 號〕 崎 山村に 郵 
便 局 設置の 請願 

(委員長報锃〕 


第二 十九 (特別 報 街 第 十九號 〕老 川 村に 郵 I 
便 局設® の 読 願 

(委員長 報 半 じ 

第三 十 (特別 報吿第 二十 號〕 樺 島 郵便局 
に 集配 事務 開始の 請郎 

(® 員 長 報告) 

第三 十一  C 特別 報吿 第二 十一 號〕 馘 两 實久 
兩 村へ 電信 架設の 請願 

(委員長 報告〕 

第三 十二 C 特別 報告 第二 十二 號〕 志 木町郵 
便 局に 電信 急設の 請願 

(ffi s 長 報告) 

第三 十三 (特別 報吿 第二 十三 號) y 住 郵便 
局に 電話 事秘開 始の 請願 

c 委員長 報告) 

第三 十四 (特別 報吿 第二 十四 號〕 淸水町 江 
尻 町 R;! 特設 電話 通話料 廢 止の 請 
願  (S M 長報齿 〕 

第三 十五 (特別 報 街 第二 十五 號) 元 吉原區 
裁判所； (a 濯の 請願 

( 委 M 長報吿 〕 

第 111 十六. (特別 報告 第二 十六號 〕 元 八幡 區 
裁判所 復 ■の 1 S 願 

(委員長 報吿) 

第三 十七 (特別 報吿 第二 十七 號〕 元 八幡 ja 
區 裁判所 復 a の 請願 

(姿 M 長 報告〕 

第三 十八 (特別 報吿第 二十 八號) 元 中之條 
區 裁判所 復舊の 請願 

(委員長 報告) 

第三 十九 c 特別 報 街 第二 十九 號〕 元 龍ヶ崎 
區裁判 所復蘀 の 請願 

(委員長 報告) 

第 四十 (特別 報吿 第三 十號 ><■ 兀佐 野區裁 
判 所 復 の 請 颅 

(委员 長 報吿) 

第 四十 一 (特別 報告 第三 十一 號) 元三 國區 
栽 判 所 &' 雋の詔 願 

C 委 M 長 報告〕 

第 四十 二 ( 特別 報告 第三 十 二號〕 元 武生區 
裁判 ra w の 諸 願 

(委員長 報告) 


請願 會諮 


三 九九 


院蕺衆 包 _ 帝 回 十四 第 


請願 0- 遝 


四〇〇 


第 四十 三 (特別 報 传 第三 十三 號〕 元野邊 池 
辟' 裁判所 俊 SI の 諸 願 

(委員長 報告) 

第 四十 四 (特別 報吿第 三十 四號〕 司法 代 S 
人 法制 定の請 願 外 百 八十 九 件 
(委員長 報带) 

第 四十 五 (特別 報传第 三十 五 號〕 生 月 村に 
區裁判 所 出張所 設置の 請願 
(委 M 長 報吿〕 

第 四十 六 C 特別 報吿 第三 十六 號〕 石 森 町に 
區裁判 所 m 張所設 S- の 請願 
(委员 -M 報吿〕 

第 四十 七 (特別 報 街 第三 十七 號〕 市勢 村 金 
市に區 裁判所 / H 張 所設骹 の 請願 
(委 員 長 報告〕 

第 四十 八 (特別 報告 第三 十八 號 j 手莊村 に 

K 裁判所 出張所 設置の 請願 

(黍 員 長 報告) 

第 四十 九 (特別 報 吿第三 十九 號〕 小 野 田 村 
東 小 野 田に K 裁判所 ,, Is 張所設 屘 

の 請願  (委員長 報告) 

第五 十 C 特別 報吿第 四十 號〕 士別 町に 區 

裁判所 出張所 設蹬の 請願 

(委員長 報吿〕 

第五 十一  C 特別 報告 第 四十 一號〕 賴戶 町に 

登 WP, 所設® の 請願 

(委員長 報告) 

第五 十二 (特別 報® 第 四十 二號〕 鹽 川 町に 

登， fp, 所 設置の 請願 

(委員長 報吿) 

第五 十三 C 特別 報告 第 四十 三號〕 中 富 良 野 

村に 登記所 設置の 請願 

c 委 M 長 報告) 

第五 十四 C 特別 報吿第 四十 四號〕 稻垣村 に 

登記所 設置の 請願 

(委員 - M 報吿) 

第五 十五 (特別 報吿第 四十 五號) 區裁判 所 

管轄 區域 變更の 請願 

(委員長 報 吿) 

第五 十六 (特別 報吿第 四十 六號 5 借地 權救 

濟法制 定の請 願 

C S M 長 報告〕 


第五 十七 (特別 報告 第 四十 七號〕 水 戸地 方 
裁判所 下 SI 支部 權限復 II の 請願 
(委員長 報告) 

第五 十八 (特別 報告 第 四十 八 號〕 盲 啞敎育 
令發 布の 請願 外 一件 

(委員 JS 報告〕 

第五 十九 (特別 報告 第 四十 九號〕 三次 大田 
間 山陰 山陽 兩道速 絡 輕® 鐵道線 
路測 a 及 連 設の 請願 

(委員長 報吿〕 

第 六十 (特別 報告 第五 十號〕 都 城飫肥 間 
國有鍅 道 敷設の ! S 願 

(委員長 報告〕 

第 六十 一 (特別 報告 第五 十一 號〕 三 戶千曳 
間 南部 鐵道敷 設の 請願 

(委員長 報告) 

第 六十 二 (特別 報吿第 五十二 號) 五所川原 
能 代 間 鐵道敷 設の 請願 

c r= 員 - |€ 報告〕 

第 六十 三 (特別 報吿第 五十 三號〕 福 山 今 市 
間輕他 鐵 道 敷設の 請願 

(委員長 報告) 

第 六十 四 (特別 報告 第五 十四 號〕 天 鹽線輕 
便鐵道 速成の 請願 

(委員長 報告〕 

第 六十 五 (特別 報吿第 五十 七號〕 司法 代書 
人 法 制定に 關 する Is 願 

(委員 畏 報告〕 

〔板 東 勘 五郎 君 登壇〕 

〇 板 東 勘 五郎 君 諸君、 請願 委員 會に 於き まして 審 

査の 進行に 付きまして、 本日の 日程に 依り 第一 回の 

御 報吿を 致します、 本 期議會 の 開けまして 以來 >  當 

院に 受理 致しました 請願は 其 都度 請願 文書 表を 製し 

ましては 諸君の 御手 許まで 差 上げ 置きました、 諸君 

は 必ず 御 一 11 になつ たこと X 信じます、 其の 受理 致 

しました 順序に 依 〇 まして， 請願 委員 會は 審査に 著 

手 致した ので ございます、 尤も 審査の 取扱 順序と し 

て、 或は 分科を 置き、 事務の 分掌を なし、 其 他の 開 

會 日を 定める 等、 種々 なる 形式と 取扱に ® します る 

ことは、 槪ね先 例に 據 りました、 故に 此 詳細を 諸君 

に 御 紹介す る ことは 省かう と 存じます、 但し 開會の 

始めに 於き まして、 審奄の 方針と して 群 査 表決す ベ 


き S? 氓に 付きまして 数 條の申 合決湞 を 致しました 此 
決議 も當時 の 公報に 揭げて 聞きました が 故に 玆に逐 
一 諸君に 御 紹介し まする 事 ほ 御 許を 鼦ほ うと 存じ ま 
す 之を 要するに 重大の 意味に 於て 憲法の 保障 ある 請 
願^ 其 請願 ■に 法り ました 請願の* 査 に付き まし 
て ほ、 衆議院 ほ 努めて 愼爾な る iif 諮を 汊げ まして 嵇 
咸 ある 結果を 見たい と 云 ふこと に努 むべき 規定を 設 
けたので あります、 故に 毎 請願に {X 必す 紹介 議 ft の 
方々 の 詳細の 說 明を 求めまして、 毎件數 毎に 必ず 政 
府當 局の 意見を 徵して 、請願 委員の 方々 と、 紹介 議 
員の 人々 と 政府 當局 等の 間に 於き まして 質問 應 答を 
重ね、 終に ほ 論難 攻睡 までに 及 ほす 程に 委員の 方々 
は勉强 を續 けられつ 、あります、 而し て玆に 得た 所 
の 當議會 に 於て 院議に 付すべし と 致しました ものに 
限り、 玆に 特別に 報告を 致す 次第であります 、此報 
吿は 私共ょり 極めて 簡單に 致した うあります、 明瞭 
には 致した うあります けれども 、それは 迚も 私 ほ 及 
び ませぬ から、 簡鼠に 致したい と 思 ひます (f 簡單 
に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 就きまして ほ 此 件名を 
申します れば ，其 件名に 付ての 請願 人の 名前 並に 紹 
介 議員の 名前は、 自ら 私が 申 上げる 害で ございます 
が、 報吿 書に も IE 載を 致して 居ります るが 爲 に、 件 
名を 申した れぱ 必ず 私が 其 請願 人と •並に 紹介鹩 員 
諸君の 姓名を 述べた る 形に 於て 是丈は 速記 錄に揭 載 
を 致します、 澤 山あります、 斯_な ことに 願 ひます 
それから 特別 報® 第一 號 •安倍川 治水に 關 する 請願 
外 一件、 特別 報吿 第二 號 ，大 井川 治水の 請願 外 二 件 
特別 報吿第 H 一號 ■和 賀川河 身 改修工事の 11 願、 此三 
つは凡そ請願の性質を同うして屛りまして、現在に 
於き ましての 河 身 改修の 急耍を 認めて 居る 請願で あ 
ります 是は河 身 改修の 第一 期 川には 這 入つ ては 居り 
ませぬ けれども、 是非 調査の 以上で 何とか 榻分 をし 
なければ ならぬ と 云ふ常 局の 說明も ありました が 故 
に •蒞现 の 結果 採 摺 すべき ものと 決しました、 特別 
報吿 第四號 •淀川 再 改修に 關 する 請願、 御 承知の 通 
り 淀川 ほ 曾て 河川 改修の 工事は 致した のであります 
噍だ其 設計に 潰 漏 ありし 爲 めか、 若く ほ 抗扼 すべ か 
らざる 天災の 爲かは 知り ませぬ が、 御. 求 知の 通り 昨 
年の 如き 大 被害を 生じました、 一日 も忽 せに すべ か 
らざる ものであるが 故に、 早 晚此再 改修に 手を 著け 
ねばならぬ、 此 意味に 於き まして* は 採 揺に 決し ま 
した， 特別 報告 第五 號 、質屋 取締法 中 改正の 請願、 


是ほ是 迄昽々 Iffl fe'i に 現 れ ました もので ございまし 
て C 「萠 單に願 ひます」 と 呼 ふ 若 あ 〇〕 申さ ば ( 「 
前例が あります j と 呼 ふ ^ ?, り〕 ^ f 明 り ませぬ 
か I 申さ ぱ度々 出ました もので、 是で此 改正は 非 
常に 必要なる ものであると 云 ふ s 叩に 於き まして 是 
も採掙 に 決しました •特別 報告 第六號 ， [-3 有 林野を 
地方 •3:治牿に下付の請邸、秋田縣の一部ょりの筘 ??? 
で ございまして 、事 S に對 して 必要と lg めて * ほ 採 
揺に 決しました、 特別 報告 第七號 、.：  “入會 
國 逋 補 肋の 請願 外 七 件、 是ほ帝 _在鄕眾人 0- へ阀阳 
ょりして 若干の Irf wj を 求む ると 云 ふ : ft 味であります 
當 局に 於き ましても 何とか 致したい と 云 ふ 希望を 持 
つて 居りました が 故に、 是も採 掙す る yf に 決定 致し 
ました、 特別 報告 第 八號 、愛媛 縣宇躲 新居 周 桑 三 郡 
を 第 十一 師團の 管 H に 編入の 請 邸、 是ほ愛 媛 1M; 下の 
三 郡が 朝鮮に 二 肺 國を龊 きました が 爲に ，海を 隔て 
て 岡 山 管 內に這 人つ て 居ります 故に， 之を 丸龜 の師 
團の管 區に戾 したいと 云 ふ 請願、 如何にも 尤もと. -» 
して 採 揺を 致しました、 それょりは 特別 報 街 第 九 M 
佐 香 村に 郵便局 設置の 請願、 特別 報齿第 十號 •村 山 
村三ッ 木に 郵便局 設腌の 謂 願、 特別 報吿第 十一 號， 
鈴 田 村に 三等 郵侦局 設置の 請願、 特別 報吿第 十二 號 
東南 方 村 東 鹿骼西 鹿 節 部落 中に 郵 便 局設旣 の誚 願、 
特別 報吿第 十三 號 、上 牧村に 郵便局 設？ ll'l の 11 願、 特 
別報 吿第 十四 號‘穎 娃村上 別府に 郵便局 設 匿の 請願 
特別 報告 第 十五 號， si l? 村に 郵便局 設置の 請願、 特 
別報 街 第 十六 號金塚 村に 郵侦 局設® の 請願、 特別 報 
吿第 十七號 •花 S 村白歷 に郵侦 局設圃 の誚 願、 特別 
報吿第 十八 號 ，崎 山村に 郵 fa! 局 設 S の 請願、 特別 報 
吿第 十九 號 ■老川 村に 郵 M 局設 {S の 請願、. 特別 報告 
第二 十 號‘陴 島 郵便局に 集配 事務 開始の 請願、 是等 
は 转 今日の 事寶に 照らしまして 通信 事務の 必要を 感 
じた 請願でありまして 朝 も 採 摺を 致しました 特別 報 
街 第 - lh 一 號鍋 西實久 兩 村に m 信 架設の 請願、 特別 報 
fr 第 - 11- 二 號志木 町 郵便局に ® 信 急設の 請願、 特別 報 
告餡 -I-I- 三 號 、江 住 郵便局に 電話 事務 開始の 請願 1 是 
は 之 も 111! 方に 於き まして 進步 したる 要求で m 話 電信 
の 必要を 感じた 請願で ございまして 是は採 探に 決定 
致しました、 特別 報传 第 - [1- 四號 、淸水 町 江 尻 町 間特 
設 電話 通話料 躞 止の 請願、 現在の 淸水町 江 /? L 町に 在 
る 特設 電話の 通信 料を 魄 すると 云 ふ 地方の 筘菌 を尤 
もと 致しまして 採樘に 決しました-特別 報吿第 -!!• 五 
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號’元 吉原區 裁判所 復镡の 謂 願、 特別 報吿 第二 十六 號 
元 八幡 區裁判 所復 H の 請願、 特別 報告 第二 十七 號， 
元 八幡 濱區 裁判所 ® ® の 謂 願、 特別 報冉第 二 十八 號 
元 中 之條區 裁判所 復 ffl の 請願、 特別 報传 第二 十九號 
元 龍ヶ崎 M 裁判所 復 》 の 請願、 特別 報吿 第三 十號， 
元 佐 野區裁 判所復 舊 の 請願、 特別 報 ff 第三 十一 號、 

一一 i 國區 裁判所 …… 

〔「簡 單 j と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 委員長、 此 四十には 反 對論も 
あります から* こ、 で。 

0 板 ®; _ 五郎 君 こ、 で 切ります か •それでは 特別 
報齿の 第三 十號の 報吿を 致した 迄で •報吿 を 中止 致 
しませぅ か。 

0 調 長 0 K 岡 育造 君： >  四十まで ：：： 

〔「結末まで やる が K い J 三十 九まで」 と 呼 ふ 者 

あ 

〇 板 JK 勘 五郎 君然ら ぱ此元 龍 ヶ崎區 裁判所 ffl is の 

請願 •是 まで 御 報吿を 致して 置きました が、 次には 

特別 報 街 第三 十號 、元 佐 野 K 裁判所 復麗の 請願、 是 

は 採擇に 決しました。 

特別 報吿 第一 號 

意見書 

請願 文 S? 表 第 八號 

安倍川 治水に 關 する 請 願靜岡 縣靜岡 市長 小 

森遐助 呈出 (紹介 11 員 鈴 木 富士獅 君 外 三 

名) 

同 第 九號 

RI 上 靜岡縣 安倍 郡冇度 村長 野 田才作 外 二 十 

二 名 早 •出 (紹介 議員 鈴 木 富 士彌界 外 三 名) 

右 請願の 要旨 ほ 安倍川は 簕科川 外 一一 一川の 合流に し 

て靜岡縣下四大川の一として甫要河川に藺し其の 

上流は 土砂の 崩溪度 なき 山地を 控へ洽 水甚た 闲難 

にして 沿 川 人民の 水害を 被る もの尠 からす 殊に 該 

川下 琉にほ 靜岡布 あ 〇柬海 道 ® 道 ありて 是等保 謹 

の 必要 緊切なる もの あり 依て 前記 安倍川 及 其の茭 

流を 第二 期 川 以上に 編入し 根本的 治水 計 班の 下に 

速に 改修 H 事を 施行せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 謎 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第二 號 

意見 軎 

00  S 


請願 文霄表 第一 〇號 

大井川 治水の 請願 靜岡縣 志 太 郡 島 田 町長 置 
搠藤四 郞外二 十七 名 呈出 C 紹介 議 W 鈴 木 富 
士彌君 外 三 名〕 

同 第二號 

同上 靜岡 縣揍原 郡 御前崎 村長 澤部忠 吉外十 
五名 呈出 (紹介 議 貝 鈴 木 富士獅 君 外 三 名〕 
同 第二 四〇號 

同上 靜岡 縣揍原 郡 金 谷 町長 塚 本 良 一郎 外 一 
名 里 出 (紹介 議 M 小 泉 策 太 郎君〕 

右 請願の 耍旨 は大 井川 ほ 靜岡縣 下四大 川の 一に 搦 
し 一朝 氾濫せ むか 其の 害の 及 ふ 所 志 太篠原 二 郡 四 
十四 P5 町村の 1® きに S り實 に慘憤 として 名狀 すへ 
からす 是れ地 方 住民の 常に 遐 慮 措く 能 (X さる 所の 
ものたり 依て 速に 國費を 以て 根本的に 大改修 工事 
を實 施せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと ! II 決せり 依て ii 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿 第三號 
意見® 

81 願文 霄表 第一 三 號 

和 賀川河 身 改修 H 事の 請願 鈒手縣 和賀郡 黑 
澤尻町 大字 町 分 百 十 三番 戶商芳 野 喜 八 外 五 
十九 名 呈出 (紹介 議員 高橋嘉 太郞 君〕 

右 請願の 要旨は 和 賀川は 巌手縣 下 有數の 巨 川に し 
て 沿岸 水田 千 八百艽 十町步 の灌溉 用水たり と 然る 
に 其の h 流 地 帶は鍋 山 多く 鎢 毒を 流出し 其の 水質 
を 變し烤 作物を 害する 事 © 少なら さるの みならす 
是等鉞 山に 於て は 森林を 伐採し 以て 雨水の 保留 力 

を 減殺し 砂礫 泥土 漸次 流 下して 河床を 高め 洪水の 

原因を 益 肋 長す 故に 大雨 あれは 輙ち毒 水 氾濫し 農 

作物を 浸 害し 耕地を 荒廢せ しむる こと 往往 之 あり 

而も 上流に 於け る鏰 業發展 すれは 從て 下流 農村の 

被害 M 域 益 撷大 する に 至る 之を 以て® 國庫 及縣費 

の 補助を 5 2 て旣往 十 年間 其の 復 _H 事を 施したり 

と 雖是等 部分的 防止 工事は 能く 其の 目的を 達し 得 

へきに 非す 隨て 修補 すれは 隨 て破瑙 し 被害の 程度 

逐年 增大 する に 至る 是れ該 地方 町村 民の 忍 ふ 能は 

さる 所と す 依て 前記 和賀 川を 河川 法に 依る 河川に 

編入し 雨 择に大 堤防を 築き 河床を 浚 ひ 河 身を 矯め 

以て 根本的 改修 H 事を 完成せられ たしと 謂 ふに 在 


衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 誠め 之を 採擇 すへ 
きものと 讁決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也  . 

特別 報告 第四號 
意見書 

請願 文書 表 第二 四七號 

淀川 再 改修に 關 する 請願 大阪府 西 成 郡 神津 
村 大字 木 川 百 四十 六番 地平 民 農 金 光 萬錄外 
千 百 四十 四 名 呈出 (紹介 議員 片木政 治郞君 
外 三 名) 

右 請願の 要〕 日は 淀川 ほ 翁に 治水 H 事を 施した る も 
昨年 九月の 出水に 際し 堤防 所所に 決 m し 殊に 大阪 
府三 島、 西 成 •北 河內三 郡の 如き 甚大なる 慘 害を 
蒙れる は當 初の 設計に ■遺漏 ありし に 依る 而も 兩岸 
には 大阪市を 始めと し 十 數蓖の 人家 幾 百 萬 町步の 
田畑 ありて 沿岸 住民の 35 憩 一方なら す te て 速に 國 
費を 以て 淀川 再 改修 H 事を 施行せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採掙す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也  I 
特別 報吿第 五號 
意見書 

請願 文書 表 第五 號 

質屋肢 締法中 改正の 請願 大阪府 大阪市 北區 
上 福 島 一丁目 四百 五十 九番 地平 民大阪 質屋 
組合 總頭肢 丸 井 榮次郎 外 十二 名呈 m  (紹介 
議員 金 澤仁作 君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 質屋 業 ほ專ら 中流 以下の 社 會に適 
切なる 金融 购關 たる も 質屋 ® 締法は 明治 二 十八 年 
の 制定に 係る を 以て 時勢の 變遷 に應せ す 斯業の 發 
展を 阻害す るの みならす 當 業者の 苦痛 亦大な る も 
の あ 〇依 て 質屋 業の 圓滿 なる 發 達を！ 一る 爲収締 法 
を 改めて 單に營 業 法と なす か 又は 少く とも 近時の 
不正 質 置 主の 增 加を 防き 及 ® 察官 署の該 業に 對す 
る 取締を 殺 和し JL 本 法 中 (一〕 第三 條中 「確認 シ 
タル 後」 を 「認 メタル 後」 と爲し (二〕 第 五條 第二 
項に 「但 シ質置 主-一 於 テ之ヲ 必要 トセ サル トキ ハ 
交付 セ サル n トヲ 得」 との 趣旨を 追加し a 一  D 第 
十 一條 中 『經 過ノ後 何時 タリ トモ 其ノ質 物ヲ處 分 
スル コト ヲ焊」 を 「經 過ノ時 ヲ以テ 所有 權ヲ取 32 


ス J と爲し (四〕 第 十六 條を f 善意 無 過失- r ア盗 
品 X ハ 遺失物 ヲ質 物-一 戕リ タル トキ ハ 被 齊 者ノ請 
求 — 依リ 質屋 ハ 貸金 ノ半舶 辨 ft ヲ受ヶ 其ノ 物件 ヲ 
返還 K 若. ゾ 被害者 知 レサ ル トキ ハ 不正 品 タル コト 
ノ發見 セラ レ タルト キヨ リ六 箇月 間 保管シ タル 後 
其ノ 所有搠 ヲ肢得 ス但シ 刑法 第二 百 四十 四條ノ 犯 
罪 物件 M 付 テ ハ此ノ 限- 1 在 ラス」 と 改め (五) 質 
屋 業者の 團 is を强制 組合と 爲すの 規定を 設けられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 绘 付 候 也 

特別 報吿第 六 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 七九號 

國有林 野を 地方自治 體に 下附の 請願 秋 田縣 
仙 北 郡 生保 內村字 潟 三十 二番 地平 民 農 三 浦 
政吉外 十四 名 呈出 (紹介 議員 齋藤 宇一郎 君 
外 一名) 

右 請願の 要旨 ほ 地方自治 體ほ 其の 經濟 頗る W 難に 
して 基本 财產浩 成の 餘地 なく 其の 安固 發達を 計る 
上に 於て 遺憾 尠から す 依て 國有 土地 山林 原野の 中 
舊藩制 當時 町村 人民に 於て 使用 收益 を爲 したる 事 
實 ある もの ほ 之を 該 地方自治 體に 下附せ られた し 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當 なりと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 . TI: 條に 依り 別 

冊 及 御® 付^ _ 

特別 報吿第 七號 
意見書 

請願 文書 表 第二 四五號 

帝 國在鄕 軍人 會國 ffi 補助の 請願 東京 府 東京 
市 下谷區 下車 坂 町 四番 地 商 新居 與作外 三百 
七十 四 名 呈出 (紹介 議員 關直彥 君〕 

同 第二 六 二號 

同上 埼玉縣 北 埼玉郡 水深 村 大字 油 井ヶ島 六 
十一 番地 平民 農 上 雄 之 助 外 '® 二 十六 名 呈出 
(紹介 議員 指 田義雄 君) 

同 第二 六八號 

同上 東京 府北豊 島 郡 板 橋 町 大字 瀧 野 川 二 千 
四百 六十 四番 地平 民 無 業 田 村 友三郎 外 百 四 
十三 名 呈出 (紹介 議員 前 田米藏 君〕 

四 0 1 
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■  請願 會蓊 
同 第二 七二號 

同上 觅 京 府南足 立 郡 千 住 町中 組 百 八十 二番 
地平 民 商 荒并 長三郎 外 三十 一名 呈出 (紹介 
惑 員 高木 正 年 so 
同 第二 九 三 號 

问上枣 京 府北费 岛郡南 千 住 町 八 百 四十 二番 
地 公 a* 岡 崎 直大外 三十 九 名 呈出 (紹介 議員 
漆 =r  趿 ff ) 

同 第 四 1 三 號 

同上 再 川縣萵 松 市 古 馬場 町 三十 六番 地 士族 
高 松市好 議長 前 田道弘 外 八十 七 名 呈出 (紹 
介 議員 并戶文 四 郎君) 

同 f5 四 六 〇號 

同上 東京 府東京 市 本 所 K 相 生 町 二 丁 3 五番 

地平 民 商 上 松 音次郞 外 五十 五名 呈出 (紹介 

翳 M 關直彥 君〕 

同 第 四 六 五 號 

同上 Is 京 府崁京 市 麻布 區® 倉 町 五 丁  H 五十 

番地 平民 商 山 口 健治郎 外 四十 七 fi 呈出 (紹 

介 議員 高 橋 光威 君〕 

右 請願の 要旨は 帝國在 鄕 軍人 會は 軍人 精神の 锻練 

と增事 知識の 增 進を 興の 設立の 目的と し同會 の煺 

金なる ^ 連は 國掩 の陆乌 を 結果す る 所以なる に 其 

の 經费の 大部分 ほ 會員 たる 在鄕眾 人の 醵出す る 所 

に 係り 爲に 遂に 其の 維持に 支障を 生す る分會 ある 

ほ 遣 憾に堪 へす W. 斯の 如く 經 a を會 員の 負擔 に歸 

せし むる は 段 役 義務の 上に 更に 物質 上の 義務を 加 

重す る ものにして 在鄕 軍人を 週す る 所以の 途に非 

さるへ し 依て 同會 に對し 事業 ® 施 基 木金と して 相 

當の 金額を 國郞 ょり 補助せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 3 1-1 を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと _決せり陕て_院法第六十五條に依り別 

册及御 送付 候 也  ■ 

特別 報吿第 八號 

意見書 

請願 文 S 表 第 四 三一號 

愛 嫒縣 宇一 r 新居、 周 桑 三 郡を 第 十一 師國の 

管區に 3 人の 請願 愛媛 縣宇 _ 郡 妻 烏村ィ 

百 八十 三番 戶農鈴 木 道 之 助 外 六 名 呈出 ( 紹 

介 誘 員 河 上 科 太 君〕 

右 読 願の 要旨は 愛媛 縣宇賠 .，新居、 周 桑の 三 郡は 

第 十七 肺 團の 管區な る も 該師團 の 所在地と ほ 瞄離 


遠き のみなら す 海を 隔てた るを 以て 交通 上に 於て 
も 不便な り 故に 平時 ほ 勿論 一朝 有事に 際して；！ i 動 
員 上の 支障 尠 からす 法て 前記 三 郡を 元 管轄 師團た 
りし 第 十一 師函の 管下に 編 人せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆議院 {3: 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御® 付 候 也  ，  • 
特別 報吿第 九號 
意見書 

請願 文書 表 第 四號 

佐咨 村に 郵便局 設置の 請願 島根 縣簸川 郡 佐 
香 村 大字 三 浦 三百 九十 一一 番地 平民 商 山岡榮 
一郎 外 二十 八 名 呈出 (紹介 議員恒 松隆慶 
君〕 

右 請願の 要旨は 鳥 根 縣簸川 郡 佐 香 村 ほ 戶數五 百 七 
十 人ロ ニ 千 六 百餘を 有し 漁業 盛に して 其 一箇年の 
漁獲高 九 萬 餘圓に 達し 之に 伴 ふ 水產商 業 家亦尠 か 
らす加 ふるに 滟 業上該 村民の 他府縣 に 出 稼す る も 
のは 年々 數百 人を滇 し從て 普通郵便 ほ 勿論 爲替貯 
金 事務 /; 1; 頗る 繁多なる に 拘らす 所轄 平 田 郵便局に 
至る には 二 里 半の 距離 あり 而も 道路險 惡 にして 住 
民の 被る 不利 不便 尠少 ならす 又隣 接 八朿郡 伊野 村 
ほ 戶數 三百 六十 八 人口 千 七 百 餘を有 する も 其の距 
離 一里 餘な るを 以て 佐 香 村 所在 郵便局の 管區 たる 
を 傾と す 依て 速に 前記 二 箇 村を 管轄す る郵俺 局を 
佐 香 村 大字 小 伊津に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 11 院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 探擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 十號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六號 

村 ! JI 村三ッ 木に 郵便局 設置の 請願 東京 府北 

多糜郡 村 山村 三 ッ木六 百 三十 番地 平民 商 比 

留間 安右衞 門 呈出 (紹介 議員 f 高木 正 年 君〕 

右 請願の 要旨は 東京 府北 多 ® 郡 村 山村は 人 〇 二千 

有餘 にして 附近 村落 亦 孰れ も 人ロ ニ 千 以上を 有し 

幾多の 重要 物產を 生す るに 拘らす 通信 機 關を缺 き 

農工 業の發 展を阻 害 する こと 甚 しく 關係 村民の 不 

便 不利尠 からす 依て 前記 村 山村 三ッ 木に 郵便局を 

設置せられ たしと 謂 ふに 在り 


衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ 〇 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 十一 號 
意見 ® 

請願 文書 表 ニニ — 號 

鈴 田 村に 三等 郵便局 設置の 請願 長 崎縣柬 彼 
杵郡鈴 田 村 百 三十 九番 戶士族 農 橋 口 友 作 呈 
出 (紹介 議員 本 田恒之 君〕 

右 請願の 耍旨ほ 長 崎 縣東彼 杵郡鈴 田、 三 浦 二 村は 
人口 三千 五 百を 有し 農 商業の 發達 著しく 郵便 事務 
も 繁劇に して 書信の 發受二 萬 五 千を 算 し爲荇 貯金 
亦 之に 準す 然るに 所轄 大村郵 何 局に 至る には 其の 
距離 一里 半 乃至 三 里を 有し 村民の 不利 不便 尠少な 
らす依 て 前記 鈴 田 村に 三等 郵便局を 設® せられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 十二 號 
意見書 

請願 文軎表 第二 四一號 

東南 方 村 菜 鹿 籠、 西 鹿 籠 部落 中に 郵便局 設置 
の 請願 鹿兒島 縣川邊 郡 東南 方 村長 今給黎 
誠 吾 呈出 (紹介 議員 志々 目藤彥 君) 

右 請願の 要旨は 鹿 兒島縣 川邊郡 東南 方 村は、 枕 崎 
金山の 二 郵便局を 有する も 同村は 縣下 第三 位の 大 
村に して 人口 贰萬贰 千贰百 有 餘戶數 五 千 五十 戸を 
有し 縣 道に 當り 農、 商、 鑛業 殷盛に して 郵便 事務 
亦 繁多な り而 して 大字 東 鹿 籠 及 西 鹿 籠 部落ょり 郵 
便 局 迄は 距離 谷 一里 乃至 二里餘 ありて 住民の 被る 
不利 不便 尠から す 依て 前記 部落 中に 郵仲 局を 設置 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 {3; 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也 _ 

特別 報吿第 十三 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 五一 號 

上牧 村に 郵便局 設置の 請願 岐阜 縣武儀 郡 上 
牧村 平民 郡會 議員 參事會 員 北 村 太 兵 衞外二 
> 名 呈出 (紹介 ■員 匹 田銳吉 君〕 


I  四 IO 二 

右 請 顔の 要旨 it 岐阜^ 武诏郡 上 枚 村は K 阜 市美灌 
町 越 前面 谷 方面に 通す る 三叉路に 常 〇间 郡： i^ 北部 
の物貨 集散地に して 郵便 琪務 多き に拘ら す 通倌描 
關不備 の爲 住民 ほ 甚 しく 不利 不便を 感しつ つ あり 
故 て 速に 前記 上牧 村に 郵便局を 設 S せられた しと 
謂 ふに 在り 

衆漭院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捋 すへ 
きものと 謬 決せり 法て 諉院法 第 六十 五條に 成り 1 'II 
册 及御送 付 候 也 

特別 報 吿第十 四號 
意見書 

請願 文齊表 第二 五三 號 
穎 娃村上 別府に 郵便局 設 S の 請願 鹿 !; V. 島縣 
楫宿郡 穎娃村 上別府 三百 九十 八番 戶 平民 S 
寶代三 之 助 外 六 名 呈出 ハ 紹介 謎 員 志々 目 膝 
彥 君) 

右 請願の 要旨 ii 鹿 兒島縣 揖宿郡 穎 娃村上 別府及 其 
の 附近の 部落 ほ 戶數八 百を 有し 靑戶 、新 牧闸 小 ^ 
校國有 種馬 種 付 所 等 ありて 郵便 slf 務繁 多なる も 所 
轄郵® 局に 至る には 一里 半餘あ るの みならす 交通 
亦甚た 不侦な るか 爲部落 民の 不利 闲難言 ふへから 
す 依て 速に 前記 穎 娃村上 別府 靑戶 に郵仞 局を 設 H 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 掙すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 . 7r. 临に依 〇 別 

册及 御 is 付 候 也  I  _ 丨 

特別 報吿第 十五 號 
意見 靨 

調 願文 書 表 第二 五八 號 
豊實 村に 郵便局 設置の 請願 新潟縣 苽 蒲 原 
郡 豊實衬 大字鐵 田 五十 七番 戸平 民醫師 伊 
藤 虎一郎 外 三 名 呈出 (紹介 讖負高 橋 光威 
君) 

右 請願の 要旨 ほ 新潟縣 東 蒲 原 郡豊實 村は 近時 鐵道 
の 開通と 共に 產業 の發展 著しく 從て 郵便 事務 亦繁 
多なる に 同村は 小川 村 烏 井 所在 鳥 井 局の 所轄なる 
か爲 隣村との 通信に も尙 二日 乃至 三日を 要し 殊に 
出水 降雪に 際して は 鳥 井との 交通 杜絶す る こと W 
にして 村民の 不利 不便 大なり 依て 前記 豊實村 殿 實 
停車場 附近に 郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採掙 すへ 


院謖衆 伶 _ 帝 回 十四 第 


きものと 諮 決せ 〇依 て 誘院法 第 六十 五條に ffio 別 
冊 及 御 S 付 候 也  I 丨 
特別 報告 第 十六 號 
J5 見 苫 

請願 文 R 爽第二 五 九號 
金 塚 村に 郵傾 局設 牌の 請願 新 潟縣北 蒲 原 
郡 金 塚 村 大字 金 塚 平民 農 白 勢膊 三郎外 百 
七十六名早：出(紹介譏員高橘光威君〕 

右 請願の 耍 ft ほ 新 潟 縣北蒲 原 郡 金 塚 村は 縣 道、 奥 
州 線、 米 滞 線 貫通し 越 羽 間の 交通 頻繁と なり 剩へ 
村 上線の f';i 屯 «i を 其の 中央に 設けた る® 其の 狀態 
頓に一 變し商 賈 の n'l 入 貨物の 集散 著しく 咐加せ 〇 
然るに 未た 通信 辟 關の設 砌 を缺く ほ 逍憾 とする 所 
なり 依て 速に 前記 金 塚 村に 郵便局を 設 置 し m 信電 

話及爲 稗 貯金 «f 務を も 併せ 取扱 ほしめ られた しと 

謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 調め， Z. を 採捋 すへ 

きものと 鹩決せ 〇 依て 鼦院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報 街 第 十七 號 

意見 ej 

謂 願文 書 表 第二 六三號 

花 m 村， 1歷に郵便同設置の誧願三重縣名 

賀郡 花！ 5一 村 大字 白 慳二千 七！ e 七番 地平 民 

醫師并 野 長 之 介 呈出 c 紹介 議員 堀川 美 哉 

君) 

右 請願の 要 if は 三 IR 縣名賀 郡 花 垣 村 白 照 ほ 京都府 

及奈 良縣の 一部ょり 三 ® 縣に 通す る縣郡 道の 交叉 

點に 位し货 物 馆散 の耍 地なる も 之に 隣接す る 同村 

大字 治 田、 添 上 郡 月馘村 及 阿山 郡 花 之 木 村 法 花 等 

と共に 所 輅郵便 局に 到る には fr 二 里 乃至 三 里を KJ3 

て 交通 亦甚 た不 佃 なり 而も 花 垣 村は 人口 稠密に し 

て 近時 產榮 の發展 著しく 月 翻 村 ! i 梅 溪を以 て W] え 

商業 交通 亦 盛に して 郵便 ? If 務將た 繁劇なる に 前記 

の 如き 不便 ある 爲 多くは 所轉局 に 依らす 却て h 野 

局に 依 る狀 態 にして ft 民の 不利 言 ふへから す ffi て 

花 rn 村， 1 樫に 郵何 局を 設岡せ られ たしと 謂 ふに 在 

り 

衆 謎院ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 捋すへ 

きものと 謎 決せ ote て諮院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 没 付 候 也 

特別 報 吿第 十八號 


S 見 fl 

謂 願文 《 表 第二 八六號 
崎 山村に 郵便 同 設置の 請願 長 崎 縣南松 浦 
郡 崎 山村 長 手鄕千 百 二十 二番 地平 民 公吏 
野 崎 利 平 外 十三 名 呈出 (紹介 翳 員 牧山耕 
,§ 

右 請願の 耍 H- は 長 崎 縣南松 浦 郡 崎 山村は 福 江 島の 
柬端に 位する 農 漁村に して 人口 四千 六 百 餘を有 し 
他 地方への fi 出入 年龆 十三 萬圓に 達する の 盛 况に 
在〇從 て 郵便 琳務亦 繁多なる に 所 S 福 江 局への 距 
離は 之を 村の ' I' 央 よりす る も尙二 11! を rr: し 住民の 
不便 尠から す 依て 前記 崎 山村に 郵 ® 局を 設置 せら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 某の 趣 を 至當な りと 認め 之を 採撐 すへ 
きものと 謎 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 挟 付 候 也  _ . 

特別 報® 第 十九 號 
S 見®! 

請願 文書 表 第二 九六號 
老川 村に 郵便局 設置の 請願 千 葉縣 夷隅 郡 
老川村 筒 森 六 百 八十 番地 平民 農 永 1% 勘 左 
衞 門外 三十 二 名 呈出 (紹介 議員 鈴 木久次 
, 11 君) 

右 請願の 要旨 ほ 千 雄 縣夷隅 郡 老川 村は 三 郡に 境せ 
る 要地に 當り 廣大な る 面積を 有し 近時 交通 頻繁を 
加へ 物 K の激咐 に從ひ 郵便 事務 繁多な 〇 然るに 該 
村 ほ 大久保 郵便局の 所轄に 鹧す る爲 隣接 郡との 通 
信に 三 四 〇 を耍す るの 狀態 にして 諸般の E 引 上 村 
民の 被る 不利不 侦尠 からす 依て 前記 老川 村に 郵便 

局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆_院 ほ 其の 趣旨を 帝： 當な りと 認め 之を 採掙す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  • 

特別 報齿 第二 十號 

意見書 

請願 文 W 表 第二 一二 號 

樺 島 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 長 崎縣 

南 松 浦 郡 PJ 島 村長 吉田喜 一郎 呈出 (紹介 

議員則元由龆君外一名〕 

右 請願の 要旨 ほ 長 崎 縣南松 浦 郡 樺 島 村 ! 3: 福 江 島の 

東北 八 浬に して 人 n 二 千を 荷し 海產 物に 常む 漁期 

に 際して ほ 他 地方より 润 船 漁業 者の U1 人 夥しく 從 


て郵 仰 事務 亦 繁多に して 11. 之 か 敏速を 固む こと 切 
なるも該村所在五 |'. '嬅島局ほ無集配局なるを以て 
郵便物の 項 配 ほ 西方 :' 7r 海 m の 奈留烏 局を 迂回 經由 
せ さるへから す 而も 祭 留岛局 ほ 和船 侦に 依る を以 
て 之を 五島 谷 沿岸 航行 汽船 便に 依る に 比し 少くと 
も 六 七 時間 以上の 遲延を 免れす 殊に 風波の 際 渡航 
不能の 場合 尠から すして 本 村 下 五島 間の 如きは 郵 
便に 依らす 汽船 M を 利用し 直接 通信を 交換し 居る 
か 如き 現狀な り 通信 機關 不備の 爲產 業發腌 上に 及 
ほす 影響少 からす 之を 樺 島 局ょり 汽船 便に 依り 直 
に 集配 事務を 處理し 得 ほ 其の 利 ® 多大なる もの あ 
り 依て 速に 前記 樺 島郵促 局に 集配 事務を 開始せ ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及 御 ; S 付 候 也  _ 

特別 報吿 第二 十一‘ 號 
意見 * 

請願 文書 表 第二 一四 號 
闕两 實久兩 村へ 電信 架設の rs 願 鹿 兒島縣 
大島郡__§村長加勇四郞外一名呈出(紹 
介 議員 林 爲良 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 鹿 pi 烏 縣大岛 郡 鎭四 、實久 雨 村は 
面積 七 方 M 人口 一 萬 五 千の 大村 にして 近時 農業 漁 
業 等の 發達 著しく 其の 降 出 年額 九十 萬 圓餘に 達す 
るの 盛况な る も 其の 位® 薩南の 孤島に して 交通の 
便を缺 き n. 村內に 電信の 設備な き爲諸 般の取 引 上 
不利 不便 甚し 依て 速に 大島 本島 中の 古仁屋 若 ほ 久 
慈ょり 前記 闸村內 郵便局 所在地た る 押 角 及 翻 武に 
至る 電信を 架設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆蕺院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 探 付 候 也 _ 

特別 報 街 第二 十二 號 
意見書 

請願 文 P! 表 第二 一九 號 

志 木町郵 何 局に 電信 急設の 請願 埼玉縣 北 
足 立 郡 志 木 町長 西山鐵 五郎 外 四 名 呈出 
(紹介 誘 員秦豊 助 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨 ! 3: 埼玉縣 北 足 立 郡 志 木 町 ほ 縣廳 を距 
る 二 里强 四通八達の 要地に L て 商業 夙に 隆盛を 極 
め 附近 亦 農工 業の 發達 著しく 同町 近時の 盛況は 大 


正 五 年度の 統計に 見る に 束 上 鐵道志 木 驛の乘 客數 
三 萬 七 千 餘を算 し鐵道 及 舟 揖の便 に 依 〇 貨物の® 
散す る もの 夥し II 商業 取引 等に 要する 電信 電話の 
發受五 千 通に 乖： むと する も 之れ 皆 ！ Eg 離 遠き 大和 田 
局 又 (3: 浦 和 局に 依ら さるへから すして 住民の 被る 
不利 不便 少なら す 依て 同町 所在 志 木 町郵仲 局に 電 
信を 急設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 茧常 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 街 第二 十三 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 五 四號 
江 住 郵便局に 雷 話 事務 開始の 請願 和歌 山 
縣 西牟婁 郡 江 住 村長 城起晋 老外 十九 名虽 
出 (紹介 _ 員 中 村 啓 次 郎君〕 

右 請願の 要旨 ほ 和歌 Ml 縣西牟 ® 郡 江 住 村は 郡の 南 
部の 樞要地 ® にして K 裁判所 出張所， 定期 家畜 市 
場 等 あり 產業亦 盛に して 通信 事務 益 激增 する に拘 
ら す所_ 江 fi:- 郵便局に 電話の 設備な き (X 諸般の 取 
引 上 關係 地方 民の 遺憾と する 所な り而 して該 村ょ 
り 右 設備費の 中 金 一千 圓を 寄附す へきを 以て 前記 
江 住 郵便局に 電話 事務を 開始せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆 翳 院ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 誠め 之を 採 樑 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 接 付 候 也  _ 

特別 報吿第 二十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 五 七 號 

淸水 町 -/L- 尻 町 間の 特設 電話 通話料 魃 止の 請 
願靜岡 縣 安倍 郡淸水 町長 土 谷 松 太郞外 
四 名 呈出 (紹介 議員 淸 i 金 太郞 君〕 

右 請願の 耍旨 は IJi M 縣安倍 拙 淸水町 及 皤原郡 江 尻 
町は 互に 密接の 關 係を 有し 道路 聯絡し 區域相 錯綜 
し早晚 兩町 合して 一市 街たら むと する 狀况 にして 
特に 淸水 港輓 近の 發展ほ 商業 及 人事に 關し 通信 機 
關の使 用を 頻繁なら しむる に 拘らす 去る 明治 四十 
二 年 開通せられ たる 兩所特 設電話 ほ 通信 料を 徵收 
する 爲兩 町は 勿論 入江 町 不二 見 村の 一部 及 庵原 郡 
辻 村人 民 も 均しく 不利 不便を 感 する 所なる を 以て 
兩町 間の 前記 特設 電話 通話料を 廢止せ られた しと 


請願 ^ 洁 


四〇三 
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5703 


謂 ふに 在り 

衆_院ほ 其の 趣 & を 至 常な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 諮 決せ o f/c て毁院 法 第 六十 五條に 法り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報 吿第二 十 ? r.i 號 
葸見锝 

請願 文 ^ 表 第一 號 

元 苦 ii?: 區裁判 所 {S « の 請願 靜岡 縣冨士 郡 
吉 原 町 a 田 村 組合 町村 長 川 島 福太郎 外 二 
十 fi 呈 aj f. 紹介 議員 淸崙太 郎君〕 
右說願の耍旨ほ靜岡縣下元吉 ,'( 以裁判所ほ明治三 
十一 年 十二月 礙止せ られた る も 傾 管轄 K たる 富 士 
郡は 近時 其の 發淖箸 しく 司 W:- 事務 從て益 繁劇を 加 
ふるに 拘らす 所轄 沼战 K 裁判所に 至る には 行程 二 
日を 要し 住民の ry: る 不利 不便 尠少な らす而 して 政 

府は窮 に廢 止せる 區裁判 所の 復鸽を 計 迸せられ た 

るに 拘らす 前記吉 原 M 裁判所の 其の 選に 洩れた る 

は J1 辟な りと す 依て 速に 該區 裁判所を 復 a せられ 

たしと 謂 ふに f 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擰 すへ 

きものと 識決せ り 依て 謅 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及御 浍付肢 也 

特別 報 f*fl 第二 十六 號 

意見書 

請願 文書 表 第二 五 二號 

元 八幡 M 裁判所 復 馑 の 請願 岐阜 縣郡上 郡 

八幡 町長 仲 上 忠平外 十六 ^ 呈出 (紹介 議 

員 匹 田 銳吉君 外 一 名〕 

右 請願の 要 tf は 岐阜 縣下元 八幡 區裁判 所は 大正 二 

年廢 止せられ たる も舊 管轄 地た る 郡 上 郡ょり 所 ® 

岐阜區 裁判所 所在地に 至る には 最近 距離と 雖尙十 

數里 あり 加 ふるに 交通 至難なる 爲郡 民の 不便 闲難 

名狀 すへから す 故に S に K 其の 復 « を 請願し 採 擷 

を 得た る も 未た K 施を 見さる (X 遺憾と する 所な り 

依て 速に 元 八幡 M 裁判所を 復 S せられた しと 謂 ふ 

に 在り 

衆 識院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採播 すへ 

きものと 識 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也 

特別 報 if?l 第二 十七 號 

意見書 

請願 文書 表 第二 六七號 


元 八峤贸 拔裁判 所设蘀 の 誘 願 愛媛 縣西宇 
和 郡 八幡 -m 町長 菊 池淸治 外 二十 I 名 呈出 
C 紹介 議員 古： 介 久網君 外 一名〕 

右詣 願の 要旨 ほ 通に 愛媛 縣下元 八幡 濱區 裁判所 駁 
止の 結果 西 宇 和 郡 ほ 大洲區 裁判所の 管轄に 移され 
たる も同區 裁判所 所在地と ほ 距離 遠く 三 崎 半島の 
如き ほ 十八 里餘を 隔て IL 郡 境 夜 ffi 峠の 險 ありて 交 
通の 困難 甚し 而も 近時® 業の 發展に 伴 ひ 訴訟事件 
益 增 加し 來り郡 民の： 个利： 小便 犬な 〇 とす te て 前記 
元 八幡 濱區 裁判所を ® 鹽 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きも -CD と 議決せ り 佐て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第二 十八 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 七四號 
元 中之條 M 裁判所 復 a の 請願 群馬縣 吾 ® 
郡 中之條 町長 柳 田 阿三 郎外 十三 名 呈出 
(紹介 議員 武 藤金吉 君〕 

右 請願の 要旨は 遜に 群 馬 縣下元 中 之條區 裁判所 廢 
止せられ たる 結果 11 管 _«た りし 吾妻 郡は 高崎區 
裁判所の 所_ となりた る も 同 郡は 山嶽を _ らし 交 
通の闲 難甚 しく 而も 近時 產 業の 發展に 伴 ひ 裁判 事 
件劇咐 し 郡 民の 不利 不便 尠少な らす 依て 元 中之條 
區 裁判所を 復舊せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御 ; a 付 候 也 

特別 報告 第二 十九 號 
意見書 

請顆 文書 表 第一 一七 六號 
元 龍 ヶ崎區 裁判所 復舊の 請願 茨城 縣稻敷 

郡龍ヶ 崎 町長 中島 喜三郞 外 七十 九 名 呈出 

c 紹介 議員 川村惇 君) 

右 請願の 悪 旨は 茨城 縣下元 龍 ヶ崎區 裁判所は 大正 

二 年廢 止せられ たる 結果 w 管轄 區た る稻敷 北 相 馬 

二 郡は 版 離 遠く 交通 不便なる 土浦區 裁判所の 所 ® 

となりた る爲住 民に 不仲 尠か らす而 して 政府は 昨 

大正 六 年® に廢 止した る區 裁判所 中 其の 大半を 復 

舊した るに 拘ら す搦元 龍 ケ崎區 裁判所の 其の 選に 

拽れ たるは 遺憾と する 所な り 殊に 稻敷 郡の 內本新 

島， 十 余 島、 浮 島の 三箇 村は 新に 麻生區 裁判所の 


管轄に 移され 一 辟の 不利 闲難 を感 する に 至れ 
て 速に 前記 元 龍 ヶ崎區 裁 刺 所を 復 H せられた しと 
謂 ふに 在り 

衆 謬 院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揮す へ 
きものと 議決せ り 法て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第三 十號 
意見書 

請願 文霄表 第二 七八號 
元 佐野區 裁判所® 舊の 請願 栃木 郡 安蘇 郡 
佐 野 町長 大川才 次郞外 十四 名 呈出 0 i 介 
薛 員大津 淳一郞 君 外 一名) 

右 請願の 要旨 (i 柅木縣 下 元 佐野區 裁判所 ほ 大正 二 
年 四月 廢止 せられた る爲疆 管轄 M たる 足 利 安蘇 兩 
郡の 人民 ほ 所轄 柅木區 裁判所に 至る に 十 ®! 里を往 
復せ さるへから すして 其の 不利 不便 甚し 殊に 縣下 
第一の 機業 地なる を 以て 商取引 盛に して 訴訟事件 
頻出せ 〇 依て 速に 元 佐 野 區栽判 所を 復薦 せられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 gi すへ 
きものと 議決せ り 依て 議法院 第 六十 五條に® り 別 
册及御 送付 候 也 

0 議長 (大岡 育造 君〕 此 項には 反 15 の通齿 が ありま 
すから、 此 所で 討論を して， 更に 此 次の 報告を 受け 

る 事に 致します - 武 藤金吉 君。 

〔武藤 金吉嵙 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇武藤 金吉君 唯今 請願 委員長の 御報吿 になり まし 
た 元 佐野區 裁判所 復舊 に關 する 請願に 付きまして は 
私は 反對の 意見を 持つ て 居ります、 其 理由を 簡明に 
述べて 諸君の 御 賛成を 得たい と 思 ふので あります、 
此 請願は 安蘇 郡 佐 野 町 外 谷 町村 長の 請願に 係る もの 
でありまして、 其 紹介 議員は 大津淳 一郎 君で ありま 
す、 其 請願の 要旨を 拜讀を 致しまして、 又 紹介 議員の 
說 明を 承りました が、 潰憾 ながら 此 請願の 要旨に 付 
きましても、 缺如た る 者が あるの みならず 紹介譁 員 
の說 明に 至りましても、 恐らく 此大津 君は 安蘇 郡 此 
地方を 御存じない のでは ないかと 思 ふので あります 
現に 此 安蘇 郡を 佐 野 郡と 明かに 說明 をな されて 居り 
ます、 勿論 昨年 迄は 此 佐野區 裁判所の 復活に 付き ま 
して ほ、 安蘇 足利兩 郡が 一致を して 請願を 致し まし 
たが、 本年は 此佐 野の 方の 安蘇 郡と 又 足 利の 方に 新 


設した いと 云 ふ 請 問と 分れて 出て 居る 〇 であります 
是に 於て 私 ほ 佐野 町を ' m' 活す ると 云 ふこと は. 苴 し 
く考撖 をして 調査を する 必耍あ りと 位 ずる もので あ 
ります、殊に此誧願の要旨に |8 めてある文 3,1 -0屮に 
ほ、 事 1? に 副 ほない S5 があります、 安蘇 ;: j の！ T9 村 
氷室 村 及 •ひ 足 利 郡の 菱 村の 如き、 栃木 M 教 i-': 所まで 
行く には 十 W 里 も PS つて 居つ て、 さう して 二三 日 も 
掛らな ければ 往 m が 出来ぬ と 云 ふことは 明かに？ I め 
てあります が、 左樣な 琪 S は ありませ ぬ 今 U では 佐 
野と 云 ひ 足 利と 云 ひ 交通の f® に 於き まして ほ、 又 他 
の 地方ょ 〇 比較的 整うて 居る、 是が佐 野に fa くに 致 
しましても、 縱し栃 木に 參 りましても、 一日で 裁判 
所へ 往復の 出 來な いと 云 ふやうな 所で ほご ざい ませ 
ぬ、 然るに 期の 如き 事 K を 認めて、 此誚 願を 差 出す 
と 云 ふことは、 此請 願の 上に 於き ましても Jli a に 副 
はない、 加 之 佐 野 町 足 利 町、 即ち 安蘇 足利闸 郡が 合 
併した 時 ほ、 或は 佐 野 町に 11; いて 宜か つた かも 知れ 
ぬが、 足 利の 方が 分離して 足 利に 置く と 云 ふこと に 
なりました 時には、 此審査 ほ 餘程此 鍥 方を視 る 必要 
が あり ほしない かと 思 ふ、 而 して 今 私が 手許に 調べ 
ました 所に te ります と、 足 利 郡と 安蘇 郡の 比較 ほ 其 
郡に 於き まして、 足 利 郡は 戶數ほ 一 萬 五 千 八； E 八十 
戸あります、 安蘇 郡の 方は 一 萬 三千 七 百 八十 八戶あ 
ります、 又 人口 も 之に 伴 ひまして 足 利 郡 ! 3: 十 ;' S あり 
ます、 安蘇 郡 ほ 九 萬 一千であります、 又 K 接 ^ 税 の 
納税は足利郡ほ11十萬を越して居ります、二十 ?1 1 
千圓を 越して 居る、 安蘇 郡は 十六 萬 六 千 關で ありま 
す、 M. に 間接 國税の 方は 織物の 生產 地であります か 
ら此總 額を 見ます と， 足 利の 方は 六十 五 禺七千 圓で 
あります、 安蘇 郡 ほ ri かに 其 半分 三十 六 萬 二 千圓で 
あります、 而 して 足 利 町と 佐 野を 比較して 見る と、 
足 利 町の 戶數ほ 現在に 於いて 五 千 五 百 五十八 戶あ 
ります、 人口 ほ 三 萬 四千 五 百 四十 八 人、 佐 野 町は 戶 
數に 於て 二 千 六 百 五十六 戸、 人口は 一 ? J: 五 千 六 百 五 
十八 入、 足 利の 町は m 制を 布き ますれば、 梃に 今日 
は 力 ある 所の 市になる のであります、 而 して 足 利 郡 
と 安蘇 郡と を 比較し ますれば， 自ら 私が 唯今 申 上げ 
た 數 字に 依て、 御 判 斷を翼 ふこと が 明かであります 
殊に 此近來 ほ 交通 機 關の發 達は 梆木縣 の 上 都賀郡 の 
足 尾 町に 足尾鐵 道が 通じ 此 足！® 町の 戶數の 如きは 七 
千 五 百 十四 戸、 人口の 如きは 三 萬 五 千餘で あります 
足 尾 町は 町であります けれども、 其 内容 SJ 際に 於き 
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まして 市同樣 であります、 斯の 如く 此佐 野と 足 利と 
を 比較 致しまして、！ g 木縣の 一部を 翻 察 致します る 
と、 現に 栃木 町に K 裁判所が あるので あります から 
三 里を Kg つた 佐 野に 持つて来て 足 利 も 無い、 足 M も 
無い と 云 ふこと ほ、 餘程娃 ほ 交通 機關 の關 係から、 
人口 及び 生 鹿 業の 有 樣から 査察 ® ( します ると- 此佐 
1? 町の 裁判所の 復活と 云 ふ 事は 餘程考 ■する 必鉛が 
あると 私は 思 ふ、 隨て佐 野 町と 足 利 町の 此生 產の狀 
鸱 などを 調べて 見ます れぱ 唯今 私は 直接® 稅 間接國 
« を 申 上げて 分つ て 居ります が 足 利 町に 於き まして 
ほ、 昨 大正 六 年度の 織物の 產 油は 七 百 八十 二 萬 四百 
七十 點 •其 金額 ほ 千七亩 四十 三 萬 二 千 十三 圓六 十八 
錢に 上つ て 居ります、 佐 野 町の 方では どれ 丈に 上つ 
て 居る かと 云 ふと、 ノ佐野 町の 方では 同年 度に 於き ま 

して 二百 II 十三溪 七十 點、 其 金 糊は 七 H 十五 萬で あ 

ります •半分に 達しない のであります， 斯 程に 懸隔 

は 明かで ございまして、 之を 北の方の 足尾鐵 道から 

足 利に參 ります れば 、能く 之を 調べて 參〇 ますれば 

勢 ひ M 裁判所を 足 利 町に 設岡 する ことが、 是は當 然 

な ことになるので ないかと 思 ひます、 而して 唯今 佐 

野 町は {a S3 だからと 申します •か、 此佐野 區裁判 所の 

出来た 常時の 有樣ほ 、今日の 佐 野 足 利 足 尾の 状態と 

全然 總てが 一變 されて 居ります ，此佐 野 M 裁判所の 

S 来ました のは、 明治 二十 二 年の 十一月に 置かれた 

ので あ 〇 まして， 大正 二 年 四月に 躞止 になつ たので 

あ 〇 ます ►明治 二 十二 年の 頃は 佐 野 も 足 利 も 大した 

事 はな かつた が •今日は 實に足 利と 佐 野 ほ 町と Tti と 

の 相違が あるの みならず •產 物に 於ても、 總 ての JK 

引 銀行の 辟 關等の 點 に 於き ましても •非常なる 差が 

ある •加 之 足 尾に 迚 絡して 足：® の 町に 於き まして* 

足 利に 裁判所を {a いて 欲しい と 云 ふ HS 願が 出て 居り 

ます、 15 願裘 員 ir に 於ても 一方 足 利から 出ました 所 

の誧願に對しましてほ、相常と認めて政府に參考と 

して绘 付に なつて 居る のであります、 此佐 野の 方は 

復活と 云 ふ姊に 於き まして、 m きを 置いて 採 擇に決 

して 本謎會 に 一！ つたので ありませ ぅが、 其 佐 野から 

出た 請願 H： の 趣® を 貝る と、 足 利の 牛： 產か I 足 利 

の ものを 總て抑 列べ て 書いて ある、 是れは 實際 今日 

の锊狀 から 參 りまして、 同じく ® 活 すると 云 ふの ほ 

何處迄 も， ® 活 致します と 云 ふ 意味で ない ので あり 

ます、 政府に 於き ましても 復活に 付て；！ T 特別委 員 

會 乂ほ誧 願© 員 會に 於て ほ 新しく 川 来る 所は、 餘程 
請願 S 


考 rt して 之を せなければ ならぬ、 又 それの みならず 
政府の 言明に 依て 產 業の 變化 のこと、 交通 _關 の發 
達の こと， 人口 增減 のこと、 是等を 斟酌して •新し 
く S: くょ 〇 は 必ずしも 古く あつたから •之を 復活す 
ると 云 ふこと (i せない と 云 ふ 意味の ことを 政府 委員 
は 言明せられ たさう であります 若し此 言明を 此事實 
に 嵌める と： K ふなら ば'  佐 野と 足 利との 比較の 如き 
は 餘程考 1® する 材料と 又 申 分が あらう と 思 ふので あ 
ります •故に 私は 元と 此佐 野に 區裁判 所が あつたが 
之を 復活す ると 云 ふ 事 ほ •此 意味に 於いて 反對 をす 
る 否決せられ て さう して 此の 安蘇 郡 足 利 郡の 調査、 
及足崗 町の 關係 等を 能く 御調に なつた 上で、 此地方 
に 一の 區戤判 所を 設ける と 云 ふ 事 ほ、 極めて 穩當な 
方法で あつて •必ずしも 佐 野に 置く と 一 K ふことは 何 
等の 意味を 持つ 譯では ございませぬ、 地方の 發展地 
方の 實狀 から 見まして •公平なる 正大なる 見地から 
私は k 對を 致しまして、 l!i に 調査を 致しまして 新設 
をす る ことに 付きまして iT 是 等の 適 當な 所に 裁判 
所を af くと 云 ふ 事が 最も： 全 當な りと 信じまして、 折 
角の 請願であります けれども •本案に 反對 する 所以 
であります。 

〇 高 田 耘平君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 高 田耘平 君。 

〔高 田 耘平君 登 檀〕 

〔拍手 起る J 

〇 高田耘 平 君 私は 本案に 付て 委 fi 長の 報 iff に 賛成 
致します、 詰り 武藤赳 の御說 に反對 致します、 今簡 
單に其 理由を 申 上げ やうと 思 ひます けれども， 第一 
此佐野 區 裁判所 復舊と 云 ふ 事 ほ、 同區 裁判所が 廢止 

されて 以来、 年々 本議 1/ に 向つ て 謂 願書を 提出し， 

本議會 は 年々 之を 採 擇した 間 題で ございます、 而し 

て 又 去 三十 九議 會の當 時に 於き ましても •詣 願を容 

れまして本院ほ全會一致を以て.採播をして屛ります 

それで 今回 唯今 武藤君 の やうなる 御 說の出 ますの も 

一 應御尤 である やうに も 思 はれます •何故と 沄 ふに 

詰り最初と誧朗人が變つた、前議會までは安蘇足利 

兩郡 一致で あつたが‘ 今回は 安蘇 郡と 足 利 郡と 谷 別 

に 請願； £ を Hi したと 云 ふ 事が 變つた 鼠なる 一の 問題 

でございます、 其 他に 於て ほ 何等の 變 りがない、 唯 

請願 人が 11 人に なつた と 云 ふ 丈で ある •抑々 先程の 

武藤 君の 御 話に 味れば、 大津君 が 紹介 入と なつて、 

さう して 佐 野 郡と 云つ た 事が、 如何にも 紹介者に 誠 


意が 無い かの 如き 事で ございました が •實ほ あの 問 
題は 私と 大津哲 が 紹介 人で ございます、 私は 病の 爲 
に已む を 得ず 大津哲 に 請願 委 M 會の節 に 辯 明を 乞 ひ 
ましたが 他縣 人で あるが 故に •佐 野 郡と 安蘇 部との 
間違 位は ありました か 知り ませぬ が， 其 問！ 0ほ 此間 
題の 輕 重に 何等 關係 がない だら うと 思 ふので ありま 
す， それで 私が 申 上げて 切に 諸君の 御 同情を 乞 ひた 
いと 思 ふ 事は， 成程 先程 武藤 君が 詳細 申されました 
通り、 安蘇 郡と 云 ふ ものと 足 利 郡と： K ふ ものを ！§ に 
分てば， 人口に 於て 一 萬戶數 に 於て 一千の 所で ござ 
います， 確か 其 通りで ございます‘ 私 も 調べて 居る 
そこで 足 利 町と 佐 野 町と を 比べます と、 大分 差が ご 
ざいます 、是は 誰が 見ても あるので ございます， 唯 
々其 位 ial に 付て 御 判 斷を願 ひたい、 成程 單に 地形に 
於ての み 判斷 すれば 足 利が 屮心や ら •或は 佐 野が 屮 
心 やら それは 分り ませぬ、 本當の 屮心點 ほ 川の 中で 
せう •安蘇と 足 利の 山の 中が 地形 上の 中心 點だら う 
と 思 ひます、 併ながら 交通 上の關 係より •即ち 鐵道 
及湞 路の關 係より •此兩 郡を 一 體 として、 孰れが 最 
も 促 利の 好き 場所で あるかと 云 ふ 事を 調べる 必斟が 
あると 思 ふ、 今 私の 調べました 所では、 安蘇 郡の 郡 
役所の所在地，即ち佐艰、佐野町より同郡の最も遠 
き 飛 駒 及 野 上 村に 達する 迄は 遠き は 六 里 半 ございま 
す、 又 例へ ば 足 利 郡に 於て 足 利を 中心として， 菱村 
其 他に 至ります 所が (i かに 三 四 里の跬 離で ある、 そ 
れで足 利と 佐 野との 間の 距離 ほ 如何と 顧みれば > (1 
かに 三 里で ある‘ 汽車 哩ほ 知り ませぬ が、 兎に角 三 
里と稱 して 居る >  鐵 道の 便が 頻 々に 在る 時間 何程を 
要する かと 言へ ば 僅に 十九 分 間 ■十九 分 間で 佐 野 足 
利の 間を 往来 / J1 來 ると 斯う 云ふ關 係に なつて 罟 る、 
詰り 佐 野 足 利を 一端と して、 其 最も 谷 方面に 便利の 
好き 所は 何れで あるかと 云へ ば 佐 野で あると 云 ふ 事 
になる、 所謂 佐 野より 最も 遠き 飛 駒 及 野 上まで IX 六 
里 半 ある •佐 野より 足 利の 最も 遠き 所は 幾ら あるか 
と 云へ ば 是も六 里 位あります， 若し 之を 足 利に 持つ 
て 行けば •飛 駒 及 野 上の 間は 殆ど 九 里になる •足 利 
の町の最も遠い所ほ彐里位になると斯う云ふ風にな 
る、 詰り 安蘇 足 利を 一端と して 孰れが 中心 點で あり 
孰れが 便利が 好い かと 云 ふこと になれば、 確かに 
—— 成程 單に 地勢 上 山の 中を 中心 點と すれば 別で あ 
るが、 兩 方の 佐 野 足 利を 通って、 孰れが 交通 上の 中 
心點 であるかと 言へ ば •確に 佐 野が 屮心點 であると 


云 ふことは •其の 土地の 實狀を 知る 者の 否定 出来ぬ 
問題であります (「のうく」 「足 尾は どう だ」 と 
呼 ふ 者 あり) 更に 又 足 M と 云 ふ 事を 御 出しになる な 
ら •それ も 申し ませう， 成程 足 @ は 便利は 足 利に 於 
いて 烛分近 い、 fl に 十九 分で ある* 三 里の 間 足 利と 
佐 野との 間は 十九 分で 來られ る、 詰り 足 利に 於け る 
とも、 佐 野に 於け ると も 足 尾の 人とは 僅に 十九 分で 
それに 相 當 する 汽車賃を 費す 丈で 何等 不便 もない の 
である- 而して .從來 の 膪史如 何と 顧みれば. 佐 野區 
裁判所が 創立され まして •其の後 建 雄され る 時に 於 
きましても、 相當其 地方に 於き ましては、 建築費に 
向つ ては 寄附 等も爲 して ございます、 尙又足 利 郡の 
現狀 に付きまして 如何と 顯みれ ば、 足 利に 於き まし 
て も 吾々 が 請願者の 人に 個人々々 に 話を M いて 見る 
と 云 ふと、 此 問題に 付て 熟 望して 居る 者は •唯々 足 
利の 町に 於け ける 一部の 入で ある 云 ふ 事で ございま 
す (「のう' と 呼 ふ 者 あり) 私は 以上の 理由を 以 
て 詰り 屮心點 ほ 確に 佐 野 町で ある、 及 從 來の歷 史上 
ょり 見まして、 此 裁判所の 建築に 向つ ては、 佐 野の 
人民は 多大の 寄附 等も從 來爲 して ある •其 間が 僅か 
に 三 里で ある、 時間を 費す こと 僅に 十九 分で ある • 
斯う 云ふ關 係に なりました 以上には •而 して 本院に 
於て 佐龄區 裁判所 腿 止以來 年々 採掙 致し ま 乙て-去 
る 三十 九 諉會に 於き ましても 採 擦に なり •尙ほ 今回 
の 委負會 に 於き ましても 姿 員 諸君の 全 ® 一致を 以て 
採 揮して 居る もので ございます からして 本院の 院 
議を 重んずる の 上ょり、 殊に 乂 今一！ の委 負と 爲れる 
所の 委員長 及委 負たり し 人々 は •政 友會の 人た ると 
何會の 人た ると を 間 {3; ず、 無論此 席に 於て 吾々 の 意 
見、 即ち - S 員 長の 意見に 御 同意 相 成るべき 勞と思 ふ 
ので ございます、 以上の 理由を 以て 私 ほ 姿 員 長の 報 
吿に 賛成 致します •即ち 此 佐野區 裁判所 復 »• の 請願 
醫ほ •採 擇す べき ものが あると 云 ふ 意見で ございま 
す、 どうぞ 院議を 重んずる 事を 主と 爲さ れ>  尙 ほ愼 
重 審議 ！ 殊更に 愼重審 諉 を； 6S 明せられ た 所の 板 東 
委 M 長は 愼® 審議を 以て 委員 會に 於て 採 採と 決した 
る 所の 此佐野 區 裁判所の 復活に 向つ ては‘ 公平 正大 
なる 考を 以て 御 賛成 あらむ ことを 希 菌 致します" 
〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 is 君 日程 第 十一 乃至 第三 十九、 即ち 特別 報 
吿 第一號 乃至 第二 十九 號の 請願は、 金 部 一括して 委 
員 長 報吿の 通り 之を 可決 採擇 し， 日程 第 四十 即ち 特 
四〇五 
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請 頭 脅 運 

別報 吿第一 一一 十號 、元 佐 野 區 裁判所 復 鸽 の 請願 ! 3: 、委 
員 長の 報齿 に IX 對 して、 之を 否決せられ ん琪を 希望 
致します ク 

〔「のぅ <J と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君) 先づ 日程の 第 十一より 第三 十 
九、 即ち 特別 報 街の 第一 號 より 第二 十九 號迄ほ 、別 
に 御異諮 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議 •なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大一 :育造 君') 委員長 報 街 の 通り 可決した る 
事を ®: ff する に 御 興 ii はあり ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 射〕 御異謅 ほない と 謎め ます、 即 
ち 姿 員 長 報告の 通り 可決 致しました、 日程の 第 四十 
即ち 特別 報告 第三 十號 、元 佐 野 M 裁判所 復遛の 請願 

に對してほ，唯今討論終結になりました，之を採揺 

に燹 成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者少數 

〔「請願 委員長 ほどぅした」 「委員長は 反對 だ」 と 

呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 少數で あります (「横暴 J と 呼 

ふ 者 あり〕 不採擇 に 決しました = 

〔极東 勘 五郎 君 「私に 何 か 質問で もあります る 

なれば 御 答 致します」 と 呼 ふ〕 

〇 議長 c 大岡 育造 0 d 板 柬勘五 郎恶 —— 委員長 —— 

後の 報 rr を 求めます。 

〔板 東 勘 五郎 起 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 板 東 勘 五郎 魁 諸君、 是 より 殘りの 御 報告を 致し 

ます、 日程 第 四十 一から 第 六十 五までを 一括して 御 

報 ft 致します、 理由は 此報吿 書に ございます から 何 

れも是 は 採 機すべき ものと 決定 致しました。 

〔「資 成々々」 と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 

〇 岩 崎 SIJ 君 日程 第 四十 一 乃至 第 六十 五、 即ち 特別 

報吿 第三 十一 號 乃至 第五 十七 號は 全部 一括して 委員 

長の 報吿の 通り 可決 採 撰せられ ん ことを 希望 致し ま 

す。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

特別 報吿第 三十 一號 

意見書 

請願 文書 表 第二 九 二 號 

元三國 區 裁判所 復 _ の 請願 福 井 縣坂井 郡 三 

國 町長 岡 崎 悌二郎 呈出 {紹介 議員 柳 原 九 兵 


衙 君 外 一名) 

右 請願の 要旨 ほ 福 井縣下 元三 國區 裁判所は 明治 三 
十五 年中 躞 止せられ たる も 1 n 轄地た る 坂 井 郡 ほ 縣 
下 第 I の大 郡なる のみなら す該區 裁判所 所在地た 
りし 三國 港は 物貨の 集散 繁く商 取引 盛なる に從て 
訴訟事件 亦 多く 且敏 速に 處理 する を耍 する もの あ 
り 然るに 區 裁判所を 有せ さる ほ 住民の T' 利 不便 甚 
大 とす 依て 速に 元三 國區 裁判所を 復舊せ られた し 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 三十 二號 
意見書 

請願 文 害 表 ^5 四 一九 號 

元武 生區裁 判 所復舊 の 請願 福 井縣南 條郡武 
生 町長 三 田 村 甚三郎 呈出 (紹介 議員 今 村 七 
平 君 外 二 名) 

右 請願の 1 g H ほ 福 井 縣元武 生區 裁判所は 大正 二 年 
廢止せ られた る も a 管 轉地 たりし 南條 、今 立、 丹 生 
の 三 郡ょ' り所_ 福 井 K 裁判所に 至る には 少 くも 五 
里餘を 有す 而も 其の 訴訟 件數は 現存 敦賀 小濱 大野 
三國 の各區 裁判所 中 其の 二を 合した る ものょり 多 
く 地 刀 人民の 被る 不利 不便 大なり 依て 速に 元武生 
原裁判所を 復 M せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御缀 付 候 也 

特別 報吿第 三 十三 號 
意 M 書 

請願 文書 表 第 四 三三號 

元 野 邊地區 裁判所 復舊の 請願靑 森 縣上北 郡 

野邊地 町 大字 野 邊地百 四十 一番 戶一號 士族 

公吏篠 田 龍 夫 外 二十 六名举 ：出 (紹介 議員 鳴 

海 文 四 郎君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨は # に 靑森縣 下 元 野 邊地區 裁判所 廢 

止せられ たる 結果 W 管轄 地た る 一部 上 北 郡 及 下 北 

郡 民の 不便 尠から す而 して 之を 五所川原 鮫 ヶ澤兩 

區裁判 所管 g 地に 比する ときは 人口 面積 共に 礙に 

之を 凌駕せ るの みならす 其の 取扱 件數の 如きは 千 

五 百 件に 趣む とし 加 ふるに 大湊鏺 道 開通の 1 {は 交 

通 頻繁を 加へ 產 業の 發展を 促す と 同時に 訴訟 辦件 


益增 加す へき 趨勢に 在り 依て 元野邊 地 K 裁判所を 
復窮 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ OK て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御' 送付 候 也 

特別 報吿 第三 十四 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 七號 

司法 代書人 法 制定の 請願 東京府 東京 市 本 所 
區龜澤 町 二 丁目 三番 地 士族 辯譃士 法學博 士 
磯部 四郞外 二百 37: 十九 名 呈出 (紹介 M 鳩 
山 一郞封 外 十四 名) 

同 第一 八號 

同上 東京 府東京 市 神 田 區淡路 町 二 丁目 七番 
地 士族 辯 護 士法學 博士 江 木衷外 二百 六十 一 
名 呈出 C 紹介 議員 黑須龍 太 郎君 外 十四 名) 

同 第一 九號 

同上 東京 府東京 市 芝 區琴平 町 二番 地平 民 東 
京 K 裁判所 認可 代書人 上田 耕 外 二十 六名呈 
出 (紹介 議員 高木 益 太 郎君 外 十四 名〕 

同 第二 〇號 

同上 栃木 縣 宇都 宮市新 石 町 十四 番地 平民 辯 
護 士松沼 第三 外 二十 名 呈出 (紹介 議員 松 田 
源 治 君〕 

同 第二 一號 

同上 長 野縣下 伊那 郡 飯 田 町 六 百 三十 番地 平 
民 辯 護 士福住 潤 治 郞外四 名 呈出 (紹介 議員 
佐々 木 文 一 君〕 

同 第ニ ニ號 

同上 IK 京府東 京 市 麻布 區笄町 百 七十 四番 地 
士族 新聞記者 黑岩岡 六 呈出 (紹介 謬 員 鈴 木 
富士獅 君〕 

同 第二 三 號 

同上 東京 府 東京 市 S 町 區內幸 町 一丁目 五番 
地 士族 新聞 IE 者 段 隆介外 三 名 呈出 (紹介 s 
員 齋藤隆 夫君〕 

同 第二 四號 

同上 東京 府 東京 市 麻布 區笄町 百 四十 二番 地 
士族 會社電 役 竹內綱 外 四十 五名 呈出 (紹介 
議員 漆昌巖 君〕 

同 第二 五 號 

同上 IIX 京 府東京 市 赤 坂 區靑山 高樹町 八番 地 


—  四〇 六 

士族 ^ 社 m 役立 川 勇 次 郞 M 出 (紹介 2S A 井 
島 茂 作 君) 

同 第二 六 號 

同上 ai 京 府柬京 市芝財 南 佐 久間 町 二 丁目 十 
八番地平民會社重役辯原捋吾外三十六名呈 
出 (紹介 議員 近 藤達兒 君) 

同 第二 七號 

同上 東京 府東京 市 牛 込 區市谷 田 町 二 丁目 二 
十 二番 地平 民 ^ 社員 小 出 好 次郎外 二十 八 名 
呈出 c 紹介漭 員 津末良 介 君) 

同 第二 八號 

同上 束京府 荏 原 郡 品 川 町 大字 北 品 川 宿 百 六 
番地 平民 荏 原 郡 會諉長 福 岡 平 右衞 門外 十五 
名 呈出 (紹介 議員 漆昌趿 君) 

同 第二 九號 

同上 東京 府荏原 郡 品 川 町 大字 南 品 川 宿 二百 
三十 七番 地平 民 東京 區 裁判所 南 品 川 出張所 
認可 代書人 島 田 鶴 次 外 十 名 呈出 (紹介 議员 
漆昌趿 君) 

同 第三 〇號 

同上 東京 府 南多瞍 郡 横 山村 館 二 千 七十 四 番 
地平 民 八 王子® 裁判所 認可 代 ! I 入 秋 間 良 助 
外 二 名 呈出 (紹介 議員 漆昌趿 君〕 

同 第三 一號 

同上神奈川縣横濱市西戶部町字御所西彐十 
四番 地平 民® 濱 地方裁判所 認可 代 !1 J 人相 原 
正 誼 外 十七 名 呈出 (紹介 _員松 田 源治趙 〕 
同 第三 一一 號 

同上 神奈 川縣磺 須賀市 山 王 四十 五番 地平 民 
横 須賀區 裁判所 認可 代書人 藤 田 松 太 郎外三 
名 呈出 へ 紹介 翳 員 近 藤達兒 君〕 

同 第三 三號 

同上 神 奈川縣 足 柄 下 郡 小 田 原 町 萬 年 四 丁目 
五 百 六十 番地 士族 小 W 原 K 裁判所 認可 代 pf 
人中 島 義治外 二 名 呈出 (紹介 誘 員 齋藤隆 夫 
君〕 

同 第三 四號 

同上 千 葉縣千 葉 郡 千 葉 町 千 葉 千 百 二十 五番 
地平 民 千 葉 地方裁判所 認可 代書人 足 立 重 次 
郞外四 名 呈出 (紹介 il 員 鈴 木富士 W 君〕 

同 第三 五號 

同上 千 葉 縣君津 郡 木更津 町 木更津 千 八 百 二 


院議 衆奸 戴國帝 问 -I  •四 第 


十六 番地 平民 千葉區 裁判所 木更津 出張所 讁 
可 代書人 永 田 喜 一郎 外 一名 呈出 (紹介 _ 員 
佐々 木 文 一 君〕 

同 第三 六號 

同上 千葉縣 長生 郡 一宮 町 三千 三百 九十 三番 
地平 民 千 葉區裁 判 所一苒 出張所 認可 代書人 
山形 ffl 太郞外 十 名 呈出 (紹介 誘 fl 津末良 介 
君〕 

同 第三 七號 

同上 千 環 縣安房 郡北胳 町 北 條千百 二十 九番 
地 士族 北 條區 裁判所 認可 代書人 秋 丸範輔 外 
二 名 呈出 (紹介 識員® 山 一郎 君〕 

同 第 一 一一 八號 

同上 千 葉 縣香肢 郡 佐 原 町 佐 原い 三千 三百 六 

十六 番地 平民 八日 m 場 辟 裁判所 佐 原 出張所 

認可 代書人 保 科 子 之 肋 外 三 名 呈出 (紹介 its 

員 高木 益 太郞封 〕 

同 第三 九號 

同上 千 葉 縣匝建 郡 八日 市場 町い 二 千 六 百 十 

一番 ) -lli 平民 八日 市場 M 裁判所 認可 代書人 宇 

井 忠兵衞 外 三 €: 呈出 C5I 介讅員 黑須 龍太郞 

君) 

同 第 四〇號 

同上 茨城 縣水戶 市上 市奈 良屋町 W 七十 四番 

池 平民 水戶 till 方 裁判所 認 BJ 代書人 圓城寺 仁 

之 肋 外 五名 呈出へ 紹介 謅 員 松 田 源 治 君) 

同 第 四 一號 

同上 茨城 縣東 茨城 郡 坏村 大字 下坏 二十 一番 

fill 平民 水戶！ s 裁判所 - Tr 塚 出張所 認可 代書人 

黑渾淸 外 一名 呈出 (紹介 il 員 近 藤達兒 君) 

同 第 四二號 

同上 茨城 縣東 茨城 郡 啜 倉 村 堅 倉 二百 八十 六 

番地 士族 水戶 K 裁判所 P15 倉 出張所 認可 代 » 

人 松延仙 太郞虽 出 C 紹介 議員 齋藤隆 夫君) 

同 第 四三號 

同上 茨城 縣那珂 郡 菅谷村 大字 福 田 二 十 三番 

地平 民 水戶區 裁判所 菅谷 m 張 所 認可 代書人 

高擒 留吉外 一名 呈出 (紹介 誘 員 鈴 木 富士彌 

君〕 

同 第 四四號 

同上 茨城 縣那珂 郡大 町； ' el 三十 三番 地平 民 

水戶區 裁判所 大宮出 張 所認 HJ 代書人 小 01 倉 
請願 0 :議 


福太郎 外 I 名 呈出-紹介 議員 佐々 木 文 一 君〕 
同 第 四 五 號 

同上 茨城 縣那珂 郡 小 顧 村 大字 上 小 _ 七十！ 一 
番地 平民 水戶傾 裁判所 上小龆 m 張 所 認可 代 
書 人 桐 原獅藏 外 一名 呈出 (紹介 議員 津末良 
介 君〕 

同 第 四六號 

同上 茨城 縣两 茨城 郡 笠 間 町 笠 間 千 二十 三番 
地の  一士 族 水戶區 裁判所 笠 間 出張所 認 RJ 代 
書 人 三 村 豊永外 一名 呈出 (紹介 議員 鳩 山 一 
胄 君〕 

同 第 四七號 

同上 茨城 縣久慈 郡 太 田 町 三百 九十 七番 M 敷 
平民 水戶傾 裁判所 太 田 出張所 認可 代書人 蛭 
田 ¥ 助 外 二 名 呈出 (紹介 誘 員 高木 益 太 郎君〕 
同 第 四八號 

同上 茨城 縣久慈 郡 大子町 大字 大子二 百 二 十 
三番 地平 民 水戶區 裁判所 大子出 張 所 認可 代 
書 人 鈴 木 熊 三 外 二 名 呈出 (紹介 議員 黑須龍 
太郞君 ) 

同 第 四 九號 

同上 茨城 縣久慈 郡 金鄕村 大字 中 利 員 六十 三 
番地 平民 水戶 M 裁判所 屮利員 出張所 認可 代 
書 入 飯 塚英外 一名 呈出 (紹介 議員 松 田 源 治 
君〕 

同 第 5ri; 〇號 

同上 茨城 縣久慈 郡 小 里 村 大字 大中 八十 三番 
地平 民 水 F3 區 裁判所 大中出 張 所 認可 代書人 
吉村 熊太郞 外 一名 呈出 (紹介 議員 近 藤達兒 
君〕 

同 第五 一號 

同上 茨城 縣多賀 郡 松 岡 村 大字 下手 綱 千 五 百 

六番 地平 民 水戶區 裁判所 高 萩 出張所 認可 代 

書 人 大森竹 松 外 一名 呈出 (.紹介 議員 齋藤隆 

夫君〕 

同舘五二號 

同上 茨城縣 多賀郡 高 鈴 村 大字 助 川 四十 九番 

地 士族 水戶區 裁 剌所 WJ 川 S 張 所 認可 代書人 

神永靖 呈出 (紹介 議員 鈴 木 富士獅 君〕 

同 第 K 三號 

同上 茨城 縣多賀 郡 關本村 大字 關本 中二 十六 

番地 平民 水 戶區裁 判 所 關本出 張 所 認可 代 B} 


人齋 藤： 兀義外 一名 呈出 (紹介 議員 佐々 木 文 
一 君) 

同 第五 四號 

同上 茨城 縣新治 郡 石 岡 町 大字 石 岡 七 百 二十 
六番 地 士族 土浦區 裁判所 石 岡 出張所 認可 代 
書 入 石 井 乙 次郞外 一名 呈出 (紹介 議員 津末 
良 介 君〕 

同第芄艽號 

同上 茨激縣 新 治 郡 美 並 村 大字 大和 田 二 十三 
番屋敷 平民 土 浦區 裁判所 大和 田 出張所 認可 
代霄 人車 田 長 太 郞外二 名 呈出 (紹介 議 M 鳩 
山 一郎 若) 

同 第五 六號 

同 1- 茨城 縣稻敷 郡 江 戶崎町 江 戶崎百 三十 七 
番地 平民 土： 油 區 裁判所 江 戶崎 出張所 認可 代 
書 人 宮田太 兵 衞外二 名 呈出 (紹介 議員 高木 
益 太郞 君〕 

同 第五 七號 

同上 茨城郜 筑波郡 北條町 大字 北條百 九十 九 
番池 平民 土浦區 裁判所 北條 m 張 所 11 可 代書 
人 河 田 武一郞 外 一名 呈出 (紹介 議員 黑須龍 
太郞ナ 、 

同 第五 八號 

同上 茨城 縣行方 郡 麻 生 町 麻 生 八十 九 番地 平 
民土： /|1; 阪裁判所臓生出張所認可代書人谷仲 
福次郞 呈出 c 紹介 議員 松 田 源 治 君〕 

同 第五 ナ號 

同上 茨城 縣 行方 郡 玉 造 町 五十 五番 屋敷 平民 
土浦區 裁判所 玉 造 出張所 認可 代書人 中 村 三 
次郞 呈出 c 紹介 議員 近 藤達兒 君) 

同 第 六〇號 

同上 茨城縣 眞壁郡 下 妻 町 大字 下 S? 十六 番地 
士族 下 築 區裁判 所 認可 代書人 村 上 次 之 外 五 
名 呈出 /-' 紹介 誘 員 齋藤塍 夫君〕 

同 第 六一號 

同上 茨城 縣眞壁 郡 下 館 町 甲 百 37: 十 七番 地平 
民 下 梁 區裁判 所 下 館 m 張 所 認可 代書人 田 中 
定三郞 外 一名 呈出 (紹介 議員 漆 un 餞 君： I 
同 第 六 二 號 

同上 茨城 縣眞壁 郡 ® 壁 町 大字 K 壁 M 百！ 一十 
五番 地平 民 下妻區 裁判所 眞壁 出張所 認可 代 
書 人 細 谷 吉松外 一名 呈出 (紹介 議 M 肥田景 


之 君〕 

同 第 六三號 

同上 茨城 縣結城 郡 水 海道 町 三千 三百 七十 九 
番地 士族 下_區 裁判所 水 海道 m 張 所 認可 代 
書 人 高 堀 隆明 呈出 c 紹介 議員 鈴 木 富士彌 封〕 
同 第 六 pq 號 

同上 茨城 縣猿島 郡 境 町 百 二十 一番 地平 民 下 
妻 M 裁判所 境 出張所 認可 代書人 染芥 峰藏外 
一 芯 呈出 C 紹介 翳 員 佐々 木 文 一 君〕 

同 第 六 五 號 

同上 茨城 縣猿島 郡 岩 井町 大字 岩 井 百 二十 番 
地の 二 平民 下 妻 M 裁判所 岩 井出 張 所 認可 代 
書 人 富 山 兵 一郎 呈出 C 紹介 _ 員 津末良 介 君〕 
同 第 六六號 

同上 茨城 縣猿島 郡 古河 町 大字* 河 七 百 三十 
七番 地 士族 下妻區 裁判所 古河 出張所 認可 代 
書 人 和 井田 義次 呈出 (紹介 議員 田 島 達 策 君〕 
同 第 六七號 

同上 群 . |!0 縣前橋 市 北 曲 輪 町 二十 八番 地 士族 
前 橋 地方裁判所 認可 代書人 宇 野 光明 外 六 名 
呈出 (紹介 議員 田 島 達 策 君 外 一名) 

同 第 六八號 

同上 群 馬 縣 北甘樂 郡 富 岡 町 大字 富 岡 町 千 四 
百 十四 番地 平民 高崎區 裁判所 富 岡 出張所 認 
可 代書人 新 井 源 八 外 一名 呈出 (紹介 議員 齋 
藤 壽 雄 君 外 一 名〕 

同 第 六九號 

同上 群 馬 縣吾梨 郡 中之條 町 大字 中之條 七 百 
三十！ 一番 地平 民 高崎區 裁判所 中之條 出張所 
認可 代書人 丸 山 茂 雷 m 外 一一 名 呈出 (紹介 議 
員齋 藤, 雄 君 外 一名〕 

同 第 七 〇號 

同上 靜岡縣 靜岡市 兩替町 四 丁目 一番 地平 民 
銀行員 篠原金 七 外 七 名 呈出 (紹介 議員 鈴 木 
富 士彌君 〕 

同 第 七一號 

同上 靜岡縣 靜岡市 馬場 町 百 三十 二 番地 士族 
靜岡 地方裁判所 認可 代書人 渡邊芳 郞外四 名 
呈出 (紹介 議 M 鈴 木 富士彌 君〕 

同 第 七二號 

同上 靜岡縣 賀茂郡 下田 町 四百 二 十 三番 地平 
民 下田區 裁判所 認可 代書人 桑原 龜五郞 呈出 

四〇七 
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請® 宵 蕺 

(紹介 謀 ’ M 鈴 木 W 十： 頰君〕 

同绾七 一 i 

同上靜 岡； f 小 笠 郡 掛川町 扔 川 千 四百 七十 一 
番地 士族 ? ■« 松 M 栽 判 所掛川 出張所 認可 代® 
人吉 田虎榮外十名早：爪(紹介葯員鈴木富士 
彌 君) 

同 第 七 四 號 

同 卜'  山纪縣 中 府市錦 町 十七 番地 平民 甲府吔 
方抖判所 ^ 可代罱人 ?,-; 付九一外11;名呈出( 
紹介 謎 員 漆 US 級 •君〕 

词第 七： ; /I: 號 

同上 山 梨 縣 南都 留郡谷 村 町 上 谷 二 百 十八番 
地 士族 谷村阪 栽 判 所 認可 代® 人 德大赤 傑 外 
三名吊⑴へ紹介謅员肥田妓之君) 

同 第 七六號 

同上 畏 野 縣下水 内 郡 版 山 町 六 百 五十 九番 地 

士族 類 販山 M 裁判所 認可 代書人 吉松篤 外 三 

名 呈出 (紹介 翳 員 鈴 木 富 土 彌对) 

同 第 七七號 

同上 長 野 縣小縣 郡 上田 町 八 百 叫 番地 平民 上 

田问 裁判所 認可 代書人 西尔始 末 外 三 名呈 m 

(紹介 讖員佐 々木 文 一 君〕 

同 第 七八號 

同上 長 W 縣松本 市 大字 北 深 志 小 柳 町 七十 八 

番地 平民 松 木 臥 裁判所 認可 代書人 上 島 喜 三 

郎外二 十六 名 里 出 (紹介 _員律 末 良 介 忍) 

同 第 七 九號 

同上 長 野 縣西 筑蝴郡 福 島 町 五 百 四十 三番 地 

平民 福 島 K 裁判所 認可 代 ® 人家 高音 吉外二 

名 呈出 (紹介 謎 員 小 林 嘉平治 君〕 

同 第 八〇號 

同上 長 野 縣下 伊那 郡 飯 田 町 六 百 十九 番地 士 

族販田 區裁判 所 認可 代 W 人 黑澤弘 外 二 名呈 

出 (紹介 議员 齋藤壽 雄 君〕 

同 第 八一號 

同上 新 潟 縣新 潟市學 校 町 通 一番 町 十一 番地 

平民 新 潟 地方裁判所 認可 代書人 古島 浚 平 外 

五名 呈出 (紹介 鬪 M w 島 達 策 君) 

同 第 八 二 號 

同上 新 潟 縣長岡 市 表 三の 町 乙 四百 二十 九番 

地平 民 銀行員 勝 田 洋一郞 外 七 名 呈出 (紹介 

誘 員 井島 茂 作 君〕 


同 第 八 三 號 

同上 新 潟 縣長岡 市 東 千 手 町 一一 一 百 番地 平民 長 
岡 盹 栽 判所認 可 代® 人 三 浦 克己 外 四 名 a 壬 出 
(紹介 II 員 鳩 山 一郎 君) 

同 第 八四號 

同上 新 潟 縣刈羽 郡 比 角 村 千 九 百 九十 番地 乙 
士族 長 岡 M 裁判所 柏 崎 出張所 認可 代書人 小 
原 惟 淸外£ 名 呈出へ 紹介 議員 高木 益 太郎荇 〕 
同 第 八 五 號 

同上 新 潟縣南 魚 沼 郡 六日 町 大字 六日 町 第三 
百 三十 一番 戶平民 六日 町區 裁判所 認可 代書 
人 星 野 嘉平治 外 二 名 基 出 (紹介 誘 員 黑須龍 
太郞 

同 第 八六號  . 

同上 新 潟 縣中頸 城 郡 津有村 大字 茨澤艽 番戶 
平民 銀行員 中 村 文治 外 八 名 呈出 (紹介 調 員 
松 田 源 治* 0 
同 第 八七號 

同上 新 潟 縣高田 市 主 水 町 士族 高田區 裁判所 
認可 代書人 酒 井義喵 外 三 名 呈出 (紹介 議負 
近 藤達兒 君〕 

同 第 八八號 

同上 新 潟縣两 頸 城 郡 糸魚 川 町 大字 鐵砲 四十 
八番 地平 民 高 田® 裁判所 糸魚 川 出張所 認可 
代 W 人 爲田酿 之輔外 一名 呈出 (紹介 課員 齋 
藤隆 夫君〕 

同 第 八九號 

同上 京都府 位 都市 上京 yi 二條通 川端 東 入 孫 
橋 町 三十 一番 地平 民 銀行員 屮野俊 三 外 十四 
名呈 出(紹介議員鈴木富±_君〕 

同 第 九〇號 

同上 京都府 與 謝郡宮 燁町字 鶴 賀六百 四十 五 

番地 士族 宫津區 裁判所 認可 代書人 平岡緻 藏 

外 三 名 呈出 (紹介 議員 佐々 木 文 一 君〕 

同 第 九一號 

同上 大阪府 大阪市 南區爾 町 通 二 丁 同 二十 六 

番地 平民 銀行員 山 崎 富 藏外六 名 呈出 (紹介 

議員 津末良 介 君〕 

同 第 九 一一 號 

同上 大阪府 堺市市 之 町 東 二 丁目 十 N 番地 士 

族堺區 裁判所 認可 代書人 和田淸 人外 四名呈 

出 (紹介 議員 鳩 山 一 郎君) 


同 第 九 三號 

同上 兵匪 縣神戶 市 山 本 通 四 丁目 二 十 四番 屋 
敷 平民 會 社員 山 口 武外六 名 呈出 (紹介 熟 員 
齋藤隆 夫君) 

同 第 九四號 

同上 兵 席 縣神戶 市 多 聞 通 二 丁目 百 十九 番 M 
敷 平民 銀行員 石 井 甚三郞 外 六 名 呈出 (紹介 
議員齋 藤隨 夫君) 

同 第 九五號 

同上 re 庫 縣城崎 郡豊岡 町の 內本町 百 四 番地 
平民 豊岡區 裁判所 認可 代書人 臼 田 正 !1 f 外 十 
五名 呈出 (紹介 _ 員 齋藤隆 夫君) 

同 第 九六號 

同上 滋賀 縣大津 市 下 堅 田 町 十 番地 平民 銀行 
員 河 村 享三郎 外 九 名 呈出 (紹介 議員 高木 益 
太 則 f5' 〕 

同 第 九七號 

同上 滋賀 縣大津 市中 堀 町 十 二番 屋敷 平民 大 
律 地方裁判所 認可 代 W 人中 江 猪三郎 外 一名 
呈出 (紹介 _ 員 黑須龍 太郞沿 ) 

同 第 九 八號 

同上 和歌 山縣 和歌 山 市 久保町 一丁目 一番 地 
平民 銀行員 眞野李 外 十 名 呈出 (紹介 _ 員 松 
田 源 治 君) 

同 第 九九號 

同上 和歌 山 縣西牟 ® 郡 田邊町 大字 中 屋敷町 
八十 九 番地 平民 田邊 M 裁判所 認可 代書人 田 
所 八® 藏外. F1 名 呈出 C 紹介 議員 近 藤 達兒君 ) 
同 第一 〇〇號 

同上 和歌 山は 東牟奧 郡 新 , s' 町 千 二百 四十 七 
番 地 平民 新宮匾 裁判所 認可 代書人 中原 傳一 
郞外 一名 呈出 (紹介 譏 員齋 藤隆 夫君し 
同 第一 〇一號 

同上 高 知 縣土佐 郡 旭村 二百 四十 五番 屋敷 士 
族 高 知 地方 毅判所 認可 代書人 小 谷 忠明外 七 
名 呈出 (紹介 調 員 鈴 木 富士鲡 君〕 

同 第一 〇二號 

同上 高 知 縣安藝 郡 安藝 町西濱 二 千 二十 五番 
地平 民 安 ® 區裁判 所 認可 代書人 松 田 松 馬 外 
一名 呈出 (紹介 議員 佐々 木 文 一 君〕 

同上 高 知縣幡 多郡屮 村 町 大字 中 村 百 五十二 
番 屋敷 士族 屮村辟 裁判所 認可 代書人 岩願義 


I 四 IO 八 

成 外 四 名 呈出 (紹介 薄 X5 消 末 良 介 忍〕 

同 第一 〇四號 

同上 11 i® 縣河戥 郡 白子 町 大字 江 S; 3 五 十一 
番 M 敷 平民 安® 津 栽 判 所： : 一十 出 ii 可 
代 汧 人 倉 FH 藤 右 衞 門外 一名 里 出 CK. -il' .'i ::: 
井 ^ 茂 作 君 外 I 名) 

同 第一 0 五 號 

同上 三 m ;.--'; ll. l 志 郡久居 町 大字 本 町 百 十四 番 
屋 ® 士族 安锻渾 M 裁判所 久居出 張 所 認可 代 
P? 人山 岡 兵 太郞外 一名 呈出 r 紹介潢 U 小 林 
嘉平治 竹 外 一名〕 

同 第一 〇六號 

同上三艰縣一忠郡松ヶ畤村大字三溲十一番 
屋敷 平民 安鹉甜 區裁判 所屮原 s 張 所 認可 代 
書 人 日. . ;• 義亮 外 Jt: 名 呈出 (紹介 議員 井島 茂 
作 君 外 一名〕 

同 第一 〇七號 

同上 三重 縣販南 郡 松阪町 大字 殿 町 八十 番屋 
敷 士族 安濃 津區 裁判所 松阪 m 張 所 認可 代 SR ;: 
人山 本嵇 1*,; 外 一名 呈出 (紹介 謎 員 小 林 ^ 平 
治 君 外 一名) 

同 第一 〇八號 

同上 三重 縣阿山 郡 上野 町 大字 玄赛町 W 十六 
番地 平民 上野 區裁判 所認 nr 代 fif 人 TV 川 次郞 
吉外四 名 呈出' 紹介 議員 井島 茂 作 群 外 一名〕 
同 第一 〇九號 

同上 三重縣 阿山 郡西拓 植村 大字 下拓楠 五 百 
八十 二番 地平 民 上野 區裁判 所四拓 擗 川 張 所 
認可 代 » 人 松 島 金 五郎 外 一名 M m  (紹介 葯 
員 小 林 嘉平治 君 外 一名〕 

同 第二 〇號  . 

同上 三 重縣 名賀郡 名 張 町 字 新 町 八十 四番 屋 
股 平民 上野 K 裁判所 名 張 m 張 所 認可 代 fi 人 
中 四 辰 三 外 二 名 基 出 (紹介 p‘ a 井島 茂 作 君 
外 一名〕 

同 第一 i 一 號 

同上 三重 縣 三重 郡 菰野 村 大字 菰野 二 百 二 十 
六番 屋敷の 一平 民 四日 市區 裁判所 菰野 出張 
所 認可 代 if 人 南川淸 五郎 外 一名 呈出 (紹介 
誘 員 井島 茂 作 君 外 一名) 

同 第ニ ニ 號 

同上 三重 縣宇 治 Ml 田 市 大字 宮 後町 三十 一番 
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屋 » 平民 山 田 ® 裁判所 認可 代 W 人 羽 代國松 
外！ 一名 呈 U1 C 紹介 議員 小 林 慕 平 治 君 外 一名〕 
同 第二 - ■: 號 

同上 三重 縣度柯 郡 田 丸 町 大字 田 丸 町 八十 三 
.番地の 二 平民 山田區 裁判所 田 丸 出張所 認 可 
代» 人山 田 小 八 呈出 (紹介 議 貝 小 林 嘉平治 
君 外 一名) 

同 第二 四號 

同上 三重 縣度會 郡 髄原村 大字 野 後 千 三百 五 
十一: 番地の 一平 民 山 田 1S 裁判所 野 後出 張 所 
認可 代 » 人 森 本 泰信里 m  (紹介 崴員并 島 茂 
作 君 外 一名) 

同 第二 五 號 

同上 三重縣 度# 郡鹋倉 村 大字 13 柄 浦 五 百 九 

十九 番地 平 W 山 田 K 裁判所 糙捫出 張 所 認可 

代® 入 小 林直吉 呈出 (紹介 議員 小 林 嘉平治 

君 外 一名) 

同 第二 六號 

同上 一一； 重縣 度會郡 五ケ所 村 大字 五ケ所 浦 百 

二十 三番：！ • © 平民 山 田區 裁判所 五ケ所 出張 

所說可 代書人 柳 原 近 之 助 呈出 (紹介 P 員 井 

E- 茂 作 君 外 一名) 

同® 一一 七號 

同上 三 m 縣 多氣邯 荻 原 村 大字 茂 原 二 百 五十 

番 W, 平 '',- 山 田 區攰 判 所 荻 原 m 張 所 認可 代書 

人 野 a 峰 二郎 呈出 (紹介 誘 員 小 林 慕 平 治 君 

外 一名) 

同 第二 八號 

同上 一一; m 縣忠一 郡 ? S 方 村 W 八十 W 番 m 敷の 

1 1 平民 山田區 裁判所 鹈方出 張 所 4 可 代書人 

大矢 aw 早出 (紹介 蔻 M 井島 茂 作 君 外 一名〕 

同 第二 九號 

同 k 三 重 縣南牟 雄 郡 木本 町 六 百 六十 三番 M 

敷 平民 木本 K 勃 判 所 認可 代書人 門 長 益 外 一 

名 早出 (紹介 r5?? 員 小 林- M 平 治 君 外 一名) 

同 第ー ニ〇號 

同上 111 S 縣南牟 琪郡鹈 殿 !! 11 百 六十 番地の 

一平 民 木本 判所勉 殿 出張所 認可 代 S 入 

木 村 好次郎 虽 出 (紹介 議員 井島 茂 作 君 外 一 

名〕 

同 第一 1 二 號 

同上 三 10 縣南牟 琪 郡 屉呂志 村 大字 上野 五 百 

匿 声 誘 


三十 . ?<: 番地の 三 平民 木本 M 裁判所 上野 出張 
所 認可 代 1J 人 畑 tp 三郎外 三 名 呈出 (紹介 議 
員 小 林嘉平 洽封外 一名〕 

同 第一 一三 號 

冏上 三 ® 縣 北牟蜇 郡 尾蔣村 大字 中 井浦 二百 
三十 1 :番地 平民 木本 M 裁判所 賭 溜 出張所 is 
可 代書人 糊 木彌 十郎外 一名 呈出 (紹介 議員 
井島 茂 作 封 外 一名〕 

同 第ー ニ 三 號 

同上 三重 縣北牟 萬 郡長 島 町 八 百 四十 11 番地 
平民 木本 拭 裁判所 長 島 出張所 認可 代書人 安 
島忠次 呈出 (紹介 議員 小 林 嘉平洽 君 外 一名) 
同 第ー ニ 四號 

同上 岐阜 縣 岐阜 市 西 川端 町 四千 四百 九番 地 
の 十一 平民 岐阜 地方裁判所 認可 代書人 鹿 _ 
元 吉外三 名 呈出 (紹介 議員 佐々 木 文 一 君) 
同 第一！ 一 五 號 

同上 福 井 縣福井 市 九十 九 町 五十 番地 平民 銀 
行員 畑 中 末 太郎外 十二 名 呈出 (紹介 誘 員 佐 
々木 文 一 君) 

同 第二 H ハ號 

同上 福 井 縣敦货 郡敦貿 町大内 七十 七番 地平 
民 銀行員 永并 磯太 郎外四 名 呈出 (紹介 議員 
佐々 木 文 一 君) 

同 第一 二 七號 

同上 石川縣 金澤市 安江 町 二番 地平 民 銀行員 
奥山 錫 外 八 名 呈出 C 紹介 議員 佐々 木 文 一 君) 
同 第一 二八 號 

同上 石 川 縣鹿島 郡 七 尾 町 字 藤 橋 ii の 二十 二 
番地 士族 七 尾 辟 裁判所 認可 代® 人 池 田鎭易 

外 一名 呈出 (紹介 議員 * 須龍太 郎君) 

同 第ー ニ九號 

同上 富 山縣富 山市惣 曲 輪 三百 九十 番地 平民 

銀行員 田 上 商 枝 外 十二 名 里 出 (紹介 篛員黑 

須龍 太郞 君'* 

同. 第一 三 〇號 

同上 富山縣 富 山 市 船頭 町 二 十四 番地 平民 富 

山 fill 方 裁判所 Ig 可 代書人 藤 井 兼次郞 呈出 

(紹介 議員 高木 益太郞 君： 一 

同 第二 一二 號 

同上 富 山 縣高岡 市 片原町 四十 二番 地平 民 高 

岡區裁 判所諫 可 代 ■人 一野 松 次郎外 一名 呈 


出  <  紹介 議員 鈴 木富士 彌君〕 

同 第二 一一! 一號 

同上 席 島縣廣 岛 市 船 入 町 十五 番地 平民 銀行 
員 鍋 鳥 秩外六 名 呈出 (紹介 議 負 黑須 _ 太郞 
君) 

同 第一 三 三 號 

同上 廣島 縣吳市 大字 莊山田 村 五 百 六十 二番 
地の 一士 族吳 M 裁判所 認可 代書 A 才木楚 外 
七 名 呈出 f 紹介 議員 高木 益太郞 君〕 

同 第一 三 四 號 

同上廣 島縣尾 道市阐 崎 町 百 八十 八 番地の 二 
士族 尾道區 裁判所 認可 代書人 國田_ 十三 郎呈 
出紹介議員鳩山一郞对) 

同 第一 三 五 號 

同上 山 口縣阿 武郡萩 町 第二 千 五十 番屋敷 士 
族 萩 區裁判 所 認可 代書人 阿座上 權吉外 五名 
呈出 (紹介 議員 高木 益 太郎対 〕 

同 第二 一一 六號  * 

同上 山 口縣 下關市 大字 岬 之 町 七十 九番 地平 
民 銀行員 藤 川 兼 石 外 七 名 呈出 f 紹介 議員 黑 
須龍 太郞料 〕 

同 第一 三 七號 

同上 山 n 縣下關 市 大字 田 中 町 第三 十 六番 M 
敷 平民 下關區 裁判所 認可 代書人 今 W 新吉外 
一名 基 出 (紹介 議員 松 田 源 治 君〕 

同 第二 一一 八號 

同上 岡山縣 岡 山 市 久山町 十 三番 1 平民 銀行 
員 日 下 啓太郞 外 十一 名 呈出 (紹介 議員 近 藤 
達兒 君〕 

同 第二 一一 九號 

同上 岡 III 縣岡山 市 大字 三番 町 三十 三番 地平 
民 岡 山地 方 栽 刺 所 認可 代書人 氏 平 荒四郞 外 
二 名 里 出 C 紹介 議員 齋藤隆 夫君〕 

同 第一 四〇號 

EI 上 岡 山 縣淺： I 郡長 M 村 大字 長 尾 二 千 九十 
番地 平 K 玉島區 裁判所 認可 代書人 石 賀峰吉 
外 二 名 呈出 (紹介 議員 鳩 山 一 郎君〕 

同 第一 四一號 

同上 岡 山縣上 房 郡 高 梁 町 大字 小高 下 三十 四 
番地 士族 高 梁 K 裁判所 11 可 代書人 間 野義孝 
外 一名 呈出 (紹介 讓員 齋藤隆 夫君〕 

同 第一 四二號 


同 h 岡 山 縣苫 田郡津 山 町 大字 福 渡 町 二十 一 
番地 第二 平民津 山區 裁判所 認可 代書人 田 淵 
田外一 « 虽出(紹介鹩員鳩山一郎君〕 

同 第一 四三號 

同上 鳥 取 縣東伯 郡 倉吉町 大字 仲の 町 二十 四 
番屋敷 平民 倉吉區 裁判所 認可 代 e 人 松木圓 
次郞外 一名 呈出 (紹介 議員齋 藤 壽雄君 〕 

同 第一 四 四 號 

同上 島根 縣美濃 郡 高 律 村 大字 高津い 千 五十 
番地 平民 益 田區裁 判 所 認可 代書人 松木卷 太 
郞呈出 (紹介 議員 田 島 達 策 君) 

同 第一 四 五 號 

同上 島根 縣闶吉 郡 西 鄕町 大字 西 町 I 番地 平 
民 西鄕區 裁判所 認可 代書人 烏 越 勝治呈 m 
(紹介 熟 員 井島 茂 作哲) 

同 第一 四六號  / 

同上 愛媛 縣松山 市 大字 玉 川 町 一一 十五 番戶平 
民 銀行員 景浦肇 外 七名呈 m  c 紹介 議員 鳩 山 
一郎 君〕 

同 第一 四七號 

同上 愛媛 縣喜多 郡 新 太 村 大字 新 谷 甲 千 七 ？ I 
二十 八番 地平 民 大洲區 裁判所 認可 代書人 平 
井寅雄外四名孕出(紹介_員高木益太郞若〕 
同 第一 四 八號 

同上 愛媛 縣 新居 郡 神拜村 大字 神拜百 四十 四 
番戶 士族 西條區 裁判所 認可 代 « 入 富 永 藏' A 
外 一名 M ; 出 (紹介 議員 黑須龍 太郞 君〕 

同 第一 四九號 

同上 愛媛 縣北宇 和 郡 宇 和 島 町 大字 樱町 十六 
番地 平民 宇 和 鳥 區猙判 所 認可 代書人 加 藤 盛 
太郎外 一名 呈出 (紹介 議員 松 田 源 治 君〕 

同 第一 五 〇號 

同上 長崎縣 長 崎 市 本 石灰 町 四十 四番 地 平民 
銀行員 吉田孫 六 外 十五 名 呈出 (紹介 議員 肥 
田景之 君) 

同 第 一 五 一 號 

同上 長 崎 縣長崎 市 萬 歳 町 二 十 四番 地平 民 長 
崎 控訴院 認可 代書人 玉 林 - A 衞外五 名 呈出 
(紹介 議員 近 藤 達兒若 〕 

同 第一 五 11 號 

同上 長 崎 縣佐世 保 市 保 立 町！ 一十 六番 地平 民 
佐 ' 111: 保區 裁判所 認可 代書 入大曲 甲 四 郎外三 

四〇九 
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名 呈出 (紹介 ？ S S 锫藤隆 夫君) 

同 第一 五三號 

同上 長 崎縣南 松 浦 郡 福 江村 福江鄉 三百 二十 
九番 地： 十 民福 江 K 裁判所 認可 代 W 人出 口 郡 
1 1 外 二 名 呈出 (紹介 議員 漆昌鈒 
同 第一 7>: 四號 

同上 長 崎 縣ド縣 嚴原郡 町 大字 中 村 二十 三番 
戶第 二號 平民 嚴原區 裁判所 認可 代® 人 鈴 木 
立吉外 一名 呈出 /-' 紹介 議員 鈴 木 富士龋 君〕 
同 第一 五 ? r 號 

同上 佐 賀縣佐 賀市 大字 松原 町 二十 七番 地士 
族 佐 M 區裁判 所 認可 代 ® 人 隅 尾 元 一郎 外 三 
名 半： / 11 (紹介 _ 員 佐々 木 文一君 ) 
同ぢ五 六號 

同上 福 岡縣福 岡 市 大濱町 一丁目 二十 三番 地 

平民 銀 fr 員 松 崎 與四郎 外 十一 名 呈出 (紹介 

調 員 松 田 源 治 君〕 

同 第一 五 七號 

同上 福 岡縣久 留米市 通 町 十一 番地 平民 銀行 

員 古河 光太郎 外 十 名 呈出 (紹介 議員 律 末 良 

介 君) 

同 第一 五八 號 

同上 福闽縣 久留米 市 莊島町 三百 六十 三番 地 

士族 久留米 K 裁判所 認可 代® 人 福 田 一正 呈 

出 C 紹介 議員津 末 良 介 君〕 

同 第一 五 九號 

同上 福 岡 縣 山門 郡 城內村 大字 城 隅 町 十八番 

地 士族 柳 河 隅 裁判所 認可 代霄人 鶴 田 修外二 

名 呈出 (紹介 議員 津末良 介 君〕 

同 第一 六〇號 

同上 福 岡 縣小倉 市 船頭 町 七十 七番 地平 民 銀 

行員 石 井 安太郎 外 十一 名 呈出 (紹介 議員 津 

末 良 介 君〕 

同 第一 六 一號 

同上 福 岡 縣門司 市 東 本 町 三千 二 百 二番 地平 

民 銀行員 田口久 吉外六 名 呈出 (紹介 翳 員 小 

林 嘉平治 君し 

同 第一 六 二 號 

同上 福 岡 縣 若松 市 本 町 三 丁目 十八番 地平 民 

銀行員 安岡 千代 松 外 五名 呈出 (紹介 a 員齋 

藤__ 君) 

同 第一 六 三 號 


同上 大分 縣 大分 市 大字 羽 屋 二百 三十 四番 地 
平民 大分 地方裁判所 誤 可 代 al l'r 人淸 水 ig 雄 外 
五名 呈出 (紹介 謙 員 松 田 源 治 君 外 I 名) 

同 第一 六 四號 

同上 大分 縣茼入 郡 竹 田 町 大字 竹 田 七 百 二十 
八番 地 士族 竹田區 裁判所 謎 可 代書人 淵 野 澄 
藏外四 名 呈出 (紹介 議 M 松 田 源 治 君 外 一名) 
同 第一 六 五號 

同上 大分 縣日田 郡 日 田 町 大字 豆 田 三百 九十 
三番 地平 民 日田區 裁判所 認可 代 W 人 拓原直 
三 外四洛 呈出 (紹介 議負津 末 良 介 君 外 一名〕 
同 第一 六 六 號 

同上 熊 本 縣熊本 市 鍛冶屋 町 十五 十 六番 地平 
民 銀行員 永井實 宣外九 名 呈出 (紹介 議員 松 
田 源 治 君) 

同 第一 六 七號 

同上 熊 本縣熊 本 市 砂 體寺町 八十 一番 地 士族 
熊 本 地方 栽 判 所 認可 代書人 山 本 晴夫外 一名 
呈出 (紹介 議員 松 田 源 治 君) 

同 第一 六八號 

同上 熊 本 縣天萆 郡 本 渡 町 三百 五十 七番 地平 
民 天草區 裁判所 認可 代書人 森 寬吾外 三名呈 
出 (紹介 議員 田 島 達 策 君〕 

同 第一 六 九號 

同上 鹿 兒島縣 鹿 兒島市 東 千 石 町 百 十八番 戶 
平民 鹿 兒島地 方 裁判所 認可 代書人 劉 幸太郞 
外 十一 名 呈出 (紹介 議員 井島 茂 作 君〕 

同 第一 七〇號 

同上 鹿 !; 11 島縣薩 @ 郡東 水引 村宮內 千 六十 七 
番地 士族 川內區 裁判所 認可 代 * 人 ニノ 方壹 
外 三 名 呈出 (紹介 議員® 山 一郎 君〕， 

同 第一 七一號 

同上 鹿兒 島縣 肝 13 郡 鹿屋 町中 名 七 千 四百 四 

十三 番地 士族 鹿屋區 裁判所 認可 代書人 藤 崎 

廣熊外 四 名 呈出 (紹介 議員 高木 益 太郞 君：} 

同 第一 七 二 號 

同上 宮崎 縣宮 崎郡宮 畸市 大字 瀬 頭 三十 番地 

平民宮 崎 地方裁判所 認 W 代書人 松浦庄 三 郞 

外 四 名 呈出 (紹介 SS 肥 田景之 君〕 

同 第一 七 11 i 號 

同上宮 崎縣阐 那 珂郡肤 肥 町 大字 板 敷 八 千 二 

百 七十 八番 地 士族 飫肥 K 裁判所 調 可 代書人 


小 西 六郎外 二 tl 呈出 C 紹介 薄 M 肥 田 景之 君) 
同 第一 七四號 

同上 宮喑縣 北 諸 縣郡都 城 町 大字 下長肢 四千 
二百 十八番 地 士族 都 城區 裁判所 認可 代書人 
古大內 K 彥外 一名 呈出 (紹介 gl M 肥 田 叕之 
君〕 

同 第一 七五號 

同上 宮崎 縣仙毫 市 弓ノ町 一番 地平 民 銀行員 
淸原煺 次 外 十 名 II 出 (紹介 韻 員 黑須龍 太郞 
君〕 

同 第一 七六號 

同上 宮崎縣 本 吉郡氣 仙 沼 町 三百 三十 五番 地 
平民 氣仙沼 區 裁判所 認可 代書人 大森 德治呈 
出 (紹介 議員 松 田 源 治 君〕 

同 第一 七七號 

同上 福 島縣福 島 市大町 五十八 番地 平民 銀行 
員 白 根 澤吉_ 外 七 名 呈出 (紹介 議員 近 藤 達 
兒 君〕 

同 第一 七八號 

同上 福 島 縣相馬 郡 飯豊村 大字 岩 千 二 番地 士 
族 相馬區 裁判所 認可 代書人 小 野 田 義親外 二 
名 呈出 (紹介 議員 近 藤達兒 君) 

同 第一 七九號 

同上 福 島縣西 白 河 郡 白 河町存 中 町 四十 一番 
地平 民 白河區 裁判所 認可 代書人 金 澤留之 助 
外 三 名 呈出 (紹介 議員 近 藤達兒 君〕 

同 第一 八〇號 

同上 福島縣 若松 市 大町三 四の 竪一 平民 銀行 
員大 石 勝 雄 外 五名 呈出 (紹介 議 M 近 藤達兒 
君) 

同 第一 八！ 號 

同上 福 鳥縣 若松 市榮町 十七 番地 平民 若松 區 
裁判所 認可 代書人 神 山 八彌外 二 名 呈出 (紹 
介 議員 近 藤達兒 君) 

词第 一八 二 號 

同上 山形 縣米澤 市 御 守 町 五 千 百 六十 六番 地 
平民 銀行 M 小 池 新 太 郞外七 名 呈出 (紹介 _ 
員 齋藤隆 夫君) 

同 第一 八 三 號 

同上 山形 縣西田 川 郡 鶴 岡 町 馬場 町 番外 地 內 
M 號 士族 鶴 岡區 裁判所 認可 代 醫人木 村 正 外 
七 名 呈出 (紹介 議員 漆昌趿 君〕 


四 I  0 

同 第 一 八四號 

同上 III 形縣飽 浞郡酒 田 町 下※ 町 百 四番 地平 
民酒山捽裁判所認可代？；\太出忠三郎外三 
名 呈出 C 紹介 玆以肥 田 赍之岩 
同 第一 八五號 

同上 烧手縣 辟 岡 市 加 ?- i; 野 百 五十 一 番户 平民 
銀行 fl 祸内嬰 吉外五 名 呈出 (紹介 fl ti 益 木 
富 士翊 君〕 

同 第一 八 六號 

同上趿 手縣盛 岡 r!j 二王 小路 三十 一番 戶 士族 
盛 岡 區裁判 所 認可 代 ! 3 人 ® 田 /， 1,: _ 外 四 名 M 
出 (紹介 e 員 佐々 木 文 一 君) 

同 第一 八七號 

同上® 手 縣上閉 伊 郡 遠 野 町 五 百 六十 九番 户 
平民 遠 野 遛裁判所認町代^:人鈴木源作外一 
名 呈出 (紹介 議員 律 末. R 介 君) 

同 第一 八八號 

同上鈒 手 縣下閉 伊郡宮 古町 第 十三 地劑字 下 
町 五十 五番 地平 民宮古 W 裁判所 認町代 W 人 
田 島 要 ■呈出 (紹介 議 M 小 林 茲平治 君) 

同 第一 八九號 

同上 秋 田 縣秋田 市 茶 町 扇の 丁 三十 一番 地平 
民 銀行員 山 本 政治 外 六 名 呈出 (紹介 謎 員 齋 
藤, 雄 君〕 

同 第一 九〇號 

同上 秋 田縣由 利 郡 本 莊町本 田 仲 町 二 十四 番. 
地 士族 本莊 M 裁判所 認可 代 ?' f 人ヾ 原 ^ 太郞 
外 三 名 呈出 (紹介 鼷 M 田 島 達 策 君) 

同 第一 九一號 

同上 靑森 縣靑森 市 大字 柳 町 三十 一番 地平 民 
銀行 M 市 村 • %: 平 外 八 名 呈出 (紹介 識負井 島 
茂 作 君) 

同 第 一九二 號 

同上 靑森 縣弘前 市 大字德 田 町 十七 番地 士族 
弘前區 裁 ^ I 所 認可 代書人 X 藤 貫 外 三 名 呈出 
(紹介 議員 鳩 レ ー郎 君) 

同 第一 九三號 

同上 北海道 函舘區 富 岡 町 二 番地 平民 銀行 M 
阪口忠 太郞外 十一 名 呈出 (紹介 PI 員 高木 益 
太郞 君) 

同 第一 九四號 

同上 北海道 札幌區 南 二 條西二 丁 R 十 三番 池 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


平民 銀行員 中島 三郎外 十一 名 呈出 (紹介 _ 
H 黑須龍 太 郎君) 

同 第一 九 五 號 

同上 北涡道 室！' 町 大字 本 町 百 三十 九番 地平 
民宰 _區 裁判所 認可 代 害 人 杉 田 忍 呈出 (紹 
介議 U 松 田 源 治 君〕 

同 第一 九六號 

同上 北海道 浦 河 郡 浦 河 町 大字 浦 河 村 六十 四 
番地 平民 浦 河 M •裁判所 18 可 代書人 關根榮 治 
里出(紹介議員近藤達兒对) 

同 第一 九七號 

同上 北海道 小© M 花阆町 束 二 丁目 八番 地平 
民 銀行員 山 W 芳郎外 十一 名 呈出 (紹介 議員 
箝藤隨 夫君〕 

同 第一 九八號 

同上 北 泡 道 岩 内 郡 岩 内 町 大字 橘 町 九十 一番 

地平 民 岩. 2M 裁判所 認可 代書人 大島五 郞三 

郎外 一名 里 m  c 紹介 譏 M 漆 M 踎君〕 

同 第一 九九 號 

同上 北海道 旭川 區三條 通 八丁 目 右五號 平民 

銀行 0 % 谷 長 雄 外 六 名 里 出 (紹介 _ 員 肥 田 

景之 君〕 

同 第二 〇〇號  •  / 

同上北海道旭川區四條通九丁目右八號平民 

旭川 铽裁判 所_ 可 代 雷 入茼 井泉 雄 外 二 名呈 

出 (紹介 ^ 員 鈴 木 富士彌 君 

同 第二 〇一號 

同上 北海道 咐毛郡 佾毛町 大字 辨天町 二 丁目 

百 四十 二 番地 士族 m 毛 M 裁判所 認可 代書人 

水 野悦輔 早出 (紹 is ® 佐々 木 文 一 君〕 

同 第二 〇二號 

同上 北海道 宗谷郡 稚內町 本 通 北 一丁目 九十 

三番 地平 民稚内 K 裁判所 認可 代書人 木村鐵 

三郞呈 m  ( 紹介 謎 員津末 良 介 君) 

同 第二 〇三號 

同上 北海道 根 室 郡® 宰町 大字 彌生町 二 丁目 

十六 番地 «•• 根 室 M 裁 ^) 所誚 可代霄 人 村 上 

M 呈出 f 紹介 議 a 小 林嘉平 治 君〕 

同 第二 〇 四 號 

同上 北 ', ■'. 道 網 走 郡 網 走 町 大字 北 見 町中 通 八 

丁 E 一 番地 士作網 走 K 赴 艸所認 可 代 醫人新 

閗 忠 呈出" 紹介 P M 藤 e 雄 君〕 

詰 ^ e r 


同 第二 〇五號 

同上 樺 太豊原 郡豊原 町 東 一條 南 一 丁目 二十 
三番 地平 民 費 原 傾 裁判所 認 可 代書人 高木 ra 
呈出 c 紹介 議員 田 島 達 策 君： > 

同 第二 〇六號 

同上 搾 太眞岡 郡 H 岡 町 大字 眞岡 字南濱 町 二 
丁目 十二 番地 士族 眞岡區 裁判所 認可 代書人 
村 山 m 助 呈出 c 紹介 議員 井島 茂 作 君〕 

右 請願の 要 3 口は 代醫 業に 關 する 現行法規には 何等 
總括的 統一 規定な く 谷 府縣谷 別に 府縣 令を 以て 之 
を 律し 斯業 開始の 出願者に 對 しては 僅に 其の 素行 
を 調査す るに 止り 其の 學力經 驗 等の 如きは 全く 之 
を： 小 問に 付せ り 市町村 役場 又は 馨察满 等に 提出す 
る 書類の 作成者 即ち 所謂 普通 代書人に 對 しては 現 
行の 制度 必す しも 不可なら すと する も專ら 通常 裁 
判 所に 提出す る W 類の 作成者 即ち 所謂 司法 代書人 
に對 しては 期の 如き ほ甚 た妥 當を缺 くものと 謂は 
さるへから す 蓋 HJ 法 代 W 入は 裁判所と 當事 片 との 
間に 介在して ® 方の® 宜を圖 る 緊要なる 一機 關に 
して柑 當の 能力 ある 者に 非す むは 能く 其の 任を 盡 
し ill し 依て 相 常の 資格 又は 學識 ある 者を して 之に 
當 らしむ るの 制を 採り 裁判所 代書 業者に 關し 請願 
爵 添付の 如き 法規を 制定し 以て 司法 代書人の 品位 
向上を 圖り 兼て 代 W 業の 圓滿な る發 達を 期せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと！ 一決せ 〇 依て _ 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及浍 付 候 也 _ , 

特別 報 街 第三 十五 號 
意見 » 

請願 文書 表 第二 一 1 號 

生 月 村に 區裁判 所 出張所 設置の 請願 長 崎縣 

北 松 浦 郡 生 月村萵 野 小 源 治 M 出 (紹介 議員 中 

倉 萬 次 郎君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 長崎縣 北 松 浦 郡 生 月 村は 北西 南の 

三方は 支那 海に 面し 東西 一里 南北 三 里戶數 千 三百 

民有 地積 千 三百餘 町步を 有する 大村 にして 近時 耕 

地の 整理 水產 業の 發胺に 伴 ひ 登記 件® 益增 加し 來 

れるも 所轉 平戶 裁判所 所在地た る平戶 港に 至る に 

は 海路 數里航 通 W 難を 極む 殊に 冬期 航海の 杜絶す 

る こと！！ にして 登記 事務を 辨す るに 於て 村民の 不 

利 不便 尠から す 加之該 村は ffl 登記 法實施 常時 戶長 


役場 内に 二箇 年間 生 月 登記所を 設 {1 せられた るの 
歷史 あり 依て 前記 生 月 村に 區 裁判所 出張所を 設置 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 謖 決せり 依て ii 院法第 六十 五條に 依り 別 
册及浍 付 候 也 

特別 報吿 第三 十六號 
意見書 

請願 文書 表 第二 一 五 號 
石 森 町に 區 裁判所 出張所 設崮の 謂 願 宮城 縣 
登 米 郡 石 森 町長 二 木 茂 平 外 四 名 呈出 (紹介 議 
員 村松龜 一郞嵙 ) 

右 請願の 要旨 ほ 宮城 縣登米 郡 石 森 町は fii に 明洽四 
十一 年 及 同 四十 四华に 於て 登 米 M 裁判所の 計畫に 
係る 同町 及 石 越 村、 土 沼 村 錦 織 村、 米 JI1 村を 管轄 
する 登記所 設 it の 指定 地た る 特典を 放棄した る も 
現今は 其の 當 時に 比し 登記 件 ®! 旣に 三倍に 達し 今 
後尙 益佾 加せ むと する の狀况 に 在り 而も 該 町村ょ 
り 所轄 登記所に 至る には 谷數里 を跑て 交通 亦容县 
ならす 地方 住民の 不利 不便 大な り te て 大正 七 年度 
に 於て 敷地 買收 並廳舍 建築に 要する 費用の 寄附を 
許可し 以て 速に 前記 石 森 町に 同町 及 石 越 村， 土 沼 
村 錦 織 村 •米 川 村を 管轉 する 登 米區 裁判所 出張所 
を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其 趣 s n を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ き 
ものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 
及御遂 付 候 也 

特別 報 ^ fi 第三 十七 號 
意見書 

謂 願文 書 表 第二 七三 號 

市勢 村 金 市に 區 裁判所 出張所 設置の 請願 烏 
取 縣東伯 郡 逢束 村 市勢 村 伊勢崎 村 組合 長 太 田 
力藏外 三十 二 名 呈出： 紹介 議負奧 田 龜造れ 〕 
右 請願の 要旨は 烏収縣 東 伯 郡 伊勢崎 村 ほ 其の 所 II 
倉吉區 裁判所 由 良 出張所に 至り 逢束 村 市勢 村下鄕 
村 上鄕村 古布‘ K 村は 其の 所轄 倉 吉區 裁判所 赤碕出 
張 所に 至り 孰れ も 其の 距離 二 里 乃至 五里餘 にして 
不利 不 ffi を 極む 而して 右の 中 市勢 村 金 市は 由 良 赤 
碕の 中間に 在る のみなら す 四通八達の 要路に 當り 
停車場 村役場 郵便 / Hi 等の 所在地に して 交通 至便の 
位 匿に 在り ffi て 速に ij!l 記 谷 村を 管轉す る區 裁判所 
出張所を 市勢 杓 金 市に 設置せられ たしと IW ふに 在 


衆認院 は 其 趣旨を 至當 なりと 誠め 之を 採摺 すへ き 
ものと 議決せ り te て_院 法 第 六十 五條に 依り 別册 
及 御 S 付 候 也  ， 

特別 報告 第三 十八 號 
意見書 

請願 文 W 表 第 四 二〇號 
手莊 村に 區裁判 所 出張所 設置の 請願 岡山縣 
川上 郡手莊 村長 赤松 佳 衞外 三 ^ 呈出 紹介 il 
M 西 村 丹 洽郞対 〕 

右 請願の 要旨は 岡 III 縣川 上郡莊 村、 大賀村 、日 里 
村， 高山 村の 四箇 村は 高梁區 裁判所 成 羽 ,, 11 張 所の 
管轄に® する も 其の 距離 遠隔に して 交通 亦最 不便 
を 極め 關係 村民の 困難 甚し味 て 大正 七 年度に 於て 
前記 地方を 一區域 として 管轄す る 登記所を 其の 中 
央な る手莊 村 大字 地頭に 設置せられ したしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 櫸すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 :/ i: 條に依 り 別 
册及御 s l  1-J- 候 也  I 
特別 報 茜 第三 十九 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 二 七 號 
小 野 田 村 東 小 野 田に 區 裁判所 出張所 設置の 請 
願 宮城 縣加美 郡 小 野 田 村 西 小 野 田 字 原 町 六 
角 四十 四番 地の 一平 民 農 今 野 貞亮外 九十 名呈 
出 (紹介 議員 遠 藤良吉 君 外 二 名) 

右 請願の 要旨は 宵 城 縣加美 郡 ほ 其の 取 端に 中 新田 
登記所を 有する のみなる を 以て 西部なる 小 野 田 村 
宮崎村 加 美 石 村 色 麻 村ょり 至る に ほ 近き も 二 里を 
要し 其の 大區は 五 里 乃至 九 里を 隔て r]. 交通 至雖に 
して 登記 事務の 激增 せる 今日 其の 關係 村民の 不便 
不利 甚し而 して 小 野 田 村 取 小 野 田の 地は 前記 谷 村 
の物貨 集散地と して 交通 亦 平 至 使なる を 以て 前記 
四箇 村を 管轉 する 區裁判 所 m 張 所を 小 野 田 村 II 小 
野 田に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 某の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て s 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及 御. 送付 候 I Hi _ 

特別 報吿第 四十 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 三〇號 
四 二 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


四 二 一 


請 顔 ^ m 


士別 町に K 裁判所 m 張所設 S の誧願 北海道 
上 川 郡 士別町 平民 公吏 遠 藤康之 外 三十 四 名 
呈出 ( 紹介 議員 班 武君〕 

右 請願の 要旨 (3; 北海道 旭川 區裁判 所 上 名 寄 出張所 
は 取扱 登記 件数 約！ 萬を 算し事 猝多 きに 過く ると 
管轄 •-.!■ 域 !!?/ 汎な るか 爲所脊 內上川 郡 名蒂村 上士別 
村 ai 淵 村 和 寒村 並士別 町ょり 登記 用務を 辨せ むと 
する には ft 復 三日の 時日を 要す 而も該 出張所 取扱 
登記 件数の 十分の 六 以上は 前記 町村 住民の 申請す 
る 所に 係り 其の 不利 不便 言 ふへから す而 して 士別 
町 ほ 右谷 町村の 中央に 位し 天镅 沿線 中 唯一の 取 ^ I 
市場と して 樞 要の 地 點な るを 以て 同町に 前記 谷 町 
村を锌 _ する區 裁判所 出張所を 設置せられ たしと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 籙決せ り 依て 篛院法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御垛 付 候 也 

特別 報吿第 四十 一號 

意見 霄 

請願 文® 表 第二 11 六 號 

瀬戶 町に 登記所 設置の 請願 岡 山 縣赤磐 郡 翻 

戶 町長 平 田 金三郞 外 六 名 呈出 (紹介 議員 福 

井 三 郎君〕 

右 請願の 5? 旨は 岡 山 縣赤磐 郡は 郡內 十四 箇 村を 管 

轉 する 岡 山 K 裁判所 輕部 m 張 所と 其の 餘の 九箇町 

村を 管轄 區域 とする 小 野 田 出張所と を 有する も兩 

m 張 所の 所在地は 赤 磐 郡 か 曾て 赤阪磐 梨の 二 郡に 

分立せ し當時 の郡衙 所在地たり し歷史 を 有する に 

止まり 其の 位置 谷 一 方の 山間に 偏在し 交通 機關亦 

備はら さる か爲 登記 事務 上 地方 民の 被る 不利 不便 

尠少な らす然 るに g 戶町は 現今 郡役所 税務 惡の所 

在 地なる のみなら す 縣通四 通し 網戸 停車場を 有し 

亦 近く 2BI 戶輕 便鐵道 敷設せられ むとし 郡內 交通の 

中心地と して 其の 發達 著し 加 之 上 道 郡 中 浮 田、 玉 

井、 平 島、 御 休 等の 谷 村は 两大寺 出張所に M する 

も 却て 瀬 戶 町に 連接し 同町に 出つ るを 便と す 依て 

前記 ! 1 戸町に 登記所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在 

り 

衆 _院ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 探す へ 

きものと _決 せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  _ 

特別 報吿第 四十 二號 


窓 見 ® 

請願 文 霄表 第二 二八 號 
鹽川 町に 登記所 設置の 請願 扁島 縣耶薛 郡 S 
川 町 姥堂村 紐 合 町村 長 北村晋 一郎 外 七名呈 
出 (紹介 議 負 八田宗 吉 君) 

右諳 願の 要旨 ほ 福 島 縣耶呀 郡鹽 III 町姥 堂村钩 形 村 
堂 島 村 熊 倉 村 磐 梯村及 河 沼郡笈 III 村 堂 島 村 勝 常 村 
ほ 孰 も 所轄 登記所に 至る に 其の 距離 一里 乃至 三 里 
餘を 有し 住民の 不便 不利© からす 然るに gi 川 町は 
耶糜郡 の 南端に 位し 前記 谷 村ょりの 道程 頗る 近き 
のみなら す 交通 亦 至便なる を 以て 谷 町村を 管轄す 
る 登記所を 鹽川 町に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 翳 決せり 佐て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 四十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第二 三 五 號 

中 富 良 野 村に 登記所 設置の 請願 北海道 空 知 
郡 中宮 良 野 村 字 H-' 富 良 野 市街 六十 號地 平民 
農 須藤才 八 外 三百 四 名 呈出 (紹介 議員 東武 
君〕 

右 請願の 要旨は 北海道 空 知 郡 上、 中、 下 富 良 野 地 
方は 近時 發展 著しき に拘ら す 登記所の 設阖な きは 
遣 憾 とする 所な り而 して 下 富 良 野 村は 比較的 登記 
件數 多から すして 上 富 良 野 村は 之に 反すと 雖中富 
良 野 村 分村獨 立 以来 其の 過半は 中 富 良 野 村に 屬す 
るに 至り 從て 同村 {i 登記 事務に 於て 第一位を 占む 
且 其の 位置 前記 一一 村の 中間に 在る を 以て 上 富 良 野 
村の 如く 北部に 偏せ す 下 富 良 野南寓 良 野， 占 冠 等 

諸方 面ょりの 利便 亦大な るを 以て 前記 中 富 良 野 村 

に 位置を 選 ひ 登記所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在 

り 

衆 識院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擰 すへ 

きものと 鼸 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 

特別 報告 第 四十 四號 

意見書 

請願 文書 表 第二 四三號 

稻垣 村に 登記所 設置の 請願 靑森縣 西 津輕郡 

稻垣 村長 藤 田 藤左衞 門 呈出 (紹介 議員 菊 池 

良 一 君) 


右 請願の 要旨 if 靑森縣 西 津輕邯 稻垣 村民の 登記 事 
件數ほ 一简年 一千に 達し 同 郡 , T. 精 村の 內 大字 出 野 
里" 善 積>  兼 II に 1S する もの 亦 七 百に 達せむ とす 
然るに 所 rl 登記所に 至る に ほ 各 三 里を跹 て 加 ふる 
に 途中 山 田 川 傾 ! i り 交通の 不便 甚 しく 以て 村民の 
不利 大なる もの あり 法て 鼦 舍に充 つへ き 土地 紐 物 
の 寄附を 許し 速に 前記 稻垣 村に 同村 ^ 出精 村の 内 
大字 出 野 里、 善 積、 兼 館の 三部 落を 管轉區 域と す 
る區勃 .判 所 出張所を 設置せられ たしと 諧 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御揆 付 候 也  — 

特別 報告 第 四十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 三 三 號 

區裁判 所 管轄 岡 域 變更の 請願 埼玉縣 比 企 郡 
今 宿 村 大字 石 阪六百 五十 番地 平民 公吏 田 島 
金 作 外 三十 一名 呈出 (紹介 議員 粕谷義 三 君〕 
右 請願の 5? 皆 ほ 埼玉縣 比 企 郡 今 宿 村は 所_ 熊谷區 
裁判所 松 山 出張所に 至る に 都 幾 川 及 岩 殿 山を 以て 
隔てられ 交通 不便なる か爲 住民は 人間 郡 阪戶 町を 
經 由し 更に 越 a 川 及 都 幾 川を 渡り 三 里餘を 往復し 
て 所用を 辨す るの 不便を 忍 ひつつ あり 然るに 同村 
ょり 川越區 裁判所 阪戶出 張 所に 至る に ほ 最遠 距離 
にても 尙 一里 半に 止まり 且交通 至便なる を 以て 速 
に 大正 七 年度に 於て 前記 今 宿 村を 川越區 裁判所 阪 
戶 出張所の 管轄 區 域に 變更 せられた しと 謂 ふに 在 
り 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揮す へ 
きものと 翳 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御缀 付 候 也 

特別 報告 第 四十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第二 一七 號 
借地 權救濟 法 制定の 請願 K 京府 苽 京 市芝區 
櫻 田 和 泉 町 二 番地 平民 市會 議員 野々 山幸吉 
外 二 千 四十 四 名 呈出 (紹介 11 員 松 田 源 治 君 
外 三 名) 

右 請願の 要旨は 建物 所有の 爲に する 地主 借地 人間 
の權利 義務に 關し 現行 民法の 地上 權並 賃借 權の規 
定は我 か 國の實 際に 適合せ す爲 に® ■には 世に 所謂 
地震 賣買な る もの 行 はれ 借地 人を して 窮地に 陷ら 


しめ 池 主の 理下蛊 なる 强耍を 廿受 せ さるへから さ 
るに至りしを以て都市住民は一齊に起て -lt 、 
鳴らした る 結果 明治 四十 二 年 jlfc 出 第 四十 5? を：^ て 
建物保護に關する法钳を制定せられ其 〇 一部の脒 
濟せ られた 〇 と雖 i'c oi o 不® :i s 迓 多〇 收 
害缺陷 の存 する もの あり 之を 以て sll l rs -^ ssf Ji 約 十 
年 以前ょり 年々 歳々，； ^ か 救 濟に關 する® 木； S 改正 
案の 制定を 諸 會に諧 願し兩 院亦 之を «= 採し 政府に 
K の 制定を 促さる 政府 亦 之 か 改正案を 起 取 脫秘せ 
りと 聞く fe て 此の際 速に 政府を して 該案を 太 通 Q 
に 提出せ しめられ 多年 本 問題の 爲に 疲邨せ る 
借地 人の® 利を 救濟せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ix 其の 趣旨を 辛； 當な りと 認め 之を 捋掙 すへ 
きものと 翳 決せり 依て 雜院法 第 六十 3.: 勝に te り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 四十 七號 
意見 !} 

請願 文書 表 第 四 三四號 

水戶 地方裁判所 下 S 支部 tffl 限 復鹆の 諸 願 茨 
城 縣眞壁 郡 T 妻 町長 河 面芳雄 外 九 名 呈出 
(紹介 議員 尾見濱 五郎 君〕 

右 請願の 要旨は 茨城 縣 下水 戸地 方 裁判所 下 35 支部 
は 齒に 其の fi 限を 縮少せ られた る爲縣 の 西南に 僻 
在す る舊 管轄 池た る® 壁 結 城 猿 島の 三 郡 及 筑波郡 
の 一部ょり 所 II 水戶地 方 裁判所に 至る には 十 數甩 
乃至 二十 餘 里の 行程を 51i し 訴訟事件 捌％ の 今日 地 
方 人民の 不利 不便 謂 ふへから す 依て 前記 下 梁 莢 部 
の® 限を 復舊せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙す へ 
きものと 諮 決せり 依て 鹩院法 第 六十 3;; 條 に fic 〇 別 
册 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 四十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第ー ニ號 

盲啞敎 育令發 布の 請願 級 手縣盛 岡 市大澤 川 
原 小路 百 二 十四 番地 平民 後備 陸軍 步兵 少佐 
佐 藤 伍作 外 二 十九 名 呈出 (紹介 議員 H 藤吉 
次 君〕 

同 第 四 二 一號 

同上 京都府 京都市 上京 區吉田 町 字 御館 三番 
地 士族 京都市 立 盲啞 院長 廣翻爲 四郎外 十一 
名 呈出 (紹介 議 M 渡 掛昭 君〕 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


右 詰 願の St 旨は 現今 敎育 上の 施設は 殆 と完筛 し邑 
に不 學の考 なきに 至りし は是れ 聖代の 恩 滞な りと 
雖獨 肓啞 者に 對して は 身體の 一部に 缺陷 あるの 故 
を 以て 義務教育を 免し 徒に 劣敗 者た るの 地位に S 
くは 社 會 政策 上 茈た潰 憾とす 世に 之 か敎育 搏關な 
きに 非す と雖 公立 ほ 僅々 十三 校に して 他 ほ 皆篤忠 
者 又は 慈 誇 家の 手に 委ね 從て 其の 内 ? ¥ 技 弱なる を 
免れす # れ盲啞 者敎育 上の I 大缺陷 と 謂 ほさる へ 
からす f/c て 速に 盲唖 敎育 令を 發 布し 各 府縣を して 
該敎育 機關を 設置せ しめられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 S 付 候^ _ _ 

特別 報吿第 四十 九號 
意見® 

請願 文書 表 第ニ ニ 四號 

三次 大田間 山陰 山陽闲 道 通 絡輕便 鐵道 線路 測 

量 及 建設の 請願 鳥根縣 安濃 梆大田 町長 樋 

崎 錄三郎 外 百 七名提 m  (紹介 議員 m 松 P1 慶 

君.} 

右 請願の 要 Sb は 山陰 山陽 兩 道を 連絡す る鐵 道の 敷 

設な きは！！ 濟上 軍事 K is 憾と する 所な り而 して 陰 

陽 通 絡の n 的を 達すへ き 線路 屮 11 島縣 三次 町よ 〇 

同縣 fffl 三 郡の 一部 及 島根 縣邑智 郡都賀 村都賀 行 村 

滔 吩 村粕 淵村阋 殴 郡 忍 原 村 安 ® 郡 川 合 村を 經て大 

ra 町に 到る の 線は 往昔より 運輸 交： iff! 最頻繁 を 極む 

るの みならす 半 旣設鐵 逍 を 利用し 得る の 便 あり 且 

大部分は 江川に 沿 ひ 路程 短く  丁：事 ¥¥ 易に して 又廣 

江 f« 定線 の營養 線と して 最 有利な 〇 依て 前記 廣喆 

三次 間輕便 鐵 m の終點 たる 三次 町より 鄕 川に 沿 ひ 

島根縣 谘原 村に て 之を 傾 斷し粕 淵 村を 純て 北進し 

大田町 に 達し 山陰 線鐵菹 石 M 大田驛 に 達する の 線 

路を速 に 測 ® し 以て® 便鐵道 を纯設 せられた しと 

謂 ふに 在り 

衆 謎 院は -K の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 謎 決せり 依て 誘院法 第 六十 五 碟に 依り 別 

册 及御揆 付 候 也 

特別 報 第五 十 號 

意見 32 

請願 文®! 表 第二 三 二號 

都 城 飫肥間 國有鍅 道 敷設の 請願 宮崎縣 南 那 

珂 郡！ f 島 村 大字： R 方 一 萬 四千 七 百 八十 四番 


地 士族 商 神 戶政次 外 二百 四十 四 名 呈出 (紹 
介 議員 長 峰 典 一 君) 

右 請願の 要 s' は 鹿 兒鳥縣 嗽 啦郡宮 崎縣北 諸縣郡 及 
南 那珂郡 の 地は 土地 肥沃に して 海陸の 物資に 富む 
も鐵 道の 便な きを 以て 地方 開 發國富 增進上 將又軍 
事 上 ! 1 憾尠 しとせ す 加 之 近く 開通せ ら るへ き日豊 
日 薩兩線 乃至 南隅 線の 價値 にも 影 ff する 所大な る 
もの あり 依て 速に 前記 彐 郡 地方に 於て 都 城ょり 分 
岐し志 布 志を 經て飫 肥に 達する の 支線を 敷設せ ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 誘 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送 ! fj- 候 也 _  I 
特別 報吿第 五十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 四四號 

三戶千 曳間 南部 鐵 }H 敷設の 請願 靑森縣 上 北 
郡 七 戸町 五 百 十二 番地 士族 農工 藤 轍 郎外百 
四十 九名呈 m  (紹介 議員 菊 池 良 一 君 外 一名；} 
右 請願の 要旨 {3T 南部 地方の 鐵逍ほ 有望なる 國道沿 
線を 執らす して 旅客 物資に 乏しき 原野を 通す る迀 
坰 g に 敷設せられ たるを 以て 該地 方の 不便は 勿論 
國 家の 不便 亦 尠 しとせ す 依て 速に 三 戶 ょり 五户三 
本木 七戶を 經て千 曳に 達する 鐵 道を 敷設し 南部 地 
方 利 源の 開發に 資せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 SH を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 S; 條に 依り 別 
册及御 浍 付 候 也 

特別 報吿 第五 十二 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 八八號 
五所 ) II 原 能 代 間鐵逍 敷設の 請願 靑森 縣西津 

輕郡 «!g ヶ澤 町長 尾 崎 有 隣 呈出 (紹介 

藤 車® 君〕 

右 諸 願の 要旨は 靑森 縣西津 輕郡は 陸に 豊富なる 林 

產鎇 物を 有し 海に 無盡の 魚貝を 藏 する も 是等富 源 

の開發 は 余く 交通 機關の 完備に 俟た さるへから す 

今や 郡 境に 近き 北 雄 輕郡五 所 川原 町には 靑 i 縣下 

111 邊驛よ 01 :他 鐵 m 開通せ むとし 四 津纏郡 民の 鐵 

道 敷設を 要 菌す る こと 甚た 切なり 鐵道院 亦 旣に能 

代 線の 測贵 を Y したる やに 聞く 依て 速に 五所川原 

町より 鰺 ケ澤町 を經て 秋 田縣能 代驛に 連絡す へき 


鐵道を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り 依て餵 院法第 六十 五條に & り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 五十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 一二 號 
福 山 今 市間輕 便鐵道 敷設の 請願 島根 縣飯石 
郡 吉田村 大字 吉田 村！ 一千 四百 七番 地平 民鑛 
業 田 部長 右衞 門外 二 百 七十 二 名 呈出 (紹介 
議員 恒 松隆殹 君) 

右 請願の 要旨は 廣島縣 下 福 山 町ょり 三次 町に 人り 
島根 縣販石 郡を 縦貫し 簸川郡 今 市驛に 出て 同地に 
於て 山陰 縱貫鐵 道の 幹線 出雲大社 鐵道並 一 畑 輕便 
鐵道と 連絡す へき 鐵逭は 復歸兩 道の 連絡 上 緊要な 
るの みならす 山間の II 利を 收容し 地方 產 業の 發達 
幹線 及 支線の 營 養上最 必要な りと す 而も 本線 鐵道 
の 敷設に 付て ほ 大正 元年 以来 W 請願し 其の 都度 採 
擇を煜 たる も 未た 其の 實 施を 見さる は甚た 逍 憾と 
す 依て 速に 右 線路に 對し輕 便鐵 道を 敷設せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと ■認め 之を 採！ £ すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 


特別 報吿 第五 十四 號 
意見書 

請願 文 W 表 第 四 四一號 
天頹 線！：' 便 鐵道 速成の 請願 北海道 天 S? 郡 天 
鹽 村 術 岸 通 六 丁目 二 百 十一 番地 平民 木材 業 
中 田 鶴吉外 三百 二十 二 名 呈出 (紹介 議員 束 
武君外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 北海道 天彌郡 天鹽幌 延沙流 三 村 地 
方に 至る 天®: 線 •!; 道の 敷設は 同道 拓殖 上甚た 緊要 
なる に拘 らす宗 ハ 合線 の 敷設を 先にし 木 線 工事 ほ 今 
尙遲遲 として jfli まさるは 地方 康業 開發 上は 勿論 鐵 
済 經濟上 不利 犬なる を 以て 速に 前記 天 鹽線輕 便 鐵 
51 を 速成せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也  _ 

特別 報吿第 五十 七號 


意見書 

請願 文書 表 第二 八四號 
司 決 代 街 人 法制 定に關 する 請願 東京 府東京 
市芝區 西久保 巴 町 五十 七番 地 平民 代霄粢 竹 
村多傳 十 外 七十 四 名 呈出 (紹介 議員 岩 崎勸 
君) 

右 請願の 要旨 ほ 司法 代書人の 品位を 向上し 其の邨 
賽を 除去せ むと する の 趣旨を 以て ffl に 衆議院 か 司 
法 代 « 人 法案を 提出せられ たる ほ 當 業者の 滿足拮 
かさる 所と す然れ とも 同 法案に 於て 成 規の 資格な 
き 者は 管轄 官赠の 許 nf の 下に從 來 多年 誠實 に該業 
に從 事せ る 者と 雖 司法 代 1 :人た るを 得さる ものと 
爲 せる ほ 甚た 齒 憾 とする 所な り fe て是 等の 者に 4 
其の K 格を 與ふ るを 條件 とし 司法 代書人に 關 する 
法律を 制定せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆_院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御邊 fl 候 也 

〇 議長‘ 大岡育 造 君〕 委員長 報 缶の 通り 採櫸 に御異 
_は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇鹩長 (大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 採掙す 
る ことに 決しました 本日は 是にて 散 會。 

午後 四時 四十 六 分 m 會 


〇 大正 - b 年 三月 一一 日 (土曜日〕 

午後 一 時 十六 分 開 ii 
議事 日程 第 十七號 

第 I K 韓國貨 幣 の處分 に 關 する 法律案 (I 谰 
1 院 )1£讀會の續( «| 長) f 
第 II 地 種 變 更免租 年期に 關する 法律案 (|腑) 

第  l_s(g a'i 長) 

1 衆議院 r* M il 擧法- e •改正 法律案 (g 狀 3 
齡研 名) 第一 is 會  - 
第 四 W 本勸黎 -銀 行 法 中 改正 法® 案 (脂 權曜驗 

i  —法 中 1 案 (細 飾 嫌 體 1 ) 
第一® 會の繽 (■韻 長) 

第 六— 條 例中改 案 ( ?! !! 腿) 第 

1讀會|( 8| 長)：— 


請願 會議 


四 一三 


院籙衆 會_ 帝 回 十四 第 


敬 >:察 宫の行 励 に關する3叫の答漭 


四 一四 


第 セ 刑法* 改正 法® 案 (哧れ 脂 作) 第一 a ® 

星  fj  長) r l g 

第 八 人® 保 SL/ に 屈 .; -r る 法律案 (獻剧 翻 狀) 第 

-''つ— - :  7 fc. ^ nc  )  /WJ^ a AA 

J® 九 刑 s re M 法 由を it 法® 案 ば 財 關狀) 第 
11 €i _g * — 提 
第 十 . トラ ホ... ム」 病豫 防に 關する 建 II 案 ( iff 
觀| 君)  ， 
第 十！  北 S— 完成に 關する 建議案 (f =s 
S  外 s f  二 
名 提 H  ) 

第 十 = 愛 陂對® 本土 間 交 遇 運輸の 設備に 關す 

る 建 諮 案 (倾 -I1. II 1 網) ( -S 員 長 報吿) 

第 十三 (特別 報 f*f 餡 六十 二號〕 田畑 地價 特別 修 

正の 請願 外 二 件 (委 M 長 報告〕 

第 十四 (特別 和 齿第 六十 三號 '田； S 地價 修正に 

關 する 讅願外 S 四十 件 (委員長 報告) 

第 十五 C 特別 報吿第 六十 四號〕 元 木元稅 務署復 

窬の 請願 (委員長 報 fv 〕 

第 十六 (特別 報告 第 六十 七號〕 網 走 港 修築 速成 

の諳願 (委員長 報告) 

第 十七 (特別 報吿第 六十 八號〕 大 淀川 治水 速成 

の 請願 (委員長 報吿〕 

第 十八 (特別 報吿第 六十 九號) 大阪 港に 於て 輸 

入獸類 の 檢疫 開始の 諮 願 (委員長 報 

吿〕 

第 十九 (特別 報 吿第七 十號〕 蕻會令 改正の 讅願 

(委員長 報吿) 

第一 I 十 (特別 報 吿第 七十 二 號〕！ 一式 村に 郵便局 

設 M の if 願 (委員長 報吿〕 

第 U 十一 (特別 報 吿第 七十 三號) 上 市 村 井村に 

郵倥局 設置の if 願 C 委員長 報 茜〕 

第一 一十 II (特別 報® 第 七十 四號， 5 安東 奉 天 間に 

長距離® 話 袈設の 讅 願 (委員長 報 

吿 3 

第 11 十三 (特別 報带第 七十； 2!: 號) 佐 馬 地 村 白地 

に E 裁判所 出張所 設置の 請願 (委 

員 長 報告) 

第一 一十 四 (特別 報告 第 七十 六號〕 下城 井村 安武 

に 登記所 設菌 の if 願 (委員長 報告) 

第 II 十五 C 特別 報 街 第 七十 七號〕 鵜 川 村に 登記 

所 設置の If 願 (委員長 報吿〕 


第一 I 十六 C 特別 報吿第 七十 八號 ^ 世知 原 村に B 
裁判所 出張所 設 a の 請 !? I (委員長 
報告) 

第 I 一十 -fc C 特別 報告 第 七十 九號〕 豊頃 村に S 裁 
判 所 出張所 設置の 請願 (委員長 報 
吿) 

第 11 十八 (特別 報告 第 八十 號)大 淵 村に® 裁判 
所 出張所 設置の 請願 C 委員長 報吿〕 

第 11 十九 C 特別 報告 第 八十 一號： }岩 見； 淳に區 裁 
判 所 設置の 請願 (委員長 報吿〕 

第三 十 (特別 報吿第 八十 二 號〕 元靜 N 地方 裁 
判 所 沼津支 部 復舊の 讅 願  (S 員 長 
報吿〕 

第三 十一 (特別 報告 第 八十 三 號〕 元三 本 松 M 裁 
判 所復葚 の if 願 (委員長 報吿〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報告を 命じます。 

〔罾記 朗讀〕 

一籙 員の 異動 左の 如し 

滋賀 縣大津 市 選 m 議® 吉村鐵 之 肋 君の 補充と し 
て 西 川 太 治 郎君 當選 せられたり 
一昨 一日 寺內内 閣總理 大臣ょり 左の通り 發令相 成 
りたる 旨の 通牒を 受領せ り 
海軍省 所 倚 事務 政府 委員 被 仰 付 

海軍省 參 祺官山川端夫 
農 商務省 所管 事務 政府 E r4 被 仰 付 

■製鐵 所 長官 白 仁  武 
一議 員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
北海道 鐵道 完成に 關 する® 議案 

提出者 中 西 六 三 郎君  東  武君 
寺 田 省歸君 

津 山上 郡 間鐵道 建設に 關 する 建 il 案 

提 比 者 rn 井 三 郎君  廣岡 宇一郎 君 

津山智 頭 間鐵道 建設に 關す る雜 議案 

提出者 福 井 三 郎君  頭 本元 貞君 

奥 田柳藏 君  奧田龜 造 君 

臼 田 久內君 

名 古 屋太田 間鐵道 速成に 關 する 建議案 

提出者 三輪 市 太 郎君  小山 溫君 

奧村三 樹之助 君  瀧 正 雄 君 

淸水市 太 郎君  大口 喜 六 君 

堀 M 茂 助 君 

I 貴族院より 回付せられ たる 議案 左の 如し 


足 尾錄 道爻 有 馬 乾 ® 鐵 道の 買収に 關する 法律案 
一 ft 族院ほ 本院の 送付に； 1 る 左の 諉粢を 可決した 
る 旨 同 院ょ〇 通牒を 受® せり 
朿京帝 國大學 及 ;, C 都 帝 岡 大學臨 時 政府 支出 金 繰 
入に 關 する 法律案 (政府 提出) 

帝 國大學 特別 會計 法屮改 正 法律 築 (政府 提出〕 
鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
朝_事業公債法中改正法律案(政府提出〕 

海 太 事業 公愤 法案 C 政府 提出) 

5 M ょり 提出せられ たる 質問 主意 翳 左の 如し 
露 領勘察 加の WI 靉並 露領沿 海 州 漁業 搠の割 讓に 
關 する 質問 主意 書 

提 m 者  田 中 萬 逸 君 
一 政府ょり 受領した る 答 辯 S 左の 如し 
大正 七 年 三月 二日 

內 閣總理 大臣 伯 蹄 寺 內正毅 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 八 田 宗吉君 提出 馬匹獎 励に 關 する 質 間 

に對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 八田宗 吉君 提出 馬匹 獎勵 に關す 

る 質問に 對 する 答 辯 書 

一、 國有種 牡 馬の 種 付 料は 漸次 輕減 する 見込な り 
二， 種 牡 馬 及 二 歳 駒の 運賃 刺 引に 關し ては 目下 調 
査 研究 中な り 

三、 競馬 法 制定に 付て は 目下 調査 研究 中な り 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 こ 日 

陸軍大臣 大島健 一 

大正 七 年 三月 二 日， 

內 閣總理 大臣 伯爵 串 內 IH 毅 
衆議 院議 長大 岡 育造蜈 

衆議院® 員橫山 勝 太郞君 提出 ® 察官の 行動に 關す 

る 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 横 山 勝 太郞君 提出® 察官の 行 励 

に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
第一 去る 二月 十一 日 開催せられ たる 憲法發 布 三十 
年 紀念視 賀國 民大會 は單 純なる 祝賀の 宴 會にあ 
らす して 席上 過激なる 演說を 爲し會 衆を 煽動す 
るか 如き 言辭を 弄する 者 あり 又參會 者は 酒氣に 
乘し M に 多 衆 運動を 行 ii むと する の氣勢 あるを 


認めた るを 以て 之に 對し麥 格 t: .' '、 ては 必 w 
なる 接 戒を爲 したる ものにして 公安 保持 卜 •當然 
の 措 K なりと ag む 

i- 一 前 示の 如く 散 包 後 ^ 采 s iEI 行は るる o r - . T -'-J 
りたる を 以て 上 if 麥察遇 長は 主 他！ ！！：に對し ,: 1>: 
禁止す る！ め 薄 岳した 〇然 ろに G ...■、ほ；^: に 
際し 不待な る 文字を 大 v>f せる 十败治 の 施を 押し 
立て と 爲〇 ^ 々飛 狸せ むとした るを 以て 同 
课長ほ 部下の 澄 察 -lv を 指 撺 し 伶 衆に 釣し 說論を 
加へ撻 力 解散に 努めた る も 酒： 5IK を C -IIJ へる e- 衆は 
粹易に之を肯せさるのみならす中にほ”怒宵に 
反抗し 聘た しき ほ 空瓶 X ほ 砂礫を 投する 等の 取： 
行を； ^てする衮あるに：牟：〇たるを以て止むなく 
之を 引致 又 ほ 檢 束した る ものにして 右は 治安 幣 
察 法 行政 執行 法 刑事訴訟法 等に 站き 治安 維持 上 
必要なる 處 S: を 爲した る ものと 認む 
第三磬 察 , R- ix 當日安 寧の 秩序を 保持す る e 前 示の 
如き！ fit なる 多 衆の 屋外 運 励に 對し 必要なる 鹿 
置を 執りた る ものにして K に 衷心ょ 〇 紀元の 仂 
節を祝し敬處の誠意を以て染諮の茁珑を唱ふへ 
く 二 重 橋 附近に 參华： せむ とする か 如き 港に 對し 
ては 之を liil 止す る ことなし 
第 四 前述の 次第なる にょ 〇婷 察 官の行 励 13: 帝都の 
治安 維持の 爲 必要なる 措 g を爲 したる ものと 誠 
む 

大正 七 年 三月 二日 

內務 大臣 男擗 後藤 新 平 
〔左の 報 吿ほ朗 12 を經 さる も參照 のた め玆に 
揭賊 す〕 

一 去 二十 八日 識 長に 於て ; 1 定した る 委員 左の 如し 
共通 法案 

政 尾 藤吉君  小山  溫君 
熊 谷 直 太 君  岡 田  榮赵 
磯部  尙君  牧 山耕藏 君 
長峰與 一君  前 田 米藏起 
津田毅 一 君  柵獅軍 之 佐 君 
齋藤隆 夫君  野村嘉 六 君 
上 島 長久 君  黑須龍 太 聾 
關  和 知 君  小川鄉 太 郎君 
野 添 宗三君  高木 益 太 響 
朝鮮の 生 產に係 る 物品の 移入 稅免 除に關 する 法 
律 案 
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上 山 高木 
村道 橋 村 


大高河 赤 小 
口木 崎 間 林 
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政 次 郞君 
本吉君 
0  i 
耕作 君 


源藏 © 
B 之 吉右 
g 太 郎君 
正 年若 
喜 六 君 


勢 7T 鐵道敷 設に關 する 建議案 外 一件 
天 春 文 衞君  兒玉亮 太 郎君 


熊 谷 五 右 商 門 君 
轼山 太刀 彐 郞君 
井島 茂 作 君 
佃  安之 丞君 

阿 讚鐵道 建設に 關 する 建議案 外 二 件 


萩亮君 
川 崎  克君 
小 林 嘉平治 君 


秦  豊助君 
林  毅— 
尾 崎 敬義君 
武市彰  i 

村松惊一郞君 


板 m 勘 五郎 君 
頭 本元 貞君 
小 西  和 君 
松 田 三德君 


新 見 三次 間 鐵逍 建設に 關 する賴 謅案 

望月 圭介 》  福 井 三 

西 村 正則 君  生 田 和 

山道 襄一君  荒 川 五 

河 波 荒 次 郎君  古川 

湯 淺凡平 君 


( 熊 ハ 介 直 太 君 
理事  ^ 野 村 嘉六君 
一野 添 宗三君 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移人税 免除に 關する 法 
律 案 委員# 

委員長  小 林 源 藏君 
理事  河 崎 助 太 郎君 
勢 江 鐵道敷 設に關 する 建議案 外 一件 委員 ir 
委員長  天 春 文 ii 君 
理事  小林嘉 平洽君 
阿 讚鐵道 建設に 關 する 建議案 外！ 一件 委員 會 
委員長  秦  豊肋君 
理事  松 田 三德君 
新 見 三次 間鐵道 建設に 閼 する 建議案 委員 會 
委員長  望月 圭介君 
理事  湯 淺凡平 君 
、昨 一日 衆議院 規則 第 十 五條 但書に 依り 議長に 於 
て 議席を 左の 如く 變更せ り 


五十 二番 
八十 番 
八十 二番 
九十 四番 
百  番 
二百 六十 四番 


肥 田 景之君 
松 浦 與三郞 君 
越 山 太刀 三 郎君 
岡 田  榮君 
若尾璋 八 君 
西 川 太 治 郎君 


〇謅長 C 大岡 育造 君〕 是 より 會 誘を 開きます。 

0 武藤金 吉君是 より 有 價證券 割賦 販賣業 法案の 委 
員會を 開きたい と 思 ひます、 御 許を 願 ひます。 

〇 誘 長 (大岡 育造 君〕 是は 議長 限で 許可す る ことに 
なつて 居ります が、 今日は 會議 日であります から、 
二 時から 御 著 手になる やぅに 致したい 、肝 際 日程を 
變更 し、 昨日 貴族院より 回付せられ たる 足 尾 鐵道及 

有 馬輕 便鐵 道の 買收 に關 する 法律案を 議題と なすに 

御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君： >  御異 翳 なしと 認め 直に 議題と 

致します  _ 

足 尾 鐵道及 有馬輕 便硝 道の 買 收に關 する 法 

律 案 (政府 提出 X 貴族院 回付) 

足 尾 鐵道及 有 馬輕便 鐵道ノ 買收- 一關 スル 法律案 

右 貴 院の送 付に 係る 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議 

決せり 依て 議院 法 第五 十五 條に依 り及一 :付候 也 

大 JH 七 年 三月 一日 


貴族院 議長 公爵 德川家 達 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

足 尾 鐵道及 有 馬 _便鐵 道 ノ買收 -1 關スル 法律案 中 
貴族院 回付 ノ简所 左/如 シ 
表題 及 本文 第 一條 中 「有 馬輕 便鐵 道」 ヲ 「有 馬鐵 
道 一-一 改ム 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 貴族院 修正の 箇條は 、旣に 印 
刷して 御手 許に 配 附 してあります 通り、 標題 及 本文 
の 「有 馬輕 便鐵 道」 と ある r 輕 便」 の 二字を 削りた 
るに 過ぎぬ であります、 右 貴族院の 修正に 同意の 諸 
君の 起立を 求めます。 

起 * 者  多數 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 多 數 、貴族院の 修正に 同意す 
るに 決しました、 日程 第一、 舊韓國 貨幣の 處 分に 關 
する 法律案、 第一 讀會 の續を 開きます、 委員長 坪 田 
TS 君  I  '  , 

第一 園韓國 貨幣の 處分 に關す る 法律案 
(政府 提出 貴族院 送付) 第一 讀會の 

續 ii ©M * c  確 震〕 

【 坪 田 十 郎君 登壇 j 

〔拍手 起る} 

0 坪 田十郞 君 K 韓國貨 幣の處 分に 關 する 法律案に 
對 する类 員 會の經 過と 結果を 御 報吿申 上げます、 本 
案は ® 韓國 貨幣 條 抛に 據 りまして、 發 行して 居り ま 
す 所の 貨幣を、 大正 九 年 十二月 三十 一日 迄 通 W を延 
期す る、 今一つは 其 期限 後 廢貨に なりました る 交換 
期間を :- 7K 年間に 定める、 次に 葉錢ほ 常 分の內 從前通 
りに 通用 さす、 此の 三 案で ございます、 目下 舊韓國 
貨幣 ほ、 取調の 結果 百 八十 九 萬 三千 八 百 八十 三圓と 
なつて 居る ので ございます、 其內 金貨に 屬 します る 
部分は、 朝鮮 銀行の 幾 ど 基金と なつて 居りまして、 
通用は して K らぬと 云 ふ 事情で ある、 今日の 場合 之 
を 引換へ る必耍 もな く、 從前 通り 浦 用し まする のは 
至極 便法と 認めます ので ございます、 引續期 限の 五 
箇 年と 申します のは、 幾分 か 長き に 失する やぅに も 
感じます が、 是は 引換 方法の 便法を 計りまして、 租 
税の 代用 等に 依て 引換へ たい、 故に 五箇 年間の 期限 
を 必要と して 居る、 第三の 蓰錢に 至りまして は、 僅 
か 十一 萬圓 程より 無い ので ございます が、 韓 國の狀 
態、 低級 人民 等の 使用 等に 依て 之を 廢貨 にせず、 當 
分の 間 iirl 用 さすと 云 ふの ほ 甚だ 必要で ある、 以上の 


理由に te りまして、 委 M 會は會 合一 致を 以て 可決 致 
しました、 此段御 報告 申します。 

0 岩 崎 動 君 本案は 簡镇 なる _案なるに依り、讀會 
の® 序を 省略して 委員長の 報 吿 通り 可決 確定され ん 
ことを 希菌 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 の 聲 起る J 
0 議長 (大岡 育造 君〕 11 會省略 に御異 _な いと 認め 
ます、 岩 崎 君 励議の 如く 決する に 御 異議は ありませ 
ぬか。 

〔「異 _ なし 異！ I なし」 の M:- 起る 一 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異_な しと 認めます 仍て本 

案 ほ 07 決 確定した ことを 宣吿 致します - U 程 第二 

地 種 變更免 租 年期に 關する 法律案、 第一® 會の續 を 
開きます、 委員長 寺 田省歸 君。 

第二 地 種 變更免 租 年期に 關 する 法® 案 
(政府 提出〕 第 〗 讀 會の續 .(委 M 長 
報吿〕 

〔寺 田 省歸君 登壇〕 

C •拍手 起る 一 

〇 寺 田 省 歸君私 ほ 御 付託に なりました 地 種變更 免 
租年期 に關 する 法律案の 委負會 の經過 及 結果を 報吿 
致します、® 員會は 都合 五 回銳 開かれまして 、委員 
諸君の 熟 心なる 質問 R1 答が ございました、 一 體此法 
律 案は 專ら 北海道に 於て 行は るべき 法 找 で ございま 
して、 其 案の內 粹も 極めて 簡單 でございます 、北海 
道に 於け る旣注 現在の 法律 規則の 下に、 土地の 柳 下 
若く ぱ付與 をな すに 當 りまして ほ、 是に特 別の 免租 
年期を 舛へて あるので ございます、 而して 其 免 ffi 年 
期の 內に 於て、 開 II 又は 是に 等しく 勞赀を 加へ て、 
更に 地 種を 礙良 に爲 し、 rfll して 地目の 變 換を爲 した 
る 時には、 其 土地に 對して 地租を 課する ときに 至り 
たる 後、 更に 二十 箇年 以上の 免租 期間を 付與 すると 
云 ふので ございます、 尤も 此法律 と 同 樣なる 意味の 
法律は、 內 地に 於き ましては 明治 三十 四 年 法律 第三 
十號 を以 ちまして、 開墾 鍬 下 年期 地 僧 据置 年 1U] の延 
期 制と 云 ひまして、 旣に十 幾年 前に 行つて 居る ので 
ございます、 北海道 ほ 丁度 一昔 半 許り 後れて 居る 姿 
になつ て 居る ので ございます、 斯の 如く 内容に 至つ 
て簡 1U では ございます が、 事 地甜條 例に 關聯致 しま 
して、 一面 m 要なる 意味を 含んで 居ります •か 故に、 
委員 會ほ 最も 愼 m 審議を 重ねた のであります、 勿論 
委員 諸君の 間に 於き まして ほ、 本案の 大體 に付き ま 


一 去！  一 十八 日辭 任した る 常任委員 左の 如し 

第 八® 11 出 懲罰 委員  岩 佐 善 太 郎君 

一 去 二十 八日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 

第 七 部潠出 

請願® 負 大森與 三次 岩 C 永 田 吉右衞 門 君 補闕〕 

一 去 二十 八日 陰陽 速 絡 ® C 江鐵道 速成に 關 する®: 議 

案委 S 會现事 選擧の 結果 左の 如し 

陰陽 連絡 ！; S 江 鍅道 速成に 關 する 建議案 

理事  匹 田 銳吉君 

一昨 一日 常任 委员衲 闕選擧 の 結果 左の 如し 

第 S 選出 

璲 S 委員 鈴 木富士 彌君 (岩 佐 善 太 郎君 補闕〕 

1昨一日物價調節に關する 515 讅案外二件委員齋藤 

珪次 君辭任 に 付 其 補 闕 として 粕谷義 三 君を 議長 

に 於て 選定せ り 

一昨 一日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 

共通 法案 姿 H 會 

委員長  政 尾 藤吉君 


足ジ-錄迫，>  有 .^ 朽 f*n 趙 is の 買 收に關 する 法律案 (贵 族院 间 付) 炉韓_貨幣 の處 分に 關 する 法律案 第一 讀 ir の ^ 四 一五 
地 嵇 |1 更 兔租年 抑に 關 する 法律案 第一 & 會の給 


院議 衆會駿 國帝囬 十四 第 


尼姬神 
崎路戶 
市 市 市 


市  部 市 市  部 市 市  部 市  部 市 市  部 市 市  部 市  部 市 市  部 市 


七 一 ■ — > 
人人 人 


:& •一  — • 
人人 人 


A  A 


AAA 


人人 人 


A  A 


人人 人  人人 人人 


七 一 -  一 — ■ 
人人 人人 


A  A 


文- 


人  人人  人人  人人 


一六 一 - — » 

人人 人人 


A  A  A  X 


四 

-j-. 


水 

戶 

市 


郡  部 
長崎縣 

長 崎 市 
佐 世 保 市 
郡  部 
對  馬 
新潟縣 

新 潟 市 
長 岡 市 
高 田 市 
郡  部 
佐  渡 
埼玉縣 
千葉縣 
茨城 縣 


神 奈川縣 
® 濱市 
橫須賀 市 
郡  部 
兵 庫 縣 


岡 崎 
郡 

靜岡縣 
靜 岡 
濱 松 
郡 

岐阜 縣 
岐 阜 
郡 

長野縣 
長 野 
松 本 
SI 

福島縣 
若 松 
福 島 
郡 

辍手縣 
盛 岡 
郡 

靑森縣 
5/ 前 
靑 森 
郡 

山形 縣 

山形 

米澤 

郡 

秋 田縣 
秋 田 


四日 市 市 
宇治山 田 市 
郡  部 
愛知 縣 

名 古屋市 
豊橋市 


郡  部 
拆木縣 

宇都 宮市 
郡  部 
三重縣 

津  市 


池ノ 市町村 長-一 S- 出ッ f シ其ノ 期日 迄-- 屆出ヲ 
层サ サル トキ ハ 選舉饨 ヲ有セ ス 
第 百 十 一條 本 法 ハ 次/ 總選擧 ヨリ 之ヲ 施行 ス但 
シ 北海道 根室茭 超 管 內占守 郡、 新 知 郡、 得 撫郡 
及 色 丹 郡 並 東京 府小笠 原-一 付 テ ハ 勅令 ヲ以テ 別 


二 施行 ノ期日 ヲ定ム 
別表 中 左ノ如 ク改ム 
東京 府 

東京 市  十五 人 
八 王子 市  一人 
郡  部 伊豆 七 島 トモ  八 人 
京都府 

京都市  四 人 
郡  部  六 人 
大阪府 

大阪市  十一 人 
堺市  一人 
郡  部  八 人 
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して ほ、 初めょり 一人の 御 異議 ほ 無 かつた ので ござ 
いますが、 唯々 此 法律が®々 今年 施行され る ことに 
なります ると、 今年に 入りて 地 m を 課する に 至りた 
る 土地 ほ、 其 恩典に 浴す る ことほ 出来ます けれども 
昨年の 十二月に 於て、 旣に 地租を 課する に 至りた る 
土地に付きましてほ、此恩典を受けることが出來ま 
せぬ 故に、 0g かの 違 ひで 幸；' f 幸の 分れる ことが 大な 
る もので ございます から、 何かと 一年な り 二 年な り 
迎 つて 此恩典 に 浴す る 方法がない かと 云ふ點 に 於き 
ましては、 委員 諸君 も 大分 研究を 致された ので ござ 
います、 是が爲 に {X 懇談 ^ まで 開きまして、 十分 政 
府常 局と 熟 K? を 致した ので ございます、 何分 此旣往 
に 溯る ことの tji 來ない 原則から 致しまして、 大正 六 
年中に 旣に 地偎の 設定を して、 地 粗を 納 むる 狀 態に 

なつた 土地には 致 方ない けれども、 玆に 幾分の 救濟 

すべき 部分が あるので ございます、 それは 昨年 中に 

地 m を 設定すべく して、 種々 の 事情の 爲に 未だ 地價 

の設定せざる土地に對してほ、此恩典を受けさせた 

いと 云 ふので あります、 是 'か S に 御 配付に なつて 居 

られ ます 附則 第一 項の 次に、 第二 項を 加へ ると 云 ふ 

ので ございます、 是が爲 め 或る 幾分の 土地に 恩典を 

■與 へる と 云 ふこと になつ て B るので ございます、 即 

ち 「本 法 ハ 本 法 施行 前旣- 一地 租ヲ 課ス ヘキ 土地 トナ 

リ未夕 地 似 ノ設 定ナキ モノ-一 そ 之ヲ 適用 ス」 此 附則 

でございます、 此附則 を 作る ことに 付きまして は、 

政府 委員 も 大分 熟 ®. を餻し 頭を 惱 ました 問題で ござ 

いますが、 S? は 是 と同樣 なる 意味の 附則が、 s に 法 

律 第三 十號の 附則に fj' て 居る ので ございます、 法 » 

第三 十號 明治 三十 四 年 二月の 委員 會 に、 於て、 我黨 

の 1'1 松隆慶 君が 御 發_ になつ て 動 p を 起しまして、 

之に 加 藤六藏 君が 賛成を 致しました、 所が 若！： 政府 

委員は 喜んで 同 ®; を 表されて 居る のであります、 此 

附則を 付ける ことに 就きまして ほ、 委員 諸君が 專ら 

內 地の それと、 北海道と 權衡を 失つ て ほなら ない と 

云 ふ 公平なる 見地ょり、 熱心に 之を 主張した ので ご 

ざいます、 政府 姿 員の 雅 ffl 又 之を諒 として、 遂に 快 

く 政府 姿 員 も 同意を 表された ので ございます、 是に 

於て 委員 會は滿 場 一致、 拍手の 間に 修正案が 可決 致 

したので ございます、 此案は 昨年 本院の 建議が 政府 

で 之を ? ¥ れ まして、 さう して 本年提 m になつ たもの 

でございます ことは、 14 が 申す まで も* こざい ませぬ 

.諸君、 どうか 右の 次第で ございます から、 北海道 拓 


m 進 步の爲 め、 否 我 國富游 開發 の舀 に、 滿場 一致 御 
燹成 あらん 事を 希望して 巳まざる 次第で ございます 
〔拍手 起る」 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
御 諮りし ます。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 二讀會 を 開く に 御 異議ない も 
のと 認めます、 仍 て二讀 會 .を 開く に 決します。 

0 岩 崎 勘 君 H ちに 本案の 二 讀會を 開き、 三 讀會を 
省略して 委員長 報吿の 通り 可決 確定せられ んこ とを 
希望 致します。 

〔「賛成々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議な きも 
のと 認めます、 即ち 直ちに 第二 if 會を 開き _案 全部 
を 議題と 致します。 

地 種 變更 免租 年期に 關 する 法律案 第二 讀 
會 c 確定 議〕 

〔「異議な し異鹩 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育 ii 君〕 御 異議 無ければ 三 讀會は 省略 
せられて、 委員長 報吿 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第三、 衆 _院_負 選. 盤 法 
中 改正 法律案の 第一 讀會を 開きます、 提出者 堀川 美 
哉 君。 

第三 衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 (高 
木 益 太 郎君 外 五名 提出〕 第一 讀會 
衆議院 _ 員選擧 法 中 改正 法律案 
衆議院 辭員選 擧法中 左ノ通 改正ス 
第 八條第 三號中 I, 遝擧 人名 餚調 製/期日 前滿一 

年 以上 地租 十圓 以上 又 ハ滿二 年 以上 地租 以外 ノ 

直接 國稅 十圓 以上 若 ハ 地租 卜 -K ノ他ノ 直接 國税 

ト ヲ通シ テ 十圆 以上 ヲ納 メ仍引 續キ納 ムル者 J 

ヲ 「選 _ 人名 翰 調製 ノ 期日 前 滿 一年 以上 直接 國 

税三圓 以上 ヲ納 メ仍引 續キ 納ム ル者乂 ハ 師範 學 

校、 中 fs 校 若 ハ 文部大臣-一 於 テ 中 學校ノ 學科程 

度卜 同等 以上 卜認 メタル 學校又 ハ 文部大臣 ノ認 

可 ヲ經タ ル學 則- 1 依 リ 法律 學 、政治 學 、理財 學 

ヲ敎授 スル 私立 學校ヲ 卒業シ タル 者」 0 改ム 

第 十八 條第四 項 中 「官位」、/ 下- 1 「學歷 J、 ヲ加フ 

第 十九條 ノニ選 擧人第 八條第 彐 號ノ舉 歷ヲ 具備 

スル トキ ハ 十月 一日 迄- 1 證憑プ 具シテ 其ノ 侘 所 
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r 掘 川 美 哉 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇细川 美 哉 君簡單 に 本案の 趣旨を 申 述べます、 本 
員 等は 時代の jfj 步と 憲政の 發 達に 鑑みまして 選擧法 
を 改正す るの 必要 ありと 認め •玆に 本案を 提出した 
る 次第であります、 改正 製 旨は 第一に 選擧隅 の擱張 
第二に 別表の 改正であります •別表の 改正は 人口の 
增 加に應 じます る 所の 結果であります るから、 深く 
說 明を 要しない のであります、 而して 選擧 ©; の擴張 
は 本員 等の 最も 重きを 11 いた 點 でありまして 從來の 
現行法に 於け る 直接 國税 十 11 の 制限を 三圓 にまで SI 
下げ やうと する のであります、 而して 第一 一の點 ほ 知日 
識階 級に 對 して 選 擧_ を與 へる と 公 ふ點 であり まし 
て、 府縣立 中 吊 校 師脑學 校の 卒業生、 及娃と 同等の 
學力 有りと 認めた る 者に 對して 、選 擧糊を 3 : へます 
此二點 であります •私共 提案の 趣旨は 大體に 於て 是 
丈であります， 吾々 は此選 擧區の 改正と 云ふ點 に對 
しては* 全く觸 れて 居らぬ のであります， 即ち 52 狀 
を 以て 滿足 する 者であります、 而して 此選擧 取締法 
並に ro 則に 付きまして は， 此選擧 法改正の 結果に 因 
〇 まする 純驗に 鑑みて、 他日 改正を しやう とする の 
であります、 即ち 現在に 於き ましては， ru 則 及 取締 

法に 付て (i 何等 觸る 、所は 無い のであります、 本案 

を 以て 憲政 會の 提出され ました 所の 改正案に 比較し 

まする に、 第一の 最も 主なる 相 ia は 憲政 會 案に 依り 

ますれば •商 接國税 五 圓 まで 引下げる —— 地租 及 直 

接 國税五 _ まで 引下げる と 云 ふのを 吾々 は 三圓ま 

で 引下げ やうと する のであります、 而 して 其實際 の 

効果は どうで あるかと 云へ ぱ •憲政 會 案に 依れ ぱ大 

踏に 於て 約 三十 萬 人の 有權 者を 增す ので ほない かと 

思 ひます、 而して 畀 々の 提案に 致します れば 、約 八 

十 萬 人の 有權 者を 增 すの 結果と 相 成ります から， 頗 

る 有力なる 11 張で あると 信ずる のであります、 過日 

今 井® 士ほ 憲政 ir の 棚 張 案に 對 して、 旣に 選擧 撺擴 


日本勸 菜 銀行 法 中 改正 法 fu 案、！ i 便 婼 逍 法 中 改正 法律案、 軌道 條例中 改正 法律案 第一 讀會の 


張の 必要を 認めて 之を 改正す る 以上は、 何故に 今少 
しく 之を 徹底的に やらぬ かと 云 ふ 御 話が ありました 
如何にも 理想に 於て は， 此 普通 選 擧と云 ふ 事は， 吾 
吾 同感であります、 併ながら 是ほ 理想であります、 
現 實の 問題と して •今日 之を 改正す ると 云 ふ 場合に 
於き ましては、 先づ 吾々 が 提出す る 如く 直接 國税三 
圓 ，並に 智識 階級に 對 して 選擧糊 を與 へる と 云 ふ 程 
度を 以て 適 當な りと 信ずる のであります， 諾 君、 歐 
州の戰 爭は 各交戰 國の 人民を して 益々 政治的の 自锃 
を 驶 起しつ、 あるので あります、 而 して 日本は 經濟 
上 軍事上 其 他の 思想 上に 於き まして， 幾多の 影響を 
蒙つ て 居る のであります が， 殊に 政治 思想の 發 達と 
云 ふ 事に 付きまして は* 重大なる 彩 ^ を 蒙りつ、 あ 
ると 確信す るので あります、 此場八 t-l に 於て 國 民の 政 
治 的 要求に 應ず ベく  •選 擧權 の擺 張を 爲すと 云 ふこ 
とは， 最も 適切なる 事と 信ずる のであります、 どぅ 
ぞ 本案に 御 賛成 下さらん ことを 切に 希 閉 する 次第で 
ございます、 尙ほ 詳細の 點に亘 りまして は、 委 M 會 
に 於て 研究 致したい 思 ふので あります。 

〇齋藤 陸 夫君 一言 提案者に 苘ひた い、 唯今 提案者 
の御說 明に 依ります ると 云 ふと， 憲政 會 案の 十圓を 
五圓 にす ると 三十 萬 人 殖える， 之を 三圓 にす ると 八 
十 萬 人 恥え ると 2< ふこと でありました' か* 是は 提案 
者の 誤算で あり ほせぬ かと 思 ふ、 內務 省の 統計に 依 
り 本 M 調べた 所に 依り ますれば、 十 圓をば 七 圓に致 
します ると、 確に 三十 五 m- 人 以上 殖えます、 之を 五 
圓に 致します と •約 七十 五 ? JS 人 殖える のであります 
七十 艽蓖 人と 三十 萬 人とは 餘程違 ふので あります、 
是ほ何 か 提案者に 於て 誤算を 致されて 居る と 思 ひま 
すが、 是は最 も重耍 なる ffA であります から， 三十 萬 
人と 云 ふの ほ 何を 標準と せられた か •提案者の 言 ふ 
事は 間違つ て 居る と 思 ふので あります から* 念の 爲 
めに 此點を 明に して 置きたい と 思 ふので あります。 
OW 川 美 哉 封 齋藤 君に 御 答 致します、 私 ほ* ix 大 
正 四 年の 調査に 依つ たのでありまして ，是が 間違つ 
て 居る とは 決して 信じて 居らぬ のであります が、 若 
し 間違つ て 居ります れぱ 、取消す のに 異議 (i ありま 
せぬ •何れ それは 委員 會に 於て 研究 致したい と 思 ひ 
ます (拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案 ほ ^ に藤澤 幾 之 輔君外 四 名 提出、 
衆議院議員 選擧法 屮改正 法律案の 特別委 員に •併せ 
て 付託せられ んこ とを 希望 致します。 


〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は ない 
と 認めます •即ち 本案は 旣に 付託せられ たる 選擧法 
中 改正 法律案の 委員に 付託 致します、 日程 第 四、 第 
五、 第 六は 同一 委員に 付託した る 議案なる に 因り、 
一括 議題と する に御與 議あ〇 ませぬ か。 

〔「與_ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 一括 
議題と 致します I 委員長 井上 角 五郎 君。 

第 四 日本 勸荦 銀行 法 中 改正 法律案 (® 松 
隆圈君 外 十 名 提出〕 第一 la ir の ® 
(委員長 報 ® ) (確定 議〕 

第五 輕便鐵 迤 法屮 改正 法律案 (m 松隆慶 
君 外 十 名 提出) 第一 讀 會の續 (委 
員 長 報告：} 

第 六 軌道 條例屮 改正 決 律 案 (恒松 隆慶君 
外 十 名 提出) 第一 讀會 の續 (委員 
長 報吿〕 

〔井上角五郎君登_.〕 

〔拍手 起る〕 

〇 井上 角 五郎 君 委員# の經過 並に 結果を 報告 致し 
ます、 日本 勸業 銀行 法 中 改正 法律案、 是と 農工 銀行 
法 中 改正 法律案と 云 ふ M 案が 出て 居りまして、 勸業 
銀行 法には 輕便鐵 通財幽 は 之を： 个動產 と 看做して、 
抵 當に収 ると 云 ふ 事が 許して あります が， 軌道 財團 
を 同じく 不動 產と芳 做して 抵當に 取る と 云 ふ 事 ほ 許 
して ありませ ぬ、 それを 許して 貰 ひたいと 云 ふの が 
勸業 銀行 法 中の 改正案でありまして， 農工 銀行 法に 
は 輕便鐵 道 財 團も軌 道 財團も 今日 迄 許して なかつ た 
が、 共に 之を 許したい と 云 ふの が， 農工 銀行 法 中の 
改正 法律案で あつたので ありま-す P 委員會 は®々 協 
議を 致した 結果、 政府 委員の 說明 も li きました 所が 
結局に 於き まして 政府 委員は 勸榮 銀行 法の 中に 私設 
鐵 道財團 のみならず、 更に 軌道 財幽を 加へ る 事には 
同意す る •併し 農工 銀行 法の 方に、 是等 二つ の もの 
を 新たに 設ける と 云 ふこと ほ •今 姑く 考趙 して 貰 ひ 
たいと 云 ふこと で ございました ので， n M 會は 今日 
ill 業 銀行 法 中 改正 法律案 丈を玆 に報哲 致しまして， 
農工 銀行 法 中 改正 法 ^ 案 ほ 後に 廻した 次第で ござい 
ます， もぅ 一つは 豫て 諸君の 御 承知の 通り， 私設 鐵 
道 法には 商法の 例外が 設けて ある、 私設 鐵道會 社が 
株金の 十分の一を 拂 込めば 創立す る ことが 出来る、 

四 一七 
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商法は 四 分の 一を 命じて 居ります けれども、 それと 
同時に 私設 鐵道會 社に 於き ましては、 或 ほ 鐵路 を延 
長し 若く ほ 特別の ？, < 良を 要する 場合には、 現在の 株 
金が 拂込濟 にならぬ 前に 於ても，％ 資 をして 咁株を 
する ことが 出 來ると 云 ふこと を. 私設 鐵道法 には 許 
してあります >  然 るに 軌道 條例輕 便 鐵道汰 に 於き ま 
して if 第一に 五 圓 ED ち 五十 阊の 十分の一 拂込 めぱ 
& 社 の 創立が 出来る と 云 ふこと (3: 許して Bf ります、 
けれども 拂込 浐 濟 前に 砑資袍 株を する ことは 許して 
ありませ ぬ、 それを 許して 貫 ひたいと 云 ふの が、 即 
ち 軌道 條例 改正 輕便鐵 道 法の 改正案で あるので あり 
ます， 此事は 私共 經濟の 上から 考 へまして、 殊に 今 
日の 場合に 於て、 @ 便鐵 道を 發展 させ、 軌道 鐵 道を 
的： 展さ すと 云 ふには •此私 設鐵道 法に 許して ある 丈 

を‘ 總て 許す と 云 ふこと が 非常に 必要と 思 ひまして 

吾々 は 之を 赞成致 しました、 鐵道院 の 政府 委負 も、 

亦此事 は 目下に 於て芮 だ 必耍な る 事で あるから と 云 

ふので、 賛成を 表せられました、 然るに 司法 省の 政 

府委 員は 旣に私 設鐵道 法に 商法の 例外を 許した ので 

あるから、 强ち 反對は しない けれども、 成るべくは 

例外を 許したくない のが 方針で あるから、 經 濟上必 

要な りと 認めれば 同意は する が •經濟 上 必要で ない 

と認 むるなら、 同意が 出來ぬ と 云 ふ 司法 省の 政府委 

M の說 明で ある、 故に 本員は 委員 會に 於て、 是が經 

濟上 極めて 必要なる 斟 であつ て •殊に 今日に 於て 輕 

何 鐵道 若く は軌 沔 鐵道を 酸 達させん とするなら !*• • 

此法 律の 改正が 必要な りと 云 ふこと を 論じました 所 

が >  司法 省の 政府 委員は 左様に 純 濟上 必要な りと す 

れば 、强ち 反®: ほ 致し ませぬ、 尙ほ 自分の 方で も果 

して 經濟 上左铳 に 必要で ある や 否や、 調べて 見る 積 

りで あると 云 ふこと で、 三 案 共に 可決し、 殊に 軌蒗 

條例輕便鐵道法には多少の《«を加へまして.法文 

を 完全な ものにして 玆に 報 fr する 次第であります* 

どぅか 御替 '成 あらん ことを 希望 致します。 

〇 岩 崎剧君 日程 第 四、 日本 勸業 銀行 法 中 改正 法律 

案ほ龆單なる翳案なるに依りまして._會の順序を 

省略し、 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ んこ とを 希 

窺 致します。 

〇 議長 C 大岡 育盌 君) 岩 崎 君の 動鄹に 御異蕺 はあり 

ませぬ か C 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 誘 長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 即ち 


日程の 第 四、 日本 勸業 銀行 法 中 改正 法律 宰は讀 會の 
順序を 省略して 可決 確定す るに 御 異諉は ありませ ぬ 
か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (大岡 育造 君) 抑 異議な しと 認めます， 即ち 
日本 勸椠 銀行 法 中 改正 法律案は 可決 確定 致しました 
日程 第五 第 六は 共に 修正が あります、 一一 if 會に 付す 
る や 否やを 御 諮り 致します。 

〔「異議な L 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 第二 閼會に 
付す るに 決しました。 

0 岩 崎 動 君 直ちに 本案の 二 ® 會を 開き 三 if 會を省 
略して 委員長 報告 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 議決 
の 通り、 可決 確定せられ んこ とを 希望 致します。 

〔「锊 成 」 r 異議な し異 11 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0 議長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 誘に 御 異議がない 
ものと 認めます、 即ち 此兩 案は IW. ちに 二讀會 に 付し 
議案 全部を 議題と 致します。 

輕便鐵 道 法 中 改正 法律案  第二 if 會 (確 
定議〕 

軌道 條例中 改正 法律案  第二 讀會 (確 
定議〕 

^  〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 三 rl 會を省 
略して 委員長 報告 通り 可決 確定した る ことを 宣吿致 
します。 

〇恒松 隆慶宕 唯今 日本勸 業 銀行 法外 二 案が、 委員 
長報冉 通り 議了に なりました、 此 等の 問題に 聯關致 
しまして，# に 農工 銀行 佚 中 改正案を 本員が 提 , 'II 致 
しました が、 此 問題に 付て ほ 篤と 攻究 致したい 考が 

ございます ので、 どぅか 此 場合 本會の 同意を 得 まし 

て一應 撤回 致したい と 云 ふこと を 申出ます、 どぅか 

御 許可 あらん ことを 希 a 致します。 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 恒松君 の 撤回の is に 御 異議 ほ 

ありませ ぬか。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 即ち 

撤回を 許可せられ ました I 日程の 第 七 •第 八、 第 

九は 同一 委員に 付託した る 議案なる に 依り •一括し 

て 議題と なすに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「興 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異胬な しと， 認めます 、乃ち 


一括して P. 題と し， 委員長の 報带を 求めます —— 場 
淺凡平 君。 

〇 田 中隆 三君是 ょり 物 ® 調節に 關 する 委負合 を 開 
きたいと 思 ひます、 御 許可を ^ ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 萩亮君 決算 委員 會を 開きたい と 思 ひます、 委員 
の 諸君は 決算 委員 室へ 御 集りを 願 ひます。 - 

第 七 刑法电 改正 法律案 C 赤尾彥 作 君 提出 
〕  第 |讀 宵の 續 (委員長 報吿〕 

第 八 入 權 保護に 關 する 法律案 (高木 益 太 
郎君 提出) 第一 讀 會の綏 (委員長 
報告) 

第 九 刑事訴訟法 中 改正 法律案 (高木 益 太 
郎君 提出) 第一 讀 會の績 (委員長 
報吿〕 

〔湯 淺凡平 君 登壇〕 

〇 湯 淺凡平 君 本案 委員 會の顚 末を 御 報告 致します 
委員 會に 於き ましては 刑法 中 改正 法律案， 人 11 保 li 
に關 する 法律案， 並に 刑事訴訟法 中 改正 法律案、 此 
三 案は 其 趣意に 於き ましても 亦 目的に 於き ましても 
同一 性質の ものであります が 故に、 此三 案を 一括 致 
しまして、 審議を 致す ことに 決定 致しました、 本案 
は 申す まで もな く  •人權 の 擁護に 關する 重大なる 問 
題であります が 故に、 委員 會に 於き ましては 愼重な 
る蒗 議を盡 しまして •政府に 對して も K 々質問 應答 
を 致しました 結果、 或は 協 _會 を 開き-或は 懇談 會 
を 催しまして、 熟 g の 結果 其 間に 於き まして 修正案 
の 起草され ました こと も 三回に 及んだ 程の 次第で あ 
ります、 其 結果 此三 案に 對 しまして 一の 修正案を 得 
ました ことは、 旣に 書類に 依て 御報吿 致した 次第で 
あります、 而 して 修正案に 對 しまして は. 政府の 方 
で ほ 其 趣意に 於て は 反對は ない と 云 ふので あります 
固ょり 官吏 或は 之に 關係 する 所の 者が 訊問を 行 ふと 
か、 或 ほ 取調を なすと 云 ふ 際に 於き まして •詐 言を 
用 ひると か 或は 恐嚇を なすと 云 ふことは 許す ベから 
ざる ことで あつて •相當 の 制裁を 加へ るの ほ 常然の 
次第で あるけれ ども、 旣に 刑法の 第 百 九十 三 條に於 
て， 之に 該當 すべき 規定の ある 以上は、 又 近々 此刑 
事 訴訟法の 改正と 云 ふこと が 行 ほれる ので ある、 政 
府の 見 ^ では、 次の 議會に 於て - I'A ず 提案を したいと 
云 ふ 希望を 持って Ipr るので ある •而 して此 改正案に 
は此 等に 關 する 規定 も それ < 包含され る ことで あ 


らうと 思 ふから、 今の !' ■= に 方つ て 現行法に 改正を 旬 
へる とか、 或は 特 W な 法律 を fr: ると 云 ふやうな こ 
とを なされず とも •其 目的；！ i 達せら る、 であらう と 
云 ふの が一 茼條 であります、 此 (ft 正 案に 官吏 又は 其 
職務を 補助す る 所の ものは 云々 と あり、 而 して 官吏 
の 次に 公吏が 入れて ない と 云 ふこと if 不公平では 
ないかと 云ふ說 が 有つ たのであります* 伸ながら 此 
百 九十 三條と 云 ふ ものは 諸君の 御 承知の 如く、 果し 
て 是が 政府の 言 ふが 如き 唯今 日々 行は れて居 る \嵇 
蹂|1の茁馊に對して1悉く適用されるや否やは頗る 
疑問である、此人_蹂觸の«實ほ捋日行はれて居る 
然るに 之に 對 して 政府は 總て百 九十 三條を 適用した 
る やと 質問した るに、 一 も 其 例 ほない と 云 ふ、 旁々 
W ちまして 此百 九十 三條が ある 爲に •本案の 制定 •か 
不必要と 云 ふ 議論 ほ 立たぬ と 思 ひます、 又 刑事訴訟 
法の 改正は 詰り 未来に 慰し まして、 果して 次の 誘# 
に 提出され る や 否やと 云 ふこと も、 今日ょ 〇预 見す 
る ことが 出来ない のであります、 又提 出されました 
所で、 果して 吾々 の 目的が 達せられる や 否やと 云 ふ 
こと も、 是亦 分らない のであります、 夫 故に 此等の 
政府の 反對は 兎に角と 致しまして， 委員 @- に 於き ま 
しては 滿場 一致を 以て、 此修正 案 ほ 可決 致した ので 
あります、 惟 ふに 本案と 同じ 性質の 議案が •旣に 本 
院に 於き ましては、 一度 滿坳 一致を 以て 可決 致した 
る所の例があるのであります、而して事は荷も人擗 
の擁 _ に關 する 重大問題で ございます るから、 a 族 
院に 於き ましても ® 手を m げて 御饩 成になる こと、 
信じて 居ります、 右の通り 御 報吿を 申 上げます、 諸 
君の 滿場 一致の 御 賛成を 希筚す る 次第であります ( 
拍手 起る) 

〇 中 西 六 三郞君 議長り 

0_ 長 (大岡 育造 封〕 中 西 六 三郞君 。 

〔中 西 六三郞 君登增 〕 

〔拍手 起る j 

0 中 西 六 三 郎君 本員は 唯今 委負 長ょり 報吿 になり 
ましたる 修正に 對して •深き 疑を 懐きました が 故に _ 
一應 質問を 致して 置きたい と 思 ふ >  忤 正の 法案は 御 
手許に あります る 通りに、 獨立 しました る 一 ® の W 
行 律であつて、 其內容 ほ 「官吏 又は 之 か 職務を 補 BJ 
する 者 其 職務を 行 ふに 當り恐 嚇又ほ 詐言 を )- II ひたる 
とき ほ 三月 以下の 懲役 若は 禁錮 又は 百圓以 下の 罰金 
に處 す」 其 丈の 意味 合の 立法で ある、 之を 約め て 申 
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します ると •凡そ 帝 K に 於て 有 ゆる 官吏 •司法 行政 
其 他 一般の 官吏 若く ! 3: 其官 史 の 職務を 補助す る 人々 
が 其 職務を 執行 ふ 際に 當つ て， 如何なる 動機に 於て 
も、 亦 如何なる H 的に 於ても、 苟も 恐嚇 或は 詐 言を 
用 ひたる 者は 刑罰を 以て S する， 斯ぅ 云 ふ 非常な ! 3( 
汎な 法律で ある、 成程 恐嚇 又は 詐 言と 云 ふことは 不 
德の 行爲に 相違ない 、常人 之を 爲すも 亦 不良で ござ 
います、 苟も 身官史 として •而も 其 職務を 収扱 ふに 
際して、 恐嚇 或は 詐言を 用 ひる ことの 忌むべき ほ 言 
ふまで もない、 併ながら 官吏は 自から 其 位地に 對す 
る 責任の あると 共に •又 其 裏 nE に 於て 制裁が ある， 
所謂 免職 其 他 懲罰の 途が あります、 常人 ほ 夫 等の 關 
係は ない が •官吏には 其 位 池に 伴 ふたる 制裁が 自か 
ら備は つて屛 るに も拘 はらず、 如何なる 場合に 於て 

も、 如何なる H 的に 於ても、 役人が 嘘を 言へ ば H ち 

に體刑 若く は §3 金を 以て 律す ると 云 ふ 如き •廣汎 な 

る 立法が、 今日 唯今 如何なる 程度 迄 必要を 生じた の 

であるかと 云 ふこと を 疑 ふので ある •今日の 帝國の 

一般の 官吏の 状態に 於き まして、 嘘を 言へ ば 免職 若 

くは 其 他の 懲戒を . y てして 足らず、 刑罰を 以て 之に 

臨まなければ ならない と 云 ふ ijj を •國 家が 認むる 丈 

け、 夫 程 何等か 顯湃な る狀 態が あるで ござり ませぅ 

か、 我 岡の 官吏は 時として ほ、 社 會の實 際 狀 態に 迂 

遠なる が e に， Jt 職務の 執行に 迂濶の 誹を 動と もす 

れぱ 受ける ことがある が、 其 品性に 於て 其 思想に 於 

て ほ 寧ろ 吾々 は 他の 多くの 國と 比して、 何等 遜色は 

ない と 信じて 居る、 此 一般の ■!? 吏に 向つて 遽に斯 の 

如き 立法を S. す ると S ふ 事は、 本員 甚だ 之を 疑 ふ， 

惟 ふに 斯棵な 修正案の 生れた る 其 動機は、 赤 尾彥作 

君の 提出に 係る 刑法 中 改正 法律案、 高木 益 太郞 君の 

提出に 係る 入® 保 M に閱 する 法律 案、 刑事訴訟法 中 

改正 法律案、 此三 案の 委 M 會に 於ての 審査の 結果が 

斯の 如き ものを 生じ 来つ たので あるが 故に、 もと も 

と 司法官 若く は 司法 拜察官 等が、 其 司法 事務を 取扱 

ふ 上に 於ての 最近の Iffl 向が 甚だ 面白から ぬ 爲に •之 

に對 しての 矯正の 目的を 以て 生した る、 其 法案の 審 

査の 結果が tt 處に 及んだ ものであるから •此 修正案 

の內容 を爲す 所の 趣旨は， 矢 張 裁判 檢察 若く は 臀 察 

事務に 於て、 訊問 又は 搜齐 に當 つての 跺力行 爲に付 

て、 特段な 制裁が 必要を 認められた 爲 めの 意味を 含 

んで 居る のでは あるまい かと 思 ふが、 併ながら 斯樣 

な 意味に 於て 生れた る 三 案を ■薄 査の 結果 菜て X 仕 


舞つて， さう して 新に斯 の 如き 賭き 意味の 立法を 致 
したいと 云 ふ 以上は、 一た ぴ此法 が 制定され ました 
嘵に は， 文理 解 釋上矢 張此廣 き 法文の 範圍に 於て、 
是が腱 用され る ことになる •是は 私は 深く 考鬧 をせ 
なければ ならない ことでは あるまい かと 思 ふ， 此修 
正 案が 初めて 職 權を 以て 訊問を 爲す 場合、 若く ば搜 
査を する 場合、 何等か 其 場合が 限定され て 居ります 
るか、 或は 又 其 目的が 指示され て 居ります るか、 特 
に 多少の 限定を 見るならば， それに 於て 意味 ほ 分る 
が •凡そ 嘘を 言へ ば Is ちに 刑罰に 處 する •それが 有 
ゆる 役人に 向つ て 適用され ると 云 ふ 如きは， 甚だ 實 
際の 上に 必袈な ら ざる 感が ある •凡そ 刑罰 法は 極め 
て 必要な 時に 於て 制定され る もので あつて、 濫りに 
必要なら ざるに 刑罰 法を 設く ると 云 ふは、 所謂 濫刑 
の 慮が ありまして •深く ^ むべき 筈で あらう と 思 ふ 
此の點 に 於て 私は 此の 修正の 眞 意に 付て 疑を 有し ま 
したが 故に、 此の 質問を 發した ので、 委員長に 於 か 
れ まして •委 負 會に 於いて 此の 種の 議論が 現れた の 
ならば •其 現れた 範圍に 於て 御說 明を 願へ ば滿 足を 
致します るが、 若し 委員 會に 於て 唯今 本員が 質問す 
る 如き 議論が 現は れな いと 致し ますれば •委員長が 
委員 會の 意見と しての 御 答 辯は. 不便で あるか も 知 
れませ ぬから* 左様な 場合に 於き まして ほ、 ^ 員會 
に 於て 此 修正に 御 同意に なりました る 委員 諸君の 誰 
方から なりと も 御 說 明を 仰ぎたい ので あると 共に、 
又 今 委員長の 御 報告に fe ると、 司法 省の 政府 委員 ほ 
大體に 同 1C された と 承りました が、 司法 省の 政府 委 
員は、 現在 帝 國に 於て 官吏を 取締る のに、 斯の 如き 
立法を 耍 すると 云 ふこと を 是認して、 之に 同意を 表 
された ことが 果して 事實 であり ませう か、 »1 今 本員 

が 質問す る 如き 關係を •政府に 於て 如何に 解釋 さる 

、かと 云 ふこと を， 政府 姿 M より 御 答 辯を 望みます 

0 赤 3® 音 作 君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 赤 尾 君。 

0 湯 淺凡平 君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 赤 尾 君に 許しました。 

0 湯 淺凡平 君 唯今 委員長に 對して 質問が ありまし 

たから* 御 答 辯を 申したい と 思 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 赤 尾 君 如何であります か、 同 

じこと ならば 委員長に 尋ねられた のであります から 

〇 赤 尾 彥作君 巨細に 答へ たら 宜しい。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 然らぱ 93 員 長が 答 へられて、 


倚 ほ 不足な 事が あつたなら ば …… どう 云 ふこと にな 
つたので あります か 赤 尾 君に 譲られた のです か ：：： 
〔赤 尾 彥作君 登壇〕 

0 赤 尾 彥作君 唯今 中 西 君から •詳細なる 御意 見を 
御 述べに なりまして の 御 質問で ございました から， 
吾々 委員の 考及ぴ 修正案を 提 m 致しました 目的を、 
簡單に 御 答を 申卜； けます、 此 修正案が 成立ちました 
—— 成案が 出来ました 徑路 に付きまして ほ、 色々 道 
行が ございます るが. 其 道行に 付きまして は 委員長 
から 大體申 上げました から-重ねて 申 上げる ことは 
省きます、 而 して 此 修正案の 成案を 得ました のは > 
要するに 本員が 刑法の 改正案と 致しまして •現行 刑 
法の 百 九十 五條の 裁判 檢察警 察の 職務を 行 ひ、 又は 
其 職務を 補助す る 者の みに 限りまして、 此 公務員が 
被吿人 若く (X 關係 者に 對 しまして、 詐言 若く は 恐嚇 
を 加へ ました 場合に、 之を 随 罰 する の 目的を 以ちま 
して •提案を 致した 次第で ございます るが、 其 提案 
に對 しまして 司法 當局の 意嚮に 依ります ると、 i? 判 
檢察瞥 察の 事務に 從事 して 居る 官吏の みならず、 其 
他 現行の 谷 法規に 依ります ると 云 ふと •被吿 人 若く 
は 關係 者に 對 しまして、 訊問 權を 有して 居る 所の 官 
吏が、 數限 りなく ある •夫 等の 者に 對 しては 如何に 
詐言を 用 ひましても， 又 恐嚇を 用 ひましても、 罰し 
ない と 云 ふのは 不公平では ありは しない かと 云 ふ 
やうな 意見 もありまして、 又 吾々 も 考慮し ました 結 
果 •試に 現行の 法律を 調べて 見ます ると 云 ふと、 間 
接 國税犯 則 者魃分 法の 如き 法律を 見ます と、 税務官 
吏が 納税者 若く は 國 民に 對 しまして >  種 々な 訊問 ffl 
を 有して 居る のです、 是 等の 官吏が 納税者 若く は 國 
民に 向 ひまして、 恐嚇 乂は詐 言を 加へ て 非行を 行つ 
た 場合に、 之を 放任して 置く と 云 ふ 事は 如何な もの 
であらう かと 云 ふ感を 持ちました* 又 毒物 取締 規則 
等に も 被 fr 人 若く ほ 關係者 等を 訊問す る 所の 權 限を 
或る W 吏に 與へ てあります、 其他關 税法 等に 於き ま 
しても 同樣に 訊問 權が あります るので 是等 の官 a': が. 
其 職務を 行 ふに 當 りまして •納税者 若く は 國 民に 職 
權を 濫用 致しまして、 恐嚇 若く は 詐言を 用 ひて ^ 々 
の權 利を 蹂躪 致しました 場合に 之を 不問に付 すと 云 
ふ 事は 如何な もので あらう かと 云 ふ 事を •吾々 深く 
考慮を 致しました •殊に 此兩 三年 此方の 傾向を 見 ま 
すると 云 ふと •收税 官吏が 其 職 _ を 濫用 致しまして 
納税 義務 者 及 吾々 國民 に對 して， 注々 非行を 行つ て 


居る と 云 ふ 事は 是は 周知の 事實で 、諸君 も 御 承知の 
事と 思 ひます， 故に 刑法の 百 九十 五條の 改正を 致し 
ましたの みでは， 此 弊害を 防ぐ と 云 ふ 事は 到底 出来 
ませぬ 爲 めに (•修正案を 一 ^ 成案を 描へ まして 官吏 
處 K に關 する 法律案と 云 ふこと に 改めました 次第で 
あります、 併ながら 此 官吏 處罰 に關 する 法律案と 云 
ひましても，， 人民 若く は 納税者 等に 何等の 關係 のな 
い 官吏 同士で 或は 談話を し •官吏の 仲間同士で 多少 
の 非行を 行 ひましても. さぅ 云 ふ行爲 を ilj すると 云 
ふ 目的では ございませぬ、 要するに 本 修正案に 依り 
まして S する 目的 ほ •被告人 若く は關係 者に 對 しま 
して ■訊問 權又は 搜査權 を 有する 所の 官吏、 若く は 
之を 補助す る 所の 公務員が、 其 職務を 行 ふに 當りま 
して、 修正案の 如く 恐嚇 x {± 詐言を 用 ひたる 場合を 
罰する と 云 ふの が、 ^- 案の 趣意で ございま する •是 
丈 御 答 致しましたなら ぱ ，御 分り 下さつ たこと、 思 
ひます、 もぅ 一つ 政府が 此 案に 同意した 如くに 御 11 
取に なつて 居る かも 知れ ませぬ が、 同意した と 云 ふ 
譯で はあり ませぬ、 唯々 同じ 官吏で ありな から、 裁 
判官 若く は檢察 事務に 從 事して 居る 者の みを 罰して 
收稅官 其 他の 訊問 權を 有して 居ります 者を 處 id しな 
いのは、 不公平で ないか、 不公平な 案で ほ 絕對に 反 
對 致します るが、 公平の 案であるなら ば •表面に 同 
意を 表する y とは 出来 ませぬ が •刑法の 疑問の 條文 
を 疑 ひなく 疑問を 除く と 云 ふこと に 付て は、 强て反 
對を 致さない と 云 ふこと を 申された に過ぎない、 是 
丈 御 答を 申 上げます c 拍手す る 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 譖會を 開く や 否やを 
御 諮りを 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 若〕 二 讀會を 開く に 御 異議ない と 
認めます- 仍て 本案は 二 讀會を 開く に 決しました。 
0 岩 崎黝 君此三 案に 付きまして け、 重要なる 修正 
が 報告せられ て あるので あります から、 直ちに 二讀 
會を 開かず、 是は 制規に 依り 追て 二 讀會を 開かれむ 
ことを 望みます。 

〔「賛成々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) ■是は 別段に 今日 開く と 云 ふ發 
議が あつて •決を 採る ことであります から、 次の 日 

程に 移ります - 日程 第 十 「トラ ホ ーム J 病豫防 

亿 關 する 建議案を 議題と 致します、 提出者 行德健 男 
君。 

四 一九 


刑法 中 改正 法律案、 人跺保 護に 關する 法律案， 刑事訴訟法 中 改正 法律案 第一 if 會の續 
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四 二 〇 


第 十 「トラ ホ ー ム _ 病豫防 に關 する 建議 
案 (行 德健男 君 提出 ン 
「トラ ホーム J 病豫 防に 關 する 建議案 
「トラ ホ— ム」 病 裸 防に 關す る述議 
「トラ ホ ーム I 病毒の 我 か國民 に 滲淫 する や 頗る 
廣汎 にして 產業 、徵兵 及 海外 移民に 及 ほす 障害 亦 
甚た大 なり 政府 ほ 速に 適當の 法令を 制定し 該 病の 
豫防 撲滅に 努められむ ことを 望む 
右魏議 す 

〔行 德健男 君 登®〕 

0 行 德健男 君 私は 本案を 提出 致しました 理由を、 
極めて 單 簡に說 明を 致さぅ と 思 ひます、 元來此 「卜 
ラ ホーム J と 云 ふ 病氣は 、生命に 危險を 及ぼす と 云 

ふやぅな 病 氣でほ ない のであります、 併ながら 此病 

毒は 我國 民の 間に 於き まして、 老幼の 別無く 父 男女 

の 興 同を 問 ほず して、 廣く蔓 延 して 居る ので ありま 

す， 隨て此 病 SJ の爲 に我國 家事 業に 障碍を 及ぼして 

居る こと も •亦 決して ® なくない のであります が、 

例へ ば 此國 防の 充實と 云 ふ 事に 付きましても， 旣に 

二十 五 師幽或 は 八 八 11 隊を 完成す ると 云 ふ 事は、 是 

は旣定 の 計 盡で ありまして、 今ょり 將來に 於て 多數 

の 兵員を 耍 すると 云 ふことは、 是 ほ 明かなる 事で あ 

ります、 所が 此徴 兵檢査 の 成 緩に 依ります ると、 壯 

丁の 百 人に 付 約 二十 人位の 「トラ ホーム ー 患者を 見 

(1- すので あります、 又此 「トラ ホ I ム」 なる ものが 

殊に 下 ® 民に 最も 多く擴 つて /?? る 所を 見ます ると、 

此 下層 民から して 健全の 兵を 撰 m すと 云 ふこと ほ、 

非常に 困難の «f であります る、 現に 今徵 兵を 出して 

居ります る狀勝 を 見ましても 1 其輕き 者は 矢 張 現役 

に 探 用して 居る 場合であります からして.. 若し 是が. 

一日； 有事の 時に 於き ましては、 非常に 不碼 生の 生活 

を爲 さなければ ならぬ のであります から •轉 •き 病氣 

も m き 病 氣に變 じて‘ 唯々 其 者が 兵役に 堪へ ない 者 

になる 許りでなく、 終には® 金なる 所の 戰友 にも 及 

んで •非常なる 危害を 来す のであります、 又 今日の 

國情 から 見ましても •生產 の發達 或 ほ 振作を しなけ 

れぱ ならぬ と 云 ふこと ほ、 是は 申す まで もない こと 

であります るが、 此各 ：丄 業に 從 事して 居る 所の 職工 

を 調査して 見ます ると •多き は 四十 六人少 くも 十 名 

の 「トラ ホ ーム」 思 者を 百 人中に 見る と 云 ふやうな 

狀態で あります、 して 見ます ると 我@ の生產 の 能率 


に 向つ て* どんなに 損害を 及して 居る かと 云 ふこと 
も、 自ら 分つ て來 るので あります、 又我國 民の 蕃殖 
增加 率から 見ましても、 亦 大和民族の 發展 上から 申 
しましても-海外に 移民を すると 云 ふ 事 13; 最も 今日 
必要な 事であります る、 で 其 移民を 致します る 所の 
場所に付て，最も有利と認められまする所ほ、是ほ 
北米 合 衆 國域內 と 私 ほ 信じます るが、 此域內 に 於き 
ましては 「トラ ホ ー ム J 思 表 ほ 輸入を 禁じて 居る の 
であります、 隨て此 有益なる 移民 事業に 對 して 「卜 
ラ ホ 1 ム」 が 障碍を 及ぼす と 云 ふこと も、 亦 甚だ 多 
大なる ことで あらぅ と 思 ふので あります， 斯樣 な狀 
態であります るから して、 此 「トラ ホ— ム」 なる も 
のは、 唯々 個人が 其 疾病に 惱む 許りでなく、 國 家事 
業に 多大の 影響を及ぼす のであります からして、 此 
際 政府に 於き まして ほ 適當 なる 方法を 設けられて， 
此病 毒の 豫防 撲滅を 企てられん ことを 希菌 する 次第 
で ござります 1 どぅか 滿 場の 諸君、 御暨 成を 願 ひた 
いと 思 ひます (拍手 起る) 

0 岩崎勸 君 本案 {t 議長 指名を 以て 九 名の 黍 員に 付 
託せられん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _あ り ま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育 道 君) 御 異議ない と 認めます、 仍て 
本案 ほ 議長 指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 致し ま 
した、 日程 第 十一、 北海道 鐵道 7T 成に 關 する 建議案 

を 議題と 致します - 提出者 中 西 六三郞 君。 

第 十一 北海道 鐵道 完成に 關 する 建議案 
(中 西 六 三 郎君 外 二 名 提出) 
北海道 鐵道 完成に 關 する 建議案 
北海道 鐵道 完成に 關 する 建議 

政府は 時局の 要求に 鑑み 物資の 自給 國 防の 充實を 

期し 速に 北海道 鐵道 完成の 計畫を 確立せられ むこ 

とを 菌む 

右 建議す 

〔中 西 六三郞 財 登壇 J 

0 中 西 六三郞 君 太 員は 提出者の 一人と 致しまして 

本 建議案 提出の 理由を 說明 致します、 北海道の 開拓 

の 必要で あると 云 ふことは、 迅く 朝野の 間に 認めら 

れて 居る 所でありまして、 現に 前期 議會に 於て、 北 

海道 開拓の 根本を なします る 拓殖 繼結 計® が 議定 さ 

れ まして、 其當時 同時に 鐵 道の 延長の 必要で あると 


云 ふ 事 も is めら れて 、一般の 羧道會 計に te らず して 
北海道 ほ 特に 拓殖 费の 中から 利子の 支辨を なして、 
北海道に 限つ て 別に 鐵道 公® を拉 へて 延長す る， 左 
樣な 特例 さへ も 議定され て 居る から ，喵 今に 至り ま 
して 吾々 が 新ら しく 北海道の 開拓の 爲に鍅 道の 延長 
の 必要を 說く 要は 認めぬ のであります るが、 特に 新 
たに 爰に斯 の 如き 孰 謬を 致す と 云 ふことの 必要に 迫 
りました る理山 ほ、 豫て定 つて 居ります る鐵 道に ® 
て、 元ょ 〇杲が 北海道の 鐵 道の總 てで あると 云 ふの 
で ほな く、 昨年 利子 wi 給の 誘： 決を 致します る 際に 於 
きましても、 此 外に 尙ほ鐵 道院に 於て 鐵道會 計に 依 
らず して* 北海道の 鐵道ほ 延長を すると 云 ふ 事を 條 
件と して 議決に なつて 居る のであります から、 定め 
て 鐵道院 に 於ても 今日 定つた る 以外に 於て 尙ほ能 ふ 
限り 延長の 計 ffi をされ る 事で あらう と 思 ふが 併な が 
ら 此 北海道の 鐵道ほ 所謂 拓 m 鐵 道であつて、 昔 通の 
普通の 事情であるなら ば I 未開の 地に 鐵 道を 架けて 
さう して 其鐵 道の 効力が 十分に 現 ! X れ るまでに ほ、 
應 分の 期間が あるべき 窖の ものであるのに •近 來北 
海道の 事情は 實に 驚くべき 勢で ございまして、 是は 
洵に 喜ぶべき 事であります が， 未開の 地に 鍅 道を 敷 
きます ると、 待ち受けた 如くに 貨物が 集ります、 新 
らしい 鏺 道程 却て さう であつ て‘ 奥に 行けば 行く 程 
甚だしい のであります 、現に 近年の 有樣ほ 北海道は 
奥に 這 入ります 程 I 言葉を 換 へて a へば 新ら しい 
鐵道が 敷ける 所 程*  K 物が 停 滯 致して t: る 有_で 
あります、 斯樣な 次第であります から、 北海道 ほ 拓殖 
鐵 道と 云 ふ 名 ほ あれ ども、 實は餺 道經濟 から 申し ま 
しても •延長 すれば する 丈け 利益が 伴 ふので ありま 
す、 殊に 北稆 道に 付て ほ 從來定 つて 居る 鐵道ほ 萬ら 
未開地の 方を 開く 爲 に、 奧へ奧 へと M 入つ て 居る _ 
であります が、 中々 餺道が 今 申す やうな 有樣で •貨 
物を 吸收す る爲 にどう しても 今日に あつて ほ 新たに 
H 風を 立てまして‘ 迂廻 をす る 線を 桁へ て •丁度 復 
線 作用を 現は す やうな H 風を 立てなければ， 唯今 出 
来て 居る 鐵道自 體の綷 濟の上 に 於ても ■甚だ 不利益 
であるの みならず、 又 其迁 5P1 線を 作ります ことが、 
直ちに 其方 面に 非常なる 開發を 促す のであります、 
今日 斯の 如き 勢の 時に 於て こそ 奮 _ 一番して、 十分 
に此鐵 道の 延長を 爲し •さう L て鐵 道. 純 濟の爲 に 適 
常なる 線路を 撰んで、 速 かに 此 勢を 助ける、 是が最 
も 急なる 狀 態に 迫つ て參つ たこと を 見受ける ので あ 


ります、 それと 共に 豫て ;?. ." 0 開拓と 云 ふこ 
とに 目標を 鼸 いて、 其® 道の 速 捋を 致して 居り まし 
たが •迈近に至りまして |3: 、新に1 0 老-逝を加へな 
ければ ならぬ 事情を 見出した のであります '. それは 
御 承知の 通りに、 唯今の 北： 1 逋ほ 室 №1 が 製 鋇 iT  , 
して 居りまして、 武器の 製造に 従 >]!: して 居る、 又 T- 
炭が 大部分 北海道から m て 居る、 一朝 tT yf の 日に ？.' T 
〇 ますれば、 武器の 製造所の 愛 闹 と 云 ひ、 石炭の 祐 
出と 云 ふこと に 向つ て、 苟も 障 6y 無から しむる と 公 
ふことほ、國防の上に於ても缺くべからざる關係を 
見る に 至つ たのであります •餌に 日 故 硪牮の 時分に 
ほ、 北海 S が 大部 閑却され て 居りました' か 今 U の 阀 
防から 申せば， 北海道の 守備は lit 等の； ; L< 味に 於て 非 
常に 必要で ある、 况や其 以外に 食料を 北海 造から 拽 
給す る fi も 亦 甚だ 多い のであります， 故に 今： 2 ほ - 7/ 
し 有事の 日に 當つて •北海道の 鐵通が 如 何に 活用 さ 
れる かと 云 ふこと を考 へて 見なければ ならぬ やぅに 
なつた のであります、 然るに 武器の 製造所の 在る 策 
蘭の 如き、 又 海峡に 接して 居る兩 館の 如き、 小德の 
如き、 有斟の 日に 當 つて： S も 問題の 殺生すべき； iff ®- 
函館 ，小 ® 、 此 等の 連絡に 向つ てす 7 常に： 个 完全で あ 
る、 非常に 迂 廻して、 非常に 時間を ?! i さなければ 交 
通が 川 来ない、 斯ぅ 云 ふ有铙 である •期の 如くに し 
て 將來國 防の 上に 於て ia tis なきや 内 や、 本 ii ほ； IK く 
之を蜓 闌 する •故に 政府に 於き まして、 前 I'.: 申す： ill! 
りに、 今の 勢を 利用して， R 部の 關發に 向つ て 一段 
の 効を 舉げる 目的に 向つ て、 又 それと 共に 一而は 幽 
防の 上から 遨憾な からしむ る 目的に 於て •此 機 ^ に 
十分に 北海道の 鐵 镝 ほ、 將來如 何なる 方式に 於て 如 
何に 延長すべき やと 云 ふこと を •確定す る li-f の 必要 
を認 むる のであります が 故に、 特に 此纽談 帘を提 出 
した 次第であります、 宜しく 御木 讖を 筘菌 致します 
0 岩 崎 1) 君 本案は 議挺 指 ti を 以て 九 名の 委員に fj' 
託せられん ことを 諸み ます。 

〔「 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長、， 大岡 育造 对)岩崎君の動艱に御职、懿がない 
と 認めます、 即ち 本. K ほ _長指 茗を以 て、 九 名の 委 

員に 付託す る ことに 決します - H 程 f5 十二 •藍 岐 

對島本 十 間 交通 運輸の 設 龆 に關 する妞 _案 を議 と 
致します，® 員 ]< 不在に份，卯小秋出扒之介 ^' 、 

第 十二 壹岐 對島本 土 問 交通 運輸の 設肺に 
關 する 建議案 C 牧山耕 缺 fv 外 二 名 


衆 句 鎅國帝 回 十 ド; 第 


提出) (委 M 長 ^ 吿) 

【秋 田 货 之 介 vf 登 ® 】 
f 拍手 ffi る〕 

〇 秋 田 寅 之 介 君 本案の 姿 a 會の綷 渦 及 結果を 御 報 
锴 致します、 本案に 付きまして 姿 員會を 開きます る 
こと 前後 四冋で ありました、 而して 谷 委員は 熟 心に 
研究せられ •十分の 質問 應答 をされ たのであります 
又 傾 $ に vl? sl を 致された のであります、 而し て此委 
員 ^ は、 本军 に對 しまして は、 一致を 以て nf 決した 
の. であります、 今！： 問腮 答の槪 要を 說明 致します れ 
ば、 委 員會 は 遞 m 省 政府 委 M の 出席は 勿論で ありま 
すが、 其 政府 委 fl の 外に， 陸 班 省の 政 W 委 s の m 席 
も 求めた のであります、 是は諸 s の 御 承知の 如く、 
對岛 には 陸海 軍 共國防 の 設備が あるので あります か 

ら 、國防 上の 見地から、 本案に 對 する 常 局の 窓 見を 

防 く 必要が あると 思つ たからであります、 就中 陸 ¥ 

は ® I'm 險及 重砲 大隊 等が ありまして、 夫 等の 交通 _ 

閥は •唯今 ro 議案に なつて 居る 所の 航路の： つが あ 

るの みであります、 然るに 陸 * 4i 省ょりは 山 田 陸軍 次 

官 •か 御 出席に なつた のであります" 仍て谷 委員は 木 

案に 對 する 陸 ig 省の 意見を 贈 かれた ので ある •然る 

に 陸： ホ 當岗は •本案は M も 必要の ことで あり‘ 一日 

も 早く 此 航路の 完 ii が 出來る ことを 希望す るので あ 

ると 云 ふやぅな 御 説明で あつたので あります、 是に 

由つて 之を ffij まする も本举 が 如何に 必要なる かと 云 

ふ iK は 此陸屯 次官の 御 18 明に 依つ て も 明かな もので 

あります、 又 大正 3T 年 十二月 十八 日、 中 田 侍從武 官 

が 柴師剛 長 聞 下を隨 行と して、 黝島 に 御出でになつ 

たので ある •然るに 其 時 も K- 船の 小さい こと、 老朽 

奶なる ことに 付て 酷く 御 fis じに なつて、 此 m 耍なる 

耍掘 に斯 る不完 哺 なる 交通 椴關 では  >  到底 陸海 -.! i の 

國 防 上に 於ても ? £ だ 滿足す る ことが / 15 來ぬと K ふの 

であつ て‘ 是 は® 端なる 說 かも 知れ ませぬ が •自分 

が歸 つたら ば , «• 內大 &: に 其 事を 申して、 此 航路の 完 

g を N ると 云 ふこと 迄 も 言は れたと 云 ふこと であり 

ます* 本案に 對 しまして® {,-? -?!■ 政府 委 只 は、 至極 尤 

もの 訊 謎 ^ であると 云 ふこと を 認めて； £ るが* 此等 

の祺ほ 地方廳 及大級 省との 關係に 依て やる ことで あ 

るから、 遞信省 •か M ちに 承詢す ると 云 ふことの 言明 

の出來ぬのを，苒だ ^ 拆とする所であると云ふこと 

を 仰せに なつた ので ある •併ながら 必要と 云 ふこと 

ほ 認めて 居る ので あるから 、商ち に 調 W に 著 手して 

詔 願 00 


十分に 取調の 上 •一日 も：： 十く 此违謎 案の 趣旨に 副 ひ 
たいと 云 ふ S 味を 以て ff 明され たのであります、 本 
案に 對 して ±r 旣に提 一条 者ょり 木 a- 顧に 於て 大要 述 
べられ、又 5£ _案の理屮書等にも槪略記載してあり 
ますから， 太 員は lit. 所で 残 返して 說明を 致す ことは 
街き ます， 唯々 二 三 嬰 點を御 參考迄 に 申 上げたい と 
思 ふので あります •それは 置 岐對島 の 如き 離島に、 
他に 航路 袖 助 若く ば 航海の 完備に 付て 補助して 居る 
所の 例が あるかと 云 ふこと であります が、 是は 諸君 
御承知の如く、本年の豫》にも_製されてあります 
小 笠 原 諸 B •沖 棚 諸島、 鹿 5d 島 縣の大 島、 近く ほ 島 
极 縣の隱 岐の 如き 例が あるので あります、 第二には 
此航 海が 一朝 社！； する ことになります ると、 毎日 受 
けて 枵 る 所の 郵便物 •出す 所の 郵便物 •是 等は 直ち 
に ft 復 する ことが 出来ない のであります、 又 陸軍が 
如何に 急用が あつて、 此 鱉娴 陳及 重砲 大隊に 對 して 
钭 信を せんとせられ て も. m 信の 外は •史に 出来ぬ の 
であります、 又 長 崎縣' 一が 對馬 島 fti に對 して、 命令 
監督を なさん としても 、其 船が 無ければ 直ちに 監督 
の 上に 故障を 生ずる のであります， 又 司法官 憩が 司 
法權の 執行に 關 しまして* それを 行 ふこと が 出來ぬ 
と 云 ふこと になる のであります、 况や砘 產興業 に 於 
ける損 «? :は寶に大なるものであります>前申上げま 
する やぅな 次第であります から， 委員 會は滿 場 一致 
を 以て HT 決 致した のであります、 願く は 滿 場の 諸君 
に 於 かれましても 御 賛成 下されまして、 滿場 一致を 
以 て SJ 決 あらん ことを 切に 希紹 致します >  此 段報吿 
致します (拍手 起る) 

0 岩 崎 ®) 君 本案は 姿 員 長 代理 秋 田 君の 報告 通り 0; 
決せられん ことを： 和 望 致します。 

〔 I 質 成と 呼 ふ 者 あり〕 

〇鄧 畏 (大岡 育造 君〕 木 案を 採用す るに 御 誠 誘 ほ あ 

り ませぬ か。 

〔「興 葯な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御 異 _なけ れぱ 本案は nl 決と 

なりました、 日程 第 十三 乃至 第三 十一は 請願 特別 報 

吿な るを 以 つて， 例に 依 〇 一 括 誘 題と なし、 委員長 

の 報吿を 求めます —— 委 3 15 板 ill 勘 五郎 君。 

第 十三 (特別 報 i>f 第 六十 二 號 3 田畑 地俏特 

別修正の誧願外二件 (委 M 長 報 

吿〕 

第 十四 (特別 報吿第 六十 三號 ) 111 畑地 倒 修 


正に 關 する 謂 即外百 四十 件  CS 
a 長 報 吿) 

第 十五 c 特別 報告 第 六十 四號完 木 元 税務 
袈復餚 の 請願 (委員長 報告〕 

第 十六 (特別 報吿第 六十 七號〕 網 走 港 §: 築 
速成の 請願 (委員長 報告〕 

第 十七 (特別 報吿第 六十 八 號^大 淀川 治水 
速成の 請願 (委員 畏報吿 一 

第 十八 (特別 報 ff 第 六十 九號〕 大阪 港に 於 
て 轍 入 s 類の 檢疫 開始の 謀 願 
c 委 R 長 報吿〕 

第 十九 (特別 報吿第 七十 號農會 令 改正の 

請願 (委員長 料 吿) 

第二 十 (特別 報吿第 七十 二號〕 祖 式 村に 郵 
便 局 設置の 請願 (委員長 報告) 

第二 十一 (特別 報告 第 七十 一一; 號〕 上 市 村 井 
村に 郵便局 茜® の 請願 (委員 
長 報告〕 

第二 十二 C 特別 報告 第 七十 四號〕 安 iK 奉 天 
間に 長 FfJ 離 電話 架設の 1,!, 願 
(委員長 報告〕 

第二 十三 C 特別 報吿第 七十 五 號〕 佐 馬 地 村 
白地に 區裁判 所 出張所 設置の 請 
願 (委員長 報告) 

第二 十四 (特別 報吿第 七十 六號) 下城 井村 
安武に 登 SI-I 所 設置の 請願 (委 
員 長 報告) 

第二 十五 C 特別 報 吿 筘 七十 七號〕 鹈川 村に 
登記所 設 阖 の 詰 願  (S 員 長 報 

S 

第二 十六 (特別 報告 第 七十 八號) 世知 原 村 
に 區辦 判 所 出張所 設置の 詰 願 
c 委員長 報告〕 

第二 十七 (特別 報吿第 七十 九號) 豊頃村 に 
區裁判 所 出張所 設置の 請願 
C 委 M 長 報告) 

第二 十八 (特別 報吿第 八十 號〕 大淵 村に 區 
裁判所 as 張所設 g の詞願 (委 
員長银 .吿) 

第二 十九 (特別 報吿第 八十 一號〕 岩 見澤に 
區 -;■' 判 所 設置の 請願 (委員長 
報告) 


第 一 一一 十 (特別 報告 第 八十 二號〕 元 靜岡地 
方 裁判所 沼 津茭 部復 H の 請願 
(委員長 報吿〕 

第三 十一 (特別 報 街 第 八十 三號 〕元 三 太 松 
原裁判所復€の誚願 (委員長 
報吿〕 

〔板 M 勘 s 郎財登 松 j 
〔拍手 起る〕 

0 板 y{ 勘 五郎 君 前回の 御 報吿に 引® きまして* 請 
願 委員 會の洧 奄の 結果を 申 h げ ます •矢 張此 件名數 
を 申 述べまして •請願 莕の 氏名 並に 紹介 議 M の 御 氏 
名 ほ .H ら 速記に 載せる ことに 致した ぅご ざいます、 
日程の 第 十 三>  田畑 地 似 特別 修 正 の 請願 外 二 件、 日 
程 第 十四、 田畑 地 偵 修正に 關する 請願 外 西 四十 件、 
此 趣意は 孰 も [M] 一であります， 前者は 山形 縣苽田 川 
郡 廣湖 村に 限つての 誰 願‘ 後者 (3; 日本 余 國に劉 して 
の 地 價 修正の 請 © 1 であります、 其 趣 a は 孰 も 明治 當 
初の 不完全なる 地 m' の 制定が 今日に 及びまして •時 
勢の 變遷 と共に 幾多の 打算的 W- 動を 生じて PI る こと 
は、 當然 のこと， 故に ft! 在の 地租 ほ 偏重 偏 輕 を 免れ 
ない 事實 になつ て 居ります* 故に 地偾 修正を 致し ま 
して、 一般 國 民の rj 擔の 均衡を 允 菌 すると 云 ふこと 
は、 洵に 理由 ある 論と して、 rL つ 一般 W 民の 希望す 
る 所であります、 lit 意味に 於き まして 此 11 つの 請願 
は 採擇を 致しました ，日程 第 十五、 元 木 元 坪 務興復 
舊 の Ilii 願 •曾て 在りました » 務锯 を躞せ られ まして 
今時 勢の 進步 と共に 俊 * I を 致したい と 云 ふ 挪 由の 下 
に 採撣を 致しました、 日程 第 十六、 網 走 港 修築 速成 
の請願、此港は大正十年ょりして修築すべき計畫に 
なつて fr ります ものを •之を 年度を 繰 上げて w ひた 
いと 云 ふ 請願の 趣意であります、 彼の地の 現在の 發 
展の槪 樣並に 急激なる 產 物の佾 加に 伴 ふ 事情に 付き 
まして、 尤もな 事と 致しまして 辭査の 末 採棵 する こ 
とに 決定 致しました， 日程 第 十七 •大 淀川 治水 速成 
の 請願、 苒崎縣 の 川でありまして ，曾て 是は第 一期 
川に 繰 込みまして 設計を 立てた ものであります が、 
或 事情の 爲に 第二 期 川に なつて 居ります 故に、 速に 
ft 治水の 速成を 圖り たいと 云 ふ pt 願、 尤もな 事と 致 
しまして 抨擇を 致しました、 日程 第 十八、 大阪 港に 
於て g 入獸 類の 檢疫 開始の 請願、 海外ょり して 內地 
へ 11 人し まする 獸類 に付きまして の、 檢疫 所は 現在 
日本 全國で 六 苘所許 り {a かれて 尻り ます、！ g り大阪 
四 II 1 
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I if 顕會遘 

港には 此 設備が ありませ ぬ、 殊に 大阪は 食肉の 需要 
が 益々 增加 致します るので、 是非共 大阪の 港へ 直接 
に 殿 肉の鉈 入を 希® F すると 云 ふこと ほ、 洵に 尤もな 
次第 故に 是 は 其理 iii に 依りまして 採擇 する ことに 決 
定を 致しました， tft 事に 付きまして ほ、 附けて 申述 
ベ S きます るが、 當 局の葸 見を 徴し ました 時に、 內 
務爷ほ 之に 同意を 致しました が， 兎角 農 商務省は ま 
た 何とも 態度が 決まり ませぬ、 故に 此 必要なる 31 由 
に 依りまして 採擇を 致し、 H. つ 本 誘に 於て 決 5H 致し 
ますれば、 無論 政府 も國 民の 聲と して此 請願に 對す 
る 趣旨を K 行す る ことになら ぅと 存じます、 日程 第 
十九、 農會令 改正の 請願、 農 會の费 用を 彼の 商業 會 
謹 所の 如く 未納者に 對 して 滯納處 分 法に 據 らぅと 云 
ふ 請願でありまして、 審査の 末是は 採擇 する ことに 

決定 致しました、 日程 第二 十、 II 式 村に 郵便局 設 a 

の 請願、 第二 十一 上 市 村 井村に 郵便局 設置の 請願、 

孰れ も 時勢の 發展 と共に 必要と して 採 捲 致しました 

日程 第二 十二、 安東 窣天 間に 長距離電話 架設の 請願 

是ほ 現在に 於き ましては 長距離電話の 設晡が 無い の 

であります、 政府に 於き ましても 此 事を M へまして 

現在 ある 大速 から 長 春に 至る 本線 路を樅 張 致します 

る 目的であります、 其櫚 張に 伴 ひまして、 是 等の 長 

距離 電話の 設備 も 追々 やつて 行く と 云 ふことの 次第 

でありました、 其 理由に 依りまして 之を 採擇を 致し 

ました •日程の 第二 十三、 佐 馬 地 村 白地に 原裁判所 

出張所 設置の 請願、 第二 十四， 下城 井村 安武に 登記 

所 設置の 請願、 第二 十五、® 川 村に 登 SH 所 設置の 請 

願 第二 十六、 世知 原 村に 區裁判 所 m 張 所 設置の 請願 

第二 十七、 豊頃 村に 區裁判 所 出張所 設置の 請願、 第 

二十 八、 大淵 村に區 裁判所 出張所 設置の 請願、 第二 

十九， 岩見澤 に區 裁判所 設置の 請願、 第三 十， 元靜 

岡 地方裁判所 沼津茭 部復簡 の 請願 •第三 十一、 元三 

本松區 裁判所 復肩の 請願、. 是は 孰れ も 地方の 發展と 

共に 登記 事務の 增 加す るに 從 ひ、 是非 此處に 裁判所 

出張所を 設 S し， 若く は 曾て if せられた る ものを® 

舊 すると 云 ふ 意味に 於ての 請願、 ^ 査の上 尤もと 致 

しまして 孰れ も 採擇を 致しました、 本日の 御 報告は 

是で 了り ます。 

特別 報吿第 六十 二號 

意見書 

請願 文書 表 第 四 三八號 

田畑 地 價 特別 修正の 請願 山形 縣東田 川郡廣 


阐村 大字 高 寺 字 南 畑 三十 三番 地平 民 農 山 本 
文吉外 二十 八 名 呈出 (紹介 議員 伊東 知 也 君〕 
同 第 四 三九號 

同上 山形縣 東 田 川 郡 廣翻村 大字 上野 新田 字 
上 嵚 八番 地平 民 農 小 林 治 郎右衝 門外 三十 七 
名 呈出 (紹介 議員 伊東 知 也 君〕 

同 第 四 四〇號 

同上 山形 縣東田 川 郡 廣_ 村 大字 猪 俣 新田 字 
田屋前 八十 一番 地平 民 農 渡 邊米治 外 十六 名 
呈出 (紹介 議員 伊東 知 也 君) 

右 請願の 要旨は 山形 縣東 W 川郡廣 ■村 所在の 請願 
人 等 所有の 土地 ほ 地質 最 劣等の 腐蝕 地に して 收瘦 
甚少く 且氣候 交通 運輸 治水の 點 ょり 見る も 農耕 地 
として 其の {M 値甚た 少き に拘ら す 地租 改正の 當時 
評 價を 誤られ 爲に地 價格 外に 高く 從て 公課の 負擔 
重きに 過き闲 難 一方なら す 依て 前記 地方の 地價等 
級を 特別に 修正し 以て 負 擔を輕 減せられ たしと 謂 
ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第 六十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第五 三四號 

田畑 地 價 修正に 關する 請願 溢 貿縣阪 田 郡長 
濱町 大字 田 四十 六番 地平 民 農 藤 田 友 次郞外 
二十 四 名 呈出 (紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第五 三 五號 

同上 滋賀縣 阪田郡 南鄕村 大字 宮司 四百 七十 
五番 地平 民 農 川 村 藤 太 外 二 十四 名 呈出 

(紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 三 六 號  ‘ 

同上 滋賀 縣阪田 都 春 照 村 大字 村 木 四十 六番 

屋敷 平民 農 和 田 幸太郞 外 二十 四 名 呈出 (紹 

介 議員 菌月長 夫君〕 

同 第五 三七號 

同上 滋賀縣 阪田郡 入江 村 大字 梅 ヶ原百 十六 

番 屋敷 平民 農 西 山 彌左衞 門外 二 十四 名 呈出 

(紹介 議員 5 1; 月 長 夫君〕 

同 第五 三八號 

同上 滋賀 縣滋贾 郡 柏 原 村 大字 梓河内 九番 屋 

敷 平民 農 山澤寬 一外 二十 一名 呈出 (紹介 


fl 辑月長 夫君) 

同 第五 三九號 

同上 滋貿縣 阪田郡 息 長 村 大字 能 登 K 百 三番 
屋敷 平民 農 杉本專 右德 門外 二 十四 名 呈出 
(紹介 _員荜 月 長 夫君) 

同 第五 四〇號 

同上 滋貿 縣阪田 郡息鄕 村 牛 打 六十 四 番屋敷 
平民 農澤踌 治 郞外二 十四 名 呈出 (紹介 SI 員 
望月 長 夫君) 

同 第五 四一號 

同上 滋賀郡 滋賀郡 石山 村 大字 平津 十三 番屋 
敷 平民 農 井上 吉次郞 外 十八 名 呈出 (紹介 諉 
員 望月 長 夫君〕 

同 第五 四二號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 和 @ 村 大字 栗 原 八番 屋敷 
平民 農 德岡吉 之 助 外 二十 四 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 長 夫君〕 

同 第五 四三號 

同上滋賀縣滋賀郡堅田町大字本竪田百七十 
六番 屋敷 平民 農 北 村 政 男 外 二十 四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 四四號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 木戶村 大字 南 船路 一番 屋 
敷 平民 農 田 中 宇吉 外 二十 四 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 長 夫君) 

同 第五 四 五號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 小 松 村 大字 北 比 良 六十 六 
番屋敷 平民 農 伊藤 久右衞 門外 二 十四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 四六號 

同上 滋賀縣 滋貿郡 雄 琴 村 大字 雄 琴 八 百 十九 
番地 平民 農 三 上 與三吉 外 一一 十四 名牟： 出 (紹 
.介議 _ 望月 長 夫君： 一 
同 第五 四七號 

同上 滋賀縣 蒲 生 郡 武佐村 大字 武佐六 百 六十 
四番 地平 民 農 峰 谷 良祐外 十九 名 呈出 (紹介 
議員 菌月長 夫君〕 

同 第五 四八號 

同上 滋賀縣 滋貿郡 老蘇村 大字 內野百 十 九番 
屋敷 平民 農 藤 井 覺次郎 外 二 十四 名 呈出 (紹 
介 議員 望月 長 夫君) 

同 第五 四九號 


四！ 三 

同上 SS3 縣 蒲 生 ! S 安土 村 大字 屮 Sf ■三十 二番 
屋敷 平民 農 島 )！; 吉太 JK 外 二十 四 名 呈出 r 紹 
介議負 望月 長 夫 封〕 

同 第五 五 〇號 

同上 溢 M 縣逛貿 郡 平 W 村 大字 . h 平 木 八十 六 
番屋趿 平民 s >n 村 安洽良 外 二 十四 名 呈出 
(紹介 議員瑶 月 長 夫君〕 

同 第五 五一 號 

同上 溢 賀縣蒲 生 郡 島衬 大字 1141 山 三十 彐 番地 
平民 農 i± 新 五郎 外！ 一十 W 名 呈出 (紹介 謎： 2 
望月 長 夫君) 

同 第五 五 二 號 

同上 滋賀 縣滋質 郡 鏡 山村 大字 西 川 三十 四番 
平民 農 小澤彐 右衛門 外 二十 四 名 呈出 (紹介 
議員 謅月長 夫君) 

同 第五 五三 號 

同上 滋貿縣 滋賀郡 東 樱谷村 大字 原 11 十 三番 
屋敷 平民 農 中 西 5E 之 助 外 二十 四 名 呈出 (紹 
介 _辑5? 月 長 夫君〕 

同 第五 五 四號 

同上 滋賀縣 蒲 生 郡 岡 l-l I 村 大字 加 茂 四十！ 一番 
地平 民 農 岡 田：！ 惣吉外 十九 名 呈出 (紹介 議 
員 葳月長 夫君〕 

同 第五 五 五號 

同上 滋賀縣 蒲 生 郡 市 原 村 大字 甲 津畑千 百 八 
十九 番地 平民 農山屮 重吉外 二十 四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 . 7r: 六 號 

同上 滋賀縣 蒲 生 郡 朝日 野 村 大字 錄物師 四十 
九番 屋敷 平民 農 森 田 長次郞 外 二 十四 名呈 m 
(紹介 議員 筚 月 長 夫君〕 

同 第五 五 七號 

同上 滋貨縣 滋賀郡 西 ® 谷 村 大字 蓮 花 寺 九 rl 
八十 三番 地平 民 農奧野 直 吉外 二十 四名呈 m 
(紹介 議員 li 月 長 夫君 d 
同 第五 五八 號 

同上 滋賀縣 蒲 生 郡 m 北 都 佐 村 大字 淸田 五十 
八番 H 敷 平民 農淸水 安治 郞外十 五名 呈⑴ 
(紹介 議 W 菌月長 夫君〕 

同 第五 五 九號 

同上 滋賀縣 蒲 牛： 郡 金 田 村 大字 上田 百 九番 屋 
敷 平民 農 木本 重太郞 外 二十 四 名 呈出 (紹介 
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議負荜 月 長 夫君〕 

冏第 五六 〇號 

同上 滋賀 縣滋貿 郡 八幡 町 新 町 二 r 目 六 番地 
平民 農 森 五郎 兵衞外 十九 名 呈出 (紹介 議員 
望月 長 夫君〕 

同 第五 六一號 

同上 滋貿 縣滋貿 郡 鎌 掛村二 百 三十 六番 屋敷 
平民 農彻田 善 兵衞外 十八 名 呈出 (紹介 SI 員 
望月 長 夫君〕 

同 第五 六 二 號 

同上 滋賀縣 滋贸郡 北 比 都 佐 村 大字 内池 六十 
四番 屋敷 平民 農符 七右衞 門外 二 十四 名 呈出 
C 紹介 議員 袈月長 夫君〕 

同 第五 六三號 

同上 滋锊縣 蒲 生 郡 ® 川 村 大字 平 林 四十 四番 

帛吸 平民 農 小 林友吉 外 二十 四 名 呈出 (紹介 

議負荜 月 長 夫君〕 

同 第五 六 四號 

同上 滋埒縣 蒲 生 郡 苗 村 大字 環 輿 丁 三番 屋敷 

平民 ^ 農 田 善洽郞 外 二 十四 名 呈出 (紹介 ii 

員 望月 長 夫君) 

同 第五 六五號 

同上 滋贸縣 蒲 生 郡 馬 淵 村 大字 馬 淵 六十 七番 

屋敷 平民 農 中原 忠右衞 門外 二 十四 名 呈出 

(紹介 議 M 望月 長 夫君〕 

同 第五 六六號 

同上 溢 黄 縣東淺 井 郡 竹 生 村 大字 小 勘 音 寺 四 

十五 番地 平民 農寺澤 三 雄 外 十 名 呈出 (紹介 

議 a 望 fl 長 夫君〕 

同 第五 六 七號 

同上 溢 ? S 縣滋贸 郡 朝日 村 大字 山 本 四十 七番 

屋敷 平民 農 島 崎 平 十郎外 二 十四 名 呈出 f 紹 

介_員 望月 長 夫君) 

同 第五 六八號 

同上 滋賀縣 甲賀郡 柏木 村 大字 泉 五 百 一番 地 

平民 農 田 代案 吉外 二十 四 名 呈出 (抝 介 3 負 

望月 長 夫君) 

同 第五 六九號 

同上滋 贺縣 甲贺 f 杣村 大字 牛 飼 九 百 六番 

番平民 農 池 村 茂右衙 門外 二 十四 名 呈出 (紹 

介議負 朝 月 長 夫君) 

同 第五 七〇號 
請願 宵 ill 


同上 滋貿縣 野 洲郡北 里 村 大字 江 頭 七！ a 七十 
二番 地平 民 農 井狩 一郎 外 二 十四 名 呈出 (紹 
介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 七一號 

同上 溢 M 縣野洲 郡 守 山 町 大字 守 山 六十 四番 
M 敷 平民 農 大道 誠洽外 十五 名 呈出 (紹介 議 
員 §9 月 長 夫君〕 

同 第五 七 二號 

同上 滋貿縣 野 洲郡速 野 村 大字 K- 濱二千 四番 
地平 民 農 田 中 良吉外 一一 十二 名 呈出 (紹介 議 
員圍月 長 夫君〕 

同 第五 七三 號 

同上 滋锊 縣滋貿 郡 笠 縫 村 大字 集 五 百 二 番地 
平民 農今并 與三郞 外 二 十四 名 呈出 (紹介 議 
員 窺 月 長 夫君〕 

同 第五 七四號 

同上 滋賀縣 滋貿郡 仰 木 村 百 十 一番 屋敷 平民 
農 三 卜：彌 市外！ 一十 四 名 呈出 (紹介 議負 望月 
長 夫君 D 

同 第五 七 五 號 

同上 滋貿 縣滋賀 郡 伊香 立 村 大字 北 在 地 三十 
九番 屋敷 平民 農 藤 田 淸兵衞 外 二十 三 名 呈出 
(紹介 議 M 望月 長 夫君〕 

同 第五 七六號 

同上 滋賀 縣滋賀 郡® 野 村 大字 « 野 五 百 十一 一一 
番地 平民 農 中 村 與外二 十四 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 長 夫君 j 
同 第五 七七號 

同上 滋賀 縣滋 M 郡 下坂 本 村 大字 下坂 本 二 千 
二百 二 十一 番地 平民 農 山 本 茂 外 十四 名 呈出 

(紹介 戡員轺 月 長 夫君) 

同 第五 七八號 

同上 滋賀 縣滋賀 郡滋賀 村 大字 滋貿里 九十 六 

番 fe 数 平民 農 白子 rF 五郎 外 十五 名 呈出 (紹 

介 諮' 員 圉月長 夫君〕 

同 第五 七九號 

同上 滋賀縣 栗 太 郡 大石村 大字 曾 束 四十 七番 

屋敷 平民 農 上 木 藤 治郞外 二十 三 名 呈出 (紹 

介戤員 望月 長 夫君〕 

同 第五 八〇號 

同上滋 賀縣東 淺井郡 七 尾 村 大字 相 槿庭 九十 

三番 屋敷 平民 農 山 田® 士外 十九 名 呈出 (珩 


介 議員 望月 長 夫君) 

同 第五 八一號 

同上 滋貿縣 東 淺井郡 下草 野 村 大字 北 ノ鄕三 
番 M 敷 平民 農 草 野 藤吉外 二十 四 名 呈出 (紹 
介議負 望月 長 夫君〕 

同 第五 八 二號 

同上 滋筲縣 東 淺并郡 虎姬村 大字 五 二十 二番 
屋敷 平民 農 大村常 吉外 二十 四 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君) 

同 第五 八三號 

同上 滋賀縣 東淺并 郡 速 水 村 大字 速 水 九十 番 
屋数 平民 農柴辻 頁 次 郞外二 十四 名 呈出 (紹 
介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 八四號 

同上 滋賀 縣東淺 井 郡 上 草 野 村 大字 鍛冶屋 百 
四十 五番 M 敷 平民 農 草 野文彌 外 二十 四名呈 
出 (紹介 諮 員 望月 長 夫君〕 

同 第五 八五號 

同上 滋賀 縣東淺 井 郡 大鄕村 大字 細 江 七十 五 
番屋敷 平民 農 森 宇三郎 外 二十 六 名 呈出 (紹 
介 議員 望月 長 夫君) 

同 第五 八六號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 小 原 村 二 百 九番 地平 民 農 
山 本 勘 作 外 十六 名 呈出 (紹介 議 M 望月 長 夫 
君) 

同 第五 八七號 

同上 滋賀 縣甲賀 郡朝宮 村 大字 上 朝 宮九百 四 
十九 番地 平民 農 楠 西 洽三外 二十 四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第五 八八號 

同上 滋賀 縣甲賀 郡宮村 大字 野 川 四百 一一 一番 地 
平民 農 北 田 庄吉外 二 十四 名 呈出 (紹介 SI M 
望月 長 夫君) 

同 第五 八九號 

同上 滋賀 縣甲賀 郡 油 日 村 大字 五 K 田 千 四百 
六番 地平 民 農 片淵初 太 郞外二 十四 名 呈出 
(紹介 餚 員 望月 長 夫君) 

同 第五 九〇號 

同上 滋貿 縣甲賀 郡 三 雲 村 大字 夏 見 千 四百 七 
十三 番地 平民 農 小 林 佐 衞外二 十四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第五 九一號 


同上 滋賀縣 甲賀郡 南杣村 大字 新 治 千 二 百 六 
十二 番地 平民 農國本 鶴 松 外 十三 名 呈出 (紹 
介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 九二號 

同上 滋賀 縣滋質 郡 岩根 村 大字 正 福 寺 二百 一 
番地 平民 農屮村 善四郎 外 二十 四 名 呈出 (紹 
介議筒 菌月長 夫君) 

同 第五 九三號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 雲井 村 大字 牧 四百 一番 地 
平民 農 田 村竹藏 外 二十 四 名 呈出 (紹介 議員 
望月 長 夫君〕 

同 第五 九四號 

同上 滋質 縣帀賀 郡 大原村 大字 櫟野千 百 三十 
三番 地平 民 農 山 本 常 治 良 外 二 十四 名 呈出 
(紹介 議 M 菌月長 夫君〕 

同 第五 九五號 

同上 滋賀縣 東 淺井郡 小 谷 村 大字 上 山 田 四十 
四番 屋敷 平民 農 淸水善 次郞外 二 十四 名 呈出 
C 紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 九六號 

同上 滋賀縣 東 淺井郡 田 根 村 大字 高 畑 四百 六 
番地 平民 農 松 浦 爲三外 二 十二 名 呈出 (紹介 
觀員圉 月 長 夫君〕 

同 第五 九七號 

同上 滋賀 縣東淺 井 郡 湯 田 村 大字 内 保 九十 七 
番 屋敷 平民 農 木 田 外吉外 二十 四 名 呈出 (紹 
介 翳 員 望月 長 夫君〕 

同 第五 九八號 

同上 滋賀縣 甲賀郡 大野 村 大字 頓宮百 三十 四 
番地 平民 農 前 田 久治外 一一 十四 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君〕 

同 第五 九九 號 

同上 滋貿縣 甲賀郡 下田 村 三千 三百 三十 三番 
地平 民 農植西 仙 助 外 二十 四 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 〇〇號 

同上 滋賀縣 甲 賀郡貴 生 川 村 二 百 八十 六番 地 
平民 農 階 本 伊 藏外二 十三 名 呈出 (紹介 議員 
望月 長 夫君〕 

同 第 六 〇一號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 石 部 町 大字 石 部 Ey 千 五 百 
三十 三番 地平 民 農里內 松太郞 外 二 十四 名呈 
四 二三 
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出 L 紹介 翳 員 望月 長 夫 対〕 

同 第 六 〇二號 

同上 滋賀縣 甲寶郡 伴 谷 村 大字 八 田 三百 十四 
番地 平民 農 宮路茂 兵® 外 二十 四 名 呈出 (紹 
介 議 ® 菌月長 夫君) 

同 第 六 〇三號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 山內村 大字 黑川千 六 百 二 
十九 番地 平 1?: 農 馬場 多 助 外 二十 三 名 呈出 
(紹介 謎 員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 〇四號 

同上 滋賀縣 甲 賀郡佐 山村 大字 小 佐 治 二 千 九 
十八番 地平 民 農 增山濱 藏外二 十四 名 呈出 
C 紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 〇五號 

同上 滋背縣 滋賀郡 多羅 尾 村 八 百 八十 番地 平 

，民 農 平 田 熊太郞 外 十四 名 呈出 (紹介 議員 望 

月 長 夫君) 

同 第 六 〇六號 

同 1-1 滋賀縣 W 賀郡 寺庄村 大字 寺庄七 百 七十 

六番 地平 民 農中榮 _ 重郞外 二 十四 名 呈出 

(紹介 議員 望月 長 夫君) 

同. irs 六 〇七號 

同上 滋賀縣 高 鳥 郡 水 尾 村 大字 鴨 千 一一 百 二十 

七番 地平 民 農林 吉治佛 外 九 名 呈出 (紹介 議 

P 望月 長 夫君) 

同 第 六 〇八號 

同上 滋賀縣 髙鳥郡 川上 村 大字 濱分 六十 二 番 

屋敷 平民 農 岩 佐 定 一外 二十 一名 呈出 (一介 

議員® 月 長 夫君〕 

同 第 六 〇九號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 三 谷 村 角 川 五十 五番 屋敷 

平民 農 中 井 m 吉外二 十四 名 呈出 (轺 介 議員 

轺月長 夫君〕 

同 第 六 一〇號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 新撰 村 大字 新 |'|: 三十 一番 

屋敷 平民 農 桑原 喜 六 外 二 十四 名 呈出 (紹介 

議員 SI 月 長 夫君) 

同 第 六二號 

同上 滋賀縣 高 島 郡 饗庭村 大字饗 庭 三千 九 百 

四十 九番 地平 民 農 富 田甚次 郞外二 十四 名呈 

出 (紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 一二 號 


同上 滋貿 縣阪田 郡 神 照 村 大字 川 崎 三十 三番 
屋敷 平民 農 中 井 淸吉外 二十 名 呈出 (紹介 議 
員 葳月長 夫君) 

同 第 六 - 一號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 西 黑田村 大字 名 越 十 七番 
屋敷 平民 農 片山甚 太郎外 二十 四 名 呈出 (紹 
介 議員 筚 月 長 夫君〕 

同 第 六 一四 號 

同上 滋 賀縣菔 田 郡 伊吹 村 大字 上野 五十 四番 
屋敷 平民 農 松 井 孝 治 郞外 十三 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 一五號 

同上 滋賀縣 高 島 郡 百 翻 村 大字 辻 二十 二番 屋 
敷 平民 農高屋 吉三郎 外 二 十四 名 呈出 ( 轺介 
議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 一六 號 

同上 滋賀縣 高 島 郡廣瀨 村 七十 五番 平民 農 赤 
塚 又 三 郎外二 十四 名 呈出 (紹介 議員 望月 長 
夫君〕' 

同 第 六 一七 號 

同上 滋賀縣 高 島 郡西庄 村 大字 寺 久保五 百 三 
十五 番地 平民 農 西 川 文 三 郞外二 十四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六  一. A 號 

同上 滋賀縣 高 島 郡 安馬 村 大字 田 中二 百 九番 
屋敷 平民 農 西川宗 一外 二十 四 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 一九 號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 大溝町 大字 勝 野 四百 五十 
九番 屋敷 平民 農 山 田 鶴吉外 十三 名 呈出 (紹 

介 議員 菌月長 夫君〕 

同 第 六 二 〇號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 靑柳村 大字 靑柳百 九番 屋 

歟 平民 農 藤 井藤 一郎 外 七 名 呈出 C 紹介 議員 

望月 長 夫君〕 

同 第 六 I 二號 

同上 滋賀縣 高 島 郡 今津町 大字 今津百 八十 三 

番地 平民 農 西 川 文次郞 外 二十 四 名 呈出 (紹 

介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 1111 號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 海津村 大字 海津 二百 四十 

六番 屋敷 平民 農 井 花 伊右衞 門外 二 十四 名呈 


出 (紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 二三 號 

同上 滋賀縣 高 島 郡 锃 P 村 大字 小荒路 四十 五 
番 屋敷 平民 農 射 庭 庄造外 二 十四 名 呈出 C 紹 
介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 M 四號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 八日 市町 大字 八日 市 百 四 
十番 屋敷 平民 農 平 井新 兵衞外 二十 四 名 呈出 
(紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 二 五號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 建 部 村 大字 上日吉 三十 六 
番 屋敷 平民 農南惣 八 外 二十 三 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 二六號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 山上 村 大字 山上 二 百 五十 
番 屋敷 平民 農 小川淸 市郞外 二十 四名呈 m  ( 
紹介 議員 5 f 月 長 夫君〕 

同 第 六 二七號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 北 五箇 莊村 大字 宮莊百 二 
十 七番 屋敷 平民 農 竹 中 喜 兵衞外 二十 四名呈 
出 (紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 二 八號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 栗 見莊杓 大字 新宮 九十 六 
番 M 敷 平民 農 上田 與平外 十一 名 呈出 (紹介 
議負犖 月 長 夫君〕 

同 第 六！ 一九 號  ， 

同上 滋賀縣 滋賀郡 能 登 川 村 大字 能 登 川 六 百 
一番 地平 民農宮 川 義兵 衞外 二十 四 名 呈出 ( 
紹介 議員 望月 長夫對 〕 

同 第 六 三〇號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 八幡 村 大字 長 勝 寺 四十 四 
番屋敷 平民 農 上 林 喜 藏外二 十四 名 呈出 (紹 
介 a W 望月 長 夫君〕 

同 第 六 三一號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 栗 見 村 大字 福 堂 七番 屋敷 
平民 農 富江庄 右衞 門外 二十 四 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 三 二 號 

同上 滋賀縣 神 崎 郡 五峰 村 字 佐 生 H 十八番 屋 
敷 平民 農 田附太 郞兵衞 外 十九 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 三三號 
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同上 滋？ I 縣伊 香那 nf ^ ft 村 大字 北 布施 二： c 
二十 三番 地平 民 4 H &K 之 助 外 二 十 内 名 M 
出 (紹介 諸 ^ 望月 長 夫 ft 〕 

同 第 六 三四號 

同上 滋贺； f f;l 香' ぬ 永 啜 村 大字 大浦六 ]■! 三十 
二番 他 平民 段 小川 一夫 外 二十 四 名 呈出 ( 紹 
介議 a Eg 月 長 夫鸦〕 

同 第 六 三 五 號 

同上 滋賀縣 伊香 郡 高 時 村 大字 小山 二十 九番 
屋敷 平民 ^ 奥村定 吉外 十八 名 呈出 r 紹介 謎 
員望月長夫訂〕 

同 第六三 六號 

同上 溢 竹 縣伊香 郡 南 富 永 村 大字 阿閉 八十 八 
番屋跤 平民 農 阿閉 傅 次 郞外二 十四 名 呈出 ( 
紹介 15 負 望月 長 夫君〕 

同 第 六 三 七 號 

同上 滋賀縣 伊香 郡 北 富 永 村 大字 雨 森 五十六 
番屋股 平民 農 荒木 友 一郎 外 十四 名 呈出 (紹 
介 議員閔 月 長 夫君) 

同 第 六 三 A 號 

同上 滋锊縣 伊香 郡鹽津 村 大字 轉津濱 百 九十 
四番 M 敷 平民 農 澤田恒 太郞外 二 十四 名 呈出 
(紹介 窺 月 長 夫君： > 

同 第 六 三九號 

同上 滋賀縣 伊香 郡片岡 村 大字 斑 野 九番 屋敷 
平民 農 野 崎 木 四 郞外九 名 呈出 (紹介 I'l H 轺 
月 長 夫君) 

同 第 六 四〇號 

同上 滋賀縣 伊香 郡 倚 吳村 大字 坂 [:| 四百 三十 
五番地平民農柬野太治郎外二十四$虽出( 
紹介 議爵 望月 長 夫君'* 

同 第 六 四一號 

同上 滋賀縣 伊香 郡 木 之 太 村 大字 木 之 本 二 W 
六十 三番 屋敷 平民 農 安 病 德次郞 外 十九 名 呈 
出 (紹介 議 M 諸 月 長 夫君〕 

同 第 六 四二號 

同上 滋賀縣 伊香 郡 七鄕村 大字 磯野 四 W 九 7- 
二 番地 平民 農 嘉瀬并 新次郎 外 九 名 呈出 (紹 
介 議 r-l a 月 長 夫君〕 

同 第 六 四三號 

同上 滋賀縣 愛知 郡 稻技村 大字 111 津五 十五 番 
屋敷 平民 農 辻 吉郎平 外 二 十四 名 基 出 (紹介 


院誘衆 會蒸國 帝 回 十四 第 


誘 a 朝 月 - M 夫君) 

同 第 六 四 四 號 

同上 溢 賀縣滋 賀郡秦 川 村 大字 上 蚊 野 四百 六 
十二 番地 平民 農 水 野 仲 治 外 二十 : -K 名 呈出 ( 
紹介 讓 3 :菌月長夫釘〕 

同 第 六 四 ? r. 號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 甍 國村 大字 平 居 百 九十 八 
番地 平民 農 楠 神與惣 治 外 二 十四 名 呈出 (紹 
介蕺 E 望月 長 夫君) 

同 第六四 六號 

同上滋 賀縣愛 知 郡 日 枝 村 大字 吉田二 百 十五 
番 M ® 平 1?- ■農 三 木 外洽郞 外 二十 四 名 呈出 ( 
紹介 議員 菌月長 夫君) 

同 第 六 四七號 

同上？ m 賀縣 愛知 郡 愛知川 町 大字 愛知川 十四 

番屋蚀平民農塚本 {5 次郎外二十四名呈：出( 

招 介 議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 四八號 

同上 滋賀縣 愛知 郡 西小椋 村 大字 外 七 百 十番 

地平 民 農 池 田 太藏外 二十 四 rl 呈出 c 紹介 議 

_ 轺 月 長 夫君) 

同 第 六 一: 九號 

同上 滋贺牌 愛 xi! 郡费椋 村 大字 池 圧 九十 四番 

地平 民 s 'l-' 澤 IK 右菇 n 外 十九 名 呈出、 紹介 

蓀 M 锘月長 夫君，〕 

同 第 六 五 〇號 

同上 滋賀縣 愛知 郡 八 木 莊村 大字 蚊 野外 六番 

磨 牌 平民 農 商 橋 rfif 助 外 二 十 PH 名 呈出 C 紹介 

誘 ^ 辑パ長 夫羿) 

同 第 六 五 I 號 

同上 滋 1 X1 SS 知 郡！？： 押 立 村 大字 南 菩提寺 四 

番屋敷 平民 農 小島 長 治 良 外 十九 名 早： 出 (紹 

介遘 ^ 轺 /3 長夫君) 

同 第 六 ?rl: l M 

同上 滋 H 縣滋賀 郡 福 滿村 大字 平 田 七十 三番 

屋吸 ¥ 民 農 ハ 介 ;^ 寅 吉外 十八 芯 呈出 (紹介 誘 

a 頊月長 夫君〕  . 

同 第 六 ?/ T 三 號 

同上 滋賀： i 犬 上 郡 跔山村 大字 淸崎百 二番 屋 

既平 K 農 西 村 r-5 五平 外 二 十名呈 m  C 紹介 議 

e £i ;! 長 夫 忍) 

同 第 六 五一: 號 

顏 S 


同上 溢 賀縣犬 上 郡 西 W 良 村 大字 下 之 鄕百十 
111 番屋趿 平民 農 h 野 仲次郞 外 十二 名虽 111 ( 
紹介 議員 SS 月 長 夫君〕 

同 第 六 五 五號 

同上 欲 賀縣 滋賀 郡久德 村 大字久 & 七十 六番 
地平 民 農小赀 吉三外 二 十四 名 里 出 (紹介 _ 
員 望月 長 夫 e ) 

同 第 六 五六 號 

同 t: 滋賀 縣滋賀 郡 千 本 村 大字 大堀百 三十 一 
番屋敷 平民 農 小姻半 龋外二 十 名 呈出 (紹介 
_員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 五七號 

同上 滋賀縣 溢 m 郡 多賀村 大字 多賀 四十 八番 
屋敷 平 K 農 川 南 儀 十郞外 二十 四 名 呈出 (紹 
介議負 闲月 長夫怼 〕 

同 第 六 五八 號 

同上 滋賀 縣滋賀 郡 滋賀村 百 十二 番地 平民 農 
秋口 惣太郞 外 二 十 名 呈出 (紹介 議 M SF 月 -M 
夫君) 

同 第 六 五 九號 

同上 滋賀 縣滋賀 郡 遵鄉村 大字 安食 西 八 百 七 
十二 番地 平民 農 北 川 嘉平外 二十 四 名 呈出 ( 
紹介 議 員 望月 長 夫君) 

同 第 六 六〇號 

同上 滋賀縣 犬 上 郡 北 靑柳村 大字 大簌 二十 四 
番屋敷 平民 農 北村惣 太 外 十七 名 呈出 (紹介 
議員菌 月 長 夫君〕 

同 第 六 六一號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 芹 谷 村 大字 甲 以倉 十 六番 
屋敷 平民 農 庵 松 次郞外 十一 名 呈出 (紹介 議 

員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 六二號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 _ 田 村 大字 八阪 W 四十 九 

番屋败 平民 農® 田 重 平 外 二十 二 名 呈出 (紹 

介議 m 望月 長 夫君) 

同 第 六六三 號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 日 夏 村 百 五十 五 番屋# 平 

民 S 北 川吉郎 平 外 二十 四 名 呈出 (紹介 _負 

薄 月费 夫君〕 

同 第 六 六 四 號 

同上 滋 賀縣滋 賀邯 南靑柳 村 大字 甘呂 ?/.: 番屋 

敷 平民 農 神 谷 岩 松 外 二十 四 名呈 出 (紹介 議 


H5I 月 長 夫君) 

同 第 六 六五號 

同上 滋贸縣 架 太 郡 上田 上 村 大字 牧五 十八番 
屋敷 平民 農 古 (-9 龜吉外 二 十四 名 呈出 C 紹介 
議員 薙月長 夫君〕 

同 第 六 六六號 

同上 滋貿縣 阪田郡 法 性 寺 村 大字 世！！ 百 五十 
八番 屋敷 平民 農 北 村吉獅 外 十六 名 呈出 (紹 
介 翳員轺 月 長 夫君〕 

同 第 六 六七號 

同上 滋賀縣 阪田郡 日撫村 大字 顏戶 六十 六番 
屋敷 平民 農 竹 中 新 次郎外 十 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 M 夫君) 

同 第 六 六八號 

同上 滋賀 縣阪田 郡醒 -tl: 村 大字 枝 折 八十 一番 
屋敷 平民 農 野 觀甲助 外 二 十四 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君 ^ 

同 第 六 六九號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 六莊村 大字 下坂 中 六番 嵐 
敷 平民 農 梅 本 周 吉外二 十三 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 長 夫君〕 

同橥六 七〇號 

同上 滋賀縣 阪田郡 神 田 村 大字 加 田 二 苗 二 十 
四番 屋敷 平民 農 坂 松 太郎外 M 十一 名 呈出 ( 
紹介 議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 七一號 

同上 滋賀 縣阪 nl 郡 東 黑田村 大字 本鄕 三百 五 
十五 番地 平民 農 高 畑 友 吉外二 十四 名 呈出 ( 
紹介 議員 望月 長 夫君) 

同 第 六 七 二 號 

同上 滋賀縣 滋賀郡 北 鄕里村 大字 ) ¢1! 部 三百 四 
番地 平民 農 森 外治郎 外 二十 四 名 呈出 (紹介 
議員 望月 長 夫君〕 

同 第 六 七三 號 

同上 滋 賀縣阪 田 ?! r, 大原村 大字 小 田 三十 番屋 
敷 平民 農 芄油 相敎外 二 十一: 名 呈出 (紹介 議 
員 望月 長 夫君) 

同 第 六 七四號 

同上 滋賀 縣阪田 郡 鳥居 本 村 大字 鳥居 本 二 百 
四番 屋敷 平民 農 森 pf 嘉一郞 外！ 一十 四名呈 Hi 
(紹介 議員 望月 長 夫君 ン 

右 請願の 要旨は 田畑の 地價は 文物 制度 未た 整は す 


芥地物 價を 異にせる 明治の 初期に 於て 粗漫な る 調 
齐に 依り 制定せ る もの なれは 或は 軍き に 過き 或 (X 
一; きに 過き 國民 負擔の 衡平を 失する こと 酸し とせ 
す 依て 政府 ほ # に 之 か 修正を 行 ひたる も 全國を 通 
し尙 其の 箱 甚 しく 怨嗟の 氓 盛な り是れ W 制の 不備 | 
に 原因し 實に期 代の 恨事たり 殊に 近畤 農村の 闲媸 
磙 甚し 依て 高率に 過く る ものは 之を 引下け il.ll 價を 
修正し 余 0 負 擔の衡 平を 期せし めら れた しと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至！ s なりと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十艽 條に 依り 別 
册 及御绺 付 候 也 

特別 報 №1 第 六十 四號  - 
意見書 

請願 文書 表 第 四 五九號 

元 木本 税務署 復 a の 請願 三重 縣南 牟® 郡 木 
本 町 百 三十 五番 地平 民 魚 商 南 爲太郎 外 六 百 
八十 二 名 呈出 (紹介 議員 細 川 美 哉 君 外 四 名〕 
右 請願の 耍 J r-I は 三重 縣 下： 7d 木本 vij 務碧ほ 大正 二 年 
廢止 せられた る も該税 務 署の醫 管轄 區たる 南 牟婁 
郡は 地租 其の 他の 國稅 合計 十六 萬 五 千 圓に 上り 海 
陸の產 物に 常み 商業 盛に して 納税 事務 亦 繁多な り 
然るに 其の 位置 縣の南 端に 偏在し 交通 至難なる か 
爲之 を：！ S 税務署の 管_ に ® せし むる は 郡 民 六 萬 
三千 人の 均 L く 不利 不便と する 所な り 依て 元 木本 
税務署を 復 W せられた しと 11 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十芄 條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 六十 七 號 
意見書 

請願 文辦表 第五 三 〇號 

網 走 港 修築 速成の 請願 北海道 北 見 國網走 郡 
網 走 町 大字 北 見 町中 通 一丁目 六番 地平 民 回 
漕 業 遠 藤 勘 兵衞外 三百 七十 七 名 呈出 (紹介 
翻  + 員 1R 武君外 一名) 

右 請願の 要 .- r は 北海道 北 見 國網走 港 ほ 鐵道の 敷設 
以來 急激の 發展 を Is し 海陸 聯絡 設備の 完成は 刻下 
の 急務な り 然るに 北海道 拓萌案 改訂の 結果 該港修 
钥著手 期を 繰延へ 大正 十 年と 爲した るは 同道の 一 
大寶 庫た る 網 ^ 斜里 常呂紋 別の 四 部落 即ち 面積 七 
百 二 方 m の 富 源の 開發 上は 固ょり 船舶 避 il の 目的 

四 二 五 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


四 M 六 


謂 頷 宵 蓊 


ょり 13 て ® : U 憾と爲 す 所な り 依て 前記 網 走 港 修築 
期を 繰 上け 大正 八 年度ょり 著 手せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 遝すへ 
きものと 淺決 せり 佐て 篛院法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也 


特別 報传第 六十 八號 
意見書 

請願 文 » 表 第五 三二號 

大淀川 治水 速成の 誚願宮 崎縣宮 崎 郡宮崎 町 
大字 上 別 府二千 百 十三 番地 士族 公使 加 藤 七 
五郎 外 二 十 名 呈出 (紹介 議負長 峰與一 君〕 

右 請願の 要旨は 大淀 川は 源を 大 隅に 發し流 程 二十 
三 里 河口に 赤 江 港を 控へ {a 崎縣 下の 巨 川なる も 上 

流 河岸の 崩壊 甚 しく 土砂 河口に 堆積し 爲に沿 川 地 

方の 被害は 固ょり 赤 江 港の價 値を 減 ?' < する こと 尠 

しとせ す 然るに 政府は 盤に 第一 期 河川たり し 同 川 

を 第二 期 河川に 繰 下け たるは ® に S 憾と する 所な 

り 依て 前記 大 淀川の 改修を 速成せられ たしと 謂 ふ 

に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探擇 すへ 

きものと 識決 せり 依て 蕺院法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 六十 九號 

意見書 

請願 文書 表 第 七〇五 號 

大阪港 に 於て 輸入 獸 類の 檢疫 開設の 請願 大 

阪 府中 河内 郡 布 忍 村 字 更地 五十 六番 地平 民 

屠 ff> 業 藤 井 留次郞 外 二 十四 名 呈出 (紹介 翳 

員 金 澤仁作 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 现時 大阪市 及 其の 附近の 食用 牛 中 

朝鮮 及 突 那 ょり 輸入す る ものは 大阪港 に獸 類檢疫 

の 設備な き 爲神戶 又は 敦 賀等旣 設檢疫 港に 輸入し 

更に 之を 大阪 に輸浍 せ さるへから す JL 生 牛は 檢疫 

の 必要 上長 期間 Hg 留せら る V 結果 瘠 瘦し屠 肉は 幟 

送の 間 變皙 して 犬に 其の 似 値を 減す るに 拘ら す途 

中 積 卸の 爲種々 の經 費を 增 加し 不利 © からす 依て 

速に 大阪 港に 於て 輸入 獸 類の 檢疫 所を 開設せられ 

たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 攞すへ 

きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


册及御 •送付 候 也  — 

特別 報 街 第 七十 號 
意見 B 

請願 文書 表 第 四 三六號 
農會令 改正の 請願 新 潟縣農 會總會 議長 新 潟 
縣農會 副 會長本 間 新作 呈出 (紹介 議負山 本 
悌二郞 君 外 一名 5 

右 請願の 要旨 ほ 現行 農會 令に 於て は 農會は 會費滞 
納 者に 對し强 制徵收 の途な き爲 資金の 缺乏 を來し 
所期の 効果を 擧 くる 能は す 又 町村 農會は 其の 總會 
の會員 全部を 以て 之を 組織す るか 爲往々 にして 出 
席 者定數 に滿た す 開會に 至ら さる こと あるは 事業 
施行 上 支障 尠から す 依て 農會 令を 改正し 以て 會費 
滯納 者に 對 しては 國税 滞納者 處 分の 例に 依り 之を 
徴收せ しめ 又 町村 農# 總會を 代議 組織に 改め 經費 
豫算 事業の 施行 方法 並會费 分賦 收入 方法 等は 代 翳 
員を して 協議せ しめられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 {3: 其の 趣. 旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 1# 候 也 _ I 

特別 報 吿第 七十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 六九號 
祖式 村に 郵便局 設置の 請願 島根 縣邑 智郡祖 
式 村長 布 野哲爾 外 十一 名 呈出 (紹介 議員 恒 
松隆慶 君) 

右 請願の 要旨は 島根 縣邑智 郡祖式 村 ! X 人口！ 一千 五 
百を 有し 農林 商 物に 富み 交通 至便に して 地方 物貨 
の 集散地たり 而 して 近く 山陰 縦貫 鐵道 開通の 曉に 
於て は 郵便 事務 益 繁多なる へき も 川 本局の 所管に 

屬し 江 JI1 を隔つ るの みならす 三 里餘の 道程 ある 爲 

附近 町村の 通信に も 往復 一週 日を费 さ、 るへから 

す 住民は 此の 不利 不便を 避けむ か爲 特殊 郵便は 勿 

論 普通郵便 にして 急を 要する ものは 所管 外の 郵便 

局に 於て 之を辨 する を 常と す 而も此 等の 所在地は 

最近跑 離と 雖尙二 里餘を 有す 依て 前記祖 式 村に 郵 

便 局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 七十 三號 

意見書 


謂 願文 軎表 第五！ 一五號 
上 市 村 井村に 郵便局 設置の 請願 岡山縣 阿哲 
郡 上 市 村長 石垣 直 入 呈出 C 紹介 誘 員 P 村 丹 
洽 郎君〕  > 

右 請願の 要旨は 岡山縣 阿哲 郡 上 市 郵便局の 管 ii 區 
域に 腐す る 上 市 村 大字 井村の 內字足 立 •田 曾、 芋 
原、 吉川の 部落は 同局を 距る こと 二 里 半 乃至 111 里 
なり 就中 字 足 立の 地は 戶數 四十 有餘 にして 諸般の 
便宜を 占め 且 北米 合 衆國に 移往 せる もの 三十 有餘 
に 上り 巨額の S 金を 受領しつつ あるの みならす 一 
般 通信 事務に 付人 口 稀に して 三 里餘を 隔 つる 郵便 
局に 至ら さるへから さるは 關係 住民の 苦痛と する 
所な り 又隣 接 釜 郵便局の 管轉區 域に 屬 する 神代 村 
大字 油 野は 地域 廣濶 にして 所 Is 釜 郵便局に 至る に 
二 里 乃至 三 里の 行程を 有し 關係 住民の 苦痛© から 
す 依て 前記 上 市 村の 足-: 1/. 以下の 諸 部落 並 神代 村 一 
圓を 集配 區域 とする 郵便局を 上 市 村 大字 井村 字 足 
立に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  _ 

特別 報告 第 七十 四號 
意見書 

詰 願文 書 表 第二 三 一號 
安東 奉 天 間に 長距離電話 架設の 詰 願 安東 商 
業 會議所 會頭中 野 初太郎 呈出 (紹介 議員 一 
宮 房治郞 君〕 

右 請願の 要旨は 安東 及 奉 天 方面は 近時 著しく 發展 
し從 て滿洲 各地との 交通 關係憨 繁多なら むと す然 
るに 未た 安東 奉 天 間に 揭距離 電話の 設備な きは 滿 
蒙經營 上乂は 殖民 政策 上 遺憾と する 所な り 依て 速 
に 安東 奉 天 間に 長距離電話を 架設せられ たしと 謂 
ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 11 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 H-I 候^ _ 

特別 報吿第 七十 五號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 一一 號 
佐 馬 地 村 白地に 區 裁判所 出張所 設置の 請願 
德島縣 三 好 郡 佐 馬 地 村長 高 橋 虎三郎 外 一名 
呈出 C 紹介 議員 秋田淸 君〕 


右 請願の 要旨は 揑島縣 三 好 郡 佐.：：' 地 村 大字 白地に 
在りし 脇 町 K 裁判所 出張所は 大正 三年 六 乃敔 止せ 
られた るも該 出張所 所在地 方は 十 地 ' W くして \  口 
多く 登記 件數亦 從て尠 からす 而も 所 ? S 池 田 出 ^ 所 
所在地と ほ 數 里を 辟つ るの みならす 民 M M を ^ 
にし 関係 人民の 不 {ig 大な〇 依て ft 馬 辿 三纈兩 村を 
管辖區 と 爲し佐 馬 池 村 大字 白地に 脇 町 K 裁判所 白 
地 出張所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 誶 を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと il 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別^ n 第 七十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第二 三 七號 

下城 井村 安武に 登 IH, 所設 is の 請願 福 岡 縣築 
上 郡 下城 井村 長 佐 藤 五六 郞外 一名 呈出 (紹 
介 _員藏 內次郎 作 君〕 

右 請願の 要旨は 福 岡 縣築上 郡 下城 井村 ほ 所轄 椎田 
登 fp, 所に 至る に eg 離 遠くして 村民の 不利 不便© か 
らす潢 に 越 該 村に 登 IB 所 新設の 義を 請願し 幸に 採 
擇せ られた る 所なる を 以て 速に 前記 下城 井村 安武 
に 登 IB 所を 設® せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 翳 決せり 依て 該院法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  _ 

特別 報 吿第 七十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 七 二號 
鹈川 村に 登 If1, 所設龊 の 請願 秋 W 縣山 本郡鹈 
川 村長 三浦阬 藏外二 十五 名 呈出 (紹介 議員 
高 橋本吉 君〕 

右 請願の 要旨は 秋 田縣山 本郡赖 川 村は 郡の 闱 部に 
位し 八郞 湖の 北岸に 瀕し 奥 羽國逍 及 男 鹿 半 鳥ょり 
森 岳 驛に通 する 要路に® り 運輸 交通 ra 頻繁を 極め 
戶數七 百 五十人 口 五 千 有餘耕 地 八 百 四十 八 町步餘 
を 有し 郡 內 二十 六箇 町村 中 第二 位を 占め 备種商 H 
業亦纸 步發胺 して 人生必 ：嬰の 機 關槪 ね 1)111 はらさる 
はなし 然るに 獨り檝 利 義務の 確保に 犬なる 關 係を 
有する 登 IP. 所の 設置な きのみなら す 所轄 裁判所と 
の 距離 遠くして 不利 不便 K しきもの あり 依て 能 代 
區裁判 所所 %' 屮濱 口村 及 森 岳 出張所 所管 中鹈川 村 
を 分離 合併し 前記 鵜 川 村 大字 鞘 川に 登記所を 設匿 
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せられた しと 謂 ふに 在り 

衆 11 院は 其の 趣 tf を至當 なりと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと il 決せり 依て 辨院法 第 六十 . ^ 條に依 〇 別 
冊 及 御 浍付候 也—  I 
特別 報 吿第 七十 八號 

寶 ®  . 

請願 文霄表 第五 M 六 號 

世知原村に區裁判所出張所設茼の誧願長崎 
縣北松 浦 找 世知 原 村長 久田 玄三郞 呈出 (紹 
介_ 員屮倉 萬 次 郎君) 

右 諮 願の 要旨は 長 崎縣北 松 浦 郡 世知 原 村は 戶數八 
百 人口 四千 全面 積 二 千 六 百 餘町步 を 有する も 山間 
の 僻邑に して 四面 山を 以て 間 繞し H ら 別天地を _ 
せり 從て 道路 峻險外 間との 交通 甚た 不便に して 而 

も 登記 件® は 一箇年 數千件 の 多き に 達し 村民の 苦 

痛 多大なる もの あり 依て 前記 世知 原 村に區 裁判所 

出張所を 設 K せられた しと 謂 ふに 花り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 議決せ 〇依 て耦院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御浍付候也 

特別 報吿第 七十 九號 

意見® 

請願 文 薺 表 第 六 九 五 號 

費 頃 村に 區裁判 所 出張所 設置の 請願 北海道 

中 川 郡 搜頃村 平民 運浍業 岸 田 ^; 治 郎外 十二 

名 呈出 (紹介 議員 小 池 仁 郎君〕 

右請願の要&ほ北海道十牌國中川郡豊顼村は而積 

二十 五 方里を 布し 普く 農耕に 適し 興復 社、 農場 等 

あり 殊に 札釧鐵 m の 開通 以来 漸次 繁辟 を來し 同村 

民の 申請に 係る 登記 *: 件 15: 铒年 一千を 算せ むとし 

k 局 亦 夙に 同村に 登 IP. 所設 S の 必要を 認めたり と 

聞く 加 之 fai 漠なる 同村 ! @ 野の 開 發を 見む か 登記 事 

務® 劇咐 すへ き や 明な り 然るに 其 所_登 記 所は 五 

Bn 乃至 十 里 餘を隅 つる 帶廣區 裁判所 大錤 出張所な 

るか 爲 村民の 不利 不便© しとせ す 依て 同村の 中央 

にして 交通 至 f')! なる 字 茂 岩 市街地に K 裁判所 出張 

所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆蓊院 は 其の i&t! 旨を 至 常な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 氓て 議院 法 第 六十 五條に te り 別 

册 及御浍 付 候 也 

特別 報冉第 八十 號 

意見書 


請願 文書 表 第 七 〇〇號 
大淵 村に 區 裁判所 設阓の 請願 福 岡 縣八女 郡 
大淵 村長 北 川 親 藏外 一名 呈出 t 紹介 鬧員山 
内 ® 造 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は PJ 岡 縣八女 郡 大淵衬 及 矢 部 村は 縣 
の贞南 部に 僻在し 相 隣接し ffi 民の 申請に 係る 登記 
事件 一問 年 千 九 百 以上を 算し 所轄 黑木區 裁判所 出 
張 所 ) IV; 扱件數 の殆と 全部を 占む るに 拘らす 同 出張 
所に 至る には 二 里 乃至 七 里の &: 離を 有す 加 ふるに 
該 地方は 峻山幽 谷を 以て 滿た され 交通 甚た 不便な 
るか 爲兩 村人 民の； f 利 不幸 尠少な らす而 も 通には 
該村落 に i£ 記 所を 有せる 歷史 ある あり 依て 速に 前 
記 大淵村 及 矢 部 村を 管 轉す る M 栽 判 所 出張所を 大 
淵 村 地 内に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 狀 の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 誘 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 八十 一號 
货 見 書 

謂 願文 書 表 第 W: 二 九號 

岩見澤 町に K 裁判所 設茼 の 11; 願 北海道 空 知 
郡 岩昆澤 町 七條西 一丁目 二 番地 平民 公吏 高 
柳 廣 藏 外 -til 四 名 呈出 (紹介 議員 中 西 六三郞 
君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 北海道 空， Ml 支 廳管 下地 方は 近時 拓 
殖大に 進み 谷 種の 企業 勃興す ると 共に 戸口の 咁加 
及 經濟的 酸 展 著しき もの あり 從て 訴訟事件 も益咐 
加せ むと する に 所 札 幌區 裁判所に 到る には 其の 
距離 七十 六哩を 有し 其の 不便 謂 ふへから す而 して 
空 知 郡 岩 見 * 町は 人ロ ニ 萬を 超へ 鐵道 交通の 要® 

に 常り 又 地方 物貨の 集散地と して M 裁判所 所在地 

たるに 適する を 以て 前記 岩 見 ^ 町に 同所の 外 空 知 

郡 北 村、 栗 澤村 •幌 向村、 • — 笠 山村， 沼 貝 村、. ii 

m 町 砂 ) II 村 •歌 志內 村， 芦別 村、 江 部 乙 村 •夕 張 

郡 角 田 村， 田 仁 村、 長 沼 村 •登 ) II 村， 陣戶郡 月形 

村、 浦 臼 村， 新 十津川 村， 雨 龍 郡 雨 龍 村， 勇拂郡 

安平 村を 管轄 傾 域と 爲す區 裁判所を 設置せられ た 

しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 

きものと 議決せ り 佐て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 _ 

特別 報吿第 八十 二號 


意見書 

請願 文書 表 第五 三 一號 

元靜岡 地方裁判所 沼津茭 部復 a の 諸 願靜岡 
縣駿東 郡 沼津町 長大 場 藤 五郎 呈出 (紹介 議 
員 岩 崎 ® 君) 

右 謂 願の 要旨は 元靜岡 地方裁判所 沼津 支部は 大正 
I 年； s 止せられ たる 爲 舊管轉 阔域 住民の 不便 一方 
ならす 殊に 該支 部所 在 地たり し沼津 町 地方は 近時 
會社 H 場の 勃興 著しく 從て 訴訟事件 益嶒加 せむ と 
する に 際し 其の 不利 殊に 甚し又 前記 沼津 町は 靜岡 
以東に 於け る縣下 唯一の 要® にして 海陸 交通の便 
具備し 支部 所在地と して 最適 當な るを 以て 前記 元 
靜岡地 方 裁判所 沼津支 部を 復舊 せられた しと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨な りと讁 め 之を 採 機す へき もの 
と 議決せ り 依て 議院 法 第 六十艽 條に 依り 別册 及 御 
送付 候 也 


特別 報告 第 八十 三號 
意見書 

請願 文書尜 第 六 八九號 

X 三本 松 辟裁判所復»の請願香川縣大川郡 
三本 松 町長 岡 m 浩外 十八 名 呈出 (紹介 議員 
小 西 和 君〕 

右詞 願の 要旨 ほ 香 川縣下 元三 本松谋 裁判所 ほ 大正 
二 年廢 止せられ 高松區 裁判所の 管_ に 移された る 
結果 » 管轄 地方 民は 單に跑 離 遠き のみなら す權利 
の 仲 長に 太に 影 S し 關係町 村民の® 慮 措く 能 ほさ 
る もの あり 而 して 三本 松 K 裁判所 廢 止の 理由は 思 
ふに 事件の 少數 なる に 在る へしと 雖 現今 其の 件數 
頓に增 加し资 に 昔日の 比に 在ら さるの みならす 高 
松區 裁判所 管內 一部の 接續 町村を 併合す るに 於て 
は 高 松との 權衡を 得 其の 便益尠 からさる もの あり 
故て 元三 本 松 K 裁判所を 復舊せ られ たしと 謂 ふに 
在り 

衆議院 ほ 其の « 旨を 至 當な りと 認め. Z を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 餞 院法第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也 

〇 議長 (大岡 育浩 君) 委員長 報告 通り 採捋 する に 御 
異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅 長 C 大岡 育造 君〕 異議なければ 全部 採 掙 する こ 


とに 決します。 

〇 岩 崎 動 君 誘 事 日程 追加に 關する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 爱 に土屋 淸三郞 君提 /-II の傳 染涡 研究 
所に 於け る 肺べ スト 豫防 措 ® に關 する 質問を 議題と 
なし. 其 質問の 辯 明を されむ ことを 希菌 致します。 
〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か I 異議な しと 認めます •依て 日程は 追加 さ 
れ ました U 

傳染病 研究所に 於け る 肺— ベ K 卜 J 豫防 措置 

に關 する 質問 C  土 屋淸三 郎君 提出' 一 
傳染病 研究所に 於け る 肺 「ペスト— 豫防 措置に 關 
する 質問 

大正 七 年 三月 二日 

提出者  土屋 淸三郞 
〇 土 屋淸三 郞君此 質問は 文部省の 所管に 屬 します 

る ことであります るが 故に* 大： £ の 御 [JJ; 席を . 

〔「次官が 居られる から S い」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 次官が 出られて 居ります。 

〔土 M 淸三郞 君 登壇〕 

〇 土屋 淸三郞 君 私は 先般 傳染病 研究所 内に 發生致 
しました る 肺 「ペスト」 此肺 「ベスト」 發 生後の 豫肪措 
遛 に 就て 文部 當局漭 に 質問を 致したい のであります 
傳染； I 豫肪 撲滅の 策源地で ある 傳染病 研究所 內に於 
て、 傳染 病の 中の 掃 も 恐るべき 「ベスト」、 其 「ベスト」 
の 中に 於て 尙ほ恐 るべき 肺 「ペスト」 の發 生を 見た と 
S ふ 事は 私 唯々 甚だ 御氣の 毒で あると 云 ふ 一言を 以 
て 之に 對 しては 質問を 致し ませぬ、 質問を 致したい 
事項は 此肺 「ベスト」 の發牛 ：後に 於け る豫防 措置で あ 
ります、 其豫防 措置 甚だ 矛盾 不徹底 宜しき を 得ざる 
が爲に 或は 全 國に此 危險な る 病毒を 散蔓す るの 魔が 
ある， 此點に 就て 質問を 致さぅ と 思 ふので あります 
先づ 御尋 をす る 前提と 致しまして、 御注意を 願 ひた 
い s は， 患 奢が 發病致 しました の (3; 先月の 二 十三 日 
である* 死亡 致しました のが 二十 六日の 朝の 六 時で 
あります、 で 發 病の 初めは 同所 內の官 舍 に 居り發 病 
後に 於て 病室に 移され、 初めて 「ベスト I の 疑の 措 
かれた の ほ 汗 亡の 後で ある ■其！ £ ほ 官舍に 尻 る 時 も 
病室に 移された 後 も‘ 普通の 傅 染 涡 に 非ざる 所の 肺 
炎と：，， ふ 事を l-i て収扱 ほれて 居った と 云 ふの が 第一 
第二 ほ }！ Ai 氣は 昨朝 新聞に 現 はれました 通り、 正に 肺 
「ベスト」 であると 極つ たのであります、 從 つて Itt 
肺 「ペスト ーの 特徵と 致しまして、 危險な る 病菌は 
四 二 七 


傳染病 研究所に 於け る 肺べ スト 豫防 措置に 關 する W 問  同上 土屋淸 三郞の 質問 演說 


院議 衆會議 琢帝冋 十四 第 


傅 染码研 究 所 !(■ 於 ! it る 肺べ I 7, 卜沒 防 措 遊に |.?| する 土屋 淸三郎 の 質 間 演說 


m 者の 咳 嚏 K 他に 依 て、 空鉍の 屮に散 茲せ られ ，又 
m 者の 明 喉 啤$ に f/c て 食器、 手指 •衣 股， 其 他 一切 
想 者に 觸れた 所の 或 ほ ff 45 r rs 師 •言換 へれぱ 見舞 
に來た 所の 人、 同转 して 居つ た 所の 人、 tt ffl ^ に 食 
事を 供給して 其 食器の 始末を する 所の 恥 人、 患者の 
唤设 を？. i:£ んだ 所の 藥 局の 人、 並に 之に 接：！ した 所の 
人 ほ 炽に病 痗 感染の 危險 ある 人で あると 云 ふの が 第 
二點 第三 點ほ 此 「ペスト」 の _ r ペスト」 に 感染 後の 
辟伏期問即ち病摄に感染をして發病する迄の間ほ， 
平均 十日、 長い 時 ほ 二週間 位 或 ほ もつ と 長い 事 も あ 
ります けれども 兎に角 平均 十日で ある •で此 潜伏期 
の 間に ほ 病 SS を 他に 傅 染せ しむる CS なきやと 云 ふと 
两 病後 程は ありませ ぬけれ ども ，兎 に 角 陴染 の危險 
は 十分に 持つて 居る， 其 間 {j 患 奔ほ 何を して 居つ た 

かと tp しま すれば、 此 十日の 間 主として 「ベ スト」 

室の 中に® 問 ほ 勤務を して 居つ て •夜 i-x 官舍 中に 同 

僚と 共に 經 起きを して /?;- る つ 同僚と 共に 食堂に 

も 入つて >  又此 人に 依て 造られた 所の 「ペスト」 の 

「ヮクチン」の如きものほ，他の一般の血淸豫防液 

痘苗 等を il/: 扱 ひ， 之を 一定の 容器に 入れて 之を 外に 

出す やぅに 包装を する 所の 女工 等の 手に も 直接に 渡 

つて 席る、 即ち lit 痘苗 血 淸挨防 液 等を 外に 阪賣 すべ 

く 取扱つ て ^ る 所の 人々 の 手に も •此 患者の 手ょり 

潜伏期 中に 於て 感染せ しめられて 居る と 云 ふ 危險が 

十分に 在る と 云 ふ 事が 第三 勦であります、 で 此三 點 

からの 事 W? ょりして 考へて 見ます ると t 傳染病 研究 

所は 第 I に 「ペスト」 室、 第二に ほ 官舍 、第三は 此食 ••!£ 

其 卟本 館， 第 四 ほ 患者を 容れた 所の〗 K の 病室、 是 

等の «-! 所は 總て 「ベ N、 卜」 病毒に 汚染され て 居る も 

のと 見る のが、； £ 染； I 豫防法 上の 原則であります、 

次に ほ 此傅染 病 研究所に 居る 所の K 員、 殊に 「ベス 

卜」 の豫 5 液を 1'3 まれた 所の 女 H、 其 他 同じく 痘苗 

血 淸等を 包 裝 する 所の 女 : 1: 達、 賄 人、 看 謎 婦 ，其 他 

と ic ふ 者は， 十分に 感染の 危險 ある 者と して 取扱は 

なけれ ぱなら ぬのであります， 其 故に 是等の 人々 に 

對して ほ. 裨防法 の 命ずる 所に 依り 少く とも 十日 間 

は 外界の 人々 と ^ 離す る ことが 必要で ある、 rl. つ是 

等の 人に 依て 製造せられ •或は 荷 造られた 所の 物は 

總て 外界に 持 / H す 事を 禁止す ると 云 ふ iw も是亦 豫防 

法の 命ずる 所に 從はな ければ ならぬ のであります、 

勿論 此 £1 域内に 他の 外来の 人を 入れる 事の 危險な る 

ことは" 中す 迄 も 無い 事であります， 以上の 見 池 か 


ら 現在拽 染闵 研究所が 執つ て 居る 所の 豫防 措置を® 
ますと •甚だ 不徹底 危險千 萬な 事を やつて 居らる、 
のであります 第 | に 患者が 發牛- 後に 消毒され た 所の 
界 if 患者の 居つ た 所の 官舍 とさう して 病室で ある 
隔離され た 所の 人 ほ 看 li 婦其 他外随 に 二 十 —— 確か 
五名 かと 心 3 1: て 居ります 外来の 一般の 患者 ほ 十日 間 
斷 つて K る •入院して 居る 所の .®. 者が 退院す る こと 
も斷 つて R りました， 是ほ 傅染病 研究所の 内部の 屮 
で やつて 居る ことで ある-外部に 於て どう 云 ふ 事を 
して 居る かと 云 ふと、 傳染病 研究所の 周 園の 住民に 
對 し •弊 視 K {x 健康 診斷を やつて 居る •鼠を 捕つ て 
其 中に 「ベベ ト」 菌が 居る かどう かと 云 ふ 事を 檢査 
を 致して 居る， 外に 對 して (3: 十日 間傳染 病豫防 法の 
規定に 说つ て、 所厫の 小學校 ょり 通舉 する ことを 禁 
じて あるので あります、 外： fn の豫防 措置は 勿論 斯樣 
なければ ならぬ のであります •內 部の 豫 K 措阖 に對 
して甚だ不可解なのほ-外來の患者を斷つて居ると 
云 ふに 拘ら ず、 門前に 明かに 狂犬病の 豫防注 射は 此 
限りに あらず と 云 ふ 事に 依て 狂犬病の 患者が 外から 
内へ 入つ て 稗 防 沖 射を 受ける 事を 特別に やつて 居る 
のであります、 もう 一つ ほ lit 病毒が BJ なり 濃厚に 在 
るで あらう と 思 はれる* 內から 病毒 感染の 危險 ある 
所の 人々 に 依て， 製造せられ 荷 造せられ て ある 所の 
痘苗 や 血淸を 、どし  <研究 所以 外に 賣出 して pr る 
と 云ふ點 であります， 此 第一に 狂犬病の 豫防注 射の 
爲に 外来の 人を 毎日 引取つ て 居る と 云 ふ 事 ほ >  出 入 
を許して居ると云ふ事ほ、肺「べスト」は前に申しま 
した 通り 空； 氣傅染 をす る ものである •現に 私 ほ 此處 
に 持つ て 来る ことを 忘れました けれども， 發生 翌日 
の 新聞紙に、 傳染病 研究所の 「ベスト」 室の 技師で 

ある 所の 石 原 傅 士の 談話に、 肺 「ペスト」 ほ 空氣傳 

染を する ものである-他の 「ベスト」 と (3: 違つ て 空 

氣傳染 をす る ものであるが 故に •一朝 梧が 爆發 すれ 

ば 唯々 患者を 隔離す る 以外に‘ 何等の 豫防 方法が 無 

いと 云 ふこと を 新聞に 明言を 致して 居る ので ありま 

す* •而 して 此の 危險な ると ころの 肺 「ペスト」 患者 

を 出した 傳染病 研究所、 其 病室の 附近 ほ 少く とも、 

ft の危險 なる 病毒に 依て、 其の 空氣が 汚染され て あ 

るべき 筈で あるに 拘らず 、而も 「ペスト」 は 多く 皮 

IM の 傷より 傳染 する ものである にも拘らず® 皮 腐に 

泮射 する 所の 狂犬病の 人々 を、 外より 日々 に 出入 さ 

して 居る と 云 ふことは. 以ての外の 事で あると 思 ふ 


又 痘苗 血淸預 防 液の 類を 潜伏期 間で あるに 拘らず 、 
是 等の 人々 が 荷 造を して 外に 出して 居る と 云 ふ 事は 
幾 ど 今日 傅 染病豫 防の 原則を 無 親した is 方で ある. 

1 體此 「ベスト. I の fs 防 法では 交通 遮 斷の區 域内、 
隔離 患者の 居る 場所から して •一切の 物資を 一定 期 
間： ^ 域外に 出さない と 云 ふの が 原則あります、 共 故 
に 例へ ぼ 香港に 「ベスト. 一の 出た 場 1r に 於て ほ 香港よ 
り我阀 に 轍 人 せらる、 所の 物資に 對して 、或 (S 品物 
は 之を 禁止し •乘 客は 一々 海港 檢疫 所に 於いて 之を 
檢診 する 事に なつて 居る のであります、 然るに 我 W 
染病 研究所 ほ 現に 病毒 感染の 魔 ある 所の 人々、 其 入 
人が 潜伏期 間屮 にあつ て， 何人が 感染して 居る か 分 
らぬ に拘ら ず、 是 等の 人々 に 依て 荷 造せられ た 物資 
を 外界に 遠慮なく 出して 居る と 云 ふ 事 (X 實に 言語 道 
斷. の處阖 と 言は なければ ならぬ 申 迄 もな く 「ベスト」 
は傳 染病豫 防 法の 屮で ，最も 嚴 重に 行 ほれて 居る も 
のであります、 隨て I 朝 此の 病氣が 發牛； すれば •數 
百 千 萬の 費用 ほ 立 どころ に 煙に なつて 仕舞 ふので あ 
る •現に 東京に 於いても， 大阪に 於ても、 或 ほ 横 濱 
に 於ても， 神戶に 於ても、 ® 々 此事ほ 繰 返されて 居 
るので ある、 而已な ら ず、 此病氣 ほ 他の傳 染病 とほ 
異 つて、 特に！： 際傳染 病と して 扱 ほれて 居る もので 
あります が 故に ■一朝 此の 病氣が 我國の 何れ かに 發 
生した と 云 ふ 事になります れ ば* 立 どころ に 通商 貿 
易の 上に 非常なる 影 S を 及ぼす のであります、 現に 
隣邦 支那の 山 西 省に 此肺 「ペスト」 が 發生 致し まし 
たが 爲に ，支那 駐在の 列國使 ： ほ 會議を 開いて、 國 
際 防疫 委員 會なる ものを 組織し ■我 N よりも 北 島 t® 
士外 一名が 同國 に聘せ られて •列 國總掛 りで 此豫防 
撲滅に 當 つて 居る のであります、 然るに 我國に 於て 
傅 染病： K 防の 唯一の 策源地と して 見られて 居る 所の 
傳 染病研 究所 より， 此 最も 危險な る 肺 「ペスト」 を 
出し 其 7i 防 措置が 甚だ： 个 徹底で あるが 爲に •附近の 
住民に 非常なる 危惧を 抱かし めて 居る、 其 上に 病 S 
感染の 潜伏期 屮に 在る 所に 居る 人々 の 手を 以て 造つ 
たる 此 痘苗 血淸の 類を •遠！ g 會釋 もな く 外に 出して 
居る と 云 ふことは、 啻に Mi 防 法の 精神を 無視す る 許 
りで なく、 現に 天然痘は 東京 市中に 於て 恐る ベ# 勢 
を 以て 流行し、 近く 東 M 市は 全市 比に 此種痘 を强制 
しやう として 居る-矢先に 於て， 此危險 なる 所の痘 
苗を 遠盧 會釋 なく 地方に 發送し •萬 一是が 病毒を 痘 
苗と 共に 傳 ふるが 如き ことがあつ たなら ば、 實に由 


_ .  四 二 八 

々©一大事で あると 思 ふ 〇 であります* -S- 局は 此巧 
一般 r ベスト. I 預 防の维 則に 從つて 、速に 之を 蔡 lh 
し國 民を して 十分なる  心を 與ふ るの 意思な き や ?，' 
や 此 熙 に 付て 常 局 者の 明 «! なる 御 答 辯を SI たいと 思 
ふので あります 

f 拍币 起る J 

「政府 委員 UI 所 美 洽哲登 捎一 
0 政府 委員 C 田 所 美治进 ) 傅染 病 W 究所に 肺 ; ヘス 
卜 J 患者の 發生致 しました こと {X 、 唯今 土.® 君の •' 
質問の 通り、 誠に ia 憾に感 じて 居ります 葬で ありま 
す， 是れが il'J »s に付きまして ほ •大 |}§ 今 土  3 i 赵の御 
述に なりました 通り •私 も： 取 知 致して W るので あり 
ます、 即ち 本人の II りました t>'f 在を 絕對交 通 遮 斷を 
致しまして、 中の 二十 有餘 名の 奢を 内外 交通の U1 來 
ぬ やうに 閉釦致 して ^ ります やうな 狀况で あります 
其 他 今日の 傳染病 鸨防 に；！ しまして >  壤 術 上 執る ベ 
き 手段を 盡 しまして， 第三 段に 御 述べの 如く游 吠 期 
間が 十日 あるに 依 て •是が 外部に 感染す る &' ほない 
か、 夫 等に fj' て 適 常な 捎置を 執つ て &r るか どうかと 
云 ふ 御尋で あります が •之に 付ましても 萬 1« の 一失 
なきを 期して 居る 譯で あるので あります が、 尙 iH 苗 
の賣 出し， 或 ほ 狂犬病の 治療 等を 相 變らず やつて 居 
るで ないかと： K ふ御肆 でありまして •內外 の 物 资の 
椴 出入に 對 しまして. 詳細の 御尋 であるので ありま 
すが、 是等 に付きましても 十分に 戕締 つて 居る 害で 
あるので あります が* ^ 自に對 しまして 大 ijf な こと 
であります からして •私の 記谠 を Fla .h げ まして、 若 
し 萬 間違な きを 期す る爲 めに •詳細 lix P ベまして 尙 
ほ 其 後に 今 口まで執つて居りまする方法に付てほ、 
書 ia を 以て 御 答を 申 上げます。 

〇 土 屋淸三 郎君 識 長。 

011 長 (大岡 育造 君〕 土 屋君。 

〔十 屋淸三 郎君 登 ®, 〕 

〇 土屋淸 彐 郎君 唯今 W 所 次官ょ 〇、 霄 面を 以て 御 
答 辯を すると 云 ふこと でございますが •是 ii w w を 
以て 答 辯を 戴く が 如き 緩慢な ことで あれば、 私は 駿 
急 動議を 出して 此 質問は 致さない ので ある、 ft! ® の 
問題であります、 現に 昨日 私は® 染病研 究 所を 見 ま 
した 時に 於て 石 原 1¢ 士に會 つて H 接 此 事を 能く 聞い 
居る* 何 所を どう 隔離して どう 消 « して. 今 n w 染 
病 研究所が どう 云 ふ狀况 になつ て 居る と 云 ふこと を 
14 ほ 事 詳細に 之を 視察して 來た のであります ，而し 
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右 11 案の 苞査を 付託す へき 委員の il 擧 
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に 出 やしない かと； K ふ 事に (-1 て， ® を 持つ て ま 
す ことは、 土屋君 と當 局と ix rH] 一で あるので ありま 
す， 若し 夫が &■ 一 にも W ほ 其 -fl 防の 消毒 方法が 不完 
全で あると 云 ふこと であるな らば， 是 こそ 以て ffl 濟 
まぬ 話で あるので ありまして •出来 得る 丈の 方法を 
唯今 盡 さして 唐る やぅな 謅で あるので あります、 唯 
だ 痘苗を 唯今 出して )? r る 方法 如何 •或 {3: 狂犬病の 御 
話が ありました が、 狂犬病の 治療を やつて 居る 其點 
ほ 盖茭 なき かと 云 ふ 點 に付きまして、 是等も 唯今 申 
しました 方針の 下に， 十分 注意を 加へ まして やつて 
屛る箬 であるので あります が •事 私の 申 上げる こと 
が 若し 間 if つて 居る といけ ませぬ から、 大切な 事で 
あります から， 能く Jli 調べまして 萬 間違な きを 期す 
る爲 めに 即 染病 研究所の 今日® 際 執つ て 居ります る 
點 を JI? 調べまして* 書面を 以て 御 答す る 方法が 宜し 
いと 考 へます から •其方 法に 致したい と考 へます。 

〔「至急 御 答 辯を 願 ひます， 一と 呼 ふ 者 あり J 
〇謅 長 C 大岡 育造 君) 日程は 是で 終りました， 散會 
致します。 

午後 三時 M 十一 分散 會 


0 大正 -fc 年 三月 S 日 (火曜日) 

午後 I 時 十八 分 開議 

議事 日程 第 十八 號 

質問 

I  外 1 校 名存綺 に 關 する K 問 (5 挪 

II 高等® 校 A 學試驗 制度に 關 する 質問 (餘 

與一君 )  ^ 

一-一 化 政策に 關する i ii j ■蔵) 

四国 民 思想に 關 T る貿問 (酣神§ 立) 

五— 病 者 取綠 に關 T る 質問 (■藤 itiffi 一) 


I 續顏 長)  _ 

第. 7V 羅災教 助 基金 法 中 改正 法律案 第 

-Isas 

第 七 大正 六 W 勅令 第二 百 二號 (承諾を 求む る 
件〕 ii' 雌 3 c 委員長 報 
第 八® 發物聢 綺罰則 廢止法 律 案 (韻 i 诚 外) 

第 is の 續 (S 長) ^ 

第九銶 越に 關する 特别官 街 設置 建議案 {|| 

外 十三) 

名 提出) 

第 十 -t 山上 郡 間鐵道 建設に 關する 建議案 ( r-r 

三郞 れ 外)  . ^ 
一名 提 

第 十 I  滓 山智頭 間鐵道 建設に 開す る 建 II 案 

へ 福 井 三郞 ¥, — -^ 

一外 四名提 3 ) 

第 十 II 不動産 金融 改善に 關 する 建議案 u lti 

-« 外 三 ン  f E 
名 提出) 

荔 十三 普通 戠行の 金 II に關 する 建議案 ia 謝 

P' ' 外 六〆 
名 提出』 

第 十四 膣 陽 連雜 廣江鐵 道 速成に 闊 !r る® 議案 

(飾撤賺慶)  0M 長 報告り 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 諸般の 報告を 命じます。 

【■ 書記 朗讀〕 

一 政府より 提 m したる 議案 左の 如し 
軍需工業 動員 法案 

(第一 號 大正 六 年度 歳入歳出 一! 豫算 追加 案 
(特第 一號) 大正 六 年度 谷 特別 會計歳 人 歳 / « 豫算 
追加 案 

衆議 院議 負 選 擧法中 改正 法律案 
一 貴族院より 受領した る 政府 提出 案 左の 如し 
朝鮮人 官吏の 恩給 ■退隱 料 及 遺族扶助 料 等に 關 
する 法律案 

一議 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
不動 痺 金融 改善に 關 する 建議案 

提出者 小山 松 壽 君  饑貝浩 君 
川 崎 克君  松 岡 勝 太 郎君 
普通 銀行の 金融に 關 する 建議案 

提出者 堀川 美哉冇  中 川 隣 > 輔君 
津末良 介 君  濱田國 松 君 
河 崎 助 太 郎君  白 河次郞 君 
尾 崎 元 次 郎君 

衆謅 院議 a 選 擧法中 改正 法律案 

提出者 元 田綮君  床 次 竹 二 郎君 


岡 崎 邦輔君  野 田 卯 太 郎君 
中橋德 五郎 君  磺田千 之 助 君 
松 田 源 治 君 

平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 関する 趄® 案 

提出者 Tr nsl 岡 唯一郞 君  堀 切 善兵衞 君 
八 田 宗吉君  石 射 文 五郎 君 
沖繩縣 特別 自治 制 撒 廢に關 する 建議案 

提 /I.1 者 奧田榮 之 進 君  兒玉好 熊 君 
我 如古樂 一郎 君 

1 _ 員ょり 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
俾染病 研究所の 發 見に 係る 病原の 眞 {S に關 する 
質問 主意 書 

提出者 土 屋淸三 郎君 
同盟 罷エと 職工 保 si に關 する 質問 主意 書 
提出者 土 井 ® 大君 
時局に 關 する 質問 主意 書 
提出者 押 川 方義君 
一 政府ょり 受領した 答 辯 書 左の 如し 
大正 七 年 三月 二日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員® 口秀 雄君提 m 對支 外交に 關 する 質 間 

に對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院 e M a 口秀雄 君提 H5 對支 外交に 關す 
る 質問に 對する 答 辯 書 
質問 一 日 支 親善の 大方 針に 關 する 件 
帝國 政府は 常に 日 支 親交の 佾 進を 念と し 支那 か 
庶政の 改善を 目的と する 努力に 對 しては 深く 同 
情を 寄せ 帝國の 利益と 調和を 阏りて 之に 必要な 
る 援助を 與 へつ、 あり 帝國 政府 か 谷 種の 問題に 
關し徒 らに 讓步退 嬰を 以て 兩國 親善の 第一義と 
思考した るか 如き ことなき ほ： K ふを 俟た す將乂 
帝國 政府 ほ 支那に 於け る 何れの 黨 派に 割しても 
不偏 不黨の 態度を 持し 来れる ことは ■次 言明せ 
る 所な り 

質問 二 現內閣 の 段 氏內閗 に對 する 態度に 關 する 
牛 

帝國 政府 か 安那の 內爭に 干渉せ さるの 方針を 執 
ると 共に 列國の 均しく 承認す る 支那 中央政府と 
密切な る 外交 關 係を 維持す る ほ 前記 方針と 何等 
扞格す る 所な し 又 段 氏の 內閣に 限り 之に 特殊の 
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て牝® 染病 研究所ょ 〇今現に傅染涡が金市に熠發流 
行し， 此豫 防に 對 して 如何にし やう かと 云 ふこと ほ 
市民の 最も Bn を 痛めて 居る 矢先に 於て此 危險な る… 
0 議長 (大岡 育浩 君〕 土 M 君* 君は 果して 危險な 所 
に 御 出に なつたならば、 此處で 御 演説な さる ことは 
御 « みなす つたら 宜い でせ う、 傅 染 病室に 御 出に な 
りました か。 

0 土 屋淸 三郞君 研究所に 參 りました 一 … 

〇 謎 長大 岡 育浩 君〕 研究所に m 人を 禁じなければ 
ならぬ と 云 ふの が 御 趣意では ありませ ぬか" 

〇 土 M •淸三 郞君 研究所に m 入を 群 じなければ なら 
ぬと 云 ふことは 申し ませぬ。 

0, 長 (大岡 育造 君〕 (1 染 s 研究所は 構は ぬと 仰し 
やる か。 

0  土 M 淸三郞 君 傳染病 研究所に (II 入を 禁じな けれ 

ばなら ぬと 云 ふことは、 私の 言葉の 中に 13: 何も あり 

ませぬ •速記を 御 S2 になれ ぱ fie く 分ります— 兎に 

角此 内ょり して さう 云 ふ ものを どし < 出して： £ る 

のであります、 甚だ不安に思ひますので、石原两士 

に此事 を 尋ねました 所が， 是は危 くない 所で やつて 

居る から 差 支ない と 吾々 ほ 考 へて 居る と 云 ふこと で 

去つ て 舞 視廳に 架 本 ?? i 牛： 部長を 尋ねました 所が •部 

長 ほ 私の 言羝 に對 しても 君 も 知られる 通り， 吾々 の 

如き 「ベスト」 ft 防に 實際從 事して® る漭 の SR から 

見れば、 どうも 挥だ W つた 事で ある， 唯 傅染病 研究 

所 ほ 文部省の 管 5* であるが 故 に •吾々 地方 , !? 廳は之 

を 如 fr'J ともす る ことが 出來ぬ だ； $ 染病 研究所 外 

の 附近の ft 民、 及 件 居に 對 して ほ， 吾々 ほ 出来る 丈 

の 事を して 居る ので ある •斯様な ことで あつたので 

あります， 故に此 現に 出して PT る 所の 痘苗 irtl 淸 、是 

等の 物に 對 して あの 儘 / tl して IM る譯で ある •消毒を 

しつ、 / ii して あるので ある* 若し 消毒を して 出して 

尻 ると « ふこと であるなら ば •如何なる 方法に (A- て 

是 等の ものを 外に / 11 すので あります か、 私の 考へる 

所に ffe れぱ •痘苗 血淸の 如きは、 今日 品物 其 物が M 

染病 研究所で 浩 つて 居る のであります るが 故に、 內 

部の ものを 消毒す るに 付て は， 殆ど 吾々 の 想像し 得 

られな い 所で ある， 願く ほ 書而答 辯の 問題に 非ず、 

事 S, 實の重 要なる 問題であります が 故に、 此點 に f-J- 

て 今一 陬御答 辯を 願 ひたいので あります。 

〔政府 委 2： 田 )1,, f 美 治 君 登®〕 

0 政府 委員 (田 所 ^ 治 君〕 「ベスト | が 若し 萬 | 外 
對支 外交に 關す る V-I 問の 答 辯 
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援助を 輿へ たる か 4;1 き 琪 P? なし 
國務 院と總 統府 との N 係 か 如何なる ものなる や 
將又 政府 政權か 其 執れに 存 する や 等の 問題 ほ 茭 
那內 部の 關 係に® し 他 國に 於て il りに 之を 論諉 
すへ き 事項に 非す と認む 
質問 三 交通 借款に 關する 件 
我 銀行！ 5 と 交通 銀行との 間に 客年 一月 成立せ る 
五 百 萬圓 借款 及 同年 九月 成立せ る 一一 千萬圓 借款 
は 交通 銀行の 業務 整理の 必要に 出た る ものにし 
て 支那との 貿易 上最 重大の 關係を 有する 本邦の 
資金が 此 種の 借款に 投下せ ら る、 は當然 の m 勢 
なる を 認め 帝國 政府は 我 銀行 團を して 之に 應せ 
しむる こと、 したり 右 借款 金額の 大部分は 運轉 
資金と L て今尙 本邦に 在り 又 右 借款の 使途 ほ 契 

約 中に 明かに 記載し あるの みならす 同 銀行に 於 

て 本邦 人を 顧問に 招聘し 現に 整理に 努力 中に し 

て 借款 金 か 南方赌 迫 或は 其 他の 黛爭 費に 流用せ 

らる X か ¢0; きこと な 乙 

質問 四 兵器 借款に 關 する 件 

客年 支那 政府ょり 軍隊 整頓の 爲 兵器彈 藥 等の 供 

給を 求めた る 所 帝 國か 善隣の 誼を 以て 支那 軍隊 

の 整頓に 寄與 する ほ 當然の 措置なる のみなら す 

支那 政府 か 右兵 器を 以て 國內 政爭の 目的に 利用 

せ さる ことを 明確に 保障せ るに 顧み 本件 支那 政 

府の 懇請に 應する も帝阈 の 公正 且 友好なる 態度 

に 何等 累 する 所な きものと 認め 客年 十一月 二十 

二日 以來數 回 泰平 組合と 支那 政府との 間に 兵器 

賣買 契約の 成立を 見る に 至りたり 

質問 五山 東 民政 問題に 關する 件 

® に帝國 軍隊 出征して 山 東 省ょり 獨逸 軍を 驅逐 

し從前 獨逸 軍の 占據 したる 地域に 對し國 際 事例 

に 傚 ひ 軍政を 布き たる か 爾来 同地 域內の 秩序 も 

漸く 確保せられ たるに 付 政府 ほ 軍政を 撤 して 民 

政を 布き 靑島 守備 軍司令官の 下に 民政長官を 置 

き 占領地 行政の 任に 當 らしむ る こと、 せり 是れ 

畢竟 行政の 適用を 緩和せ むと する の 意に 外なら 

す 今阅 民政 署の 設置せられ たる 坊 子は 膠 濟鐵道 

用地 内に 在り 同 鐵道及 用地 か 最初 獨逸 軍に 於い 

て 軍事行動の 目的の 爲に 之に 占據 したる 事實は 

兹に敍 說を耍 せす 然るに 支那 政府は 本件に 關し 

何等かの 誤解を 懐き 帝國 政府に 質問を 致せる に 

付 政府に 於て は 篤と 事實 を說 明し 誤解を 除去す 


るの 措 匿を敎 りたり 

質問 六 南方 支那 國 民の 輿論に 對 する 件 
帝國 政府 ほ 常に 支那 人心の 趨向を 顏念し 從て長 
江 以南 一般の 輿論を 代表す る ものと 認めら る X 
言說 に對 して ! 3: 亦絕へ す 注意を 窓ら さるは 勿論 
なり 

質問 七 支那 駐箚 日本 外交官 及 領事 官に關 する 件 
本質 問 ほ 提出者の 說明 なかり しを 以て 答 辯す る 
を 得す 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月！ 一日 

I  外務大臣 法學博 士 子爵 本 野一郞 
大正 七 年 三月 二 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 押 川 方義君 提出 外交に 關する 質問に 對 

し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 押 川 方義君 提出 外交に 關する 質 
問に 對する 答 辯 書 

米國 の現戰 爭に參 加した るは 獨逸 政府が 國內の 民 
心を 抑隨 して 世界の 平和を 侵 迫す るの 危險 政策を 
執る を 認め 此 政策に 杭して 正義と 人道と を擁 謹せ 
むこと を 期 L たる ものなる へく 帝國は 素より 日英 
同盟の 誼に 仗り 東洋 恒久の 平和を 防護せ むか 爲參 
戰した る ものにして 日米 兩國の 決意は 其の 方向に 
於て 自ら 一に 歸す るを 謎む 從て我 遣米 特派 大使の 
宣 明と 本 大臣の 説明とは 其の 根本の 趣旨に 於て は 
何等 扞格 する 所な し 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月！ 一日 

外務大臣 法學博 士 子爵 本 野 一郎 

大正 七 年 三月 二 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

衆 _ 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 伊東 知 也 君 提出 東 三省に 於け る 排日 行 

動に 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 伊東 知 也 君 提出 東 三省に 於け る 

排日 行動に 關 する 質問に 對する 答 辯 書 

近来 東 三省 地方に 於て 排日の 傾向 激甚を 加 ふるに 

至りた る やの 風說 世上に 流布せられ たるを 以て 政 


府は 在滿洲 各 領事に 訓令して 事實を 調査せ しめた 
る處 何れも 右風說 の 傳ふ るか 如き 事 W あるを 認め 
さる 旨 報告に 接したり 尤も 奉 天 省 長；！ i ?K に 本邦 人 
の 士池 商租に 妨害を 來 すの 處 ある 訓令を 谷 縣 知事 
に發 したる こと あり 依て 當時 直に 在 奉 天帝 13 總領 
事ょり 同省 長の 注意を 喚起した る 結果 同省 長は 一 
月 十七 日を 以て 改めて 谷 縣知 事に 訓令し 日本人の 
土地 商租 は條約 上の 權利な るを 以て 之を 許 RT せ さ 
るの 理なく 前回の 訓令は 外國 人か往 々不逞の 徒に 
欺かれて 交涉 案件の 滋生せ むこと を 慮りた るか 爲 
に 過き す當該 官憲に 於て ほ 勉めて 此の 意を 暖し妥 
當に辨 理す へしとの 意味を 通達 乙たり 尙在奉 天帝 
國總 領事は 本邦 人の 商租に 支障な から L めむ 爲引 
繼き奉 天 省 長と 交渉 中な り 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二日  . 

外務大臣 法學 博士 子爵 本 野 一郎 


大正 七 年 三月 四日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 高見 之 通 君 提出 自動車 取締に 關 する 質 
問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆議院議員 高見 之 通 君 提出 自動車 取締に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 書 
近時 自動車の 使用 著しく 增 加し 之に 伴 ふの 傷害 事 
故少 からす 政府は 夙に 交通 取締の 極めて 緊要なる 
を 認め 殊に 都市の 交通を 一層 安全なら しむる 事に 
關 しては 常に 細心の 注意を 拂ひて 之 か 改善を 圖り 
一面 公德心 の 喚起に 努め 相俟 て危險 を 防止し 銳意 
民衆 保護の 實を擧 けむ ことを 期せり 自動車 取締 規 
則の 制定に 就て は 道路の 廣狹 其の 他 土地の 狀况を 
參酌 考量す へき ものなる を 以て 全國必 すし も 劃一 
を留む 能は すと 雖相當 の 程度に 於て 之 か 劃一を 期 
する の 必要 あるを 認む るを 以て 目下 考慮 中に 屬す 
運 B 手に 對し ては 免許を 與 ふるに 先ち 啻に 運轉技 
能の みならす 性格 其の 他に 就き 愼 重に 考査し 之を 
許否す るの 方針を 採れり と雖 更に I 層 留意す る 所 
あらむ と 欲す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 四日 


內務 大臣 男 辟 後藤 新 平 

la 族院ほ 本院 送付に 係る 左 c 3 案を 可決した る 
旨同院 ょり 通牒を 受領せ 〇 
酒造 税法 中 改正 法律案 (政府 提 ;i! 〕 

酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 ^ 茚案 (政府 提 
出) 

麥酒 税法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

所得税 法 中 改正 法律案 C 政府 提出) 

戰時 利得 税法 案 (政府 提出〕 

臨時 國庫說 券 法 中 改正 法 钳案 (政府 提出： > 
遠洋漁業 獎勵法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

軍用 自動車 補助 法案 (政府 提出) 

大正 五 年 法律 第四號 中 改正 法律案 (政府 提出) 
〔左の 報告は 朗讚 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 二日 衆 一 院誔員 選 擧法中 改正 法律案 委員 津末 
良 介君辭 任に 付 其補闕 として 飯 田 精 I 君を 謎 長 
に 於て 選定せ り 

一 去 二日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
「トラ ホーム J 病豫 防に 關する 建議案 

伊東  重 君  八 木 逸郎 君 
土 谷 全。 次 君  一宮 房 治 郎君 
中 村 靜興君  行德健 男 君 
山 田 正 年 君  山 口 俊 一 君 
近 藤 達兒君 
北海道 鐵道 完成に 關 する 建 翳 案 

井 上 角 五 郎君  中 西 六 三 郎君 
東  武君エ 藤 卓爾君 
吉田三 郞右衞 門 君  小 池 仁 郎君 
葩 口 秀雄君  松 永 安左衛門 君 
中 川 幸 太 郎君 

一昨 四日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
「トラ ホ— ム」 病 SK に關 する 建議案 委員 會 
委員長  伊東  重 君 
理事  行 德健男 君 
北海道 鐵道 完成に 關する 建議案 委員 會 
委員長  井上 角 五郎 君 
理事  松 永 安 左 衞門君 

一昨 四日 衆 _院 規則 第 十 五條 但書に 依り 議長に 於 
て 議席を 左の 如く 變更 せり 
二百 六十 四番  岡  辰 喜 君 
二百 六十 五番  西 川 太 治 郎君 


院議 衆 會遘國 帝 回 十四 第 


三百 四十 二 番  松 岡 勝 太 郎君 
011 議長 C 濱田阈 松 君) 是 より會 議を卽 きます， 此 
場合に 御 諮り 致します、 第 四 部 選出 決算 姿 員 柳 原 九 
兵馏君 常任 委 a 辭 住の 御 申出が ありました、 許可す 
る ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼ふ莕 あり〕 

〇副 議長 (m 田 國松 君) 御與 謎がない と Is めます、 
依て 許可 致します、 第 四 部の 諸君は 速に 補 缺選擧 を 
行は れて御 屆 あらん ことを 望みます、 尙ほ 大島久 滿 
次 料より 涡氣に 付 二日より 向 ふ 三 週間、 高 橋久 次郞 
君より 病氣に 付 四日より 向 ふ 二 週！ r 請暇の 申出が 
ありました、 許 nr する ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 黐な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱田 國松 君〕 御 異議がない と 認めます， 

仍て 許可 致します . 伊東 知 也 君。 

〔伊 取 知 也 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 副議長 (m 田國松 君： 一此 場合 報告を 致します •伊 

東 知 也 君より 外務大臣の 答 辯に 對 する 質疑の 申出が 

ありました から、 先例に 依て 之を 許可 致しました。 

〇妒 東 知 也 君 諸君、 私は 去る 二 月の 二十 七日に 東 

三省の 排日に 關 する 質 間を 述べた のであります、 そ 

れに對 して 今 外務 大 15 より 答 辯 W を 受取りました、 

此處に 於て朗 諧 された 答辯罱 に 依て 御 返事が あつた 

こと、 思 ひます るが •其 答 辯 書た る や 甚だ 腺 11 であ 

りまして •殆ど 私 Jt 其 解 ^ に 苦しむ のであります， 

素よ OIS に II 論に 苴〇 或は 漠然たる 證據 を捉 へて. 

私が H 間を したなら ば 兎も角も、 日時 場所 及 其 人名 

まで も 列べ て 質 間して 鸱 a して あるに 拘ら ず、 甚だ 

漠然たる 世上の 風說が あるら しいから •政府 ほ 領事 

に 訓令を して 事 W を 調べさせた、 併し そんな 事實ほ 

いと 云 ふ 御 報吿で ある •併し 奉： 大の總 領事より 省 

長の 注® を 喚起した 結果， 同省 長は 一月 十七 日を 以 

て 奉 天 省 内の 知 縣或ほ 其 他の 役人に 訓令を 發して 、 

此排日 思想を K 錨め た 形跡が あると 云 ふ 御 返事で あ 

ります が •併ながら 私が 例に 引きました 所 の 排日の 

迓際 の實 例と 云 ふ ものは， 一月 十七 日 どころ ではな 

い、 私の 手紙を 受取つ たの ほ 二月に 人つ てからで あ 

りまして 奉 天を 手紙を 出した の ほ 一月 三十 一日の 日 

附で あります、 然らぱ 十七 日に 奉 天 省の 省 長が 訓令 

を發 して ■排日 思想 ほいかぬ と 云って 戒めたならば 

少く とも 三十 一日 頃 ほ 排日 IX 納 つて 居なければ なら 


ぬ •然るに 枸ら ず尙ほ 排日 (3: 激烈を 極めた と 云 ふ 事 
は、 省 長の 訓令 も 三文の 値 打 もない と 云 ふこと に歸 
著す るで ほ ありませ ぬか、 而已 ならず 其 實例 としま 
して 私が 舉げ ました 新 民 屯の 農民の 張 某なる 者は、 
節季の 金に 迫つて 日本人から 三百 圓と云 ふ 金を 借り 
た、 貸した 人間は 私 も 知つ て 居ります る けれども， 
一寸 此處 に {3: 控へて 置きます •其 三百 II と 云 ふ 金を 
借りた と 云 ふことの 唯一 事の 爲 めに •其 張なる 者は 
一月 二 十三 日に 拙 へられて 二十四日 終に 國賊條 例に 
照され て 銃殺せられ たのであります、 若し 日本人 か 
ら金を 借りたならば 皆 殺されて 仕舞 ふ、 どんな 資金 
であらう とも、 どんなに 苦しから うと も 日本 入から 
金を 借りて はならぬ， 况や 土地を 抵當 として 金を 借 
りる 時は 皆 殺されて 仕舞 ふと 云 ふので、 滿 洲一帶 東 
三省の 農民 或は 人民と 云 ふ 者は、 震へ 上つ て 居る の 
であります、 此實 例は どうで あるか， 新 民 屯の 張 某 
が II 一一 C M の 金を 借りて 殺された と 云 ふ 事實が あるで 
はあり ませぬ か、 又 諸君 も 御 承知の 通り 撫 噸 の 東 八 
家 子と 云 ふ 所で •一月！ 一十 九日に 廣翻重 政と 云 ふ 者 
が 潮 尾 安太郎、 篠田豹 次と 云 ふ 者と， 三人 連れで 炭 
坑の調 査に出 掛けた のであります 、所が 其 地方から 
矢張此 S 方の 役所の 奴等の —— 支那の 官吏 其 他の 煽 
励に 依つ て 暴徒の 襲 ふ 所と なり、 廣酿重 政は 殺され 
た， 慘虐な る 殺され 方を された のであります、 瀬 尾 
安太郎、 篠田豹 次と 云 ふ 二 人は 重傷を 負 ふて 人事；' f 
省に なつた のを •氷の 中に 放棄せられ て 居つ た、 斯 
う 云 ふ 事 實が あるが’ 是でも 排日が 無い と 云 ふので 
ありませ うか、 一月 十七 日に 省 長の 訓令が あつたと 
すれば、 其 後は 斯う 云 ふ 事實が 起らない 铐 である， 
訓令が 果して 効果 ありと すれば I 然るに 此新民 屯 

の 張 某の 殺された のは 二 十四日で あつて、 廣 瀬 重 政 

の 殺された のは 一月 二十 九日で ある， 斯う 云 ふ事實 

で 著々 として 現 はれて 來るに 拘らず 、 S に 一片の 省 

長の 訓令が 効果を 收め たるが 如く 外務大臣が 御 答 辯 

なさる に 至つ ては •其 迂愚 實に 呆れざる を焊ぬ ので 

あります、 訓令を /J1 した 後と すれば、 尙更緋 日が M 

烈を 加へ て來 たと 云 ふ 程度が 知られる のであります 

又 奉 天の 潘陽縣 の 知事の 朱 佩 S と 云 ふ 者は 其 以前に 

錦 州の 知斟 をして 屛つた 時分 有名な 錦 州 事件と 云 ふ 

排日 事件と 云 ふ ものを 惹起した のであります >  其潘 

陽縣の 知事が 滿洲の 重要なる 所の 奉 天 知事と して 盛 

に 裏面よりも 表面よりも 排日の 熟を 鼓吹し つ、 ある 


のであります •朱 佩 閱の 如きは 一知 縣で あるから ど 
うで もなる ので ありませ うが、 其 朱 佩 ® すら も尙ほ 
何とも 仕切れぬ ので ある •仕切らぬ のか 或は おやり 
にならぬ のか 知らぬ けれども 張 作霖が 其 背後の 本尊 
であると 云 ふ 事は- 是ほ言 ふまで もない 話で あつて 
諸君の 屮 にも 澤山滿 洲 地方に 御出でになつ た 方 も あ 
るから •判り 切つ た 話で ある-決して 私は 前に 申し 
ました 通り、 强ち現 政府の 失敗の みと 云 ふことは 言 
はぬ のであります •是ほ 彼の 日茭協 約なる もの、 不 
撤底 から 來した 所に 原因の 多き を 占めて 居ります け 
れども •併し 現在 今日 局に 當 つて 居る 以上は、 どう 
しても 此 位の 事は 何とかして 戴かなければ •三十 萬 
の 滿洲に 行つて 居る 我が 同胞を どうす るで ありませ 
うか、 而已な らず此 二 日の 御 返事を 今日 御朗讀 にな 
つたので あります が、 其 當時私 が 受取つ た 手紙に 依 
〇 ますと •輯安 縣と云 ふ 所で 我 憲兵 —— 補助 憲兵の 
一人が 終に 殺された のであります、 それは どう 云 ふ 
事實で あるかと 申します ると- 楚 山と 云 ふ 所に 我憲 
兵隊の 分隊が あります 、其 所に 哈扼 川と 云 ふ 川が あ 
る I 其 川の遢 りに 新興 學 堂と 云ふ學 校が あつて、 其 
學 校の 生從が 幽體を 組んで、 日本の 憲兵の 暗殺 團を 
組織した と 云 ふ 噂が あるから* 我 憲兵隊で ほ 此輯安 
縣の 偵察の 爲に 補助 憲兵を やつた のであります ，さ 
うする と 暴徒が 起つ て 忽ち 其 補助 憲兵を 殺して 仕舞 
つた、 斯う 云 ふ 事實を 聞いて 居ります •それ だから 
御 答 辯になる ならば •惡 るいなら 惡 るいで 宜しい" 
或は 是は 非常に 祕密を 要する と 云 ふなら ば、 祕密會 
を 開いて 御洩し 下す つても 宜しい， 殆ど 排日 事件の 
如きは， 東 一一 一省に ! 3: 無い かの 如き 御 答 辯を なさる に 
至りまして ほ、 私は 默 つて 居る ことほ 出来ない ので 
あります、 決して 外務大臣に 楣を 突く のどう の 斯う 
のと 云 ふので ほない、 成るべく 私は 東 三省の 方面の 
大陸 發肢 は、 今後の 國策 として 進んで やらなければ 
ならぬ 場合に、 斯の如 き 排日 行爲の ある 事は 一日 も 
早く 押 退けて、 眞に 擧國 一致の 方針を 執つ て 進まな 
けれ ぱなら ぬから •斯の 如き 適例を 擧げて 質 間を 試 
みたので あります、 然るに 何ぞ 漠然と さう 云 ふ 事實 
は 無い らしい >  領事に 訓令を m して 居る 位の 程度の 
御答がぁるに至ってほ、甚だ迀愚と言ほぅか，怠慢 
と 言 ほうか •私は 默々 に 付す る こと It al 來な いので 
あります、 今 申 上げた 事實は 有る か、 無い か， 是れ 
是れは 何時 何日に あつたか どうか， それは 死んで 居 


るか、 生きて 居る か、 人命に 關 する ことで あるから 
詳細に 御調 愈になる が 宜しい、 外務 大 Rf の 眼から 見 
れば 廣喊重 政なる 一人は、 實に 小さな もので ござい 
ませう、 併ながら 我 五 千 萬 同胞の 一人で 陛下の 赤 
子の 一人で あるの みならず、 我 同胞の 先驅 となつ て 
滿 洲に慘 死を した 者に 對し て、 之を 默つて 居る と 云 
ふ 事は 出來 ない， 斯う 云 ふ 事 K が 有る か 無い かを 調 
ベて® きたい、 唯々 漠然たる 御 答を 以て 瞞 著せん と 
する に 至つ ては、 私は 默つて 居る ことほ 出来ない の 
であります •どうぞ 私が 今 申 上げた 實例丈 でも 宜し 
うご ざいます. それ ほ 有る •其 事は 無い と 云 ふて* 
てき ばき したる 的確なる 御 答を 再び 外務大臣に 向つ 
て 要求す る 次第であります (拍手 起る〕 

0 副 謅 長(濱 田國松 君〕 本 野 外務大臣" 

〔國務大臣法禺博士子爵本野一郎君登 ® 〕 
〇阈務 大臣 C 法睪博 士子爵 本 野 一郎 君〕 唯今の 伊東 
知 也 君の .：； (伊東 知 也 君 「ち やでは ありませ ぬと 
もやです」と呼ふ笑鼷起る〕御質間に對して御答致 
します •此 大體 に關 しまして ほ 御 話の 通り 滿洲 地方 
に 於て， 排日 行動の あると 云 ふやうな ことは 御 互に 
憂慮 致すべき —— 非常に 憂盧 すべき 事で ございます 
又 さう 云 ふ 事の 一日 も 速に 全然 無くなる 事を 政府に 
於ても 希望して 居る 次第であります、 隨て此 事に 付 
ては •常に 政府では 注意を 致して 居ります るが、 尙 
ほ 色々 な 新聞な ども 出ました ので， 早速 取調べて 見 
ました 所が、 多少の 事實ほ 今 御 話の やうな 事 も 有つ 
たやう でございますが >  併な がら of 東 君の 御 話の や 
うに、 束 三省 全體 にえら い 排日 運動が 始まつ て 居る 
とか 何とか 云 ふ 事實は 絕對に 無い のであります、 唯 
今 此處で 御 示しに なつた 二三の 事件に 付きまして は 
其 詳細を 今 折角 肢調 中であります、 であります から 
lit 取調が 濟み ましたら 更に 詳細に 御 答を 致したい と 
思 ひます •要するに 東 三省に 於て えらい 排日 —— 到 
る 所に 排日 思想が 延莛 して® る •排日 行動が 行 はれ 
て PT る. さう 云 ふ 事 實ほ絕 對に ありませ ぬ、 是は若 
し 有るならば 斯う 云 ふ 事實が あつた •あ、 云 ふ事實 
が あつたと 云 ふ、 唯々 l]-h 二 三の 事實 丈で ほ， 排日 行 
励が 全般に 行は れて 居る と 2C ふこと を 承 誌す る譯に 
は 往かな いのであります •此處 に 御 示しに なつた 事 
實に付 て；！： T 無論 政府に 於て は 十分に 取調べの 出来 
る 丈 Is 調べまして •さう して 尙ほ M に 御 答 致したい 
と 思 ひます。 
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東 三省に 於け る 排日 行動に 關 する 伊東 知 也の 質問演 說  同上 本對 外務大臣の 答 辯 
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0 副. 諉長 (濱 田國松 君) 第一、 外国語 學校校 名 
存續 に關 する ？ T 問 —— 川笱克 君' 

I 外 國語學 校 校 名存窃 に關 する 質問 ( 111 
埼克君 提出) 

0 川 啐克君 課長。 

外_ 語學校 校名存 52 に關 する 質問 主意 g 
右成 規に掩 り 提出 候 也 
大正 七 年 二月 十四日 
提出者  川 崎  克 
替成者  久須 美 ]K 馬 

外 三十 一人 

外阈語 學校校 名 存續 に ! II する 質問 主意 書 
一 政府 ほ 東京 外阈語 親 校 校 名を 束 京 貿易 殖民 語學 
校と改 稱せむ とし 之 か爲 在校 學生並 關係者 一同 

を S て 校 名 存筘 期成 會を矶 織す るに 至らし め 其 

' の 結果と して 豫算委 M # 等に 於て 委員の 質問 續 

出せる に對し 政府の 言明す る 所 l!i 昧 にして 徹底 

を 缺き之 か爲 在校 禺生 並關係 者を して 危惧の 念 

を 深から しめ 同校 内 暗雲 去来して 止ます 政府は 

速に 校 名の 存® を聲 明し 關係 者に 舞し 安定を 與 

ふるの 擧に出 て さる か 政府の 所見 如何 

右 及 質問 候 也 

0 副議長 (濱 田國松 君) 川 崎 君。 

0 川 崎克君 本員 ほ 外國 語舉 校の 校 名存績 に關 する 

質問 趣意 1 -r-f を提岀 しまして •殆ど 二週間に なつて 居 

ります、 其 間に 於て 本員の 問 ほんと 欲する 所の 一端 

ほ、 貴族院の 分科 會に 於て 問 はれて 居ります るから 

私 13: 喵々 一 點 文部大臣の 御 / lJ, 席の あるのを 幸と して 

當席 ょり 向 ひたいので あります、 それ ほ 文部大臣 も 

御 承知の 通り、 此校名 問題の 起り まして 以來 、在校 

生 五 百 有餘 名は 非常に 心配を 致して、 今日 迄 尙ほ其 

運 励を 繼踣 して R ります、 分科 會に 於ても K 々之に 

對して 大臣の 言明を 求めた のであります けれども、 

はつき りした 御 答を 得て 居らぬ のであります、 其 結 

果 として 二 月 九日 在校生 一同、 及び 校友 會金 體關係 

者の 集つ た 席上に 於て、 村 上 現 校長を 陴 劾した る 所 

の 原因は、 幾多の 外に も 原 W はあります けれども、 

其 重要なる 原因は 校 名 問題に 付て、 校長の 執られた 

る 所の 措置 其 : If し §• を 得な かつた と 云 ふこと が 原因 

である、 此點に 於て尙 ほ學校 全 K: に危 tH の 念が 漲つ 

て PT るので あつて、 學牛 ：全腊 ほ 安んじて 學 業に 就く 

能は ざる W 態に あるので あります から、 此校 名に 付 


て、 一 日 も 早く 是等の 學 生に 對 して 安心を 與ふ ベく 
校 名を 存韵 すると 云 ふ 言明を 得たい ので ある、 私 (3: 
此一點 に 付て 大 S の 唯々 簡單な る存紹 する かしない 
かと 云 ふ 事の 明瞭なる 言明を 得たい のであります。 
0 副 謎 長 田 3 松 君〕 岡 田 文部大臣。 

. r 國務大 ES 岡 田 良 平 君 登®〕 

〇國務 大臣 C 岡 田 良 平 君〕 唯今 御尋 になり ました こ 
とほ、 豫算委 M の 分科 會、 W 他 種々 の 機 啻に 於き ま 
して、 御 答を 致して f?£ きました 通り、 目下 攻究 屮で 
御 ざいます 、分科 會に 於き ましても 希望が 出て 居り 
ます、 仍て其 希望に ほ 十分 尊敬を 柳 ひまして， 適當 
なる 決定を 致す 考を a して 居ります。 

〇副 議長 (濱 田國松 君〕 質問 第二、 高等 學校 入學試 
驗 制度に 關する 質問 —— 長 峰與一 君。 

二 高等 學 校入學 試驗 制度に 關 する 質問 
C 長 峰 與一君 提出) 

高等 學校入 學試驗 制度に 關する 質問 主意 書 
右成 規に 據り视 出 候 也 
大正 七 年 二 月 十八 日 
提 出 者 長 峰與一 

賛成者 陣  軍吉  外 二十 九 人 
高等 學校 入學試 驗制 度に 關 する 質問 主意 書. 
本年度に 於て 復活せられ たる 高等 學校 入學 試驗集 
合 的 制度 ほ 高等 學校を 谷 池 方に 設置す る 主 苛に 合 
するな き やを 疑 ほしむ 而して 政府 {3: 本年度に 於て 
更に 四® 所の 高等 學校 を咐設 する の計齋 を爲せ り 
吾人は 益 右 疑を 深く せ さる 能 ほす 之に 對する 政府 
の 所見 如何 
右 及 W 問 候 ' ui 

〔長 峰與一 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

P +5- -峰與 一 君 本員は 本年度 復活され ましたる 高等 

學 校の 試 驗問 題が 高等 學 校が 各地に 設置され ました 

る趣旨に違背し， 1|. つは中學校が設けてある根本の 

大精 神に、 違背す る ものに あらざる やと 云 ふ 疑を 存 

する のであります、 殊に 本年度に 於いて ほ •更に 四 

箇所の 高等 學校 を备地 に 設けら る、 と 云 ふ 際に 於き 

ましては、 特に 此の 疑點を 文相に 質さん と 欲する 次 

第で 御 ざいます、 今回 间復 されました る試驗 制度と 

云 ふ ものは 所謂 集合的の 試驗 制度で、 中學 校の 敎育 

上に ほ 重大なる 關係を 有し、 a つ 影響を及ぼす ので 

あります、 で 元 來試驗 なる もの ほ學 生に 取りて ! 3; 


顔る 强大な る 力を 持つ て 居る もので あつて、 而して 
此の 高等 學 校の 人 學試驗 法と 云 ふ ものが、 現在の 
中學 校の實 際の 敎育 上に 多大なる 影響を及ぼす ので 
あります •で 中學 校に 於き まする 各學 科と 云 ふ もの 
ほ、 何れの 學科も 偏 m 偏輕を 許さず、 平等に 修得す 
べき ものである こと は" 中 學校令 の 示す ところで あ 
りまするし、又當該學校校長並に种员ほ、之れに向 
つて 努力を 注いで 居る 次第であります けれども、 高 
等の 學校に 入學せ んと する 學生ほ 、試 驗課 目にあら 
ざる 舉課ほ 非常に 輕視 して 等 _ に 付す る 結果、 今日 
の 中學 校と 云 ふ もの ほ、 殆ど 上級の 學 校に 入學 する 
豫 備的學 校に 過ぎぬ 翻を 致して 居る のであります、 
隨て 中學校 令に 示して 居る 所の 健全なる 國 民‘ 中等 
國 民を 養成す ると 云 ふ 最大 目的は， 非常に 閑却され 
た 次第であります、 で 此事が I 今回の 集合的 試驗 
制度が 一層 益々 此 傾向を 深く すると 云 ふ 所以は、 隨 
て 中等 國 民に 最も 関係の 多い 所の 人格を 造る とか 云 
ふ 如き、 育成と か 陶冶と か 云 ふ 問 ,' a に 向つ ては、 學 
生の 頭は 之に 向つ て どうしても 注がない ので ありま 
す、 又學 校長 並に 職員 ほ、 己が 學校 から 高等の ^ 校 
に 進む 者を 多 數 出さむ とする 結果 •其 事の みに 熟 中 
して、 國民敎 育の 實 際の 根 抵に 觸れた る 事に 腦漿を 
費す と 云 ふこと が、 非常に 閑却され て 居る ので あり 
ます >  此點 が 最も 現代に 於て S ふべき ことで ありま 
すが、 高等 學 校の 試 驗法と 云 ふ ものが、 益々 此頤向 
を 深から しむる と 云 ふこと を 憂 ふる 者であります、 
第一に 此制 度は 共同の. 精神 愛 校の 思想と 云 ふが 如き 
訓練を與へる上に於てほ、又非常なる大障齊がある 
のであります、 本 來學校 を ; i ぷと云 ふ 事 ほ、 W に 地 
方 的の 便 否 も ありませ うけれ ども、 其 要するに 學校 
の 校長、 學 校の 主義、 敎 育の 方針、 總てを 調査した 
上， 自分の 信賴 すべき 學 校に 入る と 云 ふの が 自然の 
原則で あらう と 思 ふので あります、 然るに 此 集合的 
方法に 依ります れば第 一 ょり 第 八に 至る 學 校を 己が 
志願す る 順序に 於て、 志願 W を 認める と 云 ふ 事に な 
るので あ 〇 まする、 故に 勢 ひ 最も 志願の 多い のは 第 
一高 等學 校でありまして， 此 第一 高等 學 校に 於て は 
全 國多數 の學生 が 之に 向つ て 集屮 する のであります 
從て 第二 以下の 學 校と 云 ふ ものは 己の 意に 滿た ざる 
學 生が 餘磙な く强制 的に 之に 依る と 云 ふやうな 結果 
を 生じて、 恰も幽 體旅 行者が 指揮 團 長の 命令の 下に 
思 ひ 設けざる 旅 宿に 投ずる 如く  •又 宿主 も 思 ひ 設け 
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ざる 客人を 引受 -It たる 如き 取で あつて、 其 間 何等 〇 
;s 情 も 無い のであります、 斯 〇 如くに して 決して® 
校の 精神、 或 ほ 备 1:生徒 0 !£同 0 沾砷が起ると云ふ 
ことは 無から うと 思 ふので あります、 さ 5 .-;- ふ？？ ほ 
無き もので ありませ うか， ft 點も间 ひたいので あり 
ます、 此 制度が 地方に 於け る 高等® 校の® 金なる ！ JS 
達を 期す ると 云 ふこと if Ti は 技 問で あらう と M ふ 
のであります、 何とな れぱ地 方に 於け る 高 •しに 
if 比較的 劣等な m 生を 收界 すると 云 ふ '1' Jf になり ま 
す、 而して 第一 地方の 生徒を 姑に 收容 すると 云 ふこ 
とのない 結 來 、健全なる n ^f なる 發 !;s を ？'' ■ 

得る と 云 ふことは、 至つ て 至 |}| で ほな からう かと 思 
ふので あります、 故に® 生 並に敎 師が 、努力 以て 吾 
校の 特色を 發撺せ む， とする が 如き 精神を、 滅却す る 
次第では なから うかと 思 ひます、 次に !! t 制度 ほ 我 ほ 
の靑年をして、何時迄も秕會中心の思想を去らしむ 
る yf が、 出来ない と 云 ふやうな 事に なり ほせぬ かと 
思 ふので あります、 で 學術 上に 於け る屮： ..集 ^' I'rJ o 
思想は、 敎育界 の 一大 弊害 だと 思 ふので あります、 
されば 教育家は 此弊 風を 除く と 云 ふこと ほ 努む べき 
事で あら 5 と 思 ひます、 而 して 近代 大部の 佾設 、並 
に 高等擧 校を 地方に 設ける と 云 ふこと に 依て、 此姐 
想が 減殺され ると 云 ふ 喜ぶべき 風潮の あるに 拘らず 
斯の 如き 屮 央集褪 的 試驗 制度、 所謂 中央を 以拜 する 
と 云 ふ 制度の ® 活され たと.： ふこと に 付て、 疑念を 
狹む 次第であります、 斯の 如き 結果 我 H の靑牢 は 萵 
等 學校ほ 第 I 高等 學校 >  屮® 校 ほ 縣 敝 の 所在地に 限 
ると 云 ふが 如き 思想に ならう と g ふ ® ガあ るので あ 
ります、 此點に 就ても 疑が 存 する 所以であります、 
r!. つ此制 度は 地方の 發達 を lill 寄し、 文 nlj の發 達を 阻 
害する の ES が あると 云 ふ. & も あらう と 思 ふので あ 〇 
ます、 で 地方に 高等 學 校を 分 la したる 糊 皆 ほ， 地方 
の 文化を 開 發 して、 さう して 地方の 開拓を 希菌 する 
と 云 ふの が it!! 方に 高等 學校を 置かれた 趣旨で あらう 
と 思 ふので あります、 然るに 今回の 制度の 511 く fe し 
まする と 云 ふと •地方の 特長、 所謂 風俗 習® 其 土地 
の氣風 と 云 ふ ものに ほ 何等 麵る ことが なくして、 全 
國學牛 ： の競爭 の 結果に 依て 入學 者を 定める と 云 ふ 事 
であります が 故に、 此の 比較的 地方に 依りまして、 
其 四 間の 琪情 ょり 學術上 劣つ て 居ります 者 2T 遂に 
高等 學 校に 入學が ⑴來 ない と 云 ふ 結果になる ので あ 
ります、 即ち 地方に 於け る 所の 特長であります る一 
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成綺 の； 个良と 云 ふことは ！ 所謂 今日の 一時の 劣等 
と 云 ふ ものは、 永遠に 挽 rHI する 事が m 来ない、 之を 
押 •冋す る 所の 一: ^ を捉へ る ことが /ii 来ない やうな 次 
笫であ ります •故に 高等 學校 の ^ 地 万に 分 設され た 
る 以上は、 先 づ以 て i'y! 方の 靑 年を 此 m 校に收 容なさ 
ると 云 ふこと が、 原則では なから うかと 思 ふので あ 
ります、而して此れ等靑年を大壤に浍つたる若が地 
方に ^ 〇, 地方の 文化の 中心と な 〇 •地方自治 剛體 
I. の 指導者と なつて •初て ほ 等 學校の 趣旨と 云 ふ もの 
が 適へ る ものでは なから うかと 思 ひます、 故に 此制 
度に 的る 時分 ' iz は， 一 鄕一邑 に 人才の 輩出と 云 ふこ 
とを 本と せず して、 地方に 人材が 分； YI1 すると 云 ふこ 
とを、 等 K1 に 付した る 制度では なから うかと 思 ひま 
す、 で此 制度と 云 ふ もの ほ 锊 力の 競爭 にあらず して 
或 ほ 受驗 法の 巧妙と 云 ふこと にも， S るので あります 

從來の 方法に te ります れば ，地方の 高等 學校 と雖も 

今日の 如く， '- -r 驗消備 に 非常なる 力を 要しな かつた の 

であります が、 W し 今回の 如き 集合的 試驗制 度に f/c 

ります れぱ 如何に 地方の 高等； S 校で も •唯々 中學校 

を卒 菜した のみで ほ 人舉が 出来ず して、 此准備 の KS 

に 非常なる 努力を 找 さなければ ならぬ と 云 ふ 事に な 

つて 地方の 靑年ほ 東京に 益々 集屮 して 來 ると 云 ふや 

うな 次第であります •それ故に 地方 中學 になつ て， 
眞面 H に ^ 術を 平等に W 究した やうな m 生に 向つ て 
ほ、 多大なる 障害でありまして、 遂に 是等 の® •曲目 

なる® 生 ほ、 高等® 校に 入职 する の 機會が 少ない と 

云 ふこと になる のであります、 唯今 述べました のは 

糍に I 端に 渦ぎ ない 次第で 御 ざいます けれども‘ 高 

等 m 校を 地方に 分設 された る 趣旨に 鑑み、 又 地方 人 

文の發 速を 普 洞なら しむる 見地よ りする も、 此 集合 

的 iM; 驗 制度の 不滴當 であると 云 ふことは， 明かで & 

らうと 思 ふので あります •芳し 强て 集合 制度を 行 ほ 

| んとな さるなら ば-高等 學校を 散在せ しむる 事な く 

| して、 背-しく 中央に 1J 中せ しめて •淺 草の 仲 店の や 

I うに 軒を 並べて 設立な さるの も， 亦 妙で (i なから う 

j かと 思 ふので あります， 以上 二點に 付て 文部大臣に 

御 伺したい のであります。 

〔拍手 起る J 

〇剮議 長 (濱 田國松 君〕 岡 田 文部 大 は。 

〔® 務 大£岡出良平君较®〕 

〇 四 務大 2K 岡 田 良 平 君) 長蜡君 の 御 ^ に 御 答 致し 

ます， 御 承知の 通りに 現今 敎育 社れ に 於き まする 最 


4甫大なる叫 ^ は、此印年短縮と申す斟であります 
即 ち 成業して 世の中に II1. るのに、 成るべく  n 十く / 1] る 
やうに と： K ふ， 是が 十數 年來敎 育界に 於け る 所の 殆 
ど 中心 IHJ 題と もな つて 居る やうな 次第であります， 
艰窩修 築 年 M が 長く 掛〇 ます 其 理由には 色々 御 ざい 
ますので 實は學 校の 修業年限の 長いと 云 ふ 事 も 一つ 
で 御 ざいます、 其 他に も理 出は 御 ざいます けれども 
併ながら 最も 有力なる a! 山の 一つ ほ- ^ 校の 人學試 
驗の時 適 常なる 者が 人學し 得ない •力の ある 者が 入 
學し得 ない 斯棟な る泝が 復た來 年 も 受けて 見る • 復 
た 來年 も： ' V; けて 見る と Z-; ふやうな 次第で 力 (3; 苻〇な 
がら 二 年 も 三年 も 人學試 驗の爲 に 時を ? ti すと 云 ふ 事 
の爲に 修業 年 W が 遲れる • * が 一の 有力なる 理由で 
あります、 又 今一つ ほ 力の 無い 者が 學校に 人つ た爲 
學校に 入つ て 後 二回 も 彐 回 も 落第す ると 云 ふこと が 
是 •か 亦修筘 年限が 延びる と 云 ふ 第二の 理由で 御 ざい 
ます、 此二つ の 原因を 除く には、 如何にして , H; しい 
かと 云へ ば •即ち 高等 學校 集合 試 驗制 K が 最も 適當 
でない かと 思 ふので あります、 此制 度を 執行 致し ま 
せぬ 大正 . 75; 年の货 况を 見ます ると、 地方の 或 柿， 類の 
學校に 志願 致し ますれば、 當然入 學し得 た 者が、 或 
は iK 京な 〇 或は 京都な りと 云 ふ 競畢 者の 多い 所に 志 
願 致しました 爲に 、其 目的を 達し 得ざる 者が 六 七 百 
人の數 に 上ります、 即ち 當然 入學 して 宜い 力を 持つ 
て 居りながら、 入® し 得な かつた 者が 六 七 西 人 ある 
即ち 其 反對に 高等 學 校に 入® する の 力の 無い 者で • 
高等 吊 校に 入學 した 者 •か 矢 張 六 七 百 人 ほ あると 云 ふ 
勘定になります， 是等は 職： 方の 側に 於て 修業年限を 
徒らに 延長す ると 云 ふ 結果を 生じます から、 此 集合 
試 驗の 制度を 採用 致した のであります、 併ながら 是 
が e に 邦 地方の 若が、 地方 所在の 舉 校に 人學 する 所 

の 他 ? t を 失 ふと 云 ふ 唯今の 御 疑念： 1T 是ほ 有り さう 

に考へ ます けれども ‘ Itf ® に 於て 無い のであります 

即ち 大正 五 年 fl- 地方に 於き まして 特別に 試驗 致し ま 

した 當時に 於き ましても 其 地方の 者が 其 高等 學校に 

人る のでない ので •地方の 者で も 2 : 分の 腕に 自信の 

あります 者は、 或は 3i M 或 ほ 京都と 云 ふやうな、 人 

の阐む 所に 多く 集 八：： して 參 ります、 又 束 京の 者で も 

自分は lit. 處の學 校の 人學試 驗にほ 及第 覺柬な いと 考 

へます 時分に ほ、 是 ほ 地方の 帮校な 〇 希望者の 少な 

い W 校へ 入る と 云 ふやうな 結果に なつて 居る ので 御 

ざいます、 それ故に 統計 衷 から 見まして、 集合 制度 


を 行 ひました 後と 集合 制度を 行 ひませ ぬ 前を 比較し 
て、 某學 校へ 入學 して 居る 者の 出生 W 縣別は 大した 
ffl 違は ない ので •多少の 相違は 御 ざいます けれども 
大した 柑 違は ない と 云 ふ 結果で 御 ざいます から、 谷 
學校閛 獨に 試驗を 致しましても、 '1 fll 今 長蚱 君の 御 話 
になり ました やぅな •利益を 牛； ずると 云 ふことは 無 
いので 御 ざいます、 併ながら 此 制度は 永久 實 行し 得 
べき 制度で、 或 (3: 又實 行し なければ ならぬ 制度で あ 
るかと 云 ふこと になります と、 是 ほ 現今 高等 學校入 
學 志 Ea 者 ほ 一 萬 人 以上 も 御 ざいまして， それに 對し 
て i! に 八 筒 所の 學校 しか 無い ので •斯ぅ 云 ふ 現象を 
生ずる のであります、 若しも 此の 高等 學 校の數 が澤 
山に なりまして. 全國に 普く 及ぶ と 5 ふこと になり 
ますれ ぱ>  無論 斯の 如き 事は 無い のであります、 即 
ち此 集合 試驗制 度を 廢 止 しまして、 其 時は 件學 校で 
試驗を 致す と 云 ふ 制度に 復す るので あります、 唯々 
學校の數が少ない問、入學志菌者の比較的に多い時 
は、 lit 集合 制度が 最も 適當な る 制度で あると 當局は 
見て 居る 次第であります。 

〇 副 露 長 (嵆田 國松君 ) 質問 第一 一 r 化學 H 業 政策に 
關する 質問 —— 鈴 木 錠 藏 君。 

三化學 T.I 業 政策に 關する 質問 
化學 H 業 K 策に 關する 質問 主意 書 
右成 規に 據り摇 出 候 也 
大正 七 年 二 月 十九 口 
提出者 鈴 木 錠藏 
賛成者 横 田 千 之 肋  外 三十 五 入 
化舉 丁 業 政策に 關する 質問 主意 書 
時局 勃 發 以來鉍 多の H 業 勃興し 就中 我 か 化學 工業 
の 進步發 展は最 著しき もの あり 誠に 國家 の爲 慶賀 
に 堪えさる 所なる ^ 是れ 輸入 杜絶の 爲に 促進 せら 
れたる 異常の pi , 象なる を 以て 平和 克復の 後に 於て 
尙 今日の 隆盛を 持綏し 得へ き や 否發盧 なき 能は す 
之に 對する 政府の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 

〔鈴 木錠藏 君登增 J 
〔拍手 起る〕 

0 鈴 木 錠藏沿 本員は 化學 工黎 政策に 關する 質問を 
試み やうと 思 ひます、 時局 開始 以来 諸般の 工業 勃興 
致しました が、 其 中に 付きまして， 我化學 工業の 進 
步發胺 ほ 實に 著しき ものが 御 ざいます、 大正 四 年度 
轍 m 總額が 一億 八 千 萬 圆の百 額に 達して 居ります、 


大正 五 年度は まだ 分り ませぬ が、 同額 或はより 以上 
の® 出額が あつたら うと 考 へます. 實に國 家の 爲に 
慶賀に 堪へぬ 次第であります が、 飜つて 時局 以前の 
有 樣を觀 ますれば、 我 化學 工業は 如何なる 有樣で 御 
ざいました か、 ® に微々 たる もので 御 ざいました、 
偶々 試 驗 的に 之を 製造し ました ものが ありましても 
到底 主に sj 逸よ 〇來る 所の、 精巧に して 11. つ 低 暇な 
る 製 出に ほ 競银す る ことが 出来ない ので、 之を 製造 
する 者が 御 ざい ませぬ でありました-然るに 時局が 
突發 致しまして —— 輸入品が 杜絶 致しました からし 
て •國 民は 之れ に 付いて 非常に 憂 i しました が- 
所謂 窮 すれば： ; f!l じ、 又 必要は 發 明の 母で、 其の後 数 
多の 染料 幾多の _品が 製 m せられまして-一通 〇自 
給 自足の 途が立 つたの みならず-前 申しました •如く 
巨額の 输出品 を U1 T やうな 運びに なりました、 併 
しながら 若し 平和が 克復 致しまして、© 入 品が 再来 
する 時が 來 ましたなら ば 如何で ありませ うか、 今日 
の隨盛 を 維持し 尙ほ 將來發 逋の途 が 御 ざい ませう か 
實 に是れ ほ 疑 ほしい ことであります、 昨年 秋 化學エ 
業！ S 覽 會大會 に 於て •仲 小路 農 商務 大臣は 演說 され 
て 居ります、 それほど 0 云' ふ祺を 言 はれて 居る かと 
見れば •斯の 如き 化學 X 業の 進 步發展 したと 云 ふの 
は、 是ほ 韻に 時局の 爲でな くして •當 業者の 素養 素 
因が 然 らしめ たる ものであるから して* 是 より 益々 
資本家と® 者と 提携して PHf 巧に して 低廉なる 製品を 
出して、 戰後鹼 入 品と鸱 へと 言は れ ました •實 に是 
は 一場の 御世 辭- 一時の 讚辭 として ほ 甚だ 宜しう ご 
ざいます が、 屮々 lit 位の 程度に 於て 將來我 國の 化學 j 
H 業を 維持し やうと 云 ふことは、 闲難だ らうと 本員 
は 考へ るので ございます、 今期 駿 a- に 於き ましても 
工業 Sf/I 員と 云 ふこと が®々 論及され まして、 旣に本 
日眾需 工業 励 員 法案が • 此 議場に 上る と 云 ふこと で 
ございます、 內容 はま だ 熟请の 暇 (X ございませぬ け 
れど も-要するに 平時に 於て 谷 工業の 實力 及び 能力 
を 調査して •一朝 有事の 日に 於て は 此國 内の 工業を 
統一して •所謂 軍需品を 造らし むる と 云 ふの が 目的 
であらう と 思 ふ •然 らぱ動 M の 目的と 云 ふ もの ほ 谷 
工業で ございませぬ か， 若し 此 工業を 平素に 於て 肋 
長發展 せしめず して‘ 此儘衰 微に 放 ffi 致しました な 
らば  >  一 朝 有事の 日に 於て、 如何に 斯の 如き 動 M <;- 
を 布かん と 欲しました 所で、 其 目的物が 無 かつた な 
らば •實 に是ほ 寒心に 椹へ ない 次第と 考へ るので ご 


高等 學校 入學試 驗 制度に 關する 岡 田 文部 大 R の 答 辯  化學 H 椠政 策に 關する 質 間  同上 鈴 木 錠 藏の 質問 演說 


四 三 三 


院議 衆 ff 漭國帝 回 十四 第 


_  化學 H 業 政策 I . • 閱する 鈴 衣 錠 葳の 質問 演說 

ざいます、 私 ほ 如何にしても 我 化學 工業の 現 狀を雄 
打し 發睃せ しめんと するならば、 玆に國 家が 或 手段 
を 執らなければ なるまい と考 へます、 故に 私 ほ 我 化 
學 工業の 爲 に、 次の 四 策を 舉げて 政府に 質問したい 
と考 へます、 第一 ほ 關稅 政策で ございます、 第二 {3: 
補铪政 策で ございます、 第三 ほ 原料 問題の 解決で ご 
ざいます、 第 四は 統一 政策で ございます、 此四 策に 
付きまして 逐次 政府の 所見を 問は うと 思 ひます、 第 
i 關税 政策に 付きまして 申します、 諸君* 搦 逸の 「 
ダン ビング」'  の 怖るべき 事 ほ 御 承知の 如く  •彼の 鐵 
の投賣 に 依て 伊太利の 製鐵； 弟を 絶滅せ しめました、 

又 最近 英國や 米國に 染料 工業の 起らなかつた の ほ 何 
であるかと 云 ひま すれば ，刖 ち 特に 掘 逸が 英 國米國 
に 向つ て 染料を 安 0 したからで あります •近頃 新 lifl 

に 依て 見る 所に 依ります ると 云 ふと、 露 西亞で ほ 浦 

■、哈 爾賓過 で ほ 靴一足が 二百 留した 、然るに 此單 

擺 講和が 成立つ た 後に 於て， 獨逸 商人が 一足 二十 留 

に燹る やうに なつた と、 二百 留の 靴が 二 十留 に急轉 

直下した • ?! に 是は投 15 と 云つ て宜 いか、 何と 云つ 

て , Hr いか、 ®, に 恐るべき もの だら うと 考 へます •  © 

後に 於いて 果して 搦 逸が 日本に 向つて 「ダンピング 

」 を 試みます や 否や {3: 分り ませぬ けれども、 少 くと 

も戰 前に 於け るが 如き 價 格を 以て 轍 入され た 場合に 

於て ほ、 到底 我此 化學 工業と 云 ふ もの ほ 競 爭に耐 へ 

まいと 考 へます、 又此 時局の 影 ! 1 と 致しまして、 化 

學エ 業を 保護 致しました のは 獨り我 帝威の みならず 

英吉利、 佛砌 西、 亞米利 加、 何れも 此 刺戟に 依て 起 

つて 居る のです、 殊に 亞米利 加の 化學 工業の 裝 置の 

偉大なる 事と 云 ふ ものは • 實 に 驚くべき もので ござ 

いまして、® 後に 於て ほ 我 帝 國ほ 獨り獨 逸を 敵と す 

るの みならず、 聯合 與 國と稱 する亞 米 利 加から も， 

斯の 如き 競苹品 が澤 山參る だら うと 考 へます-さう 

すれば 獨逸及 聯合 國を强 敵と して， 我 化® 丁： 業 ほ 職 

ほなければ ならぬ と 云 ふ 運命を 持つ て 居る ので ござ 

います、 米國に 於ても 一昨年で ございました か、 時 

局に 際しまして 此紐 育の 化 學界が 研究 會を 開き まし 

たが、 何故に 亞米利 加に 於て は、 今日 迄に 化學 工業 

が 進まぬ であらう かと 云 ふ 事を 研究を しました 時に 

是は 詰り 亞米利 加の 輸入税が 安いので ある、 どうし 

て も 是は輸 入税を 上げなければ ならぬ と 云 ふ 結論を 

得た のであります、 それ 以來 輸入品に 對 しまして、 

從價税 三 割、 從® 税一磅 に 付て 十 仙と 云 ふ 約 五 割の 


重税を 課した •是に 於て 初めて 亞米利 加の 化學 工業 
が 發 達した と 云 ふ 事であります •然 らば 日本に 於て 
も， 今日に 於て 關税 政策に 依て 化學 工業を 保 li する 
必要が あらう と考 へます、 之に 付て 政府の W 見を 伺 
ひたいと 思 ひます、 第二 ほ 補給 政策に 付て 申します 
政府 ほ 大正 四 年 六月 二十 一日！： 藥染料 製造 獎勵 法を 
設けまして、 日本 染料、 日本 「グリス リン」 內國製 
藥、 m 洋藥 品、 日本 火藥 等の 諸 社に 向 ひまして、 其 
資本金に 對 して 年額 八 朱に 相 當する 所の 補助金を 與 
へて 居る ので ございます、 私 ほ 此 補給 政策と 云 ふ 事 
ほ 最も 必要なる ものと 考 へて 居ります けれども* 是 
等の 諸會 社の 成績は どうで ございます か、 ifi 憾なが 
ら成續 佳良と 申す ことは 出来ない ので ございます、 
是は 抑々 補給の 方法を 誤つて 居る ので •抑々 補給の 
方法が 會社を 保 11 する に 在る か、 製；： i を 保護す るに 
在る か、 此點か 抑々 先決問題で あるので す、 由来 初 
めから して 保護 獎勵を 目的と して 生れた 會 社に 成 續 
を擧げ たものは ない、 詰り それ ほ 依賴心 'か あるから 
である、 恰も 富豪の 子弟は 發® 努力の 氣慨が 無くし 
て、 苦 學 生に 若干の 補給を 與 へれば 立派な 人間に な 
ると 同じ やうな もので あつて. 會社 としても 亦 保護 
會社 となります ると 云 ふと， 政府の 干渉が 餘 りに 煩 
瑣に 流る る爲 めに >  a 々時期を 失しまして、 營 業の 
機敏を 缺 いて、 是が爲 めに 成績の 擧らな いと： k ふや 
うな 歎も閗 いて PT る 次第で ございます •要するに 是 
ほ 製品 本位に しな かつた 罪で あらう と 思 ふので す* 
唯今 此獎勵 法に 依る 規定に 據 ります ると 云 ふと、 資 
本 金が 染料 會 社に 在つ ては 六 百 萬 圓 以上、 製 藥會社 
に 在つて ほ 五十 萬圓以 上， 火藥會 社に 在つて は 百 二 
十 萬 圆以 上と S ふやうな、 玆に 規定が 設けられて ご 

ざいます けれども、 斯の如 含 規定は 此際 撤臌 致し ま 

して、 製品の 宜しい もの {£ どし -^獎_ して 差 支な 

いと 思 ふ， 又 今日 化學 工業の 斯の如 く 盛なる 事は、 

保 BI 會 社の 製品に あるかと 云 ふに 決して さう ではな 

い、 保護 も獎勵 も 受けて 居ない 所の 會 社の 製品が 多 

いので ございます、 又 政府は 何故に 醫藥及 染料 獎勵 

をな されて、 工業 藥 品に 及んで 居られない ので ある 

か 其當 時の 速記 錄を 見ます ると 云 ふと、 次の 議會に 

は H 業 藥の獎 S 法 も 出す と 云 ふ 事が 言 はれて ありま 

すが 今日に 至る 迄 工業 藥の獎 励 法に 付て、 何等の 法 

律 案 乃至 方法が 出て 居り ませぬ のは、 どう 云 ふ譯で 

あります か、 . X 業藥 は獨り 染料の 媒染 劑たる 許りで 


なくして 幾多 工業の 必要 缺く ベから ざる 所の 要素で 
あります、 彼の 過 酸化 曹達、 鹽酸 e- 達、 金騸 「ナト リゥ 
ム」 藤 酸、 苛性 e 達、 重 「クロ ーム. 一 較と云 ふやうな も 
のほ、今日に於て相當の利益を煜て居りますけれど 
も、 戰後输 入 品が 來 ましたなら ば、 忽ち 是 ほ 打擊を 受 
けて 消え失せる もの だら うと 考へ られ るので ありま 
す、 それ故に 政府 ほ此 際獎勵 法の 改正を 致しまして 
餞藥 染料の 外に 工業 薬品の 一項を 加へ たら 如何 かと 
思 ふ、 又 今日 國费 多端の 有樣 であります から、 積極的 
に獎勵 すると 云 ふ 事 も 或 <3: 困難で あるかと も考 へま 
す、 然 らば 化學 工業に® して ほ 丁度 製鐵 業に 獎勵を 
與へた る 如く 其 原料 及楗械 の it 入に 對 して IX 輸人税 
を 免じ、 及 內國の 租税を 兔除 すると 云 ふやうな 事を 
致したら 宜か らうと 思 ふが、 如何なる 御 考で ござい 
ます か、 第三 原料 問題に 付て 問 ほうと 思 ひます、 此 
原料 問題に 付きましても ■近頃 非常に 論究せられ て 
居ります が、 先づ 化學 工業 中 最も 有用なる 基礎 工業 
即ち 「アルヵリ」 工業と 「ター ル」 工業と 窒素固定 X 業 
の 三 工業に 付て 伺 ひたいと 思 ひます、 第一 「アル ヵ 
リ」 工業で ほ 曹達 H 業に 關する 原料， 即ち 工業用の 
鹽の 高い と 云 ふ 事 ほ 大分 八签 敷い 事で ございます が 
當局 者より 其 理由を 饲 ひます ると. 此彌 の生產 額と 
云 ふ ものは、 本土 臺_關 東 州を 併せて 一箇年 十二 億 
萬 斤と 云 ふこと でございます、 其 中 H 業 用に 使 はれ 
る 所の 鹽が 一億 二 千 萬 斤、 約 一割で ございます、 此 
X 業 用の 鹽と云 ふ ものは、 食料の 鹽と異 つて、 政府 
に 於て は 一錢の 利益 も 無く 唯々 手數損 だと r; ふこと 
を 言 はれて 居ります が、 果して 政府は 此 工業用の 鹽 
に 付て は、 利益と 云 ふ ものは 少しも 計上され て 居ら 
ない のであります か、 之を 先づ 伺つ て 見たい と 思 ふ 
それで 職 前に 於て は H 業 用の鹽 ほ， 百 ) T- 六十 五 錢でご 
ざいました が、 昨年 十月 一日から と iK ふ もの ほ 一圓 
三十 五 錢に なつて 居る、 何故 斯の如 く 騰貴した かと 
云 ふこと を 聞きます ると •主に 運賃 關係 であると 云 
ふこと でございます、 然らぱ 政府は 例の 船舶 管理 令 
とか、 或は 航海 獎勵 法と か 云 ふ ものを 固執され て 居 
る 政府の ことで ございます からして •此 保 ffi 會 社に 
命じて 特別に 之を ® 送せ しむる 所の 方法を 執つ たら 
如何で ございます か、 諸君、 彼の 獨逸は 頗る 天惠に 
浴した 國で •鹽の 如きは 「ロック ソルト J と 沄 ふや 
うな 非常な 便利な 物が 出来ます が、 英國 にしろ、 米 
國 にしろ、 皆 日本と 同じく 海水から 収つて 居ります 


四 三 四 

露國ほ彼のーブラックシ丨一即ち黑海〇谌水から闱 
を 取つ て 居りまして、 此猓を 遠 ? h- . .'-ii から 鐵 m に特 if! 
の 割引を させて、 特別の 運 K を 以て 運送して 居る と 
云 ふ譯で ございます •それからもう 一つ fnj ひたいの 
は， 此關 iii 州の鹽 と 云 ふ もの ほ 頗る ！ tft ffj に 上がる* 
即ち 百 斤が！ 一十三 錢 位に 上がる と 云 ふこと であり ま 
す •さう 云 ふ鹽 を內 地に 輪 入したら K からう と； K ふ 
ことを 聞きましたら、 ど-つも 關萸 州 0 扔にほ柑« 0 
制限が <-J して ある • 4-: : 產額に 相當の 制限が 付して .-?, 
る、 それ ほ 何で あるかと 云 ふと、 餘 〇に职 い销を 移 
入 するとき ほ 內 地の 製鹽業 を BS 迫す るからで ある、 
それで あるから して 關 If 州の 製慇所 に 向つ て 年々 移 
入 命令を 發 して、 最萵移 人 額を 限定して 居る と 云 ふ 
ことで ございます が、 何が 故に 斯の如 き 事を 致し ま 
すか，又政府ほ撰¥扠法寶施以來，取ら收入にのみ 
重きを 匿いて. 品質の 改良を 怠つ て 居る やうな® が 
あるので あります、 それは 二 年 程 前の 事で ありまし 
たが、 或 人が 米國 技師を 伴れ て 專資 局に 參つて 、鹽 
の 分析表を 求めた ことがあります、 然るに 堪锊 局に 
はさう 云 ふ ものは 無い と 云 ふ 答であつた、 斯の 如く 
唯々 镧 の專賣 に 依て 收入 さへ％ せ ば SC しいと 云 ふの 
で、， 內容の 改善に 努められぬ やうな 傾が あるので あ 
ります， 元來 日本の 锶と云 ふ もの ほ、 非常に 「マ ダ 
ネシ ア」 分が 多くて、 炭酸 「マグネシア」 を 造る 外 
に、 總て 工業用と しては 斯の 如き 劣等な 鹽はな い、 
是は 文明 諸國に 於て は 甚だ 日本の 鹽 と； K ふ ものは 劣 
等な ものであると 云 ふ 定評が ある 位であります、 耍 
する に鹽 の專賣 と 云 ふ ものは、 國民生 活に累 を 及ぼ 
して、 工業の 進步 を阻碍 すると 云 ふことは、 斯の如 
き 次第で ございます、 而も 專賣 局の 收入は 大正 五 年 
に 於て は 年額 八 百 ? i; 圓を見 積つ て ありました が •大 
正 六 年に 於て は 四百 七十 萬 HI に 減じて 居ります、 寧 
ろ此 際镅 の專賣 の 如き ものは" 斯の 如き 弊害の ある 
ものであります から、 寧ろ 御 止しに なつたら 如何で 
ございます か、 諸君、 御 ®' 知の 如く 人工的の 食锻か 
ら ©■ 達を 造る 方法は •彼の 有名なる 佛關 西の 「ル ブ 
ラン」 と 云 ふ 人が 發 明した、 即ち 「ルブラン」 法で 
ある、 それが 最初 發 達した のは 佛閟 西では なくして 
却て 英國 に發 達した のであります、 それは 何故で あ 
るかと 云 ふと、 其 當時佛 蘭 西には 鹽 の專迓 法を實 施 
して、 原料の© が 高かつた が 爲に >  却て 彼國 の英國 
に 於て 發 達した と 云 ふことは、 是は 明かなる 事 ffl で 
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ございます 、今回 政府は 勅令 第二 十號を 以て， 特別 
用® の 規則 中に、 化學 的！： 品と 云 ふ 外に、 人 is 色素 
と 云 ふ 一項を 設けられて 、丁： 業 用の 糊に 付て は 保護 
されて 居ります けれども、 一 寧ろ 此際百 尺 竿頭 一步を 
進めて P 專 « を 全廢な さる 御考は ありませ ぬか、 次 
には 「ター ル」 エ 業です、 即ち 释藥 染料 工業の 原料 

たる 「ベンツ オ—ル J 「トリオ— ル」 或は 「キシ ロ 
丨 ル」 「ナフタリン」 「アンス ラセ ン J と 云 ふやう 

な ものは、 果して 我國に 於て 自給自足の 途が 立つて 
居ります か、 今日の 瓦斯 會社 或は 製鐵 所の 副 產物位 
では 中々 十分なる 供給は 出来ない、 彼の 化 學 工業の 
發 達して 居る 獨纯の 如きす ら 、中々 自國の 供給の み 
に 侯つ 事が 出來 なくして 英 S の 染料 會 社と 特約を し 
て， 其 原料を 多 年収つ て 居つ たと 云 ふ 事で ございま 

す、！ I り 染料 許りでは なく 此硫酸 は 西班牙の 硫化 鐵 

過 燐酸は 南洋 亞米利 加の 憐磷 石， 脂肪 工業 即ち 石 鹼 

「グリス y ン」 等の 原料は、 熟帶 地方に 仰いで 居つ 

たので ございます ，如何なる 國にて も 原料を 絕對的 

.に 自給自足を すると 云 ふことは ，出 來な いので ござ 

います、 四 5rr 日 前に 是は 新聞で 見た ので ございます 

が， 獨 逸の 商務 大 E 「シド 1J 氏 (i 工業 會議に 於て 

斯う 云 ふ 事を 言つ て 居る 「講和 條 約に 於て 粗製 原料 

に 必要なる 供給を 確保し 須 らく 世界 市場に 於け る 競 

争の 障害を 除く を 要す」 と 言つ て 居る、 是 ほ 聯合 國 

が® 後獨 逸に 對し て fs 料の 供給を 止めて 苦しめる だ 

らうと 云 ふこと を 恐れての 事であります、 政府は 之 

に對 して 御 研究が あるか どうかを 伺 ひたいと M ひま 

す， 次には 窒素 H 業に 付て 伺 ひたい、 是は大 氣屮無 

限の 原料た る 窒素で、 一は 農業 國 として 必要 缺くべ 

からざる 窒素肥料を 造 〇 ます、 又軍國 として 國防上 

缺く ベから ざる 钹發 物の 原料た る ? rl'j 醆及锞 類を 製造 

する のであります、 獨逸は 今： g の戰爭 に 於て 海上を 

封銷 された 爲に ，火 藥及肥 料の 原料た る 智利硝 石の 

® 入が 止められました • ()(■ ながら 斯の 如き 研究心の 

有る 國 でございますから して、 有名なる 「ハ ーバー 

j  f ォス ヮルド」 兩 氏の 研究に 係る 所の 窒素 同定 法 

に 依て、 硫酸 安 母 尼 亞及 硝酸を 造りまして •今日で 

は 自阈の 用途を 充 して， 尙ほ _ 出す る 丈の 餘裕が あ 

ると 云 ふこと でございます、 耍す るに 窒素固定 工業 

の やうな ものは •平時と 戰時 とを 問は ず •最も 重要 

なる 工業で ございまして、 ノ我 日本の 如き 同じく 智利 

硝石を 輸入す る國に 在りまして は、 大に是 は 研究し 


なければ ならぬ だら うと 考 へます、 米國の 大統領 r 
ウィルソン」 氏 ほ j 昨年 有名なる 「エジソン」 氏を 
委 M 長と して 海 IP 技術 會議を 拚 へて、 大に是 等の 事 
を 研究し ました- 此會議 の 決 黐と 云 ふ ものには 斯う 
云 ふ 事を 言つ て 居ります、) ra K 產 以外の 原料を 以 
てす る H 業は 縱令隣 國に牛 ：產 する 原料と 雖も其 供給 
を 保障し 軍用 兵器工 業の 獨 立を 保ち 得らる へきは 空 
屮 窒素固定法な り」 即ち 斯う 云 ふ國防 本位の 決 誘に 
基き まして •昨年 是ほ研 究費 として 二 千 萬 弗 •即ち 
四千 萬圓の 多額の 支出に 付て 承 18 を與 へました、 今 
日に 於て は 旣に 米國に 於て は •此 窒素 工業に 付て 相 
當の解 決を 與 へられて あると 云 ふこと でございます 
政府に 於ても 本年の 豫算に 窒素 研究費と して 二 十 何 
萬 M かの 經 S を袈 求され て 居ります けれども •此僅 
少なる 金额 •亞米 利 加の 四千 萬 11 とは 迚も 比べ物に 
ならぬ けれども •實 に此節 少なる 費用を 以て、 如何 
なる 方面に 研究の 步を捎 めら れる のであります か、 
私は 何も 政府が lit ® 弱なる 裸 算を以 て 研究せ ずと も 
此 研究を 侯つ て 居る 所の 有力なる 民間 諸會 社は 澤山 
あるので •旣 に此 特椭を 讓受 けんが 爲 に、 農 商務省 
に 出願した 數も M 十餘 件に 及んで 居る と 云 ふこと で 
ある •然 らば 其 中 有力なる 會社に 向つ て 研究せ しめ 
て、 さう して 早く 結果を 見たならば 如何 かと 考 へる 
ので ございます、 終に 臨んで 統一 政策に 付て 少しく 
述べたい と考 へる， 我が 化學 工業が 戰 後に 於て •第 
一は 關 浼 政策 ■第二は 補給 政策， 第三 ほ 原料 間 題の 
解決に® て 保護 獎 _ さるる と 致しました 所で、 今日 
の 如く 小 資木小 工場の 分立す る 場合で あつたなら ば 
徒らに 生產费 が 不廉 となつ て 製品が 不精巧で ■又不 
均一を 免 かれない ので、 是は詰 り戰 後に 於て 輸入品 

と 競 f? する 場合に 於て は， 勝敗の数は 豫め 分つて 居 

る， 是は 自然淘汰の 原則に 依て 多くは 消滅され る だ 

らうと 考 へます、 所謂 日露 戰役の 常時に 勃興し まし 

所の 諸 H 業の il 命に 徵 しましても， 明かで あるので 

あります、 諸君、 獨 逸の 「ウ ット j 敎授は 斯う 云 ふ 

事を 言つ て 尻 ります、 今日の 化學 H 業は 最早 製造の 

祕密 を :*: んずる ことに 依て •利益を 得る 時代は 通過 

して 仕舞つ た， 宜しく 工場 組織の 巧拙に 依て 勝敗を 

決する 時期に 入つ たと 云 ふて 居ります、 諸君 •御 承 

知の 通り 獨逸 には、 化學 H 業會 社が 五大 ir 社と 稱 L 

て 五つ ある •それは 何で あるかと 云 ふと、 「ハ ヂス 

J 會社 「へ ツキ ス J 會社 「パイ ヤ 1J 會社 「カセラ 


J 會社 伯林 「ァ -I リン」 會 社、 此 五大 愈 社が 戰前に 
於て は 二 派に 分れて •即ち 「ハ ヂ ス」 # 社と 「へ ッ 
キス」 會社 となつ て 居つ た •非常に 此の間の 軋 櫟が 
盛んで あつて， 中々 政 友會と 憲政 會 の rnl 位の もので 
なかつ た (笑聲 起る) 御 s に 商品を 交換す る こと も 
しない •其 場合には 第三者を 介して、 甲の 物を 乙が 
取る と 云 ふやうな ことで あつた、 然るに 此 時局に 際 
しまして-さう 云 ふ 事は 甚だ 不利益で あると 云 ふこ 
とを 目 覺 しました 爲 めに、 此 五大 會 社の 外に 「ヵレ 
1」 會社 「グリス ハィム」 會社 「テルメ ャ」 會 社、 
此三社 を 加へ まして-八 大會 社の 「トラスト」 を 持 
へやう と 云 ふこと になつ て 居ります •政府は 斯の如 
く 先進 諸國の 例に 鑑みまして、 此際 工業の 統一を 考 
へて 企® 致しまして •第一 資本の 合同、 第二 業務の 
簡捷 ，第三 能率の 增進 を tfti りまして， 以て 戰 後に 於 
ける 化 學 工業の 衰滅を 未然に防ぎ •他日 工業 動： 5 の 
必要を 生じました る 場合に 處 する 萬 全の 策を 講ずる 
必要 ありませ ぬか、 諸君， 今や 先輩 武藤 君の 言は れ 
る 如く •漠々 たる 戰 雲の 中に、 脈々 なる 平和の 風が 
吹いて 居る と 云 ふこと でございます •即ち wc 脈々 た 
る 平和の 風 ほ • » て 我が 化學 工業に 打 擊を與 ふる 所 
の 無常の 風では ないかと 私は 考 へます、 實に此 邊 を 
考へ ると きには •前途 凝 tt なき 能は ずで ございます 
以上の 點 に付きまして •政府の 通り一遍で ない 所の 
適切に して 親切なる 答 辯を 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 政府 姿 員 (岡 實君〕 議長 U 
〇 副議長 (濱 田國松 君 d 岡 政府 委員。 

〔政府 姿 員 岡實君 登壇〕 

0 政府 委員 (岡實 右) 唯今 鈴 木 君から 種々 の 問題に 
苴 りまして 縷々 御 質問が ありました* それに 付き ま 
して 政府の 所見を 搔 摘んで 申 述べます、 戰 後に 於け 
る 我が 化學 工業を 如何に 維持すべき やと 云 ふ！ i に 付 
ての 御 配盧 if 政府に 於ても 金く 御 同意 御 同感で ご 
ざいます、 政府 ほ ® に化學 工業 調查會 なる ものを 特 
設 致しまして 、諸方 面ょり 學者 並に 實際家 を 網羅し 
て、 化學 工業の 勃興 及び 旣に 起つた 所の 化 學 工業を 
如何に 維持すべき やと 云 ふ 方策に 付て、 種々 研究し 
今尙ほ 其 研究を 鵝續 致して 居る やうな 次第で ござり 
ます、 而 して 又 一面此 經濟調 査會 なる ものを 組織 致 
しまして •化學 H 業を 戰 後に 維持す るに 必要なる 谷 
種の 方策に 付て、 之に 諮詢を 致しました ので ありま 


す， 此經濟 調査 會は數 十回に a りまして、 質問者の 
御 提出に なつた 所の 是と间 一の 問題に 付て 愼重 周密 
なる 調査を 致した ので ござります、 其 結果は 谷 種の 
製品に 付て 其 關税を どの位の 程度に 迄 上げた なれば 
戰 後に 於て 來 るべき 「ダム ビング. 一 其 他の： 个 當競爭 
に對 して 堪へ得 る や ，叶‘ 等の 問題の 解決に 付て 大體 
の 見込は 旣に 出来て 居る， 而 して數 字まで も 一 膜の 
調査を 終つ て 居る ので ござります， 而 して 此 結果を 
關税 定率 法の 改正と して •本 期 議會に 提出す るの 時 
機な り や 否やと 云 ふ 間 題に 付て、 更に 政府 部内に 於 
て ほ •關係 谷 省と 十分 協議を 致した ので •こざり ます 
併ながら 御 承知の 通り •唯今 歐洲の 產業狀 態、 並に 
米 國の產 業 狀態も 極めて： 小 安定な 状態に 居る ので あ 
りまして •戰 後に なつたなら ぱ是が 如何なる 狀 態に 
於て 恢復し 米る や、 未知の 問題が 屮々 少なくない の 
であります、 此 未知の 間 題を 服 前に 控 へて 居つ て、 
今 確定 不動の 關税 率を 此處に 釘 付に して 仕舞 ふと 云 
ふ 事は •或は 如何で あらぅ か •寧ろ 尙ほ 少しく 此世 
界の產 業狀 態の 安定を 待ち、 II. 我® の 新に 勃興した 
所の 多くの 化學 H 業が、 如何なる 程度に 於て 其 技術 
經濟を 改善し 得る やと K ふ i>i に fj ては、 尙ほ 一層の 
見極めを 付けた b に， 案と して 之を _會 に 提出して 
も 晚くほ あるまい、 斯る 見地ょり 致しまして， 夫 等 
の 調査に 付て ほ 尙ほ 一層 時局の！！ 遷 と共に， 調査を 
繼 織す ると 云 ふ 意味を 以て •本 期議會 には 此關税 政 
策に 付て ほ， 何等の 提案 も 致さな かつた S で ござい 
ます >  而 して 其 調査の 內容 等に 付きまして は， 若し 
機會が あれば 之を 申 上げる ことは •少しも 政府に 於 
て fli む 所ではないので あります、 銘 二の 補給 lfei<: 策に 
關する 御 磨 問で ございました、 此 補給. S 策に 付て は 
質 叫 者の 御述 になり ました 如く  •化學 H 業の 隨 一と 
も 申すべき 所の 「タ ー ル」 H 業、 即ち 染料 工業に 付 
て 政府 ほ 補助金を 給す ると 云 ふこと に 致し •一面に 
於て は 又 二つ の 製 藥會 社に 對して •補助を 給す ると 
云 ふ 制度を 立て， 尙ほ 第三には 軍需品と して 最も 必 
要なる 「グリセリン」 —— 爆藥原 料と して 缺 くべ か 
らざる ー グリセリン」 に對 して、 補助を 給す る 制度 
を 立て、 居る のであります、 此諸會 社の 事業 進行に 
付て •唯今 御說が ありました が‘ 此御說 に付きて は 
政府は 全然 首肯す る ことが 出來な いのであります、 
政府は 是 等の 會 社を 督勵 して， 出来 得る 丈 此 時局に 
貢！ S せし むべ く、 非常なる 努力を 致して 居る 謅であ 


化 .^ 工業 政策に 關する 岡 政府 委員の 答 辯 
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ります， 染料 f/ 社， 及 r グリセリン 」會 社、 羽. ^ a 
計.、 共に 国家に 奉公す るの 考を 以て、 其 gj 業を 進涉 
致して 居ろ のであります、 汧なが ら若 し尙ほ a 憾と 
する 15 が あれば， それ 等の EJ: 一に 付ての 改善を 講ずる 
事 に 付て、 萬 一の il 照な きを 期す ると 云 ふこと を， 
I!t 際 更に M! 上げて ! S きます， それから 谷®  丁： fi 藥品 
に 付て ■政府 {3; 如何に 考へて 居る かと 云 ふ 御 H 問で 
v j ざ いました が、 御 承知の 如く 海外から 来る 所の 谷 
種 工業 藥品 の杜站 と 云 ふこと に 原因して、 吾々 が 當 
初考へて居つたょりも、尙ほ以上に此エ業藥品の製 
造 事業が 谷地に 起つ たのであります、 而 して 目下の 
所 ほ 大 fl§ に 於て H 粢藥品 の 使 給 { 3: •先 づ是 にて 扣當 
の 見込 13: 付いて 尻る 譯で ある •此 上に 政府が 補助金 
を K 給して、 新たなる H 業藥品 を 製造す る會 社を 起 

すの 必要は 認めない のであります， 唯々 併し！： n 達 事 

绍に付 きまして ほ 非常なる m 要 程度に 在る に 拘らず 

今尙ほ 多少 政 W に 於て 新しい 會 社を 掩へる ことに 付 

て、 11 蹐 致して rT る ?1 n 由が ある， それ ほ W 達の 製法 

なる ものに 付て、 旣に 多大の 徳牲 を拂 つて •或 程度 

に 於て 成功した 事業者が あるので あります、 此事業 

者の 唯今拘 持して K る考ほ •將來 日本 及 支那に 毀し 

て此 W 達を 供給す ると 云 ふ ---j: の 火なる 考を 以て‘ 仕 

事を 進めつ X あるので あります、 唯今の /li 來高は 甚 

だ 多くない のであります けれども •併ながら それ 丈 

の考 を tf 行し ? y る 力が ある ものと 政府 ほ 認めて 居る 

是に 於て か 化學 工業 調査 一 會に 於て 調べました る總て 

の 事を、 其會 社に も 間接 商 接に 示し •出来 得る 丈の 

指韵 誘掖を 加へ て、 其 事業の 遂行 上、 十分 便利で あ 

る やうに 發 達の 早い やうに 肋 成を 致して 居る _で ご 

ざいます 、惟 ふに 化 學 工業の 二 大服 目の 一で ある W 

達事铲 に 付て (3; •今此 事業を 創めて 居る 資本家、 此 

事 _ を 「アン モ ニヤ」 曹達 法と 稱する 方法を 以て、 

始めて 居る 所の 事業家に 依て， 必ず 大成 さるで あら 

うと 宏 ふこと を槪ね 信じて 居る が e に， 吾々 は 其經 

過を 自下觀 绍 し、 J1- つ是が 成功を 助成し つ、 あると 

云 ふこと を 申 上げて 置きます、 其 他の 工業 藥 品に 付 

ては、 戰 後 如何にすべき やと 云 ふ 問題が 殘つて 居る 

併ながら 新に 今 新規の 會社を 起さす に 付て、 政府の 

肋 成を 要する もの あり や 否やと 云 ふこと に 付て ほ， 

唯今の 所， 其の 事は 多く斯 の 如き 問題は ない と 云 ふ 

ことを 中 上げて 置きます、 それから 化學 工業に S し 

て 機械 器具 等の 輸入税を 免除す るの 意思な き やと 云 


ふ 御 H 問で ございました が •唯今の 所 ほ 槪ね 化學エ 
業 ほ ffl 當の利 潤を 得て ■事業を 進行 致して 居る ので 
あります から、 目下 差 常り 期の 如き 提案を 爲 すの 意 
思ほ ありませ ぬ， それから 第三の 原料 問題に 於き ま 
して に 付て 越々 御 述べの 點一 r 一 々敬 承 致し ま 
した、 E T 政府 ほ 锲の供 給に 付て 出来る 丈の 便宜を 
岡り， n. 又 何等の 利益を 得ず して •之を 當 業者に 分 
配して PT ると 云 ふこと を， 此際 明瞭に 申 上げて 踣き 
ます、 それから 「ター ル」 原料に 付て， 目下の 供給： 

ほ 甚だ 微弱で あるが、 政府 {5: 之を 如何にす る やと 云 
ふ 御 質問で ございました •成程 「 ター ル」 原料は 目 
下の 所 多く (X ありませ ぬ， 併ながら 今後 製鐵 事業の 
發達 と共に  >  必 ず や 我國 の , 夕— ル. j  H 粲に 供給し 
得る 丈の 原料 ほ， 是 ょり 供給し 得る ものと 信じて 居 
ります、 而 して 又 一面 瓦斯 ®: 業 も 漸次 發達 致して 居 
る 唯今の 所 ほ 少しく 挫折して 居ります が* 是ほ 
必ず 漸次に 發 達する ものに 相違ない、 であるから r 
ター ル」 班 業の發 達と 云 ふ 事と •瓦斯 並に 製鐵 事業 
の發 達と 云 ふ 事と が 相 併行 致しまして 、槪ね 我國の 
要する 原料を 供給す る ことが W 來や うと 思つ て 居り 
ます、 併ながら 或 ほ !® る •化學 H 業の 發達が ¥ いが 
爲 に、 是等 原料の 不足を 吿げる ことがない とほ 言へ 
ない、 此 場合に 於て ほ 支那 其 他ょり 原料を i« 入す る 
ことに 付て ほ、 遺憾な きを 期したい と考 へて 居り ま 
す、 それから 窒素 工業に 付きまして、 段々 御 述の事 
も拜承 致しました •其 御 趣意 ほ 旣に民 間に 於ても* 
段々 之を 計畫 する 者が 有る やうで あるから. 先づそ 
れ等の事辩に譲つて置いても差茭ないぢやないかと 
云 ふが 4!; き 御意 見の やうで ございま する， 政府は 固 
ょり此 窒素 工業なる ものを，， 政府の® 占と して 何時 

まで も 之を 政府の みが 經營す ると 云 ふ 意見 ほ 無い の 

であります •併ながら 此 工業は 今 鈴 木 君も縷 々御 述 

になつ た 如く， 國 家の 存立と 云 ふ 事と 離る ベから ざ 

る關 係の ある 事であります から、 之を 民間の 事業家 

のみに 一任し 去つ て 置く ことほ 出 來な い-どうして 

も 政府 自ら 進んで、 此 事業の 發 端を 啓いて、 必要な 

る 研究を 爲す ことの 最も 急須なる を，！ めて 居る ので 

あります •是れ 即ち 今回 豫算に 於き まして、 政府が 

之に 必要なる 經 費を 要求し •本院の 御 同意を 得た 譯 

でございます、 而 して 民 r!ll の 企業者に 對 して •本 事 

業に 關する 特許を 與へる ことを 認める や 否やと 云 ふ 

點ほ 、今愼 重に 考憩 中であります 、最後に 御述 にな 


りました諸エ業の找一に付ての考、此事ほ如何にも 
御 尤な 次第でありまして 平和 克沒の 曉には 、必ず 
や 此 分立して 居る 谷 種 工業 會社を 成るべく 合同せ し 
むる 必要の 牛： じて 来る ので あらう と 云 ふこと ほ、 政 
府も 之を 認めて 居る のであります、 卵ながら 現狀を 
以てして if li ての 會社ほ 夫々 皆 ¥ 門々々 に 法て， 
又 其 得意々々 に fs て 谷々 相 當の ，利潤を 得て 居る 譯で 
あります、 此 利潤を 得て 居る 場合に、 統一と 云 ふや 
うな 事を 言 ひ 出しても •中々 事 實行ほ れる もので な 
いので ある •假に 行 it れる ものと しても 餘锃 W P で 
ある •故に 唯今 政府の 方策と して •强制 的の 手段を 
以て 此統 一を 爲 さしむ ると 云 ふの if まだ 其 時機が 
到達して 居らぬ と 確信して 居る •併ながら 出 來 得る 
丈勸誘 指導に 依て、 類似の 事業の 同士 打 的の 競争を 
避け、 成るべく 資本 及 技術者 等の 共同を 圖るや うに 
致したい と S ふこと it , 政府 も 金く 質 間者と 其感を 
同じく する 次第であります。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 質問 第 四、 國民 思想に 關す 

る 質問 —— 田 中 善 立 君。 _ 

四國民 思想に 關する 質問 (田 中 善 立君提 
出〕 

國民 思想に 關す る H 問、 EH ® ® 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 七 年 二月 二十日 

提 tli 者  田 中 善 立 
賛成者  尾 崎 行 雄 

外 二十 九 人 

國民 思想に 關 する 質問 主意 書 
凡そ 國 家の 興廢存 亡の 分る る )'.' r 其の 理由 多々 あり 
と雖辰 重 H. 犬なる ほ 國民 思想の 堅 * なると 否と に 
在り 國防 充實し 財政 裕な〇 と雖國 民 思想に 缺 くる 
所 あれ ほ 一朝 事變に 際し 忽ち 其の 廢 亡す るの 實例 
ほ 今 正に 吾人の 眼前に 横 ほれり 豈に 深く 鑑みさる 
へけ む や 

昨年 十月 九日 夜 首相官邸に 於て 內閣 組織 一 周年 視 
賀を 兼ね 上京 屮の警 察 部長を 招待し 席上 赤 內 首相 
は 「世界 大勢の 赴く 所 間々 民主 思想を 謳歌す るか 
如き 傾向な きにし も あらす」 と 言 ほれし か 果して 
斯の 如き 傾向 之れ 有る や 否 惟 ふに 是れ 首相の 妄想 
に 非 さる 乎 又當今 都 §8 一般 浮華 輕 佻の 風滔 々とし 
て橫 溢し 眞 11 の氣象 日に 月に 薄らき _煺 質實の 風 
復覩 るへから さらむ とす 蓋 是れ敎 育 勅語 戊 申 詔* 


四 三 六 

の 聖旨 未た 能く r: 底せ さる か： v v l -.r l J さる 乎 奈何に 
し て 這の 頚風を 治療 氓 善す る 〇 方針な 〇 や 
次に 現 內闆詫 公 |£ 明治 四十 四 年 二月 十一 日濟 生會一 

へ 下し 賜は りし 明治 大帝 〇 . 

れ {3: 其の 皈向 を Is らむ とす 政を 爲す诉 宜 く r-s く :, -u 
に ^ み 倍 V 發 勤して 業を むめ 於を Vi くし 以て 健全 
の發 達を S けしむ へし J と P-11 せられし 架 旨に 能 
く 副 ひ 奉れり や 

以上 三 要； i に 付： 5 {に 本 M の 詳細なる 辯 明を俟 ち 茧 
誠を 被 腌 して 答 辯 あらむ ことを 轺む 
右 及 質問 候 也 

〔田 中 善 立 君 登 梢〕 

〔拍手 起る〕 

〇 田 中 善 立 君 本 ti の 問 ほんと 欲する 事は •國防 、 
外交 •及 W 政 諸問題を 超越せ る ^ も K 犬なる 問題で 
あります から、 政府 常 局 春に 於 かれまして ix -  * 迄 
の 如き 一時 遊れ の 不 誠 PT 極まる 答 辯に 非らず して、 
誠意 誠心 •的確 明瞭なる 御 答： 辯 あらむ ことを 希 堵し 
て 置 §■■ ます、 凡そ 國家 の興廢 存亡の 岐る 、所、 其 原 
因 多々 あります けれども、 最 も m II 大なる 原 IM li M 
民 思想の 堅實な ると： -f>r とに 在つ て 存 する辦 ほ， ., >• 今 
の史實 に徵 して 明かであります、 而 して阈 民 思想の 
堅實 不骼實 の 因て 來る所 の 原 w ix •國 民の 志 常に 这 
げ まして 人心 倦怠せ ざれば 國民の 思想 (X 常に 限 ® で 
あります*若し然らずして_民の志常に陬： ;0 せられ 
人心 倦み 架つ る 場合に ! 3: > 必ず 國 民の 思想 ほ： 个幣 H 
になる ものであります 、斯の 如くに 一日 一 國民の 思想 
が不堅 K になります れば 、如何に 强大な る國 と雖も 
遂に 衰亡す るに 至る ことは， 古今 si 西の 史 に te て 明 
かであります、 近き 淸 朝の 倒れ •今將 に 露 西 亞の亡 
減せ んとす るの ほ •實 に : 11: 〈好適 例と 思 ふので あ 〇 ま 
す、 然るに lit 露® 亞の現 狀に付 て、 多少 露 西 亞の事 
情に 通じて 居らる、 筈の 後藤 內務 大臣 ほ、 本年 一月 
發 行の 新 日本と 云 ふ雜誌 に 一 論文を 寄せられまして 
露 西 亞の今 殆ど r*: 減の 悲慘の 境に 陷つた 原因は、 民 
本 主義と 社會 主義の 二 主義の 爲 に， 期の 如く 相 成つ 
たもので あると 云 ふこと を 堂々 言ぅて rr られ ます、 
實に镫 き 人つ たる 御觀察 である •苟も 露 西亞の 事情 
に滟 ずる 者の 異口同音に 唱 ふる 所に 依り ますれば、 
何が 故に 彼の 强大な る 露 西亞が 哀れ 現狀の 如き 有 _ 
になつ たかと 申せば、 是れ 多年の 間少數 軍 間 官僚の 
徒が、 民意を 無視し， 極端なる 非 民本主義に 依つ て 
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常に 上皇 帝の 成を 藉りて 以て 下阀 民に 臨む， 右に 勢 
察 權 左に 司法 糊を 持つ て國 民に 3 F みまして、 我 ; t]£ に 
反する 奔は 恰も 親の 仇で あるかの 如く •威 K 脅迫 至 
らざ るな く、 其 怨み ffl ffi つたの が 今 [Eil の 時局に 際 會 
して 忽ち 熠發 し‘ 遂に 今日の 悲境に 至つ たと 云 ふこ 
とほ •是は IT 西 •他の 事情に 秘 通して K る 者の 異 n 同 
音に 唱ふる 所であります、 如何にも さう あらう 事と 
U 、 ほ 信ずる、 斯の如 くに M 民の 思想が 1< 心 3 E なる 爲 
政 ^ の S に； f R< 實にな ります れぱ 、斯 る强大 _ も忽 
ちに して 亡滅せ んと する のであります から •此點 に 
R て e 政 者は 常に 深く 注意を 拂ほな ければ ならぬ 事 
と 思 ふので あります •淋 近時 我 國民心 の ■翻に 付き 
まして •是が 强 慮の 邋朝野 に 漸次 喧しくな つた やう 
であります、 併ながら 本； s の 其 聞なる 未だ 曾て 其 由 

て來る 原 1^1 を 的 «|| に批 |評 する fe? を 34-' に 致し ませぬ の 

は ^: だ 奇怿で あります 、昨年 十月 九日 首相 , H' 邸に 於 

て 他され た 所の •現内閣 m 織 一週 年 記念 祝賀 會の席 

卜 .に 於け. る夺內 拽轲 大 K の •各地 方 s: 察 部長に 對 す 

る演說 の屮 に* 1U: 界大 勢の 趨く所 励 も すれば 民主々 

義に謳 歌す るが 如き® 向な きにし も 非らず と- k ふこ 

とを 1 i i=i つて PT られ ます •是ほ 唯々 漫然# ts の聲 に ® 

いて， 寺 内 伯が 斯の 如き 妄斷 をされ たのでは ある ま 

いかと 思 13: れ る、 我國五 千 萬 InJ 咆 中に 此所 :; I1! 民主々 

義 、寺 內 伯の 言は れる 民主々 義ほ 共和 的 rd; 險なる 民 

主々 義の謂 ひで ありませ うが •斯の 如き 民主々 義に 

謳歌す る ことが 果して K にある や： i!f や、 私 ほ 大に疑 

ほざる を煜 ぬのであります •恐らく 若し 萬 一斯の 如 

き 者 ありと するなら ば、 是ほ寺 内 伯 等の 如き 一味の 

輩が 之を 自ら 造り 出した る 幻影で ほな からう かと 思 

ほれる のであります、 斯く本 W が 屮 す 所以 ほ 諸君 御 

承知の ifo り， 先年 我國史 に 一大 汚 點 を l:u したる 所の 

彼の 幸 iti 秋水！ 派の 大逆 ^ 件であります、 窗 に -lit 界 

を も ® かした る 所の 一大 _ffp 事であります が、 彼の 

恐るべき 所の 不逞の 徒 も、 段々 Mas を 調べて 見 ま 

すと 云 ふと， 本心 ほ 1? にあ V 云 ふ 事を する考 ほ 毛頭 

無 かつた と 云 ふので ある •即ち 其 始め ほ e 健なる 社 

锊 政策を 行は ん とする や •其 社會と 云 ふ 1M に 斑いて 

當時 の官遨 ほ 有らゆる 手段を 以て 之を IIS 迫した ので 

ある •進退 全く ？ f つて 自縣 自棄、 心に も 無き 斯の如 

き非遝 を 企てた と 云 ふこと ほ 事 H であります、 して 

見れ ぱ讲ほ 彼等の 本心は、 矢張り 忠良なる 尚 民で あ 

つたので あります けれども、 擰察 官等の 所 ST 遂に 
ES 民 All 圮に關 する m 中 ?? I 立の 75:1 問沥說 


是れに 至らし めた る 一の 幻影に 過ぎない ので ある， 
故に 私 ほ 寺內们 の 御 心配 も •或は 斯る 自ら 作り 爲 
したる 一の 幻影に 11 いて 居られる ので {r ないかと 思 
ふので あります* 若し然 らず して ^ ふべき. 一を 耳に 
したと 言 ほる、 ならば •或は： 吉 人の 常に 唱道して 居 
ります、 民本主義と 云 ふのを- ??- き ii へたので ほ あ 
るまい かと 思 ふので ある* 旣に 後藤 內 相 ほ 此の 點に 
於いて. 大なる 誤解を して 居らる、 やうであります 
が、 赤 內伯も 此の 民本主義 —— 吾々 が 盛んに 唱道す 
る 所の 民 木 主義の 誤解で あるまい かと 思 ふ、 惟 ふに 
吾々 が 唱道し まする 民本主義 ほ •全く 我 國建國 以来 
の 政治の 根本主義を 唱道す るに 外ならぬので ある、 
我 fey の 政治の 本體ほ 申す まで もな く  •絕對 無限の 褪 
威を ^ - す る 所の 君主々 義で ある， 何者 も 之れ を较す 
ことの 出 來ぬ ことは •敢て 多言を 要し ませぬ が、 其 
の本體 ょりして 政治の 運用に 至ります れば >  飽 まで 
も 民意を 銶重 する、 民の 心を 以 つて 心と して 政を す 
ると 云 ふこと が、 即ち 我 趄國 以來の 政治： 連用の 根本 
主義で ある， 仁德帝 ほ 之れ に 就いて 何と 仰せられて 
居ります か、 「其 レ 天ノ君 ヲ立ッ >u 是レ 百姓 ノ爲 
ナリ然 ラ ハ即チ 君 ハ 百姓 ヲ以テ 本 卜爲ス J 又 明治 大 
帝が 明治 元年 三月 十四日 天地神明に 御 誓に なつた 五 
節條の御餐：乂の屮にほ「官步一途庶民 — 至ル迄各其 

志 ヲ遂ケ 人心 7> シテ倦 マサ ラシ メン コト ヲ要ス 」 と 

仰せられて ある、 又 同日 天下に 御 公布に なりました 
所の 彼の 御 宸翰の 屮には r 天下 億兆 一人 モ其 所ヲ得 
サル 時 ハ 皆 朕 力 罪 ナレ ハ， 一と 仰せられた •是れ 全く 
® 祖 皇宗に 御 薺に なつた ところの 明治 大帝の 大 
御 心 ほ、 政を 爲す には 民本主義なら ざるへから ずと 
云 ふこと が ■炳 として □月の 如しで ある. 然るに 是 

まで 軍 脱官设 の 徒 ほ 心 m 違を して 恰も 明治維新に 於 

ける 如き 行 g をな して K るが 爲に ，今日 未だ 憲政の 

B が ¥ らぬ 、今日 變 體 的 內閣亦 上に 在る 所以は， 即 

ち さう 沄 ふ 次第で あると 思 ふので ある， 故に 此民本 

主義と 云 ふこと ほ， fi- 々ほどうしても 之を 唱導し* 

一日 も 早く 此® 现 を 見ん ければ ならぬ と 云 ふこと ほ 

申す まで もない ことであります、 寺內 首相 以下 現 內 

閣諸公 ほ 之に 對 して 如何なる 御 考で あります か， 何 

故に斯 かる 妄想を 抱いて く 其 暇に， 一日 も 早く 

身を 以て 之を 實現 すると 云 ふこと に 努めさる やと 云 

ふこと が、 是亦私 の 質問の 趣意であります •次に 當 

今上 下！ 般に 浮華 J 佻 奢侈の 弊風が 盛んであります 


之に 就て 寺 内 首相 ほ 一 昨年 以來 •機 a- の ある 度辑に 
憂 fs の聲を 放つ て 居られます、 如何にも 御 同感 至極 
であ 〇 ます、 併ながら 此の 如き 弊風が 盛んにな ると 
云 ふ 其 原因を 果して 究めて 居らる、 や 否や， 官 @ 民 
卑の風 ある 今日の 我國に 於き ましては、 卜： の爲す 所 
下 之に 做 ふ •如何に ドに 向つ て此 弊風を 矯めん とし 
ました Jjlr が、 上 輔弼の 任に 在る 所の 大臣 宰相に して 
自ら 之に 背く やうな *} i ありせば •到底 其實 行を 見る 
ことほ /« 来ぬ と 思 ふので あります、 即ち 敎肯勒 語、 
戊 申 詔書 •此 有難き 明治 大帝の 御 聖旨が 一般 國民 
に 十分 徹底す るに あら ずん ば •此弊 風を 改めん とし 
て も 到. la 不可能で あらう と 思 ふ •此點 に 於て 寺內首 
相 叙め 現内閣 諸 公は 誠心誠意 此撤 鹿に 努めて 居らる 
、や 否や、 一昨年 大命を 拜せ られ て以來 、寺 内 首相 
の 行 ふ 所と、 其 言 ふ 所とは 全く 相反し、 苟も 我が 政 
敵に 對 して (X 奸詐 _ 慧 到らざる なく、 有らゆる 手段 
を 以て 之を 排斥し、 之を K 迫 せんとして 居る •此の 
如 含有 棟に して、 又 自分の 非 ほ 悉く 棚に 上げて 11 い 
て •責任を 解せ ず 恥を 知らず、 恬 として 其 地位に 嚙 
り 付いて 居る やうな 考で ，どうして 是が撤 底を 阃る 
ことが 出来ます か， 殊に 風 敎を按 锊 すべき 責任に 在 
らる 、所の 後藤 內務 大臣 ほ ■此點 に 就て 深く 省みな 
ければ ならぬ と 思 ふので あります、 嘗て 野に 在る 時 
に於てほ，匹夫も猶且つ恥ずる如き非行を敢てし， 
一昨年 以來 後藤 内 相 の 言 ほる V 所と、 其 行とは 全く 
相反す る こと 實に枚 擧に遑 あらず であります、 殊に 
今日の 齊 侈の 風を 改めん とする に 就て* 許す ベから 
ざる 見遁が すべから ざる 後藤 內 相の 言行に 就て 一言 
申 上げます が、 一月 二十 九日の 豫算 委員 會に 於け る 
同志 高木 正 年 対の 質問に 對し 彼の 噂に 上つ て 居り ま 
する 麻布 御殿と やら； K ふ、 其 事柄に 就て 斯う 云 ふこ 
とを 答へ て 居られる 「私の 建築を ih める ことが 果し 
て此 帝國 の內閒 員と して 謹愼を 表すべき ものである 
と 云 ふ 如き 寒 縮 的 謎 諭を 以て 世界の 此戰爭 に參 加す 
る ことが 11! 來ま せう か」 と 云 ふこと を 言つ て 居られ 
る • 實 に不議 愼 極まる 言と 秋 ほ 思 ふ， 今日 多 數國民 
は 物 惘臉貴 の爲 めに 生活難の 叫びを して、 其黯が 耳 
に 達しない のであります か •戊 申 is 書の 中に ほ 何と 
仰せられて ある‘ 華を 去り 實に 就き C 「柄に ない ぞ J 
r 生 意氣を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 副議長 C 濱 IU 國松 君〕 靜肅に …… 

〇 田 中 善 立君斯 る JJi 柄を 後藤 內相は 何と 御考 にな 


つて K ります か， 斯く； 个謹愼 極まる ことを. _場 に 於 
て 放言し， 身の 行は 全く. R 申 詔書を 知らざる 如き 行 
爲 をして pr つて， それで 以て 下に 向つ て 能く 之を 徹 
lg せし むる ことが どうして m 來 ます か、 是は必 ずし 
も 政治 上の 問題で ほご ざい ませぬ •能く 貴官の 良心 
に 御 問に なつたら， 本員の 言 ふ 事が 御 分りになる で 
あらう と 思 ふ. 次に 明治 四十 四 年 二 月 十一 日 明治 
大帝が 濟主會 に 降し 賜は りし 其 御 詔勅の 中に 「人心 
動 モス レ ハ 其歸 问ヮ _ ラン トス 政 ヲ爲ス 者 , It ク深ク 
此 一一 鑑ミ诰 々遐 勤 ■> テ 業 ヲ © メ 敎ヲ敦 クシ 以ナ健 金 
ノ發 達ヲ 遂ヶ シムへ シ」 と 仰せられて あります るが 
寺内首相を始め現内閣の諸君ほ，此御聖旨に能く副 
ひ 奉つ て 胯ら る、 や 否や， 惟 ふに 此御 詔勅の 降りし 
當時 •寺 内 伯 後藤 男 ほ 時の 閣 班に 列して 居られて， 
深く 肝に 銘 じて 居らる、 筈で ある. 然るに 其 後 伯 等 
の爲 さる、 所を 見る と 云 ふと、 どうしても 此御 聖旨 
に遵ひ 奉つ て 居らる、 と 云 ふこと ほ！ S むる ことが 11} 
来ぬ ので ある ，此 御 詔勅の 出ました の ほ、 畏多 くも 
惟 ふに 其 前年に 幸德 秋水の 一件が ありまして， 期の 
如き ことを 仰せられた もので あらう かと 拜 察し 奉る 
のであります が、 此事ほ 先き に 申した 如く， 當時軍 
閥 官僚の 不心得ょり、 斯の 如き 収 返しの 出来ぬ 一大 
汚點 を貽 したので あります， 其事捫 を 今尙ほ 改めず 
して、 以て (「君 ほ 知らないから だ」 「馬鹿な ことを 
言へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君 〇 靜肅に …… 

0 田 中 善 立 君國 民を 見る のに 宛 も 仇敵の 如く， 自 
己の 意見に 反する 者 ほ 常に 仇敵の 如くに ■警官の 力 
を以て |^ 迫すると云ふこと {5; 、實に容すべからざる 
こと、 私 li 思 ふ •外 •外交は 機宜を 全く 失し、 折角 
順調に なりし 所の 貿易は 又 將に逆 調せ ん として 居る 
內經濟 の 方針 立たず して 諸 物價ほ 益々 暴騰して •國 
民の 多勉ほ 生活難の 懸を爲 して 尻る と 云 ふ lit 狀態で 
あつて •どうして 擬 勤して 業を 國民 に勸 める と 云 ふ 
ことが 言は れませ うか c  r 大 隈內閣 の 事を 考 へて 見 
ろ」 と 呼 ふ 者 あり〕 又 fi に 申す 如く > 网 民の 精神 思 
想は 實に不 槩實 に 赴きつ、 ある、 斯の 如くに して 尙 
ほ 能く 敎を敦 くして 以て ® 全の 發 達を 遂げし むる と 
云 ふ 御 聖旨に 副 ふて 居る と 云 ふこと が 言 ほれ ませう 
か、 實 に此點 に 付て 諸 公 ほどう iK ふ考を 一 牌 持つ て 
居らる、 ので あるか、 今日の 如くに して 尙 .y. つ 能く 
叶 御 聖旨に 遵ひ 奉つ て、 此國 難の將 に E 睫の 間に 迫 
四 三 七 
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3 民 思想に 関する 後 !-;; llr' s: 務大 rfl の 答 辯 
つて 居る 今日-其 地位に 在つ て 其 職を 全うする こと 
が 出來 ると 挺考 になつて 居る や 否や、 終りに 臨み ま 
して， 殊に 後 . K PS 務大臣 に 御 伺 ひ 致します、 先般 來 
巷 問 ^ ふる 所の 怪しげなる 事柄 ほ、 吾々 {'i 馬耳東風 
に 聞掩 して ir つたので あります が、 天下に 可な り 信 
用 篤き 所の 日 木 及 日本人と 云 ふ 雄 誌に、 非常に 事 細 
かに 其 事 や 稍々 I3 H なる が 如く， 的確なる 事 實なる 
が 如く 確' 信を 以て 玆に 二十 四 頁に 苴つ て霄 かれて 居 
るので あります、 lit 事を 尙ほ我 れ敢 て關せ ずと 放任 
さる、 なら ぽ •是れ 男 一個人の 致命傷た るの みなら 
ず、 K に國 家の 風敎 上、 國 民の 思想 上， 容す ベから 
ざる こと、 思 ふので ございます、 故に 旣に 斯う 云 ふ 
風に公表された以上ほ、明かに此事の眞僞を辯明さ 
れ て、 殊に 眈 中に 書いて あります 千 二 百餘 萬圓 、不 

正 手段で 儲けられた と 云 ふやうな 事柄が あります が 

斯う 云 ふ 事柄 ほ 特に 天下に 公表して 以て I 或は 財 

產目錄 を 以て： 大 下に 公表して 辯 明され るに 至ら ざれ 

ば、 遂に 天下 ほ 之を 信ずる に 至ります C 拍手 起る) 

決して 冷笑す ると ころでは ない、 實に國 家の 爲に由 

由 敷き 事柄になる のであります、 一々 之を 朗 M する 

のは K だ 時 問が 掛 ります から， 議長の 許を 得て 速記 

錄に 載せて 置きます から 十分に 御 辯 明 あつて •天下 

の 疑惑を 解かれる か、 解く 能は ずん •は 速に 職を 辭す 

るの が當然 であらう と 思 ふので あります， 是丈 . 

〔柏手 起る J 

〔「雜 誌の やうな ものを 當て にす るな」 「立派な 

議論を m せ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 cm 田國松 君〕 後藤 內務大 

t 「そんな 薄弱な 事では 駄 H た」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 僧 田闕松 君) 靜肅に …… 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登®〕 

〇國務 大臣 (男 辟 後藤 新 平 君〕 Fn 中 1? 立 君の 御 質問 

に 御 答 致します、 田 中 善 立 君の 御 辯 論の 趣旨 ほ、 大 

部分 適當の 事であります， 併ながら 其 材料の 違つ て 

居る 事と、 吾々 の 所信と 違つ て PT ると 云 ふ 事に 付て 

玆に 一言 申します、 本日は 總理 大臣は 差 支が ありま 

する から •國務 大臣と して 此處 に總理 大臣の 演說に 

對 する ことを 第一に 申 述べ やうと 思 ひます、 總理大 

臣の 昨年 十月 九日の 官邸に 於け る釋察 部長に 對する 

演說 if 世界の 大勢の 趨く 所、 間々 民主 思想を 謳歌 

する が 如き 傾向な きにし も あらず、 地方行政の 任に 

當る 者は、 國體に 鑑み 前途を 慮り、 能く 一般の 人民 


を 指 還して、 動 儉質 §3 の 美風を 獎勵し 云々 と ありま 
す •此 點 に 付て 御 非難が ある やうであります が， 民 
本 主義の 誤解を 愛め たのでありまして •決して 田 中 
善 立 君の 御意 見と 其 本體に 於て 違 ふ 所ない やうで ご 
ざいます、 何 か 田 中 善 立 君は 民の 心を 本と しな ど 云 
ふ 事の 言葉を 藉りて 、其 民本主義が 違つた る 一種 特 
別なる ものを 持つて 居らる、 やうに 言は れて ありま 
する けれども、 其處ほ 御意 見の 相違 かも 知れ ませぬ 
唯 近來 民本主義を 喝 ふる 者， 所謂 公論に 藉りて 私情. 
を？ is うする こと 勿れと 云 ふやうな 意義から して、 民 
本 主義の 誤解した る 鼓吹に 惑は されて、 其 大本を 謬 
る 者の 無 からん ことを 警めら れた ものでありまして 
全文を 理解す る 者は、 決して 田 中 君が 此處に 述べら 
れ ました やうな 弊害は 無き ものと 信ずる ので ありま 
す、 次に 自分の 事を 棚に 上げ 云々 と 云 ふことの 御 話 
も ありました が、 是ほ窩 に 人の 免れざる 所で ありま 
す (笑 翳 起る〕 斯う 云 ふこと が澤山 政治 上に も 現 ほ 
れるや うであります、 是は御 互に 誡めな ければ なら 
ぬ ことであります (拍手 起る} 少數の 兵を 以て 富士 
の卷 狩を して •而 して 大恩 賞を 行うて 以て 天下を 紊 
す ものが あつたなら ば， 是れ 奢侈の 甚 しきもの 、職 
耦 の 濫用と 謂は なければ ならぬ のであります •能く 
自分の 事を 棚に 上げぬ でも‘ 衷心 徐か に考 へる こと 
が 私 ix 必职 であると 思 ふので あります、 それ故に 此 
谷々 の 人が 自ら 省みて やる と 云 ふことの 御忠 吿御諫 
言は •是ほ 喜んで 容れ るべき ことであります、 次に 
戊 申 詔勅 云々、 又 濟生會 に 賜つ たる 所の 明治 大帝の 
勅語に 云々 と 云 ふ 事が ございました、 此點に 付て は 
泡に 御意 見の 所を 議ん で拜承 致す 次第であります、 
併ながら どうも 全文から 見ます ると* 公論に 藉 りて 

私情を 逞しく する ではないで ありませ うか、 併な が 

ら御 意見の 所の 洵に 全部が 貧弱であります、 勅語に 

藉りて 其 勢威を 張つ たやう に 見える 位に しか 私の 方 

に 感じない ので、 甚だ 其 趣旨の 在る 所を 疑 ふので あ 

ります、 そこで 全體に 付て は 種々 御意 見の ある 所の 

ものは、 誤解に 出 づる にあら ざれば 曲解、 曲解に 出 

づる にあら ざれば 唯 だ 或 辯 論を 逞しく する ことを 綴 

られた に 過ぎぬ と！ K ふやう にし か 見えぬ ので ありま 

す (拍手 起る〕 甚だ 是は田 中 善 立 君の 爲に悲 むこと 

と考 へます、 夫 故に 之に 對して 一々 申 上げる こと も 

ない のであります が r 豫算 總會に 於て 高木 正 年 君に 

答へ たる 所の 一事は， 內 閣員と して 不謹愼 であると 


云 ふこと が あ 〇 ます、 是は私 ほ 此議場 の a き 時間を 
費す ことほ •甚だ 恐縮であります けれども* 少しく 
申 上げ It ければ ならぬ だら うと 思 ふ， 第一 田 中正 年 
君は f 笑聲 起る) 高木 正 年 君は —— 高木 正 年 君は 自 
身に 碗 莨なる 事を 以て 仰し やつた のでない と 云 ふこ 
とが， 速記に 留つて 居る のであります、 又其當 時に 
も確實 なる 證據を 以て 言 {3: れた ことで ありませ ぬが 
私は 高木 正 年 君は 非常に 同情の 多い 御 方で、 非常に 
敬虔の 念を 有つ て 居る のであります から、 之に 對し 
て 無責任なる ことを 言 ふと、 言葉 咎 をして 人を 攻_ 
する ことほ 宜しくない と考 へたので ある， それ故に 
頗る 單簡に 申 上げて 置いた •第一 千 二百 萬圓と 云 ふ 
金 •六十 萬圓の 建築な ど、 云 ふこと に 付て、 總會に 
於ても 本會に 於ても 一言せ ん とするならば、 相當の 
證據を 具へ て 言は なければ ならぬ， 又 今にして 日本 
帝國に 左樣な る 財產の 有る 者が 何だか 譯の 分らぬな 
ど k 云 ふやうな >  一 體非 文明な 生活で ない と 云 ふこ 
とは •諸君の ffll 承知に なつて pr る ことで あらう， そ 
れが 明瞭に 分る 時代に 於て I 斯の 如き ことを 十分 
に 調査 もせず 言 ふと 云 ふことは、 甚だ 無責任 不謹愼 
でない かと 私は 考へ たので ある、 此に 於て 再び 本會 
に 於て 更に 其邊の 調査 もな く、 貴重なる 時間 貴 ® な 
る 翳 場に 漫然と 言は れ ると 云 ふこと に 付て は •之に 
甚だ 辯 解を 努む ると 云 ふこと け 狂人に 和す る 非 狂人 
の 誹を 免れぬ ことを Eg れ るので あります、 又 世に 匿 
名の 投書 若く は 匿名の 文 草を 以て、 個人の 行動を 是 
非す ると 云 ふことは、 誠意を 缺き 不眞面 K な 舞 文 曲 
筆になると云ふことほ、是は今日の文明世界の紳士 
生活に 於て、 最も 明かな ことであります、 然るに 匿 
名 若く は 僞名を 以て 書かれた る 所の ものに 對 して、 
反 P. する 事は 甚だ 大人 氣なき 事で あり •又 耍らぬ 騷 
擾を釀 す ことであります、 是 等の 事は 自然 明かなる 
を 待つ が當然 であると 考へて 居る、 所が 今や 本 議場 
に 於て， 帝 國議® の 議員た る 田 中 君に 依て 問 ふ 所と 
なつた から •唯今 承つ て 甚だ 辯 解の 機を 得る と 思つ 
て、 喜んで tt 所に 多少の 時間を 妨げても 申 述べて 見 
たいと 云 ふ 念 慮が 勃然として 起つ たのであります ( 
「謹 聽」 と 呼 ふ 者 あり〕 然るに 其 言は れる 所の もの 
は 何で あるかと 云 ふと •矢 張 其 匿名 舞 文 曲筆の 外に 
出で なかつ たと 云 ふことは、 甚だ 遺憾と する 所で あ 
ります、 而して 田 中 君は 此 日本 新聞に 書いた 所の 曲 
論を 捉へ來 つた 外‘ 何物 も 無き ことを is 憾と 致す 丈 
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に過ぎないので 久 .'-二.'. 丁、"、 ;-: .. ，.，取 * の 曲解 •閑 
文字の 戲れ に對し 唯々 無根 嵌妄の N なりと <5 明す る 
ことを t!s らぬ 丈の ことであります、 又 时產を 洗つ て 
見せょと云ふことであるならぱ、田中君自ら若し洗 
つて 見せた 所に 於て， 正然た る も 〇 が ?, つた， -J - in 
何なる 實住を 執られ』 か ゾ明 かで なければ な. 1> ぬ、 
唯々 新聞に 出た ものを 持つ て來た から、 斯う 云 ふこ 
とで あるな ど X 云 ふこと で •そんな 事では いかぬ の 
であります、 斯樣な る 事は 私は 紳士と して 丈で も 3£ 
だ惜む 所であります が、 議場の 言と して、 斯 の 5:1 き 
無根 虚妄の 言を 以て、 荀も帝 國 の內閣 M に 1..] つて 攻 
擊を試 みやう と 云 ふことは、 少し 御 省みに なつても 
宜か らうと 私は 考へ るので ある •又 帝國 の TH 涟の上 
から も、 自分は 甚だ 借む 所 だと 考へ ます •是れ 或は 
田 中 君の 筆法に 抜つ たなら ば‘ 自分の 事を 棚に 上げ 
て •入を 攻める と 仰し やる かも 知らぬ •それは 御 //. 
に 攻めなければ ならぬ ものと 考へて 苦言を 呈 する の 
であります、 而 して 若し 私の 財產を 洗つ て 見たい と 
云 ふこと であつ たなら ば •先づ 第一に 誠 K に 御調べ 
になるならば •區 役所に 行つ て 何故に 後藤 新 平は 一 
級選擧 民と なりし か、 何年 何月に な 〇 しかを 一つ 御 
調べになる のが 必要で ある •而 して 其 一級， 選 g •民と 
なりし ほ 何年 何月 何物に te りなつ たので あるか、 之 
を 調べて 見たなら ば， 次には 刖ち 登記所に 行つ て 見 
れぱ 分る ので ある， 是は 少し此 所で 斯樣な る ことに 
對 して 一言 も 言 ふ 牌がない とすれば •又 言 ふと iK ふ 
ことは •少し 可笑しい か 知らぬ けれども •其 位に 申 
上げぬ と 少し 分らない かと 思 ふ 田 中 君は (笑 ® 起る 
〕 私 は 少しく 申 上げて 見たい と 思 ふので すが、 蕺場 
に數分 時 御 許を 願 ひたい、 ii の 一級 選擧 民と なつて 
居る のは， 麻布區 に 於て 七 千 坪の 邸が あるから であ 
る •其 邸は 何時 幾日に 買つ たもので あるか， 明治 二 
十八 年に 買つ たので ある •幾らで 買つ たので あるか 
と 云 ふことは 皆 明かで ある、 明治 二 十八 年と 云 ふの 
は •私が 相 馬 事件に 座して， 牢から 出て 来た 時で あ 
る、 其 時に 方つ て 各地に 於て 同情の 人が 翕然と して 
私に 之に 對 して 何等かの 一臂の 力を _ さう と 云 ふ 事 
になつ たので ある、 其 中に ^ 古 屋大阪 に 於け る 所の 
諸 友人が 翕然と して 之に 力を 致さう と 言つ たので あ 
る‘ 其 時に 私は 決してもう 役人に ならぬ と 云 ふ考を 
有つて 居つ た 爲 に* 大 阪神 戸の 間に 住へ と 一:< ふこと 
を勸 めら れた 所の 友人が 居る それ 等が 即ち 「ミル メ 
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J の 海岸に 於て 地所を 買つ て 吳れた ので ある •又 そ 
れと同 時に 東京の 方の 知人は 是非 m 京に 居れと 云 ふ 
ことで あつて、 東京で 買つ て吳れ たので ある •，即ち 
其 初は 麻布 新 網 町に 於け る 所の 地所で あつて、 三千 
二 百圓で 買つ たので ある、 ち やん と 明かに なつて 居 

る* 阿川 光 浴の 世話で 買つ たので ある - も 5 宜し 

うご ざいます か、 もう 少し 申 上げ ませう か cr li 贈 謹 
e i と 呼 ふ 者 あり〕 それから それは 即ち 三 萬 圓に賣 れ 
たので あると 云 ふ 事は 登記所に あるので ある、 それ 
から 今 在る 所の 七 千 坪の 地所 二 千 坪と 五 千 坪、 其 五 
千 坪を 二十 八 年 一 萬 W で 買つ たので ある、 初め 安場 
保 和 か 買つ たので •即ち 其 者が 其 儘 私に 讓られ たの 
である >  一 萬 W であつ たが 今の 即ち 三十 五 萬 圓の値 
打が ある 事は 明かで ある、 是即ち 造物主の 力に 依て 

母た ので ある •是等 ほ 恐らく 田 中 善 立 君は、 此造物 

主ょ 〇 見放された ものと 見て 居る であらう、 自から 

省みて 其 地位を 代 へられたなら ぱ分 るで あらう、 唯 

言 ふ、 田 中 君 尙ほ偉 大な れ尙ほ 忠良 なれと 答へ るの 

外 何事 も ありませ ぬ。 

0 副 is 長 (濱 出® 松 君〕 質問 第五、 精神病 者 肢締に 

關 する 件 —— 齋藤紀 一 君。 

五 精神病 者 取締に 關する 質問 (锊 藤紀一 

君 提出〕 

精神病 者 JS 締に關 する 質問 主意 書 

右成 規に摊 り 提出 候 也 

大正 七 年 二月 二十 一日 

提出者  齋藤钯 一 

賛成者  戶狩 權 之 助 

外 四十 七 人 

精神病 者 取締に 関する H 間 主意 書 

現今 幾多の 精神病 者は 公然 安寧秩序を 害しつつ あ 

る ものと 認む 政府は 何故に 之を 放任す る や 

右 及 W 問 候 也 

〔齋 藤 钯 一 君 登 挺〕 

f 拍手 起る〕 

01 i 藤 紀 一 君 本 a は 精神病 取締に 關し 政府 當局者 

に 伺 ひたいと 思 ふ、 第一 稱神码 者は 世の中を 自由 自 

在に ffi 行し •暴行を is き、 剩へ國 民に 危害を 加へ， 

而已な らず阈 法を 蹂 醐 し •是が 爲に 社會の 安寧秩序 

を紊亂 しつつ あり、 加之國 民の 生命 W 產を 侵害し- 

甚 しきに 至つ ては 狂人 等は 人を 殺し •或は 家屋を 燒 

拂ひ 、或は 强姦を 行うて 他人の 妻を 辱め、 其 他國法 


を 蹂躪す るの みならず •社會 の 制裁を 紊 しつ、 ある 
にも拘らず* 政府は 何故に lit 取締を 嚴 重に せざる か 
何故に 此の 怖るべき 狂人を 放任して 顧みざる か， 第 
一の 質問と して 政府 當局 者に 伺 ふ 次第であります、 
第二は 監護 法、 現行 精神病の 監護、 即ち 狂人の K 
締 規則の 苒だ不 桐 不完全なる が 0 めに、 狂人 等は 國 
法を 無視し 人民に 擗害を 流す、 然る にも拘らず、 政 
府は 放任して 此の 法律を 改正せ ざるは •如何なる 理 
由で あるか、 元来 此の 精神病 監謹法 即ち 狂人 IR 締規 
則は、 之れ を 案ずる に 今を 去る こと 殆ど 二 十九 年の 
昔、 取りも直さず 明治 二 十三 年 勅令を 以 つて 發布せ 
られ まして* 今日に 至る 迄 尙ほ 未だ 何等の 改正を 加 
へず、 修正 もな さず* 現行法と して 施行し つ i ある 
が 如きは •甚だ 以つ て國家 に 弊害 ある ことは 明かで 
ある •况や 我 日本 ほ 精神病 者は 年々 陸績 として 增加 
し、 其增 加と 共に X 彼等 ほ國家 を紊す こと， 國 民に 
危害を 與 ふること « に 多大なる ものである、 故に 歐 
洲の 諺に も 日く 「精神病 者は 文明 病な り」 —— 精神 
病 者は 文明 病で ある、 R. つ 國家を 害し 恐るべきは 偏 
執 狂で ある >  m 間 上から 言つても 反撥 行爲の 多い 狂 
は 何で あるかと 云 ふこと、 偏執狂 程 多い の ほない の 
である、 此の 偏執狂は 即ち 放火狂は 人の 家に 火を 付 
けて それを 樂み 、心々 樂み •無上の 樂 として 居る 乂 
殺人狂、 人を 殺す 氣 狂に 至つ ては， 人を 殺して 其の 
慘狀た る 顔貌を 眺め、 或 ほ 生臭き 血液の 臭氣を 嗅い 
で 無上の 樂と B すが 如き、 又强姦 狂の 如き、 人の 妻 
女を 强姦 して 非常に 樂とな して •何とも 謂 ふべ から 
ざる 感を覺 え、 それが 爲に 斯ぅ 云 ふ 事を 數回 犯罪を 
する ので ある、 又 其 他 窃盗狂で あると か、 或は 固執 
狂で あると か •或は 社 會 を壊亂 すべき 氣 狂が 共々 偏 

執 狂で ある、 のみならず 偏執狂には 一つの 妄想 性の 

偏執狂が ある、 斯の 如き 人は 罪 無き 人に あの人は 己 

の 敵で あると 云 ふ 妄想を 懐く ので ある、 而 して それ 

に 危害を 加へ 暴行を 加へ るので ある， 又 或 人は 惡人 

である •或は 强盗 をして あると 云 ふやぅな 所から 讐 

察に 訴へ 、或は 裁判に 訴へ 、甚 しきに 至つ ては 直訴 

迄す るので ある •其 他 己の 妻が 或 人と 姦通して 居る 

姦通 も 何も そんな ことは して 居らない、 即ち 妄想の 

結果と して 己の ffi が S 通して 居る と 云 ふやうな こと 

から 之に 尚 害を 加へ たり、 或は 暴行す ると 云 ふこと 

は •斯の 如き 實例 は澤山 あるので ある， 然るに 此偏 

執 狂に 至つ ては、 唯々 偏執した 一部の 精神に 異狀が 


あるの みで， 決して 他の 精神 狀 態には 何等 關係 がな 
い、 常人と 同じ ことで ある、 腦力と 云 ひ 智識の 判斷 
と 云 ひ、 精神 機能と； K ひ、 少しも 變つ たことは ない 
それが 故に 普通人の 中に 入つ て 交際しても、 あの人 
は氣 狂で あるかない かと 云 ふ 事は 分らぬ、 又 裁判官 
並に 辯 護士の 如き も此 偏執狂の 行つ た 事は、 所謂 普 
通人 間と して 取扱 ふこと が澤山 ある •故に 歐米 各國 
に 於て は 苟も 法廷に 於て は、 必ず 精神病 專門 醫 を 傭 
聘 して 居る •其實 例を 擧げ ますれば 澤山 ある •さぅ 
して 巧に 偏執狂に 限つ て 其 犯罪 行爲 を隱蔽 して、 又 
犯罪 行 S を 巧に 行 ふことは 彼等の 特長で ある， 即ち 
佛 蘭 西に 於て 十三 人 —— 數十 人を 負傷せ しめた 氣狂 
が ある •一箇年 半の 間 嚴重 なる 搜索 をしても それを 
捕縛す る ことが 出來 なかつ た •それは どぅ 云 ふ氣狂 
であつ たかと 云 ふと、 負傷 狂と 云 ふ 偏執狂で ある， 
或る 若き 婦人に 銳き 「ナィフ」 を 持つ て頰に 傷け， 
其 婦人が 非常な 悲鳴を 擧げて 泣く、 それが 彼に 収つ 
て 非常な 樂みな ので ある •それが 乂彼が 犯罪を 數回 
緩 ける， 又 日本に 於ても 十三 回 も 放火した 者が ある 
西洋で も 殺人事件が 一年 も 二 年 も 分らぬ 例が ある、 
先年 死刑に 行は れし出 齒龜 ，或は 龍 雲 坊主の 如き 精 
神 病 學 ょり 論ずる 時 ほ >  果して 偏執狂で あつたか も 
知れぬ、 何とな れぱ 彼の 出 齒龜の 如き 殆ど 八 九 人 も 
弾 姦をや りました •或は 巧に 隱蔽 して 行つ た， 又 龍 
雲 坊主の 如き 殆ど 數 人を 殺す のみならず、 巧に 行つ 
て 其 犯罪 行 is を隱蔽 した、 或は 精神病 學者が 之を 十 
分に 研究したならば •偏執狂の 一種で あつたか も 知 
れな い、 斯の 如く 精神病の -ft 加と 共に •犯罪 行 ^ を 
爲す 狂人が 陸 續と 出る にも拘らず、 政府は 何故 此法 
節を 改正せ ず 今日 迄 看過して 國民 に危窖 を 興へ、 國 
家を 素し つ V あるか、 此 法律を 改正せ ざる 理由を 伺 
ひたい、 第三には 精神病 者 即ち 狂人 ほ 重罪， 輕 罪、 
即ち 殺人 强盗 ，放火 •强姦 •窃盗、 詐欺、 K 他 有ら 
ゆる 犯罪 行爲 をな す も  >搵 り 日本の 法律に 於て {X 精 
神 病は 不論 罪で ある， 之を S する の 明文がない、 然 
らば 處 s する 事が m 來ず とすれば、 法權を 以て 何等 
か肢締 制裁を 加 ふる 事が 出來 るか 否やと 云 ふと、 司 
法權に 於て は 何等 fi 能がない、 荀も 殺人 强 盗の 重罪 
を 犯した 其 者を， 司法 權を以 て 何等 制裁を 加へ る 事 
が 出来ぬ と 云 ふ 事は， 司法 上の 一の 瑕で ある、 司法 
權が 何れに 在る か 分らぬ， 荀 P1. にも 國 民の 生命 財產 
を 保護すべき P] 法 ® が一の 法 ti を 行 ふ 事が 出来ない 


で， 斯の如 き 法律を 看過して 唯々 改正 もせず、 不備 
なる 法律を 政府は 何が 故に 捨て置く か然 らば 司法 權 
は 一朝 収締の 結果 •是は 狂人な りと 云 ふ 判決を 下す 
時は V 何等 制裁を 加へ る 事が 出來 ずして、 空しく 社 
會に放 還し ■娃れ 恰も 猛獸を 檻より 出して 人家 稠密 
の 所に 抛 料す るより 以上 危險 である、 何とな れぱ猛 
獸は單 に 人畜に 殺傷を 加へ るの みなれ ども •精神病 
者に 至つ ては， 其 以外 放火を なし、 强姦 をな し •强 
盗を なし、 窃盗を なし， 有 ゆる 犯罪 行爲 をな す もので 
ある， 然らぱ 此猛獸 以上の 危險 たる 事は 明かで ある 
それ にも拘らず 其 司法 ta は 如何で あるか、 何等の 制 
裁を 加へ る 事 出来ず して •此 大罪を 犯す 犯人を 空し 
く 社 會に放 還す る 如き、 實に 司法 ffl の 不備と 言は ね 
ばなら ぬ。 

〔 此時副 議長 濱田國 松 君 退席 議長 大岡 育造 君 著 
席】 

〇 齋藤紀 一 君 然り而 して此 司法 權が斯 の 如く 精神 
病 者に 對し ては 制裁を 加へ る 事 も 出来ず， 縛を S す 
事 も 出来ず とすれば、 我 政府は 行政法を 以て 之を 十 
分な 取締が 出来る かと 云へ ば 行政法 4 出来ぬ、 苟も 
此 大罪を 犯した 人間を 行政法を 以て 監置 拘禁す る 事 
も 出来ぬ、 長く 拘留す る 事 も m 來ぬ 、又 行政法を 以 
て收容 する 事 も 出来ぬ、 實に是 に 至つ て官權 は 何れ 
に 在る か 分らぬ、 期の 如く 司法 權と云 ひ •行政 權と 
云 ひ、 不筛 なる 法律を 何故 今日 迄 政府 ほ 放任して あ 
るか •然 らば 今日 現行法と して 如何なる 方法を 以て 
精神病を 収締 つて あるかと 云 ふと 1# 神 病 者の 戶主並 
に 配偶者， 後見 1T 此 中より 最も 血族の 近い 所の 親 
近を 以て联 締 として 居る， 實に 恐れざる を 得ない、 
此大罪 を 犯す 大罪 人を して 唯々 貧弱なる 一 W 人に 監 
視監督 させて 取締を させて 置く の {3: 何事で あるか > 
荀も 政府は 人民を 擁 _ する 上に 於て、 何を 以て 擁護 
する か、 實に甚 しき 不都合と 言 ほねばなら ぬ、 不完 
全なる 法律と 言 ほねば ならぬ、 lit 法律を して 尙ほ未 
だ 改正 もせざる ほ 何事で あるか、 今日 人を 殺し、 强 
姦をな し、 强盗 をな し、 又是 より 精神病 者が さぅ is 
ふ 大罪を 犯さん とする 者を して、 司法 _を以 て 制す 
る 事 も 出来ず、 行政法を 以て も 制する ことが 出来ず 
薄弱た る 所の 一個人に 監督 取締を させて 置く のは 何 
事で あるか、 到底 個人的 此大 罪人を 取締 監督が 出来 
べき 筈がない， 是が爲 めに 社會に 自由自在に 彼等が 
横行して 暴行を 働き、 國 民に 危害を 加へ つ、 あるの 
四 三 九 
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である •政府 ir. 何故に lit 法 tit を 今日まで 抛棄して あ 
るか、 其 理由を 伺 ひたい、 殊に 此遄神 病 者 13; 年々 歳 
々增 加し， 今や 旣に 日本 全 岡に 於て 数 萬を 有して 居 
るので ある •其 半 ほ； £ ど 犯罪 行爲 をな す 者 •又 危險 
八 物と して :^ X:? を 加へ て蹬 かなければ ならぬ ので あ 
る’ 近く ほ 新聞で 御 承知で ありませ ぅが、 つい 此間 
の 事で ある •王子 婪察畀 に 於て そち こちに 放火が あ 
る， それが II め 羚 察 料 ほ 金力を 盡 して 之を 探 値した 
すると 云 ふと 十六 歳の 未成年が 捕縛され た、 調べて 
見る と 彼 日く， 火を 放け る 事が , If に 面甶 く偷 快で 堪 
らぬ 、それで 是迄度 々火を 放け て P •る， 是れ Jill ち 偏 
執 狂で ある •然 らば 精神状態が 變じて 居る かどぅと 
云 ふと、 少しも 變じて ない 普通の 人間と 同じで ある 

先月 も 板 搦黎梢 溝で 拙 純した 四十 一歳の 女、 板 橋に 

頻 々放火が あつた、 それ故に 板攝署 が 嚴重 なる 探偵 

をした 結果、 ra 十 I 歳の 女を 捕へ た、 此女が 白狀し 

て 日く •今 n まで 數冋 放火を して-昨年 十二月 漸く 

無罪 放免と なつて 彼は 出て 来たので ある、 是 等の 如 

き 放火狂の 一として a に 恐るべき ものである* 今後 

は , it しく 此 偏執狂と して、 政府 も國 家の 爲め國 民の 

爲め 十分 IK 締を せねば ならぬ と； K ふ 事 if 言を 侠た 

ざる 次第で ある， 又 西洋で ほ (「 簡頃」 と 呼 ふ 者 あ 

り) 國 民の 0 め國 家の爲 め， 之を 取締る 上に 於て 悉 

く 一定の 法を 設け、 官立 病院， 公立 病院を 設けて 皆 

收容 して ある •然るに H 木 ! 3: 未だ 其 設備 も 無い の ほ 

宵に 萌憾で ある， 政府 {3; 如何なる 考で あるか、 後段 

に 於て 之を 質問す る 次 f5 であります (「早く 願 ひま 

す J と 呼 ふ 者 あり〕 第 四の 質問は 精神病 者 ほ 前條述 

ぶる が 如く， 社會 を齊 し國 民に 危害を 加へ、 其 他 種 

柿' の皡 害を爲 しつ、 ある ものを、 政府に 於て ほ 精神 

病 収祕 に關 し， 何 か 適當な る 方法の 御 考案が あり や 

否や 伺 ひたい、 第二に 此精神 病 取締に 付、 歐 米各國 

の 精神病 収締 K 例に 鑑み 我 日本に 於て 官立 公立 精神 

病院を 設立す る 計 ft あり や 否や、 第二に 之を 伺 ひた 

い、 若し lit 官公立 蒱神 病院が 設立したならば 其揣神 

病 者は 悉く 監置 する 方針な り や 否や、 是も伺 ひたい 

それから 第 四には 歐 米に 於て は擺り 精神病の みなら 

ず、國民の爲め國家の爲めに__と雖も白痴と雖も 

悉く 監禁して 監 K- して ある、 官 公立 病院に 悉く 監禁 

して 居る •吾々 は__ や 馬鹿な どは 餘り 社會に 害が 

無い と 思つ て 居る 然るに 文明 國に 至つ ては、 人民 保 

諦の爲 め 悉く 皆監置 して pi る、 或は S 癇病院 '或は 白 


痴病院 と 云 ふ ものを 官 公立を 以て 建て、 ある •我 政 
府 ほ 進んで それまで やる や 否や 伺 ひたい、 それから 
此問 內務 省の 保 賭 課の 調査を 見ます ると、 日本 全國 
の 精神病 者 IX 約 六 萬 五 千 人と 云 ふ 統計が 現 ほれて pr 
る、 余 張は 歐米 备阈の 精神病の 統計を ^. ると •是は 
苒だ 疑 (3: ざるを 得ない、 何れの 國と雖 も 文明 國ほ千 
人に 封して 四 人 半， 乃至 三人の 精神病 者を 有して 居 
る、® 日本の 統計を 見 る と •假に 六 千 萬 人の 入口に 
比較すると、六萬五千人と云ふものほ潢に千人に對 
して 一人 强 である、 此統計 ほ 内務省 保 {1 課に 於て ほ 
如何なる 方法を 以て 調査せ しや、 碗實 なる 調査で あ 
る や 否や 伺 ひたい、 それから 第五の 質問と して、 政 
府 ほ 何故に 狂人に 新聞 發行權 を 許可せ しか 伺 ひたい 
是ほ昨 年 一月 一日を 以て 初刊 を發刊 し、 續いて 尙ほ 
今發刊 しつ ゝ ある 懲悪 新聞、 此編輯 人の 名前 ほ、 人 
猫を 粟ん じ 德義に 鑑みて 中し ませぬ が、 彼は 一昨年 
四月 精神に 異状を 来し、 妄想の 結果、 或 人を 殺害せ 
ん として 重傷を 負は したので ある* 其 時に 臨んで 刑 
事 被齿 入と して 取調を 受け、 警視 廳醫が 之を 精神病 
者な りと 診斷 をし、 それが 爲に 無罪に なつた ので あ 
る， 然れど も # 視廳ほ 尙ほ念 の 爲に專 門の 精神病 醫 
に砘實 に 診察を せしめ •其 ^ 者 も 精神病 者な りと 診 
斷 をした ので ある‘ 彼の 結 神 病 者た る ことほ 此 一 例 
に 依 つても 分る、 それから 第二は » 視廳が 、此 懲悪 
新 l..f] 編輯 人は 確寶な る， 精神病 者なる ことを 確め， 或 
る 病院に 命令 的に 監 it 拘禁した ので ある •是が 第二 
の詢據 である、 第三に 彼は 精神病 者なる 爲 に、 約 四 
箇月 間 或 病院に 於て 治療を 加へ しも、 偏執狂なる が 
爲に 病院では 治らぬ、 それが 爲に 看護 義務 者 も 入院 

料の 關係 、並に 財政の 關係 等に て K 々變 視廳に 出願 

して 其 退院を 迫つ た、 馨視蠊 に 於ても 度々 の 事で も 

あり、 其 事 }' ', を 能く 察し 退院を 許可した ( r 簡單簡 

單 」と 呼 ふ 者 あり〕 彼 {X 恰も 猛獸が 檻から m された 如 

く、 社 會に出 て 1 忽ちに 狂的を 發 揮し、 妄想に 妄想 

を 起し、 或る人に 向つ て 非常に 大惡 人で ある、 殺人 

犯人で ある、 其 他 窃盗を なすと か、 强盜 をな すと 云 

ふやぅな 事を 言 ひ、 種々 の 妄想を 重ねて •東京 地方 

裁判所の 檢 事局へ 吿發 したので ある、 所で 檢 事局は 

殺人犯 罪を 以て 一旦 取調べた 結果、 彼の 精神病 者た 

る ことを 知つ て、 殊に 其吿興 書に ほ 殺人、 放火、 强 

盗 强姦有 ゆる 罪名を 書き、 旣遂犯 、未遂 犯と して 吿 

發 して P? る、 故に 檢 事局は 放任して 置いた、 然るに 


彼 ほ 斯の 如 き 犯罪 行 爲が數 罪俱發 して 居る と、 々 
搀事 局に 吿發 したので ある、 ^ れど も呤事 局は 之を 
普通の 人間と ほ 看 ® [ さぬ、 狂人と して 取扱つ たので 
ある、 それで 此 饵 發書に 法つ て も、 彼の 狂人た る こ 
とを詢 明す る： とが 出来る •それから 第五に ほ 彼 ほ 
檢 事局へ 訴 へても、 險事 局が JS 調べざる 爲 に、 l^ ls 
廳 並に靑 山變 察署 、赤 坂 » 察署 に斯桴 な 犯 行 ! S が 
あるから、 取調べて 吳れと 云 ふ 願書を m して 居る、 
又內務 大臣に 向つても、 一の 上申を 致した ので ある 
斯の 如き 上申を 爲す に拘ら ず、 肢 調べられない 爲め 
に 彼 ほ 妄想を 重ねて、 檢 _ 正 ほ 彼ょ 〇 二 千圓 の賄胳 
を収つ て 居る、 或 ほ 新聞社 員、 通信社 員 ほ 五 百 圆， 
八 百圓の 賄賂を 取つ て !? V る、 ® 視廳の 三部 長 も 多少 
の 賄賂を 取つ て 居る、 內 務大； £ 並に » 察袈も 臭いと 
云 ふやうな 事を 公衆に 向つて K 々公言した ので ある 
是が 第五の 彼の 狂人た る ことを 證明 して 明かで ある 
それから 彼は 檢 事局に 於て 4、 P 察 翳に 於ても、 取 
調べざる 爲に 、憤然として 自ら 私立 檢 事局を 設立し 
た、 其 私立 檢 事局なる ものを 設立す ると 同時に、 第 
一に 後藤 大臣 閣下を 始め、 嫛視廳 第三部長、 赤坂馨 
察 署長， 靑山警 察 署長、 其 他 二 三の 新聞社に 對 して 
名狀 すべから ざる 惡辣 なる 名 響を 毁 損する 事を 列擧 
し、 それを 特紙 大書して、 殆ど ®! 大の 紙に 列擧 して 
交通 頻繁なる 神 田の 眼鏡 摘 附近を 始め、 日 木 橋邊、 
本 所、 赤 坂， 下 谷 其他數 箇所に' ぶら下げた ので ある 
然るに 警察署 ほ 治安を 妨害し 且つ 風俗 壊 亂と云 ふ® 
味に 於て 商に 取剝 した、 然れ ども 彼の 所轄 變察帮 た 
る 外 神 田 警察署に ほ 何時までも 其® をぶ ら下げ て あ 
つたから、 或る人が 斯の 如き 事は 治安を 妨齊 し、 風 
俗を ® 亂 する にも拘らず、 警 ^ 署は何 故に 路傍に 斯 
樣な 物を 貼 出さして 居る かと 皙 問したら、 螯察崭 の 
答に 日く、 一旦 iix 剝し たが、 彼が 再び 斯う 云 ふ 事を 
して 大いに. 困つ て 居る、 尙ほ瞥 察 親で も M 々召喚を 
して， 其取剝 しを 命ずる と、 彼 ほ 決して 取剝 さぬ > 
一年で も 二 年で も 貼る， 若し 君 方が 裁判に 訴 へて、 
其 裁判の 判決に 依て 取れと 云 ふなら 取らう と 云 ふこ 
とを 楣 にして 取らぬ、 其 時に 彼 ほ 狂 八で あると 云 ふ 
ことを 外 神 田 ® 察署に 於ても 證 明して 居る、 是が第 
六の 證言 である、 第 七に ほ 彼 ほ 阼年 一月 以来 懲惡新 
聞なる ものを 發 行し >* 齦廳の 名 # を 毁損 し、 業務 
を 妨害す る WR 事は 毎號 訊 載して 居る (「何を 言つ て 
るの か 分り ませぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 それ故に 洛譽を 


四 四〇 

毀損する所の帘柄，並に节饬叻卞：0既を以て屯 « £ 
方 裁判所に 訴へ た、 るに ;-: : ■: f c y j、 i::< ^ rl.; -、！/ .-) 
るから起ポ-丁ることが川來ぬと云ふことになつた〇 
である. 是に 山 て 之を 奴れば &J 法 省です らも. 彼 〇 
措 ^ ^ 者で あると 云 ふこと を — 明 W して 居 〇 • ?'< 
ほ 狂人で あるから、 法 維が 不踹で あつて 如何と も ft 
方が r,: いと 云 ふこと を、 馨親應 も 明言して 居る， 是 
が 第 八の 彼が 狂人た る 13 言で ある •それから 第 九の 
證言ほ •昨年 衆！® 院謎員 推 舉 の R に 臨んで •彼 {3: 或 
る 候補者に ! HJ つて 猛烈に 潠舉妨 宵を 爲した ので ある 
其 時に 當って 地方 婪察鹄 並に 地方 檢事 局が、 或 筋に 
向つ て 照# をした、 すると 彼 ほ it- 人で あると 云 ふ H 
答が あつた 爲に 彼の 選 切 妨 vf? ほ 其 ^ にして， 彼を 犴 
人な 〇 として 地方慜 祭 ^ 並 . 1C. 地方の 檢琪局 ほ 庳分を 
しな かつた ので ある •是训 ち 第 九の 狂人た る fa 塊で 
ある c 「簡 々 」 と 呼 ふ vf あり-それから 第 十の設 明 
は 荀も 普通の 人 f?-n であつ たなら ば、 人の 名钳 を毁揭 
し 業務を： § 害した 阳りほ、必ずしもそれ丈の處荆を 
受けなければ ならぬ にも拘らず、 铒號其 新聞 (T 他 八 
の 名 W を毁 損し ■營業 を 妨害し、 加 之 風俗を 裏 亂すべ 
き 治安を 妨害すべき 事を 捋號抿 げてあ る， 御 承知の 
如く 刑法 第二 百 三十 n 一條には 人の 名 ^ を 毀損した る 
ものは 一 年 以下の 懲役に 處し五 百 Ml 以下の 罰金に 處 
すと 云 ふ 明文が ある、 又 人の 業務を —— 風 說を 流布 
し、 或 13; 他の 方法を 以て 妨害した る漭ほ 111 年 以下の 
1: 役 千圓以 下の 罰金に 鹿-せらる、 と vt ふ 明文が ある 
にも拘らず、 彼 ほ 十分 其 犯罪 的の 行爲を 爲し FL 八の 
名# を毁 損し、 或 ほ 營 業を 妨害して 居る にも拘らず 
其 法網を 潜つ て PT るのは， 即ち 狂 入の 狂人た る 所以 
である それから 第 十一の 彼の 氣 狂と 云 ふ 事を 說 する 
記事は、 即ち 彼の 懲惡 新 nf] なる ものは 捋號同 一の 記 
4f を 書いて 居る •風紀を 素 亂し •風俗を 素す W を悉 
く* いて ある C 「人の 身上に H る 論議 ほいけ ませぬ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 是ほ證 言と して 述べる のです， ff 問 
する に 付て I 夫 故に 彼の 注 人と 云 ふこと ほ 其 新聞 
としても 明瞭に 分つ て 尻る ので ある-それを も 顧み 
ず 政 / f.f は 何故に 此新聞 の發行 を 許して 居る ので ある 
か、 何故に 此狂 人た る 者に 苟も 國 家に® ffi ある 所の 
新 iitl を發行 さして 居る か、 若し 政府が 彼が 精神病た 
るを 知らず して 許した ものなら ば、 何故に 速に 禁止 
せざる か、 何故に 彼の 編輯 人兼發 行者た るの 許可を 
取消 さ y' るので あるか、 政府に 伺 ひたいので ありま 
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す、 予輩 は斯の 如き ことが 決して 墩惡 新聞を 忌諱し 
て 言 ふので もない、 又 編輯 八を 彼 tt 言 ふので は 決し 
てない、 苟も 新聞に して 社 €r 公益 上 並に 件 新聞の 名 
锞 を 保つ が 上に、 又 新 lia の體而 を 保つ が 上に 斯く質 
問す るので あるが、 決して 唯々 ■悪 新聞を 忌諱す る 
ので も 何でもない 新聞の 體 面を 保つ •か 爲に言 ふので 
ある、 苟も 政府は K 入に 新聞の 發行を 許可す るが 如 
きは、 甚だ 以て 常を 焊ざる ものと 信じます、 宜しく 
今後に 於て 速 かに K 調の 上、 腋 分の 處分せ ら れんこ 
とを 希望す ると 同時に、 如何なる 理由を 以て 此 狂人 
に 新聞を 許可せ しか、 其 理由を 伺 ひたい (拍手 起る〕 
0 議長 c 大岡 育造 君〕 □程 第一 軍需工業 動員 法案の 
第一 if! 會を 開きます。 

第一 軍需； f 業 動員 法案 (政府 提出〕 第 

一讀會 

軍需 X 業 励 員 法案 

軍需工業 狗只 法 

第一 胳本 法-一 於 テ 軍需品 卜稱 スル ハ 左ノ 各號ュ 

揭 クル モノ ヲ IS 7 

一 兵器、 艦艇、 航空機、 彈藥並 軍用 器具 機械 

及 物品  、 

二軍 用-一 供'  得 ヘキ 船舶 ■海陸 聯絡 輸送 設備 

fa in 勅 道 及 其 ノ附齡 設備 其 他 ノ輸浍 用 物件 

三 軍用-一 供シ得 へ キ燃料 •被服 及 糧秣 

四 軍用 — 供シ得 ヘキ 衛生 材料 及獸 醫 材料 

五 軍用- 1 供シ得 へ キ通 信用 物件 

六 前 谷號 --揭 クル モノ ノ生產 又 ハ 修理-一 要ス 

ル 材料、 原料、 器具 機械、 設備 及 a 築 材料 

七 前谷號 -I 揭クル モノ ヲ除 クノ外 勅令 ヲ以テ 

指定 スル 軍用-一 供シ得 ヘキ 物件 

第二 條 政府 ハ® 時-一際 シ軍 需品 ノ生痒 又 ハ 修理 

/ 爲必耍 アル トキ ハ 左/谷 號- 一揭 クル H 場 及 事 

業堪並 30 /附恩設備ノ全部又ハー部ヲ管理シ、 

使用 シ又 ハ收用 スル コト ヲ得 

一 軍需品 ノ生库 又 ハ 修理 ヲ S スエ 媳及 事業 塲 

二 前 號-一 祀 クル H ai 及堪業 堪 -I 要 スル 原料 若 

ハ 燃料 ヲ牛； 產シ又 ハ m 力 若 ハ RI1 カヲ 發生ス 

ル H 場 及 事業 堪 

三 前 各 號 -1 揭クル エ場-一 轉用 スル コト ヲ得ル 

H 堪 

第三 條政府 ハ® 時 — 際シ 軍需品 ノ生產 、修理 又 

ハ貯藏 ノ 爲必耍 アル トキ ハ 土地 並 家屋 倉庫 其ノ 
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他ノ T. 作物 及 其附爾 設備 ノ金部 又 ハ ー部 ヲ管 理 
シ 、使用 シ又 ハ收用 スル コト ヲ得 
第 四條政 府ハ戰 時-- 際シ 軍需品 父 ハ 第一 一條 第二 
號ノ原 料 若 ハ 燃料 ノ讓渡 ，使用 •消費、 所持、 
移動 若 ハ 輸出入  >1 關シ必 要 ナル 命令 ヲ爲シ 又 ハ 
之ヲ使 用シ若 ハ 收用 スル n トヲ煜 
第五 條前 三條ノ 規定-一依 ル處分 = 因 リ生シ タル 
損 害 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一先 リ 政府 之ヲ補 《 ス 
第六條 政府 ハ® 時-一際 シ 兵役- 1 在 ル 者ヲ徵 兵 令 
M 拘 ラス 勅令 ノ定ム ル 所- 1 依 リ召 集シテ 軍事 轍 
送 } @ 關又ハ 第二 條ノ 規定-- 依リ 政府 ノ管理 スル 
H 塲 若 ハ 事業 場ノ 業務-一 從事セ シムル コト ヲ得 
前項 ノ 規定 ハ 第二 條谷號 -一揭 クル n: 堪乂ハ 事業 
瘍ニシ テ a ノ經營 -- 係 ル モノ-一 關シ 之ヲ 準用 ス 
第七條 政府 ハ m 事 上 必要 アル トキ ハ 第二 條谷號 
-- 揭クル h 堪若ハ 事業 場 ヲ有ス ル 者 又 ハ 其/管 
理者 -1 對シ其 事 菜 — 使用 スル 設 媚、 器具 機械、 
從業者 若 ハ 材料 原料 器具 機械 ノ 供給者 又 ハ 生產 
發生若 ハ 修理 ノ 能力 若 ハ 數景 其/他事 業 ノ狀况 
二 付 必要 卜認ム ル 事項 ノ報 吿ヲ命 スル コト ヲ得 
第 八條 政府 ハ 軍事上 必要 ア -1- トキ ハ鐵 道， 軌道 
船舶、 海陸 聯絡 輪 送 設備 又 ハ 自動： -,"! I 其 ノ他ノ 輸 
浍用 物件 ノ所有 者 又 ハ 管理者 -I 對シ 車輛 •軌條 
船舶 又 ハ 海陸 聯絡 輸绘設 腧 ノ數量 •構造、 輸送 
能力 •從業 若 其ノ他 必要 卜認ム ル 事項 ノ 報吿ヲ 
命 スル n トヲ得 

第九條 政府 ハ m 事 上 必要 アル トキ ハ 軍需品 又 ハ 
第二 條 第二 號ノ 原料 若 ハ 燃料 ノ取引 又 ハ 保管 ヲ 
業 トス ル 者-一 對シ 其く 収引ノ 相 羊 方* 驭引又 ハ 
保管 ノ數贵 、保管 ノ設備 其他ノ 事業' 狀况 M 

付 必要 卜認ム ル 事項 ノ報街 ヲ命 スル 3 トヲ掲 

第十临 政府 ハ 軍事上 必要 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム 

ル 所-一 的 y 第二 條谷號 -I 揭クル エ場 若ん 事業 場 

ヲ有 スル 者 又 ハ 前條一 一 掲クル 者-一. ゾテ ー定 ノ資 

格 アル モノ-一  對シ 豫 翼 ノ蹄 圍內- 一 於 テ ー定 ノ利 

益 ヲ保證 .ン又 ハ 獎勵 金ヲ 下付 スル 事ヲ煜 此ノ場 

合-一 於 テ 政府 ハ 其ノ 者-一 對シ 軍需品 ノ生產 •修 

玮 若 ハ貯 藏ヲ爲 サシ メ又ハ 軍事上 必要 ナル 設脑 

ヲ爲 サシ ムル n トヲ得 

政府 ハ 前項 ノ規定 -I 依リ 利益 保證乂 ハ 獎勵金 下 

付ヲ受 クル 事業 ヲ監督 . ゾ又ハ 之 力 爲必耍 ナル 命 

令 若 ハ處分 ヲ爲ス コト ヲ得 


第 十 一條 當該 官吏 又 ハ 吏員 ハ 第七條 乃至 第 九條 
ノ 規定-一 ffi リ報 吿ヲ命 シ煜ル 事項 調査 ノ S 又 ハ 
前條ノ 規定-一依 >1- 監督 若 ハ處分 ヲ爲ス 爲 必要 ナ 
ル 場所- 1 立人リ 、檢赉 ヲ爲シ 、調査 資料 ノ 提供 
ヲ求メ 又 ハ從 業者 二 對シ 質問 ヲ S ス コト ヲ得 

第 十二條 利益 保 證又 ハ獎 励 金ヲ受 クル 事業 ヲ承 
繼スル 者 ハ 本 法 若 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令、 
之 — 依リテ 爲 ス 處分乂 ハ 利益 保 誇 若 ハ 獎励金 下 
付- 1 附シ タル 條件 -I 法 ル 前者 ノ權利 義務 ヲ承繼 

ス  . 

第 十三 條左ノ 各 號ノ ーニ 該當 K ル 者 ハ 五 年 以下 
ノ懲役 又 ハ 五 千圓以 下/罰金 二處ス 
一 第一 一條 又 ハ 第三 條ノ 規定- 一 依 ル 管理、 使用 
又 ハ 收用ヲ 拒 ミ タル 者 

二 第四條 ノ規定 -1 & ル 命令-一 違反 シ又ハ 使用 
若 ハ 收用ヲ 拒 ミ タ，- 者 

第 十四 條第 十條 第一 項 ノ規定 -1 依 ル 命令 — 違反 
シ タル 者 ハ 三年 以下 ノ懲役 又 ハ 三千 圓以 下 ノ_ 
金 — 處ス 

戰時 -1 際シ 前項 ノ罪ヲ 犯 シタルト キ _ 前 條- 一同 

シ 

第 十五 條 .左ノ 各號ノ ー- 1 該當ス ル 者 ハ ー年 以下 
ノ 欝 役 又 ハ 千 圓以 下ノ罰 金- 1 處ス 
一 第 六條ノ 規定-一依 ル 召集-一 應セス 又 ハ 同條 
ノ 規定-一依 ル 業務-一 從事 スル コト ヲ拒 ミタ 
ル 者 

二 第 七條 乃至 第 九條 / 規定-一依 リ命 セラ レタ 
ル 報 吿ヲ爲 サス又 ハ虛 偁ノ 報告 ヲ爲シ タル 
者 

三 第 十條 第二 項 ノ 規定-- 0C ル 命令 — 違犯 シタ 
ル 者 

四 第 十一 條ノ捭 定 -I 依 ル當該 官吏 又 ハ 吏員 ノ 
職務 ノ 執行 ヲ 扭 ミ 妨ヶ若 ハ 忌避シ 、調査 資 
料ノ 提供 ヲ 爲サス 若 ハ虛僞 / 調査 資料 ヲ提 
供シ又 ハ 質問 二 對シ 答辯ヲ 爲サス 若 ハ 虛僞 
ノ陳述 ヲ爲シ タル 者 

第 十六 條當該 官吏 若 ハ ® 員 又 ハ 其ノ職 二 在 リタ 
ル 者 本 法-一依 ル 職務-一依 リ知得 シ タル 事業 上ノ 
祕密ヲ 漏洩 シ又ハ 竊用シ タル トキ ハ 三年 以下 ノ 
懲役 又 ハ 三千 圓以 下ノ罰 金-一 處ス 
職務 上前 項ノ祕 密ヲ知 得 シタル 他ノ公 務員父 ハ 
公務員 タリン 者 其ノ祕 密ヲ 漏洩 シ又ハ 竊用シ タ 


ル トキ 罰 前項-一同 シ 
01 :務大 KC 大島健 一 君') S 長。 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 大島 陸軍大臣。 

〔國務 大 S 大島煺 一 君 登壇〕 

0 « 務大臣(大島煺一君〕軍需エ業動：1:法案の提出 
理由を W 簡に申 述べます， 此法 案は 谷 省に 跨つて 居 
ります るが、 陸 車の 關係 比較的 多くあります るに 依 
て、 私よ 〇槪耍 を 申 上げます ，今日の 腿 爭に於 て 國 
務の 目的を 達する に、 工業 動員の 必要なる 事は. 諸 
君の 夙に 御 承知の 事でありまして •私が 別に 其必耍 
を 19: 明を する 必要は 無い と 思つ て PI ります， 本 法案 
は 歐鋪 巴の 今日 施行 致して 居る のと ほ 趣を 異にして 
居りまして、 今回の 此 法案は， 平時より 戰時 工業 動 
員の if 備を 規定す るので あります る， 即ち 歐羅 巴の 
職 時に なつて 今日の 動員を 行つ て、 之に： © • する 規定 
を 致した のとは 違つ て 居る ので ある、 永久の 法律で 
ありまして •平時より® 時の 準 f/m をす るを 目的を 有 
つて 再り ますので あります-法案の 内容 も旣 に ffl 覽 
のこと X 思 ひます •槪 要を 申せぱ 第一は® 時に 勤 員 
すべき H 場 事業 場 等、 之に 聯關 して 居ります 所の 範 
園を 示しまして、 其の 管珂者 所有者に， 平時の 經營 
施設#: に 戰 時の 明に P ずる 爲 めの 準備 等の 參 考を與 
へる •第二は 即ち 平時の 準備、 各 H 場を して 所要の 
報 ft- を 爲 さしめ る •又 政府 も 所要の 調査を に 於 
てす る， それと 所要の 利益の 補償 若く ほ 獎勵金 等を 
與 へまして、 必耍 にして 現在し ませぬ 所の 原料の 生 
產其他 の 設備 等を 爲 さしめ やうと 云 ふので あります 
第三 ほ 法の 施行に 要する 罰則であります C 「高聲 に 
もう 少し 大きい 聲で願 ひます. I と 呼 ふ 者 あり) 大分 
大きい 聲 をして 居る 積り であります •  c  r 聞え ませ 
ぬ」 「詳しい 事は 委員 會で願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 
此 三つに 分れて 尻り まして 法® の 性質と して 動員 即 
ち强 制に 之を W ゐる とか， 或は 之に 背く 者を 罰する 
と 云 ふこと が 規定して あります が-法の 精神と しま 
しては、 政府 工業 者の 間に 能く 意志を 疏通 させ まし 
て* 又 成るべく H 業者の 利益を# 重し まして •必要 
の 程度 以上に 强制の 及ばぬ やうに， H 業 事 菜 者を し 
て 安心して 其 經營 を爲 さしむ ると 云 ふことは 無論の 
ことであります、 此法 案は えらい 提出が 晩くな り ま 
して* 甚だ ! S 憾に 存じて 居ります が、 どうぞ 御 審議 
の 上 早速 御 協賛を 得て， 時局の 必要に も —— 萬 一の 
必要に も備 へたい と 存じます る、 どうぞ 愼電 審議の 
四 四 一 
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上 協賛を 賜 ほらむ ことを 祈ります。 

〇 議長 (大岡 育造 君ン 此法 案に 付て 質疑の 通告が あ 
ります •順序に 從て 許 ffr 致します， 高木 益 太 郎君。 
〔高木 益太郞 岩 登 扨〕 

〔拍手 起る〕 

0 高 末 益 太 郞君我 が：！ 胞が窣 公義 勇の 念に 富み 
明治 大帝の 御 勅諭の 如く  •國家 一旦 緩急 ある 時は 軍 
需品の 提供 ほ 勿論、 •其 一身を 犧牲に 供して 何等 惜む 
所ない と 云 ふことは、 國民 全 si 一 人 も此翻 念を 持た 
ぬ 者 it 無い のであります、 此 故に 今や 本案の 御 提出 
が あると 云 ふこと ほ、 兩手 を擧げ て 吾々 國 民を 代表 
して 協賛を 表する 者であります、 併ながら 其 細目に 
付きまして {3; •協 燹の 趣旨を 徹底す る爲 めに 質疑を 
試みまして 、十分に 此國 防の 上に 於け る 必要を 滿た 

したいと 云 ふこと が、 本員 質疑の 趣意であります、 

Ifro tt; 軍需工業 動員 法なる もの ほ、 世界 未曾有の 

戰爭 に關 する 非常 的 新 立法に 搦 する もので ありまし 

て、 個人に 致しまして は 所有權 並に 營粢媸 の ' -1< 可 倥 

又は 商業 上 丁； 業 上 勞® 上に 於け る 所の 契約 自由の 原 

則を 打破る 一の 例外 規定であります からして •此法 

律は 今回の 戰爭が 終了と 同時に •其 効力を 喪 ふ もの 

と爲 すの が當然 ではない か， 即ち 變 則の 狀態 からし 

て， 普通の 憲法 上の 保障の 下に 復す のが 當然で はな 

いか 是が 第一の 御尋 であります、 即ち 臨時 立法 か > 

永久 立法 か 永久 立法と するならば どう 云ふ鐸 で 永久 

立法と 爲す か、 第二は 永久 的 立法と するならば、 戰時 

は 勿論、 平素に 於て 本 法の 施行に 關 して 陸海 軍と X 

場との 間の 聯絡は 如何 ■並に 政府 {3: 民間 工業の 發達 

を 岡り？ 之を 獎勵 する 所の 政策 ほどう 云 ふ 政策を 有 

つて 居る か、 是は本 法の 規定の 中で 獎勵金 と 云 ふ 一 

節が あります けれども •獎勵 金の 點は法 文の 上に 分 

つて 居ります， 獎 _ 金 以外に 於て 民間 工業の 發 達を 

圇 り、 其獎勵 を爲す 政策 (i どう 云 ふ 方法を 持つ て 御 

居で になる か、 是は第 二に 御尋 して fffi きたい 所で あ 

ります、 第三は 本 法を © んで 見ます と， 一番 肝耍な 

る 事柄は 勅令に 讓つて 居る のであります、 第五 條に 

「政府 ノ 軍需 處分- 一 依 リ生シ タル 損害 ハ 勅令 ノ定ム 

ル 所- 1 依リ 政府 之ヲ 補償 ス」 と ございます. 此點に 

付て 陸軍大臣に —— 是は國 民の 嵇 利に 關 して 大切な 

る 法案であります から r イ」 から 「へ j に亘 つて 項 

目を 分けて 各茼の 質疑を 致したい のであります r イ 」 

としての 御尋ほ 損害の 補償と 云 ふ ものは 何を 標準と 


して苜 すか I  口  I としての 御薛ほ 如何なる 程度 迄の 
補償を 爲 すか 唯々 勅令に 依り 補® すると 書いて ある 
丈で あるが 初 何なる 程度 迄の 補償を なす か 「ハ， I と 
しての 御尋ほ 其の & 勅令に te つて 定む る內 ¥? 事項 (3: 
如何. 吾々 {3: 勅令を 以つて 定まる からと 云 ふので* 
何でも 宜しい と 云ふ譯 に ほ 行かぬ のであります •國 
民の 權 利に 直接 影 ■があります から、 勅令の 內容事 
項と 云 ふ もの ほ、 どう 云 ふ 事項を 御 含みに なつて 居 
るので あるか、 それを 伺 ひたい 「二」 としての 御尋 
は 先進 國に 於いては 徵發の 物件に 付いて 生 產費並 に 
一切の 事業 經營 費に、 一定の 利益 步 合を 加算して 補 
償を 爲すと 云 ふこと になつ て 居ります が* 今度 御提 
案に なりました 所の 補償は、 如何なる 利益 步 合を 御 
見込に なつて K るので あるか •其の 利益 步 合の 限度 
如何 •それは 生產 費と 一切の 事業 經營 費を 引いて， 
其の上に 政府 ほ 事業經 營者 にどの 位の 割合の 利益 步 
合を 補償な さるので あるか、 それから 現實に 品物が 
其處に 在れば 宜しい のであります が、 旣に此 の 商品 
と 云 ふ ものを 先物 契約に 依て 他人に 賣却 して 仕舞つ 
て、 其 契約 後徵發 命令が 来た、 其處で 契約の 毀 手 方 
ほ 即ち 爱に 損害を 生ずる， 契約 不履行の 爲 に 損害を 
生ずる， 現物 賣買 でな くして 先物 賣買で 以て、 物件 
の 引渡を しない 中に、 徵發 命令に 依て 品物を 徵發を 
受ける やうな 事は 商人に 多い のであります、 此 場合 
に 於て 契約 不履行の 爲に 損害を； 卵つ た 對手 方に 對し 
ては、 如何なる 補® を爲 すか、 次に 「ホ」 としての 
御尋 は、 補償金 支 拂の 方法は どうで あるか、 例へ ば 
被徵發 者の 都合に 依て 補償金の 一部 先 拂と云 ふこと 
を爲 すか •若し 爲せぱ 其方 法は どう 云 ふ 工合に 爲さ 
るか、 又 多くの場合 ほ 現金で ありませ うけれ ども. 

從 前行つ た 如くに、 或る 場合に 於て は 公債で も 渡す 

と 云 ふやうな 御考を 持つ て 居られる か、 どうか 「へ」 

としての 御 « は， 補償 代金 決定の 方法 如何 •軍需 X 

場 動員 施行の 結果 ほ 更に 此 工場 純 營者 又は 職 H 等の 

立場と 云 ふ もの、 境遇と 云 ふ ものを 十分 吾々 (3: 攻究 

し 研究す る 必要が ある-先 づ 工業 家の 立場に なつて 

考へて 見ます と、 本 法の 施行の 爲に 工場の 構造を 變 

へなければ ならぬ、 其 他 一切の 設備は 變更 しな けれ 

ばなら ぬ、 又 多大の 資本を 注入す る 必要が ある こと 

ほ 論を 俟た ぬ、 然るに 一面 日露戰 爭北淸 事變な どの 

結果を 見る と •突然に 御用が 止まる 事が ある •今度 

の 日獨戰 爭と雖 も戰爭 終了の 時間と 云 ふ ものは •人 


智を 以て 豫知 すべから ざる ものである、 多大の 資本 
を 投じて 多 火の 設備を して， 突然に 是が 御用が 止ん 
だ •それつ 切りで あると 云 ふ 事で あると 工業 家の 立 
場と 云 ふ もの ほ 褅程 W 雜 である、 又是に 使用され る 
職 エほ、 翌日 直ぐ 解 他され ると 云 ふ 事になる と， 社 
會 問題と しても 餘程 吾々 が lit 案を 協 胥する 上に 於て 
ほ 考盧を 要する 必要の ある 事は 論を俟 たぬ 隨て此 軍 
需品の 代償を 決定す ると 云 ふ 事柄 ほ、 多大なる 闲 _ 
と 注意を 耍 する， 單に勑 令の みに 一 任 すると 云 ふ譯 
に 行かぬ のであります、 其 補償 代金を 決定す る 方法 
如何、 斯う 云 ふ 事が 此 「ィロ ハ-ー ホへ」 として 各項 
目に付て 一々 御 親切なる 御 答 辯を 願 ひたい、 何れ 賢 
明なる陸軍大臣其他の諸君ほ、其點に付て十分なる 
御調 蒼を 遊ばした 事で あらう と 存じます から* 私 等 
此 案の 賛否を 決する 上に 於て •最も 必要なる 事で あ 
ります から •各 事項に 付て 詳細なる 周到なる、 親切 
なる 御 答 辯を 得たい のであります、 次に 第 四と して 
御尋 をして 置きたい 事は •軍需 物品 購入 其 他 經理の 
方法 如何、 又 H 業狀 態を 調査し •又は 軍需品 徵發機 
關の 組織 及 其曜限 如何、 旣に 現內閣 になり ましても 
遺 米の 經濟 調査 委 M の 中に •民間の 者を 御 加へ にな 
つた 事で ある •頗る 結構な 事で あると 思 ひます •又 
船舶 管理 令の 施行に (•!• て も、 評議員なる 者を 民間 か 
ら 指定され た •是亦 甚だ どうも 適切な 事と 信ずる、 
それより 尙ほ 以上の 國 防に關 する 大切なる 事柄を 御 
斷 行になる 以上は、 唯今 陸軍大臣が 仰せの 如く、 官 
民の 意思を 疏 通して， 頗る 此國 家觀念 の 上から して 
役人と か國 民と か 云 ふ區 別無く、 最も 密接に 水 魚の 
關 係を 以て、 本 法の 施行に 任じなければ ならぬ と 云 
ふ 事は 勿論の 事で ある， 吾々 には 黨 派の觀 念を 總て 
捨てて —— 區 々たる 黨 派の觀 念を 捨てて， 此國 防に 
對 する 大切なる 事で あるから、 大體に 於て 政府案に 
向つ て 協賛を 表して 居る 以上は、 政府 も 亦大に 門戸 
開放を して •何處 迄 も 民間の 力を 藉 りて、 職 爭に勝 
つ 目的の 方向に 進められ る ?] J は、 當然 であると 吾々 
は 信ずる のであります、 そこで 唯今 申 上げました 軍 
需 物品の 購入、 其他經 理の 方法 工業 狀 態の 調査 及 物 
品徵發 の機關 ，其 權限に 付て 一體 どう 云 ふ 御 考を御 
持ちで ありませ うか， 世間 注々 にして 此 官僚 風 軍閥 
風と 云 ふ 事を 言つ て、 攻擊の 矢を 放つ 者が あるので 
あります が •當 局と しては 國 民に 安心を 與へ て、 喜 
んで此 國 防の 事に 關係 すると 2: ふ 方針に 御 向けに な 


らな ければ ならぬ と 云 ふ 屯は •時局の 上に 於て ? s ?s 
の 次第で あると 存じます、 果して 然らぱ へ， 申 上げた 
如き 膦 買經理 エ業調齊徴發と云ふやうな的只に向つ 
て ほ、 官民 合同の 委 ft を 脚 設けになる 御考が あるか 
どうか、 或は 民間の 人は 入れないで、 官府の 人間 丈 
で 御 is o になる 御考 であるので あるか、 又 iff 祺上 G 
經濟 軍需 物品の！！ 费と云 ふ もの ほ、 金額 •か 巨 轺に上 
つて 居る、 吾々 がどう も 協饺を 表した 金額 丈で も扔 
くべき 金額に 上つて 居る、 此 問に 於て 励 も すれば 起 
る 所の 濫費の 躧のな いやう に 、此 金を 有効 適切に W 
用す る ことを 要する 事 も、 亦 論を 庆たぬ 譯で ありま 
す、 果して 然ら ぱ此 調査を 爲し 徵發を すると 云 ふ 3 Jf 
に 付て、 民間の 人物を 利用な さる 御考で あるか どう 
か、 民間に 於て 商品の 膦人其 他の 取に 長き 經驗を 持 
ち’ 又 熟練の 人物は 隨分 あるので あります から、 是 
は 事情の 疎い 官僚の 方々 ょ 〇ほ， 民間に 十分 さう 云 
ふ 人物が あるので ある， 現に 亞米利 加の 如きは 軍需 
物品の 問題に 付て は、 殆ど 野に 锻野 無しと 云 ふ 位に 
民間の 人物を 悉く 政府が 登用して 居る と 云 ふ 風に、 
門 r-1 を 開放して 胸襟を 披き 、共に 手を 執つ て戰爭 に 
勝たう と 云 ふ 方針を 執つ て 居らる る 以上 if 我國も 
適 常なる 人間を 御 使に なつて、 或 ほ 中央に 於ても fig 
ひ、 各地 方に 於ても 使 ふ、 併ながら 是が地 方々々 の 
役人で >  税 務署の 役人の 如き 妙な 八 間を 使 ひ、 方々 
で 徵發を 無闇に やられた R には 溜らない からして、 
そこらの 關 係を どう 云 ふ 具合に して H 民を 安心 させ 
て、 喜んで 此時 局の 成功を 助けし める やうな 御考が 
あるので あります か、 其 地方の 組織は 如何にす るか 
中央の 組織は 如何にす るか， さう して 最も 適切なる 
\ 物に® て， 政府の 必耍な る 物品を 純 濟的 に國 家に 
供給す る、 斯う 云 ふやうな 政策に 對 する 御考を 持つ 
て 居らる るか、 唯々 勅令に 依る と 云 ふ 事で ほ •私は 
解す る 事は 出來 ない のであります •其 邊を 御_藏 な 
く 御 示し あらん 事を fs 四に 御尋 する のであります、 
それから 第五の 質問は •今度の 案は 鍅逭 からして 軌 
道 其 他 海陸 聯絡 輸送 設備に 迄 及んだ ので ある >  故 に 
鐵道軌 道 海陸 聯絡 輸邊設 晡 の 收用方 決は 如何と 云 ふ 
事を 御尋す る、 現に 此 前の 私設 鐵 道に 付て は>  私設 
鐵 道買收 法と； K ふ 我國に 先例が ある、 即ち 過去の 利 
益 年額の 1 1 十倍を 以て 代償と すると 云 ふやうな 先例 
があります が •今度の 鐵 通 や 軌道を 政府が 徵發 する 
に 付て ほ、 矢張此 先例に 類似した る 方法を 以て 徵發 
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になる か、 どうか 斯う 云 ふ 事を 第五に 伺 ひたいので 
あります、 又 第 六には 此案を 見ます ると、 何處 にも 
「政府 ハ」 「政府 ハ J と 云 ふ 文字 •かご ざいます が、 
是は 主管聰 は 何處 にな さる 御 考か或 點から 見れば 陸 
軍 省と も 思 はれる、 或 點から 見れば 海軍省と も 思は 
れ る、 H 場と 云 ふ關 係から 言へ ば 農 商務省と も 思は 
れ る * 鐵 道と 云 ふ關 係からは 鐵道院 とも 思 はれる の 
です が •是は 誰の 管鞞 に爲 すと 云 ふ御考 であるか、 
又 或は 外國の 例に 從つて • 眾 需 省と 云 ふやうな 獨立 
の 一省を 設けら るる やうな 御考 であるか どうか、 即 
ち 第 六には 「政府」 の 意義 如何を 御尋を して 置く の 
であります、 第 七に 御尋 をして 置く のは、 船舶 鐵道 
其 他の物 件を， l a 軍事に 收用 したる 後に 於て •其 
必要の 去つ た 時 •即ち 政府の 御用が 濟んだ 時， 期 か 

る 物件を 前 所有 莕の請 求に 依て 返還す る 事が 出来る 

と 云 ふ 規定が lit 中に ございませぬ •斯か る 場合に 於 

ては 返還を rF ?? する を 以て 適 當と考 へます、 現に 土 

地 收用 法には 此 趣 B- の 規定が あります、 何故に 本 法 

に lit 規定を 設け ざり しや、 其點 に付き 政府の 所見 如 

何と 云 ふ 事が 第 七であります •第 八の 御尋は 御 提案 

の 十 一條を 拜讚 して 見ます と 云 ふと 「當該 官吏 乂ハ 

吏 fl ハ 第七條 乃〒 第 九條ノ 規定- |依リ 報告 ヲ命シ 得 

ル 事項 調査 ノ爲又 ハ 前條ノ 規定-- 依 ル 監督 若 ハ處分 

ヲ爲 ス爲必 耍ナ >1- 場所- 1 立入リ 、檢 査ヲ 爲シ 、調査 

資料 ノ禍供 ヲ求メ 又 ハ從業 漭- 一對シ 質 問ヲ爲 K  n 卜 

ヲ得」 、と 云 ふ ! S い 拙 限を 與 へられて 居る， そこで 

當該 官吏 又は i' u が iu 職した 後 •曾て 在職 中に 於て 

民間 T 場に 立 入つ て、 其 職務の 執行に 依て 知り 得た 

る 所の 事椠 上の 祕密 を. 漏洩 又は 盗用した る 時 >  政府 

は la 害 賠 W を e すの 積り であるか どうか、 是が第 八 

の御吞 の 嬰 地 •であります、 近來官 史 又は 吏員の 其 職 

を 退いた 者が、 在 g 屮其祕 密を惡 用す る 者が 隨分あ 

る •况や 今度の 案に 依る と 何處の H 場で も 何でも • 

陸軍な 〇. 海軍な り、 « 他の 役人が どん <來 て 一 

切 監督 處分 をし •祕密 の 場所に 立 入り^: をして 答 

へなければ • 趑 役 一年 以下 又は 罰金 -T' M 以下に 處せ 

られる ajiK ふこと であります から、 非常な 嵇 力を 持 

つて 居る、 其 官吏が 祕密を 知り、 其 知つ たこと を 自 

分が 役人を 罷めた 後に、 转 其祕密 を：！ 洩され たなら 

ば、 H 業 家の 立場は 大變な 話で ある， 縱令 是が專 《 

特許の SP 合で なくと も •大抵の 工場と 云 ふ ものは、 

多年の 綷驗 上獨特 の 研究 も あるので あります から、 
軍需 H 穿 動員 法案 第 I 譖 會 


多少の 祕密か ある， それ故に 政府は 技術 家の 祕密を 
a 重す る SS に 付て， 如何なる 考 暾 を 持つ て 居る か、 
即ち 其祕密 を 萬 一 官吏が 知つ て、 成 ほ 在職 中で なく 
退職して 他へ 漏洩した 場合に-其 損害 ほ どうす る 積 
りで ある •政府が 負 ふので あるか、 負は ぬので ある 
か、 是は第 八に 御尋 して 置きたい、 第 九には 軍需品 
に 付て 國內に 於て は 本 法に 依る と 云 ふこと ほ 勿論で 
であります が、 外國 からの 軍需品の 供給に 關 する 政 
策は 如何なる 機關に 依り、 如何なる 方法に 依て 之を 
爲す か、 斯う 云 ふこと を 第 九に 御尋 して 置きたい、 
第 十に 御尋 して 置きたい ことは •米國 から 此頃來 た 
と 云 ふ 遺厲鐵 道幽の 事であります、 今日の 新聞の 記 
事を 見ます と， 米國 から 遺 露 鐵道團 なる ものが 「エ 
マ— ソン」 大佐が 二 百 十五 名の 人を 引率して、 哈爾 
賓乂は 「トムスク」 の 方面へ 出張し， 又 出張せ んと 
しつつ ある， 此出 張に 付て は 米國 より 何 か 我 政府に 
交渉が あつた ものである かどうで あるか、 交渉が あ 
りと せぱ 其 EH 末 4n 何‘ 又此鐵 道 M は 西 比利亞 の鐵道 
の 「ゲ —ヂ j に 合 ふやうな 具合に、 辟 關車 貨車 客車 
等數千 豪の 材料を 持つ て 来て 居る •而 して 露 西亞の 
鐵 道の 管理の 計帘 をして 居る と 云 ふことは •今日の 
新聞で 明白なる 譯 である， 又 此鐵道 團と云 ふ ものは 
一億 五 千 萬 弗の 金を 持つて来て 居る と 云 ふこと であ 
る •是は 將來 何を 爲 さんと する ので あるか、 此點に 
於て 政府の ) |-< 調べ 得た る 限り、 詳細なる 所の 說明を 
求めます、 第 十一の 御 導は、 現今 西 比利亞 方面に 堆 
積して あります 我が 貨物の 價格 及び 數量は どの位で 
あるか、 萬 一是を 掠敢 せらる る 如き PS 之な き や， 第 
十二の 御 尋は杷 # かも 存じ ませぬ が 今日の 時事 新報 
を 見ます と •搵 逸が 西 比 利亞の 方面に 潜水 艇五隻 組 

立ての 材料を 鹼绘 して 是が 組立を 計畫 した 上、 或 ほ 

東洋 方面の 海上を 威嚇せ ん とする 所の 風說が あると 

云 ふこと が 書いて あります、 私は 軍事上の 經驗を 持 

ちませ ぬが、 兎に角 新聞紙に さう 云 ふ 事が ® • つて 居 

つたので あります から， 政府が 此點 に對 する 取調の 

結果、 及び 之に 對 する 政策 如何、 最後に 第 十三の 御 

尋 として， 吾々 本案を 協賛す る 上に 於て •時局 進展 

の 如何と 云 ふ 事に 付て は、 最も 憂 1® を 懐く 者で あり 

ます、 露國は 今や 獨 逸の 勢力の 下に 置かれん とし、 

我と 獨逸 との 關係ほ 單り西 比 利亞の 一方 面の 防禦に 

止まらず、 獨逸 柬 漸の 進路 ほ •中央 支那 X は 中央 亞 

細： 亞を 超えて 近く 波斯 ，印度に 侵入せ ん とする の 虞 


があります、 此場 合に 國民 全體は 非常に 注意を 要す 
る 時機で ある •現に 西 比利亞 地方に 於け る 所の 獨壤 
の 俘虜は， 沂 來武裝 をして 露 國の或 一派と 聲息を 通 
じ、 聯合 國に肢 つて 重大なる 鋤き をして 居る やうで 
あります、 我 帝 國 ほ 阈家自 衞 の 目的から しましても 
又 東洋 平和に 對 する 最大 使命の 上から 見ましても • 
速 かに 此對露 政策の 大方 針を 確定して‘ 時局に 應じ 
之に 對する 方策を 遂行す ると 云 ふこと が 最も 必要で 
あらう と考 へます、 是 ほ 吾々 が 此 軍需品 問題を 決定 
する 上に 於て、 政府が 如何なる 政策を 持つ て 居る か 
と 云 ふこと は、 本案を 協寶 する 上に 於て •最も 必要 
なる 次第であります から， 御差茭 ない 限り， 此點に 
付て 御 親切なる 御 答 辯 あらむ ことを 懇願す る 次第で 
あります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 大烏陸 軍 大臣。 

t 國務 大臣 大烏煺 一 君 登壇 一 
〇國務 大臣 C 大島煺 一 君〕 高木 君の 御 質問は 諸方 面 
に苴 りまして •見つ 谷 M の 御尋が ありました、 其 中 
私の 主管に 15 する 事項を 御 答 致します •其 前に 於き 
まして 此 法案を 提出 致しました 趣意を 今一 應申 上げ 
て 置きます •高木 君は 此 時局に 對して 此法 案を 特に 
出した かの 如く 御考 になつ て 居る かと も 思 ひます が 
是は 高木 君の 第一の 御尋 の戰時 法なる や， 或は 永久 
法なる や 否や — 永久の 法律と して H i? 動員の K 礎 
を 此處に 作りたい と 云ふ考 であります* 又_ 時の 是 
等の 統一 機關を どう 考 へて 居る か、 是も 今日 歐洲列 
國のや つて 居ります 如き •戰 時に 於て は 或は 軍需品 
の 如き ものを 置く 必要 も あらう かと 考へて 居ります 
此法 案の 主として 居ります 所は •  ® 時が 目的では あ 
ります けれども， 永久 法と して 今日より、 戰 時に エ 
業 動員を 行 ふ 準備を すると 云 ふこと を 主と 致して 居 
ります、 隨て 先程 御 質問に なりました 獎 S 法、 或は 
補償と 云 ふやうな こと も 平時 行 ふ ものと， 戰時行 ふ 
ものと 兩 方面に 別けて 考へな ければ なるまい と 思 ひ 
ます、 平時 行つ て 行く 所の もの ほ、 此汰 案に ありま 
す 所の 獎呦 法の みでありまして， 補償と 云 ふこと ほ 
殆ど 平時には 無い 積り で 居ります、 又 大體に 於き ま 
して 先程 申 上げました 如く、 高木 君の 仰せの 如く， 
一般 國 民の 義勇 奉公の 念より 出る とほ 申します もの 
の、 其營 業を 妨げ、 若く は 利益を 害する と 云 ふやう 
な 事は M より 深く 注意を 致しまして •避け 得らる る 


程度に 於て 避け やうと 云 ふ考を 持つて 居ります、 而 
已 ならず 工業の 發 達を 期す る 上に 付て は. 無論 指導 
を與 へ、 顸宽を W へて 其發 達を 阃り 、滿 足を 與 へて 
進んで 自ら 發達せ しむる と 云 ふ考を 持つ て 居る ので 
あります ，其 主義に 於て 此 細則と 云 ふやうな もの 一 
— 勅令を 以て 定める ものは 研 ^ を 致して 居りまして 
高木 君の 御 心配になる やうな 點には •殊に 注意を 致 
して 居ります， 此 法の 圆滿に 行は れる事 を 期して 居 
ります， 此 法の 第一に 考 へて 居ります る ものは 報吿 
を肢 り、 此方から 徵收 する 事、 之が 平時の 準備で あ 
ります、 相 當の獎 励 利益の 補 m 等を 與 へまして 平時 
の 準備を 進める 事、 又是 等の 實 行に 付て は 平時 も戰 
時 も 各種の 調査、 或 ほ 中間の 機關も 要り ませう と考 
へて 居ります、 それ 等に 民間の 工業に 熟練なる 人の 
力を 藉 りんなら ぬと 云 ふ 事も考 へて 居ります 、大體 
さう 云 ふやうな 考を以 ちまして* 平時に 於け る 所の 
即ち ?! S 備に 閥す る 所の 法令、 又 之を 管理 fie 用す る 上 
の戰 時に 於け る 所の 法令 も 研究 ほ 致して 居ります が 
まだ 具 13 的の もの も 出 來て 居り ませず、 此處で 御 話 
する ことほ 大 » 長い ものになります るの みならず、 
他の 關係 もあります から*  (「委員 會で願 ひます」 
と 呼 ふ 者 あり〕 委員 會に 於て 自分 並に 其 他の 關係者 
より 御 話 致します 、唯今 申 述べた 中に， 尙ほ 最後の 
三 問 其 他に 付て、 外より 申 述べて K しい 事は •高木 
君の" 一希 望に 依りまして は 說 明を 致させます •それ 
から 最後の 三點の 如きは •外務 當 局の 者より 御 說明 
致す ことに fl'i 扱 ひます。 

0 高木 益 太 郎君 私は 委員になる かならぬ か 分らな 
いのでありまして- 實ほ 大切な 事であります から、 
大抵な 事 ! 3: 委任 * 法で勒 令に 譲つ てあります から • 
勅令が どんな ものを 桁へ ると 云 ふ 事を ■委 M 會で宜 
しう ございます から •谷議 M 諸君 •吾々 にまで 配つ 
て 戴きたい、 それでな けれ ぱ 肝腎の 事が 何處で 決す 
るかと 云 ふ 事が 分らない、 それを 陸軍大臣に 希望 致 
して 置きます。 

0 議長 (大 岡育适 君) 大島陸 車 大臣。 

〔國 務大臣 大島健 一 君 登壇】 

〇阈務 大臣 C 大島健 一 君〕 高木 君の 御 希望に 副 ふや 
うに 取 計 ひたいと 思 ひます が、 先程 申しました 如く 
具 It 的の ものが まだ 調つて 居らぬ 次第であります か 
ら •直ちに 御 希望の 如く 完全な ものを 差 上げる _ に 
は 行くまい かと 思 ひます、 兎に角 槪耍 を' 収糎 めて 御 
四 四 三 
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朮需 エ菜劢負法案第一讀會  I 
目に 懸ける ことに 致します。 

0 議長 L 大岡 育造 君) 小山 松 SS 君。 
0高木益太郎«「長、まだ私の耍點に對しては一 
向 政府の 答 辯が 無い のであります が •他へ 讓り まし 
てほ附〇ます'' 

〇諉長 r-. 大岡 育造 君) 啊く 、議長は 左右の 大 K を 顧 
みました けれども、 出で て 答 辯す る 者が ありませ ぬ 
C 小山 松菸 君登桝 〕 

〔拍手 起る〕 

0 小山 松餃君 本員は 本案に 就て、 二三 政府に 質問 
致したい と 存じます •唯今 陸 車 大 K より 本案 提出の 
理由の 槪 要を 御說 明が ありました、 又 高木 益太郞 君 
より 項を 分けて‘ 廣 き範圍 の 御 質 間が ありまして、 

御 答 辯 も 或點に ほ 要領を 得て 居る やぅであります が 

大體 本案は 黍 M 會等に 於て 詳細 悉 さるる 事と 思 ひま 

す、 故に 要領の 三種を 擧げ まして、 極く 大體 に涉つ 

たものを W 問 致したい と 思 ひます* 而 して 此質問 の 

範幽ほ 、陸海 兩 省， 並に 內務 ’遞 信、 農 商務、 鐵道一 '等 

の 所管に も及ぷ と考 へます から 私の 皙 問の 大體に 照 

しまして、 其 所管 大臣より 御 答を 得たい と 思 ひます 

極く 要 點 丈を 摘んで 申 上げます •此 提出 案に なり ま 

したのは、 政府' か國防 計 © の 遂行に 舞し まして， 當 

議會へ 提出され ました 豫算の —— 此事が 阃らず も， 

帝 國議會 金 體の 輿論と 致しまして、 甚だ 不徹底で あ 

る、 不十分で ある、 不滿 足で ある， 就中 兵器の 充 K 

それから 改良と 云 ふこと を 指摘せられ たる 結果と 致 

しまして-, 是が 機能を 進步 向上せ しめたい •即ち 其 

能率を 咐進 せしめた いと 云 ふこと に- 餘 りに 神經過 

敏に なりました 結果が •本案の 内容を 仔細に 點檢し 

ますれば、 膝の 大なる 割合に、 果して 實行 上に 就て 

所期の 効を 奏する やと 云 ふ 事が、 少しく 疑 はれる、 

而 して 其 目的が どぅも 局部に ありは しまい かと 云 ふ 

ことの疑が起ります、此點をもぅ少し御說明を願ひ 

たい、 それから 第 一條から 第五 條に 至ります までの 

五 箇條 は * 是は軍 需品と 稲し まする ものの 範圍を 示 

されて あります、 此範圍 に 依りまして、 軍需品の 內 

容を 分別 致し ますれば •陸海； 一省、 遞 信、 農 商務， 

鐵道院 等の 谷- 王 管に 苴 つて 居る のであります、 玆に 

直ちに 諸君 も御氣 付きになる と 思 ひます のは， 帝國 

は 協商 與 M に對 して、 出 來得る 丈け の 援助を 致し ま 

する ことの 結果と して-或 ほ 船舶、 或は 艦艇、 而し 

て 本案の 目的 趣旨と 最も 密接の 關 係を 有つ て 居り ま 


す兵器のことに對しましては、曾て與國の一國に 
非常なる 努力を 以 ちまして、 我が 民間 工業の-即ち 
官民 工場の 或る 程度 迄の 力を以 ちまして 此の 要求に 
圃 じた 事 實が あるので あります、 して 見 ますれば 兹 
に御尋 したいの ほ、 是れ 等： 屯 需品の 提供、 此の 事に 
依て 巳に 業に 民間 H 撝 の、 若くぱ 官 民 工場の 能力の 
幾何 あり やと 云 ふことの 調赉材 料が ある 箬 であり ま 
す、 然るに 陸軍大臣の 御說 F に 依ります と、 此の點 
に對 して 何等 觸れて 居り ませぬ、 故に 是れ迄 調査 さ 
れた ことが 有る か 無い か、 若し 有りと するならば、 
其 數及ぴ 資本の 關係 並に 職工、 是 等の 聯絡 ほどぅで 
あるか， 是は必 ず 陸軍大臣の 御手 許に あると 私は 信 
じます、 曾て (3: 陸軍省が 民間 當業 者を 招集し、 若く 
は當該 の 人を 派 遺して、 此 事を 努められた ことの 事 
® に 依て、 確かに 有る と 思 ひます、 是 {3: 本案の 調査 
の 上に 關係 する 事と 思 ひまして、 特に 御尋を 致して 
阖 きます、 それから 玆に 本案を 閱覽 しまして、 質問 
を 致して 置かなければ ならぬ 一事が あります •第一 
條の七 「前 备號 --揭 クル モノ ヲ除 クノ外 勅令 ヲ以テ 
指定 スル 軍用 二 供. ゾ得 ヘキ 物件」 斯樣に 書いて あり 
ますが， 是は 軍需品の 範 園を 指示せられ た 以外に、 
如何なる ものを 含む ものであります か、 是が 甚だ 明 
瞭 を缺 いて 居ります から •此點 の御說 明を 乞 ひたい 
と 思 ひます •次に 第七條 ょり 第 十二 條に 至ります の 
は、 是は 主として il 用に 關する 規定であります、 左 
樣に 承知 致されます、 範 W 若く は 運用、 此 運用の 事 
に付きまして は、 是は實 際に 當 業者から 見まして 1 
非常な 問題を 起し ほしない かと 云 ふこと を辦念 致さ 
れ るので あります、 例へ ば 報吿 、狀况 の 命令に 對す 

る® 命 •或は 第 十 一條に あります 質問に 對 する 答 辯 

是 等の 事が 實際此 法案を 施行す るに 當 つて， 稲々 な 

る 障碍を 起して 參りは しまい か •是ほ 事實の 問題に 

照して、 私は 是非此 質問を 致して 置かなければ なら 

ぬと 考 へます、 例へ ば 發明 特許の 如き、 若く は 研究 

中に 屬 する ものにして、 其國 家に 貢 e すべき 奏効が 

目 睫の 間に 迫つ て PI る 場合， 或る 報吿 を徵し •或る 

質問を 發し 、之に 復命し 若く は 答 辯せ ざる 場合に 當 

りまして 、商ち に 罰則に 照され るので あります， 此 

事は 其 研究家 技術 家を 保 ! i する 上から 見ましても， 

是は餘 程 考慮を 惡すべ き 事であって， 此事に 就き ま 

しては 相 當御考 も ございませう が、 私は 之を 特に 祀 

逛 致します、 M に 唯今の 運用の 一つであります が 第 


十條の 一定の 資格 ある 者と ありまして、 其 程度が 明 
かにな つて 居り ませぬ、 其 一定の 資格とは 4r! •何なる 
資格を 指す ものであります か、 現に 與 國に對 して 軍 
需品を 送りました 場合の 實際に 見ましても •極めて 
小なる 工場に して 相 ? S- の ものを 提供 致して 居る もの 
があります •其 外 觀ょ〇 見れば 全く 家内 X 場の 4rl き 
觀をな す もので、 然る ものが あります •現に 東京 大 
阪の大 H 場に 陸軍 %' が 注文した る摁械 が •此朿 京大 
阪の大 丁； 場が 合格せ ずして >  名 古屋に 於け る吨 かな 
る家內 的 T. 場の 一 丁： 場 主が、 非常なる 苦心と 努力を 
以て 陸軍省へ 納めまして、 現に 東京 砲兵 H 廠に 於て 
或る 機械を. つて fr る實例 もあります、 是 ほ 非常に 
軍事 當局者 も 喜んで 屛られ やうと 思 ふし •又 我 ® の 
軍事上の 一の 良好の 機械を 得た ことで ありませ う， 
是は 其內容 を 申 上げ ませぬ でも、 陸軍大臣 も 御 承知 
あるべき 箅 と 思 ひます、 是 等の ものは 殆ど 政府 事業 
大會 社から 見ます れぱ 極めて 小さな ものであります 
併ながら 効果は 唯今 申 述べた 如き 次第であります、 
次に此 國 庫の 負 擔とな るべき 事が、 随分 重大な 問題 
が 起ら うと 思 ひます 算の 範圍内 に 於て 一定の 利 
益を 保護し •又 ほ 獎勵金 を 交付す ると 云 ふ 事が あり 
ますが、 其豫 算の範 圍内と 云 ふ豫算 は、 どの位を 見 
込まれる もので ありませ うか、 若し 眞に此 目的を 達 
すると 云 ふこと になり ますれば、 非常なる E 額を 要 
すべき ことになら うと 思 ひます* 又 其 決心が 無け れ 
れば 、本案 遂行の 上に 所期の 如き 効果は 得られない 
と 私は 信じます、 斯の 組く 致します れぱ •終に 其 H 
場は 半官半民の ものになる •それから 又是は 唯今 陸 
軍 大臣 も， 高木 君の 御 質問に 答 辯され ましたが •此 
第十條 は 平時の 場合で あると 云 ふ、 平時の 場合に 獎 
勵 金を 下付し •利益を 保 si すると 云 ふこと になり ま 
すれば， 旣設會 社の 外に 新設 會社 .が 起ら うと 思 ひま 
す、 又 或は 當局 者の 方針と して •小なる 工場を 合併 
せしめて* 大なる H 場に しやう と 云 ふ 御 方針 も あり 
ませう、 此 場合に 於て 職 H の 所謂 海 合 ひ、 熟練 職 H 
の 動 搖と云 ふやうな 事が 起り (X しまい か、 若し 此事 
ありと するならば ‘爱 に餘锃 注意すべき 事柄と も 思 
ふので あります •本案の 最後に 罰則の 規定が ありま 
す、 是等ほ 高木 君は 萬 門の 事であって •謀 門 的 見地 
から 御 質問に なりました が* 私 (3; 先刻 申 上げました 
が 如き >  實 際の 事情に 照して、 此罰 則に も 補々 なる 
複雜な 事情が 起り is しまい か、 殊に 此 s 則の 明文 か 


_  四 四 四 

ら 見まして. 唯今 申しました 此堪需 3 g の ''!*? is と 申し 
ましても、 大符社 の 父 其 下 説、 即ち 家内 エ2? と 云 ふ 
が 如き もの窄 及んだ 場合に、 是が «!' 密の iw gr  L UI; !!:] 
ベ： .: -  : - 

さる 挺 考であ 〇 ませう か、 筘分# ''.'.- :: "- ^.起，.： 
うと 思 ひます， 又 ® 際に 於 -r 國 を舉げ て此 趣 & を ii 
せしめ やうと 致します れぱ 、家内 の 如き も 〇 に 
も 統一 ある 獎一? をす る 事の 必嬰あ りと fn- -r るので あ 
ります、殊に諸君の中にも柬北の御遝出の方 (£ 、東 
北 振興 策の 一としても ，曾ては 家内 H 槳の叫 を 非常 
に 力を 極めて 御調 丧にな つた 事が あると 私 ほ fr( じて 
居 〇 ます， 是 等の 事 (3- 取 北に 於ても 是等 茁 镅品の 下 
請， 一 H 場を 拖へて 其 下 詔を JJi 北 振興 策の 一として 
家内工業を 獎棚 すると 云 ふ ^ 合に も、 K ちに 此問題 
が 起ら うと 思 ひます、 之を 要するに 本案 制定の 精神 
は 之を 諒と 致します >  唯々 是が 货 行に 就て 兆 だ 造 憾 
の 事が 多いで は あるまい か、 而 して 其 範阳は 咄 今 申 
しました 通り， 所期よりも 寧ろ 局限せられ， © に國 
防の 充實 、國 家國 民の 總则 M とも W ふべき gf 備を平 
時から 統一 規律 あらしむ ると i< ふこと に a します る 
ならば、 S に 丁： 槳動員 法と 云 ふが 如くせ ずして •寧 
6之を軍需肺.員法と云ふが肋く、範阳を祯めて符方 
而に苴 るの 御 方針 ほ 無き かど うか、 旣に 其關 係す る 
所は 農 商務省に も、 遞信 省に も 及んで 居る ので あり 
ます、 殊に 內 務省鐵 道院 にも 及ぶ のであります るか 
ら 、左 樣な 御考は ありますまい か、 又 將來戰 時簏椠 
政策と 云 ふが 如き 事 も， 是等に 付加へ て 御調 赉にな 
る； 一 內意は 無き ものであります るか、 所誚切 國皆兵 
一致 協力して、 此重大 なる 問 匙の. S 蕺あ らしむ ると 
云 ふ 事に 就ての 御 方針は 狩ります や ^ や、 af に 文部 
大 fci': の (一 ■簡單 」 と 呼 ふ 者 あり〕 もう 終ります’ もう數 
語で 終ります、 文部 大 K も此琪 は 工業 賄 築の 事で 我 
關せず とほ 言 ほれまい と , W ひます、 即ち 高等 H 椠其 
他の X 業 舉校 に附龆 して、 lit 目的を 達せし むる 爲め 
に、 或は 徒弟 敎 育の 如き •或 ほ 各種 農業 學校 に附隨 
しての 講習 會の 如き， 是等は 文部省 も 力を 協せ て 本 
目的を 遂行す る ことに 努力せ ら る、 こと も當然 では 
なから うか、 而 して 最後に 本案资 施に 伴 ひまして、 
職 : r. の 節制 —— 先刻 申 上げました 第 十條 の圾合 に 起 
る 所の® エの鸾 合 ひと か M 搖と か、 是等統 I を阃る 
爲 に， 而 して將 來 —— 現在 も然 り、 將來 必ず 起る ベ 
き 所の勞 働 問 叩の 解決に 對 する 御考ほ ありますまい 
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か、 如何で ありませ うか、 倚 ほ 先刻 高木 竹の 御 ® 問 
に對 して 陸軍大臣 も 御 答に なつた が、 是 等の 大事 業 
是等國 防の 某. 礎と なるべき —— 是等 に對 して 何れの 
省が 之を. 王 ^ する ものである か y 不明であります、 
新聞紙 等の 傳ふる 所に 據 ります ると、 陸軍省の 一 課 
に 於て 之を 處 PB すると 云 ふやうな ことがあります る 
が、 左 _な 事は それは 以ての外の 事では あるまい か 
寧ろ 進んで 一省を 成し、 其鹋能 は 束 京 或は JK 海道の 
名 古 屋 、近畿 大阪 、神戶 若く ほ 北 九州の 工業 地、 是 
等の 特別なる $ 關を設 けて •以て 統！ して 行かな け 
れば 、是 等 R 目的を 達する ことに K だ ® 憾多 きこと 
にな 〇 はしない かと 云 ふこと を縣念 致します、 私の 
質問は 大 SE 是丈で 了り ます、 何卒 Ilt «f は 實に 重大な 
る 問題と 考 へます るから して •順次 主管 大臣より 御 

答を 得ます れぱ ，國家 の 爲に喜 ぷべき 事と 思 ひます 

一 拍手 起る〕 

〇誘 長 C 大岡 育造 君〕 大島陸 軍大 K。 

〔阈務 大臣 大島煺 一 君 登搜〕 

〇 國務大 Kl ( 大岛 ㈣ 一 君〕 小山 2? の 御 竹 問 中、 若干 

自分より 御 答を 致します、 第一に lit 案を 此 際 / 1} した 

のは、 gl 會開會 以來兵 器 製造の lie 力が 不十分で ある 

と 1K ふこと が 盛んに 言 はれて、 それが 爲に遽 に / li し 

たのでは ないかと 云 ふ御尋 であつ たやう に 私は 解し 

ました、 それ ほ 左様では ありませ ぬ- 隨分 長く から 

研究を 致して 居りまして、 今冋 出しました ので あり 

ます、 又此 製造 能力を W 用 します るのは 無論 戰時で 

ある、 今日 之を 指導 補 % して 參 つて •餘程 進 步 致し 

ませぬ ければ、 遽に此 民間 工場より 多 ® 1! の 兵器が 出 

來 ると 云 ふこと ii 六ヶ趿 いと 考へて 居る* 第二に 民 

間の 丁： 業 力を 一昨年から 調査した やうで あつたが* 

其 調 科 •の 表が あつたな らば 欲しい •それは 出来て 居 

ります からして 差 上げ ませう、 唯今 私 ! 3: 持つ て 居り 

ませぬ が •我 H 業界の 概要は 分る や 5 になつて 居り 

ます、 K ほ 一昨 尔來 m 方官 にも 伯 賴をし •降 祺肖 S 

身に も •其 他 諸 省に te lfj をし まして 調査を 致し まし 

たので 11 々分つて 居ります 、伸ながら 段々 ^ 步 して 

參〇 まする から •一昨年 調べた と 云 ふ ものは 餘稃最 

¥ 今日で {i 變つて 居 らうと 思 ひます、 それから 第三 

には 第 一條の 七に， 以上 褐げた る もの、 外 勅令を 以 

て 示す 所の 軍需品 云々 と ある、 どう 云 ふ もの か、 是 

ほ 以上 识げて ある 外に、 尙 it ® 時 所要の ものが 出来 

やうと M ひます、 念の 爲に 之を !, I いて あるので あり 


ます、 此前 の箇條 ほ 背 © 時の 事であります から 其 積 
りで 御钱を 願 ひます、 尙 ほそれに 付て 法律上の 御® 
でもあります れぱ 他の界 ょり 答へ ます、 第 四に 丁： 場 
に 立 入〇収 調を する、 或は 報 fr を H1 させる， 是等は 
H 場の 爲に 非常な 煩粜 でも あり •又發 明 品の 半ばに 
して m させられ ると 云 ふやうな 事は W ると 仰し やつ 
たの か、 或は 其 處に立 人つて 調 杏を すると 云 ふこと 
は 闲ると 仰し やつた のか、 どちら か 知り ませぬ' か、 
兩樣に 御 答 致します、 是は始 終 やる 積り で ほない の 
であります が、 寧ろ 此 目的は •此 丁： 場を® 時に 用 ひ 
るのに ほ 此鹋械 を どう 云 ふ 物と 變へ れぱ K い、 甲の 
T 場と 乙の 工場と 變へ れぱ K いと 云 ふやうな 設備を 
主に 見る のであります、 發明 品を 見る とか 云 ふやう 
な考は 持つ て 居らぬ のであります 、要するに 其 設備 
を 鞞時の 希閔に 副 ふやう に， 平時ょり 計* をして 置 
かぬ ければ ならぬ、 其計进 の 材料を 得る 爲に實 際を 
見る のであります、 又 報 fff を徵 します る ことの 如き 
も •成るべく 此營業 多端の 際に 會 社の T. 場 —— 事業 
上の 妨げに ならぬ やうに Is 計 ふ 積り で 居ります、 第 
五に 一定の 資格 ある 若に 云々、 利益の 補償 若く は 獎 
勵を すると® いて ある •  一 定の 資格と 云 ふのは どう 
云 ふ もの かと 云 ふこと でありました' か、 是等も 凡そ 
確實な もので、 戰時 の ll-j に堪 へて •我が 軍需品の 補 
給を 確 實 にし 得る と 云 ふ 見込の ものを 定めて やる と 
云ふ考 で ?? きました ので、 何れ 此 一定の 資格と 云 ふ 
やうな ことは、 尙ほ勅 令 等で 定めて 置かぬ ければ な 
らぬ ことで あらう と考へ て 居ります、 それから 第 六 
に ほ 稗 算の範 明と ある ほ、 それは どう 云 ふ 風な 豫 算 
の IR 方で あるかと 云 ふ 御 質問で あらう と 思 ひます、 
是は 獎嗍 すべき 事® を 見まして、 其是 '非 必要を 認め 

た 上は、 夫 等の 計 55 を 定めまして、 其豫算 ほ 篛會に 

請求して 後に 之を 補助す ると 云 ふ考 であります、 前 

に 金を 収 つて ia いて、 何 かに 補助を してやら うと 云 

ふ捎 方で ほない 積り で •こざいます、 第 七に 祕密漏 洩 

の處 罰の 御尋が ありまして* 是は 家內で 仕事を させ 

ると 云 ふやうな 事 も あつて、 六ヶ 敷い 事で あると 云 

ふ 御意 見の やうであります が、 此家內 で やります や 

うな 事は •被服 其 他の 事が 多う ございまして、 左 も 

なければ 極く 小さな 部品で ございまして •祕密 と 云 

ふやうな 事 {3-. 少ない ものに なりは せぬ かと 思 ひます 

唯々 先程 御 話の ありました 名古屋 の某會 社から、 小 

さな 機械を 造らせました が、 大變 良い ^ 械で ある、 


是は私 も ^ 知して 居ります、 左様な 事柄 もあります 
が •是は 立派な Sr 社で ございます、 祕密の 漏洩と 云 
ふことは 會 社の 爲 にも 大に考 へなければ ならぬ こと 
でございます、 唯今 ほ 御尋 になり ました 事は 兵器の 
祕密の やうに 私は 承知して 居ります が、 會 社の ® に 
は 無論 法文に 規定し ました 如く 能く 注意を して 居り 
ます， それから 丁： 業 動員と 言 ほずに、 章ろ 歐 羅巴邊 
りで 現今 行つて 居る 所の 國民 動員と 云 ふやうな 事で 
もす る やうに して， 大きく 全國の 動員と 云 ふこと V 
此！ f に 明記して® いたら -H: からう と 云 ふ 御 話で あり 
ました、 全阈の 動員の 規定を しましても、 其屮の 一 
部の H 業 動員と 云 ふやうな ことは， 別に やらん なら 
ぬ もので あらう と 思つ て 居ります、 今列_ を 見 まし 
て も 其樣に 出來て 居ります、 而已な らず H 業赖 員と 
致しました のは、 先程 も 高木 君に 御 答 致しました 如 
く、 主として 平時の JS 調を したいと 云 ふ計畫 、即ち 
平時 調 夜して 戰時砌 員を して •陸海 所要の 軍需品の 
生 產を陶 らうと •斯う 云 ふ此 案の 考で ございます か 
ら •励 員 或 ほ 事 S の 生產と 云 ふことは 是ほ戰 時で あ 
ります、 此調赉 と 云 ふこと が 平時の 規定で ありまし 
て •是 丈が 始終 行 IX れて 行き、 又 それが 必要と認め 
たからして、 此 H 業 動員と 致した のであります、 若 
し 之を 阈民動 員と 云 ふこと に 致します ると •殆ど 戰 
時の 事の みを 規定す る やうに なり ほせぬ かと 私は 考 
へて 居ります、 併し 是 ほ 攻究して 厨 り ませぬ けれど 
も •國民 励 負なる もの k 主なる ものは 戰時に 行れ る 
もので* 平時が 大部分を 占めて 居る， 大事な 事で あ 
りました 爲に -此 範閛に 限つ て 置きました 譯で ござ 
います、 第 九 ix 文部省に 關 する 御 尋 であります 、第 
十の 主管 ほ 何處 にある* 本文の 中に も 政府と あると 
云 ふ御尋 でありました， 如何にも 其考を 以て 政府と 
書いて 居ります •平時に 谷 所管の 省に 於て 實 行を 致 
したいと 云 ふ考 であります、 例へ ば 今回 農 商務省で 
空氣 中の 窒素を 取つて 硝酸を 作る と 云 ふことは、 是 
は 農 商務省で 十分 やつて 貰 ひたいので あります、 さ 
うして 此 法案の 規定を 應 用して 宜 いので あるから そ 
れで 十分 出来る、 硝酸なる もの ほ 最早 他國 から •取ら 
ぬで も 日本で 出来る、 斯う 云 ふやう にどう か 農 商務 
省でゃって » ひたぃと思って @ ります>其他鋼鐵の 
類で も 分量 許りに あらず して、 特殊_ の 如く 遺憾な 
がら まだ 今日は 外國の 品を 仰がん ならぬ と 云 ふ ^ も 
ある- 是等 も往く  <ほ 農 商務 ^ の 手を 以て 段々 發 


達し 來 らんと する ものを 誘導して* 所要の 分 itt を 得 
られる やうに 致したい と 思つ て 居ります* さう 云 ふ 
やうに 谷 省で 平時は 進めて 行く  • 戰 時に なりました 
ならば、 之を 統一して 生産 も 分配 も 用 も •過！ f 
足な しに 用 ひると 云 ふ 場合には、 歐羅巴 過り で やつ 
て 居ります る 軍需 省と 云 ふやうな ものを at いて、 此 
下に 統一す る 必要が 起る かも 知らぬ と 思つ て 居り ま 
すが、 此 平時は 唯今の 如く 谷々 谷 省の 所管に 願す る 
ものを 指導 誘掖 して、 補助して 進める やうに したい 
と考へ て 居ります。  . 

0 議提〇 K 岡 育造 君〕 小山 松壽 君。 

0 小山 松_ 君 陸軍大臣の 御 答の 中に、 國民動 員と 
云 ふこと を頻に 仰し やつた やうであります が •私は 
左樣に 申し ませぬ、 詰り 丁： 業 励 員と 云 ふこと にせず 
に、 m 事 動員と 云 ふこと にしたら どうか •斯様に 申 
しました ので-其 處 ほ 御說 明が 大變 長う ございまし 
たけれ ども， 私の 質問に 當り ませぬ。 

〇 議長 (太 岡 育造 君 一 陸軍大臣。 

〔 國狗大 ttl 大島健 一 君 登®〕 

〇國務 大臣 (大 島 ® 一 君〕 如何にも 眾事 動員と 仰し 
やつた のを •私が 意味に 於て 全國動 員と 云 ふこと に 

解 釋を 致しました から . 全 國動 員と 云 ふこと ほ 歐 

鋸 巴では 國ハ， 動員と か、 或 (3; 國民 補充 動員と か 云 ふ 
字を 使つ て 居ります ので •さう 申 上げた ので ありま 
すが、 軍事 励 M と 云 ふ 事に も餘 程 gf い 意味が 含まれ 
て 居つ たやう であります •此 工業 励 M に狹く 限つ た 
の ! 3: 先程 申 上げました 如く  •平時と 云 ふことの 仕事 
を 主と しました から •それに 連れる 所の ritli 時を 結 付 
けて •  丁： 業 動 « として 出して 居る ので ございます。 
0 岩 崎勵君 議長" 

0 議長 大岡 育造 君) 岩 崎 君 何です か。 

〇 岩崎動君本案に付きましてほ尙ほ重要なる質疑 
の通吿 を 殘 して 居る のであります、 故に 本日は 此程 
度を 以て 他の 日程と 共に 延钤し •次间 定刻ょり 更に 
質疑を 續行せ られ むことの 動 ® を 提出 致します。 

1 .「賛成々々」 と 呼 ふ 若 あり〕 

0S 長 C 大岡育 造 君〕 岩 崎 君の 動 遨に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し異閛 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 依て 岩 
崎 君 動議の 如く 決しました、 質問の 續きほ 次回に-〉 
を 行 ひます" 本日は 是にて 散會。 
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0 大正 七 年 三月- -r 日 广 木曜日〕 

午後 I 時 十八 分開議 

議事 日程 第 十九 號  ■ 

第一 萤需 H 業 動員 法案 第一 讀會 
第二 右 議案の 審査 ： ar 付託す へき 委員の 11 擧 
第三 朝鮮人 官吏の 恩給、 退 隱料及 遺族扶助 科 

等に 關す る— (做 謙 _l tL' g 

會 

第 四 右 議案の 審蛋を 付託す へき 委員の 51 擧 
第五 衆 1 選 屋中改 1£ 法！；£案 « _) 

第一 讀會 

第 六 右 115 案の 審査 £ 付託す へき 委員の 11 擧 

|衆議|員 ^ |中改正法|(|_5 

職 挺) 第一 讀會  ズ / 

第 A ® 災救助 基金 法 中 改正 法律案 (龇腑 ) 第 

|讀食の續(|| 長)  f、 

第 几 大正 六本 勃 令 第二 百 二號 (承諾を 求む る 

件〕 (翻 樵 院) C 委 « 長 報告：} 

¥  I 物 取 i su 則 f  i 葉 (細 織 1 服 夕) 

第  I  讀费 s ii J * .  _  it 

第 十一 誠 業 法 中 改正 法律 薬 (_炳 動 e 第 I 

_s(§ 韻 長) f ズ . < 

第 -r ll g 會法中 改正 法律案 (5 响彌麟 腺) 第 

sgA 9 

第 十三 神祗 に關 する 特別 官街 設置 建議案 (I 

''ソ it f: 外 十' \ 

三 名 提出) 

第 十四 is 山上 郡 間鐵道 建設に 關する 磨 ii 案 

へ ) m 井 三 郎君'! 

广 外 一名 提 出)  . 

第 十 五津 山智頭 間 鐡道建 設に關 する 建議案 

へ 福 井 三 郞君一 

一外 四 名 提出)  ね 

第 十六 不動産 金融 改善に 關する 建 11 案 

名 足： g)  _ 

第 十七 普逼鉬 行の 金融に 關 T る 建議案 (IP 

名 提出) 

第 十八 陰陽 連絡 廣江鐵 道 速成に 關 する 建議案 

§ ^| )(養長報吿) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報吿を 命じます。 

/— \ «  記 朗 S 〕 

一議 員の 異動 左の 如し 

岐阜縣郡部選出識員永田吉右衞門君の補充とし 


て 武藤嘉 門君當 選せられ たり 

I 議員より 提出した る 議案 左の 如し 
鹿兒鳥 縣大島 郡島暌 町村制 撤廢 に関する 建議案 
提出者 林 爲良君  奧田榮 之 進 君 
兒玉好 熊 君  志々 目 藤彥君 
東京 市 特別 市制に 關する 建議案 

提出者 村松恒 一郎 君  橫山勝 太 郎君 
鳩 山 一郎 君  礎 部尙君 
關直彥 君  古島 一雄 君 
鈴 木 梅 四 郎君  高木 益 太 郎君 
黑須龍 太 郎君  賴母木 桂吉君 
三 木 武吉君  近 藤 達兒君 

會計士 法案 

提出者 高木 益 太 郎君  關直苞 君 
近 藤 達兒君 

日本 體育會 國庫補 助に 關 する 建議案 

提出者 江 藤哲藏 君  小川 平吉君 
撋田千 之 助 君  熊 谷 商 太 君 
漆 昌巖君  富 田 幸 次郞君 
本 田 tl 之 君  大津淳 一郎 君 
高木 正 年 君  鈴 木 梅 四 郎君 
村松恒 一郎 君  堀川 美 哉 君 
肥 田 景之君  山 根 正 次 君 
富島暢 夫君  臼井哲 夫君 

一議 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
朝鮮 » 務機關 の 組織に 關する 質問 主意 書 
提出者 陣軍吉 君 

一 政府より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
大正 七 年 三月 五日 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆 翳 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 土 屋淸三 郎君 提出 傳染病 研究所に 於け 

る 肺 ペスト If; 防 措置に 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 

書 差 進 候 

(別紙〕 

衆_ 院議 員 土屋淸 一一 一郎 君 提出 傳染病 研究所 

に 於け る 肺 ペスト 豫防 措置に 關 する 質問に 

對する 答 辯 書 

客月 末 傳染病 研究所に 發生 せる ペスト 病毒 傳播の 

豫 防 及 消 壽に關 しては 地方 防疫 當事 者と 十分の 協 

S を遂け 適當の 方法を 講 して 萬 遣 漏な からん こと 

を 期せり 即ち 患者と 同宿せ る 者 診療 看® に從事 し 


たる 者 其の 他 患者に 接近した る者淺 て 二十 八 名に 
對し預 防 注射を 施し 且つ 之を 嚴甭な る監 親の 下に 
隔離し 患者の 臥床した る 病室を 消毒の 上 閉鎖し 其 
の 宿泊せ る所內 第五 號官舍 を sii 鉛 網に て肢 捲き 鼠 
族の 逸出を 防き 所 內に殺 鼠 頸を 撒布し 捕 鼠 器を 配 
置す る 等 捕 鼠を 勵 行し n. 所內全 ： 部に 大 消毒を 施し 
所員 全部に 健康 診斷を 行 ひたり 而 して當 分 一般の 
外来 .® 者の 診療を 停止し 入院患者 見舞 人の 入所を 
謝絶し 入院患者の 退院を 見合 さしめ 其の 他 看 is 婦 
小 使 等の 外出を 禁し猶 所 M 中 全然 ペスト 患者に 關 
係な きこと 確 實なる 者に 限り 通勤を 許す も 其の然 
ら さる 者 ほ 一切 所內に 宿泊せ しめ 物資 供給に 關係 
ある 踊 人に 限り 特別の 注意と 監督の 下に 病毒に 感 
染 する ® なき 方法の 下に 出入を 特許せ り 然るに 狂 
犬 病 豫防注 射 ほ 寸時を 緩く する 能 ほさる 場合 ある 
のみなら す 現に 受療 中の 者は 一定期間 一日 も 注射 
を 中絕 する を 得さる 緊急の 事情 あり a 注射を 行 ふ 
場所 ほ 病室と 遠く 隔りた る 11 立 建物なる か 故に 之 
に 防 鼠 設備を 爲し a 之を 消毒した る 上 特別 嚴重な 
る 注意の 下に 本 注射を 施行せ り 又 同所に 於て 製造 
販賣す る 痘苗 血淸 等に 就きて ほ爲念 十分なる 消毒 
を 行 ふ 事と し 即ち 其の 容器 外部 ほ 三％ 石炭酸 水に 
三十 分 間 浸漬し S き 次て 水道 水に て 洗滌し 滅菌 ガ 
~ ゼ にて 拂 拭し 包 裝用圓 筒 及 綿花 {X 蒸氣 消毒を 行 
ひ 貼 紙 及 使用 心得 書は 7 オル ムァル デヒ— ド 瓦斯 
にて 消毒し 又 取扱 者は ベスト 患者に 全然 關係 なき 
者を 漣 ひ 「レス ピレ ー タ I」 ( 呼吸器) を 以て 口 
鼻を 蔽ば しめ 常に 消毒液に て 洗 手し 且包裝 等に 要 
する 器具 ほ 平素に 於ても 十分 消毒し つ、 あるを 以 
て傳染 の® は 毫も 之れ なきものと 認む 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 五日 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 
文部大臣  岡 田 良 平 • 
〔左の 報吿 ほ朗讀 を經 さる も參照 のた め玆 
に揭 載す〕 

一 去 五日 辭 任した る 常任委員 左の 如し 
第 四 部 選出 決算 委員  柳 原 九 兵衞君 
一 去 五日 阿 讚鐵道 建設に 關 する 建議案® 員 庵 崎 敬 
義君辭 任に 付 其補闕 として 松 島 K 君を 議長に 於 
て潠定 せり 

一昨 六日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 


第 四 部 選出 決 S 委員 吉衍庄 一郎 君 原 九 兵 面 
君 補 闕〕 

一昨 六日 fs 兵 令 中 改正 法； a 案委 a 友 枝 f3 次 郎 封 辭 
ft に f-f 其 補闕 として 西 村 正則 君を 链長に 於て 逸 
定せり  I 
〇觀 長 C 大岡 育造 君) 是ょ り會黷 を 開きます、 諮 間 
の事 項が あります、 第二 部 選出 決筘委 W 川村秘 之 君 
第三 部 il 出 豫 s£ 姿 員 加洽筠 衞吉 君、 第 六部 選出 決 ^ 
委員 松 岡 勝太郞 君、 第 七 部 選 m 決邳委 M 半 谷 活 65 ® 
第 七 部 選出 請願 委貝川 崎 安之 ft 君 •第 七部遝 出仍别 
委員 小山 松 一一 君、 第 七 部 選出 決筘 委員 石 田 ^ 吉打、 
右 常任委員 辭 任の 申出が ありました、 許可す る こと 
に 御 異謎ほ ありませ ぬか。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御與謅 が 無ければ 之を 許 BJ す 
る ことに 決します、 各 其 部に 於て は 速に 補 缺潠舉 を 

行 ひ、 御屆出 あらん ことを 望みます - 日程 第一、 

軍需工業 動 負 法案 第一 la 會を開 きます ■…： 

〇 岩 崎 總十郞 君 特許法 中 改正 法律案 外 三 件の 委員 
會を 開きます、® 員の 方は 委 M 室に 御 出を 願 ひます 
〇謅 長 C 大岡 育造 君) 53 疑の 通吿ほ 前日ょり 引 紐い 
て 之を 許可した る 順序を 執ります I K 藤金吉 君。 


第 


第一 


逛需 H 業 励 W 法案 C 政府 提出〕 

讀會 の® 

〇武藤 金 吉君此 場合に 總理 大臣 以下 谷國務 大臣の 
出席を 希望 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大 岡育漶 君〕 各 大臣と も a 族 院の棟 览 锊謎 
が尙讀 いて 居つ て •彼方に 出席して 居る さう です、 
此處 に {3: 陸軍大臣が 出席して 居られます、 御皙 問を 
〔武藤 金吉君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇武藤 金 吉君茲 に讖 題に 供せられ たる 軍需 エ 楽 励 
員 法案に 關し ■本員は 數® 條 の大體 の K 問を 試み や 
うと 思 ふので あります、 一昨日 大島 陸軍大臣の 最も 
乏しき 說 明に 對 し、 國民黨 及 憲政 酋の翳 員ょり 最も 
弱き 質疑の 膘酬が ありました、 此重 大法 案に 對 して 
其 問 ふ 所、 其 答 ふる 所、 亦 極めて 要領を 得 ざり しを 
潰憾 とする ものであります、 故に 本日は 寺內總 理大 
臣 以下 谷 大臣の 出席を 侍つ て、 吾等 議員の 質問に 對 
して、 明瞭 親切に 說明 を與へ て賀は うと 思つ たので 
あります が、 陸軍大臣を 除き 總理 大臣 以下 御 出席が 


院 菡衆锊 _帝 回 十四 第 


ありませ ぬのは、 甚だ 私の 不 滿足 とする 所で ありま 
す、 此 重大問題に 對して 寺 内 總理大 S が 説明の 任に 
常ら れ て大演 說のな いと 云 ふことは •木 案を 自ら 侮 
-辱 する の甚 しきもので ほあります まい か、 是は N 務 
大臣が 此說 明の 勞を執 らる 、ことほ、 當然の 實務で 
あるの みならず、 此要旨 を 一般阈 民に 周知せ しむる 
の 必耍が あるので あります •仍て 御 川 席が 無くと も 
一简條 一項 毎に 付きまして、 豫め答 辯 煽の 無い やぅ 
に •速記 錄に 就て なり 明確の 說明を 望む もので あり 
ます、 第一 帝 K の 地位 ffl 狀を 如何に 現 政府 ほ ©. I 察を 
し •將來 の 方針を 如何に 確立せ むと する ものである 
か、 是が 第一の 一項であります ，第一 一項は 則ち 寺內 
內閣は 阀家 の現狀 を K に® 時狀 態と 見て 居る か、 又 
は 平時 狀態と 祭して 居る か、 而 して 國民を 如何に 適 

從せ しむる かと 云 ふこと が、 第一の 二 項の 問で あり 

ます、 第三 項の 問 は， 寺內内 閗 成立 以來玆 に 二 年、 

罔ょり 大隈前 内聞の 祕政の 後を 承け て， 廊淸 すべき 

ffi 務を 以て 生れた もので ありませ ぅが、 寺 內內閣 の 

使命は 世界に 於け る 時々 刻々 推移し 來る所 の 大勢を 

ii si して、 泰然自若、 以て 大方 針を 定めて 國策 を愆 

らず 、國 il の 進展を 期せなければ ならない 責任が あ 

るので あります、 然るに 寺 内內 閣 の 政策は '* 時に戰 

時 狀賅に 於け るが 如く、 時に 平時 狀胰に 於け るが 如 

く  •時運に 適瞧 して 道 憾 無しと ほ 申し難い、 それは 

寺 內內閣 が 預筘 案に 於て 施政の 一 班を 示せし が 如く 

% 廢減税 に 片鱗を 現は せし が 如く， 其 他 幾多の 法律 

案に 於て 羽敦は 見せ. b れた けれども •悉く 區 々にし 

て片 々にして 點 々にして、 吾々 は 捕捉す る 事が 出来 

ない ので 有ます •例へ ば 券 內內闐 を 励 物に ■へたな 

らば、 水に晓 む 励 物の 如く 頭 許り 見せて 體が 見えな 

い點も あり •陸に 躍る 励 物の 如く 內 地に转 るかと 思 

へ ぱ砘民 地の 方に 奔 り， 彼に 渾 く 我に 輕く •又 空を 

飛ぶ 動物の 如くであつて 鳥で あるか、 蝙蝠で あるか 

或 (i 飛行機で あるか， 吾々 は 一向 判斷に 苦しむ 政策 

を 執つ て 居る のであります、 苡に 施政の 正 ^ が 何れ 

の 所に あるので あります か、 又此政 治の 如何なる 本 

旨が 方針に 向つ て， 如、 何なる 所に 向つ て發 動し 如何 

なる 活躍を せんとす る ものであります か、 吾々 は 之 

を 18 むる に 甚だ 苦しむ 者で あると 同時に 恰も 現今 自 

動 車に 乘 つて 飛び 步く 所の rt 朝 紳士を 見る が 如く， 

甚だ 危險千 萬に 感ずる 次第であります •更に 言葉を 

改めて申さば，帝阈の現狀及將來に對する方針ほ， 


果して 國 民輿閣 の 積極 方針を 執る ものである か、 將 
又 官僚 祕密の 消極 政策を 執る ものであります か、 或 
は 開 國進 取の 一大 產菜 主義を 標榜す る ものである か 
或は 擧國 一致の 一大 軍國 主義を 執る ものであります 
か •若く は產業 軍 國併進 主義と も 申すべき ものを 執 
る 積り であります か •內外 の 趨勢に 鑑み 今日 軍需 H 
業 動 fl 法案の 提出を 見る に 際して •寺 內總理 大臣が 
自ら 此® 上に 於て- 此 m 大なる 言明を 得ん と 欲した 
のであります が •總理 大臣 ほ 一昨日に 於ても， 今日 
に 於て ほ •衆議院で 此 言明を 問く 事の U1 来ない のは 
甚だ 私は 總理 大臣の 爲に 執らぬ 所で あるの みならず 
此 案の 爲に 甚だ 悲む ものであります、 第二は 軍需 H 
業 動 負 法案を 通 簠致 します のに、 一般の 產業 動 M と 
認 むる 點が多 いのであります、 何故に 此 法案を 工業 
動員と 規定した のであります か、 何故に 產業動 員と 
之を 標榜して 此案を 出さない のであります か. 是が 
第二の 一項の 問であります， 第二に 軍需品の 定義で 
あります、 軍需品の 定義は 本 法の 第 一條に 明記され 
て •軍需品と 稱 する ものは その 一 ? S に 於て， 兵器、 
艦艇 航空 貯1 师藥並 軍用 器具、 及 物品、 第二には 軍 
用に 供し m べき 船舶、 海陸 聯絡 輸送 設備， 鐵道軌 道 
及 其附厫 設 g, 其 他の 輸送 用 物件 •第三に 車 用に 供 
し 5 r へき 燃料 •被服 及 糧秣 •第 四に 軍用に 供し 得べ 
き衞生 材料 及 ® 醫材 料， 第五に 軍用に 供し煜 べき 通 
信用 物件 •第 六に 前 谷 號に揭 ぐる もの ゝ生產 、又は 
修理に 要する 材料、 原料、 器具、 _械設 肺 及 建築 材料 
第 七に 前 各 號に揭 ぐる ものを 除く の 外、 勅令を 以て 
指定す る 軍用に 供. し 3 T へき 物件と W いてあります， 
是は明 かに 一般 產 業に 關係 する ものにして、 就中 燃 
料， 被服， fi 秣の 原料 政策の 如きは •最も 此國 家と 

して 重大なる もので あつて、 此 原料 政策の 根本を® 

めず して 此 法律を 以て® 時の 用に 供す ると 云 ふ 事に 

付て は 何故に それょり 前に 原料 政策を 解決を しない 

ので あるか、 試に 此 屮の糧 株の 點に 付て 御尋 をし ま 

すれば •我 國 今日の 食 糊は， 今日を 以て 足れり とす 

るので あります か、 此 食糧 問題に 付て は 現內閣 は K 

々裸 算 委員 曾に 於て •其 他の 委員 f7 に 於て‘ 又本會 

蕻 に 於て •種々 の 機會に 於て •谷 議員ょり 質問が 出 

て 居ります が， 之に まだ W 決を 與 へて 居らぬ では あ 

り ませぬ か、 唯々 荒蕪地を 開 槩する 位の 事で ありま 

して •此 食 ffl の 根本 政策と 云 ふ もの ほ， 殆ど 其 端緒 

も 啓いて ない ので ある •今 本員' か 調査せ し 所を 以て 


すれば >  现 在 我國に 於け る 所の 穀類は 米麥豆 ，其 他 
の 雜穀を 入れまして 八 千 七 W 萬石餘 であります、 而 
して fl に 食糧を 充す に過ぎない、 人口に 當羝 めて 食 
糧を充 すに 過ぎない、 若し 年々 五六 十 萬 乃至 七十 萬 
の 人口が 嘈 加し、 此分で 行きましたならば、 戰 時に 
非ず と雖も 食糧の 缺乏は 目の 當 りであります ，况や 
戰時 になつ て參 りました 場合には、 食糧の J1 立は ど 
うな さる 積り であるか、 此食糲 の 問題が 解決を しな 
くて 此 軍需 X 業 励 員 法を 御 m しにな りましても ，或 
は 其 効力を 見ない ので ほない か、 試に 日本 全國に 於 
ける 所の —— 朝鮮 臺灣樺 太を 除く 所の 面積を 数字を 
以て 申します れば ，三千 五 百 九十 五 萬 一一 千 町步 あり 
ます I 其 中で 田が 二百 九十 三 萬 二 千 八 百 三十 二 町 
步 、畑が！ 一 百 三十 七 萬 七 千 九 百 五十 三町步 fc 桑園が 
四十 四 萬 八 千 三百 二 十六 町步 、森林が 千 九 百 十七 萬 
三千 七 百 十七 町步 、原野が 二 百 一 萬九千 六 百 八十 七 
町步 であります •總面 稍の 我が 耕すべき 所の 割合は 
一割 六 分に なつて 居る、 而 して 唯今 申 上げた る 八 千 
七 百 萬 石の 穀類が K れて 居る が、 此 穀類を 以て 我 日 
本の 六 千 三百 萬の 人口に 箝 めます と •どうしても 是 
は 現在に 於て 足らぬ のであります、 然らば 之を 充す 
と 云 ふこと には， 將來 田畑を 開 18 する 面積を 調べ、 
さう して 此方 法を！！ じなければ ならぬ のに、 政府 ほ 
何等の 設備が 無いで はあり ませぬ か， 三千 S: 百 九十 
艽 萬 二 千 町 步の屮 で •我が 內 地に 於て は 傾斜 地が 多 
くあります から， 十五 度以內 の 土地を 耕作す る もの 
としまして， 之を S ります と •其 面積は 九 百 五十 
二 萬 十二 町步 あります、 右の 中ょり 旣に 耕地に なつ 
て 居る 所の 五 百 七十 五 萬 九 千 百 十 町步を 差 引きます 
と‘ 三百 七十 六 萬 九 千 三百 二 町步 あります、 其 計算 
の 安全を 阖る爲 に 本員は 此 三百 七十 六 萬 九 千 二百 二 
町步を 二 分の 一 以內に 見 積つ て 開墾せ んと すれば、 
百 五十一 萬 三千 町步を 開墾す る 土地が 得られる ので 
ある、 此 土地を 開懇 致します れば 、千 三百 萬 石の 穀 
類の 增收を 見る ことが 出来る、 而 して 其费 用は どの 
位掛 るかと 申し ますれば， 一町 步の 平均 三百 五十 圓 
の 開 _ 費と 見 ますれば、 此總 資本 額が 五 億 三千 萬圓 
を 要する ので ある， 而 して 年々 是れ から 上る 所の佾 
收が 穀數ほ 申 上げた が 金額 ほ 年に 三 億 六 千 九 百 十一 
萬圓の 收撻が あるので あります、 而 して 總 資本额 の 
五 億 三千 萬 圓と云 ふ ものは，® 業 銀行が 貸す か >  農 
H 銀行が 貸す か、 政府 ほ 唯々 荒蕪地を 開 ■する 丈で 


其 根 木の 施設 •食糧の 根本 間 題の 解決に 觸れぬ と 云 
ふことは どう 云 ふ譯 で ■& るか、 又 之を 開懇 する には 
如何にして 此方 法を 執る かと 云 ふこと を •明細に 陸 
海軍大臣で ほ 御 答が 出来ますまい が •總 理大 R 其 他 
の大 K に 於て 明瞭なる 御 答 辯を 願 ひたいと 存じます 
食糧の 問題は 以上 斯の如 くの 事實 であります-我が 
帝 ® 1 に 於て 旣に 識者は 非常に 心配され て 居ります、 
寧ろ 我が 日本 阈 民よりも 外國 人が 日本の 食糧に 就て 
は 問題を 报げて 論ぜられて 居る で (3: ありませ ぬか、 
去 二 月 二 十二 日の 「アド ヴアタ ィサ ー」 新聞には 「ス 
トラ ッザ -ス」 氏の 議論を 掲げて， 日本の 食糧 問題 
を揭げ て 吾々 に 的確なる 誼 明を 與 へられて 居る、 此 
演說ほ 東洋 協會に 一書を a り乂 、又 慶應義塾に 於て 
此問 題に 付て 最近に 演說が あつたので あります、 其 
要旨 ほ 日本の 土地に して 耕作に 適する ± 地は 一割 六 
分の み、 日本の 人口 五 千 五 百 萬の 中二 千 五 百 萬 乃至 
三千 萬は 農民で ある •馬を 飼育し つ、 あるが、 某 地 
に 行つ て 見る と 馬の 値段は 馬の 馬糧より 廉い 、而も 
人の 勞® 値段は 馬よりも ffl ほ菔 しと 斷言 せられて 居 
る， 人口 及 生 產費 等の 向上し つ、 ある 日本 ほ， 現在 
に 於て 其 土地の 力を 以て 入口を 養 ふを E ずと 書いて 
居る •更に 日本の 人口は 米闽の 人口の 半に 當 〇、 一 
方 耕地 ほ 桑園 其 他 食糧 品 非 食® 品を 栽培す る 土地を 
合する も •米 國に 於け る 耕地の 二 十分の一に しか 當 
つて 居ない >  是 は 其 通りで ありませ う， 世界に 於て 
日本の 如く 田畑を 耕す に 多數の 人を 用 ゆる 處はな い 
又 日本の やうに 耕地の 岡 別の 極めて 狭隘の 處はな い 
又 家畜を 飼育せ んか ，見込 少なし、 家畜の 飼育 ほ 人 
類の 食 a の剩餘 を 以て 之に 充つべ きもので あるに 拘 
らす •日本に 於て は 其 剩餘 の食籀 と 云 ふ ものがない 
例へ ば 豚を 一頭 飼 ひます に {3: 五 百 封 度の 穀類を 與へ 
なければ， 豚の 半： 肉 百 封 度を 得る ことが 出来ない、 
此綷濟 的なる 豚の 飼育に 於ても， 日本に 於て は 不適 
當で あると 云 ふことの 論斷を 下されて 居る ので ある 
然らぱ 此食糧 の 需給 問題と 云 ふ 事は •軍國 に 於ても 
平時に 於ても 是は大 問題であります、 此大 問題を 解 
決しない のに •軍事 H 笔 動員 法を 立て 糧秣 等を 
勅令 若く ほ 此法 律を 以て 支配す ると 云 ふこと ほ 如何 
なる 考 であります か >  此點 に 就きましては 最も 詳細 
なる 所の 政府の 所見を 承りたい と 思 ふので あります 
二 問の 四 項に 就きまして •此 原料 生產の 政策は 唯今 
申した 通り、 本 法を 一朝 有事の 時に 施行せ んと する 
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m 需エ菜 動 IM 法案 第一 譖旮 の钗 1 
に ほ、 共 本を 究めず して 末を 求む る もので ほない か 
政府の 考 if 如 K、 物 似 調節 令の 如き 目下娄 員 f? に 建 
議案が 出て 居ります けれども •物 M 調節 令の 如きは 
私の 見地から 致します ると、 其 末でありまして 其 本 
で (3: ない と 思 ふので あります ，第： 二 問， 第三 問の 一 
物 K の勋 xi に 就て、 ® 時に 於て 有らゆる ボ 需品 &K 料 
の ^ 買.： iw  •消 费、轍出入の制限、龄止、及 51;- 收出の 
方法 ほどうす る， 5 りで あるか •此 法案の 物資の 動員 
を 熟々 研究 記 赉を致 しま すれば* 而も 有らゆる 物資 
を 皆な 此' r: 業 y«/! 員 法 若く ほ 勅令に te つて、 Sj て： 4 國 
の 用に fi1; し， 國 家が 皆 使 ふことの 出 來る法 律に なつ 
て 居ります が， 然ら ば此 使 H1 消 毀 等の 制限に 就て ほ 
如何なる ことを 爲さ る租 りで あるか、 今日 物 fti を 調 

節する と： K ふ 事に 就ても、 原料の 迓買使 用 消 钱と云 

ふ 事に ほ、 制限を 爲さ なければ 今日の 物！ S を 平らに 

する ことほ 出 來な いので ある， 彼の 英吉利の 如き > 

佛閟四 の 如き、 亞米利 加の 如き、 又 敵 一の 獨 逸の 如 

き (3: •此 軍事 產第励 員 令を 111 すと 同時に、 直に 使用 

消 费の制 限 令が U-1 て 居る •食物の 制限 令まで IU て 居 

る >  日本に 於て は 此法律 を 出す 時分には >  食物の 制 

限 令を 出す 龆りで あるか、 m さぬ 粘りで あるか、 是 

は 陸海 軍 常 局漭 でも K いが 7& はりたい、 食物の 制限 

は 日本に 於て は /. I'. 來な いと 云 ふ 論 渚が 揮 山あります 

が、 本 貸の 考ふる 所に 於て ほ、 日本に 於て 食料の 制 

限は 現在に 於て 從來に 於て やつて 居る と 思 ふ、 例へ 

ば 海陸 軍隊に 於き ましても* 米と 幾と を 混ぜました 

ものを 一定の fi: を 給して 居る •又 監獄 一! あたりで も 

食物の 制限を やつて 居る、 學 校の 寄宿 舍又ほ 大 H 堪 

の 寄® 舍に 於ても， 食物の 制限は 現. に實 行して 居る 

然るに 日本の 今日の やうに、 此使用 消費の 制限を 一 

寸も御 擗ひな く、 さう して 外國 米の 關稅 を 0)1 下げる 

とか， 若く ば 朝蛘臺 _ の 米の 移入 税を撤 躞 すると 云 

ふ 位では、 物怊の 調節 食 11 の 調節 ほ 困難で あらう と 

思ふ，况や軍需：丄齡動崮法を實施する拗合に於て- 

此 S： 的を 達する ことは 出来まい と 思 ふが、 當局 者は 

此 食料 被服 其 他の 使用 消費の 制限 令を >  之 に 伴つて 

出す樹 りで あるか、 出さぬ 積り であるか、 此點ほ 最 

も肝要の點でありますから—明細なる御答辯を得た 

いと 思 ふので あります、 又 第一 一項は‘ 此方 法の 如何 

に 依て は國内 の 人心を 振興す る こと も U.1 來れ ば-又 

戰時に 於け る 軍事 公 肋 募集に も ¥? ん で® じさせる こ 

とも m 来る 又 ia 業 商業 h 業に も 安んじて 從 ふこと が 


出 來 るので あるが， 若し 政府が 此方 JJ.C を 誤つ た 時に 
if 必ず 此 目的を 達する ことが 不可能で (X ないかと 
思 ふので あります ■是は 大切の 問題であります、 之 
を どうす る嵇 りで あるか、 更に 第： 二 顼 1 物資の 動 M 
に關 し、 生 藍 業を 減退せ ざる や 如何、 此 食糧 被 
服總 ての 物 K の 動員を 行ふ堪 台に if 果して 一般の 
從來の 生產業 を 減退せ しむる 魔 ほない か、 どうか 1 
本 M の考 ふる 所に 依ります れぱ ，日本 (X 小 S 組織で 
ある •又 耕作を する のに 最も 澤 山の 人の 勞 力を 要す 
る國 であります、 若し 壯 'J' が 此戰 時に 徵發 せられた 
堪 合には， 此生產 業と 云 ふ ものが 減退す ると 云ふ考 
ほ ないか どうか >  此點 を 伺つて 置 §■• たい. 又 第 四 項 
として •本 法を 施行せ んとす る戰 時の 場合に ほ •唯 
今 中した 通り 壯 T ほ 義務 奉公 I 其 多く ほ 職 線に 立 
つ ことになる- 1 i 線に 立つ ことにな つたなら ば、 之 
に 代つ て 働く 者は 何人で あるか、 此 物資 励 員を 行 ふ 
と 同時に、 婦人 老人 靑年 など 云 ふ 者は此 壯丁に 代つ 
て 卿 かせる 積り であるか •又是 等の 働かせる 方法に 
就ての 政府の 策椠は 如何で あるか、 之を 伺つ て 置き 
たい、 第五、 物資の 動 負に 付て、 一般 經濟の 安固を 
保ぢ 、製造 會 社の 從 前の 利益の 保障を m せし むる 事 
が 出来る かどう か、 是は 大切な 問題であります、 從 
来の H 椠會社 の 利益が •兆 通り 縱令三 萬 か 五 萬 減る 
の ほ已 むを 得ず とした 所が 、其 會 社の 從 前の 利益 配 
當が 保障して 行かれる か 行かれない かと 云 ふこと ほ 
是は 戰举に 伴 ふ經濟 界を安 定 する 爲に大 問題で あり 
ます、 此點 に付きまして は 政府 {X どう 之れ を 見て 居 
るので あるか、 明かに 答 辯を 願 ひたい、 それから 尙 
ほ戰時 中 本 法 施行の 場合に ほ、 從來の 職工の 賃銀 ほ 

如何なる 方法を 以て 支給し 待 週を する ので あるか > 

此法律 で 見ます ると" 政府が 會 社を 管理し 若く は 惜 

りて - 收容 して 兵役に 非ざる 所の - 徴兵 令に拘 

らず此 段 役に 當つた 所め 壯 T を 収容して、® かせる 

と  一 K ふ 事が » いてあります が* 然らぱ 從 前の 腳エの 

賃銀は 半額に する ので あるか •三分の 一にす るので 

あるか •兵役に 當つた 者 (3; 徵兵令 に准じて 之を やる 

とした 所が •從來 の 職工の 賃銀 ! 3: どうす る 積で ある 

か、 此點に 付て は 最も 大切であります から、 明答を 

得て 置きたい と 思 ふので あります、 次 ほ 第 四 問の 一 

項、 人員の 励 員であります、 人員の 励 M に付きまして 

此動員 法に 依ります と， 兵卒と 同じく 此拓 役に ある 

者を 召集して 勤勞せ しむる 事になります るが、 職工 


に ほ f'll 當の辣 習がなければ 其 ffl を , •¥ さない、 大 X を 
直ぐに 絲敁 ぎに しても 用を 爲さな い 鍛冶屋を H ぐに 
靴糨エ にしても いけない、 然ら ば此 ，へ 员 の 動 M に (-J- 
きまして ほ 果して 政府は 1* 期の 通 〇* さあ 賊 P が 始 
つたから と 云つ て *'; 逍〇 、，：绘 とか、 荷物を： 連 按 する 
とか 車を 押す とか 云 ふこと ならば 間に合 ふか 知れぬ 
けれども、 此 X 場に 人れ て 職工の 用に 鹿に 合ぅ か 如 
何と 云 ふこと ほ •最も 本 M 等の氣 遣 ふ 所であります 
が， 政府の 見込は 果して 如何であります か， 之を 詳 
細に 承りたい、 それから 第二 項に、 平時に 政府の 管 
理する 工場 若く ほ 事業 上の 人員 總數ほ 何程で あるか 
是ほ 海軍 陸軍の 砲兵 工廠、 其 他 K 府全體 の 工場， 若 
くは 事業 上に 於ての 人員の 總數 、及 賃銀の 總额 を眾 
りたい、 之を 分別し まして 申 上げます れば . .tc (器を 
製造す る 者 何人、 sm il を 製造す る 者 何人、 製 鐵に從 
事す る 者 何人、 被服を 製搜 する 者 何人、 靴を 造る 者 
何 八、 遞信 省に 屬 する 所の 職工 ほ 何人、 戰艦 製造に 
從事 する 所の 職工は 何人、 而 して 現在に 於て ほ 一日 
に 於て 此 兵器 及 揮 藥ほど の 位の 比例で 製造す る 力を 
有して 居る か、 戰 時には 之を 何十 倍にする 御 見込で 
あるか、 此礙も 詳細の 數 字を 承りたい、 序に 私は— 
司法大臣が 居り ませぬ が、 此 監獄に 於け る 所の 作業 
改良に 付て、 政府の 所見を 承つ て阇 きたい、 監獄に 
居る 所の 旣決 囚人 ほ 多い 時は 七 萬、 少く とも 五 萬、 此 
五 七 萬の 監獄の 囚人は •今日 監獄 2 :に 於て 作業を や 
つて 居ります が、 日本の 監獄に 於き ましては、 英國 
獨逸 米國佛 關西の 如く、 其 監獄 費の 四 制 乃至 五 割の 
卿を する 作業 ほ 出来て 居り ませぬ、 滞に 二 割か 二割 
五分に 當 るの 仕 W しか 出 來て 居り ませぬ が、 政府 ほ 
此 監獄 内に 於け る 所の 作業に、 政府の 現在 やつて 居 
る！ SH の 仕事を 移して、 監獄 内に 或は 動力な り 機械 
なり V 總 ての 技 肺な りを 入れて、 監獄に 於て 此高い 
所の 給料を 挑 ふ 政府の 仕事を やらせる と 云 ふ 政策を 
有して 居る か、 如何， 被服 製造の 如き， 靴を 製造す 
る 如き、 又 細かい 兵器を 製造す るが * II ぎ 仕事は， 最 
も 監獄 內の 仕事と して 適當で ある* 然るに 今日 監獄 
に 於て は 紙を 漉き 繩を絢 ひ 草鞋を 作り、 社會の 進步 
とは 沒 交渉で、 幾らかは 良くな りました け ^ • ども 監 
獄内の 作業と 云 ふ ものは、 殆ど 算盤を 見て 居ない、 
勿論 監獄 内の 仕事であります から、 帘に »: 盤の 勘定 
許りから 来ない 此 作業には W 人に 對 して 相 當 の給與 
が あるので あるから、 此給與 を與 へて 精神 狀勝の 上 
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から -ii 3? 改’/ 3 の、 !- ii を K ると 云 ふこと も* 是は 一 5JC で 
あるが、 ®- ® 内に 於け る rar o s: t5 の 如きは ど 5 する 
租〇 であるか、 當局 大臣は 御 思では ありませ ぬが i?: 
制 局 長官が 御 居での やうであります から、 是も明 t: 
に御答辯に和りたいと思ふ、第五，兵器： 4.«. 抝站 0 或部 
分の 製造を K rrij の 备曾 社に 移して、 政府 粒 i^ の 下に 
納付せ しめ、 又 外 國 政府 注文に ;, U ぜしむ る HJJ を 许す 
方針な 〇 や、 如何、 兵器の 民間 製造を 許す と 否と 云 ふ 
事 ほ ■最も 此 yj 椠界 に大關 係を 有する のであります 
から、 政府 IX 現在 及將來 に 於て rc i ili f llrl の ？' ( ; レ ,; > 
を 民間の 製造 fr 社に させる 秘〇で あるか させない 粘 
りで あるか 又 外 3 政府の 汴文に 1; じて 之を rf らせる 
稍で あるか、 资らせ ない 相り であるか も 亦明砘 の 御 
說 明を 得たい、 此第五 問の 二 項と して 羅紗 製造 ? IJ 齡 
の 如きは 我 民間に 移す 方が 國家 の爲に 有利で あつて 
便 利では ないかと 思 ふ 政府の 所見は 果して 如何、 第 
三 1: H に 千 ft 製絨 所の 致 拂處 分の 問題の 如きは！！々 問 
題と なつた のであります が m 在は どうな つて 尻 〇 か 
又 將來は どうす る賴 りで あるか 是も 承つ て 跄 きたい 
第 四 項は 泰平 W 合の 1JJ であります、 泰平 肌合の sn き 
は 何等 兵器 製造を する ので もない、 軍需 貼の 製造を 
する ので もない* 然るに 何等® 需品の 製造に 多大の 
貢獻 をして pr る もので ない 所の 少數の 富巌の 組合に 
長く此利益を湿 « せしめて居る事は>政府は今日以 
後に 於て 之を 腿 Jh する 稍り であります るか， 繼姑す 
る賴 りで あるか、 ® 際に 兵器 及 Jli 需品を 脚 造 科 社に 
此特 ffi 保 11 獎® の途を 位 與 して、 外阈 政府に 之を Ei 
らせ ると 云ふ途 を 執る のは 國内に 於て 國防充 K の點 
に 於ても、 裨益 する 所が 多いだら うと 思 ふ‘ 然るに 
此泰平 組合の 段 器 t£ 買に fj- きまして ほ、 永久に 之を 
臌止 しないで、 繼緻 して BC く槌 りであります か、 是 
は 陸軍 大 K の 御 答 辯で K しう 御 ざいます から 明確 
なる 答 辯を 得たい と 思 ふので あります 、第 六 問， 班 
需 H 業则員 法を 活用す るに， 平時に 於て は 如何なる 
機關 を設 K し、 職 時に 於て は 如何なる W 任を 執らる 
X 稍 りであります か、 是は 一阼 日 W 民 ; « 及 ) 1 政 ',', r の 
質問者から 、質問が ありました が、 腿 時には： jli 需大 
臣を 置く 積り である. 诺需 省を 置く 積り であると 云 
ふ 陸軍大臣の 御 答で ありました が、 平時に 於いては 
是は 如何なる 人が 如何なる 渚が 此機關 を設蹬 して、 
此® に當る i のであります か、 平時 及 軍 時の 區别を 
立て i 此 責任に 常る 人を 承りたい と 思 ふ、 第二 項は 
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牝廣汎 なる 関係を 有する 各 補芥 様の 施設は 到底 辟 常 
一様の 事では 出来ない のであります、 故に此 立案を 
する 時に It " 何 所が 主にな つて やつた ので あるか H 
fr: 者は 內閣總 现 大臣で ありませ うが、 內閣 總理 大臣 
の 御出でにならぬ 所を 見る と •此 法钳を 主として 編 
成して， 此案を 作つ たのは 何 省 何 大 R であるか、 之 
を 主 宵す る ものは まだ 分らぬ とした 所が、 此法 律を 
司 配す る 者は、 陸軍大臣で あるか、 海軍大臣で ある 
か， 內閣 總理 大臣で あるか、 若く ぱ總邱 大 R 自ら 之 
を 提案した ので あるか、 是も何 ひたいので あります 
次は 第三 項、 此 = 的を 達する には 化 學 工業 ほ 何物に 
依て 目的を！： する秸 りで あるか、 科 學壤 間の發 明、 
總 ての _H 業は 如何なる ものに 依 て此 目的を 達する 積 
りで あるか、 是も承 りたい、 第 四 項は 牛 產 原料の％ 
進を N るに ほ， 如何なる 方針を ?? 行して 行く かと 云 

ふこと も •是は 最も 必要な 事柄であります から. 是 

も 承りたい、 第五 項 •機械 使用 ® J 力 f'ii 用の 方法を ど 

云 ふ 風に してやる か、 例へ ば 水 -;) 電氣會 社 若く ほ 機 

械 製造 0- 社、 其 他の使 用す る 方法 ほ 從來 さう 剩した 

ものを 有つ て 居ない‘ 之に 向つ て llt T. 業则 員を 徵發 

する 場合には、 どう 云 ふ 風に して此 _械 の 使用 動力 

の 使用を する のであります か、 豫め lit 使用方法に 付 

てほ贾大な關係を有つのでありますから承つて屘き 

たい。 第 六 項、 金 腊の 職工の 脈絡 統一を 岡る には ど 

う 云 ふ e, :ii があります か、 lit 大な る T. 業 動 M をす る 

には、 全 i)fl の 临エ の 脈絡 統一を 付けて 行く に ほどう 

云 ふ 名案を 以て、 どう 云 ふ 方法で やる かと 云 ふこと 

を 御 示しを 願 ひたい、 第 七 項、 lit 法 钳を强 て實行 す 

る 場合には、 一般 锊济上 に 恐慌を 波及し ないか どう 

であるか、 此恐慌 を 波及 させない とする には、 如何 

なる 良計が あるか、 早 ハ も 承つ て ! S きたい、 第 八 項、 

本 法を 提出す るに 方つ て、 政府 ほ 普く 全國の H 業 若 

の 意見を 徵した のであります か、 ありませ ぬか、 斯 

の 如き m 大なる 所の 案件 —— 法律を 出す には、 英 H 

に 於ても、 佛関四 に 於ても、 亞米利 加に 於ても、 又 

獨逸通 りに 致しましても、 ff 5;n 識階 級實業 階級 工場 

、王 等を 呼んで、 さう して 明細なる P1 杏と 意見を 徵し 

て、此哦時の產荦動 « を行ほれて汧る、是は戰時の 

產業動 M でない、 永久に 豫備 的の 軍需 H 業 1!) 員 だか 

ら 、聞かない と 云へ ば それまで、 あるが、 斯の 如き 

大問 題を 決する のに、 工業 齐 fr 際 家の 意見 も徴 さな 

いで、 lit 法 钳を 規定す ると 云 ふこと ほ、 政府は lit 目 
軍需 H 業 動員 法案 第一 Ini 鈐の Si 


的を 達する ことが * で 出來 ると 思 はれます か、 又 そ 
れ とも 本 法を 提出す るに當 つて、 エ椠者 の 意見 等を 
徵した ものが あつたなら ば 詳細に 承りたい、 第 九 項 
本 法を 何故に 此帝 W 議會 の開會 の 初に 提出し ない の 
であるか、 衆兩 院漭 £5 (3: 此 屯 砌國阽 計畫と 共に、 
斯う 云 ふ 案が fli ましたな らば、 議 會 の 初めに 當 つて 
之を 愼重に •神 謎を して、 長 時日を §3 して 調べました 
なら ぱ 、此案 も 立派に なり、 又國 民の 希望に 副 ふや 
うに、 ?? 際に 活用す る やうに なつた であらう、 今や 
議會の終りに骓々とする坳介、陆かに二週間を剩す 
今日、 llt m 大の 法律案を 出す と 云 ふこと ほ、 政府 ほ 
眞而 目に at 案を lit 黐會で 通す 積り であります か、 此 
案に I-J て 確信を 有して K るので あるか、 甚だ 帝阈 _ 
會に對 して、 斯の 如き 111: 議會の 終りが けに ひよ つく 
〇祕密 主義で 出す と 云 ふことは、 保め て 不親切で な 
いかと 木 員 li 思 ふので あります、 此瑰 の綷 過を 承つ 
て iffi く 必要が あります、 第 七 問、 損害 補償と 利益の 
保 證及獎 B の 方法、 此一項 ほ ffl 害の 補償は 物資の 励 
員に 關 して 生ずる ものでありまして 「政府 ハ戰時 二 
際. s 軍需品 ノ 生產脒 理又 ハ貯藏 ノ爲 必要 アル 時 ハ 土 
地 並 家屋 倉庫 其ノ 他/工作物 及 其 ノ附屬 設備 ノ 全部 
又 ハ ー部 ヲ管 理シ使 用シ又 ハ 收用ス •ル n トヲ杩 ，1 と 
あれ ども 單に 「損害 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 — 依リ 政府 之 
ヲ衲償ス」とほ如何なる意義でありますか、勅令の 
定 むる 所に 依て 單に 之を 補償す ると 云 ふ 意義は、 ど 
う 云 ふ 意義であります か、 之に 付て 詳細の 說 明を li 
む ものであります、 第二 項 利益の 保證 「政府 ハ眾事 
上必耍 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 所 11 依 リ第條 谷 號 
二 揭クル エ場 若 ハ 事業 場 ヲ有ス ル 若 乂ハ 前條 一一 揭ク 
ル 若- 1 シテ ー定/資格 アル モノ- 1 對シ 豫算 ノ範園 內 
-I 於 テ ー定 ノ 利益 ヲ保證 シ又 ハ獎勵 金ヲ 下付 スル コ 

トヲ得 」 とあ ります が、 從來 一割な 〇 二割の 純利 益 

の 有る H 場 a- 社の 此利益 を 保 ^ して、 旣得の 權利收 

益を 害せぬ との 意義であります か、 若く ほ此 利益の 

保 證ほ 從來の 利益に 構は ず、 幾分 か 利益を 保證 する 

のであります か、 是 等の點 に付きましても 明確なる 

說 明を 求める ものであります、 第三 項、 獎勵金 下付 

の 意義は、 此法 f4!: を通寶 致します と 極めて ! Is 味で あ 

ります、 政府よ 〇 事業の 監督 命令を 受 くるに 依り 之 

を S: ける のか、 將又新 事業を 開始して 補給を 受 くる 

必要よ 〇獎呦 金を 下付せ らる 、ものである か此邊 も 

明かに 說 明を 得たい ものであります、 筘八問 —— 第 


八 問は 祕密 漏洩と 罰則であります、 第一 項 T. 業 T. 場 
の 生命は 如何なる 會社 にありまして も、 亦俩 人に 於 
きましても、 特殊の 祕密が あるので あります、 然る 
に 本 法 施行の 場合は、 果して 谷 H 業の 祕密 漏洩と 窃 
取を 能く 防止す る ことが 出来ます か、 是ほ私 ほ 甚だ 
疑 (3: しいと 思 ふので ある、 若し 此祕密 の 漏洩 窃取を 
防ぐ 方法が あれば、 之に 付きまして 明答を m て 辟き 
たいので あります、 第二 項、 軍需工業 動員 法を 實行 
する 場合 ほ、 之を 拒み 之に 服せ ざる やぅな 非國 民は 
日本 帝 國には 本 g ii 無い と 確信す る、 併ながら 當該 
官吏 又は 政府に 於て 收容 する 職 エ等に於てほ、：1:場 
の 祕密を 漏洩し 若く ば 窃用す る 位の 者. は 無しと しな 
い、 故に 政府は 是 等に 對 して 嚴重な る 罰則を 設ける 
意思 あり や 如何、 又 之に 依、 つて 生ずる 損害 辨償は 如 
何に する ものである か、 寧ろ 之を 扼み lit 收 用に脾 ぜ 
ざる W 民、 會社は 無い か、 官吏 若く ば 政府が 收 用し 
た 職 H の 屮から 、會 社內 の祕密 及び 總 ての 物を 盗む 
者がない 譯 ほない と 思 ふ、 此 場合を 罰する には 同じ 
罰 训を m 用す と 之に <i 書いて あります •か、 M に 之を 
嚴甫 なる 取締を する 窝思が 有る か 無い か、 又 之に 依 
て祕密 を. 海洩 して 祕密を 公に して 仕舞つ て、 專賣特 
許な り 特種の 製造 物を 他に 遣る と 云ふ掲 害の 時、 何 
を 以て 償ふ棺 りで あるか、 是亦 御尋 して SC くので あ 
ります、 第 九 問、 政府 ほ 平時に 於ても 戰 時に 於ても 
勞 (1 能率を 國 民全體 に增 加す る 方針と して、 是が調 
査をな し、 是が 機關を 設けた ので あるか 否や、 又此 
勞蚴 調査に 付て ほ、 政府 (X 現 花に 於て 調べつ、 ある 
ので あるか、 將來勞 働 能率 增 加に 付ての 方針 ほどぅ 
する 積り であるか、 是 亦御說 明に M りたい、 二 項、 
現行の H 場 法の 規定は 生產發 達の 方針に 付て茭 障な 
き や 如何、 現在に 行は れて屛 る 工場 法は、 現在に 於 
て も 其 明文 通りに 行つて 居ない ので ある、 若し 此 H 
業 動員が 行 はれる 場合には、 現在の H 場 法の 規定 ほ 
工業 動員の 精神に 背 K せざる や 否や、 之に 付き まし 
ては 現に 請願 も 出て 居ります るし、 又當 業者から 猶 
豫 ⑴ 願 等も當 局に 出て 居る のであります るが、 是等 
は 工場 法の 規定 及 H 擊 動 負 法の 精神に 背 K しない か 
否やと 云ふ讲 を、 詳しく 承つ て 茼きた い、 最後に 第 
十 問、 軍需工業 動 M 法 ! 3: 國家の 現狀に 鑑み 必要 重大 
なる 法案なる も、 餘 りに 軍國 主義に 偏重し、 所謂 俗 
に 謂 ふ 士族の 商法に 傾いて 居ない か、 貴方が たは 車 
事に 掛けて {3: 甚だ 詳しい けれども、 生 產業や 商賣や 


製造 工業に 付て は、 或は 製 艦 其 他 兵器を 作る 方には 
御 堪能で ありませ うが、 一般の 脔 業に 付て ほ 所謂 ft? 
に 謂 ふ 十 族の 商法と 云 ふ 事になる ので ある、 內閣諸 
公 多し と雖 も、 能く 下情に 通じ 數 字に 明に して、 生 
節 狀態 、農民 或は h •業 若 商業 者の 事を 能く 知つ て 其 
事情に 通じて 居る 者は 極めて 少なく はない か、 此軍 
需 H 業 動員を 掌る 所の 入の 如きは、 我 帝 國に 於ても 
最も 明晰な 頭を 有し、 數 字に 明に して 人の 使 ひ 方を 
能く 知り、 非常に 网務 大臣 以上の 力 M 才識總 て 有る 
者に 非 ざれば 其 任に堪 へない と 思 ふ、 然るに 碌々 た 
る 俗 3! 輩が 斯の 如き 事を 掌つて、 さう して 此 軍需 動 
員 法を 活用し やうと 云 ふ 事は 如何な ものである か、 
誠に 氣遣 ふ芾で ある、 又 平時® 時を 間 ほず、 生產業 
に 經驗の 無い 所の 官史 等が 妄りに 干渉し、 « 運用 如 
何に 依て け 極めて 危險で ある、 此危險 の 結果は 一般 
經濟界 を ) 1 亂し 、一般 生產 力を 阻害 減退せ しむる 憂 
なしとせず、政府の所見果して如肘、第二項、此戰 
時狀態 に 於て 天下の 人心は 甚だ 奮 興を 見ない、 士氣 
の 消沈は 殆ど 其 極に 達して 居る やうに 私 ほ 見る、 軍 
人に して戰 •か出来ない とか、 軍需 貼の m 来る 見込が 
ない とか、 苦み を 嫌 ひ 死を 献 ふの 隠は 滔 々として 全 
般に 漲つ て畀 るでは ないか、 彼の 日淸の 役-日露 役 
當 時の 氣分ほ 果して 今日と 比べて 孰れの 所に 在る か 
國 民の 敵愾心 ほ H れの 所に 見 3 す 事が S 来る か、 成 
金なる 者を 見れば、 悉く 政府 事業に 關係 する 所の 寄 
生蟲で ほない か、 又 近来 犯罪 事件に 坐す る 者は、 硬 
い所の鋼鐵に蟲が附いて、其犯罪に速坐する所の者 
は 親任官 又は 高等官を 初め、 百數十 人の 官業 從事者 
たる 官吏では ないか、 實に此 官業に 關係 する 所の 有 
様を 見れば、 成金た る锊生 蟲に非 ざれば 此の 官業に 
從事 する 所の 者は、 皆 不正 手段を 行つ て II 紲の 辱を 
受けて、 W を 縊るや うな 輩が 多いで. はない か、 軍需 
丁： 業 動員 法の 活用の 如き ほ、 ■法律 規定ょりも 人心の 
舊興 士氣の 振作が 最大 最重な る 要素で ix ないかと 私 
ほ 考 へる、 政府 ほ 今日の 腐敗 堕落の 實際狀 態を 如何 
に觀 察する か、 斯の 如く 堕落 腐敗の 極に 達した のは 
前の 內閣 I 大隈 內閣秕 政の 置 土產で ある 事 ほ 明か 
な 事で あるが、 併ながら 現内閣 諸 公 も 決して 責なし 
としない、 斯の 如き 場合であります から、 內聞諸 公 
は 如何に 之を® 察し、 如何に 之を 振肅せ ん とする も 
ので あるか、 此法 案を 行 ふに 付て、 今日 ほ 內閣諸 公 
陸海 軍 大臣、 法制局 長官の 外 御 出席' かないと 云 ふ 事 
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軍需工業 動員 法案 第一 說疴 の IgJ 
は、 政府 自ら 此案を 一' ん ずるので (£ ないかと 思 ふ、 
併ながら 本員の 質問に 對 しまして は、 第 十箇條 四十 
二 項に 渉つ て 居ります るから、 之に 對 して 明猢 なる 
所の ® 面、 若く ほ 說明を 得たい のであります、 若し 
私の 說 明の 趣旨が 分らなければ、 玆に ，一つ 慰に® い 
て ある® 問の 要旨を 御 貸し 申しても K しいので あり 
ますが 明細なる 御 辯 明を 得たい と . y. ふので あります 
r 拍手 起る〕 

〔國務 大臣 大島缒 一 君登壻 〕 

0K 務 大臣 (大鳥 煺 I 君) 武藤 君の 御 質問に 御 答を 
致します、 但し 武藤 君の 御 W 問は 唯今 仰し やつた 如 
く、 私が 一寸 記憶して 書いた もので も、 美® 紙の 爵 
紙 二 枚に K る やうな 濘山な ものであります、 又 其 內 

に ほ 總理其 他の ® 務大臣 より 答を 御希轺 になり、 又 

答へ るの が 至 當と認 めます る もの も あるので、 此 H 

業 励 員 法に Is 接の 關 係を； £ ちます 點 に 付て、 槪袈の 

御 答を 致したい と 思 ひます、 第一に 私 ほ 九箇條 まで 

書きました ものは、 要するに 原料と 云 ふ ものに si す 

る やうで ございます、 原料の 事を 極めずに 工業 動員 

と 云 ふ 事を 此處で 極める と 云 ふことは、 順序を 誤 ま 

つて 居りは せぬ かと、 斯う 云 ふ 事に 概要 lit 九箇條 が 

結論され る だら うと 思 ひます、 それには 食料 其他總 

ての 原料に a つて 御 議論が ありました が、 是等は 無 

論 峨 時に 夫々 之に 對 する 規定 處® を 致さなければ な 

らぬ もので、 又 平時より 其の 考は して 居る ので あり 

ます、 此エ椠 動員 ほ 昨日 も 申した 如く、 是れ 一本を 

以つ て戰 時の 總 てを 律す る ものでは ありませ ぬ、 又 

此エ業 動員の 初めの 所、 即ち 一條より 第 六條に 至る 

迄は 腿 時の 規定であります ので、 御 _ 論 中に 平時に 

何 か是が 關係 あり、 即ち 平時に 幾分 か實 行せ ら るる 

かの やうに 御 解釋 になつ て 尉り はせ ぬかと 忠 ふ 15 が 

あります から、 御注意 is に 申 上げて 置きます が、 六 

條迄 は戰場 規定の 根本 法であります、 是と同 じ もの 

が 备植の 原料に 0; つて 1 11 り 原料の みならず 人 負 

其 他 萬 事に 一旦つ て、 " >■ 此 規定は 出 米る もので あら 5 と 

思ひます、此原料の铒定が無いから、エ業励負の此 

規定は 假想 であると 云 ふ 御意 (3: 成立たぬ ことで あら 

うと 思 ふ、 それから 次に 又 四 . ?.• 箇條の 御 話が ありま 

したが、 此 四； JT: 箇條 ほ 之を 約め まする と、 職工と 云 

ふこと になり、 職工の 敎育励 員給與 と 申します か、 

給料などのことでぁりまする、此ェ業動員を致しま 

しても、 凡そ 谷 H 場に 有して 居る 所の 機械には、 官 


有の 礎 時の 爲に備 へて あると 云 ふや 5 な もの ほ 少な 
いので、 凡そ 其 有して 有る 所の 握械ほ 平時 も 動いて 
居り、 ® i 時 も 動いて 居る のであります、 人を ^ す 程 
度 {£ えらい 大きい ものであるまい と 思 ひます る けれ 
ども、 其 维備ほ 無論 致さな けれ ぱなり ませぬ、 其 中 
に此 兵役に 在る 者の 召集を した 御 話が ございました 
此 給料 ほ どうす るかと 云 ふこと でありました が、 是 
ほ 他の 職工 一般の 5Z 扱を する ものであります、 唯々 
此兵士 を 採つ ては 此 工業の 成立、 即ち 兵器を 造らう 
と 2< ふ 目的を S8 T る ことが « 米ぬ と 云 ふやうな 場 •& 
で、 極く 有數な 場合と 思 ひます るが、 其 場合に 於け 
る 職 エは、 普通 其 工場で 使つ て 居る 職工と 同じに す 
るので •こざいます、 それから 又 海陸 H 場の 職工 數、 
戳 時の 是 れの咐 加、 各種の 御希留 がご ざいました が 
動 負 に關 して PT る 事柄で、 詰り 其 職工 數其 もの ほ 左 
程に ほ ありませ ぬが、 之を 以て 製造 力を 卜 知す る こ 
との 出 來る ものであります から、 祕密に 致して 居り 
ます、 其 中 監獄の 者を 云々 云 ふやうな こと、 之 も 今 
日 矢 張 私の 方で も 仕事を 命じて 居る ものが あります 
是は 他の 省に 關 係して 居ります るが、 他の 省に 於て 
も 無論 相當の 利用を 致して 居らう と 思 ひます、 此動 
員 法で も考 へます ると、 此等 も亦戰 時に 應用 する 上 
には 多少の 考を すると 云 ふことは、 爲政 者の 責任 だ 
らうと 思 ひます、 それから 兵器 軍需品の 民營と 云 ふ 
事に 付て、 民營 にす ると 云 ふ 方針な り や、 又 羅紗 製 
造 所 ほ 賣る かどう か、 拂 下げる かどう か、 泰平 組合 
はどう かと 云 ふやうな ことで ございました、 是は是 
迄に も隨 分御說 明を して fi ります ので、 政府は 其 製 
造. m 中民營 に屬 して 適 當と思 ふ もの も 無い こと も あ 

り ませぬ、 其 時機には 相當な 處置は する 積り で 居り 

ます 泰平 組合は 各種の 議論が ありました けれども、 

あれは 一の 商社でありまして、 此 商社に 唯々 政府と 

政府の 間で 賣買 をした 兵器の 取扱を して、 其 手數料 

を やつた と 2;- ふこと が 問題であります、 若し あれば 

政时 が關 係せ ずに 其會 社が 支那な り暹羅 なり 南米な 

りから 注文を 受けて 来て、 日本に 持つ て來 て賴ん で 

造つて 貰つ て 持つて行 つて、 元の 所に 納める と 云 ふ 

のなら、 何等 議論は 無い のであります、 さう 云 ふ 意 

義に 於て は、 あれの 存續は 第一 妨げべき もので もな 

し、 又 時に も 之を 用 ひる 利益 も ございます ので、 あ 

れを どうし やうと 云 ふやうな 考を 持って 居り ませぬ 

此 重大なる 法案が 今日 提出され ると 云 ふことは 甚だ 


遲か つたで ほない か、 斯う 云 ふ 御 質疑でありまして 
私 兆 も左樣 感じて 居る ので、 此の 提出の 理由を 5 ■上 
げ る 時に も、 此の 遲延ほ 士 むを 得ず 此に 至つ たので 
ありまして、 其の 遲延 した ことほ 御斷〇 をして SL1 い 
た 次第であります、 それから 此補愤 並に 平時に 於け 
る 利益の 保 證驶勵 金、 ! 1 時の 補 (H ほ 一昨日 も 高木 君 
から 御 議論が m て 居りました， 相 當な 補 f't'i- をし •そ 
れの 意に 滿たす もの ! 3: 之を 法廷に 訴 へて、 十分 M 志 
の 貫 撤を圖 ると 云 ふことは •何れ JU 計 ふ 積り であり 
ますが、 抑々 是ほ戰 時に 於て 初めて 现ほれ るので あ 
ります から、 平時から 細かい 事を 規定して 置く 譯に 
ほ 行き ませぬ ので 1 總て 他の ものの 利害 問題と fi 海 
を 得る 程度に 於て、 總て戰 時は やつて 行かん ければ 
なり ませぬ' から、 此 管理 使用 收 用の 場合の 補償と 云 
ふことは-全く 戰 時の 外 (3: ありませ ぬからして、 其 
時に 於て 均衡を 得る 方法を 定めて •それを 實 行して 
行く 外は あるまい と 思 ひます. それから 平時の 方は 
どう 云 ふ ものに やる かと 云 ふ 御 尋のや うで ありまし 
たが， 是も餘 程考へ ん ければ ならぬ、 餘程愼 重に 攻 
究した 上で なければ 實 行 ほ 出来 ませぬ が， 日本に 無 
い 所の 原料 •又 工場に 依つ て ほ 僅かな 設 肺 を さして 
置いて， 戰時 非常な 用を 爲 すと 云 ふやうな 場合には 
其 理由を 具して 豫算の 協賛を 純て 後に實 行を 致す 積 
りで居ります、澤山の間題でありましたが>槪耍取 
题 めまして それ 丈 御 答を 致して 置きます、 尙ほ二 三 
他から 御 答を 致します かも 知れ ませぬ。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 鈴 木錠藏 君。 

0 政府 委員 (有 松英葬 君〕 議長。 

0_長( 大岡 育造 君) 法制 厨 長官。 

一— 政府 姿 員 有 松 英義君 登壇〕 

〇 政府 委員 C 有 松英義 君〕 大體條 を逐 うて 陸軍大臣 
ょり 答 へられました 通りであります が、 尙ほ 監獄の 
作業に 付て 私ょり 說 明を する やうに と 云 ふ 質問者の 
御 要求で ありました、 御 承知の 通り 監獄の 作業は、 
主たる 目的は 經濟 にある ので ほ ありませ ぬ、 刑の 執 
行の 目的を 達する ことを 以て、 主たる 自 的と 致して 
居る のであります、 故に 經濟 上から 考へ ましたなら 
ば-多少 不利益な ことは ありましても、 刑の 執行の 
目的に 適 ふこと を 以て 第一と 致して 居ります るので 
あります るが 故に、 軍事に 關 する 事業を 監獄に やら 
せまして、 刑の 執行の 目的と 相 背馳せ ざる 場合に 於 
ては、 差茭は 無い ことと 存じます るな れども •他の 
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H  場を 管理して 事 3i : ^ ”ifL ^ -0 i RJ l lc 、KI3 ^ 
論ずる _に は參ら ない と 存じます •浼 より 非常の 場 
合に 於て ほ， 非常の ^ 匿を 執る ことほち ります るな 
れど も、 大 Is 右 申 上げました やうな 水を 以て •趣旨 
と 致す 外は 無い と考 へます る， 尙又他 の ? Jf fiM に W き 
まして •官吏の 秘密を ibi i'fl 致し - N. 或は 锚用 致し まし 
たる 場合、 並に 官吏の 踹務 を Irl 接の 職務の 1 係に あ 
らず して 「職務 上前 拟ノ祕 密ヲ 知得 シタル 他 ノ公務 
斡 又 ハ 公務 M タリ シ 者」 と 云 ふ 第 十六 庇 第二 项の規 
定に付 きましての 御 尋に對 しまして は t 今 ' fr 問奔よ 
り 承りました 通り、 丁： 槳上 の祕密 ほ 最も ^ m を 致さ 
なければ なり ませぬ が 故に， 斯棟な 規定を 設けた の 
でございまして*本來ほ刑法の例に依0ましても， 
辯 ■士、 脔婆， _ 劑師 、释師 、其 他の 若が 峨務上 知 
り 得た る祕密 を 他に 漏らす、 或 ほ 他の 椏八 rt で 屮 上げ 
まするならば. 營築銳 法に 於て收 税吏が 知 〇 得た る 
職務を他に_邱致した場合に對する制裁は、何れも 
此處に 規定 致して 居る よりは 非常に 輕い ので ありま 
す、 工業 動 W に關 しまして ほ 最も 此祕密 を am 致す 
の 趣旨に 依りまして. 刑法に 规定 して あるよりは、 
又營業 税法に 規定して あるよりは •特に ® き 制裁を 
加へ て 取締ら むとして 居る ので ございます， 此 他に 
於て 如何なる 取締を 爲す かと 申す ことは， {R 吏で あ 
ります るなら ぱ官吏 服務 規律に 規定が ございまして 
服務 上 夫々 の 監督を 致し •間違つ たなら ば il 戒處分 
を爲 す、 斯う 云 ふこと に 州 成つ て 居ります ので、 是 
れ以 外に 別段な 取締の 方法は ありませ ぬので ありま 
す •'併ながら 服務 規律と 云 ひ >  此第 十六條 と 云 ひ" 
之を it 正に 適用 致しまして 、平素より 監督を 十分に 
行ひましたならば，取締は付く兑込でありますので 
ございます、若し又其爲に拟串：を生じた時に典賠似 
は 如何にす るかと 云 ふ 御 尋で ありました が、 是は一 
般の 民法の 原 !] 1] に 依りまして •或 (3: 娲罰 されました 
場合に 於て は， 私 訴を 起します、 又は 普通の 民 Ili 訴 
訟を起 しますな り 致す 外は、 方法は 法 St 上 無い ので 
あります >  是ほ 如何なる 場合に 於ても •救 濟法 は斯 
の 如くなる のでありまして > 1 り此事 に關 しての み 
右の 方法 あるの みと H1 す 次第では ありませ ぬ、 もう 
一箇 條は本 法は X 場 法の 趣旨と 拽觸 ほしない かと 云 
ふ 御尋で ありました なれ ども、 丁： 場 ■法と ! 3: 何等 關係 
は 無い と 存じます、 T. 場 法は 職 H の 保 il を 行 ふが 爲 
に 夫々 の 規定を 設けました のであります、 例へ ぱ努 
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砌 時 問の 制限、 勞砌漭 年 齡の制 限、 成は 勞测苦 に 給 
與 致します る 規定、 解 履の 場合に 於け る 保 li の 規定 
等を 列ね てあります ので ございまして、 縱令 H 荦動 
員 法を 施行に 相 成ります ると も、 H 場 法に 依ての 勞 
卿 者の 保 謎は 致さねば ならぬ のであります、 是も非 
常なる 場合に 於き まして •或は H 場 法の 施 fr を 全部 
若く は 一部 停止す る やぅな 必耍を 見る かも 知れ ませ 
ぬ、 7¢ め 左 ^ な ことを 此法 律に * « 定 致して 置く こと 
ほ， 甚だ _當 を缺き まする から、 萬 一 の 場合 ほ 萬 一 
の @ に處 すべき ことと 致しまして •本 法に ほ 何等 規 
定を 設け ませぬ のであります、 太 法と T 場 法との 關 
係は 右の通りで あります、 先づ私 から 御 答 致します 
のは、 陸 ' 4£ 大 K の 答 辯 以外に 於き まして， 右の 三點 
と考 へます" 其 他に 於き まして 序ながら 申 上げて 置 

きます る ことは、、 或は 職工の 關係で あると か、 若く 

は W 銀の 閥 係で あると か、 或 (£ 他の h •場に 及ぼす 影 

gj であると か、 沌々 探々 ®: 十 ? n に 渉る 御 質問 も あり 

ましたな れども •是 ほ 今 H ょり找 め 一定の 推測を 致 

す ことは /M 來ませ ぬのであります， R 時の 狀萌 如何 

に 依り， 又 工業 法 適用の 如何に 依りまして、 總て其 

場合の i? 際に 處 して、 本 法の 滴 用の範 网其 他の 事を 

解決 致す のでありまして、 隨つ て是が 影 酹 も 其 時々 

の 狀况に 法て 異 るので あります* 其 際に 至りまして 

臨機の 處 [a を 執る 外 ほ ありませ ぬので ございます、 

今日ょり 職工の® ほ 如何にす るか •或 {i 賃銀 ほ 如何 

にするかと云ふことほ、固ょり豫測 (3: 出來ませぬの 

で、 是ほ 平時に 於ても 將 來の琪 は 豫測出 來ませ ぬの 

であります、 况や 工業 動 M 法の K 施を 必要と 致す が 

如き、 事變に 際して 之を 今日から 拽測致 す ことは • 

何分に も 入 rn1! の 力で 能は ぬ ことと 存じます、 其 他 ま 

だありますかも知れませぬが、能く記憶致して居り 

ませぬ から、 後とは 御 要求に 依て 御 答を 致す ことに 

致します。 

〇 誘 長 (大岡 育浩 君) 鈴 木 錠 賧 君。 

〔鈴 木筠 P 君 登®； 一 

〔拍手 起る J 

0 鈴 末 錠藏君 木 員は 叶 法案 提出の 励 辟が、 贵衆兩 

院の希 5? に 副 ほむが 爲 めに 出で たる や、 又は 政府 自 

身の 發意に 出で たる かは 問 ひませ ぬが、 ra 防 上 時宜 

に 適した る 所の 法案と して •大 に ® 成を 表する ので 

ございます、 吾々 は ^ 防 充押 の爲に 多大の m 稅迄も 

致しました が •之に 伴 ふ： is 需品 供給と 云 ふこと に 付 
軍需工業 励 員 法案 第一 fr? I ir I の 鞀 


て * ® rtt して 居りました 所が、 此 法案に 依つ て 把 迓 
の 一端が 除かれる と 云 ふこと を 思へ ば， 本懐に 堪へ 
ませぬ、 併ながら lit 法案を 通覽 致します るに、 如何 
にも 一夜造りで あつて、 趼譯 其 ii であつ て、 殊に 新 
しい 試みで ございます からして， 若し 是が 運用を 誤 
りましたならば-我 產 業界に 及ぼす 所の 弊害は 尠か 
らざる こと だら うと 考 へます、 私は 此案に 付て 幾多 
の 質問 ほご ざいます が、 いろ ほ 四十 八箇條 に 並べ ま 
して 質 間 致しましても- 是が常 局 者の 默 殺に 週 ひま 
したなら ば 何にもなら ぬ、 故に 私 ほ 簡潔に 次の 七箇 
條に讨 て® 問 致さう と 思 ひます， 其 條 孭 が 或 ほ 前者 
の W 問と m 複 する 事が ございます かも 知り ませぬ が 
それ (X 政府 常 局の 答が 甚だ 不滿 足で あるから である 
と 御 容赦を 願 ひたい、 第一 問は 本案に 依り 軍需品と 
して 幾多の 項 S が 揭げ られ て PT ります が •是は 主に 
機械 H 業を 指した ものでありまして •化 學 工業に 付 
きまして は •餘り 多くを p fiF して 居らぬ やうで ござ 
います •併ながら 今回の 戰串に 付て， 化學 工業が 彼 
の 爆 發 物， 燃燒 液， 毒 瓦斯、 其 他 化學的 製造 方面を 
負 擔 して， 多大の 貢献を して屛 ると 云 ふことは 明か 
な ことで ございます •政府は 此方 面に 於き まして* 
餘〇 多く 民業を 傾 ほす 所の 御 心 持が 無いで あります 
か •第一 一は 吾々 は 常に 兵器 民 營 の必耍 を 叫んで、 是 
に對 しては 相 當の保 諫獎動 の途を 開くべし と 主張す 
る 若で ございます が、 吾々 の 主張す る 所の 丘 (器 民營 
と 本案との 關係ほ どうで ございます か、 本案の 第 十 
條には 「政府 ハ 軍事上 必要 アル トキ ハ ー定 ノ —— 資 
格 アル モノ-一 對シ豫 算 ノ範回 内-一 於 テ ー定 ノ 利益 ヲ 
保證シ 又 ハ 獎 勵金ヲ 下付 ス J とあります •如何にも 
此條 文は 附た りに て、 有つても 無くても 1: いやう に 

見えます， 是は怜 も 貴衆兩 院に 於て •兵器 民 營の聲 

が 八签 敷い から •責 塞ぎに 出した と 云 ふ ® が ありま 

す、 政府は 果して 苘底 的に 兵器 民營 を獎勵 する 考で 

ございます か、 然らば 興 豫览の 程度 ほ 如何なる もの 

であります か、 其邊を 伺 ひたい、 第三 >  H 業 動員 法 

に 依り 民間 工業を 徴發 する に 方り て、 最も 必要な の 

は 之を 指 sa する 技術涝 であります、 故に 平素に 於て 

此 技術者の 養成と 云 ふこと に 付て ほ， 最も 注意を 拂 

ほなければ ならぬ、 然るに 陸軍に 於き ましては、 技 

術に 巧なる 著は 指揮官と しては どうしても 拙で ある 

と 云 ふ 理由から、 折角 熟練し 掛つた 技術 若を 半途に 

して 軍 陵に 引戾 すと 云 ふこと であります， 即ち 技術 


者が 腰掛 主義で、 技術の 獨 立と 云 ふこと を 保障して 
ない、 要するに 陸軍 $ :局荠 は 技術者と 云 ふ ものを 輕 
視 して 居る の だら うと 思 ふ、 M' に 私は 此際 技術 奢の 
昇進の 途を開 いて •即ち 他の 兵科 歩 騎砲 H の將 校と 
同一に， 前涂希 Ea を 有する やうに したいと 考へ ます 
叶 點に 付て 陸軍の 御 見込 ほ 如何です か、 第 四 •政府 
は 何時 にても 工場 檢査の 糊を 有して、 之， i 拒む 渚に 
ほ ffl 當の處 11] を與 へ、 又當該 官吏に て 事業 上の 祕密 
を !' {4 洩し •又 ! i 竊 用した る 者に 對し •相 常の 制裁を 
與 ふる 規定が あります が •是 •か 民間 工業の 濃 も 慮る 
る 所です、 武藤君 も此點 に 付て 質問が ありまして， 
此點に 付て 有 松 政府 委 M の 御 答が ありました が、 是 
は 幾度で も 質問して 宜しい 事で ある、 屮 々一遍の 政 
府 委員の 答 辯に 安心して 居る ことほ / J1 來な いので あ 
ります、 此事業 上の 祕密と 云 ふ もの ほ 工業の 生命で 
ございます、 又 特許法に 依ります ると、 軍事上の 必 
要な れば其 特許を 制® し •又は 收 用し 得る 規定が あ 
りまして‘ 是には 補償の 方法 もあります けれども、 
諸君、 中々 此 特許と 云 ふ もの ほ， 條 文の 一片を IW ん 
だ 位で 其 內容が 中々 竊用出 来る もので ほない、 若し 
是が 容易く 竊用 出来る ものなら ば •亞米 利 加が 二 千 
萬 弗を 出して 「ハ ー パ—」 法を 研究し 13; しない、 政 
府も 自分の 特許 局に ある 特許で あるから 二十 萬圓も 
交 出して 窒素の 研究 もしないで 濟む ので あるが* 是 
が 中々 特許と 云 ふ もの ほ， 條 文通り に 行かない と 云 
ふ 事で ある •工業 家は 即ち 是が附 け 目で あつて‘ 是 
が 自家 防 衞で あり、 又 要 寒で あるので ある， 然るに 
當 該官史 が 何時 にても 工場 內に這 入つて、 祕密を 見 
る ことが 出来る やうに なつたならば 、工業の 金 科 玉 
條 とする 所の 祕密と 云 ふ もの ほ •易々 と 暴露せられ 
て 仕舞 ふ、 是は 甚だ 迷惑 至極で ある， 此點に 付て {3: 
當該 官吏に 相 當の制 裁 法 もあります けれども ，即ち 
後の祭で、 羧ら 其當該 官吏を 處 S した 所で、 工業 家 
は それが 爲に 補償を 得る _ に 行かない、 是 等に 對し 
て嚴肅 なる 防禦な りを 講ぜられたい が、 如何な 御考 
であります か、 第五 ほ 硪時に 際し 兵役に 在る 職工に 
對し ては、 徴兵 令に 拘らず 軍事® 绘機關 又は 工場に 
從事せ しむる ことを 得と あります けれども. 兵役に 
在らざる 職工に 對 する 取締法と 云 ふ ものが あります 
か、 今日の 工場 法は 工場 主に 對 する 義務の みが 規定 
されて ありまして、 職工に 對する 制裁と 云 ふ もの ほ 
一 も 設けて ない、 職 H の 去就と 云 ふ ものは 自由自在 


である、 それが 爲に 工場 主が 折角 養成した 職工 も、 
任意に » 職す る ことが 出 來 る* 又 他の 誘柺 に te て雜 
ひ 去られる ことを M ぐ こと も 出 來な いのであります 
故に 有事の 日に 於て 工場 及 機械の 動 M ほ 出来まして 
も、 肝腎の 職工の 動員と 云 ふこと を 完備す る ii に 行 
かぬ、 即ち 是ほ 片輪の 勤 員で ある、 諸君、 一昨年 以 
來頻々 として 起り まする 所の 各 工場の 「ストライキ 
J と 云 ふ ものは、 其 原因 ほ 幾多 ありませ うが * llt- エ 
場 法が 工場 主の 義務の みを 規定して、 職工の 奴 締に 
付て は 何等 制裁が ありませ ぬからして 起る 事も斟 く 
ない と 思 ひます、 酷に 言へ ば H 場 法に 依て は 「スト 
ラ イキ」 を晾勵 して 居る と 言つ ても宜 いだら うと 思 
ふ、 故に 此際 工場 法を 改めて 職工の 履 人 履 止に 對し 
て 職工 手帳と 云 ふ ものを 渡し、 是ほ 即ち 海員に S し 
て 海員 手帳を 賊す ことを 海員 法が 極 めて 居ります が 
同じ やうな 方法に 依て 取締を 附け たら 如何と 思 ひま 
す •第 六は 尺度 問題、 HO ち 『ゲ ーヂ 」 問題で ありま 
す， 我が 邦 位 尺度の 亂雜な る國 はない ので ある， 或 
は 碼と云 ひ •或は 呎と云 ひ、 或は 米突と 云 ひ •又は 
湾 来の 尺度を 用 ひる W に 千 差 萬 別で 統一す る 所がな 
い、 諸君、 此兵器 の 製造と 云 ふこと に 付て if 最も 
均一と 云 ふこと が 必要で ある •陸軍に 於て は此 兵器 
製造に 於て、 尺度の 未だ 定まつて 居らぬ と 云 ふこと 
に fj ては、 最も； 个便を 感じて 居られる やうに 考へる 
農 商務 雀に 於て は此點 に 付て 多年 調査され て 居る と 
云 ふこと を 聞いて 居ります が、 未だ 此解決 法がない 
やうに 思は れ ます、 今日 之を 好鸬會 と 致して、 陸海 
軍 農 商務 鐵逋院 の當局 者と 協 篛して •至急 尺度 問題 
を 解決され ては 如何であります か， 諸君、® 逸の 公 
園に 在る 所の 「ベンチ」 即ち 腰掛は •一朝 有事の 日 
には 貨車の 中に 人れ れば 直ぐに それが 客車と なると 
云 ふこと を 聞いて 居ります が， 最近に 亞米利 加から 
歸つた 八の 話に ほ •自動車の 幅と 鐵 道の 幅と 同一に 
して 「タイヤ ーを 取ります と、 IIIL ぐに 鐵 道の 上を 自 
動 車が 走る やうに なつて 居る と 云 ふこと を 聞き まし 
たが •詰り 此 r ヶ ー ヂ 」 と 云 ふ もの ほ、 成るべく 均 
一にし なければ 軍事上の 目的を 達する ことは 出来な 
いと 考へ るので あります •第 七は 官民の 合同 調査 會 
であります •今日 迄 政府の 仕事と 云 ふ ものは， 兎角 
政府 限りで 成るべく 民間の 人を 入れない と 云 ふやう 
な 方法であります けれども、 lit 法令の 關係す る 所 ほ 
非常に 廣大 でありまして 工業 繂濟に 及ぼす 所の 關係 
四 五一 
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軍需 h 業 動員 法案 第一 m 曾の 0 
も 非常に Eg くあります から、 又 是が 初めての 試みで 
ありまして， 是が運 用を 誤り ますれば •弊害 も 前 申 
す 通りであります から •是非 政府 ほ 此際に 官民 合同 
の 調 奔會を 開いて •是が 運用を して 完闹な らし めん 
ことを 希望 致します •是 等に 對 して 御 怠 見を 伺 ひた 
いと 考へ ます。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 大島陸 革 大臣。 

〔國務 大臣 大島煺 一 君 登® n 
0M 務大臣 (大島 煺 一 君〕 鈴 木 封の 御 質問 中、 若干 
に 御 答を 致します、 鈴 木 君の 第一の 御 質問には、 此 
法案の考へて尻る所ほ、主として機械エ業に在つて' 
化學 H 業を 見落して 居る やう だと 云 ふ 御 W •問の やう 
に 思 ひます、 決して 本案の 精神は 鈴 木 君の 御覽 にな 

つて 居る やうで ない のであります、 殊に 今日の 火藥 

爆藥 若く は 其 原料 等化學 工業に 負 ふ 所は 甚大で あり 

ます、 故に 彼の 條文を 其 心して 御赀 下されば •是れ 

の 含まれて 居る ことが 分らう と 思 ひます、 それから 

第二に世間に兵器民營と云ふことを頻りに唱逍され 

る， 本 法と 民營 との 關係 はどう か •又 本 法 中 利益の 

保證並 に獎勵 金の 事 等が あつて， 多分 民營獎 勵の爲 

めで あらう 其豫箅 ほどうな つて 枵るか 、斯う 云 ふ 事‘ 

の やうであります、 是れも 腿々 各種の 機會で 申 述べ 

た 如く •兵器の 民間に 於いて 製造し 得る もの ほ、 成 

るべ く 民間の 事業に 移したい と 云 ふこと ほ 考 へて 居 

る、 之れ を 方針と して 居ります、 其の 製造 能力が m 

來 、適 當の鹋 會に 於て は 實施 致したい と考 へて 居り 

ます、 それから 本 法との 關係ほ •本 法は 平時に 於け 

る 民間 工業の 獎勵 の爲 めに m 來た のでは ありませ ぬ 

が 本 法の！ g 時に 臨む 精神を 遂行す る 上には 平時に 於 

いて 兵器 製造の 業務 も 民間に 出来る 丈は 民間に やら 

して®  くこと が 利益であります から-其の 關 係に 於 

いて •即ち 本 法と 關係 致して、 職 時の 目的を 達する 

爲 に* 先程 も FIJ しました 通り、 帝國に 無い 所の 原料 

の 始めての 生 蓆、 或は 無い 所の 機械、 或は I つの 機 

械を 足して gt けぱ •此 工場に 於て は 斯る 大きなる 仕 

事が 出来る と 云 ふやうな 場合には 、利益の 保證或 は 

獎勵金 等を 與 へて、 民間に 於け る X 業 •即ち 兵器 許 

りで ない、 軍需品に 苟も 關係 ある 所の 工業の 獎勵と 

云 ふこと が •本 法の 精神であります、 それは 先程 申 

上げた 如く •其 費 W ほ 事を 定めて 研究を して •始め 

て豫算 を 請求して @ 行す るので あります、 第三には 

此 工業には 技術者が 根本で ある、 然るに 陸軍には 此 


技 ^ 者が 技術 方： ns に 脚く のと，® 関の 方面に® くの 
と 混合して ある 爲に ，技術に 精 熟した 者が 途 M-1 から 
又 除に 付く と 云 ふやうな ことがある* 其 制度 (X 宜し 
くないと 思 ふから， 適 常な 考瞭を したら 宜か らうと 
云 ふ 御 話の やうであります •吾々 も 其考を 以て 相當 
の 研究 も 致して 居ります、 又 平時 人を 働かす 上に も 
其 考を懷 いて 居ります、 m し 励 員を した； 場合に ほ、 
今日 使つて 居る 丈の 人では 足りない のであります、 
恰も 動 負 時に 必要な 人を 作つて 置く 爲 に、 旣に或 程 
度まで 達した 人を 隊に 遺つて， 或は 他の 所の 仕斟を 
さして 置いて， 戰時 工廠 其 他の 動員を した 時に ほ 戾 
すと 云 ふことは •是ほ やらなければ ならぬ ので あり 
ます、 今の 御 趣意の 1S は 能く 考 へて 居る ことで あり 
ます、 それから 最後の 官民 共同の 調査 會 •是等 も 平 
時 此エ粢 動員の 準備を する に 必要な ものと 思 ひます 
况や 全圃の H 業 動員を 行つ た 場合には 到底屮 央の一 
機關で 以て 是が 行ける _でな いのであります から • 
何れ 地方に 官民 合同の 中間の 指導 機關が 要る 事で あ 
らうと 思 ひます、 平戰兩 時 共に 夫 等の 考慮 ほ 致す 積 
りであります、 是丈御 答 致して 置きます。 

0 議長 (大岡 育造 君： 一有 松 政府 委員。 

〔政府 委員 有 松英義 君登壞 J 
〇 政府 委員 C 有 松英義 君〕 唯今 陸軍大臣ょり 述べら 
れた る殘 りを 御 答を 致します、 前に 旣に御 答を 致し 
ましたる 事項に 屬 します るが、 第七條 以下の 實 行に 
付きまして、 事業 上の 祕密 を'： g らす 、若く は 盗む 者 
の 制裁が 本 法 末 條に规 定 して あるな れど も、 制裁 {3: 
事後に 亘る ことで ある、 1¢ 前に 於て 嚴肅 なる 防 ® 方 
法を 講じなければ ならぬ が、 それ ほ 如何で あるか 期 

う 云 ふ 御尋で あります 此事た る や 法文に 現は す こと 

稍々 闲 難であります る爲に 何等 規定を 設けて 居り ま 

せぬ のであります 併ながら 實行 上に 付て は 官紀の 上 

に 於て 十分 収締を 致す ことは 勿論であります 殊に 事 

業 上の 祕密 に K るが 如き 重大なる ili に付きまして は 

最も 嚴肅な る 監督を 致さねば ならぬ こと、 存じます 

而 して此 七條 乃至 第 九條に 至る 事柄に 付きまして は 

或は 事業 上の 祕密 に亘る ことが 無い とも 申せ ませぬ 

なれ ども， 元 來七條 乃至 九條の 目的た る や、 當 業者 

の 祕密を 知る に 存じ ませぬ ので ■要するに 戰 時の 準 

備と 致しまして •如何なる 工場に 於て は戰 時の 需用 

に應じ 得る 力を どの位 持つ て 居る か、 或は 或 工場を 

軍需品の 製作に 代へ て 使用し 焊る 場合に， どの位の 


力が あるか、 若く ほ 鲩送 神關に 於て ほどの 位の 能力 
が あるで あらう か、 又： 卓 需に充 つべき 品物を 平素 幾 
rF 貯蔵して 居る 狀態で あらう かと 云 ふやうな ことを 
調べて置きます るの が 趣旨であります、 ED ち戰 時の 
急に ! 1 ずる 準晡と 致しまして •右 申 上げた る やうな 
調査を 致す 爲 に、 當該 官吏に 相 常な 職 fi を 有せし む 
ると 云 ふので ありまして、 工業の 祕密 を If くと か、 
祕密に 立 入る とか 云 ふこと は>  寶際 必要が 甚だ 少な 
いのであります、 唯今 申 述べました る H' にも、 當業 
者の 祕密と 致して 居る 事柄 も ありませ う •是 ほ 已む 
を 得 ませぬな れ ども、 槪 して 當 業者の 祕密 として 居 
る 事項を 調 充す るの が 目的で ほ 無い のであります、 
適々 祕密に 苴る事 が 有る かも 知れ ませぬ、 故に 之に 
對 する 制裁を 末條に 於て、 而も 苦しき 罰則を 設けて 
居ります る 次第で ございます、 尙ほ此 上に も 官吏 服 
務 S ■律に も 規定が 有ります るので あります から、 嚴 
重の 監督を 致す 積り でございます、 それから © H の 
同盟 龍エ 、其 他の 事に 對 する 取締 如何と 云 ふ 御 13 で 
あります るが、 是も本 法 施行の 後に ほ 民間の 工場を 
收用使 用す ると 申す ことは、 寧ろ 例外になります る 
ので •普通は 政府が 管理を 致せば H 的を 達する ので 
あります、 管理 致します ると 申す の ほ、 民間 工業の 
工業の 現状を 其 儘 政府に 於て 管理 致す のであります 
ので、 職工 諸共に 政府が 管理を 致す 結果になる ので 
あります、 併ながら 唯今 鈴 木 君の 御 心配になります 
るが 如き 場合 も 無い とは 申し ませぬ、 其 時に ほ 忽ち 
にして 事業の 停滞を 来し、 差 支が 起る ので ございま 
す、 之に 對 しまして ほ 政府は 兵役に 在る 者を 徴兵 令 
に拘ら ず、 別に 勅令を 以て 規定を 致す 手 續に依 り ま 
して 徵 集して 其 事業に 當ら しむる ことを 得 ■斯う 云 
ふ 事に 相 成つて 居ります る 故に、 民間 工業に 現に 雇 
入れて 居ります る 職工、 並に 兵役に 在る 者を 徵集致 
しまして、 從事せ しむる 人員と 相 待つ て 事に 妨げな 
く實 行を 抑す る 積り でございます、 尙ほ其 他の 事 並 
に 唯今 申 上げました 事業 上の 祕密に K る 事に 付き ま 
しても •政府が 報 吿を収 る •調査を すると 云 ふ 程度 
範阖 等に 付きまして は、 唯今の 見込では 鈴 木 君の 御 
述べに なりました る 如き、 工業 調査 會と云 ふやうな 
ものを、 何れ 設置 致さねば ならぬ であらう と 存じ ま 
す、 其 工業 調査 會と 申す か、 名稱は 未定であります 
るが、 左 樣なる 機關を 設けます るなら ば •それには 
民間の 學識 經贼 有る 人を も 加へ るを 最も 必要と 考へ 
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て 屛るの であります、 尙 ほ 稗；/ 7 以外に 於き まして* 
民間の 羥驗者等に意見有る場合に、其 .& 兑をも：？3し 
まして* 其 S： 關に 於て 參考 とせし めて， 以て ra ffl に 
法の H 行を 遂げたい と考 へて 居ります ので •こざい ま 
すから、 七條 乃至 九 勝の 度 行の 如き も、 尙 ほ詐 別に 
之が 細則を 設けまして、 成べ く 民 !, «| エ梁者に -'-< :达 0 
無い やうに a したいと： 2% ふ考を持つて抟りま十、 、 
他賠® の 事で ありませ うが， 總て 民間 エ槳 者に 成る 
ベく 迷惑の 掛ら ないやう に 致す には、 唯今の やうに 
何れ 機關を 設けまして、 能く H? 査を这 げな ければ な 
らぬ 事で あらう と •今日から 雅想を 致して 居る 次第 
でございます。 

0_ 長 0 K 岡 育造 財〕 高木 正 年 岩。 

0: 尚 木 正 年 君 極めて 簡單 でございますから 當席… 
0 議長 (犬 岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

0 高木 正 年 岩 a 々な 御 M 問が 有りまして、 幾分 か 
私共 此法案 に 就て 了解す る 事を ^ ました 事は 洵に欣 
ぶ 所であります が 唯々 一つ 政府に 確め て a きたい 事 
が 有る のであります 此 工業 動員 法は 初めて K ®i され 
る 法案で あつて 實施の 上に 付て 起る 所の 種々 なる 疑 
問は です 如何に 之を W 答しても 容易に 了解す る もの 
でない 要は 運用の 上に 有ります けれども 此法 案を W 
施す る 上に 付て 勢 ひそ こに 來 るべき 或 事捫に 付ての 
救濟が 法案の 上に 明 WH してない それ ほ M であるかと 
言へ ば 此法 案が >T 糊 萬 能であつて 此法 案の® に— H 
施される 上に 於て 此法案 の讎で 讖會を 通過したなら 
ば •如何なる 狀 態の 結果に 陷る か， 測り 知られない 
のであります、 私が 殊に 法案の 上に 缺點と 認める の 
は 何かと 言 ふと、 •©• 該宫 1! が 行 ふた 所の 處 分に對 す 
る 救濟の 方法が •規定して ない 事であります、 尤も 
損害賠償 等に 付て ほ、 命令に 於て 之を 定む ると 云 ふ 
やうな 事に なつて はあります けれども •損害 耍 frf と 
か， 若く ほ 法制局 長官の 言 ほれた 民法 k の 適用に 依 
て 救濟 する 場合と、 全く 興なる 場合に 於て 救 濟を嬰 
する必耍がある'唯今申した 5||] 0當該官吏の魃分を 
不 當 とし •或は 法文の 解！； 上 政府の 處置 を不當 とし 
救濟を 求める 場合の 例が » いてない、 他の 法 文には 
何れも 斯の 如き 場合の 救濟に 資する 爲 めに、 訴願 若 
くは 行政訴訟を 爲す の® 定を ft-f いて ある， 然るに 此 
丁： 業 励 員 法には 一も斯 かる 规 定を报 げてな い、* は 
決して 命令 等に 委 すべき 事柄で なく  •勢 ひ 法律の 上 
に 具體 にして 置かねば ならぬ、 即ち iw ix y 法 ® の 體 
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衆議院議員 ; I 擧法中 改正 法律案 
衆議院議員 選擧法 屮左ノ 通 改正 ス 
別表 

東京 府 


を 成さない 法案で あると 言へ るので あります" 此點 
に付きまして 政府の 所信 及び 果して 此法案 を 以て 斯 
かる 場合に も涡ほ 救濟し 得らる、 ものと， 政府は 考 
へて 居らる、 ので ございます か* llt l1! に付きまして 
明答を Is ひたい。 

〔拍手 起る J 

〇 議長 (大岡 育造 君) 有 松 政府 委員。 

C 政府 裘 M 有 松 英義君 登壇〕 

〇 政府 香 員， 右松 英義君 〕 違法 跼 分に 對 する 救濟に 
付きまして は •本案には 行政訴訟の 規定を 設けて 居 
〇 ませぬ、 是は 或は 行政訴訟を 許す 方が. 一 當 である 
かも 知れぬ •其 過は 篤と 御密査 を 願 ひますな れ ども 
_ 今の 考では 锁 時 非常な 場合に 臨し ましては •或は 
行政訴訟 等を 許す ことの 川來な い 場合 も 有る かも 知 

れぬと 云 ふやぅな 考を 有して 居ります が 故に、 此案 

に 其 事を 規定 致さずに 提出 致して 居る ので •こざい ま 

す、 又 施行 命令を 以て I 勅令を 以て W 定 致す こと 

は m 来る のであります から 沿は ? @ と 又考視 を遂 

げたいと 考へて 居る のであります。 

〇 高木 JH 年 君 _ 今の 答 辯に 依ります ると、 必ずし 

も 救濟の 方法を 講ずる 必斟が 無い とは 言 はれて 居ら 

ぬのであります 其 遇に 付て 今一つ 御 答を 願 ひます。 

〇該長 C 大岡 育造 君) 唯今 御 鸱 きの 通り、 尙ほ考 1® 

する 必嬰は あると 答へ たやぅ に此處 では e きました 

—— 日程 第二、 右 誘 案の 審査を 付託すべき 委員の 選 

舉を 鼓 iel と 致します。 

第二 右！ 5 案の 審査を 附託す へき 委員の 選 

舉 

0 岩 崎 ® 君 諉 長。 

〇は 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 13 君 木 案の 委 U の數は 特に 三十 六 名と し、 

葯畏 に 於て 指名せられ むこと を 闇み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君」 岩 崎 君の 勳篛に 御 異議 ありま 

せぬ か。 

t 「異辨 なし 異讁な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇漭長 (大岡 育造 君) 御 - 54 S ■無ければ 動議の 如く 決 

します— □程 第三、 朝鮮人 官 史 の M 給 •退 ■料 及 

遺族扶助 料 等に 關する 法律案の 第一 讀會を 開きます 

第三 朝鮮人 官史の 恩給 •退！ i 料 及 ie 族扶 

肋 料 等に 關 する 法 印 案 (政府 提出、 

贵族院 送付〕  第一 讚 ir 

朝鮮人 官吏の 恩給、 退 際 料及敢 族 扶助料 等 


に關 する 法津案 

へ 本案は 木 卷四九 H 貴 疾院の 議事 中に 掲載せ) 
一る ^ 以て 再揭の 煩を 避く  } 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 有 松 政府 委員。 

〔政府 委員 有 松 英義君 登 闱〕 

0 政府 委員 (有 松英義 君) 本案 ほ 極めて 簡祺な もの 
でありまして、 朝鮮人を 總督府 の 官吏に 致して あり 
まする 者が、 若干あります ので ございます、 唯今の 
所で ほ 朝鮮 併 合 の 日ょり 其 後を 以て 日本の 官吏と 見 
て 尉り まする が 故に •官吏 恩給 法官 吏 遺族扶助 料， 
學校 職員 退 隈 料， 成 ほ 巡査 看守 退 ^ 料 及 遺族扶助 料 
等の 適用が、 總て 併合 以後の 在職 年數 を， # へる こと 
に 相 成て K るので r ざいます、 然る ^ 其 以前に 於き 
ましても. 統監 府設 置の 以後は、 帝 國 官吏の 嚴 蒯 な 
る 監督を 受けて 居りまして* rt 接に 統監 府 所 屬の官 
吏た ると. 又 朝鮮 官憲の 官吏た ると を 問 : X ず. 共に 
日 本官 •*• 同樣の ものと 看 ^ し 得る のであります、 其 
間の 年數を 恩給の 年 數に通 算 致さない ことは、 甚だ 
酷であります のみならず、 朝鮮 統治 上に 於ても 甚だ 
宜しき を 得ない と考 へまして* 此 法律に 法り まして 
朝鮮人の 現在 官吏を 致して 居ります る 者は、 統監 府 
設 a の 日 以後， 恩給 法の 年數 に總て 通* を 致したい 
と 申す のが 本案 提 W の 理由であります •宜しく 御審 
謹の 上 御 協賛 あらむ ことを 希望 致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 日 -? e- 第 四、 右 議案の 審査を 附 
託すべき 娄 R の 選擧 を謅 題と 致します。 

第四右窬案の審_介を付託すへき悉員の選 

擧 

0 岩 崎 勸君 木案娄 員の ®: を 九 名と し、 議長に 於て 
指名せられ むこと を 望みます。 

〔r 異謎な し， と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 W 造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない も 

のと 認めます、 即ち 本案 ! X 議長 指名 九 名の 委 M に 付 

託する ことに 決しました、 日程 第五、 第 七は 之を 一 

括して 郭 ■題に 致したい と 思 ひます、 御與 調は ありま 

せぬ か U 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 一括して 議題 

となし、 一 ほ 政府案、 一は 譁員 提出 案、 共に 谷 別に 

說明を 求めます - 水 野 政府 委員。 

第五 衆議院 誘 員 か 舉法屮 改正 法律案 (政 

府提出 ) 第 一讀會 


朝鮮人 官吏の , W. 給 •退陣 料及迆 族 扶助料 等に 關 する 法律案 第一 誼 會  衆議院議員 捭擧法 中 改正 法律案 第一 讀會 
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及 八重 山 トモ 

本 表 ハ 十 年間 之ヲ 更正 セス 其ノ 期間 經過後 更正 
スル 場合-- 於テモ 議員 ノ數ハ 四百 五十人 ヲ超ュ 
ル コト ヲ得ス 

附則 

本 法 ハ 次ノ 總選擧 ヨリ 之プ 施行ス 


第 七 衆議院 藓 員選舉 法 中 改正 法律案 (元 
田 肇君外 六 名 提出 ^ 第一 讀會 
衆議院議員 選擧法 中 改正 法律案 
衆議院 識員法 中 左ノ通 改正 ス 
第 五條 削除 

第 六條郡 市長 ハ 選 擧長 トナ リ選擧 — 關スル 事務 
ヲ擔 任ス 

一 選 擧區 -ーシ テ 數郡 市-一 渉 ル トキ ハ 地方 長官 ハ 
關係市 郡長 ノ I 人ヲシ テ 選擧長 タラ シムべ シ 
第八條 第 三 號中 「十 圓」 ヲ 「五 圓 」 二改 ム 
第 十 一條 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

三 六 年 以上 ノ 懲役 又 ハ 禁錮/刑- 一處 セラ レ タ 
ル 者及舊 刑法 ノ重 罪ノ 刑-一 處セ ラレ タル 者 
但シ愆 檝 ヲ掲 タル 者 ハ 此 / 限 M 在 ラス 
四 禁錮 以上/刑 ノ宣吿 ヲ受ケ 其ノ確 定シ タル 
トキ 3 リ其ノ 執行 ヲ終リ 又 ハ 其ノ 執行 ヲ受 
クル n トナ キ — 至 ル 迄 ノ者 
第 四十 二 條投檗 管理者 ハ ー名 又 ハ 數名 ノ投 M 立 
會人卜 共-一 投票 ノ 翌日 迄 M 投票 函、 投罌錄 及 選 
擧 人名簿 ヲ選擧 長- 1 接 致ス ヘシ 


第 四十 四婼中 「選 ^ 長」 ヲ 「地方 長官」- 1 改 *4 
第 六 章 選舉齒 

第五 十 一條 選舉贫 ハ 選 舉長 / 超ス 4 郡 市役所 又 
ハ 地方 長官 ノ 許可〕 得 テ 選 培 苌ノ指 定シ C  IS? 
所- 1 之ヲ 開ク 

第五 十二 條選擧 長 ハ選坊 會 .相 所 及 日時 ヲ齿示 

スへシ 

第五 十三 勝 選犁長 ハ投黑 立拜入 中ョリ 三 名 以上 
七 名 以下/選 射 立 # r 人ヲ選 住シ 遝舉會 -I 立 0 ハ 
シム ヘシ 但シー 選 擧既夕 >1- 市-一 於 テ ハ投戡 立 & 
人ヲ以 テ 選舉 立會人 トス 

選 擧立會 入 ハ 正常 ノ事 故ナ クシ テ 其ノ職 ヲ辭ス 
ル コト ヲ得ス 

第五 十四 條選擧 長 ハ ー 選 犁區タ ル 市- 一 於 テ ハ投 
票ノ 翌日 其 ノ他ノ 郡 市 一 一 於 テ ハ投撰 函ノ總 テ 到 
達シ タル 翌 R 選 擧立會 人 立會ノ 上投絮 函ヲ開 キ 
投票 ノ總 數卜 投票 人ノ總 數トヲ 計算 K ヘシ 
第五 十 五條 中 『開 紫 管理者」 ヲ 「選 擧 長」- 1 、「開 
票 立 fr 人」 ヲ 「選 擧立會 人」- 1 改メ 第二 項 ヲ左ノ 
如 ク改ム 

選 擧長ハ 選 擧立科 人卜共 -1 各 投票所 ノ投票 ■プ各 
別- 1 點檢ス ヘシ 

第五 十六 條選擧 人 ハ 其ノ 選擧會 /參翻 ヲ求ム ル 
コト ヲ得 

第五 十七 條及 第五 十九 條屮 「開 親 管理者」 ヲ 「選 
擧 長」- 1、 「開票 立 ir 入」 ヲ 「選 辦立會 入 j  m 改ム 
第 六十 勝 選擧長 ハ 選擧錄 ヲ作リ 選墘 fl 關スル 
顚末ヲ 記載 シ選擧 立 會人卜 共-一 薪 名シ投 票 錄卜 
併 セテ 議員 ノ任 期間 之ヲ保 存ス ヘシ 
第 六十 一條 削除 

第 六十 二 條中 「開票」 ヲ 「選 擧會」 -1 改ム 
第 六十 三 條中 「開票所」 ヲ 「選 擧餚 場」 二 改ム 
第 七 章 削除 
第 六十 四條 削除 
第 六十 五條 削除 
第 六十 六條 削除 
第 六十 七條 削除 
第 六十 八條 削除 
第 六十 九條 削除 

第 七十 條第二 項 乃至 第五 孭ヲ 左ノ 如ク 改ム 
當撰 入ヲ定 ムル 11 當リ得 槩 ノ數相 同 キト キハ年 
齡 -- 依 リ年齡 一: キト キハ杣 礙シテ 其 ノ 順位 ヲ定 
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五 四 三 二 一 貸 ^ 、表 

區 區區區 區總府 
數 

日 京 芝 赤 麻 四 _ 

^ 橋  坂 布 谷 町 

區區區 區區 區區 十 
四 
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入 人人 入 人 


第六區 

第七區 
第八區 
第 九區 
第十區 
第 十一 區 
第 十二 區 
第 十三 區 
第 十四 區 
第 十五 區 

第 十六 區 

第 十七 區 

第 十八 區 
第 十九 區 
第二 十區 
京都府 
議員 總數 
第一 區 
第二 區 

第三 區 


第四區 


第五 區 
第六區 


第七區 

大阪府 
_員總 數 
第一 區 
第二 區 
第三 區 
第 四區 
第五 區 


\ 深川區 
淺草區 
神田區 
下谷區 
本鄕區 
小石 川區 
牛 込區 
八 王子 市 
豊多摩 郡 
北 豊鳥郡 

/ 南 足 立 郡 
i 南 葛 飾 郡 

/ 荏 原 郡 
^― -■ 伊豆 七 島 

南 多® 郡 
西 多 摩 郡 
北 多 摩 郡 


ニ シテ J ヲ削リ 「二 年 以下/ 輕 禁錮 又 ハ 五 圓以上 
」 ヲ 「二 年 以下 ノ禁銦 又 ハ J  - 一改ム 
第 九十 四條中 「、開： 紫 所」 ヲ削リ 「前 條ノ 例-一 係リ 
一等 ヲ加フ J ヲ 「三年 以下 ノ禁錮 又 ハ 三百 圓 以下 
ノ罰 金- 1 處ス」 -I 改ム 

第 九十 五條 中 「十五 日 以上 六月 以下/ ¥3 禁錮-一 處 
•ゾ又 ハ 五 圓 以上」 ヲ 「六月 以下/禁錮 又 ハ」 二 改 

ム 

第 九十 七條中 「六月 以下 ノ輕 禁錮-一 處シ 五十 圓以 
下ノ 罰金 ヲ附 加ス j ヲ 「六月 以 T ノ禁銅 又 ハ百圓 
以下/罰金 二處ス 」 二 改ム 
第 九十 八條中 「一月 以上 二 年 以下'' 輕禁錮 -I 處シ 
十 圓以 上百圓 以下 ノ罰金 ヲ附加 ス」 ヲ 「一年 以下 
/ 禁錮 又 ハ 百圓以 下ノ  E •金-一 處ス」 二改ム 
第 九十 九條中 「五 圓以 上」 ヲ削ル 
第 百條中 「第 九十 二條 第一 一項」 ヲ削ル 
第 百六條 第一 項 中 「掌 ル」 ヲ r 掌 リ町 村役場 トア 
ル ハ 戶長 役場 又 ハ 之-一 準スヘ キモノ ニ該當 ス」 -1 
改ム 

同條 第二 項 及第 三 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

郡長 ヲ置 カサ ル 地， 一 於 テ ハ 本 法 二 3 :定シ タル 郡 
長/職務 ハ 北海道 廳茭廳 長、 島司 又 ハ 之 — 準ス 
ヘキ 者 之 ヲ掌リ 郡役所 ト アルハ 北海道 廳 支廳、 
島 廳又ハ 之-一 準スへ キモ /- 一  該當ス 
東京 市、 京都市、 大阪市/ 區及 北海逍 、沖挪 縣 
ノ區 -1於テハ本法中市トアルハ码、市長トアル 
ハ 區長 、市役所 トア ル ハ 區 役所-一 該當ス 
第 百 七條屮 「開票 管理者、」 ヲ削ル 
附則 

本 法 ハ 次/ 總選擧 ヨリ 之ヲ 施行ス 但 •ゾ 北海道 廳根 
室 支 網 管內 千島 — ® スル 諸 郡 及 ®: 京 府小笠 原 島-一 
fj- テ ハ 勅令 ヲ以テ 施行 ノ 期日 ヲ定ム 


ム 

判決- 1 依 y 當選無 効 トナ リタ ル トキ ハ 選擧長 ハ 
前 二 項 ノ例 -- 依 リ更- 一 當一: 人 ヲ定ム ヘシ 
第 七十 一條 當選 入定 マリ タル トキ ハ 潠擧長 ハ 直 
-I 其ノ 氏名、 得翦數 及 選擧 人名 ?® - 一記 載 セラ レ 
タル 者 ノ總數 其ノ 他 il 擧ノ結 果ヲ地 方 長官-- 報 
吿ス ヘシ 

前項 ノ報苦 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 地方 長官 ハ 直-一 當 
選 人-一 其ノ當 選 / 旨 ヲ 吿知ス ヘシ 
當選 人ナキ トキ ハ 選 擧長ハ 直-一 其ノ旨 ヲ 地方 長 
官 = 報吿ス ヘシ 

第 七十 I 一條 第一 項 中 「選 擧 長」 ヲ 『地方 長官」- 一 
改ム 

第 七十 四條第 1 50 ヲ左ノ 如ク 改ム 

當選人 其 ノ當選 ヲ辭シ 若 ハ 死亡シ 又 ハ當 潠人ナ 

キト キハ吔 方 長官 ハ 選擧 ，期 a ヲ定 メ豫 メ之ヲ 

吿示シ 更 m 選擧ヲ 行 ハシムへ シ但シ 第 七十临 第 

1 1 項-一佐 リ常 選シ タル老 其ノ當 選ヲ 辭シ又 ハ 死 

亡 シタルト キハ潠 擧長ハ 次ノ 順位 者ヲ當 選 人卜 

定ム ヘシ 

同條 第三 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

選 fl 關ス >1. 罰則- 1 依 リ處罰 セラ レ タル 結果 當 

選 無効 トナ リタ ル 者 アル トキ ハ 地方 長官 ハ 第一 

項ノ 例-- 依 リ更 -I 選犁ヲ 行 ハシム ヘシ 

第 七十 八 勝 第一 項ヲ削 リ第 二 K ヲ左ノ 如 ク改ム 

諶员 M 一 員 ヲ生シ タル トキ ハ {111 方 長官 ハ 內務大 

臣ノ命 -|依 リ其ノ 命 ヲ受ケ タル 日 ヨリ ニ 十日 以 

內 一-捕 闕選 舉ヲ行 ハシムへ シ 

第 八十 六條屮 「十 W1 以上」 ヲ m ル 

第 八十 七 临左ノ 各 號 -I 該當ス 4 所爲 アル 者 ハ 六 

月 以下 ノ禁錮 又 ハ ニ百 P 以下 罰金-: 處ス 

一 投 kl , 行 ルノ S 的 ヲ以テ 金錢 、物品、 手形 

其/他 财產 上ノ 利益 若 ハ 公 ?- 4 ノ  11 務ヲ選 斟 

人 又 ハ 選擧 運動 者-一 供與シ 又 ハ 供與セ ムコ 

トヲ 申込 ミ タル 者 又 ハ 供 與若ハ 申込 ヲ 承諾 

セム n トヲ周 旋勸 誘シタ 4 者 並供與 ヲ受ケ 

若 ハ 申込 ヲ承諾 シタル 者 

一一 投票 ヲ得 ル/目的 ヲ以 テ捫 食、 遊 5i 等 其ノ 

方法 及 名義 ノ何 タル ヲ問ハ 7. 人 V 较應 接待 

シ又 ハ裝腿 接 侍 ヲ受 ケタ ル 者 又 ハ 選舉會 場 

若 ハ 投絮所 M 往设 K n- 爲船車 馬ノ類 ヲ供給 

シ及 其ノ供 給ヲ受 r タル 湃又ハ 旅费若 ハ 休 


泊 料ノ類 ヲ代辨 シ及其 ノ代辨 ヲ受 ケタ ル 者 
並此 等ノ 約束 プ爲シ 又 ハ 約束 ヲ受 ケタ ル 者 
三 投票 ヲ得 ルノ 目的 ヲ以 テ潠擧 人-一 關係 アル 
社寺、 學 校、# 社、 組合、 市町村 等-一 對ス 
ル 用水、 小作、 價權 、寄附/ 關係ヲ 利用シ 
選舉 人ヲ誘 _シ タル 渚 及其ノ 誘導-一 應シタ 
ル 者 

投蔑 ヲ煜セ シメ 又 ハ投祟 ヲ妨ク ル / 目的 ヲ以テ 
前項 各號 -I 該當ス ル 所爲 ヲ爲シ タル 者 亦同シ 前 
二 項/場合- 1 於 テ其ノ 收受シ タル 物件 ハ 之ヲ沒 
收シ 旣ユ费 用シ タル モノ ハ 其/ 價ヲ 追徵ス 
第 八十 八條中 「二 月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮- 1 處シ 
五 圓以上 百 ml 以下 ノ罰 金ヲ附 加ス」 7 「一! 年 以下 
ノ禁綱 又 ハ ニ 百 圓以 T / 罰金-一 處ス J  -1 改ム 
第 八十 九條中 「二月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮-一 處シ 
五 圓以上 百 IWI 以下 ノ罰 金ヲ 附加ス 」 ヲ 「二 年 以下 
ノ禁錮 -1 處ス」 -1 改ム 

第 八十 九 條ノニ 官吏、 吏員 M シテ 選擧 人- 1 對シ 
其/ 投絮 セム トシ 又 ハ 投票 シ タル 謎 員 候補者 ノ 
表示 ヲ求 メタル トキ ハ ニ 年 以下 ノ禁錮 又 ハ ニ 百 
圓以下 罰金-一 處ス 

第 八十 九 條ノ三 選擧 事務 M 關係 アル 官吏、 吏員 
故 ナクシ テ 其ノ職 務ノ 執行 ヲ怠リ 又 ハ 職 權ヲ濫 
用シテ 選 1 'ノ 自由 ヲ妨 害シ若 ハ 偏頗 ノ 措 {tt ヲ爲 
シタル 者 ハ 三年 以下 zi; 錮 n 處ス 
第 九 4 -條第 一項 中 I 開： 紫 所」 ヲ 【選 擧會 場」- 1、 
「一月 以上 一年 以下 ノ  S 禁鈿 -I 處シ又 ハ 十圓 以上. I 
ヲ 「一年 以下 ノ禁銅 又 ハ J  -1、 第！ 一項 中 7 罰 亦 
前 孭- 一同シ 」 ヲ f ハ 三年 以下 ノ 禁錮- 1 處 KJ  -1 改 

ム 

第 九十 一條 中 「開 撰 管理者’」 及 「、開票所」 ヲ削リ 

「四月 以上 四 年 以下 ノ鞞 禁錮- 1 處ス 」 ヲ r 四 年 以下 

ノ禁錮 -- 處ス」 -一改 メ第二 項 . V 左ノ如 ク改ム 

多 衆 聚合シ テ 前 iR ノ罪ヲ 犯シ タル 者 ハ 刑法 第 百 

六條 / 例- 1 依リ 處斷ス 

第 九十 二 條中 「開翦 所、」 ヲ削リ 「多 聚ヲ嘯 聚シタ 

ル 者 ハ 六月 以上 三年 以下 ノ輕 禁錮-- •處 其/情 ヲ 

知 テ 嘯 聚 -I 腿 シ勢ヲ 肋 ケタ ル 者 ハ 十五 日 以上 三月 

以下 ノ輕禁 銅-- 處ス」 ヲ 「多 衆 聚合シ タル 者 ハ 首 

魁 ハ 三年 以下 ノ燧役 又 ハ 禁錮 M 處シ其 ノ他ノ 者 ハ 

五十 圓以 下ノ iu 金 二 處ス 」 ，一 改メ 第二 項ヲ filj ル 

第 九十 三 條中 「坪、 擧 人、 議員 候補者 及 選擧渾 励 者 
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第 六 M  札幌茭 阉管内  一 人 
第 七區  空 知 支 酹管內  二人 
第 八區  上 川 支 願 管內  一 人 


f 根室茭 廳管内 

第 十區  河 a 支®: 管內  一入 
P 釧路支 廳管內 

芯 和  一 3 J 宗谷交 廳管内 

穿-一し  t 留萠支 廳管內  一 人 

第 十二 區  網 走 支 廳管內  一 人 

第 十三 區  函誼茭 賴管內  一 人 

? 四區 {難 1 11 1 4 二人 

本 表 ハ少ク トモ 十 年間 ハ 之ヲ 更正 セス 
〔政府 委員 法學 博士 水 野 鍊太 郎君 登壇〕 

〇 政府 委員 C 法® 博士 水 野鉍 太郞 君) 本案の 提出の 
理由を 簡鼠 に說明 致します、 衆議院議員 選擧法 中の 
別表は、 明治 三十 五 年の 改正 以来 旣に 十有餘 年を 經 
過 致して 居る のであります、 而して 此 間に 市 區の獨 
立した る もの も數 多い のであります、 又 人口 も 多大 
の咐 加を なして 居る のであります、 是等 の狀况 に稽 
へまして、 政府は 別表を 改正す るの 必要を 認めた の 
であります、 而 して 選 舉法の 本 法に 就きましては、 
尙 調査を 要する 點があ りました が 爲め に、 今期 議會 
に 之を 提出す る ことを 得ない のであります、 唯々 別 
表に 就きましては 先年 特設せられ ました 選擧法 調査 
委員 會に 於き ましても、 旣に 決定せられ て 居る ! li で 
ありました からして、 此 別表に 就きまして ほ 幸に 成 
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案を 得た のであります、 仍て 今回は 別表 中の 改正案 
のみを 提 出 する ことに 致した 次第であります、 どう 
ぞ御審 P の 上 御 協賛 あらむ ことを 菌み ます。 
〇齋藤隆夫君議长。 

〇謅長 (大岡育造君)齋藤隆夫君、今の質問であり 
ます か： 

〇 齋藤隆 夫君 さう であります。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 各 別の 說明を 求めて、 而 して 
通吿嗰 に從て 質問は 許可 致します。 

〇® 藤隆 夫 - B 通吿が あります か。 
o_ 長 C 大岡 育造 君) あります、 松 田源洽 君。 
f 松 田 源 治 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 松 W 源 治 君 本員は 衆議院議員 選 擧法中 改正案を 
提出 致しました、 其理 W を說明 致す のであります、 
衆議院 _員選 齡法中 改正 法案は、 先日 憲政 會か らも 
提出され ました、 又阈 民黨 から も提 1.11 されて 居る の 
であります、 今日 我 黙の 改正案を 是 ょり 說明せ んと 
する のであります、 而 して 政府 も 衆 _院 議員 選擧法 
中 改正 法 邰 案の 提出を 今日爲 されました けれども、 
唯々 別表の 改正の みであつて、 即ち 人口の 增 加に 基 
く 議員の ^ 加の みで あると 云 ふこと ほ、 本員 頗る ifi 
憾に 感ずる ので ある、 即ち 他の 根本的の 改正に 及ば 
ない のは、 其 調査の 暇がない と 云 ふ 事が 口實 であり 
ます けれども、 本員は 頗る. 遺憾に 感ずる 次第で あり 
ます、 我黨の 改正の 要點は 五つ ある、 第一 ほ從來 の 
大選 擧區を 改正 致しまして 小 漣 擧區 と爲せ しこと、 
第二は 選擧 _ を！！ 張せ しこと、 第三は 投票を 選擧會 
場に 於て 混同せ ずして、 各投？ ？ 所 谷 別に 選擧 長が 之 
を點檢 すると 云 ふ 事であります、 それから 第 四が W 
則の 改正であります、 是が 別れて 二つ になります、 
一つは 八十 七條の 改正、 一つ ほ 官 史 の； 个當不 法行爲 
に對 する 處 |'5 の 規定を SS いたのであります、 第五は 
人口の 堦 加に 基く 議員 定數 の佾 加であります、 其 他 
は 小 選 擧區 制に したる 當然の 改正と して 條文を 整理 
して 居ります、 それから 此衆 M 院議 員選擧 法 ほ、 刑 
法改正 前に 制定せられ たる 法律なる に 依り、 刑名 刑 
期 等に 就て、 現行の 刑法と 權衡を 取る の 必要が あり 
ますから、 其 整理を 致した ので ある、 第一に 何故に 
大 & 擧區 を！！ じて 小 選擧區 と爲せ しか、 此點 を說明 
致さう と 思 ふので あります、 諸君、 小 選 擧踔 を！ {じ 
て 大選擧 區 に 致した る ことほ、 重大なる 理由は 二つ 
四 五 九 
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あつた ので ある、 一ほ 小選舉 M なれば 大人物 ほ 潠出 
する ことが 出 來な い、 即ち 人才を 選出す る ことが m 
來ない 故に 大潠帮 區とす ると 云ふ琪 が 一つの 3 的で 
あつた、 一つ ほ 小 選 學 M は少數 代表の 目的を rl する 
ことが 出來な い、 依て 之を 大選 擧區 にして、 少數代 
表の 目的を 達せし むる と 云 ふこと が、 是が往 年 小 選 
擧區 を大潠 舉區 に變 へたる 所の 主なる 理由で ありま 
す、 併し 大潠 擧區を 運用 致しまして 旣に 十七 年、 此 
所期の 目的を 達する ことが 出來な いのみなら ず、 ^ 
多の 弊害を 生じて 居る ので 御座いま す、 即ち 第一の 
大 選 擧 K ならば 大人物が 出る、 小一 擧阅 ならば 大人 
物が 出ない と 云 ふこと ほ、 事寶の 上から 間違つ て 居 
ると 云 ふこと が、 立證 されて 居る ので •あります、 小 
選 擧區の 時代に も 大人物が 出て 居る、 大 選擧區 の 時 

代に も 出て 居る、 大潠 擧區の 時代に も 所謂 大人物、 

名士 ほ 落選して 居ります、 小 選 擧區の 時代に も、 所 

謂 大人物 名士 ほ 落選して 居る のであります、 即ち 大 

潠 擧 K で 選出され る やぅな 大人物 なれば、 小 選 擧區 

では 無論 出られる ので ある、 之を 事實の 上に 於て、 

此 問題 ほ 大選 擧區で あつても、 小 選區で あつても 

同一で あると 云 ふこと が 證明 された のであります、 

第二 ほ大潠 擧 M ほ 少數 K 表の 制度で ある、 本員 も不 

完全ながら 少數 代表の 制度と 認めます、 併し 完全な 

る少數 代表の 制度では ありませ ぬ、 而 して 之を 事 H 

に徴 する に小潠 擧 K も 矢 張 完全なる 少數 代表の 制度 

であり ませぬ けれども、 少數鹄 ほ 矢 張 代表され て 居 

る、 是 も事贸 に 於て證 明され て 居る、 小 選擧區 の 時 

代に 於て は、 却て 小 IT か 分裂して 居る、 多種 多樣の 

人間が 靆會に 議席を 占めて 居る、 時代は 違 ひまして 

も事實 ほさぅな つて 居る、 今日 も 市部に 於て は 小 選 

擧區 であります、 市は 多種 多！！ の 人間が 出て 居る、 

少數憋 も多數 腐 も备黨 各派の 人が 出て 居る 所を 見 ま 

しても、 大選 擧區ほ 少數 代表の 制度で ある、 小選擧 

區 {i 絕對 に少數 代表の 制度で ない と 云 ふことは 言へ 

ない と 思 ふ、 或 場合に 於て 政黧は 偏在して 居る 處も 

あります、 或 縣に 於て ほ 散在して 居る 處 もあります 

或 郡に 於て ほ 憲政 會が 多數で ある、 或 郡に 於て は 政 

友會が 多數で ある、 或 郡に 於て は K! 民黨が 多數 であ 

ると 云 ふて、 小潠 擧區の 下に 於ても、 不完金 ながら 

今日の 大潠擧 區と 同じく、 少數の 代表と 云 ふ ものが 

出 來て居 ると 云 ふことは、 理論の 上に 於ても、 事實 

の 上に 於ても、 私 ほ 明かな 事と 思 ふので あります、 


而し て大逶 擧區 ほ 多數を 多數に 比例して 選出す る こ 
とが 出 來な い、 少數 を少數 に 比例して 潠擧 する こと 
の m 來ない 所の惡 制度で ある、 諸君 も 御 承知で あり 
ませう、 或 縣で十 人選 出される 大選 擧區に 於て、 政 
友會が 六 人、 憲政 會が四 人と 云 ふ 地 糙の場 合に、 憲 
政會が 規律 統一 節制が あつて、 政 友會が 規律 統一 節 
制が 無かつた 時分に ほ、 政 友會に 於て 當 選した る 第 
一順 位、 第二 順位、 第三 順位の 人が 多數の 投票を 取 
れぱ六 人出ら れる 所の 者は 二人は 落選し、 或は 三人 
落選す る やうになる、 而 して 節制 あり、 規律 あり、 
統一 ありた る少數 黨は四 人出せ る 所が 却つ て 六 人出 
られ ると 云 ふこと になつ て 居る ので ある、 故に 縣の 
投票を 見れば 六 人出した 方と、 四 人出した 方と 投票 
總數に 於て 餘り違 ひは 無くと も、 一方 ほ 六 人出した 
に拘ら ず、 一方は 四 人し か 出せない、 四 人し か 出せ 
ない のに、 六 人出した と 云 ふ 結果が 生じまして、 全 
國に 於て 投票は 勝つ て 居つ て も、 常 選の 人 ほ 却て 勝 
つてない と 云 ふやうな 奇 現象を 生ずる で ii ありませ 
ぬか、 又 少數黨 の 場合に もさう である、 少數黨 が 三 
人出せ る 地盤を 有つ て 居る のに、 此少 數黨が 統一、 
規律、 節制が 紊れて 居れば、 或は 一人し か 出せぬ、 
二人は 落選す ると 云 ふやうな 結果を 生ずる ので あり 
ます、 仍て谷 國に 於き まして、 比例 代表の 制度が 研 
究 されて pr るので あります、 賢明なる 諸君の 前に 於 
きまして、 外國の 例を ¢1 くこと ほ 甚だ 恐縮で ありま 
すけれ ども、 矢 張此選 擧區の 制度は 外國 から 来て 居 
るので あります から、 f/ くの 間淸聽 を 汚す ので あり 
ます、 即ち 大選 擧區で ほ 多数に 比例して、 多數を 出 
す ことが 出來 ず、 少數に 比例して 少數を 出す ことが 
出來 ない と 云 ふ缺點 が ある 爲に 、之を 改正して 比例 

代表の 制度を 採用し やうと 云 ふ 議論が 熾ん になつて 

来て 居る のであります、 即ち 佛闊 西に 於ても 之を 採 

用し か X つたので あります けれども、 _會 に 於て 敗 

れて 今日 迄 採用が 出來て 居ない、 英國 等に 於き まし 

て も、 千 九 百 八 年に 「ロ ーヤ ル、 コン ミッチ—」 を 

設けまして —— 勅令に 依る 委員を 設けまして、 此制 

度を 愼 重に 研究せ しめました けれども、 此 比例 代表 

の 制度は S 純 明確と 云 ふ 所の、 選擧に 於て 最も© ぶ 

べき 點が鼠 純 明確でなくて、 却て 混雑を 生ずる から 

英國の ド院の 總選擧 には 直ちに 應用 する ことが 出 來 

ない と 云 ふ 結論に なつて 居る のであります、 即ち 比 

例 代表の 制度は、 諸君 も 御 承知の 通り 投票を する に 


付て、 投票用紙に 二 1 三 四 五六 七と 云 ふやぅな 番號 
を 書いて、 投票 _狸 の 法を 指定して、 其 投票 p g に 
付て；！ i 選犖長 •か 之を 計算して、 其 投票 ii 渡の 頤 位に 
於て 幸 不幸が 出来る のでありまして、 闻る混 稚 した 
る 制度であります、 政黨 の發 達した る國に 於ても、 
容易に 是ほ 採用す る ことが 出来ない ので ある、 况や 
日本の 如き 政黨が 發 達しない 處 に、 政 黙を 基礎と す 
る 所の 比例 代表の 制度を 設けた 時分に 於て は、 投祟 
.を _渡 す 所の 方法 計算の 方法 等に 一大 混 雜を 生じ ま 
して、 單純 明確と 云 ふ 選擧に 最も 尊ぶ ものが 即ち 比 
例 代表の 制度に 於て 期す る こと 出来ず、 即ち 所期せ 
る 理想の 結果を 生ずる こどが 出來 ない ことほ 當然の 
ことで あるので あります、 即ち 小阈の 白耳義 とか、 
瑞西 とか 云 ふ 鹿は 比例 代表を 採つて 居ります、 英領 
の 「タス マー I ヤ j と 云 ふ處に 於ても、 比例 代表の 制 
度を 採つて 居ります、 愛關の 自治 案が 行 {X るれば、 
愛蘭の 國會に は此 比例 代表の 制度を 採ります けれど 
も、 未だ 大國に 於て 比例 代表の 制度を 採つ て 居る 國 
ほ、 今 a は 一箇所 もない ので ございます、 且つ 各國 
の 制度を 見 ますれば、 大 選擧區 單記と 云 ふ fei はあり 
ませぬ、 日本の みであります、 佛關 西の 如きは 諸君 
も 御 承知の 通り、 千 八 百 八十 五 年に 小 選擧區 を變じ 
て大 選擧區 としました、 併し 直に 其 弊害が 起つ たも 
ので あるから、 其 弊害に 堪へ ずして、 五 年 も經た な 
い內 、千 八 百 八十 九 年には 之を 小 選擧區 に變更 して 
現今 ほ 小 選 - 區で あります、 其 他 何處で も 大國は 小 
選. 舉 -M であります、 小選擧 M を 探る か、 或は 比例 代 
表を 採る かと 云ふ此 二つの みで ある、 大選.  1 M で單 
記と 云 ふ 制度は 日本一 國しか 無い のであります、 併 
し 外國に 無くても 日本に あつて 差茭 ありませ ぬけれ 
ども、 此立 憲幽に 於て 選擧の 制度の 如きは、 外國の 
制度 も 參考に 供す る ことが ll:i 來ると 本員は 考へ るの 
であります、 即ち 大選 擧區と 云 ふ ものは 種々 の 弊害 
に堪 へない ので ある、 故に 各 一の 如く 比例 代表の 制 
度に 直す か、 或 ほ 小選擧 區に變 へる か、 此二 つし か 
ない、 然るに 比例 代表の 制度は、 其 制度が 混 雜を來 
して、 到底 所期の 目的を 日本に 於て ほ 達する ことが 
出来ない 以上は、 各國に 共通なる 小選举 區 制度に M 
へる と 云 ふこと ほ 當然な る 結論と 本員 ほ考へ るので 
あります (拍手 起る〕 それから 大選 擧區は 一般に 選 
擧 費用が 澤山掛 ります、 小選擧 M でも 選擧費 用が 澤 
山掛る こと もあります、 併し 原則として 論ずれば、 


大選舉區と云ふも 〇 は小涅坊區に比してぞ^用が 
澤山掛 ると 云 ふことは 當 « で あら-っと 思 ふ、 選埘 ?5 
用を 少なく すると 云 ふこと ほ、 立 造 政 洽に Je いて：； 5 
も 私は 考へな ければ ならぬ こと、 思 ふので ある、 故 
に ? 5 用の 1!; に 於ても 大選坧 區を變 じて、 小 選 埃 6 と 
する ことは 適當 であらう と ^ ふ、 それから 小 選堺 M 
になれば、 選络 民と 候補 荠と密 著なる 關 係が 生ずる 
故に選擧民は議員候補者の人格、間賭、經眹 '-.:': 'ぃ 
賴して 、能く 候補者の 人物を 承知して 投欺を 入れる 
のであります、 大選舉 M は 之を 期す る ことほ 出来な 
いのであります、 即ち 小潠擧 區な らば 世の 空へ 的 政 
治 家、 鹿 励 的 政治家を 容易に 選出す ると 云 ふことは 
ない のであります、 lit 點に 於て 小選舉 K は 大選铝 M 
に 挺つ て 居る のであります、 それから 小選犁 K にな 
れば 政見を 潠擧 民に 徹底せ しむる ことが 出来ます、 
何回も 演說 する 事が 出來 るので ある、 te て 私 ! 3: どう 
云 ふ 政見を 以て 議 S に 立つ と 云 ふこと を、 ii 擧恥民 
に 徹底的に 明かに する ことが 出来る、 大選擧 M では 
是は 容易に 出来ない ので ある、 政見を 選舉區 民に 撤 
底せ しむる と 云 ふ 事 ほ、 立憲政治に 於て 私は M も轺 
むべき こと、 M ひます、 之が 爲に立 憲政 治が 發 達し 
まして、 選擧區 民を して 政治 上の 訓練を せしめます 
から 政見の 徹底と 云 ふ 事 ほ、 立憲政治に 於て M も® 
ぶべき 事と 考へ るので あります、 是が小 選 掛 M の 又 
利益 ある點 であります、 それから 大選擧 M に 致し ま 
すれば、 同士 相爭ひ 同士 相 侵し、 一黨 派の 人で 以て 
選擧 競 ff を 致し 同士の 點を 侵し、 同士の S を 収 る、 
是で 立憲政治が どうして WI 滿に發 達 致します か、 政 
黨 政治が どうして B 滿に發 達 致します か、 同士 間に 
競爭 して 同士 間に 陷擠 して、 杂で立 憩 政 洽の發 達を 
期す ると 云 ふ 事 ほ 餘程 六け 敷い ことで あらう と、 本 
員は 斷定 致す のであります、 小選擧 M になれば 此點 
も 無くなる ので ある、 即ち 政 黙 政治を 發 達して、 地 
盤を 紫 固に して、 憲法 政治の 圓 滿の發 達を 期す ると 
云 ふこと ほ、 私は 小選擧 M に 限る と 思 ふ、 又 國民を 
して 如何に 代表せ しむる かと 云 ふこと も、 是は考 へ 
なければ ならぬ ことであります、 併し 政府を して 如 
何に 政治せ しむる かと 云 ふこと ほ、 立憲政治で ほ 考 
へなければ ならぬ ことであります、 即ち 立憲 M に 於 
ける 政府 ほ、 基礎の 鞏固なる 多數 の政黨 に 依て 維持 
されて 居る 政府で なければ、 徹底的に 强硕な る 政策 
を斷 行す る ことが ili 来ない と 云 ふことは、 理論に 於 
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ては 無論の 話、 事 實に 於ても 明かに 例 fg されて 居る 
點 であると 思 ふので あります (拍手 起る) 又 補 缺選 
擧の in き Jff に 至つ ては、 是は諸 君に 於ても 論は あり 
ますまい、 大選擧 M に 於て は 全 •縣 を騷 がし 無益なる 
所の 競爭を 爲 し、 一縣を 混 亂に陷 らしめ て、 a に 補 
缺選擧 に 於て 13: 其 弊に 堪へな いでは ありませ ぬか、 
此 の 如く 大潠擧 K は、 大選 擧區に 改正した 時分に 所 
期した る 所の！：！： 的を 達する ことが 出 來す して、 幾多 
の 弊害を 生じた のであります、 依て 我黨は 大選 擧區 
を、 @ じて 小 選 擧區に 改正 致した のであります、 併 
し 以前の 小選擧 M とは 違 ひます、 以前に 於て は 被 ii 
擧人が 潠 舉人 と fHJ じく 種々 の 制限が ありました、 其 
小 選擧 V.S: の 土地に 住居して 居らな けれ ! t: ならぬ、 或 
は 納稅 しなければ ならぬ、 斯う 云 ふ 制限が ありまし 

たけれ ども、 今日は 柬 京に 住居して 居らう が、 納稅 

せざる もので あらう が、 被選擧 人は 無制限で あ 〇 ま 

すから して、 尙史以 前の 小 選 li M ょりも 其 効果が 擧 

るで あらう と 私は 考へ るので あります、 是が 大選擧 

區を變 じて 小選擧 M と爲 したる 所の 大要であります 

第二は選舉础の摘張であ0ます、杂は阈民激の諸君 

から も 提案に なりまして、 選擧 人の 納税額を 三圓と 

K 下 致しました、 是も 一つの 理想で ありませ う、 敬 

意を 表します、 又 遨政黨 の 諸 ? V から も 我 黛と 同じく 

納稅資 格を . vf: 岡に 低下 致した ので ある、 我 漉 も 矢 張 

納税 資格 十 g を . Tr lnl に 低下 致した ので ある、 潠擧權 

の拽張 と 云 ふこと ほ、 衆議院 fs- 派 谷狨の 一致の 希望 

である、* は 常 然の垠 であります、 :. r. 憲政 治に 於き 

ましては、 ^ 民の 多数と 共に 魂ての 政治を 爲す と S 

ふこと ほ、 * は is かすべからざる 鐵則な 〇 と 本員は 

K 言 致す のであります、 併し 我羝 から 出した 所の 案 

ほ！！ 民 ^ から 出した る 中 ^ 校 以上の 卒業生に 潠擧撾 

を與 へる、 a? 政符 でも 其 案が 出て 居つ たや うで ある 

是ほ 我热の 案には ありませ ぬ、 中舉校 以上の 卒業 者 

に 選 想 fs! を與 へる と 云 ふ 提案 も、 確かに 一種の 理想 

であります、 木 fl ii 敢て絕 耵 に反對 する 譯でほ ない 

件し 日本の 法制の 立て 方を 見ます れぱ 、納税 -« 格 即 

ち 納蛻 a 務と參 政 _ と 云 ふ ものは 相 對 して 尻る、 憑 

法に 於ても 精神 ほさう 見えます、 又 市町村の 公民 權 

も 納税の 資格が 根太に なつて 居ります、 地租を 納め 

又は 直接 S 税を二 g 納める 老 、郡 ^' 議員の 潠 m 撾に 

於き ましても、 nt 接 ^ 投が三 § である、 縣會戠 員の 

選 擧湘に 於き ましても W 接 Pi3 税 三 [Ml であります、 即 


ち 納稅の 義務と 參政權 は 相對 して rr るので ある、 斯 
る 法制を 根本的に ^ 理 して、 而して 後に 是は解 決す 
べき もので ほな からう かと 思 ふ、 又瞅羅 巴 等に 於き 
ましても、 英阈の 如きは 普通 選 擧に 近い けれども、 
矢 張 財 產上の 制限が あるので あります、 而して 教育 
階級には 今日 選 擧 fi を 與へて 居り ませぬ、 或る 小國 
に 於て ii 敎育 階級の 人に 選擧權 を與 へて )? T る けれど 
も、 此場 合は 教育 階級 即ち 中 墨 校を 卒業した 爲に一 
票を 持つ、 稅を 納める 爲に 一 票を 持つ、 此二 つの 資 
格を 合併して 居る 者には 二 P •を與 へて 居る、 是でな 
ければ 理論が M 撤致 しませぬ、 斯る 疑問 もあります 
から、 其 解決は 法制の 整理と 共に 後年に 譲る ことを 
我澉は 適當 なりと 考へ たのであります、 其 次が 即ち 
先程 申した やうに、 各 投票所の 投票を 選 擧會に 於て 
選擧 長が 谷 別に 點檢 する、 一體 記 名 投票が 宜しい か 
無 記 ^ 投崇が 宜しい かと 云 ふことは 是ほ大 W な 問題 
であります、 一利一害で ある、 併し 日本の 法制は 今 
日は 無記名 制であります、 併し 無 Itl 名 制に も隨分 弊 
害が ある、 寶任を 章： んじ ない I 政治 通 德を 重んじ 
ない と 云 ふ 弊害が あります から、 此弊 害を 幾分に て 
も 矯正す る ことが 出 來れぱ 本員 ほ滿足 致す ので ある 
故に 縣會議 员 の 選 擧と冏 じく、 各 投票所の 投票を il 
擧會坳 に 於て ® N せず して 备 別に 點檢 する ことにな 
れぱ 、無記名 制に 伴 ふ 弊害が 幾分 矯正 せらる、 こと 
ゝ思 つて、 本 M は 此の 提案を 爲し. た 所以であります 
(拍手 起る) それから 次が 罰則 八十 七條の 改正で あ 
ります、 是は 重要なる 改正であります、 現行の 八十 
七 條程 隞昧 にして 不完全なる 文字を 用 ひて 居る もの 
はあり ませぬ、 申せば 悉く 司法官の 認定と 言つ て も 
宜しい ので ある、 或は 選 擧の前 後を 問は ず、 潠擧に 

關 して 其 他の 利益、 其 他の 利害 關係を 裁判官の 見や 

うに 據れぱ 、選 擧に關 して 或 琪 を すれば、 如何なる 

事で も處 JS する ことが 出来る、 斯う 3C ふ 曖昧なる 所 

の 文字を ! [i 列して 居る のであります、 八十 七 條の第 

一號ほ 諸君 も 御 承知の 通り、 ii ^ に關 して 金 錢物砧 

手形 其 他の 利益を 供 與 し、 3C 約束 等を 爲す 場合で あ 

ります、 それから 第二 號は 黎腦 、接待、 旅費、 宿泊 

料の 代辨 、車馬の 供給、 第三 號は潠 擧人 及選擧 人に 

關係 ある 社 券、 舉校 、組合、 市町村の 用水、 小作 /E 

撖 、寄附 等の 利害 關係を 利用して ; > を 誘® する 楊 合 

斯う 云 ふので ある、 然るに 選擧 に關 しと 云 ふこと に 

なつて 居ります から、 投票の 自由 公 IE を 害せない 場 


合で も、 今日 fu して 居る ので ある、 i?I 擧に 於て は投 
票の 自由 公正を 害しなければ、 處罰 する 必要は ない 
のであります、® て 吾々 は' 满 舉に關 しと 云 ふこと を 
投票を 揭 るの 目的、 投票を 得せし むる の 目的、 父は 
投票を 妨げる の！：！： 的に 限定 致した のであります、 是 
以外に 不正の 場合を 剖す る 必要 ほない、 投票を 煜せ 
しむる の 目的、 投票を 得る の 目的、 投票を 妨げる の 
目的に 限定す れば 、選 il の 前後を 問は ずと 云 ふこと 
は、 無論 削除し なければ ならぬ、 直接 關 接と 云 ふ 事 
も隨分 曖昧な® 定で ある、 故に 「直接 間接 一と 云 ふ 
文字を 削りました、 間接と 云 ふと 敎唆 罪になる から 
敎唆罪 にて 罰し 其 他は 罰する 必要は ありませ ぬ、 其 
他 I 金錢 物品 手形 其ノ 他」 と： K ふ 事 ほ 前文を 承け て 
財產 上の 利益に 限られた ものと 本員は 確信す るので 
あります けれども、 司法裁判 所に 於て は 是と異 りた 
る 解 釋を爲 して 居る、 故に r 其 他'' 利益』 と 云 ふの 
を 「其 他 財 產上ノ 利益」 と 斯う 限定 致しました、 そ 
れから 第三 號に 「用水 小作 寄附 偵 權其他 利害 ノ關係 
ヲ 利用 シ選 擧人ヲ 誘導 シタル 者 及 其 誘導-一 應シ タル 
者」 とあります、 此 .「其 他 利害 關係」 と 云 ふ 事は、 隨 
分 曖昧な 文字でありまして、 之を 比附 援引 すれば 如 
何なる ^ 合で も 罰する 事が 出來 るので あります、 例 
へば E 己の 義務 ある 債務を ® 行して 罰せられた 人 も 
ある、 故に 斯る睡 味なる 「其 ノ他 利害 ノ關係 J と 云 
ふ 司法官の 認定に 依て、 如何なる 場合に 於ても 罰せ 
られる やうな 事は、 之を 削除す る 必要が あると しま 
して、 八十 七條の 規定を 極く 局限 的に して 投票の 自 
由 公正を 紊り 、投票の 自由 公正を 害せない 以上は、 
罰する 必要がない と 云 ふこと にした のであります、 
是が 八十 七條の 改正の 眼目であります、 諸君、 司法 
部と 立法 部と 共々 相對 して 獨 立して 居らなければ な 
らぬ のであります、 吾々 誘 員は 立法 部では ありませ 
ぬ、 立法 部を 形造る 一員であります、 併し 立法 部を 
形造る 一員に 向つ て、 此選擧 法 八十 七條に 曖昧な 不 
完全な 文字が あり、 司法官の 認定に 委 する 爲に 、間 
接には 立法 部の獨 立を 害する やうに なりは せぬ かと 
云 ふこと を 太 員は 惧る V のであります、 故に 司法 部 
と 立法 部と 互に 相對抗 して 獨 立せ しむる 爲に 、八十 
七條ほ 極く 局限 的に して 其 文字を 明かに し、 司法 部 
から S すべから ざる 範圍 を lit に 確定して 置く 必要が 
ある 爲 めに、 此改 正を 爲した 所以であります、 次 <3: 
官吏の 不當不 法行爲 に對 する 處 S 規定であります、 


立憲政治が 稍々 進步 したる 今日 官吏の 干渉に 對 して I 

處罰 規定を 設 くると 云 ふことは 本員は、 立憲 國に於 I 

て 頗る逍 憾に 感ずる 次第であります、 併し 大正 四 年 
の潠擧 を 見れば、 未だ 日本に 於て は官權 萬 能で ある 
官吏の 不當 不法の 處 置に 向つて、 刑 SU 的の 規定を 以 
つて 臨まなければ、 選 擧界と 云 ふ ものが 柿々 の 弊害 
を 生ずる と 云 ふこと を 本員は 實 i»? 致しました、 故に 
二つの 條 文を 規定した ので ある、 一は 官吏 吏員が 議 
員 候補者の 表示を 求めた る 時分には、 一一 年 以下の 禁 
錮又は 二 百 圓以 下の 罰金に 處 す、 9 察 官等が 個々 別 
々に 訪問して •お前は 誰に 入れろ かと 云 ふ 事を 聞く 
ことが， 是が 選擧 干渉の 端緒で ある •而 して 投票の 
3 由 公正を 紊る ものであります、 故に 官吏 公 III が 選 
擧 入に 就て 其投槩 せんとす る、 或は 其 投票した る議 
員 候補 若の 表 7n を 求めた る 場合には、 之を 處罰 する 
規定を 設ける のが 私は 當然の 事で あると 考 へます、 
又 一は 憲政 會の 提出され た 案と 大同小異で あります 
「選 擧 事務-一 關係 アル 官吏、 吏員 故ナ クシ テ 其の 職 
務 / 執行 ヲ怠リ 又 ハ 職權ヲ 濫用シ テ 選擧ノ 自由 ヲ妨 
害シ 若クハ 偏頗 ノ措置 ヲ爲シ タル 者 ハ 三年 以下 ノ禁 
錮 二處ス 」 斯ぅ云 ふ槪括 的の 規定を 設けまして、 選 
擧界に 於て 最も 弊害 ある 所の 官吏 吏員の 干渉を 根絶 
する 事に’ 吾々 は大に 努めなければ ならぬ と 斷定致 
すので あります (拍手 起る) 次に 改正を 加へ た點に 
對して ほ是 は說 明す るの 必要は ありませ ぬ 是は議 M 
の增加 即ち 人口の 增 加に 基く 議員の％ 加であります 
我黨に 於て は 全部で 以て 四百 四十 四 名， 現行の 議員 
定數に 比較して 六十 三 名の坍 加であります •是が 我 
黨 ょり 提出した る 所の 衆議院 _員 選擧 法改正 案の 理 
由の 大要であります、 諸君、 立憲政治は _院 政治で 
なければ ならぬ •政黨 政治で なければ ならぬ と 云 ふ 
ことは 本員 玆に喋 々の 辯を 要し ませぬ、 即ち 立憲 政 
治を 完全に し、 政黨の 基礎を 鞏固に して、 政 黨の發 
達を 期す ると 云 ふ 事が、 是れ顏 院政 治の 要諦な りと 
考へ るので あります (拍手 起る〕 之を 期す るに 付て 
は 種々 原 by も ありませ ぅ •併し 衆議院 誘 員選擧 法を 
改正す ると 云 ふ 事が >  其 主たる 原因で あると 私は 考 
へる のであります (拍手 起る」 本 期の 議會に 於て、 
谷黨谷 派の 諸 岩が 熱心に ! it 衆 誘院 _負 選擧法 の 改正 
を爲 さんと する こと IX .本員の 頗る M 意す る 所で あ 
りまして •本 期の 議會に 於て •衆議 院議 a 選 擧法改 
正 案の 诚案 を ? ¥ て •是非 貴 衆 兩院 を iffl 過せ しめたい 
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事 ほ>  本員の 滿 腔の 熟 Is を 以て 希望す る 所で ありま 
す •どうか 本員 ほ 本案の 炕重 審査を 希望して 此® を 
降る 所以であります (拍手 起る〕 

〇齩 長 C 大岡 育造 君) 萩亮 君。 

〔萩亮 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 萩 it: 君 諸君、 本員 ほ 政府の 提案に 係る 衆議 院議 
M 選舉法 中改 正 案に 付いて 二三の 質疑を 試みん とす 
る 者で ある •第一に 此選擧 法は 谷黨 各派から 出て 居 
ります るが、 吾々 も 賛成の 一人と して 旣に提 案して 
居る のであります るが、 本員 論旨を 進む る點に 於て 
或は 多少 其 提案に 觸る V 點が あるか も 知れ ませぬ、 
tt 點は一 應御斷 りを 致して 置きます、 政府の 提出せ 
られ ました 改 II-: 案なる ものは •單 に别 表に 止まる の 

であります •それで 本 M が 質問を 政府に 試みん とす 

る點は •專 ら此 別表の みに 止めん と 欲する ので ある 

併ながら 其 前に 唯々 要 勦を 摘んで 政府の 所見を 叩い 

て S きます、 政府が 選 擧法を 改正す るに 當つ て， 此 

選擧法 の 內容に 少しも 立 入る ことなく、 S に 別表の 

みを 改正せ ら る、 と 云 ふのは* どう 云 ふ 御 精神で あ 

るので あるか、 政府は 現今の 選擧 法を 以て 完全 無缺 

なりと せらる、 ので あるか、 此點に 付いて 二三 伺 ひ 

ます、 選擧擗 'の 擴張に 付いて ほ 殆ど 我 國の 輿論で あ 

る 然るに、 此の點 に 付いて 政府が 毫末 も 思慮し ない 

と 云 ふのは， 抑々 如何なる 考 であるか、 之を 一點词 

つて 1: きます、 第二に 政府は 現行の 選 擧法手 續と云 

ふ ものは 少しも 缺點 のない ものと 信ぜら る、 ので あ 

か * 現に 近く 千 葉 縣の安 房 郡に 於て •一村の 過失の 

爲に 一郡の 選 擧をや り 直して •大騷 動を 致した こと 

が 目前に ® はつて 居る ので ある， 斯 かる 事例を 見な 

がら 之を 看過 せらる、 と 云 ふのは •吾々 はどうして 

も 政府の 意の 在る 所を 知る に 苦む ので ある、 殊に 我 

黨が 提案に 係る 町村 別に 開票す るが 如き 事 ほ‘ 兎に 

も 角に も 政府が 努めて 之を 修正して 提案せられ なけ 

れぱ ならぬ 焦眉の急で あると 信じて 居る ので ある- 

然るに！ f も ll-h 等の點 に 指を 染められぬ と 云 ふのは、 

甚だ 其 意を得ないので あります、 其 他 潠擧の 取締 域 

は 罰則の 改正 等の 如き、 唯今 我 黨の松 田 源 治 君ょり 

說职せ られ ました © • に fe て もどう しても 是 は 直した 

方が 適當 であると 云 ふことは、 萬 人の 疑は ぬ 所で あ 

る、 問く 所に 味れば 政府は 現に 貴族院に 貴族院 令の 

改正案と 云 ふ ものを 提案せられ たと 云 ふこと である 


此贵 族院 令の 改正案なる もの ほ、 詰り 議 負の％ 加で 
ある •そこで 衆議院に も此 別表を 改正して、 a 族院 
同樣 に增 員を しなければ 其撋衡 を 得ない、 斯う 云 ふ 
やうな 御 見地から •單 に ft 族院の 御附台 に、 此選舉 
法の 別表 改正案と 云 ふ ものを 御 提出に なつた のでは 
ないかと 疑 ふので ある、 若し 斯の 如き ものであると 
しま すれば-政府の 提案せられ る選擧 法の 改正案と 
云 ふ ものは ，實 に 本 M ii 其 誠意を 缺 くもので ないか 
と存 ずるので あります， 此 勤 を 御 fl 致して 置きます 
それから 第三に 是が 本員の 質問せ んとす る， 主要の 點 
である、 それ ほ 選擧權 の 普及 公平 •斯う 云 ふ 問題で 
あります、 此 選擧權 の 普及 詰り 普通 選擧と 云 ふこと 
は、 要するに 此選犖 法の 終局の 目的で ある. 語を 換 
へて 言へ ば、 理想的の 目的で あらう と 吾々 は 信じて 
居る、 併しながら 此點に 付て は耍 する に 選擧 資格と 
云 ふ 問題になる のであります， 併し 此選擧 資格の 事 
に 就て は‘ 罔ょり 一朝に して 總て 之を 普通 選擧 にす 
ると 云 ふことは 我 國の國 情 又 今日の 狀 態に 於て、 是 
は 許すべき 事では ありますまい、 漸を 以て 其 目的を 
達せし むる 法案を 提出 せらる、 と 云 ふの が 相當で あ 
らうと 信じます から、 此點に 付て 吾々 は 旣に提 案し 
て 居る ので あるから 深く 論じ ませぬ •次に 本員の 言 
はんと 欲する 所 if 選 擧區制 である •併ながら 大選 
擧區 とか、 小 選 擧區 とか、 さう 云 ふ 意味 合では あり 
ませぬ、 是は旣 に 吾々 は 信ずる 所に 依て 提案して 居 
るので あつて •政府 若く は 他の 黨 派の 諸君と 見解を 
旣に 異にして 居る のであります から， 自か ら此 等の 
點に付 ては ^ 翳せら る、 諸君が あらう と 存じます、 
本員が M 制と 申します のは、 現今の 選擧 法は 郡部と 
T1J 部と に 之を 別つ て あるので ある， 本員が 問は んと 

する 所は 此點で ある、 元来 我 國の現 行の 選擧 法が 改 

正せられ ました 場合に 當つ て* 當時 市部と 郡部と を 

別た れた 所以の ものは、 恐らく 當時商 H 商業 ■者を 代 

表する_負が甚だ少ない、獨り郡村ょり出でたる農 

民 黧 が 多い、 是は 甚だ 權衡を 失する から、 どうして 

も 商工業者を 代表せ しむる 途を 開かなければ ならぬ 

是が主 もなる 目的で あつたら うと 私は 想像して 居る 

ので ある， それで 此點 に付きまして 衆議院 要覽と 云 

ふ 配付せられ ました 本に據 て 調べて 見ます と、 明治 

二十 三年に 初めて® 行せられ ました 此選擧 法 當 時" 

其當 時の 議員 ほ 三百 人で ある、 其. の 中に 純粹の 農民 

黨 所謂 農と 云 ふ 職業を 持つ て 居る 議員が 百 二十 九 人 


あつたので ある ■さう して 商と 云 ふ ものは {-1g かに 十 
九 人， 全く® 衡を 失して 居た ので あるから、 第 七 回 
の總 選舉 ょり 0 行せられ たのが •即ち 現今の 選舉法 
である •其の 場合に 方つ て 市の ® 立と 云 ふ 事を ga め 
て， 玆に 商工 家の 代表者を 出さう と 云 ふこと にせら 
れた のは、 當 時の 措置と して ほ 宴に 適當な 事で ある 
と 本員は 信じて 居る-然るに 其 後 我 國の狀 態 も 非常 
に變遷 を經 まして •商工業が 長足の 進步 をな して 居 
るので ある。 

〔此時 翳 長大 岡 育造 君 退席 副議長 濱田 w 松 君 著 
席〕 

0 萩亮君 現今の 狀 態を 見ます ると、 三百 八十 一名 
の 入 員 中 僅かに 此 農と 云 ふ ものは 八十 一名し かない 
ので ある、 郡部ょり 選出せられ たる 議負 諸君で も、 
多くは 銀行員と か、 會 社員と か、 取締役と 云 ふやう 
な 肩 雪を 持つ て 居らる、 人が 殆ど 多い、 今日は 主客 
顚 倒して 商工業者が 非常に 多數 になつて 居る ので あ 
る •斯 かる 場合に 僅に 三 萬の 市を 獨立 選擧區 として 
之を 承認す る 必要が 何處 にある ので あるか、 郡部は 
十三 萬を 持たなければ >  1 人の 代議士を 選出す る 事 
•か 出來ぬ ので ある •然るに 獨り 小さな 市は 三 萬 あれ 
ば旣に 代議士を 選出し 得る 權能を 持つ て 居る ので あ 
る、 選擧灌 と 云 ふ 事に 付て は、 普通 選擧 たるべし • 
階級を 附け るの ほいかぬ と 云 ふ 事に 付て は、 世論は 
Is 々として 之を 唱へて 居る のであります が、 其與へ 
られ たる 選 擧權を 最も 公平に、 最も 同じ 効力に 使用 
すると 云 ふ點に 付て は. 餘り 其の 議論を 聽かぬ ので 
あります， 私の 言 ふ 事 ほ 分り 兼ねる かも 知れ ませぬ 
が、 市の 選 擧權は —— 選擧 人が 一人で 有する 選擧權 
は. 郡部の 四 人 乃至 四 人 半に 當 るので ある， 同一の 
選擧權 を 持つ て 居りながら、 郡部の 有權 者と 云 ふ も 
のは •市の 四 分の 一に 及ばない ので ある， 斯の 如き 
點に 於て 非常に 此選 擧權の 効力の 上に 於て， 非常な 
不公平を 生じて 居る のでは ないか そこで 政府は 此點 
に 付て 考慮を 費され たので あるか どうか、 之を 御 聞 
きした のであります、 それで 尙ほ 其點に 付て 申 上げ 
まする が* 第三と 牽聯 L て 申します るが、 政府は 別 
表に 「本 表 ハ 十 年間 之ヲ 更正 セス」 と 云 ふ 下に 將來十 
年の 期 rBr, が經. 過して 改正を する 場合に 當つて も、 II 
員の 數は 四百 五十 名を 超 ゆる 事が 5 來ぬと 云 ふ 規定 
をして ir られ る是は 一體 斯う 云 ふ 立法 例と 云 ふ もの 
が 世の中に ある ものである かどう か 本員は 知り ませ 


_  四 六 二 

ぬが 是ほ谷 易なら ぬ 規定で ある-十 年後になります 
ると 云 ふと 我 國民も 一年 問に 六 七十 逛栉衔 加して 行 
くと 云 ふ 事になる と 云 ふと 此 人口は 非常に « 加す る 
又 市に 於て は® vr 市が 二 十 や 三十 出來 るで あらう と 
考 へる さう すると 云 ふと • at q へ E.J に ^ て 远 : ; .  4 を U 
何に 按排せられ る 精神で あるか 随にも う此 政府 〇 提 
案が 通過す ると しま すれば* 餘す 所の A H は re に 十 
二 名で ある ，此 十二 名を 其 31 立 市 或は 郡部の 入口の 
% 加した ものに 付て、 in 何なる 按排を せらる、 御用 
意で あるので あるか 之を 间ひ たいので ある'  それで 
本員の 考 へる 所に ほ 今回の 選舉 に當 つて. 是は K し 
く此點 に考撖 を 致すべき 間 題では ないかと 考へ るの 
であります、 今回ょ 〇 或 ほ 今後の 獨立 市には 五 萬 以 
上で ない といかぬ 、或は 七禺 以上で なければ 許さぬ 
と 云 ふやうな >  一 方の 制限を 加へ ると 同時に •從來 
許して 居る のを •之を 私は 無理に 剝郸 しやう と 云 ふ 
のでは ありませ ぬ 併ながら 旣に郡 部と 市部と ほ 非常 
な 權衡を 失して 居る ので あるから、 今日の 改正の 場 
合に 當 つて、 此十 年後に 非常な 混雜を 生ぜぬ やうに 
用意を せらる ると 云 ふこと が、 詰 〇爲政 家の 努 むべ 
き道ぢ やない かと 考 へます、 依 て是 丈の® 問を 致し 
まして， 本 ® を 降 〇 ます (拍手 起る〕 

0 副議長 (濱 田 國松君 5 高木 正 年 君。 

0 政府 委員 c 法學博 士水野 鍊太郞 君〕 si 長。 

〇 副 _長( 濱田國 松 君) 高木さん 一寸 御 待ち 下さい 
〔政府 S 員 法學邱 ± 水 野 鍊太 郎君 登 ® 〕 

0 政府 委員 (法 學博 士水姆 鍊太郎 哲〕 萩® の 御 ff 問 
に對 して 御 答 致します、 萩 封の 御® 間の 耍點は •先 
づ 第一に 此度 政府は 別表の みの 改正を 挞出 したので 
あるが， 本 法に 於て は 何等の _更 を 加へ て 尻らない 
現に 必嬰 として 居る 1S 擧權の 問題の 如き  >選 舉 K の 
問題の 如き、 若く は収締 に關 する 剖 則の 規定の. 如き 
今日 之が 改正の 必要を 認めて 居る のでは ないか， そ 
れ にも拘 はらず 是 等に 少しも 手を 觸れず して. 別表 
のみを 改正した のは 如何なる 理由で あるか 斯う 云 ふ 
のが 第 一點 の 御 問であります，® に 御尤な 御 間で あ 
りまして ，選 擧 法を 改正す る 以上は、 選龊 M の 問題 
選擧褪 の 問題に 觸れ ざると 云 ふ 事は、 是は 宴' に瓰憾 
とする 所で あるので あります-併ながら 選擧な る も 
のは 申す 迄 もな く、 憲法 附屬の 法律でありまして、 
是が 改廢 に付きまして は、 愼 重の 調査 研究を 爲 さね 
ばなら ぬと 云 ふこと ほ、 是は言 ふ 迄 もない 事な ので 


院讓 衆會議 國帝冋 十四 第 


あります、 殊に lit 潠擧區 制の 問題 並に ii 擧 g の 問題 
に f-J- きまして は、 是亦特 に 注意を 要する ことなので 
あります、 其 規定の 如何に 依りまして は •議員の 選 
擧 並に 選擧界 の狀 勢に 至大なる 影響を 来す ので あり 
まする からして、 此事 に付きまして は 政府と 致し ま 
しても •亦 諉會と 致しましても、 愼 重の 調査を 爲さ 
ねばならぬ のであります* 而 して 此事 に付きまして 
は 申す 迄 もな く， 多年の 研究を 爲 して 居る ので あり 
ます、 併ながら 現 政府と 致しまして •選 擧法を 改正 
する に 至りまして、 隨分愼 重の 調査を したので あり 
ます、 併ながら 選舉權 を 如何なる 程度まで 擴張 すべ 
き や、 又® 張す る 事が 今日の 時勢に 必要なる や、 選擧 
區の 問題は 大小 何れを 採るべき か、 將た 折衷して 中 
潠擧區 制なる ものを 採るべき かと 云 ふやうな 事に 付 

きまして ほ、 是 ほ 種々 の 議論 も あり •種々 の 攻究を 

要する 事 も あり* さう 云 ふやうな 次第でありまして 

本 議會に 成案を 得る に 至らな かつた のであります、 

此點は 甚だ 逍憾と 思 ふが、 事實 さう 云 ふ 次第で あり 

ましたから して、 此選擧 法の 內容 に付きまして 、改 

正を 爲す ことを 得な かつた の ほ 遺憾では あります る 

が、 さう 云 ふ 次第で あつたので あります、 51 ほ 罰則 

其 他の 規定に 付きましても •是 ほ改 正 する 事を 要す 

る點が 多々 ありと 信ずる のであります •併ながら 是 

等 も 亦 選擧區 の 事と 選擧權 の 事に 關す るに あら ざれ 

•は 是が改 躞を 企てる ことが 出 來 ませぬ から 之 等の 事 

ほ 他日に 譲りまして 今回は 之を 提 ill する 事に ならな 

かつた のであります、 申す 迄 もな く選擧 法の 改正 ほ 

議會 開設 以來陆 に 一回の 改正を 經た のみであります 

而 して此 度 若し 之を 改正す ると 申し ますれば* 第二 

回になる のであります、 此改 正に 付きまして は 御 2L 

に 傾 K な 研究を 遂げたい、 沏う云 ふ 趣旨を 以 ちまし 

て •政府と 致しまして は此本 法の 改廢 に付きまして 

は •碗 定した る 成案を 得る に 至らな かつた ので あり 

ます、 然るに 此 別表に 付きまして ほ 是は殆 ど 研究を 

盡した のであります、 旣 に il 擧法 調査 會に 於き まし 

て も、 別表の 改正案に 付て は 何等の 異議が 無かつた 

のであります、 それから 別表の 事に 付きまして ほ 1 

嘗て 本院を 通過した 事 も あるので あります、 此れ等 

の 事 M と 又 市 M の獨 立した ると 云 ふ sf も ® 多い ので 

あります •又 人口の % 加 も 非常に 殖えて 居る ので あ 

ります から、 是ほ 選擧 法の 本案に 立 入らず とも 少な 

くも 別表を 改正す るの if 現 時の 狀况に 於て 必要な 


りと 認めました が g に， 此點 から 申しまして 別表の 
みの 改正案を 提出す るに 至つ た 次第であります、 第 
二の 御 問と 致しまして、 能く 明確には 分り ませぬ で 
した けれども 選擧者 資格の 事： K 々と 云 ふやうな 御尋 
でありまして 其 中に 普通 選 擧と云 ふやうな 御言 葉を 
御用 ひに なつて 居つ たのであります •か、 普通 選擧は 
どう 云 ふ 風に する かと 云 ふやうな 御 問 かと も考 へた 
のであります が、 是は 重大なる 問題であります、 而し 
て 今日 尙ほ 普通 選擧を 行 ふの 時機に あらず と 認め ま 
すそれ から 次に ほ 郡部 市部の 事に 關 しての 御 問で あ 
りまして、 郡部より 選出 せらる >翳 員 ほ 人口 十三 萬 
に 付て 一人の 比例で ある •然るに 市部は 三 萬 以上に 
なれ ぱ獨立 選 擧區 となつて 一入を 選出す ると 云 ふ 現 
行 制度で ある、 其 結果と して 所謂 農民 代表者の 數が 
少なく して、 商工業 代表者の® が 多くなる と 云 ふ實 
情を 呈 して 居る、 是は不 權衡で ほない か、 此點 に對 
して 政府は 如何なる 所見を 持つ て屏 るか、 斯う 云 ふ 
御 問と 解釋 致しました、 此點ほ 實は 今日 初めて 起る 
議論では ない のであります 數年 —— 十數年 前より 此 
議論が 起り まして、 御 承知の 如くに 我國 の選擧 法は 
當初に 於き まして ほ •郡部 市部の 區別を 認めて 居ら 
なかつ たのであります、 然るに 明治 三十 二 年に 提案 
せられました 政府案に 於き まして、 所謂 市部の 搦 立 
を！！ めた のであります、 其 趣旨 ほ 特に 諸君の 御 承知 
の 如く， 郡部と 市部を 分たざる に 於て ほ •市部を 代 
表する I 言葉を 換へて 言へ ぱ 、商工業を 代表す る 
翳 員が 入れない からして、 外國の 例に あるが 如く、 
市部 も® 立 も 認め やうでは ないか、 斯う 云 ふ 趣旨に 
於き まして、 明治 三十 二 年の 提案^  — 三十 三年より 
施行せられ ました 現行法に 於き まして、 所謂 市部 郡 

部の M 別を 爲 すに 至つ たのであります、 而して 其 當 

時に 於ても、 此 改正案に 付て 谷 種の 論議が あつた と 

云ふことほ、皆樣の御承知の通りであります、殊に 

市部の 人口に 付きまして ほ、 三 萬 以上の 市から 一人 

出す と 云 ふ 事に 付きまして •それ ほ S 衡を煜 ない • 

少 くも 五 萬 以上で なければ ならぬ、 八 萬 以上で なけ 

れぱな らぬと 言つ て 其 間に 於て 各種の 議論が あり， 

而も 衆議院と 貴族院と 其 見解を 異にした と 云 ふ 事 も 

諸君 御 承知の 通りであります、 而 して 兩院の 決議は 

どうな つた かと 申します と* 終局は 現行法の 通り 三 

萬 以上の 市は 獨 立して 一 選 擧區を 成す、 即ち 其 市部 

からして 一人の 議員を 選出す ると 云 ふ 現行法の 規定 


となつ たのであります、 斯の 如き 沿革を 有して 居る 
のであります、 併ながら 果して 郡部 市部の M 別を 2 g 
すが 適當 であるか 否やと 5? ふ 事は •是ほ 亦 研究を 要 
する 事で あらう と 思 ふので あります、 併ながら 今日 
迄の 實 行した 結果に 依ります ると 云 ふと 先づ 政府に 
於き ましては 現 時の 趨勢に 於き ましては •此 制度を 
以て 適當 なりと 考へて 居る のであります、 併ながら 
此 制度が 永遠に 眞理の ある 制度と {i 考へ ませぬ が 選 
擧の 如きは 其 時の 狀 勢と 其 時の 經濟上 の狀況 とに 鑑 
みて， 改廢 をし なければ ならぬ ものであります、 併 
ながら 我 今日の 狀 勢に 於き ましては 、此 制度を 適當 
と考 へて 居ります からして •明治 一 一一 十三 年 以来の 現 
行 法の 趣意を 踏襲した 次第であります、 次には 此度 
の 別表の 中に 「議員 ノ數ハ 四百 五十人 ヲ超ユ ル n 卜 
ヲ焊ス 」 と 云 ふ 規定が ある* 此 規定に 付ての 御尋で 
ある， 斯の 如き 立法 例が あるか 如何で あるか 四百 五 
十 人と する に 付て， 將來 入口の 增 加した 場合に 於て 
支障を 來すで ほない かと 云 ふ御尋 であります が， 是 
は 立法であります から、 如何なる 立法 も 出来る ので 
あります、 併し此 立法 例た る 決して 今日 初めて 起つ 
た 例では ない のであります、 明治 四十 五 年に 衆議院 
議員 選擧 法を 提 m した 其 案に も、 四百 五十人と ある 
のであります、 それは 人口 十三 萬に 付て 一人、 市區 
は總て 一人を 出す と 云 ふやうな 制度を 確立 致します 
れぱ 人口の 增 加と 云 ふ もの iT 年々 殖える ので あり 
ますから 議員の 數は 底止す る 所を 知らない 或 程度を 
以て 議員 數と云 ふ 事を 極める と 云 ふ 事は， 是は 必要 
な 事で あらう 斯う 云 ふ 事であつた、 是が 四百 五十人 
が 適當 であるか、 五 百 人が 適當で あるか、 是ほ 十分な 
る 攻究を 要する 事でありまして 即ち 明治 四十 五 年に 
提出 致しました 時に 於き ましても、 亦 今日に 於き ま 
しても、 此 程度を 以て 適當 なりと 考へて 居る ので あ 
ります、 外阈の 選擧法 を 見ましても •多くは 選擧法 
に 其 定員を 掲げて あります、 其 定員は 人口に 比例 致 
しまして、 種々 の 違は あります る けれども， 我國の 
現状に 於き まして ほ’ 此位 の數を 以て 適當 なりと 信 
じて 居つ たのであります •但し 人口が 佾加 致します 
と 十三 萬 人に 付き 一人、 若く (X 市區 ょり 一人を 出す 
と 云 ふ 其數に ほ 變更を 加へ なければ ならぬ _  、であり 
ますから 將來 人口が 非常に 增 しました 曉に 於き まし 
ては， 入 n 十三 萬と 云 ふ 標準を 十四 萬 人と する か、 
十五 萬 人と する か 乃至は 市區に 於ても 五 萬 以上と す 


るか、 八 萬 以上と する かと 云 ふ 事に 付て は 變更を 加 
へなければ ならぬ 事で あらう と 思 ひます、 併ながら 
大體の 敷と 致しまして は •四百 五十人と 云 ふ 事を 以 
て 限定して •而も 之を 以て 議. "建築、 其 他の 參考資 
料と する 事が 必要で あらう、 斯う 云 ふ 趣旨を 以ちま 
して， 四百 五十人と 云 ふ 事に、 我國の 議員 數を 極め 
たのであります、 斯う 云 ふ 趣旨を 以 ちまして 四百 五 
十 人と 致した のであります、 是は必 一 も 本年 初め 
て 出た 所の 立法 例では ない のであります， 大體是 丈 
の 御 答を して 置きます。 

0 高木 正年赵 議長。 

0 副議長 濱田國 松： {0 高木 正 年 君。 

【 高木 正 年 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 高木 正 年 君 極めて 短い 質問であります るが、 私 
は 今日 喉を惡 るく 致して 居ります ので， 議调 からで 
は 徹底 致し ませぬ、 爲に 登* をした のであります か 
ら •少しの 間 御 忍びを 願 ひたう •こざいます (r 謹聽」 
と 呼 ふ 者 あり〕 私は 政府 提出の 選 擧區の 改正案に 付 
きまして、 本案 審査の 爲に 政府の 意の 在る 所を 質し 
て 置きたい と 思 ふので あります、 選擧 法の 改正 ほ 必 
ず 選擧の 進步を 意味す ると 云 ふ 事が、 改正の 第一 要 
項の やうに 考 へて 居る のであります、 始めて 二十 三 
年に 國會を 開設せられ た 當 時に 當 りまして •憲法 附 
屬の 法律と して、 選擧法 の 制定せられ た當 時に 在て 
は、 選 擧權の 資格の 程度に 付きましても 、未だ 我國 
に 經驗な きこと であります から、 努めて 消極に 局限 
して、 國民に 選擧權 を與 へる と 云 ふことは、 當 時に 
於て ほ 誠に 無理から ぬ こと、 私 ほ 思 ふので あります 
が、 併ながら 元来 明治天皇が 憲法を 發 布せられ， 
國民 に參 政の 權 利を W へ 給 ひし 御 趣意の 上から 申し 
ますれば •當時 制定せられ たる 法律上の 資格なる も 
のに 付て は， 必ずしも 滿 足すべき 性質の もので ない 
と 云 ふことは、 初から 考へ 居らる、 铐で あらう と 思 
ふので あります， 尙ほ 時の 進む に從ひ 文化の 及ぼす 
程萝に 於て、 益々 之を 進步發 達せし むる と 云 ふ 事が 
憲法 制定の 當 時に 於て 業に 已に此 事が 明かに 國 民に 
示されて 居る と 云 ふこと ほ、 憲法 發 布の 御 詔勅を II 
んで 見ても •又 憲法 發 布を 生みたり と稱せ ら る、 所 
の 五條の 御 誓文の ニー 筒 條 を讀ん で 見ても， 明かに 
此事は 了解され るので あります >  是 を 以て 第二次の 
選擧法 の 改正には 十五 圓を十 圓に切 下げ， 殊に 成る 
四 六 三 
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ベく 國 民の 投票を して 3 効の 投柴 たらしめ ざら むこ 
とを 欲する が爲 めに， 小 選擧區 制を 改めて 犬 ': .1 .擧區 
制と 更 へる と 云 ふが 如き、 確に 一段の 進 步を爲 して 
居る のであります、 然るに 今回の 政府 提 s の選堵 法 
の 改正 菜 <3: •國 民の砑 加した る其數 に應 じて 代表者 
即ち 衆葯院 P. 員の 定員を 增 加した る ほ 宜しぅ ござい 
ます、 併ながら 此增 加した と 云 ふ 事が、 一方に 於て 
選擧權 を熘 張し •所 IV; 選擧 人の％ 加に 伴ぅて 謬 員數 
の％ 加す ると 云 ふこと ならば •泡に 此 間に 於て® 味 
が 能く 徹底 せらる のであります 、所が 今 rpl の 改正 
案を 見ます と、 從來 三百 八十 一人な りし 者を 四百 三 
十八 人に 枏 加して 居る 此間五 十七 人の 增加 をして 居 
るに 拘らず 、此枬 加した 所の 所謂 _ M は M れの 階級 

に 分配して 代表 ^' となす かと 云 ふと ■要するに 現行 

法に 規定せられ たる 所の 直接 國稅 十 H 以 b の 選 擧人 

に、 此增加 人員を 削當て たと 云 ふ 結果に なつて 居る 

のであります が、 _關 民の 增 加に 依て 代表者を％ 加す 

るなら ば、 之を 國民の 上に 公平に 分配して、 其 代表 

を龄憾 なから しむる と 云 ふこと が、 選擧 法の 改正の 

恝 味に 於て、 選擧 法の 進步の 上に 於て、 是非共 斯樣 

な 事を しなければ ならぬ ので ある (拍手 起る〕 然る 

に 卺 も 潤 擧權 のことは 之を 攻究せ ず， 唯々 人口％ 加 

の 上に 於て、 人員を 咐 加し、 而も 之を 益々 偏頗なる 

方法に 依て， 現在の 潠 擧有權 者、 即ち 直接 國 税十圓 

以上の 人に のみ 此 代表者を％ 加す ると 云 ふことは • 

如何にしても 人員 #) ■ 加の 意味が 徹底して 居らぬ と考 

へます、 唯今 内務 次官は 前の 御 方の 御 質問に 對して 

答 辯の 傍ら 縷 々數千 言を 費して、 選擧 法の 改正に 對 

する 政府の 立場を 言明され たのであります、 併し 其 

W 明は 耍す るに 政府の 無責任を 表白した ものと 言 ほ 

ざるを 得ない、 何故に 選擧 法の 改正を しないの か、 

喵 々選 擧法の 改正は 重大で ある、 重大で あるが 爲め 

に國務 を 怠る と 云 ふことは •抑々 責任を 知る 者の 是 

は 言 ふべき ことであります るか、 唯々 不幸に して 今 

日此 言葉を 國務大 P5 ょり聰 かざる の ほ、 */. 洵に 千古 

の ia 憾で あるので あります •斯様な 疑を 以て 此政府 

の 改正案を 見て 居る のであります が、 之に 對 して 政' 

府は 如何に 考 へて 斯樣な る 所の 無意味なる 人員 增加 

案を 出して •選擧 法の 改正に 對して 一時を 瞞化 しや 

5 とせら る、 のであります るか •之に 付て 政府の 明 

かなる 御 答を 請 ひたい、 第二に 承る 所に 陕 ります れ 

ば、 lit 選擧區 制に 付て は、 樞密院 の 罱 をも綷 て御提 


出に なつた さう であります、 fl 族院 令と 共に —— 旣 
に樞密 院の議 を經て 提出せられ た 以上は、 政府に 於 
て_迄 も 此大選 舉區 制を 維持 せらる i 稻りで ありま 
する か， 此二點 に 付て 明かに 政府の 御 答を 要求した 
いと思ふのであります。 

〔拍手 起る〕 

0 副議長〃 濱田國 松 君〕 水 野 政府 委員。 

〔政府委員法學邱士水野鍊太郞君登稻〕 

〇 政府 委員 (法學 博士 水 野 鍊太郞 君) 高木 正 年 君の 
御尋は ■要するに 萩亮 君の 御尋の 一端を 御 述べに な 
つたこと、 思 ひます、 即ち 此度 政府の 提出した 別表 
は、 議員の 數 を％ して 其數を 如何なる 方面に 配付す 
るか、 言葉を 換へて 言へ ば、 選舉 權の擴 張を 阔らず 
して 別表の みを 提出した、 即ち 議員 數のみ を增 した 
と 云 ふ 事は •意味を 成さない のでは ないか、 甚だし 
き ほ 御言 葉には 少し 過激な 御言 葉が 有つ たが •別表 
の 提出を 以て 政府 ほ 選擧 法の 改正を 蹣 著し 去らん と 
する ので あるかと 云 ふやうな 御言 葉 も 有つ たと 思 ひ 
ますが、 要するに _ 員 數のみ を增 して •選擧 權の擴 
張を阔 らざ ると 云 ふことは、 選擧 法改正の 意味を 成 
さぬ と 斯う 云 ふ 意味の 御尋 と考 へました、 此事は 萩 
亮 君に 對 して 御 答を したと 同一の 御 答を 以て 足れり 
と 信ずる のであります、 先程 申しました が 如く， 選 
擧區の 異なる は 極めて 重大なる 問題で あるから， 政 
府に 於て 傾 重の 調査を 爲し たが、 而も 確定した 成案 
を 得る に 至らな かつた と 云 ふ 事に 過ぎない ので あり 
ます、 然らば 政府 ほ 怠慢では ないかと 斯う 云 ふ御尋 
であり ませう-怠慢 かも 知れない、 併ながら 是は御 
承知の 如くに 中々 重大な 問題であります、 種々 の議 

論が 有る のであります、 それであります から 此 問 題 

を 解決す るに 付て ほ 十分 愼® な 調査を 要する， 愼重 

な 調査を 要する 結果と して* 遂に 成案を 得る に节： ら 

なかつ た， 是は どうも 已 むを 得ぬ と 思 ふ、 さう 云 ふ 

御 趣旨と 御 解 釋を願 ひたい、 それから 次の 御尋は 能 

く 分り ませぬ でした が 此 提出 案が II 密院の 審査を 經 

たので あらう か - C 「內 聞が 固執す るか どうかと 云 

■ふので す」 と 呼 ふ 者 あり〕 さう 云 ふ御尋 です か 是 ほ 兎 

に 角 政府 ほ 現狀に 依て 別表を 提出した ので ありまし 

て" 少なくも 現 時に 於て ほ 現 狀に據 るを 適當な りと 

認める、 斯う 云 ふやう に 御 答す るより 外 ありませ ぬ 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 植原悅 二 郎君。 

〔楠 原 悅二郞 君 登壇〕 


0 楠 原悅 二郞君 唯今 議場の 間 題と なつて 居ります 
る選擧 法改正に 付きまして， 摔く 原則に のみ 於て® 
單に 質問を して® かう と 思 ひます、 質問 ほ 政府案に 
對 する 質問と， 政友會 に對 する 質問であります、 先 
づ 第一に 政府案に 封す る 質問を 試みる ta りで ありま 
す、 段々 前の 質問 若に 依て 政府の 御 意嚮 も 分り まし 
たが、 此 提出な されました 政府の 案を 諸す るに 付て 
尙 ほつ き 〇 と此際 承つ て 置きたい こと は、 政府は 選 
擧攏 の擴 張を 必要と認めて 居る かどう か、 此點を ほ 
つきり して 置きたい、 又 政府が 選擧權 の攛 張を 必要 
と 見るならば •どの 程度 迄 現 狀の狀 態に 照して 選擧 
權 を擴 張す る 必要 ありと 御 認めに なつて 居る かどう 
か、 普通 選擧は 現状に 適せざる ものと 云 ふて >  政府 
委員からは つきり とした 言明が 有つ た-それ 程 普通 
潠 擧に對 しては つきり とした 言明を 爲 さる X 程、 選 
擧灌の 問題に 付て 御意 見が 有るなら ば、 全部の 選擧 
法を 改正す る 迄に 調査が 運んで 居らない にしても、 
現在の 日本の 國狀に 照して、 政府の 御意 見で ほどの 
程度 迄潠 擧權 を擴 張す る 必要が あるか •全然ない の 
であるか、 之を 伺つ て 置きたい、 もう 一つ 政府に 就 
て 伺つ て 置きたい .. とは、 現在の 潠擧界 の狀態 で、 
最も 遺憾なる ことは 選 擧場裡 の 腐敗で ある、 之を 瘛 
正す るに 付て は 幾多の 罰則 も 必要で ありませ うが、 
先進 國の潠 擧界の 腐敗を 矯正した 所の 狀 態を 鑑みて 
見ます れぱ 、潠 擧界の 腐敗と 云 ふことは、 どうして 
も大々 的 選擧權 を撋 張しての み實 際に 於て 得られる 
ことで 其 他の 事では 如何に 嚴甭 なる W 則を 作つ て も 
根本的に 潠擧界 の 腐敗を 廓淸 する ことの 出来ない こ 
とは、 瞬 史の上 に 明かな 事で ある、 之に 對 して 政府 
ほ 現在の 潠擧界 の 腐敗の 狀 態を 矯正す る 意思が 有る 
か 無い か 若し 意思が 有る とするならば，， g 何なる 方 
法に 依て 之を 矯正す る ことが 出来る ものである かと 
云 ふ 御意 見を 有して 居らる、 か、 之を 矯正す る J の 
途は潠 擧權 を大 々的に 擗張 すると 云 ふこと であると 
御考 になつて 居る か 如何、 此二つ の點を 政府 委員 か 
ら伺つ て 置きたい、 次に 政 友會の 提出 案に 對 して 伺 
ひたい ことは、 潠擧區 制の 問題であります、 政友會 
の 提案の 提出者 も、 明治 二十 二 年の 潠擧 法を 現行の 
潠擧 法に 改めた 理由は、 大 選擧區 にして 大人物を 出 
すと 云 ふこと、、 少數 有權 者を 代表せ しむる と 云 ふ 
此二 つの 項目で あると 云 ふことは 御 認めに なつて 居 
る、 而 して 現在の 大 選擧區 制に 依れば、 其豫 期した 


四 六 四  I  _ 

亊が W 現されて 居らない、 故に 小 ^ 瑢 PS にす るので 
ある •斯う 云 ふ 御 S- M の や-っに 承知して 居る* 而し 
て 之に 就て 色々 の 御 .^ SV:.:- . 、したが、： Hil o 小 
選舉區 制の 時に も 大人物が 出て 居る， 今日 犬 is 堺 M 
の 時に も 大人物が 事 S 出て 居る。 

〔此時副雜長済田阀松射退席蕺長大岡宵笾 -^ !3 
席」 

0 楠 ！！ K 悦 一一郎 君 故に 大人； E に 於て ほ 相 通がない と 
云 ふ御說 明で ございました けれども， 前の 31 怨 法の 
時代には、 多く ほ 地方の 郡長の 古手、 或は 11 民 〇 代 
表 者で あつたと 云 ふことは、 掏 〇 潠擧褪 の 潠 舉 K 制 
許りの 問題で なく、 其 他の 事情に 關聯 して 居る こと 
に 違 ひ ありませ ぬけれ ども， 現在の 選. 想 法が H 施さ 
れて 以來 、比較的に 地方の 縣斡 議員 •或 ほ 郡長 階級 
の 人ょりは 比較的 良い 人物が 11 出される やうに なつ 
て 居る と 云 ふ 事は、 現行の ^ 擧法 の 15 施 前と 15 施 没 
の 議員の 狀 態を 御觀 察な されば •はつき り 判る JJf で 
あると 思 ひます" 又 提出蒋 の 御 S 見に fe ります ると 
少數 代表者と 云 ふ 事は、 大選 擧區制 で m 來な いと 云 
ふ 御 話で、 a 々の 例を 擧げ られ ましたが、 今假 りに 
此處に 五つの 小 選擧區 が ある， 其 五つの 小' 撰 舉 M の 
中に 悉く 負けた 所の 少數の 投票を 集めて、 大潠舉 M 
制なら ば 一名を m す ことが 出来る、 又® 際 一名が 祺 
實出て 居る ® 例が 澤山 あるので あります、 して 見れ 
ば 現在の 大選 擧區 制は 比較的小 選 M 制ょりは 大人物 
を 出す ことを 得る のみならず、 少® の 代表者を 出す 
と 云 ふ 事 も 事 實に 於て 爭はれ ない 事で ある、 ■之に 對 
して 少數の 代表者を 出す の ほ、 比例 選 舉云々 と 云 ふ 
事 も 御 話が 御 ざいました が、 是は H 行の 出来ない こ 
とは、 提出 渚の 御意 見と 一致であります、 併ながら 
日本の 今日の 選擧 ほ佛關 西に 於ても 小選擧 M 制を 行 
つて 居る •英國 に 於ても 小 選擧區 制を 行つ て 居る か 
ら 日本の 選擧區 も それにし なければ ならぬ と 云 ふ 事 
實はな いので ある、 日本の 選 擧は 今日に 於て 事 货情 
實や 因緣 に iiil つて 行 はれて 政權或 は 主義に te て 大多 
數ほ行 はれて pr らな いので ある、 之を 小 選 擧區 制に 
に すれば 尙更此 弊害が 增 すので ある、 之を％ さぬ と 
云 ふはつき りした 御 取調が あるか どうか、 小 選 擧區 
制が 大選 舉區制 に® ると 云 ふ 提案者の 理由は 悉く 班 
實 に當ら ざる もの、 而 して 更に 事實の 上から も •日 
本の 今日の 選舉狀 態から 考へて も、 亦 原則の 上から 
云 つても 行けない 所の 小 選 擧區 制を， 此時 勢に 伴 ふ 
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選 擧法の 改正の 必嬰な る條項 として 御 提案な された 
理由は 如何 C 「何だか 分らない 何を 言つ て 居る」 と 呼 
ふ 者 あり〕 尙ほ 次に 第二の 點 として 御尋 申したい 事 
ほ •投票 M 域の 各所に 於て 開票す ると 沄 ふ 事で ある 
是は無 記 朽投摆 の 外皮を 裝 ふて、 事實記 名 投溴を W 
現せし むる やうな ものである* 提案者 も M 々選 擧は 
EJ LLI に 行は れな けれ ぱいけ ない、 選擧 民の a 思を 自 
由に 代表せ しめな けれ ぱいけ ない、 政友會 案の 第 八 
十九 條の 二と、 第 八十 九條の 三に {3: 選墦の 自由、 選 
•?i 民 〇 意 以を して S 由に 發表 せし むる 事の 規定を 嚴 
密に する！ 一則を 御 定めに なつて： E る， 然るに 一つの 
投罌區 域の 投蕻を ，其區 域内で 開票す れば •務め ど 
の 人が 誰に投 •勤したい と 云 ふ 事が 分る ので、 投祟を 
M 收す るに、 或は 投票を 戒嚇 して 投槊せ しむる に最 

も 有効なる 事であつて， 選 舉の阔 敗を 增す 理由で あ 

る (「遠 ひます それは」 と 呼 ふ 者 あり〕 之に 對して 若し 

政 友會 •か 實際記 名 投票 •か 有利な りと するならば •谷 

選墦區 で 開 m すると 云 ふ 事ょりは ■記名投票で なく 

て 無 lli 名 投！ r か 宜いと 云 ふ ? Jf w を 第 八十 九條の I  r 

三の 53. に 於て 御 定めに なつて 置きながら， 事 實に於 

いて 記名 投頌に 等しき 御 規定を 爲され たのは 何故で 

あるか、 もう 一つ 政 友會の 提案者に 尋ねて 置きたい 

ことは、 別表の 改正に 就て 計 3?. の 基礎は 何處で ある 

か， 此三點 に 就て 明確なる 御 答 辯を 得て® きたいと 

思 ふ。 

0 謎 長 c 大岡 育造 君) 水 野 政府 姿 a。 

〔政府 委 M 法®! a  士 水野鍊 太 郎君 登壻〕 

〇 政府 委 M (法 织博 士水野 鍊太郞 君) 柿 原 君に 御 答 

致します、 植原君 は 第一の 御 質問は、 政府に 於て は 

選鉍碳 の攔 張の 必要を 1« めて 居る かどう か 乂必嬰 あ 

りと すれば 如何なる 程度 is の 描 張を 必要な りと する 

か •斯う 云 ふ御尋 であります， 選擧權 の 事に 就き ま 

して ほ •先程から 度々 申しました 如く  •是は 其 時の 

國 民の 敎 育の 狀况 、其 他 各般の 狀况を •補 森して 之を 

決しなければ ならぬ、 之に 就て 政府は 今 攻究 中で あ 

るから、 唯今の 如き 御 尋に對 しまして は， 其 必耍あ 

り や 否やを 今 攻究 中であります から、 左様 御 承知を 

願 ひます、 それから 第二の 植原 君の 御 窓 見では 選 擧 

界の肮 浦を e さなければ ならぬ、 又此 SB 渖 をな すの 

は 選舉 嵇の桢 張に te るの 外は ない， 選. 辦權の 描 張に 

依つ て、 選舉界 は 犬々 的に 肅淸 せらる、 ものである 

と 云 ふ 御 % t 見であって、 而 して 政府は 如何に 考へて 


屛 るかと 云 ふ御尋 であります が， 政府は 選 擧 界の廊 
淸は 、獨 り選擧 g の擗張 のみを 以て 行 ほるべき もの 
ではない と考へ て 居ります、 或は 政治 敎 育の 向上， 
政治 道德 の ; {<1 步 、其 他 各般の 狀況に 依て •選 擧界と 
云 ふ ものが 廊淸 せらる、 のであります から， 選擧 _ 
擴張 のみを 以て 選擧界 が 廊淸 せらるべき ものに あら 
ずと 認めて 居ります。 

〇 松 田 源 治 君 植 原 君の 御 質問は 多くは 黐' 一で あり 
まして、 之に 向つ て 答へ る 必要は ありませ ぬが 折角 
の御尋 であります から. 敬意を 表して 簡 S に 答 辯 致 
します、 大 選 擧區の 時代に 大人物が 出て、 小 選擧區 
の 時代には 大人物が 出ない と 云 ふやぅな 事を 植原君 
は 5 ■して 居ります が、 是は 同一であります、 大臣に 
なられた 人 やら 議長に なられた 人、 其 他の 名士は 多 
く 小 選擧區 から 出て 居ります、 是は幸 ひ 衆議院 事務 
局から 衆議院 總 ii 擧 一 ? 2 と 云 ふ 上下の 本が 出て 居り 
ます •之に 第一 回の 選擧 から 第 十二 回の 選擧迄 如何 
なる 人が 當潠し 如何なる 人が 落 il した か* 委しく 出 
て 居ります、 之を 一々 SS 上げる と 大變な 事で ありま 
すから、 植原君 ほ 事務局に 就て 此本を 請 取られて、 
小 選舉區 に 於て は 如何なる 名士が 落選して 居る か、 
大選 擧區に 於て it 如何なる 名士が 落選して 居る かと 
云 ふこと を 比較 御 研究な さつたならば、 能く 御 分り 
になる 琪と思 ひます 其 他 小 選 擧區の 利益は 私の 申し 
た 通りであります が、 もぅ 一箇 倏附 加へ ますれば 小 
選擧焯 では 無 競爭 の il 擧區が 澤山出 来る、 第 六 回の 
總選擧 の 時分には、 百 十一區 に 無 競爭の 選擧區 が 出 
来て 居ります、 是が 大變 m 犬なる 利益で ある •其 他 
の 利益は 先程 詳細 說明 致しました 通り •而 して 小 選 
擧 區 も 大選擧 K も， 所期の 目的を 達する と 云 ふ 事は 

殆ど [WJ 1 である、 少數 代表に 就ても 同一で ある、 大 

人物に就ても小人物に就ても同一であると云ふ事ほ 

事實に 於て 立證 されて 居ります、 事實が 有力なる 雄 

辯な りと 本 M は 信じます から、 此答 辯を 以て 御滿足 

あらん ことを 希望 致します* それから 其 次の 投票所 

に 就て 投蕻を 郡役所に 持つて行つ て， 即ち 選 擧會場 

で 混同せ ずして 開く のは、 是は記 名 式で ほない、 無 

記名 式の 性質が 十分 保たれて 居ります、 無記名の 弊 

害を 矯正す る爲に 之を 設けた のであります 其 以上は 

議論になります から 答へ る必耍 はあり ませぬ、 それ 

から 第三は 吾々 が 小選舉 區 にした る 人口の 標準、 是 

は 大選擧 K と變り ませぬ、 十三 萬であります、 而し 


て是は 十三 萬で あるが、 行政 區 劃が 小 選擧區 に 必要 
であります から •郡に 依つ て！ 郡を 一 選擧區 とし， 
或は 二部を 一 選擧 M として 居る 所 もあります、-‘ 谷 村 
毎に すると 大變 都合が 好い けれども、 行政 區 劃の 分 
g をす る こと •か であります、 故に 八 萬で も 一入 
二十 一 萬 迄は 一人、 二 十一 萬 以上に なつたら 二人、 
併し 之れ を 全縣に 合算して 勘定 すれば 矢 張 十三 萬 或 
る 一 區と或 る一區 と 比較す ると 云 ふと •是ほ 入口に 
於て 不公平が あります けれども •縣 全體を 通算して 
勘定 すれば 十三 萬と 云 ふ 事には 少しも 違 ひは ない 不 
公平 ほ ありませ ぬ 是は八 萬の 處も 一人、 二十 一 萬の 
處も 一人と 云 ふことは 不公平であります けれども. 
是ほ 行政區 劃を 分割す る ことが 出來な いので. 郡 其 
ものを 標準に し>  或 郡の 人口が 少ない 爲 めに、 二 郡 
を 合併して | 選擧區 とする ことがあります からして 
一寸 比較して 見れば 不公平であります けれども •縣 
全體に 於いては 十三 萬 平均の 率で 出来て 居ります、 
左樣御 承知 あらん ことを 希 §3 致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 今 井嘉幸 君。 

〔法 學博士 今 井 嘉幸君 登壇〕 

〇法 學博士 今 井嘉幸 君簡窜 に 質問 致します •本員 
の 見る 所を 以てすれば 政 友會の 出した 案 も 憲政 會の 
出した 案 も， 而 して 國民黨 の 出した 案 も •亦 政府の 
出した 所の 案 も 皆 揃 ひも 揃つ て 愚案で あると 云 ふ 事 
を 感ずる のであります、 何故 斯く揃 ひも 揃つ て 愚案 
を 出した かと 云 ふ 事に 就て •非常に 疑問に 堪へ ない 
色々 討論を して 居る 其の 有樣ほ 、五十 步を以 つて 百 
步を笑 ふが 如き ものである •富 島 君の 言を 藉 りて 言 

つたなら ば - 議場の 神聖を 汚します から 申し ませ 

ぬが、 要するに 斯ぅ 云 ふやぅな 愚案を 出した と 云 ふ 
ことに 就て iT 本 M は 非常に 遺憾に 思 ふ (「愚案とは 
何んだ」 「怪しからん」 と 呼 ふ 者 あり) 如何なる 點に於 
て 愚案で あるかと 云 ふ 事を 是から 申します からして 
願く ほそれに 對 する 所の 御 答 辯を 得て、 若し 私の 愚 
案で あると 云 ふこと が 間違つ て 居つ たなら ば、 それ 
に對 して 御斷 りを 申 上げます、 先づ 第一の S に付き 
ましては‘ 政府案 も 谷 政 黨の提 案 も 人員を 衔加 する 
と 云 ふこと に 就て、 本員は 是は 非常の 愚案で あると 
思 ふ、 一體 人間が 集って 三百 名 以上の 集國を 組織し 
た 場合に 於て、 さう 云 ふ 場合に ほ 一の 群集心理の 狀 
態として、 眞 面目の 議論の 出来た と 云 ふ 事は 歐羅巴 
諸國の 學說の 中に 書いて あつたと 本員は 見た ので 有 


ます C 「それが 惡 るい」 と 呼 ふ 者 あり〕 而 して 本員が 此 
議場に 出て 来た 感想に 於ても 正に 其感を 深から しむ 
る 所の ものが あるので あります それは 此議 場に 於け 
る 所の 議論と 云 ふ ものは、 殆ど 眞 面目に やつて 居ら 
れない 様な 場合が 多い、 多くは 眞 面目な 議論と 云 ふ 
ものは，® 員會に 移つ て 居る やの 形式が ある やに 本 
員 ほ 感ずる ので ある、 是は他 國の實 例に 於て は、 三 
百 名 以上の 例と 云 ふ ものは 隨 分あります けれども* 
他國の 議會に 於け る 所の 狀 態を 聞いて 見る と， 其議 
會と云 ふ ものは 非常に 靜肅で ある 木院 の 5n く 初め か 
らして 簡 m とか •初めから して 馬鹿と か 云 ふやうな 
さう 云ふ槭 次を 連發 する 議會と 云 ふ ものは 何處 にも 
ありは しない (「問題外」 と 呼 ふ 者 あり〕 强て 例を 求め 
れぱ是 は ¥ 稻田 大學の 討論 會を 學ぷ 所の 支那の 議會 
位の ものである •さう 云 ふやうな _ で 、此 多勢の 人 
間を 一つの 議場に 集める と 云 ふと •益々 B 面目の 態 
度と 云 ふ ものを 失つて 来る と 云 ふ 傾向が ある •今年 
迄で も 旣に斯 の 如し 其 上に 五十 名 も 或は 百 名 もと 云 
ふやうな ものを 直に 殖し たなら ば、 此議 場に 於て 眞 
面目の 議論と 云 ふ ものは 私は 出来まい と 思 ふ， 或は 
一時の 場 當り演 說を すると 2i ふやうな 事に 終つて 仕 
舞 ひは しない かと 思 ふ •唯々 國會に 於き まして •衆 
諉院が 人員を％ 加した 場合に 於て、 非常に 効力の あ 
る 所の 一つの 利益が ある* 是は 何で あるかと 云 ふと 
上院に 對 する 礙越權 を 有つ て 居る と 云 ふやうな 結果 
を 生じて 来る •是は 法律上に 於き ましては 平等で あ 
りましても、 下院の 方 ほ 人員が 多い が爲 に、 其 勢に 
K せられて 隧越權 を 有つ て來 ると 云 ふやうな 結果を 
生ずる 事が あるので あります、 所が 今回 提出した る 
案は どうで あるかと 云 ふと (「止めろ」 と 呼 ふ 者 あり) 
どうで あるかと 云 ふと 貴族院と 妥協して、 貴族院 も 
其 人員を 殖す 、故に 衆議院 も亦殖 すと 云 ふやう に兩 
方 妥協して、 さう してやつ て 居る 所の 案で ある， 此 
點に 於て 其 効力が 那邊に 之を Is める 事が 出来る か、 
私は 此 人員を 桁 加す ると 云 ふことは、 此 意味に 於て 
非常に 尚 案で あると 考へ るが、 此點 に對 する 政府の 
御說 明を 求めたい、 何故ならば 政府は 此愚案 のみを 
提出した のであります から、 政府の 御說 明を 求めた 
い (「愚 間々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 第二に 選擧權 
の擴 張の 範阗 である‘ 是は政 友會の 方の 御 答 辯を 求 
める ので ある、 尤も 政友會 限りでは なくして •選擧 
權の 範圍に 付て は、 私の 考から すれば 實に 呆れざる 
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を 得ない 中うな 摭張ほ かしない ので ある 是 ほ 殆ど 五 
十步を 以て 百 步を 笑ふ热 であるけれ ども， 此劻 に對 
する 所の 政 友會 の ps Jk が M も選舉 蹄'  の 擷 張に 付て 吝 
なる ものが あるから、 此點 に付きまして 政 友 會の考 
を. 尋ねる 次第で ある 一瞪 今日 世界の 大勢を 見て a 何 
が 世界の 大勢 •た」 と 呼ふ漭 あり) 普通 選擧 になつて 居 
ない 所の 國と云 ふ もの ほ 殆ど 無い ので ある 唯一つ の 
例を 龙むれ ば 匈牙利の みで ある 其 他 ほ 普通 蓮擧か 若 
く 13: 普通 選 擧に 近い 所の 制度に なつて 居る ので あつ 
て， 唯々 匈牙利の みが 普通 選舉 になつて 居ない ので 
ある •何故 甸牙利 ほ 普通 選擧 になつて 居ない かと 云 
ふと、 甸牙 利に 於て ほ 匈牙利 人が 三分の 一を 占めて 
他の 人種と 云 ふ ものが 三分の 一一 を 占めて 居る、 其爲 

に 匈* 利 人が 自己の 勢力を 維持せ むが 结に 、さう 云 

ふやうな 制限した る 所の潠 擧法を 設けて 居る •即ち 

匈牙利 人が 金 持が 多い ので ある、 金 持が 多い 爲に此 

選擧褪 と 云 ふ ものを 納税額に 非常に 制限を して 居る 

結果、 斯うな つ .て 居る ので ある •若し 是に對 して 普 

通 選擧を 布いたなら ば、 其 時に ほ 今日の 匈牙利 人と 

云 ふ もの ほ>  權力を 失 ふて 仕舞 ふので ある、 丁度茭 

那に 於て滿 洲人が 獺 力を 有して® つた 奴が、 是に對 

して 立憲政治を 布く と 云 ふ 事に なつて 來 ると •支那 

の 民本主義と 云 ふ 結果、 滿洲 人が 勢力を 矢つ たのと 

同 _ である、 さう 云 ふやうな 特別 事情が あるから し 

て •匈牙利に 於て {X 今 普通 選 擧と云 ふ ものが 行 ほれ 

て 居ない ので ある、 今日 此普 通潠擧 と 云 ふ ものを 行 

つたなら ば、 我國に 於け る 所の 政治 上の 狀態と 云 ふ 

もの ほ 一變 する ので ある、 今日の 選擧 法と 云 ふ もの 

ほ 唯々 我 國の閥 族を 維持す る 所の —— 閥族の 勢力を 

維持す る 所の 根抵 になつ て 居る に過ぎない 否ら ざれ 

ぱ乂政 友會の 諸君から 獅 次られ るか も 知れ ませぬ け 

れ ども、 政友會 の 勢力を 維持す る 所の 其方 便に なつ 

て 居る に過ぎないので ある* 併な' から 政 犮會の 御 態 

度と 云 ふ ものは •昔から 斯う 云 ふ もので ほな かつた 

實 に 政 友會も 以前に ほ洵に 立派な I 自由 黨時 代に 

於て ほ 敬服に 堪へ ない 所の 態度を 執つ て 居つ た 時代 

が ある、 而し て此哿 通 潠擧 に對 する 所の 態度に 於て 

も •非常に 政 友 會に 付て 敬服す る 時代が あつたので 

あ 〇 ます、 普通 選. 舉なる ものが 我國の 議場に 於け る 

問題と なつた のは、 明治 三十 五 年に 初めて 提案され 

たので ある. 其 時には 無論 否決され ましたが、 其 後 

明治 三十 八 年、 三十 九 年、 四十 年， 四十 一年、 四十 


二 年， 四十 三年， 四十 四 年と； K ふやう に、 七茼 年に 
苴 つて铒 年々々 此議 場に 提出され たと 云 ふこと を歷 
史が 掲げて 居る ので ある ノ而 して 四十 四 年 即ち 第二 
十七 諉會に 於き まして (3: 是が 大多数で 此議會 を 通過 
したで ほ ありませ ぬか、 而 して此 時に 於け る 所の 過 
半數の 政 黨ほ誰 であつた か， 政 友會で ほ ありませ ぬ 
か、 政友會 ほ 此 場合に 二百 餘名の 多數で 、さう して 
此議埸 に 於て 普通 選 擧と云 ふ ものを 通過せ しめたの 
である •而 して 之を 提出した 所の 提案者 ほ 此處に 御 
ざる 所の 吉植 君、 望月 筘 、上 鼓 君、 根本 君、 中 村 君 
の 如き 人も此 中に 人つて 居る と 云 ふ 事を 見る ので あ 
る耍 する に 普通 選 擧と云 ふ もの ほ 此時に 於て 政友會 
の 力で 以て 此議會 を 通過した 事が 一遍 あるので ある 
是ほ 貴族院に 於て 握 潰された けれど、 要するに 衆議 
院と云 ふ ものを 一回 通過した で ほない か、 政 友會に 
私 ほ 借問す るので ある •今日 ほどうで あるかと 云 ふ 
と •政 友會ほ 普通 選 舉と云 ふ ものに 付て ほ •無論 反 
對で あるが、 選 擧 權の擷 張と 云 ふこと に 付て •最も 
範圍の 狭い 所の 案を 出されて 居る ので (S ありませ ぬ 
か、 而も それの みならず、 私が 以前に 普通. 蓮 擧の請 
願書を 紹介して 提出した 場合に 於て、 此 請願 さへ も 
不採擇 にせし めた ので ある •其 委員 會に 於て {X 政 友 
會の 人が 多數を 占めて 居る のであります が、 此 請願 
を不採 擇 にしたい と 云 ふこと ほ， 非常な 事で ありま 
す 一遍 lit 議場を 多數を 以て 通過した 所の 案を 請願に 
出して •それを. f 採擇に 終らし める と 云 ふやうな こ 
とに なつて 居る. 以前に 於け る 態度と 今日に 於け る 
態度と 丑 ふ もの ほ、 非常に 違つ て 居る •是ほ 昨が 是 
か 今日が 非 か、 今日が 是か 、昨が 非 か •政 友 會の是 

々非々 主義と 云 ふ もの ほ、 斯う 云 ふやう にぐらく 

變 るので ある lit 點 の御說 明を 願 ひたい C 「選擧 法な ぞ 

を 論ずる 資格 ほ 無い」 「答 辯の 必要なし.」 と 呼 ふ 者 

あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 水 野 政府 委員。 

〔政府 委員 法學 博士 水 野 鍊太郞 君 登壇〕 

0 政府 委員 (法 學® 士水野 鍊太郞 君〕 今 井 君に 御 答 

致します、 今 井 君の 御尋ほ 議員の 數を增 したの ix ど 

う 云 ふ！！ かと 云 ふこと であります が、 人口の 增 加に 

伴つて •衆議院議員の 數を增 加す るのは 是ほ 至當な 

事と 思 ふので あります、 是ほ單 り 我 國の實 例の みな 

らず 、谷 國の實 例が 之を 示して 居る と 云 ふこと ほ、 

W 學なる 今 井 君の 必ず 御 承知の 事と 信ずる ので あり 


ます。 

〇 誘 長へ 大岡 育造 君〕 松 田 源 洽宕。 

〇 松 田 源 治 君 今 井 君のは 評論であります から、 答 
辯す る 必要を 認め ませぬ、 討論 〇 際に 今 井 君と 討論 
を H ほ せたいので ある、 それで 議院 法 及 議院 規則を 
能く 御遛 の上發 言され むこと を留 むので あります。 
0 議長 (犬 岡 育造 君) 齋藤隆 夫君。 

〔齋塍 _ 夫君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 齋藤隆 夫君 內務 大臣の 御 出席の 無い ことほ 甚だ 
遣 憾で ございます るが、 併し 大臣 以上に 聰明なる 水 
野 次官の 御 出席が あります るに 依て、 政府を 代表し 
て 十分なる 徹底せ る 所の 御 答 辯を 得る 事が 出來 ると 
信じて 居ります、 (「 前口上は 廢 せ」 と 呼 ふ 者 あり〕 
政府 ほ 選擧 法の 本體に 向つ て 改正を 施す の 意思 あり 
と 云 ふこと を 言明され たので ある •此に 於て 本員扒 
質問を致したいのほ、然らぱ如何なる方法に依つて 
議會に 提出 T べき 原案を 作製す る や、 又 何時の 議會 
に 之を 提出せ むと する ので あるか、 之を. 取りたい の 
であります、 此 事に 付て ほ 少しく 說 明を 要する 事が 
ある •御 承知の 如く 前內閣 時代に 於き まして ほ， 時 
の 一木 內相 {X 選舉 法を 改正す るの 目的を 以て、 選擧 
法改正 調査 委員 會なる ものを W 織せられ たので あり 
ます、 此 調査 委員 會ほ貴 衆 兩院の 各派の 代表者、 及 
之に 關係 ある 政府の 高級 ぜ 吏を 以て 組織して 居つ た 
のであります、 而 して 此 調査 會に 向つ て 一つの 原被 
を 提出して 1 _ 議を 求められた ので ある •所謂 一木 
案なる ものであります、 固ょり 此原 案は 吾々 の 議論 
とほ 大分 懸け離れて 居つ たもので あります 併ながら 
是は 人备々 見る 所を 異にし •即ち 意見の 相違で ござ 
いまする に te て、 委員 多數の 意見に 依て 自由に 修正 
する ことが m 来た 所の 原案な のであります 斯の 如く 
にして 一木 内務大臣 ほ 兎に角 選擧 法を 改正す るの 目 
的を 以て、 議會に 提出すべき 原案を ば 作製す るに 努 
力せられ て 居た ことほ 事實で ある、 所が 一昨年の 十 
月 現 內閣が 成立して、 後藤 内務大臣の 時代に なつて 
此調査 會は どぅな つた かと 云 ふと •後藤 內務 大臣 (X 
此 調査 會をぱ 其 儘 繼續せ られ たのであります、 調査 
會をば 繼續せ られ たのみに 限らず， 一木 案 其 ものを 
も 其 儘に 承繼 して、 確かに 三回 迄 調 查會を 開かれた 
ので ある 所が、 其 調査 會に 於て 委員の 多數 より 種々 
の 質問が 出で、 種々 の 追 窮に餘 儘な くせられ て、 遂 
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に lit 調査 會をば «し. 窃て 1* 制を ば « せられる こと 
つたので あります、 唯々 別表の みは 之を 切 離し 
て 調査 會の钃 を 轾たと 云 ふの •か •今日 提 111 3 せられた 
る所の別表の改正.龙な 0 で & .'-ます，後强内 ;5 大以 
が 調査 會を ば廢 止せられ たと 云 ふこと に f-J- きまして 
本員 等は 決して 苦 M を % ふる 者では ない、 荀も： 2 :務 
大 ほ たる ものが 選擧法 の 改正案を 作製す るに 方つて 
調资符 などの 讓を經 るに ほ 及ばぬ、 gs め a 衆阳院 の 
代表者な どに 州 淡す るの 必要 ほない 吾に ほ 吾の 总見 
が ある、 吾の 確信が ある， 此 尨 見と® 信に莊 いて 原 
案を 作つ て •全 ¥i 任を 負つ て議會 に 問 ふて 見る と 云 
ふの ならば、 それで rfc しいので ある •是は 確かに 見 
上げた る 所の 一の 見識で ある、 本員 等 ほ 斯る SC 見 あ 
り、 斯る 確信 あり、 斯る 賢任觀 念 ある 所の 内務大臣 
の 出現を ば 要求して 居る のであります、 然る 所が 硪 
來 一年 有餘の 間に 於いて、 政府 ほ 選 擧法改 正と 云 ふ 
ことに 付いて 何を 爲した 、內務 大臣 ほ 選 擧 法の 改正 
に 付いて 如何なる ことを 爲した か、 內務 大臣の 命令 
に 立'® いて 居る 所の 內務 省の 連中は、 果して 選 擧法 
改正案を 作る が 爲 めに 努力を して 居る か 否やと 云 ふ 
に、 本員 (X 少しも 其の 形迹を 認める ことが 出來な い 
のであります、 此に 於いて 本員は •政府 ほ 選 擧 法を 
ぱ 改正す るの 意思 ありな どと 謎 tr に 於て ほ 明 S. を 致 
して 居ります けれども* 心の底に 於て は 改正の® 思 
が 無い、 選擧 法の 改正と 云 ふこと に 付て は、 何等の 
意見 も 無ければ、 何等の 確信 も 無い、 若し 政府に 於 
て 意見 あり 確信が あるなら ば、 今日 lit 頃 改正案が 此 
の BI 場に 現は れな いと 云 ふ 筈 ほ 決して 無いで ありま 
す、 現 ほれない 所を 見ます と 政府に 於て (i 意見 も 無 
ければ 確信 もない 少く とも 現 內閣の 存在 中は 選斟法 
の 改正に 向つて (3: 手を 觸れ ない と 云ふ考 ではない か 
と 思 はれる ので ある、 若し 私の 推測が 誤つ て 居る と 
云 ふので ありますな らば， 此點に 付て 徹底せ る 御 辯 
解を 求めん と 欲する ものであります、 又 果して 選 舉 
法を ば 改正す るの 決心が 有るなら ば、 如何なる 方法 
に 依て 蕺會に 提出すべき 原案を 作製せ んと する ので 
あるか、 是が爲 に 特別の 機關 でも 設けん とする ので 
あるか 又 改正案の 作製を ば 政府 部内の M 似に 一任せ 
ん とする ので あるか、 政府 部内の 屬 僚に 一任して 果 
して 完全なる 改正案を 作製す る 事が m 來 ると 思つ て 
居る ので あるか、 固ょ 〇 今日の 內務 省に ほ 水 野 次官 
を 始めと して 尠から ざる 所の 人材 も 居られる ので あ 
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ります、 併ながら 何を 言 ふに も是 等の 人は 選擧界 の 
ことに 付て は 全く 經驗の 無い 所の 一種の 局外者で あ 
る、 選舉界 の 事を ぱ 知事 や 或は 婷察官 等の 報吿 位に 
故つ て、 ® ； g を 探らん とする 所の 所謂 竹の 筒から し 
て 天を 眺めて 居る 人々 である、 是 等の 人々 の 手に 依 
て 完全なる 改正案を 作り、 譟會 多數の 同意を 得る 事 
が 出来る と 思は れるな らば‘ 試みに やつて 御 ^ なさ 
るが K しい、 吾々； i 刮目して 之を 見て 居る ので あり 
ます、 又 如何なる 方法に 依て 改正案を 作る に 拘らず 
H- 體何 時の 議會に 改正案を ば 提出せ んと する ので あ 
ります か、 苟も 選擧 法を 改正す る： £ の 決心が 有るな 
らば •案を 具へ て 是をば 載會に 提出す る ことに 付て 
も、 相 當の考 が 極つて K らね ばなら ぬ 笋 である、 政 
府に 於て 果して 此考が 極つ て 居る や 否やを 承りたい 

のであります、 而 して 本 fi が 此質問 を爲 すに 付き ま 

しては •誤解を 防ぐ が 爲めに 一言 致して 置かね ぱな 

らぬ ことがあります、 法律の 發案權 は 政府 も議會 も 

共に 之を 有して 居る ので ある、 此兩 者の 間に 於て 何 

等の輕 重が ございませぬ、 夫 故に 選擧 法の 改正 も是 

迄 M 々議員 諸氏ょり 此諉 會に提 U1 せられて 居る ので 

あります、 現に 今期 il 會に 於き ましても* 谷黨派 ょ 

り 改正案が 松 出せられ て； K るので あります- 仍て吾 

々は 決して 政府の 提案の みに 信賴 して 居る と 云 ふ 如 

き •斯 る不見 §1 なることの 考ほ 少しも 有して 居らぬ 

ので ある* 併ながら 本員の 見る 所に 依ります ると、 

我 國の鄧 會 ほ 此點に 於て 甚だ 迆憾な 事柄が あるので 

あります、 それは 何で あるかと 云 ふと、 同じ 種類の 議 

案で も、 政府の 提出に 係る もの ほ 比較的に 重ぜ られ 

葯 員の 提出に 係る もの ほ 比較的に g せられる-殊に 

ft 族院の 方面に 於て 此傾 向が K だしく あるかの 如く 

に 刺 察せら る 》 ので ある •是は 篛 ir の 威信を 保つ 上 

に 於て洵 に ® ふべき ことであります が、 併し 是が吾 

々が 常に. H 驗 して 居る 所の 祺® であるから 致 方ない 

ので ある、 斯る 事情で 有ます るが 爲に此 種の 議案は 

先づ 政府が 是を 提出し、 政府が 是に 向つて 最善の 努 

力を致すと云ふ亊が此目的を達するに於て最も便究 

である， 又 政府と して 負 ふて 居る 所の 大 W 住で ある 

と 確信して 居る ので ある* 政府は 時代の 進 運に 鑑み 

撰 擧界 の實悄 に考へ 、又國 論の 趨勢に 顧みて •速に 

此 問題を 解決し なくて ほなら ぬのであります、 然る 

に 現 内聞 成立 以来 一年 有半の 間に 於て- 此點に 付て 

政府 (i 如何なる 注 S を爲 した か 如何なる 努力を 致し 


たかと 云 ふに、 本員 ほ 何等 其 形迹を 認める 事が 出 來 
ない ので ある， それ故に 機會に 於き まして 政府の 意 
見の ある 所を ば •十分に 撤底 的に 述べられて、 選擧 
法改正の 意思に 付て 確かなる 所の 御 辯 明を 求めむ と 
する ので ある-尚 一言 確め て « きたい ことほ •選擧 
權の膪張に關することであります、此事は是迄も質 
問が ございました が、 水 野 次官の 答 辯 甚だ II 味で あ 
る、 本員は 此 事に 付て 何等の 說明は 致し ませぬ が、 
今期 翳 會に 現は れて 居ります 所の 备黨 派の 改正案に 
付きましても. 選擧 fa の掀 張と 云 ふこと が M も 主要 
なる 部分と なつて 居ります、 政府は 此擷張 案に 賛成 
である や 否やと 云 ふことの み 7k りたい- 是 迄の 水 野 
次官の 答 辯の 如く、 選 擧 法の 改正は 最も 重大なる も 
ので ある、 政府は 愼重な る 注意を 爲 して 居る， 取調 
中で ある •考 ■中で あると 云 ふ 如き 曖昧模糊た ると 
ころの 答 辯であるなら ば •本員は 承る の 必要は ない 
選 擧法の 改正は 今日 起つた 問題では ありませ ぬ、 我 
國に 於て は 十數年 来の 懸案で ある • 此 問題に 付て は 
在 朝 在野を 間は ず， 苟も 政治家で ある 所の ものは、 
相 當の考 を 極めて 居らねば ならぬ 罟 である、 今日 此 
時に 至つ て尙ほ 収調 中で あると か •尙ほ 考慮 中で あ 
ると か 言 ふが 如き 曖昧 模稜た る 答 辯を a して. 政府 
の 責任を ぱ塞ぐ ことが 出 來ると 思ぅて 居らる、 なら 
ば>それほ大なる誤りであります，以上の質問に付 
きまして 極く 簡鼠な る 所の 精確なる 所の 答 辯を ? K め 
むと する のが 本員の 質問の 要旨であります。 

〔拍手 起る j 

〇識長 (大岡 育造 君〕 水 野 政府 委員 > 

【法 學搏士 水 野 銨太郞 君 登 W〕 

〇 政府 委員、， 法 學搏士 水 野 鍊太郞 君〕 齋藤 君に 御 答 

致します、 選擧 法の 改正は 賴 代の 內閣が 努力して 居 

つたこと、 私は 信ずる のであります、 而も 甚だ 遺憾 

ながら 十分なる 成案を 得ず、 而も 一度び 提出した る 

場合に 於ても、 兩院を 通過せ ずして 今日に 至つ たと 

S ふことは 御 承知の 通りであります 、前 內閣に 於て 

も 選擧 法の 改正 ほ 努められた ので ありませ ぅ、 而も 

成案を 煜ず 、議會 に 提出す るの 運びに 至らな かつた 

と 云 ふことは 齋藤君 の 御 承知の ことであります、 そ 

れと同 じく 現内閣に 於ても >  選 擧法を 改正す るの 意 

思 it あるので あります、 あります るが •是 に fj' きま 

して 度々 申します る 如く  •選 擧擴 張の こと-選 擧區 

制の 如き 重大なる 問題に 付て は 愼 重の 攻究を 耍する 


が爲 に， 今日 尙ほ 決定を 見る に 至らない、 是 'か 事實 
であります* それであります るが 故に、 今日 政府に 
於き まして 此事 に付きまして 何時 選擧 法の 改正を 出 
すか、 選擧權 の攏張 若く ix 選 擧區 制に 付きまして • 
どぅ 云 ふ 意見を 有して 罟るか と 云 ふこと を 明言す る 
ことを 得ない の ii •是が 爲 であります、 是 以上 御 答 
する ことを 得ない の ほ>  洵に 遺憾であります が. 事 
實は 事實 として 御 答す る 外ない のであります。 

〇 岩崎勸 君 日程 第五の 政府 提 m 案は •當然 特別委 
員に 付託すべき ものであります •故に 此場合 便宜 第 
五 第 七の 雨 案を 一括して、 藤澤烨 之 輔 君外數 名 提出 
の 衆議院議員 撰 擧法屮 改正 法律案 外 一件の 特別委 員 
に* 併せて W 託せられん ことの 動議を 提 s する ので 
あります。 

t 「賛成々々 一 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 0K 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 賛成 多くして 
異議ない と 認めます、 仍て岩 崎 君の 動議の 如く 決し 
ました‘ 日程 第 八、 罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案、 
第一 讀會 の續を 開きます— 委員長 熊 谷 五 右 衞門君 
第 八 罹災 救助 基金 法 中 改正 法律案 C 政府 
提 U1 〕 第一 讀會 の 委員長 報吿〕 
(確定 議) 

〔熊 谷 五 右衞門 君 登壇 J 

〔拍手 起る J 

〇 熊 谷 五 右衞 門君哨 今 翳 題に 上りました る 罹災 救 
助 基金 法 中 改正 法® 案、 委員 會の經 過 及 結果を 報告 
致します >  本案 改正の 要 點は 、第一 現行法 ほ 明治 三 
十二 年 七月 一日ょりの 施行でありまして、 期限が 滿 
二十® 年と して あつたので あります-それ 故來 年の 
六月 三十日が 滿期 となる ので ございまして. 依て 尙 
ほ是 を繼續 せむ とする のが 主眼の 要點 であるので あ 
ります、 第二 ほ 府縣に 於て 貯蓄すべき 摧災 救助 基金 
の 最少 額を 五十 萬圓と 限定 致した のであります-そ 
こで 各 府縣に 於て 今日 迄に 蓄積して あります る 現在 
高は、 如何程に なつて 居る かと 申します れば 、最早 
五十 萬 圓に 達して 居らぬ 所 ほ •沖綳 縣を 除きまして 
其 外 最少 額と 雖も旣 に 五十 三 萬 九 千圓餘 になつ て 居 
るので あります 其 他の 多く (3: 七十 萬 阊 ょり 百萬圓 
以上に 達して 居りまして •愛知 縣の 如き (3; 旣に 三百 
萬圓以 >. になって 居る のであります、 第三は 支出の 
費目を 11 張 致しまして 學 用品 si 、 運搬費、 人夫 費を 
加へ たのでありまして‘ 又 事業 費に 於き ましても 露 


店營 業者 等に も茭出 し煜 るの範 圍にな つたので あり 
ます、 範 圍を擴 めた のであります、 而 して 罹災 救 肋 

の - 摧災 者を 救助す る 方法の 一つと しては ■"地方 

長官に 於て 必要と認めた る 場合に 於て は， 金錢 を ) 
て 之を 爲すを 55 ると 云 ふことの 急場に 處 する 便法 も 
加 へられた のであります、 第 四は 運用の 方を 擴めま 
して， 現行法に ほ' tt 出しの 龆 園を 非常 災害の 爲に 
要する 府縣の 土木 費と 限つ てあつた ので ありました 
のを、 府縣其 他 市町村 公共 ® 體 にも 貸 出す る ことに 
なつた のであります •委員 M に 於き まして ほ ノ 政府 
委員と 細密なる 質間應 答を 重ねまして •熟 心に. S 議 
熟慮の 上、 本案の 改正 (X 時代に 處す るの 必要を 尤も 
なりと 致しまして-一人の 異議 薄 もな く 全部 原案に 
町 決 致した ので ある‘ 何卒 諸君の 御 質 成を：！ ひます 
0:石崎勵；3本案ほ讀會の'_序を省略して，娄員長 
報告の 通り 6; 決 確定せられ むこと を： 希® 致します。 
0議長(大岡育造君〕岩崎君の訕_に御異_ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異_な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案は _會 の 順序を 省いて n; 決 確定の 法を 探ります 
御異 _ ありませ ぬか (「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 
0_ 長 (大； 一 育' S 君〕 御與霰 なしと 認めます、 本案 
は 可決 確定 致しました I 日程 第 九、 大正 六 年 勅令 
第二 百 二 號を議 題と 致します、 承諾を 求む る 件 ！ 
委負私 陣軍吉 君 (拍手 起る〕 

第 九大 正 六 年 勅 第二 百二號 (承諾を 求 
むる 件〕 (貴族院 送付〕 (委員長 
報告) 

〔陣軍 吉君党 壻〕 

〇 陣軍吉 君 本 M は 大正 六 年 勅令 第二 百二號 ■承諾 
を 求む る 件此委 M 會に 於け る 經過並 に 其 結果を 御 報 
吿致 します、 委負會 は 開會四 回に 及びまして 質問 應 
答を 重ね、 愼甫に 審議を 致した ので ございます、 詳 
細の 點ほ 速記録に 依て 御 承諾を 願 ふこと に 致したい 
と糾- ひます る、 尙ほ玆 に 一言 報告して 置きます るの 
は •一時 速記 錄を 中止 致しまして 懇談 會を S いた 點 
がご ざいます から •此點 丈を 御 報 街 致して 置かぅ と 
存じます 、諸君 御 承知の 如く、 此 小額 紙幣は 紙質 極 
めて 粗惡で ございまして‘ 取扱 上 極めて 不便で ある 
ので ございます， それで ございます から 政府に 向つ 
て 此の 紙質を 改善して 貰 ひたいと 云 ふ 委負會 の ? 1; 望 
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であつ たので ございます， 而 して 政府は 委 M gr の 希 
望 通りに、 果して 此の 紙質を 改善す る や 否やと 云 ふ 
ことを 確かめた 所が、 政府に 於き ましても 今後 發行 
の分に對してほ、紙質を十分に改善し、而も羧雄の 
强く抟 きものを 以つて 製造し、 發行 すると 云 ふ 確 ®' 
なる W 明を 得た のであります、 尙ほ 色彩の 點 に付き 
まして-..'. 委 M 會の 希 S すると ころが ありました が 
政府に 於. ? ましては 同一の 紙幣に 二 ^ の 色彩を 用 ひ 
る ことほ •行使 上 某 だ 迷を 牛： ずる 惧が あるから、 是 
ほ rfl: に同裔 を 表する ことが 出来ない、 斯ぅ 云 ふこと 
でありました けれども、 委 ft 會に 於き ましては 尙ほ 
研究の 餘地 ありと して、 其 希望 丈を 述べて 置いた 次 
第であります、 左_な 次第に 依て 委員 會 ほ 全會 一 致 

を 以て 承諾を 與へ ると 云 ふこと に 確定 致した ので ご 

ざいます、 此段 御報吿 致します。 

〇岩峪 剧 君本宰 は® 員 長 報告の 通り、 可決 承諾を 

與へ られ むこと を # 5? 致します" 

〇齩長 C 大岡 育造 君： >  委員長 報吿 通り 御異篛 ありま 

せぬ か。 

〔「異 薄な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 詔 長 (大 岡' 宵 造 君〕 異議な しと 認めます、 即ち 本 

案 ほ 眾諾 を與 ふること に 決しました I 日程 第 十 • 

爆發 物 J5 締 罰 則廢止 法律案 第一 11 會の績 を 開きます 

—— 松 田 源 治 お。 

第 十 爆 發物販 締剖 則廢止 法律案 (磯部 尙 

封 外 五名 提出) 第一 讀會 の續 t 委 

員 長 報告〕 

〇 松 田 源 治 君 極めて 簡單な る 法案であります から 

此 席より 述ぷる ことを 題 長の 許可を 锝た いと 思 ひま 

す。 

〇 諮 長 (大岡 育造 君) 許 町 致します。 

0 松 田 源 治 君 本案は 委員 會を 開きまして、 政府は 

本案に 同意す る や 否やを 質問 致しました 所が 爆發物 

肢 締剀 則の較 止には 同意 出来ぬ が、 爆發物 肢締罰 則 

は餘程 刑律が 苛酷に なつて 居つ て、 刑律との 擷衡が 

取れて 尉らぬ、 故に 刑を！； く 定め •其 他に 付て 刑法 

と® 術を® る 修正なら ば* 同意す ると 云 ふこと であ 

りました 故に、 委員 中に 小委 員を M いて、 鈴 木富士 

彌 V!- 、 碑 部 尙 rl と 本 M が 委員と なりまして、 政府に 

交 涉 して 二 回の 小委 員 釘を 開きまして、 一の 修正案 

を 作製 致しました、 其 的 正 案は 諸 打の 御手 許に 配布 

されて ある 通りであります、 即ち 標閧は 爆發物 肢締 


罰則 中 改正 法律案と ございまして 其 他 ほ 說 明す る必 
耍ほあ り ませぬ、 諸君の 御手 許に BB 布され た 通りで 
あります、 例へ ば 第 | 條中 「死刑 父 ハ 無期 若クハ 七 
年 以上 ノ 懲 役 又 ハ 禁錮」 斯ぅな りました、 IL つ 死刑 
のみでない、 撰楼 刑を 許して 死刑 又は 無期 若く ほ 七 
年と 極く 刑が 緩和され てあります、 第二 條は 「無期 
徒刑 又 ハ 有期 徒刑」 とあります のを、 之を 「無期 若 
クハ五 年 以上 ノ懲役 又 ハ 禁錮」 と 致しまして、 餘程 
刑法と 權衡を 取られまして 刑も輕 くな つて 居ります 
どぅか 諸君の 賛成を 求めます、 是が委 負會の 報 ff で 
ありまして， 全 曾 | 致 可決 確定し •政府は 此 修正案 
に 向つ て 金 然 同意を 表しました* 此段御 報告 致し ま 
す。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否や、 
御 諮りを 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 即ち 
本案は 二 1E 會を 開く に 決しました。 

〇 岩崎勵 君 商に 本案の 二 讀會を 開き、 三 la 會を省 
略して 委員長 報告 通り 可決 確定せられ むこと を 希 鐾 
致します。 

〔「異議な し 異議な し」 の s 起る〕 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない も 
のと 認めます、 仍て闾 に 第二 讀會を 開き、 議案の 全 
部を 議題と 致します。 

爆發物 肢締罰 則廢止 法律案 第二 M 會 (確 
定議) 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し. 一の 聲 起る i 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な けれぱ 委員長 報告 通 

り、 三讀會 を 省略、 可決 確定した る ことを 宣告 致し 

ます、 日程 第 十一、 鑣業法 中 改正 法律案‘ 第一 if 會 

の續を 開きます - 委員長 渡邊昭 君.' 

〔拍手 起る j 

第 十一 鑛業法 中 改正 法律案 C 藏內 次郞作 

君 提出〕 第一 讀會 の續 (委員長 

報告〕 (確定 S〕 

〔渡 邊昭君 登壇〕 

0 渡 邊昭君 本員は 鎩業法 中 改正 法律案 委員 會の經 

過 並に 結果に 付いて 御 報告 致します >  委 員會ほ 四 回 

開會 致しました、 本案は 極めて 簡單 なる 案で ござい 

まして、 現行の 鑛業法 中 第二 勝に r 鑛 物卜稱 スル」 


の 下に 「白金 缠 .一の 三 字を 追加 致したい と 云 ふ 案の 
修正であります、 而して 現行法に 依 ります れぱ 、键 
業 法 中 第 I 一條には 裁 物と 稱 して 二 十三 種の 種目を 列 
記して •こざいます が， 白金 鑛に 付て は 何等の 規定が 
ございませぬ ので、 此 白金 鐘を 發見 致しました 者に 
對 しまして 其® 利を 保護す ると 云 ふ 趣旨より 致して 
此 白金苒 なる ものを 第二 條に 追加 致したい と 云 ふの 
が 提案の 趣旨であります、 本案 提出者より 委員 會に 
於て P 細なる 說 明、 及び 本 寒 提出の 動機 等に 付き ま 
して 御 話を 承つ たので ございます、 11. つ此 白金搜 な 
る ものは、 長崎縣 大串 村大村 ■の 半島 金齡 坑内に 於 
て、 初めて 發見 致しまして、 外昆钩 太郞 氏の 手に te 
て此鑛 石を —— 白金を 製造す る ことを 得た ので あり 
ます、 其 白金 鑛 よりして 白金を 製造 致しました 經過 
等に 付きまして ほ， 提出者より 原品を 提出せられ て 
詳細なる 說 明を 承つ たのであります‘ 委員 會ほ 政府 
常 局と 質問 應 答を 重ねまして、 全會 一致を 以て 原案 
を 可決 致した ので ございます、 本案に 對 しまして 政 
府當 局者ほ ：个 同意を 言明せられ たのであります、 其 
不同意の 理由は‘ 今回 發 見せられた 所の 白金 鑛なる 
ものは、 未だ 我阐に 於て 白金 鑛なる ものが 發見 され 
た 事實が ない ので ある， 故に 實地に 就て 其 白金筠 な 
る もの v ii 量の 程度 •或 ほ 分布の 狀態 •或 ほ 鑣 物の 
惯値 等に 付て 十分なる 調査を 致した 上に 非 ざれば， 
之に 同意は 出来 難い、 併ながら 白金 鑛と云 ふ 事に 確 
定 致しましたならば、 無論 此鑛業 法 中に 追加を 致し 
て， 鋸 法の 改正と 云 ふ 事に 付て は、 何等 異議の ない 
譯 であります、 其點 に付きまして ! X 政府に 於ても 同 
意で あるので あります、 故に委 W 會に 於き ましては 
提出者の 詳細なる 說明を 承りまして •之に 信賴 し， 
.FI. 外國に 於き ましては、 獨 逸， ■西亞 、加奈陀 等に 
於き ましても、 此 白金 鑛 「ブラ チナ」 なる ものは 產 
m して 居ります るので、 夫々 此發 見に 付きまして ほ 
相當の 保 獲を 外國に 於て ほ 與へて PT るので あります 
から、 我 一の 鍋 法 中に 於て 此 白金 鑛の發 見者に 向つ 
て、 其權 利を 保護す ると 云 ふ 事は 常 然な る處 置な り 
として •委員 e- は 政府の 不同意なる にも拘らず、 政 
府の 不同意の 理由は 甚だ 薄弱なる ものと して、 委員 
會は 全會 一致を 以て 原案に 可決した 次第であります 
此段御 報告 申 上げます。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎勵君 本 M は ii 會の 順序を 省略して、 委員長 
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の 報告 通り、 可決 確定せられ ん ことを 希 沼いた しま 
す。 

〔「異 銪 なし 異筠な し」 と 呼 ふ老あ 〇〕 

〇费 長 (大岡 育浩 君) 岩 ^ 君の 励 a に esufs ありま 
せぬ か —— 御異發なしと認めま〈. .： 一 會の顆 序. 
を 省略して 御 諮り 申します、 御異雜 はあり ませぬ か 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 或 長 c 大岡 育造 君) 御異發 なしと 認めます、 《 て 
本案は 11¢ 會を 省略し 全部 可決 確定した る ? If を 莨 吿致 
します、日程第十二、 »4 1會法中改正法律案の第一游 
會の £1 きを 開きます、 委 M 長 中れ S5 次 郎君： 7 -f' 在に W 
高 松 正道 君。 

第 十二 農 ir! 法 小 改正 法律案 (山 內腌造 君 
外 九 名 提出〕 第一 10 會の縊 (委 
員長報吿〕(確定8§) 

〔高 松 正道 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 高 松 正道 君簡單 に 本員ょり 委員 衿の 經過を 御 報 
吿申 上げます、 本案の 要旨は 市町村の ^ 會 の會费 を 
强制 徵收 をす ると 云 ふに 在る のであります、 委員 ir 
に 於き ましては 四 回の 會 合を 重ねまして、 典 間 s ;;ri 
務大 の 出席を 求めまして、 種々 討 翳の 結果， 現 時 
此歐洲 腿 亂の 時局に 鑑みまして、 食料の 掘 立と 云 ふ 
事の 必耍 上、 又 農業 家の 進 步改罱 を IS1 る 上に-於 きま 
して、 農會の 活動に 待つ こと 多い のであります •併 
ながら 此 經濟界 の 非常な 發駿 します に付きまして、 
都 會に住 する 時の 所謂 成金なる ものが 牋村に 手を / U 
しまして 多數の 地所を 買 込んで 居る 如き もの ほ、 ^ 
會の 純费 徵收に 際しまして、 制裁の 無い 事を 奇貨と 
致しまして、 農會费 を 納めない と 云 ふ 渚が 多々 ある 
のであります •是が 爲に農 會の 活動を 阻碍 致し まし 
て， 農業の 改良、 農業の 進 步 に付きまして 非常な 阻 
碍を與 へる 事が 多い のであります るから して •此問 
題は 旣に 三十 七謅 會以來 の間朗 であつ て、 旣に 政府 
の 方に 於ても ftl 當な 調査を 致して 居る のであります 
るから、 此摁會 に 於て 本案を 是非 通過 させたい と 云 
ふ 事の 識論で ありました、 是 等に fj' きまして 政府が 
之に 同意を； S へませ ぬ， 其理 HJ ほ 颇る 薄弱で あつて 
唯々 考瞪を 要す < と 沄 ふので‘ 殆ど II 昧模棱 に 致 
しまして 捕捉す る 所がない、 咄 々理由な くして のら 
くらと 同意せ ぬ 丈の 話で ある 是に 於き まして 委員 會 
に 於き ましては •討議の 結果、 滿 31 致を 以て 本案 
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を rsi 案の 通り 可決 確定 致した 次第であります、 此段 
御 報吿申 上げます。 

〇 岩 崎 勘 君 本案は 讀會の 順序を 省略して、 委員長 
代理 高 松 君 報吿の 通り， 可決 確定せられ ん事を 希望 
致します。 

〇讁 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 鼐に御 異議 ありま 
せぬ か。 

【「異議な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蓊長 (大岡 育造 君〕 異謎な しと 認めます、 仍て 譖 
會の 順序を 省略して 御 諮り 致します、 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案は 委員長 報告 通り 可決 確定した る ことを 宣吿致 

します。 

0 岩 崎 1& 君 日程 第 十三 以下に 對 しては、 延會の 励 

謎を 提出 致します。 

〔「锊 成々々」 と 呼ふ奔 あり〕 

OP 長 (犬 岡 育造 君〕 是 も多數 の御寶 成が あります 

動 誘は 可決した る ものと 認めます、 日程の 殘部は 延 

會します*本日は是にて散锊。 

午後 五 時 三十 五分 镦盒 


0 大正 七 年 一一 一月 九日 (土 )% 日〕 

午後 I 時 十五 分開議 

13 事 日程 第二 十號 

WI 狩 39 法改 i (難 观) 第 1 

第 II 右 li 案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選 擧 

/ 大正 五 年度 揉 備金 支出の 件〆 

大正 五 年 ® 锞® 金 外に 於て 

锥筇 超過 及 強 箄外支 出の 件 

大正 S 年度 特别會 計 JS 谪金 

支出の 件 

大正 五 年度 特別 會計豫 備金 

外に 於て 薄 茛超過 及 揉 S 外 

支出の 件 

大正 五 年度 大正 三年 臨時 事 

件棵備 抨 支出の 件 

大正 S 年度 大正 三年 ES 時事 

件 揉谪费 外に 於て 探箄外 支 

出の 件 


第三 


求) 


大正 五 年度 帝國鐵 道穑立 金 
支出の 件 

大正 五 年度 帝國鐵 道 穑立金 
\外 に 於て ! 1 篮超過 支出の 件/ 

第 四 右 It 案の 菴査を 付託す へき 委員の 選铤 
第五 有價 證 券 割 M 販資業 法案 (腿 腑) 第 I 讀 

l ii l 長： >  提出 

第 六 巡査 看守 退 II 料 及 遺族扶助 料 法 中 改正 法 

'1 (妍 11 刹付) 第- 讀會の 5 81 

第 -fc 刑法 中改 正法律案(赫観掎作)— 

第 A 人權 保 fg に關す る 法律案 (鹏財 麟默) 第 

二讀會  jY 彳 

第 九 刑事 訴；？ 1 法 £1(1 财鶴贼 ) 第 
||證 酋  J 
第 十 § ':^ 關する特别官街 |5 置建1:案(圈| 

1? 眠) 

第 十 I  津 山上 郡 間鐵道 建設に 關 T る 建議案 

へ 福 井 三 郞君ン 
1 外 一名 提出) 

第 十一 I 津山智 睇間鐵 道 建設に 關 する 建議案 

へ 福 井 三 郎君 一 

V 外 四 名 提出) T 、 J 

第 十三 不勐 産金 一 改善に 關 す ?> 建讓案制§ 

君 外 1 3 V 藝 

名提 Ip ) 

第 十四 笹通鈕 行の 金融に 關 T る 建 II 案 (i Ji)ll 

S 5 ^8 

名 旭出) 

第 十五 陰陽 連 終 廣江鐵 道 速成に 關 T る 建議案 

(.1 11 慶 )( 雲 長馨) 

第 十六 輸出 綿 雄 物 檢査所 設置に 關 T る 建議案 

(■ il SB ) (震 長 報告〕 

第 十 -fc 'i? 岩 羽鐵道 建設に 關 T る srn 案 iA 細 

簡餅职 ) 1 長 報吿： > 

第 十 A 勢 江 銀 i ts に關 する® 議案 (献 群は 

■略) 員 長 報吿〕 

第 十九 兜— is に關 する 建議案 (_|_ 

制 ffira 名) C 委員長 報吿： > 

第 II 十 「トラ ホー ム病豫 防に 關 する 建 11 案 

へ 行 德缒男 

广君提 出. 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 

〔軎記 朗 JSJ 

一 政府より 提出せられ たる 誘 案 左の 如し 


一 C 委員長 報告〕 

諸般の 報吿を 命じます。 


大正 五 年度 豫備金 支出の 件 
大正 五 年度 豫備金 外に 於て豫 募 
超過 及 豫算外 支出の 件 
大正 五 年度 特別 會 計豫媚 金 支出 
の 件 

大正 五 年度 特別 會計豫 備金 外に 
於て 豫算 超過 及 豫算外 支出の 件 _ 

大正  i ® 大 TH ii& Ii j(gn) 

備費 支出の 件 

大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 
備費 外に 於て 豫算外 支出の 件 
大正 K 年度 帝 國鐵道 積立金 支出 
の 件 

大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 外に 

於て豫 算超過 支出の 件 

狩 ! 1 法改正 法律案 

東京 市 區改正 條例中 改正 法律案 

京都市 又は 大阪市の 市 M 改正に 關し 東京 市區改 

正條例 及 東京 市區 改正 土地 建物 處分 規則を 準用 

し 得る の 法律案 

一議 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
勞砌 保險法 制定に 關する 建議案 

提出者 上 村 耕作 君  小山 東 助 君 
中® 鐵道買 收に關 する 建議案 

提出者 廣 § 鏹之君  上埜安 太 郎君 K, 
管 野 傳右镅 門 君 

愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議案 

提出者 河 上 哲太君  成 田 i 君 
古谷 久綱君  政 尾馨君 
藤 野 正 年 君 

大阪市 特別 市制 制定に 關 する 建議案 

提出者 米 田  雲  井坂 光 IPS 君 
紫 安 新 九 郎君  井原 百 介 君 
森  秀次君  片木 政治 郎君 
田 中 萬 逸 君  販 田 精一 君 
金 澤仁作 君  河 野 徹志君 
上田彌 乓 衞君  北 田豊三 郎君 
河 崎 助 太 郎君  今 井 嘉幸君 
白 河 次 郎君  高 松 正道 君 
刑法 中 改正 法律案 人權 保護に 關する 法律案 及 刑 
事 訴訟法 中 改正 法律案に 對 する 修正案 

提出者  岩 崎  勵 君 


北海道 拓殖 完成に 關 する as 議案 

提出者  小 池 仁 郎君 
一 貴族院は 本院の 浍 付に 係る 左の 議案を 可決した 
る 旨！： 院 より 通牒を 受領せ 〇 
裁判所の 設立に 關 する 法律案 (政府 提出) 

大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 C 政府 提出〕 
市町村 義務 敎育 費阈庫 負擔法 案 ハ 政府 提出〕 

一議 0 より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
紙 m 調節に 關 する 質 間 主意 書 

提出者  小 泉 又 次郞君 
對支 政策に 關 する 質問 主意 書 

提出者  岡 田  榮君 
朝鮮 總督 府會社 令に 關する 質問 主意 書 

提出者  岡 田  榮君 
國民 思想に 關する 再 質問 主意 書 

提出者  田 中 善 立 君 
靑森驛 海陸 連絡 並 設備に 關 する 質問 主意 書 
提出者  エ藤 卓爾君 
一政 府 より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
大正 七 年 三月 七日 

內聞 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 佐々 木 正藏 君提 m 河川の 制度に 關する 

質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 佐々 木 正 藏君 提出 河川の 制度に 
關 する §¢5? に對 する 答 辯 書 
政府に 於て 改修 H 事の 施行を 了した る 河川は 河川 
法の 規定 上 ) 111 方驍に 於て 其 管內に 係る 部分を 管理 
する ことを 原則と する も 之れ か 管理の 擧否は 改修 
の 効果に 至大の 關 係を 有する を 以て 政府に 於て は 
府縣 に對し 河川 監督 巡 奄 の® 用を 補給し 又 河川 監 
督 技術 官を 配置し 常に 河川の 狀 態を IM 察せし むる 
等 其 管理の 監督 助成に 努めつつ あるの みならす 他 
府縣の 利益を 保全す る爲 必要 ありと 認むる ものに 
付て は に 政府に 於て 管理し つ、 あり 將來に 於て 
も 益 河川 改修 効果を 萬 全なら しめん ことを 圖り河 
川の 狀態 如何に 依り 必要を 認 むる ものは 政府 自ら 
管理す る こと ^ るへ し 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 七日 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 


河川の 制度に 關する 質問の 答 辯 


四 六 九 
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符 |<1 法改王法律名名一笤9|沒茲罘大正五年《豫簡金支出の件外六件承諾を求むる件 


〔左の 報告 {?. 朗讀を 綷さる も參照 の爲茲 に揭 
載す〕 

I 去 七日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
軍需工業 動員 法案 

元 田  雲  井上 角 五郎 君 
白 石 直 治 君  鹈澤總 明君 
士 r> 楠庄 一郎 君  武藤 金吉君 
中 西 六 三 郎君  田邊熊 一 君 
兒玉亮 太 郎君  堀 切 善兵衞 君 
山 口 m 太郞君  坪 田 十 郎君 
鈴 木 錠 藏君  南 澤宇忠 治 君 
1¢ 原 九 兵衞君  大石 五郎 君 
若 尾 璋八君  上田 彌兵衞 君 

加 藤 政 之 助 君  町 田 忠治君 

小山 松裔君  正木 照藏君 

鈴木久 次 郎君  望月 小 太 郎君 

鈴 木 富士彌 君. 高木 正 年 君 

竹 村 良 a 君  石 川 又 八 君 

片木 政治 郎君  井原 喜 代 太 郎君 

石 原 正 太 郎君  佃  安之 丞君 

望月 長 夫君  渡 邊  昭君 

有 森 新吉君  大堀  孝 君 

朝鮮人 官吏の 恩給、 退隱料 及 ja 族 扶助料 等に 關 

する 法律案 

小山 田信藏 君  西 村 正則 君 

岡 田  馨  奧村雲 之 助 君 

北 井波 治 目 君  加 藤 定吉君 

傾 山 勝 太 郎君  上 村 耕作 君 

神 谷 卓 男 君 

一 去 七日 辭任 したる 常任委員 左の 如し 

第二 部 選出 決算 委員  川 村 精 之 君 

第三 部 選出 豫算 委員  加洽 1一 衞吉君 

第 六部 選出 決算 委員  松 岡 勝太郞 君 

第 七 部 選出 決算 委員  半 谷 淸壽君 

第 七 ^ 選出 決算 委員  石 田 孝吉君 

第 七 部 選出 請願 委員  川 崎 安之助 君 

第 七 部 選出 懲罰 委員  小山 松壽君 

一 去 七日 共通 法案 委員 會 理事 補 闕選擧 の 結果 左の 

如し 

共通 法案 

理事 島 田 俊 雄 君 (理事 熊 谷 直 太 君 補® 

一 去 七日 共通 法案 委員 熊 谷 直 太君辭 任に 付 其補闕 


四 七 〇 


として 島 田 俊 雄 君を 議長に 於て 選定せ り 
七日 衆飭院 si 則 第 十 五條 (ll f? に 依り 議長に 於て 
議席を 左の 如く 指定せ り 
三百 四十 七番  武藤嘉 門 君 
昨 八日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
軍需 H 業 動員 法. 案 委員 會 


震 長 


元 田 


K 君 


f 田邊熊 一 君 
n  I.  小山 松 P 君 
理事  is 月 長 夫君 
上田 ! II 兵衞君 
f 佃  安之 丞君 

朝鮮人 官吏の 恩給、 退隱料 及® 族 扶助料 等に 關 
する 法律案 委員 會 

委員長  小山 田 信藏君 
理事  神 谷 卓 男 君 
一昨 八日 共通 法案 委員 關和知 君辭 任に 付 其 補闕と 
して 傾 山 金 太 郎君を 議長に 於て 選定せ り 
一昨八日常任秀員補闕選舉の結果左の如し 
第二 部 選出 

決算 委員 小山 松 B 君 (川 村 精 之 君 補闕) 

第三 部 選出 

豫算 委員 川 崎 安之助 君 (加 治壽 衞吉君 補闕〕 

第 六部 選出 

決算 委員 關和知 君 (松 岡 勝 太 郎君 補闕) 

第 七 部 SI 出 

決算 委員 小 泉 又 次 郎君 C 半 谷淸壽 君 補® 

決算 委員 田 中 善 立 君 (石 田孝吉 君 補闕〕 

懲剖委 員 川 村 精 之 君 (小山 松 壽君補 @ 

請願 委員 西 英太郞 君 (川 崎 安之助 君 補闕) 

〇 謖長 (大岡 育造 君〕 新に 議席に 著 かれた 譟 員を 紹 

介 致します、 氏名を 績 上げた ると きは 起立を 望み ま 

-5 - 滋賀縣 大津市 選出 議員 西 川 太 治 郎君。 

〔議員 西 川 太 治 郎君 起立〕， 

〔拍手 起る〕 


G 議長 C 大岡 育造 君) 會議を 開きます、 第 九 部 選出 

決算 委員 奧田龜 造 君ょり、 右 常任委員 辭 任の 申出が 

ありました、 許可す る ことに 御 異議は ありませ ぬか 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 之を 許可 致 

します、 第 九 部の 諸君は 速に 補缺選 擧を行 ひ 御屆出 

あらむ ことを 希望 致します 1 病 氣に付 昨 八日より 

向 二週間、 友 技 梅次郞 君より 請暇の 申出が あります 


許可す る ことに 御異穀 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 
ます —— 日程 第一、 狩 11 法改正 法律案 〇 第一 13 會を 
開きます I 仲 小路 農 商務 大臣。 

第一 狩 Ili 法改正 法律案 (政府 提出) 第一 

is 會 

狩 蹬 法改正 法律案 

へ 本案は 本卷 一 1 八 頁 貴族院 議事 中に 掲載せ ン 
广るを 以て 再掲の 煩を 避く  ) 

〔国務大臣 仲 小路 _君登 壻〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 廉君 y 本案 提出の 理由を 簡 鼠に 
申 上げます、 本案を 提出 致しました のは、 近来 本邦 
に 於て 野生の 鳥獸 共に 著しき 減少を 来した ので あり 
ます、 此等 野生の 烏獸 類が、 極めて 著しく 減少を 致 
しました る ことは、 第一は 農業に 對 して、 第二 ほ 林 
業 其 他に 對 して、 尠から ぬ 悪影響を 及ぼす ので あり 
ます、 斯の 如く 野生の 烏獸が 減少 致します のは、 畢 
竟 近来に 於て 狩 獵 家の佾 加 致しました 事、 或は 狩 ! 1 
の 器具 類の 進步 致しました 事、 其 他に 種々 密躐を 致 
す 者 もあります、 此等 種々 の關 係が 相俟 ちまして 著 
しく 烏獄 類の 藩 殖 を阻碍 する ことにな りました、 ど 
ぅ 致しましても 此儘 にして置く _ に參り ませぬ ので 
あります、 此 度狩獵 法を 改正 致しまして、 其 禍害を 
努めて 防止した いと 存じます のであります、 此改正 
の 趣意 ほ是迄 ほ 保® さるべき 鳥類を 掲げる のを 主と 
致して 居つ たのであります、 之を 此度は 改めまして 
更に 狩獵 をして 差 支の ない 鳥類を 掲げる ことに 致し 
ました、 次には 狩獵の 器具 機械に 付て、 之に 對して 
相當な る 制限を 致します る こと、 更に 獵區の 設定に 
關 する 制度を 立てた こと、 尙狩獵 に關 して 課税の 點 
に付きまして、 相當の 改正を 試みました、 其 上に 密 
獵 者に 對して 制裁 及备 種の 取締に 付きまして、 總て 
至當な る 方法に 依りまして、 此 等の 取締を 全ぅ 致し 
たい 積り であります、 此 等が 今回 此法 3 i を 改正 致し 
まする 趣意であります、 何卒 御 審議の 上 御 協賛 あら 
むこと を 希望 致します。 

0 富 島暢 夫君 是 ょり 決算 委員 會を 開きます から、 
委員の 諸君は 決算 委員 室に 御 集りを 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第二、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を fj! 託すへ き 委員の 選 


0 岩 崎 15 君 委員の 數 は ^ に 十八； c とし、 si 長に 於 
て 指名せられ むこと を留 みます。 

0 蓮 長 C 大岡 育造 君} 岩 畤封の . ^ に &' 畀 2? が $> 0 
ませぬ か。 

〔「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇姦玆ハ大岡育造君^御異議がなければ本案は逋長 
指 fi 十八 名の 委員に 付託す る ことに 決します —— 日 
程 第三、 大正 五 年度 浅 備金茭 出の 件 大正 五 年度 預 fffi 
金 外に 於て豫 取 超過 及預溢 外 支出の 件 大正 五 年度 特 
別會 計預龉 金 支 m の 件 大正 五 年度 特別 P- 計 fs 備金外 
に 於て拽 算 超過 及豫算 外 &• 出の 件 大正 五 年度 大正 三 
年 臨時 事件 ^ 備费 支出の 件大 In 五 年度 大正 = 年 臨時 
事件 豫備费 外に 於て 询算外 支出の 件 大正 五 年度 帝 feg 
鐵道 積立金 支出の 件大 II-: 五 年度 ? 17 國錤 道® 立命 外に 
於て 豫算 超過 支出の 件 策 諾を 求む る 件を 議題と 致し 
ます - 勝 田 大 P. 大 1B 0 

/ 大正 五 年度 預備金 支出〆 
の 件 

大正 五 年度 ?* 備金 外に 
於て 预算 超過 及 預算外 
支出の 件 

大正 五 年度 特別 會計豫 
備金支 出の 件 
大正 五 年度 特別 會計預 
備金 外に 於て稃 算 超過 
及 残 箅外茭 出の 件 


第三 


大正 五 年度 大正 三年 臨 
時事 件預備 费支出 の 件 
大正 五 年度 大正 三年 臨 
時事 件豫備 费 外に 於て 
豫算外 支出の 件 
大正 五 年度 帝 國鐵道 積 
立金茭 出の 件 
大正 五 年度 帝 國鐵道 積 
立 金 外に 於て 豫® 超過 
€ 出の 件  一 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登®〕 

〇國務 大臣 C 勝 EE! 主計 君) 唯今 誘 題に 上つ て 居り ま 
する 議案に 付て、 極めて 大 體の說 明を 申 上げます、 
大正 五 年度 一般 會計 第一、 51 備 金の 豫算 額は 百 萬 11 


(謂 求) 
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であ 〇 まして、 檢丁及 新兵 旅 》、 傳 染病豫 防檢疫 の 
諸 费 、海軍 受託 造修費 等、 其 他 避くべからざる 所の 
預算の 不足に 對 して、 此 等の 全部を 充用 致しました 
次第であります、 又 大正 五 年度 一般 會計 第二 豫備金 
の豫算 額は 御 承知の 如く 二百 萬圓 でありまして、 之 
を 衆議院議員 臨時 選擧 、及 臨時 總 選 擧に關 する 取締 
费 、臨時 軍事費、 特別 會計繰 入 補足 船® 救® 及復舊 
费、 其 他 各省の 所管に 於き まする 所の 災害 復舊費 等 
の豫算 外の 支出を 爲 しました が 爲 に、 此 二百 萬圓も 
全部 仕拂 切りました 次第であります、 大正 五 年度 大 
正 三年 臨時 事件 豫腩費 の If ® 額は、 二 千 八 百 五十 萬 
圓であ 〇 ますが、 臨時 事件に 關 しまして 各省 所管に 
於き まして、 拽 »: 外に 於て 支出を： 嬰し まする 諸般の 
費途に 對 しまして、 右 申しました 全額を 莢 出 致し ま 

した、 大正 五牮度 一般 會計 第一 第一 一询備 金 及 大正 三 

年 臨時 事件 裸 備費裸 算の拂 切りと なりました 爲 に、 

諸拂戾 金、 臨時 堪事費 特別 會計繰 人 補足、 大正 三年 

臨時 事件 ? 5 其 他に 付きまして、 國庫 剩餘 金を 以ちま 

して 豫算 超過 並に 豫算 外の 支出を 致した 金額が、 千 

六 百 五十 四 萬 二 千 九 百四圆 に柑成 つて 居ります る、 

大正 五 年度 帝國筠 道 特別 會 計に 於き まして、 積立金 

勘定 補塡 金の 豫 W 額は 三百 0 九 萬 九 千 三百 十圓 であ 

りまして、 收益 剐定鐵 道 作業費の 豫算不 足に 對 して 

全部 之を 茭出充 用 致しました、 又 右 積立金 勘定 補塡 

金から 致しまして、 充用され ました もの i 外に、 鐵 

菹 作業 歳 人を 以 ちまして 拽 K 超過の 支出を 致し まし 

た 金額が、 九 百 九十 七 萬 二 千 六 百 餘圓に 相 成つて 居 

ります、 右の 外 各 特別 W 計に 於き ましても、 亦其必 

耍已 むべ からざる© 用に 對 しまして、 7¢ 備 金を 以ち 

まして、 又は 探 備金 外に 於き まして、 稗 算超 過乂は 

豫算 外の 支出を 致しました ものが 相當 にご ざいます 

以上 ! 3: 何れも 緊急 避くべからざる ものと 致しまして 

支出を 致しました 次第で ございます に 依りまして、 

諸 封に 於 かれて は 御. 抱 議の 上、 何卒 之に 承諾を 與へ 

られ むこと を 偏に 切望 致します.、 

0 松 田 源 治 11' 議長。 

0 諸 長 (大岡 育造 君) 松 田 ■一治 君。 

0松田源洽君勝田大藏大 &: に質問があります、此 

裨備金 支出の 亊に 付て 13: 質問は ありませ ぬ、 拽備金 

外の 棟 3?. 超過 及搀算 外の 支出に 付きまして、 憲法 上 

の 根 M を 承りたい のであります、 即ち剩 餘 金の 支出 

でございます、 此剩餘 金の 安出の 間 題は、 第二 議會 


より 本 誘院に 於き まして、 論爭の 間 題に なつて 居る 
のであります、 或は 憲法違反の 決 _ にした 事 も あり 
ます、 併し 大 體の讁 院の決 P は剩餘 金の 支出は、 憲 
法に 認めざる 行 爲で ある、 併し 國家ほ 豫備金 無き の 
故を 以て 政務を 荒 廢する ことは m 来ぬ から、 臨時 議 
會 等を 開く 能は ず、 緊急 已 むを 得ざる の 場合は、 責 
任を 以て 11 餘 金を 支出す る ものである、 依て 後日 其 
責任 解除の 爲に 、帝 國議會 に 提出す るので あると 云 
ふこと になつ て 居る やぅであります 此事 に付き まし 
ては 本員は 去 大正 三年の 譎 會に 於き まして、 時の 大 
級 大 R 高 橋是淸 君に 對 して 質問を 致しました、 所が 
高 橋是淸 君は 要領を 得た る 答 辯を 爲さ ざり しに 依り 
太 員は 閣議を 求めまして 、閣議の 決定に 依て" 此數 
年間の 論爭の 問題を 玆に 確定したい と 云 ふ 意見を 述 
ベた のであります、 高 橋 君は 之に 同意 致しまして 閣 
議を開 き、 而 して 其 決定は 本員の 意見と 同じく、 も 
ぅ 何回も 議會で 承認を 致して K るので ある、 今回 憲 
法 違反と 云 ふこと を 言 つても 通らない 議論で ある、 
法て 剩餘 金の 支出は 憲法に 認めざる 行爲で ある、 併 
し 政府 ほ 豫備金 無き の 故を 以て 政務を 荒廢 する こと 
ほ 出来ぬ から、 緊急 已むを 得ず して 責任を 以て 支出 
した ものである、 依て 賢 任 解除の 爲 に、 帝 0 議會の 
承 Is を 求む ると 云 ふこと を 申し、 IL 豫備 金の 場合と 
違つ て —— 豫備 金は 一度は 帝 ® 議會の 協賛を 得て 居 
る 金で ある、 協賛を 得て 居る 金を 支出す るのは 其責 
任が 輕 いけれ ども、 毫も 協賛を 得て 居ない —— 憲法 
が認办 て 居ない 所の 剩餘 金を 支出す る 場合に 於て、 
政府は 責任が K 大で ある、 故に 議院に 於て 承諾せ ざ 
る 場合 ほ、 內 閣全體 が 政治 上の 責任を 負 ふ ものな り 
と 云 ふ 所の、 此二つ の 決定を 委員會 及 本 會議に 於て 

明確に 其 當時高 橋 君から 聲 明され て 居る ので ありま 

す、 II'!-. 事に 付て は 其當時 現大藏 大臣は 大藏 次官で あ 

りまして、 此 Efl 末は 能く 御 承知の 事と 思 ひます、 現 

內閣ほ 此剩餘 金の 支出は、 憲法 上 如何なる 根據を 以 

て議會 に 其 承諾を 求む るので あるか、 提出 さるる の 

であるか、 此點に 付て 明確なる 御 答 辯を 望みたい と 

思 ふので あります。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 勝 田 大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇 J 

〇阈 務 大臣 (勝 田 主計 君) 唯今 松 田 君よりの 御 尋は 

松 田 君より 旣 に御述 になり ました 如くに、 殆ど 帝國 

議會 開設 當 時より 論® 攻究され て 居る 所の 問題で あ 


ります るので、 憲法 上の 解釋 等に 付て は 最早 私共が 
此處に 彼此 申す 程の 事で も 無い 位であります、 さう 
致しまして 御 承知の 如くに、 是等の 憲法 問題と 云 ふ 
ものは 甚だ 微細なる 、極めて 解決の 出 來惡い 問題で 
あると 云 ふことの 御考 から 致しまして、 當議會 に 於 

かせられましても - 第 九で & りました かの 議會に 

於 かせられましても、 此 憲法 問題と 云 ふ ものは 寧ろ 
事實の 問題と して、 之を 是非して 行つ たら ぱ宜 から 
うと 云 ふやうな ことに 相 成つ て 居りまして、 即ち 之 
を 提出 致しまして、 是が 果して 不當な ものであるな 
らば 不當 として 責め、 又は 適當な る もので あれば 適 
當 として 承諾を 與へ ると 云 ふ、 斯う 云 ふこと になり 
まして、 是が 今日まで 習慣を 来して 居る と考へ ます 
るので、 それで 政府と して ほ 强て此 憲法の 六十 四條 
の 三 項の 解釋 等を、 此處に 云爲せ ずして、 幸に 此の 
如き 良 習慣 I 慣例が 此議會 に 於て 出来て 居る と 云 
ふこと であり ますれば、 成るべく どうか 是で 一つ 解 
決して 行きたい、 而 して 其 承諾を 求む る 所の ものに 
付て は、 果して； 个正當 なる ものが あつて、 之を； 个正 
常と 御 認めになる やうな 場合には、 是は又 其 時に 於 
て 相當の 考慮を 致す と 云 ふこと にして 宜しい、 斯う 
云 ふやうな 11 で、. 今日は 現 政府と 致しましても、 多 
數 の是 まで 政府が 執つ て 居りました ^ の、 詰り 慣例 
に 依る と 云 ふ 寧ろ 方法を 以て、 餘り 微細な 憲法の 議 
論を 八签 敷く 致さぬ と 云 ふこと で やつて 行きたい、 
斯樣 に考 へて 居る 次第であります ので、 尙ほ 憲法の 
六け 敷い S 論に 相 成ります れば 、或 ほ 又 委員 會 等に 
於き まして、 松 田 君と 相 當に所 信を 交換 致しても 宜 
いと 思 ふので あります が、 大體は 幸に して 今日 多年 
斯の如 き 慣例が 出 來て 居る 事であります から それは 
どうか 此 _ 案 等に 付て 御 審議 下されば、 甚だ 多幸と 
する 所であります。. 

0 松田湄 治 君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 松 田 源 治 君。 

〇 松 田 源 洽君簡 EI1 に 質問 致します、 耍す るに 政府 
比 此剩餘 金の 支出を 議會に 提出す るに 當つ て、 憲法 
の 六十 四 條の二 項、 即ち 豫備 金の 場合と 同一なる 條 
項を 根據 として 提出す るので あるか、 山 本 內閣に 於 
て 確定して、 時の 高 fi 大藏 大臣が 本 議會に 於て 聲明 
し、 本會議 に 多 數を以 て 高 橋 君の 聲 明を 是認した、 
憲法に 認めざる 行爲 であるが、 責任 解除の 爲め 提出 
する、 斯う 云 ふ 事に 向って 提出 爲 さるので あるか、 


此點を 明確に 致して 置きたい と 思 ひます。 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇 J 
〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 剩餘 金の 支出に 付き まし 
ては、 憲法の 六十 四條二 項に 於き まして、 色々 解釋 
がありまして、 詰り 是 等の 事柄は 憲法に 於て は 認め 
て 居らぬ 所の 事柄であります が、 又 一面に 於て は禁 
じて 居らない 事柄で あると 云 ふやぅな ことで ありま 
す、 併ながら 此點に 付て 政府は 多年 衆議院の 議論に 
も 重きを 置きまして、 餘り 憲法の 解釋 上に 於て 彼此 
爭議を 致さない、 故に 是は 憲法の 六十 四條 第二 項に 
依りまして、 其 二 項に 依て 提出を 致す と 云 ふ 形式を 
以て 是 まで 来て 居ります ので (「のぅ <」 と 呼 ふ 者 
あり) 今日 政府は 之を 提出 致しました の も、 其 趣旨 
に 於て 提出を 致して 居ります ので ございます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 四、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を 議題と 致します" 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎爾君 委員の 數は 特に 十八 名と し 議長に 於て 
指名せられ むこと を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない も 
のと 認めます、 仍て 本案 ii 議長 指名 十八 名の 委員に 
付託す る ことに 決しました" 

〇 岩 崎 動 君 議事 日程 變： 吏に 關する 緊急 動_ を 提出 
致します •即ち 此 所に 第一 號大正 六 年度 歳入歳出 總 
豫算 追加 案， 及特 第一 號、 大正 六 年度 谷 特別 會計歳 
入 歳出 豫算 案， 此兩 案を 一括して 議題と なし •委員 
長の 報告を 求め、 且つ 其 審議を 續行せ られ むこと を 
希闍 致します。 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 日程 變更 動議に 御異 
議はあ り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と呼ム 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て日 
程は 變更 せられました •委員長 小川 平吉 君の 報告を 

求めます。  _ 

C 第一 號) 大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
(委員長 報告) 

(特 第一 號〕 大正 六 年度 各 特別 會計歲 入 歳出 
豫算案  (委員長 報告) 

〔小川 平吉君 登壇〕 
t: 拍手 起る〕 

四 七 一 


稃筘案 大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 號) 豫 算案 大正 六 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算案 ハ 特第 I 號」 
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〇 小 JI1 平 吉君 大正 六 年度 歲入误 出 總豫算 追加、 大 
正 六 年度 谷 特別 伶計 歳入歳出 探 算 追加、 兩案に 付て 
持算娄 員 ^ の !ifl 末を 御 報告 致します、 大正 六 年度 歳 
入遝出 t 裸 ^ の 追加 案 i 3: 千 三百 餘萬闾 でございます 
其 歲入は 筇苽 定俏 CJI 上に 依り 屏迓局 益金の m 加す ベ 
きもの、 店 器の 臨時 製作！ T- 加に 法り、 砲兵 エ趿 益金 
の ^ • 加すべき もの， 物品 拂下 代金の 咐 加すべき もの 
利子收 人の％ 加すべき もの、 並に 國防奴 獻 納金を 以 
て 歳 人と 致して 居ります、 其 歳 S は 頗る 多數 に茛つ 
て 居る ので •こざいます るが， 主として 時局の 推移と 
锊 濟狀赌 の變 化、 物 fi'i の膦讶 等に 雄き て 生じました 
る 所の 經钱の 不足が 多い のであります、 即ち 某 主な 
る ものを 申します れぱ 、陸軍に 於け る® 株 ? 5 の 不足 

二 苗 三十 餘茁圓 I 又 海軍の 軍艦 製造 ?'/ の预筇 に 不足 

を 生じた る 金額 六！ s 三十 萬 圓等が 主なる もので あり 

ます， 又 其 他 特に 注目すべき 事柄；！ T 租税の 咐收の 

爲めに 市町村に 對 する 交付金の 支出に 不足を 生じ ま 

したる 命 商が 百 二十 二 萬圓 ，又 國防费 獻 納金を 基と 

して 新に 航空 降 設肺费 に 追加 致します る 金高が 百餘 

萬 圆或ほ 又資衆 兩院に 於て 臨時 _會 開會 等の 爲 めに 

生じました る - f' 足 金 二十 四 萬 圓 、是等 が 其 主なる も 

ので ございます •  K 外の 細かい 事柄に 莨り ましては 

御手 許に 配付して あります る 所の 書類に 付て 御 覽を 

願 ひたいので あります 說明を 省略 致します、 又 大正 

六 年度 各 特別 會計歲 入 歳出に 至りまして は， 其 最も 

大なる ものは 卯ち 臨時 國庫 證券 收 入金 並に 突出、 是 

は 臨時 國菔證 券の 利子 茭拂 等が 主なる ものに なつて 

民 ります、 又 级麪總荇府の收支百三十餘萬_、是ほ 

而信 ri •鐵道 作業費、 爾 氣作槳 費 等の 增加で ありま 

す， 其 收人ほ 租税 並に 官業 及 官有 財 產の收 入を 以て 

之に 充て V あります、 其 他の 特別 會 計に 於け る 歳入 

氓 出 if 左 迄大 なる ものは ございませぬ、 诗 百萬圓 

以下の ものであります， 其內に 於て 印刷 局の 作業 收 

入 三十餘 萬 圆の咐 加， 之に 對 する 歳出は 小額 紙幣の 

製造 並に 公憤 證 W の 製造 等に 充てられて あります、 

其 他の ものに 至りまして は 一々 此 所に 御說 明を 申す 

程の 必要は ない と考 へます、 御手 許に ある 所の 書類 

に 付て 御 ^ を 願 ひます， 委 M 會に 於て は 何れも 必要 

已む を偁 ざる ものと 認めまして* 滿場 一致を 以て 兩 

案と も 可決を 致しました* 此段御 報告を 致します。 

f 拍手 起る〕 

〇 識長 (大岡 育造 君) 委員長の 報告に 兩 案と も御異 


議 ほ ありませ ぬか。 

〔「 異 _な し異 載な し J と 呼ふ湃 あり〕 

0 s§ •長 C 大岡 育造 君) 御 異涟な しと 認めます、 仍て 
委 M 長 報告 通り 可決 確定した る ことを 宣吿 致します 
〇 元田蕺 君 a ほ 此際 許 nj を 得て •工業 動員 法の 委 
員 ^ を 開きたい と 思 ひます* 御 許しを 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 許可 致します I 日程 第五、 
有馈證 券 割賦 販迓業 法は 委員長の 都合に 依り、 報告 
延期を 申出 でられました 之を 許可す るに 御 異議 {S あ 
り ませぬ か" 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 18 めます、 仍て 
延期に 決しました ，1 日程 第 六、 巡査 看守 退 隱料及 
ja 族 扶助料 法 中 改正 法律 築 第一 S 會の續 を 開きます 
委員長 田 村 順 之 肋 君。 

第 六 巡査 看守 退 隱料及 遺族扶助 料 法中改 
正 法律案  第一 讚會 の ®! (委員 
長 報吿〕 

〔田 村 順 之 助 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 田 村 順 之 助 君 本案の 委員 會の經 過 結果を 御 報告 
致します、 本案は 諸君 御存じの 通り 極く 簡單 なる 案 
で、 是ほ 政府 委員と 質問 應 答を W: ねた 結果、 大阪の 
大火に 依る 消防の 改善から 生じた もので、 甚だ 必要 
なる 改正と 委員 ® ほ 認めました •引緻 いて 京都 神奈 
川 兵 庫へ も此 案を 施行し なけれ ぱなら ぬと 云 ふ 必要 
に 迫つ て、 此 改正を 政府が 求めた 11 で ございまして 
委負會 に 於て {3: 全 負 一致を 以て 本案を 賛成 致し まし 
た、 仍て 諸君に 於ても 御 賛成を 請 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 _ 會を 開く や 否やを 

御 諮り 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 本案は 第二 讀會を 開く ことに 

決しました。 

〇 岩 崎勵君 直ちに 引績き 二 if 會を 開き 111 _ 會を省 

略して 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ むこと を 望み 

ます。 

0 議長 C 大岡育 造 君) 岩 崎 君の 動議に 御異 翳は ない 

と 認めます、 仍て 直ちに 二 1« 會を 開き il 案の 全部を 

議題と 致します。 

巡査 看守 退隱料 及？ ) HI 族扶： i 料 法 中 改正 法律 


案  第二 15 會 (確定 議) 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 三葫會 を 省 

略して 可決 確定した る ことを 宣吿 致します - 日程 

第 七， 日程 第 八、 日程 第 九、 右三 案を 一括して 第二 
譖 會を 開き 三 翳 案 全部を 議題と 致します。 

第 七 刑法 中 改正 法律案 (赤 尾 彥作君 提出) 
第二 讀 會 

第 八人龆 保護に 關する 法律案 C 高木 益 太 
郎君 提出)  第二 讀會 
第 九 刑事訴訟法 中 改正 法律案 (高木 益 太 
郎君 提 II', 〕  第二 讀 會 
0 岩 崎 動 君 本員 ほ玆 に此三 案を 併合して 一の 修正 
動議を 提出 致します、 即ち 標題を 「裁判 檢察 及瞥察 
ノ職務 ヲ行ヒ 又 ハ 之ヲ補 助 スル 者ノ所 關スル 法 
律 案」 と 改めまして、 本文を 「裁判 檢 察及發 察ノ職 
務 ヲ行ヒ 又 ハ 之ヲ 補助 ス IL 者 其'- 職務 ヲ行フ -一當 リ 
詐言ヲ 用 ヰ 若クハ 恐嚇 ヲ加へ タル 時 ハ 六月 以下/ 懲 
役 又 ハ 禁錮-一 處ス J 斯_ に 改めたい と 云 ふので あり 
ます、 其 理由は 委員 會に 於け る 修正の 議決は、 第一 
讀會の 際に 於き まして、 中 西 六 一一; 郎君の 質疑に® て 
詳述せられ ました 如くに、 規定が 餘 りに ® r 汎に 失し 
まして、 解 si 適用 上 甚だ 困難を 生ずる ことが 多い と 
云' ふこと を 魔る X のであります、 それ故に 規定を 極 
めて 簡明 直截に 致しまして， FL つ 三 案の 趣意を 貫か 
ん爲に 玆に此 修正案を 提 m する 次第であります， 何 
卒滿場 の 御 賛同を 仰ぎます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 載 長 (大岡 育造 君) 此 修正 ほ 賛成者が あります か 
ら 成立 致しました I 別に 討論が 無ければ 決を 採り 
ます、 岩 崎 君の 修正に 付て 先づ 決を 探ります •岩 崎 
君の 修正に 御 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多 1£ 

〇馘長 c 大岡 育造 君〕 多數 I 岩 崎 君の 修正 通りに 
二 讀會は 決しました。 

〇 岩 崎 働 君 商ち に 本案の 一一 一 謂會を 開き、 第二 if 會 
に 於ての 議決 通り 可決 確定せられ んこ とを 希望 致 L 
ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


_ 四 七 二 

0钃長(大岡育造君〕御異855な： '' ; \-:- ,' 1、，：に三» 
會を 関き 费案の 全部を ii 題と 致します。 

裁判 檢察及 谗 察 の K 務を行 ひ X1 は 之を 補助 
す る 者の 所 f  1] に關す る yc tlt 案 第三 S! 合 
0 謎 長 (大岡 育造 君) 御異戢 ありませ ぬか。 

c 「異 薄な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案は »; 決 確 5n したる ことを W 吿钦 します、 日程 第 
十、 神祇に 關 する 特別 官衙設 蹬缒 济案を 奶 題と 致し 

ます， 提 3 者 岩 崎 ® 君。 _ 

第 十 神祇に 關 する 特別 官衙設 Ha 謎 案 
f 岩 崎 脚 君 外 十三 名 M 出) 

神祇に 關する 特別 官衙設 S 建遨案 
神祇に 關する 特別 官衙設 誼 連戤 
祭政一致は 我 か國隙 の 精華に して 敬神 崇祖は 我 か 
敎 育の 淵源なる を 以て 政府は 内務 陸 :' S 海： 虫の 三 街 
朝鮮 St 罔 兩總® 府及一 t 太廳所 管の 神社 行政を 統一 
し 左記 事項を 管掌せ しむる か爲 神祇に 關 する 特別 
官衙を 設置す へし 

神祇に 關する 特別 官衙管 華 事項 
一 祭祀に 關する 件 
二 神社 a に關す る 件 
三 神社 修造に 關 する 件 
四 神官 神職 任免に 關 する 件 
五 神官 神® 菱成 に關 する 件 
六 神社 調査に 關する 件 
七雅 樂に關 する 件 
八 公的 禮式 に關 する 件 
九 其の 他 神祇に 關する 一切の 件 
右 建 謎す 

r 岩 崎 ® 君 登檀〕 

〔拍手 起る〕 

〇 岩崎勵 君 諸君、 本員は 玆に 本案 提出の 理由を 極 
めて 簡明に 申 述べる 積り であります、 本案は 谷 派 有 
志 十四 名の 連斅 提出に 係つ て 居ります、 而して 又 谷 
派 多 數有志 諸君 賛成の 下に 提出せられ て 居る ので あ 
ります 事は 祭政一致の 根 本義 及 神社 行政の 統一に 關 
する 極めて 重要なる 問題であります、 抑々 我國に 於 
きまして は 御 承知の 通り 政治 即ち 祭事であります 「 
マツリ. コト」 即ち 祭事であります、 即ち 祭政一致 は 
我國家 創始の 時代ょり、 歷代 不磨の 原則 典 例で あり 
まして、 明治 大正の 御代に 至る 迄、 我國 體の椅 華と 
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せられて 居ります、 之に 伴 ふ 敬神 祟 祖の翻 念は 實に 
我國民 性の 樞軸 を爲 して 居る ものであります、 中世 
一切の 制度を 隋唐 に模 傲せ る 時代に 於き まして、 © 
亂の 世、 武門 政を 執つ て 居ります 時代に 於き まして 
も* 尙 11 此國 風を 曲げた る ことほ 無い のであります 
而 して 王政 維新の 後に數 次の 變遷 を經 まして、 纔に 
內務 省の 一部 局と して 社寺 局を 設けまして、 宗敎と 
併せて 神社 行政を 管掌せ しめたので あります •か •甚 
だ 外觀振 はざる が 如き 有樣で ありました の ほ、 蓋歐 
米崇拜 の餘彼 を 受けた る 結果で ほ あるまい かと 思は 
れ るので あります、 日淸 日露兩 ® 役の 後、 敬神 崇祖 
の觀 念が 擠然 として 振興し まして、 政府 ほ 本院の 建 
謅に基 きまして 神社 局を 特設して、 之れ を內務 省 谷 

局の 主班に 逋 きまして •宗敎 行政と 傾 別 致した ので 

あ 〇 ますが、 其の «! 模芮 だ 狹少 でありまして 、職 M 

の © は大 fs 官房の 一 課に だ も 及ばざる が 如き 有様、 で 

あつたので あります、 其の 所管は 又纔に 神社 會 計の 

監督と、 神 , ff 神職の ffi 兔と を箪 るに 止つて 居つ たの 

でありまして、 罔ょり 國家 風敎の 源泉た る 祭祀 典 例 

の 重 f:E に堪 ふべき もなかつ たのであります •今や 前 

古 未曾有の 大戰亂 に 遭遇 致しまして， 內外 人心の 動 

搖ほ苡 に 5¥ 易なら ざる 有 _ であります、 我 大和民族 

の 國民性 に對 しまして 、重大なる 時 ^ に際會 して 居 

る こと、 信ずる のであります •政府 も 亦 之に 鑑み ま 

して •或 ほ 義務 敎育 费 國庫負 擔を 提案し、 化 ^ 工業 

の 作興に 勗 め、 今 又 軍需工業 動員 法案の 蒞議を 求む 

る やぅな 事は 致して 居ります が、 未だ 以て 我 大和 民 

族の 國民 性 を 振興 發揚 する ことに 關 して、 徹底し t 

る 施設 ありと 云 ふことは 出来ない のであります、 本 

員 等の 理想と する 所は、 更に 進んで 國民 形而上の 施 

設に 及び、 以て 皇運を 扶翼し 國 運の 進展を 阃 り、 萬 

代 不具 萬 邦 無比の 我® fs を 保持 發揚 せんと 欲する の 

にある のであります 、而 して 神社は , a に 是等國 民 性 

に關 する 我 帝 國の國 家 的 要件を •厥 史的 FL つ 具體的 

に 表現す る 所の ものであります、 是が爲 に 其 行政を 

統一して •特別の 官衙 を設遛 し、 其 能率を 佾 進 •«: し 

むる ことは •實に 工業 動 fl 產業動 員に も埘 して 重要 

なる 問題であります、 是れ眞 に我阀 民 性に 對 する 動 

a とも 稱す べき 問題であります， 神 祗に關 する 特別 

官衙 設立の 議 JT 本院に 於き ましても E 々繰 返され 

たる 所でありまして、 旣に滿 場 一致を 以て 其 rft 議を 

可決した る こと も あるので あります、 然るに 今 口 迄 


事情の 許さ y る ものが ありまして •神社 行政の 統一 
を 見る ことの 出来ない のは、 本 M 等の 甚だ 遺憾と す 
る 所であります， 神宮 及 神社の 大部分は 內務省 神社 
局の 所管であります が、 別格 官幣 社靖國 神社は 陸海 
軍 省の 所管に lj し •官幣 大社 臺 ® 神社は 臺灣總 督府 
に、 官幣 大社 樺 太 神社は 樺太廳 に、 谷 別箇の 行政 系 
統に® し、 近く 官幣 大社 朝鮮 跡 , S- 創立の 嘵 に 於て は 
朝鮮 總督府 の 所管たら んと致 して 居る のであります 
期の 如きは 決して 我 國民 性を 統一すべき 施設と 云 ふ 
ことは . 'II 來な いのでありまして、 即ち 神社 行政の 統 
一を 53 する 所以の ® 由と なる のであります、 祭 SB 即 
ち 祭事は 國 家の m 典でありまして、 其 行事 作法は 國 
民 道 德の規 s となる のであります、 之に 關して は內 
務省 神社 局 管掌の 下に， 一部 規定せられ て 居る 所は 
あります が- 是亦盡 さ ゞ る 所が K だ 多い ので ありま 
す、 神社 a に關 する 事、 神社 造 修に關 する 事 も 亦 遺 
憾甚だ 多き を 思 ふ ものであります， 神官 神職の fr: 免 
に關 する 事項は、 內務省 神社 局に 於て 管掌す る 所で 
ほあります が v ar に 一府 其 銓衡に 注意す るの 必要を 
思 ふ ものであります、 神官 神職の 養成に 關 する 施設 
も 亦萎微 として 振 ほざる 有樣で ありまして、 將來に 
對し是 等 も亦擬 憩に 堪へ ざる 事柄であります •神社 
調査に 關する 事項 も 粗漏 社 撰の 憾が 無いで はあり ま 
せぬ、 其他雅 樂に關 する 事， 公的 螬 式に 關 する 事 等 
は •更に 犬なる 改善を 要する 事柄で あると 信ずる の 
であります、 是亦 本案 提出を 要する 理由の 一つで あ 
ります、 諸君、 今や 世界 共同の 敵た る獨 逸の 勢力は 
S 國の 屈伏に W りて K 漸して 早晩 干戈の 間に 於て か 
或は 生存 競爭 場裡に 於て か、 彼と 我との 大 衝突は 遂 

に兔 るべ からざる の 勢 ひを 爲 して 居る のであります 

此 時に 腰り、 彼獨逸 阈が 此大 時局を 支持す るが 爲に 

而 して 其 勝利の 目的を W かんが 爲に 、殆ど 國 家の 表 

裏內 外の 全部に K つて 大 動員を 決行 致しまして 、全 

國家 を擧げ て 其 大目 的 貫徹の 一點に 集注せ しめて 居 

る 事柄は •敵ながら も實に 侮るべからざる ものが あ 

ると 信ずる のであります、 本！； 等 ほ 是等 過去 及 現在 

の 事績に 鹣み まして、 深く 現在 及將來 を 考慮す るが 
爲 めに、 先づ我 が 大和民族の 國民 性に 對 する大 動員 
の先驅 として •爰に 本案を 提出す る 所以であります 
切に 滿堂 諸君の 御 賛同を 仰ぎます。 

〇廣岡 宇一郎 君 本案は 圃長 指名 十八 名の 委員に 附 

託せし めら れむ ことの 動議を 提出 致します。 


〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 廣岡 君の 動議に 御 異議は ない 
と 認めます、 仍て 本案は il 長 指名 十八 名の 委員に 付 
託する に 決します。 

〇吉田 中 君 重要 物產粗 合法 中 改正 法律案の 委員 會 
を 開きます、 御 許可を …… 

〇 岩 崎勸君 日程 第 十 r 第 十一 一は 提案者の 都合に 
依 りまして， 延期せられ むこと を 希望 致します。 
0_長( 大岡 育造 君) 日程 第 十一、 第 十二に 付て は 
延期の 動議が 出ました、 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 二つな がら 御 異議は ない と 思 
ひます、 仍て 延期に 決しました、 日程 第 十三、 第 十 
四の 議案は 一括 議題と 爲す に御異 謬 はあり ませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君) 御異 翳 はない と 認めます、 一 
括 議題と 致します、 日程 第 十三、 不動 產 金融 改善に 
關 する 建議案、 第 十四、 普通 銀行の 金融に 關 する 建 
議案、 提出者 小山 松壽 君。 

第 十三 不動 產 金融 改善に 關 する 建 誘 案 ( 
小山 松 壽君外 三 名 提出) 

不動甭 金融 改善に 關 する® 議案 
不動 產金融 改善に 關する 建議 
政府は 普通 銀行 (貯蓄 銀行を 含む) の 不動 產抵當 
債 權に對 し 融通の 途を 開き 地方 金融の 圓滑を 計る 
爲 日本勸 業 銀行 法 及 農工 銀行 法の 改正を 爲す へし 
右 IK 誘す  i 

第 十四 普通 銀行の 金融に 關 する 建議案 
(堀川 美 哉 君 外 六 名 提出；！ 

普通 銀行の 金融に 關 する 建議案 
普通 銀行の 金融に 關 する 建議 
政府は 日本 勸業 銀行 法 及 農工 銀行 法に 規定せ る 債 
權擔保 貸付の 如き 方法に 依り 普通 銀行 (貯蓄 銀行 
を 含む〕 の 不動 產抵 當權に 對し兩 銀行ょり 資 金融 
通の 途を 開く へし 
右 建 _ す 

〔小山 松壽君 登*〕 

0 小山 松壽君 諸君、 本案 提出の 理 r-H を說明 致した 
いと 思 ひます、 不動 產 金融 改善に 關 する 此 問題は、 
久しき 問題でありまして、 即ち 普通 銀行が 現に 有し 
若く は將來 有せむ とする 不動 產の擔 保® を 以て、 金 
融の途 を 開きたい と 云 ふことの 目的であります •第 


一と 致しまして は、 普通の 銀行が 現に 所有 致して 居 
りまする不動產の擔保_は，三億八千萬圓と云ふこ 
とに 最近の 調査に なつて 居ります、 是ほ孰 れの 所に 
も 融通の 途が ありませ ぬので， 現に 固定 致して 辟る 
のであります から、 此 金融 財界の 上から 見ましても 
此途を 開きたい、 而して 即ち 持つ て 居ります る擔保 
權を 資金 化する と 云 ふことの 趣旨に 依る のが 一つで 
あります 、第二と 致しまして ほ， 農村 振興と 云 ふ聲 
が 年と 共に 囂しくな つて 居る のであります けれども 
而も 其實 が遲 々として 擧り ませぬ •是ほ 如何なる 理 
由で あるかと 申し. まする と 其 原因 ほ 多々 ありませ う 
固ょり 一つで ほない と考 へます るが、 我 國の不 動産 
金融の 最近の 調査に 依ります れぱ ，不動 犛擔 保に な 
つて 居る ものが 十五 億に 達して 居ります、 而して 其 
十五 億の 中、 唯今 申 上げました 普通 銀行の 現に 有し 
て 居ります る ものが 三 億 八 千 萬圓 •それから 勸 業* 
農工 •拓殖、 三 銀行の 貸出しに なつて 畀 ります る も 
のが 三 億 二 千萬圓 ，併せて 七 億 萬、 即ち 十五 億 中 七 
億 1H と 云 ふ ものを 差 引ました 殘り八 億、 此八 億と 云 
ふ ものが どう 云 ふ M に 貸 出されて 居る かと 申します 
ると、 是ほ 所謂 個人の 金 貸 業、 是 等の 人々 に 依て 融 
通の 途を爲 して 居る のであります から、 隨 つて 金利 
は 高率であります、 殊に 甚だしき もの もあります る 
が、 是は 平均を 致します ると 一割 二 分に 當つて 居り 
ます、 是等ほ 全く 農村の 振興が 金融の 疏 通を 缺 き、 
金利の 高率で あると 云 ふこと -CD 結果と 致しまして、 
振興 遲々 たる ものであると 云 ふことは、 爭へぬ 理由 
の 一つに なつて 居る のであります、 是が 即ち 第二の 
理由であります、 然らば 之を どうす るかと 云 ふこと 
ほ、 第三の 問題になる のであります が、 此 普通 銀行 
が 有して 居ります る 約 四 億に 近い もの、 是は 最近 十 
年間の 統計に 依て 見ます ると， 年々 三千 萬圓 宛の 增 
加に なつて 居ります‘ 尙此 勢は 益々 其 率を 增さ うと 
云 ふ 事情の 下に あるので あります から、 之を 資金 化 
する に ほ •即ち 銀行 法の 日本 ? i 業 銀行 及 農工 銀行の 
此兩 銀行 法を 改正 致しまして •哿通 銀行が 一方に 於 
て 日本銀行に 對 して 融通の 途を 得て 居ります ると 同 
時に、 他に 於て 勸業 銀行に 此 融通の 途を煜 せしめ、 
即ち 右翼に 日本銀行 あり， 左翼に 勸業 銀行 あり、 此 
の兩 翼を 全から しめて >  不動產 債券 擔 保の 固定して 
居ります る ものを， 資金 化せむ と 云 ふことの 趣旨が 
本案を 提出 致しました 大體の 理由であります、 此事 
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は 衆議院の v 4 肢 に 於て 有志 諸君の 御 研究に なつて 居 
ります る S 村 — 農政研究。，等に於かれましても 
十分に 涪 r を逬さ れ ました 問題でありまして、 而も 
全 國の銀 行の 最大 多 數 —— re に 東京 大阪の 一部の 人 
は此淺 に 與から ぬ 者 もあります るが、 最大 多数の 希 
望でありまして、 是は 殊に 此戰後 經營農 村の 振興、 
農村の 菝菜を 發违せ しむる と 一: <  ふこと に、〒' 大の關 
係を 有する ものであります るから、 何卒 諸君の 御齊 
成を 得まして •本 建 諮 案を して 成立せ しめ、 一日 も 
速に 此 趣旨を： _ する やうに 致したい と 云 ふこと を、 
切望に 堪へぬ 次第であります。 

〔拍手 起る〕 

c 議長 (大岡 育造 君〕 娌川 君。 

〔堀川 美 哉 君登壞 〕 

〔拍手 起る〕 

0 姻川美 哉 君 唯今 小山 松 S 君ょり 說明 せられ まし 

たる 所と、 略々 同一、 否 殆ど 全く 同一の 雜議で あり 

まする から* 私 ほ 極めて 簡 m に 其 要旨を 述べたい と 

思 ふので あります、 本員 等の 建議 致します る 所の 要 

旨は， 之を 要するに 普通 銀行が 不動 產擔 保を 以て 貸 

付けて あります る 所の、 其 貸付金を 資金 化したい、 

即ち 其 不励產 fa ■及 抵當 稲を 再擔 保と 致しまして、 

勸槳 銀行 及 農工 銀行ょり 資金の 融通を 受けたい、 就 

てほ政府ほ勸築銀行及農エ銀行法を改正して、普通 

銀行に 對 して斯 の 如き 貸付を 爲し得 る やうに せられ 

たい、 斯う 云 ふ 事を 諺す るので あります、 誤解を 

■け ま f る爲 に， 私 ほ此妞 議の 目的を 聊か 述べたい 

のであります、 木 員 等 建議の 目的は 銀行業 者の 救濟 

と 云 ふ 意味では ない のであります、 窗ろ 吾々 は 之に 

依て 地方の 沈 裂せ る 所の 金融界を 振興したい、 中央 

に 於け る 傾 溢せ る 資金を •振 ほざる 所の 地方に 之を 

廻して からに、 都 is 金融の 調節を M りたい、 都 ir の 

金利と 地方の 金利とは 非常な 差が ある •其 差を 接近 

せしめたい、 斯う 言 ふの が 即ち 本員の® _の 目的で 

あります、 而 して 其 一 方法と して —— 一つの 方法と 

して 此 普通 銀行が 有する 所の 不動 產 貸付を 資金 化し 

たいと 云 ふの が 即ち 本員 等の 目的であります I 此事 

情 を 申します るに 付きまして •現在 普通 銀行が 貸付 

けて あります る 所の 資金の 狀 態を 見ます るに、 現在 

普通 銀行が 九 億 二 千 萬 圓と云 ふ 貸付を 爲して 居る の 

であります、 是は 大正 四 年末の 調であります、 其 中 

約 三 億 六 千 萬圓と 云 ふの が此不 動 產に對 して 貸付け 


て 居る のであります， 而 して 此割合 ほ 小山 君 も 言は 
れ ましたが 如く、 年々 約 三千 萬 圓の割 合を 以て 咐加 
しつ V あるので あります、 年々 三千 萬 圓の割 合を 以 
て —— 故に 現在に 於き まして ! 3: 約 四億內 外の 資金が 
此不動 產に對 して 貸付け て ある、 是が 現在 停滞して 
居る と 云 ふ 所の 狀態で あります、 普通の 銀行業務に 
關する 思想から 言 ひま すれば， 普通 銀行 即ち 預金 銀 
行が、 不動 產に對 して 貸付を 爲 すと 云 ふことは、 而 
して 餘 りに 多額の 貸付を 爲すと 云 ふこと ほ、 甚だ 不 
謹愼な ことで ある， 預金 銀行で ある 所の 普通 銀行 ほ 
其 性質 上 努めて 短期の 貸付を 爲 すべき ものである • 
斯く言 ほれる 人 も あるので あります、 而 して 此說は 
現在に 於け る 銀行 論の 學者 •或は 又 從來の 銀行に 關 
する槳 務 の學說 を I'M へられる 人々 の說で あります、 
併しながら 日本の 實 際の 狀况は 如何で あるかと 云 ひ 
まする と、 約 九 億 一一 千 萬圓 中に 於て， 普通 銀行が 四 
億 内外の 不動 產 貸付を 爲 すと 云 ふ 程に， 此の 不動 產 
ff 付 資金の 需要が 多い のであります、 現在 東京、 大 
阪 、京都、 神戶 、名 古屋 •橫濱 と 云 ひます るが 如く 
六 大都市の 大 銀行家を 除く 其の 他の 小 銀行家 ほ、 何 
を以つ て 資金の 融通を 爲すか と 云へ ば、 主として 
不動 產で あります、 而 して 此 普通 銀行を 利用す ると 
ころの 地方の 企業家 も、 何を 以 つて 資金の 融通を 圖 
ると 言 ひま すれば 彼等は 不動 產以 外に 有力なる 抵當 
物を 持たぬ のであります、 是れに 於いて か、 どぅし 
て も 不動 產抵當 貸金と 云 ふこと が， 地方銀行 業務の 
重耍 なる 職務と なる のであります、 此の m 要なる 職 
務を閑 却して、 單に 短期の 證券 貸付、 或は 信用 貸付 
のみに 依賴 しやぅ としたなら If , 地方銀行は 其の 地 

方に 於け る 銀行業 者と しての 機能を 完全に 盡す こと 

が 出来ない のであります‘ 地方の 企業家 も亦此 不動 

產抵當 貸付に 依らず して 資金の 融通を 十分に 受ける 

と 云 ふ 事は 出来ない のであります そこで 此 地方銀行 

先程から 申します るが 如く、 四 億 内外の 不励產 貸付 

を爲 して 居ります 所の 地方銀行は、 如何なる 狀 態に 

あるかと £: へば 0' 殆ど 是は孤 立 無援の 狀態 にある の 

であります •何が 故に 孤立 無援で あるか 普通 銀行の 

親 銀行 ほ 日本銀行で ある、 日本銀行は 此 等の 銀行に 

對 して 如何にして 親 銀行た るの 實を盡 すかと 申し ま 

すければ， 日本銀行には 見返 擔 保の 制度が あります 

併ながら 本員が 先刻から 申します るが 如くに •地方 

銀行に 於て ほ 此 日本銀行が、 認めて 以て 見返 擔保と 


して 取る 丈 C 確 贳 なる 證券を 持たない、 若し 普 河 銀 
行が 證券を 持つ て 居つ たと しても、 其 證券なる もの 
に ほ、 日本銀行が 到 庵 之に 對 して 資金の® 通を 1.-S さ 
ない のであります、 而して 地方銀行が 最も 確實な る 
貸付 ほ 何で あるかと 云へ ば •不動 產 貸付で ある (「簡 
單 J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 此に 於て か 普通 銀行の 不動 商 貸 
付に 對 しては， 何等 資金 化の 途が無 い、 彼等の 有す 
る 證券 ほ 極めて 少額で ある、 或 ほ 極めて 微々 たる も 
ので ある、 確實な もので ない、 此に 於て か 日本銀行 
よりも 融通を 受 くる ことが 出来ない、 即ち 普通 銀行 
は 現に 孤立 無援の 狀態で ある， 殆ど 孤立 無援の 狀態 
にある と 云 ふこと が、 是れ 抑々 我 日本の 地方の 金融 
狀熊 をして、 萎 廳沈袞 せし むる 所の 第； 大なる 原因な 
りと 本員は 考へ るので あります 、此 理由に fs り まし 
て、 本員は 普通 銀行の 有する 所の； 个動產 貸付、 之に 
對して 勸業 銀行 及 農工 銀行が 資金の 融通を 爲し 得る 
やう、— 此等兩 銀行 法を 改正せられ たい、 斯く 建謅す 
るので あります、 或 ! 3: 日く， 勸業 銀行 及 農工 銀行に 
於て ほ 期の 如き 資金が 無い、 四 億に 近い 所の 此不動 
產抵當 貸付に 對 して •融通す る 丈の 資金が 無い、 斯 
く 言 {£ れるで ありませ う •私 ほ、 此點を 主張す るの 
は 本 建議の 目的で ほ ありませ ぬが、 玆に 一つ 指摘し 
たいので あります、 現在 大藏省 預金 部には 四 億內外 
の预 金が あるので あります， 此四 億圓の 資金 ほ 何で 
あるか， 是ほ 悉く 地方の 零碎の 資金を 集めた もので 
ある、 地方より 流れ込んだ も. ので ある、 之を 大藏省 
が 財政 上の 遺 繰に 使 ひ、 或 ほ 其 大部分を 擧げて 海外 
の 證券を 所有す ると 云 ふが 如き ほ •抑々 誤つ たる 手 
段で ある、 之を 地方に * 通して， 勸業 銀行 及 農工 銀 
行に 融通し、 或 {3; 勸業 債券、 農工 債券を 以て、 而し 
て此 資金を 以て 地方の 銀行の 有する 所の 不動 產 貸付 
の 資金に 融通す る， 期の 如き 途を 開かれる の も •一 
の 方法で あらう と 思 ひます、 諸君 も 御 承知の 如く、 一 
地方の 經濟狀 態は どう 云ふ狀 態で あるかと 云へ ば、 
租税の 增 加と 郵便貯金の 吸收 ，それから 保險會 社の 
活動と 云 ふが 如き、 稲々 の 原因に 依りまして 、地方 
資金は 益々 中央に 集中され ると 云ふ狀 態に 在る ので 
あり ^ す、斯の如き場合に於きまして*何とかして 
本員 等は 都 is 金融の 調節を 圖りた い* ■中央に 横溢せ 
る 資金を 地方に 廻したい、 之を 希望す る 次第で あり 
ます、 其の 一の 手段と して、 地方 普通 銀行の 有する 
不動 產 貸付に 對して ，勸業 銀行 及 農工 銀行が 門戸を 


開いて， 之に 對して -M 金の® 通 〇达を 問きたい と 云 
ふの が、 本 負 等の ^ 漭の 趣 S であります、 何卒？？ 堂 
の 御贷 同を 仰ぐ 次第であります (拍手す る ？ f あり〕 
0 高 味 _本吉 君 m 長。 

OS 長 (大岡 i 3 君〕 高 陪本吉 封。 

「高摘木吉君登®〕 . 

〇高掩 本吉君 本案の 提出者に 對 して •一 2 めて！ t.';! !? 
に 質問して 、明瞭に 致したい 點があ るので あ 〇 ます 
本案と 同一の 事椚は 、今® に 提出され た 諸君に 依て 
紹介され て 請願に もな つて 居りまして 、本 M は 之に 
對 しては、 多大の 敬 葸を拂 つて 研究して 屛る ので あ 
ります、 地方の 金 fiij! を 關猾 にす る、 中央に 布 〇餘つ 
た 金を 以て 地方に 注ぐ、 是 丈の 趣旨に 於て は木员 も 
_ 手を擧 げ て® 迎す る* であります が、 玆に 一つ 之 
を 明瞭に して闶 きたいと 思 ふ點ほ 、勸業 銀行 又は S 
H 銀行 ほ、 本 來の使 命と 致しまして、 農工 業莕 に對 
して 起業の 資金を 供給す る、 M- も 之を 低利、 長期の 
貸付に 依て 供給す ると 云 ふの が 本来の 使命で ありま 
す、 今 本案を 提 m された 御 方々 の說明 を 承つ て 見 1 
すると 云 ふと、 金融 s 節の 目的で あると 仰し やい ま 
すけれども，それが勸粢銀行又ほ燠エ銀行の本來の 
使命を 钗重 して、 此 案を 御提 m になつ たので ありま 
すか、 或は® 業 銀行 ほ 其 創立 以來 今日まで 色々 の © 
遷を經 て 居る から、 最早 今日に 於て ほ 之を 以て 一般 
抵當 銀行と 看做しても : Ft い 時機に 在る と 云 ふ 御考の 
立場に 立つ て 居られる か、 是ほ 本案の 採否に 取り ま 
して、 將來 殊に 吾々 が 最も sa む 所の 農工 ？? 金の 調達 
に、 大なる 影 i? の ある 問題と ^ ひます から、 之を RJJ 
かにした いと 思 ふので あります、 小山 君の 御說明 に 
於て は、 三 億 八 千 M 圓と云 ふ ものを 旣 に •l' 励 產に放 
資されて 居る、 それを 今日から 引上げて 融通を 付け 
て 行く やうに 仰し やい ました、 それから 堀川 封の 御 
說明を 伺つ て 見ます ると •其 時期に 付て は 何等の Il:f 
も 仰せられて ない、 是は 如何なる 時に 於て、 其 三 億 
八 千 萬 圓 •或は 一 n 億 八 千 萬 圓の中 の 幾 部分を •今 直 
に ? i 業 銀行から 借 換へ たい、 或 ほ 又 農工 銀行から 借 
換へた いと 云 ふので あります か、 又もう 一つ 明に し 
たいのは、 農工 銀行は 果して 斯う 云 ふ 事を 融通す る 
に 可能なる 狀態で あるかと 云 ふこと を、 明かに して 
置きたい と 思 ふ、 堀川 君の 御說明 屮 に、 是は 銀行 救 
濟の 目的で ほない* 主として 地方に 向つ ての 命 融の 
爲で あると 仰せられた が、 段々 の御說 明 中に、 普通 
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銀行と 云 ふ ものは 孤立 無援の 狀態に 在る、 極めて 普 
通 銀行に 御 同情で ある、 それから 又 小山 君の 御說明 
に te ると 是と違 ひまして、 普通 銀行は 右に 日本銀行 
を控へ て屛る 、今度 左に ri 業 銀行を 捉 へる ことが 出 
來れ ば、 兩 翼を 具して 雄飛す るに 宜 いと 云 ふ 御考の 
やうであります、 而 して是 は斯の 如くな つた 曉に於 
ては， S X 銀行に 是が 如何なる 影嚮を 及ぼすべき も 
ので あるかと 云 ふことは、 大に考 へなければ ならぬ 
點と思 ひます、 であります るから 若し 此案の 出方に 
法りましてほ、是'か_業銀行及農エ銀行の創立の趣 
旨に •變 化を 與 へる ことになると 考へ られ るので あ 
〇 ます、 それ故に 此點 丈を 明瞭に して 置きたい と 思 
ふので* めり ます。 

0 堀川 美 哉 封 高 橋 君の 御 質問に 答へ ます、 第一に 

高 摘 君は、® 業 銀行 及 農工 銀行の 創立 以来の 趣旨に 

筠み て、 之に 對して 本員 等の 建議は 矛盾せ るかの 如 

くに 言は れた のであります が、 私共は 毫も勸 椠銀行 

及 農工 銀行の 竽務に 差 支ない と 思 ふ、 何と なれば 勸 

業 銀行 及 農工 銀行に 對して 吾々 は 資金の 融通の 途を 

11 られた い、 而 して 其 資金を 以て® 業 銀行 及 農工 銀 

行ょり、 地方 普通 銀行に 融通せられ たい、 斯く 建議 

する のであります、 第二に 高 橋 岩 ほ、 如何なる 時期 

に 於て 幾何を 融通す るか、 小山 君の 建議と 本 M の® 

誘との 間に ffl 違が ある、 斯う 言は れた のであります 

無論 說 明には 不完全な 所 も ありませ うし、 殊に 小山 

君と 本 fl との 間 1- 相違は あるか も 知れ ませぬ が、 本 

員 等 ほ 斯く考 へて 居ります、 即ち ? f 金の 融通と 云 ふ 

ことに 於き まして ほ、 是は 銀行家の 自制と、 さう し 

て 其 地方の 要求と に 法るべき ものでありまして •現 

に 四 億 内外の 不 W 產 貸付が して あるのを 一時に 颳通 

せょ •期く 言 ふので ほ ありませ ぬ、 其 必要に 腦 じて 

徐ろに f' 通の 途を 開け •は 宜しい、 而 して 政府 ほ 此法 

律を 改正す るの 時 _に付 きまして は、 出 來煜る 限り 

速に と 云 ふこと を 希 gj する のであります* 今 直ちに 

と 云 ふ 意味で ほ ありませ ぬ、 出 來撙る 限り 速に 此法 

律を 改正して •普通 銀行に 對 して 資金の 融通の ui 來 

得る やうに せられたい、 斯く建 誘す るので あります 

第三に 地方 金融の 目的に 付きまして， 私は 本 建議は 

銀行の 救 濟で はない と 申しました、 無論 吾々 の 目的 

は 銀行 救 濟の 目的では ない のであります、 伸ながら 

地方 金融を K1 滑に する が爲に ほ、 地方に 於き まして 

金渤 上の XR 要なる 韨務を 有して 居ります、 W 方 銀 fr 


に對 して、 tt 金の 融通を 爲す ことが、 即ち 地方に 於 
ける 金融 調節の 根本と なる のであります、 故に 本員 
は 必ずしも 銀行家 救濟 の途で はない が、 併ながら 主 
として 地方の 金融の 調節を 岡る •斯く 申した ので あ 
ります、 以上の 如く だと 思 ひます、 尙ほ御 質問が 有 
1^0  . . 

0 小山 松} i 君 高 橋 君の 御尋 に對 して 堀川 君から 三 
つの 要領を 御 答に なりました が、 最後に 一つ 殘つて 
居る のであります、 是は私 から 御 答 致します、 若し 
本 建議の 趣旨を 實現 するならば ，農工 銀行の 營業を 
侵害し はしない かと •斯う 云 ふ 御 問の やうに 承り ま 
した、 是は隨 分 重大な 問題でありまして •傳 ふる 所 
に 依ります れぱ •政府は e 業 銀行 及 農工 銀行の 兩銀 
行 合併に 關する 法 ai 案を， 當議會 に 提出す る やに 傳 
へられて 尻つ たのであります が、 其 間の 事情は 如何 
であります か、 現に まだ 其 法案は 出て 參り ませぬ、 
併ながら 是は 重大な 懸案と して裤 議 されて 居る こと 
と 存じます、 若し 右 法案を 當議會 に 提出され、 若く 
は 將來に 提出され る 場合に 於き まして •之が 實 現す 
る 事になります ると、 本員 等が 玆に建 _ を 致して 居 
ります る 間 題に •直ちに 關係を 及ぼして 来る ので あ 
ります， 若し 斯う 云 ふ 法律案が 將來其 成立 致します 
れぱ此農エ銀行に對して云々と云ふ御質問は隨つて 
消滅す るので あります が、 現在に 存 して 居る 法律の 
上から 見て、 其 營 業 M を 侵害し ほしない かと 云 ふや 
うな 御 話であります、 W 問 者は 第一 問に 於て、 勸業 
銀行 及 農工 銀行 ほ 其 貸 出が 低利であつて， 而して 長 
期で あると 云 ふ 事の 御 了解が ありました、 私 も 左® 
に 信じて 居ります、 所が 普通の 銀行の 方は 貸 出 ほ 短 

期であつて， 決して 長期の ものは 好み ませぬ、 又 長 

期の ものは 營業が 許し ませぬ、 金利 も 差が 有ります 

故に 此營築 機能の 發揮の 上から 見まして •決して 質 

問 者 •か 多く S へらる る やうな 結果は 牛； じない 事と 本 

fl 等は 信じて 居ります、 御 了解になる やうに 願 ひた 

い 次第であります。 

0 岩 崎勸 君 P 長。 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 II 君兩 案を 一栝 して、 議長 指名を 以て、 特 

に 十八 名の 委员に 付託せられ むこと を希菌 致します 

〇耥長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 

せぬ か。 


〇 議長 C 大岡育 造 君〕 御 異議が 無ければ 此の 兩案は 
議長 指名 十八 名の 委員に 付託す る ことに 決しました 
—— 日程 第 十五、 陰陽 連絡 廣 -/T 鐵道 速成に 關する 建 
議案を 議題と 致します —— 委員長 米 田® 君。 

第 十五 陰陽 連絡 廣江鐵 道 速成に 闢する 建 
_ 案 (恒 松隆慶 君 提出) (委 
員 長 報告) 

0 匹 田 銳吉君 議長、 私が 代つて 報吿 致します。 
os 長 c 大岡 育造 君) 匹 田 君。 

〔匹 田 銳吉君 登壇〕 

0 匹 田 銳吉君 過日 米 田 委員長が 缺席 でありました 
から、 本 M より 御報吿 致します、 此案 は廣 島から し 
て 島根 縣の江 律と 云 ふ 所 迄、 鐵 道を 敷設して 貰 ひた 
いと 云 ふ 建議であります、 若し 直に 此線路 の 敷設に 
著 手す る ことが 出来ない と 云 ふ 事であるなら ば， 廣 
島から 三次 迄 敷設せられ て ある 所の 輕便鏺 道を 利用 
して 三次から 江津 迄を 速成せられ たいと 云 ふの が 本 
案の 趣意であります i 委員 會に 於き ましては 政府の 
意嚮を 尋ねました 所が、 陸軍省の 政府 委 a if 軍事 
上 最も 必要なる 線路な りと 答へ、 又 鐵道院 の ! KC 府委 
fl も •陰陽 連絡線と して洵 に必 g. なる 線路で あると 
認めて 居る と 云 ふ 答 辯で ありました 、愼雷 考慮の 末 
滿場 一致を 以 つて 可決 致しました、 it 段 御報吿 致し 
ます 

r 拍手 起る j 
0 岩 崎勵 君 is 長。 

OP 長 (大岡 育 it 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎 動 君 本案は 委 M 會に 於て 決定 通り 可決せ ら 
れ むこと を箝望 致します。 

〇 議長 ( 大岡 育造 君) 御異誘 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議なければ 委 M 長 報告 通 
り 可決 致しました I 日程 第 十六、 輸出 綿織物 檢査 
所 設置に 關 する 建議案を 議題と 致します I 委員長 
田邊熊 一 君。 

第 十六 轍 m 綿織物 檢査所 設置に 關 する 建 
議案 (隅 田豊吉 君 外 二 名 提出) 
c 委員長 報告) 
r 田邊熊 一 君 登壇〕 

0 田邊熊 一 君 本案 ® 員 會の經 過 並に 結果の 御報吿 
を 致します， 本案は 歐洲戰 亂勃發 以来、 我 織物の © 
出は 著しく 發展 致しまして* 我 ® i 出 貿易 中 第三 位を 


占む るに 至りました、 其 金額は 一億 二 千 七 百 萬 圓の 
巨額に 上つ たのであります、 洵に國 家の 爲 めに 慶賀 
に堪へ ぬ 次第であります、 然るに 早く も 我 製品が* 
一部に 於て 粗製濫造の 聲が 起つ て來た のであります 
今に 於て 此粗製 濫造を： 一正す るに あらず んば 、到底 
今後 此の 貿易を 發達 助長す る 事が 闲難で ある •即ち 
其の 善後策を 確立す る 期が 到来 致した ので ありまし 
て， 唯今 此隅田 君外數 名の 諸君が 本 建議案を 提出せ 
られ たこと ほ、 洵に 措置を 得た ことと 思 ひます、 委 
員 # は m 要な 問題と して 政府 委員の m 席を 求めて* 
愼 重に 審議を 致しまして、 豫て 御手 許に 御 * 付 申 上 
げ ました 如く、 修正案を 可決 致した 譯であ ります、 
其 內容ほ 輸出 綿織物の 撿査 所を 建てる と 云 ふ 事で あ 
ります が 故に、 先づ當 業者の 自覺 自省に 待たな けれ 
ばなら ぬ ことは 勿論であります が、 政府 も 之に 向つ 
つて 嚴甫な 監督を しなければ ならぬ 故に、 先 づ蓆地 
及 輸出港に 於て 檢査 所を 設置す る 事に 致しまして、 
此產地 に ほ 地方 團體 同業組合、 若く ほ 同業 飢合 聯合 
會 等に 於て 檢査 を希轺 する 心 持が 無ければ ならぬ の 
であります るが 故に、 政府は 之に 勸誘 して 其 檢査所 
を設 置 せし むる •さぅ して 相 當の 補助金を 之に 與へ 
る、 檢査員 ほ 公平を 保たん が爲 めに、 政府が 其檢査 
員を 任命す る ことに 致した のであります、 一定の 標 
準を 示しまして、 即ち 內訓を 以て 一定の 標準を 示し 
嚴 重の 檢查 をして、 省令を 以て 其の 合 格 品に 非ざる 
もの、 輸出を 禁ずる と 云 ふ 政府の 意嚮であります、 
赛員會 ほ 滿場 一致を 以て 修正 HJ 決 致した ので ありま 
すから， 政府の 同意を 求めた る 所、 政府 委員 も 全然 
之に 同意の 旨を 言明 致しました、 右の 次第で ありま 
する が 故に 今日の； 場合に 於て 願く ば 我輸 S 驿勵の 爲 
に、 滿場諸 君 一致 御 賛成 あらむ 事を 希望 致します。 
〇 岩 崎 勸君 載 長。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 君。 

0 岩 崎 1!1 君 本案は 委員長 報吿通 修正 nj 決せらん こ 
とを 希望 致します し 

Oil 長 (犬 岡 育造 君) 委員長 報告 通り 御異 麓は あり 
ませぬ か。 〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 C 大岡 育造？ 〇 異_な しと 認めます、 仍て本 
建 載 案は® tt 長報吿 通り Hr 決した る ことを 宣告 致し 
ます、 日程 第 十七 >  野 岩 羽 鐵道建 設に關 する 建議案 
を 議題と 致します、 委員長 戸狩 權之助 君。 

第 十七 野 岩 羽鐵道 建設に 関する 建議案 


〔 r 異調な し異 誘な し. 一と 呼 ふ 者 あり〕 

陰陽 速 絡 廣江錄 道 速成に ^! する® P 案  輸 s 綿 轍 物檢赉 所 設置に 關 する 建 該案  野 岩 羽 斜道 建設に 關す る妞 議案  四 七 ？ KI 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


$ 山上 郡 間鐵道 租設 に ^ する 建 通 案 I 津山智 頭 間玆道 建設に 詔す る 建 溝 案— 勢 IJ: 道道 控設 に lil する 建議案— 电勢鐵 道 建設に 關する 建邁案 


四 七 六 


(八 田 宗吉君 外 六 名 提出) (委員 
長 報告) 

〔戸狩 厢之助 君登壻 〕 

〔拍手 起る〕 

〇戶狩 擷之助 君 野 岩 羽 鉉道肄 設に關 する 建 S 案、 
委員 會の锊 過 及 結果を 御報吿 致します、 本鐵 道 (3: 栃 
木縣今 市ょり 分岐を 致しまして •福 島 縣田島 若松を 
經 •山形 縣米渾 に 至る 鐵道で あります、 本鐵道 の必 
耍なることほ、旣に三十5舒に於て滿場一致を以 
て 建議を 可決した 案であります、 此度も 八 田 宗吉君 
から 提出に なりまして、 三十 一議 會に滿 場 一致を 以 
て 決議して 居る に拘ら ず、 今以て 政府の 方では 著 手 
をし ない のであります から， 一 H も 早く 本線 路に著 
手して 貰 ひたいと 云 ふ 建議であります、 委 M 會は二 

回 開きまして* 政府に 質問 致しまして、 本線の 必袈 

なる 事は —— 八 田宗吉 君の 說 明の 通り 必要で あるな 

らば、 政府は 何年 度から 之に 著 手す るかに 付て は、 

政府は 之に 對 して， 何年 度から 著 手す ると 云 ふこと 

は、 今日は 明言す る ことは 出來 ない， 仍て 委員 會は 

成べ く 財政の 許す 限り 速に 著 手せられ んこ とを 希望 

すると 云ふ條 件を 以て- 滿場 一致を 以て 可決した の 

であります、 滿 堂の 諸君の 御資成 あらむ ことを 希望 

致します。 

〔拍手 SB る〕 

0 岩崎勵 対 本案 ほ 娶負 長報吿 通り、 可決せられ む 

ことを 箱 Eg 致します。 

0_ 長 (大岡 育造 射〕 委 M 長 報告 通り 御 異議は あり 

ませぬ か。 

〔 f 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異戤 なしと 認めます， 仍て本 

|6 _案ほ 0; 決した る ことを 宣 钾 致します。 

0 岩 崎 II 岩 E： び 誠 事 日程 變更 に關 する 緊急 励？ 一を 

提出 致します、 即ち 先き に 延會に 決した る 日程 第 十 

一、  律 山上 郡 間 e 道 P6 設に關 する 建議案、 日程 第 十 

二、  津 山智时 間 鐵道雜 設に關 する雜 蕺案 、此兩 案を 

一括して 更めて _ 題 となし ■谷々 提出者の 說 明を 求 

め 且つ 其 薄 議を續 行せられ ん 事を筘 顔 致します。 

〔「賛成」 「反對 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇伊柬 知 也君讖 長。 

〇蕺長 (大岡 育造 君〕 伊東 知 也 君。 

〇 伊東 知 也 君 さう 輕 々しく 一日の 中に、 何遍も 止 

めたり やり直した りする ことは 私は 反對 であります 


C  r 理由 5n 何 J と 呼 ふ 者 あり 一理 由；！ i 餘 りに 一!々 し 
く、 院議を 锌重せ ざる ものと 認める のであります、 
私 ほ 反對 致します。 

〇 野村嘉 六 君 議事 進行 上 必要ならば 私 13: 差 支ない 
と 存じます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 反對 もあります から 決を 採り 
ます、 日程變 更に 反對の 諸君 ほ 起立を 願 ひます。 
起立 者  少數 

0_ 長 (大岡 育造 君) 少數で あります、 仍て 日程は 
變更せ られ ました、 耶ち 日程 第 十一、 第 十二、 共に 
此 場合 報告を 受けて 審議を 致します、 福 井三郞 S。 

第 十一 津 山上 郡 間 鐡道建 設に關 する 建議 
案 C 福 井 三 郎君 外 一名 提出〕 

第 十二 津山智 頭 間鐵道 建設に 關 する 建議 
案 (福 井 三 郎君 外 四 名 提出〕 

津 山上 郡 間鐵道 建設に 關 する 建議案 
津山上 郡 間鐵道 建設に 關 する 建議 
一岡 山縣下 津 山より 兵 庫 縣下上 郡に 至る 辫道 
右は 美 作國の 東部を 縦貫して 播磨國 の 西 端に 通す 
る ものにして 物資 充實 、往来 頻繁の 要路なる は 論 
なく 更に 津 山を 經て 因 liff 國に 通す るの 必 要路な り 
而し て津 山より 上 郡に 至る 間に 於て は 私設 播美輕 
便 鐵 道の 企® ある も 其の 成功は 百年 河淸を 待つ の 
憾なき 能は す 政府は 宜く 之を 利用して 輕 ■便 鐵道建 
設の計 3£ を 立てられむ ことを 菌む 

右 建議す  _ 

津山智 頭間鐵 道® 設に關 する 建議案 
津山智 頭 問 鐵道 建設に 關 する 建議 
一岡 山 縣下津 山より 鳥 取 縣下智 頭に 至る 鐵道 
右は 山陰 山陽 兩道 聯絡の ! a 通 線路に して 鳥取縣 下 

鳥 取より 智 頭に 至る _ 便鐵道 ほ 政府の 計丧 として 

旣に 大正 八 年を 以て 完成せ むとし、 岡山縣 下津山 

より 岡 山に 至る には 私設 中國鐵 道の 旣設線 あり 依 

て智 頭津 山間 僅に 二十 三哩 餘の鐵 道を 建設せ ほ 陰 

陽の 聯絡 ほ 更に 一層の 便利を 加 ふへ し 政府は ' H: し 

I  く 速に！ f 便鐵 道を 敷設し 之 か 貫通を 計畫せ られむ 

ことを 望む 

右 建 翳す 

0 福 井 三 郎君 先刻 本案の 日程に 上りました 時分 {3: 

私は 委 M 會に 於て 重要 案件の 取調 中で ございまして 

其 際に 間に合 ひませ ぬので 御手 數を 掛ける ことにな 

りました の {X 恐縮 致します。 


〔「登 ® 々々」 と 呼 ふ 者 あり. 一 
〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 登檀 を馘ひ ます。 

〇 福 井 三 郎君 登 捜す る 程の ことで ほ ありませ ぬ。 
0 議長 (大岡 育造 君〕 登壻を 願 ひます。 

【福 并三郞 君 登 瘦 J 

0 福并三 郎君 津 山上 郡 間鐵道 建設の ことは、 即ち 
作 州津 山より 播州の 上 郡へ 鐵 道を 建設し やぅと 云 ふ 
ので ございます •其 理由 ほ 載せて 建謖案 に詳 かなり 
それより 以上の 事 {X 委員 會に 於て 委しく 說明致 しま 
すから、 どぅぞ 諸君の 御 賛成 あらん ことを 希 gy 致し 
ます、 尙ほ 後に 一件 津山智 頭 間に 對 する 建議 も ■私 
外 四 名で 出して 居ります るが、 それ ほ 提出者の 一人 
より 說明せ られる 铐 であります •是も 宜しく 御 願 ひ 
致します (拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 奧田 柳藏 君。 

〔奥田柳緻君登 ® 〕 

〔拍手 起る〕 

0 奥 田柳藏 君 諸君、 私は 唯今 議題に なつて 居り ま 
す智 頭より 律 山に 至ります 鐵道 建設 案に 對 して、 建 
議案の 趣旨を 簡單に 述べまして、 滿塲の 御 賛成を 請 
ひたいと 思 ふので ござります、 此鐵 道は 鳥 取 市を 起 
點と 致しまして、 智 頭を 經て岡 山 縣下津 山に 至る ® I 
の 全線 四十 三哩 間の 鐵道 でございます、 lit 鐵 道が 中 
國鐵 道と 連絡 致しまして 陰陽 連絡の 一つの 鐵道 とな 
るので ございます •此中 旣に鳥 取よ 〇智 頭に 至る 二 
十 哩の鐵 道は， 大正 四 年より 著 手に なりまして、 唯 
今 工事中な ので ございます、 今より 一年の 後には 此 
二十 哩ほ 落成を 致す ことにな つて 居ります、 殘る智 
頭より 津 山に 至る 二十 三哩が 、未だ 著 手の 計 迸に な 
らな いので •此の 建_ 案を 提出 致しまして、 背さん 
の 御 賛成を 請 ふ 次第であります、 此鐵 道に 對 して 提 
出 致しました 所の 建議案 ほ， 翁に 度々 建識を 致し ま 
して、 本院を 通過して 居る 所の 線路で ございます、 
故に 本年の 豫算 には 相 當 の計蛰 をして 提 m される 事 
と 信じて K りました 、然るに 此計畫 が tn て 居ない の 
で 甚だ ra 憾と 致して 居る 所で ございます、 私が 申す 
迄 もな く本鐵 道は： 車 事 上は 固より、 經濟上 最も 必要 
なる 線路でありまして ■殊に 森林 其 他 物資の # 富の 
地方であります から、 此 地方の 開發は 單り地 方の 利 
益の みならず、 國に 取りましても 最も 必要なる 線路 
でございます， 政府に 於て ほ 一日 も 早く 計畫を 立て 
られ まして、 遲く とも 次の 議會 には 提案 あらん 事を 


切に 希望して 巳まぬ 次第で ございます、 尙ほ先 ii て 
開かれました 鍅逍法 屮改正 法 St 案の 委ね 科に 於ても 
此線路 の 一日 も： Tr  く 計 ^ を 立てられまして* ^ 手せ 
られん ことを と 云 ふ附滞 〇 希 sg lls 件を -xi 丹 一致で 決 
せられまして，其報吿も本會にされて时る位で ?> 0 
まして、 極めて 必要な 線路であります るから* どう 
か滿碭 の 諸君 御 S 成を ft, i に 希 ふ 次第で ございます。 
〇 岩崎剧 君兩 案を 一 括し 謎 長 指名を 以て 九 名の 委 
員に 付託せられ ん ことを 項 みます。 

0 議長 (大岡 育造赵 ) 岩 崎 e の 動議に 御 異链な いと 
認めます， 仍て 本案 ほ 謎 長 指名 九 名の 委 M に、 兩案 
共 付託す るに 決しました •日程 第 十八、 第 十九は 同 
~ 委員に 付託した る誔 案なる に 氓〇、 一括 黐 題と 爲 
すに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「興 翳な し異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異識 なしと 認めます， 一括 
議題と 致します、 委員長 天 春文衞 君。 

第 十八 勢 江 鐵道敷 設に關 する 妞識案 
c 天 春 文衞君 外 八名提 ⑴) (委 
長 報告〕 

第 十九 紀勢 鐵道雜 設に關 する 建 翳 案 (岡 
崎 邦 輔君外 十四 名 提出〕 (委 M 
長 報吿〕 

〔天 春 文 衞君登 瑕〕 

〔拍手 起る〕 

0 天 春文衞 君 私は II'!: 勢 江！： 道の 趿設 に關 する 建讅 
案と® 勢鐵 道の® 設に關 する 趄靆 案との、 特別委 M 
會の經 過 及 結果を 御報吿 致します でございます、 建 
議の 順序と 致しまして， 先づ勢 江 鐵消敷 設に關 する 
委員 會の經 過 及 結果を 申 上げます でございますが 委 
員會は 丁度 兩度 開きまして、® 問腦 答の 末 •委員 全 
體は 運輸 交通 上 最も 必要と認めまして、 政府は 至急 
調査され ん ことを 望む との 趣意を 以て 全會一 致 ' BJ 決 
致しました ので ございます、 又 政府に 於き ましても 
政府奔 員の 答 辯に 依ります と 云 ふと 此の 線路は 政府 
として ほ まだ 始めての ことで ある* さりながら 篤と 
調査を 致して 見る と 云 ふことの 答 辯で あつたので ご 
ざいます、 勢 江 鐵 道の 方は 斯嫘な 趣篇で 、委員 fr ij-. 
全會 一致を 以 つて 可決 致しました ので ございます、 
次に 紀勢鏺 道であります るが、 此の 線路は 旣に第 二 
十六 議會 、又 二十 八_會 の 建 翳は 通過 致しました や 
うな 次第で、 鐵道 網に 這 入つ て 居ります やうで ござ 
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います、 又 陸軍 常 局に 於き ましても 軍事上 最も 必要 
と 認める と 云 ふこと であります、 又 政府 委 M に 於い 
て も 是れは 必要で あるから と 云 ふこと でございます 
兎に角 他の 最も 急設を 要する やうな 所の 鐵道 事項 も 
あるから 成るべく 部分的に でも 漸次 進行を したいと 
云 ふことの 答 辯で ありました、 是れも 矢 張委貝 會は 
全會 一致を 以ち まして、 余 設を希 望す るとの 意見を 
以 つて 決定 致しました 次第で ございます、 斯の 如く 
兩案 とも 委員 會は 可決 致しました 次第で ございます 

からして - 全會 一致を 以て 可決 致しました 次第で 

ございます から、 どうか 本會に 於き ましても 滿 場 諸 
君の 御荇成 を y に 希轺 致します ので •こざいます。 

〔「替 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 岩 崎 SI 君 兩案 共に 委員長 報 茜の 通り 可決せられ 

んこ とを 希轺 致します。 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 委員長 報告 通り 御 異議は あり 

ませぬ か。 

r 「異議な し異詡 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 兩案 とも、 

委 fl 長 報 ff 通り 可決し ます、 n 程 第二 十 「トラ ホ ー 

ム J 病 稗 防に 關す る 56 議案を 議題と 致します、 委員 

長 伊東 重 君。 

第二 十 「トラ ホ ー ム 」 病 稗 防に 關 する 建議 

案 (行 德饨男 君 提出) (委員長 報 

吿〕 

【伊東爾君登增〕 

〔拍手 起る〕 

0 伊東 W 君 「トラ ホ ーム」 病豫 防に 關 する 铕議 案に 

付て、® a e- の 經過及 結果を 御 報 街 致します、 「トラ 

ホーム 」 病とは 御 承知の 通り、 逊け 眼の W 染病で ご 

ざいます、 今や 我阈に 於て此 眼の 傳染 病は s 民の 全 

階級に R つて、 殊に 下 胯陪 級に 於て 北 常なる 勢を 以 

て陴染 基延 しつ、 ある 狀 態であります、 勿論 眼の ® 

染 病でありまして、 其 害毒は 直ちに 生命に 危險 ある 

と 云 ふ 程の もので ないで ありませ うが、 其 利害の 關 

係する所ほ_る茈汎にして、或は阁校馏生に於て、 

或 ほ ボ段衞 生の 上に 於て、 或は T. 堪衞 生の 卜：に 於て 

或 ほ 移民 政策の 上に 於て、 34 大な る ng 題と なつて 居 

ります、 即ち 毎年の 徴兵 檢査に 於て、 5 e に 此の 病氣 

—— 眼病の 爲に不 合格と なる 壯丁が 三千 三百 以上 あ 

ると 云 ふに 至つ ては、 W に國 家の爲 に 寒心せ ざるを 

52 ない 次第で ある、 又 X 業の 盛んなる 地方に 於て、 


其 職 丁： の此 眼病の S に 1E されて 居る 者は、 少なくて 
百 人中 二 十七 八 名、 多き は 四十 二 名 も ある やぅな 次 
第で、 是が爲 に 工業の 能率を 減殺し つ、 あるは、 是 
亦國 家の 爲に 頗る # ふべき 事と 考 へる、 即ち 國家存 
立の 上に 於て、 列强の 間に 存在して 競爭 しつ、 ある 
今日、 兵力の 極て 貴重すべき 時代に 於て、 又 國際間 
の純濟 @ の 激烈なる 時代に 於て、 兵力の 上から 見て 
も、 將又 工業の 上から 見ても、 「トラ ホ— ム J は H ち 
に 富國强 兵の 基礎を 浸蝕しつつ ある 次第で ありまし 
て、 「トラ ホ ーム」 病は 其 性質に 於て 「ベスト」 「コレ 
ラ」 の 如く 猛烈なる もので ありませ ぬけれ ども、 其 
害毒の 分量に 於て は、 決して 是等 「ベスト」 に礙る 
こと ありと も 劣る ことの 無い やぅな 有_で あります 
隨つて 市町村に 於て は 多大の 費用を 投じて、 是が豫 
防 撲滅 策に 力を 盡 して 居ります が、 何分に も 容易に 
効を 奏する ことは 出來な い、 是 ほ 畢竟 市町村の 力' か 
微弱に して、 JI つ 其方 法は®々 にして •互に 連絡な 
き爲 に ?? 易に 効を 奏する ことが 出来なくて 居ります 
此 故に 今や 阈 家の 力を 以て， 之を 根本 約に 豫防 撲滅 
する の 必要 ありと 信じて 居ります、 是が 本案を 提出 
した 趣意でありまして、 今や 國 家の 力を 侍つ 迄 もな 
く 「トラ ホ ー ム」 預防協 會と云 ふ ものが あつて、 全 
國に 多数の 會員を 有して！ £ ります、 併し 私立の 事で 
あるから、 是亦 十分の 効を 奏する ことが 出 來な い、 
此 建議案 ほ 即ち 全 國に亘 つて 居る 豫防 協會 員の 代表 
的の熟筚であ0ます、玥に歐羅巴に於てほ、國家の 
力を 以て 十分 裸 防 撲滅の 効を 奏して 居ります、 此 「卜 
ラ ホーム J なる 病氣は 今を 去る 百 二十 年 程 前、 即千 
七 百 九十 八 年に 「ナボレ オン」 一世が 埃 及 遠征の 折 
に、 其 軍隊に 發 生した と傳 へられて 居ります が、 其 

後歐羅 巴# 國 間に 非常なる 勢を 以て 基延 しました が 

歐米谷 S に 於て ほ 此 「トラ ホ— ム」 病の 國 力の 消長 

に關 係す る 事を 認めて、 多大の 國费を 投じて 力を 壶 

した 結果、 今日で ほ 殆ど 此忌 むべき 眼の 傳染 病を 驅 

逐 して 仕舞 ひました、 又 稀には 一地 方に 限られて 此 

傳染 病の 發生す る ことがあ つても、 恰も 我國に 於け 

る 「ペスト」 或は 「コレラ」 の發 生した 如き 大騷を 

して m' 防 CI 滅に 全力を 盡 し、 是が爲 に全阈 の 其 害毒 

を 及ぼさぬ やうな 次第で ございます、 我國に 於ても 

最早 之を 市町村の 薄弱なる 豫防及 撲滅に 委せて 置く 

と 云 ふこと ほ、 類る 國 家の 爲に憂 ふべき 事で ありま 

すから、 是非阈 家の 力を 藉 つて、 之を 根本的に 統一 


的に 撲滅豫 防す るの 必要を 感じまして、 委員 會は愼 
電搏議 の 末、 更に 此建 議案の 意味を 一層 明瞭に、 一 
層 徹底的なら しむる 爲に 「「トラ ホ ー ム 」 病豫 防に 關 
する找 議案 J と 云 ふのを 「「トラ ホ— ム」 病豫防 撲滅 
に關 する 法令 制定の 建議案」 と 云 ふこと に 改めて 可 
決 致しました、 政府 も 亦 ® んで 之に 同意を 表した 次 
第で ございます、 何卒 滿 場の 諸君、 御 賛成 あらん こ 
とを 希望 致します (拍手 起る) 

0 岩 崎 14 君 本案は 委員長 報吿の 通り、 即ち 委員 會 
に 於て 修 JH 議決の 通り 可決せられ ん ことを 希望 致し 
ます。 

0 議長 (大岡 育 it 君〕 委員長 報告 通り 御異 議 は ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり j 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て本 
建議案は 委 M 長 報告 通り 可決し ました、 本日は 是に 
て 散會。 

午後 - 時 11 分 镦會 


0 大正 七 年 三月 十二 日 (火曜日) 

午後 一時 十八 分 開 ! i 

議事 B 理 第二 十一 號 

質問 

- i 市 11 調節に 關 する H 問 (額 細 通 藏) 

II is 統治に 關 する K 問 (離 
=1 石炭 i に關 す ?. H 問 ix 鶴谱助 ) 

四 日露 日 支兩 協約の 實行並 支那 鐵鏟國 有に 

1  問 ( Ifi fl ) 

五東 京 市政に 關す る K 問 (_|加) 

第 I  東京 市— JE 條 例中改 i iic 捕) 
第一 讀會 

第一 I 右 議案の® 査 を 付託す へき 委員の 選舉 
第三 京都市 又は 大阪市の 市 II 改正に 關 L 東京 
市區玫 JK 條例及 東京 市區改 正 土地 建物 處 
分 規則 i 用し 得る の 法律案 (搬贿 ) 第 
I 讀會 

第 四 右 議案の 程 査を 付託す へき 委員の 61 擧 
第五 _ |§ 行 法 中 改正 法律案©  i) 第 IH 
會 

第 六 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選 慰 


第 七 朝鮮の 生産に 係る 物品の 轸入稅 免除に 關 

する®  案 の ifl e 賴 

吿) 

第 八重 要 物産 同業組合 法 中 改正 法律案 ^ 5 

願 g  i) 第 5 露 緩(@ 長) 

第 九 特許法 中改 i(st 撕 s sf- 第一 
讀會の續_ 長) 

第 十 商— 中 ^. 幻 法— 鱗^ 傾) 第一 

讀會 の 績{ 懸韻 長)  1 .. 

第 十一 1 si 法中改 i ti 案 (gt ll p ) 第 
-I の 續 (賴卽 長)  . 

第 十 ™ K 用 新® 法中改 汜法律 案 i 佃 f 腹 1 防) 
第 |讀會の續(_5 長) ター— 

第 十三 平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 關する 建議案 

へ 県 岡 唯一 兜 ?--! ン 
一外 三 名 提 .山 ) 

第 十四 沖 纈縣 特別 自治 制撤廢 に關 する 建議案 

へ 既田榮 之 -1 君 ン 
一外 二 rl 提出) 

第 十五 鹿 兒島縣 大島郡 島嶼 町村制 撤 廢に關 す 

る. P 議案 I  11 11 外) i 

第 十六 東京 市 特別 市制に 開す る a 議案 (財 f 

郎君 外- r — ^ f  _ 
i 名 提出) 

第 十七 C 特別 報告 第 八十 八號) 飛越 鐵道 敷設 速 
成の 請願 (委員長 報告) 

第 十八 (特別 報告 第 八十 九號) 「ルべ シべ J 湧 別 
線鐵道 返 成の 請願 C 委員長 報吿) 

第 十九 (特別 報告 第 九十 號〕 若松 柳 津間鐵 道 敷 
設の 請願 C 委爲長 報吿〕 

第二 十 (特別 報吿第 九十 一號瀨 棚輕 便鐵道 速 
成の 請願 (委員長 報告) 

第一 一十 I  (特別 W 吿第 九十 一一 號岐阜 富 山間 鐵 
道の 敷設に 關 する if 願 (委員長 報 
吿) 

第 I 一十 II C 特別 報告 第 九十 三號) 中央線 中 野 八 

王子 間鐵道 電車 併用の 請願 (委員 

長 報告〕 

第 II 十三 (特別 報告 第 九十 四號 -; 兀忠海 稅務署 
復舊の請關一:委負長報吿〕 

第一 一十 四 C 特別 報 街 第 九十 ? T 號) 埼 天 縣秩父 郡 

名 栗 村を 入 間 郡に 編入の 請願 (委 

員 長 報告〕 

第二 十五 (特別 報吿第 九十 六號〕 埼玉 縣秩父 郡 


「トラ ホー ム」 病豫 陆 に關 する 建 II 案 


四 七 七 


院議 衆會議 國帝囬 十四 第 


精神病 若 JK 締に關 する 質問の 答 辯 


四 七 八 


吾野 村を 入 問 郡に！ 一入の is il (委 

員 長 報吿) 

第 II 十六 (特別 報传第 九十 七號) 手 取 JII 治水 費 
固 庭支辨 の 請願 (委員長 報吿ッ 
第 II 十七 (特別 報吿第 九十 八號紙 函製造 菜に 
對 する H 場 法 適用に 關 する fi 願 (委 

fl 長 報告) 

第 11 十八 (特別 報吿第 九十 九號〕 水難 救 菌法中 
改正の 請願 外 — 件 (委員長 報告〕 

第 If 十九 (特別 報告 第 W 十三 號) 水難 救 謖法中 
改正の is 願 (委員長 報告) 

第三 十 C 特別 報吿第 百號〕 東京 第一 裔域 病院 
移轉の 請願 (委員長 報告) 

第三 十 I  c 特別 報 吿第西 一號 〃上 湧 別 村に 登記 

所 設置の if 願 (委員長 報告) 

第三 十 11 ( 特別 報 吿第百 二號〕 中 込 村 橋 場に 0 

裁判所 出張所 設置の 請願 (委員長 

報告) 

第三 十三 (特別 報吿 第； 白 三 號〕 名 寄 町に 區 裁判 

所 設置の ii 願 (委員長 報告 j 

第三 十四 c 特別 報 吿第百 四號〕 鼷師受 驗 資格認 

定に關 する if 願 (委員長 報吿〕 

第三 十五 (特別 報 ^ 第 百 六號〕 航空 事業 費國庫 

補助の Is 願 (委員長 報吿〕 

第三 十六 (特別 報吿第 百 七 號無盡 業 法 中 改正 

の if 願 (委員長 報吿〕 

第三 十 -fc (特別 報告 第 百 十號〕 利根 川袈 橋の 請 

願 (委員長 報告) 

第三 十八 c 特別 報 吿第百 十一 號〕 救 育費國 鹿 支 

辨の讅 願 (娶 員 長 報吿) 

第三 十九 (特別 報 吿第百 十二 號〕 藥草 栽培 補助 

獎 勵の 請願 (委員長 報吿) 

第 四十 c 特別 報 吿第百 十六 號〕 豊田下 村 手 洗 

に 三等 郵便局 設置の if 願 (委員長 

報告) 

第 四十 一 (特別 報 街 第 百 十七 號〕 保 田 村に 三等 

郵便局 設置の is 願 c 委員長 報告〕 

第 四十 II ( 特別 報告 第 百 十八 號〕 ;|| 酉 村に 郵便 

局設 M の 誧願 (委員長 報吿〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 諸般の 報吿を 命じます。 

〔書記 朗 譖〕 

一 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 


祭 ^ 銀行 法 中 改正 法律案 

日本 興業銀行 法 中 改正 法律案 

一議 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

倭姬命 奉祀に 關する 建議案 

提出者 天 春 文衞君  尾 崎 行 雄 君 
濱田國 松 君  小林嘉 平洽君 
佃 安之 丞君越 山 太刀 三 郎君 
川 崎克君  井島 茂 作 君 
堀川 美 哉 君 

神 戸市 內鐵道 改良 急 施に 關 する 建議案 

提出者 坪 田 十 郎君  野 添 宗三君 
橫田孝 史君 

山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 する 建議案 

提出者 白 石 直 治 君  竹 內明太 郎君 
中 野 寅 次郞君  古谷 久綱君 
藤 野 正 年 君  板 東 勘 五郎 君 
河 上 哲太君  生 田 和平 君 
政 尾 藤吉君  成 田 榮信君 
村 松 恒一郞 君  尾 崎 敬義君 
松島肇 君  大林 森次郞 君 
岡 田榮君  富 田 幸 次 郎君 
加 治 壽衞吉 君  武市彰 一 君 
仙 石 貢 君 

葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建議案 
提出者 高 田 耘平君  大津淳 一郎 君 

一 貴族院より 回付せられ たる 議案 左の 如し 

大正 七 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫算案 

: 貴族院 (3: 本院の 送付に 係る 左の 議案を 可決した 

る 旨 同 院 より 通牒を 受領せ り 

大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 案 

豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲 すを 耍す 

る 件 

(第一 號) 臨時 軍事費 豫算追 加 案 

(第一 號) 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(追 第一 號〕 豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 

.爲 すを 要する 件 

一 政府より 受領した る 答！！ 書 左の 如し 

大正 七 年 三月 九日 

內 聞總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 齋藤紀 一 君 提出 精神病 者 取締に 關 する 

質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 


(別紙〕 

衆議院議員 齋藤紀 一 君 提出. 紐 神 病者収 締に 
關 する 質 間に 對 する 答 辯 書 
精神病 者 取締の 完否ほ 社會の 安寧秩序 維持に 至大 
の關 係を 及 ほす か 故に 政府に 於て ほ 特に 細心の 注 
意を 拂ひ 以て 之 か ja 憾なき を 期せり 而して 玷神病 
者の 監 篚 其 他の 件に 關して ほ 目下 f?: {i 衙生 調 1=f 會 
に 於て 群 査 研究を K ねつ、 あるに ょり 近く 其 結果 
に 基き 政府 ほ 現行法 规に 適當の 改正を 加へ むと す 
又 本邦に 於け る 精神： 一 者の 統計 ほ 精細なる 一定の 
標準に 法り pi 實に 之を 調査した る ものな り尙燧 惡 
新聞に 就て ほ 未た 安寧秩序を 紊し 又 (X 風俗を 害す 
るの 程度に 至ら さるものと 認む而 して 其發 行人 又 
は 編輯 人は 新聞紙 法に 據り屆 出つ るを 以て 足り 許 
BJ を耍 する ものに あらす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 一一 一月 九日 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 
〔左の 報吿ほ 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
揭載 す〕 

一 去 九日 議長に 於て 選定した る委 M 左の 如し 
狩獵 法改正 法律案 

淸  盎太郞 君  鳩 山 一郎 君 
長 田 桃 藏君  菅野傳 右衞門 君 
井島 義雄君  成 田 榮信君 
石 射 文 五郎 君  林  爲良お 
松  島肇君  吉  田  中 君 
河 野 正義 君  岡 部 次 郎君 
古 屋慶隆 君  三 隅 哲雄君 
井原 百 介 君  福 田 辰 五郎 君 
古 111 淸君  伊東 知 也 君 
大正 五 年度 豫備金 支出の 件 外 七 件 (承諾を 求む 
る 件 3 

山 本梯二 郎君  粕谷義 三 君 
丸 山豊治 郎君  中 村 啓 次 郎君 
林  爲良君  頭 本元 貞君 
上野 松 次 郎君  一宮 房 治 響 
河 野徹志 君  大津淳 一郎 君 
山 田 珠一君  加 藤 政 之 助 君 
高 田 耘平君  武市彰  I 君 
山 口 俊 一 君  小川 鄕太響 
近 藤 達兒君  牧野 鐵九郞 君 


神祇に 關 する 特別 官衙 設置 建 a 案 


小久保 
恒松 
匹 田 
寄 島 

捆 尾 
大津 

bl 口 
平 山 
村 松 


喜 七 君 
陸 ! 1 君 
銳吉君 
順 作 君 
茂 助 君 
淳一郎 君 
秀雄君 
岩彥君 
恒 I 郎君 


西村秘 *9 苗 
遠 藤 a 吉君 
熊 谷 is 太 君 
秋本莴 七 君 
松浦與 三郞君 
紫 安 新 九 郎君 

川崎臺 

關原顆 用 君 
野 口 孝洽君 


津 山上 郡間鐵 道® 設に關 する ai 議案 外 一件 
福 井 三 郎君  頭 本 •元 a 君 
奥 田 龜造君  匹 田 銳吉君 
臼田久 內君  唐端浈 太郎 H 
奥 田 柳藏君  古川  淸君 
犬 飼 源 太 郎君。 

不動 產 金融 改 » に關 する 建議案 外 一件 
氣賀勘 重 君  秦  璺助君 
吉原 正隆君  齋藤 安雄 君 
小 田 切 磐 太 郎君  高 橋 本吉君 
河上哲 太 君  0  正 雄 君 
小鹽 A 郎右衞 門 君  小山 松爵君 
西  英太郞 君  小林嘉 平 治 君 
磯貝  浩君  今 村 七 平 君 
齋藤 宇一郎 君  津末良 介 君 
堀川 美 哉 君  川口 木七郞 君 
去 九日 辭 任した る 常任 委 M 左の 如し 
第 九 部 選出 決算 委負奧 田 龜造君 
去 九日鐵 道 建設に 關する 建 _案委負 河 野 IH 義君 
辭 任に 付 其 補 闕 として 高 田耘平 君を •軍需 H 菜 
動員 法案 委員 若 瑤璋 八君辭 任に 付 其補闕 として 
河 崎 肋 太 郎君を 孰れ も_丧 に 於て 選定せ り 
昨 十一 日 大正 五 年度 豫備金 支出の 件 外 七 件 (承 
諾を 求む る 件〕 委 M 林 爲 良君辭 任に 付 其 補闕と 
して 奧田榮 之 進 君を 翳 長に 於て 選定せ 〇 
昨 十一 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
狩獵 法改正 法律案 委員 會 
委員長  淸崙太 郎君 

f 松 島  筆 君 
理事  福 田 辰 五郎 君 
m 東 知 也 君 

大正 五 年度 薄 備金茭 出の 件 外 七 件 (承諾を 求む 


衆會 i? 爾帝回 十四 第 


る 件〕 委負會 

委員長  山 本 ^ 二 郎君 
f 丸山豊 洽郞君 
理事  i 河 野澈志 君 
一 小川 鄕太郞 君 

神祇に 關する 特別 官衙設 置 拽議案 委員 會 
委員長  小久保 喜 七 君 

f 恒 松隆慶 君 
理事  ^ 村松恒 一郞对 
一關原 彌 里 君 

律 山上 郡 間鐵道 建設に 關 する 建議案 外 一件 委員 
會 

委 M 長  奥 田 
理事  奧田 
不動 產金融 改善に 關 する ? E 諉 案外 
委員長  氣賀 

fj?  上 

理事  l i!/J>; 山 


龜造君 
柳 藏君 
件 委負會 
勘 m 君 

粗 太 君 
®- B, 君 

r 堀川 美 哉 君 

〔左の 質問霄 は 前日 政府ょりの 答 辯 書 S 付に 

付 參照 のた め揭 ilis す〕 

河川の 制度に 關 する W 問 主 « 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 七 年 二月 11 十一 日 

提出者  佐々 木正藏 

寶成者  松 岡 勝 太 郞外三 十一 人 

河川の 制度に 關 する 質問 主意 書 

政府は 多额 の阀 を投し 河川 改修工事を 施行し 其 

の R5 I5 見る へき もの ありと 雖 工事 終了後は 之を 府 

縣 に引襁 く か 故に 一河 川に して 上流 下流 左右兩 岸 

利 M: 關係 を M にす るに 至り 金 般に涉 る 維持 保護 修 

繕に 缺陷を 生し ® [ 年なら すして 其 効果を 沒却 する 

もの © からす 之れ 一家の m 大な る ! a 失な り 依て 直 

鞞 改良 エ琪を 施行した る 河川は 政府 自ら 之を 管理 

し 以て 改修工事の 効果を ; -K 全なら しむる の 必要を 

謂む 之に 對する 政府の 所見 如何 

右 及 質問 候^ _  _ _ 

0 副議長 (濱田_ 松；；〕 是 ょり 锊議を 開きます、 此 

場合 諸君に 御 諮りを 致します •第 九 部 選出 決算 委員 

并戶文 四 郎君、 第一 部 選出 決 3?: 委員 本 間 三 郎君、 第 

七 部 il /li 評 願 委員 大森與 三次 君、 第 四 部 選出 懲罰 委 

S 描 山 金 太 郎君 •右 四 君より 常 fr: 委員 辭 任の 申出が 

ありました， 許可して 御異篛 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 副議長 (頌 田 國松君 ： >  御異 議がな ければ 許可す る 
ことに 致します、 從 つて 谷 部の 諸君は 速に 補闕選 擧 
を 行 はれて， _長迄 申出 あらむ ことを 望みます •尙 
ほ 本 間 三 郎君より 病 氣に付 十一 日より 十日 間 請暇の 
申出で が ありました. 許可して 御 異議 ありませ ぬか 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田阈 松 君〕 許可す る ことに 致します。 
0 小 西 和 君 謎 長。 

〇 副議長 (濱 田阈松 君〕 小 西 君、 何です か。 

0 小 西 和君是 より 請願 委員 第一 分科 會を 開きた ぅ 
ございます •御 許可を 請 ひます。 

0 副議長 ( 濱田國 松 君) 許可 致します。 

0 小 西 和 君 それでは 請願 委員 第一 分科の 諸君、 是 
より 直ちに 請願 委員 室に 御參集 あらむ ことを 希望 致 
します。 

0 副議長 C 濱田國 松 君) 質問 第一、 石炭 市 僧 調節に 
關 する 質問、 長 田 桃藏君 。 

I  石炭 市悄節 調に 關する 質問 (長 田桃藏 
君 提出) 

石炭 市悄 調節に 關 する 質問 主意 書 
右成 規 に te り 提出 候 也 
大正 七 年 二月 二 十三 日 

提出者  長 田桃藏 
賛成者  板 東 勘 :/ T 郞外 三十 二 入 
石炭 市悄 調節に 關 する 質問 主意 書 
一 政府は 現今の 石炭 市 僧を 以て 石炭 業者 か不當 
の 利潤を 搜 得しつ、 ある ものと 認めさる や 
二 政府は 急速に 徹底的 炭® 調節の 方法を 講し之 
を斷行 する の 意思な き や 
右 及 質問 候 也 

〔長 田桃藏 君 登®〕  r 拍手 起る 〕 

0 長 田桃藏 君 私は 石炭の 市 僧 調節に 關 する 質問の 

趣意を 辯 明 致さぅ と 存じます る、 此 質問は 去る 二 月 

の 二十 三日に 提出を 致しまして、 本日 是が辯 明を す 

るので あります るから， 丁度 十八 日間 空しく 純 過し 

た譯 であります、 其 間に 物價 調節に 關 する 建議案が 

备政 派から 提出せられ まして •旣に 特別委 員 會の議 

に 付せられ て 居ります、 其 特別委 員會に 於き まして 

は， 石炭に 對する 調節の 質問が 出て 居りまして， 主 

務 大臣 初め 政府 姿 員よりも、 此 問題に 對して 答 辯が 

ございます る、 其 答 辯を 見て 現 政府の 石炭 市 僧 調節 

に關 する 所の、 現在の 意向を 知る ことが ill 来る ので 


あります るから， 或は 此質 問を 爰に辯 明す るの 必要 
がない が 如く 見えます けれども  >  本 M は尙ほ 其 答 辯 
に 封して 不滿 足なる 點が 多い のであります るから、 
姑く 谷 員の 寬大 なる 認容を 請 ふて •私共の 愚見を 申 
述べて 置きたい と考 へる のであります (「謹 聽」 と 
呼 ふ 者 あり〕 此石 炭の 市價が 騰貴を 致しました と 云 
ふことの 狀態は 、私共が 此處に 諄々 しく 述べる 必要 
がない のであります、 旣に 大正 六 年 丁度 九月の 物價 
調節 令、 即ち 暴利 取締 令の 發布せ らる 、頃からの 石 
炭 騰貴の 勢は， 殆ど 棒立ちの 狀態で あつて •此石 炭 
を 原料と 致す 所の 內地 の總 ての エ棻、 其 工業 家の 中 
で 小なる ものは、 最早 其營 業を 繼績 する ことの m 來 
ないやうな 者が あるので、 中に 又 瓦斯 會 社の 如き も 
のは， 郡部な どで 旣に 解散を 致して 居る やうな 狀態 
で. あります、 現に 又 近くは 新聞紙の 報道す る 所に 據 
つて 見ましても • 宫 設の錄 道で も •石炭の 騰貴を 原 
因と して 賃銀の 値上を 圖 つて 居らる、 さう である， 
又全阈 の 私設 鐵道の 九十 六 社、 之が 聯合 ■を 致して ■ 
矢 張 賃銀の 値上を 出願を 致して 居る と 云 ふこと であ 
つ^電氣鐵道なども矢張賃銀の値上を耍求し € 居 
ります、 瓦斯 會社な どに、 至つ て ほ 一回の 料金の 値 
上では 滿足 出来ず して、 更に 二 回の 値上を ® つて 居 
ると 云 ふやうな 狀鹋で ，是 等が ^ 接に 日本の 工業の 
基礎を 危 くして R ると 云 ふ狀態 を 示して 居る のみな 
らず 、此總 てのもの、 値上は、 直に 國民 生活に 轉嫁 
せられて fr る、 轉嫁 されて 國民生 活の 日用品の 昂騰 
する 最大の 原因を 爲して K ると 信じて 居る ので あり 
ます、 で 學 者の 間には、 日本の 石炭の 國 民の 生活に 
關係 する 所の 狀熊を 見る と、 歐羅巴 谷國の 如く 適切 
なる もので ほない、 石炭の 日本 國に 於け る國民 生活 
の 位地 ほ、 歐米谷 馘 とは* 趣を 異にして pr ると 云 ふ 
ことであります けれども， 其點は 燃料を 日本 ほ 又 石 
炭 以外 薪炭に 求めて 居る と 云 ふことの 差が あるの み 
です、 總 ての 工業と 致し、 殊に 日本の 都會の 生活に 
於け る 燃料は、 多く 石炭に 基く 所の 瓦斯、 直接に 又 
石炭 父 「n  I クス」 さう 云 ふ もの、 燃料を 多く 使つ 
て 唐る 點から 見ましても， 昔日 唱 へられた 石炭 ほ、 
日 木の 國 民の 必需品では ない、 生活 上の 必需 姑では 
ない と 云 ふ _論 は， 今日に 於て は 多くの 部分を 失つ 
て B ると 思 ふ •多くの 其 主張の 點が失 はれて K ると 
思 ふ、 で 左_な 狀態 になって 居ります ので、 石炭の 
騰貴に 依て X 業會 社が 非常に 悲慘な る狀 態に 居る の 


みならず、 國 民の 生活 も 危殆に 赴きつ、 あると 云 ふ 
ことを •斷 言して 滞らぬ 狀態 になつ て 居る* 私が 申 
す 迄 もな く 全國の 新聞紙 雜 誌、 是等が 口を 揃へ て 石 
炭 調節の 必要なる ことを 叫んで 居ります のは， 確に 
輿論の 叫であります、 で 試に 一言 丈 其 勝 ft の狀 態に 
費して 置きたい のは、 若松の 石炭 同業組合 斟 務 所の 
報告で あ 〇 ます •其 報 吿は骸 炭、 切 込 炭、 粉炭の 値 
段を 合併した もの、 其 平均値 段を、 大正 元年から 五 
年 迄 平均して 見た 報吿 があります、 大正 元年には 三 
圓 六十 八錢 、一 噸に 付て ！ 二 年が 四圓 三十 五錢、 
三年が 四圓 四十 七 錢>  四 年には 四 圓四錢 、五 年が 四 
圓五 十二 錢 、斯糅 な 狀 態の 報告に なつて 居る， 而も 
大正 六 年の 六 七月 頃から、 所謂 暴利 取締 令の 發布せ 
らる 、迄の 一噸 の價 格が、 若松 港に 於て 十圓 致して 
居る •更に 十月 頃から 暴騰 致して， 一噸 十七 M と 云 
ふ 相場を 維持して 居る のであります、 此狀 態を 申 上 
げたなら ぱ •石炭の 騰費な る ものに、 暴騰の 狀態は 
明瞭になる と 私共 ほ考 へて 居ります、 是が 即ち K ち 
に阈民 生活を 危殆に 陷れ •及 工業の 基礎を 危く する 
と 云ふ狀 態に なつて 居る のであります* 斯の 如く 騰 
貴を 致す 所の 原因が 何で あるかと 云 ふこと も •新聞 
雜誌其 他 學者等 も 能く 研究 致されて 居ります が、 私 
共 ほ 極く 此 問題を 大略 申 上げて 見たい と考 へます、 
騰貴の 原因を 需要供給 の； 个均 > 即ち 不平 均と； K ふ 
事を 第一に 數 へる 者， それから 生產 費の 增加 を數へ 
る 者， 運賃の 昂騰を 數へる 者、 斯樣 になつ て 尻り ま 
す 需給の 不平 均と 云 ふ事椚 ほ 確に ある やぅに 考へら 
れま すけれ ども •特に 注意し. て 置かなければ ならぬ 
のは _ 枸價 調節 取締 委負會 に 於け る 所の 鑛山 局長 崎 
川 君の 御說 明に 依る と‘ 大正 六 年の 需給の 關係ほ 二 
千 六 百 萬噸內 外で， 需給 共に 左程に 過不足が ある や 
ぅに 思は ない と 云 ふ 御說 明であります ，此御 說に從 
つて 見る と、 大正 六 年 石炭の 需給 關係を 大略 平均を 
得て 居る 決して 不平 均の 狀態に 居らぬ と 云 ふ 事に な 
つて 居ります、 併ながら 現在 唯今 手に 致しました 所 
の 名古屋 商業 會議 所の 「炭價 昂騰の 趨勢と 其 調節 策 
」 と 云 ふ 小冊子 等を 見ます と •矢 張 吾々 と 同じく 需 
給の 關係ほ 不平 均に なつて 居る と 云 ふ 事を 唱 へて 居 
ります、 思 ふに 大正 五 年 二 千 二百 萬噸の 石炭の 產出 
高 ■之に 對して 六 年に 至つ ては、 約 二 割 乃至 三 割の 
增加ほ 已むを得ない 狀態 になつ て 居ります、 矢張需 
要に 伴って 供給 も 多くな つて 居ります ことほ 當然で 
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石炭 市 1st 調沔に 開す る 長 田 挑较 の苡 問演說 
あります •故に 需铪 共に®! 0 が 殖えて •二 千 六 百 萬 
嘲 內 外にな つて 居ります と 1 K ふことは、： ii ■川 君の 御 
說明 にもあります が、 吾々 も 亦 左様に 想像 致して 居 
ります、 併ながら 其 二 千 六 百 萬 嘲と 云 ふ瘅出 高に 對 
して、 K 際 使 ふ 所の ® t S は 或は どの位な ものである 
か 知り ませぬ けれども、 石炭の <!? 格が 1th 先き ほ 非常 
に 商くな ろと 云 ふ 先を 見越して •或は 問屋の 如き、 
若く は 長く 契約を 致して 居らぬ 工業 家 等が 石炭 1( 約 
を 致しまして、 實 際必耍 とする 所の數 よりも. 更に 
多くの © -Jit を 契約す る ことになります から、 隨て其 
需給 問 係 h に 於て，# 常に 差が 出來た やうな 狀態を 
發見 しなければ ならぬ と 存じます- 此 需要供給の 差 
額なる ものが どれ 程 あるかと 云へ ば. 實際は 想像を 
以て 御 答す るより 仕方がない のであります が， 實際 

は 百 萬 ■より 二 百萬噸 位の もので あらう と 萬 門の 人 

の 話であります、 私共な ども 數 fft に 於て 調べて 見 ま 

しても、 左様な® でない かと 思 ほれる， 是等が 矢 張 

石炭 騰 rr の 原因に なつて 屛る もので 無から うかと 存 

ぜられ ます" 併し 其數最 は 極めて ffi かな 數景 である 

又 牛' 產 si % 加， 此生產 ?<? の％ 加と 云 ふ 事 も， 確に 騰貴 

の (!?: 因で あると 思は れ る、 近時 物樹が 非常に 騰貴し 

て •人夫 H 其 他に も 騰貴して 居ります から •凡 其 業 

に當つ て 居る 者の 賃銀が、 三 割 乃至 五 割は 上つて 居 

る だら うと： K ひます が、 吾々 は 其 R 中を取つ て、 四 

刺 位は 無論 事業 S は 昂 上して 居る ものと 認めて 居り 

ます、 又 運賃 I— 其 次の 運賃と 云 ふ關 係に 對 しては 

申 迄 もな く 非常に 暴騰 致して 居る 運 H であります か 

ら 、是が 需要 地に 於け る 石炭の 炭價の 上に、 大なる 

影 1 i を 及ぼして 居る ことは 事實で あります けれども 

船舶 管理 令の两 ：布 になり ました 以後 •餘程 船腹の 調 

和が 出來て 居ります けれども、 又 鐡道院 の 努力に 依 

て •貨車の 配給 も餘 程圓 滑に 參 つて 居る 狀態 であり 

ますから、聘く叶運货の_係を離れて見たいと考へ 

ます、 今日に 於て は 餘程 調節され て •其 賃銀が 低落 

致して 居ります が、 , r/ く此 問題を 離れて 仕！！ つても 

差 支ない、 左樣に 致して 私共 此臉 貴の 狀態を 調べて 

見たい と考 へる のであります‘ 斯檨に 致して 若松 港 

に 於け る 石炭の 騰貴と 云 ふ ものが、 多少 ほ 需給 不平 

均と 云 ふ 事 も あるし •或 ほ 生產 費の 增 加と 云 ふ 事 も 

ある， 併し 若松で 調べた ので あるから、 運賃 閱 係は 

離れて 仕舞 ふ、 離れて 仕舞つ て 此 二つの 關係ほ ある 

一が、 私共の 見る 今日の 石炭の 騰贵な る ものは、 果し 


て frt 兩 者に 依て 按配せられ て， 羥濟 上の 原則に 基く 
炭 fn である や 否やと： K ふ 事を 調べて 見たい ので あり 
ます、 此 石炭の 山元に 於け る 所の 炭價 、即ち 生產毁 
—— 是 ほね 何なる 譯で あります か、 從來羝 業 家が 祕 
密に 致して 居りまして、 決して 公け に 致して 居り ま 
せぬ のであります、 併し 大正 六 年の 八月に、 是も若 
松の 石炭 組合の 事務所から 調書が 參 つて 居ります、 
其 調 W を 見ます と、 斯樣 に報吿 して 居ります 「生 產 
費 ほ 谷坑 とも 其狀 態を M にし a 絕對 に祕密 に 付す る 
に 依り 明確なる 調査 ほ 不可能なる も筑豊 炭に 在りて 
ほ 貨車 積 込 迄 一噸二 圓五 十錢 乃至 三圓五 十 錢の範 圍 
を 出て す」 と 報告して 居ります 、炭 m の 騰貴の 狀態 
を 調べる のに、 全 國に對 して 調べる のが 本統 である 
けれども、 九州 炭は 全 國の產 量の 約 七 割を 占めて 居 
る、 殊に 大部分 (3: 此筑豊 炭であります、 此筑豊 炭を 
姑く 標準に is つて 若松 港の 状態を 調べて 見やぅ、 其 
生 產費ほ 大正 六 年 八月ょりは 二圓 五十 錢 乃至 三圓五 
十錢と 云 ふの が、 山元の 相場で あると 云 ふことの 通 
知が 參 つて 居る •此 通知の 報告に 法て 平均して 見る 
と 三 ml である、 二 圓五 十錢と 三圓五 十錢の 平均 ほ 三 
_ と 見ます、 此三圓 に 先刻 申 上げた 生產 費の 棺 加、 
之を 四 M と 見て、 即ち 一圓 二十 錢 •之を 加へ ると 四 
圓 二十 錢と云 ふ 者が、 山元に 於け る 現 時の 高い 人夫 
賃其 他を 使つ て枵た 所の 相場に ならなければ ならぬ 
即ち III 元に 於て 一 嘲 平均値 段四圓 二十 錢なれ ば 掘り 
得られる のであります、 それに 若松 港 迄 參る鐵 道 運 
賃及 人夫 賃を 加へ て、 概算 之を 五圓 としたい、 一 咽 
五圓な れぱ 平均 四五圓 あれば 出來 ると 云 ふ 事になる 
今日の 狀 態に 於て 山元から 若松 迄 平均 石炭 値段 一噸 
五 圓であ ると 云 ふ 事が 誤りない 計算であります れば 

若松に 於て 平均値 段は 今日 實價ほ なん ぼして 居る、 

平均値 段が 十七 圓致 して 居る" 十七 圓 して 居る と 云 

ふこと ならばです、 此 内から して 五阊の 生 產费を 引 

きます と 云 ふと， 十二 圓と云 ふ 利益になる •十二 II 

と 云 ふ ものを 生產費 の五圓 、即ち 實僧の 五 圓に對 照 

して 見ます と 一 K ふと •二十 四 割と 云 ふ 利益に なつて 

居ります、 此二 十四 割と 云 ふ 相場は、 實價の 五圓と 

云 ふ ものと 對照 しての 話であります けれども、 假に 

此石炭 業者の 日本 內 仙の 石炭 礦に 投下して 居る 所の 

資本金， 其資太 金の 計算を 種々 計算を 致して 見 まし 

たけれ ども 明瞭して 居り ませぬ、 併ながら 農商秭 省 

の 報吿其 他に 依りまして、 約 一億 萬圓が 投下資本で 


ある だら うと 云 ふこと に、 學者若 く {X 老練家な どが 
一致して 居ります、 石炭の 資本金 J'L: ち 投下資本 金を 
一億 萬 M と 計上 致して ■それに 對す る f>/r の 利潤を 三 
割 假に與 へる ものと 致して 石炭 家は 特別の 利益を 見 
込まねば ならぬ のであります から、 三 割と 云 ふこと 
に 致して、 <15 に 大正 四 年度の 二 千 二百 萬噸の 採炭 M 
之を 標準に 見ます と 云 ふと •一噸 が 一圓 三十 六錢と 
なる、 五 割 計算で 二圓二 十七 錢とな るから して， 是 
が 平均 四 割と 致した 所で 一圓 八十 一錢六 厘、 之を 假 
に 一 一圓と 見ます、 一億 萬圓の 資本に 對 して 四 割 强の 
利益を 與へ 、それが 一噸 に對 して 二 圓と見 積れば 宜 
いのであります、 さう 致します と 五 圓と云 ふ 實俏に 
對 して 二 圓と云 ふ 云 ふ 利潤を 加へ て‘ 即ち 合計 七圓 
と 云 ふ もので， 所謂 炭礦 業者 ほ® に 四 割 五分 强の利 
益を 得て 居る 筈であります、 で 七阊と 云ふ價 格で 若 
松 港で 賣買が 出来たならば •旣に 礦業 家は —— 炭礦 
業者 ほ 四 割 五分 强の 利益を 得て 居る と 云 ふこと にな 
る •然るに # 際は 十七 W が 相場で あると 云 ふこと で 
あつたな らば •其 四 割 五分を 見 ffl つて 七 圓を 引いた 
殘 額の 十阊と 云 ふ ものは、 私共の 想像す る鞞濟 上の 
原則から 見て、 ^ 當なら ざる 利潤と 算定したい と 思 
ふので あります、 必ずしも 民法 上の 不當の 利潤と 云 
ふので はない、 縛 濟上穩 常に あらざる 利潤で あると 
私 ほ 判斷 したい、 それは 一 噸 に對 して 十圓で ありま 
す， 玆 に一噸 を 十 圓と云 ふ 丈で ほ， 国民 も 左程の 刺 
激を 蒙らぬ だら うと 思 ひます けれども •私共 此十圓 
と 云 ふ ものを 假定 して >  假に 大正 四 年度に 於け る 一 
■箇 年の 採掘 量 二 千 二百 萬噸と 云 ふ ものに 乘 じて 見 ま 
すと ■ l fi 十圓の 所謂 私の 見る 暴利なる もの i£ 、金 
額に 見 積る と 二 億 二 千 萬阊の 暴利を 得て 居る， 譯にな 
つて 居ります， 此二億 二 千 萬圓の 暴利と 云 ふ もの ほ 
直接 間接に 六 千 萬 同胞の 國 民の 膏血を 搾つ て 取る 所 
の 暴利であります、 而 して 其 暴利は 僅に —— 我國民 
中の 石炭 業者 幾人 あるかと 考 へて 見る と 農 商務省の 
說 明に 依ります と， 個人の 業者を 集めて 約 百 六 七 H 
名 百 六十 五名 位の もので、 百 七十 名と 云 ふ數に 達 L 
て 居らない、 國民 中の 百 七十 名の 人間が、 其 二 億 二 
千 萬圓の 暴利を 得て、 盛に 彼等が 豪奢を 極める‘ 現 
に 新聞紙 上に 谷 位の 御 承知の 如く、 北 九州の 土地は 
炭礦 業者に 依て 總て茭 配され て 居る と 云 ふこと を 言 
つて 居る、 此 頃の 北 九州の 怪しむべき 妖雲 ほ 全部 炭 
礦業 者が したので あると 云つ て 居る、 それ 程までに I 
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石炭 菜 者は 祭 奢を HS め、 淫逸を；® め •  放を： して 
居る ので ある* 併ながら 是は 5!fi 々肢 ,■» を 中した 丈で 
ある ol» 今日 迄に 決して 炭 曲 業者が 此二 低 — 千 as n の 
暴利を 得た と 云 ふので i£ あ 〇 ませぬ、 大 IH 六 年の 六 
m i m # 均 隹 段* 若松 港 十七 N と 
.. ムふ !■! I 場に te つて 収 引され たも C ほ |,11 :7|: |'| 茁噸 に 過 
ぎぬのであります、大なる部分は授 1..| , 0 勺 ;:-! :、 ::> -:.' >. 
が 爲め ，矢 張 ■い 石炭が 供給され て )? 3- ると 云 ふこと 
であ 〇 ます けれども、 5 r 際 調べて 見ます と、 甘： 長 '1 .1] 
の 契約を ® 行すべき 石炭 業者 ほ 中々 に老搿 で. r _、 ^ 
に 私共の 調奄 した 所の 二 三な ども、 其 切 約の liu 行を 
民法 卜： せねば ならぬ のに、 決して 1(¢ 行し ない のです 
炭が 無い と號し 或は 貨車の 配給 总の 如くなら ずと 號 
して、 決して® い 石炭 li 探らない、 送らないで 轵約 
の 不履行を して •訴訟を するなら 勝手に 訴訟を しろ 
と 云ふ强 硬な 態度を 以て 臨んで . pr る、 併ながら 炭の 
供給を 受けん とする 需用苯 ほ •一日を 空しう する こ 
とが 出来ぬ から、 非常に 哀訴 嘆願して 炭を 送つ て n 
ふと 云 ふ狀 態で、® い 炭なる ものを 長期の 契約から 
して蹑行されて居ることほ、是も鏞山局で崎川君が 
矢 張 特別委 M 會に 於て 報吿 されて fr るので あります 
其說も 根抵に 於て 大分 怪む べき 1¢ 際 上の 誑 據があ る 
故に 學 者の 謂 ふ 四 五 百 萬 M と； K ふの も •今少し 大な 
る數 锖 に 上つて 居る と ほれます し、 現在は 乂 非常 
に 石炭の 契約を 更新す ると 云 ふ 時期に 臨んで K o t 
すから‘ 今日に 於て 此炭俏 の 調節を 致さずに ! S きま 
したなら ば •是 から 後 契約す る 者 ほ、 即ち 日本 全國 
に 於て 要求す る 所の 炭の 全！ T か， lit 似 格に 依て 支配 
せらる ことになります から、 私の 申 上げた 二 億 二 - P 
萬圓 レ 略々 近き 僉額が 矢 張炭峭 J 者の 懐に 入つて， 
さう して lit 金額 ほ 直接 問 接に W 民の fi; 血を榨 られる 
結果になる のであります、 現に 政府は 此頃契 約され 
て 居る と號 する 所の 此 鐵道院 あたりの 炭な ども、 斯 
樣に 十七 圓と云 ふ萵 いもの ほ 御 買には なりますまい 
けれども、 少なくとも 其 半額 位に ほ 買つ て 席る ! c. s 
ひない、 半額で 買つ て 居る ものと 致して、 假に 四； 2 
萬噸 契約を する ものと 致しましたなら ば、 實際の 十 
圓でも 四千 萬圓 となる、 其 半額 二 千 萬阊は 確に 前 -, il-- 
度の 状態ょり ほ 高く 買 ほねばなら ぬ， 即ち 國 民の 負 
擔を しなければ ならぬ と 云 ふ 所の 金額と 相 成る だら 
うと 考 へます、 斯様な 狀態 になつ て 居ります ので あ 
ります、 尙ほ 此の際に 於て 一言 申して 茼く べきは、 
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TT 炭 業者と 云 ふ 者を 保護し やうと 云 ふ W が ある、 之 
に 付て Ti 炭 業者を 保護され ると 云 ふことは、 私に 於 
て も 異存の ない ことであります けれども， 此間二 月 
の h 旬から 農 商務省から 九州 其 他大阪 名古屋 等に 迄 
需給の 關係 を収調 べに 行かれた 官吏が あります、 其 
方な どは 新聞紙の 報道す る 所に 氓る と 炭 價の 調節を 
計る と 云 ふ 必要は ない のみならず •一步 進んで 石炭 
業者を 相 當 に保_ せねば ならぬ と： K ふやうな ことを 
R® に 言 はれた ので あるか どうで あるか、 新 f'4I 紙の 
報道に te ると 左！ 2 な 事を 言は れた と： K ふこと であり 
ます •斯様な 考で居 られ ると 云 ふこと になります と 
民間で 考 へて 居る 石炭に 對 する 苦痛と、 政府 者の 御 
考とは 月 §2 の盖が ありは せぬ かと 云 ふこと で. 現に 
特別杰ね會に於て農商務大2なり政府委 ^ なりの御 
説明に 依りましても、 委 fl の 方から 切め ては 石炭の 

駝出を 察 じたら どうかと 云 ふ 御 諄に 對 して、 必要が 

あれ ぱ糙 m を M ぜぬと 云 ふこと もない けれども、 现 

在に 於て は 輸出を 禁ずる 必迆が 無い と 認めて 居る、 

斯桴な 御 答 辯に なつて 居ります、 此御答 辯な 〇 或は 

谷地を 巡 冋され た 農 商務 技師の 意見な どを 始いて 見 

ると •政府の 御調 ? t に 依れば， 石炭 業 ? f は 斯_な 暴 

利を m て rr る、 又 其 暴利を 得て 居る 結果に 因て， エ 

菜 家 及 ^ 14 が 非常な 苦痛を 嘗めて 居る と 云 ふこと に 

は， 砬 りに 御 M 情 •か 無 いやうな 狀態 にあり (3; せぬ か 

と . W はれる のであります、 で 果して さう 云 ふ 事で あ 

れぱ、私共は基だ逍憾に堪へないと存じて抟ります 

る •殊に 特別委 ta fir に 於て さう 云 ふ 御說が あつたの 

であります か， 石炭 m と 申す 者の 階級は、 即ち 日本 

の ^ 受階 級に 擗 する 者が 多い、 現に 特別委 M 會に於 

ては fi まで 明かに 表は して、 是れ <のや うな 富豪 

も， 其 石炭 業者で あると 云 ふこと を 言は れて 居り ま 

す、 私は 此處 には 其济袞 の 名前な どを 列舉 する こと 

は 避けて K きます が、 夫 等の 富喿 者が 炭磷業 者で あ 

るから して •是等 の 入の 御機嫌を 収る爲 めには、 政 

府も 石炭の 市 價調節 と 云 ふやうな 手荒い 事は 能う せ 

まい、 斯う 云 ふ 事を 新昍紙 が 書いて K るので す •さ 

う 云 ふ 風の 疑が 確に あると lit 入は 思つて 尻る —— 國 

K は 思つ て 居ります 故にです， 若し 私共の 述べた i]f 

が 富 S の 方々 の H 際收入 せらる、 所の 利潤と 趣を 異 

にして 居る のであるなら ば， 寧ろ 斯 _ なる 場合に 於 

ては， 富 袞喏級 の 石炭 業が 進んで、 石炭の 生 蓆 费を 

公に する が 宜しい、 石炭の 半： 產 S を 公に して、 若松 
石炭 市 調節に 關する 長 田 桃 級の W 問 演說 


港に 於て は 實際始 丈の 費 則を： «? する •それに 對 して 
吾々 は是 丈の 利潤を 加へ た •其 炭價を 以て « るので 
あると 云 ふこと を 明瞭に して、 阈 民に 對 して 決して 
暴利を 貪つ て 屏らない、吾々富豪なる者も矢張日本 
國 民の 一人で あるから、 國民の 生活を 危殆に 瀕せし 
め、 若く は 日本の 工業の 基礎を 危うして 迄 •自己の 
「ボヶ ット J を 殖さ うと 云ふ考 ほ- 更に 無い と 云 ふ 
ことを 明かに せんが 爲 に、 其 生產锊 の 內_ を 明脫に 
公に せらる、 と 云 ふこと が 私は , n; いと 思 ふ、 で是は 
私 : lh (が 1«- 綦に轺 む 第一の 希望であります 、斯様に 私 
共が 陳列を 致した 其 計算の 基礎に 大なる 誤が 無い と 
致したならば* 今日 工業の 基礎を 危うし、 國 民の 生 
活を危殆ならしむると言はれて居る此石炭の嗡晋の 
原 W は、 石炭 業者が 暴利を 貪つ て 居る と 云 ふ 事に 在 
り ほしない か、 私共は 是は 暴利な りと 誠む るが --* 現 
在の 政府 當局 者は 吾々 と 其感を 同う しは しない かど 
うか •是が 私共の 第一 問であります、 更に 斯樣に 石 
炭の 價格 なる ものは 暴騰を 來 して、 實 際に 產業 政策 
上 看過す る ことの 出来ない やうな 狀態 になつ て 居り 
まするなら ぱ 、何が 故に 政府 ほ •速に 此炭價 の 調節 
を！！ じないで あるかと 云 ふの が 第二 問なん であり ま 
す、 で 政府は 現在の 米穀 小麥麥 粉と 云 ふやうな 物の 
價格 が、 高き に 過ぎる と 云つ て是が 調節に 非常に 御 
盡力 下さつて 居ります、 それが 爲めに 輸出 禁止 も實 
行され て 居ります るし， 關稅 問題 —— 輸入％ 加 も 企 
てられて 居る と 云 ふこと であります るが* 果して 此 
三者に 比べて 見て、 石炭の 市價と 云 ふ ものが 高き に 
過ぎない ので ありませ うか •私共の 見る 所に 依れば 
今 □石炭の 價の騰 » は、 米穀 小 麥麥粉 等の 騰貴の 割 
合よりも、 數等 暴騰を 致して 居る と 私 ほ 考 へて 居る 
のであります、 で 假〇 にです、 此 米穀の 方から 考へ 

て 見ます ると、 米穀！ 石の 生瘁费 なる ものに 對 して 

ほ* 調査せられ た 方が 區々 になつ て 居ります けれど 

も •最も «K い生產 費で あると 言 ふ \ でも、 十七 圓と 

言 ふ 人は 少ない、 十七 圓乃至 二 十四 五 圓と迄 も唱へ 

られ て屛 ります けれども ，先づ 米 一石の 生產 費を 十 

七 ®I と假定 致し ま 十^ 十七 圓と 假定 します ると •實 

際 今日の {0 格は 二 十六 圓で あります、 さすれ ぱ九圓 

の 利益で ある •九 11 の 利益は 十七 ■に對 して芄 割 三 

分 弱の 騰贵 にし かなって 居らぬ、 然るに 石炭は 前 申 

しました 通り， 一噸の 利益が 十二 圓で •實價 に對し 

て 二十 四 割の 騰貴の ffl 合に なつて K ります、 此の 騰 


貴の 割合から 見れば •石炭の 市價 調節の 急務 ほ 米穀 
の 上に こそ あれ •決して 小麥や 麥粉な どに 負ける 狀 
態では ない のであります， 更に 此調 節を さる、 所の 
供給者の 側から 考 へて 見る と、 米の 方の 側では 御 祇 
知の 如く  •日本 國 民の 六 割を 占めて 居る 所の f 農民 
が， 即ち 米の 供給者で あります からして、 此 米の 所 
謂 九圓の 利潤なる もの ほ > 接 間接に 是鲜 農民の 懐 
を 肥す ことにな り、 農村の 振興と 云 ふ yi になる ので 
あります るから して •國 家の 根幹に 營養分 を 加へ る 
ことにな つて •實 際 -W へば 此九圓 の 米の 騰貴、 卯ち 
調節を 耍 すると 號され る 所の 米 九圓の 利益と 云 ふ も 
のは、 非常に 國 民の 爲にほ 結構なん です、 國 家の 爲 
には 結！！ な 状態に なつて 尻る のであります、 左' _に 
汎く 分布され ると 云 ふ忭 質に なつて rr る、 叫る に 石 
炭の 方は どうであります か， 私が 唯今 申 h げた 通り 
石炭 ほ 俺 かに 百 七十 名と 云 ふ 者の 懐に 撒かる k 所の 
もので あつて、 其 利益が 決して 汎く 分布し ない ので 
す、 故にです、 此 調節と 云 ふことの 意味が 若し 國家 
の經濟 、國 民の 頭から 割出され ると 云 ふこと であり 
まするならば、 石炭の 方 こそ 早く 調節を すれば 害が 
無くして、 非常な 利益が 有る •米の 方の 調節を 今 八 
签数く 言 ふょり ほ •寧ろ 其方が 實際急 務で ありは し 
ないか •斯樣 な 結果に なり ほしない かと 私は 考へる 
のであります、 而も是 等の 少數 者に 不當の 利潤を 與 
へた 結果；！ T 所謂 石炭 成金なる ものを 生じて‘ 所在 
に 奢侈涅 逸に 流れて 風敎を 害する と： K ふこと であれ 
ば、 益々 是 等の S から 考 へても •石炭の 關節 をして 
置く 方が 宜い と考 へる、 然らぱ 此 石炭の 調節と 云 ふ 
事に 對して ほ、 どうしたら 宜い かと 云 ふことの 結果 
を 牛： - T るので あります が、 是も學 者 及實業 家が 旣に 
言ひ盡 して 居ります、 第一には 輸出の 制限で ありま 
す •是は 特別委 負會に 於ても 唱 へられた 所の 問題で 
あつて、 三 池と か 或は 唐津 とか 云 ふ' か 如き 特種の 品 
質を 具へ た 所の 炭は、 無 _il 海外へ ® ■つた 方が 凶 益で 
あります が、 其 他の 炭の 如きは 輸出を 制限 致して、 
內 地の 供給を 裕 かにした 方が 必要で ほな からう かと 
云 ふ點 で， 是ほ 特別委 員會に 於ても 旣に 研究され て 
居ります、 第二に 11 入の％ 加であります， 是も旣 に 
論じ 盡 されて 居る 間 題で、 輸入 增 加と 云へ ば撫 _ 炭 
の 採掘 高を 增加 する ST それを 成べ く 内地へ 多く 持 
て參る 事、 それから 外 國へ输 m を 禁ずる 事、 撫 W 炭 
の外國 へ© 出す る 高は 大正 四 年度に 百茁噸 程 ありま 


すから •それ 等を 減じて 内地へ 持て 来る と： K ふ 方法 
を 採つ たら どうかと 云 ふ 事、 si' に 近時 新聞に も唱へ 
て八签 敷く 言 {X れて尻 るの ほ •日本 政府が 必要と し 
て 居る 石炭の -M a が 約 三百 五十 萬 噸 以上 四百 萬 ® で 
ある， 此 石炭を 內 地の 炭 業者から 買 ふが 爲に 、民間 
の 需要 者と 競 爭を 致して •政府と 民間の 需要 者と 競 
爭して •炭偾 を 尚く すると 云 ふ狀 態に なつて 居る か 
ら ，是非共 是 ほ 政府の 需要 丈 (3; 撫陬 炭から 買つ て M 
ひたい、 撫 岫 炭を 契約 致して， 政府 ほ 多少 運賃 其 他 
に 於て 損を しても、 內 地へ それを 持て 来て 貰 ひたい 
と 云 ふので ある •是ほ 最も 大切なる 時代の 私は 叫な 
りと考へて思ります>此等ほ政府に於て御研究なさ 
らな けれぱ ならぬ と 一 K ふ考で あります， 併ながら 一 
部分 撫 1 炭との 契約 も 出來た と 云 ふこと であります 
が、 私共は 之を 企て、 莨つ たなら、 先刻 申 上げた 需 
要 供給の： 个 平均， 即ち 需耍が 供給に 對 して 百萬噸 二 
百萬噸 も 多い と 云 ふ、 是が 政府の 炭は 撫_ '炭から 買 
ほれる と 云 ふ 事に 依て •明かに 調節され ると 考 へま 
す •更に 私共の 考では ，石炭の 最高 價格の 制限を し 
たら どうかと 云 ふので あります、 現に 或る 炭礦 業者 
は 斯う 云 ふ 办 を 言つて 居る のを 耳に して； £ る •政府 
が；！！： 己の 糊 力を 以て 石炭の 價格を 調節す る， 即ち 最 
高價 格を 制限す ると 云 ふやうな 事を 致したならば、 
吾々 li 炭を 掘らない 許りで ある* 炭を ^ らず に ffc け 
ぱ宜 いと 云 ふこと を唱 へて 居る、 左 _な考 で 炭礦 菜 
漭が尻 るなら ば、 どうしても 私共は 政府の 大權 力を 
以て、 市價の 最高 限度を 制限す る 必要が あると 考へ 
る， 市價の 最高 限度を 制限して •是非共 必要なる 高 
丈は、 採炭 ほ 政府が 锊 促して 發 掘させる やうに せね 
ばなら ぬと 考 へる、 それでも 尙ほ 効力が 無い と 云 ふ 
ならば •少しく ffi 勇 か 知り ませぬ が、 所謂 石炭の 官 
營論で あります、 石炭の 官營 論と 云へ ぱ甚 だ氣狂 染 
みた 說の 如くであります が、 此 石炭の 官營論 ほ 戰萌 
中 ■ 戰 爭の 終つ た 二 箇年の 間、 即ち 米國鐵 道官營 の 
やうな 抑 間中、 一定の 保證 金を 石炭 業者に 拂 つて、 
さう して 政府が 其 採炭を なし •之を 國家及 自己の 需 
要に 供給す る 事が 一番 良い 方法であります、 丼 方法 
を 以てしたならば、 完全に 石炭の 調節が 出来る ので 
あります けれども、 果して 政策は 其 所まで 御 遺り に 
なる 勇氣が あるか どうであります か、 此等は 私共の 
私； 一 U'1! であります、 固よ 〇 私論であります から、 政府 
の 御 參考に 供す るに 過ぎ ませぬ けれども、 私共の 希 
—  四八 一 
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望は 言葉の 上で 唯々 調節を T る fa りで あると か、 其 
調節は 今少し 過ぎてから する のが 適當 であると 云 ふ 
やうな 御說 丈で滿 足す る もので ほない、 十分に 其 S 
行を 願 ひたいので あります、 故に 先刻 述べた やうに 
農 商務省の 官 史 が 九州 其 他に 視察に 出張せられ て 御 
厄 調に なつた 所に 依れば、 需給の 不平 均 {3: 稍々 平衡 
を ^ て PT ろ ^ ■ 斯阀な 御說 •か あり、 又 民間で ほ 石炭 騰 
ft の 原 W は ffi 給の 不平 均からで あると 云 ふやう に、 
膦 ft の 踣 因に 付て 爭 •か あると- K ふこと であれば、 民 
間の者と政府漭と相寄つて、此炭似騰«の ;:1' 因をも 
調 ? t し、 適切なる 調節の 方法を 攻究す る 事 も 必要で 
あらう と 思 ふ、 更に 進んで 民間の P? 業 家 或は 學者等 
の 說も閗 かれて、 吾々 の 苦言 中の ニーを 共に 行 ふと 

か、 或は 別々 に 行つても 構は ぬが、 兎に角 實行 を - V- 

くしなければ、 此以 上石 炭の 騰貴が あつて ほ、 工業 

の 基礎を 危 くし 國 民の 牛： 活を 危殆に 頻せ しむる、 斯 

う 云 ふ 事に 考へ 及ぼされて、 是非共 速に 通 切なる 炭 

價 調節の 方法を 講じて 馘きた いと 云 ふの が、 本員 其 

の考で あります、 終りに 臨んで 更に 私共は 政府に 申 

上げて 岡きたい のは、 先刻 申 述べた 一富 豪 階級が 石 

炭の營 業を 致して 居る、 其 富豪の 威力は 政府の 大 潲 

力を も 凌 博して 居る、 又政辩 の 力を も 凌ぐ 程の 大な 

る 威力を 持つ て 居る のであります、 - ,(,\ は惡 口を 言 ふ 

一二 新聞の 言 ふ 所ではない、 國民 中の 識者 階級に 於 

て 明かに 此囁 が傳ほ つて 居ります •明かに 左樣な 疑 

惑を 持つ て 居ります、 故に 政府 ほ 私共の 御 質問に 對 

して 答 辯を 賜は るに 臨み、 能く 這 般の事 情を 御考へ 

下す つて、 一面に 於て は 國 民の 疑惑を 解き、 更に 現 

在に 於け る 工業 家に 安心を 與 へらる V やう、 國 民生 

活に安 定 を與へ らる 、やうな 剴切なる 御 答 辯を 切に 

私は 願つ て此® を 峰ら うと 思 ひます (拍手 起る) 

〇 刷 議長 (節 田阈松 君〕 質問 第二 牧山耕 臓 君。， 

二 破 网地統 尚 S— する W 問 (牧山 耕 藏君 

提出〕 

殖民 地 統治に 閼 する 質 間 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 七 年 二 月 一一 十三 日 

提出者  牧 山耕藏 

賛成者  松 田源洽 

外 三十 三人 

贿民地 統治に 關 する 質問 主意 « 

一贿民 地 統治の ® 續如何 政府は 將來 統治 樾關の 組 


铙並 政策を 改む るの 意思な き や 
右 及 質問 候 也 

〔牧山 耕藏君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇牧山 耕藏君 太 員は 現 政府の 施設に 封し まして、 
幾多の 疑_ を 有する' もの ゝ 一人であります， 併し 是 
等の 大 fit に付きまして ほ、 本議會 開# 以來旣 に多數 
の 先輩 同僚に 故て 討議 研 跤を盡 された のであります 
から、 此 等の 點に關 しまして ほ* 今日 玆に贵 重なる 
時間を 费さん とする ものでは ございませぬ、 唯々 一 
事 帝 國の最 も重耍 なる a 務の 一で ある 殖氏地 統治の 
事 に關 しまして-甚だ 了解に 苦む 點が少 からぬ ので 
あります から* 此 等の 點に關 しまして， 聘 時の 間 諸 
君の 御淸聽 を 煩したい と 思 ひます •帝國 の 殖民 地經 
營 は 其瑞 を臺 .海の 領有に 發 しまして 、爾来 二十 有餘 
年の 間に 於て、 或は 樺 太を 領有し、 朝鮮を 併合し、 
關東 州に 對 して 帝 國の 勢力を 確立 致しました、 此の 
面積は 我が 日本に 比しまして 約 八 割、 其 他の 勢力 圈 
を 加へ ますれば、® に 本國の 二倍に 相當 する 廣大な 
る 地域に S りまして、 一躍して 日本は 世界に 於け る 
所の 殖民 國の 列に 入つ たやぅな 11 で、 此點は 實に國 
家の 爲 めに 慶 すべき 事であります るが、 此廣大 なる 
新 天地に 向つ て、 帝國 の經綸 抱負を 行 ひます る 事に 
{•J- きまして は、 最も 重要なる 國務の 一であります る 
ことは、 本員が 改めて 此處に 申す 迄 もない ことで あ 
ります •然 らば、 現 政府は 之に 向つ て 如何なる 經綸 
抱負を 有する か、 又 抱負 經綸 を實 行す る 上に 於て、 
如何なる 方策、 如何なる 確信を 有する のであります 
是れ一 S に 帝 H の 殖民 地 經 營に關 する 根本 問題で あり 

まして、 其の。 實婧の 如何は 直ちに 帝國 の興廢 消長に 

關 する 重大問題であります 、現 政府は 總理 大臣た る 

赤 内 伯は， 韓 S 併合 條 約の 調印 者でありまして 七箇 

年の 長い間 朝鮮の 統治に 當つた 人であります、 又內 

務 大臣た る 後藤 男爵は、 憂灣及 滿洲の 統治に 常ら れ 

た 人であります、 又大藏 大臣で ある 勝 田 主計 君は、 

短期間とは 申しながら 朝鮮 銀行の 總 裁の 職に 在つ た 

人であります、 翻つて 殖民 地 統治の 重任に 當つて 居 

る 者は 何人で. あるかと 申します れぱ 、悉く 武人で あ 

ります、 寺內 首相 ほ 軍部の 軍鎭 として 總督 都督の 武 

入 制度の 樹立に 關 しまして は、 直接 間接に 重大なる 

關係を 有つ た 人であります から、 本員が 殖民 地 統治 

に關 する 質問を 致します るは、 此 時を 以て 絶好の 機 


會な りと 信ずる のであります、 先づ 第一に 政府に 問 
はんと 欲する Mi は 荊 民政 策に 關 する 根本の 方針 如何 
と 云 ふので あります、 我 帝 國ほ 非常なる 民族の 膨脹 
を 致しまして、 此處數 年 RI1 の 統計に 見 ますれば >  毎 
年增 加す る 我 同胞の 數は 殖民 地を 外にして、 本 _ の 
みに 於て 八十 萬 人を 下らぬ のであります、 ^ るに 我 
同胞が 贿民 地を 始めと して •世界 到る 處に 散布され 
て 居ります る 其數ほ どれ 位 かと IH します ると、 先づ 
殖民 地に 於き まして、 朝鮮に 於て 三十 萬 人、 豪® に 
於き まして 十四 萬 人、 g 太に 於き まして 六 萬 人、 關 
東 州には 約 五 萬 人でありまして、 此 等の 殖民 地 並に 
租借地に 於け る 所の 同胞の 總數は ® に 五十 五 萬 入を 
出ない のであります， 此外支 那其他 世界 到る 處に於 
て、 我 同胞が 發展を 致して 居ります るが ■其 總數ほ 
八十 五 萬 人に 過ぎない のであります >  即 ち 殖民 地 及 
び 其 他 列國に 分布され て PT ります る )！ if の、 我 同胞の 
總數と 云 ふ ものは、 随に百 四十 萬 人に 渦ぎ ない ので 
あります、 年々 增加 致します る 所の 我 同胞の 數が八 
十 萬 人と 致し ますれば •僅に 二 年分に も 足らない と 
云ふ狀 態であります、 政府は 將來 果して 何れの 天地 
に 向つ て、 我が 民族の 發 K を 期せむ とする ので あり 
ます か、 現状の 儘に 放任を 致して、 自由に 其 趨く所 
に 任す と 云 ふ 方針であります るか、 或は 或 特定の 地 
域を 限りまして 、成るべく 日本 勢力の 及んで 居る ® > 
圍 内に 向つ て 集中を する •言葉を 換 へて 申し ますれ 
ば •散布 主義を 執らず して" 移民 政策に 關 しては 集 
中 政策を 執る と 云 ふ 方針であります るか、 熟々 歐洲 
列國の 情勢を 11 察 致します ると、 大戰の 勃 發 以來， 
政治的に も經濟 的に も， W 他國家 百般の 施設 上に 於 
きまして. 痛く拫 抵を脅 かされて ，来るべき 戰後經 
營に對 しまして は、 殆ど 革命的の 示威運動を 起して 
居る と 云 ふ有樣 であります、 就中 最も 注目すべき は 
殖 J'.: 政策の 上に 於け る 所の 顯著な る ! M 搖であ ります 
即ち 英國に 於き ましても， 獨 逸に 於き ましても、 佛 
蘭 西に 於き ましても、 從來の 如く 散布 主義を 執つ て 
居る ことは 國 家の 非常 事で ある、 將來は 移民に 對し 
て は- 一定の 地域に 集中 主義を 執らなければ ならぬ 
と 云 ふ 方針を 定めて 居る のであります >  即ち 自由に 
放任を 致します る 結果と しては、 移民と 云 ふ 奢は ど 
うしても 賃金の 高い 所に 趨 くので あります、 隨て若 
い 者、 此丁年 以内の 者は 多く 移民を 致さない ので あ 
りまして 丁年 以上の 壯 丁が 海外に どし'^- 出て 行つ 


て他阈の生產事業に從事すると云ふ辦は，収も 1|*( さ 
ず 自國に 於け る 所の 生產能 力 •.: ..、 ;!£ « の it # 
的 貧血を 補 ふと： K ふ 結果になる ので ある •乂 iu -.c u の 
開的 に 於ても •歐洲 が 大戰以 來非呀 なる：， 

求して 屛 るので あります るが、 列 國に散 布 致し まし 
たる 者 ほ、 容站 に歸 つて 来ない と 云 ふやうな 丙 も少 
くないので あります、 所謂 從來散 布を 致して 屛つた 
る 移民に 對 しては •兵役を 免除 致して 居つ たがた め 
に 一旦 國家に 殺 急 ある 場合に 於て は、 斯棟な る 3a に 
於ても 非常に 注意を 拂ほな ければ ならぬ と 云 ふこと 
で、 歐； I 列國に 於て は、 陇後 政策と して 移民の 屯 ■l'  主 ^  云 ふ に 見 のであす 、姓に 

英吉利の 如きは m に 移民の ならず、 將來ほ 資 本に對 
しても 集中 主義を 執らなければ ならぬ と 云 ふこと が 
英吉利の 富： t 開發委 员會 に 於ても， 左櫧な る钱' 、s が 
多數を 占めて PT る やうに 伺つ て fr るので あります、 
嘗て 我國の 外務 大 K 小村俟 は、？ I 韓移民 集中 論なる 
ものを 唱 へられた ことがあ ります、 從來 我國に 於け 
る 移民 政策は •殆ど 無 方針と 云 つても 宜しい やうな 
狀態 であつ たのであります るが、 小 村 K- に 依て 滿祕 
移民 集屮 論が 唱 へられた のであります るが、 是ほ果 
して 今日 歐米 先進 國 が H- 張を 致して 居ります る ill き 
散布 主義を 酸しての 移民 集中 諭で あつたか どうで あ 
るか、 是は 大分 疑を 挾まなければ ならぬ と 思 ふので 
あります るが •即ち 常時に 於き ましては •此 米圃に 
於け る 所の 排 U 熟が 非常に 盛んで あつた •之を 緩和 
せんが 爲 -T 時の 外務 大 K が斯樑 なる 集中 論を唱 へ 
られ たので ほない かと 察せら る、 のであります るが 
現 政府 ほ將 來礙等 國並に 劣等 國に對 して •如何なる 
移民 政策を 執る ので あるか、 又 熟 帶及溫 帶方 而 に 於 
きましても •如何なる 移民 政策を 執らむ と 欲する の 
であるか、， 我國は 旣に南 洋に 於て 占領地を 初して W 
るので あります るが、 南洋の 占® 以来 ? 1C 同胞が 彼の 
方面に 參〇 ます ^ • は •甚だ 少なくない のであります 
然るに 其 結果 ほ 我 母阈 と氣候 風土を 興に 致して In;- り 
ますが 爲 めに、 體力に 於き ましても 雨 洋の土 入と 競 
宰を 致す ことが m 来ない のであります. 隨て悲 ® な 
なる 狀 態に陷 つて 居る と 云 ふやうな こと も •承知を 
致して 居る のであります るが‘ 歐洲 列 K に 於き ま 1. 
ては、 此熟帶 M に對す る 所の 移民 政策と して ほ •諸 
君 御 承知の 如く 放 資 主義を 執つ て 居りまして、 资木 
を m して 其 土地の 土人を 使つ て產業 の開發 をす る、 
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若く は 主として EI 料を 南 作 P5 : 帶豳に 於け る 瓶 民國ょ 
り、 之を 収 ると 云 ふやぅな 万 針を 執つ て 居る ので あ 
ります るが、 现政府 は是等 南洋に 對 します る 所の 移 
民政 策は、 如何なる 方法を 執らむ とする ので ありま 
すか、 現内閣は 東 拓法の 改正 如に lit 界 的の 破 民 地 曾 
社と も 申すべき 海外 興業 會社を 起します る 等、 多少 
國民の 海外 興 展と云 ふ 事に 對 しては 力を 盡 して fr る 
やぅであります、 併し 本員が 唯今 申 述べました 如く 
徹底的に 調奔 研跋を 遂げて 居らる、 かと 云 ふと， 甚 
だ此 點 に 疑を 挟まざる を 得ぬ のであります、 是實に 
國家的 並に 社會 的の 重大問題で あると m ずるので あ 
ります から lit 點に關 して 政府の 明確なる 答 辯を 要求 
致したい と 思 ふので あります、 第二に 問 はんと 欲す 
る點は 、政府が %• 贿局 を廢 して 拓殖 務 省を 設阇 する 

の 意な き やと 云 ふので あります、 贿民 地の 狀態は 唯 

今 申 述べました 通り •押に 本 s の 二倍に 押 敵す る 所 

の f.n 土、 及 勢力 趣 阳を 持つ て 居りまして、 殖民 地の 

統治は 今日 我が 帝 Ml に 取りまして は、 m 大な る ® 務 

の 一に 相 成つ て 尻る のであります、 然るに 現 政府は 

此 m 要なる 柄 民 地の 統一 機關 として •拓殖 局なる も 

のを 造つ て 3? るので あります、 歐洲 列國の 例で 见ま 

すれば、 英吉利に 於き ましても* 佛闕 西に 於き まし 

で も、 獨逸に 於き ましても、 葡萄牙に 於き ましても 

白 耳 a に 於き ましても， 共 他 伊太利に 於き ましても 

悉く 此 m 民 省を 有せざる 國はな いのであります， 殖 

民 省を 置いて 硕民 大臣に & つて， 殖民 地の 統治と 云 

ものは 統一を されて 居る のであります •殊に 英吉利 

の 如きは 荊 民 省の 外に 印度 省を 持つ て 居る と 云 ふこ 

とは， 諸君の 御 承知の 如くであります、 唯に 米 s の 

みは 聯邦 謖會が 一 SK 地に 關する 統治 褪を 總欖 致して 

居ります 爲 めに、 剜 民 省を 持つ て 居らぬ、 我 日本の 

從來 の lit 點に 於ての 制度を 研究して M まする と， 曾 

て鮝矜 の 領有の 當時に 於き ましては •拓贿 務省を 設 

1S 致した のであります、 然るに 其の後 此の 拓殖 務省 

を廢 して、 內閣の 中に 毫羚 琪猝 局を 造つ て、 北海道 

に關す る 事務の みが 内務省に 於て 所脊 致した、 然る 

に 其 後に 至つ て， 祭 ^ 取 猝局 を M して 之を 内務省の 

所管に 移した のであります、 第二次 柱 内閣の 時に 至 

つて、 更に 拓砘 局を 新設し •第二次 西阑寺 内閣に 至 

つて 之を腌 して •內務 « の 所 於に 移しました ので あ 

ります、 而 して 今 P] 寺內 內閒 に te つて 拓 m 局なる も 

のが 新設され たのであります るが、 從來 の是れ 等の 
殖民 地 統治に 關す る牧山 耕 藏の 質間演 說 


經過に 見ましても •我が 帝 國の航 民 地 統治に 關 する 
ところの 政策は、 朝三暮四で あつて • ?£ だ 無定見で 
あつた やうに 本 a は 見る のであります •現在の 拓砧 
局の 宵 制を M まする と 云 ふと 「拓祯 局は 内閣 總现大 
&: の ,!1? 理に擗 す： 2» 々」 と® いて あるので あります る 
が 事 ® に 於き まして iT 此事務 は 何人が 執る ので あ 
るかと 申します と、 拓砘局 長官が 執る のであります 
即ち 内閣 總理大 E は 他の 國務が 多忙であります る爲 
めに •主として 殖民 地の 統治に 對して 力を 傚す こと 
が 出來ぬ のであります、 拓殖 局 長官は 一個の 屬僚で 
あります、 事.！ 5 に 於て 破 民 地 統治の 問題 if 一 個の 
屘 似に 依つ て 支配され て 居る 結果になります -?' 殊に 
拓贿 局なる もの、 組織は 極めて 不完全であります、 
帶 にも 赌 にもなら ぬと 云 ふ 中途半端な 制度で ありま 
す、 殊に 白 仁 長官が 製鐵所 長官に 更られ ました 今日 
に 於き ましては， 法制局 長官の 有 松 君が 御 兼任に な 
つて 居る のであります が •法制局の 仕事 も 頗る 多忙 
であつ て、 殊に 有 松 君は 餘り殖 民 地の 事情に 御 精通 
にならぬ 事は •御 H 身が 特別委 M 會に來 て も 仰し や 
つて るので あります から. 御自身 も 適任者に あら 
ずと 御考 になつ て 居る ので ありませ う， 然るに 两園 
寺內閣 の當時 に 於け る 拓殖 課は どうで あつたかと 申 
します と •當 時に 於き ましては •唯々 拓殖 課は •殖 
民 地に 關 する » 類の 通過 驛に相 成つて 居つ たので 
あります、 五十 歩 百步と 致します れば 寧ろ 拓殖 課を 
して霄 類を 取次を せしめて、 重用なる 案件の みを 内 
務 大臣が 處理 する ことが 適當で ないかと 存じます* 
現在の 拓殖 局の m 織は 長： K 次長 書記官を 以つて 組織 
して 辜 海 朝鮮陴 太關東 州を 第一課、 第二 課、 第三 課 
と 課が fa かれて 居ります が •何れも 高等官 五 等 か 六 

等の 極く 若い 書記 , R- が 其の 事務を 収扱つ て 唐ら る X 

のであります が •殖民 地の 事情は 其 所々 に 依つて 色 

々高等 政策の 上に 於き ましても •注意すべき »! が あ 

るので あります る' か， 事 ®, に 於き まして 斯樣 なる 龆 

僚 政治に fic て ffli 民 地が 統治を せらる、 と 云 ふことは 

本 M 帝 K の國策 の 上に 於て 甚だ 悲ま ざるを 得ない の 

であります <7 ' 殊に 此綷營 の 成敗 如何と 云 ふこと は> 

國勢 の m 長に も關 する m 大 問題であります るが 故に 

政府は 進んで 拓贿 局を 啦 して、 拓破務 省を 設置す る 

の je なきや ¢11 何と 云 ふこと を御尋 致す のであります 

此 點に關 しまして は 政府の 明確なる 答 辯を 願 ひたい 

若し 拓破務 省を 設 くるの 必要なしと せ ば、 其 理由 も 


併せて 伺 ひたいと 思 ふので あります •第三に 何 ひた 
いのは •朝鮮 祭 狩の 總督 及關 菜 都督の 任用 資格を‘ 
武人の みに 限定せ ず、 之を 一般に 擴張 する の 意思な 
き や •若し 飽迄現 制度を 維持す ると せ ば •其 必要な 
る 理由を fsj ひたい、 本員は 裸 »; 委員 總會の 席上に 於 
て， 此 問題に 對 して 後藤 國務大 以 と簡 m なる ! 1 酬を 
致した のであります が >  後 藤國務 大 K の 答 辯が 將だ 
要領を 得な かつた •悉く 其 文句を 記憶 致し ませぬ が 
現在の 制度は 約 七十 3T 年 位の 間と 云 ふ もの iT 存置 
しなければ 州 成らぬ と 言つ たやぅな、 殆ど 何の 意味 
であるか 了解に 苦む 所の 答 辯を 得た のであります， 
仍 .て 此處に 更に 本員は 質問の 要旨を 徹底的に 申述 
ベまして、 政府の 所見を 伺 ひたいと 思 ふので ありま 
す、 現在の 殖民 地の 制度 1 r 本員 玆に 改めて 申 迄 も 
なく 臺 1 ? の總督 は 陸海 軍の 大中將 に 限られ •朝鮮の 
總督は 陸海 軍の 大將に 限られ •關 m 都督は 陸軍の 大 
將若 くは 中 將に限 定を 致して 居る •而 して 是れ は fl 
備 の將官 ではい けない、 現役に. あら ざれば 其 資格は 
無い のであります、 本員 之れ を 武人に 限る と 云ふ理 
を 莊 だ 了解す るに 苦む のであります •列國 の 例を 引 
きます る ことは •野 明なる 諸君の 前に 恐縮と 存じ ま 
する のであります が •政府の 所見を 伺 ひます に付き 
ましては， 世界 文明 國の 例を 引設 致します る こと も 
R むを ^ ない のであります， 歐洲 列 H の 例を 見ます 
ると 云 ふと •獨逸 を 除く の 外は 悉く 文化 政策を 執つ 
て 居ります、 殖民 地に 對し ましては 武斷 政策は 宜し 
くない、 文化 政策を 執らなければ ならぬ と 云 ふ 意味 
から、 文官 總督を 採用す る ことを 主義と 致して 居る 
のであります、 即ち 英國が 埃 及を 統治 致します るに 
も， 埃 及の 統監には I  ロ ー ドク ロ  — マ—」 なる 即ち 
文官 出の 人が 著 任を し， 其の後に (X 「サ アヱ ルドン 
ゴル スト」 云 ふ 人が 赴任を 致しました、 此人も 文官 
であります が、 其 次に 武官で ある 元帥の r キチ ナ —J 
將軍が 埃 及に 參つ たのであります、 然れば 最後に 元 
帥 「キチ ナ IJ 將軍を 埃 及の 統監に 任用した のは 如 
何なる 譯かと 云 ふと •是 ほ 日本と 露 西： 亞が 戰爭を 致 
しまして •小國 の 日本が 大國の 露西亞 を 破つ たの ほ 
憲法 政治の 御蔭で あると 云 ふ 事で、 口 露 戰爭 後に 於 
て此 日露戰 爭の 結果が lit 界の 思想界に 大波 動を 起し 
たのであります- 而 して fili! 敗 國の露 西亞を 初めと し 
て 支那 土 耳 其 等に 於ても 憲法 政治を 要求した， 此思 
想の 波及の 結果 •埃 及の 思想界に 於ても 大なる 波瀾 


を 生じた ので 玆に 武力 K 迫の 必要を 感じ •臨時 的に 
キチ ナ IJ 將車 を腋 遣した のであります、 其 他 印度 
統治に 付きましても •本 M が： 史 めて 申す 迄 もな く ^ 
代の 總督は 文官を 任用して 居る のであります •嘗て 
「キチ ナ I 」 元帥が 矢 張 印度の ili p-J 令官 として 赴 fl- 
した 事が あります が* 時の 印度 總督の 「力— ズン」 
卿と 意見の 衝突を して •歷方 喧嘩を 始めた ことがあ 
りました が、 此の 時に も 英吉利は 「ヵー ズン」 卿の 
意見を 相 當 として、 軍司令官の 「キチ ナ IJ 將 ¥ を 
斥けた ことは、 諸君 御 承知の ことであります、 唯々 
一つ 武人總 督論を 主張す る 者の 中には •獨 逸の 例を 
引く 者が あります が、 獨 逸の 殖民 地は 多くは 亞非利 
加で， 南西 亞非利 加 東亞 非 利 加 「トゥ ゴゥ ランド ヵ 
メル— ン」 が 其® もなる もので 又、 東洋に 於き まし 
ては， 東洋の 海軍 根據 地と して 勝 州_ を 持つ て 居つ 
たのであります， 此亞非 利 加の 殖民 地は 本員が 玆に 
申す 迄 もな く  •怜 も «• » の 一部に ffi 息して 居る 生蕃 
人の 如き •擰猛 なる 土 入の みで あつて〆 之を 統治 致 
します る卜 ■に 於て は、 常に 軍事を 必要と して 居る の 
であります  >  此 土 A を収締 る 上に 於て、 fa E の 必要 
上 武人 總瞥の 必要が あります、 即ち 我が B S 關東州 
其 他 朝鮮の 如きと ほ •文化の 程度を 全く 異にして 居 
る爲 に、 武人 總督を 採用して 居る のであります" 現 
に 亞非利 加 土人の 數は 一億 一千 萬 人であります が， 
白人の 數は 僅に 二 萬に 足らぬ 位の 少数であります • 
此二 萬に 足らない 人數を 以て、 此亞非 利 加 統治に 於 
て 成績を 得て 行く には •所謂 武力に 訴へな ければ な 
らぬと 云 ふ 必要 上ょり して、 武ベ 總督を 任用して 居 
るので ありまして >  我 殖民 地の 狀態 とは 全然 事情を 
異にして 居る •然 らぱ膠 州® はどぅ かと 云 ふと、 是 
は 申す まで もな く獨 逸が 東洋に 於け る 海軍の 根據地 
であつ て、 隨つ て獨 逸の 殖民 省の 所管に あらず して 
海軍省の 所管に 在つ たことは 申す 迄 もない ので あり 
ます、 隨 つて 「ヮルデック」 と 云 ふ 海軍 大佐が 赴任 
して 居つ たこと も •其 意味ょり して 參つて 居つ たの 
であります、- 然るに 日本の 殖民 地の 主腦 者と 云へ ば 
一 も 二 もな く 武人で なければ ならぬ と解釋 したのは 
全く此 獨逸が 亞 非 利 加に 於け る 統治 制度の 翻. 課の 誤 
りで あると 本員は 信す るので ある* 併ながら 本員は 
必ずしも 武人を 排斥す る ものでは ありませ ぬ •武人 
にして 知識 あり 經綸 ある 人なら ば、 之を 用 ゆる 最も 
可な りであります 、併ながら 此 武人と； K ふ 小範圍 に 
四 八 三 
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破 民 地 統治に 関すろ 枚 山耕菝 の ra 間 演說 
限る のは、 如何にしても 了解す る ことが 出来ない の 
であります ^ 殊に 苟筲 都督 ほ 親任官で あつて， 是が 
任命に 付て は擬網 に 依つて 決する のであります、 
廣く 天下に 人材を 求める と 云 ふ 陛下の 思 召に 適ぅ 
て 居る や 否や、 本員 ほ 疑問を 起さざる を 52 ない ので 
あります* 殊に 武入 でありまして" 武人と して ほ 甚 
だ a 軍すべき 人であつて も、 贿民 地の 主腦 者と して 
ほ： 小 趣 任の 人が 尠 くないので あります、 現に 乃木將 
軍の 如き、 國民が 軍國の 神と して •犬に© 敬を 拂つ 
て 居る 人で あつても •竅阕 統治の 主脳者と して 乃 木 
將軍の 治 踏に 關 しては、 國 民の 期待に 反した 事が尠 
なからん のであります、 本員 (3: 武名 嚇 々たる 武人を 
©重す る 上から 考へ まして •無暗に 畑 違 ひの 所へ 引 
出して 味 '® • を 付けさせる のは、 軍國の 一大事で ある 

と 思 ふので あります、 殊に 現在の 制度に 於き まして 

非常なる 不利 不便で あると 云 ふことは、 彼の 關苽都 

督更 任に 方り まして， 中村贽 中將 が罷 めて •其 後任 

者を 物色す るに 當つ て、 現役 陸軍の 大將 若く は 中將 

の 中より して 之を 選ぶ ことが /J1 來ず 、後備 役で ある 

中 村 雄 次郞 男を 現役に 復せ しめて、 後任に したと 云 

ふ 例が あります 、又 安 K 總督ほ 來る八 月を 以て. 現 

役 停年 滿 期に 達せら るる さぅ であります I 陸軍に 於 

て 最も 秩序を ®: m しなければ ならぬ 所に 於き まして 

現役を 延長し 若く は 後備 豫備 者を 現役に 復 さしむ る 

と 云 ふことの 如きは、 軍紀の 上から 考 へま L て も* 

是は 非常なる 問題で あると 考へ るので あります、 武 

人總膂 論满の 側に 於て は， 軍 際の 統帥褪 と 云 ふ もの 

を 始終 問題に され、 殖民 地の 軍隊を 統帥す る 上に、， J 

武人 總督 にあら ざれば 不便で あると 云 ふ 論が ありま 

すが、 是は 非常なる 誤りで、 歐洲 列國に 於き まして 

も •文官 總督が 軍隊の 統帥 糊を 持つ て 差 支がない、 

若し 差 支が あると すれば、 他に 軍司令官を 鼢けぱ 差 

支ない、 現に 朝鮮の 如き、 武人 總督の 外 軍司令官を 

置いて ある、 併し 我 國に 於ても 韓國 統監の 時代に 於 

きまして、 伊藤 公 及曾禰 子の 如き 文官 統監で ありな 

がら I 軍 除の 統帥 擗を 持つ て 居つ て、 何等 差 支が な 

かつた のであります、 故に 文官に 軍隊の 統帥撾 を 持 

たせる ほ、 非常なる； 小利 不一 a が あると 云 ふので •武 

官制 度を 飽迄も 維持せ ん とする の ほ、 誤 まつた る 見 

解で あると 本員 (3: 解釋せ ざるを 得ない ので ある* 然 

るに 飽迄も 政府 ほ 現行の 制度を 維持 せらる るか 否や 

若し 又 我國に 於て 武人に しなければ ならぬ と 云ふ特 


殊の理由がありますれぱ.其堅を併せて伺ひたいと 
思 ふので あります、 第 四に 伺 ひたい 點 ほ •拓殖 調査 
窗を 組織す るに 付て、 委員を 官僚と 少數 の學 者の み 
に ih まらず、 更に 拓殖 事業に 從 事して 唐る 人 迄 加へ 
ると 云 ふ 意思 {X 無い かどぅ か、 本 M は此 拓殖 調査 會 
の設骹 に付きまして ほ、 滿 腔の 賛意を 表する もので 
あります、 併ながら 其 組織 內容 の點に 至りまして ほ 
甚だ 疑を 挾まざる そ 得ない のであります、 旣に 委員 
の ffi 觸ほ！ 部の 官 人と少 數の學 者に 限られて 居る、 
拓殖 事業に 關 係した る 者は 一名 も 加へ てない ので あ 
ります、 列國の 例を 申しましても、 拓殖 會議と 云 ふ 
ものには >  必ず 實際 家を 入れて ない 所 ほ 無い ので あ 
りまして •佛蘭 西の 如きは 殖民 地に 關係 ある 商 築 會 
議 所の 會 頭、 拓殖 會 社の 重役 其 他 親しく 殖民 地に 於 
て 種々 の 事業に 從 事して 居る 所の 人を 加へ て 居る の 
であります* 然るに 我調奄 委員 會に 於き ましては、 
東洋 拓殖 會 社の 總裁 も、 滿 鐵の總 裁 も、 朝鮮 銀行の 總 
裁 も、 綦 _ 銀行の 總裁 すら も •之を 加へ て 居ない の 
であ ひます、 而も 現在の 組織を 以て 拓殖 調査の 目的 
を 達し煜 ると 考 へらる るので あります か、 政府は 更 
に 進んで 斯樣 なる 人物を も 網羅して、 之に 殖民 地の 
事情に 通じて 居る 者を 加へ て、 實績 を！ T ける 御考は 
ない のであります か、 此點を 伺 ひたいので あります 
第五に 御尋を 致したい 點は 朝鮮に 於け る 財政獨 立 計 
赍に伴 ふ 地租 增徵 並に 市街地 稅の 設定が 統治 上 民心 
に 及ぼした る 影響 如何と 云ふ點 であります、 寺 內伯 
爵は 朝鮮 總督の 在任中に 於て •併合 後 二 年 目に 於て 
早く も 朝鮮の 財政 獨 立の 計 ®: を 立てられて 地租に 於 
て 約 四 割、 賦課 税を 加へ ますれば 六 割であります、 又 

從來 市街 地税と 云 ふ ものは 無かった のであります が 

新に 市街地 税を 新設を して •時價 の 千分の 七と 云 ふ 

貢税を 課せられた のであります、 殖民 地の 財政 獨立 

は、 主義と して ほ 何人も 反對 する 者 ほない ので あり 

ますが、 併し 是が實 行に 至りまして は、 其方 策を 誤 

らぬ ことを 期せなければ ならぬ、 徒らに 財政 獨 立の 

美名に 憧憬して、 輕 々に 之を 斷行 する が 如きは •政 

治 家の 最も 愼まな ければ ならぬ 點で あります、 朝 P 

が 保護 政治を 施き まして 以来、 歷代の 統監 總督が M 

も 苦心 致しました 點 は， 日本の 政治に 對 する 朝鮮 千 

五 百 萬 人の 疑惑を 解く と 云 ふ一點 に 在つ たので あり 

ます、 我 帝 國 ■が 日韓 保護 條 約を 締結 致しまして， 統 

監府を 設置す るに 當つ て、 朝鮮の 民心は 我 政策に 對 


して 大なる 疑の 眼を 以て 視て 居つ たのであります， 
然るに 十 年の 歳月の 間に 於て、 斯糅な る問阁 も 解決 
を 致されまして 、朝鮮人が 我が 新政に 大分 信賴を 致 
して 来たので あります， 初め 我保齡 政治の 時代に 於 
きまして ほ •贿產 工業の 發展を 期す るが 爲に 、統監 
府に 付て は 種 籾を 朝鮮人に 配布し •又 蠶の稀 紙を 與 
へ、 立派なる 所の 鷄の 卵を 與 へて 之を 孵へ せ ば、 從 
来の 朝鮮の 鷄のや うな もので ない、 立派な 雞が 裔れ 
るし、 又 其 卵と 云 ふ ものが 非常に 高く 鹫れ ると 云 ふ 
ことで •斯 棟 なる 微細なる 勤に 涉つて も、 注意を 致 
して 殖產 工業の 奬勵を 致した のであります が、 此等 
の點 に付きましても， 朝鮮 入は 非常な 疑を 持つ て 種 
籾を 與 へられましても* 政府は 無償で 斯樣な る もの 
を吳れ る _ ほない、 必らず や 是が 立派に 稔つた 時代 
には、 日本 政府 ほ 之を 取る の だら う • 蠶 の 種紙を 與 
へられた 場合に 於ても、 繭に 成れば 日本 政府 ほ 之を 
徵發 する のでは ないかと 云 ふやうな 疑惑を 持つ て 居 
りまして、 大小の 官吏 若く は 民間の 者が、 此 等の 疑 
惑を 解く 事に 苦心した 事は 非常であります、 即ち 我 
が 政府は 朝鮮に 對 して 眞に 善政を 施く ので あると 云 
ふこと を說 明し、 百方 苦心の 結果、 此 等の點 に關し 
て も 非常に 疑惑が 解けた ので ある、 然るに 併合 後 二 
年 目に 當 りまして、 突 sn として 時の 朝鮮總 督ほ 地租 
に 向つ て 又 —— 市街 地税に 向つ て® 税を 課せられた 
のであります から-朝鮮人 (X 之に 對 して 何と 考へた 
かと 思 ふと 「さあ 御出でな さつた」 と 言つ たので あ 
ります、 詰り 籾に しても 肽らず 、親鳥に しても 取ら 
ず、 繭に しても 取らな かつた が •銳 金と 云 ふ 形に 變 
じて 誅求を 致す ので あると 云 ふ 風に 誤解を 致した の 
である、 東洋人 殊に 支那 人 朝鮮人の 如きは、 文明 政 
治の 礙 劣を 解す るの 能力が ありませ ぬから、 直接に 
自己の 負 擔の輕 きこと を 以て •必ず 善政な りと 信じ 
居る 民であります、 併合に 致しまして ほ韓國 政府の 
要路の 大官其 他 主なる 者に 向つ ては 公爵、 伯 得” 子 
爵、 男爵と 云 ふ 榮爵を 授けられ •又 多額の 恩賜 公位 
を 下付せられ たのであります、 一般 民人に 對 しては 
併合 le 念と して、 總督府 の 主 腦者ほ 增税 を斷行 致し 
たのであります、 政府 者 ほ 此增税 に對 して •徵税 の 
成績を 以て 或は 何等の 惡影響 なしと 斷ず るか 知れ ま 
せぬ が、 實 際に 朝鮮の 事情を 知つ て 居る 渚 ほ， 統治 
上惡 影響を及ぼせる ものと して 居る のでありまして 
即ち 日本の 新政に 對する 朝鮮人の 誤解が 了解し 掛つ 


四 八 四  _ 

た 際に 於て 更に 民心を して 大 • ? - . 

と 云 ふことは (少しく 朝鲜の 統治に 注* をして： 

若の 悉く 感ずる 所であります、 朝 群ほ作挥阀の時代 
と 異なり， 今日に 於て ほ 帝國の 領土で あ 〇、 千 五 百 
萬の 民人は 皆 我 rsl 朐 である、 而して 等しく 天帛技 
下の 赤子で あ 〇 ますから •是が 統治の 上に 於き まし 
て、 新 附の 民人を して « に 併合の 本旨を 了解せ しめ 
帝 國の忠 良なる K 民と 爲 らしむ る ことに 付て は、 帝 
國の 政治家 ほ 最も 大なる 注 总を拂 はなければ ならぬ 
ことで あらぅ と 想 ひます、 本： nr ii 併合 後に 於き まし 
て ほ、 寧ろ 一二 年の 間は 若し 財政 •か 許すならば •幾 
らかの 租 K の 辟 減を しても* 日本の 新政に 對 する材 
難 味を 感ぜし め、 fl つ 日本の 政治に 對 する ftJ M 心を 
% さしめ たいと 思 ふので あ 〇 ますが •不幸に して 籾 
鮮統 治の 任に 在つ た 寺內伯 防は、 之に 反して % 税を 
斷行せ られた のであります- 歐洲 列國の 例に 見 まし 
て も* 殖民 地 財政の 獨 立と 云 ふこと ほ •何れの 國と 
雖も 之を 無視す る 所は ない、 吹、 るに 增 8i に 至つ て ほ 
最も 愼軍： なる 注意を 拂つて 居る のであります， 殊に 
新附 民人の 苦痛を 感ずる H 接税 を徴收 する が 如きは 
餘程 同化の 實が塄 つて、 眞に國 の 政治を 了解した る 
時機に 到る に 非ら ざれば •之を 斷行 しない ことを 以 
て 例と して 居ります、 隨て舫 民 地に 於け る 政 费が足 
りない 所は、 公債 支辨に 仰いで ♦其 住民に 政 fi を 負 
擔す べき 義務 ある ことを 知らし めて •咐税 を 行ふ极 
合に 於き ましては •民人の 直接 苦痛を 感ぜざる 間接 
& ‘ 若く {S 專賣收 入に 依て、 財政の 獨立を 脚る こと {3: 
歐洲 文明 國の 悉く 採つ て 居る 所の财 政 計带で ある， 
此點 に關 しまして 我が ii 海の 統治は 拭に 旨く やつた 
と 思 ふので あります、 即ち 嵌 ^ の 財政の 獨立ほ 、 S 
H 領有 後 十 年に して 之を 決行 致した のであります が 
其 財源 ほ 專賣收 人 若く は 關接税 に 依て、 完 Ife なる 财 
政の 獨立を 致した のであります、 本 3 :は斯 かる 意味 
に 於き まして、 地租 Jt 税ほ 時機を 誤り、 朝鮮 統治 上 
の 一大 失政で あると 信ずる 辑であ ります' か >  政府 ほ 
果して 此點 に關 して 如何なる 所信を 有して 居られる 
のであります か >  此點 を fHJ ひたいと 思 ふので ありま 
す、 最後に 第 六に 伺 ひたいの ほ， 伶 殖民 地を 通じて 
其 施設 經赞が 形式 虛飾に 流れ •一般 民人の 福利を％ 
進す るの 方策を S ける の憾 ある 一事であります、 之 
に對 して 政府 ほ 如何なる 所信を 打せられ るので あり 
ます か、 我が 殖民 地に 於け る 施設 锉赞を 見ます れば 
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毫两を 見ましても、 朝鮮を 見ましても、 亦關東 州を 
見ましても* 如何にも 一兑 立 ® であります、 一見 堂 
々たる 1!1 想の 政治を 行つ て 居る やうであります が、 
偶 其の 內面に 立 入つ て考杏 を 致し ますれば， ifi 憾の 
® が 勘から ぬのであります* 其の 最も 大なる 原 W と 
も 中すべき は、 政治の 方策が 洵に 形式に 流れ， 服飾 
に陷 つて 竹 際に 適合すべき 所が 無い のであります、 
形式 政治嘏 飾 政治から 生ずる 是れは 一大 缺陷に 外な 
らぬと 思 ふので あります、 例へ ぱ朝鮮 as 鳄の例 に 見 
ましても •是等 の 政策 上の 一大 缺陷 は、 敎 育の 上に 
於き ましても 土木の 上に 於き ましても 治安 維持 
の 上に 於き ましても， 亦 g 売 興業の 上に 於き まして 
も 、 at の 他 西 般の政 治の 上に 於て 現は れて 居る やう 

に m ずるので あります、 本員 ほ 玆に 一々 細かなる 例 

を！ J げて 論じます る ことは、 長 時 rril に n ります から 

之を 愼み ます、 俳ながら 一二の 例を 舉げて 申します 

れぱ 、先づ 朝鮮の 例で 申しましても、 京 城 若く は 其 

仲' 朝鮮を 通過され た 方は、 悉く 目に 箸 かれる ことと 

思 ひます が，- r M 城に 於いて 最も A n を 惹く所 の もの 

は •總皙 の 新 S 邸であります、 而 して 第二 番目には 

朝鮮 「ホテル」 であります、 其 他 汽車で 漢江を 渡り 

ますと、 漢 江 の鐵 橋の 上に 約 一町 許りの 所に 堂々 た 

る 人道 橋が 架けられて 居る ことであります， 其 他 地 

方を 見ましても ，錨 南 ifn に 於て 築港を 百 四十 萬 [141 の 

命を W けて 離 行され て 尻り ます、 又 (■: 川に 於き まし 

ても閘 門 式の 大築 港が 行は れて ，如何にも 文明 的 施 

設が 到る 所に 於て 行は れて PT る やうに 思 ふので あり 

ますが， 然るに 諸 財， 總督の 新 官邸 ほ 朝 P 統治の 上 

に 於て辨 何の 貢献を 致して 居る であり ませう か、 此 

總督 の扦官 邸は 寺 内 伯が 陸 茁 大臣の 當畤に 於き まし 

て，八十茁§の大金を投じて京城に軍司令官の官邸 

として si 築を 致された のであります 、然るに 其計丧 

が餘 りに 大で ありました が 21 に、 出來 上りました 後 

に 於き まして • 住 むに 主人が 無い のであります、 到 

底 軍 R] 令 官の俺 かなる 傩給を 以てして は 之に 住 ふこ 

とが 出来ない のであります、 隨て始 ど是 が m 來上〇 

ましてから、 十 年 近くに もなる と 思 ひます が •未だ 

曾て 之に ifi 司令官は 勿論 •伊藤 統 e£ と雖も 之に 住む 

ことが 出来な かつた のであります、 »ffi 々之を 一间 利 

用 致しました のは •昨年の 朝鮮 總 督府始 政 七 週 年に 

當つて ，钯 念繪雄 爵 の寫 S に 使は れたと 云 ふ 位な も 

のであります •而 して iB 司令官の 官邸には 別に 五十 


萬阊を 投じて •新に 建 雄され て 居る のであります、 
巍 然たる 朝鮮 「ホテル」 は •是も 八十 萬 1M1 を 投じて 
尻る のであります が、 是が朝 鮮統 治の 上に is. 數の民 
人の 福利を 增 進す る 上に 於て、 どれ 丈の 効果が ある 
であり ませう >  少敝 の外國 人は 之に 来て 泊つ て 居り 
ます けれども •京 城には 立派なる 他に 「ホテル」 も 
あれば 宿屋 も あるので あります、 詰り 西洋人の 泊る 
「ホテル」 も あれば 内地人の 泊る 宿屋 も あるので あ 
ります， 特に 13* 府が 八十 餘萵關 の 大金を 投じて、 斯 
_な る 「ホテル」 の 設備を しなくても rrfl に 合つ て 行 
くので あります、 又漢江 の 人道 橋の 如き も 鴨綠江 の 
鐵摘 には 屮央に 汽車を 通じて、 兩 方に 步者を 通ず る 
所の 立派なる 人道 橋が 併せて 設けられて あるので あ 
ります が、 漢 ?!: の鐵 _ に ほ 其 鐵摇の 河 上に、 fl に 一 
町 許りを 隔てた る 所に •八十 萬 圆を 投じて 新たに 人 
道 橋を 造つ たと 云 ふやうな 有樣 であります、 朝鮮に 
於き ましても •蓽 _ に 於き ましても. 幾多の 緊急 施 
設を耍 する こと' か © からぬ のであります が'  民人 多 
數の 福利を 佾進 する 上に 於け る 所の 設脑を 後に して 
少數の 外 M 人に 對する 所の 設晡に 多大なる 金を 掛け 
るが 如き ほ、 本末 輕 K を 誤つ て 居らない かと 思 ふの 
であります、 铖南浦 の 築港に 於き ましても 百 四十 萬 
圓を投 じて •八箇 年に a つて 工事を 致した ので あり 
ましたが 、出来 上りました 結果と 云 ふ ものは、 何の 
役に も 立たぬ、 是は 大正 三年 度の 決算に も 現 ! 3: れて 
不當茭 H として •會 計檢 査院が 報告を 致して 居り ま 
す 通り、 鴨 綠江の 遊 泥が 入りまして 何等の 役に 1 Tr た 
ない、 二 艘の浚 渫船が 朝から 晚迄 ，三百 六十 五日 泥 
を 揚げる ことに 掛 つて 居りましても、 尙ほ千 咽の 船 

を 入れる ことが 出来ない と 云 ふ有樣 •是 ほ 併し 技 肺 

の 設計の 誤りで ありませ う、 我國に 於き ましても 斯 

様なる 築港の 失敗は あるので あります から、 必ず 總 

督の責 任 のみと 之れ を 論ずる ことは 早計であります 

けれども ，斯樣 なる 多額の 金を 投ず るに 當 つて、 豫 

め 其 設計に 犬なる 注意を 拂ほ なかつ た 結果で あるの 

であります、 斯の 如く 都市に 於け る經營 には、 非常 

なる 莫大なる 金が 投 ぜられ て 居る のであります が、 

祭 薄で も 朝鮮で も， 一步鐵 道 沿線の 地域 外に 入つて 

見ます ると、 道路と 云 ふ 道路と 云 ふ ものは 殆ど 無い 

のであります、 成程 阈費を 以て 計 迸され た 道路 等は 

朝鮮の 如きは 最も 良く 出来 上って 居る 所 もないで は 

ありませ ぬ •是れ は 主として 賦役に 依って 道路が 建 


設 されて 居る のであります が •金の 掛かる 橋なん か 
は 殆ど 無い のであります， 一度 雨が 降ります れぱ交 
通 杜絶の 狀態 に陷 るので あります、 本 M は 3A 城に 八 
十 萬圓の 金を 投じて 「ホテル」 を 造る 金が あるなら 
ば •五 千 W を 投じて 田舍の 橋を 百 六十 若く ほ 溜 地を 
百 六十 造つ た 方が •遙に 民人の 福利を 褙進す る 上に 
於いて 利益で あると 思 ふので あります* 斯_な る 例 
は 甚だ © からぬ のであります、 其の 他 政務 機 關の尨 
大なる ことに 付きましても •朝鮮 總督府 は H に 七十 
二 人の 勅任 W を 有して 居る のであります、 最も 卑近 
なる 例は 獨逸が 膊 州 @ を經營 致して 尻り ました 時分 
には、 大佐の 「ヮルデック」 と 云 ふのを 總督 とし 
て、 其の 下に 僅かな 將校が 居つ たのであります が、 
日本が 一度 之れ を 占領 致します ると、 陸軍の 中 將で 
ある、 軍司令官を 間き、 其の 下に 民政長官の 勅任 一 
筚官 を茼き 其の 下に 勅任官が 二 人、 高鲜官 が 救 入居 
ります、 實に 政務桦 關の 尨大に 陷 つて、 徒らに 繁文 
縛禮で 政務が fflf 滯を 致します、 現に 靑島の 如き も 
獨逸 が經營 して 居りました 當 時に 比較し ますと、 
今日 ほ 非常な 繁文 _禮 に陷つ て 居る のであります、 
獨逸 政廳の 組織では 一つの 問題で も總督 の 所に 行つ 
て、 滞に 五分 間 位に して 決定が 附い たのが、 今日は 
民政 裝 を 經 由し、 其 上に 部長を 經 由し、 民政長官 及 
總督の 決裁を 得る ことで、 非常なる 手數 を耍 する の 
であります、 本年度の 豫 算 に 於き まして、 朝鮮 總督 
は 釜 山の W 關長を 勅任に すると 沄 ふこと で、 豫算を 
要求され たのであります が、 斯の 如き も 非常なる 誤 
りで あると 豫. # 委員 會に 於ても 大變物 議を釀 したの 
であります、 現に签 山ょりも 約 二 千 萬 圓位贸 易 額の 
多い 所は 敦 賀の投 關の. ；土 任 者と 云 ふ ものは、 判 ff: 官 
五 級 年俸 六百圆 位の 官吏が やつて 居る、 對 岸の 門 司 
で すら 一億 數千萬 圓の輸 出人_ が あるのに、 奏任官 
が 事務を 處理 して 差 支ない、 而も 今後 二 箇 年後に 於 
て、 內 地と 朝鮮との 關税の 障壁は 撤跤 される、 此時 
に 於て 特に 釜 山に 勅任の 没 關長を 置かなければ なら 
ぬと 云 ふが 如きは、 何人が 見ても 非常識なる 計谱で 
あります、 現に 此 問題が 豫算 委員 會に 於て 非常に 物 
誘を 釀 しま L た 結果、 段々 研究を 致して 見ます と 云 
ふと、 签 山の 現在の 税關 長が 高等官 三等で、 古る い 
ので あるから 之を 勅任官に しなければ ならぬ と 云 ふ 
やう ft- 、 人間の 侍 遇 論から 來て居 るので ありまして 
« に 勅 rr: 官の税 關 長を 必要と する ので ほない ので あ 


ります、 然るに 此税關 長問题 が 議會に 於て は 八 釜 敷 
くな りました 結果、 事實に 於て 之を 勅任に すると 云 
ふことは、 茜 だ 不穩 常で あると でも 總督府 で 解釋さ 
れた ので ありませ ぅ、 八日の 官報を 見ます ると 云 ふ 
と、 釜 山の税 關长は 朝鮮 總督 府の營 林 S 長に轉 任を 
して 勅任官に なつた のであります、 斯樣な 實 例に 見 
ましても、 如何に 此政務 機關の 尨大で あつて、 繁文 
縟禮 に陷 つて 尻る かと 云 ふこと が 分る のであります 
斯樣な 點に 於て 政府は 大に此 殖民 地に 於け る 財政 行 
政の 踏 理を斷 行す るの 貢 思な き やと. S ふこと を 質問 
致しまして、 此 壇を 降る 次第であります (拍手 起る) 
〇 副議長 (谫 田 國松 1 質問 第三、 石炭 需給に 關す 
る W 問 エ藤善 肋 君。  ' 

三 石炭 需給に 關する 質問 C エ藤善 助 君提 
出〕 

石炭 需給に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 二 月 二十 三日 
提出者 エ藤善 助 
賛成者 河 上 哲太外 三十 一入 
石炭 需給に 關 する 質問 主意 書 
近時 炭 憤の 暴騰 甚 しく 加 ふるに 運輸の 陴關 充分な 
ら すして 石炭の 缺乏 を訴 ふるもの 少から す 殊に 谷 
稀 工業の 如きは 其の 蒙る 打擊 甚大なる もの あり 大 
に 考慮せ ざるへから さる 問題たり 仍て 左の 事項に 
付 政府の 所見を 質 間す 

一外 國® 出 石炭を 制限す るの 必要 ありと 信す 政府 
の 所見 如何 

一石 炭® 绘力增 加の 設備を 爲 すの 急なる を認む 政 
府の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 
、〔エ 藤 善 肋 君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

OH 藤 善 助 君 本 負は 石炭の 需給に 關 して 政府の 所 
信を 承りたい と 存じて 居る のであります、 で 先月 二 
十； 二日に 此 問題を 提出を 致した のであります が、 先 
刻 長 田 君ょり 御 演說 になり ました 通り、 爾米 物價調 
節の 委员會 其 他の 委員 會に 於て、 政府に 對 して 說明 
を 求め、 其腦 答に 於て 粗々 了解し 得る 事 も 出来た の 
で、 成程 先刻 長 田 君より 石炭の 價格 に對 する 所の 調 
赉ほ綿 密周 到に 御演說 になり ましたから、 再び 私が 
此處に 於て 辯 明を 致す の 必要は ない ので、 併ながら 
四 八 五 
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此點に付て長田君の御論薄：屮には、全く單に石炭の 
關 係より 今日の 暴騰を 致した ものである、 斯う 云 ふ 
御斷定 に ffl 成つ て K る やうであります が、 私が 此石 
炭に 關 係を 致して 想像 致して 居る 所に 據れぱ 、運狻 
駝浍 力の 不備よ 〇、 大なる 此價格 を S 上げて 居る や 
うに 私 li M ふので ある、 故に 價格の 上に 於て 調節を 
圖ると 云 ふ 問題は 旣に長 田 君より 明报に 述べられて 
あります るから、 敢て玆 に 蛇足を 加へ るの 必要は あ 
り ませぬ が、 il 擬の 事に 就て 少しく 御 話を 致して 見 
たいと 存じます、 而して 政府の 所信を 質したい ので 
あります、 先刻 長 田さん より 御演說 になり ました 通 
り、 石炭の 需給の 關 係と 云 ふ もの ほ、 全く 全國 民の 
生活 上に 多大なる 所の 影椏を 持つ て 居る ので ありま 

す、 直接に 申せば H 菜 家は 之に 依て 盛衰 興亡の 岐る 

、所と なる ので ある、 で 近來 政府 殊に 農 商務省な ど 

に 於き ましては、 物 m の 調節 或は 米の 非常に 騰貴を 

致した 爲に 、暴利 取締 令に 依て 岡 某が 處 分を 受けた 

なんと 云 ふやうな る ® 例 も ございます けれども、 此 

關係は 左！ 2 な 事情から 暴騰を 致した ものに あらず と 

しても、 國 民の闲 雖を麫 ずる 所は 甚だ 等差 ほない の 

で、 此中此 工業と 云 ふ もの、 食料と する ものは 石炭 

である、 工業 家が 必要を 感じます る si は 米で - - 食 

料と 此 石炭と 云 ふ ものは 並び 立つ て 必要な もので あ 

つて、 若し 石炭が 缺乏 致します れば、 r 一日 も此 事- il 

は 出來 ない ので、 此關 係に 就て 廣く 一般の 調赉の 上 

より 謬論を 識 してあります から、 私は 簡單に &めて 

此小 部分の 地方に 向つ ての 感じを 御 話を 申 述べて 見 

たいと 思 ふ、 私は 多少 此製絲 と 云 ふ 事に 關 係を 持つ 

て 居る、 此製絲 と 云 ふ ものが 今日の 狀鹋で 見 ますれ 

ば、 百 斤の 御 絲を疥 へる のに 五倍 若く は 六 倍と 云 ふ 

もので ございまして、 百 斤の ものは 何れ 五六 千圓は 

石炭の 費用の 爲に耍 する ので ある、 で 此の 如き 多額 

な ® 用を 要する とすれば、 此 工業 家は 如何にして 之 

を 消費を 致して 參る 、農家が 苦心を 致して 造り上げ 

た 所の 原料の 繭の 價格を 減じて 此 補を 付ける の 外は 

無い ので ある、 それで ご ざ いますから、 過 刻 長 田 君の 

言 はれる 通り 商 接 問 接に 此國 民は 此闲 難を 感じて 居 

るので あります、 然るに 私の® 送 刀の 點に 於て 申 上 

げたいと 思 ふの ほ、 數 量の 上から 申します れば 、需 

要と 供給が 甚だ 相 合致さない、 斯う 云 ふ 事で ありま 

する が、 農 商務省の 鑣山 局に 於て 調査せられ たる も 

のに 依て 見れば、 大正 一一 年は 二 千 一 苗 三十 幾 萬 噸と 


云 ふ ものであつて、 大正 六 年に ほ 二 千 五 百 九十 幾 萬 
即ち！ 一千 六 百 萬と 云 ふ ものが 產出せ られて 居る、 而 
して 之を 需要 致す 所の 方は どうで あるかと 云 ふと、 
二 千 一 百 何十 萬と 云 ふ 調査の 面に ほ U えて 居る ので 
ある、 それで あり 含す から 實際 此鑛 山より 掘 出す 所 
の產額 の 上から 見れば、 敢て 需要供給が 甚だ 合は ざ 
る ものであると 云ふ斷 ：疋を 下す 程の 必要 ほない、 寧 
ろ此殘 炭が 大正 六 年に 二 酉 八十 八 萬 八千噸 の剩 りを 
なして 居る、 然るに 却て 一昨年 頃 ほ 百 三十 二 萬 何千 
噸と云 ふ ものより 剩つて 居らぬ、 斯う 云 ふ 計算から 
參 ります と、 今日の 價額 が敢て 生產 額と 需要 高と が 
不平 均の 爲に 、此價 格が 騰つ たと 云 ふことは 申され 
ないやう に 思 ふので あります、 極く 小さい 點を御 話 
し 申したい 事は、 御 承知の 通り 今日の 生絲は 四 億に 
垂んと 致す 所の 生產 力を 持つ て 居る、 其 内 四 割 若く 
は 五 割に 近い 所の 生產は 長 野 縣に 於て 產出 致して 居 
るので あります、 其 半は 此咱 新聞で 御 承知に なり ま 
した 通り、 大な る涛 事を 惹起し、 碓氷峠の 見世物に 
して ' n: いやうな 「アプト」 式で 圍ま なければ ならぬ 
と 云 ふ 此坑を 潜つ て、 大なる 事業の 石炭を 供給して 
居る 所が、 一阼 年頃より 非常に 此 石炭が I 石炭 許 
りで ない 貨車が 缺乏 致しまして、 一切の 貨物 力 あれ 
に 非常なる 所の 停 滯を なして、 石炭な ど ほ 之を 運搬 
する ことが 出来ない やうな 狀 態に 立 至つ たので、 故 
に 已むを得ないから 高い 所の 九州 炭を la 江 津の 方に 
廻して、 之を 取る と 云 ふ有樣 、昨年な どは 終に 此常 
磐 地方に 現に 其 礦業を 持つ て 居る 者が、 自身に 此山 
を 持つ て 居つ て、 さう して 安く 石炭を 求む る 事の 出 
来る 者が、 此 輸送力の 無い 爲に 運搬す る ことが 出来 

ない、 已むを 得 ませぬ から、 高い 船賃を 出して 直 江 

津 方面から 揚げなければ ならぬ と 云 ふ 有樣で あつた 

ので、 それで 是は餘 事であります が、 碓氷峠の 此頃 

の捧事 に 付て、 少しく 皆さんの 御 參考に 申 述べて、 

政府の 反省を 促したい と 思 ふ 事は、 如何に 此 碓氷峠 

の g 遂 力と 云 ふ ものは 闲難で あると 云 ふこと を、 少 

し电 述べて 見たい、 昨年 別な 事であります けれども 

農家が 主食物と しては 米麥 であります けれども、 第 

二は 年中 之を 利用す る 所の 味噌の 仕 入を 爲 して 居る 

それから 秋に 至れば 菜 大根と 云 ふ ものを 一の 食料と 

して 居る、 農家は 此三つ を 以て 生活を 爲して 居る の 

であります、 所が 昨年 此仕 入に 際して S をす つかり 

煮込で、 今 將に仕 入を 爲さん とする 時に 方つ て、 鹽 


が 無い と 云 ふ、 それで 非常な 騒ぎに なりまして、 長 
野の 商業 會議 所 vr く ほ 上田の 商業 會議所 等ょり 委 負 
を 派して、 大閜 省に 參つて 其 事情を 陳情し、 或は® 
道院に 向つ て 運 按耍 求を なして、 色々 調べて 見ます 
と 其 時 (3; 哚 旣に阐 ほ 十分 出 來 てあつた けれども、 此 
運槌の 出来ない 爲 に、 此仕 入を なす 事が 出来ないで 
折角 農家の 豆 ほ 大多數 之を 閼收 に歸せ しめたと 云 ふ 
やうな 場合に なつた、 此當 時の 縣 民の 怨聲と 云 ふ も 
のは、 鐵道は 國有 となり、 鹽ほ專 賢と なる、 政府が 
之を 爲さ うと すれば、 吾々 の 生命は —— 政府に 殺さ 
れて 仕舞 ふので あると 云 ふやうな る怨聲 を發 した 事 
ほ、 實に甚 しかつた のであります、 斯樣な 如く 輸送 
が少 いのであります から、 石炭 TX ども 十分に 運ぱれ 
ない ことは 當然で ある、 所が 此碓 氷と 云 ふ ものが、 
根本ょり して 改正 工事を なすと 云 ふには、 假令 其方 
法は 立ちましても 容易に 出来ない 事で ある、 容易に 
出来ない 事であります けれども、 砟かな 改良で、 餘 
fs 此牽 引力を 增す ことが 出来る であると 私共は 信じ 
て 居る、 それは どう 云 ふ 事で あるかと 云 ふと、 今日 
彼の紊 引力と 云 ふ ものは、 御 承知の 通り 雷 氣力 と汽 
熟 力と ii 方用ゐ て 居る のであります、 m 氣の 力で 遺 
れぱ、此横 )|] !111 井澤間が四十分で達することが出來 
る汽熟 力に 依る と 一時間 二十 分 掛かる、 之を m 氣に 
改めさへ すれば 餘稈 牽引力を 咐す のであります けれ 
ども •政府は 是が 計畫を 爲さな い、 然らぱ 電氣の 供 
給が 缺乏 致して 居る かと 云へ ば •承る 所に 據れ ば、 
彼の 發電 所は 二 千 「キ a ヮット」 の 供給が 出来る の 
である、 然るに 現在 使つ て 居る のは 此 半分 一千 r キ 
ロ ヮット」 しか 使つ て 居らぬ でございますから、 電 
氣汽關 単 さへ 描へ れぱ 之を 增す ことが 出来る のに、 
之を 增さな いと 云 ふやうな る ことほ、 農 商務省な ど 
の見る所が，東京の眞ん中で少さな官妒が生活に闲 
ると 云 ふこと が 毎日の やうに 耳に 聞え 目に 見える か 
ら、 僅 か 二十 圓か 二十 五圓か 上つ たと 云つ て も 非常 
な 騷ぎを 致します けれども、 田舍の 百姓が 此 年中 用 
意を 致さなければ ならぬ 所の 味 ', t の 仕 入が 出来ない 
其 仕 入に 向つ ては 自分が 申して は 甚だなん で ござい 
ます けれども •此仕 入には 一時に 金が 要る ことで あ 
るから、 隨分私 が 融通を 付けて やつた こと も ある、 
所が 折角 煮ました 物は 腐敗せ しめて* 再び 又 要求し 
なければ ならぬ ことは、 眞に 涙を 出して 眞に其 恨を 
言 ふこと であります、 斯樣な 慘狀は 政府 者は 能く 御 


览にな らな い、 餘〇感 じない ので ございます ,- r れど 
も •若し 此 w il の 事情を 御. VK 知であるなら ば*  G is 
亲 引力を 咐す計 f ru: 位は 是非 やらなければ ならぬ 笛で 
あると 私共は 信じて 居る、 それから 此 常 S? 方 ris の 石 
炭を J11 らうと します と： さう すると 此今 の i? :1i が •个 
足である，斯う云ふことになつて居りますから !}£ 岱 
—— 束 部 管理局なら IU- 部 管理局の 货屯 係な どは、 非 
常な 苦心を 以て 色々 の經營 を 塔して 居る 所が •是は 
貨車 さへ咐 します れぱ もつ と 工合が 能く 注く ので あ 
〇 ますから、 之を 木 員な ど 行つ て ^ ると 云 ふと 日本 
の 今日の 設 ('11 では •w :ql を ivi しても 寅 際に 運搭 する 
所の 力がない と 云 ふこと を 言は れま すが、 決して さ 
うでない， まつと 車が％ して 融通の 出來た 時には， 
ずん  <通 行が 出来る •それから 又 各； 3： 車 松に 行つ 
て 能く 聞いて 見ます と、 貨萆 さへ 澤山あ れぱ此 方は 
幾らでも S られ ると 云つ て 居る •期 棟な ことで ござ 
いますから、 國家が 今日 位 WE. であるなら ば， 政府 
はもう 少し 急激に 此貨車 の 都合を 計り >  機關 璀 の咁 
設を 計 りましたならば， 今日の 如き 有 樣でな く往く 
であらう と 私 -: t!- 信ずる のであります、 さう 云 ふ 次第 
であります から， 先刻 長 田 君の 言 ほれる 通 〇、 私 ii 
斷然是 に 於て 爲し 得られる 丈は 輸出を 制限を される 
のが、一番栽務であらうと思ふ，輸出はどう云ふこ 
とで あるかと 云 ふと、 內 till. ' の 需用は 二 千 一 百 萬 噸 で 
轍 出は 二 百 三十 萬噸で ある， さう すると 内地の ffl; 用 
に對 して 一割 二 三分の 數 itt は 外阈に 必ず 出て 居る の 
であります、 若し 此一一 百 三十 萬 噸の石 炭の 輸出を 禁 
ずると 云 ふこと になり ましたなら ば* どうしても！ 
千 五百艘 位の 船が 浮いて 來 る’ 此 船と 云 ふ ものが 是 
は 外國に 運ぶ ものが •沿岸 航路に 之を 用 ゆると 云 ふ 
ことにしましたならば、 倍の 用は 爲す であらう •さ 
うすれば 三千 艘の 船が 一一 千 W と 致しましても 浮いて 
来る •左樣 致せば 此 il!c 搬 の圓滿 なる 所の 効果を 収め 
ると 同時に， 一方には 一 削 三分の ® 出を 減ずる と 云 
ふこと になる、 併ながら 之を 仔細に 考 へて 見ます と 
云 ふと、 全部を 之を 禁ずる と 云 ふことは •到底 六け 
敷い ことで ありませ う* 然らぱ 是： (X 半減で も 1: しい 
三分の 一で も {几し い 物の 傲の 上る と 下る と 云 ふこと 
は、 (1 の 需用 供給の 羞 より 生じて 来る のであります 
から、 一面に 三分の 一 減ずる と 同時に、 一而には 船 
の 融通と 云 ふ ものがず つと 浮いて 參 ります から， 此 
炭價の 調節を 計り、 需用 供給の 間を 圓滿な らしめ る 
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と 云 ふこと には、 大なる 効力を 有する と 思 ふので あ 
ります、. 故に此 汩 の是に 至つ たと 云 ふやうな 點 は， 
先刻 御斷り 致しました 通り •私 ほ 玆に多 辯を 要し ま 
せぬ、 前の 質問に 言 ひ ■してあります から それは 述 
ベ ませぬ が、 兎も角も 政府は 是に 於て 輸出に 對 する 
制 PM 若く は 禁止を する 叫の 窟思 あり や 否や， lit 點を 
政府の 所見を 質したい と 存じます、 第： には 政府が 
唯今の 如く 獨り石 炭の みならず、 總 ての 物貨の 輸送 
力が 完から ざる 爲に •非常な W 雖を 致して K- るので 
あります から •此 際には もう 全： 速力を 以て •貨車 若 
くは 辟關革 の佾 加を 計りまして、 今日の 如く 不圓滿 
なる 所の 輸送を 爲して ir ると 云 ふやうな ことのない 
やうに する の 所信が あります か、 どうであります か 
之を 承りたい、 先刻 申しました 通り， 山の 此礦 山に 

は 產 出した 所の 石炭が •常 磐な どに あつて ii ますれ 

ば 渾山 ある 、_々澠 搬の m 來な い爲 に此 表から 往つ 

て： 5 て も澤山 ある やうで あつて. ! S の 需用 者には！ f 

阳を感 じて 居る、 饨 かの It い 石炭を ずつ と 碓氷峠で 

私共の 方へ 往くや うな 奴が、 高い 石炭を 態々 日本海 

に 廻して iT けて 仕舞は なければ ならぬ， 斯う 云 ふこ 

とになる の も •政府の 鐵道 に對す る 所の 施設 51 しき 

を 得ない 爲に •斯棟 な 結果を 產 出した ことが、 甚だ 

大なる もので あらう と 思 ふ. で 斯様な 次第で ありま 

すから、 唯今の 二 點 に 付て 政府の 所見を 承らう と 云 

ふ 私の® 思であります •餘 り！^ の爲 に隨分 皆さん 

の 御迷惑に なつて 居る やうに 拜察 致して 居ります か 

ら •保く  g 單に是 丈の SJI を屮 して S きます" 

〔拍手 起る〕 

0 副 譎長  C K 旧 ^ 松 r-<f l 質 1!!] 第 四 •一 ;' 房 ; Y; 郎君。 

四日® 日 支 兩協 約の货 行 並 支那 鐵鑛國 有 

に關 する 質問 (一 f-v 房 治郞君 提出〕 

日 旗日 交 兩協 約の K 行 並 支那 铉鑲 ® 有に 關 する 

質問 主意 ® 

右成 規に撺 り® m 候 也 

大正 七 年 二月 二十 六日 

提出者 一宮 房 治郞 

賛成者 土屋淸 三郞外 三十 人 

日露 日 支 雨 協約の 實 行並茭 那鐵 镅國 有に 關 

する 竹 間 主 

一前 内聞 當時 日 ^ 協 : 1:-, 成立し 我 か M3 は Bi 淸鐵 道 の 

I 部 讓受及 松 花 江 航通擗 を 得たり との說 あ 〇 之 

と ffl 紛き 大隈前 首 相 以下 妁 露 關係 者の 授擗あ 〇 


然るに 爾後 同 件に關 して 何等の 消息を 聞かす 其 
の 後の 成 行 如何 

二 滿蒙 に關 する 日 支 協約は 締結 後旣に 二三 年を 純 
たり 然るに ^ 約の 不備と 支那 官憲の 排日 的 行動 
とに 法り 同條 約の 骨子た る 商 ？ [I は 殆と 有名 無實 
、の觀 あり 木 間 題と ffl 要關 係を 有する 滿 蒙の 區劃 
潦西間 題 及 商 租に對 する 見解 並 其の 處置如 何 
三日 S: 協約に ffi り搏揭 したる 鞍 山站外 八箇 W の 鍋 
山は 1 1 三の 例外を 除き 勝 約上褪 利の 實行不 可能 
に 在り 之に 對する 政府の 處置 411 何 
四 支那 政府に 於て 鐵羱假 規則を 發布 し鍅 鉞阈有 主 
義を實 行せ むと する 結果 M 凰 山桃冲 其の 他 邦人 
の關 係せ る鐵鑛 は 大影锻 を 受け 對支 鐵瓣 經營を 
困雜 ならしめ つ V あり 之に 對する 政府の 處 置 如 
何 

右 及 質問 候 也 

〔一 5 C 房 治 郎君 登榷〕 

〔拍手 起る〕 

0 一宮 房 治 SB 君 木 員は 播 めて簡 單に 日露 協約の 其 
後の 經 1 r 日茭協 約 其 後の 實 行、 並 支那 谣纊阈 有 問 
題に 關 する 政府の 所見を ほんの 簡單に 承りたい と 思 
ひます、 日露 協約は 是は 外交 上の 幽靈 でございます 
私が 政府に 問は んと欲 する 所の ものは、 此 外交 上の 
幽靈に 對 して 其正體 を 見せて 戴かん ことを 希 闺する 
ので ございます、 大正 五 年の 頃で、 ございました が， 
我 全 ^ の 新聞 ほ 日本と 露 西亞 との 間に 協約が 成立 致 
しまして、 我阈 が說西 亜に 對 して IM 器を 供給す る 代 
りに •露 西亞 から 致しまして は 松 花 江 以南の 3> 淸鐵 
菹黑 龍 il: 並 松 花 江の 航海 ffl を， 我 國に髁 渡す る こと 

になつ たと 云 ふ 事を； $ へたので あ 〇 ます •當時 我 全 

國の蒴 聞 紙は 大隈 內閣が 外交 上に 於け る 一大 成功で 

あると 致しまして、 iffi を 揃へ て大隈 內閣を 讚美した 

もので •こざいます、 是と絝 きまし. て當時 外交の 常 局 

者た る大隈 首 W 石 井 外相 並當時 露® 駐劄の 大使で あ 

りました 所の 現 首相 本 野 (笑 聲起 る〕 現 外相の 本 野 子 

辟な どは* 悉く# 餅の 恩命に 接した ので ございます 

當時供 人は 其 昇爵の 原因を 想像 致しまして 斯る 外交 

上の 大成功に 對 する 當然の 報酬で あると 致しまして 

何等 之を 異しむ 者は 無 かつた ので ございます、 所が 

意外に も此 日露 協約なる ものは 其 後 果して 何 處に消 

失せた ので ございます るか 今日に 至る 迄 吾々 は 其 正 

體を發 見す る 事が 出来ない のであります、 當時此 間 


題が 樞密蝴 問の 問題に 上りました、 石 井 外相は 之に 
答 辯 致しました、 此問題 は 大體に 於て 決定を 致した 
唯々 鐵 道の 價格賠 償 如何の 點 に 於て、 未だ 決しない 
ので あると 云 ふ 甚だ 苦しい 答 辯を して 居る ので あり 
ます •國 家の 軍： 大なる 所の 外交 上の 機密が、 * だ 成 
立し ない 間に. 大 下に 漏洩を した、 是ほ實 に 管 船 問題 
以上の 大問 題で あると 私は 信ずる のであります、 其 
結果 ! 3: —— 之に 對 しまして 甚 しき 反感を 3 :へた 其 結 
果で & り まする か、 どうであります るか •今日に 至 
る 迄 も 旣に二 年になります けれども， 此 日露 協約な 
る ものが 果して どうな つた かと 云 ふ 事 ほ、 本員 首め 
世人 悉く 之を 知らないので あらう と 私は 思 ふので あ 
ります， 諸君， 是が 外交 上の 幽靈で なくて 何で ござ 
いませう， 日露 協 3:-] なる ものは 實に 天下に 於け る M 
も 奇怪なる もの、 一間踢 であります、 今日 西 比利亞 
方面の 形勢が 非常に 重大に なつて 參 りまして， 我國 
の： € 比利亞 及北滿 方 ! fti に 於け る關 係と 云 ふ もの if 
非常に 重大に なつて 參 りました •此 重大なる 關係が 
起る に付きましても， 吾々 ! 3: 常時 lit 間の 耳目を 聲動 
致しました 此協 約は. 果して 如何なる ものである か 
と 云 ふこと が 先づ 一番に 頭に来る ので あ 〇 ます、 若 
し 前內闐 で 申して 居りました 事が 事實 でありまして 
單 に價枰 の點 のみが 決して 居ない ものと 致しました 
ならば •其 後 勿論 露凼に 政！！ はありました けれども 
現內閣 と 露 國 -t の 間には 十分 交涉の 時間が あつたの 
でございまする からして •此協 約の 結果が 果して 如 
何に (Ig fr いて 居る か、 帝國の 利 ffg 其 1l!i にも 非常に 重 
大な る關 係を 有する もので ございます るから して* 
私は 此 問題に 付て 政府の 詳辄 なる 御 說 明を 承りたい 
と 思 ふので ございます、 勿論 本 問題は 外交 上の 機關 
に厫 する 事で ございます る けれども •今日の 如く 露 
西亞が 既に 斯る狀 態に なつて 居ります る 以上 ほ •最 
¥ 此 問題を 祕密に 付す る 必要 (X 無い ので あらう と 思 
ふ. 政府は 此際此 問題に 付きまして， 詳細なる 御說 
明を 承つ て、 チ 下に 於け る 疑惑を 解く と共に •吾々 
の 西 比利亞 及北滿 方面に 於け る li 悟と 自信と を 決せ 
しめられん ことを flf» に 希望す るので ございます (拍 
手 起る〕 第二に 承りたい のは， 日 支 協約の 實 fT の 事 
でございます， 日 交 協約 ほ 所謂 前 内 間 唯一の 外交 上 
の 成功で ございまして •是が 爲 めには 利益になる 國 
家の 騷動 を來 して •得た 所の 唯一の 權利で ございま 
す、 所が此 日 支 協約なる ものが、 本 M 等の 見て 居る 


所に 依ります ると、 旣に 三年 近くになります けれど 
も， 其 實行ほ 殆ど W 難であつて， 是が爲 に滿 州に 於 
ける 我 ^ の 利® •と 云 ふ ものが •何程 進んだ かと 云 ふ 
ことに 付て、 非常なる 疑問と して 居る ので •こざい ま 
す， 此事 に付きまして は 此實 行が 闲雖で あると 云 ふ 
ことは-®々 なる 原因 4 ございませう が* 其 重なる 
Ei w は 所謂 支那に 於け る a 本人に 對する 一種の 反感 
即ち 過般 我 同僚 伊東 君が II'! された 所の、？！ 洲に 於け 
る 排日 熱で あらう と 私は 信ずる のであります-過般 
本 野外 相は 吾々 ほ； f 洲に 於て • 緋 日 熟が あると 云 ふ 
事を 認める ことが m 来ない と 云 ふやうな 議論で ござ 
いました が、 ai. rl 々の 觀 まする 所で iT 滿洲に 於て は 
拭うべからざる 所の 排日 熟が、 支那 人の 頭に 深く 印 
象され て 居る と 思 ふので あります、 其 原因は 種々 ご 
ざい ませう が， 其 # も 重なる 原因の 一は， a 5«/ v 協商 
の 際に 於き まする 我 政府の 失態と， 其 後に 於き まし 
て 起つ た 所の 所謂宗 社 黨事 件なる もの ゝ、 支那 人を 
罟し めた 事と •此二 大 I5K 因が 最も 支那 人の 頭に 强く 
印象 致しまして •我 國に對 する 反感を 拭 ふべ から ざ 
る狀 態に 陷れ たものと 私は 信じて 疑 ひませ ぬ、 此排 
日 熟の 熾ん な 事に 付きまして IX 過般 同僚 仆柬 fr か 
らして 委細の 說明が ありました から、 私は 玆に 之を 
省きます るが、 此 排日 熟 あるが 爲 r、 日 支 協約の 實 
行と 云 ふ ものが 非常なる W 雛に 陷 つて 居る， 此 排日 
熟を fe1 和す る爲 めに •我 當局 者は 果して 如何なる 措 
置に / I', でられて 居る ので あるか どうか、 又 此日茭 協 
約が ^ ど實行 不能の 狀態 に陷つ て 居る 次第で、 原因 
ほ 即ち 條約其 もの、 間に 非常なる 疑義が 多い •條約 
の 決 5H が 甚だ 不完全で あつて， 支那 人を して 其 間に 
乘じて 種々 なる n 實を 利用せ しむる 餘地が 多い と 云 
ふこと が、 最大なる 原因で あらう と 思 ふ、 さう して 
見ます ると •我 國の稲 利に 於て 即ち 商租と 云ふ櫸 利 
に對 して •最も 深き 利益 關 係を 有して 居る滿 洲 蒙古 
と 云 ふ もの、 境界に 付て、 條約上 何等の 決定がない 
又當時 當局 者の 報告 さる ゝ所 1.- 法り ますと、 商租と 
云 ふ ものは 殆ど 所有_ と 同じ やうな 糊 利で あつて • 
三十 年間の 抑 限附 であつ て も •無條 件で 之を 更新す 
る 事が 出来る、 一 稀 所有褪 の 假裝 した ものであると 
云 ふやうな 話が ありました けれども •此條 約 文面 か 
ら 見ます ると、 種々 なる 解 釋が其 問に ni 來 るので あ 
ります， 現に 支那 政府の 如きは 商 粗權と 云 ふ もの ほ 
三十 年を越え る 事は 出来ない、 詰り 三十 年以內 に 於 


日露 日 支兩協 約の 實行並 支那 鐵镯國 有に 關 する 屑 問 並 一宮 房 治郞の W 問演說 


四 八 七 
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東京 I rfr 政に 関する I fr 問 並 礴部 尙の贸 問 I ,vi 說 
て、 無 條 件で 之を 更新す る ことが 出 來 ると 云 ふやう 
な 解轉を 下して 居ります るが. 斯か る解择 を 下す こ 
とが 出来る や 5 な不完 令： なる 契約で あつたので あり 
ます、 其 他 種々 の あらを 搜して 參 ります と-種々 ご 
ざいます が. 支那 政府に 於き まして ほ •此條 約の あ 
らを搜 して (支那 中央政府の 所謂 内務 部から して， 
商租須 知、 商租心 得と 云 ふやうな ものを 备地方 宮に 
配つ て S きまして •此不 完金な る條 約を 爬縱抉 剔し 
て、 我 ^ をして 商租に 到底 堪へ得 ないやうな 苛酷な 
解釋を 下して 居る のであります、 是 'か 爲にあ れ程大 
騷ぎ をして、 あれ 程の 襪牲を W つて 我 國が搜 得した 
日 支 協約と 云 ふ ものが、 現在に 於て {X 殆ど S 行 不可 
能狀 態に あると 申しても 敢て 過言で ほない ので あり 

ます •元来 現 首相 赤 內伯ほ ，滿蒙 問題に 付て ほ 非常 

に 熟 心で あると 傳 へられて 居ります' か •滿洲 に 於け 

る 谷 外交官 及 領事 官は ，案外 此 等の 問題に 對 して不 

熟 心であつた， 勿論 此 等の 條約が 甚だ 不備で ありま 

する が 爲に 、之を 有力に 解釋し •之を 有効なる もの 

に 引 K すのは 非常なる 努力を 要するに 相違 ありませ 

ぬが、 寺 內 首相の 御 熟 心に 似ず， 所謂 親の 心 子 知ら 

ずで、 彼等は 甚だ 冷淡なる 態度に 出て 居りまして， 

是 'か 爲に 滿洲に 於け る 帝 阈の辟 濟的發 辟、 又は 條約 

上當然 1-! 行せ らるべ きもの も 甚だ 心細い 次第で ある 

ことは •私が 玆に斷 言して 憚らぬ 所であります、 此 

等に 對 しまして 政府 當局は 果して 如何なる 處置を 執 

られつ、 あるか、 如何なる 御 見解を •取られつ k ある 

か>  糙 しく 申 上げる と 甚だ 長くな ります から* 私は 

大體 政府が 此日支 協約の 實 行に 付て， 如何なる 處置 

を 執り、 又 如何なる 努力を して 居る かと 云 ふこと を 

承りたい と 思つ て 居ります 、第三は 支那の 鐵鑛國 有 

問題であります、 是が我 國の鐵 工業の 上に 非常なる 

影 1 ::を 来して 居ります， 御 承知の 如く 今日は 所謂 鐵 

の 時代でありまして •鐵の 自足 自給 •進んで は鐵エ 

業の 殷盛を 来し ませぬ ければ， 國 家の 發展ほ 到底 望 

み 得られない のであります、 現今 - IIJ: 界に 於き まして 

强 0 と 言 ほれる 諸國に 於き ましては •一國 として 鐵 

エ 業の 發展 して pr ない 國はな いのであります、 米國 

に 於き まして ほ、 戰前二 千 萬 «1 の 年產 額の あつた も 

のが、 今日に 於て ! 3: 旣に 四千 萬噸の 年產額 を 持て 居 

る、 英 、佛 、獨 ，露 其 他の 國家に 於き まして 本 •赖 

前に 於ても 旣に數 百萬噸 の 年產額 を 持って 居た やう 

な 次第であります、 所が 之に 反しまして、 我が 日本 


の 製 锊 所と 云 ふ もの (3: 甚だ 心細い 次第でありまして 
僅に 三 四十 嘲の 產額 しかない ので •其 主 もなる 鋩の 
需要ほ*悉く之を米國其他に仰いで居りました、一 
度米國 から 鐵の铙 入を 禁じられ ますれば、 我國の H 
業 上 又 國防上 殆ど 死地に 陷ら なければ ならぬ と 云 ふ 
やぅな ®: 憾なる 境涯に なつた のであります •最近 米 
國に 於け る釾鞔 出 禁止 問題が 起り ましてから、 帝 國 
に 於て は鐵の 自足 自給と 云 ふ 問題が 非常に ^ んにな 
つたので あります •帝 阈ば御 承知の 如く 甚だ 天恵に 
乏しい 國で ありまして •此 乏しき： 太 惠を以 て 自足 自 
給 進んで 13; 世界の 鐵の 供給 W として、 -IH; 界に 有力な 
る國 家と なると 云 ふこと ほ* 到底 是は 望んで 得べ か 
ら ざる 狀態 であります、 此 意味から 致しまして、 鐵 
の 所謂 自足 自給なる 意義を 茭 那に擴 張して、 1U: 界に 
於て 最も 豊富で ある 所の 支那の 筠を 利用 致して、 帝 
國の鐵 工業を 盛に すると 云 ふことは 識者の 何人も 異 
存のな い 所でありまして、 吾 5S の 贅言を 要しない の 
であります 、所が 此茭那 から 鍅の分 與を受 くる 事に 
對 しまして-一大 打擊 になります のが、 即ち茭 那の 
鐵 M 有 間 題であります、 支那は 元 來此鐦 業に 付て ほ 
外資 轍 入 主義を 取つ て 居りまして •其鑛 1-11 條例に 於 
きましても. 半分の 資本は 外 M に 之を 募り •支那と 
外國 との 資本の 間に合 辨と云 ふ 事を 認めて 居ります 
所が 今 [H1 ほ 之に 舞して 非常なる 制限を した， それが 
詰り茭 那鐵國 有 主義の 前提でありまして、 其 制限の 
出た のは 大正 四 年 十一月 二十 五日に 發祁 された 鐵鑛 
顿 行 辨 法と 云 ふ假 規則でありまして、 今 其 內容を 申 
上げます と* 詰り 其 內容ほ 是で あります， 一、 中國 
商人に して 鐵鑛の 試 採掘を 申請す る もの あれば‘ 農 

商 部ょり 資格の 密杳： 事情の 體察 を爲し •大總 統の特 

別 裁可を 請 ふて、 官 督商辨 或は 官 商合辨 とし、 鑛業 

條例及 其 關係諸 法律 內 の® 先 權に關 する 規定を 適用 

しない、 前項 鐵鑛を 試 採掘 せんとす る 公司は •須ら 

く 完全に 中國の 資本を 用 ふべ く， 鑛業條 例 及 其關係 

諸 法律 內中 外合辨 鑛 業の 規定を 適用し ない、 鐵鑛を 

試 採掘せ んと する 公司に ては、 技師を 除く の 外洋 員 

を I 外國 人を 屌傭 する ことが 出来ない、 鐵鑛を 試 

採掘す る 公司に て產出 する 鑣石は •政府で 買 收を望 

むと きは® 先に 之を 買收す る ことが 出来る •若し 外 

國 人と 會社' か賣買 契約を 締結す ると き ほ、 農 商 部の 

許可を 得なければ 無効で あると 云 ふやうな 規定で ご 

ざいまして ，詰り 從來 外國 人に 希望して 居つ た •此 


鋪 業を 絕對に 閉鎖して 外務錢 商 部 政府の 許可と 云 ふ 
蔭に 隱れ て， 全然 外 kg に對 する 此鐵の 供給を 社 絶し 
やうと せらる、 所の 法令を m したので ございます、 
又：史 に 今年の 二月 八日に、 鐵鑣公 司 監督 規則と 云 ふ 
ものを 出して、 從來 外！！ 人に 對 して 鑣石を 供給して 
居つ た 支那の 羝鑛 ir ird: :、 又 (3: 外 ^ 人と 共同の 會社と 
云 ふ ものは、 今後 原 鑣を 外國に 供給す る 場合には、 
政府の 許可を 得なければ ならぬ と 云 ふやうな >  1 種 
の 排外的 鑛業條 例を m しまして 、從來 外國に 供給し 
て 居つ た 所の 鐵を 悉く 支那の EJ 身の 手に 收 めて， 一 
種の 鐵鑣阈 有 主義を 實行 致しまして， 日本に 来て 居 
る 所の 原鑛の 供給を 殆ど 杜絕 しやう と 云 ふやうな • 
法律 規則を 今度 ほ 制定した ので ございます、 御眾知 
の 如く 我 園の 鐵 工業は •支那の 原鑛を 利用す る こと 
に 依つ て 自足 HE 給し 又發 達する ので ありませ ねば、 
其 將來と 云 ふ ものは 實に 寒心に 堪へな い 次第で ござ 
います •然るに 今回 期の 如き 支那が 法令を 出し まし 
たの ほ>  從來 我國に 供給して 居つ た 所の、 此茭那 に 
於け る鐵鑛 をして •悉く 其 門戸を 閉鎖して， 我國に 
於け る鐵 工業の 基礙を 危險な らしむ る もので ござい 
まして、 實に我 國の鐵 工業の 將 來に對 して •寒心に 
堪へな い 所の 重大問題で あらう と 思 ふので ございま 
す、 例へ て 申します ると •現今の 起業 1 +> にあります 
る 所の 東洋 製鐵は ，支那 安微に 於け る 桃 冲鐵鑛 から 
原 鐵を 仰ぐ ことにな つて 居ります •又 我 製鐵 所は 漢 
冶 萍の鐵 鍋から 原熝を 仰ぐ ことにな つて 居ります る 
が、 是 等の 鑛業會 社が 將來我 國に對 して、 今日 以上 
の鑛石を供給する場合にほ、必ず政府の許：？を仰が 
なければ ならぬ と 云 ふの が •今回 發布 されました 所 
の 鐵鑛國 有 規則の 原則で ございまして* 是は 即ち 許 
可の 名義に 依て •是 以上の 供給を 外國に 杜絶し やう 
と 云 ふ 一種の 奸 策に 外ならぬので ございます •此問 
题ほ實 に 我國家 の鐵 工業に 對 して •非常に 重大なる 
問題と 考へ るので ございます るが、 之に 對 して 我が 
外務 當局は 果して 如何なる 處 置 を 執つ て 居られます 
るか、 是が私 の 聞かん と 欲する 所で ございまして、 
噂に 聞きます ると， 此鑛 業條 例と 云 ふ ものは、 根本 
的に 之に 對 する 決定を する ょりも、 寧ろ 現今 問題に 
なつて 居る 鳳凰 山 其 他の 問題を 決定して、 然る 後に 
之を 決定したい 希望で あると 我 公使館で ほ 言うて 居 
る さう でございまする が •此 鳳凰 山鐵鑣 問題と 申し 
まする ものは、 其 裏面に 種々 なる 情 實が蟠 つて 居 〇 
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まして •到底 容易に 是は決 定 する こと o iii 來な いも 
ので ございます、 此闲 難なる 外交 間 題を 決定 L て、 
巧る 後に 此鐵鑛 問題の 根本 問題を 決定し やうと 云 ふ 
こと (3: •所謂 本末を 頭 倒した 蓮 ii で ございまして、 
斯の如 き fli では 到底 此支那 の 排外的 鋦楽： :'il :M を 似 W 
させる ことは W 雖であ らうと : 14 は 考へ るので ござい 
ます、 之に 對 しまして 政府は sn 何なる / K 匬を弑 〇. 
又は 執らむ とする かを 私 ほ 外務 當局に 向つ て 承りた 
いと 思 ふので ございます •尙ほ 申 落した gf も渾山 ご 
ざいます やうで ございます るが •餘 が 長くな 
りまして ほ 諸君の 御 俺 怠を 招きます からして、 私は 
もう 此 as: ほ是で 打 止めに 致します (拍手 起る〕 

〇 副 識丧 (谘 田！！ 松哲〕 i の 第五， 磯部 尙君 U 

五 Jli 京 市制に 關 する 質問 部尙哲 提出) 
東京 市政に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也  . 

大正 七 年 二月 二十 六日 
提出者 磯部  尙 
賛成者 小川 平吉外 三十 七 人 
東京 市政に 關す る® 81:中' 意 書 
一 東 M 市長の 銓衡 未た 決せす 市政の 弛® 銭す へき 
もの尠 からす 内務大臣は 尙 其の 監筲權 を 行使す 
るの 必要を lg めさる 乎 

一一 東京 府の海 嘯 被害に 對し 之を 棟 防す る爲 K 府 ほ 
如何なる 施設を 爲さむ とする 乎 
三 東京 m 並鄰接 町村の 膨脹に 對 し市府 行政の 關係 
上 政府は 之を 同一の 行政 跋域に 編入す るの 意 Ai.l 
なき 乎 

四重 要 都市 建築 法の 制定は 焦眉の急 務な 〇と認 む 
政府の 所見 如何 
右 及 W 問 候 也 
〔磯部 尙君 登®〕 

〇 礎 部 尙君苽 京 市政に 關する 質問と 題し ましたが 
質問者の 問は んと 欲する _旨 とは 大分 離れて fr るの 
であります- 朿京 市府を 中心と 致しまして* 市府の 
行政に 關 し、 32 務官廳 たる 內務 大臣は •如何なる 監锊 
1 £ を 行使せられ •稲々 の缺陷 に對 して 如何なる 施設 
を爲 さる 、 かに 付て、 本： S ほ 三 四の此 處に 問題を 拼 
げ まして、 內務 大臣の 御 答 辯を 伺 ひたいと 思 ふので 
あります 、第一は 東京 市長の 後！ if 鈴 衡間 題此問 題 
に關 して 內務 大臣 ほ 如何に 其 監督 機を 行使せ らるゝ 
かと 云 ふこと を 伺 ふので あります、 御 承知の SII く 東 
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京 市長が 闕位を 生じまして 以來 、旣に 今日まで 九 © 
月を 貼して 居る のであります、 成 s •東 M m と 中し ま 
すると， 水道 一つで も 一年に 一千 有餘萬 闾 の收 益を 
見る と 云 ふが in き、 大なる 都市に なつて 居ります、 
下水は 第一 期の 工事 許りで も 六 百 八十 萬 圓其 他市區 
改正の 事に 致しましても •亦學 校の 事に 致しまして 
も、 病院の 事に 致しましても •養育 院の事 に 致し ま 
しても、 どれ 一 つを 捉へ來 りましても •若し 之を 會 
社に でも 致します れば 、立 眼な 社長 第： 役と 云 ふ もの 
を耍 する、 大な る結擗 組辙 になつ て 居る ので ござい 
ますから •一人一人を 以 つて 絞 率せられ まして •尙 
ほ 帝 阈 の 首都た る 東京 市の 市長と して、 內 外交 涉の 
任に 當られ ねばならぬ のであります から、 隨分 重大 
なる 役目で ございます から、 適任者が 容易に 見付か 

らぬと云ふことほ、理 |1;1 はあると思ひますけれども 

十 室の 邑尙ほ 其 人 無き を®! へず 人才 欝然 たる 我 •か 帝 

都に 於て、 一人の 市長た る 苦が 無い と 云 ふことは、 

私は 惝實を 離れ 一史を 離れたなら •は、 削 じて ある ま 

いと 確信す るので あります、 今日 迄隨 分內 外社會 上 

御 忙 がしい 人々 が 銓衡 委 M となられ まして •斷ら る 

る ことの 明に 決つ て 居ります る 人と、 新に 見込を 付 

けた 人と を 候補者と して、 之に 寄り < 御 交渉な さ 

れ ました 事は， 私共 も是ほ 新 間 紙上で 拜見 致して 思 

るので あります、 然るに 段々 御 交渉の 結果、 適任者 

を 5 E る ことが 出來な い II 近に な 〇 まする と 云 ふと 目 

© 旧 男が 亞米利 加から 御 _ り になつ て、 新聞に 其 名 

前が 賊つ て參 ります と • « 處 で目贸 田 男に 交 捗を し 

て 見る， 田 尻 子 辟が ^ 計 檢査院 を辭 されて、 新聞に 

田 W 子爵の 名前が ^ 々 現は れる 、そこで 田 尻子擗 に 

交渉を して a る、 此の 如く 際物 師が 人氣を 寄せむ が 

爲に 、際物を 扱 ふが 如き 態度に 於て 此束京 市長と 云 

ふ ® 要なる 地位に 在るべき 人を 求めて fr る、 私 ほ 是 

に 於て 所謂此 統率者を (5!! きます る爲 に， 内は 統一を 

李：  〇 敏活を 妨げ •外 若し 國賓 等が 來京 せらる ゝ場合 

に 於て は、 如何に 帝 國の 首都た る {!§ 面を m すで あら 

ぅかと 云 ふこと を、 M だ © 趙 に堪 へぬ のであります 

今日 迄 旣に九 岡 月を 閱 し， 今尙 一人の 適 老を 見出す 

能は ず、 之が 今後 # 月經 つたなら ば •果して 此の 市 

長の 候補者が 出る で ございませぅ、 道聽 途說で ござ 

いますれ ども、 本年の 六月に IX 市 位 謎； S の總遝 擧が 

ある、 それ迄は 市長の 銓衡を 暫く 止めて S いた 方が 

宜か らうと 云 ふ、 奇怿な る M te が 辟 It つて ft るので 

東 Ml 市政に 關する 碑 部 Mil の 竹 問 河 說 


あ 〇 ます、 私は 内務大臣が 地方自治の 上に I 市政 
の 上に 干渉を せらる、 が 如き ことほ， 忌むべき こと 
として 御 trl りになります ことを |« と 致します* 成べ 
く 市政と 云 ふが 如き ものに •行政官が 指を 染めら る 
る ことは 望ましくない ことほ 御 同感で ございます. 
併ながら 內 外に 威信を 失つ て •遂に 帝都の 面目を 毁 
損する 5n き 今日の 場合に 於て、 已むを 得ず 內務 大臣 
が 此處に 指を 染められて • 睽 督權を 行使せ らる V こ 
とは、 確に ilsi 當の處 遛 であると 信じます、 其惡痕 跡 
を貽す 如き 拙劣なる 手段を IT はれないで •適 當なる 
處® に te て當局 者を 反省せ しめて、 適任の 市長を 選 
出することほ、私は極めて_事にあらずと信ずるの 
であります、 市長の 缺 きます る 故に 色々 市政 曠廢の 
事實が あると 云 ふこと ほ， 私共 耳に 致して 居ります 
此讅 3P に ほ 市會誘 員を 御 勤めに なつて 居ります る 御 
方 も 澤山御 ありの ことで ございます から >  本員は 寡 
聞を 以てして 彼此 申 上げず とも •能く 其 邊ほ御 承知 
の 事と 思 ひます が、 假に二 三の 例を 擧げて 申し ませ 
ぅなら ぱ ，一昨年 ic 京 市に 於き まして、 下水 新設撋 
張と 云 ふこと に付きまして 三百 萬圓を 計上 致した、 
之が 諸雜费 とし •て 十 ? i; 圓を 計上 致しまして、 之に 對 
して 國 家の 補助と 云 ふ ものを 受けられた と 思つ て 居 
ります、 然るに どれ 丈 其 X 事と 云 ふ ものを 進埗せ し 
めら れた かと 申します ると •三百 萬 圓に對 して ffi に 
三十 萬圓の 工事し か 進んで 居らぬ のであります、 而 
も 諸 雜费 として 計上せられ ましたる 十 萬 圓と云 ふ も 
のは、 一文 も殘 さず 消費せられ たと 云 ふこと を 承り 
及んで 尻り ます， 上水の 施設に f-J' きましても 亦然〇 
上水に fj- きまして li 幽々 X 事豫算 と 云 ふのを 提出 致 
しました が 大正 五 年度と 大正 六 年度と 施行 せらる ベ 

き H 事と 云 ふ ものが •今日 更に 著 手せられ て 居らぬ 

のであります > f.'.} fl. 更正 豫算に 依つ て 著 手 せらる ベ 

く g? 明せられ たる：— 事に 付ても， 今年 以て 何も 指を 

染めずに 恬然と 致して 居らる、 と ZC ふこと を 承つ て 

居る •又 彼の 公 ffl を 起 i して‘ 即ち 利子を 拂 ひま 

して 資本を 投じました 芝 浦であります とか* 或 (3; 平 

久町の ffl 立地の 如き ほ 如何で ございませぅ， 綷濟界 

洵に 不順の 時に 起工せられ たのであります から •思 

ふが 如き 結果を 街ら れな かつた でせ うけれ ども、 今 

R に 至りまして 旣に數 年になる に拘ら ず、 此の 資本 

が 罔 定を 致して 利子を 拂 つて 居る のみで、 之れ を賣 

却す るので もなければ 或は 賃貸を する でもな く、 何 


等 利 ； 11 の is を N ら ずして、 今は 塊 立地に 茫々 と 草の 
生 茂つ て 尻る 狀况 であります •築港 間 題に 付き まし 
て 之を 言 ふなら ば 如何で ございませう か、 明治 三十 
二 年頃に 市！ g  士等が 築港の 必要なる ことを 唱道 致 
されまして* 案が 成立した ので* こざいます けれども 
時の 政府の 反對に 依つ て、 其 時は 潰しました が、 後 
阪谷 氏が ®: 京 市長に 就任に なりまして， 熟 心 銳 意に 
築港 案を K 行を 試みられまして、 遂に 二 千 何 萬圆の 
築港の 案を 立てられました のであります けれども， 
是も 市會に 至つ て尙 ほ愼 重辨議 すべき ものな りと 云 
ふので、 其 儘に 掘り 潰しに なつて 居ります-其 後 築 
港 常設 姿 M が 確かに a かれまして、 旣に四 年 も 五 年 
も經 ちます に、 昨日 築港 委 M に 聞きます と-四 年間 
にたつ た 一度 招集せられ たと 云 ふこと であります、 
築港と； K ふ もの {3: 果して 班 京 市の 爲 めに 必要で ある 
かどう か、 築港と 云 ふ ものは 果して 竣工し 得らる X 
かどう か •築港の 費用の 負擔に 市民が 堪へら る、 
や 否やと 云 ふことは、 問題で ございませう、 m 來な 
いならば 出来ないで 宜しい 然るに 出来ぬ とも 出来る 
とも 付かず 常設 委員が 四 年に 一回 召集され たのみで 
東京 市民を して 歸趣を 知らし めぬ と 云 ふが 如きは- 
甚だ 不親切なる 行動と 言は なければ ならぬ ので あり 
ます、 是等も 矢 張 私 ほ 內務 大臣 ほ 御 監督に なつて 然 
るべき 筋合の ものと 思 ひます >  又 近頃 瓦斯會 社が 獨 
占の 弊と 云 ふ ものを 遺憾な く 暴露 致しまして、 報償 
契約に ® 々 反對 をし， 市民の 爲めに 甚だ 不利益なる 
營 業の 手段 方法を 盡 しつ、 ある ことを 耳に 致します 
是も獨 占 事業の 弊害であります から、 , H: しく 政府 ほ 
玆に 干渉す るな り、 監督 せらる X なり 致しまして- 
此獨 占 會 社の 弊害を 除く と： K ふこと に 御注意に 相 成 
つて 然るべき こと、 思 ひます、 道路に 付きましても 
最も 私は 政府が 如何に 監督 權を 行使せ らる i かに 付 
きまして 疑を is く ^ - であります、 

〔此時 副議長 ■田 國松君 議長 席を 退き 議長 大岡 
育造 君 著 席 J 

〇 磯部 尙君 諸君、 東京 市の あの 砂利の 道は 雨 降れ 
•は 即ち 泥澤 、風 吹けば 即ち 塵 煙、 全く 原始時代の 道 
路 であります、 此處は 文明の 最新 最高 速力の 利器た 
る 自動車 •か 遠慮 會釋な く縱橫 無 盡に 市内を lit けずり 
廻って、 此道路 を 破壊 致して 居ります、 あの 破壊力 
と 云 ふ もの ほ 恐るべき ものであると 云 ふこと ほ •  ¥ 
門 家から 承って 居る のであります が •帝に 道路の 破 


壊の みならず •今日 自動 単の 危險 である こと (i •日 
本 橋から 京 橋 迄 人力車を 夜驅 るの も 甚だ 笸險 の狀態 
にある ので あつて •唯に 道路が 交通 _關 として 充 !| 
を完 くせぬ のみならず* 治安 醤 察の 上から 極めて rit 
險なる ものであると 云 ふことは 中す 迄 もな く、 諸君 
も 日夜 御實驗 になつ て 居る ので ある、 此道路 を 如何 
にせん かと m 當局湃 に 聞く と >  完 く 金が無いの ださ 
うで ございます 、市 內に 於け る 六 間 以上の 道路を 修 
築す るには 千 七 百 萬圓掛 ると ic ふこと であります、 
然るに 年々 生ずる 剩餘帝 ほ、 m くべ し - 1* 萬 圓內 外し 
かないので、 立派に 道路を 新設 修築す る ことは 思 ひ 
も 寄らぬ ことにな つて 居る のであります， 過般 當 a 
會に現 はれた る 通行税 廢止 問題の 如き、 實は此 道路 
改修 築說 に K 意の 胚胎して 居る 問題に 外ならぬので 
あります、 東京 市 (i 此 通行税 全 廢に法 て 百 萬 圓を得 
隨て時 機を 見て此 百 萬圓を 道路 修築の 資に 充て やう 
と 云 ふの が、 抑々 此 問題の R 意で ありました •今日 
に 於て は 此 道路を 修築す る 费用ほ ，何處 から も 出途 
が 無い と 云 ふこと を 聞いて、 甚だ 戰慄の 思を なして 
居る •斯樣 なる 事に 付て 兎に角 人口の 程度に 於て 全 
國の一 一十 分の 一の 人口を 有する 大都市と 致しまして 
又產 業の 中心として 政治の 中樞 としての 我 東京 市に 
對し ては、 當該官 廳 主務官 廳と して 特に 國 庫の 補助 
をな すと 云 ふこと に 付て •考盧 を拂ほ なければ なら 
ぬと 思 ふので あります、 然るに 是 ほ 市の 事で あると 
云 ふが 5[ き御觀 念の 下に， 又 111 政に 干渉す ると 云 ふ 
嫌を 避けん が 爲に 、拱手せられ て 何等 監督 權を 行使 
せられず、 何等の 修築の 途を 講ぜられぬ と 云 ふこと 
は、 私 共 少しく 不親切では あるまい か、 御注意が 足 
らぬ のでは あるまい かと 云 ふ 事を 竊に疑 ふので あり 
ます、 即ち 第一 點 として 此 市長 銓衡の 問題， 並に 道 
路其 他の 問題に 付て、 內猫 大臣は 如何なる 程度の 監 
督權を 行使せ らる i か •又 行使せ ら る、 思 召が ある 
かと 云 ふ 事を 何 ひたいので あります •第二には 「東 
京 市 並 隣接 町村の 膨脹に 對 し市府 行政の 關係上 政府 
ほ 之を 同一の 行政 M 域に 編入す るの 意思な きか」 と 
云 ふ 問題であります •東京 市の 人口は 漸々 膨脹して 
參つて 、今日は 旣に二 百 四 五十 萬を： 4 して 居る さう 
であります 、產業 も是に 伴 ひ 段々 膨脹して. 旣に昨 
年度 ほ 四 億 萬圓 から 五 億 萬圓に 上り、 即ち la 前に 比 
較すれ ば 二 倍の 生產額 になつ て 居る のであります、 
隨て段 々雜鬧 を 極めまして、 道路は 狭隘を 感ずる に 
四 八 九 
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至りました 爲に 、貨物の 配送 意の 如くなら ず •又 物 
資の 集散 激爷 の爲 に、 甚だ 其 出を 完う する ことが 出 
来ない 程度に なつて 居ります •又 土地の If? 格 も 段々 
昂上 する から •市民 <3: 東京 市に 隣接したる 町村に 住 
居を 移し •此處 に 住居す る ことにな つて-郡部に 於 
ける 人口 も 段々 增 加し •年々 十 萬を 超す と 云 ふこと 
も 承つて 居ります、 即ち 何等の 紀律 も 無く 何等の 秩 
序 も 無く、 武藏 野の 原野に 住所を 求むべく 頻りに 展 
開し つ、 あるので あります， 旣に 本質 問の 提出 後に 
政府から 御 提案に なつた m K 改正 條例 改正案と 云 ふ 
ものを 見ます と •政府 も 恐らく 何等か 此點に 御 著 目 
に 相 成つ たものと 見えます が、 吾々 の茲 ふる 所は、 
近時 我東克 市に 神宮 道路と 云 ふ 問題が 起り ました、 
此 神宮 道路 ほ 矢 張 郡部に 15 する が 主として K 京 市民 

が 負擔 しなければ ならぬ、 其 設計に 參进 する 義務が 

あると！ K ふこと で •是が 問題に なつた と 云 ふ 事から 

して、 此市區 改正案と； K ふ ものを 御 提出に なつた で 

は ないかと 云 ふ、 一 ほ 懸念 もあります から* 此點か 

ら 見ましても 尙ほ私 は 質問を 爰 に揭げ る 必要を 認む 

るので あります、 隣接 町村を 市に 編入す ると 云 ふこ 

とは， 果して 市の 爲に其 利害 如何、 又 編入せ ら るべ 

き 町村の 爲に其 得 喪 如何と 云 ふこと ほ" 頗る 考盧を 

要する 間 題と 思 ひます、 隣接 町村の 件 民に 聽 きます 

と、 市に 編入され て 租税を 納める としても、 到底 東 

京の 眞屮の 如く 祝 車を 敷いて 吳れる ことは 容易で な 

い、 水道を 敷いて 吳れる ことは 容易で ない、 學 校を 

fit 設す るに 付ても 十分の 注 S を與へ て吳れ まいと 云 

ふやうな 、色々 の 把 髮を懐 いて 市に 編入を 朝まぬ と 

云 ふ 人間 も 多い やうに 承つて 居ります、 市 自身に 於 

て も是等 隣接 町村を m に 編入す る ことは、 隨分 重大 

問題であります， 坊間傳 ふる 如く 之を 編入して 棗 京 

市と 爲 すの 得 喪 BJ 否は 非常に 識者の 考慮すべき 問題 

と 3 S ひます が、 併ながら 今日 御實驗 あらせら る、 如 

く、 秩序 無く 紀律 無く 膨脹し •又 道路の 如き も 何等 

の 節制 無く擴 つて 居る ので •交通 上 衞生 上將た 風紀 

上洵 に强 ふべき 影# を 市 全體に 及ぼす ものであると 

思 ひます、 段々 唯々 膨脹して 仕舞つ て 後と で 之を 所 

謂 東京 市と して 恥ぢ ざる やうに 整理す ると 言つ て も 

無駄の 經 a も澤山 要し、 而も 尙 幾多の 不傾 不利を 忍 

ばなければ ならぬ と 云 ふことは •今日より 識者の 言 

を 侍たず 之を 見て [S かなければ ならぬ のであります 

傳 ふる 所に 依れば 政府は 先づ荒 川の 改修を 爲し 、此 


所に 菜 京 市府の 工業 地帶を 設定し， 又六鄕 川を 修築 
されまして、 川 崎 大森 附近を 工業の 安定 地と される 
と 云 ふこと を 聞いて 居る •又 傾 濱東京 間の 道路を 八 
間 以上の 大 道路と して •所々 に 運河を 堀 翳し •以て 
運 駝の 便を 圖 ると 云 ふこと である •斯の 如き 大計 畫 
をされ るの ほ、 國 家の 物に 洵に 慶事で あると 思 ふの 
であります が、 斯の如 く 設計した 曉に 於いて、 含く 
の 住民の 「サッ セッション」 は此 配列 調和と 云 ふか 
按排 調和と 申します か、 それ ほ 如何に 設計され る 御 
考で あるか、 今日 其 成算が ある なれば それを 承りた 
いと： K ふの が、 本員の 質問の® 旨であります、 將來 
に 於て 大 東京 市を 英斷 的に 高 K 的に 設計を すると 云 
ふ 事が， 府市 の爲に 利益 ありと 御蹵 になつ て 居る か 
何う かを 承りたい のであります* さう して 本日 御提 
出に なりました 此東 京市區 改正 條例 改正案と 如何な 
る是れ "fs IF 係* R ある 力と 云 ふこと を 承りたい と 云 ふ 
のが、 本員の 質問の 趣旨であります、 第三は 「東京 
府の海 嘯 被害に 對し之 を ?* 防す る爲 政府 ほ 如何なる 
施設を 爲 さむと する か」 と 云 ふので あります、 昨年 
の 十月 一日の 凄まじき 兹 風雨は •其 程度の 恐るべき 
こと、 人を 喪 ひ 家を 荒され， 闇夜 燈火 無く 飲む に 給 
水 無く、 電信 電話 電車 等 あらゆる 交通 運 轍 機 關と云 
ふ も ■の X 作用を 失 ひまして. 全く H 興 叫喚に 苦む® 
虐の 光景を 呈 しました ことは 今猶 諸君の 眼前に 橫つ 
て 居る こと、 思 ひます から 諄々 しく 此點に 付て 申 上 
げる ことほ 致し ませぬ、 人が 死し ました 數ほ五 百 五 
十四 人、 全潰 致しました 家屋は 三千 五 百餘楝 •半 潰 
の 家が 五 千 二百 餘棟 •床上に 浸水 致しました 家の 數 
が 十三 萬 四千 九 百餘 棟、 而して 財政 上の 損害を 計算 
致します ると， 是は 如何なる 基本に 依て I 如何な 

る 計算の 方法に 依つ たか 判り ませぬ が 深 川一區 の 損 

害の みで も 三千 五 百 餘萬圓 であると 計上せられ て 居 

る、 是は 東京 丈で も 郡部 迄の 全損 害を 計上 致し まし 

たなら ば、 實に 驚くべき 損害額と 言は なければ なら 

ぬのであります、 故老 傳 ふる 所の 統計に 依つ て 見 ま 

す 1 ると， 從來 明治維新に 成りまして、 五十 年間に 此 

所謂 高潮， 海 嘯， 大海 嘯と 云 ふ ものが 五十 年間に 三 

十回 も あつた さう であります、 其 中で も 最も 甚 しい 

大海 嘯は、 阼 年の 分を も 人れ て 七 回 あつたと 云 ふこ 

とで、 即ち 七 八 年 目に 一度づ 、大海 嘯が 我 頭上を ii 

来す るので あります、 政府は 河川の 氾濫に 對 しては 

—— 荒 川の 如きは 改修を 爲 し、 大工 事大 設計を せら 


れて 居ります が、 此七年 目 か 八 年 目には 必ず 一度 來 
りまして、 我 帝都を 襲 ひ •未曾有の 珍事を a» 成 致し 
まする、 高潮 海® に對 しまして は* 如何なる 計 ilE を 
せられて 居る かと 云 ふこと を 私 (3: 伺 ひたいので あり 
ます、 勿論 防波堤を 纽 造 せらる \ こと も. 其 一の 方 
法で ありませ う •又 海 並に 川に 面した る 方面に 堤防 
を 築く こと も 一の 手段で ありませ う、 或は® い 地面 
に 地 盛りを する 事 も 一の 方法で ありませ うが、 何れ 
.かは 之を 個人々々 の考に 任せて 置くべき 事で ない、 
國家 として I 爲政 者と して 親切なる 考を 以て 居ら 
る V ならば、 此 等の 事に 對 しても 十分なる 施設を せ 
られ て、 何等か 研究 會とか 或は 委員 會とか 云 ふ 者を 
御 組織に なつて 然るべき 者と 考へ るので あります 政 
府は此 大海 嘯の 後に 技師 技手 四 名と 云 ふ ものを 岡 山 
縣か らして 宮城 縣の 間に 派出せられ まして、 此窗害 
と 云 ふ ものを 調査せられ た 事は 聽いて 居ります、 或 
は 地震と 海 嘯の 關係 に付きまして は、 大森博 士に其 
取調を 御® 託に なつた ことに 聽 いて 居ります、 併な 
がら そんな 手緩い 事で、 明日を も 測られざる 市民 區 
民の 大 危害に 對 して、 安全な りと 御考 になる ことは 
斷 じて 出来まい と 思 ひます、 此點 に關 して 政府 ほ 將 
來如 何なる 手段 方法に 出で 我 市民 區 民を 救濟せ 
らる 、ので あるかと 云 ふこと を 伺 ひたいので ありま 
す、 第 四は — 是で 終ります — 重要 都市 il 築 法の 
制定 ほ 焦眉の急な りと 認む ，政府の 所見 如何と 云 ふ 
質問であります、 是は敢 て 東京 市に 限つ たこと であ 
り ませぬ、 東京 市、 大阪市、 名 古屋 市、 京都市の 如 
きは， 最も 重 111-1 女なる 密接の 關 係を ^ する ことは HH す 
迄 もない ことであります が* 本員は. 3:. として 申 上げ 
る ことを 卑近なら しむる が 爲 に. 東京 市を 中心とし 
て 矢 張 所見を 申して 見る 考 であります 今日 御 承知の 
如く 我 東京 市は 紛然 雜然 として 膨脹に 膨脹を 累 ねて 
正しく 村落の 集合 體な るが 如きの 觀を呈 して 居り ま 
す 今日 街路 系統を 整现し 運® 交通の便 宜を圖 り •市 
民の 衞生 安全 即ち 保健を 完 うする ことを 努め、 經濟 
活動の 保 |« を 充實せ しめ •併せて 帝都た るの 美觀を 
完 うする と 云 ふこと、 即ち 實 質的に 我 首府 東京 市と 
云 ふ ものを 整頓して 往 くと 云 ふことは、 是は 中々 手 
緩る い 手段を 以てして は 到底 爲し捍 る ことで ない、 
必ずや 積極的に 大手 術を 施し ■高 B 的に 大改 良を 加 
へなければ 、都 ffi としての 充 實を完 うする ことが 出 
來な いと 云 ふ 所見で &' ります* 尙之 を數 多の 點 より 


考 へて 見たい のであります •か、 先づ 火災 其 ' ta の 天災 
から 見ます れぱ 如何で ありませ うか •江戸時代には 
十： 藏を 以て 火災を 防いだ ので あ 〇 ます、 今日 ほ 之に 
比較 すれば 消防 術と 云 ふ もの も發達 致しました し、 
耐火建築 法 も進步 致しました し* 又 tFi tg も 用うる と 
云 ふこと を 以て、 失火の 災害を 防ぎ ^ ると 云 ふ ^ を 
抱く ことで あ 〇 まして •現に 統計表に «:• て 見ます る 
と, 今日 火災の 數 2 i 昔の 統計に 比して 其 率を 減じて 
居る と 云 ふこと であります が、 併し 殊に 吾々 1{1 要 都 
市の 住民と して 考 へねば なり ませぬ ことは、 中す 迄 
もな く、 issi 時の 場合に 於け る yf であります、 今日 戰 
爭の 攻擊 防禦の M も 著しく 進步 したる 手段と 致し ま 
しては、 飛行機を 以て 燿彈を 投下し、 首都を 攻蝼し 
て 政治の 核心たり、 脔業の 中樞た 〇、 釘 ゆる 政治 商 
工業 等を 大きなる 傘の 下に 抱擁して 居る 所の 帝都を 
襲瞵 する ことは 今日 最も 腿 術の 著しく 發 達した る攻 
_ 手段と して， 世人 も考 へて 居る 所で あり、 又 現に 
歐羅 巴に 於て實 行せられ て 居る 所であります、 若し 
海岸に 位置 致して 居ります る 我 Jlf 京 市の 如き 所に， 
飛行機と 云 ふ ものが 將來 如何なる 攻繫を する かと 云 
ふ 場合を 想像 致します れば 、此 大都市 (X 一朝に して 
忽ち 火の 海を 現 川す るので ありませ う、 K に 恐る ベ 
き 修羅場を 現出す るので ありませ う， [S1 ょり 今日 經 
濟 上の 關係が あります からして， 立派な 耐火® 雄の 
家 許りを 铿 てる yf にしなければ ならぬ と 致しました 
所が， 到底 是ほ K :rT が 出来 ませぬ Jlf であります けれ 
ども， 尠くとも 粗 造の 木造家屋に 制限を 加へ、 或は 
經濟 上の 地方に 就きまして ほ、 特に 地 帶を 設けて 安 
全なら しめ •或は 防火 地帶を 設ける yf 及び 拽め欣 險 
輮內に 於て 防水 帶を持 へまして 、其 災難を 一 小 局部 
に 止めし むる が 如き 刀 法を 執る ことが、 邦 だ必嬰 で 
あると 私は 考へ るので あります、 又 公共纽 築 或は 娛 
樂的 fft 築の 如き も 如何で ありませ うか、 維納の 大劇 
場が 未曾有の 慘事 を呈 した 事 (3: 記 錄に殘 つて 居り ま 
すが •矢 張 帝都に 於き ましても 活肿 寫眞で あります 
とか、 興行 ^ であります ると か、 或は 劇場で ありま 
すると か* 角力 場であります ると か 云 ふ ものは、 總 
て 設備が 不完全に なつて 居る やうであります、 曾て 
國 K 跎が さし も鐡 骨で あるから して、 耐火建築で あ 
ると 謂は れて 居りました 家屋 も •一朝 火を 失した 際 
に 於て、 時偶々 興行 中で ありませ ぬからして 、市民 
としては 幸 ひで ありました が、 彼れ が 漏電の 結果ょ 


際蓊衆 锊議國 帝冋 十四 钫 


り 生じた る 失火で あると 致します れぱ、 A 铒興 行の 
最中に 起つ たか も 知れない やうな 危險が あつたと 思 
ふので あります、 若し 彼れ が 興業 中に あの 失火が 起 
つたと 致します れぱ 、如何に 人命の 損害が 有る かと 
云 ふ 事を 想像 致します ると， 餘程 政府 ほ 此 等の 建築 
物に 對 して 注 EE を拂ほ なければ ならぬ と 思 ふので あ 
ります、 決して 治安 婷察 から 命ずる 今日の 馨龈廳 の 
取締を 以て 安全な りと して、 信賴 する 事は 出来ない 
のであります‘ 又 工場と 云 ふやうな もの 即ち 煙を 吐 
き 他に i? を傳 へ、 發 火し 易い 物資を 堆積して 居る エ 
場が、 靜謐を 3 r3 とする 住宅、 官衙 ，病院、 或は 學校 
等と 軒を 並べて 纽て られて 居る ことは、 犬に 注意す 
べき 事であります、 本 H 等の 考 へる 所を 以てすれば 
今日の 如き 世界の 大都 ir となります 以上 ほ、 工業 地 

帶 •商業地 帶 ，或は 官公衙 の 地帶 ，住宅地 帶と云 ふ 

如き ものを 夫々 決めまして、 其 R 的に 副 ふ 所の 道路 

を 造り、 運 轍 交通の便を 完 うする と 云 ふこと を 理想 

としなければ ならぬ と 思 ふので あります、 衞 生® 康 

即ち 保 煺と 云ふ點 から rla しましても、 人口 ほ 稠密 致 

しまして、 旣に寸 地を 餘さな い、 光線の 如き も 之を 

硪取 する に 十分なら ない、 建築が 雜然紛 然と 並んで 

居る のであります， 之に 對 しても 或は 上水、 下水、 

屋内 下水、 a 民の 佔 宅 ，勞働 者の 共同 浴場の 如き も 

のに 向つ て、 十分なる _今設 計を 爲し 施設を 爲し計 

进を爲 すに あら ざれば、 他日 西 年の 悔を商 すで あら 

うと 思 ふので あります •帝都と しての 美 S0 の點 から 

中し ましても •是は 私 (i iB 築 舉 者で •こざい ませぬ か 

ら ，詳しく 中 上げる 事 ほ 出来 ませぬ が、 二重橋の 前 

の 大通りに 立派な 煉瓦の 纽 物が あるかと 思 ふと， 其 

所に 斑 京 市の 「パラ ック J 式の 建物が あるな どは、 餘 

り 見好い 外觀で あるまい と 思 ふので あります、 是等 

都 色の —— $ 要 都市の 有 ゆる 方面から 論及 致し まし 

て， 今日 建築 法と S ふが 如き ものを 制定す ると 云 ふ 

琪ほ今 日の 過 ？ 1 時期に 於て、 ¢4 は 最も 必要なる 事と 

恐 ふので あります、 之を 外國 の眈築 法と 云 ふ ものを 

直譯 した 樺 傚したり する 事は いけ ませぬ、 即ち 

現在の 狀况 に堆み M 家の 前途に 照し、 又國 民の 好尙 

—— 好む 所. 風俗 習慣と 云 ふ ものに 則りまして、 穩 

随著寶 なる 法規を 制定す る 必要が あると 私は 考 へる 

のでぁります—旣に尾崎行雄君が柬记市長た〇し時 

分に、 茲に 見る 所 あらせられまして か、 何 か 建築 技 

肺の 阐骹 に御賴 みに なりまして 、東 ；/ C 市 建築 fts 例と 

苋京 市政に 關する 水 野 政府 委負の 答 辯 


云 ふ 立派な ものが si に 出来て 居ります， 私 も 一 ^ (3; 
致しました、 數 千 M を费 して 立派に 出来た 條例 案と 
云 ふ もの も あるので あります、 どうか 私 {X 斯の如 き 
旣に 則るべき is 本と すべき ^ も あるので ございます 
からして、 政府 當 局と 云 ふ ものは、 斯様なる ものを 
鑑みられまして、 玆に 今日の 如き 過渡 時期に 於て、 
早く 著 眼せられ まして、 ffi 築條 例と 云 ふが 如き もの 
を 御 制定になる と 云 ふこと を 望む ので ございます が 
斯樣な る 御意 思 ある やと 云 ふ 事を； g ふので あります 
即ち 要するに 東京 市の 永遠の 發達 、市民の 福耻 を % 
進し、 其の 地康と 安全と を 保障せられ まして、 仍て以 
て 富 國强 兵の 大本を 完 うせられむ 事を 望みます の餘 
り、 此 卑見を 列ね まして、 政府の 是 等の 諸問題に 對 
する 御 SC 見を 诋りた いのであります C 拍手 起る) 
o p 長 (大岡 育造 君〕 水 野 政府 委員。 

〔政府 委員 法 學邱士 水 野 鍊太郞 君 登® J 
0 政府 委員 (法® 博士 水 野 鍊太郞 君〕 磯部 君の 御 熱 
心なる 而も 眞面 目なる 御 質問に 對 しまして、 私に 代 
つて 答 辯し ろと 云 ふ內務 大臣の 命であります から、 
御 質問の 茼條 に對 しまして 御 答 致さう と 思 ふので あ 
ります、 第一の 質問 ほ， 東京 市長の 銓衡に 關 してで 
あります、 故 奥 田 市長が §r せられて 旣に九 箇月に な 
るに、 未だ 後任 市長の 銓衡を 經ざ るの ほ 如何なる 事 
である •內 務大 K として 是が 監督の 任に 當 つて 居る 
のに、 此事に 付て 何等の 監督を 執らざる のは、 政府 
としての 責任 ほ 如何で あるかと 云 ふ 意味の 御 質問で 
あります， ^ に 御尤な 御 W 問でありまして、 此 事に 
對 しまして は 政府と 致しましても 大 に焦盧 致して 居 
るので あります、 唯々 併ながら 市長の 選任は 申す 迄 
もな く、 市會 の il 擧に 依る のであります、 國 家の 官 

W と {X 違 ひまして、 任命に 依る ので ありませ ぬから 

して、 自治體 の 道義 E 洽體 の ffi 宜に 基いて、 之を tt 

行す る 外ない のであります、. 內務 省と 致しましても 

後仟 市長の 速に 銓衡せ らる 、ことを 望む ことほ 極め 

て 切なる のであります、 それであります からして、 

斯う 長い 時日を 經て尙 ほ 後任 市長を 得ざる ほ、 極め 

て ® K なりと 考 へまして、 內務 大臣 ほ 相 當の « 序を 

經て是 が 監筲を 爲 して 居る のであります、 唯々 御 承 

知の 如く 市制の 規定に 法り ますれば， 內務 大臣と 致 

しまして け* W に 概括 的監膂 を爲 すに 止り まして、 

若し 市 會に 於て 之を ii 擧しな い 時に 當 りまして、 之 

を强 制する の途は 現在の 法規の 下には 無い ので あり 


ます、 それであります からして 是は 市民の 市政に 對 
する 道義心と、 市會 議員の 公共 的 誠意に 待つ の 外は 
無い のであります， 此點に 於き まして 內務 大臣と 致 
しまして は、 市 會に對 しまして 相當に 速に —— 成べ 
く 速に 市長を 選擧 する ことを 望む と 云 ふ 意思を 傳へ 
たこと ほ あるので あります、 此以 外に 今日の 所で ほ 
法規 上に 監督の 方法に 無い のであります ，是が 則ち 
自治 體の 妙味の ある 所な のであります、 若し此 以上 
に 進みますならば •寧ろ 自治 體の 本義を 破 壞す るに 
至らん かを ® る、 のであります、 今日の 制度に 於き 
ましては、 市長の 無い 時には 助役が 代理 m 長と して 
市長の 事務を 取扱 ふので あります、 其 助役の 無い 場 
合に 始めて 官吏を 派 遺して、 官吏を して 市政の 事務 
に當 らしむ る ことが 出來 るので あります* 旣に 今日 
の 所で ほ 助役が 兎に角ありまして、 市政の 事務を 鞅 
掌し つ、 あるので あります、 それであります から 其 
以外に 於き まして、 官吏を 派 遺す ると 云 ふやぅな 方 
法を 執る ことは 出來な いのであります、 獨り是 は 東 
京 市に 付ての みで ありませ ぬ、 總 ての 自治 體に 於き 
まして， 長く 責任 ある 當局 者を 缺 くと 云 ふこと ほ* 
甚だ ii 憾な 事であります、 自治の 範 園に 於き まして 
自治の 道義の 觀念を 破らざる 範圍に 於き まして •內 
務 大臣 {X 監督を 怠らない 精神で あるので あります、 
而 して此 事が 東京 市 選出の 磯部 代議士から •此 議場 
に 御 質問に なつた と 云 ふこと ほ， 一面に 於て 喜ぶ ベ 
きこと、 同時に、 一面に 於て ほ 最も 悲むべ きこと V 
思 ふので あります， 制度の 改革 も必耍 であり ませぅ 
が、 それょりも 市會に 於き まして •若く ほ 市民に 於 
きまして、 相 當の觀 念を 以て 此 市政の 革新を！！ ると 
云 ふこと に 努められ ると 云 ふこと ほ、 監督 以外に 內 
務省 として 5 '望す る 所であります、 單に 監督に 依 賴 
して 市長の 選舉 を强 制する が 如きは • 段 治の 本義 か 
ら云 ふて 基 だ 悲む べき 事で あると 考へ るので ありま 
す、 第二に 東京 市と 近接 町村との 關 係に 付ての 御 質 
問であります が、 是も现 時の 狀 態に 於き まして、 如 
何にも 御尤な 質問であります、 大都市 並に 大都市 附 
近の町村に付きましてほ、唯今御質問中の御意見に 
ありました が 如く， 是ほ 極めて 緊切なる 關係が ある 
のであります， 道路と 云 ひ 防火 方法と 云 ひ、 或 ほ 上 
水 下水の 關 係と 云 ひ、 衞生 問題と 云 ひ、 掏り 大都市 
の 設備の みを 以て 滿足 致し ませず、 之を 連絡 町村の 
關係を 深く 考厳 せねば ならぬ と 云 ふこと ほ、 磯部 君 


の 御意 見の 通りであります、 之に 就きましても 附近 
の 町村を 東京 市に 編入して、 所謂 大 東京 市なる もの 
を 造る が 得策で あるか •或は 其 他の 方法を 講ずべき 
かと 云 ふことは、 東京 m 若く は 其 他 大都市の 問題と 
して、 S めて 笊 要なる 研究 問題で あるので あります 
若し 接續 町村を 東京 市に 編入 致します 時には、 他の 
郡の 經濟關 係 財政 關 係と 云 ふ ものに 至大の 影 ® を 及 
ぼす ので あ 〇 ます、 從 つて 郡 若く ば 町村の 負 擔關係 
の き是 亦大なる關係がある事で & りま 1- 、それ 
であります から 東京 T1J と 接纘 町村の 關 係を 如何にす 
べき かと 云 ふこと ほ. 是亦愼 重に 考 盧を耍 する もの 
であります、 曾ては 東京 市の 制度に S しまして-東 
i M 都 制 案なる もの も 出た 事が あるので あります、 此 
制度が 今日に 行は るべき ものである や 否やと 云 ふ 事 
に 就きまして、 是亦大 に 攻究を せねば ならぬ 事と 考 
へまして-附近 町村の 編入を 利と する や 將た然 らざ 
る やと 云 ふ 事に 就きましては、 內務雀 に 於き まして 
も從來 研究を 怠らな かつた のであります が、 之を 編 
入 致して 大都市と 致します か、 外 M にも 例が あるが 
如く、 大 伯林と か 大倫敦 とか 一 K ふが 如き 制と 同じく 
大 東京を 造る と 云 ふ 事に 就きまして ほ、 私共の 考で 
は  >  今日 必ずしも 之を K 現し ? H る 事は W III であらぅ 

と 思 ひます* それに 就て - それに 就きましては、 

先づ 第一 9? 手と 致しまして、 今日 提出して 居ります 
束 京 市の 改正 條 例の 如き ものを 變更 致しまして， 大 
都市 並に 其 附近の 町村に も lit 計畫を 及ぼす と 云 ふこ 
とが、 最も 適切な 方法で あると 考へ るので あります 
即ち 道路と 云 ひ、 下水 上水と 云 ひ、 公 [11 と 云 ひ、 病 
院と云 ひ、 それ 等の 大都市 關係の 交通問題 衞生 問題 
と 云 ふ ものに 關 しまして •大 都 m と w-f 近 町村との 間 
に 或る 連絡を E り、 或る 統一を 執り、 以て 相互の 關 
係を M 滿 にして、 十分なる 施設を すると 云 ふこと が 
最も 今日の 事情に 於て 適切で あると 考へ るので あり 
ます •此 趣旨を 以ち まして、 此度 9f 京 市の 改正 條例 
を 改正 致しまして. 獨り 東 M 市の みならず， 東京 市 
附近の 町村に も 之を 及ぼしまして •以て 唯今 磯部 君 
の 御 ® になつ たが 如き 事柄を 整理し， 緩和し、 調和 
する やぅな 方法を 執らなければ ならぬ と 云 ふ 考を持 
つて 居る のであります、 獨り是 は 東京 市 許りで も あ 
り ませず、 大阪市 京都市に も此 事を 及ぼしたい， 言 
葉を換 へて 言 ひま すれば、 大都市に 關 しての 事柄を 
爰に 根本とは 申し ませぬ が、 或る 必要な 程度の 方法 
四 九 一  • 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


g ll 黯 ll ls lIi lIB l la lls lll lIi lil lll lls し焊錢 il rlflrs 案、 8 


を S, る 一端と 致しまして、 此 法案を 提出す る こと 
になつ たのであります 、即ち 是ほ. 尚 部 討の 第二の 御 
質問の 御 趣 S を 1? 現す る 事に ならう と 信ずる ので あ 
ります、 第三に 東京 市、 而も 深 川區の 海 嘯に 關 しま 
して 御 問であります、 是も御 尤な 御 (^ でありまして 
海 嘯 ! i 近年 度々 來た 事であります るから、 之に 對し 
て も 何とかの 方法を 講ずる の 必要 ほ 認めて 居る ので 
あります、 併しながら 御 承知の 如く 海 嘯を 防ぐ と 云 
ふことは、 治水 問題とは 餘程 趣を與 にして 居る、 治 
水 問題 ほ 雨铽 水 ill: と 云 ふやうな もの、 調査に 依り ま 
して、 一定の 計 1 31L を 立てる 事が / Ji 來 るので あります 
而も 是は 我阈に 於き まして 二十 有餘 年の經 驗も ござ 
ります ので、 治水 問題の 解決 ほ 割合に ? :? 易で ありま 

す、 海 嘯 問題に 就きまして ほ 事 極めて 重大な ので あ 

ります、 先づ 第一に 如何にして 海 嘯が 起る か、 所謂 

海 嘯と 地震の 關 係と 云 ふ もの も 調べなければ ならぬ 

而 して 海 嘯なる もの ほ 海岸 總 ての 海面に 通ず る 所の 

現象であります から， 是 等の 事を 根本的に 研究せ ね 

ぱなら ない 譯 であります るから して、 先 づ 第一 著步 

と 致しまして >  地_ 學上 からの 研究を する 事に なり 

まして、 磯部 君 も 御 承知の 如くに 大學 敎授の 大森理 

學® 士に赐 託 致しまして •此原 0、 又 其 原因から 生 

する 海 嘯が どの位の 程度 迄 上つ て 来る ものである か 

浪の 高さが どの位 来る •而 して 其 影 1 T か 陸地に どの 

位 影 轡 を 及 •はす、 斯う 云 ふやうな 事を 研究せ ねば、 

其 防御： (方法を 講ずる ことが 出来ない、 是は 地震 學其 

ものが 旣 に六ヶ 敷い 問題であります るから して、 さ 

う 云 ふ 事から 研究して 行つ て、 初めて それに 應ずる 

策を 立てる 事が 出来る のであります、 で 先づ其 趣旨 

を 達する 賴り を以 ちまして、 內務 省に 於き ましては 

大森 理學膊 士の意 見を 徵 する 事に 致した ので ありま 

す、 ffll して 獨り茏 は si 京と 云 ふの みの 關 係を 見る こ 

とのみ では 足りない のであります、 尙他 の方而 の狀 

. 况をも 調べなければ ならぬ •朵は 極めて 手緩る いで 

はない かと 云 ふ御說 も あつたので あ^' ますが、 どう 

も 其方 法に 據 るの 外は ない のでありまして、 或は 手 

殺る いと 云 ふ 御 非難を 受る かも 知れぬ と 思 ふので あ 

ります けれども、 唯々 徒らに 是 丈の 高さの 防波堤を 

持へ たら ぽ宜 からう、 是 丈の 廣 さに 海岸 堤防を 造つ 

たら ば 1: からう と 云 ふ、 唯々 空 虛の 問題では ない Q 

であります から， 基礎になる 研究を せねば ならぬ と 

云 ふので， 甚だ 手緩る いと 云 ふ 御 批評を 受けて 洵に 


it 憾でほ あります けれども 其方 法に 據 るの 外ない と 
考 へて それに 據 りまして —— 是も學 者が 唯々 學術的 
に 調べる のでは ありませ ぬからして 行政 上と 致し ま 
して {3: 或る 一定の 所に 判 斷を 下さなければ ならぬ 凡 
その 見當が 附き ますれば それに 對 しまして どれ 丈の 
堤防を 造つ たなら ば 宜しい、 どれ 丈の 海岸 防波堤を 
造つ たなら ぱ K いかと 云 ふ、 其 決定を 致しまして、 
而 して 之に 對 して (X 相 當の费 用を 要する ので ありま 
すが、 其费 用が どの位になる か •又 其 費用を 果して 
市の 負擔 に堪 へる ものである や 否やと； K ふことの 研. 
究 、又 莫大の 费 用を 投じて 斯る事 を爲す 事が、 果し 
て國 家の 爲に 利益で あるかと 云 ふ 經濟上 財政 上の 問 
題に も觸れ て 研究し なけれ ぱなら ぬ、 是 等の 事は 唯 
今 十分なる 攻究を 盡した いと 云 ふ 御 考を以 て、 當時 
研究 中に 在る のであります から、 左樣御 詰 知を 願 ひ 
たい、 次に 第 四と 致しまして、 m 要 都市 建築 法の 御 
問であります が， 是も 極めて 適切な 御 質問と 考 へま 
す、 其當 時の 設計と 申します る もの ほ、 經濟 上の 進 
步と 都市の 發展 膨脹に 從 つて、 之が 設備を 爲 さねば 
ならぬ、 場合に 依ります ると、 其 以前に 於て 是が計 
斑を 立てねば ならぬ 筈であります が、 此計畫 と 致し 
ましては、 是は K に 多年の 問題でありまして、 或は 
建築に 關係 ある 協會 からの 意見 も W て 居ります、 或 
は 都市 問題を 研究して 居る 協 ® の 意見 も 出て 居る と 
云 ふやぅな ことでありまして •政府と 致しましても 
所謂 都市 綷營 法案なる ものを 制定 致しまして、 殊に 
大都市 —— 商工業 都市に 就きまして ほ、 是れの 制度 
を 一定した いと 云 ふ考を 持つて 居つ たのであります 
即ち それに 據 りまして 都市の 商工業 地帶或 ほ 谷 其 他 

の地帶 を 桁へ まして、 それに 據つて 一つの 計 書を 立 

て、 行かねば ならぬ と 云 ふ 考を以 つて， 又 殊に此 防 

火の 關係保 險の關 係から 致しまして， 都市の 建築に 

就きましては >  最も 意を 致さなければ ならぬ ので あ 

ります-それに 付きまして 內務 省に 於き ましても、 

im ll 條例 、建築 法と 云 ふ ものを 起草した ことがある 

今 現に 草案が 有る のであります、 唯々 之を _會 に提 

出す る 迄に 至り ませぬ の ほ、 申す 迄 もな く 之を實 施 

する に 就きまして、 多大の 費用を 要する ので、 獨り 

國家 若く は 市が 費用を 要する のみならず、 個人と し 

て も 角擔を 爲さ ねばならぬ と 云 ふこと があります か 

ら 、是は 十分なる 攻究を 盡さな いと 云 ふと •市民の 

利益を 岡ら むとして 却て 弊を 牛 一ず ると 云 ふこと が あ 


ります から、 之に 就きまして {S 十分な 調査を 致した 
い、 若し 事情が 許すなら •一 T 之に 對 しまして ほ® M 
會を 設けて •委員 ¢7 の 研究 決 厳に 依つて 十分なる 方 
法を _じ たいと 云 ふ 考も持 つて 居る のであります、 
斯ぅ 云 ふやぅな 方法に 依りまして、 東京 市 —— f 
東京 市とは 申し ませぬ けれども* 我國に 於け る大都 
市經營 に 就きまして、 根本的 施設を 爲さむ と 云ふ考 
を ® いて 居る のであります、 大體是 丈の 事を 御 答し 
て 置きます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 第一 日程に 入ります。 

〇 岩 崎 動 君 議事 日程 變 更に 關 する 緊急 動 謬を 提出 
します、 即ち 玆に 貴族院の 修正 回付に 係る、 大正 七 
年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 案を 議題と し、 聶に本 
院議 決の 通り、 鐵道敷 設法中 改正 法律案 中四國 预定 
線の 內 r 觀音寺 ょり 池 田に 至る 鐵 道」 の 削除 議定の 
結果， 貴族院が 右 豫算案 の 中、 乙號 大蔵省 所管 帝國 
鐲道 建設 及 改良 @ の 追加 額 三百 八十 八 M 九 百 五十八 
圓の 削減、 並に 之に 伴 ふ 年 割 額の 削減を なした るに 
付、 是に 同意すべき や 否やを 辨 _ せられん ことを 希 
菌 致します。 

0_ 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 翳に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議なければ 日程は 變更さ 
れ ました。 

大正 七 年度 谷 特別® 計 歳入歳出 豫算案 (貴 
族院回 付：} 

0 議長 C 大岡 育造 君) 貴族院 冋 付の 案に 付て 意見を 
問 ひます。 

0 横 田 千 之 助 君 貴族院の 修正 議決、 鐵道 敷設 法 中 
改正 法律案に 關して ほ、 本院の 修正 _ 決に 起因す る 
ものと 考 へます、 當然是 ほ 同意すべき ものと 考へま 
す、 同意す ると 云 ふ 動議を 提出し ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 貴族院の 修正に 同意の 諸君の 
起立を 求めます。 

起立  贊 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 滿場 一致であります、 仍て貴 
族院の 修正に 1HJ 意す るに 決しました •日程 第一、 苋 
京市區 改正 條例中 改正 法律案と、 第三の 京都市 云々 
の 日程は 關聯す る _案な るに より 一括して 議題と な 
すに 御異 S ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 


四 九 二 

0 薄 長大 岡 育拽 君) 挺 ^ 适 5 な： b れぱ 一括して 越 
題に 供し ます、 第一柬 京 市 K 改 IH ./j; 例 中 改正 法 at 案 
第彐京都市又ほ大阪市の市 1-': :改正に叼し，來苁市《 
改正 條例及 東京 市區 改正 土  £」.¥>Kiv:v: 3 ili を 氓 M] し 
5 s るの 法律案 第一 a 會を 開き ま -一 — 後廉 內務 大臣 

第一 東京 市 M 改正 : jr: 法律案 (政 
府提 出) 第一 13 會 
東京 市® 改正 條例屮 改正 法律案 

へ 本案は 本 卷一三 |頁貴族院»艰中) 

•  ，に V  一：，.：‘-： 二 ■一 ' . 煩 や 避く/ 

第三 京都市 又 ほ 大阪市の 市 B5. 改正に 關し 
東京 市區 改正 條例及 東京 市说改 IH 土 
地建物處分規則を準用し得るの法钳 
案 (政府 提出) 第一審 

京都市 又 ハ 大阪市/市 M 改正 = 關シ 束 京 市 M 
改正 條例 及柬 京市區 改 JH 土 辿 ILK 物 處分规 则ヲ 
■用 シ得 ルノ法 津案 

東京 市區 改正 條例及 柬京市 M 改正 土地纽 物處 分規 
則 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ其ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ京 
都市 又 ハ 大阪市 ノ市® 改正 M 關シ 之ヲ迆 用 スル 3 
トヲ得 

附  則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
r 國務 大臣 男斟 後藤 新 平 君 登 搜〕 

〇國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 唯今 茲に 提出に なり 
ました m 京 市區 改正條 例 '^ 改正 法律案， 及 K 都市 並 
に 大阪市に、 東京 市區改 JH 條例及 朿 J.'; 市區改 正 土地 
建物 處分 規則を 準用し 得る の 法律案に 付きまして、 
提出の 理由を 申 述べます、 咄今 磯部 君の 御 質問、 政 
府 委員と して 內務 次官の 答 辯に 依て、 此意 味は 盡さ 
れて 居りまして. 最早 贅言を 要せざる 次第で ありま 
す* 東京 市 及大阪 京都市の 急激なる 膨脹は、 旣に諸 
君の 御 謎め になる 通りでありまして、 營業 上衞生 上 
防火 上 交通 上に 亘り まして， 此各 々の 利害 共通の 地 
域に 對 して、 永久 公共の 福利を％ 進せ んが爲 には、 
適當な る 文明 生活の 改良 方法を 講じなければ ならぬ 
と 云 ふことは、 申す 迄 も 無い ことでありまして， 之 
を 調査し、 而 して 其 基礎を 確定して、 遂行す る 事を 
期したい 爲に •之を 提案した のであります、 此今直 
き 前に 質問 應 答の ありました 事は、 總て此 案の 必要 
を 喚ぶ ものと 考へ ます、 都市と 科學的 生活との 間に 
犬なる K 離を 生じて 居りまして、 吾人の 文明 生活を 
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妨げて R ると 云 ふ®; は、 多言を 嬰せ ざる 次第で あり 
ます、 そこで 此の 改良の 目的を 達したい 爲に此 案を 
提出し、 又 二十 一年に I 明治 二十 I 年に 定められ 
たる所の，苽 '>:( 疳區改正條例屮には改正を耍すべき 
點も あります から、 是が爲 に此度 それに 改正を 加へ 
又 二十 二 年に / 1S ました 所の 土地 建物 處分 規則の ® 用 
を 以て 東京 市に 1¢ 行せられ たる 通り、 大阪 京都に 於 
きましても、 之を 1®: 用し 用して 此 目的を 達したい 
と 云 ふので あります から、 御 薄 謎の 上 協 锊を 3 :へら 
れ むこと を 切に 希 阐 致します。 

〇萵 木 JE 年 君 譏 長。 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 御 質問な れば 通齿 順が ありま 
す、 高 松 IH ii 君。 

「高松正疽君登哂〕 

〇 高 松 正道 君 唯今® 題に 供せられ ましたる 東京 市 

區改正 眩 例 中 改正の 件、 並に 之を 京都市 並に 大阪市 

に维 用す る 案に fj- きまして は， 本案の 必要を 提出の 

理由は、 內務 大臣 並に 次官の 御 話に 依りまして 解り 

ましたが、 本 a の 聞く 所に拽 ると、 此 ili 京 m M 改正 

條 M を 改正す ると 云 ふ 琪椚ほ —— 事柄の 励 機は 即ち 

大阪市が 時勢の 要求に 啁 じまして、 速に 此市碱 改正 

を 行 ふと 云 ふ 所の 計 -is を 立てた のが 抑々 初めで ある 

東 M 市の 明治 二 十一 年に， 此法律 案に 依りまして 市 

區 改正を 行 ひました 時に 於て は、 國 _ の 補助を 致し 

まして 行 ひました のであります， 大阪市が Itb 時局の 

影涊を 受けまして •越しく 市 W 政が 豊かに なつて 居 

る， それ故に 大阪市 •か 时政 上の 自然 咐收 に ffi る 所の 

剩餘 金を以 ちまして •茲に 大阪市 自か ら此 大事 業を 

遂行し やぅと 云 ふ 計丧を 立てました， 即ち 十 ® 年の 

隅 ^ 事業で 彐 千 五 百！ s? lffl の 金を 以て、 ® 立して 獨力 

を 以て at 市區改 正を 大阪市が やる と 云 ふ、 大阪市 區 

改正の 條例の 制定を 内務大臣に 向つ てしたの •か、 抑 

抑 本案の 励 辟で あると 私は 信ずる のであります、 そ 

れ 故に 本 £1 の 玆に質 間 致す 所は、 此 法律案と さぅ し 

て、 大阪市 K 改正と 此二 つに 付て、 結 付いて 大阪市 

を 中心とする 琪 53 に 於き まして 私は 政府の 所見を 叩 

きたいと 思 ふので あります、 御衹知 の 如く 東京 市は 

帝 ^ の 首都と して、 政治 上の 中心地 點で ある ことは 

是は 何人も 異存は ない、 是に對 して 大阪市は どうで 

ある、 大阪市は 我 ^ 商工業 即ち 經濟 力の 中心地 點で 

あると 云 ふことは、 是亦 諸君の 御 諒承 下さる こと X 

思 ひます、 而 して 大阪市の 一盛 一 装と 云 ふ 事柄は 唯 


々大阪 と 大阪市の 一盛 一 衰でな くして、 我 帝 國の經 
濟の 上に 於き まして、 重大なる 關 係を 有する もので 
あります、 大阪市が 茲に m 區改 正を 企てます と 云 ふ 
こと； tr 多くは 產業 上の 發達產 業の 發肢 を獎 _ せん 
が爲 め， 即ち國 富を咐 進 せんが 爲の 意味に 於き まし 
て、 此大 計盡を 行つ て 居る のであります、 此 事業の 
遂行と 否と ir 茲に國 家の 綷濟の 上に 於て 重大なる 
關係を 本員は 生ずる ものと 信ずる のであります、 そ 
れ 故に 大阪市の 此事椠 に對 しまして、 大阪市は 獨占 
で lit 事を 行は なければ ならぬ のであります から， 國 
家は 之を 助けて —— 國家は 阈の 力を 以て 之を 助けて 
速に 完全なる 商 H の 大都市を 建設す ると 云 ふこと を 
行 ふ 所の 義務が あらう と考 へる のであります、 それ 
故 -1C 大阪市が 行は んと する 所の 此計赘 に對 しまして 
は 政府は 國席 より 突 辨を 致しまして、 之を 行 ふと 云 
ふ 所の 意思 あり や や- 此點を 第一 問と して 御 何し 
たい、 それから 若し 此 事業が _庫 より 是非 支 川す る 
と 云 ふこと が 出来なければ •大阪市が 十箇年 三千 五 
百 萬 111 の 金を 出す 餘裕が あるから して、 尙ほ此 上に 
對 して 政府より 幾らか 金を 補助 致しまして、 大阪市 
が 11- 迸して 居る 所の ものより、 以上の 計 を 遂行せ 
しめる と 云 ふ御考 が 有る かどう かと 云 ふこと を御尋 
する のが 第一點 である、 さう しまして 此 法案に 依て 
見ます と： M ふと、 此市 區 改正の 接® 町村區 域外に 及 
ぼす と 云ふ條 項に なつて 居ります が、 是ほ 大阪市の 
計 班す る 所に 依ります と 云 ふと、 西 成 郡 九箇 町村、 
東 成 郡の 十 一箇 町村に 亘 る計逛 に 於て， 此 m M 改正 
の 道路を 延長す ると 云 ふ 計 ! £ であります •是 は然ら 
ば 是丈の 計® 即ち 市部 以外の M 域に 及ぼす 所に 於い 
て、 其 絆 费は 、どうす るかと 云 ふ 點で ある、 此經費 

の點 に付きまして ，市區 改正 條 例の 第 十四 條の 第二 

項に 於き まして， 區域 外の 施行の 费用ほ 東京 市で 負 

ふと 云 ひます から、 之を 大阪に 準用 致します れば， 

大阪市 又は 大阪市 及 事業 地 町村の 負擔 とすと なつて 

稗り まして、 市部が 全部の® 用を m ふか 若く ば 市部 

と 其 所 ® の 町村の 連帶 負擔 にす るかと 云 ふこと に規 

定され て 居る やうであります •か、 此點 に付きまして 

は 飴 程考 遨 を S さなければ ならぬ と 私は 考へ るので 

あります、 接續 町村は 勿論 此 市部の 發展に 依り まし 

て •膨脹して 來た ものであります から 之を 迎へる こ 

とは 當然 であり ませう けれども ■■大阪市の 接續 町村 

の 膨脹と 云 ふことは， 天 王 寺を 除けば 多く {! 工業 地 


でありまして、 其 所に 住する 住民の 多くは 職工、 其 
他中雒 以下の 貧民 階級が 多い のであります からして 
即ち 町村を して 事業 ?' 5 の 一部を 負擔 せしめる と 云 ふ 
ことは、 其 町村の 財政の 力が 當然之 を 許す ことが 出 
来ぬ ので ある， 斯樣な 點が あります が 故に， 若し 政 
府に 於き まして 此大阪 m をして 相當な る 金を 支 ili せ 
しめ、 尙ほ 町村が 負擔 すべき 必要が あるなら ば •其 
經費と 云 ふ ものを 國庫 より 支出して やる 所の 御考が 
あるか どぅかと 云 ふこと、 是が 第二 問であります、 
而 して 此市 區 改正の 目的、 市 區改正 は 如何なる 必要 
に 依て 行 ふので あるか、 現在の 大都市の 要求に 膊じ 
て市區 改正の 計畫を 定める ので あるか、 若く は 永遠 
の 計！ M として Itt 事柄を 設計す るので ある 力と 云 ふこ 
とを 聞きたい、 即ち 東京 市に 於き ましては-明治 一一 
十一 年始め て 市區改 IH を 行つ たのでありまして、 漸 
く 昨年度に 於き まして 大略 此事 業が 濟んだ と 申して 
居ります が、 偖 私は 今日 東京 市の 市區 の狀 態を 見て 
見る と •決して 此 國運隆 々たる 帝國の 大都市と して 
交通 系統を 有する もので ない、 甚だ 不完 金なる 市區 
改正で あつたと 云 ふこと を •私 13; 感じて 居る ので あ 
ります、 大阪市に 於て 謂 ふ 所の 今回 行 はんとす る 所 
の市區 改良の 目的と 云 ふ ものは、 現在の 大阪市の 商 
工業の 力を 基礎と する 所の 改正の 設計で あるか、 若 
くは 之を 少く とも、 五十 年， 餘裕を 得れば 百年 位 先 
迄 今日 先づ 十分な りと 云 ふ 計畫を 定める と 云 ふ 必要 
が あるので あるか 1 此點は 如何なる 方針を 以て 政府 
ほ 之を 監督す るので あるか •それを 承りたい ので あ 
ります、 是が 即ち 質問の 第三であります •質問の 第 
四、 是は _ 部 君の 御 W 問と 略々 同一であります が、 
是は 大阪市の 接績 町村と 云 ふ もの も、 餘程聚 京 市の 
周圍 の狀况 と 似て 居ります から、 之を 速に 併合す る 
と 云 ふ 所の 方針を 立てる 必要が ある •此接 綾町 村を 
併合 致しまして •大阪市に 編入す ると 云 ふこと にし 
たと 致します れば ，其 處に殘 る 所の 郡 村 •即ち 西 成 
郡に 於て 九® 村を 引 去り、 束 成 部に 於て 十 一箇 村を 
引 去れば、 其殘 部の 町村で 以て 其 郡の 擷 立は 保てな 
いので ある， それ故に 町村の 併合と 云 ふこと で •大 
阪市 編入と 云 ふこと を 行 ひま すれば、 どぅしても 囲 
成 郡 東 成 郡の 廢 合と 云 ふこと を 行は なければ ならぬ 
又府 の經濟 に 於き まして、 郡部 經濟 に M する 所の 負 
擔が是 丈の 町村を 大阪市に 遛 はれる と 云 ふこと にな 
れば 、非常に 郡部の 經濟 上に 於け る 均衡が 保てな く 


なる から* 延ては 之を 近 府縣を 合併し まして 一の 新 
なる 縣を引 入れる、 即ち 合併す ると 云 ふ 必要が ある 
でな からう か、 斯様なる ことは 根本的 政策を 行 ふと 
云 ふ 所の、 政府の 意思が あるか どうかと 云 ふ # が 第 
四 問であります* それから 東京 ill の 例を収 りまして 
大阪 に髙 架拽 道を 建設され ます か是は 鐵道院 の 御意 
見を 聞きたい と 思 ふので あるが， 市. 區改 芷 と 云 ふ 事 
は 市街を 改善し、 交通の 發 達を 良くし、® 生 上 其 他 防 
火總 ての 點に 於て 市街を 改良す ると 云 ふ 趣意に 在る 
のであります が、 鐵道院 が此高 架線 若く は 市 內に停 
車 場を 設ける と 云 ふ 場合に 於き ましては、 市の 方針 
即ち 健全なる 完全なる 市街を 形造く ると 云 ふ 所の、 
都市 經營の 方針と 相俟つて、 其 計 蜜を 立てる や 否や 
と 云 ふ點に 在る ので ある、 私が 玆に 多少の 祀憂を 抱 
きます ことは、 彼の 東京 市 中央 停車 ii の 設計の 有樣 
であるので ある， 是は 如何にも 帝都の 大停車 場と 致 
しまして、 立派なる 外 蝕を 随 へて 居ります けれども 
是は 商工業の 中心地と 果たして 聯絡 あり や 否やと 云 
ふことは， 餘程 疑問で ある 鐵道院 が 自分勝手に 面白 
半分に 桁へ た 停車場で なから うかと 私 ほ 思 ふので あ 
る (拍手 起る〕 又此品 川ょり 中央 停車場 迄 至つ て 居 
ります 彼の 高架線 •若く は 目下 工事中の 販田 町に 通 
ずる 高架線， 是 等の 如き ものは 果して 東京 市を 經營 
する 所の 方針と、 矛盾す る ことは ないかと 云 ふこと 
を 私は 疑 ふので ある •即ち 此 高架線の 爲には 非常に 
市の 中央に 於き まして 煤煙を 飛散され、 或は 塵芥を 
飛散され •光線 im 風を 妨げられて •都市の 衞生 を pil 
害される ことが 非常に 多い のであります、 斯樣な 點 
に 於き まして、 果して 鐵道 院が此 完全なる 市街を 建 
設する 所の 方針に 考嵐を 費して、 斯樣な 建設を した 
ので あるか どうか、 是は 本員の 非常に 疑 ふので ある 
が •是に 於て 此 疑が 起る と 同時に、 非常に 祀勉 に堪 
へぬ のは， 大阪市に 於き まして 近く 鐵道院 に 於て， 
臨港 鐵 道の Mi 設を する ことに 在る、 即ち 天 王 寺に 起 
りまして 大阪雄 港に 通ず る 所の 高架線を 開通し ます 
が •此時 依然た る 鐵道院 一流の 無頓著 なる 施設を や 
られて は， 吾々 大阪市 民は 非常に 闲難 をす る譯で あ 
〇 ますから して 此點に 付て は 如何なる 方針で やられ 
る 御 積り であるか、 之を 承りたい のであります、 是 
が 即ち 質問の 第五であります、 それから 大阪市の 端 
々に 於け る 場末の 改良であります、 勿論 此 場末の af 
であります から、 中流 界下層 民の 階級の 集合 地で あ 
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るへ 殊に 大阪ほ 工業の 都市であります るが 故に、 エ 
場の附近にほ裎めて饩しき所の部落の者が澤山住ん 
で 居る、 是 等を 改良す ると 云 ふ —— 此 貧民 部落 或は 
職工 部落を 改善す ると 云 ふ琪の 何等かの 規定を •今 
回の 此市區 改正 跷例の 中に 設ける 必要が 無い かと 私 
ほ 考へ るので あります、 英吉利の 例に 法て 見ても， 
職工 住宅 法と 云 ふ ものを 英吉利が 推へ て、 さぅ して 
職 H 保險 の ilf を 計る と 云 ふこと に 於て、 十分に 立派 
なる 成 挺を 擧げて 居る が、 今回 大阪市が 行 ほんと す 
る 所の 市區 改正に 對 して， 監督官 廳たる 內務省 ほ、 
斯樣な 方針に 向つ て柑獠 の計带 を 有する や 否やと 云 
ふこと を閗き たいの が 第 六であります、 それから 私 
は © も 眾耍 なる 問題と して、 政府の 意見を 聽きた い 

の ほ 市區 改正を 行つ て， 街路 ほ 如何にも 立派に なつ 

て 居る、 或 {3: 「アス フヮ ルト J であると か、 或は 木 

瑪で あると か、 或は 「コンク リ—卜 J であると か、 

非常に 立派なる 街路を. 造りまして は、 此 街路は 到底 

永く 保てない、 即ち 路面に 對する 施設が 出来ても、 

地下に 對する 行政が 行は れて 居らぬ、 彼の 四 谷の 通 

の 如き、 丁度 私が 東京に 住んで 居つ た 時に、 四 谷の 

道路が 市區 改正で 大きくな つたので あります が、 之 

を 作る 時に ほ 三角の 栗石を 入れて、 其 上に r パラス」 

を 入れて 十分 敲き 付けて、 立派なる 道路が 出來た の 

であります けれども、 地下 行政に 何等の 制限が 無い 

が爲に 、瓦斯の 鐵管で あると か、 或 ほ 水道で あると か 

或は 下水で あると か、 電話線 m 燈線 •或は 電信 線の 

如き 地下線を 塊 沒 する 時に 肝腎なる 道路を 掘り 繰り 

返す ので ある、 さぅ して 又 修繕を する 時に も 掘り 繰 

り 返す ので ある、 此場 合に 唯々 外面 丈！！ めて 置く の 

であるから 少し 1E い 重莆の 車が 通れば、 直ちに 其處 

が 壊れて 仕舞 ふと 云 ふ 事で、 四 谷の 道路は 電車 側を 

一一 尺 乃至 五六 尺 位 延長され た 所が どぶ  <にな ると 

云 ふ 不完全な 道路が 出来て ir ります、 佛關 西の 巴 里 

の 如き (笑聲 起る〕 伯林の 如き 此外國 の 都市に 於て 

は 頗る 立派な 池 下行 政が 出来て 居る —— 言 違 ひを 笑 

つたつて 仕方がない、 此 道路の 下に 相 當なる 隧道を 

設けて、 此地下 埋沒 線を 其內に 通ず、 或は 電信 線で 

あると か、 或 ほ 電話線で あると か 或は 瓦斯 管で ある 

とかと 云 ふ 埋沒線 を 集中せ しめて、 之を 修繕す るに 

も 道路 面を 掘り 繰り返さず して 立派に 修繕を すると 

云 ふこと で、 地下の 行政が 行 はれて 居る が、 今回 大 

阪 市に 行 はんとす る市區 改正に 對 して、 内務省は 地 


下行 政に 势 する 方針を 有して 居らる X や 否やと 云 ふ 
ことを 膣きたい のであります、 是が第 七の 問題で あ 
ります、 次に 大阪市 ! 3; 御 承知の 如く 水の 都で ある、 
此水が あつて 初めて 百 四十 萬の 大都會 が 今日 ® 現し 
たのであります から •此 水の 交通が 大阪の 生命で あ 
る、 所が 水路の 交通に 封す る 政策と 云 ふ ものは、 今 
迄 一つ も 立つ て 居らぬ、 即ち 橋脚の 問 隔 若く ほ 橋梁 
の 高さの I 定しな いと 云 ふ 事であります、 槪 して 大 
貨物の 運輸に 於き ましては、 大阪市に ほ 彼の 安治川 
ょり 土 佐 堀川に 通じて、 淀川に 通ず る 事が 行 ii れて 
居る のであります が、 爰に 一例を 以て 申します れば 
先年 靑島隞 审の 初に 於て、 大阪砲 兵 工廠ょり 大阪築 
港に 碇泊す る 御用 船に 向つ て 二十 八珊 の榴彈 砲を 輸 
S した ことがある、 其當 時に 於き まして 此輸绘 ほ 非 
常に 急ぐ ので あつて •多數 の榴蹦 砲を 稻出 さな けれ 
ばなら ぬが、 加 何せむ 此橋梁 行政の 統一が f-i いて 居 
らぬが 爲 めに、 天神 橋 •難 波 橋の 如き 立派な 橋が あ 
るかと 思へ ば、 堂島大 橋の 如き 貧弱なる 橋が あつて 
橋の 高さが 非常に 低い、 それであります からどう し 
て も 干潮 面を 利用し なけれ ぱ此 運輸は 完全に 行かな 
い、 即ち* 夜 二回の 干潮 時を 利用 致しまして、 漸く 
日に 一門 半 乃至 二 門 位し か輸绘 が 出来な かつた と 云 
ふ ,®1 例が あるので あります、 是は 橋の 高さの 事で あ 
ります が， 橋脚の 幅に 於き ましても 少しも 一定して 
居ない、 或 ほ 其 間隔が 十 間 も あり 十五 間 も あると 云 
ふ 具合で， 十五 間の 所が 如何に 澤 山ありまして も， 
唯々 一箇所 十 間の 所が あつたなら ば‘ それが 爲 めに 
荷物が 通らぬ と 云 ふこと になります ‘斯樣 な 事で あ 
り ま •すから、 橋梁 行政の 統一に 付て 定めて 內務 省は 

相當の 御腹 菜が 有る だら うと 考へ ますから、 此點を 

伺 ひたい、 是が第 八であります、 それから M 後に 於 

きまして 此市區 改正 條 例を 見ます るに、 市街 改良 姿 

員 會と云 ふ ものに 絕 對の權 力を 與 へて 居る やうで あ 

りまして、 此 委員 會の 組織 權限と 云 ふ ものは、 別に 

勅令を 以て 定める ことにな つて 居ります’ そこで 東 

京 市に 今迄 行 はれて 居りました 所の 東京 市街 改良 委 

fl 會の 組織 並に ®: 限と 云 ふ ものは、 勅令に 依て 見 ま 

すると， 此 委員 會の組 織 ほ 内務 次官を 委員長と 致し 

.內務 省 以下 谷 省の 高等官  >  鐵值院 、東京 府の谷 高等 

官 、玆に 東京 市長、 市參事 會議負 市 會闞員 一部を 以 

て 組織す となつ て 居る のであります、 所が 此 勅令は 

市 M 改正 條 例と 云 ふ ものが、 此朿京 市街の みに 限つ 


た 時代の 勅令であります るが 故に， 此組闼 の 中に ほ 
郡部が 加つて 居らぬ、 接 la 町村が 加つて 居らぬ、 所 
が 今回 改正を して tt H 車 施行を 區域 外に 出す と 云 ふ 
ことになると •どうしても 豫定 された 所の 區域に 於 
ける 相當な る 代表的 人物を 出す 必要が あると 思 ふの 
である-政府 ! i 果して 此案が 通過して 馊 行され る 時 
に if 此 委員 會 の m 織に 於て は 其區域 に擗 する 所の 
郡部の 接續 町村の 代表者を 此 委員に 任命す ると 云 ふ 
方針を 御 持ちになる かどう か、 此點で あります、 以 
上九點 に付きまして 政府の 處 見を 承つ て鼢 きたいと 
思 ひます 甚だ 失禮 致しました (拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 後藤 内務大臣。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登 《〕 

〇國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君〕 唯今 高 松 君からの 御 
質問が 九點 に亘 つて 居ります、 第 I は 大阪市の 市區 
の 改正に 於け る 補 肋 金の 事、 第二 ほ 接續 町村の 負擔 
に關 する 事， 第三 ほ 市 K 改正の 目的の 事、 第 四 ほ 併 
合 郡 村の 經濟關 係の 事、 第五は 高架 鐵 道の 關係 のこ 
と， 第 六 ほ 職工 宿舍 のこと、 第 七は 街路 行政と でも 
申し ませう か、 地下 物 建設に 關する こと、 第 八 (X 大 
阪ほ 水の 都府 であると 云ふ點 から、 橋梁 橋脚の 關係 
のこと. 第 九 ほ 委員 會 のこと •斯樣 な 御 質問で あり 
ます、 大要を 御 答 致しまして •其 中には ® ■員 ® に讓 
るべき ものが 澤山 あると 考 へられます が、 第一の 補 
助 金の 事は‘ 今此 所に 內務 省に 於て 何等 特に 計 - 1? し 
て下附 すべ 3- ものと 定めて Ilf る ものは ない ので あり 
ます、 是は高 松 君 自身 も御眾 知で ある やうで ありま 
すから‘ 敢て此 事は 申 述べますまい、 第二の 接紉町 
村の 負擔の 事であります が、 之に 對し て li ，高 松 君 
の 御意 見は 接續 町村の 市區 改正に 關係 する もの ほ、 
悉く 市に 併合す ると 云 ふ 御意 見の やうに 考へ られま 
すか 内務省に 於て ほ 市 其 ものの 光 づ一團 を 之を 諮 一 
環と して 第二 環 第三 環と 輪を 描きました 所の ものが 
fi;> ち此 利害 共通の 地域と して， 市 M 改正に 關係 する 
設備の 聯絡を 保つ やうに しなければ ならぬ と 云ふ考 
を 持つ て 居ります から、 强ち 悉く 併合す るので はな 
いから •郡 市の 負 擔の關 係が 無い やうに して it きた 
いと 云 ふ 希望を 持つ て 居ります * 此點に 付て は 何れ 
委員 會に 於て 能く 盡す 事に したら 宜か らうと 考へま 
す、 第三に 市區 改正の 目的であります， 是は 高松嵙 
から 段々 御 述べに なりました が、 此 目的に 對 しまし 
ては 時代と 場所と に從つ て、 吾人の 文明 牛： 活の 基礎 


は 科學的 生活に la くと 云 ふ ? II になる C であります か 
ら 、此 等の 調和は 十分肢 る やうに して 往かな ければ 
ならぬ と考 へます、 此事 は玆に 詳しく 申 述べぬ で、 
大要 丈 申 上げて 蹄き ます、 第 EM 併合 郡 村 〇 碎 濟と云 
ふ亊に 付て は ■是れ は 先刻 內務 次官 も申述 まし， • '. .> 
是れほ 十分に 攻究を 要する 事であります、 此 の W に 
付て ほ 郡 村の 今日の 333 立 生活を 妨げない 程度に 於い 
て、 市區と 共通の 生活を 全うする やうに 致したい と 
考 へて 居ります •第五に 高架 @ 适の ことに 付いての 
御 質問であります が、 lit の亊は 東京の 高架 鐵 造 の 通 
〇 やる であらう と 云 ふやうな 御 話 も ありました が、 
或 i!i ほさう 云 ふこと も ありませ う、 伸 し 是れは 今 ^ 
月は 忘れました が 今の 高架 馘道な る もの 2 :苹构 なる 
ものは 年月 ほ 分り ませぬ が、 白 根遞相 時代に あれは 
定められた ものであります、 それで 時代 も餘程 變つ 
て 居ります から •是れ は 時代相 腿の 力を W つて 敁善 
の 努力を 竭さな ければ ならぬ かと考 へて 捭 ります、 
それから ，第 六は 職工の 宿舎であります、 是れほ 近 
世の 問題と して 最も 攻究すべき 重® な 事に S3 して 居 
ります、 此等 のことは 市 K 改正 委 W 0- に 於て •十分 
攻究して 適當に 定めて 往かな ければ ならぬ ので あら 
うと 考 へます、 第 七に 街路の. 行政 地下 物の 訊 設等に 
付て 御 懸念が ありました が、 至 ® \御尤 のこと であり 
ます、 併し 之に 對 して* 斯樣な JJf にす ると 云 ふこと 
は’ 內務省 は 考へて 居り ませぬ、 巴 里の 地 >■ 溝渠の 
や 5 にし やうと か 又は 伯林の やうに しやう と 云 ふや 
うな 考 ほ 今 持つて 居り ませぬ、 此等は 次の 第 八の 御 
問の 大阪ほ 水の 都 府で あると 言 ほれました、 其 一言 
にして 盡 してあります、 此 等の點 から 考 へて 其 設備 
に f'J' ては •十分 近代的の 思想を 以て 全うした いと 云 
ふ考を 持て 居ります， 併し 是は純 濟と 相伴 ふ もので 
あります、 道路の 路面の 事から 地下の 趙設 物から 總 
て 理想の 通り 達し 得る や 否やは 別問題と して •要す 
るに现 代 的の 事 建設を 致す 事に 力を 致す、 斯う 云 ふ 
事になります、 大阪に 於て 橋梁 並に 橋脚の 關 係ょ 0 
して、 彼の 水 i® を 利用す る 事を 却て 妨げる 事が あつ 
たと 云 ふ 御. 1C 見 も ありました が、 市區 改正の 際に 於 
ては •改正 委員 會は必 らず 其點に 付て、 十分な 注意 
を拂 ふべき ことで あつて •今 幾らの 間隔に すると か 
幾らの 高さに すると 云 ふやうな 事に 付て、 豫斷 をし 
て 居る ものは 何等 ありませ ぬ、 次に 委員 會の 組織の 
事であります、 是ほ御 縣念も あ 〇 ましたが、 其 毀に 
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は 十分 注 a を 致さう と 思つ て 居ります、 m に 角 大 K 
市の 此 度の 改正に 付て は •必要を 感ずる ことに 於て 
も大阪市民の筘绍と内務雀の希诏と決して何等の相 
違な く、 密接の 關係を 以て 本案 提 m の 際 哨 述べ まし 
たやう に、 都市と ft 地方の 半： 產との 間の 調和を 全う 
したいと云ふ事の一言を以て御答致して蹬きま丫。 
〇謅長 c 大岡 育造 君〕 此際踽 長 ほ 議事の 進行に 付て 
一言 致します •本 讁會ほ M 早大 分經過 致しました け 
れども •唯今の 傾向を 見ます るに、 質問 日の 質問 も 
本案に 對す る本侉 の 質問 も 殆ど 差別な く、 委員 會の 
開かれる 場合に _すべ き 問題 も此 M 別 無しに 近頃頗 
る 接 引く， 今日 ほ 未だ 此 案に 付て さへ も 二 名の 通吿 
があります、 是ほ 謖 事の 進行 上、 本日に 定めた る 質 
問 日の 73 問 li 如 W に 長く とも， 如何に 詳細に TI らう 

とも. 固ょり 是迄の 例 も ある， 本案に 付て 殊に 政府 

の 法案の 如きは、 委 員會 に 付せられ なければ ならぬ 

ものであります から、 委員 fr に 於て 具に 御 質問に な 

る やうに 馘ひた い、 それに 問を 十 も 二十 も 擧げて 多 

きを 以て a: しとす るが 如き ほ 芮だ宜 くないと 思 ふ、 

此次 の S 問 者に 對 しましても です が、 政府に 對 して 

も此 ?Jf li 御 心得の 上に 御 答になる やうに 併せて 申し 

置きます - 村松愤一郞朽。 

0 村松恒 一郎 君 本員は 議長の 御 注® 迄 もな く、 極 

く fs 辟に 自席から 質問したい と 思 ひます、 今日 迄旣 

に大 婭一 段落を :げて 居る のであります が、 然るに 

今日の 人口の 研 加 •從つ て 交通の 頻繁なる が爲 に、 

現在 I 等 m 路で すら 旣に 狹隘を 感じて 居る や 5 な 譯 

であります、 隨て 種々 の笸險 事項 も續 いて 起る やう 

な 譯で あります が， 無論 lit 市區 改正の ill 業は、 市區 

改正 委員 會に 於ての 決定を 俠たな けれぱ ならぬ ので 

あります が •政府と して 現在の 此東京 市の 道路を &! 

在に w fl を 拽張 すると 云 ふ 御 方針が あられる か 否や 

と 云 ふこと を， 第一に 伺つて la きたい、 第二には 縱 

し 51 路の 幅員は 之を 描 張す る 事が 容易に 出来ない と 

致しましても ，今日 lit 路面の 改良と 云 ふことは、 非 

常に 必迪な 事柄でありまして •現在 殊に 此 3： 動 車の 

ra 行す る 〇 めに •益々 } a 路を 損じ る， それに 依て 又 

色 A の适 害を 生ずる と 云 ふ 場合であります が •同時 

に iu 京 市民は 此の 路面の 改良を 非常に 嬰 望 致して 居 

るので あります、 之れ に 付いて 政府は 此の 路面の 改 

良と 云 ふこと を、 急速に 0 行す る ことに 付いての 御 

意見は 如何であります るかと 云 ふ 御 S をす るのは、 
K 罔鋇行 法 中 改正 法® 案 第一 會 


外で もない、 今日 東京 市に 於き ましては 上水道の 擴 
張、 下水道の 敷設 等に 於き まして ほ、 旣に 年額 四 五 
千 萬 圆の 金額を 獎す る， 其の 他に も 種々 な 事業が あ 
るので、 此の 路面の 改良を する にしても、 東京 市の 
微力では 到底 出来ない のであります から、 勢 ひ 道路 
の 幅 M の擴 張 •若く は 路面の 改良に 致しましても、 
相 常の 補助を 仰がなければ ならぬ のであります 、併 
し 唯今 ® 庫 補助の 事に 付きまして， 政府の 御意 見を 
伺 ふと 云 ふので ない のであります •唯々 今日 以上に 
此 道路の 幅員を 棚 張す ると 云 ふ 御意 見が 政府に ある 
や 否や、 第二に 路面の 改良の 魚 務なる 事を 御 認めに 
なるや 否や 此一 一點に 付て® く簡 S に 御 答を 求めたい 
0® 務 大臣 (男 辟 後赌新 平 君〕 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 後藤 內務 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

01 務大は (男 13 後藤 新 平 君〕 唯今の 御 質問 ほ e 漏 
した 所 も ある やうで* しつ かり 分り ませぬ でした が 
第一に 道路の 幅を 改良す るの 意が あるか 第二 ほ 路面 
の 改良を する か、 斯う 云 ふ御尋 の やうで ありました 
是は 何れも 今日の 儘では いかぬ と考 へます、 今日の 
儘で 良い 道 幅の 處ほ 、宴に 東京 市內の 街路 中 少なき 
ものであると 考へて 居る のであります。 

0 議長 (大岡 育造 君) 高木 正 年 君。 

〇萵木 正 年 君 私 ほ 梅め て簡單 に 唯一 箇條 御尋を 致 
したい、 此市睬 改正 條例ほ 頗る 古い 法律 規則で あり 
ますが、 今度 改正になる の 13: 確に 相 當の 事とは 思 ひ 
ますが、 此調會 に 於て、 何故に 東京 市 ® 改正 土 池 建 
物處分 法なる ものを、 根本ょり 御 改正に なつて 御提 
出に ならない のです か、 凡そ 我 1§)(1 の 法律 規則の 中で 
此東京 市 區 改正 土地 建物 處分法 位 野蠻な 法律は ない 

從來此 土地を 収用し、 若く は 建物を 收用 する 時分に 

は、 土地 收坩法 に 依る のが、 相當 であります が此建 

物 處分法 ほ 収用 法に 依らず して、 市區改 正の 企業者 

は內務 大臣で ある 内務大臣の 下に ある 市區 改正 事業 

を 此市區 改正に 常つ て收 用され る 土地 及 ？ i; 物の 賠償 

に 付て、 異議 ある 時分に ほ、 內務 大臣に 裁定を 乞 ふ 

ょり 外に 救濟の 方法が 設けて ない のであります •是 

れ 恰も 原告が 己れ の 主張を 被告に 對 して 要求す る 場 

合に、 被！ ic に 向って 救濟を 求める と 同 樣な 法律 規則 

であるので あります、 是が爲 に 市區改 正の 度 毎、 及 

び 昨今 行 ほれて 居る 所の 市の 水道 及 下水 事業に 對し 

て 郡部に 於ても ？ 6 しき此 所有 ® を 侵害され て 居る 者 


が あるので あります •此 m 區 改正 條 W を 改正 さる、 
ならば、 先づ 根本の 此土地 建物 處分 法を、 時代に 適 
應なる 法律と して 御 改正に なつて. 獨り 之が 取 京 市 
の區域 內に幸 ひする のみならず、 大阪 京都に 新に 之 
を 適用す る 場合に 於ても •所有 ® を 侵害し ないやう 
に>  相 當の救 濟 方法を 設けて 之を 施行な さる 事が 適 
當な 手段では ないかと 私は 思 ふであります、 然るに 
此 等の 事を 少しも 御 攻究な く、 恰も 此法を 以て 完全 
無缺の ものと な 一 て、 新に 大阪の 市にまで も 之を 適 
用され ると 云 ふ內務 大臣の 意が、 一向 了解し 兼ねる 
のであります、 此點に 付て簡 單 な 御 答を 要求し ます 
0_務 大臣 C 男爵 後藤 新 平 君〕 議長。 

〇 縫 長 C 大岡 育造 君) 後藤 内務大臣。 

〔國 務大 眨 男爵 後藤 新 平 君 登壇 J 
〇 國務大 K (男爵 後藤 新 平 君〕 高木 君に 御 答を 致し 
ますが、 lit 法律案は 或は 高木 君の 御意 見と して 述べ 
られる やうな 點に 、改良を 耍 する 所 も あるか も 知れ 
ませぬ が、 政府に 於て (i 多年の 經驗上 之を 以て 實行 
しまして* 決して 差茭な いと 認めて 居ります から、 
之を 提案 致して 居る のであります、 是 等の 御意 見を 
闘は します る ことほ、 委 M 會に讓 るが 議長の 言 はれ 
る やうに 適當で あらう と 思 ひます から、 是丈御 答 致 
して 置きます。  J 
0 議長 r' 大岡 育造 君) 右兩 案の 審査を 付託すべき 姿 
員の 潠擧を 議題と 致します。 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
舉 

0 岩 崎 勵君兩 案を 一括して 委員の 數は特 に 十八 名 
とし •議長に 於て 指名せられ むこと を 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議ない ものと 認めます、 
仍て 右兩 案は 十八 名の 議長 指名の 委員に 付託す る こ 
とに 決しました I 日程 第五、 臺灣 銀行 法 中 改正 法 
律 案の 第一 讀會を 開きます。 _ 

第五 臺灣 銀行 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 讀會 

臺 S 銀行 法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷 一一 九 頁 貴族院 _事 中ン 
广に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く/ 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 議長。 


〇 誘 長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大臣 勝 田 主計 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君〕 唯今 提案を 致ました 臺 S 
銀行 法 中の 改正の 要點は 第一が 保證 绾備 の槭 張で 御 
ざいます、 御 承知の 如くに 1 銀行に 於き まして ほ 
明治 四十 三年に 保證準 備の 制限 額を 「一千 萬 II J と 
致しました •其 以来 何等の 變更ほ 御 ざい ませぬ ので 
然るに « 灣に於きます所の產業其他の發展ほ、私共 
の 申 上げます るまで もない 次第であります るので 此 
「千 萬圓 1_ を r 二 千 萬 111 j に 横 張を したいと 云 ふこと 
が、 是が 主要な 點で御 ざいます、 其 他 辜 灣 銀行は 今 
日 li 海外に 於て 餘程 事業に 手を / 11 して 居ります 、隨 
て赞業 課目の 中に 'M 外に 於て 致します る 所の 業務に 
付て は 主務大臣の 認 町 を 得て 致す ことの 出来る 餘地 
を存 して 置いたら , H: からぅ と 云 ふこと が | 點御 ざい 
ます、 尙ほ* 灣に 於き ましては 公共 團 ST 或は 產業 
組合の 如き ものが 今日では 完全に 發生 致しまして、 
其 監督 等 も 十分 行屆 いて 居ります からして、 之に 封 
して 無 ie 保の 貸付の 途を啓 くと 云 ふこと に 致したい 
と 思 ふので あります、 其 他 一二の 1 :微 なる 改正を 加 
へたい と 思 ふの が 111: 案の 精神で 御 ざいます、 何卒 御 
協齊 を與 へられむ ことを 切 葳 致します" 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 別に 御 質問が 無ければ、 右議 
案の 審査を fj- 託すべき 委 負の 選 擧を 議題と 致します 
第 六 右 議案の 窬查を 付託す へき 姿 員の 選 
擧 

〇 岩 崎勵君 委員の 數 ほ 特に 十八 名と し、 議長に 於 
て 指名せられ むこと を 望みます。 

〔「賛成々々 」「捉 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇 議長 0 K 岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議がない 
と 認めます 、即ち 本案は 議長 指名 十八 名の 委員に 付 
託する ことに 決しました」 

〇 岩 崎 1IJ 君 再び 議事 Q 程變 更に 關する 緊急 動篛を 
提 m 致します‘ 即ち 先 づ政府 提出の 日本 興業銀行 法 
中 改正 法律案の 第一 讀會を 開き， 政府の 說明を 求め 
て其審 _ を 進行し、 引續き 其. 補査を 付託すべき 委員 
の 選 擧を行 ひ、 次いで 有價證 券 割 M' 阪賣業 法案の 第 
一讀會 を 開き、 委員長 差 支に 付 理事 柏 原文 太 郎君の 
報告を 求め、 且つ 其 審議を 續行せ られむ ことを 希望 
致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇 議長 C 大岡 育浩 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 SI はない 
四 九 五 
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と 認めます、 仍て 日程；！ is 更せ られ ました、 日本 興 
業 銀行 法 中 改正 法律案の 第 I IH 會を 開きます。 

日本 興槳 銀行 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 ^ 會 

日本 興業銀行 法 中 改正 法律案 

へ 本名は 本卷ニ ニ 三 頁 a 族院 i§ 事 中) 

广に 掲黻せ 乙を 以て 再 掲 2 煩を 避く) 

〇阈務 大臣 C 勝 田 主計 君) 111 長。 

〇諶 長 0 K 岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

t 國務 大臣 勝 田 主計 荇 登 ® 〕 

〇國務 大臣 (勝 田 主計 君： >  唯今 議題に 上りました 興 
業 銀行 法 中の 改正 法律案 ほ、 昨年の 議會に 於き まし 
て も 提出を 致しました のであります、 併しな* R ら昨 

年の 議會に 提出した ものと •今回 提出 致しました も 

のとは 多少の 相違が あるので あります、 今回 提 出 致 

しました 所の 主なる 目的は 第一には 興業銀行 をして 

工業の 發 展を叻 長せ しむる 爲に 、株券の 引受 或は 應 

琛と云 ふこと を やらせた いと 云 ふこと が、 一つの 大 

趣意に なつて 居ります、 前回 提出し ました ものには 

絕對に 左樣な 事を やらぬ と 云 ふ 案で ありました が、 

今回の 案には 主務大臣の 認可を 受けた る 場合に 於き 

まして* 之を 爲す ことを 得と 云 ふこと に 致しました 

即ち 成べ く 確 S の 上に も確茛 を 期す ると 云 ふ 趣旨を 

以て 斯樣な 規定に 致しました •第二の 點は 船舶 金融 

に關係 致す 所の ものであります、 即ち 船舶に 對 しま 

して 並に 船舶の 附龆 品に 對 しまして、 興業銀行 をし 

て 金融の 途を 開かし める、 斯様な ことであります、 

此點 に付きましても 前回 提出 致しました ものとは、 

多少 違つ て 居る 所があります、 即ち 貸 船 料 或は 運賃 

に擔保 と 致しまして 貸付け ると 云 ふこと が、 前に 提 

出 致しました ものには ありました が是 等の 計算の 點 

に 於き ましても、 甚六 ヶ敷い 事が 起つ て來 まする の 

であります、 是は 今回は 除きました 次第で 御 ざい ま 

す、 大體斯 様な 事が 今回 提出し ました 改正案の 趣旨 

で 御 ざいます、 何卒 御 密議の 上に 協賛を 與 へられむ 

ことを 希望 致します。 

〇識长 (犬 岡 育造 君〕 別に 御 質問 も ありませ ぬけれ 

ば、 右 謎 案の Iff 査を 付託すべき 委 M の潠擧 を 議題と 

致します。 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 

0 岩 崎 ® 君 本案は 日程 第五、 臺灣 銀行 法 中 改正 法 

律 案の 特別委 員に 併せて 付託せられ むこと を 希望 致 


します。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほない 
と 認めます、 即ち 動 謬の 如く 決しました、 有價 證券 
割賦 販賣業 法案 第一 if 會の 結を 開きます、 理事 柏 原 
文 太 郎君。 

有 13 證券 割賦 販 Hi 業 法案 第一 韜 會の綏 
(委員長 報告) 

〔柏 原文 太郞君 登壇〕 

〔拍甲 起る〕 

0 柏 原文 太 郎君 委員長に 代りまして 有 僧 證券 割賦 
販賣業 法案の 委員 會の經 過 及 結果を 報 iff 致します、 
二月の 二 十五 日 以來數 回の 姿 員會を 開きまして、 政 
府委 員と 質問 腿 答の 末 御手 許に 廻って 居ります る 第 
六條の 中の —— 第六條 第一 號 中の 「特別 ノ 法令-一依 
リ設 立シ タル 會社ノ  J と 云 ふこと を 之を V 王務 大臣 ノ 
認可 ヲ受 ヶタ ル」 に 改め、 其 他は 悉く 政府 委員の 說 
明を 是認 致しまして、 此 法案の 制定は 時宜に 適した 
る ものであると 云 ふので 承認を 致した のであります 
即ち 委員 會ほ 多數を 以て 委員長の 報告 案を 是認 致し 
ました •併し 之に 付て は 多少 修正の 意見が あります 
それは 其 機會に 多分 現は る X こと X 思 ひます、 此段 
御報吿 致します C 拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 本案の 第二 讀會を 開く や 否や 
を 御 諮り 申します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案 ほ 第二 
讚會を 開く に 決しました。 

0 岩崎勸 君 K ちに 本案の 二 is 會を 開かれむ ことを 
菌み ます。 

0 議長 r- 大岡育 措 君〕 直ちに 二 讀會を 開く に 御 異議 

はあり ませぬ か" 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます， 即ち 

直ちに 第一 一讀會 を 開き 議案の 全部を a 題に 供し ます 

有價證 券 割賦 販賣業 法案， ¥i 一讀會 

〇 岩崎勸 君 本員は il 憾なが ら 委員 會の 修正に 反對 

して、 原案の 通り 可決せられ むこと を 和 望す る 者で 

あります、 即ち 委員 會の 修正は 單に 本案 第六條 第一 

號中 「特別 ノ法 令-一依 リ 設立 シタル 會社ノ 」 と あるを 

削除 致しまして 「主務大臣 ノ認可 ヲ受ケ タル」 と 云 ふ 

ことに 改めて 居る に過ぎないので あります、 細 さに 

之を 考蕺 致して 見ます と* 法と 言 ひ 令と 言へ ば 即ち 


其 規矩 準搵は 確定して 居ります， 其 解矮 適用 上に も 
誤りな きを 原則と 致して 居ります、 それが 大 pi の認 
可と 云 ふこと になります と， 規矩 準 el に 定まりが な 
く、 或は 運 励 の 巧拙に 依り、 或は 情實の 如何に te つ 
て 本 法の 運用に 誤りな きこと を 保さない ので ありま 
す、 即ち 委員 會の 修正は 其 運用の 圓滑を 岡ら むが @ 
めに， 却て 立法 部の 權域を 縮 少して、 行政 部の 鼎 域 
を 傾 大する 結果と なる のを 恐る X のであります、 仍 
て 本員は 立法 部に 屛る 立場ょり 委員 諸君の 御 承認を 
請 ひまして、 委員 ir の 修正 議決 ! 3: 之を 否決して •原 
案の 通り 可決せられ むこと を 望みます、 切に 葫場諸 
君の 賛成を 闺 みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 橫山勝 太 郎君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君) s 山 勝 太 郎君。 

〇磺山 勝太郞 君簡單 であります から此 處で ■…： 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 宜しい。 

〇橫山 勝 太 郎君 唯今 岩 崎 君の 御® 論が ありました 
が、 是は岩 崎 君の 折角の 御 議論であります けれども 
吾々 特別委 員と して 此審議 に參與 したる 者は、 遺憾 
ながら 此 動_ に 賛成す る ことが 出来 ませぬ、 其 理由 
を簡單 に 述べます、 此 修正の 意味は 岩 崎 君の 言は る 
る やぅな 危險な 事捫を 決して 包含 致して 居らぬ、 單 
に 法文に 揭 げられ て ある 丈の 擔保 に収ら るに 止まる 
と 云 ふことは， 今日の 經濟界 の 趨勢に 顧みて 餘りに 
狹 きに 失する から、 主務 大 K の 認可が ある 場合は、 
此第 六條に 書いて ある 以外の 擔 保に 依つ て も 資金の 
貸 出を して 宜しい と 云 ふので あります 、事柄は 極め 
て穩 健で あり、 圓滿な る ものであると 考 へます. 而 
して 此 事柄に 付て は •政 友會の 委員 諸 代 も 悉く 御賛 
成に なり、 而 して 政府 委員 も 之に 御 同意に なつた の 
であります、 政府 委員が 御 賛成に なり、 而 して 政 友 
會の 磯部 君ょり して 修正の 動議を 提出せられ たので 
あります、 之に 對 して 吾々 は 一人の 異論な く 滿場一 
致を 以て 可決した 此 法律の 結果、 偏頗 愛憎に 依て 適 
用が 二 三になる と 云ふ點 が あると 云 ふ 薄弱なる 理由 
に 依て、 折角 委員 會に 於て 可決した ものを 本 會に於 
て翮 すと 云 ふことは、 大に 委員 會の權 威を 侮蔑す る 
ものであります、 惡 して m 例を 始す ものであると 思 
ひます、 此 意味に 於て 滿場 一致を 以て 可決 致し， 殊 
に 政府 委負も 同意せられ たのであります から、 どう 
か 委員長の 報告の 通りに 滿 場の 御 賛成を 仰ぎたい と 


思 ひます。 

o_ 長 (大岡 育造 君： >  先づ 長 報 吿に 付て S 否を 
決します、 委戶長 報 吿に饺 成の 諸君の 起立を 求め ま 
す。 

起立 者  少数 

〇 議長 (大岡 育造 右，〕 少數で あります、 否決， K 案 
に 付て 御異壤 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 致な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡育 造 君) 御 與漭な しと 18 めます、 仍て 
原案の 通りに 決しました。 

〇 岩 崎 黝君 直ちに 本案の 三蹈旮 を 開き、 第二 的 B 
亿 於て 議決の 通り 即ち 原案の 通り 可決 確定せられ む 
ことを ^ みます。 

〇認長 (大岡 育造 若： >  直 ちに 三證會 を 開く に 御 興 豳 
ありませ ぬか。 

〔「異_な し異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直ちに 三® 
會を 開きます， 議案 全部を 蓮 題に 致します。 

有價證 券 割賦 販 費粢 法案 第三 譖會 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 御異謎 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇 謎 長 (大岡 育造 君〕 御異 詔がなければ 即ち 二 識會 
に 於て 決議した る 通り 可決 確定した る ことを 宣街致 
します、 日程 第 七、 朝鮮の 生産に 係る 物品の 移入 税 
免除に 關 する 法律案 第一 躕會の 給を 開きます、 委員 
長 小 林 源 藏君。 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移入税 免除に 關す 
る 法律案 (政府 提出〕 第 j 譖會の |3 (委 
員 長 報告) 

C 小 林 源 藏君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 林源藏 君 本員は 並に 朝鮮の 生產に 係る 物品の 
移 人税 免除に 關 する 法律案 委員 會の經 過 並に 結果を 
御 報告 致します、 本案は 法文 極めて 簡單な れど も lass 
利 民 _ に 至大の 關係 ある ものと 認めまして、 委員 會 
を 開く 事前後 五囬 、政府 委員と 質問 應 答を 重ね 研究 
を 致しました る 結果、 大體に 於て 適當な る 法案で あ 
ると 認めました が、 唯々 大麥 即ち 「ゴー ル デン メロ 
ン」 種， 是は麥 酒の 原料と なる ものであります が， 
朝鮮に 於て は 未だ 生產 をして 居らぬ のであります、 
本年の 六月 頃に 初めて 生產 をす る だら ぅと 云 ふ. 將 
來の 事に 關 係して 居る のであります、 JL つ 内地に 於 
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きまして、 此 「ゴー ル デン メロン」 種の 生產に 付て 
關 !« 地方の 如き 三十 年来の 苦心 慘 ta を ® ねて、 漸く 
生库 する ことにな つたので、 呢： 3 を受 くるの も W 難 
の 結果を 來すだ らぅと： M ふので、 此大赉 「ゴ ー ル デ 
ンメ CJ ン」 稲の！ 項 丈を 削除して •他は 全部 政府案 
に饺 成す る ことに 大多數 を 以て 議決 致した ので あり 
ます、 其 結 架と 致しまして、 第二 號 以下 號數は 順次 
操 上がる ことにな 〇 ます、 而 して 其 修正に 付き まし 
て 政府 委 M の铰否 を 求めました 所が •锊 成と も不资 
成と も 遂に 总 見を PH かれな かつた のであります から 
此 修正の 通りで H しいと 18 めて K られる ものと Eg 定 
して 然るべき ものと 思 ふので あります、 謅堪の 形勢 
に筘 みまして、 簡 W に 報 ff する 事 右の 如しで ありま 
す、 ど 5 ぞ此委 a ^ に 於け る 修正 通り 御 賛成 あらむ 

ことを 希 0? 致します (拍手 起る〕 

OSS 長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 讚 會を 開く や 否やを 

諮ります。 

t 「異 ® なし 異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇 識娱 c 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案の 二 la 

& を 開く ことに 決します。 

0 岩 * 5 剧忍肮 に 本案の 二 讚© を 開き 三讀會 を 省略 

して， 委負择 報 街の 通り 即ち 委員 會に 於て 修 JF 議決 

の 通り 可決 確せられ んこ とを 希望 致します。 

0W 長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 財の 動 綫 に御異 謎は あり 

ませぬ か。 

1 r 異链な し 異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇湞 長 (犬 岡 育造 御異 S なしと 認めます、 仍て 

芮に 第二 讀會を 開き 鹩案の 企 部を 鼓 題と 致します。 

朝鮮の 生產に 係る 物品の 移入 税免 除に 關す 

る法律案第二蹢 0- (確定链〕 

〔「興 SS なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 述長 (大岡 育 is 君〕 御 與錢が なければ in lff 會を省 

略して •茲に 可決 確定した る ことを 宣吿 致します。 

0 岩 崎 SI 君 時 PII 延長の 御 宣抟 を B,li ひます。 

〇 諮 •長 (大岡 育造 君〕 時間が 切迫 致しました から、 

時間を 延長して 本日の 日程を 誠 了したい と M ひます 

—— 日锃第八、眾耍物產同荣組合法中改正法律案， 

第一 IE 會 の , N を 開きます - 委 吉田屮 君。 

第 八重 要 物 產 N 業 組合 法 中 改正 法律案 

(土井擗大君外一名提 /11 )  第一 10 

0- の緵 (委 a 長 報告) 

〔吉田 中 君 登 抱〕 


〔拍手 起る〕 

0 吉田中 君 本員は 過日 本會に 於き まして 委員付託 
になり ましたる 重盟物 產同菜 組合 法 中 改正 法律案の 
特別委 A 會に 於け る 經過並 に 結果を 御 報吿 致します 
委員 會は二 月 二 十六 日ょり 今日に 至る 迄-開 會 する 
事 四 回に して、 其 間 提出者 並に 政府 委員に 對 して 質 
問臊 答を 重ね ，炤 軍： 審議の 結果-諸君の 御手 許に 廻 
して あ 〇 まする 通りの 修正案を 滿堪 一致に て 決議 致 
したので あります、 此改 正の 大要を fti めて 簡單に 申 
上げます れぱ ，現 行 法は 諸君 も 御 承知の 通り， 組合 
經 2'i 又は 過怠 金の 滞納 漭ある 場合 に、 訟廷を 煩して 
其處 分を 求める のであります るが、 其處 分を 受け ま 
したる所の組合れは之を非常に怨と致しまして、遂 
に 其 組合に 對 して 敵 ® を 挟む に 至る のであります， 
是に 於て か 一般 糾合 長と なつて K る 者は •組合員の 
反對 を廣れ まして •其處 分を 勢 ひ 緩漫 にし •等閑に 
付す ると 1 <  ふ ことが 往々 例に なつて 居る ので ありま 
す、 斯樣 になります れぱ 遂に 組合の 威信と 云 ふ もの 
と、 又 其 基礎と を危 くす る譯 になる のであります* 
で是は 视竟 法律 不備の 結果では ないかと 思 ふので あ 
ります、 然るに lit 改正案 ほ •純 ! S 又は 過怠 金の 滯納 
者 ある 場合に 於き まして >  國税 滞納 堪分 法に 依て 强 
制徵收 をな し 得る 規定であります れば ，却て 裁判所 
に訴 ふるょりは 簡 他に して •且つ 滯納 者に 對 しまし 
て も，； 小 快の 感を® かしむ る ことが 洵に 少なくな り 
まする ので •至極 13 常なる 處分 となる のであります 
る •隨つ て 組合の 整理 上® も 緊要なる 改正で あると 
思 ひます る、 就て は此 改正は 全國の 同業組合が 多年 
希望して 已ま ざる 所であります が、 政府 ほ 同業組合 
中 未だ 其 内 ¥¥ が 完全： ならざる ものが 多き に to り. 十 

分 整绅 したる 上改 JH すると 申して 居ります る>  斯 の 

如きは S5 に 政府と して 綏漫な る 方針でありまして、 

本邦 產椠 界の爲 に ilt 撼此上 もな き 事に 思 ひます る、 

吾々 ほ 政府が 言 ふが 如く、 組合の 內容が 充實せ ざる 

一大 原因は 是亦法 律の 不備に 起因す る ものと 確信し 

て 疑 {3: ぬのであります る 故に， 政府 當局 も lit 改正案 

に同釕 せられて、 ri 族院 通過に 努力せられ、 萬 一貴 

族院に 於て 否決 父は 捤潰 しの 運命に 願す る 場合に 於 

ては、 第 四十 一議 ir に 御 提案 あらむ 事を 切に 希菌し 

て 止まざる 次第であります C 笑聲 起る) 諸君、 右 樣 

の 次第であります から、 滿場 一致 御熒成 あらむ 事を 

绍み ます (拍手 起る〕 


〇 韻 長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 ® 會を 開く や 否やを 
御 諮り 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (大岡育造冇)御異議は無いと認めます、仍 
て 二 譖會を 開く 事に 決します。 

〇 岩 崎 fa K rf ちに 本案の 二讀會 を 開き 三 讀會を 省 
略して 可決 確定 あらむ 事を 希望 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり： I 
0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異諉ほ ない 
と 認めます、 仍て 直に 第二！！ 會を 開き 議案 金 部を 議 
題と 致します. 

重要 物 產同業 組合 法 中 改正 法律案 第二 讀 
會 (確定 議〕 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議が なけれ ぱ三讀 會を省 
略して 本案の 可決 確定した る ことの 宣吿を 致します 
0 岩 崎 ifl 君 日程 第 九 乃至 第 十一 . 即ち 特許法 中改 
正 法律案 外 二 件は 委 M 長の 都合に 依り 一時 延期の 動 
議 を 提出 致します。 

〇讁 長 C 大岡 育造 君) 延期に 御 異議は ありませ ぬか 
t「 異鹩な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君： 一 御異篯 はない と 認めます、 仍 

て 延期に 決し ま -S - 日程 第 十三、 平 町 小名 濱間鐵 

道 建設に 關する 建議案を S 題と 致します - 高 岡 唯 

.一郎 君。 

第 十三 平 町 小名濱 間 鐵道越 設に關 する 趙 
黐 案 (高 岡 唯一 郎君 外 二 名 提出〕 
平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 關 する 建議案 
平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 關する 建議 
交通 機 關の聯 絡は 國防並 產業 政策 上の 要務に して 
國力の 發 K に 伴 ふ 必須の 設備たり 殊に 我 か 邦の 如 
き 環海の 池 勢に 在りて は 港 ^ と鐵 道と 兩 々相 俟て 
始めて 運輸 交通の 目的を 達し 得へ き や 敢て論 を俟 
たす 

而 して 新 潟 縣下新 潟ょり 福 鳥 縣下平 町に 至る 磐 越 
線は 大正 五 年 十月 開通した りと 雖平 町ょり 南 小名 
濱 港に 達する 約 六 M の鐵 道を 延長して 西日本 海と 
東 太平洋との 聯絡を 完成す るに 非され は 海陸 交通 
の 目的を 達し 得たり と 謂 ふへから す 此の 如く 平 町 
より 小名 消に 节る鐵 道は 兩洋迪 絡 線に して 極めて 
必要なる 線路と 認む るか 故に 政府は 速に 相 當の措 
置を 採り 之 か® 設に著 手せられ むこと を堵む 


右 建議す 

〔高 岡 唯一 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 高 岡 唯一 郞嵙 本案 提出の 理由を 極めて 簡單 に說 
明 致したい と 存じます、 諸君 御 承知の 通り 磐 越 線た 
る 所の 越後 新 潟よ 〇 磐 城 平 町 間 百 七十 二哩は 昨年 十 
月 開通 致しました のであります、 さりながら 平 町よ 
り ra 小名 濱港 に！！ する 約六哩 間は 未だ 開通 致さぬ の 
であります、 それであります から 此六哩 間を 延長し 
まして、 1 : 日本海と 東 太平洋との 聯裕を 取り、 而し 
て 海陸の 聯絡を 3 兀成 致して、 交通の便 利を 期したい 
と 云 ふの が •本案 提 出 の 第一の 目的で あるので あり 
ます、 諸君 も 御 承知の 通り 磐 城 地方 ほ 本州に 於け る 
石炭の 唯一の 產地で あります それであります から 石 
炭は 何れの 方面に 消 费さ る、 かと 言へ ば、 JK 北 地方 
一圆ほ 勿論、 京濱の 谷 工場 •南 ほ 愛知 縣 名古屋 以東 
西は 兩毛 線より 信越に 及んで 居る のであります、 此 
方面の 工場は 皆 常 磐 炭を 燃料と して 居る ので ありま 
す、 然るに 今日の 場合に 於き まして ほ、 先刻 石炭の 
調節と 云 ふこと で、 長 田 君で ありました か 長々 しい 
御 質問が ありました けれども. 今日の 磐 城池 万の 石 
炭は 今 燃えつ、 あるので あります、 殆ど 一年の 產額 
は 約 三百 萬噸内 外であります けれども， 今日の 鐵道 
の輸浍 力と 云 ふ ものは、 僅に 二百 二三 十萬噸 を 輪 送 
する に過ぎないので あります、 所謂 鐵 道の 輪 送 能力 
は —— 常 磐 炭を 輸送す る 能力 ほ、 採掘 額の 三分の！  一 
を運ぷ に過ぎないので あります、 左 樣な狀 况 であり 
ますから、 今日の 常 磐 炭は 骸炭 から 粉炭に 至る 迄 山 
を 成して、 殆ど 今は 燃えつ X あるので あります、 何 
も 石炭の 調節は 必要がない、 貨 眾 を 廻し さへ すれば 
此常 磐の 石炭 ほ 谷 工場に 十分 供給せられ るので あり 
ます、 斯樣な 狀况 であります から、 M に鐵 道の 轍 送 
のみを 以て 磐 城 炭を I 常 磐 炭を 谷 工場に 輸绘す る 
事は 困 雑な 狀况で あるので あります、 であります か 
ら lit 鐵道を 延長 奴し まして •而 して將 来は 一面は 汽 
車に據 〇、 一面は 船舶に 據 て， さぅ して 我 帝 國のエ 
業の 發 K に 非常に 深大の 關係 ある 線路であります か 
ら 、何卒 皆さんに 對 しては， 線路の 延長に 御 賛成を 
求めたい と M ふので あります、 殊に 木 案は 谷 派の 賛 
成を 得て K る ものでありまして、 我 黨は 勿論 憲政 會 
よりも N 民 黨 よりも 御 同意を 52 たる 案であります、 
願く は 资 に此 案の 通過は 一地 方の 利益の みならず、 
四 九 七 
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院議 衆 帘露課 帝 回 十四 第 


冲陆 辟 特別 自治 制撤發 に 羽す る 建邁案 


四 九 八 


我 帝國の H 楽 鼓 Igi の 上に :.:: る 深 大の關 係の ある 提案 
であります が 故に、 谷 員 一致の 御 fc 成を 筚む 次第で 
あります /-'. 拍手 起る) 

0 岩 埼 野 君 本案 (3: 餞 長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられむ yf を轺み ます。 

〇 溢 長- 大岡育 造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 fi はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (大岡 育造 君  >  御 異議がなければ 本案 ほ 議長 
指名 九 名の 委 M に 付託す る 事に 決します I 日程 第 
十四， 沖椰縣 特別 自治 制撤躞 に關 する 建議案を 議題 
と 致します I 提出者 兒 ^ 好 熊 君。 

第 十四 沖繩縣 特別 自治 制撤 廢に關 する 建 

議案 (奥 田 榮之進 君 外 二 名 提出〕 

沖繩縣 特別 自治 制撤躞 に關 する 建議案 

沖繩縣 特別 自治 制撤 躞 に關 する 建議 

沖 繩縣ほ 明治 二十 九 年以來 特別 自治 制を 施行せ り 

と雖同 縣の狀 態 ほ M 早 其の 必要を 認めさる を 以て 

政府は 之を M 廢し速 に 府縣制 並 市町村 制を 施行す 

へし  ， 

右 建藕す 

〔兒玉 好 熊 君 登 檀〕 

〔拍手 起る〕 

〇兒玉 好 ^ 君簡單 に 本案 提出の 理由を 申 述べます 

詳細なる 事 it. 提出者の 一八た る 新政 會の我 如 古樂一 

郎君ょり 更に 御 述べになる 賴りで あります •咄今 沖 

椰縣に 町村制 も 施行せられ て あるので あります、 又 

府縣制 も 施行せられ て 居ります が、 孰れ も內地 に 於 

て 施行せられ て pr る 町村制 及府縣 制と IX 違つ て 居る 

のであります、 殊に lit 肝腎なる ® に 於て 違つ た 點が 

あるので あります、 先づ町 村 制に 於き まして ほ 明治 

二十 九 年に 始めて 間切り 制度と 云 ふ ものが 實施せ ら 

れ まして， 是が 即ち 我 内地の 村會に 柑當 する ので あ 

ります が、 ilt 運用が 十數 年の 後に 至りまして、 即ち 

明治 四十 一年に 至りまして、 現行の 島嶼 町村制なる 

ものが K 施せら る、 事に なつて 居る のであります、 

是が内 地の 町村制と 著しく 違つ て 居る 點と 申します 

のは、 即ち 町村 會が 最も 肝腎なる 權 限と も稱す べき 

村長 及 助役 等の 選舉と 云 ふ 事を、 許されて ない ので 

ありまして、 沖繩縣 及 島嶼 町村制に 於き ましては、 

總て 村長は 官選と 云 ふこと になつ て 居ります、 又收 

入 役 も 官選と 云 ふこと になつ て 居ります 、叩ち 名譽 


職の 村長 助役 ix 有しない のであります •他の 點に至 
りまして ほ 著しく 內 地の 町村制と 違 ふ 所 IX ありませ 
ぬ 又、 府縣 制に 於き ましても， 最も 府縣會 の肝芮 な 
る點 とする 所の 參事會 と 云 ふ ものが 設けられて 無い 
のであります、 此參 事锊を 設けず して 參事會 に® す 
る 所の 檝限は 知事が 之を 行 ふと 云 ふこと になつ て 居 
ります ので、 注々 にして 此縣廳 と縣會 との 意思の 疏 
通を 缺 くと 云 ふこと になる のでありまして、 洵に B 
治 制度の 發展の 上から 申しまして •是 ほ 悲 むべき 事 
柄で あると 思 ふので あります、 旣に沖 繩縣 が府縣 制 
を實 施せられ まして-十 年の 久しき に a つて 居る の 
でありまして、 是 等の 運用に 付きまして は旣 に經驗 
を 重ね 熟練を 經た ものと 云 ふて宜 からう と 思 ふので 
あります、 又 現在の 沖繩縣 の狀 態と 云 ふ もの ほ、 敎 
育 其 他の 事が 餘 程進步 致しまして •内地に 此府縣 制 
が 始めて 實 施された 明治 二十 三年の 當時 ，及內 地に 
町村制が 始めて 實 施されました る 明治 二十 二 年の 當 
時と 較べて 見る と 云 ふと •決して 遜色 ほ 無い と 云 ふ 
ことを 信ずる のであります •然る にも拘らず* 此變 
態なる. 1 E 治 制度を 施行せ しめて 置く と 云 ふことは， 
同縣の 發展の 上から 申しましても 又此 S 治 機 關を運 
用す る 上から 申しましても、 甚だ 其 當を焊 ない もの 
と考へ るので あります から •政府は 宜しく 速に 此特 
別なる 制度を 撤晚 して、 內地と 同樣 なる 制度を 實施 
する ことに 同 rr されむ ことを ^ む 次第であります、 
どうぞ 滿塲の 諸君の 御 賛成を K ひます。 

0 議長 c 大岡 育造 君) 我 如 古 樂一郞 君。 

〔我 如 古 樂一郎 君 登®〕 

0 我 如 古 樂一郞 君 諸君、 唯今 兒玉 君ょり 本 建議案 

の 理由と して 御說 明に なつた のであります から、 大 

體に旣 に 御 了解に なつたら うと 思 ふので あります* 

吾が 沖繩縣 に 特別 制度を 施 かれた のは、！ S きに 沖繩 

縣の 生活 狀態 •其 他 知識の 程度が、 まだ 他府縣 と 足 

並みが 揃は ない と 云 ふ 所の 理由の 下で あつたら うと 

思 ふので ございます、 仍て本 建 _を落 議 致します る 

ことに 當 りまして、 今日の 沖 * 縣を 風俗 狀態 乃至 知 

識の 程度が 如何で あらう と 云 ふことの 御考 が、 必ず 

.諸君に 於 かれましても 起る だら うと 思 ふので、 あり 

ます それ 等に 付きまして 簡祖に 申 上げまして •諸君 

の 御 考盧を 請 ひたいと 存ずる 次第であります 偶々 沖 

_ 縣に 見えた 他の 府縣の 人々 が、 皮相なる ® 察を 致 

し、 間違つ た 見解の 下に， 新聞 や 雜誌 などに 虚構な 


報 ff を 現は し、 又 其 話が 辟は つて， 沖擺縣 の 0柑 に 
付て 世人が 疑を 懐く やうに 立 至らし むる ので、 宵に 
私共 ifi 憾と存 ずる 次第であります、 斯 かる gf 柄 ほ、 
昨年 沖 @1 縣 知事が 東京に 見えられた 時分に、 沖 纈縣 
の 話と して 新聞に 出された のであります、 それが 知 
事の 話と 新聞記者の 書いた のとが、 大に 相違した の 
であります •それで 昨年 沖 _ 縣會に 於き ましては、 
知事 ほ 沖繩縣 の® 相に 付て どうも 誠 K に報带 をして 
居ない と 云 ふこと で 縣會の 方で 知事に 對して 御意 見 
を 求めた のであります、 所が 知事 ほそれ ix 新聞の 記 
事が 間 溝つ て 居る ので ある •自分と L て ほさう 云 ふ 
ことを 言つ たので ない と 云 ふことの 御 辯 解で あつた 
のであります 斯 樣の亊 で往々 間違つ た 記事が 出る の 
であります、 斯對 な狀 態であります からして •此沖 
il 縣の 少しく 他 府縣 と異 つた 所を 申 上げて 見たい と 
思 ふので あります、 言語に 付きまして は 成程 此 本土 
を胆る 海上 數百里 の 所で • « 交通が 甚だ 不便で‘ 內 
地と 稍々 異つた 所があります る けれども •是も 能く 
注意して 牕 分けて 見 ますれば >  言葉に 訛りが 多い の 
であります •今は 如何なる 寒村 僻地と 雖 も、 普 通語 
を 解せ ざる 所 ほ 無い のであります、 風俗の 方面で も 
舊藩廳 時代の 時は 男の 方 ほ 矢 張內地 と 同樣で 朿髮で 
あつたので ある ■喵 々異 つた 所は 昔 簪を抑 し、 それ 
から 服 製が 少しく 異つた 所が ありました 位で ありま 
す 御 維新 後は 斷檗 励行し •服 裝も改 まり、 今は 全く 
昔の 風が 無くなつて、 女子の 服裝も 所謂 唯々 四 五十 
歳 以上の 老いた る 女 共に S 風を 見る のであります、 
而して 勞働者 及 農民 ほ 多くは 跣 足で® く、 殊に 女の 
方は 品物を 頭に 載せ、 日々 市場に 往来 致しまして， 
日用品の 賣 買を 爲 して 居る のであります、 それから 
夏 分に 於き まして ほ •服 裝は 沖 ffl 特有の 芭蕉 布を 著 
て 居る のでありまして •兎に角 服裝は 質素で ある > 
斯の 如く 一 小 局面の 狀况を 見て， 始めて 見た 他府縣 
の 人に 於き まして ほ 頗る 奇異の 感を 起し •動 も すれ 
ば 本縣 民を 蔑視して 未開の 民と 稱す るので あります 
是は矢 張 沖 繩縣の 實狀を まだ 解せ ざる P で ございま 
す、 生活 方面に 於き ましては， 主なる 農產物 甘藷を 
以て 地方 農村 民の 主要 食物と して 居ります、 時に 米 
を雜へ て 食べる のであります、 此甘藷 を 食べる と 云 
つて、 强ち 沖繩縣 民の 生活が 甚だ 劣等で あると 2;- ふ 
ことは 言へ ない ので あ ij ます、 自然 其 土地に 適合 致 
しました る生產 物で 生活を 致します ると 云 ふのは、 


當然 の flf であらう と 思 ふので あります* 况んや 其 化 
學的 分析の 结果ほ 、米 0 成分と 大差は ない 〇 であり 
ます、 私な ども 家に 居る 時は 日に 一食 は 甘 ^ を 貪べ 
て 居る のであります (「 13 單 と 呼ふ荠 あり〕 gi に 角 
甘藷を 食べる と 言つ て •縣 民の營 赛 上に '' ■• ■ 
る 所 ほ ない のであります (「簡單に願ひます」と呼ふ 
者 あり) 前 申した 如く、 生活、 風俗 〇 少しく 巽つ た 
位であります、 今や 教育 產業ほ 進步し •火 正 . 71: 年の 
調べに 依ります と、 人 P 五十 五 萬 人、 生產 金額が 三 
千 五 百 餘萬圓 (「謹 贈」 と 呼 ふ 者 あり) 明治 十三 年に 
小學 校が 設 S せられ、 さう して 同 二十 年に 於け る 就 
吊 兒童ほ 百 人中 六人餘 りで あつたの が 著しく 進んで 
大正 四 年の 調べに 法り まする と •就 學步 合が 九十 六 
パ— セント 以上で あ 〇 まする、 大正 . 7J: 六 年の 壯丁調 
べに fisc て 見ます れぱ ，學問 ある 者が 八十 五 パ ーセン 
卜にな つて 居ります、 中等 華 校と 致しまして ii 男女 
の師筛 學 校、 中 禺校 、高等 女學校 、 S 學校 •商業® 
校、 水 產學校 、男女の 工業 學校 等が あつて 备方 面に 
百： り 人材を 養成し つ、 あるので あります、 あります 
るが まだ 内地との 運輸 交通が 不完全で、 郵侦物 や K 
物の 停 滯勝 ちの 爲め 、從 つて 瓶 產興 業が 十分發 達せ 
ざるを il ili として 居ります。 

〇 村 松恒 一郎 君 P 事の 進行に 就きまして …： 

〇讖 長 r' 大岡育 造 君) 唯今 發言 中であります。 

0 我 如 古樂！ 郎君 喵今申 上げました やうの yf 情で 
あります るから して、 諸君 どうぞ 御 群議 下す つて 御 
寶成 あらむ 事を、 切に 希望 致す 次第で ございます る 
〇 村 松 ® 一郎 君 議事の 進行に 就て 一 言 —— 識長ほ 
先刻 谷 員に 御忠 i'f にな りまして、 ^ 湖 切迫の 3 ? 合で 
あるから、 成るべく 言論を 節約す る やうに と 云 ふ 事 
でありました、 是は御 尤な 事 であると 思 ひます、 唯 
今此 提出の 理由を 御述 になる のに、 一つの 案に 就き 
まして 二 人と も 御 許しに なつた のは どう 「 ムふ譯 であ 
ります か •本員は 不敏に して 此の 如き 例を 知らない 
のであります、 此の 如き 例を 御開きになる と 云 ふの 
は、 將來 言論の 爲に 結構で あるか 知らぬ と 思 ひます 
が、 兎に角 議長の 御意 見を ■:… 

0_長( 大岡 育造 君) 御 答 致します、 先刻 一言 致し 
ましたのは 質問の 性質に 就て、 諸 ? t に 御注意を した 
ので、 決して 言論の 制限は 致さな かつた、 而 して 一 
案に 就て 二人の 說 明を 許しました 例は 俄 多あります 
殊に 我 如 古 君は 沖 龜縣の 選出の 御 方であります、 諸 
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君は 別に 說明 を耍す る 理由なる ものは、 申さず とも 
御 N 情の ある こと だら 5 と考 へて 居ります。 
f 拍手す る 者 あり〕 

0 岩 崎 ill 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委 負に 
fl 託せられむ ことを 望みます。 

〇 謎 長 (犬！： 育造 君〕 岩 崎 岩の 勖讁に 御與謎 ありま 
せぬ か。 

t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 (犬 岡 育 消 君〕 脚 i'4 議な しと 認めます、 依 て 
謎 長 m 名 九 名の 委員に 本案 ほ 付託す る ことに 決し ま 
した、 日程 第 十五、 鹿 t-d 島 縣大島 郡 鳥_町 村 制撤廢 
に關 する 秘議 案を 議題と 致します 提出者 林 爲良 君。 

第 十五 鹿 W.1 島 縣大島 郡 島嶼 町村制 撤蹬に 
關する ■議案 (林 爲良君 外 三 名提 
出) 

鹿兒 島縣大 島 郡 島嶼 町村制 撤瞇 に關 する 建議案 

鹿兒島 縣大島 郡 島嶼 町村制 撤躞 に關 する 妞議 

鹿 5d 烏 縣大岛 郡 ほ 明治 四 十一 年 島嶼 町村制を 施行 

したる も 爾来 同町 村の 状態は 旣に 其の 必要を 18 め 

さるに 依り 政府は 速に 之を 撤陵し 以て 町村制を 施 

行す へし 

右拢 譏す 

f 林 爲良君 登 ® 〕 

〔拍手 起る〕 

〇从 爲良封 諸君 •本 M は 本案 提出の 理山 を ^ して 

簡 W に 述べまして •諸君の 御铰 成を S5 やぅと 思 ひま 

す、御承知の通り鹿兒島縣下大岛郡は鹿兒岛港を去 

る 二百 五哩の 海上に 散在す る 所の 島 fa の 名稱で あり 

ます、 本 郡 全 t§ の面稹 は 七十 !/；; 方里で， 人口は 大正 

五 年度の 現在に 於き まして 二 十一 萬 五 千 十五 人と 云 

ふ歧 でございます、 然るに 此大岛 郡は 明治 二十！ 一年 

我 帝 W の 各 町村に 町村制が 實 施されました 陷に當 り 

まして •町村制の 施行 地と して 除外され たので あ 〇 

ます、 其 後明 治 三十 七 年に 至りまして 、島根 縣 y 岐 

の fea には 町村制が 1? 施に なりました、 其 町村制なる 

ものは 幾分 普通の 町村制とは 違 ひまして •郡長 及 郡 

參 iu a- の 職啪 に婼 する 事項、 島司 縣參事 會に tel する 

褂琪 は縣知 事 之を 行 ふ 4f になつ て 居ります、 而 して 

彼の大島郡並に他の對捣小笠傾岛沖_縣等には明治 

四十 二 年に 至りまして 島嶼 町村制と 云 ふ一秫 特別な 

る WJ 村 制 •か lif 施に なつた のであります、 其 制度の 普 

通 町村制と 異 りました 所は、 先程 5J. 玉 君より 申 上げ 


ました 通り、 其 町村 長が 官選に なつて 居る ので あり 
ます、而して又町村_“の選铋資格が一級！一級と云 
ふ 所の ® 別がない ので ございます* 此官 選の 町村 長 
と 云 ふ ものが、 必ずしも 不適 tt なりと： ム ふこと を 極 
言す る 者では ございませぬ けれども •町村 民の 民意 
を 代表す る 所の 村會 に® つて 選擧 されました 所の 町 
村長と 比較し ますれば •其 町村 自治の 進步發 達を 期 
する 點に 於き まして、 其 精神 上に 於て 大なる 差異が 
あります のみならず、 又 町村 自治の 性 ®' 上 村 政の 圆 
消を 期す ると 云 ふ點に 於て， 又大な る 差 點あ るを 免 
れな いと fH- -f るので あります， 申す ig もな く 過 i; 十 
數 年に 於け る 我が 帝 國の阈 運の 進展と 云 ふ もの ほ、 
迓 に 著しい もので ございまして •從 つて 此大鳥 郡に 
於きましても-文物の進步發達と云ふものほ、日に 
月に 著しく  •明治 二 十一 年に 普通 町村制が 内地に K 
施されました 時代に 較べ ますれば •天地 宵 一一の 差が 
あるので あります、 先 づ敎育 の 方面から 考へて 見 ま 
しても •大正 五 年度に 於き まして •小學 校が 百 四 校 
屮瓔校 農 學校备 一、 それから 其 他 乙種 農學 校と か實 
業 補習 學 校、 或 ほ 實科 高等 女 學校等 、各種の 學校が 
ございます けれども、 此帮校 とても 總 ての 希望者を 
收容す る ことは 出来ない ので、 多® の學 生 ii 鹿 W. 島 
を 初めと し •東 M 其 他の府 縣 に遊學 して •中等 敎育 
を 初め 或は 谷 種 恩 門舉 校、 帝阈 大學 等に 學ぴ 、或は 
旣に學 校を 卒業して， 或は 故鄕 に， 或は 他 府縣 に， 
或は 海外に •種々 な 活動を して 居る 狀 態で 御瓯 いま 
す、 又產 業の 方面から 考へて 見ましても、 谷 補の 組 
織が 出来まして 其 進歩 發 達を 企阖 しつ 、あります， 
先づ 農業の 方面から 見ます ると •町村 農會 とか 郡 農 
會と か、 或は 砂 铖冏業 組合、 砂® 販寶 組合 等、 又 水 

產粢に 於き ましても 水 產砠 合、 或は 機業に 於き まし 

ては 大島紬 Ini 笫組 合と： K ふやぅな ものが 組織され ま 

して， 總 て其媒 門 事業に 向つ て， 進步發 達を 企 一して 

居ります、 結果と して， 大烏郡 に 於け る 大正 五 年度 

一箇年 間の 生產 高と 云 ふ ものは、 實に 一千 九十 三 萬 

餘圓と 云 ふ 巨額に 達して 居る 狀態 であります、 以上 

槪略屮 述べました る 通り、 敎育 及產第 上に 於き まし 

ては •他と 比較し まして 左程 遜色は ない ので、 又納 

税の 義務 或は 兵役の 義務を 果す點 に 於き ましても、 

何等 遜色な きに枸 らず 、未だ 以て B] 村 制を 實施な ら 

ぬと： K ふこと if 縣民 一同の 常に it 憾とす る 所で あ 

ります、 幸に 諸君の 御 賛同と 政府 當 局の 御 同意を 得 


て、 此大島 郡に 内地： 一棵の 普通 町村制を 施行せられ 
國 民の 最も餘 重すべき 所の 完全なる 3 :治權 が 付 與せ 
らる 、ことにな りましたなら ば、 郡 民 一同は 大に發 
憤 致しまして •益々 町村 自治に 向上 發展を 期すべく 
努力す る ことほ 本 M 確信して 疑は ない 所であります 
以上は 理由で 御座います が 故に •どぅか lit 建議案に 
御 賛成を 賜は らんこと を 切に 希 湧 致します。 

〇 岩 崎勵君 本案 ほ 先き の 日程、 即ち 沖 棚 縣 特別！ n 
治 制撤廢 に關 する 建議案 特別委 負に、 合せて 付託せ 
られん ことを 希 ^ 致します C 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない と 
認めます、 仍て第 十四の 委員に 併せて 付託す る こと 
に 決しました、 日程 第 十六 ほ 姿 員 長より 延期を 申出 
ました。 

t 「異議な し異鹩 なし」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 然らぱ 延期 致します、 日程 第 
十七 乃至 四十 二 ほ 請願の 特別 報吿な るを 以て、 例に 
依て 一括して 蕤題 となし 右 委 M 長の 報 吿を求 めます 
〔拍手 起る〕 

第 十七 (特別 和 吿第 八十 八號 }飛 越 鐵道敷 
設速 成の 請願 (委員長 報吿) 

第 十八 (特別 報吿第 八十 九號) 「ルベシべ」 
湧 別線鍅 道 速成の 請願 (委員長 
報告〕 

第 十九 (特別 報 吿第 九十 號」 右松 柳津 間鐵 
道 敷設の 請願 (委員長 報吿〕 

第二 十 (特別 報告 第 九十 一號) M 棚 鞞便鐵 
道 速成の 請願 (委員長 報告) 

•  第二 十一 (特別 報 i!f 第 九十 二 號) 岐阜 富 山 
間鐵 道の 敷設に 關 する ii!f 願 (委 
員 長 報告〕 

第二 十二 (特別 報告 第 九十 三號〕 中央線 屮 
野 八 王子 間鐵道 m 車 併用の 請願 
(委員長 報告； 

第二 十三 (特別 報吿第 九十 四號) 元 忠海税 
務罴復 舊の諧 願 (委員長 報告) 
第二 十四 (特別 報 街 第 九十 五號〕 埼 玉縣秩 
父 郡 名 栗 村を 入 間 郡に 編入の 請 
願 (难 員 長 邦 吿) 

第二 十五 (特別 報告 第 九十 六號) 埼 玉縣秩 
父 郡 吾野 村を 入 間 郡に 編入の 請 
願 (委員長 報告〕 


第二 十六 (特別 報 吿第 九十 七號) 手 取 川 治 
水費國 庫 支 辨の 請願 (委 W 長 
報吿) 

第二 十七 (特別 報告 第 九十 八號 i 紙函 製造 
業に 對 する 工場 法 適用に 關する 
請願 (委 M 長 報吿〕 

第二 十八 (特別 報 街 第 九十 九號) 水難 救護 
法 中 改正の 請願 外 二 件 (委員 
長 報告〕 

第二 十九 (特別 報 ff 第 百 十三 號〕 水雖 救護 
法 中 改正の 請願 (委 M 長 報吿〕 
第三 十 (特別 報 fr 第 百號〕 诳 京 第！ 衞戍 
病院 移轉の 請願 (委員長 報告) 
第三 十一 (特別 報吿第 百 一號) 上酒 別 村に 
登記所 設 逋 の K 願 (委員長 報 
吿〕 

第三 十二 (特別 報齿第 百 二 號〕 M' a 村 橋 場 
に區 裁判所 出張所 設置の 請願 
(委 M 長 報告) 

第三 十三 C 特別 報吿第 百 三號) 名 寄 町に 區 
裁判所 設置の 請願 (委員長 報 
佐) 

第三 十四 (特別； S 街 第 百 四號) 醫師 受驗資 
格 認定に 關す る諒願 (委員長 
報$0 

第三 十五 (特別 報 诉第 百 六號) 航空 事業 费 
國庫 補助の 請願 (委員長 報告〕 
第三 十六 (特別 報告 第 百 七號〕 無 盡業法 中 
改正の Is 願 (委員長 報吿〕 
第三 十七 (特別 報吿第 W 十號) 利根 川 架橋 
の 請願 (委員長 報 $0 
第三 十八 (特別 報告 第 百 十一 號) 救 育费國 
庫 支辨の 請願 (委 M 長 報告) 
第三 十九 C 特別 報俾第 百 十二 號) 藥草 栽培 
補助 獎勵の 請願 (委員長 報告) 
第 四十へ 特別 報告 第 百 十六 號〕 豊田下 村 
手 洗に 三等 郵便局 設置の 請願 
(委® r 長 報， in〕 

第 四十 一 (特別 報 f? 第 百 十七 號) 保 田 村に 
三等 郵便局 設置の s?i 願 (委員 
長 報告) 

第 四十 二 C 特別 報告 第 百 十八 號〕 川 西 村に 
四 九九 
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飛越 鐵道敷 設速 成の 諸 願 外 _ 

郵便局 設闶の 請願 (委員 畏報 
吿〕 

r 板 束 勘 五郎 君 登 榧〕 

〇 板 ] |£ 勘 五郎 君 其 後に 於き ましての 諳願委 員會の 
痗奔の 結果と しまして、 日程の W に 依りまして 例の 
通り 簡明に 報 吿を致 します， 日程 第 十七、 飛越 鐵道 
敷設 速成の 請願* 十八 「ルべ ' y ベ」 湧 別線鐵 道 速成 
の 請願， 十九、 若松 柳津間 鐵道敷 設の 請願、 二十 
翊棚輕 职 鐵道 速成の 請願、 二十 一、 岐阜 富 山間 鐵道 
の 敷設に 關 する 請願、 何れも 鐵 道の 問題で ありまし 
て、 地方の 發：收 と共に 物 產の枬 破に 從 て、 il 鹼 交通 
賭 III の 必要を 認めた 次第であります、 就中 此 岐阜 ? S1 
山間の 鐵道敷 設に關 する 請願 中、 此度 岐阜ょり 太 田 

と 申す 所まで 工事を 起す ことにな りました、 其 rrf に 

關町と 云 ふ 繁盛の 都會で ありまして、 是非 此關 町な 

る ものを 經 由して 吳れと 云 ふ 請願の 趣意であります 

尤もの 事で ございまして、 何れも 採擇 した 次第で あ 

ります •次は 第二 十二、 中央線 屮野八 王子 間 鐵道電 

萆 併用の 請願 •是は 文字の 通りに 中 野ょり 八 王子 間 

の 內の電 禅の 併用を 請願 致して ■出来 ますれば 便利 

な IjJ として 採掙致 しました、 第二 十三， 元忠海 税務 

装 復鶬の 請願、 從來 税務 諧の復 ■ほ 何れも 理 ia あり 

として 採櫸を 致しました、 第一! 十四、 埼 3-; 縣秩父 郡 名 

栗 村を 人間 郡に 綱 入の誚 願 •第二 十五、 埼玉 縣秩父 

郡 吾野 村を 入 間 郡に 編入の 請願、 是ほ 何れも 交通の 

便利に 伴 ひまして、 此 町村の 分 合を なしたい と 云 ふ 

ことで、 當 局に 於き ましても 理由 ある 事と！！ めて 居 

つて* 調査を 進める と 云 ふやぅな 答 辯が ありました 

が* 右の 理 lt-1 に據 りまして 是も採 揺 致しました， 第 

二十 六、 手収川 治水 费國庫 支辨の 請願、 是は谷 地方 

にもあります 通りに、 此手取 川の 治水 事業は 最も 急 

を耍 する ことで あるから， 國 席 の 5? 辨を 求めました 

ことで、 採櫸 致しました、 第二 十七、 紙函 製造業に 

對 する 工場 法 適用に 關 する 請願、 一寸 是は 一言 致し 

たぅ ございます、 紙；！ 製造業は 御 承知の 殆ど 手工 的 

の家內 工業に 屬して 居る ものであります、 故に 此エ 

業 法から 是 等の 種類の ものは 除外して あるので あり 

ます， 然るに 除外せられ た - ¥- 純なる 性質の もの も、 

一 ^ 励 力 機を 併用す る 事になります と‘ 假令 一馬 力 

でも华 馬力で も 使 ひます と、 直に 工場 法の茭 配の 下 

に 立たなければ ならぬ、 是 等の 性質の 業務に 對 しま 

しては •最も 不便 不利なる 事を 感じます が 故に、 此 


の 如き 單钱な る 家族 H 菜と も 申す 種類の ものは， H 
菜 法 施行の 上に 於て、 一の E 除法を 設けたい と 云 ふ 
ので、 至 描 尤もと 思 ひます から 採撻致 しました， そ 
れ から 第二 十九 •水難 救 li 法 中 改正 —— 間違 ひまし 
た、！ 一十 八、 水難 救護 法 中 改正の 請願、 第二 十九， 
水 ii 救 藤 法 中 改正の 謀 願、 是ほ 同一の もので ありま 
して* 水難 救護 法に 於き まして ほ、 漂 著 乙た 土地に 
於て， 其 到 著 物の 扱 ほ 町村 役所に 13 して あるが、 種 
種なる 弊害が ある‘ 不便であります から 之を 警察の 
取扱に したい、 多年の 綞驗に 依りました 請願で あり 
ますから、 尤もと して 採摇 する ことにな りました • 
次は 三十、東京第一衞戌病院移轉の謂願、是は御存 
知の 中央に 在る 今 第一 東京 衞戍 病院は、 一面に 皇居 
に 接し 一面には 繁華の 市街に 接して 居ります ので、 
是等ほ 病院を 置く には 適當な らずと 云 ふ 理由で、 之 
を 適 當の 所に 移して 貰 ひたい、 其 理由に 依りまして 
採 撻 致しました、 第三 十一、 上 ® 別 村に 登 WR 所 設置 
の 請願* 第三 十二、 中 込 村 橋 場に 區裁判 所 出張所 設 
髖の 請願、 第三 十三、 名 寄 町に 區裁判 所 設置の 請願 
何れも 登 ! E 事務の 增 加に 伴 ひ 裁判所の 設置の 必要を 
感じた 次第で、 其 理由に 依て 採撄 致しました" 第三 
十四 >  醫 師受驗 資格 認定に 關 する 請願 •三十 九年醫 
肺 法の 制定せられ まして、 試驗 資格が 中斷 されて 居 
ります* それ 等の 人に 對して 特別法を 設けられたい 
と 云 ふこと で •同情 致す 次第でありまして 採擇 する 
ことに 相 成りました •第三 十五、 航空 事業 費國庫 補 
助の 請願、 是は 一寸 一言 致した ぅご ざいます、 今時 
代の 時勢の 要求に 伴 ひまして、 民間の 航空-事業を 發 
達せし むる 爲 、之を 獎 B する ことは 今日の 急務で あ 

ります •故に 陴 海軍に 於き まして 民間の 航鋅 事業を 

歡迎 し、 fl. 獎勵 すると 5? ふ 事を 大な る； 靡で 叫んで 居 

るので あります、 然るに 一面に 對し 何等 之に 奬勵補 

助の 方法 も手續 も 立つて 居り ませぬ、 誠に 遺憾なる 

次第で、 當 局に 對 しまして 種々 折衝して、 尙將來 に 

於き まして 此民問 事業を 肋くべき 方法に 對 して、 十 

分 P 注意を 與 へ、 本 請願の 如きは 所を 限り 人を 限り 

又 金額 も 限つ てあります が、 此請 願を 採擇 しました 

趣旨は， 此の 人並に 此 金額には 限り ませず、 一般 民 

問の 航空 事業を 獎 B すべき 意味に 於て、 此 請願を 採 

標した 次第であります、 此事は 併せて 申 述べ 置き ま 

す、 第三 十六、 無 ■業 法 中 改正の 請願、 此法は 近代 

に 新に ai 來 ました 法律でありまして、 從來の 慣行と 


は 頗る 撺 著を 致して'  岡 滿なる 法の 施行が 屈き ませ 
ぬ 故に、 二 三の 箇條を 設けまして、 無 11 法 中の 改正 
を 請願 致して 參 りました 譯 であります、 其詢 願を 悉 
く採擇 する 譯にほ 參〇 ませぬ が、 兎も角に も •此法 
ほ 何とか 改正を 致さねば ならぬ と 云 ふ 意味に 於き ま 
して、 之を 採擇 致した 次第であります 、第三 十七、 
利根 川 架橋の 請願、 東京ょ りして 日光に 通ず る 要所 
に當 ります 利根 川の 橋と 云 ふ ものが、 Jffl 今 ございま 
せぬ が 故に* 橋を 架けまして 交通の 便宜を 1®! ると 云 
ふ 事で、 政府 も 之に 對 して 多少の 閿を 有して B るら 
しぅ ございま すので. 採擇 致しました-第三 十八、 
救 育 费國庫 茭辨の 請願、 是は 頗る 八签 敷き 問題に な 
りました が、 御 承知の 行路 病人の 扱 ひ、 並に 精神病 
渚の 扱 ひが 總て府 縣の經 濟に屣 しまして あります、 
一简年 全縣 下で 六十 萬 圓ば かり 支出して 居ります、 
其 中 四十 萬 圓 許りが 東京 府 の負擔 になつ て 居ります 
故に 東京に 於て 國庫 の是が 費用の 支 辨を 求めた 次第 
で、 是も 特別委 員まで 置きまして、 當 局と 折衝 致し 
ましたが， 當局に 於き ましても、 國庫 支辨は 出来な 
いが、 國費 ょりして 補助を すべき 程度 方法は 近き ! If 
來に 於て 爲さ ぅと 云 ふ 言明が ありました、 其 意味に 
於き まして、 是も 採攞を 致しました、 第三 十九、 藥 
草 栽培 補助 獎勵 の rs 願、 醫療藥 品を 製造 致します る 
に、 藥草の 栽培が 近來 段々 地力に 行は れ まして、 轍 
53 等に も 段々 ^ - JI- を 致して 居ります、 之を ® 費を ^ 
て支辨 を 致しまして 、一面には 農業の 副業と し、 一 
方には 國 庫の獎 励を する ことは 至極 尤もなる 請願で 
ございまして、 其 意味に 於て 採 探を 致しました、 第 
四十 •豊田 下 村 手 洗に 三等 郵便局 設置の 請願、 第 四 
十 I、 保 田 村に 三等 郵便局 設置の 請願、 第 四十 二、 
川 西 村に 郵便局 設置の 請願 •何れも 通信 機關の 必要 
を 感じまして、 此郵傾 局 設置の 請願、 理由 ありと Is 
めまして 群 査の 結果 採 揺する 事に 相 成りました、 本 
日は 是で 終りに 致します。 

特別 報吿第 八十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 七四號 
飛越 鐵道敷 設 速成の 請願 富 山 縣射水 郡 新湊 
町長 宮 林立 作 外 一名 呈出 (紹介 議員 上链安 
太郞君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 富 山 縣下伏 木 港は 裏日本 海に 於け 
る 唯一の 完備せ る 開港 場に して 貨客の 集散 夥しき 


_  五 !0 0  I  , 

に ? nl らす 陸上 運 ea 關は唯 . M 鐵道を 有 
する に 過き す 是れ同 港 〇 利用に： ' C る 1L4 方 ?•? 濟 〇 S 
展を期 する k に 於て 將 '.. Eg 防 上よ 0 w て ass に堪 
へす te て 速に 臨港線た る 吠 木 港 : ft 岸の 新 藤 町を 終 
點 とし 小杉驛 又は 富 山驛 に迪辂 する 飛越® £1 を 速 
成せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の® If を 至 當な りと 認め 之を 採 掙すへ 
きものと 憩 決せり 依て 部 ■院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 八十 九號 
意見 m 

請願 文書 表 第 四 七 ？ T 號 
「ルベシべ」 沏別 線鐵道 速成の 請願 北海道 紋 
別 郡 上® 別 村 字 生 野 東 四 線 二百 七十 八番 地 
平民 農 須見秘 三郞外 二 W 二十 七 名 呈出 (紹 
介 誘 員東武 君」 

右 請願の ® I 旨は 北 見® は 北海道の 锊随 にして 氣候 
適 順 地味 肥沃 近時 禾觳 の產出 激增し 殊に 山海の 利 
源 豊富に して 其の 產額 の饌多 なる 过に 想像の 外に 
在り 然るに 海に 良港な く 陸に 鐵 道の 設備 ^ からす 
利 源 開發 上® 憾尠 からす te て 石 狩 阈 「ルベシべ」 
より 北 見 國湧別 線に 達する 鉉道败 設を 大正 十 (小 K 
より 著 手し 尙湧別 線への 聯絡 驛を 速に 決定せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は K の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捋すへ 
きものと 議決せ り战 て 鼷院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _  _ 

特別 報 1^1 第 九十 號 
意見書 

請願 文書 表 第五 ニニ 號 
若松 柳津 間鐵 道 !？! f 設の 請願 福 島 縣河沼 郡 坂 
下町 長 田 村 利 S 外 四十 七 名 呈出 (紹介 議員 
八 田 宗吉； S〕 

右 請願の 要旨は 福 鳥 縣下會 津若 松驛 より 越後 街道 
の耍衝 たる 坂 下町を 經 て柳津 村に 至る 延長 十七 哩 
の 沿線 地方は 會津 平野の 主要部 分に fea し 交通 饑關 
の 完備を 要望す る こと 多年な り而 して 大正 五 年に 
至り 漸く 輕便 鐡道敕 設の 企畫 ありし も 未た 之 か 过 
施を 見る 能は す 爲に該 地力の；  个便は 罔より 御藏 入 
地方 一帶 の產業 開發上 又は 林 鏰產の 無 盡藏な る 只 
見 川 沿岸 及 金山 谷地 方の 逍利啓 發上遨 憾尠 からす 
依て 速に 前記 若松 驛 より 坂 下町を 絆 由し 柳 雄 村に 


院議 衆锊羅 國帝冋 十四 第 


達する 鐵 迤 を ir 設せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て SI 院法第 六十 3n 條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 九十 一號 
意 M S 

詰 願文 書 表 第 六 七八號 
艄 棚 軸 便辩道 速成の 請願 北海 ia 卸 棚郡谌 翻 
棚 村 字 丹 羽 三番 地 士族 農 丹 羽 五郎 外 二 千 三 
百 五十 II 名 早： 出 (紹介 is 員 吉田 三郞 右衞門 
君 外 四 名) 

右 請願の 嬰 皆 ほ 北海道 後志 阈谰棚 太 ® 奥 尻 久遠の 
四 郡は 同道の 西南 部に 位し 面積 九十 方里 農 漁 林 
獨諸產 物の 產出年 S 四百 五十 萬圆 に垂 むとし 其の 
他の锻 利無盡 なる に拘ら す 陸上 交通の便を 缺き剩 

へ 海路 風波 高く W 棚 港の 設蹦金 からすして 是等富 

源を 開 發す るに 由な く國 家經濟 上の ia 憾是 より 大 

なる はなし 而も 網棚 地方より 雨 樽鐵道 線に 至る 間 

の 工事は 比較的 容易に して 政府 亦旣 に實測 を 了せ 

り te て 速に剁 棚 村會津 町より 國糙線 若は 八 雲 線を 

經て函 ©鐵 道 線に 達する 一 i ffi 馘道 を # 設せ られた 

しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 

きものと 議決せ り 依て 諮 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送 lf-t 候 也 

特別 報罟第 九十 二號 

意見書 

詰 願文 » 表 第二 六 五號 

岐阜 富 山間辫 道の ！ Kr 設に關 する 請願 岐阜 縣 

武儀郡 關 町長 西 尾 I 二 外 七 名 呈出 (紹介 議 

fl 匹 田銳吉 君 外 一名〕 

右 請願の 耍 疔 ほ 岐阜 富 山間 飛驛縱 W 鐵道は 今や 其 

の 一部 岐阜 高山 間の 工事に 著 手せ むとし 之 か 完成 

の曉 には 岐阜 縣下 貨客の 四 分の 一 以上 ほ 其の 恩惠 

に 浴す へし 而 して 是等 貨客 集散の 中心地 點は武 儀 

郡關 町た るへ きは 衆目の 視る 所な り 然るに 愤近谷 

務ヶ 原に 航吞 隊設闹 の 結果 軍事上の 要求よ 〇該鐵 

道 線路を 同所に 迂洞 せし むる に 至る へきは 已むを 

得すと 排爲に 前記の 如き 班 要なる 關町を 閑却 せら 

る、 か 如き こと あら ほ 甚た逍 憾に堪 へさる 所な り 

依て 岐阜 高山 問鐵 道 線路 ほ 必す關 町を 經由 せしめ 

られた しと 謂 ふに 在り 

閱棚輥 便 鐵 道 速成の 請願 外 八 件 


衆議院 ほ 其の 趣 S- を 至 常な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 諉院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 1# 候 也 

特別 報吿第 九十 三號 
意見 醫 

請願 文軎表 第 七 〇一號 

中央線 中 野 八 王子 間鐵道 雷 車 併用の 請願 東 
京府八 王子 市 明 神 町 二十 六番 地 公吏 柴田榮 
吉外 四百 七十 二 名 呈出 (紹介 髅員村 野 常 右 
衞門 君) 

右 請願 -¢0 要 5? は 東京 市 郊外 西北 方面 ほ 地勢 上 居住 
に 適し ffi- 民の 轉 住する もの 逐年 衔 加し 其の 發展濶 
目す へき もの あり 而 して 該方面 唯一の 交通 _關た 
る 中央線 ほ 國分 寺驛に 於て 川 越 線に 立 川驛に 於て 
靑梅 線に 連絡し 貨容從 て 多し 又 八 王子は 府下 唯一 
の都會 にして 織物の 產地 たるを 以て 旅客の 交通 物 
資の 運輸 頻繁なる に 拘らす 本線の 電車 併 WM 間は 
中 野 以西に 及は さる か &' 該 地方 民の 不便 尠から す 
依て 更に 中 野 八 王子 間に 電車を 併用し 發著问 數の 
增 加と 相俟て 往復 時間の 短縮を 計られた しと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院 (3: 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擦す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 九十 四 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七五三 號 

元 忠海税 務鸮復 « 費の 請願 鹿 鳥 縣豊田 郡 佐 
求 崎 村長 天 sf rri 次 外 四十 一名 呈出 (紹介 議 
員菌 月圭介 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 廣島縣 下 元忠海 税務署は 明治 三十 

九年躞 止せられ たる も 其の 舊 管轄 區た りし 豊田郡 

は 四十 六箇町 村人 口 十三 萬餘を 包容し 縣下 有数の 

大郡 にして 直接 國稅 を納む る こと 二 十一 萬 餘圓に 

達し 納税額に 於て は® に 他の 數 郡に 相當せ り從て 

同 郡の 外 他の 一市！ 一郡を 管轄す る 尾 道 税務 碧は 事 

務繁 劇なる のみなら す 其の 位置 管_區 域 中東 南隅 

に 偏在す る爲 遠隔せ る もの ほ 往復 三日を 要し 住民 

ほ 勿論 納稅 に關 する 町村 役場の 事務 上 不利 不便 甚 

大な りと す 依て 前記 豊田 郡を 管 g する 元忠海 税務 

署を 復舊 せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 


きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _  I 

特別 報吿第 九十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 六 三 號 
椅玉縣 秩父郡 名 栗 村を 入 間 郡に 編入の 請願 
埼玉縣 秩父郡 名 栗 村 大字 上 名 栗 三十 七番 地 
平民 農 平 沼 源 一郎 外 四百 九十 37 名 呈出 ( 紹 
介蕻員 粕谷義 三 君 外 I 名〕 

右 請願の 要旨は 埼玉縣 秩父郡 名 栗 村 (3; 秩父 郡の 管 
內に 在りと 雖 地勢 及 其の 他の 關係上 入 間 郡に 屬 せ 
しむる を 便益 多大な りと 認む依 て 前記 名 栗 村を 入 
間 郡に 編入せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報 吿第 九十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 六四號 

埼玉縣 秩父郡 吾野 村を 入 間 郡に 編入の 請願 
埼 玉縣秩 父 都 吾野 村 大字 高山 七番 地平 民 農 
岩 田 市 平 外 六 百 三十 七 名 呈出 (紹介 議員 粕 
谷 義三君 外 一名〕 

右 請願の 要旨 ほ埼玉 縣秩父 郡 吾野 村 ほ 秩父 郡の 管 
內に 在りと 雖 地勢 上 其の 他の 關係上 入 間 郡に 踵せ 
しむる を 便益 多大な りと認 む 依て 前記 吾野 村を 入 
間 郡に 編入せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 戳決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 九十 七 號 
意 兑書 

請願 文書 表 第 七 二 〇號 
手 取 川 治水 費國庫 茭辨の 請願 石 III 縣金澤 市 
長 町 四番 町 十九 番地 士族 石 川縣會 議長 辯 護 
士西永 公平 呈出 (紹介 議員 中橋德 五郎 君 外 
五名) 

右 請願の 要旨は 石川縣 下手 取 川は 北陸 著名の 河川 
にして 源を 白山に 發し美 川 町に て 日本海に 注き 流 
路 二十 餘里 水流 急なる のみなら す 土砂の 流出 夥し 
きを 以て 沿 川 地方 ほ 比 年 洪水に 苦しめら る、 爲之 
か 治水 H 事には 旣に 幾多の 勞 費を 投し 更に 大正 元 


年に 於て 根本的 治水 計畫を 立て 其の 經費ほ 主と し 
て 地方 費 支 辨と爲 したる も是れ 他の 治水 事業に 多 
大の負 擔を爲 し 居る 縣 民の 堪へ 雑き 所と す 依て 治 
水 事業の 完成と 縣民負 擔の輕 減を 期す る爲 前記 手 
収 U 治水 ? § を國庫 支辨 と爲 された しと ！ {! ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 錢院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御. 送付 候 也 

特別 報告 第 九十 八號 
意見書 

謂 願文 書 表 第 七 一四 號 

紙函製 造 業に 對 する : 1: 場 法 適用に 關 する 請願 
大阪府 大阪市 西 M 靱上通 二 丁目 三十 八番 地 
大 阪紙兩 製造 同業組合 長 加 茂 庄太郞 呈出 
(紹介 議員 金 澤仁作 君 d  ■ 

右 請願の 要旨は 紙函 製造業は 操業 上 毫も 危險と 害 
毒と を 伴 ほさる に 偶 小 励 力を 使用す ると き ほ 工場 
法 施行 令 第 一條 但書に 依り 工場 法の 適用を 受け 之 
を 使用せ さる 者と 其の 取扱を 異にせら る、 は當業 
者の 苦痛と する 所なる のみなら す 幼樨な る該 業の 
發展 を阻窖 する ものなる を 以て 「但し 紙函 製造 II 
者は 其の 工場に 於て 原動機 使用 場と 手 H 部との 區 
劃を 爲す ときは 手工 部は 之を 除外す 若し 原動機を 
使用せ さると き 亦 同し」 との 趣旨を 以て 工場 法 第 
一條 第一 項 又は 同 法 施行 令 第 一條を 改正し 紙 函製 
造 業者に 對 する H 場 法 適用を 除外せられ たしと 謂 
ふに 在り 

衆謅院 は 其の 趣肓を 至 當な りと. 一め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 lii 也 _ _ 

特別 報告 第 九十 九號 
意見書  . 

請願 文書 表 第 六 九一號 
水難 救護 法 中 改正の 請願 北海道 小® 區稻穗 
町 西 八丁 目 一番 地 木材 業 加藤忠 五郎 外 三十 
一名 呈 S (紹介 議員 寺 田 省 ii 君 外 二 名) 

同 第 七 一〇號 

同上 京都府 京都市 御幸 町 通 松原 下 ル 須濱町 
二十 四番 地平 民 材木商 田 中 庄三郞 外 二十 九 
名 呈出 C 紹介 議員 森 田 茂 君〕 

同 第 七 四三號 

同上 靜岡縣 庵原 郡 辻 村 一千 六十 一番 地平 民 
五 〇一 


'院議 衆 會繊帝 回 十四 第 


水難 救 通 法 屮改 正の 請願 外 七 件 
W 木 商睽本 馬吉外 三十 名 呈出 (紹介 SS M 尾 
崎 元 次郞 君- 

右請願の要旨は海上 !1!. &- 又ほ河川洪水の爲に漂流 
せし 木材に 付て {3: 明治 三十 二 年 法律 第 九十 五號水 
_ 救護 法に 依り 沿岸 地方に 於て 拾得した る 漂流木 
材ほ到 著 地の 町村， ク場に 於て 之 か 取扱を 爲す へき 
規定なる も 右 ij: 15 冶 卜： 所有者に 不利 多くして 注々 
非常の 損齊を 蒙る こと あり 佐て 水_救 護法を 改正 
し 其の 取扱を® 察 斜に 移し 遭難者を 保護せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆 詠 院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ り 佐て 籙院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御. 送付 候 也 

特別 報吿第 W 十三 號 

請願 文 S 表 第 七 七七號 

水難 救 ii 法 中 改正の 請願 靜岡縣 志 太 郡 島 田 

町 八 百 七十 二番 地平 民 商 天野联 外 四十 三 名 

呈 me 紹介 議員 小 泉 策 太 郎君) 

右 請願の 婴旨ほ 海上 風波 又 ほ 河川 洪水の 爲に 漂流 

せし 木材に 付て は 明治 三十 二 年 法律 第 九十 五 號水 

_ 救 謎 法に 依 〇沿燁 地方に 於て 拾得した る 阿 流木 

材は到 著 地の 町村 役場に 於て 之か肢 扱を爲 すへ き 

規定なる も 右 {£ 實際上 所有者に 不利 多くして 往往 

非常の 損害を 蒙る こと あり 依て 水難 救護 法を 改正 

し 其の 取扱を® 察に 移し 遭難者を 保護せられ たし 

と 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擦す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五晓に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 百號 

意見 ® 

請願 文書 表 第 七 〇七號 

東京 第一 衞戍 病院 移轉の 請願 東京 府東京 市 

_ 町區 土手 三番 町 三十 四 地平 民 出版業 久保 

一一 一友 外 三十 二 名 呈出 (紹介 議員 鈴 木 梅四郞 

君 外 三 名) 

右 請願の 要旨は 東京 第一 衞戍 病院は 東京 市 ft 町區 

隼 町に 在りて 敷地 二 萬 九 千 坪を 擁し 東は 宮城に 面 

し 西南 北は 街® に 接する S 附近 一帶 の繁榮 を阻碍 

する こと 大な るの みならす 傳染 病室の 設備を 缺く 

を 以て 一般 衞 生の 保障 上 影響 尠 しとせ す II 同所は 


該 病院と して 地域 旣に秧 陰 を吿 くるの みならす 其 
の m 車 線路に 接近せ る こと も亦缺 勤 の 一た るを 失 
ほす 故に 之を 移 II し該 敷地を 街路 及 住宅地に 供用 
せむ か 同 方面の 繁榮を 招致し 土地 整理の 一端と も 
爲 り一擧 にして 多大の 利益を 得る の 結果を 生す へ 
し 依て 前記 東京 第一衞 戍 病院を 他に 移 II せられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送 1# 候 I  til 

特別 報 吿第西 一號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 五二號 
上 湧 別 村に 登記所 設置の 請願 北海道 紋別郡 
上 湧 別 村 平氏 農 鈴 木 峰 次 外 四百 三十 名 呈出 
(紹介 _ 員 小 池 仁 郎君) 

右 請願の 要旨は 北海道 紋別郡 上 湧 別 村は 人 口 一 萬 
五千餘 民有 地積 二 萬 三千 町 步を算 し猶 未開 懇地の 
近き 將來に 開拓せ ら るへ きもの 多く 殊に 近時 拓殖 
及產 業の 發展 と共に 登 IR 事務の 劇增を 見 今や 同 郡 
全部を 管轄す る紋別 登記所 取扱 件數の 過半を 占む 
る 狀况な OR 之に 下 湧 別 村の 分を も 加へ むか 其の 
件數ほ 更に咐 大す へし 然るに 同村ょり 所輸 登 It! 所 
に 至る には 八 里 乃至 二 十六 里餘の 里程を 有し 住民 
の 不利 不便 尠から す蟲に K 請願し 毎に 採擇を 得た 
り 依て 前記 上 湧 別 村に 登記所を 設置せられ たしと 
謂 ふに 在り 

衆 P 院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採攞す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百二號 

意見書 

請願 文書 表 第 七 五八 號 

中 込 村 橋 場に 區裁判 所 出張所 設置の 請願 長 

野 縣南佐 久郡中 込 村長 市 川 忠治郎 外 二 名呈 

出 (■紹介 _ 員 X 藤 善 助 君〕 

右 請願の 要旨は 長 野縣南 佐久郡 野澤町 前山 村 岸 野 

村撄井 村 中 込 村 平 賀村內 山村は 岩 村 W 區 裁判所 臼 

田 出張所の 管 if に愿し 大正 四 年に 於け る 登記 件數 

は 二 千 二 百. 四十 九を »: せ L も 同 出張所は 二 箇町十 

五箇村の 廣汎 なる 區域を 管 _ し從て 事務 繁劇の 爲 

自ら 其の龊 滯を 來し兩 三日を 費 さ X れほ 一登 IG 用 


務を辨 する 能は さる 状態に して 住民の 不利 不便 尠 
からす： M して 翁に 常 局ょりの 內示も ありた る 所な 
るを 以て 前記 町村を w ii する K 裁判所 出張所を 雨 
北佐久 郡 交通の 要衝た る屮込 村 字 橋 場に 設 笸 せら 
れた しと 謂 ふに 在り  . 

衆議院 {£ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 佐て 齧 院法第 六十 五_ に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報传第 百 1 11 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 四七號 
名 寄 町に 區 裁判所 設置の 請願 北海道 上 川 郡 
名 寄 町 字 名 寄 太 畑 千 七 百 四番 地平 民 農業 木 
原 太 三 治 外 一一 百！！ 一 十名呈 m  (紹介 議員 東武 君〕 
右 請願の 要旨 ほ 北海道 上 川、 中 川の 兩郡は 同道 北 
半の 中央 郡を 占め 其の 面積 二百 七十 一一 方里 人口 七 
萬 有餘を 包容し 近時 其の 發展 著しく 年年 產⑴ する 
重要 生 ffi 物の み にても 其の 價格 一千 萬 圓に垂 むと 
す從て 之に 伴 ふ 商 取 SI 其の 他人 事に 關 する 訴訟 事 
件 亦 益 繁多を 加 ふるに 遠距離なる 旭川 區裁判 所の 
管轄に J1 T る爲 地方 住民の 不利 不便 尠から す而し 
て紋別 C 上 湧 別 下 湧 別 二箇 村を 除く〕 枝 幸の 兩郡亦 
同し く 所 II 區 裁判所に 遠き を 不便と 爲 すの 事情を 
有し 近距離なる 一區 裁判所の 所屬た るを 要望す る 
こと 切なる もの あり 依て 該 地方の 樞 要地に して 宗 
谷 澤の中 央に 位し 名 寄 線の 分岐點 たる 名 寄 町に 區 
裁判所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院ほ其の趣旨を至當なりと認め之を採擰すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候^ _ 

特別 報吿第 百四號 
意見書 

請願 文 醫表第 四 二 九號 
醫 肺受驗 資格 認定に 關 する 請願 神奈 川縣橫 
濱市靑 木 町 四十 四番 地平 民 無 業 金并由 一外 
十六 名 呈出 (紹介 議 負 伊東 知 也 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 明治 三十 九 年 五月 改正の 翳師 法に 
依り 大正 五 年 九月 限り 醫師 受驗 資格を 失 ひたる 醫 
學生は 醫術 開業 前期 及 後期 學說 試驗 合格者た る も 
永久 醫師 たるの 素志を 達する 能は さるに 至れり 而 
も 長年 月間 醫學 修業に 沒頭せ る e 他に 適業を 得る 
に 由な く 失望 困憊を 極め 其の 影響は 一身より 一家 


I  五 〇 二 

稃® に 及 ひ K 情 ほ tes たる % • の あり 法て 之を 救！ C す 
る爲 i? 術 開業 試 驗前拟 舉説 合格者には 新 K-: :: iafi 試 袋 
科目 中 第一 部の 內 生理、 解剖 (組 雄 學を含 む： >| 一® 
科を 省略し 後期 學說 fr 格 苦に ほ 第 四 部 臨床 《 地 K 
驗の みを 受け 得る 受驗 K 格を 與へら れた しと ^ ふ 
に 在り 

衆議院 ほ 其 〇 趣旨を 至 當な りと 誌め 之を rg 掙 すへ 
きものと 誘 決せり te て 韻 院法第 六十 五 胳に 依り 別 
冊 及御绘 W 候 也 

特別 報 ff 第 百 六 號 
意見 i 3 

請願 文 W 表 第 六 九八號 
航资 事業 費® 庫 補助の 請願 東京 府© 多 SS 郡 
龅谷町 字 中 ffi : 介 六 百 七十 九番 地平 民 私立 中 
央飛行 學校代 表 者 馬 結 餞太郞 呈出 (紹介 逋 
員 兒玉亮 太 郎君 外 五名〕 

右 請願の 要旨は 我 か國 航空 事業の 發達せ さるは 國 
防 上 jit ® とする 所に して 斯界の 進步に 資せむ か爲 
中央 飛行 學校を 設立した る も 資力 乏しく 純 營 W 難 
なり 依て 該校 經费 に對し 大正 七 年度ょり 九 年度 ま 
て 年額 金 十萬圓 を國 庫に 於て 補助し 之 か 完成を 期 
せしめられた しと 謂 ふに 在り 
衆 翳院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 謎 決せり 依て II 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 百 七號 
意見書 

請願 文書 表 第 八 一一 號 
無 盡業法 中 改正の 請願 柬京府 菜 京 市 小石 川 
區丸山 町 一番 地平 民 無 盡業協 會專務 理事 宮 
下定 次郞外 四 名 呈出 (紹介 議員 川原 茂輔 君〕 
右 請願の 要旨 ほ 無盡業 法は 其の 發布 後の 經驗に 依 
れは 時代の 進 運と 共に 漸く 營業 化した る 現今の 無 
盡砠織 に 對し不 適當な る點 多く 實施上 闲難尠 から 
す爲に 斯業の 發 達を 阻害し 當 業者の 苦痛と する 所 
大なり 依て 速に 現行 無 盡業 法を 請願 醫列 記の 如く 
改正せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 誠 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也 _ 

特別 報畀第 百十號 
意見書 


院 SS 衆 會諮國 帝 回 十四 第 


請願 文書 表 第 八 三彐號 

利根 川 架 陷の 請願 茨城縣 猿 鳥 郡 古河 町長 嗯 
見 鈍 吾 外 三十 七 名 呈出 (紹介 識員齋 藤珪次 
君 外 七 名〕 

右 請願の 要旨は 東京 及 日光 陸 羽 間 交通の 要路た る 
國逍は 茨城 縣新鄕 村 中 田と 埼玉 縣栗礤 町との 間に 
於て 利极 川に 哺斷 せられ 其の 通 絡は ffi に 民營渡 船 
に te るの みなり 之を 偶 該川を 江戶城 防 SS の外潑 た 
らしむ る、 U 架 消を 察したり し始川 時代の 5a 制た る 
に 過き すして 現 時に 於て は 其の 必要な きのみなら 
す 之 か e 洪水强 風に 際して は 勿論 平時に 於ても 交 
通運 糙 を 障碍せ ら る、 こと 甚 しく 軍隊 輸送 等に 當 
ては 僅々 馬匹 五六 十 頭の 通過に 約 七 時間を 耍し自 
動 車の 如きは 槪ね 上流 六 里の ) II 俣 橋を 迂回す るを 

常と す 而も 今や 利根 川 改修工事 成りて 水路 狹小せ 

られ たるに 反し兩 5 14 の 泥 砂地は 約 二百 間に 撾大せ 

られ たる 32 人馬の 通行上の 不利 不仲は： Ki に 其の 度 

を％ し 殊に 降雨 時の 闲難に 至て は f; 狀 する に堪へ 

す而 して 前記 箇所の 如き It 要なる 國道肋 遮斷 河流 

に 架 陷設 №1 なき ほ 全國 稀に 見る 所に して 地方 住民 

は IS1 ょり眾 事 上 PI 家 交通 政策 上. S 憾と する 所大な 

り 依て 速に 國家班 業と して 茨城 縣新鄕 村 中 田と 埼 

玉 縣栗明 町との 間に 於て 利根 川に 橋梁を 架設せ ら 

れた しと 謂 ふに 在り 

衆雜院 は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 探す へ 

きものと 逋決せ り te て 詡院法 第 六十 五牒に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報 吿第百 十一號 

意見 B 

請願 文冉表 第五 三 三 號 

救 育 费阈 阳 支 辨の誧 願 東京 府東京 市 四 谷 區 

谷 町 二 丁 E 二十 八番 地平 K 會 社員 星酙 佐昭 

外 四十 五名 呈出 (紹介 調 M 關 lei 彥君外 十五 

名〕 

右請願の要旨は救育 ?5 (行旅病人及死亡入並精神 

病苦 救雜 費〕 ほ 法律に 於て 其の 取扱 府縣の 負擔と 

爲す 3a 規定せられ たる 結果 3K 京府は 他の 府縣に 比 

して 大に 其の nf M を 奴に する を 以て 闹來 年々 巨額 

の該 K 用を 支 辨し來 り 極めて 偏 逋苛酷 なる 狀態に 

在り 之を 以て JK Jii 府科は 該 ?'i 用は N ffi 支辨 と爲す 

の 適 常なる を 認め 十 © 年 來内務 大 以に意兑»を呈 

出し 陳悄哀 訴 する 所 あり 又 往年 衆 謎 院に之 か 請願 


を 爲し採 擇せ られた るも尙 其の 目的を 達する に 至 
らす苽 京 府 か® 家 的 車槳 に 對し獨 OE 額の 負擔を 
爲 すは 府 民の 苦痛と する 所な 〇 依て 速に 救 育 費を 
國庫 支辨に 移された しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 謎 決せり te て 誘 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送 If'! 候 也  _ _ 

特別 報告 第 百 十二 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 八 〇號 
藥蕻钱 培 補 肋獎励 の誚願 東京 府北费 島 郡 m 
鴨 町 千 七 百 八十 一番 地 士族 大日 本藥草 栽培 
奬勵 會專務 理事 日 下 B 佐 市 呈出 (紹介 il fl 
望月 圭介君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 释療藥 品の 大部分は 藥用楠 物を 原 
料と して 製造す る ものにして 殊に 歐洲® 亂の 爲藥 
品の® 入 杜絶し 薬草 栽培の 獎® を最 緊要なら しめ 
たり 而も 藥萆 栽培の ことたる 我か國 農家の 副業と 
して 最適 當せ るを 以て 之 か 保 ii 獎勵 宜しき を 得は 
現在の 輸出は 益 之を 增 加し 輸入は 其の 過半を 減少 
し 得へ きは 必然な り 然るに 政府は 醫藥品 製造業 者 
に 對し補 助 政策を 執る に拘ら す ii 荩 栽培に 對 して 
は 琛 も® る 所な きは 5S 憾に堪 へす 昨年 臨時 藥草調 
査會の 計 © に 係る 國立藥 草 園の 設 箧 の 如き 巨費を 
投せ むょり ! i 之を 蜮 用して 藥草 栽培 獎勵 の資 に充 
つるに 如かす 依て 速に 藥 m 栽培 法を 制定し 「コカ」 
「キナ j 等の 如き 移植 W 難なる もの も尙ほ 我 か國内 
にて 之を 栽培 發育せ しめ乂 海外 南米 •南洋 等に 於 
て 多 M の 生產を 爲した る もの 或は 藥用楠 物に 代用 
すへ き 险良 種を 研究 發見應 用す るに 至らし めた る 

者 等を 第一位と し 「ホップ」 等の 如き 從來我 か國生 

產 額の 少なき もの、 產出 を％ 加し 乂は其 の 代用品 

を發 兑踽 用した る 者 等を 第二 位と し 除蟲菊 等の 如 

き從來 多 J«5: に 生 產し内 外に 需要 多き ものを 益發展 

せしめた る 者を 第三 位と し是等 栽培 者 研究者 並製 

造 者に 對し相 當の 補助を 下附 せられた しと 謂 ふに 

在り 

衆 蕺院は 其の 抓 旨を 至 常な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 謹 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 ff 第 百 十六號 

意見書 


請願 文書 表 第二 七 一號 

豊田下 村 手 洗に 三等 郵便局 設 M の 請願 山 口 
縣豊浦 郡® 田 下 村長 松 井修三 呈出 (紹介 議 
員 渡 邊祐策 君) 

右 請願の 要旨は 山 口 縣豊浦 郡 豊田下 村は 村 內に一 
市街を 成せる 部落を 有し tl. 小 月 •西 市 間 輕便鐵 道 
停車場の 所在地に して 該 地方 人民は 總て 此の 地に 
來 集し將 來益 繁盛なら むと す從て 郵便 事務 多き に 
拘らす 一里 餘を隔 つる 西 市 郵便局に 至ら さるへ か 
らす して 村民の 遣憾 とする ^ なり ® て 前記 豊田村 
大字 手 洗 字下販 塚に 三等 郵便局を 設置せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ I 

特別 報告 第 百 十七 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 九 一一 一 號 
保 田 村に 三等 郵便局 設置の 請願 和歌 山縣有 
田 郡 保 田 村 大字 山 田 原 二百 十九 番地 會 社員 
御前 喜八郞 外 二十 名 呈出 (紹介 議員 岡 崎 邦 
輔君外 三 名) 

右 請願の 耍旨ほ 和歌 山縣有 田 郡 保 田 村 ほ 古來紀 州 
蜜柑の 本場を 以つて 聞え 又 同村 山 田 原は 我 か國唯 
一の 除蟲粉 製造 地たり 而も 近時 商工 漁業の 發達著 
しく 爲に 郵便 事務 亦甚た 繁多に して 箕島 局に 託す 
る 特殊 郵便物の み にても 一年 九 千 箇 以上に 上る の 
狀况な り 然るに 之れ 皆 一里を 隔 つる 前記 箕島局 或 
は絲我 局に 於て 處辨せ さるへから すして 產業 の發 
達 上 不便 甚し 依て 前記 保 田 村に 三等 郵便局を 設置 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  1 _ 

特別 報告 第 百 十八 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 五 九 號 

川 西 村に 郵® 局設 ia の 請願 奈良 縣礙城 郡 川 
西 村長 片岡傳 一郎 呈出 t 紹介 SI M 中 山 梅 治 

郎君) 

右 請願の 要旨 ! i 奈良縣 磯城 郡 川 W 村は 人口 五 千を 
超え 商 H 業者 頗る 多く 通信 事務 繁多に して 其の敏 


速を 要するに 拘らす 一里 餘を 隔て 且 其の 所在地と 
行政 區劃を 異にする 二 階 堂 局に 屬し 不便 尠から さ 
るに 依り 隣接 三 宅 村を 管 區 とし 前記 川 西 村に 郵便 
局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと S 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

〇_長0 大岡 育造 君〕 委 M 長の 報冉に 御異謬 ありま 
せぬ か。 

【「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 何れも 採擇す 
る 事に 決しました •本日 {3: 是にて 散會 致します、 諸 
君の 御 勉强を 多と 致します。 

午後 六 時 四十 四 分散 會 


〇 


0大正七年三月十四8(木曜日〕 

午後 一時 十八 分 一議 

議事 H 程 第二 十二 號 

第 I  海軍に 於て 海 寅 採炭所の 石炭の 買 入に 關 
する法律窠(_腑)第|讀會 
第 II 右 11 案の 蓉査を 付託す へき ' 1 貝の 選擧 
第 •= 徵兵 令中改 i£ 法律案 8 隨雜細 y 第 I 

_ 11 1| 法長1_3|)第一 

i  ® 法 中！# i 律 案 (細 4 紐 腊) 第 I 
讀會 の緝_ 長) 

第 六— } £ 中^^ 律 案 (_4 織 駐腿) 第一 

第 七。 1 k * 

第— ( 11 長) 

第 八 名 古 屋太田 間 ■道 速成に 關 する 建議案 

へ 三輪 市太郞 君) 

ペ外六 名提 3  )  /エ 

第 九日 左體 育會圉 庫 補助に 關 する 建議案 (§ 

哲藏君 外 十)  i 

JJ-: g l^ 出/  . し 寸^* _ 

第十勞慟保險法制定に關する建議案 ^ £關 

一名ン  f ダ 

第 十 I  i 中越 鐵道貢 收に關 する 建議案 (識 g 指 

せせ)  I 

第 十 II 愛餒縣 今 治 港 開港に 關 する 建® 案 ( h;» 

哲太君 外 一  ^  . 
四 名 提出)  . 


利根 川 架橋の 詔 願 外 3T 件 


五 〇三 


院議 衆 會_ 帝囬 十四 第 


石炭 市 借 調節に 關する 質問の 答 辯 
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決 ®: 委 fl® 山 金 太 郎君 (井 戶文四 郎君 補 闕) 

I 昨 十三 日 北海道 鐵道 完成に 關す る 0S 詠 案委 M 會 
珣 事 柿闕 選擧の 結果 左の 如し 
北海 m 鍅道 完成に 關 する 建 誘 案 
PB + 事 松 本 誠 之 君 (理 琪 松 永 安 左 衞門君 補 闕〕 
一昨 十三 日 狩 !® 法改正 法律案 委 fl 岡 部 次 郎君、 古 
屋圈隆 ft 辭 任に 付 其 補 闕 として 川村淳 君、 山 田 
■正 年 君を 議 M に 於て 選定せ り 
一昨 十 11 一日 ® 員 長 及 理事 互 選の 結果 左の 如し 
東京 市 K 改正 條例中 改正 法律案 外， 一件 委員 會 
委員長  漆  昌巖君 
TS 山 一郎 君 
黑須龍 太 郎君 
一 金 澤仁作 君 
一 小川 鄕太郡 君 

祭 罔 銀行 法 中 改正 法律案 外 一件 委员會 

委 M 長  中 村 啓 次 郎君 

{杉 山 東 太 郎君 

理琪  尾 崎 敬義君 

一 湯 淺凡平 君 

平 町 小名 馈 問 鐵 ia ffi 設に關 する纽 翳 案 委員 ir 

委員長  高 岡 唯一 郎君 

理事  近 藤 達兒君 

沖 棚 縣 特別 自治 制 撤陂 に關 する 建 調 案外 一件 委 

員會 

委員長  奧田榮 之 進 君 

理取  我 如 古樂 一郞君 


理事 


〇; 一長 (犬 岡 育造 君) 新に 議席に 著 かれた る議 fl が 

あります、 其 氏名を la 上げました る 時は 起立を ® み 

ます， 岐 in. 縣郡 部 i?i 出 S? 負 武藤嘉 門 君。 

〔武藤 慕 門 君 起立〕 

〔拍手 起る 一 

〇迹長 0 K岡育浩 ^f )是ょり f:^ 筠を開きます、御諮 

り 申す ことがあ ります、 第五 部 選出 誧 願 委員 南里琢 

一 君、 右 請願 委 M 辭 任の 申出 •かあります、 許可して 

御異諶 ありませ ぬか。 

〔 f 異銥な し異链 なし」 と 呼ふ漭 あり〕 

0 謎 長 (犬 岡 育造 君) 御異雜 なければ 之を 許可し ま 

す、 五部の 諸 対は 速に 補 ^l is 斟を行 ひ、 翮長迄 御 屈 

あらん ことを 轺み ます、 s?. 2if の 進行に 關し 伊 31 知 也 

君よ 〇發 言の 請求が あります、 之を 許可 致します、 

伊東 君。 

〔伊 ®: 知 也 君 登喟 J 


〇讲 東 知 也 封 薄 ■事の 進行に 付きまして 一言 申 述べ 
たいと 思 ひます， 諸君の 御 承知の 通り 私は 溢に、 東 
三省 即ち 滿洲 方而に 於け る 排日 思想の 瀰茲 劇甚を 極 
める に 付て、 政府に 質問を 致した のであります、 そ 
れに對 する 外務 大 R の 答 辯 書は 不得耍 如を 極め、 甚 
だ 不徹底であります から •引 13 いて 質疑を 致した の 
であります、 それは 諸君 も 御 承知の ことで ございま 
すが、 外務大臣は 其 答 辯に 於て 私の 質問に 對して 、 
事® の ある 點は 調査 ' I' であるから 能く 調べた 上に 返 
答を すると 云 ふこと で， 此 把 を 引下つ たので ありま 
す、 然るに 今日に 及んで M 早 十日に もなる に 拘らず 
未だ 3¢ 答 辯 55： も 出なければ 答 辯 もしない ので ある、 
私 ほ當 局の 甚だ 怠 なること を 疑 ふ 者であります， 
c  r 議事 進行に 關係が ありませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 
誶事 の ； 1ft 行に 大に關 係が ある •斯の 如き 菌大 なる 問 
題を 當 局が . y; 授に 付す ると 云 ふこと ほ、 本會議 の 進 
行を妨害する，對外の關係を晋々が定める上に非常 
な 進行 h 差 支を 来す のであります、 政 友會の 幹部と 
も 目せ ら るる 方が， さぅ 云 ふ 頭では 甚だ 御氣の 毒で 
あります、 然るが 故に此 m 大間悶 を &':! 却して 居つ た 
ならば、 今日 西 伯 利亞 m 兵と か 云 ふ 重大 案件は、 此 
排日 熟と 聯關 して 居る， 政府の 答 辯 如何に 依つ ては 
吾々 は 多少の ® 悟を しなければ ならぬ、 政府が 打 解 
けて 敎 へて 吳れと 云へ ば 此方から 敎 へて 上げても 宜 
しい、 然るに 何とも II んだ とも 潰れた とも 言 はれぬ 
此約二 週間に n つて 默 つて 居られる と 云 ふことは、 
苒 だ 怠慢の 次第と 思は れま す、 一阼 日の 一宮 君の 御 
锊問 にも あるが 如く、 H 支 協約 ix 今日 殆ど 役に立つ 
て 居らぬ、 其 後 私が 此 排日 熱に 對 する® 問を 發した 
と 云 ふこと が •滿洲 方 而に题 いて 頻々 として 排日 熟 

の 注進が 私の 所に 来る のであります •併ながら 是は 

旅行を 妨害され たと か、 或は 色々 の 迫害を 受けた と 

か 云 ふことの 班 件が 澤山 ある •けれども 斯 かる 細か 

な 事件は 私は 此席に 於て は 議事の 進行で あるから、 

成るべく 簡單に 申 上げます •か •重なる 事件、 所謂 日 

茭協 約に 於け る 所の 商 租 の 如きは， 殆ど 今日 成立し 

て 居らぬ、 實行 する ことが 出來 ぬのであります 、私 

の 友人の 寄越して pr る 所の 報® に 依ります ると、 滿 

洲に 於け る 日 支 八 n 辨で緙 營 して 居る 事業の 如き もの 

殆ど 迫害され て 何の 役に も 立たぬ と 云 ふこと を 申し 

てあります、 玆に其 報吿が ございます から、 进は速 

記に 載せて 戴いて、 玆に 永く 諸 封の 御迷惑を 掛けな 


いこと に 致します が (「有 ®. たぅ J と 呼 ふ 者 あり〕 
實 に 滿洲に 於け る 排日 熟は、 外務大臣の 答 辯に 依れ 
ば、 決して 金 體でな いと 言 ひます けれども •殆ど 滿 
洲全 體 に苴 つて 排日 熟が 激甚を 極めつつ あるので あ 
ります、 之を 此儘棄 てて 置いたなら ぱ •今度の 出兵 
云々 など 全然 間 題に ならぬ、 先づ苽 三省 排日の « 後 
策を どぅす るかと 云 ふこと に 論及し なければ ならぬ 
此 重大問題の 答 辯を 政府より 一日 も - V- く 得なければ 
議事の 進行に® 大な關 係が あるから •玆 に葯 事の 進 
行に f-l- て 質問を 試みる 次第であります。 

〔參照 〕 

排日の 事 實 

小生 昨 大正 六 年 五月 二 十八 日 以来 日 支 合辨 (資 
金 全部 小生 出資 而 して 利益 分配は 折半な り〕 を 
以て 吉林 省讲通 縣屬沙 河 - -F 炭 山 (南 滿鍈道 UE 圖 
停車場より 一里の 處〕 を經營 しあり 而し て lit 問 
同縣民 十七 ' fi を 事務員に 採用して 一人に 對し十 
圓 より 二 十五 圓の給 料を 與へ乂 村屮の 舊家 にし 
て 以前 炭坑 業に 關 係し 無 經驗の 結果 多大の 損害 
を 招き 祖先 傳來の 田地を 入 W し 巳に 流 W に 至ら 
ん とする 艽軒の 者 等に 無利子に て 金 七 千 餘圓を 
貸與し 之を 受出 さしめ 以て 彼等 五十 於 « の 生活 
を 安_ ならしめ 又 村 中の 細民に して 結氷 中 ® J く 
に 道な き 三十 餘名を 同 山に 在る 小生 所有の 家屋 
內に收 容し 毎日 食を 給して 餓を 免れし め 尙同山 
に元界譃長たりし者を居住せしめ縣民の病者に 
砘藥 をな して 疾苦を 癒せし むる 等 之を 扶助し 之 
を 啓 發し 以て 聊か 日 支 親善に 努力し 來り該 地方 
民は 多大の 敬意を 以て 小生を 待し 合辨 者は 義侠 
の 好意と 資金の 豊富を 見て 深甚の 信頼を 小生に 
拂ひ て圓滿 に鑛 業を 進行しつつ ありたり 
大 JH 七 年 二 月 二十 八日 午前 佔通縣 保 衙團長 劉 鹿 昌 
は 書記 許 K 山 並に 兵士 十五 名を 引 卒し 來 山し 日本 
人の 居 宅 (小生の 所有 家屋〕 に 闖入し 伊通 縣 知事 
鄭圈餘 か 日本人に 對し尅 日 離山の 命令書を 技師 石 
塚淸 象、 河 野通定 、綾野 電 音に 示し 日本人 金 部 即 
刻 退去す へしと 威嚇 强 要する こと 三時 間の 永き に 
及へ り 

右は 昌闽 日本 潜 t 察に 屆置 きたり 排日 も玆に 至りて 
形容す へき 筆 や 言語に 窮し申 候 
大正 七 年 三月 九日 . 

本庄波 衞 ® 


OS 長 0 K 岡 育造 君〕 日程 第 . 海軍に 於て 海軍の 
採炭所の 石炭 買 人に 關 する 法律案の 第一 10 會を 開き 
ます —— 勝 田 大臣。 1. — 

第一 海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入 
に關 する 法律案 (政府 提出〕 第一 
讀會 

海軍-一 於 テ 海軍 採炭所/石炭 ノ買 入-, 關 スル 
法律案 

海軍-一 於 テ 海： 班 採炭所 ョ y 石炭 ヲ買入 ルル 場合-一 
於 テ ハ 前金 拂ヲ爲 ス コ トヲ得 
I 國務 大臣 勝 田 主計 君 登*〕 

0M 務大氓 (勝 田 主計 君) 唯今 議題に 上つて 居り ま 
する 案は 御 承知の 如く、 海軍の 採炭所は 明治 四十 年 
度ょり 致して •特別 會計 として 成立つ て 居る もので 
あります，而して當時是が運 « «金として十萬圓と 
云 ふ ものを 限定を 致して 居る のであります •然るに 
今日の 場合 同所に 於き まする 所の 石炭の 產額 、是が 
非常に 巨額に 上り、 隨つて 其 經 費も當 初ょりは 三倍 
以上に 上つて 居る と 云 ふこと であります ので、 此十 
阑 圆の 運 II « 本を 以ては、 採炭所の 其經 費を WI 滑な 
らしめ る こと •か 出來 ませぬ のであります、 それ故に 
今回は 其 生產品 に ® して 前拂 をす ると 云 ふこと に 致 
したいと 思 ふので あります、 斯く 致します と此採 炭 
所に 於け る綷 費の 圓滑を 期す る ことが S 來 ますで ご 
ざいます ので， 何卒 御辭議 の 上 協賛を 與へら れんこ 
とを 希 翠 致します。 

〇犛長 C 大岡 育造 君) 日程 第二、 右 議案の Is 査を 付 
託すべき 委 《 の選擧 を 議題と 致します" 

第二 右 議案の 薄 査を付 託すへ き委 負の 選 
擧 

0 岩 崎勸君 委員の 數を九 名と し _ 長に 於て 指名 あ 
らんこと を 望みます。 

〇靜‘ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない と 
認めます •仍て 本案は 議長 指名 九 名の 委 M に 付託す 
るに 決しました。 

0 岩 崎勵 君鼷事 日程 變更の 緊急 励 翳を 提出 致し ま 
す、 即ち 政府 提出 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案の 第 I 讀 
會及 其_ 案を 推 ? t すべき 姿 員の 選舉を 議題と し， 其 
麻 謎を 進められん ことを 茆轺 致します。 

〇藕長 (大岡 育造 君：} 岩 崎 君の 励 議に御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


m iii 省に 於け る 排日 行 励に 關する 答 辯を 促す の 件  海 sfi に 於て 海 車 採炭所の 石炭の 買 入に 關する 法律 築 第一 讀 ir 


五 〇五 


朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 第一 讀會 —徵兵 令 中 法 中 改正 法律案 1 第一 演溥 の镄 


五〇六 


0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 即ち 
日程を！； 更 して 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案の 第一 讀會 
を 開きます。 

朝 群 銀行 法 中改 JK 法律案 (政府 提出〕 第 

l s tr 

朝薛 銀行 法 中 改正 法律案 

へ 本 ^ t 本 卷一三 三 頁 n 族浣蓊 事 中ン 
一 r. 掲載せ るを 以て 再 揭の 煩を 避く、 

0 議長 (大岡 育造 君〕 勝 田大藏 大臣。 

〔國務 大 K 勝 田 主計 君 登壇〕 

〇阈務 大臣 (隧田 主計 君〕 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 
の 主要なる 盥 ほ、 保 證维備 の锁 張に 在ります るので 
御 承知 あらせられます る 如くに、 朝鮮 報 行は 明治 四 

十四 年に 其保證 準備の 制限を 三千 萬圓と 限定を 致し 

たのであります、 其 後 今日に 至ります る 迄 ® りは ご 

ざい ませぬ、 然るに 朝鮮に 於き まする 所の 人口の 關 

係な り、 或は 庫 業 貿易 金融 其 他の 總 ての 關 係に 於て 

當 時よりは 111 倍 位な 增加 になつ て 居ります るので あ 

ります、 而已 ならず 御 承知 あらせられます る 如くに 

朝鮮 銀行は 滿蒙其 他に 於て 營 業の區 域を 撾 めまして 

殊に 正金銀行が 滿洲に 於て収 扱つ て 居りました 所の 

金券 も •之を 朝鮮 銀行に 於て 引受ける と 云 ふやぅな 

ことに 相 成りました ので、 是等 の關 係より 致し まし 

て •最近に 至りまして は、 常に 千 萬 圓內 外の 制限 外 

の發行 を 致して 居る と 云 ふ狀况 であります るので、 

斯の 如き 狀况で あります るから して、 保證 準備の 三 

千 萬 pa を 二 千 萬 11 咐加 しまして、 五 千 萬圓と 致し ま 

して、 朝鮮は 勿論 滿槩其 他に 於ての 此 銀行の 活動を 

して 圓滑な らしむ ると 云 ふの が、 本案 改正の 趣意で 

あります 0' 此 序を以 ちまして 朝鮮 銀行に 信託の 業務 

を 兼 營せ しむる ことに 致したい と 思 ふので あります 

是は其 他の 特殊 銀行に 於て 大體 加つ て 居る 所の赞 業 

科目であります、 並に斯 の 如く 朝鮮 銀 fr が 朝鮮 以外 

に發展 致します る 以上 ほ、 其 重役 等の 關 係の 上に 於 

きまして 副 總 裁を 玆に 設ける 事が 尤も 必要で あらぅ 

と 思 ひます るので、 之を 今回 設ける ことに 致し まし 

た、 隨て 之を 設ける に付きまして、 色々 關 係の 條文 

を 改正 致して 居ります る •是 が大體 此 朝鮮 銀行 法 中 

改正の 趣旨で ございます るので、 會期切 迫の 際で あ 

ります るが、 何卒 速に 御® 議の上 協賛を 與 へられん 

ことを 偏に 希望し ます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 右 議案の 査 を 付託すべき 委 


員の 運擧を 議題と 致します。 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 潠舉 
0 岩 崎 動 君 本案は 臺薄 銀行 法 中 改正 法律案 外 一件 
の委 M に、 併 せて 付託せられ ん ことを 希！ 一致します 
〇漭長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 篛 なし， - と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 乃ち 本 
案 ほ 臺鳄 銀行 法 中 改正 法律案 外 一件の 委員に 併せ 付 
託する に 決しました •日程 第三、 徵吳令 中 改正 法律 
案 第一 B? 會の _ を 開きます —— 委員長 高木 益 太 郎君 
第三© 兵 令 屮改正 法律案 (政府 提 m 貴族 
院涘 付〕 第一 11 會の纘 (委員長 報 
吿' > 

〔高木 益 太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 高木 益 太 郞君徵 兵令屮 改正 法律案に 関する 特別 
委員 會に 於け る審 _ の 概要を 御 報吿申 上げます ，改 
正の 第一の 要點は 、在 學猶豫 制度と 一年 志願兵 前で 
ございまして、 從來學 校に 在學せ る 者は， 徵兵 適齡 
に 達しましても、 願に 依りて は徵 兵檢査 を爲す こと 
なく 二 十八 歳 迄 徴集を 猶豫 すると 云 ふ 規定に なつて 
居りました が， 今回は 徴兵 適齢の 华に 於て 總て徵 兵 
檢査 を爲 して •一年 志願兵た らんと する 者 ほ 此期に 
於て 之を 爲 さしめ、 合格 不合格を 定めて 其 合格者に 
して M に 高等の 舉間 を修 むる 者は •其 學校の 修業 年 
限に 膘じ二 十七 歳 迄 入營を 延期す る ことにな つたの 
であります、 是 は從來 動もすれば 狡猾なる 學生 が徴 
集猶豫 を 悪用す るの 弊が ございます からして、 爲し 

得る 限り 其 弊を 矯正して、 兵役 義務の 均等を 圖 らん 

とする 趣意から 出で たのでありまして* 委員 會に於 

ては 愼 重に 攻究し ました 結果、 從來の 徵收 網豫期 限 

たる 二十 八 歳を 二十 七 歳と して， 一年間 短縮す る こ 

とに付きましてほ、修學年齡の實況と對照致しまし 

て 更に 支障な きものと 認め、 政府案を 認 むる 事に な 

りました、 第二は 一年 現役 兵でありまして、 從來師 

範學 校を ¥ 業し 小學 校の 敎職に 在る 者は" -XI ハ 週間 現 

役に 服せ しむる と 云 ふ 制度で ございました が、 本案 

に 於き ましては 之を 一年 現役に 改む るので ありまし 

て、 政府が 委員 會に 於て 辯 明を 致します る 所は 即ち 

本 制度の 要旨は、 國民敎 育に 任ずる 小學 校の 敎員を 

して 軍隊 敎育 を體 得し、 國民敎 育に 當る 軍人の 精神 


逄國の 義務を 涵 菱諒 得せし めんと する にある 次第 -e 
ございます るが、 何分 六 週間の 5n s- !lt 短期の 敎 育を 
以て致しましてほ、到底今日の軍隊敎育の槪耍に對 
しても 授 くる 事が 出來な い、 隨つて 本 制度の 趣旨と 
相 一致し ない のであります るから、 此在跋 の 期間を 
延長 L て、 一年 現役 兵に 爲 さんと する のであります 
此 改正の 點 に付きまして if 委員 諸君は 數 日に a り 
まして 熟 心に 論議 研究を 盡され •澤 山の 材料を 御提 
出に なり、 又 調査を 盡 された のであります、 其 最も 
委員 諸君の 心配に なりました る 要點は 、一年 現役は 
六 週間の 約 九 倍に 相 當 をして、 @ 化 急激、 又 義務の 
負擀 重きに 過ぐ、 故に將 來師 範學 校に 於て 軍事 敎育 
の實 質を 增 加し、 以て 一年 現役の 期間を 幾分 短縮す 
る ことが 出 來る かどぅ かと 云 ふこと が、 各 委員 諸君 
最も 熟 血を 濺いで 論究せられ た 點で あります、 併な 
がら 段々 御 群 _ の 結果、 今日 未来の 國 家を _肩 に擔 
ふ 所の 小國 民を 敎育 する 所の 任に 當る 者が、 十分に 
此軍人 精神を 注入を して、 軍事上の 技能を 修得を し 
て， 所謂 五箇 條の御 勅諭 中の 入と 爲 つて、 以て 兒童 
を 感化 鹩陶 しなければ ならぬ と 云 ふこと ほ， 勿論の 
次第であります るから、 隨て此 軍隊の® 狀に 通曉せ 
しめ、 軍隊 敎 育の 神 髓と云 ふ ものを 體得 せし むる 必 
要が あると 云 ふことは、 又 論を 俟たぬ 次 餡で ありま 
す、 それ故に 在隊間 少なくとも 敎育 者で あると 云 ふ 
技能 上、 最も 低位になる 下士官た る 所の 程度に 達せ 
しめなければ ならぬ 次第であります 、赴が 爲に 軍隊 
に 於て は 勿論 一般の 兵卒と 區別を 致しまして •一年 
志願兵 同樣 、將 校に 於て は將 校た - t しむる を 得る が 
如き、 特別なる 教育を 施す と 云 ふこと にして、 斯の 
如くに して 漸く 一年を 終り ますれば、 直に 下士に 任 
じ 得る と 云 ふ 程度に 致したい と 云 ふ、 陸軍 當局 者の 
辯 明を ぱ理 由 ある ものと 認めた のであります、 それ 
に 就きまして 此 提案の 趣旨を 全ぅする 爲には 、少な 
くと も在隊 期間を 一箇年と し、 即ち 此 舉校敎 育を 以 
て 軍隊 敎 育の 期間を 短縮す ると 云 ふが 如きは、 軍 陵 
敎 育の 神 髓と云 ふ ものが、 終始 死生の 間に 出 沒 する 
と 云 ふ觀念 を 要する ものであります から、 矢 張在營 
の 訓練で なければ 之を 體得せ しむる 事が 出来ない も 
のと 認めまして、 結局 委員は 政府案を 認 むる ことに 
至つ たのであります、 但 最初 委 M が 最も 心配 致し ま 
した 點は 、第一は 期の 如き 期間の 延長に 依りまして 
其 間に 若し 俸給を 受ける ことが 出來な いと 云 ふやう 


な 事が あれ ぱ、 g に 或は 師範 以校人氓志沼荠を兒少 
すると 云 ふやうな ® は 無い か、 是は 段た s M ns 苗が 
政狩に向つて、百回以上 0 苡間を盎されたる迚でち 
りました ご 結局 致します る 所の 诏铪は、市町村 0 负 
措と 諄さず して、 國雎か ら 阳铪 の 八 沏を茭 玲 丁る と 
云 ふことは、 政府の 言明す る 所であります から* 此 
入營 中に 未だ 若い者で、 多くは 獨 从 の 入が 多い ので 
あり ■ますから， 先づ俥 給の 八 刺を ? a れぱ 、此 辆费の 
上に 於て 入學志 望 若 も W 少する やうな 班は 無い も 〇 
であらう と 18 めました、 それから 第二に 於て は 只 fl 
補充の 上に 於て 何 か 不都合は 牛； じ やしない か、 贴う 
云ふ點 に 於て 段々 研究を 遂げて 見ます と、 政府の 1J 
明に 依り ますれば、 先 づ平 均一府 縣に 於て 教育の 補 
充を 要する ものは 七十 名 内外で ある •そこで ® も 注 
意を 要する 所は， 此法 律が 憨々 w 'fr せられた 時、 此 
敎 員の 問題に 付て ® 行 さる ゝのほ 大正 十三 年が 讶 施 
の 時であります から、 此 大正 十三 年の 1$ 施の 時に ど 
う 1K ふ 影 盤が あるか、 斯う 云 ふ 事を 研究して 見ます 
と •先づ 一年 平均 七十 人の 補充 さへ 付き さへ すれば 
宜 いので あつて、 大正 十三 年が 過ぎます れぱ 翌年 ほ 
循環して 一年 前の 者が 歸 つて來 ますから、 補充が 出 
来る のであります、 其 翌年 即ち 十四 年度からは 差し 
たる 影 製は 無い のであります、 そこで 大正 十三 年 丈 
は 或は 琛集 人員を％ 加す ると か、 或 li 檢定試 驗の方 
法に 依て 募集す ると か •其 他 稲々 なる 方法を 以て 此 
實 施の 年に 於て は 影 15 の 無い やうな 具合に、 文部當 
局に 於て 十分 準備を すると 云 ふ 事を 言明せられ たの 
であります、 左！！ 致して 兕ま すと、 委 ㈡ の 心配した 
る點は 無くして， 今 U 此案ほ 小國 民の 敎育 に ffi ずる 
者を して •十分に 軍事 思想を 蘧成 せし むる と 云 ふ 上 
からして、 頗る 必要なる 案と 認めました、 其 他 或は 
海軍 兵を 沿海 地方に 限らず 全 國符地 方から 鉍集 する 
とか、 或は 志願兵の 兵籍に 編入す る 渚の 服役 方の 規 
定と か、 或は 又 刑法 及 陸軍 刑法の 改正に 伴 ふ 規定と 
か、 或は 年齡の 計算 期を 明かに すると： K ふやうな 事 
で、 裳に 細かい 問題でありまして、 詳細は 八 回に 苴 
る 委員 會の 速記が 御手 許に 配付に なつて 居ります か 
ら •御 熟讀 を Irll ぎます、 本 委員 會は斯 の 如く 委 M 諸 
君は 非常な 熟 心に 御 討議に なつて‘ 各派 一致 全會一 
致を 以て nr 決した る 案で ございます から、 何卒 本 ^ 
に 於ても 御 密議の 上、 委 M 會 決定 通り 御 可決 あらん 
事を 懇願す る 次第であります。 


院議 衆 矜济园 帝囬 十四 第 


〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 本案の 二 Ifl 會を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「異議な し」 と 呼ふ奔 あり〕 

〇讁長 C 大岡 育造®〕 御 異議が 無ければ 本案は 第二 
讚 e- を 開く に 決します。 

0 岩 崎 Is 过 H に 本案の 二 _符 を 開 キ/ 三 Is © を 省 
略して 娄負 長報吿 通り、 可決 確定せられ ん ことを 希 
望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 調に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 謎な し異謅 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 讅長〇 K 岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
芮ちに 1 1 10 啓を 開き， .', . : を？？ : ;11 と 致します" 

徵 J.-. ( 令 屮改正 法 fK 案  第二 ^ 會 (確定 

議) 

c 「異 ss なし 與認な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 C 大岡 育造 君〕 御與諶 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し與耦 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (大岡 育造 君 -5 御異蕺 無しと 認めます、 乃ち 

三 if? a- を 省略して 委員長 報告 通り 可決 確定した る 事 

を茛吿 致します —— 日程 第 四、 第五、 第 六、 第 七は 

同一 委：： X に 付託した る逋 案なる に 依り、 一括 議題と 

R すに 御異部 ，はあり ませぬ か。 

C 「異議な し 異踽な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇漭長 (大岡 育造 君) 御異謎 無しと 認めます、 一括 

譎 @ と 致します •委 a 長 岩 崎 總十郞 君の 報告を 求め 

ます。 

第 四 特許法 中 改正 法律案 (田 中隆三 君 外 

一名 提出) 笕一譖 會の砬 (委貝 長 

報畀〕 

第五 商 P? 法 中 改正 法律案 (田 屮隆三 君 外 

一名 提出) 第一 讚# の &1 (委員長 

報告) 

第 六 意 K 法屮 改正 法律案 (田 中 P1 三 君 外 

一名 提出〕 第 一 調 位の 緵 (委員長 

/  報 S 

第 七锊用 新案 法 中 改正 法律案 (田 屮隆三 

君 外 I 名 提出〕 第一 lg 會の 續( 委 

M 長 報 苦) 

r 岩 崎 總十 郎君 登®〕 

〇 岩 崎總 十郞む 特許法 屮改正 法律案 外 三 案 特別委 


員會に 於け る 純 過と 結果と を 御 報 街 致します、 K ち 
に 結果を 申 上げます が、 特別委 員會は 全會 一致を 以 
て •田 屮隆三 君 外 一名の 提案に、 二 箇蚱の 修正を 加 
へて 可決 致した のであります、 其简條 は 特許法に 付 
て ほ 第五 條以下 十八 箇條 、商 ST 法外 二 案に 付き まし 
て ほ 三 箇條 若く は 四箇條 位の 改正であります、 而し 
て此等 の 詳細なる 討 誘は 御手 許に 廻つて 居ります 所 
の委負 會の 速記 錄に 於て 明瞭 致します るから して、 
申 上げる ことを 避けます、 W ながら 改正の 主義 若く 
は hi 的と でも 申すべき 二 三の 主要なる 點を申 上げる 
ことに 致します、 抽象的に 申 上げます ると* 第一 ir 
は 特許 外 三 案の 請求 者の 棚 利の® 大 、二に li 審査の 
手續の 改善と 云 ふの が 主なる ものであります、 更に 
之を 具體 的に 内密の 一二を 申 上げます と 斯様な 事に 
相 成ります、 それは 現行法に 依ります ると， 權利範 
圃の確 認と特 許 無効の 確認、 及 ® 利 確認 査定に 對す 
る 抗吿密 判、 此三つ の .* 5 合に 於て は、 大麻 院に 向つ 
て 上訴す る 事を 許して 居ります るが、 最も 必要と 認 
むべき 或る 場合に 於て •上訴を 許さぬ と 云 ふこと に 
なつて 居ります ものを、 卜. 訴を 許す と 云 ふこと に改 
正を 致した のであります、 尙ほ 此內祥 を 今少し 申 上 
げま すると、 御 承知の 如ぐ 特許の 出願を 致しました 
場合には 、第一に 蒞査と 云 ふ ものを 致します る >  而 
して 査定と 云 ふ 事を 致します、 其齐定 に 不服 ある 場 
合に 於て は、 第一に 審査と 云 ふ ものを 致します る • 
而 して ? E 定と云 ふ iff を 致します、 其 査定に 不服 ある 
場合に 於て は、 W 群 査の 請求と 云 ふ ものを 致します 
それに 對 しまして は、 矢 張 再 査定と 云 ふ ものを 致し 
ます、 さぅ して 再 有 定に不 服 ある 場合には、 抗传審 
判と 請求と 云 ふ ものを 致します、 抗押審 判の 請求に 

對 する 場合に、 密 決と 云 ふ 結果を 見ます •此恭 決の 

結果が 特許と 云 ふ 場合に 於て は、 何等 上訴の 必要 も 

ございませぬ けれども、 特 許 せ， ずと 云 ふことの 薄 決 

が ありました 場合には、 唯今の 現行法に 於て は •如 

何とも 什樣が ありませ ぬからして、 此 場合に 於て 他 

の 三 件と 同様に、 大審院に 上訴を 許す と 云 ふの が 今 

& 改正の 趣旨であります、 或る 論 若は 第一に 査定が 

あり、 第二に W 3S 定が あり、 第三に 辨 決と 云 ふ もの 

が ある 以上は、 此 以上： af に大准 院に 上訴す る ことは 

誠に 過ぎる ではない かと 云 ふことの 說が あるので あ 

ります、 lit 點 に付きまして 特別委 員會は 色々 討鹩を 

經た のであります が、 Krr ^ な 場合になる ので ありま 


す、 それは どう 云 ふこと かと 云 ふこと を 見ます と 云 
ふと、 抗吿涟 判を 受ける 場合に S 觸密 査、® 觸再査 
定 • 拽 觸沲決 と 云 ふ 三つの 場合が あるので あります 
即ち 甲なる 願 八と 乙なる 願 人が、 其 特許が ! K 觸した 
場合に 於て は、 審丧官 は 何時に て も 之を 審 丹 辨決す 
る ことを ^ ると 云 ふこと になつ て pr ります から， 抗 
吿密判 の 場 4 e に 突然と 現は れた 場合に 於て は， 第一 
の審 決に 服して、 何等の 上訴の 手 S が 無い と 云 ふこ 
との 結果を M るので あります， 我國の 文明の 進步と 
共に •特許 出願者と 云 ふ 者が 非常に 破え •澤 山の 出 
願が あるので あります が、 行政 廳の處 分と 第一！： の 
審決を 以て 上訴す る ことの 途を 開けない と 云 ふこと 
は， 誠！ J 宜しから ぬと 云 ふことの 特別委 員會 の多數 
の說 でありまして* 政府の ) i 對も ありました けれど 
も* 遂に此 點ほ矢 張 上訴を 許す と 云 ふこと に SJ 決 致 
したので あります、 それから 次の 群 査手續 の 改善と 
云 ふことは どう 云 ふ 事 だと 云 ひます ると、 元来 普通 
裁判所に 於き まして は， 港 理 の手續 も W だ 簡明に な 
つて 居ります、 判決の 日時の 如きに 至つても 餘程確 
的に 規定され て 居る のであります •特許法 以下の 法 
律に 於て は、 其 手 結が 甚だ 缺 けて 居る‘ であります 
から 詰り 審査 , R- の 責任の 規定を 設け やうと 云 ふの が 
第二の 黙であります •田 中隆三 君が 提出の 押 由を 述 
ベら るゝ 場合に •或は 二 箇年 或は 五節 年 •甚 しきに 
至つて ほ 七箇 年の M 霜を 經 て、 未だ 結果を 見ない も 
のが あると 云 ふことの 御 nil 說が ありました が、 是等 
には 夫々 の 理由が ございませう けれども •仲ながら 
兎に角 一日 も 早く 其 特許を 得たい と 云 ふ 事の 出願者 
は、 成べ く沲 査官の 責任と： K ふ ものを 定めて •確 的 
に 早く 其 結果を M ると 云 ふこと を 希望す る 所で あり 
ますから して >  現行法は 此點に 於て 缺 くる 所が ある 
に 依て、 種々 の 方法を 設けて 速 かに 裁決を する やう 
に、 速に 術 決を される やうに、 速 かに 赉定 をす る や 
うにと 云 ふことの 丰續规 定 を 設けた のであります、 
其方 法 ;' i 特許法の 七十 一條に 色々 の 規定が 御 ざい ま 
すから して* 是 ほ 其條を 御 ! rii 下さる と 明瞭 致します 
るから、 此 以上に 說明は 致し ませぬ •それからもう 
一つ •商！！ に 付て 一つの 問題が あつたので あります 
現行法に 依ります と、 無登錄 の 商標 者が 商標を 使用 
して 居ります 場合に、 或 若が 其 商標に 付て 登錄 を經 
たと 云 ふ 場合には •登 錄の出 願 者 以前に 使用して 居 
る ものと 雖も •之を 禁止す ると 云 ふこと に 現行法が 


なつて M るので あります、 然るに、 是 等の 遇に 付て 
十分 取調を 致して 見ます ると 云 ふと 無 登 錄者 の商两 
が 使用者に 於て、 或は 一地 方に 於て 明かに 認められ 
て： S? る ものが 澤山 ある ~ 或は 二 年 或 is 三年と 云 ふ 商 
標を使 用して： 8£るに も拘ら ず、 或 者が 商標を 得 まし 
たが 爲 に、 其荠 に對 して 直に 禁止を すると 云 ふこと 
は 芮だ 不穩 常な ことで あつて、 其 人の 利益と 云 ふ も 
のを 非常に 殺ぐ 譯に なる •故に 此 度の 改正案に 於て 
if 假令 無登錄 商標 者と 雖も ，長く 之を 使用し 居つ 
た 者に 對 して は， 後なる 登錄 者が 之を 禁止す る こと 
とを 許さず して、 共に 之を 併用せ しめる と 云 ふこと 
との* 中間 铒定 を igf くの が 宜しいで ないかと 云 ふの 
が、 所 ^ 改正案の 理由であります、 此點 に付き まし 
て、 或 人は 斯様な 説を 言 ふので ある •現行法には 周 
知の 商標に 付て は •後 願 者に 於て 出願しても、 後 願 
奢に 對 して 之を 許さぬ と 云 ふことの 規定が あるから 
左 棟な 改良は 要らぬで ないかと 云 ふことの 說が あつ 
たのであります 、併ながら 今日 迄の 判例に 依ります 
ると 云 ふと 周知と 云 ふことは、 ^; 程狹き 意味に 於て 
辟 釋せ られて 居る 或る 一郡 或は 或る 一市、 若く は 一 
地方に 於て廣 く 知られて 居る もので あつても， 又 東 
苡 の艽大 新聞に 二 賄 所 位 廣冉 をせられ て 居る もので 
あつても， 此周知 と 云 ふ ものは •日本 全國に 於て 或 
る 程度 迄 知られた る 程度に あら ざれば、 周知と して 
認めない と 云 ふやぅな 判斷 があります、 爲に 一郡 一 
市 若く ほ 一縣に 於て、 二 三年 も 使用した もので あつ 
て も、， X を 钱 、止せら る、 と 云 ふことの 例は 甚だ 多い 
と 云 ふことの 實例も ある ことであります からして、 
是亦 委員 會が此 改正が 相 當な りと して 左樣に 決定す 
る ことに， m つたので あります * »r の s. き 員 ^ の 
經過 に對 しまして、 政 府 當尚は rri] 意せ しや 否やと 云 
ふこと を 御 報 ftr 致さぬ ければ ならぬ のであります が 
政府は 結局 同意 致し ませぬ •然ら ば 政府が 间意 せぬ 
と 云 ふことは. 改正案は 至 當なら ずと して 同意せ ぬ 
ので あるか、 或は 其の 他の 理由に 於いて 同意せ ぬの 
であるかと 云 ふこと を 申 上げる 必要が あるので あり 
ます* 政府は 改正案に 半ば 同意であります、 又 今日 
の 特許法 等は、 明に 不完全で あると 云 ふこ 2:. を 認め 
る ものであります、 半ぱ 以上 同意を ^ し、 不完全で 
あると 云 ふこと を 認めて 2 J つて •此の 委員 會の決 _ 
に 同意せ ぬと 云 ふのは、 どぅ： K ふ！！ であるかと 云 ふ 
ことを 尋ねます ると •政府は 旣に 改正の 必耍を 認め 
五 0 七  . 
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§ 八 


て 起案 中で ある •故に 諸君の 此の 修正案よりも， も 
ぅ一步 進んだ ところの 根本的の 改正案を 出したい の 
であるか らして* 今日は 此の 案に 同 A- する こが 出 來 
ない と 云 ふの が 政府の 意思であります (「簡 單」 と 
呼 ふ 者 あり) そこで 私共より 政府 委員に 向つ て然ら 
ば® に 於いて 提出を する かと 云 ふこと を 尋ね まし 
た 所が、 來年 又は 再來 年に 於いて 確に 提出が 出 來る 
と 云 ふこと でありました ■所が ^ 員 諸君 ほそれを 信 
じな ' V' と 云 ふこと になつ たのであります， 何故に 信 
じない かと 言へ ば、 今を距 る 十 年の 前に 於て 此案が 
m ました 時分に 此案ほ 不十分で ある、 或は 日時が 足 
らぬと 云 ふ 翳 論が 起きまして、 色々 政府 當局 者と 揉 
めました‘ 若し 本案に 付て 不完全なる 事が あつたな 

らば •年々 歳々 改めても 擗ほ ぬから、 此案の 通過を 

望む と 云 ふ 政府 -? @ 員の 总見で あつたと 云 ふこと を 其 

當時の 委員長で ありし 所の賴 澤博士 より 御 報 吿もあ 

り、 又 其 速記 錄が 今に 殘つて 居ります， 然るに 十 年 

後の 今日 迄 政府が： 小 完金 なりと 認めて 居りながら、 

其 案 も 出さず、 又 三十 八 餞 fr 大隈 内閣の 際に 於ても 

餞 M より 改正案の 提出が あつた •然るに 今日に 到つ 

て來 年は 出す から、 再来年は {11 すから と 云 ふことは 

前例に 鑑みて 之を 信ずる ことは 出来ない から、 此案 

を 何處迄 も 通さん ければ ならぬ と 云 ふこと が* 委員 

會 一致の 意見で あつたの てあります、 此 段を 報吿致 

します ( 拍手 起る) 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 本案の 二讀會 を 開く や 否やを 

諮ります。 

〔「 異懿 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (太 岡 育造 君：} 御異 誘がなければ 議題と なつ 

て 居る 三 案を •何れも 第二 11 fr に 付す るに 決し まし 

た。 

0 岩 崎 動 君 直に 特許法 中 改正 法律案の 二 ® 會を開 

らか れんこと を 望みます。 

0_ 長 〔大岡育造哲〕外三件は …… 

0 岩 崎勵君 別々 に 御開きを 願 ひたいので あります 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎® 君の 励 ® に 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ老 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議がなければ 直ちに 特許 

法 中 改正 法 鉗 案の 第二 讀會を 開く に 決します。 

特許法 中 改正 法津案 第二 if i 會 

0 岩崎黝 君 本員は 茲に 委員長の 報告に 追加 致し ま 


して、 一の 修正 動議を 提 UJ 致します 即ち 附則の 次に 
左の 二 項を 加へ るので あります 「本 法 ハ 大正 八 年 一 
月 一日 3 リ之ヲ 施行. <  本 法 施行 ノ際現  一 | 魃屬 スル 審 
判事 件-一 付 テ ハ 第 六十 九條 第三 項 ヲ適用 セス」 斯樣 
に附 加へ るので あります、 即ち 前孭ほ 特許 S ■利 者 及 
利害 關係 人の® 利 利益の 保護を 完ぅせ んが爲 ，又 次 
の 項は 新法 施行の 際に Ei 搦 中の 審判 事件に 付 ■新舊 
法の 適用を 明かに せんが 爲に此 規定を 置きた るに 過 
ぎないのであります〃何卒委員長の報吿と共に、此 
修正案を 可決せられ r ことを 希葳 致します。 

〔「锊 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 修正案には 定期の 賛成が ある 
ものと 認め、 即ち 修正 ほ 成立した る ものと 宣 铒 致し 
ます、 而 して 別に 討議がなければ 決を 採ります、 普 
通の 場合に ほ 委員長の 報 ft- ょりも， 議員の 修正に な 
つて 尻る 案を 先づ 決を 探る 例であります けれども， 
岩 崎 君の 修正 動議は 附則に 就て であります から、 先 
づ裘員 長の 報吿の 本文の 方から 決を 採つ て， 其 次に 
岩 崎 君の 修正の 決を 採ります。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 委員長の 報 吿に御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「興 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 委員長の 報 
吿は 、委員長の 報告 通りに 決します —— 更に 岩 崎 君 
の 修正 動議に 付て 決を 採ります， 岩 崎 君の 修正 動 翳 
に 御 14 翳 ありませ ぬか。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 

岩 崎 君の 修正 も 可決し ました。 

0 岩 崎® 君 直に 本案の 三 _ 眢を 開き、 第二 讀會の 

修正 決 _ の 通り 可決 確定 あらむ ことを 希望 致します 

0 議長 C 大岡 育造 君 5 御 異議は ありませ ぬか。 

t 「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直に 三 W 會 

を 開ぎ、 議案の 全部を 議題と 致します。 

特許法 中 改正 法律案 第三 讀會 

〔「異 翳な し 異議な し」 の 際 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て本 

案は 二讀會 決定の 通り 確定せられ たる 事を 宣告 致し 

ます 

0 岩 崎 動 君 直ちに 商標 法 中 改正 法律案の 第二 If 會 


を 開かれむ ことを 望みます。 

一 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 沿： 議はな いと， 認めます， 仍 
て 直ちに 商標 法 中 改正 法律案の 第二 譖會を 開きます 
商標 法 中 改正 法律案 第二證 會 
0 岩 崎 1!( 君 本員は 本案に 付きましても 亦 前日 程と 
同一 理由に 依り、 委員長の 報吿に 追加 修正の 動議を 
提出 致します、 即ち 「附則 本 法 ハ 大正 八 年 一月 一日 
ヨリ 之ヲ 施行ス 」 之を 附加 へる のであります、 但繫 
愿屮の 審判 事件に 關 する W 定ほ 加へ ませぬ でした の 
は 何等此 點に 付ての 改正が 無かった 故であります、 
是も矢 張 委員長の 報吿 と共に‘ 可決せられ む 事を 希 
望 致します。 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 修 JE 動議に 御異闞 は 
ありませ ぬか。 

〔「異 _ •なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ない と 認めます、 仍 
て先づ 委員長の 報吿に 付て 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (.大 岡 育造 君) 御異_ がなければ 委員長 報吿 
は 可決し ました •次に 岩 崎 君の 修正は 御異鄧 ほ あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 岩 崎 
君の 修正 も 可決 致しました、 即ち 二 is 會は 之を 以て 
終りました) 

〇 岩 崎 a 君 直に 本案の 三讀會 を 開き、 第二 ® ir に 
於て 修正 鹩 決の 通り 可決 確定せられ むこと を 希望 致 
します。 

「「異議な し」- と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直ちに 三讀 
會を 開きます" 

商標 法 中 改正 法律案 第三 讀會 

〔「異議な し異 _ なし」 の聲 起る j 
o_ 長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 即ち 
本案は 第二 讀會 決定の 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します。 

0 岩 崎勵君 直ちに 意匠 法 中 改正 法律案の 第二 1? 會 
を 開かれん ことを 望みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御坞 _は ありませ ぬか I 御 
異議がなければ 直ちに 意匠 法 中 改正 法律案の 第二 if 


會を 開き 罱案 全部を a 題と 致します。 

意匠 法 中 改正 法律案 第二！！ 會 
0 岩 時 勃 君 本案に 付きましても、 先の 二 衆と 共に 
委 M 長の 報告に 追加して 一の 修正 励 議を 提出 致し ' * 
す、 即ち 一 附則 本 法 ハ 大正 八 年 一月 一日 ヨリ 之ヲ 施 
行ス本 法 施行 ノ際 現-一 膝® スル 蕃 判 Jlf 件- 1 付 テ ハ 笕 
二十 號 第三项 ヲ適用 セス」 理由は 前と 同一で ありま 
すから 略します、 何卒 御 寶成を 請 ひます。 

〔I’ 資 成」 と 呼 ふ 者 あり」 

01 •長 (大岡 育造 君〕 燹成 があります から 成立 致し 
て 居りま^ — 本案に 付て 委員長の 報吿に 御異 謎は 
ありませ ぬか。 

〔「ET 謀な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

〇馘長 C 大岡 育造 君〕 御異謖 なしと 認めます、 委 H 
長の 報告は 可決し ました、 岩 崎 : +', の 修正に 御異謨 あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
岩 崎 君の 修正 も 可決し ます。 

〇 岩 崎勸君 直ちに 本案の 三® 會を 開き， 第二 諮 會 
に 於て 修 正 議決の 通り、 可決 確定せられ むこと を 希 
菌 致します。. 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励讁に 御異譏 ありま 
せぬ か。 

1 : 「異議な し異識 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造. 哲〕 御 異議がない と 認めます、 直 
ちに 本案の 三 II 會を 開きます >  議 案 全部を is 題と 致 
します。 

意匠 法 中 改正 法律案 第三 ial 會 
〔「 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり j 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 二 is 會 決定の 
通り 可決 確定した る ことを 宣言 致します。 

0 岩 崎 動 君 直ちに® 用 新案 法屮 改正 法律案の 第二 
讀會を 開かれむ ことを 望みます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 起： >  御 興讁 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 直ちに® 用 新 
案 法 中 改正 法律案の 第二 讀會を 開き、 識案 全部を 識 
題と 致します。 

實用新 案 法 中 改正 法律案 第二 ia 會 
G 岩 崎 ® 君 本案に 付きましても 前き の 三 案と 同樣 


院 _ 衆會羅 P5 帝冋 十四 第 


に、 委員長の 報吿に 追加して、 一の 修正 動 _を 提出 
致します 「附則 本 法 ハ 大正 八 年 一月 一 0 ヨリ 之ヲ施 
行ス 、本 法 施行 ノ際 現- l sg l セル 審判 事 現 — 付 テ ハ 
第 十八 條第三 項ヲ 適用 セス」 理由は 前三條 と 同一で 
あります からして 之を 略します， 何卒 御 賛成を 請 ひ 
ます。  C 
〔「賛成」 と 呼 ふ ^- あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 賛成が あります、 仍て 修正の 
動議は 成立つ て 居ります、 御 諮り 申します 御 異議は 
ありませ ぬか。 

〔異識 なし 異誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 委員長の 御報毋 に 御 異議 ほ あ 
り ませぬ か —— それから 岩 崎 君の 修正に 御異 il は あ 
り ませぬ。 

〔「 異鄧な し異誘 •なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 謎 長 (犬 岡 育造 岩) 異識な しと 認めます 、仍 て委 

fl 長の 報吿と 岩 崎 君の 修正は 共に 1 一靖 e- に 於て 可決 

せられました- 

0 岩 崎 ® $5 商ち に 本案の 三 13 科を 開き 第二 10 會に 

於て 修 正駿決の迎0，可決確定せられむことを希菌 

致します'- 

0_ 長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 ft の 岬 詔に 御異 惑な しと 

認 めます、 仍て直 ちに 第 111 讀會 を 開きます。 

宵 用 新案 法 屮改正 法律案  第三 19 會 

〔「異 熟な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誘 長 (大岡 育造れ) 御異 熟なければ 三 ^ 會に 於て 

總て二 躋 ®- 決定の 通り 確定した る ことを、 宣告 致し 

ます。 

0 田 屮隆三 对 是 ょり 物 fi'l 調節に 關する &’謅 案の 委 

員 ^ を 開きます から， 御 許しを ひます。 

0 P 長 C 大 岡 ' ff 3t ») 許可 致します。 

0 田 中陡三 君. ど  か ® a 諸 封は 御 集りを 願 ひます 

〇漭 長；. 大岡 W 造 君) nR 第 八、 名 古 屋太田 間 鍈道 

速成に 關 する ？! t 謎 案を 通 1.1 と 致します、 提出者 三輪 

市太郞 君'  の 

第 八 名 古： 太 all 間® 逍速成 に關す る 妞 数 

案 (三輪 IIJ 太 郎君 外 六 名 提出〕 

名 古 培 •太 田 問 锊道 速成に 關する 建議案 

名 古 M 太 田 間 鐵逍 速成に 味す る趄謎 

一 愛知 縣下名 古 M より 岐 nf 縣下太 田に S? り 飛 ® I 縱 

貫 線に 聯絡す る •一迫 

右锊 道は 束 知 22 線と 北陸 抑と を 聯絡す へき 拢徑線 


にして 飛 II 縦貫 線の 効能 も 之に 依りて 初めて 充分 
に發撺 し fu へく 砘 民 興業 上 13: 勿論 軍事上に 於ても 
極めて 切要の 線 格たり 本院は 政府 か 速に 其 敷設の 
計 # を 樹て 飛驟縱 貫 線の 成 効と N 時に 之 か 完成を 
期せられ むこと を阐む 
右 £3 漭す 

〇三輪市太郞君簡單 ^ すから此處で …… 

0 議長 (大岡 育造！ S) 登 W を 希望 致します。 
f 三輪 市 太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 三輪 市 太 郎君 黐 題と なりました る 名 古 屋太田 間 
鐵道 速成に 關 する 建議案の 理由を、 極めて 簡單 に說 
明 致します、 此鍅 道は 吾々 が！ t 々建 阈を 致しました 
る 名古屋 富 III 間鐵 道の 一部分で ございまして ，之を 
今 [Ml 名 古 M 太 田 間鐵道 速成に 關 する 建議案に 改め ま 
したのは、 此頃 木院に 於て 協賛を 與へた る 所の、 彼 
の 飛 II 縦貫 線なる ものは、'  即ち 翦きの 名 古屋富 山間 
の 大部分で ござります、 然るに 此名古 屋太田 間なる 
ものを 除かれた るのは、 其 太 田より 屈曲 致して、 岐 
阜を 起！ i と 致して 政府が 提案を 致した るが 爲 に、 此 
部分を 除かれた ので ござります が， 名古屋 岐阜 間の 
鍈道も 素より 必要であります、 吾々 も 同意を 致した 
ので， 此必 要を 認めます が， 併し 我阈の 大局より 見 
たなら ば 如何で ございませぅ か、 岐阜を 起點と 致し 
て、 太 田を 經て 飛 P の 高山に 到る と 云 ふの ほ、 全く 
一府縣 即ち 岐阜 縣 下の 行政 上の 便 京では ござります 
が、 此 東海道線， 北陸 線を 連絡す る 上に 於ての 起 i!i 
として ほ 如何で ござり ませぅ か、 加 ; > 太 田 名 古屋間 
なる もの、 此哩は 僅に 三十哩 以内で ござります、 二 
十 ®! f 哩で ござりまして •此谅 間の H 事た る や 誠に 易 
易た る もので ござります， 唯々 一简所 木曾川の 上流 

が ありと 雖 も* 此 幅員は 馑か百 間 内外で ござり まし 

て • 而も 地府は 岩石で あつて、 .一向 : 1: 事 費を耍 せぬ 

ので ある-其 以闲ほ 如何にも 平坦な 所で、 此 工費 ほ 

僅 かの r. fl-f 费で成 H する ので ござります* 矢 張飛一 § 

縱貫 線の 此® 千圆 を投 ずるの H 事の 傾 利と 致し まし 

て も •此淺 道を 開設 致したならば， 餘程其 工事の 金 

額の 減 /i> する こと も是亦 明かで ござります、 加 之 近 

來ほ 金名鍅 道と稱 し •金澤 より fi 古屋に 直通の 期成 

同盟 會も 起つ て 居る と 2-; ふやうな 祈 柄で ございまし 

て、 何れの 點から 見る も •亦 軍事 卜： より 見る も •ど 

うしても 名 古 屋と太 田 間の 此鐵 道の 必耍ほ 、諸君に 


於ても 御 異論の ない ことと ! ¢1 く 信じます、 又 政府に 
於ても 恐らく 是ほ 同感で あらう と 思 ひます が、 唯々 
政府が ！ th 岐阜を 起 點と 致しました のは、 S に 本院に 
於て 決議に なつて 居る 所の 豫定 線、 即ち 岐阜 多 治 見 
間の 線路を、 飛 itS 貫 線と 結び付けた るが 爲 に、 先 
づ之を 先き に 致した ので ございまして. どうしても 
此飛騨 縦貫 線、 即ち 富 山 迄の此 鐵 道の 全くの® きを 
爲 さしめ やう •効力を 十分なら しめ やうと する には 
名 古 M 太 田 間の 僅かの 綷費を 以て / 1-! 來 する 所の 鐵道 
の 速成を 必要と認めて •吾々 は 提案を 致した ので ご 
ざいまして-どうか 阙くは 此富 山まで 開通す ると 同 
時に、 ffiz ろ それより 先き に 進んで 此 中間の 工事費を 
省く 卜： よりも •先 づ以て 名古屋 より 太 田 間の 開通を 
阖る ことを、 切に 希轺す るので ございます、 どうか 
御 協賛 あらむ ことを 菌み ます。 

C 拍手 起る〕 

0 田 屮善立 君 政 •一 當咼に 質問が あります， 簡鼠で 
あります から 此 席より 暫問 致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君) , If しう ございます。 

0W 中 善 立 君 本案は 旣に 提案者の 辯 明の 如く、 地 
方產椠 上 及 軍事 卜： 最も 必要なる ものであります •然 
るに 政 S 當 局に 於 かれて ほ •何故に 之れ を 等閑に 付 
された ので あるか、 彼の 不急なる 曼陀羅 線の 如き も 
のを ® 設 せんとした る當 局に 於いて ほ、 斯の如 き必 
要なる 線路 ほ 先き に 敷設 計畫 をし なければ ならぬ も 
のと 思 ふので あります、 殊に 軍 ？ T; 上 必要なる 點に付 
きまして ほ、 今 提案者の 辯 明 中に ほ 漏れて 居り まし 
たが、 岐阜 縣作 務ヶ 原には 航空隊が 旣 に設窩 されて 
あるので あります、 所澤と 同じく 一個 大隊が 設置せ 
らる 、ことにな つて 居る のであります、 此の點 より 
見ましても、 軍事上より ほ 實に是 ほ 緊急 必要なる も 
のと 私 ほ 考へ るので ある、 政府 當局ほ 如何に 見て 居 
らる 、ので あるか、 又 ffi ちに 是が 敷設に 著 手せ らる 
る 意思 あり や 否や、 此點 丈簡單 に 伺つ て 置きます。 
0 議長 (大岡 育造 君〕 中 村 政府 委員。 

r 政府 委員 中 村是公 君 登壻〕 

〇 政府 委 fl (中 村是公 君〕 唯今 田屮 君よりの 御尋で 
ありまして、 何故 太 田 名 古 屋を 等閑に 付した ので あ 
るか、 亦 近く やる 意思が あるか 無い かと 云 ふ 御 尋ね 
であります が、 ■に 協 ® を經 ました 此太 ra 多洽 見‘ 
是 ほ 已に豫 定線 になつ て 居る、 此線路 は 中央線と 東 
海道 本線の 結 付いた 其 « 中から 岐れ まして、 飛！ 1 へ 


行く ので ある、 此 線を 敷設す る 以上に ほ、 急に 太 田 | 
から 横切りまして 名 古屋に 出る 必要 ほない ので あり 
ます、 又 現に 此太 田の 極く 近くに あります 木曾川の 
手前の 犬 山 迄は、 名古屋 電氣が 通つ て 居る ので あり 
ます 斯ぅ 云 ふやぅな r(-- 第であります から* 岐阜から 
冬 洽 見に 行く 線路の ある 以上は、 急に 太 田から 名 十：！ 
屋に 線路を 結 付ける 必要ない と 思 ひます、 隨て是 は 
政府に 於き ましては 急に 此處を 架設す る考ほ 有して 
居り ませぬ。 

0 岩 崎 剿 君戧 長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。. 

0 岩 崎勵君 本案は 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられむ ことを 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あり 
ませぬ か。 

t「 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 14 g なしと 認めます、 即ち 
本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました 
日程 第 九’ 日本 體胃會 g 庫 補 WJ に關 する 建議案を 議 
題と 致します、 提出者 江 藤哲藏 君。 

第 九 日本 體育會 g 庫 補助に 關 する 建議案 
C 江 藤哲藏 君 外 十五 名 提出〕 

日本腌 育 會國庫 補助に 闕 する 孰 議案 
日本 體育 會阈庫 補助に 關 する 建 _ 

日本 體育會 は 一般 公衆の® 體育 機關の 設備を 完ぅ 
せむ か 爲全阈 樞 要の 地に 各種 運動場を 設置し 學校 
以外に 於け る 公衆 渾動獎 励の 端を 啓きし ょり 明治 
二 十六 年體 操學 校を 設置し 全阀 諸學校 に 男女 體操 
敎員を 供給した る もの 千 /. • 百餘名 に 及へ り 爾後 明 
治 三十 一年 貴衆兩 粒の tt 議に依 り 政府は 翌三 十二 
年度ょり 同 會に對 し國庫 袖 肋 命-を 與へつ つ ありし 
も 明治 三十 七 年 日露 戰 役 ilE る や 經費 節減 上 三十 六 
年度 まて 五 筒 年を 一閃 として 中止せ り； K IS1 歐洲戰 
爭の 敎訓ほ 吾人を して！ § 切に 國民 ilf 育の 緊要なる 
を 知 f:i せしめた るの みならす 其の 結果！ 一民體 育 上 
柿々 攻究* 策す へ r もの 少から さらむ とす 日本 體 
育會 ほ玆に 時勢の 要求に 鑑み 二 十八 年間の 經驗に 
基き 益 !? § 操學 校の 船 張を 計り 仲せ て 全 fel 樞 要の 地 
に 狹窄射 擊 場、 器械睹 操 場， 遊® 場 其の 他 谷 種 運 
励 場の 設置を 企て 衞生 的體 育に 兼ぬ るに茧 事的體 
育を 以てし 一旦 緩急 あれ ほ 義勇 公に 奉し 擧國 皆兵 
の 實を舉 け 學校敎 育の 革 rr 並 公衆 一般の 實 用的體 
五 〇九 
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日本 體 育會國 庫 補助に 關す る痤 IIS 案 I 
育に 資せむ とす 是れ盖 ® •有益な ろ 國家的 事業なら 
す や 依て 政府は 向 ふ 五 筒 年間を 期し 毎年 金 三萬圓 
を 日本 3 g 育會に 交付し 以て 國本 培養の 目的を 達せ 
しめられむ ことを 荜む 
右 建議す 

〔江 藤哲藏 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 江 藤哲銥 君 Itfc 建 謬 案 ほ 谷 派 意を 同じう 致します 
る 者が 聯合して 提出 致した のであります、 私は 其提 
出 者の 一人と 致しまして •建議案の 趣旨を 說明 致し 
たいと 思 ふので あります、 暫く どうか 忍んで 御聽取 
り あらむ ことを 願 ひます、 申す 迄 もな く 富國强 兵と 
云 ふこと (3: 立國の 大本であります、 さう して 此富强 

の 源と 申します る ものは、 主として 國 民の 健康に 基 

くと； K ふことは 明白なる 事であります、 身體 が壯健 

であり ませぬ ければ、 隨て精 神 も 鞏固なる ことが 出 

來ませ ぬ、 精神が 蛮 固でなかった ならば、 能く 業に 

堪 へ -? li を 遂げる こと も ip. 來な いのであります、 當今 

能く 谷 種の 方面に a り ま L て、 能率の 增 進と 云 ふこ 

とを 申します が、 如何にも 今日に 於き ましては、 能 

率の 佾 進と 云 ふこと (3: 甚だ 必要な 事であります、 此 

能率の 增 進と 云 ふ 事 も 畢竟す るに 此阈 民の 壯健を 基 

としなければ ならぬ ことで あらう と 思 ふので ありま 

す、 そこで 歐米 諸國に 於き ましては、 夙に 競うて 體 

育を獎 励 致しまして、 此腭 育を 以て 寧ろ 德育智 育の 

g •礎と 爲 して 居る 所以と 云 ふ ものは •爰 にある ので 

あらう と 思 ふので あります、 日本 踏 育は 此國家 的の 

必賜に 促されまして、 今を 去る こと 一一 十七 年 前、 即 
ち 明治 三十 四 年に 創立せられ たのであります、 其 目 

的と 致します る 所は OT A 的には 國民 の身體 を强 健に 

致しまして、 勤勉 忍耐の 慣習、 壯 快の 精神 雄大の 氣 

性 等を蕤 ひまして 以て 產 業の 發達國 富の 增 進を！ 一ら 

むと する のであります、 又 一面 國家 的には 體 育の 普 

及を阃 りまして， 義勇 奉公、 國民 皆兵の 實を擧 げん 

ことを 期して IT るので あります、 而し て是が 目的を 

達します る 所の 手段と 致しまして は- 體操敎 員を 養 

成 致しまして、 又體育 場を 金 國の谷 地に 設け、 體育 

の ® 際 的旆 設を完 うせんと する 所に あるので ありま 

す、 而 して 今日に 至ります 迄國 家に 貢獻せ し 所の も 

のが 甚だ 多い のは •一般の 認定して 居る 所で あらう 

と 思 ひます、 明治 三十 六 年には lit 體育符 は大阪 の！ g 

踣會 、又 同 四十 年には 東京 博 覽會 ，又 大正 三年の 大 


正 博 赀會 等に 於き まして •體 育鉈を 造りまして 毎會 
百 萬 人 以上の 入場者を 得まして、 是に體 育 IB に 備付 
けて ある 所の 種々 の 設備 器具の 使用 等を 自由に 許し 
ましたる ことは、 大に 日本 全體 の Is 育 思想を 蔻 成し 
た 事に 與つて 力が あるので あります、 又此 日本 體育 
會の 常設の 事業と 致しまして は、 賴操學 校を 經營致 
しまして •兵事 講習 會、 體操 遊戯 講習 會 、水泳 場 等 
を 開きまして 、公衆 |§ 育に 努力した のであります、 
就中 體操學 校は 其 男子 部は 文部省より 無 試 驗檢定 の 
認定を 受けまして、 我國に 於け る 唯一の 體育 機關で 
あります、 此の 學 校より、 全國 の小學 校に 體操敎 員 
を 供給 致しました る ことは、 最早 千 五 百 有 餘 の多數 
に 達して 居る のであります、 學校體 育の 基礎と 云 ふ 
もの ほ、 要するに 此の 體育會 の經營 する 所の腊 操學 
校に 依つ て 築き 成された と 申しましても 差 支ない 事 
と 吾々 は 信じて 居る ので ございます、 斯く 致し まし 
て 日本體 育會は 明治 二十 六 年 十二月に ほ， 宮内省よ 
り 恩賜 金の 榮譽を 受けた のであります、 又 同 三十 六 
年には 皇太子殿下より 三十 七 年 ic ほ 谷 宮殿 下より 金 
圓御 T 賜の 榮を 蒙つ て 居る のであります、 又 明治卅 
一年には 貴 衆兩院 共に 同 會に對 します る 所の 國庫補 
助の 建 S を 致しまして、 兩院 とも 即決 可決を 以て 逋 
過 致しました、 政府は 其建蕻 の 趣意を 容れ まして 明 
治卅二 年度より 毎年 金 一 萬 M 宛を 同會に 補助 致し ま 
したが、 恰度 三十 七 年に 日露戰 役が 起り まして •谷 
般の經 K を 節約す る 必要に 威 家が 迫られまして， 三 
十六 年度 迄 五箇 年を 一期と 致しまして、 其 後 - ffl 助が 
中止せ ら るるに 至りました のは •私共の 諸君と 共に 
甚だ jl 憾 として 居る 所で ございます •此 歐洲戰 亂の 

敎訓に 依ります れぱ 、今日の 戰爭 は單に 軍人と 軍人 

との戰 爭 にあらず、 國 民と 國 民との 戰で あると 云 ふ 

事に 付きまして は、 最早 誰 人 も 之を 疑 ふ 者な きに 至 

つたので あります、 即ち 國民 皆兵の 實と云 ふことは 

今日に 於て は爾 かせざる を 得ず と 云 ふ 勢で あるので 

あります、 國 民皆岛 と 申しましても" 靑 年の 全部を 

願 つて 之を 軍隊に 擧ると 云 ふ譯で は 無い ので ありま 

す、 一朝 事 あるに 當 りまして、 國 民が 何時 にても 其 

國 防の 用に 供し 得る 丈の 準備を 作つ て 置けば， それ 

を 以て 足れり であります、 是に 依て 見 ますれ ぱ_ 民 

が强 腿に なりまして、 平素 軍事的 動作に 慣 熟する に 

至りましたならば、 我 ® 防 上に 貢献す る 事 ほ 多大で 

あらう と 思 ふので あります、 若し 之を 進んで 申し ま 


したなら ぱ 、交硪 の 目的を 達する や 否や， 即ち 晓敗 
の岐 るる 所は 一に 是 等の 平常に 於け る 所の 軍事的 索 
養が、 有る か 無い かと 云 ふ 事に 法て 敁 るると 申して 
差 支は なから うと 思 ふので あります、 彼の 獨逸が 殆 
ど 世界の 全部を 相手に 致しまして •頑 强に© ひ、 今 
尙ほ 屈服 致し ませぬ のは、 敵ながら 實 に M- 嘆に ff! す 
るので あります、 ■斯の 如く 獨逸が 强大に 赴きました 
のは •  原因 固ょ 〇 1 ならず であり ませう、 又 稀々 
原因が あるに 相違 ありませ ぬが •其 主因の 一と 認む 
べき ものは 御 承知の 通り、 彼の 有名なる！ ヤ I ン J 
と 云 ふ 人が 盛に 軍用 體 育を 高 唱力說 致しまして、 堅 
忍不拔 遂に 體操 協會を 起しました* さう して 一般に 
獨 逸人を して 個 / V 的に ほ 其身體 を强煺 ならしめ、 又 
國家 的には 大に尙 武の氣 性を 養 ふたので あります、 
是が獨 逸の 今日 あるを 致した る 所の 主因の 一つで あ 
ると 思 ふので あります、 そこで 其當 時に f ビス マル 
ク」 公 「モルトケ ' 元帥の 主唱の 下に r ヤー ン」 祭 
と 云 ふ ものを 行 ふこと になり まして、 謂 (± ば 我國に 
於け る靖國 神社の 祭典の 如く、 非常に 盛大なる 祭典 
を 行 ひまして、 同國に 於き ましては 爾後 年々 之を 行 
つて、 今日に 至る も尙ほ 變る ことなしと 云 ふこと を 
K は 承つ て 居る のであります、 斯_ に 致し . -S して、 
獨逸が 今日の 如く 强健な る ^ 民を 作 出しました に 付 
てほ、最早七八十年の歳月を費して居ることは，是 
は 吾々 が 大いに 注意すべき ことで あらう と 思 ふので 
あります ，又 英國 人は 不屈 不撓 堅忍 持久の 大精 神を 
以 ちまして •非常に 實行 力に 富み、 遂に 今日の 富强 
を 致した のは •全く 同國に 於け る敎 育の 方法 宜しき 
を 得て、 殊に 體育を 貴び、 運動に 努めた る 所の 結果 
であると 觀 測し 論ずる 者が あります が* 私 も 至極 之 
に 同感であります、 此度 の大戰 役に 於き まして、 大 
戰苹 の勃發 致します る や、 英阈は 俄に 兵員を 徴募 致 
しまして •以て 大 軍を 起し、 雄を 搵 逸と爭 うて 敢て 
遜色な き 所以の ものは、 畢竟す るに 平素 體 育の 盛な 
りし 結果、 彼の 如く 國民が 犬に 蓮 動に 努めまして、 
從 つて 身體强 健、 平素に 於て 軍事的 動作に 習熟して 
居つ た 結果では なから うかと 思 ふので あります、 今 
や 世界は 未曾有の 大戰 亂に陷 りまして、 東洋の 天地 
も 亦 風雲 頗る 暗 ® 、 山雨來 らんと 欲して 風樓 に滿つ 
るの 光景であります、 謂は ば 國 家の 興 廢存亡 も此時 
に 在る と 言 つても 差 支な からう と 思 ふので あります 
斯の 如き 大事な 場合に 當 りまして、 我國 民の 健康は 
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果して如^^我^:民の腌格 〇 良否は屯して如何と云 
ふこと 1- 考へ 至ります れぱ 、私は ta 家の Hll is に 就て 
多く 樂骰 する ことを 許さない のであります、 今 u-it に 
我國の 下 士卒と 元 熊 太 2 i Eg 收容 所に 於け る ffi u rr- 限 
下 十卒 との 平均 12 力を 比較して 見 ますれば" 斯 •「： •ム 
ふこと であります、 身長、 身の 丈に 於き まして 顶逸 
兵は 五 尺六寸 二分 三 厘 •日本 兵は 五 尺 三寸 五分、 S 
贵に於きまして獨逸が十八打西七十五^^日本は十 
五 貫 七 百 六十 二 匁， それから 胸 阳 即ち 胸の 阳に 於き 
まして、 獨逸が 三尺 八 分 三®、 日本が 一 H 八 寸“分 
と 云 ふので あります、 それで 兩奔 比較の ことを s- し 
ますと • 獨 逸 兵 ix 日本 兵に 比べまして、 平均 矸 長に 
於て二寸七分三歴長いのであります、又腌姑に於て 
二 貫 四 西 十四 匁 程 多い のであります、 胸 問に 於て M 
寸 三分 五 厘 程 梃つて 居る のであります、 又 次に 日米 
人の 比較を 見ます るに、 身長に 於き まして 米 阈 の W 
子は 五 尺 六寸七 分、 日本の 男子は 五 尺 二 寸六 分、 そ 
こで 米國の 男子は 日本の ® 子より： 平均 四 寸一分 高い 
のであります、 又 進んで 米國の 女子を 見ます と、 是 
は 平均 3?; 尺 三寸 一分で、 日本の 女子は 四 尺八 寸 九分 
米國の 女子は 日本の 女子より 平均 四寸 二分 高くて， 
日本の 男子より 尙ほ 五分 高い と 云 ふこと で、 それ か 
ら又 我國の 徴兵 檢 杏の 成賴に 俠〇 まして >  壯丁 の ira 
量の！ 端を 考察 致します ると、 明治 四十 四 年には 平 
均 十四 ® 八十 二 匁で ありました が、 此頃 大正 三年に 
至りまして、 十四 H 二十 一 匁でありまして 、钗ろ 邪： 
步の 跡を 見ず して 少しく 減少を 來 して M ります、 斯 
の 如きは 實に 吾々 は、 經 世 家と して ® ふべき ことで 
ないかと 思 ふので あります ，又 進んで 我國 M の 死亡 
率 平均 年齢を 調べます と、 明治 十九 年には 三十 八歲 
位、 明治 三十 二 年には 三十 二 歳 位， 四十 二 华には 三 
十 歳 位、 然るに 最近に 至りまして 二 十七 八 哉 位と 5;- 
ふ 事に なつて 居ります、 斯の 如く 不良の 結果を 見る 
に 至りました のは， 主として 乳兒死 亡 率の 多微 の爲 
であると 申します けれども、 其 原因 何れにせよ， 決 
して 國家の 爲に慶 すべき ことで ない のであります， 
假 りに 之を 外 國に較 ベます と •英國 は 五十 五 歳 位、 
獨逸は 四十 七 八 歳 位と 云 ふので、 大に 彼我 國 民の 間 
に壽 命の 嗾隔が あるので あります、 尤も 我國の 統計 
は 動もすれば 正確を 缺 きまして， 一々 之を 信憑す る 
ことは 出来ぬ のであります、 私 (X 此數 字に 3ES はれた 
程、 我國 民の 健康 •並に 國 民の K 格に 付て 悲翻は 致 
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しませぬ けれども、 何としても 之で 以て ® C を 安ん ず 
ると 云 ふことは 申 上げ 兼ねる のであります、 現に ® 
洲の交 腿 W の阈民 が 均しく 發揮 しつつ ある 所の、 彼 
の 興 常なる SS 力と 能力に 想 ひ 到ります るなら ば， 感 
槪轉 々钱 ずる ことが 能は ぬのであります ，そこで 日 
木髂育 科は 前に 申しました 如 く  •旣に 二 十七 年 前に 
於き まして、 深く 此點 に考 ふる 所がありまして- 阀 
民 KJ 格の 缺陷を 補 はんが 爲に 創立せられ たので あり 
ます、 即ち 一而に 於き ましては® 生 牌 育法を 以 ちま 
して •身心の 饨康を 計り、 又 他の ~ 面に 於き まして 
は、 m 用 W 育法を 以て 一旦 殺 急 あれば 義勇 公に 奉じ 
所 19 國民 皆兵の Ef を坩 げんこと を 期した ので ありま 
す、 丁度 叶琪 は 今日に なりまして 見れば、 今回の 歐 
洲大鸱 爭を搏 想して 起てる ものの 如き 兌 識を 示して 
居る のであります • 罟 々國 民が 今日まで 十分 此會を 

漯燹 保 11 する 所が ありましたなら ば* 或は 今日 此國 

民の 健康 狀膀 ，國民 の W 格に 付て®! を 起し、 或は 嘆 

息を 發 する やぅな ことは 無くて 濟ん だか も 知らぬ と 

思 ひます， 斯く考 へま すれば、 私自身が 實に是 等 有 

益なる K ft'lf を 等閑に 付して 辟つ たこと を、 自分. H か 

ら憐 まざる を捋ざ るので あります- 然ら ぱ此 日本 6¢ 

育 會は國 家の 補助を 得 •又 锊自 から 鞯勵致 しまして 

今後 如何なる 計 ^ を e さんと する かと 云 ふこと に 付 

て、 一言 申 上げて 見たい と M ふので あります、 それ 

は 先づ第 I に從來 の K! 操® 校を 擗張 致しまして •完 

全なる 多數 の將 操敎 M を 養成す ると 云 ふの が 主眼で 

あります、 現今 我 3 の 中 m 校、 肺 腌學校 •锊業 昂校 

Jc- flli 殆 之に 類す る ものが 千 有 餘に 達して 居りまして 

又數萬 の 小 舉校に 於き ましても、 歐 洲の峨 爭の 刺激 

に teo まして •今後 多數 の ra 操 再科敎 員を 要求す る 

と 云 ふことは、 必至の a? であります、 そこで 此 ff§ 操 

昂校 をして Itt _ 要を 充 しまして、 g 家の 生存 發達を 

助長せ しむる と 云 ふこと ほ、 刻下 喫緊の 要 猝で あら 

ぅと 私 13: 碗 信を 致す のであります 、又 SS 操學 校の 事 

菜屮に 於て、 谛ほ 注目すべき ものの 一琪は ，牌 育 調 

査妗 の設阐 であります、 « 牌 育 調 赉會の E 的 ほ •古 

今苽：内の冇らゆる牌育に關する所の資料を蒐集しま 

して • 將宵埤 の m 轍 的 W 究を遂 ぐると 云 ふ JK であり 

ます、 而も 之を W に 空理に 俺れ ずして、 社 會符般 の 

事过に對照致しまして、其 /« 闪結果を明かにせんと 

する ので あり - $ す、 凡そ lit. 大硪亂 の 後に 於き まして 

は>  社 科 0S 般の褀 物に 大變革 を 來す こと (3: 免れぬ の 


であ 0ます、殊に此》育方面に於ては多大の影礬を 
受 くるで あらう と 思 ふので あります、 我： T 本體 育會 
が 其 時機を 逸せず、 深く 此點に 留意 致しまして、 此 
等 冇益の 研究を SI さんと 致します る ことは、 最も 時 
宜に 適した ものと 言は なければ ならぬ ので あ* ます 
之を耍 します るに 大に體 育を 獎勵致 しまして、 國家 
を富强ならしむると否とは、實に腊育_關が設觔し 
普及す る や 否やと 云 ふ棋 に* 關係 する ことが 少から 
ぬで あらう と 思 ふので あります、 設備が 無かつた な 
らば 如何に 體育を 行は んと 致しましても •其 事が m 
來な いのであります、 又 設備 さへ 完全で ありました 
ならば •國 K の風尙 は 自 から 體 育に 向つ て 進む こと 
は 疑ない のであります、 如 H に 口に 愛國 心を 唱 へま 
しても、 之を！：： 際に 现はす 所の 卿き が 無ければ、 其 
事は 空に 終る のであります、 そこで 是 等の 計珣と 沄 
ふ ものは •若し 一日 之を 怠りましたならば、 一年の 
悔を貽 すので あります、 又 一年 之を 綏う 致しました 
ならば* 國家 百年の 大 害を 釀す ものと 吾々 ほ 考 へる 
のであります •そこで 出来る 丈 速に 其 設備 企 迸の 整 
備普 及を 遂げし めんが 爲 めに、 政府は 向 ふ S: 箇 年間 
を 期し •毎年 金 - ;- 萬 lFd を 日本 體育會 に ? lii 助せられ ま 
して 以て 國本 培養の 目的を 達せられん 事を 吾々 は 希 
薄 致す のであります、 そこで 斯く 論じ 來り ますれば 
本纽 議案の 要旨と 云 ふ ものは、 本 期議會 に 於き まし 
て 吾々 が 國 K 負攒 の咁 加を も辭 せず， 殆ど 舉國 一致 
m 備充背 を 計りました る 所の 本 & を、 助成す る もの 
であると 言 つても 差茭な からう と 思 ふので あります 
然ら ば S に其國 家が ? 5 す 所の 鞞费と 云 ふ ものは、 甚 
だ a: 少で ありまして* 其 ? y る 所の 効果と 云 ふ ものは 
S に 著大なる ものであります、 政府は 宜しく 此 時局 
の 重大に 鑑み •國家 永遠の 大計を 考 へまして、 速に 

此珑 諮の 趣 S を ? ¥ れられ むこと を 望む のであります 

どうか 滿場の 諸君、 御 賛成 あらむ ことを 切绍 して 已 

まぬ ので あり ます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 動 君 本案は 謅長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ むこと を 望みます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議な しと 

認めます、 仍て 本案を 議長 指名 九 名の 姿 員に 付託す 

る ことに 決しました I 日程 第 十、 勞働 保險法 制定 

に關 する 建識 案を 議題と 致します、 提出者， 上 村 耕 

作 君。 


第 十勞硼 保險法 制定に 關 する 建議案 (上 
村 耕作 君 外 一名 提出) 

勞砌 保險法 制定に 關 する ^ 議案 
勞卿保 險法 制定に 關 する 建議 
勞磡 保險 法を 制 52 して 勞* 港の 生活を 安一! ならし 
むる は 帘 に社會 政策 上 喫緊の 事た るの みならす 勞 
_ 能率を 向上し 我 か國產 業の 發展 を 113 る 上に 於て 
も亦忽 諸に 付す へから さる 所な り 殊に歐 洲大戰 勃 
發以來 我 か 國の純 濟界は 未曾有の 變調を 酿し將 來 
勞卿者 保 Is 救濟の 問闊は l rlf m 要 棚す へき 事項と 
なれり 依て 政府 ii 之 か 根本的 解決を 行ふ爲 速に 該 
法 制定に g する 諸般の 調査を 遂け之 か 法案を 帝 國 
議會に 提出す へし 
右魏議 す 

f 上 村 耕作 君 登壇〕 

「拍手 起る〕 

〇 上 村 耕作 君 本員 ほ 本案の 提出 理由に 付きまして 
最も 簡單 に設 明を 申 上げます、 本員は 時勢の 進 運に 
伴 ひ、 我國勞 卿 者の 現狀に 鑑みる 所 あつて 描出した 
のであります、 今や 歐 米に 於け る 谷交戰 國は戰 後の 
勞働 問題に 付きまして 、最も 頭を 惱 して 居る 重大な 
る 問題であります、 英國に 於き ましても、 米國に 於 
きましても •將又 獨逸佛 _ 西に 於き ましても. 本 問 
題を 閑却 致しまして は 戰 後の 經營が 立 兼ぬ る 次第で 
あります、 我國に 於き ましても 1 f 後 果して 如何なる 
影響が、 勞働者 階級に 起つ て來 るで あらう かと 云 ふ 
事に 付て は、 非常に 今から 注意を 拂ほな ければ なら 
ぬ 大なる 問頴で あると 思 (3: れ るので あります、 現今 
我國に 於け る 富の分配は •商業の 發胺 と共に 益々 富 
者 階級に 偏 集 致しまして、 貧富の 懸隔が 益々 大なら 
ん とする は举 ふべ からざる 事實で あります、 隨 つて 
勞働者 階級は 犛 業の發 展 以前に 比して •益々 闲窮に 
陷りつ つ ある 狀熊 であります ，之を 自然の 儘に 放任 
して 置き ませう か、 彼等の 生活難と 云 ふ もの ほ 日を 
逐 うて 益々 激甚と な 〇、 彼等 勞 蚴 者の 思想と 云 ふ も 
のは 益々 險 惡に陷 り， 遂に 國運 の發展 に大な る障礙 
を 惹起す のであります， W 純なる 貧富の 颗隔は 尚 ほ 
忍' ぶと 云 ふことは 出来る が •若し 彼等勞 働 者 自ら 養 
ふこと が 出来ない と 云 ふ 場合に 立 至つ たと きには， 
政府は 之を 救濟 せなければ ならぬ のであります、 若 
し 之を 救濟 する 所の數 が 極めて 多大な らん か\ 一國 


の 財政 . K に大 なる 累を 及ぼす と 云 ふことは 必然の 事 
であります、 果して 然り とせば •豫め 是が豫 防を 講 
ずると 云 ふことは 最も 必要な 事であります* 歐米各 
國に 於き ましては 是が豫 防の 策と. 奴し まして. 又勞 
働莕を 保護 救濟 すると 云 ふ 目的を 以 ちまして. 勞働 
保 險法 を實施 致しまして- 勞働 者の 生活 狀態を 改善 
し •資本家と ^ 働 者の 調和を 圖つ て K- ります るが， 
頗る 良好なる 結果を 呈し 〔該勞 働 保 險法が 施 かれて 
以來 、貧民の 救助 費と 云 ふ もの ほ 著しく 激減を し • 
又 同盟 罷 H の 如き 商業界の 動 亂ほ •著しく 減少した 
のであります ，勞砌 保險法 と 云 ふ ものは •勞 II 者の 
半： 活狀 態を 改善 致しまして， 窮民の 仲間に 陷る こと 
を豫防 する 救濟の 方法と 致しまして、 現今 歐米に 於 
ける 谷國が ，旣 に實 施して 居る 所の 勞働 問題の 重換 
なる 一部分で あつて 其 目的と して！ E る 所の もの も 色 
色あります る けれども •彼等 勞磡 者に 經濟 的觀 ns を 
啓發 し敎 化を 普及し •貧 闲を 未發に 防 : h する ので あ 
ります、 即ち 勞働 者の 疾病 及 業務 上に 於け る 所の 災 
厄 負傷 等の 場合に 際して、 一時 若く ほ 永久 勞働： 个 ug 
の 場合に， 是 'か 保護 及 ® 害の 賠償を 興へ、 體 質上老 
衰廢疾 の 場合に， 之に 年金を 給 興す る ことを 保 證し 
餘 命を 全から しめ、 死亡者の ia 族に 對 しては 慰安を 
得せし むる 制度であります >  此勞 働 保險 制度に して 
完全に 實 施され やぅ か、 現今 勞働者 階級が 日常 受け 
つつ ある 所の 闲窮な る 出来事に 對 しては、 十分なる 
救 濟を與 へ、 慰安を 2 £せ しむる 事が 出 來 るので あり 
ます‘ 故に 從來太 問題は 純然たる 私的の 間 題で あり 
ましたが 今や 政治 上 S 大なる 問題と なつて 公の 經營 
に！ f 化せん とする WI 向が 現は れ來 りつつ あります、 
即ち 社 會政策 上 最も 必耍缺 くべ からざる ものと なり 
來りつ つ あるので あります •元来 我 國 の勞働 若は 自 
己の fi 利 HI {想 自覺 程度と 云 ふ もの ほ， 歐米谷 國に於 
ける销 § 者に 比すれ ぱ極 めて 其 自覺の 程度と 云 ふ も 
のは 幼稚であります、 其自覺 の 程度は 幼稚な りと 棚 
も 十 年若く は 二 十 年 以前の 勞磡 者の 思想に 比べて 見 
たなら ば •今日は 其 進步の 著しい と 云 ふ 事 ほ ttl す 迄 
もない のであります、 殊に 歐 洲大戰 勃 發以來 ■彼等 
の 精神 上に 受けた る 所の 刺激と 云 ふ ものは 頗る 大な 
る もの ありと 思 はれる のであります •往年 日淸 日露 
兩戰役 後、 商 H 榮の大 勃 發と云 ふ ものは 到る 處に同 
盟罷ェ と 云 ふ 叫聲を 耳に したので あります る、 其當 
時 政府 當局 者な り， 又 起業 家は 是が慰 撫及取 締に非 
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常な 闲雉 を： 5. めた のであります、 今や 將に來 らんと 
する itfc fl 洲大戰 終了後、 我阈勞 鋤 者の 狀薛と 云 ふ も 
の if 決して 日淸 日遝兩 戰役 後の 比に あらざる こと 
は •今ょり S 政 家が 此 股 一に 付て 大に 考撖 をし なけれ 
ばなら ぬ 問題と 思 ふので あります" 昨年 以來 引綏き 
起り 來りた る 所の 同盟 罷 丁： と 云 ふ ものは、 前途 洵に 
茲® に堪へ ぬ 次第であります >  K 本 主と 勞砌者 の姻 
突と 云 ふ もの iT 是れ社 會變革 の惡 兆であります、 
社會励 亂の 前兆であります， 勞砌 者の橥 團が 極めて 
大务數 であらん か、. 空前の 大_爭 が 爱に 開始せられ 
まして •何人も 豫沏 する yf が 出來な い 所の 趦く べき 
大睽戰 が、 起らない とも 限らない のであります、 勞 
働 者 ほ 箝 業界の 骨 髓で あります、 勞 磡 者の 利害 休戚 

と云ふものほ、國家の消長、一國の盛裒に大なる關 

係を 有する ものであります、 故を 以て 國家 ほ勞働 者 

の 爲に 適當な る 施設、 即ち 勞働 保險法 の 如き ものを 

制定し、 之を 實施 し勞働 者に 慰安を 與 へ、 以て 勞働 

能率 ほ％ 摊 し、 我阀產 業の 涵展 ，國 富の 充锊 を阔り 

國家百 年の 大計を 樹立す るは、 我！！ 目下の 急務で あ 

つて ■等閑に 付す る 事の 出来ない 重大なる 問題と 思 

ひます、 本 問題は 目下 差 迫りつ V ある 所の 重大問題 

でありまして 、職 後を 待つ て 解決すべき 問題で ない 

と 信じます •今ょり 是が解 決に 著 手すべき 問題で あ 

ると 云 ふことは、 本員 堅く 信じて 疑 ほない ので あり 

ます、 今にして 是が解 決 方法を 講じない と 云 ふこと 

であるな らば、 或は將 來社會 上大な る害莓 の 起ら な 

いと も 限らない のであります、 政府は 速に 勞働 保險 

法 制定に 關する 諸般の 調孢を 遂げ、 是が 法案を 帝 國 

餞锊に 提出し， 是が 實 施に 努められん ことを 菌み、 

本案を 提出した 所以であります、 箱く は 御 ^ 議の上 

御 協 寶を與 へられん ことを 切 ^ する 次第であります 

C 拍手 起る) 

0 岩 崎 剧君 本案は P •長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託 せられん ことを 諮 みます。 

〇戤長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励議に 御 異議 ほ あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 良 (大岡 育浩 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 

木 案は 議長 指 ^ 九 名の 委員に 付託す るに 決します| 

— 日程 第 十 一 、 中越 鐵道買 收に關 する 建閾 案を識 題 

と 致します I 提出者 蓆 !! 11 鎭之 君。 

第 十一 中軸 鐵道 買收 に關す る 建 誘 案 (廣 


顔 ® 之 君 外 二 名 提出) 

中： i 錄道貢 收に關 する 建議案 
中® 鐵道買 收に關 する ai il 
政府 ほ 裏日本に 於け ろ產荦 交通の 將來に 鑑み 中越 
鏺道を 速に 買收せ られ むこと を 望む 
右 建議す 

〔蓆 ^ itfl 之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇廣翻 錨 之 君 本案の 中越 鐵 道と 申します のは、 富 
山縣伏 木より 高 岡に 通じます る 即ち 越 中の 縱斷 線で 
ございます、 御 承知の 通り 此伏木 港は、 近年 非常に 
發展 致しまして、 政府よりも 多大の 國 費を 投じて 築 
港を したので あります、 故に 目下 三千 噸 級の 船舶が 
其の 港髀 に繫 つて 自由に 荷の 揚 卸しを 致して 居る や 
ぅな 狀態で ありまして、 北海道. 樺 太 等の 諸港灣 と 
ほ 常に 定期 航海を 開いて、 昨年の 如き 輸出 人は 二 十 
三 萬噸 以上の 額に 達した のであります ，日本海に 於 
て 斯の 如き 有數の 港は 他に 類例がない のであります 
然るに 今日まで 此一私 設鐵 道に 依つ て， 本線との 連 
絡を 保つ て 居つ たのであります， 斯の 如き 事は 我が 
貿易 經濟 及國防 等に 於て， 最も it 憾と する 所で あり 
まして、 本茼 等の 甚だ 見る に 忍びざる 所で ございま 
す、 故に 速に 國 費を 以て 之を 國有 とせられ、 我が 日 
本 海の 貿易 純 濟 等に 十分 利便を 與へら れんこと を 希 
望す る 次第で ございます、 聊か 理由を 申 上げます ( 
拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 特に 十八 名の 
委員に 付託せられ んこ とを 轺み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励_ に 御 異議は あり 

ませぬ か。 

=, 異譁な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 < 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御與議 がなければ _ 長 指名 十 

八 名の 委員に 付託す るに 決しました^ ^ 日程 第 十二 

愛媛 縣今洽 港 開港に 關 する 建議案を 議題と 致します 

—— 提出者 河 上哲太 君。 

第 十二 愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議案 

t 河 上 哲太君 外 四 名 提出〕 

愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議案 

愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議 

政府は 海外 貿易 發展 助長の 趣意を 以て 速に 愛媛 縣 

越 智郡今 治 港を 特別 轍 出港に 指定せられ むこと を 

菌む 


右 建議す 

〔河 上® 太 君登增 〕 

〔拍手 起る〕 

0 河 上 哲太君 本案 ほ 案の 名前 自身に 依て 說明が 出 
来ます 位、 簡單な 案で ございます から、 揮く 問 m に 
申 上げたい と 思 ひます、 愛媛 縣の今 治 港は、 愛媛 縣 
のみならず 四國に 於き まして ほ 第一の 生產 工業の 盛 
んな 所で ございまして、. 其 港の 全國に 於け る 地位 ほ 
.第 十七 位に 在る のであります、 之を 今まで 開かれて 
居ります 特別 輸出入 港の 二 十 幾つの 中に 於て 見 まし 
た 所が •門 司、 下ノ關 •若松、 靑森 、小®、 三 池の 
外は、 今 治 港の 出入 船舶の 噸數 若く は石數 の 出入は 
無い ので ございます， 即ち 今 申 上げました 六 港の 外 
は、 今迄 開かれて 居ります 所の 特別 輸出港は、 港と 
致しまして の 統計 上の 資格は 下に 在る のであります 
物品の II m 入 r ■於き まして ほ、 全 國の二 十五 位を 占 
めて居るのでございまして-特別轍川港の中でほ伏 
木 以下 二十 一港と 申します もの ほ、 今 治よりも 少な 
いので ございます、 今 治 港の 出します る 所の 製產敁 
即ち® 出品の 目的物で あります 物は、 今 治 及 其 附近 
に出來 ます 所の 綿織物が 主と なつて 居る CO' であり ま 
す、 此額ほ 約 一千 萬 も ございまして 、其® 出 致し ま 
する 方面は， 支那 印度 及 南洋 方面 •即ち 我 日本 帝 國 
が 將來に 於て 貿易 市場と して 最も 重視すべき 方面に 
出る のであります、 此額 に付きまして ほ 詳しい 事を 
申 上げます と、 却て 長くな ります から、 極く 簡 單 に 
I 申します が、 其 二 割と * ふ ものは 出て 居る ので あり 
まして、 大正 五 年度に 於き まする 神戶の 前述 致し ま 
した 所の 方面に 對 します る 綿織物の 約 八 九 割と 云 ふ 
もの ほ、 今 治の 製品が 神 戶の税 關を 通つ て 出て 居る 
やぅな 有様であります、 今 治 附近 ix 水の H しい 事と 
勞働の 農 富に して 且つ 菔い ことの 爲 めに、 益々 發達 
の 見込が あります からして、 若しも lit 今 治 港を 開き 
且つ 皆樣の 御 協賛を 經 ました 所の 鐵 道が 出来ます る 
のみならず、 最近 縣に 於て 問題に なつて 居ります 築 
港が 出来ましたならば、 今 治は 恐らく 今後 非常なる 
發鹿を 致しまして* 地方の みならず 日本の m 要なる 
製產 地で あり、 R. つ 輸出港と なる 資格が あるので あ 
ります >  然 るに 今日 迄は 今 治には 開港の 事が 出来て 
居り ませぬ 爲 めに、 商人 —— 製產 業者は 非常な 不便 
を 感じて 居る 次第で ございます るから して、 皆樣の 
御盡 力に 依りまして、 此建 _ 案を 御 賛成 下さる のみ 


_  五ー ニ  . 

ならず、 政府を して 成るべく ¥ く、 E1J ち 来年 度に 於 
て 之を T-t 行 さして 敕 くこと •か H 來ま したなら ば* 吾 
々地方の I 今 治 及 K- 地方の ^ の 幸 踽 であります の 
みならず、 硪後に 於け る 日本の K 易の 發展の 上 1C 、 
尠から ざる 貢獻を なし 得る こと、 ^ ii n' -r る c -e ご 
ざいます、 其惹 味に 於て どぅか 许 様 0 ;ぃ » 成に依〇 
まして、 今 治を 開港 致したい と：： ムふ のが 此趣总 で ご 
ざいます から 全會 一致を 以て 御 齊 M を 願 ひます" 
r 拍手 起る〕 

0 岩 崎 勸 封 本案は 議長 指 ^ を 以て 九 名の 姿 A に 付 
託せられむ ことを 5 f みます'' 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 対の 励 讁に 御異戠 はあり 
ませぬ か。 

〔「 異 蠲 なし 異詨な し」 と 呼ふ漭 あと 
〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 異觀な しと 認めます、 即ち 
本案は _ 長 指名 九 名の 委 W に 付託す るに 決します。 
〇 岩 崎剧君 洱 び 識事 日程 變 更に 關する 緊急 励 謎を 
提出 致します、 即ち 此 所に 村 松® i 郞封外 十一 名提 
出、 東京 市 特別 市制に 關 する 建 锱案を 議題と なし、 
其 群議を 進められむ ことを 希 菌 致します" 
f 「質 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 興 識あり ませぬ か 1 御異 
翳な しと 認めます、 仍て 日程を 變更 して、 IJi M 市特 
別 市制に 關する 建議案を 識 題と 致します、 提出 衮村 
松 恒一郞 君。  — 

東京 市 特別 市制に 關する 建 謅案 (村 松 ®: 1 
郎君 外 十一 ^ 提出) 

東京 市 特別 市制に 關す る妞讁 案 
東京 市 特別 市制に 關 する砘 讖 
東京 市は 帝國の 首都に して 廣袤五 方里 人口 二百 四 
十 萬 某の 財政 ほ 四千 萬 W に！！ し面賴 、戶 口、 資力 
に 於て® に 世界 大都市 中 六 位を 占め资 に 我か阈 政 
治 純 濟の 中軸た るの みならす 又實に 東洋 唯一の 中 一 

心的 都市たり 然るに 之を 律す るに 他の 小 都市と 同 一 

一 制度を 以てする か 如きは 決して 帝都の 面目を 發 
揮し 自治の 本能を 完 ぅする 所以に 非す 惟 ふに 一國 
首都の 盛衰 興躞は 直接に 其の 影 轉 を全國 地方に 及 
ほし 延て國 運の 消長に 關す る所賴 る大な る もの あ 
り 故に 我 か 東京 市 亦 速に 特別 市制を K 施し 依て 以 
て 市政を 恢宏し 事業を 振興し 其の 繁榮發 達を 謀ら 
さるへから す 致府は 究 く苽京 市の 地位と 現狀 とに 
鑑み 之に 適腦せ る 制度を 定めて 本 期 讁會に 提出せ 
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られ むこと を §] む 
右 ? ai 謎す 

〔村 松 m 一 郞封登 墘〕 
r 拍手 起る〕 

〇 村 松 ml 郞 -« 諸君、 本案は 旣に谷 派 多数の 御燹 
成 -% 得て 提出を 致しました やうな 次第で、 其 is ft も 
大體分 つて 居る ことであります るから、 惟々 一® r-1 提 
出の 理由を 述べる ことに 止めて K きます が •我 束 京 
市は 御 祇 知の 如く 現在 二 -ej 二十 萬の 人口を 有して l?j 
〇 まして •世界の 大都市に 於き ましても、 紐 育 倫 敦 
巴 里を 除いては、 m- 京 か 伯林 かと 云 ふ 地位に なつて 
居る のであります、 然る にも拘らず、 現在の 市制に 
於て は f« かに 三 萬 四 萬の 地方の 小 都市と 同一の 取扱 
を 受けて 居る のでありまして >  其同 i の 取扱と 申し 
まする のは、 御戒知 の 如く 現在' の TIJ 制に 於て は、 總 

て 第一 次に 於て 府縣 知 ^ が 市町村を 監督し、 第二次 

に 於て 内務 大 i:i が 監籽す ると 云 ふ、 即ち 二 K 監督に 

なつて K- るので ございます、 是が特 に 大都市に 於て 

不便を 感ずる のは、 どう 云 ふ譯で あるかと 屮 します 

ると •此 •： 八 都市に 於き まして ほ 或は •水 m 若く は m 

萆 ， -K 他 道路 • !-]! 々の 琪業が 深山に ありまして、 其 

琪架を 進行し まする に付きまして は •或は 市 fl'i を 起 

し •或は 乂之 に對 して 種々 の附 加稅 を徴收 すると 云 

ふやうな ことが  >柿 々揮 山 あるので あります、 就中 

此 JE AC 市に 於き まして it 現在 上水 m の础張 、下水道 

の布詨、成は又將來诳甩の拟張’沉燈の撋張と云ふ 

やうな こと •柿々 の Jlf 業が 澤山 にありまして、 其 都 

两 公 ffl を 餡 集す るに 致しましても、 一々 內務大 I:': 大 

藏大 E の IB n; を 5 S なけれ •はならぬ、 又 或 13: 使 川 料を 

徵收 すると か、 手數 料を® 收 すると か 云 ふやうな こ 

とで も、 | 々内務 大 U の 認可を 煜な ければ ならぬ の 

であります が、 總て 斯様な 事が 絕え ず m- 京 市には あ 

るので あります、 他の 大都市に も 現に 大阪の 如き も 

同 櫧で あらう と 思 ひます •か、 然るに 之を I 々第一 次 

の監籽 ® たる 府知 琪 の 手を 經な ければ ならぬ と 云 ふ 

爲め に、 非常に 進行が 遲れ るので あります、 府知事 

の 手を 經 ます！ I に 調査を する、 それに 三 箇月 も 五箇 

月も盟 する 又 内務省に 行つ て 更に 調 Vi をす ると •亦 

之に 三简月 五 闻 月を 要する ために、 非常に 時期を 失 

ふと 云 ふ 場 < n が！！ A- ある、 其 他 斯う 云 ふ 例を 擧げま 

すれば 规らも ある、 f/.? 總 て Itfc 内務 翁 若く は 大藏 省へ 

申！® する 所の » 類は、 悉く 府知事の 手を 經 る、 其 都 
大阪市 特別 市制 制定に 關す る趄謎 案 


度 W 知事の 手に 於て 長らく 之を 留められて、 甚だし 
きに 至る と 半 部 若く は 一年 も， 府知事の 手に 留める 
と 云 ふやうな ことは •旣往 に 於て. S 例が幽 々•あるの 
である 是が ために 事務の 進行に 非常なる 障害を 來す 
のであります， 或る 場合には 翔 - w 實行上 非常なる 差 
支を 生じ、 又 同時に®々 の T' 利益を 被む ると 云 ふや 
うな 琪が餘 程 多い、 然るに 地方の 三 萬 四 萬の 小 都市 
に 於て は、 斯棟な 事柄は 甚だ 稀で あるので あります 
から、 11 重 監督でありまして も 別に： 个便を 感じない 
又 地方に 於て は 内務省と 遠く離れて 居る ので ありま 
すから •府縣 知事の 監督と 云 ふ 事 も 或は 已 むを 得ぬ 
事であります るが、 現在 東京 市に 於き ましては 東京 
市内に 旣 に內務 省が あるので あります から， H 接に 
內務 大臣の 監督を 受ける と 云 ふ 事に すれば， 非常に 
其 事務が 故 活に運 ぶので ある， 然るに 今日に 於て は 
惟 今の 如く、 地方の 小なる 都市と 同じ 樣な収 扱を S: 
けて 居る と 云 ふ 取は、 ®? に 非常なる 闳雖 を來す ので 
ある >  事 務の 進行を 妨げる と 云 ふ 事 も あるので あり 
ます、 若し栩 く滿 足なる 希 朝を fM します れぱ 現在の 
束 京 府を廢 して、 さう して 市に 關 する 事務 (3: 悉く 觅 
京 市で 之を 扱 ふと 云 ふ 事に 致しましたならば 經费の 
上に 於ても ijf 独の 進行の 上に 於ても 非常に 利益で あ 
るので あ 〇 まする が、 啡々 lit 事た る や 之を 實行 する 
上に W ては 非常に ii 々の 困雖な 事柄' か あるので あり 
まして 若し ®: 府を龄 して 班. M 市に 總 ての ll-f 務を執 
らせ ると 云 ふ JJ1: にします ると、 Sr 部を 如何にすべき 
かと 云 ふ 問 ^ が K ぐに 起つ て來 るので あります から 
fv 々に 於て ほ 今 直ぐに 一足 飛に朿 京 府を塍 して* さ 
うして 市に 關係せ る iK 京府の 事務 ほ 之を Ili 京 市で 行 
ふと 云ふ琪 にす ると 云 ふことは、 强ち此 場合 望む _ 
で ほない のであります が、 少く とも 二 m 監督 制 丈を 

脫 して、 さう して K 接に 内務 大 1;( の 監督を 受ける と 

云 ふ 取に 致しましたならば •それ 丈で も 餘程事 務の 

進行を兑るので&ります、又晃は實秘の方面であり 

ます •か、 他の 方面から 申しましても •現在 斯の 如き 

帝都の 下に pr る 大都市が、 府知事の 監将を 受けて 居 

ると 云 ふ爲 めに、 非常に 體面 卜. から も 面白くない 事 

m が あるので あります、 今日は 行政 系統に 於き まし 

ては、 御 承知の 如く 府縣拙 市町村と 云 ふ 有様に なつ 

て 居ります るから、 殆ど 今日の 市長 ほ 郡長と 對 等と 

云 ふやうな ®: であります •他の 地方で ほ それでも 宜 

しいので あります るが、 東京 市に 於て は 外國 の ® 賓 


でも 參られ ました 時分には、 必ず 市長を 訪問す ると 
云 ふこと になつ て PT る、 其 市長が 事實に 於て は 郡長 
と 同じ やうな 侍 遇で ある* 隨 つて 例へ ば 光 华の 御大 
典の 折に 於ても •诳京 m 長 ほ縣 會蕺 長の 一番 最後の 
席に 問 かれまして ，其 後に 如何なる 者が あつたかと 
云 ふと、 毫陶と か 或は 朝鮮と か 云 ふ 殖民 地の 代表 奢 
が、 二 三人！ e つた 丈で、 一番 掃 後の 處に 東京 市長が 
置かれた と 云 ふやうな 事 も ありました、 是等ほ 體面 
上に 於て ほ 甚だ rtj 白くない、 况や唯 今 申 上げました 
通り、 實務 に當つ ては 非常に 藉茭を 生ずる ので あり 
ますから •是非 是ほ特 別なる 取扱を 受ける ことに 致 
したい、 之に 付きまして は 旣に殆 ど 二 十年來 の 懸案 
として •  E 々法律案 或は 請願書 等を •兩院 に 提出し 
た 事 も あるので あります が、 今日 迄； f 幸に して 其 H； 
的を 達する 事が 出来な かつた のであります、 今や 益 
益 市の 事業と 云 ふ ものが 多くな つて 參 りまして 此 si 
在の 制度では、 益々 闲難を 感ずる と 云 ふ 次第で あり 
ますから、 昨 印の 三月に 於き まして ai 京 市會に 於て 
決議を 致しまして、 さう して 何等か 特別の 制度を 設 
けて 貰 ひたいと 云 ふ 事に 付て， 昨年来 殆ど 半年 以上 
も 調 班を 致しまして •一つの 法律案を 作つ たので あ 
ります， 併し 法 钳案と 致します ると 云 ふと-父 それ 
に對 して 他の 關聯 した 色々 な 法律上の 關係も あるの 
であります から， 是 等の 事は 局外 若では 十分の 調和 
を！ 一る 事 も m 來な いのであります から •寧ろ 是 は 政 
府に 按排を 託する 方が 宜か らう •それに f-J' て 過日 來 
政府の 當局 者と 市の潠 出の 代 _士 と •非公式に 會合 
を 致しまして-意見の 交換を 致しました* 其 結果 此 
建議案を 提出す ると 云 ふこと に 相 成つ たので ありま 
して、 多少 當局漭 の 間の 意見 も 吾々 ix 承知 致して 居 
ります ので、 此建 議案が 幸に して 當議奶 を 通過 致し 
ましたな らば、 必ずや 吾々 の 希望を 或る 程度 迄 ほ 達 
し煜ら れる ことで あらう と 思 ひます から •どうか 御 
賛成を ^! ひます。 

〔柏 年 起る J 

〇 岩 崎勸君 本案は 誔姣指 名 を 以て， 特に 十八 名の 
委 64 に 付託せられ むこと を 希 朝 致します。 

C 「異 _な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励_ に 御與蕺 なしと 
認めます ，仍て 本案は 議長 指名 十八 名の 委 M に W 託 

する に 決しました - 日程 第 十三、 大阪市 特別 市制 

制定に 關 する 建議案、 提出荠 米 田  君 —— 設明 者- R 


河 次郞哲 。 

第 十三 大阪市 特別 市制 制定に 關す る Ifi 議 
案 (米 田_对 外 十五 ^ 提出〕 
大阪市 特別 市制 制定に 關する 趄 _ 案 
大阪市 特別 市制 制定に 關 する 驵 議 
政府は 速に 大阪市に 適脾せ る 特別 市制を 提案 せら' 
れむ ことを g む 
右 si il す 

〔白河次郞君登阐〕 
r 拍手 起る〕 

〇 白 河 次郞打 提 m 者の 一人と 致しまして、 簡 m に 
本 建議案の®' 旨を 說明 致したい と 思 ひます、 太 建一 
案の 趣旨 ほ， 唯今 村 松 君より 說明 致されました る 東 
京 市の 特別 市制 建 戠案と •略々 同一の 趣旨を 有つ て 
居ります、 11. 又 本 建 韻 案は 旣 に fr 派 一致の 御 賛成を 
受けて 居ります るし •政府 も 亦 略々 同意を 表されて 
之を 如何に 實 施すべき やに 付て 研究 考慮 屮で あると 
承つ て 居ります  >  且又此 建 ^ 案と 同一の 意味の 法律 
は •曾て 明治 四十 四牢第 二 十七 に 於き まして， 
戴 M の 提案に 依て 衆 s 院ほ通 渦し ましたが、 不幸 K 
族院に 於て 之を 否決され たもので ございまして、 若 
し 政府が 法律案 提出の 責任を _られ まして， 而 して 
貴族院に 於て 之を 通過すべく 努められましたならば 
近く 法律と なり 成立す る 見込が あると 存じます ，此 
訊 議案 ほ 特に 大阪 のみを 限つて 提出 致しました もの 
でございます けれども， 吾々 ほ 寧ろ 是ほ 大阪 東京の 
みに 限らず、 人口 五十 萬 以上の 大都市に ほ， 總て是 
ほ 行 ふべき もので ほない かと 信じて 5 ； ります が、 此 
勘に 付きまして ほ 特に 政府の 考 瞭 を 煩したい と考へ 
ます、 唯今 も 村松對 より 述べられました る 如く、 此 
特別 市制は 唯今の 府縣制 から 離れて •府 若く ほ 縣よ 
〇獨 立すべき ものと 考へ たもので ほご ざり ませぬ、 
唯今の 府縣制 の 跪 間 內に 於て 成るべく 事務を 簡捷に 
して •自治 制の 事業 施設を 仲 暢 1 11 張を 致したい 
と* 斯ぅ 云 ふ考 から (1-1 たもので ございます、 即ち 一 
言に 申します れば 所謂！ 一茁 監督を 胺する ことで ござ 
いますが、 分けて 巾し ますれば 五つの 希望が ござい 
ます、 第一に (i 現在の 市制 中に 特例を 設けまして、 
所謂 SR 1 次の 監督を 除去つ て， 總 て內務 大臣の ！ S 接 
監督に 移したい、 隨 つて 府 參事會 若く ほ 府知事の 職 
嵇に 慰して； £ る 事 ほ， 悉く 内 称 大； E の 職 tal に 移した 
い •是が 即ち 第一の 筘望 でございます， 第一 一には 市 
五 ニニ  I 
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北海道 拓殖 完成 II . 關する 建 熟 案 
若く ほ 市長から して 行政官 E に處分 の 申請を 致し ま 
する 場合に 於. §• まし ^ 市制に 於き ましては 府知事 
を羥由 致しまして、 而 して 行政官 廳に 出した もので 
ございます が、 之を 腹 接に 行政 {R 廳に出 す 事に 致し 
たい、第三に於きましてほ、唯今迄ほ府參事會に先 
づ 訴願 致しまして、 其 裁決を 經た 後でなければ 行政 
裁判所に 出訴す る ことが 出来な かつた ので SJ るが、 
之を 直に 行政 裁判所に 出訴す る ことに 致したい、 第 
四に {3: 國の 事務で 市に 於て 行は る、 もので •而 して 
其處 分の權 '限が 府知事に 付與 されて あつた もの、 又 
それが 市に 於て 府と二 重に 行 ほなければ ならぬ もの 
若く は 府知事の 認可 若く は 命令を 俟つて 行は なけれ 
ばなら なかつた ものは、 是等は 悉く 市長の 處 分の權 

限に 委任され たい、 第五には 市制の 第 百 七十險 に 於 

ける 所謂 懲戒 港 査會 なる もの •懲戒 審査 會 ほ 府の高 

等官 —— 府縣の 高等官と 府縣參 事 會 M の 幾人 かが 集 

りまして、 市長 若く ほ 市の 理事 者を 懲戒す る 所の密 

杏' 會で ございます •期の 如き ものは 大都市に 對 する 

懲戒 審査と しては •甚だ 不 釣合の ものであるから し 

て、 之を 他の 制度に 改めたい、 斯ぅ 云 ふ 五つの 內容 

を 有した 所の 本 建議案であります >  尙 ほ 之に 付て は 

大阪市の 實力及 現に 大阪市に 對 して 如何に 監督 政治 

絕僚 政治が 市の 進步 、自治 制の 發 達、 市の 事業の 發 

達を 妨げて 居る かと 云 ふこと を 申 上げたい ので ござ 

いますが、 是は 悉く 委員 會に 於け る說明 に讓り まし 

て、 簡單 に是 丈を 說明 致しまして 壇を 降ります。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 動 君 本案は 前に 委員 付 # e となりた る 村 松 W 

一郎 君 外 十一 名 提出の li 京 市 特別 市制に 關する 建議 

案の ® 負に、 併せて 付託せられ むこと を 希望いた し 

o iri 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 il に 御 異議は あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

o_ 長 (大岡 育造 君： >  御 異議がなければ 本案は、 前 

の 東京 市 特別 市制に 關 する 委員に 併せ 付託す るに 決 

しました， 日程 第 十四、 北海逍 拓殖 完成に 關する 建 

議案を 翳 題と 致します、 提出者 小 池 仁 郎君。 

第 十四 北 梅 道 拓殖 完成に 關 する 親 議案 

(小 池仁郞 君 提出〕 

北海道 拓殖 完成に 關す る 1S 議案 

北海道 拓贿 完成に 關 する 建議 


政府は 北海道 拓殖 財改 の剰餘 金を 以て 現行 計 ® £ に 
於て 除外した る 根室稚 內の兩 港及诵 港の 修築 鐵道 
の 敷設 ■道路の 改良， 治水 事業 等の 爲 更に 第二の 
事業 計畫を 定め 以て 北海道 拓殖の 完成せられ むこ 
とを 望む 
右紐彭す 

〔小 池 仁郞君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 池仁郞 君 私は 北海道 拓殖 完成 に 關 する 建議案 
の 提出の 理由を 申 上げたい と 思 ひます、 大要 ! 3: 旣に 
御手 許に 配付に なつて 居ります 書類に IQ して ござい 
ますが、 尙ほ 少しく 補足して 進んで 印 上げたい と 思 
ひます •興く 御 淸聽を 願 ひます、 政府 (X 北海道の 拓 
剜 促進の 目的を 以ち まして、 十五 筒 年に 苴る約 七 千 
萬圓の 金額を 支出して、 各種の 事業 計 ® を 定め まし 
て、 明治 四十 三年に 初めて 之を 實 行した ので ござい 
ます、 而 して 其 財源 ほ 北海 m の 歳入を 以て Z に 充て 
てぁります ので， 其計畫 案が 實行後 豫定の 通りに 歳 
入を 得 ませぬ 爲 に、 事業に 一頓 挫を 来し， 年々 歳々 
本 議會の 問題と なつて 居つ たので ございます > ls. 俵 
長官が 此 事に 付て 善後の 策を 立て‘ 最箠の 努力を 盡 
された る 結果と して， 爰に此 事業 計畫の 改訂 案と 云 
ふ ものが、 一つ 成立つ たので ございます、 其 改訂せ 
られた る 所の 趣旨は •旣に 御 承知の 如く 十 五箇 年の 
年度を、 二 © 年 延長して、 事業の 內容に 幾多の 改訂 
を 加へ、 特に 拓殖 促進は 鐵 道の 敷設で なければ なら 
ぬと 云 ふ 所から •鐵道 速成の 資金に 對して 拓殖 ® の 
中から、 其 資金 借 入に 對 する 利子の 補足と 云 ふ 特別 
の 例を 開いた ので ございます、 此改訂 案は 大正 五 年 

十月 六日 前 大隈內 閣の閣 翳に 於て 決定せられ •而し 

て 現 內閣亦 之を 是認し 繼 承して、 さぅ して 昨年の 臨 

時薺會 に 於て 此改訂 案が 通過 決定せられ •現に 實行 

の途 にぁる ので ございます‘ 然るに 此 閣議の 決定 事 

項の 中 第五 條六 項に 關 して、 即ち 北海道の 自然增 收 

—— 北海道の 自然 咐收な る ものが 此 案の 實行後 非常 

なる 所の 好成續 を 示して 居ります、 今 試に 其數 字を 

擧げ ますれば、 大正 四 年度の 歳入 豫算 一千 二 百 二 十 

九 萬 一千 二百 五十六 圓に鄴 し 決算 額 一千 三百 四十 一 

萬 五 千 四百 七十 六圓 、差 引 百 十二 萬 四千 iiw 二十 圆 

を 超過して pr るので あります >  大正五 年度の 歳入 豫 

算 ほ 一千 二 百 七十 萬 九 千 二 百 三十 圓に對 し 決算 額が 

一千 五 百 九十 五 萬 二百 四十 三圓 ，差 引 三百 一一 十四 萬 


一千 十三 圓を 超過して 思り ます， 大正 六 年度の 歳入 
の豫算 は 一千 三百 十六 Ii 二 千 三百 八十 一圓で ありま 
す， 決算 ほ 未了で ございます から， 正確の 数字を 此 
所に 舉げる ことほ w ii であります けれども •北海道 
に 於け る 生 產 物の 總馏格 の h から 比較して 見まして 
即ち 大 JH 四 年度の 北海道の 生產 物總價 格 一億 五 千 七 
十八 萬 四千 五 百 四十 三圓 ■大正 五 年 二 億 二 千 七 百 六 
十三 萬 九 千 七 W 三十 圓 ■而 して 犬： 止 六 年度は 約 三 億 
萬圓に 達する と 信ずる のであります、 斯の如 く此生 
產物の 總價格 からして-諸般の 桁 情を 綜合して 考へ 
まする と， 大正 六 年度の 歳入の 決算 (X 確に 大正 五 年 
度に 比較して， 三 割の 增收を 見る と 云 ふことは 疑を 
容れな いのであります* さぅ 致します と 約 四百. 二十 
一 萬と 云 ふ 超過額を 見る に 到る のであります、 此外 
に 歳出の 剩餘 金と 云 ふ もの も ございませぅ‘ 是 等の 
ものを 總て加 算致 しま すれば •少 くと も 八 百 五十 li 
圓或ほ 九百蓖 圓 K- 達する と 云 ふこと if 決して 疑を 
容 る、 餘地が ない ので ございます、 北海道の 拓殖 事 
業と 云 ふ もの、 財源が-北海道の 歳 人を使 つてす る 
と 云 ふこと が- 旣に聞 _ の 決定 事項の 眼 E で ござい 
ますが 故に、 W 豫算の 超過して 居る 剩 つて 來て pr る 
金を 利用して、 胙 年 翳© に 於き まして 御 協賛に なり 
ましたる 拓航事 築の 改訂の 時に、 後日に 繰延べる、 
即ち 財源の 關係 から 後 U に 繰延べら る、 と 云 ふこと 
に 決定 致しました 根 室稚妁 の 二 港を 修築 致しまして 
一ほ 千島 諸島 勘 察 加との 速 絡、 一 ほ 樺 太との 連絡を 
完か らしむ る 趣意を 以て， 本案の 劈 印に 現 政府 !- i 北 
海道 拓殖 財源の 剩餘 金を 以て > «! 行 計 ffi ょり 除外し 
根室稚 內の兩 港を 修雜を すると 云 ふこと を提 3 致し 
ました 一 11 であります、 又 其 次の 湖 港の 事であります 
漁港は 北海道に 於て 明治 三十： . 71: 年 以来、 漁港 修築の 
必要を 認めて 調芥： を 致しました る箾 所は、 約 三十 ® 
所に 上つ て 居ります ，而 して 其 中 今日 迄 著 手せられ 
たもの が 唯簡に 一箇所， 岩 崎と 云 ふ處が ある 許りで 
あります、 北海道に 於き ましては 此漁 港を 修築す る 
と云ふことは，地元町村が修築することになつて居 
るので あります •北海道の 如く 其 村を 作りまして ま 
だ 年 所 少なく > 基礎の 固くない 貧弱なる 漁村に、 此 
の 漁港の 修築 事業に 著 手せ しむる と 云 ふことは •何 
時の 時代で あるか， ffi に 想像す る も 其の 時代を 捉へ 
得ない のであります、 而して 唯一つ 著 手した ると こ 
ろの 岩內が ，明治 三十 九 年に 初めて 漁港 修築の こと 


五一 四 

を 決定して、 a 際に 著 手 致しました が* 其の 瑰港籌 
築 〇爲に 同町 li 約 九十 rfi M  に迁 -1- る n ia --: ;; -\ - 
て， 今や 殆んど 敗產瀕 死の 狀嗦 にあ 0 0 で •こざい ま 
す， 是等の 事を 唯々 此の 边 に 見 i!fl すと 云 ふこと if 
どぅしても ,1!,. 来ない、 fnl 等 か 救濟 の途を 立てな けれ 
ばなら ぬは 當然 のこと でございまする •か、 北海 in が 
天然の K 源に 富み •就中 世界の 三大浼 ty として 謳は 
る、 所の、 漁 利に 富みました 土地で あると 云 ふこと 
ほ •私の 申す 迄 もない ことであります、 其 世界 三大 
—と稱 へられて 居る 北海 m に •  一 の ? 1 港 も 無い と 
云ふことほ、如何にも國の常を咐加する上に物足ら 
ぬ ことを 切 ® に賦 じて 2 i るので あります、 故に 日本 
海の 方面、 ーォコック」海の方而>太平洋の方®、 
此符 方 ifti に 釣 當の 土地を 抝んで 、沖合 漁業 遠洋 漁 菜 
の根撺 設備を して， 豊富なる 漁 利を 收め ると： •ムふ こ 
と ほ、 自給自足を 唱ふる 今日の 場合、 最も 必耍な る 
111 業な りと 信じた ので ございます •次に 鍅 rl の败設 
と 申しました が、 是は旣 に 本院に 北海 23 鐡逍の 完成 
の纽蘸 案が 摧出 になり まして、 今 5tp -K 中であります 
から、 私 ほ 此 fil! 由を 中 上げる ことを 省略す るので ご 
ざ 〇 ます、 m し 北海道 鐵菹敕 設 中に 裸 定せ られた る 
所の 線路 •並に 鐵 道 網に 表示せられ たる もの ゝ屮、 
肝要なる 所の もの (X 速に 敷 S の 計 il£ を 努められむ こ 
とを菌 んで 之を 終ります、 而して 次に 私の 申 k げま 
す ことほ， 道路の 改良で ございます、 此道路 に f-J て 
は 少し 拓殖 Ili- 業の 計 戴に i'J' て 申 上げて 見たい と 思 ふ 
のであります (「 簡 m に I と 呼 ふ 者 あり〕 此計进 に 
依ります れぱ 、北海道の 開 e 致します る 道路が：！； 千 
四百 五十二 里に なつて 居ります、 而 して 其 中！！ 街に 
屬 する ものが "El 四十 三 里， 縣 逍が六百十二 -31 ,之を 
差 引し ますと 云 ふと 約 二 千 - U 百 ill と 云 ふ ものは、 :' 1' 
道に 15 する のであります、 此里 道は 政府で 開駿致 し 
まする、 十 年の 後には 町村の 1= 理に龆 する ので あり 
ます ■其 二 千 七 百 里と 云 ふ 誠に 多大なる 道路が、 基 
礎の 確 Bf でない 町村の 負 擔に蹄 すると 云 ふことは， 
如何にも 忍びない のであります、 又 北海 iTi ほ 御 承知 
の 如く 寒 氣が强 いので ございます から、 其路 1151 を 作 
りましても 此 道路が 冬になります と 云 ふと、 凍つ て 
仕舞 ふ、 甚だしい 所は 二 尺 も 一一 尺 五 寸も 下へ浊 つて 
仕舞 ふ， 而して 是が 葬に なれば 植つた 雪が 溶ける， 

二 尺 も 二 尺 五 寸も凍 つた 下の 泥の 土が 溶ける ので あ 
ります から、 兩 方の 水の 爲に其 道路が 非常に yfi 深く 
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なつて、 遂に ifi 輛を沒 すると 云 ふ， M の 足 も 立たぬ 
實に 酷い 道路になる のであります、 斯の 如く 酷い 道 
路を唯 々路面を 造らして、 之を 町村の 負 } S に® せし 
める と - ic ふことは 如何にも 忍びない 所があります、 
故に此 拓殖 旣定の 計 3!E に 於て、 開憋 したる 道路を 成 
ベく 完全し、 成べ くそれ を 利用し 得る 程度に 迄 之を 
造 上げて •而 して 町村の 管理に 致したい‘ さう 致し 
ますれば ~ 面に 町村の ? S 用も輕 減す ると 云 ふ 所から 
道路の 開 ^ と 云 ふこと を •玆 に揭 げた 次第で ござい 
ます、 次に 治水の 事業であります’* も拓剜 計进と 
關係を 有します から fiR く 節 ® に 一言 申 上げて 見たい 
と 思 ふので あります、 旣定計 逛の 中に ほ 河川 费と云 
ふ ものが 加へ てあります が、 治水 事業と 見るべき も 
のは 唯々 石 狩 川に のみ 施されて 居る、 尙ほ二 十六の 

比較的 大きな 河に 對 して 調査を 進めて ある •或は 應 

急 的の 修理、 ri 岸 丁； 事は 多少 ございます が、 之を 今 

此 4J 業計资 の說 明から 見ます れば ，二十 六 河川の 缺 

m する 延長が 四十 六茁五 千 九 百 五十 間と あります、 

而 して 旣定の 計 迸には 其 十分の 一、 四 萬 六 千 五 百 九 

十九 間と 云 ふ ものを， 手を 入れる と 云 ふこと になつ 

て 居る のであります、 さう すれば 接' る 所の 十分の 九 

即ら 大部分と 云 ふ もの it 調査の ffi 手を 著け ずに、 自 

然に任 して 居る ことになる、 河川の 如きは 諸 沿の 御 

承知の 通り雨の 降る 度に 是は 流域が 變 るので ありま 

すから、 折角 金を 掛けて 調奔 した 所の ものは、 之を 

放つ て K けば 又變 つて 仕舞 ふ、 趑々 其 處に事 業を 起 

す 時には、 大きな 修結を 加へ やうと 云 ふ 時には •又 

再び 調査を やる ことになるので ございます から、 治 

水の 事 菜は 一而に 調査が 進めば 進む 程， 著々 仕事を 

して 行く と 云 ふことは、 费し刻 下の 北海 m 拓殖の 經 

濟を經 0! する 上に 於て、 £- も 必要なる ことで あると 

m ずるので あります、 而 して 治水の 事業は •森林の 

經梵と 相俟た なければ ならぬ、 政府は 本年 北海 逍の 

森林 經營と 云 ふ ものを 拓殖 费に 加へ て、 是が 事業の 

計 5¢ を 定められて あるので あります から、 此森 林羥 

管と 治水 « 粲 と 相 戌つ て 致す こと if 適切なる 拓 M 

の 方法を 進める こと、 本 /4 ほ 信じて 屛 るので ありま 

す •其 他 策 信 笛 話 郵侦 等の佾 設等も ございます が、 

是 等の ものは 所 ^ も 違 ひます から、 是 if 中 上げる 丈 

の 必要 もあります まいが、 要するに 北海道 拓舫を 促 

進す ると 云 ふことは、 今日 世間に 唱 へられて ある 所 

の 食料の 問題と か、 共 他 鐵の問 題と か •色々 自給 a 


足と 云 ふこと が、 盛に 唱道され てあります が、 北海 
道 生 產物咐 加の 割合から 考 へても， 國富咐 進の 上に 
北海道 拓殖の 促進は 一日 も忽せ にす る ことが 出 來ぬ 
而 して 北海 通 事業を 經脊 すべき W 源が、 新に 餘裕を 
半： じて 来ました から •茲に 第二の 計 5!£ を 立て、 北海 
道 拓殖を 一 n も 早く 完成したい と 云 ふ 趣旨を 以て、 
本案を 提出 致しました 次第であります •願は くぱ諸 
君の 御辭 蕺 を以 ちまして 御 質 成 あらむ ことを 切 銎 し 
て 止まない のであります。 
f 拍手 起る〕 

0 岩 崎® fj 本案は 中 四 六三郞 君 外 二 =5 の 提出 北海 
道鐵道 完成に 關す る趄 議案の 委 負 に、 併せて f-l 託せ 
られ むこと を 希望 致します。 

〇! 一長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 _ に御異 詡 はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 誘な しと 認めます ■故に 
動議の 如く 決しました •□程 第 十五、 倭姬命 奉祀に 
關 する® 議案を II 題と 致します、 提案 莕天春 文® 君 
第 十五 倭姬命 泰祀に 關す る妞蓊 案 (天 春 
文 衞君外 八 fi 提出) 

倭姬命 泰祀 に關 する 05 議案 
倭姬命 奉祀に 關す る趄議 
皇祖 天照大神の 御杖 代と して 神宮 la 座の洪 基を 
定め 給へ る倭姬 命を 奉祀す る爲 政府 ほ 速に 神 -A- を 
創雜 すへ し 
右 超 謎 す 

〔天 春 文 fa 君 登壇〕 
f 拍手 起る〕 

0 天# 文衞君 私 it 此倭姬 命の 奉祀に 關す る雜 議案 

の 大要を， 謹んで 諸君に 申 上げまして •速に 御 賛成 

を 希望す るので あります、 抑々 倭姬 命と 申 奉る は、 

諸君 御祇知 の sn く、 乖：仁 天皇 第 こ の 皇女で 在まして 

其御琪 赜と 申します ものは、 日本書紀 或は 古事 ffi 或 

は 古 讁拾 逍， 其 他の 國史 に SK せて 明かな ものである 

ので ございます、 此 命が 11 仁 天皇の 御宇に 當り まし 

て 皇祖 天照皇大神の 御神靈 を 奉戴せられ て、 御 錨 

座の 大宮 地を 定めさせられ むが 爲に 、女性の 御身を 

以たせ られ まして •櫛 風 沐雨數 十 年の 間 諸 所を 經歴 

せられまして •遂に 伊勢 國 五十鈴の 川上に、 萬 古不 

易の 皇祖 奉祀の 大本を 確立し 給 ひたる ことで ござ 

いまして、 其 御 功 緩の 偉大なる ことは 今更 私が 申 上 


げる迄 もない ことであります が、 W に此 命の 御 功續 
と 云 ふ もの； 大御饌 洪 進の 事、 或 ほ 御 贽處を 志 瞍 
國に覓 めさせられまして、 或は ? i を 製す るの 法を® 
めら れる とか-或は 機 殿を 起して 紡績の 道を 敎へら 
れ ましたと か、 御 ft 處には •/«! 業を 神 田に 又 農事を 獎 
蚰遊ぱ された る 等， 是等罔 ょり 皇祖 大 神の 御料に 
供せられ たる ことは 勿論で ございます けれども •一 
而 之に ffc つて 人民に 生 產の忽 諸に 付すべからざる を 
示し 給 ひたる ものであるので ございます* 殊に 神 
宮 重大の ^ 式 制度は 槪ね命 の 深き 思 召に 出で i し て 
萬 r1.- 易らざる 所の 典 禮を逍 された 所の ものであるの 
であ 〇 ます、 又 三 歳の W, と雖も 能く 承知して 居り 
まする 所の 日本 武玟が > 3> 夷 御 征伐の 際 帶ば せまし 
たる 所の 草薙 の御劍 、或は 火燧 等は 此の 倭姬 命が 授 
け 在ました ものであるので ございまして* 斯の 如き 
afl 著なる 所の 御 功績の ある にも拘らず、 命を 奉祀す 
る 所の 宮殿が、 今日まで® 造せられ てない ので あり 
ます， 誠に 恐 塯 に堪 へざる yl: であります •敬神 祟祖 
は 我國體 の 淵源で ございまして、 帝國 臣民の 一日 も 
忽 にすべからざる ことは • 敢 て 多言を 要し ませぬ こ 
とで ございます， 现 に 皇室に 於 かせられましても， 
命の 薨去の 傳說地 と 致しまして、 * 史に 在る 所の 尾 
上 山の 峯の 附近なる 大和 W: と 申します る 所に、 若干 
の 地を 御 買 上に なつて" 御 保存に なつて 居る 次第で 
あるので ございます、 斯の 如き 歷史上 顧 著なる 所の 
命の 容 殿を •今日まで 創設 致し ませぬ と 云 ふ 事 if 
實に 畏れ 多い 次第で ございま する 故に •此度 又此趄 
議を爲 しました、 政府 ほ 宜しく 速に , a- 殿を 建設 せら 
れん 事を 希望す るので 御座います 、其 他 詳しき 事は 
委員 會等に 於き まして 述べます るで 御座います が、 
大要 右 隊の 次第で 御座いまして 國民 崇敬の 忱を 表し 
まする に付きましても 、速に 此 命の K 殿を 軿設 せら 
れん 事を 筘望 して 巳まぬ ので ございます 一言 申 上げ 
て 置きます (拍手 起る〕 

〇 岩 崎勵君 本案は、 本員 外 十三 名 提出の 神祇に 關 
する 特別 官衙設 篮® 識 案の 委員に、 併せて 付託 せら 
れんことを希阐致します。 

〇羅長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 1/; 議に御 異蕺 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案ほ；1祇に關する趄議案の委員に併せ付託するに 


決しました、 日程 第 十六、 神戶 市内 鐵道 改良 急 施に 
關 する 建議案を 議題と 致します 、提出者 坪 田 十 郎君 
第 十六 神戶 市内 鐵道 改良 急 施に 關 する 建 
議案 (坪 BJ 十郎封 外 二 名 提出) 

神戶 市内 鐵道 改良 急 施に 關す る as 議案 
神戶市 內锊道 改良 急 施に 關する 建 a 
神戶 市 li 比 年 異常の 急速 度を 以て 發展し 現在の 趨 
勢を 以てせ (X 世界の 大 市場と して 東亜の 商 權を把 
捤す るに 至る は 蓋 遠き に 非 さるへ し從て 海陸の 設 
備を 完成し 以て 交通の 利便 物貨の 運輸に 遺憾な か 
らしむ るは： E 下の 一大 急務たり 
而して 港 H の 設備は 近時 著々 として 其の 進 程を 見 
つ、 ありと 雖 之と 通 絡す へき 鐵道 施設の 改良 未た 
其の 域に 達せ さるの みならす 市内を 貫通せ る 線路 
は 市の 中樞た る 殷賑 區域 に橫ほ り嚴然 として 一隔 
壁を 爲し明 治 七 年 建設 當時 の a 態を 存して 交通 往 
/ 来の 利便を 妨け 商品 貨物の 停滯を 來し延 て 商取引 
の 上に 重大なる 危險と 阻害と を釀 しつ、 あり 
政府は 宜く 速に 之 か 調査を 遂け 以て 改良の 實を擧 
けられむ ことを 望む 
右 建議す 

〔坪 田 十郞君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 坪 田 十郞哲 本 建議案の 理由と 致しまして 其槪 WS I 
を 申 上げます >  暫 く御淸 聽を願 ひます， 諸君の 御 承 
知の 通り 神戶 市内の 鐵道と 中し ます もの (3: •明治 七 
年の 起業で ございます 、當時 ほ 殆ど 神戶は 漁村と 云 
ふても 宜い位 であつ たので ございます、 又 明治 初年 
の琪で ございます から， 技師 も 至つ て幼排 であつ た 
と 思 ふ、 承ります 所に ffi ります と， ® 濱東 京 PHI の鐵 
道 技師が 偶々 来つ て 監督を して 居つ たと 云 ふこと を 
も ある 位で ある さぅ であります， 故に 楠 公 前より 起 
りまして 東 三の 宮驛 、即ち 陆か 一哩足 らぬ處 に 於て 
殆ど 一 丈の 高低が あるので ございます >  又 三の 容 よ 
り 東 市部 境には H 下灘驛 と 云 ふの が 出来て 居ります 
が •此 fill 是 も一哩 でございますのに •一 丈 四 尺 許り 
の 高低が あるので ございます、 爾 來其鏺 道に 付き ま 
しては： K に 改良を 加へ ませぬ •次に 此兵 庫驛は 明治 
二 十 一 年に 山陽 鏺道 株式 會社が 起り まして 創め まし 
たもので ございます •是が 西に 向つ て參 りまして、 
其後數 年の 間 山陽 鐵道會 社が H 下の 神 戶驛へ 連絡を 
著け たので ございます、 H T 是が國 有に なりまして 
五一 五 


倭姬 命苹 祁 に關 する 諮 案  神戶 Tli 內鐵 疸改 a 急 施に眧 する 0S 翳 案 
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葉 煙草 耕作 姐 合に 交付金 下付に 閹 する S 葯案 


本線で 兵 庫驛 より 海陸 連絡の 爲 に、 和 田 線が 支線に 
なつて 居ります、 诳ほ西 海と 云 ふ 所から 神戶 築港へ 
海陸 連絡の © め， 柬の 方は 高架に 起り、 西の方 ii 沿 
岸 海陸 交通の 頻繁な 處ほ ，海陸 連絡船 即ち 海陸の 交 
通斷絕 線に なつて 居る ので ございます， 目下 此神戶 
市内に 在ります 所の 鐵道が 八哩三 十銷 でございます 
其 間の 踏切の 數が 七十 二 箇所、 其 二三の 交通の 妨密 
貨物 集散の 困難な 事情を EH 上げた ぅ •こざいます が • 
此 柳 原 踏切と 申します もの ほ •西より 神 戸に 入り ま 
す 國道で ございます、 此踏切 に 客車 及 貨車が 一日 百 
十八间 通過す るので ございます、 貨車の 人替と 客車 
の 組立と に 因りまして 一日 三十 回、 十分 以上 十五 分 
間 ほ 踏切を 閉銷 致して 仕舞 ふので あります、 次に 有 

馬 道の 踏切です、 是は 神戶 市の 有 '* i 道と 申します と 

北 有 馬 ■三 田を 經て丹 波に 通ず る 道で ございま すが 

南北 道路と 申します の ほ 是れ 一本 切りで ございます 

二 里 半の 神戶 市に 於き まして、 南北 道路と 申します 

のは lit 外には 無い のであります、 是が神 戶驛に 直ち 

IV 松 ® して 居る 踏切で ございまして* lit に 通過し ま 

する 汽車の 回 數 ほ 百 二十 回であります、* れも 構内 

より 貨車の 入 替と客 1P の 組立の 爲に 、特に 閉鎖 致し 

まする 數が 、日に 二 十八 回であります、 時間が 十五 

分より 長き ほ 三十 分 間閉銷 をして 居る ので ございま 

す、 次に 神戶で 最も 殷賑なる ところは ffl 生 橋で ござ 

います •诰れ ほ 御 承知の 通り 川に 架つ て 居る ところ 

の 橋に あらず して、 即ち 人道が 高架に なつて 居る の 

でございます、 二 丈 五 尺の 高さで 最 4 急に 出来て 居 

ります る爲 に， 貨車の 運搬 等は 三分の 一より 積めな 

いので ございます， それが 爲めに 兵 庫 及神戶 の中樞 

より 參 ります、 荷物は， 金 部 宇治川へ 廻ります ので 

ございます、 而 して 此の 宇治川は 神戶驛 より 初めて 

の 踏切で ございまして 一日 汽車の 通過し まする 數が 

百 二 十三 间 でございます、 其の 他に 前 同樣に 矢張貨 

車の 入換と •容苹 の 組 Jr. に 依りまして、 间數以 外に 

踏切を 閉鎖 致します ことが 三十 回に なつて 居る ので 

ございます， 時間 ほ 十五 分 以上 二十 分 閉鎖を 致し ま 

すので ございます， 先 づ今申 上げました る 三 箇の踏 

切が、 最も 人馬 交通の 盛な 所で ございます るが •時 

に 依りましたなら ば、 一方に 車馬が 少なくとも 五十 

車 位は 何時でも 並んで pr る •斯う 云 ふ有樣 で ござい 

ます、 又此神 戶市內 に 於き まして 七十 一一 箇所の 踏切 

中に、 踏切を 交叉し、 番人が 附いて 居ります のは 三. 


十三 箇所より 無い ので ございます •其 他 三十 九 箇所 
と 云 ひます ものは 踏切番 も 無い 爲に •或 (3: 汽車に 揉 
殺され、 或 (X 跳 飛ばされ、 其危險 と 云 ふ もの ほ 云 ふ 
ベから ざる 慘狀な ので ございます •御 承知の 通り 神 
戶 市も憨 々繁榮 になり まして •目下 神 戸市へ 集散 致 
します る 貨物と 申します もの ほ， 內國 より 四百 萬 cal 
外國 より 六 百 M 額、 以上 一年 平均、 © 年參 つて 居る 
のでございます、其三分の一と申しますものほ、殆 
ど汽車と海との間を‘人と車に依て運搬されて居る 
ので ございます、 實に其 被害と 申します もの ix 甚し 
いもので ございます、 神戶 市に 於き ましても 今より 
三年 前に 市區 改正 常設 委員を 設置 致しまして， 此市 
區の 改正を 研究 致して 居ります るが" 此東西 二 里 半 
も あり •南北は 御 承知の 狭き 所は 五六 町、 廣き 所で 
も 二十 町より 廣い 所は 無い ので ございます‘ 全く 帶 
を 敷いた やうな 所で ございます‘ 其 R 中に 最も 不規 
律に 或は 高く  •或 ほ 高架に / i つて fr る 所 も ある やう 
な 汽車で ございます から、 市區 改正の 方法 等に 依て 
も、 殆ど 手の 著け やうが 無い と 云 ふ 有樣で ございま 
す、 御 承知の 通り 明治の 初年より 今日までの 神戶市 
の發 達と 申します る もの ほ 唯々 內外 貨物の 集散地と 
して 發 達し 来つ たので ございます、 然るに 目下の 狀 
態 ほ 殊の外の 此汽 車の 爲に總 て 困難を 奴して 居り ま 
す、 要するに 神戶 市が 貨物の 集散 運搬の 困難より 見 
ましても* 亦 吾々 が 交通の 妨害と 危險 とに 依り まし 
て も、 亦國家 交通の 政策より 論じましても、 帝國の 
體 裁と 面目 上より 見ましても、 是非 lit 鐵 道の 改良 ほ 
焦眉の 急務と 存じて 居る ので •こざいます 、幸に 是が 
改良 (X 獨 〇神戶 市の 利益の みで あるまい と 思 ひます 

必ず 國 家の 利益 も 亦大な る ものと 信じます ので ござ 

います、 何卒 十分 御 港 査の上 御 賛成 あらむ ことを 御 

願 ひ 申します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ むこと を菌み ます。 

0 ■長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 

ませぬ か。 

〔「異 謖 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御與 _が なければ、 本案は 11 

長 指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました。 

0 岩崎勸 君 日程 第 十七、 山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 

する 建議案は、 是が說 明を 爲 すべき 白 石 直 治 君の 都 


合に 法り， 一時 延期の 動議を 提出 致します" 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 13; 他に 御異 S 
ほ 無い と 認めます、 仍て 延期に 決します —— 日程 第 
十八、 葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關する 建 P. 案 
を 議題と 致します、 提出者 高 田 転 平 君？ 

第 十八 葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下 f-j- に關 
する 建 諉 案 (高 田 耘平君 外 一名提 
出〕 

葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關する 建議案 
葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關する 建 il 
政府は 葉煙赀 耕作 姐 合に 相當 のを 付 金を 下付せ ら 
れ むこと を 望む 
右 建議す 

〔高 田 耘平君 登壇 I 
f 拍手 起る〕 

〇 高 田耘平 君 私の 提出し ました 案は、 葉 煙草 耕作 
組合へ 交付金を 1 1- 付す る ことを 必要と すると  一 K ふ 案 
でございます， 此 案を 說 明す るに 當 つては、 勢 ひ 煙 
草專賣 收 人の 我國の 歳入に 於け る 位置が、 如何で あ 
ると 云 ふこと を 攻究す る 必要が あらう と 思 ふ、 大正 
七 年度に 於け る 煙草 專 賣事 業の 純益 金の 豫算ほ ，六 
千 六 百 萬圓に 達して 居りまして、 經常 歳入 六 萬 四千 
圓の 一 割 弛、 租税 歳入 三 億 六 千 萬 圓の六 分の 一强の 
收 入を 占む る 所の もので ございます、 即ち 所得税の 
六 千 六 百 萬 圓と略 々同額の 收入 か ' ffi 草 專賣事 業に 依 
て 得られる ので ございます >叶 非常なる 歳入に 關係 
の ある、 其 基礎た る 葉 煙草 耕作琪 業の 現况が 如何で 
あるかと 云 ふこと ほ， 餘程考 瞪しな ければ ならぬ 問 
題で あらう と 思 ひます、 そこで 今此 現况を 調べて 見 
ると 云 ふと、 若し 本年度の 葉 煙草 耕作の 狀况が 凶作 
にで も 際せば、 或は 耕作者 ほ 金滅 すると 云 ふやうな 
る 悲境に 在る と 云 ふこと を til 上げて H く 必要が ある 
ので ございます、 それ ! 3; 統計の 上から 明かに 示さる 
、事で ございます、 少しく 數 字に 1L ります る けれど 
も、 耕作 段別 及數 M の M ずる 事を 申 上げ ますれば 十 
箇年 前なる 明治 四十 二 年度に 於ての 全國の 耕作 段別 
は >  二 萬 九 千 町歩で ございます、 而 して 其 量目' か 一 
千 九十 九 萬 貫、 越えて 大正 三年 是が 最も 耕作の 增加 
した 年で ございます、 此 年が 三 萬 六 千 町步 、量目が 
千 五 百 十九 萬 貫と 云 ふ ものに 達しました、 所が 大正 
六 年度に 至つ て、 是は まだ 決算では ござり ませぬ け 
れども •收納 が 略々 終了し ましたから、 決 ® とも 略 


五一 六 

々見られます， 其 〇 段別' か 二紙七千町步、 1\5: ::::.: 

九十 六 萬 貫で ございます 此の 六 年度の 決 35C を 1 略 
々決算を 同年 度の 浅 K と對照 致します ると • 段別で 
約 一割， 二 千 七 百 五十六 町歩を； g じ、 ft 目に 於き ま 
して 亦 七十 四 萬 四千 tt を ? BC じて rr る 次第で ございま 
す、 そこで 大正 七 年度の m 在に 於け る 見込で ありま 
す， まだ 耕作には 著 手 致し ませぬ けれども 取 a 局に 
於き まして 調査 致しました る 所の }' U . 在に 於ての 見 ^ 
を 調べて 見ます と、 耕作 段別が 二 ;' K 六 千 三百 七十 m 
町步，贷1111が千三十八萬以と云ふものになつて时る 
之を 過 K 決 篛致 しました る 所の 特別 愈 計の fsj -3? にあ 
る •辣 筘而 に對 !!'.: すると 云 ふと、 段別に 於て 四千； E-I 
七十 七町步 、贤 目に 於き まして 二 西 四十 三 ' W 匁を 減 
じて 居る 詰り 決！ 一した る 跺箅 と、 今日® © 局に 於き 
まする 見 込と を 比較 すれば， 段別に 於て 一 刺； 一 一分の 
減， K 目に 於て 一割 九分の 減と なつて 居ります， 11' 
に又此 七 年度の ft! 在の 見込 高を、 十 年 前の 明治 f'M 十 
二 苹に 比すれば •段別に 於て 三百 wr 歩 •  fi 目に 於て 
六十 一 萬 H を 減じて /,' r る， さぅ して 此七 年度の 見込 
額を， 最も 耕作の 多 かりし 大正 三年に 比すれば、 段 
別に 於て f 萬 町步 M 目に 於て 四百 八十 一 K 匁を 減じ 
て居る，詰0大正三年度ょ〇ほ、段別に於て三刚三 
分， 量目に 於て 三 割を 減じる と 云 ふ現况 になつ て 居 
る. そこで 此の 如く 段別 も 非常なる 減を 爲した と 云 
ふ理甶 ほ 何で あるかと 云へぱ ，要するに 一方は 益々 
物價が 騰貴です、 詰り 畑作 物の 大豆 小豆 •陸 稻 ，其 
他の 一般の 農作物が 非常なる 栽 騰を讎 したのに 拘ら 
ず、 葉 煙草の t'i 段が 之に 伴 is ずして W だ R'i かなる « 
上の 狀况 であるから であります. 今 之を 十 苹前の 明 
治 四十 二 年から 大正 六 年 迄の、 l M' E 常り の {11 格を 
調べて 見る と 云 ふと， 是 ほ 決 37 でございます •四十 
二 年の 一貫 目當 〇の賠 惯俏 格が 九十 四錢四 一 ST 大正 
元年に ほ 一圓 十三 錢四胆 •大正 二 年に ほ 一 圓二 十 - L- 
錢六厘 •大正 三牢度 が I 圓四錢 、六 年度に なり まし 
ては •少し％ 加して 一 圓二 十錢 四 1®: であります、 {)[•• 
ながら 大正 二 年の それに 比すれば、 に 於 
て 七 錢二厘 から 廉い ので あ 〇 ます‘ それで 大正 七苹 
度の見込 |3; 1圓三十五錢七 )11( ,之が二年度の決翦に 
比して 随か八 錢一厘 高い 丈で ある •外の 物® (X :-/?: 割 
或は 十 WJ の收 酸を 農事 上 得つ、 ある にも拘らず、 此 
煙草 耕作に 於き まして ほ、 大正 二 年度の 決筘と 殆ど 
同一の 收入 ょ〇煜 能 ほざる 現 况で ございます からし 一 
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て* 耕作 段別の 年々 減少す ると 云 ふ ijv も、 15 際に 於 
て 無理なら ぬ 事で あらう と 信じます、 それの みなら 
ず， 煙草 耕作なる ものが、 宵 廳の干 涉所調 檢资 收納等 
に 非常なる 手數 と ifi 雄を 要します からして， 同じ 利 
益を 以ては 農 W が 之を Mi ふの も 亦 常 然で ございます 
故に 本年度 洩算は 純益 六 千 六 百 览 —— 大正 七 年度の 
钺菇は 六 千 六 71 萬圆で あります けれども •今日の 儘 
で 放 粜 して fa きましたならば •到底 國家が 豫定の 歳 
入を 得る ことが！ f 可能で あると 云 ふこと は， 此處に 
略々 觊言 する ことが 出来る と 思 ひます、 其 場合に 於 
きまして •如何にして 之を 救 濟す るかと 云 ふこと に 
なります と 云 ふと、 賠似似 格を 上げる と 云 ふ、 詰り 
一貫 目 一圓 三十 五錢 七厘 當り を， 之を 是れ 以上に 上 
げると 云 ふこと が •  M も 捷徑で ございませう けれど 

も* 卯し 中々 矜品な もので ない、 W な がら ^ fif 局は 

此 is 草の 問題に f-J- ては， 今年度 内に 於て 何とか fla 上 

の 方法を， 講じなければ ならぬ もので あらう と 思 ひま 

す •それと M 時に 此葉 煙草 耕作 人が m 織す る， 葉 煙 

荩餅作 組 なる ものに 向つ て、 03 家が H1 常の 交付金 

を 下 fj すると 云 ふ ？ if が、 一方 as ffl 命を J- げると同時 

に 耕作 上の 方に 於て 常 然執 るべき 所の 處闹と 信ずる 

ので ございます、 そこで 紐 合の 事 粲は どうで あるか 

と 云へ ぱ •此 組合の 事業に 對 して ほ， 何等 法律 或は 

命令 •かご ざい ませぬ、 併しながら 大藏 省が 此組 合に 

對 して 一種の 准 則を 示して pr る， 其 準則に 依て 行 地 

方に 於て 耕作 組合が 組織せられ たの V あります， 其 

琪業は 何で あるかと 云へ ば、 詰り 「燁 草 耕作 ノ改良 

發達及 法令 違反 ノ预 防ヲ圖 リ併 セテ 耕作 及 納付 上ノ 

便益 ヲ® ル， ヲ以テ 目的 トス」 と 斯う S いてあります、 

即ち 煙草 3?s 设事槊 に 於て、 政府の 機關 として 今 日に 

於て は 一日 も缺 くべ かざる ものに なつて ^ るので ご 

ざいます、 そこで 此摁 關に對 して 國家が どう； K ふ 補 

助を S して あるかと 云へ ぱ •今日まで 少しも 補助 も 

何も 無い ので ございます， 一方 國税 の徵收 に付き ま 

して 國 家ょり 市町村に 對 L て 百 分の 二の 联 扱 交付金 

及び 令 ® 一枚に 對 して 二 錢の 下付金を 出して 居る の 

であります、 尙乂拗 物 組合に 對 しましても 過般 提出 

されました る 法 fit に 於き ましては 州 常の 補助を 支出 

する の 案が ございました、 勿論 lit の 案は 木 ir に 於て 

否決され ました けれども、 併ながら 此交付 金の 問題 

は 本色に 於いて： ?,' 決する の でな くして、 他に 織 

j 物税 法改正の 勘に 於いて： 个 №1 の £5 が ある 故 ir 同時 
久® 米 大分 rrrl 鉻 范 趄設 に關す る郄菡 案 


に 否決す るの 巳む を 得ぬ 運命に : »f. 至つ たので ありま 
す、 詰〇此 織物 組合に 向つ て、 相當 交付金を 支出す 
る ことは •本 if が 一一 三度 纽韻 案と して 提出した こと 
に 承知 致して 居ります* 此の 意味に 於き まして •詰 
り 市町村 役場に r*!I つて 國稅の 交付金を 交付す る、 及 
び 織物 組合に 向つ て 交付 盗を 交付す ると 间樣 の® 味 
に於きまして.您煙草堞賣事業に於て，一日も缺く 
ベから ざる 機關 に對 して •國 家が 相 當の 交付金を 下 
付す る ことほ、 最も 當然 であらう と 信じます と 同 ll.1? 
に、 今日に 於き まして，* 等の 方法を 以つて 耕作者 
を 松 遇する にあら ざれば、 葉 煙 苺 耕作は 成は 全滅す 
るの a 境に PH る ことなき を 保し 難いので あります" 
此の間 題に 付きまして 聞く 所に 依れば •政府に 於き 
ましても 織物 組合に 交付金を 下付す る 法律案を 編成 
する 當時に 於いて、 大藏朽 部内に 於て 問題に なつた 
さう でございます、 併ながら 何 か 法 规上 の關 係より 
どうも 今日 直ちに 下付す ると 云 ふこと ! 3- fll 来ない と 
云 ふの が SI m になつ て逍憾 ながら 大正 七 年度の 豫算 
に 編入に ならな かつた かの 如くに 聞いて 居ります、 
成程 今日の 法律の 儘では 交 f-J' 金を 下付す ると 云 ふ 事 
が 01 來な いとすれば， 相當法 律 命令の 改正を 爲して 
而 して 交 fl 金の 下付を すると 云 ふことは、 國 家の 爲 
すべき 事で あらう と 存じます、 其 金額に 付て 如何と 
蹈みれ ば、 私の 調べました 範圍に 於き ましては、 各 
地方に 依て 組合の 負 擔の 金額を 異にして 居ります け 
れ ども •一段 步に 付て 五十 錢位 であらう と 思 ひます 
詰り 大 牿彐 萬町步 と见 まして 十五 萬 圓の 金を K! 草 恩 
寶の 特別 會 計より 支 ui すれば 足りる のであります、 
御 承知の 通り 大正 七 年度の 煙草の 專 K の 收益ほ ，六 

千 六 百 萬 圆であ ります、 此屮 より 十五 萬 圓を茭 m し 

て 耕作の 獎動 ‘收 入の 監督， 及び 谷 犯則の 自戒を 爲 

さしむ ると 云 ふ 事 ほ、 a.: I:  1 々ほ 當然爲 すべき 事と 存じ 

ます， どうそ 諸君に 於 かれまして、 小に して ほ 耕作 

人に利益あり、又大にしてほ、國家の經常歳入の六 

分の 一を 占めて 尻る 所の、 此專賣 事業の 基礎た る 葉 

煙草 耕作 yf 業に 對 する 補助に 付て、 十分に 御資成 あ 

らんこと を 希望 致します。 

〇 岩 崎® 君 木 案は 議長 指名を 以て、 特に 十八 名の 

委員に 付託せられ むこと を 圍 みます。 

0 謎 長〃 大岡 育造； S〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議 <3: あり 

ませぬ か。 

c  r ffi . 誠な し 3 ?議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

鍅道趄 設に關 する jail 議案 


〇詆長 (犬 岡 育造 君〕 御 奴 議がな ければ， 翳 i< 指名 
十八 名の 委員に 付託す る 事に 決します —— 日程 第 十 
九、 久留米 大分 問 鐵 适 趄設 に關 する 建議案 —I 提出 
者 一宮 房 治 郎君" 

第 十九 久留米 大分 間 鐵 ial 纽 設に關 する 建 
識案 c 元 田駿君 外 三 r. 提 /I} ) 

久留米 大分 間 鐵道建 設 に關す る沌 議案 
久留米 大分 間 鐵道 建設に 關する 建截 
一福 岡縣 下久留 米ょり 大分 縣下 日 Fil 及 森 町を 經て大 
分に 至る 鐵 沿 

右 ほ 九州 大分 北部を 縦貫す る ll'i Ijv 上產業 上 極めて 
重要なる 鐵 逍 なる を 以て 政府 ! 3; 速に 相當の 措置を 
採り 其の 建設に 藩 手せられ むこと を 朝む 
右 a 戴す 

〔一宮厨治郞君登檀〕 

一' 拍手 起る 一 

〇 一宮 房 治 郎君 久留米 大分 間鐵道 敷設に 関する 建 
_ 案の 趣旨を 極く 簡單に 申 述べます、 此の 建“ 韻 案 it 
旣に數 年 前に 本會議 に 於き まして ■滿場 一致を 以つ 
て 可決され た 所の 建議案で あります， 又鐵 逍院に 於 
きまして •旣に 其の S 測を されて 屛る錄 道で ありま 
する が 何 か 豫算の 都合 上、 まだ 今日 迄 其の 敷設に 從 
事され て 居ない 鐵道な ので ございます、 其の 趣旨 ほ 
極めて 簡® でございます、 詰り： 虫 事 上 並に 經濟 上、 
此の 鐵道ほ 甚だ 急設を 要する と 云 ふこと なので ござ 
います、 此の 鐵 道の兩 端に 成ります ところの 久留米 
は、 御祇 知の 如く 肺 團 所在地で ございまして •又 他 
の 一方の 終點で ある 所の 大分は’ 九州 東海 痒に 於け 
る 最も 交通 —— 我 商業の 中心た る大阪 其の 他と 交通 
上 M も 良港を 有する 所の 土地で ございます 、詰り 良 
港で ございまして •又 湖戶 内海の 銷鑰と 致しまして 
又 太平洋に 面して 海防 上 最も 必要なる 土地で あるの 
であります、 此 海防 上 最も 必要で ある 所の 大分 方面 
と •肺 團 所在 J'UJ である 所の 久留 米を 連結す ると 云 ふ 
事は、 帝 國の阈 防 上に 於て 最も 急務で あると 私は 信 
ずるので あります のみならず、 其 沿線の 大分 縣下玖 
珠郡森 町に 於き ましては、 九州の 十八 師幽及 h 二師 
園、 進んで は 下の 關に 於き まする 所の 要塞 砲兵 其 他 
の 演習 地が ありまして •最も 九州に 於け る 軍事上 必 
要なる 地點 となつ て 居りまして、 此 等の 師 M が 毎年 
代る<  此土池 に 演習を やつて 居る と 云 ふやうな 次 
第で ございます、 平時に 於き ましても 亦 國家 非常な 


る 場合に 於き ましても •此鐵 通 の堪事 上 急設を 要す 
ると 云 ふ 事 ほ •是で 明かなる 事實 でございます、 又 
產業 上に 於き まして ほ、 久留米 は 御 承知の 如く 北 九 
州に 於け る M も產業 上重俾 なる 土地で ございます、 
r が 此久 fi 米から 致しまして 海港に ., J.} まする のには 
迂曲して 福 岡 門 rrl 其 他に 出なければ なり ませぬ ので 
海陴の 連絡 設 術が 今日で ほ 甚だ 不便で ございます* 
之を 吉々 が 今 建議して !:• ります る 所の久 留米 からし 
て， 大分 K 下毅 を經て 大分に 通 絡を する « になり ま 
すると 云 ふと， 大阪其 他に 對する 交通が 甚だ 便利に 
なりまして •運 餡 其 他に 於ても 非常に wi 利なる 地に 
—— 久留米 及 北 九州の 久留米 附近の 地 ほ 便利を 受け 
るので あります のみならず， 此鐵 道の 經 過の 土地で 
あります 所の 大分縣 下の 北部 ほ>  所謂 九州に 於け る 
水力 雷氣の 中心地で ございまして， 產業上 最も m 嬰 
なる 地位を 占めて 居ります、 又 大分 縣下 大分 市；！ r 
最近に 於け る 非常なる 水力 其 他の 事業が 勃興して 參 
り まし. て、 現今 福 岡に 於き まして ほ、 旣に動 力の 餘 
裕がな いので ございまして 、福 N 附近の 產業ほ 今や 
將に此 大分に 移らむ として 居る ので ございまして* 
而已な らず此 電力 事業 ix 悉く 福 岡と 大分とは 密接な 
る關 係を 持つ て 居りまして •此兩 地を 聯絡す ると 云 
ふ 事は、 產業上 非常に 必要な 事に なつて 居る ので ご 
ざいます •勿論 此鐵埴 の 敷設に 付きまして ほ •沿線 
に 闲難 な 土地 も ございます からして •多少の 經® を 
要する itf であ 〇 ませぅ と 思 ひます が， 軍事上 經济上 
斯る 有利な 土地を 結合し •又 其經 過す る 地方 ほ 繁榮 
.なる 11!! 方が 尠くな いのであります からして、 鐵疽營 
業 上に 於き ましても 決して 悲觀 すべき 狀 態で (i ない 
ので ございます、 斯 る重耍 なる 鐵道 でございまする 
から 致しまして •成べ く 速に 政府 ほ 之に 薪 手せ らる 
、やぅに、 滿場 諸君の 御冏 情を KI ひます (拍手 起る) 
0 岩 崎 ®! 君 本案 ほ 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ むこと を朗 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 码崎 君の 動議に 御捉議 ありま 
せぬ か。 

〔「 異蕺な し」 と 呼 ふ 者 & り〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御與 _ がなければ、 本案は 議 
長 指名 九 名の 委員に 付託す る 事に 決します I U 程 
第二 十、 鐵道 建設に 關 する 建 « 案 —— 委員長 根本 正 
君。 

第二 十鐵道 紐 設に關 する 建 8§ 案 (根 木 正 
五一 七 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


鐵道 建設に 關する 建 蓮 案  _ 

君 外 ？ n 名 提出： >( 委員長 報吿) 
〔根本 正 君 登 把〕 

〔拍手 起る J 

〇 根本 正 君 諸れ， 鏺逍 建設に 關する 建 SI 案の 委員 
會の審 杏 及 結果を 御 報 !* f 致します ，本 ? g 議案 ほ 水 戶 
ょり 郡 山に 達する 鐵 道でありまして， 委員 fr に 於て 
ほ 四 回會を 開きまして •政府 委員 も 出席され まして 
十分に 審齑を 遂げました、 此の 鐵 道の 初めの 方の ' I' 
勝 田大宮 と 云 ふ 間の 中の •管 谷ょり 大宮と 云 ふ 所が 
私設 鐵 道に 許されて あります、 故に 審査の 結果， 水 
一！ 一と 云 ふ 文字を 大宮と 云 ふ 二字に 變更 致しまして" 
即ち 修正に なりまして •滿場 一致を 以つ て HJ 決に 
なりました， 政府 當 局に 於き ましても •本 越 翳 案に 

對 しまして ほ 尙ほ此 上の 審査の 上 夫々 手續を 運びた 

いと 云 ふ 1C 味を 申されました、 而 して 本 建議案に 就 

きまして は. 四 回 も 港 査の爲 に會を 開きました から 

十分に 御 報吿申 上げたい 謅で あります けれども •議 

長の 御 許しを 受けて 私が 此腐で 御報哲 しやう と 云 ふ 

要點は ，却て 速記に 殘して •皆 <i が 綏 くり 御 覽にな 

つた 方が 宜か らうと 思 ひます， 唯一 言 附加 へて 置き 

たいことは， 此 建議案の 線路は 大正 四 年の 五月 一日 

に 於て、 鐵道院 が 敷設すべき ものであると 云 ふこと 

を： R 報で 公吿 をした にも拘らず- •同月 一一 十二 H に 於 

て 之を 取消した 所の！ 大 間 ! II があります、 此 事に 就 

きまして 政府 委員に 質問して 見ました 所が、 前內閣 

の 時に 質問した 時分には •其 月日は 申し ませぬ でし 

た •前當 局 者に 於て は此 質問の 時分に， 出願の ない 

中に 何故 質問を した かと 云 ふ 答 辯で， 其 時には 月日 

を 表は しませぬ でした が •此 度聦 きます と， 大正 四 

年 五月 十二 日に® したのに 對 して •十六 日の 答 辯 

には、 出願 中で あると 云うて， 前 内閣の 常 局 者は' 答 

辯を した、 即ち 强辯で あつたので あります •此 度 K 

きます と •出願の 鐵道院 に 著しました のは •五月 二 

十二 日であつた •して 見れば そこに 十日 間の 間が あ 

ります } tr の ^ ■き 事に 就きましても •應 答と 云 ふこ 

とを 玆に申 上げる と-却て 諸嵙の 貴重なる 時間を 費 

します から. 其要點 も 重大なる 關係 ある 間 題は 速記 

に 移す ことにします から •滿 場の 御 質 成を 得て-本 

建識 案は 速に 可決 あらむ ことを 希望 致します。 . 

(參 照〕 ■ 

『0 委員長 (根本 正 君〕 是 より 鐵道 建設に 關 する 建 

議案の 委 员會 を 開きます、 本案に 付きまして ほ 私が 


旣に本 會で其 理由 ほ 述べました 通り •大正 四 年度よ 
り始っ て， 大正 八 年 迄に 此水戶 より 郡 山 迄の 入口た 
る 所の 勝㈩大 宮 間の 十三 哩と云 ふ もの ほ、 此五箇 年 
間に 完成す ると 云 ふこと になって 居る のであります 
其 起原と 云 ふ もの ! i ■第二 十七 P 會の P 事 速記 錄に 
も明跄 になって あるので •此 線路の 取 北に 於て 最も 
m 大なる ものである， 即ち 水戶 より 大 •»• を經て 山形 
大子 、棚 倉、 石 川、 淺 川を 經て郡 山へ 行く と 云 ふ 線 
路で あります、 此線路 に付きまして ほ 明治 四十 四 年 
に 於き まして， 委員 會に 於き まして •即ち 此議 事錄 
の第五類第六十號で、即ち明治四十四年三月十三日 
の 委員 會に 於て、 此 委員 會を 開いた 時に， 即ち 時の 
副總裁 平 井 晴二 郎君が 此 所に 明言され て ある 「全 ! i 
此線路 と 云 ふ ものは •鐵 道院に 於き まして 郡 山より 
水戶 方面と 云 ふ もの ほ 必要な ものであると 云 ふので 
此白河 から 棚 倉を 經て高 萩へ / 1; る 線路と 云 ふ ものを 
一度 調査を した ことがある •併ながら 今 根本 射から 
御 話 も ありました が， 此 線路 (X 餘〇滿 足なる もので 
ない」 即ち 此高 萩の 方へ 行く のが 滿足で ない、 斯う 
言って 居る 「然るに 之を 棚 倉から 水戶に 直行 させた 
いと 云ふ考 であります」 即ち 此建議 の 適當な る こと 
を 明 W された 「今 根本 君の' 御 述べに なりました 御 趣 
意 も 一方 速成と 云 ふこと が 御 ? fi 望であります、 是の 
趣 窓と 云 ふ もの ほ 政府で も 認めて 居る が， 尚 ほ此度 
の 建議は 速成を 御希圍 になる •此點 に 付て は 政府 も 
今 Itl 上げた 通りであります から， 近き 將來に 於て 此 
線路を 調存： する 考で あります •無論 ) 3. 對を しないの 
みならず 同意で ございます」 斯う 云 ふ 風に 至極 此線 
路ほ 必要な ものである-物 產は實 に 農產 物で 種々 樣 

々なる 農產が 出る、 殊に 此邊は 一! 草が 名 地で 旣に御 

料の 煙草 も 出る •或は 薪炭 鑛 物と 云 ふやうな ものが 

m るので •政府が 是非 架けなければ ならぬ と 云 ふこ 

とほ •明治 四十 四 年に 鐵道院 に 於て， 最も 誠心誠意 

公平なる 職務を 執られた 平 井 君が 此處に 明言され て 

あるので あります-故に 一通りの 調资 でな くして， 

明治 四十 四 年に 於き まして 平 井 君が 此處に 答 辯され 

て， 間もなく 時の 技監 今の 工務 局長と か 云 ふ 者， 其 

上に 居る 鐵道建 設に 付て 最も 幹部に 當った 石 丸 重 美 

君が あつた •此方が 自ら 出張され て 水 戸より 郡 山 迄 

と 云 ふ ものを 通つ て •さう して 此 平の 方へ 拔 けて’ 

凡そ 一週間 程掛つ て 風雨を 闻 して 自から 踏査され た 

其 結果 實に平 井 君が 豫 て翳會 に 於て 答 辯した， 證明 


したのみならず、最も大切なるものであると：：4ふこ 
と if 其 時の 技監の 石 九 fr 自身が さう 云 ふこと に 思 
ほれて-それより 此測盘 と： V； ふこと が 姶つた •それ 
が 大正 一年 二 年と 云 ふやうな 頃に， 一度の みならず 
二度 迄 も測覚 をして •さう して 此線路 の 益々 大切で 
あると 云 ふこと' か、 第二 十八 諮會に 於き ましても、 
政府が IOJ じ やうに 此處に 答 辯を されて あるので あり 
ます， 其 時の 政府 委員 (X 矢 張 平， 井 君と 山之內 一次 君 
であります •山 之內 一次 君の 答 辯の 屮にほ 「此 水戶 
から 白 河 若く 13: 郡 山 附近に 參る鐵 道は、 線路 網に も 
掲げて 置きました 通りで ある •多少 小さな 比較 線 ほ 
あります が •比較 線路 も 色々 調べて 見た， 水 戸よ 〇 
郡 山 方面に 至る 鐵道ほ 敷設して 然るべきで あると 云 
ふことほ、政府に於きまして考へて居る’昨年來鐵 
道 網に 入れて 居ります、 而 して 唯今 根本浥 の 御考の 
通り 測量を 致します から、 實ほ」 云々 と 斯う 云 ふ 風 
に 第二 十八 議會に 於ても 明言され て あるので ありま 
す、 それから 其 後 又 大正 三年の 第三 十一 識會に 於て 
も， 是ほ政 府 委員で 其 時の 鐵蒗 院總 裁で ある 味 次 竹 
二郞君 が， 明瞭に 玆に 答へ て あるので あります、 色 
々あります るが 「今 申 上け る 5n く 一定の 豫算 の範園 
内に 於て 遂行 致す 考で ございまして， 隨て一 も 新 事 
業と 云 ふ ものは 耍 求 致して 居り ませぬ •唯々 併し © 
何 鐵道費 の 中で 豫 » の 許す 範圍內 に 於て •幾分 新 線 
路の實 測を 致す 考を 持つて 居ります， 是迄旣 に 決定 
されて 居る もの、 外に， それは 大曲盛 岡 間 •野邊 知 
大湊間 •米 子 野 村 間， 烏収智 頭 間、 それから 北海道 
の 音 威 - 7- 府の椭 內間 .留册 と m 毛の 間 ■山形 縣の山 
形 左 澤の間 •靑森 縣の河 邊 木造の 間 •それから 髙知 
縣で山 田と 高 知須 崎の 問， それから 茨城 縣 で大宮 と 
勝 田の 間 •是 丈は 御覽の 如く 甚だ 窮屈な 豫算 であり 
まして 何れ 當局 者と 致しまして ほ 大正 四 年より ffi 當 
の計畫 を 立て、 進行になる やうに 希望を 持つ て 居り 
ます」 斯う 云 ふこと が 書いて あります* それから 其 
外に も愍 々大正 四 年と なつて， 總豫 萬の 中に も郎ち 
此 輕 仲 鐵 道の 旣定と 追加と 云 ふやうな ものが， 玆に 
豫算の 中に 現は れて 居ります が， 御 承知の 通り、 此 
輕 便 鐵道ほ 政府の 手心を やる と 云 ふやうな こと も 出 
來 るので あるから して >  斯 の 如く 明治 四十 四 年 以来 
建_が出 て， 其 度 毎に 政府は 賛成を して、 大正 四 年 
から 始 つて 大正 八 年 迄に ほ 是は 出来 上る と 云 ふ 計 3!f 
であつ たのであります、 然るに 此 大正 四 年に なつて 
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出來な くな つた， それは 本 付で 申しました 通り. 時 
の 總 裁の 添 田 君が 之を ' I1 止す る ことにした、 共 ^ の 
五月 一日に 於て 仙石璁 裁 ほ 房 璁拟で や ■ •? せる ことが 
官 V1J に 告示に なつた ■然る に 六 © n: ts に 於て 念に 止 
める やうに なつた •是 は 大隈内 [HI でも flll f l tr c - li'f fc 
迄 (i やる ことにして あつた、 何故に 延期され たかと 
云 ふと、 之を 水戶 鐵逍に 許可し なければ ならぬ と 云 
ふ 事 H であるの です •其 水戶線 が 水戶郡 山 線を 金 部 
するなら ば 京し いが， 勝 田大； r'-v 間 十三 哩餘の 铊 屮で 
菅谷大 宮 と 云 ふ ffi に 其 一 部分を 許す、 是は 即ち 添 田 
君が未だ願暫も出ない、願 !1} が大正三年十二月二十 
一日に 出て •さう して 之を 許す と 云 ふの ほ 前から や 
つて S つた •斯う 云 ふ ® に 不利 合な 線路で あるので 
あります から、 現內閣 に 於き ましては 斯の 如く 理山 
の ある 事を 能く 御調 St になつ て •速に 元の 見込の 通 
り 起® ほ 何れと しても 水戶 から 郡 山に 達する 線路を 
速に 起工され たいと： K ふ -® 譏であります、 私は 茨城 
縣の一 部を 説明す る ことで ありま ^ から， 福 島 縣に 
關 しては 提出者の 一人ょ 〇 詳しく IJ-f 惝を申 述べて 其 
上に 政府の® 意見 又は 委 M の 御 質問を fco ひたいと 思 
ひます』 

『0 石 射 文 S; 郎君 此福島 縣の 方は 水 戸と 比較す る 
と哩數 が 長い、： _. 分の 二は 福. l-i 縣に齡 する ので あり 
ます， 此地 方は 國道が 東北 本線に 指定され ない 以前 
は •矢 張 此方 面 も W 道！： 棟に 父 通‘ 州 繁で ありまして 
又 昔 ほ 東北 方面の 大名 ほ 此方 面の逍 を 能く 通行した 
ものであります、併し_道が苋北木線に沿うて指定 
されました 結果* 縣道 になり ましたが、 m 路の沿 革 
及 沿線の 物資から 云 ふと •中通りの 本線と 繁 榮の锃 
度は 之に 讓 つて fr り ませぬ、 今 H 鐵逍が 屮 通りに な 
つて‘ 此方 面は 51 れて參 り 又 物 產も袈 退す る帕 にな 
りました •此方 面の 物產ほ 久慈川 沿 焊の 穀類， それ 
から 八 _ |]| と 云 ふ 東南 北 二 十五 六 m ある 山が ありま 
す、 此山麗 には 悉く 鑛山 がありまして •昔は 山節佥 
體に鑛 山が 開けて a' 7 ら金銀 を產 して fel りました， 近 
來交通 不便の 爲に 運輸に m 難を 感じまして 場所に (A; 
ては 日立鎩 山の 煙突が 兑ぇて 居る 所で も、 駄馬で 數 
十 W. S る やうな 不便が あります、 そこで 收 si A fn ij 
ない ので 僅か 十二 = の 鍋 山の 絆 營 をす るの みで あり 
ます-併し全體を通じて十四五甩の間にほ，試掘採 
掘の 特許を 受けて 居る ものが 澤山 あります から*: 
度鐵 道が 敷設せられ たなら ば、 此方 面の 鋤 物 も 採 御’ 
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されて 事榮も 起る と M ひます、 それから 白棚羝 道が 
三 四 年 前に 出来ました が、® 送 力の 不 P 分なる が S 
に if 炭 さへ m せないで、 豫 期の 鑛業が 開けない、 段 
々白 棚 線の 終點 から 水 戸の 各地の 村落に 掛けて 石炭 
が 近來發 見され まして、 一一 三 箇所 狸 堀 riij 樣で掘 て 居 
ります •是も 交通の便が 開ける と 多大の 產額に 上る 
と M ひます •それで Isa 面で 御 ? 2 になつ て も、 常 磐 線 
と 仲 通りの 本線との 間は 餘 程あります ので， 其 間に 
今日の 所、 荷車 も 道路が 不完全で 通らない ので 駄馬 
で 轍 送を する 形に なつて 居ります、 此 地方は 不幸な 
境遇に 居ります から、 之を 一度 開通す ると •雅想 以 
外の產 物が 搬出され ると 恐 ひます、 尙ほ鐵 道 院の人 
々の 話を 贈く と、 此線路 は 相 當收褪 の ある 線路に な 
つて 居る と 云 ふこと であります から， 此際 皆さんの 

御 孖成を 得て， 又鐵 道院の 方で も 是非共 敷設され む 

ことを 希 E3 致します。 

『0 鈴 木錠藏 君此纽 諕 案の 内界 及 根 木 君の 御 說明 

を 以て 見ます ると、 勝 代の 内閣 及鐡 泣 院が 之を 必袈 

と gg めて 居る、 _ 々前 內閣に 於て 添 田 氏の 時代に 於 

て • 僅 か 六® 月 前に 必耍と 認め •六简 A 後に 不必要 

と 1® めた、 それが 爲に此 線路が 添 田 氏 時代の 方針を 

锻 承して 政府が 之を 計 J!E される、 斯う 云 ふ 風に 見受 

けます が、 要するに 或は 此水戶 から 太 田 乃 至大 宮 に 

至る 私設 線 もあります、 其 他 或は 白 棚 線 も ある •さ 

う 云 ふ 私設 線に 競爭 線と なる が爲に 、之を 設計され 

ない のか、 或は 現在の 鐵 道 院に 於て は、 歷 代の 内閣 

が必耍 と 認めた のを 所謂 他に 比して 左程 必獎 でない 

と 18 めて 3? 手され ない のか、 此二つ の！ 一を 伺つ て 見 

たいと 思 ひます』 

『0 政府委 M 中 村是公 君〕 此鐵 道 の 沿革 ほ 先程 委 

fl 長から 御 話に なつた やうな 經過 になつ て 居ります 

ので、 大 fs 勝 田から 大宮 までの 線路は， 水戶鍅 适 を 

® 斷 して 輕便鐵 疽 で やる と 云 ふので、 豫算も 一旦 組 

んで あつたので あります， それ も 事 ® であります、 

大正 四 年から 年に 懸かつて 大正 八 年度で 終る 事 

になつ て 居つ たのです ，それを 水 戶鐵通 に菅 谷から 

大 {a までの 線を 許した、 大 { H から 郡 山へ 至る 迄の 線 

路 ほ 是は まだ 計蕺ほ なかつ た •大 BS の 水 郡 線と して 

は 結局 必要で あると 云 ふ 都は •其當 時 認めて 居つ た 

ので ありませ うが、 差 當りや るのは 大宮 迄であった 

それから 先の 分 ほ まだ 計 迸が なかつ た、 所が 赍谷か 

ら大宮 迄を 水戶鎊 通に 許した から •此計 迸を 止めた 
鐵逍建 設に關 する ft! I 謎 案 


のですな、 さう して 現に 是は H 亊中 でありまして、 
今年の 六月が 竣工 期限に なつて 居ります， であり ま 
すから 唯今は 其方 針に 從つ て、 大宮迄 の ものは 旣に 
許して あつて、 工事中であります から、 元の 計畫通 
〇大宮 迄は 出来る のであります が、 唯今では 別に 水 
戶か ら大宮 迄 出す と 云 ふと、 全く 管 谷から 大宮迄 や 
らした と 云 ふ 事が 無意味に なります から、 それで 唯 
今の 計蕺を 遂行して 居る 丈の 事であります、 それで 
大宮 から 郡 山に 達する 迄の 計 班は 今の所で (i ありま 
せぬ •それから 水戶 から 大宮迄 H!. •します と、 丁度 水 
戶線が 太 田から 水戶迄 あります から、 管 谷から 分岐 
して 大宮に 達する と •殆ん ど 同じ もの、 樣にな るの 
です •それで 前の 政府で 許可して やらせて 居ります 
から、 大宮迄 の 事に 付て は 現に 工事中で あり， 又 六 
月には 竣工す ると 云 ふので あります、 水戶 から 大宮 
まで 更に 鐵逍を 敷く と 云 ふ 必耍ぼ ない 铐 なので あり 
ます』 

『〇 委員長 (根本 正 君〕 一； 今 政府で 今年 六月 迄に 竣 

エ すると 云 ふが、 まだ 何も - 「レ ー ル」 などは 菅谷 

にある 丈で斷 然 m 來な い、 いつか 出来 るで せう、 之 
を 許した のは 今の 常 局 者は 是は 何も 御 承知がない の 
だが • © に不都 <c な ものであると 云 ふこと に W はな 
ければ ならぬ と 云 ふことは、 何 萬 圓と云 ふ ものを 掛 
けて 福 島の 郡 山に 架けた ものを， 安田 某の 屬 して 居 
る 所の 水 戶鐵道 を 一文 も耍ら ずに 其 儘に 政府 •か 利用 
した、 斯う 云 ふ 事に なつて 居ります、 是ほ實 は 斯う 
云 ふ 事は 言 ひたくない けれども、 其當 時水戶 から 之 
を 始めて 安田に させ やうと 云 ふ もの iT 太 田から 四 
名の 者が 出て 来て 運動した ので ある， 鐵 道と 云 ふ も 
のは —— 内閣の W 記 官長江 木 君の 鹿へ 行つ て、 江 木 

君が 之を 聞いて 其 時分に 仙 石 封が 不在 だから 大園監 

督 局長に 紹介して •之に 行つ て賴む が H いと 斯う 云 

ふ 事であつた、 之には 色々 の魂膽 が あつて、 それを 

見ます と 第一 箇條に 「現在の 水 戸 鐵道を 大宮町 迄 延 

長す る こと」 是は 何も 安田の する 仕事を 町民が する 

必要は ない けれども •さう 云 ふ 事が あるので す、 第 

二に 「延長 計® 同意な き 時は 運動を 以て 勝 田大宮 間 

の 敷設を 全然 防止せ しむる こと 但し 實 行に 就て li 幾 

多の 方法 あるへ しと 雖も 15 用を 要する 多大なる へし 

太 田民柑 當の費 W を惜 まさる も 安田 家に 於て 相當經 

费を茭 出せられ 度 こと」 斯う 云 ふので す、 第三には 

「第一 第二 共に 不同意なら は 水戶鐵 道を 相當の 俏 格 


にて太田町民に_與せられたし」と斯う云ふことで 
是は 一方に I 进 ほ 大正 二 年 二 月の 事で 選擧 の眞最 
中の 時分に 鐵道院 へ 行つ て此許 可を 受 くべき ものを 
鐵道 院に槪 接に 行かないで 內閣 爵記官 長を 賴ん だ、 
內聞 》記官 長は 時の 鐵道院 の 大園封 の 所へ 行つ て、 
大園君 と 添 田 封と 江 木 君と 三人が 協議を して-前 計 
斑 を 妨げた と 云 ふことは 1JI S であります、 繪阚で 見 
ますと 傍の やうであります が、 屮 々遠い ので ありま 
す • 随 か 八十 哩に對 して 八哩 丈した から 後は 構は ぬ 
と 云 ふやうな ことは、 現在の 當局に 彼此 言へ ない と 
云 ふことは 明かな ことであります が、 是から 先は 矢 
張 政府に 於ても 何處 其處に 幾ら 掛 ると 云 ふやうな こ 
とは， 鐵道院 の 調べ も 持て pr る こと、 思 ひます が， 
今は 高くな つて 居ります るから ■斯う 云 ふ ものでは 
出来 ませぬ でせ うが •勝 田から 大宮 ，其 先へ 行く と 
云 ふこと ほ、 先達 も 私が 申しました 通り.. 大宮 から 
大子 、大 子から 棚 倉、 棚 倉から 淺川郡 山までは 造つ 
て 居ります、 であります から 最初は 是で あります が 
吾々 は 詰り 郡 山に 行く 方面であります るから、 大 宮 
から 大 子を やつて —— 水戶 から やつて 是も 比較 線が 
出来て 唐り ますが、 是は水 戸の 上 市を 通つ て大宮 に 
出て、 此 處に來 て、 之を 以て 菜 北の 開 發八酵 山の 開 
發は國 家の 重大問題であります 、茨城 縣の大 子から 
棚 倉に 行く と， 東 館と 云 ふ 所があります、 其邊に 行 
きます と 米 利 堅 粉が sg 米 利 加の 方から 白 河に 來るも 
のは 白 河から 十 里 も 先に 行つ て 又 十 里 も 引返して、 
日に 四十 ffi 宛 も 損を して 3 J る •百 五十 車 位の ものが 
行 過ぎて 仕舞 ひます、 此鐵 道の 建議案は 誰が した か 
と 云 ふと 北海道 選 U1 竅員に 白 石義 郎君と 云 ふ 人が あ 
つたが、 此方が 福島縣 の 御 出生の 方で、 今 石 射 封の 
巾され た 通り、 訊 議にな つたの みならず， 此所 には 

網 戶 - 磁器 陶器に する 土が あります ので、 それを 

佛蘭 西で 買 ほうと 云 ふけれ ども、 其の 土を 白 河を 經 
て 行く と 矢 張 一日 四十 哩も餘 計に 行きます るから. 
注かぬ と 云 ふので， 白 石義郞 君が 明治 四十 四 年に 熟 
心に なつて §1? を 立てた、 私 も關係 があります から 一 
所に やりました が、 さう 云 ふ 問題で あつたので あり 
ます』 

『〇 委員長 (根本 正 君) 尙ほ政 府當局 者に 申 上げて 
置きたい のは、 此事柄 は 令； 體御兩 君 共に 餘り御 承知 
のない ので， 其 不都合 {X 前任者であります から、 是 
非 一つ 是 等に 構は ずに 本案を 賛成す る 事に 致したい 


前當局 者の逍 方の不 郝合だ と 云 ふことは 、官報に 迄 j 
出た のであります から それ (3: もう 明かな 事で ありま 
す、 御 調査になる としても、 餘程其 通は 御注意に な 
つて 戴かない と、 K だ 其 地方の 發展に 害を する のみ 
ならず、 場合に 依れば 如何なる 事を 茲に 質問を せむ 
ければ ならぬ と 云 ふ 場合に もなら うかと 思 ひます， 
それで 伺つ て ffi きたいの ほ >  最¥ 過ぎた る 事で あり 
ますが •水 戶鐵 道の / ii 願が 鐵逍院 に來た 日を 前內閣 
に 問 ふたの. でありました が-所が 其 日に 付て はとう 
< 答 辯が 束 京 府に來 た 日で ある、 茨城 縣に 行つ た 
日で あると 云 ふやうな ことで-とう < 鐵道院 に來 
た 日に 付て は 答 辯が 無かつた のであります、 是ほ運 
に 可笑しい 話であります ■吾々 前 議會に 於て 三十 七 
_會 に 於て、 質問した のであります、 輕便鐵 道を， 脚 
許しになる のに •例へ ば 高 知 扣坂 間の 其 利益は ffi に 
四 厘 七 毛， 然るに 水 郡 鐵逍は 政府の 調 にても 利益が 
二分 3T 厘に なつて 居る •それで 僅か 四 厘 七 毛の 所 さ 
へ も、 輕他鐵 道を 御 許しに なつた のです， 其 時は 床 
次 君が 說 明した のを 承つ た •然るに 無法に も此 利益 
の 無い のを 許し •利益の ある 方を 添 田 君が 許さない 
高知縣 にて 四 屈 七 毛の 處 さへ 許して、 ®: 北を 開發す 
る此 線路に 對 して 政府は 其方を 許さない、 それを 破 
つて 仕舞 ふ. fi に是 は： 个可思 議の事 です •是は 今日 御 
答 辯に 及び ませぬ が， 前內閣 の 答 辯に 依る と 調査 中 
と 云うて 居る ノ併し 調査は 疾に 濟んで 豫算に 上る 程 
であります から、 調査す る 必要は ない が •吾々 の 答 
辯に 向つ ては 調査 中で あると 言つ て、 其實 許す， 許 
すと 云 ふ 方針を 執つ たのは 何れ 記錄が あるに 相違な 
い、 なにも si 京 府に廻 つたのを 聞く のでない、 鐵道 
院に來 た 日が 大切であります ■それでなければ 鐵道 
院總 裁が 之を 許す 許さない と 云 ふ 事を 明言す る锗が 
ない、 私® 身 添田君 に 十分 聞いても •彼れ はどう も 
闲る と、 こんな ことを 言うて 居る、 泡に 不順 序 千 萬 
な 譯で 、是 等は 決して 現當局 者が 其引繼 を 守る 必要 
はない と 思 ひます、 其 S を 伺 ひます』 

『0 政府 委員 (中 村 是公对 ) 詰り 受付の 日附を 御 知 
りに なりたい と 云 ふので すな』 

『0 根本 正 君 さう です』 

『0 政府 委眞 (中 村是公 君〕 それ ぢや 後で 調べて』 
『0 委員長 c 根 '/) >: 正 封) 是から 鐵 a 建設に 關す る逑 
議案の 委員 會を 開きます — 私から ~ 應政府 委員に 
御 質問す る 事が あります が — 大隅內 閣の當 時、 即 
五一 九  I  . 
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ち 大正 五 年 二月 十二 日付を 以て、 水 戶郡山 線の 一部 
たる 勝 田大宮 間の H 測を 结 了し >  其設 計 完成し、 豫 
» に 計上した る にも拘らず 、既定 太 線の 起工を 延期 
せんとす るの 理由を W 問した るに 對し •同年 二月 十 
六日 付を 以て：；； r 内 ! H] の 答 辯に te れば水 户鐵道 株式 會 
社に 於てナ .故 数設の 希 切を 有し旣 に 地方 豳を經 由し 
出願に 及びた るを 以て、 政府 {i 右 出願の 當 W を 決定 
する まで (本線の 起工を 延抑 する を 柑 當と 認め たれ 
ばな りとの 答 辯 あり、 斯の 如き 答 辯に 付、 更に 大正 
:/(: : 年 二月 十九 日 f-J- を 以て， 何月 何日 出願 W を 鐵道院 
にて 受理せ しやと 再び 質問せ しに、 時の 政府 (X 手績 
中な りとの 答 辯を 爲し •右 願 « 受理の 月日を 明答せ 
ざり しを 以て、 本願に 對 しては" 全く 添 田 前 總栽と 

安 W 某との 私 義 共謀に 出て、 國利 民福を 顧みざる の 

みならず •法規を 紊亂 せし こと 明白なる を 以て、 更 

に 其詢明 を 確立 せんが 爲 め、 此度前 委員 會に 於て、 

鐵道院 にも 右 願 R の 受付 月日を 質問した るに、 右は 

大正 五 年 二月 二十 六日 也と 中 村 副 總 裁より 明答 あり 

たり、 是に 於て 公然 始めて 水戶 鐵道會 社の 出願 W が 

其 答 辯 當時鐵 道院に 達し 居らざる を 知る、 之に 依り 

如何に 不正 不義の 間に 認可の 手緻を 執られた るかを 

明白に 知る に 至れり、 今玆に 其の 不正 行 爲の理 由を 

述べ、 之に 對する 政府 當局の 意 M を 承る の 必要 あり 

第一 何故 添 田 前 鐵道 院總裁 及大阈 前監瞥 局長 等は， 

未だ 水 戶鐵道 株式 會社 より 鐡道敷 設の 願書を 受理せ 

ざる 十日 前， 即ち 願書の 受理は 二月 二 十六 日なる に 

大正 五 年 二月 十二 日 質 間に 毀す る 答 辯は 二月 十六 日 

付を 以て、 前に も 述べた る 如く、 水戶 鐵道會 社に 於 

て 本線 敷設の 希 5S を 有し、 旣に 地方廳 を經 由し 出願 

に 及びた るを 以て、 政府は 右 出願の 當 否を 決定す る 

迄、 本線を 延期す るを 相 當と 認めた ればな りとの 答 

辯は、 全く 願書 受付 前の V にして、 帝 國_會 を 欺き 

たる 答 辯たり しこと を證 明す るに 至れり、 何とな れ 

ば 未だ 水 戶鐵道 & 社より 願書を 受理せ ざる 十日 前に 

於て、 時の 鐵道 院總裁 たりし 添 W 君は、 如何にして 

會 社が 敷設の 希轺を 有し •  m 願に 及びたり と 云 ふ 事 

を 知り 得べき や、 之を 知りた る ほ 公然の 願書に 依ら 

ば、 暗夜 不正の 私 交 不義の 運 励に 依り、 內諾 認可の 

止 むな きに 至らし めた る ものに あらず や、 斯の 如く 

公文 公議に 依れば， 公事を 私用し •公 檝 を紊亂 した 

るは、 行政 上 決して 許すべからざる 事 也 •况や 僞辯 

を 以て 帝國鹁 會を 欺きた る 答 辯を 爲した る こと 明瞭 


を 得る に 至りて ir H に 言語 荷 gfi の 行政官た りし 者 
と 謂 ほざる を 得ず， 政府 常 局 ほ 斯の 如き 前 常 局 者の 
席 {s' の 答 辯 ありし 事に 對 しては、 從來 相當 の 15 締を 
爲す の必嬰 を 感せ ざる や. 第二、 行政 h 斯の如 き不 
正 行爲の 下に 妨害せられ たる 水戶郡 山間 鐵道 敷設に 
關 して は、 前當局 者の 暴政を 改め， 更に 大宮 より 大 
子 棚 食を 經 、郡 山に 達する 本線の 第一 期 線と して、 
大宮 より 山 方を 經大子 町 迄 速に 起工すべき 計 a を 立 
てべき ものと 信ずる 事の 理由 あり、 即ち 明治 四十 四 
年 三月 十三 日、 時の 副總 裁たり し 平 井 晴二郞 君 ほ、 
棚 倉より 高 萩への 線 ほ 反對 する も 本 建議案 速成の 意 
味には 賛成す と 明言せ り、 政府は 同意 SL なりと 信ず 
る 如何、 第三、 大正 四 年 五 年 六 年の 三年 間に、 私設 
鐵道 敷設 U1 願の 會社數 及 其の 願書を， 鐵道院 にて 受 
理及認 可の 月日を 承りた し、 第 四 大正 五 年 二月 十二 
日 余の 質 間に 對し 、同月 十六 日付 前 內閣の 答 辯に 依 
れぱ 、勝 田大宮 間の 起工を 延期せ しむる ほ、 調査の 
爲な りとの 言な れ ども、 本線に 對 しては 旣に測 量 費 
四千 二 百 M 十三 圓三 十錢三 厘を 支出し •調査 結了の 
ものにして、 旣に 起工すべき 豫算を も 大正 四 年度に 
計上せ し 分に て、 何等 再調 赉の 必要な きは 當然な る 
に、 調査の 理由を 以て 延期した るは •前當 局 者が 恣 
まに 安田 某の 出願に 係る 私設 鐵 道に 許 町せ ん との、 
虛僞に 過ぎざる ものと 思惟す るに 足る •前 當局ほ 果 
して 其 常時 實際何 等 かの 調査を 遂げた る 書類を 有す 
る や 如何、 第五、 勝 田大宮 間 認可 指令の 月日、 及大 
正 四年艽 月 一日 勝 田大宮 間 起工^ 11 71. 第三 十二 號に對 
し、 更に 中止の 指令を 其屬 僚に 示した る 月日は 何日 
なるや， 此 五箇 條の御 答 辯を 得たい、 御 答 辯 前 一寸 

御注意を 願 ひたい 事は， 若し 添 田 大園兩 氏の 一派が 

今日に 殘つて 居りまして、 其 人々 が此 答案に 就き 調 

査を しましたなら ば、 正しい 答 辯は 川 来ない と 思 ひ 

ますから どうか 現 常 局の 信用 ある 屬僚に 依り 御 調査 

の 上、 正確なる 御 答 辯を 願 ひます』 

『0 鈴 木錠藏 君 其 御 質問は 詳細に 渉つて、 而も 五 

項までに 亘つて 居る やうであります から、 政盼 委員 

に 於ても、 即時に 御 答 ほ 六け 敷から うと 思 ひます、 

故に 次回までに 之に 對 する 答 辯を 御用 意な すつ て 御 

出で になつ て、 其 時に 讓つた ら 如何です か』 

『0 政府 委員 (中 村 是公君 〕 さう 願 ひたい ものです 

それを 拜借 しまして . 』 

〇 岩崎勸 君 本案は 委員長 報告の 通り 可決 あらん こ 


とを 希 S 致します = 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 御說の 通り 御 異議 あ 
〇 ませぬ か。 

〔「 異罱な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (太 岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
太 案 li 委員長 報 街 通り杈 用す る ことに 決しました、 
今日 {X 是にて 散會。 

午後 四時 二十 S 分散 會 


0 大正 七 年 三月 十六 日 (土 曜日) 

午後 一時 十九 分閧議 
議事 日程 第二 十三 號 

第 I  市町村 立小學 校敎員 退隱料 及逍族 扶助 科 

法—— (龇臟 關 ■、寸 r *  I 

第 1 1 右 議案の _查を 付託す へき 委員の 選舉 

I 狩 邀法改 正 法律案 (繊腑 ) 第 i 會の續 

(委員長)  / fe tf 、 

第 E  K® 銀行 法 中改 £E 法 t% 案 (碰腑 ) 第一讀 

gm 03 

第五 自動車事故の 賣任 に關 する 法律案 (綱 5 

獅腿) 第一 讀會 

第 六 山 田 琴 平 間！ 一 道 建設に 關 する 建議案 ( HS 

商 治 君 外 十一  ^ 
八 名 提出) 

第 -fc 衞全行 政の 中樞 掇關擴 大に關 する 建 is 案 

へ 金杉英 五啟 W 一 

广外 十四 名 提出  /s? 9r 
第 A 福 井縣 三國港 築港に 關する 建議案 (邱站 
f 門 君 外 ン  -3¢ 
四名隄 出)  / r. 
第 九 信越 線 碓氷鐵 道改萬 に關 する 建議案 (獻 
善 ft 君 外ン  i 
名 ^; ひ)  / l PT rl t 
第 十 ホ 産敎育 振興に 關する 建 li 案 從 

第 十 1 f 市町村 吏員 優遇に 關する 建議案 (f B)ll 

舅 i 一一)  安良 


名 提出) 

第 十 II 津 山上 郡 間鐵道 建設に 關 する 建議案 
e f SH 醜 1 ) ( 委 M 長報吿 J 
第 十三 津山智 頭間鐵 道 建設に 開す る 建議案 
(S 酎 纪關陡) (委 M 長 報吿〕 

第 十四 平 町 小名 濱間鐵 道 建設に 關 する 建議案 

现挪 ij. 3 C 委員長 報告〕 

第 十五 物價扩 ^12 關 する 建議案 (簡織 觀 1) 
(委員長 報告〕 


第 十六 物價調 ® に 関す a sf fi 案 3 .、：. 一は 的 

- 

第 十 -fc 物 便 調 15 に 開す る s' i;f la! -p- '^-n 4 :.'ff 外) 
(委員長報仵〕 

第 十八 沖 锡縣 特別 自治 制撖裔 に 開す る* s ts 案 

g ii ll JISS 

第 十九 鹿兒岛 親 大島郡 島嶼 町村制 撖廢 に關す 

第 1 1 十 (特別 報 fi- 第； nil 十三 號〕 東鄉 村に 登記 
所 設匿の 請 ! P- ( 委 貞長報代) 

第一 一十一 (特別報诉第西一一十四號)元佐翕區裁 
判 所復窸 の 請願へ ■委 M 長 報 带) 

第 11 十 II ( 特別 報 钾第 ?-| :一十五號〕元松阪區裁 
判所徨 S の諝願 C 委 3長報齿〕 

第 11 十三 (特別 報告 第 ?- I 二十 六號 2 兀 水 □ !! 裁 
判 所 復 S の 請願 C 委員長 報 茜〕 

第一 一十 四 C 特別 報吿第 二十 七號) 古贺村 £• 長 崎 
區 裁判所 管內に 編入の 請願 (委員 
長報赀〕 

第 II 十五 (特別 報 ff 第； 3 二十 八號〕 小牛 田石卷 

間の 私設 輕便鐵 道を 圉 有經營 と爲す 

の 請願 (委員長 報 $0 

第一 一十 六 (特別 報吿骷 百 二 十九 號) 日立 木 村に 
傳車場 設置の 諝願 ( 委 M 長 報 ^ ) 

第 二十七(特別報街第百三十號〕平元鏺道速成 
の 請願 (委員長 報锴〕 

第一 一十 八 (特別 報 街 第 百 ill 十一 號〕 羽賊 海岸線 

酒 田 秋 田 間鐵道 速成の 諝關 (委員 

長 報告) 

第一 一十 九 (特別 報 诉 第 1 一一 十三號 痛 田 川 之 江 間 
鐵道 敷設の 請願 (委員 -{4 報 街〕 

第三 十 (特別 報 代 第 百 彐 十四 號'」 七 尾 輪 島 間 
鐵道 速成に 關 する 諮 願 (委員長 報 
$0 

第三 十 I  ( 特別 報吿第 三十 六號 ：眞岡 線 鐵道延 
長に 關 する 讅願 (委員長 報吿〕 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 諸般の 報告を 命じます。 

〔書記 朗讀〕 

一 貴族院より 受領した る 政府 提出 案 左の 如し 
市町村 立 小 學校敎 M 退 隱料 及 52 族扶 III' 料 法 中改 
正 法律案 


K 褎衆 會諉忒 帝间 十四 第 


la 族院は 本院の 浍付に 係る 左の 諮 案を r'J 決した 
る 3 日同院 より 通牒を 受領せ 〇 
(第一 號〕 大 正 六 年度 歳 人 哉 出 總預萁 迫 加 案 
(特 第一 號〕 大正 六 年度 件 特別 會計歲 入 歳 / ii 豫览 
追加 案 

一議 S より 提出せられ たる 濺案左 の 如し 
市町村 HI M f-a 遇に 關す る纽識 案 

提出 ^ • 荒 川 五郎 君  山田珠 一 君 
并蜞 W 介 君  小山 東 助 君 
七 井 烏 山間 趿 設輜便 鐵造茂 木 町經田 に關 する® 
議案 

提出者 越 邊陳平 君  橫田千 之助哲 
田 村 順 之 肋 君  秋 山 金 也 君 
上野 松 次 郎君 

市町 - I--I 共の 他 公共围 股に 煙草： 兀費捌 事務 委任に 

關する 建議案 

提 川 者秦  遑 助 君  辨藤珪 次 君 

饵松隆„3君  松 田 源 治 君 

粕谷 義三 君  天 春 文衞君 

中 介 说 次郞君  古 ^ 久綱君 

阿部 德三郞 君  高 橋 光威 君 

高 岡 唯一 郞君 

i 窈妇 より 提出せられ たる 竹 問 ; 1-: 意 W 左の 如し 

R 米 間の 紳士 協約 撒 晚に關 する W 問 主意 書 

提出者  植 原悅二 郎君 

對 踩對茭 政策に 關 する 質問 主意 S 

视出者  兒玉 右二 君 

傅 染间 研究所に 於け る 肺べ ス ト拽防 措 {S に關す 

る T'} 奴 問 II-: 意 ? § 

提出者  土屋淸 三 郎君 

〔左の 報诉 は朗 if を 經 さる も參照 のた め玆に 

抿肺す 〕 

一 去 十四日 餓 長に 於て 選定した る委 M 左の 如し 

海 市に 於て 泡： ili 採炭所の 石炭の H 入に 關 する 法 

律 案 

想 藤 安雄 ？ -f S 邊祐策 君 

萩  亮君嗚 海 文 四 郎君 

正木 照 藏君  臼田久 內君 

加 藤 定吉君  秋 W 寅 之 介 君 

高戶郁 三れ. 

名 古 屋太田 間 鐵逍速 成に 關する K 議案 

三輪 市太郞 君  秋 山 金 也 君 


宮本 逸三 君  奥 村 三！！ 之 助 君 
»! 尾 茂 助 岩  磯貝  浩君 
松 岡 勝 太 郎君  武藤嘉 門 君 
大 n 喜 六 君 

日本 K 育 會域阳 補助に 關 する® 誘 案 
熊 谷 直 太 君  小川 平吉君 
漆  昌 ■  土 屋望郞 む 
大 _ 淳一郞 君  高木 正 年 君 
荒 川 五郎 君  山 根 正 次 君 
堀川 美 哉 君 
勞働 保險法 制定に 關 する 建議案 
吉 槌庄 | 郎君  成 田 榮信君 
伊東  i  瀧  正 響 
上 村 耕作 君  小山 東 助 君 
上 島 長久 君  木 下 謙 次 i 
土 井 糊 大君 
中越 鐡道箕 收に關 する 纽謅案 
若 尾 幾 造 君  遠 藤 良吉君 
廣 _ la 之恝  林  毅讐 
志々 目 藤彥君  昔 野 傅 右镏門 君 
中 村 喜 平 君  渡邊陳 平 君 
傾 井藤 四® 君  松 井 文太郞 君 
山 田 正 年 君  鹈澤宇 八 君 
久須美 東 馬 君  淺野順 平 君 
西 川 太 治 郎君  樱井庄 平 君 
石 原 正 太 郎君  藤 井 善 助 君 
愛媛 縣今治 港 開港に 關する 建議案 
古谷 久—  毛 里 保 太郞君 
髙烏順 作 君  河 上 哲太君 
尾 崎 敬 雲  大森與 三次 君 
片木 政治 郞君  松 田 三德君 

小 橋藤三 衞君 

東京 市 特別 市制に 關 する 515 載 案外 一件 

鳩 山 一 佻 君  米 田  穰君 

福 井 三郞羿  井坂 光 1 

秋 木 W- 七 君  小 田 切 磐 太 郎君 

磯部  尙君  前 田米藏 君 

上田 彌 S 君  森  秀次 S 

田 中 萬 聾  森 田  茂 君 

磺山勝 太郞君  三 木 武吉君 

高木 芷年君  販田 精一 君 

村 松® 一郎 君  高 松 正道 君 


神 户市 內鐵道 改良 急 施に 關す る妞 _ 案 
1ST 岡 宇一 郞君  坪 田 十 郎君 
井上 敬 之 助 君  牛 田 唯一 君 
北田豊 三郞嵙  傾 田 孝史君 
正木 照藏君  松 本 誠 之 君 
野 添 宗三君 

葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關す る妞謅 案 


松 浦 五兵 衞君 
八 田 宗吉君 
高 橋 本吉君 
大石 五郎© 


高 田 . 
井島 
河 波 


耘 平 君 
茂 作 君 
荒 次郞君 
P 1 Z 仙 2 


牧野 鐵九郞 君 


H.  -c  HI  SE 3- 3 

貝  一 K  4  B 茫 
赤 問 嘉之吉 君 
長峰與 一 君 
吉 田  申 S 
大津淳 一 郁 君 
平 島 松 尾 君 
井原 百 介 君 
犬 飼 源 太 郎君 
尾见濱 五郎 君 


久留米 大分 間 鐵道 建設に 關 する 建議案 


松 田 
石 射 
大® 
河 波 
大內 


源洽君 
文 五郎 君 
房 次郞君 
荒 次 郎君 
暢三君 


山內範 造 君 
一 宮房治 郎君 
佐々 木正藏 君 
山 田 珠一君 


一 去 十四日 不動 產 金融 改善に 關 する 建議 案外 I 件 
委員 小 林嘉平 洽爵辭 任に 付 其補闕 として 松 岡 勝 
太 郎君を •東京 市 區改 JH 條例中 改正 法律案 外 一 
件委 M 森 田 茂 君辭 任に 付 其補闕 として 小山 松壽 
君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 
一 去 十四日 辭任 したる 常任 S 員 左の 如し 
第五 部 選出 請願 委員  南 里 琢一君 
一昨 十 JI: 日 請願 委 M 理事 補闕選 i •の 結果 左の 如し 
請願 委員 

理事 渡 過 祐策君 (理事 阐里 琢一君 補闕〕 

一昨 十五 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關 する 法 
律 案 委員 會 

委員長  高戶 郁三 君 
理事  萩  亮君 
東京 T17 特別 m 制に 關 する 建議案 外 一件 委員 會 
委員長  鳩 山 一 郎君 
( 前 田 米藏君 
1 s  j 横 山 勝 太 響 
a  a.  一  販田 情一莒 
一高 松 正道 君 


中越 鐵道買 收に關 する 建議案 委 M 會 

委 M 長  若 尾 幾 着 

00 ¢ {嫌 須擁鐵 II 
【藤 井 善 助 君 

葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 铿 議案 委 
員會 

委員長  松 浦 


五兵 餾君 

I  f  f 八 田 宗吉君 
理事  ~ 高 田 転 平 君 
一中 川 隣之輔 君 

久留米大分間鐵道建設に關する « _案委員會 
委員長  松 田 源洽君 
理 琪  大蔽房 次郞君 
名 古 屋太田 間 鐵道 速成に 關す る妞 議案 委員 會 
委員長  三輪 市太郞 君 
理事  堀 尾 茂 助 君 
愛媛縣今治港開港に關する建議察委員窗 
委員長  古谷 久綱君 
理事  松 田 三德君 
神戶 市内 鐵道 改良 急 施に 關 する 建 SI 案委 M 會 
委員長  赝岡 宇一 郞君 
理事  横 田孝史 君 
日本 體育 會國庫 補 肋に 關する 建議案 委員 會 
委員長  熊 谷 直 太 君 
理事  堀川 美 哉 君 
勞® 保險法 制定に 關する 建 翳 案 委員 會 

委員長  木 下 謙 次 郎君 
理事  攏正雄 君 


0 議長 (大岡 育造 君〕 是 ょり會 議 を 開きます、 日程 
第一、 市町村 立 小 學校敎 員 退 隱料 及 it 族 扶助料 法 中 
改正 法律案の 第一 讀會を 開きます。 

第 r 市町村 立 小 學校敎 員 退 隱料及 遺族 扶 
助 料 法 中 改正 法律案 (政府 提出、 貴 
族院浍 付〕 第一 讀會 

市町村 立 小學 校敎員 退隱料 及 遺族扶助 料 法 中 
改正 法 邱 案 

へ 本案は 本 卷九七 頁 貴族浣 _ 事 中に ン 
一 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 

〔 國務 大臣 岡 田 良 平 君 登壇〕 

〇國務 大 は (岡 田 良 平 君〕 御 承知の 通りに 一般 官吏 
の 恩給 法は、 你 給の 何分の 幾つを 茭給 すると 云 ふ 事 
に ffl 定がな つて 居ります、 然るに 市町村 立 小 學校敎 


m 町村 立 小 ^ 校 敎 XJ 识陘料 及逍族 扶助料 法屮 改正 法律案 笛 一 KS 會 


五 二 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


I  狩 篼法 改正 法律案 第一 荀 IfT の绍 
fl の 退 e 科は 俸給 何圆以 上 何圓 以下に 對 して、 退 B 
料 何 01 を 支， 给 すると 云 ふ ? If に、 一々 金額に 佐て 規定 
致して ございます、 然るに 今回 俸給 令の 改正を 致す 
と 云 ふこと になり ましたに 法て •之に 伴 ひまして 恩 
给必證料の金額を枏加致すの必要を生じて參りまし 
たので、 即ち 此 法律案を 提出 致しました 譯で ござい 
ます， 何卒 御 港 邈の上 御 協賛を 與 へられん ことを 希 
薄 致します。 

0 荒 川 五郎 君簡堪 に 二 箇條の 質問が あります。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 登壇を 希轺 致します。 
t 荒 川五郞 君 登®〕 

0 荒 川 五郎 君 唯今 議題に なつて 居る 市町村 立小學 
校敎員 退隱料 及. 齒族 扶助料 法 中 改正案 ほ •即ち 敎員 
優待 案の 一に 外ならぬので あります が •併し 此中に 

は 同じ 敎 M と 云うても， 敎 員の 中に {T 正敎 員、 准敎 

員 其 他 代用 敎員 •履敎 負 等が ありまして， 邦 敎員中 

の正敎 員の みに 從來ほ 恩給を 3 : へて 险 待して 居つ た 

のであります が、 玆に 改正せ らる V に 方つ ては、 准 

敎員ほ 如何にせ らる 、のであります か >齒 に 市町村 

立小學 校敎 M 傾 給國庫 負擔法 が 出まして、 同じ 市町 

村立 小 學校敎 員と あります， 其の 敎 員の 中に ほ 正敎 

員の 外 准 敎員も 含まれて 居ます、 是ほ 勿論 其の 通り 

で 無くて (3; ならない ので •普通に 敎 員と 言へ ば* 准 

敎員も 含むべき ものである， 然るに 同し 國 家の 法律 

で 名稱ほ 同じで、 而も 其の 內 a が 違 ふと 云 ふこと も 

妙であります るし、 又 准 敎員ほ 正敎 員と 同じく， 之 

に 相 當な 礙 待を すると 云 ふこと (3: •極めて 必要な 事 

と 思 ふので あります、 近年 漸次 准 敎 員の數 ほ 減りつ 

、あります けれども •併し 一方には 代用 敎員 履敎員 

と 云 ふやうな もの も少 くないので あります から、 若 

し准敎 員を 挺 待し獎 勵 する 途を 開いたならば •此等 

無資格の 敎員も 漸次 修義 し、 試驗を 受け. て 准 敎 負と 

なり、 進んで 正敎 員と なるやう になつ て* 今日敎 員 

多大の 缺乏を 感じて 居る 折 柄に 際して 之を 挺 待し 漸 

次 有 資格の 正教員たら しむる と 云 ふ 事は 極めて 必要 

と考 へます が、 政府案の 趣旨は 此案 には 准敎 員は 含 

まない のであります か、 逸き の國鹿 負擔 法に ほ 准敎 

員が 含まれて 居る が， 之に ほ 含まれぬ と 云 ふので あ 

ります か •若し 然〇 とすれば-准 敎員も 之に 含まれ 

た 方が 至 當と思 ふので あります、 若し m 獨 に准敎 M- 

の 地位の みに て ほ 出来ぬ としたなら ば， 准敎 員では 

之を 給し ない ので も、 准教員より 進んで 正敎 員に な 


つた 者 ii •准敎 員の 勤務 年月を 通算して 恩給 年月に 
加 ふると 云 ふ 事に したなら ば、 准 敎員ほ 進んで 正敎 
員になる やうに、 敎 育の 進 步敎 員の 補充に 大に 利益 
ある 事と 思 ひます、 彼の 軍 匳 に 於て 兵役なる もの ほ 
國家の 義務と して 服す る もので •官吏で も 公吏で も 
ない けれども， 其 兵役の 年月を 下士官の 勤務年限に 
通算す ると 云 ふやうな 例 も ある- 况や准 敎員ほ 立派 
な 小 學校敎 員に 違 ひない の. であります から、 准敎員 
其 者を S 獨に 認めて 恩給を 與へ ない としても、 准敎 
員が 正敎 員に なつた 場合は •其 准敎員 在職の 年月を 
も 通算す る 事に して、 漸次 進んで 無資格の 敎員が 准 
敎員 にもな り、 准 敎員ほ 正敎 員に 進む やうな 途を開 
くと 云 ふこと ほ、 今日 適 當と思 ふので あります が、 
政府は 本案 改正に 付て 其 意思は 無い のであります か 
是が 第一であります、 第二に 高等の 敎育者 —— 大學 
其他高等專門のものに付てほ、漸次礙待の途が閧か 
れて 、勅任 敎授の 如き ほ 非常に 今日 殖えつ X あるの 
であります、 斯く 高等 敎育 に携 ほる 人 ほ  >  一 方に ® 
待の 途が 漸次 開かれ 又 他方に 於て ほ 下級の 小 學校敎 
員に 對 して ほ •此案 の 如き 乂國 庫負擔 法の 如き もの 
を 以て •優待せられ つ 1 あるに 拘ほら ず、 此 中間に 
ある ' I' 等 敎育者 ほ 全く 閑却され たる 感が あるので あ 
ります、 國 家の 中堅を 健全に 作る， 此 中等 敎 育に 任 
ずる 重大なる 任務 ある 中等 敎 員を •政府 ほ 果して 如 
何に せらる X か、 此際 併せて 中等 敎 員を 挺 待す る こ 
とに 付て、 政府は 何 か 計畫 せらる、 所は ないか、 敎 
育の 進步發 達を 一! る 上に 於て ほ 此中 等敎員 も 重視す 
べき ほ 必要の こと、 思 ひます、 政府の 計畫 果して 如 
何、 玆に 併せて 其說明 を 求めたい、 以上 二點に 付て 
政府の 答 辯を 求めます。 

〔國務 大臣 岡 田 良 平 君 登壇〕 

〇阈務 大臣、， 岡 田 良 平 君〕 唯今 荒 川 君から 御 質問の 

ございました 准教員に 關す る點で あります が、 此法 

律に 於き まして， 准敎 員の 退隱 料を 設ける と 云 ふ 事 

に ほな つて 居り ませぬ、 元 來准敎 員と 云 ふ ものに， 

何故 退隱 料の 恩典が 及ばぬ かと 申します と •要する 

に小學 校の 敎 員と 云 ふ もの ほ 正敎 員を 以て 一翠 級を 

擔任 する ことを 正則と 致して 居る のであります* 准 

敎 員を 以て 之に 充てる と 云 ふことは、 已むを 得ざる 

場合に 於て する ことであります 、是ほ 例外の 場合と 

云 ふ 立 前にな つて 居ります？ それ故に 從 來退隱 料と 

云 ふ もの ほ、 特別の 場合の 外 (3; 准敎 員に 及ばぬ 事に 


なつて 居る ので ございます 然るに 先日の 義務 敎育费 
國 01 負擔法に於きまして {3; 、准敎員と云ふものも矢 
張 R 安の 中へ A. れて 通算す ると 云 ふ 事に 致しました 
是ほ主 義が W かぬ で ほない かと 云 ふ 街 疑 も •御 尤の 
事と 思 ひます が、 此國 庫負擔 法と 申します るのは- 
市 町 村の 敎育 费 の負擔 を、 國庫に 於て 分た うと 云 ふ 
趣旨で ございます るに te つて、 成べ く 町村の 資力の 
薄弱なる 所に、 比較的 多くの 國庫支 出金の 及ぶ やう 
.に 致したい と 云 ふ 精神から、 今の 變則な る 所の 准敎 
員が、 學 級を 擔任 して 居ります ると 云 ふやうな 場合 
と雖 も， 之に 向つ て 相 當の支 出金の 及ぶ やうに 致し 
たいと 云 ふ、 斯樣な る 精神から 准 敎員も 矢 張 標準と. 
致し あして、 國庫茭 m 金を 配當 致す と 云 ふこと に 致 
しました 譯で ございます* そこで 荒 川 君の 御說は 、 
將 來准敎 員に 退隱 料を 支給す ると 云 ふの 法を 設けず 
とも •准敎 員に 在職した 其年數 を •退隱 料の 計算 上 
通算す ると 云 ふこと ほ、 適當な 事では ないかと 云 ふ 
御說 がご ざいました、 是ほ 確に 御說 として ! X 御尤な 
御說に 承りました ので ございます、 此點 に付き まし 
て ほ 當局 者に 於ても 预 て考馘 を 致して 居る 事で •或 
は 他日 さう 云 ふやうな 事に 及ばぬ とも 申され ませぬ 
が 併し 是ほ 中々 復雜な 計 3@ になります るし 規定の 上 
に 於ても 極めて ? U 雜で ございます るから、 唯今 之を 
如何に 致す と 云 ふこと を斷言 致す こと (X 1H 來兼 ねて 
居ります ので ございます、 兎に角 將來に 向つ て是は 
考 厳 致したい と考 へて 居ります、 それから 第二の 御 
尋ほ ，大學 其 他の 專門學 校の敎 授に對 して ほ、 相當 
の礙 遇の 途も m 来た やうで ある、 又小學 校に 向つ て 
も 相 常の 礙 遇の 途が 3 来たのに •中等 學校を 度 外に 
置く と 云 ふことは、 如何なる ものである かと 云 ふ 御 
尋で ございました が、 勿論 是ほ 中等 學 校を 度 外に 置 
く  11 で IX ございませぬ ので >  旣 に 御 承知の 通りに 昨 
年の 暮に 於き まして、 中等 學 校に 對 する 所の ® 週の 
制 も 設けました のであります、 併し 之を 以て 滿足致 
す SI で ix ございませぬ に 依つ て •尙 ほ將來 に 於て ほ 
此屮等擧校敎晨の礙遇に_してほ、當局者ほ十分に 
考慮 致す 考を 持つ て 居ります ので ございます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 右 議案の 審査を 付託すべき 委 
員の 選擧を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 港 査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 岩崎勸 君 議長 U 


五 ニニ 

〇該長 (大岡 育造 君) 岩埼 君。 

〇 岩 時 動 君 委員の ® [ を 九 名と し •通 長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 通に 御異涵 はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 本案は 諶長指 
名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました。 

〇 漆 昌趿 君 m 京 市區改 正 條例屮 改正 法 » 案外 一件 
の 委員 ir を 開きた ぅご ざいます から、 許可を ^ ひま 
す。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致し ま -5 - 日程 第； 二、 

狩獵 法改正 法律案 第 i 會の賴 を 開きます、 委負長 
淸峩太 郎君。 

第三 狩 礎 法改正 法律案 C 政府 提出) 第一 
譖 # の緻 (委員長 報吿) 

〔淸崙 太 郎君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇淸签 太郎哲 委 M 會の顚 末を 御 報 吿 致します ，現 
行の 狩 獵法ほ 明治 四十 三年の 制定でありまして •其 

中 11 期に 關 する 部分 丈が . 

0 富 島蜴 夫君 是 ょり 決® 姿 負符 を！ E きます。 

0 浦 福 太 郎君 部分 丈が 明治 四十 二 年に 改正され て 
居ります、 現在の 法律 中で 最も 不備なる ものは 何 か 
と 云へ ば、 此狩 !1 法の 如き ものは， 其 中の敁 たる も 
ので あると 考 へて 居ります •此度 政府が 金 K1 に H る 
改正案を 提 ⑴ された 事 ほ、 尤もなる 次第と 存じ まし 
て、 大體に 於て 此案が 一般から M 迎され て K る 次第 
であらぅ と 思 ひます •而 して 其 改正を された る斟® 
ほ 從來此 保 ® 烏の 制度を 金く 反 對の側 から 規定して 
狩獵 鳥の 制度に 改めた 事と、 夫から 二十 年來宵 際 家 
學 者の 間に 於て 問題に なつて 居りました る獵區 の 制 
度を 新たに 設けた 事、 それから 料金の 改正 及隞 M の 
一部分に 追加を 加へ た 事、 罰則の 改正 等であります 
此 改正案を 見ます ると •まだ 中々 完全なる 域 所で Is 
ない、 不備の 點が 多數 あると 思 ふので あります， 併 
ながら 之を 一々 (g JH 審載致 します ると 云 ふと、 此會 
期 切迫して 居る 場合に 於て、 到底 貴族院までの 通過 
を 希望す る ことが 出來 ませぬ、 不成立に 終る と 云 ふ 
ことを iw 憾に思 ひまして 、修正 無しに 大體に 於て 原 
案を 認めた _であります、此原案と雖も現行法に較 
ベ ますれば、 遙 に進步 したる ものであります るが 故 
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に、 委員 會に 於て は 此不 成立を Is れ て、 先づ不 備で 
は あるが、 現行法に 較ぶれ ぱ餘程 進步 したる もので 
あると 云ふ點 で、 同意を 致した 次第であります， 近 
來此 野生の 鳥獸が 著しく 減少 致しました •此 儘で 11: 
きます ると 1K ふと、 或 柿 類の 如きは 近く 數 年の 間に 
絕滅 する かも 知れぬ、 さう 云 ふ 事が 獨り此 狩 阀家の 
みならず、 林業 £4 業に 多大の 關 係の あると 云 ふ 事は 
明かなる 事實で あります、 併ながら 今日まで 比較的 
此狩 賭の 事が 閑却され て 居りまして、 十分なる 研究 
の屆 いて 居らぬ と 云 ふことは、 深く 遺憾と する 所で 
あります、 それ故に 委員 會に 於き ましては、 此 大切 
なる 間 題を もう 少し 調査 研究を して、 完全に 近き 案 
を K 行して K ひたいと 云 ふやうな 事柄から、 原案に 
修 正 をせ ずに 其 儘 通過す ると 同時に、 希翠條 件を 二 

三附 しました-其 條 件を 朗！ 一致し ます* 「一野 牛： 鳥 

獸の保 謎 蕃納を 11 るは 農業 及 林業 上 傾め て 緊 急 のこ 

となりと す 依て 政府は 相 當の 方法に 基き 狩隨 に關す 

る調孜 研究を 遂け« 成案の 實行を 期す へき こと」、 

「 一 硪财 は 之を 公開し 個人 又 ほ M gf 等の 獨占を 許さ 

さる 方針を 以て 施行 細則の 制定を ^ すへ きこと」、 

「一, IH 務 宵 腔 及 谷地 方 廳に狩 瑙収 締官 史 を la くこと」 

此 三箇條 の 希 轺 を fl して 原案を 可決 致した 次第で あ 

ります、 尙ほ 一言 致したい ことは、 此狩 !! !€ なる も 

のは！ 一十 年来の nfl 題で ありました が、 幸に 此度 之を 

政府が 設置す る ことを 提案 致しました、 之に 付て ほ 

委 只铃 も 一同 同 r( を 表した _で あります るが、 唯々 

腺 1¢ 設遛と 云 ふ 規定 丈が 本 法に ありまして、 此 躐谅 

を ill 何に 處分 する かと 云 ふこと が 規定して ありませ 

ぬ隨 つて 折 ffj 設 K された 所の 礎 保が 一部 富綦家 成金 

の迚屮 に獨 占され ると 云 ふこと ij: •社會 上 甚だ 宜し 

くない ことでありまして、 之を TI め豫防 する やうに 

施 tT 細則に 於て、 趿密に 規定を して H ひたいと 云 ふ 

ことでありまして、* ほ 全國 一般の 聲のや うで あり 

ます、 委員 ^ に 於ても 11-fc 等の 事を 參酌 致しまして、 

即ち 第二の 希 S5 を 桁へ た 課でありまして、 斯の 如く 

して 原案を 可決 致しました のであります、 此段御 報 

ft IH 上げます。 

【拍手 起る〕 

o .-.v 〖 長 C 大岡育 造 君〕 本案の 二 19 會を開 くや 否やを 

御 諮り 致します - 御 ^ ^ はあり ませぬ か。 

〔「異 鞀な し」 と 呼 ふ老 あり〕 

〇謠 長 (大岡 育造 君) 御異頦 がなければ 本案は 二 ® 


會を 開く ことに 決しました、 

0 岩 崎剧 君 ® ちに 本案の 二諝會 を 開き、 三 z ir を 
省略して 委员 長報吿 通り、 可決 確定せられ んこ とを 
筘 望 致します。 

〇藕 長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 詔に 御異譎 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます、 仍て 
商 に 本案の 第二 讀# を 開き 議案の 全部を 議題と 致し 
ます。 

狩勝_法5¥^法 »! ^! 第二譖會(確定議) 
0_長( 大岡 育造 君) 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 三 讀會を 
省略して 可決 碗 定した る ことを 宣 矜 致します。 

〇 小久保 喜 七 君 神祇に 關する 特別 , H- 衙設閬 建 il 案 
の 委員 會を開 會 致した ぅご ざいます から 御 許 nf を… 
0; 惑 長 (大岡 育造 君) 許 i'f 致します。 

0 小久保 喜 七 君 それで ほ 委員 諸君は 第二 面談 室に 
御參 集を 願 ひます。 

0 議長 ( 大岡 育造 君) 日程 第 四、 臺 W 銀行 法 中 改正 
法律案の 第一 讀會の 綾を 開きます I 委員長 中 村 啓 

次 郎君。  _ 

第 四 臺阕 銀行 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
第 一 讀 會の續 (委員長 報告) 

〔中 村 啓 次郞嵙 登 消；！ 

〔拍手 起る〕 

C 中 村 啓 次郞君 委員 會の經 過 並に 結果を 御 報 ff 致 
します、 先づ此 委員 會に 於き まして 委員の 質問 •政 
府の答 辯、 及 政府から 提出 致しました る 書類 等に 依 

りまして、 委員 會が免 會 一致を 以て 可決 致しました 

る 理由は、 臺阉 のみに 於き まして* 凝の 貿易 高と 云 

ふ ものが 二 億 以上に 上り、 三 苗 六十 五 II 人の 入 U に 

割 當て まする と 云 ふと、 一人 當〇 六十 四 圓にな つて 

居る のであります、 內地に 於き ましては 一人 當りが 

四十 七圓 であります、 此點 から 申しましても 臺 « の 

貿易が、 內 地に 比して 盛で あると 云 ふこと ほ 分る、 

又 通貨の 狀 態を 見ます ると 云 ふと、 唯今の 數 字に 反 

して 內 地の 方が 多い のであります、 內地に 於き まし 

ては 一人 當り十 一圓 七十 八錢 である、 之に 對 して * 

闼 では 八 M 二十 錢し かないので あります、 臺_ 銀行 

か保詢 2¢ 備の擴 張を 致しました る 旣往八 年 前に 於き 


まして ほ、 千 三百 萬 圓の發 行で ありました が、 今日 
では 三千 五 百 M 圓に 達して 居る のであります、 制限 
外の 發行 を爲す こと 常に ?/ <: 六 百 萬圓 以上に 上つ て 居 
るので あります、 是が どうしても 此臺灣 銀行を して 
保證塘 備の擷 張を 致して、 唯今 一千 萬圓で あるのを 
二 千 萬 圓に しなければ ならない と 云 ふ、 此提 案を 賛 
成した 一の 理由であります、 是は 臺灣 丈の 話で あり 
ますが、 臺灣 銀行は 近来 非常に 南支 及 南洋 方面に 發 
展 致しまして、 銳意 其方 面の 營業に 從事 致して 居る 
のであります、 昨年 中に 於け る 內地臺 灣及支 那 等の 
貿县狀 態を 見ます ると 云 ふと •六 億 六 千 三百 九十 蓖 

圓に 達して 居る のであります 、是は 前々 年 - 抑 年 

の 前の 年に 比較し まする と、 二 億 六 千 三百 J!: 十 萬 圓 
の 超過を 見て 居る のであります、 又 南洋 及 印度 方面 
に 於き ましては ，四 億 八 千 五 百 萬圓の 貿易 高に 上つ 
て 居る のであります、 之を 前年に 比すれば 一億 二 千 
九 百 萬 圓の增 加を 占めて 居る のであります、 今日 米 
國 方面の 貿鈾は ，多少 貿易 制限を 受けまして、 退 嬰 
の 傾は 認めます けれども、 南支 南洋の 方の 貿易の 盛 
なる 爲 に、 我 日本 帝 國の經 濟狀態 も 先 づ安心 して 行 
ける のであります、 此方 面に 向つ て臺 W 銀行が 大活 
励を 致して 再り まする が 故に、 保證進 備の擴 ■張は ど 
うしても 承認す る 事が 至 當で あると 認めた のが、 委 
員會が 全 會 一致を 以て nj 決した る 理由であります、 
此外 唯今 申します る やうに、 單 り * ® 內地 のみなら 
ず、 支那 南洋 方面の 營 業を 致す と 云 ふ 事に なり まし 
たが 爲 に、 營 業の 範圍 を擴張 致した 二 三の 修正が 提 
案され て 居る のであります、 何れも 必要と認め まし 
て、 全會 一致を 以て 可決した のであります、 此段御 
報 ff 申 上げます。 

〔拍手 起る〕 

〇 識長 (大岡 育造 君 〇 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
御 諮 〇 致します e 

tr 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案の 二 讀 
會を 開く ことに 決します。 

〇 岩崎勸 君 直に 本案の 二讀會 を 開き、 三 if 會を省 
略して 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ ん ことを 希望 
致します。 

0議長(大岡育造赵)岩崎君の動_に御異議は&り 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議がなければ 直に 第二 if 
會を 開き、 雜案 全部を 誘 題と 致します。 

臺_ 銀行 法 屮改正 法律案 第二 M 會 C 確定 
議〕 

〇闞長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか' 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君：} 御 異議がなければ 木 案は 三 ii 
會を 省略して、 二 IB 會に 於て 可決 確定せられ たる こ 
とを 宣 转 致します。 

0 屮村啓 次郞 君此 場合、 朝鮮 銀行 及 興業銀行 法 中 
改正 法律案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます 御 許しを 
願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 許 nj 致します 1 日程 第五、 
自動車事故の 責任に 關 する 法律案， 提 ;11 者 高木 益 太 
郎君。 

第五 自動車事故の 責任に 關する 法律案 
(高木 益 太 郎君 提出〕 第一 K 會 
自動車事故 ノ 責任 U 關スル 法律案 
第 一條 鐵道又 ハ 軌道- 一依 ラス. ゾテ 走行 スル 自動 
車ノ運 轉-1 因リ 他人-一 損害 ヲ 加へ タル トキ ハ 運 
轉手 M 過失 アリ タルモ ノト 推定ス 
第二 條 自動車 ノ 所有者 又 ハ 占有 者 /' V 蓮 ® 手卜速 
帶シ テ其ノ 不法 行爲 M 因 ル 損害 ヲ 賠償 スル 責 -1 
任ス ■ 

民法 第 七 百 十五 條ノ 規定 ハ 前項 ノ 場合-ー ハ 之ヲ 
適用 セス 

第三 條 自動車 ノ運轉 手-一因 リ 他人ヲ 死傷 セ シメ 
タル トキ ハ 運 轉手ハ 速-一 附近 ノ讐 察官 -1 其 ノ事 
實ヲ 申吿シ 應急 救護 ノ處 置ヲ爲 7 、ヘシ 
運轉 手前 項ノ 義務 ヲ怠リ 逃走 シタルト キハ ー年 
以下 ノ 懲役 又 ハ 禁錮 若 ハ 千圓 以下 ノ 罰金-一 處ス 
第 四 條馨察 署長 ハ 自動車事故 二 付 關係人 ュ對シ 
仲裁 又 ハ 和解 ヲ試ム ル ノ權 ヲ有ス 
第 3r. 條醫察 薪 長 ハ 被害者 ノ鄰佑 二 名 以上 ノ立會 
二 依リ 仲裁 又 ハ 和解-一 關スル 調 W ヲ 作成 スル コ 

トヲ S 

前項 ノ 調書 正本 ハ强制 執行-一 付 テ ハ 執行 文ノ付 

與ヲ得 タルモ ノト 同ー ノ 効カ ヲ有ス 

前項 ノ 執行-一 關シテ ハ 民事 rf 訟法ノ 規定 ヲ準用 

ス 

區裁判 所 判事 ハ 自動車事故-一 fj' 關係人 ヨリ 仲裁 
又 ハ 和解/申立 アリ タル トキ ハ遲 滯ナク 之ヲ爲 


狩 胱法 'I' 改正 法 s 案 第二 諝會  梁® 銀行 法 中 改正 法律案 第一 諮 會 の© 第二 讀會  自動車事故の 貴 任に 關する 法律案 第 一 讀 會 
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院議 衆 會謎國 帝 回 十四 第 


山 田 琴 平 間鐵 ffl lffi 設に關 する 建 諮 案 

ス コト ヲ要ス 

第 六條繫 察官ハ 犯罪 ノ 用-一 供シ タル 自動車 ヲ差 
押 フル n トヲ得 

被害者 ハ 前項 ノ自 励車ノ 上-一 他ノ憤 皤者- -先チ 
テ 自己 ノ 依 棚/ 辨 濟ヲ受 クル 權利 ヲ有ス 
第七晓 本 法 ハ 鐵道又 ハ 軌道-一依 ラス シテ 走行 ス 
ル 自砌 自轉 車、 自轉 車、 馬車 其ノ他 ノ車铺 -一之 
ヲ维 用ス 

〔商 木 益 太 郎君 登®；! 

〔拍手 起る〕 

〇萵 木 益 太 郎君 茲に自 励 車運轉 の 濫用 fi 行に 依り 
發 生した る 傷害 致死 其 他の 事故に 付、 之が W 任に 關 
する 法律案 提出の 理由を 簡填に 申 上げます、 本員は 
i£ 々委 M 會に 於て 政府に 對して 自動車 取締の 必要を 

述べ、 尙ほ 親友の 高見 K 議士 ほ 過日の 本會に 於て 此 

點 に付き 熟 心 有益なる 御演說 が ありました、 政府 ほ 

必ず 相 當の 提案が あるべき 次第で あると >  今日迄 控 

へて 居りました 所が、 或 ほ 政務 多端の 爲めで あるか 

まだ 何等の 提案がない のは 本員 等の 甚だ ifi 憾 とする 

所であります、 仍て已 むを 锝ず玆 に 本案を 提出して 

諸君の 御砗蕺 を 煩 ほしたい 次銷で あります’ 固より 

此 問題 (X 通行人 及び 運 II 手雙 方の 注意の 外、 根本的 

の 解決と 致しまして ほ、 市區の 改正を 行つ て、 步道 

車道の 區捌 ， 5Tj 路の擴 張、 安全； 地帶の 設置 等， 稲々 

なる 方法 ほあります けれども’ 中々 是 等の 事柄は 其 

解決が 容易で ない のであります から， 目下應 急 策の 

一方 fie と 致しまして 玆に 本案を 提出 致しまして-日 

本の 如き 不完全なる 道路に、 歐 米の 新式の 交通 機關 

を 運轉す る 若の 責任を 重く し， 以て 往来 交通の 不安 

を 減じ、 都市 住民の 危 險を少 くしたい のが、 此 提案 

の 趣旨であります、 其 第一は 自励 車の 運轉に 因り 通 

行人に 損害を 加へ たると きは、 蓮轉手 に一應 過失 あ 

りたる ものと 推定す、 即ち 一般 民法の 原則と 違 ひま 

して、 一般の 民法で あれば 損害賠償を 請求す る 者に 

擧證 の寶 任が あります が、 自励車 ほ 人 問 普通の 歩行 

より ほ 早い ものであります から、 運轉 手に ほ 其危險 

を 避けし めんが 爲め に、 普通の 注意よりは より 以上 

の 注意を 取らし むる 義務を 負は して、 即ち 損害賠償 

の點 に付きまして ほ、 一 應運轉 手に 過失 ある ものと 

認め， 過失がない と 云 ふこと か あれば、 運轉 手の 方 

で 相 常の 注意を 盡した と 云 ふ 反 對證據 を擧 げしむ ?)- 

斯う 云 ふ 法 鉗を 桁へ るの が 必要で あらう と考 へます 


第二に ほ 自励 車の 持主 IX 運轉 手と 連帶 して 其 不法 行 
爲に W る ! tj 害を 賠償す る责に 任ずる、 是 ほ 運 II 手の 
選任に 付、 普通の 場合ょ 〇 ほ 一層 愼 重の 注意を 望む 
爲め に、 又 運 轉手ほ 事 Ef 無 K 力の 者が 多い ので あり 
ますから、 損害の 發 生した 場合に 於いて， 賠償の 名 
ありて！ 3 がない やうな 事が ありまして ほ、 被害者の 
爲めに 甚だ 氣の 毒であります， 而 して 一方 持主の 方 
は 資力の 裕かな 者が 澤山な のであります からして、 
持主の 方で 不熟練 不注意 亂暴な 運轉 手を 抱へ て， 
左樣な ものに 容易く 自動車を 供給し 使用せ しめたる ■ 
K 任を 負 ほせる のが 必要で あらう と 信じます、 即ち 
持主と 運轉 手と 聯帶 して 運轉 手の 不法 行爲 に te る 損 
害賠愤 の責を 負 ! X せる と 云 ふこと が 必要で あらう と 
考 へます、 亞米利 加の 「コン ネチ ヵット」 州の 自動 
車 法に 依る と、 他人の 身體 物品の 毀損に 付て ほ、 損 
害 額の 三倍の 罰金を 収る ことにな つて 居ります、 是 
等 も御參 照の 上 御 審議を 願 ひたいので あります、 第 
三は 自動車の 運轉に 因り 他人を 死傷せ しめたる とき 
は、 運轉 手 ! i 速に 附近の® 察： B に 其事實 を申吿 し、 
應急 救護の 處置 をな すべし、 近頃 甚だ 怪しから ぬの 
ほ •自動車の 礫き 逃げと 云 ふ 事が 流行 致しまして • 
海： 車の 樞要な る 地位に 居る 方を 礫き 放しで 遁げて 
仕舞つ た、 翌日 磐 察が 全力を 注いで 搜查 をして 見る 
と、 H 輪に なま  <し た 血が 附 著して 居つ たと 云 ふ 
ことで 遂に 其の 運鞞 手を 拙へ たと 云 ふことは 諸君の 
御 SH 憶に 新たなる ところで ある. 又 某と 云 ふ 華族が 
泥酔を して 自動車を 驅り 、人を ti けて 遁げて 仕舞 ふ 
たな どと 云 ふこと があります、 實に： 个德義 と 言は う 
か、 不埒 千 萬と 言は うか、 言語 道斷 Q 所爲で ある‘ 
斯の 如き 事故が 頻 々として m て參 つた 以上 ほ • * 

等の 被害者の 利益を 保 Is し、 一般 公衆の 安寧を 保つ 

爲め に、 取締 規定の 必要が ある、 苟も 人を 怪我 させ 

た 時には、 人道の 上から 申しましても •運轉 手 ほ 附 

近の镑 察官に 其の 事實を 申告し‘ 應急 救護の 處 置 に 

著 手せ しむる-斯う 云 ふ 義務を 負擔せ しむる ことほ 

當然で ある、 若し 運轉 手が 此 義務を 怠つ て 逃走した 

時に ほ 相當の 制裁を 科す、 唯今の 所で ほ 過失で 人を 

傷け たのは 罰金 科料で 濟 むので あります から、 それ 

で ほいかぬ のであります •人を li いて 怪我を さした 

上 逃走す ると 云 ふやうな 不埒な 者に 對 しては • 一  年 

以下の 懲役 又 ほ 禁錮 若く は 千 圓 以下の 罰金に 處す， 

斯う 云 ふ 程度の 制裁を 科すの が 必要で あう うと 考へ 


ます， それから 第 四に (2 自動車に 関する 事件の 落 著 
を 急速なら しめ •被害者の 利益を 充分 保護す る 必要 
があります から、 P 察 裳 長 ほ 自動車の 事故に 付て‘ 
關厣 人に 對し 、仲裁 又 {i 和解を 試みる の 權を 有せし 
める •又赘 察 署長は 被害者の 隣 佑 二 名 以上の 立 gr に 
仲裁 又 li 和解に 關する 調書を 作製す る ことを 得る’ 
其 調書の 正本は 强制 執行に 付て ほ， 執行 文の 付與を 
煜たる ものと 同 一 の 効力を 有す、 又 其 事件が M 裁判 
所に 參 りましても •遲 滞な く JU 調べを する やうに、 
特別の 規定を 置く 必要が あると 認めます， それから 
醫 察官ほ 犯罪の 用に 供した る自励 車を 差 押へ る こと 
が 出来る， 是ほ亞 米 利 加の 「テン ネッシ ー」 州の自 
動 車 法 第五 勝 中に 自動 ip が 自動車 所有者 運轉手 賃借 
人、 孰れに 汝りて 運！？ せられた るに 拘らず •其 自動 
車 ほ 之を 差 抑 ゆる ことが m 來 ると 云 ふ條 文が ありま 
す、 道路の 整然たる 亞米利 加に 於て すら、 斯う 云 ふ 
保護の 規定が あります から， 日本に 於ても 饕察官 に 
.3: 動 単を 一時 差 押へ る權 利を 與へ 、さう して 被害者 
の 賠償に 就て 先取 特 _ を 持たせる ことに 致しました 
即ち 被害者は 前項の. H 動 ill の 上に-他 の； 者に 先 
ちて 自己の 偵權 の辨 濟を受 くる權 利を 有す、 斯う 云 
ふ 規定を 設けたい と 存じます •尙ほ 本 法 (X 鐵道又 ほ 
軌道に 依らず して •走行す る 「オ ートバ ィ」 即ち 自 
動自轉 車 又は 自轉 車馬 車 K 他、 人を 追 越す 速力を 有 
して 酎る 車輛には、 總て 之を 準用す ると 云 ふこと に 
致しまして 、往来の 危 險を少 くし •行步 者の 安全を 
保護 致したい と 云 ふの が •本案の 趣意であります、 
宜しく 御 密議 あらむ ことを 望みます。 

0 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

0 ■丧 C 大岡 育造 君： 一 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案は BI 長 
指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました， 日程 第 六 
山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關する 建議案を 議題と 致し ま 
す， 提出者 白 石 直 治 君。 

第 六 山 田 琴 平 間 鐵道建 設に關 する 建議案 
(白 石 直 治 君 外 十八 名 提出) 

山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 する 建 翳 案 

山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 する ® 議 
一高 知縣 下山 田より 德島縣 下 池 W を 經て香 川縣琴 


五 二 四 
平に 至る 鍅适 

政府は右窃道を第一期跺に设^れ速に之か & 設に 
著 手せられ むこと を 項む 
右 建議す 

〔 □: 禺邸士 白石尚 治 君 登 甩〕 

〔拍手 起る J 

〇エ禺 博士 白 石 Fit 治 打 本案 ほ 谷 派を 通じまして. 
提出者 賛成者 二百 二十 名 位に 上つて 居る 案で ござい 
ます、 私 ! X 提出者の 一入と して 玆に申 述べます が、 
要するに 右樣の 次第で、 大槪 諸君が 御 承知の 机： fx； で 
あります から， 頻る簡 辟に 申 述べます， 先づ案 を 御 
紹介 致します が、 是ほ 「高 知 縣 下山 田ょ 〇德 Ai 縣池 
田を 經て香 川 縣下琴 平に 半る 鋇道 ，政府 ほ 7 i a m を 
第一 期 線に 繰 入れ 速 かに 是が I.U 設に 著屮せ られん こ 
とを 望む 右趄議 す」 御 承知の 通り 先般. 收府 ょり 提出 
されました 鐵 道 ® ST 設 中 法 5 i 案 ■  K 案が 辨に 上り ま 
した 節 •修正を 加へ て® 音 寺 池 田 K 俗に & 陀線と W 
ひます が ♦あれを 否決して 元の通り 池 田 琴 平 間に CJI 
直した 修正を 致した、 大多數 を 以て 修正を nj : ;\ 致し 
ましたが， 其當時 修正の 理 111 を 私が at 所で 述べ まし 
た •  K 第. 一の 理由 ほ 墼陀線 と 言 ひ、 元の 琴 平 池 F1-I 線 
と 云 ひ •均しく 四國縱 貫鐵 道の 一部で ある、 其 四 ® 
縱貫鐵 道の 緊要 部は 高 知縣に 達する 池 IU 山 田 [Ml であ 
る， それを 差 措いて 他の 部分を 第一彻 線に 繰 込む と 
云 ふの ほ •緩急 本末を 誤つ たもので あると 云 ふの が 
第一の 理由で ございました •次の 理由 ほ 政府 提出の 
曼陀 線に 改める ことの 理由谢 弱で あるから， 矢 張 元 
の 通りで 宜しい と 云 ふの が 第二の 理由で ありました 
其 二つの 理由を 御 賛成に なつて’ 殆ど 金 # 一致と 云 
ふか 大多數 で BI 決に なつた 次第であります、 此案ほ 
即ち 其 理由を 踏襲した もの —— 修正を BJ 決された 諸 
君の 精神を 踏 製した もの ほ —— 此案其 當 時の 理山を 
簡 m なる ものに 引 直した ものが lit 案な のであります 
隨つ て當時 修正を 御 可決に なつた 御 精神、 一貫の 御 
精神で 此 案を どぅぞ 御 寶成 下さる ことを 御 願 ひ 致し 
ます 

〔拍手 起る〕 

〇 岩崎勸 君 本案は 識長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられん ことを 望みます。 

o_ 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 _ に 御 異議は ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な L j と 呼 ふ 者 あり〕 


院溝衆 咨議國 帝 回 十四 第 


〇識長 (大岡 育造 君〕 御 興 調なければ 本案は _ 長 指 
名 九 名の 姿 員に 付託す るに 決しました、 日程 第 七、 

衞 牛： 行政の 中樞 機關 擗 大に關 する 建議案を 讁 題と 致 
します、 提出者 金杉英 一^ 君。 

第 七衞生 行政の 中樞 _關熘 大に關 する纽 
議案 (金 杉英五 郎君 外 十四 名 提出〕 

® 生 行政の 中樞陳 關撋 大に關 する 建議案 
衛生 行政の 中樞 機關擴 大に關 する 建 誘 
政府は 衛生 行政の 中樞 機關 を® 大すへ し 
右 建議す 

〔餺學 M 士金 杉英艽 郎君 登壇〕 

0 1-1 學 W 士金 杉英芄 郞冇 私は 衞生 行政の 中 樞機關 
11 大に關 する S3 議案を 提出 致しました 者であります 
其 理由を 極めて 簡單 に說明 致しまして、 御 淸鸱を 煩 

ほさぅ と 思 ひます、 偖て 本 _ 會 の狀况 を 察します る 

のに、 旣 伴_ の識會 に 較べて 見ます ると、 大に其 趣を 

異に致して居りますることを多々發見致しました， 

即ち 或は Mil 本の 樹立を ly へ、 或は 國防 の充寊 を 叫び 

或は 教育の 改善を 望み、 或は 殖 產の發 達を 岡り ます 

る 等、 ! in る旣汴 の謅會 と 趣を 異にした る點が 多く ご 

ざいまして、 一として 所謂 國家百 年の 大計を EilJ 策す 

る ものに あらざる なしであります >吾 等は 常に 謹ん 

で® 腿 致しました る 次第であります •然るに 國家存 

立の 根 本義た る國民 の 保 煺撤 生の 事に 付きまして、 

論及 致しました る ものが 油に 尠 かりし ことほ、 吾々 

の 深く 挝憾 とする 所で ありました、 又 奇怪 至極に 感 

じます る 次第であります、 苟も 阈 K の 保健 衞生を 度 

外祺 する 場合に 於き まして ほ •國 本の 樹立， 國防の 

充寊 、敎 育の 改善 •砧產 の發達 等、 決して 企 til し 得 

べき 罟 の もので ありませ ぬ ことほ •申す 迄 もない こ 

とであります、 斯の 如く 國民の 保健 衞生 に考 憩せず 

して、 國 本の 樹立、 ^ 防の 充 1? ， 破 產の發 達>  敎 育 

の 改善 等を 望みます の if 恰も 葵 育せ ずして 成長す 

るを 望み， 培養せ ずして 繁茂す るを 一一る のと 同樣で 

ありまして、 本末； g 倒の 所爲と 謂は なければ ならぬ 

と考 へる のであります， 我 日本 帝 國の M 近 三、 四十 

年間に 於け る芥ガ IS1 の進步 ： S 達は， 世界 有史 以來未 

曾 ^ の II1. 來讲 でありまして， 列 國の嘶 しく m 嘆 致し 

て® 〇 まする 所であります、 就中 ^ 事衞 生の 舉術的 

方 ffii に 於き まして |3: , 1? に蝴著 なる 進 步發 達を 來し 

ましたる 次第でありまして. 今日では 申す 迄 もな く 

歐米 先進 M に 少しも 讓る 所な き 迄の 程度に 達し まし I 


たる 次第であります、 然る にも拘らず、 所謂 野蠻涡 
たる 阐染 病、 例へ ぱ 窒扶斯 ，赤痢、 虎 列拉 •「ベス 
卜 ，1 等の 諸 病が 年々 歳々 谷地に 起り まして、 加 之 其 
間に ほ 時々 發疹 窒扶斯 、或は 痘瘡 等が 勃發 致し まし 
て、 頗る 人間を 惱 まして 居ります ことは， 皆！ 2 周知 
の事實 であります る、 而 して 右の 諸 病を 未發に 防ぎ 
又 旣に發 しました 場合に 速に 之を 制止す ると 云 ふや 
うな 例が‘ 比較的 今日 迄 少ない こと も、 皆さん 旣に 
御 承知の 通りであります、 吾人の 深く il 憾とす る 所 
でございます、 加 之 初生 兒の死 亡 率 •壯 丁の 罹病 率 
が 年々 歳々 咐加 致しまして* 赤坊 が ¥ く 死にます る 
ことの 數が 多くな りました 〇、 X 肚年 者の 病 氣に罹 
〇 まする 率が 非常に 年々 殖えて 參〇 まする と 云 ふや 
うな ことがあります ので， 此 初生 兒の 死亡 维壯 丁の 
罹阏率 等は •歐羅 巴 及：" 3 米 利 加 等と 殆ど 反比例の 狀 
態に あります •御 承知の 通 〇歐羅 巴 及 >[1;. 米 利 加に 於 
きまして は、 最近の 偽 中： 狀態は 頗る 良好に なり まし 
て， 初生の 疾病に 罹ります る 者が 非常に 減つて 參り 
ましたる やうな 次第であります、 殊に 我が 日本に 於 
きまして 痛 歎すべき 事は、 好んで 壯年奔 を 接します 
所の 結核 病の 年々 歳々 其 ® を％ す ことであります^ 
例へ ば H 本全國 に 於き まして、 毎 一時間に 十二 人 宛 
結核の® に 踏れ て 居る のであります、 五分 間に 一人 
宛 結核の 爲に 斃れて 居る 制 合に なつて 居ります， 斯 
う 乙て 時計を 見て 居る 間に， 我が：！ 胞は 一人 宛 結核 
病に te ての み 踏れ て 居る •我が 東京 市に 於て ほ 一時 
間に 一人 結核 病に斃 れ >  1 畫 夜に！ 一十 四 人 宛 結核の 
爲に斃 れるや うな 形に なつて 居ります、 而 して 日本 
全國を 通じまして if 常に 百 五 4 萬 人の 結核 思 者が 
あります る •我が 東京 市の み にても 常に 十 萬 人の 結 

核 患者が あります る、 前 申します る 通り 結核は 好ん 

で 壯年密 に發 します る ものであります •爲に 其 域 民 

の 作業 能率を 障碍 致します ことは、 實に 莫大の もの 

であると 考へな ければ ならぬ のであります •又 多く 

壯年 者に 起り まする |')| の 花柳病の® も， 年々 歳々 增 

多 致しまして- 壯年 者を 虛弱 に陷 らしめ •作業 能率 

を 減少 致します る yj は 少なから ざる 有樣で あります 

又 軍隊に 付て 中し まする と、 日露 腿 爭に 於て 調査し 

たる 所に 依ります ると、 軍隊の 罹病 率は 五 割にな つ 

て 居 〇 まする •然るに 今回の 歐洲 大戰亂 に 於ての 罹 

病 率 統計を 見ます ると、 {•)!; 関 M も 英吉利 も獨逸 も， 

大凡 五分の 罹病 率で ある • 五 割と； 5fl: 分の 差と 云 ふ も 


のは、 實に莫 大の ものでありまして •其の 差 興 懸隔 
は 實に歸 くべき ものであると 申さねば なり ませぬ， 
國民の 保 賭衞 生に 力を 盡 します る國 と、 國 民の 保健 
衞生を 等閑 親す る阙 とに 於け る、 國民 健康の 度の 差 
が、 斯 くまで 著しき ものであると 云 ふこと に 想到 致 
し. ますれ ぱ ，實 に ® 歎せ ざるを ^ ざる 次第で ありま 
す •諸君、 申 上ぐ る 迄 もな く 富 國强 兵は •國 民の 作 
業 能率 如何に 關係 致します る •即ち 殖產 興業の 隆興 
は 作業 能率と 科學 との 力であります >  國 防の 充實 4 
亦 作業 能率と 科 學の 力であります、 而して 作業 能率 
も 科 學も •缒康 なる 身蹬を 有し •從つ て 健康なる 精 
神を 有する 者よ 〇產 出せら る、 ものであると 云 ふこ 
とは* 今更 喋々 する まで もな きこと であると 存じ ま 
す、 抑々 我 ^ 民の 保健 狀態 は， 何故に 我 事衞生 
の •學術 進 步と反 比例す るかと 沄 ふこと に付き まし 
てほ>其原因は秘々あらぅと忠ひまするけれども、 
連す るに 保健 衞生 を統轉 する 中樞機 關の 規模が •如 
何にも 微小でありまして >  二三 十苹前 の 規模 其 儘を 
襲 踏して 居ります る やぅな 次 f!; •或 ほ 或 部分に 於き 
ましては、 幾分 退步 して 居る と屮 しても 差 支ない の 
であります、 其退步 して 居る ffl と 申す 一例を 舉げま 
すれば， 往年 衞生 行政に 最も必 赳なる ものと 認めて 
衞 生 行政を 主宰す る 所の 内務 植の 管轄で ありました 
所の 傳染病 研究所を •文部省に 移しました る 如きの 
類であります、 是が爲 に 防疫 機關に 如何なる 障碍を 
起して 居る ものである かと 云 ふこと ほ、 識者の 一樣 
に 認める 所でありまして* 吾 八の 常に 痛 歎して 居る 
所であります •言葉を 換へて 申し ますれば， 興國の 
大氣運 、即ち 積極的 進取の 1^ 策と、 衞生 行政 闕關の 
施設と が 並 rr せざる に 因る と 云ぅても 差 支ない 事で 
あります、 所謂 衞虫行 奴 の 施設が， 國運 興 P1 の大氣 
運と 一致せ ざるが 故で あると 申す ことが m 來 ると 思 
ひます、 歐羅巴 及亞米 利 加に 於き まして， 常に 國民 
の 保健 衞生 を茁ん じまして •何れも 莫大なる 國資を 
投じ、 保健 衞半： の 設備を 完ぅ 致しまして •日 も 亦 足 
らず盡 力 致します ると 云 ふことは >  皆 樣の御 承知の 
通りの :. 第であります、 從つて 年々 歳々 國 民の 保健 
衞生 上に、 良 成績を 射げ て 居ります る 次第で ある、 
今回の 歐羅 巴に 於け る大戰 争に 於て、 H 《的の 戰 爭 
に堪へ 得られる， 即ち 耐久 的の戰 爭 の W 來 ると 云 ふ 
こと も •國民 煺 康の點 より 割 /! 'I さなければ ならぬ 事 
でありまして、 吾々 の 頗る 考耱 せねば ならぬ 事で あ 


ると 考へ るので あります、 諸君、 今や 我國は H 前に 
一大 bg 難の 現 (3; れて 居る ものと 考へな ければ なり ま 
せぬ、 即ち 今後 國際 政局の 趨勢は， 日に 月に 我が 帝 
國 をして 孤立 無援の 窮地に 陷 らしめ る もので (3-. ない 
かと 云 ふことは， 識者の 一 樣に 顏盧せ ねばならぬ 所 
であります、 lit 際に 於き まして 國 民の 保健 衞 生の 事 
ほ， 最も 深く 吾々 の 攻究せ ねばならぬ 所で あると 考 
へる のであります， 即ち 此際國 民の 保 ffi fii 生に 關す 
す 根本的 計畫を 立てまして、 それに 耍 する 諸般の 制 
度 設備を 完 うし •國運 興隆の 大氣 運と 並行せ しめ、 
著々 積極的 進® の 實を擧 ぐる 事が， H 下の 一大 急務 
であると 信ずる のであります  >  如上 簡 m に 申 述べ. ま 
したる、 事に 付て 實 効を 示さう と 思 ひます るには > 
M 々の 順序 方法、 及 種々 の 制度 設脯 に俟た ざるべ か 
らざ るは 當然の 事であります けれども、 要するに 衞 
生 行政の 統轄 機 關を擴 大して、 之を 獨 立の ものと し 
其 長 5 r たる 者は 廟堂に 於て 有力なる 發言權 を 有する 
ものたら しめざる ベから ずと 云 ふので あります， も 
う 一度 言 換へ見 ますれば 衞生 行政の 統轄 機關を 掖大 
して , >: を獨 立の ものと し ■其 長官た る 者は 廟堂に 於 
て 有力なる ^ 言 ® を 有する ものたら しめざる ベから 
ずと 云 ふので あります、 政府は it しく 速に此 建議の 
趣旨を 容れ られ て、 本院 谷 位 も 亦 大に此 事に 付て 協 
賛を與 へられん ことを、 切に 望みます る 次第で あり 
ます (拍手 起る) 

0 岩崎勵 君 議長" 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 動 君。 

〇 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん事を 望みます。 

〇 議長： 大岡 育造 君：* 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔r 異議な し 異議な し， I と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 本案は 議長 

指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決し ま i - 日程 

第 八、 福 井 縣三國 港 築港に 關 する 建 威 案を 議題と 致 
します、 提出者 熊 谷 五 右 衞門君 

第 八福 井 縣三國 港 築港に 關する 建議案 
(熊 谷 五 右衞門 君 外 四 名 提出〕 

福 井 縣三國 港 築港に 關 する® _ 案 
福 井 縣三國 港 築港に 關 する 建議 
福 井 縣 三 國港は 縣下三 大河 川の 湊合 せる 九 頭 龍 川 
及 竹 田 川の 河 n に 位し 通 舟の 區域甚 た 廣く之 か 交 

五 二 五 


衞牛： 行政の 中 m r 關找大 に關 する 建議案  福 井縣 三國港 雄 港に 關する 建議案 
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信越 線碓 氷玆逍 戈 良に 閱 する ? 1? 蓊 案— 水產敎 育 挺 興に 關する 建 蕺案 


通の 便 否は 全 縣下產 菜の 發戕に 影 9? する 所大 なる 
のみなら す 本 港の 築港 事 il ij; 陸に 鐵道を 有する 今 
日 海 滓 連絡 上 ® に 緊切の 事業な りと す ^ て 政府 ほ 
速に 調査を 遂け少 くと も 二 千 ^ 級 以上の 船舶 出入 
に 支 隙な き 程度に 於て 築港を 爲し以 て 一ほ 國家有 
事の際に媸へ！は垧方海陸產第の發_に資し日本 
海 沿岸 海陸 交通の 良 商港た る. に 至らし めむ ことを 
荜 む 右 建 雜す 

〔熊 谷 五 右衞門 君登稱 〕 

0 熊 谷 五 右衞門 君 唯今 議題に なつて 居ります る 福 
井 縣三國 港 築港に 關 する 建錢 案の 理由を 一 言 致し ま 
す、 此三國 港 ほ 2! 坂 井 港と 稱へた 事が あつたので あ 
りまして、 福 井縣 の三大 川を 合した る 九 頭 龍 川、 之 
に 竹 田 川を 合せて 日本海に 注げる 港 H に 位して 居る 

のであります、 此 河川 ほ 何れも 樹舟の 便が ありまし 

て、 北陸 鐵道 開通 以前に 在りまして ほ、 越 前 國の米 

を 初め 其 他の物 貨 ほ、 總て此 港に 集散を 致し， 船舶 

の 出入-盛んにして、 敦賀 港との 速 絡が ありまして、 

石 川縣の 大半に も 物資を 供給した のであります、 即 

ち 日本海に 於て は、 七 尾敦賀 間の 要港で あつたので 

あります •先年 九 頭 龍 川の 改修を 行 ほれました が、 

然るに 其 河：！ たる 港_ の 設備 不完金 の 儘に、 工事を 

切上げました 爲め に、 出水 毎に 流 下せる 土砂 {3: 潮水 

波浪 等の 關係に 依りまして、 漸次 灣 內を埋 むる の 傾 

向に なりました •近年®々 三國 町の 家 M 及 倉庫に 浸 

水す るので あります、 昨年の 出水の 如き 九 頭 龍 川 並 

に 竹 田 川に 逆 水 致しまして、 十數箇 村の 稻田數 千 町 

歩に 多大の 損害を被らせました， 又 三國町 蘆原溫 .泉 

場の 家屋に もノ s /k する の慘 狀を呈 したので ありま 

す， 先年 北陸 鐵道 金津驛 ょり 分岐を 致しまして、 三 

國支 線が 海陸 聯絡の 名の 下に 敷設せられ たので あり 

ますが、 然るに 一力 港 PI の設 肺 が 無き 爲に 、跛の 狀 

態を 呈して 居る のであります •昨冬の 大雪 ほ 敦賀以 

北の 汽車 運轉を 停止せ しめたる こと 一週！ 一の丧 きに 

苜 りまして、 數千の 旅客に 非常なる 苦痛を 與へ たる 

ことは、 ® に 言語に 絕した る 事で ありました •若し 

ft 時 三 國港完 金たり しな &• んか 、敦賀 ょり 海運の 便 

を収 つて 三國支 S に 連絡し、 旅客の 苦痛を 免れし む 

る yf を 得た のであります、 故に 政府 ほ 此際 速に 調査 

を 遂げ、 少く とも 二 千 嘲 級 以上の 船舶の 出入し 得べ 

き 築港を 爲し 、一は g 家 有事の 際に 備へ 、一は 海陸 

連絡の ?? を 擧げ て、 地方 產 業の發 達に 資し、 日本海 


沿岸の 良港たら しめん ことを ti'J s する のであります 
又 之が 築港と 否と 13: 前に 申しました る 如く、 啻に 三 
國 町の 利害に 關す るの みならず 、福 51: 市 及 坂 井、 吉 
田 ■足 羽、 三 郡の 休戚に 至大なる 關 係を 及ぼす ので 
あります、 賢明なる 滿 場の 諸君、 何卒 御 S 成 あらん 
ことを 切に 希望す る 次第であります (拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 翳 長。 

〇諉長 (大岡 育造 君) 岩畸 君- 
0 岩 崎 1!| 君 本案 ほ 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
f-J 託せられん ことを 望みます。 

011 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

CT 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が ありませ ぬければ、 
本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決し ま 
した I 日程 第 九， 信越 線 碓氷鐵 道 改良に 關 する 建 
議案を 議題と 致します、 提出者 小 田 切 磐 太 郎君。 

第 九 信越 線 碓氷鐵 道 改良に 關 する 建議案 
CH 藤 善 助 君 外 六 名 提出〕 

信越 線碓 永鐵道 改良に 關 する 建議案 
信越 線 碓氷鐵 通 改良に 關 する 建議 
信越 線 横川輕 井澤 間の 鐵道は 勾配 急峻に して 車輛 
の 牽引力 乏しく 爲に 貨物の 停 滯を來 し 蓮® 上 不便 
尠から さるの みならす 腿 危險を 伴 ふの 狀態た り 乃 
ち 之に 根本的 改良 工事を 施し 若は 他に 適當の 補助 
線路を 建設し 以て 如上の 不便と 危險 とを 除去す る 
を 急務と す 政府は 速に 其の 計畫を 立て 之 か 遂行を 
期せられ むこと を S む 
右 建議す 

〔小 田 切 磐 太 郎君 登壇〕 

〇 小 田 切 磐 太 郎君 唯今 11 題に なりました 信. f 線碓 

氷鐵逍 改良に 關 する 建議案の 趣旨を 極めて、 簡單に 

申 上げて， 諸君の 御 賛成を 仰ぐ 次第であります、 交 

通 機關 整備の 必要で あると 云 ふこと (X ，軍事上ょ 〇 

も 將又殖 產 興業の 發展の 上ょりも •必要で あると 云 

ふことは 申す is もない こと、 信ずる のであります、 

碓氷鐵 道の 今日の 狀况 如何と 申します るに、 實に貨 

物は 停 滯を 致しまして 、一面に 於て は 賢に 危險 極ま 

るので •こざいます、 此狀况 と 云 ふ ものは 吾々 常に 寒 

心に 堪へ ない 次第で あるので あります， 御 承知の 如 

く 碓氷鐵 道 即ち 横 川から 輕 井澤に 到る 鐵道で ありま 

すが、 是は 地勢が 頗る 峻險で ，幾多の 隧道を 純 過し 


「ァ ブト」 式で あるが ® に、 牽引力が ffi めて尠 いの 
であります、 それが 爲に 唯今 申 上げた 通 〇、 货 車が 
常に 停滞し •故障が 多く、 時に 人命を 害する ことが 
頗る 大なる 事が あるので r ざいます、 去る 七日の 大 
事件の 如き、 實に諸 君の まだ 耳に 新たなる 所で •こざ 
います-貨車が 逆行 致しまして、 爲に 非常な 入 命を 
損した のであります、 是が 貨車で あつたから 不幸 中 
のま だ 幸で ありました けれども •是が 客車で あつた 
ならば •數 百の 人命を 無慘に 損した と 云 ふやうな こ 
とで あるので あります、 過日 も H 藤 代議士が 石炭 自 
給の 質問書に 於て 述べられました 如くに、 前年 信 濃 
地方に 於て 農家が 味噌を 仕 人れ て 豆を 煮て 居つ た、 
然るに 肝腎な 鹽が 無い と 云 ふので 以て •大騷 ぎを し 
たと 云 ふ 事實が あつたので あります、 それ故に 長 野 
商業 會 _所將 又 上田 商業 會議 所の 方から、 委 M を疳 
へて、 大藏 省に it 付けて 掛 合を する >  一 面に 於て ほ 
鐵道院 に 運搬の 事を 交渉す ると 云 ふこと になつ たの 
であります 、さう すると 調べて 見る と、 どう 云 ふこ 
とで あつたかと 云 ふと、 鹽ほ澤 山 あるに 拘ほら ず、 
碓 氷の 運搬 力が 尠な いと 云 ふが 爲 に、® が來な かつ 
たのであります •爲に 折角 煮た 所の 味噌と 云 ふ もの 
を皆臌 ら かした と 云 ふ、 非常に 悲劇と 云 ふ ものが あ 
つたので あります、 斯の 如くに 吾々 日用 一日 も缺く 
ベから ざる 所の 豳で すら、 運搬 力の 爲に來 ない と 云 
ふことは、 實に 文明の 今日 概嘆 に堪へ ない 次第で あ 
るので あります、 且又 諸 ff の 御 承知の 如くに、 今日 
信 州 ほ 製絲が 非常に 盛んで あるので ありまして、 そ 
れに耍 する 所の Tf 炭 ほ 多大に 要する のであります、 
是ほ常 に 常 磐 炭を 雄 氷 峠を越して 持つて来 るので あ 
ります けれども、 唯今 申 上げました 通り •輸送力が 
極めて 尠い爲 に、 態々 遠方の 九州から 直江津 廻し で 
石炭を 取らなければ ならぬ と 云 ふ狀况 になつ て 居る 
のであります， 其 他生 繭 © 送 時期に 於け る 貨物の 停 
滯狀况 なんかと 云 ふ ものは、 實に申 上げる 迄 もない 
やうな 次第で あるので ございます、 それ故に どうか 
政府に 於き まして ほ、 速に 此砒氷 峠の 鐵道を 根本的 
に 改良す るか、 將乂 補助線で も 造る か、 それは 孰れ 
の 方法で も 宜しい ので ございます けれども •速に 此 
鐵 道を 完全の ものにして、 さう して 幾多の 人命を 救 
ひ、 及 貨物の 停滞と 云 ふこと を 無い やうに して •さ 
うして 此產 業の 發展に 資せられん ことを 犖 むので あ 
ります、 どうぞ 皆さんに 於ても 此建 g§ 案に 御 賛成 あ 


I  五 二 六 

らんこと を， 切に 街 願を 申す 次第で ございます f 拍 
手 起る) 

0 岩 崎 ® I 君 本案 li 惑 長捎 名を 以て、 九 --5 の裘 n に 
付託せられ ん ことを 菌 みます。 

051 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 砌涊に 御與逄 はち 〇 
ませぬ か。 

I 「異緙 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 ( 大岡 育造 君) 御 興蒱な けれ ぱ本案 は /!? 良 i: 
名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました、 n 程 第 
十、 水產敎 育 振興に 關 する® 魏案 を誔題 と 致します 
提出者 奧田龜 造 君。 

第 十 水產敎 育 振興に 關す る纽逋 案 (斑 W 
龜造君 外 五名 梅 出) 
水產敎育振興に閱する 3| _案 
水 產敎育 振興に 關す る趄誔 
本邦 水產敎 育機關 の充迓 を 岡り 以て 帝國 の S 要 產 
業た る 7k 產 築の 開 gl 進 步を 誘 ^ する か is 政府 ほ 扣 
當の砘 設を爲 すへ し 
右 建_ す 

〔奥 田 龜造君 登壇〕 

〇 奥 田 龜造君 水 產敎育 振興に 關 する® 議案の 理由 
を玆に 述べます、 我 帝 國の 水產業 を® 際 政治に 結合 
して、大に國富の咐進を龆り>延て以て國威の宣揚 
に努 むる のは、 水 產開發 を 以て 天職と して 居る 本 £4 
の 生命と する 所で ございます、 今此松 上に 立つ て ^ 
て 抱懐す る 所の 所感を 諸君の 前に 訴ふ るの ! -1 會を掛 
ましたのは、 本員の® も光榮 とする 所で ござります 
惟 ふに 我 帝 國の產 業 中 最も 重要なる 產業 であるに も 
拘ら ず、 最も 振 (X ざる ものは 言 ふまで もな く 水產業 
であらぅ と 思 ひます、 四面を 環ら すのに 海を 以てす 
る 所の •即ち 特殊の 狀態 にある 我 帝 國 として， 國家 
富强の 基た るべき 谷產 業は 谷々 あります が、 就中 水 
產業ほ 白眉と しなければ ならぬ と 思 ふので ございま 
す、 今 之を 農業に、 商業に、 將た 工業に、 帝威 重要 
な 產 業に 對して 見ます れぱ 、其發 達の 基礎に 於て 產 
業と して 规模に 於て、 將乂國 民が 理會せ る 程度に 於 
て、 水 產業ほ 果して 海 國 日本た るの 面 H を 辱し めな 
い 域まで 進んで pr り ませぅ か， 其遲々 として 振は ざ 
る こと、 之を 歐 米の 盛んなる のに 較べて 見ます れぱ 
甚だ 幼稚の 域を脫 して 居り ませぬ、 實に 邦家の 爲に 
痛嘆に 堪へな い 次第で ございます， 諸冇 我が 帝 國が 
包 擁して 居る 所の 此 大海の 水中には •人類の 生活 上 
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i 日も缺 くべ からざる 所の 必要物 件を 牛 •淹 して 居り 
ます、 是は 即ち® と 魚類 海蓰で ございます •睬ほ 獨 
.逸 班り では 陸上の 岩！？ を 用ゐて 居ります けれども • 
我 H では m に 之を 海屮の 水の 鹹なる ものを 収 つて 製 
造して 居ります、 又 魚類 海藻 類は、 寒嗳 の兩流 が M 
も 好適に 沿 焊 に 流れて 居ります から， 此兩 流に 摆息 
して 居る 所の 水 族の 種類 ほ 頗る 豊富で ありまして- 
其數设 の睹 多なる ことは、 全世界に 冠絕 して 居る 次 
第で ございます、 是 ほ 即ち 我國が 海阈た るの 天离 を 
遗 憾なく 享受して 居る 所以でありまして， 決して 我 
1 :が 之を 誇る に 於て 賛言で はない と 私は , ty. ふので ご 
ざいます， 此天惠 に對 して 利用 W 生の 途を岡 るのは 
我 帝 國國民 の 天 g で ほご ざい ませぬ か、 而 して 併せ 
て 其 中： 存を 全ぅすべき 必耍な 手段を 講ぜなければ な 

らな いと 私は 思 ふので ございます-何と なれば 我國 

民は 魚類は 生活 上の 絕對 必耍 品で あると 云 ふことは 

申す is もない ことで ございます* 若しも 此 魚類が 無 

かつたなら ば， 吾人は 到底 一日 も 半： 活を して rr る こ 

とが 出来ない のであります" 波 -/3 の 打つ 所に 文明が 

ございます、 世界の 開 發の _ めに 當つ ては、 何れも 

此海邊 から 次第に 陸上に 倥 人して 来る ので •こざい ま 

す •原始時代に 於て は 殆ど 人類は 山川 河 海に 在る 所 

の天痺 物を 採つて、 之を 以て 牛： 活の資 料に して 居る 

ので ございます、 是は世 界を 一貫し 1 •史の 取 西を 通 

じての 事柄で ございまして •我 ^ も 其 類例に ® れず 

して •矢 張 四面 海の W でございますから •此 海に 依 

て 始めて 文明の 發祥が 來つた 所以で ございます •翅 

國 Hi 千年の 間 我が® 民の 血液 if 萬ら 魚肉に &• て 養 

成されて 居る のであります、 若 も此 血液を 分析して 

负 の 血球 •か 吾人の 肉 gs に 無い と 云 ふやぅな 場 八 rl が あ 

りましたなら ば、 捭に m 大なる 問® が 起る 時で あり 

ます、 阈 家の 存在 li 玆に 危殆す ると 私は 斷 言す るの 

でございます ，故に 此 生活 上 必要なる 所の . m 肉は. 

我® 民に 収 つては 無限 的に 之を 供給し なければ なら 

ぬ、 無限 的に 之を 供給す ると したなら ば、 即ち 其 m 

額は低菔でなけれぱならない、若し之を低廉に供給 

し、 國民 が Itt a に 依て 生活す る ことを 得る ものと す 

れば *  生活の 定則と しなければ ならぬ i 私 ほ 思 

ふので あります •然るに llt ytl 民が 常食と して 尻 る 米 

に fn 對し て a ました 時には-果して 此定 則が 完全な 

る や 否やと 云 ふこと を •疑は なければ ならない 結果 

が 生ずる 次 笛で •こざいます、 それは どうかと 云へ ば 
水産 敎； 1H 振興に 關す る aM ss 案 


吾々 が 則 夕の 一餐 に十錢 の ® の 米を 食へ ょと 云へ ば 
幾ら 今日 商 {S を 唱 へて 居りましても、 十錢の 米 ほ 到 
底 食 ふこと が 出來な い、 然るに 副食物と して 無盡藏 
の此 魚肉は、 今 R S& 倍 若く は 數十 倍の 僧を 拂けな け 
ればな らな いと 云 ふのは どうで ございませう* 是ほ 
私が 常に 論じ 常に 歎ずる 所で ございます が •水 產國 
であつ て斯の 如き 高⑽な る 魚 m を拂 ふと 云 ふことは 
果して 國民の 生活 狀 態に 安寧を 與^; る ことの /JI 来る 
もので ありませ うか •是が 大に吾 人が 攻究し なけれ 
ばなら ぬ 間 題の 起る 所以 だと 思 ふので ございます、 
果して 是等ほ 順當 なる 現象で ございませう か* 若し 
是が順 當なる 現象で ない とするならば •其 原因は 那 
過に 存す るか、 又 どうしたな らば 之を！！ II-: し* 果し 
て 111!;! 當なる 事を 得る ことが /. 1! 來るで ありませ うか、 
之を 明かに し 之を 取 實に行 ふこと ほ 即ち 大に 研究し 
なければ ならない 事柄 だと 思 ふので ございます •即 
ち是が 水產を 實際 政治に 結合して， 生活の 安寧を 耍 
諦と する 政治の /li 發點 を， 第一に 此 所に ! a かなけれ 
ばなら ない と 云 ふ 所以で ございます、 豊葺原 の瑞穗 
國 と我國 を稱 して 居ります が， 併せて 大 八洲の 越津 
海の 國と稱 さなければ ならない のであります、 農業 
立 K を® ふる 人、 商工業 立 國を稱 ふる 人 多々 ありま 
すが、 本員 ほ 水產立 國を絕 對に 十二分に 稱 ふる 理由 
ある ことを 信じて 疑は ぬのであります， 十錢の 米に 
數侪 する 副食物を 貪 ふことの 巳むな き ほ、 W に水產 
國たる 我が 日本 國の 恥辱 許 0 では ございませぬ、 又 
• vf に國民 生活 上の 重大問題で あらう と 思 ふので あり 
ます、 若し 今 之を 我國と 世界を 對照 して 見ます れば 
漁 ffi の產额 に 於て ii 必ずしも 多き を 諮る ことほ 出来 
ませぬ が， 其 他の 點に 於て ほ 眞に世 界の 水產阈 の H 

_ として •宇内に 誇る ことの 出来る 素質を 持つ て 居 

ると 云 ふこと を斷言 する のであります、 日本の fill 形 

ほ 南北に 延長して pr りまして 自然 廣大な る 沿岸 線を 

有して 居る 譯で あります， 此 i7nL 岸を 流る、 所の ^ 暖 

兩流の潮琉ほ，無盡藏の魚族を包有して居るのであ 

ります， 日本人は 此の 天の 無限の 恩 思に 浴す る譯で 

あります. 北の方は ー ォ コック」 海.. 南の 方 ほ 朝鮮 

及 安那の W 海 ，此 等の 二 大漁 場は、 世界の 三 大漁 場 

屮の 即ち 二 大漁 場で ございます、 此二大 魚 場は 我國 

の 勢力が 發展 すると 共に、 我國の 勢力 圈內に 包 有せ 

ら る、 のであります、 隨つて 其 有する 所の 魚族の 種 

類は 非常に 農 富に ありまして、 我が 日本の 如きは 世 


界に 5-t 匹 21 を U ざる 程で あつて、 111: 界の 生 要なる 水 
產國 と稱 する 岡に 產 する 魚類に して、 我 國に產 せ ざ 
る ものは 一つ もない 位であります、 之を 數字 にして 
見 ますれば、 日本に (3: 魚の 種類が el 六十 四 種 ござり 
ます、 歐 米には (i に 六十 七 種、 故に 水！® 國と しての 
我 日 木は 世界に 冠 絕の地 步を 占めて 居る ものと 言 ふ 
ても惲 らな いのであります， 水產 國の國 民と して 吾 
入の 前途は 至 幸 至福な 〇 と 謂は なければ なり ませぬ 
今假 りに 一匹の 親を 捕へ て 其 腹を 割いて 見たならば 
其數は 殆ど 計數に 擧げる ことの m 来ない 位 多 貴な も 
のが あるので あります、 さぅ して 其 多量なる 卵子 ! i 
農業の 肋く 或は 之を 転り 或 (X 之を 耕さず して， 自然 
繁殖す る 所の もので あつて、 所謂 無盡 藏の踢 物と も 
謂 ふべき ものであります， 而も 此 K 大なる 魚類、 此 
S 富なる 所の 食料品を 有する 我 S にして 甚だ 高價な 
る 魚肉を 食 ふの ほ 徒らに 戈 塵 物を 暴殄 する ものでは 
ないかと 慨嘆に 堪へな いのであります (「ひゃく 
J と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 1U: 界の硪 亂以來 谷 威が 生存の 
爲に 非常に 苦痛を 感ずる 所の 4 の ほ •食料品の 需用 
供給の 問題で ございます、 此 食料品の 中に 殊に 魚類 
の 問題 if 歐洲の 交 戰以 來谷國 に収 つて 生 塵が 激減 
して 居ります、 故に 3<- 自國の 生產の 激減 L たのを 憂 
ふる 許りの 大 問題に 非らず して、 ? I に 世界の 市場に 
大變動 を 来して 居ります るの ほ、 我 日本の 大に 注意 
を爲 さなければ ならない 事柄 だと 私は 思 ふので ござ 
います •幸に して 我國は 交 戰_ の與國 とは 言 ひまし 
て も. 其 種々 なる 產業 即ち 此水產 築 等に對 して， 殆 
ど 何等の 惡 影響を 被つ て 居り ませぬ， 却て 益々 發展 
の 好機 會に 遭遇して 居る のであります、 迓に至 大な 
る 幸福と 言 1* なければ なり ませぬ、 諸 封 •誠に 十四 
年の 昔を 想つ て 見ます れば ，十 萬の 生 靈の二 十億の 
國努を 費して 得た 所の もの ! X 何で あるかと 云へ ば 「 
ォ コック」 海の 漁業 撋で御 ざいます、 此 重大なる ffl 
利を 保有す る 所の 結果と して、 自然に 我® 家の K 庫 
た る 所の 「ォ コック」 海から fi る 所の 產額 if 年々 
發展 して 居る ので 御 ざいます* 而 して 此 「ォ コック 
J 海に 產 する 所の 魚族は、 歐榷 巴の 「/ 丨スシ ー しに 
產する 所の 魚族と 同じ 種類の 魚族でありまして、 主 
なる ものは ® •鮭、 触 の 如き もので 御 ざいます 
殊に歐 米 人は 否な 拉丁 民族は 此鱈 •鮭、 鰌を 甚だ 好 
んで 食す るので あります、 此歐米 人 — 拉丁 民族の 
必需の 食料品と しまして ，主として 南北 兩米に 需要 


されて眄りまして.從來歐羅1:の「ノースシー」から 
出ます 所の® 額は， 年々 一億 二 千 萬圓の 供給を 爲し 
つ 、あるのであります.此度ほ戰爭に伴つて需要供 
給の 關係 に大變 励を 起しまして-今や 最も 缺乏 を f'f 
げて &f る やうな 状 賭で、 我_ に 向つて 非常なる 注文 
が來 る譯で 御. さいます •故に ^ し 我！！ が一 度 手を 此 
「ォコック」海に染めたならぱ-磨許りで4礙に一 
億圓の 金を 外國か ら K る 事の m 來る こと ほ、 容易の 
業 だと 私 ほ 信ずる のであります、 斯かる 無 盡の 赞® 
を 保有して、 世界 最も 有數の 天恵を 恐に する 所の ® 
柄で あるに も拘ら ず、 水 產國 として 甚だ； f 振の 狀態 
に 在ります のは、 國富增 進の 上から 見ても •實に 由 
々敷き 大事 だと 私は 思 ふので 御 ざいます、 試に 歐洲 
作 國の漁 業の區 域を 見ます れ ば‘ 谷 國を通 じて 其 面 
積が 約 十四 萬 ffi あるので 御 ざいます •之に 對 して 我 
國は ，唯一 箇國で 略々 歐洲 谷國 に ffi 敵す る 所の II 域 
十二 萬 三千 方里を 占有して 居る ので 御 ざいます、 然 
るに 浼 HI の 高に 至りまして は •僅に 十 萬 入の 漁夫を 
持つて 居る 所の 英吉利 •此 英吉利が、 現に 百 五十 萬 
の •漁夫を 持つて 僅に 一億 三 四 萬 圓の生 產を擧 げる所 
の我國 を， 凌燒 して 居る と 云 ふこと を 想へ ば •實に 
殘 念 に堪 へない ので 御 ざいます、 又 日本の 北 力の T 
度堪察 加と 同じ やうな 寒帶の 地位に 在る 所の 諮 威， 
此蕞爾 たる 諾威は 、此 大戰 と共に 水產 輸出の 大策を 
確 VC しまして •學理 を® 重して 之を 實地 實况に 結合 
しまして •調節 宜しき を 得た る 結果、 殆ど 此戰爭 に 
對 して 平時に 數培 する 綸 m を爲 して 居ります •昨年 
度の 如きは 一簡 年に 一億 數千萬 圆を ，單に 一國で 輸 
/U して 居る 次第で 御 ざいます， lit 界有數 の 水 產國を 
以て 誇つて 居る 我が 日本 國が 、過去 數十年 僅に 二 千 
餘萬圓 の 輸出を 以て 甘んじ、 時局の 爲に 漸く  ~ 千 萬 
圓の增 額を 以て、 それに 法て # 411 として 居る やうな 
事で (3: •此後 どうして 此世界 の 大勢に 應ずる ことが 
出 來るで 御 さい ませう か、 實に歐 米の 駸々 たる 水產 
業に 對 して， 廣い 面積を 以て •殺 常なる 材料を 以て 
.さう して 彼等の 十分の一 にも 足りない と 云 ふこと ix 
甚だ ； 1 憾に堪 へない 次第で 御 ざいます. 唯今 世界の 
谷國は 有 ゆる 學理 と經驗 と 智識と 精力を 集中 致して 
11 爭に從 事して K ります，® て 此戰は 終結を 吿げる 
ことになるで 御 ざい ませう， 此 時に 際し 谷 國は 共に 
貿易 政策を 確立して •經濟 上の 大激戰 を 演ずる と K 
ふことは 今日より 火を睹 るより 明かであります、 此 
五二七 
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時の 猛烈なる 事 {S •目今の 胸® 51 雨よりも 激しい と 
私 ほ 信じて 居る のであります 、我國 if 此 時に 對弾す 
るの 準備が 十分に 完成して 居る で 御 ざい ませう か、 
犬に 寒心に 堪へ ない 次第で 御 ざいます 、今日 il 時 中 
ほ 我國 の X 槳 ほ® に 勃興し まして， 之を 東洋 及 南洋 
方面に 翰 H して fT りまして、 苹 々數 {S の 轍 出が 超過 
しまして 國内に 於て ほ經 濟界； f 稍々 順 潮に なつて 居 
ります けれども •此順 潮が 果して 永く繼 組す る 事が 
[1! 來るで ありませ うか、 是亦 疑問 だら うと 信ずる の 
で 御 ざいます 、此 時に 際し 獨り 超然と して 世界 第一 
の恐沆なる材料を包容しつ-1ある、即ち 1||; 界人類の 
重要 叫 闊 として fr る 所の 貪 料站 問題を W 決する に 於 
て， 最も 誇るべき 我が 水 產物ほ •天然 無盡の 資源で 
あります、 此天然 無 ■の 8r 源を 開發し >  此 水產 物を 

拙®- 致しまして-之を 我が 內 地に 於て ほ 漁撈に、 貯 

藏に •輸送に、 其方 法を 十分に 研究して、 成べ く內 

地 人の 食料に 安恺 に- X' を 提供す る 所の 方法を 講じ、 

又 外 國に對 して 之を 製造して 輸出に 努力し， 國際貿 

易 品と して 世界の 需要に 聰ず るの VI 備を爲 したなら 

ば  >  日本の 發展に 從つ て © に 年々 一億 乃至 二 億の lit 

m を 見る 事は. 容易の 業で あらう と 信ずる ので 御 ざ 

います， 然らば 即ち 我が 水產榘 ほ •日本の 宿命的 產 

S では ありませ ぬか、 此宿 命的產 業を 措いて 他に 何 

等の 大な る產 業は ない と 私 ほ 信ずる のであります‘ 

此大 なる 產業が 今日の 如く， 日本人の 食料に すら 高 

價な る價を 柳は なければ ならない と 云 ふの ほ、^: た 

る反對 の 現象で ありませ うか、 甚だ 本員の it 憾 とす 

る 所で 御 ざいます、 是に 付て は 色々 原因 も 御 ざい ま 

せう が、 主に 水產の 原理を 研究す る 所の 學術 水產敎 

育の 振 ほざる 結果 だら うと 私は 思 ふので 御 ざいます 

岩 帮共水 產に熟 心する 所の _員 は、 共に 之を 相互に 

談じて 、相携 へて 本案を 提出した 次第で 御 ざいます 

詳細なる 事は 又 委員 會で相 S に 決する 次第で 御 ざい 

ます、 どうか 政府に 於ても 此 案の 精神を 容れ 、諸君 

に 於ても 滿 腔の 同情を 與へら れんこと を 希望す る 次 

第で 御 ざいます (拍手 起る〕 

0 西 川 太 治郞君 議長， 此際 政府に 質問したい 事が 

あります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 西 川 君は 此 案に關 係して 1 政 

府に 質疑が あると 云 ふこと であります か。 

0 西 川 太 洽郞君 左様であります。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) それでは 登壇を …… 


L 西 川 太 治 郎君 登壇〕 

0 西 川 太 治郞君 唯今 奥 田 君の 水 產敎育 振興 策に (3: 
私 も滿 腔の 同情を 以て S 成を 致して 居る もので 御 ざ 
います、 唯此 際豫て 私の 宿 論と して 居ります、 淡水 
魚族の ことに 就て 政府に 質問を 致したい と 思 ひます 
それ (3; 先年 來京都 帝 國大帛 に 於き まして 博物 _瓯 が 
御 ざい ませぬ •それ故に どうか！ g 物 講座を 設けたい 
と 云 ふこと を 大學總 長に も 中した ことが 御 ざいます 
所が 大學總 長 も IHJ 感で御 ざいまして、 前年の 議會で 
1¢ 物の 講座が 通過した やうに 私は 存じて 居ります、 
所が 此 ® 物 11 座を 設けました 結果と して、 琵琶湖に 
於いて 贽險 所を 鸨て 設けて あります が、 之を 態々 擴 
張す る考 であると 云 ふこと で 御 ざいました が、 其 後 
未だ 十分に 是が 横： i を 見 ませぬ やうに 考 へます •尙 
又 滋賀縣 に 於き まして ほ 琵琶湖の 水產 蕃殖の 爲 に、 
從來朵 は 縣 の計进 として 二 十 萬 W を 投じ •尙又 本年 
より 更に 十 箇年計 资 として •十 萬圓 以上を 投じて 魚 
類を 放流す るので あります、 斯の 如く 一方に 於て は 
帝 國大學 に 於て 實驗 所の 設が あり、 尙乂 一方に 於き 
まして ほ 水產試 驗 場の 設が ある、 それに 對 して 政府 
は 斯の如 く 琵琶湖を 利用して、 國立 水產 講習 所を 設 
ける とか、 或は B 驗 所を 設ける とか、 或 ほ 此大學 並 
に W に 地方の 試驗 所に 委せず して、 政府 ほ 魚族の こ 
とに 付て 之を 利用して、 講習 所を 設ける やうな 御意 
嚮ほ ありませ ぬか、 先年 河 島 知事が 居りました 時分 
に， lit 事を 農 商務省に 御 交渉を 願 ふこと が 御 ざい ま 
す、 所が 財政の 都合に 依て 未だ 出来ない のを、 甚だ 
河 島 君 も itt 憾に 思つ た 次第で 御' さいます が 時運 も餘 
程 進 步を して 居りまして •傅 物 講座 も 出来、 憨々 實 
驗場の 擷 張 も 見む と 云 ふ譯で 御 ざいます から >此 際 

政府 ほ 琵琶湖に 於て 國立諜 習 所を 設けて •水 產の發 

達に 資せられる やうな 御 意嚮 ほない か、 此事を 質問 

する ので 御 ざいます。 

〔國務 大臣 仲 小路 菔君 登壇〕 

〇國務 大臣 (仲 小路 廉君〕 御 質問に i 答を 致します 

今日の 場合で 御 ざいます から 水 用の 開發 に付き まし 

ては、 政府に 於き ましても 偉 も 力を 盡した いと 存じ 

ます、 即ち 水產 の開發 として ほ、 遠洋 近海に -1J. る こ 

とは 勿論であります、 殊に 又 淡水の 魚族に 付き まし 

て も 同 _ でございます •或 ほ 學 術の 上より 又た R 驗 

實 際の 上よ 〇兩方 面よ 〇 攻究を 致して •成べ く 成績 

を擧 げ實績 を擧げ る やうに 盡し たいと 存じて 居り ま 


す、 唯々 如何なる ことを 此際 にす るか、 滋賀縣 下に 
講習 所を 國立 として S く か、 其點ほ 卒爾に 申® ねま 
すが、 能く 群 a 攻究を 盡した 上に、 相當の 方法を 致 
す 積〇で あります。 

〇 岩 崎勸君 本案 (i 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられむ ことを®! みます。 

0 議長〃. 大岡育 造 君〕 岩 崎 君の 励 議に 御異謹 ありま 
せぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 岩〕 御 異議がなければ 本案 ほ、 蕺 
長 指名 九 名の 委員に 附託す るに 決しました。 

0 岩 崎 動 君 日程 第 十一、 市町村 吏員 挺 遇に 關 する 
建議案 ほ、 是が說 明を なすべき 荒川艽 郎君の 都合に 
法り 一時 延期の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成」 「異蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 誘 ■長 (大一 : 育造 君) 延期に 御異讁 がない と 認め ま 
す •仍て 延期に 決しました、 0 程 第 十二、 第 十三の 
議案 ほ、 同一 委員に 附託し ある 議案なる に 依 〇、 一 
括 議題と なし 委員長の 報传を 求めます。 

第 十二 津 山上 郡 間鐵 道雜設 に 關 する 建議 
案 (福 井 三 郎君 外 一名 提出 )( 委 貝 
長 報告〕 

第 十三 津山智 頭 間鐵道 建設に 關 する 建議 
案 (福 井一 一！ 郞君外 四 名 提出) (委員 
長 報告) 

0 議長 (犬 岡 育造 岩〕 委員長の 報® を 求めます 、奥 
田龜造 君。 

〔奥 田 龜造君 登 檀〕 

〇 奧田龜 造 君 日程 第 十！ r 津山上 郡 If-tl 鐵道 建設に 
關する 建 _ 案， 第 十三、 津山智 頭 間 鐵道雄 設に關 す 
る ® 議案の 委員 會の御 報告を 致します、 兩 案と も委 
員 諸君が 熟 心に 御. 一議なさい ましたが、 津 山上 郡 間 
の 建議の 方に 付きまして ほ、 此 間の 鐵道ほ 今 播美鐵 
道と 云 ふ 私設 會社 に、 政府が 許可して やらせ 居り ま 
すので •若し 此會 社が 十分に 完成す る ことの 出 來な 
いと S ふ 場合には， 政府に 於て 大に 考隞 すると 云 ふ 
ことで ございました， 律 山智頭 間鐵道 建設に 關する 
建議案の 方に 付きまして ほ、 是も政 府 委員が 經 費 の 
許す 範圍に 於て， 成べ く 建設す る やうに しやう と 云 
ふ 御 話でありまして， 兩案 とも 滿場 一致を 以て 可決 
致しまして ございます、 右 報吿 致 L ます。 

〇謅長 C 大岡 育造 君〕 福 井 三 郎君。 


_  五 二八 

C F1 井 三 郎君 登 壻〕 

〇福 并三郞 起 別に 反對 もない やうで •こざい ますし 
委員長の 報告に 於て 盡きて 居 〇 ますから •蛇足を 描 
く 必要 ほご ざい ませぬ が、 11 K  ' 

て 諸君の 御饺 成を 求めて® かう と 思 ひます、 r{i 山上 
郡 間 ほ 委 M 長 〇 報 ft- の 如く 今 私設 0 播美銥 菹 に？'^ nj 
して あつて •それが H 事 ' |< であります、 提案者 ほ 此 
鐵道は私設會社の力に俟つては成就すること 〇 出來 
ない ものと 認めて、 此建讓 ■案を 提出 致した ので あり 
ます‘ 又 委員# に 於て 誠む る 所 も， 滿设 一致で lit 鐡 
道 ir 社の 力に 俟 つ flj ほ 六ヶ股 いものと 認めました そ 
れで政 府の立 2 P から 申しましたら、 さう かも 知れ ま 
せぬ けれども、 其 期に 達せ ずん ば， 其會 社の 力を以 
て S し煜ざ る ものと 認む ると 云 ふことは -1 I1- 計に ) §3 す 
る、 故に 其锊 社が 0 身の 力を 以て is 行し 得な かつた 
嘵にほ 、勿論 私設と して 許した 程の rji 路 であるから 
して •不必要と ほ 思は ない、 故に 11-h 場合に 於て ほ 柑 
當 の考瞭 を 費さなければ なるまい、 故に 今日 Ilt ^ 案 
に 反對ほ 致さない ，さりながら 時を 期して 何時から 
と 云 ふこと ほ 言へ ない、 是が 政府と 姿 a 會に 於ての 
折 画の 經過 でありまして •それから 智 頭 津山間 は 是 
は 其 間 ほ 哩數も 少ない のであります し‘ 政府に 於て 
も 無論 反® ほしない、 其 前 一度 委 M sr の ございまし 
た 時分に、 其 樓阀を 何れ かの 新陬に 報道して あつた 
政府は K 對 をした と 云 ふこと が ® いて ありました が 
それ も 政府に 質して 見ました 所が、 反 對で はない、 
無論 有 要と 認める からして ，此 間に も鐡 道を 架設し 
なければ ならぬ •唯 經濟の 工夫 時期 等の 問題で ある 
經濟の 許す 場合に 於て •時期の 可なる 時を 見て 吸き 
たいと 思つ て 居る， 斯う 云 ふの が 政府の 意見で あつ 
た、 委員の 見る 所 ほ 一人の 異論な く， 111-. 間は 最も 速 
に 架設 致しましたなら ば‘ 陰陽の 速 絡が 始めて 極く 
« 直ぐに 1« 通を する ので あるから して， 寸時 も棄て 
置く ことが m 来ない と 云 ふ 程に •急を 耍 する ものと 
認めた のであります* さう して 政府 も 無論 そこまで 
の 急を 要する と 認めた と 云 ふて 同寫を 表せざる まで 
不必要で ない、 經濟の 許す 脑圍に 於て 時期を 見 計つ 
て •相當 な 考を しやう と 云 ふので ありました から、 
そこで 委員 會は兩 案 共に 委 M 長報锴 通 1 致を 
以て 可決 致しました ので ございます 、斯様な 次第で 
あるから して， どうぞ 滿場 の御暨 成を ^ て、 其 力を 
以て 政府に 此建讖 案の 趣意を、 一日 も 早く® 行を せ 
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しめたい と 私は 希 沼す るので ございます、 宽 しく 御 
燹成 を ? ft SF 致します (拍手 起る) 

0 W 碲剧哲 兩案 共に 委 M 提報街 通 り 可決 せられん 
ことを 希 !?! 致します。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 H3 長へ 大岡 ff 造 君) 岩 崎 君の發 葳 の 通り、 兩案共 
に 採用す るのに 御異耦 なきものと 認めます、 即ち 可 
決を 技 i>f 致します 、日程 第 十四， 平 町 小名 濱間鐵 道 
扭 設に關 する ai 謹 案を 雜題と 致します、 委 M 長萵岡 
q 一貞 1 丨 

第 十四 平 町 小名濱 間 鐵道 建設に 關 する 建 
谜案 (高 岡 唯 一郎 対外 三 名 提出 > 
(委 M 畏報 吿) 
t 高 岡 唯 一郎れ 登 &〕 

0 商 岡 1M 郞哲 諸君、 唯今 讁 題に 上つ て 居ります 

る 平 町 小名： ?: I1 f;n の鐵道 建設に 關 する 委員 會 の！： 過 並 

に 結 ^ を 御 報传 致します、 委 は愼 m に* as を 盡 

し * JI. つ 政府 常 局と も 十分に 贤间聰 答を 市ね ました 

果が 、木 案は 海 s 連絡線と して 最も 必要な 線路で 

ある •而 して 又 我 帝 一 產菜 發展上 最も 魚 設を耍 する 

所の 鐵道で ある， 故に 委 fl 符は滿 喵 一致を 以て， 木 

案を 可決 致した 次第であります* 而 して 委員 會ほ之 

に 向つ て I の 決議文を 附 しました 次第であります、 

其の 決議文は W 樣で あります 「本鐵 道の 延長は 我國 

產菜 政策 上 急設の 必要 ありと 11 む 政府 ii 速に 建設に 

荔手す へし」 右の通りで あります、 此段御 報吿致 し 

ます (拍手 起る〕 

03 f 崎 勘れ 本案は 委員長 報 吿の 通り 可決せられ ん 

ことを 希望 致します。 

〔「坭 讚な し」 と 呼 ふ 者 あり 一 

〇謅 長 (大岡 育造れ) 委 M -M 報 街 通り 街 異調な きも 

のと 認めます、 即ち 木 案 ii nj 決を 宣带 致します、 日 

程 第 十 W:、 第 十六、 第 十七の 遒案ほ 同一 委 tt に 付託 

し、 n. つ 同一 g の 案なる に て、 一括 議題と なすに 御 

異 95 ほ ございませぬ か、 

〔「異 SS なし」 と 呼 ふ莕あ り〕 

0W 長 (大岡 ff 造 君〕 御 興 汲な きものと 認めます、 

金 H 長 報齿を 求めます、 委 M M 田 中隆三 君。 

第 十 ? r 物 m 調節に 關す る妞謎 案 (村也馆 

I 郎君 提出) (委員 焚 報吿〕 

第 十六 物 似 調節に 關 する 建議案 (降 旗 元 

太郞对 外！ 一名 提出〕 


(委員長 報半： ：〕 

第 十七 物 似 調節に 關 する 建議案 (元 田 蒙 
君 外 四 名 提 m) (委員長 報 街〕 

〔田 屮隆 n! 君 登 項〕 

〔拍手 起る〕 

0 田 中隆三 君 物 僧 調節に 關 する 建議案 委員 會の經 
過 並に 結果を 御 報 苦 申 上げます、 ffi 議案 ほ 三 補 類 ご 
ざいまして， 一つは村松惊一郞君より御提出のもの 
一つは 降 旅 vf 外 二 名より 御 提出の もの、 一つ ほ 元 田 
策 君 外 m 名より 御 提出の もの、 此三 案を 私共の 委負 
伶に 御 付託に なりました のであります、 此 三つの 建 
議案 (■£ 邦 大目 的と すろ 所に 於て 殆ど 同一であります 
唯 降拘嵙 外 一一 名の 方より 御 提出に なりました ものに 
は、 ® か 異つた 文句が 入つ て 居りました けれども， 
其 事 IT. 別に 又 申 上げます、 兎も角も 大 趣意と する 所 
大目 的と する 所に 於て は， 三 案 共 餘り變 りは ござい 
ませぬ のであります •それ故に 數回政 府裘 M との 間 
に、或ほ§務大£1との間に質問應答を爾ねました末 
小® 員 會を開 きまして 此 三 ffi 議案を 斟酌 加除 致し ま 
して、 一の 成案を 作る ことにな りました、 其 成案を 
委员會 の 謎に fj しました 所が •滿場 一致を 以て 可決 
致しました ので あ 〇 ます、 興 文章は 旣に 御手 許に 廻 
つて 居ります から •此挺 に 改めて 私は 申 上げ ませぬ 
大體に 於て 此建諕 案と 云 ふ ものは， 其 成案の 文章に 
現 15: れて 居ります るが 如く  •物價 の變 励と 云 ふこと 
は、 或 ほ 生 產の坫 礎を 危殆なら しむる、 或は 工業の 
根 抵に砌 搖を來 すと か， 或は 又國民 生活 上に 不安の 
念を 起さし めて •時に S ふべき 結果を 來す ことなき 
を 保せ ない と 云 ふやうな m 大な 問題であります ので 
前 中 1-. げ まする 如く  •各贺 派を 代表す る 三 建 _ 案 も 

出て ■ © る やうな 次第であります、 又 政府に 於ても 固 

より 共 趣意 目的に 於て 御 異存 あるべき 罟もな し， 又 

國民 も大に 之を® 迎 して K られ る箬の もので ありま 

すから •何事もなく 一瀉千里で 通過す る 事と , 0 ひま 

した 所が， 通過は 致した に 相違 ありませ ぬ、 又 前 申 

上げました る 如く、 滿坳 一致を 以て 可決は 致し まし 

たけれ ども、 中々 畏 い 間の nrf 間と 議論が ありました 

ことで あ 〇 ます、 其 事を 御 參考迄 に 大要 申 上げて 置 

く必婴 が あらう と 思 ふ、 興 議論の 起り ました 励 11 は 

降 旗 君 外 二 名より 御提 m になり ましたる al 識 案の 中 

に、 農 商務 街 令 第二 十號と 云 ふ もの ほ， 物 {M 調節の 

E 的を 達寸る i 達せざる のみならず 「其 目的 J と 


醫 いてあります けれども 「其」 と 云 ふのは 即ち 前を 
受けて 居る 即ち 物 僧 調節の ことであります •其 物 傾 
調® の 目的を 達する こと 能は ざるの みならず 經濟 .1-. 
の 不安を 招く からして 速に 之を 躞 止して 他に 適當な 
る物俏 調節の 方法を 執れょ と 云 ふ 文句が ある 是が議 
論の 緒 口にな りまして 先づ 以て 国務大臣 或 ほ 政府 委 
fl との 間に®々 の TJ 問應 答が ございました、 所が 唯 
今 申 上げました 文句の 中に、 K- 物 僧 調 fir! の 目的を 達 
する 能は ざるの みならず と：： <  ふけれ ども 政府 常 局の 
方から 之に 答 辯せ しむれば、 あれ (X 物價 調節の 爲に 
發布 した 所の铕 令で ほない、 あれは 暴利 取締 令で あ 
る、 或は 幾分 Fen 接に 物價 調節の ことに 關係は あるか 
も 知れぬ けれども •其 省令 發布の 目的は 全く 別事で 
ある、 即ち 市價 の變 動を 誘起して、 暴利を 得ん とす 
る やうな 不正 行 爲を 取締る 爲め の肢締 規定で あるの 
で-どうも 之を 以て 物價 調節 云々 と 論ぜられても、 
甚だ 迷惑を すると 云 ふやうな 御樣 子で あつたので あ 
ります •言葉は 甚だ 此横樣 を 評して、 何と 申 上げて 
宦 いか 知れ ませぬ が、 何 か 的が 外れて 居る やうな fl 
様で ございまして 餘程 呆氣な い 結果に 陷つた ので あ 
ります， 一方は 其 省令 ほ 物價調 節の 目的を 達せぬ と 
言つ て 論ずる けれども* 此方 ぢや 、いや そんな こと 
で ほない、 關係 のない 省令で ござる と 斯う 云 ふこと 
であります から •問 ふ 者と 答へ る 者との 間は 旨く 合 
ひませ ぬ、 それから 其 後段に 在る 此 省令の 爲に經 濟 
上の 不安を 招く とか、 不安を 惹起す ると 云 ふこと に 
就ても •政府 當尚の 方の 答 辯は， まるきり 問 ふ 八の 
方と 反- ^ である、 是ほ 非常な 手順 方法を 用 ひて 暴利 
を 得ん とする 不正の 者を 収締る 規定で あるが、 其不 
正の 行爲 をす る 者を 収締ら なければ ■却て 綷 濟社會 
に 一、 励を 起す のぢや ないか、 此省 令の 爲に純 濟社會 
の 不安を 招く と 云 ふ御尋 ほ， 實 に SI 入つ たこと であ 
ると 云つ たやうな >  此 農 商務 大臣 威儀を 正しての 御 
答 辯で あるので (笑 隙 起る〕 それで 詰り 此 省令 二十 
號の 問題に 就て は、 委員長と して 私 ほ 傾んで 傍 聽致 
して 居りました が-どうも 一向 落 薪く 所がな かつた 
のであります、 併ながら 其 問は れる方 も 農 商務 大臣 
の 答 辯せ ら 名 >如 く  •斯る 不法な 行爲 WIJ ち 暴利を 貪 
らんと して 或る 手段を 執る と 云 ふやうな、 不 K 行 爲 
を. 収締 ると 云 ふこと ほ 悪る いとは 誰も 仰し やる 方 (3-. 
ない ので、 其點に 於て (X 政府 當 局と 御 同意で ある や 
うな 犓樣に 見えました、 併ながら 農 商務省の やり方 


が 尚 ほ 言葉を 拽へて 言へ ば •其 省令 二 十號の 適用の 
仕方に 何 か 間違で も あり、 面白から ぬ やうな 事 實で 
も あつたかの 如き 議論が， 彼方此方 か. 1> 起つ たので 
あ りま_ す、 果して 問 ふ 者の 意義は 其 所に 在る とすれ 
ば， 即ち 適用 上に 於て 間違が あると か、 或は あらむ 
とすると か、 ! » が あると 云 ふことの 有る やうに あり 
ました、 で 此點に 就て は •結局 委員の 多数は 此 省令 
二十 號の 適用に 就て は •政府 常 局に 於て 十分に 愼 m 
の 注意を 加へ る ことに 致したい と 云 ふ 希望が ありま 
したので， 其 希望 ほ 多數 の粹 る、 所で あつて、 委員 
會の 速記 餘 にも 特に 留めて あります、 又此 希望に 就 
ては 農 商務 大臣ょりも 數回御 答 辯 F ありまして、 將 
來 一層 愼 重の 注意を 加へ ると， 殊に 何 か 起つ た 問題 
に關 係の ある 肢引 所の 行爲 に、 之を 適用す ると 云 ふ 
が 如きに 至つ ては， 此収引 所なる もの V 公設 機關た 
る 性 M に 鑑みて、 愼 重の^-にも 愼電を 加へ る、 又 固 
ょり 其 腌關を 代表して 居る 所の a> 事 者 I 理事長 等 
にも 十分に 協議すべき こと (3-. 協議 もす る， 打 合す こ 
とも 打 合を すると 云 ふやう にして， 手續上 萬 違算な 
きこと を 期す ると 云 ふことは， » 回の 御 辯 明で あり 
ましたので あります るから •此 問題は 詰り 其 事で 終 
つて fi: 舞つ たのであります* ffl もう 一言 御報吿 しな 
けれ ぱなら ぬのは、 此 省令 二十 號に 付て 更に 一步を 
進めて、 是は 憲法に 背いて 居る 所の 省令で ある， 憲 
法 違反の 省令で あると 云 ふやうな 議論 も 起つ たので 
あります、 其 議論の 根抵ほ 要するに 此省 令の 爲に所 
有權を 侵さざる やうな 場合が 起る と 云 ふ 議論で あつ 
たので あ 〇 ます、 一で 父 所有 權を接 す 侵さぬ と 云 ふこ 
とは、 先づ假 りに 除けて 置いても •政治 道德の 上 か 
ら斯る 重大なる 人の 财產 に關 係の ある 省令で あるな 
らば， 或は 之を 法律に すると か、 少く とも 勅令の 形 
式を 以て 之を 規定す るの が穩當 でない か、 大 FS 限り 
の 省令では 甚だ 穩かで ない と 云 ふやうな S 論 も あつ 
たのであります、 俳ながら 此 點 に對 しても 農 商務 大 
eir 是は 憲法 第九條 に 依る 所の 行政命令で ある、 
產業収 締に關 する 所の 規定で ある， 所有 拙を 侵す と 
か 所有 fl'/l に關す ると か 云 ふこと は 毛頭ない と、 繰 返 
して 言 ふが 如く、 即ち 惡手段 を 以て 市偾 の變 動を 誘 
起せむ とする、 fe て 以て 暴利を 貪らん とする やうな 
不正 行爲 を収締 ると 云 ふこと であつ たので、 之に 類 
似した る 法令は 何遍も 出て 居る ことで あつて 今日に 
始まつ たこと でもな し、 決して 憲法 上 違反の 行爲と 
五 二 九 
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認めない と 云 ふやうな 御 辯 論であります. 併ながら 
此 憲 让 論 ほ 屮々 手嚴 しい 議論が 多う ございまして、 
御見受 申した 所、 農 商務 大臣 も 大分 手 {S を 負 (X れた 
かの 如く 拜察 致しました c 拍手 起る) 氣の弱 い 委員 
長 ほ 此結末 IX どうなる かと 思つ て、 非常に 心配し ま 
した けれども. 洵に 都合の 好い 事に ほ、 兎も角も 此 
翅謅案 の大主 眼と する 所の 目的に 於て， 前 申 上げ ま 
する 如く 皆様が ai に 異存の ない ことで •三 is 同意で 
3¢ 成案を 御 可決になる と 云 ふこと であつ て、 其 二十 
號とか 憲法違反と か 云 ふやうな 事 |3; >實 (3; 間接の 問 
題で、 別に ® 商務 大臣 不信任案の 議で ある _で もな 
し、 詰る 所 一寸® つちょ に P つた 枝葉の 議論で あり 
ましたので、 最初の 勢は 劇しう ございました けれど 
も •彗 M が 飛んで 行つた やうな H 合に (笑 聲 起る) 

つい 世界に 打 突かる ことは なしに、 首尾 能く 滿場 I 

致で 以て •此 建議案の 所謂 成案と ic ふ もの ほ 可決に 

なつた のであります から、 どうぞ 其邊の 御 事情を 御 

勘 酌に なつて、 本 議場に 於て {3: 何等の 異論な しに、 

滿場 一致を 以て 御 賛成 あらむ ことを 切望 致します、 

(拍手 起る) 

〇識長 (大岡 育造 君〕 此際 本案に 關 係して、 政府に 

質疑を 致したい と 云 ふ 申出が あります •正木 照藏君 

〔正木 照藏封 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 正木 照 藏 君 本案を 議す るに 當 り， 政府 當 局に 少 

し 御 伺したい 事が ある、 此 案の 委員 會に 於て •遞信 

大臣は h 下 亞米利 加に 向つ て、 十； ;/ 1: 萬 噸の船 を 提供 

すると 云 ふ議を 進めて 居る と 云 ふこと を 言明され た 

是は 昨年 交渉が あつた 所の 鐵 との 交換 問題と ほ 全く 

別で ある、 鐵との 交換 問題に 付て ほ、 別に 是は 造船 

家が 亞米利 加の 政府と 交渉 致して 居る •是も 遂には 

數萬噸 の 船を 提供す る ことに 至る であらう と 思 ふ* 

斯の 如き 事が 世上に 傳 りました 爲 めに •一旦 大に下 

つて 居つ た 所の 傭船 料が、 復 大變膦 つ^ T 旣に 昨年 

の 船舶 管理 令麫布 以前 程の ffl 場に なつて、 四十 圓で 

契約が m 来たと 申す やうな 次第にな つて 居る、 若し 

是が亞 米 利 加へ 提供す る ことが 愍々 實行 さる 、事に 

なります れぱ 、益々 騰る だら うと考 へます， 傭船 料 

の騰 ると 申す ことほ 運賃の 勝る こと-運賃の 騰るは 

即ち 物價 に ^ 题 する •斯う 云 ふこと になる， 此 政府 

の 措置は 今 吾々 が 此處に 建 誘せ むと 致して 居る 所の 

物愦の 調節と 云 ふ 事と 反對の 方角に 向って 行き 居る 


やうな 考を 私は 致す のであります、 之に 付て 政府 當 
局 ほ、 果して 斯の如 き 多 ® の 船を 亞米利 加に 提供す 
る •少なくとも 我が 遠洋航路の 運裙 力の 十分の一 內 
外の船を提供をする結果ほ、物惯の隧赀に大なる影 
礬を 及ぼさない と 云 ふ 御考で あるか、 如何で あるか 
私共から 見る と 旣に前 申す 加く、 傭船 科が 大に 瞬贵 
しつ X あるので あるから 必ず 物 {M に 影 if する に 相違 
ない と考へ ます (「委員 會で濟 みました」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 併ながら 政府が 敢てせ むと する のは、 物價に 影 ® 
•か 無い と 云 ふ 御 見込で あるが どうで あるか 此點 を K. 
かに 御 伺したい、 引 續き此 建議案の 中に も， 輸出品 
の 制限 若く ! 3: 禁止と 申す 事が ございます が、 就き ま 
して ほ 亞米利 加に 於け る 貿易の 禁止、 此 結果 ほどう 
なつて 居る か、 其 事は 先般 私が 外務大臣に 御尋 した 
ときに、 專ら 船舶の 關係で あると 申す ことを 御 答が 
あつた， 然らば 今 我國が 之に 向つ て 十五 萬噸の 船を 
提供す ると 云 ふの ほ、 何か此 禁止 令を 緩和す ると 云 
ふ 交換 條 件に する 考で あるか、 旣に其 諒解が 成立つ 
て 居る か、 又 さう 云 ふ 方に 步を 進める 御考で あるか 
此點 を祇 りたい、 以上 二® に 付て 政府の 御 答 辯を 煩 
す C 拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (仲 小路廉 君〕 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 仲 小路 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 仲 小路 酿君 登壇〕 

〇國 務大 ta (仲 小路販 君〕 正木 君の 御 質問に 御 答を 
致します、御質問の點ほ二箇條でありまするが、其 
第一 ほ 聞く 所に &れば 今回 亞米利 加に 對 して 我が 船 
舶の 幾何 かを 都合を 付ける やうに 聞え る、 果して さ 
うなれば 却て それが 又 物價騰 貴の 原因と なりは しな 
いか 政府の 考ほ どうで あるか、 昨华以 來亞米 利 加と 

曾て 交 捗の ありました 鐵と相 交叉した 問題 ほ、 昨年 

に 於て 段落が 著いた ので、 II に 今回は 亜米利加と 我 

が 帝國 との 間に 於て •國際 上の 關係 として 唯今 種々 

に 交渉を し， 相 當の處 置を 執るべき 順序に なつて 居 

るので あります •素ょり 此 事の H 行の 際に 於て ほ、 

多少 各種の S に 影# (3: 無いで ほご ざい ませぬ， 併な 

がら 政府の 當局者 •殊に 遞信當 局 者 ほ、 最も 其點に 

注意 周到なる 畫策 と經營 とを 以て、 力めて 國際 上の 

關係は 之を 滑 かにし、 我が 總て の經濟 上に 大した 影 

響を 及ぼさない 順序に 於て、 都合 好く 此 等の 事を 取 

運べる 事に 努力を されて 居る ので、 私は 此點に 於て 

農 商務の 當 局と 致しましても* 遞信當 局と も 十分に 


話 合を 致しまして、 努めて 經濟上 谷 種物 S の點に 於 
て， 大なる 影隳を 及ぼさぬ 事に 十分 盡す按 りで あり 
ます， それから 第二の 勤 ほ、 米國に 於て 我が 翰 出物 
に對 する 制限 禁止の、 是が 今の 船舶 問題と 相關 係が 
あるか どうか、 又 それでな くと も 其點に 付て ほ， 相 
當に考 厳 をして 居る かどうで あるか、 SE に 我 帝國ょ 
り 米國に 輸出を 致して 居ります る數 多の 國產 品に 付 
て、 之に 對 して 萬 一 禁止 若く ほ 制限 等の 事が ありま 
して-我が 貿易 上に 重大なる 關係が あ 〇 まして ほ、 
それ こそ 其 及ぼす 影潑ほ 容為な らぬ事 と rp じたので 
ありまして， 政府に 於て は此點 に 最も 苦心を 致した 
のであります、 幸に して 我が 誠意の ある 所を 米国に 
於ても 十分 是が諒 解を 得て、 又 米國に 於ても 極めて 
我に 好意 ある 回答が あつたの であります、 以上の 事 
情であります るから* 唯今の 船舶の 問題と 相 交叉し 
たと ほ 申し ませぬ、 相互に 好意を 盡し合 ふて •出來 
得る 限り 國際關 係‘ 殊に 貿易 關 係を 滑 かに 致します 
— 御 答 致します。 

〇 正木 照 藏君 議長 —— 議長. (「好い加減に しろ」 
と 呼 ふ 者 あり) 少し 聞え ませぬ でした が、 相 交叉と 
仰し やい ました か、 何と 仰し やい ました か， 此 船舶 
問題と 禁止 問題と どうな つて 居る、 相 交叉と 云 ふの 
です か、 少し 席が 遠う ございます から 聞え ませぬ。 
〇國務 大臣 (仲 小路廉 君〕 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 沿〕 仲 小路 農 商務 大臣。 

〇 國務 大臣 (仲 小路 廉君) それと 是 とほ 別で ありま 
すると 云 ふので あります。 

0 議長 (大岡 育造 君) 熊 谷 直 太 君 —— いや 森 田 茂 君 
〔森 田 茂 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 森 田 茂 君 K ほ 唯今 委員長ょり 報吿 になり ました 
る物價 調節の 建議に 付き， 修正の 動 翳を 提出す る 者 
でありまして、 皆 樣の御 賛成を 得たい と 思 ふので あ 
ります、 即ち 其. g 議と 申します るのは、 吾々 委員に 
於き まして 決定 致しました る 所の 物價 調節に 關する 
建議 •即ち 委員長の 御 報 吿の如 く 諸君の 御手 許に 配 
付され て 居ります る此 建議 書の 「右 建® ス J と 云 ふ 
前に 當りま して 「大正 六 年 農 商務省 令 第二 十號ハ 速 
-1 之 ヲ廢 止スへ シ J 此 一項を 加へ る 事を， 修正 動 蕺 
として 爰に 提出 致す _ であります、 大體の 委員長よ 
〇 報告に なりました る此建 _ の 趣旨に 付きまして ほ 
本 會識に 現 ほれました る 三 案に 付て、 委員に 於き ま 


して ほ 最も 傾 重に 是 •か 薄 ^ を 致した も 〇 でち 〇 ます 
結局 委員長 報 街： ifll o の ffigs T'} ' か 爱に： 山 來たと 云 ふこ 
とは* 吾々 に 於き ましても、 l» jl.: も sf lli v を.：， る ! r'f であ 
〇 ます、 即ち 今日の 生活 狀烺 から 申しまして、 此諸 
物 價の騰 贵なるものが、殆ど屮淹階級以下 0 芳{:生 
活破媸 の狀 態とな つて 居る と 云 ふ 2JJ も •吾々 が 申す 
迄 もない 41J であります るので、 此 SE 味に 於き まして 
ほ 何人も 異論が なかつ た 事柄で あ 〇 ます、 所が冉 々 
が爱 に委 M 長の 報吿に 反しまして， 唯今 申 上げ まし 
たるが 如き 修 JH 脚 議を 提出す ると 云 ふこと に付き ま 
しては、 是 15: 乂 大いに 理由の 存 する JJf であります* 
此 農 商務省 第二 十號は 吾々 の 見解ょり 致します れぱ 
是ほ 明かに 惑 法 違反で ある、 又 一面に 於き ましては 
民法 或 ほ 商法に 於け る 吾々 の 契約の Em なる ものを 
蹂躪す る ものである、 之に 對 しまして は 吾々 此立法 
府 に參與 する 所の H 任と 致しましても、 唯々 之を 等 
閑に 附し 去る 事 ほ 出 來な いと 云 ふの が、 吾々 の 見解 
でありまして a ほ 此建謅 薬に 於き ましても •物 ©■ 調 
節を 圖ると 同時に 彼の 省令 二十 號なる 者は 速に險 止 
したい 斯う 云 ふ 意見を 吾々 は 政府に 建言す る 稍り で 
あつたので あります 所、 が 唯今 委員長 御 報 ft- の 如く 
であつ て 委員 會に 於き ましては 此省令 第二 十號の 適 
用に 付て， 將 來愼 11): なる 所謂 運圯方 を •一む •斯う 云 
ふやうな 希望の 意味の 事は 現 ほれました けれども， 
是でほ 未だ 吾々 が滿 足を する 祺の 出來な い 所で あり 
ます、 唯今 咿上げ ましたる 此 憲法違反と 云 ふこと に 
付きまして は、 本案の 所謂 本會識 に 於て、 吾々 の撖 
に 居ります る 所の 齋藤君 •又委 負 會に 於き まして ほ 
松 田 源 治 君ょり、 淘に理 路井然 たる 立販な る 御踽論 
を 私共 ほ拜聽 する ことが 出來た のであります、 さう 
して 私共 ほ 金然 此兩 君の 意見に® 成す る 渚で あつて 
即ち 憲法 第 九條 の獨立 命令なる もの ほ， 學 者から 申 
します ると •是は 法令の 共同 範阐 に ® する 所の もの 
である •併ながら 之に 付きまして ほ •今まで 吾々 が 
聽 いて 居ります るが 如く， 第一には 大權 命令の 制限 
を 受けなければ ならぬ •又 第二に 於き ましては 憩 法 
上の 所謂 立法 事項を 接す ことは 出來な い、 又 第三に 

於き まして (X 此命令 なる ものを 以て - 即ち 獨 A 命 

令なる ものを 以て •法律を 變更 する ことが / li 來ない 
是ほ殆 ど 何人も 爭ふ 事の 出来ない 事の みならず， 憲 
法に 於き ましても 此の 第三の 事項の 如き もの ほ、 明 
に B いて あるので ございます、 ところが 農 商務 ^ 令 
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第二 十號な る ものは、 是は flfii 今 申しました る兩れ が 
明に 述べて 居ります るが 如く  •憲法 第二 十七 條の所 
有權不 可 倭の 原則に 反する、 斯う 1 K ふ 結果を 来す と 
云 ふこと も洵に 明かであります •所謂 所有 權の 神聖 
なる ものは 申す 迄 もな く、 唯 我 憲法に 於き まして， 
土地収用 法の 樹 合に 於て 侵害を 受 くるの 外、 殆ど 法 
律を 以て も 命令は 勿論 之を 侵害す る 事 ほ 出来ない と 
云 ふ 事に 唯今の 法規の 上には 相 成つ て 居る ので あり 
ます  >  之 に 第一に 反する さう して 又 次には 營 i? の； e 
由と B5 く 申せば 申しても ' fc しう ございませう が* 此 
營 業の 自由に 付て 憲法 上 多少の 篛論 ありと 致し まし 
て も •民法 又は 商法に 於て 認められて 居ります 所の 
契約の 自由、 之を 蹂蹓 すると 云 ふ 事に 付きまして は 
殆ど 疑の ない 結果であります、 此點 に關 しまして 諸 

君が 本 f? il に 於て 聽かれ ましたる が 如く  •農 商務 大 

臣ほ此 省令 第二 十號の 第 一條に 規定 致して あります 

る 所の 行爲な る ものは、 民法 第 九十 條の 公の 秩序， 

又は 誰： 良の 風俗に 反する 事項を 目的と する 法律 行爲 

に該當 する ものであるが 如き 御 演說が あつたので あ 

ります、 併ながら 此御誘 論に 至りまして は， 洵に失 

礎であります るが 仲 小路 農 商務 大 tg ほ 未だ 民法の 解 

釋を知 らざる ものであると •私は 申 上げて 決して 不 

都合で ない と 信ずる ので ある， それで 國 民に 於き ま 

しては •決して 契約を 爲 します る考 とか、 其 目的と 

か； K ふ ものを 論じて， 而して 之が 法律上 有効で ある 

若く は 無効で あると 云 ふ 事を 決定す る もので なくし 

てヂ 明かに 此 法文に 規定して あります る 如く、 契約 

の ED ち 其 fr 爲 自體が 公の 秩序 若く は 善良の 風俗に 反 

する や 否やと ic ふこと を 決定 致しまして. 而して 其 

行爲の 有効 無効を 論ずる ものであると 云 ふ 事は、 殆 

ど 言 ふまで もない 事であります、 此事 項に 關 しまし 

ては 農 商務 大臣は、 K 法の 第 九 - 1- 條を引 用 致して 御 

蕺論な さると 云 ふ ? (I は是ほ 千 姐の 一失と 申し ませう 

か 甚だ 當らざ る ものであると 致しまして 私共は 之に 

資 成を する 事が 出来ない、 要するに 法律を 蜓更 する 

結果を 来し ■若く は 憲法の 第二 十七條 に 違反す る 行 

爲で あると 云 ふ 事に 付て は、 是は私 共は 殆と此 場合 

に 於て 細 說 する 3Jf を ^ しますまい と 思 ふので ありま 

す、 »lfi 今 委 M 長の 報哲の 中に 於き まして •裘 員會に 

+ 於て 最初の 中は 憲法 上の 翳 論 も 出、 中々 激しい 議論 

も 出た ので、 御氣の 弱い ? 6 員 長は 此末 如何に 成 行く 

べき かと 云 ふ 3JP に 付て 非常に 御 心配な された と 云 ふ 


事であります が、 是は 御尤もで ある、 委 ft 長に 於き 
まして 御氣が 弱き爲 めに-斯う 云 ふ 憲法 違 fc の 省令 
を 吾々 が 前に 控 へまして、 唯 だ 之を 默つて 過ごす と 
云 ふ 事に 付きまして ほ、 どうも 私は 甚だ 受収れ ぬ 話 
であつて •どう 云 ふ 形勢になる かと 云 ふ 事に 付て • 
委員長が 御 心配に なつた と 云 ふ 事 も 左 も ありさうな 
事と 思 ひます、 私共は どう 云 ふ 事になる かと S: ふ 事 
を 心配 致し、 而して 其 結果 必ず 吾々 の廢 止すべし と 
云 ふ 意見が 容れら るべき ものであると 云 ふ 事を 信じ 
て 居つ たのであります， 所が 此事 に付きまして は 松 
田 源 治 岩が、 農 商務 大 lJ.i の說明 に對 して 愛想を 盡か 
した* どうかと 申します ると 委員 會の速 記錄を 諸 S 
が 御 S 下されば 分る と 思 ひます が 松 田 君の 仰し やる 
事 も、 即ち 私の 唯今 申 上げた やうに、 政府が 憲法 上 
の根據 と、 法律上の 根據が 悉く 無い と 云 ふ 事が 明瞭 
にな りました から 本 M は 颇る滿 足 致しました と！ K ふ 
て居る，是迄松田君に愛想を盡かされて、_場も斯 
樣な ものに 问 つて 度々 說明を 求めた 所が、 全く 駄目 
であると 云 ふので、 松 田 君 も沈默 を 守り、 私共 もさ 
う 云 ふ 事に 付て 謎 論を 爲さな かつた 次第であります 
此意 味に 御 解 釋を馘 ひます るなら ば、 委員長の 申し 
まする 如く > 此 問題が 無事で 納まつ たもので なくし 
て、 斯の 如き 政府の 大臣に 向つ て 幾ら 言うても 致 方 
がない から、 是れで 止める と 云 ふ 事に 委員 會に 於て 
なつて 居る と 云 ふ 事は •委負 長の 御說 明が 少しく 委 
員 會の經 過を 御報铒 する 上に 於て、 言葉が 足りな か 
つたと 思 ひます から 是丈を 申 上げて 置きます、 Sr 樣 
な 理由に 依りまして、 私共 矢 張是が 憲法違反で ある 
法律違反で あると 云 ふ 事を 考 へて 居ります から， 是 
はどうしても 修正 動 ^ を 以て 此事 を附 加へ て 置く の 

が 適當で あると 云 ふ 事を 信ずる 第一の 理由で ありま 

す、 次に 又 吾々 から 提出 致しました る 建議案に 書い 

てあります る 如く- 此 省令なる もの ほ 經濟に 於き ま 

して* 即ち 収 引の 上に 於き ましても •斯の 如き 省令 

なる ものが 有りまして は、 是は 經濟 上に 於ても 餘り 

安定を 得ない、 又 取引 者に 於き ましても 安定を 偽る 

事が 出来ない、 即ち 何と なれば 唯一の 行政官の 見込 

を以 ちまして、 或る 別の 法律上 若く は 憲法 上 認めら 

れたる 所の 煢 業の 自由 •若く は 其 契約の 自由なる も 

のに 付て  >  狙ひ 擊をせ ら る ' 1. と 云 ふやうな 事が あり 

ましては、 是 ほ 甚だ 安定を 得る 譯で はない、 それで 

あります るから 私共は 次の 理由と 致しまして は- 經 


濟上の 安定を 著しく 害する 所の 省令で あると して 之 
を躞 止しなければ ならぬ と 云 ふ 意見を 有つ て 屏 る 者 
があります、 是 も亦委 M 長の 報吿 にあつ た 事で あり 
ますが、# 利 取締 令 J 即ち 省令 第二 十 號を以 て 委員 
の 或 者に 於て は 之を 物惯 調節の 一方 法と 考へて 居つ 
たに 拘ら ず、 政府に 於て は是は 物價 調節の 爲 めでな 
い、 唯 暴利を 貪らん とする 者を S する 丈の 行爲で あ 
ると •斯う 云 ふ 事を 言つて， 甚だ 問 ふ 者の 所謂 的を 
外れた 如き 政府から 說明が あつたと 云 ふ 事を 報告に 
なりました が、 是も委 負 長の 仰し やる 事が 甚だ 其 要 
を 得て 居らぬ のであります、 決して 政府に 於き まし 
ては* 斯樣な 答 辯を 致して 居らぬ (「して 居る」 と 呼 
ふ 者 あり〕 して 居ない (「居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 それ 
は 委員長が 更に 其點は 補 ふが 1: からう が 決してして 
居る と 云 ふ 事では 滿足 する 事は 出来ぬ のであります 
それ ほ 何故かと 申ます と、 速記 錄を 御覽 になつ たら 
分る， 農 商務 大臣は 相場の 平準を 得る 爲 めには、 斯 
樣な 取締を 爲す事 も亦已 むを 得ぬ と 云 ふこと を 明言 
されて 居る、 是は 速記錄 に 書いて ある、 其 慕 利 取締 
令を 發 する 精神は 何れに 在る かと 申 ますれば •是は 
主務 省と 致しまして は‘ 全く 物 價の 平準を 得る と 云 
ふ考に 在つ たに 違 ひない、 それを 以ち まして 委員長 
が、 農 商務 大臣は 別の 行 {1 である、 山賊を 取締る が 
如き、 若く は 海賊を 収締 るが 如き 意味に 於て， 此暴 
利 取締 令を 拖へた と 云 ふやうな 御報吿 になり ました 
のは 甚だ 誤つ て 居る、 是も私 ほ 一言 附加 へて 置き ま 
すので あります、 そこで 吾々 lit 修正 励議を 提出 致し 
まする 者は、 物價 調節と 云 ふ 事に 付て は、 勿論 初め 
に 申しました 如く 全然 同意を 爲し ，是は 必ずし なけ 
ればな らぬ ものである >  斯 う 云 ふ 事を 考 へて 居り ま 
する 所が 物價 調節の 意味を 以て 描へ ました 所の 暴利 
取締 令なる ものは、 此 目的を 達します る 上に 於き ま 
して •必ず 其 効果を 擧 ぐる 上に 於て W 雖な るの みな 
らず 、唯今 申します が 如く  •種々 の 弊害を 來 すと K 
ふ 意味から 中し まして、 どうしても 吾々 は是が 廢止 
を 希望す る ものである 、成程 委員長の 報告の 如く 我 
が 委員の 中に 於き ましては、 此精 神なる ものが 必ず 
しも 惡る いもので ない と 言 ふた 人 も あつた けれども 
期の 如き 事 % ■ せぬなら ぬ ものであると すれば. 何故 
に議锊 の開會 中で あると すれば、 議會に 諮つ て 法 伴 
を 制定し ないか、 若く は議 會閉曾 中で あると 致し ま 
すれば、 憲法の 定むる 所に 依つ て 所謂 緊急 勅令なる 


ものに te つて 之を 定め、 而 して 後に 謅 會の 承諾を 經 
る途を 収ら なかつ たかと 云 ふこと を 言うた 人が あつ 
たけれ ども •政府に 於き ましては 之を 以て 憲法 違 K 
でない、 斯う 云 ふ考を 持つ て 居ります から •吾々 は 
飽迄 も此 意見を 保持 致しまして、 而 して 之が 躞 止に 
力める と 云 ふ 事が 其 責任で あらう と 云 ふこと を 信ず 
るので あります •前に 申しました る 如く-委員の 多 
數の 方に 於き まして 省令 第二 十號は 唯 其 滴 用に 付て 
將來愼 重なる 所謂 運用を して *• ひたいと 云 ふ 事の み 
に 依つ て滿 足す る ことは m 來な いもので ある、 それ 
を 繰返して 申して 置きます •吾々 の建齡 致しました 
る 所の もの、 中に 於て， 物價 調節を N ると 云 ふこと 
は 提出され ました 三 案に 於て •是は 共通 點と して 一 
致が 出来る >  唯 其 適用を 進まし める と 云 ふ 意見* 吾 
々の 更に 進んで it 止す ると 云 ふ 意見が 相違 致し まし 
た 事は， 甚だ 遺憾と する 所であります が、 政 友會の 
諸君の 中に 於き まして* 吾々 の 平生 最も 尊敬 致し ま 
す 松 田 君 •此松 田 君の 憲法 上の 御 議論を 私共が _ き 
ましては， 殆ど 間然す る 所がない、 此御 _ 論は 必ず 
政 友 fr の 諸君に 於ても •能く 翫 味せられ て 居る こと 
だら うと 考へ まして •本日 提 /Ji 致しました 所の 修正 
動識 なる もの も •必ず 諸君の 御 賛成を 得る に 違 ひな 
いと 云 ふ 確信の 下に、 之を 提出した 次第であります 
どうか 委員 諸君 も 御 再考を 煩は しまして， 又 委員 外 
の 議員 諸君、 全體の 諸君 も 本員の 提出に 御 賛成扣 成 
る ことに 吝なら ざらん ことを 切に 希留 する 次第で あ 
ります，〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 委員長ょり 報告 漏が あるから 
補足したい と 云 ふ 要求が あります， 之を 許 HJ 致し ま 
す I 田 中隆三 君。 

〔田 中 隆三君 登壇〕 

〇 田 中隆三 君 報 i*f に 少し 漏した ことがあり ますの 
で •喵今 森 田 君から 何 か 私が 故意に 報吿 でも 不足 さ 
せた かの 如く  C 「のう^- J S うは 言 ひませ ぬ」 と 呼 
ふ 者 あり) 又滿場 一致を 以て 御 賛成に なつて 居りな 
がら、 突. 如と して 玆に 修正案を 御 提出に なりました 
やうな 事情が ありました ので •此 成案の 成立ち まし 
た 事情を •此際 諸君に 御 報告を する 必要 ある ことを 
認めました C 「謹 聽」 と 呼 ふ 者 あり) 此案を 作ります 
のには •憲政 曾の 諸君の 中より 降 旗 君を 代表者と し 
て 指名した のであります* それから 國 民 M の 方から 
は 村 松 君を 指 ^ したので あります •政 友會 から ほ 橫 
五三 一 


物 捫 調節に 關す る ^ 謎 案 C 村松恒 一郞 提出〕 (降 旗： 兀太郞 提出) C 元 田 K 提出〕 


物 ®' 調節に 關す る建篛 案 (村 松® 一郎 提出〆 降 旗 元太郞 提出〕 〇兀田蒞提出) 


田 君 •委 M 長の 私 も 之に 加； Jio まして、 互に 胸襟を 
披いて 打 解けた 話を したので あります、 して 見 まし 
た 所が、 先刻 申 上げた 如く 三 案と 云 ふ ものは 趣意に 
於て 一致を して 居る、 大趣葸 大目 的に 於て は 一致し 
て！ £ る けれども， 唯 遜 政會の 諸君ょり 御 提出の 案に 
ほ、 喵今問 題に なつて 居ります 省令 二 十 號の肢 止 云 
々と 云 ふこと があります、 それの みほ 全く 毛色が 變 
つて 居りました* ■つて 居りました 故に-憲政 會の 
諸 哲に 於て， 省令 二十 號の廢 止を 强て 主張せられ る _ 
と 云 ふこと であれば •此案 ほ 否決す るょり 仕方がな 
いと 云 ふの が， 多數の 意見で あつたので あります， 
そこで 憲政 會を代 表せられて 居る 降 旗 君 ( 3: 數： 一幹 部 
の 方に 御 相談に なつた •而も 一日 も 二日 も それが 爲 

めに费した、 :1;: ..御相談の結果，此建議案と云ふもの 

は 折 合 ふ、 決して 此案 本體に 就て 省令 二 十號 云々 と 

云 ふやうな ことほ 言は ない、 併ながら 案の 外に 或は 

希 35 條 件と 2C ふやうな ことで、 吾々 の 意思を 表明す 

ると 云 ふ 事 丈は 大目に見て 吳れ 、斯う 云 ふやうな 御 

相 談 であつ たのであります、 その 結果と して 此建議 

案は 前に 報吿 する が 如く、 滿場 一致を 以て 可決した 

唯 最後に 金 會一致 で HI 決した 後に >  1 つの 希 菌條件 

として 矢 張雜 議案の 本體 であり ませぬ、 本體 には 觸 

はらずに 希 朝と して、 省令 二十 號を廢 止す ると 云 ふ 

事の 主張を ia くと 云 ふこと であつ たが •それは 無論 

少數で 否決に なつた が、 さう 云 ふ 希菌を 言 ふと 云 ふ 

ことは、 前の 打合せの 結果であります から、 其 通り 

進行して 來た のであります* 然るに 今日 唯今に なつ 

て， 今度 建議案の 本體を 修正す ると 云 ふことは •さ 

う 云 ふ 御ち は 無い かも 知れ ませぬ けれども、 之を惡 

く解釋 する 人が あります と 云 ふと， 御 提出 案の 否決 

を 免 かれる 爲め に假 りの 裝ひ をして、 さう して 此成 

案を 得て 委 を 通過し、 然る 後 lit 處で さう 云ふ提 

案を なさる と 云 ふことの 疑を 起されても* 辯 解 甚だ 

御闲雛 であらう と 私は 思 ふ、 德義 上是は 甚だ 穩 かで 

ない 事と 思 ふ •それ故に 私は 最初の 報告に も 態と 其 

御筘菌 の 否決に なつた ことな どは、 議場に 報告し な 

かつた のであります •是は 尙ほ此 事の みならず、 委 

員會 殊に 小 ® 員 會 等の圓 滑に 行 はれる ことの 先例を 

將來是 が爲 めに 似け る やうな ことが 起り はしない か 

と 云 ふこと を* 私は 非常に 心配す るので あります* 

篤と 憲政 會 諸君に 於て は、 議院の 慣例に 就て 愼 重の 

御考 傲を 煩 ほされん ことを 希望 致します、 それから 


_ 1三 


菡 法論に 付ても 私の 報告が 足らない と 云 ふやうな 御 
言 薬で ありました が、 私が 詳しく 申 上げ ませぬ のは 
旣に此 本案 提出の 際に、 本會議 に 於て 遨政會 諸君の 
御 趣意 ほ 何處 にある， 揮 1! 論を 唱へ るので あるか ど 
うかと 云 ふこと を •吾黨 の m* 君ょ 〇御尋 をした、 其 
時に 何と 答へ た、 諸君を 代表した 野 村 君 ほ 何と 答へ 
た、 此法 案に 憲法の ことは 何も 必要 13: ないで はない 
か、 何にも S いて 無い じ やない か、 唯々 省令 二十 號 
は N 的を 達する ので もな し， 又 經 济 界の 不安を 招く 
から 速に 之を 陵して 吳れと 云 ふ 丈で. 憲法違反な ど 
、云ふことは_氣にも /|'. ない之を止めて吳れとか廢 
して 吳れと 云 ふ 趣意は、 旣に此 根抵を 認めた 論で あ 
る、 省令！ 一十 號は 面白くない から 之を 廢 すと 云 ふ 丈 
のこと であつ た、 其 事 (3; 私が 解 釋する 許りでなく， 
此頃 速記 錄を _ むこと が 流行ります から、 私 も讀ん 
で 御 E に 掛ける / •' 「それが 委員長の 報 iJf です か」 「勿 
論」 「默つ て li け/ 議長 脫線 をして 居る から 御注意を 
願 ひます」 「八 签し い」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 相 當の 注 - n ほ 議長ょり 致し ま 
す。 

〇 田 中隆三 君遘 政會の 中に 憲法違反な りと 云 ふ！！ 
論が ある •若しも 憲法 違 te と 云 ふ 議論が あつたなら 
ば， 決議案と して / 11 すのは‘ 相 常では ないかと 斯う 
云 ふ 御意 見ら しい、 吾黨に 於て ! X 百 十六 人の 黨 員が 
あります、 此中 には 憲法違反な りと 云 ふ 意見の 人 も 
居る だら うし. 又是 ほ 別に 憲法違反で ない と 云 ふ 人 
も 居る だら うし •是は 銘々 の 頭に I- 銘々 の 意見に 
厫す るので ある (笑 聲 起り r もう 一度 黨議を 決定す ベ 
し.」 と 呼 ふ 者 あり〕 私と しては 提案した 所の …… 一 

寸是 からが 肝腎の 所であります。 

〔「何を 言 ふの だ」 其他發 言す る 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 發 言を まだ 許し ませぬ。 

〇 田 中隆三 君 「私と して 提出した 所の 根 本義は 今 

申す 通り 玆に 明瞭に 書いて あるので ある、 是に依 て 

は 所謂 國 家の 經濟を 調節す るの 方法と して ほ 不適 當 

であると 斯う 書いて ある •是は 孰れの 黨派 にも 同じ 

ことで あらう と 思 ふ >  色々 議論が あるに ffl 違ない、 

甲の 議論、 乙の 議論、 銘々 勝手なる 議論を して 居る 

其 議論を 捉ま へて さう して， 何故に なさな かつた と 

云 ふこと ほ 菜 君に 不 似合の こと X 思 ひます、 是は銘 

々には 銘 々の 議論が ある、 尙ほ 一言して 置きます が 

我が 憲政 會に 於て は、 決して 憲法違反と 云ふ黨 識は 


ありませ ぬ、 是 は 念の 爲に 能く 申して 阖き ます、 我 
班 政 會の黨 議 として ほ、 唯今 爰 に til 上げた 通り、 此 
簡租 に II 由を 說 明した 此 理由の 說 明が 然の絕 議であ 
ります」 斯う 云 ふ * If を此 議場に 於て 御 報吿 になつ て 
思り ます、 委員 會に 於て ほ 無 諭淼田 君な どの 御言 葉 
の 中から >  憲法違反： K 々と 云 ふことの 御言 葉 も あり 
ました •あ 〇 ました けれども それ ほ 憲法違反で ある 
が 故に 躞せ ょと 云 ふこと iT 此趄 議案 51- ものに (X 無 
いので ありました、 で此 問題を 而も 其 同意に 依て 滿 
場 一致で 御 決議に なつた ことに、 何等 觸れて 居ない 
のであります から、 私は 報吿を 大略に して it いたの 
であります、 兎も角も 憲政 會 諸君の 御考は 甚だ 要領 
を 得ない、 委員 會に 於て —— 小委 員會に 於いて ^ 今 
繰返して 申 上げます る やうな 順序を 經て m 來た此 成 
案に 付て、 突如と して 修正案を 御 出しに なり、 而も 
其 御 同意に なつた 御 方から 出る に 至つ ては 趦 くの 外 
はない のであります" 

〇武 市彰一 君 一寸 簡單 に報传 に 付て 質問 致したい 
0 議長 (大岡 育造 君〕 報吿に 付て < すか。 

〇 武市彰 一 君 唯今の 報告に 付て …… 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 報吿に 付ての 質問は 許します 

〇武市 彰一對 唯今 田 中 君の 御 趣意と して …… 

0 議長 (大岡 育造 君〕 登壇を 希望し ます。 

L 武市彰 一 君登搜 〕 

〔拍手 起る〕 

〇武 市彰一 君 私の 田 中 君に 對 する 質問は、 唯今の 
御報吿 に付きまして は、 決して 事 實でな いと 云 ふこ 
との 證據が ある (「それは 質問で ほない」 と 呼 ふ 者 
あり) 斯樣な ことがある， 吾々 は 委員 會に 於て 省令 
二十 號を隧 止すべし と 云 ふ 意見を 提出して、 少數で 
否決した ので ある、 然るに 其 御 報吿は 少しもな し、 
突如と して 本 會に 於て 左樣な る 意見を 111 すのは 苒だ 
不德 だと 仰せら る X のは、 私共は 甚だ 事 實に違 ふと 
思 ひます、 委員 諸君 ほ 皆 御 承知で ありませ う， どう 
して 左樣な 事 ffl 相違の 報 吿を委 負 長と して 爲 さるの 
であるか、 意見を 御 互に 異にする の ほ 巳む を 得ぬ 次 
第 , e あります、 數多 の點 があります が •先 づ其 S か 
ら伺 ひたい、 どうして、 森 田 君の 發議に 依り、 吾々 
が 之を 賛成して 委員 會の 問題と なり、 さう して 少數 
で 否決した ものを •其 意見を 御 認めには ならなん だ 
か、 其點を 先 づ御 答を 得たい。 

0 田中隆 三 君 議長， 簡 « であります から 此席か ら 


御 答 致します」 

〔「登 ® 々々」 と 呼ふ莕 多し J 
o sg 長 (大岡 育造 君〕 靜® に 3 ひます ——器臌 に… 
〔 「 武市財 も 登 ffj したので あ 〇 ますから： X?! 挺す 
べき ものであります」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 田 中 陸 三 君 繰返し 申 上げました 如く、 本杻逍 案 
に 付て ほ 一つ も 修正の 意見 ほご ざい ませぬ、 唯今 武 
市对の 御 話 (i •唯 希望 條 件と 云 ふ ものを I 木 纽敁 
案 ほ 決 諮と して 全會 一致で 決 窈 した 後で、 唯々 少 數 
の 希 菌少數 意見を 述べたい と： 2\ ふので それを 御 述べ 
になつ たので ある (「のぅ 其 通り」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 初から 少數で あるから 否決になる ことは 分り切 
つて 居る， それは 態と 私は _ 上げな かつた けれども 
先程 更めて 補足の 時に 詳しく 申 上げました、 是丈で 
あります。 

0_長( 大岡 育造 君〕 熊 谷 It 太 君。 

〔熊 谷 闾 太 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 熊 谷 直 太 君 諸君、 私は 委員長の 報吿 に 0: 成を 毀 
しまして、 森 田 君の 励 勤に ほ 反 對の 意思を 表示す る 
者であります、 森 田 君の 励 誠は 大正 六 年の 農 商 技 省 
令 二 十號ほ ，之を 廢 すると 5; ふ 所 の 一つの 附 -/ill を爲 
した 案であります、 段々 71: る Rr に te つて 見ます ると 
云 ふと" 即ち 委員 一長の 報 I'T に ffi つて ; UI まする と 云 ふ 
と， 憲政 會から 御 提出に なつた 所の 案に ほ、 此條瑣 
があつたのである、即ち農商務省令の ?[!; : -|- 號と云 
ふ ものは、 之を 瞇止 すると 云 ふ 所の 案が あつたので 
ぁります， 又 國民緦 ょり 御 提 ui になつ た 所の 案 も、 
我 か 政友锊 ょ〇提 m した 所の 案 も， W な 物 M 調節に 
關 する 案でありまして、 此三 案を 一括して 姿 W 長 報 
抟 の 通 〇 一 つの 成案と なつた のは 委員 會の經 過に 徵 
して 明かで あるので あります、 然るに 此 一括して 成 
案に なつた ものに 對 して、 憲政 會 諸君と 云 ふ ものが 
修正案を 提出 爲さ ると 云 ふこと ほ， 吾々 は 政治道徳 
の 上から して 怪訝に 椹へ ぬ 次第であります、 第一に 
此點を 言明して 置きます、 議論 ほ 主に 農 商務省 令 第 
二 十 號を廢 止すべき や ? f やと 云 ふこと に 係つ て 居り 
ますから、 議論は 此點に 制限 致しまして、 聊か 自分 
の 所見を 述べて 見たい と 思 ふので あります、 元來農 
商務省 令 第二 十 號と云 ふ ものは， 皆さん 御 承知の 如 
く 急激なる 所の 市價の 變励を 誘起し， 依て 兹 利を 得 
るの 手段と して 左に 揭ぐ る ff 爲を爲 したる 者は いか 
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ぬ、 GD ち R 占 X は®!: 惜を爲 した ^ ほ、 是は相 常に 處 
一！1 しなければ ならぬ と 沄 ふ 所の 稍 令で ございます， 
此省令 が 果して 1! 政會諸 封の 言 ふ 通りに、 第一に {3; 
斑 法に® 反して 居る、 第二に ほ 此 省令は 収 引の 安全 
を 害する ものである かと 云 ふ .ffl を 研究す れぱ •憲政 
會諸 vt の 御 提出に なつた 所の 案の. U 否と 云 ふ もの も 
亦 判明す る譯 であります、 物捫調 節 令の 委 M 符に於 
きまして、 此省令 二十號 の 苡 質に 付きまして ほ、 色 
々御 討！ 一にな つて 居る •其 御 討議に なつて 居る 點を 
探つて 見ます ると， 先づ是 ほ 實 質に 於て 必要なる 所 
の 案で ある •必要なる 所の 省令で あると 云 ふ 事 ほ 略 
々一致して 居る のであります、 S; 共 ほ 其逍に 堪能な 
る 所の 委員 諸君の 資明な る 決議に 謹んで 服し まして 
此 lif 質に 亘 つて ほ 深く 論議 IX しませぬ のであります 

森 田 沿の IE 引の 上に 不安定を 來 すと 云 ふ讅 論を 拜臍 

して 見る と* 何等 根據が ない、 唯々 さう 思 ふと 云 ふ 

一 稀の 想像 論に 過ぎぬ やうであります から 溃憾な が 

ら lit 點に對 しま L て ほ •十分なる 辯駁 すべき 所の 本 

がない、 故に朵 ほ 實 質 に 於き まして ほ 今 申 上げる 通 

りに、 委 员鈐 の 諸 嵙に敬 対を 拂 つて" 是で 措いて ® 

かう と 思 ふので あります、 而 して 是が涝 法 違反で あ 

るか 或 ほ 契約の 自由を 罟する ものである かと 云 ふ 事 

の 論 謎を、 少しく 試みて 見たい と 思 ふので あります 

諸君、 lit 省令 二 十號 に付きまして は •皆さん も 御 承 

知の 如く、 通 法 興. 渚に 於て 二つ の說の ある 琪を思 ふ 

ので&0ます、即ち祁一は決して憲法違反にあらず 

契約の 自由を 害する ものに あらず 法律を 制限す る も 

のに あらず と 云 ふ 所の 消極 論を 唱 へる 所の 論者で ご 

ざいます、 又 I 面に ほ 森 田 君の 御主 張の やうに 是ほ 

明に ai 法 違反で ある 命令を 以て 所有 權を 制限す る 所 

の ものである •切 約の 自旧と 云 ふ ものを 阻軎 する も 

ので あると 云 ふ 所の踽 論で あ 〇 ます •其 憲法違反で 

ないと云ふ所の謎諭と云ふものほ，此誘場に於て多 

く 紹介され て 25 らぬの であります •即ち 此の 省令と 

云 ふ ものは、 漭法の 上に 於ても 何等 不都合は ない、 

所有 糊を 制限す る 所の もので ない、 又 契約の 自由と 

云 ふ もの {X •阻 番 する もので ない と 一 K ふ 所の _ 論と 

云 ふ ものは， 政府 委 a の 外 ar に 之に 付て 論搿 する 所 

の ものを 鸱かぬ のであります が、 其 論の 根據と 云 ふ 

ものを ■■聊か 玆に御 紹介して 見たい と 思 ふので あり 

ます、 諸君、 此ね商 務 省令の 第二 十號な る 目的 ほ 何 

處にあ る， 精神は 何處 にある かと 云 ふこと if 先 づ 


此省令 を 解 R する 上に 於て、 最も 必要 だら うと 考へ 
るので ございます が •是 ほ 政府 委 兑 も此謎 楊に 於て 
蚍 々論 辯せられ るが 如く、 不正 行爲： 小 正 •取 e)l と 云 ふ 
ものを禁ずると -_- ムふこと 13; .此根木の精神である、 

CI ち n 的は * 利を m る - 急激なる 所の 市 m の變動 

を 惹起せ しめて、 以て 惡利を m るの 手段を _ じて 買 
占を やる H 惜をや ると 云 ふ* 其 行 爲 自身と 云 ふ もの 
を 剖す る、 不 JT-: の 取引と 云 ふ ものを 禁ずる のが 此精 
神で ある、 1: 段の 買 占を 爲す と衮 ふ行爲 、買 占を 爲 
さ vr らしむ る ■と 云 ふ、 此 禁令と 云 ふ もの ほ 所有 權問 
題と ix 何等 相 接 觸れな いと 思 ふ-如何なる 詭辯 論者 
と 雖も此 買 占を 爲 さしめ ざると 云 ふこと ほ’ 所有 權 
問題と ほ 何等 接觸 しない、 是は荀 も 法律の 頭を 有し 
て 居らる、 方 ほ •必ず さう 御 解 釋にな るに 相違ない 
と . y. ふ况や 此 議場に 列なる 所の 腎明な る 法律に 堪能 
なる 諸君と； K ふ もの ix 必ず 雨く 解釋 する に 相違ない 
と 思 ふので ございます* 問題と なる の ほどう 云 ふ 事 
であらう かと 云 ふと、 S 惜を爲 すの 行爲 、之を 處罰 
すると 云 ふ 事 ほ 所冇撾 を 侵害す るので ないか， 現に 
所有して 尻る 所の 米と 云 ふ ものを I 例へ ば 米 •米 
と 云 ふ ものを K 惜んで 12 ると 云 ふ i)f •それを 罰する 
と； K ふ III iT 所有 糊の 制限に もな れぱ ，又 所有撾 を 
侵害す る ものに もなる、 是ほ即 ち 憲法に 所 IK 日 木 帝 
阈の K 民は 其の 所 ^ 權を侵 害せら るる ことなしと 云 
ふ 所の 正條 に當 るで ないかと 云 ふことの 御 謅論で あ 
ります， 併し 諸れ ( 一 ちよつ とも 分らぬ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 御 分りに ならなければ 能く 速記 鈴で 御 研究な 
さい (「速記で ほ 尙ほ 分らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 此の 
所有 g の 問題 IX どうで あるかと 云 ふと、 即ち 民法の 
規定に W りまして 法令の 範圍內 に 於て —— 法令の 制 

限 内に 於て、 使 闬收益 若く は 之を 處 分す るの if 此 

所 ^ 油の 權利で あります、 憲法に 於て 一面 所有 fi を 

非常に 保護す ると 同時に、 憲法 B 身が 民法に 於て 所 

有 ^ の 或る 程度を 殺 和した る 所の 法 W を 川した 場合 

に 於て ほどうなる (「間違 ひだ」 「非常に 問 違つ て 

居る」 「憲法の 解 釋を 誤つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇議娱 C 大岡 育造 对) 靜肅に …… 

0 熊 谷 商 太 K 即ち 民法の 規定に fe りまして、 法令 

の範閲 内に 於て • 此 所有 權ほ 之を foj 用し 收 益し 又 處 

分す る ことを 得る のであります、 故に 此憲法 第九條 

に 依りまして、 特別 命令を 以て 此所苻 撖に制 限を 與 

へる と 云 ふこと ほ —— 假〇 に是ほ 所有 S に 制限を 與 


へる ことにな りましても‘ 何等 私は 不都合 ほない と 
思 ふ， 諸君 も 御 承知の 如く •鱉 察 命令の 如き 常に 所 
有 糊に 制限を 與へて 居る， さう 云 ふ 例と 云 ふ ものは 
澤山 あつて、 數へ切 れぬ程 省令に も 出て 尻る ので あ 
ります、 諸君、 此 省令に 規定す る 所の 事項を， 假り 
に 例を JIX つて 見ます るなら ば* どう 云 ふこと になる 
極端の 例を 舉げて 見ます れば 、玆に 千 萬 石の 米を 倉 
に 積んで 居る •さう して 費 惜を禚 して 居る， 一石 五 
十圓 で賣ら なければ ならぬ と 云 ふ 決心を して 居る と 
假定 して 見ます ると、 其 社 會の狀 態 I 其邊に 群が 
つて 居る 所の 群衆と 云 ふ もの ほ —— 菜食に 苦しむ 所 
の 人民 ほ、 是が爲 に 一粒を 得る ことが 出来ない ので 
あります、 此千萬 石 積んだ 所の 米は ■此 米と 云 ふ も 
のは， 吾人を 養 ふ 所の 立派な 米で ない C 「ひや <」 

と 呼 ふ 者 あり〕 却て 細民を 苦め る 所の - 細民を 傾 

惱せ しむる 所の 誠に 一種の 魔物に 過ぎぬ ので ありま 
す、 此 時に 當 つて 之に 相 當の制 限を すると 云 ふ 事に 
何の 不都合が ありませ う、 諸冇も 御 承知の 如く、 警 
察 災害 豫防 命令に 於き まして ほ、 家屋を 壊しても 差 
支ない ので ある、 他人の 所有 權を 侵害す ると 云 ふ 事 
に 一面から なります けれども •罾察 火災 豫防 命令 範 
圍內に 於て 家を 壞して も 支へ ない ので ある •又 洪水 
氾濫の 場合に 於て •相 當急救 の 方法を 執つ て •他人 
の 所有權 を 侵害す る 則 も 誇 支ない ので ある、 是れの 
意義と 此 雀 令との® 義ほ何 等差 違がない ので ある、 
若し* 貪慾なる 所の 商 八が 自己の 利益を 阖らん とし 
て賣惜 を爲 して 居る •千 萬 石 積んでも 億 萬 石 積んで 
も •一粒の 米 も 細 W に 與へな いと 云 ふなら ば •それ 
は 實に 危險千 萬なる 事で あらう と 思 ふので ある、 即 

ち 火事が - 火災が 家を燒 くと 云 ふやうな 行爲 ょり 

も •尙ほ 猛烈なる ものが あつて 存 する だら うと 思 ふ 
諸 f1; が 御 承知の 如く Ihfc 警察の 命令を 以て、 所有 一‘ の 
制限を すると 云 ふ 事 ほ 澤山 あるので ある •例へ ば 虎 
とか 獅子と か 云 ふやうな もの も‘转 所有 ®: の 制限を 
受けて 居る、 是ほ何 も 法律を 以て 所有 拙を 制 W する 
のでない、 即ち 瞥察命 令と 云 ふやうな ものを 以て， 
其 所有 t?l! を 制限し ■或 IX 牢獄に 入れて 之を 監視す る 
と 云 ふ 所の 義務を 所有者に 負は しむる ので ある、 斯 
う 云 ふやう に此 憲法の 上に 於て 何等 不都合の 事は な 
いと 云 ふ 所の 議論 ほ 即ち 消極 論を 執る 所の 骨子に な 
つて 屛 るので あります、 自分 ほ 必ずしも 此 議論に 撤 
頭 撒 尾蹵 成す る 者で ほ ありませ ぬ、 併ながら 此 議論 


と 云 ふ ものが、 確に 法 3 上の 根據が あると 云 ふ 丈は 
疑ない ので ある、 現に 是迄 と雖 も憲岱 の 議論に 關し 
まして ほ、 種々 なる 所の 憲法 違 K 有〇や 無し やと 云 
ふ 事に 付きまして は、 種々 なる 所の 議論が ある •現 
に 責任茭 出の 場合は どうで あるか、 即ち 憲法の 第 七 
十條 に據ら ない 支出を した 場合に 憲法違反で あるか 
ないかと 云 ふことの 議論 も、 今尙ほ 了解せられ ずに 
殘 つて 居る ので ある、 又 憲法 第二 十三 條に依 つて 見 
れぱ ，臣民 ほ 法钳に 依る にあら ずん ば、 逮捕 監禁 處 
罰 を せらる、 事な しと！ 2 いて あるので ある、 併な が 
ら此 法律に 依らず して 命令に 依つ て處 M せらる、 事 
の往 々ある 事は •賢明なる 諸君の 言を si さぬ でも 分 
るので ある、 斯う 云 ふやうな 風でありまして •憲法 
上 法 r-t? 上に 於て、 解 釋の 統一と 云 ふ ものを しない 所 
の 幾多の 問題 も あるので あります、 此 省令 も 確に 其 
一であると云ふ事を私ほ玆に斷言して置きます-憲 
政 會の諸 1 s の 御 載 論の 如く  •晒く 明に 憲法に 違反す 
る 所の 問題で なから うと 云 ふこと を玆 に !2& 明して 11 
きます、 斯の如 き 場合に 於て、 其 » 質が H 下の 急 扨 
即ち 國 家の 大事な 場合に 於て 相當の 施設を せられ、 
其 施設と 云 ふ ものが 時に 適して 居る ものであると 云 
ふなら ば、 矢 張 我々 {i 憲法 第 七十 條 、或 ほ 憲法 第二 
十三條 の 場合の 如く、 姑く 先例に 依て 之を 看過す る 
のが ffl 當 であらう と 思 ふので あります C 「簡單 J と 
呼 ふ 者 あり〕 殊に 憲政 會の諸 君に 申 上げて 置きたい 
のは、 大正 三年の 農 商務省 令 第二 十號 はどう 云 ふ 省 
令であります かと 云 ふと、 憲政 會の御 ■論から すれ 
ば， 是ほ 明に 所有 fi を 制限す る 所の 省令であります 
此 省令は 憲政 會の諸 岩 ほ 如何に 御 解 釋 になる か、 吾 
々の 見る 所を 以てすれ ぱ ，此 省令 も 正しく 憲法に 違 
反する 所の 省令と iw ほなければ ならぬ のであります 
諸君が 自己の 內 M 即ち 大隈内 閲 に 於て 作りし 所の此 
大正 三年の 省令に 付きまして、 何 等 憲法違反の 呼り 
を 爲さず して、 今日 喵 今 現 (3: れた 所の 農 商務省 令 第 
二 十號 に對 して •憲法違反の 呼り を爲 さると 云 ふ 事 
は、 誠に 大政 黨に 席を 置かる、 所の 諸 射に も 似合ぬ 
次第 だと 思 ふので ある， 其 他此 省令を 以て —— 省令 
を 以て 所有 ffl を 制限す る 所の 場へ rl と 云 ふ もの IX 多々 
あるので ある、 大正 三年の 農 商務省 令 二 十二 號 •大 
正 五 年の 農 商務省 令一號 •殆ど 枚擧 する 事が 出來ぬ 
程 皆 所有權 を 制限して 居る ものが 澤山 あるので あ 〇 
ます、 而して 諸君 ほ 之を 責めずに、 大正 五 年の 省令 
五三 三 
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第二 十號を K めろ に 急に して、 自己の 內閣に 於て 作 
りし 所の 省令に 付て ほ、 遊 法逯反 の 呼り も 何も 23 さ 
れぬと 云 ふ 事 13: 、甚だ 政治 道德の 上から 面白から ぬ 
事で ほない かと M ふので あります、 吾々 は 今 申 上げ 
る 所の W 地より して， 今迄の 惯例上 斯の如 き 13 質に 
於て、 相當の 効力 ある 所の 省令， 而 して 其 形式に 於 
て'. ^ J : .... 根據を 持て 居る 所の 省令に 付きまして ほ、 
從來の 慣例に 從 ひまして 解釋 を與 へて やる のが 相當 
であらう と 云 ふ 所の 見解を 持つ 者であります、 吾々 
も 淡 法 法律の 解釋を 統一 致しまして、 憲政 有終の 美 
を濟したいと云ふことほ、諸打と共に同感の次第で 
あります るが， 是ほ 所謂 諸涪 と戰 時狀 態を 離れた 時 
平和 克復の 後に 於て‘ 即ち 我黨 が稅制 整理に 關 し、 
平和 克復の 後を 以て、 徐に 之を やる が宜 いと W ふと 

同一の 意味の 下に 憲法 法律の 絞 一を なし、 憲政 有終 

の 美を 濟 すと 云 ふ 事 ほ， 春 永く 研究す るの が 相當で 

あらう と考 へる のであります* 是等の 意味を 以ちま 

して、 修正案に 反對 して 委員長の 報齿 通り 賛成す る 

者であります (拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 川崎克 君。 

〔川 崎克君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 川崎克 VV 先程： 姿 負 長から 御 報 缶に なりました 事 

に 就て、 大分に 行 違つ た 點が ある やうに 存じます か 

ら 、一腦 私から 事® の經 過を 申 上げて 訂正を 致して 

置 きたいと 思 ふので あります， 此修正 動議を 出し ま 

したることほ、本日突如として現ほれたやうに御報 

吿にな りました けれども、 決して 突如と 現 はれた の 

では ありませ ぬ、 それは 田 中 委員長 も 御 承知の 通り 

此の 案に 付いて ほ 各派 共通の 點が あるから して， 成 

ベく 一緒にした いと 云 ふ 御 心配から して、 色々 と委 

員 長の 御 心配に なつた ことは、 私共 も諒と 致して 居 

る、 而して 私共の 方に 於て、 他の 諸君と 一致の 出来 

ない 點が あります から、 此の點 に 付いて は 如何に 致 

したなら ぱ宜 からう かと 云 ふこと を、 公式に 種々 委 

員 長に 交渉を したので ある， 而 して 最後に 此の 議場 

に 於て、 委員長から 私に 君 等の 要求せ らる 1點 は、 

如何なる 事を 要求せ らる 、ので あるか、 言葉で ほ 或 

は 間違 ふか も 知れない から、 書いて 見せて 吳れ よと 

云 ふこと でありました からして、 私が 筆を 執つ て、 

此二十 號の廢 止と 云 ふ 事に 付て は、 委員 會に 於ても 

本會に 於ても 励謅 として 提出を 致したい ので ある， 


併し 本文に 付て ほ 谷® 共通 〇 意見で ある 以 卜：ほ， 之 
に對 して 私共 13: 同® を 致します， 斯樣に 御 答を 致し 
たので、 決して 本日 突如と して 出した のでは ない と 
云 ふ 事 丈 ほ， 御 承知を 願 ひたいので あります、 それ 
から 私共が 本案に 葑して •此動 議を 出しました こと 
に 付て、 提出者た る 所の 森 田 君より 其 理由を 述べら 
れ ましたが、 私 ほ 之に 賛成す る 意味に 於て •意見を 
申 述べて 見たい と 思 ふので あります、 先程 熊 谷 君の 
御說 を拜聽 致した のであります が、 熊 谷 君の 御說に 
teo まする と、 省令 二十 號 ほ 憲法 上の 違 K にあらず 
而 して 某 論據ほ 民法 二百 六 勝の 所有 褪の使 用收益 處 
分に付てほ、法令の制限內に於て云々と云ふ彼の條 
項に 於て •其 制限を 受ける からと 云 ふ 御 _ 論の やぅ 
に 承知 致した のであります •又此 意 味に 於て 大隈內 
閣の 時分に >  藥品 の 輸出を 禁じました 事に 對し て、 
是と 同じ 意味に 於て 御 論 斷の あつた ことを 承知 致す 
のであります， 併ながら 吾々 の 省令 二十 號を 解釋す 
るのと、 熊 谷 君の 解 釋 せらる k のとは •大分 其 性質 
を 異にして 居る やぅに 思 ふので ある， 其 性質を M に 
して 居る ことは‘ 熊 谷 君 も 先程から して 此壇 h に 於 
て 御 述べに なつた 御 議論の 中に も •所有 © の 制限と 
云 ふこと を艇 々御 論じに なつて 居ります， 吾々 ほ 農 
商務省 令 二十 號を以 て， 所有 褪の 制限と 云 ふことの 
解釋は 致して pr らな いので ある、 吾々 ほ 所有 糊を 侵 
害されて 居る •  a 惜を爲 したる 行爲を 强耍す ると 云 
ふ 場合に 於て‘ 其 强耍ほ 明かに 侵害であつて、 憲法 
第二 十七 條の 所有 權を 侵害して PT る ものであると 論 
斷す るので ある、 此憲法 二十 七條の 規定に 於て、 公 
益の爲 め 必要なる 處分は 法 m の定 むる 所に 依る と 云 
ふこと を 規定して， 法律 以外に 於て 所有權 を强要 せ 

らる 、場合の 無い 事を‘ 明かに 規定して 居る ので あ 

る、 此意味 に 於て 民法 二百 六條に 依る 所の此 法律の 

制限 内に 於て と； K ふ輕い 意味と ほ、 全く 其 性質を 異 

にして 居る と 云 ふ 事を 御 承知を 願は なければ ならぬ 

吾々 は 斯様なる 意味に 於て •大隈 内閣に 於て當 時 m 

したる 所の 省令は 憲法違反に あらず、 此に 出した る 

所の 省令 ほ 憲法違反な りと 云 ふ， 憲法 上の 論 據を有 

して 居る のであります、 更に 是に 付て 政府 側の 憲法 

上の 御 議論と して、®々 農 商務 大臣より 委 M 會に於 

て 御 論じに なりました 中、 農 商務 大臣は 民法 第 九十 

條の坻 定 に 依て、 公の 秩序 又は 善良の 風俗に 反する 


ものであるから と 云 ふ 理由を 以て* 是ほ 決して 法 Mi 
違反に ならぬ， 法律に llr! 腿して K る ものであると 云 
ふ， 斯樣な 御 論據を 承つ たのであります、 併ながら 
是 ほ 私共が w 々論じました 如く， 迓惜の 場合に 於て 
所有 攏の處 分を 强要 する もので ございます るから し 
て •どうしても 此 所有褪 を 接して K- る* 所有 權の制 
限を 侵して 居る と 云 ふこと を-繰返して 述べた 如く 
であり， 又此 民法 上の 御 議論を B さる、 に當 つて ほ 
民法 九十 條の 規定と 云 ふ ものは •主として 列擧法 に 
依らず して、 包括的に 此 法律 行爲の 無効 有効を 裁判 
官の 自由 裁 a に fr: して 居る と 云 ふ 所の •裁判の 立法 
の 精神で あるので あります •此 裁判 立法に 依る 所の 
民法 九十 條の 規定を ■單 純なる 獨立 命令を 以て 之れ 
を 侵して 差 支ない と 云 ふこと であり* 獨 立の 命令を 
以て 勝手 氣 儘に 此法律 の 有効 無効を 決定す る ことが 
出来るならば •裁判 立法に 依て 立てられた る 所の 民 
法 九十 條の 規定と 云 ふ もの ほ、 獨立 命令に 成て 侵さ 
れる ことに 相 成る のであります， 私共 ほ 斯樣な る不 
法なる 御 解 釋を爲 さると： K ふことは、 如何なる もの 
であるか、 殊に 農 商務 大臣が 吐 行爲 を M 後 迄 無効と 
云 ふこと を 御主 張になる ならば 宜しい けれども、 委 
員 ■に 於て 之に 撞著せ る 御 論 辯が あつたので ある， 
それは 如何なる 點で あつたかと 申し ますれば •武市 
君から 農 商務 大臣に 御 間を 致しました 時に此 省令を 
以て fij せらる、 と 云 ふこと を ® i 悟の 上に、 體 刑三箇 
月 の 罪を 被る 積り で •此法 律を 犯す莕 が あつたら ど 
うする かと 云 ふこと を御尋 した 時に、 左様な 事を 致 
す 者は 無から うけれ ども， 若し 破れ かぶれの 事を 致 
したら ば 致 方が 無い と， 斯様な 御 答 辯に なつて 居る 
ので ある、 若し 農 商務 犬 K の唱へ らる X が 如く  •法 
律 行爲の 無効であるなら ば 斯樣な 時に 當然 無効で あ 
るべき であるに 拘らず 、矢 張 契約を 存辍 して rr く 意 
味に 於ての 御 答 辯に なつて 居る のであります •吾々 
は此點 に 於て 明かに 撞 著せる 點を兑 出す ので ある • 
又 更に 越々 熊 谷 君の 御說の 中に 伺 ひました 瞥察命 令 
云々 と 云 ふこと がご ざいました けれども. 是は 憲法 
七十 六 條に謂 ふ 所の S5 法發布 以前の 命令であつて， 
是ほ 委任 命令の 性質に 依つ て 明かに 其 効力の 存 する 
ものであります る 以上、 是 以上の 御 答 辯 ほ 致す の必 
要はない と忠 ふので ある •更に 私共は 之を躞 止す る 
事に 付ての 必要なる 琪は 、资に 憲法 上の みで ほ あり 
ませぬ、 其渾用 上に fl て 多々 あるので あります るけ 


五三 四 

れ ども， 其 主なる il 用 〇 上に 於て*  A だ ' f' 公平で あ 
ると 云 ふ一亊 竄 を擧げ て.  ： ii * 無 
益の も 〇 であると 云 ふこ/. Kr-::: 

る、 其 15 は 皆様 も. 御 承知 G 通 〇、 此麥粉 C- H 占で あ 
る， 此小麥 粉の 買 占と 云 ふこと に (-1 て* 關西に 於け 
る 某 商店 ほ、 二 三 固 月間に 非常なる 大計 5!£ o 下に n 
占 行爲を 211 して 居る のであります る* 其 買占めた る 
所 〇 麥粉の 全 g§ ほ 幾らで あるかと 云 ふたなら ば* 先 
づ鹼 出を 致した ものを 引 去りまして •現今に 於て 尙 
ほ 四百 五六 十 萬 袋の ものを 買占めて 居る ので ありま 
す、 さぅ して 現在 麥粉ほ 一 ® 年琺ら 生節せられ るか 
と 云へ ぱ •一箇年 千 九 W 萬 袋で ある、 而 して 今日 瑜 
出を 致した もの、 及 消 K せられた る ものを CJI 去れば 
後の 殘 りは 逝に 七 百 四 五十 萬 袋の 中で •某 商店が l!t 
中で 四 W 五六 十 萬 袋を 買占めて 居る のであります か 
らして， 其结果 として 昨年の 九月に 一 袋 三 11 六十 錢 
でありし 小 麥粉が 、本年 一月に 入つ て 四 0 十錢 とな 
〇、 二 月 中旬に 於て ほ 五 圆六 十錢 となり、 更に 六 101 
を 超え、 今日は 又 五 II 何十 錢を 呼ばつ て 居ります る 
之を 昨年の 九月の 當 時に 比較 致しましたならば， 七 
八 割の 暴騰を 致した ので ある、 斯の 如き 铋騰を 致す 
べき 原因 ほ 明かに 某 商店に te つて 蒔かれた る ?} f i-i が 
あるに 拘ら ず， 此琪 S に對 しては、 農 商務省は 何等 
の 手 續を御 執りに なつて 居らないで ほない か (拍手 
起る〕 それを 明かに 國 民の 法廷で ある 所の帟 國識會 
に 於て •此 事 H を 裁斷を 致したなら ば‘ M かに 省令 
I  i 十號を 適用すべき ものな りと 一 K ふ斷定 を 得る 事 ほ 
明かで & る‘然るに私共は之に付て姿員會に於て、 
農 商務 大臣に 御尋を 致した 所が， 目下 調 S を盡 し、 
それ^^ ^ を盡 して 居ります ると 云 ふ ijf の 御 ？? を ^ 
たのみでありまする、斯_な爾大なる事柄があるに 
拘ら す、 之を 其 儘に して [1 かれる， 岡 某なる 者が 大 
阪に 於て 一 萬 二 千 五百石の 買 占を 爲した •其 當時米 
は 幾ら あつたかと 云 ふたなら ぱ •朝鮮 米 日本 米を 合 
せて 十九 萬 石 Is 在つ たのであります， 1¢ か 十分の一 
に 足らざる 賀 占 行 爲を爲 したる の 故を 以て- 此岡某 
なる 者に 處罰 を爲 し， 七 百 萬 袋 在る 所の 小麥 粉に 對 
して、 四百 八十 萬 袋の 如き ものを ぱ買 占を 爲した る 
者を S せざる 所の 理由は 何處に 在る か (「ひや < 
」 と 呼 ひ 拍手 起る) 吾々 (3: 斯の如 き 客颐 的の 材料が 
陳列せられ て 居つ て も •猶ほ 罰せられぬ と 云 ふのは 
是は 一に 行政官の 主 is 的の 判 斷に 依る ので あると 云 


院議 衆 會謎國 帝 回 十四 第 


ふの 御 答 辯で ある •斯の 如く 主®; s の 判 orf にの み te 
つて Hi き 者 {i 剖せられ ず- 軺き者 ほ ffl] せらる ると 公 
ふやぅな 省令で あろなら ば •  In も 其 存在を； ijn々 ほ 
許さぬ ので ある、 斯の如 き 意味に 於て 憲法 上、 事 ® 
の i<i£ 用 上に 於て、 有害無益なる 所の此 省令は •一日 
も；； 十く 晓 止すべし •而 して 帝 國戥會 開 會屮で ありま 
する からして、 奸商を 征伐す るの 精神に 至つ て ほ 吾 
再 . 13: 素ょ 〇铰 成であります るから， 案を 具し 法 S と 
して 之を 提 /J1 せられむ ことを 偏に 希薄： する ので あり 
ます C 拍手 起る〕 

〇" 15 崎 勤 君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 SIJ 君 討論 終結の 励 譏を 提出 致します (「質 
成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 討論 終結の 動議が 出ました、 

御坭 謎は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て討 

論 終結の 動議は 成立ちました。 

〇 岩 崎 ii 君 議長。 

o p 丧 C. 大岡 育造 君〕 岩 崎 封。 

〇 岩 崎 1/J 君 三 案を 一括して •委員長 報传 に對 する 

森 W 茂 君 报出の 修正 動議 ほ 之を 否決し， 委員長 報® 

の 通り、 CD ち 委員 會に 於て 修正 識決の 通り 可決せ ら 

れむ事 を 希 SE 致します。 

〔「锊 成々々」 「與 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 

あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〉 先 づ森田 君の 修正案ょり 決を 

採ります， 即ち 「大正 六 年 農 商務省 令 第二 十號ヲ 速 

二 之ヲ 廢止ス ヘシ」 と 云 ふ 項を 加へ ると 云 ふこと に 

質 成の 諸 対の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 

〇 謎 長 (大岡 育造 君) 少數 、否決 I 委員長 報告 通 

り 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

1 「異 調な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 IS 長 C 大岡 育浩 君〕 御 興 議な しと lg めます •仍て 

本案 (5; 姿 fl 長 報告の 通りに 採用す る ことに 可決 致し 

ました (拍手 起る) 

〇 謎 長 广大岡 育造 君) R 程 第 十八、 沖繩縣 特別 自治 

制 撤 趿に關 する 建議案， 奥 田 榮之進 君。 

〔「第 十九まで 一括して」 と 呼ふ考 あり〕 

〇 諮 長 C 大岡育 造 封) £1 ほ n 程の 第 十九， 鹿兒 島縣 


大島郡 岛嶼 町村制 撤躞 に關 する 建 故 案を も 併せて 識 
题 となし •報 吿を受 くるに 御 - iii 踊は ありませ ぬか。 

〔「異議な し埏 調な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議丧 (大岡 育造 君) 異議なければ 一括 _題 となし 
委員長の 報 吿を 求めます， 奧田榮 之 進冇。 

笕 十八 沖* 縣特別 自治 制撤陂 に關 する 建 
議案 (奥 田榮之 進 君 外 二 名 提出) 

( 委 員長報齿) 

笾 十九 鹿兒島 縣大岛 郡 烏 嶼 町村制 撤躞に 
關する _ 載 案 (林 爲良君 外 三名提 
出〕. (委 負 長 報吿〕 

〔奥 村榮之 進 君 登壇〕 

〇 奥 村榮之 進 君 委員 會の練 過 並に 結果を 極めて 簡 
單に御 報 缶を 致します， 委員® に 於て {i 政府 委員と 
質問 應答 を K ねました が， 政府 ij 沖綳縣 特別 自治 制 
撤廢に 付ても、 亦鹿兒 島縣大 烏 郡 島嶼 町村制 撤躞に 
付ても •愼 重に 調査を 致す 必要が あるから 致し まし 
て、 此 場合 铰 •否の 意見を 致し 兼ぬ るとの 事で あつた 
のであります が、 沖 ai 縣會に 於き まして、 此參事 會 
を 設ける と 云 ふ 事 丈には， 政府は [nl 意と 云 ふこと を 
言明され たのであります、 それから 尙ほ 政府に 於て 
も此二案に付てほ、同怙を有するが故に，成べく速 
に 官吏を 派 ia しまして， 現狀に 就き 精細に 調査す る 
積り である， 其 結果 此 特別 制は 長き 間 存置して 置く 
必要 ほ 無い と 云 ふこと を蚀想 して ほ 居る が •其 撤隧 
の 時期を 此處に 明言す る ことは 出 來_ いとの 事で あ 
つたので あります、 委負會 ほ 蒗 _ の上伞 ；會 一 致を以 
て、 此二案 を 可決した 次第であります、 lit 段 御報吿 
致します (拍手 起る) 

〇 岩 崎 勸 君 _ 長。 

〇 議長 C 大岡 育造 若〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 勘 君兩案 共に 委負長 報告の 通り， 可決 せら 

れ むこと を 希望 致します： 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 御說の 通り、 別に 御 

異議は ありませ ぬか。 

L 「異議な し異謎 なし」 と 呼 ふ 者 あり J 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 兩案 共に 採用 

可決す る 事に 決しました。 

〇 岩 崎 動 君 議長。 

〇 謹 長 (大岡 育造 君〕 岩崎浥 ' 

〇 岩 崎 動 君 日程 第二 十 以下の M 願事 件に 對 しまし 
て ほ ■委員長の 都  <= に 依り •延 會 の 動議を 提出 致し 


ます。 

〔「異 翳な し 異議な し. 一と 呼 ふ 者 あり〕 
o_^c 大 岡 -pf 造 君〕 延會に 御 妈議 ありませ ぬか'^ 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 議長 (大岡 育造 君) 御 奴 綴 ほ 無い と 認めます •仍 
て 延會に 決します、 本 n ix 是 にて 散 會 致します。 

午後 五 時 一分 销會 


〇 大正 七 年 三月 十九 日 (火曜日〕 

午後 一 時 十九 分 開議 
議事 B fs 第二 十四 號 

質問 

I  市町村 長 及 助役 優遇に 關 する 質問 (赚隨 

s r 

二 露 糊 勘 察 加の 割讓 並 1 I 額 沿海州 漁業 濯の 
割！ S に關 す る 質問 (III 逸) 

傯染病 硏究所 の發 見に 係る 病原の 眞僞に 


三 


四 


關 S 質問 ( II P) 

jg 局に 關する 質問 (g ■访 義) 


五—# 務 探 關の紐 f 關する 質問 (想 I 


第一 朝鮮人 官吏の 恩給 ■退隱 料 及 遺族扶助 料 
等に Is す 第一 IH 
會の續 長} 

第 II 海蓖に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關 
け る 法律案 (撇 g)  {弟| I の績 (錄賴 

第三 東京 市® 改正 條例中 改正 法® 案 (龇腑 ) 

第 |_の績(| 韻 長) 

第 四 京都市 又は 大阪市の 市 E 改正に 關 L 東京 
市 區改 正條例 及 東京 市 II 改正 土地 建物 處 
分 規則 £■ 雄 用し 得 5 の 法律案 (■職) 第 
I 讀 窗の績 ( 81 長) 

第五 ® . ff 士 法案 (隔1 他 楸 啷 ® 第 I 讀會 

第 六 市制 中 改正 法律案 (服 隨插覜 腿) 第 |讀 
會  ■ 

第 -fc 町村制 中 改正 法律案 (舰隨 縫 1 腊) 第 I 
贖 會 


第 A 郡制 中 改正 法律案 (一仙 綠狀) 第 i# 

の績(_| 長) 

第 九市呢 村 吏員 優遇に 關 する 建 11 案 ^ 則 似 

提 出) 

第 十 市町村 其の 他 公共 圃 la に 煙草 元 費 捌 K 務 

委任に 關す 3建_(|:诺 外) 

第 十 I 帝 固 美術館 ® 設に關 する 建 l£M 宏； (_ 腳 

君 外 四' \ 

名提 /-JJ. 、 

¥11 成 ,63 鐵|收に關する建_(|爾浮 

一名ン 
ffi- -uyz 

第 十三 金 名 i! 敷設に 關 する 建議 窠 (冲 _議 

外 五名 ン  y .T — 

® m- 一  、デ 

第 十四 松 本鐵道 建設に 關 する 建議案 (搞 g,i g 

八 名 n  列 

第 十五 市 Hr; 村に 煙 茸 元 賫捌辜 務 委任に 關 する 

建議 (IT II S 

第 十六 名 古 M 太 田間鐵 道 速成に 關 する 建議案 

( S II ^I ) 委 8 f 〕 

第 十七 愛媛 縣今治 港 開港に 關 T る 建議案 (d 
11 1 1 )  c 委員長 報告) 

第 十八 新 見 三次 間鐵道 建設に 關する 建議案 

達 || £量馨〕 

第 十九 山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 する 建 ! 1 案 

( JI II I 外 r 3 委員長 報告) 

(特別 報吿第 百 二十 三號〕 東鄕 村に 登 fe 
所 設置の ii 願 c 委員長 報 吿> 

(特別 報 吿第百 二十 四 號元佐 倉 區裁 
判 所 復舊の 請願 r' 委 負 長 報 茜) 
(特別 報告 第百二 十五 號} 元 松 阪區裁 
判 所復 » の 請願 C 委員長 報 吿) 
(特別 報告 第 百 二十 六號 2 兀 水 □ 區 裁 
判 所 復 S の 請願 (委員長 報告) 
(特別 報® 第 百 二 十七號 〕古賀 村を 長 
崎 ! 1 裁判所 管内に 編入の 請願 (委 
員 長 報告) 

(特別 報吿第 百 二 十八 號小牛 田石卷 
間の 私設輕 便 鐵道を 國有經 營と爲 す 
の 請願 員 長 報吿〕 

十六 (特別 報® 第 百 二 十九 號〕 H 立 木 村に 
停車場 設置の 請願 (委員長 報吿〕 
(特別 報吿第 百 三十 號〕 平 元鐵道 速成 
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千 蓰縣安 房 郡の 丙 潠擧 に關 する 質問の 答 辯  紙 m 調節に 關する 質問  五三 七 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


市町村 長 及 助役 狻遇 に関する H 間 並 匹田銳 吉の 質間演 說 


倍の勝代を來したるほ國民敎育上に及ほす影隳の 
大な るは 言を 侠た す 全 國數百 萬の 兒 2f の 父兄 ほ 皆 
此の陴 ft の爲 菌 苦なる 敎育费 を 負擔 しつ、 あるな 
り 

今日 吾 か 製紙を 節 出して 阪路を 海外に 撋張 する {i 
固より 必耍な 〇然れ とも 內國 の镅用 者を 苦しめす 
國民敎 育 及 H 民 智識の 進步 を W 害する ことなく 其 
の 利益を 得る こと JH 當の範 _ に滿 足して 大に 輸出 
する を 以て 至 ? & とすへ し 

以上の 事® あるに 拘らす 何故に 政府 ほ 「ザ ラ 紙」 の 
轍 出 禁止‘ を斷 行し 其の 紙惯 調節の 本旨を 徹底せ し 
めさる や 政府の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 是 より铃 蕺を開 きます、 御 

諮りを 致します 村 松® 一郎 君より 病 氣に付 十八 日よ 

り 八日 間 •井島 義雄 君より 病 氣に付 十八 日より 九日 

間 •請暇の ^ 出が ありました， 御 異議がなければ 許 

可す る ことに 致します" 

〔「異 餞な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 熊 荇 直 太 君 日本 體育 ir _K 補助に 關する 建議案 

の委 A 會を 開きたい と 思 ひます、 御 許しを 願 ひます 

0 副 ie 長 (濱 田 _松君) 許可 致します。 

0 松 田 源 治 君 久留米 大分 間鐵道 建設に 關する 建議 

案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます •許可を 願 ひます 

0 副 爇長 cm 田國松 封〕 許可 致します。 

0 松 田 源 治 君該委 負は 懲罰 委員 室へ 御參 集を 願 ひ 

ます。 

0 渡 邊祐策 君 市町村 立小學 校敎员 退 隱料及 S 族扶 

助 料 法 屮 改正 法律案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます 

許可を 願 ひます。 

0 副 翳 長 (濱 田 國松君 ： >  許可 致します。 

0 伊 1i 知 也 © 木 員の 計算す る 所に 依る と、 定足數 

を缺 いて 居ります •か、 それでも 會を 御開きに なり ま 

すか。 

0 副議長 (濱 田園 松 君〕 定足數 は あると 思 ひます。 

〇 伊 束 知 也 君 ありませ ぬ。 

〔「あります」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 伊東 知 也 君 特別委 員會を 開いて 皆 行く と、 定數 

を缺 いて 仕舞 ひます。 

0 熊 谷 五 右衙門 君 福并 縣三國 港 築港に 關 する 委員 

Sr- を 開きたい のであります、 御 許しを 願 ひます。 

0 副 鹩長 C 濱田國 松 君) 許可 致します I 質問 第一 


匹田銳 吉 君。 _ 

一 市町村 長 及 助役 優遇に 關 する 質問 (恒 
松隆慶 君 外 一名 提出) 

市町村 長 及 助役 挺 遇に 關 する 質問 主意 爵 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 二 月 二 十八 日 

提出者 恒松 隆慶  匹 田銳吉 
锌成者  岩 崎  動 

外 三十 五 人 

市町村 長 及 助役 擬 遇に 關 する 質問 主意 書 
市町村 長 及 助役は 常に 自治の 發 達に 力を 効し 敎育 
脔業衞 生 土木 徴税 兵事は 勿論 戶籍史 を も 兼ね 百般 
錯綜せ る 劇務に 服す るを 以て 其の 責任 重大なる と 
同時に 最手腕 家を 要する や 論な し 然るに 市町村の 
財政 薄弱なる か爲高 俸を 以て 之を 遇する こと 能 ほ 
す 又 永年 其の 職務に 從ふも 何等® 遇 法の あるな し 
從て 手腕家を 得難き のみなら す 偶々 其の 人を 得る 
と雖 永く 其の 職に 安す る 者 無し 惟 ふに 一般 官吏に 
は 幾多 挺 週 法 あるに 拘らす 市町村 長 及 助役に 對し 
ては 此の 如し 自治の 發 達上豈 遺憾なら す や 故に 一 
般 官吏に 封 比して 相當 の ® 遇 法を 設く るは 目下の 
緊急 事に 屬す 

政府は 之に 對 して 相當の 調査を 爲しつ 、あり や 如 
何 又 相當の 施設を 爲 すの 意向 あり や 如何 
右 及 質問 候 也 

〔匹 田 銳吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 匹 田 銳吉君 市町村 長 及 助役 險 遇に 關 する 質問書 

の 趣意を 說 明したい と 思 ひます’ 本員と K 松 君と 兩 

名を 以て 提出 致して 置きました のであります が、 提 

出 後 旣に三 週間を &- 過 致し、 其 間に 於き まして •此 

問題に 付て 更に 建 翳 案が 描出され て 居る ので ありま 

す、 吾々 も 最初 建議案を 提出し やう かと 考へ たので 

あるが、 併ながら 此 市町村 長 及 肋 役礙遇 に關 する 問 

題は、 極めて 重要なる 問題で あつて、 多分 政府に 於 

て も 吾々 と 同感で あらう、 斯樣な 考から 寧ろ 質問を 

して、 政府の 答 辯を 得た 方が 手つ 取り 早いで あらう 

と考 へて •吾々 は 質問を する ことにした ので ありま 

す、 此 市町村 長の 職務の 多端に して d 其 責任の 重大 

なることは、 諸君の 御 承知の 通りで， あります、 或は 

敎育成 は勸業 或は 土木 衞 生、 其 他 兵事 徴税、 若く (X 

戶籍の 事務 迄 も 兼ぬ ると 云 ふこと でありまして、 實 


に 多端なる 臌猝を 執つて 居る ので ある、 之に 對 して 
相 常 ® 遇の 方法を 設けなければ、 適當の 人物を m る 
ことの 出来ない の (3: 勿論で あると 思 ふ •吾々 の此處 
に礙遇の質問を致しまする大體の趣意ほ、皙問裕に 
書いて ある 通りであります . 哨 々此處 に 少しく 諸君 
の 御注意を 促して * 11 つ 政府の 答 辯を 促したい と考 
へる 事柄 if 此 市町村 制が 實施せ られて 以来、 旣に 
三十 年に なつて 居る •此 間に 於き まして 市町村の 自 
洽と云 ふ ものは 甚だ 振は ない ので ある* 啻に 振は な 
いのみなら ず、 失態 百出 •身 (X 公金を 費消す る 市町 
村の公史もある、或ほ潰職罪を犯す者がある>某爲 
に 起訴せられ 或 ix 處刑せ られ •中に ほ 事の 發覺す る 
に 及んで 一死を 遂げる と 云 ふやうな 人間 も 多々 ある 
のであります、 斯樣な る 成續の 不良なる 狀態 、几つ 
失態 百出、 私の 調査を 致しました 所に ると 云 ふと 
大正 四 年に 於き まして 市町村の 公吏の 起訴せられ た 
る 者の數 が 五 百 九十 九 人あります、 其 中で 町村 長が 
二百 六十 人、 實 に多數 であります、 又 大正 五 年に ほ 
市町村 公吏の 起訴せられ たる 者が 二 百 七十 六 人、 其 
中 町村 長が 八十 四 人、 斯の 如く 多數の 人間が 犯罪者 
として 起訴せられ たりと 云 ふやうな 狀態で あるので 
ある •而 して 此市 町村の 中で 稍々 成 媛の 良い と 云 ふ 
ものは •如何なる ものである かと 云 ふと， 誠に 消極 
的に 徵税 事務が 整頓して 居る、 總 ての 事務が 整理し 
て 居る と 云 ふやうな 位の 意味に 過ぎない ので ある. 
結局 敎 育が 振興を して 居る とか、 產業が どうで ある 
とか 云 ふやうな 積極的の 意味に 於て、 換範 町村と 稱 
せられる やうな ものは 無い、 今日 模範 W; 村と 稱せら 
る、 ものは •槪 して 消極的の 槙範 町村、 啻に 事務が 
整理して 居る と 云 ふに 過ぎない、 而 して 内容を 見 ま 
すと 云 ふと、 ft 事務の 整理して 居る と 云 ふこと ほ、 
即ち 郡長で あると か •或は 府縣 知事の 命令と かを 柔 
順に遨 奉を 致しまして、 唯々 事務の 整理を 111 つて 居 
る、 事務を 整頓 させて 尻る と 云 ふ ものが、 即ち® 範 
町村と なつて 居る、 是が横 龅町 村と 云 ふのは 實に心 
細い 話と 謂は なければ ならぬ、 而して 此樽範 町村が 
斯の如 き狀 態で •事 S に 於て は 自治では ない ので あ 
る、 即ち 官治で ある、 郡長と か府縣 知事の 命令を 遵 
奉して •さう して 事務を 整理す る •眞 面目に 事務を 
整頓 させて 居る と S ふ ものが 植範 町村で あると 云 ふ 
の だから、 決して 是は .H 治で ほない、 官治で ある， 
又 積極的に 幾らか 事務の 擧つて 居る 町村の 有 樣を見 
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ましても、同じく多くは邙長茗くは府用知垠の指沿 
に 依つ て •事務を 舉げて 居る に過ぎない 〇であ つて 
同じく 官洽で あるので ある、 諸 封は 官僚政治の 打破 
を叫ばれるが、根本に於て市町村が旣に官沿政：〗 .'1 で 
あるので ある* 即ち 市町村を 官 股 政治に して ^ いて 
此诏 にして S いて 官僚政治 打破の yf w を 叫ぶ と 云 ふ 
こと if、 即ち 本來 を ^ fe して ^ る* . Ti ほどうしても 
官跄 政治を 打 0!c する に 先だつて、 市町村の 3 :洽 85 の 
宵 僚 政治を 打破し なければ ならぬ、 即ち 此官洽 の狀 
態を K の 自治の 狀 態に 改めなければ ならぬ と •斯 52 
に考 へる のであります、 市町村の 狀態が 斯の 611 く 成 
緩が 不良で 失態 百出して I.';' る •其 原因は 何で あるか 
と 云 ふと、 歸 する 所 市町村 長に 其 入を 3T さるに m る 
ものであると 云 ふこと ほ 明かで あら 5 と 思 ふ、 L't Tli 
町村 長の 詮衡 の闲難 なる， 殊に 大都會 の 地に 於き ま 
して、 市長の 詮衡の W 雜な ことは、 諸君 も 十分に 御 
承知の ことであります、 fffl 々適 常の 人物を 得ても、 
其 八 {i 直に 逃げ出して 仕舞 ふので ある、 或る 市長の 
如き ほ 市長の 職を 去る に當 つて、 子々 孫々 市長の 職 
には 常ら せない と 言つ て、 市長の 職を 去つ たと 云 ふ 
話で ある、 斯の如 く 市長と 云 ふ ものには 成り 人が な 
い、 偶々 其 職に 當る 者は 如何なる 者で あるかと 云 ふ 
と、 役人の. 古手で 浪人を して 居つ て， 其 俸給を 目當 
にして 市長になる ので ある、 然らずんば 陋劣なる 人 
間， 市 fr 識員な どに 邸を 下げる ことの 巧みなる 陋劣 
なる 人間に 過ぎない、 立派な 人 ほ 皆 m 長になる こと 
を 避ける •斯う S ふ狀 態であります、 又 町村 長も冏 
樣 に、 第一流の 人間は 町村 長になる ことを ! tilf ふ、 地 
方の 狀態を 見ます ると、 中には 第一流の 人物が WJ 利 
長に なつて 居る 者 もあります るが、 槪して 三流 四 流 
の 人間 許りで ある、 斯の如 き 人物を 以て 地方自治の 
振興を 期す ると 云 ふことは 抑々 困雖な る ことは 申す 
迄 もない ことで あらう と 思 ふ、 それ故に 此 市町村の 
成績の 不良なる、 決して 怪むに 足らぬ VI 此狀 態を 改 
轉す るのは 如何にしたら 宜しい かと 云 ふと、 即ち 市 
町村 長の 待遇を 善くして. 其 地位を 高めて、 而 して 
第一流の 人物を 市町村 長たら しむる にあり と 云 ふこ 
とほ 明かで あらう と 思 ふ、 如何にす れぱ 市町村 長に 
第一流の 人物を 得る 事が 出来る か、 是は大 に 攻究を 
要する 問題であります、 或は 物質的の 侍 遇を® くす 
るの も 一法で ありませ う、 f!f ながら 今日の 市町村の 
狀態に 於き まして、 餘りに 此 物質的の 待遇を 善くす 
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ると 云ふ餘 地 もない やうで ある、 英 g の sn きは 市町 
村長は 名 ^ 職で ある、 倫 敦の 市長の 如きは 年に 二 十 
萬 M 位 も 自腹を 切る と 云 ふ 話で ある、 併ながら 此市 
町村良の>に使はれて屛る書記と云ふ櫧なものには 
非常な 萵給 を拂 つて 立派な 人間を 使は して ある 中に 
は 一年に 三 萬 KI とか、 二 萬 圆と かと 云 ふ 係 給を 取つ 
て 居る 書記 も ある、 日本の if 記は 如何で あるかと 云 
ふと、 町村の 書記の 如きは 一年に 百圓 か . vr. 十 圓に過 
ぎない やうな H れなる ものである、 立派な 醫記を 使 
ふ 事が m 來れぱ 、其 上に 立つ 所の 市町村 長で あるか 
ら 、又 立派な 入物を 得る こと も 出来る ので ある‘ 此 
物質的の 待遇を 善くす ると 云 ふこと も、 或は 市町村 
長の 待遇を 善くす るが * fc いか、 或は 市町村 長は 名譽 
® にして 置いて， 其 下の 市町村 ai 員の 俸給を 高く し 

て、 立派なる 人間を fili ふと 云 ふこと にした 方が 宜い 

か、 是も 研究すべき 問題で あらう と 思 ひます が、 何 

れ にしても 或 ほ 此 物質的の 侍 遇 も 必要で あらう と 思 

ふ、 併ながら 之を 爲 すのに はどうしても 市町村の 經 

汽 の 負 擔を 一; くす ると 云 ふこと が 必要で ある、 今日 

の狀態 に 於き ましては、 到 K 市町村 吏 0 に 高い 俦給 

を拂 ふと 云 ふ餘 地は 無い ので ある、 今回 政府から 提 

出せられ て 本院を 通過し ました 所の、 小 學校敎 育 費 

負 ® の 如き も、 一箇年に 滞に 一千 萬 _ 位 のこと では 

市町村の负攒が輕減せられたとほ言へないのである 

先づ斯 の 如き 方法に 依つて 市町村の 負 擔を輕 減して 

市町村の 財政に 餘裕を 生ぜし めて、 幾らか 此 市町村 

長 若く ほ 市町村の IG fl の 待遇を 善くす る途 を P1! ずる 

ことが、 必耍 であらう と考 へる ので ある、 併し 啻に 

是は物 質的の 殿 待 ぱ かりでは 足らない ので ある、 更 

に 名 ® の 方面から も 待遇を 善くす ると 云 ふ 方法を 講 

じなければ ならぬ、 或 ほ 位階 勸章 を與 へたら 宜 から 

うと 云 ふやうな 說 もあります が、 斯の 如き ものは 抑 

抑此 自洽體 の 公吏に 與ふ べき ものと して ほ、 如何で 

あらう かと 5g へる、 殊に 市町村には 在鄕 軍人に II 八 

等、 剧七 等と 云 ふやうな 者が 澤山 にある、 市町村 長 

に勸八 等 や 七 等を 與 へた 所が 餘 り ® 遇には ならない 

さりと て餘り 高き Is 章を 與へ ると 云 ふこと も 六ヶ敷 

いと 云 ふやうな 事情 も あるか も 知れない、 何れに し 

ても此 市町村 長に 動 章を 與へ るの 位階を 與へ ると 云 

ふやうな ことは、 51 ほ 考物で あらう、 又 高等官 待遇 

にした -* b どうかと 云 ふやうな 說があ ります が、 是 ほ 

自治 制の 根 本義に 反する 話で あるから、 他の 官吏と 


同樣の 待遇に 致す と： ：ム ふことは m 來ま いと 考へ る、 
して 見る と 云 ふと 位階 勤 m も 面 内 くない、 高等 , H- 待 
遇は 勿論惡 るい、 如何にしたら ば fi # の 上から 此位 
置を 高める ことが ill 來る であらう かと 申します と、 
先づ私 共の 考 へる 所に 依る と， 公共の 爲に功 勞のあ 
る 者に 對 して 特殊の 表彰の 方法を 設けられ ると 云 ふ 
やうな ことが 一策で あらう かと 思 ふ、 或 ほ 是が 唯一 
の 策では あるまい かと 考 へる， 而 して 町村 長 其他獨 
り 町村 長に 限らず、 有らゆる 階級の 議員 公吏と か 云 
ふやうな、 即ち 官吏 以外の 公共の 爲に 功勞の ある 者 
に、 之を 與へ ると 云 ふやうな 特殊の 表彰 方法を 設け 
られた ら如 何で あらう かと 考へ るので ある •又 其 他 
に我國 に 於て {?. 皇室 ほ f; 譽の泉 源で ある， 此 皇室を 
中心に して、 即ち 皇室の 御 待遇の 點に 於き ましても 
市町村 長な どに 對 して 御 待遇の 上に 於き まして、 輔 
弼の M に 當ら る、 所の 内閣 諸 公が 少しく 考慰 せられ 
たら 如何で あらう かと 思 ふ 一例を fi げて 見ます ると 
動 八 等と か 正 八 位と か 云 ふやうな 階級に 在る 人は、 
新年 其 他の 三大節 等に 於て 參賀 したり， 或は 賀表を 
捧呈す る 所の 資格を 與へ られて 居る •然るに 町村 長 
など ! 3: 此資格 を存 して 居ない ので ある、 '商 接に 人民 
を 代表す る 所の 町村 長が、 此勸八 等の 一 兵卒に 劣つ 
たる 侍 遇を 受けて 居る と 云ふ冇 _ では、 是ほ決 して 
相 當な待 遇を して rr る ものとは 言 ふこと が 出来まい 
と考へ る、 故に斯 の 如き 點 に付きましても •是れ は 
ほんの 一例であります が 斯の 如き 點に 付て、 內閣諸 
公は 宜しく 御考 瞭 になつ て、 皇室の 御 待遇の 事に 付 
て •何等かの 方法を 考案せられ る ことが 極めて 必要 
では あるまい かと 思 ふ、 要するに 是等ほ 決して 成案 
として 玆に 提出す る 次第で ほ ありませ ぬ、 唯々 政府 

の 之に 對する 方針を 問は んが爲 に， 稀々 なる 例を 犖 

げ 、又 種々 なる 意見を 玆に羅 列して、 政府の 意思を 

尋ねる に過ぎないので あります、 以上 述べます る 所 

に 於き まして、 政府は 如何なる 考を 有つ て 居る か、 

吾々 と 同感で ある や 否や、 又 同感で あると 云 ふなら 

ば、 如何なる 方針を 以て 今後 實行 しやう と 云 ふ考で 

あるか、 之に 付て 明瞭なる 答 辯を 與 へられむ ことを 

菌む ，私は 速に 御 答 辯を 朝む のでは ない、 十分に 考 

隞 せられて •研究せられ て 或は 是が爲 に 閣議を 開か 

れてで も 方針を 決定せられ て， m に 其 場 限りの 答 辯 

氣 休めの 答 辯で ない 政府の 此 問題に 付て 決定した る 

意見を 示されむ ことを 轺む のであります。 


r 拍手 起る〕 

〇小久 保 喜 七 君 私は 神祇に 關 する 謅 案の 委員 會を 

開きたい と 思 ひます。 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 宜しぅ ございます。 

〇小久 保 喜 七 君 それでは 第二 面談 室に 委員の 諸君 

は 御 集合を 願 ひます。 

〇 議長 (濱 田國松 君〕 次 ほ 第二 質問、 !！ II 中 萬 逸 君。 

II 露領勘 察 加の 割 讓並 露領沿 海 州 漁業 權 
の 割讓 に關 する 質問 (田 中 萬 逸 君提 
出〕 

露領勘察加の_讓並露領沿海州漁榮_の_讓に 
關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年 二月 二 十八 日 
提出者  田 中 萬 逸 
賛成者  岩 佐葉郞 

外 二 十九 人 

露 領勘察 加の 判： 讓故 露領沿 海 州 漁 椠權の 割 
諏に關 する 質 間 主意 W 

米國政 府並 其の 保讁 を受 くる 米 國人か 露國 に對し 
種々 の 利 fi を 躍 得せむ か爲 熾に 活躍し つ、 あるの 
事實は 去る 二月 二十 六日 貴族院 豫 算委貝 會に 於て 
貴族院 辨員高 橋 作 衞君の 質問に 對する 本 野外 務大 
臣の答 辯に 依て 明な り 果して 然らほ 其の 私人た る 
と國 家た ると に 論な く 帝 國の 享受す へき 影響 ほ 決 
して 尠少な りと せす 殊に 米 國並米 國人か 極力 ) I 得 
に 努めつ、 ある ほ 露領勘 察 加の 買收と 露領沿 海 州 
に 於け る 漁業 權の割 _ に 在る もの、 如し 是れ 彼の 
「ポ ー ッマ ゥス」 講和 條約第 十 一條に 法り 千 九 百 七 
年七月十五日を以て締結せられたる日露漁業協約 
に 基く 日本の 润業權 に 對し頗 る 重大なる 關 係を 有 
する に 非す や 若 露 國か米 國に對 し 勘 察 加を 割譲し 
たる 場合 其の 他 米國人 か是 等の 地方に 於て 爲した 
る 施設 か 日本の 旣得鼎 を 侵害す るか 如き 事 あらむ 
か 其の 影響 極めて 重大な り 依て 斯の 如き 場合に 於 
て ほ 當然 日本の 旣煜榴 を 防衞 する の 措置に m て さ 
るへから す 果して 米國ほ is 領勘察 加を 買收 せむ と 
しつ、 あり や 且米國 人 ほ 日本の® 業 機を 接 害する 
か 如き 行動を 敢て爲 しつ、 あり や 否 斯の 如き 事柄 
は 之を 未發に 防く を 以て 外交 上當然 の 措置な りと 
信す 政府 ほ 果して 斯の如 き 措置を 執りた る 事 實あ 
り や 否 之に 關し 詳細なる 答 辯を 求む 


右 及 質問 候 也 

〔田 屮萬逸 君 登壇〕 

〔拍手 起る 一 

OW 中 萬 逸 君 本 S は 米國及 米國 人が S S に對 して 
秫々 活動を 致しつ X あります る 事柄* 即ち 熱心に し 
て 巧妙なる 所の 運動 方法に 依りまして. 密に利 拙の 
_ 得に 努めつ、 あります る 事柄の 中に 於き まして、. 
最も 彼等が 努力を 致し  >  延 ては '? 17 國 に ® 火の 關係を 
及ぼします る 所の 露領勘 察 加の 割 戢問 題、 並に 露領 
沿； i 州の -zffl 業撋の 割 ■一: 題、 此二問 題に 付きまして 
現内閣 諸 公， 殊に 本 野 外務大臣に 質問を 致 c たいと 
存ず るので あります， 此 問題に 付きまして ほ 本員' 个 
宵ながら 多大の 研究を 遂げまして、 的確なる 材料に 
依りまして-彼等が 旣に 活動を 致しつ V ある 事柄の 
事實 であると 云 ふ 事を、 斷言 する に屬踏 致さない の 
であります、 さりながら 事 苟も 外交の 機微に 觸れ、 
國家の 利益に 關 する 准 如る m 大で あります るが 故に 
萆 ろ沈默 を 守る を 以て 國家 の爲 めに 利益で あると 確 
信を 致しまして •已む なく 沈 默を 守つ て 居りました 
所が， 去る 1  i 月の 十六 日 f;: 族 院の豫 算委員 會に 於て 
高 街 作 1] 君ょり 此 問題に 對 する 質問が あり、 本 野外 
務大 K の 御 答 辯が ありました けれども、 それが 爲に 
却て 世人の 疑惑を 咁さ すと 云 ふやぅな 事に なり まし 
たので、 此處 に此 質問を 提出 致した 次第であります 
本 野 外務大臣の 御 答 辯は、 貴族院の 速記 錄に ありま 
する から、 時 問を 省く の 故を 以て 爰に 則讀を 差控へ 
ますが， 要するに 米 國人が 盛に 活励 をして 居る と K 
ふ 事 ほ 承知を 致して 居る、 併し 鬼れ ほ 唯々 WI に 運 励 
をせ りと 云 ふに 過ぎない のであつて、 未だ 事 宵に な 
つて ほ K らぬ- 即ち 彼等 ほ 未だ 目的を 達して は K ら 
ぬと云ふことに歸费を致すのであります*若し此問 
題が 本 野 外務大臣の 言葉の 如く 事 實にな つたと 致し 
ましたな らば、 國家 に収 つて 實に 重大な 事で ありま 
す、 如何に 百 千の 質問を 致しました とても. 何等 得 
る 所 ほない のであります るを 以て、 本員 ほ 事前に 研 
究を 致し* 其 所に 十分の 了 m をして ® かなければ な 
らぬ と存ず るので あります、 果して 帝 國は如 何なる 
方針を 以て 之に 臨みつ V あり や， 又 今後 ほ 之に 對し 
て 如何なる 處置を 執らん とする ので あるか、 之に 對 
する 明確なる 答 辯を 耍求 致す のであります、 米國が 
露國の 革命に 對 しまして、 同情を 致します る 事は 尋 
常一樣 ではなく、 彼の 兇惡 なる 所の 獨 探、 其 獨探の 
五三九 
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行動と 殆ど 同一に K せる yf をぱ "事 S に 於て設 明せ 
る 所の 「レ-ー ン ，一政 府 、此 過激派 政府に 對 して すら 
も •  I 方なら ぬ 好誼 的 ！ 1 度を 以て 臨んで 居ります る 
事 if 諸君 も 御 承知の 如くであります、 斯く 米國が 
露國 に對 しまして 同情を 致します る 所以は 何で ある 
かと 申しましたなら ば、 此國體 の 共鳴に も 依る ので 
ありませ ぅけれ ども、 仔細に 其 志の あります る 所を 
討究 致しましたならば、 宏大 茫漠たる 所の 露 國の領 
土、 歐亞 の兩 大陸に 跨れる 所の 宏大なる 露國の 領土 
に fi t w なる 所の K 本を 投下 致しまして* 而 して 3¢ 富 
源を 開發し •露國 の 文明を 援助し， 斯 くして 米國の 
勢力と 富力と を 露 國に 移し植 へんと 致します る爲で 
はありますまい か - •> 忌憚な く 申 上げましたならば、 

日本の 勢力の 北進す るのを 阻まん とする の も， 亦 一 

の 目的で {3; ありますまい か (拍手 起る〕 現に 最近の 

情報に 依り ますれば、 It 露米國 大使 「フランシス」 

氏は 過般 聯合 谷 阈大 使と 共に， 一旦 露國を 引 揚げ ま 

した もの、 中途 r ヴオー ロ ク ダ」 に 駐在 致しまして 

斯の如 き 越 明を 致して 居ります、 其： 一明 ほ 米國は 露 

國に對 し誠贳 なる 友邦なる 事を 事實に 於て 表明す ベ 

く、 危害の 身 邊に 及ぼす までは 斷 じて 露國を 退去せ 

ざるべし， 斯様な 牒 明を 致して 居ります るの みなら 

ず、 尚 ほ 「ウィルソン」 大統锁 の 111 電に基 きまして 

此 「フランシス j 大使は 莫斯 科なる 米國 領事を 經由 

して、 講和條 件の 批准に 關 しまして-去 十四日 莫斯 

科に 於て 開かれた る 所の 全； 露勞兵 大會に 向つて， 左 

の 如き 通牒を 發 して 居ります、 それは 米國は 露 國の 

民主化を 殊の外 喜ぶ ものな り、 故に 若し 獨逸 にして 

g 國に 於け る 民主政治の 發 達に m 害を 加 ふるが 如き 

事 あらん か、 我 米國は 民主政治の 擁護の 爲め 十分に 

援助を なすべし、 斯_な 通牒を 致して 居ります が， 

借 lit 「フラン； N ス」 大使が 「ヴ オー ロクダ 」 に 留ま 

つて 尻り ます、 其 勇 氣 •並に 勞圬 大會に 致しました 

所の 其 好 爲 、此勇 氣と 好爲 とは m なる 所の 勇氣と 好 

爲に 止まらず して， 其 裏面には 力强き 或る 物が 潜在 

致して ほ® らな いかと 云 ふこと を 疑 ふので あります 

現に 米 國の此 好 爲に伴 ふ 所の 巧妙に して 熟 心なる 運 

動の 効果が、 形と なつて 現れました もの、 即ち 今日 

迄の 米 人の 手に 確と 握られました 所の 利權 幾許 あり 

やと 申し ますれば、 約 左の 四點で あらう と考 へる の 

であります、 其 一は 露國の 全部の 鐵 道の 守備、 及 運 

輸を 引受けました 此利權 であります、 是は 現に r ス 


チユヮ I ド， I 大佐が 錄道嫁 を 率ゐて I 旦 日本へ 引返 
して 參 りました もの、、 去 二 月の 末：！！ ，再び 露國方 
面に 向つ て 出動 致しました 事 it 、 諸君の 御 承知の 取 
であります， 次 ほ 露 都に 於き まして 甚だ 得難き 槌利 
である にも拘らず， 紐 育 「シチ 1J 銀行の 支店 設立 
の特褪 を 得ました 其利權 •、第三に 於て ix 露國の 都市 
殊に 露國 東部の 都市に 於て、 電燈で あると か 瓦斯で 
あると か、 其 他 都 m の經營 上必铒 なる 羧關の 獨營權 
を煜 ました 所の 其利權 •第 四に 於き ましては 鑛山發 
掘の g 利を 換得 致しました 事であります、 單に此 鋸 
山に 關 する 利 棚を 5$ た yf 柄の み にても、 烏拉阳 ょ 〇 
以東と 限つ て •挺に 一億 萬 以上の 資本 か 投下され て 
居る と 云 ふ 事であります のみならず >  唯 今國民 新聞 
の號 外に 法れば、 黑龍 江の 航行 權をも 得た と 云 ふ 事 
であります， 本員 {3; 斯様に 鮮かな る 所の 手際を 有す 
る 米 國を问 ふに 廻して、 外務 當局 者が 露 領勘察 加の 
割 讓問 題、 並に 沿海州 润業權 割 讓 問題が、 まだ 事實 
になつ て 現れぬ と 言つ て# 如た るが 如きは、 太平 樂 
と W ほぅか 神經遲 鈍と 言 {3; ぅか、 其 態度に 就て 適當 
なる 評語を 加へ る 其 言葉を 發 見し 得る に 苦む 次第で 
あります、 而も 現今は 御 承知の 如く、 獨 逸の 勢力が 
漸次 東漸して 參 りまして、 露國 の動亂 日に 甚 しく、 
我 帝 M 亦 頗る 多事で ある 所の 所謂 火事場 泥捧を 致し 
易き 所の 時機でありまして、 彼等 利權黨 に 取り まし 
ては、 所謂 活潑潑 地 の大 活動を 爲し •其 目的を 遂行 
致します るに 最も 適 良なる 秋であります から 此際一 
層の 注意を 喚起せ ざるを 52 ない のであります •元来 
米國が 露 領勘察 加を 買收せ ん とする ことほ、 是迄一 
再なら ず 傳 へられた のであります、 さりながら 多く 

は 架空の 說 として 世人は 之に 耳を 假さな かつた ので 

あります、 故に 今回の 旣に 活動 期に 入れる 事 實 動す 

ベから ざる 事に 對 しても、 尚 ほ 世人は 架空の 說 であ 

ると 思つ て 居ります る ことは* 大なる 間違で ありま 

して、 現に 彼の 「ル— 卜」 氏が 露國に 使を 致し まし 

てから 問 もな く、 此勘察 加 割 S の [M 額 すら 協定され 

んと 致しまして 其 代僧と して、 露國が 六 百億 留を耍 

求 致しました のに 對 して、 米國は 其 三分の 一 即ち！ 一 

百億 留を 主張 致しました ことは •當 時の 哈爾賓 電報 

の搿す 所で ありました、 之を しも 政府 當局 者は •例 

の惡戲 好きの 新聞 通信員の 「ペン」 の 先より 生れた 

る 所の •虛 構の 說で あると 思つ て 居る としたなら ば 

以ての外の 沙汰と 言は ざるを 得ない のであります， 


而も 此 交渉 ほ 「レ-ー ン I l is が 政 IM を？ '; T2 りました： CK 
も、 te 然 IK 調に 連跋を 致しまして、 g に 露國に 居り 
まする所の外國人間にほ ', 稀合與國が「レ _ ン」政 
府を 承 18 致しました、 其昤 こそ 11-b 勘 察 加の 割 SI 間 題 
が、 具 if 的に 世界に 向つ て發衷 される 時期な りと tn 
しで 居ります る 程であります る、 本® ほ 當 の tH 手が 
國際 法を 無視して、 少しも 意に 介せ ざる 所の 「レニ 
ン I 政府で あるが 故に、 一層 此件 に付きまして 迓を 
深う 致す のであります、 a に 米 露の間に ほ 領土の 割 
譲に 付きまして 先例が あるので あります、， \- を 一大 下 
に發 表する のに洵 に 好い陳 ■史が 存 して 居る こと >  諸 
君の御承知の通りでありましてゝ其一つほ露國嘗て 
米 大陸に 殖民 地を 有して 居りました のを ば、 七 百 五 
十 萬 弗を 以て 亞米利 加に 讓渡 致しました W が ありま 
す、 其には 目下 米國に 取つて 北邊 の大寶 庫で ある 所 
の 「アラスカ」、 此 「アラスカ」 も 元は 露國の 有す 
る 所でありまして 、生： 商 的には 余く 無愦 値なる 所の 
白熊の 遊 場所と せられ、 爲に千 八 百 六十 七 年 千 五 百 
萬 弗を 以て 米國 に_ 渡 致されました が、 當時 露國人 
は 非常に 好い 商 ひを した、 是 が 爲に或 ほ 米國の 怒を 
買 ひ ほしない かと、 內心 恐怖に 打たれて 居りました 
程で ありました が、 此 「アラスカ」 は 今日 米 國に取 
りまして、 北邊 の大寶 ts と 云 ふやうな 生產 物の 饒多 
な 有樣 となりました に付きまして 露國 入は 今日に 於 
ては 後悔を 致し それが 爲に此 勘 察 加の 讓渡價 格に 向 
つて 前に 述べました 如く 六 百億 留と云 ふが 如き •非 
常に 高價な る 値段を ば 吹 掛けた と 思 ほる、 ので あり 
ます、 之を 要するに 米國が 勘 察 加の 割讓を 希望 致し 
ますの ほ 何の 爲で あります るかと 申します のに >  夥 
しき 生產的 價 値に 垂涎を 致します 爲で あらう とは 存 
じます が 或は 又 彼の 「アラスカ」 ょり 白 令 海峡を 渡り 
まして， 此露露 領勘察 加を 南へ < と 黑 龍江鐵 道に 
接續を 致し • 續 いて 西 比利亞 線を 連ね、 北米、 亞細亞 
歐羅 巴、 此三 大陸を 橫斷 する 所の 大 交通 機 關を經 營 
致します る爲で はない かを 魔る、 のであります、 元 
來此 米亞の 連絡、 即ち 白 令 海峡を 接續點 と 致し まし 
て、 米亞の 間を 連絡すべし と 2: ふことは、 是迄 屢々 
傳へ られ ました 所で ありました が、 是ほ 今日の 進步 
しました 所の 學 術に 加へ まして、 多大の 金力を 以 
て 致しましたならば、 さして 闲 stt な 事で あるとは 思 
へない のであります、 唯々 從 來此闲 雛で ない 事柄が 
事實 となつ て 現れ ませな かつた のは、 政治的 關係が 


17.: 四 〇 

此間に在つて障苦を致して尻〇ました ^ であ〇ます 
が、 此 III: 界の f 局と 共に、 此陣罟 物であつた 所 パ 
洽的關 係が 砬稈薄 くな 〇ましたのを以て-冬：ホ也 ':* 
に 志を 致さん とする 米國が 當然斯 る 行 励に 出ず るの 
は當〇 前の 事で あらう と 思 ふに 付けて、 :, 5 1« を. 好 
深う せざるを得ないので あります >  併 し 木 n ij -'fi lx 
の 行動を 嫉 规 し、 若く ば此 大計 3? を 妨窖を 致します 
るを 以て 快 Jtf とする 者に 非ざる ことは、 玆に 明 n 致 
す 次第であります るが、 俳し 彼等が 割 課を 計 进 致し 
て 居 〇 ます 所の 勘 察 加へ、 北緯 五十 度より 六十 度に 
及びまして、 更に 北上 致しまして 北綺 七十 度に <1 し 
て、 我 千 E- 列島の 上に 位せる こと、 諸君の 御 承知の 
如くで ある、 故に 若し，； H 令 } fei 峽を接 松 點とせ る ! It 大 
鐡逍が 、我 fjii 太 北海道と 併行 致しまして、 芯 頭 勘 怒 
加 ほ 南下 致しました となつ たなら ば、 rl'L に是が 爲に 
亞細亞 に 於け る 所の 經濟的 關 係に、 一大 la 調を 及ば 
すで あらう と 信じます と 同時に ■政治的 關係 にも | 
大變 Mj を 及ぼしまして、 從來ほ 喵 々海上より 致した 
所の 米國の 勢力は、 商 接 陸 k よ 〇 致す が 如き ことに 
なります るを 以て、 帝 國の受 くべき 影嚮頗 る is 大で 
あると 考 へます るが 故に， 预め此 點 に 付て 考 隞 する 
所が 無くて はならぬ と rf: ずるので あります、 政府 ix 
果して 如何なる 方針に ni でられつつ あるか、 此點に 
付きまして 最も 明瞭なる 答 辯を 菌む のであります、 
更に本員の確聞する所に浓りますれば、勘怒加の_ 
讓に對 します る 米國の 手段 方法 ほ B に 至れり ili せり 
でありまして、 一方に 於き ましては 國家と 致して 勘 
察 加の 割讓を 策し、 一方に 於き ましては 個人 即ち 私 
人と して 漁業撾 の捣煜 に 力む ると 云 ふが 如き、 所謂 
王手 飛車と 云 ふが 如き 妙手を 弄しつ k あるので あり 
ます、 而も 此 日本の 有して 居ります 所の 沿海州の 漁 
業權は 、血を 以て 腿うた る 非常に 高偎な 物で ありま 
して、 彼の 「ポー ッマ ゥス」 條 約の 光彩と も 云 ふべ 
き 日®® 役の 勝利の 代 -® 物に 外ならぬので あります 
が、 何分に も 相手と 云 ふ ものは 理論 や 常識を 以て 紐 
する ことの 出来ぬ 過激派 政府であります るから、 此. 
高僧なる 日本人の 旣得權 を ® 害する ことを •左程 AK 
に 介せ ぬ 如く 思は る、 が 爲 に" 本員は 非常に llt s に 
對 して最 盧を 致す のであります、 若しも 過激派 政府 
が 國際 法を 無視 致しまして、 日本の 旣得 _ を 接 害 致 
して 露 領勘察 加の I 露領 沿海州の gl® 權の 全部を 
ば 米 國に鼯 渡したい となつ たなら ば、 我が 帝 國に取 
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つて © に 由々 数 大事で あるの みならず、 © に 一中の 
觊澳 即ち 日本の 旣得權 を 侵害 致し ませず して •日露 
兩阀 共同の® 利で ありました 所の ^ • 其 一半の 權 利、 
即ち 半分の ffli 利、 即ち 從來 踩國が 有して 居りました 
所の fi 利の みを ば、 米 國に讓 渡 致した としても、 我 
が 漁業 者に 取つ ては 过に 甚大なる 影響を - S する ので 
あります、 至極 簡 K に此 理由、 裏 3 r を 致します ベく 
沿海州に 於け る 漁業の 實 際を 御 話 致し ますれば、 S 
明なる 諸君は 直に 了 ® せらる、 であらぅ と 信ずる の 
であります、 目下 沿海州に 於け る 所の 洵 業 M は 凡そ 
二百 三十 許りありまして、 此の 二百 三十の 漁 M の 中 
に 於き まして、 我が 日本人の 手に 依つ て經營 されて 
居る 漁 岡は、 其の 三分の 二 以上 即ち 百 五六 十 以上に 
達しまして、 tt 漁 H に 於て 勞働を 致して 居る 入® は 
約 M 萬 人に 及び 共收益 は一 箇 年間 千 四 五 百 萬 1BI に 上 

る 有 Be であります、 而も 此收 益は 明治 四十 一年 頃に 

は ■に 百 萬圓内 外に 過ぎな かつた のを ば •滿十 年の 

今日、 凡そ 十四 五 诰に咐 加を 致した と 云 ふやぅな 現 

况で あるので あります 、斯様に 日本人が 大涯萬 里の 

異域に 遠征を 致しまして •認國 に 較べ、 ® 良なる 所 

の地位を占めます |!]( 闪と云ふものほ、國圾性の相違 

其 他 色々 の理 山 があります るが、 之れ を耍 する に 露 

國に較 ベて 残ら か 資本が 滑らかで ある 點と •又 露國 

人は 手先の ft 事け 至つて 下手でありまして、 漁撈な 

んかは 頗る 拙で ある にも拘らず 日本人は 隨分 手先が 

器用であります るを 以て、 殊に 此の 漁撈の 如き 天下 

一品の 稱 あります るが 故に， 今日の 盛况 を來 したの 

であります るが •若し 此 資本の 貧弱なる 所の 露國に 

代る に 米國を 以て 致し •手先の 仕事の 無器用なる 所 

の露國 人に 代る に 手先の 器用なる 所の 米 國 人を 以て 

致しました となつ たなら ば、 漸次 盛大に 赴きつ、 あ 

る 所の 我が 沿 泡 州の 抑 業 ほ、 忽ちに して 落 H の 衰運 

に陷る ことは 言 ふ 迄 もない 話でありまして、 而し現 

在の 日露 洵 業 故 約は、 日露 同等の® 利で あると 言 

ひます もの、 •日本に 取りまして は 洵に不 便な、 IL 

つ洵に不利益極まる協約でありまして、其日本に収 

つて 不利益なる 點 ほ 多々 あります るが、 最も 甚 しき 

もの ほ - 甚しき ものを 列 ^ 致します れぱ 、日本に 

對 して 不利益 極まる 所の 法 ? =1? 命令を 雨 下す ると か、 

此法饼 命令の 雨 下に 依 つて 漁業 監督 ^ を 盛んに 活動 

させる とか〗 漁 !.! .? 贷下料 の 暴騰を (11! す 手段を 講ずる 

とか •又 河 ) 1! 及入汀 即ち 「イン レット」 に 於て }, ffi 業 


を蔡 じある が 爲 に、 日 木 人が 橋の 無い 所の ！' '; 口を ば 
「ランチ」 で 诹つた と 致しましたならば* 忽ち 之に 
向つ て 二百 圓の 罰金を 科する と 云 ふが 如き >  一 々列 
擧 致します れば數 へ 切れぬ 程の 不便 不利な 點が多 々 
あるので あります が、 要 {i 日露 漁業 協約、 並に 附願 
議定®！ の 法文の 不備より 出る 結果でありまして、 言 
葉を 挾へ て 申します れぱ 、我が 外交の 失敗を 玆に暴 
露せ りと 云 ふに 過ぎない のであります •中に も 失敗 
の 甚だしき は、 日踩浼 業 協約 S 第 八條 同附 搦 議定 S 
の 第 四 临に 明記して あります る 所の、 業を 致す に 就 
ては、 露國 現行の 法律 命令 S! 則、 又は 將來の 法律 命 
令規则 を趙 守す るを 5? すと ある、 一項の 適 出で ある 
のであります 、現 rn のい や 露國の 現行法を 適用され 
ると 云 ふことは、 日本人に 収〇 まして 非常な 不便で 
ある にも拘らず、 將來の 法 钳命令 規則を 遵守す ると 
云 ふ 一項が あります を 以て、 露國ほ 之を 好い 事に し 
て、 盛んに 日本人 側の 漁 槳者を 苦しめる 所の 法律 命 
令を 發布 致して 居る のであります， 故に 若し 露國の 
官 史 が 日本の 官吏の 如く、 比較的に 淸飯 潔白で ある 
と 致します れぱ 、我が 沿海州の 漁業 者は 一日は 愚か 
な こと、® 令 寸時と 雖も安 穩 無事に 其 業務に 從 事す 
る ことが m 來ぬと 申しましても、 敢て過 言では なか 
らうと 信じます のであります •沏樣 に 不利益 極まる 
所の 協約 も、 ffl 手が 露 ^ であれば こそ、 今 n の 不利 
益 今日の 不便、 是れ 位の 不便： 小利で 濟み ます けれど 
も是か 米國で あつたと 致しました ならば •我が 沿海 
州の 漁業は 忽ち 装 運に 赴く は、 鏡の 物を 見る よりも 
明かな 事で あらう と存ず るので あります、 而 して 明 
大正 八 年は 此協 約の ai 新 期であります るを 以て、 朝 
野の 識者 ! i 補々 之に 對して 、希望と 期待と を 有して 
御出でになる やうであります けれども. 本員よ りし 

て 之を 見たなら ば、 今更ら 更新 改訂を 迫る が 如きは 

抑々 末で ある， 故に 政府 ほ ！ it 際 一 大決 心を 以て •我 

帝 國 も米國 同樣 、露 國に對 して 種々 援助を 致し まし 

た 所の 旣往の 好意的 に 鑑みまして、 此際 快刀 亂 

麻を 斷つ 底の 痛快なる 解決を 告げられむ ことを 熱望 

に堪 へない 次第であります 、終りに 臨んで 一言 致し 

たきこと は、 本 野 外務大臣 ほ 此問 題に 就て、 非常に 

樂觀の やうであります が， 餘 り樂觀 致されます ると 

此黑龍 江の 航行 陬を米 國に収 られた と 云 ふが 如き， 

大 失策を 釀すに 至ります るを 以て、 十分 事前に 於て 

最善の 研究が あられ、 II. 吾々 國 民の 安心を 致します 


やぅに、 詳細 明確 親切なる 答 辯 あらむ ことを ぱ希留 
致す のであります、 最後に 本 M ほ 決して 友邦 米國の 
活動を 妨害す るを 以て、 快事と する が 如き 意 恩の 毛 
頭 是なき 事、 隨 つて 米 國の此 大計® の 挫折す るを以 
て 快事と する 者に あらざる ことを ば、 我が 國交 の將 
來に 鑑みて、 玆に 重ねて 明言を して、 此壇を 降らむ 
とするのであ〇ます。 

〔拍手 起る〕 

〇 副議長 0 E 田國松 君〕 質問 第三、 土 屋淸三 郎君。 

三傳染 病 研究所の 發 見に 係る 病原の (3 僞 
に關 する 質 間 (土 屋淸 三郞君 提出〕 
傳染病 研究所の 段 見に 係る 病原の ® 僞に關 する 
質問 主意 書 

右成規 に據〇 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二 日 

提出者  土屋 淸三郞 

賛成者  江 藤哲藏 
外 二 十九 人 

傳染涡 研究所の 發 見に 係る 病原の R 僞に關 
する 質問 主意 si 

束 京 帝 國大學 傳染病 研究所は 大芷六 年 六月 十六 日 
より 同 八月 十日 まて 二 © 月に 充た さる 短時日の 間 
に 於て 左の 如く 病原 發 見の 發表を 爲せり 
一 茜 疹 チブス 病原の 發見 

醫學博 士 二 木 謙 三 外 二 名 
二 猩紅熱 病原の 發見 

醫规® 士芳我 石 雄 外 一名 
三 麻疹 病原の 發見 

翳學® 士芳我 石 雄 外 一名 
四 馬 傳染性 貧血 病原の 發見 

醫學 博士 宮川米 次 外 一名 
五 同上 病原の 發見 

士= 澤惟 排外 二 名 

六恙 病原の 發見 

醫學拇 士長 與又郞 外 三 名 
一 研究所に 於て 斯の 如き 短時日 間に 斯の如 き 多數 
の 病原を 發 見した る ことほ 基に 11.1; 界學 界の奇 _ 
にして® に 本邦释 學の名 ■なる のみなら す人獸 
防疫 上 糊め て 有益な りと 信す 然るに 他の 學者は 
右は 孰れ も 其の 病原に 非す して 多く ほ 人獸の 尿 
道に 存す る耻 垢菌の 類な りと 鑑定せ り 法て 左の 
二點に 付 文部大臣に 質問を 爲す 


一 右發 見は 金 部 眞の病 原な り や 又は 一部 ® な 
り や 若は 全部 其の 病原に 非 さる や 
二 若 全部 悉く 病原に 非す とせ ほ 本邦 學 者の 信 
用に關 する 所な き や 否 
右 及皙問 候 也 

〔土 屋淸三 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 土屋淸 三郞君 私 (3: 傅 染病研 究 所の 發 M に 係る码 
原の«聆に關して、質問の大袈を屮上げやうと思ひ 
ます (「成るべく 間 ® に 願 ひます」 と 呼ふ漭 あり〕 fr 
期の 切迫 致しました 今日であります から* 成るべく 
簡黾に 申 上げる ことに 致します、 私の 質問 致さう と 
思 ひます ことは ，班 京 帝 國大學 傅 染病 研究所が， 昨 
年の 六月 十六 日ょり 八月 十日に 至る 二® 月 弱の 間に 
於て，同所の技肺_£" ||5 士二木謙三君の發疹窒扶斯 
病原の 發 見を 始め， 猩紅熱 病原 體の發 見， 麻疹 •即 
ち 「入 シカ J の 病原の 發兑 、馬の 傳染性 貧血 病 病原 
の發 M、 並に恙 蟲 病原の 發見 を發嵌 致した ので あり 
ます、 で 短吨 日の 間に »; くも 發兑 された 所の娃 等の 
病原が >  全部 果して 其 病原で あるか どうか、 或は 其 
中の 一部分が 木 物で あるか、 若く ほ 全 淡が 皆 間違つ 
たもので あるか、 若し 金 部が 誤れる ものであると 云 
ふこと であれば ，延 いて 我 者の 信用に 關する 所 
なきや 否やと 云 ふの が、 本員 質 間の 要旨であります 
簡駔に 事！！： を Ml 上げます ると •昨年の 六月 十六 日 前 | 
申しました 通り •二 木邱士 が發 疹窒扶 斯 の 病原を 發 
見した と 云 ふこと を發表 致されました 時 •沿 も 奥 羽 
に 於て 發疹 窒扶斯 の 流行を 致して f>! る拗 合で あり、 

又 歐繃巴 に 於ても 戰轵の 間に l!t 码氣が 非常に 流行 致 
しまして* 谷阈殆 ど 之が 防禦に 苦んだ と デ、 ふや 5 な 
有樣で あり 馬 尼に 於き まして ほ 態々 我國 に醫師 
の 傭聘を 申込んで 參つた やうな 際で ありました が 爲 
に、 此發見 ほ 薪し く 内外の 注 M を遐 きまして* 內地 
の 新聞 ほ cl を 極めて 其 成功を 讚 契 致します るし •外 
國の 新聞 も 亦 國際 通信に 依て B 異の 眼を 膝つ て、 此 
成功を 報道 致した のであります， 殊に 當時 特別 議會 
の 開會屮 であつて •豫算 委ね 會に 於き まして •我黨 
の 三 土 代 _士 が此 辦 の 0 低を 文部 大； £ に 質しました 
所が、 文部 大 S は 立派に 其 成功した ことを 承認 致さ 
れた のであります- 而 して 其 發見報 ff は 傳染病 研究 
所長より、 公式に 內務义 部兩大 e に 報告せられ， 兩 
大 K よりは 更に 之を 谷府 縣の衞 生 Is 長に 移牒せられ j 


捭染病 研究所の 發見に 係る 病原の © 僞に關 する 質問 並 土  fe 淸三郞 の 質問演 說 


五 四 
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時局に 關 する 質問 並 押 川 方 la の K 問演說 
まして •內外 今や lit I 發見を 疑 ふ 若が 無い、 殊に 林 所 
長の 報告の 劈頭に 揭げ てあります 所の r 大正 四 年來 
發疹 窒扶斯 の 病原の 研究に 從來し 本年 四月 二十日を 
以て 病原 r スビ D へ ー タ 」 を發 見し 其 治療法に 就て 
は Is に 研究を 要すべ しと 雖も其 裸 防 法に 關して は 病 
原閛 明と 共に JC- 基礎 旣に確 立 致 候 | 斯様な ^ 頭の 記 
載に te りまして、 豫防法 ほ 旣に確 立し、 治療の 方法 
も 日なら ずして 成功す ると 云 ふこと を、 我人 共に 信 
じて 疑 ほな かつた のであります、 此事あ つて 以來傅 
染病研究所に於てほ、病原發見の旨を發表すること 
が 勃然として 恰も傳 染 病の 如く 流行 致し、 翌月 即ち 
七月 二 十一 日に ほ 芮 學 邱 士芳賀 I 名前 ほ 忘れ まし 
たが —— 君が 猩紅熟 の 病原を 發見せ られ •それから 

七日の 後の 七月 二十 八日には 麻疹の 病原を 發見せ ら 

れて 爾來 八月 十日 迄の 問に 於て、 他の 同所の® 者の 

手に 依て、 馬の® 染性貧 血 病 並に 恙蟲病 原の 發見を 

發表せ られた のであります、 然るに 此 恰も 「マラ ソ 

ン」 競萌の 如く、 或は ? :1 花の 一時に 職 慢た るが 如く 

發 表せられた る 所の 病原に 舞して、 民間の 他の 學者 

ほ 如何なる 觀 察を 下して 居る かと 申します と、 北 里 

研究所の 學 者、 ® L 京 慈 惠院陴 學專 門學 校の 學 者、 並 

に M 都 帝 國大 m 释科大 學の學 者 等は、 谷々 別に 此鑑 

定に從 事 致しました 結果， 以上 傅 染 病院 研究所に 於 

て發 見せられた る 所の 病原と- K ふ ものは、 皆 其 病の 

眞の 原因で なくして、 多くは 人 或 ほ 励 物の 尿道に あ 

る 所の 不潔なる 垢の 中に、 殆ど 偕老同穴の 如く 生存 

して 居る 所の 恥 垢 「スピロへ ー テ」 と 云 ふ もので あ 

つて、 旣に十 年 前佛闕 西の 第 者に 於て 發表せ られた 

る 所の ものであると 云 ふこと が 分りました ので あり 

ます、 而して 若し 之を 傳染病 研究所の 發 表の 如く 病 

原と するなら ば； ■總 ての 人總 ての 獸 類と 云 ふ ものが 

悉く 皆 同時に 發疹窒 扶斯に 罹つて 居り、 同時に 猩紅 

熟に も 麻 稼に も 罹つて 居る と 云 ふ、 頗る 奇 觀を呈 す 

ると 云 ふこと であつ たのであります、 然るに 文部 大 

臣は阼 年の 特別 議會に 於き まして、 三 土 代議士に 答 

へられた 其 言葉を ® 行せられ たのであります か、 ど 

ぅであります か 分り ませぬ が、 本年の 傳染病 研究所 

の豫算 の 中に、 發 疹窒扶 期の 病原 研究と して、 五 千 

圓と云 ふ 金額を 計上され て 居る のであります、 是は 

如何なる 11 であるか、 病原が 旣に 明かに なつて 居る 

と 云 ふに 拘ら ず、 尙其 病原の 研究を さるる と 云 ふこ 

とは、 少しく 辻 褪の 合は ない ことで あらう と 私 ほ考 


へる ので ある、 で 此處に 街斷 りを 申して 蹬かな けれ 
ばなら ぬ ことほ、 以上の 病原と 云 ふ ものは、 何れも 
學 者の 間に 於て il 物の 中の 難物で あり、 隨 つて從 來 
此 病原を 發 見した と 云 ふ 報吿 (3: 尠 くないので ありま 
す、 尠くな いのであります が、 皆 矢 張 間違つ て 居つ 
たので ある、 固より 學若も 神で あ 〇 ませぬ が 故に、 
誤るべき 要約の 下に 於て 誤られた と 云 ふこと ほ、 必 
ずし も 之を 恥と すべき もので ほない'  誤る ベから ざ 
る 要約の 下に 研究を して 誤つ た 場合に 於て ほ， 始め 
て 恥と しなければ ならぬ のであります、 故に 私 ほ 以 
上の 報齿の 中に 於て、 至 部が 真の 病原で なくと も、 
唯の 一つで も眞の 病原で あつたと 云 ふこと であれば 
是ほ 傳染病 研究所の 學 者の 爲 に、 又 日本の 翳學の 名 
罌の爲 に 大に祝 さなければ ならぬ ことで あらぅ と 思 
ふ、 然るに 同所より 恰も 「マラソン」 競爭の 如く 發 
表せられた る 所の 病原と 云 ふ ものが、 旣に 先輩に 依 
つて 發見せ られた る 所の もので あり， 而して 其 もの 
たる や 不潔なる 人 若く は 獸 類の 垢の 中に、 平常 存在 
して 居る 所の 同一の ものであるに 拘ら ず、 之を 別々 
に 認めて 別々 の 病原な りと して 發 表して、 學 俗兩界 
を騷 がすに 至つ ては、 少しく 議しな ければ ならぬ と 
思 ふので あります、 而も 本員が 特に 此事を 文部大臣 
に 向つ て 質問 致します る 所以は、 由 來我國 に 於て は 
官學萬 能の 謬 想が 上下に 浸 淫して 居る と 云 ふこと と 
此麗 くべき 大發 見が 前 內閣の 失政と 看做されて 居る 
所の 移管 後の 傳染病 研究所より 發見 せられた る こと 
と、 もぅ 一つは 傳染病 研究所の 移管 以前 ほ、 世界の 
三 大醫學 研究所の 一として 數へ られ たもので あつて 
其 所の 發見は 世界の 學界に 向つ て、 本邦 學 者の 代表 

的 研究と 誠め られて 居ります るが 故に、 以上の 事實 

に 依つ て 一は 誤れる 官學萬 能の 謬 想を 打破し、 一は 

移管 後に 於け る 傳染病 研究所の 成績を 明かに し、 一 

は 海外に 於け る 本邦 學 者の 信用を 維持せ んが爲 めに 

萬已 むを 得ざる に 出で たのであります、 最後に 附加 

へて一言申上げて置きたい事ほ、道路傳ふる所に依 

れぱ‘ 文部省に 於て は 旣に此 答 辯が 出 來上 つて 居つ 

て、 目下 研究 中と 云 ふ 事で、 本員の 質問を 遮らん と 

する やに 傳 へられて 居る のであります、 併ながら 是 

ほ 固より 齊東野 人の 語であって •文部大臣 ほ 昨年の 

豫算 委員 會に 於け る 答 辯の 手前、 よも や 斯の如 き 御 

答 辯は m 来ないで あらう と 思 ふ、 殊に 傳染病 研究所 

に PJ- しまして は、 阼年 本員の 質問に 對 して 文部大臣 


ほ 染病 研究所に 關 しては 毫も 非 SI すへ き 點 有る 
を 認めす. I と 明瞭に 御 答 辯に なられて 居つ たに 拘ら 
ず、 同一 事實 に関して 今期 嚣會の 特別 aj M ir に、 本 
員 が 政府 委員た る 松 浦專 門學狳 局長に 事锊を 突 付け 
て 質問 致しました 所が、 松 浦® 門 m 務 局長は 「洵に 
申譯 がない」 と 云 ふ 御 答 辯を なされて 居る ので あり 
ます、 斯樣な 前例と 云 ふ もの ほ、 文部省の 威信を fe- 
ける 事 甚だ 少なからぬと 考へ るの みならず、 文敎の 
中心として 國 民の 思想 •風敎 に 及ぼす JJV 甚だ 少な か 
らず と考 へます るが 故に、 願は くは 文部大臣は、 本 
員の此 簡鼠な る 質問に 對 して、 簡單 にして 且つ 徹底 
せる 御 答 辯 あらむ 事を 希望 致す のであります。 

〔拍手 起る〕 

0 副 _長 (濱 m 國松君 〕 質問 第 四 —— 抑 川方義 君。 

四時 局に 關 する 質問 (押 nil 方義君 提出〕 
時局に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二 日 

提出者  押 川方義 

賛成者  小 泉 又次郞 
外 二十 九 人 

時局に 關 する 質問 主意 書 
時局に 關し帝 阈か聯 合與國 (特に 英米) と 從來執 
り來れ る 交渉 條 件の 範圍及 現下の 露 國擬亂 に 封す 
る 帝國の 政策 及 方針 如何 
右 及 質問 候 也 

〔押 川 方 義君登 搜〕 

0 抑 川 方 義君我 H は 時局に 關 する 質 間を 二 一致し 
たいので あります が。 此質問 の 主意を 明瞭なら しむ 
るが 爲に此 質問を 發しや ぅと 云 ふ考を 起しました 励 
機を 簡單に 申 上げたい のです、 明治 年代は 殆ど 外交 
事件を 以て 充滿 して 居ります る 所の 年代と 言 ふても 
宜い 位であります、 其內に 於き まして 最も 大なる 事 
件と 致しまして ほ、 彼の 征韓 論と 日淸戰 争と 日露 戰 
带との 問題でありまして 此當時 に 政府 部內に 於て撾 
力を 有して 居りました 所の 人々 を考へ て 見ます ると 
諸君 も 能く 御 承知の 如く、 征韓 論の 勃發 致しました 
時は、 殆ど 日本 全： 國の 最も 有力なる 大人物が 集つ て 
政治を 組織して 居りました、 それから 0- 淸戰爭 の 時 
には 御 承知の 通り 有名なる >  明治 年代の 政治家と 言 
はるる 伊藤 公が 總理 であつ て、 陸 奥 伯が 外務大臣で 
あるし、 川上 大將ほ 陸眾の 方に 於ての 大勢 力を 有し 
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て 居りました， 日淸硪 串の 時は 桂 公 •か 0 理であ 〇、 
小 村 侯が 外務で あるし •兒玉 大将が 陸 iu o 方 〇 大勢 
力を 有して K 〇 ました、 是で も茈 時忮笠 v- l!.'r 局に 
付て 幾ら 躊躇 致しました かと 云 ふ 事であります が， 
尤も 征韓論 の 時は あれ 丈の 大事 件が 起つ て， S に： ® 
南 の大陬 爭で 終りました •日 淸硪爭 〇 時で ありまし 
て も、 常時の 諸 公は 決して 容易に 起たない、 II に设 
柔不斷 首 鼠 雨 端を 懐きまして、 何の 決する 所 A ない 
有樣 でありました、 其 時は 日本の 有志が 集 OK rril の 
有志が 集つ て、 隨分極 端なる 親 論を. & した •非常に 
脅迫と 云 ふても 宜い 位の 激烈なる 仕方を 以て、 時の 
當局 者を 鼓舞 獎勵 致しました-日露 戰爭の 時 も 亦 然 
りであります、 矢 張當時 の 諸 公は 中々 励かない、 隘 
柔不斷 でありました、 矢 張 民間の 恋 ± が 殆ど 決死 晚 
の やうな 精神を 以て* 當 局 * を 题舞致 して ® - くにし 
て 起ち 上る やうに なつた のであります、 其當時 の 内 
閣を 組織して 居られました る 方々 と、 SJ 内閣を 5511 鍅 
して 居られます る 所の 人々 とを 比較 致します ると、 
兎に角 伊藤 公 や 桂 公は 明治 年代の 大政 治 家で ある、 
小 村と 陸奧 とほ 有 ® なる 外交 , §■; である .兒 玉と 川上 
とは 名大將 であります、 日本人が さう 2; ふ 人々 の 力 
に 大概® んで も差茭 ない 位の 技倆を 以 つて ir り まし 
た、 それは 政治 上に 付きまして は 色々 な 意見が あり 
ました、 官僚政治で あると か、 _々雜 多な 事が あり 
ました けれども， 彼等が 入物た る 事、 又 谷々 己が 有 
して 居る 所の 位置に 對 して、 爲 すべき 所の 能力を ffii 
へて 居ります る ことに 付て ほ j 明治 年代が 庵み まし 
たる 人の 中で、 決して 恥し い 人で ない、 日本人が 必 
ず 記憶に 置かなければ ならぬ 人間であります •其 入 
人と 今日の 內閣の 諸 公と 比較 致します れぱ 諸れ、 必 
ず 思 半ばに 過ぐ る 事 あらむ と 思 ふので す、 そこで 私 
共の 考へ まする に ほ、 今日 國 家に 斯の如 き 時局の m 
大問題 が 起り ました 秋に 丁度 幸に _會が 開 會 して 居 
ります るが、 M 早滿 了の 期 も 近づいて 參 りました が 
口 本の 全國を 代表して 居ります る 所の 衆誔院 が‘ 喵 
々時が 来たから と 云 ふて此 儘で 解散を して 仕舞つて 
宜い もので あらう か 憩る いもので あらう かと-私は 
自分に 反問した のであります、 是は動 機で •あります 
諸君の 平素 仰せられます る 通りに 今回の 外交は s 民 
の 外交で なければ ならぬ、 今回の 戰爭は 國 民の 腿 gf 
でなければ ならぬ、 今日の 政治は 民意を© a して 民 
意を 代表して 居る もので なければ ならぬ- 然ら ざれ 
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ば 決して 蕾 Ji なる 政治と 言 ふこと U 出來な いと， 斯 
5 斷言な さるので あります、 而 して 此 時局の 大問題 
に付きまして >  衆 謹院は どう 云ふ阀 家の 大策 を樹て 
て 居ります るか、 X 衆議院の 中の 有力なる 政 黨は、 
如何なる 3K を 以て 天下に！！ 榜 して 居ります か •此衆 
識院が 唯々 日本の 思想を 代表す る 唯一の 機關で あり 
ます 此機關 が 今日 動いて 罟 るので あります ，如何に 
も 好い 時で あると 私は 思 ふ。， 

〇 副 鹩長 C 濱田 國松君 〕 抑 川 君に 御注意 致します， 
質問の 趣意 以外に 一日： らぬ やうに 希 ® 致します。 

0 押 川方義 君 承知 致しました、 (. 「簡黾 々々J と 
呼 ふ 者 あ それで 私は lit 衆議院が 時局 問 越に 付き 
まして、 國 策を 確立 致しまして •現内閣を 十分に 鼓 
舞獎勵 する 所の 蓊務が あらう と 私は 思 ふので す、 そ 
れで 現 内 IX) が ^ く 諸君の 意見を 容れ て、 是が爲 に 十 

分なる 所の 方策を 極め 經綸を 立て、、 鬼が 又 能力 も 

備へて 居る ものと 諸君が 御 認定に なれば •今日 ほ 平 

素の 主義の 異同を 捨てましても 、必ず 擧國 一致を 以 

て 之を 核け て、 此大事 を爲し 遂げさしたい もので あ 

ると 思 ふの が、 吾輩は 愛 _の誡 かと 思 ふ、 若 又 之を 

援 けても •迚も 彼等に ほ S 策を® てる 力量 も «!£ : し？ 

又縱 しや 講論が あつても 之を 行 ふ 货 力 も 無い と 見れ 

ぱ ，必ず 法に 從 ひまして 途を 執りまして、 有爲 有能 

である 所の 內閣の 出現を 侯つ ことは 決して 難く はな 

からう と 思 ふ •今日 ほ 日本 全國の 人が —— 幸に 議 會 

開 科屮で あります る 所の此 衆議院が、 吾々 の 意思を 

如何 樣に代 表して •發 表して 吳れ るで あらう かと 云 

ふこと を 考 へて 居ります ことほ， 間違の ない 事件で 

あらう と 思 ふ-何れ 諸冇は 必ず 時の 來 るに從 ひまし 

て、 其 事を 發 衷 なさる 時が ありませ うが* 私は さう 

云 ふやうな 感じが 起り ましたから >  I 二 W 問を 現內 

閣の諸 公に 致して 置きたい と 思 ふので あります、 第 

一の 質問 ii 英米に 對 しまして •時局 上に {■! て 彼等が 

日本に 對する 所の 考を 、改めなければ ならぬ 事が あ 

ると 私は 思 ふので あります， それで 日本の 政府 ほ 之 

に 向つ て 十分なる 所の 耍求を 致して 居り ませう か、 

又致す稍0でありませうか、 * れほ御承知の湘0日 

本が 日米 —— 日英の 關係 からして 今度 日 趣の 開！！ を 

爲すや うにな りました る ことは • 寶 に 日本 國 家の 爲 

に ほ 大辍牲 を拂 つたので あります 「それで 英國 たる 

者は 日本の 此誠心 I © 心に 付きまして は滿腔 の 赤 

誠を 披脃 して 感謝の 意を 表する が 當 前と 私は 思 ふ、 
時局に 關する 質問 並柙川 方義の 質問演 說 


(「何を 質問して 居る のか」 と 呼 ふ 者 あり：！ 然るに 
日本が 對獨 宣戰以 來爲 しました る 事に 付て、 恰も 日 
太 國家を 監視して 居る やうな 有 ■の 事柄を •谷 方面 
に 行つ て 居る のであります •例へ ば 南洋諸島に 日本 
の 軍艦が 參 ります れぱ 、英國 の 軍！ I は 直ぐに K 後を 
追うて 来る、 例へ ば 靑 島に 日本軍が m 征 致します な 
らぱ 、極めて 少數な る 一 小隊に 足る や 足らずの 者を 
送つ て、 矢 張 n 本： 4 と共に 卿く やうな 狀 態を 示し ま 
す (「それは 大隄 內閣だ 」 と 呼ふ荠 あり) 大隈 内閣 
や 或は 串 內內閣 なぞの 議論では ありませ ぬょ、 是 ほ 
そんな I  (「降 « 々々」と呼ふ若あり〕それで或 
は 此間 (「簡 々」 と 呼 ふ 者 あり) 日本の 軍艦が 
浦 潮 斯德 に參 ります れば •又 英吉利の 軍艦が 後を 躡 
いて 參 ります、 是 は 共同 動作と 致し ますれば、 日本 
ほ 無論 好意を 以て 之を 迎 へて ir るので あります けれ 
ども •其 ！® 際を 考 へます るなら ば是は 如何で ありま 
せう ■畢宽 私は 諸君と © に考へ て 見たい のは、 多く 
の 國に向 つてであります る けれども、 殊に 英米に 對 
しまして は、 Q 太 人に 向つ て 差別の 取扱を して 居る 
と 云 ふことは、 日本 全國の 人の不 滿を 感ずる 事で {3: 
ありますまい か、 それ {3: 昔 ほ 或は 色々 な 口窗 も あり 
ましたら う-又 il si も ありましたら う、 併ながら 今 
日に 於て R 本人を 扱 ひます ことに 付て は、 彼等は ® 
等 A 種の 如く ■日本 入は 下等 人種の 如き 取扱を する 
と 申します ことは、 實 に不禮 の 極で ほあります まい 
か、 lit 獨逸と 云 ふ 大敵を 前に 控 へて、 さう して 日本 
と 共 IE.J 作戰を 致しまして* 彼等の 力の 及ばない 所の 

ことに 付きまして ix 十分に H 木の 力を - 援助を 乞 

はなければ ならぬ 狀 態に； £ りまして •尚 il つ 日本人 
の爲す 所に 付きまして は、 励 も すれば 監視の やうな 
ことを 致します* 又 平素爲 す 所に f'J きまして ほ* 差 

等の 扱を 爲 して 居ります ことほ、 諸对の 能く 御 承知 

の 事であります、 例へ ぱ 加奈陀へ 參 りましても •濠 

洲に參 りましても， 成 ほ 其 他英國 の® 領地に 參〇ま 

しても， 日本 八 It 矢 張 劣等の 人の 如く 収扱 をせられ 

て、 對 等の國 民、 同盟 國の國 民と して 扱を せられな 

いこと が 比々 として あるので ございます、 彼等と 共 

に 事を 協せ、 彼等と 國家を 賭して 今日の 狀 態に 居り 

ますこと を •日本は 同盟の 誼を 爾 じて 力の あらむ 限 

りを 盡 して、 彼等と 協同 励 作を 致して 居ります 時に 

臨む で、 彼等 13: 宜しく CE 分の 謬 想を 放れて、 日本の 

堂々 たる 滟 利の耍 求に 應じ まして •必ず 是迄の 通り 


差別； 5 洲と云 ふ ものを 改めなければ ならぬ 所の 道姊 
はありますまい か， 又 日本 li 彼等と 共に 敵に 當りま 
して、 國 家の 犧牲 を拂 つて 居ります 時に 方つ て、 是 
等の 道理の 嬰 求を 彼等に 致すべき 機 會でほ あります 
まい か、 又 irri 米 利 加に 付て 申しましても •何 か戰時 
契約と か條 約と かの 名義の 下に、： H 本人に 向つ ての 
肢扱は 莪別取 扱を して 居る のであります、 彼等は 自 
ら自由 と 謂 ひ 平等と 謂 ひ、 或 (i 人道と 申します、 併 
ながら 今日の 日 木の 文叨の 程度の 進む で 居ります 阈 
家に 對 して、 铵等が 日本人に 爲す 所の 3ii に 何の 正義 
があります か •何の 平等が あります か •何の 人逍が 
あ 〇 ます かと 聞く fi 利が 日本には 在りと 私 ほ 思 ふ， 
荀も柑 提携して 天下の 事を 餻 すに 臨み， それは 主 從 
か 何 かの 關係な ら率ざ 知らず、 堂々 たる 3 家が 期の 
如き 差別 取扱を せられて、 さう して滿 腔の 誠を 披壢 
してやつ て 行く ことが、 人情に 於て 出来 ませう か‘ 
是等の 事に 付きまして は、 亞米利 加な り 英吉利な り 
の 政府、 及 輿論の 大なる 間違を 矯正 致します るに 好 
い 機會で あると 思 ひます、 日本 政府 ほ 之に fi しまし 
て、 十分なる 談判を して 居ります か、 して 居ります 
か、 若しして 居り ませぬな らば、 是か ら此 機 fr を 捉 
へて、 日本の 正義なる 要求を 致します る考 はあり ま 
すか ありませ ぬかを 躐きた い、 それから 其 次は 所謂 
西 比利亞 の 出兵 問題であります が 是は 先づ 今日 諄々 
しく 申 上げる 必要は 何もない、 獨逸が 或は K 酒す る 
か、 來る か來ぬ か 分らぬ， 或は 露西亞 ほどう 云 ふや 
うな 譯で あらう、 亞米 利加ほ 之に 賛成す ると かしな 
いと か、 或 {X 英佛は 之に 同意す ると かしない とか、 
そんな やうな 間 題が 日本の 去就を 定めるべき 所の も 
ので 決してないで ありませ う、 日本は 今日の 鹋會に 
於て、 此國 運の 發 M する 秋に 臨み、 如何なる 事を す 
べき かと 云 ふこと が 先決問題で あり？ す、 尙 ¥ であ 
ると か控 へて 居る が 故と か、 或 ほ危險 がない ので あ 
ると か、 有る ので あると か、 或は 露 西 ] J!i の 感情を 破 
ると か、 そんな 些末な る 問題は •今日 攻究を 爲 すべ 
き 秋で ない、 日本 國家と 云 ふ ものが 發展 すべき 場合 
に 臨み， 今日の 場合 如何なる 事を すべき かと 云 ふこ 
とを •先 づ以て 先決問題 として 決める、 其 時期の 如 
きは 其 時に腮 じ 專門家 識見 家が 宜しく 考へた ら決ま 
る 筈で ある •併ながら 今日は 國民は 迷を 置いて 居る 
のであります、 西 比 利亞に 出兵す るかし ないか、 木 
當に獨 逸を 懲 して 根本的に 叩き 毀す ので 有る のぢ 


やか 無い のぢや か、 どう 云 ふ H 合に 英米と 結 合して 
や るんだ か、 やらぬ の だか 分らぬ のであります、 そ 
れは唯 表面 丈の 外交 辭 令の 御 附合と 云 ふ 仕方では、 
根本的の 解決 ほ / 11 来ない 結果を 生ずる のであります 
故に それで あるから 此内聞 の 諸 公は、 此對撖 對認冏 
題に f-l て、 西 比 利 亜 方面に 關 する 事柄 ほ、 根本的に 
どう 云 ふ 按排に 決意を して- K なさる か、 それを 承り 
たいので あります， c  r 君なん かには 敎へな いよ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 敎へて 貫はなくて も宜 い。 

〔此時 副議長 ® 田 國松君 退席 議長 大岡 育浩 岩 著 
席〕 

〇 押 川方義 君. 之を 持つ て 居るなら ぱ實に 安心で あ 
ります、 終に 臨みまして それに 氓 じまして、 矢 張茭 
那 問題が 今日 迄の やうな 事では， 迚も 根本的 解決は 
出來ますまい、支那の根本解決と申しますのほ，政 
治 上の 事であります、 •亞米 利 加の 人な どは 日本から 
言 ふと、 亞米利 加 人は 同意せ ぬか も 知れぬ、 それ 故 
にあ ちらに 出兵す る ことは 考へ物 であると 云 ふやう 
な、 如何にも 依 賴心の 深い 弱々 しい 女性的 考を釕 し 
て、 外交を やつて P;- るの (X 殘念で あります 、日本が 
どうで あらう と •黑 龍 / I' に 向 ひまして 五六 萬噸の 船 
を かつて 仕舞 ふ、 或は 露西亞 の 裏面に 向 ひまして • 
何處迄 お前の 政治を 助けて やる、 日 木を 隣り に控へ 
て 居りながら、 接壞の 土地を 有つ て 居る H 本を 控へ 
ながら •日本が m ic- しやう かしまい かと 言 ふて、 大 
なる 議論が 沸騰して if る 時に 臨んで、 彼等 ほそん な 
事は •耳に もしない、 彼等の 政府を 援 けて やる とか、 
何で あると か 云 ふこと を 勝手次第に やる ので ありま 
す •然るに 日本の 外交 (i 支那に 對し 、實は 己の國 と 
同じ やうな 關 係を 切 實に茭 那に對 しては 持つ て 居る 
と言ひながら、外國を怖りまして堂々たる事を公言 
する ことは 出来ない、 日本は 支那に 對し特 殊の關 係 
ありと 申し ますれば •特殊の 關 係と 云 ふのは 政治 上 
であります、 支那 八に 向 ひまして、 日本の 忠告を 答 
れさせ やうと する のであります， 外國の 者が 承知す 
るかし ないか、 そんな 事は 必耍ほ ない， 宣言を する 
必要 もない 箬です •然るに 财政策 ほ 不 ：十 渉で ある だ 
の 〔或 ほ經濟 の 結合で ある だの、 或は 親善で あるな 
どと 言 ふ •  K に 精神的で ない 至誠で ない、 又 國を思 
ふ 所の 誠心から 割出した 所の 考でな くして •前 内閣 
が 斯う 云 ふ 事を して 居つ たから、 今の內 閣は 斯う 云 
ふ 事を するな どと 云 ふ 位の 事柄で、 迎 も 根本的 解決 
五 四 三 
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でも 何でもない、 吾 衆 (3: 此 際に 臨み、 安那 人に 十分 
なる說諭をする、同货せしむると同時に、各國に向 
ひ •日本が 支那に 對 する 特殊の 關係が 、斯ぅ 云 ふ も 
ので あると 一： ムふこ とを 斷乎 として 明言 致すべき 筈の 
ものと 思 ひ 1: すが、 現內閣 ほ 斯の 如き W を爲 さる 勇 
氣が あるかを Rib たいので あります (拍手 起る〕 

〇 岩 - S 君 質問 第 Err: 、 朝 群 释 察の 機關の 組織に 關 
する n 問 ほ， 日程 筘髅の 都合に 依り、 其 質問の 趣旨 
の 辯 明を 延期せられ むこと を留み ます。 

〔「賛成々々」 の骼 起る】 

〇蕺長 C 大岡 育 ffi W) 岩 崎 君の 延期の 励議 に御與 _ 
ありませ ぬか。 

t 「異議な し異篛 なし」 の踩 起る〕 

〇觀長 C 大岡育 造 封) 御異蕺 なしと 認めます、 質問 

は 是にて 切上げ 日程に 入ります。 

0 小山 田信藏 君 _ 長。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 日程 第一、 朝鮮人 官 史 の 恩給 

退隱料 及 is 族 扶助料 等に 關 する 法律案の 1_ 會の續 

を 開きます - 委 1M 長 小山 田信藏 君。 

第 ~  朝鮮人 官吏の 恩給、 退 隱料及 遺族 扶 

助 料 等に 關 する 法律案 (政府 提出、 

设 族院接 付〕 銷一 if 會の續 (委員 

長 報吿〕 

〔小山 田 信 藏君登 抱〕 

〇 小山 田信藏 君 惟 今 議題と なりました 朝鮮 入宮吏 

の 恩給 退 陪料 及 it 族 扶助料 等に 關 する 法律案の 委 M 

會 の經過 並に 結果を 御 報 i1? 中 上げます、 本案の 內容 

は 極めて 簡 W でありまして、 日韓 併合 前 即ち 統監 府 

設 iis の 常時， 韓國 政府の 官吏に して尙 ほ ¢1 續き 在官 

の 者に 毀し， 恩給 退 隱料拟 族 扶助料を 給す ると；； < ふ 

ことに 付て —— 其の 年限に 付て 詰り 統監 府設 it の 年 

より 通 31C 致しまして* 之に 與へ ると 云 ふ 案で ありま 

す、 委員 會は 三回 開きまして、® 員より 幾多の 質問 

應答が あり， 又 委員の 中より 元来 恩給 法の 精神は 日 

本人に 限つ て 居る •然るに 日韓 併合 前の 朝鮮人に 釾 

して 恩給 法を 制定す ると 云 ふのは、 どぅ 云 ふ 理由で 

あるかと 云 ふ 質問 も ありました、 それに 對 しまして 

政府は •日韓 併合 前と 雖 も" 統監 府監視 の 下に 韓國 

政府の 官吏は 其 事務を 執って 居た ので あるから 日韓 

併合 後と 何等 事 ®' に 於て 變つた 事がない と 云 ふやう 

な 說明で ありました、 委員 會に 於て は此法 案 ! 3; 朝鮮 

統治の 政策 上 必要なる 案と 致しまして、 滿場 一致を 


以て 可決 致しました、 何卒 諸君に 於 かれましても • 
委員 會の 決議 通り、 御寶成 あらん ことを 筘圍 いたし 
ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 諧 會 を 開く や 否やを 
御 諮り 致します。 

〔「 異翳な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 二® ir を 開く に 御 異議な きも 
のと 認めます、 即ち 本案 ほ 二® 會を 開く ことに 決し 
ま づ 

0 岩崎勸 君 直ちに 本案の 二讀會 を 開き 三 讀會を 省 _ 
略して 委 M # 、 報吿 通り 可決 確定せられ ん ことを 希望 
致します。 

〇 議長 C 大岡育 造 君〕 岩 崎 君の 励戰 に御與 識は あり 
ませぬ か。 

〔「 異 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異 _な きものと 認めます、 
依て 直ちに 第二 讀會を 開き _ 案 全部を 識題 となし， 

三 _會 を 省略す る 手續を 採ります。 

朝鮮人 官吏の 恩給、 iui 隱料及 遺族扶助 料 等 
に關 する 法律案 第二 讀曾 C 確定 翳〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか I 原案 
に 付て 御與議 なきものと 認めます >  仍 て 三 W 會を省 
略せられ •二 la 會に 於て 金 部 可決 確定した る ことを 
宣吿 致します —— 日程 第二、 海軍に 於て 海軍 採炭所 
の 石炭の 買 入に 關 する 法律案、 第 一謂會 の續を 開き 
ます I ® 負 長 高 戶郁三 君。 

第二 海軍に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 貿入 
に關 する 法律案 C 政府 提出〕 第一 
讀會 の gi C 委員長 報告) 

〔高 戶 郁三对 登壇〕 

〇 高戶郁 三君委 の經過 を 御 報 吿 致します、 本 

案は® 純でありまして、 隨て其 理由 も單純 であり ま 

す、 要するに 此 海軍 採炭所 {X 明治 四十 年に 特設 致し 

たるので あります、 で運轉 資本と して 十蓖圓 を 計上 

して ある、 此十 萬圓を 今日に 至る 迄 此運轉 資本に 變 

りは ない のであります、 然るに 事業 ほ 年々 擷 張して 

隨て 其經 費に 膨脹を 来した のであります •大正 六 年 

度の 經 K は 約 三百 萬圓 ，大正 七 年度の 經費ほ 約 五 百 

萬 圓 、故に 此連轉 資本の 不足を 来して • 此 運用を 阊 

滑なら しめんが 爲に •海軍に 1? 却す る 石炭の 其 代金 

の 前拂を 受けて •以て 此資 金の 運用を 圖 らうと する 

のであります、 委員 會ほ 二回 開會 致しまして •政府 


委 M と 質疑® 答 } f? 鼓の 末 ■是認 可決した 次第で あり 
ます， lit 段 御 報吿 致します" 

0 議長 (大 N 育造 君〕 本案の！ 一說會 を 開く や 否やを 
御 諮り 申します。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ老あ 〇〕 

〇 ■長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 二 S! 會を開 
くに 決しました。 

〇 岩 崎 II 君 直ちに 本案の 二讀會 を 開き， 三® ir を 
省略して 委員長 報告 通り 可決 確定せられ ん ことを 希 
望 致します。 

〇 穀長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あり 
ませぬ か。 

〔「與 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誠 長 C 大岡 育造 君) 直ちに 二讀斡 を 開く ことに 御 
異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 rl'l ちに 本案の 第 ii# を 開き 
ます。 

海 , 41 に 於て 海軍 探 炭 所の 石炭の 買 入に 關す 
る 法律案  第二 S 會 (確定 翳) 

0S 長 C 大岡 育造 君〕 他に 御發_ も ありませ ぬから 
本案は 三讀 會 を 省略せられ て RJ 決 確 L 疋し たる ことを 

宦 吿 致しま^ - 日程 第三， 第 四 ほ 同一 委員に 付託 

したる 闞案な るに 依て、 一括 議題と なすに 御 異議 ほ 
ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御異 翳な きものと 認めます— 
—日程 第三、 束 京市區 改正 條例屮 改正 法律案、 第 四 
京都市 又は 大阪市の 市 M 改正に 關し 東京 市 M 改正 條 
例 及 東京 市 M 改正 土 ill! 建物 處分規 則を if 用し 得る の 
法律案 —— 委員長 漆昌巖 封。 

第三 東京 市區 改正 條例中 改正 法律案 (政 
府提 出〕 第一 讀 會の續 (委員長 報告〕 
第 四 京都市 又は 大阪市の 市區 改正に 關し 
東京 市區 改正 條例及 東京 市 ® 改正 土 
地 建物 處分 規則を S 用し煜 るの 法律 
案 (政府 提出) 第一 S 會の紹 (委 
員 長 報吿) 

〔漆 昌巖君 登壇〕 

0 漆昌 巌君喵 今 議題に 上つ て 居ります IK 京 市區改 
正 條例中 改正 法律案 外 一件の 委員 會の經 過と 結果を 
御 報告 致します、 此 J!i 京 市區 改正 條例 中の 改正と 中 


します るの ほ 「第 一胳中 「聞 令」 ヲ 「助 令」 二改メ 
第一 ？ n ノ次- -左ノ ー項 ヲ加 フニ * が 骨子に なつて K 
る やうであります 「 !{> 5;c 市 似改正委〇符ハ市バ改正 
ノ設 fi- 及 毎年 度 施行ス ヘキ 3lf 突 ヲ 'Ji iMm,  外- 1 
亘 リ議定 スル コト ヲ 得」 是が 赀 子に なつて 村る や •つ 
であります、 是は 3£ 京 TIJ の 市 M 改 Il-: o 水 架， v l's :lic す 
るに從 つて、 郡部に 及ぼす 其蝴 <!= に 於て、 M H 外 ま 
で 議定す る ことが 出來 る-斯う： K ふ ? Jf になつて 尻る 
のであります. それょ 〇 第二 脂 •第三 晓 、第 四 防， 
第 五條、 齡六條 、第 九條 、第 十： 略、 第 十二 條 •第 十四 
條 I 第 十六條 を 削る •是ほ 此法 案に 伴うて 行く 改 
正であります， 例へ ば 「诳京 府知事」 を 「 ai .K 市 -H 
」 に改 むと か 「苽京 府 2 : 部內】 を 「 IU SC 市 I に 改め 
ると か、 斯う 云 ふやうな® く簡 粗なる 改正案で あり 
ます、 是ほ 牝 案に 伴うて 行く 即ち 第 一條に ffi て 伴う 
て 行く 改正であります から， 是ほ 別段に 申 上げる 必 
要 {X あるまい と . W ひます、 ^ 々 * が 斯うな 〇 ますと 
少しく 郡部に 於て 考へな ければ ならぬ 所が ありまし 
たので、 是ほ能 く 政府に 铒問 致しました* それは STJ 
十四 條の二 に 「前 條第 一項 又 ハ 第二 明/規定- Ite リ 
耍 スル ® 用 ハ 坐 M 市 又 ハ 束. M 市 及 ^ 衆 地 ノ負隐 トス 
」 と. 云 ふこと、、 それから 「前 明 ノ負 e 二 W テ ハ關 
係 市町村 ノ® 見ヲ 聞キ 诳 京 市區改 正 委員 # ノ额定 ヲ 
取 リ内務 大臣 之ヲ 定ム」 斯う 云 ふやうな 所には 是は 
東京 市 及 事業 i'll! の 負 ® 町村の 負擔と 云 ふこと ほ、 ど 
う 云 ふこと になる かと 云 ふやうな ことに 付て ほ、 少 
しく If 々は 懸念の ことが ございました から 聴き まし 
たが •是ほ 利益を 共に 受 くる 時の 場合に 於て、 何分 
を 町村の 負擔 にす る* 斯う 云 ふので ございまして、 
又此 場合に ほ 唯々 市區改 正の 今日 迄の 組織の 委 M 丈 
で やる ので あるかと 云 ふこと を. 質問 致しました が、 
是ほ 其® 合には 關係 町村に も 相 當に葸 見を 脗 いて、 
ffl 當 のこと を 組織の 中に I 利害 關 係を 持つ 人は 其 
中に 加は る やうな 何れ 組織になる と •斯う 云 ふこ と- 

で ございます から、  是ほ 先づ差 支ない ものと して 金 
會 一致を 以つ て、 此の 案 ほ 是で 決定に なりました， 
それから 第二の 京都市 又は 大阪市の m 隞改 正に 關し 
東京 市區 改正 條例及 柬 ;;'; 市 區改正 土地 建物 處分 規則 
を 氓 用し 得る の 法律案 •此の 法律案に 付きまして は 
大分 皆 其の 立場に 於いて 利齊を 異にする やうな 場合 
も ございまして •大分 御 質！： がご ざいました が、 是 
ほ 斯う 云ふ爲 めに 質問が あつたので す 「京都市 又 ハ 
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大阪市」 と ある ものです から、 さう すると ■ 都市 大 
阪 市と 許り K つて、 其 外に 今日 ほ 横 ® とか、 神 戸と 
か、 名 古屋 とか、 斯う 云 ふやうな 大分 發展の 場所 も 
あるが、 此等に 付て は 政府 ほどう 云 ふ 意見で あるか 
と， 斯う 云 ふ 其 質問が 出ました，* さう すると 政府 委 
員の 答には、 M 都市 大阪市は 大正 七 年度ょり 市 M 改 
正の 實行 がしたい と 云 ふので、 相 常の 手 I'a をして 今 
申請に なつて 屛る 、然るに 今 御 質問の 此神戶 とか、 
陨 濱と か、 名古屋 とか 云 ふ 所 ほ、 さう 云 ふ具體 的な 
る 所の 別に 申 諸 も 出て 屛らぬ 、さすれば 之を 入れる 
ことは 肖 洽 制を 强ゆる ものであるから、 それは 今日 
の 法案には 出て 居らぬ と. 斯う 云 ふこと であつ た， 
それで 委員の 方々 に ほ、 自分の 立 % 1 に 於て 多少 考慮 
なされる 所 も あつて •此 案を 斯う 云 ふ 風に 修正に な 

りました 「京都 m 又 ハ 大阪市」 とあります のを 「又 

ハ」 と 云 ふこと を 除いて 「京都市 大阪市 及內務 大臣 

-1 於 テ 指定シ タ >u 市 ノ市區 改正-- 關シ 之ヲ SW スル 

n トヲ煜 」 それで 之を 要するに 「及 內務 大臣-一 於 テ 

指定シ タル 市ノ 」 と是丈 即ち 修正して 加へ たので ご 

ざいます、 是で此 案は 全會 一致を 以て 可決され て 居 

〇 ます、 さう 致します ると、 其 結果と して 此 表題が 

ですな 「京都市 又 ハ 大阪市/」 とあります るのは 「 

京都市 大阪市 其他ノ 市ノ」 と 斯うなります から、 之 

を 御 報 fi- 致します、 是で 政府 も间 惹 致しまして •是 

は 全會 一致を 以て 可決に なりました、 それから 之に 

付て は 希 翠條 件と 云 ひます か、 決 調に なつて 屛 るの 

であります、 それは 市 K 改 IH 條例屮 改正 法律案 外 一 

件の 委員 會に 於て 決 rs したる 希望 「市 M 改正-一 關シ 

土地 所有 渚 及關係 人ノ受 クル ffl 失ノ補 償 手紛二 付 テ 

ハ 土地 收用法 二 推 シ fn 當ノ 改正 ヲ加 ヘラ レン コト ヲ 

絮ム」 斯う 云 ふ 希 菌條件 か 決議に なつて f:- ります か 

ら 、此段 御 報 i1? 致します C 拍手 起る〕 

〇篛 -J5 C 大岡 育造 君) 本案は 一栝 して 翳 題と なし 報 

许 を 受けました が、 採決 ほ 別々 に 致します、 此 案の 

第一 即ち 日程の 第三の 二 IFJ 科を 開く や 否やを 諮り ま 

す、 御異 溝は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 露な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (大岡 育浩 君) 御 異議なければ 二阔會 を 開く 

ことに 決しました。 

0 岩 崎 15 君 唯今の ほ 日程 第三 丈の 御宣吿 であり ま 

すか。 

0 議長 (犬 岡 育造 射〕 左樣 です。 


〇 岩 崎 勤 君 然らぱ 日程 第三の 分は 直ちに 二 la 鞞を 
開き、 三 讚 ir を 筲略 して 委員長 報 ff 通り 可決 確定せ 
られん ことを 謂み ます d 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 _ に御異 讖は あり 
ませぬ かく 

〔「巽 識な し與蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 料： 一 御異熟 かなければ 直ちに 第二 
讀會を 開き 議案の 令 部を 議題と 致します。 

東京 市 席 改正 胳例中 改正 法律案  第二 讀 
愈 (確定 議) 

〔r 異議な し異 調な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 第三 讀會を 

省略して 可決 確定した る 事を 宣 街 致し ま -i - 日程 

第 四の！ 一讀會 を 開く や 否やに 關 して 御 諮り 申します 
r 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育造对 〕 御 異議がなければ 日程 第 四 も 
二 IH 會を 開く に 決しました。 

0 岩 崎 動 君 直ちに 木 案の 二 詨 會を 開き、 三讀會 を 
省略して 委員長 報齿の 通り 町 決 確定せられ ん ことを 
望みます。 

〇 議長 f 大岡 育造 君 5 坍 崎 君の 励 Ki に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 封) 御 異議がなければ 直ちに 本案 
の 第二 讀 會を開 き •議案の 全部を 議題と 致します。 

京都市 大阪 m 其の 他の 市の 市 辟 改正に 關し 
束 京 TIT K 改正 條例及 東京 市 區 改正 土 池 建物 
處分规 則を 準用し 得る の 決 律 案  第二 讀 
會 (確定 議) 

〇謅 長 C 大岡 育造 科〕 御 異議 (£ ありませ ぬか。 

〔「異議な し與讓 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御® P. なければ 二 讀會に 於て 

可決 •三 譖會を 省略して 確定した る ことを , B: 吿 致し 

ます。 

〇 岩 崎 動 対 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎勵 君* S 事 日程 變 M に關 する 緊载動 E を 提出 

致します、 刖 ち玆に 日本 興業銀行 法 中 改正 法律案、 

及 政府 提出 朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案の 兩 案を 一括し 

て、 第一 讀會 の 〇 を 開き、 次に 第二 號 、大正 七 年度 

歳入歳出 總豫算 迫 加 案， 第三 號 大正 七 年度 歳入歳出 

總 裸 * £ 追加 案、 第二 號>  大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 


迫 加 案， 第二 號、 E 時 軍事 费豫算 追加 絮 、特第 一號 
大正 七 年度 谷 特別 a- 計 歳入歳出 總拗算 追加 案 •追 第 
二 號 ，豫算 外國晾 の 負 擔と なる へき 契約を 爲すを 要 
する の 件を 一括 議題と なし* 各 委員長の 報告を 求め 
[1 つ 其 群議を 進められん ことを 希菌 致します。 

〔「賛成々々」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 誠 長 C 大岡 育造 君〕 御 異_ がない ものと 認めます 
仍て 日程 ほ 變更せ られ ました、 先づ法 钳 案から 御 諮 
りします •日本 興業銀行 法 中 改正 法： 伟案 、朝鮮 銀行 
法 中 改正 法律案、 同一 委員に !•]■ 託せられた る もので 
あります るから、 一括して 誦 題と ? 1- す ことに 御 ^ 戲 
ありませ ぬか。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

■0 _長 (大岡 育造 君〕 御與翳 なしと 認めます、 仍て 

委員長の 報吿を 求め ま i - 委 ii M 屮村 打 次 郎君。 

日 木 興業銀行 法 中 改正 法津案 (政府 提出〕 
第 i 會の續 (委員長 報告) 

朝鮮 銀行 法屮 改正 法律案 (政府 提出) 
第一讀 會の續 (委員長 報吿〕 

〔中 村 啓 次 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 中 村 啓 次 郞冇 唯今 議題に なりました る兩 案の 委 
員會に 於け る 經過及 結果の 御 報 吿を申 上げます、 先 
づ 興業銀行 法 中 改正 法律案の 主なる 改正を 求めた る 
點は 、興業銀行の 業務の 擷 張であります、 一つは 船 
舶に對 する 貸付、 又 造船 材料 等に 黝 する 貸付、 長期 
ほ 十五 年の 年賦 償還® 付 も ございます るし， 五 年に 
一 £1 ります る 定期 償還 贷付も あるので あります、 是れ 
が 一つであります、 今一つ ほ 他の 會 iirl の 株式を 5 受 
くる こと， 或は 株式の 募集に 鹏ずる 事、 此二點 が 興 
業 銀行の 業務を 擴張 する i*i であります •委員 會に於 
きまして は 株式 腿 募の 點等ほ —— 株式の募集に應ず 
る 事、 若く は 引受を 致す 事は 今日の 時局の 對應 策と 
致 1. まして* T. 業會 社の 事業を 發展 せし むる 上に 於 
ては、 是非 興業銀行を して 斯 _ なる 營業 を爲 さしめ 
なければ ならない と 云 ふ 事に、 一致 致して 居る ので 
ございます、 それから 此船舶 貸付に 付きまして は‘ 
多少の 議論 も ありました が， 結局 銀行業務に 從 事す 
る 者の 手腕を 信， 賴すれ ば 宜しい ので あると 云 ふこと 
になり まして •何れも 全會 一致を 以 ちまして、 此改 

正 案を 可決す る 事に なつた のであります - それ か 

ら 朝鮮 銀行 法 中の 改正を 求めました る 主なる 點 if 


保 ^ 氓 術の 撋張で あります 、朝鮮 銀行は 御 承知の 通 
〇韓阈 銀行が 朝鮮 併合に 依りまして、 朝鮮 銀行と 成 
つたので 二 千 萬圓 の保設 準； 一を 一千 萬圓增 して 三千 
萬圓 になつ たので， 明治 四十 三年 —— 今ょりは 八 年 
前であります、 其饺朝 鮮の 經濟狀 態に 非常なる 進展 
を 致して 居る と 云 ふこと ほ、 諸君の 御 承知の 通りで 
ありまして、 殊に 同 銀行 ほ 最早 朝鮮 一地 域の 銀行に 
非ず して、 滿蒙 方面， 北 支那 方面に 對し て大な る活 
動を 致して 居ります し， 又 西 比 利！ g 方面 迄 其の 業務 
を擴張 致させた いと 云 ふ 考を持 つて 居る ので ありま 
す、 斯樣 に我國 の 大陸に 對 する 經濟發 展を圖 る 一つ 
の 機關で あります が 故に •今日に 當 りまして 二 千 萬 
圓の 保 fg sm 4 蹣 を 一層 掖張 する® ほ 蹄. 當なる 事と 認め 
まして •全會 一致を 以て 委員 會に 於て 可決した ので 
あります、 他に 或は 總 裁の 下に 副 總裁を 置く と 云 ふ 
やぅな 事 •信託 業務を 管む と 云 ふやぅな 事は •是は 
何れも 當然の 必要なる 事項で あると 致しまして、 可 
決を 致した のであります、 右 御 報 ff 致します (拍手 
起る〕 

0 議長 (大岡 育造哲 〕 委員長 報 宵 兩 案の 二 讀會を 開 
くや 否やを 御 諮り 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 兩案 とも 第 
二 讀會を 開く に 決します。 

〇 岩 崎勳君 直に 兩 案の 二讀會 を M き、 三讀會 を 省 
略して 委員長 報吿の 通り 可決 確定せられ むこと を 希 
望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 御 異議がなければ 尚ち に兩案 
の 一一 讀會 を f# き 全部を 議題と 致します。 

0 木 興業銀行 法 中 改正 法 _ 案 第二 讀會 
(確定 議〕 

朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 第二 讀會 (確定 
諮) 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 御異 _ ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議 ほない と 認めます， 仍 
て 三 讀會を 省略して 可決 確定した る 事を 宣吿 致し ま 
す。 

〇岩崎勤君唯今の追加豫算は委員長が議席に見ぇ 
五 四 五 
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烷 議衆會 謹® 帝 回 十四 第 


序であります けれども、 都合 上 私から 申 上げる こと 
に 致します、 私 ほ 此二 案が 一括され て 調 案に 供され 
ましたから して •議案を 一括 致しまして 說明を 致す 
稍り であります •本來 自治 制なる ものは •其 制度は 
立 憑 政 體の苺 本を 成すべき ものであります から、 此 
案の 改正 理由に 付きまして は、 旣に 皆樣に 於て 十分 
御 了解 ある 事と m じて 居ります るが 故に" 最も 簡明 
に說 明を 致す 考であ ります、 御 承知の 如く 此市制 及 
町村制は 明治 二十 一年の 發布に 係りまして、 二十 二 
年 四月 一日ょり 地方の 狀 况に從 て 逐次 執行され た 所 
の 法律であります、 此間條 文の 改正 も 行は れ まして 
年 所を 經る 事旣に 三十 年に 達して 居ります るが 此自 
治 制度の 發 達と 云 ふ ものは、 潺に遲 々として 甚だ ifi 
憾の點 が 多い のであります、 是れ舉 竟阈民 一般に 自 

洽 的® 念の 幼稚なる ことほ* 其一闪 を 成して 居る の 

であります るが、 又 一面に ほ 其 制度の 不完全で ある 

と 云 ふこと が、 其 W を 成して 居る と 云 ふことは 串 ふ 

可らざる 事 宵で あらう と 思 ふので あります、 其 制度 

其 物の 不完全と 申す點 に付きまして は、 多々 ありま 

する が、 其 中に 付きまして は 先づ法 人に 選 舉 權 を與 

ふると 云 ふこと、 並に 階級 的 選擧の 制度を 採つて 居 

る ことが 其 +. なる もので あらう と 思 ふので あります 

それ故に 先づ此 喏級的 選辦の 制度を 腿さん と 欲する 

のが 吾々 の 趣旨と 致す 所であります、 此階級 的選舉 

は 何故に 案出され たかと 申します れば 、是は 一面に 

於き まして， 下級 多數民 の少數 讶 族 富镊を 晒 i£i を 恐 

れて採 られた 所の 制度でありまして 、而も lit 制度 (X 

最も 餌 時代 Q 思想に 基いた 所の ものであります、 言 

葉を 換 へて 申します れぱ 、所謂 官位 的 思想の 下に 案 

出された 所の 制度で あると 申して 差 支な から うと 思 

ふので あります、 それ故に 此 制度は 歐米 文明 國に於 

キ ましては、 極めて 其 類例が 少なく、 随に獨 逸に 於 

て 今日 存在して 居る のみと 申しても 差 支ない ので あ 

ります、 此階級 制度 •か 下級 民の 傾 暴を 抑 へんと 云 ふ 

考で ありました が、 今日の 結果に 於て 見 ますれば， 

却て 强者が 弱者を 贴 すると 云 ふやうな 傾に なつて 居 

るので あります、 殊に 市 ！ 9J 村に 於け る 所 ^ 一級 il 舉 

の 如き もの ほ、 谨 に 一人 若く は 二 三の 少數な る 所の 

人に 依つ て、 二級 若く は 三級と 同© の議 M を 選出す 

る ことに ffl 成ります るに 依つ て、 lit 少數 者に 依つ て 

選出せられ たる 所の 溝 fi は、 動もすれば 全般の 利害 

を 忘れて、 少數老 の爲に 公平なる 行動を 執る 事が 出 


来ない やぅな 立場に 歸著 する のであります、 此 結果 
ほ 遂には 强者と 弱者との 乖と もな 〇、 延いては 又 由 
由 wr 所の 社會間 題を ば 惹起す る® が あると 考へ るの 
であります、 此選擧 なる ものは 御 承知の 通り、 郡會 
府縣會 或は 衆議院議員、 是 等の 選擧等 に 於き まして 
も總て 階級 選擧の 制度を 用 ひない のであります、 此 
選擧は 多數に 於て 代表的の 菏味を 持つ と 云 ふこと で 
あつたな らば、 趣り 市町村 制に 於ての み •階級 潠擧 
の 制度を 採る 謂れは ない 事と 私は 信ずる ので ありま 
す、 それ故に 此階級 的 選擧の 方法を 廢 しまして、 府 
縣# 若く は 衆議院 S? 員潠擧 法の 如く、 同一に 均 一 平 
等なる 參政潲 の 下に 潠擧を 行 ふと 云 ふこと に 致した 
いと 云 ふの が、 本案 提出の 理由であります、 何卒 御 
薄 認の上 御資成 あらむ ことを 希薄 致します。 

r 拍手 起る〕  ， 

0 岩 崎 II 君 議長。 

〇謅長 (大岡 育造 君 5 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 1!| 君兩 案を 一括し •議長 指名を 以て 特に 十 
八 名の 委員に 付託せられ むこと を®; みます。 

〇翦 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

f 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇譟長 (大岡 育造 君) 御異篛 なければ、 兩案 一括、 
議長 指名 十八 名の 委員に 付託す る ことに 決しました 
—— □程 第 八、 郡制 中 改正 法律案 第 i if 會の續 を 開 
きます、 委員長 河 部 德三郞 君。 

第 八— 郡制 中 改正 法律案 C® 山 金 太 郎君 提 
出) 1 S 1E 會の S ( 委員長 報告〕 
【阿部 德三 郎君 登®〕 

I 拍手 起る J 

0 阿部 德三郞 君 委員 會の經 過を 御 報*: 致します、 

本案は 委員 會に 於て 修正を 加へ て 可決を 致した ので 

あります、 一寸 此 修正を 加へ ました ことに 付て 御 報 

街致して置きます、一體本案ほ、郡會に於ける少數 

派の 蓊 長の® 暴を 防止せ ん として 提出され た 案で あ 

ります、 委員 ^ に 於き まして {i 固より それには 反對 

がない のであります、 同時に 此郡會 に 於け る 多 ® の 

® 裁 も 防 JH する 必要が あると 云 ふので 修正を 加へ た 

のであります、 それは 現行の 法律に 法り ますと、 郡 

會に 於け る 郡參事 員の 選 舉と云 ふ ものは、 數名 若く 

は 連記の 投票を 用 ひる ことを 得る の 規定に なつて 居 

ります る爲に •郡 會の 役負潠 舉の ある 度に •多 數黨 


が ffi 暴を 極める と 云 ふやうな ことがある •甚だしき 
に 至ります と， 此 役員 選 擧の爲 に 議員の 爭奪が 行は 
れ ると 云 ふやうな ことで 甚だ 其 弊に 堪へ ぬ、 期の 如 
きは M 滿に 地方自治を 發達せ しむる 所以に 非らず と 
云 ふこと で、 此 修正を 加へ たのであります、 修正の 
箇條は 御手 許に 廻つ て 居ります 所の 文書に ffi つて 御 
覽を願 ひたいので あります が、 要するに 此郡 會 の參 
事 員の 選擧に 於て は、 單記 無記名、 即ち 現行の 府縣 
制の 制度と 同一の 規定に 依らう、 斯様な 修正案で あ 
ります、 委員 會に 於て は滿場 一致を 以て 可決され た 
のであります、 政府 も此 案には 全然 同 商： を 表された 
のであります、 此段 御報吿 致します。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 本案の 第二 讀會を 開く や 否や 
を 御 諮りし ます。 

一 「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺長 (大岡 育造 君〕 御與議 なければ 本案は 二讀會 
を 開く に 決します。 

0 岩 崎勸 君識 長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎勵君 直ちに 本案の 二 M 會を開 き、 三 讀會を 
省 W して 委員長 報告の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 
議決の 通り 可決磘 定せ られ むこと を 希 5 f 致します。 
〇諉 長 C 大岡育 造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 難 長 (大岡 育造 君〕 御異胬 なければ ® ちに 本案の 
笕二讀 會を 開き、 誠 案 全部を ^ M と 致します。 

郡制 屮 改正 法律案  第二 if 會 (確定 

議〕 

〔|,與 議な し，- と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 本案は 三讀& 
を 省略して、 委員長 報吿修 正の 通り、 可決 確定した 
る ことを 宣吿 致します。 

〇 岩 崎® 君 議長。 

〇譁長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎勸君 再び 議事 日程の 變 更に 關する 緊急 動_ 
を 梆2 致します、 即ち 玆に HI! 刻 I3 P ‘ 致しました 追加 
豫算六 件 •此 外に 尙ほ 第四號 大正 七 年度 歲人 歳 / M 總 
豫算追 加 案， 追 第 11 i 號豫 算外國 庫の 負 擔とな るべき 
契約を 爲す を耍 する 件、 合計 八 件を 一括 議題と 爲し 
委負 長の 報吿を 求め ，且 其 密議を 進められむ ことを 
希薄 致します。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議な きものと 認めます、 
仍て 日程を 變更 して 大正 七 年度 歲人歳 出 總豫算 追加 
案外 七 件の 報 ft-- を 求めます、 委 M 長 小川 平吉嵙 。 

(第二 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追 
加 案 

(第三 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追 
加 案 

(第二 號〕 大正 六 年度 歳 人 歳出 總豫算 追 
加 案 

(第二 號) 臨時 軍事 ffi 總豫算 追加 案 

C 特 第一 號) 大正 七 年度 谷 特別 會計 歳入 
歳出 豫算 追加 案 

(追 第一 一號) 豫笕 外國 BS の © 擔とな るへ 
き 契約を S すを 要する 件 

(第 四號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追 
加 案 

(追 第三 號) 豫算 外國庫 の負擔 となる へ 
き 契約を S すを 要する 件 

〔小川 平吉君 登壇 J 
〔拍手 起る〕 

〇 小川 平吉君 唯今 _題 となつ て 居ります 議案に 付 
預算委 M 會の經 過 結果を 御 報告 申 上げます、 大正 七 
年度 歳入歳出 總豫算 追加に 計上 致しました る 金額は 
歳入 六 百 七十 七 萬 三千 百 11 十四 圓 ■歳出 七 百 四十 一 
萬 二 千 五 百四圓 であります， 其 歳入は 樺 太 事業 公債 
利子 等の 支 拂を 要するに 佐り 繰 入るべき 金額 四 萬餘 
圓 、司法 省 W 地を 賣却す るに te て收 入す る 金額 六十 
萬圓、及阿片拂下代收入額百四十萬餘圓、殿川改修 
咐補エ事に伴ひ納付すべき金額四十萬 «1 ,嬅太事業 
費の 財源に 充つ べき 公 倩 募集 金 百 二 十 萬 三千 圓 ，及 
歲 H 豫算 追加の 財源に 充 つるが 爲め前 年度 繰 人 金 三 
百 十二 萬 八 千 百 7r 圓 •此 外の 不足 ほ 大正 七 年度 歲人 
歳出 總拽算 に 於け ると ころの ® 入超 過 額を 以て 之を 
支 辨 する 計畫 になつ て 居ります、 歳 5 は 多數で ござ 
います' か 其內 主なる ものを 申 上げ ますれば、 製藥用 
阿片と して 指定 會社 に拂 下ぐべき 阿片の 購冒費 百 四 
十萬圓 、貴族院 及 衆議院に 於て 議 M を 海外に 派 遺す 
る も 要する 所の 經 費の％ 加 四萬圓 •東亞 同文 會の茭 
那に 於け る 事業に 對し 補助す ると ころの 金額 三十 五 
萬餘圓 、同仁 會の 支那に 於け る 事業に 對 する 補助金 
節 十 萬圓 、澱 川の 改修に 關し增 補 H is を旆 行す るの 

五 四 七 
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市町村 吏員® 遇に 關する 建 溝 案 

必要 あるが 爲に總 額 五 百 九十 七 萬 圓の 中、 大正 七 年 
度に 於け る 年 割 額 百 萬圓 ，大阪 の 監獄を 移 Is 改築を 
する が爲に 要する 所の 經找 礎紛钱 百 八十 萬圓の 中、 
大正 七 年度に 於け る 年 割 額 四十 JI: 萬圓 •京都 地方 裁 
判 所の 舍閼朽 、 1L つ 狭隘に 付 之を 改築す る爲 めの 
金額 二十 六 萬 11 の 中、 大正 七 年度に 要する 所の 年 割 
額 八萬圓 •是等 が 主なる ものでありまして、 其 外 多 
敷 ございます 分 ほ •悉く 水害 若く は 火災の 爲に 要す 
る 所の 經费で ございます、 其 中二 三の 主なる ものを 
申 上げ ますれば、 暴風雨の 爲め苽 京® 砲臺 第三 海堡 
の 損害を被りました に 就て、 復趙を 要する 所の 經费 
として 糇續 S 三十 三萬餘 圓の內 、大正 七 年度に 耍す 
る、 年 割 額 八 萬 五 千 圓 •又 朝鮮 肺® 建築 费 I 一寸 

先刻 申殘 しました が、 水害 火災 及 物 價臉货 、此 三つ 

の 原因に 基く 所の 事柄が 多い のであります、 其 主な 

る -4 の、 中、 唯今 申 上げました る 外、 物價騰 貴の 爲 

に經费 の 不足を 生じました 分は， 朝鮮 師幽 建築費 五 

十二 萬 五 千餘圓 •並に 丘 (器 製造所 新設 費の 豫算 に不 

足を 生じました が 爲に總 額 百 八十 餘萵圓 の 不足を 生 

じました- il. つ此 分は 外國に 注文 致しました る 兵器 

の 到 著 遲延せ しが 爲 に， 大正 七 年度 以降 二 箇 年に 苴 

り •即ち 八 年度 迄 及んで 居ります が， 其 中 七 年度の 

年 割 額 三十 萬 圓を 請求す ると iK ふので ございます、 

委員 會に 於き ましては 審査の 結果 •何れも B むを ^ 

ざる ものと して 原案に 賛成す る ことに 決定 致し まし 

た 但し 此 追加豫 算の 中には 往 々にして ff 計 法の 法規 

に 依る 所の、 所謂 必要缺 くべ からざる ものに 該當せ 

ざる 嫌 ある ものが ある >  此點に 向つ ては 將來に 於て 

十分 注意を する やぅに と 云 ふ‘ 政府の 注意を 喚起 致 

しまして 決！！ 致しました， 又 澱 川 改修工事の 件に 付 

きまして は、 附帶 決謅 'かご ざいます •之を 御 報告 致 

します、 其決蕺 は 「澱 川 改修％ 補 H 事ノ 設計 ハ 不十 

分ノ嫌 ナキヲ 保 セス 依 テ 政府 ハ 是力锊 施- 1 際シ尙 ホ 

一層 ノ完 備ヲ期 セン コト ヲ留 ム又獅 多 川 洗 堰ノ 調節 

二 就 テ ハ 特-一 周密 ナル 監督 ヲナサ ン n トヲ望 ム」 是 

が附帶 決議と して 決定せられ ました、 且又 此鞾 太の 

鐵 51 經费五 百 萬圓に 就きましては， 是も 追加 豫算と 

して、 今日の 會計法 の 法規に ! S 觸す る ! alt が ある、 a 

又會期 切迫の 際に 至つ て •此の 如き 巨額の 豫算 を提 

出す る ことは 釋當 を缺 くと 考 へる、 併ながら 此事柄 

は 極めて 必耍と 認める が 故に 協 燹を與 へる、 但し此 

公債を 償還す ると ころの 財源と して-政府の 計蛰せ 


られ ましたる 揮 太の 森林を 伐採して® 還す ると 云 ふ 
此財源 に 就て (3: •森林の 荒廢 を來す 旗が ある、 IL 又 
財 漉と しても 多少 不安の 點が ある •依て 此事に 就て 
ほ 十分に 此森林 の 保譃 をして •荒睃 に 至らざる やぅ 
な 計 班を 立て、 且つ 確 S なる 財源を 定めて、 更に 提 
出す る やぅに と 云 ふ 希菌を 述べまして、 而 して此 分 
も 決定 致しました •次 ほ 臨時 車 事 費の 豫算で ありま 
す， 臨時 ai 事费 追加豫 算は二 千 五 百 六 萬 六 千 四百 三 
十七 ! H でございます、 之を 大正 六 年度と 七 年度に 分 
つのであります、 其 中 海軍に 要する 所の 分 ほ 軍事 行 
動に 要する 所の 金額， 陸軍の 分は 時局の 推移に 依り 
まして、 軍需品を 購入す る 所の 必要を 生じ、 是が爲 
に 要する 所の 金額で ございます、 是が 合せて 二 千 五 
百 六 萬 六 千 四百 三十 七圓 となります、 是は 目下の 時 
局に 對 して 必要 已む ベから ざる ものと 認めて 協賛を 
與 ふること に 決定 致しました •大正 七 年度 谷 特別 會 
計 歳入歳出 豫算 のこと に付きまして は， 爰に 改めて 
申 上ぐ る 程の こと も ありませ ぬ、 但し 此中 にある 所 
の嬅 太の 事は 前 旣に申 上げました が、 其 他の 分は 改 
めて 爰に 御報吿 をす る 程の こと もない と考 へます、 
» 類に 付て 御覽を 願へ ば 明 If である 次第で ございま 
す， 豫算 外國 庫の 負擔 となるべき 契約に 關 する 件、 
是 ほ 即ち 同亞 同文會 と、 同仁 會に關 する 所の 契約で 
あります ，次に 第 四號 ■大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 
追加、 是ほ 貴族院 令の 改正に 伴 ひまして _ 負 の數の 
咐 加 致した るが 爲に 要する 所の 經費四 萬餘圓 、及 都 
市 計 ffl 調査 會と云 ふ ものを 新設 致します、 即ち 都市 
の 追々 膨脹 致します に 連れて、 是が 改善を 圖る爲 に 
調査を する 所の 調査 會の 設置の 經費二 萬 五 千 三百 八 

圓 、是亦 必要なる ものと 認めて HI 決 致しました、 次 

は 追 第三 號 •豫算 外國 庫の 負擔 となるべき 契約に 關 

する 件 •是は 日本 興業銀行に 於て、 支那 及 南洋 等に 

向つ て 投資を する 爲に 要する 所の 資金を 22 んが爲 に 

債券を 發行 する、 此 債券に 對 して 政府に 於て 金額 一 

億圓を 限度と して 保證 を與 へる と 云 ふことの 件で ご 

ざいます、 是亦 必要なる 事柄と 認めて、 委員 會に於 

ては 可決す る ことに 相 成りまして ございます、 此段 

御報吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 森秀次 君。 

0 森 秀次君 本 M は 質問の 通告を 致して 置きました 

が、 政府の 意思の ある 所を 確め まして、 其 必要なし 


と 存じました から-* 撤回を 致します、 尙ほ 委員長の 
御 報告に 賛成の 意を 表したい と 存じて 居りました が 
是も 唯今の 御說明 で 分明 致しました し、 會期切 迫の 
今日 無用の 事と 存じます から* 娃 も M 回 致します。 
〇觳長 C 大岡 育造 君) 唯今 委員長 報 吿の谷 案に 付て 
決を 採ります、 委員長の 報 吿に御 興 該ほ ありませ ぬ 
か。 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 6 K 岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
各 案と も 委員長の 報告の 通り 可決 確定した る ことを 
宣吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

o_ 長 C 大岡 育造 封) 日程 第 九、 市町村 吏員 ® 遇に 
關 する 建議案を 議題と , i します、 提出者 荒 川 五郞君 
第 九 市町村 吏員 礙遇 に關 する 建議案 (荒 
川 五郎！； 外 三名提 出) 

市町村 吏員® 遇に 關 する 建議案 
市町村 吏 負® 遇に關 する 建議 
市町村 吏員に 對 しては , B- 吏と 同し く敍 位敍勸 等を 
授 くるの 途を 開き 褒章を 有する 者 其の 他 特に 功勞 
顯 裁 なる 者に 對 して {S 年限に 拘らす 位 動を 叙し 又 
吏員 及 官吏の 在職 年數を 通算して 之 か 年限を 定む 
る 等 其の 他 市町村 吏員 挺 遇の 途を講 せられむ こと 
を圉む 
右 建議す 

〔荒 川 五郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 荒 川 五郎 君 諸君、 市町村 吏員® 遇に 關 する 建議 
提案の 理由 ほ 今 多く 辯 明し ませぬ でも、 旣に 本案 建 
議 理由 書に 於て 大嬰 記載して 置きました 事で も あり 
K 明なる 滿堂 諸君の 夙に 御 SS 承 下さる 事と 信じます 
から •唯々 爰に其 必要と 考 ふる 所を 申 述べます る • 
諸君、 國の 政治で も 地方の 自治で も •將た 諸般 民業 
でも， 凡そ 天下 國 家の 事 何事 業で も、 51:- 事業の 進步 
發達如 何は 全く 之に 携ほる 其 人の 誠意と 技倆 如何に 
存し まする ので、 所謂 3if 業の 蔭には 人 あり、 ® に III 
業の稱 すべき 成功には 、必ず 其 裏に 獻身 的に 誠意 熱 
心に 努力す る 入が あり、 其爲に 成功を _ lf cir るの 
であります 、其 人を 得る # f が 實に 大切の 事で ある、 
其 事業を 自己の 天職と 致し 獻身 的に 終身の 努力を 以 
て 誠意に 熟 心に 従事す る 人でなくて ほな り ませぬ、 
故に 上に 立つ 入は 適材を 得て 適所に 置く 事を 努め、 


_  五 四 八 

又 各自 s 分と しては、 何れも 適所を .-' 2 て 己 cgw を 
段 邱する 事を 心 拚な けれ •はならぬ 'V; くして- に； 3 所 
を锝 て， 長く 身を 其邮 業に 委ね >黽 勉努 力して 其 成 
敏を擧 げ る やうに したい ものであります る' か、 S: し 
假令 適材適所を 得ても •長き 年月を 秘まな ければ 到 
底 十分の 事 功を 擧ぐ る - JJf を 得ない の ! 3: 勿論で ありま 
せう， 諸君、 市町村 長 等は 定期 改 is の 制度に なつて 
居ります が、 是は 改選して 其 人を 留 si すると 云 ふ 趣 
意で ほ ありませ ぬ-例へ ば 衆蹯院 謎 M の 如きに して 
も •四® 年毎に 改選が ある 許りで ほない、 又 時々 解 
散 もありまして * ffi 少の尔 月に 速 舉が iuf 々あります 
る けれども， 幸に 再選せ らる 、人、 引扼き 引钃 き扣 
選せ らる 、人が あります るから、 爲に 今日の 沭碑の 
發連 整頓を 兑て 居る に 至つ たこと ほ 少なくな いと 思 
ひます、 若し 改選 毎に 其 人が 全部 盛つ たなら ば •迚 
も 今日の やうには 行くまい と . W. ひます、 此 點 に 於て 
初期 以来 •若く ほ 長く 引繼 き當 選せられ た '?. 名 赀 あ 
る 諸君の 特に 敬® を 表する ので、 先 (小 初期 以來 の當 
選 諸氏の 視賀 表彰の ir も 開かれた 次第であります、 
決して 改選と 云 ふ 事が、 人を 代へ ると 云 ふ 意味を j 日 
としない、 永く 勤績 して 其 成紹 を擧 ぐる ことを 希 菌 
する ので ある 事 ほ 申す 迄 も ありませ ぬ、 彼の 53 史 に 
封して 位階 IIJ 等を 脱 ひ、 又 年限に 腿 じて 年數 に fA: て 
恩給を加ふるが如き、 ^ く永く勤紹せむ ?)|: を獎勵す 
るので 今日 ix -llh 1 1 i 般に 多年の 勤 續尜を 表 ^ する M 
が 行は れつ V あります •是 も所諧 繼緻は 力な 〇 典 鹅 
續の勤 勉が之 を獎 S して •其 事業の 進歩 發達を 刷る 
に 外なら ない と 思 ひます、 殊に 諸君、 市町村 -M 等の 如 
き複雜 錯綜せ る 諸般の 法令、 ffi 習、 典故 等に 習熟を 5? 
する のみならず、 rfj 町 ^ を 知り TIJ 町村の 人民を 知 〇 
旣往を 知る と 同時に 乂 深く 將 來も考 へ 以て 典務 に 服 
さなければ なり ませぬ から M 々の 歳月 其 職に ありて 
if 到 K 適當に 其 職務を 盡す ことは 出來 ませぬ、 其 
勤® 其 習熟を 要する の ほ， 池の 官史 と金く 異る 所は 
ない、 否や 市町村 ほ 他の官 史 の やうに 土 水と か， 兵 
事 とか、 徴税と か 云 ふやう に斟 n 的、 部分的の 仕事 
では ございませぬ 、谷 種 西 般の 事 ? rj に 1L つて 居り ま 
する 許りで ほない、 其 上人 民に 直接す る ことは 他の 
官廳の 比に ござり ませぬ から、 老幼扔 女 野 不肖、 悉 
く 皆 之を ffi 手と 致さなくて はならぬ から 其 執務の W 
雛 M 雜なる 事は 到底 冏 日の 論では ありませ ぬ、 從て 
是が他 年の 勤續 者を 得る 事 ほ 中々 ? ¥ 姑で ない ので ご 
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ざいます、 諸 財、 賄 島 縣の跖 村と 申します れぱ •第 
一冋に 於て S 称 大 K から 表 菡 せられました、 全阈屈 
指の 有名の 掏 範 村であります、 今日 地力 自治に 志 あ 
る荠は 筋々 ! 8? 村に 參 つて、 W 地を ^ 察し 研究す る 者 
が 月々 年々 非常の 多數で ございます、 爲 に前华 來此 
贿 村には 是等視 察する 入に 應接 する 爲に 、特に 史員 
を佾 して 居る 程であります， が、 此 村の 村 长、 又 肋 
役許0でなく， » 記の如きも町村制實施以來ではな 
い、 其 實施以 前から も 其 ® に 努めつ ある 者が 段々 あ 
ります、 是れ微 々たる 脾 在の m 村の 此史 a 等が、 誠 
H に！ 一續致 し溫緻 ほ 力と なり、 其 力は 大力と なり、 
遂に 堂々 天下の m 蹄 村を 成す に 至つ たのであります 
fi もな き 無名 跽® の 力 li 斯く有 名と なつた ので あり 
ますから、 是れ 即ち 無名の ff 人と； K つても 差 支は な 

いで ありませ う、 市町村に W 人を 耍し •而 して 其 人 

が 長く 其 職に M  くこと を 袈す るの ほ 0 に 多言を 嬰し 

ない こと、 M ひます、 而して 諸君 •市町村の ?] f 務は 

どうで あるかと 中し まする のに •市町村の 事務 ほ 戶 

锘， 兵事、 衙生 、敎 育、 土木、 勸槳及 徴税 等 其 事務 

の 九分 方は、 ® に國 家の 事務 •府縣 の 行政で あつて 

純 淬に 市町村！： 有の 事 秘ほ に 其 一部分に 止まり ま 

する ので 其 名は 市町村 E1 治の 吏 M と 云 ふと 雖 も、 其 

1? 執る 所の 1? 務は殆 ど 國 家の rf 吏と 擰ぷ 所は ない と 

巾しても 宜 いので ある、 であります から 唯々 其 名が 

自治の史吕であると云ふが爲に、其實際に對する恃 

遇も與 へない と 云 ふのは、® だ 其 常を m ない ことで 

ほご ざい ませぬ か、 g)s 君、 凡そ 位階 動 等 ほ もと , r; 吏 

の！ 一 ^ を獎 ⑽ する爲 に 設けた もので ございませう， 

併し 今日は rv JC でなくても •國 家の 爲に盡 した 素に 

は 位 勤を E つて！ £ る もの ほ ) S! く ありませ ぬ、 例へ ば 

圬 隞の 如 きは、 舟 i X 通 法 上帝® [:>: 民の 大ぷ務 として 

汚汶に服しますので’勿蝨：：：史でも公史でもないけ 

れど も， 硪時に ほ 彼の ; R 人 取 ) S の <ls 筠剧窜 の 外の黝 

章を も 賜は つて 尻る のであります、 又 前年 來 在官の 

儘民荣 などに 從 m する 例が 行 ほれて 居ります、 知事 

の , IV を 持つ て 滿鐵 の理浓 になつ たり •或は 裁判 ¢1 で 

支那 政府の g 問に なつた と 云 ふやうな 者が あります 

是等は 唯々 特に 在 , 6- と 云 ふ 特典を 與へ 、共捭我が阈 

家の K 務に從 事す るので ほない、 是等は 勤 e 恩給 等 

の恩典に便したものと致しますれぱ、竹際 '|; 史にぁ 

ら ざる 若に 官 史 の 侍 5W を與 へた ものて ありませ う、 

其 他 宵 業 家と か* E 勘の 金 K を 献納した 奔な ども 礙 
市町村 吏員 f-sl 遇に 關する 迚 誘 案 


遇して •敍 勵敍脬 せられた 例も少 くないので ありま 
す •况や 市町村 長 等 ! i 前に も 述べました its り、 主と 
して ® の 行政を 執る ので、 之を 官 史 と 同じく 待遇す 
るのは 保め て至當 な 事と 信じます、 去る 明治 一一 一十 九 
尔三 H 市町村 長 行 質に 關する 建谶 案が 常 院に出 まし 
た、 本 0 等 も 其 一人で ありました が、 是は 日露 戰役 
に 際して •励 M 準 ffi に關 し- 國 H 'lu 募集に 關し 其他戰 
科 調達 軍需品 調達 等の 事から •一般 士氣 の哄勵 ，軍 
人の 後援 等 市町村 長 等が 國家 の大 JIf に 際して-活動 
致した ことの 多大なる を 認めて 行 -H を 5 ■立つ たので 
ございまして 、常時 委 X4 河は 滿場 一致で 可決 致し ま 
した、 本# では 緊魚励 詔を 以て 可決した ので ありま 
す、 玆に 一言 註して® きます が、 其當時 m 町村长 と 
ありました が、 之には 助役 や 其 他の史 員 並に 市町村 
制を 施行し ない 土地の 戸 長 もへ-;: む - J1 云 ふので、 之を 
特に 委 M 長から 木會に 言明した のであります、 そこ 
で 今 本案は 此总 を以 ちまして •之を 市町村 吏員と 總 
括した のであります •一寸 一 言 註して 置きます、 而 
して 二十 七 八 年日淸 戰 役の 時には 官史と 云 ふので， 
三等 郵便局 長まで も 行賞せられ まして 動 章を 賜つた 
のであります •然るに 其 時 市町村 長 等は 唯々 木杯を 
賜つ たに 止まつて 居りました が， 日露 戰爭に 際して 
は 市町村 長 助役 等は、 夫々 敍勸 となりました、 又 先 
年 曠古の 御大 典を 架げ させ 給 ふに 當 りまして ほ、 市 
町村 長は 全 國 悉く 皆な 大黎 第一 日に 於て 賜は る 池 方 
廳の 御嚮宴 に 召された のであります， 漸次 市町村 長 
等の 侍 遇 も 進められつ、 あるので あります、 けれど 
も 平時 常 久の此 取扱 法に 於て、 其方 法を 一定せられ 
ない の ほ| 是は 市町村 長 等に 其 人を 得る 所以で あり 
ませぬ， S は 本案を 提出 致し、 他の 官 圯 と 同じく 位 

階 剧等を 賜は るの 制度を 開き •褒章を 有する 者， K 

他 特に 功勞_ 著なる ^ には、 其 年限に 拘らな いで 位 

剧を賜 ほり •又 他の 官吏と 市町村 SI M との 勤 續年限 

を 通 3jt して、 其 年限を 定む ると 云 ふやぅな •それ 等 

の 制度を 定められた いと 思 ふので あります、 彼の 官 

吏に あらざる 兵役 —— 官吏に あらざる 兵隊の 其 年限 

でも、 之を 下士官の 勤務年限に 加へ て 居る 例 も あり 

ますから、 是 等の 均衡を 収 〇、 相當の 方法を 設けら 

れ ，又 特に 特別の ® 章を 設けられる と 云 ふの も 一法 

で ございませう、 尙 ほ此敍 黝敍位 以外に 於ても 勤續 

者を 獎锄し 表® し， 陷遇す る 途を講 ぜられ る ことほ 

實 に必獎 な 事と 信じます、 况や 諸君 市町村 ほ 最下 級 


の E 治 體で ，國家 の 基礎を 成す もので、 m 町村の 發 
達の如何ほ ||'{ ちに國運の消技、國家の隆替に重大な 
る關係 を YI する こと (i HJ すまで も ございませぬ から 
國 運の 隆昌を N らんと 欲せば、 第一に 先づ 市町村の 
煺 令： なる 發 達を N らな ければ ならぬ、 网 家の 政務 W 
政を 整理 せんと 欲せば 先づ m 町 《 の 政務 財政を 整理 
しなければ ならぬ それであります から ® 家 ! 3: 阈家自 
體の爲 に、 市町村に 其 力を li すを 要すべき ほ 勿論の 
事で •こざいます、 PL つ 今日の 有 _ほ 國 運の 發 步發展 
と共に、 此 1|? 町村の事務 (3: 1=1日と加はり、年一年 
と咐 しまして •次第々々 に 繁劇 掏 雄を 加へ つ、 あり 
ます >  此 度豫算 に 議決せられ、 近く 行 ほれん とする 
國勢 調査の 如き も、 市町村 (X 是が 重要なる 1 :關 とな 
つて 努力を 要すべき ほ 明かな ことで， lit 類の 新 事業 
新國務 ほ 續 々として 年々 に 加 ほり 來る ことで ござい 
ますから、 旁々 一層 此處に 留意して、 市町村に 其 人 
を 5 r 其 勤 續を獎 め 其 事の 翠る途 を 講ぜられむ こと 
を 切 阐致 すので あります 、諸君 •凡そ c 「簡單 —1 と 呼 
ふ 者 あり〕 經 世 濟 民に 志 ある 者は 常に 注意して 怠ら 
ず、 國民の 元氣を 策® し、 大國民 的氣性 を涵藥 し， 
興® 的氣 分を 鼓吹す る ことを 努めなければ ならぬ、 
興 國的氣 分の 滿ち潆 ふ處 •是れ 即ち 大國民 的 氣性を 
養 ひ、 之に 故り て 一般 N 民の 氣蓮を 導いて、 大に國 
家の 元氣を 高む る 所以であります、 明治維新の 大業 
も 蓋し 勤王 論に 鼓吹せられ て、 國民 上下の 間に 興國 
的 氣分 の漾 ふて 酿し 成し 得た 結果に 外なら ない と 恐 
ひます る， 况や 今の 時 世界の 大勢は 一層 國民 をして 
此 氣 性を 養 ひ， 興 國の氣 分を 鼓吹し (「分りました！ 
と 呼 ふ 者 あり〕 銳意 努力 奮 圃 する 堂々 たる 大國民 性 
を涵綦 する に 努めなければ ならぬ、 それには 谷 方面 
に 其 人を m るの ^ を 講ずる ことが 第一と 思 ひます* 
併し 諸君、 人を 揭ると 人の 爲に すると 云 ふ 事と (3; 違 
ふ、 我國の 政治の 現狀ほ 、國 家國 民の 政治で なくし 
て •或 一 部分の 人の e に 政治す るが 如き 觀が ありま 
する、 即ち 大學其 他の 學生が 高等 試驗に 及第し， 或 
ほ 府縣 の屬官 となり (「 簡； S に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あ 
〇〕 事務の 見習を して •少し 其樣子 が 分る と 直ちに 
或は 郡長と なり •郡長に なつて 其 地方の 民情、 俗 俗 
習惯 〔 41-. 他の 事情に も 全く 通じない . 1-. に、 又 典 例、 
法規 等に も 暗き 身を 以て 責任の 地位に 立つ て， 郡 民 
の 安寧 幸福を 支配す るを 以て、 注々 民情に 合せず， 
郡 民 非常の 不幸を 蒙る こと も あるの ほ、 寧ろ 當然と 


云つても {a いで あ 〇 ませう •而 して 其 郡 治の 事に* 
く 通じ、 是から 郡 治に 力を }/;; ひ 得る と 云ふ特 分に な 
ると. 忽ち それが 鞞じて 理事 宫 になり、 さう して 府 
縣の課 長と なる、 全く 無經驗 不案内の 課長に 進む の 
であります、 そこで 又 漸く 事務を ^ えて、 大體に 通 
ずるに 至れば 又 即ち 轉じ て-事務の 性 筲も 制度 も 全 • 
く變 つた 書 察 部長と なり、 それから 内務 部長に 轉じ 
知事に 昇る と 云 ふやう に、 一郡 一諜 の 一部の 事務は 
國家國 民の 爲でほ なく、 全く IF けて 其 人の 實地 練習 
の 爲に供 せられて ，恰も 其 人が 奏 ffi 官とな 〇 •勅任 
官と なる、 進級の 苺 紙に せらる、 が 如き 翻が ありま 
す (「降壇々々」 「簡靼 々々 j と 呼 ふ 者 あり： 一 暫く 御 待な 
さい (「大 にやるべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 人の 爲 
に , P; を設 くると 云 ふこと (3: 政治 上の 罪惡で ある. 况 
や 國 家の 政務を 一種の 人の 草紙に する が 如き ほ國家 
の爲に 甚だ IK らない 許りで ない、 其官 史 其 人の 爲に 
も 不幸 不利益が 多い と 思 ふので あります •本人 必ず 
や 不本意と する に 違 ひない、 何とな れぱ 凡そ 人には 
長所 短所が ある‘ 得手 不得手が ある， 農 H 父は 土木 
の 係と して 適當な 人が 必 しも Is 察に 適する とは 言へ 
ない、 各々 其 .…： 

OS 長 (大岡 育造 君〕 荒 川 君此 問題に 關 係の 事に 成 
るべ く 止めて 更ひた い。 

〔「ひや^ と 呼 ひ 拍手す る 者 あり〕 

0 荒 川 五郎 君 承知し ました (「大 にやり 給へ」 「書い 
た 物を 速記者に 渡して 降り 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 早く 
します、 少し 御 侍ち なさい 唯々 .IE 分は 事業は どうで 
も宜 い榮進 すれば 宜 い、 と 云 ふ 事なら ば gi も 約 も苟 
も 吾が 力を 十分 揮は うと 思へ ぱ 何人も 之を 遺憾と せ 
ざる もの ほ あるまい と 思 ひます (「 簡敢々 々J と 呼 ふ 
者 あり) であります から 凡そ 就® の 初 (X 經驗が 無い 
の ほ 已むを得ないと しましても 其 事に 通曉 しました 
ならば 終生の 努力を 以て 進む 其 代り 或は 多年 勤 功 成 
樹に依 て ほ 郡長 課長から 直ちに 内務 部長に も 知事に 
も 進み 得る やうな 方法を 聞いたら 宜か らうと 思 ふ， 
(「簡 單々々 」 と 呼 ふ 者 あり) 斯う 云 ふやう にして 
人の 進路を 妨 ぐる 事 もな く* 其 人の 適才 をも發 揮す 
る ことにする のが、 即ち 是れ爲 政の 要義で あらう と 
思 ふので あります c  r 分つ た^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 
斯 5 4 日 ほ 徒らに 進級して、 さう して 之を 官 K の 勤 
續年限 に 加へ ます けれども， 職を M へる 以上は •全 
膊嚴格 に 言へ •は 勤 ® ではない ので ある、 勤續 と !• へ 
五 四 九 
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市町村其のっ' :-: ;  ':に 煙草 元 S 捌 事務 委任に 關 する 建 纈案 


ぱ (「簡 ©々々.一と 呼 ふ 者 あり〕 其 職務に 勤 ^ する 
ものである， であるから どうか 其ね 務に 勵稱 し、 其 
職務に 成功す る やうに、 官吏に しても 成るべく 此一 
定の 地位に 永 給す る やうに ありたい 事と 思 ひます、 
諸 ?;' 遐綏ほ 力で ある •'礎 綏其物 丈で も， 旣に大 なる 
脚を 13 し 効果を 翠げ るので ある •况や 市町村 長 等が 
四 年毎に ec gs に 曾 ふても、 尙ほ引 役き 當 •選 勤 紐し 得 
ると 云 ふのは、 全く / I1. 誠 執： 心に して 手腕 ある 人で な 
くて ほ 出 米ない ことで あると 思 ひます* 随て是 等の 
人を 大 に表髟 し •又 奬 ® する 道を 開く ことほ S に必 
要な 事と 思 ひます (「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり) 國 
運の 進步 發展を 常に 心に 懸けら る V 忠誠なる 滿堂諸 
君、 諸君の 幸に此 翳を 容れ られ港 議決 定あ りて •政 

府 をして 速に 是が 方法を 實行せ しむる に 至らむ こと 

を 切 菌 致します •一寸 終りに 申して 置きます が tlj 刷 

の 誤りで， 此建 議案の 本文に 「等を 挟く る」 と 云 ふ 

ことが、 無かつた 文字が 入つ て 居る • 朵ほ 印刷の 間 

違で、 旣に 訂正を ぱ御 配り 致しました が 特に 此の際 

に 申 上げて ® きます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 動 君 本案 ほ _ 長 指名を 以て 九 名の 委負に 付 

託せられむ ことを 望みます。 

〇蕺 長 /-' 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励識 に御異 翳ない も 

のと 認めます、 依て 翳 長 指名の 九 名の 委貝に 付託す 

るに 決しました. 日程 第 十、 市町村 其の 他 公共 嘲 體 

に 煙草 元 費 捌 事務 委任に 關 する 建諉 案を 諕 題と 致し 

ます、 提出者 秦豊助 君。 

第 十 市町村 其の 他 公共® 體に煙 草 元賣捌 

事務 委任に 關 する 建 翳 案 (秦费 助 君 

外 十 名 提出) 

市町村 其の 他 公共 團體に 煙草 元 賣捌事 務委任 

に關 する 建 _ 案 

市町村 其の 他 公共 幽體に 煙草 元賣捌 事務 委 

任に 關する 建 一一 

政府 斟资事 築 中 煙草 元 0 捌に 關する 事務は 市町村 

其の 他 之に 準す へき 公共 團體に 委任して 之を 處理 

せしめ 之 か ? 3 用と して 從來の 例に 依り 取扱 代金の 

百 分の 三 乃至 百 分の 五を 交付す る ことと 爲し 本年 

六月 煙草 元 賣捌人 指定 更新 期に 於て 之を 實行 すへ 

し 

右 建議す 

〔 秦登助 君 登壇〕 


〔拍手 起る〕 

〇粲豊 助 君 本 建議案 提出の 要旨を 簡明に 申 述べ ま 
す、 此案ほ 政府の 萬 賣事業 中、 ® 草 ほ 元賣捌 に關す 
る 所の 事務を •市町村 其 他 之に 准すべき 公共 _體 に 
委任 致しまして、 是が 費用と 致しまして， 從來 此 元 
S 捌 人に 割引 步合 として 交付 致して 居ります 所の、 
西 分の 三 乃至 百 分の 五の 取扱 手數料 を； 父 付 致し まし 
て， 本年の 六月洽 度 期限が 滿 つるので あります るか 
らして， 此更新 期から して 之を » 行したい と 云 ふの 
であります、 此 ¥ 賣法ほ 御 承知の 如く， 三十 七 年に 
行は れ まして 以來 、其當 時 煙草を 賣つて 居つ た 若に 
此元賣 捌 入を 大體に 委託した のであります、 其 後段 
段に やつて 參 りまして、 今日で ほ 即ち 法律の 示す が 
如く 三箇年 •三箇 年に 之を M 新して、 期間を 定めて 
居る ので ある •其 實况を 見て 視ま すると 云 ふと •此 
仕事は 極めて 簡單 でありまして •所謂 專賣 であるか 
らして 競 f? の 憂と 云 ふ もの ほ 一つ も 無い、 隨 つて K 
金を耍 する こと も 少なく， 又 規定に 佐 〇 まして 國償 
地方債 又は 指定せられ たる 有 « 設券を 提出して 置き 
ますれ ぱ •其 代金と 云 ふ ものを. 其 額に 達する 迄 (X 
延納す る ことが 出來 ると 云 ふやうな、 非常なる 特典 
が あるので ある* それであります からして 實 際の 有 
樣ほ 谷地に 於き まして •此 元賣捌 人の 純益と 云 ふ も 
のは 少ない 所で も數千 圓 ，多き は 數萬圓 に 達して 居 
ると 云ふ實 際の 狀况 であります、 是が此 煙草の 値上 
3 あり 又此 需耍力 段々 に 4f 办 致します るに fj きま 
しては、 旣に 一億 萬圓以 上に も 製造 煙草の 賣上 高が 
なつて 居る と 云 ふ有樣 であります からして. 此收益 
が 段々 ^ 加す ると 云 ふことは 是ほ 疑ない ことで あり 

ます、 所が 一面に 市町村の 狀况を 見ます ると， 申す 

迄 もな く 財政 上に 於て 此負 擔の輕 減を 要する と S ふ 

やうな Ini 題が 起つ て 居る やうな 場合で あるの みなら 

ず、 此 市町村の 將來に 於き まして， 又 仕事を 爲すの 

に 財源が 無くて 闲つて 居る と 云 ふやうな 實况 であり 

ます、 是は私 が 詳しく Erl 上げ ませぬ でも 諸君 も 御 承 

知の 事で ある ■それであります が 此煙 草專賣 業と 云 

ふ ものは、 元來 申します ると •即ち 政府が 自ら 爲す 

べき 所の 仕事で ある、 煙草 專賣 法に 於ても 規定して 

ある 通り、 此販賣 と 云 ふ ものは 政府が 自らす るの が 

本體で あります、 それ故に 此 政府の 爲す べき 仕事を 

町村制 乂 市制の 明文に 依りまして >  法_ 又は 勅令に 

於て 市町村に 屬す る I]f 項を 扱 ふと 云 ふ 規定が ありま 


すから、此 :-:< 府 0 ら爲すべき事秘を市町村公 :: '^ || 
に乂委 任すると云ふことほ、法律上に於て何等差茭 
ない のであります •又此 事 第の 市町村に 於て やる 場 
合に •營 利 yi 業で あると 云 ふ 風な 非® をす るべ も あ 
ります けれども >今申した通0の譯であつて超の爲 
すべき 所の ¥ 賢 事業の 一部分、 即ち S 捌 丈の «f 務を 
市町村に やらせる と 云 ふこと であれば、 是ほ營 利 事 
業と か 何とか 云 ふ 名稱を 下すべき もので ない、 是ほ 
殆ど 議論す る必耍 ほない と 私 {X 思 ふので ある、 父 現 
在の 有機を 見ます ると •元賣 捌と 云 ふ ものが やつて 
居ります のが、 元 費 捌の 自分の 營業所 迄 必ずしも 之 
を 運搬して， それから 谷地 方に 之を 所謂 出賣 制度— 
出費 して 居る のでない >  販賣所 から 致しまして 鐵道 
或は 其 他.： 父 通の lai 宜に 依つて ほ ■直ちに 之を 小賣商 
の 方へ 送つ て 居る， 即ち 運送業者に 委 托すれば I 
命令す れぱ 直ぐに 出來 ると 云 ふ 域 際の 狀况 になつ て 
居る のであります 、■それ故に 此 仕事は 競爭 もな く 又 
資金を 要せず、 極めて 簡單 、其 品物 ほ 隅る 氣遣 ひが 
ない、 又惡 くな れば換 へて やる と 云 ふ 規定が あるの 
であります から、 是ほ 市町村で やる のに 最も 適當し 
て 居る ことで あらぅ と 思 ふ、 又 今 申した 通り 法 W 上 
から 申しましても •何等 差 支ない ことにな つて 居る 
のであります、 而 して此 取扱 代金 百 分の 三 乃 ? ii 百 分 
の 五を 交付す る ことは •前 中し ました 通り 政府が 現 
に 割引 步合 として 交付して 居る のと* 少しも il ほな 
いのであります から、 之を 交付す る ことは 政府に 於 
て 何等 損害がない、 又 市町村に 於き ましても •今日 
地租 其 他の 國税 を徴收 して 居る‘ 此地租 以外の 國稅 
徵 收に對 しまして は、 即ち 百 分の 四の 交付金を 政府 
から 市町村に 渡して 居る ので ある、 丁度 此割 合が 稍 
稍 相似て 居る のであります •相 當で あらぅ と 私は 信 
ずるので ある、 lit 市町村に 對 しまして ほ* 法律 勅令 
に 依りまして | 例を 申し ますれば、 敎育 事務の 如き 

小 學校令 - 勒 令に 依つ て 非常なる 負 擔 をして 居る 

ので ある、 又衞生 事務で あると か 汚物 描 除で あると 
か、 或は 傳 染病豫 防で あると か、 赴 等の 市町村の 負 
擔と云 ふ ものは 隨分 多い、 又 軍事 其 他 戸籍の 事務、 
夫 等の 事に 付きましても、 國か らして 市町村に 之を 
擔任 せしめて 居る 所の 事務は 澤山 ある， 又將來 もす 
るで ありませ う， 併ながら 是等は 皆 市町村の 負擔を 
重く せし むる 所の 仕事で ある、 是も亦 已むを得ない 
のであります が、 斯う K ふ 風に 市町村の 負擔を 重く 


_ 五 H 〇 

せし むる 所の； a 事は、 段々 殖えて 行く が •少しで も 
—— 少しでほない其 0: 琪ほ '84 の考へるのでは、全3! 
の 市町村に 對して 尠くも 7: 3 年 三百 ;' H 圆の K 收 人を 
與 へる ことが {II 來 ると；； £ は 信ずる ので ある •か、 ' •■!- •;>: « 
人を 32 られる や 5 な 途があ るのに" 斯う 云 ふ M な W 
の 事務と； ZC ふ もの •委 圧を せず して 負拖 の jR なる 
もの 丈委 圧をすると云ふのほ、甚だ私 |3: 不公平で& 
らうと 思 ふ、 是ほ狨 鉛から 申しましても-市町村 即 
ち 國家の 基礎を 岡く する 所の 市町村の W 源に も 一つ 
なる のであります から •是非とも 是れ iis fT せられ 
ん ことを 希望す る 次第であります、 而して 此 指定 ^ 
新 期が T 度 本年の 六月 三 - 1- 日 —— 大正 四 年 即ち 三年 
前から 今日に ? T1 りまして、 六月 三十： n で 切れる ので 
ある， 是 -V- 3 ほ 明治 三十 七 年 施行 以來元 K 捌に なつて 
居る 者が 大部分を 占めて 居る •今日では 夫 等の漭 で 
も 十 ®! 年利 益を 占めて &;• るので あります から、 今日 
是が 期限が 切れまして， 市町村に 委任され る ことに 
なりましても、 事 ® 上に 於て 是 等の ものに 補 ftl を與 
へる と 云 ふ 必要が 起らない ので ある •法律上に 於て 
は 右 申しました 通り， 期限が 来たので あります から 
何等 問題は 起らない、 補 nl' の 間 題は 起らぬ と 思 ふ X 
大正 四 年に 新に 指定せられ たもの も •是 ほ 三年 間に 
相 當の收 人を 得て 居る ので ある •利益を 得 て， tr る ? Jf 
であるから、 是亦實 際 上に 於て 補 位の 問題は 同ょり 
起らぬ， 法律上に 於て 何等 起らぬ ので ある •さう 2;- 
ふ P であります •而 して 一面には 此事柄 が 非常に 筋 
單 にして 資金を 要せず‘ 利益の 多い 爲に 、 11'1: 1£ 新 期 
に 於て 幾多の 擗 害の 起る ことを pa れ るので ある、 之 
が 市町村に 委任せられ ましたな らば、 是 等の 弊害は 
些つ とも 起らない、 殊に 私 ほ 此弊 害に f-J' きまして ほ 
—— 此 煙草 元賣捌 人の 大正 四 年は 約 四百 三 -l- -;! 入に 
なつて 居る、 段々 減つ て 來て居 ります が、 K 四百 三 
十九人の中三百六十人程ほ、此事资法施行以來今日 
迄 © いて やつて 居る ので ある、 其 以外の 八十 何人が 
近頃に なつて 變つた ので ある、 此 大正 四 年乂其 前の 
四十 五 年、 其 時に 變つた ので あるが、 殊に 大正 四 年 
に變 つた 時 •又繼 ® を 許 nj せられた ものに 付き まし 
て も、 是が 大隈内 閗に 於て 選擧 干渉に 之を 濫用した 
と 云 ふことは、 明かなる 事實 であると 私 ほ 思 ふ、 是 
は洵 に © ふべき 弊害の 最も 大なる ものであります、 
斯の 如き 弊害を 將來に 於て 防ぐ と 云 ふことは、 之を 
市町村に 委任 致しまして、 さう して 市町村に 收人せ 
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しめ， 又 一而に ほ lit 事務が 敏活 周到に なり、 lit 專賣 
事業と 云 ふ ものが 十分な 効果を 奏する と 云 ふこと を 
私は 希望す るので 此案を 提出した 所以であります、 
どうか 諸君に 於て 御 @ 同 あらん ことを 希望 致します 
(拍手 起る) 

〇 隅 田 豊吉君 議長。 

0 蒸 長 C 大岡 育造 君〕 何です か。 

0 隅 田 豊吉君 一寸 提案 若に 簡單な 質問を 致します 
御 許を 願 ひます ！ ¢15 る 間 S に 提案 2? に 質 間 致した 
いと 思 ひます、 當席 から 申 述べる ことを 御 許を 願 ひ 
ます、 本 ai _ 案の 趣 疔 ほ 吾々 も雙 手を 舉げて 賛成す 
る 次第であります が、 本員 等の 承知す る 所に 依り ま 
すると •現在に 於て 政府が 煙草； 兀賣捌 人に 交付し つ 
つ ある 手数料は、 最低が 千分の 十五であつて それ か 
ら漸次 千分の 五 宛 上げて 六 階級に なつて、 千分の 四 

十と 云 ふこと になつ て 居る やうに 承知 致して 居る の 

であります、 而 して 今 禅 案莕 の御說 明に 依ります る 

と、 百 分の 三 即ち 千分の 三十 乃至 西 分の 五 即ち 千分 

の 五十と 云 ふこと になつて 居ります、 尙ほ 本日 日程 

第 十五に 載つ て 居ります る 所の 是と殆 ど；！ じき 建 謬 

案、 即ち g 民 碑： ょり 提案され て 居る托 議案の 屮でも 

同様に 其 交付金 額は 'el 分の 三 乃至 五と なつて 居り ま 

すが、 此建筘 案の 提案 溝 ほ、 是等焯 草 元 ® 捌を 市町 

村 若く ば 公共 |« 體に 委任す ると 同時に、 是 等の 交付 

金額， 即ち 手數料 を 引上げる の 意思であります か、 

どうか、 其 si を 御靜致 します。 

〇秦豊 助 君 御 答を 致します、 其 事 IX 私は 專賣 局に 

付て 問 合して [nl 答を 得た のであります。 

0 岩 崎 S6 君 木 案は 漭長 指名を 以て、 特に 十八 名の 

委員に 付託せられ んこ とを 菊み ます。 

〇 謎 長 (大岡 育浩 君) 岩 崎® の 動議に 御 異議 ありま 

せぬ か。 「 

〔「興 誘な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇葯 長 (大岡 育造 君〕 御 ffi 該な しと 認めます、 依 て 

木 案は Is # 指名 十八 名の 委 に 付託す るに 決します 

日程 第 十一 帝 國 美術 脘翅設 に關 する 独 議案を 該題と 

致します、 提 m 者 箱 澤總 明君。 

第 十一 帝 S 美術館 建設に 関する 建議案 

(法 學！ §  士鹋渾 拽 明君 外 四 名 提出〕 

帝國美 術 館 逑設 に關 する a il 案 

帝國 美術館 } If ’ 設に關 する 建議 

美術の 向上 開 發と 美育の 普及と を阃 るは 目下の 急 


務なり 政府は 速に 帝 國 美術 ®: を 建設し 以て 此の 目 
的を 達せむ ことを 閎む 
右 建議す 

〔法 學邱士 鹈澤總 明君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 法學博 士鹈澤 總叨お 諸君、 此國 家の 經營に 成る 
美術館の 如き もの ほ* 吾々 の 提案を 俟たず して 政府 
が 今日の 場合に 於て、 It ちに 之を 實行 すべき もので 
あると 考へ るので あります、 凡そ 此度の やうに 破壊 
の 事業の S /U で K ります る 勘合に 於て！ r 同時に St 
設若 くは 保存の af 業が 進まん ければ ならぬ ので あり 
ます、 奈破翁 第一 世 ほ PR 縦 巴の 凱旋を 卒へ て歸〇 ま 
した 時に、 直ちに 六つ 若く は 七つ かの 美術館を 造つ 
たと 云 ふこと であります、 從 つて 非常に 美術館の a 
設の如きものほ、悠長のやうな事柄でございますけ 
れ ども， 甚だ 緊切な 事柄で あらう と 思 ふので あ 〇 ま 
す •若しも 美 ほ 何處に 在り や、 美とは 何ぞや と 斯う 
云 ふやうな 心理 學上の 間 题 でございまするな らば、 
是れは 極て 氣の 長い 解決を 侠たん けれ ぱなら ぬの 
でございます けれども 、今日 m 洋の 美術 國と 致し ま 
して •世界に 隱れ なき 我阈に 於て •古代の 美術 或は 
近代に a る 所の •幾多の 美術を 陳列 致します る 所の 
帝國 美術館と 云 ふやうな もの、 今日 無い と 云 ふ 事柄 
は、 甚だ 我國の 文明の 爲め に ifi 憾 であると 申さん け 
ればな らぬと 思 ふので あります、 そこで 歐羅 F; 諸國 
のことは 私な どは 一向 存じ ませぬ が、 苟も 此の 美術 
と 云 ふ ものを 以て 非常に 之を 重大と 視て 居る、 或は 
此美 術に 依りまして. 鼠に 代表的に あらず して 一® 
の擬寫 的敎 育を 施し •即ち 知らず 識らず の 間に ffl 民 
の 高 MT なる 氣分を 養 ふと 云 ふやうな、 此 意味に 於て 
も 非常に 此 美術館を 必耍 とすると 云 ふやう に 承は つ 

て 居る のであります、 で 今日は 我國の 古代 美術の 如 

きもの ほ澤山 ある さう でございます けれども-併し 

之を 保存を し •之を 多勢の 者に 展覧せ しむる に 足り 

る 所の、 即ち 此 美術を 入れて 大勢の 觀赀に 供せ しむ 

る 場所の 無い 爲めに 、美術 (3; 寧ろ 此 涙を 翻 ぼして 泣 

いて 居る と 云 ふやうな 狀况 になつ て 居る と 云 ふ 話で 

あります •彫刻家が 其槌を 以て、 大理石の 中に 隱れ 

て 居る 獅子を 躍り 出させ やうと 思 ひましても* 玆に 

之を 收 める 場所が 無い 爲 めに、 徒らに 豹の 荒れ 5151 :ほ 

る やうな 狀態 になつ ても闲 ると 云 ふやうな ことで あ 

ります、 或は 又 班 伯が 繪 絹の 裏に 潜んで 居る 山水で 


あると か、 或は 八 物で あると 云 ふやうな ものを •今 
日 吾々 の 前に 蹓ら しめ やうと 致しましても 、之を 容 
るる 所の 美術 誼がない® に、 却つ て 手を 控えて 居る 
と 云 ふやうな 狀態 になつ て 居る と 云 ふこと を 7ix ほつ 
て 居ります、 斯樣な 次第で こざいまして、 今日 私共 
は 先づ 美術 其 ものの 爲 にも 或 ほ 美術の 数 育の 爲 にも 
非常に 是ほ 必耍な ものであると 思 ひまして、 木 案を 
提出 致しました 次第であります、 政府 ほ 此 _ 旨に 鑑 
みまして、 一刻 も¥ く 此帝國 美術 fg のま 設に從 事せ 
られむ ことを 韶 むので あります、 尙ほ 提出者の 意見 
と 致しまして ほどの 位の 大 さの もので あつて、 どの 
位の！！ 費の ものである かと 云 ふやうな ことに 就き ま 
しては 多少 考 へて 居ります けれども、 是は委 M 會で 
申 . h げたいと 思 ひます ので 是丈で 壻を 降りたい と 思 
ふので あります。 

〇 岩崎勵 君 本案 ほ Si 長 指 ¢1 を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ むこと を菌 みます。 

【「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 載ない と 
認めます、 依て 議長 指名 九 名の 委員に 付託す る こと 
に 決します 、日程 第 十二， 成 田鐵道 買 收に關 する 建 
議案を 翳 題と 致します、 提出者 鹈澤宇 八 君。 

第 十二 成 田_ 道買收 に關 する 建籙案 (鹈 
澤宇八 君 外 一名 提出〕 

成 田鐵菹 買 收に闕 する as 誠 案 
成 田 e 道 買 收に閱 する 建議 
國有 鍩道總 武線佐 倉より 成 田を 經て千 葉 縣下佐 原 
に 至り 及 國有鐵 道 常 磐 線 我 孫子より 同 縣下成 田に 
至る 私設 成 f-H 鐵 道を 速に 買收 して 以て 鐵道國 有 主 
義の完 成に 資すへ し 
右 建議す 

〔鹈澤 宇 八 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇朗澤 宇 八 君 唯今 S 題と なつて 居ります る 所の 成 
田鐵 道に 關 する 買收 案の 其 趣旨を 簡單に 一言 申 上げ 
ます、 成 田鐵道 ほ國 有線の 常 磐 線 我 孫子 驛から 成 田 
を經 まして •佐 原に ? g 〇 ます， 又 「方 成 田より 總武 
線 佐 倉 驛に 至ります る 所の 四十 五哩の 成 田を 中心と 
します る 所の 私設 鐵 道で ござります る、 御叛 知の 通 
り 成 田には 名刹 新 勝 寺に 不動明王が 安 iff して ありま 
する が爲 に、 全國の 善男善女の 歸依 頗る 厚く ありま 
して、 日々 參詣を 致します る 者が 少く とも 三千 人、 


多い 時には 殆ど 二 萬 八に も 上る ので ございます •で 
此澤 山の 乘 降を 致します る 所の 成 田鐵 道は-讚 岐の 
琴 平 神社と 共に 東西の 大關と 併 稱され るので ありま 
す， 千 薬 縣にほ 元と 三つ 私設 鐵逍が ございました、 
日く 總武 線、 日く 房總線 .日く 成 m 線是で ござり ま 
する、 政府は 明治 三十 九 年に 鐵道國 有 案を 議 愈に 提 
出されました 時分に 於き まして- 此 三つの 鐵道は 共 
に 買收案 として m たので ござります る* 俳ながら 當 
時の fl- 族院 の穏® なる 說 ±r 此萍 山の 鐵 道を 一時に 
買收 致します る ことは， 公債の 汎濫 を ® れ まして、 
財界の 變調を 來す ことを 大に懸 念され たので ござい 
ます、 氣遣 ひされた ので ござります で 政府 ほそれ 等 
の 意見に 基き まして、 此三つ の鐵 道の 中總武 線 房總 
線の 二つ ほ 冒： 收致 しました ので ございます けれども 
成 田 線 ! i 獨り殘 されまして 0)' 私設に 姿され てあつた 
のであります、 諸君、 併ながら 此成田 鐵道 は國 有線 
と國 有線との 中間に 介在して 居ります る 所の 鐵道で 
ございま する 故に， 房 fl 半島の 糌道網 の 胴 腹を 爲し 
て 屛る ものであります から、 自然 此總武 線 及 房總線 
との 需要に 係ります る 所の 石炭 •枕木 等の 遠く 東北 
地 方ょり 来る 所の もの， 又房總 沿岸 九十 九 里の 濱铫 
子 近海に 於き まして、 漁獲を 致します る 所の 鮮魚、 
魚肥 等の 東北に 绘り まする 所の もの ほ、 勢ひ此 成 田 
線を 練 由す るので ございます る、 而して 千 葉縣下 に 
於き まして、 唯一の 米產 n!! として 居ります る 所の 佐 
原 米、 香収 米、 佐 原 地方に 於き まして 釀造致 します 
る醬油 や 味淋 、其 他 茨城縣 の 行方 郡、 ^ 敷 郡， 鹿 島 
郡 等の 米穀 や 其 他產 物は、 霞ヶ浦 若く は 利根 川 等の 
;r< 運に 依りまして 多く 佐 原に 出ます ので ございます 
更に此 成 田 線に 依りまして、 或は 常 磐 線に 移り， 或 
は 總武線 に ® りまして 中央に ，, -H ると 云 ふやぅな こと 
でございます •產 業發展 上から 考へ ましても •物 {ri 
調節 上ょり 論じましても、 此運輸 の 敏活を 圖 ります 
と 云 ふことの 最も 喫緊な ことであります、 今日 其 私 
設と國 有との 錯綜して 居ります ことは、 其 連絡 上觖 
くる 所が 甚だ 多い ので 潰 憾と する 所であります •晃 
等の 意味に 於き まして —— 是等の 見地に 於き まして 
明治 四十 三年 十二月 中に 於き まして， 千 葉縣 の縣會 
ほ 滿場 一致の 決議を 以ち まして、 成 田 鐵道を 政府に 
K 收せ られむ ことを •時の 平田內 務大 K に 建議した 
ことが ございます •况や 千 葉縣に 於き ましては、 谷 
® の兵營 がご ざいます、 數萬の 兵員が 常に 駐箚 して 
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居る ので •こざいます >  1 朝 有 fl; の 日に 於き ましては 
是 等の 動員が 急を 要する ことの 最も 切なる を 感ずる 
のであります、 政府 ほ 鐵道國 有と 同一の 主義に 於き 
まして，速に成田5道を宵收して*鞔送機關の徹底 
的に完全を &] せられむことを切に私ほ筘留するので 
あります， 筘 く；： i 諸君の 御 同 斿あら むこと を 希望す 
るので あります。 

〇 岩 崎 恐 君 本案 (3: 跋齠 ® 之 转外二 名 提 m の 中越 鐵 
道 買 收に關 する a 議案の 委 M に、 併せて 付託せられ 
むこと を 希望 致します = 

L 「賛成々々」 の 翳 起る〕 

〇誔 長 r 大岡 育造 君： >  岩崎 君の 動議に 御異翦 ない と 

認めます、 仍て岩 崎 君 動議の 如く 決しました、 日程 

第 十三、 金名鐵 道 敷設に 關 する 建® 案を 議題と 致し 

ます、 提出者 戸水 寬 人君。 

f 拍手 起る〕 

第 十三 金 名鐡道 敷設に 關する 建議案 (中 

隔德 五郎 君 外 35; 名 提出) 

金 e> 鐵道 敷設に 關 する 建議案 

金 名鐵道 敷設に 關 する妞 議 

南 日本と 北 日本と を迪絡 せし むる に ほ 名古屋 より 

飛 輝國 高山、 落 合 及 富 山縣兩 晒 波 郡を 經て 金澤に 

至る 鐵 道の 敷設を 必要と 認む 故に 政府は 速に 之を 

贽 行せられ むこと を菌む 

右 建議す 

〔法 學博士 戸水 宽 人君 登壇〕 

0 法 士戶水 宽 人君 金 名 鐵道敷 設に關 する 建蕕 

案， 之に 付說 明を 申 上げます" 玆に 所謂 金名鐵 道と 

云 ふのは、 名 古 屋 と金 澤 との r/il の鐵 道で ございます 

雄 ® 案の 內容を 申します と、 名 古屋 から 岐阜 縣の太 

田" 飛 11 の 高山、 落 合、 それから 越屮 の兩礪 波 郡を 

經て 金澤迄 鐵道を 敷設したら 宜か らぅと 云 ふ 案で ご 

ざいまして， 名 T'r 屋から 落 合 迄は 旣に鐵 道が 敷設す 

る ことに 定つて 居る ので ある、 落 合から 北に 方つ て 

富 山が ございます が、 此 富山町 迄 鐵道を 敷設す る こ 

とに なつて 居る ので ございます、 唯今の 建_ 案は 其 

落 合から、 II に 分岐 致し ま L て 越 中の 福 野 又は 福 光 

と 云 ふやぅな 場所を 通じて •金 澤迄鐵 道を 描へ たら 

宜しから うと 云 ふので ございます、 此鐵 道を 敷設 致 

します ると、 南 日本と 北 日本の 間に 在る 所の 金澤* 

高 岡の 如き 市街地、 及び 伏 木 港 七 尾 ffl の 如き 處と逋 

絡す るので ございまして、 商業 上 及 軍事上 非常に ® 


宜と考 へまして、 此 & 穀 案を 提 /JJ した 次第で ござり 
ます、 どぅぞ 滿場 諸君の 御 同意を 得たい と 思 ひます 
〇 岩' 君 本案 ほ 芻 長 指名を 以て •九 名の 委員に 
付託せられ むこと を 望みます。 

〇 諮 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 _ に 御 Ja i§ ありま 
せぬ か。 

一 「異議な し J の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡育 造 君，〕 御 異議な けれ ぱ 本案 ほ 議苌指 
名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました —— 日程 
第 十四、 松 本鐵道 建設に 關 する雜 議案、 提出者 高 鳥 
順 作 君。 

第 十四 松 本 鐵道建 設に關 する趨 顏案 (高 
鳥 順 作 君 外 八 名 提出〕 

松 本 鐵道訊 設に關 する 建議案 
松 本鐵道 建設に 關 する 建 ^ 

北陸 線 新 潟縣下 糸魚 川ょり 中央線 長 野 縣下松 本に 
至る 鐵道ほ 、中央 北陸 兩線 連絡の 捷 路線たり 故に 
本線を 敷設せ ほ 軍事上 (3: 勿論 經濟 上に 於ても 海陸 
物 康の逋 鎖と して 最 有利 有益なる へきは 疑を 容れ 
す而 して 其の 沿道 一 帶に亘 り 無限の 大森林 を 有し 
有名なる 日本 「アル。 フス」 を ft 容し il. 小 谷 溫 泉を 
始め 數筒 所に鐦 泉 場を 有し 常に 浴客の 頻繁なる も 
の あり 殊に 蓮華 鎩 山、 小 瀧 炭 山 等に 於て 著大の 鎩 
物を 開 發し生 脔事 P の 發展に 資する ほ n 下の 急務 
たり 依て 政府 ほ 速に 該鐵道 敷設の 計 51: を 立て 以て 
沿 ii 地方 無限の 富 源を 開發し 國家經 濟の發 達を阔 
られ むこと を 望む 
右 建顏す 

〔高 鳥顺作 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 高 鳥 順 作 君 諸君、 本 « は 提出者と して 松 木鐵道 

建設に 關 する 建議案に 付て 說 明を 致し、 御 賛成を 得 

たいと 思 ふので ございます、 本案は 谷 派の 御 賛成を 

得て 提 m した 案で ございます から、 極めて _單 に 申 

上げたい と 思 ひます、 本® ほ 新潟縣 糸魚 川 町ょり 長 

野 縣松本 市に 通ず る 線路であります、 總哩數 を 申 上 

げ ますれば 六十 三哩 九分 あるので ございます るが、 

大町間 二 十 哩八分 は 旣に私 設 鐵道會 社に 於いて 敷設 

しまして* 今日 營業 致して 居る ので ございます、 殘 

る處は 四十 三 哩 一分、 是れ さへ 付ければ 此鐵 道 ! ± 中 

央北 陸兩 線に 連絡す るので あります、 而 して 本線は 

軍事. 上 極めて 必要なる ものである ことは 申す 迄 もな 


いこと であります、 又此 通過 地 is に ほ 蓮華 li 山 •小 
攏炭山 •其 他 鲒 物が 澤山 有る ので ございます、 又 信 
越； S 國に 跨る 日本 「アル ブス」 の 小 谷 山林に (3: 無限 
の大淼 林が 有る ので ございまして、 之を 開發 して Jfi 
塵 興業の 發展に 資する に ほ， 國家 としても 此鐵道 が 
必要で あると 信ずる のであります、 si に 本 ^ を 敷設 
しなければ ならぬ と 云 ふ 理由を、 一言 御參考 に 申 上 
げて 置きたい と ,! U ひます のは、 御 承知の 通り 信越 線 
でありますが，信越線ほ帝國甭耍なる幹線でありま 
す， 即ち 帝 國の 首都ょり 北陸 ii に 通ず る 唯一の 閛關 
であります、 故に 乘客 、貨物 ほ 常に 充滿 して 居 〇 ま 
する が、 朵 が 础氷 或 (3; 直 江. 津 、長 © 間の 爲に® 送が 
非常に 輻輳して 居る のであります 、此 機 關の不 足を 
補ふ爲 に •本鐵 道を 補助線と して 付けなければ なら 
ぬと 云 ふ 一の P' 由であります、 故に 本線を 裏日本ょ 
〇 表日本に 通ず る鐵 通、 中間 中央線 横 Krf 線の 一部と 
して 敷設し なければ ならぬ と 思 ふので あります、 幸 
に本鍅 道が / II 来ます れば •其 距離に 於て 糸魚 川 松 本 
間 百 十一哩 に對し •約 五十 哩を減 縮す ると 同時に ■ 
地方 塵 業の 發展を 促進し、 無限の 富. t' を 開 發 し， 交 
通 運輸の 利便を％ 加し、 一面 信越 複線の 代用と もな 
るので ありまして .遠に 一罌雨 得の 線路と 信じて 居 
ります、 政府に 於き まして ほ 本鐵 道の 計畫を 立てら 
れ まして、 速に 工事に 著 手せられ むこと を® む， 本 
案は 二 十六 議會以 來蜓々 本 議會に 現は れて ，何時も 
御 同情に 依り SJ 決して 居る 案であります、 本 建_ 案 
ほ 愼重窮 議の上 何卒 御 賛成 下されて、 速に 可決 あら 
んこ とを 希 菌 致します。 

0 岩 崎 ill 君 本案 ほ _ 長 指名の 九 « の 姿 員に 付託せ 
られ むこと を菌 みます。 

〇 議 大岡育 造 君〕 岩 崎 君の 御 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔|,砰 議なし 異議な し〕 の聲 起る J 
〇 議長 (大岡 育造 射〕 御 異議ない と 認めます、 本案 
は 譎 長 指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました 
—— 日程 第 十五、 市町村に 煙草 元 賣捌 事務 委任に 關 
する 建議案、 提出者 前 川 虎造 君。 

第 十五 市町村に 煙草 元 賣捌事 務委 任に 關 
する 建議案 (前 川 虎造；； C 外 一 名提 
出〕 

市町村に 煙草 元賣捌 事務 委任に 關 する 鈕_ 案 

市町村に 煙草 元賣捌 事務 委任に 關 する 建議 


政府 现賣琪 業 中 煙草 元® 捌に 明す る 小扮は m 町村 
に委 fr: して 之を 陷理せ しめ として 從來の 
例に 依り 取扱 代金 o vl 分 C E£ り 至 rl 分の 五を 交 W 
する ことと g し 本年 六月！ efa 元 M S1 八 指定 ^ 新制 
ょり 之を Ef 行す へし 
右 建 諸す 

〔前 川 虎 is 射 ^ © J 
〔拍手 起る J 

0 前 川 虎造 沿 大- 案 (i 必に 秦® 肋対外十名の諸君ょ 
〇 提出され たる 第と， 同一の 内容を 有して 居る ので 
あ 〇 ます、 故に 私は 別段 此席 には 說明 の必耍 がない 
と 思 ふので あ. リます が， 唯々 1 P5 條秦封 等の 御 提 /H 
になつ た 案に ほ •市町村 其 他 公 HI: (一粒と あるので あ 
ります、 私共の 提 m したのに は 公共 一! fs が 無い ので 
あります、 併ながら 是は 法珙案 であり ませぬ が 故に 
若し 同一の 委員に でも 付託され ました y 合に ! i 、十 
分 一致點 を 見出して •唯々 政府に 相當の 案を 具して 
速に 斯う 云 ふ 方法に 致して 貰 ひたいと 云 ふこと ほ、 
1致出來ること、深く信じて居0ます、故にどうか 
秦君の案、及ぴ私共の提出した案と讲に、諸君の御 
採擇 あらん ことを 和 望して te: きます。 
r 拍手 起る〕 

0 岩崎黝君'本案ほ_に委以付託となつた泰费肋君 
外 十 ^ 提出， 市町村 其 他 公共 ME に 煙 ?；': 元 « 捌 ? jf 務 
委 M に關 する 建 誠 案と 同一 委 M に 併せて fj- 託せられ 
ん ことを 望みます。 

1 「異議な し與讖 なし」 と 呼 ふ湃あ 〇〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 V1- の 励 鼸に御 興 讖な いと 
認めます、 即ち 本案は、 日程 第 十を 付託した る 姿 M 
に 併せて 付託す る ことに 決しました、 日程 第 十六、 
名 古 屋太田 間 鐵逍 速成に 關す る® 識案を 難題と 致し 
ます、 黍 員 ,- M 三輪 市 太 郎^。 

第 十六 徭古屋 太 田間鐵 迫 速成に 關 する a 
識案 (三輪 市 太 郎君 外 六名提 m) 
(委員長 報吿〕 

〔三輪 市太郞 君 登壇〕 

一柏 手 起る〕 

〇 三輪 市 太 郎君 本案 ほ 諸 対 御 承知の 通り、 ^l1: ' ® 案 
の說明 を 致した 當時 にも、 政' / f-] ょり 必势 のない かの 
如き 答 辯を されました‘ 其 間 題で ございます るから 
して、 實ほ 諸冇の 御迷惑と 思つ て餘〇 多くを 述べと 
う もない とは 思 ひます るが、 如何にも 是が どうも 御 


院議 衆 矜議闕 帝冋 十四 第 


土® 案の 如く 誤解され るのは 甚だ it 憾と思 ひます か 
らして、 少しく 御浦 e を 願 ひます、 本案の 娄 M # に 
於け る 純 過 並 結果の 大要を 申します、 先づ W 問應答 
の ai s rl は、 lit 線路に 付て は 陸 海軍の S 見を 確 めら れ 
たる ものである かと 云 ふの、 政府 委 a に對 しての 問 
を 發し たのであります、 之に 對 して 政府 委員は 日く 
飛 II の縱 H 級を 薄 議する 場合に、 陸軍よりも 出席 致 
して 居られて 、別段 岐阜の 起點で 差 支ない 如くで、 
此本 線に 何等の 意見を 言は れなか つたから して、 此 


太 田ょり 名 古 M に 達する までの 間は 木曾川の 上流 あ 
りと 雖 も、 此幅员 に Ml に！ c 間 内外でありまして、 而 
も 木 曾は 岩石の 上に 橋脚を 設ければ 一向に H 费は耍 
しない、 其 以南には ® に 隧道が 一茼所 あるの みで、 
それょり名古_に達する間と； 2\ ふものは平坦の地で 
あつて、 工事の 雛 易と 云 ふ ものは 恐らく 全 ra 中に 於 
て 斯る樂 な H 事は 無い ので ございます、 然るに 政府 
に 於き ましては 此不 調査の 明かに 誌むべき 理由と 致 
しまして は、 名 古屋に 達する 塌 < 11 に 高架線を 設けな 


H 乃至 百 五十 萬 W1 の 利益を 得る ので ある、 本線の 經 
费なる ものは 全く！ 一十 © Mt? であって 恐らく 二 百 五十 
萬圓 位で 三百 萬圓は 決して 超えない ので ある、 して 
見る と 其 一方の 飛 輝 縱貫線 に 依て 得る 所の、 即ち エ 
費を 減少す る 所の 金 抑で 約 - 1- 败 程の 工事が 施せる と 
云 ふの 結果になる のでありまして、 何れの 方面より 
見る も 是非 急 施を 獎する 問題と 委員 會ほ認 めて、 全 
會 一致を 以て H7 決 致しました 次第で ございます、 ど 
うか 御 賛成を 願 ひます (拍手 起る) 


跺路は 必要で ない ものと 思 ふと 云 ふが 如き 答 辯で ご 
ざいました、それから急行列甩は、飛驟縱《線が貫 
通した 啜には* 岐阜を 起點 とする 上に 於て は 岐阜に 
も此 诳 海道 線の 急行 列 甩に接 結し 得る や 否やと 云 ふ 
の 問を 發し たので ございます、 然るに 此點に 於て は 

一向 調が 出來 て： S ない と 云 ふの 御 答 辯、 それから 飛 

11 縱 貫， 延いては 富 山に 達する 此 H 事 費なる ものが 

約 二 千 萬 w 以上に も 上る ので あるが、 名 古 g を 起 is 
として 之に 太 田までの 接 ^ 線 ■僅か 二 十數哩 を 敷設 
を 致しましたなら ! t: •此材 料 ? 5 の . 1-. に 於ても、 運搬 

费を減 少す る yf は 莫大なる 如く 思 ふが、 政府は 之に 

對して は 如 W なる 考で あるか、 此問 に對 しても 餘り 

大差 ほない 積り であるが と 云 ふか 如くで、 是又 十分 

なる 調 赉が 行 H いて 居らぬ ので ございます、 其 他 質 

問 も ありました が、 餘〇 多くは 述べ ませぬ、 そこで 

討論に 入りまして、 此線路 は木鈐 議に 於て ' n; 決すべ 

きものと 云 ふの S 見の 趣旨と 致しまして は、 元來此 

丨 |:1: 線なる ものは， 諸君 御 承知の 如く， 先 苹決 

猫に なつて 居る 所の 即ち 豫定線 である， 政府 ほ 唯々 

预定線に 51 きを置いたるのみで、名古屋を起點とし 

て 太 田まで 之を 接續 すると 云 ふこと には 一向 調が 行 

0 いて 居らぬ ので ある •加 之 飛 驟縱貫 線なる ものは 

m 海道 線と 北陸 線との 何れに も 連絡は 出來得 ると 雖 

も、 * は 同時に 日本海と 太平洋との 迎絡と 云 ふ もの 

は， 全く哩 の 上に 於て 二 十 ®! 哩 の延丧 になる のみな 

らず '迀廻 して 行く ので あつて、 玆に 名古屋 を 起點 

として 太 田に 達する と 致したなら ば、 名 古 房 港より 

して 日 木 海へ 一肢视 に 達する のでありまして， 而も 

此飛 II 縦 W 線、 RD ち 岐阜を 起點 とする 所の® 格より 

は、 哩の 上に 於て 二十 數哩を 減ずる ので ございまし 

て、 即ち 二十數 哩の此 線路を 敷設す る爲 に" 一方に 

於て ほ 二十 數咄を 減ずる と 云 ふこと になる ので ある 

加 之 丁：费 の 上に 於て どうで あるかと 云へ ば， 誠に 此 


けれ ぱいくまい とか、 0¢ は 木 # 川なる ものは 大河 川 
の 如く， 如何にも 末流に 於て は 大河 川 ' P ある、 其邊 
の實地 は 餘〇御 承知ない かの 如くで ある、 是に 於て 
委员の 意見と 致しまして は、 i8c 府が如 何にも 必要な 
りと 自ら 認めれば 自ら 提案す るので ある、 政府と し 
ては 全く 必要の あり や 否やに 立 入らずに、 荀も本 曾 
に 於て SI 々建議が 通過を 致して 居な 此木問 跟を 蔑視 
致して >  | 向 十分な 調査を しな かつた と 云 ふことは 
是は亦 明かなる 事 W である •仍て 委員 會に 於き まし 
ては 政府が 如何なる 意見を 唱へら る、 と雖も •軍事 
上に 於て 13: 名 古 屋に彐 師阐 あり、 同じく 愛知 縣にほ 
十五 肺團 あり、 而して 築港は 名 古屋港 あり， 四 H 市 
港 あり、 又 終點の 常 山 若く は 光 刻戶 水寬 人 S が 玆に 
說明 された る 所の、 即ち 金 名紋も 之に 連絡す るので 
あつて， 是 亦金澤 の 九 師幽 あり、 及び 沿道の 此飛驛 
の 山中、 即ち 帝室 林 跸 铃理 局の此 材木 等は 何れも « 
•■v al に 集散す るので ある， 加 之 沿道に 於て 今後 鑛區 
の 採掘 せらる V もの ありと 雖 4 •又 今日 迄の® 引と 
雖 も、 總て 名古屋 に 集散す ると S ふことは 明かな 問 
題で ある、 然るに 政府 •か 之に 反 對の 意を 表明され た 
と云ふのほ、本意ほ或ほ其所に無いのであらぅ，政 

府が斯 る 態度に 出で たの ほ、 或 翳 M が 此 案を 賛成す 

る贲思であつたのか、或ほ巧妙に破壊に出でたのか 

本案に 關係 無き 問題に 迄 立 人つ て 述べた から、 其 挑 

戰 に ! 1 じて斯 の 如き 躲 度に 出で たので あらぅ と 思 ふ 

何れに 致しましても 政府の 答 辯に m きを 置く の 必耍 

は 無い どぅしても 是は 政府を して 反省を 爲 さしめ な 

けれは ならぬ •而も lit 線路 ほ 飛！ 1 縱 W 線を 敷設す る 

前に、 矢 張此飛 驟縱 貫 線に 要する 所の 材料の 運搬に 

便益なら しめたなら ば， 此飛驟 縦貫 線を 併せて 宵 山 

に 達する 所の 此ェ事 金は 二 千 萬 圓に 上る ので ある、 

此の運槌上に便利を受け、假りに二十分一の運撖费 

を 減ずる と 云 ふこと にす ると •玆に 吾々 ほ 百 二 +萬 


〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 II 君 本案は 委員長 報 街の 通 〇、 可決せられ 
むこと を 希 ^ 致します。 

0 議長 (大岡 育造 委員長の 報告に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 本 建議案 採用 
可決す る ことに 決しました (拍手 起る〕 0 程 第 十七 
愛媛 縣今治 港 開港に 關する 建議案を 羯 題に 供し ます 
8 員 長 古谷 久綱 君" 

第 十七 愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議案 
(河 上铒太 君 外 四 名 提出)  (委 
員 長 報 吿〕 

〔古 ハ 介 久綱君 登壇 J 
〔拍手 起る〕 

〇 古 ? f 久綱君 本案の 委員 會 ほ 先 づ提出 奔 ょり 詳細 
rl. つ 熟 心なる 說明を 贈き まして、 本 建_ 案 提出 (3: 頗 
る 有力なる 理由の ある ことを 誠め ました •念の 爲に 
政府の 意見を 確め ました 所が， 政府の 方では、 今 治 
が 年々 產出 をして 居る 約 一千 萬 圓內 外の 綿織物の ' I' 
相 當の價 格は 朝鮮 支那 及 南洋の 方へ 移 111 又は 險出せ 
られて 居る と 5C ふこと を 認めて &;- る、' 故に 本案に 政 
府ほ 決して K 對ほ致 さぬ、 致さぬ が 今 治は 尙ほ港 S 
不完全で あるから、 之を 修眾 する 必要 も あるし、 又 
資本 其 他 商 取 al の關係 上， 商ち に 今 治を 開いて、 此 
處 から 諸 外® に此綿 織物 か : Is?: ぐ 輸出せ らる 、かどぅ 
かと 云 ふ 事 も、 尚 ほ 多少 攻究を して なければ なら 
ぬ 必要が ある-斯ぅ 云 ふこと でありました， そこで 
委 員會に 於き まして ほ、 此建 議案は 基に 時宜に 適切 
であると 認めました‘ 併ながら 唯々 51; 文句の 上に 於 
きまして r 愛媛 縣越智 郡 今 治 港を 特別 轍 / t} 港に 指定 
せられむ ことを 望む」 と ® いてあります が、 物：！ lln を 
限り . FI つ 輸出 丈を 致します る 所の 特別 輸出港と 云 ふ 


よ 〇 も •今日は 谷地の が 皆 悉く 踰出入 共に 出來る 開 
消 所に なつて 居ります から 「今 治 港を 開港と して 指 
定せら れ むこと を 望む」 と 改めた 方が 宜か らぅ、 斯 
く 修正すべき 如 のと 決定 致しました、 此段御 報 W を 
致します (拍 S 起る) 

〇 岩 崎 動 君 本案は 委員長 報 吿の 通り 可決せられ む 
ことを 希 Sf 致します。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 本案は 的 員 長 報 吿に御 異議は 
ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 封) 御 W 議な ければ 本：；： へは 委員長 
報 小 M 通 o nl 決 饨 しました •日程 第 十八、 新 見 三次 間 
鐵道 建設に 關す る妞 議案を 議題と 致します、 委 M 長 
望月 圭介 君。  . 

第 十八 新 見 三次 問 鐵道 建設に 關 する 建議 
案 (湯 淺凡平 君 外 一名 提出〕 

(委 M 長 報 ¢0 

oaf 月 圭介君 極く 簡單 にして 明瞭なる 案で ござい 
ますから* 自席よ 〇 御 報 ® 致します。 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 許可 致します。 

0 轺月圭 介 君 本案は 湯 淺凡平 君の 提案で ありまし 
て、 山陰 線と 山陽 線との 間に 於け る 所の 一線を ■廣 
島縣の 三次より 岡山縣 の rr 見に 帀る 鐵逍の ® 設をし 
たいと 云 ふ 案であります •提 m 者の 詳しき 說 明を聽 
き •政府に 對 して 質問を 爲 し* 之に 對す る牕答 も あ 
りました、 委員 會は古 )11 代髅 士の 動議に 依て 滿場一 
致を 以て 可決 致しました、 又 政府の 意見と しては、 
陰陽の 連絡 稗 定 線に 先つ て 之を 造る と 云 ふ 事に 付て 
は、 直ちに 贊成 をす るの ことは W 來な いと 云 ふこと 
であつ たけれ ども •大正 四 年に 測量を した 案と して 
餘り 素氣な く 反對は 無かつた のであります •付けて 
申して [a きます が、 此案 に先づ 井上 角 五郎 君の 紹介 
に 依て、 照 島縣神 石 郡 新阪 村長 岡和跽 ir 岡山縣 新 
見 町長 田 原 藤 一郎、 是 等の 者の 請願を 首め として、 
十數件 の 本案 同樣の 請願が， 請願 委員 會に 於て 採 擇 
可決に なつて 35 るので あります からして、 右 御 報吿 
を 致します， 併せて 賢明なる 諸君の 御齊 成を 請 ひま 
す。 

G 岩 崎 ®') 君 本案は 委員長 ^ 吿 通り »/ 決されん こと 
を 箱 S 致します。 

1 .「锊 成々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

五 五三 


愛 枴縣今 治 港 职港 1- 防す る建费 案  新 見 三次 間鍅道 速成に 關 する 0S 雜案 
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山 田 琴 平間鐵 道 建設に H T る 速 議案  東鄕 村に 登 !  11^ 所 設置の 請 _ 外 十四 件 


0 議長 (犬 岡 育造 君) 委負長 報吿に 御 異議 {X ありま 
せぬ か。  ， 

1「 異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇遴長 ( 大岡 育造 君) 御 興 議な きを 以て、 委員長 報 
竹 の 通り »f 決した る ことを 宣吿 致します、 日程 第 十 
九、山 [1] 绿平間玆道建設に關する建議案を諉題と致 
します、 委貞長 白 石 寅 治 君。 

m 十九 山 田 琴 平 間鐵道 建設に 關 する 建議 
案 (白 石 商 治 君 外 十八 名 提出) 

(委 M 長 報告〕 

〔拍芊 起る〕 

〇エ 颅® 士白石 直 治 君 此報传 ほ 前の 報吿 よりも 尚 

ほ 一屉簡 駔 であります から、 自席より 御 報吿を 致し 

たいと 思 ひます。 

OS? 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します、 但高聲 に 願 ひ 

ます 

〔「早く 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり J 

〇エ 舉博士 白 石 直 治 君 私の 出来 得る 丈 高聲 にやり 

ます’ 此山田 琴 平 間の 鐵道 ，即ち 四阈縱 貫 線と 稱す 

る ものであります， 此委 M 會ほ 全會 一致を 以て 可決 

致しました •其 理由は 先般 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 

を 謎す るの 際、 彼の 案に 修正を 加へ て 本院で 議決を 

致しました、 其 修正の 理由と 全く 同 | の もので あり 

ます •而 して 政府 委員の m 席を 請 ひ 其 意見を 求め ま 

した、 政府 委 負の 言明に ほ、 四 國縱貫 線は 政府に 於 

て も 最も 必要と認める >  而 して 其 線路の 或る 部分に 

付て ほ 尙ほ挪 重なる 調査を 重ねて •處 分を する 見込 

であると 斯樣に 言明せられ ました、 右經過 結果の 報 

吿で あります 、{凡し く 御 賛成を 願 ひます" 

〇 岩 崎剧君 本案は 委員長 報告 通り 可決せられ んこ 

とを 希留 致します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 委員長の 報 吿に御 異議 ありま 

せぬ か。 

〔「異議な し異_ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 ： 大岡 育造 君〕 御 異議が なけれ ぱ 本案は •委 

員 長 報告 通り 可決した る 事を 宣吿 致します、 是 より 

請願の 議事に 移ります、 日程 第二 十 乃至 第三 十一は 

請願 特別 報 街なる を 以て、 例に 依り 一括 議題と なし 

委員長の 報告を 求めます I 委員長 代理 理事長 田 桃 

藏 君。 

第二 十 (特別 報告 第百二 十三 號〕 東鄕 

村に 登記所 設置の 請願 


(委負長報齿) 

第二 十 I  (特別 報吿第 百 二十 四號〕 元 佐 
倉 辟 裁判所 復賴の 請願 

(悉 .員 長 報告) 

第二 十二  C 特別 報吿第 百 M 十五 號) 元 松 
阪區 裁判所 復 H の 請願 

('委員長 報告〕 

第二 十三 (特別 報 吿第百 二十 六號〕 元 水 
口區 裁判所 復~3 の 請 朗 

(委員長 報吿〕 

第二 十四 (特別 報吿第 百！ 一十 七號) 古賀 
村を 長崎區 裁判所 管内に 編入の 
請願  (委員長 報齿) 

第二 十五 (特別 報齿第 百 二十 八號〕 小牛 
田石卷 間の 私設 if 便鐵 道を 國有 
經營 と爲 すの 請願 

(委員長 報告〕 

第二 十六 (特別 報告 第 百 二十 九號) 日立 
木 村に 停車場 設置の 請願 
(委員長 報告) 

第二 十七 (特別 報 吿第百 三十 號) 平元鐵 
道 速成の 請願 

(委員長 報吿〕 

第二 十八 (特別 報 吿第百 三十 一號〕 羽 越 
海岸線 酒 田 秋 田 間鐵道 速成の 請 
願  (委員長 報告〕 

第二 十九 (特別 報吿第 百 三十 三號) 池 田 
川 之 江 間鐵道 敷設の 請願 
(委員長 報吿〕 

第三 十 (特別 報告 第 百 三十 四號) 七 尾 

輪 島 間鐵道 速成に 關 する 請願 

(委員長 報告) 

第三 十一 (特別 報 吿第百 三十 六號) 眞岡 

線鐵道 延長に 關十る 請願 

(委員長 報告〕 

〔長 田 桃藏君 登壇〕 

0 長 田 桃 藏君板 東 請願 委員長の 御 病氣は 案外に 御 

重態で、 本日 も 其 職務を 執らる X ことが 出 來ませ ぬ 

のであります、 甚だ 遺憾に 堪へ ませぬ が已 むな く微 

々たる 本員が 代つ て 報吿申 上ぐ る 事に 致します、 日 

程 第二 十、 特別 報 吿第百 二十 三號 •東鄕 村に 登記所 

設置の 請願、 宮 崎縣柬 臼杵 郡東鄕 村長 新 名馬 治 外 十 


八 名 呈出 •紹介 議員 長 峰與一 君、 日程 第二 十一、 特 
別報 吿第百 二十 四 號 ，元 佐 倉區 裁判所 復： iffi の 請願、 
千 葉 縣印旛 郡 佐 倉 町 內鏑木 町 五十 一番 平民 公吏 岩 淵 
捭太郞 外 十四 名 呈 /J1 ■紹介 議員 吉抝庄 一郎 君、 日程 
第二 十二， 特別 報告 第百二 十五 號 ，元 松阪 M 栽 判 所 
復 》 の 請願、 三重 縣飯南 郡 松阪町 長大 村 福 五郎 外 二 
十二 名呈 m、 紹介 議員 佃 安之 丞君外 I 名， 日程 第二 
十一 一 i、 特別 報告 第 百 二十 六號 •元 水口 區 裁判所 復 ffl 
の 請願、 滋賀縣 甲賀郡 水口 町長 西 田 繁造外 二十 四 名 
呈出， 紹介 議員 S 月 長 夫君、 日程 第二 十四、 特別 報 
吿第百 二 十七號 、古賀 村を 長崎區 裁判所 管 內に編 入 
の 請願， 長崎縣 北高來 郡古賀 村長 田 口. 八十 治 里 出、 
紹介 議員 HII 元 由® 君、 日程 第二 十五、 特別 報告 第 百 二 
十八 號 、小牛 田石卷 間の 私設 輕间鐵 道を 國 有經營 と 
爲 すの 請願、 宮城 縣仙臺 商業 會議 所會頭 八木久 兵衞 
呈出、 紹介 議員 岩 崎 總十郞 君 外 六 名" 日程 第二 十六 
特別 報告 第 百 二十 九號 ，日立 木 村に' 停車場 設置の 請 
願‘ 福島縣 日立 木 村長 伏見忠 外 二 名 呈出 •紹介 議員 
高 岡 唯一 郎君、 日程 第二 十七、 特別 報 吿第百 三十號 
平 元鐵道 速成の 請願 •元 山 商業 ST 議 所會： 姐 龜谷 愛介 
外 二名呈 IJ1 、 紹介 議員 神 谷 埠男 君、 日程 第二 十八、 
特別 報吿第 百 三十 一 號>  羽 越 海岸線 酒 田 秋 田 間鐵道 
速成の 請願、 酒 田 商業 會蘸所 副 會頭村 田與治 兵衞外 
一名 呈出、 紹介 議員 田中隆 三 君、 日程 第二 十九、 特 
別報 吿第百 三十 三號 、池 田 川 之. •/! 問鐵 適 敷設の 請願 
愛媛 縣宇 _ 郡 川 之 江 町 一千 五 百 九十 一番 地 ノー  平民 
公吏 一柳 藤 市外 六十 九 名 呈出、 紹介 議員 古： 4 :久綱 君 
外 四 名、 日程 第三 十、 特別 報告 第 百 三十 四號 、七 尾 
輪 島 間鐵道 速成に 關 する 請願、 石 川 縣金澤 市長 町 四 
番町 十九 番地 士族 石川縣 會議择 辯 一士 西 永 公平 呈出 
紹介 議員 中橋德 五郎 君 外 五名、 日程 第三 十一、 特別 
報 吿第百 三十 六號 、眞岡 線 鐵道 延長に 關 する 請願、 
柺木 縣芳賀 郡 茂 木 町 大字 神 井 三十 八番 地平 民熳 町會 
議員 大越勘 之 助 外 五十 名 呈出、 紹介 議員 横 田 千 之 助 
君 外 一 名、 以上 十二 件が 議題に なつて 居る ので あり 
ます， 此十二 件は 各々 請願 委員 會に 於て 愼 m に , fi? 議 
を 致し‘ 各々 理由 ある ものと 認めて、 之を 採 擇 する 
ことに 決しました、 其 件の 請願の 內容 及採擇 の 理由 
は、 読 願文 書 表 及 委員 會の會 議錄に 就て 御 承知を 願 
ふこと にして 此所 に說 明す る ことを 略します。 

特別 報告 第 百！ 一十三 號 
意見書 


五 五 四 

請願 文爵衷 第 七 七八號 
柬 鄕 村に 登記所 設 s o 請願 Jcsny ^ 'fl 臼杵部 
東鄉 村長 新 名馬 治 外 十八 名 呈出 T iti <> 3 ti 
長 峰與一 君〕 

右 請願の 要旨 ほ {a 崎 縣東 日杵 郡 iu 鄉村は 都の 南部 
山間に 介在せ る 僻地に して 多數の 部落ょり 成り 地 
域廣澗 にして 3> 西 十 m 南北 七 m 餘而稂 十二 方里 人 
口 六 千 七 百餘を 有する も所姹 登 fR 所を f?fi る こと 
遠き は 十 里に 達し 通例 一事 件に 三日を 嬰し i'f 類 等 
に 不備 あらむ か 四 . Ti: 日を 徒 ? 5 する こと敢 て 稀なら 
す 而も 同村に 於け る旣往 三简年 平均 登記 収扱 件数 
ほ 千 七 百 七十 三 件 此の 登錄税 千 百 二十 二 [1 を 箅す 
るを 以て 東鄕 村に 登記所を 設立す る も 之 か 維持に 
何等の 支障な きのみなら す願总 採 ® の 場合に ほ ！ &f 
地 建物 等を 提供す へきを 以て fju 記 東鄕 村に 登記所 
を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は ^ の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 識決せ ote て 敷 院法第 六十 五條に 別 
册 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 百！ 一十 四號— 

意見書 

請願 文 雪 表 第 七 一一號 
元 佐 倉 區裁判 所復 M の 請願 千葉縣 印旛 郡 佐 
倉 町內鏑 木 町 五十一 番地 平民 公吏 岩 淵摁太 
郞外 十四 名 早： 出 C 紹介 錨 員 TV- 植 ffi 1 郎君) 
右 請願の 要旨は 千 葉縣下 元 佐 4 「區 裁判所 (X 大正 二 
年廢 止せられ たる も pf 管 _地た りし 印旛 郡ょり 所 
_ 千 葉區 裁判所に 至る に (X 七 m 乃至 十 一  m の 距離 
あるの みならす 印旛 沼に 傾斷せ られ 交通の 不便 甚 
し 且該區 裁判所の 取扱 件數ほ 他の 席 裁判所に 比す 
るに 遙に 多く 爲に郡 民の 不利： 个便大 なり 依て 元 佐 
倉區 裁判所を 復舊 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆 識院ほ 其の 趣 肖を 至 常な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 識決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依〇 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報 吿第百 二 十五 號 
意見® 

請願 文書 表 第 七 六七號 
元 松 阪區 裁判所 復 a の 請願 三重 縣阪南 郡 松 
阪町 長大 村 福 五郎 外 二十 二 名 呈出 (紹介 讖 
員 佃 安之 丞君外 一名〕 

右 請願の 要旨は 三 縣下元 松阪區 裁判所は 往年 行 


院議 衆會蓊 阈帝囬 十四 第 


政 整理の 際廢 止せられ 其の ® 管轄 地 (X 安濃 律 區裁 
判所の恃轄に移されたるも由來松阪町ほ彐甫縣下 
六大 市街の 一 に 厫し南 勢に 於け る樞 要の 地に して 
縣下 M 站判所 中 事件の 多數を 占む 然るに 客年 其の 
實 狀を 同ぅ する 大垣 M 裁判所を 始め 復 a せられた 
る もの尠 からさる に 獨〇元 松 阪 M 裁判所の 其の 選 
に 漏れた るは » 管轄 民の 甚た 遣憾 とする 所な 〇 依 
て 速に 同 K 裁判所を 復 ■せられた しと 謂 ふに 在り 
衆 P 院ほ 其の 趣旨を 至 常な りと lg め 之を 採 採す へ 
きものと _決せり依 て 議院 法 第 六十 .? r: 條に 依り 別 
册 及御揆 付 候 也 

特別 報 佐 第 西 二十 六號 
意見 街  , 

諸 願文 爵表第 八 四 ? 7T 號 

元 水口 M 裁判所 復 ffl の 請願 溢賀縣 甲 賀郡水 

口町 長 西 田 繁造外 二 十四 名 呈出 (紹介 議員 

轺月長 夫君) 

4PSI 願の 要诗は 溢 賀縣下 元 水口 區裁判 所は 大正 二 

年 行政 鞍 理の際 礙止せ られ大 律 區 裁判所の 管 轉に 

移されたり 然れ とも 元 水口區 裁判所の 管 _地た 〇 

し 叩 賀郡 は縣 の朿 南に 偏在し 其の 一端は 三重 縣及 

奈良縣 に 接し 東西 十 里 南北 七里餘 にして 山嶽 重 © 

の 間に 人家 介在せ るを 以て 外部との 交通 甚た 不便 

なり 依て 地勢 上 之に 隣接し .n. 近 iT. 鐵道 (水口 驛〕 に 

te o 交通の fa! ある 蒲 牛： 拙の m 部を 其の W 輅區域 に 

編入し 以て 元 水口區 裁判所を 復舊せ られ たしと 謂 

ふに 在り 

衆 謎院 ほ 其の 趣 H- を 至 常な りと 認め 之を 採 櫸 すへ 

きものと 難 決せり te て 議院 法 第 六十 ？/ i: 條 に ffi り 別 

册 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 百 一一 十七號 

%?' 見 fy 

誌 願文 ffj 表 第五 二三 號 

古贺 村を 長 崎 席 裁判所 管内に _ 入の 請願 長 

崎 1 M 北 高來郡 古賀 村長 田 口 八十 洽 呈出 (紹 

介 P 員 則 元 由 «f 君〕 

右 諸 願の 嬰 旨は 4C- 崎 縣北萵 來郡 古賀 村は 現今 其の 

登記 事務に 關し ては 大村 K 裁判所 田 結 / 1! 張 所の 管 

餺に随 する も 其の 不便 甚 しきを 以て 前記 古贸 村を 

長 崎 棹 裁判所の 管 ^ に 移された しと 謂 ふに 在り 

衆議院 li 其の 褪 疔 を： 辛： 當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 謎 決せり 依て鄧院法第六十五條に依〇別 
元 水口  K 栽 判 所 ? ill ® の SSI 願 外 八 件  . 


册及 御 is 付 候 也  — 

特別 報吿第 西 二十 八 號 
意見 霄 

謂 願文 書 表 第 六 七 五 號 
小牛 田 石 卷間の 私設 輕便鍅 道を 國 有經營 と爲 
すの 請願 宮城 縣仙毫 商業 會議所 會頭八 木 
久兵衞 呈出 (紹介 議員 岩 崎總十 郎君 外 六 名〕 
右 請願の 要旨は 宮城 縣下 小牛 田驛 より 石卷 港に 通 
する 私設輕 仲 鐵道を 買收し 大正 七 年度より 國有經 
營に 改められた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _  , 

特別 報 吿第百 二 十九 號 
意見書  . 

請願 文 ® 表 第 七 五 七號 

日立 木 村に 停車場 設置の 請願 福 鳥 縣相馬 郡 
日立 木 村長 伏見忠 外 一; 名 呈出 (紹介 議員 高 
岡 唯一 郎君〕 

右 請願の 要旨は 福 島 縣相馬 郡 內常盤 線 中 村 驛鹿島 
驛 間は 七哩八 分の 長距離を 有し 其の 間に 介在せ る 
日立 木 村は 產 業の發 展 著しき のみなら す 附近 村落 
物貨粱 散の 中心地た 〇 然るに 旅 容物 資の 交通 運輸 
上 停車場を 有せ さるは 遺憾と する 所な り 依て 前記 
中 村 鹿 島 兩驛間 日立 木 村 地 内に 停車場を 設置 せら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な 〇 と 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て _院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 百 三十 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 八 二號 

平 元鐵道 速成の 請願 元 山 商菜會 議所會 頭 II 

谷 愛介 外 二 名呈川 (紹介 誘 神 ハ 介 itl 男 君) 

右 請願の 要旨 (X 我 か 大陸 經營上 中部 日本と 滿洲と 

の 間に 最捷徑 袼を得 るに ほ 日本海® 斷 W1 路の開 姶 

と共に 平元鐵 道の 敷設より 急なる はなし 而して 平 

元 線 苗 四十 哩ほ滿 洲元山 方面の 連絡 上 之を W 山迂 

回の 線に 比すれ は 實に百 六十 五哩 一を 短縮し 掲る 

のみなら す產業 開 發上及 商取引 h は 固より 朝鮮 半 

島 一般人 文 啓 發の點 より 見る も 頗る 緊要なる 線路 

に li す 而も 本線の 敷設は 旣に 多年の 懸案に して 衆 


議院は ® に 之に 關 する 請願を 採摺せ られた り 依て 
速に 平 元鐵 道を 鞔 設せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 桃 3 e を 至當な りと 認め 之を 採榴 すへ 
きものと §§ 決せり te て發院 法 第 六十 3T 條に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報吿第 百 三十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第 八 〇八號 

羽 越 海岸線 酒 田 秋 田間餺 道 速成の 請願 酒 田 
商業 會議所 副 會頭村 田 與洽兵 衞外一 浴 呈出 
(紹介 議員 田 中隆彐 君 外 七 名) 

右 請願の 要旨は 羽 越 海岸線 鐵道は 北陸 及 關 四 地方 
と 速 絡し 日本 Yf5 並 太平洋と を 通し 北海道 棒 太 方面 
に 近接せ しむる 重要 機關 にして 軍事上 交通 上 (3: 勿 
論 日本海 一帶 海陸の 富 源は 之に 依て 開拓せ ら るへ 
し 就中 秋 田 酒 田 間は 古來商 工業の 取引 並 運輸 交通 
上 特殊の 關係を 有し 近時 產 業の 發達 著しき のみな 
らす陸 羽 線の 開通は 益該 區間鐵 道の 急設を 要すへ 
きを 以て §< 令 御物 川鐵橋 架設 工事 等の闲 難 ありと 
する も H 事の 完成は 尙數 年に 苴 るの 狀 勢に 在る は 
國家經 濟上不 利© からす 依て 羽 越 海岸線 工事の 豫 
定期 限を 短縮し 酒 田 秋 田 間 鐵逋を 速成せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也  I 
特別 報吿第 百 三十 三號 
意見® 

請願 文書 表 第 八 三四號 

池 田 川 之 7n 間鐵道 敷設の 請願 愛媛 縣宇廳 郡 
川 之 江 町 一千 五 百 九十 一番 地 ノー  平民 公吏 
1柳藤市外六十九名呈出(紹介諝負古谷久 
綱 君 外 四 名〕 

右 請願の 要旨は 愛媛 縣宇摩 郡 (T- 讚、 阿、 土の 三 國 
に 境を 接し 四國 中央部に 於け る 交通 運輸の 連鎖た 
る 地に して 諸般の 商取引 頻繁なる に拘ら す 交通 機 
關た る鐵 道の ffi なきを 以て 遺憾 尠から す該地 方 民 
は 德島縣 下 池 田 愛媛 縣下川 之 江 間 鐵 3! の 敷設を 要 
望す る や 久し 若 本線 完成の 曉ほ 四國全 體の 交通を 
盛なら しむる は 勿論 中國 との 通商に 於ても S1 大の 
効果を 實 現し 延て は德島 線の 收 人を ^ 加せ しむへ 
し 依て 速に 池 田 川 之 江 間鐵 道を 敷設せられ たしと 


謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 菏 を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 謖 決せり 依て 議院 法 第 六十 5TT 條に 依り 別 
册及 御 S 付 候 也 

特別 報吿第 百 三十 四號 
意見書 

請願 文 霄表第 七 ニニ 號 

七 尾 輪 烏 間鐵道 速成に 關 する誧 願 石川縣 金 
澤 市長 町 四番 町 十九 番地 士族 石川縣 會 議長 
辯 護 士西永 公平 呈 m  (紹介 議員 中 橋 德芄郞 
君 外 五名〕 

右 請願の 要旨は 石 川 縣七尾 町ょり 輪 島 町に 至る 沿 
辯 地方た る 能登半島 ほ 水 林產 豊富に して 鏞產亦 尠 
からす 殊に 輪 島 町は 漆器の 產出を 以て 聞え 年額 百 
五十 萬 W に 達する の 盛 况なる も 交通 機 [SI の 設備を 
缺き 海路 亦 概ね 其の 便を 得さる か爲池 方產 業の 開 
發上 遺憾 甚し浓 て 速に 七 尾 輪 島間鐵 道を 敷設せ ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ り 依て 謅院法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送 M 候 也  _ 

特別 報传第 百 三十 六號 
意見 W 

請願 文書 表 第 八 二 八號 
0 岡 線鐵道 延長に 關 する 請願 柄 木 縣芳賀 郡 
茂 木 町 大字 神 井 三十 八番 地平 民 農 町 會議負 
大越勘 之 肋 外 五十 名 呈出 (紹介 議員 摘 田 千 
之 助 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨 ほ祸木 縣芳賀 郡の 束 北部た る 茂 木 町 
地方 ほ 人家 稠密に して 天與の 物資 亦® 富なる も 交 
通 不便なる 爲之を 開發 する 能は す 之れ該 地方 民の 
遺憾と する 所な り te て- ! a に 漸く 七 井村に 延長 せら 
れた る眞岡 線を 更に 烏 山に 通 絡せ しめむ とする 場 
合には 前記 茂 木 町を 經由 せしめられた しと 謂 ふに 
在り 

衆 識院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 議決せ り 故 て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御ぎ 付 候 也 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 唯今の 詰 願 委員長の 報 缶に 對 
して 反 對の通 汚が 最後の 第三 十一に あります、 依て 
此三 十一を 後と 廻 L にして •三十までの 決を 採り ま 
す •請願® 員 接の 報 吿に御 異議は ありませ ぬか。 

五 五 五 


院議 衆钤議 國帝回 十四 第 


訝 顏& S5 

t 「異議な し異謬 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 興 謎な きものと 認めます、 
法て 三十まで ほ —— 二 十ょり 三十 迄は 總て委 員 長 報 
吿の 通りに 決します、 第三 十一に 對 する 反對 の >1 吿 
高 田耘平 君の 登 檀を 促します。 

〔高 田 耘平君 登®) 

〇 萵田耘 平 君 本員 ほ 日程 第三 十一、 眞岡線 鐵道延 
長に 閱する 請願に 反 對の恝 見を 持て 居る もので あり 
ます、 此前ほ 委員長の 御意 見に 私 ほ 效成致 したので 
あります が、 今度 (3: 巳む を m ず 反對で あります、 £ 
對の理 由を 申 上げ ますれば、 此誧 願の 要旨 ほ 詰り® 
岡 線を 七 井 驛まで 出来て 居る、 其 七 井ょり 烏 山まで 
延長す ると 云 ふ ものを、 東に 廻つ て 茂 木なる 市街に 
迂廻 して H ひたいと 云 ふの が誧願 の 趣旨であります 

是が tt 族院に 於て は旣に 本會議 に 於て 採 掙に 決して 

居ります、 衆議院に 於き ましても 、委員 會に 於て 採 

摺に 決せられて あります けれども、 私は 甚だ 遺憾な 

がら 之に 反對の 意見を 持て 居る 其埋由 は. 第一に 申 

上げる ことは、 K 族院に 於ても 衆識院 に 於ても、 誤 

まられ たる 說明の 下に 本案が 採 揺され て あると 云 ふ 

ことであります G のう 「ひや と 呼 ふ 者 あ 

り〕 今 衆 鹩院に 於け る此 問題の 紹介_ 員渡邊 君が、 

委員 會に 於て 陳述した る 中に 斯う 云 ふ 事が 書いて あ 

ります 「此 茂 木 町は 人口に 於て 四 萬， 戶數に 於て 五 

千を 有して 居る 町であります」 斯う 云 ふこと が 立派 

に 御明 言に なつて Ipr る、 所が 此茂木 町 ほ 唯今 私が 正 

確に 栃木 縣廳に 就て 調べた 所に 依ります と、 戶數は 

千 三百 二 十六 戶、 人口が 八 千 六 百 七 人で ございます 

(「五分の 一」 と 呼 ふ 者 あり： >  殆 ど： ;-/- 1: 分の！ で ござい 

ます， 斯う 云 ふこと を 御說明 になつ て， 成程 栃木 縣 

に 於て は 四 溫以 上の A nl は 宇都 宮が略 々五 萬に 近い 

丈であります、 外には 四 萬な ど、 云 ふ 人口 ほご ざい 

ませぬ、 渦 日 問題に なりました 足 利 町は 大分 盛大で 

ございま する けれども •是亦 今猶ほ 三 萬に 達し ませ 

ぬ、 狀况で ございまして、 茂 木が 入口が 四 萬と 云 ふ 

ことは 是 ほ 或は 速記者の 誤で あるかと も 思 はれます 

けれども、 兎に角 明白に 速記 錄 に斯樣 な 事が 記載 さ 

てありまして- 31 だ 誤れる 說 明の 下に 御 審議に なつ 

て、 御 採 擇にな つた ものと 思 ふので あります (「のう 

<運 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 尙ほ 貴族院に 於て どうで 

あるか、 ft 族院に 於て 男爵 島津久 賢 君の 御說 明に 依 

ると、 今の 政府で 御 決定に なつた 線路の 側の 人口が 


四千 •大變 な 相違で & る， 斯う 云 ふ 事が 霄いて ある 
詰り 茂 木 町 丈で —！ 衆 is 院の方 は 茂 木 町 丈で實 際に 
於いて 八 千し か 無い ものを 四 萬 あると 云 ふこと が 御 
說明 になつ て 居る， それと ) i 對に政 府の豫 定 線の 方 
は、 人口が fl か 四千 許りし か 無い と 云 ふこと •か 說明 
してある、どうも是れほ男辟島津久賢君なる人ほ、 
栃木 縣の內 情を 知る 人では ございませぬ から、 或は 
請願書 等に 左樣な 事が 書いて あるので あるかと 思 ひ 
まする けれども、 若し 左様な 事が 書いて あれば 甚だ 
不都合な 事が ® いてあります、 尤も 渡邊 君 (X 栃木 縣 
の 方で ございます るから、 御 間違になる 譯は ござい 
ませぬ けれども •要するに 遝邊 君の 御說 明に なつた 
事を 判 斷す るのに. 此 請願 線に & る四箇 町村 許り あ 
ります、 此四箇 町村 許りの 戶數が 五 千で、 人 P が 四 
萬と 云 ふ 意味と 私は 推定 致します、 所が それ もま だ 
誤つ て 居りまして、 唯今 私の 調べました る 所では 僅 
か 計畫線 全部の 町村を 合算 致しましても 二 萬 五 千餘 
人で ございます、 斯う 云 ふやうな 兩院 とも 最も 鐵道 
經營上 必要なる、 詰り 利益を 受ける 人 rl 戶數 等の 上 
に 於き まして •誤られた る說 明の 基礎に 依つ て 判 斷 
されました 採櫸 であると 云 ふことは 明かな 事實で ご 
ざいます、 此事を 前に 辯 明 致して 置きます、 次に 此 
鐵道 を經營 する 本義から 致しまして、 果して 此 請願 
線が 稗定 線と 比較して、 鐵道 經營上 採る 事の 出 來る 
ものである や 否やと 云 ふこと を， 研究す る 必要が あ 
らうと 思 ひます、 唯今 長 田 君の 御說 明に 依て 愼重御 
港 議な された もので ございます るから、 御 間違は 無 
からう と 思 ひます けれども | 應 彼の地 方に 最も 近き 
關 係の ある 私と して 申 上げて 置く 必要が ございます 
C 「簡 W 々々 」 と呼 ふ 者 あり) まだ さう は 參り ませぬ 

(「間 單々々 」 と 呼 ふ 者 あり) 成るべく 簡單 にします 

(「_ 聽々 々」 と 呼 ふ 者 あり) 第一 距離の 點で ござい 

ます、 請願 線と 豫定 線と を 比較して 距離が 何れが 近 

いか >  裨 定線は 十彐哩 九分、 詰り 約 十四 哩でご ざい 

ます、 請願 線は 是が請 願 側の 人の 話を 聽き まする と 

四哩 % して ある、 詰り 三 割 弱の咐 加に なつて 居り ま 

す、 十四 哩に 付いて 四 哩で すから、 詰り 三 割 弱の 增 

加に なつて 居る と 云 ふことは* 是れも 明かで ある、 

それから 又 HS の關 係が どうか •是れ は 餘程考 へな 

ければ ならぬ ところで ございます •此の 豫定 線の 十 

四哩 に對 して H 費の Is 算 'か 略々 八十 萬圓と 承知して 

居ります、 詰り 一 a 平均 五 萬 七 千圓强 である、 假り 


に 一哩五 萬 七 千 la を褙せ ば， 四哩 詰り 二 十二 萬 八 千 
_ を佾 す譯で ある、 更に H 地の 狀况を 見ます ると， 
預定 線 (3; 殆ど 小 貝 川の 沿岸を 平地を 上つ て 烏 山に 達 
する ので ある、 ところが 茂 木に 迂 11 する ことにな り 
まする と-殆ど 丘陵 山岳の 間を 縫つ て步 くやう にな 
ります， 詰り 之れ を 或る 相當 に鐵 道に 關 係の ある 人 
が、 圖 面に 依て 達觀的 に 見た所に ほる と、 どうして 
も 一哩に 付て 五 萬 七 千圓な らば 倍の 費用が 掛かる だ 
らうと 云 ふこと に •鐵 道に 付て 經驗の ある 人の 明か 
に 言つ て 居る 所で ございます‘ さう すると 詰り 此十 
八 哩に對 して 百 二 萬 六 千 圓の咐 額になります 、之に 
里程の 增 加に 依る 元の 二 十二 萬 八 千圓を 加へ れぱ、 
百 二十 五 萬 四千 圓と云 ふ經費 の枬 加が 算盤 上 どうし 
て も 出ます， さう すると 八 千 萬圓に 合算す る 事 百 二 
十五 萬 四千 圓 •二百 五 萬 四千 圓と云 ふ經費 になり ま 
す、 それで 私が 見た のでな く、 是ほ從 來の歷 史上よ 
り if 明 出来る ので ございます， 從來 の歷史 とは 何で 
あるかと 申します ると、 此鐵適 と 略々 同一なる 鐵道 
が、 明治 二 十七 八 年の 頃、 故 中 江 篤 介 先生が 社長と 
なりまして、 常 野 鐵道 なる ものを 此地點 に 設けた の 
であります-其 時に 於き ましても 少しも 茂 木に 廻る 
と 云 ふの 調奄は 致して 居 〇 ませぬ， 今朝 其 常時 測量 
に從事 致しました る 所の 或 人の 意見を 聽き ましたる 
所が •第一 土質の 關 係に 於て、 第二 山岳の 多い 關係 
に 於て 第三 距離の 遠い 點に 於て 到底 比較に ならぬ と 
云 ふこと よりして、 常 野 鐵道 は此問 辟に 付て 少しも 
研究し なかつ たと 云 ふ歷史 が あるので ございます、 
尙又鐵 道院 がどう 云 ふ 事を 此事に 付て 委員 會に 於て 
言 ふて 居る かと 云 ふと、 茂 木 迄 入る 事に 付て は、 多 
少の 研究は 遂げて ある、 併ながら 茂 木より 烏 1-11 に迂 
廻す ると 云 ふ 事に 付て は、 一度 も 調が 無い と 云 ふこ 
とを委員會で申してあるやうであります.鐵道當局 
者が 鐵 道を 敷設 せんとして 、豫算 の槪算 なりを 設定 
する 場合に 於て は、 比較と 見るべき 線路に 向つ て ほ 
相當に 調査を 遂げる 事が 必ず 無ければ ならぬ と 思 ふ 
然るに 此茂 木迂一 ; 線に 付て 何等の 比較 も 無く > 調迤 
を爲さ ざり しと 云 ふ 事柄は、 請願 線が 豫定 線に 對し 
て達觀 的に 一枚の 地圖を 見て、 非常な 經費 を斟 する 
と 云 ふ 事を 見得る が 爲に ，比較 調査を 爲さら なかつ 
たので あらう と 私は 思 ふので ございます (伊東 知 也 
君 r 違つ て 居る よそん な 馬鹿な 事が あるか、 違つ て 
居る」 と 呼 ふ〕 


五 五六 

〇 議長 (大岡 育结 君) 伊 yi 赶注 总 します。 

〔伊東 知 也 君 「違つ て 居る ? Jf lt 遠つ て 居る と 云 
ふので す. I と 呼 ふ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 何故に 左樣な 也を 卯し やる。 
〇 高 田耘平 君 fi は 斯樣な 班から 推論 致して 見ます 
と、 此 鐵道院 が輕便 鐵菹を 救 設する 所の ^ It- 枝 ^ に 
非常な 關 係を 及ぼす と 思 ふので あります、 詰り 政府 
が 今回 此鐵 道を 7i 定線に 法て八十萬 ^ ’十^:哩とし 
て 提出 致しました の ほ 他の輥 fin 鐵 道 に 比しまして， 
比較的 割 好き 利率を 得る鐵 道で ある •斯う 云 ふ 取を 
御 認めに なつた からに 違 ひない >  私共 も數年 前より 
相當の 利潤を 得らるべき 輕便鐵 迫 であると 云 ふこと 
を汝 知して 居りました •然るに 八十 萬圓の ものが 殆 
ど 一浩 半の咐 加を なし、 哩に 於て 三 割を 咐し 、純 ^ 
に 於て 一倍 半の 多額なる 咐加 をな すと 云 ふこと が 明 
かなる 場合に 於て、 而 して 左 棟なる 線路が 鐵道院 の 
輕便鐵 道を 定める 順序 緩急に 於て， 其 C V.V を 得る や 否 
やと 云 ふことは、 非常なる 疑問で あらう と 私は 信ず 
るので ございます、 勿論 政府娄 員の 中 西哲は、 此點 
に 付て 御 同意は 致して 居り ませぬ やうであります、 
兎に角 調査は 致して 見ます と 云 ふこと で ございまし 
たから、 餘程 難問題と 私は 思 ふので ございます、 尤 
も哩を增1、或は經纽を咐すも —— 纽設费 を咐す も 
貨物の 收 入及ぴ 乘客 の收 入に 於き まして、 预 定線に 
比し 請願 線が 非常に Jft 加す る ことで も ございます れ 
ば •是亦 一應の 道理は ございませう， 併ながら 此鍅 
道の 迚 設の耍 旨は， 或る 小 部分 即ち 芳贺 郡の K 北部 
及び 那須 郡の 南部た る 烏 山地 方の 物資を 吸 收 して、 
之を 本線に 輸出す ると 云 ふの が n 的で ございます > 
地理 上から 判 斷致 しまして、 明かに 此拽定 線が 是等 
の si 部の 中央を 貨 通して 居る と 云 ふ 事 i:f を 知る 者は 
少しも 非難す る ことの 出來な い 問題で ございます、 
故に 之を 東に 迂回し 茂 木に 廻し ますれば •經费 の % 
加は 非常な％ 加になります けれども、 貞 物に 於て は 
少しも % す ことは なく  •寧ろ 多少の 減少を 來 すと 云 
ふやうな 結果を 來 すべき 地理に なつて 居る ので ござ 
います、 斯樣 なる 理由、 第一 瞄_ の si より Ha の 非 
常に增 額す る點 より-其 割 含に 收 入の咐 さざる a よ 
り、 寧ろ 減ずる の點 より、 鐵道. 一 營上 本案は 採る ベ 
からざる ものであると 云 ふこと を、 私は 斷定 する に 
も ® らぬ のであります、 而 して (「もう S からう/ よ 
し'^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 何です よし'^^ とは . 斯う 
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申 上げました 所が 私 (X 强ち 茂 木地 方の あの 不便な 土 
地に 向つ て 鐵道 敷設の 急 驳無 しと 云 ふ 者では ござい 
ませぬ、 他に 方法 亦 ある、 それは 斯うなる ので ありま 
す、 稗 定線は 谀定 線と して . S 山よ りして 七 井より © 
設 して、 其 中央なる 市場なる 處 より 僅か 二 里に なり 
ます、 其 間に 輕® の 支線を 造れば 一 擧兩 得になる、 
而 して 純 ? 5 の 關係 はどうなる かと 云 ふと、 却て 茂 木 
を： i± 1 i して 烏 山に 行く よりも、 ft 定線を 烏 山 線を 完 
成し、 而して 其 途中なる 市 羽の 驛 と、 茂 木 町と を 貫 
通す る ことに 於て •兩 方が 救 はれて、 而し て at 設毀 
に 於て 吾々 の 見る 所で 七 八十 萬 圓の 減額を 來す こと 
は 明かで ございます、 故に 11-fc 茂 木地 方の 不便を 救 ふ 
に付きまして は、 本線を 拽定線 の 通り 竣成す ると 同 
に， 市 羽驛 より 支 絞を 茂 木 町に 布 設する ことに 依つ 
て、 兩方 完成して、 而 して 建設 S が 七 八十 萬 節約 さ 

れる事 は是ほ あの 地方の 實狀 と、 或は 少し 鐵道 眼の 

ある 人なら ば* 圖 面を 見ても 明かになる ことで あら 

うと 存じます、 故に 私は 本鐵菹 の 茂 木 町を 迂一; する 

と 云 ふこと に付きまして は、 鐵道 純營上 實 行 不可能 

の 問題で ある、 不可能の 問題を 本院が 採 捋 すると 云 

ふ 如き ことは、 所謂 gs 院の 請願に 對して 或る 棚 威を 

失 ふ ものである (「のう^- J と 呼ふ济 あり) 斯う 云 

ふ 理由を 以て、 私は 本誚願 に 反對 する 者であります 

同時に 茂 木地 方 救 濟の 策と して、 拽定 線を 完成す る 

と 同時に、 二 里の 間に 支線を 設けて、 而 して 茂 木地 

方の 不利益を 補 ふと 云 ふこと ほ經 費を 節減す る こと 

が m 来て、 建設 ? 5 に 於て 非常なる 減少を 以て 兩方の 

不便 不利を ? 1D ふこと が 出來る ことほ 明かで ございま 

す 以上の 理由を 以て 私は 本案 採 擇に is 憾な がら S. 對 

の 意見を 表します。 

〇 議長 (大岡 育浩 君) 福 井 三 郎君。 

〔福 井 三 郎君 登 壻 】 〔拍手 起る〕 

0 福 井一. 一一郎 君 特別 報 の 第 百 三十 六號 に對 して 反 

封が ございました が、 木 n は 委員 良 報告の 通りを 賛 

成 致します、 一人で ございます •縷 々長い 反對 理由 

を 御 述べに なりました が、 斯く云 ふ 自身 等 も 其の 委 

ft の 一人で、 委員 ^ に 於き まして 十分に* 査を 致し 

ましたので あります •勿論 此地方 の狀况 にも 通じて 

居り ませず、 誚願紹 介 者の 說明を 鸱 き 並に 政府 委 貝 

の 答 辯を ; R めまして、 常！！ に從つ て判斷 を 致した の 

であります、 先づ 委員と して、 蒞赉 致しました 時分 

の骰念 を 此處に 申します ると、 此誧 願の 趣意 ほ 0 岡 


線の Is 岡鐵 S を 延長す る 場 fi- に 於て、 茂 木 町を 經由 
せしめられたい と 云 ふので あつて、 茂 木 町を 經由す 
る ことにな れぱ * 今反 對理山 として 御 述べに なつた 
御關 係の 地方には. 成は 多少の 不利益を 來す のか も 
知れ ませぬ、 故に 一 ^ を 採れば 一方が 不利益を 來す 
のであります から •委員 會に 於き まして、 特に 注意 
を拂 つて * 奄 致しました、 それで 尙ほ茂 木 町 地力の 
狀况を 知る 人も裘 fl 中に あ o、 f.'.? ほ 政府 委員が 茂 木 
町なる ものを 如何に 認めて！ £ るかと 云 ふこと に 付て 
爲した る 質問に、 政府 委員の 答へ たる 所に K ると、 
茂 木 町は 如何にも 人口 多く あつて 物資の 集散に も 富 
んで 居る 磁で あつて， 即ち 此謂願 にある 如く 其點は 
盛んなる 土地と 認める， 左樣 認める と 同時に 此 1111 方 
に 矢 張 何 か！ つの 交通 牌 關の 開かれなければ ならぬ 
と 云 ふ 事 も、 現在で も 認めて 居る と 云 ふ 意味の 答 辯 
でありました、 唯今の 反對の 理 由と して 御 述べに な 
つた 方の 御耥論 の 中に も 全然 茂 木 町に 交通 搏 關を設 
ける と： K ふ® の必耍 を詢 めて 居らぬ とは 言は れない 
やうで ある. 若し * が 拽定 線の 通りに 通る 場合には 
茂 木 町に ほ！ i flfi 線を 開けば、 之に 依 て 茂 木 町 も 幸を 
ST 一 方 も 幸を 得る 一 擧兩得 であるまい か、 斯う 云 
ふ 御 話であつた やうであります、 彼此れ 邦 邊の考 慮 
等 も 委員 會に 於て ほ 費し ました、 それで 種々 密議 致 
しました 結果が、 寧ろ 茂 木 町を 經由 する 方が >  此鐵 
道を 敷設す る 上に 於て， 出 來上 つたる 後に 利益 あり 
又 K- 地 万に 便益が ある、 成程 一方には 多少の 不便を 
感じ ませう けれども >  一 方が 不便を 感ずる 程度ょり 
も •一方が ffl c B. を 得る 程度が 多から う， 斯う 云 ふ 比 
較上 之を 採 擇 する ことにな りました、 そこで 委員 會 
は 御 承知の 通り、 他の 特別委 員 會のや うに、 僅か 九 

名と か 十八 名と か 云 ふに あらず して， 四十 五名の 委 

M が 集つて 居ります ので、 - 1-t 〈四十 五 人の 委 M が愼® 

蒞讅 をして、 如何にも 是が宜 からう と 云 ふこと で 探 

摺を 致しました、 報 {!f ほ 唯今 此 議場に 現は れた ので 

ございます* で 其 時分に 吾々 が 賛成を 致しました る 

觀 念と， 唯今の 反對 理由と 比べます ると、 唯今の 反 

對理凼 は 此請 願を 採 探 致した る 理由の 大な るには 及 

ばざる こと 遠し と考 へる のであります" ■尙ほ 是等精 

しい ことを 此 處で說 明を 致し ますれば、 厚い 速記 錄 

を 引 川して 何程で も 其採擇 の 道理 ある 理由を •說明 

が 出来る ので ございます けれども、 それでは 餘り長 

くな つて 諸君 も 御迷惑で ありませ うから， それ 以上 


のことは 委 員會 の 速記 錄を 御赀下 さいます と 甲 論 乙 
馼中々 盛んに 質疑 應答が して あるので* 之を 其 初め 
よ 〇 終りまで 默讀 致します と、 蓋し 唯今！ k 對の御 方 
4 成程 左様な 理由が あつて、 此請 願は 採擇 になつ た 
ので あるかと 思 半ばに 過ぎる であらぅ と 思 ひます* 
故に 委員長の 報吿を 賛成す るの 疏意 として、 是丈を 
申 述べて 置きます。 

〇 岩崎勸 君 本案は 委員長 報吿の 通り、 nr 決 採 探さ 
れんこと を 希望し ます。 

〔「異議な し 」 r 反對 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長の 報吿に 同意の 諸君の 
起立を 求めます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (大岡 育造 君) 多數 I 採摺に 決しました一 
—此 場合 報吿 があります。 

〔書記 朗 la J 

一 政府より 撤回せられ たる 議案 左の 如し 
衆議院議員 選擧 法中改 7H 法律案 
一議 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
煙草 元賣捌 事務を 市町村に 委任す るの魏 一一 案 
提出者 綾部 惣兵衞 君  半 谷 淸壽君 
支那 入敎 育の 施設に 關 する 建議案 

提出者 高 橋本吉 君  三 土 忠造君 
根本 TH 君  一宮 房 治 郎君 
古谷 久綱君  賴 澤總醬 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 此の 政府案の 撤回に 關して 質 
問の 通罟が あります、 順次 之を 許します I 齋臌隆 
夫君。 

政府 提出 案 撤回に 付ての 質疑 
〔齋藤 陵 夫君 登檀〕 

〔拍手 起る〕 

011 藤 際 夫君 政府は 衆議院議員 選 擧法 改正案を 撤 
回 致した のて あります、 政府 •か 此議 案を 撤回 致し ま 
したる 事は， 即ち 議 M より 提 S を 致した る 改正案を 
_ 議す るに 方つ て、 何等の 關係 なしとは 申され ませ 
ぬ、 依て此 機會に 於き まして 簡 K に 政府の 意見を 質 
して 置きたい のであります、 御 承知の 如く 選 舉 法の 
改正は、 此諝會 に 於け る 多年の 懸案であります、 明 
治 三十 三年に 現行の 選擧法 が 制定せられ ました 以來 
殆ど 毎議會 に 於て 多少の 改正案が、 此 衆議院に 現は 
れない 事は 無い のであります •然るに 今日に 至る 迄 
兩院を 通過して 其 成立を 見る ことが 出来ない のは， 


御 互に it 憾千萬 の 次第であります、 併ながら 時代の 
進 運は 此 問題を ば 永く 未決の 儘に 放 住する ことを 許 
さない のであります、 それ故に 本 期 議會に 於き まし 
ては、 谷 政 黛ょり 改正案が 現 はれて 居ります* 又 政 
府も本 勝の 改正に ほ 觸れ ずと 雖 も* 別表の 改正案を 
提出して 居る のであります、 而し て此 改正案は 先般 
委員 會の議 に 付せられ まして •旣に 質 間は 終了して 
最 n 十 採決と 云 ふ 運びに なつて 居る のであります、 然 
るに 此 委員 si- に 於け る阈務 大臣 及 政府 委員の 說 明を 
从 ますと 云 ふと •政府は 此別 表の 改正案に 付て すら 
殆ど 定見！ f; く、 碗 信 無く 責任 翻 念の 乏しき 事を ば 暴 
露して PT るので ある、 併ながら まさか 之を ば 撤回を 
すると 云 ふが 如き. 無責任なる 所の 沒常 f| の やり方 
は， 如何に 現內 IHI と雖 も爲 さらぬ であらぅ と 木 員は 
信じて 居つ たのであります、 所が 圖ら ざり き 今日 之 
を 撤回した と 云 ふので ある、 御 承知の 如く 此 別表の 
改正案 ほ •決して 現内閣の 新 發 明に 係る ものでは な 
い、 是は 一昨年 前 内閣の 當時に 於て、 內務 轲 內に於 
て 開かれた 所の 選翠 法調杳 委員 會の議 を經 まして、 
其 時に 於ても 本 體に 付て は 色々 の_ 論が ありました 
が、 兎に角 別表の 改正と 云 ふ もの ほ 目下 必：毁 である 
のみならず、 急務で ある、 現行の 別表は 約 二 十 年 前 
に 改正せられ て 居りまして 其 別表の 附則に 於ても 是 
は 十 年間は 更正し ない と 云 ふ 事が ある‘ 十 年間 更正 
しないと； K ふことは、 十 年後に 於て は A PI の％ 加に 
伴ぅて、 此 別表 も 改正すべき ものであると 云 ふ 事を 
含んで 居る のであります、 所が ！ 1 來約二 十 年に なつ 
て も、 未だ 此 別表の 改正す ら韩會 に 於て 成立を しな 
いのであります から、 選擧法 の 木體ほ 兎に角、 別表 
の 改正の みは 之を 切 離して 議 會に提 m する が 宜しい 
此處に 居られる 所の 後藤 内務大臣 も、 それは 心得た 
と 云 ふこと で 調査 會が 終了 致し、 此 調査 © の 作成に 
係る 所の S 案を ば， 本 期 議會に 提出せられ たと 云 ふ 
ことにな つて 居る のであります、 之を 提出す るに 方 
つても、 若し 政府に 於て 十分なる ffii 信が あ 〇、 責任 
興 念が あるなら ば* 評 會の 劈頭に 提 m して 來な けれ 
ばなら ぬ 筈で ある 何も 取調を 要する 事柄は 一つ も 無 
いので ある、 然るに 劈頭に 提出せ ず 議 Q- の ir 期が 切 
迫して > ® か 餘す所 二週間と： K ふ 際に 方って、 此別 
表の 改正案を 提 E3 して 来た、 此 一 ? Jf を 以て も 政府が 
lit, 別表に 付て、 何等の 熱心な <. 何等の 誠意を 懷いて 
居らぬ と 云 ふことは 分る のであります* 殊に 選 擧法 
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なるもの {? 、御承知の如く懣法附2§の大法律であり 
まして、政府が之を諉會に提出するに方つてほ，先 
づ樞 密院® 問の 諮詢を 經 、而 して 勅裁を 仰いで 此籙 
會に 提出を して 居る ので ある、'- 斯 かる ® 大なる 所の 
謀 •案 •斯か る m 要なる 手 g? を M み 来つ た此 議案を ば 
今日に 至つて 突如と して 撤回す るに 至つ ては 何 か 之 
に 相 當する 所の 軍： 犬なる 理由が 無くて {£ ならぬ ので 
ある、 本員 {3; 先づ此 理由を 承らん とする ので ありま 
す、 又 如何なる 理由に 拘ら ず、 政府が 之を 撤回した 
以上 ほ、 是迄樞 密院に 於て 膝 明し、 謠會に 於て 辟 明 
したる 所の 政府の 言明と 云 ふ ものは、 少く とも 誤つ 
て 居つ たと 云 ふこと を 自白して 居る ので ある、 政府 
の聲 明の 誤りし 事に 付て、 現 政府 ほ 如何なる 資任翻 
念を 持つ て 居る か、 第二に 之を 御尋 して ! &! きたいの 

であります •次に 將來 如何にす る 積り であるか、 本 

期 踽會に 於て は 之を 撤回した が， 將來に 於て 此選擧 

法の 改正を 如何にす る 積り であるか、 現 內閣ほ 將來 

選擧 法の 改正に 手を 染めない と 云 ふので あるか、 又 

選擧法 'の 改正を 企てん とするならば、 如何なる 方法 

に 依て 之を 完成 せんとす るか、 具體 的に 言へ ば 次期 

の 議 # に 於て 之を 提 U1 する 積り であるか、 次期の S 

會に 之を 提出す るなら ば、 選舉法 の 金 體に 向つ て 改 

正せん とする ので あるか、 若く ! 3: 同じく 別表の みを 

ば 次期の 懿會に 提出せ むと する ので あるか、 即ち 第 

j に ほ 之を 撤回した る 理由、 第二には 之を 撤回した 

る 所の M 仟觀 念， 銥 彐 には將 來に對 する 政府の 選擧 

法改正に 關 する 所の 1E 見で ほ， 此際に 於て ほ 承つ て 

@ きたいと 思 ふので あります (拍手 起る) 

0 議長 C 大岡 育造 君) 野 添宗三 君。 

〇 野 添宗 三君一 一雖 であります から、 此席 から 質問 

致します。 

〇 篛長 (犬 岡 育造 君〕 宜しぅ ございます。 

〇野 添 宗三君 本 M の 問は んと 欲する 所は、 殆ど 齋 

藤 君に 依て 盡 された のであります が、 折角 通告を 致 

して E2 いたのであります から、 補足を 致して 質問を 

試みます、 政府は 此衆 議院 議員 選擧法 中 改正 法律案 

を 提出す るに 當 つて ほ、 時運の 拙 移に 伴 ひ-衆 _院 

_員選 擧法中 別表を 改正す るの 必要 ありと して、 之 

を 提出され たので ある、 然るに 今日 之を 撤回 さる X 

に 至つ たのは、 時運の 推移は 別表の 改正を 必要と し 

ない と 御 認めに なつた ので あるか、 左樣に 意見が 變 

つたので あるなら ば、 其 理由を 示されむ ことを 望む 


ので ある •申す 迄 もな く衆謅 院議 員 選 擧法ほ 潢法に 
附慰 する 所の 重要なる 法律で 3b ります •政府は 樞密 
院に御 諮詢 あらむ 事の 奏請を 致して、 其 結果 樞密院 
に 於て 審議を 軍 ねられた ので ある、 本員の 承る 所に 
依り ますれば、 m 密院に 於て ほ 特別委 員を 選んで 其 
群議を 盡され た •而 して 政府 常 局も此 委員 會に 出席 
をされ て 辯 明を 試みられた 結果、 樞密院 の 院議 可決 
したりと 承つ て 居る ので ある、 果して 然らぱ 政府が 
此案を 御 提出になる に 付て； r 十分なる 熟議を 費 さ 
れた 結果で あつて、 今日 再び 之を 考へ直 す I 再考 
を 致す と 云 ふやうな 餘地ほ 私は 存 せざる ものと 確信 
を 致して 居つ たのであります (「ひや-^」 と 呼 ふ 者 
あり) 然るに 斯樣な 愼重な る 手續を 執つ て、 之を 本 
院に 提出し、 今や 委員 會に 於て 審査 將に酣 ならむ と 
する の 際に 於て、 突如と して 此 案を 撤回させる と 云 
ふに 至つ て ほ •私 ほ 政府の 责任を 疑は ざるを 得ない 
ので ある (拍手 起る〕 政府 ほ 或は 此 案の 蓮 命 —— 此 
案が 否決の 運命に 陷る ことを 豫 想して、 之を 撤回 さ 
れた ので ある や も 知れ ませぬ、 併ながら 荀も 責任を 
以て此 重要なる 法律案を 提 出 致された 以上は、 徒に 
案の 運命を ' H 度を 致して、 之を 撤回す ると 云 ふ 力 如 
きは、 甚だ 責任を 重んぜざる 所の 行爲 であると 思 ふ 
のであります (拍手 起る) 何故に 政府 ほ 委員 會なり 
尙ほ本 會議に 於て •此 案の 通過に 全力を _て 御 努め 
にならない ので あるか、 之を爲 さず して 突然 撤回を 
致さる、 と 云 ふに 至りまして は •本員 其 理由の 存す 
る 所を 知る に 苦しむ 者であります、 固ょり 政府 ほ 自 
己の 提出 致した る 所の 案を 撤回す る 所の 權 利を 持つ 
て 居る のであります、 併しながら 理由 無くして 撤回 
は 致されぬ だら うと 思 ひます 又、 私は 政府は 議案を 

撤回す るの權 利 あるが 故に、 撤回 致した ので あると 

云 ふやうな、 無責任な 答 辯 ほ 爲 されまい と 思 ふ、 そ 

れ 故に 此の 案を 撤回され ましたる 所の 理由を 明確に 

御 答 辯 あつて* 吾々 をして 首肯せ しむる やうに 願 ひ 

たいので あります、 是丈 の御尋 を 致します。 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 時間が 將に 切迫 致しました、 

此答 辯を 終る までは 時間を 延長 致します - 後藤 內 

務 大臣。 

〔國 務大 Rf 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 男爵 後藤 新 平 君〕 唯今 齋藤君 野 添 君よ 

〇 本案 撤回の 1® 由を 御 質問に なりました が、 誠に 御 

尤の御 質問であります、 之に® して 理由を 申 述べ ま 


す、 本 議場に 於て 今や 政府の 提出 致しました る 所の 
別表の 外 •選铝 法に 伴 ふ 所の 選 舉權擷 張、 罰則を 一 
括 致します る 所の 三 案が 現る、 に 至つ たので ありま 
す、 是に 於て 政府は 更に 傾 重 調査の 必要を 12 め まし 
て、 撤回 致した のであります (笑 聲 起る、 「理由に な 
らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 撤回に 付きまして ■今後 如 
何 やうに 斯の 如き 案の 經過 を' 収 るべき かと 云 ふ iii に 
付て 1 次の 議會に 提出す る や 否やを 御 質問に なつ 
て 居る やうで あ 〇 ます、 是 ほ 愼重 調査の 上の 事で あ 
ります から、 今 約束を 致す 譯にほ 行かぬ ので ありま 
すが、 此 案の 必要を 認めて 居ります けれども •尙ょ 

り 良き 方を - 谷 方面ょり 出された る 所の 案と 參照 

しまして、 調査の 上で 提案す る 事を 筘圉 致して 居る 
のであります、 之を 以て 御 答と 致します。 

0 齋藤隆 夫君 議長々々。 

0 議長 (大岡 育造 君) もう 時間 も 切迫し ました か/ b 
是で (「延長々々」 と 呼 ふ 者 あり) 散會を 命じます。 
〔「横暴々々」 「まだ 時間に ならぬ」 其他發 言す 
る 者 多し〕 

午後 五 時 五十八 分散 會 


〇 穴 正 -fc 年 三月 II 十 B (水曜 EO 
午後一時十茧分開議 

議事 Q 程 第二 十五 號 

第一 市町村 立 小學校 敎員退 隱科及 還 族 技 助 料 
法 中 改正 法® 案(_ 腑魏趾 1: 第一 讀會 

の續/ 鬢長 一# 薦達 t 

第二 北鮮、 裏 B 本 聯絡 航路 延長に 開す る 建議 

櫻 井 兵 五) 

第三 煙草 一兀賣 捌 事務 £• 市町村に 委任す るの ® 

議 (l il ll s) 

第 四 ] * 那人敎 育 s 施設に _I ii 案 - a 部 

名 提出}  へ 村 松亘 
第 $: 東京 市特别 市制に 關す る ifi ii 案 

駐：)  广 委員長 報 街〕 

第 六 大阪市 特別 市制 制定に 關する ■ !! 案 {利 
g 揺 _計) r 委員長 報吿： >  3 
第七纖維谢糾政策 .5 纖物廇幅逛勵に關する建 
議案 (職 f il 戀 C # 長 報 ® 

第 A 阿 it #l f?l に 關 する ! 1: 議葉 (貯 糾 f| 揣 
■) ( 委 M S 報告〕 

四國 海岸 巡 環鐵道 建設に 關 する 建議案 


第 九 


( is ls 外 r 委 3 報吿〕 

第 十 四國沿 岸 銪 道 建設に 開 T る 建 m 案 ^ d 

I8 w? )  iif 

第 十 I  久留米 大分 間 箱 道 建 Is に関する 孩 a. 某 

{一一 廳脑 外) (養 長 報告〕 纟 

第 十 一一 神 祗に调 する 特別 官街設 茜 建議案 (措 

1? ,) 、 8.8 1^ 

第 J: 一一 倭姬命 奉 ?0 !:. 關1! 説 案 e g A3z w 
腿) (委員長 報 ^ :*  § 
第 十四 is' 井 il 固 港 築港に 開す る 建議案 (抓 
g ii SB )  c  委員  i  吿) 

薛十五 (特別 報 吿第百 三十 八號) 明治 三十 年 法 
律 第 S 十號 改正の 請願 (委 0. 長 報吿〕 
第 十六 (特別 報 吿第百 四十 一號 酒造 税法 中改 
正の 請願 C 委过長 報告) 

第 十 -fc (特別 報 吿第百 四十 [LM 號〕 營蓰稅 法中改 
正の 讅 閼 (委員長 報吿〕 

第 十八 (特別 報告 第 百 四十 五 號印 紙稅 法改正 
に關 する if ^ C 委員長 報吿) 

第 十九 (特別 報 吿第酉 四十 六號) 所得税 法中改 
正の讅願(委員長報岱) 

第 II 十 x 特別 報告 第 百 四十 七號) 山林 伐採 所得 
税率 改正の if 願 (委員長 報吿〕 

第二 十一 へ 特別 報® 第 百 四十 九號〕 德山 港 £• 特 
別 輸出入 港に 指定の 請閱 (委 M 長 
報吿) 

第二 十 I  一  C 特別 報吿第 百 五十 號〕 縣社 八幡 紳社 
昇格の 諮 願 t 委員長 報吿〕 

第 — 十三 (特別 報吿第 百 五十一 號) 利根 運河 治 
水に 關 請願 C 委肩長 報 街 J 
第 il 十四 (特別 報吿第 百 五十二 號) 江戸 利杻兩 
河川 浚 凍の 請願； 委員長 報 吿〕 

第一 一十 五 (特別 報 吿第百 五十 三號〕 筑 後川 第二 
次 改修 H 事 速成の 讅願 广 委員長 報 
吿〕 

第 II 十六 (特別 報 吿第苗 五十 四號) 東京 璨治水 
に關 する 請願 外 一件 (委負 長 報告〕 
第 - 十 i: (特別 報吿第 酉 五十 七號〕 國 道 林設笸 
法 制定の 請願 (委員長 報哲) 

第 11 十八 (特別 報告 第 百 五十八 號〕 徴兵 採定に 
関する la 願 (委員長 報告) 
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員會 ほ 政府 委員の 詳しき 設 明を 求め、 A 委員に 於て 
十分 質問 應答密 議した 結果、 必要の 改正案と して 委 
〇:會ほ 全會 I 致を 以て 原案を 可決し ました、 右 御 報 
吿を 致します、 賛成を 願 ひます (拍手 起る) 

〇溪長 c 大调 育造 君〕 本案の 第二 讀會を 開く や 否や 
を 諮ります。 

〔「異 蕺な L 異胬な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長大 岡 育浩 君〕 御 異蕺が 無ければ 本案の 第二 
悶^: を 開く に 決します。 

0 岩 崎 動 君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎 fJJ 君 直ちに 本案の 二 阕會を 開き、 三讀會 を 
省略して 委員長 報 苦 通り 可決 確定せられ むこと を 希 
菌 致します。 

〔「異議な •し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 無い も 

のと 認めます、 仍て 直ちに 第二 ^ 會を 開き、 議案の 

全部を 議題と 致します。 

市町村 立小翠 校 教員 退 隱料及 遣 族 扶助料 法 

中 改正 法律案 第二 la 會 (確定 _〕 

〔「 異闞な し 異議な し 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇諉長 c 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 依つ て 

一二 ^ 會を 省略 L て 全部 可決 碗 定し たる 事を 宣吿 致し 

ます。 

〇 山 本悌二 郎君 此 場合、 大正 :- TC 年度 豫備金 支出 外 

七 件の 委員 會を 開きた ぅご ざいます、 御 許可を 願 ひ 

011 長 (大岡 育造 君) 許可 致します。 

〇 山本悌 二郞君 それでは 委員 諸君 ほ、 K ちに 委員 

室に 御參雄 あらむ ことを 請 ひます。 

議事 進行に 關する 件 

〇 調 長 (大岡 育造 君〕 本 田 君 是は 一言 申して 置 

きます が、 W は 手續 上に 付て、 更に 御 申出の ある こ 

と、 思つ て 機 會を待 つて 居た のであります。 

〔本 田 '® 之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 本 田 恒 之 君 私は 議事 進行に 付て 議長に 質問 致し 

たいと 思 ひます •是は 昨日 も 政府 か 衆議院議員 選擧 

法を 撤回 致しました 事に 付きまして、 我黨の 齋藤隆 

夫君より 三箇の 質問を 提出 致した のであります、 諸 

君、 御 承知の 通りに 其 第一は 衆議院議員 選 _ 法と 云 

ふのは •憲法 所 fvia の 法律で 頗る 重大なる 法案で ある 


之を 政府が 一旦 提出を 致しまして， 旣に 委員 會 ほ 小 
委員 會に迄 移 〇 まして、 特に 決定せ ん とする に當つ 
て、遽かに之を撤间致しましたに付てほ、重大なる 
理由が 無ければ ならぬ、 であるから 其 理由 ほ 如何な 
る 事に 基く ので あるか、 明白に 說 明して 莨 ひたいと 
云 ふの が 第一の 質問、 第二に ほ 政府が 此衆 議院 議員 
選擧法の改正案を出すにほ、御承知の通り先年來此 
調杳 委員を 內務 省に 設けて 置かれまして、 其 調查委 
員 會の結 果 にも 基き、 且つ ix 此 重大なる 法案で ある 
爲め に、 樞密院 の 批准 も經 旁々 致しまして、 餘程鄭 
m なる 手 _ を經て 提出して 居る 案を ば， 輕々 しく 之 
を 撤回 致した に 付て は、 明白なる 說明 をし なければ 
ならない が、 政府は 之に 對 して 如何なる 責任® 念を 
持つ か、 如何なる 貴 任を 取る かと 云 ふの が 第二の 齋 
藤 君の 質問で ありました、 第三 (X 政府は 再び 此 法案 
を 提出す る考が あるか、 次期 議會に 於て 提出す る 意 
思が ある や 否やと 云 ふ 事を 尋ねました に對 して* 政 
府は 目下 考慮 中の 時期で あると 云 ふ 事で ありました 
此の 三つの 質問を 致しました 所が、 後藤 内務： K 臣ほ 
其 申します る 所の 答 辯は 甚だ 要領を 得ない ので あり 
ます ■後藤 內務 大臣の 答 辯の 要旨は、 政府は 此 法案 
を 提出 致しました けれども、 議會に 於て ! 3; 憲政 會國 
民 黨政友 會の三 派ょり、 此法 案が 出た ので あるから 
比較 研究 考慮を 爲す 必要が あつて 之を 撤回した と 云 
ふやうな 意味の 答 辯を された のであります、 而して 
之を 次期議 會に 更に 出す や 否やと 云 ふ 事 ほ 考慮を 致 
して 居る から、 此所で 明言す る ことは 出來な いと 云 
ふ 答 辯 詰り 後藤內 務 大臣の 答 辯の 要旨は 右に 出で な 
いのでありま 1-. 、吾々は此答辯を甚だ要領を得ぬと 
思 ふ、 第一の 各 黨派 から 三 案 も 出た から、 之を 比較 

研究して 見たい と 云 ふやうな ことを 申して 居ります ■ 

けれども、 御 承知の 通り 憲政 會から 出ました 此 法律 

案は 二 月 十一 一日であります， 國民黨 が 御 提出に なり 

ましたのは 二 月 二十 五日であります、 政友會 から ai 

しました のと 政府が 出しました のは 同日で ある、 即 

ち 三月 五日であります •政府が 先に 法案を 出して、 

而 して 後に 他の 各派から 盛に 同一 法案が 出ました な 

らば •或は 比較 研究す ると 云 ふやうな 口實 名義 も 立 

つか も 知れ ませぬ が、 各派から 出ました のは、 政府 

案より 前に 出て 居る、 前に 谷 派から 法案が 出て 居る 

事を 御 m 知で ありながら、 又 一面に 於て は內務 省の 

調査 委員 會の 結果に 基き、 樞密院 の 批准を 經て勅 裁 


を 一一て 提出 致しました る此 重大なる 憲法 附 诏 の 法律 
案を、 唯 各派から 法 钳案が 出て 居る からと 云 ふ 
たる 理由の 下に 撤回す ると 云 ふの ほ、 政府と しては 
如何にも無責任 ^ ある、而して其答辯ほ苒だ要領を 
得ぬ ので ある、 答 辯は 要領を 得 ませぬ けれども， 1 : 
くそれ は 答 辯 者の 責任と 致しまして、 更に 一つ 何も 
答 辯して 居ない のが ある、 齋藤君 が 質問を 致し まし 
た 所の 第二の 質問， 即ち 政府が 斯様な 輕 々しい 態度 
を 執り、 如何なる W 任 翻 念を 持つ て 稗る か、 唯 都合 
に 依り 撤回す る 位の 事では 相濟 まない、 如何なる 責 
任觀 念を 持つ て 居る かと 云 ふ 問に 對 しては、 後藤 内 
務 大臣た る もの ほ 之に 一言 だ も 答 辯を 與 へて 居ない 
ので ある、 それ故に 齋藤 君が 更に 自分の 質問に 對す 
る 答 辯を 確むべく、 發 言を 繼續 致しました る 際に、 
議長 ほ 之を 遮りまして、 遂に 散 會を寅 言した と 云 ふ 
のは、 甚だ 私は 遺憾に 考 へる (拍手 起る〕 議長は 是 
ょり 前に 內務 大臣の 答 辯の 終る 迄、 時間の 延長を す 
る ことを 議場に 宣言して 居る のであります 、如何に 
も 議長が 其 用意周到なる 事に 付て は、 私は 感謝を 致 
す 所の 一人で あるが、 內務 大臣の 答 辯 ほ 如何にも® 
軍に 致しまして、 定刻の 時間 即ち 六 時に まだ 達しな 
いけれ ども、 其內務 大臣の 答 辯の 終りました 時 ほ 六 
時ょり 五分 前で ある、 五分 前であつて 而 して e した 
る 答 辯が 要領を 得ざる のみならず 、一箇の 問に 對し 
ては 一言 だ も 答 辯を しないので ある、 其 答 辯を 促す 
ベく 齋藤 君が 立つ た 以上は， _長 は K しく發 言の @ 
會を與 へまして、 其 質問 應 答を 徹底せ しむる のが 翳 
長と して 當然 執るべき 所の 責任で あらぅ と 思 ふ (拍 
手 起る〕 然るに 識長は 何の 必要 有つ て、 未だ 時間が 
六 時に も 達しない のに、 强て齋 藤 君の 發 言を 遮られ 
たと 云 ふ 議長の 態度に 對 して、 平生 吾々 が® 敬を 拂 
ふ 所の 議長に 對 して 甚だ 遺憾に 考へ る、 (拍手 起る) 
世上 « ふる 所に 依り ますれば、 政府が lit 選擧 法改正 
法律案を 撤回 致しました のは、 政 友會と 妥協の 結果 
遂に 撤回した ので あると 云 ふ 事を (「馬鹿を 言 ふな」 
と 呼 ふ 者 あり〕 世間に 傳 へて 居ります (「何を 言 ふ 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 而して 果して それが 事實 である 
や 否やと 云 ふことは 私 (X 知り ませぬ が、 左樣な 事を 
世上で 傳 へられて 居る •又は 議長は 政 友會出 身と し 
て、 政友會 の宵領 として、 議長に なつて 居る 人で あ 
ります けれども、 苟も 衆議院 E 長と なられた 所の 藹 
長は、 公明正大 無私なる 態度を 執りまして、 此 衆議 


_  五六 〇 

院の言議をして逍忮無くむさしむると云ふのが、苗 
長と しての 職 W であります (拍手 . il る) S? 長は 関 e- 
の 初めに 當 りまして、 吾々 a 員に 對 して (「分らぬ」 
と 呼 ふ 者 あり) 公平無私に やる から 十分に！ 5 ® を 作 
つて 貰 ひたいと 云 ふことは、 常に！！々 宣苦 された 所 
である、 私 (X 議長の 態度の 飽迄も 公平なる ? lf 、 sn 何 
にも さうな ければ ならぬ、 衆 謎 院諮 長た る 名 ^ に 16; 
みて、 公平無私なる 態度を 執る と 云 ふ 事で ありまし 
たから、 滿 腹 の 信任を 爲 して 辟つ た 所が、 昨日 C SS 
長の 態度と 云 ふ もの ほ 拽だ公 平を 失して 居る、 私は 
誘 •長に 對 して 失禮 とは 思 ひます が、 左様な 批評を 加 
へましても •議丧 は 甘受し なければ ならぬ と M ふ、 
(「のう'^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 それで ございます から 
私は lit !1; に對 して 議長の 名 W の爲 めに、 徹底した る 
御 辯 解が あるなら ば 承りたい、 又 更に 議長に 希 •一致 
します のは、 唯今 私が 申 上げました やうな 溶 藤 君の 
問に 對し て、 內務 大臣が 今 申 上げました やうに 带藤 
岩の 問に 對 して、 內務 大臣が 全く 答 辯を 與へ られな 
い 一項が ある、 更に 他の 一問に 對 L て も 甚だ 要領を 
得 ませぬ から、 議長ょり 內務 大臣に 交涉せ られ て、 
昨日の 質問 應答を して 完結せ しめらる i やう 希 ！? 3 致 
します、 私は 昨日！ 一長が 齋藤打 の 質問を 遮ぎ られた 
る 理由に 付て、 明瞭なる 御 答 辯を 拐たい、 是は 議畏 
の 名 # の爲 めに 申 上げて 匿く、 亵强附 愈の W 葉を以 
て 答 へらる、 ほ、 議長の 榮職に 居らる 、地位に 釾 し 
て、 翳 長の 公平なら ざる 態度は 甚だ 彩 fl する 所が 大 
である、 是は 私が 大岡 君の S めに 瓰憾 とする のみな 
らず 、我 帝 國議會 の e めに « に 沿 憾と思 ふので あり 
ますから 此 一言を 呈 します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 唯今 本田对 ょ 〇御尋 の點 に對 
しまして 辯 明 致します、 別に 深い 意味は ありませ ぬ 
如何にも 六 時の 前と 申せば 幾らかは 前、 速記 錄の記 
して 居る 所を 臥ます れぱ 二分 前、 本 田 沿の 言 ほる、 
所は 五分 前、 或は 三分 前と 書いた 新開 も あ 〇 ます、 
實は 成べ く 諸君の 滿足を 得たい と 存じます ので、 此 
質問 答 辯の 事に 就ても 意を 用 ひて 居りました、 抑々 
政府が 議案を 撤回す ると 云 ふことは、 蕺院 法に 於て 
特に 與へ られた る 政府の 特權 である、 如何 樣に御 論 
辯に 相 成る とも 之を 止める ことは 出來 ませぬ、 議員 
の 案の 撤回に 就て は 議場が 許さぬ と 云 ふこと も 出来 
ます けれども、 政府が 之を 撤回す るは _院 法 第三 十 
條に 明記した る 政府の 特權で ある、 cr 野 添 君が 伏線 
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を 張つ て 居ります」 と 呼 ふ 者 あり〕 此譯 であります 
から ^ 問を R ねる ことを …… (「詰問で ほ ありませ 
ぬ ff 問です」 「默 れ】 と 呼ふ奔 あり〕 齋藤君 ほ 質 間で 
あつて r! つ 詰問で ある、 政府が 何等かの 責任を 取る 
かと 云 ふ 御 © になつ たのであります、 此事に 就て 答 
へる 丈の 答は、 政府 ほ あれ 丈で あると 自分では 見た 
のであります 、肿な がら 諸君 {3: 足らぬ と 仰し やる、 
* から 先き は 考の事 、問題に 關 して 議長の 見る 所は 
此 過で , 11: しいと 思つ た、 時間 も 亦 に二 三分に 過ぎ 
ない、 是位 の講 ■場の 整理に 關 する ことは 諸君の 御 許 
を 願へ ると 思 ひます (「ひや^^」 と 呼 ふ ^ あり ) ( 
拍手 起る〕 而して 尙御筘 堵 として 更に 政府に 答 辯を 
なさし めて與 れと云 ふ 御 筘轺ほ 、是ほ 政府に 私が、 
即ち 本職 •か 傅へ る も K しう ございます が、 斯う！ z\ ふ 
場合 ほ 別に 之を 求む る 方法を 御 執りになる 方が、 十 

分に 蓮ぶ ではない かと 思 ひます、 一應ほ 議長ょり 斯 

う 云 ふ筘 §9 が あるから、 /!} 席して 答 辯せ ぬかと 云 ふ 

位の 事は 申します が、 それで 宜しければ 言うて やり 

ませう。 

0 本 田恒之 君 唯今の 辯 明に 補足を 致します、 P. 長 

は 政府は 議院 法の 三十條 に 依つ て、 何時と 雖 も其提 

出した る 謎 案を 撤冋 する權 利を 有つ て 居る、 權 利を 

有つ て 居る から、 是 ょり 以上 質問を し 詰問を する の 

ほ 無用で あると 云ふ总 味を 以て、 議長の 執られた る 

態度を 御 辯 解に なつて 居ります、 齋藤君 が 問 ほれ ま 

したの ほ 議院 法に 依る 法律上の 寶任で 、內 務大 FS に 

到して fr 間した のでは ありませ ぬ、 此 m 大なる 法案 

を 提出し、 JI つ輕 々しく 撤间 致しました 所の 政治 上 

の i*f 任 見解を 質問した のであります、 之に 對して 議 

長は唯々限に法律一點張りで、政府ほ之れを撤问す 

る S 利が あると 言 ふ、 爾藤君 ほ 糊 利がない と 云 ふや 

うな ことは 質 間を しない 何故に 撤回を したので ある 

か、 此撤 回に 就て は 如何なる R 任 翻 念を 有つ て 居る 

か、 輛 々に 此 m 大なる 案を 撤间 したと 云 ふ內務 大臣 

の賣 任觀 念 如何と 云 ふの が 質問の 耍 旨であつて、 此 

質 問に 對 して 內務大 ！£は 一 も 答 辯を して 居り ませぬ 

から、 謎 長た る漭は 此&^應 答を 悉すべ く 十分の 機 

會、 便宜を 御與 へになる ことが 相 常で あると 思 ひま 

す、 又 議長 ほ 唯今 其 時 五分 前で あると か、 二 分 前で 

あると か 云 ふ、 御 辯 解であります が、 > 113 令 六 時に 達 

しましても 此の 如き® 要なる 政治 上の 責任を 問 ふ 問 

答の 半ばに 於き ましては、 時間を 延長され て 何の 不 
茁 aiH 菜 動 R 法案 第一 臍 會の绍 


都合が ある、 此の 如き IHI 答の ある 楊 < || にけ、 謎 長 ほ 
之を 徹底せ しむべ く 時 問を 延長され ると 云 ふこと 13; 
從來執 られ たる 慣例で あ 〇 ます、 縱しや 時間が 六 時 
に 達した と 致しましても、 譏 長は！！ 員の 發言が 當局 
者の責任を質すべき爾大なる問答の場合にほ、之を 
與 へらる、 のが 相 當であ らぅと 思 ふ、 然るに 議長 ほ 
w に 法 fit 上の 棚 利が あると 云 ふ 如き 言 鹿を 以て、 昨 
日 誘 長の 執られた る 事柄の 辯 解と せらる るのは 私は 
議長の 爲めに 眞に锻 憾と思 ひます、 併ながら 是れ以 
上の 事は 雜長ほ -= 己の- H 心に 問 ひ {:::己の職責の靈き 
に顚み られて 勘考せられ むこと を 希 朝 致します、 そ 
れか ら內務 大臣に [I 頭を 以て 通知す ると 云 ふ 御注意 
が あ 〇 ましたが、 是ほ 議長が 御 J!i 次になる のが. ffl viY 
である、 又 取次が れんこと を 筚む 、更に 質問したら 
どぅかと 云 ふ御汴 意の 御言 葉 ほ、 ■私の ? R S9 に對 して 
ほ 無用の 御言 葉で. あります、 議長 ほ 此 質間應 答を 完 
結 せらる V 方法を 御 執 〇 になる のが 相 當 と 思 ひます 
更に 議長に 請求 致します。 

〇 岩崎勸 冇議® 日程 變 更に 關 する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 玆に 政府 軍需工業 動員 法案の 第一 讀 
會 の綏を 開き、 委員長の 報告を 求め、 n. つ 其 {抑 議を 
進行せられ ん ことを 希望 致します。 

〔「朁 成」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺長 (大岡 育造 君〕 唯今の 岩 崎 君の 決を 探る 前に 
尙ほ御 答を 致して 置きます、 時間の 長短を 二 三分と 
言 ふたと 云 ふことは •五分を 以て 攻擊せ られ たから 
其 御 答を した、 それ ほ 御 承知になる が宜 い、 それ か 
ら又 政府 ほ 議院の 請求に 依つ てなら ば、 其方に IX 出 
なければ ならぬ ことにな つて 居ります から、 其方が 
宜くは ないかと 氣付 いたから 念を 入れて 申した ので 
あります、 それ 丈の 事を 御 承知を 願 ひます - 岩 崎 

君の 励 議に御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「與 議な し」 と 呼 ふ 者 あ 03 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 日程を 變更 

して、 軍需 H 業 動員 法案の 一 讀 會の續 を 開きます— 

I 委員長 元 田 K 君。 

眾需 H 業 励 員 法案 (政府 提出) 第一® 會 

の續 (委員長 報吿) 

〔元 田蕺君 登壇〕 

〔拍手 起る：！ 

0 法 學博 士氣赀 勘 重 君不励 產 金融に 關する 建議案 

の 委員 會を 開きたい と 思 ひます、 許可を 願 ひます。 


0 謎 長 (大闹 育造 岩〕 許可 致します。 

0 法學 博士 氣 賀勘爾 君 委員の 諸君 (3: 委員 室へ 御 集 
〇 を 願 ひます。 

〇 元 田 M 君 軍需工業 励 貝 法案の 委 M 會の經 過と 結 
果とを 御 報吿申 上げます、 又此法 案 ほ 頗る 錯雜 に H 
つて 居ります からして、 十分 位の 間 13: 說 明の 時間を 
與 へられ、 n. つ靜に 御 e JK を 願 ひませ ぬと 條文 が餘 
程 面倒であります から • ?! め 之を 願 ひ 置きます、 委 
員會ほ三四日午前午後に亘〇まして質問を續けまし 
た、 然るに W 問の 上に 現 ほれました 所の 現象 ほ、 政 
府の 提出した 案が 現行の 徵發令 其 他の 法令と 權衡を 
得ず、若くは 11 複を致して居ると云ふやうな點が多 
多 ございまして、 質問 も 要領を 得る ことが 甚だ 六ヶ 
敷 う あ 〇 ました* 是に 於き まして 大 體 の 質問を 數日 
間掛つ て 結了を 致しました 時に、 小委 員を 設けて 一 
の 成案が 出来る ことなら ば、 成案を 作り、 之を 委員 
會に提 出したなら ば、 如何な もので あらう かと 云 ふ 
御 相談を 致しまして、 委員 會ほ滿 場 一致で 之を 是認 
された のであります， 就きましては 成べ く 谷 派の 意 
_ を 集める 爲に •其の 委負は 委員長 指名と 云 ふこと 
になり ました けれども、 谷 派の 諸君より 代表すべき 
委員を 先づ 以て 屆出す ことに 願 ひまして* 其 出され 
たる 所の 氏名を 委員長が 指名す ると 云 ふこと に 致し 
まして， 小委 M 會を開 くこと になり ました、 で 小委 
員會に 於き ましては、 本案は 之を 通過させる の 方針 
を 執る か、 或 ほ 否決 若く {3: 研究の 儘に、 此藕會 を 經 
過すべき かと 云 ふこと が 先 だつ 問題で ありました が 
委 M 會 より潠 ばれた る 所の —— 選ばれた ると 云 ふと 
語弊が あります が、 小委 員 —— 委員 會の 希望に te つ 
て 委員長 •か 指名 致しました 所の 委 H 諸君の 意樹は 、 
平時で あれば、 兎に角で あるが、 今日の 時局に 於き 
まして ほ、 折角 斯樣な 法案が 提出され たこと である 
からして、 活用の /! i 來得 られ るまでに 修正が 出来る 
ならば、 之を 玉 成して 通過す る ことに 致す ので、 今 
日の 時局に 對して 吾々 の 執るべき 適當の 方針で あら 
うと 云 ふこと に意櫸 が 一致 致しました， 此に 於て 委 
員 長の 手許に 種々 修正の 私 射が ございました からし 
て、 先づ 之を 參 35- に 供し まして、 少数 委員 即ち 各派 
より 代表的に 御 出に なりました fff の 委員の 意見を 鬪 
はしまして •或 ほ 之に 加へ たもの もあります、 或は 
多少の 修正を 致した の もありまして、 頗る 愼 m の考 
慮裨議 を盡 しまして、 遂に 成案を 得まして 之を 委員 


會 に 報 ff する ことにな りました、 阼日 小委 M 會ほ 一 
應結 r 致しました が、〕 法文であります るから して、 
法文の 體 裁を 成さぬ やうな ことにな つても いけ ませ 
ず、 尚又ょ 〇 好き 修正 等が あれば 考慮しても 差 交な 
い 場合であります からして、 法文 等に 付きまして 収 
調を 致した 結果が*  12 じ 意味で あるけれ ども、 もう 
少し 簡明に 文意を 修正したら 宜か らうと 云 ふ 意見 も 
出まして •今朝に 至り 二た び 少數委 員が 會 合致し、 
それを 確定 致しまして 、本日 午前の 總 會に 之を 報 街 
致しました、 所が 他か 一二の 小さな 修正が ございま 
したが、 滿場 一致を 以て 通過す る ことにな りました 
是が委 員 會經過 の大 踏でありまして、 頗る 多 項に a 
つての 修正であります から、 一應 御手 許に あります 
所の 修正案に 付きまして 中 述べます、 此修正 案 ほ 今 
日の RII に 合 ほす る爲 に、 豫め 印刷に 付す る ことを 委 
員 長ょり 命じまして lli 来ました 所が、 玆に其 後 文字 
等の 修正を 少し 致しました ので、 御手 許に ある 所の 
もの ほ 少しく 變 つて 參〇 ましたから、 之を 先 づ 訂正 
致します、 それ ほ 第 十四 條 、是は 修正であります， 原 
案の 第 十條に 「勅令 ノ定ム ル 所-一佐 リ J と 云 ふのを 消 
した 事に なつて 居ります が、 ! It 所の 「勅令 ノ定ム ル 所 
二 依リ」 ほ 消す のでな くして 活きな ければ ならぬ の 
であ 〇 ます、 是が 間違つ て 消した やうな 姿に なつて 
居ります から 之を 訂正 致します、 それから ^ 十一 勝 
修正案の 第 十六 條に 常り ます 「前 條ノ 規定 二 依 ル」 
と 活字が 出來て 居ります が， 是 ほ 「第 十四 條 /規定 
-I 依 ル」 と變 へなければ •他の 條文 修正の 結果 活用 
が 出來 ませぬ から 左様に 改めます 「第 十四條 J と 云 ふ 
字と 「前 條」 と 云 ふ 字を！！ へる のであります、 それ か 
ら第 十七 條 趣旨は 同じであります が、 如何にも 文詞 
が錯雜 致して 居ります から 之を 修正 致しまして、 「 
工業 的發 明 — 係 ル 物 又 ハ 方法-一 關 シ豫メ 政府 ノ 承認 
ヲ 枵 タル 事項 又 ハ 設備」 までは 宜しい のであります 
r -! 付 テ ハ」 と 斯うし まして 「報吿 ヲ命シ 又 ハ 前條 
ノ规定 -1 依リ」 を 削りまして 「檢査 ヲ爲シ 調杳 資料 
ノ提供 ヲ求メ 若 ハ」 を 「又 ハ」 に 致し 「從 業者-一 對 
シ質問 ヲ爲ス コト ヲ得 ス」 と 斯様に 法文を 一! へたの 
でございます、 意味は 少しも 變つて 居り ませぬ c 「 
もう 一回 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 宜しう ございま 
す、 第 十七 條の是 ほ 修正案です、 修正案を 又 修正し 
た 所な のです 「工業 的發明 M 係 ル」 と 云 ふ 所を！： 頭 
に 持つ て來て r 發 明-一 係 ル？ I? 又 ハ 方法-一 關シ 豫メ政 
五六 一 
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府 / 承認 ヲ得 タル flf 项又 ハ設肫 - こ 其 下を 削り まし 
て 『付 テ ハ」 と 斯う 致しまして •其 次に 前の 方に 立 
房り まして I 報 半；： ヲ命シ 檢査 ヲ爲シ 調査 資料 ノ 提供 
ヲ求メ 又 ハ J 「若 ハ」 を | 又 ハ」 に 改め 「從 業者-一 
對シ 質問 ヲ爲 K コト -/ 得 ス J 斯う 云 ふこと に 修正 致 
しました、® 味 fx 變 つて 居り ませぬ、 それから 御手 
許に あろ 修正案を 今一 箇所 修正す る 所があります、 
修正案の 第二 十 一條の 五 號 ，原案の 四、 「又 ハ 質問 
二對シ 答 辯 ヲ 爲サス 若 ハ」 と ありました のを 此 I 答 
辯ヲ 爲サス 若 ハ」 を 削りまして、 I 質問- 1 對シ 虛僞 
ノ 陳述ヲ 爲シタ ル 者」 と斯樣 に 訂正を 致しました， 
訂正 致す の (3: 先づ それ 丈で ございます、 次に 修正し 
たる 理由を 御報饵 致します、 (「訂正が もう 一つ あ 
ります | と 呼 ふ 者 あり〕 委員長 ほつ い 取 落して ござ 

いますから 附加 へて 申します •第二 十二 條の 後段に 

修正を 加へ 「職 權ヲ濫 用シ J と 云 ふ 字 丈を 削り まし 

て 「規定- 1 ® 反 シク ル トキ」 と 斯う 云 ふ 事に 致し まし 

た •是で 委員 丧 ほ 全部の 訂正を 終つ た賴 りで ありま 

す是 ょり 修正した る理 山を 簡酎に 述べまして 壇を 降 

ります が、 政府の 出されました 此法 案は •先づ 第一 

に® 時に 於て 工場を 励 员 する规 定が ありまして、 其 

次に 励 員す る爲に H 場 等を 使用 收用 する こと， 其 收 

用に 關 する 補® 等の 規則は 勅令を 以て 定める と 云 ふ 

ことにな つて 居ります •第二には 平時に あつての 準 

備法 でありまして、 軍需品を 製造す る やうな 必嬰な 

工場に 向つ ては 常に 報 fr を 求む る こと •どう 云 ふ も 

のが 出来る と 云 ふことの 報 ff を 求める と 云 ふの が 三 

箇條 程ありまして、 原案の 第 十條に 至りまして、 民 

間の 工場 中 勅令に 依て 定めた る， 資格に 適應 する も 

のは、 利益の 保 證を すると か、 獎 ® 金を 渡す とか 致 

しまして 、平時ょり 軍國の 際に 役に立つ やうに •軍 

需品の 製造を する ことにし. 斯樣に 平時の 方と 戰時 

の 場合と を 分けまして 其 以下の ものは 罰則を 規定し 

てあつた ものであります •然るに 此 政府の 原案に 依 

ります と •軍需品なる ものは 如何なる 物で あるかと 

云 ふことは 分つて 居り、 又 軍需品を 製造す る 所の エ 

場 若く は 其 工場の 土地と か附® 品を 収用す ると 云 ふ 

ことは、 此法 案で 出來 ますが、 物品は どうす るか、 

工場の 用 ゆる 物品 - 此點 に付きまして 此法 案を ® 

行 出来る やうに なつて 居る の も あるが、 又 一面から 

見 ますれば、 徴發 令に 同じ やうに 徵發の m 來るや う 

になつ て 居りまして、 此點が 非常に 質問が あつたの 


であります、 镄發令 に 依る ので あるか、 此 法案に &• 
るので あるか、 是が餘 程 疑問に なつた ので ありまし 
て • 實際に於て委員に於きましてほ、此谥でほ活用 
が 出来ぬ と 認めた のであります、 で 平時であります 
るなら ぽ斯る 不備の 法案 ほ 排斥す るので あります け 
れど も、 先刻 申 上げました 通りに. 今日の 時局に 於 
て 13: 成べ く 之を 活用 出来る やうに 修正して 通した が 
宜か らうと 云 ふ 決心で ありました が 故に、 大體に 於 
きまして 軍需品の 事は 第 一條 其 何たる かが 分る こと 
に 規定が あるから 宜しい、 又 第二 條 第三 條に 於き ま 
して ほ 工場 若く は H 場の 土地 工作物と 云 ふやうな も 
のを •使用 管理 收用 する ことの 出來る 規定が あるか 
ら 、是は 徵發 令とは 違つ て 居る から 宜しい が、 原案 
の 第 四條に 至ります と 物品に 付ての 使用 收 用の 規定 
力ありまして. 甚だ. ' -T' 分明と なる のであります、 前 
に列擧 して ある 軍需品の 中に ほ 徵發令 と 重複して 居 
る 物 も あれば、 半分 合つて 居つて 半分 (口は ぬ ものが 
あつて， 何れに 依る か 分り ませぬ から •委員 會に於 
きまして ほ 工場に 關係 致しまして は 此励員 法に 依る 
物品を 收用 する ことに 付きまして ほ 徵發令 に 依る， 
此主義 を 執つ たのであります、 必 しも 委員が 徵發令 
を完 St なる ものと ほ 認めて 居り ませぬ けれども、 今 
日現在致して屛りまするのでありますからして、斯 
樣に 致したならば S 觸を せずに 法の 活用が 圓 滑に 行 
くで あらう と 心 m まして， さう 云 ふ 主義に 改め まし 
たのが。 即ち 第五 條 I 原案の 第四條 の 所で 「又 ハ 
之ヲ使 用シ若 ハ 收用ス ル コト ヲ得」 と あるを、 ffi 用 
收用 する 事 ほ 徵發令 に 依て 出来る ことであります か 
ら 本案より 削りまして， 更に 第七條 を 加へ まして， 
徵發 令に 列記して ない 物件に して、 工業 励 員 上 必要 

なる 物は、 徵發 令の 規定を 準用 致して 之を 收用ず る 

ことに 致しました のであります、 一言に して 之を 申 

しま すれば •工場を 收用 する のは 本 法に 依り、 物品 

に對 しての 收用 は徵發 令に 依る と 云 ふこと に 致し ま 

して、 先づ圓 滑に 法の 適用が 出来る ことに 致した の 

であります、 それから 次に 政府の 原案を 見 ますれば 

徵兵 令に 適當 した 者で も、 工場の 技術 等に 長け て 居 

りまして、 兵役に 從事 さする より ほ 其方が 宜しい 場 

合には、 徵吳 令に 拘らず 工場に 使用し 得る と 沄 ふ規 

定が あります が •其 他の 職 X- に對 する 規定は 少しも 

無い のであります、 それ故に 工業 動， M 法と 云 ふこと 

であります るが、 工場 丈の 動員は 出來 るが、 建物と 


工場 2t •か 励 員しても • 礅 エが附 いて 行かなければ 有 
効なる 工業 動 M にならぬ ので ある •而も lit 點に 付て 
ほ 政府の 原案に ほ 一切 規定が 無かつた のであります 
此に 於て 委員 ® ■ ほ 第 四 條と第 九條を 設けまして •吐 
缺點を 補 ふこと に 致しました* 第 四條に 於き まして 
ほ 「政府 ハ 從 業者 ヲ供用 セ シムル 3 トヲ得 I と 云 ふ 
ことに 致しました、 それから 第九條 に 於き まして ほ 
「職 時- 1 際シ 勅令 ノ定ム ル 所  一 I  リ兵役 -- 在 ラサル 
者ヲ 徵用シ テ前條 ,一 揭ク >1. 業務 — 從事セ シムル n 卜 
ヲ得」 と 云 ふ 此二哓 を 加へ まして •初めて 職工に 關 
する 励 員が m 來 ''工業 動 M の實を 辯 <■ る ことが 出 來 
る やぅに なつた _で あります、 それから 玆に第 十條 
を 新たに 加へ まして —— 此加 へました 趣 桂は 使用 又 
は收 用に 對し 相當の 賠償金は 受 くるので あるけれ ど 
も、 何れ かと 言へ ぱ收 用され ぬ 方が エ椏 主は 喜んで 
居る、 それを 國家 非常の 場合 即ち 戰時で あるから. 
已 むを 得ず 收 用に 應 じます るので あるから， 縱令之 
に對 する 賠償は 受けましても、 是が不 用に なつた 時 
分に" 他の 者に 賣拂ほ る、 と 云 ふこと ほ， 現 所有者 
に 取つ て ほ 非常な 打擊で あります， 夫れ 故に 土地 收 
用法の 趣旨に 準據 致しまして、 際限の 無い 長い 後に 
ならざる やぅ、 五箇 年以內 位に 拂下げ られ ると 云 ふ 
時には 「舊 所有者 又 ハ 其承繼 人- 一 於 テ ffi 先 二 之ヲ買 
受クル 事ヲ 得」 と 云 ふ 原 所有者に 對 する 保！ g の條文 
を 設ける ことに 致した のであります、 是が第 十條で 
あります、 それから 第七條 を 十 一條に 致しました が 
是ほ 唯條文 丈、 第八條 が 第 十二條 となりました ので 
是れも 修正の 結果であります" 此原案 八 條の內 に 「 
又 ハ 自動車」 と ありました が. 是ほ 削りました， 何 
故 削つ たかと 申します れぱ ，第 一條には 「其 他ノ幟 
S 用 物件」 と 云 ふこと が 書いて ある 丈で、 特に 自 砌 
車が 明記して ありませ ぬ >  1 方に 之を 書き 一方に 之 
を 書かぬ と 云 ふこと になります と 誤解を 來す から、 
等しく 自動車は 輸 53 物件の 屮に 籠つて 居る と 看做し 
て 之を 削つ たのであります、 ■それから 第 九條は 第 十 
三條 となり、 第十條 が 第 十四 條に なり、 玆に 一つ 十 
五條を 加へ ました •此十 五條を 加へ ましたのは 先刻 
申 上げました 工場 等を 收用 致しました 時に、 損害を 
補償し なければ ならぬ、 此の 補償の 額を 定む る爲の 
規程であります、 原案に 於き ましては 勅令の 定 むる 
ところに 據 ると あつたので あります が、 勅令に _ る 
のは 宜しくない から、 何等か 具體 的の ものを 玆に設 


けて K きたいと 云 ふ委 M 1 同 〇 希 沼でありまして、 
其巋で此補放價格の ^ 定並に唄案 〇 第 -!; :..; ^ ;，： 

第 十四 條に あります る 「 利益 ヲ保 證シ又 ハ 3I M 金 ^ 
下附ス ル n トヲ得 一 とあります る 利益 ^ 證の率 •獎 
酒 金の 金額、 それから 先刻 E13 上げました、！ f 用拂下 
をす る 時は 何程の fri 格で 拂 下て K しいか、 其の ; li fs 
の 決定、 lit の 三つの 金額を 足め ると 云 ふこと が*; Iti 
十五 條に 於き まして： HI 需評 謎 »% の R1 ^ を 1 r!> て 之れ を 
定める と 云 ふこと に 致した のであります •此の 軍需 
評 譏 會に關 する 規定は 勅令に 3; つた ^ であります 
が、 ^ 員會 の : 1C 見は 政府に も 質 間 致して， 明瞭に な 
つて 居 〇 ます、 此の 評 is 會なる ものは 單純な る評逍 
會にあ らず して、 官史 貴衆兩 院議 員 並に 在野の 學喆 
經驗 ある 所の 人 A- を 特選して、 之れ を f:G 命す る こと 
に 致しまして、 此人々 の 1W なる 決 5e を俟 つて、 M 
償 - K 他の 格を 定める と 云 ふこと に 致した ので ござい 
ます、 是が第 十五 條一項 二 項の 規定を 設けた 次第で 
あ 〇 ます、 原案 第 十 一條は 第 十六 胳にな 〇 まして、 
其 文中 第 七條と あるは 第 十 一條 ■第 九條は 十三 條と 
改まりました、 是れ皆 前の 修正の 結果であります、 
又 同文 中前 條と ありまして 第 十四 條と改 まつた の も 
同_で あ 〇 ます、 それから 玆に 新たに 第 十七 條を‘ ax 
けました V 是は 實 業 方面の 入々、 殊に H 業 會 社の 人 
人が 一番 恐れて 居ります のは、 政府が 監膂 をし 若し 
く ほ 質問を し、 檢査 する 時に 事業 上の 祕密に 立 入つ 
て、 會社事 業 家と して 一番 大切に して 居る 所の 祕密 
を發 くと 云 ふや^' な 結果に なりては 非常に 闲却 致し 
ます、 此れが 當 業者の 非常に 恐れて 居る 所で あ 〇 ま 
す、 それで 左 ■な 事の 無い やぅに、 之を 防ぐ 法 條を 
一箇 條設 けたので あります、 即ち 「エ 榮的發 明 — 係 
ル 物 又 ハ 方法 — 關シ」 是は 特許法 等に 書いて ある 例 
文 其 儘を 出した のであります 「预 メ政 府ノ 承認 ソ得 
タル 事 明 又 ハ 設 觔 二 a ル」 ことに 付て ぼ 「檢 査ヲ爲 
シ 調査 資料 ノ 提供 ヲ求メ 又 ハ 從業 者-- 對シ 質問 ヲ爲 
ス コト ヲ得ス 」 と斯樣 に 定めた のであります、 玆に 
豫め 政府の 承認を 得た ると 致しました のは 民間 X 榮 
家から 見ます れば 、特殊の 祕密 の發明 的の ものに 立 
人ら れてほ W ると 云 ふ此心 配が あります が、 又 政府 
當局の 方から 言へ ば、 祕密に 立 入る と 云 ふぼん やり 
した 字を 書いて Ea け ぱ此處 も祕密 である、 彼 處も祕 
密で あると 云 ふので 必要な 事項を 報吿 も檢査 もさせ 
る ことが ai 来なくなる 魔が あるから 、獲め 主務大臣 
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迄 上申して , §• 吏の 調査 檢査に 方り 入らし めざる 事 明 
設 砌の範网を明かにするやう政府の飛認を綷る手縊 
にして 11 きたいと 云 ふ 事であります から、 此心 配は 
尤もと 存じ、 又 工業 家に JK りても 差 支ない ことと 存 
じまして •祕辨 事項 ほ 豫め 主務大臣に 上申して、 政 
府の 承認を 經て技 肺 や 何に かが 調査に 来た 時， 祕密 
に 立 入つ て 檢査 しやう とか 質問し やうと 一 K ふ 時に、 
渐 然 之を 把み 得る 規定に 致した 譯で あり， ます， 第 十 
M 條は第 十八 條とな り， 第 十三 條は第 十九 條とな り 
ます、 其處で 罰則の 事になります がどう も 原案 ほ 餘 
りに 酷であります から 「五 年」 とあります のを 「三年」 
に 下げ 「艽 千圓 J と あるを 「三千 圓 J に 致しました、 そ 
れか ら； I 條 の二號 にあります、 「命令-〗 違反 シ又ハ 使 
用 若 ハ 收用ヲ 拒 ミ タル 者」 と あるは 前の 修正の 結果 

として 之を 削り 「供用 ヲ拒ミ タル 者」 と 改めました* 

それから af に玆 に一號 を 加へ まして 三 號 とし 「第 六 

條ノ相 •定 -I 依 ル 命令 -- 違反 シタル 渚」 と 云 ふ 規定を 

的き ます、 * には 原案の 第 四 勝 か 第 六條 となつ た 結 

果であ ります 次に 第 十四 條ほ 修正 二十 條とな ります 

それから 同條中 第十條 と あるを 十四 庇と し 「三年」 

を「二年」に「三千_」を「二千圓」に致しました 

次に 原案の 第 十五 條は 修正の 二十 一條になります、 

其 第一 號の 六條と あるの が 八條 になる •其 處に二 號 

として 「第 九條ノ 規定-一依 ル 徴用-- 應セス 又 ハ 同條 

ノ 規定-- te ル il 務- 一從事 スル コト ヲ扼ミ タル 者」 と 

云 ふ 規定を 置きます、 是れ は修 TF : 第九條 を 一箇條 增 

しました から、 其 制裁を 玆に 一® 條を 付けた ので あ 

ります* それから 其 11 號が 三號 となり、 其 文中の 第 

七條が 十一 晓とな 〇、 九 條が 十三條 と 皆な 修正の 結 

果 ょり 常 然の結 果と して 斯様になる のです、 それ か 

ら原 案の 第三 號 ほ 修正の 四號 となり， 其文屮 の十條 

は 十四 條と 修正に なりました •それから 原案の 四 號 

が 修正の 五 號 ，第 十 一條が 十六 條と矢 張 變る譯 にな 

ります •次に 此本 文中に 「答 辯 ヲ爲 サス若 ハ」 と あり 

ましたのを ，自動 Sri の 法案が 溢に 通過を 致しました 

際に、 粕澤君 等の 心 付で •似た 文句が あつたのを 削 

つたと 云 ふこと で 此所も 削つ たのであります 、些細 

な 答 辯を しないのを、 K に 刑に 問 ほれる と 云 ふやう 

な 事が あつて ほな り ませぬ から、 同一 方針に 出た の 

であります、 それから 原案の 第 十六條 は 二十 二 條と 

な 〇、 其 文中の 1 一一 年と あるを 二 年、 又 三千 圓を二 千 

と 改め •其 文末に 「第 十七 條ノ 規定-一 違反 シタル 


トキ 又同シ 」 の 規定を 加へ ました， 是は宫 吏が 祕密 
の 場所に 立 入つ たり、 或は 官糊を 濫用して 發 明の 事 
に 干渉す る 事 (3: 出来ぬ ことにな つて ほ 居ります が、 
之れ に ;■« 反した る 時の 爲 に* 此の W 則を 設けた ので 
あります， 先 づ大體 に 於て 右 申 上げた 通りで ありま 
す、 本案を 辨査 する に 方 〇 ましては、 诹 く實業 家の 
意 M を 徴した _ で ! X ありませ ぬが、 工業 俱樂 部と 云 
ふ H 業 家が 寄り 集つて M る 所があります から >  他の 
御 方 も 御 同 樣 であり ませう が、 委員長に 於て は 何等 
かの 意見が あらう と 存じ 參考 の S めに 承りました が 
其方 面の 希 葳 と 致しまして は、 發明 等の 祕密に 立 入 
り 自然 之れ が 漏洩を 來し 、若く は 他に 之を 使用せ ら 
れ ると 云 ふやうな 事を 非常に 心配 致して 居つて， 之 
に對 する 規定は 是非 欲しい と 云 ふこと でありました 
それから 補償金を 定 むる に當 つては、 どうか 官民 聯 
合の 右 識渚を 以て 評 謅會を 組® して、 其 決定に 俟つ 
やうの 規定 ある 事を 切に 望んで 居る やうであります 
吾々 委員に 於ても 尤もな 請求で あると 存じまして、 
其 意見を 玆に 採 H1 致しました、 此れの みならず、 H 
業俱樂 部の 希葳以 上に、 例へ ば 一旦 收用 された もの 
も、 不用に なつて 拂 下になる 時には、 P 所有者に、 
礙先權 を與 へて 拂下げ ると 云 ふやうな 條孭も 規定し 
ました* 之を 要するに 戰 時に 際し 政府の 工業 動員に 
支障を 來 さぬ やうに、 平時に 於て は 軍需品 製造が 民 
間に 於て 盛んになる やうに、 それと 同時に 又 民問エ 
業 其 他の ものの 權利を 接 害しない やうに、 其發 達を 
妨げない やうに と 云 ふ 事を •考阑 致しまして、 今 申 上 
げま した 所の 成案を 得た 積り であります、 尙 ほ附帶 
の 決 謬と 致しまして、 委員 會ほ 「一 軍需 評議 會の組 
織は 官吏、 貴 衆 兩院識 員 及 民間の 舉識經 險ある 者の 

中より 之を 任命す る ことと 二 •政府は 勞働者 保護の 

方針に 依り 職 H に關 する 諸般の 事項を 規定した る 法 

律 案を 提 m する こと、 三、 度量衡に 關して ほ 此の際 

急速に 統一的の 方針を 以て 之 か 遂行に 努むる こと」 

尙ほ筘 胬と 致しまして、 徵發 令は 明治 十： A 年の 布告 

に 依つて 出来た もので、 今日の 時勢と 適 (3: ぬ もの も 

あるから、 成るべく 速に lit 徵發 令の 改正を して •完 

金なる ものにする やうに 箱菌 する、 と 云ふ條 件が 一 

つあります、 si に 今一つの 希望が 委員より 出ました 

それは 兵器 製造は 是迄 政府の 獨占的 事業の 如く 心得 

て、 砲兵 工廠 其 他で やつて 居りました が、 旣に斯 の 

如く 民間の 會 社に獎 勵金 を與 へ、 若く は 利益 保證等 


をな すの 法律が 出来て、 職 時に 當つ て强制 的に 之を 
收 用して 用 ひると 云 ふ 事までの 法律が /li 來る以 上は 
獨占 的の 方針を 腿め て， 成べ く 民間に 於て 是 等の 事 
業の發 展 する やう 其方 針を 執られたい と 云 ふので あ 
〇 ます、 以上 委員 ir は 全 if 一  致を 以て 可決 致し まし 
た’ 因て 之に 對し 總理 大臣の 意見を 求めました •總 
现 大 H は 筵に 煩雜な る 本 法案の 討議に 際し、 委員が 
周到なる 考隱を 煩して 修正を 加 へられ， 玆に 成案を 
見る に 至つ たのは 案に 謝する 所で ある、 政府は 此際 
同意と 云ふ斟 を 言 ひ 得るなら ぱ言 ふべき であるが、 
貴族院 も f,'.] ほ 在る 斟で ありまして 是 より 以上の 修正 
が 出来れば •最も 良い 方に 就かなければ ならぬ こと 
であります から、 此處に 直に 同意と 云 ふ 事を 言明 (X 
致し 得ない けれども •委員 諸君の 修正した る此 成案 
は、 極めて 徹底して 本 會期に 於て 成立を 見る と 云 ふ 
ことに 付て ほ、 政府は 十分に 努む ると 云 ふ 事を 言明 
されました 、尙ほ 本員は 若し 貴族院に 向つ て 唯今の 
言明に 違 ふやう の 箱 望な どが 有つて は 甚だ® 憾に存 
ずるから >  政府は 衆議院の 姿 員の 熟 誠を is! とせられ 
て、 K 族院に 於ても 十分に 此修正 案の 徹底す る やう 
に 努められん ことを 望む と 述べまして •寺內 首相の 
諒承を 得まして ございます が、 K に 希 si : 條件 に付き 
ましても 政府に 於て 異存な き 言明を 得ました- 黾に 
異存の 無い のみならず、 軍需 評議 會を 組織す るに 當 
つて、 赤 內首相 ほ 官吏、 貴衆兩 院議 員 及 民間の m 識 
經驗の ある 者の 中より 任命す る ことと 云 ふ 御希璉 で 
あります るが、 政府の 考 へでは、 最も 關 係の あるの 
は 大工 場 主で ある、 此大 工場 主と 云 ふやうな 者 も 代 
表 的に 委員の 中に 入れて、 成るべく 圓 滿に此 軍需 励 
員の H 的を 達して、 軍需品の 製造 發 達を 期す る こと 
に 致したい と 存じて 居る と 云 ふ 言明で ありました、 
私 ! i 要領と して 是丈御 報告 致したならば 宜しから う 
と 思 ひます‘ ^ ほ 御 一 小 * の a' が あれば 答 辯 致します 
が、 普通の 案に 對 して 私共が 努めました よりは、 最 
前 申 上げました 通りに， 今日の 時局に 於て ほ 必要な 
る 法案で あらう， 從つて 他の 争議の 問題と 離れて、 
假令 不完全なる 原案を 完全と 迄は 致し 兼ねる として 
も、 其 運用に 差 支ない 丈に 修正したい と 云ふ考 で、 
此 成案を 作り 得た のであります、 而 して 此の 修正案 
は 一黨 一派の 同意に 非らず して、 各派より 御出でに 
なつた 所の 委員 諸君が、 熟 誠 港 議滿場 一致 可決す る 
所と なつた のであります から、 本 會議に 於き まして 


も、 何卒滿 場 一致 御 賛同 あらん ことを 切に 希菌 する 
次第であります。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 C 大岡 育造 君) 御 異議ない と 認めます、 依つ 
て 本案 ほ 1 1_ 會を 開く に 決しました。 

〇 岩 崎剧君 商ち に 本案の 二讀會 を 開き、 三讀會 を 
省略して 委員長 報告 通り'  即ち 委員 會の 修正 議決の 
通り 可決 確定せられ んこ とを 希菌 致します。 

〇議 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕- 
〇識長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 直ちに 第 ~ 
if 會を 開き 議案の 全部を ® 題と 致します。 

軍需工業 動員 法案 第二 _窗 (碗 定議〕 

〔r 異議な し異閼 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異議 ほ 無い と 認めます， 依 
て 木 案は 三證會 を 省略して 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します。 

〇 江 藤哲藏 君 選舉 法改正 案の 黍 員會を 開きたい と 
思 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 江 藤 铒藏君 委員 諸 対の 御 集りを 願 ひます。 
〇識丧 (大岡 育造 封〕 日程 第二、 北鮮、 裏日本 連絡 
航路 延長に 關 する 建 翳 案を 譏 題と 致します —— 提出 

者 櫻 井 兵 五郎 君。  _ 

第二 北鮮、 裏日本 連絡 航路 延長に 關する 
建_ 案 (棚 井 兵 .? 1: 郎君 提出) 

北鮮 •裏日本 連絡 航路 延長に 關 する 建議案 
北鮮、 裏日本 連絡 航路 延長に 關 する 建議 
政府は 北鮮と 裏日本と 聯絡の 爲 航路 補助 費を 支出 
し 元 山、 淸津 、敦賀 間の 航路を 開始せ しめむ とす 
るは 洵に 時宜に 適した る ) 1 置と 認む然 れ とも K に 
之を 元 山、 淸津 、敦賀 或 13; 舞 鶴 間に 止めむ とする 
は 眞に該 聯絡を 完ぅす る 所以の 途に 非す 故に ai に 
進む て 裏日本の 中樞た る 七 尾 及 伏 木迄該 航路を 延 
長せ むこと を 望む 
右 建議す 

〔櫻 井 兵 JI: 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇樱井 兵 五郎 君 諸君、 北鮮と 裏 R 本の 聯絡 航路 延 
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煙 茲元 3 捌 屯 務 を . 1J 町村に 委 芘 する の 建議案 


長に 關する ！ 建， 薄の 趣旨を 大 趦 申 述べたい と 思 ひ 
ます、 本案の 要旨と 致します る 所は、 北朝鮮と 裏 日 
本との 交通の 途を開 きたい、 北鮮 及び 裏日本の 交通 
を 完全に 致したい、 更に 進んで ほ 日本 内地と 並に 此 
北鮮を M じて、 ^ 洲 及び それ 以北の 交通を 開きたい 
と 云 ふの が 本案の 要旨であります、 御 承知の 如く 現 
在 (X H1 として 關門 より 釜 lil を ifll じて 朝鮮 及 滿洲 に參 
る 所の 交通が 開けて 居る 鏵で あります るが、 是 より 
も 日 木 海を 晞斷 する 所の 航路を 開きましたならば’ 
是が距 離に 於て 最も 近いので あります， 其 距離の 比 
較を 申します るなら ば、 大阪 より 北朝 _の淸 律に 95 
る 所の 航路の •;! 數は八 西 九十 八 浬、 然るに 此 北陸の 
七 尾 港より 浦 津に參 ります る 所の 浬數を 調べて 見 ま 
すれば 四 西 六十 八 浬であります、 其 差が 四百 三十 浬 

も あるので あります、 又 元 山に 對 しましても 百 八十 

一 浬 C0. 差が ある •京 城に 對 しても 九十 浬の 差が ある 

と 云 ふ 謹でありまして、 日 木 海の 横 irr 航路を 開き ま 

したなら ば‘ 非常に 朝鮮との 距離が 近くなる、 殊に 

淸津 より會 寧に 至る所の 鐵道が 近来 開通を 致し まし 

たが、 それより 先き 即ち 吉林に 至る所の 鐵道の 開通 

を 見る に 至りましたならば、 長 春に 達する 最も 近い 

通路になる _であ ります、 期 揉な 次第で あつて、 胆 

離に 於て R 本 海を 觸斷 すると 云 ふ 航路を 開く ことは 

裘 日本と 滿洲 の關係 を 密接に する の 最も 徑捷の 道で 

あります、 又 一方 物資の 關 係を 調べて 見 ますれば、 

內地 より 彼の 北鮮の 方へ 參 ります る 物には， 米 1 茶 

食 搜、 味噌 ■醬油 、淸 酒、 或は 木綿、 石油 •器械， 

陶磁器 等 非常に 澤 山の 物が 向 ふの 方へ 參 る、 燐 寸の 

如き も 非常に 大きな 額であります、 又 彼 地より 此方 

に i$ びます る 物に 於て は、 大豆、 主として 肥料に す 

る 所の ものであります が、 生 牛、 麻， 魚類と 云 ふや 

ぅな 物資 も あるので あります、 lit 航路を 開く や 否や 

R ちに 經 濟上此 航路が 引合 ふと (3: 申されますまい け 

れ ども、 將來に 於て 此 裏日本と 北鮮との 經濟關 係 か 

密接になる に從 つて、 此 航路 も 挺に 獨允 する 見込を 

持つ て 居る 次第であります* 是は 多年 此兩關 係 地方 

即ち 裏日本 並に 北鮮 地方の 輿論でありまして、 此航 

路の開 ける ことを、 切に 兩關係 地方に 於て 希望を 致 

して 居つ た 次第であります るが、 政府は 玆に 見る 所 

がぁりましたか、此一部とも稱すべき航路、即ち淸 

津と 元 III より敦 賀に 至る 航路を 開くべく、 大正 七 年 

度に 於て 朝鮮 總锷府 より 二十 一葸七 千 六 百 八十 九圓 


と 云 ふ 補助 费を出 して" 此航路 を 開く と 云 ふ 案を 出 
された のであります、 此案ほ 即ち 淸津元 山より 敦賀 
に 達する と 云 ふ 丈に 限定を せられて 居る-併ながら 
本員の 考 へます るのに、 是 ほ m に 敦賀に 達する 丈で 
あつて if 裏日本との 交通を —— 完全に 交通 關 係を 
完全に 開く ことが 出來な い、 寧ろ 敦質に 達する と 云 
ふことほ、即ち敦賀より大阪、京阪地方、近畿方面 
此方 面の 交通 關 係を 目的と して 居る やうに 思 ほれる 
然らば 則ち 是ほ 一部分で & る， 殊に 近畿 地方は 關門 
を 通じて •現在 朝鮮に 至る所の 便 33: の 交通 辟 關を持 
つて 居る やうな 譯で あります* 而して 更に それより 
も不何 を 感じて 居ります る 所の 方面は、 此 北陸地方 
並に 信越 線を 通じて， 東海 東 山でありまして、 此聯 
絡が 最も 切要で ある、 此聯絡 の途が 開けて、 始めて 
裏日本 並に 內地と 北鮮 及滿洲 との 聯絡を 全うせられ 
る 謡であります， 此 航路を して 單に 敦賀に 止めず、 
之を 七 尾 及 伏 木に 延長し、 以て 信越 線との 聯絡を 圖 
りたい と 云 ふの が •此處 に 航路 延長と 稱 して 此建 a 
案を 提出した 所以であります、 本來ほ 此 ■裏日本の 中 
樞と ，北鮮との 聯絡 航路を 要旨と する のであります 
けれども、 旣に 政府に 於て 此の 敦賀 迄の 航路を 開通 
する ことに 決した る 故、 之を 延長す ると 云 ふやう に 
する 方が 早い、 直ちに 大 JI-: 七 年度より 實行 が / li 来る 
現に 政府が 此 航路 ? 1(1 肋 費を 與へ るに 付て、 條件の 一 
つの 箾條 に、 即ち 之を條 件に 掲げて 居らる るので あ 
る、 と 云 ふのは 「政府に 於て 必要と 認む ると きは 本 
航路 内に 於て 寄港地の 咐加乂 は變更 を 命ずる こと あ 
るへ きこと」 此條 件を 附 して 二十 一 萬 餘の 補助金を 
與 ふるのであります、 故に此 91 を 適用す るなら ば、 
直ちに 七 尾 及 伏 木に 延長す る ことが、 大正 七 年度に 

於て 實行が 出來 ると , ILI ひます、 此方が 捷徑で ありま 

すから、 航路 延長に 關 する 建議と 云 ふ 名 稱を用 ひた 

次第であります 、併ながら 本案の 要旨は 前 申す 通り 

飽迄も 裏日本 及び 北鮮の 直接 關 係， 並に 內地と 北鮮 

を 通じて 滿洲と 西 比 利亞の 最も 近い 道を 開きたい と 

S ふの が 本案の 眼目であります、 又 軍事上から 考へ 

ましても、 第 九師團 をして 吉林 に W づる鐵 道を 將來 

開く 時が 来ます れば 、長 春に 達する 最も捷 徑で あり 

ますから、 軍事上に 於ても 最も 便 , IV 尠な からざる も 

のと 信じて 居る 次第であります， 願く は 諸君の 御賛 

同を 得て、 以て此 建議の 趣旨を 速 かに 實玥 せられん 

ことを* 切に 希望す る 次第であります。 


〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 動 君 本案 ほ 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 諮に 御 異議は 無い 
と 認めます、 即ち 本案 ほ 議長 指名 九 名の 委 M に 付託 
する ことに 決しました， 日程 第三、 煙草 元 0 捌 事務 
を 市町村に 委托 する の 建議案を 議題と 致します、 綾 
部惣兵 ■君。 


第三 煙草 元賣捌 事務を 市町村に 委任す る 
の 建議案 C 綾部 惣丘 (衞君 外 一名 提出〕 
煙草 元賣 捌 114: 務を 市町村に 委 It- する の 建議案 
煙草 元賣捌 事務を 市町村に 委任す るの 建 憩 
市町村の 負擔 を輕 減す るは 刻下の 急務と す 惟に 煙 
草元賣 捌の 事務た る甚た 簡 m にして 而も 確 實に相 
當の 利益を 翻す を 得へ し 故に 本年 六月 煙草 元賣捌 
人 指定の 更新を 機と し該 事務を 市町村に 委任し 從 
來の例に浓〇其の収扱手數料を市町村に交付し以 
て 其の 負擔輕 減の 一助たら しむへ し 
右 建議す 

〔綾部 惣兵衞 君 登檀〕 

〔拍手 起る〕 

0 綾部 想 兵衞君 煙草 元賣 捌 As 務を 市町村に 委任す 
るの 建議案、 本 建 翳に 付きまして 極めて 簡 m に 提出 
の 理由を 申 述べます、 近來 Til 町村の 負擔は 益々 重く 
なりまして •何れも 其 苦痛を 訴 へて 居る ので ありま 
す、 其 市町村の 負擔 をして 輕か らし めんと s ふの が 
本案 提出の 理由の 大體で あります、 市町村の 負擔を 
して 成るべく 輕減せ しめ、 而 して 此財源 の 一種と な 
るべき 者に 致したい と 云 ふの が、 此煙 草元賣 捌 事務 
を 市町村に 委任す るの 建 請の 趣意であります 此煙草 
の 元賣捌 事務を 市町村に 取扱は しめまして rfll して 3'- 
取扱た る 市町村に 對 して、 從來與 へる 所の 手 數 料を 
市町村に 交付して、 市町村の 財源を 豊富なら しめた 
いと 云 ふので あります、 此事は 昨日 秦豊助 君ょり 御 
趄 議にな つて 居ります、 又 前 川 虎造 君ょりも 御 建議 
になつ て 居ります、 大體私 の 建議 致しました る 趣意 
も秦 君の 御 建議 も 前 川 君の も •同一であります から 
私は 多くの 理由を 述べ ませぬ、 唯々 異なる ものは 秦 
君のは、 市町村 及 公共 圑體 となつ て 居つ たので あり 
まする が>  此 公共 團體を 削りまして， 本員の 提川し 
ましたのは、 市町村に 委 fr: する の 建 _ であります、 


五六 四 

前 川 君のと 全然 同一货 味〇沭 通であります、 本年 六 
月は此煙草元賣捌人の更新 0 职であ〇ますから、此 
更新の 期に 於て 此纽議 G 趣® を i;f 行したい と 云ふ考 
で、 本案を 捉出 したので あります* 願く ば ;: . 日 〇 二 
案と 同樣の 趣意で あ 〇 まする 故に >  滿投1 致 〇 御 饺 
成を 得たい のであります (拍手 起る) 

〇篛長 C 大岡 育造 君) lit 案に 付きまして は H 疑の 通 
齿が あります、 赤 間 諮 之 吉君。 

0 赤 間 ^ 之 吉君簡 wi で 御 ざいます から 此席 から… 
0_ 長 (大岡 育造 君) 35: しう 御 ざいます。 

0 赤間嘉 之 吉討唯 今 綾部 君の 御 説明を 伺 ひまして 
も、 此建 _案 を 見ましても、 昨日 秦费助 君 外 十 名 か 
ら提 案せられ て 唐り ます 所の 建蕺 とは、 内容が 旗つ 
て 居 〇 ます， 今 綾部 君 も 御 說明 にな 〇 ました やうに 
本 越 議は 煙草 £5 捌 事務を 市町村に 委 11: すると 1 K ふこ 
とに なつて 居ります、 秦君 の ¢15 議は 市町村 其 他 之に 
準ずべき 公共 團體 となつ て 居つ て、 取扱 (3: しむる 围 
體の範 園が 餘程廣 くな つて 居ります、 前 川 君の 案と 
とは 同じ やうで 御 ざいます けれども、 前 川 : « の 御說 
明の 中に 於て は、 委員 會に 於て 交 餵の餘 地 か あらう 
と 云 ふこと を 仰し やつた やうに 記 fs して 居ります、 
さう 致します ると 此 市町村と 云 ふこと に、 公共 w gs 
を附 加へ. て も 宜しい ことになる かも 知れぬ と 思 ひま 
すから、 昨日は 質問を 致し ませぬ でした が、 唯今の 
綾部 君の 御說明 では、 範 園が 最も狹 く 限定され て、 
填 に 市町村と 云 ふこと になつ て 居ります、 で m は 勿 
論 宜しう 御 ざい ませう が、 町村に 取扱は して 果して 
町村が 利益を 得る 事が 出来る かどう か、 今の 御 iili 明 
にも ある 通り、 市町村の 負擔 を輕 M すると 云 ふの が 
本 建 讖 案の 大體の 御 目的で ある •所が 町村に 肢扱は 
しむ るれば 必ず 利益を 得る ものと 御 信じ になつ て 居 
るで ありませ うか、 どうで ありませ うか、 之を 市町 
村に 取扱は しめます ると、 市町村は 煙草を 保管す る 
爲に 倉庫の 設備 もしな けれ ぱいくまい と考 へます* 
又， 煙草の 小賣な る ものは 中す 迄 もな く， 非常に 機敏 
なる 活動を しなければ ならぬ と 云 ふ 商 H ではなく し 
て， 客の 來 るのを 待つ てぢ つと 座つ て 居る と 云 ふ 風 
の 仕 yf であつ て、 多くは 老人 若く は 婦人の 內職 同樣 
にして やつて 居る ものである •隨 つて 此煙 草の {I: 入 
なる ものは、 小 H 人 自ら fl 捌 人の 所に 行く 事は 出来 
ない、 現在に 於ても 谷地 共に 元 K 捌 人の 方から 車を 
挽かせ、 或は 擔が して 小 費 人の 所に® 達を して 居り 
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ます， 谷 市町村に 斯う 云 ふ ものを 収扱ほ む て、 實際 
に m 町村が 倉庫を 設撊し •或は 車を 挽いて 廻る と 云 
ふこと が m 來ませ うか どうで ありませ うか、 秦嵙翅 
諝のや うに ! St い 意味の 公共 围體 になります れぱ •大 
きい 町 付 ほ 自ら やる ことが fll 來 ませう が、 小さい 町 
村は 斯う 云 ふ 事を やつて ほ 決して 引き合 ふ もので な 
い、 必ず 損失を 招きます る、 小さい 町村で 煙草の® 
5a 人を 置いて •常に 廻らせて la くと 云 ふ 風の ことほ 
m 來な いので 御 ざいます， それ 丈の 需嬰 ほ 無い、 大 
きい ® 域になります ると 云 ふと •販賣 人に 日々 萆を 
挽かせて 廻らして [a いても 宜い のであります が、 斯 
う 云ふ狹 い範阌 で 以て、 果して 收支® ふと 御 確信が 
あるか どうか、 之を 提築者 に 伺つ て ia きます。 

〇 綾部 惣 J?. 〈德君 唯今の 御 竹 問 ほ 大分 長い やうで あ 

りまして、 少しく 要 ? a を e き 損なつ て 席る 所が ある 

か 知れ ませぬ が、 本 建議案は 市町村 及 公共 圈體 と秦 

君の ほ あるので あります、 其 公共 團悶と 云ふ點 が、 

秦封 のと 私の 建諫と 相 違 a して K る、 其 他は 大體 M 

一の ものであると 唯今 私 ほ演 M に 於て 述べた ので あ 

ります、 !? (i 細かい 事を 申 上げたい のであります け 

れ ども 昨日 秦君及 前 川 君から 細かく 御 述べに なつて 

居ります から、 私は 極めて 簡取 に 申した 爲に撤 底し 

なかつ たか も 知れ ませぬ がさう 云 ふ 意味であります 

それから 市町村に te て 其委 fc 事項を 受けて 合 ふか 合 

ほない か、 車を 挽いて 步く のが どう だと 云 ふやうな 

細かい 御 ® C 見に對 しまして は、 委 負會 に 於き まして 

十分 御 質問に 御 答を 致します る， 尙委 員會に 於て國 

民 黛の 提案 及 政 友 a- の 提案と、 私の 禅 策と 其 時に 研 

究 致しまして •大 牿 意見 13; 一つ ものなん であります 

から、 便 K にして 實 行の 出来 得る 方法を 執る 考であ 

〇 ますから、 其邊ほ 御 魅 , ft なく 御資 成を 馘ひた いの 

であります。 

0 岩 ^ 射 君 本案は 秦 鏗 助 討 外 十 名 提出、 市町村 其 

の 他 公共阐 體に 煙草 元 費 捌 ？ If 務委任 に關 する 建謅案 

外 一件の 委員に、 併せて 付託せられ んこ とを 希 li 致 

します。 

〔「S 成々々」 の聲 起る〕 

〇 謅揭 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 II の 動議に 御坭議 はない 

ものと M めます、 仍て 動議の 如く 決しました、 日程 

第 四、 支那 人敎 育の 施設に 關する a 識案を 議題と 致 

します。 

IS 四 支那 人敎 育の W: 設に關 する £15 謎 案 ( 
支那 人敎育 の 施設に 關する 建議案 


高 橋本吉 君 外 五名 提出〕 

交 那人敎 育の 施設に 關する 建識案 
支那 人敎 育の 施設に 關 する趄 鼓 
朿 洋の 文化を 開 發し 以て 人文の 完 美に 貢獻 すへ き 
は 吾國の 責任な り 殊に 茭那 人の 敎 育を 助長す る ほ 
轉隣の 誼を 敦 うし 束洋の 平和を 確保す る 所以の 急 
務た〇 政府は 速に 之 か 適當の 施設を 爲さ むこと を 
菌む 

ノ沿纽 諮す 

〇 誠 長 (大岡 育造 君〕 建 謂 者 高 橋本吉 君。 

【高 橋 本吉君 登壇 〕 

〔拍手 起る〕 

〇萵 橋本吉 君 K に此第 四十 議會 のみならず、 我國 
の議會 に 於き ましては、 常に 支那に 對 する 問題が 外 
交 問題の 中心と なつて 論 惑せられ セ 居ります >  當 織 
會に 於き ましても、 是が爲 めに 或 ! X 不信任案を 提出 
せられ、 又 或は 澤 山の 質問が 出た のであります、 併 
し此總 てを ) ir! じて 其處に 一貫した る 精神が 現 ! i れて 
居る、 それ ii 何で あるかと 言へ ば、 日 茭 親 P 、 支那 
と！： 一本と 互に 提挈 して 行かなければ ならぬ、 此精神 
ほ 攻擊 をす る 方 も 質問を する 方 も 異論の ない 所で あ 
〇 ます •宴に 是 ほ 必姿 なる W 柄でありまして、 日本 
の國民 全般の 聲で あると 申しても 宜しい と 云 ふこと 
は， gf ふべ からざる 所であります、 然る にも拘らず 
此の 如く 議論の 種になる と 5C ふ ものは、 其 親善が 思 
ふやう に 即ち 理想的に 窗現せ られ てない、 共 S に 於 
きまして 你 多少の 遺憾が ある、 多大の •遺憾が あると 
信 ずるから、 其處 に爭が あるので あります、 本員 等 
も此 親善の 必要と 云ふ事 を認む る點に 於て ほ、 決し 
て 人後に 落ちない と 信ずる のであります >  而 して此 

問題に 就きまして、 W に攻繫 をす るょりも、 進んで 

如何なる 所に 其 親善の 行は れぬ 所の 原因が あるかと 

云 ふこと を 見出して、 其 原 W を 取り去り •而 して 之 

を 親 » に 向は しむる と 云 ふこと が、 最も 必要なる こ 

とで あらう と rr: じます、 故に 本員 等は 今玆 に此建 謎 

案を 提 m した 次第であります， 餘り * い歷史 を 繰 返 

す譯 であり ませぬ が、 我 邦の 文明が 支那から 来た、 

而して 其 文明を 日本が： 史に發 達せし め •又 之に 日本 

の @1 見 r ヲリ ジナ リチー j を 加へ て •而 して 一方は 西 

洋 から 未だ 文明を 融和して •さう して Jli 西の 文明の 

調和を 肢つた と 云 ふこと ほ、 我 日本が 111: 界 人類の 文 

化の 上に 貢獻 した 一の 美なる 點と 致しまして， * ほ 


日本が 自ら 誇つ て宜 いのみなら ず、 又 世界の 谷國も 
之を 認めて 居る であらう と 思 ひます •併しながら 吾 
等の 任務 ほ 是れで 足りて 居る かどう かと 云 ふこと を 
考へて 見ます ると •  m 洋の 文明と 云 ふ ものには •心 大 
に 仲 張すべき 所の 多大の 要素を 持つ て 居ります、 而 
して 其 自然の 要素を ! SI 達せし め、 尙之を R7- 化する と 
云 ふ 事は •獨り 日本の みならず 、支那 即ち 東洋に 於 
ける 兩獨 立國の 相互の K ff: であると 私は 信ずる ので 
あります 取り分て 世界の 大勢が 此大戰 の 後 殊に 昨今 
獨 逸の 勝利に 依り まして •東洋の 平和が 悶亂せ られ 
ん として ある 場合には • 茭 那と H 本との 親和の 必要 
即ち 日 突 親 誇と 云 ふこと には 一段の 急を 加へ て 来た 
と 云 ふことは， 日本の みならず 支那の 人々 も 之を 認 
めて 居る ことであります、 而 して 其 親善の 聲が 非常 
に 高い に拘ら ず、 實際に 於て 其 親善に 遺憾が あると 
云 ふのは どう 云ふ譯 であります か •之を 翻つ て 少し 
前に 遡つ て 考へて 見ます ると、 安那 ほ 元々 國が 非常 
に 大きい、 IL つ 又 古い 文明を 持つ て 居ります から， 
•H 然 他の 外 ® を 見る と 殊に 低く 見え、 それで 中華の 
大帝 國を以 つて 自ら 居り、 西 夷 南 蠻と云 ふ 風に 西洋 
の 文明を 甚だ 卑下して 居つ た， それが 爲 めに 支那 自 
身が 多大なる 損を したの みならず、 又 束洋全 體 とし 
て 非常なる 損を 受けた ので ある、 然るに 彼の 團匪事 
件に teo まして、 支那 人は 大に覺 醒し. た， 殊に 西洋 
文明の 大 に ® ん ずべき ことを 知つ て、 而して 其 西洋 
文明を 早く 受入れ て、 柬洋の 文明 國と 呼ばれる 日本 
ほ、 流石 一日の長 あると 云 ふこと を 認めた 爲に •此 
№1 匪 事件の 後と 云 ふ ものは、 支那の 學生 が大に 日本 
に來 て學 間を する やうに なつた •又 日 木の 敎 肺を 招 
聘して 行く  •或は 顧問を 招聘して 行く， 或は 陸海 軍 
の將校 が 頻りに 支那に 招聘され た、 それが 爲に 日本 
の 言葉は 3£ 那 'の 内地に 迄 行渡り、 北京 あたりに 行き 
まする と 今日で も 支那の 上流 社會 政府の 大臣な どの 
中に ほ、 通 辯な しで 日本語で 語 が 出来る と 云 ふやう 
な 有樣 になつ て 居る I 朵 が爲 めに 貿易 上經濟 上等に 
於ても， 亦 少なからず 相互に 利益を 52 て 居る と 云 ふ 
ことは、 是ほ爭 ほれない 亊實 であります •眞に 同慶 
の 事で、 然も 此際 に當 りまして ほ、 日本に も 支那に 
も H ?c 親善と 云 ふ 言 薬 (i なかつ た •然るに 此所數 年 
前から 日 支 親善と 云 ふ 新しい 誠に 立派な 熟 字が 現は 
れて來 て 其 熟 字が 多く 行は れ 、其聲 が 高くな つて 居 
るに 拘ら ず、 日 支 親善の 實ほ 甚だ 薄くな つて 来たと 


云 ふこと ir r4 君と 共に 誠に 遺憾に 堪へな い 次第で 
あります、 勿論 一方から 考へて 見る と、 支那の 渾山 
の 留學生 が 其の 本国に 歸つて 相 當の地 位を 占め， 今 
中 上げた 通り 大臣に も澤 山に なつて K ると 云 ふやう 
な ことであります から、 最早 顧 間の 必要 もない こと 
であらう とも 思 ほれる、 又 一方に 於き まして ほ、 其 
歸つ た學 生が 學 校の 敎師と なり、 新ら しい 學校 が ff 
山 / 11 来て 居る、 此上 最早 敎師 の必耍 もないで あらう 
斯う 云 ふ 風に も 思は れま すが •借て * 際を 調べて 見 
ると どうで あるかと 云へ ば、 支那では まだ f 外國 
から 吊 問を 取つ て 居る と 云 ふ 事 實が澤 山 あるので あ 
ります、 今 支那に ある 所の S3 校に して、 外國 人の 經 
營に なつて 居る 所の 學 校の© は 甚だ 多い のであつて 
殆ど 千に 近い、 さう して 之に 學んで 居る 所の 學 生と 
云ふ老 は、 大學 から 小® 校までを 合せる と 彼此 七十 
萬 あると 云 ふこと であります、 私は 其 小 學校敎 育に 
關する 方面は 今日 之を tH すので はあり ませぬ が， 高 
等敎 育に 摧は つて PT る 所の 外國 人の 經營 して 居る 學 
校を， 一つ 見たい と 思つ たのであります、 さう しま 
すると 宗敎 家の 手に te て經營 せられて 居る 所の 高等 
« 校 又 13: 大學 、或 所に 於いて ほ 日本の 高等 程度の 學 
校を 大 學と唱 へて 居る •丁度 日本の 私立 大學 と同樣 
の 程度の ものであります、 又 或 (3; 日本の 大學 と同樣 
の 程度の 大學も あるので あります が、 之を 合せて M 
ますと， 米® の 敎會が 持つ て 居る 所の 大學に 學んで 
K る 生徒の 數は 三千 七 百 七十 六 人、 英國 の經營 に® 
して 居る 宗敎の 大學に 學んで 居る 者は 三千 七 百 六十 
七 人、 それから 更に 英國 と米凼 とが 協同して 立て、 
居る 所の 「ユ = オン J 大學 、即ち 協同 大學 、之に 學んで 
居る 所の 學生が 千 九 百 十九 入、 之を 八 n 計し まする と 
九 千 四百 九十 二人であります、 一箇年に 卒業す る大 
學の學 生と K ふ ものは 二 千 人から 西洋人の 大學よ り 
11! るので あります •私が 此數 字を 申 上げる 意味は 事 
實に 就て 申す のであります けれども、 私に 是丈 の宗 
敎家が 支那に 来て 居りまして、 人道の 見地の 上から 
實 に犧牲 獻身 の覺悟 を 以て、 東洋の 開 發に從 事して 
居る と 云 ふこと に 向つ て ほ， 多大の 敬意を 拂ふ 者で 
あります、 搦り それの みならず 翻つて 明治の 初年に 
當 つて r フレ ベッキ」 「ノックス/へ ボン」 等の 諸 1 a 士 
が 日本に 来まして、 日本の 文化の 今日 あらしめ る こ 
とに rnj つて、 大なる 貢 iif をされ たと 云 ふことは、 今 
と 雖も記 憶に 新たに して 感謝に 堪へな いもので あり 
五六 五 
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支那 人敎 育の 施設に 関する 建議案 
ます， それ故に 吾々 の 思想は 排外的 見地から 見る と 
か、 競 爭的 見地から 之を 述べる ので ほ ありませ ぬ、 
全く 人道の 方面から 見まして， 又 更に 進んで ほ 吾々 
ほ 支那 人と 相 据挈 して、 東洋の 平和を 兩 肩に 荷つ て 
行かなければ ならぬ 所の 國民 である 然るに 其の 高等 
敎育を斯の如く外國人の羥赞に委して知らぬ顔をし 
て濟み ます か、 ® に 吾々 ほ 責任を 盡 して 居らぬ と 云 
ふこと を 感ずる から、 玆に此 雜 議案を 提出 致した 次 
第であります、 更に 進みまして 暫くの 間 諸君の 淸 11 
を 煩したい のは、 此茭那 に 於け る外國 人の 經營 して 
居る 大學 が、 如何なる 有樣 にある かと 云 ふこと を、 
極く 槪略申 上げて 見たい と 思 ひます、 此頃 日本 ほ 山 
束に 勢力を 得て， 山 東から 濟南 迄は 日本の 勢力 範圍 
に屬 して 居ります >  併な がら 未だ 日本の 經營 になつ 

て 居る 所の 高等 學校又 ほ 大學と 云 ふ ものは 山 東には 

無い のであります が、 足 一度 濟 南に 入ります ると、 

其 處に齊 魯大學 、或は 山 東 基督 敎大學 、昔し 齊と魯 

の國の あつた 跡に 建てた 大學 、而も 其 場所は 舜が耕 

して 居つ た歷 山の 裾野に 當 りまして •日當 りの 宜い 

所で ある， 之に 持つて行つ て 齊魯大 學と云 ふ 立派な 

大學が 出來て 居る、 是は 米國 と英國 人の 協同で あつ 

て 其 起因は 獨逸に 封す る 勢力の 競举 から 英米 ??: に 一 

致して 常る と 云 ふ 事であります が、 兎も角 其 昔濟南 

灘縣 、靑 州と 三つに 分れた、 それを 合併 致しまして 

阼年か ら齊 魯大學 となつ て濟 南に 在る、 其 建物は 輪 

廊 が 堂々 たるの みならず、 其 組織 總てが 洵に 西洋風 

の 大學で あります、 日本の 私立 大學の 校舍や 設備と 

は 到底 比較すべき もので ない 程に 整理した もので あ 

ります、 之に 居る 所の 學 生の 數と云 ふ ものは、 中々 

侮るべからざる ものが あります、 即ち 合計 五 百 八十 

艽人 、さう して 其 中に ほ 西洋人の 敎師 ばかりが 一一 十 

三 名、 斯う 云 ふ 形であります、 さう して 學科は 文科 

師範 科， 神學 科、 醫科學 I 醫科 大學と 云 ふの 13: 元 

は 北京に 在り、 又 南京に 在り， 漢口に 在つ た、 斯う 

分れて 居つ てはいかぬ から、 之を 一所に して 澤 山の 

金を注いで立派な大學にしなけれぱならぬと云ふこ 

| とに なり * して* 今 力を 協せ て やつて 居る、 彼等の 

此意氣 込は 是は洵 に 吾々 の 敬服し な ■ければ ならぬ 所 

の ものであります、 併して 其 創立を 繹ぬ れぽ 、明治 

四十 三年と 云 ふこと で まだ 短 かいものであります、 

それから 更に轉 じて 南京 —— 莢 那の 政治 上の 一中 心 

點 、勢力の 一中 心 s' たる 南京に 行きます ると* 金 陵 


大學と 云 ふ 立 is な 大學が 出来て 居る、 此 校長と なつ 
て 居る 人 ほ r ボーゥ ヰン j と 云 ふ實に 人格の 高い 亞米 
利 加の 宣敎師 であります、 其 金 陵 大學は 文部 理科師 
範 科と 云 ふ ものが ありまして、 更に 農科を 有つ て 居 
る、 而 して此 農科は 吾々 が 犬に 注意を 拂は なければ 
ならぬ 所の ものであります 、農科 大學の 中に ほ 或 ほ 
今の所 (3: まだ 細菌 學と か、 農政 經 濟農藝 化學と 云 ふ 
ものであります けれども、 此の 農科 大學を 揚子江 
沿岸に 持つ て 行つ たと 云 ふこと に對 して， 支那 人 ほ 
非常に 喜んで 居る、 さぅ して 支那 中央政府 ほ 之れ に _ 
網 助 金を 輿へ、 又 江 蘇 省が 之に 年々 補助金を 與へ居 
る、 其の 外實修 林の 土地 ほ 唯 吳れて 居る と 云 ふ有樣 
である， 吾々 は此 南京 遢 りのと ころは 織物の 產 地位 
に 心得て 居つた が、 斯の 如く あの 邊に 於て 外國 人の 
設立して 居る 學 校に 農科を 置いて 居る ことを -® 迎せ 
られて 居る ことほ、 吾々 忘るべからざる ことで ある 
と 私は 信ずる のであります、 それから 上海に 行き ま 
すれば、 流石に 古い 中心地でありまして、 此のと こ 
ろには 大學は 又澤山 ある、 其の 中で 最も 整備した も 
のは 聖 r ジョン ス 」 大學で ありまして、 是ほ 明治 十 
二 年の 創立に 係つた もので、 生徒 ほ 約 五 百 人 居る、 
中々 盛んな ものである、 一々 數を申 上げまして ほ 御 
倦怠を 來 すか 知り ませぬ から、 後 ほ 略して 置きます 
又 蘇 州に 行きます ると 蘇 州 東 吳大 S と 云 ふ 古い 大學 
があります、 是も隨 分 盛大を 極めて 居る、 漢口武 昌 
の 間に 於いては 文 華 大學が ある、 斯の 如く 至る所に 
あります、 更に 進んで 足長沙 に 入れば 最も 亦 其處に 
注意すべき 所の 大學が ある、 湖南の 長沙 ，此 湖南 ほ 
日本と ほ 非常に 大なる 極めて 趣味 深き 關 係の ある 土 
地であります、 彼の 第一 革命の 首唱者で あつた 黃興 

叉蔡 鍔、 是 等の 人の 眠つ て 居る 所の 湖南の 岳麗 山で 

あります、 此岳麗 山に 登つ て湘 江を 融て X  — -長沙 

を 見る 時に 方つ て、 長沙の 市街を II して 建つ 所の 赤 

煉瓦の 大きな 建物が ある， 是が 「 H  I ル」 學 校で、 

長沙に 於け る 所の 大學で あります、 さぅ して 其大學 

の 校舍は —— 大畕其 もの X 校舍と 云 ふ ものは、 左程 

大きくない、 饉 かに 四 萬 弗 掛けて 居る が、 併し 醫科 

大學 となるべき 病院の 學堂 校舍は 四十 萬 弗を 費した 

大輪 奐で ある •さう して 其學 生に 劉す る敎 育の 仕 振 

りは、 特に 注意し なければ ならぬ ことは、 亞策利 加 

から 「H 丨 ル」 大學の 若い 卒業生が 来て、 支那 人の 

學 生と 寢 食を 共に して 居る、 莢 那 人の 性格を 全く 亞 


米 利 加 的に しやう と 云 ふ考を 以て 半ば 成功し つ、 あ 
る ことを 見る のは •私の 大に 愉快に 堪へな いこと で 
ある、 其 昔 湖南の ® 兒が 日本に 来つ て、 日本の 自由 
の 思想に 觸れ 、日本の 新 文化に 觸れ て、 支那の 革命 
を唱 へた、 而して 今 ほ 「H 丨 ル」 が 此 地に 斯の如 き 
大なる 大學を 有つ て 居る ことは， 是も 吾々 は } S 洋の 
將來の 爲に慶 し 且つ 欣ば ねばならぬ ことで あらう と 
思 ふので あります， 而 して 此 所に 日本人が どの位 居 
るか、 何を して 居る かと 云 ふに 僅かに 開業 醫が 居る 
其 外は 語る を 止める 方が 1: いやうな 狀態で あります 
湖南の 長沙と 日本との 關 係が 斯 くの 如くで あると 云 
ふ 事は、 日本人と して 私 ほ 甚だ 慨嘆に 堪へ なかつ た 
のであります、 北京に 入ります ると 其處に 大きい 外 
國 人の 大學の あると 云 ふ 事は •是は 申す まで もない 
滙文 大學な どは 「メ ソヂ スト」 の 建てた る 大きい 大 
學で 、又宗 敎と關 係を 離れまして 醫學の 方に 於て 協 
和醫學 校が ある、 是ほ 「ロック フヱラ ー」 財 團の金 
を 以て 建てた 大學で 今 豫王府 と 云 ふ王樣 の 邸を 買つ 
て 之に 建築を して 居る、 是は特 に 申 上げたい のは、 
先達て 追加 豫算を 以て 同仁 醫院の 補助金を 追加され 
ました、 W 同仁 醫院の 病院と 今 建築し つ. 1 ある 所の 
「ロ ック フェラ ー」 財團 の醫學 校の 醫院 とを 比べて 
見ましたなら ば、 實に 非常な 違いであります， 吾々 
の 住 P? と 三 井 三菱の 住居と 違 ふ 位に 兩 方の 平均が 出 
来ない、 どう 云 ふ 風に 支那 人の 眼に 映る かと 云 ふこ 
とほ、 吾々 が 追加 豫算を 見ながら 實に耻 かしい 思が 
したので あります、 更にもう 一つ 是非 聽 いて 戴きた 
いことは、 北京に 於け る 精 li 學校 であります、 是は 
昔 精華 園と 云 ふ 王 邸の あつた 所に 建てた 學校 であり 
ますが、 此學校 こそは 支那に 毀して 非常なる 新®: 兀 
を I 支那 人の 科 學に對 して 新しい 紀元を 開いた 學 
校であります、 それは 明治 四十 一年に 諸君の 御 承知 
の 通り、 亞米利 加に 於き まして 團 匪 事件の 賠償金の 
殘餘 金を 支那に 向つ て 還して やる、 斯う 云 ふ 決議を 
致しました、 其 額は 一寸 一千 萬 弗， 其 代りに 條件が 
ある、 此 金を 還して やる が 御前の 方で ほ 其 金の 屮の 
一部分を 以て、 亞米利 加に 留學 生を 御浍〇 なさい 年 
々百 人 宛 初めの 四箇 年に ほ 百 入 宛‘ それから 後は 其 
團匪 事件の 償金の 切れて 無くなる 迄の 間、 毎 年少く 
とも 五十人 is ると 云 ふことの 條件で ある •而 して 此 
學 生の 資格は 宴に 面倒な 條件 を附 けた， 知識が 挺れ 
た 者で なけれ ぱいかぬ、 體 格の 優れた 者で なければ 
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いかぬ、 人格の 善い 荠でな けれ ぱいかぬ、 門地の S5 
い 子供で なければ いかぬ I 支那では 家 椚即ち 門- Jla 
と 云 ふ ものを 八 签数く 言： ひます、 怒て さう 2; ふ a な 
事柄を 調べ 上げて、 さう して 非常に C? 格なる ^ 挟を 
通した 學牛： を亞米 利 加の 大學で 教育を してやる •斯 
う 云 ふ 事に なつた のであります、 併し それ •か 爲に亞 
米 利 加の 大學に 入れる 丈の預 附敎 育を 施さなければ 
ならぬ、 此裸 備敎育 ほ 支那に 於て やるべし である， 
そこで 北京に 持つ て往 つて 其預 備敎 育を 施す 所の 即 
ち 中學 程度の 敎育 、高等 學 校の 程度の 敎育を 施す 爲 
に 新しく 建てられた のが 此精華 學校 でありまして， 
其 開校は 明治 四十 四 年であります、 校長は 支那 人で 
ありまして、 さう して 支那の 外務省と 文部省と 兩方 
から 力を 協せ た 所の 監督の 下に S かれて ある •其 現 
在の ® 生は 高等科に 於て は 二百 三十 三人、 中 學校に 
於て は 三百 三十 人、 旣に卒 業した 者が 高等科が 百 六 
十六 人 —— 尤も此 卒業生は 百 六十 六 人であります け 
れども 先程 申した 所の 條 件に 依て 支那から 米 國に往 
つて 居る 留學 生の® は それとは 違つ て、 此學校 の卒 
業 生の (11 ない 中に、 一般から 試驗で 採つ てあります 
から、 旣に千 餘 人に 達して 居ります、 外阈 人の 經營 
に 係る 學校 が斯の 如き 狀况に 在る 時分に、 日本は ど 
れ 程の 敎 育を 支那 人に 與 へて 居る か、 僅に 南の 方の 
上海に 東亞 同文 書院が 在る のみで ある、 是が 日本の 
經濟上 或は 日茭 の經 濟の關 係に 於て 貢 11 した 取が 多 
大で あると 云 ふことは、 我等 も 之を 認める けれども 
併ながら それは 日本人を 敎 育して 居る ので、 &• 那入 
を敎 育して 居る のでは ない、 今日 其 必要を 感じて 新 
に ? £ 那人を 加へ る ことにな つて、 先頃 五十 萬 M の 追 
加豫算 を 出された と 云 ふことは、 吾々 大に 椴迎 する 
所であります、 併ながら それは 支那 人の 敎育 として 
は 中等 程度の もので あつて、 到底 今 私が 申 上げた 所 
の外國 民の 敎育 事業とは 比較に ならぬ と 思は なけれ 
ばなら ぬ、 而 して 今讒に 外： 一人の 敎育 事業と 比較に 
なる のは、 奉 天に 在る 所の 南 滿洲鐡 道の 經營 して 居 
る 所の 彼の 南 滿骼禺 堂であります 、是は 外國 人の 方 
でも 頗る 評判の 好い 學校で ありまして 其 牛： 徒の 數が 
三百 人、 丁度茭 那人と 日本人と 半々 になつ て 居り ま 
すそれ であります が、 其經费 は どれ 程掛 るかと 云へ 
ば 左程 多額を 要して 居り ませぬ、 學 校の 建築 费が四 
十二 萬圓 、それから 創立 以来の 練 费の總 額が 明治 四 
十四 年から 大正 五 年の 終 迄に 使つ たのが 六十 萬 圓， 
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併せて 百 萬圓 —— 百 萬圓 あれば 是程 立派な 萵等學 堂 
一が 出来る のて あります •而 して I  ® 年の 經费が 最近 
に 於て 横 張せ る 所の 機械 等を 含んで 十四 萬 圓と云 ふ 
金で あ 〇 ます •さう して 病院の 方に 於て は 收人と 支 
出と を 差 引いて、 殘の三 萬 圓宛 年々 出して 居ります 
即ち 是 程の 舉校 を經營 する のに、 百 萬 圓 位の 金を 持 
ち、 年々 十 萬 lal 位 持つ て 居れば、 ノ立 派に 經營 して 行 
ける と 云 ふ 計算であります、 そこで 本員 等 13: 若し / li 
来る 事であるなら ば、 否 出 來る事 であるな らばで な 
しに •是は 出 來し得 る ものと 信じます が •北京と か 
或は 撝子江 の 沿岸 等に、 日本人が 日本 ra 民の 後援に 
依て、 支那 人の 學 生に 高等教育を 施す 所の 學校を 切 
めて は 一つ宛な 〇 とも 建て、 捧げたい のであります 
是は 日本の 爲に建 て、 置く とか、 日本人に やらして 

S くと か、 そんな 咨 臭い 事では いかぬ、 之を 此方 か 

ら建 てゝ茭 那人 を敎 育す る爲 に捧 けたい、 校長は 支 

那入 でも VC い •敎師 も a 那 人で やつて 行けるならば 

結！ S である、 併ながら 若し / li 来ないならば 日本人が 

往 つて、 敎授 の勞を 執る も宜 い、 兎に角 我等は 兄弟 

である、 ft 學 校に 入れば 3: 那と 日本との 界は 無い と 

云 ふ 風に やつて 行きたい と 思 ふので ある、 之を 政府 

事業と してやら ば 支那 人 ほ 勸ぴ ませぬ、 併な •から 議 

伶の 迪誠 に ffi て 日本 國民が 拖 へて やる と 云 ふこと で 

ありましたならば、 支那 g 民 も 之を® 迎 する ことは 

疑は ぬのであります •是 が I'D ち趄锚 の 精神の 一つ、 

他の 一つの 精神 ほ 日本に 来る 所の 學 生に 對 する 待遇 

の 仕方を 改めたい と 云 ふので あります ，明治 三十 九 

年 四十 年頃には 東京 is には 一 萬 以上の 支那の 留學生 

が « つた，私は丁度其頃亞米利加から歸つて來て， 

私 も留學 生返りの 身で 交 那 の留學 生を iA た 時分に、 

非常に 私は 同情の 念に 堪へな かつた、 取 京 遜では r 

空 有 房 子」 即ち 明 間 ありと 云 ふ 札を 貼つて •支那 人 

を 撒 迎 して 居る が、 其 骰迎の 仕方が 莨に 違 ふ、 日本 

の 私立 學校が 澤山の 支那 人を 勸迎 して、 それに 依て 

m 校の 收入 ?: % すと 云 ふやうな yf w もあります が、 

其 敎 育の 仕方が 違 ふので あります、 私は 憲政 會の關 

君 等と 同じく 「ブリン ストン j の 大學で 、總 長 「ゥ 

ィルソン J 傅 士の 下に 學問 をした、 其 時に 1 i 長が 吾 

々に 斯う 云 ふ 事を 言つた， 君 等が 日本に 歸つ てす る 

所の什琪ほ，人迢の爲に、人類の幸福の爲に诎米利 

加に 居る m 生よりも、 もつ と 大きな 効果が ある . 

〔私語す る 者 多し〕 


0_長( 大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇髙橋 本吉君 即ち亞 米 利 加の 敎 育は 人 疽に對 する 
貢獻と 云 ふ ものを 目的と して 敎 育して 居る と、 斯う 
云 ふこと を 云つ たのであります、 n 本が X 那留學 生 
に 毀して、 果して 斯の 如き 高尚なる 现想を 以 つて 敎 
育 . L て B つた かどう かと 云 ふことは、 私 ほ 大に 研究 
しなければ ならぬ と 信ずる のであります (拍手 起る 
〕 日 木の 〇 めに 支那 人を 敎育 すると： K ふこと であり 
ましたな らば、 支那 人は 之れ に對 して 感謝は /ti 来な 
い、 私は 茭那 人の 爲に敎 育す る ことが、 即ち ju 洋の 
平和の 爲であ ると 信ずる のであります、 是れは « て 
日本の f.E であると 信 i-' るので あります C 拍手 起る〕 
それ故に 支那から 來る所 の留學 生に 對 しては、 日本 
人が もつ と溫 かい 情を 持つ て 之を 引受けなければ な 
らぬ 、出来るなら ぱ餘〇 下等な T- 宿屋 や 或は 如何は 
しい 生活を させて やらぬ やうに して、 吾々 の 日常の 
半 活に 觸れ させて、 さう して 如何にも 之を 溫く 、恰 
も 自分の 故 鄉に歸 つた やうな 心 持を 有た せる やうに 
して 引受けて やりたい、 a 露 11 承 屮私 共は 海外に 居 
つたので あります が、 n 本が 勝つ たと 云 ふ 電報の 來 
た 時分には、 非常に 眩しい が、 常 陸 丸が 沈んだ と 云 
ふ 電報の 來た時 分には •靜に 自分の 部 室に 閉籠つ て 
居つ たやうな _であ る、 是と 均しく 支那 留學 生も自 
分の kla ii 内 亂が 引續 いて 起つ て 居る、 何處で 斯う 云 
ふ 事が あつた、 彼處で 斯う 云 ふ 事が あつた と 云 ふ 事 
を 聞いたなら ば、 中々 堪らぬ 心 持で あらう と 思 ふ、 
それが 叔父さんの 家に でも 居つ たやうな 風な •或は 
叔母さんの 家に でも 居つ たやうな 心 持であるなら ぱ 
故 鄕に歸 つた 時分に、 決して 日本の 惡口を 言 ふ もの 
では ありませ ぬ、 日 支の 親善は 此に 於て 善く 行 ほれ 

る， 私は 今度 支那を 回つ た 時分に、 其 書生 時代に 一 

緒に 飯を 食 ひ、 一緒に ! W 起きを した 人々 に會 ひまし 

たが、 手紙は 長い こと JR 遺り 致し ませぬ が、 會つて 

見る と 心 持 13; 變〇 ませぬ、 どうしても a 本人 ほ 支那 

人に 對 して 兄弟の やうな 溫い心 持を 有たなければ い 

かぬ、 それ 故 我々 は 建識 しました のは、 東京 其 他に 

來て K る 舉生 諸君の 學ぶ學 校 ほ •文部省で 注意す る 

が宜 い、 収締と 言 ふので ほない， 取締は 禁物 だ、 支 

那 人の 教育を 効果 あらしむ る やうに 注意して 戥きた 

いと 云 ふので あります 或は 寄宿 舍其 他適當 の 機關を 

設けて、 出来るならば さう 云 ふ處に 彼等を 容れ て、 

さう して 日本の 上流 社會 と接觸 させる、 又は 經濟或 


ほ實 業の 方面、 或 ほ X 製造 工業と か S ふ 方面の 學問 
をして 居る 學生が あつたと すれば* 學校で 學問 した 
許りて は 何にもなら ぬ •是 等の 人が 實際 事業に 紹介 
をして やり、 又 之を 受人れ て敎 育を して® に 立派な 
者に 仕上げる と 云 ふこと をして 戴きたい、 今 現在 日 
本に 於き まして、 或る 奇特なる 感ずべき 人が、 阼年 
來私力 を 以て 支那の 學 生を 日本の 善き 家庭 並に、 實 
業 社會に 紹介して やり、 或 ほ 事業を 招待して 見せる 
とか、 斯樣な 仕事を して 居る 者が あるから、 私 13; 之 
に 向つ て 非常な 敬意を 表して 居ります、 又 基督 敎靑 
年會の 如き 斯かる 仕事を やつて 居る、 而も 之 ほ 誠に 
御 II しい ことには •亞米 利 加 人の 寄附に 依て 成立つ 
て 居る 斯樣な ことを 考へ來 りましたならば、 吾々 は 
腿々 此處の 問題になる 所の 日 支 親善 相互に 理解す る 
ことを 致します 上に 於き まして •支那の 内地に 於て 
又 日本の 内地に 於て、 是以 上に 澤 山に 改良を しなけ 
ればな らぬ 事が ある、 施設を しなければ ならぬ 事柄 
が ある、 それは 或 ほ 個人に 依て 行 はれ •或 {3; 團 K の 
寄附に 依て 行 はれる ことが UJ 來 ますけ れど も、 國の 
聲 として、 國 民の 要求と して 之を 政府を して 行は せ 
たいと 云 ふの が>  此 建镝 案の 趣旨で ございます、 誠 
に 長らくの 間 諸君の 淸聽を 煩は した ことを 切に 感謝 
致します ると 同時に、 此問 題は 黨 派の 問題で ありま 
せぬ から •滿 堂の 御暨 成を 得て 此 志を 達したい と 云 
ふこと を 御 願 ひ 致します (拍手 起る〕 

0 岩崎勸 H 本案は 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 附 
託せられむ ことを SI みます。 

〔「賛成々々 j の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 岩 崎 君の 動 諺に 御 異議 ほ 無い 
ものと 認めます、 仍て本 案は 議長 指名 九 名の 委員に 
附託す る ことに 決しました。 

0 岩 崎 11 嵙 再び 議事 日程變 更の緊 急 動議を 提出 致 
します、 即ち 此處に 藤澤幾 之 IM 君 外 四 名の 提出、 衆 
議院 議員 選 擧法中 改正 法 ^ 案 及び 高木 益太郞 君 外 五 
名 提出 衆 ii 院議 員. 選 擧法中 改正 法律案、 此兩 案の 第 
1 SB 會の續 きを 開き •一括して 委 M 長の 報 街を 求め 
IL つ 其 審議を 績 行せられ むこと を 希望 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 日程 變 更に 御 異議 ほ 無い もの 
と 認めます、 仍て 日程を 變 更 して、 衆議院議員 ii 擧 
法に 關 する 委員長の 報吿を 求めます、 委員長 江 藤哲 
藏 君。 


衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 (藤 澤幾之 
輔君外 四 名 提出〕 第一 IB 會の續 (委員長 
報吿〕 

衆議院議員 選擧法 中 改正 法律案 C 高木 益 太 
郎君 外 五名 提出〕 第一 is 會の續 (委員長 
報吿) 

〔江 藤锊藏 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 江 藤哲藏 君 衆議院議員 潠擧法 中 改正 法律案の 委 
員 ir の 結果 及經 過を 御 報告 申 上げます、 此の 委員 會 
に 付託せられ ましたの ほ、 所謂 憲政 會案國 民 黨案政 
友會 案、 それと 政府案との 四 案が 付託せられ たので 
あります、 娄員會 を 開きます る ことが 六 回で ありま 
した、 最初の 四 回 程は 委 M と 政府との 間に、 又委負 
と 提出者との 間に 質問 應 答を M ねまして、 愼 重に if 
議を 致しました のであります、 併ながら 此選擧 法の 
內容 中に 大選 擧區制 を認 むる もの あり、 小 選 擧區制 
を認 むる ものありまして、 篤と 審査を 遂げまして、 
一致點 を 見出したい と 云ふ委 M 會の 希望で ありまし 
て、 特別辦 査 委員を 八 名 程 設けた のであります、 そ 
こで 所謂 小委 員-! 2 なる ものを 開きます こと 二 回で あ 
りまして、 貘談に 额談を m ね 熟® を 致しました けれ 
ども •何分に も 一致 點を 見 / il す ことが 出来ず、 小委 
員會に 於て は 何等 成案を 得る ことが 出來な かつた の 
であります、 而 して 更に 委員 會を開 き審 _ 中 付託せ 
られた る 四 案 中の 一案、 即ち 政府案は 昨日を 以て撤 
回せられ 又 所謂 政友會 案は 今日の 識® に 於て 撤回 さ 
れた のであります、 そこで 委は會 に殘〇 ますのは 藤 
澤幾之 輔君外 四 名より 提出 致された のと •又 高木 益 
太郞君 外 五名より 提 3 せられた る此二 案の みが 殘つ 
たのであります， 所謂 憲政 會案 なる もの 內容は 議場 
に 於き まして 提 IJ1 者より 精し く御說 明が ありました 
から， 今： ] ii 繰 返す 必要 も ありませ ぬが、 其 内容は 選 
擧權 の擴 張、 それから 罰則の 改正、 別表の 改正と 斯 
ぅ 云 ふ 重要なる 要件を 含んで 居りまして、 又 谷 條項 
に 渉りまして 詳細なる 修正の 箇條が ありました、 又 
其 他の 一案 即ち 國民黨 案 ほ 主として 選擧權 の擴 張と 
云 ふこと が 3¢ 内容を 形造つて 居りまして、 併せて 別 
表の 改正が 含まれて 居つ たのであります、 所が 委員 
會に 於き まして if 此兩 案と も少數 を 以て 否決 せら 
れた のであります、 要するに 委負會 は 最初 四 案を 審 
五六 七 
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頸 して、 其 内の 二 案は 撤回せられ、 殘 りし 二 案 (i 二 
案 共に S 決し 終つ たと 云 ふこと が 報吿の 全部で あり 
ます (拍手 g る) 

0 議長 C 大岡 育造 討〕 此 場合 一寸 御 諮り 申す ことが 
あります、 討論に 入る 前に 先刻 も 要求が ありました 
が.， 昨日の 議會の 終りに 於て 齋藤 君から 質問を 致し 
ましたが、 尙ほ 十分 徹底し ないから 質問を したいと 
云 ふこと であります、 是ほ新 例で (3; あります けれど 
も、 此踌會 を 利用して 許す ことに 致したい と 思 ひま 
す。 

〔「簡 單な らば 宜しう ございます J と 呼 ふ 者 あり〕 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 齋藤君 、御 異議が 無い やうで 
あります から、 成るべく 簡辑に 願 ひませ う" 

〇馏 藤隨 夫君 極く 簡單で あります から 此席 より 述 

ベたい。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 K しう ございます。 

〇齋 藤 11 夫君 昨日の 本員の 質問に 對 して 内務大臣 

の 御 答 辯は 諸君の 御 e 取の 如く， 誠に 要領を 得る に 

苦しんだ のであります 、併し 此點 に付きまして 如何 

に 質問を ば 致しました 所が、 元來 もと <が 要領を 

得た る やり方で ない のであります からして、 到底耍 

領を 得る 答 辯は 祇る ことが 出来ない と 思 ひます、 そ 

れ 故に 他の® に 付て 一二 質問を して 置きたい、 此度 

政府が 選 舉 法の 改正案を 撤回して、 之に 引 _ いて 政 

友 © ■ も 亦 本日 撤回を 致した のであります、 此兩 者の 

間に 於て 其 事に 付て 如何なる 關係が あつたかと 云 ふ 

ことが …… (「無用々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 無用で ない 

即ち 政府は H 業 励 員 法案の 通過を 蹦るが 爲に 選擧法 

の 改正案を 犧牲に 供した と 云 ふこと である、 此の 事 

度は 果して 正當な り や 否やと 云 ふこと を先づ 第一に 

伺 ひたい (「斯 の 如き ことを 議長 許します か」 と 呼 ふ 

者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君： >  齋藤嵙 。 

〇 齋藤隆 夫君 次に 政府は …… 

0 議長 C 大岡 育造 君) 齋藤 君、 それは 少し 違 ふやう 

であります 、問に 舞す る 返答 徹底せ ざる ことを 以て 

發 言を 御 求めに なつた のであります 、然るに 其方を 

放棄して >  更に 新たなる 事を 御尋 になる、 今の 御演 

說 では 是は差 止めます。 

〇齋藤 隆 夫君 無論 是は關 係して 居ります。 

〔「進行々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 此 案の 討論の 次第を 宣明 致し 


て S きます C 

〇锫藤 陸 夫君 本員の 質問 …… 

〔「進行々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 齋 藤君ほ 先刻 到底 要領を 得ぬ 
と認む るから、 更に 他の 事を 問 ふと 云 ふこと で 許し 
たのであります、 最早 發言を 許し ませぬ。 

〔「どん  <  進行すべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 選您- 法の 議事を 進行 致します 
唯今の 委員長の 報告の 兩案は ，一括 議題と 爲し •決 
は 谷 別に 採ります、 反對の 通告は 柄 原悅二 郎君で あ 
り. ます、 齋藤君 も通吿 があります、 是 {X 二 番目の 通 
吿にな ります。 

〇植 原悅二 郎君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 楠 原 君。 

〔館 原 悦二郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

OM 原悅二 郎君 本員は 委員長の 報告に 反對の 意を 
表する 者であります、 唯今 委員長の 述べられました 
通り、 本員 等 IX 唯今 議題に なつて 居ります る 衆議院 
議員 選擧法 中 改正 法排 案に 付きまして ほ>  憲法 附屬 
の 法律案な りと 云 ふこと を 思惟して 居る 爲に 、私共 
ほ 出來得 る 丈の 愼 m 密議を 重ねた のて あります、 委 
員 長の 御報饩 の 通り 何れの 點に 於て か、 吾々 ほ 一致 
點を發 見したい と 云 ふ 希望から •小委 M 會を 作り ま 
して、 更に 小委 員會に 於て 再三 Is 議 を »i ねました、 
で 其 場合に 於き まして ほ 目下の 形勢に 鑑み >  幾多の 
點に 於て 議論 ほ あるに せょ •人員 增加と 云 ふ 事に 付 
ては 何人も 異議がない、 どぅか lit 點で 歸著點 を 見出 
したいと 云 ふ 事で 私共 出 來得る 丈 大切な 議案なる が 
故に 證步も 致し m 來 得る 丈の 熟 ! : 密議 も 致した ので 

あります、 而 して 略々 此案が 成立す るかと 云 ふやぅ 

な蹓 光の 現は れんと する 際に 及んで 突如と して 政府 

ほ 此 案を —— 政府 提 W の 別表 改正案を 撤回 致した と 

云 ふ si に 付て 先づ 第一に 意見を 述べたい と 思 ふ、 其 

意見を 述ぶる 理由は 私共 提出の 本案を 主張す るが 故 

であります、 私共 委員 會に 於て 政府 當局 者に 再三 質 

問を 致しました、 政府 當局 者 (5: 今日の 場合 選擧權 を 

擴張 する 必要が あると 認める か 如何で あるか、 別表 

以外に 其 他の 選擧法 全般に 亘 つて 改正を 試む る 意思 

が あり や 否や 申す まで もな く 現行法 ほ 明治 三十 三年 

に 締結され たもの (笑 髂 起り 「笑うな」 と 呼 ふ 者 あり〕 

旣 に十數 年を 經 過して 居る、 のみならず 選擧 法改正 


の 辟は 今日まで 谷 方面に 聞え て 居る のみならず， 谷 
政黨に 於て 之を も， 認めて 居る 故に 政府 ほ 別表 以外の 
改正を 必要と する や 否やと 云 ふ 盤を 再三 政府 當局者 
に 質 間 致しました、 即ち 政府 當局者 ほ 之に 答へ て 別 
表 ほ 旣に 政府の 確固たる 決定を した ものである、 併 
ながら 其 他の 事は まだ 熟 版 密議 中で あると 云 ふ 事で 
ございました、 然らば 別表に fj- て ほ 间處 まで も 政府 
ほ 確定した 、現在の 事情に 照して、 是を 適當 とする 
ものである かとぅかと 云 ふこと を 再三再四 突 留め ま 
した、 で 別表の 末尾に 政府が 提出の 理由と して 述べ 
たる 如く、 今日の 時勢の 推移に 鑑み 別表を 提出す る 
必要 ありと 認め •而 して 是に 付て は 幾多の 8? 翳を m 
ねて 調査の 結果 •之が 現在に 於て 適當な る もので あ 
ると 認めた が 故に 之を 提出した ものであると •政府 
當局 者 (X 言明され て 居ります、 然るに 政府 當局者 ほ 
何故に 之を 御 撤回 爲すつ たので あるか， 漏れ聞く 所 
に teo ますれば 、此 別表 改正案に 付きまして ほ 政府 
ほ 旣に樞 密院の 諮詢を 經て 、閣議で 決定して 提出 さ 
れた ものと 聞いて 居ります、 委員 會に 於て 政府の 言 
明す る 所は， 別表は 時勢の 推移に 基いて 今日 必要な 
る ものと 認 むる， 故に 之を 提出した ので あると 言明 
して 置きながら 加之尙 ほ 樞密院 の 密議を 經て 決定提 
出された ものを 其の 審議が 略々 終らん とする 時に 至 
つて 撤回した と 云 ふことは、 政府の ® だしき 無定見 
無責任と 言は なければ ならぬ と 信じます、 (拍手 起 
る〕 又 普通の 法律であるなら ば K しぅ ございます が 
諶法附屣の、而も憲政政治の發達の上に最も 1|1: :要な 
ると ころの 選擧 法の 改正案で あります、 のみならず 
人員の 咐加 —— 縱し 別表の みに しても 多少 選. 擧區制 
の 問題に ほ 異論が ありました けれども、 自然 起つ て 
来る ところの 人員の 增加 等に 於て は、 殆ど 谷 黨を通 
じて 異議の なかつ た 所であります、 此 問題を 政府が 
撤回す ると 云 ふ 事に 於て は、 私共 其 意を 解せ ざるの 
みであります* 申す まで もな く-政 友會も 憲政 會も 
我鐵 も， 唯今 委員長の 報告の 如くに、 選 舉法の 改正 
案を 此 議場に 提出した のであります、 のみならず 此 
三 案を 通じて 見ましても •選 擧權 の撋 張と 云 ふこと 
ほ 目下の 急務で ある、 日本の 現 狀に照 らし* 世界の 
大勢に 鑑みて 我國の 憲政を 發 達せし むる 爲 め、 又 今 
日の 日本 g 民の 生活 狀 態を 三十 三年 現行法の 制定 さ 
れた當 時に 比較 致しまして、 當然や らな ければ なら 
ない 所の 事で あると 云 ふことは、 Ml 方に 於ても 異 _ 


•か 無い 事で あつたので あります、 c「！2 民 c >. だ J と 
呼 ふ 者 あり) 唯々 私共と ^ . :':< 矜 政； . •i d l.n vr o. tii 提出 
になり ました 案と 遠 ふ！ r ;i n ->: .  <  . ,' 
依〇 ますれ ぱ>  唯今の 選 舉法 〇 納 ft c e r'5 十 y を ? t: lul 
迄 低下す る、 それ '^ 以て 現在に 於て is 當なる ものと 
認める、之に ;'4 して私共は現在 0 增<! 1,. 五圆ょりは 
更に 三圓に 下げて 之を掖 張し やう •其 理由 {t 斯う 云 
ふ譯 でございます、 私共 選擧 W1 を 描 張す るに 吋き ま 
して Ei 々議論の 問題と なる 0 ほ 我國民 の 知識 〇 程度 
がま だ それ 程 迄に 至らない、 我國民 ほ 政治的に まだ 
敎 育され て 居らない からして、 十 IM1 を :/ 1: _ に 下げれ 
ば 適當で ある、 斯う 云 ふ 事を 申します が、 私は さう 
云 ふ 方に 對して 御 尋ね 致したい、 我國の 泫法の 制定 
されました 明治 二十 三年の 有權者 I 當時鹿 接國稅 
十五 圓を 納めて 居りました 所の 納税者の 知識 •政治 
思想の 程度と 國民總 てを 一 H して 見まして 今 Bill ll 
の 納税を して 居る 人と •どれ 丈の 扣 違が ありませ う 
か、 私 {3; 明治 二十 三年の 十五 11 の 納税 資格を 有つ て 
有榴 者と なつた 方ょり ほ， 今日 三 Igi 以上を 納めて 居 
る 者の 知識と 云 ひ、 敎 育の 程度と 云 ひ、 將又 政治 忍 
想と 云 ひ® に 進步發 達して 居る ことを 確信す る莕で 
あります >  此 意味に 於て 其當 時で さへ 甚だしき 恥 畨 
が 無が つたでは ないか •然 らば 今日 何故 十 li を三圓 
に 低下して 選擧 g を擴 張す るに異 _を唱 へる ので あ 
るか C 「なぜ 普通 選擧 にしない の だ」 と 呼 ふ 者 あり：、 此 
意味に 於て 私共 三圓を 固執した _で あります、 尙ほ 
今 H に 於ても それが 國民の 聲 に適當 する ものである 
又 日本の 憲政の 發 達を 阖 0、世 界の 文化の 進 運に fl' 
ふには 其 程度 迄選擧 撾を擴 張し なければ ならない と 
確信して 居る 者であります C 「ひや-^」 「のう'^」 
と 呼 ふ 者 あり〕 更に 私共は 之に 敎 育を 有した る 者に 
選擧嵇 を 興へ る 所の條 琪を倔 へました 是は提 出 致し 
ました 時に 略々 說 明して あるから 略します 次に 私共 
が 今日 迄の 十三 回に 於け る 總選擧 の 結果に 徵 しまし 
て 小 選 擧區 制に 非ず して 大選 擧區制 でなければ 今日 
の選舉 の 腐敗を ric す 事が 出来ない (「大 間違 だ それは 
」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯う 云 ふ 事を 確信 致して 居る 者で 
あります 0 ■ひや'^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 此意 味に 於て 私 
共は 最も 最近に 思 ふ 所の 大正 六 年の 而も 統計 局で 調 
査に なります る 所の —— 推測で ほ あります る けれど 
も、 其 計算を 以て 私共 ほ 大選舉 區制で 、今日の 十 = 
萬に 一人の 代表者を 出す と 云 ふ 人口の 比例に 腦じて 
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私は 計 . 3? 致しまして、 人 M の m 加を 企てる 所の 案を 
提出した のであります >  此案 が 委員 會に 於て 否決 さ 
れたる こと ±r 唯今 委 負長報吿の茆〇でございます 
併ながら 旣に 中した 如く  •時勢の 進 運に 鑑み 日本 國 
民の 要求に 應じ 、吾々 國民を 代表して 居る 者は， 進 
んで私 共の 提出した る 所の 案に 御 賛成 下さる 事と 信 
じます、 委員 會に 於て 敗れましても 本院に 於て 十分 
に 諸君が 時代の 要求 •國 民の 嬰 求を 御考へ 下さつ て 
本院に 於て 本案の 成立を 希薄す る 渚であります、 終 
りに 臨みまして 一言 中 上げます、 私 兆 唯今 も 憑 政 會 
の IK 君より、 なぜ 政 友會の 案に 反對 しなかつた か、 
政 ^ 會の撤 回に 反 對しな かつた かと 云 ふ 御意 見 も あ 
つた やぅです から* 一言 之に 就て E13 します、 私 - JI ほ 
政 友 會の諸 君が 此 案を 御 撤回に なつた 事を 喜ぶ もの 

でございます、 何故なら ば， 政 友 會の諸 君 iT 選 舉 

冏 を 桢張す ると 云 ふ 事に 付て ほ 程度の 問題で ありま 

す、けれども吾々と驻しく意見を與にしないのであ 

ります、 谛疋閊 則に 付ても 之を輕 M すると 云 ふこと 

に N- て， 私共は 甚 しく 意見を 異にした 所がない ので 

あ 0ます、獨0 ^. にした所ほ小選槊區か大選舉诚か 

と 云ふ讲 の 問題であります， 此問題 に 付て 政 友會の 

諸 »' が、 小 選 擧 •尚 制 E 執の 案を 御⑴ しにな つて 御 撤 

11 になつ た 所は、 私共の 御 希 菌を 多少 御界れ になつ 

た ' 笑骼 起る) もので ほな からぅ かと •此點 に 付て 

私は 最後の 言葉を fp 上げて 阎 きます。 

〔拍手 和る〕 

o e M (大岡 育造 封： >  觅 武 君。 

f 東 武対登 壇 J 

C 拍手 起る〕 

0 虫武君 今期 謎 e- に 於き まして 最も m 要な 選擧法 

改正案に 付て III 上げます， * 5 政會 若く ほ ^ 民黨の 諸 

公より 提出した る 案と 反對の恝玷を印述べます、選 

舉让の 改正の 茁大なる垠、若くは遝舉法が憲法附屬 

の 法律で あるが 爲 めに、 我魏院 は於も傾茁に之を攻 

究しな ければ ならぬ 事 も 固より であります， 又 現在 

の選龊 法が！ g る 不備で あると 云 ふ 事 も 明かで ある、 

玆に 下院の 問題に なつて 多华解 決し Y ii らぬ冏 題が 

一つ 有る、 それ 13: 何で あるかと 言へ ば •唯 大選犖 區 

と 小 選 舉區 の爭 である、 其 他の 識 論は 殆ど 末節で あ 

る、 罰則と か 或 ii f® 々なる 資格 間 題で あると か 云 ふ 

事に 止まる のであって， 大選犁 踔小選擧说の問題が 

下院に 於て まだ 決定し ない 所の 問® である、 之に fj- 


て 私は 諸 ft に 向つ て 深く ! a la 目に 御意 見 も fM] ふし、 
又 自分の ® 见も 述べたい と 云 ふ考を 持つ て 居る、 私 
ほ： 个 肖ながら 四十 一年の 選舉 法改正の 當 時も委 貝の 
一人で あつた* 今年 も 特別委 員の 一入であります が 
議院の 今日 迄の 經過を 見ます と 云 ふと •我 帝 國鹩會 
の 下 院に 於き まして、 大選舉 K 案と 云 ふ ものは 曾て 
一回 も 我 衆議院を 迪 過した こと もなければ、 又 多數 
の 意見 も 表明した ことは ない のであります (「今 あ 
る じ やない か/ 默れ 』 と 呼 ふ 者 あり〕 まあ 聽き 給へ 
沿 等の 演說 も議鸱 する から I 現在の 選！ i. 法 ほ 第 十 
三回 議會に 於て 制定した る選舉 法であります が， 其 
常時 山縣内 聞に 於て 現 ff の選擧 法を 提案 致した、 山 
縣公が 選犁 法の 提案を 致し •其 當時專 ら 之に 關與し 
まして •政府 委 M として 說明 の ff: に當 つた 者は，！ 
木 法制局 長官で ある， 此二 人に 依つ て大 選樂區 案と 
云 ふ ものが 提 m された， 然るに 此當時 の & 會に 於て 
速記 錄其 他を 調べて 見ます ると， 下院に 於て ほ 虽卒 
君が. 韻 長を 致して 居りました •而 して 二十 七 名で あ 
つた か 三十 ?/?; 名で あつたか の® 員を 速び まして •熟 
心に 此の 討議を！  i® 年繼綏 致しました， 所が 衆讁院 
に 於て ほ 欠 張 政府の 大選窣 K : 菜と 云 ふ ものを 通さな 
かつた、 それが ifii らず して 特別委 M を 選んで 熱心に 
攻究を 致した 結果 •其 特別委 員 fr ほ 小 選 窣區主 義で 
なけれ ぱなら ぬと 云 ふこと を 決定 致しまして* 多數 
に 依つ て此衆 蕺院ほ 通過した •而 して 其 通過 致し ま 
した もの ほ 上院に 於て 否決され た， そこで 上院と 下 
院と 協議會を開いた結果‘再び政府案を逆戾〇をし 
て、 大選舉 主 製に なつた •是ほ 諸君の 御 承知の 事で 
ある， 阳來幾 多の誃 論が m ます けれども、 此大選 擧 
K 主義に 成つて 選 擧法を 改正し， 選 擧界の 腐敗を 廓 

淸しや うと 云 ふ 論者 ほ、 今日まで 下院に ほ 無かつた 

唯々 今^遴 政 0 の 諸君， 國民黨 の 諸君' か 提案して あ 

るから、 現在は あるが、 旣 往の經 過は さう である • 

何故に 山縣 公が 此選助 法の 改正を して 大選擧 區 制を 

採る に 至つ たかと 云 ふことは， 其當時 の 速記 錄を見 

ると 一々 分ります •か >  之に 就て ほ 誠 M の 諸君から 政 

黨の基 礎を 危 くし •選擧 を 腐敗せ しむる と 云 ふ •今 

日と 同様の 觳論 をされ て P:- る， さう して 色々 菝論を 

した結尖、再ぴ小選擧區案と云ふものほ、衆議院に 

於て 通過を 見る ことが m 来な かつた と 云ふ經 過に な 

つて K ります、 是が 今の 我 下院の 經過の 大娈で あり 

ます、 30 當時に於て !3; 辰も民褪の熾んなる時でぁっ 


た， 又翳院 の 3 'W の 非常に 旺盛の 時であつて、 幾度 
も 解散を し •幾度 も豫算 を 提げて 下院に 臨みました 
が、 孰れの 場合に も 下院は 藩 間者 流の 言 ふこと を脑 
かない、 そこで 止むを得ず 山縣 公が 大選 擧區 制と 云 
ふ 名案を 以て 下院に 臨んだ， 山縣 公は 今 ! fi ほ 元老と 
して 湘 南の 一角に 居ります けれども、® 院政 治は 多 
く 喜ばない 人で ある •今日で も 議院 政治 政 黨政 治の 
發達を 喜ばない、 然るに 此大潠 擧區 案を 以て 臨んだ 
と 云 ふこと ほ、 即ち 此議院 政治を 逋弱な らしむ ると 
云ふことの希閉から、割出されたと云ふことは>其 
當 時の 論旨に 依つ て 明かであります、 それから 娃ほ 
私が I 私ょりは 諸君の 賢明なる 諸君であります し 
X 歐 米の 例 も 能く 御 引きになります から， 私 ほ 寧ろ 
諸君に 御聽 きしたい のであります が、 此三 十五 年に 
山縣内 閣が大 選 擧 K 案を 提げて 臨んだ 時に、 田 口 卯 
吉君 から 質問が 出た (「誰から」 と 呼ふ宥 あり) 田 口 
卯吉 君から 世界に 於いて 大選舉 辟 制を 以て 衆議院 蕺 
M の ifi 擧を行 ふ 所の 例が 何 處の國 にある かと 云 ふこ 
とを 問 ふた、 然るに 其の 時の 政府 委員た る 一木 君、 
あの® 學多識 の 一木 君が 答へ て 言 ふのに、 爰に 持つ 
て 居ります が一々 笼 しく (?. 申し ませぬ が、 外 國の例 
も 大分 能く 調べて 居ります が， 今大選 舉區 單 記 無 stl 
名を やつて 居る ところ ほ、 丁抹の 上院に 於いて 行つ 
て 居る のみで ある、 下院で も ！^ 々 行 ほんと して 居る 
けれども， 下院は 通過し ない、 其の 他の 谷 國に はま 
だ 何處 でも やつて 居らぬ、 やつて 居らぬ が W し歐羅 
巴で も 選 舉法に 改正を 加へ て、 此大. 一 擧區斟 記 無 記 
名を 下院に 通過 させ やうと 努めて 居る と 云 ふ 丈の 答 
を、 丁抹に I 例が 有る と 云 ふこと である、 而も： J 抹 
の 上院に ある 丈で あると 云 ふ 事で ある、 諸 宕、 諸君 
は 私共ょり ほ 此點に 就て fil ほ 能く 御存じで ありませ 
う， 而 して * (i 十 年 も 前の 事であります が ，現在に 
於て 大選 擧區 m 記 無 fti 名が 111: 界 の何處 にある かと 云 
ふこと を 調べて 見ます ると、 唯々 是れ ほ 千 八 百 七十 
一年に 希 腿の 内閣に 於いて， 衆議院に 提案を したけ 
れ ども 賛成が 無かつた と： K ふこと である、 私が 聞い 
た 所で (3: さう である •それから 南米の 伯剌西爾 國に 
於き まして、 千 八 百 九十 | 年の 法律に 於いて、 一二 
の 同國の 州に 之れ を 行 ほんと した、 是れは 今 或 ほ 用 
ひられて 居る かも 知れ ませぬ、 それから 遝逸聯 邦の 
澳堡 の民會 の選擧 に 一つ ある、 flp し ^ れは上 院に於 
いて 委 M 選擧に 此の 例を 用 ひて 居る のみで ある、 世 


界廣 しと 雖も 憲法 政治 選 擧 法の ® も發達 したる M に 
於いて， 大選 擧區锚 託 無 記 各と 云 ふ 形式を H] ひる？ I 
ほ •谷 W 何龌 にもない、 今日 何處 にも 無い •唯々 日 
本のみ であるが、 日本は 政 黨內閒 を 與 す 爲め に- 此 
の 案を 出した ので あると 云 ふこと ほ* 諸 岩 も 能く 御 
承知で あらう と 思 ふ、 それで 此の 大 潠犁區 制を まだ 
議 K に 於いて 可否の 討論を して K ると 云 ふこと (3; 如 
何に 4_院政治の擗砘を失ふものであると私は思ふ 
政 黛 政治を 喜び 立憲政治を 喜ぶ ^ • ならば •小 選 擧區 
制に 改正し なければ ならぬ、 小 ii;: 擧 M 制に すれば 總 
ての 情 弊を 除き 去る ことが iii 來るが 、尙 ほ大選 舉區 
主義を採ると云ふことほ，選舉に對する研究が足ら 
ない のか、 然らずんば _ 院政 治の 發 達を 筘菌 しない 
者と 言は なければ ならぬ と 私は 考 へる •それから 大 
選 串 K 制の 利害な どに 就て ほ、 三十 五 年の 當時材 名 
なる 星亨 君に 依つて、 或は 今日此 處に 顏を駢 ベて 居 
られる 所の 諸 ?-! • も 十分 論じて 居る、 皆 小 選 擧區を 主 
張して 屛る 、皆 小 選擧區 論者で ある、 時 ^ 推移に 法 
つて 色々 に 變つて 居ります から •一々 3¢ 名前 (3: 申 上 
げられ ませぬ が •諸 料 is 皆 其 當時小 選舉说 論を 说げ 
て 居つ た (「なぜ 小選鹖 K 制を 撤回した J 「默れ J 
と 呼 ふ 者 あり〕 まあ It! き 給へ •此大 選舉區 制に 付て 
ほ、 是れ まで 旣に 十分 議論を _ほ して ある ことで あ 
ります から、 私が 餘り 多くの 辯を 費す 必要 . II ありま 
せぬ が、 多少 誤解して 居る 所の 論 も ある やうで あり 
ますから、 大選擧 區制 に 就て 多少の 利害を Ml 上げて 
此檀を 降りたい と 思 ふ、 第一に 大選 舉區 制に 依る と 
投票が 不平 均になる と 云 ふことは、 是は 申す 迄 も あ 
り ませぬ、 例へ ぱ觅京 市に 一 萬の 投絮 者が ある， 其 
處へ五 \ の 候補者が 立つ たと 云 ふ 場合に、 鳩 山一郞 
君の やうな 有力なる 人が 出る と. 一人で； A 千 票 も 取 
る、 さう すると 次の 人は 三千 票を 収る 、次の 人は 千 
S を •収 る、 其 次の 人 ほ 七 百 票、 其 次の 人は 三百 票、 
三百 票で 當選 すると 云 ふやうな ことになる， 投舆す 
る 人の 觀念ほ 最も 信賴 する、 人菌の ある 人に 一票で 
も 多く 入れる と 云 ふこと になる が， 單 IH 無記名で あ 
ると •或る 部分で ほ 人望の 有る ^ • は 澤 山の 投票を 収 
るが， 無い 者 It 西 か Z: 西で 當選 する、 之を 詰り 小数 
代表の 意味で あると 言 ふ、 大選擧 M、 王 義の 論者は 之 
を少數 代表の 意味で あると 云 ふが、 是は 少數 代表に 
ほなら ぬ、 國民 に人菌 の 有る 者が (II ると 云 ふこと に 
なつて 來る から、 是 ほ 決して 少數 代表と 云 ふ _には 
五六 九 
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ならぬ、 若し 大選擧 域 制を 主張す るなら •は、 大選擧 
區 制の 特徴なる rff の 大選犁 K 連記 法を 執らな けれ ぱ 
ならぬ、 大選擧 辟 ® 記法と 云 ふ もの i3: 1y; 界谷國 を 通 
じて 最も 幼稚なる 制度であります、 若しも 大選 舉區 
に 於て 少數 代表を 出す と 云 ふなら ば、 連記投票で あ 
るか、 然らずんば 比例 投票を 執る 外 (i ない ので あり 
ます、 第二には 此選興 -區 が大 潠擧區 になる と、 餘り 
區域が 跋澗 になる 爲に • 不 正 投票が 多く 行 ほれる、 
之を 諸君は —— 大 選擧區 主義を 執る 論旨は 是が叵 對 
であると 云 ふこと を 言 ふ* それは 反對で ある •不正 
投票と 云 ひ 買收と 云 ふことは、 大選壻 區にほ 行 ほれ 
ぬと 云 ふので あるが、 是が 反對で 吾々 ほ 見解を 異に 
して 居る、 大選 擧區 になる と 買收が 餘計行 ほれる、 
何故な れぱ大 選擧區 になる と 候補者の 人物が 能く 分 

らな い、 金を 以 つて 買收す ると 云 ふこと ほ、 sg い處 

に 行けば I 品物が 餘計 あれば 多く 買 ひ 得る と 云 ふ 

ことは 論理の 當然 示す 所で ある •品物が 多く あれば 

多く 買へ る， それで あるから 成 命 SI や 或 ほ 政洽 上に 

何等 關係 のない 人が 飛 出して •多くの 金を 撒いて、 

あつちの 隅では 二 十 撰、 こつち の 隅で (3; 三十 票と， 

二十 票 三十 顯と云 ふ 風な 金を 撒いて、 投票を 集める 

のであります から、 m' 收し易 いと 云 ふこと ほ 明白な 

事實で あります、 それから 大選 擧區に 於て は 干渉が 

少ない ので あると 言 ふ、 是は國 民黨の 諸君は 此點に 

於て 最も 黐 論を 致す ので あるけれ ども， 是も私 は大 

なる 誤りで あると 思 ふ。 何と なれば 干渉と 云 ふのは 

小さい 處では 成程 干渉が 行 はれる、 干渉が 行 ほれる 

けれども •大潠 擧區 でも 矢 張 干渉 ほ 仕 為い 種々 な 方 

面に 於て 或は 會社 であると か. 種々 な 利益を 以てさ 

うして 時の 政權 者が 之を 釣る と 云 ふことは-大きな 

處に居 る 程 やり 易い、 前 橋の 選 擧に觸 濱から 選擧の 

干涉に 行つて 居る •斯う 云 ふ 風に 干渉は 却て 行 はれ 

易い けれども、 小さい 選擧區 であると 干渉が 行は れ 

惡い 、唯々 玆に 異なる ものは 暴力を 以て やる のと、 

黄白を 以て やる のと 二つ ある， 小 選 擧區 になる と棍 

棒を 持つて 闘 ふと か、 或 {3: 暴力を 用 ひる •壯士 が 暴 

行を すると 云 ふやうな ことほ 是は あるか も 知れぬ、 

あるか も 知れぬ が黃 白を 散 じて 買收 すると 云 ふこと 

は、 小 潠擧區 で ほ tj'l 来ない、 少ない c  r のう <」 

と 呼 ふ 者 あり} 何故 少ない かと 云へ ば、 候補者の 入 

物が 平素から 分つ て 居る、 選舉 者の 資格が 能く 分つ 

て 居る から、 平素の 社交的の 間に 於て， 能く 詰り 關 


係が 明かに なつて 居る から 投票を 冒 收す る， 金に 依 
つて 投 M すると 云 ふこと ほ、 小選擧 博に ほ 行 はれな 
い、 若し さう 云 ふこと が あると すれば、 社 會的 制裁 
を 受ける、 けれども 大選 擧區に ほ 制裁と 云 ふ もの ほ 
比較的に ない (「のうく  J と 呼 ふ 者 あり) 諸君が 
のう < と 云 ふの ほどう 云 ふ譯で あるか、 詰り 大隈 
全 •閣 の此 前の 選擧ほ どうで あるか、 大選 擧區で あつ 
たけれ ども •私 程 痛烈に 干渉を 受けた ものは ない の 
である、 干渉は 受ける， 買收 ほ 行れ る •干渉を して 
高利 貸を 速れ m して， 十三 萬圓も 使つて 目に 一丁字 
もない 者を 出した の ほ 諸君で ほない か、 それから 諸 
君は 撤回した のが 非常に 好い とか 惡る いと か 言 ふが 
是ほ 政府が 撤回した の ほ 何も 差茭 ほない、 政府が 撤 
回す るに 付て は 之を 調査して ！ 憲政 會か らも 或は 
政友會 から も各黨 から 出て 居る から、 此の 別表の 改 
正 丈で ほ 國 民の 意思では ない、 本 法の 改正を しなけ 
れば 完全な もので ない と 云 ふこと で， 政府が 撤回し 
たので ある •何の 差 支が あ 6 か、 又 之れ に 付いて 諸 
君 is 尙ほ 色々 な ことを —— 色々 な 諸君に IX 議論が あ 
る やうであります が、 此の 撤回した と 云 ふことの 事 
例は 澤山 ある、 諸君は 上奏 案で も 決議案で も 撤回し 
た 例が あります. それ も 示して 吳れ いと 言 (X れれぱ 
示して 上げ ませう が •何遍で も 撤回して 居る、 それ 
ほ 政治 上の 德義 として さう 云 ふ ものを 示す の ほ 無用 
であるか 知れ ませぬ が、 調 夜は して 居る、 上奏 案で 
も 三十 五 議會の 時には 撤回して 居る、 さう 云 ふこと 
も あるので ある •さう して 政府案と して 撤回した も 
ので も、 年来 大きな もの ほ 澤山 ある、 第 四 回の 時に 
は ) ilr 得税の 改正 法律案 も 政府は 撤回して 居る-第一 
囬にほ 都 制 法案の やうな もの も 撤回して 居る、 又 三 

十四_ 會にほ 是れは 桂 公の —— 二十 四 議會の 桂 公の 

時分に ほ、 地 和 修正案 も 撒 [fii して 居 多、 政府が 更に 

熟考し 考傲 をす る 上に 於いて、 撤回す るのに 何の 不 

都合が ある、 又 政 友會が 之れ を 撤回して 次期の ii 會 

迄に 更に 成案を 得たい と 云 ふので 考慮す るに、 何も 

差 支ない ので ある、 此の際 諸® が 撤回した のが 非常 

に惡 るいと 云 ふの ほ* 殆ど 其 理由に ならぬ と 思 ふ、 

尙ほ一 言 致したい の if 別表の 此の 改正が 國 民の 與 

_ であると 云 ふが、 是れも 私の 選 f5 區な どは 此の 別 

表に付ぃてほ、最も利害關係を有って居る、十二三 

人も增 員す る ことにな つて 居る ので ある、 是ほ 十七 

八 年 以来の 懸案であって、 之に 付て ほ 吾々 ほ 建 _ 案 


も 出し、 或は 法律案 も 出して 居る のであります けれ 
ども •此の 別表の 改正の みして 本 法を 改正し ない と 
云 ふこと ほ、 全く此 憲法 政治に 於て (3; 無意義で ある 
と 云 ふこと が 一つの 理由、 それからして 今强て 別表 
を 改正す るに も 及ばない、 是ほ 大正 二年庇 の 政府の 
統計に 依つて やる と 云 ふので あるが、 今日の 時代 ほ 
三年 一昔で、 五 年 も 前の 統計に 法つて、 人口を S1J 出 
してやる と 云 ふこと ほ、 決して 公平を 保つ 所以で な 
い、 若し 假 すに fig に 一雨 年 すれば， 即ち 来年 度に な 
れば 大正 五 年度の 統計が 發 表になる、 さう すると 入 
口の 上に 於ても 最も 權衡 を揭 る、 平均 宜しき を 得た 
る 割當が 川 来る， 此意味 に 於ても う 一年 谷 派各黨 が 
調査して、 完全： なる 本 法の 改正と 別表の 改正を する 
と 云 ふこと が、 當然な ことで あらう と考 へます が 故 
に、 諸君は 此點に 於て 餘り 粉々 の _論を 試みる 必要 
ほない と . M ひます， 私 ほ大 選擧區 駔 記 無 ftl 名と 一 K ふ 
もの ほ、 議院 政治の 上、 憲法 政治の 上に 於て、 どう 
しても 反對し 否決し なければ ならぬ と 云 ふ 論者で あ 
るが 故に、 此壇に 登つ た 所以であります。 

〔拍手 起る〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 锴 藤 II 夫君。 

〔齋 藤隆 夫君 登壇 J 

〔拍手 起る〕 

0 齋藤隆 夫君 諸君、 本員 ほ ® M 長の 報吿に 反對し 
我 黨提出 の 原案を 維持せ ん とする 者であります、 御 
承知の 如く 潠擧 法の 改正 ほ、 當誘會 に 於て 最も R 大 
なる 問題であります、 昨日 も當 席ょり 申しました る 
如く， 今期 議會に 於て {X 政 友會憲 政會 及び 國民黨 ょ 
り も， 改正案が 此 _ 場に 現は れて 居る， 引續 いて 政 
府も亦 不完全； ながら 別表の 改正案を 提出した ので あ 
ります、 吾々 は 此 間に 於て 御 互に. 胸襟を 披い て、 利 
害 得失を ば 研究 致しましたならば •少 くと も 相 當の 
一致 點を 見出して、 當期讖 曾に 於て は 選 擧 法の 改正 
案 •此 多年の 懸案が 解決せ らるゝ ことに 思つ て 居つ 
たのであります、 所が 圖らざ りき-政府 先づ馓 回し 
續いて 政友會 之を 撤回し •而 して 今日の 形勢を ば 來 
したと 云 ふことは、 御 互に 遺憾 千 萬の 次第で ありま 
す、我黨こそ提出致して居りまする所の改正案ほ、 
玆に 改めて 申す 迄 もな く 諸君の 御 承知の 如く  •選 擧 
法の 本體に 向つ て 手を « れて居 る 所は •幾多 ありま 
する が、 其 中に 於き まして 最も 重耍な る もの ほ. 選 
擧 權の摑 張で ございま する •併し 今日 選擧 權擴 張の 
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利害得失な ぞをぱ ， s-a „ •々しく llt :: ;-'l 枳に於 て 申 5 is ベ ま 
する ことほ* 幾らか 時代 遲れの 嫌が あ 〇 ますに 依て 
私共 ほ 一切 n に 致し ませぬ、 唯々 問題と なります る 
勤は， 深 擧 K 制に 關 する ilf であります、 111*. 勁に けで 
政 友 會の諸 君と rr 々との 間に 於て •  R '.K 的に . tc t I V い 
® 突した る 結果の 今日の 有 ^ になつ たと； K ふことは 
洵に逍 憾千 萬な 次第であります、 政 友 f/ o BS 対が 大 
選 舉 K 制を ば 何？ f 迄 も姊 持せられ ると 云 ふこと に 5 : 
てほ’私ほ政友會の闊史に對して決して無珂とほ思 
ほない のであります (「 大遝犁 M で ほない. 一 f rril 違 
ほない やぅに」 と 呼 ふ 者 あり〕 小頌犁 いであります 
是ほ 訂正 致して 置きます、 锊 て糙か 明治 三十 三年に 
時の 山 縣內閣 が 選 舉法 の改 JH を 企て， 從來の 小 il 切 
區をぱ 廢し て大選 舉と爲 さんと する 時に 當 つて •之 
に向つて反對の鞔論を唱へられた人にほ生として政 
友會の 前身た る 目 出 然 の諸赳 てあつた ので ある、 又 
明治 四十 五 年 今日 政 友 會の勘 ：裁た る 原 君が 內務大 f:l 
の 時代に 於て、 選擧法 の 改正を ば 企てられ •促 來の 
大潠 擧區 を廢 して 小 選 擧區 と爲 さんと せられた 時に 
當 つて、 此 原案に 向つて 極力 1 f!? isa せられた の ほ、 今 
日の 政友會 の諸冇 であります、 それ故に 政 友 倚の 諸 
君が 今日に 至る 迄 •終始一貫して 小 il 擧區 論を 保持 
せらる、と：：ムふことに付てほ、私共決して無瑚とほ 
思 ほない のであります， 併ながら です， 此歷 史上の 
理由を 離れて 純然たる 代 ^ 政治の 根本に 溯り、 之を 
我 國の實 情に 照して •諸君の 主張と！ K ふ ものは 果し 
て 正當で ある や： f1? や、 小 ;1 擧區 論者の 蹣論と 云 ふ も 
のほ、果して有力なる根據を有して5£るかと沄ふに 
本員 等 ほ 斷じ て K 然らざ る ことを 確言す る漭 であり 
ます ( I 最も 有力な り」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 小 選擧 K 論 
の大體 ほ、 過日 政 友 會の鹩 案の 提川 理由を ば說 明せ 
ら る、 に當つ て， 松 田 源 治 君より 大腿の 理山を 承つ 
て 居ります、 又 今日 IK 武恝 よりも 能く 之を 補充せ ら 
れた ので ある，！； より 松 田 君の 說と雖 も、 或 ほ ]} i 対 
の 說と雖 も、 今期 議會に 現 |£ れたる 所の 新規 發 明の 
識 論では ない ので ある •斯 る讖 論は 明治 三十 三年に 
於て 初めて 唱 へられ， 又 明治 四十 五 年に 於て’ 幾度 
か 繰 返された 所の 議論に 過ぎない のであります、 又 
今日 私共が 大選擧 區をぱ 維持 致します る 理由 も、 決 
し て 是迄此 謎 場に 现ほ れたる 以外の 理由に 付て， 餘 
り 多くの 新規 發 明の 妙說を 有つ て )? T るので はない、 
從來 先 SI 諸君が 唱へ られ たる 事、 並に 之に 向つ て 多 
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少の 補充を 加 ふるに 過ぎない のであります からして 
此點は 拽め 諸君の 御 承知を 願つて 置きたい ので あり 
ます、 本員の 見る 所に 依ります ると， 大小 選 擧區に 
關 する 利害得失の 議論は、 種々 雜多で あります、 其 
中に 於て は隨分 我田引水 論 も澤山 あるので ある、 併 
ながら 之を 大別 致します ると 云 ふと， 比較的 代議 政 
洽及ひ 潤 擧 制度の 根 木に 觸れて 居る ものと、 それ か 
らして 枝葉末節に 苴 つて 居る ものとの、 二 補 類が あ 
るので あります、 此技蕖 に苴〇 末節に 跨がれる 所の 
議論は、 幾ら 多くを 並べた 所が、 一つの 根本 問題に 
は 及ばない のであります， 而して 吾々 が 常に 大選舉 
诞をぱ 維持す るが 爲に 主張 致して 居ります 所の 根本 
の 理由 ほ、 大體 三つであります、 其 第一は 何で ある 
かと 云へ ば， 御 承知の 通りに 少 歟 代表の 事で ありま 

す代鄧 政治の 下に 於て、 又 選犖 制度の 下に 於て、 少 

數代 表が 必要で あると 云 ふこと ほ、 今更 私共が 識諭 

を 費す の 必要は 更に ありませ ぬ、 而 して此 少數代 表 

の II 想を s ffl する に當 つては ■大 潠舉區 の閛記 投票 

より 外に、 今日に 於て は 之に 挺る 所の 良法 ! i 無い の 

であります C 「のぅ^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 同より 大 

選擧茼 明記と 雖 も， 是は 絕對 に # 良なる 所の 制度で 

はあり ませぅ、 種々 の 場合を •は 假想 致します るなら 

ぱ 、此 制度に 於ても 此 理想を ば ' rf 現す る 事が 出来な 

い 例は 萍山 あるので あります、 過日 松 田 君が 此席上 

に 於き まして、 示された 所の 例の 如きけ 確に 其 一例 

である、 併ながら です、 凡そ 物事に ほ 原則が あれば 

例外が あります、 何事に 付きましても 社 會稀 有の 事 

例を ば假想 致します るなら •は、 如何なる 事に 於ても 

少數の 例外が 無い とは 言へ ない ので ある、 併ながら 

吾々 が 苟も 國 家の 制度を ぱ定 むる に付きまして は， 

斯る稀 有の 例外を ば 標準と する ことは 出来ない ので 

ある •何事 も 事物の 原則を 本と して 立てねば ならぬ 

と 云 ふこと ほ •是は 當然 のこと であります、 固より 

大選舉 K •鼠 記投拽 も •絕對 に S? 良なる 制度では あり 

ませぬ に &• つて 御 承知の 如く lit 制度の 缺點を •は 補 ひ 

まする が 爲 に、 顿近歐 羅 K 諸 阈に 於き まして ほ、 彼 

の 比例 代表なる ものが 大分 攻究され て 居る ので あり 

ます、 併ながら です、 此比例 代表と ¢13 しました 所で 

随分 缺點の 多い 所の 制度であります •缺點 多き 制度 

であるの みならず 、一概に 比例 代表と 中した 所で、 

其 救の 多い ことは 1¢ に數 ふることの 出来ない 許りで 

ある、 或學 者の 如きは 比例 代表の ®! の 多い ことは* 


之を 唱ふる 所の翠 濟の數 と w 敵して 居る と 云 ふ 位で 
あります が 故に、 劳々 以て 之を 今日 我 國に探 用す る 
と： K ふ 事は •夢にも 想像が 出来ない ことで ある •そ 
れ 故に 今日の 制度と 致しまして は •先づ 大選擧 區斟 
記と 云 ふ 此方 法を 以て •少數 代表の 理想を 逋現 する 
事に 努む るよ 0外 に、 善良なる 所の 制度は 無い と 私 
共は 確信して fr るので あります (拍手 起る〕 次に 御 
互に 注 葸しな くて はならぬ 事は、 大潠 擧區の 場合に 
於き ましては、 落選者の 得票と 云 ふ ものは 甚だ 少い 
ので ございます が* 小 選 擧 K 制の 下に 於て は、 是が 
非常に 高まつ て來 るので ございます、 凡そ 何人と 雖 
も 苟も 候補者を ぱ潠定 致します る 以上 ほ、 其 候補者 
が 當潠 する 事を ば 希筚 しない 所の 者は 一人 も 無い の 
であるから、 成べ く有湘 者の 希望に 副 ふ 事が W 來得 
る やぅに、 即ち 有 糊 者の 希國 して 思る 所の 者が 當選 
する 事の 出來 m る やぅに. 國 家の 制度を ば 定めて 行 
かなくて はならぬ と 云 ふ 事は、 選舉 制度を ば rf へる 
に 付て、 吾々 が 考へ ねぱな らぬ 所の 必要なる 事項で 
あります、 然るに 此點 に付きまして は， 大選擧 M は 
最も 利益で あるが、 小 選 擧區ほ 頗る 不利益で ありま 
す、 私 ほ 決して 假想の 事® を ば 玆に 述べる のでない 
過去十三回の成緩に付て如何なる斟實が現はれて居 
るかと 云 ふ 事を、 諸 ft の 前に 御 參考に 供し ます •御 
承知の 如く 第一 回より 第 六 回に 至る 選擧 は是は 小 選 
擧區の 下に 行 ほれた のであります， 第 七 回より 第 十 
三回 迄は、 是は大 選擧區 の 下に 行 it れた ので ありま 
す、 而 して 此 間に 於て 當選 者が 得た る 所の 投票と 落 
選者が 得た る 所の 投票を ば 通算 致します ると •小 選 
擧 M の 時代に 於き ましては、 百 分の 六十 五が 當選者 
の 得た る 投票、 百 分の 三十 五が 落選者の 得た る 投票 

であります、 然るに 大選 擧區と 相 瓯〇 ました 以來此 

統計が 非常に 違つ て參 りまして、 此 時代に 於て は當 

選者の 得た る 投票が 七十 八 •落 jli 者の 得た る 投票が 

二十 二と 云 ふ 事に なつて 尻る のであります、 即ち 小 

選擧區 の 時代に 於き ましては、 潠擧 民は 百 人に 付て 

三十 五 人は 全く 落選者に 向つて 投票して 居る ので あ 

る、 百 萬 人の 有 fa 者の 中 •  H 十五 萬 人は 全く 選擧の 

希望を 達する ことが /PI 来ず して、 落選者に 向つて 投 

票し •自己の 代表 ^ を ば 中央 議會 に S る 事が US 來な 

いと 云ふ事 に 相 成つ て pi るので あります、 此事 が大 

選 擧區の 時代に なつて if 非常に 減じて 居る と 云 ふ 

事は、 是は 選舉 制度の 根本に 關する 最も 重大なる 所 


の 事實で あると 思 ふので あります (拍手 起る〕 第三と 
致しまして は、 大選舉 區の 下に 於き まして ほ、 人口 
代表 主義と 云 ふ ものを ば、 比較的 平均に 維持す る 事 
が 出来る が、 小 選擧區 の 場； I n に 於き ましては 是が出 
來な いのであります、 夫 ほ 如何なる 事で あるかと 云 
ふと， 御 承知の 如く 今 a の大 選擧區 の 下に 於き まし 
て if 郡部は 十三 萬に 付て f 人の _ 員を 選出す ると 
云 ふこと に ffl 成つて 居る、 固より 十三 萬 以上は 四捨 
五 人で あると か、 或は 端數を 切捨てる とか 云 ふやぅ 
な 關係 がご ざいます るので、 十三 萬を ぱ 多少 超過す 
るかは 知り ませぬ が、 先 づ平均 致します ると 十三 萬 
に 付て 一人の 載 員と 云 ふ、 此 人口 代表 主義を 大選擧 
區に 於て は、 徹底的に 維持す る ことが 出夾 るので あ 
る， 併ながら 小 選擧區 になります ると、 是れが 絕 _ 
に 出来ない のであります、 現に 政友會 より 提出せ ら 
れし 所の 別表の 改正案-小 選辦區 を 木と して 立案せ 
られ たる 所の 改正案， 是ほ 如何なる 人口 代表 3- 義に 
基 いて 居る かと 云 ふと、 八 萬 以上 二十 一 萬と 云 ふこ 
とに 相 成つ て 居る. のであります、 夫 故に 八 萬 人で も 
一人を 出す ことが 出來 るが •二 十一 萬 人に なつても 
一人し か 出す ことは S 来ない と 云ふ關 損になるので 
ある、 代表 人口 主義が 頗る 不平 均であります、 此點 
より 論じましても 大選 舉區と 云 ふ もの ほ、 到底 公平 
なる 入口 代表、 王 義をぱ .實 現す る ことが /! i 来ない 缺 
點 の ある 制度で あると 云 ふこと を 御 承知に なりたい 
ので ある (「大 選舉區 が …… J と 呼 ふ 者 あり〕 小選犁 
區で あります， 更に 枝葉の 點に 跨りまして は •利害 
得失 論は 種々 雜 多で ございまして、 殆ど M へる こと 
は 出來な いのであります、 斯樣な ことを ば 逐一 太 員 
は此 所に 於て 議論を する ことは 避けます るが、 併な 
がら 松 田 君の 說明の 理由 及び M tf の 唯今の 御： g 說に 
付きまして は-相 當 の辯駁 を 加へ て 置かねば ならぬ 
のであります、 先づ 第一に 於て 大選舉 區 と 云 ふ もの 
は •同志が 相爭ふ I 選擧の 場合に 於て 同志 相爭ふ 
是が爲 に 政 黛の 發達を 妨げる、 小 選 擧區は 政黨 の發 
達の 爲に 有利で あるが •大 選擧區 ほ 甚だ 不利で ある 
と 云 ふので ある， 此 議論は 小選擧 區 論者の 主張と し 
て. ■比較的 重きを 置いて、 天下に 鼓吹せられ て 居る 
所の S 論であります、 併ながら 本員は 是は 頗る 見當 
違 ひな 議論で あると 思 ふので あります、 何を 以て 見 
當違 ひで あるかと 云 ふと、 固より 大選擧 區の 場合に 
於て、 同志 爭ふ ことがあ 〇 ますれば、 小 選 舉區の 場 


合に 於ても 同志 爭ふ ことは あるので ある-小 選擧 M 
の 場合に 於て は 同志 爭ふ のみならず， 延いて 是が爲 
に政黧 の 分裂を 來 すと 云 ふことは、 是 ほ 一の 空想で 
はなく して、 過去に 於け る 我 國の實 際の 勝 史も 之を 
證 明して 居る のであります、 义或る 論 ^ は •今日 我 
國の 政黨が 發達 をし ない のは. 全： く 大選舉 M の 罪で 
あると 云 ふ、 本員は 我 ® の政鹩 は 發 達して 居る もの 
であるか 否やと 云 ふことは 之を 知り ませぬ •是は 本 
員の 言 はんと 欲する 所ではない、 欲する 所ではない 
が、 若し 假 りに 我國の 政 黨が發 .翔を して 居らない も 
のと 假定 致しましたならば •其發 達を しない 所の 病 
源は 外に あらず して 内に あるので あります、 國 家の 
制度には あらず して 政黨 の內 部に 其 病 源が 潜ん て 居 
るので あります •之を ぱ選 擧區 制の 罪に 嫁せ んとす 
るが 如きは 以て 外の 誤りで ある (拍手 起る) 若し發 
達すべき 素質を 備へて 居る 政 黨 であるなら ば， 國家 
の 制度の 如何に 拘らず 發達 をす るので ある 「政 友© 
の 如く」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 發達 をせ ざる 素質を 備 
へて 居るなら ば •國 家の 制度 如何に 拘ら ず、 是 等の 
政黨 は發 達しない ので ある (「憲 4 會の 如く」 と 呼 ふ 
者 あり〕 本員の 見る 所に 依れば、 選舉區 制と 政黨の 
發 達と 云 ふこと {3: 何等の 關係は 無い、 若し 假りに 有 
ると 致しましたなら ば、 大選 舉區は 此點に 付て 最も 
利益で あるが •小 選舉區 は 頗る 不便で あると 云 ふこ 
とを 確信 致して 置きます、 次に 小 選擧區 は 選 擧 JA': と 
_ 員との 關 係を ば 密接なら L める けれども、 大選犁 
區ほ此 點に 於て 甚だ 不便で あると 云 ふこと を 言って 
居る •若し 小 選 舉區に 於て、 此兩奢 の關 係が 密接で 
あると 云 ふの ならば， 其關係 ほ 政治 上の 關 係には あ 
らず して， 非 政治 上の 關係で あります、 地方の 利害 
問 題、 或 ! t. 人間の 情 實 ょ. リ生ず .る 所の 關係で ござい 
まして、 斯る關 係の 密接で あると 云 ふことは、 憲政 
の 下に 13; 憂 ふるので ある* 決して 喜ぶべき ことでは 
ない のであります (拍手 起る) さなき だに 議 M と 沄 
ふ ものは 動もすれば I 我 國の議 M ほ 左！！ な こと ! 3: 
ございませぬ であり ませぅ が、 歐米 諸國の 議員は 励 
も すれば 一地 方の 利益の 爲 に、 國 家の 利益を 辍牲に 
供せ んと する® きがある ので ある、 是は 代} 一政 治の 
弊害と して •夙に 學者の 痛論して 居る 所であります 
此 議員の 痼疾を ば 除却す る點 より 申しましても’ 大 
潠 擧區と 云 ふ ものは 小選擧 區に勝 る こと 確に 數等で 
あります 、又 第三に 大 選擧區 は 非常に 選擧 費用を 要 

五 七 一 
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する けれども， 小 選 犖 Ifir は 比 絞 的 ® 用が 少く あると 
云 ふ、 是 ほ 全く 候補者 本位の 議論で ございまして、 
採る には 足らない のであります が、 是 とても 決して 
小 選 擧區論 者の 言 ふが 如き もので {t ない ので ある， 
固ょり 小 選 舉 vgr になり ましたなら ば、 競 PK 域も狹 
い、 選_ 人の 數も 少ない のであります から、 費用の 
掛ら ないやぅ に 思へ るか 知り ませぬ が、 一方に 於て 
ほ 非常に 競 爭が激 烈に なる ので ある •激烈になる に 
從 つて (「泣くな と 呼 ふ 者 あり〕 自然 選擧費 も 
亦 高まつて 來ると iK ふこと ほ 自然の 勢であります ( 
此時錢 言す る 者 多く 議場 騷然) 

0_長( 大岡 育造 君) 靜肅に …… 

011 藤隆 夫君 又此费 用の 事に 就て 御 互に 注意し な 

くて (3: ならぬ ことは、 元 來選擧 費と 言 ひ、 其 他 議員 

生活と 云 ふ ものは 金の 掛る ものなん である •米國 の 

如き 13; 言 ふに 及ばず、 我國の 政治家が 動もすれば 例 

に 引いた 所の 彼の 英國の 如きに 於き ましても、 選擧 

法を 以て 選擧運 励 費をぱ 限定して 居る にも拘らず、 

實 際に 於き ましては 到底 法律の 明文 通りには 行つ て 

居らぬ のであります、 加 之 彼の 國の 代議士 ほ 所謂 選 

綮區を ば 培養す る， 選擧 民を ば 培養す る •是を ば 「 

H レクト レ I 卜 J を 「ナ ー シング」 すると* 妙な 言 

葉を 使つ て 居ります が、 是が爲 に 年々 多大の 费用を 

投じて 居る のであります、 信ずべき 政治 學衮の 記述 

する 所に據 ると、 英吉利の 代議士は 一箇年に 於て 少 

くと も 平均 JI: 百 磅 ，即ち 五 千圓 は此選 勘 民の 培養の 

爲に 投じて 居る と 云 ふこと を 記述して 居る ので あり 

ます、 諸君が 励 も すれば 例に 引かれる 所の 英吉利に 

於て すら‘ 選 擧费も 高まり、 議員 選 擧の費 附は 非常 

に 多額を 要する ので ある、 是を ぱ餘り 平生 潠擧 M に 

御無沙汰を して 居りながら* 選擧の 際に 限つ てが や 

が やする 渚は， 非常な 多額な 費用の 掛ると 云 ふこと 

は 當〇前 の 事で ある， 若し 選擧 費用に 就て 彼 や 此や 

と 議論を 爲し •譁員 生活の W 費の 多き ことを 愚痴る 

ならば、 議員 生活を 廢 めて 仕舞 ふが 宜 いので ある ( 

「詰らぬ 事を 言 ふな」 「金 持と 見える」 「もつ と ®} • の 立 

| つた 翳 論を しろ」 「默 れ」 「判らぬ」 「猫 婆さんの 言 ふや 

ぅな こと だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 次に 大選 擧區は 人材を 

選出す るに 便利で あるが、 小 選擧區 は此點 に 於て 甚 

だ 不便で あると 云 ふ_ 論が ある、 之 も 大體に 於て® 

理で あります、 固より 人材とは 如何なる ものである 

か、 又 今日の 代議政治は 如何なる 人材を 要して 居る 


かと 云 ふこと ほ、 一 つの 疑問で ございます が、 此疑 
問が 孰れに 決定せ らる 、のに 拘らず 、小區 域！ 2 に爭 
ふ 所の 少數 者の 間に 之を 求めず して、 大區 域内に 爭 
ふ 所の 多 ii[ 者に 於て 之を 求める と 云 ふこと ほ、 人材 
を 選出す るに 就て、 理論に 於ても 實 際に 於ても 適當 
であると 云 ふこと (3: •是ほ 反 對 論者と 雖も 異論を 申 
す ことほ /J1 来ない と 思 ひます* 其 他 彼 や此 やと 些末 
なる 所の 枝葉 論が ございます るが、 斯る 枝葉 論に 向 
つて 此 增 上に 於て 一々 辯駁を 加 ふ 所の 必要 ほない と 
思 ふ (「降®々々」 と 呼 ふ 者 あり) 更に 此 際に 於て ( 
「まだです か」 と 呼 ふ 者 あり〕 政 友 fr の 別表 改正案 
なる ものに 就て- 是は 撤回は せられた けれども •今 
回 政 友會が 改正案を 撤回し 延 いて 乂 政府 も 之に 先 だ 
つて 撤回を したいと 云 ふ， 其 裏面に 於て ほ 何處迄 も 
此 選擧區 制を ば 貫徹したい と 云 ふ •此 底意から 出て 
居る と 云 ふことは 是は 明かな 事で ある、 所が 此政友 
會の 別表 改正案なる もの ほ、 如何なる 組織に 依て 出 
來て 居る かと 云 ふと、 全く 政友會 本位より 割出され 
て pr るので あります (「のう <」 「ひや <」 「憲政 
會 本位 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 今日 政 友會の 別表 改正案 
なる ものは、 是 ほ 明治 四十 五 年の 內務 省內に 於て 開 
かれた 所の 彼の 調 查會の 議を經 て、 今日に 至つて 居 
るので ある •其 調査 會に 提出せられ た 小 選 擧區の 原 
案なる もの ほ、 比較的に 公平なる もので あつたので 
あります 、是ほ 內務 省の H 僚の 手に 依て 編成せられ 
たもので あつて、 比較的 公平に 小 選 擧區が 組立 てら 
れて 居つ たので ある、 所が 內務 省の 調査 會に 於て、 
政 友 ir の 委員より 此 原案に 向つて 多少の 修正が 加へ 
られて 居る‘ 是が又 四十 五 年の 第一 一十 八 議會に 於て 

現 ほれた 時に 於て、 唯今 演壇に 立たれた 所の 東武君 

の 口より、 非常な 修正が 提 3 せられて、 其 修正が 金 

部 成立を して 居る の. であります、 此 別表の 內容が 如 

何に 不自然 、如何に 地 万の 歷史 人情 風俗と 云 ふ もの 

を ば 無視して (「のう <J と 呼 ふ 者 あり；} 政 友會一 

黨の 利益の 爲に組 立てられて 居る かと 云 ふこと ほ‘ 

本員が 逐一 事實を 申す 迄 もな く、 諸君の 良心に 問は 

れた ならば 明かな ことで あると 思 ひます (拍手 起る 

「のう <」「 何を 言 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 將來に 

於て 斯る 別表が 衆 p 院を 通過し、 貴族院を 通過し、 

選擧 法の 別表 案と なつて 成立 致しましたならば、 其 

選擧 法なる もの ほ國家 の 選擧 法に {3: あらず して、 政 

友會 の選擧 法で あると 斷 言を 致します c 拍手 起る r 


何を 言 ふの だ」 「生 意 氣な I と 呼 ふ 者 あり〕 斯る別 表 
をぱ 無理 無體に 通さん が 爲に 、政府を して 改正： 糸を 
ば撤间 せしめ、 又 B 黨 ょりも 改 IR 案を 撤回す る、 葫 
も黨議 を 經て此 £ 政！！ 上に 提 ⑴ したる 所の 其 改正案 
を， 而も 憲法 附則の 大法 律 案を ば、 荀も 大政 黨とも 
言は る V 者が 黨議を 以て 決定し、 之を 衆 餞 院に 提出 
して、 理由な く 之を 撤回す るに 至つ て ほ、 諸君の K 
任 ほ 孰れに あるか C 拍手 起る 「何を 言 ふんだ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 選擧改 正 案 裏. [SI に 於て ほ， 斯る不 都合 極 
まる 所の事情が 存在して 居る と 云 ふこと を ば、 諸君 
は 御® 知の 上に、 此 議案に 就て 十分なる 審議を 與へ 
られむ ことを 玆に 希望す るので あります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 島 田俊排 君。 

〔鳥 田 俊 雄 嵙登 壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 島 田 俊 雄 君 本員 ほ 姿 員 長の 報 街を 是認し 國民黨 
並に 露 政會 の御报 案に 對 して K 對の 意を 表する 者で 
あります 選筚 法の 改正の 問題 ほ 我國に 於て ほ 最早 餘 
程 古き 問題でありまして、 之に 就て 討論を し •或 ほ 
爰に 新たに 種々 なる 利害の 點に 就て， 發明 する 所の 
餘地の 無い 位に 研究され て 居る 問題 だと 思 ふので あ 
ります、 而 して a 行の 選擧 法が 種々 なる 點に 於て缺 
點を 以て 居りまして-之に 對 して 改正の 必要の ある 
と 云 ふこと も， 即ち 選 擧區の 制度 選擧權 の 條件罰 則 
凡そ 是れ 等の 事柄に 就て、 改正の 必要の あると 云 ふ 
こと も、 亦 何人も 異論の ない 所で あるので あります 
現に 本年 別表の 改正の みを 提出した 所の 政府と 雖も 
委員 會に 於て 本 法の 改正の 必要 ある ことを 明言して 
居る やぅな 次第で あ 〇 まして" 是は 上下 一致、 總て 
國 論の 向 ふ 所で あると 言 ふて 宜い のであります >  唯 
々玆 に此 改正に 付て 其方 法 程度， 就中 選 擧區の 制に 
付て 議論が 岐れて 居る と 云 ふに 過ぎない ので ありま 
す、 而 して 此選 擧區の 制度に fj' きまして、 大選擧 制 
度の 利益、 又 其 弊害、 小選擧 制度の 利益 及び 其 弊害 
此 利害に 付きましても ，唯今 齋藤 君は 種々 なる 點に 
付て 縷 々御 陳述に なりました けれども •斯の 如き 議 
論 ほ旣に 數十年 以前から 匮 々學 者及實 際 家の 間に 研 
究 せられて 言 {X れて 居る 所であって •此演 壇に 於て 
今日 此場合 に、 更 めて 言 ふ 程の 値 打の ある 議論で な 
いと 思 ふので あります、 即ち 今日 決する に ほ 最早 學 
者の 事業 理論' の 問題で ない ので •旣 に是ほ 我國に 趟 
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用す る利窖 如何と 云 ふに あるので あ 0ます、畀 <: ほ 
小 選 舉區 ■所謂 小 選 切 區 〇 纪沒を :!- ;*:,:: 

まして， 現行の 制度に 對して 反對 する 者で ある、 そ 
れほ學 問 上の 研究， 理論の 上から 空漠なる ^ S の 上 
から 斷ず るので なくして、 夫 等の svi に {■} て (X K ■ - '1-1' く 利 
害の 點 ほ 孰れに も 理窟が あると ^ ほで へて W る ので 
あります が、 現在の 我國 の 政情 C ^ !4: ,; X -1'C NC3 
狀に 照して 日本 帝國に 於け る 立 淡 政治 上の VT. J4 から 
して. 小選舉 制が re いと 云 ふこと を 3-: 張す るに ^ ぎ 
ないのでありますヴ即ち吾ハへほ事^:に於て之を論じ 
たいと 思 ふので あ 〇. ま す ■ !] f K o 上に 於て 之を 晴丁 
るので ある、 大選擧 の 制度に f-J' て 柿々 なる gi'i を 御述 
にな 〇 ましたが 、私 ix 之に 對 して 餘〇 多くの 辯 明を 
する 必要 ほ 無い と 思 ふ， 例へ ば大選 卽 K であれば、 
少數代 表が m 來る とか、 或は 落選 客の 投票 tt か 少な 
いと か 斯う 云 ふやうな こと も 所謂 陳腐の 蕺論で ある i 

又之を理窟から言へば小選擧以に於てほ：2§|の利益 
が あると 云 ふこと を、 -3E 張す る こと も U1 來 る. 此入口 
代表に 付て、 根本の en 山の 一 として 5 •されて： so ま 
する 我 國の 511 き •普通 選犁を 採らず、 即ち li 政 ir と 
雖、 國民黨 と雖 今日 普通 選擧を 主張せ らる 、でな く 
して、 制限 選擧 であります、 旣に 制限 選擧で あれば 
人口 代表 ほ 確 實に行 はれる 理 [11 ほない のであります 
總體の 人口 內に 於け る. 選擧入 ほ 其 一部に 過ぎない、 
人口！ 一十 萬 三十 萬であつた 所が 果して それが 選 舉人 
の數 に 1: 地 合 ふと 云 ふことは 言 ほれない のみならず 
大選擧 M の 制を 採つて 居る 所の ものと 雖 も、 我國現 
在の 市と 云 ふ ものを 獨立と 見ても、 TrJ の 人口は 孰れ 
も 三 萬 以上を 主として 居ります‘ 斯の如 き垛 合に 於 
て ほ、 直ちに lit ® 脂 君の 言は る、 人口 代衷の 原則に 
反する では ありませ ぬか、 斯樣な 次第でありまして 
大選 擧區の 利益と して 齋滕君 の 述べられ 或は 抓 原 君 
が 述べられた 如き ものは* 多く ほ ^ 者の 誘 論と して 
喵々 學 校の 講壇な どで 言 ふ 所の 調 論で あつて、 K 際 
の事實 に當 つて、 實際 どうす るかと 云 ふ 事に fj ては 
先づ 役に立たぬ 識 論と 思 ふ尙又 過去の 選！- の 事 資等 
に 付て U 即ち 第一 回 小選擧 時代に 得た る 小選擧 時代 
の實例 等に 付て、 色々 申されました が、 我國の 憲法 
政治は 明治 二 十三 年に 初めて 施 かれた のであつて、 

其 創始の まだ 日の 淺い 時の 實 例を 以て、 段々 進 步し 
て 居る 今日の 實 例に 照して 行く 事が 出來な いので あ 
る是ほ 外國の 先進 國英吉 利と か 其 他の 諸國に 於て 選 
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擧の 制度に 付て ® f 々變更 を 加へ られ ると 云 ふ W とは 
趣を 異に L て 居る と考へ なけれ ぱなら ぬ 事で ありま 
して、 吾々 は 明治 三十 五 年の 大選擧 辟 制度の 行 はれ 
た 所の 選舉以 来， 數 回の 選 擧の宵 例に 付て、 現在に 
於け る此 大選擧 區單記 無記名の 制度は 弊害 ありと 認 
めて 居る のであります、 而 して lit 弊害の fif 例に 付て 
今 H 玆に 一々 論じて 寶例 を舉げ る 必要は ない と 思 ひ 
ます、 それは 齋藤 君の 言 はれた やぅに、 諸君の 良心 
に 問 ふて 御考 になれば 御 分りになる こと、 思 ふ、 斯 
様なる 次第でありまして、 小 選擧區 の 制度が S いか 
大選擧 M の 制度が : 0: いかと 云 ふこと に 付て は>  今日 
日本に 行 はれて 尻る 所の 此大 選舉區 の 制度に 付て は 
非常なる 弊害が あると 認めて， 此珣 論の 如何に 拘ら 
ず、 之を 小 31 擧 辟に變更することは、最も然るべき 

こと V 思 ふので ある、 故に 吾々 は此點 に 付て、 理論 

上 壤理の 上等から 砹々 辯 解す る ことは 用 ひない 積り 

であります •左様な 次第で あ 〇 ます、 故に 今日 此大 

選舉の 制度を 基礎と して 居る 所の 選擧 法改正に 對し 

ては 選 舉：一 描 張 其 他の點 に 付て 同情を 表する 點があ 

りと しても *遨 憾なが ら反對 せざる を m ぬと 云 ふ 立 

場に 立つて 居る のであります、 尙又此 別表の 改正， 

是は 政友會 案に 對し齋 藤 君の 最後に 言 はれた 獨斷と 

言つ ては 失禮で あるか 知らぬ が、 御 批評であります 

•か、 此政 友 ir の 案は 旣に撤 10] になつ て 居ります から 

吾々 は 之に 付て 今日 辯 明す る 必要は ない と 思 ひます 

けれども •併ながら 立場と して 茲に 一言 辯 明して® 

きたいと M ふので あります、 政友會 の 案と して 出し 

た 所の 小選擧 M の 所謂 別表 案が'  是が政 友會 本位の 

案で あると 云 ふこと を 言 ほれました けれども、 是は 

齋藤 君の 他の 場合に 於け る 餞 論の 論 鉾と 同じく、 是 

ほ齋藤 君 自身の！ I 斷に 過ぎない、 如何なる 點に 付て 

如何なる ^ 准を 以て 斯様に 言 li れ るので あるか、 甚 

だ 了解に ? 4: しむ •凡そ 斯の 如き 問題に 付て、 斯の如 

き 論定を 爲 す 場合 •爾藤 君の 御 職掌 椚 相當 なる 理由 

を附し •證據 を擧げ て御& :述 になる 必要が あると 思 

ふ、 然るに 之に 對 して 何等の 證拽 も擧げ ず、 | の 例 

も擧げ ず、 »«= 々是は 政友會 本位の 案で、 斯 の sn き 選 

擧法の 改正案が S 来れ ぱ ，政 友會 の選擧 法で ある， 

政友會 (3: 此點 に 於て 政友會 の選舉 法で あると 云 ふこ 

との 名 稃 を离ん で 荷 ふ 者であります が、 左様な 琪と 

致します れば、 1 i 藤 封の 御 立場 ほ 無くなる であらう 

と 思 ふ •斯 の 4n く P 色の 神 架なる ffi 上に 於て、 空漠 


したる 論 斷を試 みて、 而 して llt llt 間の 耳目を 晦 さむ 
とする が 如きは、 齋藤 君の 爲 めに 甚だ 平常 正確なる 
議論を する 人と して惜 むに 堪へ たる 次第と 思 ひます 
尙ほ此 國民熬 の 諸君から， 即ち 植原君 の御說 に 依り 
まする と、 別表の 改正 丈は 是非 ft 際したい、 少 くと 
も それ 丈は したいと 云 ふ 御 話で あつた やうで ありま 
する けれども、 是 も選擧 法の 改正 ほ、 今 n 之を 實行 
する 「禅で ない、 次の 選 擧から 之を 實行 する ので ある 
から、 大問 題で あるけれ ども、 亦 急ぐ 問題で あると 
致しましても •さう 一 日を 爭 うて 之を 決する 必要の 
ある 問題で あると M ほない のであります、 果して 然 
らば 別表の 改正の 如き 人 n を土毫 として 算出を 致す 
所の ものに 付て は、 it しく 最近の 正確なる 人口を 土 
臺 として やる が 宜しい ので ある、 即ち 此點に 於て 私 
は 政府が 此 別表の 改正案 丈を 提 m -L て， 本 法の 改正 
案を 提出せ ざる 場合に、 之を 撤回したい と 云 ふ 事は 
寧ろ 時機を 得た ものであると , W うて 居る ので あ 0- ま 
す、 而 して 政友會 が此 政府の 提案の 撤闾と 同時に— 
—前 後して 自らの 提案を 撤 1«| したと 云 ふ 事に 付て， 
又®々 なる 御 批評が ありました けれども •政 友會は 
實行 を © ふ ものである、 即ち 此 提案を 爲 して、 此物 
が 完 ife に 成立す る 事を 希望す る 上から 致しまして、 
撤回を した 次第で ある、 今は 如何なる 時機で あるか 
旣 に ir 期が 甚だ 切迫を 致して 居りまして •此 憲法 附 
屘の大 問題と 云 はれる 所の 大法 律 案 •此 法钳 案を假 
に 衆議院に 於て 可決 致しまして、 さう して 順序を 經 
て #1; 族院に 之を 廻し ました 場合に、 果して 此議會 に 
於て 完全に 成立を —— 貴族院の 燹 成を 得た る 場合と 
致しまして も-得る 事が 出來 るで あらう か、 Ji 族院 
に 於け る 1¢ 査 の日數 其 他を 攻究して 見ます れぱ ■此 

議會の 切迫したる 場合に 於き まして、 必ずしも 此案 

を玆に 維持して、 さう して 衆議院の みの 通過を 圖る 

と 云 ふ 事を 努めなければ ならぬ と 云 ふ 必要 ほ 無い の 

であります、 况や旣 に 政府に 於ても 之を 言うて 居り 

ます 如く •各派 谷激 谷々 其 提案が あつて、 選舉 法の 

改正に 付て 異論が あるので あるから、 , r/ く是 等の 點 

に 付て 十分 攻究し、 而 して 来るべき 適當な る 機會を 

以て 完全なる 案を 具して、 さう して 此各 派の 同意を 

得て •此 案の 成立す る 事を 圖 ると 云 ふ 事の 意味を 以 

て、 今日 此 時_ に 於て 之を 撤回 致す と 云 ふ 事は、 理 

由がない と 仰し やる けれども、 先例な き 事を 無理 由 

にした と 云 ふ 事とは 大に異 つて 居る のでありまして 


相當 なる 理由が ある、 而已な らず又 一の 議員 一の黨 
派が 假令黨 鹩を經 て 提出した 所の 讅 案と雖 も、 其 時 
の 場合に 於て は 之を 撤 岡 すると 云 ふ 事は 何等 差 支な 
い、 况や ii 院 の萊認 を 經て 之を 撤回した るに 於て お 
やであります、 吾々 は 徒に 選擧 法の 改正を 企て、 而 
して 選擧法 の 改正を 企てた る ものは 我 一人で あると 
云 ふやうな、 左樣な 空名を 155 して 世間に 誇りたい と 
は 思 (3; ない ので ある、 吾々 が 選擧 法の 改正を すると 
云 ふこと ±f 國 家の 爲め 我國の 憲政の 爲 めしたい と 
思 ふので ある (「政 友 會の爲 めに」 と 呼 ふ 者 あり〕 固 
ょ〇然 り、 又 諸君の 爲に 之を 改正す るので ある、 或 
は 憲政 會の 諸君は 小 選 擧區 になる と 云 ふと、 大選擧 
區の 時に 一度 多® を 占められた 味が あるから して、 
小 選 擧區 になれば 非常に 小數 にで もな り ほしない か 
と 云 ふ® が あるか も 知れない、 併ながら 左樣な もの 
でない、 政治 上の 事は 左樣な もので ない、 小 選 擧區 
になれば 小 選擧の 風が 吹く ので ある、 吾々 は 寧ろ 此 
機會に 於て 憲政 會 ，即ち 我國の 議會に 於け る 第二の 
大政 黨たる 憲政 會 諸君 も雅贵 を 示して、 此會期 切迫 
の 場合に 鑑み、 無理に 通り もしない 案を 維持され る 
と 云 ふやうな 事を しないので、 潔く 撤回を せられて 
さう して 此議政 壇上に 於け る 議論の 時間を 省かれる 
事に せられた 方が , FC からう と . y, ふ、 諸君の 案の 運命 
ほ 極つて R るので ある、 而 して 其 極つて 尻る 案に 付 
て も 十分の 理由が あり‘ 十分の. S 張が あり 新しき 耳 
新しき 議論が あり、 新しき 主張が あると 云 ふので あ 
れぱ 宜しい けれども •何度 御 話に なつて 4 齋藤君 一 
入で ある、 憲政 會多 士濟々 、選 擧法に 付て 御 議論に 
なる 御 方 も 多い と 思 ふので あります が、 今日まで 私 
の 聞いて 居る に、 憲政 會の 諸君に して 選耙 法を 談ぜ 
られ るのは 齋藤君 一人で ある、 其點に 付て 私 ほ齋藤 
君の 名 # の爲に 甚だ 之を 喜ぶ 者であります けれども 
齋藤 君の 議論 も 最早 古い、 靼に其 議論が 時代に 於て 
* いのみなら ず 今期の 議會に 於け る 議論と し て¥ や 
旣に 古いので ある、 斯の 如き 古い 議論を 蟲干 せられ 
ぬで も、 此 場合に 於て 私 ほ 憲政 會の 諸君' か、 潔く 決 
議以 前に 此 案を 御 撤回に なつて、 さう して 決議の 時 
間を 省かれん ことを 希 圉 する 者で ある、 國民黨 の 諸 
君に 對し てけ 私 ほ 改めて 申 上げる 必要 もない ので あ 
ります、 即ち 其大 選 擧區の 主張 其の 他に 對し て、 憩 
政 會の 諸君に 申 上げた s に 於て、 大體 御說 察を 願 ひ 
たいと 思 ふので あります、 之を 要するに 吾々 が 此選 


擧 法に 付ての 立場は、 決して 此學 校に 於け る 討論 會 
に 於て 言 ふか 如き、 學究 的の 議_1 の 上から 立つて 居 
るので ない、 即ち 相當な る 理由の ある もの、 下に* 
我 ^ の 現狀實 際に 鑑み、 其實 際の 上から 然るべき も 
ので あると 云 ふ 事を 斷じて 然るので あつて、 其 以外 
に 吾々 は 何等の 意味は ない のであります、 斯樣な る 
意味を 以て 吾々 は 本案が 委員長の 報 - fx:- rl 通り、 即ち 國 
民黨 憲政 會兩 案と も 否決に ならん 事を 希 菌す るので 
あります (拍手 起る) 

〇 岩 崎 勦 君 議長。 

0 議長 C 大岡育 造 君〕 岩 崎 君 何です か。 

〇 岩 崎 ® I 君 討論 終結の 動議を 出したい。 
os 長 C 大岡 育浩 君〕 討論 終結の 前に、 質 間が ある 
から 一言 質問を 許します、 即ち 制限され て ある、 此 
案に 對 する 政府の 意見を 聞きたい と 云 ふ 事で ありま 
す、 是 ほ 聽か ねぱな らぬと 思 ひます - 本 田 ^ 。 

〔本 田恒之 君 登壇〕 

〇 本 田 ® 之 君 諸君 •此 選鹖 法改正 案に 對 します る 
即ち 本案に 對 する 政府の 態度を 承りたい 爲 に、 玆に 
登壻 致した のであります •何故で あるかと 屮 します 
るのに， 吾々 が 諸君と 共に 多年 希菌： して 居りました 
所の 衆議院議員 選 耙法 改正案が 今回 ほ 谷 派から 出 ま 
して* 殊に 政府から も / ti しまして‘ 此衆議 院議 ¢1 選 
擧 法改正 案が 此議會 に 於て 遂行され る 事で あらぅ と 
考へて 居りました •所が 先づ 第一に 政府が 此案 を自 
ら提 出した 案を* 輕々 に 之を 撤 间 致し •又 綴いて 政 
友會の 諸君 も 多年 御 研究に なり， 非常な 勢を 以て 御 
提出に なつた 案を ぱ撤 IHI になり ましたと 云 ふ、 此二 
つの 態度に 對 しまして 私は 眞に 遺憾に 考 へて 居る の 
であります (「 耍餌を 言へ」 と 呼 ふ 者 あ り〕 併ながら 
旣に 政府が 自ら 其選擧 法改正 案を 撤回した に 拘らず 
更 に 政府の 意見を 聽き 置きたい と 云ふ考 を 致します 
るの ほ， 御 承知の 通り 111: 案 ほ 即ち 本院に 對 しまして 
衆議院の il 擧法改 正 案と して 提出に なつて 居ります 
るし、 是と殆 ど對 案を 爲して 居 〇 まする 所の 貴族院 
の議过 の m 加 案， 即ち 貴族院の 議員を％ すと 云 ふ對 
族院令の改正と云ふものほ、過日貴族院に於て旣に 
確定 致して 居る のであります、 申 上げる まで もな く 
此 兩院 制度を 執つ て 居ります る 所の 國で ，何れの 國 
に 於き ましても 衆_院 の 方が 多數の 議員を 出して 居 
りまして •貴族院は W だしき ほ 其 一一 一分の 一、 若く ば 
五分の 一の 議 負の 定員で やつて 居る と 云 ふの が、 各 
五 七三 
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五 七 四 


國 制度の 現在の 實情 であり ま -- T- 、 是ほ申 上げる まで 
もな く、 立 窓 政治に 於き ましては _ 民の 代表者が 國 
家の 政治に 參與 すると 云 ふの が 原則で ございま する 
が © 族 院の如 く此或 階級を 代表した 者を 多數 出す と 
云 ふの が、 議院 政治の 本則で ほ あるまい、 其 結果と 
致しまして 我國に 於き ましても •世界 何れの 國に於 
きましても、 贵族 院議 員の 數と云 ふ もの は、 衆議院 
議員の® よりも 少ない、 唯々 英國 丈が 下院と 上院と 
の _ 員數が 同じに なつて 居ります が、 其 他は 兩院制 
度を 探つ て 居ります 國ほ ，何 處の國 でも 二分の 一若 
くば 三分の r 四 分の 一位の 議員 數を 保つて 居つ て 
下院 即ち 衆議院の 方が 大多數 を 以て、 其國 政を 議し 
て 居る と 云 ふ狀 態であります、 然るに 今此 案が 如何 

なる 運命に 決する か 分り ませぬ が、 諸君の 決議の 結 

果に 於き まして、 萬 一 否決され ると 云 ふこと になつ 

たなら ぱ "我 帝國に 於け る 議院の 現狀は 如何になる 

かと 申し ますれば、 衆議院の 議員 數 よりも 貴族院の 

議員 敷の 方が 多くなる と 云 ふ •奇怪なる 結果を 生ず 

ろので ある、 如何に 私の 演 說に對 して 批評を せられ 

る 諸君と 雖も 、貴族院が 國民を 代表す ると 云 ふこと 

は 言へ まいと 思 ふ、 衆議院が 國 民の 代表を 致して 居 

ります る 以上は、 此憲法 政治の 神髓 より 考 へて 見 ま 

しても、 衆懿 院議 員と S ふ ものが 多 數を 占めな けれ 

ばなら ぬと 云 ふことは 當然で ある .…： 

r 評語を 發 する 者 多く 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 本 田恒， K 君 然るに 此案が 否決せられ ると 云 ふこ 

とになります れば 、我 國に 於け る 現在の 結果に 於き 

まして ほ、 貴族院 議員の 方が 衆議院 e 員の 數 よりも 

多い と 云 ふ 結果になる、 實に 奇怪な /:, 現象で あると 

思 ふので あります、 lit 點から 考へて 見まして、 私 ほ 

政府が 自ら 提出 致しました 所の 選 M 法の 改正案を、 

輕 々に撤 pn を 致しました 態度は、 K に 遺憾に 考 へる 

此點に 封して 政府の 昨日 来の 撤回を 致しました 理由 

に 至りまして は、 實 に！ f 徹底 朦矓と 致しまして. 殆 

ど 11 くに 堪 へぬ やぅな 理由を 言つて 居りました、 其 

政府の 無寶 任、 其 政府 答 辯の 不徹底に 至りまして は 

批評す る 限りでは ありませ ぬが、 私は ® に 斯ぅ 云 ふ 

結果が 惹起る と 云 ふ 事を 遺憾に 思 ひます、 畢竟 斯う 

云 ふ 結果を 惹起す と 云 ふの も. 政府が 自ら 提出 致し 

ました 所の 衆議院議員 選擧決 中 改正 法律案を 撤回す 

ると 云 ふこと に 付て は、 撤回し なければ ならぬ 理由 


に 基いた のに あらず して —— 基いた のに あらず して 
他の 政黨と 交 捗し 妥協した 懸引 上ょり して、 遂に 自 
ら提出 した 此 案を (「それが 質問です か」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 輕 々に 撤回す るの 餘儀な き 狀 態に 至つ たりで あ 
らうと 思 ふので あります、 それ故に 政府が 此 案に 對 
して 如何なる 責任、 如何なる 態度を 執る かと 云 ふこ 
とを、 此瘦 上に 於て 辯 明して 貰 ひたい、 若も此 議案 
に對 しまして 政府が 反對 なる 意見を 持つ て 居ります 
るなら ば —— 持つ て 居ります るなら ば* 政府が 斯う 
云 ふ 事に 向つて 辯 明す る 責任が 有る、 即ち 我國に 於 
きまして ほ， 衆議院の 議員ょりも 貴族院 譁 員の 方が 
多數 になる と 云 ふこと ほ、 帝國 憲法の 精神に 照し、 
立憲政治の原則に照しまして、何等矛盾、衝突、不 
都合を 來す點 が 無い と 云 ふこと を、 政府が 詳細に 辯 
明す るの 責任が 有る と 思 ひます、 それ故に 此 案に 對 
する 政府の 態度、 政府が 此 案に 對 する 賛否の 態度を 
詳細 的、 徹底的、 具體 的に 說明 されん ことを 希望 致 
します (拍手 起る 「孟浪 杜撰」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔高 松 正道 君發 言を 求む〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 後藤 內務 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 後藤 新 平 君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 男爵 後藤 新 平 君〕 唯今の 御 質問に 御 答 
致します、 政府の 撤回 致しました 理由は-昨 日本 議 
場に 申 述べた 通りであります、 中には 不徹底と 言 ふ 
御 方 も ございます けれども、 其 徹底して 居る と 云 ふ 
ことは、 今日の 議場に 於け る 各派の 議論の 不一致に 
徵して 、其 理由が 益々 明瞭に なつて 居る と考 へる の 
であります (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 次に 御尋に 
なりました のは •貴族院との 權衡に 付て、 力を入れ 

て 御 質問に なつた やうであります、 是れ は總理 大臣 

が 貴族院に 於て 說明 致した る 速記 錄に 依て 明瞭で あ 

ります るから 質問の 御 方 ほ 御 疑問が ありましても 皆 

樣ほ御 承知で あらう と 思 ふ ■(「のう^^」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 是は 貴族院と 衆議院との® 衡を 計つ て、 兩 方の 

棺員 をし やうと 云 ふ爲に 出した ので ほない かと 云 ふ 

ことは、 當初 から 辯 明して あるので 、決して 衆議院 

に 於け る 本案 提出の 結果が 如何になる かと 云 ふこと 

を豫 想して、 貴族院に 於て 說明 した もので も 何でも 

ない のであります、 此に 於て 何等 疑 ふべき 點が 無い 

のであります、 又 貴族院 議員の 數が多 いと か、 衆議 

院議 員の 數が 少ない とか 言 ほれます けれども、 是は 

決して 貴族院 議員の 數々. 多くして、 衆謅 院議 員の 數 


を 少なく すると 云 ふ 制限を •政府が 保 明しても 居ら 
ぬのであります (「分らぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 又 妥協 云 
々と 云 ふことの 御 話が あります るが、 是は邪 推に 適 
ぎない ので 甚だ 品格の 惡る いこと で、 もぅ 少し 品格 
を 善く すれば 自ら 明かになる こと X 信ずる。 

〇 岩 崎 1!| 君 討論 終結、 並に 質疑 終結の 動議を 提出 
致します (f ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 (拍手 起る) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます 、仍て 
討論 ほ 終結され ました、 此 場合 決の 採り 方は 最初 宣_ 
吿 致しました 通りに、 各 別に 致します、 第一に 藤澤 
幾 之輔君 提出の 案ょり 採決し、 其 次に 高木 益太郞 君 
提出の 案に 移ります、 藤 澤幾之 輔君外 四 名 提出、 衆 
議院 議員 選擧法 中 改正 法律案の 第二 1® 會を 開くべし 
とする 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 

〔「多数」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 少數 であります、 否決 致し ま 
した、次は高木益太郞君外五名提出、衆_院_員選 
擧法中 改正 法律案の 第二 讀會を 開くべし とする 諸君 
の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 
〔「多 數々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 r'. 大岡 育造 君〕 少數 であります、 仍て 否決 致 
しました、 兩案 共に 二 讀會を 開くべからず と 決し ま 
した。 

〇岩畸 動 君 三度 議事 日程 變 更に 關 する 緊急動議を 
提出 致します、 即ち 大正 五 年度 豫備金 支出の 件、 大 
正 五 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫 算外茭 出の 件 
大正 五 年度 特別 會計豫 備金茭 出の 件、 大正 五 年度 特 
別會 計豫備 金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 支出の 件、 
大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 備費茭 出の 件、 大正 
五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫算外 支出 
の 件、 大正 五 年度 帝 國鐵逭 S 立 金 支出の 件、 大正 五 
年度 帝 國鐵道 積立金 外に 於て 豫算 超過茭 出の 件、 此 
八 件の 承諾を 求む る 件を 議題と 爲し 、委員長の 報告 
を 求め、 且つ 其の 蒞議 を續 行せられ むこと を 望み ま 
す 0 

〔「賛成々々 J と 呼 ふ 者 あり'! 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異穀 はない 


謹 求) I 


と lg めます、 即ち 大正 五 年度 預： i-.l 金 支出 〇 件、 外 七 
件、 併せて 八 件を 一括 議題と 爲し、 委 fl 長 山 本悌二 
郎君の 報吿を 求めます，」 

大正 五 年度 Tg 備金 支出の 件 \ 

大正 五 年度 雅備金 外に 於て 
预览 超過 及預筘 外 支 115 の 件 
大正 ? K 年度 特別 \?r 計拽 №1 金 
支出の 件 

大正 五 年度 特別 會計豫 陆 金 
外に 於て 預 算 超過 及 拽 -B 外 
支出の 件 

大 TE 五 年度 大正 三年 臨時 事 
件预陆 毁茭出 の 件 
大正 五 年度 大正 三年 臨時 Jlf 
件 豫備费 外に 於て 预算 外茭 
出の 件 

大正 ?/ r 年度 帝國鐡 道棺立 金 
支出の 件 

大正 五 年度 帝國鐵 道 積立金 
外に 於て 豫算 超過 突出の 件 V 
〔山 本悌二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 山 本悌二 郎君 極めて 簡單に 本案 委員 會の純 過 並 
に 結果を 御報吿 致します 、是ほ 大正 五 年度の 拽 ffij 金 
及 豫備金 外の 支出、 それは 一般 會計 及び 特別 愈 計闸 
方に 亘り まして、 事後眾 諾を 求めて 參 りました のが 
是が 一と 口、 それから 大正 五 年度に 於け る 大正 ill 年 
の 臨時 事件 豫備茭 出、 及ぴ豫 備金 以外に 於け る 突 / II 
の 事後承諾を 求む る 分が 一と 口、 それから 大正 3r: 年 
度 帝國 鐵道搅 立金茭 出、此積立金以外に於て茭山せ 
る其事後承諾を求むる分が一と口、是が總體で八件 
あります、 之に 付きまして 質 間 應 答を 重ねました が 
其 中の 主たる 問題は 此 事後承諾 案を 提 (11 したる 憩 法 
又は 法例 上の 根據如 何と 云 ふ S でありました、 政府 
は 之に 對 しまして 斯樣な 解 釋を述 ベら れ ました 即ち 
此支出 は 憲法 第 六十 四條 第二 明に 據れる ものにして 
憲法 第 六十 四條第 二 項は 豫備金 以外の 支出を も 包含 
して 居る ものと 解 釋 する、 此解釋 の 下に 此條 項に 據 
て 提出す るので ある、 段々 長い 說明は ありました が 
歸薺 する 所 ほ 要するに 此 S でありました、 之に 對し 
て© 員會は 一人 も 殘らず 不同意の 意思を 持つ て 居り 
ました、 此豫備 金 外の 支出を なして 其 承諾を 求む る 
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の ほ、 憲法 第 六十 四條 第二 項に 據る 適法の 行爲な り 
と、 現内閣は 解釋 する けれども、 是は帝 國蕺會 の豫 
筘協寶 g に 至大の 彫 1? を 及ぼす ものである、 又 憲法 
第 六十 九临第 七十 條 等の 解 釋を 紛更 する ES れも ある 
ものであるから、 之には 同意を する ことが 出 來ない 
と 云 ふの が、 ® 员 ©一致の 意 a でありました、 併な 
がら 元 來此解 釋 に付きまして は、 初期 議 齒以來 政府 
及び 議會の 間に 絕えず 、意見を 異にして 居りました 
が、 未だ 其歸 薺を 見出す ことが 出 來な かつた 問題で 
あります、 けれども それ にも拘らず、 兎に角 其 支出 
は 其 内容 如何に K て、 其 内容が 果して 承諾を 與 ふべ 
き 性質の ものなる や 否やと 云 ふ 事を ' rff 査 して、 其 承 
諾を與 ふべき (3: 承諾を M へて 來たと 云 ふ、 此 慣例が 
あります るから して、 政府と 憑 法 上の 解 釋を異 にす 
るには 相 ;?: . ありませ ぬけれ ども、 此 m 例を 踏 ^ して 

而 して 唯今 承諾を 求めて 来つ、 ある 此案 件の 裨査を 

進行し やぅと 云 ふこと になつ たのであります、 斯樣 

な S 見の 下に 麻 杏を 進行 致して 見ます ると、 種々 e 

當なら ざる 支 II1. であるかの 如き 疑を 生ずべき 支出 も 

ございました、 例へ ば 第一 豫備金 支出の 場合に 於て 

其 支出 勑 の ?* 定額に 比べて、 ？ 6 だしきは 七 八 倍に も 

上る ものが ある、 是は豫 .» 網 成が 不精 碗であつた か 

若し 又拽 筇轵成が秘_であつたとすれば、此支 /!1 は 

剰 餘 金の あるに 任せて®々 しく 支出した と 云 ふ 譏り 

を 免れない ので ある、 又 第二 豫備 金に 於て ほ、 其 性 

質 上 第二 预備 金ょり 支出すべからず と認む べき 性質 

の ものが、 同じく 第！ 一預 ii 命ょ 〇 支出され て 屏 る も 

のが ある、 其 一例を E- せ ば、 大藏 省の 一般 會計 から 

して、 臨時 ig alf 费特 別 fr 計は 五十二 阑圓と 云 ふ 金額 

を 繰 人れ て &;• る、 第二 豫備 金は 此豫览 外の茭 ⑴ を 要 

した 場合に 於て、 始めて 支出すべき 費途で ある、 然 

るに 臨時 軍事 ^ と 云 ふ ものは、 特別 會計 が存 して 居 

るに 拘ら ず、 それが 不足した と 云 ふて、 第二 豫備金 

から茭 出した と 云ふ祺 ほ 丼 だ S かならぬ やぅに 考へ 

られ る、 又 祭 R 特別 t?r 計に 於て、 是 ほ 甚だ 小さい も 

のであります けれども、 鐵道 作業 ? 5 の錄道 事業 费に 

不足を 生じた と 云 ふので •第二 預 備金 から 十七 萬圓 

許りの ものを 突出 致して 居る、 斯様な 事が ある 外に 

尙ほ呢 急 必嬰已 むべ からず と 18 むべき 所の 豫算 、及 

び 深 wi 金 以外の 支出と 云 ふ ものは、 必ずしも 必要 已 

む〆 からず と is むる ことの 出来ない もの も 多々 あつ 

たのであります 、併しながら 之れ を！々 詐 しく 突き 


詰めて、 其の 不當茭 出と 云 ふこと を 決定 致す までに 
は、 時： n 之を 許さず、 材料 之れ を 許さず と 云 ふやぅ 
な 關 係から 致しまして、 委員 會に 於いては 兎も角 
も、 此 承諾 案は 承認を すると 云 ふ 事に ffi 成りました 
併ながら 之と 同時に 斯の 如き 適法なら ざる 疑 ある 支 
出、 又は 放 谩の疑 ある 支出、 斯の 如きは 政府に 於て 
將來此 剩餘 金の 支出なる ものは、 頗る 重大なる 貴 任 
の 伴 ふ ものであると 云 ふ 事を 自铙 して、 愼 重の 上に 
も愼軍 を 重ねて 支出す る やぅに と 云 ふ、 * 吿を 添え 
る ことにした のであります、 斯樣な 經 過を 以て、 此 
八 件は 承認を 與 へる ことに 決定 致しました、 此段御 
報 ff 致します。 

〇岩崎勵爵本案ほ委員長報吿通り可決承諾を與へ 
ら れんこと を 5 f みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育 i® 君〕 唯今の 委員‘ 長の 報告の 各 案と 
も 之を 承諾す る ことに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔r 異 謎な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君) 御異誘 無しと 認めます、 依て 
本案は 谷 案と も 承諾を 與 へる ことに 決しました I 
日程 第五、 第 六は 同 委員に 付託し、 且つ 同種の 議案 
なる に 依り 一括 議題と なすに 御 異議 (3: ありませ ぬか 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 广大岡 育造 君〕 御異 _ ■が 無ければ 一括 議題に 
供し ます、 第五 東京 市 特別 市制に 關 する 建議案、 第 
六 大阪市 特別 市制 制定に 關する 建議案、 之を？ i 題と 
致します、 委員長 ® 山 一郎 君の 報告を 求めます。 


第五 東京 市 特別 市制に 關 する 建謅案 (村 
松恒一郞君外十一名提出)(委員長 
報告〕 

第 六 大阪市 特別 市制 制定に 關 する 建議案 

(米 田 ■君 外 十五 名提 m) (委員長 

報告〕 

〔鳩 山 一郎 君 登壇〕 

S 手 起る〕 

0 鳩 山 一郎 君 束 京 市 特別 市制に 關する 建議案 並に 

大阪市 特別 市制 制定に 關 する 建議案 if 全く 同 趣旨 

でございまする から 间時に 御報吿 致します、 委員 會 

は 其の 初めに 於き まして 提案者の 說明を 求めました 

所、 建 譲 案の 所謂 I 地位と 現狀 とに 鑑み 之れ に 適 捫 

せろ 制度 J として 求めて K ります 所の もの ほ W から 


市を 離して 獨立せ しめて、 さう して 市の 地位を 府 
縣と 同一の 地位にまで 引上げる と 云 ふ 趣旨で ほご ざ 
いませぬ で、 唯々 W に 現在 市が 負 ふて 尻り ます 所の 
二重 監督の 制を 脫し たい、 さう 云 ふ 事に あると 云 ふ 
ことが 判明 致した のであります、 若しも 特別 市制と 
云 ふ ものを、 先程 最初に 申しました 如くに、 府縣の 
地位にまで 市を 引上げる と 云 ふ 事に します と、 府と 
市と を 全く 別個 獨立の 團體と 致しましたなら ば、 郡 
市の 間に 幾多の 雖問 題を 生ずる のであります、 尙又 
現在 市が 郡に對 して 出して 居ります る 東京 市に 於き 
まし - は、 二百 萬 近くの 金が 郡の 方で 受取れ ない と 
云 ふこと になり まして、 財政 上 弗 常な 痛苦を 郡に 興 
へる と 云 ふ 結果になる のであります、 併ながら 委員 
と 提案者 間の 質問 應答 、並に 委員と 政府 委員との 問 
の 質問 應 答に 依りまして、 此 建議案の 趣旨と 云 ふ も 
の ほ、 二重 監瞥の 制を 脫した いと 云 ふ m 純なる 希望 
であると 云 ふこと が 明白に なつた のであります、 而 
も此二 重 監督と 云 ふ もの も、 束 京 市 若く ほ 大阪市の 
自治 事務の 二重 監督を 脫した いと 云 ふの が 骨子で あ 
ると 云 ふこと が、 明白に なつた のであります、 1H し 
東 京 市に 於き まして ほ、 東京 市長に 委任せられ たる 
事項の 擴 張を も附加 して、 希 韹 して 居ります けれど 
も、 是 ほ 別に 重大なる 此 建議案の 要求す る點で はな 
いのであります、 以上の 如き 次第であります 力ら し 
て、 此越蕺 案の 實行と 云 ふこと も 可能で あり、 11. 又 
實 行が 容 4 ■であるので ありまして、 而も 當然の 事柄 
でありました が 爲 に、 本 建議案に 付て 別に 論議と 云 
ふ ものは 少な かつた ので ある、 殆ど 無かつた ので あ 
ります、 FL つ 政府 も 亦斯の 如き 希 _は當 然 の希闍 で 
あらう、 可能の 事で あらう と 云 ふやうな 御 答 辯が ご 
ざいました が 爲 に、 餓に 一人の 反對 者が ありまして 
此兩 案と も 可決す る ことに 決つ たのであります、 此 
段 御 報吿申 上げます (拍手 起る) 
〇岩崎剧君兩案丼に委員長報吿の通り可決せられ 
むこと を 希望 致します。  . 

〔「替 .成々々」 と 呼 ふ 奢 あり〕 

〇 議長 (犬 岡育搜 君) 委員長 報告に 御異 _ はあり ま 
せぬ か。 

C 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
兩案 とも 委員長 報告の 如く 決しました (拍手 起る〕 
日程 第 七、 m 推 原料 政策 及 織物 席 幅獎  に關 する 建 


譎 案を 議題と 致します、 田邊熊 一 君。 

第七纖 維 原料 政策 及 織物 廣幅獎 動に 關す 
る 建議案 (武 藤金吉 君 外 一名 提出〕 

C 委員長 報吿) 

〔田 邊熊一 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇田邊 熊 一 君 極めて 簡 1 e に 御 報吿屮 上げます、 本 
建議案は 熟 心なる 武 藤金吉 君の 御 提出に なりました 
ので、 其 常時 糊め て 詳細に 其 理由 ix 說 明して 置かれ 
ましたから、 私は 瞀言を 此處に 再び 重ね ませぬ、 委 
員會は 我 か 繊維 原料の 政策 問題であります るが 故に 
愼 重に 港 ;^ を m ねまして、 政府 委員の ai 席を 求め ま 
して、 質問 應答 致しました、 政府 ほ 悉く 本案に 對し 
て ほ 質 成の 意を 表されました が、 將 來に關 する 事は 
提案者の 希望 通り、 直ちに 之を 實行 する 事は 闲 難で 
あります る けれども、 努めて 是は獎 動を 怠らぬ やぅ 
に 致す と 云 ふこと であります、 此段 御報吿 致します 
(拍手 起る〕 

〇 岩 崎 1!| 君 本案は 委員長 報 is- の 通り、 可決せられ 
むこと を 希望 致します。 

〔「贊 成々々」 と 呼ふ密 あり：！ 

〇 議長 0K 岡 育造 封〕 委員長 報吿通 り御異 謅 がない 
ものと. 認めます、 仍て 本案は 採用 可決す る ことに 決 
しました I 日程 第 八、 第 九、 第 十は 同一 委員に 付 
託した る 議案なる に 依り、 一括 議題と 爲 すに 御 異議 
ほ ありませ ぬか。 

〔「 異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 御 異議な しと 認め まて、 仍て 
一括 議題と 致します •第 八、 阿 讀鐵道 建設に 關 する 
建議案、 第 九、 ra 國 海岸 巡 環鐵通 建設に 關 する 建議 
案、 第 十、 四 國沿 岸鐵道 建設に 關 する 建議案を 議題 
と 致します、 委員長 秦豊叻 君の 報告を 求めます。 

第 八 阿 讚鐵道 建設に 關する 建議案 (三 土 
忠造君 外 二 名 提出〕 (委員. 長 報告) 
第 九四國 海岸 巡 環鐵道 建設に 關 する 建議 
案 C 小 西 和 君 外 一 名 提出) (委員長 
報吿〕 

第 十四 國沿岸 鐵道 建設に 關 する 建議案 
(板 東 勘 五郎 君 外 十 名 提出〕 (委員 
長 報告) 

四國 海岸 連絡 鐵道纽 設に關 する 建觀案 
四國 海岸 迪絡鐵 道 建設に 關 する 建議 

五 七 五 
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叭 留米 大分 [!!! a ;ii 找設に l:y. : すろ 纽 漭 案 _ 钾砍に诏す る 持 別官衙 設 I/C 逑淡案 _ 倭 I -a 命 窄祀に 関する 纽鋈案 


一香 川 縣下高 松 市より 德島 縣下捞 菱町を 經て德 島 
市に 至る 阿 讚 連裕鐵 道  r 
一 德島筠 下 小 松 島 町より 那珂 、海 部兩郡 及 高 知 縣 
下 安藝 郡を lg て四闽 鐵 道豫定 線に 達する 阿 土迚 
裕裁 S 

一高， x-n 縣下須 崎 町より 愛 嫒縣下 宇 和 E- 町、 大洲町 
を 經 て同縣 下 松 山 市に 至る 鐵道 
右 ほ 旣設線 及 旣定 線と 相俠 つて 四國 海岸 循環 鐵道 
を 形成す る 必要の 線路に して 地方 產業 の發展 を 促 
し四國 交通の 利便を 得せし むる のみなら す 木 州と 
の il 驗交通 上 至大の 關係を 有する ものな り而 して 
其の H 事は 比較的 容易なる 線路 多く 又 殷賑なる 地 
方を 通過し 經營上 有利なる 部分 多し 四國に 於け る 

鐵道の 敷設は 旣定 線に ありても 未 著 手の もの 多き 

今日の 狀况に 鑑み 本 建議の 線路 中 場所に 依りて は 

便宜 輕便鐵 道を 敷設す る こと、 する 亦 可な り而し 

て 其 著 手の 順序 ほ 旣設線 及旣定 線と 接 緻の關 係、 

交通の 繁閑、 工事の is 易 等を 考究して 適宜に 之を 

定め 速に 相 當の 措置を 採り 建設せられ む 事を 望む 

右妞議 す 

〔秦盔助君登壇〕 

C 拍手 起る〕 

〇秦 ® 助 君 御 報吿を 致します、 委員 # に 於き まし 

て ほ 政府 委員の 說明 を e き、 砗 識を盡 しました 結果 

此一 ii 案は 合併を 致しまして 一つの 案と 致しまして、 

即ち 御手 許に 廻して あります る 通り 「四阈 海岸® 絡 

鐵道 建設に 關 する 建議 J と 云 ふこと に 致しました、 

此阿 讚鐵道 建設に 關 する 纽銥案 三 土忠浩 君 外 二 名の 

提出に なつた のは* 高 松から して 海岸を 撫養 を經て 

德 島に 參 ります 鐵道で あります、 それから 此四國 沿 

岸鐡道 建設に 關する 建議案、 板 m 勘： 九 郎君 外 十 名の 

提出に なりました の ほ、 小 松 島 即ち 德 島の 少し 先き 

の 小松岛 からして！ n 和 佐を 經 て、 高 知に 至る所の 線 

路であ ります、 それから 此小西 和 君 外 | 名よ 〇 提出 

になり ました 四國 海岸 巡 環鐵道 建設に 關 する 建議案 

は、 是は 海岸の 金 體に苴 る 所の 案であります、 而し 

て此 小两 君の 案 も、 高 松から 德 島に 至る所の 線路を 

以て、 第一 著 手と してやるべき ものであると 云 ふ 趣 

意で あるので あります、 夫 故に 旣に合 W しまして、 

第一に 此香川 縣下高 松 市よ 〇德島 縣下撫 蓊 町を經 て 

德島 市に 至る 阿 讚 迪絡鐵 道、 之に 其 趣意が 入つ て 居 

〇 ます、 又 其 次の德 烏 縣下小 松 島 町より 那珂 、海 部 


兩部及 高 知 縣下 安藝 郡を 經て 四國鐵 道豫定 線に 達す 
る 阿 土 通 絡鐵 道、 是で板 東 君の 申立 てられた 所の 案 
ほ 入つ て 居る ので ある、 而 して 此二 つを 除きました 
殘 りの 部分が、 即ち 此小西 君 提出の 部分に 於て、 尚 
ほ餘す 所の ものであります、 それ (3: 即ち 次に 高 知縣 
須崎 町より 愛媛 縣下宇 和 島 町大洲 BJ を 經て同 縣下松 
山 市に 至る 鐵道と 云 ふので、 是 ほ 這 入つて 居ります 
而し て此纽 議の 文句の 中に 書いて あります る 通り、 
此四國 交通の便 利と 又 本土との 關 係に 於て 極めて 必 
要で ある、 而 して 其 著 手の 順序と しては、 旣設線 並 
旣定線 と 接 粒の 關係も あり、 又 交通の 繁閑 又 工事の 
雅易等 も 考慮して やつて 貰 ひたいと 云 ふ 事に なつて 
居ります、 其は 爰に附 加へ て 申して 置きます が、 政 
府の說 明に 依ります と、 未だ 此四國 循環 鐵 道と 云 ふ 
やうな BC い 事に 付て は、 方針は 立つ て 居らぬ と 云 ふ 
ので ある、 今日 高 松より 松 山に 至る所の 是は旣 に そ 
れ</豫 定線も 出来て 居る •又須 崎より 山 田に 至る 
線路 も旣定 線に なつて 居る ので ある， 其 他の 海岸線 
に 付て は 未だ 方針を 立つ て どうす ると 云 ふ 迄に ほ 進 
んで 居らぬ、 併ながら 此方 針と 云 ふこと でな く、 實 
際 問題と して 此中で 最も 交通 頻繁な 所で あると か、 
其 他 各般の 事情から 見まして •最も 急 施を 要する 部 
分から 著 手す る ことにした いと 思つ て 居る と 云 ふこ 
とで ある， 又然 らば どの 部分が 一番 先き に 手を 著け 
て宜い 所で あるかと 申せば、 大體に 付て 憨 々著 手す 
る ことにな れぱ •尙ほ 詳しく 調査を して 極める ので 
あるが、 德. 一〗 とか 高 松と 云 ふやうな 都會の ある 近傍 
から 著 手す ると 云 ふ 順序に ならう と 思 ふので あると 
云 ふこと を 申して 居る、 又 御 承知の 通り 高 知の 方に 

は旣に 著 手した 部分が あります から、 先づ高 松 或は 

德島 とか 云 ふやうな 附近から 著 手して 行く が 序で あ 

らうと 思 ふ、 又 一方に ほ 交通の 狀況 も考 へなければ 

ならぬ、 又 他方に ほ H 事の 雛 易も考 へなければ なら 

ぬので あるから、 海岸に 於け る 非常な 絕 壁の 箇所で 

あると か、 隨つて 交通が 頻繁で ない と 云 ふ 部分は， 

自然 後 廻し になる であらう •併し 是丈の 長い 區間で 

あるから， 一方から 許り 手を 著け て 行く 譯に 行かぬ 

ので， 切れ < に先づ 交通の 頻繁の" J 所を 考 へて、 

實際の 技術 上の點 乂谷般 の 事 ' hif から 見て、 手の 著け 

易い 所から やつて 行かう と 云 ふこと を 政府 ほ說 明し 

たので ある、 而 して 此 調査の 事に 付て ほ •高 松から 

德島迄 ほ 旣に實 際の 工事に 著 手し 得る 丈の 調が 出来 


て 居る と 云 ふ 事であります、 又 小 松 島から 高 知に 至 
る 所 も 調は して ある 、併 ながら 是ほ 未だ それ 程 迄に 
進んで 居らぬ、 又 高 知から 先き、 詰 〇須埼 から 先き 
の 松 山に 至る 方の 線路に 付て ほ、 是は簡 易な 調查丈 
して あつて、 十分なる 調は 未だして ないから、 何と 
も 申 上げられな いと 云 ふこと であります、 是は 政府 
委員の 說 明を 聽 きまして， 即ち 合して 一案と 爲した 
る 理田も 其處に 在る のであります から •どぅか 諸君 
に 於 かれましても 御 賛同 あらん ことを 希望す る 次第 
であります (拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 三 案を 併合して 委員長 報告の 通り、 即 
ち 委員 會 修正 議決の 通り 可決せられ ん ことを 希 g? 致 
します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 本案は 委負長 報哲の 通りに 御 
異 _ はあり ませぬ か， 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長 (大岡 育造 君〕 御異 S なしと 認めます、 仍て 
本案は 三 案を 一括して 修正した る 委負長 報吿の 通り 

に 可決して、 採用す る ことに 決しました - 第 十一 

久留米 大分 間鐵道 建設に 關 する 建議案を 翳 題と いた 
します —— 委員長 松 田 源 治 君の 報告を 求めます。 

第 十 I  久留米 大分 間鐵道 建設に 關 する 建 
翳 案 (元 田 K 君 外 三 名 提出〕 C 委 
員 長 報吿〕 

〔松 田 源 治 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 松 田 源 治 君 本案に 付きまして は 二 回 委負會 を 開 
きまして、 鐵道院 の 政府 委員 並に 陸軍省の 政府 委 M 
と 質問 應 答を 重ねた のであります" 鏺道院 の 政府 委 
員の 意見 ほ 本鐵 道中に 餘程雖 工事の 所が ある 故に、 
私設に 一任して 置く 事 ほ 出来ぬ から、 政府が 建設す 
ると 云 ふこと ほ 認めて 居る けれど、 政府の 鐵 道の 建 
設に關 する 方針 (X 緩急が あるから 尚に 本鐵 道を 建設 
すると 云 ふ 謬に 行かない、 陴軍當 局 者の 說明は ，陸 
軍當 局に 於て ほ 軍事上 交通 機 關の發 達 速成を 希 菌致 
L て 居る ので ある-故に 本鐵 道が 完成 すれば 頗る 便 
利で あると 云 ふ 答 辯であります、 委貞會 に 於き まし 
ては 愼重に 港議を 致しまして、 本鐵 道は 地方の 開發 
產 業の 發展 、及 軍事上に 付て 必要なる 鐵 道と. 故し ま 
して、 全會 一致を 以て 可決 致しました •此 段報带 致 
します (拍手 起る) 

〇 岩 崎 動 君 本案 ほ 委負長 報告 通り 可決せられ ん事 


_ 五 七 六 

を 希望 致します 1 

〇敦長 ( 大岡 育造 君： >  委貝 長報齿 に ぼ ^ d ありませ 
ぬか。 

〔「異 謹な し異誔 なし」 と 呼 ふ泝あ 〇〕 

01 '長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 M て 
本案は 委負長 報告の 通 〇可 決し •之を 採用す る. ' it と 
なりました— 日程 第 十二、 第 十三 ほ 同 一 委 M に f-j- 
託した る誔案 なる に 依り、 一括齡 題と e すに 洱異 A 
は あ 〇 ませぬ か。 

|「 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ ^ あ 〇〕 

0_長( 大岡 育造 S) 御異 翳な しと 認めます 、即ち 
第 十二、 神祇に 關する 特別 官衙 設时趄 議案、 第 十三 
倭 姬命奉 祀に關 する 建 a 案， 是ほ謎 題と 致します一 
委 M 長 小 久保喜 七 君の 報吿を 求めます。 

第 十二 神祇に 關する 特別 官衙 設龊 扭豳案 
(岩 崎剧君 外 十； 一一 fl 提出) 

f 委员長 報 吿〕 

第 十三 倭姬命 奉祀に 關す る趄親 案 (天卷 
文衞君 外 八 名 提出〕 

,  (委員 S 吿) 

〔小 久保离 七 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 久保爯 七 君 神祇に 關する 特別官 衙設 S2 の ! y5 蕺 
の 方から 說明 致します、 是は谷 派 共通の 提 m であり 
まして， 其 11- 意 ほ 祭政一致は 我が 國 SS の 精華で あつ 
て、 敬神 崇祀ほ 敎 育の 淵源で ある •然るに 此 神社に 
關 する 行政が 今日 迄 ほ 甚だ 不行屆 である、 第一 統一 
が 附いて 居らぬ、 即ち 靖國 神社は K 海軍の 所管に fia 
し臺 _ 朝鮮 fi 太 等 各々 所管を 異にして 居つ て、 是で 
ほ 統一が 附か ぬから、 甚だ 其當を 得ない ので ある • 
又 神官 養成に 付ても 十分で ない" 其 他缺點 が 種々 あ 
るが 故に、 特別 官衙を 設けて さう して 斯の 道に關 す 
る 十分の 發肢を 一一り‘ 統一を 計进す るが K からう と 
云 ふの が此 建議案の 趣 皆で ございます、 問題が 問題 
で ございました が 故に、 委員 曾では 愼 m に審 _す る 
の 方針を 以ち まして* 小委 M を 桁へ まして、 政府と 
折衝を 致しました、 政府に 於き ましても •洵 に此案 
の 精神には 賛成で ある、 尙ほ特 別 官衙設 e と： k ふこ 
とに 付ても 不同意 ほない， 今日 迄 も 何とかして さう 
云 ふやう にしたい と考 へた こと も あつた-斯う 云 ふ 
答であつた のであります、 故に此 案に 付て は大 體以 
上の 政府の 賛成を 得まして* 委員 會に 於き ましても 
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之を 採る と 云 ふこと に 相 成つ たのであります、 喵だ 
其 中で 修正を 致しました 點と云 ふ もの it 、 此官衙 で 
収扱 ひます lil を 書きました •其 中の 第 七に 雅樂 に關 
する 件、 第 八に 公的禮 式に 關 する 件と 云 ふこと が あ 
るが、 雅樂 に閱 する 事と 云 ふの も 祭祀に 關 する 雅樂 
に 付て は、 是は此 宵 衙で収 扱 ほなければ ならぬ、 併 
し 一般の 雅樂と 云 ふ ものを 此役 所で K 扱 ふと 云 ふ 事 
は是 はどう も 少しく 其當を 指ない 事では あるまい か 
又 第 八の 公的 禮 式に 關 する 件と 云 ふ 事 も ►是も 祭祀 
に闞 する點 に 付ての 禮式ほ 、此 役所で 取扱は なけれ 
ばなら ぬが， 一般の 公的禮 式に 關する 件を 取扱 ふと 
云 ふ 事 も、 是も亦 少しく 其當を 得ない 事では ある ま 
いか 故に 此祭祀 に關 する 雅樂 に關 する 事 公的 禮式に 
關する 祭典に 關 する 事は 其の 他 神祇に 關 する 一切の 

件と 云 ふ 中に 入れて , H: からう と 思 ふ、 故に 此第 七， 

第 八の 11 項は f/IJ 除 致して， 第 九 項 其 他 神祇に 關 する 

一切の 件と 云 ふ 九と 云 ふのを 七と 尚して、 さう して 

本案 ほ 滿場 一致で 可決を 致した のであります、 此段 

御 報吿 致します (拍手 起る) 次に 倭姬命 奉祀に 關す 

る 建 誘案でありますが、是は倭姬命ほ垂仁天皇の第 

二 阜： 女に して、 皇祖 天照大神の 御杖 代と して 諸 園を 

遍喊し 給 ひ、 遂に 伊勢の 五十鈴の 川上に 神 K III1 座の 

洪 基を 定められて， 一生 神宮に 奉祀 致した ので あり 

令す、 其 他 種々 なる 功 1) の ある 御 方で ある •か 故に、 

之を 奉祀す るが 宜しい と 云 ふ 建葯 案であります、 而 

して 此迚 IAI 案 も 谷 派 共通で 御提 m になり ■* して， 我 

黨の天 春 君の sn き 老大家、 喪 政 宵の 總務： S 崎 討 等が 

鹄 fi 致して 之を 提 /rl をした のであります、 故に 大問 

題と して 之を 収扱 ひまして、 柿々 政府と W 問 應答を 

致しました が、 政府に 於き まして (i 如何にも 尤もで 

ある、 倭姬命 ほ帟 祀 すべき 御 方で あるが， 併し 多少 

其 他に も ^ 祀すべ き 方々 •か ある、 故に 何 力を 先にす 

べき か、 又 社 格を sn 何に すべき かと 沄 ふ點に 付て， 

唯今 調资 中で ある、 其 調 r'ft が 終れば a に 之を 琯祀す 

るの 考で あると 云 ふ 政府の 答 辯を J4 ましたので、 此 

問題 IJ 是 ほ 矢 張？ i 場 一致を 以て 可決 致した ので あり 

すす、 之を 以て 報 rr は 終へ たのであります •か、 一言 

致して Ilt iv? を 降りたい と M ふ、 凡そ 謎 H たる ものは 

自ら 正さなければ 人を K める ことは 出来ない と考へ 

るので あります、 山 本 君が ？ f 任 支 U1 に關 する 報吿の 

場合に、 大藏大 UI が 3 席を せぬな ど、 云 ふことは、 

甚だ 怪しから ぬと 感じて 居りました が (拍手 起る) 


借 御手を 御 打ちに なりました 憲政 ir の 諸 :/,, ■ の 前て 私 
は 言 ふので ある、 提出者の 尾 崎 君が 之を 議 し 'i する 
時に、 御 出席の 無い と 云 ふこと を ia 憾 とすると 云 ふ 
の 一言を 私は 殘 して 此壇を 降ります (拍手 起る) 

〇 川 崎 安之助 君謅 長、 委 M 長に 質問が あります。 
〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 川 崎 君。 

〇 川 崎 •*: 之 WI 君委 M 長に 御 群し ます •か、 第 十二の 
神祇に 關 する 特別 官衙 設置 建議案に 付て ほ、 政府が 
同意を 致して* 特別 官衙 を設 くる ことを 承諾した と 
云 ふこと であり -* - すが、 其 所管 is 如何になる ので あ 
ります か、 私共の 考では 或は ^ 在の 官制を 超越した 
所の 特別 官衙 を設 くべき ものであると 思つ て 居り ま 
した 所が、 委 M 會の内 容 を 承れば、 內務省 の 所 II と 
して 一官 街を 設ける と 2;* ふこと であります、 左樣な 
る 小さい 所の もので あれば、 今の 神社 / ro の 官制を 改 
正して 之を 司らし めても 宜から 5 ど 思 ふ、 政府は 此 
神道を 以て 宗教と 看做して pr る さぅて あります、 若 
しも 之を 宗敎 として 収扱 ふなら ば •現在は 文部省に 
宗敎 局なる ものが あつて、 總て國 民の 道德 思想を 司 
つて 居る、 lit 點から 言 ふたなら ば、 之を 内務省の 如 
き 俗務を 収扱ふ 役所の 管 轉 とする ょりは、 寧ろ 文部 
省の 所® とする' か 至當で あらぅ と 思 ひます •此點 に 
付て 委員 ir に 於て は 如何なる 論究が あつたので あり 
ます か、 委員長の 辯 明を 求めます。 

〇 小久保 喜 七 君 それは 政府 委員の 答 辯は、 神社 ほ 
宗敎以 上に 超 ^ する ものと して 収扱つ て 居る と 云 ふ 
ことであります、 それから 又 政府 委 M ほ 特別 官衙と 
云 ふこと に 付て ほ、 成べ く內務 省の 手を 離れない 範 
園内に 於て， 特別 官衙を 桁へ る考 であると 2;- ふ 答 辯 
であ 〇 ましたが、 吾々 は 何れで も此 EE 的を 達する が 

爲に •最も 適當な れば それで 宜しい と 云 ふ 考を以 て 

本案を 可決 致した のであります。 

〇 岩崎勸 君 議長。 

〇蓺長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩崎勸 君 兩案 共に 委員長 報芮 通り、 可決せられ 

むこと を 希留 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺長 (大岡 育造 君) 委員長 報 吿の此 二 案は、 別に 

御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 K なし」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 謅長 C 大岡育 造 君〕 共に 神社の 事であります から 

锊成の 諸君の 起立を 求めます。 


起立 者  全員 

0_長( 大岡 育造む〕 全會 一致であります、 可決 採 
用す る ことに 決しました I 日程 第 十四、 福 井縣三 
國港 築港に 關 する 建議案を 議題と 致します •委 M 長 
熊 谷 五 右衞門 君。  , 

第 十四 福 井 縣三國 港 雄 港に 關 する 建議案 
(熊 谷 五 右 衞門君 外 四 名 提出〕 
(委員長 報告〕 

【熊 谷 五 右衞門 君 登壇〕 
r 拍手 起る〕 

〇 熊 谷 五 右衞門 君 三國港 築港に 關する 建 案の 委 
員 會の顚 末を 報吿 致します、 委 M 會に 於き ましては 
委 M 諸君と 政府 委負と 鄭重なる 質問 應答が ありまし 
て、 政府 委員 C0 申されます るには、 tt 三國港 ほ 十四 
要港と 同一の 程度 迄に ほ まだ 達して 居ない ので ある 
からして、 國費を 以て 之を 經營 すると 云 ふことの 運 
びには 至つ て 居ない と、 斯ぅ 云 ふこと であります が 
併ながら 此三國 町に 對 して K 々浸水す る 事， 又 竹 田 
川に 逆流す ると 云 ふことは 認めて 居る ので あるから 
n 下 焦眉の急と しては 浚渫船を 貸 興して、 方法を 執 
ると 云 ふことは 言明され たのであります >  是 に 於て 
委 M 會に 於き ましては •此 築港を 爲 すの 必要 尤なり 
と 致しまして、 全會 j 致を 以て 可決した ので ありま 
す、 それに 付きまして 尙ほ 此建國 の 意思を 强 めます 
る爲 に. ? fi 望條 件と して 附帶 決議を 致した ので あり 
ます •其 附帶 決議を 朗讀 致します 「福 井 縣三國 港 築 
港に 關 する 5-S 議案 委 M 會に 於て 決議した る 希望 條件 
福 井 縣三國 港は 北陸地方に 於け る 降雪の S め 陸上 交 
通 機關の 障碍 M 年顯 著なる 事實と 現下 重大の 時局と 
に 鑑み li. つ 地方 產業 の發肢 を 副 望す る甚た しきの 事 
愦に 照らし 之を 修築して 海上 ia 绘の 便を 開く の 必要 
益々 切なる を 誠む •仍て 政府は 計 帯 中の 諸 港® に 準 
し國费 を投 して 速 かに 之 か 修築を 實现 せられむ こと 
を 望む」 此附帶 決 _ を 致した のであります、 是も滿 
場 一致で 決議に なつて 居ります る 故に， 何卒 諸君の 
御 賛成を 願 ひます。 

〇 岩崎黝 君 53 長。 

OS 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎黝君 本案 ほ 委員長 報吿の 通り， 可決せられ 
むこと を 希望 致します。 

〔「ffisi なし 興 譏な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡育 造 君〕 委員長 報吿の 通り 御 異議ない 


ものと 認めます、 仍て 本案は 可決 採用す る ことに 決 
しました I 是 ょ〇誧 願 委員の 特別 報 ® を 議題と い 
たします， 日程 第 十五 乃至 第 四十 九を 一括 _題 とな 
し •委員長 代理 理事長 田桃藏 君の 報告を 求めます。 

〔拍手 起る〕 

第 十五 C 特別 報传第 百 三十 八號〕 明治 三十 
年 法律 第五 十號 改正の 願 

C 委員 報吿) 

第 十六 C 特別 報吿 第； G 四十 一 " rB 酒造 税法 
中 改正の 請願 (委員乃報吿) 

第 十七 (特別 報 吿第百 四十 四號〕 營業 税法 
中 改正の SS 願 (委員長 報告) 

第 十八 C 特別 報告 第 百 四十 四號〕 印紙稅 法 
改正に 關 する 請願 

(委員長 報告〕 

第 十九 (特別 報 吿第百 四十 六號〕 所 ? i 税法 
屮改 正の 請願 (委員 畏報齿 

第二 十 (特別 報 吿第百 四十 七號〕 山林 伐採 
所得税 率 改正の 請願 

(委員長 報®) 

第二 十一 (特別 報 吿第百 四十 九 號〕 德山港 
を 特別 輸出入 港に 指定の 請願 
(委員長 報告〕 

第二 十二 (特別 報哲第 百 五十 號〕 縣社 八幡 
神社 昇格の 請願 

(委 M 長 報齿〕 

第二 十三 C 特別 報 吿第百 五十一 號〕 利根 運 
河洽水に關する誧願 

(委 M 長 報告〕 

第二 十四 C 特別 報齿 第 "El 五十二 號〕 江 戶利 
根兩 河川 浚渫の 請願 

(委員長 報告〕 

第二 十五 (特別 報吿第 百 五十 三號〕 筑 後川 
第二次 改修工事 速成の 誧 願 
(委員長 報 齿〕 

第二 十六 C 特別 報 fr 餡 百 S 十四 號) 東京® 
治水に 關する 請願 外 一件 

(委員長 報吿〕 

第二 十七 (特別 報 吿第百 五十 七號) 國道林 
設置 法 制定の 請願 

(委 M 長 報告.) 

第二 十八 C 特別 報告 第百五 十八 號〕 徵兵採 


11 井 縣 三® 港 築港に 關す る flt ii 案  請 願 科 議 


五 七 七 


院議 衆會議 國帝囬 十四 第 


請願 旮議 


五 七 八 


定に關 する 請願 (委員長 報告〕 
第二 十九 (特別 報 吿第百 五十 九號〕 陸軍 射 
繫學校 移 18 設 S に關 する 請願 
(委員 费報 吿) 

第三 十 (特別 報告 第 百 六十 號) 袖 川 村に 
郵便局 設置の 請願 

(委員長 報告〕 

第三 十一 C 特別 報 吿第百 六十 一號) 新 城 村 
に 郵便局 設問の 請願 

(委員長 報吿) 

第三 十二 (特別 報告 第 百 六十 二號〕 靑沼村 
平 林に 郵便局 設置の 請願 

(委員長 報告〕 

第三 十三 (特別 報告 第 百 六十 三號) 上 伊集 

院 村に 三等 郵便局 設 1?¢ の 詰 願 

(委員長 報吿〕 

第三 十四 (特別 報 吿第百 六十 四 號〕 野馳村 

に 無 集配 郵便局 設® の 請願 

(添： 員 長 報' 吿) 

第三 十五 (特別 報吿第 ?-! 六十 五 號都介 野 

村〕 大字 南 之 m に 無 集配 三等 郵 

便 局 設置の 請願 (K 員 長 報告〕 

第三 十六 (特別 報告 第 百 六十 六號) 波 根 西 

郵便局 集 M 事務 開始の 読 願 

(委員長 報告) 

第三 十七 (特別 報 吿第百 六十 七號〕 下 堅 田 

郵何 局に 電信 事務 開始の 請願 

(委 M 長 報告) 

第三 十八 (特別 報 吿第百 六十 八號〕 有 福 郵 

便 局に 集配 並 電信 事務 開始の 請 

願  (委員長 報齿〕 

第三 十九 (特別 報吿舘 百 六十 九號〕 雄 郵便 

局の 位置 變更並 同局に 電信 事務 

開始の 請願 (裘員 長 報 吿) 

第 四十 (特別 報告 第 百 七十 號) 與論 島 沖 

永 良 部 島 間 海底電信 布 設の請 願 

(委員長 報吿) 

第 四十 一  C 特別 報吿第 百 七十 一. 號〕 日本海 

陨斷 航路 急速 開始の 請願 

(委員長 報告〕 

第 四十 二 (特別 報 吿第百 七十 二 號〕 有 福 村 

上有福に登記18置の請願 


(委員長 報吿) 

第 四十 三 (特別 報吿第 W 七十 三號〕 上 富 良 
野 村に 旭川 K 裁判所 出張所 設笸 
の請閲  (委 負長報齿〕 

第 四十 四 C 特別 報告 第 百 七十 四 號〕 八 束 川 
上屮和 三 村 中に 區 裁判所 出張所 
設置の 詔 願 (委員長 報吿〕 

第 四十 五 (特別 報告 第 百 七十 五號〕 網走區 
裁判所に 甲號支 部設 E の 請願 
( 委員長 報告〕 

第 四十 六 C 特別 報告 第 百 七十 六號) 商法 屮 
改正の 請願 (禿 員 長 報告〕 

第 四十 七 (特別 報诉第 百 七十 七 號〕 十勝監 
獄移轉 に關 する 請願 

(委員長 報吿〕 

第 四十 八 (特別 報 街 第 百 八十 號〕 酒 田觀音 
寺 間 國有輕 傾 鐵 道 # 設の請 阏外 
一件  C 委員長 報告〕 

第 四十 九 (特別 報吿第 百 八十 一號〕 本吉郡 
縱斷輕 便鐵通 速成の 請願 

(委員長 報告) 

〔長 田桃藏 君 登壇〕 

〇 長 田 桃 藏君 本日 も尙ほ 板 東 委員長の 御 病 氣の故 
を 以て、 本員 代つ て 御 報告を 致す ことに 致します、 
報 宵は 日程 第 十五ょり 第 四十 九に 至る 三十 五 件 •一 
括 議題と なつて 居ります が 報 ^ の 簡明を 期す る爲め 
數節に 分つて 報告す る ことを 豫め申 上げて 置きます 
日程 第 十五、 特別 報吿 、第 百 三十 八號 •明治 三十 年 
法律 第五 十號 改正の 請願 靑森縣 三戶郡 三戶町 大字叭 

慈 町 一番 戶 平民 農 太田弘 三 外 四 名 呈出、 紹介 _員阿 

部 武智雄 君 外 二 名、 此法律 第五 十號 改正の 読 願の 內 

容ほ 、家 祿赏典 祿享冇 者 ほ、 明治 三十 年 法律 第五 十 

號に 依て •明治 三年 九月 十日 以後の 分は 貰つ て 居る 

けれども、 藩籍 奉還が 明治 二 年 六月 二 十五 日で ある 

其 三年 九月 十日と 二 年 六月 二 十五 日との 間の 分 も、 

當然 給與せ ら るべき ものであるから 、起 *: 點を變 へ 

て 二 年 六月 二十 五日に 改めて 貰 ひたいと 云 ふ 事が 請 

願の 要旨であります、 次に 日程 第 十六、 特別 報吿第 

百 四十 一號 、酒造 税法 中 改正の 請願、 神 奈川縣 愛甲 

郡 玉 川 村全國 酒造 組合 聯合 會 々長 小 林 作 五郎の 請願 

紹介 議員 鳴 海 文 四 郎君、 是は 酒造 税の 納期の 第三と 

第 四は、 丁度 二月と 三月に なつて 居って、 其 時期が 


恰も 釀 造の 最も 盛んな 時で •金が 澤山耍 る ! I.f である 
其 時に 納税額の 半額を 引辍き 納付す るの ほ •常 業者 
が 非常に 苦 浦と する 所で ある •それが 爲に或 ほ 品物 
の投賣 其 他が あつて、 却て 收租當 局に 迷惑を 掛ける 
ことになるから、 之を 延期して 第 四 抑を 五月に 繰 下 
げて貰 ひたいと 云 ふ 要求であります、 日程 第 十七 • 
特別 報告 第 百 四十 四號 • 營 業 税法 中 改正の 請願 •兵 
賄 縣 武庫 郡西宮 町 大字 田 中 一千 九 百 七十 三番の 一、 
平民 商、 西 善 兵 li 外 十一 名呈： 出 ■紹介 穀員野 添 5r- 三 
君， 此內容 ほ •無記名 證券の 賣買 業を營 んで 居る 若 
が 現在 課税せられ て 居る 所の 課稅標 準 ほ、 物品 阪 較 
業 乙の 税率を 課せられて K る、 それは 苛 重に 苦んで 
居る から、 無 記 各 證券 賣買 業に 對 しては •丙なる 税 
率を 課して 莨 ひたい、 それに 依て 賣上 金額の 萬 分の 
一を 課せら る \ か、 又は 此商賣 に 限つ て 問屋 業 仲 立 
lg の 中に 編入して 貰 ひたいと 云 ふ 請願であります、 
日程 第 十八、 特別 報 fr 第 百 四十 五號 •印紙税 法 ' M 改 
正に 關 する 請願、 京都府 M 都市 上京 K 小川 通 |1'| 水上 
る 茶屋 町、 平民 染色 業 •石 田 喜兵衞 呈出、 紹介 懿 M 
小川 鄕太郞 君、 此請 願の 內 容は财 界の 膨脹と 時勢の 
進步に 鑑み •現在 標维 となつて 居る 印紙税 法の 第二 
條中 五圓 以上と 云 ふ ものを •二十 圓以 上に 上げて »• 
ひたい、 それから 第 四 條の第 一孭、 第 十九 號の 「賣 
買 仕切 書 印紙税 三錢 .一 一 第 四 條第 一項 第二 十條 .一 r 
一、 送 狀 印紙税 三錢 」 と 云 ふのを 収つて 仕舞 ひたい 
其 結果 第 五條の 第一 項 第 九 號を m に 2 、 浍狀 一と 
して、 第 十一 號を 2、 賣買 仕切 書」 と 改めて M ひ 
たいと 云ふ實 際に 適した 請願の 内容であります、 日 
程 第 十九、 特別 報告 第 百 四十 六號 ，所得税 法 中 改正 
の 詰 願， 秋 田縣秋 m 市上 川 r-l 十 番地、 所得 ®! 調査 委 
員 加賀谷 長 兵衞外 三十 八 名 呈出、 紹介 議員 池 田龜治 
君 外 三 名、 此請 願の 內容は 所得税 審赉 委員の 組織の 
中で 調査 委員 四 名と 規定して ある 併ながら 其 四 名の 
所 ) 1 の 選出 せらる、 所の 區域 が、 他 府縣に 渉つ て 居 
る 場合が あつて •其 調査 委員なる 者が 所煜稅 の 納税 
者の 內容狀 熊 等を 一切 知らない 場合が あつて、 甚だ 
遺憾で あるから、 それで 所得税 法 中の 改正を 韹 む， 
どぅ 云 ふ 風に 改正す るかと 言へ ば， 行政 區 »! に 基い 
て 一 府縣に 一名 宛と 1K ふ 組織 法に 改めて 貰 ひたいと 
云 ふ 要求であります、 日程 第二 十、 特別 報 街 第 百 四 
十七 號 、山林 伐採 所得税 率 改正の 請願、 秋 田 縣秋田 
市上 川口 十 番地 所煜税 調査 委員 加賀谷 長 兵衞外 三十 


八 名呈 H、 轺介菝 a 池 田 ffl 治 打 外 三 名、* は 山林 R 
採 蒋 の所煜 稅 も 一般の 所 m K と 同じく r.f 稅を受 けて 
居る けれども、 ffa 林 其 山林 伐採 菜 者の 收 人は • :/.: 十 
年 又は 七十 年毎に W J4 の 成長の 時に、 一  : '.;.: / |'< つて 收 
入するのであるから-現在の普通の奔の所斟とほ .'-> :.~ 
へて莨ひたい‘さうして隨時別箇に^稅せらるゞや 
うに、 新税 率を 改めて K ひたいと 云 ふ 要求で ありま 
す、 H 程 第二 十一、 特別 報冉 •第 1*1 四十 九號 • 隐 山 
港を特別轍 /|,. 入港に指定の詁肋、山口縣都 16 郡3山 
町長 m 越饨顿 呈出， 紹介锱 員美 A nii 彥君外 四 名、 是 
は 御 承知の 通りに 山 n 縣德山 港は 近頃 如る 沿 ^ に 赴 
いて 居ります るので •之を 特別 轍 出港に 致したい と 
云ふ諒 願であります、 それから 日程 第二 十二、 特別 
報 -: 1.-- 第 百 五十 號 、縣社 八幡 神社 昇格の 請願、 滋贺縣 
阪田 郡長 濱町 大字 田 百十番 屋敷 平民 無 業下鄕 餌 2 1-= 外 
十一 名 呈出 •紹介 議負并 上 敬 之 肋 君 外 一名， 此內容 
ほ 縣社 八幡 神社は 滋賀縣 阪田郡 長 ® 町に ありまして 
湖北 随一の 大社で ある •祭神は 神 功 a 后を 祀 つて & 
るので あります が、 其 土地が 神 功 皇后の 興 祥 «!! . であ 
らせ られ るのと、 後三條 天皇の 御 fJJ 請で あると 云 ふ 
事と、 それから 後奈良 灭 皇の勅 願 所で あると 云 ふこ 
と、、 後陽成 天皇の 勅を 奉じて sf 太閣が 非常に 祟 敬 
深 かりし と 云 ふやうな 0! 山、 それと 現在に 於て は 非 
常に 此地方 人民の 崇敬が 厚い と 云 ふことの 爲 に •配 
祀と して 足 仲 彥 « と S 田 別 © を 副へ て御祀 〇 をして 
今 現在 縣社で あるのを 宫 W 社に 昇格を して® きたい 
斯う 云 ふ 請願の 内容であります •之に 付て は 特に 政 
府に說 明を 求め、 JL つ 紹介 戬员の 說明も 精し く 求め 
ました •現在 此 社の 境内は Jr: 千 坪から あります し， 
それから 資產 としても 十 一 町 程 田地を 持つ て屛る 、 
山林 等 もあります、 又有價 設券 等を 二 ;! I 千 餘 圓程樹 
んで 居る ので、 如何に 地方 民の 崇敬 深き 狀態で ある 
かを 知る に 足る、 又此 沿革に 對 して ほ、 社 傅 其 他に 
依つ て 傅 へられて 53 ります るが、 政府 委 M は 必ずし 
も 之を W 實な りと 認める 材料を 持つ て 居らぬ" 併し 
直ちに 否認 もしない と 云 ふやうな 狀態で あると i< ふ 
說明で ありました、 左 S に 御 承知を 願つて K きます 
日程 第二 か 三 •特別 報 吿百五 十一 號 •利根 ) II 運河 治 
水に 關 する 請願， 埼玉縣 北舄飾 郡 栗 橋 町 百 四十 番地 
根 岸門藏 外 千 六 百 二 名 呈出 •紹介 _員 は吉扼 0- 一郎 
君、 もう 一つ 續いて 申 上げます  >  日程 第二 十四、 特 
別報 吿第百 五十二 號 •江戶 利根 兩河川 浚渫の 請願、 


院羅衆 會漭國 帝 回 十四 第 


千 葉 縣诳 »; 飾 郡 新 川 村 取 深 井 三； C 六十 八 lr 地平 民 農 
森 ra 繁 K 外 二 百二 十二 名呈 /I! 、 紹介 ® 負 吉柿庄 一郎 
君、 此二 案は 少しく 申 上げて 跋か ねばな 〇 ませぬ の 
であります が、 一緒に 報吿を しなければ 事 tfl が 分ら 
ぬので ございます、 此第二 十三、 特別 報 fr W 五十一 
號の 方 li 利根 川と n: 戶 川との 間にある 運河、 其 運河 
ほ 明治 二 十 年に 出来ました 運河で ございます、 其 運 
河を 政府に 買 上げて 貰 ひたいと 云 ふこと、、 もう 一 
つ 其 運河の 浚渫を 國 庫に te つてして K ひたいと 云 ふ 
ことの 要 戈， それからして 日程 二 十四の 特別 報吿百 
五十二 號の力 は、 利根 川の 一部 運河の ある 所から し 
て， 少しく 河 下に 向つて 約 十哩 程の 河、 其 利根 川の 
一部、 それからして 更に 汀 戶 川の 方で ほ 其 運河の あ 
る 腐から して - h 下に iffi じて！： 十一哩 の處 •其 間の 土 

砂の 浚渫を 國费を 以てして 貰 ひたいと 云 ふ 要求で あ 

ります、 朵は諝 願 委員 會に 於て は、 ST に 特別® 員を 

設けて ^ 誘を して 数いた のであります I 政府 姿 員の 

說明を 求めて 十分.！： •誘を 致しました、 政府 委員は 從 

來の低 水 工事から ，更 に 高 水！-: 那に洽 水 政策を 變へ 

て 以来， W は 浚渫 H yf と 云 ふやうな 事は 顧みないで 

洪水を 防ぐ には 堤防を 高く すれ ぱ宜 いと 云 ふやうな 

取 念を 以て 進んで 居る ので ある. W ながら 川 其 もの 

の 利用と S?. 在の 如き 貨物の 堆稻の 甚だしい 時には、 

鐵道 にの み 運送を 委 托する と 云 ふことは 出来ない の 

である •是非 河 若は 運河の 利用され る 所は、 十分に 

利用したい と 云 ふ 志 0 f を 有して 居る， 其 考の爲 には 

锊 際 ivli 河の in き 通 船 料を 取つて、 而も 河床が 淺いが 

爲 に 利根 川 iT. 戶川 から 出て 來る 所の 船の 荷物を： 史に 

小さな船で積換へなけれぱならぬと云ふのほ不都合 

であるから， 買 ひたい けれども 財源が 無い と 云 ふ 御 

話で あつた、 K に W 私 省の 理想と して •低 水 H yl: . と 

高 水 工事と 併せて やりたい けれども ，是も 財源が 無 

いから •現在の 治水 政策 ほ 高 水 H af のみを やつて 居 

ると； K ふこと でありました •其 理由に te つて 兩者な 

る ものを 結 付けて 御考を 蒙らぬ ければ ならぬ. 高 水 

H 事の 問題の みで なく， 低 水 H ?Jf の 問題が 人ら なけ 

れぱ 舟栉の 便を 通ず る ことが 出来ない ので あるから 

即ち 政府 委員は 叶' 運河の 兩端と 云 ふ ものは， 利根 川 

の 方からは 利根 川の 改修に 伴うて、 其 運河の 兩堤防 

を 更に 阀 ?'i を 以て 十分に 修築して やる •或る 場合に 

於て は士砂 の 浚渫 もす る、 又 rr 戸川の 方の 部分から 

も •其 堤防を 高く する 丈 それ 丈 運河の 方は 堤防 も 高 
明治 ill 十 年 法律 第五 十 號改 正の 請願 外 3TI 件 


くしなければ ならぬ、 さぅ して 洪水を 防がなければ 
ならぬ のであります から" 隨つて 土砂を 浚渫す る 場 
合 も ある， 唯々 典 眞屮の 方丈は 愈 社が やつた のが e 
當で はない かと 云ふ說 明で ありました …： 

〇 議長 (大岡 育造 君) 此 場合 時間が 切迫 致します か 
ら 、是 丈の 報告に 止めて 置かれたい。 

〇 長 田桃藏 打 然らぱ a 長の 御 指圖に 依つ て 一一 十四 
迄の 日程に 止めて ！® きます、 是は請 願 委員 會に於 て 
政府 委員の ® C 見、 紹介 議員 等の 意見を 臌 きまして， 
愼 甫蔣 請を 策ね， 採 擇す べき ものな りと 決定 致し ま 
した、 どぅか 本院に 於き ましても 委員 會の 決 ® 通り 
御 採 掙あら むこと を 希望 致します。 

特別 報吿第 百 三十 八號 
S  見 if 

請願 文書 表 第五 二 七號 
明治 三十 年 法律 第 . r/r. 十號改 JH' の 詔 願 靑森縣 
三戶 郡三戶 町 大字 久慈町 一番 戶 平民 農 太 田 
弘三外 四 r, 呈 3  c 紹介 e M 阿部 武智雄 君 外 
二 名) 

同 第五 二 八號 

同上 靑森縣 K 北 郡 ® 邊地町 大字 野邊地 百 十 
一番 戶一號 平民 農屮村 安之助 外 四 名 呈出 
(紹介 熟 員 阿部 武智雄 君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 家 祿営典 祿 享有 者は 明治 三十 年 法 
律 第五 十號に 依り 明治 三 年 九月 十日 以後の 分は 給 
與 せらる る ことと 爲りた る も 明治！ 一年 六月 二十 五 
日 達 第五 百 七十 ?/ r 號に 依り 薄 籍 奉還 即ち 同年 六月 
以後の 分を も當然 給與せ らる へき ものと 認む るを 
以て 前 SP, 明治 11 i 十 年 法律 第五 十號を 改正し 以て 不 
足 家祿 給與 の起览 點を同 二 年 六月 二十 五日に 改め 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆 諺院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 議決せ り 依て 誘 院法第 六十 3r: 條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也  I 

特別 報吿第 百 四十 一號 

意見 31 

謂 願文 « 表 第 八 3T 八號 

酒造 税法 中 改正の 請願 神 奈川縣 愛甲 郡 玉 ) |! 

村 全 國酒浩 組合 聯合 會會長 小 林 作五郞 呈出 

(紹介 議員 鳴 海 文 四 郎君) 

右 請‘ & の 要旨は 現行 酒造 稅の 納期た る 第三 及第 四 

期は 二 月 及 三月に して 怜も釀 造 最盛の 時期に 當り 


多大の 資金を 要する 場合に 際して 納税額の 半額を 
引績 き納 fj する は 當椠 者の 非常に 苦痛と する 所に 
して 興の 結果 小资木 家の 投 S となり 經濟界 に惡彤 
sf を 及ぼし 延てほ 納税の 碗 宵を 缺 き收稅 常 局 者を 
煩は すに 至る へし te て 第 四 期を 艽 月に 繰 下け 以て 
之 ハ 調節を 阏られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の * 旨を 至當 なりと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 懿決せ り to て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付蚁也 _ 

特别 報告 第； HI 四十 四號 
意見書 

詞 願文 書 表 第 八 三六號 

營業稅 法 中 改正の 謂 願 典 ® 縣 武庫 郡 西宮町 
,  大字 田 中 一千 九 百 七十 三番の 一平 民 商西_ 
兵衛外 十一 名 里 lii (紹介 議員 野 添宗三 君〕 
同 第 九 一六 號 

同上 兵 ai 縣神戶 市 相 生 町 四 丁目 百 二十 ： /r: 番 
屋敷 平民 商梠 K 岳 外 十八 名呈 U1 (紹介 議員 
高 松 正道 君〕 

右誚 願の 要旨は 無記名 rg 券賣買 業 ほ 多額の 資金と 
經費 とを 要し 而も 其の 收益ほ © 少なる も 之に 對し 
物品 販 費 業 乙の 稅 率を 課せられ 當 業者は 其の 苛 重 
に罟む 所な り 依て 營業税 法を 改正し 無記名 證券 費 
買 業に 對し 丙なる 税率を 設け 以て 賣上 金額の 萬 分 
の 一を 課せら るる か 或は 該業を 問屋 業 又は 仲 立 業 
中に 編入せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採揲 すへ 
きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報告 第 百 四十 3TI 號 
意見書 

詔 願文 書 表 第 八 四一號 

印紙税 法改正に 關 する詞 願 京都府 京都市 上 
京區 小川 通 出水 上る 茶屋 町 平民 染色 業 石 田 
喜兵衞 呈出 (紹介 議員 小川 鄕太 郎君〕 

右 Is 願の 要旨は 税制の 整理は 緊要 事に 13 し 就中 印 
紙 税法の 如きは 時勢の 進步に 適應せ す國家 の收入 
亦 比較的 少 くして 而も 擔税 者の 最罟 痛と する 所に 
して 改正の 要最 急な 〇 とす 依て 印紙税 法 第二 條屮 
「五 圓 以上」 を 「二 十圓 以上」 に 改め 以て 課税 標维 
を 高め 第四條 第一 項 第 十九 號 「賣買 仕切 書 印紙税 
三 銭」 及第 四條 第一 項 第二 十條 「一、 缀狀 印紙税 


三錢 一を 削除し 以て 其の 苛 徵と手 數とを 省き 其の 
結果 第 Jr: 條第 一項 第 九 號を單 に r 一 、 浍狀 J と爲 
し 第 十一 號を r 一 、賣買仕切書」に改められたし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 挪旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 餓決 せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绝 付 候 也 

特別 報 吿第 百 四十 六號 
意見® 

請願 文書 表 第 九 三一號 
所得税 法 中 改正の 詔 願 秋 旧 縣秋田 市上 川口 
十 番地 所煜稅 調 布 委員 加賀ハ 介 長 兵衞外 三十 
八 名 呈 m  (紹介 誘 池 田 龜治君 外 三 名〕 
右誚 願の 要旨は 所得税 法 第三 十七 條第二 項に 於て 
ほ 所得税 转奄 委員 會の紐 織 員 中 調査 委員 四 名と规 
定し更 に Iri 三 Ifi に 依 〇該會 の 所屬區 域 ほ 往往に し 
て 港 赉委员 たる 調査 委員の uj 身 行政區 il 外 即ち 他 
府 縣に涉 る こと あり 爲に該 委員 會所 Ij K 域 內の事 
情に 通せす 所得 港 查 の嚴密 周到 公平を 期す る 上に 
て 遣 憾 © からさる のみなら す 谷 府縣皆 其の 委員を 
選 m せむ とし 競 爭の惡 弊を； 一生し 而も 調赉 委員 選 
擧 人の 少數な る府. J は 永久に 之を 選出す る 能は さ 
る 結果と なる を 以て 所得税 法 第三 十七條 第二 項 屮 
調査 委員 四 名と あるを 改めて 調 赉 委員は 行政 區劃 
に 基き 各府縣 一名 宛を 以て 之を 組織せ L めら れた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捲す へ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十： 2;; 條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 lm _ 

特別 報 吿第百 四十 七 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 HIM 號 
山林 伐採 所得税 率 改正の 請願 秋 田 縣秋田 市 
上 川口 十 番地 所得税 調査 委員 加賀谷 _長 兵衞 
外 三十 八 名 呈出 (紹介 議員 池 田 龜治君 外 三 
名) 

右 請願の 要旨は 現行 所得税 法に 於て は 山林 伐採 所 
得は 之を 第三 種 所得と 霜 做し 他の 普通 所得と 同一 
税率を 課すと 雖 山林は 五十 年 又は 七十 年毎に 僅に 
一回の 伐採を 爲し 所得を 得る ものなる を 以て 性質 
上哿 通所捋 と 異にし 之に 同一 税率を 課する ほ 不衡 
平なる を 以て 之を 他の 普通 所得と M 別し 隨時 別箇 

五 七 九 


院蓊衆 會議國 帝 回 十四 第 


德山 港を 特別 節 出入 港に 指定の 請願 外 三 件 


五八 〇 


に 課稅す るの 趣旨を 以て 新 役 率を 改正せられ たし 
と諧 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 謬 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御涣 付 候 也 

特別 報 吿第百 四十 九號 
意見 ® 

請願 文書 表 第 九 〇〇號 

德山 港を 特別 輸出入 港に 指定の 請願 山口縣 
都 濃 郡 德山町 長尾趑 悌輔 呈出 (紹介 議員 美 
_ 龍 彥君外 四 名〕 

右 請願の 要旨は 山 口 縣都濃 郡德山 港は 其の 廣袤水 
深 湾口の 幅員 及 周圍に 連峰； S 立して 各方 面の 風力 

を 阻止す る 等の點 に 於て 良港た る 天然の 資質を 有 

する のみなら す 出入の 船舶 多數 にして 附近 一帶は 

谷 種の 事業 勃興し 海 邊にほ 殆と 其の 餘地な き狀况 

に 在り 之を 以て 德山 町に 於て (X 旣に 陸に ほ 市 M 改 

正 海に (3: 雜港の 計 ?! f を 建て 其の 測定 設計 费の槪 算 

を 町會に 於て 識定し 之を 縣廳に 寄附したり 而 して 

縣廳 亦旣に 縣會に 於て 之 か 議決を 經 大正 七 年度に 

は 之 か實 地の 測贵設 計を 爲し八 年度に ほ 其の 實施 

期に 入る へきな り te て 前記德 山 港を 特別 輸出入 港 

に 指定せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採撣 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 . r/r 條 に te り 別 

冊 及 御^^ 候 也 

特別 報吿第 百 五十 號 

意見書 

請願 文書 表 第 七 八三號 

縣社 八幡 神社# 格の 請願 滋賀縣 阪田 郡長 -is 

町 大字 田 百十番 屋敷 平民 無 業 下鄕傳 平 外 十 

一名 呈 ⑴ (紹介 議員 井上 敬 之 助 君 外 I 名〕 

右 請願の 要旨 IX 滋賀縣 阪田 郡長 濱町縣 社 八幡 神社 

は 三韓 征服の 大業を 成し 皇威を 海外に 發揚 せられ 

たる 神 功 皇后 息 長足 姬® を ^ 祀せる 神社に して 往 

昔ょり 武門 武將の 3 k、 敬 厚く 湖北 隨 一の 大社たり 殊 

に阪田 郡 (3; 息 長足 姬锌 御發祥 の 地なる を 以て 報 本 

反始の本義を一府明にし见尊の雄大なる障業を國 

民に 深く 知悉せ しめ 以て 一は 國民敎 育に 資し 一は 

神祇 崇敬の 趣旨を 普及す る爲足 仲. 彦 尊 並 譽田別 尊 

を 其の 配祀 と爲し 前記 八幡 神社を 官幣 社に 昇格せ 

られ たしと 謂 ふに 在り 


衆 翳院ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 百 五十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 I 二 號 

利根 運河 治水に 關 する 請願埼 玉 縣北葛 飾 郡 
栗 橋 町 百 四十 番地 根 岸 門藏外 一千 六 百 二 名 
呈出 (紹介 議員吉 植 u£ l 郎君〕 

右 読 願の 要旨 ほ 利根 江戶兩 川を H1J 絡す る 千 葉縣® 
葛 飾 郡 新 川 村より 同 郡 田 中 村に 至る 二 里 二 町に 至 
る 利根 運河 ほ 現 時 一 私設 會 社の 經營 に委ぬ と雖該 
運河 ほ 霞 ヶ浦及 利根 川の 本茭 流より 江 戶 川を 經て 
東京に 通す る 水路 約 百® 十哩の 咽喉に して 帝都と 
密接なる 關係を 有す 名のみ ならす 利根 川 改修工事 
の 効果に も 至大の 影響 あり 依て 政府は 右 運河の 利 
權を 買収し 一面に 於て ix 自由 通航を 許し 他面に 於 
ては 利根 川 改修工事の 附帶 事業と して 該運 河の 改 
修を行 ひ 以て 利根 川 治水の 完成を 期せられ たしと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撵 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 百 五十二 號 
意見書 

詰 願文 書 表 第 七 ニー ー號 

江戸 利根 兩 河川 浚渫の 詰 願 千 葉 縣東葛 飾 郡 
新 川 村 東 深 井 三百 六十 八番 地平 民 農 森田繁 
男 外 二百 二十 二 名呈 /J1 (紹介 議員 吉植庄 一 
郞君〕 

右 請願の 要旨は 江戶 利根 兩川は 一 府五縣 に 跨る 物 

資輸送 上 唯一の 水路に して 船舶の 航行 最頻繁 なる 

も 利根 運河 西口  (深 井) より 取手 間 十 浬餘及 松戶 

關宿間 二十 一 浬の 區間ほ 通航 困 ffi なり 其の 間無數 

の淺湖 現出し 殊に 改修工事 實施 以来 土砂 流 下し 河 

床の 隆起 漸次 其の 度を 增 加した る爲 船舶の 通航を 

遮 止し 從來 通航 一日 平均 百 餘艘に 上りし も 今や 殆 

と 其の 半 M に 減したり 是 れ一府 五縣の 殖產 興業 及 

物價 調節 上忽 諸に 附すへ からさる 緊要 事な り ® て 

之を 浚渫して 右兩區 間の 障碍を 根柢より 除去し 船 

舶の 通航を 完全に せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 探す へ 


きものと 議決せ り 佐て 議院 法 第 六十 五條に te り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

〇 議長 (大岡 育造 君) 委員長 報告の 通り 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長大 岡育结 君〕 御 異議 ありませ ぬけれ ぱ 以上 
委員長 代理の 報 吿通〇 に 決しました、 御參考 の爲に 
次の 會期 のこと を豫 め H1 して 置きます、 新聞紙に 毎 
.日 開く かの 如く® へられた 爲 に、 注々 誤 S されて 居 
る やぅであります、 唯今 議長の 手許に ある 議案の 程 
度に 於き ましては、 明日 ほ 祭日であります •明後日 
特に 開く ともない やうであります、 次の 土曜日に 開 
く 順序であります、 尤も 重大なる 緊急の 問題が 出 ま 
したら 格別であります、 是 にて 散會 致します。 

午後 五 時 S 十九 分散 會 


〇 大正 七 年 三月 二 十三 日 (土曜日) 

午後 I 時 ll -i- i 分 開 ii 

議事 日程 第二 十六 號 
貿 問 

- 朝 1 關の— に關 する 質問 (趙 1 

UU  ^ 

11 同盟罷1と職 3; 保 |1 に關する質問(吐玢 

君提 '一 
出) 

三 啻森驛 海陸 連絡 並 設備に 關する 質問 ] a 

卓爾 君)  i 
提出/* 


第 I  大正 三年 度嚴入 歳出 總決算 及各特 别會計 
歳入歳出 決算 

第一 一 大正 四 te 度歲入 歲出總 決算 及 各 特别會 計 
歲入歲 出 決算  ， 
第三 0 支 文化の 施設に 關する 建議案 (■ 料 f 

名提ノ  タ P 

第 四 七 井 烏 山間 敷設 輕便鐵 道筠木 町經 由に 關 

する 議案 (•順 1 f 黯)  . 

第五 北海： 一 i 道 完成に 關 する 建議案 (剖 晒 飲 
名) C 委員長 報吿〕  . 

第 六 北海道 拓殖 完成に 關 する 建議案 

出) c 委員長 報告〕  f  . 
第 七 0 本體育會圉庫補助に關する建議案(§ 
ll gl 十) (賢 長 報告〕 

第 八® 察官 年功加俸 令 制定に 開す る 建議案 


(挪駄醜之)( 杰 .a 長 報吿〕 

第九不 1 改善に 關 する {SJ rs 案 d 服 

5 J sf r 委員長 報 ^ 〕 

第 十 普 ii: 雜 行の 金融に 開す る 建 繕 案 (^ 111 1 

齡略 ) (— -S- 

第 十 I 紳 戸市內 笾迤改 K •急 施に 關 する 建！； a 案 

( s s l)  SSS) 

第 十 一一 (特別報街第 ?| 艽十三號〕筑後川第|1次 
改修工事 速成の 譁 1 ; (委員長報齿〕 

第 十三 (特別 報 街 Is 百 五十 四號〕 東京 莪治 水に 
關 する 読_外| 件 (委員長 報 $0 
第 十四 (特別 報告 第 百 五十 七 號〕 固 道 林設笸 法 
制 定の 請願 (委員長 報 街 > 

第 十五 c 特別 報 i«f 第 百 五十八 號 徴兵 採 定に關 
する 請願 (委員長 報 取 « 

第 十六 (特別 報吿第 西 K 十九 號 I 睦 m' 射珐學 校 
轸轉設 笸に關する讅願(姿員長報齿〕 
第 十 -fc c 特別 報告 第 百 六十 號〕 袖 川 村に 郵便局 
設置の 讅關 c 委員長 報 fi- ) 

第 十八 (特別 報吿第 苗 六十 一號 ，、新 城 村に 郵便 
局 設置の 請願 (委員長 報 街： > 

第 十九 (特別 報吿钫 百 六十 二 號〕 音 沼 村 平 林に 
郵便局 設屋の 讅 願 (委 M 長 報 苦) 

第 二 十 c 特別 報 街 第 百 六十 三號) 上 伊 m 地 村に 
三等 郵便局 設 a の 請願 (委 M 長 報 佐〕 
第二 十 I  (特別 報吿第 百 六十 四號〕 野馳 村に 無 
集配 郵便局 設 M の 請願 (委 ね 長 報 
街〕 

第二 十 = c 特別 報 tt 第 tl 六十； . 71: 號) 都 介 野 村大 

字 南 之庄に 無 集配 H 等 郵便局 設茜の 

■願 c 委員長 報吿) 

第二 十三 (特別 報吿第 百 六十 六號〕 波 根 西 郵便 
局 葉 配 事務 開始の 讅願 (委員長 報 
© ) 

第 II 十四 C 特別 報告 第 |?| 六十 七號〕 下 堅 田 郵便 
局に 雷 信 事務閎 飴の. §-3 願 (委員長 
報 S 

第 II 十五 (特別 報 吿 第 百 六十 八號〕 有 福 郵便局 
に 集配 並® 信 事務 開始の is 願 (委 
員 長 報吿〕 

第 一一 十六 (特別 報吿第 百 六十 九號〕 雄 郵便局の 


院潢衆 帝 回 十四 第 


位 fi s* 更並 同局に 電信 事務 開始の 請 

願 C 委員長 報吿〕 

第 II 十七 (特別 報吿第 百 七十 號〕 與論 島 沖 永 M 
部 鳥 間 海底電信 敷 is' の 請願 (委員 

長 報吿〕 

第 II 十八 (特別 報 rr 第 百 七十 一號 U B 本 海横斷 

航路 急速 開始の 請願 (委 M 長 報告〕 

第 II 十九 (特別 報 街 第 百 七十 二 號〕 有 福 村 上 有 

福に 登 fe 所 設茜の 請願 (裘員 長 報 

S 

第三 十 (特別 報 佐 第 百 七十 三號〕 上 萵茛野 村 

に 旭川 II 裁判所 出張所 設置の 講願 

c 委員長 報 吿〕 

•第… 十一 (特別 報吿第 百 七十 四號〕 八 束、 川上 

中和-一 一村 中に II 裁判所 出張所 設置の 

請願 (委員長 報带〕 

第三 十 一一 ( 特別 報 吿第百 七十 五號〕 網走區 裁判 

所に甲號支部設置の讅關 (委員長 

報传) 

第三 十三 (特別 報 1*? 第 百 七十 六號〕 商法 中 改正 

の 請願 c 姿 員 長 相 吿〕 

第三 十四 (特別 報吿第 W 七十 七號) 十 勝 監獄 移 

筠 に關 する 請願 (委員長 報吿) 

第三 十五 (特別 報 吿第百 八十 號〕 酒田戥 音 寺 間 

國有輕 便 鐵 道 煙設の 讅關外 I 件 (委 

第三 十六 (特別 報 吿第百 八十 一號〕 本吉 郡縱斷 

輕便鐵 道 速成の 請願 (委貝 長 報 佐〕 

0 副？ S 長 (濱 田 ® 松 君) 報 代を 致します。 

c m 記朗 ^ 〕 

一貴 族院は 本院の 深 付に 係る 左の 議案を 可決した 

る 旨同院 ょり 通牒を 受領せ り 

{§ 發物収 締剖则 中 改正 法律案 (本院 提 S) 

一闼 M ょり 提出せられ たる H 問 主意 » 左の 如し 

在 布 ? 1! 同胞 日本 服 著 ffl 禁止に 關 する ® 問 主意 書 

提出者  近 藤 達兒君 

對米 移民 問題に 關 する 質問 主意® 

提出者 早速 整爾君  山道 遐一 君 

荒 川 五郎 M 橋 本 太吉君 

場 淺凡平 君  森 本 是一郞 君 

陆山金 太 郞； S  吉田中 君 

宮島蜴 夫君  花 井 車 級 君 


食料の 咐加及 其貯藏 法 研究に 關 する 質問 主意 書 
提出者  赤間嘉 之 吉君 
炭價 昂騰の 趨勢と 其の 調® 策に 關 する 質問 主意 
書 

提出者 田 中 善 立 君  小山 松 S 君 
磯貝 浩君 

地方 長官の 府 縣制蹂 蹓に關 する W 質問 主意 書 
提出者  鈴 木 富士翊 君 
一 政府より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
大正 七 年 三月 十九 日 

內闐 總理大 I1L 伯 hif 寺內正 毅 
衆 誘 院議 長大 岡 育浩 殿 

衆識 院議 員 望月 小太郞 君提 m 外務 大 K の 誠意な き 
答 辯に 關する 質問に 對し別 紙 答 辯 W 差 進 候 
(別紙〕 

衆篛院 議 M 望 乃 小 太 郎君 晛出木 野 外務大臣 
の 誠意な き 答 辯に 關する 質問に 對 する 答 辯 
書 

遴會に 於て 本大 K の 答 辯を 求められた る 質問は 多 
く ほ 外交の 機微に 關し 質問 答 辯 共に 國際關 係に 深 
甚なる 影 诞 を 及 ほす こと あるへ きに 顯み本 大臣 ほ 
常に 誠心を 披 11 し 必要なる 說明を 加 ふるに 努むる 
と共に 措辭に 注意して 苟も 國家 大局の 利益に 累を 
及 ほさ さらむ ことを 期せり 
質問者は 本 大臣の 答 辯を 以て耍 S を 避け 事實を 隱 
蔽し或 ほ 故ら に 質問の. 3:. 旨を曲解すとなすも是れ 
全く 誤解に 基く ものにして 木 大臣の 意外とす ると 
ころな り 

本 大臣は 重大なる 現下の 時局に 際し 外交の 情勢と 
政府の 旨 意と を 一般に 撤底せ しめ 以て 國 論の 一 致 

を 岡る の必耍 を 一 •識 する か 故に 質問に 答 辯す るに 

當り ては 今後 益々 意を 是に用 ひむ とす 尤も M 家の 

利害に 稽へ答 辯を 避く るの 誠に 巳む を撙 さる％ 合 

あるへ きは 諒察 あらむ ことを 望む 

右 及 答 辯 候 也 

大 正 七 年 三月 十九 日 

外務大臣 法 項® 士子爵 本 野一郞 

大正 七 年 三月 十九 日 

內閣 總现 大臣 伯爵 寺 內正毅 

衆 謓院諮 長大 岡 育造 殿 

衆議院 蕺員鈴 木 富 士彌 君提 S 地方 長官の 府 縣制蹂 

一一に 關 する 質問に 對し 別紙 答辯霄 差 進 候 


(別紙〕 

衆 誘院 諺 M 鈴 木 富士彌 君提 m 地方 長官の 府 
縣制蹂 il に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
政府は 夙に 官紀の 振 肅を圖 〇 地方 長 宵を して嚴 正 
公平 苟も 黛 派に 偏 倚す るか 如き ことなから しめむ 
ことを 期し數 々訓示す る 所 あり 質問書に 謂 ふか 如 
き 事 實 あるを 認めす 

客年 十一月 二十 九日 瓶 島縣郡 部參 事 ir 員 並 同 補充 
員の 選窣は 之を 當 時の 事 實に徴 する に 會謅 規則に 
定むる 閉會の 時刻® 迫す る も 郡部 € :開钕 に 至ら さ 
るを 以て 郡部 會議 il 定數 四十 一 « 中二 十 ? r'. 名 ほ 郡 
部會 議長に 對 して 速に 郡部 科を 開會せ むこと を 請 
求した る も 郡部 會 議長は 仍會蕺 を 開か さるを 以て 
年長 議員 議長の 職務を 代理し 常用 誘 場は 恰も 縣會 
休憩 中な りしを 以て 議 S 控室を 郡部 會誚 場に 充て 
之を 谷 議員に 周知せ しめ 議員 定数 以上 出席した る 
を 以て 郡部 會を開 會し假 議長を 選擧し 郡部 參事會 
員 並 同 補充 員の 選擧を 了したり 
右は 府縣制 第五 十七 條第二 項 及第 四十 八條 に te 據 
せる 適法の 措 a にして 敢て _ 長の® 限を 無視した 
る ものに 非す 又會載 規則に 違反した る廉な きを 以 
て廣島 縣知事 か 之を 有効な りと 宣言した，^ は 適當 
なりと す 依て 本大 E ix 何等 監督 權を 行使して 之 か 
固 正 手段を 収 るの 必要を 認めす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 

大正 七 年 三月 十九 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 謅 長大 岡 育浩 殿 

衆議院議員 田 中 善 立 君 提出 國民 思想に 關 する 再 質 

問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 田 中 善 立 君 提出 S 民 思想に 關す 
る 再 質問に 對 する 答 P 書 
昨年 十月 九日 夜內 閣總理 大臣 官邸に 於け る 道府縣 
* 察 部長 招待の 席上 總理大 14': か 「間々 民主 思想を 
調 歌す るか 如き 傾向な きにし も あらす」 と述 へた 
るは 近時 動 も すれ ほ 機微の 間 不釋常 なる 言論 文箄 
の 鋒 鋩を 看収せ るに m る 政府は 常に 民意の 钗 重に 
努め 之 か 暢達を 怠らす と雖穩 健！ &實 なる 國民の 良 
性を 傷 ふか 如き ものに 至づ て ! 3; 之 か戒飭 匡正を 期 


す 

輕佻浮 華の 風を 去り 剛 煺_實 の 俗を 興す は 特に 刻 
下の 狀勢に 照して 痛切に 其の 必要を 感す 政府は 國 
民敎 育の 振興を 督励して 煺全な る 思想の 涵養を 11! 
るに 努む ると 共に 敎育 勅語 戊 申 is 書の 御 趣旨に 就 
ては 各® の 機關並 施設を 通して 之 か 普及 徹底を 期 
しつつ あり 

濟牛 ：會に 下し 賜りし 勅語の 御 趣旨に 就て は 閣班に 
列す る荠 身を 以て 之か邀 奉に 努む るは 勿論 爲 政の 
局に 在る 者は 特に 相 戒めて 之を 體現せ しめん こと 
を 期しつつ あり 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 十九 日 

内務 大 K 男爵 後藤 新 平 
文部大臣  岡 田 良 平 

大正 七 年 三月 二十日 

內閣 總理大 C 伯 Kf 赤 內 正 毅 
衆議 院議 長大 岡 育浩 殿 

衆議院議員 恒 松隆蹉 君 外 一名 提 111 市町村 長 及 肋 役 
© 遇に 關 する W 問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆議院議員 恒松 隆慶君 外 一名 提出 市町村 長 
及 助役 ® 遇に 關 する 質問に 對 する 答 辯® 
市町村 長 及 助役を 礙 遇して 此に 適材を 得 11. 之を し 
て 永く 其の 職に 安ん せし むる ことは 政府の 常に 念 
とする 所に して 某の 方法に 付て は M も愼 茁 なる 考 
鬧を爲 しつ、 あり 此等史 員の 爲 市町村に 對 して 退 
隱料 退職 給與金 等の條 例の 設定を 勸獎 し X 永く 市 
町村 長 助役の 職に 在り 公共の 事務に 勤勉し 効勞顯 
著なる 者に 對 して (X 褒， K 條例に te りて 之を 表彰し 
効勞 者の 効勞礙 良なる も 未た 褒窜胳 例に 依る に 至 
ら さるものに 付て は 明治 四十 二 年 以來內 猝大 K に 
於て 之を 選獎し 以て 一般 効 勞 者の 獎励に 努む尙 ほ 
其の 他の® 遇 方法に 關して は 目下 攻究 中に 屘す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二 十日 

I  內務 大臣 男爵 後藤 新 平 
大正 七 年 三月 二十日— 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺內 正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院 鼷員岡 田榮君 提出 朝鮮 總督 府會社 令に 關す 
る 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差進舣 
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(別紙〕 

衆議院議員 岡 田榮君 提出 朝 鲜總 督府會 社 令 
に關 する 質 間に 對 する 答 辯 書 
政府 {*: 朝鮮の 民情に 照し 尙會 社の 設立を 貶 箱る の 
必要 ありと 認む るか 故に 當分锊 社 令を 匿 止す るの 
意思な し 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十日 

內閣總 理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
大正 七 年 三月 二十日 

内閣 總理 大臣 伯 ti? 寺內 正毅 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院 讅員 土屋淸 三郞 君提 m 傳染病 研究所の 發見 

に 係る 病' g の B {g に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 S 

差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 土屋淸 三郞対 提出 傳染病 研究所 

の發兑 に 係る 病原の 眞 僞に關 する 質問に 對 

する 答 辯 W 

自然 學に 於け る新發 兑 ほ 昂漭か 現在の 學問上 の智 

識を基 礎と し 自己の 寅 驗上の 所見に 依りて 立論す 

る ものなる か 故に 之に對 して 學說上 異論を 牛： する 

こと も 亦 免る へからす 從て I の發 見に 關 して 絕對 

的に 其の® 僞 を保證 する か 如きは 到底； 个 可能な り 

而も 學 者か孜 々として 研究に 勉め其 結果を 發表す 

るは 學 問の發 達 上 頗る 喜 ふへ きこと にして 本邦 學 

者の 信用に 關す るか 如き ことなし 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十日 

文部大臣 岡 田 良 平 

大正 七 年 三月 二十日 

內閣 總理 大臣 伯槪寺 內正毅 

衆® 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院 謅 負 岡 田榮君 提出 對茭 政策に 關 する 質問に 

對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆 _ 院議 員 岡田榮 君 提出 對支 政策に 關 する 

質問に 對する 答 辯 書 

政府は 支那 國民か 大局に 顧み 速に 其閲爭 を歇 め國 

內の 平和秩 字を 恢復し 以て 其 政局の 安定を 尚る に 

至らむ ことを 切留 する ものにして 這般 形勢の 推移 

に對 しては 常に 深甚の 注意を 加へ 隨時 之に 對應す 


る 機宜の 措 匿を 執り 以て 東洋 永遠の 平和を 確保す 
るに努め岜れり 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 三日 

外務 大 K 法 alt  土 子爵 本 野 一郎 
大正 七 年 三月 二 十三 日 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 内正毅 
衆議院 誘 長大 岡 育造 殿 

衆 Is 院熟 員 (si 山 勝太郞 君 提出 救貧 行政に 關 する 質 

間に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 横 山 勝 太 郎君 提出 救貧 行政に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 ® 

一、  東京 市 及 其の 鄰 接地に 於け る 所謂 第三階級 者 
の 救濟に 付て ほ 政府の 夙に 留 S を 怠ら さる 所に 
して 現行 制度に 基き て 救助を 行 ふの 外地 方 公共 
團體及 救 濟團體 等を 督励し 相 俟て實 効を 擧 けむ 
ことを 期しつ、 あり 衞生狀 態の 改善 風紀の 刷新 
に 付ても 機宜の 處 置を 想ら さらむ ことを 期す 

二、  公設 長屋 及 質屋 官營の 施 般は 救濟 行政 上 重要 
の 事た るも實 際の 狀祝及 財政の 關係 等に 付 殊に 
愼重の 考慮を 要する もの あるを 誌む 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 こ 十三 日 

內 務大； IE 男® 後藤 新 平 
〔左の 報 吿は朗 _ を經 さる も參照 のた め玆に 
掲載す〕 

一 去 二 十日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關 する 建議案 

小川 藏次 郎君  西 村 正則 君 

菅野傳 右衞門 君  高見 之 通 君 

佐々 木 平 次 郎君  樱 井 兵 五郎 君 

今 村 七 平 君  秋 田 寅 之 介 君 

神 谷 卓 男 君 

支那 人敎 育の 施設に 閲 する 建議案 

頭 本元 貞君  高 橋 本吉君 

一 宮房治 郎君  長 峰 與一君 

森本是 一郎 君  腿 口 秀雄君 

關  和 知 君  菊 池 良 一君 

柏 原文 太 郎君 

一 去 二十日 葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 

建議案 委員 則 元 由 庸君 辭 任に 付 其 ? 11] 闕 として 西 


村 種 5-S 君を 謎 長に 於て 選定せ り 
I 去 二十日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
會計士 法案 委員 會 

委員長  高木 益 太 郎君 
理事  丸 山 P: 峨一郞 君 
市制 中 改正 法 钳 案外 一件 委員 會 

委員長  原 田 十衞君 

-— ». 佃  安之 丞君 
理事  河 野 ® 志 君 
一 近 藤 達兒君 

市町村 吏員® 遇に 關 する 建議案 委員 會 

委員長  ffi 松隆慶 君 
理事  荒 川 五郎 君 
市町村 其の 他 公共® 體に 煙草 元賣捌 事務 委任に 
關する 建議案 外 一件 委負會 

委員長  秦  豊助君 
f 松 島  叢 君 
理事  綾部 惣兵衞 君 
一 堀川 美 哉 君 

帝國 美術 rR 建設に 關 する 建議案 委 貝會 

委員長  金 杉英五 郎君 
理事  毛 里？ 郎君 
金 名鐵道 敷設に 關する 建議案 委員 會 

委員長  戶水宽 人君 
理事  古川  淸君 
松 本鐵道 建設に 關 する 纽 議案 委員 會 

委員長  高 烏顺作 君 
理事  植原悦 二 郎君 
一昨 二 十二 日 請願 委 M 理事 補闕 選舉の 結果 左の 如 
し 

請願 委員 

现事福 井 三郞君 (理事 骏邊祐 策 君 補 闕〕 

一昨 二十 二日 金 名鐵道 敷設に 關 する 建 一案 委員 古 
川 淸君辭 任に 付 其 補 闕 として 石 原 正 太 郎君を， 
北鮮， 裏日本 聯絡 航路 延長に 關する 建議案 委員 
佐々 木 平次郞 君辭 任に 付 其補闕 として® 井藤 四 
郎君を 孰れ も P 長に 於て 選定せ り 
I 昨 二十 二日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
支那 人敎 育の 施設に 關 する 建議案 委 M 會 
委員長  頭 本元 貞君 
理事  森 本 是一郞 君 
北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關 する 建議案 委員 
會 


委員長  小川网 次郎转 
理事  秋 田 寅 之 介 君 
〔左の 質 2 : 由惹對は政府の答辯^:浍付に付參 
照の ため 揭肮 す；！ 

本 野 外務大臣の 誠意な き 答 辯に 關す る K 問 主 S ;!! ;: 
右成 規に拽 〇 提出 候 也 
大正 七 年 一月 二十 八日 
提出 渚 詔 月 小太郎 
资成者 黑須骼 太郞外 百 十四 人 
本 野 外務大臣の 誠意な き 答 辯に關 する n laj 
主意 書 

今や 魄 局の m 大なる 其の 結果 當に測 るへから さる 
もの あり : tc しく 朝胛心 を 一にし 以て 此の 急 Is ® 下 
の大變 局に Ilia 園す るの 國策 を樹て さるへから す 
伏して 惟る に 第 四十 回 帝 國篛錡 開院 式の 勅語 中 
朕 ハ歐 洲戰 况ノ益 々m 大 ナル-一 鑑ミ努 メテ聯 合 
列 强トノ 協調 ヲ鞏 ウシ 同盟 粒 信ノ迓 ヲ槊 ヶ以テ 
取 洋ノ 和平 ヲ 保全 ' >• 終局/目的 ヲ達セ ム コト ヲ 

期 7、 

の 聖旨 豈感激 せ さらむ や 

是時 に當り 外務大臣た る もの 謎 « の K 問に 對 して 
は® に 所謂 誠心誠意を 披瀝し 汎 く® 民を して 外交 
の 現狀及 其の 將來 の歸 著す る 所を 認識せ しめ 以て 
大に 一世の 人心を® 勵振 起せし めさる へから さる 
や 論な し 

然るに 去る 二 十三 日 以来の 木會狨 並 豫算委 M 愈に 
於け る 本 野外 務大 K の 谷謅 員の 質問に 對する 答 辯 
ほ 多く 其の 要旨を 避け 或は yf 资を 隱廠し 若は 故ら 
に 其 質問を 1111 腿 誤解し 徒に 口舌の 間に 一時を 糊 逾 
して 明晰なる 答 辯を 爲 さす 其の 結果 國 W をして 此 
の輜古 未曾有なる 時 IT1J の 趨勢 並 之に 伴ふ將 來の影 
S に關し 其の. [NJ ふ 所を 識る 能は さらしむ 是れ 豈® 
大なる 時局に 對 する 閣臣蹇 々の 誠なら む や 
敢て問 ふ 此の際 當該 外務大臣は 大に 反省 熟賊 以て 
谷 議員の 質問に 對し逍 憾なき 詳細なる 答 辯を 爲す 
の 誠意な き 乎 

右 及 質問 候 也  _ 

地方 長官の 府縣制 蹂颐に 關する 質問 主® 

右成 規に據 〇提川 候 也 
大正 七 年 II; 月 十！ 一日 
提出者 鈴 木 富士醐 
资成者 大竹貫 一 外 三 i 人 


院議 衆 科 議國帝 回 十四 第 


地方 長官の 府縣制 蹂躪に 關する 質問 主意 fi 
近時 tllj 方 長官の 風钯 著しく 頹晚し 其の 府縣會 に 臨 
む や 常に 多數 派の 鼻息を 窺 ひ 啻に 其の 摘 暴を 制す 
こと 能は さるの みならす 時としては 其の 意を 迎へ 
むか 爲府縣 制を 蹂 flj して 顧みさる もの あり 
例へは 大正 六 年 十一月 二 十九 日 ! ffi 島 縣會郡 部會の 
開 ©• に 當〇議 M 大多某 外 二十 餘名は 冬 數を賴 み 11 
長の (1 限を 無視し 規則に 據ら すして 私に 會蕺を 開 
き參事 會員並 同 補充 員を 選 擧し 不法の 行動を 爲し 
たるに 拘ら す廣烏 縣知事 馬 淵 銳太郞 ほ 府縣 制の 規 
定を無 _ して 之 か 取消を 爲さ さるの みならす 寧ろ 
多數 派に媚 ひ縣會 に 於て 公然 該選擧 を 有効な りと 
宣言したり 

斯の 如きは 府縣 制を 破壊す るの摧 しきものに して 
H に 我 か B 治 制度の 一大危 $と謂 はさる へからす 

内務 大 2 ； は 速に 監耔糊 を 行使して 之 か 救濟 を爲す 

へき ものと M 惟す 政府の 所見 如何 

右 及 質問 候 也  _ 

國民思 想に 關する 再 質 間 主意 書 

右成 規に據 〇提 /!{ 候 也 

大正 七 年 三月 八日 

提出者 田 屮善立 

荇成苕 庵 崎 行 雄 外 二十 九 人 

國民思 想に 關 する 再 質 間 主 ? X S] 

翁に 提出した る阈民 思想に 關 する 質問に 對 する 政 

府の答 辯は 要 如を 得す M に 明確なる 答 辯を 0? む 

右 及： 丹 質問 候 也 


朝鮮 鞔 督府會 ifrt 令に 關 する H 問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 七 年 三月 七日 

提出者 岡 田  0 

锊成者 13 藤 E? 雄 外 三十 二人 

朝鮮 總膂 府龠社 令に 關 する 53 問 中： S W 

朝鮮 總芮府 pr wt 令は 其の 制定 以後 旣に八 年 今や 民 

智 の進步 は 斯の如 き 變则 の 制度を 嬰せ さるの みな 

らず却 て產菜 の發 £1 を pii 其す る ものと 18 む 政府は 

之を 廢 jh する の rc 思な き や 

右 及 質問 候 也 


對支 政策に 關す る 53 間 4-: 意 B 

右成 規に诚 〇 提出 候 也 

大正 七 年 三月 七日 


提出者 岡田榮 
賛成者 齋藤露 雄 外 三十！ 一入 
對茭 政策に 關 する 質問， 王 意 書 
鄰邦茭 那は 第一 革命 以来 旣に八 年を 經過す るも國 
基 未た 確立せ す 常に 動 搖 して 歸 一 する 所を 知らす 
帝 M は 菜 洋平和 の 支持者た る 其の 地位に 鑑み 宜く 
善 ■扶掖 して國 基の® 固 安寧秩序の 保 維 國利 民福 
の 向上 發展を 効 さしめ 以て 東洋の 禍根を 除き 永遠 
の 平和を 確保せ さるへから さるものと 信す 政府 ほ 
果して 現在の 對支 政策 及 施設を 以て 足れり と L 之 
か 改善淮 '步 を爲 すの 意思な き や 

右 及 質 間 候 也  _ 

救貧 行政に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 十四日 
提出者® 山 勝太郞 
賛成者 早速 整 11 外 三十 人 
救貧 行政に 關 する 質 間 主意 W 
第一 東京 市 及 隣接 郡 村に 於け る 第三階級に 屠す 
る ® 4 萬 人の 經濟衞 生 風® の 狀態ば 眞に 寒心に 
堪 へさる もの あり 政府 13: 此 等に 對 する 救貧 行 
政を 如何にせ むと する 乎 

第二 救貧 行政 殊に 公設 長屋 質屋 官營 等の 施設に 
關する 政府の 所見 如何 
右 及 質問 候 , m I  ! 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 是よ り會議 を 開きます。 

0 田 中 善 立 君 議長。 

0 副議長 (嵆 田國松 君) 田 中 善 立 君。 

0 田 中 善 立む 誘 事の 進行 1- 關して 一言 致します。 

0 副 諮 長 (濱 田 S 松 君〕 田 中 君に 御尋 します が、 會 

期 切迫の 折 柄で 御 ざいます から、 議事 進行に 關 する 

と 言へ ば、 成るべく K 格に 其 意味を 紅したい と 思 ふ 

のであります、 純然たる 議事 進行に 關 する ことで あ 

ります か。 

〇田 中 善 立 君 さぅ であります。 

〇 副 羅長 (濱 田國松 君：} 發言を 許可 致します。 

0 田 中 善 立君莳 單で あります から 自席より 述べ ま 

す、 過日 本員の 國民 思想に 關 する 質問を 致した る 際 

に、 二月 十一 日發 行の 「日本 及 日本人」 中に 掲載せ る 

「後藤 大臣に 問 ふ」 と 云 ふ 論文 中の 一節を 朗讚 する 

代りに、 速記録に 抿敕 すべく 議長の 許可を 求めた 所 

が、 遂に 蕺長の 御 許がなかった ので ある、 議長は 何 


れの 慣例に 法て 之を 扼 まれた のであります か、 本員 
の 記憶す る 所に 依り ますれば •斯る 例は 烛度も ある 
やうに 思 ふて屛 る、 唯々 之を 許され ざり し 時は、 發 
賣を 禁止され し雜誌 新聞を 揭載 せんとす る 時 許され 
ざり し 例 (3: ある やうに 記憶して 居ります、 然るに 彼 
の雜 誌は 發賣を 公然 許されて 屛 るので あります、 而 
して 事柄は 後藤 大臣が 國務 大臣と して， 即ち 公人と 
して •或る 奸 商と 結 托し* さう して 不正 不義を 働き 
官紀を 素亂 せむ とする 事柄を， 事細かに 論じて 居る 
ので 御 ざいます 、之を 本員が 風敎 上、 國民 思想 上、 
質さむ とする に、 之れ を揭 載して 何の 妨が ありませ 
うか、 菡長ほ 如何なる 御意 見に 依て 之を 許可され ざ 
りし や、 此點を 伺 ひます。 

〇 副議長 (濱田 國松君 )田 屮善立 君に 御 答 致します 
前例に 依りまして 演說材 料た る 新聞 雜誌 類に して 如 
讀 せられ ざり しものを 本 誘 場の 速記 錄に揭 載す る こ 
とに 付て け •_ 長に 於て 許可す る ものに 限つて 之を 
掲載し 來つた 前例に なつて 居る •而 して 唯今 御 申 H1 
の 分は、 議長に 於て 掲載す る こと 宜しから ざる もの 
と 認めて、 許可せ なかつ たのであります、 此議長 の 
許否が 正當 であるか、 不當で あるかは 11 論に J1 する 
ものでありまして、 ll-h 席で 申 上げる 必要は ない と 思 
ふ、 兎に角 議長は 前例に 法て 許可すべからざる もの 
として 許可し なかつ たのであります、 此段御 答 辯に 
及びます、 W 問 第一、 朝鮮 i: 務機關 の 組織に 關 する 
質問 —— 障 軍吉君 (拍手 起る〕 


一 朝鮮* 務機關 の 組織に 關 する 質問 C 陣 
軍吉君 提出〕 

朝鮮 警務 槌關の 組織に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に 據り提 S 候 也 
大正 七 年 三月 六日 
提出者 陣軍  吉 
S 成 者恒松 隆慶外 三十 五 人 
朝鮮瞥 務擗關 の 組織に 關 する 質問 主意 書 
政府は 朝鮮に 於け る嫛 務搀關 の 組織を 改定す るの 
意な き や 
右 及 質問 候 也 

軍吉君 登壇〕 

〇 陣軍吉 君 本 a ii 質問す る 前に 方って、 探め 諸君 
の 御 同情を 得て 置きたい と 思 ひます、 其 理由は 實は 
此 質問は 去る 六日に 提出した ので 御 ざいます、 然る 


に 31: 後 十五 六日 以後に 質問書を 提出した ものは、 私 
ょりも 旣に 先に 濟んで 居る ので 御 ざいます、 幸に 去 
十九 日の 日程に 上りました が、 緊急動議を 以て 又復 
延期になつ たので、 斯樣 に會期 切迫の 今日に 於て、 
日程に 上る ことにな つたので 御 ざいます から、 聊か 
長くなる かも 知れ ませぬ-左 樣の 事情に 依て 言論 中 
止の 簡單々 々丈は、 稗め 御免を 蒙つて 置きたい と 思 
ひます から •此段 御 同情を 得て 置きます c 「簡 單々々 
」 と 呼 ふ 者 あり〕 簡單は 承知し ませぬ •本員は 此朝 
鮮の 統治 上 同化 政策 上の 實績 を擧げ ます 上に 於て、 
最も 重大なる 關 係を 有して 居る 蠻 務塘 ■關の 組織に 關 
して •政府の 所見を 問は むと 欲する 者であります、 
諸君、 日露® i? の 結果 日韓 協約を 締結し， 韓國 に對し 
て 保護 政治を 施し 其 後世 界の 大勢に 鑑みまして 兩國 
主 權 者の 合意に K て韓國 は 完全に 我 帝國の 領土に 歸 
したので 御 ざいます、 而も 我 帝國 ほ此 新附の 同胞に 
對 して！ 視 同仁の 下に 同化の 政策を 執らなければ な 
らぬ ので 御 ざいます、 而 して 其實績 を擧げ るに 付き 
まして ほ 政治 上の 施設に 多大の 注意を 一 拂は なければ 
ならぬ と 云 ふ 事 ほ 當然の 事であります、 本員は 此意 
味に 於き まして 此重大 問題た る » 務摁關 の 組織 變更 
に付きまして 政府に 質す る 所以で 御 ざいます、 借て 
朝鮮 » 務陴關 の 組織 if 觜韓國 政府 時代 即ち 統監 府 
時代に 於て 純然たる ■察 組織の 下に 谷 道の 治安 維持 
秩序 回復， 及 日韓 人の 身 贈 生命と 財 產の保 護に 對し 
て、 全力を 傾注した のて ありまして、 最も 警察の 本 
能を 發揮し •其 効果の 顯著な りし ことは、 官民の 能 
く is むる 所であります、 殊に 其の 當時は 各 道に 暴徒 
蜂起し、 殆ど 職 時狀 態に ありました にも拘らず、 警 
察の 目的は 遺憾な く 遂行し •所謂 替察 本分た る 職責 
を盡 したる ことは、 一般 識者の 認むる 所であります 
然るに 時の 寺內 統監は 赴任 匇々 、朱 だ 韓國の 事情に 
も通ぜ ざるに 拘ら ず、 前任 ^ たる 伊藤 統監 並に 曾_ 
統監の 政治 政策の 方針を 急激に 變改 して 而し て， 聾 
務機關 の 紐 織に 大變更 を斷 行され たのであります、 
即ち 警察 本位の 制度を 憲兵 本位の 制度に 變更 したの 
であります 、惟 ふに 時の 寺內 統監は， 日韓 併合の 準 
備と して、 此罾察 官の 組織に 一大 變改を 加へ たので 
あらう と 思 ひます、 尙 換言すれば 朝鮮 谷 道に 於け る 
暴徒の 再發 せんことの 憂が、 排日 恩 想の 誘致を して 
再 ぴ亂世 の狀 態に 陷る 事を 賻 るの餘 り、 現行の 憲兵 
制度に 變更 して 阽渴赘 戒の 備を爲 した ものであると 


籾 鮮 &. 務 © 撾の組 陆に關 する H 問 並陣， ：$ 吉の！ I 問！ S 說 


對支政 策に 關 する 質問  救貧 行政に 關する 質問 


五八 三 


院議 衆 會議茨 帝 回 十四 第 


朝詳婷 務搏關 の m « に関する 陣取 吉の質 問演說 


思 ひます、 而 して 寺 內伯が 朝鮮に 統監と して 著 任の 
當時は ，旣に 朝鮮 各 道に 於け る 所の 暴徒 (i 稍々 翊定 
して 居つ たのであります、 日韓 併合して 秩序 も 常に 
恢復して 居つ たのであります、 唯々 m に 不安で ある 
と 云 ふ 把® 的の 痕跡を 留めた に 過ぎぬ ので ある、 斯 
の如く併合の際ほ，析角聳戒防逼の目的を以て、武 
斷 的に 改正した る 所の聲 務璲關 の 組織の 改良 も、 把 
S に陈 したので あります. •否な 寧ろ 狼狽 過ぎた る 譏 
りは 日韓 民の 興 口 同音に 唱へた 所であります、 其 併 
合 後に 於け る 所の 朝鲜备 道の 形勢は どぅで あつたか 
果して 莪 徒の 防遏を 誘致した ので あるか •尙 排日 思 
想の 度を 高めた ので あるか 決して 斯る事 迹 ほ 無 かつ 
たので ある •即ち 寺內 統監が 準備 行 爲の豫 想には E 

したので あります、 併合 前と 餘り 異なる 所は 無 かつ 

たのであります、 靼 ろ平穩 無事の 狀態で ありました 

何の 爲め に此* 務機關 の 組織の 改定を したる か、 其 

後に 何等の 影嚮も 波及し なかつ たのであります、 而 

も 此の 組筠變 更に 付て は、 實は 莫大なる 费 用を 投じ 

て 大袈裟な ろ ？ 15 立を なした に拘ら ず、 それ 丈の 効果 

を收 むる ことが 出來な かつた ので ある •却て ■兵制 

度に 對して は‘ 日韓 民の 間に 非 g 攻瞵 の聲を 髒 ぐる 

に 至つ たので ある， 斯の 如く 朝鮮 統治 上 或は 政策 h 

悉く 武斷 政治に 陷 りまして、 高 魅 手段を 弄し >  言論 

の 園 迫を 敢 てし， 却て 日韓 民の 反感を 瞄 ふに 至つ た 

のであります •而 して 此聚 兵制 度に 改めました 所の 

結果は •司法 事務に 對 しましても 至大の 影！？ を 及ぼ 

して 來た のであります、 司法 膂察斟 務に 全く 無 經驗 

なる 所の、 而も 法 學 通論す ら瞄 _ したる こと もな き 

全く 法規の 觀念に 乏しき 所の 歩兵， 砲兵、 騎兵 科 出 

身の Hi 人を して、 憲兵 並に 憩 兵 將校に 任用し、 同時 

に其將 校を して 替視 に、 若く は 憲兵 伍長を して變 部 

に 任用した が 爲 に、 行政 i; 察の 渾用 上に 於て、 恰も 

暗夜 放 矢の 危險を 招いた ので あ 〇 ます、 司法 i 【察 .!* 

の 智識に 乏しき 此滿兵 が 職務を 執行す る 上に 於て は 

基に 危險 千 K な 事が © なからぬ のであります、 殊に 

犯罪 搜索 乃至 臍 取®: の 作成す ら不完 金 極まる 故に、 

隨 つて 判事 檢琪の 執務 上に も、 非常に 影 1? を 及ぼし 

まして 其 事務を 執る 上に 於て 寧ろ 害を したので あり 

ます >  政府は ^'- して此 锊例を 承知して 居る かどう か 

又完命 に 司法 行政斟 務を 執行し 得られる ものと 信じ 

て 居る か 否や、 此骅を 伺 ひたいので あります >  朝鮮 

に 於け る 現行 » 務 機關の 組織と 云 ふ ものは •總て 系 


統的に 眾人が やって 居る、 i: 務總監 部に (i ® 務璁長 
を闶き •各 道に ほ 所謂 佐官た るべき、 而も 老朽の 佐 
官たろ べき 者に、 释 務 部長の 職を 以てし、 其 下の鳖 
視婷部 に ほ 即ち 少尉 中尉 大尉を 婷視 とし •或 ほ 憲兵 
伍長 軍 W を 以て® 部に 任用して 居る ので ある •諸君 
如何で 御 ざいます か、 斯の 如き 即ち 谷 道に 居る 所の 
键務 部長 ほ、 旣に 後颀 役に 編入 されん とする 其 前で 
ある、 軍事上には 多年の 經驗も あり、 或は 其 智識 經 
驗 {i 豊富なる べしと 雖も 

r 此時副 議長 濱田國 松 君 退席 議長 大岡 育造 君 著 
席〕 

〇陣 軍吉君 不慣れなる 所 の 婆 察 事故に 對 して 何等 
の經驗 もな く 又 法律上の 智識 もな く  •法規を 《 釋す 
る 所の 智識に も 乏しき 者が •各 道の ® 察の 首腦 者と 
なると 云 ふことは、 果して 完全に 蹩察 事務が 行 はれ 
ませう かどう か、 吾々 は 甚だ 之を 懸念に 存じて 居る 
次第であります、 又 各 道の P 察 部に ほ ]1!) ち 嫛察令 な 
る もの も •此憲 典 佐宮た るべき, 務 部 長が 發す るの 
であります、 备 道の 長官は 聲察 事務 並に 衛生 事務に 
對 しまして は、 命令を 發し 若く ほ 處分 を爲す 所の 權 
限を 有たない のであります、 例へ ぱ 日本に 於て は府 
縣知事 ほ 變 察權を 有し、* 務 部長は 補助 機關 であり 
ますが、 朝鮮 ほ 之と 反 對に磬 察 部長が 即ち瞥 察 令を 
發 する 所の 糊 限を 有して 道 長官 ほ 之を ^- さない ので 
あります、 即ち 補助 機關た るべき 所の 彆務 部長が 此 
糊 限を 有して， 道揭官 ほ 何等此 權 限を ^ I して 居らぬ 
ので ある、 宴に 變挺な る 制度で あると 思 ひます、 斯 
の 如き 制度であります が、 故に、 色々 な 點に關 係を 
有する のであります、 例へぱ 下の 憲兵から 上 ほ總督 

に 至る 迄、 總て 系統的に 軍人を 以て 嵌めて あります 

る爲 めに、 他の 文官の 不始末と 云 ふやうな ことに 付 

て も、 針小棒大に 報吿 する ので ある •總督 の 方に 於 

ては 自分の 部下た るべき 所の 總て 憲兵の 系統を 經た 

報吿で あります から* 悉く 之を 信ずる と 云 ふやうな 

有樣で ある、 又 若し 他の 文 1S- が 憲兵の 1 f 正 非行 等を 

發 見して、 之を 上官に、 即ち 上司た る I'jr の總 舒 に 報 

吿 致しましても、 之れ を 事 B? と 看做さない、 實に其 

遺 方は 甚だ 不都合な 事の みで あると 私は 認めて 居る 

のであります >  尙 ほ 現行の 朝鮮に 於け る 所の 制度は 

殆ど 韓國 四百 年來 、即ちず つと® 來に 繰返した 狀態 

であると 思 ひます， 韓 _ に 於け る開國 四百 年 來の警 

察 制度なる ものは、 軍務と 瞥務 、若く は 獄務 財務、 


此浞 同狀 態で ありました が、 今日の 朝鮮の @ 察 機關 
の 組 礎と 云 ふ もの ほ、 殆ど 軍務と 混同した もので、 
所謂 韓國 四百 年來の 昔に 週つ た歷史 を 繰返して 居る 
ので ある、 苟も 今日 憲法を 施いた る 所の 朝鮮に 對し 
て、斯の如き 1} 式の制度を執ると云ふこと |3: ,莊だ 
不都合で あると 木員ほ 考へ るので ある •又此 憲兵 制 
度 あろが 爲に朝 鮮の各 道に 於け る 行政 事務は S に龅 
滯を 極めて、 進步發 K しないと 思 ひます-何とな れ 
ば 其 事 實を 擧げて 申します るが， 彼の 鹿 尙南邁 に 於 
ける變 務 部長と •其綮 察题 長た る 所の 彆視 と、 非常 
に 反目 嫉視して 居る のであります、 それ ほ 何に 原 W 
する かと 申せば、 彼 地の 遊廊問 題に fl して 反目 嫉視 
すると 云 ふこと になつ て 居る， 警務 部長は 民間の 二 
三の 者と 結託して 遊廓 地の 指定 地 問題に 密に 運動し 
て、 又密に 二三の 人民と 川 談を 致して •其 移轉を 致 
したので あります が、 之を 監督す る 所の 直接の 碧 長 
なる もの ほ-少しも 之に 啄を容 れる ことが 出来ない 
聊か 啄 を容れ ました 所が， 嫛務 部長の 爲に 一大 叱責 
を 蒙り、 其 上に 尙ほ 他に ilil lT: を 命ぜられた と 云 ふ 事 
であります、 苟も 一道の P ‘務 部長なる 者が ., 遊廓 1111 
の移轉 地を 指定す るに 方り まして、 自分の 部下の 醤 
視磐長 等に 何等の 相談 もな く、 却て 民 lil の 者と 相 結 
託して 是が 敷 地を 決定す ると 云 ふ 事は 甚だ 宜しくな 
い、 殊に 簪務 部長が 部下の* 視を統 御す るの 才幹 智 
識な きに 至つ ては、 實に璐 くに W へたる 次第で 御 ざ 
います、 隨て此 瞥務 部長と® 察 S- 長との 相反 固 の I1! 
ほ、 朝鮮人から 見て異 樣の感 を 起して 居る ので 御 ざ 
います、 即ち 簪 猝 部長と Ii: 察 縛 長の 反 E ほ 延て其 地 
方の 安寧秩序を 破壊し 朝鮮人の 同化 政策に 非常な 釤 
響を 及ぼした と 云 ふ 事は 事實で あります、 是ほ 本年 
の 一月 二十 八日、 九日、 三十日、 此 三日間の 大阪毎 
日 rr 聞に 揭® されました から、 能く 諸君に 於 かれ ま 
しても 御 承知の 事と 存じます、 又 或る 所の 醫鉍部 M 
即ち 佐官た. る 大佐、 中佐 •少佐、 是れが 即ち 各 道の 
醫務 部長を 致して 居ります が、 ® に奇 々怪々 なる 事 
が © からぬ ので 御 ざいます、 それ (X どぅ 云 ふこと が 
と 申します ると-或 道に 於き ましては、 此變務 部長 • 
が * 察權を 有する が is に 此自轉 車の 免許を すると 云 
ふこと に付き、 即ち 警務 部長が 許可す るので ござい 
ます、 然るに 他人の 名義を 以て 自轉 車を 澤山 買うて 
貸自轉 車を やつて 營業 を營ん で 居る、 如何で ござい 
ますか-此自轉車を取締らなければならぬ醤務部長 
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が 2E ら 他人の 名 a を 以て •さう して EJ 分 〇 内 ^ を 致 
して 居る と.； K ふ 叫 ! 3: 茈 だ --1' 把 合で ある、 さう して M 
月 六 百圓餘 りの 收 入を 其耪務 部 JA は 得て 居る と 云 ふ 
ことで ある-若し 日本の* 察部长 にして 斯の如 き 讲 
が あつたな らば* 三日間の 屮に免 3 される に述 ひな 
いと . y. ひます 乂  . 

〇法學邱士政昆藤杏バ蕺長 I 共 iaj a 案の s ii e- 
を 開きたい と 思 ひます から 許可を K ひます。 

〇 靡 長 (大岡 育造 君) 許可 致します が、 以後は 通 U 
の發言 中に 御 求の ないやう に 御注意 致します。 

〇陣 軍吉君 此 憲兵 本位の 制度 , Is 施 後、 即ち 大正 五 
年 八月には 如何なる 一大 玲 事が ありました か、 洵に 
由々 敷き 大事 件が 勃 發した ので ございます、 それは 
諸君の 御 承知 も あ 〇 ませう が •贸海 道 州 地方 法 院の 
氏 野 檢事 正は， 何人の 爲に 殺 ftf されました、 是 ほ 即 
ち 典 部下に rr る 所の ■兵 伍長が 「ビス トル」 を 以て 
之を 殺害した ので ございます、 苟も ^ 察の ? Jf 務を執 
る 所の 憲技が 、自分の 司法 事務と して 上 &J に 常る 所 
の檢事 正を 銃殺した と 云 ふ 事 ほ ， 1:{ に意外千萬不都 
合で ある"* ほ 其 理由 ほ、 o fHI 單々. 々J と 呼 ふ 渚 あ 
り〕 一寸 御 待ちなさい、 前き に 御：！ 情を 煜て腔 きま 
した I 憲拉 伍長が 檢琪 正を殺窖した理由ほ、餘0 
憲兵が 朝眸 人の 犯罪 事件に 際しまして、 ®. 侍する と 
か 或 ほ 拷問す ると か •非常に K 酷なる 収扱 をす るが 
爲 に、 檢事 正に 注意され た、 其 恨を 以て 檢 yf JE を 殺 
害した ので ある， 胡. も遨兵 として 人の 生命 IM' 產を保 
_ する 者が， 人を 殺®: する に 至つ ては 泊に 掇か ざる 
を煜 ぬのであります、 而も 是は朝 鮮人 同化 政策の 上 
に、 非常に 影 if を 及 tf して： S るので ございます 、そ 
れか ら尙 ほもう 一つ 最近に 起つ て： E る 問題が ありま 
す、 是 ほ 餘〇武 斷 的に 隨迫 する から •朝鮮人の 少し 
く 智識の ある 者 ほ屮々 心服し ない、 K 迫が 越 だしけ 
れば 必ず 其 反動と 云 ふ もの ほ 起る のであります、 然 
るに 近頃 朝鮮に (3: 非常なる 陰謀 W 件が 起つ て ^; - る， 

其 陰謀 姐 件なる ものは. 即ち 朝鮮 闽を して 11:¢ び 恢设 _ 
したい •即ち 國拙 恢復を 致したい と： K ふ 事に 付て、 j 
非常なる 陰謀 團が 企を して 居る のであります •併な 
がら 是 ほ世 間に 未だ 知れない のは •取 党 祕拇 の屮に 
在る かも 知れぬ と 思 ひます るが‘ Iri も 角 も 其 陰謀 幽 
なる ものは 朝鮮を して 恢復せ しめ* 1? の やうに 一阈 
を 成立せ しめ やうと 云 ふ 陰謀 團で > lIt K it なる* は 
梁 起 鍔と 云 ふ、 今 間 島の 少しく 奥の 山に 伏在して 25 
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る 所の、 最も 有力なる 人間で ございます， 是が朝 鮮 
に 於け る 所の 同志と 氣脈を 通じまして、 悲 tit ltlj 慨極 
まる 所の 趣旨の 下に 同志を 鉍 つて 居る ので ございま 
す、 漸く 近頃總 督府は 之に 目が 著き まして、 幾分 か 
檢擧に 著 手して 居る やぅな 横様で ございます が •斯 
の 如く 國權怏 lii を 企つ る やぅな 陰謀 即ち 祕密結 
社を 結ぶ に 至る と S ふの も， 所謂 軍閥 的に餘 〇踮迫 
手段が 過ぎて •朝鮮 入に 對 して 深切 丁寧と； M ふ 事を 
缺 いて 居る 結果に 相違ない と 思 ひます、 武斷 政治 ■の 
弊 ® は以— 'の 如き 事件を 勃 發 致します から 餘程进 は 
注意し なければ ならぬ と 思 ひます、 尚 ほ！：： 例を 申し 
ますが tlfi 刀の 金融 上に も懘技 が 矢張啄 を容れ るので 
ある、 梁 祭 , IY なる 奔が斯 の 如く 民事上まで も啄 を容 
れべ きもので {3: ない と M ふので ございます、 -E に 角 
朝鮮の 今日の 制度なる ものは ■挥だ 今日の 民意に 對 

し， 今日の 狀態に 鑑みまして、 是は 何處迄 も， 撤啦 

を 致して、 純然たる 婪察制 度の 下に ! a 活せ しめな け 

れぱい かない 事で あると 木 n は 堅く 信ずる ので ござ 

います、 尙ほ私 ほ 朝 P に 於け る 現在の 有様に 付て、 

今の 制度の 不都合なる 點を 詳しく 調 ^ をして 居り ま 

すけれ ども •餘〇 時間が # くなります から  >  それ は 

将く ことに 致しまして、 若し容 れな ければ 蕺會捋 に 

7? 問 街を 出す 決心を 持つ て！ so ます、 以上 述べ まし 

た 如く 弊 宵 ^ /a し、 rl つ 在 保 n 木 人 及 朝鮮人の® 利 

を 侵害す るのを 訴ふ るに 途無 いので ございます、 隨 

て 憲兵 制度の 一日 も 1.1 十く 撤陂せ ら れんこと を 筘閎す 

るの iT 殆ど 今日の 輿 諭に なつて 居る ので ございま 

する、 然るに 政府は 此輿論 に反して 而も 朝鮮 統治 上 

政策 上、 同化 H 的の 遂行 上、 至大の 關係を 有する 现 

行の 稗 務機關 の m 織を 撤啦し ■殍察 本位の 制度に 改 

正す るの n ある や、 ?.' や、 若し 飽迄も 現行 制度を して 

£1 ほ 永久 的に rf: 紡す る もの とせば •其 必袈な る 特殊 

の 0! 山を 明確に 答 辯せられ ん ことを 沼む 次第で あり 

ます、 餘り 長くなりまして ^ 縮の 次第であります ( 

拍手 起る〕 

〇涵 長〃 大岡 育造れ〕 此哚 合® i 君に 御 諮り 致したい 

事が あります、 謂 願委 長 板 {If 勘 五郎 君は、 職務に 

® 精して， 將に娄 員 長の 報吿に 2 '間が 接近して 參つ 

た 際に、 本 rfi 場に 於て 妬に 罹られました、 唯今より 

危 谠 の阽退 出せら れま す、 十分 間 休憩して 送りたい 

と 存じます、 御 同 S を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 


〇郅長 c 大岡 育造 君〕 , 1¢ く 十分 間 休憩 致します。 
午後 二 時！ 分 休憩 
午後 二 時 十八 分開識 

0議長(大岡育造君〕休憩前に引緻き開會致します 
土 井 ti 大君‘ 同盟 浦 丁： と 職工 保譃 に關 する 質問。 

二 同盟 龍 H と 職工 保 ISI に關 する 質問 (土 
并® 大君 提出〕 

同盟罷 H と 職工 保 iffi に關 する 質問 主 1C 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二 日 
提出者 土 井 榴大 
赘成者 鈴 木 梅四郎 

外 三十 四 人 

同盟 褪 H と 職 H 保 誰に 關する 質問 主意 W 
一 近時 谷地 工場に 於て 同 wi 罷 X 頻 々 たり 政府 (3; 

之を 放任す るの 意思な り や 否 
二 若 之を 節 定す るの 意 . W ありと すれ ほ 其の 具體 
的 政策 如何 

三 職 X 瞄 ri 凯合 の設 ia を獎励 し 職工の 生活費を 
輕減 すると I-W] 時に 德義心 の fnj 上を 一一る は 同盟 
_エ豫 防の！ 策なる と共に 職工 保 Is の 一案な 
りと 思惟す 政府の 所見 果して 如何 
四 政府 IX 產業 組合の 普及に 力を 竭す こと 大なる 
に 拘らす 何故に 職工 隅 買 組合の 獎勵 保 If に勉 
めさる や 

五 特に , H- 役職 X の瞒茛 組合 設 阖を獎_ し 樽範的 
職工を 作る は 政府の 當然爲 すへ きの 途な りと 
思惟す 然るに 産業組合 法 制定 以来 十有餘 年を 
經過 したる 今日に 於て 尙宫役 職工より 成る 瞒 
買 組合の 設 K を 兑さるの理由果して如何 
六 現今 民設 若は , A- 營 工場に 於て は 職工に 對 する 

日用 .1 >/. 配給に 關し R  W 品 ® • 場に 工場に て經營 

使 用人 全般に 供給す る もの あり 又エ极陶 に 指 

定の M 人を して 阪賣 店を 開かし め 工場 監督の 

下に 日用品を 阪賣せ しむる もの あり 斯の 如き 

配給 法 ほ fi 々の 弊 宵 多くして 產 r; 組合 法に 依 

る 組合の 如く 經濟と 道德 との 調和を 計る こと 

を 得さる ほ 0 明の PE たるに 拘らす 政府は 何故 

に官役 H 場の み にても 庵 業 組合 法に tt る瞵- H 

組合 設置を 獎蚴せ さ 〇 しや 

七 特に 海軍 HK 所在地の 多くは 商業 中心の 地域 

に 非 さるを 以て 物 fti は 他の 都市に 比較して 常 


に 高位に 在り 故に 職工を 保 li せむ とせは：！： 用 
品 瞄買 組合を 設立し 彼等の 生活費を 一：: 減し 進 
むては 彼等の 德義心 の 向上を 圖〇轉 H を 裸 防 
する ほ現 下の 急務な りと 思惟す 政府の 所見 果 
して 如何 
右 及 質問 候 也 

〔土 井 fffi 大君 登壇〕 

〇土并 權大討 極めて® 單に 質問を 試みます •政府 
も 御存じの 通り， 近年 我 國 工業の 勃興に 伴 ひ •同盟 
罷エが 頻々 として 起きて 居る ので ございます* 即ち 
大正 元年ょり 四 年 迄は 一年の MH 件数が 四十 九 件 乃 
至 六十 四 件、 加盟 人員が 五 千 七 百 三十 六 人 乃至 七 千 
八 百 五 f 二人で ありました ものが •大正 . Tr: 年に 至り 
まして ほ 罷 H 件數が 西 八 件 •加盟 人 M 八 千 四百 十三 
人と なつた ので ございます- 胙 大正 六 年に 於て は、 
一躍して 罷 H 件 數 三百 九十 七 件. •其 人®: が 五 萬 七 千 
Mt ta- 十九 人の 多き に 上つ たので ございま T * Mi に 
本年 ii 益々 同盟 罷エ の® 向’ か ある 事は 政府 も 御存じ 
の 通りで ございます •今に 於て 何等かの 豫 防 方法を 
講ずる にあら ざれば、 若 夫れ 戰後 經濟界 の 變 調の あ 
つた 場合には •由々 敷 大間 題の 起る 事 ほ、 私が 喋々 
申さず とも 政府 ほ 旣に 御存じの 事で あらぅ と 思 ひま 
す、 然らば 政府に 於 かれまして は此间 盟罷 H の豫肪 
に 付て ■如何なる 政策を 御 持ちに なつて 居る か 又 如 
何なる 政策を 以て 錨 定し樣 と御考 なさつ て 居ります 
力 * が 私の 間 はんとす る 所の 第 | でございます、 
元來同盟罷エの原闪と云ふものは色々ございますが 
私の 見る 所に 依ります と •第一は 德義 心の 缺乏 •即 
ち 職工の 德義心 の缺乏 •第二に ほ 生活 不安 即ち 生活 
問題に rw 著す るので ございます、 然るに 政府は 是等 
の 根本 f«1 題に 何等 心を 注がず して 此項の 同盟 罷 H に 
對 する 所の 政策を 考 へます るに 消極 手段と しては 輙 
ち 治安 势察法 第 十七 條に to る 所の 同盟罷業 節 ffi の 手 
段に tt て 之を 捽防 する か、 然らざ れば 刑法 第 八 章の 
騷擾 罪に 依て 彼等 同盟罷業 者を 取扱 13; れて 居る か 勘 
ぅ： K ふ樣な 消極 政策を 執られて 居る ので ございます 
ai に 平時に 於て 職工の 保護 政策と して、 如何なる 政 
策を 御 執りに なつて 居る かと： K ふたなら ば-工場 法 
の 施行、 問 姑 生命の 収扱 、又 宵營 の 職工に 於き まして 
は、 彼等に 共濟 組合と 云 ふ ものを rn ら ■せて 居ります 
又 此の頃は 勞购保 險の制 定を しなければ ならぬ と： 23c 
ふ議も 起つ て 居ります、 併ながら 是 等の 制度は 決し 


て悲 るい 制度では ない、 碗に 良い 制度で ございます 
が、 職工を 保 ii する 所の 根本 政策で なくして、 m に 
是 ほ 補助 政策で ございます ，何等 lit 根本 問题 には 接 
觸して 居 〇 ませぬ、 如何と なれば 生活 問題の 解決の 
一事には なる で ございませぅ. けれども 平時に 於け 
る 所の 彼等 職工 生活の 安定、 所謂 牛： 活 問題に 何等の 
効果を 奏せない ので ございます •又 職工に 對して 何 
等の 溫み も與 へない ので ございます、 况や此 同盟 罷 
エの 最大 sic w である 所の， 德義 心の 向上と 云 ふが 如 
きこと には、 何等 接觸 して 居らぬ のであります、 言 
葉を 換へて 申しましたならば. 一: 盟 {il H の 原因で あ 
る 所の 生活 問題の 解決 •鸨 義心の 向上、 夫 等に 對し 
ては 餘〇沒 交渉で ございます、 のみならず 治安* 察 
法 若く は 刑法と 云 ふが 如き 消極 手段を 以て， 彼等を 
鍋 壓しや ぅとしたならば、 f: こそ あれ 何等 彼等を 益 
する 所の 効能 if 將來に 於て 無い と 云 ふこと ほ>  私 
が 喋々 中し ませず とも 御存じの 窖で ございます •故 
に 現今 我國に 於け る 所の 職工 保護 政策と 云 ふ もの、 
乂 同盟罷 エの_ 撫 政策と 云 ふ もの ほ， 悉く 姑息 政策 
である、 消極 政策で ある •御存じの 通り 是は先 進國 
たる 英吉利® 逸の 例を 見ましても •何れも 職工 保 ii 
の 根本 政策と しては、 所謂 平時に 於て 日用品の 消費 
組合と 云 ふ ものを m 織せ しめて、 共同に 日用品を 膦 
求し* 1¢ 接 牛： 產池 に對 して 一括して 多 迸の 注文を 爲 
すが 爲に ，割引の 利益を 得て 中間の 商人に 利益を 簡 
斷せ しむる ことなく， 精 良なる 物品を 安 ® に瞒 入す 
る 便法を 執つ て 居る ので ございます， 更に 進んで 彼 
等 職工の 消 造 組合は •日用品の 中 產など も 致し まし 
て、 假令 賃金は 上らず と雖 も， 夫 等の 運用 夫 等の 作 
用に依て、生活費の輕減を阖00:然％給をしたのと 
同じ 結果を 來 して 居る ので ございます •加 之 其 組合 
は 彼等 職工 自身に 直接 利害 關係 あるが 爲に 、自然と 
彼等 職工の 獨立自 ©の 精神を 涵養し、 共同一致の 精 
神を 養成し， 知らざる 間に 勤 險 Iff 蓄の 美風と 云 ふ も 
のが 涵養せられ、 所謂 德義心 の !' 1J 上と 云 ふこと が ill 
来る ので ご， ざいます， 彼の 忌むべき 1 :盟照 H に 偉大 
なる 効力を 奏して 居る と 云 ふことは、 夙に 當局の 御 
存 じの 铕 であるに 拘らず 、何故に 政府は 職工の 消費 
組介の設立に對する保議獎勵の途を，是迄御執0に 
ならな かつた ので ございま すか， * が 私の 第二の 質 
問で ございます •御存じの 通り、 我 國に 於て は 明治 
三十 三年 三月に 產業 糾合 法が 制定せられ、 今や 其 組 
五八 五 
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決算 大正 三年 度 歳入 歳 / ii s. ./i -w 及 谷 持 別 ^ 計袭人 哉 出 決算— 決算 大正 四 年度 歳 人 歲出總 決 黛 备 特別 會計资 入 歳出 決算 


合の 数が 一 萬を 超過し •  a 合 i-1 の 数 ほ 百 萬を 超過 致 
して 居ります* 非常に 順調に 漆： 業 姐 合 (X 發 達しつ V 
あります、 n. •つ 四十 四 年に (X 畏くも 二 萬圓御 下賜 金 
が あつたので あります、 娃 等 ほ 悉く 政府 常 局の 熟 誠 
た 7 i: /; -.; つ. ノ：と 私 it 思 ひます が、 併な •から 夫 等の 
紐合と云ふもの {3: 、悉く_村方而の方に發達致しま 
して* ^ エの消费組合と沄ふが如き方面に對してほ 
發達 致して 居らぬ ので ございます、 日本に ほ 墘か三 
つしかない>脔業組合ほ一萬ありますが、職エの組 
合と 云 ふ もの (t •即ち 職工に 依つ て組鸹 されて 居る 
產業 m 合は 三つし かないので ございます-即ち 鐵道 
院で あると か、 爲替 貯金局で あると か 云 ふ 方面に 於 
ては、 矢張犛 業 組合 法に ^ る 所の 消鸮 組合を 作つて 
餘 程の 好 成 組を 得て 居ります、 即ち 政府に 於て ほ果 

して 此の 消费 組合 ほ 効能は あるか 無い かと 云 ふこと 

ほ 旣に！ 部の 實驗を 爲 さつて 居る ので ある、 職工 方 

面に 對し て爲 さつて 居り ませぬ けれども •鐵 道院爲 

替 貯金局の 從業者 の 彼等に 依て 作られた 所の 消費 組 

合に 依て •試 驗を爲 さつて 居る に拘ら ず、 効力の あ 

る ものであると 云ふ寶 驗が あるに 拘らず 、何故に 官 

營の 工業が 最も 多く 現存して 居る 所の 海軍 工廠で あ 

ると か、 若く は 陸 追 砲兵 X ® > 製鐵所 方面に 向つ て 

此 種の 消 费 組合の 獎勵 を爲 さなかつ たので あるか‘ 

是が 第三の 質問で ございます、 特に 本 M の 調 茶 致し 

ます 所に 依れば、 我國 官營 エ場の一部に於てほ、斯 

う 云 ふやうな ia り 方を やつて 居ります 、一定の 商人 

を 指定して 其 指定 商人を して 販賣 店を 開かし めて 居 

る、 さう して 其 日出 品の 販賣 は官營 工場 内に 於て 行 

はせ て 居る， 若く は 消費 組合 類似の 組立に 依て •日 

用品を 彼等 職 h に 配給して 居る 所 も ある >  又 聞く が 

如くん ば 近く 海軍 H 廠に 於て、 海軍 共 濟 組合 規則 第 

二十 八條に 依て、 即ち 「海軍大臣の 承認を 經て 組合 

a 及 其の 家族の 愦 態を 救濟 する e 必要なる 相 當の設 

備を爲 す ことを 得」、 此 明文に 於て 日用品 配給 方法 

の 企の あらせられる と； k ふこと を 聞きます、 夫 等の 

企て •即ち 產業 組合 法に 準據 しない 所の 物品 共同購 

入の 企てと 云 ふ ものは、 其 弊害の 多々 あると 云 ふ 事 

は 私が 申さず とも 能く 御存じの 箬で ある、 又產業 組 

合 組織の 如く、 H 卜. 價 格に 對 する — Irf 謂 日用品 賣 

上 僧 格に 對 する 所の 所得税 免除で あると か、 營業税 

免除、 地方税 免除と 5S ふが 如き 特典が 無い ので あり 

ます •故に 其 脔業 組合 法に 據ら ざる 所の 消費 組合 類 


似の ものは、 自然に 日用品 •か 高くなる 、祝 や 產業驵 
合 獨特の 長所で ある 所の 獨立 自助の 精神、 協同 一致 
の 精神 •勤儉 貯蓄の 美風， 斯う 云 ふ _な 所謂 道德の 
向上を 阃 ると 云 ふ 事 ほ、 夫 等の 類似 組合に 於て 行は 
れな いと 云 ふ 事は •火を 観る よりも 明かであります 
祝 や 御 下賜 金が 二 萬圓も あつて、 どうしても 窟業組 
合の 發 達、 消费 組合の 發達 をし 樣と云 ふ 大御心 にも 
反した 所の 遺 方で あると 私 ほ 思 ふので s> ります、 故 
に 政府は 此際政 務 統一を 11 る 上より して 將た靡 '業 組 
合 精神 普及の 上より して、 官役 職工の 最も 多い 所の 
海軍 H 廠 、陸軍 确兵 工廠 •製鐵 所な どに も 職 X 消费 
組合を 造つて， 模範 職工を 造り、 以て 總 ての 日本の 
職工に， 官役 職工は 斯の 如く おとなしい、 斯の 如く 
道德 心が 發展 して 居る、 斯の如 く 生活 問題の 解決が 
著いて 尻る と 云 ふことの 模範を 御 示しになる ことは 
現在 最も 急務で あらう と 私は 考 へる、 然るに 此點に 
於て 何等の 保護 獎蚴 を爲 さつて 居らぬ の ほ 如何なる 
次第であります か、 是が私 の 問 ほんと する 所の 第 四 
でございます、 其 他 色々 御 © したい 事が あります が 
會期 切迫の 折 柄であります から、 御 遠慮 致して、 更 
に 其 詳細な 事は 質問 主意 書に 出て 居ります から、 政 
府に於 かせられまして は、 此 質問 主意 害に 對 する 所 
の 事項、 並に 私が 唯今 御 導 致しました 事項に 對 し、 
責任 あり 誠意 ある 所の 答 辯を •私 ほ 要求して 此堦： を 
降る 次第で あります。 

0 岩 崎 勸君 日程 液 謅の 都合に 依り" 質 間の 第三に 
對 して、 一時 延期の 励議を 提出 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 質問 第三に 對し 延期の 動議が 
出ました、 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 篛長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 此場 

合 _ 事 進行に 付ての 發 言を 伊東 知 也 君より 求められ 

て 居ります、 此處で 許可 致します- 

0 伊東 知 也 君 極く 簡單で あります から 此處で 御 許 

しを 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇 伊東 知 也 君 大した 問題では ありませ ぬ、 御 心配 

は 要り ませぬ、 私の 政府に 葑す る J1C 三省に 於け る排 

日 行動に 關 する 質問に 付て、 外務大臣が 一 應答辯 書 

を 出しました が、 甚だ 曖昧 不徹底で あるが 爲め に、 

私は 再 質疑を 起して 外務大臣の 答 辯を 求めた ので あ 

ります、 御 承知の 如く それに 對 して、 外務大臣は 壇 


上に 於て 答 辯せられ ましたが、 是亦不 煜 要領で あつ 
て、 追て 別に 詳しい ことは 書面を 以て 御 答を すると 
言 ふて 御歸 りに なつた ので あるが、 其燼 今日 迄 二 週 
間近く もなる のに 未だ 私の 質問に 對して 答 辯が 無い 
他の 質問に 對 しては 先刻軎 記 官 の朗譖 された 通り， 
答 辯 S を 出して 居る に拘ら ず、 私の 質問 丈に 對 して 
ほ 答 辯 書 も 出さなければ 答 辯 もしない、 或は 答 辯が 
m 来ぬ と 云 ふこと であれば 此方で も考 へます が、 ぅ 
んだ とも 潰れた とも 今に 至つ て 何等の 音沙汰が 無い 
のは 基 だ 怪しから ぬ、 又會期 切迫の 際では あるが、 
其 答 辯に 依て 考 へる こと も あるので あるから、 議長 
ょりして 外猙大 K に 向つ て 私の 答 辯 (3: どぅした かと 
云 ふ 御 催促を 願 ひたいので あります。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 承知し ました I 日锃 第 > 
第二 ほ 決算なる に 依り 一括して 議題と なすに 御 異議 
はあり ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (大岡 育造 君〕 然らば 一括 議題と なして 委員 
長の 報告を 求め ま -i - 委員長 1 : m 島 暢 夫君。 

第一 大正 三年 度歲入 歳 m 總決算 及 谷 特別 
會計 歳入歳出 決算 

第二 大正 四 年度 歳入歳出 總決算 及 谷 特別 
會計 歳入歳出 決算 

〔富 島暢 夫君 登壇〕 

0 富 鳥 II 夫君 私 ほ 是 ょり 大正 三年 度 歳入 歳 W 總決 
算及各 特別 會計 歳入 歳 IJ-i 決算、 並に 大正 四 年度の 前 
同樣の 決算に 付きまして、 委 M 會の經 過 並に 結果に 
付て 御 報 ^ を 申したい と 存じます、 先づ 便利の 爲に 
結果から 先に 申 上げたい と考 へます、 三年 度の 決算 
歳入に 於き まして 不當と 決しました る ものが 二 - + 四 
件、 歳出で 不法と 決しました る ものが 五 件、 それ か 
ら不當 と 決しました る ものが 十八 件、 官有 物に 於き 
まして 不當と 決しました る ものが 二 件、 それから 今 
度 ほ 各 特別會 計 歳出に 於き まして、 不法と 決し まし 
たる ものが 五 件、 それから 不 常と 決しました る もの 
が 二十 一件、 歳入に 於き まして 不當と 決しました る 
ものが 二 件、 之を 合 せまして 七十 七 fl- でございます 
外に 旣往 年度 即ち 大正 二 年度 歳入歳出 決算の 中で， 
又 不當と 決しました る ものが 七 件 ございます， さう 
致しまして 會計檢 查院 の檢査 報吿の 中で、 政府の 辯 
明を 是認 致しました る ものが 五 件 ございます、 即ち 
税務 袈に 於け る 徵收不 足の 件が 一件で ございます‘ 


I  K 八 六 

それから 室 関税 狳罴に 於け る 前 同 揉の ものが 又 | 件 
それから 篆灣總 督府 土木 局の 支出に 係ります ものが 
二 件 ございます、 それから 肢阜睁 車 « 移 WH 事で ご 
ざいまして、 fH 格 不同の 土地を 交換した 件 •か 一件、 
是で五 件、 是丈ほ 姿 員 ir に 於き まして 政府の t- 叫 を 
是 18 する ことに 決しました、 それから 今度は 大正 四 
年度の 決！： T 一般 會計歳 人に 於き まして 不？ s と 決し 
ましたる ものが 四十 四 件、 歳出で 同じく 不常と 決し 
ましたる ものが 五 件、 官金に 於き まして 不常と 決し 
たる ものが 一件、 官有 物に 於き まして 同じく 不 常と 
決しました る ものが |件、 それから. ね 別 f? 計の歲 人 
に 於き まして、 不當と 決した る ものが 11 件 •送 川に 
於き まして 同じく 不當と 決した る ものが 十二 件、 合 
計 致しまして 六十 五 件， 外に 旣住 年度 二 年度 三年 度 
に 錨し まする もので あ 〇 ま L て、 同じく 不當と 決し 
ましたる ものが 十 件 ございます、 大正 四 年度に 於き 
まして， 不法と 決しました ものが 無い、 何れも 不當 
と 決した もの 許りであります、 さ 5 致しまして 大正 
四 年度に 於き ましては、 會計檢 査院 の檢査 報 i'f に 付 
きまして、 政府の 辯 明を 是認 致しました る ものが 一 
件 も ございませぬ、 以上 兩年度 に 於き まする 決議 取 
項は、 何れも 是ほ會 計檢査 院の 報 f-f と、 政府の 辯 明 
とを 對照致 しまして 、決蕻 した ものに 係つ て 居り ま 
す >№1 件々々 の 詳細の ill- 柄は 斯う 決しました、 理 
由 等 ほ 御手 許に 配付せられ て 居ります る 所の、 報吿 
書 を 御 ^ 下さいます れぱ明 かなこと になつ て 居り ま 
する ので >  一 々此所 で 諄々 しく 御報吿 申さぬ でも 宜 
からう かと 考へて 居ります、 それから 次に 委員 <£： が 
委 fl 會の撋 能を 以ち まして* 決議した 所の 決戳 案な 
る ものが ございます ，是は 此 所で 一寸 朗調 する 必要 
が あると 考 へます、 御 許を 願 ひます、 斯^' なんで あ 

〇 ます - 斯うなん でございますよ C 笑 ^ 起る〕 「決 

誘、 大正 三年 庇 及 四 年度の 決算を 5jf 査す るに 違法 不 
當の處 置 頗る 多く秕 政の 跡歷々 見るべし 就中 技 器 揶 
藥 の賣灿 に關 しては# 計 法規の 條に據 らず して 收茭 
を紛淆 1 W 1 商事 m 合に 對 して 過大の 手聰 料を 交付 
し 影 島丸惠 山丸汐 首 丸の 保管に 關 しては 過少の 料金 
を徴 して 不當の 契約を」 不當の 契約です 「不當 の 契 
約を 締結し 製 鐵 所の 製品 拂 下に 關 しては 叨〇 に少數 
者を して 利益を 獨占せ しめ 米價 調節は 其の 時機と 方 
法と を 誤りた るが 爲め 何等 効果の 見るべきな く 水道 
及 築港 費 補助 ほ 議會開 會の近 きに 在る を 無視して 寶 
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住 支出を なし J いや 違 ひました 「Hffi 支出を IK てし 
(「假名の 振つて ある 通り 讚めば S: い」 と 呼ふ漭 あ 
り) 甚し きは 之を 漣 擧に 利用せ る もの あり、 仍て木 
院は 特に 之を 不當と 謎む、 右 決 謎す」 斯う 云 ふ 案で 
あります、 是れ 丈が 決算 委員 會で決 識して 得た 所の 
結果で ございます、 是れ 丈が 結果* さう 致しまして 
決議の 中で 旣 f-l:- 年度に® します る 少し 許りの 或 もの 
を 除きまして、 其の 他の ものは 悉く 前內閣 即ち 憲政 
會內閣 時代の 失政の 中に 数 ふべき ものた る ことを， 
甚だ ! H 憾に 存じます •是 よ〇轲 過の 大略を 申 述べた 
いと 考へ ます、 委員 會 ほ 都合 十四 回 開會致 しました 
四 回 R からず つと 引續き 殆ど « 日 午前 午後に 渉り ま 
して、 非常な 勉强を 以て 谷 姿 員 ほ薄靜'に從斟せられ 
ました •而 して llt re ほ 分科 會に移 さず して •總 て總 
會に 於き まして、 委 M flw りで 愼 1R に 群 讁討謎 決定 

を 致されました、 殊に 政 友 fr の 高 橋 打の 如きは •此 

決 K ii I 體拽 3? の寶行 に 付て 監視を する もので あつ 

て， 拽 M 以上に 大切な ものである、 m 要な もので あ 

るのに、 政府 若く ほ 雜好に 於て どうも 輕視 —— 輕ん 

ずると 云 ふ 風が ある •是は 1 S に 嘆か 15; しい ことで あ 

る、 どうか 陬威 ある 所の 意義 ある 所の ものにしたい 

斯， r 云 ふやうな 說を頻 りに唱 へられました、 其 結果 

であつ たか 否かと 云 ふことは 一寸 rr: ぜぬ譯 であり ま 

すが、 之を 結果から 見ます ると •さう 云 ふ 風になる 

の だら うと 思 ひます が、 委員の 更迭が 頻りに 行は れ 

ました、 同より 初め il ばれました 所の 委員 諸君は、 

相 當 の K 格 栩當の 智能を 備 へて 尻ら るる 譯で ありま 

すから、 何も 差 支は ない 箬 であ 〇 ませう けれども， 

其處 には 再 門 家の 智識 も 嬰す ると 一 K ふこと も あるの 

でございます， さう 云 ふやうな 事で あつたので あり 

ませう •先づ 政 友 f'? に 於き ましては 古 ハ 介 君、 澤君、 

三 土 君、 13 いて 吉楠 君、 斯う 云 ふ 風な 取 門 智識を 有 

せらる る 所の 名士が ^ 々 補缺常 選に なりまして、 大 

に 論 © の ? S 備 をせられ たやうな 風に 見受けました。 

〔「痛烈に 褓威 ある 報吿を 願 ひます 反對激 をぐ 

つと 突け <懣政符 を ：… 」 「默れ 」 と 呼 ふ 者 

あり」 

0 謎 長 (犬 岡 育造？；'} 靜 肅 に …… 

〇这 烏 暢 夫君 それから 國民激 に 於き ましては、 柏 

原 君、 大口れ あたりが ^ 今 申 上げた やうな 意義に 於 

きまして、 大に氣 勢 を： 7K された やうな 風が 見え まし 

た、 是に 於て 憲政 B- 亦 人 無 かる 可らず (笑 ^ 起 〇 「 


うまい  <」 と 呼ふ湃 あり〕 小 林 君、 紫 安怼な どを 
援助せ ら るる やうな 形に 於き まして、 前の 副 參 政 官 
關和知 君 (笑 聲 起る) それから 前の 剮參 政官田 中 善 
立 君、 松いて 小山 君、 小果君 あたりの 、此 有力なる 
諸君が 補缺當 選で 委員 會に 加は られ ました •是に 於 
きまして 委員 會の 形勢は 論陣が 整うた やうな _にな 
りまして、 大に 意義 ある 氣勢 が玆に 漲つ て來た ので 
あります •特に 此際私 限り 注意を 要する 事 だと 思 ふ 
のであります が •此 等の 諸 © に 於き まして、 即ち 政 
友會剧 民黨あ たりから 出た 所の 質問は —— 政府に 對 
する 質問 ほ •攻蚁 的 詰問 的で あつたので あります、 

I 體決算 と 云 ふ もの IJ: 詰 叫すべき もの だ、 叱る もの 
だと 云 ふやうな 說を 言は れたや うな 人 も あつた (「 委 
員 長 鼻糞の 琳はな かつた か」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり 
) 然 るに 1! 政會の 力の 側の 諸 f-r の 御 質問は •防 觀的 
(笑睜 起る) 辯譃的 の やうに 見受けました、 是が姿 
a 會で の委貝 諸君の 態度の 一寸 一奇觀 である やうに 
私は 族 じました •而 して 此 等の 諸君に 依りまして 質 
問應答—或ほ時に依〇ましては質問の方ほ其方除け 
で、 議事の 進行に 名を 藉 りて、 御 互に 議論を 闘 (i さ 
れたや うな 事が あります、 中々 活氣 立つ て 居り まし 
た、 是 も意蕺 ある 一つで あると 私は 考 へる (「笑 聲 
起る」 「意義の 解糙が 出来る か」 と 呼 ふ 者 あり) 而 
して 斯樣な 有樣の 下に 激しく 愼甭に (笑 聲 起る〕 應 
答せられ たる 事項で ございまして 其 一つ ほ 製鐵 所に 
於け る拂 下問 題 (「それを 確り やれ」 と 呼 ふ 者 あり 
〕 簡單 にやり ます ハ 笑聲 起る〕 即ち 其拂 下物 品は 鋼 
片 •製 鐵 ，鐵材 若く は 副產 物た る 木材の 防腐 劑とか 

申す さう であります - 「ター ル」 油" 此 wr 7 の 柳 下 

問題が 非常に 八签® い •而 して 此一; 片問 題は 旣に本 
議場に於きましても’豫驿委員會に於きましても. 

繰返し < <p 方 W 問 應答が 茁ね られて 居ります から 

して、 此所で 詳しく 繰 返す の 必要は ない と考 へます 

が、 詰り 短く 申します ると fK ふと、 鋼片は 岡 崎と か 

云 ふ 人の 發起に 係る 取 海 鋼 業會社 に、 其當時 川 崎 造 
船 所と か、 三菱 浩船 所 とかの lit 拂 下を 希 3F する 競爭 
者が ある にも拘らず 、競爭 渚は 無い と 云 ふ 理由の 下 

に I 一  體此 競爭 者が 有る か 無い かは 正式に 11 一日へ ば 

ffi 吿 でもせ ぬければ 分らぬ、 其 廣吿の 手段に も 出で 

ずして、 此 者に 毎年 三 萬噸 を十箇 年の 間拂 下げる の 

契約を した、 それは 甚だ 不都合 だ。 

〔「それは 何年 だ」 「大正 三年 だ」 「三年 度が 


決® に 何の 關係が ある」 と 呼ふ荠 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 料〕 靜肅に 願 ひます。 

0 富 島暢夫 君 其 議論が 激しくな つたので あります 
—— 關係が 有る か 無い か 知り ませぬ が， 私は 委員 會 
の經 過を 御 報 W する 丈であります •有る か 無い かは 
貴下 方が 判斷爲 さつたら 宜しい ので ある (「ひや ひ 
や」 拍手す る 者 あり〕 それから 鐵材 は 表面 ほ 隱れて 
居つ たか 知れ ませぬ が — 名を m されなん だか 知れ 
ませぬ が、 事實 行つ た 田 中 省 三と 云 ふ 者に 一千 噸の 
拂 > を爲 して 居る、 當時 百噸 位の此 鐵 材の拂 下を 躍 
起と なつて， 希望して 運動した 若が あつたが •其 等 
に ほ 許されぬ で、 此 W 中 省 三なる 者の 手で‘ 田 中と 
もう！ 人 何とか 云 ふ 人が 居ります， さう 云 ふやうな 
人に 柳 下げて 居る， 而も 此事 に付きまして IX 梂獄 が 
起つ て 居る やうな 次第であります からして •どうも 
實に不 都合と 云 ふ 事は， 大槪具 眼 者は 分る と 云 ふや 
うな 御 議論が 激し かつた のであります* それから r 
ター ル」 油の 事で ございます •か •是 ほ 一年の 產額が 
三 萬 石 ある さう であります •是ほ 木材 防閼劑 で ござ 
いまする が、 之を 鐵道院 のみに て 枕木に 對 して 用 ひ 
まする のが 澤山耍 るの ださう であります-其 需要が 
鍅道院 のみで も 足らない のに* 態々 之を 大阪の 「し 
やみつ」 と 書いて あります が、 是は何 と Is みます か 
知り ませぬ 「セ ー ミ」 會 社と if むので すか (笑聲 起 
る」 舍密會 社の 名義を 以 ちまして 或る 「シン ヂヶ ー 
卜 」 に、 御 話に ならない 所の 愦 格を 以て 拂下 げた、 
さう して 此 「シン ヂ ヶート 」 の 方で {3; 今度 之を 轍 出 
して 居る •日本では 鐵道院 すら 是が必 要で ある 物を 
—— 足らない 物を 斯う 云 ふ內證 の 人間に 以て 行つ て 
之を 全部 賣渡 して •さう して 輸出 さして 暴利を 得さ 
せて pr る， 實に 不都合 千 萬な と 云 ふやうな 議論が 非 
常に行はれました(「簡單」と呼ふ者あり〕簡單に 
中し ます- 此事は 決議文の ' I' に 有る 事項で ございま 
して、 是から ft 方が たが 御 議論な さる ことで ありま 
すから、 私は 是 丈け 此事項 丈は 止めて® きます •次 
には 又 激しく 愼重に 質議討 論せられ ましたる 問題は 
松 1 洋行に 影 硌 丸 嵐 山 丸を 郵船 會 社に、 汐首 丸を & 
科 保管 依託 -i 1 K ふ « 義の 下に 貸付け た， 是 ほ 保 W の 
名義を 用 ひて 居る けれども、 其實は 贷付で ある、 然 
るに 此貸 付と 云 ふ ものは、 官有 物 管理 規則を 見ます 
と大變 面倒な ものに なつて 居る •年限の 制限 杯が ご 
ざり まして 大變 面倒な ものである、 所が 此 面倒を 避 


ける爲 めに •即ち 自由 勝手にす る爲 めに 保 宵と 云 ふ 
各 義を以 て、 其 H 斯う 云 ふやうな 贷 付を爲 して： £ る 
而も 十 割 位 も rt い 所の、 M 料を 収つ て、 H 庫に 大損 
害を 與へた •是 ほ 檢査院 の 報吿に もさう 1K ふ 風に な 
つて 居 〇 ます、 甚だ； f 都合で あると 云 ふこと になつ 
て 居りまして、 さう して此 保管 契約に 付て •規則に 
違反して 居る とか 思らぬ とか 云 ふやうな、 議論が • 
大變八 釜し うご ざいました •保管 規則には 貸付の 事 
ほ あるけれ ども. 保管 云々 と 云 ふやうな 事 ! X 無い、 
斯う S ふ 議論が 大變 喧しう ござりました •是も 決議 
事項の 屮で ありまして、 又 貴下 方が 御 討論になる の 
で 能く 分る と 思 ひます ( 「 簡單 J と 呼 ふ 者 あり〕 簡 
m にして it きます、 次に {X 兵器 彈 藥の賣 却で ござり 
ます、 即ち 兵器 卵 藥を賣 却す るに 方り まして、 會計 
法規の 正條を 無視して-どう 云 ふ 事を やつた かと 言 
へば •物々 交換と か、 又 ほ 保管 轉 換と稱 へて、 勝手 
に 特別 會 計に此 ものを 移して •さう して 太會計 と 終 
始混淆して此物を賣つて居る‘甚だ是ほいけない、 
政府の 方で も此事 に 付て は 貴族院 遏 りの 注意 も 受け 
たやう でありまして 不 g 當では ある やうな 答 辯で あ 
りました 、併ながら 此際ほ 與國 に對 f る 義理 上 •已 
むを m ず 行 ふて往 つたと 云 ふ 風な 答 辯が 有つ たやう 
で ^ ります， 之に 付て 泰平 組合と 云 ふ 組 合 が ある さ 
5 です、 三并 とか、 高 田と か、 野澤と か >  斯う 云 ふ 
キに 非常に 高い 手 ^ 料を やつて 居る、 一千 萬 圓に付 
艽 百 萬圓で す •五 百 萬圓の 手數 料を やつて 居る >  最 
初は 五分， それを 段々 三分と か 二 分に 滅じ たけれ ど 
も* 併ながら 賣 渡の 數量 を咁 して 居る から 矢 張手數 
料は 多くな つて、 此の 手数料は 一切： 个都 合で あると 
云 ふやうな 議論が 盛に 行 はれた のであります、 是れ 
も 決議事項に ございます から 此の 位で 措きます、 其 
の 次には 米價 調節に 關 する 資任茭 m 問題で ござり ま 
す、 是ほ 一 體 調節を 圖り •どの位 米價を 引上げる と 
云 ふ 標维が 無ければ ならない、 然るに 政府の 辯 明を 
聴いて 見る と •下りさへ せねば 宜 いから 凡そ 四百 
萬 圓位や つたら 宜か らうと 云 ふ、 ぼんやりした こと 
を やつて 居る だから 一寸 上つ たかと 思 ふと復 た 下つ 
て [?;• る、 斯う 云 ふ ii 方 ほ 何の 効能 も 無い、 相場師が 
ffl 場を 引上げる やうな やり方を やつて 甚だ； f 都合で 
ある、 一 體是れ ほさう 云 ふ辨 方を する もので ない、 
現在の 値段を 上げなければ ならぬ、 それは 相場師 
が やる やうに 米の 集散地で やる よりは、 田舎の 地方 
五八 七 
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の 農民の 居る 所で やらなければ ならない、 又 之を 買 
入れる に 付て {3; •海外 怒 出と 云 ふやうな 計 5!E も 立て 
なければ ならぬ ので ある ( 「そんな ことが 分る か」 と 
呼 ふ 者 あり) それから 之を 買 ふのに 付ても こつ そり 
やらないで、 公 入札の 方法に 依るべき ものであるの 
に* さう 行 ! 3: れて 居らぬ のは 不都合で ある， それ か 
ら之を やる 時に ほ 農民 ほ 米を 持つ て 居らな かつた， 
米を r« 拂 つて 仕舞つ た 後 斯う 云 ふこと を やつた つて 
M だいかぬ ではない か、 當 時の 政府 ほ 憲政會 の內閣 
が 此時 必要が 無かつた と， 斯う 云 ふこと を 言 ひなが 
ら謎會 解散 後に 突如と して 其 功 11 はどうで も宜 い、 
効能 ほどうで も宜 いが、 選擧區 の人氣 取りに 一時 ば 
つと 人氣を 揚げ やうと 云 ふやうな ことを やつた ので 

ほない か、 斯う 云 ふやうな W 問應答 議論が ございま 

した、 无づ是 も 決議事項に 載つ て 居ります から 此位 

で 措き ませう、 次に ほ 水道 及 築港 補助 费問 題で あり 

ます、 是 も其當 時の 政府の 責任 支出に 係る もので ご 

ざいます 即ち 柬京 市外 九つの 市に 十萬圓 四日 市外 三 

の 港に 二十 三 萬 五 千 圓 •責任 支出を して 居る、 其 貴 

任茭出 を爲 したる 日付は 大正 四 年の 三月の 二十日で 

ある、 然るに 此 時の 總選擧 と 云 ふ ものは、 三月の 二 

十五 日 —— 随 か 五日 位し か 無い 時で ある •是 ほ 議會 

開會を 待てぬ 筈 ほない、 而も 其 補助を 受けた 所の H 

事と 云 ふ ものは、 繰越して 居る 急迫の 場合で ない と 

云 ふこと が、 事實 結果から 言 ふて 現は れて 居る、 斯 

う 云 ふやうな 質問で ありました、 之に 對 して 政府は 

政府 も 大に其 不當な る 事を 考へて 居る と 云 ふやうな 

答 辯で ありました， 貴族院' ^ りで も 不當で あると 云 

ふやうな ことが 有る からと 云 ふやうな 議論が 有つ た 

のであります、 是も 決議 事 ^ の 中に 入つ て 居ります 

から •此 位に して 措き ませう、 以上 ほ 何れも 決議案 

として 今 tp 上げます 通りに 決議せられ た 所の 理由で 

あると 私 ほ考 へて 居ります、 大略 斯樣な 理由で 此決 

議案が 出た ものと 思料して 居ります、 是で 決議事項 

は 御 報吿を 終つ たのであります が、 尙其 他に 就き ま 

L て 御報吿 をすべき 事情に 屬 する ものが あると 考へ 

ますから して、 之を 御 退屈で も 少し 中 上げる* 御淸 

聽を願 ひます、 其 r は、 政府の 決算に 對 する 態度 ii 

念は 決して 之を 冷淡に 輕視 すると 云 ふやうな ことは 

ない、 之を 豫算と 同樣に 誠意を 以て® 重すべき もの 

であると 云 ふこと ほ 能く 心得て 居つ て、 其 通り 實行 

すると 云 ふこと を 政府 •殊に 寺內 首相は 誓 ほれた の 


であります、 それから 又 決算の 全體の 責任に 就き ま 
して、 前の 內閣 の爲 された る 事柄に 就て (3: 現內閣 が 
资成 する 事項で あれば それ 丈 ほ 責任を 持つ、 併な が 
ら 賛成の ! 1; 来ぬ 事項に 就て (i 貴 任を 負 ふべき もので 
ない と考 へる •但し 前の 内閣の やつた 事が 惡 ければ 
其 善後策 等に 就きまして ほ 責任を 辭 する 譯の もので 
ほ あるまい、 即ち 會計 檢奄院 の 報 fv に對 して 辯 明す 
る事項に就てほ、其辯明それ自身に就ても責任を負 
ふべき ものであると 云 ふ 言明を 得ました、 それから 
又是ほ 積年の 間 題に なつて 居る のか 知れ ませぬ が • 
決算の 提出 期 繰 上の 事であります、 是ほ今 四 年越し 
の ものを やつて 居る、 四 年 も 後の 事を やる と 云 ふこ 
とに なれば •大概もう 疾うに I 内閣 ほ 能く 代り ま 
すから •居らぬ 內閣を 責める 形になる から、 居る 內 
閣を 責める と 云 ふ 趣旨で ございます、 そこで 一年 位 
繰 上げる ことほ 出來ぬ かと 云 ふこと に 就きましては 
どうも 政府の 答 辯に 依ります ると， 現行の 會計 法規 
其 他の 關 係に 於て、 其 事を IK 調べる 所の 當 局に 對し 
て 費用を 增 されても、 どうも 此 事は 今の所で ほ 行 ひ 
難い、 斯う 云 ふ 答 辯を 得ました、 それから 次に 一寸 
申 上げて 置く 事項が ある、 と 申します のは、 採 木 公 
司の 問題であります、 是は大 倉 等から 時の 政府が 百 
五十 萬圓を 取つ て、 之を 對支 外交に 利用した、 即ち 
宗社黨 とか、 或は 南の 方の 人を 援けて 袁世凱 を 倒し 
たと か 云 ふやうな 政略に 用 ひて 居る、 斯う 云 ふやう 
な 質問 議論が ございました、 其 次には 二 個師團 問題 
…… (「政府の 答 辯は どうした」 と 呼 ふ 者 あり〕 政府 
の 答 辯は 必要なら 申し ませう —— まあ 後で _ 上げ ま 
せう、 それから 二 個 師團 問題で 議員を 買收 して ir る 

其 金は 機密費から (.1.1 たと 云 ふこと を 刑事 被吿 人が 白 

狀して 居る、 であるから 此 機密費が 誤用せられ たと 

云 ふことは 明かで ある， 機密費の 性質と して 之を 知 

る ことは 出来ぬ やうであります けれども、 何 處の所 

管の 機密費を 使つ たか 位の 事は 分り さうな もので あ 

ると 云 ふ 風な 質問が ありまして、 それは 分る 丈 調べ 

て 出さう と 答 辯を 得た やうに 考へて 居ります、 それ 

から 所得税の 取 立に 就きまして、 兎角に 富豪に 寛大 

の處 置を 執つ て、 中產 以下の 者に 苛酷の 取 立を して 

居る、 偶々 であつ たか 知れ ませぬ けれども、 三菱 合 

資會 社に、 而も 二箇 年引緻 いて 二 三 萬圓 の脫税 の 事 

が ありました、 是は 一寸 奇異に 感じて 質問 應答 をせ 

られた やうな 有樣 にご ざいます、 それから 蠶 絲救濟 


問題に 就きまして、 是亦 責任 支出を して 居る、 是ほ 
主として 傾濱 の生絲 商を 庇 誰す る 目的 •是等 もどう 
も 怪しい と 云 ふ 風の 質問 應答が ありました、 政府は 
其の然 らざる 所以を 答 辯せられ たやう に 記憶して 居 
ります、 え— と …… (笑聲 起る〕 次 ほ參政 i R の成瑣 
如何 (「もつ と眞 面目に やれ」 r 眞 面目に やつたら ど 
うです， 1 「議長 注意を 爲 さつたら 宜 いでせ う」 「何を 言 
つて 再る」 と 呼 ふ 者 あり〕 眞而 目です、 眞 面目で 言 
つて 居る のです。 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 私語 ほいけ ませぬ。 

〔「吒 られた らう」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 富 島暢 夫君 此事に 就きましては 事務官と 政務官 
どれ もどう も 違 ふやうな 所 ix ないやう に 思 ふと 云 ふ 
政府の 答 辯で ありました 、其 參政官 が 名を 事務 視察 
に藉 りて、 選擧の 應援に 狂奔せられ た、 是は官 紀紊 
亂と か、 或は 國費を 取つ て 居れば 國費 濫費で あると 
か 云 ふやうな 質問 議論が ありました、 さう して 參政 
官に對 する 答 辯は、 どうせ 置かれた ので あるから、 
何等かの 効力 {X 有つ たらう， 斯う IK ふやうな 答 辯が 
あつた やうであります、 所で 紫 安 君で あつたと 思 ひ 
ますが、 參 政 W ほ 代議士を 兼ねて 居る から、 性質 上 
選擧 應援に 出掛る と 云 ふことは 當然の 職務で ある、 
國 費に 依らず して 黨 から 金を 収つて 出張す るに、 何 
等 不思議の ことは な いぢ やない かと 云 ふやう に、 之 
に對 しては 極力 辯 謹な り、 質問な り 討識な りを せら 
れ ました やうで ございます-所が j 方では 代議士た 
りと も 官吏で ある 以上 ほ、 官诳 服務 規則に 從ふ べき 
ものである、 當然の 職務なら 黨など から 金を 貰は ぬ 
で宜 いぢ やない か、 當然 官費を 受けて 然るべき もの 
である、 實に 官紀を 紊る點 に 於て 矛盾して 居る ぢや 
ないかと 云 ふ樣な 議論が ありまして、 之に 對 して 司 
法 大臣は 官紀に 背いて、 さう 云 ふやうな 所から 金を 
貰 ふと 云 ふやうな ことは、 或は 場合に 依つ たら 事實 
問題に 依りまして 懲戒に 値する やうな ことがない と 
も 限らぬ と 云 ふやうな、 ぼんやりした 答 辯が ござい 
ました* 確かり した 答 辯で もない やうに 思 ふから、 
御 安心な さつて 宜 からう C 「御 安心なさい とは 何 だ」 
「そんな 事は 速記 錄にな い 5 畏御 安心なさい とは 
何です」 「默れ 發言中 だ」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騒然) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅 になさい。 

0 富島暢 夫君 夫で 主務大臣 ほ 斯樣な ことは 規律 上 
愼 むべき ことで ある* 餘程愼 まなければ ならぬ こと 
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と 思料す ると 云 ふやうな ことで ありました、 それ か 
ら 今日は f?f られ たやう であります が、 尾 «f さんが 大 
臣 として 名を 事務の 親 察 / U 張に 藉〇て 、大阪 とか 廣 
島、 伊預 、長 崎、 其 他 千葉縣 の 方に m ねて 11 度 行か 
れた 、是等 ほどう 云 ふやうな 用 lit が あつたの か、 格 
別 どうも 二 度 も 行かに やならぬ やうな m JJf は ^ めら 
れな いけれ ども、 仲し就 住して 初めての 事で あるか 
ら視 察せられた ので あらう と 云 ふや- 「な、 政府の 答 
辯で ありました、 併ながら 之が 'J' 度 折 悪い 事には (» 
々選 擧の 際で さう して潠 擧 に f>J- ては、 方々 て Jtii 說を 
して 居られる さう であります、 さう 云 ふやうな 21J で 
名を 藉りて 潠擧腿 援をや つたので あらう 是等は 官 5ii 
紊亂 とか 或 ほ 國® 濫费 とか 云 ふ ものになる ので ほな 
いか、 と 云 ふやうな 考を 以て、 此 質問 晒 答が 出来た 
やうに 本員 ほ！！ 取りました、 次に 傳染病 研究所の こ 
とであります、 是は内 務 省から 文部省へ 移管した と 
云 ふ 問題に なつて 居りまして、 之に 付て は 內務當 局 
ほ 此事は 内務省と しては、 行政 ® 行 上 どうも 「ベス 
卜 J が あると か 何とか IK ふ 場合に、 敏活の 行動を 妨 
げる 結果を 生じて 居る やうに 思 ふ、 斯う 云 ふやうな 
辯 じ 方を せられました •文部 常 局の 方では 學術 上に 
は 便宜を 傅て 居る、 併し 實 際の 方面に 於て は 是から 
努める ので. ある、 斯う 云 ふ 風に 答 辯に なつて 居り ま 
す. それからもう 一つ 終りに 論 功行 , K の 問題が 起り 
ました， 世界の 殊に 日獨 戰爭が まだ 終つ て 居らぬ 時 
否 職 爭を まあ 始めた と 云 ふ 位な 度合で あるのに、 時 
の 政府は 一般的に 論 功行 質を 行 はれて 居る， 是ほ一 
體今の 政府は どう 御考 になる か、 勢いと 思は れるか 
惡る いと 思 はれる か、 斯う 云 ふやうな 質 間が ありま 
した、 尙乂 賞罰と 云 ふ ものは 功罪を 明かに しな けれ 
ばなら ぬ、 然るに 貰 ふた 者が 何の 爲に —— 此 位は 事 
をして 何の 爲に 貰つ たので あるかと 云 ふ 理由を、 知 
らぬ やうな 者に 行賞を したつて、 根から 有難が る も 
ので ほない、 さう 云 ふやうな やり方と 云 ふ ものは、 
K に® 蠻濫费 と 言 ほんければ ならぬ、 斯う a ふやう 
な 質問が ございまして、. 政府の 答 辯には 斯 _な る 論 
功行 赏と云 ふやうな ものは 是 はどう も 大に愼 重に 
t 愼 ffi に考へ ぬければ ならぬ ものと 思 ひます、 そ 
れから 又此 問題に 付きまして は、 現 政府 ほ K 任を 負 
ふ 所の 部に 入つ て 居らぬ、 斯う 云 ふ 風な 答 辯を 得 ま 
して ございます、 之が 私が 報 吿を申 上げん とする 所 
の 大要で ございます， 是で 御免を 蒙ります、 それ か 
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ら唯今 小 -^ さんが 御 問に なつた 政府の 答 辯、 进は小 
泉さん も娄 M で 屮々 勉强 せられてから に、 質問腦 答 
せられて* 能く Itfc 事は 知つ て 居られる 笛であります 
から 御 答 致し ませぅ (拍手 起る) 

0 議長 (大岡 育造 封) 關和知 忍。 

〔關和 知 対 登 噴〕 

〔拍手 起る〕 

〇關知 知 君 諸；；、 唯今は 決算 委員長の 御 報® が あ 
〇 ました、 lit. 委 fl 長の 報齿 を拜鸱 致しました が、 如 
何にも 其 委曲を 盡 して 居る こと 詳細 r 寧、 誠に 議 曾 
開けて 此四 十回， 苟も 決® 委員長と して •斯の 如き 
名委 .H 長を 我！ 1® に 有し •斯の 如き 立派なる 報吿を 
拜鸱 する ことを 得ました ことを、 私は 此識會 に 列つ 
て 居る 一人と 致して 特に 光榮に 感じます (「ひや < 
」 と 呼 ふ 者 あり •笑聲 起る) 本 K は 喵 今の 委員長の 

報 吿に對 して、 ia is ながら 反對を 表する もので あり 

ます、 殊に 其 決 p 案なる ものに 對 して、 反對を 表明 

致したい と M ひます、 私の 決 謎 第に 反對 する 理 m と 

致して ほ、！ 一つの 方面から 反對の 理由を 述べたい、 

其 一つは 此決 議案の 成立であります、 決兑委 員 會に 

於て 斯る決 踽來 の / J1 で 來り たる 所の 其 山來 、若く ほ 

则捭と 云つて TC しいか、 其 成立の 歷史に 付て 第 | に 

反對を 致します、 第二には lit 決 譏 案に 报げ 指摘せ ら 

れて あります 所の， 事 EE 其 ものに 付て 反對を する の 

であります、 凡そ 決 筇の 港 5*£ なる ものが、 揀览に 伴 

ふ m 大な る ? Jt li ' j である こと i i 言 ふまで もな きこと で 

133 家 r? 計の J» 後の 監锊を 致す と 云 ふことは、 議 位 の 

fil iig として 誠に 是は K 大なる 職責であります、 故に 

此職寅 の 上から 決 筇を沲 布す ると 云 ふ 場へ >1 に當 つて 

ほ、 御 Ini 様 全く 公平に、 又 梅め て 冷 靜に 、其 勝 理を 

諶 して 決定を 與ふ ると 云 ふこと が 常 然の琪 と 信じ ま 

す、 苟 .11. にも 決 W を ? fis ^li すると 云 ふ 場合に 當 つて、 

一點 茁派 的の ^ M 若く は 私心を 挟んで 審杏を すると 

云 ふが 如き ことは •御： 2 棟 互に 之を 愼む べき ことで 

あると 私は 信じて 居 〇 ます (拍手 起る〕 lit 本 詆會に 

於ての 決算* の 轲 過を® みます ると 云 ふと、 御 

承知の 加く に本沏 の 決算 姿 包には、 大正 三 ^ 度と 

四 年度と、 此兩 年度に 苴つ ての 決算 •か ^ ？ t された の 

であります、 何 AV に： m 年度の 決筘が 一時に we 査の議 

に 付せられ たかと 云 ふと、 是は私 の 渡 閲な る、 殆ど 

漭伶開 設以來 始めて 見る 所の 新 例では ないかと 考へ 

まする が、 共 火 正 三年 度の 決 3?: が 玆に 及んだ と 云 ふ 


ことは、 前 議會三 十九 11 留の當 時に 於て， 決算 委員 
會は JK 常に 組織せられ， 乂 wm に 三年 度の 決 览を沲 
謅せ られ たのであります- 總會を 開く ことが 五 回、 
聯合 ^ 査會を 開く こと 四 回 •前後を iin じて 九 回の 決 
览 委員會 が 開かれて、 而も 其 結果と 致して は、 馏か 
七月 十一 日 かと 記 tl 致します が、 委 M 長 ほ 正式に 委 
: 2會の_ を 了つ て、 此木 議場に 報 街す る 迄に ? P つた 
のであります •然るに 其 場合に 於て 突如と して 政 友 
窗の 謎员の 一人、 殊に 其 決 a? を 加は つて 居つ た 所の 
一人ょり、 延期の 励_が 現 ほれて、 此議會 は 臨時 顧 
會であ る •短期に して 十分に !§ / する の 暇が無 かつ 
たからして、 次の 議 if に w Hf 査に付 すると 云 ふ 意味 
を 以て 延期せられ たのであります、 私共 ! X 何： S に斯 
樣なる 議論の 起つ て來た かと 云 ふこと に fj' て、 當時 
竊に 疑を 持つ て 居つ たので ある、 ■然るに _會は 多 sa 
の 決議に te つて 決せら る、 ことの 結 出と 致して、 遂 
に 本 期議 e に此 彐年度の決算が汛ねて_に上つたの 
であります、 而 して lit 誠 M に 於て 決算 姿 a 會が 開か 
れた •其 開かれる に當て の冇樣 、及 開かれてから 以 
來の委員會の有樣と云ふものほ，喵今名委負長宵島 
君の 報传に 一般を 諶 して 居る！！ であります るが、 其 
決算娄公分の始めに當0まして、政友倚の委4の方 
ょり此 度の 決算 ほ 怡度 前 火 隈内閣 の 局 1: 當 つて 居つ 
た 時の 決 Jic である， 故に 之を 港 查 する 事は 極めて 興 
味 多き 事柄で あると 云 ふて’ 港 査の 始めに 斯様な 言 
孤を lirl きました 、又闲 民激の 委員の 一人ょりは、 此 
決 3? は 前 內閣の 決 筇で あつて 前期 li 會にほ 不 港 の販 
が 多い と 云 ふので 延期せられ た 程の 問題で あるから 
して 非常に m 大な る JIV が 含蓄せられ て 居る と 云ふ樣 
な 言葉 も 聞かれた のであります (「其 通り j と 呼 ふ 渚 
あり〕 爾来 斯様なる 諸君の 御 熱心なる 御 m li から 致 

して， 數 回に R つての 委員 會の有 樣 ほ 如何で あつた 

か， 富 島 委 M 長が 詰問が あつて、 質 IH1 で ほない 詰問 

である ，成 は 論 rll である、 fsjli 容が 整 ふたと 云 ふて， 

rf? ど r® •爭の 物語で も あるかの 如く 御 話が ありました 

が、 如何にも 公平なる 坑 三者が、 冷靜 に、 木 期 決算 

委員 會の經 過を 見ます ると 云 ふと 3¢ 内容 ほ 審查 する 

が 爲に筘 査せら る、 ので あるか、 或は 他に 何等か 爲 

にす る 所 あつて、 黛 派の 感情の 爲め 、若く ほ 一部の 

私心の 爲に する ものでは ないかと 云ふ樣 な c「 のうの 

う」 「ひや <」 と 呼ふ漭 あり〕 感じを 第三者に 與へ 

たと 云 ふことは 事 實で あります (「ひや'^'^」 と 呼 ふ 


者 あり〕 殊に 其 甚しき に 至りまして は、 fi の 啓 敬す 
る 所の 政 友會の 右 力なる 三 土 君の 如き 立派な 政治家 
殊に從 來敎育 漪 として 社會 に© 敬を 殊に® されて 居 
つた 所の 紳士が， 其 娄 M 會に 於て 述べられた 言壤の 
中には、 墓に S 端なる •識者を して 耳を 拖 ふて 走ら 
しめる が 如き 言葉の あつたと 云 ふことは-速記 錄に 
明かに 殘され て 居る 事柄で あつて、 私 ! 3; 深く 三 土 君 
の 人格の 爲 に此點 は惜 むので あります， i!')f 様なる 經 
過 斯様なる 内容の 下に 審査を _ けられた， « 結果が 
惟 今 議題に 付せられ、 委 M 長の 報齿 になつ た 所の 決 
議案と 云 ふ ものであります、 此成- VC が‘ 又 其 歷史が 
旣に斯 の 如くして 由て 來る所 の決謠 案なる が 故に、 
私は 此決翦 築の 性質は 全く 憲法 上 諸君の 大切なる 稲 
能を 2 ；； 撺す るが 〇 の 決 謅案 にあらず して、 或 ii 他に 
(「 のぅく」 「其 通り」 と 呼ふ漭 あり〕 一種の 私心 
若く (i 感情を 挾んだ る 決議案では ないかと 云 ふこと 
を 疑 ふので あります (拍手 起る〕 此點に 付て 私 ほ fi 
一に 反對 致します、 第二に ほ ? If 實の點 に 於ての 反對 
の 理由であります、 本員 ほ 縦し 決算 委 M Q- 多 數の諸 
君の 此の 決議が 如何なる 由來 、如何なる 動機から 出 
で 来りたり としても、 若し 其擧 げた 所の 事柄 •事實 
が 全く 確 實な る根據 を 持つて 居り， 的確なる 道理の 
上に 立つ て 居る 所の 決議案であるなら ば、 私共 W 同 
様 公平の 位地に 立つ て、 決して 共の 励 機 由来を 咎む 
る 者では ありませ ぬ (拍手 起る) 併しながら 其の 擧 
げたる ところの 事實と 云 ふ 事柄に fj' いては ?/! I 何で あ 
〇 まする か、 唯今 委 fl 長が 御 朗讀 になり ましたが、 
其の 第一に 擧げた 事柄 ほ ■兵器 5i1'i 藥の賣 却に 關 して 
會計法 規を 無視し 収支を 紛 -m し 一 商事 組合に 過大の 
手數 料を 與へた と 云 ふこと が 其の  一 rn であります ( 
「其 通り」 「確かな fa 據だ」 と 呼 ふ 者 あり) 其の 兵 
器师藥の賣却の問題は今日に始りたる問題にあらず 
I て、 此の 事 ほ 疾 くに 前々 議會に 於いて 論究せられ 
た 問題で あつて •詳しく 此 所に 其の 事 資を繰 返す 必 
耍 ほ ない と 思 ひます が ( r 大に あり」 と 呼 ふ 奢 あり 
〕 大體 此問 題の 起つ て來た 所以は、 恰度 大正 111 年の 
九月の 頃から 歐 經 巴硪爭 の 影 S と 致して、 與： I ょり 
帝 國に 向つ ての 軍器の 過大なる 注文が あつた， 叶注 
文に 對 しては 與 § の 情誼と 致して 一挺に て も 多くの 
銃砲、 若く は 一 包の彈 藥にて も、 多くを 與 困に 供給 
したいと 云 ふの が、 帝 K の與國 に對 する 義務で ある 
能 ふべ くん ば 成べ く 多くを 供給したい、 併ながら 如 


何に 與國 に對 する 友誼 上の 供給と 雖 も， 帝國 自身の 
阈防 若く ば 自身の 戰 備に 斡して、 一點一 角と雖 も 之 
を缺 くと 云 ふことは 許さない、 故に 常 局 者は 興國に 
向つ て 多くの 銃砲 彈藥を 供給したい、 併し 自國聰 璐 
は 一寸の 隙 だ も與 へる ことを 許さない と 云 ふ、 此間 
に 立て 當局者 機宜の 成. 置と 致して •特別 作業 會計の 
範阊內 に 於て、 昨堪 省の 周 式なる 銃砲を ® 兵 工廠に 
引 is し， 砲兵 工廠 がそれ を 材料と して 一而には 與闽 
の 注文に 應じて 銃砲を 供 給す る •一面に 於て は 陸軍 
省の妈 式 兵器に 代 ゆるに， 新式の i& 器を 以て 之を 補 
塡 すると i< ふ 所謂 保 ^ 轉換の 卿き， 是 は 咄々 此 場合 
陸ボ 省に 於て 特別に 案を m した 所の 方法で も 何でも 
ないのである，此事柄を實行を致したと云ふ、此事 
ほ 寧ろ 與國に 酎す るの 情誼を 全ぅし、 國内に 於け る 
戰備の 補 塡を 計つ たこと、 致して •政府 常 局の 仕事 
と 致して ほ、 寧ろ 吾々 ® 民の 火に 同情を し •大 に感 
謝すべき 所の 事で あつたので ある (拍手 起る： I 而し 
て 邦 商事 紐 合と 榊す る 兵器の 賣 却の 局に 當つた 泰平 
組合なる ものに 對し て、 諸君 ほ 過大の 手数料を 與へ 
たから 惡 るいと 云 ふ， 抑々 商事 組合た る 泰平 組合の 
成立ち、 其歷史 は 諸君 も 御 承知の 如くに， 現に 內閣 
の 今 宵 班に 在る 所の 寺； 2 们が ，常時 陸軍大臣の 時に 
兵器：！ i 却の事 M に f-J' て、 作り出した 所の 是は 組合で 
あります、而して其常時の乎數料 (3: 幾らであをかと 
云へぱ ，五分の 手数料を 拂 つて、 之に 兵器 賣 却を 委 
せて 居つ た、 今 申 上げた 如き 111: 界 の戰爭 、與國 との 
關係 から 致しまして、 注文が 多くな りまして 費 却の 
又 高 も 多く 嵩んで 來 た、 高が 多く 嵩んで 來 るに 依つ 
て、 其 局に 當 つて 居る m 合の手 數 料の 高が 多くなる 
是 (3-. .H 然の數 であります、 殊に 大隈内 閣に 於て 當初 
結ばれた 所の 五分の 手徽 料を， 之を 金 商が 多くな り 
利益が 多くなる に從つ て、 一而 國 家の 爲に 計つ て 其 
芄 分の 手數 料を 三分に 致し、 更に 之を 引上げて 二分 
に 致した のであります、 政府の 當局 者の 說明 する 所 
に 依ります と 一億 八 千 萬の J% 器彈缀 を 供給を 致して 
さぅ して 三年 度に ほ 泰平 組合の 手 ® 料は 百 十二 萬圓 
四 年度に 於て W 八十 四 萬圓 、與國 に rnj つて： 虫 器を资 
つたと 云 ふこと が、 若し 惡る いこと であるなら ぱ之 
手數 料を 與へ たと 云 ふこと が 同じく 惡るい ことで あ 
り ませう •與國 に 向つ ては： 虫 器を 供給し， 內に 於て 
戰 «ii に缺く 所な き 方法を 講じて、 而して 事に 當つた 
所の 組 台 1". 向つ ての 手数料を 、五分の ものを 二 分 迄 
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引下げて。 

〔此時 篛 長大 岡 育造 対 退席 岡 Is 長葫田 国 松 君 著 

席〕 

〇關和 知 君 詰り m 合の 利益を® く 迄に 減少 致して 
雙 方に 向つての 帝 H の 義務と 職務と を 全うした と 云 
ふことは、 當局 者が 萆ろ是 ほ顗 員 諸君に 依つて 褒め 
られな ければ ならない 事柄で あると 言 ほれた の も 無 
理 はない 〇 拍手 起る〕 諸 ff ほ 會計 法規を 無視した、 
或 ほ 收茭を 紛筘 致した と 云 ふこと を 決議され て 尻り 
ます けれども 啓 計 法規を 紛箱 した 若く は 無視した と 
云 ふ 事柄 ほ>  此衆 翳院に 於いても、 ¢5: 族院に 於ても 
會計 法規を 蹂颐 したる 違法の 處 S であると 云 ふ 議論 
は 決して 無い のであります (拍手 起る) 唯々 此の 保 
管 轉換の 今 申 上げた 所の 取扱の 方法が、. 今少しく 何 

か 方法は 無から うか、 分り 易い 方法が 無から うと 云 

ふこと で、 當時货 族院の 委員會 に 於て， 時の 當局者 

と 折衝を 致した と 云 ふことは 事 實で あります、 併な 

がら 其 當時貴 族院の 委員 會の有 様は、 諸君 も 御 承知 

の 如くに、 此 場合に 於て 一面に 軍器を 供給し， S 國 

の國防 を 金う する こと k して ほ， 如何にしても 期 ® 

なる 法規の 範圆内 に 於て、 機宜の 處 置を 執る と 云 ふ 

ことは、 萬々 是は已 むを 得ざる 事柄で ある、 此方 法 

以外に 當局 者と して 何等 處趵 する 所の 方法 ほ 無い と 

云 ふこと を， 當 時の 當局 者た る 岡 陸軍大臣が 殆ど 重 

き 病苦の 間に 死に 垂ん とする 身を 以て、 貴族院の 議 

場に 於て®; 乎と して 其 主張を 守り 斷乎 として 貴族院 

の 杓子 定木の _ 論に向 つて 反對を 表せられて、 此問 

題の 解決を したと 云 ふことは、 如何にも 今日 吾々 思 

ひ 出しても、 當時の 岡 陸相が 如何に 武人と しての 面 

目を 發揮 し、 ! zn 何に 國務 大臣と しての 主張 定見を 金 

ふした かと 云 ふこと を 顧みて、 欣慕 に堪へ ない ので 

あります (拍手 起る) 今日 諸君の 擁 e せられる 所の 

現 寺內内 閣 の閣潦 諸 公の 爲 さるる 所 ほ 如何で ある、 

自己の 提出した る 財政 計 迸の 根本を 破壞せ られて も 

憲法 附一 一の 法律を， 提出しながら 輕 々しく 提出し、 

輕 々しく 撤回して， 殆ど H 務を 玩弄して 尙ほ 恬然と 

して 愧づる 所を 知らざる 今日の 閣僚は， 當 時の 岡 陸 

相の 意 氣と其 識見に 對 しては， 洵に漸 死して 餘りあ 

るべき こと X 私は 思 ふので あります (「決算に 何の 

關係か 有る」 「此 内閣は 盗人は せぬ 正直 だ 惡人で な 

い」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 副議長 cm 田國松 君〕 靜® に。 


〇關和 知 君 第二 (3; 松昌 洋行に 對す る製鐵 所の 所有 
船舶の 怒 島 丸、 f 思 山 丸、 汐首 丸の 保管 契約を {3 すに 
過少の 料金を 徵 して 不當の 契約を 取 結んだ と 云 ふこ 
とが •決 諺に 於て 記載せられ て、 前 内閣の 大な る是 
ほ 失政の 迹の如 くに 叫ばれて 居ります (「無論 だ」 
と 呼 ふ 者 あり) Itfc 松昌 洋行に 對 する 船舶の 保管 契約 
と 1 K ふことは、 何れの 時に 出來た 所の 契約で ありま 
すか， 何者が 其 局に 當 つて 居つ た 時， 誰の 内閣の 時 
に 最初の 契約が 出來た ものであります か (「桂 內閣 
」 と 呼 ふ 者 あり〕 最初の 惠山 丸の 契約を 結ばれた、 
其 時は 明治 四十 五 年の 七月 二十日であります、 明治 
四十 五 年の 七月 二十日は 恰も 西 園 寺內開 の 時代で あ 
つたので あります* 唯今 桂內閣 と 言は れ ましたが、 
それは 多分 影 島 丸の 契約の ことに 付て であり ませぅ 
而も 其の 影 島 丸の 契約なる ものは、 大正 元年の 十二 
月 二十日で •詰り 明治 四十 五 年と 股へ て 行けば， 其 
の 十二月 二 十日、 西阚寺 內閣ほ 其の 確か 十五 日 前に 
總辭職 を爲 された のであつて、 其の 前に 取 結ばれた 
惠山 丸の 契約から 引- © いて、 影 島 丸の 契約に 及び ま 
すると 云 ふと、 此の間に 於いて 五日 や 十 U の 相違に 
依つ て、 惠山 丸の 契約に 對 しても •亦 西 園 寺內閣 が 
全然 責任な しと 云 ふこと ほ 言 はれない ので、 其 最初 
の 契約なる もの ほ 如何なる ことを 取 結んで あるかと 
言 ひま すれば ■惠山 丸の 契約 ’四 園 赤 內閣の 時に 最 
初の 松昌 洋行と 結ぱれ た 所の 保管 契約の 第 九 條には 
「契約期間 滿 了に 際し 製鐵 所に 於いて 本船の 使用を 
必要と せ さると きは 該期間 滿 了の 日より 向 ふ 七箇年 
の 間に 在りて ほ 製鐵 所は 本契約と 同一 期間 及條 件に 
依り 本船の 保管を 松昌 洋行に 委託す る ことを 得 前項 
に 依り 本船の 保管を 委託せられ たると きは 松昌 洋行 

は 之を ffi むこと を 得す」 是れは 惠山 丸の 契約で あり 

ます、 而 して 影 島 丸に 就いての 契約 ほ、 第十條 に 同 

一の 規定、 僅に 文字の 相違は あります けれども， 全 

く是れ と 同一の 勝 件冏 一の 期間を 規定して、 製鐵所 

が 責任を 負 ふて 居る 所の條 約であります、 此條 約が 

出来て 居つ て， 之を 三年 毎に 更新す る —— 諸君 ほ 其 

更新の 時期 •詰り 大正 五 年の 一月 以降の 契約を 爲す 

べき 場合に •大隈 內閣が 而も 其 時は 戰爭の 影響と 致 

して、 海運 界 非常の 盛況で ある， 傭船 料は 非常に 暴 

騰した 時で ある •此 場合に 於て 契約を 何故に 改正し 

て、 もっと 高い 傭船 料、 他. の般舶 と 比較して 適當な 

る 所の 傭船 料を収 らな かつた か >  之を 恰も 大 隈內閣 


の 過失の 如く、 若く は 失政の 如くに 御 非難され て 居 
ります るが ( 「其 通り」 「ひや と 呼 ふ 者 あり 
〕 更新の 場合に 於て、 其 契約を 拘朿 する 所の 事柄は 
惠山 丸に 於ても 影 島 丸に 於ても 明治 四十 五 年の 七月 
若く は 大正 元年の 十二月に、 於き まして、 更新の 場 
合 若し 製鐵 所が 其 船舶を 必要と せざる ときに ほ •再 
び 同じ 條 件と、 同じ 期間を 以て 松昌 洋行に 保管 管理 
を 委託すべき ものであると 云 ふ 約束に なつて 居る、 
此 約束に 對 して 大正 五 年 以降に 向つ て 之を 任意に 變 
更 し m る ことが 出来る と 云 ふことは. 私 (i 斷 じて 是 
ほ m 來な いこと で、 若し 此出來 ない 事柄は —I M 故 
に W 來な いかと 言へ ば、 ® に 結んだ 所の 契約が 基礎 
を爲 して 居る からで ある、 此點に 就て ほ當局 者の 會 
計檢赉 院の 報告に 對 する 辯 明の 中に も 明かに 記述せ 
られ てありまして、 諸君が 特に 是は御 承知に なつて 
居らん けれ ぱなら ぬ 事柄であります、 斯樣 にして 此 
契約が m 來て居 るが、 而も 其當時 の大隈 內閣は 、此 
海運 界の 盛況に 毀して， 松昌 洋行の 利益 過大なる が 
故に、 契約に 依て は 之を 改正す る こと も 出来ず、 保 
管 料を 上げる ことは 出來な いが、 其 事 M 其 時の 形勢 
に對 して >  鍵 方 了解の 上に 惠山丸 も 影 島 丸 も ■郵船 
會 社に 委託して 居る 所の 汐首丸 に對 しても、 亦適當 
なる 所の 料金を 上げて 居る ので、 殆ど 成る ものに 對 
しては 其 倍額に 上げて 居る のであります、 而も此 倍 
額に 上げた と 云 ふことは、 契約の 上から 出 來た 事柄 
ではなく して、 全く 時の 當局 者と 松 昌 洋行の 諒解の 
上に m 來た >  是は 德義 上の 改正で 有ます， 此 問題に 
對 して 色々 諸君の 非 雛が 有ます る けれども， 爰に今 
の 當局者 農 商務 大臣 仲 小路 君、 此人が 當局 者と して 
此 問題に 就て 如何なる 事を 委員 會に 於て 說明 せられ 
て 居ります るか、 諸君の 洵に 激しき 所の强 き 質問に 
對 して、 繰返し 質問の あつた 場合に， 農相は 幾度 か 
斯樣な る 事を 說明せ られ答 辯せられ て K ります 「唯 
々此問 題 ほ 大正 ？ T 年に 更新 的に 結んだ 約束 其 ものが 
政府 kk'l 庫に 損失を 掛 くべき …… (「停電」 と 呼 ふ 者 あ 
り) ことを した かどぅ か (「分り ませぬ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 宜しい、 更に ifi みます 「政府 國庫に 損失を 掛 
くべき ことを した かどぅ かと 5i ふの が 今日の 問題で 
あります 、それで ございます から 此 約束を 更新す る 
時分に 其關 係を 前後の 事情よ 〇考へ て 見て、 是は普 
通 「チヤ ータ！ .一とは 見られない、 保管の 關係も 持 
つて 居る し、 殊に 開平 炭 運搬の 事に 就て、 政府 も 亦 
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それに 依て 得べき 利益は 得て：；： る”：！ であります から 
此 條件が 多少 J® に 失する と 云 ふ ., JJ ' かあつても、 それ 
は 別に 國 BB に拟 失を 歸す べき 行 is ではな かつた と、 
斯ぅ 見る が 至 當と考 へて 居ります 一 是は谜 商 S 大臣 
の 委員 會に 於て 腿々 答 辯せられ た言眾 であります る 
動ともすれば 事の 乘ず べき あれば 罪を 前內 に H す 
ると 云 ふこと に 於て はハ 殆ど蹈 错 する ことなき 所の 
現 農 商務 大臣 仲 小路 君に して、 而して 尙ほ此 f!!] s に 
就て 諸君の 多數が 種々 非雖せ らるゝ にも拘らず 、斯 
樣な る說 明を 斷乎 として 致されて & ■ると 云 ふことは 
此一 點に對 して 仲 小路 赳遙 かに 見上げた 所の 男振り 
であると 私は 想 ふ (拍手す る 者 あり〕 次は 製鐵 所の 
製材拂 下に 就て、 少數 者に 利益を 獨占せ しめたと、 
前 內閣の 時代、 大正 三年 度、 四 年度に 苴 つて W 鐵所 
の 製品の 如何なる ものを 如何なる 少數 者に 利益を 獨 
占せ しめた かと 云 ふが 如き ことほ •私は 之を 此決謎 
案を 案出せられ たる 所の 諸君に 伺 ひたい、 先程 钪島 
君の r タ ー ル」 とかな どと か. 云 ふ 一種 調子の 附いた 
私共には IF 慣れない 製品を， 何 か 不正の 利益を 獨占 
せしめて 賣つた かの 如く 御 報吿が ありました が、 聞 
く 所に 據〇 ますれば、 製鐵 所の 製品 ほ r タ ー ル」 の 
如き 「ベン ゾ ー ル」 の 如き 副 產物 は、 是は 大正 六 年 
度の 一月 頃から 之を 柳 下を 致し 渡を 致して 居る 
やに 間いて 居ります， 其 以前に 遡つ て三尔 度 四 年度 
の 問に ほ， 勿論 製鐵 所であります から、®々 の 製品 
も あつたで あらぅ、 買 ふ 者 —— 所謂 製 出して* 然る 
べき 商人 若く ば } t 船 所 等に 迓 却した こと も ありませ 
ぅ、併ながらそれ等は. ^ に微々たる ^ 柄で & 0まし 
て、 斯樣な る ことを 収出 して 之を 前內閣 の 秕政滕 々 
見るべし などと 數 ふるに 至つ ては、 從米 の決筘 に 現 
はれた 所の ir 計 檢査院 の 報告を 金く 御存じな き 所の 
是ほ 御言 葉で あると 思 ふ、 何 21f を 致し， 如何なる 物 
を拂 下げて、 それが 不正の 利益を® 占せ しめた か、 
而 して 其獨 占した 責任が 前 内閣に 在る と 云 ふこと に 
就て、 若し 的確なる 事 if 然るべき 所の 逍理が ある 
ならば、 私共は tR んで 之を 眾 るので あります、 其 次 
には 米價 調節の 問題で ある， 此 問題 も旣に 腿々 此識 
會に 於て ほ 繰 返された 事柄で あつて、 事實に 於て は 
此 問題は 既に 決定して 居ります る >  米惯 調節の 時期 
を 誤つ たと か、 方法を 誤つ たと か、 若く は それが 有 
効で あつたと か、 無効で あつたと 云 ふこと を、 今日 
決算の 場合に 論 閾 すると 云 ふことは、 全く 是は 時と 
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場合と を 無賴 せる 所の 一場の 空論でありまして、 決 
算 委員 會が 米價 調節 問題を、 不法な り 違法な りと 決 
誘 案の 中に 數へ擧 げられ ると 云 ふことは、 私 it 首肯 
する ことは 出來 ませぬ、 此米價 調節を 諸君が 無効で 
あつたと 云 ふ、 併ながら 常 局 初めと 致して 社 會萬衆 
は、 其 有効で あつたと 云 ふこと を 認めて PT る ことは 
確かに 私は あると 思 ふ (拍手 起る〕 唯々 此事柄 は殊 
に 此內閣 の 下に 開かれた る 前 謎會 三十 九 翳會に 於て 
諸 封が 委員 ^ を X SG する 勢力を 有つ て 居ります る、 
其 委員 會に 於て 明かに 米價調 節の 問題に 付て は、 事 
後 承諾を 與へ たもので あります、 故に 今日 之を 諸 岩 
が 何 か大隈 内閣の 爲に 、排坍 の n 的 若く は 其 他 喜ん 
で 非® の 材料に 供す る爲に 拾 ひ 出して 来たと 云 ふ、 
其 骨折は 感心で ございます けれども、 問題 其 ものに 
於て は 玆に揭 くべき の 僧 値は ない のであります •第 

五に ほ 水！ s 及び 築港 補助 ri に 付て 責任茭 川 を 致し、 

潠绍に 利用 致した と 云 ふことの 一項であります る大 

隈 闪閣 が 四日 市外 三 港の 築港、 31 京 市外 九 市の 水道 

補助 S を 支出す るに 至つ たと 云 ふ flf 柄 ほ •御 承知の 

如くに、 時は 恰も 前山 木 内閣の 瓦解の 際， 本 fs 32 は 

不幸に して 不成立に 終りました けれども •之に 對す 

る！！ BB の 負 } 8 となるべき 契約を 爲すの 案は、 兩院を 

通過して 成立 致し 是が 公布せられ て® つた、 其 事業 

が 必要に して 又 急須を 要する こと it 論を 俟た ざる 所 

であつて， 地方の _體自 洽體 の EI1 請に 基いて、 其 時 

に應 じて 時の 政府が 支出 致した、 然も 其茭 出した と 

云ふ堪合にほ、本拽算に旣に二年も前に重なつて不 

成立に なつて 居ります、 其 他に 財源の 缺 乏した 場合 

政府が W 任を 執て 剩餘 金を 支出した と 云 ふこと if 

此問 題に 付ても 委員 ^ は 憲法 論を W 々引いた ので & 

ります、 剰餘 金の 支出に 關 する 憲法 論 if 今 新に 蕺 

する の 要はない ので ある、 旣に第 九議會 以来、 諸 

君の 大多數 li llt 問題に 付て 旣に 定見の 存 する 所で あ 

ります， 其 臨 叫 茭 3 を 致したい と S ふこと* 是が何 

の 失政で ある、 是が何 の不當 であります、 偶々 選 粉 

の 間際で あつて、 何か潠 舉に利 W した (「其 通り」 

と 呼 ふ 者 あり〕 諸君が 此 問題を 以て 之を 失政と 非雖 

するならば、 諸君は ii つて 其 政府の 支出した •地方 

團 體が使用した其會計の上に於て、具體的に事實の 

上に、 是が禺 法で ある、 是が不 當 であると 云 ふこと 

を 薄 ？ t 討究 致して， 其 過を M むる と 云 ふこと が 決® 

委 e 當然 の嵇 K である、 ? II 後 承諾 支出に 對 して、 相 


當と 認め、 事後承諾を 與 へて 尻る 問題、 而 して それ 
•か 決 3? に 現 はれた と 云 ふ 所の ものに 讨 て， 事實に 付 
て漭査 せず して、 此臨時 莢 出した のが 宜しくない、 
是を選 擧に 利用した と S ふことは 人を， 評 ゆるに 急に 
して •自か ら其責 を 顧みない ものであります 、之を 
要します るに、 諸君が 昨年の 七月以 來 、大正 三年 度 
四 年度に II つて 恰も 大隈內 閣時代 、其 時代に 犬なる 
惡事が あつたら ぅ •失政が あつたで あらぅ と •年を 
0. つて 諸君が ! 1 案と 致して 研究し 努力せられ た 所の 
其 結果は、 今日 偶々 見れば 此決 議案、 其 決議案の 事 
を 初めから 仕舞に : i5 る 迄 仔細に 之を 研究 致して 見 ま 
すれば •最初 申 上げた 如くに、 多くは 諸君の 關係あ 
る 所の 西阑 寺內閗 時代の 問闊も ある、 又寺內 内閣の 
責任 ある 問題 もあります、 降つ ては 現に 今日の 內閣 
が m 犬の 責任を 有つ て 居る、 其 問題 も あるので ある 
〔此時 副議長 滔 fll 國 松 ?1; 退席 議長 大岡 育造 君 著 
席〕 

〇關和 知 君 而 して 更に 奇怪に 堪へ ざるは 成は 製 鐵 
所 間 題と か、 或は 又 松 昌 洋行に 對する 船 《依 託！； n ttl 
の 事柄の 如き、 若し 之れ を寶 むべき もの ありと すれ 
ば 旣 fli の當局 者の 失政を 責む ると 同時に、 失政 あり 
とするならば‘ 併せて 其の 問題 ほ 延て 現在の 當 局に 
及ぼさな ければ ならぬ、 否 此の 當局 者に 對 する 失政 
を 非難す る こそ «1 を 未然に 改める 上に、 議 會の權 能 
限を 發揮 する 上に* 更に 有効で あると 云 ふこと を 私 
は 信じます、 然るに 此の 事を 爲さ ずして 寺 內內閣 に 
對し ては •現在 其の 責任が 及んで 居る 其の 當 局に 對 
して、 之れ を責 むる に餘 りに 怯々 して、 三年の 前の 
前 内閣の 問朗に 付いて 之れ を責 むる に •頗る 諸君の 
勇 氣 ある 事に 對 して、 私は 甚だ 諸君の 態度 諸君の 勇 

氣に對 して 疑を 挾まざる を 得ぬ のでめ る (拍手 起る 

〕 決讁 案、 前 内閣の 秕政歷 々として 見るべし 斯樣な 

る 決議案を 提げて 之を 議會® 上に 叫び， 之を 委員# 

に 於いて 連日 繰返し •其の 他樣 々なる W 題を 繰返し 

て 論 謎し、 之を 天下の 公衆に 曝し， 之を 遍く 天下の 

新聞に 傳へ て， 如何にも 前 内閣が 斯の 如く惡 かつた 

と 云 ふこと を、 架空の 事實の 上に 付て 自から 斯様な 

る 決 蕺 を爲 すと 云 ふことは、 果して 如何に あるか、 

昔は 安那の 古風なる 政治 上の 爭に 於て は •妖 言を 疣 

布し 人心を 盛は すと 云 ふこと が あつたので ある、 近 

く歐緦 巴の 戰爭に 於て は、 敵 阈獨逸 が al 瓦斯を 放散 

して 其 敵 ^ を 苦しむ ると 云 ふ 所の 新なる 瞇術 を發明 


した •諸君が 今日の 決截 案の 如きは >  繰返し < し 
て 居る •か、 事 a の 薄弱なる ® ■めて 取る に 足らぬ 問題 
を重ね^^間題と致し一」、天下の耳目を欺かむと 
する は、 恰も 古風なる 支那 政治家が 妖 言を 流布して 
天下の 人心を 惑は す •若く は獨 逸が 毒 瓦斯を 放散し 
て 天下の 人心を 惑亂 すると 同し 事で ある， 此 決議案 
は 之を 稱して 支那 風の 妖言的 決議で & る •之を 言 ひ 
換へれ ば 毒 瓦斯 的の 決識 案であって、 神聖 •なる 議會 
に 於て 論 _ すべき もので ない と 私は 考 へます、 諸君 
は t-l を 開けば 常に 時局なる ことを 言 ふので ある、 如 
何にも 今日の 時局に 對し •御 同樣 責任を 考 へて 見た 
ならば、 斯樣 なる 決議案、 斯 _ なる 決議案を 論議 致 
し •時を 費す ことは 如何に 無益なる かを 私は 悲 むの 
であります、 諸君の 決議案は 縱し 事實が 私が 述べた 
如く、 以上の 事 ® は 取る に 足らずと 雖も 、諸君の 多 
數の 頭數ほ 或は 此 決議案を 通過す るで ありませ ぅ、 
此 決議案 ほ 縦し 通過 せらる ゝと雖 も 此決_ 案が 議院 
に 於て 成立した りと 雖も ，それ ほ » 瓦斯 的の 決議案 
謡 言 的の 政略を 致す を 以て 之を 仕遂げた と 云 ふに 過 
ぎず して 議院 以外の 公正なる 所の 第三者 •識見 ある 
所の 識者は 此 時局に 對 して， 如何に 我 帝國 議會 が些 
末な 問題を 以て、 黨派的 感情に 沒 1 g して 居る かと 云 
ふ 事を 深く 悲むで あらぅ と 思 ふので あります* 願く 
は 私は 此決諉 案 提出者， 即ち 政友會 の 諸君、 或 ほ K 
民黨の 諸君、 其 他の 兩 派の 諸君に 於 かれましても、 
苟も 公正 愼 重， に考 へて- 此決謹 案 ほ旣に 道理な しと 
悟ったならぱ，諸封の餺筑する所の現寺内内閣が， 
常に _ 案の 撤回を 以て耻 とせざる 所の 其 勇氣に 省み 
て、 此決顬 案を 撤 M せられて 然るべき 事で あると 私 
は 信じます 、是が 私の 反 對の理 由であります (拍手 
起る) 

0 議長 C 大岡 育造 岩〕 三 土忠造 君。 

〔三 土忠造 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 三 土忠造 君 諸君、 本員 ほ 大正 三年 度 反 四 年度の 
決算に 付きまして、 委員長 報 ^- の 全部に 賛成を 致す 
者であります、 殊に 最後に 附加へ られ ました 決 _ 案 
に 付て、 主として 賛成の. 1C 味を 申 上げて 見たい と 思 
ふので あ 〇 ます、 唯今 委員長は 此 決算に 對する 御 報 
传の 場合に 於て、 如何にも 面白可笑しく 御 報 ft- にな 
〇 ましたが、 私は 此決算 を rfii 白い とも 可笑しい とも 
思は ない のであります、 此決第 を： 池 査す るに 付き ま 


して、 私は 阈 家の 爲に 憂慮に 堪へぬ 事を 發 見す るの 
であ 〇 ます、 唯今 關君 からして 吾々 の 提出 致し まし 
たる 不當 決議に 對する 反對の 御意 見を 御述 にな 〇 ま 
したが、 關君は 初めから して 此 議案は 大隈内 閣の秕 
政を 指摘す る、 大隈内 闐の a 惡を 暴露す る爲 に、 黨 
派 根性を 以て やつた ので ほない かと 云 ふ 事を 言 はれ 
ましたが •さう 觀察 する 事が、 旣に黧 派 根性では な 
いかと 思 ふので あります， 何故 なれば 其 決議案の 何 
所に 前 内閣と 書いて ある， 艇 々關 君は 前內閣 の秕政 
の跡歷 々 M るべ しと 云 ふやう に讀 上げて 御演說 にな 
りました が、 或 ほ 御讀 違で ないかと 思 ふ、 其 決議案 
は 唯今 委員長が 報吿 になり ました 通り，'  何も 前 内閣 
と 云 ふ 言葉 ほ 使つて ありませ ぬ、 大正 三年 度、 四 年 
度の 決算を 群 齊す るに、 違法 T' 常の 處置如 る 多く、 
秕 政の 跡歷々 見るべし と 書いて あるので ありまして 
前 内閣 云々 と 云 ふ 事は 一言 も 謳つ て ありませ ぬ、 怖 
しい^^^ と 思つ て 見る と 云 ふと 幽靈 が m て 來るや う 
な 工合で >  諸君 が 吾々 の此 決算を ap 査 致します る 態 
度に 付て 疑惑の 眼を 以て 見て 居る から* さう 云 ふ 御 
議論が 起る のでは ないかと 思 ひます、 申す まで もな 
く 決算 ほ豫算 と共に 吾々 立法府が 行政府の 行政 財政 
を 監督す る 重大なる 手段でありまして、 豫算は 之を 
事前に 於て し •決算は 之を yf 後に 於て する 差 だけ あ 
ります けれども、 兩 者の 間に 輕重の 別 ほない ので あ 
ります、 然るに 決算 審議の 場合 ほ， 多くの場合に 於 
て其當 局 者た る 內閣が 更迭 後に 議會に 提出され ます 
が爲 に* 11-h 關係 から 致して 政府に 於ても 之を 輕視し 
吾々 立法府に 於ても 動 もす れぱ 之を is 視 する 傾向を 
生じて 居る ことは、 再々 大に 之を it 憾と 致して 居つ 
たのであります、 然るに 昨年 六月 臨時 議會に 際して 
大正 三年 度の 決算を 提出され ました 時分に、 吾々 は 
此會 期の 短き 場合に 於て、 重大なる 決算を 審_ し盡 
す 事が 出来ぬ と 云 ふ 事から •其 常時に 於て 本 會議に 
於て 之を 審議す る 事を 否決 致した ので ある •其 責任 
から 致しまして、 此度 大正 三年、 四 年兩 年度の 決算が 
提出され ましたのを 機 會に此 機. ' tf を 以て 多年の 弊害 
を 生じて 居る •弊風と 認む べき 決算を！ 一 賴 すると 云 
ふ惡 風を 矯めて， 決 ® をもう 少し 愼重に 密議 致した 
いと 思 ひまして •私共 ほ. H ら奮 つて 決算 委員に なつ 
た 謬であります 、而 して 決算を 段々 審翳 致して 見 ま 
すると 云 ふと 成程 此決算 ほ 大 JE 三年 •四 年の 決算で 
ありまして、 所謂 秕政 百出、 悪政 頻々 たる 故を 以て 
五 九 一 
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五 九 二 


國民の 非難を 受けました る大隄 内閣 時代の 決算で あ 
る(拍手起る〕即ち大正三年四年の決览ほ大隈内閣の 
罪惡 の歷史 である、 惡 政の 記 錄で 有ます、 故に 之を 審 
議致す に付きまして は、 自ら 前內 閣の秕 政を 窣げま 
する 事は •是 は 己む を 得ぬ 事で 有ます、 併ながら 吾 
々一 ,, a, ' :[-/ 初に 申します 通り， 決して 大隈 內閣な るが 故 
に 特に 之を 指摘す る， 或 ほ »• 惡を 暴露す ると 云 ふ 意 
味に 於て 審査 致した ので ありませ ぬ， 段々 審査 致し 
て 見ます と 云 ふと、 成程 其當 時の 內閣 が國 民の 非難 
を 受けました のは、 無理 ほない と 思 ひます るの ほ、 
何 所を 見ましても 如何にも 不正 不當 の處® が 多い の 
であります、 吾々 は 其 中で ほ 極く 主なる もの 丈を 拔 
き 出しまして* 此決識 案に 掲げた のであります、 故 
に此 決議案に 搨げ ました 所の ものを， 其 順序に 從つ 

て 逐次 極く 簡單に 申 上げて 見たい と 思 ふので ありま 

す， 第一に 兵器彈 藥賣 却に 關する 問題であります、 

是は先 年の 議會に 於き まして， 旣に §1 々論議され た 

問題であります るが、 是が 決算に 現 はれた 場合に 於 

て、 吾々 再び 一言 無 かるべからず と 思 ふので ありま 

す、 唯今 關君 は此 問題に 付きまして 決して 不當で な 

い、 當 時の 事情 H むを 得ぬ と 云 ふ 事を 申されました 

が 成程 泰平 組合を して 兵器を 賣却せ しむる と 云 ふ 事 

が、 其 初て 起り ました 當 時の 事情は 吾々 之を 諒 とす 

るので あります、 御 承知の 通り •其當 時に 於き まし 

て 三 井、 高 田、 大倉 等の 商人が、 支那 •若く は 迤羅 

東洋 方面に 極く 少數の 兵器を 賣る のに も •非常な 競 

争を 致して 居つ たので ある， 此 競争の 弊を 避ける 爲 

に、 寧ろ 陸軍 當局が 調停 妥協せ しめて、 一の 組合を 

造らした のであります、 之に 對して 陸 m が 訓令を 與 

へ、 相當 な條 件を 以て 兵器の 賣却 をせ しむる に 至つ 

たと 云 ふ ijl は* 決して 吾々 は 非難を する のでは あり 

ませぬ、 唯々 此 時局の 發生 以來 、與國 に對 する 兵器 

の H 却の 場合に 於て、 此事を 裸 期せ ざり し 平時の 契 

約 訓令を 其 儘に 墨守して、 一 商® m 合を して 多額の 

利益を 搦占 せしめた と 云 ふ 事が 宜しくな いと 云 ふの 

であります， 御 承知の 通り •是迄 我 帝 國が與 國に對 

して •賣却 致しました 兵器の 金高は 一億 八 千 九 百 萬 

圓で ある •約 二 億圓に 達して 居ります、 其 中で 一般 

會 計の 所有に 搦 して if る ものを， 砲兵 ェ S の 材料と 

云 ふ 名前で 供託して、 保管轉 換を して 賣つた ものが 

六 千 萬圓を 越して 居る と 思 ふので あります、 此會計 

法規の 關係 から 申しまして •一般 會 計に 屬 する 所の 


六 千 萬圓以 上の 兵器を I 寧ろ 其 儘 賣れ るべき 兵器 
が 大多數 占めて 居る のを •之を 材料と して 砲兵 H 厫 
に 授けて、 而 して 砲兵 工廠の 手で 以て 賣 つて、 其の 
儘 陸 車の 一般 會計が 新式の 武器を 補塡 して 居る と 云 
ふ、 此會計 法規 (i 宜しくな いと 云 ふこと を 申す ので 
ある •若し 斯の 如き 事を I 言の 非難な くして 當然な 
りと 容 されるならば. 會計 法規と 云 ふ ものは 紊亂紛 
更 、其 極に 達する の. であります c 「ひや  <」「 現内閣 
に對 して ほどう だ j 「默つ て _ け」 と 呼 ふ 者 あり) 森 
田 君御默 りなさい I 議長， 森 田 君が 餘りで す。 
0_長( 大岡 育造 君〕 注意 致します (「森 田 君と ほ 何 
んだ j 「默 つて 聽 け」 と 呼 ふ 者 あり〕 私語を 禁じます。 
〇 三 土忠 造君而 して 泰平 組合に 對す る手數 料は、 
初は 五分で あつたのを 後には 之を 三分と し 之を 二 分 
にした、 是は大 隈內閣 にして 初めて g し 得た ので あ 
つて， 前內閣 時代に ほ 出来な かつた の だと 云 ふこと 
を 申されます けれども •平時に 於て 五分の 手數 料と 
云 ふ もの ほ 當然な 事で ある， lit 賣 ります る數が 極め 
て 少ない ので あるから •五分の 手數 料を 與へな けれ 
ば、 泰平 組合なる ものが 成立 致し ませぬ、 けれども 
此時 局發生 以来 與 國に對 して 巨額の 武器を 賣り 、而 
も 其 武器を 賣る のは 與國の 政府から 帝國 政府に 注文 
をして 來れば 、泰平 組合 ほ 何等の 手數は 要せぬ ので 
ある、 唯々 名義 上の 仲 立に なつた 爲に 、非常な 手數 
料を 取つ て 居る のであります、 其手數 料が 總額 四 "a 
九十 何 萬 圓に なつて 居ります、 大體に 於て 五 百萬圓 
の芊墩 料を 取つ て 居る のであります、 斯の 如き 巨額 
の手數 料を 一 商事 組合に 渡す 事が 正當 なりと 云 ふこ 
とほ •私共 どう 考へて も 考へ得 ない のであります" 

C 拍手 起る〕 恐らく {X 憲政 會の諸 対の 外に、 滿 天下 六 

千 萬 人の 中、 一人 も 之を 正當 なりと 考 へる 者は 無 か 

らうと 思 ふ (拍手 起る〕 第二に 製鐵 所の 所有に 係る 

船舶の 保管 問題であります るが、 此 船舶 も 亦 一番 初 

めは 三 井、 郵船 會 社に 保管を 供託して あつたので あ 

ります るが、 其 常時 及 其 後に 松昌 洋行に 二隻を 保管 

せしめ、 郵船 會 社に 一隻の 保管を 繼續 せしめて ， X 

正 二 年頃に 契約を した 事は、 是は 必ずしも 不當 とは 

非難し ない のであります •唯々 時局 發生 以来， 非常 

に此 傭船 料の 職 貴した 場合に 於て， 尙且戰 前の 狀態 

で 契約した、 之を 變更し 得られる にも拘らず 變更せ 

ずして 少數の 者に 利益を 獨占せ しめたの が宜 くない 

と 言 ふので あります、 唯今 關君ほ 惠山 丸の 舊契 約の 


第 九條を 援用を せられて •其 契約 あるが g に， filf #5 
料を 上げる ことが 出来ない、 保管金を 增 す ことが 出 
来ない と 申されます けれども •何處 にさう 云 ふ 事が 
あります、 私は -J' 度此處 に條 文は 持つ て 居り ませぬ 
けれども、 第 九條の 規定の 精神は ■農 商務 大臣 も 申 
して 居り ま r、 第九條 の 精神 ほ 製鐵 所の fi 利を 保留 
したので ある •製鐵 所が 何等の 義務を 負擔 した 條文 
で ほ ありませ ぬ •斯う 云 ふ 事が 書いて あるので あり 
ます >  私は 條 文を 持つ て 居り ませぬ から、 意味から 
申します と此 契約 ほ 三年の 契約で あるが、 契約 滿了 
後に 於て" 若し 製鐵 所は 其 船が 不用に 歸して •更に 
之を 松昌 洋行に 貸付け やうと 思 ふなら ば、 七 年間 齷 
續 して 同 一條 件で 製鐵 所に 貸す ことが 出来る と 云 ふ 
意味で あつて， 決して 製鐵 所が 其 場合に 拒否す る こ 
とが 出来ない と 云 ふこと を 契約した のでは ない、 松 
昌 洋行の 義務を 規定した ので ある* 其松昌 洋行が 其 
前に 斷はる ことが 出来ない と 云 ふ 事を 規定した ので 
ありまして、 決して 製鐵 所に 義務を 負擔せ しめたの 
では ありませ ぬ 是ほ 其條 文を 見れば、 必ずしも 森 田 
君の 如き 辯 護士で なくと も 分る ので ある (森 田 茂 君 
「森 田 君の 如きとは 何事 だ、 此 場合 何故に 森 田を 援 
用す る」 と 呼 ひ 「品が 惡い から 言 ふの だ」 「先刻から 
のべつ に 饒舌る からだ」 と 呼 ふ 者 あり〕 森 田 君 ほ 先 
刻からの べつに 饒舌る から 言 ふので す、 斯の 如くに 
して 最近の 契約を 締結した の ほ 大正 五 年 一年と 七月 
とであります •影 島 丸は 七月でありまして、 惠山丸 
及 汐首丸 ほ 大正 五 年 一月で ある •大正 五 年 一月 頃の 
傭船 料 ほ 如何で あるか， 大正 5r 年 一月 頃の 傭船 料は 
汐 首丸惠 山 丸の 如き 中型の 船に 致しまして ほ •先づ 
少 くも 一箇月 一噸 十圓で あります 、又 影 島 丸は 大正 
五 年 七月の 契約に なつて 居ります が， 此 大正 五 年 七 
月頃の 傭船 料は 一噸 一箇月 十二 圓で ある、 此三隻 の 
船の 總 高が 一 萬 六 千 八 百 四十 噸と相 成ります から、 
此 割合を 乘じて 見る と 二 百 二十 萬 圓 程の 傭船 料に な 
るので ある、 此 二百 二十 萬圓 程の 傭船 料を 製鐵 所が 
受取 得られる ものを •松昌 洋行と 郵船 會 社と 一一: 隻合 
せて fl に 十九 萬圓で ある、 八 萬 圓と六 萬 1111 と艽 萬圓 
と 傭船 料を 収つて •松昌 洋行 及 郵船 會 社に 保管を 委 
託した のであります， 二百 二 十 萬 圓 取るべき ものを 
十九 萬圓 しか 取つ て 居らぬ ので ある， 併ながら 玆に 
一つ 吾々 が考 へなければ ならぬ 事 ほ、 政府の 辯 明に 
依りましても、 此 契約は 普通の 傭船契約と ほ 違 ひま 


して、保管をして居つて、保符\が其0用並に保喊 
料 等を 引受ける のであります からして、 他の ftli 船と 
ほ 違 ふ、 然るに 之を 其 道の ® [!il 戈に ea いて 見ます る 
と 云 ふと 製鐵 所の 持つ て 居る： 一一 逛の 如き 船で 申せ •は 
保 險 料、 修栲 S、 其 他の 费用を 合せて 一 袖  一 I-3 月 二 IJS 
五十 錢と云 ふ 事で ある、 二 圓 五十 錢あれ ば汴 山で あ 
る V 然らば 一 萬 六 千 八 百 四十 «1 に對して約五十觅 ^ 
二百 二十 萬 圓から 五十 萬圓引 去つても >  尙ほ百 七十 
萬圓収 れる ものを， 十九 萬 圓で迁 付けて あるので あ 
ります からして 殆ど 國庫が 百 五十 萬 _の拟 失を 致し 
たのであります、 更に 昨年の 九月、 十月、 十一月 頃 
の 傭船 料を 見ます と 非常に 高い 三十 11 以上に 上つて 
居ります から、 此三 十 K3 以上の 時 似を 以て 一茁六 千 
八 百 四十噸 の 船を 貸付け たなら ば •約 五 西览冏 以上 
の 傭船 料が 取れる ので ある、 斯の 如き S 油の ftls 船 料 
が 取れる ものを 非常な 少額を 以て贷 付けて あると 云 
ふ 事は、 どぅしても 其 間に 吾々 が 或る 解す ベから ざ 
る 事實が 存在して 居る と 云 ふこと を 疑 ほざる を 得ぬ 
のであります ( 拍手 起る〕 是 も亦镞 政 ir の 諸君が 如 
何にも 美しい やぅに 御 辯 論になります が、 天下 萬 象 
ほ 之に 對 して 幾多の 疑惑を 有して 居る のであります 
然らぱ 現内閣が 尙 .11. つ 之を 繼歆 して 居る で ほない か 
と 云 ふそれ だから 吾々 ほ 委 負會 に 於て 現 内聞を 攻擊 
したので ある、 此不當 の 決議案を 出しました の ほ 單 
に 前 內閣の 事を 言 ふの みならず 今の 內閣に 向つ て も 
反省を 求めて 居る ので ある .' mi して 委員 會に 於ても 
仲 小路 農 商務 大臣 ほ •此契 約を したと 云 ふこと ほ、 
それ 自身 ほ 餘り惡 いと ほ 思は ぬ、 又 其 後の處 蹬 に 付 
ては 政府 に 不當と 思 ふ、 故に 之に 對 して 善後の 處 S 
を 執る ことは、 十分 研究して 居る と： K ふこと を 申し 
て 居る ので ある、 又 單に傭 船 料の 問題 許りでなく、 
此保管 の 形に 於て 松昌 洋行 及 郵船 會社に 託して ある 
船を、 松昌 洋行 及 郵船 會社は 之を 外國に 「チヤ— 夕 
—」 したので ある、 而も 其 或る ものは 危險 K telc に 入 
つて、 一隻は 一昨年 失つ たのであります、 斯の如 き 
事を 保管と 云 ふ 形に してやつ て 居る と 云 ふ 事は，：  台 
々會計 法規の 上で 宜しくない と 云 ふが、 委員 會の議 
論の 焦點で あります、 それから 第三に 製鐵 所の 製品 
柳 下問 題であります が、 製鐵 所の 製材 其 他の物を 拂 
下げる に 付て、 幾多 疑惑の 問題が 起つ て 遂に 刑事 事 
件を 惹起して 居る， 製鐵 所の 長官 ほ 遂に 縊死され た 
のであります •製鐵 所を 中心として 唯今 九州 方面に 
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於て 大疑獄 が 起つて 居る、 此大 疑獄の 起つ たの ほ 何 
の 11 に 起つ たかと 云 ふと、 製筠 所が 如何なる ili をし 
て 居た かと 云 ふこと が 分る ので ある， 單に 吾々 が 新 
聞に te て發 表されて 居る 所の 田屮省 三、 舛巴陸 龍， 
其の 他の 人の 事 丈を 見ても， 製 鐵所が 如何なる 事を 
して 居つ たと 云 ふこと が 分る のみならず、 私は 此の 
一例 丈 IV 申 上げます が、 先刻 委員 K の 報 ffi- では 「ター 
ル」 の 事を 申されました が、 委員 會では 「ター ル」 
の 問題 IX 無 かつた 「クレオ ソート J であつ たと 思 ひ 
ます、 「クレオ ソ ー ト」 は 製鐵 所で 出来る ものは 全 
部で 一 简 年 三 萬 石で ある、 其の 三 萬 石の 金 部を 大阪 
の •-?? 密會 社と 云 ふ一會 社に撊 占せ しめて、 之を 舍密 
會社が 引受けて 居ります のは、 唯々 名義 丈であつて 
其實は 輸出 「シン ヂゲ ー ト」 が 全部 外 國へ輸 /JS して 

居る ので ある •而 して 其 契約に ffi ります と、 一石が 

I M 五 + 錢 について 居る、 然るに 今日の 相場 ほ 一石 

が 十二 圓 致して 居る. 其 輸出 「シン ヂゲ —卜 ' は 外 

國に對 して 之を 一石 七圓で 賣つて 居ります、 製鐵所 

が fti 來る此 「クレオ ソ —卜」 の 全部を、 一 商事 會社 

に與 へて、 一 商事 會社は 金 部 之を 外國に 費つ て 居る 

ので ある、 其 契約を 締結 致しました のは、 大正 元年 

であります、 大正 元年 頃に 於て 一 H 五十 錢で 契約し 

たと 云 ふことは 宜しぅ ございます が、 之を 一人の 者 

に 占領せ しめて 居る ことは、 私共 宜しくな いと 考へ 

るので あります、 其の 外 「ベン '/ — ル」 或は 「ビッ 

チー 或は 锯滓 煉瓦 等 色々 あります、 要するに 製鐵所 

は 今日® 民 疑惑の 中心に なつて 居ります 彼の 鋼片問 

題の 如きに 至つ ては、 旣に (「決® に關 係な し」 と 

呼 ふ 者 あり) 決 SE には 勿論 關係は ありませ ぬ、 大正 

四 年度の 決算に 關係が ありませ ぬのみ ならず、 旣に 

此銷片 問題に 對 する 本 衆議院の 賭 度と 云 ふ ものは、 

先月 即ち 二月 十二 日の 本 霧に 於て 決定 致して 居り 

ますから、 之を 論究 致し ませぬ けれども、 唯々 私 ほ 

茲に申 上げて ! a きます が 此綱片 間 題は I1H けば I1H く 程 

咄 々一大 径事 であると 申したい のであります、 それ 

から！？ 四に 米 ff5 調節の 問題であります、 關君ほ 米® 

調節 問題に ほ 論及され ませぬ でした が、 或は 御 落し 

になつ たかとも 思 ふ、 米 僭 調節の 問題は、 是は 其當 

時から して 矢 張 非 _ の あつた 問題で ある、 諸君の 方 

にも 申 分が ありませ うが、 吾々 から 見れば 實 に 不可 

思議 千 萬なる 問題で ある、 何故ならば 私共は 此米價 

調節と S ふ ものは、 前 内閣に 於て は 殆ど 誠 S が 無 か 


つた、 調節の 意思 無くして B むを 街ず 致した ものと 
思 ひます、 なぜな れぱ 若し 前 内閣に 於て、 ® に 農民 
の 苦痛を 憂へ 農家の® 情を 諒知 して •米價 調節を や 
らぅと 云 ふなら ば、 何故もぅ 少し 進んで 早く やらな 
かつた ので あるか、 米價が 十一 圓臺十 圓臺， U 云 ふの 
は、 大正 三年の 秋 頃であります， lt-b 農家の 悲 毖の狀 
態を見て、吾々は議會に於て米價調節の必要を絕叫 
したので ある* 其聲に 促されて 始めて 龅々 ながら 政 
府ほ 米價調 節の 經費を 致した ので ある、 而も 今に 私 
共 ほ 費えて 居ります が、 大正 三年 十二月 二 十五 日に 
議會は 解散と なつた. 其 前々 日に なつて 始めて 米價 
調節の 法律案を 出して 来たので あります、 なぜ 米價 
調節の 法律案を 龅 々出して 来た かと 云 ふと、 政府は 
最早 議會を 解散の 決心を して 居る、 議會解 散の 決心. 
をした 以上は、 潠 擧の爲 に 有利々 万 法を 採らな けれ 
ばなら ぬ、 政 友 锊其他 政府 反 S 黨ほ 、頻りに 米價調 
節の 琪を絕 叫して 居る から、 農民に 對 する 椴 心を 得 
て 居る、 之れ に對抗 する 爲に 全く 選擧 策と して •米 
價調節 の 問題を /JS さなければ ならぬ と S ふので、 突 
如と して 倉惶 として 此 所に 出して 來たの である •最 
初から 米惜 調節の 誠意 ! i 無 かつた ので ある、 若し 當 
時 政府に して 米價 調節の 誠意 ありと すれば •なぜ 議 
會の 劈頭に 出さな かつた か、 又 議會解 散 後に 於て 尙 
ほ 米價 調節の 必嬰が あるなら ば •なぜ 一月の 初めに 

出さな かつた ので あるか •三月の 末にな つて - 三 

月 中旬を 過ぎて 選 擧前 になつ て やつた のは、 私共 ほ 
常時の 政府 (X 米價 調節に 誠意が 無かつた と 云 ふこと 
を斷定 して 簡らぬ ので ある. frii 巳なら ず 其 大正 三年 
の 十二月の 議會に 於て 提出 致しました の ほ、 確か 金 
高 ほ 千 五 百 萬 [B1 と 思 ひます、 千 五 百 萬圓の 金を 政府 

が 出して， 米價 調節を するぞ と 言つ たもので すから 

米を 持つ て 居る 者 若く ほ 米に 關係を 致します る 者 ! X 

急に 思惑買を し 或は W 惜を したので ある、 所が 政府 

ほ ® に 四百 萬 圓 そこ'^ - 決算に 依て 見れば 僅に 

四百 十九 萬圓 丈の 米を 買つ て 居る、 四百 六十 六 萬 圓 

と 云 ふ m 费にな つて 居ります が、 あとの ものは 倉敷 

料 其 他の 經费で ある、 米を 買 ふ爲に 出した 金は 四百 

十九 萬 M である、 四百 十九 萬圓の 金を 出して ■に 三 

十 萬 石の 米を 買った •政府 (X 少 くも 千 五 W 萬圓 まで 

は 買 ふと 思つ たら 餓 に 四百 萬圓で 止めた、 K 當時大 

藏 大臣の 若槻君 ほ、 米の 相場 ほ 十六 圓位迄 に 引上げ 

たいと 云 ふこと を 申して 居つ たのが、 米が 十三 圓に 


なつて 米價 調節を 止めた ので ある、 五 千 萬 石の 米を 
三十 萬 石 買つ て米價 調節な どと 云 ふの ほ 寧ろ 滑枋千 
萬であります、 斯の 如くに して 米價 調節の 爲に何 等 
の 効果 無 かりし のみならず 、多 ® ( の 農民 多數の 思惑 
を 致した 者に 大怪 我を さした ので ある* 而 して 利す 
る 所は 少數の 奸商を 利せ しめたので あります、 又 水 
道の 補助 費 及 築港の ? 111 助费 問題であります が、 是は 
東京 市外 九 市の 水道 補助 費、 四日 m 外 三 港の 築港の 
問題であります が •娃も 私共 ほ 水 51 の 補助 築港の 補 
助 其 ものを 悪い と 申す のでは ない， 築港の 補助 •水 
道の 補助と 云 ふことは、 吾々 政友會 として 多年 唱道 
し來 〇、 此計盡 は 政 友會に 於て 立てた のであります 
故に 之を 遂行す るに 付て 毫頭反 對は無 いので ありま 
すけれ ども、 吾々 は此 補助 费を 出しました 所の 時機 
が 宜しくない と 申す ので ある •抑々 此補助 費を 出し 
ましたの ほ •大正 四 年の 三月の 二十日 過であつた と 
思 ひます、 即ち 議 會の總 選擧 —— 衆議院 rn M の總選 
擧の數 日 前であります、 之に 依つ て ife く 選擧に 利用 
したとは 申し ませぬ けれども、 其 或 一部に 於て は 確 
に 選擧に 利用した ので ある (拍手 起る) 例へ ば lit 處 
に 申して 憚らぬ が、 四日 市の 如き ほ 如何で あるか、 
三重 縣の 四日 市の 如きは 前々 代議士 井上敏 夫君が 多 
年 之を 開拓し. 牢固と して 抜くべからざる 地盤を 有 
して 居つ たのであります が (「のぅ <+」 と 呼 ふ 者 
あり〕 之を 水道 補助 費を 以て 此地 盤を 根抵 から 壊し 
た 事は、 天下 公知の 事實 であります (拍手 起り 「の 
ぅ^^-」 「それが 決算に 關係が あるか —I  r ある^^」 
r 關係が な いぢ やない か」 「默 れ」 「何を 言つ て 居 
る 百姓 j 「下 岡 忠治が 能く 知つ て 居る わい」 「下 岡 
を 呼んで 来い ，1  r 僕が 知つ て 居るぞ 小 林嘉平 治が 知 
つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然) 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に —— 靜肅に 願 ひます。 
0 三 土 忠造君 それから 尙ほ此 決議案には 書いて あ 
り ませぬ けれども、 胃 頭に 於て 秕 政の 迹歷々 見る ベ 
しと 書いて あります が、 私共 ほ 唯々 決議案の 其 I 部 
を擧 げたので あつて、 殆ど 枚 擧に遑 あらざる 程で あ 
ります (「ひや'^」 「 « 聽」 と 呼 ふ 者 あり) 此決 
議案に 擧げ てあります ものに 一二 加へ て 申します る 
と、 諸君は 如何に 辯 解され て も 彼の 漬職 事件の 場合 
に 於て、 衆議院の 前々 W 記 官長た りし 林 田 II 太 郎君 
が* 豫蒞廷 に陳 ベら れた所 の此 豫審 調書と 云 ふ もの 
ほ 否認す る ことほ 出來 ませぬ (拍手 起り 「それ 社 何 


んだ」 「顔色な し J と 呼 ふ 者 あり) 即ち 林 田 君の說 
明に 依ります と、 林 田 君 ! X 政府の 機密費を 以て 諉員 
を買收 致した、 此金は 大浦 I 其當 時の 內閣 の國務 
大臣から 貰つ たと 云 ふこと が 書いて ある C 「噓を 言 _ 
へ」 「機密費は 書いて ない」 と 呼 ふ 者 あり) 而 して 
多少の 事實は 違 ひます るか 知れ ませぬ けれども， 其 
當時の 狀况を 若し 諸 ft が 恥を 知るなら ぱ靜肅 に 御 _ 
なさい (「嘘を 言へ」 r ■聽々 々」 と 呼 ふ 者 あり) 
吾々 ほ 議 M を 買收 致しました 金 ほ 機密費 ばかりで な 
いと 思ぅて 居る のであります、 機密費 以外に 尙ほ是 
ょりも 言 ふに 忍びざる 金が 出て 居りは せぬ かと 思 ふ 
のであります、 けれども 決算の 場合であります るが 
故に、 此不 審の處 置>  不 當不誠 實に國 民を 驚愕し， 
戰溧し 憤慨せ しめた 所の 機密費を 以て •議 M を 買 收 
したと 云 ふこと が 矢張此 大正 三年の 決算に 含まれて 
居る のであります、 之を 此處に 辯 明す るの 言葉が あ 
るか (「買 收 された 議員は 何ぞ 政友會 にあらず や」 
と 呼 ふ 者 あり〕 又 旅費の 濫費 ほ 如何で あるか、 名を 
視察に 藉り 名を 出張に 藉 りて、 國務 大臣 參政官 副 參 
政 官等が 到る 所の 選擧 、到る 所の 應援 演說に 出掛け 
て 居る ではない か、 尾 崎 司法大臣の 如きは 大正 三年 
度に 於て 大阪 控訴院 管內 丈で も三遍 行つ て 居る •而 
して 其 名 ほ 出張であります I 名は 視察であります 
けれども、 其實は 殆ど 黨勢撋 張の 爲に 運動した ので 
ある (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 而して C 「富 島委負 
長に 劣る ね」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る〕 而 して 之に 對 
して 私は 如何にも 不可思議に 堪 へませ ぬのは、 姿 負 
會に 於て 憲政 會の 委員の 副 參政官 でありました か、 
紫 安 新 九郞 打 は 斯ぅ 云 ふこと を 言 ほれて 居る ので あ 
ります、 吾々 は 副 參政官 たりし 時代に 於き まして、 
成程 潠擧 應援に 行つた、 演說 にも 行つ たけれ ども， 
少しも 旅費 ほ 貰つ て 居らぬ、 政黨の 本部の 費用で 行 
つて 居る ので ある、 斯 5 言 ふので ある、 大隈内 閣が 
參政官 を 置いた のは、 政黨の 主義 政策を 國 民に 吿げ 
しめる 爲の 一方 便と して 置いた ので ある、 參政官 若 
くは 國務 大臣が 其 內閣の 主義 政策を 國 民に 知らし め 
る爲 に、 出張す るのに 何が 不都合が あるか (「嘘を 
吐け」 「速記 錄 を御覽 なさい.」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 
期の 如き 言葉に 對して 批評す るのは 好まぬ ので あり 
ます けれども C 「好む < 御前は やつて 居る ではな 
いか」 と 呼 ふ 者 あり〕 荀も 參政官 とか 副參 W 官と云 
ふ 如き、 中央政府の 高級 官迈 たる 者が、 服務 規律の 
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何たる 事 も 解せ ずして、 斯の 如き 事を 以て 正々 堂々 
の菝論 なりと して、 吾々 に 向つ て 高言 大語 致します 
事 ! 3: 我 共 甚だ S 憾に存 ずるので あります (拍手 起る 
) 耍 する に 大正 三年 度 四 年度の 決算 ! 3; 之を 審査す る 
に付きまして、 K に 不法 不 當の處 a が 頻 々として あ 
る， 殆ど S 迎に遑 あらず と 云 ふ 程であります、 是ほ 
全く 前 内閣 時代の 事でありまして 吾々 は此 不當 不法 
の處 S: に 佐て C 『M 兵衞 時代 ほ 如何」 と 呼 ふ 者 あり 
J 國费を 濫费 し圃 庫 に 非常なる 損失を 来した と 云 ふ 
ことは 申ず 迄 も ありませ ぬ、 是が爲 に官钯 を 紊亂し 
(「のぅ  <」 と 呼 ふ 者 あり〕 人心を 荼 毒し 社會の 
風敎の 上に 非常なる 害悪を 與へた と 云 ふこと を ® に 
S5 へる のであります (拍手 起る〕 必ずしも 前 內閣許 
りで も ありませ ぬが、 私 ほ 決算を 議 する 場合に 於て 

此； 小當 決議を 提出し‘ 之に 依つて 過去の 政治家を 誡 

める のみならず ^ •'» 現在 及 將來の 政治家に 對し て馨衍 

を與 へ、 將米帝 國の 行政 部面に 立ちます る 者を して 

— 帝國の 政府を ?; 1 織 致します る 者を して、 Sr の 如 

き 罪惡を 再びせ しめ ざらん が爲 に、 此 決議案を 提出 

致す のであります (拍手 起る〕 若し 諸君が 冷靜に 御 

考 下さりまして* 吾々 立法府の 責任の 重大なる 事を 

自 K- し •行政 監督の 任務の 重 1:1. つ大 なる 事を 自覺し 

而 して 黨 派よりも 國 家を 以て 重し とせら る、 諸君は 

此決 議案に 對 して 滿 腔の 熟 誠を 捧げて 賛成 下さる こ 

とを 疑は ぬと 申して 此壇を 降ります (拍手 起る〕 

0 紫 安 新 九 郎君 議長。 

0_丧 (大岡 育造 君〕 紫 安 新 九 郎君。 

〔紫 安 新 九 郎君 登壇〕 〔拍手 起る〕 

0 紫 安 新 九郞 君諸哲 、本員は 決算 委員長の 報齿に 

反對 し、 殊に 最後の 決讖 案に 於て 最も 反對 する 者で 

あります、 決 篮 委員 曾に 於き まして ほ 政友會 の 諸君 

より 色々 の識 論が 出た のであります、 其 二三を 申し 

ますれば、 吾々 の® 敬せ る 三 土忠造 君の 如き ほ、 責 

任 ある 紳士が 容易に 發せ ざる やぅな， 隨分穩 かなら 

ぬ 言論を 發せ られ たので ある、 是は採 木 公司の 問題 

に 付て であります、 其 他 又國家 唯一の 大典た る 御大 

禮の费 /H に付きまして、 大禮使 職 M に下讨 せられた 

る赏與 か 多い とか 少ない とか、 種々 樣々 なる 議論が 

出た のであります， 而 して 政友會 及び 國民黨 の 諸 若 

が、 常に 事前 內閣に 及ぶ や、 大隈 內閣ほ 秕政 百出で 

あつたと 云 ふこと を W つたので あります (「其の 通 

り」 と 呼 ふ 者 あり〕 私 (3; 此機會 に 於て此 決議案の 提 


出せられ る ことを 喜ぶ 者で ある e 
0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 紫 安 新九郞 君 何故に 此 決議案の 提出せられ たこ 
とを 喜ぶ かと 云へ ば •政 友 會及ひ 國民黨 の 諸君の、 
大隈内 閣に對 する 秕 政 w 出と 言へ る、 其 結晶 瞪ほ何 
であるかと 云 ふと、 今日 程に 上つて 居る 所の 決議案 
其 ものに 過ぎない と 云 ふこと を， 天下に 明かに する 
ことを 得た からで ある (拍手 起る) 決議案の 第一に 
於け る 所の (「辯 明す る 資格が 無い」 と 呼 ふ 者 あり〕. 
兵器彈 藥の賣 却に 付きまして、 會計 法規の 正條 に據 
らず 、收 茭を紛 箱した と 云 ふ 件であります、 所が 此 
問題に 付て ほ、 政 友 會及ぴ 國民黨 の 諸君が 爭ふ 所は 
どの 點に 在る かと 云 ふこと を •十分 腹の 中に 入れて 
居られぬ やうに 本員 ほ 思 ふので ある (拍手 起る〕 故 
に此 問題に 付て、 吾々 ほ 諸趙と 見解を 異にする 所の 
基礎 ほ 何處に 在る かと 云 ふこと を先づ 述べて、 而し 
て是が 果して 會計 法規の 正條 に據ら ず， 收支 を紛淆 
したる ものである や 否やと 云 ふこと に 論 辯せ むと す 
る ものであります、 御 承知の 通り 砲兵 H I1C の 作業 ほ 
特別 會計 に 15 する ものであります、 故に 砲 民 工廠が 
新たに 他の 注文を 受けまして •此 注文に 應 じて 兵器 
を 造つ て •之を H 却して、 其賣 却した る 金を 特別 會 
計に 請 入れた と 云 ふなら ば、 是は 議論の 餘 地の 無い 
ことであります、 而 して 又 之に 關 しまして、 一般 會 
計に 搦 する 陸軍省の 經理 に屬 する ものを、 陸軍省が 
旗 接に 之を 聯合 與 國に賣 却して、 其 金を 一般 會 計に 
受 入れた としたなら ば •是も 亦 議論の 餘地 がない の. 
であります、 然るに 何故に 此處に 諸君の 言へ る 所の 
收茭 を紛淆 したと 云 ふ 問題が 起つ たの かと 云 ふこと 
を 明かに しなけ れぱ •諸君 ほ 唯々 收 支を 粉淆 したと 

云 ふこと を 言 ふが、 如何なる 點が爭 ひの 基礎に なつ 

て 居る か、 如何なる 所を 爭 ふので あるかと 云 ふこと 

を* 十分に 腹に 入れて 居られぬ やうに 思 ふからで あ 

る (「忌憚な く 服罪すべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 聯合 與 

國の 注意に 應じて 、帝國 は JX. 〈器を 賣 却を 致しました 

其手續 はどうで あつたかと 云 ふと、 一般 會 計に 屬す 

る 所の >  陸軍省の 持つ て 居る 古い 兵器を， 之を 材料 

として 砲兵 工廠に 引渡した のであります (「違 ふ 違 

ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 更に 違 ほない、 是が 即ち 兵器 保 

管に 對す る轉換 であるので あります、 何とな れば一 

般會 計の 經理 に屬 する、 古い 兵器を 特別 會 計に® す 

る 砲兵 工廠に 引渡した と 云 ふこと ほ、 是は 兵器 保管 


を 18 換し たもので あります、 此點を 能く 諸君が 御 記 
憶を 願 ひたい ( I 分つ て 居る よ」 と 呼 ふ 者 あり) 而 
して 砲兵 H 段は 之を 如何にした かと 云 ふと、 陸軍省 
から 有偾で 引受けた る 所の 兵器に 對 して、 砲兵 エ厫 
ほ 之に 加工 修理を 施して —— 加 H 修理を 施して、 之 
を 聯合 與國に 引渡した のであります (「肝腎な 所を 
辯 解し 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而 して 砲兵 工廠 ほ 陸軍 
省に 對 しては、 新しき 兵器を 造つ て、 而して 之を 有. 
憤で 陸軍省に 引渡した のであります* 而し て此時 が 
又 再び 丘 (器 保管の 轉换で あるので あります、 即ち 初 
めに 陸眾 省の 手より 砲兵 工廠の 手に 移る 時に、 兵器 
保管の 轉換 となり、 次に 砲兵 工廠よ 〇 新しき 兵器を 
陸軍省に 引渡す 場合に、 再び 此處に 兵器 保管の 轉換 
を爲 して 居る ので ある- 此 意味を 諸君が 十分 腹の 中 
に 煙み 込まれたならば •此 問題 ほ 何等 意義を 成さぬ 
ことになるの であります、 1JI] ち 初めは 一般 €? 計に 屬 
する 兵器を 砲兵 工廠に 移し、 次に 特別 會 計に ® 3 する 
兵器を 一 般會 計に 移した、 其 形から 論じます れぱ、 
是れは 物品の 交換に 過ぎない のであります* 併し 
ながら 其の 會計 法規 上に 於け る 性質から 論議し ます 
れば .保管 轉換 に過ぎないので あります、 是れか 何 
故に 收茭 を紛淆 して 居る のであります か、 收支ほ 明 
白であります •此の 保管 轉換の 意味を 了解せ る 者の 
間には、 是れ程 明白なる 收支 ほない、 一毫の 爭 ふべ 
き餘 地は ない のであります， 次に (S 泰平 組合に 關す 
る 問題であります， 泰平 組合に 付いて は、 先刻 ■同僚 
關 君より 精し く 御 論 辯に なりました が、 併し 三 土 君 
は 此の 組合に tif して 斯樣な ことを 言つ たので ある、 
泰平 組合の 契約を 墨守せ る 前 内閣が I 泰平 組合に 
關 する 契約を 墨守した 前內閣 が、 泰平 組合に 對 する 
契約を 墨守し なければ ならぬ 立場に 立つ た •其の 原 
因 ほ 何 處に 在る ので あるか、 即ち 四十 一年 六月 當時 
の陸眾 大 K 寺內 伯爵が 泰平 組合に 與へ たる 訓令が、 
即ち 前 杓 閣 をして 此の 泰平 組合の 契約を 墨守せ ざる 
ベから ざる 立場に 至らし めた ので ある (拍芊 起る〕 
即ち 寺內 陸軍大臣が 如何 やぅな 訓令を 與 へて 居る か 
と 申します ると、 斯樣な 訓令を 與 へて 居る ので ある 
「外 國 賣込ノ 爲 メ 組合 ョリ 兵器 及附龆 品 ノ拂下 又 ハ 
製造 ヲ 申出 テ タル 時 ハ 陸軍省 ハ 十分 ノ® 宜ヲ 與フへ 
シ」 即ち 此の 訓令を 與へて 泰平 組合が 成立の 期間を 
十箇 年と せる ものを) 7K 認 して、 此の 訓令を 與へた か 
らして、 十简 年の 間は 泰平 組合に 對し て、 此 訓令を 
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墨守せ ざるを 得ない 立 JS になつ た 〇 である、 ? S るに 
之を 三 土 君が 前 内閣 ほ 何故に 泰平 紐 合 0 句 約， > nl H 寸 
せる かと 言つ て、 攻班す る ことほ 结 も 常らない ので 
ある、 此三土 君の 攻繫が 當れ〇 とすれば、 何故に 山 
本 內閣則 ち 政 友會内 ⑵は此切約を以守した 〇 でちる 
か (拍手 起る〕 何故に 山 本 内閣に 於て 此契 約を 破棄 
する の 手段に 出て なかつ たので あるか (拍手 起る〕 
政 友 會及ぴ 國民黨 の 諸君 ほ、 泰平 組合に 對 して 公に 
五 步 の手數 料を 與へて 居つ たものを、 大隈内 m に 至 
つて 之を 三 步と爲 し二步 と爲 した •而も lit 三 歩と 切 
下げ 二步と 切 下げた る大隈 內閣を 攻幣 して， 五 步の 
手數料 を與 へたる 山 本內閣 に對 して ほ、 一言半句 も 
曾て 論及す る ことが なかつ たので ある (拍手す る 者 
あり〕 此點 から 考へ ますれば、 政 友會及 國民激 の 諸 
君が、 此問 題に 付て 爭ふ の眞总 は那通 にある かを 疑 
ほ ざるを 得ない ので ある (拍手す る 者 あり〕 次は ^ 
島丸惠 山丸汐 首 丸の 保管に 關 する 問題であります、 
即ち此保管に關する問題に付てほ.先刻同僚の關む 
が 申しました やうに、 即ち 前內閗 に對 して 多大の 敵 
意を 有する 現 政府、 殊に 仲 小路煺 相が 此 契約を 以て 
前後の 事情を 斟酌して 決して 不當 にあらず と斷 言し 
て 5 e るのを 見れば •果して 此契 約が 當を杩 て； tr る や 
否やと 云 ふ 事は、 論 辯の 餘地な きものと 言 ほざる を 
得ぬ ので ある (拍手す る 者 あり〕 rfll して 先刻 三 土 お 
ほ 此 問題 {3; 獨り三 四 年度の 決算に 於て、 之を不 常な 
りと 論じた るの みならず. 此決識 築を 提出した のは 
現 政府に 對して も 之を 瞥吿 する の 意味が 含んで 居る 
と 云 ふやうな 意味の 事を 申された のであります、 果 
して 三 -] : 君の 言 ふ 通りで あると するなら ぱ ，何故に 
政 友 ir 及 國民黧 の 諸 竹は、 最早 讖會 の餘 日な き 今日 
に 於て K に 三年 四 年度に 對 する 決算の 決議に 於て， 
之を 爲 して 此決謅 が 獨 り前內 閣のみ ならず、 現 政府 
に 觸れて 居る と 云 ふやうな 微溫 的の 決議を 爲 すので 
あるか、 何故に 進んで 现 政府に 嫛 吿を發 し、 更に 進 
んでは 何故に 此 問題を 以て 現 政盼 を搠 劾し ない ので 
あるか (拍手す る 渚 あり 「誤解々々」 と 呼 ふ 者 あり 
〕 故に此 問題に 付ても 政 友會の 諸君が 果して 之を 不 
當と 認めて 居る ので あるか、 或は 何等かの 目的の 爲 
に不當 にあらざる ものを 不當な りと 看做して 居る の 
であるかと 云 ふこと を、 本員 ほ 疑は ざるを 得ぬ ので 
ある (拍手 起る〕 次に 第三 ほ 製鐵 所の 製品 柳 下に 關 
する 問題であります" 先刻 三 土 君は 製鐵 所の 製品 拂 
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下に關 しては •「タ ール J 油の こと 13; 問題に 上つ て 
1 £ なかつ たと 云 ふこと を 申された ので あるが， 是は 
大な る ® である、 何故に 僞で あるかと £; へぱ .即ち 
三月 十六 日の 委員 會の 速記に 於て， 此 「ター ル」 油 
なる もの {S 政友會 諸君に 依て 提出せられ たると 云 ふ 
こと ほ .速記録に 於て爭 ふべ からざる 事 Bf である， 
即ち 三月 十六 日の 決 3?: 委 fl a- に 於て'  政 友 ® よりし 
て 決算に 對 する 決踽 文を 提出せられ たる 理由の 中に 
高 橋 光威 君が 斯嫘な 事を 申して 辟る のであります、 

「 鐵材と 限つ た 事で も ありませ ぬし ft 方の 御專門 の 
銅 片 に 限つて 言つても 莳 らぬ のであります、 鋼 片ほ 
私共 其屮に 入れない のであります， 大 芷 三年 度 四 年 
度に a りまして •製 鐵 所の 製 塵 物 —— 先日の 委員 ir 
に 於て 詳しく 申 述べました が 主として 「タレ オソー 
卜」 とか (笑 聲 起り 「そんな もの ほない」 と 呼 ふ 者 

あり〕 或 ほ 毛 里 君から 言つ た 「ビッチ」 とか 或は 「 

ベン '/ 丨 ル」 とか 或 ほ 「光彩 煉瓦」 —— r タレ オソー 

卜 」 と 云 ふのは 「クレオ ソ ート」 の 間 ；'? だら ぅと 本 

員 ほ 思 ふので あります， 而 して此 「クレオ ソート j 

と 云 ふ もの {i 是 ほ 「ター >U J 油の ことを 言つ たので 

あります、 是ほ爭 ふべ からざる 事柄であります、 即 

ち 「製 鐵 所の 製品 拂 下に 關 しては 叨 りに 少數 者を し 

て 利益を ■占せ しめ」 と 云ふ此 決蕺 案の 出た 其 原因 

は 何 所に 在る かと 云 ふと， 今 私が 讚 上げました る 高 

睽 15- の 御演說 の 中に ある 「ベン ゾー ル」 「ビッチ」 

「 ター ル」 油の 此 三つを 基礎と して、 此製鐵 所に 關 

する 決 謎 案が 出た のであります 、之に 付て 私 Is 其 誤 

まれる 所を 爰に 正さん とする 者であります、 第一 ほ 

r ター ル」 油の 事であります r ター ル」 油 ほ 製 鍅趼 

が 十 年 程 以前に 初めて 之を 製造 L たもので あります 

當時 我國に 於き まして ほ 「n 1 クス」 より 副 產 物を 

製造す る 事は しな かつた のであります ゾ 所が 其當時 

大阪 の舍密 倚 社が 「n 丨 クス j から 副產 物を 製 出す 

る 所の 外 國の特 許 随を 持つて 居つ たのであります、 

そこで 製 銥 所の 方に 於て {i 日本に 未だ 1 n 丨クス J 

より 副產 物を i? 造す る ことは しないが、 併し 之を や 

つて 見たい、 日本で 是が使 へる か 使へ ないかは 分ら 

ない が、 試に X 業界に 手本を 示す が爲に •此 「n 丨 

クス」 より 副 產 物を 製造す る ことを やりたい と 云 ふ 

考を 持つ て 居つ た 所に、 外 國の 特 許 權を 有する 大阪 

の舍密 a- 社が 製饬 所に 交涉 して •.自分の 方が 此副產 

物を 造る 外國の . rF 糊を 持つ て 居る からして、 どう 


か © 方の 方で 一‘n 丨クス 」 ょり副 產 物を 取る ， EP- ち 
「ター ルー 油を 造つ ては 吳れ まい か、 是は 果して 日 
本に 於て此 r タール 」 油 か 使へ るか 使へ ないかは 分 
らな いけれ ども •製 鐵所に 於て 之を 造つ て吳れ たな 
らば 一般 : 1: 業界に 手 木を 示す ものであるから と 云 ふ 
交渉が 出 來た さぅ であります、 そこで 製 鐵所は 日本 
に 使へ るか 使へ ないかは 知れない が >  外國に 於て ほ 
使 つて 居る 事で あるから •工業界に 一つ 手本を 示し 
たい、 殊に 大阪 の舍密 會社は 其 副 產物を 造る 外國の 
特許 酒を 提供す るから と 云 ふ 問題から 致しまして、 
製鐵所 が 之を 造つ て而 して 之を 大股の 舍密會 社に 供 
給す るの 契約が 出来た のであります、 故に此 「ター 
ル I 油の 供給に 付きまして は、 大阪 の舍密 會社と 製 
鐵 所に ほ、 他の 關 係に 見る 事の 出来ない 特殊の 關係 
が 存在して K つたので あります，. 次に 高 橋 君の 所謂 
「ビッチ」 は 是は 何鋁に 供給され て 居る かと 云 ふと 
是は間 題に ならない ので ある >  何 故に 問題に ならな 
いかと 云へ ば， 是は德 山の 海軍の 煉炭 製造所に 供給 
されて S るので ある、 煉炭 製造所に 供給され て 居る 
ので あるから、 此 決議案に ある 所の 叨 りに 少數 者を 
して 利益を 獨占 せしめと 云 ふこと には、 何等の 關係 
のない 事柄で ある (拍手 起る〕 而して 更に 本員の 言 
ほんと する 所は 「ペン ゾー ル」 に關 する 問題で あり 
ます 「ベン ゾ— ル」 は 大正 六 年 一二 月頃 初めて 製鐵所 
に 於て 製造に' 一手し •さぅ して 一 i 月頃 之を 日本 染料 
會社 日本製 藥會 社に 十箇 年の 間 (「日本製 藥 會 社と 
云 ふ ものは ありませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 1 ;約 をした 
のであります、 大正 六 年の 一月は どの 內閣で ありま 
すか、 今日 議題に 供せられ て 居る 問題は、 大正 三年 
度 及 大正 四 年度の 決算では ありませ ぬか、 然るに 大 

正 六 年の 一月 初めて 興 造に 著 手せ る 「ベン ゾ ー ル」 

の 問題を 以て、 大正 三年 度 四 年度の 決算に 對し て不 

當な りと する 材料に 供 ！- るに 至つて ほ、 私は 是はょ 

もや 正 氣の沙 汰で ほ あるまい と 思 ふので あります ( 

拍手す る 渚 あり〕 是は政 友會 諸君の 爲 に、 政 友會の 

名 罾の爲 に、 斯樣の 事 ほ 私は 訂正 爲 さつて ic く 方が 

便利で あると 信ずる のであります (拍手 起る〕 それ 

から r 米 m 調節は 其 時機と 方法と を 誤りた るが 爲、 

何等 効果の 見るべきな く j とあります が进は 見樣一 

つであります、 元 來米們 調節と 云 ふ 事は、 餘程大 仕 

拼でな ければ 多大の 効果を 收 むる ことの /J! 來ぬと 云 

ふことは •米 ft'i 調節に 關 する 歴史が 證 明して 居る の 


であります、諸君の御承知の通り、大隈内開時代に 
農 商務省に 於て 米 僧 調節 委員 會なる ものが. 5X けられ 
まして， 其當時 農 商務省が 一の 參考 として 提 m 致し 
ましたる* 案に 依り ますれば •米® 調節を 爲さん と 
すれば、 毎年 米を M 上げる® に 三、 四千 萬阊の 金を 
投じなければ ならない、 而して 又此米 を貯藏 する が 
爲に 、倉庫を 建設し なければ ならない、 « 倉庫 ほ 一 
億 萬 lif であると 云 ふこと を、 農 商務省の 米 僧 調節に 
關する 委員 會が設 けられました る 際に、 農 商務省 ほ 
參考 として 斯る 考案を 提出した ことがある ので あり 
ます •故に 米價 調節を して に 多大の 効果 あらし 
めんと すれば、 餘程大 仕掛なる 規横の 下にし なけれ 
ばなら ぬのであります、 所が 諸君の 御 承知の 通り， 
我 政府の 當 今の 財政は 果して® 年 三 四千 萬 11 を 投じ 
て 米を 買 上げ、 又此 米を 貯藏 する が爲 に、 1億 圓の 
金を 投ず ると 云 ふやうな ことを 許します か、 許し ま 
せぬ か、 聰明なる 諸君が、 帝 國當 今の财 政が 斯る大 
規攛 の米價 調節の 方法を 許す ものである か、 許さぬ 
ものである かと 云 ふこと ほ， 多言を 要しない 事柄で 
あらう と 思 ひます (拍手 起る) 乂米價 調節の 歷史を 
見ます ると、 常平倉 以來 ょり德 川慕府 時代に 於き ま 
して、 幾度 か是ほ 試みられた 問題であります 、併な 
がら 何れの 時代の 米惯 調節に 於き ましても •是が 多 
大の 効果の あつたと 云 ふ 歷史ほ ありませ ぬ、 併な が 
ら米價 調節を 爲す 毎に， それ 相 應なる 効果の あつた 
と 云 ふこと も •是 亦爭 ふべ からざる ?] f 實で あります 
大正 三年の 十二月の 蕺會開 會に 際しまして は、 當時 
非常に 米悄ほ 下落 致して 居りました、 そこで 諸 対に 
於ても 此の 農民の 闲窮 の狀 態を 見る に 忍びす と爲し 
て 色々 なる 法律案、 趄_ 案が 議會に 提出せられ たの 
であります、 而 して 又 政府 も 此の 現狀を 何とか 救濟 
しなければ ならぬ と 云 ふので、 大正 三年 十二月 二 十 
五日 米價 調節に 關 する 法律案を 提 川 して 居る ので あ 
ります、 ところが 不幸に して 大正 三年の 十二月 末に 
於いて 帝 國議會 は —— 衆識院 ほ 解散せられ たので あ 
る c 「何で 解散せられ たの だ」 と 呼 ふ 者 あり) そこ 
で大 隈內閣 は 此米惜 ほどうしても， 或 程度 迄の 救濟 
を 試みなければ ならぬ と 云 ふ考 を以つ て， 救 濟に著 
手した のでなります、 救濟に 著 手した のであります 
なれ ども •之れ に投ず る 命は どうで あるかと 言 ひま 
すると， 財政 上の 關係を 考慮し なければ なり ませぬ 
からして、 思 ふ 存分の 金額を 米惯 調節に ^ する こと 


は 無論 ; H 來ま せぬ、 又 一旦 米を 買 a みまして、 其 買 
込んだ る 米が 他日 再び 市場を K する やうな ことがあ 
つて ほ、 是亦緙 濟界に 不安を 與へ るから して-一旦 
買 込んだ る 米は •再び 是が 市場に 出て、 市場を K す 
る ことが 無い やうに しなければ ならぬ と 云 ふ- 此二 
點を 考慮した のであります、 財政 上を 考慮し、 一方 
は 又！ 旦買 込んだ る 米が 14 び 市場に 出て •市場を K 
する ことのない やうに と 云 ふ >  此 二 點を考 馘 して 米 
惯 調節に 著 手した ■© であります (「其 結果は …… 」 
と 呼 ふ 者 あり〕 其 結果は どうで あつたかと 云 ふと， 
多大の 効果が あつたと 云 ふこと ほ* 今 私が 申し まし 
たる 通りであります からして、 多大の 効果が あると 
云 ふことは 言へ ませぬ が •併し 相當の 効果の あつた 
と 云 ふこと 13: 爭ふ ベから ざる 事 實で あります (拍手 
起る 「選 舉の爲 だ J 「國帑 を 濫費した 丈 だ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 何故に 爭ふ ベから ざる 事實で あるかと 言へ 
ば、 即ち 大正 三年 十二月に 於て ほ、 米惯 が柬 京で 平 
均す ると 十二 圓 三十 錢の價 卻 であつ た、 所が それが 
-A 正 四 年の 一月に 成ります と 十三 圓四 十七 錢にな り 
二 月に ほ 十四 圓 三十 錢にな り •三月に ほ 十四 圓 十六 
I と 云 ふやうな 愦額 になつ たのであります ( 「法律 
の 結果 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 標氓的 市場で ある •東京 
で ほ欺 樣で あります から (「もつ と 値段の 先き を 言 
へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 全國の 米が 叶 例に 依て 動いた と 
云 ふことは ® ふべ からさる 事實で あります (拍手 起 
る) 是に 由て 之を 翻ても、 騰貴した る 時代に 於て 農 
民が 米を 手 離して •其闲 難を 脫した と 云 ふことは 爭 
ふべ からざる 事貿 であります (拍手 jt-B る 「のう 
と 呼 ふ 者 あり〕 諸君は 此米價 一節が 効果が 無かつた 
とか、 或は 時機と 方法を 誤つ たと か 言 ほれる が、 諸 
君が il 擧 區に歸 つて、 郡部に 於て •郡部の 農民に 對 
して， 諸君が 斯う 云 ふやうな ことを 本心から 言 ふの 
勇氣が あるので あるか (拍手 起る 「のう'''^"」 「 大 
に 言ふぞ J と 呼 ふ 者 あり〕 斯樣な ことを 威張る と K 
ふは 諸君が 冷靜な る判斷 を脫 して 居る ものと W ほざ 
るを 得ぬ ので ある (「君が 脫 して 居る」 r 國帑 を il 
費した の ほどうした」 「潠擧 に 利用した るの み」 と 
呼 ふ 者 あり〕 諸哲 、第 3T; に 水 is 及 港 _の補助 であり 
ます、 即ち 水道 及 港 筠の 補助に 對 して， 前 政府が 之 
を 選 _に 利用せ りと 云 ふに 至つ ては c  r 然 り」 と 呼 
ふ 者 あり〕 諸君の 志の 小なる こと 豆の 如しと 言は ざ 
るを 得ぬ のであります (拍手 起る 「そんな ことを 言 
五 九 五 
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ふ K 格 ほない ぞ J と 呼 ふ 若 あり〕 前 内閣が 果して 之 
を 選擧に 利用せ んと するなら ば一^ 果して 之を 利用 
せんとするならぱ，斯糅な問題を利用するに及ぱな 
いので ある、 斯掇な る 小さなる 間 題が、 何の e に是 
が 選 擧に利 m せらる、 ので ある (「大きな の も ある 
」 と 呼 ふ 者 あり〕 rL 又 此水道 及 港， の 補助 a を、 何 
が 故に 大正 四 年 三月に 之を 茭出 した かと 言 ふなら ば 
大正 ra 年の 三月 中に 之を 支出せ ざるべからざる 理由 
が 有つ たからの ことで ある (「のう <」 「それが 
知りたい. 一と 呼 ふ 者 あり： >  どう 云 ふ 理由が 有つた か 
と 言へ ば 此水道 及 港 稼の 補助は， 即ち 束 京 市外 九 市 
の 補助に 付きまして、 三十 一議 會に 於て、 71 算外國 
庫の 負 擔とな るべき 契約を 爲 すの 件と して 通過して 
居る ので ある、 それから 又 四日 市外 三 港の 補 WJ に 付 

て も 同様であります、 然るに 大正 三年の 裸 算ほ 、諸 

君の 御 承知の 通り、 海軍 收船事 件の爲 に 遂に 不成立 

に 終つ たので ある、 そこで 豫筇 外阈康 の負擔 となる 

ベ キ .契約を 爲すの 件と 云 ふの ほ、 成立 致して 居り ま 

すから して、 是 ほ 公布せられ たので ある-所が 政府 

は 之に 基いて 契約を 認め、 又 其 契約を 爲 すの 必要を 

認めた のであります、 併ながら 豫篮の 方は 通らな か 

つた‘ そこで 大隈内 閣 ほ 大正 三年 十二月の 第三 十五 

議會に 追加 豫筇 として 之を 請求した のであります， 

即ち 费用を 請求した のであります、 何故に 大 隈內閣 

が 之を 大正 三年の 十二月に 迫 加 Tei 算 として >  ft ilf IIJ 

を 嬰 求した かと 言へ ば c 「潠 擧干涉 を やらう と M つ 

て だ」 と 呼 ふ 者 あり) 是ほ 即ち 大正 一一 一年 度に 之を茭 

lli したいと 云ふ考 を 以て、 此追 加豫算 を 請求した の 

であります、 所が 三十 :/ r 議會も 亦： 小 幸に して 解散と 

なつた、 そこで 阈庫の 負 擔と なるべき 契約の 方は 三 

年度から する 事に • 三 十 | 讖會で 決定して 居つ たの 

である •三十 一議 會に 於て 之を 三年 度から 補助 費を 

要求した いと 云 ふ 事柄は 決定して 居つ た、 さう して 

豫鉍が 無 かつた ので ある、 然るに 一方此 東京 市外 九 

市の水通の方に於てほ、旣に豫算外國庫の負擔と爲 

すの 契約の 件が 公布せられ て 居ります から、 政府 ! X 

早晚 補助を して 吳れ ると 云 ふこと を 確信して 居つ た 

ので ある、 で 此 確信の 下に 大正 四 苹 二月になります 

と、此九市の中で苋京，大阪、高松、松江、佐賀> 

福 岡、 fsf 岛 、此七 市は 旣 に : n 事に 著 手した ので ある 

其 他の 吳 、鹿 兒晶 ，松 山の 三 市に 於て は 未だ 工事に 

著 手し なかつ たなれ ども •哿 々_備 を 致しまして， 


早く 政府の 補叻 を M ひたいと 云 ふこと を 政府に 要求 
して 来たので あります、 其 他 四日 市 船 川の 二つの 港 
闺も •其 當時旣 に 工事に 著 手 致して 居りました、 四 
日 市、 船 川 以外の 二 港 も •亦 準備を 調べて 早く 政府 
の 補 肋を M ひたいと 云 ふ 意思で あつたの であります 
故に 時の 政府 {3: 已 むを m ず、 大正 四 年 二月 十九 日に 
勅裁を 仰いで， 國庫 補助金を 支出す るの 已む を煜な 
いこと になつ たのであります •故に 諸君、 此 水道 及 
港 尚の 補助 費が 大正 四 年 三月に 交付せられ たの も， 
亦 前 政府が 之を 選擧に 利用した と 云 ふが 如きは、 此 
水道 及 港 海 補助 费の 成立せ る 歷史を 知らないからで 
あるので ある、 此歷史 を 知れば 大正 四 年 三月 中に 前 
政府が之を茭出したと云ふことに付ては、寸毫の疑 
點を挾 む點 ほない のであります、 然るに 疑點を 挾む 
と 云 ふこと ほ、 此 水道 及 港 H の 補助 費の 成立に 對す 
る歷史 を 知らないので あるか、 或は 知つ て 知らざる 
眞 似を して 居る ので あるか、 斯樣な 關係 から 諸君が 
此 問題に 付て 疑惑を 挾んだ ものと 本員は 言 ほざる を 
得ぬ のであります (「機密費は どう だ」 と 呼 ふ 者 あ 
りソ 機密® の 問題は 私は 此 機密費を どう 云 ふ 方面に 
政府が 使用した かどう かと 云 ふこと if 本 M の 1: 問 
なる. 帝 國議會 始まつ て 以來樾 密费 の茭 /II のこと を 
議會の 問題と せる ことは， 未た 曾て 聞かざる 事柄で 
あります、 機密費は 其 名の 示す が 如く 勝 密で ある • 
之れ を 如何なる 方面に 使 用した かと 云 ふこと に 付て 
は 論議す るの 餘地 無き ものと 言は ざるを 得ぬ ので あ 
る •其 他 參政官 ，國務 大臣が 名を 出張に 藉つ て黨政 
擴 張の 爲に地 方に / Ji 掛けた と 云 ふこと も •是 ほ 此の 
問題に 對 する 見解を 異にして 居る ものと 言は ざるを 
得ぬ ので ある、 三土逍 の 先刻の 御演說 ほ、 政黨の 主 

義 方針を 天下に 宣傳 する が爲 に、 參政官 が 地方に 出 

張した と 云 ふ 意味の 事を 申されました， 私 ix 委員 會 

では 斯樣な ことを 申さない のであります ，私が 委員 

會で 申しました の ほ、 時の 政府の 施政の 方針を 國民 

に ),, rl 知せ しむる 爲に 、池 方に 出張した と 云う ので あ 

る， 政黨の 主義 方針とは 申さな かつた ので ある、 時 

の 政府の 施政方針を 國 民に 知らし むる が 爲 めに、 地 

方に IJI 張した と 云 ふこと を 言つ たので ある •( 「旅 

費は 何處 から / JJ た j と 呼 ふ 者 あり〕 旅費の 事は 諸君 意 

を 安んじて 可な り •旅費の 事は 問題に ならない ので 

ある、 何故 問題に ならない かと 云へ ば •時の 政務 , B- 

ほ 皆政黨 又 ほ 政治的 俱樂 部の 所搦 員で あつたの であ 


る •故に 時の 參政官 は 申す 迄 もな く、 一面に (5: 代 II 
士で あつて、 而 して 政黨若 くは 政治的 俱樂 部の 所 屬 
員で ある I 故に 地方に 出る 場合に 當 つては、 己の rr 
靥 の政黨 若く は 所 屈の 俱樂 部から 旅 a を K ると 云 ふ 
ことが 何の 不思議で あるか、 斯樣な ことは 間 題に な 
らな いので ある >  C 「前の 辯 解と 違 ふ」 と 呼 ふ 者 あ 
〇〕 內 W 員が 地方に 出た る ことに 付て 先刻 三 土 射 (3: 
即ち 尾 崎 司法大臣が 二度 大阪に 出張した の ほ 怪しい 
と 云 ふやうな 口吻を 御 ? i しにな つた、 是ほ尾 崎 司法 
大臣が 二度 大阪に 行つ たと 云 ふのと ほ、 ^ 實の內 容 
が 少しく 違つ て 居る ので ある、 どう 違つ て )? r るかと 
云 ふと、 大阪 控訴院 管内の 裁判所に 行つ たので ある 
大阪 控訴院の 所管の aa 圍ほ單 に大阪 のみを 言つ て 居 
る ものでは ない、 又必耍 が あ 〇 とすれば 國務大 ほが 
何度 地方に 出 やうが 右樣な 則は 問題に ならない ので 
ある、 苟も 諸君 堂々 たる 大政鐵 の 政 友會の 諸君、 又 
名譽 ある 歴史を 有する 國民黨 の 諸君が 決算を： ? 15 査す 
るに 當 つて 大臣の 川 張が 多 かつた、 其 旅費が 多く あ 
つた か、 少なく あつたかと 云 ふやうな ことを 問題に 
して、 此國家 多事の 場合に、 斯る 愚論、 斯る妄 論を 
以て 論！！ する ことほ 私 ほ 諸君の 爲に 大に惜 まざる を 
得ぬ ので ある ■元来 言へ ば 政 友會と 云は ず、 憲政 會 
と 云 ほず、 國民黨 と 云は ず、 何れの 政黨に 於いても 
政 嫌の 立黧の 目的は 何で あるかと 云へ ば 政 黨內閣 を 
組織し、 此の 政黨内 閣に 法つ て， 憲政の 滑 かなる 途 
用を圖 つて、 さう して 經國濟 民の 事 第を やりたい と 
云 ふの が •谷 政黨 の立黨 の 目： S であらう と 思 ふので 
あります •然るに lit の立黨 の 3 的た る 大方 針を 忘れ 
て、 m も すれば 藩閥 政府に 降つ て 之れ を 恥と せず、 
同じ 共 InJ の 畑に 在る 所の 政黨 のこと に 至つ ては， 些 
細なる こと も 之れ を 指摘す るに 餘 力を 殘さな い、 而 
して 藩閥 政府を 援助し •藩閥 政府に 降る ことは Ef に 
之を 恥辱と 思は ない ので ある， 玆に餘 命 幾許 もな く 
死なん と .L て 死せ ざる 所の 藩閥の 生命が、 今日 尙ほ 
死せ ざる 所以の もは 政黨が 立黨の 目的を 忘れて 居る 
所に 基因せ ざるを 得ぬ ので ある、 此窟 味に 於て 斯る 
些細なる 事捫を 以て、 此國家 多事の 場合に 於て、 之を 
衆議院に 於て 政友會 、國 民黨の 諸君が 論 SI する が 如 
きは， 諸君の 志 案外に 小なる 事に 我 ? II は 驚かざる を 
倶な いのであります， 更に 政 友 會及國 民黨の 諸君に 
本員は lit 壇上より 敬意を 柳 ふ ものである、 何故に 敬 
意を拂ふかと云へば、大隈內閣の秕政百 |-1,, を諸君は 


_  五 九 六 

口にして K る、 其秕 政 Iff 出 〇 主なる ものは 本日の 笾 
題に 供せられ たる 此決薙 案 中の 五つの 琪孭に 過ぎな 
いと 云 ふこと を、 天下 國 民に ',.: らしめ たと 云 ふこと 
は、 吾々 同志の ? £ だ 幸と する 所であります。 

〔拍手 起る j 

0議長(大岡育造君〕大口 :0/. :六 ^; 。 

〔大口 ?? 六 君 登 搜〕 

r 拍手 起る〕 

〇 大口 喜 六む 私 (X S M 長の 報 传に對 しまして •全 
然饺 成の s:< を 表する 奔であ ります* 聊か 其 理由を 中 
述べて 見たい と 思 ひます、 唯今 紫 安 君 ほ 大隈内 閣 時 
代の 秕政ほ 、煎じ詰めた 所は CE に娃 丈で あるかと 云 
ふこと を 言は れた ので あ 〇 ますが、 吾々 ほ 決して 大 
隈内閣 の彈 劾を 以て 唯今 仕 ilf として ほ 居らない ので 
あ 〇 ます、 若しも 大隈 內閣 の秕政 を诹 劾す るなら ば 
是 許りの 事で (i ない のであります、 まだ 幾らでも あ 
るので あります (拍手 起る〕 併ながら ae n 々は 今は 大隈 
內 閣の秕 政を 彈劾 しやう として 居らない ので ありま 
す， 大正 三年 度に 於け る決览 と、 大正 四 年度に 於け 
る 決箅 とを 港 査 して 居る のであります、 其 上に 現は 
れたる 事柄を 玆に 論じ やうと する ので & る、 若し そ 
れ大隈 内閣 時代の 秕政 を W つたなら ば， まだ 益々 澤 
山 あると 信ずる、 是ほ豫 め 一言 述べて ia きたいと 思 
ふ， 先刻 三 土 君の 御 演說 中に あつたと 思 ひます が、 
大正 三年 度、 四 年度の 二 年度の 決 .};!: を 一度に 一括し 
て 之を 議 すると 云 ふが 如きは、 是迄に 先例の 無い こ 
とで ある •新 例で あると 云 ふが 如き ことを 言は れた 
のであります が-私 ほ寶ほ 此新例 を 山した る ことを 
慶ぶ 者で あるので あります、 ik 迄 帝 國識 會の樣 子を 
見ます ると、 先刻 來諸沿 が 申 述べられました 如く、 
算と 云 ふ ものに ほ 割合に K きを II かれて 居る やう 
であります が、 比較的 決 -»: なる ものは 輕く 見られて 
居る 形が あつたでは なから うかと 思 ふので あります 
* ほ 吾々 が 極めて 遺憾と する 所でありまして III す 迄 
もな く 憲法 上に 於き まして、 豫 算 ほ 事前の 監督で あ 
ります し， 決算 ほ 31¢ 後の 監® であります  >  それ故に 
決 3S に 於き まして ほ、 誰の 内閣の 時で あるを 問は ず 
大隄内 閣で ありましても， 山 本內閣 でありまして も 
將又 どの： 2： 閣で ありましても， 其 時代に 於け る 事柄 
は 何 所 迄 も 之を蒞 査して 、非違なる ものは 飽迄も 之 
を 非 ;' 1 なりと して、 天下に 示す のが 私は 當然で ある 
と 思 ふので あります (「ひや'^」 と 呼 ふ 者 あり) 


院議 衆會議 國帝囬 十四 第 


而 して 其 常時に 於け る 所の 人々 を 戒みて I 其當時 
に 於け る 人々 を 戒める のみならず、 現在の 內閣 に對 
しても 之に範 を 示し •共歸 向す る 所を 能く 示し、 而 
して將 来に 於け る 政治家に 向 つても •大 に澇 rr を與 
へる と 云 ふことは、 私は 當然 のこと であると 思 ふの 
であります、 それ故に 決算なる ものは、 飽迄も 精密 
に 之を 調査 致しまして 如何なる 細かい ことで あ'. り ま 
しても、 法規 典 例に 違つ て 居る が 如き ことは 一々 之 
を 明かに して、 どんな 細かい ことで あつても 之を 明 
確に して 置く ことが 當然 である、 而し て將來 の 政治 
家に 對 して 大に範 を 示し、 戒むる 所が あらう と 思 ひ 
ます、 其 意味に 於き まして" 大正 三年 度の 決 sc が 玆 
に 延ばされ、 而 して 四 年度と 共に 此 壇上に 現 ほれる 
ことにな つて， 諸 e と共に 大に 之を r»3 腿す るのは、 

我 衆議院の 一大 進步で あると 吾々 は 信じて 居る ので 

あります、 斯かる 意味に 於き まして 此決算 を 吾々 は 

論ずる ので ありま T が 故に、 細か ? 事に K る こと も 

あ 〇 ませう が、 旣に前 の 討論者が 段々 辯ぜ られた こ 

とであります が 故に、 私は 成べ く 其 嬰 點を 摘んで 論 

じ やうと 思 ふので あります が、 併し 非違に 亘る 事は 

如何なる 微細なる 點で ありましても、 私 ほ 之を 紙は 

ず 論じて 兑た いと 思 ふので あります (「謹 腿 J と 呼 

ふ 者 あ 〇〕 先づ 兵器 3'-lfi 藥の资 却 問題であります が， 

唯今 紫安嵙 より 詳しい 御說を 承りました、 丁度 私が 

承つ て 居りましても、 是は 反對 論者の 討論に 非ず し 

て、 恰も 政府 委 M の 辯 明た るが 如くに 承つ たので あ 

ります、 恰も 5¢ 感が ありました ことを 私は ia 憾 とす 

るので あります が、 其 辯 明 的 御 論斷に 依りまして、 

紫 安 君の 御 KS が 能く 分つ たのであります •然るに 

吾々 の 11-1; 問題を 非違な りとするのほ、所謂紫安君の 

言 ほる、 所の 保管 ts 換なる ものが 宜しくない と 思 ふ 

のであります 、即ち lit 問題は 丁度 武铽時 敏 君が 大藏 

大 S をして 居られまして、 S 族院に 於て 水 野 君の 質 

問に 對 して 御 答 辯に なつて ® る、 どう 云 ふ 事を 御 答 

辯に なつて 居る かと 申します と •是ほ 唯今 迄 諸哲が 

言 13: れた 所と 餘〇違 ひは ないやう であります が、 陸 

m 省から 砲兵 工廠 へ 移して •砲兵 エ趿 がそれ を 改造 

中に 賣る 、費つ た 代金を 以て 新たに 兵器を 持へ て • 

陸： 4 省に 納める と 云 ふ手鱭 になって 思る、 斯う 答へ 

られて 居る のであります、 芄通〇 の ill: 迓で あらう と 

私は 思 ふ、 是に 於て 之を 細かに 論じて 行く と 云 ふと 

會計法 並に 陸軍 作 架 锊計法 に®! g して 来る ので あり 


ます、 故に 是に 於て か 保管 轉換な る 一つの 語を 發見 
せられて、 之に 依て 非 ili に ET る點を 拖 ほんと せられ 
る やうで あ 〇 ますが、 之に 對 して 私は n 目 無 かるへ 
からざる 所以であります， 即ち 保 1 M 鞞換と 云 ふ もの 
は、 全體私 共は 會計法 を紊る 所以で あると 思 ふ、 一 
般會 計に 於て は 會計法 あり、 陸軍の 特別 會 計に 於て 
は 陸軍 作業 會計 法が あるので あ 〇 まして、 自から 鹽 
方に 據るべ き 所の 法規が あるので あります * ^ るに 
此の 兩 法規を ごち や < にして 仕舞つ て、 保管 轉拗 
の 名を 以 つて、 多大の 官有 物の 保管に 係る ところの 
物を‘ 保管 轉換の 名を 以つて 彼方に 據〇此 の 方に據 
りする ことを 許したなら ば， 如何にして 會計 法と、 
陸軍 作業 會計 法との 間に 對 する 監督が m 來るで あり 
ませう か c 拍手 起る〕 是れ ほ 冷 靜に考 へて 見れば、 
明かに 分る 問題で あるが、 之れ を _吾 々が 假 りに 忍ぶ 
としてもです、 茲に 忍ぶべからざる ことがある •そ 
れは どうで あるかと 言へ ば， 陸軍 大 K の當 時の 答 辯 
に 依りましても， 大藏 大臣の 答 辯に® りましても、 
分る ことで あ 〇 ますが， 陸軍省が 保管して 居る とこ 
ろの 兵器を •之を 砲兵 H® に 保管鞞 換 する 時には， 
眞 の 保管轉 換を する 意思では なくして •之れ に 僅か 
なる 加 H をせ しめて， 之れ を 外國 に賣 るので ある， 
泰平 組合に 費る ので あると 云 ふこと を 初から 認めて 
居る のであります、 是は どうで ありませ う •旣に 陸 
軍 省に 於て 外 國に賣 る 物で あり、 又 一方に 於て 泰平 
組合に 之を 讓 渡す 物で あると 云 ふこと を 認めて 居る 
のに >  保管 轉換の 名を 以て 之を 特別 會計に 移す と 云 
ふことほ，蓋し會計上の非違であります1斯の如き 
事を 許して， 斯の 如き 事を 認めて， 斯う 云 ふ 事が 果 
して 將來の 日本の 例に なつたら どうします か •どの 

内閣で も斯の 如き 事は 都合の 好い 事で あると 云 ふの 

で， 何時でも 保 符 W 換 、保管 轉換 で會計 法を 滅茶滅 

茶の ものにして 仕舞つ たなら ば、 どの 內閣 も此 例を 

閱うた ならば どうで ありませ う、 國 家の 經濟と 云 ふ 

ものは 決して 維持して 行くべき もので ない、 それ 故 

に 吾々 は斯の 如き 非違 ほ 何 所 迄 も 非違な りと して 認 

めて •之を R 师して •將來 の 政治家を して 斯の 如き 

事な からし めんこと を 期せなくて ほなら ない、 斯樣 

に 私 ほ考 へる のであります (拍手 起る〕 それから 泰 

平 組合の 問題であります が、 是も 一言 申 述べて 置か 

なくて ほなら ない と 思 ふので あります、 泰平 糾合と 

云 ふ ものは 初め 五分の 利益を 典へ てあつた 所が， 次 


第々々 に大隈 內閣の 時代に 三分！ 一分に 減らした と 云 
ふこと で、 頻〇 に關君 、紫 安 君が 大隈内 閣の 時代の 
功樹の 如くに 述べられた のであります •成程 事貨は 
其 通りであります、 吾々 も 之を 認めて 居る ので あり 
ます、 併ながら 最初 前の 政府が 五分の 手數 料を 拂ふ 
と云ふことを決めました時代ほ、未だ世界の戰亂を 
豫想 して 居らない のであります、 其 時分には 35; 分の 
手 M 料を 與 へる ことにしなくて は、 此仕事 が 織 まら 
なかつ たので ある、 即ち 兵器と 云 ふ もの ほ 多くは 支 
那に賣 るのを E 的と して 居つ たのであります、 然る 
に 其後戰 亂が始 つて 參 りました 爲 に、 總 ての 世界の 
大勢と： K ふ ものが i して 參つて 居る のであります 
此事惝 を 能く 斟酌して 見れば •大 隈內閣 時代に 三分 
の 手數 料に 減らし 二分に 減した と 云 ふことは 是は當 
然の 話でありまして、 決して 自慢を する に及ぱ ぬ、 
尙 1L つ 泰平 組合に 向つ て 殆ど 五 百 萬圓に 近い 所の 多 
大の手 歟 料を収 られて 居る では ありませ ぬか、 決し 
て 是 ほ 大 隈內閣 の 功 a どころではない、 甚だ 不行屈 
の 所' か あると 吾々 ほ 思 ふので あります、 次に 船舶 管 
理 問題であります、 是ほ 論じます れぱ 色々 の 議論 も 
m 來 ませう が， 事情を 承ります れぱ 、時の 政府の や 
られた 事 ほ 御 尤で あると Iril 情を したい 點も 認める の 
であります、 併ながら 私 ほ是 ほどうしても 決算に 於 
て ほ 非違なる 問題と 謂 ほねばなら ぬ、 と 云 ふの ほ 今 
の 政府 も 之を 1S めて 居る のであります が、 之を 保管 
して 居る 所の 松昌 洋行が、 明かに 又 貸を して 居る こ 
とであります、 此 船を 明かに 又 貸を して 居る ので あ 
ります、 併ながら 政府の 辯 明す る 所に 依る と， 是は 
外國 語で 相濟み ませぬ が 「タィム チヤ ー タ ー」 であ 
ると か ー トリ ッブ チヤ ーター J とか 云 ふこと で 致し 
て 居る と 云 ふことは 認める が、 之に 乘 つて 居る 所の 
船員と 云 ふ ものは •是は 矢 張 松昌泎 行が 持つ て 居る 
ので あるが 故に、 是は矢 張 保管を する 人は 松昌 洋行 
であると 政府 ほ 言つ て 居る、 斯う 云 ふ 答 辯で ありま 
すが •是が 吾々 が大に 非違な 〇 と 18 めなければ なら 
ぬ 點で ありま 即ち 此官有 物の 財 犛 管理 規程なる 
ものに ® ります と •どうしても 此契約 をす ると 云 ふ 
ことに 對 しまして ほ、 明かなる 法文が あるので あり 
ます、 l!-fc 法文に 制せられます るが 埝に 、保管 委託の 
名を 以て •特に 此官冇 財產 管理 規程を 遊れ て、 松昌 
洋行と 契約を 致して 居る のであります、 其 契約の 第 
五條に ほどう 云 ふ 事が 書いて ある、 第五 條には 「松 


昌 洋行 ハ 製 鐵所ノ 許可 ヲ得 ル- 1 非 ラサ レ ハ 本船 及屬 
具ヲ 他人- 1 保管 セ シムル n トヲ 煜ス J と 斯うな つて 
居る のであります 广 ••> 然るに 松昌 洋行は 此船を 又贷を 

して 居る にも 拘ら： i - 製鐵 所の 許可を 得て 居ない 

のであります 製鐡 所の 許可を 得ないで、 又 貸を して 
居る のに、 何故に 政府は 之を M め 居る かと 云 ふこと 
を 質 間し まする と-又 貸は 保管と 云 ふこと にはなら 
ない、 斯う 云 ふので あります、 又 貸は 保管に ならな 
いと 云 ふので 此 契約書の 第 五條を 遁る 、ことが m 來 
るなら ぱ 、官有 財產 管理 規程を 何故 用ゐな いか、 官 
有財產 管理 規程を 週れ る爲 には 保管 委託と 云 ふ 名を 
以てし， j 方に 於て 又 貸を する のは 契約 違反な りと 
云 ふ 如き ことに 至りまして ほ、 官有 財產 管 H-! 規程と 
云 ふ もの、 功 能は 少しも 無い ことになるので ありま 
す、 此の 如き 事に 依て 松昌 洋行に 莫大なる 利益を 與 
へたと 云 ふに 至りまして は •決算の 上から 見 ますれ 
ば* どうしても 是は 非違な りと しなければ ならぬ、 
同時に 一般の 天下の 人が 之を 見まして、 其 間に 何 か 
怪しい ことが 無い かと 疑 ひます のは* 是ほ私 は 當然 
のこと であると 思 ふので あります、 次に此 製 鐵所拂 
下の 問題であります、 是は 成程 極めて 輕微の 事柄で 
あります、 先刻 紫 安 岩は 之に 付て 「クレオ ソー ト」 
と 「ター ル」 と 同じ もの だと 言 はれました が •是は 
失禮 であ 〇 ます* か 御 間違であります、 「クレオ ソー 
卜 J と 「ター ル」 油とは、 決して 同じ 物では あり 
ませぬ、 r タ ー ル」 油の 中に 多少の、 「クレオ ソー 
卜」 ほ 含んで 居る であり ませう が、 是は 全く 違 ふの 
であります 、事， c： ‘は極 めて輕 微 であります* 「クレ 
オソ ート」 と 「タ ー ル」 油と が* 或は 鐵_ とか 云 ふ 
もの ほ 僅かの もの、 やうであります が >  凡そ 製鐵所 
に 於て 疑獄の 起り ます やうな 件は どうかと 云へ ば， 
無暗に 其 時に隨 意 契約を すると 云 ふこと であります 
其隨意 契約 か 隨分甚 しいので ありまして、 殆ど 會計 
法を 無視して 居る、 Sr 計 法を 無視して 事情に 託し 事 
情が* 斯うで あるから と 云 ふこと に 依て、 多く 此隨 
意 契約に して K ると 云 ふこと が 甚だ 宜しくない 其隨 
意 契約と 云 ふこと が 偶々 以て 或は 製鐵 所の 內 部を 紊 
亂せ しめ、 延いては 一般 社會の H 業 材料と すべき sn 
き 物を 或る 少數の 人に のみ 拂 下を 致して、 國 家の 種 
稲なる 工業の 酸 肢とな る 材料まで も、 特に 或 者に の 
み 拂 下げる と 云 ふ 如き ことを 生ずる のであります、 
それ故に 此の 如き 事柄は 今日 決算の 場合に 當つて 之 
五 九 七 
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を 非違な 〇 として 紅 诹し •將來 の 政治家を して、 製 
鐵 所の 如き 所に 於て ||,, 來る物 {3: 、成るべく逋く之を 
一般の H 業者に 分配せ しめ， 且つ 多く ほ 公 入札の 如 
き 方法を 執らし め* 隨意 契約の 如き ことを 爲 さしめ 
たくない、 是ほ今 日から 能く 戒めて 置かなければ な 
らぬ事 钓で ある， 斯う 云 ふ 意味から して 之に 對 して 
吾々 ほ 之を 非違な りと して 乱 彈 する のであります、 
次に 米 偎調節 の 問題であります、 是ほ紫 安 君け 見樣 
であると 云 ふこと を 述べられました が、 それ ほ 私 も 
御 同感であります、 見樣で あります、 併ながら 吾々 
の 見！！ が 違 ふの かも 知れ ませぬ が、 是ほ幸 ひ 或 程度 
迄 ほ 私は 紫 安 君の 御意 見と 一致す るので あります、 
併し 其の 一致す る 點 が、 最後に 至つ て 大に岐 る-' こ 

とになる のであります、 凡そ 米價の 調節と 云 ふこと 

になります れば •先刻 紫 安 君 も 申 述べられた 如く、 

M 千 乃至 三千 萬 圓と云 ふ 如き 大なる 金を fie はな けれ 

ば 常平倉 時代の 歷史を 研究 致しましても •調節な ど 

は 出来る もので ない、 是ほ 其の 時の 政府の 人 も 公言 

をして 居ります、 旣に 政府の 人が 此の 事を 能く 承知 

して 居る 二 千 萬 三千 萬の 金を 毎年茭 m する に 非 ざれ 

ば •米 牌 の 調節は 出 來な いと 云 ふことは ，歴史の 上 

に 於ても 總 ての 人が 能く 之れ を 承知して 居る、 然る 

に 膝に 四百 萬 11 許りの 金を使つ て、 米價 調節を 爲し 

たりと して 之れ を 天下に 唱道す るのは どう 云 ふ譯で 

あります か、 之れ を惡 るく 言へ ば 先刻 紫 安 君は 郡部 

救濟 とか 何ん とか 言は れた が、 時の 政府が そんな 考 

へで 米價 調節を 爲し たり とせば •或は 郡部の 百姓 共 

が 喜ぷで あらう と 云 ふやうな 御 考でや つたので あら 

うかと も 思 ふ •是れ は 三 土 君 も 言 はれた 如く、 時の 

政府の 米價 調節なる ものは、 斯様に 論じ 来り ますれ 

ば 極めて 誠意な きもので あると 吾々 は 思は なければ 

ならぬ、 况や 此の 金を 責任 支出を 爲して 剩餘 金から 

出さる k が 如きに 至つては、 吾々 は 甚だ 之れ を 遺憾 

と 致します •凡そ 此の 剩餘 金の 責任 支出を すると 云 

ふが 如 S- 事は •極めて 是ほ 重大なる 事でありまして 

漫 りに 爲 すべき ことで ix ない、 R に是ほ 國家 の爲に 

利益になる、 何處迄 も米價 調節が S 來 ると 云 ふ 確信 

が あつて こそ* •或は 責任 支出を 爲 すも宜 いで ありま 

せう が、 其 確信 もな く、 二 千 萬 圓も一 一一 千 萬 圓も使 ほ 

なければ 米價 調節は 出来ない ものであると 云 ふこと 

を 知りながら、 餓か 四百 萬圓 許りの 金を 以て 米價調 

節を 成し遂げたり、 而し て是が @ に 責任 支出は 當然 


であると 云 ふこと を 言 ふに 至て (i •蓋し 誤れる の大 
なる ものである •斯様な §f ほ 是亦大 に 將來を 戒めて 
S くことの 必要が ある， 斯ぅ 云 ふ 事を 私共 ほ 信じて 
疑 ほない のであります、 隨て此 水 道及铤 港 費の 補助 
に對 して ほ、 直ちに 此 議論を 以て 論ずる ことが 出来 
ると 思 ひます るが、 是ほ是 迄の 演說 者も總 て tg めて 
居らる V が 如く、 總選 擧を控 へて 居る 間際の 場合に 
於て 行 ほれた る、 所の 責任 支出であります、 成程 唯 
今 紫 安 君の 辯 明 的の 御 議論を 承ります と， 時の 政府 
として ほ 或は 御 尤と申 上げなければ ならぬ ことがあ 
らぅ かも 知れ ませぬ けれども、 責任 支出なる もの ほ 
先刻 も 申します 如く 極めて 國家 重要なる 事柄で なけ 
ればな らぬ のでありまして， 妄に 之を 爲す べき 事で 
ほ ありませ ぬ、 隨て® かの 期間を 剩す 丈の 場合に 當 

りまして - 三月の 1 1 十日から 二 十三 日の 間に 此補 

助の 指令が 參つ たと 云 ふのに、 總選舉 は 四月 あると 
云 ふ 如き 有樣 で、 fi に 一箇月 か 一 i 箇月 半、 之を 見合 
せれば、 總選擧 が あつて 議會に 諮る ことが 出来る， 
此僅 かな 場合に 當つて 二十 三 萬 五 千 圓と云 ふ 金を 責 
任 支出を 以て 補助され たと 云 ふ 事は、 憲法 か 貴い の 
である、 憲法の 正條を 履行す ると 云 ふこと に 重きを 
置が れた ので あるか、 或 ほ 事實 に對 して 重きを 置い 
たので あるかと 云 ふ 事 ほ 論じ 及び ますれば、 蓋し 其 
遣 方が 甚だ 宜しくない と 云 ふこと を 思はなくて ほな 
らな いと 思 ふので あります (拍手 起り 「同感」 と 呼 
ふ 者 あり〕 それで 是 等の 問題に 對 しまして ほ、 貴族 
院に 於き ましても 旣に 之を 非違な りと 致して 居る、 
即ち 兵器 賛 却の 問題に 對 しまして は 三十 七 議會に 於 
て 貴族院に 於て 此遣方 ほ 極めて 違法で あると 云 ふ 事 

を 議決を 致して 居る のであります、 又 水道 港 S の 補 

助に 毀し ましても* 同じく 貴族院に 於き ましては、 

其 見解 甚だ 宜しき を 得ず， 將來 之を 改めよ と 云 ふこ 

とを 議決を 致して 尻る 次第であります、 斯の 如く 總 

ての 問題 ほ 悉くが 非違で ある ことが、 當然 であると 

信じ、 又 吾々 ほ 之を 非違な りと するなら ば， 將來此 

決算に 對し て權威 を 持たし め、 是 からの 政治家を し 

て 益々 P 良なる 方法に 向つ て 進まし むる と 云 ふこと 

は、 極めて 大切な 決議で あると 思 ふので あります、 

此事を 能く 冷靜に 御考へ 下す つたなら ば， 憲政 會の 

諸君と 雖も 決して 之に 對 して 御 反對は なから うと 思 

ふので あります (拍手 起る) 是に 於て 私の 議論は 終 

りと 致します。 


〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます， 仍て 
討論は 終結され ました、 是 ょり 決議の 順序を 宣明致 
します、 決議は 先づ 大正 四 年度 歳入歳出 總 決算 及大 
正 四 年度 谷 特別 會計 歳入 歳 iji 決算の 報告書の 終りの 
「決議」 と 題して ある 分を 先づ採 ります •此 決を 採 
つた 後に、 委員長 報告 中の 憲政 會の 反對の ある 此決 
議の 籠つ て 居る 分を 除いて、 後の 決を 採ります， 先 
づ 最初に 申しました 通りの r 決議」 と 題す る 分、 此 
決議案に 對 して 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 
〔「大 多數 j  r 少數 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 大多数、 可決、 委員長 報告の 
通りに 可決 致しました ことを 宣吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 唯今 決しました 部分を 除いて 
は、 外に 反 對の論 も ありませ ぬから 三年の 歳入歳出 
谷 特別 も 併せて 委員長 報吿 通り 御 異議 ありませ ぬか 
〔「異議な し 異議‘ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 御 異議なければ 兩報吿 共に 委 
員 長 報告 通り 可決 致しました。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 尙ほ 時間が あります から Ml 
件 丈 決します I 日程 第三、 日 支 文化の 施設に 關す 
る 建議案を 議題と 致します、 提出者 關和知 君。 

第三 日 支 文化の 施設に 關する 建 _案 (關 
和 知 君 外 四名提 3 〕 

日 支 文化の 施設に 關 する 建議案 
日 支 文化の 施設に 關 する 建議 
日 支 雨 H の 文明は 旣往の 歷史に 於て 離る へから さ 
る關 係を 有する のみなら す將來 東洋 民族の 發展進 
步に 至大の 關 係を 有せり 從 て兩國 民の 思想 文化の 
上に 融合 協和の 途を講 する (X 所謂 日 支 親善の 根本 
義に して 東亞 百年の 大計な り 近来 我 か國支 那人敎 
化の 業 漸く S 頹 し兩國 民の 意思 脚 も すれは 疎融せ 
むと す 此の際 大に 支那 人敎 育の 施設を 盛に し鄰邦 
國 民の 敎化誘 掖に努 むる は 實に帝 阈の 東亞に 於け 


五 九 八 

る苡住にして ''-. .''- 一て：：、 .- ' 1:.: ::'. :;以な0 
政府は 速に 之 か 相 當の 施設を ^ すへ し 
右 建 芻す 

0 關和知 君簡單 であります から 此席で 述べます。 
〇誃長 (大岡 育造 君) 宜しう ございます。 

0 關和知 君 本案は 先日の 本會通 に提 出されました 
高撟 本吉 君の 支那 人敎 育に 關 する 建 li 案と 同一の S 
味 ある ものと 思 ひます から •幸に 其 委員に 付託に な 
〇 ましたら •其 節說 明を 致したい と 思 ひます、 どう 
か 御 賛成を 願 ひます。 

0 岩崎勸 岩 本案 ほ ? ii 橋 本吉君 外 JI: 名 提出 支那 入 敎 
育の 施設に 關 する 建議案の 委員に、 併せて 付託せ ら 
れ むこと を 希望 致します。 

〔「異議な し異誔 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励諉に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し j と 呼 ふ老あ 〇〕 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 御異謅 ない ものと 認めます、 
即ち 高 橋本吉 君の 建議を 付託した る委 負 に 併せて け 
託する ことに 決しました* 日程 第 四、 七 井 烏 山間 吸 
設輕便 鐵道茂 木町經 由に 關 する si 誘 案を 謝 題と 致し 
ます、 秋 山 金 也 君。 

第 四 七 井 烏 山間 数設輕 ffi 鐵道茂 木 町經由 
に關 する 建識案 C !® ® 陳平君 外 四 名 
提出) 

七 井 烏 山間 敷設 輕便鐵 道 茂 木町經 由に 關 する 
建_案 

七 井 烏 山間 敷設 輕便鐵 道 茂 木町經 由に 關す 
る 建議 

七并烏 山間 敷設の 便鐵 道は 茂 木 町を 經由 すへ し 
右 建 P す 

0 秋 山 金 也 君 本案は 極く 簡祺で あります から、 此 
席から 述べます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 宜しう ございます。 

0 秋 山 金 也 君 本案は 光 頃 請願 委員 會に 於て 採擇に 
なりました 所の >  a 岡 延長 線と 同樣の 意味の ある 所 
の 案であります から 旣に 諸君が 此 案の 內容の 重要な 
る こと も 御 承知であります から、 どうか 之に 御 S 成 
あらむ ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 II 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ むこと を i9 みます。 
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t「s 成‘- と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 織 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 ? t の 動 譏に 御 異議ない も 
のと 認めます、 仍て 本案は 議長 指名 九 名の 委員に 付 
託する ことに 決しました。 

〇 岩 崎 剧君 日程 第五 以下に 對 しては、 延會の 動 ■ 
を 提出 致します。 

〔「賛成々々 ，1 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大 岡 育造 君) 圾議な いものと 認 めます、 仍 
て 延會の 動 謎 it 成立し ました、 本日は 是 にて 散 會。 
午後 五 時 S 十五 分散 會 


0 大正 -fc 年 三月 II 十五 日 (月曜日) 

午後 I 時 十七 分開議 

議事 日程 第二 十七號 

質問 

I  靑森驛 海 睦速絡 並に 設備に 關する 質問 

へ H 藤 卢 —F 二 

II 外圉 共同 居留地 域 內に 於け る 取引所 設置 

s 可に 關する 質問 (1 ■紐 fi 外) 

=1 對課、對支政策に關する « 問(糊駐贴こ) 

四時 局に 對 膪 すへ き內治 外交に 開^ p 質問 

へ 小 西 和) 

(封 提 S) 

五 關東 都督 府及南 洚 洲雜道 株式 酋社所 在 地 

に ^ する 質問 (難？) 

第- 北！^  _ 完成に 關す る ® ti 案 (钟® 抓 

■  t 名) C 委 M 長 報吿)  丨 

第 11 北海— flc に關 する a is 案 (g 機 配 

L) (委 fl 長 報告：  . 

第三 日本 si 育會國 鹿 補助に 關 する 建議案 

翊 |1 §十 7 姿3報吿〕 

第四替 察 官年功 加俸 令 制定に 關する 建議案 

(機 ^ 之)  8.i 報吿) 

第 JE 方 動産 金： S 改善に ^ する 建}！ 案 g 服 S 

11= 狀) C 委員長 報吿： >  I 

第六笮 遍 is 行の 金® に關 する 建議案 (制 則 一 

齡此 ) 1 長 i) 

第 七 神 内 结道改 一 艮急 施に 關 する 建議案 

(料 酗賊 ) ( 委員長 報吿) 

第 八 ' 7K 産敎 育 fer 興に 關 する® 1$ 案 强 

峨) t 委 £1 長 報吿) 


第 九， f 險法 制定に 關 する 建 li 案 (杜翊 ㈣ 

ffi- s)  c 委員長 報 吿〕 

¥ 松本—謹 に關 T lt  (2 觸 3 跡 

服)委員長報街) 

第 十一 金 名鐵道 敷設に 關 する® 議案 (帥 赠鞭 

is 名 j  (委員長 報告) 

第 十 II 衞生行 政 . ¢0 中樞 槎關 擴大 に關 する 建議 

*- l sl II g ¥ « 長 報告) 

第 十三 (特別 報告 第百五 十三 號〕 筑後 ;|| 第二次 
改修 H 事 速成の if 願 (委員長 報告) 

第 十四 (特別 報 街 第； s 五十 四號〕 東京 遨治 水に 
關す る is 願 外 I 件 (委員長 報告) 

第 十五 (特別 報告 第 百： : /T: 十七 號：} 國道林 設置 法 
制定の if 願 c 委員長 報告〕 

第 十六 C 特別 報； in 第 百 五十八 龅〕 徴兵 採 定に關 
する 請願 (委員長 報 佐〕 

第 十 -t (特別 報 吿第百 五十 九號〕 睦軍 射擊學 校 
移鞟設 匿に 關する 請 113 ( 委 fl 長 報告〕 
第 十八 (特別 報 吿第百 六十 號；} 袖 川 村に 郵便局 
設置の Is 願 (委員長 報告) 

第 十九 (特別 報 街 第 百 六十 一號〕 新 城 村に 郵便 
局 Mf 茜の 請願 C 委員長 報告) 

第 II 十 (特別 報传第 百 六十 二 號〕 靑沼村 平 林に 
郵便局 設置の 請願 (委筠 長 報告) 

第一 一十 I  (特別 報 ff 第 百 六十 三號 >4 伊 第 院村 
に 三等 郵便局 設 S の if 願  C 委 M 長 
報吿) 

第 II 十 II (特別 報转第 百 六十 四號〕 野馳 村に 無 
集配 郵便局 設匿の 請願 (委員長 報 
吿〕 

第 II 十三 (特別 報 街 第 百 六十 五 號：} 都 介 野村大 

字 南 之 庄に無 集配 三等 郵便局 設置の 

請願 (委員長 報告) 

第二 十四 (特別 報 吿第百 六十 六號： 波 根 西 郵便 

局 集配 事務 開始の if 願 (委員長 報 
吿) 

第 = 十五 (特別 報 街 第！ e 六十 七 號) 下 堅 田 郵便 

局に ■信 事務 開始の 請願 (委員長 

報吿) 

第 II 十六 (特別 報仵第 百 六十 八號〕 有 福 郵便局 

に 集配 並 電信 車 務開飴 の 請願 (委 


員 長報齿 〕 

第 11 十七 「特別 報 吿第百 六十 九號〕 雄 郵便局の 
位 ja 變 更並间 局に 電信 事務 開始の 請 

願 c 委 H 長 報告〕 

第 II 十八 (特別 報冉第 百 七十 號〕 與論 島 沖 永 M 

部 島 間 海底電信 敷設の ii 願 (委員 

長 報告〕 

第二 十九 c 特別 報告 第百七 十一 號； 日本海 横斷 

航路 急速 開始の 讅馘 C 委員長 報告〕 

第三 十 (特別 報传第 百 七十 二 號： % 福 村 上 有 

福に 登 le 所 設置の 請願 (委員長 報 
吿) 

第三 十 I  c 特別 報 吿第百 七十 三號) 上 富 良 野 村 

に 旭川 II 裁判所 出張所 設置の is 願 

(委員長 報吿〕 

第三 十二 (特別 報告 第 百 七十 四號〕 八 束、 川上 

中和 三 村 中に 區 裁判所 出張所 設置の 

請願 C® 負 長 報 吿) 

第三 十三 (特別 報 吿第百 七十 五號〕 網走區 裁判 

所に 甲號 支部 設 a の 請願 (委員長 
報齿) 

第三 十四 ( 特別 報吿第 百 七十 六號〕 商法 中 改正 
の 請願 (委員長 報告) 

第三 十五 (特別 報 街 第 百 七十 七號〕 十 勝 監獄 移 
鞟 に關 する 讅願 (委員長 報告) 

第三 十六 (特別 報告 第 百 八十 號〕 酒 S 觀音寺 間 

固有 輕便鐵 道 敷設の if 願 外 一 件 (委 

員 長 報告) 

第三 十七 (特別 報告 第 百 八十 一號〕 本吉 郡縱斷 
輕便鐵 道 速成の 請願 e 委員長 報吿) 

〇 議長 0 K 岡 育造 君) 諸般の 報吿を 命じます。 

〔書記 朗 if ; 一 

一 德島縣 郡部 選出 議員 板更 勘 . 71: 郎君 死去せ り 
一'  誘 員ょり 提出せられ たる W 間 主意 霄 左の 如し 
文部省 歯科 醫師試 驗場附 ■ 療院 に關 する 質問 主 
意 S 

提出者 田 中 萬 逸 君  橫山勝 太 郎君 
紙價 調節に 關する 再 質問 主意 書 

提出者  小 泉 又 次 郎君 
爵絲 業に 關する 質問 主意 書 

提出者  小 西  和 君 
一貴 族 院は 本院の 淦 付に 係る 左の 議案を 可決した 


る 旨 同 院 ょり 通牒を 受領せ 〇 
地 種變更 免租 年期に 關する 法律案 (政府 提出〕 
有價 證券 割賦 販賣業 法案 (政府 提出〕 

狩 獵法改 正 法律案 C 政府 提出〕 

毫_ 銀行 法 屮 改正 法律案 (政府 提出： 一 
海 革に 於て 海軍 採炭所の 石炭の 買 入に 關 する 法 
律 案 C 政府 提出) 

礙京市 區改 正 條例屮 改正 法律案 C 政府 提出) 
京都市 又は 大阪市の 市 Is 改正に 關し束 京 市區改 
正 條例及 東京 市 K 改正 土地 建物 處分 規則を 準用 
し 得る の 法律案 (政府 提出) 

郡制 中 改正 法® 案 (本院 提出) 

一 政府ょり 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
大正 七 年 三月 n 十三 日 

內聞 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆 SI 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 楠 原悅 一一郎 君 提出 日米 間の 紳士 協約 撤 
廢に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆議院議員 植原悅 二 郎君 提出 日米 間の 紳士 
協約 撤廢 に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
質問者は 所謂 日米 紳士 協約の 撤廢を 以て 人文の 發 
達に 寄與し 又は 兩國の 親交を 咐進 する の 効果 ある 
ものと 云 ふ も 政府は 所見を 異にし 目下の 處右 撤發 
の 措置を 執る の 意志を 有せす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 11 十三 日 

外務大臣 法學博 士子嵙 本 野 I 郞 
大正 七 年 三月 二 十三 日 

內 閣總理 大臣 伯 !!? 寺 內正毅 
衆 11 院識 長大 岡 育造 殿 

衆諉 院議 員撄井 兵 五郎 君 提出 對茭 外交に 關する 質 

問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 櫻 井 兵 五 郞君 提出 對支 外交に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 書 
一 政府 ほ 支那に 於て 內 部の 紛争 未た 熄ます 政局の 
安定 尙 期し 難き を 遺憾と する も 從來の 方針を 一 
變 して 支那の 政爭に 干渉す るか 如き 注意 又は 警 
吿を發 したる ことなし 

イ 支那國 内紛 接の S 在 支那 人中 不安を 感し乂 は 
現實 に锊濟 上の 損失を 蒙りた る もの あるは 事 
五 - A 九 


日米 Ril の 紳士 協約 撤廢 に關 する 皙問の 答 辯  對茭 外交に 關 する 質問の 答 辯 
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同盟 菔 H と锶 H 保 獲に 関する , rr 間の 答 辯  朝鮮 婷 務港關 の組錄 に關す る 質 間の 答 辯  靑森驛 海陸 iiM 絡 故に 設厢 に關 する 質問 


六 S 


Ff なる も 帝！！ 政府に 於て ほ 隨時關 係 帝 國官遨 
をして 支那 V'; 局に 交涉せ しめ 又は 必要に 應し 
て 軍 罔を is し 正當 Jl. ii 法なる 飾' ril 内に 於て 夫 
々保護 又は 救 濟の 手段を 講し 居れり 
D 帝國 政府 ほ 從來 故ら に 所謂 段 派を 援助した る 
ことなく 從て 長江 沿岸 及 南支 方面に 於け る大 
多數 の 3!: 那人か 我に 對 して 好感を 有せす とほ 
信す る 能は す 尤も 一部 支那 人間には 或る 帝國 
政府の方針を誤解し若ほ曲解するもの之なき 
に 非 さる も 政府 ほ 其の 公正なる 態度を 明なら 
しめむ か爲銳 意適當 の處 置を 講しつ 、あり 
一 支那 國內 紛擾の 永續か 延て束 洋の 平和に 累する 
の 1® ある ことほ 政府に 於ても 所感を！：  くし 深く 
考察して 之に 處す るに it 算なか らむ ことを 期す 

一泰 平 組合ょり 交 那に 供給した る 辟 器は 秦皇 島に 

於て M 任 ある 突 那陸軍 官憩に 引渡された る もの 

なり 該 武器の 保犄處 分 問題に 關 する 奉 天® 軍と 

北京 政府との 關係に 至りて は 帝國 政府ょり 之を 

芥一 阴 公表す へき 限に 在らす と 信す 

一窣犬 督班 の京榆 沿線 派兵に 關 しては 在 天津 谷 國 

駐屯 第 5.1 令官 の決_ に 依り 我 司令官 光 任 者と し 

て 在 北京 首厢公 使に 移牒し 千 九 百 一年 北淸事 變 

に關 する 最終 議定書を 無視した る 行動と して 抗 

議の手 11 に 出て たり 

一日 支の 文化的 結合に 付て は 政府に 於て 未た 其 成 

案を發 表する の 期に 達せす 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 三日 

外務大臣 法 擧 邸 士子樹 木 避 一郎 

大正 七 年 三月 二十四日 

內閣 總理大 E 伯爵 寺 內正毅 

衆議院 謬 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 土 井 滞' 大君 提 山同盟罷エと職エ保護に 

關 する 質問に 對し 別紙 答辯帮 斧 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 土 井搠 大君 提出 同盟 罷 H と 職工 保 

護に 關する 質問に 對 する 答 辯 書 

一同 盟罷 H の頻發 は 裔業上 最も @ ふへ きこと に屬 

する を 以て 政府 ほ 之 か 防止に 關し不 斷の 留意を 

怠らす 

二 同盟 Ml H に關 する 政策と して ほ 事業主と 被傭者 

との 間に ® 志の 疎隔な からしむ る 爲出來 得る 丈 


兩 者の 關係を 親密なら しむる と共に 事業主を し 
て 其經濟 の 許す 限り 被傭者の 康寧 副 利の 爲力を 
致さし むる に 在り 其の 他の 施設に 付て ほ 其關係 
する 所 極めて 廣きを 以て 愼重 調奄 中に ) 1 す 

三 及四產 '業 組合の 設立 及 普及は 從來政 府の 最も 注 
意し 來り たる 所に して 組合の 目的 及 必要 並 經營 
方法 等の 講習 講話に 努め 或 ほ產業 組合 中央 會を 
して 組合の 理事 者た るへ き 者の 養成を 爲 さしむ 
るか 如き 皆 此の 普及を 圖ら むと する の 趣旨に 外 
ならす 職工 瞒 買 組合の 設立 獎 勵 に 付ても 亦 之を 
忽に する ものに 非す 

五 及 六官役 職工の 購買組合に 關 しても 相 當の 注意 
を爲 しつ、 あり然 れ とも 今日に 於て 其の 數未た 
多き に 達せ さるは 蓋し 組合に 加入 すれは 相當の 
出資を 必要と する こと 及 職工の 異動 多き こと 等 
相當 困難の 事情 あるに 依る 

七 商業の 中心地に 遠 かりたる 海軍 工廠 所在地に 在 
りて 其の官 役職 エを して 日用品 購買組合を 組織 
せし むる か 如きは 最も 有益の 事に M す 政府 {X 之 
か 設立 獎勵に 關し必 要の 注意を 懈らす 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十四日 

內 務大眨 男爵 後藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友三郎 
農 商務 大臣 1 仲 小路 酿 
大正 七 年 三月 二 十四日 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 讖 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 陣軍吉 君 提出 朝鮮 警務 機關の 組織に 關 

する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院 _ 員 陣軍吉 君 提出 朝鮮 警務 璣關の 組 

織に 關 する 質問に 對する 答 辯 書 

政府 ほ 朝鮮の 現狀に 照し 現行鬱 務機關 の 組織を 適 

當と認 むる か 故に 目下の 處 之を 改定す るの 意な し 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十四日 

內閣 總理 大臣 伯爵 赤 內正毅 

陸軍大臣  大島健 一 

〔左の 報 吿は朗 _ を經 さる も參 照の ため 玆 

に揭 賊 す〕 

一 去 二十 三日 金 名 鐵道 敷設に 關する 建 謅椠 委員 會 


理事 補闕 選擧の 結果 左の 如し 
金名錄 道 敕設 に関する 纽 議案 
理事 石 原 正 太 郎君 (理事 古川 淸君 補闕) 

一 去 二十 三日 議長に 於て 選定した る §.; 員 左の 如し 
七 井 烏 山間 ® r 設 輻 便 鐵道茂 木町經 由に 關 する 速 
議案 

丸 山嵯峨 一郎 君  S 邊祐策 君 
渡 邊陳平 君  秋 山 金 也 君 
高 田 耘平君  本 間 三 郎君 
小 池 仁 郎君  秋 田 寅 之 介 君 
伊東 知 也 君 
0H 藤！！ W 君 議長。 

0_長 (犬 岡 育造 君〕 エ藤善 助 君。 

0H 藤 善 肋 君 信越 線 碓氷鐵 道 改良に 關 する 建議案 
に付きまして 是 より 委員 會を 開きた う 御 ざいます、 
御 許を 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可を 致します。 

OH 藤 善 助君是 より 委員 會を 開きます •委員の 諸 
君は 委員 室に 御 集りを 願 ひます。 

0 法學博 士政尾 藤吉君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 政 尾藤吉 君。 

0 法 學 博 士 政® 藤 吉君是 より 共通 法の 委員 會を開 
きたう 御 ざいます、 御 許を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します" 

〇 法 學博士 政 尾 藤吉君 委員の 諸君は 是 より 委員 會 
室に 御 集りを 願 ひます" 

0 摘 原悅二 郞岩 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 植原悅 二 郎君。 

0« 原 悦二郞 君 私の 質問に 對する 政府の 答 辯に 對 
して 疑_ があります から、 發言を 御 許 願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 まだ 議事を 開き ませぬ。 

0 野 口 孝 治 君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 野 口 孝 治 君。 

〇 野 口 孝 治君是 より 自動車事故の 責任に 關する 法 
律 案の 委員 會を 開きた う 御 ざいます、 御 許可を 願 ひ 
ます 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 野 口 孝洽君 自動車事故の 責任に 關 する 法律案の 
委員 諸君は 第 六 委員 室に 御 集りを 願 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 議 M 板 泉 勘 五郎 君 •去 十六 日 
本院 内に 發病せ られ 、療養 其 効 無く 遂に！ 一十三 日 逝 
去せられ ま L た、 洵に 痛惜 哀悼の 至に 椹へ ませぬ、 


例に te o ia 族に對 し 左の 中 詞 を !！ ft o ました。 
衆議院は 諉 a 從五位 勤 E-: 等 板苽 勘 j/£ 郎君の 長逝を 
哀悼し 恭しく 吊 詞を呈 す 
右 報告に 及びます、 是 ょり ^ ル. きま.：， ,' 

〇擗 原悦二 郎君 諮 技。 

0 謎 長 (大岡 育造 君) 楠 原 君 何です。 

0 楠 原悅二 郎君 私の 日米 間の 紳士 協約® 廢に關 す 
る 質問に 關し政 府の答 辯が ありました、 其 答 辯に 疑 
義があ ります から、 一言 御 許を gri ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 今日 ほ 質問 日でありまして、 
其 順序が 旣に 日程に 上って 居ります、 それより 許可 
致します、 靑森驛 海陸 速 裕 並に 設備に 關 する 質 間| 
—ェ藤 車 爾 君。 

(拍手 起る〕 


一 靑森驛 海陸 連絡 並 設備に 關 する 質問 
(エ藤車爾君提出〕 

靑森驛 海陸 連絡 並 設備に 關 する 質問 主意 ! 3 
右成規 に據 り提 m 候 也 
大正 七 年 三月 九日 
提出者 エ 藤卓爾 
燹成 者戶狩 權之助 外 三十 一人 
靑森驛 海陸 連絡 並設龉 に關 する 質問 主总 a 
靑森驛 は 本州と 北海道 及® 太 間 唯一の 關 門 にして 
海陸 通 絡の 樞嬰 地た るは、 1!i 人の 誌む る 所たり 故 
に 本州 又 ほ 北海道の 鐵道 にして 延長 若は 改筘 する 
所 あらむ か 其の 設 腧 亦 自ら 之に 伴は さるへから さ 
る や 固ょ 〇 言を 俟たす 今や 該驛に 於け る滯货 K し 
く 本州 北海道 間の 輸送 實に龅 滯を糊 む 是れ固 ょり 
船舶 並 貨車の 少 きに 因る へしと 雖亦該 P 設備の 不 
完金な るに歸 する こと 少 からすと 信す 仍て左 の 一一 
點に對 し 答 辯を ^ む 

一 海 陣 迪絡の 設備は 築港と 相伴 ふて 進行せ さ 
るへから す 然るに 今や 築港 工事は 著々 進行 
する に拘ら す 你靑 森驛の 改善に 著 手せ さる 
は 如何  . 

二 靑森驛 ほ 元日 本 鐵道株 式 會 社と 奥羽官 線と 
の 終 li にして 兩漭不 _ 滑の 問に 之を 趄設し 
頗る 不完全な るを 免れす &• て 速に 之 か 改善 
を爲 ささる へから さる も今尙 之に 著 手せ さ 
るは 如何 
右 及 質問 候 也 

〔H 藤 4i 爾君 登壇〕 
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Oh ■藤 卓爾 君 8; の 質問は 靑森驛 に 於け る 海陸 通 絡 
並 其の 設備に 關 する 事件で 御 ざいます から， 一寸 之 
れを贈 きます ると、 靑森 地方に 於け る 一の 小さい 所 
の 地方 間 題で なから 5 かと 思 ふ 方 も あるか も 知れ ま 
せぬ けれども •それは 恐らく 皮相の 觀察で 御 ざい ま 
して •少しく 仔細に 翻 察します ると、 其の 關係 する 
所は 頗る 廣く  •其の 利害の sg る 所 も 亦® る 重大で 御 
ざいまして •詰り 我國に 於け る 所の 交通 摁關 のが 一 
大間 題と 云つ て も 決して 過言で なから ぅかと 思 ひま 
する、 と 申します る ことは • 寶 は此靑 森 P の 位置 ほ 
どぅ 云 ふ處に 在る かと 云 ふこと を考 へて 見ます ると 
能く 諒解す る ことが 川來 るので あります、 諸君 御 承 
知の 通〇靑 森驛に 於て は •即ち 帝國の 盡诳で 御 ざい 
まして、 北海道， 樺 太に 對峙 し、 延て 露铀 浦 ® : に對 

する 所の 一の 關門で 御 ざいます， 故に 交 ill! 機關の 上 

より 見ます ると、 極めて 大切なる 所で 御 ざいまして 

內地及 北海道との 鍩道 にして •如何に 改善を 加へ ま 

しても •如何に 延長 致しましても、 此靑 森驛に 於け 

る關 n の 設備に して •之に 副は なければ 其 ® 能を 完 

5 する ことは 出來な いので 御 ざいます る •故に 内地 

及 北海道の 錄 迫 にして， 或 ほ 延長し •或は 改善を 加 

へます れぱ ，同時に 此靑 森驛に 改善 も 加へ なければ 

ならぬ ので 御 ざいます， 然るに 今日の 靑 森の狀 况は 

如何で あるかと 中し ますれば、 殘念な がら 甚だ 不完 

全で あると 申さなければ ならぬ ので 御 ざいます， 論 

より .^ 據 、之を 對岸 の函 館に 比較して 見ます ると 云 

ふと" 明瞭に 了解す る 射が 出來 るので 御 ざいます る 

諸君、 御祇知 の 通り 彼凼 館に 於き ましては， 海陸 迪 

絡と 致しましても .如何にも 完全で 御 ざいまして、 

榨 橋 等の 設備 も 相當に 定まつ て 居ります， 故に 貨物 

の提 卸し •旅客の 昇降 等に 於き ましても •非常の 便 

利を 得て 居ります けれども、 靑森は 之に 反對を 致し 

まして •何等 海陸の 連絡の 設 ifii が 御 ざい ませぬ I 故 

に 偶々 船が W 森に 著き ましても が、 其 貨物の 提卸を 

する に 非常の 時間を 要し、 又 旅客の 昇降に 付まして 

も 非常な 不便を 與へて 居る ので 御 ざいます る •併し 

それは 平日に 於て 其 通りで 御 ざいます るが •一朝 風 

浪等の起る場合に於きましては、船が靑森港に著き 

ましても、 殆ど 上陸す る 事が 出来ない と 云 ふやうな 

有樣で あるので 御 ざいます、 斯の 如き 不便 ほ 平時に 

於て は 尙忍ぷ 事が 出来ます けれども、 今日 li 如何で 

あるかと 申します ると 云 ふと、 ^ ど 忍 ぷ 事 が 出來な 


いと 云 ふやうな 狀况 を呈 して 居る ので 御 ざいます、 
即ち ff 森驛に 於け る 所の 目下の 狀况は 如何で あるか 
と 申します ると 云 ふと 非常に « 物の 停滞を 來 して 居 
るので 御 ざいます、 折角 北海道から 靑森驛 迄 運送し 
來〇 ましたる 所の 貨物 も， 靑森驛 に 於て 殆ど 遮られ 
て 之を 目的地に 達する all: が 出來な いと 云 ふやうな、 
狀况 になつ て 居る ので 御 ざいます、 是と 同時に 内地 
より 北海 m に 輸送す る 所の 貨物 も、 辛うじて 靑森迄 
輸送し 来りました る もの も •之を 北海道に 運ぷ 事が 
川來な いと 云 ふやうな 狀况 になり まして， 今日に 於 
きまして は、 靑森驛 頭 數千噸 の滯貨 を來 して 居る の 
で 御 ざいます、 併し此 の 內地並 に 北海道よ りして 送 
る所の貨物の停滯をして阴るのほ、猶可なりであり 
ます、 可な りであります けれども、 それ 以上に 地方 
の貨物ほ«雜を極めて居るので御ざいます、それは 
どう 云 ふこと であるかと 中し まする と 云 ふと* 內 ilL 
及北海道の貨物ほ、兎に角或驛に於て受理を致した 
ので 御 ざいます るから して、 鐵道 としては 之を 目的 
地に 運ばなければ ならぬ と 云 ふ 事に なつて 居る ので 
御 ざいます る， ai に角受 付 けた 以上は、 之を 目的地 
に 運ばなければ ならぬ と 云 ふ 所の 義務を 持つ て 居り 
ます けれども •其 所在地た る 所の 靑 森に 於き まして 
は、 まだ 之を 受理し ない ので あるから、 成 丈 其 貨物 
を •受理し ない と 云 ふ 所の 方針を 執つて 軒る ので 御 
ざいます るが 故に、 靑森 市に 於け る 所の —— 靑森縣 
に 於け る 所の 貨物 ほ、 一向に 運ぷ事 が 出来ない と 云 
ふ 結果を 来して pr るので 御 ざいます •是は 其 所在地 
でありながら、 一般に 不便を 感ずる ので 御 ざいます 
る、 靑森縣 の 物產た る 所の 翳 エ品ほ，目下北海道に 
於て需 盟の 極めて 切なる もの ある 場 < n で 御 ざいます 

るが、 それ にも拘らず 殆ど 之を 受理し ない、 それは 

何故かと 申します ると 云 ふと* 唯今 申しました る 通 

り、 內地 より 北海道に 送る 所の 貨物の 停滯 と， 北海 

道より 內地へ 運ぶ 所の 貨物が 停滞して 居りまして、 

之を どうして 見ても、 其 目的地に 渾ぱな ければ なら 

ぬのであります るから して* まだ 受理し ない ものは 

それに 對 する 何等の 義務が 無い ので 御 ざいます るか 

らして、 成べ く 之を 受理し ない と 云 ふ 方針を 執つ て 

居ります るが 爲 に、 靑森縣 の 貨物と 云 ふ ものは >  1 

向 運ぶ 事が 出来ない と 云 ふ、 一番 闲る 所の 境遇に 在 

るので 御 ざいます る、 而 して 其 原因は どう 云 ふ 所に 

在る かと 申します ると 云 ふと •固より 船舶の 少ない 


と 云 ふ 事と •貨車の 少ない と 云 ふ 事 ほ、 一の 原因を 
爲 して fr るに 相違 御 ざい ませぬ •御 ざい ませぬ けれ 
ども、 それと 同時に 此靑 森驛の 設備の 不完全で ある 
と 云 ふ 事 も， 一つの 原 W を爲 して 居る ので 御 ざい ま 
す、 それ ほ 唯今 申しました る 如く 

〔此時 議長 大岡 育造 君 退席 副議長® 田 固 松 君 著 
席〕 

〇 エ藤卑 爾 S 靑森驛 にして 棧摘の 設備が ありまし 
たなら ぱ 、船より 此 貨物の 揚卸 する に付きましても 
非常に 便利でありまして •時間と 手數を 要しない の 
で 御 ざいます るが、 此の 接 橋の 無い 爲 めに、 船から 
して 荷物を 陸撝 する に 付いて、 或は 脬 「ランチ」 等 
を 用 ひます るが 結め に， 非常な 時間と 手數を 要する 
と 云 ふやうな 結果、 益々 龅滯 を來 すと 云 ふやうな こ 
とに なつて 居る ので 御 ざいます る， 故に 靑森港 に 於 
ける ところの 海陸 迪 絡の 設備の 第一と 致しまして It 
兎に角 此の 接 橋を 建設し なければ ならぬ と 云 ふこと 
になつて 居る ので ございます、 故に 此の 靑森 港に 於 
ける ところの 棧 橋の 問題は 多年の 希望で ございます 
るが， それを 今日 迄 延ばして 居る のは， どう 云 ふこ 
とで あるかと 申します ると 云 ふ. と、 當 局 者を して 之 
を 言は しむれば 靑森 港の 如き 荒海の 中に あつて は， 
縱し棧 橋を 建設 致しましても、 其 用を 爲す ことほ S 
来ない、 即ち 船と 棧橋 と函 突す る 許りで あつて、 何 
等の 効用を S す ことは 出来ない ので ある、 故に 睦橋 
を 築かう と 云 ふこと に付きまして ほ、 兎に角 築港を 
して、 さう して 防波堤を 桁へ て •其 防波堤が 出来る 
と 同時に. 棧橋を 建設し なければ ならぬ と 云 ふこと 
を 云つ て 居る ので ございます， 是が爲 に 築港と 云 ふ 
ものは 旣に著 手を 致して 居りまして， 今や 著々 とし 
て 進行 致しまして* 正に 明年度を 以て 竣成を 見ん と 
する の 場合に 達して 居る ので ございます、 斯の如 き 
次第であります るに 依つ て •鐵 道院に 於き ましても 
最早 それと 同時に 棧 橋の 建設に 著 手し なければ なら 
ぬと 思 ふて 居ります るのに、 今日に 至る 迄 何等 其 著 
手を しないので あります、 而 して それは 何故に 築港 
が 進行して 居る に拘ら ず、 棧橋 建設を 致さぬ かと 云 
ふこと を 問 ふて 見ます ると、. 當局 者の 言 ふ 所に 依り 
まする と 云 ふと •靑森 築港は 段々 進行して 居ります 
る けれども， 其 海面は 至つ て狹 い、 楼 橋を錤 設 する 
ことは 出来ない、 是が 爲に棧 橋の 建設を 差控 へて 居 
ると 云 ふこと でございまする， 併ながら 此 海面の 狹 


いと か廣 いと か 云 ふこと ほ、 決して 今日に 始まりた 
る 所の 問題では ございませぬ、 諸 V1,- 御 承知の 通り， 
牝築 港を 紐 設す るに 付きまして ほ* 港 « 調査 會と云 
ふ ものが ありまして 、鄭重な 調査を 遂げ、 又 港® 調 
查會で 出来ました 所は、 鐵道院 で 協議して 之を 決定 
する もので あらう と 思 ひます* 然ら ば靑森 湾の 築 池 j 
內の狹 いと か廣 いと か 云 ふことは •固より 之を 教手 
する 時に 於て 解つて 居らなければ ならぬ 問題で あつ 
て， 決して 今日 始まりた る 所の 問題で ix ありませ ぬ 
然るに 今に 及んで 築港の 防波堤の 海面が 狹く ，致 方 
ない S に棧 橋を 差控へ られ ると 云 ふこと ほ 私の 了解 
に 苦しむ 所で ございます、 併ながら 實 際左樣 で ござ 
いますれば、 如何に 之を 非難 致しました 所が 致 方は 
ありませ ぬけれ ども •若し 架して 其棧 橋が 狭ければ 
狭い 丈， 何等かの 計畫を しなければ ならぬ と 思 ふて 
居る ので ございます 、即ち .® 々 築港が 狭ければ 、其 
築港を 搁大 すると も， 又傾大 する ことが /- H 來ず して 
棧橋を P 設する こと. が 出来 ませぬ ければ、 別の 岩壁 
に 船を ffi 付けに する やうな 計畫 をし なければ ならぬ 
かと 思 ふので ございます、 然るに 今日に 至る 迄 •築 
港内の 海面 {3: 狭い とか 中して 居ります る けれども • 
之を 擱張 すると 云 ふ計畫 を 立て、 居る と 云 ふこと も 
聞かない， 又棧檎 を 建設せ ぬと 云 ふが， 然らぱ 岩壁 
に 船を 著け る ■所の 計畫 をして 居る かと 云 ふと、 * も 
亦 S して 居らぬ やうに 聞いて 居る ので ございます、 
是ほ私 の 甚だ 了解に 苦しむ 所で ございます、 斯の如 
く： 个便な る 所に 於き まして •多年 棧 橋の 計进 を爲し 
來〇 ましたる 所の ものが、 今！！： に 至つて 其 齟齬を 來 
しましたなら-それに 對 する 腦 分の 計 * ¥ をし なけれ 
ぱなら ぬで あらう と 思 ひます るのに， 今日に 至る 迄 
何等 それ 等の 計畫を 立て、 居る と 云 ふこと を 聞かぬ 
のは、 私の 了解に 苦む 所で ございます  >  或ほ 又 lit 築 
港の 擴大と 云 ふことは、 地方の 問題で I 縣事 業の 
問題で あつて， 政府は 補助して ある 爲に 築港の 擴大 
と 云 ふこと は， 地方が 動かなければ 政府は 5/1 何とも 
する ことが /J1 来ない と 言 ふか 知り ませぬ が、 併し そ 
れは 一片の 理窟でありまして* ® 際から 印し まする 
と* 政府の 方が 先 づ励 いて、 而 して 後に 地方が 之に 
應ず ると 云 ふやうな 狀况 になつ て 居る のであります 
然るに 政府は 唯今 申します 通〇棧 橋の 建設に も 箸 手 
せず、 築港の 11 大 も計畫 せず、 岩壁に 著け ると 云 ふ 
計畫も 立てない、 之を どう 云 ふこと にす るかと 申し 
六〇一 
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まする と •第-港の 竣成した る 後に 於て、 徐ろに 研究 
して、 計费を 立てる 租りで あると 云 ふこと を： lll r-l つて 
居る と 承つ て 居ります 、是ほ 私ほ莊 だ 其氣 長に 斑く 
のであります、 靑森 港の 不便 不利と 云 ふことは、 現 
在 見て 居る 通りであります のに、 之に 對 する 計盡ほ 
何も 定まらない、 何れ 築港の 竣成した る 後に 於て、 
徐ろに 研究して、 其計费 を 立て やうと 云 ふこと にな 
つて 居る ことを 承ります が、 是ほ 甚だ rr 氣な る M で 
ありまして， 私の 了解に 苦む 所であります-即ち 第 
一の 問題と しては •此海 降 連絡の 設備 ほ 斯の如 く氣 
長に して [fc く 問題で あるか •  E 下の 急に 迫つ て 居る 
問題で あるのに、 政府が 此築港 落成の 後に 於て、 徐 
ろに 計竅を 立つ ると 云 ふこと ほ、 私は 一向 了解に 苦 

む 次第であります るが 爲 に、 斯樣 に吞氣 に 構へ ると 

云 ふこと it 、 どう 云 ふ 精神で あるかと 云 ふこと を 問 

ひたいと 思 ふので あります、 是は 海上の 設備で あり 

ますが、 陸上の 設徜も 亦 之に 劣らない ことにな つて 

居る のであります •元靑 森驛の 設備は どう 云 ふこと 

かと 申します ると、 以前 停車場を 建設し ました 當時 

に 於て は、 日本 鐵道會 社の 終點で あつて、 同時に 又 

奧羽線 たる 官 線の 終 點で あつたので あります •故に 

此 停車堪 を 建つ るに しても •跺路 を 敷設す るに 致し 

ましても、 II 方の 協議を 經な ければ ならぬ ので あり 

ますが、 當時に 於き ましては、 此官 線と 日本 鐵道會 

社と 云 ふ ものは、 頗る 不圆 滑で あつたので あります 

W 調 商 費 仇と でも 申し ませう か、 互に 調らぬ と 云 ふ 

狀况で あつて、 甚だ 不便で あつたので あります が 故 

に、 其 線路を 敷設す るに 付ても， 或は 家： を 建つ る 

に 付ても、 非常に 不 便 であつ たので‘ 其 不便を 忍ん 

で 今日の 如き fR 設を致 したので あります， 故に 其 線 

路の敷 方の H 合な どは、 非常に 不都合に 出来て 居る 

と 云 ふこと であります、 貨車を 其 線路に e;l 入れる に 

付ても， 非常に 手數を 嬰す ると 云 ふこと であります 

それから 又播内 が 非常に 狭隘であります から o' 貨車 

が 驛に 著き ましても •貨車ょり 荷物を Iff に 卸す と 云 

ふこと が ai 來な いと 云 ふこと になつ て 居る、 即ち 楛 

內が狹 くして 貨物を 散く 所 もな し、 又 それを EC く 所 

の 上屋 もない 爲に貨 車に植 んだ 荷物を 其 儘 何 日 も 抛 

つて 岡く と 云 ふ狀况 であります •故に 是等の 陸上の 

設備を 改薺 して、 貨車が 參 ります 時は、 其 出入 も自 

由に し、 又 構 內を胺 くして、 其 貨車より 荷物を 直に 

肢 卸す ことが 出 來るや うになる と 云 ふこと、 それ 丈 


H 車を 使用す ？.. 度數を 砧 す ことが 出 來 るので ありま 
すから ® めて 便利で あるのに •今日に 至る 迄 是 等の 
改善を されぬ と 云 ふのは， どう 云 ふこと であるかと 
云 ふの が、 第二の 私の 伺 ほんと 欲する 所であります 
それから 終りに 臨みまして、 尙ほ 一點 質問 致して 置 
きたい ことがあります が、 近頃の 問題と なつて 居り 
まする 所の 出兵 問題であります、 四 比利亞 出兵と 云 
ふこと {X どう 云 ふこ -i になる か、 今日に 於て ほ 固よ 
り 逆 睹 する ことが 出來な いのであります、 或 ほ m 兵 
無用と 言 ひ、 或は 出兵 尙 ¥• と 言 ひ、 今日に 於き まし 
ては どうなる かと 云 ふことは 分り ませぬ けれども 併 
ながら 外交 tl.i 事の ことは いつ 何時 どう 云 ふ變 化を 來 
すか も 分らぬ のであります、 出 沒變幻 朝夕を 計る こ 
とが 出來ぬ やうな 狀况で あるので あります， 故に 若 
し 他日 出兵 致す ことになります ると， 此靑森 驛を使 
用 する ことにな りは せぬ かと 私は 考 へて 居ります、 
旣往の 例を 以て 見ましても •軍事上に 付て 之を 使用 
したる ことは 度々 あるので あります •諸君 御 承知の 
通り、 三十 七 八年陴 太 征伐の 時は、 靑森を 以て 策 源 
地と して 總 ての 計！ M が 進んだ のであります、 又 朝鮮 
に 於け る 所の 守® 隊 の交迭 の 場合に も、 皆靑 森を 以 
て iii 發 をして 居る のであります、 斯の 如き 例を 以て 
見ます ると •若し 出兵と 云 ふこと になり まして、 而 
して 浦 潮に 對する ことにな りましたなら ば、 兎に角 
靑森 若く は敦賀 より 出 づ るより 外は ない と 思 ひます 
然るに 今日の 現 况で さへ、 斯の如 き 不何不 利を 来し 
て 居る のであります から、 一朝 出兵の 場合に 之を 使 
用す ると 云 ふこと になつ たなら ば >  其混 雜不便 不都 
合と 云 ふことは •如何許り であるで あらう かと 云 ふ 

ことを 思 ひます、 頗る 私は 祀憂 に堪へ ぬので ありま 

す •勿論 唯今 即時 出兵と 云 ふこと になり ますれば • 

直ちに 改善を 行 ふと 云 ふこと にしても 間に合は ぬか 

も 知れ ませぬ が、 今日の 狀况を 以て 見れば、 其 出兵 

と 云 ふこと も 間が ある やうに 思は れ ます、 然らば 今 

日に 於き まして 此驛に 改善を 行 ふと 云 ふことは、 頗 

る國防 上から 見ても 急務な ことでは なから うかと 思 

ふので あります、 斯の 如く 交通 機關の 上から 觀ても 

又殖產 工業 上から 觀て も、 此驛の 改善を 圖 ると 云 ふ 

ことは 極めて 必要なる に、 政府 li 前 申しました 通り 

頗る 緩慢に 付して 居る と 云 ふことは、 私の 了解に 苦 

む 所であります が爲に •今日の 時局. 殊に 目下 貨物 

の 停滞して 居る 所に 鑑みまして •速に 此驛の 改善を 


行 ほなければ ならぬ ので (T. ないかと 云 ふこと を， 政 
府に 向つ て 質問した いと 欲する ものであります、 私 
の 質問 ほ 是丈で S めて 簡單 であります が、 尙ほ 終り 
に 臨みまして、 1 言 申 加へ て 置きたい と 思 ひます こ 
とは， fr 期 も 最早 明日に 迫つ て 居 〇 ますので、 私の 
唯今の 質問に 致して、 或 ほ 答 辯を 與へ るの 時機が 無 
いかと も 思 ひます る けれども ，前 申します る 通り、 
此驛の 設備と 云 ふことは、 決して 靑森 一地 方に 關す 
る 問題で なくして、 日本の 交通 賭關の 上に 於け る 重 
大な る關 係を 有して 居る ものであります が 故に •ど 
ぅか 政府に 於き ましても 御 勉强 下さいまして、 明日 
限りの 會期で あります が、 會期內 に 明瞭なる 御 答 辯 
を 與 へられん ことを 切望す る 次第であります e 
O 副議長 (* 田國松 君) 質問 第二 ！ 丧 田 茂 君。 

二 外國 共同 居留地 域 內に 於け る 取引所 設 
置 認可に 關 する W 問 (森 田 茂 君 外 一名 
提出〕 

外國 共同 居留地 域 內に 於け る 取引所 設 a 認可に 
關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 十二 日 

提出者 森 田  茂  齋 藤隆夫 
賛成者 武市彰 一 外 三十 一人 
外國典 同 居留地 域 內に 於け る 取引所 設置 認可 
に關 する 質問 主意 書 

大阪市 島德藏 外十數 名は 上海 外國 共同 居留地 域內 
に 於て 株式 及 商品の 賣 買を 目的と する 株式 會社上 
海 取引所を 新設せ むとし 旣に 株式の 募集に 著 手せ 
り 之に 關し 左記 谷 項に 付 質問を 爲す 

一 政府 又は 總領 事 (X 外！！ 共同 居留地 域 內に於 
て 株式 及 商品の 賣買を 目的と する 取引所の 
設立を 認可す るの 權限 あり や 如何 
二 前 if! 株式 會社上 泡 取引所は 政府 又は 上海 總 
領事に 於て 之を 認可した る事實 若は 之を 認 
BJ せむ とする 意思 あり や 如何 
三 現行 取引所 法に 於て は肢引 所の 設蹬並 監督 
に關し特に骽»なる規定を設けたり政府は 
前顯 取引所に 對し联 引 所 法 其の 他 帝 國の现 
行 法律を 以て 之 か 監督を 爲し得 る ものと 思 
考 する や 又 之 か 監督に 關し 法規の 制定を 必 
要な りと 思考す る や 如何 
四 政府は 前顯 取引所の 設立に 關し 何等 之に 關 


_ 六 〇二 

知す る ことなく 祖 に ® 領事に 於て 之を 默 3 
せる 事 K に 過き すと せ {i 之に te て 生す る 各 
補の 問題に 付 政府 ほ KC W に fr: する や 如何 
五 前！ 一 取引所の 設 阖 ほ 總領 yi c 默 認 のみに 法 
て敢て 支障な きものと せ ほ 今後 同一の n 的 
及 方法に 依り® 固の K 引 所を 設 闪 する もの 
ある も 政府 ほ 之を 默許す るの 止むな きに 至 
るへ しと 思考す 政府の 所見 如何 
右 及 , S 問 候 也 
r 森 田 茂 君 登 捎〕 

0 森 田 茂 君 本 月 十二 日を 以て 提出 致しました る ( 
「もつ と高猙 に 」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 外 g 居留地 W 内に 
於け る収 引所設 可に 關 する , rf 問© であります、 
幸に 本日 ほ 外務 次官の 御 11! 席が あります る 故に、 此 
席に 於き まして 成べ く 御 答 辯を 得たい と 思 ひます、 
私の W. 問を 致します る耍點 ほ， 大阪市 島 德藏外 十 名 
の人が、上海の共同玑界に於て，株式及商品の迓贾 
を 目的と する 株式 會社 上悔収 引 所なる ものを 設蹬す 
ると 云 ふこと に付きまして 、五箇 條の質 間を 試みた 
いと 思 ふので あります (「長いな」 と 呼ふ涝 あり) そ 
れに付 きまして、 第一の 事 1;1 は •政府 又 ほ 總領 事な 
る 者に 於て、 外國 の共间 居留地 HP ち 共同 租界に 於て 
株式 及 商品の 贾 買を 目的と する 取引所の 設 S を •認 
可す るの 観 能が あるか 否やと 云 ふこと が 第一の IJJ K 
であります、 唯今 申します る 上海 肢引 所なる ものは 
定款に 依ります れば 本店を 大阪市に H いて、 さぅ し 
て 1;; 業の R 的と する 所の ものは、 上海に 於て 有偎證 
券 •綿 絲榀花 等の 定期 並に 直の ©' M 収引を •所 餡の 
仲 I 貝 人を して 爲 さしむ ると 云 ふこと が、 赞 業の 目的 
になつ て 居る のであります 「之を 法律 的に觀 察して 
見ます れば 、成程 內 地に 於て 商事 會社 を拖 へる と 云 
ふことは、 登記なる ものは 受けられる かも 知れない 
併ながら 其 目的が 内地に 於て 何等の 行 爲を爲 すに あ 
らず して、 上海に 於て 唯今 申す が 如き 行爲 をし やぅ 
とする の if 是は 寧ろ 脫 法行爲 では ありは しない か 
と 云 ふこと を* 本員は 考へ るので あります、 此點に 
對 しまして は、 政府が 之を 許可し 若しくは 之を 其 儘 
に 放 f:r: する ことが. 胸 當で ある や 否や， 此 政府の 意見 I 
を聽 いて 見たい と 云 ふの が 第一の ffi であります、 私 
共の 聞く 所に 依ります れぱ 、大正 五 年中に 於いて 山 
本久顯 外 十數 名の 入が、 矢 張 上海に 於て 東洋 信託 取 
引 所なる ものを 設立す ると 云 ふこと に 付て、 農 商務 
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省 及 外務省に 出頭 致しまして、 其 設立の 手 續及 許否 
に關 して、 種々 の 研究を 遂げました 所が、 農 商務省 
に 於ても. 亦 外務省に 於ても、 それは どうも 帝國の 
法律に 依て 斯様な 設立を 爲す ことは 出 來な い、 又斯 
樣な事 を 許否す る 權能は ない、 斯う 云 ふ 政府の® 見 
であつ たと 云 ふこと を 承つ て 居る のであります、 そ 
れ故 に是 等の 人は、 日 木の 法律に 據らず して、 是は 
米國 法に 據つて 施行して、 h 海に 唯今 申します る 如 
き 取引所を {# へたと 云 ふこと を 聞いて 居る ので あり 
ますが、 現在の 當局莕 と 致しまして は、 此 上海 収引 
所の 如き ものが 出来ましても 、是は 脫法 行爲で なく 
法律上 之を 許す ことの m 來る ものであると 云 ふ 御 見 
解を 持つて 居る や 否やと 云 ふこと を •此 場合に 臌き 
ますの {i 甚だ 必要で あると 考 へます ので、 此點を 第 
一に 承ります、 第二の 事 H に付きまして は、 株式 會 

社 上海 収引所 U 其 定款に 依ります と， 仲買人の 認可 

に關 して 又營槊 の 施行に 關する ことに 付きましても 

矢 is 是 It 總領 事の 認町を 得る と 云 ふこと を 定款の 中 

に 示して あるので あります が、 日本 政府 又は 卜： 海の 

總領事 に 於て 之を 誠 可した る 事 ® ，若く ぱ將來 に 於 

て 之を 認可す る 御 考が あるか 否や、 若し 之を 認可し 

たる 事 5 S •か あり、 若く ぱ將來 に 於いて 之れ を 認可す 

ると 云 ふ 御考が あると 致し ますれば •是れ は 帝 國法 

fl? の 如何なる ものに 氓 據 して、 斯の 如き yf を 13 可し 

得 られる ものである か 否や、 又 定款に 示して ありま 

すが如く、或は株式募集の新聞趼$:等に依つて見ま 

すると •其の 筋の as 可を 52 て あると 云 ふこと を » い 

てあります、 故に 旣に 是れは 認可を 得て 居る かも 知 

れな い、 さう 致し ますれば 唯今 申します る 是の準 據 

する 法律の 如何と 云 ふこと を •此の 場合に 於て 御 示 

を 願 ふのは 挥だ必 要で あらう と考へ ます、 殊に 上海 

の 共 Nm 界に 於け る 行政に 付きまして iT 彼 地に 何 

でも 行政 執行 委 2 1 と 云 ふや 5 な ものが ある， 此の 行 

政 執行 委 M なる ものと •上海の 日本の 總領事 なる も 

のとの 糊 限の 上に 於いて、 之れ を 認可す るに 付いて 

如何なる 交涉が ある ものである や、 又是れ は 全く 沒 

交渉の ものである かと 云 ふこと を ®: つて 見たい， 又 

本 M の調苓 する 所に te ります れば 、明治 彐 十二 年 法 

律 第 七十 號の 如祺舵 の 職務に 關 する 法律なる ものを 

見ます ると， 其 第 三條 に 於いて、 領事 舵の 職務に 關 

する埔 限なる ものは 明かに 規定され て K る、 期の 如 

き 上海の 取引所の 如き ものを 認可す る やうな® 限は 


此法栉 の屮に 私は 含まれて 居らぬ やうに 考 へます が 
若し 領事に 於て 之を 認可し-若く は 認可せ んとす る 
考で あると 致します れぱ 、領事の 職務 權 限外の 行爲 
でありは しない かと 考 へます、 此點 に付きましても 
矢 張 政府の 御意 見を 承つ て 見たい •それから 第三に 
於き ましては、 帝國に 於け る® 引 所 法に 於て は、 其 
設* 及び 其 監督に 關 しまして は. 非常なる 嚴重 なる 
規定を 致して 居る のであります、 是は啻 に內地 に 於 
ける のみならず、 或は 朝鮮に 於け る 總督府 令、 又滿 
洲 等に 於け る關萊 都督 府令 等に 依 〇 ましても 取引所 
の 設立 及び 監督に 毀し ましては 、非常に 餞 重な 法律 
が 出 來て屛 るので あります が、 若し 唯今 申します る 
が 如き 會社 が、 共同 租界に 於いて 株式 収引 所に 15 し 
まする* 株式 収 tjl 行 爲を爲 すと 云 ふ 上に 於き まして 
政府は 現行の 取引所 令を以 つて 之れ を ^ 配し 掸るも 
ので あると 御 考にな つて 居る や 否や 其の 外 又 將來に 
於き まして、 之れ を 収締 ります ところの 法律になる 
ものを 挢 へる 御考へ が ある や 否や、 是れ 等の ことに 
付きましても 政府の 御考を 承つ て 見たい、 さう して 
唯今 申します る 取引所の ことに 付いて •政府は 之れ 
に 何等 關係 する 事が なくして， 是は 全く 上海 總 領事 
の 自分 一侗 の考と 致しまして* 之を 認可した ものと 
致します るなら ば、 政府は 將來 之に 對 しまして 生し 
まする 補々 の 問題に 付て、 其 責任を 負 ふ 御考が ある 
か 否や、 斯う 云 ふこと を 承つて 見たい のが 即ち 第 四 
であります、 唯今 申します る 如く， 取引所の 設定 及 
Et c 督に付 きまして、 非常に 厳重なる 法律を 桁へ ます 
るのは， 肢 引 所の 業體其 物は、 勿論 必要な もので あ 
ると 致しましても， それに 伴うて 起る 所の 弊害なる 
もの も擇山 ある ことであります が 故に、 其 監督なる 
もの 及び 設立 等に 付きまして は、 非常に ® 重なる 法 

3 が 出來て 居る のであります が、 斯の 如き 行爲を 唯 

唯一の 領事の li 限に 委して、 さう して 之を 認可 さし 

て 不都合の 無い と 云 ふ 御考で あると 致し ますれば、 

是は 甚だしき 政府の 失態で あらう と 思 ふので ありま 

す、 若し將 來其 監督を 誤りました 結果と して、 其联 

引 所なる ものが 不都合を 致しました 場合に 於て は • 

是は國 際 商 築の 上に 於き ましても、 由々 敷き 結果を 

惹起す るで あらう と考 へます、 是 等の點 に付き まし 

て、 政府は 如何なる 御考を 有つ て 居る か、 之を 承は 

つて 見たい、 第五に 承つ て 見たい と 思 ひます のが、 

右の 取引所なる ものが、 唯々 領事の 糊 限の みに 依つ 


て 明かに 之を 許す ことが 無くして、 唯々 內諾 とか 或 
ほ 默諾 とかと 云 ふ 意味に 於て 設立を して、 而 して 日 
本 政府が 之に 對 して 其 領事に 伺つ て 何等の 監督 も爲 
さず、 又 其 取 ^ I 所なる ものを 其 儘に 持へ て 置いて、 
さう して 不都合の ない ものであると 致し ますれば、 
將來此 種の 會社 が®々 起る と 云 ふ 上に 於き ましては 
甚だしき 又 弊害 も あらう と 思 ふ、 又 一の 商事 會社を 
許した ものと 致します れば 、他に 於て 設立 致します 
る 所の 同種の 取引所なる ものを、 設 閬 させない と 云 
ふこと も 言へ ない 結果に ならう と 思 ひます が、 是等 
の點 に付きまして は 政府は 如何なる 御考を 有つ て 居 
るので あるか •之を 承つ て 見たい， 私が 此 質問を 致 
します のは •全く 此法律 上の 見地ょり 致しまして 即 
ち 行政 上の 見地ょり 致しまして， 斯の 如き 行爲が 出 
來るか 否やと 云 ふこと を e きます _であ ります る、 
故に 政府の 方に 於き ましても •どうか 此點に 付て は 
最も 冷靜 に、 さう して 之を 許す •若く は 許す 御考が 
あると 致します れば 、之に 準據 すべき 所の 法 鉗は 何 
れで あるか、 斯う 云 ふこと を 明確に 御 示を 願 ひたい 
と 思 ふので あります、 ^ ほ 政府に 於て 御 ! ii になつ て 
居る と 思 ひます が、 此株 式會社 上海 取引所の 定款 第 
二 條を 見ます れば ，即ち 本店を 大阪市に 置いて、 即 
ち 日本の 法律に 於て 商業登記を 受けて、 さう して 營 
業なる ものは 全く 日本を 離れて •上海に 於て 取引 行 
爲を爲 すと 云 ふこと を 明かに 書いて あるので ある、 
此點も 政府に 於て は 旣に 御注意に なつて 居る ことで 
あらう と考 へます， 又 第二 十三 條を 見ます れぱ 、仲 
買 人の 認可は 是は 領事の fig 限に して、 即ち 領事が 之 
を 認可す ると 云 ふこと も 書いて あります、 又 第三 十 
一條を 見 ますれば、 金く 此營 業の 施行に 關係 する こ 
とに付きましても、其施行方法の如きものほ、矢張 
領事の 認可を 得る と 云 ふこと が 害いて あります、 さ 
うして 見ます と. どうしても 本員 其の 考へる 所に 依 
り ますれば、 是ほ k 海總 領事に 於て 明かに 認可した 
か •若く は 之を 内諾した と 云 ふ 事實は 明かな りと 思 
ひます ので、 是 等の 事は 旣に 政府と 致しまして は， 
御覽 になつ て 居らう と 思 ひます が、 是丈參 考の爲 に 
申 上げて 置く 次第であります、 どうか 會期 切迫の 場 
合で もあります が 故に •此 席に 於て 私は 成るべく 政 
府當 局の 御 辯 明を 聽きた いと 思 ふ， さう して尙 質問 
の屮に 於き まして， 農 商務省に 關聯 する こと も あり 
ますが、 是 ほ 農 商務省の 方の 御 方が 見えて K らぬや 


うであります ので、 外務省の 御 方に 於て 若し 今迄 御 
交渉に なつた やうな 事實が ありと 致します れば 、此 
御 交 涉に關 して、 外務省 及 農 商務省が どう 云 ふ御考 
であるかと 云 ふこと を、 併せて 承は りたい と 思 ふの 
であります。 

〔拍手 起る〕 

0 副議長、 濱田國 松 君〕 幣原 政府 委員。 

〔政府 委員 幣原 喜重郞 君 登壇〕 

0 政府 委員 (幣原 喜 重 郎君〕 上海 収 W 所 設置 認可の 
件に 關 しまして 、森 田 君ょり 御 質問の 趣旨 ほ 篤と 了 
承 致しました、 本件は 御 承知の 如く 外務， 農 ，'! II 務兩 
省に 跨つ て 居る 問題であります から、 追つ て兩大 t;i 
ょり 書面を 以て 詳しく 御 答 辯を 申 上げる ことにな つ 
て 居ります から、 左様 御了承を 願 ひます。 

〇副 議長 ( 濱田國 松 君) 質問 第一 一 . 兒玉 君。 

三 料 露對支 政策に 關する 質 間 (兒玉 右二 
君 提出〕 

對 露對茭 政策に 關 する 質 間 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年！ n 月 十四日 

提出者  兒玉 右二 

賛成者  前 川 虎造 
外 二十 九 人 

對露對 支 政策に 關 する 質問 主意 書 
聯合 與國 政府と 共に 「レニ ン」 政府を 認めさ りし 
經過と 裏凼の 消息 如何 

政治 地理 上の 東洋 政略に 對 する 對茭 政策 如何 
右 及 質！： 候 也 

〇津末 良 介 君 先に 霄記官 長 迄 外務大臣の 出席を 求 
めて 置きました が、 まだ 見え ませぬ が， 本件は 重要 
な 問題であります から . 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 外務 大 K の 出席を 耍求爲 さ 
るので あります か。 

〇课末 良 介 君 さう です。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 今 御差茭 が ある 趣で 出席 致 
し 兼ねる さう であります。 

〔兒玉 右二 君 登壇〕 

〇兒玉 右二 君會期 切迫の 今日、 無用な 辯を 以て 諸 
君を 煩は すに 忍びぬ ものであります、 至極 簡 W に 申 
上げます、 私が 外務大臣に 御尋 をして 見たい と 思 ひ 
まする ことは、 出兵の 問題 や 或は 外交の 機密に 亘つ 
て、 論議す る もので ほ 決して ありませ ぬ •露 西亞の 
六〇三 


對諶封 支 政策に 關す る® 問 並 511 玉 右二の 竹 問演說 
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北海 ja 羧道完 成に 關 する 建® 案  北海道 拓殖 完成に ^ する 魏議案 


六 0 四 


政體が @ 革を して ー ケレン スキ ー」が彔に「レ丨-一 
ン 」 の 政府と 代りまして、 聯合 與國ほ 谷々 此 政府を 
承認を しな かつた のであります、 此承認 をし ない と 
云 ふこと に 付て ほ ^, 吾々 ほ 何も 異議を 1 c ふるもので 
はあり ませぬ、 さりながら 「レ ー ニン」 なる 者 (3: 親 
獨派の 泰斗で ある、 而 して 露 西亞に 於け る親搦 派の 
殆ど 代表者で あつたので あります、 此 代表者と 獨逸 
との 交渉が 如何になる かと 云 ふことは、 殆ど 吾々 智 
者を 俟た ずと も 明かなる のであります (笑 聲 起る〕 
而 して 其親獨 派と 交渉を 致しました 「レ ー -- ン」 な 
る 者の 其 結果は —— 私は 智者と 言つ たの ほ 甚だ 可 笑 
しう ございました が •識者を 俟た ずと も 明かなる も 
のであります、 此 「レー ニン」 が 獨 逸と 交渉を する 
ことに 對 して、 聯合 與國 、殊に 我 外務 當局 者は 5n 何 

なる 裏面の 外交の 交渉を 執られた か、 是は私 が國民 

と共に 必ず _か なければ ならぬ 重大なる 問題で あら 

うと 思 ふ、 二十世紀の 劈頭に 於て、 露 西亞の 外交の 

上に 將に 東洋に 來 らんと する 大なる 勢力、 東洋に 攻 

め來 らんと する 偉大なる 勢力の 其 眼前に 於て 「ベ テ 

ログ ラ— ド.」 に 於け る 列國 大使が、 東洋の 文明に 如 

何なる 尊敬を 拂 つて 居る かと 云 ふことは、 重大なる 

問題で あると 私は 岡く 信じて 居る ものであります、 

故に 此 「レ ー -1 ン J に對 する 表 Its の祇 認を與 へな か 

つたと 云 ふこと に 付て は、 何等の 異議を 申す もので 

ありませ ぬけれ ども、 其 裏 Mi に 於け る 外交が、 如何 

なる 手段を 執られた か、 裏面に 於け る 交渉、 裏面に 

於け る 方 決 等 ほ 過去に 1? する ことであります から、 

之に 付て は 吾々 は 我が 政府の 外交の 狀態 を、 國 民に 

打明けられん ことを、 私は 外務大臣に 向つて 切に 御 

©を 致す のであります、 其 次に 起つ たこと (X 獨 逸の 

兵は 今將に 波 斯に 入らん と L て 居ります、 若し 獨逸 

の 軍が 波 斯に 入る とするならば、 It ちに ？!? ' 斯と 「卜 

ル キス タン」 の國 境の 「アッ ヵーバ ー ド J に 侵入す 

ると 云 ふことは、 軍事 ¥ 門 家の 意見であります、 其 

「アッ ヵー パ ー ド」 へ 入つ た獨 逸の 軍は 阿 富 汗斯坦 

の 「ヘラ ッ トル」 へ 直ちに 進軍す る さう であります 

是は私 は 能く 知らぬ が 軍事 專門 家の 意見であります 

其 「へ ラッ トル」 に 行つ た獨 軍は 直ちに 露國の 保護 

國 である f フエ カナ」 と 云 ふ國へ 參 りました* 之に 

若し 獨 逸の 軍が 進軍す るなら ば、'  是 より H ちに 天 山 

南北 路の 道を 通って、 一 は 伊 梨 新髒に 進軍し、 一は 

外蒙古を 襲 ふので ある、 黃色 人種の 存亡は 正に 眼前 


に 迫つ て屛 ります、 私共 束 洋の維 を 以て 誇る = 東 帝 
國 の 15S 命 も •是に 由て 危急存亡で ある ことを 深く 感 
ず る ものであります が、 而 して 爱に至 つて 想 ひ 起す 
事 千 八 百 九十 八 年の 十一月の 八日に r ダマス ク 
ス 」 に 於け る 「サラ ジン」 墓前の 祈り、 彼の 有名な 
る 「サラ ジン」 の 祭日に 於て、 獨 逸の 皇帝 ほ 祈 P を 
して 申します に ほ、 回々 敎 「マホメット」 敎の 信徒 
を 率ゐて 吾々 は 永遠の 平和の 祈りを 神に 捧げな けれ 
ばなら ぬと 云ふ獨 逸 皇帝の 祈® があります、 私共 ほ 
此に至 つて、 獨逸 皇帝の、 敵 人ながら 實に 維大なる 
英 維で ある 事を 深く 感じます、 此天 山の 通路 ほ 諸 打. 
御 承知の 成吉 汗が 攻略の 道であります 、又 回々 敎の 
通つ て來た 道て あります、 支那の 國 家には 七 千 萬 人 
の 回々 敎の 信者が あります、 此 信者に 對 する 獨逸皇 
帝の 宗敎 上の 一種の 信念を 以て 人心を 收攬 する， 其 
結果は 東洋の 結束に 於け る I 東洋の 平和に 於け る 
著しき 現象を 早晚來 すべき 事と 本員は 深く 信じて 居 
る ものであります、 私は 斯の 如き 攻略が 將に 行は れ 
ん とし、 獨逸 皇帝 一世の雄を 以て 此攻 略に 當る とす 
るなら ば、 吾々 日 東 帝國の 男子た る 者、 決して 晏如 
たる 事は / II 来ぬ のであります •斯の 如き 時に 於て 大 
英雄たり 大 見識 ある 外交 家を 要する 事は、 是ほ言 ほ 
ずと も 明かな 事で ある、 此點に 於て 外務大臣は 政治 
地理 學 上の 侵略、 宗敎に 於け る 人心を 差配して、 特 
に 攻め 来らん とする 獨 逸の » 略に 對 しては、 如何な 
る對支 政策を 以て 御 在になる か、 謹んで 伺 ひたいの 
であります •當に 支那の 國 情を 見るならば ■…： 

〔此峙 副議長 濱田國 松 君 退席 議長 大岡 育造 君 著 
席〕 

〇兒玉 右二 君 南と か 北と か 云ふ此 南北の 議論は 今 

日は 閑却すべき 時代と なつた のであります、 諸君と 

共に 此事は 諸君の 敎を 受けて、 私は 度々 此 壇上に 諸 

君の 御 演說及 御 質問を 聽いて 常に 敬意を 表して 居り 

ますが、 願く は 丘 ハ 窮め 武漬 すと 云ふ茭 那 人の 其 言葉 

は、 明かに 支那の 平和的の 支那 國民 である、 又 立法 

の 基礎を 定めず、 司法 權と 行政 權とが 混同を して 居 

ると 云 ふの が 支那の 現狀 であります、 支那の 國情は 

文德同 化と 云 ふ 事を 支那 國 家の 大方 針と L- て、 個人 

は 富貴 利 達と 云 ふこと を 大方 針と して 居る 所の 其 支 

那 入に 對 して， 唯々 官僚 的の 對支 外交 ほ、 私共 今日 

甚だ 不安に 堪へぬ 所の  一 A であります、 吾々 は 今日 

の此 時局に 對 して •此天 山の 險路 より 伊犁 、新 髒の 


路 ょり 進軍 せんとす る獨 逸の 兵、 镯 5Hj の 人心 的 攻略 
政治 地理 學 上の 攻略に 對して 、而も 冲威 ある 支那の 
南北 調和、 日 支 同化の 方針と なるべき、 對支 外交に 
對 する 賢明なる 外務大臣の 御 答 辯を 耍 求して、 此 搜 
を 降る ものであります。 
f 拍手 起る〕 

0 岩 崎 勸君 日程 Is - 議の 都合に 法り、 質問の 第 四 第 
五に 對して 議事 延期の 動議を 提出 致します。 

一 「賛成」 「異議な し. 一と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 延期の 動議に 御異一 T か ありま 
せぬ か I 異議な しと 認めます、 仍て 質問は 是 にて 
延期に 決定し ます、 日程 第一 第二 ほ 同一 委員に 付託 
したる 議案なる に 依り •一括 議題と なすに 御 異議 あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御異 _な ければ 第一、 北海道 
鐵道 完成に 關 する纽 議案、 第二 北海道 拓殖 完成に 關 
する 建議案を 議題と 致します、 委員長 井上 角 五 郎君 
の 報吿を 求めます。 

第一 北海道 鐵道 完成に 關 する 建議案 (中 
西 六 三 郎君 外 二 名 提出) (委員長 
報传〕 

第二 北海道 拓殖 完成に 關 する 建議案 (小 
池 仁 郎君 提出〕 (委員長 報告〕 
〔井上 角 五 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 井上 角 五郎 君 北海道 鐵道 完成に 關 する 建議案 外 
一件の 委員 會の經 過 並に 結果を 報告 致します、 北海 
道鐵道 完成に 關する 建議案は、 委員 « に 於て 修正 可 
決 致しました、 外 一件は 之を 否決 致しました 、元来 
北海道. に 於け る鐵 道の 架設は、 非常に 急を 要する も 
ので あると 私共は 認めました •軍事上に 於て 經濟上 
に 於て、 一日 も忽 にすべからざる ことを 吾々 は 認め 
たもので あります、 所が 從來の 經驗に 依ります のに 
臺 @ とか 朝鮮と かは 特別 會計で ございまして 、自ら 
拓殖に 必要なる 鐵道が 架設せられ て 居ります ，北海 
道に 至つ ては 本州 四國 九州な どと 同一に、 鐵道院 の 
管 B の 下に 置れ まして、 甚だ 拓殖 上鐵 道の 架設を 必 
耍 とする に拘ら ず、 特別に 之が 延長を 計畫 する の途 
がご ざい ませぬ、 此 故に 大正 五 年に 於き まして， 北 
海道 拓殖 事業 計畫を 改訂 致します に當 りまして、 北 
海道の 拓殖 費 中より 鐵道 建設費 利子 支出 金と 云 ふ 一 


項を 設けまして、 北海 迫 拓 m ?5 の 中から 三百 十 :/r is 
の 金を , .いて 之を 錄 33 院に訥 付し、 辺 院は之 を 洛 
道 特別 會 計に 操 入れまして 公 佔を衫屯 し-之に A? 
て鐵 道を 敷く と 云 ふ 新 例を 開きました •是れ ;x 即ち 
大正 五 年に 於いて 初めて 設けた る 制度であります、 
然るに 左樣 に、 致して 兑 ましても、 北； £扔 の ^ ui it 
中々 十分なる 發達を 見る ことほ ございませぬ， 即ち 
現在に 於き ましては 大正 七 年度から 十 ?.: 年 迄 九 R 年 
間に 約 四百 二十 一哩を 趄設 すると 云 ふこと になつて 
尻り ます •九 年間に 四百 二十 一哩の 建設を したので 
は， 迚も 北海道の 鐵進 をして 完成せ しむる と 云 ふこ 
とほ m 来ない と 云 ふので， 即ち此 趄讅 案が、 中 四 君 
其 他の 人々 ょ om た 所以で ある、 委員 會ほ之 を S 収 
〇 まじて、 何とかして 北海 m の® 道を 大に 延長す る 
の 方法を 講じて 見たい と 思 ひます、 種々 の調卉 をし 
種々の研究を爾ねました末、玆に北海道の11:然咐收 
なる ものが 大に松 加して pf ると 云 ふ 事を 發見致 しま 
した、 此事ほ 諸君が 御 定めに なつた 法律で あるから 
爰に 明 ® に Etl 上げる ことは 耍 しませぬ が、 要するに 
北海道で 得られる 所の 租税 •北海道で 得られる 所の 
總て の國庫 の收入 ほ、 之を 北海道 計费に 用 ひやぅ と 
云 ふので、 年々 の 北海道 拓殖 事 策 計 5fE と 云 ふ ものが 
出来て 居め ます、 所が 最近 北海道の 拓殖が 大 に進步 
致しまして-其 自然 ^ 收なる ものが 甚 しく咐 加した 
其衔 加した る ものは 旣に 參考翳 に 明瞭に 載つ て 居る 
が 如く-五 百 九十 八 萬 圓と云 ふ ものが —— 大 :n- : 五 年 
に 定めた 以後， 六 年 七 年と 云 ふ此二 箇 年間に 五 £-:! 九 
十八 萬 圓と云 ふ 自然 暫收が 出來て ます、 故に 吾 
々は 此自然 增收を 北海道で 使つ て差茭 ない もので あ 
る、 自然％ 收が出 來た ので あるから、 此 自然 佾收を 
種に して、 之に 依つて 公 M を驿 り" 之に 依つ て鐵道 
を 建設す ると 云 ふ 考を以 ちまして、 即ち 茲 に ® 議案 
を 作りまして、 大正 十五 年 迄 九 箇 年間に 四百 二十！ 
哩を 架設す る箬で あるのを •更に 一年 延長して 大正 
十六 年 迄、 十箇 年間に 四百 二十 一哩の 外， f.r.J ほ 五 百 
四哩を 延長す ると 云ふ甜 議案を 作りました、 -J!; 趄 _ 
案の 本文、 殊に 數 字が 澤山ご ざいます から 其 数字 ほ 
參考 書と して 玆に 諸君の 御手 許に 配付 致して ® きま 
した、 私は 此 場合に 此參考 街を 全部 朗 'S する の 煩を 
避けて •速記 錄に 載せる ことを 希 朝 致して 置きます 
斯樣に 北海道には E 然佾收 が 約 五 百萬圓 以上 ある耍 
する に此 自然 增收な る ものを 鐵 道公怙 の 利子に 充て 
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てからに、 十 年間に 五 百 四哩を 架す ると すれば、 一 
哩 七 萬 圆 として 五 百 四™ で 三千 五 百 二 十八 萬 圓 、此 
利 - r は 即ち 六 百 萬 II そこそこで 足りる ので あるから 
鐵道院 に 於て それを 受収 つて •其 利子に 佐つて 公債 
を藓 り， 其 公愦に 依つ て鐵 道を rk 設す るに 於て、 何 
等差 支ない ことで あらう と 云ふ考 を 有ち まして、 特 
に 起草 委員を® きまして ございます、 起草 委員には 
中 西 六三郎 封、 東武 君、 吉田三 郞右衞 門 君の 三 氏を 
起草 委員に 致しまして、 起草を して m した ものが、 
即ち 唯今 申 上げた る 建 11 案 並に 其參考 書で ございま 
す、 之れ に 依り ますれば 今後 北海道に 於き ましては 
年々 約 五 «0 宛の 鐵道が 延長せられ、 其百哩 宛の 鐵道 
は 無論 鐵逍院 の 手で 延長を 致します る けれども •北 
海道から 其 元利を 支 拂 ふので あるから、 何等 鐵逍院 
の繂濟 には 迷惑を 與 へる ことなく、 即ち 本州 四國九 

州の 鐵 道に 差 障りを 生せ ずして、 北海道の 鐵道は 自 

然と / II 來ると 云 ふ 結果になります、 斯樣 にして 起草 

委員の Jg 草した る ものを 以て、 委員 會は 更に 調茲を 

重ね •先 づ道廳 長官の 意見を 皰き ました 所が， 道廳 

長官に 於て は 是 丈の 自然％ 收の ある ことほ、 碗 實で 

ある、 fl つ 斯様に して 鐵 疽 を 延長して M ふと 云 ふこ 

とは、 北海道 拓殖の 上に 必要なる 事で あると 云 ふこ 

とを， 道阙の 長官が 說明を 致しました、 更に 鐵 m 院 

の 政府 委員に 之を 以て 質しました 所が、 lit 位な こと 

ならば 先づ 引受けて 年々 © 設 する ことが 出来 やうと 

思 ひます、 北海道 鍅道は 之を 敷設 すれば 川 當な 利益 

も あるし •羝 适院に 於て は 北海 m 鐵 道 の 敷設 (X 必要 

と 認めて 居ります から、 斯様に 訊 議せ られた 丈は、 

大槪 引受けて m 來や うと 思 ひます が>  尙 ほ鐵道 特別 

會計 に餘裕 が あれば、 此外 にも 鐵适を 延長 致したい 

と M つて 居ります、 斯う 云 ふの が鐵 道院の 答で あり 

ます、 更に 鞞 じて 大藏省 の 政府 委員の 意見を fi'a きま 

した 所が、 大踩 省の 政府 委貝ほ 日く、 現在に 於て 自 

然％ 收の 幾許 か あると 云 ふことは 認めて 居ります、 

尙ほ此 上に どの位な 21 :然％ 收が あるかと 云 ふこと ほ 

自分の 方で も 調 否を しなければ 確 抨に申 上げる こと 

は / li 來ま せぬ が、 苟も 自然 咐收の ある 以上は. 內務 

其 他ょ offl 當 の計脔 を 以て 交渉を せらる、 場合に 方 

つては， 大藏 省は 本 建議案の 趣旨に 成るべく 適 ふや 

うに 致したい と 思つ て 居ります、 斯う 云 ふの が大藏 

省の 政府 委 M の 答で ございます 、要するに 本甜 議案 

の 如く、 大正 十六 年に 至る 迄に 約 九 百！ 一十 五 哩の鐵 


道が m 來 、即ち 現在 やつて 尻る もの、 並に 今後の も 
のと 共に 九 西 二 十 ? 5; 哩の鐵 遊が 出来る、 更に 二 •三 
百 哩の鐵 道が ,, 1'. 来ましたならば， 恐らくは 北海道は 
一先 づ鐵 道は 完成した と 言へ るので あつて， 要する 
に 十 年の 後 更に 五 年 七 年を 經たな らば、 北海道の 鐵 
道は 完成して、 昔の 所謂 北門の 銷鑰は 其 時に 於て 完 
全に、 又 一つの 北門の 寶 if となる こと も 出来る であ 
らうと 思 ひます •是が 本； g 議案の 大體の 趣意で ござ 
りまして、 俄て 其 架ける 所の 線路は どう 云 ふので あ 
るか、 現在 架けて 居る 線路は 御 承知の 通り， 根 室 線 
宗谷線 •名 寄® •天 踊 線， 增毛線 ，俱知 安喜 茂 別間 
並に 拓殖 線路が 五線、 新たに 架す る 所の 五 百 四哩の 
線路は 如何なる 線路で あるかと 云 ふことは、 委員 會 
に 於ても 議論の あつた ことで ございます るし， 或は 
諸君 中に も御尋 が あるで あらう -i 思 ひます が、 之に 
付きまして は 政府 當 局に 於ても 見る 所が あるし •又 
委員 會に 於いても 夫々 自ら 考へる 所 も ございました 
ので あるが、 どの 線路を 前き にす る、 どの 線路を 後 
にす ると 云 ふこと ほ* 之を 當 局の 禅 案に 一任して* 
K- 敷設す る 前に 當 つて、 當局が 線路を 選定して 之を 
議會 に ui し、 議會が 之に 協 ^ を與へ て 定める と 云 ふ 
方法に したいと 云 ふことの 意見を 以て、 特に 線路 ほ 
此 處に褐 けて ir り ませぬ、 此段ほ 併せて 中 上げて 諸 
君の 御 承知を 願つ て 置きます、 どうか 北海道 拓殖の 
P 達の 上に、 重大なる 紐 議案と 心得る ので あるから 
諸君の 御料. 成 あらん ことを 希望 致します、 今一 件は 
小 池仁郞 君ょり 提出せられ たる 北海道 拓殖 完成に 關 
する Itft 議案と ZV ふので ございまして、 是 ほ 委員 會ほ 
一人を 除く の 外‘ 多數に 於て 否決 致しました、 其 否 
決の 理由と 2< ふ ものは， 委員が 殆ど 悉く 反 ® せられ 
たので あつて、 委員の 述べら る V 所は 區々 になつ て 

lr りまして、 |  口に どの 樣なる 理由を 以て 否決 せら 

れたと 申 上げる ことほ 出来 ませぬ が、 喵今申 上げた 

通りに、 北悔 道には 自然 咐收が ある、 其 自然 咐收を 

年々 百 萬 圓宛支 出す ると して、 今後 九 節 年間 支出す 

れば五 百 四 哩の鐵 道 を 新に 敷く ことが 出来る と 云 ふ 

丈の、 約 六 百 萬 圓 位の 自然 增收ほ 、唯今 明瞭に 旣に 

現れて 居る、 今後 果して 自然 增 收が小 池 君の 言 ふが 

如く ‘職 後と 雖も 如何なる 場合と 雖も •其 通りに 多 

額に 有り得る や 否や 甚だ 明® 致し ませぬ、 幸に さう 

: M ふやう に 多 ® にあれば 此上も 無い 仕 合で あるが， 

萬々 夫 丈の ものが 無 けらねば 致 方の 無い ことで あり 


まする から， 自然 增收の 金高の 明瞭に 分つ て 居る 丈 
の ものを 以て •鐵 道の 耕 設を S し- 此鐵 道を 增 加し 
て 北海道の 鐵 道を 完成し、 尙ほ其 上に 餘が 有るなら 
ば 其 他の ものに 及ぷ が宜 からぅ と 云 ふこと if 委員 
會も 認めて 居る ので あるが •未だ 甚だ 明瞭なら ざる 
數 字を 引當に ，斯樣 なる 希 51 を爲 すと 云 ふこと ほ 穩 
當でな からぅ と； K ふの が* 即ち 此 案に 對 します る 私 
の 意見で ございまして >  要 する に 否決せられ たのは 
色々 の 意見が 起つ て 居ります が、 否決に なりまして 
ございます、 此段御 報吿を 致します (拍手 起る〕 

〔參 照〕 

北海道 鐵道 完成に 關 する 訊 議案 參考書 
，北海道の 開拓 ほ 今猶 其の 半途に 在りと 雖 大正 六 年 
度の 生 產總額 ほ 旣に三 億圓に 達せり 乃ち 更に 拓殖 
を 促進して 其の 產額を 倍 蓰し依 て 以て 國家の 財政 
經濟に 資する は 洵に 目下の 急務な りと す而 して 拓 
殖の 業は 鐵 道の 敷設を 以て 最も掩 徑と爲 し 現に * 
灣朝鮮 の 如き ほ 特別 會計を 利用して 大に 力を 鐵道 
に 注き 其の 成續頗 る 焉 るへ きもの あるに 拘らす 北 
海道は 鐵道院 の 管下に 在りて 全國 一般の 計 a: に 制 
せられ 鐵道 敷設の 遲々 たるを itt 憾 とし 大正 五 年 北 
海道 拓殖 事業 計畫を 改訂す るに 當り 拓殖 费を 割き 
て 鐵道公 债 利子 支出 金を 鐵道 特別 會計に 繰 入る る 
の 特例を 定め 以て 拓 M 鐵 道の 速成を 阚り たる ほ 機 
宜の 措置た るを 認 むと 雖拓赌 費の 豫算尠 なき か爲 
其の 支 ; II 金 及 延長 哩數ほ 未た 北海道に 於け る 目下 
の 趨勢に 適應 する に 足らす 
參考 

第一 表拓船 鐵道 公債 利：— 现在支 出金 
年度  金激 
.大正 六 年  一 Hc、i 
同 七 年  一 01、 七 S 
同 八 年  1102 S 
同 九 年  芎<、08 
同 十 年  111 突、 九 七ん 
同 十一 年  Ms、 七 〇 八 
同 十二 年  四曼、七0< 

同 十三 年  @四七、四|二 
同 十四 年  1 、|囊 
同 十五 年  一 i 5 (、ls 
八；： 計  1 1 r  一  売、 二 S 
第二 表現 在鐵道 建設 年度® 概略 C 即ち 第一 


表の 支出に 依て 改訂せられ たる 現在 
の 計畫〕 

年度 根 室 線天鹽 俱知  拓殖 

宗谷線 線  安ボ 線路 サ 
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線  別  線 
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然るに 大正 五 年 改訂の 拓殖 費 財源 豫定 表を収 りて 
之を 實 際の 計算と 對 比する ときは 自然 佾收ほ 窓外 
の激咐 を 示し 大正 四 年度ょり 大正 七 年度 迄に 於て 
大正 六 年度を 除く も 猶金五 百 九 拾 八 萬 餘圓 の剩餘 
あるを 見る 
參考 

第三 表 大正 五 年 改訂 拓殖 財 淵 豫定 表と 實際 
計算との 比較 

豫定表 五官 衙 大正 七 年度 提豫定 ょり％ 
歳入 ^ il 額  m 豫算 金額 加 額 

一、 =1 空、 000  30 0 00  r  05 81 

酵 llls ss 崎 決— 餘實 額 II ょ 4 

き 剩餘  ) 

七 五 0 、 08  九  一 0 0 00 

豫定表 大正 五 

年度 決算 八年央 Rt 則ぶ s lfl fi 定ょ 〇报 
度に 繰 入る へ汉 3? r4s gf 加 額 

き 剩餘  1 

1 11 六へ §  2@1、 0111 1  ll、i、011li 

計 气九八 八、 0 一一 il 

元来 拓殖 地の 收入ほ 成る へく 之を 拓殖の 經費 に充 
當 して 拓殖 事業の 完成を 速 了せ しむる を 以て 國家 
財政 上の 得策な りしと 北海道 拓殖 事業 計畫邓 其の 
趣旨に 由り て 自然 ^ 收を加 算す るの 方式を fi; りた 
る ものな れほ政 府ほ自 然增收 か將 來も猶 能く 好况 
を 持續 して縱 令 現 時の 多額を 支へ さる も豫定 表に 
比して 必然 著しき 超過 あるへ き 確信を 得た るに 於 
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しました 所が、 幸に して 7* 期 以上の 成拔を 得ました 
事は 是ほ 北海道 民の 爲 にも 將又國 家の 爲 にも， 御 同 
鹿に 存ずる 所で ございます* 然るに 此八百 五十六 萬 
圓の 剰餘が 三 箇 年間に あ 〇 まする と 云 ふと、 一箇年 
平均に 於て ほ 二 百 八十® lal 以上の 剰 餘を生 ずる 箬で 
あ 〇 ます、 さう して此 事實は 不確定と 云 ふ 御 報 茜で 
ありました が、 此鐵道 案の 委員 會の 際に、 而も 井上 
委員長から して， 之を 當局俵 長官に 尋ねられました 
所が、 必ず 此八百 五十六 萬 圓と云 ふ剩餘 に 付て IX 疑 
がない、 尙績 いて 明年度 以降に 於ても 此 平均 S1 二百 
八十 萬圓に 譲らざる 自然 增收の ある ことほ、 確定し 
て 居る と 云 ふ 答 辯を 輿へ られて 居ります、 此 確信の 
下に 此鐵道 案を 同じく 立てられた ので、 若し lit 決算 
が 終了を しないから と 云 ふこと を以 つて 申されるな 
らば， 鐵 道を 五 百四哩 延ばす 爲に耍 する 所の 三千 五 
百萬圈 以上の 經費 に對 しても •利子 支出の 方法と し 
て 六 百 七十 九 萬 圓 、約 六 百 八十 萬 圓の經 費が 要る の 
であります が. •未だ 決定に ならぬ もの ほ 當て になら 
ぬと 言 ほれるならば. 此算盤 も當 てに ならぬ、 當て 
にならざる ことほ 彼 も 一な り •是も 一な り>  同 樣で 
ある、 唯々 併ながら 百 萬 圓と百 五十 萬 圆と沄 ふ 少額 
と 多額との 差は あります るが •決算の 終了し ない と 
云 ふ 事を 以て 見るならば 同じ 事で ある、 若又此 責任 
ある 道 長官の 證 明す る 所， 即ち 將來に 於て 一箇年 平 
均 二 百 八十 萬圓と 行か ？, i いまでも， 此二割 減 位の 剩 
餘が 誤らず 有る ので あらう と 云 ふ、 此 言明を 當 てに 
するならば •即ち 大正 五 年度に 於て 北海道 拓殖 案改 
訂の 際に も. 同じく 此 言明の 下に 吾々 賛成を して 居 
る •同じ 程度を 以てせられたならば •此小 池 君 提出 
I, の 北海道 拓殖 完成 案に 對 して、 諸君が 同樣 に雅蛰 を 
以て 御 賛成 あつても 差 支ない 事で あらう と 思 ふ (拍 
手 K る) 況や是 は 法律案では ない 建議案で ございま 
す、 此 建議案は 出来 得られる 範團に 於て して 莨 ひた 
いと 云 ふ 議院の 希望に 過ぎない、 必ず 斯うし なけれ 
ばなら ぬと 云 ふ、 法律上の 責任を 當局 者に 嫁す る譯 
でも 何でもない、 然るに 唯々 鐵道 完成 案に 於て は、 
兩 年度 五 百萬圓 許りの 旣定 の剩餘 金を 當て にし、 尙 
ほ 將來約 百 八十 萬 圓を當 てに して 居る ■是ほ 宜いが 
道 長官が 言明して 居る‘ 即ち 將來 年々 約 M 百 萬 [1 の 
剩餘が 有る と 云 ふ 事が 當て にならぬ と 云 ふ 御 議論と 
云 ふ ものは、 私は 甚た 受取れ ない 御 議論で あると 思 
ふ、 して 見る と此 拓殖 案に 御反對 になつ た 諸君 ほ、 


當日 如何なる 街 諸 論が あつた か va - fiti 鈴' か 未だ® f-J- に 
なり ませぬ から、 詳細に ほ存じませぬが’委 ^ 拉— 
—此 委員 會を f t 表せら る、 所 G -s i-l 長 c tlc 保 IV に 法 
て 見ます ると •驻だ 理由 無き 否決に 過ぎぬ と 私は 思 
ふ、 况や 當日此 提出 渚た る 小 池 君から して 政府の 
見を 求め やうと したが、 是も御 許に ならぬ‘ 又 政府 
當局 即ち 道 長官の 之れ に對す る总 ii も 御 求に ならぬ 
併ながら 私が 其 前に 於て 非公式に 逍長官 の 3S 見を 求 
めました 所が， 二百 萬 1131 以上の 剰餘ほ 必ず 松いて 出 
来る. 少なくとも 此 II 時狀 態が ^ く RI1 は •間遠な く 
出来る と 云 ふやうな 確信を 有つて 居られる- 然らば 
之に 付ても 菹長官 の K ffi ある W 明を 求められて 何が 
不都合が あるか、 而も 道 長官の 政府當 屈 の 意見を 求 
める ことを も 否認な され •加 之此 反對 の御总 見の あ 
つた 方に、 提出者の 小 池 君が 質問し やうと 思つ たら 
質問 も 封 じて 仕舞つ た •何の 御意 味で 質問を 封 じら 
れたか 分らぬ、 虛心 坦懐 此の 北海道の 爲め に圖 つて 
此 北海道 拓殖と 云 ふ 大事 業を 完成せ しむる 御 誠 1C か 
あつたなら ば •此 反對意 見に 對 する 質 間を 御 許しに 
なつて 差茭な い 筈で ある、 是も 許されて 居らぬ、 越 
だ 立憲 治下の 衆議院に 於け る 特別委 負# としては， 
其 糊 能を 濫用した ものと 私 ほ 思 ふ、 さう して 直ちに 
討議に 入つ て 之を 否決して 仕_ ほれた が、 借て 其 K 
對 理由は と御尋 すると >  區 々であつ たから 言は ない 
恐らく 是は 仰し やる 事が 出來な いだら うと 思 ふ (柏 
手 起る) 私は 平 牛： 何れの 問® に 付ても •各 M 谷 派を 
問は ず、 此國家 の 重大問題に 關 しまして は、 常に N 
一の 步 調を 執つ て 進みたい と 云 ふことは 私の 念頭に 
ある、 それ故に 如何なる _ 案に 於き ましても‘ 常に 
山來る丈の_步を致して，备撖の諸君の御意見を容 
れ •之に 賛成す るに咅 ならざる 態度を 執つ て 居る、 
然るに 今回の 爲され 方に 付て ほ 私 甚だ 訝しい 事が 
ある、 敢て政 友會の 諸君の 御 態度を 疑 ふ ものでは あ 
り ませぬ が •結果から 見ます ると 甚だ 訝しい、 此委 
員會に 於け る 北海 拓殖 完成 案の 御 反對の 形式 も 訝し 
いが， どうやら 今回の 北海道に 對 する 間 題が 甚だ 訝 
しい 事の みある •私は 更に 其 意味が 分らぬ‘ 一例を 
申します ると* 3i 君の 御 提出に なりました 元 屯 W JC ハ 
の救濟 法律案と 云 ふ ものが 出て 居る、 出まして 後に 
政府から 自ら 救濟 する から、 どうか 委員# を 延ばし 
て吳れ と 云 ふ、 何時まで 經つて も 開かれない、 旣に 
政府から 提出され た 豫算が 通過され た 今日、 其 委員 
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會の 結末が 著いて 居らぬ、 此 W 切 蜻蛉の 委員 會と云 
ふ ものは、 私は 未だ 曾て 先例を 知らぬ、 明日 或は 午 
前で も 御開きに なつて、 午後に 日程 變更で •岩 崎 君 
を 煩して 本 愈の 謬に 御上し になる 御 積り か 知らぬ が 
甚だ 要領を 得ぬ のみならず、 其 案の 如き も， 是は前 
回の 議會に 於て 全院 一致を 以て 賛成した 案で あつた 
それ故に 斯の如 き 問題に 對して ほ、 別に黨 派 も 何も 
問 ふに 及ばない 北海道に 御關 係の 諸君は， 全部 名を 
連ねて 御 提出 あるべき 筈で あるのに、 如何なる 理由 
か 忖度は 致し ませぬ が、 前回 最も 熟 心に 御 II 力に な 
つた 政 友 會の中 西 君の 如き も 御 提出 奢に なつて 居ら 
ぬ、 甚だ 訝しい 事と 思 ふ ^ '» 是が爲 めに 各派の 委員 諸 
君の 間に 多少の 疑惑を 招いた と 云 ふ 事 も 事實 であり 
ますが •私は 其 目的 さへ 貫徹す れぱ それは 間は ぬ— 
I 問は ぬのであります けれども、 斯の 如き 間 題は 谷 

派の 協調と 云 ふ 羾は極 めて 誔院內 の美德 として、 私 

ほ 推 獎して 見たい と 思 ふので あります るが， 不幸に 

して 今回は 此反對 の 結果を 見た， 况や東 君が 御 提出 

の 案は* 前回 本院を 全 a i 致を 以て 通過した と 仰し 

やる が •それは 嘘で ある， 通過した のは 提出の 案で 

はなく  •其 案は 中 西 君と 私共の 修正案に te て、 之を 

修正を 加 へられて 通過した ので ある、 其 修正を 拔き 

にして 原案の® 是が 前回の _會 で 以て 全院 一致を 以 

て 通過した と 云 ふ御說 明で あつた、 是 ほ 例に 引く 一 

例であります が、 不幸に して 束莳は 其當 時の 議會に 

御 出に なり ませな かつた から、 決して 苽君の 御手 拔 

りを 攻堅 する 譯では ない が、 斯う 云 ふ 事 も 成るべく 

虛心坦 懐、 北海道の 誘 fi 諸 sfr であつ たなら ば、 北海 

道 の爲に 御 岡り を 願 ひたいと -W ふので あるけれ ども 

此拓殖 案の 完成に 於ても、 餘裕が あるから やつても 

宜か らうが、 まだ 不確定で あるから 反對す ると あり 

まする が、 小心なる 政府 —— 殊に 有力なる 政 友# 諸 

君の 御 反 對に 遇へ ば •角 分の 根本 政策た る豫算 でも 

何でも 滅茶 々々にして しま ふ •自分の 研究に 研究を 

爾ねた と稱す る 法律案を 撤回す ると 云 ふやうな、 さ 

う 云 ふ 小心なる 政府は， lit の 御 反 對の意 見に 依て 恐 

らく 手 も 足 も 出まい と 思 ふ、 將來や るまい と 思 ひま 

す， して 見ます ると， 此北 海道 拓殖 完成 案に 依て、 

利 澤を蒙 むる 岩 内と か咐 毛と か、 稚内 とか 根 室と か 

云 ふ 地方は —— 北海道の 諸 地方は、 ie 憾な がら 此手 

賴 未完成の 否決に 依りまして •將來 に 於て 殆ど 希 留 

を 達する ことが 出来ない、 llt ia 民の 希望が 不法とは 


敢て 申し ませぬ が •手 II を 怠つ た 所の 否決に 依て、 
將 來の筘 望が 水泡に 歸した と 云 ふこと を、 私 ほ 第一 
に Itfc 提出者た る 中 西 君の 爲に惜 み、 政 友 會の體 面の 
爲に惜 み 併せて 道民の 其 苦痛に 對 して 深甚の 同情を 
寄す る 次第であります、 之を 以て 私が 本案に 對 して 
逍憾な がら 反對の 意見を 申 述べた 次第であります、 
願く ぱ此 委員 會に 於け る 一事は 姑く 措いて、 諸君が 
虚心坦懐、 殊に 北海道の 諸君 ほ、 此道 民の 休戚に 關 
する 問題 •况や 根 室、 宗谷 、坶 毛、 稲 內と云 ふが 如 
き、 諸君と 最も 御關 係の 深い 地方の 利害 休戚に 關す 
る 間 題であります から、 改過遷 善に 咅なら ずして、 
連に 此 案を 復活 爲 されむ ことを 希葳 致す 次第で あり 
ます (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 中 西 六 三 郞苕。 

〔中 西 六 三 郎君 登壇〕  . 

〔拍手 起る〕 

〇 中 西 六 三 郎君 本員は 日程 第二に 付きましても， 
委員長の 報吿に 賛成の 意見で ござります るが、 唯今 
励 口 君ょり 反對 の S 見を 種々 開陳され ました にげて 
一言 其 誤れる 事を 辯 明 致して 置きたい と 思 ふ、 一兀來 
吾々 が此鐵 5H の 速成の 建議を 致します る豫備 行爲と 
致しまして •色々 同志の 間に 研究を して、 先づ得 ま 
した 建議の 案の 內容ほ 、其 實小池 君の 如き 照い もの 
ではない が、 或 相 度まで 鐵逍以 外に 港 ® 其 他の 事柄 
も 含褡 した ものを 起草した ことがある ので ある， 然 
るに 色々 と 考慮を 致しまして、 結局 他の ものを 省い 
て、 此鐵菹 丈の 建議案に 致した ので ござりまして、 
吾々 と雖も 北海 ii を 思 ふ 事は 素ょり 小 池 君の 後へ に 
あらない ので あつて、 又 北海道の 人々 の 喜びを 買 ふ 
と 云 ふ 意味に 於ても、 故ら に反對 をす る 理由 ほ 無い 
ので あるに 拘らず 、一度 思 付きながら、 吾々 が 筆を 

執つ て、 段々 案の 內界を 約め て‘ 專ら鐵 道に のみ 致 

したと 云 ふ 事には、 深き 理由が あるので ござります 

る、 腿 口 君は 幸に lit 案の 委員で 居られました から、 

若し 最終の 委員 會に御 出席に なりました らば •槪ね 

吾々 の W 意 致しました 事は 御 Y 解 下さる 機會が あつ 

たらぅ と 思 ふが. •不幸に して 其 時は 御 出席に ならな 

い、 併ながら 提出者の 小 池 君は 當に御 出席に なつて 

居りました が爲 に、 私は 此點 に對 して 用意を 致し ま 

した 事柄を 詳しく述べて、 極めて 善意に 小 池 君の 了 

解を 求めた ので ござります るから して、 私が 其當時 

に 於て 信じて 居りました 所に 依れば、 小 池 君 も 矢 張 


吾々 と同樣 に、 北海道の 事に 熟 心に 盡力 さる、 方で 
あるが 故に、 吾々 の此 用意を 善意を 以て 御 了解 下さ 
れ て、！！ 然として lit 結果に 御 滿足爲 された 事で あら 
うと 信じて 居りました 所が、 圖らず も 今日 小 池 君よ 
りは 承らぬ が、 同志の 樋 口 君が 大分に 平 かならざる 
御 ) Tff 說が ござりまして、 私は 將だ 意外に 感ずる、 何 
故 吾々 が 段々 取 詰めて、 鐵道 許りの 靴 議案に 致した 
かと 云 ふに 付て は、 北海道の 開拓の 計畫に 付ての 重 
要なる 歴史的 關係が あるの て ある、 諸君の 御 記憶に 
も ございませう が、 唯今の 北海道の 計畫は 國庫 から 
出す 金は 二百 五十 萬 阊と限 度を して、 それ以上の 金 
は 漸次 自然 咁收の 有り やうに 依て佾 減す ると 云 ふ 事 
になつて 居ります、 是は 先に 河 島 長官の 時に 此種の 
案を 立て、 或 期間 緙驗 をした のであつて、 時代が 甚 
だ 不景氣 の 時に ; •© 遇 致しまして、 豫期 したる 自然 拊 
收を 得な かつた 年が 大分 長く 續き ました、 是が爲 に 
當初河 島 君が 計畫 した 事業は、 繰延に 繰 延を加 へら 
れて 、殆ど 計 畫の實 質を 失つ たやうな 悲境に ® 遇し 
た事がありましたが爲に、吾々 I 小 池 君 も 同様で 
すが、 斯う 云 ふ： 小定な る 動 搖し易 き 自然 增收を 財源 
に、 北海道の 開拓の 基礎を 立てる と 云 ふ 事 ほ 宜しく 
ない、 どの 途國 庫が 負擔 する ので あるから して、 寧 
ろ 確定の 數字を 以て 將 來に繼 續の計 書に して、 貰 ひ 
たいと 云 ふ 事を、 道 會多數 の 希望と して 建議した 時 
代が あつたので あります、 吾々 は 殆ど 其 意見が 實現 
せむ かと 迄 期待した 時に 於て、 端 無く 時代の 最氣が 
一變 致しまして、 非常に 有葳 なる 前途を 看取した の 
である、 是が爲 に內務 省の 當局に 於ても、 今の 道廳 
長官に 於ても、 旣往 の經 過 (X さう も あつたら うが、 
是から 先き の 見込 ほ 甚だ 有留で あるから、 折角 仲 縮 
自由なる lit 自然 咐收的 計畫 を、 此 見越の 有望なる 時 
に 壊す と 云 ふ 事は 遺憾で あるから、 矢 張 前 案の 如く 
自然爷 收に 依て 將來の 計畫を 開始して 見たい、 斯う 
云 ふ 意見であります、 吾々 も 亦 其 時に 臨みまして は 
如何にも 將來 相當に 望みが 繫 がるので あります から 
斯う 云 ふ 時に 當 つて 强て前 說を茭 持す る 事 ほ、 稍々 
S に歡 りて 臍を 吹く 嫌が あるから、 前設の 固執 ほせ 
ずして 昨年の 改定の 時に 於て、 矢 張 自然 咐收を 基礎 
とする 擴張 案に 賛成を 致した ので ある、 併ながら 吾 
吾が 旣 に實險 した 如く、 此戰時 非常の 場合に 當〇ま 
して 現 はれる 非常な 数字は、 實にど の 程度 迄を 將來 
の 力と 見て 宜い かと 云 ふ 事は、 其 だ 決定に 苦しむ の 


である、 御手 許に 差 上げて 置きました 參考書 等を 御 
踣下 さると 直に 分る のであります が、 旣往の 白緣 唞 ■ 
收の數 字は、 大正 四 年度には 十六 萬 圓翔定 よ〇轵 過 
して 居ります、 自然 咐收が 豫 て豫定 された る數額 よ 
り 十六 萬圓 超えて 居る、 然るに 其 翌年の 大正 五 年に 
當 りまして、 忽ち 是が二 百 七十 七 萬と 云ふ數 字の 膨 
脹を 致して 居る、 それから 又 本年の 豫算に 依り まし 
て、 此の 增收を 見る と 云 ふと、 三百 五 萬圓と 云ふ佾 
額に なつて 居る、 此 大正 四 年よ 〇 前の 大正 三年 度は 
ir 何 あつたかと 云 ふと、 豫 定の數 字より % 收が 不足 
であるが 爲に 北海 ili の經營 の 金は 却つ て阈 庫から 借 
越しに なつて 居る、 大正 三年に (3: 不足で 借 越を して 
大正 四 年に ほ 漸く 十五 萬圓 超過 致し、 それから 翌年 
に 二百 七十 七 萬 11 •それから 此七 年度に 於て 三百 五 
萬. W う 云ふ激 % を ® して 居る のであります から， 
六 年 七 年の 此® 字を 見れば •如何にも 吾々 飛 立つ や 
うには 思 ひます けれども •唯々 ニー 年 前に 遡つて M 
ると ® に 心細い 話で ある、 然るに 叶 六 年 七 年の 數字 
ほ， 果して それ (X 將來 何箇 年 繼_ する かと 云 ふこと 
は、 大なる 疑問で ある， 一朝 各般の 狀態が 變化が あ 
りまして、 經濟關 係に 異励が あると 云 ふ 事になる と 
此數 字が 又 如何に 燉變 する かと 云 ふ ijf が、 到底 今日 
に 於て 吾々 が T® め 推定す る 事が 六ヶ 敷い ので ありま 
す •斯樣 なる 場合に 當 りまして、 又： 冉ぴ今 日の 膨脹 
せる 數 字に 迷うて， さう して 將來に 向つ ての 計畫を 
立てる と 云 ふ 事に なれば， 取 も 直さず 往年 吾々 が 非 
常に 鋇慮 致しました 如き 苦 勞が 遠からず 到來 せざる 
を 保し ない ので ある、 併ながら 他の 半面から 言へ ぱ 
先づ取 れさ うに あるなら ぱ計畫 ほ 膨脹 さして 置いて 
取れなければ 又 其 時の 事に すると 云 ふ 說もご ざい ま 
したが、 凡そ 斯う 云 ふ 事業 ffl- 31£ は 膨脹せ る ものを 以 
て 臨みました 以上は， 民間の 責任 ある 企業家は 之を 

標维 として 皆 用意を 致し ま -5 - 仕事の 用意を 致す 

ので ある、 然るに 其 仕 W の 用意を して 居る のに 繰延 
ベ 繰延べて 事業が 進行し ませぬ 事になる と 云 ふと、 
偶々 却て 極く 責任 ある 0 面 *0 な 企業家が 非常に 打擊 
を 受けて" 非常に 氣の 毒の ことになります から 足り 
ない 時に 又 どうにかなら うでは ないかと z< ふやうな 
其 時の 模樣 に隨 ふと 云 ふが 如き 責任の 伴は ない 案を 
立てる と 云 ふ 事は 吾々 全く 今日 迄の W 驗の 上に 懲り 
て 居る、 斯樣な 意味 合であります から 色々 深く 考へ 
まして •矢 張 吾々 が 建議と して 提出 致しました 事は 
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將來 如何なる 14 化が あつても、 必ず H 任を 帶ぴ て K 
行し 得る と S ふ、 最も 强き 可能 的の® 度に 致して 匿 
きたい、 其 可能 的の PU 度に 致す とする に ほ、 矢 張 唯 
今 大藏 省の 懷に 剩餘 金と して 殘 つて 居る 丈の 金に 依 
て 計 ！! £ を 立て、 見たい、 此瑰 議案の 五 百餘哩 の 建設 
费に其 利子を 振 向ける と 云 ふのは、 御手 許に 莞上げ 
て ある 參考爵 にあります 通り、 六 百 六十 七萬圓 であ 
る、 然るに 大正 七 年度 迄に 於て、 旣 に大藏 省の 懐に 
殘 つて 居る のは 六 年度を 除きましても 五 百 九十 九 萬 
殆ど 六 百 萬圆で ある、 之に 六 年度の 分は まだ 數字が 
現れ ませぬ から 省いて あります、 尠くとも 二百 萬圓 
から ありませ ぅから、 さすれば 今 現に 大險 省の 懐に 
八 百萬圓 以上の 金が 殘つて 居る 此現存 して 居る 金を 
以て 鐵道を 数いて M ひたい、 是な らば 將來如 何樣の 

變化が あつても、 決して 此 事業は 何等 打膦を 被らな 

いと 云 ふこと が 言へ るので ある* 此 等の點 を考 證 致 

しまして ，先 づ 今年は 現在 有する 所の 大藏 省の 剩餘 

金の 範幽內 に 於て、 必然 將來 責任を 帶ぴ て實 行し 得 

る 丈の 事業 計资に 制限を 致して 置いて、 而 して 小 池 

君が 希望せ らるゝ 如く、 將來尙 引 la いて 此景氣 が 見 

られ るか、 若しくは 多少の 變化が あつても， 亦 昔の 

如き 少数に 減らさず して、 應 分の咐 加を 長く 將來に 

繼紛し 得る と 云 ふ 事の 目安が 立ちました 時に 於て は 

政府當 局は 宜しく 小 池 君の 言は る^ 1 如き 意味 合に 於 

て、 鐵道 以外の 北海道の 事業を 更に 進めて 貰 ひたい 

と 云 ふ 事を •此 建議の 參考 書の 重なる 理由の 內容に 

書いて 置きまして、 確に 吾々 が 現® 的 K 行を 要 菌す 

る 建 翳の 屮から 省いた のであります、 此建議 は 御覽 

の 通り、 次年度に 於て 政府が 案を 具して、 相 當の計 

进 を 立て、 貰 ひたいと 云 ふ S 行 的 建議で ございます 

から •此 建議の 緊張 味を 十分に 維持す るが 爲に 、態 

と 小 池 君の 言は る \ が 如き 將來に 亘る廣 き 意味 合の 

ものを •差 控えて 居りました のであります るが 故に 

委員 會に 於き まして 本員は 詳 かに 其 理由を 說 いて 小 

池 君の 了解を 菌み 、斯樣 な 次第で あるから 來 年若く 

は 再來 年， 一雨 年 今後の 經 過を 見て •將來 に 繼續す 

べき 自然 增收の 最少 限度は どの位に 見 積れば 大差 あ 

るまい と S ふ 事の 强き 信念を 俱た 時に 於て 此建議 を 

試み やうでは ないか、 勿論 今日に 於て 實 施されて 居 

る 計 ffi 案なる ものが あるので あるから •來 年度 再來 

年度に 是非とも 小 池 君の 言は る X 內容に 著 手せ にや 

ならない と 云 ふ 切迫の 理由に 伴つ て 居る のでは ない 


小 池 君の 言 {3: る i ものが 假令容 れられ て も* 其港葑 
の計帮 其 他の 計盡が 唯今 實行 して 居る、 計盡に 伴 ふ 
て、 將來 計上され る ものであるが 故に、 差 急ぐ 事で 
ないから一兩年の經過ほ見绘〇たいと云ふことを吳 
々も 小 池 君に 話を して、 北海道の 事を 能く 了解して 
居る 小 池 君で あるから、 吾々 も此 最も 責任 ある 用意 
ほ 十分に 小 池 君は 御 了解 下されて 居る 筈と 思つ て 居 
つたのに、 今日 尙ほ斯 の 如く 反 對に出 て、 而も！ 一口 
君の 口に 依て 何等か 吾々 が 殊更 小 池 案に 向つ て 虐遇 
をした かの 如き 口吻を 承 {X るに 依て は 實に e 然たら 
ざるを 得ない ので ある、 荀も 北海道の 爲めに 利益を 
圖る 案であります、 何故に 吾々 が此 案を 殊更 傷け ま 
せう か、 左樣な 事 ほ 決して 申し ませぬ 若し 左樣な 厭 
を 言 ふなら ば 私 一言 言うて 見る •来年 是非とも 差懸 
つてせ にやなら ない と 云 ふ 切迫せ る 内容に あらざる 
ものに 對して 、吾々 が是 程の 理由を 盡して 說いて 居 
る にも拘らず、 懸離れて 別に斯 の 如き 案を 出して、 
目的 ほ 惡い ことで ないから. 法律案の 如くに 實 1 t を 
要菌 する のでは ない と 思 ふ-良い 事 ほやつ て 置いた 
ら宜 いでは ないかと 云 ふやうな、 不 緊張なる 意味 合 
の 建議なら ば、 殆ど 私は 是 ほ 北海道 民の 耳を 善 ばす 
—— 世 fm では 所謂 御 ± 產的 建議案と 同種に なつて 仕 
舞 ふので ある c 拍手 起る〕 本員 等は 如何なる 議會に 
於ても、 此 壇上に 御土產 として 不信 實 なる 建議を 試 
みやう と 云 ふやうな 浮いた る 所存は、 今日 も將來 も 
如何なる 時に 於ても 持たぬ のであります から、 此邊 
の 事は 能く 御 了解 下されまして、 諸君に 於 かれても 
唯今 申 上げた 事情が 篤と 御 了解に なれば •熥口 君の 
反 對を耽 消し、 全院 I 致を 以て •此 « 意 ある 處置に 
御 同意 下さる ことを 切に 希 菌 致します。 

〇 岩崎勵 君 議長」 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩崎勸 君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 討論 終結の 動議が 出ました、 

之が 先決問題であります から， 先づ 之れ ょり 採らな 

ければ ならぬ のであります I 討論 終結に 同意の 諸 

君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 

0 議長 C 大岡 育造 君；} 多數 、仍て 討論は 終結に なり 

ました、 決を 採ります、 日程 第一、 北海道 鐵道 完成 

に關 する 建議案 ほ、 委員長 報告 通り 御 異議 ありませ 


ぬか。 

晁議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 興 議無 きものと 認めます、 
仍て 可決 致しました •第二 北海道 拓砷 完成に 關 する 
建議案， 是 ほ 否決の 報告であります、 委員長 報吿に 
反對の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 

0 議長 (大岡 育造 君〕 少數で あります 、委員長 報吿 
の 通り 決しました I 日程 第三、 日本 體育會 國庫補 
助に 關 する 建 _ 案を _ 案と 致します、 委員長 熊 谷 直 
太 君 報告を 求めます。 

第三 日本 體育 會國庫 補助に 關 する 建 一案 
(江 藤 哲藏君 外 十五 名 提出) C 委員 
長 報告〕 

〔熊 谷 直 太 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 熊 谷 直 太 君玆に 議題に なつて 居ります る 日本 體 
育會 _ 庫 補助に 關 する 建議案の， 委員 會の經 過 及 結 
果を御 報告 致したい と 思 ひます、 委員 會ほ 三回 開き 
まして 提出者に 其 理由を 求め、 政府 委員に も 意見を 
徵し たのであります、 其 結果 滿場 一致を 以て 可決に 
相 成つ たのであります るが、 1 K 來此 案は 各黨备 派よ 
り 其 有志の 提出に 係る ものでありまして、 此 案の 趣 
旨は 提出者た る 所の 江 藤 君より、 此 壇上に 於て 皆 さ 
心に 精し く 報告に 相 成つ て 居ります るから して、 私 
は玆に 煩雜を 避けまして 之を 省略して 置きます、 政 
府 委員の 意見には 一體體 育會は 明治 十二 三年 頃より 
して、 斯の 道には 非常なる 貢獻 ある ものである， 即 
ち is 育敎員 千 五 百有餘 人を 此學 校より 出して 居る、 
其 功 勞と云 ふ ものは 僅少で ない、 此種 の學 校に 数し 
ては 須 らく 補助を やつて、 其發 達を 期すべき が 相當 
である、 又 現今に 於き まして 體 育に 關する 所の 學校 
が 甚だ 少ない、 即ち 體育敎 員を 養成す る 所の 學校は 
高等 師範 學 校、 女子高 等 師範 學校及 武德會 の 二 三種 
の學 校に 過ぎない のでありまして、 其 卒業生と 云 ふ 
ものが 年に 僅か 百 入を 出で ぬので ある、 此の 百 人の 
卒業生を 以てして は、 日本の 體育敎 員を 養成す るに 
は餘 りに 貧弱で ある、 日本 帝國臣 民の 體 W を 向上せ 
しめんには、 より 以上の 澤 山の 學 校の 設備を 要する 
のが 相當 であると 言 ふの が、 政府 委員の 意見で あり 
ます、 併し 唯々 I 點此 日本 髀育會 に付きまして は、 
負債の 整理と 云 ふこと が 十分に 出来て 居らぬ、 此負 
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依の 整理 さへ / I1. 來さへ すれば、 何時に 於ても 保 驿を 
興へ るが 相當で あると 云 ふ 葱 見であります* -^ w ff 
ほ 此 日本 fis 育會の 負 似の 現 狀 に f-J- て 十分 W ? を 致し 
考傲を 致しまして 、此負 沿の 整理は 見込 ある ものと 
しまして 滿場 一致を 以て 可決した 次第で ありま 十、 
?! 場の 諸君 も 希く ほ滿叫 一致を 以て 此案を 可決 . "■, :, 
んこ とを 希 芻 致します (拍手 起る〕 

0 岩 崎 勡君誔 長。 

0 謎 長 (大岡 育造 君： •岩 崎 君。 

0 岩 畤勸君 本案 ! X 委員長 報告の 通り、 即ち 原案を 
町 決せられん ことを 希 国 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 委員長 報吿の 通〇御 異毅 あり 
ませぬ か。 

〔「興 諮な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異謎 無き ものと 認めます、 
仍て 委員長 報告の 通りに 可決 致しました。 

0 林 毅陸君 一寸 議事 继 行に關 聯して 一言 御 許を 願 
ひたい C 

0 議長 (大岡 育造 君) どぅ 云 ふ Iff であります か。 

0 林 毅陴君 議長に 一寸 御尋を 致します が、 帝 國の 
外交の 情况に 付て， 外務大臣が 或は 議會に 報 W さる 
>1 と 云 ふこと が 新聞に 傳へら れて 居ります が、 今日 
か 或は 明日 か* 時を 定めて 報 苦を する 所の 順序に な 
つて 居る のであります か、 翳 長に 伺 ひたい。 

〇 翳 長 (大 岡育搜 君) それは 議事 進行と しては 琺 だ 
突然であります が* 序ながら 多分 明日で あらぅ と 云 

J ことを 私は 申し m るので あ 〇 ます - 日程 第 PLI … 

0 林 毅陸君 希望を 一寸 申 上げて ® きます . 

0 議長 (大岡 育造 君〕 n 程 第 四、 嫛 察官 年功 加 依 令 
制定に 關する 建議案を _題 と 致します。 

第四馨 察 官 年功加俸 令 制定に 關す る at 誠 
案 c 松 本 誠 之君提 川〕 c 委員長 報告〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長 不在、 委員 中の E13 合に 
依て m 松隆慶 君の 御報吿 を 求めます。 

〔恒 松隆慶 君 登 擅〕 

0 恒松隆 慶君委 員 長 PI! 事 不在の 時は 不肯が 代理し 
て報吿 すると 云 ふことの 申 合に なつて 居ります から 
此 場合 私ょり 御 報吿申 上げます が、 # 期 も 切迫して 
居る 今日であります から、 極めて 簡單に 申 述べます 
此 建議案は 松 本 誠 之 君の 提出でありまして、 同 君は 
熟 心に 委員 會に 於て 詳細に 御說 明を せられました、 

又 委員に 於ても * 察官の 薄給で 職務は 極めて ffi 雜で 
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極めて 劇 忙で 、又 其の 磡 は M も摁敏 を耍 する もので 
あります が 故に、 相當の 慰安を 與 へ、 (0 遇を 與へて 
さう して 勤 ra せしめたい と 云 ふこと •か 即ち 此 案の 根 
本 51-. 義で •こざいます， 其 主意には 委員 會 一同が 絮ょ 
り间感 であります が、 能く 又蒞赉 を 進めて 見ます る 
と •本案の 如く粹 察 宫に 年功 加 係を 實施 すると 云 ふ 
ことにな 〇 ますと、 何分に も # 部 以下 巡査な どを 合 
せます と 八 萬 一千 七 百 三十 人の 多數に な 〇 ます， 之 
に對 しまして は少 くと も 四 五十 萬_ の 地方 ? 3 を咁加 
する ことになるので あります * 3E rl 々 i5i 員と 致し まし 
ては、 又 fl?s 〇 地方® の 負 擔の咐 加す ると 云 ふことは 
* 亦 一考を せなければ ならぬ と 云 ふ 有糅で ございま 
す •又 政府に 於き ましても 梁！ S 廳其 他との 糊® 上、 
此主意 には 131 感であ る けれども、 商ち に 之に 同意す 
ると 沄 ふこと もは つきり fl ひ 兼ねて 居る やうで ござ 

います、 故に告 々に 於き ましても 蒞赉の 結果 茲に修 

正を 致しました、 先づ此 題に 於き まして 「翳 察官年 

功 加鴻令 制定に 關する 建 織」 と 云 ふのを 「變察 官礙遇 

に關す る ^ _ 案」 と 改めました、 又 建議 文中の 「政府 

ほ」 と 云 ふ 字の 下の 「速に 年功 加 体 J の 文字を 削除 致 

しまして其「政府ほ」の下に「之に對し相常」の六文字 

を 加へ る 事に 修 正 致しました、 で 現在 阀 靡 からの 下 

渡 金の 步合を 収調 ベて 見ます るに， 3i 京 府 ほ 十分の 

四でありまして、 又 其 他の府 縣ほ六 分の 一で ありま 

す、 然るに 又 大正 七 年度から JE M 府は 十の 六と 云 ふ 

ことの 7* 定にな つて 居りまして、 旣に裨 筘が阑 院を 

通過して 確定に なつて 居る のであります それで 斯う 

云 ふ 有様で あるから、 今後 地方に 於ても /tl 来る 丈國 

EE の 下® 金の 步合を 咐加 致されて， !' II 常の 待遇の 途 

を 開かれる と 云 ふ 主 TS にした が 宂 からう と 云 ふので 

相 當の待 遇を W へる と 云 ふ far い S 味に 修 JH 致した の 

であります、 政府に 於き ましても 斯櫧な 修正に なつ 

た 以上は、 十分 攻究して 出來 る® 〇、 鞞察宮 の多數 

が 安心を して、 さう して 1BI 續する やうな 途を 開きた 

いと 云 ふこと でありまして、 委 员钤 は 全會 | 致を 以 

て 之を 可決 致しました •大牿 右樣の 次第で ございま 

す、 殊に 松 本 君が 熟 心な 問題で ごさいます， どうか 

諸君に於ても全：窗一致を以て御同惝あらんことを， 

添えて tH して S きます。 

03 ?崎 剧对 本案は 委 £1 丧代瑚 W 松 君 報 吿の通 り、 

即ち 委員 會に 於て 修 IH 蕺決の 通り、 可決せられ んこ 

とを 希薄 致します。 


〔「寶 成，- と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長の 修正 報告に 御 異議は 
ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼ふ奔 あり〕 

〇謅 長 (大岡 育浩 ® ) 御 異瑀な しと 認めます、 仍て 
委 M 會修正 決 戤の通 〇 に 可決 致しました、 日程 第五 
第 六は 一括 議題と なすに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君)® 11 なしと I'a めます， 一括® 
題と 致します •即ち 第 . ?;• ••■; 不励產 金融 改善に 關する 
建議案 ■第 六、 普通 銀行の 金融に 關 する 趄 _ 案を BI 
題と 致します。 

第五 不動 產金融 改 整に 關 する 建 _ 案 (小 
山 松 1 ;t 君 外 三 名 提出〕 (委員長 報 
吿) 

第 六 普 浦 銀行の 金融に 關する 建議案 (堀 
川 美 哉 君 外 六 名 提出〕 C 委員長 報 
吿) 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 委員長 氣賀勘 重 君、 報吿を 求 
めます。 

〔法 學博士 氣賀勘 重 君 登 狼〕 

〇 法學博 士氣賀 勘 ® 君簡單 に委 M 會の綷 過を 御 報 
齿申 上げます、 lit 二 案は 名稱は 違 ふて 居ります けれ 
ども •其 趣意 13: 孰れ も 同一であります、 即ち 地方 金 
融改 善の e めに‘ 勸業 銀行 及 熳エ 銀行ょり 普通 銀行 
並に 貯蓄 銀行の 不動 產抵當 資金に 對 して、 融通の 途 
を 開く やうな 方法を 講ぜられたい、 斯う 云 ふ 祸く簡 
單の 趣意であります、 それで 極く 簡單 ではあります 
が 事が 銀行 系統の 間 題に 關す るので、 種々 なる 疑義 
も ありました. 問 K は 中々 大きな 問題の やうに 見受 
けられた のであります、 さう 云 ふ！！ であります から 

委員 會を 開く こと も 多う ございまして、 前後 五 回、 

而して m 會四 時間 K 時間の 長き に S つて、 提案 奢 暗 

に 政府 委員に 對 して 質問を せられた のであります、 

段々 質問を 進む るに 至りまして、 此 案の 趣意は 單に 

普通 銀行 並に 貯蓄 銀行の 不動 產擔保 貸付に 對 する 融 

通と 云 ふこと 丈であります けれども •それ 丈で ほな 

い、 其 外に 於ても fi1.} ほ 地方 金融の 爲めに 必要な 途が 

夂 るなら ば、 十分に 之を 攻究せられ たいと 云 ふやう 

な 趣意で あると 云 ふこと が 段々 分りました ので あり 

ます、 其 結果 五 回目の 委員 會に 於き ましては、 暫く 

休會を 致しまして、 各派より 夫々 委 M を 出しまして 


懇談 會を 開きました、 其 結果 得ました のが 諸 5ft の 御 
手許に 廻し ました 此 修正案であります-詰り 案 ' IX 二 
つに なつて 居ります けれども •目的は 一つで ある* 
殊に 其 外に も途が あるなら ぱ •地方 金融の 爲 めに 尙 
其途を 講ぜられたい と 云 ふ 趣意で あるから •其 標題 
を 「地方 金融改 箠に關 する 纽 _| と 改めまして、 そ 
れから 木 文を ば 

政府は 地方 金融 改善の 目的を 以て 特殊 銀行の 機能 
を發揮 する に 努め 且產 業 m 合を 督 触 して 低利資金 
の 普及を 計る と 同時に ：个 動簏 金融に 對 して 日本 ill 
業 銀行 及 農工 銀行と 普通 銀行 及 貯蓄 銀行との 聯絡 
を 取る 爲適當 の 施設を 講す へし 右 建議す 
斯う 云 ふ 成案を 得ました のであります* 此成案 に 於 
て 唯々 此の 日本勸 業 銀行 及 農工 銀行と， 普通 銀行 及 
貯蓄 銀行との 聯絡を 収る爲 めと 云 ふ、 聯絡と 云 ふ 意 
味に 付て、 此意味 ほ 聯絡の 方法 も 色々 あらう、 但し 
元提 ai された 二 案に 含ませて ある 所の 不動 產擔保 貸 
付の 途も 、其 主なる 一つであります、 其 他に 或は 勸 
業 農 H 兩 行の 代理 貸付と 云ふ途 もあります、 其 他に 
も 聯絡の 方法が あるで あらう から •有 ゆる 方法は 最 
も 望む 所で ある、 唯々 目 ドの 狀况に 於て は、 單に從 
來行 はれた 萍業 組合との 金融の 聯絡で (X 不十分で あ 
るから、 普通 銀行を 經山 して， 此不動 鹿 擔保 金融の 
途も 十分に 開く ことが 必耍 であると 云 ふ、 斯う 云 ふ 
意味を 含めまして lit 案を 作つ た 次第であります 此意 
味に 於て 成案を 委員 會の議 に 掛けました 所が 威 場 一 
人の 異議なく 可決され た 次第であります 、どうぞ 本 
會に 於ても 十分に 御 審議 あらむ ことを 希菌致 します 

〔拍手 起る J 

o lu 松 fl 殴 君 本案は 全會 一致を 以て 可決せられ む 
ことを 望みます。 

〔「賛成」 「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 此兩 案を 併合して 一案と なし 
地方 金融 改善に 關 する 建議と して 御 i''( 吿にな り まし 
た， 其 報 苦に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「與 議なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます •依て 
委 12 長 報吿の 通り 可決した る ことを 寅 i!r 致します、 
日程 第 七、 神戶 市内 鐵道 改良 急 施に 關 する 建議案を 
議題と 致します、 委員長 廣岡宇 一郎 君の 報 苦を 求め 
ます。 

第 七 神戶 市内 鐵道 改良 急 施に 關する 建議 


案 (坪 田十郞 岩 外 二 名 提出〕 (委員 
長報吿 〕 

〔廣岡 宇一郎 料 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇廣岡 宇一郎 君神戶 市內鐵 道 改良 急 施に 關する 建 
議案 •委員 會の 終始の 顚 末を 御報带 致します 本案の 
内容は 明治 七 年神戶 市が 僅に 一 蒽 五六 千の 人口を 有 
する 時代に 於て、 建設した る 現在 神戶 市を 縱 M 致し 
て 居る ii 道は 今日 神戶 市が 五十六 萬餘の 人口を 有す 
る 現在に 於て， 運輸 交通の 上に 重大なる 危險と m 碍 
を來す ものであります るが 故に •之が 改良を 急速に 
實施 せられむ ことを 要求す るに あるので あります* 
委員 會の 多數は 神 戶 市の 人口の 埼加 ，商業の 進歩、 
貿易の 發達 •其 他 現在に 於け る 有 ゆる 事情に 鑑み ま 
して 此建議 の 頗る 適切なる 琪を認 めて、 政府の 意！？ 
を 確め たる 所、 政府 亦 W だ 其 必要を， 認めて、 旣に之 
が 調査に 著 手を 致して 居る のであります ■未だ 鐵道 
院の 院議は 確定 致し ませぬ けれども、 若し 院議が 確 
定 致します れぱ 、京都 神 戶問鐡 道 改良 費を 以て、 直 
ちに 之が 改良に 薪 手す ると 云 ふに あるので あります 
而して 鐵道院 の 計 ® を 致して 居る 改良の 方法は どぅ 
であるかと 云 ふこと •鐵 道院は 現在の 鐵 道を 現在の 
線路に 於いて、 之れ を 商 架に せんとす る 計 雉ら しい 
のであります、 然らぱ 其 高架の 様式は どぅで あるか 
と 云 ふこと •未だ 何等 決定した 所がない ので ありま 
す •此に 於て 委員 全體は 高架の 樣 式を 決定を せず し 
て、 更に 調査の 必要が あるなら ば •進んで 或は 地下 
鐵道 にす るの 利害 如何、 又 線路に 於て は 之を 海 诗線 
とする か、 若く は 山の手 線と する の 利害 如何、 是等 
を 併せて 十分なる 調査を 遂げて •以て 速に 工事を K 
施せられ むことの 筘望を 政府に 致しました、 政府 亦 
此 意を 諒と 致しました、 斯の 如くに して 委員 會は全 
會 一 致を 以て 可決した 次第であります、 此段 御報吿 
を 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 fJJ 君 本案 ほ 委員長 報告の 通り、 可決せられ 
むこと を 希望 致します。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育浩 君) 委員長の 報告 通り 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「興 議なし 異議な L j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
六〇九 


不動 產 金® 改善に 關する 建 溝 案  哿通銀 行の 金融に 關 する 建議案  神 戶市內 鐵值改 良 急 施に 關 する 建議案 


院議 衆 符議國 帝 回 十四 第 


水 痒 敎育 振興に 闊す る建活 案— 松 本鐵 道津設 に閱す る 建'  案 


本 建議案は 委員長 報告の 通り 可決 致しました、 -H 程 
第 八、 水 產敎育 振興に 關す る建謠 案を 議題と 致し ま 
す 委員長 逋 類 錨 之 君の 報吿を 求めます。 

第 八 水 薄 敎育 振興に 關する 建議案 一 奥 ! II 
貌浩君 外 五名 提出〕 (委員長 報吿) 
t ar 顆锁之 君 登 壊〕 

C 拍手 起る〕 

0廣_額 之 君 本案 (X 委員 會を 開きまして、 愼重密 
11 を 致しました ので ございます •前後 二回 開き まし 
たが、 其 成案と しまして 得た る ものが ございま すの 
で、 之を 諮りました、 之を 唯今 围上げ ますから どう 
ぞ御聽 取を 願 ひます。 

一 帝國大 ® 農科 大學 水產學 科の 經 費を 增 加し 研究 

上 ~ 層の 便究 を與 ふると 共に 其內 容を肅 新して 

人材の 蕤 成に 努 むる こと 

一水 產 11 習 所 及 東北 帝 國大學 農科 大 學水產 學科卒 

業 生を 帝 國大學 農科 大學 水 BI 學 科に 入學せ しむ 

る こと 

一水 頹敎育 振興の 一策と して 政府は 年々 五名 乃至 

十 名を 程度と し 水 產專攻 の留學 生を 海外に 派遣 

して 學理を 研究せ しむる こと 

一 备府縣 の 水產試 驗場を 勝し 樞耍の 地に數 简 所の 

國立水 產試驗 場を 設置す る こと 

一水 庫， 講習 所を ¥ ら 技術 研究の _關 とし 此方 針の 

下に 現行 制度を 改善す る こと 

一實業 補習 學校に 於て 水產 思想 涵養の 方法を 11 す 

る こと 

一 小 學校國 定敎科 書中 水 產に關 する 部分は 誤謬 多 

し 政府は 之 か 改訂を 實行 する こと 

是 丈の 案を 種々 群議 致しまして、 至極 是は尤 な 案で 

あらう からと 云 ふので 委員 © • に 於て ほ 滿 場！ 致 可決 

致した ので ございます、 是は敎 育の 振興を 阃 ると 共 

に •是 丈の 事を 政府に 希 菌條 項と して 申 述べまして 

將來 此方 針を 以て やつて 戳きた いと 云 ふ 事に 一致 致 

しました ので ございます、 政府 も 之に 對 しては 至極 

尤もな 案で あるが 故に、 順次 之に 適 ふやう に 出来な 

い 事は 兎も角、 出來得 られる 事 丈は 致したい と 云 ふ 

御言 氓で ございました* さう 云 ふ 事で 滿場 一致、 委 

員會は 之を 可決 致しました ので ございます、 どうぞ 

願くぱ 本會に 於ても 可決せ ら九 ，むこと を菌み ます。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎勸君 本案は 委員長 報 佐の 通り、 可決せられ 


むこと を 希望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 委員長 報哲に 御 異議 ありませ 
ぬか。 

cr 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大 岡 育造 君：} 御 異議なければ PJ 決した る こ 
とを 宣吿 致します。 

0 岩崎剧 君 日程 第 九は 委員長の 都合に 依 〇嶷事 延 
期の 動 蕺を 提出 致します。 

〇 露 長 ^大 岡 育造 君) 延期に 御 異議 為 り ませぬ か I 
御 異議なければ 延期に 決しました、 日程 第 十、 松 本 
鐵道 建設に 關 する 建議案を 議題と 致します •委員長 
高 鳥 順 作 君、 報告を 求めます。 

第 十 松 本鐵道 建設に 關する 建議案 (高 鳥 
順 作 君 外 八 名 提出 d  C 委員長 報告) 
〔高 鳥 順 作 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 高 鳥 順 作 君 ?! 5 員 會の經 過 並に 結果を 御 紹介 致し 
ます、 委員 會は會 _ を 開く こと 三回、 政府 委員の 出 
席を 求めまして， 提出者より 說明を 致しました •政 
府と 致しまして は、 本鐵 道の 必要 ほ 認められて 居り 
ますが、 經 費の 都合 上 急に 施行す る ことは 六ヶ 敷い 
と 云 ふこと であり ま L た、 委員 會は 愼重湳 議致 しま 
して •最も 此鐵道 ほ 急切なる 鐵道 として、 一致を 以 
て BJ 決した のであります、 其 主 もなる 點は此 地方に 
御 承知の 蓮華 鑛 山の 開拓、 小谷大 森林の 開發 、並に 信 
越 線 補助 •中央 東 線 W 線と si 絡 上 最も 必要なる 鐵道 
として、 政府 (X 四十 一議 會に是 が 計畫を 立てられて 
提案せられ たしとの 筘望を 以て 可決した ので ありま 
す、 而 して 此參考 書として最も古く此鐵道が計琺さ 

れた 所の 書類が あります から >  議長の 許可を 得て 速 

記 に 載せる ことに 致したい と 思 ひます、 どぅぞ 御资 

成 下さる やぅに 願 ひたいので あります。 

〔參 照〕 

北 信鐵道 敷設 趣意書 

第一 本 鐵道敷 設の 位地 

北 信鐵道 線路 ほ 其 一端を 官設 鐵道 信越 線の 終點た 

る 新 潟縣直 江津 町に 起し 同縣 糸魚 川 町を 經 、富 山 

縣富山 市に 到りて 官設 豫定 線た る 北陸 鐵道線 路に 

聯絡す るの 一線 r lit 延長 七十 五哩四 分の 三〕 及 本 

線を 糸魚 川 町に 分岐し 長 野 縣大 町を 經 、同 縣松本 

町に 到りて 官設 豫定 線た る 中央 聯絡 鐵道 線路に 接 

續す るの 一線 (此 延長 六十哩 二 分の 一〕 より 成る 


ものにして 其總 延長 百 三十 六 ¢9! 四 分の 一な り 
第二 本鐵 道职設 の 目的 
本鐵道 救設の 目的 ほ 之を 直接に して ほ 

北陸 線と 北 越 線を 聯絡して 北陸 全道の 振起に K 
する に 兼て 

北陸 道の 要 部と 束 山道の 嬰 部と を 聯絡し -P: 設預 
定線 たる 中央 鐵道 線路と 相 待て 北陸 東 山 m 海の 
三 大道を 横 貫し 以て 本州 中部の ■興に 便し 
之を 間接に して ほ 

一線は 北部の 最近 線に 據 りて 奧羽諸 州と 關西諸 
州の 媒介に 居り 

一線 ほ 屮 部の 最捷路 を 占めて 北陸 諸 州と 關東諸 
州の 接續 に當り 

彼此 相蹈 して 運輸 交通の 利便を 完成せ むと する に 
あり 

第三 本鐵道 敷設の 必要 
往年 鐵道频 設 法の 制定 せらる ゝや 我國鐵 道の 大方 
針玆 に立定 する 所 あり 特に 其 第一 著 手と して 奥 羽 
線 及 北陸 線の 敷設を 決した るは 從來本 州 南部の 方 
面の みに 偏した る 交通 機 關の發 達を 漸次 北部の 方 
面に 及 ほさん とする ものにして 開明の 利器を 全國 
に均霑 する の 主義に 於て 最も 喜 ふへ きこと なれと 
も 一方には 北陸 線の 敷設を 敦賀に 起して 富 山に 止 
め 一方には 北 越 線の 敷設を 直 江 津に 起して 新發田 
に 止め (北 越 線 ほ 私設 鐵道會 社に 敷設の 許可を 與 
へらる X に 至れり〕 獨り直 江津富 山間の みを 第一 
期 敷設の 豫定線 中に 除かれた るは 
聯絡 分つ へから さる 北陸 一帶の 大系 脈を 中途に 
斷絕 する ものにして 

蓋し 缺點の 小なら さるものな り 故に 北陸 及 北 越 線 
の 敷設 成りた る 後に 於ても 中斷 された る 直江津 富 
山間 ほ 來 忭 共に 海に 危險の 航路を ® すに あらす ん 
は 陸に 山河の 難路に 據ら さるへから すして 最も 密 
著を 要すべき 鍵 ? L の關係 特に 疎隔し 北陸 金 道の 交 
通 上* 大の 障碍を 來す へき 其 趣は 
恰も 東海道 鐡道 にして 靜岡 乃至 名 古屋間 を 屮斷 
したる に 類 L 

其 不便 •其 不利、 頗る 夥しき や 知る へし 
加 之， 加 能 越の 諸 州より 東京 橫濱其 他關吏 地方に 
對 する 交通の 關係は 直江津 富 山間の 鐵疽 にして 成 
功せ さる 間は 

北陸 線より 敦賀 線を 經て 東海道 鐵 逭に據 るの 大 


I  六一〇 
迂廻 をな す 乎 又 {3: 

海路を 航 して rg 江 ?-! i よ om 越 線に 乘す るの 不便 
を經 さるへから すして 

二 途、 之 を 何れに する も 決して 坚 少の不 利に 止ま 
らす特 に it 物の 铺類 によりて は (米 较〇如き其み 
しきものと す〕 

: ;■] せ さる 爲遠く 海路の 津輕泥 映 迁 
廻して JK - SC 肉より 上陸す る もの あり. W に 本州の 
半 部を 一週す る ものにして 其规 十倍の 迂路に 出 
る や 知る へからす 

如 斯の事 態 豈日 新開 明の 令 日に 於て 能く 堪へ得 へ 
きこと ならむ や 

rl. 夫れ II に 眼を 轉 して 他日 北陸 線の 延長 成功し 輿 
羽 線との 聯絡 成りて 奧羽諸 州と 關两諸 州の ^ 通は 
北 越 線よ 〇 北陸 線を 經て敦 赀線 (又は 京都 地方) 
に 出る の 最近 線路を 採る へき 時に 想 ひ 至れは 
本線は 實 に 其 中間に 介在して 奥 W と關 西を 聯絡 
する の最耍 地位に 立た さるへから す 
是を 以て 直 江 n- 富 山間の 鐵范ほ 
北陸 及 北 越の 兩線 を聯 結して 北 時 全道の 交通 _ 
關を 完成す るに 於て 至要た るの みならす 
北 陴 諸 州と 關苽諸 州を 密接す るに 於ても 
奧羽諸 州と 關西諸 州を 聯絡す るに 於ても 
共に 必耍缺 くべ からざる の ® 要 線路たり 
若し 夫れ 糸魚 川 松 本 間の 線路に 至りて は： ill に 特殊 
の必耍 あり 蓋し 今の所 謂 屮央線 なる ものにして 八 
王子より E1-I 信兩 州を 經過し 名古屋 に 於て® 海 通鐵 
道に 接， S する のみな りと せ ば 此れ 唯 
朿京名 |1,- 妲間を琨海道の海岽に3らすして说山 
道の 山間を 經 ると 云 ふに 過き すして 
其 効 益 (X 斑： 脱 道鐵 道の 兵 商— ■の 缺 lli を 補 ふと 共に 
卬斐國 と m 濃 國の南 部と に 運 j の利侦 を 供す るに 
止ま 〇 他に Bf 著なる 利 能 あら じ ^ れども 若し 
此 線路の 耍 部より 北陸 通の 要 部に ifn する の 道を 
得ん 乎 此れ® に 北阼苽 山 束 海の n 一大 ii を 槌 H す 
る ものにして 普く 本州 中部の 1R 要地を 聯絡する 
に 兼て 南 (太平洋) 北 (日 木 海〕 の 海運と 内地 
の 陸運と を 順應せ しめ 本州 全般の 交通 上に 絶大 
の 便益を 生す へし 

於玆乎 中央線の 敷設 愈々 M 効 益を % すべく 北陸 北 
越の 兩線亦 益々 効用を 加 ふべ し而 して 今此 聯絡の 
通路に 當る ものを 求む るに 信越 鐵 fl'l を 藤/井に 分 


院諮衆 會議國 帝 回 十四笕 


岐し松 本を 經て 中央線に 接-： 2 する 所謂 中央 聯絡 豫 
定線な る ものは 此 n 的を！！ する に 於て 稍々 効な き 
にあら ざれ ども 其 北陸 il の 接 la 點は直 江 律なる を 
以て 眾に北 越 線と 中央線の 聯絡に 止まり 利の 北陸 
線に 及ぷ ものな し 然るに 
直江渾富山間なる糸魚川ょり松本に到りて屮央 
聯絡 稞定線 に接緝 する 線路 {3: 恰も 北陸 及 北 越 線 
の 中部に 在りて 而 かも 屮央 線の 中部に 聯絡す る 
ものなる が 故に 北陸 東 山 - rtf 海の 三 大道 SK に 於 
ける 最近 線路た るの みならず 北陸 諸 州と關 M 諸 
州の 聯路に 於て は 特に 無比の 最捷路 となり 北 越 
線と 中央線の 接 幻に も 亦 最近の 線路たり 
然らぱ 111] ち 糸魚 川 松 本 間 鐵逍の 成功は 中央線の 効 
益の S にも 北 1^ 及北越 線の 効用の KS にも 所謂 

九 M の 功に 於け る 一 ® にして 

直 汀 r# 富 山 pal の鍅 m と 相 持して 至 W 至要の 線路た 

る や 知るべきな 〇 

* 四 本鐵道 敷設の 効用 

本 鍅 道 13: 以上の 如き 必要に 起 KI せる が 故に 其 敷 SC 

の 上に 於て 

先 づ此最 大 必要を 充す へき 種々 の 効用 あるへ き 

は 言を 待たす 

而 して 熟ら 本鐵遇 の 形勢を 案ずる に 

其 位 S 方 さに 北陸 北 越の 兩 線と 中央線の 中間に 

立ち 3C 右手は 北 越 線に 迎〇て 羽 越 線ょり 奥 羽 線 

に 通し 其 左手は 北陸 線に 接して 敦锊紛 及 北陸 山 

陰 r? 絡 雅定線 に聰 し Hi に 3¢ 右足は 中央線の 八 王 

子紋に 結 ひて ? I 京に 及び 其 左足は 中央線の 木© 

線に ^ きて 名 古 te に VS し 加 ふるに 其 的 側は 中央 

聯絡 ?* © 線を 介して 信® 線に 合し 左右 前後 悉く 

m 要 幹权に R 接して ? 5 に銥 道 大系 脈の 要 部に 當 

〇设 に國家 の大幹 線た るへ き 池步を 占有せ り 

されば 其 効 W の 著大なる べき ほ 推 想す るに容 菇な 

るべ しと 雖ども 試に 其 一二を 數ふ れぱ 

奥 羽 諸 州と 關西諸 州の 阳離 比較 

米燁福 島 間 


北陸 諸 州と贞 京 其 他 關東諸 州の 交通に 於て 本線 
最捷路 たる こと 

ほ 蓋し 少から ざるの 効 益を 擧げ |¥ べし 則ち 左表に 
就て 見ょ 

北陸 諸 州と 關 3i 諸 州の 距離 比較 

富  山 金  澤福并 
東京 問 萊京問 苽 京 間 

S 八、 1 1  三  四 022 ! 霊 ' -- 1 

一一 50 
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一一 <1 0 九 

二 S 
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東海 荊 鐵道 
信越 線 

北 信 線 
北 信 線の 柬海 
滔 線に 到す る 一会 〇 一 
距離 ia 縮 利益 

故に 本錄道 線路の 富 山 直 江 津 間を fei て 信越 線ょり 
東京に 達する ときは 東海道 鍅道に 乘ず るに 比して 
富 山地 方に 在て は UI 八十 二®. 十六 鎖の 版 離を 短 
縮す るを 得 金澤 地方に 在て は 百七哩 二十 鎖の 短縮 
を 得 福 井 地方に 在て {X 十二 哩五十 鎖の 短縮を 街る 
なり 而 して 更に 富 山 rl 江 津間を 糸魚 川に 分れて 松 
本ょり 中央線を 絰 て m- 京に 達する ときに 信越 線を 
經過 する に 比し 各々 尙ほ 十二 哩二 十五 鎖の 短縮を 
得る が 上に 信越 線の 碓氷 S1 に 於け る 「ァ ブト」 式 
設計 M 間を 經るが 如き 闲難な きを 以て 其 利益 特に 
著しき もの あるべし 故に 本鐵道 敷設の 上は 北陸 諸 
州と 關 K pi 州の 交通は 一に 本線に 據 るに 至り かの 
幾 十 萬 石を 以て 數ふ べき 莫大なる 北陸 輸出 米が 海 
路に木 州の 半 部を 一週して 東京 蹬 に 上陸す るが 如 
き大不 經濟の 顧 象を 絕滅 すべく 加 能 越 s 州に 無比 
の特產 として 知られた る陶 、銅、 漆器 類、 日本海 
沿择地 方に 於け る 海產 物、 及 信 州 地方に 於け る蠶 
絲業 、木材、 羱物類 等の 發達 更に 刮目して 其 進步 

を 見得べき なり 

次に 奥 羽 諸 州と 關® 諸 州の 交通に 於て 本線 方面 

の 最近 線路た る こと 

亦 多大の 利 ® を牛 ； すべし 則ち 左表を 見よ 


m 海道 鐵适 


羽 越、 北 ^ 

北 信、 北 ^ 1 

北 m 線 方面の 

FP 離 短 fifi 利益 


1 1 六 


羽 越 線 


北 越 線 

八 八 


福 島 新橋 間 

®n S 

一- <11 0 九 

北 信 線 

so 


新橋 米 原 間 

一  KB、 11  三 

北—  職 1 間 

.一一 一一 2 七  一一 一 1: 


合計 

謹、 四 一 

合  S 

一一 一八 七、 g 


一 0B、 六 一 


^? 米 禪 (羽 前國) ょり米 原 霞 羅 II 
酎る) に 達せん には 羽 越、 北 越、 北 信、 北陸 等の 
諸 線に 據る こと 現在の 日本 鐵道會 社線 及災 海适鐵 
道に 乘す るよりは 百 〇四哩 六十 一 鎖の 距離を 短縮 

福 島 (s lgl stl M ls ) ょ-米 原に 達する に 

も 

日本 鐡 道 # 社線 及苽 海 ia 鐵 道に 乘すれ け 其 pi 程 四 
百 六十 六哩 四十 一銷な れ とも 本線の 方面に 據ると 
きは 四百 十三 哩 六十 鎖に して 五十二 哩 六十 一鋇の 
跑離短 縮を 得べき を 以て 
東北 全 州と 關西諸 州の 交通に 於て 4 本線 方面の 
最近 線路た るの 利 あるは 明白なる 事® なり 
(若し 目下 計 畫中な りと 云 ふ 京 北 鐵道 にして 成 
功する時は其敦賀京都間の跖離五十四哩五十九 
鎖と な 〇敦賀 線を 米 原に 出て 京都に 達する 七十 
五哩 六十 九鋇に 比すれ は 二十 一哩十 鎖の 短縮を 
得へ きを 以て 本線 方面に 據る ときは 日本 鐵道會 
社線 及 東海 m 鐵道 に乘 する に 比して 米澤 よりす 
る ものは 百 二十 五 哩七 十一 鎖の 短縮を 得、 福 島 
よりす る ものは 七十 三哩 七十 一 鎖の 短縮を 得て 
更に 一層の 利益 あるへ し〕 

而して 古来 日本海 沿岸 地方の 開明 か 如何に 關两諸 
州と 密著 の關 係を 有する やを 察し 特に 奥 羽 地方と 
關西 地方との 來往 頻繁なる の事實 に觀 は此跑 離矩 
縮の 雙 互の 交通 上に 與 ふるの 利便 ほ 豫 測に 餘るも 
の あるへ し 

且又 北 越 線と 中央線の 聯絡に 於ても 本線は 最捷 
路た るの 利を 有す 
則ち 左表を 見よ 

北 越 線と 中央線の 聯絡 距離 比較 


翻 井 i 


St 斷 


合 計 


中央 聯絡 豫定線 四 一、 一 〇 一? n、 at 一 
魚 川 間 直 江 ^ II 間 


S1 

合計 


«i #i 

六 0, 四 0 


哩勘 

s 、§ 


so 

七、 at 一 


北 信鐡遐 線 

北 信 線の 距離 短縮 利益 

故に 北 越 線と 中央線の 聯絡に 於て 本線は 中央 聯絡 
预定線 に 比して 其 距離に 七哩 五十一 鎖を 短縮す る 
の 利益 あり 特に 中央 聯絡 線には 巨大の 隧道 あるの 
みならす 最急勾 配の 箇所 甚た 多き に 反し 本線は 槪 
して 緩 勾配に 止まれる を 以て 此點に 於ても 更に 一 
層の 効 益を 見る へし 
又 

本州 中部の 大都會 たる 名古屋 市と 奧羽諸 州との 
聯絡 線と しても 本線の 利益 夥多た る もの あり 
則ち 左表を 見ょ 

米 澤名福 島 名 
,  古屋間 古屋間 
ffi B! I® £R 

il、 1 11 八 四 一七 ' 11 八 


日本鐵 逍® 社線 
及 東海道 鐵道線 

羽 越、 北 越、 北 信、 北陸 線 
北 信 線 万 面の 距離 短縮 利益 


1亮、 5 112、芸 
八 一 fs  lllr s 


本鐵 道の 効用 如斯 くそれ 多し 况んや 他日 柴比 刺亞 
鐵 道の 成功に 對し我 か 日本海 沿岸 一帶の 地 特に 北 
陵 諸 州 か經濟 上に 軍事上に 百 端の 經營 又は 嚳備を 
要し 前途 益々 繁滎を % して 其 交通に 頻繁を 加 ふる 
こと 

今日の 東海道 筋に 多く 讓ら さるの 趨勢を 來 すへ 
きを 想 ふとき は 

本鐵 道の 敷設は 最も 其急耍 を 豚す へく 其 効 益の 愍 
々出て 愍々 顯著た るへ きも また 想 察する に 難から 
さるへ し 

第五 太鐵 道の 收支豫 算 
本 ? 0 は 起業 目論見 書に 詳な るを 以て 茲に 省く 
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〇 岩 崎 動 君 本案は 委員長 報告 通り、 可決 せられむ 
ことを 希望し ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 委員長 報告に 御異 _あ り ませ 
ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 委員長 報 

吿通り 可決した ことを 宣吿 致します、 日程 第 十一、 

金 名鐵道 敷設に 關 する 建議案を 議題と 致します、 委 

員 長 戸水 rL 人君、 報 ! fr を 求めます。. 

第 十一 金 名鐵道 敷設に 關する 建議案 (中 

睽德艽 郎君 外 五名 提 111 〕 (委芦 長 

報吿〕 

〇 戶水寬 人君 報吿が 極めて 簡靼で ございます から 

此 席から 報吿 致したい と 思 ひます、 御 許を 乞 ひます 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 簡單な らば 許可 致します。 

〇 戶水寬 人君 本案は 委闫 Sr に 於て 全會 一致を 以て 

可決 致しました、 本 會議に 於ても 同じく 可決 あらむ 

ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩崎勸 君 本案は 委員長 報告の 通り、 可決せられ 

むこと を 希 ! ¥1 致します。 

〔「燹 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謖長 c 大岡 育造 君〕 委員長 報告 通り 御異篛 ありま 

せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 f 大岡 育造 君〕 御 異議なければ、 委昌長 報告 

の 通り 可決 致しました、 日程 第 十二、 衞生 行政の 中 

樞 楔關撋 大に關 する 建議案を 戠 題と 致します、 委員 

長 金杉英 五郎 君、 報吿を 求めます。 

第 十二 衙生 行政の 中樞 機關撾 大に關 する 

® 議案 C 金 杉英五 郎君 外 十四 名提 

出) (委員長 報告) 


〔翳 舉博士 金杉英 五郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇醫學 博士 金杉英 五郎 君 私は 唯今 _題 になり まし 
たる、 衞生 行政の 中樞 機關擴 大に關 する 建議案に 付 
ての 委員 會の經 過， 並に 結果を 御 報吿を 致します、 
吾々 委員は 頗る 愼 重に蒞 議 致しました る 結果 •全會 
一致を 以て 可決を 致しました， 尤も 其 理由 書に 付て 
は、 多少 修正した る點 があります、 又 委員 會開會 の 
度 毎に、 政府 委員の 出席を 求めまして、 政府 委員の 
意德等 も 相 尋ねました が、 政府 4 大體の 趣旨に 於て 
は 大 賛成で ある、 併ながら 事 谷 省に 亘る 事柄で あり 
ます 爲 に、 唯今 直ちに 確定 的に 賛成す る ことは 闲難 
であると 云 ふやぅな 答 辯で ありました、 前 申し まし 
た 通り、 政府 委員と も 再三 質問 應答を 重ねまして、 
愼 重に 審議 致しました る 次第であります が、 此 修正 
致しました る ものを 51 上げます ると， 左の 如き もの 
であります 

衝生 行政の 屮樞 機關横 大に關 する 建議 

帝 國衞生 行政の 屮樞は 內務省 之を 把 掘す と 雖學校 

衞 生， 工場 衞生 等の 如きは 關係 各省に 分 15 して 其 

間往 々聯絡を 缺き國 民 保健の 進涉を 阻害す る もの 

あるは 眞に 遺憾の 至に 堪 へさるな り •凡 諸般の 行 

政は 其の 基礎を 科學 に 1: さるへから さるは 言を 俟 

たす と雖も 殊に 衞生 行政に 於て 其 然るを 見る 是れ 

先進 國に 於て 备稲衞 生 的 研究 熙關を 設置し 其の 調 

查攻究 の 結果を 源泉と して 實 際の 行政に 運 )- tj し 國 

民 能率の 向上咐 進を 策せ る 所以な り 政府は 宜しく 

時局の 重大なる に 鑑み 一大 勇 斷を 以て耦 威 ある 衞 

生 行政の 中 樞機關 を 設置し 現今の 如く 多岐に 亘れ 

る 谷 般の衞 生 事務を 統一 ffi 理 せしめ 各稱衞 生關係 

の 諸 機關を 直接 指揮 薫督 して 之を 衞生 行政の 實行 

に 資し 國 民の ® 康を 保持し 精神と 肉體 との 兩 面に 


金 名鐵道 敷設に 闊 する 建議案  浩 生 行政の 中堪胯 閱搜大 に関する 建 鼓 案  請 gi 會議 


於け る 能 串を 增 進し 以て 駸 々として 進む て 止ま さ 
る 世界の 大势に 適 應し帝 國國是 の 遂行を 期せられ 
むこと を翠む 
右 建議す 

と 云 ふので あります、 何卒！ f 場の 御 同® を ? U まして 
可決す る やぅに ありた く、 希望 致します る 次第で あ 
ります。 

〇 岩 崎 勵君 本案 ii 委員長 報吿 通 り、 可決せられ む 
ことを 希 §1 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案は 委員長 報 rr の 通り 御異 
議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御異 _な ければ 委員長 報 f? の 
通り 可決 致しました、 日程 第 十三 乃至 第三 十七は 請 
願 特別 報传な るを 以て、 例に 依り 一括 議題と なし、 
委員長の 報吿を 求めます、 委員長 福 井 三 郎君。 

〇 岩崎勸 君 日程 第 十六、 特別 報 吿第百 五十八 號は 
審議の 都合に 依り、 一 時 延期の 動議を 提出 致します 
〔「賛成」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造嵙 〕 別に 御 異議は ない ものと 認め 
ます* 仍て其 分 丈は 延期に 決しました。 

第 十三 C 特別 報哲第 百 五十 三號) 筑 後川 第 
二次 改修工事 速成の 請願 

(委 it 長 報吿) 

第 十四 C 特別 報 吿第百 五十 四號〕 東京 _ 治 
水に 關 する 請願 外 一件 

(委員 提報 吿〕 

第 十五 (特別 報 1?f 第 百 五十 七號〕 國道林 設 
置 法 制定の 請願 (委員長 報告〕 

第 十七 (特別 報告 第 百 五十 九號〕 陸 fa . 射 ES 
學校移 鞞設 置に 關する 11 願 

(委員長 報吿〕 

第 十八 C 特別 和吿第 百 六十 號) 杣川 村に 郵 
便 局 設挝 の誚願 (委 M 長 報吿し 
第 十九 (特別 報 苦 第 百 六十 一號〕 新 城 村に 
郵便局 設置の 請願 

(委員長 報吿〕 

第二 十 C 特別 報告 第 百 六十 二號〕 靑沼村 平 
林に 郵便局 設置の 請願 

C 委員長 報吿〕 

第二 十一 (特別 報告 第 百 六十 三 號) 上 伊集 
院 村に 三等 郵便局 設置の 請願 


六 一二 

(委 as 報 吿〕 

第二 十二 (特別 報 S 第 百 六十 FM 毁 >野站 村 
に無雄配郵使妃設置の賄顙 
C  委  a M 報； 0 

第二 十三 (特別 報 ft 第 百 六十 艽 號) 都 介 野 
村 大字 南之庄 に無圯 配 三等 郵® 
局設蹬の請 ^; (委员長報饩〕 

第二 十四 C 特別 報告 第 百 六十 六 號〕 波 松 西 
郵便局 集配 事務 開始の 詢願 
(委員長 報 苦) 

第二 十五 (特別 報 茜 第 百 六十 七號) 下 堅 山 
郵便局に 電培羾務開れ の -. 'l- v E-l 
(委員長 報界) 

第二 十六 (特別 報 街 第 西 六十 八號) 有 福郵 
便 局に 集配 並 ma yf 務問 始の諧 
願  (委員 畏報吿 〕 

第二 十七 (特別 報告 第 百 六十 九號) 雄 ?'; ® 
局の 位® 變：史 並 同局に ；';' fM- 事務 
開始の 請 t?l! c 委員長 報齿〕 

第二 十八 (特別 報吿第 百 七十 號 ，) 與論 島 沖 
永 良 部 a 間 海底诳 信跸設 の 請願 
(委員長 報 is- 〕 

第二 十九 c 特別 報畀第 百 七十 一號〕 日本海 
I 航路 急速 開始の 謂 eil 

(委員長 報告〕 

第三 十 (特別 報传第 百 七十 二號) 41 福 村 
上 有 福に 登記所 ^ H の 請願 
(委員長 報吿〕 

第三 十一 (特別 報讲第 百 七十 三號〕 良 
® 村に 旭川 K 裁判所 出張所 設 踨 
の 請願  r 委員長 報* J 

第三 十二 c 特別 報 茜 第 百 七十 四號) 八®、 
川上 屮和彐 村 中に ® 裁判所 出張 
所設 1S の II 願 (委員長 報毋) 

第三 十三 (特別 報冉第 百 七十 艽號) 網 走 M 
裁剌 所に LI' 號 茭 部 設 蹬 の 請願 
(委員 張 報 A じ 

第三 十四 (特別 報 rr 第 百 七十 六號〕 商法 '!' 
改正の ! i!f 願 (委員長報街) 

第三 十五 (特別 報 街 第 百 七十 七號〕 十 勝監 
獄移轉 に關 する 請願 

(委員長 報吿〕 
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第三 十六 (特別 報 吿第百 八十號 〕酒田® 音 
寺 間國 有輕侦 鐵逍败 設の 請願 外 
一件  (委員長 報吿) 
第三 十七 (特別 報 i<f 第 百 八十 一號〕 本吉郡 
縱斷輕 便 鐵道 速成の 請願 

(委員長 報吿〕 

〔福 卯 三 郎封登 © 〕 

「拍手 起る〕 

〇 福 井 三 郎君 前 委員長 逝去の 後を 承け て •不肯 本 
員が 本日 謂 願 委員長に 饮 s ©£ しました 、依て 玆に唯 
今 誘 題と なりました る 特別 報 !■!• を 致します ，極めて 
簡單に 御 報*！ を 致します から、 若し 御 質問 等が ござ 
いましたならば •後で 祇る ことに 致しまして、 一括 
して 踽 題に 供せられ て 居ります からして、 一括して 

御 報告を 致します、 B 程の 第 十 三、 特 別報 吿第百 五 

十三 號、 筑 後川 第二次 改修 H yt 速成の 誧 願、 福 岡 縣 

久留米 市長 石 re 和風 外 五十八 r. の呈 m •紹介 議員は 

吉原 正隆君 外 一名であります、 日程 第 十四， 特別 報 

冉 第 西 艽 十四 號 •朿京 罔 治水に 關 する 請願、 東京 府 

m si 飾 郡 砂 村 村長 宇 la 川 啓 輔外二 名の M 出、 紹介 蕺 

a は 萵木 IH 年 対外 二 名であります 、日程 第 十五、 特 

別報 吿 第 ? 1 五十 七號 g iu 林設茂 法制 定の請 願， 靜岡 

縣磐 UJ 郡 熊 村 太 田 可 尹の 呈 S、 紹介 謎 fi ii 北 井波 治 

S 君 外 一名であります* 日程 第 十六、 特別 報吿第 百 

艽 十八 號徴兵 採 定に關 する 詔 願、 是は唯 今 延期にな 

つて 居ります から 御 報吿は 致し ませぬ、 日程 第 十七 

特別 報告 第 百 五十 九號 、陸 茁射幣 學校移 轉設 置に 關 

する謂願、靜岡縣駿 !11 郡富士岡村村長小澤爲作外二 

十三 名の 呈出、 紹介 謎员 は ^ 崎® 対で 有ます、 日程 

第 十八、 特別 報吿第 百 六十 號 、袖 川 村に 郵 便 局 設置 

の S?? 願，、 岐阜 縣吉城 郡 袖 川 村 村長® 家 安之助 外 一一 名 

の 里 出、 紹介 鄧 M ほ 佐々 木 文 一 君であります •日程 

第 十九、 特別 報吿第 百 六十 一號 、新 城 村に 郵便局 設 

II の 請願、 靑森鉍 苽津 輕郡新 城 村 村長 齊 藤 H 次郎外 

六 名の 呈出、 紹介 議員は 阿部 武智雄 君 外 四 名で あり 

ます、 日锃 第二 十、 特別 報告 第 百 六十 二號 、靑沼 村 

平 林に 郝 便 局設 K の 諸 願、 長 ., F? 縣 南佐久 郡 靑沼村 村 

長 日向 洽之 助の 早： 出， 紹介漭 員 ほ 岡 部 次郞君 であり 

ます、 日程 第一 一十一、 特別 報 吿第西 六十 一 一  一 號 、上 伊 

* 院村に 三等 郵便局 設 S の 請願、 鹿 兒島縣 0 散 郡 上 

伊集院 村 村長 森 山 友 二 外 一名 呈出、 紹介 議負ほ 中 村 

靜興君 であります、 日程 第二 十二 號 、特別 報 吿第百 
筑後川 第二次 改修 H 事 浈 成の 請願 外 三 件 


六十 四號 、野馳 村に 無 姐 配郵傾 局 設置の 請願、 岡 山 
縣 阿哲 郡 野 ill « 助役 沖 W ■太 郞の 呈出 •紹介 is 員は 
西 村 丹治郞 バ であります、 日程 第二 十三、 特別 報吿 
第 百 六十 五 號 ■都 介 村 大字 南 之 111 に無渠 配 三等 郵便 
局設 a の 請願、 奈 良 縣山媿 郡 都 介 村 北 中鹿藏 外 二 十 
八 名の 呈出、 紹介 議員 ほ 中 山 rs 治 郎君であります、 
日程 第二 十四、 特別 報 吿第西 六十 六號 、波 根 西 郵便 
局 集配 事務 開始の 詔 願 •烏 根縣安 遵郡彼 根 西 村長 岡 
田 M WJ 外 五十二 名の M 出、 紹介 戠員ほ tu 松隆蘧 君で 
あります、 R 程 第二 十五、 特別 報 街 第 西 六十 七號、 
下® 田 郵便局に 電信 事務 開始の 詰 願、 大分 縣南海 部 
郡下堅田村衬長疋田慶治郎の里山、紹介_負は木下 
謙 二郞 君であります •日程 第二 十六、 特別 報 吿第： 白 
六十 八號 、有 福 郵便局に 集配 並に 電話 事務 開始の 請 
願、 島根 縣那賀 郡 有 福 村 森 脇 平作 外 百 六十 37 名の 呈 
m 紹介 謎： nr は ta 松 降 殴 ft 外 一 名で 有ます •日程 第二 
十七、 特別 報® 第 百 六十 九號 "雄 郵便局の 位置 變更 
並に 同局に mm 事務 開始の 請願 •德 島縣 那賀郡 餺 敷 
町 町長 松 浦 芳太郎 外 四 名の 呈出、 紹介 議員は 板 東 勘 
五郎 君であります、 n 程 第二 十八、 特別 報 吿第百 七 
十號、輿論岛沖永良郛間海底電信敷設の請願、鹿兒 
島縣大島郡興論村皆吉平安の早；出、紹介議員は林爲 
良 君であります、 日程 第二 十九、 特別 報 吿第百 七十 
一號 、日本海 陆斷 航路 急速 開始の 請願、 元 山 商業會 
議所會 頭龜谷 愛助 外 二 名の 呈 m、 紹介 翳 員は 神 谷 卓 
男 君であります、 日程 第三 十、 特別 報告 第 百 七十 三 
號 .有 福 村 上 有 福に 登記所 設置の 請願、 鳥 根 縣那賀 
郡 有 福 村 森 脇 平作 外 百 六十 五名の 呈出、 紹介 議員は 
m 松 隆慶君 外 一名で 有ます、 日程 第三 十一、 特別 報 
吿第百 七十 三號 •上 富 良 野 村に 旭川 區裁判 所 出張所 

設 K の 請願、 北海道 空 知 郡 上 富 良 野 村 脇 坂® 夫 外 百 

六十 名の 呈出、 紹介！ 一員は JK 武君外 一名であります 

日程 第三 十二、 特別 報 吿第百 七十 四號 、八 束、 JI1 上 

中和、 三 村 中に 區裁判 所 出張所 設置の 請願， 岡山縣 

眞-一 I 郡 八 束 村 村長 立 田 棟 造 外 二 名の 里 紹介 議員 

は 本 M であります、 日程 第三 十三 •特別 報 吿第百 七 

十五 號 •網 走區 裁判所に 甲號 支部 設置の 11 願， 北海 

道 網 走 郡 北 見 町 遠 藤 勘 兵衞外 十四 名の 呈出、 紹介 篛 

員は 東 武君外 一名であります、 日程 第三 十四、 特別 

報告 第 百 七十 六號 商法 中 改正の 請願 •山 口 縣厚狹 郡 

船 木 町 加 藤 熊 太 郞の提 爪、紹介_员ほ三隅哲雄君で 

あります、 n 程 第三 十五、 特別 報告 第 百 七十 七 號> 


十 勝 監獄 移轉 に關 する 請願 •北海道 河 西 郡 帶廣町 安 
井离七 外 十四 名の 呈出 •紹介 議員は 1: 武君外 十一 名 
であります、 日程 第三 十六、 特別 報 街 第 百 八十 號、 
酒 田觀音 寺間國 有輕 便鐵道 敷設の 請願 外 一件、 山形 
縣飽海 郡 日向 村 村長 池 田 嘉總治 外 九 名の 呈出、 紹介 
謎 員は 伊東 知 也 君であります、 日程 第三 十七、 特別 
報吿第 W 八十 一號 ，本吉 郡縱斷 輕便鐵 道 速成の 請願 
宮城 縣本吉 郡 M 维 町長 ia 井 陽 儀 外 十六 名の 呈出、 紹 
介 議員 ほ 小山 東 WJ 君 外 六 名であります、 以上 二十 四 
件 委員 會に 於て ほ、 政府 委 M の說 明を 求め、 紹介 11 
员 の設 明を 腺き ►谷 委員密 S 討論の 結果、 何れも ES 
由 ある ものと 認めて 採 探と 決定 致しました、 此段御 
報吿に 及びます" 

〔拍手 起る〕 

特別 報吿第 百 五十 彐號 
意見書 

詣願 文書 表 第 九 一七 號 
筑 後川 第二次 改修工事 速成の 請願 福 岡 縣久 
留米 市長 石津 和風 外 五十八 名 早： 出 (紹介 謅 
M 吉原正 隆君外 一名) 

右 請願の 要旨 ほ 筑豊肥 の 平野を 貫流す る筑 後 ] II は 
比年甚 しき 水害を 惹起した るを 以て 遜に 治水工事 
を 施した る も 其の 改修 姑息な りし 爲 洪水の 際 毎に 
遊 水 地域 IX 慘害を 被り 流出 土砂の 堆積は 水路の 障 
碍と爲 り 舟 筏の 交通を W® ならしむ るの みならす 
水源地 森林の 濫伐と 谷 支 川の 改修と に te り 本 川の 
滯水を 一層 甚し からしむ 故に 若 現狀の 儘に 放任せ 
むか 沃野 良田 相 接する 沿 焊數 十 fp. の 地方は 慘禍を 
被る の la あり 依て 前記 筑 後川 第二次 改修工事を 速 
成せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也—  I 
特別 報吿第 百 五十 四 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 二一號 
東京 S 治水に 關する 請願 東京 府南葛 飾 郡 砂 
村長 宇田川 啓 輔外二 名呈 m -N 紹介 議員 高木 
正 年 君 外 二 名〕 

同 第 九 二 九號 

同上 東京 府東京 市 深川區 材木 町 十 五番 池 平 
民 商 東京 深 川 區會 議長 中 村淸藏 呈出 (紹介 


謎 員 磯部 尙君外 一名) 

右 請願の 要旨は si 京 府南葛 飾 郡 砂 村 大島龜 戶兩町 
及 其の 附近は 南方 一帶海 に 面せる 低地なる か爲一 
朝 狂暴なる 風浪の 1S 來に際 しては© に 施行した る 
河川の 改修 も 之を 防く に 由な く 其の 慘害 甚大に し 
て名狀 すへから さるもの あり 依て 該 地方に 對し根 
本 的 治水 策と して 河 111 に對 する 施設と 共に 海 嘯に 
對し適 當なる 設備を 講せ られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 五十 七號 
意見書 

詣 願文 街 表 第 八 〇三號 
國道林 設置 法 制定の r»l 願靜岡 縣磐田 郡 熊 村 
熊 百 八番 地平 民 農 太 田 可 尹 呈出 c 紹介 議員 
北 井波 治 目 君 外 一名〕 

右請麒 の耍 旨は 北海道 _ 太の 地は 春 冬の 雨季は 吹 
雪の 爲 人馬 及 汽車の 通行の 妨害 甚し而 して 之 か Ji 
防は 風雪 防 林の 設置ょり 急なる はなき も 未た 其の 
設置な きのみなら す 沿道 森林の 伐採 尠から さる 爲 
被 患 益 甚し 依て 之か豫 防を 目的と し 兼て 風致を 咐 
し 又 適當 なる 間伐に 依る 國 庫の 收人を 計る か 爲國 
道 林 設置 法を 制定し 國庫 の费 用を 以て 北海道 _ 太 
其の 他の 新開地の 鐵 道及國 道 沿線 (市街地を 除く〕 
に 風雪 防 林を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 辟す へ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 lili I _ 

特別 報告 第 百 五十 九號 
意見書 

請願 文 W 表 第 八 九〇號 
陸軍 射隳學 校 移 轉設笸 に關 する 請願 靜岡縣 
駿東郡 富士岡 村長 小 澤爲作 外 二 十三 名 呈出 
(紹介 議 M 岩 崎 勤 君〕 

右 詰 願の 要旨 ほ 陸軍 射擊學 校は 靜岡 縣駿 11 郡 所在 
富士山 麓 大野 原 陸軍 演習 地に 移轉 又は 設置の 計 a£ 
ある やに 聞く 同 演習 地中 約 二 百 町 步の 地積は 同 郡 
富士岡 村の 所有に® す而 して 其の 內には 二 三十 町 
步內 外の 平坦 地 一一 三 箇所を 包 有する の ■みならす 飲 
用水は 最新 鮮豊 富なる を 以て 同村は 該 校の 位置と 
して 最適 當 にして 村民 亦 同村の 發展上 其の 設置を 
六 一三 


院議 衆 會蒸國 帝 回 十四 第 


袖 川 村に 郵便局 設ぷ の諳顏 外 八 件  ■ 
熟 望し 之を 名智と し 決定の 曉は 種々 の 便宜を 計ら 
むとしつつ あり 佐て 陸堪射 尨 學 校の 移 Is 又は 設 遛 
の 場合に 於て は 其の 位 ^ を 前記 富 士岡村 地 内に 決 
定せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆葳院 は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り te て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及 御浍 Ift 候 也 _  _ 

特別 報传第 百 六十 號 
意見書 

請願 文 軎表第 七 四〇號 

袖 川 村に 郵便局 設 S の 請願 岐阜 縣吉城 郡 袖 
川 村長 尾 家 安之助 外 二 名 呈出 (紹介 議員 佐 
佐 木 文 一 君) 

右 請願の 要 !? ほ 岐阜 縣吉城 郡 袖 川 村は 東西 二里餘 

南北 三 里 餘に亘 り 人口 三千 三百 有餘を 有し 村民は 

農， S 、畜產 ，商業 等を 營み 勤儉 貯蓄 其の 風を 爲 

せり J1. 附近 部落との 關係 密接に して該 地方 物貨の 

集散は 多く 本 村に 於て 行は るるの みならす 出 稼 人 

亦 多くして 郵便 事務 繁多な り 然るに 最寄 郵便局に 

至る には 近き も尙二 里 餘の距 離を 有し 村民の 不利 

不便 越し 依て 前記 袖 川 村に 郵便局を 設置せられ た 

しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也  _ 

特別 報 吿第百 六十 一號 

意見書 

請願 文書 表 第 七 四二號 

新 城 村に 郵便局 設置の 請願 靑 森縣苽 津輕郡 

新 城 村長 齋藤 K 次 郞外六 名 呈出 (紹介 議員 

阿部 武智雄 君 外 四 名〕 

右 請願の 要旨は 靑森縣 東津輕 郡 新 城 村は 農、 i 產 

に 富み H 槳製 作物の 產出亦 夥しき のみなら す 奥 羽 

鐵 道を 利用し 同 郡 西部 海岸に 通す る樞 要地 點たる 

か 故に 同村 所在 停車場に 於け る 貨物 集散は 一年 七 

千噸の 多き に 及 ひ從て 通信 事務 繁劇なる も靑森 局 

及 油 川 局の 管轄に 屬す る爲 郵便物 ほ 概ね  一：！： の遲 

著を 見る 狀態 にして 地方 住民の 不利 不便甚 し 依て 

前記 新 城 村に 郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在 

り 

衆議院は 其の 趣！ 1C を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 院 法 第 六十 五 係に 依り 別 


冊 及 御. 送 [# 候 也  I 

特別 報 吿第西 六十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 五 五 號 

靑沼村 平 林に ie 便 局 設置の 請願 長 野縣南 佐 
久郡靑 沼 村長 日向 治 之 助 呈出 (紹介 顗 員 阿 
部次郞 君) 

右 請願の 要旨 ほ 長 野 縣 南佐久 郡 靑沼村 大字 平 林 字 
羽黑 下は 千 曲 川 東岸に 位し 佐久鐵 道の 終點に して 
同 郡 中央 及 南部 地方 交通の 要衝に 當り 貨物 集散の 
中心地な るか 故に 商工業 犬に 發展し 之に 關 する 設 
備の大 なる 地方 稀に 見る 所たり 而も 海 翻 大日 向® 
積 方面 林 鑛產の 開發と 相俟て 益 繁盛に 赴かむ とし 
通信 事務 愍 繁多なる に拘ら す 偏在せ る 田の 口 郵便 
局の 管轄に 愿す るを 以て 不便 甚 しく 其の 急を 要す 
る ものは 他 局に て 之を 辨す るか 如き 吠 態に して 地 
方產 業の 發展上 遺憾 尠 からす 而も 大日 向 及 海 翻 亦 
千 曲 川 東岸 所在 局の 管轄に 屬す るを 以て 便と 爲す 
事情 あるを 以て 前 IE 靑沼村 平 林に 集配 事務® 扱郵 
便 局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を §5 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
き 4 のと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 s lft 候 也 

特別 報告 第 百 六十 三號 
意見書 

篩 願文 W 表 第 九 一三 號 
上 伊集院 村に 三等 郵便局 設置の 請願 鹿兒島 
縣日置 郡 上 S 篥院 村長 森 山 友 二 外 一名 呈出 
(紹介 議員 中 村靜興 君) 

右 請願の 要旨は 鹿 兒島縣 日 置 郡 上 伊集院 村は 戶數 

千 二 百 六十 六 人口 八 千 九 百 九十 六を 有する に拘ら 

す 二 里 餘を隔 つる 仴集院 局の 所轄に 1B し 同局ょり 

の 電報 又は 書信の 配達に 二三 日を 要する こと 往往 

あり 村民の 不利 不便 尠 からす 依て 前記 上饼 集院村 

に 三等 郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撻 すへ 

きものと 議決せ り 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 吿第百 六十 四號 

意見書 

請願 文書 第 七 〇八號 

野馳 村に 無 集配 郵便局 設置の 請願 岡 山縣阿 


哲 郡野馳 村 助役 沖 田 槌太郞 呈出 (紹介 諮 員 
西 村 丹洽郞 君〕 

右 諸 願の 要旨 IX 岡山縣 阿哲 郡野馳 村は 土地 ! 5r i!a に 
して 東西 二 里 南北 三 里戶數 五 百 五十人 口約 三千を 
有し 學術修 第 或は 就職 又 (i 海外 出 稼の 爲他柢 に 在 
留 する 者 約 八 百 A に 及 ひ且備 中 北部よ 〇備 後に 達 
する 要路に 當り 交通 上樞 要の 地に して 郵便 事務 繁 
多なる に拘ら す： §! 信腌 關を缺 如せ るを 以て 地方の 
產業發 展上不 利 不便© 少なら す 依て 前記 野馳 村に 
無 集配 郵便局を 設置せられ たしと 調 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 翳 院法第 六十 五條に 佐り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 六十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 〇一號 
都 介 野 村 大字 m 之 庄に無 集配 三等 郵便局 設置 
の 請願 奈良縣 山 邊郡都 介 野 村 大字 南之庄 
九 百 九十 九番 地平 民 農 北 中鹿藏 外 二 十八 名 
呈出 f 紹介 議員 中 山 梅治郞 君〕 

右 請願の 要旨は 奈良縣 山 邊郡都 介 野 村は 廣袤東 西 
一里 南北 二 里 十 町 面積 三方 里 餘戶數 七 百 人口 五 千 
を 有する 大村 にして 產業 組合の 設立 五箇 所に 及 ひ 
近時 諸種の 產業大 に發 達し 近く 米檢 倉庫の 設置を 
も 見む とする の 狀况 なり 從て 各種 郵便 事務 日に 月 
に％ 加し 來 るに 拘らす 郡の 東部 山間に 僻在せ るを 
以て 特殊 1 ，.便 物に 關し ては 道 略 險惡 R 遠隔なる 染 
田 郵便局に 至ら さるへから すして 關係 村民の 不利 
不便 尠少 ならす 依て 前記 都 介 野 村 大字 南之庄 に 無 
集配 三等 郵便局を 設 M せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 百 六十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 二 三 號 
波 根 西 郵便局に 集 a 事務 開始の 請願 島根 縣 
安濃 郡 波 根 西 村長 岡 田 惠助外 五十二 名 呈出 
(紹介 議員 恒松隆 P 君) 

右 請願の 要旨 ほ 島根 縣 安濃 郡 波 根 西 郵便局は 波 根 
西、 刺 鹿 兩村及 鳥 井村の 一部を 管轄す る 無 集配 局 
なる も前兩 村は 相 接して ffi 街を 形成し 久手 港に 臨 


_ 六 一四 

み 海には 大阪商 舫 0- 社船寄沿し^には .\ 手；：：：叩叫 
を冇し 海陸の 01 褕至便 を 極め 商芡は 大 にして ft is 
の 集散 夥し 故に 旣に 说 信 ^ 話の ^ 設を 見た 〇 も 朱 
た 郵便 梁 配 事務の 取扱な き ほ 諸 ^ 〇 収 引 上 {!■: 民の 
不利 不便と する 所大な 〇依て前二沙权西 ^:: 咫局に 
集配 也務を 開始せられ たしと in ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 翳 決せり 依て 蕺院法 第 六十 五條に 依〇 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 吿第： E 六十 七號 
£•:• : 見 書 

請願 文® 表 第 七 二 一號 

下 堅 田 郵便局に 雷信事務開始の諮願大分縣 
南海 部 郡 下 ES 田 村長 疋 IH 鹿 次郞 呈出 (紹介 
識 M 木 下 謙 次 郎君〕 

右 請願の 要旨は 大分 縣 W 海 部 郡 下 堅 田 村は S 空の 
發 達に 於て 郡 中に 冠た 〇 加 之 近時 佐 伯 線 鐵 道の 開 
通 以来 商工業 林業 著しく 勃興し 爲 めに 諸般の 取引 
頻繁に して 電信の 發受亦 多し 然るに 該村及 ひ 青山 
村を 管轄す る 下 堅 田 局は 雷. 信の収 扱を 爲さ さる S 
住民の 不利 不便 蒔し 依て 前記 下 堅 田 郵便局に m m 
事務を 閉始 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捋 すへ 
きものと 餞 決せり 依て 讁院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 吿第百 六十 八號 
意見 W 

請願 文 ® 表 第 八 九 三 號 
有 福 郵便局に 集配 並® 信 事務 開始の 11 願 島 
根 K 那賀郡 有 福 村 三百 K 番地 平民 ^ 森 脇 平 
作 外 百 六十 五名 呈出 (紹介 識 員《松 |!1 11沿 
外 一名〕 

右 請願の 要旨は 島根 縣那賀 郡 有 福 村は 溫泉地 にし 
て 貨客の 集散 夥しく 一箇牢 間に 往来す る 車 J.lj w- ffi 
六 千 八 百 回 其の 人 數十萬 五 千 五 百に 3E むとし 貨物 
の 運 rii 十八 萬 六 百 貫に 及 ふの みならす 客年ょり 徵 
兵署を も設 EC せられ 從て 商業 上 其の 他に 要する 通 
信 事務 繁多な 〇 然るに 同村 所在 有 福 郵便局は S 配 
事務 及 電信を 取扱は さるを 以て 一里 餘を隔 つる 所 
轄跡市 局に 至ら さるへから すして 關係 人民の 被る 
不利 不便 甚し依 て 現在揭 nj 跡 市兩 局所 管 區域の 一 
部を 管 _區域 に 編入し 前記 右 福郵 g 局に 集配 並 m | 


院議 衆© 謎 國帝回 十四 第 


信 琪務を 開始せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 電信 事務 開始に 關 する i!i は 其の 趣 t¥ を 至 
當な りと 認め 之を 探 揮す へき もの 集配 事務 開始に 
關す る點は 政府に 參考 として 涘付 すへ きものと 議 
決せり 依て 議院 法 第 六十 3r. 條に 依り 別册 及 御 S 付 

候 也  _  I 

特別 報 缶 第 西 六十 九 號 
意見 *? 

謂 願文 W 表 第 七 七九號 
雄 郵便局の 位置® 更並 同局に® 信 事務 開始の 
請願 德 島縣那 賀郡翯 数 町長 松 浦 芳太郎 外 
四名早：3(紹介雜_員板東_五郞訂〕 

右 請願の 要旨は &; 島縣那 背 郡 餺 敷町延 野， 相 生、 
日 野 谷， 宮 沼>  坂 洲木頭 滞 谷， 海 部 郡 下 木 頭、 中 
木 頭、 上 木 頭， 奥 木 頭の 十 一箇 町村は 東西 五 里 南 

北 二十 里に 苴〇 人ロ ニ萬餘 を 有して 一地 方を 劃し 

林 產物頗 る豊贸 にして 年額 二 百 五十 餘萬 0 の 多き 

に 達す 從て 通信 事務 亦 繁多に して rL 敏速を® する 

も 詫 地方 ほ 山嶽 m 辟し 道路 險峻な るの みならす 那 

H 川を 隔て 尙十數 里の 遠き 和 貧 郵便局 m 信 配達 區 

域に 屘す る爲 ft 民の 不利 s_s し te て那賀 郡延野 

村 sfli 所在 雄郵便 局を 同村 大字 吉野に 移 鞞し且 同局 

に mm 班務を 開始せられ たしと 1 i ふに 在り 

衆蕺院 は 其の® 旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 

きものと 議決せ 〇依 て謎院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 狀也 

特別 報告 第 百 七十號 

意 M II 

請願 文 軎表第 八 四 六號 

與論 島 沖 永 A 部 島 間 海底 55 ‘信布 設の請 願 鹿 

兒島縣 大島郡 與論 村 平民 農 皆吉 平安_ 呈出 

(紹介 誘 員 林 爲良君 ) 

右 諸 願の 要旨は 鹿兒島 縣 與論 島 ほ縣の 南端に 位し 

沖础 縣阈頭 崎と 指呼の間に 在り 大 島、 |¥ 界德之 島 

沖 永 良 部 島 及 琉球 列島と 共に 國防 上樞耍 の 地に し 

て 大 島名剁 港を PM る 百 三十 七 海里 沖 永 良 部 島を 距 

る 二 十四 海里 其の 間 海上 風波 荒く 航海 至 © にして 

交通 通信甚 た 不促な り然れ とも 與論 島た る や 周圍 

五 里 一町 戶數千 六 百 五 人口 千 四百 餘を 有し 地勢 平 

坦 地味 肥沃 氣候溫 睜 にして 泡 陸の 產物 豊富なる を 

以て 地方 產荣 開發上 亦 通信 陴關 整備の 必要 あり 依 

て 隣 B 沖 永 良部岛 より 海 K m 信 支線を 布設 せられ 


たしと 謂 ふに 在り 

衆 謎 院は 其の 趣 & を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 譎院法 第 六十 ？ i: 條 に te り 別 

册 及御浍 付 候 也 _ 

特別 報告 第 西 七十 一號 
意見 ® 

諧 願文 書 表 第 八 0 二號 
日本海 横斷 航路 急速 開始の 謂 願 元 山 商業 會 
羅所會 頭龜芥 愛介 外 二 名 呈出 (紹介 議員 神 
谷 41 男 君) 

右 請願の 顆旨は 我 か 大陸 經營上 中部 日木滿 洲 間の 
最捷 純路を 得る には 平元鐵 道の 敷設と 共に □本 海 
橫斷 航路の 開始ょり 急なる はなし 而も 日本海 横 斷 
航路は 北鮮 ? A5 日本の 貿易 關 係上頗 緊要なる のみな 
らす 之を 從來の 通路に 比すれ；！； f 大阪奉 天 間に 於て 
少く とも 百 哩 以上を 短縮し 得へ し而 して 日本海 沿 
岸には 北海 北陸 山陰 及 北鮮の 開港 場の 間に 航路 あ 
りて 利便 多 かりし も 明治 四十 年 北鮮との 通航を 廢 
止し 越て 同 四十 二 年 政府に 於て 日本海 W 斷 航路 拙 
助の 議 ありと 聞く や 之 か K 現 後に 要すへ き 陸上 交 
通及產 業開發 上の 施設に 早く も * 目したり しも 之 
か KI 現を W. す然れ とも 朝鮮の 併合ょり 滿洲 との 政 
治經濟 關係密 接する に 及 ひ 我 か 本土との 近接は 益 
必要と 爲 〇: 史に 之を 歐洲硪 亂 終 t.l 後の 束 亞の愦 勢 
に 察する とき ほ 一日 も忽 にす へから さるな 〇該航 
路の開 始ほ我 か國 中部に 歐亞 交通の 捷路 を m ると 
共に 舞 鶴 敦賀元 山の 築港を 十分 活用す る 所以に し 
て衆戣 院は旣 に 之に 關する 詰 願を 採捋 せられたり 
依て 速に 日本海® 斷航路 を 開始せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆鹩院 は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 揮す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御绘付 候 也 _ 1 

特別 報 街 第 百 七十 二號 

意見書 

請願 文 1} 表 第 八 九四號 

有 福 村 上 有 福に 登記所 設置の 請願 島根 縣那 

賀郡有 福 村 二百 三十 番地 平民 森 脇 平作 外 百 

六十 五名 呈出 (紹介 議 M K 松 勝 鹿 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 島根 縣那賀 郡 有 福 村は 登記 事件に 

付濱 田區裁 判 所の 管轉 に® し 跡 m 村 二 宮村川 波 村 

は 江 渾 出張所の 管轄に 搦 する も 右谷 村は 孰れ も 所 


Is 登記所を M る こと 遠く 其の 用務を 辨す るに 一日 
以上 甚 しきは 三日を 要する 狀態 にして 住民の 不利 
不便 甚大なる もの あり 而も 右 四箇村 は 人 m 風俗 並 
經濟狀 態に 於て 密接なる 關係を 有し 同一 登記所の 
管 li に屬 する を 便と する の 事情 あり 依て 大正 七 年 
度に 於て那 賀郡東 部樞 要の 地た る 有 福 村 上 有 福に 
前記 四箇 村を 管轄す る 登記所を 設置せられ たしと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  — 

特別 報告 第 百 七十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第 八 九九號 

上 富 良 野 村に 旭川 區裁判 所 / « 張 所 設置の 請願 
北海道 空 知 郡 上 富 良 If 村 字 上 富 良 野 市街地 
平民 農 脇阪邱 夫 外 百 六十 名 呈出 (紹介！ I 員 
東武君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 北海道 空 知 郡上寓 良 ! i!? 村 13: 面積 人 
口 共に 附近の 村落に 冠絕せ る大 村に して 拓殖の 進 
步發 達に 伴 ひ 近時 農民の 富力 增 進し 登記 事務 繁多 
なる に 拘らす 所轄 旭川區 裁判所とは 十一 里餘 を隔 
て 村民の 不利！ f 便 謂 ふへから す而 して 第三 十九 回 
議會に 於て は 貴族院に 請願し 採 揺せられ たる も 未 
た 其の af 行を 見さる け 甚た 遣憾 とすると ころな り 
依て 速に 前 IU 上 富 良蚜 村に M 教判所 出張所を 設’ S 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の® 旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御疾 付 候 也 _  I 

特別 報 吿第百 七十 四號 
意見書 

詰 願文 霄表第 九 ニニ 號 

八 束， ) II 上、 中和 三村屮 に區毅 判 所 出張所 設 
置の 請願 岡 山 縣眞庭 郡 八 束 村長 立田拽 造 
外 二 名 呈出 f 紹介 ^ 員 福 井 三 郎君) 

右 請願の 要旨は 岡 山 縣眞庭 郡 八 束 村 •川上 村 •中 
和 村は 湯 原 村 所在 勝山區 裁判所 出張所の 管轄に 屘 
する も該 S 張 所に 至る に ほ 山路 三 四 里を 隔て 冬期 
降雪に 際して は 難齙 殊に 基し く 住民の 不利 不便 大 
なり 依て 前記 三 箇村內 適當の 地に 區裁判 所 出張所 
を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 


衆議烷は其の趣旨を至當なりと認め之を採擇すへ 
きものと 誦 決せり 依て ® 院法第 六十 五條に 依り 別 
册及 御 is fj- 候 也 

特別 報告 第 百 七十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 八 三八號 
網 走 K 裁判所に 甲號茭 部 設置の 請願 北海道 
網 走 郡 網 走 町 大字 北 見 町中 通  一丁目 六番 地 
平民 回 ? 1 業 遠 藤 勘 K- 衞 外 十四 名 呈出 (紹介 
議員 ®: 武君外 一名〕 

右 請願の 要旨は 網 走 M 裁判所 锌內 住民は 近時 非常 
の 進歩 發肢を 爲し殊 に 新來移 住の 農家 多く 從て民 
刑 訴訟事件 亦 之に 伴 ふて咐 加し 釧路地 方 裁判所 管 
內各區 裁判所の 件數に 比し蒞 に 多き に拘 らす該 K 
栽 判 所の 管 |« に® せ さる 訴訟事件に 關 して ! 3- 網 走 
町ょり 百 八十 餘哩 を K る釧路 地方裁判所に 出頭す 
るを 要し 且同地 方 裁判所 ほ 其の 北 隅 若は 南陬 ょり 
殆と 四百哩 に 近き 距離を 隔て 不便 尠から す 依て 網 
走 區戥 判 所に 甲號茭 部を 設置せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆 篛院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 
きものと 議決せ り 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 
册 及御揆 付 候 也 

特別 報吿第 百 七十 六號 
S J? ® 

請願 文書 表 第 七 四四號 

商法 >!■■ 改正の 請願 山 口 縣厚狹 郡 船 木 町 百 六 
十一 番地 平民 會 社員 加 藤 熊 太郞 呈出 (紹介 
S 員三 隅哲雄 君) 

右 請願の 要旨は 株券に 本社 所在地の 記載な きは 不 
便を 感 する こと © からさる を 以て 商法 第 百 四十 八 
條第 四號の 次に 「艽 本店 ノ 所在地」 を 加 へられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆謅院 ほ 其の S1 旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御揆 付 候^ _ 

特別 報 吿第百 七十 七 號 
意 ^ * 

請願 文書 表 第 九 二 〇號 
十 勝 監獄 移轉 に關 する 請願 北海道 河 西郡帶 
席 町 字 大通七 丁 H 三番 地平 民 商町會 議員 安 
丼 嘉七外 十四 名 呈出 (紹介 議員 束 武君外 一 


六 一 五 


排郵便 局の 位 ! ff © 更並 同局に 電信 事務 開始の 請願 外 八 件 


院議 衆 會  帝 回 十四 第 


酒田囡 昔 寺 間 國有玆 道 敷設の rrf 願 外 一件 


六 一六 


名) 

右 請願の 要 g- ix 北海道 河 西 郡 帶瓯町 所在 十險 監獄 
は 同地 方の 未た 開拓を 見さる 明治 二十 八 年の 設置 
に 係り 用地 三千 二百 七十 三 町 餘を 有する 農業 監獄 
たり 而し て帶瓯 町 近時の 發肢ほ 人口 B に 一 萬を 越 
え 年々 百 三十 一一 以上の 膨脹を 見る の 勢に して B に 
一級 町村制を H 行し 谷 官公衙 銀行锊 社 等 司法 行政 
及 商 築の 諸® 關を 具 (1 して 十 勝國に 於け る 首都の 
觀を 成し 農 塵 市場と して 同道隨 j なる のみなら す 
商工業の 勃興 亦 著しく 拓殖 鍅道 及帶 賭廣尾 線 完成 
の曉にほ史に其の盛大を致すへきや明なり斯の如 
く 十 勝 監獄の 周 園は 凡て 開懇せ られた りと 雖該監 
獄 用地は 其の 一部に 於て 僅々 六千國 餘の收 入を 得 

るの みに して 槪ね不 生產 的に 使用せられ つつ あり 

今 之を 民有 地と して 開放せ むか 挺に 年 三十 三萬圓 

弱の 收越 を翠 け揭 へき こと 明な り JEL 帶廣 町の 如き 

殷賑なる 市街地に 農業 監獄を 存置す る (3: 戒 節、 風 

敎又ほ 地方 安寧 上 有害なる のみなら す 同地の 發展 

は 最早 外 役 W の 使用に 依て 拓磓を 進む るの 要な し 

依て 前 in 帶 跋 町 所在 十 勝 監獄を 他に 移 _ し 其の 用 

地 全部を 民間に 拂下 けられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 越 旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺 すへ 

きものと 謖決せ り 依て P 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及 御 ; S 付 候 也 

特別 報吿第 百 八十 號 

S 見爵 

請願 文 B 表 第 九 〇四號 

酒 田® 音 寺 間 國有輕 傾 鐵道 敷設の 請願 山形 

縣飽海 郡 日向 村長 池 田 嘉惣治 外 九 名呈 m 

(紹介 議員 伊東 知 也 君〕 

同 第 九 七六號 

同上 酒 田 商業 會翳所 副 會頭村 田與治 兵衞呈 

出 (紹介 議員 伊 K 知 也 君〕 

右誚願の要旨ほ山形縣飽海郡は米產地として著名 

なる のみなら す 林、 鑛產 豊富に して 同 郡 中部の 山 

脈は 無 ■の® 陏たる 翻 あり 又 酒 田 町ょり 一條 •觀 

音 寺 村に 至る 沿道は 一 早馬 絡繹 行人 旁午殆 と 都邑に 

讓らす 而も 該 街道は 有名なる 鳥 海山の 通路に 常る 

を 以て 夏時 遊 筇 の客絕 へす FL 近き 將來 には 日向 大 

津 方面より 隣 ® 最上 郡に 至る 新道 開 ii の 企 あるを 

以て 開通の !®) ' には 尙益 殷賑を 来す こと 必至の 狀勢 

たり 依て 酒 田 町を 起點 として 北 平 田、 中 平 田、 上 


田、 一條 谷 村を 轾 て ® 音 寺 村に 至る 國有輕 便 鐵道 
を 速に 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 吿第百 八十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 三〇號 
本 吉郡縱 斷輕便 鐵道速 成の 請願 宮城 縣本吉 
郡 柳津 町長 龜并陽 儀 外 十六 名 呈出 (紹介 議 
員 小山 東 助 君 外 J.: 名) 

右 請願の 要旨は 宮城 縣本吉 郡 IX 縣の 東北 端に 位し 
海陸の 物產に 富む と雖外 域に 通す る 道路は 孰れ も 
險惡 にして 鐵 道との 距離 甚た 遠く 富 源の 開 發人文 
の進步 を妨 くる こと 久し 然るに 政府は J!i 北に 於け 
る 有望なる 漁港た る 同 郡 氣仙沼 を 起 點 とし 巌手縣 
一の 關に 於て 本線に 接 rl する 磐 仙 線に 阈有輕 便 鐵 
道 敷設の _あ る やに 聞く 若 之 か W 現の 場合に 於て 
は 更に 之を 延長し 同 郡の 中樞 たる 津谷 、志 津川等 
の备 驛を經 m し 西 端柳津 を 終 點 とする 同 郡 縱斷輕 
便鐵 道を 速に 敷設し 以て 該 地方の 開發を 一一る と 共 
に 三 陸 沿岸 鐵道 の前驅 たらしめ られた しと 謂 ふに 
在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長 報告 通り 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 總て 委員 

長報吿 通りに 可決 致します、 是 にて _ 案 全部を 議了 

致しました、 明日は 午前 十 時より 開會 致します、 本 

日は 是 にて 散 會。 

牛 後 三時 S 十一 分散 會 


0 大正 七 年 三月 II 十六 日 (火®  〇〇 

午前 十 時 十六 分 開 ii 

議事 日程 第一 一十 八號 

II 一  s? 長 YMily 第 一_の 續 

第 = 勞慟保 i 制定に 關 する— 案 (社^ 


(委員長 報告) 


一名 ン 

^  ■:  .  *  一 

i  f  s s is に ig す  i—  (_辦 你 

islzg 贴) c 委員長 報吿〕 

第 因 市町村 其の 他 公共 阳體に 煙草 元 S 捌 K. 務 

委任に ¥る建 » 案 ^ 健_脱夕)(约：員 

長 報告) 

第五 市町村に 煙草 元賣捌 事務 委任に 開す る® 

li 案 (l -JI s mfv ) 11  吿〕 

第 六 煙草 元賫捌 事務 £ 市町村に 委任す 5 の ■ 

議案 (l il si j  (I 長— W 

第 -b 支那 人敎. 育 〇. 施設に 關 する 建議 案 (鮮剖 

辟 鉍！ S) (委 a 長 報 吿 d  i -n - 
第 八 g 支 文化の 施設に 關する 建_ 案 (關 Ift gi 
略 ® 0¢. 員 長 報 号  . 

第 九 信越 _雄坎 鐵道改 M に關 する 建 li 案 ( lix 

gl ls )  i 員 長報吿 り 

第 十 セ 井 烏 山間 潑設裂 便 鐵道芪 本 ET 經由に 關 

する 塞 I 案 驗 1 微 lg)  C 暴 長警} 

第 十 I  C 特別 報 吿第百 五十八 號 _徵 兵 採 定に關 
する if 願 (委員長 報告 3 
第 十 = C 特別 報吿第 百 八十 二 號 固鹿 出納佥 端 
敷 計算 法改 IE の®! (委員長 報吿〕 

第 十三 (特別 報 吿第百 A 十三 號’ i ls 乾魚黎 用豳 
に關 する 讅願 C 委員長 報吿 J 
第 十一! (特別 報告 第 s' 八十 四號〕 全國各 町に 煙 
草 及 印紙 元® 捌 £ 依託す るの 讅願外 二 
件 (委員長 報 街) 

第 十五 (特別 報吿第 百 八十 五 號) 恩給箄 金 金融 
に關 する If 願 C 委員長 報取 5 
第 十六 (特別 報吿第 百 八十 六號〕 洵璲銳 を 國稅 
に 編入の 請願 (委員長 報哲〕 

第 十七 c 特別 報 吿第百 八十 八號) I 兀湯澤 税務署 
復齧の 諝 願-委員長 報 $0 
第 十八 (特別 報 ffr 第 百 八十 九 號〕 元 B 下部 税務 
署復舊 の if 願 C 委員長 報告〕 

第 十九 (特別 報告 第 百 九十 一號〕 阿片 賠償金 値 
上の 請願 (委員長報哲〕 

第一 一十 C 特別 報告 第 百 九十 二號〕 縣社 土津 神 WE 
を 别格 官幣社 に 昇格の 請願 (委員長 
報告〕 

第 li 十 I  X 特別 報告 第 百 九十 三號) 天 龍 ; II 改修 


0 

第 

第 

第 

第 

0 

第 

第 

第 
第一 
第一 
第一 

第一 
§ 
第一 一 
第一 
第一 
第一 


H 事 & 第一 期 川に 編入の 錡铀外 一件 

(委員長 報告) 

十 1 1 c 特別 報 锴 第 rl 九十 叫毁 ， 河 岩 及 海岸 
に 於け る 堤防 勾 S 地 曲 堤 外 草 生地 利 
用の 請 E  C 委 员设報诉) 

十三 (特別 報 街 第 百 九十 五 號 、刈 田川大 铟 
费稱助 の 讅關 (委 员丧報 -;1,-- ) 

十四 (特別 報 ft 第； C 九十 六號」 若汶港 開 S 
に關 する If 願 (委员反 報 1*;- 
十 S (特別 報 街 第 西 九十 七號〕 職 H: 一 H jd 
合保 @ 奨11に關する詫願 (娄 u ii 
報吿) 

十六 (特別 報 i'r 第 百 九十 八號) H 場 法 施行 
規則 中 改正の 讅關 C 委 a 長 報 街〕 

十 -fc (特別 報 IK- 第 W 九十 九 號、 特許 權取消 
に關す S 讅關 C 委 鉍畏報街〕 
十八〇特別報れ第二西號耕地面欲擴張に 
關する 諳 願 (委員長 報 / h-- 5 
十九 (特別 報 ^ • 第： iwi 號〕 捵 E 採掘 權取 
消 損 宴 1 5® に 開す 5 讅削 (委員長 
報吿〕 

1 |十(特別報 |'? 第二 (,-| 二號〕用水路认撾改 
.银： 費 固 鹿 支 辨 の諳龆 (委貝長報街〕 
十一 (特別 報带 第二 百 三 號) 木 津川治 水に 
關する 諸 願 (委 M 長 報： i； 0 
十 II  C 特別 報 街 第二 百 四號； 圆 山川 治水 並 
津居山 港 修築の 請阏 (委 負 ^ 報 fr 〕 
十三 (特別 報® 第二 百 五 號〕 大阪市 水源地 
蠻造 物に 因 S 損害 補儅の 讅願 (姿 
員 長 報吿) 

十 ! £3 (特別 報传第 二 百 六 號 CT 槩法中 改正 
の 請願 C 委員 保 報吿〕 
十茧(特別報吿第二百七號〕窖蟲騮除豫防 
法 中 改正の 諝願 (娄員長報 -;1;- 〕 

十六 C 特別 報吿第 二 百 九號来 穀 市場 開設 
の is 願 (委員長 報 $0 
十七 (特別 報吿 第二 百 十號〕 S 炭 偵 格調 is 
の 讅願 (委員長 報吿〕 

十八 C 特別 報 街 第二 百 十一 號) 大井犛 村に 
郵便局 設遇の 讅齙 C 委員 庹 報 -, 1.-. じ 
十九 C 特別 報吿第 二 百 十二 號〕 富 田 浦 町 東 
部に 三等 郵便局 設置の 請願 (委員 


院蒸衆 會該國 帝 回 イ泗第 


長報毋〕 

第四十(特別報街第二百十三號)佐都村に三 
等郵 便 局 設置の 讅願 (委員長 報 -as o 
第 四十 I  (特別 報 饵 第二 百 十四號 都 跡 村佐紀 
に 葉 配 ill 等 郵便局 設置の 請願 (委 

員 長 報吿) 

第 四十 II C 特別 報告 第二 西 十五 號) 小 泉 局を 無 
篤 軺 と L 舞木澤 附近に 郵便® 設置の 

請願 (委 M 長 報 小 ! 3- 

第 四十 三 (特別 報 ffi- 第 二百 十六 號) 北 干 島に ® 
信局設茜の讅一(委員長報齿) 

第 四十 四 r~ 特別 報 i'r 第二 !, 1 十七 號〕 露領 沿岸 漁 
場に iM 信 運輸 橙 關設逋 の讅願 (委員 
長 報 ft- ) 

第 四十 五 (特別 報 ff 第二 百 十八 號〕 網 走 郵便局 

£• 11 等 局と 爲 すの 諝閼 (委員長 報 

吿〕 

第凹十六(特別報诉第二百十九號〕|宮郵便局 

を 二 等 局に 昇進の 請願 (委员 長 報 

¢0 

第 四十 七 (特別 報 街 第二 西 二 十號」 志々 郵便局 

に ■信 電話 開設の 請願 (委員長 報 

佐) 

第 四十 八 (特別 報齿 第二 W 二 十一號 〕热鹽 郵便 

局に 電信鼋 話 架設の if 願 (姿 員 長 

報吿) 

第 四十 九 C 特別 報吿 第二 西 二十 二 號：新 山 ic 便 

局に键 信 事務！！ 成 郵便局に® If 開設 

の諝隅 (委员 長 報 赀) 

第 H 十 (特別 報® 第二 十三 號〕 馬 瀨郵便 

局に 電信 S 務開抽 の if 願 (委員長 

報®) 

第五 十！  C 特別 報 ff ls 二； G! 一十 四 號〕 馬路 f? 便 

S に篥 配 £ 務 開始の 請阔 (委員長 

報吿〕 

第五 十 II ( -t¥ 別報 ff 第二 百 二十： A 號」 禾生 郵便 

局に篥酎裏務開始の諫閱 (委員長 

馨) 

第五 十三 c 特別 報 I'f 第二 "er 二十 六號〕 澤入 郵便 

局に 絮配並 電信 $ 務開始 の 請願 (委 

fl 長 報 ^ ) 

第五 十四 c 特別 報 1*? 第二 tl 二十 七號〕 特許 岡 本 
外交に 關 する 本 野 外務大臣の 演説 


式 救命艇 成緝試 驗に關 する 請願 (委 

員 長報传 〕 

第五 十 E  (特別 報告 第二 百 二 十八 號〕 元 飯 田區 
裁判所 復 g の讅願 (委員長 報哲〕 
第五 十六 C 特別 報吿第 二百 二十 九號〕 野 市 村に 
登記所 設置の 請願 (委員長 報 $0 
第五 十七 (特別 報 传第二 百 三十 號〕 矢 神 村に II 
裁判所 出張所 設置の 請 關 (委員長 
報告) 

第五 十八 (特別 報 i*f 第二 百 三十！ 號〕 天鹽 村に 
增毛區 裁判所 出張所 設 笸の讅1(委 

員 長 報吿〕 

第五 十九 (特別 報带第 二 H1 一十 二 號 〕大森區 裁 

判 所 B 貫 出張所 險止並 矢 上 市 山 雨 出 
張 所 增設 の讀願 (委員長 報吿) 

第 六十 (特別報齿第二西三十三號：_護士類 
似 餡 者 取締法 制 足の Is 關 (委員長 
報 ft- ) 

第 六十 I  (特別 報 ft- 第二 百 三十 四號 X+ 都宮監 
獄移轉 の 請願 C 委員長 報 街〕 

第 六十 一一 c 特別 報 吿第 二百 彐 十五 號〕 上の 山中 

村 兩驛 間 鐵道 急設の 讅願 (S 員 長 報 

S 

第 六十 三 (特別 報告 第二 百 三十 六號〕 横須賀 浦 

質 間 官設 e 道 支線 延長の ii 願 (委 

員 長 報吿) 

第 六十 四 (特別 報 吿第 二百 111 十七 號} 石 狩 ; II 右 
51 4趙汸© 設の讅 闕 (委員長 報吿) 

第 六十 五 C 特別 報吿 第二 百 三十 八號斜 里 網 走 
線 鐵道速 成の 讅願 (委員長 報吿) 

第 六十 六 (特別 報吿 第二 百 三十 九號〕 天鹽線 輕 

便！ § 道* t 成の 讅 願 (委員長 報吿〕 

第 六十 七 (特別 報 齿第二 西 四十 號) 旭川 留邊 ii 

鐵道 ig 長石 北 線 速成の if 瞵 (委員 

長 報 l1? ) 

第 六十 八 (特別 報告！ SM 百 四十 一號〕 金山 筠道 

速成 C:' 請！ £  C 委員長 報 饵) 

第 六十 九 (特別 報吿第 二百 四十 二號畏 萬 部 輪 

西間领道速成の諸 &1 (~ 委員長報饵〕 

第 七十 (特別 報齿 第二 百 四十 三號 1 興 部 小頓 

别間雜 道 速成の 諮 願 C 委員長 報告) 

第 七十 I  (特別 報吿 第二 百 四十 四號) 金山 苫小 


牧問鐵 道 速成の is 願 (委員長 報 街〕 
第 七十 II (特別 報吿第 二百 四十 五號〕 深 JII 雨 龍 
間鐵 道 is 成の 請願 (委員長 報吿〕 

第 七十 三 (特別 報 ff 第二 百 四十 六號〕 網 走 中 湧 

別間 輕便鐵 道 速成の 請願 (委員長 
報吿) 

第 七十 四 (特別 報 ^ 第二 百 四十 七號  >鳥 取 ® 山 

間 陰陽_ 絡鐵道 速成の 諳願 (委 M 

長 報 齿〕 

第 七十 s C 特別 報吿 第二 百 四十 八號〕 天鹽 沿岸 
鐵道 速成の 請願 (委員長 報告) 

第 七十 六 (特別 報吿第 二 百 四十 九 號〕 三 睦沿岸 
鐵道斅 設の讅 _ 外 四 件 (委員長 報 
哲〕 

第 i: 十 -fc C 特別 報吿 第二 百 五十 號 〕弘 前 田 代 間 
輕便鐡 道 速成の 請願 「委員長 報 侍〕 
第 七十 八 (特別 報 街 第二 百 五十一 號〕 _ 路北見 
間演絡 鐵道 敷設の 請願 (委員長 報 
吿〕 

第 七十 九 C 特別 報告 第二 百 五十二 號〕 九州 中崁 
鐵道速 成の 請願 C 委員長 報 苦) 

第 八十 (特別 報吿 第二 百 五十 1 h 號； 上 碟江 差 
間® i. 便鐵道 速成の ill 關 (娄員 長 報 
吿〕 

第 八十 I  (特別 報 ^ 第二 百 五十六 號弘前 市 地 

方貨瘅 配給 增 加の 請願 (委员 長 報 

吿) 

第 八十 II C 特別 報吿第 二 百 五十 七號〕 伏 見驛及 
伏 見綜の 存續 に關 する K 願 (委員 

長報驾 

第 八十 三 C 特別 報 iff 第二 百 六十 號) 金祿 公債 下 
附の 請願 (委員長 報吿〕 

第 八十 四 C 特別 報告 第二 百 六十 一號〕 水菝窗 法 
制定の 1® 願 C 委員長 報 街) 

第 八十 五 (特別 報吿第 二百 六十 二號〕 染料 工業 
に關 する 諮 願 (委員長報饵〕 

第 八十 六 (特別 報吿 第二 百 六十 三號〕 大垣 郵便 
® £ 二 等 局と 爲すの 請願 (委員長 

第 八十 七 (特別 報吿第 二 百 六十 四號' 〕國府 郵便 
局 管 區 を 德島 郵便局 富 話 普 5M 區域に 
編入の請願(委員長報吿) 


第 八十 八 (特別 報吿 第二 百 六十 五 號) 横濱 市町 

田 町 間 直通電話 架設の 誘 願 (委員 

長報哿 ) 

第 八十 九 (特別 報吿 第二 西 六十 六號〕 富 原 村に 
郵便局誼廣の諸願(委員長報齿ッ 

第 九十 (特別 報吿第 二百 六十 七號〕 中黑瀨 郵 

便 局に 篥 SB 辜務 開始の 請願 

長報铒 〕 

第 九十 一 (特別 報传第 二 百 六十 八號〕 元 糸魚 川 
區 裁判 ft? 復舊の 請 Is .  C 委員長 報吿 d 

第 九十 二  '特別 報传第 二 百 六十 九號北 睦鐵道 
セ 尾 和 翕 間 延長 敷設の 請願 (委員 

長報街) 

第 九十 三 (特別 報俾 第二 百 七十 號〕 七 尾 輪 島 間 
鐵道 速成に 開す る 請願 (委員長 報 
吿〕 

第 九十 四 (特別 報吿 第二 百 七十 二 號〕 石炭 價格 
調節の 諳闱 (委員長 報吿) 

第九十五(特別報饩第二百七十三號麄截重砲 
兵 聯隊 移 轉設笸 に關 する 請願 (委 
員 長 報 ft-- ) 

第 丸十 六 (特別 報吿 第二 百 七十 四號商 安居 村 

本堂 0 に 無 篥 le 三等 郵便局 IS M の fi 

_(委員長報衍〕 

第 九十 i: ( 特別 報 街 第二 西 七十 六號) 上 岡俜草 
場 設計 變更の 請願 (委員長 報 街〕 

0" 謎 長 C 大岡 育造 対〕 政府ょり 質問に 對する 答 辯 書 
の提 m もあります るが •議事の 都 fr に te つて 是は後 
廻し としまして、 外務 大； i ょ〇發 言の 通 i!r が ありま 
すから、 之を 第一に 許可 致します — 會議を 開き ま 

す - 夕 彩 ■大 Is _ 

外交問題に 關する 件 
〔國務 大臣 法 學 PS 士子爵 本 野 一郎 君 登壇】 

OS 務 大臣 (法璆 傅 士：十 詩 本 SM 郞対〕 諸 封、 本 誘 
會開會 の 初に 當 りまして、 帝 國の 外交 方針に 就き 開 
陳致 しました る 際 •本 大臣 ほ 邁國の 形勢に 言及 致し 
て {1 きました が •其 後 露國の 事態 (3; 御 承知の 通り、 
日を 逐ふて 憂 ^ すべき 有樣 となりました •國內 四 分 
五 裂の 趨勢は 愍々® しきを 加へ て、 遂に 「ゥ クラィ 
ナ」 及芬 関の 獨立地 方と、 中歐 同盟 側との 間に 講和 
は 締結せられ ました、 露國 過激派 政府 も獨澳 に屈從 
致しまして、 W 獨講 和條 約に ^ 印す るに 至りました 
六 一七 


院議 衆 肾錶國 帝 回 十四 第 


外交に 關す る尾笱 行 雄の 質問 


六 一八 


而 して 此間肢 爾的沿 岸 諸 州の 大部分、 及び 之に 窃接 
する 西北 部 池 方 も •波 蘭と 共に 獨遝 の擊中 .に 落ち ま 
した， 南 露 西 亞も亦 獨逸 勢力の 下に 歸せ むと する の 
形勢と なつた のであります 、此琪 態に 對 しまして ほ 
政府は 諸对 と共に 深く 考 鬧 を拂ほ なければ なり ませ 
ぬ， # に 辟 明 致して S きました る 通り、 露國 民が 如 
何なる 政 SS を 採 ffl T るかは •帝 一 政府の 關 知す る 所 
で {i あ 〇 ませぬ が、 露國が 次第に 獨逸 勢力 內に包 擁 
せられん とする 危險に 至りまして ほ •到旺 W M 政府 
の 等閑に 付す る ことの 出来ぬ 問題であります、 今や 
獨 逸の 勢力 4T 著々 歐露 に扶楠 されまして •漸次 西 
比 利 亞 地方に 浸潤し 来る の® 向を 示して 參 りました 
此事態 ほ 帝 國ほ素 より 聯合與 國の共 に 深く發 趙 せね 

ばなら ぬ ことであります るから •終に 世に 西 比利亞 

に對 する 帝® 出兵の 問題が 喧傳せ られ まして、 最近 

此間題 ほ 著 1. く 内外の 世論を 獎起 する ことにな り ま 

した、 中に ほ 甚 しき 訛 傅 も あ る やぅに 見受けます る 

から、 此 機 a- に 於き まして， 木 問題に 關する 帝 國政 

府 の立坳 シ冏明 致して® きたいと 存じます (「謹 聽 」 

と 呼 ふ 者 あり〕 第一に 此問 題が 洽も帝 國政府 の發案 

又は 提議に 蕋きた るが 如き 風說 が、 内外に 傳ほり 居 

る樣 子であります るが" 是は金 然 誤報なる 事を 明か 

に 致して @ きたいと 考 へます、 政府は 何れの 國に向 

ひましても、 日本 出兵、 問題を 發案乂 ほ 提_ 致した る 

事は ありませ ぬ、 固より 西 比 利 亜に 於け る ffl 下の 事 

態に 付て は， 政府は 深甚なる 逛 遛 を 抱き‘ 竑に 同地 

方に 獨 逸の 勢力 東漸の 危險 に付きまして は、 特に 注 

意を 挑つて 居る のであります、 而して 本 間 題に 付き 

ましては、 聯合 與國 より 未だ 協同 的 提 ■を 受けた こ 

とは ありませ ぬ、 若し 將來 聯合 與國 政府より 斯の如 

き提 謎を 受けた ると きは、 最も愼 重に考 1 i: を 加へ た 

る 上， 決定す る考で あります、 政府は 現に 今日 迄 も 

聯合 諸國共 通 目的の 爲め •及ぶ 限り 誠意 努力して 居 

ります ことは •內 外の 周く 知る 所でありまして、 尙 

ほ將來 と雖 も、 同樣に 努力す る 決心なる ことほ* 申 

す 迄 も ありませ ぬ、 西 比利亞 に 於け る亊 態に して 帝 

國の 安固を 脅かし •又は 我が 緊切なる 利益を 危殆な 

らしむ る Eg ある 場合に 立 至ら ば， 帝® は 其自衞 上、 

敏速 FL つ 機宜なる 手段を 採る の覺 悟を 持つ て 居る こ 

とほ、 是亦 申す 迄 も ありませ ぬ (拍手 起る〕 萬 j 帝 

國が西 比 利 亞 地方に 於て、 必要の 行動を 採る の 巳む 

を煜ざ る 場合に 至る ときと 雖も 、素より 露國を 敵と 


する の rt 思 ほ s? 頭 あ 〇 .ませぬ のみならず、 彼の 獨 逸 
が 現に 欧露 方面に 於て 採れる •か 如き 侵 駱的 政策は、 
帝國 政府の 謝 じて 採らざろ所でありますへ拍手起る 
) 又 一般 露 國 人民に 對 しては、 帝 國ほ飽 まで も 深厚 
なる 同情を 寄せ •絕 えず 是と 和衷輯 陸の 關繫を 保持 
せんと 欲する 者で あ 〇 まする 事を， 兹に 誠 S に 表明 
する を i'« り ませぬ (拍手 起る) 尙ほ此 黙 に付き まし 
てほ、聯合與國に於ても，悉くほ同一の意見を有し 
て 居る こと、 信じます •之を 要するに 帝 國軍隊 の 出 
励なる ものは、 極めて 重大 事件でありまして、 萬 一 
之を 決行す る こと ありと する も， 其 前に ほ 政府に 於 
て， 愼 重の 上に も愼 重に 考 ® を盡す ことは、 勿論の 
義で あります るから、 此點ほ 諸君に 於て 宜しく 御 誼 
察 あらむ ことを 希望 致します C 拍手 起る'* 

0 議長 (大岡 育造 君〕 外務大臣の 演 說に對 する 質問 
の通吿があります， 順次之を許可致しま^ — 尾 崎 
行 雄 君。 

〔尾 崎 行 雄 君 登壇】 

〔拍手 起る〕 

0 尾 崎 行 雄 君 唯今 外務大臣 ょりして-露 國 の近狀 
並に 西 比利亞 出兵 問題に 付て、 一 應の御 報告 あつた 
ことを 欣 びます >  尙ほ此 他に も 本 會議及 豫算 委員 會 
に 於け る 段々 の 質問に 付き、 追て 答へ ると 云ふ豫 約 
の 問題が 殘 つて 居る やぅに 思 ひます る 故に、 今回の 
報告に 毀して 更に 說 明を 求む ると！： 時に、 佻せ て從 
來 幾度 か 議に 上つ た 所の 問題に 付ても、 二 三の 意見 
を 陳述し、 其 御 回答を 求めた く存ず るので あります 
露西亜を 敵と しない、 至極 然るべき ことで あつて、 
無論 帝國に 於て ほ 何人と 雖も 露西亞 を 敵と すると 云 

ふが 如き 意見を 持つ て 居る 者 ほ 無から ぅと 思 ひます 

唯々之に付てもぅ少し外交の_を筘菌したぃのほ、 

是 等の 意味の ことは、 帝國 官民 上下 一致の 意見で あ 

ります る 故に、 今日を 侯たず して 露 國內に 於て 非常 

の！； 亂が 起り， 露國 人民 皆杷骚 に 沈んで 居つ た 其 場 

合に 於て •直ちに 其 意味を 聲观 し、 爾来 機會の ある 

度 毎に 聲 明を 致さる、 ことを 希 朝して 居つ たので あ 

ります、 然るに 今日 迄 非常に 長 日月を 費して-始め 

て此 m 純なる 分り切つ たる ことを 事 新ら しく聲 明 さ 

れた のは、 尙ほ爲 さ ^ るに ほ © るが 時機 後れた る こ 

とを 甚だ 悲 むので あります が、 何 か 其 間には 今日 以 

前に 於て、 此 當然爲 さなければ ならぬ 所の 聲明 をせ 

なかつ たのは、 何等かの 事情が あります るか、 若し 


それが 差 支な く說明 出来るな らば， 彼我 兩吆 の爲に 
一暱沉 說明を 請 ひたいので ある， 又露國 を 敵に しな 
いと 言 ふに 付て ほ、 無_ の 事、® is を 中心と 致して 
黨派の 異同を 問 ほず、 又阐 體 の 如何に 關せず ，今日 
の 場合 即ち 戰爭潖 澍中ほ 獨逸 に反對 する もの ! t —— 
殊に 日本 -13: 必要の 場合に 於て、 希望と あれ •は 诏神的 
及實力 的に 援助を 與へ ると 云 ふ 意思 も •政府に 於て 
持つて 居らるべき 箬と思 ふが-其 理由を 尋ねたい、 
敵 味方の 區別 、敵に せぬ と 申した 所が、 獨逸に 親ん 
で 間接 直接 若く ほ 事實に 於て 之に 便利を 與へ 、之を 
援 くる 卿を 爲す 所の 露西亞 人に 至つては、 帝國は 交 
戰國の 一員と して 勢 ひ 之を せざる を 得ぬ ので ありま 
す、 故に 帝國 政府 IX 願く ix 搦逸を 中心として 、露 西 
亞 人中 之に 反對 する 者に 對 しては ■出來 得る 丈 應援 
の 意思を 有つ て 居り、 之に 間接 或は 直接に 便 K を 與 
へ、 搦逸 に與 せんと 欲する 者は、 巳む を？ ず 之を 敵 
とする こと ! X 無論の ことで あると 云 ふ 意味 も， 併せ 
て 加へ る ことは 出來な いか、 唯々 露阈を 敵に せぬ と 
云 ふ 丈で ほ 餘〇 勿論 過ぎて 其 間に 猶ほ 足らざる 所が 
ある やうに 思 ほれます るが、 唯今の 如き 聲 明を 爲す 
に 付て は •何等かの 差 支が あるかと 云 ふこと も 承り 
たいので あります、 又帝國 政府より 出兵の 提_ を 致 
して 居らず、 又 聯合 與國 から 何等 共同の 意見を 受け 
て 居らぬ と 云ふ蕙 味の 說明が ありました が、 然らば 
聯合 與國と 意見を 交換を 致した と 云 ふことは どう 云 
ふこと である、 此間に 唯 言葉 上の爭 でも ある 意味で 
斯の 如き 說明 をせ らる 、のか、 出兵の 提議 (X せない 
けれども， それに 關係す る 意見 ほ 聯合 與國の 考へ方 
を 探られた と 云 ふことは •出 民の 提議では ない けれ 
ども、 事實あ つたら しく 見える のみならず、 外務 大 
防ほ 揹算 委員會 に 於て 意見の 交換 ほ 致して 居る と 云 
ふことは 明言せられ たのであります、 其 意見の 交換 
なる もの ほ、 出兵の 提議では 無論な からう けれども 
出兵に 關係を 有つ て 居る 所の' 意見で あるべき 答へ 方 
を 致した のであります が •提議は せず とも 出兵に 關 
係す る 意見は 交換せられ たので あらう 又 共同 S 見を 
受けない と 云 ふ 意味の 事は， 是亦 唯々 言葉 遺で 共同 
ではない けれども、 萌獨の 意見 (3: 受けた と 云 ふ 意味 
であるか、 新聞紙の 傳 ふる 所に 依れば •英吉利、 佛 
蘭 西 •伊太利、 若く ほ亞米 利 加の 如き も •或は 直接 
に 或は 間接に、 略々 政府の 意見の ある 所を 帝 國 政府 
に向って_らされたゃぅに見ぇるし*又其琪ぁりし 


ことへ  '、のであります* 無論 共同 意見では な 
いけれ ども， W 獨に此 出兵 問題に 直接 或は 間接に 明 
係の ある® 見を， 彼れ ig? 合 與 a から 常 方に 向つ て : y 
した ことほ あるべき 筈で ある •其 點に付て1 3 も言 
及せられざることを惜むのであ〇ま个-朵/:‘/〇こと 
は 列國協 調を 保つ 上に 於て •政府 1 ■ゾ .'- n- i-i1 ' ■ して 
居る のみならず 、全國 民と 共に 其 yf を 理解して 居る 
べき 筋の もので あつて、 他：！： 其 事が 與四と の阅 係を 
保つ 上に 於て ほ、 極めて 必嬰で あらう と 思 ひます、 
又 今回の 大阀亂 ，有史以来 未曾有の ! 5S 故に 對して 、 
帝 國政府 に m に m 洋の洽 安を 維持す ると 云 ふ 丈の 局 
限した る 目的に 限られず、 進んで 世界的に 活動を 致 
して、 世界的 局面に 立つて、 一等 國當然 の n 我を 遜 
すべき 意思が W るか 無い か， 是も併 せて 說明 をせ ら 
れた いので ありま r、 國 論を 指 SSS する 政府の M 任 上 
世界の 一等 國たる 日本 ほ， 唯々 挽に 诳洋 の洽安 、是 
とても 大賢 任で ほ ありませ ぬが、 それ 以上に 过 力 的 
或 ほ 精神的、 但し (X 又 思 瓶 的に、 それ 以上に 盛す ベ 
き 責任を 自既 して K らる 、ので あるか、 又 一等 W と 
しては もう 少し 進んで 卿くべき 必要を 見ない ので あ 
らう か、® に 東洋の 治安を 維持す る 丈を 以て 職 K と 
致すなら ば、 地中海に 海： Jii を 出す と S ふが 如き も、 
それと ほ 多少 , a 觸す るかの 如き 感じを 致す ので あり 
ます、 旣に 日英 同盟 條 約の範 岡 外に 手を 仲げ した 以 
上 ほ、 我 か 帝 國 政府の 主義 方針 も 蹈阳 外に 仲び て、 
世界的に g くべき 筈と 思 ふが、 邦 li に 付て ほ 政府 (X 
如何なる 見解を 持たれて 居る か、 又 今日 敵 味方と 分 
れて 居る 兩谁の 旗印‘ 中歐 同盟と 聯合 與阀の 旗印、 
世界 列國に 於いて 腿々 言明せられ たが 如く  •武斷 主 
義と 公論 主義との 爭とな つて 居る の e ある • 獨 通 ix 
無論 货斷 主 SI の 旗を 揭げ I 祸げず とも 世界 一 般 ほ 
さう 認めて 居る， 聯合 與國ほ 公論 主義の 旗を 5T けて 
之れ に對 杭を 致して 居る ので あるが、 帝 幽 政府は 條 
約 上に 於いては 聯合 與 BI の 仲間に 入つ て 居る •併し 
其の 旗印を 見れ ぱ呦も すれば iI-v- 斷 主義の 旗を 揭げ 
て、 自國に 於いて 武 斷主蕺 を 維持す るの みならず， 
隣邦た る 支那に 向つ て 迄 も 手を 伸ばして •武斷 主義 
の膘援 を 致して 居る、 其の 居る 所の 位地と、 其の 揭 
ぐる 所の 旗印と が， 如何にも 砌 突 — 調和して 居ら 
ぬ やうに 見える が ノ 是れほ どう 云 ふ 意味で 左樣な こ 
とを 致される のて あるか、 恰も 源氏の 側に 立つ て 亦 
旗を 掲げた が 如く 世間には 見 ゆるので あります、 我 
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協調阈 との 關 係の 励 も すれ ぱ圓滿 ならざる も， ffi 'm 
此の 大根 本の ffl 違より 起る のでは ないかと 想 ふので 
あります、 現に 英佛に 於いて も 一— 言葉を 愼み來 つ 
て 居る 所の 英佛に 於いてす らも， 此の 日本 政府の 位 
地に 付て は 多少 疑惑の 種と なつて’ 今日 問題と なつ 
て 居る のであります •現に 新聞 其 他の 言 誘に 現 ほれ 
て 居る ので ある (「のう <」〕 議會の 討論に 於ても 
亦 現は れて 居る ので ある c 「のう <」 拍手す る 者 あ 
〇) 此點に 付て は 其 旗印を 改む るの 必要を ば 感ぜぬ 
ので あるか (「感じない」 と 呼 ふ 者 あり) 依然として 
從來の 如く 武斷主 義 ，武 斷 政策を 施す ことを 以 つて 
聯合 !« 阈に 寄與 する の 方法と 心得て W らる るので あ 
るか (「冗談 W ふな」 と 呼 ふ 若 あり) 是ほ 世界的の 大 

問題で ある、 ! |¥ 来® 家の ® 命は 此旗印 に 依て 決まる 

のであります 、(拍手 起る | .そんな こと (£ ない」 「旗 

印を ('4 る 勿れ 」 rs 家を 誤る の极論 なり j と 呼 ふ济あ 

〇) 又 聯合 典 固の 側に 立つ て 居りながら 當然 征伐を 

— 世界中 寄つ て 征伐を 致さむ とする 所の 武 ir 主義 

の旗印を祸げつつ、琪實に於ては恰も獨逸と意氣相 

通じて 居る が 如き g を爲す と 云 ふことは (「のう < 

」 「もう 一遍 言つ て 見ろ」 「降りろ/、」 と 呼 ふ 渚 あ 

り 其 他發言 一時に 起る〕 

〇蕺長 C 大岡 育造 君〕！ f 崎 君 —— 尾 崎 君、 琪荀 も 外 

交に 閱 する ことは 言語を 御 傾み 爲 さい …… (議場 喧 

He lR する 能は す〕 —— 靜® に (騷 然〕 I 靜肅に 

爲さい —— 議長は 惟 今 尾 崎 君に 注意を 與へ ました— 

— 斯う 云 ふ 外交 上の 大問 題に 付て は、 演說者 ほ 相 當 

の： fE 意を拂 つて 發 言せられ むこと を 希望す るので あ 

〇 ます。 

〇阐 崎 行 雄 君 一腿 議長の： s ;rjc に 付て I 諮 長の 注 

S に 付て は 深く 了飱 致します、 言蓰ほ m 來 る丈愤 み 

ます — 併ながら 言 II と W 行と 何れが ffl きと 云 ふこ 

とは、 御 承知を 願 ひます、 n 國に 於て 武斷 主義を 維 

持し、 隣 K に 向つ て武斷 派を 助ける と 云 ふこと IX 實 

行である(拍手起る〕此讶行は世界に如何なる感资 

を 與へ るかと 云 ふこと は， 御 考を願 ひたいので あり 

ます tr 阀賊® 崎 默れ 」 と 呼ふ漭 あり) 即ち 其磡に 付 

て ほ •怜 も 111 界の 大勢に 逆行を 致して Q 何が 52! 行 だ 

」 「何を 言 ふの だ」 「©こそ 日本の 大勢に 逆行す るの 

だ」 と 呼 ふ 者 あり S5 場 騷然) —— 蕺長蕻 場の 靜肅を 

希望し ます :… (騷 然篇 取す る 能は す) …… 

0議長(大岡育浩 ?1 )君が演說を注惹するに非らざ 
外交に 關する 尾 崎 行 雄の 質問 


れぱ 讖® は 整理が 附 きませ ぬ。 

〇阽 崎 行 雄 君 本員 亦 議長の 命に 依て 注意して 居り 
ます (「君 IX 日本の 大勢に 逆行して 居る の だ」 「憲政 
會ほ 非國民 である」 「中止せ ょ J 「尾 崎は !^ 賊だ J’ 降 
壇を 命ずべ し j と 呼 ふ 者 あ 〇議 榻騷然 ) 武斷 主義と 
公論 主義の 對抗に 付て， 何れを 助け、 何れに 反 對す 
るかと 云 ふ 事が 問題であります、 それを 述ぷ るの が 
何の 差茭が ある、 此の 對 抗に對 して 帝 國政府 は 一府 
進んで 列國の 疑惑を 掃 ひ cr ii g: 政治家」 「日本人ら し 
く逍り給へ」と呼ふ者あり〕協調を： |11 に親密に致すべ 
き 方針を 執る の必耍 を 感じて 居らる る や 否やを 問 ひ 
たいので あります (拍手 起る r 答 辯の 必要なし」 と 呼 
ふ ^ あ 〇) 此世界 の 大勢に 逆行す ると 否とは 帝 國盛 
衰の dl て岐 るる 所であります (拍手 起る 「のう"^^」 
と 呼 ふ 者 あり) 内治 外交 總ての 問題は 此 根本ょり 割 
出す 必耍が ある (拍手 起る 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり〕 
故に 邦 點に付 いて 政府の 意見を 求む るので ある ,-; 獨 
逸の 幕僚になる が 良い」 と 呼 ふ 者 あり〕 尚又 露西亞 
の關 係に 付て 【應 の說 明を 求めたい の (x (「s il#: j と 
呼 ふ 者 あり〕 無論 滿洲 、西 比 利 亞に對 して 如何なる 
處 S を爲 すかと 云 ふことは、 事後 形勢の 變 化に te て 
定 むべき ものである こと if 唯今 外務 大 R の 說 明に 
於ても 疑を 容れな い、 唯々 事前に 於て 更に 政府 ほ國 
論 指導の 責任 上、 一層 明白に 其 地位を 說明 する 必要 
が あるかの 如く 本 M ii 考へ る、 例へ ば 帝國に 於て は 
—— 帟國內の言論として |1 、動もすれは膺懲などと 
云 ふ 言葉 すら 新聞紙 上に 見える のであります、 露 西 
亞人が 戢獨不 講和の 約束に 背いた に 割して、 1® 1 i と 
云 ふ 言芘が m るので ありませ うけれ ども、 今日は 左 

様な 言葉を 遺 ふことは、 獨逸と 云 ふ 共同の 敵を 持つ 

て PT る 時代に 於て、 極めて 不利益で ある 次第は 辯を 

俟たぬ ので ある •而 して 斯の 如 .^ 言葉の 動もすれば 

新聞紙 上に 現は るると 云 ふの if 羅宽帝 國政府 が 其 

執るべき 方針を 明かに して、 之を 天下に 宣明 する 事 

の 足らざる がた め も 亦 其 一原 因と なつて PT る C 「掘 

てる e めだ」 「話の 筋が 遠 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 西 比 利 

亞に 兵を m すのは 自衞 の a めで あるか、 聯合 與國及 

露 西亞 人の 援助の 爲め であるか、 或は 此 ilc= 的を… 

… c 「まだ m 接しないで はない か」 と 呼 ふ 者 あり) m 

兵の 時梆に 於て であります、 出兵の 時機 ありと すれ 

ば 自衞の R 的です るので あるか、 援助の 爲め にす る 

ので あるか- m し此兩 目的の 中間に 於て、 若し 必要 


を 感ずる 場合に 於 C 出兵を すると 云 ふので あります 
か、 それ 等の ことを 明白に 致して 置かぬ からこ そ、 
励 も すれば 侵略的 言論の 如き も 世間に 漏れ、 又 K 懲 
と 云 ふが 如き 言語 も m はれる のであります、 而して 
其 事は 悉く 我 帝 國に對 して 多少の 不利益を 及ぼす ベ 
きもので あるが、 其 原因を 繹ぬれ ば， 政府が 阈 論 指 
導の 責任を 十分に 盡さな いと 云 ふこと に歸 著す るの 
であります (拍手 起る) 仍て此 點 に 付て は尙 一層の 
說 明を 求めたい ので ある (「 駄 网 だよ 」 【 答 辯の 必要 
なし」 「煽 励 政治家 闲るな 」 と 呼 ふ者あ り) 又 援助の 
H 的は 一方に 於て は 聯合 與國を 援助し ■一方に 於て 
は 露 西 亞の獨 逸に 敵 せんとす る 者を 授肋 すると 云 ふ 
目的よ りすれば、 どぅしても 內部に 於て 御 5: に 衝突 
抗爭 して 居る ことに 向つ ては、 善 窓 的忠齿 を 加へ る 
の必惡 があります、 即ち 隣國支 那に向 つて 國內 の統 
一の忠 转 を 加へ た 如く， 露 西 亞全體 に fn] つても 其內 
輪の 爭ほ 第二に 廻して* 進んで 獨 逸の禍 を 掃へ と 云 
ふことの til , 〖吿を 加へ るの 必要が あるので ある ( 1' 何 
を 言つて 居る の だ」 と 呼 ふ 者 あり) 殊に 露西亞 ほ 我 
同盟 國で あります •政府は 攻守同盟の 條約な る もの 
は， 唯々® 西亞の 「ロ マノフ」 家の 政府と 結んだ も 
ので， 政府 倒 るれば 其條 約 (i 無しと 云 ふ 見解を 持つ 
て 居る か 知れない が， 攻守同盟の 條約な る もの ほ 決 
して m に 政府の みを 目的と して 結んだ もので ない、 
露® 亞國を 相手に した ものであります るが 故に、 政 
府倒 ると 雖も國 民 ある 以卜： ほ、 それに 對 する 相當な 
る 厚意は 我より して 寄せる のが 常 然の磡 である •他 
の國々 よりは 日露關 係 及 日 S1 人 K 間の 關係は 、一層 
親密な りと 云 ふ 見地より して‘ 我は 露两 亞に對 する 
總 ての 事を 割出さな くばなら ぬ 箬で あると、 本® 等 
ほ 心 m て 居る のであります >  其 結果と して 先 づ獨逸 
に 向つ て 敵す る 間 — 國 雑を 掃 ふ 間は 成るべく 內輪 
の 喧嘩 ほ 止めよ と 云 ふ 忠吿を 致す ことほ •極めて 必 
要なる ことであります、 而して 露西亞 に 刃 向 ふ 者は 
之を 援 ける、 露 西 亞に與 する af は、 精神的に 又實力 
的に 之を收 むる と 云 ふの が當然 で、 帝 國 政府が 自衞 
の 必要 上から も 起り、 聯合 與 國に對 する 義務から も 
起る ので ある .,' 之に 付て 說 明を 求めたい、 更に 一つ 
の 小さき 問題の 起る のは 哈爾賓 附近に 「セミヨノフ 
」 と 云 ふ 露西亞 人が 居つ て、 之に 對し て英佛 及 日本 
此國々 が 武器を M 與 して 居る と 云 ふ說が 專ら世 の 中 
に傳 へられて 居ります、 又 其 武器が 何月 何日 何處を 


經 過して、 どうな つて 居る と 云 ふこと も 大抵 新聞紙 
上に 始終 揭 げられ てあります、 新聞紙 上の 記事 必ず 
しも 實な りと： k ふことは m 来ない が •其 記事の 影響 
に 至つ ては、 之が 現出す るので ある (「君の 演説の 
影響は どう だ」 と 呼 ふ 者 あり： >  故に 政府た る ものは 
左樣な 記事が 掲げられた る 時に 於て は， 其 事實 に E 
いたる ものは 之を 訂正し、 事實已 むを 得ざる ものは 
之を 善導す るの が 政府の 1 貝で ある， 而 して 「セ ミ 
ョノフ j なる ものは、 現在 全國に 蔓延して 居る 所の 
過激派に 敵す るが / /n き 位置を 収 つて 居る 者で ありま 
すが、萬一新聞の記事をして《實ならしむれば、之 
を援 ける と 云 ふことは、 取りも直さず 多數の 過激派 
に K 對 をし 彼等を して 已 むを 得ず 敵® を 起さし むる 
と 云 ふこと にもな り m るので あります が 故に、 期の 
如き ことに 付て 11 其 事 實を 確む ると 同時に、 之に 對 
する 政府の 働きを ば 適當 になすべき 筈と 思 ふが， 此 
點に 付て はどうで あるか (「君の 演說ほ どう だ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 若し 現在の 儘に 捨てて置いて 萬 一 それが 
事實 になります ると、 露 西 亞と云 ふ 舞臺に 於て •聯 
合 與國間 に內 輪の 爾突が 起らぬ とも 限らぬ ので ある 
或 者は 過激派に 反 對 する 者を 能く 援け る、 或 者は 過 
激派 を援 ける、 聯合 與國が 露西亜に 於て 御 互に 掘 突 
をして、 交々 獨逸を して润 夫の 利を 得せし むる と ■云 
ふ 事に な へき 時代が si はるる ので ある， 是 等の 
點 に 付て ほ 特に 御注意を 求めます ると 同時に •願く 
は 期の 如き 風說の 起つ た 場合に、 適當な る處 置を 施 
すべき ものである、 新聞の 取締に 付て 帝 國 政府は 不 
必要と 感ぜら るる 迄に、 a 々な 事を 致して 居りな が 
ら谷國 際に 大影 ■を 及ぼすべき w 柄に 付て は、 漫然 
として、 之に對 して 質問を 發して も 正しき 答を なさ 
れぬと 云 ふことは、 國際關 係 上 甚だ® SS T べき點 と 
思 ふので ある、 尙ほ支 那に 劉しても、 宿題と して 大 
分 問題が 殘 つて 居 〇 ます、 故に 此機會 に 於て國 民に 
對 して 說 明の 勞を辭 せられ ざらん 事を 希望 致します 
支那に 對 して 不干涉 主義 —— 何れの 方に [rn つても 干 
渉を せぬ と 云 ふこと を、 帝 國政府 は ! SI 々此 所に 於て 
明言せられ て rr る、 然るに 今日に 於て は (「簡 單」 と 
呼 ふ 者 あり： >  先 づ國 內の統 一を 圖れと 云 ふ 忠告を 致 
した 次第を •外交 調査 會に 報吿せ られた る 事 實 、及 
び 支那 政府に 向つ て S された る 所の (1® きに 於ても 殆 
ど 疑を 容れな いやう に 見えます， 即ち 不干渉 主義が 
一變 して 妥協し •或は 國內の 統一 勸吿 主義と でも 變 
六 一九 
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外交に 關する 本 Iff 外務大臣の 答 辯 
つたものと言はれる、此勸吿忠吿なるもの (3; 、其目 
的 及 K 行 法 如何に si 著す るので ある、 現在に 於て ほ 
段と馮 との® 突を 止め、 此間の 調和を 圖ると 云 ふこ 
とに 向つて、 帝國 政府 if® いて 居る が 如く 見える、 
其爲に ほ 畏多 くも 我 天皇陛下の 御名 及 脚 沙汰 迄 も 
傅 へられたり とも-新聞紙 上に 報告せられ て 居る の 
である、 陛下の 御沙汰 迄 も 傅へ 思 召 迄 も 述べて、 
段と！ g との 間を 調和せ しめて、 其 次は どうなる ので 
あるか、 此 二人の 調和せ ぬと 云 ふこと ほ、 無論 N 家 
の爲 に迓 ふべき ことで あると 同時に、 是が 調和して 
もま だ 南北の ®] 突は 其儘貽 つて 居る のであります、 
馮 段 :' i 調和は、 即ち 南北 妥協の 前提と して 政府は 試 
みて 居る ものと 思は るるが、 果して 馮段の 調和に te 
つて 南北 妥協の 目的を 達し煜 べしと 信ずる や 否や、 

或 翻 察 ® から 申し ますれば、 段を 表面に 立てる は、 

寧ろ 南北の 調和を 闲雛 ならしむべき 結果を 牛； ずると 

云ふ觀 察 も、 强ち 無理なる 觀察 なりと ほ 申す 譯に參 

らぬ のであります、 政府 ほ 是等 諸般の 觀察點 を 取調 

ベて、 果して 現在の 手緻に 依て、 南北 妥協の 實を擧 

ぐる ことが m 來 、即ち 支那 國內 の掇亂 及び 衝突を 止 

めて、 一に 歸せ しむる ことが 出来る と 云 ふ 確かな 成 

算が あつて、 此事に 著 手した ものである かどう か、 

若し 此事に 著 手は 致した が‘ 其 目的を 達し 得ぬ と 言 

へば 無論の こと、 そこに 於て は 露國關 係に 對 して 非 

常なる 惡影嚮 を 生じ、 隨て 政府が 其 責任を 免 かるる 

ことの 出来ない のは 無論で ある、 如何にも 國際 間の 

大きなる 結果を 生ずべき ものであるが 故に、 此 S に 

付て 政府の 說 明を 求む る、 又 渦 日豫算 S 員會に 於て 

寺內苜 ffl に對 して 我 政府の 斡旋 盡 力に 陕つ て、 支那 

政府に 寶 渡さん とした 所の 武器が、 秦皇 島に 於て 張 

作 謀の 爲に 掠！？ せられた と 云 ふ 報告が あるが、 是れ 

は 如何と 云 ふこと を 問 ひました 所が、 其の 當時 寺內 

總理 大臣は、 成程 自分 も 新聞紙 上で そんな 事を 見た 

やうに ® える が、 まだ 其 事の 報告は 得て 居らぬ と 云 

ふ 答 辯を された >  一 國 の總理 大臣と して 殊に 日 支の 

關 係に 於て は、 特別に 注意せられ て 居る と 明言を 致 

して 居る 總理 大臣に して、 斯の 如き 間接とは 言 ひな 

がら 政府 關 係の 問題、 殊に 此武器 が どの 手に 歸 する 

と 云 ふこと が、 支那 內亂に 更に 火の手を 揚 ぐべき 原 

因と なるべき 事柄に 付て、 新聞では 見た やうで ある 

と 云 ふ 位の 答 辯を 爲すと 云 ふことは、 ^ き 入つ たる 

冷淡不 誠 K なる 擧 励と 感じた ので ある 一 拍手 起る〕 


今日に 於ても 新聞紙で 見た やうで あると 云 ふ 以上の 
答辯ほ 爲し得 ぬ ので あるか、 其 後肢 調べられた 事柄 
はどうな つたので あるかと 云 ふ、 若し 答 辯が 出来る 
ならば 是非 願 ひたいので あります、 是は 露國關 係に 
於て ほ 餘程 の影镖 を 生ずべき 事柄で ある (「今日 ほ 
そんな 詰らぬ 事を 言うて 居る 場合で ない」 と 呼 ふ 者 
あり〕 從 來の實 拔に 付て 見 ますれば •彼の 張作猱 と 
云 ふ 人 ほ、 我が 勢力 範阐 とも 云 ふべき 地に 居つて 其 
璁督を 致して 居ります 爲に 、大抵の 事情 (3; 帝 國政府 
の 意向を 略々 推察し なければ 容潺に 動く ことを せぬ 
人であります、 其 入が 帝國 政府の 口入れに 抜り、 政 
府の 手から 出た 所の 武器が 泰平 公司の 手を 經たれ ば 
とて、 支那に 到 著した る 場合に 於て、 橫 合から 出て 
之を 掠恝 致した と 云 ふ 如き ことほ ..… C '— 1 問題外 だ」 
r 何を 言つ て 居る の だ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 尾 崎 行 雄君斷 じて 有り得べ からざる 事柄と 天下 
一般は 推察を 致して 居ります c 「簡黾 に」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 其 張 作 霖なる 者が 武器を 掠 想 致して、 而 して 其 
武器を 以て 兵を 北京に 進め、 馮總統 に 向つ て ほ 何日 
以內 、若く は 何時間 以內に 段を 總理 大臣と 爲す にあ 
らずん ば， 更に 兵を 北京に 進める ぞと云 ふ 如き 脅迫 
を 致して 居る こと も •世間に 周く 傳へ られた 事 實で 
あります、 更に 茜し きに 至つ ては 徐樹 鋒なる 者 —— 
馮總統 に反釾 する 政治家 中の餘 程の 働き手と 聞え た 
る 所の 徐樹 鋒なる 者は、 人に 向つ て 吾々 は 日本から 
來つた 所の 武器を 持ち、 張 作霖を 以て 武力 的 li 力を 
大總統 に 加へ て •…： 

0 議長 (大岡 育造 君〕 尾 崎 君 I 尾 崎 君、 如何なる 

事が 新聞に あらう とも •今日は 外務大臣の 演說 に對 

する の 質問であります、 範圍の 限られた る 場合には 

脑圍を 御守りに ならなければ なり ませぬ。 

〇賭 崎 行 雄 君 出来る 丈 ® 圍を 守つ て 居ります (「そ 

んな 質問は 閉會 後に やれ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 又 

國 際的關 係に 於て 重大なる 問題で あ 〇 ます、 故に 是 

等の 記事を 毀 照し 来れば， 支那の 現狀が 如何なる 狀 

態に あつて 其 後ろには どう 云 ふ 綱が 引かれて 居る か 

と 云 ふこと も、 世界は 略々 想像す るので ある ( 「_ 

も 1! いて 居らない ぞ J と 呼 ふ 者 あり〕 之に 對 して 我 

帝國の 地位を 明かに し、 世界的 信用を 維持す る こと 

は 帝國 政府の 責任では ありませ ぬか、 是 等の 事は 本 

員 問は ずと も、 外務大臣た る 者は 進んで 之を 說 明す 


べき 箬 と 思 ひます、 故に 併せて 此事も 問 ふて S きま 
す、又是まで總理大臣及外務大臣の答辯ほ、天下周 
知の 事實 、而も 其 事 ® ほ 關係國 に 於て ほ 全く 承知 致 
して 居るべき 事 實に對 してす らも， fii めて暖 昧不誠 
實 •但しは 反對 にも 解釋 せらるべき 答 辯を 致して 居 
ります、 其 結果 ほどうな ります、 事 ® を 知らない 國 
國に 於て ほ 兎に角、 事 實を 知つ て 居る 相手の 政治家 
が >  此總理 大臣 及 外務大臣の 答 辯を 見て 期の 如き， 
虚僞と 云 ふこと (3: 言 ほず とも 事實は 違 ふた 答 辯を 致 
して 恬然と して屛 る， 不誠實 なる 答 辯を 致す と 云 ふ 
ことを •事 實に 就て 關係諸 國の 政治家が 見 ますれば 
此に 於て 帝 図 政府に 對する 不信 W が 來 るので ある、 
帝國 政府に 對 する 不信用 ほ 取り も K さず 帝 3 國民に 
對 する 不信用と なる のであります， 故に 我 帝 國の利 
害を 思 ひ體而 を 重んじ、 今日の 答 辯に 於て ほ 從來の 
如く 唯 だ 一時を 胡 魔 化す 所の 不誠實 の 答 辯を 致して 
列國の 間に 信を 失 ふが 如き 擧動に 出で ざらん 取を 希 
望 致します (拍手 起る〕 

〔「答 辯の 必要なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (大岡 育造 君〕 本 野 外務大臣。 

〔國務 大臣 法 學博士 子爵 本 野 一郎 君 登®, 

〔「簡 單 に 願 ひます」 「もう 答 辯は 要り ませぬ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〇國務 大臣 (法 學博士 子爵 本 野 一 郎君〕 諸君 唯今 尾 
崎 君から 色々 の 御 質問が ありました が、 先 づ其耍 點 
に 就て 簡單に 御 答を 致して 置きたい と 思 ひます C 「結 
構々々」 「親切に」 と 呼 ふ 者 あり〕 露 國に對 する 聲 
明を 今日まで 何故し なかつ たか、 是ほ 甚だ 怪しから 
ぬ 次第で あると 云 ふやうな 御 質問で ございます、 一 
體露 國に對 して 帝國が 親密の 關係を 維持して 行きた 
いと 云 ふことは •旣に 本 議會の 初から 帝國 政府が 聲 
明 致して 居る ことでありまして， 今日まで 少しも 渝 
ら' ぬ ことであります、 今日は 最早 帝 國議 會も將 に閉 
じんと する 際であります か. ら ，此艘 會に 於て 更 めて 
此事を 申して 置く ことが 必要で あると 認めました か 
ら 、此 機锊に 於て此 事を 言つ たのであります、 帝國 
政府は 露西亞 に對 しては 先程 も 聲明奴 しました 通り 
少しも 友誼 的の 信念は 渝り ませぬ、 此事 を： 史 めて此 
機會に 於て 中して 置く 方が 適 當 であらう と 認めた か 
ら言 つたので あります、 又 露西亞 を 敵と 見ない 以上 
は、 之に 對 して 援助を する が 宜い、 ，此點 に 付て 政府 
の 意見を e き. たいと 云 ふ 御 質問で あつた やうで あり 
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ます、 又 一方に 於て は按助 する 方が 13: い vr ic ふ 一 1 考 
の やうで あるかと 思 ふと、 認西亞 の 誰かを 搜助 すれ 
•は 却て 露 西亞の K 感を買 ふから どうじ やと か 一寸 分 
〇 惡い御 H 問の やうで ありました 、沖ながら 要する 
に 露 西亞 を捋 肋す る、 按肋せ ぬ、 ^ 肋す るが 宜 いか 
惡い か、 如何なる 時 に 於て する が 宜い かと 云 ふやう 
なことに就てほ，政府に於て深く愼笊に考迸致して 
居る ことで あ 〇 ますから • 左様 御了承 あらん ことを 
希闺 致します、 又 出兵 問題に 就て ほ、 聯合與 成との 
間に 何 か® 見の 交換が あつたで あらう、 邦 iiri 末が 知 
りたい と 云 ふ 御 質 間の やうで ございました、 何時 ぞ 
や ^ 算委 員會に 於ても 御 , fl 問が ありました 際に 中 上 
げ ました やうに、 此 重大なる 時局に 對 して、 聯合與 
國 と帝國 政府との 間に ほ、 2Jf 々物々 意見の 交換は 致 
して 居 〇 ます、 併ながら 怠 見の 交換を 致して 居り ま 
す ことを、 今此 公開の 篛榀に 於て 斯の 如 き 事を 言つ 
て 居る、 斯の如 き 返事が 來た と： K ふやうな 事を 私は 
一々 之を 今日 明言す るの 時機では ない と# へます か 
ら此 事は ® つ 平 御斷 りを 致します  >  又 第 四に fl 崎 君 
が 述べられた の ほ 是 ほ 尾 崎 ® が 今日まで M A- 述べら 
れた ところで あつて、 所謂© 爭の EI 的： 2S 々と 云 ふ 事 
でございます、 此事を 御 敷衍に なつて 御 述べに なつ 
て、 更に 御 になつて 居る， 此點 に付きまして は 
政府は 旣に再 ：一一 再 四 本 議拗に 於ても 亦 炎 M 愈に 於て 
i 明かに 政府の 翻る 所 ix 述べて あります から、 今日 
之を 再び 明言す る必耍 はない と 思 ひます (拍手 起る 
「のうく」 「何が 明か だ」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 唯々 玆 
に 一言 是非 正して la かなければ ならぬ と 券へ まする 
事は、 先程 _長か らも 御 注 S が ありました 點であ 〇 
ます、 尾 崎 君の 言葉を 聴けば 帝 M は 恰も 敵 國と款 を 
通じて 居る が 如き C 「のう <」 と 呼 ふ莕 あり 讖場騷 
然〕 やうに 了解され たのであります (「其 通り」 「默 
れ J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 國務 大臣 (法 學博士 子 11? 本 野 一 郎君) 斯の 如き 事 
は 斷じて 無い と 云 ふことは 言 ふ 迄 もない ことで ござ 
いますが、 此點 に付きまして、 寸 黾 の 疑で も あつて 
はなり ませぬ から、 私は 明かに 言明して 置きます、 
聯合 與國 と® 职の 遂行を 最後 迄 綾け ねばならぬ、 之 
に對 しては 帝 國は 及ぶ 限りの 盡力を せねば ならぬ、 
又して 居る と： K ふ 事は 天下の 洽く知 る 所で ありまし 
て (拍手 起る〕 此點 に關 しては 尾 崎 君は 世間に 疑が 
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あるが 如き 事を 言は れ ました けれども •此點 は斷じ 
て ありませ ぬ (拍手 起る〕 此點は 最も 私は 明確に し 
て 置きたい と存 する のであります (「國 家を m じない 
から そんな 事を 言 ふの だ」 「明 陥な もの だ. j 「默つ 
て Bi け」 と 呼ふ荠 あり 議場 騷然〕 尙ほ其 他 細かな 問 
題に 付て 色々 御 質問が ございました、 4= 爾賓に 於け 
る 「セ メノフ J とか 云 ふ莕の 行動に 付て 新聞に 彼此 
出る •  ft li どうか、 どうも 政府と 致しまして は、 新 
聞に 色々 の 誤報が 傳は ります のを、 之を 一々 正誤を 
致す こと も 出來ぬ 次第であります •殊に 又 尾 崎 君の 
言論な どに 付ても、 大分 新 ra に 誤報な どが 傅つ て 居 
る やうで あ 〇 ますが、 是等も 或は 日本の 爲に 甚だ. 十 
利益に 感ずる やうな 事' かあります けれども (拍手 起 

る〕 私は 之を 正誤す る やうな 事 ほ 致し ませぬ、 又此 

支那 問題に 讨き まして (「痛快々々」 と 呼 ふ 者 あり：' 

fi は 今日 槃明 致しました 問題と ! i 少し 懸離れて 居る 

やうで あ 〇 ますが、 帝 國政府 が x 那に對 して變 衔 を 

したと か 云 ふ ^ 柄が あると 云 ふやうな 御 話で ありま 

すが、 南北の ffi 調 問題、 其 他に 付きまして ほ、 大分 

世間で 八签救 なつて B る ことで， 南北の 協調と か 云 

ふやうな 事は， H に 願は しい 事と 思つ て 居ります け 

れど も、 政府 ii 今日 迄 未だ 交 那に對 して窨 押 を與へ 

たと 云 ふ ? Jf は ございませぬ， 一體斯 の 如き 問題に 付 

きまして ほ •愼 m に 愤重 の考憩 を 要する 事で ござい 

ます、 尾 崎れ も尙御 記 m で •こざい ませう、 袁 世 凱の 

時 k に 帝政 延期® 吿と云 ふ 事が、 如何なる 始末に な 

つたかと云ふ琪ほ(「ひや<」と呼ふ者あ0〕尚御 

記 ts であらう と 思 ふ (拍手 起る〕 斯の 如き 例 も あり 

まする から •支那の gt に 色々 干涉 をす ると か、 勸 齿 

をす ると か、 ?? i1;- をす ると 云 ふやうな 班 に付き まし 

ては、 政府と 致して は惯 ffi に愤 重の 考趙を 加へ た 上 

でなければ、 うつか りした 事は 出來ぬ のであります 

先 づ大的 尾 崎 君の 御 竹 問に 對 しては， 是れ で ^ き C 

pr ると 思 ひます から 是で . 

〔拍手 起る〕 

0 謎 長 (犬 岡 育造 荇) Mi m 君の： al 吿があ 〇 ますが、 

此場 合議 事 進行の S に 一言 致して 圈き ます ，屮 すま 

でもな く  R 下の 外交 i i •非常な m 大な時 «JI であると 

存じます、 成るべく 言論を 御 注 S になつ て、 再び 惑 

場の 喧噪を 招く が 如き ことのない やうに 切に 希望 致 

して S きます - 溪 月 小 太 fiR 君。 

〔SF 月 小 太 M 君 登® 一 〔拍手 jffi る〕 

外交に 關寸る 0 F fll 小 太 郞の贤 間 


0 望 n 小太郞 封 諸君、 本員 ほ 唯今 外務 大 K の (「簡 
々 」 と 呼 ふ 者 あり： I 御 演說 の : ii 阑に 限つ て 此處に 
質疑を 致して M たいと 思 ひます， 此最 終の 讁會に 外 
務大臣 が 外交 上 殊に 重大なる 間 題に 對 して， 唯今の 
說 明を 爲 すの 勇氣に 至つ て ほ 本員 ほ 外務大臣が 尙ほ 
一片 良心の 健在を 視 する 者で あ 0ま寸(「ひや<」 
と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 さりながら 旣に内 外に 對す 
る此 責任を 自覺 した 以上は、 外務大臣の 說 明した る 
西 比利亞 出兵 問題に 對して は •今一 府事實 の眞相 を 
吾々 阈 民の 前に 披牖 して こそ 當然 であると 斯_ に考 
へる ので ある、 (拍手 起る〕 何とな +1 ば 此西比 利 亜 
出兵 問題 ほ、 諸君が 御 案内の 如く 過去 三， 四 週間に 
於て、 内外の 人心に 向つ て 一 補 言 ふべ からざる： 个安 
と 動 搖と を來 し、 吾々 ® 民屮に 於ても、 壯丁ほ 今に 
も 動員令に 接する かと 期待した ので ある、 又 財界を 
初め 日本 國民 全 gf は •此間 題に 對 して 一種 名狀 すべ 
からざる 沈 鹊 の 空氣に 今 M ほ 間 まれて 居る ので ある 
(拍手 起る〕 而も 此 [yj 題に 對 して 當 外務大臣が  >  畫 
夜兼行此目的を達する事に努カサられたと云ふ事ほ 
本 M 獨〇 之を 知る のみならず 諸君 も 之を 認識せられ 
て 居. ^ れま せぅ (r のぅ と 呼ふ奔 あり〕 然るに 
斯の如 き m 大なる 出兵 問題は， 而も 去る 十七 日 — 
其 所に 原 •« も犬赛 君 も 尻 るが —— 此 日の 外交 調査 會 
に 至つて 突如と して 火の 消えた 如く、 而 して 今日 餘 
す 所の ffi に內 外に 對 する 疑惑と， 顚み て列國 から ! X 
逆手に 或る 條件を 提出せられ ん とする が 如き 境遇に 
陷つ て屛 るので ある (拍手 起る) 此に 於て 本員 ほ 此 
西 比 利 亞出兵 問題に <•! て 第一に 御 伺 ひ 致したい 點ほ 
左の 事柄で ある， W ち 唯今 外務大臣 自ら 辯 明せられ 

た 如く， 事々 物々 與國間 との 意見の 交換を 爲され た 

と 云 ふ 私の 間 ひたい 第一 點 ほ 是で ある、 抑々 帝國政 

府が當 初與國 間と / li 兵 問題に 關 する 其 意見交換の 出 

發 點は 如何で あるか、 即ち 其 交渉の 動機 ほ 何 所に あ 

つたので あるか、 換言すれば 我 先づ 自ら 決心す る 所 

あつて 他の 決心を 促した ものである か、 或は 我は 決 

心せず して 唯々 他の 決心に 從つて 我の 決心を 左右せ 

んと したので あるか、 此 意見交換の 當 初に 於け る 帝 

國の態 度 ほ、 自主的で あるか 服從的 であつ たかと 云 

ふ 論旨で ある C 「そんな 事は 分って 居る」 と 呼 ふ 者 あ 

〇) 第二に 向つ て御尋 致したい のは、 此 結果と して 

與阈間 交 涉の純 過は、 外務 大 K としては 當然此 鹿に 

說明せ ねばならぬ 事で あると 思 ふ、 第三に 於て は 若 


し 不幸 與國間 の 意見が 一致せ ざる 場合に 於て は、 帝 
國の 決心は 何れに あるかと 云ふ此 三點を 簡明に 此處 
に說 明して 兑た いと 思 ふて (拍手 起る：} 第一に 露獨單 
獨講和 以來、 獨 逸の 露 國に對 する 狀况は ，恰も 巨人 
が劍を 提げて 赤子に 臨む が 如く  •露國 は 何としても 
無抵抗 無防備 …… 此結果 は獨澳 の 威 迫は 終に 我等の 
極東に 迄 及んで 居る ので ある， 旣に 陸軍大臣が 去る 
議場に 於ても 説明せられ た 如く、 獨塽十 萬の 拙 虜が 
「ゥラル」 以東に 於て 時々 刻々 武装を 致して、 現に 
「ィルク ツキ」 の 如きは、 十二月よ 〇 一 月 迄の 間 ほ 
過激派 反 過激派で 相半ばして 居る にも拘らず、 今日 
ほ 過激派の 手に 陷 り、 11-h .ffi 塊の 捕虜は 一致 致して、 
獨逸將 官の爲 に 二軍 團を 訓練せられ て 居る と 云 ふこ 
とは 諸君の 御 熟知の 次第で ある、 又 最近に 起れ る 「ブ 
ラ コウ エス. チェン スキ」 の 間 題 も、 是亦獨 塊の 捕虜 
が 陣頭に 立つ たと 云 ふ 事は 御 案內の 通りで ある、 印 
内總理 は 两 比 利亞に 於け る獨塽 捕 ® の 如き ほ、 恐る 
、に 足らぬ と 言 はれて 居る が、 舟 ほ 政治を 知らざる 
武將 一片の 空談で ある (拍手 起る) 抑々 獨 逸の 組織 
は 飛躍の 前に 準備 あり、 準備の 前に 設計 あり， 設計 
準備 •飛躍 斯の如 くして 極 柬に向 つて 活躍して 居る 
ので ある、 誰か 今日に 於て 此儘に 帝國が 之を 默視放 
任 致した 曉には ，浦 潮斯德 が 第二の 獨逸 の亞 細亞に 
於け る 「キー ル」 軍港と ならぬ と 云 ふことの 保證を 
致します か (「します よ」 と 呼 ひ扣手 起る) 又 西 比 利 
亞線が B3 逸の 極 束に 於け る 第二の 「パク ダット」 鐵 
道と 餒化 しないと 誰が 斷言 致します か， 斯の 如く 考 
慮 致したならば •我 交渉の 動機と 云 ふ 其 出發點 は、 
即ち 自衛の 必要に 迫つ て 居つた と 云 ふこと が 第一の 
條件で なければ ならぬ 箬 である (拍手 起る) 現に 今 
日に 於て ほ 外務大臣が 唯今 說明せ られた 如く 波_ 的 
海黑 海は 旣に獨 逸に 包 擁せられて、 而 して 裏 海の 沿 
岸から 中央亞 細亞の 「メル フ」 迄 ±r 搵 逸は 殆ど 脈 
絡を 取つて 居る ので ある， 近き 將來に 於て 阿 富汗斯 
坦 より 印度の 國 境に 彼の 勢力が 迫つ た 曉には 、日英 
同盟の 薄： 務 として 我國ほ 當然 之を 救は なければ なら 
ぬ、 其 袖に 移る 火は 尙ほ 未だで あるが、 西 比 利 Till に 於 
ける 眉を 焦がす 所の滔 は 目前に 迫つて 居る ので ある 
(拍手 起る： 一是に 於て 我國は 斷乎 としたる 自衞の 必要 
なきや 如何 •即ち 是が 與國 間と 交渉 開始に 於け る 政 
府 動機の 第一 點でな けねば ならぬ が lit 點を 第一に 承 
りたい， 第二は 出兵の 動機は 露國 救濟の 目的の 爲に 


此 交渉を 開始した 害で ある、 即ち 我は 能 ふべ くんぱ 
全 ® 西亞 を救濟 致した きも 我 力及ばず、 lit に 於て 露 
阈の 本土に 於て 生命 財 產の安 全す らも 求める に 處な 
き 其 露國 民を 救 ふと 云 ふことは、 日露 協約の 目的、 
日英 同盟の 義務に 於て •日本が 當然盡 すべき ことで 
ある， 此に 於て 此露 西亞を 救濟 すると 云 ふ 必要 は， 
現に 去る 十五 日の莫 斯 科に 於ての 露獨單 獨 講和 會親 
の 評議員 數に對 しても •三分の 一 ほ 之に 反 對を致 し 
たが、 唯々 力 及ばざる 爲に 之を 屈服 致して 居る 事 if 
に 照しても 明. H である、 即ち 彼等は 日本と 云は ず 何 
れ かの 與國の 力が 来つ て， 彼等を 救濟致 して 吳れる 
ことを 待ちつ、 ある 今日で ある •此點 に 於て 我國は 
露 H に對 しての ! S 意を 披 顯 し-決して 侵略的 若く は 
我 慾 的に 非ず して •此露 S を救濟 する 目的で あると 
云 ふこと、 即ち 露® 新 K 家の 再 is せらる、 まで， 此 
極 yi の 守備 及び 治安を 維持す ると 云 ふこと を邋 明し 
て、 然る 後 / 15 兵す ると 云 ふ、 是が 與國間 交渉 第二の 
m 發點で なければ ならぬ §： である (拍手 起る〕 若し 
夫れ 第三の 動機に 至つ たなら ば， iilj ち 聯合 與 國 との 
共 R 作戰の 必要 I 此の 勤に 於いては ■外務大臣は 
其の 說明を 隱され ると 雖も •本員 之を 露骨に 申す、 
RO ち與國 の 間に 於いては 確に 「ィルク ツキ」 あたり 
迄 •日 木の 丘 (を 進められた とした 處が •格別の 効果 
が 無い から， もつ と 進んで 露 國の內 部に 入つ て 貰 ひ 
たいと 云 ふ 希菌 である， さりながら 朵れは 我に 於い 
て 力が 足らぬ、 此に 於いて 力は 足らぬ が 我が 力の あ 
らむ限 り、 少く とも 「ィルク ツキ」 以 J?i の 極柬を 守 
備した 嘆に if 第一に 浦 潮 斯德に 於け る 軍需品に し 
て も •又 西 比利亞 に 於け る 物資に しても、 之れ を獨 
逸澳地 利の 敵手に 陷ら ないやぅ に 防禦す ると 云 ふ、 
少く とも •消極的の 牽制 運 励と なると 云 ふことは 是 
亦 明白で ある* 斯の 如き 理由から 見ましたなら ば、 
我國ほ 此の 第一 自衞の 必要 •第二 露國 の救濟 ，第三 
與國 間との 聯合 作戰 の爲 めに 此の 交涉を 開始した、 
是れが 意見交換に 對 する 出發の 動機で なければ なら 
ぬ、 此點に 於いて 本員は 重ねて 外務大臣の 詳細なる 
御說明 を阐み たい (拍手 起る〕 而 して 最後には 與國 
間との 交渉の！！ 過， —— 此 iji に 付て は 外務大臣 (i 唯 
今此席 h で 邦 說明 を ft' 認 せられて 居ります るが、 併 
し與阈 間に 於て ほ 旣に此 事を 言明せられ て 居る， 即 
ち 去る 四日に 佛閱两 の 外務 大 2 i 「ピション」 氏先づ 
之を 唱 へ、 九 H には 英國の 外務 次官 『ロバー トセ シ 
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ル」 氏、 十三 日は 英國の 外務大臣 r ハル フォ ー ァ _.| 
氏、 及び 辣理 大臣 「ロィド ジ ョージ .1 氏 共に 此 ijf を 
言明し、 殊に 英 ■總理 は 英國の 議場に 於て、 此の 問 
題は日本自ら決すべキ-所のものであると迄聲言せら 
れて 居る ので ある、 然るに！ £ 米 利 加に 至つて ! X 主義 
としては、 日本が 獨力西 比利亞 の 治安に 住する 事 ほ 
(7 、對は しないが、 今日の 時局 ! r- 於て ほ 尙ほ 其の 危難 
は 目前に 迫つて 居らぬ と 云 ふ 一茼條 、而 して 第二に 
は 此危 難の 迫らざる 今日に 於て、 日本の 两 比利亞 に 
出兵す るが 如きは、 却て 露 國八冬 數を驅 つて 獨逸の 
懐に 入らし むる ものであると 云 ふ、 此消棰 的 不賛成 
の 11 理由を 帝 國に 通知した 箬であ る、 玆に 本員の 一 
言 申 述べたい ことがある、 即ち 日本と 米國 との 間の 
親密は 申す 迄 もない、 又飽 まで 此親密 を 熟 望す る點 

に 於て* 本員は 決して 外務大臣に 劣らぬ、 さりな が 

ら此西 比利亞 に對 する 危難を 感ずる 程度の 摩 薄に 至 

ては、 直接の 我等と 五 千哩の 海上を 隔 つて 太平洋の 

彼岸に 於け る亞米 利 加の 感じの 程度とは、 自から 我 

れ 自ら 主と なつて 彼れ 客と ならなければ ならぬ、 現 

に玆に 一例を 以て 試に 承らぅ、 亞米利 加と 加奈陀と 

の 三千 哩の國 境に 於て 若し 加奈陀が 獨 逸と M 獨 講和 

を 結んだ と假定 し、 此 場合に 十 萬 十五 萬の 獨塽捕 鹿 

が 其亞米 利 加の 國境を 浸し、 其 治安を 紊 すと 云 ふ II 

の あつた 場合に 米 國は 聯合 與國の 一員 だからと 云 ふ 

て我國 の 相 談を經 た 後に あら ざれば 出兵を しない や 

否やで ある (拍手 起る 「ひや^^-」 と 呼 ふ 者 あり V 

又 墨 西哥に 於ても 同一の 事で ある、 現に 「ル— 卜」 

氏が 昨年 亞米利 加ょり して 認西 .® に 行つ た 時に 於て 

は 現に 外務大臣 も 言明せられ た 如く  C 「簡 單」 と 呼 ふ 

者 あり〕 簡 S では 分らぬ 問題で ある、 此露國 に 向つ 

て 赴いた る 「1 丨卜 J 氏は、 一言半句 も 日 木に 相談は 

L なかつ たので ある、 是 等の 趣意に 付て は 日本 自ら 

米國に 向つて 十分に 說 明の 餘地が あらぅ と 思 ふ •又 

亞米利 加の 提議せ る 第二の 不安、 即ち 此際 日本が 出 

兵 すれば 踩西亞 人を して獨 逸の 懷に 入らし むる もの 

であると 云 ふ 論 據が 正しい としたなら ば、 出兵を せ 

ず 救濟 をし なかつ たなら ば、 無 備 無力の 全露國 民は 

悉く 獨 逸に 屈服す る ものであると 云 ふ 論理は、 更に 

一層 正しくなら ざるを 得ない ので ある (拍手 起る〕 

以上の 理論に 於て 日本の 此西 比利亞 出兵 交渉の 励 機 

は 唯々 東洋の 治安 維持， 極柬の 守備、 即ち 第一、 我 

が 自衞の 必要， 第二、 露國 の救濟 、第三、 與國間 共 


同作賤 の 必要 ！ 此三點 から 起つ て、 聯合 與國と 交 
渉を 爲され たと 本員 (X 信ずる が、 此三點 に 付て 外務 
大臣の 更に 詳細なる 御說 明を 願 ひたいので ある、 而 
して 最後に 外務大臣 ほ 斯様に 言 ほれた、 即ち 與國ょ 
り 共同 的 提議が 無い 以上 ほ 云々 と 言葉を 殘 され まし 
たが、； 小 幸に して 此與國 間の 意見が 一致せ ざる 場合 
に 於て は、 帝國ほ 出兵を しないと 云 ふので あるか、 
BII ち 出兵 打 切りと 云 ふ 意味で あるか、 是が 承りたい 
外務大臣 ほ 動もすれば 愼重 に愼 重の 考厳 を费 すと 言 
ふ、 凡そ 古ょり 愼 重の 考 憩とほ、無能なる外交官が 
最後の 隱れ 場所で ある (拍手 起る) 斯る暖 味なる 文 
句を 言 ほず して， 我 帝 國の 態度を 分明に 詳細に 玆に 
說明せ られん ことを 要求す る爲 に、 «: 簡 m なる 質疑 
を提 川 致した のであります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 本 野 外務大臣。 

〔國務 大臣 法學®  士子爵 本 野 一郎 君 登壇〕 

〔「答 辯の 必要なし」 「何遍 答 辯しても 同じ 事 だ J 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〇國務 大臣 (法學 博士 子爵 本 野 一 郎君〕 唯今 望月 君 
から 縷 々御意 f 述べられました、 御意 見の 程は 恭 
しく 拜聽 致して 置きます、 唯々 御 質問の 點 に付き ま 
しては、 私 ほ 尾 崎 君の 御 質問に 對して 答へ て 置き ま 
した 事で 十分 盡きて 居る と 信じます (「分らぬ から 
聽 くの だ」 「分つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 又是以 上 
御 答 致す ことは 出 來 ませぬ から 御斷〇 .を 致します。 

〔「無能々々」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 質問 ほ 是 にて 終了 致しました 
依て 日程に 入ります、 日程 第 > 共通 法案 第一 讀會 
の續を 開きます、 委員長 政 尾藤吉 君、 報告を 求め ま 

す。 

〇 恒松 隆慶君 市町村 吏員 隄 遇に 關する 委員 會を開 

きたいと 思 ひます、 第三 委員 室に 御 出席を 願 ひます 

第一 共通 法案 C 政府 提出、 貴族院 送付) 

第一 讀 會の續 C 委員長 報告) 

〔法 學®  士政尾 藤吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 法 學® 士 政 尾 藤吉君 諸君、 本員は 爰に 共通 法案 

委員 會の經 過 及 結果を 御 報告 致します、 委員 會ほ前 

後 十回に 亘る 開會を 致しまして 最も 嚴重な る 審議を 

遂げました、 今 順序と 致しまして 政府が 此案を 提出 

致しました る 理由と して 說明 致しました る 所を 簡單 


に御轺 介 致します、 第一 ほ 內地と 植民地との 間の 法 
规 の @ 槌に 依て 起り ます 所の 不便を 排除したい と 云 
ふので あります、 日本と 外國 との 法律の 拽觸の 場合 
に ほ 如何に すれば It いかと 云 ふこと ほ、 赴は 我國で 
は 法例に 規定して あります、 併ながら 殖民 地 ほ 外 國 
であ 〇 ませぬ から、 殖民 地の 法規と 内地の 法規との 
S 觸 致しました る 場合に ほ* 如何にしたら 宂 いかと 
云 ふこと ほ、 法例に ほ 規定して ない のであります、 
之に 依て 起る 所の 不便を 排除したい と 云 ふの が、 此 
共通 法の 一つの 目的であります、 第二 ほ內 地と 殖民 
地との 間に 戸籍の 連絡を 缺 いて 居る ことに 依て 起る 
所の 不便を 排除したい と 云 ふので あります、 日本人 
と外國 人との 婚姻 ほ 何等 差 支ない 事と なつて 居る 今 
日であります、 そこで 若し 日本人が 外 a 人と 婚姻を 
致せば、 如何なる 法律 關係が 起る か、 如何なる 親族 
關係が 起る かと 云 ふこと ほ、 民法 國籍法 其 他の 法律 
に 規定して ある ことで ございます るが、 內地 八と 殖 
民 地の 人との 間に ほ 婚姻が 行 ほれない のであります 
固より 內 地の 人と 殖民 地の 入と が 同 採を 致す こと も 
あります、 其 間に 子供の 生れる こと もあります が* 
併ながら それ 等の 男女の 間に ほ、 夫婦の 關係も 成立 
つて 居らず、 此 父親と 子供との 間に ほ 親子の 關係も 
成立たぬ のであります、 殖民 政策の 上から 見ます と 
殖民 地 人と 內吔 人との 婚姻に 依りて 親族 關 係を 生じ 
殖民 地の 人を して 帝國の 統治に 謳歌せ しめる やぅに 
すると云ふことほ、獎励すべき事であると言ふ人も 
あるので あります •然るに 此戶 籍の逋 絡の 不備から 
致しまして、 內池 入と 殖民 地 人との 問に 親族 關 係を 
結ぶ と 云 ふことは 出来ぬ、 此 不備を 補 ふと 云 ふの が 
共通 法の 又もぅ 一つの 目的であります、 第 ili ほ 會社 
法の 共通を 缺 いて 居る ことに 法て 起る 不都合を 排除 
すると 云 ふので あります、 今日 ほ 朝鮮 毫 W 等に 於て 
朝鮮の 會社令 臺« の會社 令に 依て、 成立して 居る 所 
の 多くの 會社が あります、 是 等の 會 社の 中には 內吔 
に營業 所を 持つ て 居り 內 地に H 場を 持つ て 居り 内地 
に 多大の 財產を 持つ て 居る もの もあります、 是 等の 
會社ほ 日本の 會社 でもなければ 外 國の會 社で もない 
そこで 我國の 法律に 依り ますれば、 日本の 會社と 外 
國の會 1£ と 云 ふ ものは あるが 其 中間に 立つ 所の もの 
ほ 無い ので あるから 殖民 地の# 社と して 特に 認める 
階級の ものは 無い のであります るから、 法律の 眼 か 
ら 見れば、 日本の 會社で もなければ 外 國の會 社で も 


ない 得 S5 0 分らぬ ものに なつて 仕 舞 ふので あります 
そこで 委員 會に 於き まして 懣孜- 
君と 政府 委員との 間に 此趙に 付て o n M :.. ::;': : ?? に ^ て 
察します ると、 随分 奇妙なる 狀 r/s が 起つて 來る ので 
あります、例へぱ崁闺の大锊社が内地で大規5 0 エ 
場を 持つ て 居る、 多大の W 產を 持つて K る、 是笤 〇 
財產は 法律の 謎め ない 所の 者が 持つ て屛る C であり 
ますから、 法律上 骰格に 言へ ば 無 主物で ある， 然ら 
ば 人が 無 主物と して 占領す る ことが 出來 るか、 K 格 
に 言へ ば 出来る 筈で ある ■か、 官懑に 於て 左樣に 取扱 
ふこと も 出来ぬ ので ある、 又是 等の 大矜社 が 内地で 
持つ て 居ります る 管 業 所、 工場 •  W 產に對 して 政府 
が 課税を せんとす る 時、 日本の 會社で もない、 外 四 
の會 社で もない， 得 踏の 分らない もので あ 〇 まする 
から、 課税の 本體が I 主體が 分らぬ ので ある、 然 
らば 是 等の もの ほ 無税と して 放つ て S く かと. K ふに 
左_ な譯 にも 參らぬ 、それで 官憲に 於ても、 e 社の 
當事者 自身に 於ても、 E A- 不便を 感ずる ので ありま 
して、 共通 法 ほ 此 不便を 排除し やぅと 沄 ふの が 又 一 
つの 目的であります、 第 四に 內地と 殖民 地 間に 於て 
破 產の 宣告の 効果に 付て、 共通を 缺 いて 居る ので あ 
ります、 今日で ほ 內地 人が 殖民 地で 財 產を 持つ て 居 
る こと も あり、 殖民 地 人が 内地で 財 產を 持つ て 居る 
こと も ある、 一朝此 種の 入が 破 節の 宣告を 受け まし 
た 場合に、 內 till で 受けた 破 產の官 ：吿 は菘 朝鮮、 
關東 州に 於け る 財產に 効果を 及ぼさず、 殖民 地に 於 
て 受けました る 破 產の宣 街は、 內地又 は 其 他の 殖民 
地に 於て 効果を 及ぼさず それ故に 場合に 依て は 一人 
の 八に 對 して、 內 地に 於ても 破產 5 請の 手續 をせ ね 
ぱならす、朝鮮に於ても、關東州に於ても、强8に 
於ても、 別々 に 破 產 申請の 手 絞を せねば ならぬ と 云 
ふ 不便が 起つ て 来る のであります、 共通 法は 此不便 
を 排除した いと 云 ふので あります、 第五に 公 TF; 證 W 
及 公文書の 効力， それが 今日の 所では 共通を 缺いて 
居る •內 地で 作りました 公正證 書は、 殖 K 地に 行つ 
て 効力 無く 殖民 地に 於て 作りました 公正 證 e は、 內 
地 又は 殖民 地 間 相互に 効力 無く， 此點も 補 ひたいと 
云 ふので あ 〇 ます、 第 六は 犯罪 處 罰の :; fs 絡の 無い こ 
とであります、 外國 入が 外國で 犯罪を 行 ひ、 日 木へ 
逃亡して 參 りました 時には、 逃亡 犯罪 人 引渡 條約に 
依て 之を 外國の 官憲に 引渡す こと も 出来る、 又 刑法 
の條 文に 照 I て 之を 處罰 する 場合 も あるので ありま 
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す、 併ながら 殖民 地は 外阀で ありませ ぬから、 殖民 
地と 逃亡 罪人 引 ?® 條 約が 結ばれて 居らう 喾もな し、 
それ故に 殖民 地で 犯罪を 行 ひました る 者が、 内地へ 
逃亡して 參 りました 場合に， 之を 逮捕して 引® すと 
云 ふ引陴 勝 約 4 ありませ ず、 又 之を 内地で 嗡罰 する 
刑法の 條文が 無い のであります、 外國で 犯した る 犯 
罪は 處 罰する 條文は あつても 民 地で 犯した る 犯 
罪は 處罰 する 條文 •か 無い のであります、 それ故に 共 
通 法は 此不都 合を 排除したい と 云 ふので あります、 
最後に 刑の 効果に 共通の 無い ことに 依て 起る； 个 都合 
を 排除したい と 云 ふので あります、 例へ ば 殖民 地に 
於て 再 一一 i 處罰 せられた る 所の 者が、 內 地へ 參〇 まし 
て、 又々 犯罪を 行 ひました る 場合に、 其 者は 刑法の 
再犯 加 市： の 原則の is 用を 受けない のであります、 其 

者 ほ 怜も 初めて 罪を 犯した 奔 であるかの 如く 取扱は 

ねばならぬ のであります、 P} 犯 加爾の 原則の 適用が 

出來 ぬのであります、 其 不都合を 補 ひたいと 云 ふの 

であります、 又もう 一つ ほ 旣に矻 刑せられ たる 所の 

者で あれば、 公職に 就く 資格を 失つ て 居る 窖で ある 

けれども •殖民 地に 於て 處刑 せられた る 所の 者が 内 

地へ 參 りました る 時に ほ、 處 刑せられ たことの 無い 

ものと して 見ねば ならぬ のであります から、 公職に 

就く 資格を 恋 ふと 云 ふこと も 出来ぬ のであります、 

是等 の不 fiii を 補 ひたいと 云 ふの が、 共诵佚 案 提出の 

主なる ra 由と して 政府の 説明 致しました る 所の もの 

であります •之に 對 しまして 委员 から 色々 質問が 出 

ましたので あります が、 其 主なる ものを 御 紹介 致し 

ますれば •何故に 内地の ? J;- 例を 殖民 地に 適用し ない 

ので あるか、 法例を 少しく 改正 すれば •之を 殖民 地 

に 於て 適用の 出來る やうになる ではない か、 之に 對 

する政府の答辯は、成程法例を改正すれぱ殖民地で 

滴 用の 出来る やうに 改正の 出來ぬ ことは あるまい、 

併ながら 其 改正 ほ 少しの 改正では 出来まい、 大 改正 

でなくて (3: ならぬ であらう-又 假令大 改正を 施して 

殖民 地に 適用の 出 來るや うにしても、 _ 々民事の こ 

と丈である、刑ホには適用が川來ぬのである、共通 

法の H 的と する 所の | 半し か 補 ふ 事は / li 来ぬ ので あ 

る、 もう | つは 何故に 内地の 法律を 其 儘 殖民 地に 適 

用し ない ので あるか、 御 承知の 通〇朝 鮮臺阕 等に 於 

きまして ほ 內 ilk の 民法、 内地の 刑法な どを 殆ど 其 il 

朝鮮に 於て li 制令、® S に 於て {i 律令に 依て 發 布し 

て 施行して 居る のであります から* 實體に 於て 间樣 
共通 法案 第二 讀锊 


であるから、 態々 朝鮮に 於て は 制令と 云 ふ 幕を 被せ 
霰 海に 於て は 律令と 云 ふ 幕を 被せて、 一皮 幕を 隔て 
て 施行せ んけ れぱな らぬ 事は ないで はない か、 日本 
の 法律を 其 儘 適用 すれば、 B: いでは ないか、 斯う 云 
ふ 質問であります、 それに 對 して 政府の 答 辯は、 殖 
民 池に 於て は 內 地の 法 钳を其 儘 適用す る ことの 出来 
ぬ 事情が ある， それ故に 於 法 刑法 等の 法律を 殖民 地 
に 於て 制令 又は 律令と して 發布 する 時に も •一部分 
は JI? 省いて， 施行す る こと も あり、 又 一部分は 變 E 
して 施行す る こと も ある、 此に 於て 制令 又 ほ 律令と 
云 ふこと にして 發布す る 必要 か 起つ て來 るので ある 
又 民法 •刑法、 民事訴訟法、 刑事訴訟法、 是 等の 法 
典を 除いた 其 他の 單行 法に 至つ ては、 其 土地 其 土地 
の 事情に !! (I し •必嬰 に應 じて 總督 が發 布す るので あ 
るから、 矢 張 制令 又は 律令と して 發布 する 必要が 起 
つて 來 るので ある、 もう 一つは 何故に 司法 g 關を統 
一し ない ので あるか、 殖民 地に 特別の 司法 _關 を {S 
くから， 此樣な 共通 法と S ふ 如き 法律の 必迆が 起つ 
て來 るので あらう、 若し 殖 民地 の 裁判所を 金 部 h'J 法 
省の 管 踏と して、 內地の 大審院の 配下に 置いて 統一 
するなら は •此樣 な 法律の 必要は 起らぬ で (X ないか. 
此 質問に 對し 政府は それは 司法 W 關の 統一と 云 ふこ 
とほ、 政府に 於ても 希望す る 所で あるけれ ども、 未 
だ 機運の 熟せざる を 以て 遺憾と する、 斯う 云 ふこと 
であ 〇 ます、 又 如何にして 此共通 法の 解 _ を 統一す 
るかと 云 ふ 質問であります、 lit 質問に 對し て、 政府 
は 共通 法の 解 釋は 左程闲 _ な こと、 は 考へて 居らぬ 
それ故に 共通 法の 解 釋が 左程 區々 に 分れて 行く であ 
らうとは ffi れぬ ので ある •斯う 云 ふ 答 辯で ありまし 
たが、 元と 此 質問は 政 友 會の委 負 前 田米藏 君に 依て 

發せ られた 質問でありまして、 lit 質問に 對 して 政府 

が 唯今 御 紹介 申す 所の 答 辯を 致しまして から 後に、 

更に 前 田 君' か此 共通 法案の 或 部分と 或 部分との ® 衡 

に 付て 政府 委員に 質 間す るに 及びまして、 政府 委員 

が 其 解 釋 として 與 へました る 所の 答 辯が 區々 に 別れ 

たのであります 、有 松 法制局 長官、 山 田 法制局 參事 

官、® 島司 法 省 法務局 長と、. 此の 三 君の 解 隙が 別々 

になつ たのであります •それ ほ まだし もであります 

るが、 其の 次の 委員 會の 劈頭 第一に 於き まして、 政 

府 委員から 前回の 委員 會に 於け る 答 辯の 訂正の 申出 

が ありました、 今度は 前回の 委員 會に 於て 有 松 君、 

山 田 君、 ffi 島 君、 皆ぱら < に 別れて 區々 の說 明を 


したのを， 山內 司法 铒參 事官が lii に 全部 収 消して 仕 
舞 ふて、 もう 一つ 新しい 解 輝を 與へた ので ありま 
す、 有 松 君は 頭腦明 晰の 人、 雄 辯の 人と して 尊敬せ 
られて 居る 人で ある、 山 田 ?! ■ ほ M3 際 私法の 大家と し 
て、 帝 國大學 の國際 私法 擔 任 の敎授 として 一世の® 
敬を 受けて 居る 人で ある， 豊島君 は 司法 番 の -/ J;- 務局 
長と して、 全幽の 裁判所から 法® の 疑義に 付いて 伺 
を 出した 時に、 之れ に對 して 訓令を 發 する 御 役人で 
ある， 是 等の 御 役人が 皆區々 に 別れた る 所の 解 釋を 
致しまして、 更に それを 山 内 司 決 省參事 官が取 消し 
て、 もう 一つ 新しい 解釋 を與 へた. 即ち 前 FH 君の W 
問に 依つて 政府 委 ti は 支離滅裂に なつた と 云 ふ 有樣 
であります ，之を 以て 見ても 共通 法の W 釋の統 一を 
阃ると 云 ふこと (3: 餘程闲 雖な事 であらう と； K ふこと 
は 察せられる のであります 、要するに 委員 會に 於き 
まする 質問 應 答の 歸 著す る si は， 內地磓 民 地 間の 立 
決 制度の 統一を 圖る 必要と、 內 g 殖民 地 間の 司法 制 
度の 統一を 一一る 必要と、 本 法 解釋の 統一を 圖る 必要 
と 云 ふ、 lit !1; に歸 著す るので あります、 仍て 委員 會 
に 於き まして、 委員 磯部 尙 君の 提議に 依りまして、 
政府に 對し 下の 如き 附帶條 件を 附して 本案を 可決し 
やうと 云 ふ 提議が あつたので あ 〇 ます •即ち 一、 政 
府ほ本 法の 解釋を 統一せ しむる 爲め 必要なる 機關を 
設く べし、 二 政府は 速に 內地殖 民 地 間に 於け る 司法 
及 立法 制度 統一の 實を擧 ぐべ し、 ft の 提議を せらる 
、に當 りまして、 磯部 君 {3: 政友會 委員の 意見を 代表 
致しまして、 本案は 少しも 滿足な る 案と ほ 思は ぬ、 
政府 委員の 答 辯が 支離滅裂と なつた ことに 徵 して 
見ても 甚だ 疑し い 法律案で ある •解 釋に苦 しむ 法律 
案で ある、 併ながら 會期切 迫の 此の 場合、 此案 を修 
正す ると 云ふ餘 H もない ので あるから、 それ故に 政 
府に對 して此 附帶決 _ を 添えて、 さう して此 案を 可 
決したい と 云 ふ、 斯う 云 ふ 説明が あつたので 有ます 
それに 對して 赤 內總理 大臣は 委員 會に 親しく 出席せ 
られ まして ，此 附帶決 議の 趣 a- 、 磯部 君の 希望の 趣 
旨を 了解せられ まして、 下の 如き 言明を 與 へられた 
のであります、 即ち , 政府は 本案 實 施の 成 緩に 見 
て、 其 解 釋 .の 區 々に 渉り， 本 法 施行 上茭 障を 生ずる 
が 如き 事 あれば •適當 なる 方法を 講ずる ことに 付き 
考暾 すべし， 一一、 司法 及 立法 制度の 統一は、 殖民 地 
の 現況に 照し 今 之を 實 行し ® しと 思 厳す る も •政府 
は 漸次 殖民 地の 發 達を 促し， 其 機運に 達せん ことを 


希 留す と •斯の 如く 聲明せ られた のであります 此に 
於て 憲政 會 委員樹 翻 封は、 更に 政府に 對し 行政法 規 
の 共通を 阃る 必要に 付て 所見 及 希望を 述べられた の 
であります、 それに 對し寺 內總理 大臣は 柵瀨 君の 希 
菌を諒 得せられた る 旨を 御 答 辯に なりまして •更に 
憲政 會 委員 齋藤隆 夫君は、 政府と 齋藤 君とは 憲法 上 
の 見解を 異にして 居る， 若し 齋藤君 が 政府と 憲法 上 
の 見解を 同ぅ して 居つ たなら ば. 此 法案を 帝 國懿會 
に 於て 議 して、 さぅ して 法 Mt として 關東 州に 持つ て 
行つ て 行 ふと 云 ふ 事は 違憲の 事で ある， 憲法違反で 
ある， けれどもが， 爾藤嵙 ほ 政府と 憲法 上の 見解を 
異にして 居る、 齋藤赳 の 見解に 依れば、 此關東 州に 
も fT ふべき 此法 律を、 帝 國_會 で 議 すると 云 ふ 事は 
憲法違反では ない、 それ故に 齋藤 君は 此 法案に 賛成 
する ことを _躇 しないと 云 ふ、 齋藤君 一流の 憲法 論 
に -; JII へて、 齋藤 君が 何故に 此 法案に 反對せ ずに 賛成 
せられる かと 云 ふ 憲法 上の 理由を 明に せられまして 
此に 於て 採決 致しました る 所 •全會 一致を 以て 可決 
致しました のであります るから して、 何卒 諸， 3f-f に 於 
かせられましても •全會 一致を 以て 可決 確定 あらん 
ことを 切に 希望 致します (拍芋 起る、 

0 議長 (大岡 育造 君) 本案の M 讀會を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案は！ 1® 
會を 開く に 決しました。 

0 岩 崎 1IJ 君 直ちに 本案の 二讀會 を 開き、 三 讚 ir を 
省略して 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ ん ことを 希 
菌 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君 J 岩 崎 君の 動 _ に御異 鼷は ない 
と 認めます， te て 直ちに 第二 18 會を 開き、 議案 全部 

を 議題と 致します。  _ 

共通 法案 第二 讀會 C 確定 譲〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造哲 ： >  御異 議な しと 認めます， 依て 
三 10 會を 省略し 本案の 可決 確定した る ことを 宣吿致 
します I 是にて 暫時 休憩 致します。 

午後 零時 一分 休憩 
午後 一時 三十 九分 開議 
0 議長.— 大岡育 捜 君〕 報 ft があります。 
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エと 職工 保護に 關 する 質問の 答 辯  朝鮮霽 務機關 の 組 接に 關 する 質 尚の 答 辯  靑森驛 海陸 連絡 並 設備に 關 する 質問の 答 辯 
问 胞 日本 股， zmv へ':  , .:' ' ,_ :'; .:v A.-VC 治 外 父に 關する 質 間の 答 辯  _ 


六 二 四 


〔書記 朗讀〕 

一 貴族院 (i 本院の 送付に 係る 左の 議案に 對し 承諾 
する ことを 議決した る 旨同院 より 通牒を 受領せ 
り 

大正 五 年度豫 桐 金 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
大正 37; 年度豫 肺 金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 支 
出の 件  < 承諾 を 求む る 件〕 

大正 . Ti; 年度 特別 ir 計豫備 金 支出の 件 (承諾を 求 
むる 件〕 

大正 .? 1: 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 
搜 算外茭 出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

大正 ?//: 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備毀 支 m の 件 
(承諾を 求む る 件〕 

大正 五 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 外に 於て 豫 

算外 支出の 件 f 承諾を 求む る 件) _ 

大正 五 年度 帝 國鐵道 積立金 支出の 件 (承諾を 求 

むる 件〕 

大正 五 年度 帝 E 鐵道 積立金 外に 於て 豫算 超過 茭 

出の 件 (承諾を 求む る 件) 

一貴 族院は 本院の is 付に 係る 左の 議案を 可決した 

る 旨 同 院 より 通牒を 受領せ り 

C 第二 號) 大正 七 年度 歳入 钹 出 總豫算 追加 案 

(第三 號) 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第二 號〕 大正 六 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(第二 號) 臨時 軍事 费豫箅 追加 案 

(特 第一 號〕 大正 七 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 

追加 案 

(追 第二 號 ^ 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 

爲すを 要する 件 

(第 四號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

(追 第三 號) 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 

爲 すを 要する 件 

一 政府より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 

同盟 罷エと 職工 保 謎に 關 する 件 (後藤 內務 大臣 

加 腰 海軍大臣、 仲 小路 農 商務 大臣〕 

朝鮮 警務 機關の 組織に 關 する 件 (寺 內內 閣總理 

大臣、 大島 陸軍大臣〕 

靑森驛 海陸 連絡 並 設 l/nl に關 する 件 C 寺內 內閣總 

理大臣 〕 

時局に 對應 すへ き內治 外交に 關する 件 (本 野外 

務大は 、仲 小路最 商務 大臣、 勝 田大藏 大臣) 

鐵道 運 it に關 する 件 (寺 內內 閣總理 大臣) 


在布哇 同胞 日本 服 著 用 禁止に _ する 件 (本 野外 
務 大臣) 

對米移 民 問題に 關 する 件 (本 野 外務大臣) 
時局に 關する 件 (本 3!? 外務大臣し 
食料の％ 加 及 其 貯蔵 法 研究に 關 する 件 (仲 小路 
農 商務 大臣〕 

露領勘 察 加の 割譲 並 露領 沿海州 漁業 權の 割 ii に 
關する 件 (本 野 外務大臣、 仲 小路 農 商務 大臣〕 
外國 共同 居留地 域內に 於け る 取引所 設截 認可に 
關 する 件 (本 野外 務大 111 、 仲 小路 農 商務 大臣〕 
關東 都督 府及 南滿洲 鐵道 株式 會社 所在地に 關す 
る 件 (寺 內內 閣總理 大臣) 

炭價昂 騰の 趨勢と 其の 調節 策に 關 する 件 (仲 小 
路農 商務 大臣) 

傳染病 研究所に 於け る 肺 ペスト 豫防 措置に 關す 
る 再 質問の 件 (岡 田 文部大臣〕 

文部省 齒 科 B 肺 試 驗場附 搦療院 に關 する 件 (岡 
田 文部大臣) 

紙價 調節に 關 する 再 質問の 件 (仲 小路 農 商務 大 
臣 、岡 田 文部大臣) 

地方 長官の 府縣制 蹂躪に 關 する 再 質問の 件 (後 
藤內務 大臣) 

對 露對茭 政策に 關 する 件 (本 野 外務大臣〕 

大正 七 年 三月 二 十四日 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆 _ 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 土 井 灌大君 提出 同盟 罷 H と 職工 保護に 

關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 土并權 大君 提出 同盟 fi H と 職工 保 

_ に關 する 質問に 對する 答 辯 書 

一同 盟罷 H の 頻發は 產業上 最も 凝 ふへ きこと に屬 

する を 以て 政府 ほ 之 か 防止に 關し 不斷の 留意を 

,•§• らす 

二 同盟 罷 H に關 する 政策と しては 事業主と 被傭者 

との 間に 意志の 疎隔な からしむ る 爲出來 得る 丈 

兩奔 の關 係を 親密なら しむる と共に 事業主を し 

て 其の 純 濟の 許す 限り 被傭者の 康寧 福利の 爲め 

力を 致さし むる に 在り 其の 他の 施設に 付て は 其 

の關 係す る 所 極めて 廣 きを 以て 愼甭 調査 中に 屣 

三 及 四產業 組合の 設立 及 普及は 從來 政府の 最も 注 


S し 來〇た る 所に して 組合の 目的 及 必要 並縛營 
方法 等の 講習 講話に 努め 或 ほ 產業姐 合 中央 會を 
して 組合の 理事 者た るへ き 者の 養成を 爲 さしむ 
るか 如き 皆 此の 普及を 圖らむ とする の 趣旨に 外 
ならす 職 H 瞒買 組合の 設立 獎勵に 付ても 亦 之を 
忽に する ものに 非す 

五 及六官 役職 エの瞄 買 組合に 關 しても 相 當の 注意 
を爲 しつつ あり然 れ とも 今日に 於て 其の 數未た 
多き に 達せ さるは 蓋し 組合に 加入す るは 相 當の 
出资を 必要と する こと 及 職 H の 異動 多き こと 等 
相當 困難の 事情 あるに 依る 
七 商業の 屮心 地に 遠 かりたる 海軍 工廠 所在地に 在 
りて 其の 官 役職 H をして 日用 瞎買 組合を 組織せ 
しむる か 如き ほ 最も 有益の 事に 扇す 政府は 之 か 
設立 獎勵 に關し 必要の 注意を 懈らす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十四日 

內務 大臣 男 P 後藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友 n 一郎 
農 商務 大臣  仲 小路 廉 
大正 七 年 三月 二十四日 

內閣總 理 大臣 伯 辟 寺 內正毅 
衆議院！！ 長大 岡 育造 殿 

衆議院 _ 員 陣軍吉 君 提出 朝鮮 瞥務摁 關の砠 織に 關 

する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 陣軍 吉君提 m 朝鮮 警務 樺關の 組織 
に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
政府は 朝鮮の 現狀に 照し 現行 響 務機關 の 組織を 適 
當と認 むる か 故に 目下の 處 之を 改定す るの 意な し 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 一一 十七 日 

內 閣總理 大臣 伯 詩 寺 內正毅 
陸軍大臣  大島雔 一 
大正 七 年 三月 二 十五 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 H 藤 車 雨 君 提出 靑森驛 海陸 連絡 池 設® 
に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙) 

衆議院議員 ェ藤卓 爾封 提出 靑森驛 海陸 連絡 並 
設備に 關する 質問に S する 答 辯 書 


一 靑森驛 海陸 連 格の 設⑹ ほ： ;;' に 決定せ る S 計を 25 < 
更す るの 要を 認め 目下 W 森 ^ と 阽 定屮な 〇 右 決 
定の上 靑森驛 の 改良 設計を 定む る稚定 なり 
二 前項 靑森驛 改築の 場合 ほ ife' 北 本線と 奥 羽® との 
連絡 も 自然 改善 せらる、 ものな り 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 11 十五 日 

_ 內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正铵 

大正七年三月一一十五^: 

内閣 總理 大臣 伯 Kf 寺 內正鉸 
衆蓊院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 近 藤達兒 君 提出 在布哇 同胞 Q 本 服 著 m 
禁 jh に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 S 差 進 候 
(別紙〕 

衆議院 i 近 藤 達兒君 提出 在布哇 N 胞 日本 服 
著 用 禁止に 關 する哲 問に 對する 答 辯 ILf 
質問の 事項に 關 しては 政府は 未た 在布哇 帝國總 刨 
事ょり 何等の 報告に 接せす 尤も 從來冏 總領琪 か 同 
地 在留の 本邦 人中不 體裁な る 服裝 を爲す もの ある 
を S ひ 邦人 有識者と 協力して 相 當注 B を與へ 居る 
の事實ほ之れあるも一般に日本服著用を禁止せ〇 
との 報道は 事實に 非す と認む 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 五日 

外務 大 苗 法 學邱士 子爵 本 野 一郎 
大正 七 年 三月 二十 五日 

內 閣總理 大臣 伯擗 寺內 正毅 
_ 院譟 長大 岡 育造 殿 

衆誔 院議 員 小 西 和 君 提出 時局に 對腮 すへ き 内治 外 
交に 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 W 差 進 候 
(別紙) 

衆議院 _ 員 小 西 和 君 提出 時局に 對應 すへ き內 
治 外交に 關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
一現戰 爭に對 する 帝 K の 態度に 關 して ほ 從來に 於 
て も 越 次宣明 せる 處あ りたる か嚮 後に 於ても 亦 
同樣 必要に 瞪し 之か關 示を 怠ら さるへ し 
二 本件に 關 しては 在米 代理大使に 問 合た る 處其事 
實 無き 旨囬 * に 接したり 

三 海外 貿县 の發展 促進を 圖 らん か爲に 特殊の 艘關 
を設 くるの 必要なる は 政府 も 亦 夙に 之を 認め 常 
に 斑 策を 怠らす # に 農' 商務省に 臨時 產業 調 3$ 局 
を 設けて 諸般の 調査を 行 ほしめ 今 又 新に 新菇坡 
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及哈爾 賓に 商品 陳列 it を 設 K する の 計畫を 樹て 
たり 51 將 來必耍 に應し 海外 發 展に對 する 適當な 
る 施設を 完成せ ん ことを 期す 
四時 局の 推移に 鑑み 國民の 睜實 なる , SL'. 想を 涵萎し 
其 勤 儉の氣 風を 作興す るに 付て は 政府 ほ 件 種の 
_關 及 施設に te りて 絕へす 之 か 指 箱 促 51 に努む 
る 所 ありと 雖内 外の 情勢に 察し 更に 其必嬰 の 切 
なる もの あるを © i ゆる か 故に 今後 一層 力を 致す 
所 あらんと す 

五 露阀 に對す る f.'i 券の 確保に 關して ほ！！ り 帝 國政 
府のみ ならす 聯合 與國並 中立 國 政府に 於て 種々 
講究を® らさる 所なる も露國 中央 權力の 確立を 
見さる 問は 之 か 解決を 阃る こと 命： 然 .个 可能なる 
に 付 本年 二月 初旬 過激派 政府に 於て 外 憤 廢棄宣 
言を 發表 したる 際 在 露帝 阈大使 に 於て 聯合與 國 

並 中立 國代表 者と 共に 非公式に 抗阈を 提出した 

る 外 何等の 掊蹬を 採りた る ことなし 但し 將來適 

當の時 辟に 至らは 之れ か苒 後の 措 is を講 すへ き 

は 勿論の 義なり 

右 及 答辯胰 也 

大正 七 年 = 月 二 十五 日 

內務 大臣 男爵 後藤 新 平 

外務大臣 法學！ S  士子擗 本 野 一郎 

農 商務 大 fs 仲 小路 廉 

I  大破 大臣 勝 田 主計 

大正 七 年 三月 二十 五日 

內閣 總理 大臣 伯昭寺 內正毅 

衆 讁 院葯 長大 岡 育浩 殿 

衆詡院 诏 M 北并波 治 = ?-r 提出 鐵道運 瑜に關 する 質 

問に 對し 別紙 答 辯 ® 差 進 候 

(別紙〕 

衆 蒱院閑 £4 北 卯 波 治 目 君 提出 鐵道 運輸に 關 

する！ 2 間に 對する 答 辯 書 

一大 正 元年 以降の 竹 物發浍 噸數は 

大正 元年  11 三、 雲， i 

大正 二 年  1 11 六 J- 1B  へ 1 1  一 S 

大正 三年 H 、li、i 

大正 四 年  一 w、<oo、 ?l 四 

大正 五 年  E 一一、 一 00 、七 5 

大正 六 年  E -H E11 六、 七 六 八 

にして 最近 一、 二 年に 於て は 異例なる 衔送を 爲 

し 尻れ り R 下 貨物 停滞の 大なる 理由は 一般 經濟 


界の發 展の伴 ふ S 然岈加 並 海 運賃の# 騰及 船腹 
不足に 基き 海運 貨物が 鐵逍に 移りた る爲 不自然 
に ; 1. 急激に％ 加を 米せ るに 基 W す 
二 運送 貨物佾 加に 對陬し 大正 七 年度に 於て は _關 
車 一 五 〇輛 貨車 二 Jt: 〇〇輛 を％ 備し 一方 停車場 
其 他の 改良 H 事を 督励し 以て 轍 送 力の 充 實に努 
めむ とす 

三 常 械線 の TT 炭 輸送 成績は 

大正 四 年  11 、1|、ご|1 八 
大正 五 年  一一、 CW、 一一 七 < 

大正 六 年  一 「一一 突、 11 三 六 
にして 累年 增加を 示せり 然 りと 雖も 客年 末 来院 
用 炭の 轍 m 數馈增 加に 作 ひ 營粢炭 幾分 減少せ る 
® 向 あるを 以て 目下 之が 輸送 方 手配 中な 〇 
1 :常撼 線の 機關車 牽引力に 對 する 輸 浍 車 數割 合は 
九 割 七 分に 當〇 本質 間の 如き 牽引 餘力 を存せ す 
五東 北方 面に 於け る 貨物 移動の 狀况は 東京を 中心 
として 集注す る關係 上上 〇 貨物 C 3J 京方 面 行〕 は 
下り 貨物 ( 靑森 方面 行) に 比し 多量なる を 常と 
す 故に 上下 運 ^ 數 a の 差に 相當 する 貨車 ほ 空車 
にて 下り 方面に 廻送 補充を 要する ものにして 之 
を 利用し 得る 途ある ものは 出來得 る 限り 之を 利 
用す る考な 〇 

六從 事 M の咐 加に 關 して It 極力 之 か 充實を 計り 一 
方 臨時 佾給及 手當を 支給し 作業 効率の％ 集を 計 

りつ、 あり 

貨車 積 卸は 荷主の 負擔 なる を 以て 運 is 取扱人を 
锊励し 貨物 積 卸 時間を 短縮せ り 
七 一般に 恐 愤を來 せる を 認めす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 . 7r: 日 

內閣總 理 は 臣 Ma ® 寺 內正毅 

大正 七 年 三月 二 十五 日 

內 閣總理 大臣 伯韵 寺內 正 毅 

衆議院 謎 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 早速 整 爾君外 九 名提 m 對米 移民 問題に 

關する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 早速 整爾君 外 九 名 提出 對米 移民 

問題に 關 する 質問に 對する 答 辯 W 

一明 治 四十 一年 締結 高 平 ル— 卜紳士 協約なる もの 

存在せ さる も 質問の 趣旨 か 所謂 日米 紳士 協約を 


指す ものなる に 於て ほ 政府は 目下の 處之 を撤廢 
する の 意思を 有せす 

一 米國事 業界に 於け る勞 S 者の 需要に 應し 本邦 勞 
卿 者 供給の 途を 開拓せ んと する ことに 關 しては 
政府は 現下の 事情に 於て 之 か 實行可 能な りと 誠 
めす 

一 旅券 下附手 結を 迅速 J1 つ 簡便なら しむろ ことに 
付て は 政府は m 來得る 限り 質問者の 希望に 副 (X 
ん ことを 期す 

一 移民 淮備敎 育 移民 地 聯絡 摁關の 設立 及 金融间 題 
に關 しては 政府に 於て は 相當の 考礅を 加 へんと 
す 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月！ 一十 五日 

外務大臣 法學 博士 子爵 本 野 一郎 
大正 七 年 三月 二十 五日 

內 閣總理 大臣 伯爵 赤 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議 院議 織 押 川 方義君 提出 時局に 關 する 質問に 對 

し 別紙 答 辯 W 差 進 候 

(別紙〕 

衆議 院議 M 押 川 方義君 提出 時局に 關 する 質 
問に 對 する 答 辯 書 

時局に 關し帝 國と 聯合 與國 との 間に ほ 從來絕 へす 
意見の 交換 ありた る も 未た、 其の 性質 及莉阐 を 公 
表する の 時機に 達せす 將又現 ド 露 國の擾 亂に 至り 
て ほ 政府は 愼 m 以て 事態の 發展に 注意す ると 共に 
露國國民一般に對しては深く其不幸に冏情を寄せ 
依然 同國 民と 輯 睦の關 係を 持續 せむ ことを 念と す 
る ものな り 
右 及 答 辯 候 ili 

大正 七 年 三月 二 十五 日 

外務大臣 法學 1115 士子 》 本 野 一郎 
大正 七 年 三月 二十 五日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺內 正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議 院議 M 赤 間 嘉之吉 君 提出 食料の％ 加 及 其の 貯 
藏法 研究に 關する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙)' 

衆 si 院議 M 赤間嘉 之 吉君提 /JI 食料の 咐加及 
其の 貯蔵 法 研究に 關 する 質問に 對 する 答 辯 
書 


政府 ほ 從來耕 地 整理を 獎蚴 する 爲府縣 に 對し補 助 
金を 交付し 主として 現 耕地 改良の 實を擧 けつ、 あ 
り 又 今後 新に 耕地 擴 張を 奬励 する の 急 耍を認 め 先 
つ 明年度ょ 〇 土地利用に 關 する 經费を 要求したり 
而 して 其の 實施に 伴な ひ 進ん て、 必要なる 實行上 
の 計 a を定む る 見込を 以て 考硪を 加へ つ、 あり 斯 
の 如く 耕地 改良 及擱 張の兩 方面の 事業に 付綵 急を 
圖り施 設 する 所 あるを 以て 今 特に 耕地 排水 整理 費 
補助金を 岈 舶 する ことなくと も獎勵 上 別段の 支障 
なしと 認む 

尙 米穀の 貯藏 に關 しては 夙に 之が 研究の 必要を 認 
め 大正 五 年度ょり 一定の 計 tt を 定め 引續き 研究 中 
に® す 其の 他 穀菽 類の 利用 及貯藏 に關 しても 事情 
の 許す範 圍に 於て 相當 研 ^ する 所 あらんと す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月！ 一十 五日 

I  ——  農 商務 大臣 仲 小路 菔 
大正 七 年 三月 二十 五日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 BI 長大 岡 育造 殿 

衆議 院議 M 田 中 萬 逸 君提 m 露 領勘察 加の 割 讓並露 
領沿海 州 漁業 ®: の 割 鄧に關 する 質問に 對 する 別紙 
答 辯 書 差 進 候 
(別紙) 

衆_院識員 田 中 萬 逸 君 提出 露 知 勘 察 加の 割 
_ 並露領 沿海州 漁業 權の 割 11 に關 する 質問 
に對 する 答 辯 書 

米國が 露 領勘察 加を 寅 收し 又は 米國 人が 日本の 沿 
海 州に 於け る 漁業 權を侵 害する の it> 畫 ありと 云 ふ 
か 如き 風 說に 付て は 政府 ほ 何等 其の 事實 あるを 認 
めす 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 . 7T 日 

外務大臣 法學® 士子爵 本 野 一郎 
農 商務 大臣— 仲 小路 廉 

大正 七 年 三月 一一 十五 日 

內閣總 瑚 大臣 伯 ® 寺 內 JH 毅 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 森 田 茂 君 外 一名 提 H 外國 共同 居留地 域 
內に 於け る 取引所 設置 一可に 關する 質問に 對し別 
紙 答 辯 @ 差 進 候 
(別紙) 


驪 ！1醒_ 州 i s8 i?ilgr 靈！ 質！ 晨蠢靈 II 研究——— 辯  六 i 
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_  籠翳灣  U  讓 +1  證  1 £_?, |^ _纏議  1 sl ll ls 匿  ilf  顏  1 fi 

價 調節に 铖する 再 質問の 答 辯  地方 長官の 府尨 制蹂涵 に M する 再 質問の 答 辯  _ _  _ _ _  , 


六 二 六 


衆議院® fl 森 田 茂 封 外 一名 提出 外國 共同 居 
留 地域內 に 於け る K 引 所設 a 認可に 關 する 
質問に 對 する 答 辯 II 

一 在 上海 帝国 總領琪 は 上海 外！ 一共 同 居留地 域内に 
於て 本邦 人 か 株式 及 商品の f! 買の 目的と する E 
引 所の 設立を 認可す るの 猫 限を 有す 
二 在 h 海 帝國 SI 領事は 島德菝 外十數 名ょり 本邦に 
於て 株式 會社 上海收 引 所 設立の 上上 海に 於て 其 
營業 認可 方に 關 する m 願に 對し 一定の 條 件の 下 
に 之を 認可す へき 旨を 示達したり 
三 我 現行 JS 引 所 法は 支那に 於て 適用せられ さるを 
以て 在 上海 帝國總 領事 ほ 前顯肢 引 所の 經營 に關 
し 必要の 命令 條 件を 下す の 外大體 現行 取引所 法 

及 其附磁 命令 等に 準し 之れ か 監督 又 ほ •取締を 爲 

す 方針な 〇 

四 第二 項の 通り 

五 第二 項の 通りなる を 以て 今後 木 邦人に して 同一 

の 目的に ffi 〇 別に 収引 所を 設置 せんとす る もの 

ある も 在 上海 帝阈總 領事は 之を 默認 せらる へし 

右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 五日 

外務大臣 法 學® 士 子爵 本 野 一郎 

農 商務 大臣 仲 小路 廉 

大正 七 年 三月 二十 五 H 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺內 JH 毅 

衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院 譁 員 松 本 誠 之君提 m 關 東都 督府及 南滿洲 鐵 

道 株式 會社 所在地に 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 

差 進 候 

(別紙〕 

衆 _ 院議 員 松 本 誠 之 5ft 提出 關東 都督 府及南 

滿洲鐵 道 株式 會社 所在地に 關する 質問に 對 

する 答 辯 書 

政府は 目下の 所關東 都督 府及南 滿洲鐵 道 株式 會社 

の 所在地を 以て 不適 當と 認めす 

犬 IE 七 年三_ 一十 五日 

I  內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

大正 七 年 三月 二 十五 日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院 _ 員 田 中 善 立 君 外 二 名 提出 炭 價昂騰 の 趨勢 

と 其の 調節 策に 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 


候 

i 紙) 

衆議院議員 田 中 善 立 君 外！ 一名 提出 炭價 昂騰 
の 趨勢と 其 調節 策に 關 する 質問に 對 する 答 
辯 ® 

炭價 騰貴の 諸 H 業に 及 ほす 影 翳に 付て (3: 政府に 於 
て も 固ょり 充分の 注意を 拂ひ 炭價昂 騰の 趨勢を 助 
長す へき 原因の 排除に 力めつ、 あり 而 して 政府は 
綷濟 事情の 變化 に應し 必要 ありと 認む ると き ほ 炭 
價 調節 上 必要なる 措 匿を 執る へし 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二 十五 日 

農 商務 大臣 仲 小路 廉 
大正 七 年 三月 二十 六日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 土屋淸 三 郎君 提出 傳染病 研究所に 於け 
る 肺 ペスト 豫防 措置に 關 する 再 質問に 對し 別紙 答 
辯 書 差 進 候 
(別紙) 

衆議院議員 ± 屋淸 三郞君 提 m 傳染病 研究所 
に 於け る 肺 ペスト 豫防 措置に 關 する 再 質問 
に對 する 答 辯 書 

一 痘苗 血 淸等ほ 內 容包裝 共に 毫も 病毒の 危險 無し 
二 前回の 答 辯 書に 依りて 承知せられ たし 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 11 十六 日 

文部大臣 岡 田 良 平 

大正 七 年 三月 二十 六日 

內聞 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

衆議 院議 長大 岡 育造 殿， 

衆 題 院議 員 田 中 萬 逸 君 外 一名 提出 文部省 齒 科醫師 

試 驗場附 屬 療院 に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 

進 候 

(別紙) 

衆議院議員 田 中 萬 逸 君 外 一名 提出 文部省 齒 

科 i； 師試驗 場 附屬療 院に關 する 質問に 對す 

る 答 辯 書 

一齒 科醫師 試驗附 15 療 院は收 益を 目的と して 設立 

せる ものに あらさる {3: 勿論な りと 雖も 施療 患者 

の 外 治療 材料 等に 要する 相 當の 費用を 徵收 する 

幾分の 私費 患者を 肽扱ふ も 何等の 不都合な し 


二治崩材料费ほ«入を限度として茭出するものな 
るか 故に 過剰を 生す る ことなし 
三に 依りて 承知せられ たし 
四 施療 患者の みに ては 試 驗用患 者に 不足を 生す る 
こと あるを 以て 特に 本人の 承諾を 經て私 费患若 
を 試驗 用に 供す る こと あるは 免れ 難き 所な 〇 
五 歯科 療院に 於て 幾分の 私費 患者を 取扱 ひ til 當の 
洽療费 を徵收 する は 官立 醫學校 附 瓰 病院 等に 於 
て 私费 患者を 收容 する 場合と 同し く 之を 以て 民 
間の 業務を 妨害す る ものと 謂 ふこと を 得す 
六齒 科療院 の 費用 ほ 全部 政府の 支出す る 所に して 
島 峰 博士 か 私財を 投した りと 謂 ふか 如きは 全く 
事實無 根な 〇 

七齒科 療院は 大正 六 年度 實行 豫算を 以て 其の 建築 
に 著 手し 尙 大正 七 年度に 於て 之を％ 築 費を 要求 
せる ものな り 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 一一 十六 日 

_  文部大臣 岡 田 良 平 

大正 七 年 三月 二十 六日 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 小 泉 又 次 郎君 提出 紙價 調節に 關 する 再 

質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院, 員 小 泉 又 次 ) 'JR 君 提出 紙價 調節に 關 
する 再 質問に 對 する 答 辯 書 
一大 正 三年 九月 農 商務省 令 第二 十二 號に 改正を 加 
へて 「ザ ラ 紙ヲ除 キタ ル 印刷 料紙 j の 轍 m を 制 
限した る 時ょ O  r サラ 紙」 の 市價は 大體に 於て 
甚 しく 騰贵 せす 其の 內地 供給 も 不足を 吿け さる 
ものと 誠む 

二 及 三 政府は 紙價の 騰貴に 依り 中小 學 生徒の 父兄 
の 負擔を 過大なら しめ 文運の 開發を 阻 礎す る こ 
と 無から しむ 爲 「ザ ラ 紙ヲ除 キタ ル 印刷 料紙」 
の 轍 出を 制限し 其の 他 必要の K 締を實 行しつつ 
あり尙 將來 須要に 腫し 機宜の 措置を 執る へし 
四 農 商務省 令發布 以後 紙價 昂騰の 趨勢を 緩和した 
る 事實な り尙 「ザ ラ 紙ヲ除 キタ ル 印刷 料紙 J の 
輸出制限 以来 本年 三月 十八 日 迄の 處 分の 狀况を 
擧 くれは 轍 出 出願 件 數は百 五十 九 件に して 内 許 
可した る もの 三十 八 件 其の 數 ii は 十九 萬 二 千 四 


百四十五封度及八十一迎な〇不許可 〇 堪分を舄 
したる もの {i 六十 七 件に して 共の！ 6通ほ：：-.、 
十三 萬 二 千 三百 五十 八卦 度 及 二® 千 三百 九十 一 
連なり 而 して 齒 H 許可を 出願した る も 杏- >';• に 指 
定し たる =§ 目 以外の ものにして 許可を 嬰せ さる 
もの ほ 2r 十四 件 其の 數 •'.t 九十 1 05 七 千 三百 七十 
八封穸 外に 九 千！ c 十六 連 及 四百 三十 六® 二 千 九 
百 五十 四 枚な 〇 
五 質問の 加き 事 Bf なし 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 六日 

農 商務 大 H 仲 小路 ! 81 
文部大臣 岡 田 ia 平 

大正 七 $1 一 一 月 二 十六 日 

內 閣 總理 大臣 伯 11? 寺內正 鉸 
衆議院 諉 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 鈴 木 富 士彌君 提出 地方 長官の 府縣制 蹄 
躪に關 する W 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙) 

衆議院議員 鈴 木 富士蹦 哲提 m 地方 長官の 府 
縣制蹂 il に關 する 再 質問に 對 する 答 辯 書 
一 客年 十一 ^ 二 十九 H 廣島縣 郡部 會 開 # の當 日 郡 
部會 議長に 於ても 郡部 會開會 の手緻 を 執りたり 
と雖 右は 府縣制 第五 十七 條第二 項 及第 四十 八條 
に 依り 阈長 故障 & る ものと して 年長 葯員讖 長の 
職務を 代理して 郡部 fr 開會 の手續 腹 踐の 後なる 
を 以て 右 郡部 會_ 長の 開會手 續に對 しては 法律 
上の 効力を 誠む るを 得す 

二 議場 變更の 件は 當時 縣會休 憩 中に して 何時 開 # 
せらる へき や 一! り 難き を 以て 本縣に 於け る 先例 
に 基き 議員 控室を 以て 議場に 充てた る ものにし 
て 右 議場 變更に 付て は 年長 識 員ょり 谷 sg 員に 周 
知の 手續 をな せり 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 1 一  一 月 二十 六日 

_  內務 大臣 男 IP 後藤 新 平 

.大正 七 年 三月！ 一十 六日 

內閣 總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 兒玉 右二 君 提出 對露對 支 政策に 關する 

質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 


院議 衆 會_ 帝 回 十 四 第 


衆_院 謎 員兒玉 右二 君 抛 出 對露對 支 政策に 
關 する 質 間に 對 する 答辯軎 
I 「レ ーー ン」 政府 自立 以来 其の 施設 及 行動の 宵 随 
に 就きて 考 丧 する に 同 政府は 未た 内外に 向て 露 
國國民 全 鱧を 代表す るの 地位に 在る ものと 認む 
る ことを m す國内 の 情 形 亦 絕 へす 動 描して 中央 
權力の 確立を 保す へき ものな し是れ 帝國 政府 か 
聯合 與國政 府と 共に 今日 迄 「レ- ー ン 」 政府を 承 
認 する に 至らざる 所以な り 
二 帝國ほ 支那と 政治 上 及 經濟 上最密 接なる 利害 關 
係を 有す 從て獨 逸 か 同 國に對 し 侵略 政策を 執る 
は 帝 國の到 底 看過す る こと 能 ほさる 所なる を以 
て 政府は 絕 へす 右 事態の 發胺に 注視し 臨機 適當 
の 措 K を！ f する に ® ®; なから むこと を 期す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 七 年 三月 二十 六日 

外秘大 は 法^ g l± @ 本 野 一郎 

時局に 對應 すへ き 内治 外交に 關 する 質問 主意 書 

右成 規 に } 18 り 提出 候 也 

大正 七 年 三月 十五 日 

提出者  小 西  和 

饺成者  正木 照藏外 三十 七 人 

時局に 對應す へき 内治 外交に 關する K 問 主意 

書 

現下の筑大なる時局に際しては能く之に對應すへ 

き 諸般の 内治 及 外交に 付て 特に 意を 注く の 要 あり 
而し て '? 15 阈の咸 信を 發撝 し 11. 其の 基礎を 紫 Ifil にし 

兼て 阀民の 喂 寶な る活 励に 資せ さるへから す仍て 

左の 各項に 關し 政府の 所見を 質問す 

一 帝 g か 這 [«1 の！ 1爭 に參 加した る 理由 li 宣戦 

の 詔勅に ffi て BJJ II« なりと 雖峨 局の 現 狀に鑑 

み 政府は 此の際 別に 具體 的の胳 明を 爲し以 

て 帝 ® の® 爭に對 する 意 M 及 目的を 内外に 

徹底せ しむる の 嬰 ありと 信す 政府の 所見 如 

何 

二 在米 帝 ^ 大使 _ は 本 月 七日を 以て 帝阀 政府 

ほ 米 M に 對し商 謎を 遂 くるに 非され は 西 伯 

利 方 1111 に 於て 一兵を も 励 かす ことな かるへ 

き 33 を 聲明せ りと 聞く 果して 然らは 帝國の 

威信を 失 隊し 其の fia 面を 12 損する ものに 非 

さるな き 乎 

三 海外に 向て 大 に H 易 產菜及 經濟上 の 發展を 


岡 o fL 之を 促進し 又稱 助す るの n 的を 以て 
有力なる 特殊の 機關を 設け 著々 其の 實 行と 
進捗と に努 むる は 極めて 必要の 業な りと 認 
む 之に 對 する 政府の 所見 如何 
四時 局の 重大なる に 鑑み 阈民を して 大に 其の 
精神を 作興せ しめ 以て 竪實の 思想を 尙ひ勤 
儉の氣 風を 興さし むる は® る 刻下の 急務と 
する 所なら す や 之に 對する 政府の JF 見 如何 
五 露 國に對 する 政府 及國 民の fa fll を 確保し 以 
て 損耗を 招致す るの ES なきに 努むる ほ 此の 
際 頗る 必要な りと 信す 政府は 之に 關し 如何 
なる 方法に 出て むと する 乎 
以上 谷 項に 付 誠 實を 披瀝し 以て P ■細なる 答 辯 あら 
むこと を翠む 
右 及 質 間 候 也 

在 布 ly-' lnj I 胞 R 本 服 著 用 禁止に 關する 質問 主意 書 
右成 親に jrg り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二十日 
提出者  近 藤達兒 
锊成者  鈴 木 梅 四 郞外三 十四 人 
在布哇 同胞 日本 服 著 用 禁止に 關 する 質問 主 

在布哇 本邦 領事 ほ 米 國官惑 の 申出に 基き 同地 在留 
の 我 か 同胞に 對し R 本 服 著 用を 禁止せ りと 聞く 果 
して 事 Ef なり や 若 事 實な りと せは 當 局の 之に 對す 
る 所見 如何 

右 及 質問 候 也  _ 

對米 移民 問題に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二十日 
提出者 平 速 整爾  山道 襄一 
荒 川 五郎  橋 本太吉 

森 本 是一郞  隨 山 金太郞 

吉田  中  富 島暢夫 

花 井 is 藏  湯 淺凡平 

寶成 者 m 原悦二 郎外 三十 一人 

鈞米 移民 問題に 關する 質問 主意 書 

我 か國ほ 米國と 對等條 約を 締結し 最惠國 條款に 均 

霑す るに 拘らす 加州に 於て は 土地の 所有權 なく 借 

地 擷亦 其の 制限を 受く 殊に 最近に 至りて は 智識 階 

級に 锯す る 教員 及 堂々 たる 大 商店 大會 社の 店員 又 

は 社 fl として 渡航す る 者 等を も 之を 一般 勞腳 者と 


看做す の 傾向 あり 其の 所謂 手加減なる もの も 漸次 
峻 酷を 極む 從て我 か當局 も- N1 を 斟酌し 新 銳の補 充 
若を 绘ら さる 爲彼の 地 在留 者 ほ 漸次 老年 莕と z 几 蜜 
とのみ にして 元氣旺 盛なる 壯年勞 働 者を 缺き 而も 
兒童は 風土 及敎 育の 關係上 日木國 民の 意氣を 有せ 
す 折角 今日 迄 贏ち 得た る 日本人の 成果は 之を 將來 
永遠に 把持し 得へ き や 否甚 た樂 翻を 許さ さるもの 
あり 

今や 我 か 二十 萬の 在留 同胞 ほ 其の 質 犬に 改善 せら 
れ勞働 者 階級ょり 進む て 起業 者 階級に 入り 勞働者 
を 嬰す る こと 頗る 切に して 逆に 我 か 邦人の 農園に 
白人を 使 傭せ る もの ® からす 一方に 於て 米國 は參 
戰以 來勞働 者の 需要 急を 吿け 到る 處 資本家 階級に 
於て は 東洋 移民 幟 入の 決議を 爲しつ つ あり 
元來排 □の 直接 原因は 白人 勞砌 組合の 勞卿 競爭に 
在りし も旣に 先年龅 澤 男 » 渡米の 際 日米 勞働 代表 
者の 會 見に 於て 加州 勞 働 組合の 一 領袖は 相 ? f. 調和 
の 可能を 斷 言した るに 徴 すれ li 今日に 於て 移民 問 
題の 解決を 爲す を最時 の 利を 得た る ものと 信す 依 
て 先つ 左記 谷 項を 實行 する を 緊要 且可 能と 爲す 
一明 治 四十 一 年 締結 高 平 ル ー ト 紳士 協約を 撤 躂 
する こと 

一 現今 米國 事業界に 於け る勞卿 者の 需要 切なる 
際 我 - ± り 積極的 供給の 途を開 拓 する こと 
一 旅券 下 附手續 を 迅速 且® 便なら しむる こと 
I 政府を して 移祯民 準備敎 育を 爲 さしむ る こと 
一 移 殖民 地 聯絡 摁關 を IK 立し 以て 精神的 並 經濟 
的 聯絡を 完全なら しむる こと 
一信 用 ある 海外 在留 者の 事業に 對し 金融の 途を 
開く こと 

之に 對する 政府の 所見 奈何 
右 及 質問 候 也  I 

食料の 增加及 其の 貯藏法 研究に 關 する 質問 主意 
書 

右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二十日 
提出者  赤 間 嘉之吉 
賛成者  匹 田銳吉 
.  外 二 十九 人 
食料の 增加及 其の貯 藏法 研究に 關する 質問 
主意 書 

政府は 農產物 殊に 食料た るへ き 農 產物咐 收の 目的 


を 以て 耕地整理 及 土地改良 奬励 M 補助金を 下付し 
更に 開 SK 獎勵の 計畫を 立てたり と雖 刻下の 急 嬰に 
應 する 爲 耕地 排水 整理 Is 補 WJ 金增額 の 必要を 認め 
さる か 又 穀菽類 を 直に 食用に 供し 得る 21 其の 利用 
及貯藏 方法を 研究す るの 必要 あるへ しと 信す 政府 
の 所見 如何 
右 及 質問 候— 也 

關 東都 腎府及 南 滿洲鐵 m 株式 會社 所在地に 關す 
る 質問 H- 意 書 
右成 «! に據り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 十六 日 
提出者  松 本 誠 之 
賛成者  古川  淸 

外 三十 八 

關束 都督 府及 南滿 洲鐵道 株式 會社 所在地に 
關 する 質問 主意 書 

帝國か 東洋の 盟主た る觀權 を 掌握して 益 帝 國の利 
權 を擴 張し尙 進む て赌 民政 策の實 續を擧 くるに 於 
て關東 都督 府及南 滿洲鐵 道 株式 會社は 現今の 所在 
地を 以て ® 久的 適當の 地と 爲す乎 政府の 所見 如何 

右 及 質問 候 也  _ 

炭價昂 臉の 趨勢と 其の 調節 策に 關する 質問 主意 
書 

右成 规に據 〇 提出 候 也 
大正 七 年 = 月 二十 一一 日 
提出 奢 田 中 善 立 小山 松壽 
礎貝浩 

賛成者  關和知 
外 二 十九 人 

炭價昂 瞵の縐 勢と 其の 調節 策に 關 する 質問 
主意 書 

近時 炭 借の 昂隧甚 しく 爲に 瓦斯 事業の 如きは 勿論 
其の 他 一般 製造 工業に 打 P を與 ふること 甚大な り 
此の 勢を 以て 推移せ むか 歐洲 戰 亂の好 影 S を 蒙り 
海外に 新 市場を 開拓し 一大 活躍を 呈す るに 至りし 
我 か 製造 工業は 益 其の 生脔 費を 昂騰せ しめ 今日の 
盛況を 持續せ しむる 能 13: さるの みならす 甚しき に 
至て は 遂に 事®; 家を して 事業 休止を 餘镇な くせし 
むる と 同時に 一般 國民 生活に 累を及 ほす もの 蓋 鮮 
少なり とせす 故に 之 か 緩和 救濟 を爲 すへ きは 米價 
調節 策 以上の 緊急 問題たり と 信す 之に 對 する 政府 
の 所見 如何 


院窗 .衆 會議國 帝 回 十四 第 


la IR IIA 騮置 に驛 IK I91 る 質 贼響 齒—師 試驗場附 雪 院に關 する 質問 滘調節に關 する 再 質問 


右 及 質 l::j 候 也 

傳染病 研究所に 於け る 肺べ スト 豫防 措置に 關す 
る 再 質問 主® f9 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 十四日 
提出者 土屋 淸三郎 
1 者 岩 崎  勸外二 十九 入 
賜染病 研究所に 於け る 肺べ スト 豫防 措置に 
關 する； 冉質間 主意 ® 

傳染病 研究所に 於け る 肺べ スト 豫防 措置に 關する 
質問に 對する 答 辯 書に 對し 更に 左の 二 點に付 文部 
大臣に 質問す 

一 痘苗 血淸 等の 包裝は 嚴重に 之を 消毒す と 云 
ふ も肝耍 なる 內容に 付て は 如何にして 其の 

安 金を 保證し 得る か 曾て 其の 製造 發賣に 係 

る血淸 中多數 の危險 なる 生菌を 含有し 居た 

る «: 寶を 指摘せられ 文部大臣 亦 此の 事 a を 

認めた る 所の 傳染病 研究所な るを 以て 特に 

此の 點に關 して 答 辯を 求む 

二 答 辯 書の 結論に 於て 「十分 消毒し つ、 ある 

を 以て 傳染 の la は 毫も 之れ 無し」 と ある も 

果して 確信を 以て 斯の 如き 答 辯を 爲した る 

か胙年 第三 十九 回議 會に 於て 本員の 質問に 

對し 文部大臣は r 傳染病 研究所に 關し ては 

何等 非難す へき 點 あるを 認めす」 と 答 辯せ 

られた るに 拘らす 本 期 議會の 特別委 員會に 

於て は 同一 事孭の 質問に 對し松 浦 政府 委員 

は 「何とも 申 譯ない 次第て あります」 と 答 

辯せられ たる 前例 あり 故に 特に 此の i!i に關 

して 答 辯を 求む 

右 及 再 質 間 候 也 

文部省 齒科餞 肺 試 驗場附 盥療院 に關 する 質問 主 

意醫 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 七 年 三月 二十 三日 

提出者 田 中 萬 逸 ® 山 勝太郞 

賛成者  小 池仁郞 

外 三十 人 

文部省 齒 科醫師 試驗 場附蹈 療 院に關 する 質 

問 主意 書 

左の 各項に S し 書面を 以て 明確なる 答 辯 あらむ こ 

とを 望む 


一 文部省 齒科一 :師試 袋 場 附晓 療院ほ 試贽に 供 
すへ き 患老 を收袢 する 機關な る こと 明白な 
るに拘 らす 主として 利益を 得らる へき 患者 
を收容 したる 形跡 あり 斯の 如き ほ 該 療院設 
置の 目的に 背反せ る ものに 非 さる か 
二 同 療院經 常 費 中 治療 及 材料費は 一 萬圓 にし 
て 收入豫 算亦 之に 等し 故に 該療院 にして 豫 
算 以上の 收 入を 計る こと 從來の 例の 如くな 
ると き ほ 其の 收 入の 過剰は 如何に 處分せ ら 
るる か 

三前祺 豫算に 依れは 患者よ 〇徵收 すへ きもの 
は 即ち 材料 實 費を 以て 足る 然るに 該 療院從 
來の 手術 料 規程 表を 見る に 其の 收入は 正に 
數 倍の 多き に 上る へき 計箅 なり 政府 ほ 何故 
に斯の 如き 多額の 徴 收を認 むる か 
四 試驗用 患者は 施療に 非され (X 之に 適應 する 
者を 得難き こと 明な り 政府 ほ 其方 針を 採る 
の 意志な きか 

五實蜚 を徵收 して 多數の 患者を 收容 する こと 
ほ 一般 開業 醫師の 業務を 妨害し 民間の 所謂 
實費 診療に 等しき 標榜を 爲す ものにして 飽 
科 ■肺 法 制定の 精神に 背反す る ものと 信す 
政府の 所見 如何 

六該療 院ほ 從來該 院長 1： 學邱士 島 峰徹 氏の 私 
有 物なる か 如き 觀 あり 島 峰® 士は該 院に對 
し 私財 一千 圓を投 したりと 常に 明言しつ^' 
あり 政府 ほ 如何なる 理由に 依り 又 如何なる 
形式に 依り 國家の 機 關に私 財の 供用を 受け 
たる か 

七 該療院 は 神 田 M 錦 町 外 ! il 語學校 敷地 內に於 

て 大正 六月 十一 一月より 其の 建築に 著 手し 旣 

にエ 成り 大正 七 年 四月 上旬より 開院す へき 

旨を 發 表せり 然るに 之に 關す る豫算 を 本 期 

議會に 提出した るは 會計法 違反な りと 認め 

さる か 而も 該療院 ほ 全然 新築なる に拘ら す 

歯科 療院 建物 增築 費と して豫 算を耍 求せ る 

は 如何なる 理由に 依る か 

右 及 質問 候 也  _ 

紙價 調節に 關 する 再 質問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正七年三月二十三日 

提出者  小 泉 又 次郞 


孖成者  關  和 知 
外 三十 四 人 

紙 消 調節に 關 する 再 質 間 主意 ® 

政府は 紙 價調節 に關 する 本員の 質問に 對し 去る 三 
月 十六 日を 以て 

紙價 調節 令 中に 「ザ ラ 紙」 を 除外した る ほ 仔細 
に 其の 供給の 數量を 調査し— 上 旣往に 於け る 
か 如き 程度の 海外 轍 出を 爲すも 之れ か 爲に內 地 
の 供給 上 不足を 生す るか 如き 事 之 無し 云々 の 旨 
を 答 辯せ 〇 

然らほ 更に 左の 谷 項に 付 政府の 所見を 聞く を 得む 
か 

一 內 地の 紙價ほ 昨年 九月 政府 か 調節 令發布 施 
行 以後 旣に三 割 乃至 四 割を 騰貴し 今後 尙底 
止す る 所を 知ら さらむ とす 是れ內 地の 供給 
不足を 事實 に證 明せ る ものに 非す や 
二 紙 僧 ほ戰 前に 比し 約 二十 割を 暴騰せ り爲に 
書籍 亦 高僧と なれり 政府 ほ尙文 M, 開發上 遺 
憾な しとす るか 

三 中學及 小學敎 科 書 も 其の 値上を 許 IIJ したり 
其の 他 紙を 原料と する 學 用品は 皆 騰貴せ り 
然るに 文政の 當局は 全 國九百 萬の 父兄の 負 
擔を 過重な りと せ さる か 
四 政府は 紙 僧 調節 令 施行 以来 如何なる 成紱を 
舉け得 たる か 又 右 調節 令に 基く 輸出 認可 出 
願數と 其の 許可數 及 出願に 係る 製紙の 數量 
及 許可の 數 量に 關 する 統計的 數字 如何 
五 政府は 二 三 の 製紙 會 社の 暴利を 援 譴 する 爲 
に 多- 數國 民を 苦しめ IL 智識の 發 達を 阻害す 
る も 一 1' 可な しとす るか 

右 及 再 質問 候 也 _ 

地方 長官の 府 縣制鞣 躏に關 する 再 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 七 年 三月 二 十二 日 
提出者  鈴 木富士 翰 
賛成者  大竹貫 一 

外 三十 一' 八 

地方 長官の 府縣制 蹂躪に 關 する 再 質問 主意 
書 

地方 長官の 府縣 制蹂躏 に關 する 質問 主意 書に 對す 
る 三月 十九 日 附答辯 書は 幾多 事 實上及 論理 上の 誤 
画を 含む 即ち 


__  六 二八 

一 內務 f  序 二： 十九 日 ':;f l nd js l a I 
會開會 の 件に 付 一郡 部分 淡 x-i iE » 四十 一名 
中二 十五 名 ほ 郡部 ^ 速 长に药 して 速に 郡部 
會を開 會せむ ことを 請求した る も 郡部 命 淀 
長は 仍會 誘を 開か さるを 以て 云々 I と ^ ： >;=f 
する も 當日郡 部會或 長 か m 記 及 小 VI; に 命し 
開會の 第一號 鐘を 打たし めた るは 午後 三時 
五十 分に して 第二 號鍵を 打たし めた るは 同 
三時 五十一 分な り 然るに 入場した る 致 W は 
十 名に して 定足數 に 達せす 時怜も 午後 PJ-I 時 
を 報した るに 氓り 謎 長 it 已 むを 得す 流 ^ を 
宣吿 したる ものな 〇 右の 事 ® は 再 記 川 手 慈 
太郎 の手續 敦、 書記 余 語 政 德の顚 末 f1} 並 小 
使 原 ly 伊三郎の 始末 W 等に 徴 して 明白なる 
のみなら す 去る 四日 本院 請願 委員 會第 二分 
科會に 於け る 添 田 政府 姿 員の 陳述は 略 同一 
の 事實關 係を 表明す 内務大臣の 所見 如何 
二 內務 大臣は 議場 變更の 件に 付 「常 出 識場は 
恰も 縣會 休憩 中な 〇 しを 以て钱 M 控室を 郡 
部會 議場に 充て 之を 谷 議員に 周知せ しめ 云 
云」 と陳 辯す るも當 日 小 數派 に 13 する 十 名 
の 議員 及 翳 長 か 翳 場變更 の 通知を 受けさり 
L 事窗は 書記 余 語政德 の顚末 書#: 前記 1 i 願 
委員 酋に 於け る 添 田 政府 姿 A の 辯 明に 徴し 
一點の 疑を 挾む の餘 地な し 殊に 荀も當 時 縣 
會の 休憩 中な りし ill ® を認 むる に 於て は 常 
用 識場ほ 使用 屮に 在ら さりし こと 明白な 〇 
依て 多數派 一味の 正式識 場を 避け 議員 控室 
に 於て 私に 郡部 會を 開きた るは： 个當 不法の 
K しきもの にして 規則 及 m 例に 違背した る 
處置 たるは 論を 俟た す內務 大臣の 所見 如何 
之を 要するに 三月 十九 日附 後藤 内務大臣の 答 辯は 
虛僞の 事實を 根據 として 詭辯を 弄した る ものに 過 
きす 故に 今一 層愼 重なる 調査を 遂け 更に 懇切なる 
答 辯 あらむ ことを 望む 
右 及 再 質 間 候 也  I 
〇絲 業に關 する 質問 主意 書 
右成 規に 據り提 LIS 候 也 
大正 七 年 三月 11 十五 日 
提出者  小 西  和 
賛成者  田 中 萬 逸 

外 三十 人 
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〇絲 業に 關 する 饩問主 S B 
一 第三 十九 回 帝 國狨會 の 協 锊を純 たる 現行 〇 絲 
業 法は 其の後 ^ 布した る 〇絲業 法 施行 ttl 則に 
法り 法律の M 神を 超えて 民間 當第奢 を 跶迫 し 
斯槳の 改良 進步を 阻害す るの 事！ C を 生む もの 
と！！ む 政府の 所見 如何 

二 外 國所產 1 i 種の 轍 人は 之を 獎励 する 方針な 〇 
や 或は 之に 反し 努めて 內國 所產 の蠶 種を 普及 
せし むる 方針な り や 

三外國 ょり 輸入す る 陥 良なる 原種に 對 しては 之 
か 關說を 免除し 劣等なる 原 稲 及 普通 蠶 補の 輸 
入に 對して のみ 現行 輸入税を 布 紹し又 は 一曆 
其の 税率を 萵む るの S 思な きか 
四 BS 絲椠 法は 微粒 -T- 码の抟防驅除を生眼と岱し 

以て SS 嵇の 檢査を 强制施 行す るに 拘ら す 1! 絲 

業 法 施行規則 第五 十 一條を 以て 病毒 W 分の 一 

未滿を 右す る EX 補は 之を 合格と 爲し 其の 病毒 

の 存在を 公認す る 理由 如何 

五 微 !?- 十病毒ほ‘播めて些少なりと雖尙有害なる 

は 學理の 示す 所な 〇 然るに 百 分の 一未 滿の病 

毒を 公認す る li 两に阴 SS の絕滅 を： 个可 能なら 

しむる に 止ら す we w に 之を 減少せ しむる こと 

すら なりと 信す 政府の 所見 如何 

六 病毒に 對 する 現行の 步合檢 奄ほ頗 る 不合理な 

る 方法と Eg む 即ち 其の K! 鉞に 際して 之に 供す 

へき 材料 採 IK の 方法 如 H に 依りて 病毒の 步合 

を 異にする は 明なる 事實な り 然るに 不合理な 

る 方法を 以て 其の  <= 格と 不合格と を 判定し 果 

して 能く 檢奄の 目的を 達し 得る か 

七 試 驗場氓 校 X は 蜞 51 f M 製 浩所即 ち Tr 設又 は府 

縣立 の機關 に 於て 製造した る 踗嵇 は 櫧 絲業法 

施行規則に 依 て 當業济 に 對し强 制 的に 之を 飼 

育せ しめむ とする の 弊害を 生せ す や 政府の 所 

見 如何 

八 s 'fs の 研究 並 ® 良なる 5S M の發 見に 關して は 

從來 民 rrn に 於け る 成 拔の作- R なる もの 乏し か 

らす而 して 政府 か 多邾の 純 S を投 して 製造せ 

る C 一種の 如き {T. 却て 民間 製造の ものに 及は さ 

るの 感な しとせ す從て 粒 絲菜の 進步せ る 地方 

に 於て は 33 菜 試驗玛 の 81 稲 又は 府縣原 粒 種 製 

浩 所の Bi 種を 無 H1 視 する もの 稀なら さる か 如 

し 政府の 所見 如何 


九 £1 稱同業 組合 屮常該 府縣 の原賴 補 製徙 所の 配 
布に 係る 0 種 を 飼育せ さる 旨の 決議を S した 
るもの&〇と聞く果して事窗なるや又政府の 
之に對 すろ 所見 加 何 

十 , 1? 業 試 驗川 又は 原厲補 製造所に 於て國 蠶 と稱 
し番號 を 付し 配付す る 1? 稲は 其の 系統 及 素質 
に 於て 民間に 流布せ る 器 種に 比し 何等 特殊の 
礙良な る點な しと 認む 政府の 所見 如何 
十一 粒 笫試驗 場に 於て® 良なる 稱類 として 配布 
する 國蠶歐 宄號 と稱す る ものは 頗る 雜駁な 
る！ SS 種に 非す や 而して 之を 一® 別 飼育を 爲 
すに 於 ては 其の 斑紋 體 5 :及繭 質に 興 同 ある 
を 免れさる ものと is む 政府の 所見 如何 
十二 政府は 雜駁な る賴 種を 協. H 種と して 民間に 
配布す るに拘 らす民 問！^ ける 原 〇種 の 飼 
育には 路密 又は 窮窟な る 一 蛾 別 飼育を S さ 
しめ 以て 斑紋 體色及 繭 質の 整齊を 計らむ と 
する は 甚 しき 矛盾の 行 爲に非 さるな きか 
十三 政府 ほ 雜馭な る ! i 種を 配布し 國 の原欝 種な 
るの 故を 以て 一® 別 飼育を 爲 さ、 る も 之を 
原！ I 種の 製造に 供用す るを 得せし むる に 反 
し 民間の 種類に 至て は 玉石混淆し 悉皆 一 蛾 
別 飼育を 强制 する EI! 由 如何 
十四 蠶絲業 法 施行規則 第 七十 一條に 依る ときは 
原蠶嵇として萬ら官設の學校試驗場府縣の 
原 ® 稲 製造所 講習 所 又は 試驗 所に 於て 製造 
し たる ものを 强制 的に 飼育せ しむる も 地方 
民間の W 體或は 篤志家の 設立に 係る 研究所 
試 瞬 所に 於て 製造した る 蠶種 は 之を 原 ! ii 種 
と Ig めさる 理由 如何 

十五 隄良！ 3® の !? f 見 及 研究 ほ 獨り 官設 又は 公立 

の _關 に 限らる、 ものに 非す 民間 篤 學者又 

は熟心家の苦心に依〇て好果を收むること 

珍しから すと 信す 政府の 所見 如何 

十六 群 絲椠法 施行 规則第 七十 一條に 於て ほ S 種 

の 研究 發 見を 秧 隘な る： '(3' 設又は公立 -© _關 

に 局限した る M 向 頗る 顯著な 〇 之 か爲 民間 

の 熟 心なる 研究と 有益なる 發見 とを 防 K し 

延て竄 絲業の 進步發 達を PJI 害する ものと 18 

む 政府の 所見 如何 

十七 官設 乂は 公立の 機關に 於て 眞に礙 良なる 蠶 

種を發 見し 民間 當業表 の 久しき に H り® 迎 


する 所と なれる もの 未た 之れ なしと ii! む 政 
府の 所見 如何 

十八 e 絲業法 施行 規训 附則 第 百 三 條に 於て は 從 
前 旣に學 術 研究の 爲 S! M の 製造 •其の 製造 
銳 種 の 配布 及 其の 蠶兒の 飼育を 許 BJ せられ 
たる 學 校 ^ 習 所 又は 試 驗場 にして 其の 設立 
者の 道 府縣郡 市なる と 又は 同業組合 若は 民 
間の 幽體な ると に 依 〇滅 しき 區 別を 爲し前 
者に 於て は 原 @ 祯 の 製造 配布を 許可し 後者 
に對 しては S に 普通 1! 補の みの 配布を 許可 
する 理由 如何 

十九 現行 汴 規に 據れは 民間に 於て は學術 研究の 
爲 蠶兒 を 飼育せ むと する も礙 良なる 原 Sr?, 種 
を 得る の途な きに 非す や 又 私設の 機 關に於 
ては 原 蠶 補を！ T 造す る こと 能は さる か 故に 
學術 研究の 爲蠶 種を 製造す るの 目的を 失 ふ 
に 非す や 從て學 術の 進步を 輕視し 研究を 壓 
迫し 延て K 良なる _ 種の 出現を 阻害す るの 
結果に 陷らす や 政府の 所見 如何 

二 十蠶絲 業 法 施行規則 ほ 民間 當業苦 に對 して 苛 
酷なる 規定た るを 免れす Kij も 筒 稲 檢査史 員 
の 過誤 其の 他の 原因に 基き！ 11® 製造者を し 
て ffl 害を 被らし むる こと 稀なら さるに 拘ら 
す當該 吏員に 與ふ るに 不合格 顏嵇燒 却の 如 
き重大なる_限を以てせる爲蠶嵇製造者ほ 
檢査の 正否に 付證 跡を 導ぬ るに 由な く延て 
不當な る檢赉 に 服 從す るの 外な きに 至らし 
む 政府 (X 當該 吏員を して 如上の 行爲 なから 
しむへ き 方法を 立つ るの 意思な きか 乂不當 
なる 檢査 に f/c て當椠 荠に拟 害を 與ふる こと 
なから しめ 或は 其の 損害を 補償す へき 途を 
開く の ®-: 思な きか 

二 十一 蠶稱檢查の史员にして竊に黥種製造者と 
結 托して 不正 行爲 を ®; てす る 者 ありと 聞 
く 政府 (X 之 か 事 K を 謎め さる 又斯る 弊害 
を 除去す る 方法を 立てさる か 

二十 二 政府 ix 何故に ■種 病 《 步 合の 檢査に 際し 
母 蛾 體を 折半して 之を 保存し 再 檢査を 行 
び 以て 檢査の 公平を 保へ き途を 立てさる 
か 

二十 三 農 商務省 所管 黥 業 試 驗場 か歐洲 種 純 粹の 
基礎原獄嵇を初せさることは第三十九回 


帝國誘 曾に 於て 同省 所管 政府 委員の 言明 
せる 所な り 此の 言の 如く 政府は 歐洲種 純 
粹の 基礎 原 蠶 種を 打せ さる か 
二十 四 蠶業試 驗場ほ 純粹 優良なる 基礎 原 ？ i 種を 
有せす と 信す 果して 然らは 該試驗 場より 
原々 種と して 配付す る ものは 如何なる e 
種なる か 又 如何なる 方法に 依り 何れより 
之を 得た るか 

二十 五 政府は S0 在 農 商務省 所管の 蠶 業に 關 する 
g 關か有 f る 舄 種に 比し 險良 H. 純粹な る 
iz 種を 得む とする 意思な ? • か 若 之を 得む 
とする に 於て は 果して 如何なる 方 治に 依 
て 之を 現實 ならしめ むと する か 
本質 問に 付て は 趣旨 辯 明を 爲さゝ るに 付 政府 ほ 速 
に 誠意を 以て P 細 JI. 明瞭なる 答 辯 あらむ 事を 望む 

右 及 質問 候 1111 _ 

對支 外交に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に 據り提 m 候 也 
大正 七 年 三月 十六 日 
提出者® 井 丘 〈五郎 
賛成者 ¥ 速 整爾外 三十 人 
對茭 外交に 關 する 質問 主意 書 
一 政府は 最近 對 交 力 針を 一變 して 支那 政府に 對し 
國內の 紛擾を 避け 南北 妥協す へき 趣旨を 以て 注 
意 若は 瞥 W を發 したりと 聞く 果して 然らは 左の 
各項に 關し 明確なる 答 辯を 求む 
い 警齿を 發し たる 動機 如何 
ろ從來 の 方針を 一變 したる 理由 如何 
は 警告 後 支那の 紛爭を 解決す へき 方法 如何 
に對支 方針の 一變 に關し 政府 ほ 如何なる 責任 
を 負 ! X むと する か 

一若 前項の 餞 吿を 酸した る 事實 なしと せは 更に 左 
の 谷 項に 付 答 辯を 求む 

い 支那 國內紛 陵の 爲在支 那人ほ 常に 不安を 感 
し 11. 經濟上 ffl 失を 蒙る こと 大なる もの あり 
政府 ほ 如何なる 方法を 以て 之を 保 s« 若は 救 
濟 しつ V ある や 

ろ 我 か對支 貿易 關 係に 於て 三分の 二を 占む る 
長江 沿岸 及 南支 方面に 於け る 大多數 の 支那 
人 {X 日本 政府 ほ 從來 北洋 段 派を 援助し つ k 
ありと f,i し 我に 對し 好感を 有せす 爲に我 か 
經濟 的對支 發 IM 上 幾多の 不便 支障を 感 しつ 


對支 外交に 關 する 質問 


六 二 九 
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つ あり 政府 (t 之を 誘め すと 1 i ふや 若 之を M 
むと せ ほ 之に 對し 如何なる 方法を 執りつ i 
ある や 

一 支那 國內 紛阑 の永纽 ほ 將來東 洋の 平和を 破壊す 
へき 導火線た るの 魔 あり 帝阈の 使命に 鑑み 政府 
に 於て 此の際 何等か 永遠の 大策あ る や 
一 政府 !•' 於て 太平 組合に 拂 T け 3!£ 那に 供給した る 
兵器 ii 秦皇 鳥に 於て 張 奉 天督 屯 に 掠® せられ 張 
督軍の 派兵に 使用せられ たりと 開く 該事 件の 經 
過に 付详細 H. 明確なる 答 辯を 求む 
一 政府 IX 張 M5 天督軍 の 派兵に 關し 何等かの 醤 吿を 
發し たる か若發 したりと せ ほ 其の 理由 如何 
一日 支の 文化的 結合に 關 する 政府の 抱負 如何 

右及& ::問 候 lili _ _ 

日米 間の 紳士 協約 撤暖 に關 する 質問 主意 書 

右成规 に據〇 提出 候 也 

大正 七 年 三月 十四日 

提 m 者 楠 原悅 二郞 

锊成者 鈴 木 梅 四郎外 三十 八 入 

日米 間の 紳士 協約 撤躞 に關 する 質問 主意 書 

抑 日米 間 紳士 協約なる ものは 千 九 百 七 年米國 加州 

に 於て 偶 發 せる 學蜇 問題に 因り 一時 排日 熟 非常に 

昂騰した る爲 之を 緩和せ むと 企て 日米 雨 國 外交 文 

丙の 交換に 依て 協定せられ たる 一種の 「アン ダ— 

スタン ディン ダ」 即ち 約束に して 嚴格な る 意義に 

於け る 協約に 非す と雖我 か國は 國際 間の 德義を 重 

し 過去 十箇 年間 最誠實 に 之を 邀守 しつ、 あり 而し 

て該協 約は 米國 の最惠 條約阈 民に 對 する 一般的 移 

民法を 特に 我か國 民に 對 して 之を 制限す る ものに 

して 是か 爲該協 約の 存在 ほ 旭 兩國 民間に 幾多の 誤 

解を 釀し兩 國民の 親善なる 關 係を 損傷す る こと尠 

からす： € も 加州に 於け る學童 問題 ほ 業に 巳に 永久 

的に 解決せられ 同地の 勞 S 問題 亦 十 年 以前と 其の 

狀脂を 一 變し今 や 米國 は歐洲 の大戰 に參 加し 小國 

民の 獨立及 其の 節' 利 擁護の 爲に國 を擧 けて 職 ひつ 

つ あるの みならす 我 か 國亦聯 合國の la として 人 

文の 發讳及 東洋の 平和維持の 爲に熟 心に 努力し つ 

つ あり 是に依 て 是を觀 るも該 紳士 協約の 存_ は 時 

世の 進 運に 伴は さるものなる ほ 明な り 政府は 世界 

人文の 發達及 更に 一層 日米 親善の 5" 進を阖 ら むか 

爲速 に該 協約の 撤廢 に盡力 する の 意思 あり や 否 

右 及 質問 候 也 


i 政府より 受領した る 說明霄 左の 如し 

柬三 省に 於け る 排日 行動に 関する 質疑に 對 
する 說 明 ^ 

衆議 院議 M 伊東 知 也 君の柬 H 省に 於け る 排日 行 
励に 關する 質疑に 對 する 說明譜 
伊東 知 也 君の 東 三省に 於け る 排日 行動に 關 する 質 
疑に 付 調査した る處 左の 如し 
(一〕 吉林省 及 奉 天 省, 會か 日本を 惡 m 冷評せ る 小 
冊子 數千部 を 配布せ りとの 事實ほ 未た 之 あるを. 
問 かさる も 山 東 省备團 體 代表 苦 王訥 著變 日篇と 
題す る小册 子 か 去る 一月 中 匿名に て 各方 面に 配 
布せられ たる こと あり 其 内容を 見る に 日本 ほ 政 
治經濟 財政 革 事 道德上 幾多の 缺點 あり 支那と 提 
探す るに あらされは 國 遂に 危 きに拘 ほらす 倨傲 
の 態度を 以て 支那に 臨む ほ 不可な りと て 日本に 
辫吿を與ふるの趣意なり肋此阖書の流布ほ國交 
>. 有害と 認めた る々' 以て 當時 支那 官憲に 對し注 
意を 喚起 し相當 取締の 法を 講せ しむる 事と せり 
(二〕 新 民 屯の 農民 張 某 か 土 池を 抵當 として 日本人 
より 三百 圓を 借りた る爲 國賊條 例に 問 ほれ 銃殺 
せられたり との點 ほ 収調 へたる も 似寄の 事實無 
し 

(三〕 孟某か 田 什 付溝鑛 山の 探掘權 'を 日本人に 與へ 
たりと て 有期 徒刑 四 年に 處せ られた りとの 點に 
付収 調を 爲し たるに 同 i§ 山關係 者に して 最近 有 
期 徒刑 四 年に 處 せられた る ほ 楊 廼賓な る 者に し 
て孟 某に あらす 而 して 楊の 罪名 ほ 文書 僞造私 印 
盗用 祕密契 約 締結なる も 元來同 鑛 山には 多數の 
日茭 人關 係し 頗る 複雜 なる 關 係を 生し 居る もの 

にして 楊の 處 刑の 如き 必す しも 排日の 結果とは 

認め 難し 

(四) 日 支 合 辨の某 炭鑛に 於て 日本人と 契約せ る茭 

那人が 死を 以て 迫害を 加 へられ 契約の 解除を 乞 

へりとの fii ほ 前記 楊 廼賓の 事件を 指す ものと 察 

せらる V か 果して 然らは 前記の 如く 必す しも 排 

日の 結果と ほ 認め 難し 

c 五〕 撫順東 八 家 子に 於て 廣_ 重 政、 願 尾 安太郎 ( 

目下 刑事 被吿人 7 篠田豹 次 三 名 か 村長より 暴行 

を 受け Isf 獺は 遂に 死亡した る ほ 事實 なる も 取調 

の 結果に 依れは 右は 韻 尾 か 支那 八 間の 貸借 問題 

に 干渉した る爲 村民の 激昂を 挑發 したる 結果と 

認められ 本邦 人 一般に 對 する 反感の 問題に 非す 


尤も 本件に 付て ほ 目下 支那 官憲と 交渉 中な り 
(六〕 楚山 憲兵 陵の 補助 sg 兵 か 輯安縣 に 於て# 徒の 
爲に 殺害せられ たりとの 件に 關し 新興 學觉な る 
學 校の 生徒 か 日本 憲兵の 暗殺 1 ?を 組織した 〇 等 
の Bi BE に關 しては 何等 聞く 所な きも 客 平 八月 二 
十五 日 在 玉 洞 憲兵 出張所 勤務 憲兵 上等兵 か對岸 
輯 {女 縣黃柏 甸 子に 於て 暴民の 爲に 殺害せられ 同 
時に 憲兵 補助員 か 重傷を 被りた る 事件 あり 質問 
者の 言及せられ たる ほ 該事 件を 意味す る ものと 
せ ほ 同 件 ほ 其 後 在 奉： 大 赤塚總 領事を して 張 奉 天 
誓 軍と 交渉せ しめる 結果 支那 側 i- 於て 責任者の 
處 罰、 損害賠償 其 他 S 那 側の 責任 上 爲す へき 措 
置を 行 ふこと を： 求 諾し旣 に 解決を 苦く へき 運に 
至れり 

大正 七 年 三月 二十 五日 

外務大臣 法學博 士子爵 本 野 一郎 
〔左の 報告 ほ朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一昨 二十 五日 請願 委員 委員長 及 理事 補闕選 擧の結 
果 左の 如し 
請願 委員 

委員長 福 井 三 郎君 (委員長 板 東 勘 3T 郎妈 補 
闕〕 

理事 百； 一淸治 君 (理事 福 井 三 郎君 補闕〕 

! 昨二 十五 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
七 井 烏 山間 敷設 一; 便鐵道 茂 木町經 由に 關 する at 
議案 委員 會 

委員長  丸 山幡峨 一郎. 君 
理事  伊 gi 知 也哲 
0 議長 (大岡 育造 君〕 質問に 對する 答 辯 W ほ 速記 錄 
に 載せる 事に 致します から、 それに 就て 御 ® なさる 
やぅに 願 ひます、 是 ょり 會議を 開きます •日程 第二 
勞働 保險法 制定に 關す る. SI 議案を 議題と 致します— 
委員長 不在に 付、 理事攏 正 雄 君に 御 報吿を 求めます 
第二 勞砌 保險法 制定に 關す る逑 議案 (上 
村 耕作 君 外 一名 提出) (委員長 報吿〕 
〔櫳正 雄 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 龎正雄 君勞® 保險法 制定に 關ずる 建議案の 委員 
會の顚 末を 御 報告 致します、 我國に 於て は旣に 工場 
法が 制定せられ、 又 簡易 保險 法が 實施せ られて 居る 
今日であります から、 此 際一步 を 進めて， 社 fr 政策 


上の 施設を すると 云 ふ 盤に なれ (f •必ず 勞 3保运 の 
問題が 起る と 云 ふ 事 ほ 必然の 5? である、 此 S 味に 於 
きまして 我が 委負筲 ほ 之々  . を 以て 可 ：' i 
ました、 m し 其 際に 缺席せ られ た委 M は. 少 ありま 
した けれども •兎に角 何等の 異 逍 なく 一致を 以て 可 
決致した次第であります、而し仲小路煥商 ^ 大 |:': は 
之に 對 して •どう 云 ふ 意見を 吐かれた かと 申します 
ると、 政府に 於ても 本 法 制定に 關して ほ、 其® 旨に 
於て 至®. 同感で ある •但し 工場 法が 布 かれてから 日 
尚 ほ淺 いので あるから、 朱 だ 勞働保 險に對 する 十分 
なる 統計 其 他の 材料が 整つ て 居らない、 故に ! ft ちに 
今日に 於て 勞卿 保險 法を 迓施す ると 云 ふ flf it 六ヶ趿 
からう と 思 ふ、 けれども 成るべく 早く 是が l$ ;a を Igll 
ると 云 ふ 意味に 於て、 叨 年に 於て ほ 是が 調' ？ C の ?,:' 用 
を 請求す る考で ある 斯う 云 ふ Ilf を 言明され たので あ 
ります、 此段 御報吿 致します (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造？ S) 委員長 報告に 御 異議は ありま 
せぬ か。 

〔「異 _な し Ef 該なし J と 呼ふ漭 あ 〇〕 

0_長( 大岡 育造 封〕 御異 謬な しと 認めます、 仍て 
本 建諉は 委員長 報告 通り 可決した る 事を 宣带 致し ま 

す - 日程 第三 . 

0 高田耘 平 君 議長 —— 議長。 

〇 議長 C 大岡育 進 君〕 日程に 入る 前に、 高 田 君の 御 
通吿の ありました のを 忘れて 居りました I 萵田耘 
平 君ょり _事の 進行に 關する i 日の 要求が 御 ざい ま 
すから、 此際 許します。 

〇 高 " H 耘平君 私 ほ 此際 I 會期切 迫の 折捫 議事の 
進行に 關する 意見な どは 少し 面 a く ありませ ぬけれ 
ども， 併ながら 會期切 迫の 折 柄に 付 • 已 むを 得ず 此 
議場に 於て 喵 今 申 上げる のであります， 茈 事柄は 私 
が 去る 十一 日に报 出 致しました る 葉 煙草 耕作 組合に 
對 する 交 N- 企 下 附に關 する 建讖案 に 付ての# であり 
ます、 此妞 _案は 內容の 金額は [i かであります、 け 
れども 問題の 重大なる 事は、 政 友 會の岩 崎 君が 本案 
の 本 議會に 上りました 時に 於て、 特に 重大な りと し 
て 十八 名の 委員の 御 付 , ri: になる 励 翳を 提出され たの 
を 見ても 分る ので ある‘ 詰り 十八 名の 委員に 付託に 

なりまして 十三 日の 本 ^ 議の - いや 十一 日に 提出 

し， 十三 日に 本 會議を 開き •而 して 十八 名の 委員に 
付託せられ、 十五 □に 委員長 0! 事の 選擧を 行 ひ， 十 
九日に 委員 會を 開き •更に 二 十三 日に 委員 會を 開き 
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而して 二十 五日に 尙 委員 會を 開くべき 害であつた の 
であります、 此 間に 於て 十九 日 二十 三日と も 委員の 
出席 等が 遲れ まして、 大抵 十一 時時 分に なりまして 
開 ^ しました、 二十 五日 即ち 昨日に 至 ゎ. まして、 遣 
憾なが ら委員 長が 御 出席が なかつ たのであります一 
遗憾な がら 委員長が 御 / li 席に なつて 居り ませぬ ので 
艽 六の 人が 集りました けれども、 流 會の已 むを 得な 
い 事に なりました 仕方がない」 と 呼ふ界 あり：} 而し 
て 第二 间及 第三 回の 質 間を して、 當局 者の 答 辯に 付 
きまして I 殆ど 此問 題に 付いて は 委員の 諸君 も 略 
々砰 成の 意を 表して、 政府 委員は 慕 納 再 ® 局 長官 も 
略々 荇成の rp を 表した ことは、 速記 錄が 明かに 證明 
して rpr る， 問題で ある、 然るに 昨 二 十五 日、 最早 H 
問が 終了して 討論に 入らん とすべき 、時に 於て 肝腎 

なる 委 fl 長が 出席 致し ませぬ •殊に 31 事 三 名の 中で 

私 以外の g itt 諸君は 11 人 御缺席 になつて® ります、 

私は 斯る 場合に 於て 一寸 松} i 君には 會ひ ました けれ 

ども •松 浦 f? との 內 容は私話に ?1 0ますから、松浦 

君に對 する 德義卜  •申 上げない 方が 却て 穩當だ らうと 

思 ひます から 申 上げ ませぬ、 併ながら 此間 題 (3: 政 友 

會の 諸君が 5K 婴の問 S として， 特に 十八 名の 委員に 

付託され た 問題であります、 一方 政 友 包の 諸君の 御 

提出に なつた 矢 ® 煙 苺に 關 する 問題、 元资捌 叫 務を 

市町村に 付 ; fg する 問® ほどうで あるかと 云 ふと、 私 

の提萊 をし ました 十一 日よりも 五日 i!i れ まして 十六 

日に 提案され た •さう して 十九 日、 二十日、 二十 二日 

二十 三日、 11 十五 日と 委 M 色を 開きまして、 此問題 

は 委 A6: に 於て 終了され たのであります •此比 較對 

照を して 見る と 私は ? £ だ 此問 題に 對 する 多數萊 諸君 

の 誠 S を 疑 ふので あります’ 岩 崎 対 (i iri 大なる 建 諶 

案なる が 故に、 « に 十八 名の 委 a に 付託す ると 稲し 

而して 最後の 詰り 二十 五日の 委 a f? に 於て •委員長 

が 御 缺席 になつ て 其 a をして 開く こと 能は ざら しめ 

たと 云 ふ 市は， 諸君 如何で 御 ざい ませう •陽に m- 要 

問 f@ とし •陰に 此問閗 を したと 云 ふことは、 

私は ffi だ 委 ¢1 ¢: として TK M の 次第であります、 此問 

題た る や '' i 接には 薬 焯草 耕作に 關する 百 有 餘萬の 人 

K に關す る大問 題で ある， 尙ほ 間 接には K 税六千 六 

•ET S5 P 、 詰り 所以 81 と Ji1? ど 同 油なる 所の H 收 益を 得 

べき 所の 收 人の时 .源に 關 係す る大 問 M であります、 

IIt f ;a 接 f!il 接の 犬 WJ 題 •是 {3: 宜い と ® 定 しても、 而も 

其 提出が 少數芘 たる： ? -V 々なる が 故に， 事を ® 要と 稱 


して 特に 十八 名の 委 S に 付託し •而 して 二 十五 0 の 
最後の 委員# に 於て、 委負 長が 缺席 致して 之を 握 m 
したと 云 ふことは、 甚だしき 大失萌 であら うと 私は 
信じます •私は 議院の 典 例と か规 則と かと 云 ふ もの 
は 存じ ませぬ けれども •斯う 云 ふやうな ことを 委員 
長が して 宜しい ものである や、 否や 茜 だ 迷 ひました 
故に 識院法 及 先例 费葛等 を 調べて 見ました 所が、 SI 
院法の 第 九十 九條 には、 明かに 委員 等が 相當な 理由 
なく 缺席 した 場合に 於き ましては 之れ を 除名す ると 
云 ふ 處分も 御 ざいます、 尙乂 先例 ^ a を 見ます ると 
再三 委員 會が 成立に 至らざる 場合， 及び 委員會 を 開 
かざる 拗 合 に 於き ましては、 議長は 委員に 向つ て 相 
當 注意を 加へ、 戒飭を 加へ た 例 も 多々 ある やうで あ 
ります、 此場 合に 於き まして 期日 切迫せ りと雖 も、 
尙餘す 所 十二時まで やれば 十 時間あります、 此 場合 
議長 |± 相 成るべくは、 公平に 此 m 大 問題と 稱せ られ 
たる 葉 煙草 耕作 組合に、 交付金を 下付す る 案に 付き 
まして、 委員に 諮り* L« に 委員 會を 開かし め， 其審 
査を侍 つて 十二時 迄に 此本會 に 提出せられ むことの 
希 菌を 提出 致します e 

0 議長 c 大岡 育浩 君) 諮 長 (3; 喵今高 田 君の 御 希 玥に 
依 て、 此綷過 ある ことを 知つ たのであります、 若し 
高 田 君が もう 一日 若く ほ 其 以前に、 議 畏 に此事 を 御 
齿 げにな つたなら ば、 必ず 委員を 督捉 致した ので あ 
らうと 思 ひます、 哨今 として ほ 議長の 見る 所では 最 
早 時間が 十分なら ず と 思 ひます。 

0 高 田坛平 君 一寸 …… 

〔「無用々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 (大岡 育造 君) 日程 第三、 帝® 奕 術 館 建設に 
關す る妞 議案を 謎® と 致します 、委員長 金 杉英五 郎 

君の 報吿を 求めます。 

第三 帝 W 美術 rp:i 建設に 關 する 建議案 (® 

渾總 明君 外 四 名 提出) (委員長 報 

吿) 

〇释學 W 士金 杉英五 郎君 苒だ簡 眾 ですから •：… 

0 議長 C 大岡 育造 君： >  登檟 を絮 みます。 

〔释學 傅 士金 杉英 五郞君登檀〕 

〇涔 舉 邱士 金 杉英五 郎君 私は 唯今_ 題と なり まし 

たる 帝® 美術館 建設に 關 する雜 議案の 委員© に 於け 

る踔過 並に 結果を 御 報 吿 致します、 吾々 は 都合 四 回 

委員 會を 開きました， 此 委員 諸君 ほ 非常に 御 勉强で 

ありまして、 殆ど 御缺席 がない やうに 御勉强 下す つ 


た 譯 であります， そこで 其 都度 政府 委員の 出席を 求 
めて 質問 應 答を m ねました 末、 愼 m 蒗議を 致し まし 
て、 大體左 の 如き 議論に 一致した のであります， 我 
が 日本 帝 § ほ 山水の ffi 美と 美術の 崇高を 以つて 世界 
に 鳴つ て pf る 故に歐 米より 日本に 參 ります る もの も 
大体 山水の® 美を 見、 美術の 祟 高なる を 見やう とし 
て 來る莕 が 多い ので ある、 然るに 近来 山水の® 美な 
る ものは、 不規則な る : r. 場 其の 他の 在ります、 今日 
である 爲 めに、 殆ど 躍 態を 沒 却して、 不風流 極まる 
狀態 になつて 居る ので、 外阈 人は 頗る B いて ! M る や 
うな 次第で ある、 又 一方 実 術を 見やう として 參りま 
しても、 日本 全國 到る 所に 美術の 貯藏 されて 居る 事 
ほ 知れ 切つ た 話で あるが、 例へ ぱ ，唐、 宋 、元、 明 
あたりの 美術より 日本の 藤 原、 H 勢、 住吉 だと か詑 
麾 、狩 野、 士佐 、其の 他 有らゆる 南 ® 、 圓山 派と 云 
ふやうな 工合に 數限 りなり 東洋 美術、 殊に 日本 美術 
の粹を 現 (-£ して 居る もの；！ T 全 國 到る 所に あるので 
あるが、 之れ を 陳列す る 場所が 無い、 之れ を觀贽 に 
供す る 場所が 無い ので •四 洋人ほ 背 失望して 歸るや 
うな 次第で ある， それ故に 吾々 (i 是非とも 美術館を 
設立して W つて、 さう して 一は 外國 より 遊びに 來る 
者に 滿 足を 與へ 、一は 日本 國粹保 企の 大切なる 事を 
味 ひ、 又 一には 今後の 日本 美術の 進 步發展 に 資した 
いと 云 ふやうな 事に、 議論が 一致 致しました ので あ 
ります、 其 間に 於いて 正木 君が 何故に 崇高なる 南畫 
を 獎勵せ ざる か、 例へ ば 文 展に參 りましても、 其の 
他の 美術 敎育機 關を見 ましても、 南 ! ft の獎励 と 云 ふ 
事は 至つて 幼稚で あり、 又 不熱心で ある、 是は此 機 
會を 以て 常 局 者に 十分 注意したい ものであると 云 ふ 
注文 が 出ました 事と •それから 森 田 君から 此 美術館 
と 云 ふ もの ほ， 獨り帝 都た る m 京の みに 限らず、 美 
術の 源泉た る奈良 •京都， 何れ かに も 一つは 持へ た 
い是は 森 田 君が 京都から ; si 出されて 居る からと 云 ふ 
意味では ない と 云 ふこと を、 莳 々御 斷〇 になつ ての 
ことであります、 此事に 付て は 提出 若た る鹈渾 君 も 
私 も. 元は 其 積り でありました る爲 めに、 m 京へ ffi 
へる ことを 第一と する か、 或 ほ 束 京 京都 兩 方に 一度 
に } S るか， 又 東京を 第一と して 京都を 第二と する か 
と 云 ふやうな. ことほ 別問題と して、 希菌が 森 田 君と 
同一で あると 云 ふやうな ことで、 洵に 治りが 好く、 
和氣 靄々 と滿場 一致 決議 致しました る 次第で ありま 
す、 何分 各位に 於 かれましても 御寶 成、 速に 可決せ 


られん ことを 希菌 致します e 
0 岩 崎®© 議長。 

0_長( 大岡 育造 討 〇 岩 崎 君。 

0 岩 崎剧君 木 案は 委 M 提報 $1 通り •即ち 原案の 通 
〇 可決 せらむ ことを 希 21 致ます。 

0S 長 (大岡 育造 君〕 委員長 報告の 通り 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「興 議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 議長 ( 大岡 育造 お) 御 異議が 無ければ 本 建議案は 

委員長 報 f? 通り 可決した る ことを 宣吿 致します - 

日程 第 四、 第 Jr: 、 第 六、 ほ 同一 委員に 付託し 同 稀の 
議案なる に 依り、 一括 議題と なすに 御 異議 あ & ませ 
ぬか'」 

r 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 若) 御異 _ が 無ければ 一括 議題と 
なして 委員長の 報告を 示め ます、 第 四、 市町村 其の 
他 公共 M 體に 煙草 元 賣捌事 務委 tt に關 する 建議案， 
第五 市町村に 煙草 元賣捌 事務 委任に 關 する 建議案 第 
六、 煙草 費 捌 事務を 市町村に 委任す るの 建議案 •此 
三 案の 報 1!f を 求めます、 委員長 秦豊助 君。 

第 四 市町村 其の 他 公共 團體に 煙草 元賣捌 
事務 委任に 關する 建議案 (秦豊 助 君 
外 十 名 提出) (禿 員 長 報告) 

第五 市町村に 煙 荩元賣 捌 事務 委任に 關す 
る 建議案 〇:則 川 虎造 封 外 一名 提出) 
(委員長 報 街) 

第 六 煙草 元 賣捌事 務を 市町村に 委任す る 
の 建 SI 案 (綾部 惣丘 (衞君 外 一名 提 W 〕 
(委員長 報吿) 
r 秦豊肋 君 登 檀〕 

〔拍手 起る〕 

〇秦 豊叻君 御 報 ff を 致します、 ^ 今日 程に 上り ま 
した 三つの 建議案 •之を 併合 致しまして 表題を 「煙 
草 元 賣捌 に關 する ■議案 一と 致しまして、 興 本文 ほ 
I 政府® 賣 事 業 中 煙草 元 賣 捌に 関する 事務を 郡 市 其 
他 之に m すへ き 八， (共 副 踏に 委任して 處 理せ しめ 之に 
相當 の手數 料を 交付す る こと、 し 速に 之を 實行 すへ 
し 右 建_ す 一 斯ぅ 云 ふ 事に、 委員 會に 於て ほ 滿場一 
致を 以て 決議を 致しました、 而 して 速に 實行 する に 
付きまして •本年の 六月 三十日、 即ち 此期 間の 切れ 
まする 指定 更新 期 迄に、 或 (X 维備が m 來な いか も 知 
れぬか らして、 此に此 度 指定を 更新せ らる 、時には 
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一箇年 以内の 期間を 以て 柑定 して K ひたいと 云ふ附 
滞の 希望を 謎 決 致しました、 即ち 本年 六月 煙草 元 a 
翻 指定 af rf 期に 於て、 元 a 捌 人の胬 業 期間を 一简年 
以内となすべし.胙う云ふ附滞の希望を是又委員會 
に 於て 決議 致しました* 此委 M 會ほ數 回 開きまして 
十分に 漼 链を盡 しました、 各 委員に 於き まして 此煙 
草 7|: 严：^の现在の制度は弊害が有ると云ふ事 (3; 、皆 
な 認めて 居る のであります、 又此 事が 琛賣 事業に し 
て 仕事が 節單 であつて、 而も 利益が 非常に 多い、 期 
の如きものを今日颂斷せしむると云ふことほ’決し 
て 面白くない と 云 ふこと も 皆な 認めた 所であります 
而 して 此郡或 ほ 市 其 他 之に 准ず べき 公共 團體に 於き 
まして、 之を IK 扱 ふと 云 ふことは 極めて 簡單 で" 煙 
軍の 配給 事務、 即ち 配る と 云 ふこと を やる ことは 描' 

めて 簡單で あつて、 公共 幽體 丈で やる に 於て 最も 容 

為に 出来る ので ある、 又 之に 依て 幾分の 相 當 の手數 

料を 得て，® 用を 差 S いて 收人が あつて， 公共幽 體 

を 培養す る ことが 出來 たなら ぱ 、國 家の 手足と なる 

所の 即ち 公共幽 瞪 と 云 ふ ものを 有力に する ことが 出 

來る 、斯う 云 ふ考が 皆 一致した のであります、 而して 

政府 委員に 於き ましては， 此事に 付て 十分に 攻究を 

しなければ ならぬ ので あつて、 今 直ちに 之に 同意を 

する ことは 出來 ない と 云 ふので ありました、 政府 委 

員の 色々 申します る點も •先程 中し ました 委員に 於 

ては、 さう でない と 認めて 居る 點を .政府 委員に 於 

て 或は 事情に 迂潤で あつて、 此呢涛 を 能く 知らずに 

居る とか、 或は fi: 事の 性質が 極めて 簡單で あつて， 

どう 云 ふ 風に ® •際 行 はれて pr るかと 云 ふこと を， 十 

分に 政府 委員が 知らない 爲め に、 言うて 屛るや うな 

事が 多い のであります、 唯々 玆に 政府 委員の 最も 心 

配して 居つ たのは 監督の 點で ある、 是は郡 或は 市と 

云 ふやうな 公共 幽體に 委任 致します ると 云 ふと‘ 大 

藏省 並に 取 ® 局の it 接 監督と 云 ふ 事に 付て 如何で あ 

らうと 云 ふ 丈を 心配して 居る のであります、 是れ等 

は 現に 戶籍 事務に 付いて は區 裁判所が 商 接 市町村を 

監锊 して 居り、 又 税務の ことに 付いて 國税 徵收な ど 

は、 税務官が 商 接の 交渉を して 居る-其 他 軍事の 事 

務に付てほ、直接肺團丧或は聯隊區司令官と云ふ者 

が、 公共 IP K に 直接 關 係して® る、 斯う 云 ふ 事 も あ 

るから して- 是等ほ 決して 差 支ない と 云 ふの が 委員 

の 方の a 込で ありました、 さう 云 ふ 次第で ありまし 

て、 政府に 於ても 固より 之に 付て は 十分に 考 魔 を费 


して、 さぅ して 出來 るなら ば 其 實 行に 吝なら ぬ もの 
と 吾々 ほ 信じた のであります* 唯々 直ちに 同意し 難 
いと 云 ふので ありました、 右 様の 次第であります* 
どぅか 本 ir に 於き まして 御 S 同 あらん ことを 希望 致 
します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 動 君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩崎勸 君 三 案を 併合して 委員長 報告 通り、 即ち 
委員 會に 於て 修正 議決の 通り 可決せられ ん ことを 希 
望 致します。 

0 議長 C 大岡 育造 岩〕 岩 崎 君の 励議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「 異 ® なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がない と 認めます、 仍 
て此三 案は 一括して 委員 會 修正の 如く、 即ち 委員長 
の報吿 通り 可決した る ことを 宣吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 日程 第 七、 第 八は 同一 委員に 
付託した る 議案なる に 依り、 一括 議題と なすに 御異 
議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり t—i 
0_長( 大岡 育造 君) 御 異議が 無 けれは 第 七、 支那 
人敎 育の 施設に 關 する 建議案 >  第 八、 日 支 文化の 施 
設に關 する 建 p 案を 議題と し •委員長の 報告を 求め 
ます、 頭 本 君。 

第 七…， 吏 那人 iic! 育の 施設に 關 する 建議案 
C 高 橋 本 吉君外 五名 提出〕 (委員長 
報吿) 

第 八日茭 文化の 施設に 關 する 建 讖案 (關 

和 知 君 外 四 名 提出〕 (委 M 長 報告〕 

〔頭 本元 貞君 登壻〕 

0 頭 本元® 君 唯今 SI 題に なつて 居ります る 二つ の 

建議案ほ、題目は變つて居りますが、其內容は金然 

同一でありまして、 日 支 兩國の 思想の 亂 和を！ 一り、 

其 相互の 親善を 来す ことほ、 束 洋の 平和の 爲め 文化 

の爲 め、 大に して ほ 世界 文化の 爲め に、 重大な 緊急 

な 事で あると 云 ふ必： 勘を 認めて、 提 m された 建 _ 案 

であります、 此 趣意に 付きまして は 各派から 選出の 

委 M、 皆な 一人の 異論 も ありませ ず、 熟 心に 賛成 さ 

れま して 色々 の筘轺 或は 意見が 出ました が、 悪す る 

に 其 希菌も 意見 も 大體に 於て 一致す ると ころの - S を 


數多 見出した のであります、 故に 此 二つの 建蕺 案を 
一つ一つに しないで、 一に 弱めて、 さう して此 建議 
案に 權咸を 佾さ うと 云 ふ 趣 is からしまして •更に 少 
數の 委員 を 選んで 新に 一の 建 S? 案を 拖へ たので あ 〇 
ます、 之を 一應朗 諮 致します が 「東 单の 文化を 開發 
し 以て 人文に 貢献す へき ほ 0 支 兩 國の寊 任な 〇 特に 
支那 人の 敎育を 助長し 兩國 民の 思想を 融合す る ほ 善 
鄰の 誼を 敦 うし、 東洋の 平和を 確保す る 所以の 急務 
たり 政府 ほ 速に 是か 適當の 施設を 爲さん ことを 希む 
右纽議 す」 さう して l!-r 題目は 高 橋 忍の 提 Hi の 題目の 
通り、 支那 人敎 育の 施設に 關する 建議と 致しました 
而 して 本文 も實は 高 橋 君 提出の 建_築 の 文句に 二三 
の 修正を 加へ て 作つ たのであります、 それから 此建 
議案を 可決 致します るに 際して、 谷 委 M の 間に 期せ 
ずして 一致した る 二 三の 點に 就て 希菌條 件を 作り ま 
した、 是は 三つでありまして 、一、 日 本留慇 支那 學 
生の 敎育 及び 待遇に 關 して 一歷 の 便 K を 供す るの 施 
設を なす 事、 二、 支那に 於て 日 支 兩國の 協力に 依る 
高等 敎 育の 施設を 爲す べき 事、 三、 支那に 於て 日 語 
學習の 便を 得せし めんが 爲 めに 適當な る 方法を 識ず 
ベ 3- 事 •此 三つの 希望を 之に 附し ました， 而して 政 
府 委員に 此建 議案 並に 希望 條件に 就ての 意向を 質し 
ました 所が， 大體に 於て 政府に 於ても 異存 ほ ありま 
せず、 希望を 同じく すると 云 ふこと でありました の 
で、 全會 一致を 以て 可決 致しました、 此段御 報吿致 
します。 

〇 岩 崎® 君 本案 ほ 兩案を 併合して 委員畏 報 吿の通 
り" 即ち 委員 會に 於て 修正 議決の 通り HJ 決せられん 
ことを 希 菌 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 御說の 如く、 諸君に 
御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育浩 お〕 御 異議がない と 認めます •仍 
て 委員長 報吿の 通り 可決 致しました、 日程 第 九、 信 
越 線 碓氷鐵 道 改良に 關 する 連 _案を_題 と 致します 
第 九 信越 線 碓氷鐵 道 改良に 關 する® 議案 
t エ藤善 助 君 外 六 名 提出〕 (委員長 
報吿〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 委 M 長 H 藤 善 助 君 報吿を 求め 
ます。 

〔ェ 藤 善 助 君 登壇〕 

0H 藤 善 助 君 信越 線 碓氷鐵 道に 關 する 委員 會の經 


過 並に 結果を 御 報吿 致します、 本案に r .-c きまして は 
政府の 意見を 苡し ました 所 :: 、 政府は lit 杻 适 の 通り 
非常に lit 碓 氷の S5 道には 苦心を せられて ) S る、 それ 
で ？ i§ 急の 處 S と 致して*  1 m 氣の辟 關艰を 四 ^ 桁す こ 
とに 致しまして 、来年の 二三 月頃には 之を a ^i - 
ar が 出來 やぅと 云 ふ 見 a を 以て、 著々 經營 されて 居 
るので あります、 是が 間 に 合 ひます -). :. ば 上下 百 十五 
車の 牽引力を％ す ことに 相 成る のであります、 本案 
提出の 場合に 於て 小 田 ® 竹ょ 〇视 出の 理山 を iit ベ ま 
した 通り、 政府が RI 急の 處 s をな すと 致しましても 
危險 の Ilf 情は F r£ 除去す る ことが ., 11 來な いので ある 
其 他 近來 の碓 氷の 故障と 云 ふ もの ほ 頻 々として 吾々 
の 耳朶に 報す るの てあります '* 而も 先頃 七日の 災® 
と云ふものほ、一列車悉く滅茶々々に_關萆車祆廿：( 
に皆擴 れて 仕舞つ た、 幸に货 祺で ありました から 宜 
いが、 若し 客車で ありましたなら ぱ數百 名の 人が K 
に 即死を 致さなければ ならぬ と 云 ふ 不幸を 見る ので 
ある‘ 去れば 政府が 今膊 急の 手段と 致しまして、 跬 
關 車を 四 輛增 して 見た所が、 Ki に 上下 西 五十 眾の牽 
引力を％ すに 止 ' 〇- て •危險 を 減ずる と 云 ふこと It 出 
来ない のであります、 故に 委員の 意見は 政府が 今應 
急の 處置 として やる ことほ. 其勞を 多と 致して 諒と 
する 所で あるが、 更に 進んで 此妞 謎の 通り 根本ょり 
鐵 道の 改良を なすの 途を講 する か、 將た 他に 適 常の 
補助線を 設けまして •永遠に A る危險 を '% れるや ぅ 
にす るか m も 角 も それを 3M い希蓥 を tel して 本案に 间 
S すると 云 ふこと に 相 成つ たのであります、 即ち 本 
案に 對 しまして 全會 一致を 以て SJ 決を 致した ので あ 
ります から、 願く は 滿場 諸君の 御 同窓を 掙 まして、 
此 案を RJ 決せられん ことを 希望 致して 止み ませぬ。 
0 岩崎勵 君 本案は 委員長 報吿の 通り、 可決せられ 
ん ことを 希 SS 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長の 報 吿に御 異議 ほ あり 
ませぬ か。 

〔「 異議な し」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異識 なければ 委員長 報告の 
通り 可決した る 事を 宣吿 致します、 日程 第 十、 七 井 
烏 山間 敷設 _便 鐵道茂 木町經 由に 關 する 建議案を 識 
題と 致します。 

第 十七 井 烏 山間 敷設 輕便鐵 道 茂 木 町經由 
_ 關 する® 議案 (狸 遇 陳平君 外 四 名 
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提出〕 (委員長 報吿) 

0 翳 長 r' 大岡 育造 君〕 委員長 丸 山 ! 1- 峨一郞 ft の 報告 
を 求めます。 

r 丸 山 踏 峨一郞 君 登壇〕 

0 丸 山嵯峨 一郎 君 七 井 烏 山間 敷設 輕便鐵 道 に關す 
る S5 翳 案、 即ち 茂 木を 通過す ると 云 ふこと に關 する 
建議案の 委員 會の 報告を 致します 、委員 會は 昨日 總 
て翮了 致しまして •色々 質問 等が ありました が* 結 
局 政府に 於き ましても 多少の 锊费が 掛かる かは 知ら 
ぬけれ ども、 T. 事の m 来ない ことほない、 それで 未 
だ 調査を 經て 居らぬ から、 此纽 議案の 趣旨に 依つ て 
十分の 調査を 遂げる と 云 ふこと を 明言せられ ました 
願く は滿場 一致を 以て 御 賛成を 願 ひます。 

〔「反 對 」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇 岩 崎 li e 本案は 委： z 長 報吿の 通り 即ち 原案の 通 

〇 可決せられ ん ことを 希望 致します。 

〔「饺 成々々/ 反 對」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 諮 長 (大岡 育造 君) 委 fl 長 報吿に 同意の 諸君の 起 

立を 求めます ■ 

起立 若  多數 

〇諝長 (犬 岡 育造 君〕 多 ® [ であります 、依て 可決し 

たる ことを 宣告 致します、 日程 IT; 十一 乃至 第 九十 七 

は 請願 特別 報吿な るに 依り， 一括 議題と なし •委員 

長の 報 街を 求めます、 但し 委員長の 都合に te り 之を 

三回に 報吿し •決 a を 採る 豫定 であります I 委員 

長 II 井 三郞 君。 

第 十 I  c 特別 報 ffi 第： c 五十八 號) 微兵採 定 

に關 する 詔 願 (委 負 長 報吿) 

第 十二 (特別 報 ft 第 西 八十 二 號) 國 庫 出納 

命 端 數 計筘 法改正の 請願 (委員 

長 報告) 

第 十三 (特別 報 街 第 百 八十 一一 一號) 镅乾魚 業 

用 iffl に關 する 謂 願 (委眞 長 報告〕 

第 十四 (特別 報 ft 第； s 八十 四 號〕 全國行 町 

に 煙 ©: 及 印紙 元 r K 捌を 依託す るの 

調 願 外！ 一件 (委員長 報告) 

第 十五 (特別 報吿第 百 八十 五 號〕 恩給 年金 

金融に 關する 請願 (委員長 報告) 

第 十六 (特別 報 吿第百 八十 六號) 漁業 税を 

阀税に 編 A の 請願 (委 M 長 報吿〕 

第 十七 C 特別 報畀第 W 八十 八號〕 元 陽 澤税 

務袈復 S の 請願 (委員長 報吿〕 


第 十八 C 特別 報吿第 百 八十 九號〕 元日 下部 
税務 薪 {s if の 請願 (委 fl 長 報告) 
第 十九 (特別 報 itf 第 西 九十 一號〕 阿片 賠 償 
金 fls 卜： の 請願 (委筒 長 報告) 
第二 十 (特別 報吿第 百 九十 二號) 縣社 土津 
神社を 別格 官幣 社に 昇格の 請願 
(委員長 報告〕 

第二 十一 (特別 報吿第 西 九十 三號) 天 fs 川 
改修 H 事を 第一 期 川に 編入の 請 
願 外 一件 ( 委員長 報告〕 

第二 十二 (特別 報传 第 百 九十 四號) 河岸 及 
海岸に 於け る 堤防 勾配 地 並 堤 外 
草 半： 地 利用の 請願 (委員長 報 
吿〕 

第二 十三 (特別 報 ff 第 西 九十 五 號〕 刈 谷 田 
川大职 15 補助の 請願 (委員長 
報吿) 

第二 十四 (特別 報 吿第百 九十 六號 若松 港 
開 發に關 する 請願 (黍 員 長 報 
吿) 

第二 十五 (特別 報吿第 百 九十 七號) 職 H 瞄 
買 組合 保 li 獎蚴 に關 する 請願 
(委員長 報告) 

第二 十六 f 特別 報吿第 百 九十 八號) 工場 法 
施行 ffl 則 中 改正の 請願 (委員 
長 報告) 

第二 十七 (特別 報 ff 第 W 九十 九號) 特許 ® 
収消 に關 する 請願 (委員長 報 
吿〕 

第二 十八 (特別 報吿第 二百 號) 耕地 面積 擴 
張に 關 する 詣願 (委員長 報毋〕 

第二 十九 (特別 報 i'f 第二 百 一號鑛 M 採掘 

陬収消 損害 賠 《 に關 する 誧 願 

(委 M 長 報告) 

第三. 十 (特別 報贵第 二 百 二 號) 用水路 扒 

随改築 费國 庫茭辨 の M 願 (委 

員 長 報告) 

第三 十一 (特別 報告 第二 百三號 ) 木 ft 川 治 

水に 關する 請願 r' 委員長 報告) 

第三 十二 (特別 報吿 第二 百 四號〕 阊 山川 治 

水 並 確 扔山港 修築の i?i 願  (S 

員長報齿) 


第三 十三 /-' 特別 報 街 第二 百 五 號) 大阪市 水 
源 地營造 物に 因る 損害 補償の 請 
願 (委員長 報告〕 

第三 十四 (特別 報 吿第二 百 六號) 賣 藥 法 中 
改正の 請願 (委員長 報告： 一 

第三 十五 (特別 報 itf 第二 百 七號) 害蟲踽 除 
豫 防 法 中 改正の 読 願 (委 M 長 
報吿) 

第三 十六 (特別 報哲 第二 百 九號) 米穀 市場 
開設の 請願 (委員長 報吿) 

第三 十七 (特別 報告 第二 百 十 號〕 石炭 價格 
調節の 請願 (委員長 報吿) 

第三 十八 C 特別 報吿 第二 西 十一 號大 井澤 
村に 郵便局 設置の 詔 願 (委員 
jl 報吿) 

第三 十九 (特別 報吿第 二百 十二 號〕 富 田 浦 
町 m 部に 一一 一等 郵便局 設置の 詔 願 
(委員長 報吿) 

第 四十 (特別 報告 第二 百 十三 號) ^ 都 W 
に 三等 郵便局 設置の 請願 (委 
員 長 報告) 

第 四十 一 (特別 報吿第 二百 十四 號) 都 跡 村 
佐 ffi に 集配 三等 郵便局 設置の 誚 
願 (委員長 報告〕 

第 四十 二 (特別 報吿 第二 百 十五 號) 小 泉 局 
を 無 集配と し 舞 木澤 附近に 郵便 
局 設置の 詔 願 (委員長 報齿〕 

第 四十 三 C 特別 報传结 二 百 十六 號；} 北 千 21 
に 電信局 設置の 請願 

(婺員長報$0 

御 四十 四 (特別 報告 第二 ? I 十七 號〕 露領沿 
3 i 泐場に 通信 運輸 辟關 設置の 請 
願 (委員長 報 街) 

第 四十 五 (特別 報 ff 第二 W 十八 號〕 網走郵 
便 局を 二 等 局と 爲 すの 請願 
(裘 員 長 報告) 

第 四十 六 (特別 報吿 第二 百 十九 號〕 一宮 郵 
便 局を 二 等 局に 昇進の 請願 
.  (委員長 報告〕 

第 四十 七 C 特別 報吿 第二 百 二 十號) 志々 郵 
便 局に 電信 電話 開設の 請願 
(委員長 報告〕 


第 四十 八 C 特別 報齿 第二 百 二 十 一 號) 熟鹽 
郵便局に 雷‘ 信 m 話 架設の 請願 
(娶員 畏報 吿) 

第 四十 七 (特別 報 ^ • 第二 百 1 1 十二 號〕 新 山 
郵便局に 電信 事務 圓成 郵便局に 
m 話 開設の 請願 

(委員長 和吿一 

第五 十 (特別 報吿 第二 百 二十： 一 一 號〕 馬 _ 
郵便局に 電信 事務 開始の 請願 
(委員長 報 苦〕 

第五 十一 (.特別 報吿 第二 百 二十 四號〕 馬路 
郵便局に 集配 事務 開始の 請願 
( 委 員 長 報吿) 

第五 十二 (特別 報 街 第二 百 二十： : /!'. 號) 禾生 
郵便局に 集配 事務 開始の 請願 
(委員長 胡 佐〕 

第五 十三 (特別 報 ff 第二 百 二 十六 號〕 渾人 
郵便局に 集配 並 , rr? 信 事務 開始の 
請願 ハ委員長報诉) 

第五 十四 (特別 報 ^ 第二 百 一一 + 七 號) 特許 
岡 木 式 救命艇 成 fe 試 驗に關 する 
請願 (委員長 報吿〕 

第五 十五 (特別 報吿 第二 百 二十 八號) 元 飯 
田區 裁判所 復餳の 請願 

第五 十六 c 特別 報 街 第二 百 二り 九號〕 ©市 
村に 登 111 所 設置の M 願 

(委員長 報； 

第五 十七 (特別 報 代 第二 百 三十 號〕 矢 神 村 
に區 裁判所 m 張 所 設置の 請願 
C 33 員 長 報告〕 

第五 十八 (特別 報 f;- 第二 百 三十 一號〕 天® 
村に Jf!- 毛區裁 判 所 3 張 所設窗 の 
請願  C 委員長 報吿〕 

第五 十九 (特別 報 ^- 第二 百 三十 二 號) 大森 
區裁判 所 日 tt 出張所 隧 止 並 矢 上 
市 山兩 出張所 咐設の 請願 

(给員 長報齿 ) 

第 六十 c 特別 報吿 第二 百 三十 11 i 號 〕辯_ 
士 類似 業者 収締法 制定の 請願 
(委員長 報告；！ 

第 六十！ (特別 報告 第二 百 三十 四號〕 宇都 
宮監獄 移轉 の誚願 


請願 會翳 
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院議 衆符蒗 國帝问 十四® 


請 領分 链 

(委員長 報吿ン 

第 六十 二 ( 特別 報告 第二 百 三十 五 號〕 上の 
山中 村； S 驛間鐵 道 急設の 請願 
C 委員長 報吿〕 

第 六十 三 (特別 報吿 第二 百 三十 六號〕 傾須 
苡浦貿 間 官設 鐵道茭 線 延長の 請 
願  C 黍 員 長 報吿) 

第 六十 四 (特別 報告 第： 一 百 三十 七號) 石 狩 
川 右岸 鐵 51 敷設の 請願 

(委員長 報告) 

第 六十 五 C 特別 報吿筘 二 百 三十 七號) 斜里 
網 走 線 鐵道 速成の 請願 

(委員長 報吿) 

第 六十 六 (特別 報告 第二 百 三十 九號〕 天鹽 

線顿 便鐵值 速成の 請願 

C 委員長 報吿) 

第 六十 七 (特別 報告 第二 百 四十 號〕 旭川 留 

邊 蘂鐵埴 延長 石 北 線 速成の 請願 

(委員長 報告〕 

第 六十 八 (特別 報吿第 二百 四十 一號〕 金山 

鐵道 速成の 請願 

(委員長 報告〕 

第 六十 九 (特別 報吿第 二 百 四十 二號 一長 萬 

部 輪 西 問 鐵道 速成の 請願 

(姿 員 長 報吿) 

第 七十 (特別 報告 第二 百 四十 三 號〕 興 部 

小頓 別間 鐵道 速成の 請願 

(委員長 報告) 

第 七十 一 (特別 報吿 第二 百 四十 四 號〕 金山 

苫小牧 間鐵道 速成の 請願 

(委員長 報告) 

第 七十 M  (特別 報吿第 二 百 四十 S 號〕 深 川 

雨 龍 間鐵道 速成の 請願 

(委員長 報告〕 

第 七十 三 (特別 報吿 第二 百 四十 六號〕 網 走 

中 湧 別間 輕便鐵 道 速成の 請願 

(委員長 報告) 

第 七十 四 C 特別 報吿 第二 百 四十 七號) 鳥 取 

津 山間 陰陽 聯絡 鐵道速 成の 請願 

(委員長 報告〕 

第 七十 五 C 特別 報吿 第二 百 四十 八號) 天鹽 

沿岸 鐵道 速成の 請願 


(委 M 長 報告) 

第 七十 六 (特別 報告 第二 百 四十 九號〕 三 陸 
沿岸 鐵道敕 設の詰 願 外 四 件 
(委員長 報吿〕 

第 七十 七 (特別 報 吿第 二百 五十 號) 弘前田 
代 間 輕便鐵 道 速成の 請 龆 

(委員長 報吿〕 

第 七十 八 (特別 報告 第二 百 五十一 號〕 釧路 
北 見 間 連 裕鐵道 敷設の 請願 
(委員長 報吿〕 

第 七十 九 C 特別 報吿 第二 百 五十二 號) 九州 
中央 鐵道 速成の 請願 

(委員長 報告〕 

第 八十 (特別 報告 第二 百 五十 三號〕 上 ® 
江 差 間 輕便鐵 道 速成の 請願 
(委員長 報告〕 

第 八十 一 (特別 報告 第二 百 五十六 號) 弘前 
市 地方 貨車 配給 增 加の 請願 
員 長 報告) 

第 八十 二 (特別 報吿 第二 百 五十 七號〕 伏 見 
驛及伏 見 線の 存續 に關 する 請願 
(委員長 報告) 

第 八十 三 C 特別 報吿第 二百 六十 號〕 金祿公 
債 下附の 請願 

(委員長 報告〕 

第 八十 四 (特別 報告 第二 百 六十 一號〕 水產 
會法 制定の 請願 

(娶員 長 報告) 

第 八十 五 (特別 報告 第二 百 六十 一一 號〕 染料 
工業に 關 する 請願 

(娶員 長 報吿) 

第 八十 六 (特別 報吿 第二 百 六十 三號〕 大垣 

郵便局を 二等 局と 爲すの 請願 

(委員長 報吿〕 

第 八十 七 (特別 報告 第二 百 六十 四號〕 國府 

郵便局 管區 を德島 郵便局 電話 普 

通區 域に 編 人の 請願 

(委員長 報告〕 

第 八十 八 C 特別 報吿 第二 百 六十 五號〕 橫濱 

市町 田 町 間 直通電話 架設の 請願 

(委員長 報吿〕 

第 八十 九 (特別 報告 第二 百 六十 六號〕 富 原 


村に 郵便局 設置の 請願 

(委員長 報告 V-/ 

第 九十 (特別 報吿 第二 百 六十 七號〕 中黒 
顚郵侦 局に 集配 事務 開始の tg 願 
(委員長 報吿〕 

第 九十 一  C 特別 報吿 第二 百 六十 八號〕 元 糸 
魚川區 裁判所 復 a の 請願 

r 委 M 長 報告} 

第 九十 二 (特別 報告 第二 百 六十 九號〕 北陸 
鐵道七 尾 和 倉 間 延長 敷設の 詰 願 
C 委員長 報吿〕 

第 九十 三 (特別 報吿 第二 百 七十 號〕 七 尾 輪 
島 間鐵道 速成に 關する 請願 
(委員長 報告〕 

第 九十 四 C 特別 報吿 第二 百 七十 二號) 石炭 
價格 調節の 請願 

(委員長 報吿〕 

第 九十 五 (特別 報告 第二 百 七十 三號〕 陸軍 
重砲 兵 聯錄移 g 設置に 關 する 請 
願 (委員長 報告) 

第 九十 六 C 特別 報告 第二 百 七十 四號) 西 安 
居 村 本堂 區に無 集配 三等 郵便局 
設置の 請願  C 9S 員揭 報告) 

第 九十 七 C 特別 報吿 第二 百 七十 六號〕 上 岡 
停車場 設計 變更の 請願 

(委員長 報告〕 

〔福 井 三 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 福 井 三 郎君 唯今 一括して 議題に 供せられ た 件 a 
は、 總て 八十 七 件あります、 及ぷ 限り 敏活に 簡 ©に 
報吿を 致します る 積り で ご. 5 います けれども、 時間 
を 要する であらぅ と考 へます (.「 11 聽」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 入 民が 熱誠を 籠め たる 請願で あり、 殊に 何程 長 
くても 今日 一日であります からして . 鸦 く 御 辛抱を 
下さる ことを 願 ひます (拍手 起る) それでは 直 ちに 
報 吿に肢 掛 ります、 それから 玆に申 上げて 廣 きます 
が、 特別 報吿の 號數を 毎年 んで 居りました けれど 
も •是は 速記に 揭げて 貰 ふこと に 致しまして、 一々 
讀んで 居ります と •八十 七 件では 大分 時間が 掛りま 
すから、 之を 省く 丈で も 大分 儉約が 出來や うと 思 ひ 
ますから、 是は讀 上げ ませぬ から 左議御 承知 置を 願 
ひます、 日程の 第 十一、 徵兵採 定に關 する 請願，® 
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島踩 安藝 郡 上 剁野村 松 永 以作呈出、紹介ぷ：：2 -,1'-| 迚か 
爾訂、日样の第十！ . 國雎出訥金谠 -;, 計 :; :改正の 
請願、 福 岡 縣糸島 郡 小 富 - f: 村 藤 « 與右衝 r 
紹介 部‘ M は 赤 pd] .M 之 吉討 、日程 十三、 啜 乾 elTP sw 
に関する 請願 •大阪府 大阪市 两區靱 |'|' 迫一す=山本 
K 吉外彐 名の 呈出、 紹介辨 M 奥 田飽造 君 外；： l fi 、 U 
程 第 十四、 全阈谷 町に 煙荩及 印^. 儿玛捌 を依 託する 
の 請願 外 二 件、 神 奈川縣 三 rill 郡 jffi w 町 . U 川；：！ 2 平 获外 
十七> 1'| 呈出，紹介讁 1--1 小 !« ぺ捉右菇， ');: :;^> || 、= 
程 第 十五、 . S 給 年金 金融に 關 T る 請願， ! fi M 府® 多 
暸郡 m 鴨 村 ® 山 朝 太郞外 十一 名 M 出、 紹介 ^: a rf 射 
文 五郎 君、 日程 第 十六、 涧 業税' 闷税に 一 g A o 碑 g 
靜 岡縣磐田郡 1|' 泉町 111 烏湖三外六名虽出，紹介譏：3: 
小 西 和 君 外 一名 ■日程 第 十七 ■元 禺澤税 務袈復 供の 
請願， 秋 田縣雄 勝 郡 埸澤町 舟 田 準 之 助 外 11 十七 fl M 
m、 紹介 鼸 員 池 田 鮑 ;' r; 君 外！ 一名 日程 第 十八、 元 nr 
部 税務署 復 a の 請願、 山 梨 縣東山 梨鄕日 下部 村 
道 長 外 四十 名 呈出、 紹介 議員 生 原 忠右衞 門 君 外 一名 
日程 第 十九、 阿片 賠 似 金 te 上の 請願 •大阪府 三 島 郡 
福 井村 二 反 長音 藏外 西： :/1: 十四 名 呈出、 紹介 誠 负 井原 
百 介 君、 日程 坊二 十、 縣 社土捃 神社を 別格 官幣 社に 
昇格の 請願、 福 鳥縣耶 麻 郡 猪 苗代 町土津 神社 社 司 坂 
武外八 名 呈出、 紹介 謎 M は 八 田宗杏 君、 日程 第二 十 
一、 天龍川 改修 HW を 第一 期 川に 編 人の 請願 外 一件 
靜岡縣 磐 田 郡 宵 岡 村 天龍川 班 練 水防 組合 -M 平野 政： ;/ 1: 
郞外十 名 呈出、 紹介 _員 北 井波 治 3： 君、 日程 ? S 二 十 
二 •河岸 及海诗 に 於け る 堤防 勾配 地 並 堤 外荩 生地 利 
用の 請願、 愛知 縣名* 屋市 中 ® 8K 町 石 j-a 伊助 外！ 一 
名呈 m、 紹介 篛員 佐々 木 文 一 君 •(「早い^-」 と 
呼 ふ 者 あり〕 餘り |.1 卞 いさぅ ですから 少し 悠 くりやり 
ます、 日程 第二 十三、 刈 田川大 堰® 補助の 請願、 新 
潟 縣南蒲 原 郡 刈 谷 田 川大揠 普通 水利 組合 管理 荠中の 
島 村長 星 野次 郎呈 出、 紹介 議員は 大竹貫 一 君で あり 
ます， 日程 第二 十四、 若松 港 開 發に關 する 請願 •福 
岡縣 若松 市濱町 石 野寬平 外： . 71: 名虽 m、 紹介鄧 M 山 r'l 
憤 太 郎君 外 一名であります、 日程 第二 十五、 職 H 瞄 
買 組合 保護 ® S に關す る 1,1 願、 防 島縣挞 市 本 ijfl 有限 
責任 吳 職工 瞄 買 * II 合 長 眞藤齊 外 四 名 呈出、 紹介 _員 
は 土 井 權 大君、 日程 fs z* 十六、 H 場 法 施行規則 屮改 
正の 請願 •和歌 山縣 和歌 山 市 ffi fl 町 山 田 吉衞外 九 右 
呈 紹介 誘 員は 河 上 啓 太 君 外 十一 一一 名、 日程 第二 
十七， 特許 權収 消に 關 する 請願、 京都府 與謝郡 彐 


院 SI 衆 位 SI 國帝回 十四 第 


河 田 村 烏 居 武右熘 門外 四十 九 名 呈出， 紹介 議員 廣 
岡 宇 I 郎君 外 一名 •日程 第二 十八、 耕地 面積 摘 張に 
關 する 請願、 岡 山縣久 米 郡 大井束 村 農 會長實 成庭藏 
外 三 名 呈出、 紹介 誘 fl は 本員で ございます， 日程 第 
二十 九、 鍋區採 掘潲取 消 損害賠償に 關 する 請願、 愛 
知縣 名古屋 市西區 花 Jii 町 勝 DJ 捨次郎 呈出、 紹介 識員 
一一 i 輪 市太郞 君 外 一名であります、 第三 十、 用水路 iA 
11 改雄 a 國庫支 辨の 請願、 靜岡縣 富士郡 加 島 村長 松 
永 正 名 外 二 名呆 出、 紹介 議員は 淸崙 太郞 君で ありま 
す、 日程 第三 十一、 木 津川洽 水に 關する 請願、 京都 
府柑樂 郡 木 律 町長 河 村 家 秀外 二十 九 名 呈出、 紹介 _ 
員 長 田桃藏 君であります、 日程 第三 十二、 圆 山川 治水 
並に m 居 山 港 修築の 請願 •兵 庫 縣城崎 郡费岡 町 佐 川 
m 太邡外 八！ s 七十 一名 里 出 紹介 讅負贿 岡 宇一郎 君 外 

二 名であります 、日程 第三 十三、 大阪市 水源地 營造 

物に 闪 る 損 宵 補 (55 の 請 願、 大阪府 西 成 郡 西 中島 村 欠 

田吉 三郞外 II 名 呈出、 紹介 is 員 井坂 光一 t f-f であり ま 

す、 日程 第三 十四 •  S 藥法 改正の 請願、 富 山 縣迓 il 

冏菜 ?|1 合片屮川久正呈出、紹介譁員野村嘉六君外一 

名 日程 第三 十 S ，害 蟲顒除 预 防 法 中 改正の 請願、 靑 

森縣中 mil 郡 淸水村 外 崎 嘉七外 三十 八 名の 呈出、 紹 

介 議員は 菊 池 良 一 君 外 三 名であります、 日程 第三 十 

六、 米效 市垛 m 設の 請願， 德焯 縣德晶 市 船 場 町 S 崎 

民 二 外 n 一名 の 吊 出， 紹介 顏 M は 故 板 IK 勘： ;/ .: 郎 5f f であ 

ります、 日程綰 三十 七、 石炭 m 格調 節の 請願、 京都 

商業 會誘 所# Bfl ® 岡 光哲の 呈出、 紹介 讁錢は 小川 鄕 

太 郎君であります、 日程 第三 十八、 大 井澤 村に 郵便局 

設遛の 詰 願、 山形縣 西 村 山 郡 大井澤 村長 林 亥助 呈出 

紹介 誘 員は 大石艽 郎君 外 一名であります、 日程 第三 

十九、 ?? r 田 浦 町 JU 部に 三等 郵便 局設 ® の誧 願、 德島縣 

德 島市宫 田 / ffi 町 高并陆 次 m 外 二 十 名の 呈出、 紹介 11 

員は 武市彰 一' r 外 一名であります 日程 第 四十 佐 都 村 

に 三等 郵便局 設趵 の !£' 願、 茨城 縣久慈 郡 佐 都 村 江 幡 

與之助 外 十 m 名 早： 出、 紹介 漭 fl は 根本 正 君で ありま 

す、 以上 三十 件 紹介 gsfl の說叨 を e き、 並に 政府 姿 

員の ® 見を 徴 し、 愤蜇 に密逋 を 致しました 末、 皆 何 

れも相 常の 理 rM ある ものと して院 誠に 付すべき もの 

即ち 採 探と 決定 致しました、 先づ 此處 までを 御 報告 

致して S きます。 

特別 報 茜 第 百 五十八 號 

si 

謂 願文 畀 表 第 四 一四號 


徴兵 採 定に關 する 謂 願® 島縣安 鹄郡上 _ 野 
村 千 六 百 四十 三番 地平 民 農 松 永 良 作 呈出 
(紹介 議 M 早速 稱爾尥 〕 

右 請願の 要旨は 徴兵 檢査に 當〇壯 丁の 體格 と檢査 
官の 認定との みに® て 兵種を 決する は 適材を 適所 
に 措く 上に 於て is 憾尠 からす 依て 兵種の 決定に 付 
ては 本人の 希 轺を第 一條 件と し 之に 體 格の 如何を 
斟酌し 以て 之を 決定せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと is め 之を 採摺す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報齿第 百 八十 二 號 
窟見書 

諮 願文 書 表 第 九 三九號 
國庫出 納金 端 數計 算法 改正の 読 願 福 岡 縣絲 
島 郡 小 富士村 大字 御床 fll 百 八十 五番 地平 民 
農 藤 猢與右 衞門孕 出 (紹介 議員 赤間菡 之吉 
君〕 

右 請願の 要旨は 請願 人は 池 價一錢 の 山林 一一 步を所 
有し 大正 . 7J; 年 法律 第二 號 S 庫 出納 金端數 計算 法 施 
行 以前に 於て ! i 右に 對し 公課 合計 三錢の 負 擗なり 
しに拘 らす同 法 施行 後 大正 五 年度 以降は 合計 七錢 
の 公課を 負擔 する に 至れり ■々一 錢の地 價に對 し 
七錢 の負擔 は m きに 失する を 以て 前記國 萌 出納 金 
端 數計算 法を 左の 如く 改正せられ たしと 謂 ふに 在 
り 

第一 條國 tlx の收 入金 又は 仕拂 金に して 一錢未 
滿の- 3 數 あるときは 其の 端 數ほ之 を 切捨つ 其 
の全卽 一錢 未滿な ると き ほ 之を 収入し 又は 仕 
拂を爲 さす 

第六條 の 二 第 一條 末 段の 規定に 依り 收納せ さ 

る 地租は 法律上 總 ての 納税 資格 中に 納税した 

る ものと 看做す 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也— _ I 

特別 報告 第 百 八十 三號 

rr 見 if 

請願 文書 表 第 九 六六號 

稱 乾魚 業 «! 照に 關 する 請願 大阪府 大 PV. 市 西 

區靱 中 通 11 丁目 十 - ts 番地 平民 海痺物 商 山 本 寅 

吉外 三 f: 早； 出 (紹介 議員 奧田龜 造 君 外 三 名) 


右 請願の 要旨は 我 か國ほ 四面 S 海水 產 物の ® 富を 
以て 世界に 冠絕 する に拘 らす鹽 の 供給 潤擇な らす 
其の 惜格髙 きに 失する 爲多量 の 漁獲 ありと 雖 之を 
躍 藏し 又は 照 乾魚の 製造 上 不利 尠から す 鹽： 專賣法 
實施 以来 鹽價の 高騰に 從ひ 古來 有名なる 對馬鹽 鯖 
製造 場を 始め 斯業の 廢滅 する もの 前後 ffl 次く の® 
狀に陷 り 一は 安 價 にして 滋養に 富める 副食物を 國 
民に 供給す る 能 ほす 一は 時局の 關係 上海 外 谷地 共 
に 我 か® 乾魚の 需要 劇％ しつ ゝある も 輸出の 發展 
を 期す るに 由な し te て 現に 特出® 規則 第 一條 第 七 
號 に te り鲑 、一 r 鯨 等 數種の 漁獲物に 許された る 
特價供 給の 範圍を 擴 張して 一般镅 乾魚 業に 及 ほし 
且 其の 實 行に 當りて は 保税倉庫を 設け 或は 事後 檢 
査の 方法を 講 する 等 簡易に して 漁業の K 際に 適す 
る 手 續に依 〇 法 益の 亨受 を完 ぅせ しめられた しと 
謂 ふに 花り 

衆議院は 其の 趣 皆を 至 當な りと 認め 之を 採 播 すへ 
きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御汾 付 候 也 _ 

特別 報吿第 百 八十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 五六 號 

全阈各 町に 煙草 及 HIJ 紙元賣 捌を 託する の 請 
願 神 奈川縣 彐 浦 郡 浦 背 町長 川 島 平 藏外十 
七 名 呈出 (紹介 議員 小® 八 郎右德 門 君 外 四 
名) 

同 第 九 三 六號 

同上 群 . FM 縣群 馬郡溘 川 WT 長 羽 鳥 年太郞 呈出 
一 紹介 議 a 武 藤 命吉！ 0 

同 第 九 七七號 

同上 香川縣 香 川 郡 香 西 町 長久 保 榮吉外 十六 
名 呈出 (紹介 葯 a 松 田三德 君〕 

右 請願の 要旨 ほ m 方 自治 體の發 達を 期せむ とせは 
財政の 安固を s らさ るへから さる も 現 時 町村の 經 
濟は頗 る W 難に して 必要なる 施設 經營も 之を K す 
能は さるの 狀態 なり 而も 農村に 於て は 財力 涵養の 
實を擧 け 居る もの 尠から さる も 小 都邑た る 町 ほ 之 
に 比し W た 遜色 あり 依て 煙草 及 印紙の a 捌を 全國 
谷 町に 委託す るの 規定を 設け 之 等元寶 捌の 收 益を 
以て 町の 財源に 充てし めら れた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採拶 すへ 
きものと 議決せ り 依て 蕻院法 第 六イ五 條に 依り 別 


冊 及 御 送付 候 也 


特別 報告 第 百 八十 五 號 
意見書 

諝 願文 書 表 第一 〇一 九號 
恩給 年金 金融に 關 する 請願 3{i 京 府北覺 S 郡 
巢® 村 三千 二百 五十 四 番地 平民 農 橫山朝 太 
郎外 十一 fi 呈出 (紹介 議 M 石 射 文 五郎 君〕 
右誚 願の： 嬰 旨は 近來衍 年の 恩給 盗は 總額約 三千 六 
百 萬 圓 にして 其の 一劑約 三百 五六 十 萬 W は 委任 契 
約の 名を 以て 受給者ょり 金融に 供せ らるる ものと 
推す 假に 之を 平均 三箇 年分の 立替 とすれ (3: 其の 金 
額は！ 千 萬 11 以上の 巨額に 達し 今や 全國 到る 所 盛 
に行ほ れ益 其の 貸借の 數を嶒 加す るの 實况に 在り 
然るに 恩給 金の 如き {i 政府ょり 定期 If 實に 支給せ 
られ取 立輕便 なる に拘ら す 利 - T- 歩合の 高き は 法律 
上 w ii の擔 保を 禁止し 委任 受領の 形式に 依る 爲； 1U 
務不 履行 者 ^ ill する 場合 あるに 因る 是れ 一般 恩給 
受給莕 の 闲難尠 少なら さるを 以て 恩給 受給 權の移 
轉せ さる 範圍內 に 於て 恩給 年金の 債 褪擔 保を 誠む 
るか 又 ! 3; 政府に 於て 特種の 銀行を 設け 若は 遞信省 
爲替貯 金 局を して 之に 對 する 低利 钎付 を爲 さしむ 
る 方法を 講せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆 p 院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め， Z を採擇 すへ 
きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 候 付 也  _ 

特別 報告 第 百 八十 六號 
意見書 

請願 文 W 表 第 九九 九號 
漁業 税 を國税 に 編入の 請願 靜岡縣 磐 田 郡 中 
泉 町 七 百 四十 八番 地の 二 平民 農 川 島 攏藏外 
六 名 呈 川 (紹介 ST 員 小 西 和 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 性質に 於て 一般 地租と 大差な き 漁 
業税を 府縣税 として 賦課す るは 妥當と 謂 ふへから 
す 殊に 漁業法 改正の 結果 漁業を 物 ©; と 看做し 土地 
に關 する 規定を nil 用す るの 今日に 於て は 當然 之を 
國稅に 編 人し 以て 該 權 利を 確保せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は K- の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 籁決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 探 付 候 也 _ 

特別 報 №1 第 百 八十 八號 
意見書 


CS 兵 採 定に關 する 請願 外 五 件 


六 三 五 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


元 場 澤垮 務署復 m の 請願 外 七 件 
請願 文霄表 第二 一八 五號 
元 湯 澤稅 務鋦復 再の 請願 秋 田 縣 雄 勝 郡湯澤 
町 字 新 丁 十 I 番地 士族 舟 田 準 之 肋 外 二十 七 
名 呈出 (紹介 議員 池 田 想 治 君 外 二 名) 

右 請願の 嬰 旨 (3: 秋田縣 下 元湯澤 税務署 ほ 明治 四十 
二 年 十一月 躞 jh せられ 傾 手 税務 碧の 管 _に 移され 
だる も 元湯渾 税務 键管內 に ほ 酒结家 多くして 其の 
造石高 二 SS 石を 越へ 其の 納税額 ほ 礙に秋 田 税務 監 
督署管 内の 四 分の 一 以上を 占め 他に 其の 比を 見さ 
る 所な り 又 直接 國税の 如き も 二十 萬 圓に垂 むとし 
其 取扱 件數基 た 多し 依て 前記 税務署を 復 a せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと _決 せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 百 八十 九號 

意見書 

請願 文書 表 第二 一七 二號 

元日 下部 税務 果復 H の 請願 山 梨縣東 山 梨 郡 

日 下部 村 第三 百 六十 六番 戶 平民 農 依田 道 長 

外 四十 名 呈出 (紹介 議員 生 原忠 右衞門 君 外 

! 名) 

右 請願の 耍旨ほ 山 梨縣苽 山 梨 郡 日 下部 村 所在 元日 

下部 税務 袈闕 止せられ たる 爲郡中 三十 一箇 村民の 

被る 不利 不便 甚た大 なり 依て 元日 下部 税務署を 復 

爾せら れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 一號 

意执書 

請願 文書 表 第 六 七六號 

阿片 賠償 命 脑 上の 請願 大阪府 三 鳥 郡 福 井村 

大字 福 井 百 八十 二番 屋敷 平民 農 二 反 長音 藏 

外 百； A 十四 名 呈出 (紹介 議員 井原 百 介 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 請願 人 等 ほ 多年 阿片 製造に 從 事し 

来れる も 現行 賠償金は 低廉に 過き 阿片 製造業 者の 

痛苦 尠から す 依て 阿片 法を 改正し 以て 阿片の 賠償 

率を W 片 中の 含有 莫兒 比湼量 百 分の 十 以上 百 分の 

十 T 禾滿の もの 百匁に 付 金 二十 圆の 制と し 其の fill 

は 含有 莫 兒比湼 量に 應し 之に维 して 遞加 又は 遞滅 

せられた しと 謂 ふに 在り 


衆議院 ほ 其の 趣！ 一日を 至當な りと 認め 之を 採橒 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 三三號 

縣社 土津 神社を 別格 官幣 社に 昇格の 請願 福 
島 縣耶臃 郡 猪 苗代 町 字 古城 町 九十 七番 地士 
族 土津神 社 社 司 阪武外 八名呈 /]; (紹介 諮 員 
八 田宗吉 君〕 

右 請願の 要旨は 福 島縣耶 麻 郡 猪 苗代 町縣 社土津 神 
社は 德川四 代 將軍家 綱の 補 將た る# 津藩主 保 科 正 
之の 神靈を 祀れる 神社たり 正 之 ほ 十九 年間 國務に 
鞅掌し 其の 間 敬神® 王の 大義を 唱へ程 朱の 學を扶 
植 して 忠翠 節義の 道德を 普及し 民 治の 基礎を 確立 
し 我か國 文明に 貢獻 する こと 大 にして 當時 賢人の 
聞え 高し 其の 鴻業 中單に 神道 復興の 一事を 以て 尙 
昇格を 請願す るに 足る のみなら す土津 神社は 地方 
民の 崇敬 最 厚く 其の K: 備亦 完全に 近く 大正 六 年 十 
二月 福 島 縣會ほ 全會 一致を 以て 同社 昇格の 件を BJ 
決したり 斯の 如きを 以て 前記 土津 神社を 別格 官幣 
大社に 昇格せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 百 九十 彐 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 三七號 

天龍川 改修工事を 第一 期 川に 編入の 請願 靜 

岡 縣磐田 郡 富 岡 村 天龍川 東緣 水防 組合 長 平 

野 政 五郎 外 十 名 呈出 (紹介 議員 北 井波 治 目 

君〕 

同 第 九 三八號 

同上 靜岡縣 濱名郡 河 輪 村長 武田多 賀吉外 十 

名 呈出 (紹介 議員 北 井波 治 目 君) 

右 請願の 要旨 ほ 天龍川は 第一 期 川に 編入せ らるへ 

き 理由 あるに 拘らす 却て 第二 期 川に 編入せられ た 

るを 以て 第二 十七 回議 會に 於て 衆議烷 は 第一 期 川 

に 追加 編入の 建議を 爲 したる も 政府 {3; 旣定 方針を 

固執し 之に 同意せ す然れ とも 同 川 JK 海道 鐵道 以北 

ほ 不充分な から 修築 工事を 施したり と雖其 以南 ほ 

三 川に 分流し 堤塘 脆弱に して 治水 上危 險甚 しき も 


未た 修築 工事 すら 施行せ さるを 以て 近來河 口 益 填 
塞 L 砂丘 愍高く  I 朝 洪水 ある や 必す 多少の 損害を 
被ら さるな く洵に 下流 住民の ^ 瞭 措く 能 ほさる 所 
なり 而 して 第三 十九 回詻 ©• に 於て ほ 衆諉院 の 治水 
事業 速成に 關する 建 81 成立し 政府 (X 往年 定めた る 
方針を 製更 して 第二 期 川に 編入せられ たりと 雖尙 
第一 期 川に 編入す へき 理由を 有し 其の 水害區 域 及 
損害 價格ほ 明治 四十 三年 治水 調赉會 に 於て 調 35 し 
たる ものょ 〇益搿 加の 趨勢に 在る を 以て 之を 第一 
期 川に 編 人し 速に 國费を 以て 全 川の 改修工事を 施 
行せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 四八號 

河岸 及 海岸に 於け る 堤防 匈 配 地 並 堤 外 草 生地 
利用の 請願 愛知 縣 名古屋 市中 區_宜 町 百 
四十 七番 戶 平民 金庫 製造業 石垣 伊助 外 二 名 
呈出 (紹介 議員 佐々 木 文 一 君) 

右 請願の 要旨は 河岸 又は 海岸に 於け る 堤防 匈 配の 
土地 若 ほ 堤 外 草 生地を 生產 上に 利用す るは 國家經 
濟上 有用な りと 認む 依て 牧草、 紫雲英、 桑苗、 川 
柳、 楮 、三股、 亞 K、 ラ ミ ー、 大麻、 黄麻、 マニ 
ラへ ンブ 等の 植付の 如き 適當な る： 力 法に 依て 之 か 
使用を 許可せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十芄 條に 依り 別 
冊 及 御 接 付 候 也  I  I 
特別 報吿第 百 九十 五號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 五 〇號 
刈 谷 田 川 大堰費 補助の 請願 新 潟縣南 蒲 原 郡 
刈 谷 田 川大堰 普通 水利 組合 管理者 中 之 島 村長 
星 野次 郞呈出 (紹介 _ 員大 竹 貫 一 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 新 潟 縣南蒲 原 郡 別 谷 田 川大揠 ほ 遠 
く 明 ) 1 年間に 創設し 當 時の 領主 新 發田藩 主 ほ 民業 
翼賛の 趣旨を 以て 本 郡 中の 田畑 原野 等 約 五十 町步 
を下附 せられ 且堰留 人夫 扶持米と して 年年 四十 石 
四 斗 宛 給與 せられたり しも 明治維新 廢藩 ® 縣の結 
果 前記 土 池は 上 地を 命せられ 扶捋 米は 廢止せ られ 


六 三 六 

たり 而して 明治 政府は 之 か 代 fir として '^ 治 七 年よ 
り 向 十箇 年間 經 S5 の - 1- 分の 三 即ち 一® 年金 千 二！ c 
六十 四圓 三十 九錢 七® 宛を 國阳 より ？ Ifi 助す へき！ t 
採 許せられ 年年 其の 交付を 受けつつ ち 〇 たる も 明 
治 十三 年 太 政官布 吿第四 十八 號を以 て 卞 d 之 1 v ji'I J 
方 段 支 辨に移 された ote て 其の 交付 方を 一 V;; 令に 出 
願せ しも 縣會に 於て は 地方 f)i 支 辨の 限外な 〇 との 
理由を 以て 却下せられ たる 爲後三 箇 年の 補助金 (X 
之を 得すして 今日に 至れ 〇 然るに f 方 水源 荒 ; ft し 
刈谷田川の河水年牢涧渴して耕地 〇 潲涔殆と：个能 
とな 0  1 i 萬の 民衆を 阢 渴に陷 らしむ るの® 狀を呈 
せむ とす 適當の 施設を 爲し之 か 救 濟を爲 すは 刻下 
焦眉 緊耍 のこと に 恩す と 雖現狀 に 於て ほ 綷® の 都 

合 上 如何と も爲す 能は す te て未收 三箇牮 分の 補助 
金 及 之に 對 する 利息 金を 國随 より 一時茭 出 補 肋せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 掙すへ 
きものと 議決せ 〇依て議院法第六十五临に氓〇別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 百 九十 六號 

意見書 

請願 文* 表 第 八 九七號 

若松 港 開發 に關 する li§ 願 福 岡 縣 若松 市 ® 町 
開 三百 番地 平民 無職 石 野 寬平 外 . 7n 名 呈出 
(紹介 員 山口恒 太郞君 外 ~ 名〕 

右 請願の 要旨 ほ 福 岡縣下 若松 港 所在 洞 海 1 2 沿岸は 
北 九州に 於け る 事 梁 中心地と して 石炭の 產出 と } II 
侯ち 將來益 發展せ むと する に 拘らす 同 港 ほ 若松 築 
港 株式 會社 の經管 に 係る 爲或ほ / 1-5 入港 錢を徴 し 或 
ほ 水深 充分なら さる 等の憾 あり 依て 前記 若松 雄 港 
株式 會社を 買收 して / ii 入港 錢 を全躞 し 同時に 浚渫 
區 t； を 擗大し 水深を 增 加す るか 若 急速に® 施し 雖 
き 場合に 於て ほ 出入 港錢 の撤赌 、(本 港 及 外港 共に 
干潮 面の 水深) 二 十五 尺 乃至 三十. 五 尺に 達する の 
浚渫 及該 浚渫 區域を 洞 海 海 全部に 11 犬す る 等 緊急 
必要事 業の 费用 全部を 國庫 より. 補助し 前記 a- tL を 
し て 之を 遂行せ しめ 以て 同 港を 開發 せられた しと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

M 及御缀 付 候 也 _ 

特別 報吿第 西 九十 七號 


院蕺衆 e 潢國帝 回 十四 第 


意見 8 

請願 文書 表 第 九 五四號 

職工 隅 買 組合 保 謎獎勵 に關 する 請 S 廣島縣 
吳市本 通 一丁目 七十 六番 戶平 民有 限 實任吳 
職工 瞄背 組合 長 S 藤 齋外四 名 呈出 (紹介 議 
員 土 井權 '大君〕 

右 請願の 要旨は 請 si'i A 等 {t 吳海： 取 工廠 職工を 以て 
組合員と 0 し產業 組合 法に m 據し吳 職 h 腿 買 組合 
を 設立した る も勞抛 满の常 として 其の 得た る 賃金 
は H に 之を. rl'l 费し餘 裕存せ さる 爲柑當 の 出資を 爲 
し 組合 負たら むと する 者 基た 僅少な り然れ とも 鐵 
道 院又ほ 遞信 省從笫 湃 其の 他 若松 製鐵 W 職工 等に 
依て 組織せ る 腿 買 組合の 如く 雇主た る 當該官 一; ょ 
〇 特別の 保護を 與ふ るに 於て は 多數の 組合員を 網 
羅し得 るの みならす 供給 品 代偎 に關 して ほ pl rs す 

るを： 嬰せ さるを 以て 低廉に 良品を 得 組合 M の 生活 

費を ® i! 減し 間接に％ 給を 受けた ると 同一の 結果を 

来し 組合 n 金の 運用に 依て 其の 持 分の 俏格昂 上し 

不識の 間に 貯金を 爲し たると 等しき 結 架を 生し 直 

接 ff!l 接勞働 渚に 與ふる 利益 甚た大 なり te て 瞄 K 組 

合獎 励* 保 謎に 關 する 適 當の 方法を 講せ られた し 

と IH ふに 在り 

衆 熟 院 ほ 其の 趣 0- を 至 常な りと Eg め 之を 採 擇 すへ 

きものと 鹩決せ 〇依 て 誔院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 浍 付 候 也 

特別 報吿第 百 九十 八號 

意見 fff 

請願 文窖表 第 九 六四號 

丁： 場 法 施行規則 屮改 正の 請願 和歌 山縣 和歌 

山 市 雜贺町 二十 八番 地平 民 織物業 山 田吉丘 ( 

衙外九 名 呈出 (紹介 誘 M 河 上 哲太君 外 十三 

名〕 

右 Is 願の 要旨は H 坳法第 _ 一條 第 1 1 項に 依る 就荣時 

間の 制限 延長に 關 しては 大 JH 五 年 八月 三 口 農 商務 

劣 令 第 十九 號 ；丄 場 法 施行規則を 以て 之 か 規定を 爲 

した 〇と雖 同規 则 第三 條第二 項の 規定は 織物業 莕 

の 苦痛と する 所な り te て 從來 の® 習 _ «J 今の 國情 

及 丁： 場 法 W 施 以来 今日 迄の 哲抝 とに 鑑み 第二 項の 

就業時間を第一項と冏一に改正せられたしと謂ふ 

に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な 〇 と 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ 〇依 て 謎院法 第 六十 五條に 依り 別 
職工 瞄 買 糾合 保 1¢! 獎呦 に關 する 請願 外 八 件 


册 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 九號  ■ 

意見 W 

謂 願文 書 表 第 九 一一 五號 
特許 翩収 消に 關 する 請願 京都府 與謝郡 三 河 
內村 ?| 九十 一番 戶 平民 縮緬 製浩業 鳥居武 右 
衞 門外 四十 九 名 呈出 (紹介 親 員廣附 宇一郎 
君 外 一名) 

右 請願の 要 3 ::は 絹紡緝 絲を 緯絲 として 縮麵に 使用 
する 方法 (3: 京都府 下與 謝， 中、 竹 野の 三 郡 地方に 
於て 普く m 用し 來 りし 所な り 然るに 同 方法 ほ 同府 
下 中 郡 丹 羽 村 板 根 垣 M 之を 發 明し 特許 _ を 有する 
を 以て 同人は 先年 丹 後 縮緬 三 郡 同業組合に 對し抗 
謅 を 提出した る爲常 業 渚は 大 恐慌を 来し 絹 紡樹絲 
に 依る 縮緬 製造業は 衰頹せ むと せり 依て 該 特許 權 
の 存在は. 公益 上 障碍 尠から さるを 以て 特許法 第 四 
十四 條を 適用し 之を 取消され たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと® 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に te り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 ffl 第二 百號 
意見 B 

請願 文 £： 表 第 八〇五 號 
餅 地面© 棚 張に關 する 請願 岡 山縣久 米郡大 
井 3i 村 農 會揭迓 成庭藏 外 三名呈 E3  (紹介 議 
員 福 井 三郞 対〕 

右 請願の 耍旨ほ 食料品の 國民的 11 立 ほ 刻下の ih 務 
たる も 我 か國民 生活の 必需品た る 米の 產出は 人口 
の咐 加に 伴は す而 して 米穀％ 收の途 ほ 一 に 農事の 
改良に 在りと 雖是れ 自ら 限度 ある ものなる を 以て 
農產物 殊に 米の ift 收を 阃ら むと せは 根本的に 耕地 

の增 加撋 張を 計る に 在り 依て 全國耕 地 整理を 著 著 

進埗せ しめて 其の 面 13 を腊 張せ む 爲法 律を 制定し 

(一) 耕地整理に 依り 地 m 修正を 陂し 整理 前の 地 1M 

に据 ia き a  D 耕地 整 fyl に耍す る费用 中 溜池 水路 堰 

堤 等の 新設 S 半額を 阈 廂 ょり 補助せられ たしと 謂 

ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擰 すへ 

きものと 謎 決せり 依て 謹院法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御送 付 候 也— 

特別 報 街 第 11 百一號 

意見®! 


請 邸 文書 表 第 八 五 九號 
鑛 M 採掘 拙 収消 損害賠償に 關 する 請願 愛知 
縣 名古屋 市！： 區花車 町 九十 九番 地平 民 鍋 業 
藤 111 捨次郞 M E3  (紹介 誘 員三 輪 市 太 郎君 外 
一名) 

右 請願の 要旨は 請 間 人は 明治 三十 八 年 九月 長崎縣 
に 一 炭坑を 買 收し 成規の 手續を 純て 採炭に 著 手せ 
り 然るに 其 後 當局ほ 突如と して 要 寒地 帶 第一 區内 
なりとの 理由に 依り 事業の 停止を 命し 更に 炭坑 全 
部の 原 狀復腐 と 採掘 權の 取消を 命せられ 年收十 萬 
圓 以上の 純益を 失 ひたる のみなら す 事業 投資 十三 
萬 圓餘の 損害 を 生せ り 依て 齒に 陸 ili 大 ほに邦情を 
魈 へ 歎願せ しも 補償に 關 する！！ ® 法規な しとの 理 
由を 以て 空しく 恨を 呑む の外途 なき ! 3: 痛 歎に 堪へ 
さる 所な 〇然れ とも * 憲治 下 の 今日 國家ほ 當然其 
の責に 任す へく 法の 不備に 藉 CI して 無辜の 民の 苦 
痛を 傍 翻す るは 不都合な りと 認む 依て 相 當の 方法 
を 以て 之 か 救濟 を爲 された しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御 ,; S 付 候 ^ ;! 

特別 報 传第 二百！ 一號 
意見書 

詔 願文 霄表第 九九 四號 
用水路 iA 随改築 费國 庫支辨 の 請願 靜岡縣 富 
士郡加 島 村長 松 永 JT. e. 外 二 名呈 ui c 紹介 議 
員淸签 太 郎君〕 

右 請願の 要旨は 靜岡縣 富 士郡岩 松 村 松 岡 字 堤 外 所 
在 用水路 執® は 同 郡 加 島 村 森 島、 森 下、 宵 下， 田 子 
浦 村 五 貫 島の 田地 三百 餘町步 に灌溉 し 明治 二十 年 
東海道 鐵道敷 設の 當時宫 蟹を 以て 木造の 钬撾を 埋 
設し たる も 其の 材料は 多く 一度® 用した る 古 材木 
なりし を 以て 明治 三十 七 年頃ょり 腐朽し 危險 と爲 
りたる に 依り 同 三十 九 年 以来 之 か 改築を ® 靜岡縣 
廳に請 ひし も 未た 其の 運に 至らす 然れ とも 若 之を 
放任せ むか 前記 三百 餘町步 の 田 面は 自然 濯溉不 可 
能に rj るへ し 依て 前記 用水路 玖 樋の 改築 工事を 施 
行せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ W- の 趣 iln を 至當な りと 認め 之を 採 櫸すへ 
きものと 議決せ り te て鼐院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候— 也  I  丨 
特別 報告 第二 百 三號 


意見書 

請願 文 W 表 第一 〇 0 一號 
木 津川洽 水に 關する 請願 京都府 相 樂郡 木 /, -fi 
町長 河 村 家 秀外二 十九 名 早： ill C 紹介 議員 長 
田桃藏 君〕 

右 請願の 要旨は 木津 川は 水源を 三®、 奈 A 雨 縣下 
に發し 延長 三十 m にして 京都-大阪府に 流人す る 
淀川の 上流たり 之を 以て 京都府 {3; # に K 費を 投し 
て洽水 H 事を 施したり と雖 客年 九、 十月の 交 未 曾 
有の 大 洪水の 際 ほ 堤防 ほ 決 m 崩落し Ji; 大橋は 墜落 
流失し 稀 有の 毖狀を 早： せり 然るに 斯の 如き 大災害 
に對 する 根本的 治水 計畫ほ 到底 地方 K の 椹 ゆる 所 
に 非す 依て 淀川 再 改修と 共に國 S を 以て 其の 源. « 
たる 木津 川に 對し 適當な る 治水 計畫を 建てられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揮す へ 
きものと 議決せ り te て 識院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報 吿第二 百 四號 
意見書 

請願 文 si 表 第一 〇 〇七號 
圓 山川 治水 並 律 居 山 港 修築の 請願 兵 bt? 縣城 
崎 郡 豊岡町 京 ロニ 十 K 番地 平民 銀行業 M- 川 
m 太郎外 八 百 七十 一名 呈出 (紹介 議氧廣 岡 
宇一郎 君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 兵 ffi 縣下 _ 山川は 河川 改修 事業の 
第二 期 川に iB し 順位 a た 遠し 然るに 其の 被害 M 失 
は 同期 川 中に 多く 見さる の ) g 禍を受 け 住民 其の 堵 
に 安む せす 父 津 E>r 山 港は 圓山 川の 河口に 在りて 近 
時 土砂の 堆積 甚 しく 排水を 阯 害し 港 © の價値 を 失 
はむ とす te て圓 山川に 對して は 急速 改修工事を 施 
し 津居山 港に 對 しては 速に 修築せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆 謬院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 闞 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册御浍 付 候 也  I 

特別 報 7.1 fl 第二 百 五 號 
意見 flf 

請願 文書 表 第ー ニ 七六號 

大阪市 水； S 地營造 物に W る 損害 補 ® の 請願 
大阪府 两成 郡西屮 島 村 大字 淡路 六十 八番 地 
平民 # 欠田吉 三 郞外二 名 呈出 (紹介 議員 井 
六 三 七 


院議 衆 會議國 帝 回 十四 第 


S 藥法中 改正の 請 154 外 七 件 
阪光邮 君' > 

右 請願の 耍旨は 大阪府 西 成 郡 西 中島 村の 樞堪 地點 
に 於て 大阪市 13; 面積 四十 一町 步に苴 る 水源地を 設 
S せり 之に 對 して {X 些の 公課を も 賦課し 得さる の 
みならす 水源地の 周圆五 町 以內の 地域に ほ 製造 H 
場の 設立を 禁した り 此の 面積 百 三十 二 町步餘 にし 
て 全 村 總 朗 租彐百 七十 町 步屮約 四 割の 地域 ほ 唯 徒 
に 放 翳し a •かさる へからす 同村の 受 くる 不利 甚し 
佐て 右 水源地た る營造 物の 爲に被 れる® 失に 對し 
補偾 方法を 講 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揮す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 探 付 候 也 

特別 報告 第二 百六號 
意見書 

請願 文 ® 表 第一 M 八 11 號 

H 藥法中 改正の 請願 富 山 縣賣藥 同業組合 副 

組長 中 川久正 呈出 (紹介 翳 員 野村嘉 六 君 外 

I 名〕 

右 請願の 要旨 ほ 現行 賣藥 法は 內地 •朝鮮 其の 他の 

移出 地 等 賣藥販 賣 地の 如何に 依り 其の 支配 法規に 

差違 あり 當業 者の 不利 尠から す 依て 賣藥法 第二 十 

條中 移出に 關 する 事項を 削除し 又 同 法に 依り 免許 

を 得た る H II ほ 朝鮮 其の 他の 移出 地に 於け る賣藥 

に關 する 法規の 適用ょり 免除せられ たしと 謂 ふに 

在り 

衆 翳院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 握す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 _ 

特別 報吿第 1 一  百七號 

意見 If . 

請願 文書 表 第ー ニ 六 三號 

害蟲驅 除豫防 法 中 改正の 請願 靑森縣 中 津輕 

郡 淸水村 大字 富 田 百 八十 一番 地平 民 林檎 生 

產業外 崎 嘉七外 三十 八 名 呈出 (紹介 _ 員 菊 

池 良 一 君 外 三 名〕 

右 請願の 要旨は 林 摘は 靑森縣 の 重要 物產 なる も 病 

蟲 害を 被る こと 多く 就中 赤 厘 病の 蟇 延甚 しく 之 か 

防止は 刻下の 急務な り 然るに 明治 二 十九 年 法律 第 

十七 號害蟲 驅除豫 防 法 第 六條 は觀 赏樹た る 「 ソナ 

レ」 「イ フキ」 に 適用す る 能は さるを 以て 之 か驅除 

上 支障 尠から す 依て 同 法を 改正し 前記 「 ソナ レ」 


「ィ フキ j を も 他の 農作物、 题稈 、雜草 と 同し く 
之を 拔棄 又は 燒 棄し煜 せしめられた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議院 {3: 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採撵す へ 
きものと 議決せ り & て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 邊 付 候 也 

特別 報吿 第二 百九號 
意見書 

請顆 文書 表 第ー ニ 八〇號 
米穀 市場 開設の 請願 德島縣 德島市 船 場 町 字 
船 場 町 百 十九 番地の 一平 民 商 宮崎民 二 外 三 
名 呈出 (紹介 議員 板 東 勘 五郎 君〕 

右 請願の 要旨は 我 か國民 生活 上の 必需品た る 米穀 
價 格の 適正と 需要供給 調節の 圓 滑を 期す る ! 3; 非營 
利 的に 現物 収 引を 行 ふ 市場を 全 國 主要窬 地に 設置 
する に ffi* り 依て 此の 趣旨に 基く 法律を 制定し 德島 
縣徳島 市 船 場 町に 非 營利的 現物 取引 專赞の 正 米 市 
場 若は 米穀 市場を 開設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 & を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御揆 付 候 也 _ 

特別 報吿 第二 百十號 
意見書 

請願 文書 表 第一! 一六 一號 

石炭 僧 格調 節の 請願 京都 商業 會議所 會頭濱 
岡 光哲 呈出 C 紹介 議員 小川 鄕太郞 君) 

右 請願の 要旨 ほ 近時 石炭の 價格 暴騰し 谷 種 工業の 
被る 打擊 甚大に して 之 か 救濟は 刻下の 急務な り 依 
て 政府 促 用の 石炭 ほ 外國篚 就中 撫順 炭を 以て 之に 
充て 其の 產 額の 增 加を N り從來 海外に e 出せる 撫 

順 炭は 之を 內 地に 振 向け 其の 他 石炭の 輸出に 對し 

て 制限を 加へ 船舶 並鐵道 貨車の 配給に 依り 石炭の 

輸送を M ならしむ る 等の 方法を 採り 石炭 價 格の 調 

節を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 探— 付 候 也 _ 

特別 報吿第 二 百 十一 號 

意見書 

請願 文書 表 第 九 四七號 

大 井澤 村に 郵便局 設置の 請願 山形 縣西村 山 

郡大 井澤 村長 高 林 亥助 呈出 (紹介 議員 大石 


五郎 君 外 一名) 

右 請願の 要旨 ほ 山形 縣两村 山 郡 大澤村 ほ 戶數五 百 
十 南北 五 里 東西 三 里に In り 農 •林、 鋦 、工業 發達 
し 明治 十六 年 迄 郵便局を 設置せられ たる も 行政 整 
理 の際躞 止せられ 貫 見 局の 所轉 となりて ょり 郵便 
物の 停滞を 來し 冬期 降雪に 際して 殊に 甚 しく 官民 
の 不便 尠から す 依て 速に 前記 大并澤 村に 郵便局を 
設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 浍付候 也  _ 

特別 報告 第二 百 十二 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 〇ニニ 號 
富 田 浦 町 東部に 三等 郵便局 設置の 請願 德島 
縣德島 市 富 田 浦 町 字 東 富 田 士族 高 井 橘次郞 
外 二 十 名 呈出 (紹介 議員 武市彰 一 君 外 一 名〕 
右 請願の 要旨は 德島縣 德島市 富 田 浦 町 (i 人口 一 萬 
七 千 九 百餘を 有し 殊に 其 東部には 中學 校 S 專賣茭 
局 貯炭所 等を 有し 近く 又 煙草 事 賣茭 局を 設けられ 
むとし 其の 發展 著しく 郵便 事務 繁多に して 將來尙 
更に 劇％ すへ き狀况 なり 然るに 同町 郵便局 ほ 其の 
位置 西方に 碉 在せ る爲 不便 少から す . EI 德島 m 內郵 
便 局の HE 置は 人口 數に 依る ものと せは 富 田 浦 町は 
優に 二 局を 有し 得へ き 地位に 在る を 以て 速に 前記 
德島 m 富 田 浦 町 東部に 三等 郵便局を 設置せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第二 百 十三 號  — 

意見書 

請願 文書 表 第一 〇二三 號 
佐 都 村に 三等 郵便局 設置の 請願 茨城 縣久慈 
郡 佐 都 村 大字 茅 根 八番 地平 民 農 江 幡伊與 之 
介 外 十四 名 呈出 (紹介 議員 根本 正 君) 

右 請願の 要旨は 茨城 縣久慈 郡 佐 都 村は 縣 道に 沿 ひ 
住民 二 千 有 餘農商 工業 盛に して 米 幾 莛队の 名產地 
たり 從て 諸般の 取引 上 通信 事務 繁多なる に 拘らす 
郵便局に 至る には 何れより する も 一里 餘を距 て 隣 
接譽田 村と 共に 其の 不便 甚し 依て 前記 佐 都 村に 三 
等 郵便局を 設 a1 せられた し と 謂 ふに 在り 


_  六 I- IK I 

衆議院 ほ 其の 趣！ J FJ を 至 當な りと ^ め 之を re 捋すへ 
きものと 議決せ 〇依て蓊院法第六十五に依〇别册 
及 ® 绘付候 也 

〇 議長'. 大岡 育造 君〕 委員長の 報 茜 屮 此日保 ^:: 十一 
に對 して ほ、 反對の 通吿が あります、 KI -f< ,:,'' /'; 、 

0 高搭本 吉 君簡單 であります から lit 席から. 促 許を 
願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

〇 高 橋 本吉君 前の 請願 委負長 故 板 束 君 •か、 '-':; I 願は 
國民の 熟 誠を ml める 所の もので あつて •此 1!; 願® を 
大 に® m しなければ ならぬ と 云 ふこと を |>7 願 ^ u fr 
の 初めに 於て 槃言 して •極めて 愤 m なる ? fe 謎を され 
たので あ 〇 ますが、 當時ほ 採 揺した る 請願に 對して 
十分の S 威を 持たせる 爲にほ 、其 詢 願の 採 探を 乂殊 _ 

に 吟味し なければ ならと 云 ふこと でありました、 そ 
れで私 の 今 反對 しやう と 致して 居ります る 所の 請願 
に 付て ほ， 故委 M 長は 特に 請願 姿 M 8- に 致して 注意 
を惹 いた 問題であります， で rri K の耍 旨は 徴兵の 檢. 

査に當 りまして ■其壯 r の體 格の 檢査 のみでな く， 
更に 當人 等の 希望を 聞く ことを 第一の 條件 として— 
希望を 第一の 條 件と して 其 兵種を 定める ことが : H: か 
らうと 云 ふ 事の 請願であります、 然る 所 若し 此第一 
條件 として 希望を 聽くと 云 ふこと になり ましたなら 
ば •軍隊の 軍紀と 云 ふ ものを 傺け る Eg が ある、 で 斯 
の 如き 希望 條件な どと 云 ふ ものは、 舉國 皆 J1-- の： 3 的 
に 合は ぬ ものであります から、 是は 採るべき もので 
はない、 然るに 請願の 紹' 介 人 ほ、 此際 成るべくと 云 
ふ 事に して、 と 云 ふ 事を 言うた と 沄 ふこと で 成べ く 
なら ぱ宜 からう と 云 ふやうな 御 話 も ありました が 若 

しさう であります るなら ば •此徵 兵の 第 九條 - Itb 

中に すつ かり 規定が ございまして、 もう 當 人の 職業 
とか 製 能と か 云 ふこと を 參酌 しまして、 丘 (稱を 定め 
ると 云 ふことの 規定が あります、 今度 本院に 於て改 
正した 所の 規則に も、 矢張此 事が 出て 居ります •又 
陸軍に 於て ほ實 際に 此點を 今まで 執行して 居る ので 
あります、 さすれば 此 誚 願の nr 的と 云 ふ ものは、 旣 
に 無い ので ある， 目的の 無い 所の 請願を 採櫸 して 政 
府に送 付す ると袞 ふことは、 請酗 の擗 威を 發撺 する 
所以の 途でな い、 是は もう 明かな ことでありまして 
若し 請願者 又は 紹介 議員が、 事 a* に 就て 少し 調査す 
ると か、 或は 法律の 方の 關係に 就て 幾らか 調べて 見 
たなら ば、 斯の如 き 請願は 始から 出る 所の 請願では 
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ない のであります、 それ故に 此請願 は •實は 本 議場 
に 議決を 求める 形に 於て 来るべき 請願で なくして、 
實 は 政府の 參考绘 付か 何 かに 處分せ らる べき もので 
あつたの が、 どぅ 云 ふの かそれ が 此處に 出た ので あ 
〇 ますから、 今 之を 本 1% に 於て 議決して 下さらぬ と 
云 ふ 事は、 請願 委員 一同の 決して 潰 ti に 思 ふ 所の 點 
では ありませ ぬから 此 請願を 採掙の 御 鶉 決の ないや 
ぅに 希望したい と 云 ふ 趣旨で あ 〇 ます。 

〇 岩 崎 II 君 唯今 高 橋 君の 御演說 にな りました 日程 
第 十一 特別 報吿第 西 五十八 號 、徴兵 採定 に關 する 請 
願は、 高 橋 君の演 說の理 由に 依て 委 fl 長の 報 吿に反 
對 して、 之を 否決し、 日程 第 十二 乃至 第 四十の 請願 
ほ、 何れも 委員長 報吿 通り 可決 採 捲せられ むこと を 
希望 致します。 

〔「 铎成々 A- J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 詔 長 (大岡 育 13 君〕 □程の 第 十一を 除く 外、 第 十 

二より 第 四十までは 別に 御 異蕻は ありませ ぬか。 

IT 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 調 長 (大岡 育造 君〕 御異諶 がなければ 日程 第 十二 

より 第 四十までは、 委員長 報吿の 通り 可決した る こ 

とを 宦 1¥ 致します、 而 して 日程の 第 十一に 對 しては 

之を： ?1' 決する の e が 出て 尉り ます、 別に 御異謅 は あ 

り ませぬ か。 

〔「異 謎な し/ 異謎 あり」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇翳 長 (大岡 育造 君〕 異鼷 ありと すれば 探 決します 

採 掙す べしとの stt を 有する 諸君の 起立を 求めます 

起立 者  少数 

〇蕺 長 (大岡 育造 君〕 少数で あり -J. す、 仍て 日程 第 

十一は 否決に 決しました， 次の 日程 第 四十 一より 以 

下の 報 苦を 求めます。 

〇 福并三 郎君 それで ほ 较いて 報吿 致します、 日程 

第 四十 一、 都 跡： S 佐 钯 に坊配 三等 郵便局 設 遛 の SI 願 

祭 良 縣牛： 防 郡 都 跡 村 尾 »: 好 三 呈出、 紹介 熟 a ほ 八 木 

逸郞 君であります、 日程 第 四十 二、 小 泉 局を 無 集配 

とし 舞 木燁 附近に 郵便局 設 fa の S,!;- 願， 福 島 縣田村 郡 

鈒 江 村靑山 學三郞 外 十五 名の 呈出に して •紹介 議員 

は 河 野 re 中 君 外 一名で 有ます、 日程 第 四十 三、 北 千 

島に mp" 局 設置の P 願、 靜岡縣 磐 田 郡 中设町 川島髓 

瓯 外 六 名 呈出、 紹介 雜員は 佐々 木 平 次 郎君 外 一名で 

あります、 日程 第 四十 四、 露領沿 岸 漁場に 通信 運輸 

機關設 S の fili 願， 靜岡縣 磐 田 郡 中 泉 町 川 島髄級 外 六 

名 呈出、 紹介 顔 M は 關矢 SS 八郞封 外 一名であります 


日程 第 四十 五， 網 走郵簡 局を 二 等 局と 爲すの P 願、 
北海道 網 走 郡 網 走 町 野 村 足 T1? 外 九十 三 名 呈出、 紹介 
議員 ほ 小 林 源藏 君であります、 日程 第 四十 六、 一宮 
郵便局を 二等 局に羿 進の 請願、 愛知 縣中島 郡 一宮 町 
森燄外 八十 三 名 呈出、 紹介 翳 貝は 髄 正 雄 君 外 二 名で 
あります、 日程 第 四十 七、 志々 郵便局に 電信 電話 架 
設の詣 願 •島根 縣® 石 郡 志々 村長 木村景 範の 呈出に 
して、 紹介 _ 員は 高 摘久 次郞 君であります、 日程 第 
四十 八、 熟鹽 郵便局に 電信 電話 架設の 請願、 福島縣 
耶麻郡 熟鹽 村長 遠 藤 次 八 外 二十 三 名 呈出、 紹介 議員 
は 八 田宗吉 君であります、 日程の 第 四十 九、 新 山郵 
便 局に 電信 事務 圓城 郵便局に m 話 開設の 誧 願， 岡 山 
縣岡山 市 下田 町 石 川一郞 外 一名の 呈出に して、 紹介 
sia は 木 員で ございます、 日程 第五 十 •馬 瀬 郵便局 
に 雷 信 事務 開始の 請願、 岐阜 縣益田 郡 馬 瀬 村 中川裕 
一郎 外 一名の 呈出に して、 紹介氣 員 (3; 匹 RJ 銳吉 君で 
あります、 ' 13 程 第五 十一、 馬路 郵便局に 集配 事務 開 
始の請 願、 島根 縣通豳 郡馬路 村長 家 迫 伊三郎の 呈出 
にして、 紹介 議員 ほ 石 田孝吉 君であります、 日程の 
第五 十二、 禾牛： 郵便局に 集配 事務 開始の 請願、 山 梨 
縣南 都留郡 禾生 村長 小 俣 一致 外 一名の 呈出に して、 
紹介 議員は 牛 田 唯一 君であります、 日程 第五 十三、 
澤入 郵便局に 集配 並 雷 信 事猝開 始の請 願 >  群馬 縣勢 
多 郡 東 村 米田淸 肋 外 百 六十 九 名の 呈出に して、 紹介 
議員は 武 藤金吉 君であります、 日程 第五 十四、 特許 
岡 本式 救命艇 成續試 驗に關 する 請願、 德島 縣德島 市 
佐 T1! 町 岡 本 丈三郎 の 呈出に して， 紹介 識员は 故 板 東 
勘 五郎 君 外 一名であります 、日程 第五 十五、 元 飯 田 
區裁判 所復饉 の 詰 願、 石 川 縣珠洲 郡® 田 町長 藤 野 幸 
作の 呈出に して， 紹介 謬 M は 米 田 ffl 君であります、 

日程の 第五 十六、 野 III 村に a 記 所 設置の 詰 願 •高 知 

縣香串 郡 野 市 村長岛 內米藏 の 呈出に して 紹公 議員 ほ 

白 石 H 洽君で あります "日程 第五 十七、 矢 神 村に M 

裁判所 出張所 設置の 請願、 岡 山縣阿 哲郡 矢神衬 長 代 

理 肋 役 安 [11 士應 外 一名の 呈出に して  >  紹介 fi 員は 西 

村 丹 治 郎君であります、 日程 第五 十八 ‘ 7< 鹽 村に咐 

毛區 裁判所 出張 prf 設置の 請願、 北海道 留萌郡 留萌町 

出 田 平 馬 外 二百 八十！ 一名の 呈出に して、 紹介 扉 員 13; 

粢 武釕外 一名であります， 日程 第五 十九 •大森 K 裁 

判 所 日 貫 出張所 晚止並 矢 上 市 III 兩出張 所％ 設の請 願 

島根 縣邑智 郡 市 山村 山 崎 九 m 外 四十 三 名の 呈出に し 

て、 紹介 認 M ほ tu 松睦鹿 君 外 一名であります、 日程 


の 第 六十 •辯 s« 士 類似 業者 収締法 制定の 請願， 東京 
市 京 橋 區日吉 町 辯 _士 法學® 士原嘉 道 外 百 七十 四 名 
の 呈出に して， 紹介 議 M ほ 岩 崎勸君 であります、 日 
程 第 六十 一、 宇都 宮監獄 移 g の 請願、 柺木縣 宇都 宮 
m 長 谷 誠 之の 呈出に して、 紹介 謬 員は 上野 松 次郞君 
であります、 日程 第 六十 二、 上の 山中 村 兩驛間 鐵道 
急設の 請願、 宮城 縣刈田 郡，：！！ 石 町 渡 邊佐吉 外 二 名の 
呈出に して、 紹介 議員は 澤來太 郎君 外 二 名で ありま 
す、 日程 第 六十 三， 横 須賀 浦賀間 官設 鐵逍茭 線 延長 
の ^ 願、 神 奈川縣 三 浦 郡 浦 賀 町長 川 島平闕 外 百 十 名 
の 呈出に して、 紹介 議員は 小 泉 又次郞 君であります 
日程 第 六十 四、 石 狩 川 右岸 鐵道敷 設の ili 願、 北海道 
樺 戶郡浦 臼 村 岩 村 八 作 外 十一 名の 呈 /ii にして >  紹介 
議員は 東 武君外 一 名であります、 日程 第 六十 五、 斜 
里 網 走線鐵 道 速成の 請願‘ 北海道 斜里 郡斜里 村有 阪 
克巳外 百 二十 一名 呈出 ■紹介 議 M ほ 東武君 外 一名で 
あります、 日程 第 六十 六、 天猓線 _ 便鐵道 速成の 請 
願 •北海道 中 川 郡 屮川村 和 田 秀一外 一一 百 3r. 十八 名の 
呈出に して、 紹介 載 M ほ iii 武君外 一名であります， 
日程 第 六十 七‘ 旭川 留邊藥 間鐵道 延長 石 北 線 速成の 
請願 •介 海 迫 常呂郡 野 I-J 牛 町 川 島 義明外 七十 三 名の 
岳 出に して、 紹介 議員 ほ 中 西 六三郎 財 外 一名で あり 
ます •日程 第 六十 八、 金山 鐵道 速成の 請 糊， 北海道 
室關區 本町屮 村俊淸 外 三百 Jt: 十九 名の 呈出に して、 
紹介 議 《ほ 中 西 六三郎 君 外 一名であります、 日程 第 
六十 九、 長 萬 部 輪 W 間鍅道 速成の 請願、 北海道 函舘區 
元 町 渡 撮 三 作 外 八 百 六十 二 名の 呈出に して、 紹介 ® 
員は 佐々 木 平 次 郎君 外 五名であります ' 日程 第 七十 
興 部小頓 別間 鐵道 速成の 請願 •北海道 枝 幸 郡枝宰 村 
三 浦 重吉外 三十 七 名の 呈出に して、 紹介 P M ほ朿武 
君 外 一名であります‘ 以上 三十 件 取り 敢へず 玆に御 
報吿を 致して 置きます •是亦 一々 各 當該の 分科の 密 
査に付 し、 紹介 議員の 説明を 腔き 政府® 員の 意見を 
求め 委員 會に 於て 愼重蒞 議の 末、 何れも 诗 理山 ある 
ものと して •院議に 付すべし 即ち 採摺と 決定 致し ま 
した、 此段を 御 報 吿に 及びます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

特別 報吿第 二百 十四號 
意見 W 

請願 文書 表 第ー ニ 六 二 號 
都 跡 村 佐 钯 に 集配 三等 郵便局 設置の 請願 奈 
良縣生 駒 郡 都 跡 村 大字 佐紀第 二 千 六 百 三十 


八番 地平 民會 社員 尾愁好 三 呈出 (紹介 議 M 
八 木 逸郎 君〕 

右 請願の 要 苛 は 奈良縣 生 駒 郡 都 跡 村は 奈良朝 時代 
の薦 都に して 附近に 山陵 其の 他 名所 ffl 跡 多く 近時 
大阪電 氣軌逛 の 開通と 共に 產業 の發肢 亦 著し 然る 
に 隣接 郵便局との 距離 遠くして 不便 不利 甚 し te て 
前記 都 跡 村 佐 紀 に 集配 三等 郵便 屈を 設置せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆_院 は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 鶄院法 第 六十 五 胳に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報告 第二 西 十五 號 
意見 * 

請願 文書 表 第一 一一 七五號 
小 衆 局を 無 集配と し 舞 木驛 附近に 郵便局 設 ia 
の 請願 福 島 縣田村 郡 巖 江村 大字 白 岩 字 fs 
百 七十 六番 地平 民 農靑山 學三郞 外 十五 名呈 
m  (紹介 議員 河 野廣屮 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 福 島 縣田村 郡巖 江村 ほ 戶數六 百 五 
十 人口 四千 八 百餘を 有し 農 產及農 副業 品の 生產に 
富み 11. 磐賊嵬 線 舞 木驛の 開設 あるに 拘ら す管蜱 郵 
便 局た る 小 泉 局に 至る に龃離 遠くして 甚た不 便な 
り 依て 小 泉 局を 無 集配 局と 爲し 新に 舞木驛 附近に 
郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捲す へ. 
きものと S 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御送 付 候 也 _ 

特別 報吿第 二百 十六 號 
意見 ® 

請願 文書 表 第二 一六 八 號 
北 千島に 電信局 設置の 請願 靜岡縣 磐 田 郡 中 
泉 町 七 百 四十 八番 地の 二 川 島 瀧藏外 六名呈 
出 (紹介 _ 員 佐々 木 平 次 郎君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 千島は 我 か 國有數 の 大漁 場に して 
其の 出 稼 漁夫の K 年年 三千 人を 下らす 就中 鱈 漁は 
遠洋漁業と して 益發 展の锪 勢に 在り 然るに 同 島嶼 
に對 する 通信 機關不 備の爲 漁船 漁具 食料 等の 破損 
又は 缺乏に 際し 之 か 供給の 道を ; R むる 能は さるの 
みならす 風 濤 の e 漁 第に 故障を 生す る 場 < rl -fe る も 
本國と 通信を 交換す る こと 能は さるは 漁業の 獎勵 
發達上 一大 缺陷な りと 謂 ほさる へからす 依て 速に 
北 千島 漁場に 策 信 局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在 
六 三 九  I  I 


都 跡 村 佐 紀に 集配 三 等 郵便局 設 の S 骷 願 外 二 件 


院 SI 衆 會  帝 回 十四 第 


涊餌沿 岸桷塲 に 通 ffl 運 锆薜關 設越の 請 頸 外 九 件 


六 四 0 


衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 佐て P. 院法第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 十七號 
X3 見® 

詰 願文®: 表 第ー ニ 六 九號 
露铽 沿捧浼 場に 通 ffl il 輸臌關 設置の 請願 靜 
岡縣磐 田 郡 屮泉町 七 百 四十 八番 地の. 二 平民 
農 川 B 擷藏外 六 名 呈出 (紹介 議員 關谷儀 八 
郎君 外 一名〕 

右 詰 願の 要 音は 勘 察 加を 中心とする 露領 沿岸 谷 池 
は 道路， 骼梁 •車馬、 郵便局 等の 設備な く 荒寥た 

る曠原 なりと 雖日 18 の g 极三百 箇所 開設せられ K 

の產額 一箇年 千 数百 萬 11 に 上る の 盛 况なり 然るに 

通信 並 運輸 機關不 完全に して 不利 不便 K し 依て S 

領沿 岸汹 場に 對し 通信 並 運 11 機關を 完備せられ た 

しと 謂 ふに 在り 

衆 篛院は 其の 趣旨を 至： 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 鄹決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及 御 ; S 付 候 也 

特別 報告 第二 百 十八 號 

葸見書 

請願 文® 表 第 九 八！ 號 

網 走 郵便局を 二 等 局と 爲 すの 請願 北海道 網 

走 郡 網 走 町 大字 北 見 町中 通 九 丁目 七番 地平 

民 商 野 村 定吉外 九十 三 名 呈出 (紹介 議員 小 

林 源 藏君) 

右 請願の 耍旨ほ 北海道 網 走 郡 網 走 郵便局は® 扱 事 

務 繁多に して 將來尙 益 咐加せ むとし 隄に 二等 局た 

るの 資格を 具 ふると 雖 a 辙設艄 不安 全なる H 等 局 

たる か爲 or 然 事務の 錯雜濉 滯を來 し 諸般の 方面に 

發展 しつつ ある 該 地方 民の 不利 不便 尠 からす 依て 

前記 網 走 郵便局を 二 等 局に 進められた しと 謂 ふに 

在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きも s と識 決せり 依て _院 法 第 六十 3T: 條に 依り 別 

册及御 涘付候 也 

特別 報吿 第二 百 十九 號 

意見 ® 

請願 文® 表 第一 〇 〇八號 

■一宮 郵便局を 二 等 局に 昇進の 請願 愛知 縣中 


島 郡 一宮 町長 森巖外 八十 三 名 呈出 C 紹介 議 
員龐正 維 君 外 二 名) 

右 請願の 要旨 ほ 愛知 縣 中島 郡 一宮 郵便局 ほ 現在 特 
定 三等 局な り而 して 同 fiii 方は 頻年發 達し 通信 事務 
衔加 すと 雖其經 費 人員 等規隙 狭少 にして 諸般の 設 
腩 之に 伴は す 事務の 澀 滞を 來し 不便 甚し依 て 同局 
を 二等 郵便局に 進められた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと， 認め 之を 探擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿 第二 百 二 十號 
意見 雷 

請願 文書 表 第 七 〇六號 

志々 郵便局に 電信 m 話 開設の 請願 島根 縣飯 
石 郡 志々 村長 木 村 ® 範呈出 (紹介 議員 高 橋 
久次 郎君〕 

右 請願の 要旨は 島根 縣飯石 郡 志々 村 及 其の 附近は 
通信の 設備 不完金 にして 地方の 改善 發達上 多大の 
支障 あるを 以て 旣に再 三帝國 ® 會に 志々 郵便局に 
電信 開設の 請願を 爲し採 機せられ たる も 未た 開設 
の 恩典に 浴す るを 得す 該地 方の 不便 不利 ほ 年を 逐 
ぅて 甚し依 て 速に 前記 志々 郵便局に 電信 電話を 開 
設せ られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の ® 旨を 至當な りと 認め 之を 採 桦すへ 
きものと _決 せり 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也  _  _ 

特別 報吿 第二 百 二 十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 三四號 

熱 嬲 郵便局に 電信 電話 架設の 請願 福 島縣耶 

麻 郡 熱 搠 村長 遠 藤 次 八 外 二十 三 名 呈出 (紹 

介 議員 八 田宗吉 君〕 

右 請願の 要旨は 福 島 縣耶麻 郡 熟 顯村ほ 熱 鹽溫泉 場 

所在地に して 古ょり 其の 名著し く 近年 交通 機關の 

發達 と共に 益 其の =r. 聲を 高め 浴客 逐年增 加し 大正 

元年 以降は 一箇年 五 萬餘 人の 多き に 達せり 而 して 

浴客の 過半は 電信 電話を 利用す る こと 著しき も 熟 

■郵便局には 未た 其の 架設な きを 以て獨 り 同地 方 

民の みならす 是等 浴客の 受 くる； + 利 不便 尠少に 非 

す 依て 速に 熟鹽 郵便局に 電信 電話を 架設せられ た 

しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撵 すへ 


きものと 議決せ 〇泫 て 窺 fe 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 百 二 十二號 
意見® 

請願 文書 表 第一 〇二 〇號 
新 山 郵便局に 電信 事務 圓城 郵便局に 電話 開設 
の 請願 岡 山 縣岡山 市 下田 町 七番 地平 民 農 
石 川 一郎 外 一名 呈出 (紹介 諉員福 井 三郎哲 ) 
右 請願の 要旨 ほ 岡山縣 御津 都 新 山、 II 城の 二 郵便 
局は 孰れ も 電信 電話の 設晌な く該 郵便局 管內 ょり 
其の 設備 ある 郵便局に 至る には 三 里 乃至 五 里を 胆 
て關 係 til! 方 民の 不便 不利 M し 依て 前記 新 山 郵便局 
に 電信 事務、 圓城 郵便局に 電話を 開設せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆翳院 は 其の 趣」 FI を 至 常な りと 認め 之を 採攞 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 3T 條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿 第二 百 二十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第 九九 〇號 

馬髓 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 岐阜 縣益 
田 郡 馬 翻 村 平民 農 中 川裕 一朗 外 一名 呈出 
(紹介 謖員匹 田銳吉 君) 

右 請願の 要旨は 岐阜 縣益田 郡馬蹦 村 ほ 僻村なる も 
地形 南北に 長く 實に七 里に a り 入口 三千を 有し 村 
民は 農林 綺 業を營 み 生 絲の產 額 十 餘萬圓 を 3,1¢ し 益 
發展增 加せ むとし 是等 諸般の 取引 頻繁な り 然るに 
電信 取扱 局に 至る には 交通 不便なる のみなら す 三 
里 乃至 六 七 里を &: て 其の 不利 不便 大な〇 依て 同村 
所在 馬 潤 郵便局に 電信 事務 開始せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すベ 
きものと 議決せ り 依て讓 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 _ 

特別 報 吿第 二百 二十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 一九 號 
馬路 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 島根 縣麵 
藤 郡 馬路 村長 家 迫 伊三郎 呈出 (紹介 議員 石 
田孝吉 君〕 

右 請願の 要旨は 島根 縣邇瞍 郡 馬路村 は 石 東 沿海の 
中 樞に當 り 人口 三千 餘を 有し 人家 稠密し 商 H 漁業 


の發達 著しく IL 山陰 i/i 田拽の け :1 I1 J3 所在 池と して 
貨客 集散の 中心を 爲すを 以て 郵 f-H 坩務卞 繁多な 〇 
然るに 郵便物の 集 ge ほ 一 ffi 屮を隔 つる 他村の 局に 
佐らさるへからすして村民 0 ャ ^ ,1|- >-: 

便 局に筚 配 itf 務を開 始せら れた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと is め 之を 採，‘ すへ 
きものと 議決せ ote て 議院 法 第 六十 五 (lit に 依 〇. 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 二 百 二十 五 號 
意見 S 

請願 文窗表 第 九 七四號 

禾生郵 M 局に a 配 事務 開始の 請願 山 梨 縣雨 
都留郡 禾牛： 村長 小 俣 一致 外 一名 呈出 (紹介 
議員 牛 a-l 唯一 君) 

右 請願の 要旨 ほ III 梨 縣南都 留郡禾 生、 盛 m fw 村は 
東西一里南北三里にーロ：〇戶數千二西を有する大村 
にして 住民は 養 蠶並 n-'l 斐絹陴 鲒 を现 業と して 3t の 
製品は 内地は 勿論 遠く 海外に 輸 m し 加 ふるに 副 菜 
たる if 炭 及 木材の 產出亦 多く 從て 通信 琪務繁 多な 
り 殊に 夏秋蹬 極の發 送 等に 付て ほ 頗る 敏速を 盟す 
然るに 所轄 谷 村 郵便局は 禾生 村の 一部に 對し 一日 
二回の 集配を 爲 すに 過き す 而も 其の 時刻 正確なら 
す 時として 二十 有餘 時間 其の 集配を 爲さ X る こと 
あり 而して 又兩 村の 大部分は 一 □ 一 回の 集配なる 
を 以て 其の 不利 不便 一 暦 甚し依 て 前記 禾生衬 所在 
禾生 郵便局に 集配 事務を 開始せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆 翳院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 櫸すへ 
きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也  _ 

特別 報吿 第二 百 二 十六 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 〇二 一號 
澤入 郵便局に 集配 並 電信 事務 開始の 請願 群 
馬 縣勢多 郡 東 村 大字 澤入九 百 五十八 番地 平 
民 商 米 田 淸助外 百 六十 九名虽 出 (紹介 誘 員 
武 藤金吉 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 群 馬 縣勢多 拙 JE 村澤 入は 足 尾 銅山 
に 通す る縣 道に ® 〇該 銅山の II 盛と 共に 其の發 胺 
著しく 足 尾 鐵道線 中 貨客 W 散の 第一位を 占む る擇 
入 停車場を 有す 又 林 鍋 鹿に 富み 其の 年 it 額は 科數 
百 萬 11 に 達する の 盛 况に して 郵便 事務 繁多なる に 
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拘らす 同地 所在 7-^ 入 局は 集配 ^ mm 事務を 収扱は 
さる S! 郵便物は 四 里を 隔 つる 花輪 局の ®' 達を 受け 
電報は 三 m 餘を隔 つる Mm 局の锌 轄 に ® 3 し (1-: 民の 
不利 不便 謂 ふへから す te て Mil 記 滞 入 郵便局に 集配 
並 電信 事務を 開始せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆_院 は - K の 趣！ 1H を 至當な りと 認め 之を 採 撰す へ 
きものと 漭決せ ote て誦院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 滾付胶 也 

特別 相 街 第二 百 二 十七號 
意見書 

請願 文 !! I 表 第一 二八 一號 
特許 岡 太 式 救命艇 成 紐 試 ® に 脚す る 請願 德 
島縣始 島 市 佐 古町 西 三番 地平 民 無 業 岡 本 丈 
三. g 呈出 (紹介 議員 板诳 § 五郎 君 外 一名) 
右 詔 願の 要旨 (i 謂 郎人は 海® 又は 幣 沈に te る雖船 

に 際し 救 肋 設 №1 の 不完全なる か S 多 數 人命を 失 ふ 

もの あるを 深く逍 憾 とし 卒先 理想的 救命 裝 la の發 

叨を志 し 苦 辛 多年 漸くに して 特許 岡 木 式 救命艇を 

案出し 得たり 而 L C 該艇は 從來の 救 _上 の缺陷 と 

要求と に WB すへ き 諸 fi の特 f£ を 具 ふるを 以て 普く 

之を 公私 船舶に fi H くるに 至らむ か溺吒 の 如き® 

班は 全く 免れ S2 へく閗 り SI 願 入 救命の 素忠達 せら 

る、 のみなら す ^ 家人 民の 幸 岡 是に 過く るな し然 

れ とも 其の 升 及は 一朝一夕に 爲すを 得す 乂誧閗 入 

の 微力 能く 無し m ろ 所に 在らす 是れ侃 に國 家の 力 

に俟た さるへから す 而も la 雖 者の 救助は 社 會人 m 

上 一 n を 絞ぅ すへから さる 急務た o f/c て 糊 威 ある 

院蒱に 佐り 政府 當局を して 前記特 ::,f 岡 本式 救命艇 

の 効 ng を 試， 1  a . せしめ « の 成 ^ を 段 表し 以て該 艇晋 

及の途 を 阏られ たしと irl ふに 在り 

衆 誘院は K- の趣泞 を 至 常な りと 認め 之を 採 1 £ すへ 

きものと 誘 決せり 法て il 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 浍 M 候 也 ■ 

特別 報 街 第二 百 二十 八號 

rf 見 S 

謂 B3 文 ff 表 第 九九 三號 

元皈 田 va 裁判所 役 洱 の詡願 石 川 縣珠洲 郡® 

田 町長 藤 野 幸 作 呈出 (紹介 薄 ■員 米 田 樋 君) 

右諝 願の 要旨は 石 川縣 下元阪 田 辟 裁判所は 大 JE I1 

年 四月 资止せ られ其 の ffi w rfi 地た る珠洲 郡は 輪 島 

K 裁判所の 符輅に 移された 〇 然るに 珠洲 郡より 輪 

島 K 裁判所に 至る には 山路 險惡 にして 十餘 里の 行 


程を 要し 往復に 數日を 费す のみなら す 冬季 降雪に 
際して は 交通の 杜絕 する こと 往 々にして 郡 民の 苦 
痛 K た 大なり 佐て 元® ! II 岡 裁判所を 復 S3 せられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆識院 は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 撐 すへ 
きものと 謎 決せり te て鹩院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也  > 

特別 報吿 第二 百 二十 九 號 
S  見 W 

謂 願文 書 表 第 六 九〇號 

野 市 村に 登記所 設置の 謂 願 高 知 縣香美 郡 野 
市村長岛内米碳吊川(紹介薄，員白石直洽君5 
右 rpi 願の 要 §• は 商 知 縣香美 郡 野 市 村は 高 知區 裁判 
所 赤 岡 出張所の 符輅に 2 S すと 雖該區 域は 甚た 廣大 
に 失し 迅速を 旨と すへ き 登記 事務を 辨す るに 當て 
は 徒に 時間を 空 ? 5 せ さるへから す 關係町 村民の 受 
くる： 个利不 便尠 少なら す 依て 隣接 村た る 佐 古村、 
富家 村、 立 DJ 村、 三 島 村， 前 m 村を 狩 轄區 域と す 
る 登記所を 前記 野 市 村に 設置せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆 謎院は 其の 趣旨を ' 45 當な りと 認め 之を 採 掙 すへ 
きものと 誘 決せり 依て il 院法筘 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 is 付 候 也  I 

特別 報 街 第二 百 三十 號 

•意 暴 

請願 文 * f 表 第 九 四 二 號 

矢 神 村に K 裁判所 出張所 設置の 請願 岡山縣 
阿哲 郡 矢 神 村長 代 5L' 助役 安田 士臍外 一名 呈 
出 (紹介 議員 西 村 丹洽郞 ?■!■ 〕 

右 誌 願の 要旨 IX 岡 山縣阿 fv 郡の 西部は 同 郡 h. 市 村 

所在 新 見區教 判 所 / II 張 所の 宵 Is に S3 する も 其の 區 

域 屮神代 村は 三 里 十 町 矢 神 村は 四 里 二十 五町 野 馳 

村は 六 里 二十 町の 遠 跑離 に 在る のみなら す 道路嶮 

惡 にして 關係 人民の 不利 不便 實に謂 ふへから す 依 

て 前記 谷 村に 更に 新見區 裁判所の 管轄に® する 新 

研 村を 加へ 其の 中央部に 位する 矢 神 村 大字 矢 UI に 

新 見 M 裁判所 出張所を 設 K せられた しと 謂 ふに 在 

り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御洪 IW 候 也—  _ _ 

特別 報哲 第二 百 三十 一號 


意見書 

請願 文 B 表 第 九 五二號 
天 糊 村に 增毛區 裁判所 m 張 所 設置の 謂 願 北 
海 ia 留綱 郡留萠 町 大字 南大通 九十 一番 地 士 
族 農 出 田 平 馬 外 二百 八十 二 名 呈出 (紹介 議 
員 東 武君外 一名〕 

右 請願の W 旨は 北海道 天鹽 郡天鹽 村は 近時 著しき 
發展を 爲し登 記事 項の 激佾亦 茜し きに 拘らす 同村 
所屬の m 毛 M 裁判所 羽幌 m 張 所は 其の踣 離 遠隔に 
過き 不便 犬な 〇 依て 同村に 咐毛區 裁判所 m 張 所を 
設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと ® 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  I 

特別 報吿第 二 百 三十 二 號 
意見 if 

請願 文書 表 第 九 八二號 
大森區 裁判所 日 貫 出張所 蹬止並 矢 上 市 山兩出 
張所增 設の 請願 島根 縣邑智 郡 市 山村 大字 
市 山 三百 二 番地 平民 農 山 崎 九 市外 四十 三 名 
呈出 f 紹介 議 松陡慶 君 外 一名) 

右 請願の 要 t? ほ 島根 縣邑智 郡 東南 部！ 一十 箇村は 四 
箇の區 裁判所 出張所に 分屬 する に 反し 井原、 中 野 
市 木、 矢 上、 日和、 日 貫、 長 谷 •市 山、 川戶 、谷 
住 鄕の 十® 村は 好， 記件數 多く f,'.T 益％ 加す るに 拘ら 
す 僅に 一の 日 貫 出張所を 有する のみた るを 以て 管 
_區域 廣汎に 過き從 て 事務 輻_ し 其の龅 滯を來 す 
のみなら す 其の 位 a 偏在す る爲符 _ 民の 不利 •小便 
尠から す 依て 速に 現存 日 貫 出張所を 廢 止し 前記 十 
箇村商 丁： 業の 中心地と して 又 登記 事務 處理 に關係 
ある 銀行 郵便局の 所在地た る 市 山村 及 矢 上 村の 二 
箇所に 出張所を 增設し 井原、 中 野、 市 木、 矢 上、 
日和 村を 矢 上 ： L! 張 所に 日 貫、 ^ 谷、 市 山、 川 戸、 
谷 住 鄕 村を 市 山 出張所に 厫せ しめられた しと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を wi 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 調 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報传 第二 百 三十 三 號 
意見 ! S 

請願 文書 表 第 九 四〇號 
辯謹士 類似 業者 取締法 制定の 請願 東京 府東 


京 市 京橋區 日吉 町！ 一十 番地 ¥ 民 辯 ^ 士法學 
W 士原嘉 道 外 百 七十 四 名 呈出 (紹介 議 M 岩 
崎 ® 君〕 

右 請願の； &.旨 は 民 刑 訴訟法 上裁 翻の 介 補 牌關 とし 
ては 辯讁士 なる 制度 あるに 拘らす 近時 無資格者に 
して 之 か 類似 業を 營 む者樹 m し 社 會 に害惡 を 及 ほ 
す こと 甚た多 きのみなら す 延て辯 護 士に封 する 影 
響亦尠 しとせ す而 して 之に 對 しては 籃察命 令を 以 
て 取締を 爲す と雖 所期の 効果を 擧 くる 能は す 秩序 
治安の 維持 上 遺憾 大なり 依て 辯 護士に 非す して 營 
利の 目的を 以て. H 己に 利害 關係な き 他人の 訴訟 其 
の 他の 權利 義務に 關 係し紛 m を 助長す るか 如き 辯 
護士 類似 業者の 取締法を 制定し 以て 其の 弊害を 防 
止せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探擇 すへ 
きものと _ 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 二 百 三十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第二 一六 五 號 
宇都宮 監獄 移轉の 請願柅 木縣 宇都 宮 市長 谷 
誠 之 呈出 (紹介 _ 員 上野 松 次 郎君) 

右 諸 願の 要旨は 宇都 宮監獄 は 宇都宮 市の 中央に 在 
るか爲同市の發展を阻碍するのみならす風敎上沾 
影 鞠を 與ふる こと 尠から す 依て 速に 適當の 位置を 
撰み 前記 宇都宮 監獄を 移 轉せ られ たしと 謂 ふに 在 
り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 識院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 _ [  I 

特別 報吿 第二 百 11 一十 .？ K 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 〇九號 

上の 山中 村兩驛 間鐵道 急設の 請願 宮城 縣刈 
田 郡 白 石 町 大字 白 石 二 百 七十 七番 地平 民 銀 
行 業 股 通 佐 -？ f 外 十四 名 呈出 (紹介 議員 澤來 
太 郎君 外 二 名) 

右 請願の 要旨は 奥 羽 線 山形 縣下 上の 山驛 ょり 分岐 
し宫 城縣ド 白 Tf 驛に 於て 班 北 本線に 接續し 更に 同 
P より 冏縣 伊具 郡 角 田 町を 經て福 島縣下 中 村 驛に 
至り 常 磐 線に 連絡す る® 斷鐵 道を 速に 敷設せられ 
たしと 謂 ふに 在り 
六 四 一 


特許 岡 木 式 救命 舵 成 ^ 試 驗に關 する 諸 願 外 八 件 


院議 衆 會遘國 帝 回 十四 第 


菡須賀 浦！ S 間 I •& 設欸道 X 睽 延長の I  as 句 I ^ 七 件 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 蓊決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也 _ 

特別 報告 第二 百 三十 六號 
意見書 

請願 文 再 表 f!; 九 〇二號 

插須賀 浦 賀 間 , M- 設鐵道 支線 延長の 請願 神奈 
川 縣三浦 郡 浦 賀 町長 川 島平藏 外 百 十 名 呈出 
(紹介 蔻 0 E 小 泉 又 次 郎君〕 

右 請願の 耍旨ほ 神 祭 ) 1! 縣下三 浦 半島は 天與 の海產 
に 富み 產業 日に 發展 し EL 沿海 景勝に 乏しから す從 
て 都 人士の 遊资 する 者 多し 加 ふるに 浦貿 町は 天然 
の 良港を 有し 物資の 集散 頗る 多き のみなら す輓近 

浦賀 船渠 會 社の 發展に 伴 ひ 海上 運輸の みに ては 到 

底 其の 需 耍を充 K L 得す 該 船渠 會社ほ 常に 三千 餘 

の 職 H を 有し® 須賀 海軍 H EC 亦 二 萬を 下らす 而し 

て 橫須賀 市は 戶數約 一萬二 千 浦賀 町 (X 約 三千を 算 

し 橫須賀 浦 賀 問の 貨物の 運輸 人馬 往来の 頻繁なる 

は 全國中 重なる 都市を 除きて は殆と 其の 比を U さ 

るの 盛况に 在り 依て 橫須賀 市 迄の 鐵道支 線を 浦賀 

町に 延長し 兩 者の 間の 交通 撻關を 完成せられ たし 

と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摇 すへ 

きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 37; 條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也 


特別 報哲 第二 百 三十 七號 

意見® 

請願 文 # f 表 第 九〇五 號 

石 狩 川 右岸 鐵道狎 設の詣 願 北海道 _戶郡 浦 

臼 村 華族 農 石 狩 川右择 七箇村 及一區 聯合 鐵 

道 速成 同盟 會長岩 村 八 作 外 十一 名 呈出 (紹 

介 議員 東 武君外 一名〕 

右謌 願の 要 皆 ほ 北 VK 道 雨 龍 郡 上 北 龍 村 沼田 驛 ょり 

旣成線 たる 留萌 線と 分岐し 同 郡 北 問 雨 龍の兩 村 及 

_ 戶郡新 十 律、 浦 臼， 月形の 三 杓 並 石 狩 郡 當別利 

を經： 史 に札幌 郡 篠路 、札幌 の兩 村を 過き 札 i 區札 

帜驛に 於て 旣成 線た る函骯 線に 速 絡す る 延長 約 六 

十七哩 に 苴る石 狩 川 右岸 鐵道を 敷設せられ たしと 

謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採摆 すへ 

きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依 〇 別 


冊 及 御 送付 候 也  1 _ 

特別 報告 第二 百 三十 八 號 
意見® 

詣 願文 霄 表 第 八 三 九號 

斜里網 走 線鐵道 速成の 請願 北海道 斜里 郡斜 
里 村 大字 斜里村 百 六十 番地 士族 木材 商 有 坂 
克己 外 百 二 十一 名 呈出 (紹介 議員 東 武君外 
一名〕 

右 請願の 要旨 ほ 北海道 斜里 郡斜里 村より 網 走 町に 
至る 沿道は 地味 豊沃に して 諸種の 產物 頻年杻 加し 
鐵道 敷設に 伴 ふ繁榮 を豫 期して 移住 民 踵を 接する 
に 拘らす 交通 機 關不備 なる 爲 拓殖の 進 運を 阻害し 
地方の 利益は 固より 國益を 害する もの尠 からす 依 
て S に 第三 十九 回議 會に 於て 大正 十 年より 敷設す 
へしと 定めた る斜里 網 走 線 鐵道ほ 大正 八 年度より 
著 手し 速成せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 付 候 也  _ 

特別 報告 第二 百 三十 九號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 三五號 

天 鹽線輕 便鐵道 速成の 請願 北海道 中 川 郡 中 
川 村 字 遠富內 平民 農 和田秀 一外 二 百 五十八 
名 呈出 (紹介 議 M 東 武君外 一名〕 

右 請願の 要旨は 北海道 天 ® 郡 天® 幌延沙 流の 三 村 
地方に 至る 天 ® : 線鐵 道の 敷設は 同道 拓殖 上甚た 緊 
要なる に拘ら す宗谷 線の 敷設を 先にし 本線 工事は 
今 尙遲々 として 進ます 地方 產業 開發 上は 勿論 鐵道 
經濟上 不利 大なり 依て 速に 前記 天 鹽線輕 便鐵 道を 

速成せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採搦す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御揆 付 候 也  _ 

特別 報告 第二 百 四十 號 

意見書 

請願 文 W 表 第 九 〇三號 

旭川 留邊蘂 間鐵道 延長 石 北 線 速成の 請願 北 

北海道 常 呂郡野 付 牛 町 字 野 付 牛 原野！ 一千 七 

百 五十六 番地 平民 農 川 島 義明外 七十 三名呈 

出 (紹介 議員 中 西 六 三 郎君 外 一茗〕 

右 請願の 要旨は 北海道 北 見 四 郡は 其の 廣袤は 二 越 


加 能 四 箇國に 等しく 農* 林、 蕹產颉 る费 富なる も 
之 か 開發に 必要なる 鐵道ほ 石 狩 十眵 の ai 絡 迂回 線 
に 抜て 僅に 網 走に 達し 得る のみなる を 以て 同地 方 
の 貨物 停滞し 遺憾に 堪へ す而 して 約 百 二十 哩を短 
縮し 得へ き 北 見 石 狩 二國の 近接 線の © 設は 同道 拓 
殖經濟 上 焦眉の 急務なる を 以て 旭川 S 遙薬 間鍅道 
を 急速 延長し 北 見の 中央を 喷斷し 石 狩 本線に 合す 
へき 石 北 線を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擰 すへ 
きものと P 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  I 
特別 報告 第二 百 四十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 一〇號 
金山 鐵道 速成の 請願 北海道 室蘭區 大字 本 町 
三番 地中 村 俊淸外 三百 五十 九 名 呈出 (紹介 
s fi 中 西 六 三 郎君 外 一名〕 

右 請願の 耍旨ほ 北海道 金山 鐵道は 同道 西北 部及柬 
南部を 連繫 する 貫通 線に して 同 方面 交通 上の 捷徑 
路た るの みならす 同道 中 最も 多き 沿道 富 源の 開發 
上 ® 要の 線路たり 而も 本 線路に 對 しては 私設 鐵道 
建設の 出願者 ありと 聞く 請願 人 等は 同道苽 南部の 
開 發上鐵 道 敷設の 官私を 問 ふ ものに 非 さるを 以て 
速に 前記 金山 鐵道を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 載 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 四十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 一 五 號 
長 萬 部 輪 西 間鐵道 速成の 請願 北海道 函館區 
元 町 十 番地 平民 會 社員 渡 邊三作 外 八 百 六十 
二 名 呈出 c 紹介 _ 員 佐々 木 平次郞 君 外 五：^ 
右 請願の 韵旨は 北海道は 今や 函館根 室 線 及 其の 分 
岐 線の 全通を 見む とする に拘ら す 唯 同道 南部を 貫 
通す へき® 道の 敷設せられ さるは 本州との 交通 連 
輸 上甚た 溃 憾 とする 所な り而 して 其の 南部 縦 W 線 
は旣設 線を 利用して 長 萬部驛 ょり 噴火 S に 沿 ひ 輪 
西驛に 至る 四十 餘哩 及室闊 地方 有志 者の 請願せ る 
早來驛 附近より 金山 驛に 至る 約 五十 哩の兩 線を 速 
絡す る ものにして 之 か 完成の 曉は長 萬 部 金山 間に 
於て 約 七十 哩を短 縮し 得 加 ふるに 沿線 地域は 好個 


六 四 二 

の 農 菜 地に して 其の 富 源を 開 發し撙 へく 而も 本線 
中 長 萬 部 ^ 西 PFr ほ 必要 幹 裸と して 政府に 於て 旣に 
實 測を 了せられ たり 依て 速に 北海道 南部 幹 fi K 西 
長 萬 部間锊 m を跸設 せられた しと ポふに 在り 
衆 諉院ほ 其の 趣旨を 至當な 〇 と ^ め 之を 採 探す へ 
きものと钸決せ〇依て誔院法第六十五临に依〇別 
冊 及 御 送 IR 候 也 

特別 報告 第二 百 四十 三號 
意見®! 

請願 文 © 表 第 九 一八 號 
興 部小頓 別間 淇 逛 速成の 請願 北海道 枝 幸 郡 
枝 幸 村 八 百 八番 地 十 族 農 IS1 業 三 浦 m 吉外三 
十七 名 呈出 c 紹介 議 a iu' 武君外 一 あ〕 

右 請願の 5? 旨は 北海道 北 見 國は氣 候 溫和 地味 肥沃 
にして 海陸の 富 源饒多 なる も 之 か 開 發上 必要なる 
鐵 道の 設備 IX 網 走 線と fji に X 事 屮なる 野 付 中より 
湧 別 興 部を 經て名 寄に 至る 輕一 s 鐵通線 あるの みに 
して 朱た 興 部 以北に 及は す 同道の 拓殖 上は 勿論 旣 
設網走 宗谷二 線の 似 値を 桫大 する 上に 於て iEt 憾戡 
からす 而 して 同地 方の 鐵 道敷 設に關 しては # に is 
衆 兩院に 請願して 採摺を 得當局 亦旣に 其の jHli M を 
了した る 所な り 依て 速に 北 見國興 部より 枝 幸を 經 
て 小頓 別に 至り 宗谷 線に 連絡す へき 鐵道 を败設 せ 
られた しと II ふに 在り 

衆 _院ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 調め 之を re 捋すへ 
きものと 議決せ り 依て 識院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

0_長( 大岡 育造 君) 惟 今の 委負 長の 報 街に 對 して 
御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 興 il なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異識 がなければ 日程 第 四十 
一より 日程 箱 七十まで 委員長 報 街の 通に 全部 可決 致 
しました、 是 より 日程 七十 一 以下の 報告を 求めます 
〇 福 井 三郞 君績 いて 報吿を 致します、 日程の 第 七 
十一、金山苫小牧間鐵逍速成の請願，北海道掬拂郡 
苫小牧 町 下 川 重® 外 八十 六 名の 呈 川 にして， 紹介 議 
M は ai 武君外 一名であります、 Q 程 第 七十 二、 深 川 
雨龍間鐵道速成の蒒願，北海逋雨龍郡深川町長山本 
彥太外 二十 名の 呈出に L て 紹介 議貝ほ 班 武君外 一名 
であります、 日程の 第 七十 三， 網 走 中 SB 別 問 輕便鐵 
道 速成の 請願、 北海道 常 R 郡 常 呂村西 村 礫 三 外 九十 
名の 呈出に して， 紹介 駿 M は 中 西 六 ili ril; 君 外 一 浴で 


k- 讅衆 齊蒱阀 帝问 十四? r? 


あります、 n 程 第 七十 四、 烏 収 № 111 (;-!! 陰 隈 iili 絡 銥道 
速成の 請願、 , ft 収縣鳥 収市苌 內海 淡の 呈 U1 にして、 
紹介 議 fl は久須 美 東 馬 君 外 一名であります、 日程 第 
七十 五、 天 ！1 S 沿 痒 鐵迈速 成の 請願、 北海 e 留萠 郡留 fj 
町 出 田 平 馬 外 九十 三 f; の 呈出に して、 紹介 議員は 東 
武 ?t 外 一名であります， Q 程 第 七十 六、 三 陸 沿 择鐵 
迢 敷設 c 請願 外 W 件 >  趿 手 縣九戶 郡 ^ 慈 ! HI 嗬 ul m  i 二 
m 外 百 七十 四 名の M 出に して、 紹介 r4 M は 高 摘崧太 
郞羿外 二 名であります 、日 X?- ® 七十 七、 弘前田 代 間 
辟® 辩迫速 成の 請願、 靑森縣 弘前市 北瓦ヶ 町丸龆 正 
果外百 六十 一名の 呈出に して、 紹介 誘 貝 伊東 m 君で 
あ 〇 ます、 日 IV, 第 七十 八、 釧路 北兑問 沌絡 鐵逛救 設の 
認願，北海 21 狀耑郡 [? 错町上田勘兵衞外艽西三十四 

名の 呈出に して、 朽介謎 は 小 林 源 跋 ft であります 

日程 第 七十 九 •九州 中央 鐵 沮 速成の P 願 •一一 岡 縣久 

留米商 業 ® • 謎 所 ^ 卯 中 川 S- 次郎外 一名の， ■出に して 

紹介議 员 は 大蔽房 次 郞君 であります、 日程 第 八十、 

上 磯 ? T 刺 ftf] 一 阳铠〇 速成の rs 願 •北海 itl 桁 山 郡 江 差 

町長 永擺松 次您の 呈出に して 紹介 讁以は 吉 出 三郞右 

德 門 ff 外 四 名であります、 日程 第 八十 一、 弘前市 地 

方 H 4f ® 給 咐加の 諧 願、 靑森縣 弘 前市龜 申 町中 村 三 

郞外 十三 名の 基 m にして， 紹介 sl a ほ 伊 JK 1R 君で あ 

ります， n 程 第 八十 二、 伏 見驛及 伏 M 線の柞 ！一 に關 

する葫 願 >  京 都 府 紀 ぴ郡 伏 a 町長 仙 石 卯 策の 早： 出に 

して、 紹介 郭 ‘ fl if 片岡 肢 溫君で あります、 日程 第 八 

十三、 金找 公 ffl 下付の 81 願、 涔 城 縣仙崧 市 堤 通 f'p 藤 

淸 a の 呈出に して •紹介 sl n ij: 澤來 太郞； ^ 外 一 朽 で 

あります、 日程 第 八十 四、 水 商 會法制 定の誧 願、 靜岡 

縣磐田郡屮敁町川岛饳藏外六名の呈出にして，紹介 

調 U は W 端 浦 太 郎君 外 一名であります、 日程 第 八十 

五， 染料 H 業に 閘する詞願、廣晶縣蔗品郡府中町染 

料 同業 ? II 合 長 有 田 is 三の 呈 tii にして、 紹介 雜 fl は吉 

田屮 君 であります、 日程 第 八十 六， 大 S 郵怦 局を 二 

等 rj と爲す の 願、 大垣灼 粢矜謎 所 會頭戶 田銳之 助 

の吊出にして、紹介湃 ^ は牧野铴九郎君であります 

Q is •第 八十 七、 國府 郵便局 <f? K を Is 島 郵便局 带話普 

通饵域 に 編入の 誧 願、 德岛 縣名诳 郡 阀分町 原 田 佐 之 

洽外二 名の 呈出に して、 紹介 譏 fl ir 秦 4S 助 君で あり 

ますゝ日程第八十八‘陨渭市町田町間时通常話架設 

の ！ ■" .願、 3i •: M 府八 王子 市闬 町！！ 藤 政 T*f 外 ? I 七 名の 呈 

出に して •紹介 济 a ほ 秋 本 ^ 七 ?！ • 外 一 名であります 

日程 第 八十 九， 岔原村 に 郵便局 設 S の 請願 •岡 山縣 


S 庭 郡、 ?? 原 村長 戶 fll 又 姑の 呈出に して、 紹介 鄧 M 
は 木 n であります、 日程 第 九十、 屮黑翊 郵便局に 集 
配 事務 開始の 請願、 ffi 島 縣賀茂 郡 ')1 ® 龆村田 阪茂樹 
外 百 七十 四 fi の 呈出に して •紹介 議 a は 田 中 善 立 君 
であります 、日稅 第 九十 一、 元 糸魚 川區 裁判所 複遛 
の 請願、 新 潟縣西 頸 城 郡 糸魚 川 町長 篤澤 庄二郎 外 十 
九 名の 呈出に して， 紹介 ffii 員は 高 鳥 順 作 パで ありま 
す、 日程 第 九十 二， 北陸 鐵 道 七 Ei 和 倉 間 延長 吸 設の 
諧願 •石 川縣陴 島 郡 和 倉 村 和歌 崎 六 3T 郎外 二十 七 名 
の呈 m にして 紹介 議 a は 米 E fs 君であります 、日程 
第 九十 三、 七 ® 輪 島 間 堪 道 速成に 關 する i?t 願、 石 川 
縣 E 辛 郡長 高 橋秀 の r-l n: m にして、 紹介 議公は 戶水寬 
人 ft であります、 日程 第 九十 四、 石炭 調節の 請願、 
京都府 下钯伊 郡 向島 村 卯 上 金次郞 外 七 名の 呈出に し 
て、 紹介 謎 R ほ 小川鄕 太郞 君で 為ります、 日程 第 九 
十五、 陴 5K 1R 砲兵 聯隊 移 轉設蹬 に關 する 請願， 靜岡 
縣駿 東 郡 御殿 坳町長 勝 亦 國臣外 十四 名の 呈出に して 
紹介悶 員は 淸签太 郞君外 一名であります、 日程 第 九 
十六、 西 安居 村本觉 區に無 集配 三等 郵便局 設胺の 請 
願、 福 井縣 f} 生 郡 西 安尻 村 田 中 右市 郎外六 名の 呈出 
にして、 紹介 觀 0 :は柳 原 九 兵簡 e であります、 日程 
第 九十 七、 上 岡 停 率 場 設計 變 更の誧 願 •福 島 縣雙葉 
郡 k 岡 村長 皆 川 干城の 呈出に して、 紹介 議負ほ 石 射 
文 ? T. 郎 s であります、 以上 二 十七 件 1 * 亦 何れも 谷 
當該 分科の 審赉に 付し まして、 紹介 謬 員の 說 明を e 
き •政府 委員の 惹 見を 徵し 、委員に 於て 愼重 審議の 
上 何れも ffl 常の 301! 由 ある ものと して 院 諮に 付すべき 
もの •則ち 採 捋と 決定 致しました (拍手 起る〕* で 
本日の n 程に 上つて 居ります る 八十 七 件を 總て御 報 

吿を & 上げました， 此 場合に 於て綷 過を 御 報 街を 申 

して 置きます、 請願 委員 e- は 昨日を 以て 納會を 致し 

ました、 今期 戳會に 於て 受理 致しました 總件® が 千 

四百 三十 二 件であります、 tt 中 御 付託を 受けて 請願 

委員 會 ほ 四 分科に 分つ て審嗇 に從事 致しまして •各 

分科會を開きましたことが二十八 (51 、分科に於て小 

委員 會を 积 きました ことが 六 回、 總會を 開きました 

ことが 十一 lsl 、 a- 數總て 四十 回を 開きました ので あ 

ります* 斯の 如くに して 煜 たる 所の 成績は、 院議に 

付すべき もの、 即ち 採 揺と 決しまして、 本會に 報告 

を 致 L ました ものが 總て 今日のを 合せて 千 百 十七 件 

であります、 參考 として 請願書を 政府に 送付すべし 

と 決定を 致しました ものが* 二 百 四十 件であります 


又？； nn 願と 同樣の 稲 類の 法律案 若く は 紐 議案の 特別委 
員審 I'i: 中に 際して* 其 委員 會の 參考に 供すべし とし 
て 送付 致しました 件數が 四十 八 件であります、 院議 
に 付す るを 要せず、 ED ち不 採擰と 決定を 致しました 
ものが 十三 件であります、 紹介 議員の 求めに 依つ て 
其 願 if を下戾 し ました ものが 一一 一件* 尤も 議長の 許可 
を 受けて ^ 杏の 日時 無くして、 遂に it 憾な がら 朱 了 
となりました ものが 一件であります、 以上の 成钺を 
擧げ ました ことは、 實に木 期 il ir に 於て ほ •請願 委 
員 諸君が 稀に 見る 御勉锄 >• さいまして、 殊に 前 委員 
長 板 W 君の統 督 宜しき を 得て、 此成績 を擧 げるこ と 
を 得ました のであります、 不肖 私が 前 委員長の 逝去 
の 後を 祇 けて •此 成 M を 報告す るの 光 榮を有 したる 
ことほ、 洵に 感謝に 堪へ ざる 次第で ございます (拍 
手 起る〕 今日を 以て 是で 請願の 付託の 任務を 終り ま 
したので へこ ざいます、 取敢ず 右 御 報吿を 申して 置き 
ます。 

〔拍手 起る〕 

特別 報 街 第二 百 四十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 一九 號 
金山 苫小牧 問 鍅道 速成の 諳願 北海道 勇拂郡 
苫小牧 町 大字 苫小牧 村 一番 地平 民 公吏 下 川 
重 E 外 八十 六 名 呈出 C 紹介 議員 東武外 一名〕 
右 請願の 耍旨ほ 命 山 苫小牧 間 ® 道 it 北海道の 拓殖 
上 及 其の 沿線の 富 源 開 發上並 本州 北海道 間 交通 連 
絡 上 M 必要なる を 以て 旣設釧 路線 金山 驛 ょり 分岐 
して 勇拂郡 占 冠’ 穗 別、 似 1T 鵡 川の 各 村を 經て 
室 蘭 線 苦 小牧驛 に 連絡す へき 鐵 道を 速に 敷設 せら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及 御 送 IfJ 候 也 _ . 

特別 報吿 第二 百 四十 五 號 
意見書 

読 願文 書 表 第 九 二 四號 

深 川 雨 龍 間鐵道 速成の 請願 北海道 雨 龍 郡 深 
川 町長 山 本 彥太外 二十 名呈 s  C 紹介 議員 東 
武君外 一名) 

右 請願の 要旨は 北海道 雨 龍 郡 深川驛 より 雨 龍 川に 
沿 ひて 同 郡 多 度 志 村幌加 内方 面に 至る 四十 九 哩の 
沿線 地方は 人口 二 萬餘を 包容し 林 鋸產等 天與の 物 


資無盡 藏な るも鐵 道の 便な き g 之 か開發 に 由な く 
地方 民の 常に 迆憾 とする 所な り Ffli して 該線路 ほ 當 
局に 於ても 旣に is 測を Y したる ものなる を 以て 速 
に 前記 深川驛 より 多 度 志 村幌加 内方 面に 至り 雨 龍 
川を 遡る 鐵道 を ® 設せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ 〇依 て 議院 法 第 六十 五 牒 に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 百 四十 六號 
意見® 

115 朗文 w 表 第 九 二 六 號 
網 走 中 湧 別 問！： 便 鍅 道 速成の 11 願 北海道 常 
吕郡 常呂村 平民 木材 業 西 村 礫 三 外 九十 名呈 
出 (紹介 議員 中 西 六三郞 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 北海道 北 見 國ほ氣 溫高く 地味 肥沃 
にして 好箇の 農業 地たり 就中 網 走 郡 網 走 港より 常 
呂郡常 呂村及 佐 H 間 村 下 湧 別 村の 一部を 經て紋 別 
郡 上 ® 別 村 中 湧 別 村に 至る 3T 十 哩の沿 線 地方 ほ 農 
林、 雛、 海 等の 開 產 物に 富み 数 萬 町步の 殖民 地を 包 
有せり 然れ とも 交通 運輸の 楔關 としては 夏季に 於 
いて 一箇月 問 ffi に數 回に して 危險な る 船舶と 一條 
の假定 縣道車 馬と に 依る のみなる を 以て 生產 貨物 
は 停滯 して 大 JH 六 年度に 十 萬 俵 以上を 算し 輸入 物 
資は杜 絕 して 遂に 米 K? の缺 乏を吿 け住以 K 接の闲 
難 甚大なる のみなら す 拓殖 進 ^ 上 遺憾に 堪 へす 依 
て 速に 前記 網 走 港より 常呂港 佐呂間 村を 經て中 湧 
別に 至る 輕便鐵 道を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院け 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 識決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 佐り 別 

册_ 及御浍 付 候 也 _ 

特別 報吿 第二 百 四十 七號 
意見書 

詔 願文 fi 表 第 七 六 六 號 

鳥 取 雄 山間 陰陽 聯絡 鍅道 速成の 請願 鳥 取縣 
鳥 取 市長 內海 淡 - M 出 (紹 f 議員 久須美 東 馬 
君 外 一名) 

右 請願の 要旨 ほ 陰陽 連絡® 斷鐵道 の 完成は 獨り沿 
線 地方の みならす 山陰 方面の 開發上 急務な りと す 
而 して該 線に ほ 鳥 奴よ 〇氓 山に 至る ものと 米 子を 
起點 と爲す ものとの 比較 線 ある も 鳥 取 市は 山陰 道 
の ' 1' 樞 にして rl. 同地 及智頭 間 輕便鍅 道は 旣 に T. 事 
に 著 手した るを 以て 之を 延長し 岡 山 縣下捃 山に 至 


金山 苫小牧 鍅 m 速成の 誧願外 三 件 


六 四 三 


院遘衆 會謎國 帝 回 十四 第 


天阐沿 岸頦道 速成の 請願 外 九 件 
らしむ ると き ほ 距離に 於て 最短 縮し 丁： 事 亦 ?? 易な 
るを以て鳥〒：線を採るの甾れるに若かす依て速に 
烏 取 津山間 鉉 迢 を败設 し 陰陽 聯絡の 目的を 達せら 
れた しと 謂 ふに 在り . 

衆議院 ほ J'- の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと B 決せり 依て篛 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 百 四十 八號 
®; w  書 

請願 文書 表 第 九 五三 號 

天镅 沿岸 鐵道 速成の 請願 北海道 留留 萌郡萌 
町大字两大通士族農出田平馬外九十三名呈 
出 (紹介 蓊員東 武君外 一名) 

右 請願の 要旨は 北海道 天® 國 沿海 五十里に 苴 るの 

地は ff 腴豊沃 にして 拓殖に 適する は 勿論 林、 錙產 

の豊常 なる 本道 中 他に 比類な く 漁 利 亦 本道に 冠た 

り 然るに 街 萠港 以北 四十 里の 沿海 一帶は 港 ^ なく 

凡 舟航の 便 極めて 闲 _ にして 冬季 四 五箇 月間は 往 

往 風浪に 妨け られて 寄航す る 能 ほす 爲に米 翻に 缺 

乏を來 すの 悲境に 陷る こと 腿に L て 同地 方 人民の 

不便； f 利 甚し依 て留朋 より 天锻に 至る 天_ 沿岸 線 

を 速に 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 齩 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 四十 九 號 

意見書 

請願 文書 表 第 九 五八 號 

三 陸 沿 痒 鐵 道 # 設の請 願趿手 縣九戶 郡久慈 

町 大字 下 大川目 四十 二番 戶 平民 農 晴山重 三 

郞外 四十 四 名 呈出 (紹介 議員 高橋嘉 太 郎君 

外 二 名) 

同 第 九 五 九號 

同上 趿手縣 下閉伊 郡宮 古町 乙 第一 地 M 字 築 

地 三十 五番 地平 民 農 菊 池 長右衞 門外 五十一 

名 呈出 C 紹介 議員 高橋嘉 太 郎君 外 二 名〕 

同 第 九 六〇號 

同上趿 手 縣釜石 町 大字 釜 石 第一 地 割 二 百 四 

十二 番地 十： 族 農 服 部 保 受外二 十五 名 呈出 

(紹介 議員 高橋嘉 太郞君 外 二 名) 

請願 文®; 表 第 九 六一號 

三 陸 沿岸 鐵道敷 設の 請願 趿手縣 盛 岡 市 谷 小 


路 三番 戶 士族 農 北 田 親 氏 外 二十 九 名 呈出 
(紹介 顏員高 瞪嘉 太郎外 二 名： > 

第ー ニ 六四號 

同上 鈒手縣 氣仙郡 盛 町 一番 地平 民 農 刈 谷 友 
治 外 二十 一. 名 呈出 (紹介 議員 高 橋 嘉太郞 君 
外 二 名〕 

右 請願の 要旨 ほ 宮城 縣下石 卷を 起點 とし踩 手縣下 
签石涔 7'4 を 經て 靑砰縣 下 八 戶に至 る 三 陸海 岸鐵道 
の 敷設に 關し鐵 道 院に 於て は 旣に之 か 調査 測 m を 
了したり と 聞く 今 此の 三 陸海 岸鐵 道 にして 開通せ 
むか 沿線の 山海は 頓に 其の 富 源を 啓き 地方の 交通 
亦 俄に 其の ® を％ すの みならす 羽 越 線と 相 俟て彼 
此 互に 連 環 周 面し 得へ く 東北 全局の 開發は 勿論 延 
て全阈 の 運輸 交通に 甚大の 効果を® す や 必せり 依 
て 速に 三 陸海 岸鐵 道を 敷設せられ たしと 諧ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採擰 すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報 吿第二 百 五十 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 七一號 

弘前田 代間輕 便 鐵道速 成の 請願 靑森 縣弘前 
市 北 瓦 ヶ町十 二番 戶 士族 商丸龆 正 果外百 六 
十一 名 呈出 (紹介 議 M 伊東 m 君〕 

右 請 願の ® 旨は 靑森縣 中 津輕郡 西 千 屋村及 相 馬 村 
は 岩 木 川の 上流に 位して 山嶽 重 ®! し 其の 間 無限に 
して J 優良なる 林 瓣 產を藏 し 加 ふるに 名勝 神社佛 
閣の 旅客を 招致す る もの 多し 然るに 交通 機關不 f/llj 

にして 關係 地方 民の 不便 不利 © からさる のみなら 

す該 地方 鐵道は 旣に當 局に 於て 其の® 測を 了し H 

事 亦 困難なら さるを 以て 速に 奥 羽線弘 前驛 ょり 中 

津郡相 馬 村を 經て西 目 屋村田 代に 至る 輕便鐵 道を 

敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 ; S 付 候 也 _ 

特別 報吿 第二 百 五十一 號 

意見書 

請願 文書 表 第 九 八〇號 

釧路北 見 間 連絡 鐵道敷 設の 請願 北海道 厚岸 

郡 厚岸 町 大字 若 竹 町 五十 五， 番地 平民 海產商 


上田 勘兵衞 外 K 百 三十 四 名 呈出 (紹介 謎 員 
小 林 源菸 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 北海道 東半 部 太平洋 岸と 「ォ n ッ 
クニ 海 沿岸との 連絡 (3: 同道 拓殖 上 緊切な 〇 故に 或 
は ?！: 衆 兩院に 或 ほ當局 に 事 H 及 理由を 具して 之 か 
速成を 請願せ しも 未た 其の 運に 至ら さるは 同道 拓 
殖上 遺 憾甚し 依て 釧路國 と 北見國 とを 通 絡す る鐵 
道を 急設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 讁院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 S 付 候 也  _ 

特別 報告 第二 百 五十二 號 
意見書 

請願 文書 表 第 九 七〇號 
九州 中央 鐵道 速成の 請願 久留米 商業 會議所 
會頭中 川 喜 次郞外 一名 呈出 (紹介 議員 大姪 
房 次 郎君〕 

右 請願の 要旨は 筑 豊二國 を 貫通す へき 九州 中央線 
は 東西 兩 部の 物資の 運輸を 便に し 九州 幹線に 營萎 
を 與へ且 大分 港は 新に 完成し 之に 集中す る 貨客は 
皆 本線を 利用す へし 又該 沿線 地方 ほ 人家 稠密に し 
て物脔 豊富なる を 以て 經濟上 軍事上 最 緊要なる の 
みならす 工事 亦 容易に して 當局に 於ても 旣に 其の 
實池 踏査を 了せ り 依て 速に 前記 九州 中央 鐵 道を 敷 
設せ られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摆 すへ 
きもの ど 載 決せり 依て 翳 院法第 六十芄 條に 依り 別 
册 及御涣 付 fiv. 也 

特別 報吿第 一 一 百 五十 三號 
意見書 

調 願文 書 表 第一 〇一二 號 
上 磯江 差間一 i 便鐵道 速成の Is 願 北海道 檢山 
郡 江 差 町長 永龎 松太郎 呈出 (紹介 議員 吉田 
三 郞右衞 門 君 外 四 名〕 

右 請願の 要旨は 北海道 渡 島國上 磯町ょり 木 古內村 
上の 兩 村を 經て江 差 町に 至る 渡 島輕 便鐵 道を 速成 
し 以て 同地 方 谷 種產槳 の 發達助 長を 計られた しと 
謂 ふに 在り 

衆譎院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 M 百 五十六 號 


S 見 3 

請願 文 Ilf 表 第 九 六 九 號 

弘前地 方 -W JP ® 給 佾加の SS 願靑森 縣弘前 市 
大字® 甲 町 五十 六番 戶平 民 Ki 中：® 三次 郞外 
十三 名 呈 出 (紹介 菡員 fn 束 Jr( 君) 

右 請願の 要旨 ほ 靑森縣 下の 經濟界 は從來 頗る 下 版 
の 狀態に 在りし も 近時 米穀 S5 加 H 品 林 描 等の 111 ね 
膦 a したる 爲漸 く好况 を；： in し 来れり 然るに 該地方 
に 於け る鉉 道 貨物の 停滞 莊 しく弘 前驛の 如きは 約 
四千 數百噸 の 多き に ho 尙益衔 加せ むと する 81 勢 
なり 而も 前記 諸產 物は 典の 大 S;) 分を 占む る も 之 か 
爲或ほ 需用 期を 失し 或 It 腐敗を 來 して fil 格を 下落 
せしめ 經濟上 同地 方の 受 くる 打 ^ 頗る 大な て 
靑森縣 5 ;前地 方に 於け る货 511 の 配給を 咁 加し 以て 
滯貨の輸送に便せられたしと謂ふに在〇 
衆 誘院ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 拟 すへ 
きものと 篛決せ 〇依て翳院法第六十五條に伕〇別 
冊 及 御 送付 候 也  I 
特別 報告 第二 百 五十 七號 
意見書 

詔 闕 文書 表 第一 0 1 四號 
伏見驛 及 伏 見 線の rf: 緻 に關 する 請 邸 京都府 
紀 伊 郡 伏 見 町長 仙 石 卯 策 呈出 (紹介 鹆 £J 片 
岡 IIL 溫 君〕 

右詢願 の 要旨は 京津間 鐵造線 路變更 の ts 伏 見驛は 
憨鞔 止せら ると 聞く も斯の 如きは 附近 地方の 不利 
不便 謂 ふへから す： If!] も 伏見驛 所在 伏 W, 町は 3JC K 間 
の 貨物 集散の 要地に して 殊に 近時# 社 工場％ 加し 
又 第 十六 肺 團所在 地に 隣接し 特產捫 類 原料を 始め 
諸 物貨輸 绘上該 驛の存 置を 必要と す 又 若 伏見驛 挑 
山 驛間隈 線と ならむ か 伏 見 以南は 貨物 運輸の 便を 
失 ふへ し te て 伏 見 sl ix 少く とも 貨物 驛 として 之を 
存置し IL 同 驛桃山 驛間周 線路を 現在の 儘存 S せら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 13; 其の 趣 S- を 至 當な りと 認め 之を 採 捋 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に teo 別 
冊 及 御 浍 IfJ' 候 也 

特別 報告 第二 百 六十 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 一一 九七號 

金 祿公债 下 附の誧 郎筲 城 縣仙嵚 市 堤 通亘三 
十八番 地 士族 無 業 伊藤 沽 S 呈出 (紹介 讖 M 


六 四 四 


同 


皖 SI 衆會 _ 帝 回 十四 第 


澤來 太郞君 外 一名〕 

右詣 願の 要旨は 請願 入の 先代は 元仙毫 藩士に して 
後 B K と爲れ る も 死 残 常時 ほ 未た ffl 給 人な く 其の 
後 fi!i 願 人に 於て ffl 锫した り 然るに 江戸に 居住せ さ 
〇 しを 以て H 然慕府 ょりの 金 祿 公 M 給與に 洩れ 之 
を 受 くるを 得す 依て 祿高相 當の金 祿公愤 を 下附せ 
られ たしと 謂 ふに 在り 

衆 謎. 保 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 捋すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 誘院法 第 六十 ? 5; 條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 l-lli _ 

« 別報 街 第二 百 六十 一號 

s » 

請願 文 p-f 表 第一 〇 〇〇號 
水 產捋 法制 定の請 願 靜岡縣 磐 田 郡 中 泉 町 七 

百 四十 八番 地ノニ 平民 農 川 鳥 瀧 53? 外 六名呈 

出 (紹介 該錢唐 端 淸太郞 君 外 一名) 

右 謂 願の 要旨は 水產 に關 する 敗 關 としては 谷地 方 

の 水 itrn 合の 設 H ありと _未た全_に 71 り之を統 

一す へき 牌關な く 唯 漁業法 第五 十 一條 乃至 第 .-? 7. 十 

四胳に 於て随 に 組 八 rl 設固 に關 する 規定 あるの みに 

して 其の 他に 至りて は 凡て ai: 要 物 節 同 i? 紐 合法 並 

同 施行規則を 淮 用す るに 過き す 斯の 如きは 水 痒 組 

合の 進 步發達 上 支 fa 勘から さるを 以て 農會法 の 如 

く 13 行 法を 制定し 以て 全國統 一餺關 を設 w せられ 

たしと 謂 ふに 在り 

衆 越 院は 3¢ の 趣； t を 至 常な りと 認め 之を 採！ £す へ 

きものと 讁決せ り 依て 議院 法 第 六十 . ^ 條に依 り 別 

冊 及 御 送付 候 也  — 

特別 報 半：： 第二 1*11 六十 二號 

S& 

請 閎文 pf 表 第一 11 九六號 

染料 H 業に 關 する 請願 廣鳥縣 蔗 品 郡 府中 町 

百 八十 九番 地 ノ 1P 平民 段 ® ( 鳥 縣染料 同業 組 

合 組合 長 有 田 ifi 三 外 二 十四 名 呈出 (紹介 謎 

員 吉田中 君) 

右 請願の 要 &は 歐洲瞄 亂勃發 以來我 か阈 染料 自給 

の 緊要なる に 際し遛 B 地方 黑色硫 化 染料 工業は 漸 

く 其の 發 M を ii むとしつ- •ある も 政府 保 謎の 下に 

在り 日本 染料 製造 株式 科 社の 經赞 方針 其の 常を 得 

さる 爲該地 方 h 業の 發達を m 碍す るの SS あるは 國 

家經濟 上 ifl tg とする 所な り 依て 前記 會社に 對し黑 

色 硫化 染料の 製造を 耪止 すると 共に 荊 肋の 特典を 


廢止 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆 誘 1% は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 誠 決せり 依て il 院法第 六十 . 7.: 條に 依り 別 
冊及砌浍付候也 

特別 扣吿第 二 百 六十 三號 
意見書 

請願 文 » 表 第ー ニ 九三號 
犬 m 郵便局を 二 等 郵便局と 爲 すの 請願 大 姐 
商業會議所會頭戶田銳之叻里出(紹介議負 
牧野 鐵太郞 君〕 

右 請願の 要旨は 岐阜 縣大坷 町は 同 縣下樞 要の 地に 
して 近く 郡制の 施行を 見む とし II. 養老 鐵值の 開通 
に 依り 商 エ槊 著しく 發達 したる に拘ら す大粮 郵便 
局は 特定 1 n 等 局に して 設 晰： 个 完全なる は 通信 事務 
の 敏捷を 期す る 上に 於て js 憾尠か らす 法て 前記 大 
S 郵便局を 二等 局に 進められた しと 謂 ふに 在り 
衆 讓院ほ 其の 趣 & を 至 常な りと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 • 

冊 及 御 接 付 |<^ 也  _ 

特別 報 ffl 第二 百 六- TM 號 
意見 ® 

請願 文書 表 第ー ニ 九五號 
國府郵 ® 局 管 M を德 島 fR fai 局 電話 普通 區域に 
編 人の 請願 德島縣 名 東 郡國府 町 府中： 白 十 
六番 S 敷 平民 酒造 * 原 田 佐 之 治 外 二 名 呈出 
(紹介 議 M 秦費肋 君) 

右 請願の 要旨 IT. 德 B 縣名東 郡 國府郵 便 局の 管區は 
德島局 電話 普通 區 域に 隣接し 兩地柑 互の 關係密 接 
な o n. 近時 大阪 神戶地 方と 通話を 爲す もの咐 加し 
たるに 拘らす 公衆 ® 話は 獨 og 府 局に 設備せ らる 

るの みなる を 以て 件 民の 不利 不便 大なり 依て 國府 

局內 m 豫街 道に 沿 ふ 都 部落を 德島 郵便局 電話 普通 

何 •域に 編入せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆誘院 け 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺すへ 

きものと 議決せ り 依て 議 ■院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 六十 五 號 

意見書 

請願 文書 表 第一 四 一三 號 

瞄嵆 市町 田 町 間 莨 通常 話 架設の 請願 東京 府 

八 王子 市 南 町 三十 五番 地平 民 商 齋 藤 政吉外 

百 七 名 呈出 (紹介 謎 員 秋本离 七 君 外 一名〕 


右 請願の 要旨は 神 奈川縣 描 嵆 市と JK 京 府町田 町 及 
八 王子 市と ほ 生絲 某 の 他の 商取引 盛なる も 通信 上 
の 設備と しては 陨馈八 王子 間に 電信、 町 田 ® 惲 間 
に 雷 話 各 一回 線を 有する のみな り 故に權 濱 町 111 間 
の FR 離 ffi に 六 里に 過き さる も « 話は 八 王子 及苽京 
を經由 し爲 に r 通話を 爲 すに 四 五 時間を 要する こ 
と 注々 にして it 憾に堪 へす 而も 兩地間 は 地勢： 个坦 
H 事從て 容易なる を 以て 速に 简濱 市町 田 町 間に [I 
通 電話を 架設し 前記 二 市 一町 間 通信の 臌 絡を 計ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 捋すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 二 百 六十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 一四 號 
富 原 村に 郵便局 設置の 請願 岡山縣 眞庭郡 富 
原 村長 戶田 又藏 呈出 (紹介 議員 福 井三郞 
君〕 

右 諸 願の 要旨は 岡 山 縣眞庭 郡 富 原 村は 勝 山 町ょり 
新 見 町に 至る 縣道に 沿 ひ面稩 六方 il! 戶數六 百餘を 
有し 農 A- 業の發 達に 伴 ひて 通信 事務 ft 加せ 〇 然る 
に 最寄郵 便 局に 至る には 山岳 多く 交通 不便な り 加 
ふるに 孰れ も 約 二 里の胆 離を 有し 村民の 不利 犬な 
りと す & て 前記 富 原 村に 郵便局を 設置せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 音を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御遂 付 候 也 

特別 報告 第二 百 六十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 一 五 號 
中 里： 顧 郵便局に 》 配 事務 開始の 請願 廣島縣 
賀茂郡 中黑瀬 村 大字 大多田 八十 四番 屋敷 平 
民 農 田 阪茂樹 外 百 七十 四 名 呈出 (紹介 議員 
田 中 善 立 君) 

右 請願の 要旨は !？; 島 縣賀茂 郡 中黑瀨 村 (S 所謂 黑湖 
鄕六箇 村の冲 心地に して 商業 繁盛なる のみなら す 
高等 女 學校銀 行 交 店 等を 有し 從て 其の 通信 力の 如 
き ほ 挺に 雨 餘の谷 村を 凌駕す へし 然るに 郵便の 集 
配は 下黑翊 局の 管 |« に 腐す るを 以て 敏速を 缺 くの 
みならす 同局に 至る に 交通： 小便に して 村民の 被る 


不利 大な りと す 依て 速に 前記 中黑瀬 村 所在 中黑 《 
郵便局に 集配 ilt 務を開 始せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣'」 r-l を 至 當な〇 と 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 戟決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 ; S R 候 也 

特別 報吿第 二 百 六十 八號 
意見 if 

請願 文書 表 第二 一九 四號 
元 糸魚 川區 裁判所® 舊の 請願 新 潟 縣西頸 域 
郡 糸魚 川町畏 S 澤 床 二郎外 十九 名 呈出 (紹 
介 議員 高 鳥 順 作 君〕 

右 請願 S 要旨は 齒に新 潟 縣下元 糸魚 川區 裁判所 廢 
止の 結果 其の 管轄 ®; 域たり し W 頸 域 郡 住民の 不利 
不便 大なる もの あり 而して 越 之 か復舊 を 請願した 
る も 未た 邦實施を見さるほ造憾なり依て速に前記 
元糸魚 ||! 踔裁剌所を復麗せられたしと謂ふに在0 
衆議院 ほ 其の 趣诗を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て S 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 IfJ- 候 也 _ 

特別 報吿第 二百 六 寸 九號 
意見書 

読 願文 書 表 第一 二八 七號 
北陸 鐵道七 尾 和 倉 間 延長 敷設の 請願 石 III 縣 
鹿 島 郡 和 倉 村 六十 五番 111! 平民 鑛泉 宿業 和歌 
崎 六五郞 外 二十 七 名 呈出 v 紹介 議員 米 田® 
君〕 

右 請願の 要旨は 石 川縣鹿 島 郡 和 倉は 溫泉地 として 
其の 名著し く 一箇年の 浴客 數 十萬餘 入を® す 然る 
に 交通 _關不肺 なる 爲是等 浴客の 被る 不利！ f 便 甚 
しきもの あ 〇依 て 北陸 線 七® 和 倉間鐵 道を 敕設せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆 il 院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと _決 せり 依て 蕺院法 第 六十 JI: 條に依 〇 別 
冊 及 御 is 付 候 也 

特別 報 街 第二 百 七十 號 
意見書 

請願 文霄表 第ー ニ 八九號 
七 尾 輪 島 間 鐵道 速成に 關する 請願 石 川縣鳳 
至 郡長 高橋秀 呈出 紹介 議 S 戶水寬 人君 外 
五名〕 

右 II 願の 嬰 旨は TT 川 縣七尾 町より 輪 島 町に 至る 沿 
線 地方た る 能登半島は 水 林 產豊富 にして 鑣物亦 尠 


水萍尙 法制 定の一 i np, 邸 外 九 件 


六 四 五 


院蕺衆 會議國 帝 回 十四 第 


石炭 «? 格調 節の 請 頭 外 三 件  溝 案の 成 la に閱 する 寺 田® 記官畏 の 報芮 


六 四 六 


からす 殊に fii 島 町 ほ 漆器 製造を 以て 聞え 其の 年產 
額 百 五十 萬 ! 1 に 誘す るの琢 况なる も 交通 擦 關の設 
備を缺 き 海路 槪ね 其の 便を 得さる か爲 地方 產 業の 
開發卜 ：适憾 甚し依 て 速に 七 尾 輪 烏 間鐵 道を 敷設せ 
られ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 簌決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御绘付 候 也 

特別 報传 第二 百 七十 二 號 

a ms 

請願 文 再 表 第一 四 一八 號 

石炭 ® 格調 節の 請願 京都府 下 ffi 伊 郡 向島 村 
字與 J1: 郞島 一番 地 日本製 布 株式 會社 專務取 
締役 井上 金 次 郞外七 名 呈出 (紹介 議員 小川 

鄕太郎 君) 

右 詰 願の 要旨は 近時 石炭の 價格 暴騰し 谷 種 工業の 

被る 打駿茈 大 にして 之 か 救濟は 刻 ドの 急務な り 依 

て 政府 使用の 石炭 ほ 外 國產就 中撫順 炭を 以て 之に 

充て 其の 產額 の咐加 を阃 り從來 海外に 輸出せ る撫 

順 炭は 之を 內 地に 振 向け 其の 他 石炭の® 出に 對し 

て 制限を 加へ 船舶 並 鐵道 貨車の 配給に 依り 石炭の 

轍 送を 便なら しむる 等の 方法を 猓り 石炭 僧 格の 調 

節を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 ?/ 7; 條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 

特別 報 街 第二 百 七十 三號 

意見書 

請願 文齊表 第一 四 一七 號 

陸 荊 重砲 兵 聯隊 移 《設蹬 に關 する 請願 靜岡 

縣駿東 郡 御殿場 町長 勝 亦國 R 外 十四 名 呈出 

(紹介 議員 淸崙太 郎君 外 一名) 

右 13 願の 要旨は 靜岡縣 駿東郡 御殿場 町 原 里 村 印野 村 

及玉铺 村の 四箇 町村は 陸軍に 於け る 富 士据野 演習場 

と 密接の 關 係を 有する を 以て 陸軍 重陶兵 聯隊 移鞞の 

場合には 右 町村 中 適宜の® 處に 設置せられ たしと 謂 

■ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ き 

ものと 議決せ り 依て 議院 法銪 六十 五條に 依り 別冊 及 

御 送付 候 也  _ 

特別 報吿 第二 百 七十 四號 

意見書 


請願 文 © 表 第一 四 ニー 號 

西 安居 村 本堂 區に無 集® 三等 郵便局 設匿の 請 
願 福 井 縣丹生 郡 西 安居 村細圾 第二 十八 號 
M 十 ？ 5; 番地 平民 農 田 中 右市 filj 外 六 名 呈出 
(紹介 議員 柳 原 九 兵 ■君〕 

右 請願の 要旨 ほ 福并縣 丹 生郡两 安居 村 (X 郡の 一隅 
に 偏在し 人口 三千 餘を 有し 近時 養胬 及製絲 業等發 
展し他 地方の 來住者 多く 其の 年 產額隣 村を 合して 
四- 餘萬圓 に 及 ひ產業 組合の 設立 巳に 三 四に 達し 
福 井 市 方面への 來往 者は 必 す 本區を 通路と する に 
拘らす 一片 信を 發 する にも 一里 乃至 二 里餘の 道程 
を 往復せ さるへから すして 關係 民の 不便 尠から す 
依て 前記 西 安居 村 本堂 區に無 集配 三等 郵便局を 設 
匿せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採榴 すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御缀 付 候 也 

特別 報吿第 二百 七十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 一九 號 
上 岡 停車 玛設計 變更の 請願 福 島縣® 葉 郡 上 
岡 村長 皆 川 干城 呈出 (紹介 議員 石 射 文 五郎 

5 

右 請願の 要！！ 日は 福 島縣® 葉 郡 上 岡 村民 ほ 大正 五 年 
中 鐵道院 の 要求に 應し 過大なる 義務を 負擔 する の 
條件を 以て 前記 上 岡 村に 停車場 設置の m 願を 爲し 
たる も該 停車場は 同村 東方 (海 側〕 に 設置せ らる 
ると 聞く 斯 くの 如きは 當 初の m 願の 趣旨に 副は さ 
るの みならす 交通 上 亦 甚た不 便な り 依て 村民の 筘 
望せ る 西方 即ち 山側に 停車場を 設置せられ たしと 

謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第 七十 一ょり 九十 七に 至 

る 委員長の 報告に 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 翳な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 日程 

第 七十 一より 日程 第 九十 七まで 總て 採擰と 決し まし 

た、 此 場合に 報吿が あります。 

〔書記 朗讀〕 

一 貴族院は 本院の ; S 付に 係る 左の 議案を 可決した 


る 旨 同院よ 〇通媒 を 受領せ り 
日本 興業銀行 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

朝鮮 銀行 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

軍需 H 業 動員 法案 (政府 提出) 

〔拍手 起る J 

〇 議長 大岡 育造 封) 尙ほ 總理 大臣より 本職に 宛て 
、左の 通牒を 得ました、 本 月 二十 七日 貴族院に 於て 
帝 阈議會 閉锊式 執行 仰 m され 候 
倚 ii 寺內內 閣總 5g 大臣より 發 言を 求められました、 
之を 許可 致します。 

f 國務 大臣 伯爵 寺 內正毅 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (伯爵 寺 内 正 毅君) 諸君、 第 四十 回帝國 
議 會の將 に 終りを 吿げん と 致します るに 際し、 玆に 
電 ねて 所思を 披 礎す る ことを m まする のは、 本大 K 
の洵 に光榮 とする 所であります、 政府は B-1* 局の 重大 
なる に 顧み、 國 防の 充實其 他 K 切 急務な りと 認めた 
る豫算及決律案を提出致しました所、諸君は愼策審 
議の 結果、 重要なる 諸 案に 對 して 速に 協賛を 與 へら 
れ ました、 此事た る 一に 諸君が 國家將 來を念 とせら 
る 愛國的 精神の 發露に 外なら ざる ものと 信じまして 
爱に 深厚なる 敬意を 表する 次第であります、 將來戰 
爭の 推移 ほ 今日より 豫 言し 難いであります るが、 露 
獨 m 獨 講和の 結果、 獨 逸の 勢力は 漸次 極東に 波及し 
東洋の 平和を 亂さ むと する の K があります、 政府 ほ 
萬 一 帝國の 安危 利害に 係は り、 又は 聯合 國の 共同 利 
益を 保， する の 必要 ある 場合に 臨み ま 一 ては、 ilf 乎 
たる 機宜の 措置を 執る 決心であります C 拍手 起る〕 
諸君、 凡そ 國 ©に 處す るに 方り、 奉公の 至誠を 盡す 
ことは 我が 國民 固有の 美 性でありまして、 內 外に 對 
して 窃かに 誇りと する 所であります、 今や 時局 憨々 
重大なら むと する の 時に 當 りまして、 爰に 政府の 意 
向を 表明して、 國 民の 自 ® を 促す の 必要 ありと 認め 
まする、 終に 臨み、 諸君、 連日の 御盡瘁 を 感謝す る 
と 同時に、 時局の 進展 如何に 依りまして は、 重ねて 
近く 諸君の 來會を 煩は す ことがある かも 知れ ませぬ 
此 一事は 豫め 諸君の 念頭に 置かれむ ことを 希望 致し 
て 置きます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君： >  諸君、 第 四-回 帝 國議會 は 本 
日を 以て # 期を 終了 致します、 本會 期 (3: 第 十三 回總 
選擧の 後、 第一 次の 通常 會で ありました、 世界 變局 
に 際し、 頗る 重要なる 議築を 議定す へき 議會で あ 〇 


ました、 太 ^ 期 屮 本 ^ ? S1v. lll' t,:- きました る こ i 二十 八 
回、 部 會委負 曾 5 b 開きました る こと 四百 九十 八 回、 
議案 詢願及 質問 〇 提出せられ たる ものは 千 六 ? I 六十 
一ご件、槪ね之を淒'|致しました、今其朮耍なるもの 
を玷げ ますれば 、歳計 雅筇に 於て、 特別 伶 計を 除き 
八 億 四 - i • 八 ?■! 餘萬 ¢0 、 臨時 m 班 K に 於て 五 千 八 T1 餘 
萬圓 、朝れ も 之に 協 寶を與 へました、 法案に 於て は 
税制整埋に關する廢溥税案ほ、時期に於て政府と兑 
る 所を 異にし、 成立を 見る に 至ら ざり しも、® 防の 
計 5!rr に 伴 ふ 咐税案 ほ 悉く 之に 協 K を與 へ、 特に硪 時 
利得 税の 如き、 m 需 工業 動員 法の 如き、 時局に 適切 
なる もの ほ 之を 可決す ると 同時に、 一面 地方 ?! i a £! 
の輕滅 を 圖 り、 且つ 敎 員の 礙 遇を 爲さ むが 爲 に、 市 
町村 義務 敎育费 國 庫負攒 法を 可決し、 又 物® P 節の 
必要を 認めて 政府に 趄議 をし、 IL つ 梁 吿を 致し まし 
た、 其 他 大正 三 四 年度の 決 3? 及 谷 種の 承諾 案を 抱 謎 
し、 之を 是認し、 若く ほ 承諾を 與へ 、多 數の 請願を 
悉く 之を 翳 了 致しました、 此の 如き 成 緩を 收め得 ま 
したる は 畢竟 諸君の 數 月間の 御 M 精の 結果に 外な 〇 
ませぬ、 終りに 莅み まして、 本會期 中 ほ 諸君の 深き 
注意に 依り、 殆ど 議場の 波蹦を 見さり しは 近年 稀な 
る 所であります、 憲政の 一進 步な りと 信じます、 玆 
に 諸君 連日 •© 勞を 謝し、 例に 依り 本 ir 期に 於け る 誘 
事の 成績を # 記 官 長ょり 報吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

〔寺 田 書記官 長朗譖 〕 

本會 期に 於け る識 案の 總數及 其の 結果 
豫算案 及豫算 追加 案 十六 件 r' 金 部 可決〕 

內 

決算  四 件 全部 姿 員 長の 報 
吿を RJ 決し 

承諾を 求む る 議案  十 件 全部 承諾を 與へ 
政府 提出 法律案 四十 七 件 
內 

可決した る もの 三十 八 件 
否決した る もの  八 件 
撤回した る もの  一件 
議員 提出 法律案  三十 件 

內 

可決した る もの  十七 件 
併合した る もの  - 三 件 
否決した る もの  二 件 
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第 四十 鼓 を 終へ て 第 四十 一議會 へ  六 四 八 


のせ  由  隨當 其のる 二む 適 寧 露一 共を  極 多年に が 加 

露  右 陸ら 二を 一 こ 時局の 共 こ 、が 應を國 ■支 同 生 玆東数 に 親政 ふ歐 

國 _ 二軍れ 前 有 日の 協官條 同と 前 爲し侵 境 日 那防じ i こに 過 入 近 础る洲 „ 
渦® 孭及 • 确 す 本 描 蕺憲件 防 あ 項に 、迫 内 本の 敵大 於ま激 つし をに に 0 
激1 ^ が 海 敵の る 軍議し ほは 敵る に 1 IL すに 國提に JH てで 派て た箪露 於^ 

派 f：p 決 軍 國有こ 際に 時 .兩戰 ベ 依 行つ る茲 政鞔關 七日 及 軍， •握 西け f 
軍 定 が 軍神 とは 基 機柑國 略き り ふ兩 の延府 のす 年 支ん に發 爲す亞 る*^ 

を 主 II さ 露が 期。 、いを 互 常 範事兩 ベ 國危し 及 耍る三 兩で投 にに る 帝 大^1 
使 そ〗 れ領支 間  安て 待の 局® 項國 きが 險 •支 旨 支 月 @ 來 じ露獨 に國戰 + 

嗾； n; た よ那は  那 •ち 利官に を 政 鹿 此あ其 那と那 十 はたて 西澳 及は は^; 

し 丘 三 そり 國  >  國日捭 害憲付 N 府證 次ら 結國 云の 五 共 "之亞 のん 革、 _ 

た 山れ 撤境瞵  境 支 行 問に き 行のを のん 果政ふ 提日同  をに 勢で 命容 m 

獨 出は 退邊和  內 間す 題 於 協せ rv 速戰と 將府の _ 外 防  使 捕 力、 に 易 I 劾 

澳  七す よ條  にの るに て 力ん 怠 か爭 すに ほは に務敵  嗾は は獨 よに/, > 

俘 g 年べ り 約  •協 も 付 之を がを に 參る極 *  、同大の  しれ 逐澳つ 終：^ 

鹿  九き 撤が  駐定 のきを 行爲純 、加に 柬 敵 次 意 臣事  、た 次と て熄 

の  月 時 退 日  屯が と 互 協 ふ •た 協の 因 全® のの 本に  其獨東 和淠す 

敵  六 機し 支  又 行す に 定へ兩 る 同義り 局 勢 通 書 野 任  の澳漸 し滅べ 

對  日と、 兩  はは。 愼 すき 國 後考務 、の 力り 面 一ず  對 のして しき 

計  です 又國  通れ  重へ 方 海、 贵を此 平ので を郎べ  敵 俘、 却、 形 

書  ある 聯に  過て  誠し 法 軍 決す 實愦和 日 あ 送 ほき  行 赓大つ 過 勢 

ぽ  つ こ合批  の。 實 、及 此定  行 勢 及に るつ 日必  励は 花て 激な 

極  たと 國准  自  に該ぴ 次す  せに 安*  ° た 茭 要  ほ'  七 之 派く 

第 
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十 

• - 

議 
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第 

四 

軍斷淸 でた せ 利 西 パを 先 國しァ  腹す 歐國 軍す て第澳 のとと しる  提ス加 東 

はせ せ 東 •る亞 p  口增づ とて ッ米 背る 洲と にる 過に 匈で 戰 同て 民 元 言 口え に 
專ら ら部斯 第に しフ 發第協 來ク阈 敵 もよ 戰投に 激盛國 あ ふじ 露族來 し バて及 
られれ 西く 七 兵た スし 十議た 軍は をのり つじ 及 派に のる をく 境で チて ッ來ぴ 
此た 、比て 肺を 、ク •二す のを 實受 と歸 てて びの な搵 、欲ス 方 、ヱ 來クた • 
地る チ 利 我 團要此 を 米 肺る で 救に け あら 其 過 、政つ 絆 而せラ 面チッ た 軍の そ 
方 友ェ亞 軍の す 間 占 國團所 あ援此 てつん の 激チ府 てを しず ブに ェク 。救を の 
の 軍 ッーは 一る 北領 及を あるせ 西最 たと 獨派 二と 來脫て 、系 出ッ、 援見西 
守と ク帶次 部 こ 滿し輿 浦り 、ん比 もがす 立 軍ッ なた し一 多統陣 クス  のて 比 

備再 、の 第 もと 洲 ，國鹽 、乃が 利闲 、るを とクり 、て 方く のせ、 口  目 、利 

にび ス 地に 亦の 地 次 軍に 遂ち爲 亞難其 者全戰 、獨 旣獨 チは 民し スバ  的七亞 

就 聯口方 進 、急 方い 隊 上に 我に にを のとう ひ ス埂に 立ェ露 族め ロッ  を 年に 

く絡ヴ はみ 該 なので と 陸 出が 、於 極' 西 、せ 、口と しせ ッ 軍なら パク  以三於 

にを ァ 、 、方り 危谷 協せ 兵國 我け め 比 西ん ーバ踽 てん ク にる れッは  て 月け 

至 肢ッ十 後 面し 險地 同し をは 邦る て 利 比と 面ッ和 露と 、投爲 たク澳  、米る 

つる ク月 具に 爲 にを しめ 決 之に チ 居 亜 利す 故クし 西す スじ •の 軍 匈  聯國行 

たに 軍 中 加 m  •陷攻 て •しに 聯ェ つに 取る 國 軍て 亞る 口て 澳 では國  合 ほ 励 

の 至 も 旣爾動 南れ mff  •次 、應 合ッた 在よ のには 其 帝の バ俘匈 あ埂の  出 、は 

でり 其に 洲せ滿 るし 九で 七 じ出ク のる り希歸 、俘國 運ッ虜 のる 匈一 兵 チ 日 
あ •两一 ■にし 洲 とつ 月 第 年て 兵 、でも 歸 望り 反 厨は 動 クと爲 が國部  をェに 

る 其 部た 至め に  > 、 五三 八 協を ス あのら を 、過を 覆は 民な め * 軍を  我ッ勢 

。後に びる ら駐 西漸 日 肺 月商 提 口る はん 持 塊 激解滅 、族つ に a 隊成  國クカ 

我遮蕩 まれ 屯 比 次ハ團 •諸 言 ヴ a  、とち 匈 派 放し 次がた 露國 とせ  に、 を 

十 

帝 

國 

m 

會 

揆  れ又 價昂爲 ほを 共米存 農民す  等  於  養  相  組  留  要 雨す 

起 七 ^ 之 最騰め 芋 貪に を 米 商の る 七  で 現て 六 五成 四 當三織 二す 一項 國る我 

り 年 人に 低を に 等ら 、瞰の 務生所 年  ％ あ 下 合、 •所、 の 、し •る '•はの 旨國 
、八 心 伴の 加 罵 のん一 價 不咨活 なに  g つ 施辨膠 膠に 日 金 膠て 膠 外 膠。 間 をが LU 
婦月漸 ひ 時へ 然 混と 面に 足 ほほく 入  た行經 州州 聘本額 州 之 州總州  に、 獨 ^ 

女 六く  、に 、た 食す に 供に  >  日 ’て 固 i  。の 營鐵鐵 用 國を鐵 に 鐵て鐵  覺聲 逸'^ 

子 日 激中比 六る をる 暴 給 在米に 日よ  ^  民す 道道す 人提道 常道 之 道  書 明と*5 ^ 

の •励 流し 七の 獎奸 利し り價窮 用り (?\  政る は從 るを 供よ る 聱を沿  がし 戰 

一 突の 以 、月 有 顧） 商 取 、と昂 品、 はこ 、業 こ 右す りべ 備靑線  交た つ1 

群 如 萌>  約に 樣 しに 締頻し 騰を物 米 平  之と 其 員と 巡る 右き は 島の  換 のて gg 

ほと をの 三 至を、 制令り* の 加 惯價不  を  所 中 ° 警 こ 巡 こ* に 帝  せで 得 

犬し 挺 生 倍つ 呈一 裁を に 外 主へ まは  _  撤  餛に  隊と警 と 貴集國  らあた 與 

擧 てす 活 のて し 時を 以米米 因る た 頻_  勝  確 支  本‘ ：隊 。國中 軍  れる靑 覚 

し 富る は 高は た 世 加 て價 管を に 之り 丰ム  す  定那  部  の  政す 隊  たが 島^ _ 

て 山に 全價、 * をへ 米 調理 全 至に に 謹 刀  る  の 人  及  經  府 るは  、、は 胃 

同縣 至く に 大而擧 、穀 節を 國つ 伴昂  こ  上を  び  費  にこ、  日 七、 

町 滑つ 不暴隄 かげ 他を の實 人た つ騰  と  は 採  樞  に  於と 濟  本年 之 

な 川た 安騰內 もて 方 贸途施 口* てを  °  、用  要  充  て “ 南  よ 九を 

る 町 e をし 閣 米食に 占を しに 此昂續  日す  驛  て  '  一  り 月 支 

米に  以' 當價糧 はめ 諝て對 時騰け  .  支る  並  ん  巡  部  提更邡 

商、 て 諸 時は 間雜 てず、 すに して  兩こ  に  が  磬  險  翳に に 

を 女  蔽 物、 日題穀 暴る 外る 當 、底  國と  巡  爲  隊  を  し 「1 還 

幽一 は 價, 米に の 或 利と 國 現り 細 止  に。 醬  、を殘  た支附 

二薦 るた 大  閣煺ざ 度攻閣  て外圓  あ 軍 激或だ 波し あ圆ひ 

十し が、 隈寺  僚 やる を 擊の米  酿 國を此 る隊烈 ほし 及たり 崧、 

九た 西 元、 內  — かこ 現し 責價  賣米下 報" のを 米く しが w に 一 

外 兼內 司總 日、 園老 ？§ 内]^  同な とは、 任 調  ^  をを 賜  一  /li 極穀 、、、に 低 升 

鐵找 化理 左 そ 赤は 1 朝閣  ■  はらを し 之で 節  ^  行 輸 さた  励めを 或 京 事® 落の 

務道務 法 のの 公 何寺辭 內 九ず 察來と あの  內  つ 入れび  を、 掠は 都 ほ 下し® 

大院大 大= 顏 結轺れ 1 し 13  月、 知れ 描る 失  丨] たし、 天  見變郫 米、 忽 す、 を 

總八 八臣觸 果 はも 1 た 閟 二對 しる 搠と敗  pb  の、 政 聰  る 官し商 大 ちべ 小 三 

臣 裁臣 臣 t の 原 之 西を の  十 外且爲 ししと  1 J  で 又府に  には、 の阪 全し E? 十 

許 敬に 園 召で の一 問つ、 來 て、 閉  あ 强も達  至 之 暴 店、 國卜 扣錢 

子  には 腦券 さ®  ~  日 題は® れ 、暴  「名 3  つ 制 亦す  りれ 動 鋪础に 迪 坳ハ 

爵  政大ぜ 公れ 上  s-S  闕 も 弗に る 世 励  ^  た 的國る  、をはを 戶郎〇 —  大 

內床 原 友 命ず 望て は  M  下 一 內そ政 論の (O  y に 6B や  漸制 數破 '  (i  、升隈 

會 を、 の、 元  に 段 TK の 友は 突  で  農金畏  くす H 壊 名り 頗十 R 

田 次  内拜政 出後老 1L  伏 落毅內 會 S 發  M  家一 く  節る にし，1, •てる 六閤 

閣し 友） 1 樾 |  しを の閒 まとと  の 千 も  靜能 a  、 屋 、米 七 常 

康竹  をて 會を者 1  て 街 健を たしは  M  貯茁御  す ほ ij 或、 E 商 錢 時 

二  組 大總闺 の 山  骸げ版 維漸 て、  藏 圆内  るず 、は 朿搜 のに ほ 

哉 郞敬織 正 裁ん 下縣  骨た も 持く 寺 共  米を 帑  をし 殊之 京は 不 T  4 

し 七 原 だ 間、  をる 鹊す 背內に  を茭金  得て にに 等 至 法 0 - 

た 年 敬のを 松  乞を 腿べ K 内 寺  買 m 三  ナ こ'  大放 hi るを し TT 

。九を で 賜 方  ふ以來 かの ra 内  收し百  の涅阪 火 も 所11 .fi こ士 

月 推 あ ふ、  たて、 ら 態を 内  して 瓜  で には し a にらと 

本 野 野 


中 田 木  野 

俊 

謙 正義 4 
淸烈 郞憲 一 ■郞 


近 飯 山 谷豐鈴 
藤 島 內田島 木 


野 河 佐 勝 小 森 松 西 神 
A 


久志栃  鹋田淺 

野佐內  淵 中 川 

曾  仙政& 
次 

ェ勝郞  助明靖 


中中 
川 西 
健 淸 
藏 — 


m 松 田® 幣 

m 田 中原 原 

& 道 都 正 喜 
:ル: 

郎一吉 直 郞 


山 

梨 

半 

iS 


勝 之 助 
元 

重 威 


喜 三郞 
直通 
一一. 一 郞 
確 三 郞 
喬平 
m 郎 


小 橋 一太 
塚 本淸治 
添 田 敬 一郎 
川 村竹洽 
堀 田  貢 
杉 山 四 五郎 
池 田  宏 
山 縣治郞 
潮  惠之輔 
®  孫 一 
白 男 川讓介 


大藏 大臣 
陸軍大臣 
文部大臣 
農 商務 大 K 
遞信 大臣 
海軍大臣 


男爵 高 擺是淸 
田 中義一 
中 橋 德五郎 
山 本 達 雄 
野 田 卯太郞 
加 藤 友三郞 留任〕 


爵位を 有しない 總理 大臣は この 內 閣 を 以て 嚆矢と 
し、 1U; は 原 敬を 平民 宰相と 呼び、 內閣を 平民 内閣と 
唱えて、 その 3 -ui を 謳 ! 51)1: した。 


媾和 使の 渡歐 


歐洲に 於け る哦亂 は、 旣に五 年の 久しき に a 〇、 
ffi 塊 ! i 尙 頑 强に抗 硪 して、！ 步も 其の S 境内に 聯合 
_ の 軍隊を 入れし めな かつた が、 物資の 缺乏 と國民 

の疲邸 は 極度に 達し、 多 lt'-x 阀民ほ 今や 硪爭を 欲せ ざ 

るに 至り、® 然革命 は 起つ て擷逸 皇帝は 退位の 止む 

なきに 及び、 七 年 秋 遂に 帝位を 退き、 和 №1 に游 行し 

尚ちに獨逸共和政府は樹立せられて聯合國に對し瞬 

和を 申込み、 十一月 十一 日を 以て 休戰临 約は 締結せ 

られた 。 

是に 於て 擷逸 に對 する 础和符 謎 ほ、 佛國ヴ H ルサ 

ィィ ユ宮に 於て 開催せ ら るる 事と なり、 我國は 西 園 

寺公闭、牧 3? 仲顯、駐英大使珍出捨巳、駐佛大使松 

井® 四 郞を全 拙 委 fl として 列席せ しむる ことに 決し 

珍 田、 松 井の 二 入は (T: 地ょり 牧野は 隨 を 率 ゐて十 

月先づ 出發 し、 西闽寺 も 踵 ひで 出發 して佛 國に赴 

，た。 

對外 狀膀は M ぅした 時に 第 四十 一 謎 e は 召集され 

た、だが誠會ほ£る平技でぁつた。 

第 四十 一議 會 開院 式 勅語 

(大正 七 年 十二月 二 十七 日) 

朕玆 -I 帝國 m 會 開院/式 ヲ行 ヒ贵族 院及衆 諮院ノ 

谷 fi -l i1? ク 

帝國卜 締盟 谷 國トノ 交際 ハ 益々 親® ヲ加へ 今次 ノ 

硪 局 ハ 聯盟 阀 ノ大拢 ヲ以テ 終結！' 吿ヶム トス 

朕 深 ク之 ヲ欣フ 

朕 ハ S 務 大臣-一命 シ テ大 JH 八 年度 7* 3? 案 及 各般 ノ 

法律案 ヲ帝 阀狨 曾-- 提出 セ シム 卿 等 克ク脫 力® ヲ 

55 シ和衷 蒞涟以 テ 協 苡ノ住 ヲ 祖 サム n トヲ 望ム 

勅語 二對 スル 奉答 C 貴族院〕 

(大正 七 年 十二月 二 十八 日) 


« 族院 IT 长 K 德川家 達 誠 恐 誠 悼 謹 テ 
® 勘 文武 天皇陳 下- 1 上奏 ス 
第四十一回帝國謎會ノ開會-1際シ玆-|盛典ヲ擧 
ヶ ® 渥 ナル 
勅 3 S ヲ賜 フ臣等 謹 テ 

倒 旨ヲ 奉體シ 愼 爾蒞 誘 協 饺ノ 任ヲ褐 シ以テ 
阜 猷ヲ钗 典 セム コト ヲ 期ス臣 家 達恐熘 / 至-- 任へ 
ス謹テ 奉答 ス 

勅語 二對 スル 奉答 「衆議院 J 

(犬 IE 七 年 十二月 一一 十八 日) 

陛下 茲 -1 第 四十 一回 帝國 詡會開 院ノ 式ヲ翠 ヶ瓰渥 
ナル 聖 13 ヲ賜フ E 等 感激 ノ 至 — 勝へ ス今ヤ m 
界 平和 ノ曙 光ヲ認 メ帝 國ノ任 益々 重プ 加フ臣 等 
謹 テ ® 旨プ 奉體シ 愤重® 紱ノ上 
陛下 ノ隆 恩-一 對へ下 國民ノ 委託-一 酬ム コト ヲ期ス 
衆議院 謎 長 |::1 大岡 育造 誠 恐誠惶 謹 テ 奏ス 

第 四十 I 議 會國務 大臣 


內 IHI 總 现 大 U1 
兼 司法大臣 
海軍大臣 
外務大臣 
大趿 大臣 
陸軍大臣 
農 商務 大臣 
內務 大臣 
文部大臣 
遞信 大臣 
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田 
山 
床 

野 


敬 

藤 友三郞 
田康哉 
橋是淸 
中義一 
本 達 雄 
次 竹二郞 
橋德 五郎 
田 卯 太郞 


第 四十 一 議會 政府 委員 


政府 委員 


法制局 長官 

法制局 參事官 

法制局 參事宫 

內閣統 計 局長 

軍需 局長 

拓殖 局 長官 法學® 士 

鐵 菹烷 總裁 

鐵 道 院副總 裁 丁： 學！ §士 

鐵道院 理事 

鐵道院 理事 


横 田 千 之 助 

馬場 鍈一 

松 村 0M 郞 

牛 塚 虎太郎 

原  象一郞 

古 賀廉造 

床 次 竹 二郞 

石 丸 重 美 

永 井  亨 

中 川 正 左 


鐵 适 院理事 
朝鮮 總督府 政務 總監 
朝鮮 總肾府 度 支部 長官 
朝鮮 總督府 參事官 
朝 ® 總督府 事務 , i- 
策 滅總 督府 民政長官 
豪 灣總督 府財務 局長 
臺. 一 總督莳 W 務官 
關束 都督 府 民政長官 
關 m 都督 府 事務官 
曄太廳 長官 
樺 太廳 W 務官 

外務省 所管 

外務 次官 
外務省 政務 局長 
外務省 通 鹿 局長 
大使館 參事官 
總領事 

內務省 所管 

內務次 官 
內務省 神社 局長 
內務省 地方 局長 
內務 省. ■保 局長 
內務省 土木 局長 
內 務省嵆 中： 局長 
內務書 記 15- 
內務 省參 事官 
內務省 參事官 
北海 通 醅 長官 
北海道 廳 土木 部長 

大蔵省 所管 

大蔵 次官 
大藏 省. H:. 計 局長 
大藏省 主税局 長 
大藏省 理財 局長 
大藏省 銀行 局長 
大藏 書記官 
.  大藏 書記官 
大藏 書 IP, 官 
專寶 局 長官 

陸軍省 所管 

陸軍 次官 


第 四十 班^: を 終へ て 第 四十 一識 會へ 


南  弘 
松 浦 ® 次郞 
赤司廳 一郎 
柴田駒 三 郞 
黑 澤次久 
海 ■部 董之介 
武部欽  I 
山縣達 之輔 

犬 塚 勝太郞 
道家  齊 
岡 本 英太郎 
鶴 見 左吉雄 
崎 川 才四郞 
村 上隆吉 
中 村勵作 
副 島 千 八 
白 仁  武 
吉川 維輔 
鈴 木 英雄 
片山義 勝 
伊藤 萬 太郎 
河 合 良 成 
有 働 良 夫 


佐 竹 三 吾 
山縣 伊三郎 
鈴 木  穆 
大塚常 三郞 
河内 山樂三 
下 村  宏 
末 松 偕 一郎 
菊池武 芳 
宮尾舜 治 
永 山 善 之 助 
昌谷  彰 
西 岡 1? 太 


陸軍 中將 
陳軍 主計 總監 
陸軍 一等 主計 正 

海軍省 所管 

海軍 次官 
海軍 主計 總監 
海軍 主計 大監 

司法 省 所管 

司法 次官 法學® 士 
司法 省 法務局 長 法學邱 士 
司 法 省 監獄 局長 
司法 省參事 官法學 拇 士 
司法 省參 事官 
司法 ® 記 官 

文部省 所管 

文部 次官 
文部省 專 門學務 局長 
文部省. 15 通學務 局長 
文部省 ( >!>■ 敎 局長 
維新 史料 編 ® 事務局長 
文部省 阔 書監丧 宫 
文部省 參事官 
文部 B 記 官 

農 商務省 所管 

農 商務 次 , K- 
農 商務省 農務 局長 
農 商務省 商 H 局長 
農 商務省 山林 局長 
農 商務省 鑛山 局長 
農 商務省 水產 局長 
農 商務 tt lli 官 
農 商務 書 gli 官 
製鐵所 長官 
製 鐵所 理事 
特許 届 長 
職 時 保 險 局長 
戰時保 險局 技師 
臨時 米穀 管理 部 事務 -ti- 
農 商務 理事 

遞信省 所管 

遞信 次官 
遞信省 通信 局長 

六 四 九 


中天 若 肥 
西 岡宫後 
四 直貞八 
郞嘉夫 次 


il 信 省 ® ' 氣 局長 
遞信 省 管 船 局長 
爲替貯 金 局長 
遞信霄 記 官 


伯 鹿 澤 金次郞 


遠吉 
道 正 
英® 
博太郞 
義光 
賴 S 
昌恭 


伯 大木 
伯 副 島 
伯津輕 
伯林 
伯 柳 原 
伯 松 平 
伯奧平 
伯 小 笠 原 長 幹 
伯 堀 田正恒 
子 三 島 彌太郞 
子 牧野 忠篤 
子 松 平康民 
子 毛 利高範 
子 伊集院 兼 知 
子 板 倉勝憲 
子 五條 爲功 
子 前 田利定 
子 大河 內正敏 
子 新 庄直知 
子 伊東 
子片桐 
子 唐 橋 
子 酒 井 
子細 川 
子 堀 河 
子 井上 匡四郞 
子 水 野  直 
子犬 給 近 孝 
子 B 
子豊岡 
子 秋 月 

子八條 

子 西 尾 

子 伏 原 

子 松 平 

子靑山 

子 鍋 島 

子大宮 

子稻垣 

子 山 口 

子 舟橋 


祐弘 
貞央 
在 正 
忠亮 
立 興 
護 画 


篤 腰 
圭資 
種英 

隆正 

忠方 

宣足 

乘承 

幸宜 

直 虎 

以季 

太祥 

弘達 

遂賢 
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夕 

ク 
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ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 


ク 

ク 

ク 
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子 松平乘 長 
子 松 平 直 平 
子 東 坊城德 長 


子京棰 
子淸岡 
子 森 
子吉田 
子 立 花 
子竹屋 
子米津 
子加納 
子 一柳 
子 土方 
子 京 極 
子 木 多 
子靑木 
子 冷泉 
子 堤 
子 永 井 
子 池 田 
子榎本 
子 京 極 
子 丹 羽 
子 西 大路 吉光 
子犬 浦 ® 一 
子 本 多忠鋒 
子 小 笠 原 勁 一 
子 米倉 昌達 
子 井伊 直 安 
子久留 島通簡 
子 本 多忠敬 
子 藤 谷 
子 ® 口 
子 五辻 
子 松 平 
子 外 山 
子 野 村 
子 今 城 


高義 
長 言 
淸 
淸風 
種忠 
春光 
政 賢 
久宜 
末德 
雄志 
高德 
實方 
信 光 
爲勇 
雄 長 
尙敏 
政 時 
武憲 
高備 
長德 


爲寬 
誠康 
治 仲 
直德 
光庸 
益 三 
定政 


子 勘解甶 小路 資承 
子 櫛 笥隆督 
子 白 川資長 
男 藤 井包總 


長 人 
信義 
芳郎 
範一 
光孚 
一正 
正敏 
武亮 
興 長 
郡昭 
0  - 
乃武 
元 
末 喜 
俊 篤 
恒德 
紳六郞 
1 憲 
篤裴 
親濟 
政以 


男 山內 
男 山中 
男阪谷 
男 赤松 
男 沖 原 
男 宇佐川 
男 内 山 
男 山 根 
男 中 川 
男 神 山 
男 西 村 
男 神 田 
男靑山 
男 安場 
男坂 本 
男 調 所 
男 西 
男 名 和 
男 長 松 
男 本 田 
男 本 多 
男 高 千 德宜 麼 
男鄕  誠 之 助 
男 岩 佐  新 
男 太 秦供康 
男 船 越 光之丞 
男 佐 竹義準 
男 北大 路實信 
男 藤 村義朗 
男 山 內豊政 
男 小 早 川四郞 
男 島 津長丸 
男 毛 f 3r. 良 
男二條 正 ® 
男黑川 幹太郞 
男 小 畑 大太郡 
男 福 原 俊 丸 
男 坪 井 九八郞 
男 橫山隆 俊 
男 寺島敏 三 
男 野 田龜喜 
男 高 崎弓彥 
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葯員 氏名 
® 退任 議員 
男關  義臣 
武石橘 次 
富 井 政 章 
公 ^ 司熙通 
男 正 親 町 S! 正 
深 野 一三 

男 勝 田 四方 藏 

男 奈良原  繁 

男靑山  元 

男 尾 崎 三 良 

男 北 島齊孝 

男 高 橋新吉 

伯 大原重 朝 

侯西鄕 寅太郞 

馬屋 原  診 

男 伊 II 義五郎 

森山武 

子 加 納久宜 

子 三島彌 太郞 

® 就任 議員 

一一 階 堂 一| 一郎 左衞門 

公 e 司信輔 

伯 大原重 朝 

伯 萬 里 小路 通 房 

伯吉 井幸藏 

伯 松 平 直 之 

伯淸 ffi 家敎 

伯 松 浦  厚 

伯 松 木宗隆 

伯 川 村 鐵太郞 

伯 寺 島 誠 一郎 

伯 柳 澤保惠 


異動 年月日 
大 JE 七 年 三月 三十日 

ク  ク 
ク  四月 - 11- 四日 
ク  五月 十七 日 
ク  五月 舟 一日 
ク  六月 - U- 三日 

ク  七月 九日 

ク  八月 十四日 

ク  十月 四日 

ク  十月 十三 日 

ク  十一月 九日 

ク  十一月 三十日 

ク  十二月 四日 

大正 八 年 一月 四日 

ク  ー月 八日 

ク  ーー 月廿 二日 

ク  ニ 月廿 六日 

ク  三月！ 一日 

ク  三月 七日 

大正 七 年 五月 三日 

ク  六月 十一 日 

ク  七月 十日 


異動 事由 
死  亡 

ク 

辭任 
死  亡 
辭任 
死  亡 


死 


亡 


ク 


補 缺當選 

新  任 

改  選 

ク 
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男 黑田長 和 
男 島津久 賢 
男 岩 倉 道 俱 
aj 今 園國 貞 

男 鳥津® 之 助 
男 矢 吹 省 三 
男 池 田長康 
W I:! -' 井 7E 季 
男 近 藤 
S3 伊丹 
男 北 島 
男 永 山 
與 楠 本 
男跟堂 
男 it 
男 平野 
男 竹 腰 

男斯波 

與伊 m 茜 3T 郞 

男 淸水資 治 

男杉溪 言 長 

男 南 岩. & 具 威 

男 K 田 幸 1IJ: 

男 若 王子 文 健 

男 千秋 季隨 

男 柬鄕安 

男 肝 付 兼行 

男德川 K 

男 安藤 苗 雄 

淸水新 郎治 

侯 佐々 木 行忠 

松 室  致 

內田恶 吉 

上 山滿之 進 


陬 平 
春 雄 
齊孝 
盛 興 
正 te 
高 成 

太郞 
長祥 
正 己 

忠三郞 


岡 HI 

田 Ff 

市來 

永 田 

扣 馬 


文 次 

美 治 

乙彥 

秀次郎 

哲平 


安田 善 三 郎 

鈴 木摁岛 衞 

高 fs 陡 一 


七月 二十日 補缺常 選 


七月 廿五日 新 

九月 廿五日 ク 


任 


九月 il* 九日 改  選 


大村裔 太郞 
中 村 w 一 郞 
星 島 ii 一郎 
島  定洽郎 
大森璲 次郞 
11 階 堂〗 i 左衞門 
大谷嘉 兵衞 
西 川甚 J.: 郞 
藤本 閑 作 
勝 田 銀 次郞 
野々 村久 次郞 
津村紀 陵 
橋 本 辰 二 郞 
今 井 五介 
三木與 吉郞 
佐 藤 友 右衞門 
八木久 兵衞 
鎌 田 勝 太 m 
田 中 源 太郞 

■岡 木榮吉 
■井伊 兵衞 
傾 山 久太郞 
竹 村 與右摘 門 
麻 _ 生太吉 
成淸 信愛 
石橋 ■二 
多勢 ¢1 五郎 
伊丹 彌太郎 
竹內榀 兵徹 
土田茁 助 
富 永 猿 雄 
矢 口 長 右衛門 

山 田  斂 

高 橋'# K 郎 

山 田 純 精 

田 中淸文 

中 山 ^ 兵 ^ 

伊藤 博 七 

石 谷 ® 四郞 

平 尾 喜三郞 

男 藤 田 平太郞 


ク  十二月 十四日 補 缺常選 


大阪金 助 
男 中島久 萬 吉 
大山 綱昌 
大谷  靖 
高 橋琢也 
伯 兒玉秀 雄 


十二月 -LI- 六日 ク 
大正 A 年 一月 十八 日 々 
ク  ー月廿 七日 新 


任 


二 月 十五 日 補缺當 選 
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議 a 氏名 
® 退任 議員 

岡  辰 喜 
大島久 滿次 
阿部德 三郞 
上 島 長久 


府縣  異動 年月日 異動 事由 


熊 木 
愛知 
$ 
奈良 


吉 田三郎 右衛門 北海道 
福 田 辰 五 郞埼玉 

柴  四朗福 島 
牛 田 唯一 山 梨 
川 眞田德 三郎德 島 
古谷 久綱 愛媛 
白 石 直 洽高知 
奧 村三樹 之 肋 愛知 
® 就任 議員 

高 島 兵 吉德島 
大 谷高寬 熊 本々 
內藤傳 祿 愛知々 
佐 藤 喜八巖 手， ノ 
福 本 寅 松奈 良々 
前 田 卯 之 助 北海道々 


長島隆二 
柴  四 朗 
穴 水 要 七 
原 田 佐 之 治 
岩 崎 一高 
大島 宇 Hr 
« 口 雄 幸 


埼玉 
福 島 
山 梨 
德島 
愛媛 
愛知 
高 知 


奎老 四月 一日 
ク 四月 - 11- 七日 
ク 五 月 十四日 
ク 五月 十八 日 
ク 五月 - IJ- 七日 
ク 八月 五：！： 

ク 九月 三十日 
々十一月 二日 
々十一月 - U- 二日 

大 '止 ft 二月 十二 日 
ク ニ 月 十七 日 
ク 三月 十一 日 

大正 $ 四月 十五 日 
ク  四月 十九 日 
ク 五月 十八 日 
ク 六月 八日 
ク 六月 十七 日 
六月 - II- 七日 
ク 九月 11 i 日 
ク 十 W -U- 三日 
ク十二 月 七日 
ク 十二月 -IJ- 二日 
突 年 三月 四日 
ク 三月 十七 日 
ク 三月 - IJ- 六日 


辭 

死 


選 擧 
無効 
死亡 


辭 住 


補 
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六 五 
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去月 三十日 卒去せ らる依 て 十二月 三日 吊 辩を贈 れ 
り 

正 五位 16 三等 男爵 藤 田 平 太 郎君 
去る 十四日 男 辟 誘 M 補 闕選犖 に 常 選 せらる 

正 二 位 動 三等 伯 辟 大 原 ® 朝 君 
同日 薨去せ らる 依て 十七 日 弔 辭を贈 れ〇 
去る 二 十五 日 本院 成立の 旨 政府 及 衆 鼷院に 通知せ 
り 

同日 衆議院ょり 同院 成立の 旨 通牒を 受領せ り 
同日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 
政府 委員 

法制局 長官 横 田 千 之 助 君 
法制局 參事官 馬場. 鍈 一 君 
法制局 參事官 松 村 眞一郞 君 
拓殖 局 長官 法 學邱士 古 賀廉造 君 
鐵 iri 院總裁 床 次 竹 二 郎君 


鐵道院 副 總耖 エ舉邱 士石丸 
鐵道院 理事 永 井 
鐵道院 理事 中 川 
鐵道院 理事 佐 
朝鮮總 督府 政務 總監山 

朝鮮 總督府 度 支部 長官 鈴 

朝鮮 總督府 參事 官大 

朝 P 總胬府 事務官 

綦两 總督府 民政長官 

臺阕總 督府財 務 局長 末 

綦海總 督 府事 務官菊 

關 東都 ^ 府民政 長官 宮 

關東 都督 府 事務官 永 

樺 太胺 長官 昌谷 

嬅太廳 事務官 


竹 

縣 

木 

塚 

河內山 

下 村 

松 

池 

尾 

山 


重 美 君 
亨君 
正 左 君 
三 吾 君 
伊三郎 君 
穏君 

常 三 郎君 

樂三君 

宏君 

偕 一郎 君. 

武芳君 

舜治君 

善 之 助 君 

彰君 


西 岡 實太君 


外務省 所 ^ yf 務政府 委 fl 
外務 次官 
外務省 政務 局長 
大使 舵 參事官 
總诚事 

內務省 所管 事務 政府 委員 
內務 次官 
内務省 神社 局長 
内務省 池 方 局長 
內務 番醫保 局長 
內務省 土木 局長 
內 務省衞 生 局長 
內務 S 記 官 
内務省 參 fll 官 
北海道 廳長官 
北海道 廳土 木部 長 
大藏省 所管 事務 政府 委員 
大藏次 官 
大藏省 主計局 長 
大蔵省 主税局 長 
大藏省 理財 局長 
大藏省 銀行 局長 
大贼 書記官 
大藏 書記官 
大藏 書記官 
專 費 局 長官 
陸軍省 所管 事務 政府 委貝 
陸軍 次官 
陸 平 ' |> 將 
陸軍 主計 總監 
陸軍 一等 主計 正 
海軍 福 所管 事務 政 /W 娶員 
海軍 次官 
海軍 主計總 監 
海軍 主計 大監 
司法 省 所管 事務 政府 委员 
司法 次官 法吊拽 士 
司法 省 法務局 長法學 g 士 
司法 省 監獄 局長 
司法 省參 事官法 學傅士 
司法 書記官 
文部省 所管 事務 政府 委員 


政府 委 fl の 任命  勅語 奉答 文の 件 


院族 帝 回一 十四 第 


全院委 員 長の 選 Ifi I 出征 車 朦に對 する 感謝 決蓊案 ，陸堪 ) I 同上 (海 車： > _ _  六 五 四 
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男爵 肝 付 兼行 君 
男爵 岩 倉 道 供 君 


子爵 水 野  直 君 
和 田 彥次郞 君 
男爵 安場 末 喜 君 


矢 P 長右衢 門 君 
富 永 猿 雄. S 

子爵 立 花嵇忠 君 
男 P 東鄕  安 君 


子爵 今 城 定政君 
佐 藤 傳兵衞 君 

澤柳 政太郞 君 
櫻 ? 1: 伊 兵衞 S 


野々 村久 次郞君 
勝 田 銀 次郞君 

S ■若 王子 文 健 君 
石黑 五十二 君 


男爵 坂 本 俊 篤 君 
橫山  章 君 

男 P 千秋 季隆君 
伊藤 傅 七 君 


子爵 三 島 彌太郞 君 

男 辟 小 ¥ 川四啟 君 

江 木  翼哲 


ひます 積り でございます I 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君) 次に 採決に 付し ますのは 
出征 艦隊に 對する 決議？ T 此 決 11 案に も 同意の 諸君 
の 起立を 請 ひます。 

〔總 M 起立〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 金 會 一致と 10 めます、 此 
決議 も 前の 決 謎 通り 海眾 大臣を 經 まして 出征® 隊に 
傳 達を 請 ふ租 りで ございます。 

務大 K 田 中 義一君 演摟に 登る〕 

〇阈務 大臣 (田 中 a 一哲〕 唯今 W 比 利 -! 5 出動 部隊に 
對する 御 決讁 に對 しまして は 本大 K は 全 陸軍を 代表 
しまして 玆に 深甚なる 感謝の 意を 表します、 付き ま 
しては 御 決 溝の 趣 if は Iri ちに 之を 四 比利亞 の 111 励 部 
陵に 傅へ、 尙 ほそれを 全 1H に 傅 達ず る ことの 手锫を 

致します。 

〔阈 務大 K 加 藤 友 三郎 ff 潢壇に 登る〕 

OW 務大は (加 藤 友三郞 君) 唯今 ! 11 征 II 除に 對 する 

御 決議文に 付きまして、 玆に海 軍を 代表いた しまし 

て n/. く 謝意を 表します、 尙ほ御 決 戤 の次齡 は 最も 速 

なる 方法を 執りまして 谷 方面に 於け る 艦隊 指 挿 官 に 

傅 達を 収計 ひます 考であ 〇 ます、 玆に 一言 御 挨拶を 

111 上げます。 

〇沾 長 (公 ffj: 德川家 建 是 ょり 谷 部に 於て 當 遇せ 

られ ました 常 tt 委 3 :の氏 名を® 112 官を して朗 讀いた 

させます。 

〔長 0} 記 官朗 al J 
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請願 委員 
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決算 委員 

公 辟 德川 慶久君 
男爵 西 村 精一 君 
第 六部 

資格 審査 委員 
子 if 京 極 高德君 
豫算 委員 

男爵 小 澤武雄 君 
子爵 片 桐貞央 君 
伊澤 多 喜 男 君 
安田 善三郞 君 
■ 罰 委員 

男爵 新田 忠純 君 
請願 委員 

伯爵 小 笠 原 長 幹 君 
男爵 蚪 田® 喜 岩 
決算 委員 

子爵 五辻 治 仲 君 
田 中 淸文君 

筘七部 

資格 審査 委員 
子爵 稻垣 太祥君 
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院族 帝 回一 十四 第 


施政方針に 關 する 原 總理 大臣の 演說 


六 五六 


男爵® 山 蔭 俊 君  西久保 弘逍君 
0胬長(公脬德川家達岩〕本年の議事ほ本日を以て 
終りと 致しまして、 明年は 一月 二十日まで 休會を 致 
して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公 13 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
本 〇 ほ是で散會。 

午前 十一 時 四十 I 分散 畲 


0大正八年一月|1十|日(火曜日)， 

午前 十 時 四 分開證 
議事 日程 第二 號 

第 I  公爵 毛 利元昭 君、 公爵 島津忠 重 君、 公爵 
搐 川慶久 君、 公爵 近 衞文窘 君、 公薛 大山 

柏 君、 侯爵 中 山 君、 侯爵 小 松 輝 久君 

男爵 牧野 伸鯓 君、 大久保 利 武 君、 加藤恒 

忠君、 牟田 口元 學 君、 横 山久太 郎君、 山 

田 純 精 君、 西 川甚五 部 君讅暇 の 件 

第一 一 大正 -fc 年 法律 第 — 十四 號中 改正 法律案 

(麵赚 ) 第| 

第三 右 議案の 蓉査を 付託す へき 特别 委員の 選 

擧 

第 四 輸出 羽 二® 精練 業 法 中 改正 法律案 iic ^ 

第 |讀 會  i 

第五 右 議案の 蓉査を 付託す へき 特刖 委員の 選 

擧 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 

〔成嫻爵記官朗®〕 

報吿 

大 JH 七 年 十二月 二十 八日 難 決した る m 征軍 隊に對 

する 感謝 決謅 文は 即日 之を 陸軍大臣に、 出征 艦隊 

に對 する 感謝 決 is 文は 同し く 之を 海軍大臣に 送致 

せり 

同日 本院は 翌 二十 九日ょり 大正 八 年 一月 二 十日 ま 

て 休 會 する ことに 定めた る 旨 政府 及 衆議院に 通知 

せり 

同日 衆議院よ 〇同院 は翌 二十 九日より 大正 八 年 一 

月 二 十日 まて 休 會 する 旨の 通 蝶を 受領せ り 

同月 二十 九日 古川淺 間 艦長より 左の 謝 雷を 受領せ 


出征 艦 陵に 對 する a 院の 深厚なる 決® を W 承し 
て 感激に 堪 へす 乘員 ~ 同を 代表して 玆に 感謝の 
意を 表す 

同日 第三 睹隊 司令長官よ 〇 左の 謝電を 受領せ り 
a 族 院の鄭 m なる 決 SI に 對し曙 下 一同を 代表し 
深厚なる 謝意を 表す 尙益々 鞯闼 輿望に 副 はんこ 
とを 期 T 

右可然 御 披露を 乞 ふ 

同月 三十日 小 林 海軍省 副官より 左の 如く 千 坂 第一 
特務 艦隊 司令官の 謝電 ありた る 旨の 通牒を 受領せ 
り 

貴族院の 丁罱 なる 決議に 接し 感銘の 至に 堪 へす 
玆に 麾下 一同を 代表し 深厚なる 謝意を 表す 
右可然 御 披露を 請 ふ 

去る 一日 第二 特務 艦隊 司令官より 左の 謝電を 受領 
せ P 

再 ひ 貴族院の 決議せられ たる 鄭重なる 感謝に 對 
し 麾下 一同を 代表し _て深皞 なる 謝意を 表す 
右 可然御 披露を 乞 ふ 

從 三位 黝 三等 功五 級 侯爵 

西鄕 寅太郞 君 

去る 四日 薨去 せらる 依て 六日 弔 辭を 贈れり 
去る 五日 新 潟 縣多額 納税者 議員 互選 人 五十嵐 甚藏 
より 同縣 貴族院 多額納税者 議員 佐 藤 友 右衞門 君に 
係る 當選 不 法の 訴狀を 受領せ り 

從 三位 動 二等 馬屋 原  彰君 
去る 八日 薨去せ らる 依て 九日 弔辭を 贈れり 
去る 十日 陸軍大臣より 左の 如く 出征 部隊の 謝電あ 
りたる 旨の 通牒を 受領せ り 

浦 潮 派遣軍 司令官 

我軍將 士に舞 し 懇篤なる 謝 電を辱 ふし 感 佩の 至 

に 堪 へす 玆に 麾下 一同を 代表し 深甚なる 謝意を 

表す 

第三 肺 M 長 

貴族院 及 衆議院より 當師 團に對 し 深厚なる 感謝 

の 辭を辱 ふし | 同 感激に 堪 へす 益々 奮勵以 て 其 

任を 全 ふせん ことを 期す 

第七師 團長 

貴院か 我 軍の 行動に 關し 多大なる 讀辭と 深厚な 

る 謝意を 寄せられた るは 本職の 光榮 とする 所な 

り 

寒 日々 峻烈な りと 雖 部下 將卒體 軀强健 志 氣狂盛 


にして 熟 誠 奉公の a を擧 けつつ あ 〇將來 益々 嵆 
勵努力 以て 貴院の 希望に 副 はんこと を 期す 

第 十二 師幽長 

我 か 師圃隸 下 部隊に 對し 貴院の 決 Is に 依る 感謝 
の辭を 忝 ふした る ! i 將卒 一同の 感激 措く 能 ほさ 
ると ころな 〇將來 益々 ® 勵 努力し 國民の 重 倚に 
副 ほん ことを 期す 

關朿 都督 

關 yi 都督 隷下 部隊 將士 に對 して 娜重な る 感謝状 
を 辱 ふし 感激に 堪へ ず玆に 深甚なる 謝意を 表す 
去る 十一 日常 任娄 員會に 於て 當 選した る 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 
資格 審査 委員 會 

委員長  伯爵 廣澤金 次 郎君 
副 委員長  子爵 稻垣 太祥君 
去る 十七 日內 閣總理 大臣より 左の 通 政府 委員 仰 付 
けられた る 旨の 通牒を 受領せ り 
政府 委員 

內閣 統計 局長 牛 塚 虎太郎 君 
軍需 局長 原  象 一郎 君 
外務省 所管 事務 政府 委員 

外務省 通商 局長 田 中 都吉君 
男爵 中島 久萬吉 君 
去る 十八 日 男 P 議員 補闕選 擧に當 選せ らる 
同日 政府より 左の 法律案を 提出せ り 
大正 七 年 法律 第一 一十 四號中 改正 法律案 
幟 0! 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 
昨 二十日 内閣 總理大 U より 左の 通 政府 委員 仰 付け 
られた る 旨の 通牒を 受領せ り 
農 商務省 所管 市 務 政府 委員 

戰時 保險局 技師 伊藤 萬 太 郎君 
臨時 米穀 管理 部 事務官 河 合 良 成 君 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 去る 十八 日本 院_ 員に 當 
選せられ ました 男 fff 中島 A 萬 吉 君の 席次は， 舆爵 0|' 
丹 春 雄 君の 次席と 確定し、 其 部® を 第二 部に 定め ま 
した 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 去る 十七 日 公爵 德 川慶久 君歐洲 旅行 中に 付き 
決算 委員を 辭 任した き 旨の 申出が ございました、 御 
異議がなければ 許 HJ を 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謬 長 (公爵 德川家 達 君：} 付きまして は 第五 部に 於 


て 其補闕 遠 擧を行 はれれ むこと を 弨 みます、 内 ^ la 
理大 2 i 原 © ^ 。 

〔國務 大臣 原 敬 君！ §坻 に S る〕 

務 大臣' 原 敬 岩〕 諸君、 私は 先般 ia 力を 以ちま 
して 大命を 拜 し、 玆に 諸君と 相 見えまして. 卑見を 
述ぷるほ私の最も光榮とする所であります、光づ外 
交 上に 付て 一言いた したいの であります •か、 日英 3 1: 
盟の 益々 索 固なる ことほ 兹に抒 W を j-s す 迄 も ござ 〇 
ませぬ、 其 他 締盟 諸国との 交際 ほ 益々 親 n,£ を 加へ ま 
して、 何等の 故障 も ござり ませぬ、 是は私 の 衷心ょ 
り國 家の 爲に隧 贸に堪 へざる 所であります 、隣邦 Eg 
國ほ 未だ 安定を 得 ませぬ、 故に 今後の 施設に 待つ も 
のけ 甚だ 多い のであります が， 是は 誠に ia tsi とする 
所で あ 〇 ます、 去りながら 露 西 亞の束 部 地方は 聯合 
與國の 力に te りまして 「チェック、 スロ パー ク」 救 
援の 目的 並に獨 塊 勢力 掃 溢の：： H 的を も 達しました の 
であります、 故に 我が 眾隊ほ 同地 方の 秩序を 維持す 
るに 必翦な る だけに 止めまして 、邦 守備に 耍する 人 
員を 駐め まして、 他は 召還す る ことに 致しました、 

又 支那の 如き 久しく 雨 北の •一 執は 解けぬ ので ありま 
す、 然るに 今 ほ 漸く 妥協に 傾きまして、 不日 平和 包 
議も 開かむ とする が 如きに 至りました のは、 帝 2 政 
府は支 那 統一を® 吿い たしました 他の 列國 と共に、 
支那 國の 猱 に 其 前途を 視福 する 所であります、 之を 
要するに 帝 國 政府 ほ 列 ^ との 協調を 努めまして 踞國 
に對 しても 支那に 封しても 何等 野心を 有する 者で ほ 
ありませ ぬ" 露国に 封して は 誠总其 秩序の 恢復に 努 
め、 支那に 對して は將來 1 i 々政府の 膝 QfJ いたし まし 
たる 如く 門戶 開放， 機 # 均等の 主義を 重む じまして 
而して日茭親善の益々其堅實を加ふるの外何等他总| 
ありませ ぬ、 歐洲 大戰银 の 結果に 至りまして ほ、 諸⑵ 
君の 御 承知の 如く 聯合 與國 の大捷 に® しまして •休 
戰と相 成り將 に 講和 會_ を 開いて 其 終熄を 見む とす 
るに 立 至りました、 是ほ 聯合 典 國 と共に 帝國 政府の 
最も 滿足 する 所であります、 而 して lit 會謎に ほ 旣に 
我が 全權 委員を 派遣いた しまして、 旣に 彼の 池に 到 
著いた したる 者 もあります るし* 又途 由 に 在る 若 も 
あります が、 帝國 政府は 正義 入道に as きまして、 公 
明 正大なる 態度を 以て 此 fr 誘に 臨まむ と 欲する 次第 
であります、 次に 内政 上の ことに 就て 卑見を 述べた 
いのであります が、 之を 述ぷ るに 先 だち まして， 諸 
君に 御 報道いた したい 一事は、 先般 高等教育 機關撾 
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張の 計 斑を 政府に 於て 立て 居る ことを 聞 召され まし 
て、 御内 帑金 I 千茁 Irjl 御 下賜の 御沙汰を 拜した るの 
であります が、 之に 付きまして ほ 饺に染 恩の 松 渥な 
る ことを 國民 一般と 共に 唯 感泣の 外 {3: ありませ ぬ、 
是等の 詳細は 追つて 提出いた します る 所の 法 Ht 案 及 
?s st 案に 付て 詳細 陳述いた し n. つ 御 諒承を 煜た いの 
であります， 今回の 大硪取 が 我 國に 及ぼしました 所 
の 影！ J の少 からざる こと ほ， 玆に私 が规述 する 迄 も 
ないことで<めります、諸君の皆矾承知のことであり 
ます、 而 して lit 大戰爭 終熄いた して 平和克 役の 後は 
國力 恢復の 爲に 列國緙 濟 上の 餃爭が 激甚で あらぅ と 
云 ふこと も 亦 殆ど ?* 期せられ る 所であります、 故に 
政府に 於き まして ほ 糨炱問 題の 如き 目下 差 措き ® き 
諸 問 ^ を處理 する ことの 外に、 敎育 •交通 •產業 • 

E 防 充實と 云 ふが 如き ことに 付て、 苟も 國家將 來の 

發肢 に必耍 なることは、 現 内 IX] の 成立 日 も淺く あり 

まして、 十分の 施設 li 後年に 讓 るの 外は ありませ ぬ 

のであります けれども、 併ながら 出来 得る 限りは 是 

が W 設を 致した のであります •要するに 今日 此 一大 

變遝の 時機に 際しまして •篤と® 家の 利涛 を考瞪 い 

たしまして， 政治的に も經濟 的に も 其鹿遛 を 誤らぬ 

ことを 努む る栻 りで あ 〇 ます-終りに 臨みまして 私 

は 今日此 時局の ffi 犬なる に® みまして •諸君の 御 協 

较に 期待す る こと 甚だ 多い のであります から、 幸に 

叶 S を諒 せられむ ことを 望みます。 

0 議長 (公 K 德川家 達 君： •外務 大 K 内 田子斿 。 

rra 務大臣 子 昭內 m 康哉 君演® に 登る〕 

0S 務大 KC 子 K 内 m BR 哉 君〕 諸君、 私 13: ® に 大命 

を拜 しまして •外韧 の 重任に 當る ことにな りました 

が 玆に諸 打に 向 ひ 政府の 外交 方針に 關し ，聊か 所見 

を 開陳す るの 的 e- を 得る に 至りました る 事 {i •私の 

K だ 光榮 とする 所で ござります. ■みま すれ ぱ阼年 

九月 末 r ブル ガリ ャ 」 の m 獨 仆® に 次き-十 /! 初め 獨 

at 人 側よ 〇米阈 に對 しまして 聯合 側と 即時 休 fit を 行 ふ 

事，#. に米國 大統領の 平和條 件を 基礎と 致しまして 

講和に 著 手せ む 茁を提 2 したので ござります が、 雨 

來約 |简 月に II. り， 米 a との 間に 數囬 の交涉 を m ね 

ましたる 結果 •米國 政府 ほ 右 交 涉公 文を 聯合 谷 國政 

府に移 牒 し， 之に 對 する 右 各 ® 政府の 意見を 求め ま 

した 仍て聯 合 諸阀 ほ 苦 干の 留保を 附 しまして 、獨逸 

と 休 破 及 調和の 商 菡を行 ふの ® C 胺ある 取を IH] 答す る 

事に 決し、 米 M 政府より 其 旨を ® 浼政府 に 通牒いた 
外交 方針に 關す る內田 外務 大 [: ':| の：： g 說 


し， 次で 聯 <M 國 及米國 代表者 ほ、 對 獨休戰 條件を 謎 
定 して-之を® 逸に iia 吿いた しました が、 獨逸ほ 遂 
に 3C- 條件を 受諾し •十一月 十一 日憨々休 戰條 約に 調 
印いた しました- 尙ほ獨 逸の 同盟 _た る 土 耳 其 ほ、 
旣に 十月 三十日， 又 1¢ 洪阈 ほ 十！ 月 M 日を 以て、 何 
れも 聯合 國に對 し •殆ど 降伏に 均しき 休戰扨 約を 締 
結いた し •斯の 如く  I て 過去 四 箇年餘 に a り 世界を 
Bi M したる 大戰爭 も 聯合 g の 全勝に 終りまして、 講 
和 會議 <i 旣に其 事 菜に 著 手す るに 至りました 次第で 
ござります •此光熒ぁる結果ほ、一に我が協同勝_ 
國に® する 谷 ^ 民の 勇氣 •忍耐， m 織 力 及糨 牲の槠 
神に 基く もので ござりまして、 畢宽 正義の F-I l: が 絕 
大なる 威力を 有する ことを 設明し 得ました の ほ、 洵 
に 欣快に 堪 へざる 所で ござります、 惟 ふに 今回の 諝 
和 0- 謎の E 的 ほ •糂 に聯片 國と璐 塽 側との 間に 於け 
る平和を恢復するに止まらず、世界全體に苴0て， 
萤一: なる 平和の 基礎を 確立し. 今日に 於け る戰爭 を 
終 m する のみならず、 永遠に 〇: 〇て戰苹の發生を防 
止せむ とする に 在る ものと 信じます "政府 is 此 信念 
を以 ちまして 講和 锊議に 臨みまして、 此 目的に 貢献 
すべき 各般の 提案に 對 して ほ ■誠意 聯合 諸阈と 協力 
いたしまして. 是が成 立を N らむこ とを 期す る もの 
でございます， 帝 H と 聯合 諸國 との 國交は ガ：に 勝 局 
の發 辟に 利害 休戚を 共に したる 結果と 致しまして. 
著しく 親密を 加へ たので ござります が、 此關 係に 於 
きまして， 私 (3; 東 伏 見 宮殿 下の歐 米御故 航 に付き， 
一言す るの 光榮を 得たい と 思 ひます、 殿下に 於 かせ 
られ まして ほ、 英® 皇帝 陛下に 我が. 兀帥 徽章 及 元帥 
.7J を fift 進 せらる、 大命を 奉ぜられまして •戰時 海上 
の危險 正に酣 なる の 秋に 當 〇猎 つて 英國 御® 航の途 

に 就かせられ 、保め て御滿 足に此 大命を 果され まし 

たるの みならず、 E に佛關 西， 白耳義 、伊太利、 亞 

米 利 加 諸阀を も 御 歴訪 遊ばされ、 谷阈 皇帝 及 大統領 

との 御 fr 見 並に 戰場に 於け る將卒 の 御 慰间 等の爲 に 

数 箇月の 久しき に MO まして、 極めて 御 繁忙なる 御 

旅行を 遂げさせられ •到る 處熟諏 なる ii( 迎を 受けさ 

せられた ので ござります、 私 ! 3: 殿下の 各阐御 歷訪が 

帝 一と 聯合 諸國 との 親交を K くす る 上に 於て •如何 

に 適切、 J1. つ 俾 大なる 効果が あつたかと 云 ふこと を 

恐察いた し 唯々 感激いた す 外 ほない 次 fs で ござり ま 

す、 次に 露國間 題に 關して 御說明 いたした いと 思 ひ 

ます、 帝 國； li 祚年 八月 米國 政府の 提議に 應じ ， n. つ 


英 、佛 、伊、 及 支那と も 協調を 保ちまして、 東部 西 
伯 利亞に 出兵す る ことと なりました が、 其當而 の 主 
要目 的は、 同地 方に 於て 「チ h ック、 ス ロ ヴァッ ク 
」 軍隊が、 獨澳 の武裝 俘虜 及獨塽 の 勢力 指揮に 服す 
る 過激派 茁隊 の哒迫 を 受け、 形勢 危殆に 陷りた るを 
救 濟せ むと する に 在つ たので ござります •爾來 帝國 
軍 及 列國派 遣 軍は 我國 司令官の 最高 指揮の 下に、 沿 
海 州及黑 龍 江 州 方面に 策動す ると 共に、 帝 國 軍の 一 
部隊が f ザバ ィヵ ル」 地方に 進出いた します る や- 
一時 西 伯 利亞內 地に 孤立 無援の 狀態 にあり ましたる 
所の 「チ H ック ，1 軍 ほ 忽ち 其 同胞： ホ 隊及 友軍との 聯 
絡を 恢设し 「チ H ック」 fi の 存在を 脅威した る危險 
ほ 玆に 排除せられ まして、 西 伯 利亞に 於け る 我が 軍 
事 行動の 主要 目的 2T 旣に達 成せられ たので ありま 
す、 唯此際 直ちに 全部 撤兵を 行 ひます ときは、 地方 
秩序の 維持に 及ぼすべき 影 邈 、甚だ 憂慮すべき もの 
があります るに 依り- 尙ほ當 分 若干の 兵力を 東部 西 
伯 利亞の 谷地に 駐屯せ しむる 外な き 次第で ござり ま 
すが、 其の 兵® (X 事態の 發展に 伴 ひまして、 絕對的 
必要なる 限度に 止め、 荀も 此の 限度を 超過す る もの 
と 認めら る、 兵員 ほ、 著々 送還す る こと、 致し まし 
た、 政府 ほ 露國が 硪爭の 初期に 於いて、 聯合 諸國共 
同の 目的の 爲 めに、 勇© 想 鬪い たしまして 莫大なる 
犧牲を 供し、 獨 逸の 各方 面に 對 する： 也 事 的 活動を 牽 
制 阻 Jh したる S 々たる 功 緩を 忘る X ものでは ござい 
ませぬ， 不幸に して 大戰尙 ほ 半なる の 時に 際し まし 
て •突然 露 國内 部に 勃 發いた しました る爭亂 は、 遂 
に同國 をして 對獨硪 爭 ょり 脫 退す るの 巳むな きに 至 
らしめ ましたる ことなれ ども •露國 W 民の 地位 ほ 誠 
に同惯 に堪 へざる ものが •こざり ます、 政府は 跽國に 
於いて 統一 11. つ秧序 ある 政府を 樹立せ むと する 谷國 
方面の 愛 國 者の 努力が 其 効を 奏しまして、 露 國が再 
び大國 の 一として、 lit 界の 進步 文明に 貢献す るに 至 
ら むこと を 切望す る もので ござ 〇 まして. 之れ が爲 
めには 應分の 援助を 提供す る ことを 辭せな い覺 悟で 
ござ 〇 ます、 固ょり 政府 ほ 露 國の內 政に 何等 干渉す 
るの 意思 ほ 毛頭 有し ませぬ、 况ゃ 露國 の國 難に 乘じ 
て， 領土の 侵 路 、又は 利益の ffl ilr を阖 るが 如き 政策 
ほ、 政府の 斷じて 執らざる 所であります •次に 私 ほ 
支那 問題に 關し玆 に 一言 いたした いと 思 ひます •政 
府ほ茭 那に 於き まして 所謂兩 北兩 乖離の 狀態 久しき 
に て 解け ませず、 爲 めに 同國の 康寧を 5 f し 、列 


國の 利益を 損傷す る ことの 鮮な からざる を 憂 ひまし 
て、 英吉利、 佛闕 西、 亞米利 加， 伊太利 諸國政 府の 
賛同を 得まして、 昨年 十二月 二 日 南北 S 方に 對し友 
交的勸 锊 を 致した 顚末は 常時 政府ょり 公表いた L ま 
した 通りで ございます が、 猶ほ 以上の 如き 内訌の IM 
状に 鑑みまして， 對茭 借款 ほ 動もすれば 内外の 誤解 
を 惹起 上 •延いては 支那 統一の 促進を 阻害す る やぅ 
の 事がない とも 計られ ませぬ •結局 日 安 兩國, 方の 
爲 め - 1' 利を 生ずる の Eg がご ざいます から、 政府は 支 
那 W 內の 政局に 紛糾を 加 ふるやぅな 惧の ある 借款 其 
の他时 政 上の 援助を 差控 へます る ことに 決定いた し 
ましたる 次第で *'. こざいます、 尤も 支那に 於け る ^ が 
國 民の 財政 經濟 上 の 企 * にして 隣接 及 好國 間の 特殊 
關 係に 基く 當然 且つ F. 當の 成果た る もの ほ 政府に 於 
て 之を 阻止す るの 措 ® を 執るべき もので ない ことは 
申す まで もない ことで ござ 〇 ます、 其 後 支那 南北® 
方 共に 干戈を 戢め 、速に 和平 會_ を 開催す るの_ 漸 
く 熟する に 至りました のは 泊に 視すべ き 傾向で あり 
まして， 政府 (X 支那 谷 方面の 政治家が 區々 たる 感情 
の見地を捨て、法甜：：1の末節に拘泥するやぅなこと 
なく、 一に 四 億の 民衆 金 體の 幸福を 念と 致しまして 
世 界大勢 の 赴く 所を 察し、 之に W 瞧せむ が 爲め 速に 
阈內の 統一 平和を 確立し、 以て 支那の 期待に 背か ざ 
ら むこと を 切®; せざる を m ない 次第で ございます、 
我が 對茭 方針に 關 しまして は、 往 々にして 生ずる 無 
德 の風說 に 顧みまして 特に 玆に 明白に せなければ な 
らぬ 事が ございます 、即ち 帝 國ほ鄰 邦 茭 那に對 しま 
しても 毫も 領土 的 野心を 有せざる ほ 勿論 ゲ有形 無形 
共に茭 那 の正當 なる® 利 民福の 發 達を 阻害す るが 如 
き 何等の 行動に 出で むと する もので ほご ざい ませぬ 
帝 國 は從來 越々 聲明せ る 如く 茭那の 獨立及 領土保全 
を絕對 に ©- 重し， 商工業 上の 機會 均等 門戶 開放 主義 
を 格 守す ると 共に、 日 突 兩國の 永遠 且つ 眞實な る諒 
解 親善を® ら すべき 公正 共益の 方針を 基幹と 致し ま 
して 粼 邦に 梨す る 我が 友誼を 盡し茭 那が光 節 ある 毀 
達を 遂げ、 國民 全般の 幸福を％ 進す る ことに 力を 致 
さむことを期して居ります、從つて又歐洲講和發議 
に 際しましても 帝國は 公正 友好の 精神を 以て 支那 關 
係の 問題を 措 ® したいと 云 ふこと 13: 最も 深く ® 念し 
て 尻る 所で ございまして、 彼の 膠 州® 租借地の 如き 
も 帝 國政府 に 於て 追つ て 獨逸國 ょり 其 自由 處分權 を 
避煜す るに 至 〇 ましたなら ば、 大正 四年五 月 二十 五 
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猫政方針に關する仲小路蒗の莨澗 _ 

日山诳朽に關する日支條約關係交換公文の晓項を遵 
行いた しまして •該 租借地を 支那 M に還附 する こと 
勿論で ございます、 將 X 日本 (i 其羥濟 的 生存 上 直接 
間接 支那の 豊富なる 資源に 侠たねば ならぬ ものが 多 
々ありまして、 此點に 付て ほ 支那 朝野が 我方との 隣 
接 友好の 關係 を© 重し， 特別 懇切なる 援助を 咨まな 
いこと ほ 私の 確信す る 所で ございます、 是と 同時に 
支那 一般の 康瑱 福 祉の爲 め 必要なる 財政 經濟 上の 援 
助 (3: 勿論、 其 他事 件の 大小 性質の 如何を 問は ず、 苟 
くも 支那 全般の 利福に 貢献し 得べき 支那 國 民の 正當 
なる 箱 望 ほ 帝國に 於て 率先 是が達 成に 助力す るに _ 
锘い たし ませぬ、 終りに 國際 政局の 大勢に 關 しまし 
て 私の 所感を 一言いた して 諸君の 御考 撤 を 求めたい 
と 思 ひます， 今や 獨塽 勢力の 潰滅と 共に 世界は 一大 

革新の 道程を 進みつ、 ありまして、 此連 動の 根抵た 

る 理想が JH 義に莪 く 恒久の 平和を 碗 立せ むと する に 

在る と 云 ふこと ほ 敢て 多言を 要せない こと、 考 へま 

する が、 是ほ寶 に 帝 國傳來 の 國是に 合致す る もので 

ございまして、 元 來帝國 は JH 義と 平和の 公道に 依り 

阈家の 自由なる 生存 發 達を 遂げ ■世界の 門戸が 帝 S 

の 適法 rl 正 當な る活 励に 向つ て 開放せられ むこと を 

求む るの 外， 何等 他意 ある ものでは ございませぬ、 

公平に 帝 國の晞 史を® 察する 者 ほ 必ず 前述の 根本 要 

義が 終始 帝 國外交 の 方針を 茭配 いたして 居る ことを 

認識す るに 嗡蹯せ ない ことで あらぅ と 信じます >  國 

家の 運命は 永遠な もので ございまして、 侵略 主義 又 

は權 謀術數 的 政策 ほ 結局 國家 百年の 長 計に 大害 を貽 

すに 止まり •國 家の 威信を 永遠に 發揚 する 所以の も 

のでは ございま せぬ、 故に 政府 ほ此確 信を 以て 公正 

なる 對外 政策を 遂行せ むと する もので ございます。 

0_ 長 (公 傅 德川家 達 君〕 是 ょり 通吿 順に 依り まし 

て 質疑を 許します、 仲 小路 酿 君。 

〔仲 小路 菔君 演垌に 登る〕 

0 仲 小路 廉君唯 今は 政府の 施政の 御 方針に 付き ま 

しての 御說 明を 拜 聦 いたした のであります， 之に 關 

聯を 致しまして、 此際國 民の 生活 上 最も 重要な 關係 

を 有する と 存じます る 食糧の 問題に 付きまして、 當 

局 大臣の 御說 明を © はしたい と存 ずるので あります 

食 糊の 問題は 極めて 重要な 問題であります ると 同時 

に其關 係は 極めて 複雜で あります、 故に 當局 大臣に 

於 かれましても 定めて 種々 御 辛勞の ある こと、 存じ 

まする、 此點 に付きまして は S; は 深く 御 同情を 致す 


のであります， 去〇な がら 私も亦 玆に職 H 上、 是非 
政府の 御所見を 承つ て 置きたい と存 ずるので ありま 
す、 先 づ 第一に 私の 伺は むと 致します る點ほ 、現 政 
府に於 かれまして ほ 貪- 3T 殊に 米價に 付て ほ 一定の 
方針の 下に 之を 調節せられ る 御 積り であります るか 
將た 1£ •々世に 傳 へらる、 如くに、 自然に 放任を する 
絕對 に； f 干涉 、或は 自然に 順應 すると 言つて， 唯自 
然の成 行に 委せ 置く と 云 ふ 御 積り であります るか、 
唯今 總理 大臣の 御演說 中に も歐羅 巴の 大硿 以来、 我 
が經濟 方面 及 社會の 方面に 對 して 種々 たる 變 調を 來 
して 居つ たのであります、 唯今 こそは 平和の 曙光 も 
見えて 參つ たのであります るが、 今より 數 箇月 前 ま 
で ほ S に歐羅 巴の 大戰亂 は 白熱の 狀況 であり まし 
て、 或 ほ 陸上に 海上に 種々 の 破壊が 行 ほれ、 遂に ほ 
露國の 紛擾と 共に 我 亦 西 伯利亞 に 兵を 出す ことにな 
り、 其の 行末 ほ 如何に 成 行く であらぅ か、 一般の 人 
々ほ 甚だ 之に 舞して 憂盧を 致した、 斯る 際に 於いて 
食糧の 間 題に 不安を 告げます る ことほ、 是れほ 社會 
卜 'K に 容易なら ぬ ことで あつたので あります、 戰苹 
の 際に ほ 各種の 物價は 自然に 騰貴を 致す •是ほ 已 む 
を m ぬ ことであります， 其 騰貴の 儘に 打 委せました 
ならば、® に社會 の 生活 上には 少から ぬ 苦痛を 感ず 
る、 就中 中產 以下の 人々 は 物價 騰貴に 基いて 甚 しき 
闲 難に 陷 るので あります、 昨年 春の 議會に 於ても 旣 
に 衆議院に 於て 谷 派 共に 此狀況 を觀 て、 孰れ も 物 借 
の 調節を 必要と して* 政府に 於て 然るべき® 策繂營 
を爲 すべし とは •殆ど 衆議院に 於け る滿 場の 意見と 
して 建_ された のであります、 此等內 外の 情勢に 依 
りまして、 出 來煜る 限り 谷 種の 施設 經營を 遂げて 成 
るべ く此物 償の 暴騰を 来す ことを 抑止いた したいと 

存じた ので ございます、 此 施設 經營に 對 しまして は 

一部の 人々 に 於て ほ 種々 に批 _ を 致し 攻擊も 受けた 

のであります、 併ながら 社會 全般の 爲に は換へ 雖い 

固より 一部の 人々 に强 ひて 不自由を 感じさせ やぅと 

も 思は ない、 窮屈に 致したい とは 思 ひませ ぬが、 一 

般 共同生活の 爲 には 換へ られな い、 それであります 

るから 稲々 の 批難 攻擊を 受けた に拘ら ず、 深く 信ず 

る 所に 依つ て 是非とも 其 目的を 貫徹いた したいと 存 

じたので あります、 當時 種々 の 批評、 中には 妨害に 

類す る ことまで ありました けれども、 實 際に 於て 米 

價ほ 定期に 於て 二十 八圓は 出させな かつた、 又 白米 

ほ 一圆 に對 して 四 升 乃至 三 升 13; 缺か しめな かつた の 

であります、 偶々 八月の 十日 騷擾 前後に 於て 米價が 


遂に 三十 二 三圓 以上に 達する ことにな りました， 是 
は a に 禅 易なら ぬ こと、 存じまして、 此に 緊急 勒令 
の發 布に 法り まして 米穀 收川 令の 施行を 見た ので あ 
〇 ます、 此收闬 令の 規定に 法 〇 まして、 九月の 四日 
ょりほーー|十圓，九月の二十日ょりほ二十八圓と買收 
惘 格を 決めました のであります、 此 施行は 極めて 顯 
著なる 効果を 奏しまして .再び 米價ほ 二十 八圓 以下 
に 下 〇、 又 白米 ほ 一圓に 三 升 以上と なつた ので あり 
ます、 然るに 九月の 下旬 十月の 始に 於て 內閣の 更迭 
此際も 中外の 狀況に 鑑みまして 成るべく 平穩 無事の 
間に 事を 礎す る ことを 必要と 存じまして、 尙ほ 後任 
の 大臣に 對 しまして ほ 米價の 問題 ほ 他の 政治問題と 
ほ 異なり、 全く 社會 共同に 關 する 問題であります、 
從前の成行及將來の 1'|- 畫を具さに披瀝し、成るべく 
社 會の爲 に 安定を 得る やうに と 切に ? 1! 望を 致した の 
であります、 然るに 新 大臣 御 就任 以来 阀接 問 接に 政 
府の 方針 ほ 自由放任、 絕對 不干渉と 云 ふやうな こと 
が 越々 傅へ られる •遂には 極めて 功 妙なる 辭 令の 下 
に収締 令 •收 闹 令 等は 之を 天下の 寶 刀と 看做して 深 
く 之を 筐 底に藏 する* 此 意味は 殆ど 此等の 制 K は 使 
用を 致さない と 云 ふこと を聲言 された のであります 
而 して 一面に 米穀の 關税 撤躞 と共に 外米 管理の 制度 
ほ 之を 隧 止して 商人 自由の 輸入に 任せる 當時私 は 此 
點に 付て 甚だ 遺憾に 思つ た •取締 令 及 收用 令， 何れ 
も 必要 あつて 制定され たる もの >  1 は 緊急 勅令に §3 
し， 他は 昨年の 春の 翳會に 於て 謎 院に 於て 討究 群議 
も盡 された のであります、 何れも 其 必要 ありと して 
存在して 居る もの ■ « 乎と して 存在して 居る國 の 制 
度は， 憲法 政治に 於て ほ 何人も 之を® 敬し 服 從 する 
の 義務が ある •國務 大臣と 雖 も亦然 り >  唯 行政 上の 
裁量に 依りまして •緩急を 阖つて 其 施行の 宜しき を 
得る と 否とは、 是ほ 固ょり 行政 上の 裁量であります 
併ながら 現在 存 する 國の 制度を 絕 it に 使用を せぬ、 
斯樣な ことは 言 ほれべき 箬 でない と存 ずる， 加 之な 
らず 其の 實 際に 及ぼした る 影響 ほどうで あつたか、 
投機に 依つ て 暴利を 貪る こと も， 殆ど 天下に 公許 さ 
れたや うな 感じを •一般に 與へは しな かつた か， 仲 
買 人ょり 遂に 小賣 商人に 至る まで、 天下晴れて 斯る 
事が 行 はれ 得る もの だと 云 ふ 感じは 致さな かつた か 
其 結果 十月 十一月 十二月 一月、 謂は ゆる 新穀 出盛り 
の 最中の 米價は 一年 內に 於て 最も 低俏 を ^ げ べき 其 
時に 際して、 今日 米 債の 狀况ほ 如何で ありませ う、 
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雨來暴 瞬に 次く に 暴 ii を 以てし、 其 末 其 状 况を以 て 
木 年 六 七月 以降の ことを 考へ ますれ ! i: - ^ に ,? S 心に 
堪へな い狀况 である， 况や漸 次： 4 -a MCK 來 . . 伴う 
て、 或 ほ 失業者 無 織 菜 者 も 漸次 -. . Ire 出す る 今 R、 今に 
於て 相當 〇 計 を 立て.， .'J: ければ 端 担 期の 以前に 於て 
如 何な 〇 ことに 立 到る や、 誠に に堪 へない 次第 
であります、 政府に 於ても まさかに 此の 狀態 を、 之 
を此儘 に打棄 て a* かる、 ことほない、 果せる かな 近 
來に 至つて 或 ほ 豆類 其の 他の 雄 毁饀粉 の 轍 出を 禁じ 
若く ほ 制限を する、 或は 外米の 建 米の 制度を 立てる 
と 云 ふやうな ことを K 々耳に 致す のであります、 是 
等の 結果は 如何になります か、 どう 云 ふこと になり 
まし やう •私 ix 是等 のこと も 全く 其 効ない と It 申し 
ませぬ、 併ながら 豆類を 始め 其 他の もの ii lj に 生絲 
に 次げる 農窟 物と して 我が 必要なる 轍 出品で あつた 
ので あ 〇 ます •出すべき もの ほ 之を 出して 必嬰な る 
もの ほ 更に 之を 入れる と 云 ふ 道を 採る が必耍 で ほな 
いか、 兎も角も 今年の 狀况に 於て 米穀に 不足を 吿げ 
て 居る と 云 ふこと ほ、 當局若 も 腿々 明言され て 居る 
所であります， 果して それで あると すれば >  玆に不 
足の 補充を なす だけの 外米は、 1 H も 速に 之を 人れ 
る 道を 立てなければ ならぬ のでは ありませ ぬか， 又 
多量の 外米が 這 入れば 强 ひて 投機の 目的た るべき 建 
米、 外米 代用の 制度を 立てな くと も •自然に 調 m の 
M 的 ほ 達する* 若しも 多數の 外米が 道 人る ことが な 
かつたならば， 縱しや 外米 代用の 制度を 立て、 も、 
其實 際に 於て ほ 何等の 効果を 見ない ことになる、 唯 
投機の 目的の 範圍 を廣 くした に 止まりは せぬ かと 存 
ずるので あります、 果して 政府に 於て 此際 外米の ® 
入を 必耍 とすると 云 ふ 御 S 見で ございま すれば •之 
を 輸入せ しむる に、 雖に 商人を して營 利の 目的物と 
して 輸入せ しむる ことを 以て* 我が 目的を 達する こ 
とが / 1! 來る かどう か •一日 も 速に 多 S の 外米を 輸入 
する 必要が あると しま すれば、 是は 全く 公益 ：… 營 
利の 觀念を 去つて、 我國民 一般の 爲に 物資の® 富を 
圖ら ねぱな ら ぬ、 果して 然らぱ 此琪ほ 全く 政府の 手 
に 於て 爲 すょり 外に 道は なから うと 思 ふ， 又 先刻 總 
理大臣 の御演 說中に も ありました 如くに、 戰 時以來 
社 會の狀 態には 誠に 相容れない 二の 關係が ある、 一 

は 戰 爭 の爲 めに 誠に 好都合の . 都合の 好い 地位 

に 立つ て 居る、 意外の 南 蓮に 浴して 居る、 他の 一面 
に 於いては 戰爭 の爲 めに 物 僧騰贵 其の 他に 於いて 甚 
しき 不幸に 沈んで 居る 者が ある 此の 機會に 於いて 出 | 
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来 得る 限り 利益を 擧げる も 宜しい のであります， 其 
擧げた 者は 3C 规分を 以て 國家に 納付す るも當 然なこ 
とで あらう と 思 ふ、® 竟峨時 利 煜税ほ それょり 起つ 
たものに 相違ない、 果して 然れぱ 不幸の 者に 補助を 
なす、 下級 官史 の 補助 も 補給 も 至當で ありませ う， 
獨 り闹_を* :げる ものは 下級 官 U! ばかりで ほない、 
一般 〇' 人々 も W る 今日であります から， 此處 には 政 
-W の 力に 於て 相 當の衲 助 補給を なし， 多 t'£ なる 外米 
を 輸入を 致し 出来る限り 低廉の 道を 以て 一般に 供給 
の 道を 開く ことほ、 之に 依つ て將に 釣 上がらむ とす 
る 米 M の 低下を 促す 基と なる だら うと 思 ふので 
あります、 其 次に 承つて !$ きたい 事 (-?. 米 rj に對 する 
根本の 御 方針であります、 今日 以後は 或 ほ 勞働問 題 
の 解決， 勞銀勞 ® 保 險に涉 る こと •是皆 一 a も 速に 

解決を 致さねば ならぬ 問題で あると 思 ふので ありま 

す， 是等の 叫 題の 解決には 其 根本と なるべき もの ix 

余： く 生活 ? S の [yl 題であります •此 生活の 基礎と なる 

べき 米效 の、 成 時に 於て は 一石の {ri 十ー ニ W , ® 年 

ならず して 或 <3; 四十 10] に 至り 五十 圓に 至る •斯の 如 

く 勧 描 常なら ず、 十ー ニ Iffl の米們 暴落の 際に ほ 農村 

は ？ £ しき 悲 慘の狀 况  >  遂 に 地方 農村 荒 廢の慘 狀をも 

3 ;るのであ0ます*又四 -|- 圆五十圆とな0ますれぱ 

一般の 黑要艿 ほ 甚 しき 闲琎 をす る •斯の 如き 浮動 常 

ならざる もの ほ 殆ど 他に 其 例を 見ない のであります 

是程社 會組 S! に 於け る大な る 缺陷は ない と 思 ふ， 故 

に 之に 付きまして ほ、 せめて 米價を ffl 當の 程度に 止 

める だけの 大なる 政策 (3: 樹立され なければ ならぬ と 

思 ふ、 是 ょり 後に、 或は 十： 地の利 用 •開 ^ 開拓と 申 

しても S 家は まるで 生菏 S にも 行かぬ ことにして 置 

けば •如何に 開 額 開拓を 聪锄 しても 其 結果 ほ 擧げら 

れな い、 又 分外の 暴騰を 来せば ■一般の 人々 は 甚し 

き 迷惑を 感ずる •何れに 致しましても 此 根本に 於て 

一定の 楞 準を 得る だけの 制度の 樹立は 無くて はなら 

ぬと 思 ふ •蔑し 國民經 济調卉 符の 設置 も •其 必要で 

あると 存ず る‘ 是等 の國家 社 0- に對 する 犬なる 制度 

の© 立に 付きまして は、 玆に懑 法 政治* 立憲政治と 

して 傅. も ffi んず べき ほ W 任で あると 思 ふ、 果して 然. 

らば 是等の m 大な る IHJ {sj に # ■ きまして は、 宜しく 責 

fr: を 有する 政府に 於て、 一定の 提案を 立てられて， 

然る 後に 諮詢に 付せられ て 然るべきで ないかと 思 ふ 

然るを 政府より は 提案な くして •唯々 調齊會 の 調査 

起 苺に 任せる と 云 ふことは、 是 ほ 立泫政 體の今 日に 
施政方針に 關する 山 本 S 商務 大臣の 答 辯 


於て •果して 責 住の 所在を 明瞭に する もので ありま 
する か、 又是 に付きまして 政府に 於て 定めし 一定の 
御 方針 か あると M ふ* 斯う 云 ふ畫策 經赞を 以て やる 
と 云 ふ 御 積り が あらう と 存じます •願は く ぱ此際 他 
の 根本 間 題 1.: 對 して、 政府が 御 懷抱 になつ て® り ま 
する 意見を •拜 11 する ことを ? ¥ ましたら ば 驻 •た 喜ぷ 
次第で ございます、 私 (X 最後に 一言 申して 置きたい 
と 思 ふ、 今 口 (S 谷 ' M の 問題に 付きまして •  K も 政府 
の 努力を iri T べき 時 •或 ほ 社 會間 題と 云 ひ、 社 會政 
策と 云 ひ- ft ® の 事 皆 政府が 盡力を 致されね ばなら 
ぬ こと  >思 ふ •斯か る 時期に 於て 全く 自出放 任 •全 
體 に對 する 絕對の 不干涉 •是 ほ 今 H の 時勢と ほ 相容 
れ難き こと、 存じます  >定 めし 政府の 御 65 意 も 左様 
な 御 趣意では ない と 存じます •此際 明かに 政府の 御 
懐抱に なつて！ £りまする御 ;« |1 *を.拜 |&' いたしまし 
て 一般に 對 しましても、 是 等の 疑惑を 解く ことが 出 
來ま すれば •甚だ 仕 合せに 存ずる 次第であります、 
玆 に此數 點に對 して 當局 大臣の 御說 明を 煩した く存 
じまして* 玆 に登壻 を 致した 次第であります。 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君〕 山 本 農 商務 大臣。 

〔國 務大 2 :山本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇阈 務 大臣 (山 本 達 雄れ〕 _今 仲 小路 君ょり 細々 と 
此米價 の 問題に 付き 御 質問が ありました、 私 も 昨年 
の 九月の 末に 至りまして、 農 商務 大臣の 榮職 を拜し 
ました、 其當 時に 於 者まして、 八月の 暴動に 續 きま 
して、 米價の ことに 於き まして ほ、 國民擧 つて 不安 
の . f: を 起しまして、 悯々 たる 有樣の 間に 此 現職に 就 
きまして、 此處 置に 付て は 如何にす るかと 云 ふこと 
ほ、 非常なる K い 任で こざいまして、 * £ 夜 苦心して 
案を 立てた る 次第で ございます、 前 農 商務 大臣 仲 小 

路君 ょり 引繼を 受けます ると きに 於き ましても、 御 

本人の 申さる る 如く 實に 親切 7' 寧なる 其處置 方に 付 

て 引 糖を 受けました、 如何にも 其當 時に 於て 苦心の 

有つ たこと ほ 勝 •々と 現 ほれて 居りまして、 御 本人に 

向つても 二 年 有餘の 間、 此米 のこと に 付て 非常に 御 

苦心に なつて、 如何にも 御 察し_ すと 云 ふ言菝 を以 

て 私は 御 別れを して、 さう して 引繼 をした ので あり 

ます、 爾來此 米に 付て考 へまして、 執つ た 方針は 第 

一に 此穀類 收 HJ 令、 第二に ほ 暴利 取締 令で ございま 

す、 此 穀類 收 W 令なる ものを 緊急 勅令を 以て 八月の 

末と 記憶して 居ります が、 發 せられました、 而 して 

米を買入れて、さぅして廉賣、菔く費りました、併 


ながら 其 間に 於て ほ 谷府縣 に 指定 商人を 以て 派出し 
て、 矢張り 其 時に 州 當なる 時 fl? に 於て 政府 ほ 買 入を 
なした ので ございます、 而 して 其 ものは 政府が 損を 
致しまして ! 1 く K 拂つ たので ございます、 前の 內閣 
に 於て 穀類 收用令 (3: 發せ られ ましたが、 一度 も是は 
用 ひなかつ た、 法律を 發布 しました だけで あつて、 
收用 令は 一 も 用 ひなかつ た、 而して 米を 約 五十 萬 石 
と 云 ふ 見 梢を 以て、 各 府縣に 於て 買 入れ ま L たが、 
兎角 各府縣 に亘つ て 買 入れます と 云 ふと 段々 段々 値 
打が 上りまして、 遂に 買 入 値段 ほ 四十 二 圓三圓 と 云 
ふ 如き 價を 以て 買つ たので ございます、 而 してな か 
/\此 買 入は むつ かしくて、 五十 萬 石と 云 ふ 豫算を 
以て 買つ た 物 ほ、 遂に 三 十 有 餘萬石 ほか 手に 這 入ら 
ない と S ふ狀况 であつ たので ございます、 而して X 
東京 京都 大 阪神 戶の如 き 所に 於て 廉賣の 道を 開いて 
やりました が、 是 以て 酿賣 をし ますと 云 ふと 其 日に 
限つ て 買 ひに 来る、 どうも 日々 實に 多くの 人が 買 ひ 
に參 りまして、 迚も 需要に 應ずる 段では ない ので あ 
ります、 買 ふ 物は 容易に 手に 這 入らず、 買へ ば 益々 
高くなる、 賣る 物は 益々 菔く W らねぱ ならぬ と； K ふ 
ことに 相 成りまして、 遂に {3; 買 入れた 物に 於き まし 
て、 時に 政府は 一千 萬 圓の豫 算を 以て やりました が 
遂に 三十 萬 石 以上に 於き まして、 酿 く賣つ て、 それ 
が 爲に 彼れ 此れ 四百 萬 圓と云 ふやう に 記憶して 居り 
ますが、 それだけの 國 費を 使 ひまして やつた が、 今 
の 通りに なつた ので ございます、 而 して 時は どうか 
と 申します と 云 ふと、 九月の 末、 十月に 入りまして 
追々 と 端境期を 過ぎまして、 もう旣 に柬 北の 如き 早 
い 米は、 新米が 追々 出來て 來 ると 云 ふ 如き 事情の 下 
に 在つ たので ございます、 そこでありまして 統計を 
取ります と 云 ふと、 東京に 於いて 日々 五 萬 俵の 消費 
を 致します， 其の 日々 五 萬 俵の 消費の 中に 政府に 於 
いて 約 二 萬 五 千 俵、 半分 近くの ものを K つて 居り ま 
したが、 どうも 日々 需要が 多くて、 十月の 初めに 於 
きまして は、 當局 者が 調べて 見ます と 云 ふと、 もう 
其の 半月、 十月の 初めに 於いて 十三 四日まで ほか 廉 
賣 をす る 米 ほ 東京に 於いて 無い と 云 ふやうな 有樣 
で、 買 ほう. にも 買 ふこと が甚た 闲難 で、 又廉賣 をし 
て 見る と 云 ふと、 どうも 今 言 ふ 如く 日に 一 萬 二 三千 
賣 ると 云 ふと 二 週間 足らずで 以 つて、 米 ほ 切れる と 
云ふ狀 態で あるので ございます、 そこで 又 一方の 商 
賣人 ほどう 云 ふ有樣 であるか、 政府が 地方に 行つ て 


買 入れる、 買 入れる 爲 に商賣 人の 方 ほ 手を 控 へる、 
政府 (3: 各 府縣へ 手を 1 j はして 高い ものを 買つ て 来る 
が 故に、 商寶 A は 其 向う を 張つて 自身が 買 入れ まし 
て も 遂には 引き合 ほぬ やうな 狀 態に陷 る、 買 入れる 
時は 高い ものを 政府と if つて 買 ひ、 賣る時 ほ 政府が 
!1 く： M つて 來 るから して、 自然に 商 ® 人 {3: 手を 控へ 
たのであります、 そこであります 故に 政府が ® いて 
之を 爲し得 る ものなら ば 宜しい が、 今 申す 如き 狀態 
であつ て、 さう して 商賣 人の 方は 自然に 控へ ると 云 
ふこと になり ました 故に、 此 儘に 行きます と 云 ふと 
或は 恐る、 政府の 其廉賣 の 品物が 無くなつ た 時に 俄 
に 高い やうな 事が 起り はしまい かと 云 ふ 様な 事を 非 
常に 恐れる 如き 狀態で あつたので ございます、 而し 
て 時 ほどう かと 言 ひます と、 此_賣 と 云 ふ 如き 事は 
端境期に 於て 米の 無い 間に 爲す べき ことで、 之を 無 
限に 爲す ことは 如何に 政府と 雖も餘 程闲難 なる 事と 
私は 信じた ので ございます、 さう 云 ふ 場合で ありま 
す 故に、 或る時 期に 於て 是 ほどうしても 自然に 政府 
の廉賣 の 方針を 縮めて、 さう して 商人の 方が 自然に 
買 入れ、 費る と 云 ふ 方の 途を 開かなければ 之を 續く 
る ことは 闲 難な りと 認めた ので ございます、 それ 故 
に 二 萬 二 千 俵 餘 りの ものを 日々 賣る ものを 漸次に 二 
萬 俵と し、 又は 八 千 俵と する、 七 千 俵と する 如き 狀 
態で、 段々 政府の 廉 賣の數 を 減じまして、 而 して そ 
れと N 時に 商賣 人の 手が 段々 進んで、 而し て此 政府 
の やり 居る 間を 縫いで 其 間に 酷い 反動の 無い やうに 
と 云 ふこと を 苦心いた しまして、 而して 此 十月の 初 
めに 於き まして、 政府が 自ら 買 入れて さう して 賣る 
と 云 ふ、 其 買 入れ、 廉賣の やり方と 云 ふ ものを 打 切 
りに 致しまして、 谋 京、 京都、 大阪 、神 戸の 如き、 
酿賣を 開いた 所で ほ 今 申す 如き 方針を 執つ た 次第で 
あります、 それから 此 暴利 収締 令で ございます、 暴 
利 取締 令 も 時に 取つ ては 必要で あると 云 ふこと ほ、 
私 も 十分に 承知して 居ります、 併し 是 ほ 濫に此 利器 
を 用 ふると 云 ふこと になります と、 又 物に & つては 
非常なる 害が 起きる ものである、 それ故に 是は 容易 
に 用 ふべき もので ほない、 斯う 云 ふこと を、 かねて 
此裁利 令を 發 布され たる 當時 ょり 私 {3: 思うて 居つ た 
ことであります、 それ故に 此暴利 令に 於ても 成る ベ 
く此 利器は 收め て容姑 に 叫 ひない と 云うた 方が 施政 
の 方針と して 適當 なりと 信じました 次第で ございま 
す、 そこで 暴利 令と M ひます が、 其 暴利 令なる もの 

•ー ハ 五 九 
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施政方針に 関する 山 本 農 商務 大 氓 の 答 辯 
ほ 米に 向つて 多く 用 ひたので、 或 (3; 米の 買占めが 起 
る、 某は 此米 を M 占める 故に それを 戒飭 する jh める 
とか 言 ふ 如く、 多く 米に 用 ひたので ございまして、 
前 内閣に 於て 用 ひました もの も 第一に 岡 某と 申し ま 
すか、 岡 半と 俗に 申します、 其 岡 半を 兹利联 締令に 
付て 戒め、 後に 至つ て 新 [19 に 現れて 居ります 者は、 
吩貫と 榊へ ます、 それに 向つ て 戒飭を 加へ ましたの 
でございます、 斯の 如き 事を やりまして、 成る ほど 
此 効き目であります か、 米は 定期に 於て 上らむ とし 
て 下り、 上らむ として 下りして、 兎角、 此の 定期は 
下つ て來る 傾向を 収 りました、 併し 實際の 現物に 於 
ては、 此定期 と 伴は ない 相場が 起きた ので ございま 
す、甚しいのほ八月九月頃に至りましてほ、定期は 
二十 七 八圓で あるが M 物を 買 ふと 云 ふと 四十 圓餘り 

と 云 ふ 如き 價を 見た ので、 即ち 政府が 買 入れる ^ 物 

ほ 四十 圆餘 りの ものが あつた、 さう 云 ふやうな 事を 

生じまして 定期の 僧と 現物の 借と ほ 非常なる 差が 起 

きまして 一時 ほ 十圓餘 りの 差を 見た ので ございます 

此所で ほ 或 ほ 遠方で 御 分りになります まいが 玆に於 

て 一月から 十二月までの 定期と 現物との 表を 造つ て 

始終 心配して 之を 座右に Mr いて 居ります ことで あり 

ますが、 其 七月、 八月、 九月、 十月、 之を 見ます る 

と此 線が 定期でありまして、 此線が 現物であります 

斯う 現物と 定期の 差を 起した のであります、 そこで 

あります 故に 元來此 米を tig くす ると S ふ もの ほ 定期 

の 唯 差金で H 買を して 居ります 定期を 安くす ると 云 

ふ 事は、 それに 此 現物が 伴 ふて 來ませ ぬと、 折角い 

たしましても 効能が 甚だ 乏しい ので そこで 今の やう 

なる 定期なる ものは、 或は 米の 所有者が 定期で 賣り 

或 ほ 必要なる ものは 定期で 買ふ而 して 月末に 至つ た 

らば 相當な 受渡しが あつて、 現物と 定期と 云 ふ もの 

は 略々 匹敵す る 所に 於て 月末に 於て は 現物を 渡し、 

或 ほ 取る 者は 現物を 取る と 云 ふこと で 以て 定期と 此 

直 物との 間が 近付いて 来て、 初めて 効を 爲す ものと 

承知して 居ります、 然るに 今の 如く 此定 期を 色々 に 

戒齡 いたしました 結果であります か、 兎に角 現物と 

定期と 著しい 差を 起しまして、 常に 六七圓 多き ほ 十 

二三 M と 云 ふ 所まで 參 りました 故に、 四 五六 七 八 九 

總て此月の間に於ては '|1 京の取 £1| 所に於て、或は大 

阪の取 引 所に 於て 殆ど 此 間に 現物の 受渡がない ので 

偶々 ありました 所が 數千石 、數百 石であって、 本當 

の 取引と： K ふ もの (X 其 間には、 殆どない と 云 ふ 如き 


狀况 を呈 したので、 從 つて 此定期 と 現物と 伴つ て來 
る、 定期と 現物と 伴うて 来る 故に 地方から 米を 東京 
なり、 大阪な りの 市場に 持つ て來て 、それを 賣 る、 
是が 定期が 锊 際ょり 安い、 安い 爲に品 物の 来る 物が 
なか <來な い、 御 承知の 如く 東京な 〇、 大阪な り 
の 現物が 甚だ 少 くて、 非常に 不安の 念を 生じて 来た 
と 云 ふこと が、 外の 原 ^ も ありませ うが、 定期に 掛 
けむと しても 定期が 安くて、 現物が 高い 故に 定期に 
掛ける ものがない やうな 有樣 になつ たのであります 
それ故に 私 ほ 此 米を 買占める 者に 對 して 暴利 令を 用 
ひて やる と 云 ふこと ほ、 實 際に 於て 當を 得た もので 
あるか 如何と 云 ふこと に 付て は、 大いに 疑を 持つ た 
ので ございます、 そこで 先づ斯 の 如き ことは 唯人爲 
を 以て 買 ふ 者を Jg つちめ ると か、 賣る 者を 獎勵 する 
と 云 ふこと をしても 是ほな い^- さう 容易く 米の 價 
と 云 ふ もの ほ 意の 如く 行く もので ない、 或る 點に於 
きまして は、 矢張り H 然の 調節に 依つ て來た 方が、 
米を 集める 上に 付て ほ •利き目が なか  < ある だら う 
と 云 ふこと を 信じました 次第で、 それ故に 私 ! X 此方 
に 於て {-£ 暴利 令の 取締に 付て ほ 之を 一つ も 利用いた 
して 居り ませぬ、 そこであります 故にです、 づ月か 
ら 此方は 段々 此 定期が 上つ て參 りました、 仲 小路 君 
の 言 ほれる 如く 二十 七八圓 から 上りまして* 三十 二 
三圓 、今日は 三十 七八圓 になつ て 居る、 併し 現物は 
如何に あるか、 現物 ほ 如何に あるかと 中し まする と 
今日 此各 府縣 、全國 に 於ての 表を 調べました 所に 於 
きまして ほ、 平均に 於で 米の 中米が 四十 圓七 八十 錢 
に 玄米が 居る ので ございます、 昨年の 十月 時分の 四 
十二 圓 何十 錢と云 ふとき に比べます ると 約！ 一圓 程、 
其 高い 當時 から 見る と 現物が 下つ て 居る、 併し 定期 

は 上つて 来て 居る、 定期は 今日 三十 七八圓 、或は 九 

■と 云 ふ 如き ことにな りまして、 現物と 定期との 間 

は餘程 幅が 近くな つて 居る、 今まで 斯う 廣が つて 居 

つたの が、 一力の 定期が 段々 上つて 来る、 現物の 方 

が 段々 下つて 來 ると 云 ふこと ほ 言へ ませぬ が、 今の， 

如く 現物 (3: 高い ときょり 一 一圓 程 下に あると 云 ふこと 

で、 其 間の 幅を 寄せて 參 りました、 さう 云 ふやうな 

る ことにな つて 居る ので ございまして、 そこで 此事 

に 付て 山 本の 談話と して 諸方 面に 現れて 居ります こ 

とは 先づ現 政府に 於て は 暴利 令、 或は 收用 令の 如き 

.ものは 實に是 ほ 必耍 なる ものである、 今日の 如く 變 

遛の M しいと きに 於て は 何時斯 の 如き ものを 用 ふる 


か 知れない 、必要で ある、 併し 是ほ涅 に 用 ふると 云 
ふこと {X 餘锃考 ふべき ことで ある、 故に 私 ほ 是は如 
何にも 寶刀 とし、 JK 宗の 刀と して 容易に 拔か ぬ、 併 
し 必要が あれば 何時でも 抜く ので、 決して 此事 を廢 
したので はない、 必要と認め ますれば 何時でも 拔き 
ますが 容县 に拔 きませ ぬと 云 ふこと を 世の 屮に 高言 
いたした 次第で ございます、 何も 之に 付て n 由 放任 
色々 のこと を 申します が、 私 ほ 之を 投げ やりに して 
米が 高から うが 髌か らうが、 知つ たこと ほない と 云 
ふ氣 には 如何にしても なれ ませぬ、 今日まで 三 箇月 
有餘 在職して 居ります が、 一日と して、 一夜と して 
此 米の 價 格に 付て 注意し ない ことほ ありませ ぬ、 又 
氣に 掛けぬ ことほ ありませ ぬ、 靜 に夜寢 ましても、 
ふと® めれば 常に 米 ほ 如何なる かと 云 ふこと を 常に 
氣に 掛けて 居る 次第でありまして、 如何にしたなら 
ば 鬼が 下つ て、 安定を 來すや 否やと 云 ふことは 人に 
讓らぬ 程考 へて 居る 心得で ございます 、併し l>fl= 今の 
如く 收用 令を W ひ、 暴利 令を 用 ひて 来た 所が、 動 も 
すると それ ほ 反銳 を來す やうな ことがなければ 宜い 
がと 云 ふ 唯 自然の 考 よりして 却て それに 依らず して 
下げる 途があ る、 安心す る 沈： が あるなら ばと 云 ふに 
外ならぬので ある、 而 して 第二に ほ此 政府に 於て 外 
米を 自ら 取扱 ふと iK ふこと を控 へて、 さう して 谷 商 
人に 自 由に H 買を 許す ことに 致しまして、 それと 同 
時に啤 急 勅令に 依つ て關拢 一石！ 一圓 五十 錢の 一時 停 
止を 十一月に 致しました、 斯く 致しました る 所以は 
丁度 十一月の 初で ございます るが、 其 時に 於て 第一 
に 政府の 新米の 豫想は 如何に あるか、 政府に 於て 年 
年 第一 回、 第二 回と 各府縣 に 依つ て 調べました る統 
計の 報告を 致します る、 其 第一の 報告の 時に 當りま 
して、 米の 豫想高 、いつに 無い 豊作の ?* 想が 統計の 
上から 表 はれた ので ございます、 それは 五 千 八 百 九 
十 萬 石、 平均 五 千 四百 萬 石 前後の ものが、 五 千 八 百 
九十 萬 石と 云 ふが 如き 非常なる 豊作の 豫想が 統計に 
於て 表 はれた ので、 其 後 九月 二十 二 日、 三日 頃に な 
つて 暴風雨が 起つ て來 ましたが、 何しろ 今 申す 如き 
狀態 になつ て 来たから、 縱令其 時； T' 足で あると も 元 
が斯の 如き 豊作で あれば、 日本 ほ 結局 豊作で ある だ 
らうと 云 ふこと であつ たので ございます、 それから 
第二に ほ 外國に 於て 米は どうす る、 是 まで 關 貢、 東 
京、 或 ほ 西貢と 云 ふ 如き 所より 外米が 這 入る ので あ 
りまして、 是 ほ 毎年の 表で 見ます ると 云 ふと、 關貢 


_ 六六〇 

よ 〇ほ 日本の 石 sa にして 約 - P 五六 百 茁石が 年年 輸出 
が ある、 其 外 西貢と 云 ひ、 :'}' “  M M feti と 云 ひ 合せて 見 
ると 是れも 千 四 五 百 萬 石が III る 〇 で •こざいまして、 
先づ 三千 萬 石 PII 後 ほ 外因より 米が 出て # 0 故に、 商 
© 人の砌 きに 法つ て ほ 此屮 から 日本の 不足.！？ を JU る 
と 云 ふやうな ことほ 餘〇雖 いこと でも あるまい、 而 
して 其 時に 博 想し ました 所では 先づ 日本の： 小足す る 
もの ほ 四 五 W 葸 石 Ivi の ものなら ば 十分で ある だら う 
七 年に 於て ほ 政府が 買 入れました ものが H : 1.1 三十 巡 
石 買 入れた ので ございます、 其 外商 人よ 〇 人れ まし 
たものを 合して 四 西萬石位になつて枵ります、それ 
故に 內に 付て ほ 斯の 如く 米が 能く 出来て、 而も 籾 13 
に 於ても 非常なる 豊作で ある、 ff 闼も 先づ 並より 少 
し 良い と 云 ふ 報吿で あります、 そこであります 故に 
之を 政府が やる よりも、 商人の 手で 算盤を 以て 入れ 
る、 而 して 政府 ほ 成る だけ 此關稅 の撤 腿を なし、 或 
ほ 船が 不足と 云 ふなら ば、 船舶の 成る たけ 交通の 自 
由に m 來るや うにな し、 又 融通の 付かない もの ほ 成 
るたけ正金銀行の如き或は箠释銀行の如き、それそ 
れ特殊 の 銀行を 以て 成る たけ 商人に 融通を 典へ、 さ 
うして 出来るだけ 自由に 之を 流れ込む ことに 骨を 折 
つたなら ば、 年に 四 T-I 萬 五 百 萬の 米を 入れる と： 3-< ふ 
ことほ 相應に 出来る ことで ある、 又 現に 表の 上で 見 
て も 日本に 五 百 萬 餘の 米が 這 入つ て屛る ことは 是ま 
であるので、 旣に 昨年です らも 四； C 萬 石 這 人つ たの 
であります、 そこで 今年 も 行く だら うと 云 ふ 私 IX 考 
を 起した のであります、 果して さう 沄 ふ 風に なり ま 
すれば、 內に 付て 米も柑 當に 出来、 又 外に 向つ て 三 
千 萬 石 有餘の 米が 自由に 出る 場所が あるなら ぱ 、其 
間に 付て 商人が 四 五 百 萬の ものを 持つて 來る ことは 
出来る だら う、 然ら ぱ關税 を K して、 之を 商人に 今 
中 すが 如き ことで 十分に 便利を 與へた ならば、 却て 
利き E が ありは しない かと 云 ふ考を 起しました ので 
ございます、 それ故に 謅會の 始まりまして 諸君に 御 
協賛を 願 ふ 暇 もな く 遂に 之を繁 急 勅令に 訴へ ました 
次第で ございます、 是も 決して lit 間で FI-I す 如き 私が 
放任で あり、 如何にして 自然に 唯 棄 て、 1S けと K ふ 
不親切な 考を 有つ て 居る譯 であり ませぬ、 斯 くした 
ならば、 却て 米は 這 入つ て 来、 安定を 來た しは しま 
いか、 其方が 目的を 達する 上に 於て E からう と 云 ふ 
考を 有つ て 居つ た 次第で ございます、 若し 政府に 於 
て 人爲 的に した 方が 宜 い、 米 も 安くなる 國 民の 安定 
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を 来し、 食® 間 題に 最も 宜しい と 云 ふ考を 起すなら 
ば、 私 ほ 前の 内閣より もより 以上の 干渉 もし ませう 
&: 迫 もし ませう、 であります が、 斯 くして ほ 却て 宜 
しく あるまい と 云 ふ考を 其 時に 於て 起した る 次第で 
ございます、 十一月の 初より 以來 、商人の 手で 這 入 
りました る ものが 两信 省の 船舶の 用 S、 色々 な こと 
で 以て JB 出で たる 石 數が百 二 十數茁 石、 今日 旣に阼 
年の 十一 /! 、十二月、 一月の 今日と 云 ふまで に H 出 
たる ものが 今 申す 如き、 石 數にな つて 居りまして、 
又 其 外 新米が 出来ましたなら ぱ 人民の 手が 之を 契約 
する もの も 追々 出來る ものと 心得て 居る 次第で ござ 
います、 若し 玆に 到つ て 政府の 思 ふ 通りに 行かない 
と 云 ふ 時に 到りましたなら •は、 又い つで も 之を 充實 
すると 云 ふ 52 1VJ はして K る 次第で ございます、 其 時 

より 唯 琪愦の 違 ひました 事で T* め 申 上げて® くのは 

内地の 米に 於て 初めに 五 千 八； n 九十 as 石と 云 ふ ^ 想 

が第二の十一月 •：… 十一月 頃の 第二の 裸 想に 於て 13: 

是が 五 千 五 百 七十 萬 石、 殆ど 三百 ; S: 石 違つて 參〇ま 

した、 それが 十一月の 第二の 7* 想で ございます、 そ 

れから 今度 ii 余 _ に 於て收 拇を して 初めて 實際是 だ 

け 這 入つ たぞと 云 ふこと を 吿げ て參〇 ますの が 本 月 

の 末、 二月の 初めになります が 此の 時に 至りまして 

此 第二の -/® 想が 果して 裸 想 ii りで あるか 或は 咐減が 

あるかと 云 ふことは どうも 分り ませぬ、 けれども 第 

二の 球 想は 今の 通り 違つ て 參 りました、 第二に 外國 

の或ほ關貫、西貢、苽京の如きものが、自由に外國 

米が 出て 參 りました のが、 是が： 个幸 にして 印度が 不 

作で あり、 K- 他の fj;i 因 も ありませ うが、 轍 出を 禁止 

又は 特許 制度と する、 さう して 今日 新米が 追々 出る 

と 2S: ふ 此の 一月の 末から 二 月、 三月、 四月、 五月、 

此の間 新米が 出て 參 ります が、 其の 時に 於いて 今日 

と雖も 未だ 輸出の 禁 止 を W かれぬ ところ もあります 

從つて西貢 4* 京などに於きましても、どうも佛閟西 

政府よ o ai s: 輸出に 付て 自山に 許 I') せない と 云 ふや 

うなことが起りました、それ故に政府 (3; 窓りなく此 

の關 係の 政府に 向つ て 何とか 此の 駝出の 解禁になる 

やうに、 R 本に 米の 来る ことを 自由にして 吳れる や 

うな ことを . tr. なく 掛合つ て 2 s る fi 中で ございます、 

それが 此の 十一月の 時に 於て やりました 時より 違つ 

たる 狀態 であります、 是も序 に 申 述べて S くので ご 

ざいます、 今の 米の 如何にも 高低の 激しい と 云 ふこ 

とに向ってほ、御 |..1 然に进ほ ^ 民の兎角不安定の基 
施 i&l 方針に 關する 服 部 一三の ® I 問 


となつ て 憂 1® に堪 へない 所で ございまして， 此 もの 
を 統一す ると 云 ふこと に付きまして は 出 來るだ けの 
ことは _さな ければ ならぬ ので ございます、 唯今 日 
ほ 如何に 歐攏巴 職 爭 の S に 非常なる 經濟 上に 激 S3 を 
來た して K る、 宜い ことから 申します と戰© ■前には 
日本には 正貨が 四值茁 前後であつた ものが 十四 億 十 
五 億と 云 ふ 正貨を 収 〇、 十 {S 餘 りの 輸出入が 今日 三 
十億 以上と 云 ふ 如く、 輸出が 超過して 非常なる 商賣 
上に起〇 .…： 經济 上に 於ても 大激變 を 起して 居る 次 
第で ございます， 從 つて 諸 物價 の 11 貴 も 何しろ 通貨 
に 於て 四 億 HI1 後の ものが 今日 八 億 九 億と 云 ふ 如き 咐 
加を 來たす 如き 純 濟 上の 狀 )1 になつて 居ります 故に 
此 ものが 如何に 安定を 来たす かどう かと 云 ふこと ほ 
此 後に 於き まして B に氣 遣 ひに堪 へない、 又 如何な 
る ことが 起る かと 云 ふこと li 常に 心 32 て 居らな けれ 
ばなら ぬ ことで あ 〇 ます、 故に 今 も rt3 す 穀物 收用令 
に 於き ましても、 暴利収 締令に 於き ましても 又 外米 
管理 令に 於き ましても* 是ほ 何處 まで も それは 有効 
に 活かす， さう して 行く と 云 ふ 心 ^ でございます、 
收 用 令に 向つても 事後承諾を 求め， 外米 管理 令に 於 
きましても 事後承諾を 求めまして* 何處 まで も それ 
が 必要と しましたならば •即刻 施行す ると 云 ふ 心得 
を 有つ て ® るので ございます、 昨华 の此 米の 商人に 
輸出を 自由に 許しました ときに 於ても、 先づ 商人の 
手で やれる だけ やつて li ひたい、 而し て是で 思 ふや 
うにい かなかつたならば、 何時でも 外米 管理 令を 以 
て 政府 ほ 適 當の處 匮 をす る、 此利器 には どこまでも 
握つ て さう して 安定を 來たす ことを lli らな ければ な 
らぬと 云 ふこと で. * も 事後承諾を 仰ぐ 棟り で ござ 
います、 餘〇 長くなりまして 或 ほ 仲 小路 君の 御 質問 

に對 しまして 要領を 得ない こと も あらう と 云 ふこと 

を氣 逍 ひます、 氣遣ひ ますが、 私 ほ 喵 自身に どうし 

たなら ば 安定を 來た すで あらう か、 物資の 供給を 圖 

られ るで あらう かと 云 ふこと を ！ W 〇 に氣 遺つ て •而 

して 考を 起した ことで ございます が 故に、 附是 まで 

私 ほ 斯の如 き 心得を 以て 斯の 如く 行 ひました と 云 ふ 

ことを 申 述べる 次第で ございます、 尙ほ 之に 付て 足 

らぬ所 もありますなら ば 何時 •又 何遍たり とも 罷出 

まして 出來る だけの 御 答を 致す 心得で ございます、 

是ほ 如何にも 黨派 とか 政 派と か 云 ふやうな 間 題では 

ございませぬ、 容易なら ぬ國民 全體の 事であります 

るが 故に、 どこまでも 或 IX 諸 ?,; の 御意 見， 御 質問に 


於て 或は 伺 ひ 或 (3: 御 答を し •どうか 之に 付て 安定を 
得る 如き 途を 執りたい ものであると 云 ふょり 外に 他 
意は ございませぬ、 左樣ど うぞ .，：： 

〇 仲 小路 菔君 唯今 農 商務 大臣ょり 極めて 熟 誠に 且 
つ 詳細な 御 答 辯を 承つ たので ございます、 唯 其 答 辯 
中に ほ 多く ほ 旣往に 於け る 事柄に 付ての 辯 明が 詳し 
かつた、 其點に 於き ましては 多少 事實の 上に 於て異 
なれる ことがあ りは せぬ かと 存ず るので ございます 
去りながら 此旣往 のこと を 今 Q 强 ひて 此 席で 彼是れ 
申す 必耍ほ ない と 存じます、 唯 必要な のは 今日 目下 
に 迫つ て 將來を どうす るかと 云 ふこと で， 唯今 御 辯 
明 中に 斯う 云 ふこと を 承つ たので、 昨年の 十月 及 十 
一月 頃の 事情とは 今日は 餘程 事情を 異にして 来た、 
昨年の 十月、 十一月 頃に考 へた 事と ほ lit 事情の 變化 
に 伴うて 多少 考を變 へて 此 場合に 應ずる 手段を 執る 
積り である、 從つて 暴利 取締 令 も 收用令 も 外米 管理 
の 事 も， 是れ皆 必要なる 事柄と 見て 其 場合に (i 之を 
實施 する ことに 窓らぬ 稍 りで ある、 斯う 云 ふこと を 
承は る ことが 出来ました の {3: 私の 甚だ 喜ぶ 所で あり 
ます， それに 付きまして は 殊に 今日の 場合で ござい 
まする から、 外米の 輸入の こと、 是ほ どう 致しても 
政府の 御 力に 依らね ぱなら ぬと 存じます、 此事が 多 
量に 輸入が 出来ます れぱ 一般の 安心を 得ます る こと 
も尠 からぬ こと、 存じます るし* 又 それ 等の 問題は 
全く 國民 生活に 關 する 問題で ございます から、 他の 
政府 問題と ほ 異にして 官民 共に 此點 に盡 力いた すは 
當然で ございます、 故に 一日 も 速に 政府に 於て 方針 
を 立てられまして、 國 民の 安定を なし 得ます だけの 
多 ffl の 外米の 輸入の 出來 ます 途を 講ぜられむ ことを 
希望いた します、 尙ほ 第三の 點に 付て 政府の 根本 問 
題に 關 する 御 趣意の 在る 所を 承は りたい と 存じた の 
であります •此 勸 に付きまして ほ 唯今 御 説明が なか 
つたので あります、 併し 今日 (X 尙ほ 他に 質 間者 も あ 
ると 存じます •餘 り此事 に 時間を 費す の ほ 甚だ 恐縮 
を 致します. 此點ほ 何れ 又 1-11 當の 場合 も ございませ 
うから 其 時に 政府の 御 趣意の 在る 所を 詳しく 拜 _ し 
たいと 存じます、 先づ 今日 ほ 差控 へます。 

〇 議長 (公 ! f.f 德川家 達 君) 服 部 ニニ 君。 

〇 男 K 石黑 ;,LV 恵 君 唯今の 農 商務 大臣の 演說 に付き 
ましてち よつ と 質問が ございます。 

0 議長 (公 Kf 德川家 達 君〕 通 吿嗰に 依りまして 質疑 
を 許しました から、 通齿せ られた 御 方が 濟み ました 


上に 願 ひたう ございます。 

〔服 部 一三 君 演壇に 登る〕 

0 服 部 一三 君 私 も 米の 問題に 付きまして 御 尋ねし 
たいと 思 ひます， 米價の 高下す ると 云 ふ 事 IX 是 は單 
純に 米ぱ かしに 付て 論ずる 譯には いかない、 他の物 
價が萵 くな れぱ從 つて 米 も 高くなる と 云 ふ 事 も是も 
已むを得ない 次第で ある •又 米な どの 如きは 聲に依 
つて 餘程 上り下りを する 事が ある ものである、 現に 
大 隈內閣 のとき に 米は 十二 1 _ にあつ たが， 邦 時 ほ 
確か 五 千 七 百 萬石內 外の 產出萵 であつ たかと 思 ひま 
する から、 今日の 產 出 高と 僅か 二 三百 萬 石の 差で あ 
る、 唯 僅か 二 三百 萬 石の 差で ありながら、 一方 ほ 非 
常に 安うな り、 一方は 非常に 高くなる と 云 ふやう に 
聲で餘 程 高下と 云 ふ ものが ある ものであります るが 
ぢや ，米の 價が 高くな り， 又 或は 米が 不足で あると 
云 ふ 事から しての 一般の 人民の 不安の 心に 對 しては 
政府に 於ても 11-h 際餘程 御注意に ならぬ といかぬ と 思 
ひます-そこで 私が 唯今 御 尋ねした いと 思 ひます る 
のは、 何故 政府に 於て ほ、 速に 本年の 米の 產出 高は 
凡そ どれ だけで ある、 從つて 不足は ：：： 此 需要に 對 
する不足ほ、どれだけであると云ふことを示し、 .1;: ( 
上に 此 不足と 云 ふ ものが あつても 決して 生活 上 不安 
を 生ずる の 必要は ない、 それには 人民が 斯 々の考 を 
以て 處婢す れぱ 決して 不安の 念を 起す 必要は ない と 
云 ふ 事を* ¥ く 御 示しになる ことを 何故な さらない 
ので あるか、 啡それ だけ 申します ると S 味が 甚だ 明 
かで ないで ありませ うが、 先刻 も 農 商務 大臣の 御 話 
の ありました 通り、 昨年の 米作は 凡そ 五 千 五 百 萬 石 
內外で ある， 是は御 調査に なつたら 或 ほ 三百 萬 石 ま 
で 減る かも 知れない が、 凡そ それで あると 云 ふこと 
を 御 話に なつた •さう すると 蓋し 五 百 萬 石から 或は 
千 萬 石 も、 商く 見れば それだけ 不足を 補 ふこと が 出 
來 さへ すれば 是で 十分で あるので あります •か •米に 
付て ほ 外國 から 入れ やうと 云うても、 今 も 御 話が & 
りました 通りに •》 蘭 西の 政府 も， 英吉利の 政府 も 
今日では 轍 出を 許さない、 確か 西貢な どの 方に 於て 
ほ 政府の r? 可を 受ければ 許す と 云 ふこと になつ て 居 
ろかと 聞いて 居ります るが、 どれ だけ 出る もの やら 
分らない ので ある、 是 ほ 如何に 迫つ た 所が 此四五 月 
迄 ほ 新米の 高が どれ 位になる やら 分らぬ から 向う で 
許す もので ないで あらう と 推察され るので あります 
そこで 米は それだけ 不足して 居る と 云 ふことの みを 
六 六 一 
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I  外交 方針に 關する 京 總理大 K の 答 辯 
今日で ほ 一般の ^ • で 知つて 居る からに、 さうな つた 
ら先き ほ どうなる であらう と 云 ふ 不安の 念を 起す の 
も •ちよつ と考 へる と 無理 もない 話であります るが 
ぢや 、併し 我國に 於て ほ 大级 、裸麥 、小麥 、此 三つ 
を 合せます ると 云 ふと， 昨年な ども 二 千 四百 十 萬 石 
の產 出が あつたので ある、 此小麥 ほ 小麥 粉に 製し ま 
して ^ 出した 高 も隨分 ありませ うが、 今日 尙ほ 阈內 
に殘つ て 居る 所の もの ほ 百 萬 石 以上 あるので ある， 
大麥 、裸 麥の殘 つて 居ります る 所の 額 {3: 能く ほ 分り 
ませぬ けれども 、是ほ 餘程澤 山 あるで あらう と 思 ふ 
それの みならず 麥は 四 ?}: 月頃に なれば 新しい ものが 
出て 來 るので ある •それで 一般の 人が 少し 注意を し 
て、 或 ほ 麵麴を 食べ、 或 ほ麥を 混ぜた 所の 飯を 食べ 

ると 云 ふこと にしましたならば、 何も 心配す る こと 

はない、 此麵_ と 云ひ麥 販と云 ひ 皆 日本人の 口に ®, II 

れて 居る ものであるの みならず 滋 ^ の點な どから 云 

ふと •却つ て 宜い かも 知れぬ •決してむ づか しい こ 

とで ほない ので ある、 それで 是 等の 點を 何故 早く 一 

般に 御知らせに ならない ので あるか、 之を 御知らせ 

になり さへ すれば 皙の 者が 注意す る ことは 殆ど 明か 

な 話で ある、 是が 一つ、 もう 一つに {3: 聯合 國 一般、 

又 中立國 に 於き ましても、 食 糖に 付て 制限を 設けて 

居る、 所に te ると隨 分嚴 しい 制限を 設けて 居る •僕 

婢に 至る 迄 も 之に 付て ほ餘程 能く 守つ て 居ります、 

が此 食物の 制 K と 云 ふこと ほ、 啻に 食物を 儉約 する 

とか， 或 ほ 調和す ると か 云 ふことの みならず •一方 

に 於て ほ 之が 爲に 食物に 對する 新しい 色々 の 考を著 

けて、 今迄 食べない 所の 物 も 確に箠 いと か 何ん とか 

云 ふ考を 起す ものである、 故に 例へ ば 我國に 於ても 

此際簪 察の 監督の 下に 在つ て營 業を して 居ります 所 

の 宿屋と か 料理屋と か、 待合と か、 飲食店と か 若く 

ほ 芝居 茶展 、是 等の ものに 於ても 純 粹なる 米の 販ほ 

出さない と 云 ふこと にさしたら 宜か らう、 如何にも 

奇異の やうで あるけれ ども. 少しも 可笑しい ことは 

ない、 勞働者 などに 向つ て さう 云 ふこと を 言うたら 

是は隨 分 苦痛を 感ずる であらう、 今 私が 言うた 所の 

場所な どへは， それを やつた 所で 或 ほ 富 一 * 紳士と 云 

ふやうな 若 もさう 云 ふ 所へ 行く 者が 澤山 ありませ う 

けれども •一方 是で 苦痛を 感じて 行かぬ と 云 ふ 人 も 

ありますまい、 又 中流 又 ほ 下曆の 婦女子 もさう 云 ふ 

所へ、 腿々 芝居な どへ 行きます から、 それ 等 も此食 

物の ことに 付ての 新しい 考を皆 起す やうになる、 是 


ほ 一つの 方法で ある* ちよつ との 詰らない やうな 事 
である ! t れ どもが、 今日より それを なさる こと ! T- 私 
ほ 必要と 思 ふ •兎角 政府の ことと 云を ものは 手遲れ 
になつ て 仕舞 ふ •前々 も 食物になる 所の 米穀に 付て 
不足 ほない かと 云 ふこと を 聞いた こと も あるが、 其 
時分に 當 局の 人 ほ 幸に して 統計に 佐れば、 たんと 不 
足は ありませ ぬな ど、 云 ふやうな ことの 御 答が あつ 
て， 其 後に ほ 直きと 不足 不足と 言つ て、 大に 御盡力 
になつ たこと も ある そこで 兎角 政府の 仕事と 云 ふ 
もの ほ 手遲れ になる、 先んじて 人心を 安ん ずると 云 
ふことは •是ほ 私 ほ 最も 必要な 事と 思 ふので ありま 
す、 それで 一に ほ 此際 明かに 米の 不足 額を 示し-一 
方には 總ての 者が 之に 付て 注意を しさへ すれば* 決 
して 韈餓の 憂は ない と 云 ふこと を 明に 一般に 示し、 
又もう | つに ほ 食物に 付ての 多少の 制限を 御 設けに 
なること が必耍 と 思 ひます るが. さう 云 ふ 御考ほ 無 
いで あらう かと 云 ふこと を、 御 尋ね 致します。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 漦る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君  >  先刻 仲 小路 君の 御 質問に 對し 
まして 農 商務 大臣より 詳細に 御 答いた しました、 尙 
又 服 部 君より 唯今 御 質 間であります が、 何れも 8! 食 
の 問題に ^ ての 御 質問であります から •旣に 御 答 辯 
を 致して 盡 きて 居る こと もあります るから、 之を 繰 
返す ことほ 致し ませぬ が、 簡單に 政府の 執りつ、 あ 
る 所を. 私は 茲に 申して 置きたい のであります、 米 
穀の產 額と 云 ふ もの ほ 毎年 ?* 想を 取つ て 居ります が 
此豫想 ほ 實收に 至りまして 增 減の ある ことは 御 承知 
の 通り I 併ながら 此豫 想に 基き まして， 先づ 大體の 
考を 定める のであります、 假令實 收に 至つて 多少の 

相違 ありと 致します る も •之に 依つて 計畫を 立てる 

のであります るが、 其豫 想に 基き まして、 幾許の 不 

足と 云 ふこと を 正確に 知る ことほ 出來 ませぬ が-併 

し 多少の 不足を 致し ほ すまい かと 云ふ氣 遣が ありま 

す、 故に 之を 補 ふに ほ 多く ほ 外國其 他より © 入する 

の 方法に 依つ て、 不足と 思 ほる、 15 を 補 ふの 外 ほ あ 

り ませぬ、 此 見地より 致しまして、 政府 ほ 自由に 米 

穀 の ® 入を 希望いた す もので ありま T から、 先刻 旣 

に 申した 如く 關税の 撤廢等 も 致しました •而 して 商 

人に 自由に 入れる ことの 便利を 得させた ので ありま 

すが、 尙ほ其 外に も®々 なる 方法に 依つ て 決して 米 

穀の缺 乏を 感じない やうな 方針を 執つ て 居ります、 

唯 如何せ む 何れの 國 より 幾許を 輸入す る、 何れの 國 


に ほ 斯樣な 交 渉を 致して 居る と 云 ふ 邸 末 {X 兹に甚 だ 
申し M いのであります、 と 申します る もの ほ， 之が 
爲に價 格に も 影響いた します るし、 又 其 地方に 於て 
輸出す るが 宜しい、 是ほ 宜しから f と 云 ふ 議？ 1 等 も 
生じまして •十分に 日本に 駝入 する のに 支障を 生ず 
る廣れ があります から、 何れの 地方より 幾許 g? 入す 
る 積り であると 云 ふ 見込を、 明瞭に 中す こと is 遨憾 
ながら 出来 ませぬ、 併な が此內 地の 產額ほ 不足な 〇 
と假定 いたしまして、 之を 補 ふに 外國 より 持つて来 
る途ほ 十分に 開いて 居ります、 又 先刻 服 部 君より 麥 
其 他の 御說も ありました •是 も 我國に 於て ほ 相 當に 
あります、 又 新しい 麥の 收醒も 遠から ざる ことで あ 
ります が、 尙ほ 之に 加へ るのに 陸軍に 於て 馬糧に 埘 
ひました る麥の 如き も、 大部分 高 梁に 代へ る 方針で 
あります 、是亦 餘裕を 生ずる のであります、 故に 如 
何なる 點に 於き ましても、 政府 ほ 決して 國 民の 糧食 
に缺乏 を 感じさせぬ 積り であります から、 左樣 御諒 
承を 願 ひます、 又此糧 食間 題の 永遠の 事に 付き まし 
て 仲 小路 君から 御尋で ありました ‘是は 農 商務 大臣 
が 御 答 辯いた さなかつ たと 云 ふ 事であります、 此事 
に付きまして 4 農 商務省 豫算に 於き まして •開 ■其 
他の 獎 励を 設けて 居ります‘ 尙又國 民經濟 調査 會で 
調査 も 致して 居ります るが、 其 以外に 於て 日本の 不 
毛の 地を 開きまして、 糧食を 十分に 致したい と 云 ふ 
方針は 執つて 居ります、 併ながら 此® 貪の 根本的 問 
題と 云 ふ ものは 數 代の 內閣を 純まして 尙解 決が 出来 
ぬのであります、 甚だ 遺憾に 感じて 居ります るが、 
併し 俄に 玆に名 案を 得 やうと 云 ふこと ほ 困難で あり 
ます， 併しながら 大體の 私の 方針と 致して ほ 日本の 
成るべく 開き 得らる、 所の 土地を 開く の 外は 仕方が 
なから うと 思 ひます、 さう して 撮 貪を 十分に 致す 途 
を 執る より 外 仕方がない と 思 ひます、 而 して 糧食が 
豊富に なりまして 價に 影響を 致しましたならば. 之 
が 爲に 農民の 保護を 考へな ければ ならぬ ので ありま 
すが、 是も 度々 當局に 於て 研究を 今日に 始まらず 致 
した ことであります •名案 も 得 ませぬ が-去りな が 
ら 11 食 ほ 豊富に 致さなければ ならぬ、 糧食を 豊富に 
致した 結果 •直 段に 影響して 農民が 困難いた すと 云 
ふなら ば、 之に 對する 相當の 方法 も 立てなければ な 
ら ぬのであります から、 十分なる 講究を 致して 居り 
ます、 多少の 腹案 もあります る けれども、 茲に 未熟 
なる 案を 述ぶ るの 機會で ない と 思 ひます が、 何れに 


I  六 六 二  • 

しても 根本的の 解決を 現内閣に 於て 努む る租 〇でち 
ります、 左 揉 御了承を 願 ひます： 

fa 務大臣 山 本 達 雄君演 甩に登 る〕 

〇  L N 務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 先刻 仲 小路 君 〇 御 rl 間に 
對して御答を申上げました其闹に，滔£收用令及外 
米 管理 令 ほ 議會に 向つ て ? If 後 承 lg を 求めます と 云 ふ 
ことを 申 上げました が、 外米犄 理 令の 方は 普通の 勒 
令に なつて 居りまして 金く 關税 撤廢〇 緊急 勅令を ? If 
後 承諾を 求めます と 云 ふことの 間逋で ございまして 
此 外米 管理： 令の 方は 普通の 法律と して 緊急 勅令で な 
しに 普通の 勅令と して どこ 迄 も 行く と 云 ふこと であ 
ります ちょつ と‘ 訂正を 致して S きます。 

0 議長 (公 财德川 家 達赵〕 此際 諸君に 御 諮りを 致し 
たいと 存じます、 總理 大臣の 施政の 方針の 演説に 對 
する 質疑 者の 通 吿を澤 山議嚷 ほ 持つ て 尻り ます、 本 
日 ! i 御 承知の 通 〇總理 大臣 始め 各國務 大 K ほ 衆 謎 院 
へ 午後の 會議に 出席す る 必要が ございます から、 本 
院の會 翳 IX 本日は 是で 止めて は 如何で ございませぅ 
〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 本日の 織き ほ 他日 開く こ 
とに 致します。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 e 公 ffif 德川家 達 君) 次の 議事 日程は 決定 次第 
御 通知に 及びます、 本日は 是で 散會を 致します。 

午後 零時 十五 分散 畲 


0 大正 八 年 I 月 ii 十四日 (金曜日： 一 
午前 十 時 十 I 分 開 11 
議事 B fl 第三 號 

第一 公爵 毛 利 元昭 君、 公爵 島津忠 m 君、 公爵 
德 川慶久 君、 公爵 近裔 文！！ 君、 公爵 大山 
柏 君、 侯爵 中 山 老窘君 、 ® 小松鹧 久君 
子爵 加納 久宜君 、男爵 牧野 伸 額 君、 大久 
保利武 君、 男爵 本 多政以 君、 男爵 近 藤 ® 5 
平 君、 加藤恒 忠君、 兒玉 利國 君、 傘 田 口 
元學 君、 多勢 龜五 郎君、 横山久 太 III 君、 
山 田 純 精 君、 西 Jli 甚 W- 郎君； gw 暇の 件 
第 II 大 1E 4J 年 法律 第二 十 _ 號中 改正 法律案 
(雛麵) 第一 讀 ぎ 

第一 一一 右議鎊 の 審査を 付託す へき 特別委 員の 選 

0 

第 四 輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 


院族贵 泠链國 帝 回一 十四 第 


第 |讀 會 

第五 右 li 案の 審査 £■ 付託す へき 特別委 員の 選 

0 

0 議長 (公 ® 徳川家 達 忍) 是 ょり 諸般の— を 致さ 

せます。 

〔長 谷川 書記官 朗譖〕 

去る 二 十一 日常 住秃 員 ir に 於て 當選 したる 正副 委 
員 長の 氏名 左の 如し 
決算 委員 會 

委員長  伯 ® 大木 遠 喜 
副 委員長  三 宅  秀君 
請願 委 « 色 

委貝長  侯骷細 川 護立 君 
剮 委 M 長  伯 13 小 笠 原 長 幹 君 
同日 請願 委貝會 に 於て 決定した る 分科、 分科 擔當 


委員 及 主 孜の及 名 左の 如し 
第一 分科 ( l& lf ) 


主査 子 B? 秋 /! ! i 英君男 博 高 千 ®! 宣圃君 

男 ! 3 藤村袭 朗君  大谷嘉 兵® 君 

今 井 五介 君  伊丹 ® 5 太郞君 

矢 口 長右衞 門®  ffi 山  章 君 

第 l. ^ s  務) 

主奄男 ll'f 阪井茁 季沿 伯爵 小 d 原 長 幹 君 

子 柯 今 城 定政君 男 ti? 黑川幹 太 郎君 

男 辟 今 Ka a S 君  江 原素 六 君 

佐 藤 炖 兵衢君  中村圆 I 郞哲 

臨 本 S 作 君笼務 大谷嵙 兵® 君 

K M 1 7 科 へ 内閣 「鐵 iri 院を除 ) 

穿 三 刃 も 一く 」司法朽、遞信省) 

主査 妈 Inf 坂本饺 m 君 侯 掼細川 謎 立 君 

子® 西 尾 忠方君 男 Kf 島 渾煺之 助 君 

野々 村 久次郞 芯  石谷傳 四郞れ 

勝田鋇 次郞君  平 尾 喜三郞 君 

11 

主査 子將 吉田笊 風 a 男 ® 宇佐川 一正 君 

男 辟 福 原 俊 丸 君 男 將 野 田 龜喜君 

男 K 矢 吹 省 三 君 二階 堂 三饳左 衞門君 

高 橋 源 次 郎君  土 田 萬 助 君 

中 山 慕 兵 衞怼 

同日 請願 委员長 より 左の 報吿 迸 を 提出せ り 

8 |願文 ::(> ::表第一回報吿迅 


同日 内閣 總理大 rll より 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受铀 せり 
農 商務 辑所宵 事務 政府 委員 

農 商務 # T 記 官副島 千 八 君 
〇 議長 (公 [fii: 德川家 達 君〕 是 より 本 3 會該を 開き 
ます、 前會 に ^ I 續き まして、 通吿順 に ffi りまして 質 
疑を 許します、 阪本 15 之 WJ 苕。 

t 阪本釤 之 助君演 增に 登る〕 

〇阪 本 §? 之 助 君 二十 一日の 當 に 於き まして、 
内閣 總邱 •大 K が 施政の 方針を 述べられました 中に、 
高等 敎育機 關の摘 張と 云 ふこと がご ざいました、 此 
事に 付きまして 聊か 質疑を 致したい と 存じます、 暫 
時時 間を 與 へられん ことを 願 ひます、 政府 ほ 大正 六 
年 七 年の 兩年 度に 於き まして、 高等 學校四 校、 實業 
堪門學 校 ?/ 1: 校の 創立、 再 門 學校二 校の 擴張陞 格を 提 
案せられ ました、 又 此の度 大正 八 年度の 豫算 として 
提出せられ ました 中に も、 高等 學校三 校、 高等 工業 
昂 校 一校の © J 立 费が 計上され て 居る ので ございます 
之に 拘らず 先 IT 文部省より 111: 間に 發 表せられました 
所に 依ります ると、 更に 萵等學 校 十 校、 實業惠 門學 
校 十七 校、 萬 £： 學校！ 一校と、 帝 國大學 の 學部四 科の 
創立 專門學 校 六 校の 陞 格、 旣設學 校 八 校を擴 張す る 
の計资 でありまして、 追加豫 算 として 將に本 _會 に 
提 出 せられむ として 居ります る 臨時費の 總計は 、四 
千 raw J.: 十餘茁 _、 之を 六 ® 华の 繼_事 業と せられ 
まして、 其 中の I 千 萬圆は 内帑の 御 下賜に 須ち ます 
三千 四百 五十 餘茁圆 は 公 m 又は 借入金を 以て 支辨せ 
むと すると 中す ことであります、 斯 くも 多 數の 高等 
敎育摁 關を 一時に 咐設 すると 云 ふことの 可否 得失 IX 
十分に 考究を 耍す る餘地 ある ものと 信じます るの み 
ならず、 先に 申 述べました る 成 行を 持つ て 居ります 

る斯の 如き ものを、 追加 裸 m として 提出せ ら る、 の 

は、 會計法 第 ;/ i: 條第二 稍に M 觸す るの 嫌な き や 否や 

又 其 財源 13: 公似 又 {3: 借入金に 依るべき 性質の もので 

ある や 否や 等の ことに 至りまして ほ、 十分 研究を 耍 

する 問題で あると 存じます る けれども、 是等ほ 他日 

の 問題に 留保いた しまして、 今日 急に 質疑を 致して 

置きたい と 思 ふことの 要 15 だけを 是 より 申 述べる 積 

りであります、 内帑 御 下賜 金の ことほ 唯 恐懼の 外な 

き 次第でありまして、 今更 言 K すべき 限りで ほ あり 

ませぬが、唯政府に向って御尋して見たぃのほ、日 

月 雨の 如き 架 ■に 於 かせられまして は、 此巨糾 の 御 


下賜ほ閛〇中沫以上の敎育機關にのみ充てさせらる 
、思 召で ある铐 ほ ない、 必ずや 國民 一般に 均 霑す ベ 
き 普通教育の 機關 、殊に 下級 國 民の 恩 澤に 浴すべき 
國民敎 育、 肓啞敎 育、 若く は 感化 敎育 等に も 及ぼす 
ことを 妨げざる 思 石では あるまい かと 拜 察し 奉る 次 
第であります が、 政府 ! 3; 此邊に 付て 如何に 拜承 せら 
れて 居ります か、 大抵 斯の 如き 御 下賜の ある 場合に 
は、 御沙汰 書と 沄 ふ ものが ある やぅに ® 、 ズて 居り ま 
すが、 此 度のは 此盎 前の 巨額の 御 下賜で あるに も拘 
らず 、それ 等の ことは 無 かつた のであります か、 御 
差 支な き 限り 拜承 いたしたい と存 ずるので あります 
聞く 所に 據 ります ると、 政府は 頻りに 地方 長官の 上 
京を 促され、 此計斑 に 要する 金額の 調達を 要求せ ら 
れて 居る と 云 ふ樣 子であります、 果して 左樣な こと 
でありますならば、 政府が 三千 四百 五十 餘萬 圓と云 
ふ 金は、 公債 又 ほ 借入金を 以て 支辨 せむ とする もの 
であると 云 ふ 言明は、 或は 虛構 であつ て、 其實ほ 地 
方の 獻 納金を 以て 之に 充てむ とする 底意で あると 推 
測し なければ なり ませぬ、 地方 長官は 素ょり 政府の 
命ずる 所に 依つて 行動す る 外 ほ ありませ ぬが、 地方 
の 議員と か、 有志と か 云 ふ 人々 迄が、 各府縣 競爭の 
渦中に 捲 込まれまして、 一種の 名譽心 に驅 られ まし 
て學 校の 引 張 合に 熟 中 狂奔して 居られる と 云 ふのは 
笑止 千 萬の ことで あると 存じます、 而 して 其 地方 11 
納金なる ものが 眞に 篤志家の 寄附に 出 づる もので あ 
ります るなら ば茲に 多く 論ずる の 必要 {3: ありませ ぬ 
かなれ ども、 それは 頗る 闲難で ありまして、 結局 府 
縣税 として 賦課され た 府縣 費の 支出に 依る ことにな 
るのは 是 迄の 例に 照して 明白な事 實で あります、 現 
在 地方 經濟の 狀態ほ 如何で ございます か、 之を 見 ま 
する に 近 來物價 騰貴の 影！？ に 依りまして、 全體に 支 
出の 增 率を 示して K- るので あります、 其 h に聱 察官 
學校職 員府縣 吏員な どゝ 申します 者の 壻俸 臨時 手當 
と 云 ふやぅな 增加が 莫大に なりまして 地方 費 ほ 谷府 
縣 とも 著しく 膨脹を 來して 居ります ので、 世の 進步 
に 連れて 自治 fia たる 府縣 自身が 起さねば ならぬ *: 業 
さへ も 皆手控 へに なつて 居る と 云 ふ 實狀で あるので 
あります、 然るに 政府は 此地 方の 經濟狀 態 如何を も 

顧みず 國家 の經營 に ® する を 常 然とす る . 國家の 

經營 に ij する を當然 とする 官立 學 校の 褙設 費を 地方 
に 割 常て、、 一校に 付て 七 八十 萬圓 乃至 百 萬と も 云 
ふべき 巨額の 獻 納金を 府縣に 要求せられ ると 云 ふこ 


とは、 如何な 次第で あるので ありませ うか、 府縣は 
到底 此巨籼 の 支出を 一時に 負擔 する こと ! i 出來 ませ 
ぬから、 必ずや 府縣 債を 起しまして、 其 急場を 凌ぐ 
と 云 ふこと になる のであります、 府縣 自身の 事業 經 
營 k 現在 及將來 に大な る打擊 を受 くる こと、 相 成る 
のであります、 加 之な， -b ず' W 縣 税 の 賦課 ほ 御存知の 
通り、 市町村の 賦課 税が 之に 隨伴 いたす ので ありま 
す、 間接 It 接に 細民の 即ち 小 商人、 水吞 百姓、 勞働 
者と 云 ふやうな 類まで 一樣に 及ぶ ものであります か 
ら 、手 短く 申します ると 中流 以上の 敎育 費を 支 辨す 
るが 爲に 、上は 內帑を 煩は し 奉り、 下 ほ 此 細民の 懐 
金を 絞り取る と 云 ふ 結果になる のであります、 中等 
以上の 子弟の 敎育 費を 支 辨す るが 爲に 細民の 懐 金を 
絞り取つ て 之に 充て、 敎育 すると 云 ふ 結果になる の 
であります、 尙ほ 政府が 獻 納金を 地方に 要求せ らる 
、の 結果と して® 校の 設立 費を .…： 設立す る 土地を 
强 ひて 此の 谷 府縣に 分布せ むと する が 爲 に、 學 校の 
種類 や 學生橥 合の 便 否な ど k 云 ふこと を 基 進に 置く 
ことが 出来な くな つて、 從つて 商工業と 云 ふやうな 
ことに ほ 甚だ 鞔 遠き 邊 僻の 地方に 高等 工業 學校や 、 
高等 商業 學校を 立て やうと したり、 又 ir£ 府縣に ほ 立 
派な 大都會 が あるのに、 之に 隣接す る 誠に 寥々 たる 
小 市街に 持つて行 つて 高等 學校や 專門學 校を 設け や 
うとす る やうな (¥1 向が 見える ので & り ます、 否、 ® 
向で (3; ありませ ぬ、 左！！ な 事 實が旣 に 現れて 居る の 
であります、 此獻 納金を 地方に 要求す ると 云 ふこと 
ほ 宜しくない と、 本員の 意見は 今回 初めて 申す ので 
ありませ ぬ、 前 内閣に 向つても 大に 不服を 唱へ たの 
であります が、 今回の 計 St ほ 殊に 大袈娑 であると 同 
時に 其の 影 fl する 所 も 益々 大なる ものが あるで あら 
うと 云 ふこと を、 I 層 憂 Ei; いたす 次第で あるので あ 
ります、 特に 民情に 通 @ せらる X ものと 見るべき 現 
內閣に 於て、 而かも 第 四十 議會に ほ 小 m 校敎負 俥 給 
國庫 負擔 法案を} 一す るに 當 りまして、 衆議院の 該法 
案の 特別 委員長と して 地方の 負擔輕 減を 力 , tii せられ 
ました 現 文部大臣 中 橋 閣下が、 却つ て 地方の 負擔を 
佾して 國家事 業の 施設に 供せ むと する が 如き 計畫を 
立てる と 云 ふに 至つ ては 矛® も亦甚 しい、 誠に 本員 
等の 了解に 苦しむ のであります、 斯く中 したなら ば 
政府は 之に 答へ て、 いや、 こつち から 獻 納金を 强ひ 
る _でほ ない、 地方から 進んで 申込んで 来る ので あ 
るから、 之を 受ける ので あると 仰つ しやる かも 知れ 


施政 力 針に 關 する 阪本釤 之 助の 質 間 
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施政方針 に閱する识筠理大臣の答辯  I 
ませぬ が、 それ ほ 餘 りに 事 迓を韜 晦する ものと 存じ 
ます、 政府 ほ卞邊 として 府 1 ::税 を 賦課して まで 調達 
する ^ 納金の如きほ、一切許さゾることに相成るの 
が 常 然であ り ほせぬ かと 存ず るので あります" 殊に 
地方 費の 岈加を 致したり、 又 地 万 53 を 起したり する 
こと. に 付て (3: 常に 難色 ある 之を 難ん ぜら る、 內務大 
鈸 の兩 V/; 局 者が、 斯の 如く 地方の 負擔 を衔 加す る 計 
迸に 同 S せらる-' と 云 ふこと ほ 不 nj 思議で ある、 大 
藏大 R (r. 或は 此邊の 消息 (3: 深く 御 研究に なつて 居ら 
ぬか 知れ ませぬ が、 內務大 F5 ほ 飽迄御 熟知の ことで 
ありまして、 茜し 本員の 葱 見と 御 同感で <3; あるまい 
かと 思 ほれます、 兩 大臣 ほ 果して 如何なる 考を 有し 
て 居られる か、 明答を 與へ られ むこと を 望んで 已み 

ませぬ、 更に 御 質しした いの ほ 政府 ! X 宵 立學 校の％ 

設 11 張と 云 ふやうな ことにの み 汲々 たる 狀 態の やう 

に 見えます が、 私立 學校 に對 しては 如何なる 方針を 

有つ て！ E るので あります か、 本 fl の 見る 所では 官學 

萬 能 主義ょりも、 一面には 私立 學 校の 出 來榮の 宜し 

きものを 肋 成して、 官立に 等しき 成績を 擧げ さする 

方が 國费の 上から 見て 緙濟 的で あるの みならず、 人 

材蕤 成の 卜： から 見ましても、 實際に 適應 する 場合が 

多くは ないかと 思 ふので あります、 多年 實業界 にあ 

つて 冬 數の 人を 使用せられ て、 是 等の 事には 最も 精 

通せられ て 居る 所の 屮 P 文相の 意見 (X 如何で あるか 

特に 聞かん と 欲する 所であります、 高等 敎育 機關擺 

張の ことに 關 する 質疑は 此邊に 止めまして、 更に 一 

言 御 尋ね 致したい のは 國民敎 育 普通 敎育 のこと であ 

ります、 敎 育の 改善を 以て 政綱の 一 要項と せられて 

居る 所の 現内閣 ほ、 小學中 學の 現狀を 如何に 御覽な 

されて 居る ので ありませ うか、 本員は 遣憾な がら 國 

民の ia 德及 生活に 付て 徹底した る敎 育は 行 ほれて 居 

ない ものと 認む るので あります、 文相 閣下が 入 聞 後 

間もなく 京都に 赴かれまして、 京都 帝 國大學 の 招 侍 

に 臨まれました ときに、 其 席上で 國民敎 育が 實社會 

に 交渉 か 乏しい やうで ある、 國民敎 育が 實社會 に 交 

渉が 乏しい やうで ある、 我が 國 民の 常識を 涵養す る 

ことは 考慮すべき 問題で ある、 普通 敎育 とても も そ 

つと 社會 化する 必要が あり ! 3: せぬ か、 國民敎 育の 基 

礎は 飽 迄社會 化して 國民生 活に 接近せ しむる ことに 

意を 用 ひねば ならぬ と 云つ たやうな ことを 述べられ 

I たと 云 ふやうな ことを 當時 新聞で 見ました、 流石は 

i 世に 所謂 平民 大臣で ある、 我心を 煜た ものであると 


窃に 喜びました ことであります、 當局 大臣が 旣に斯 
の如き意見を有せらる、以上ほ、現在の如く實社會 
に 交渉の 乏しい 不徹底なる 國民敎 育 普通教育を 其 儘 
に棄 蹬 かる V 害 13: ない、 必ず ffl 常なる 施設を 斷行せ 
ら る、 もので あらう と 期待して 居りました に 拘らず 
八 年度の 豫算の 上に (3; 何等の 要求 も 見えて 居らぬ や 
うでありまして、 先の 喜びは 寧ろ 失望と なつた ので 
あります、 之に 關 する 御 抱負 御 方針の 在る 所を 詳に 
伺 ひたい ものと 存じます、 以上 述べました る 質疑に 
對 しまして、 それ <關 係の 谷 大臣より 明確なる 御. 
答 辯 あらむ ことを 希望いた します。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 一原 敬 君) 唯今の 阪本 君の 御 質問に 御 答 
へを 致します、 高等 敎育櫟 關擴 張の ことに 付ての 御 
質問であります るが、 阪本君 ほ 飽迄御 承知で ありま 
せう が、 今日 義務教育の 制度 も 永く 布 かれて 居り ま 
して、 就學兒 童は 百 分の 九十 九 迄に 達して 居る 所 も 
可な り 多い ので ある， 左樣に f 藤 ■務敎 育を 受ける 
者が ^ ■ 加いた しました が 是 より 進んで 中 學に這 入る 
是れも 最も# 地に 於いて 中學の 增設が あり 其 生徒 も 
年々 卒業す る 者 も 多い のであります るが •此 中學を 
終つ て 高等の 學 校に 這 人る >  入學 いたさむ とすれば 
其 門戸は 甚だ 狭い のであります， 故に 年々 數蓖の 子 
弟が 高等 敎 育を 受ける ことが 出来ず して 一年 も 二 年 
も 待たなければ ならぬ、 又 其 間 ® 々 落第 も 致します 
れば 、甚だ 精神 J-. にも 面白から ぬと 思 ふ從つ て是は 
社會上 及ぼす 所の 影 ® も 甚だ 面白から ぬので ある > 
故に 高等 敎育機 關の擱 張 (3-. 今日の 狀 態に 於て は 極め 
て 必要な りと 考へた のであります •今回の 大戰爭 も 

終りまして 將來國 運の 發展 を lii るのに ほ 各方： Itn それ 

-力を 用 ひなければ ならぬ 事 ほ あり^! すけれ ども 

殊に 敎 育の 如き ほ 十分なる 力を 儘し ませぬ けれ ぱ將 

來列國 の競爭 に應 ずるには » いで あらう と 信ずる の 

であります ，玆に 至つ て 甚だ 缺乏れ を 感じて 年々 數 

萬の 學半が 入る 途がな くして 困難を 致して 居る 所の 

高等 敎育摁 關を擴 張す ると 云 ふこと ほ、 最も 今日に 

於て 必要な りと 考へた のであります、 固より 義務 敎 

育の點 に 於ても それ'^ 改良を 加へ べき ことがある 

のであります、 中學に 於ても 亦然 り、 之に 從事 する 

所の 敎負其 他に對 しても、 それ f 相 當の途 は 講究 

いたさな けれ ぱなり ませぬ、 けれども 如何に 致した 

所で 年々 普通の 敎 育を 終つ て 高等 敎育に 入らむ とす 


れぱ -其途 がな くして 何 萬の 1 十 弟が W 雖を 致して 居 
ると云ふことほ*國家としてほどうしても此救濟を 
講じなければ ならぬ と考 へたので あります、 而して 
此の やり 來〇を 見ます れぱ 、從來 の 當局者 も 皆是ほ 
感じた のであります、 如何せ む 財政の 許さゾ る 所で 
地方の 寄附 等に 依つて、 年々 11 に數校 の 高等 學校其 
他を 設立す るに 過ぎぬ のであります、 是は 全く 歷代 
の 當局者 も 思 ひ 至らぬ のでは ありますまい けれども 
財政の 許さゾ るより 斯の 如き 窮策を 執つ て 居つ たの 
であります、 然るに 今回は 臨時 敎育 會議の 調査に 法 
りまして、 大學令 高等 學校 令を 初めと 致しまして、 
此學 制が 大體に 於て 玆に定 つたので あります、 御 承 
知の 如く 漸次に 勅令 も發 布せられ まして， 制度が 先 
づ 今日の 事態に 於て 完成と 申して 宜しから うと 思 ひ 
ます、 再び 相 當な 時機に 改正 も 必要で ありませ うが 
先づ 今日の 事態に 於て 左 樣な る狀 態であります •是 
は 罔より 臨時 敎育會 誠の 諸君の 非常なる 盡 力に 依り 
此 結果を 見た ことほ 誠に 是ほ滿 足の 至りに 堪へ ぬの 
である- 而して 此 制度が 確立いた して >  制 度が 確立 
いたしましても* 之を 實行 する に當 つて 依然として 
高等 敎 育機關 が 不足を 致して 居りまして は、 折角 制 
度が 定まりましても、 此 恩恵に 浴す る 者は 矢張り 從 
来の 如くで なければ ならぬ のであります‘ 甚だ 國家 
に 取りまして 不利益な りと 考へた のであります、 故 
に 私は 一面に 於て ほ此 極めて 不足を 感じて 年々 數蓖 
の學 生が 方问に 迷うて 居る 事を 救濟 する のには 學校 

を . 高等 敎 育を 受ける 所の 學校 を增設 する が 急務 

であると 感じた ので. あります， 他の 一面に 於て は 各 
學 校、 谷 階級の 學校 に付きまして 科目 等に 多少の 修 
正を 加へ て 時勢に！！ 應する やうに 致さなければ なり 
ませぬ が •是 は委 負を 設けて 調査す るより 外 仕方が 
ない のであります から、 臨時 敎 育會譴 が 終りました 
ならば •此 調査を 直ちに 著 手いた さう と胸算 を 立て 
て 居る のであります、 一面に 學 科目に 付て 改正を 加 
へる の 方針を 執る、 他の 一面に 於て {X 極めて 不足を 
感じて 居る 所の 高等 敎育機 關を擴 張す ると 云 ふこと 
が" 必要な りと 認めた のであります るが、 さて 之を 
致さむ とすれば 矢張り 歷代內 閣の苦 しんだ 通りに 財 
源に 困難を 致す のであります、 併し 財 M に闲 難を 致 
すと 云 ふのを 以て、 今日 世界の 大變 化を 受けつ 、 あ 
る我國 としては、 之を 延ばして 置く ことほ 出来ない 
のであります から、 已 むを煜 ず 公 « 又は 借入金に 依 
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つて 此計 を 遂行し やうと 考へた ので ある* 固より 
學 校を ^ 設 すると 云 ふことは 一時的の ？ i «J である* 
一時 臨時の 费用で ある、 之を jfli 持し 其學校 を 將來雎 
持して 行く と 云 ふこと IX 、 是 ほ 普通の wf lj. に «: る 〇 
外は あ 〇 ませぬ が、 舉校を 建築す ると 云 ふこと だけ 
ほ 臨時の 费用で ある、 臨時の 財： i.K に 依つ て 支 S'-F いた 
すが 適當 であらう かと 考へ た、 又是が 越 常なら ずと 
致しました 所で 外に te る 0f がない、 一 々因 ? 5 を 待つ 
て 居 〇 まして ほ、 とても 急速に 出 來る ものでは ない 
と考 へます から、 公位 其 他仍入 命の 方法を 執り まし 
て •不日 其 案 も 議會に 提出いた さう と考 へて 居る の 
であ 〇 ます、 然るに 斯様なる 計 迸 ある ことが 上 に 
達しまして、 畏れ多くも 內帑金 御 下賜の 御沙汰を 拜 
しました、 是は 宮中の ことを 彼れ 是れ忖 度して 中す 
のは 恐懼の 至であります が、 併ながら 敎育 のこと に 
付て 大御 心を 勞 せられ、 其 他 百般の ことに 付き まし 
て も. 今日の 事態に 應じて 龄念 いたさせら る、 と 云 
ふを 拜察 いたしまして、 如何にも 恐懼に 堪へ ぬので 
あります、 然る 場合に 偶々 高等 敎育 機關榈 張の 計 迸 
ある ことが 上聞に 達しまして •內帑 企 一千 萬 H] 御 下 
賜の 御沙汰を 私が 拜 承いた しました、 其 御沙汰 書は 
唯今 此 所に 所持いた せませ ぬが、 斯樣な る 御趣总 で 
あります、 高等敎 育 機關掖 張の 計进 ある ことを rirl 召 
され、 內帑金 一千 萬阊御 下賜 相 成る と 云 ふことの 御 
沙汰であります、 故に 他の 方面に も 皇室の S 用 御 多 
端の 際に 御 下賜 命 等 も 段々 あります し、 御料地 等の 
御處分 も あつて 色々 なる 點に 於て 大御心 を 注 かる、 
ことは 拜察 して 恐懼に 堪 へませ ぬが、 殊に 此敎 育の 
ことに 付て 斯の 如き 御沙汰を 拜 すると 云 ふことは、 
唯 感激の 外は ありませ ぬ、 之に 依つ て 以て 一番闲 雛 
と 致して 居る 年々 數萬 の學 生が 其 道を 得て 有 雛く 感 
ずるの みならず、 一般 國民も 其 惠に 浴し まして、 將 
來我 邦の 所謂 國運 發展に 貢 ® すべき 所の 國民が 出來 
ると 云 ふことは. 誠に 喜ばしい ことで， 國民 一般 も 
之を 聞いて 感泣の 外な からう と考 へる のであります 
之を 增設 いたします るに 付て、 谷府縣 より 寄附 金を 
誅 求して 居る と 云 ふやうな 噂を 聞きまして •此點 に 
於て …… 是は阪 本 君な ど 長く 地方 官を されました か 
ら御 承知で ありませ うが、 年々 地方は 種々 なる 學校 
を 希菌 いたしまして 居ります、 當局 者に [¢0 つて 色々 
陳情 等を 致して 是非 立て、 吳れと 言つ て 居る ので あ 
ります、 ffii して 又 唯今 申した やうに、 從來 財源に W 
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_ を賊 じました が 故に、 膝. 代の 當局 者が 矢張り lit 寄 
附を 受けまして 學校を 設立いた したので あります、 
前年度 …… 其 以前に 於ても 前年度に 於ても、 今年度 
の 木 拽览に 調 求いた しました もの も、 全部 地方 若く 
は 有志の 寄附に 成つて； ^ る のが 多い ので あゎます、 
併しながら 私の 考へ まする には、 舟れ は 阪本对 とも 
御间感 であつ て、 其 寄附を 待つ て 左 樣なる 機關を 全 
5 しやう と 云 ふこと になります れぱ 、とても 急速に 
出来る 事で もな し、 fl!i 方 も 亦 闲雜を 致す 場合 も あり 
ませう、 寄附を 侍たず して 國 家の 力を 以て 此不 足を 
補 ひたいと 考へ たのであります、 即ち 公憤 借入金に 
依つ て支辨 をし ょう， 尤も 此總額 は 四千 四百 萬圓に 
相 成ります けれども、 唯髙等 機關を 作りました だけ 
では 全きを 得 ませぬ、 之に 從車 する 所の 敎 M を 作ら 

なければ ならぬ、 是 ほ 四百 1¢; 圓以上 も费 さなければ 

なり ませぬ が， 其 敎 n を 作り ませぬ ければ、 機關が 

十分に 出 米ましても 全きを ^ ませぬ から、 敎员を 作 

る w 用 も 四千 四； €1萬_屮 には 含蓄いた して 居る ので 

あります、 兎に角に 寄附の みに 依つ て敎育 の發 K- を 

脚ると云ふことは、到鹿川來ないこと、考へるので 

あります 、出来ぬ ことほあります まいが、 急速 目前 

內 外の 状勢から 見まして 、教育を 十分に 致したい と 

1 K ふ 希 '' ^ か， W 申せば、 是ほ 寄附に 法つて 高等 敎 育の 

機關を 立てる と 云 ふやうな ことで ほ 容易に 完全を 期 

する ことは / 1! 來 ませぬ、 又、 のみならず 大學 等に 至 

りまして は、 先年 寄附に 依つ て 二 三の 大壤は 出来 ま 

した けれども、 常に 寄附に 依つ て 大學を 設立す ると 

云 ふ！！ には 參ら ぬのであります から、 旁々 以て， Z を 

H 的と せず して 計进を 立てた のであります， 然るに 

御 承知の 如く 地 万に 於て は 是非 m 校を 立て ゝ吳れ と 

云 ふ 希 沼が 多い のであります、 <1?. を 寄附す る 故に 速 

に 立て、 吳れと 言 ふ 希望が 多い のであります、 是の 

希 JS を 常に 111 出た 所の 池 方に 對し ましては 果して さ 

5 云 ふ 事情で あるか どうで あるか、 其 5f m を 質し ま 

+ して 寄附を >：? 付けて 無論 差 支ない だら うと 思 ひます 

から 之を 其 ? »? 用に 加へ ると 云 ふ ilt にして 居る ので あ 

ります、 又此寄 附の亊 に 付て はもう 少し 詳しく 申し 

て S きたい、 挤附は …… 必ず tH! 方の © 擔を射 す爲に 

無 3S! に縣 沾 を 起し縣 の 賦課を 咐加 いたして 縣 民に闲 

難を 致さす やうな 方法に 依つ て舉 校を 立てたい と 云 

ふ 稍り であり ませぬ、 縣 « を 彩 第いた しましても 縣 

の 賦課を 射す に 致しましても 内務 大硗兩 大臣の 許可 
施政方針に 關する 中 橋 文部大臣の 答 辯 


を 得なければ ならぬ のであります から、 十分 調査を 
耍 します から、 濫りに 行く ものでは ありませ ぬけれ 
ども、 成るべく 種々 なる 賦課を 咁 し縣愤 を 起して 地 
方の 負擔を 苽 からしむ る ことは ないやう に 努めたい 
のであります、 而 して 速に 完全なる 高等 敎 育の_ 關 
を 作りたい と 云 ふので 寄附を する 者は 其 寄附を W む 
意 M は 更に ありませ ぬ. 寄附す る もの ほ 之を 受肢つ 
て學校 の 設立に 向けて 宜しい のであります が •從米 
の 如く 寄附が あれば 設立す るが、 寄附が なけれ ぱ設 
立せ ぬと 云 ふやう で if 機關の 完成を 期せられ ませ 
ぬから、 採らぬ 積り であります •又符 地方に 分布す 
る ことに 付て 甚だ 面 ft からぬ やうな 狀跋で はない か 
と 云 ふ阪本 君の 御 尋ねであります、. 或 ほそれが 御意 
見で あるか も 知れ ませぬ が、 それが 御意 見で あると 
すれば ■私の 考とけ 違 ふか も 知^ 5 •私 ほ 總て大 都 
會 に集屮 すると 云 ふことは 阈力 發展の 所以で なから 
うと考 へる、 殊に 學生の 如き、 皆 東京と か大阪 とか 
京都と か 其 他の 大都會 にの み 集中す ると 云 ふことは 
擧生其 他の 人の © 用の點 に 於ても 如何と 思 ひます し 
又 風 tl 其 他の 關係 から 申しても 面白から ぬ •のみな 
らず 何事 も大都 會に 集中す ると 云 ふことは •谷地を 
發展 させる 所以で なから うと 考 へて 居る ので ありま 
ず、 M だ 勝 案で ありませ うが、 自分の 意見 (3: 日本の 
國力 を發似 せし むる には、 益々 大都會 にの み 集めて 
益々 大都會 を大 ならしめ て、 地方が 疲弊を 致して 進 
運に 伴 ふことの 出來ぬ やうな ことでは、 甚だ 面白く 
ない と考 へて 居ります から* 是れほ 成るべく 地方に 
分布いた したいと 考 へて 居ります、 是ほ往 々私共 政 
黨な どに 從事 して 居る 者の 世間の 誤解を 招いて、 黨 
勢 棚 張な どと 云 ふ非雜 も 起り ますが •決して 左様で 

ほない、 私は 何事 も大都 會にぱ かり 集中す ると 云 ふ 

ことは 國家の 利益なら ずと 考へて 居る •併し 是ほ私 

の 藕 論に 過ぎない、 左 棟なる 次第であります るから 

成るべく 高等の 機關 を咐設 さすに しましても •出來 

得る だけ 地方の 谷地に 分布いた す 方が， 壤生 の爲に 

も 宜しう ございます、 Km の 邸に 於ても 宜しい、 又 

唯今 申した 如く 私の 考から 申せば， 國運を 進む るに 

も 此方が 宜か らうと 云ふ考 を 以て •左 樣なる 方針を 

執って 居る のであります、 是 等の 事に 付きまして は 

何れ 公似 借人 命を 致す が 爲には 法律案を 提出いた さ 

ぬければ ならぬ、 又 それに 要する 费 用に 付て は 豫算 

を提 IJ1 いたします るから、 其 時に 向 ほ 詳しく 當局者 


より 申して 宜しい のであります る けれども •大體 私 
の考 を左樣 に 申す のであります、 それから 追加 豫® 
に 致す 外ない のであります るが、 此事に 付ても ちよ 
つと 御 說が +50 ますから •一 ff 添へ て M きます、 現 
內閣は 御 承知の 如く 九月 二十 九日に 組織いた しまし 
た、 然るに 其 時に ほ 件 省の 槪算が 大破 雀に 集まつて 
居つ たに 過ぎぬ のであります •槪算 は 固より 年々 從 
來の 例に 依ります と、 槪 筇 を 3C- 儘に 實行 すると 申す 
ことであります れぱ 、何 億の 歳入 不足を 感ずる やう 
な ことで あ 〇 ます、 故に 之を 十分に 査定を 加へ て、 
歳人珑 出 償 ふやう に 致さなければ ならぬ が • l lnj 其 
事に 著 手す る 時 が 無くして， 前 内 M ほ 退きまして、 
私が 其 後を 11 いだので あります、 是に 於て 谷 省大 U 
が 谷々 其 主管す る 所の 槪算を 先づ 取調べ •大藏 省と 
折衝いた して 相 當なる 査定を 是に 加へ なければ なら 
ぬのであります から 相當 なる 日數を 要する •今日の 
やうな 辣算は 御 承知の 如く 印刷に 澤山の 日 數を嬰 し 
ます、 本豫算 の 形を 造ります にも 相當な 時を 要し ま 
する， 故に 此槪萁 に 依つ て 査定を 加へ ると 云 ふこと 
も餘杩 の 時を 要する のであります. 故に 十一月 十二 
月、 尤も此 問に te だ 瑣事の やうであります けれども 
大影 ■を 來 しました の ほ •各： rl 役人が 流行 感 R に 罹 
〇 ましたり 何 かして 多少 遲れ ましたが* 彼是の 事情 
が ありました が、 兎に角 此豫算 が 議會に 間に合 ふだ 
けに 印刷に 付す る 手段を 執らな けれは ならぬ から、 
極めて 急ぎました から •出 來煜る だけ 我々 の考 を是 
に 注入いた して 編 製 ほしました けれども， 併し 唯今 
申した 5n く敎 育鹋關 の 如きは 餘程 調査を 要します、 
如何に 考 へましても •本 裸 m の 間に合は なかつ たの 
であります、 故に 巳む を 得ず 追加 M' 算の手 段を 執り 
ました、又追加豫算に致したと云ふ譯ほ、唯今申し 
た 如く 之を 計畫 いたしましても •餘程 急いで やり ま 
して、 六 年の ii ra でなければ 出来ぬ やうな 狀態で あ 
ります から、 之を 翌年 度の® ち 今年 末の 第 四十 二 ■ 
會に提 出す ると S ふこと 迄に IX 參〇 ませぬ から， 故 
に已むを煜ず追加豫筘の形式を執ることに致したの 
であります、 此崁の 事情 も 御 諒察を 得て 置きた うざ 
ざいます、 大槪私 ほ 阪本 君の 前 一半に 對 しましての 
御 答 ほ 是で盡 きて pf る やうであります るが、 尙ほ足 
らざる ことがあれば 申す 事に 致し ませう， 言 ひ 足り 
なかつ たこと (3: 當局 大； d より 申 述べる 事に 致します 
〇議 長 (公！ S 德川家 達 君〕 文部大臣 中 橋德 S 郎君。 


〔國務 大臣 中 橋德五 郞 W 演壻に 登る〕 

〇阈 務大 1-:': L 屮橋德 五郎 君) 唯今 阪木 さんの 御尋に 
對 しまして 總理大 1 h よ〇大 體撾 !1|> 計 aK に 對する 御 答 
辯を 申 上げました が、 尚 ほ 私立 學校及 中等 及 普通の 
學 制の ことに 付て* 私よ りして， 尙ほ 足らない 所を 
補つ て® かう と , IU ひます、 先程阪 本さん の 御 話の il 
りで 私共 昨年 就職いた しまして から、 京都に 於て 京 
都 大學で 話を しろと 云 ふこと で 御 話を した 事が あり 
ます， 大體 今日の 果 制の 棟 子を 見ます るに 11-!: 小彤敎 
育の 方は 流石に ^ くより して 著 手ありまして、 其 後 
件 府縣 共に 作 自治 fis 共に、 官 w 力を 盡した 事で あり 
ますから 餘程 行屆 き， W 當の 程度まで 發達 して 居る 
のであります •其の 次の屮 等敎 育になります ると-. み 
ふと •是れ も 金 國に亘 つて 今日 官私併 せて 三： c 二十 
何 校と 云 ふ 位に 行 屈いて 居ります が K は 餘程不 足を 
告げつ、 居る ■であります、 又 其の 一般 上の 高等 敎 
育擷關 になります ると 云 ふと、 又 今一 段 不足を 吿げ 
て 居る 殆ど 需要の 半分 も 無い と 云 ふやうな 現 况であ 
る ことは 皆 樣の御 承知の ことで あらう と 承知いた し 
ます >  又此 の小學 中 吊 高等 敎育膊 關、 此の 三 段の も 
のに 於き まして 何れの 機 關に 於き ましても、 今日 3 兀 
備 を 吿げて 居る と 5C ふ ものは ない のであります、 此 
の 小 學の程 度の 機關に 於き ましても •阪 本さん の 御 
話の 通り、 餘程 改善を 要する 點は あります る •併し 
比較的に 申せば* 是れが 一番 良く 行つて 居る と 私は 
見る のであります、 故に 一番 缺陷の 多い 高等敎 育 機 
關と云 ふ ものに Irn つて、 此の度は 改善の 手段を 執る 
と 云 ふこと に 決心を 致した il であります、 而 して 是 
れ は 主として 官立 學校 のこと に 付いての 計 ffi であり 
まする が、 私立に f-J ては 如何にす るかと 云 ふやうな 
御 ^ が ありました が、 是も 私は 就任の 當時谷 私立 學 
校に 招かれて 參 りました 當時 に、 御 話を したやうな 
事であります、 當局 者 li 官立 私立の 間には 少しも 區 
別を 置かぬ、 若し 私立に して 十分なる 設備を 持ち、 
K 力を 持つ て、 敎育 をして 下さるな らば、 非常に 之 
を® 迎 する、 或 (i 官 '■r. より ix 其方が 宜い かも 知れぬ 
と 迄に 御 話を 申して* 是非嵆 發を して 貰 ひたいと 云 
ふやうな ことを 二 三の 私立 學 校に 行つて 御 話した や 
うな ことであります、 故に 今回 此 高等 敎育機 關の計 
诳 をす るに 付きましても， 一面に ほ 此私立 學 校の 補 
助 獎勵の 方法と 云 ふ ものを •今 研究し つ、 ある 所で 
あります、 極く 其 中で も 小さな 話であります けれど 
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施政方針に 诏する 中® 文部大臣の 答 辯 
も、 今日 法案を …… 近日 提出し やうと 思うて 居り ま 
すの {3: .私立 學校 に對 します る 免租の ことで ありま 
す、 是 ほ 是非 今回の 議會に 提出して 皆 樣の御 協賛を 
羥た いと 思つて 居ります、 尙ほ其 外の 點に 付ても 私 
立の 高等敎 育 其 他に 付て， 獎勵 補助の 方法を 適當の 
方法が あれば、 どうか 之を® 施して 見たい と 云 ふ考 
で 今 ffft 屮で あります， 又 皆さんの 中に も 名案の あ 
る 御 方の どうぞ 敎を請 ひたいと 思 ひます >  是 は 私立 
學校の 御 方に 私 ほ 御 目に掛かれば 皆 其 御 話を して 居 
る鹑で あります 、中に ほ 御 相談を して 居る の も あり 
ます、 それから 今回 序であります から •餘 程 好い 機 
會で あります るから 申 上げて 置きます が ••其 一般 會 
計に 於き まする 豫算に 現 はれて 居る もの だから、 當 

局に 於て 此敎育 機關の 設備に 付き 計 迸して 居る もの 

で ほ ありませ ぬ、 中學も 小學も 共に 之に 向つ て 改善 

を 施したい と 云 ふので， 豫算 に關 係ない ものは 著々 

手を 著け つ、 ある 謅で あります ，併し 是は 多く 結果 

の 現 ほれる のは 一年 二 年の 後であります、 又豫算 に 

關一す る ものに 付きまして は、 此 高等 敎育機 關の擴 

張 案と 云 ふ もの、 外に， 敎負の 優遇と iK ふ もの、 上 

は大學 ょり 下は 小學 校の 敎 員に 至る 迄 計畫 して 居る 

譯で あります、 大學及 谷 種の 官立の 惠門學 校に 對す 

る敎 官の咐 俸 案は、 御手 許に 廻つて 居ります る 一般 

會 計に 入つて 居ります 五十 有 餘萬圓 と 云 ふ ものに 這 

入つて pr ります、 其 他に も尙 ほ是 は學 校の 敎官だ け 

では ありませ ぬ、 全體の 官吏の 俸給に 對 しまして* 

手當を 今度は 出す と 云 ふ豫算 が 提出に なつて )? r る 事 

は 御 承知の 事と 思 ひます >  是非此 敎官と 云 ふ ものを 

礙 遇しなければ、 何を する にも敎 育の 改善と 云 ふこ 

とほ やり 僧い のであります、 それから 又 中等 敎育機 

關に從 事し まする 所の 敎官 、此 者に 向 ひましても、 

增俸及 手當を 給したい、 又 頃に 中央政府から して茭 

拂ふ 役人 だけの、 暫 俸 手 當と云 ふ ものを やつても 是 

はいき ませぬ'  從つて 地方 費が 突出す る もの も亦增 

さなければ ならぬ. 是も 多分 法律案と して 皆さんの 

御 協賛を 經た いと 思つて 居ります" 倚 ほ從 つて 第三 

段の 此小學 校の 敎員其 他の 從事 員に 對 します る もの 

に付きましても、 唯今 研究を して 居ります が、 是は 

まだ 具體 的に なつて 居り ませぬ から、 皆さんに 玆に 

申 上げる 譯にほ 行き ませぬ、 故に 阪本 さんは 國民敎 

育に 付て 稍々 悲觀の やうな 御言 葉の やうに 伺 ひまし 

たが、 私共は 少しも 悲觀 して 居り ませぬ-多年の 官 


民の 盡 力に 法つ て、 此初等 敎育ほ 餘程迤 んで 居る も 
のと 思うて 居 〇 ますが、 日本の 今日の 國情に 比し ま 
して …… けれどもまだ改善すべきものほ、餘程澤山 
ある (是は 臨時 敎育會 謬に 於き ましても 段々 常 局の 
諮問に 對 して， 種々 の 改良 案、 御 希望 等 も 御 提出に 
なつて 居ります、 漸次 是 等 {3: 時機を 見て ® 行に 著 手 
したいと 云 ふこと に考 へて 居る 次第であります、 大 
骹 是だ けで 補足は 宜か らうと 思つ て 居 〇 ますが、 尙 
ほ どうぞ 御 分りに ならぬ 所が あつたら どうぞ …… 

0 阪本釤 之 助君兩 大臣ょり 御 懇切なる 御 答 辯を 得 
まして 滿足を 致す 次第で ほあります るが、 唯 其 御 苦 
勞に滿 足す る だけで あつて-本員が 唯今 申した 事に 
餘り觸 れて居 らぬ のであります •妹に 總理 大臣が S? 
縷御 述べに なりました ことは、 本員が 他日に 保留す 
ると 申した 事柄に 付き 多く 御 答に なつた ので ありま 
す、 此 高等 學 校を 作る 必要が 有る とか 無い とか； K ふ 
問題 ほ、 今日 太 員は 述べな かつた のであります、 是 
は 何れ 法律案と か豫算 案と かが 出る 時が ありませ う 
から、 其 時に 十分 質問を 致して 見たい と 思 ふので あ 
ります、 本員の 今日 御 尋ね 中した 要點は •地方から 
寄附を 取つ て 御 やりになる と 云 ふこと であるか どう 
かと 云 ふこと を 最も 重なる 點と して 御 尋ねした ので 
ありました が* 之に 付ても 多少は 御 答に なりました 
が、 甚だ 要領を 得ない、 寄附 だけで ほ 足りない から 
公債 又は 借入金を 以て 全部 遂行す る 積り であると 云 
ふやうな 意味の 答であつた と 承知いた すので ありま 
す、 さうな ります ると 寄附の 出し 損で ある、 5)' 寄附を 
出さない 所は 國 費で やつて 貫へ る， 寄附を 出せば 寄 
附でや ると 云 ふやうな ことでは、 甚だ 11 の 分らぬ こ 

とと 存じます 、從 前の 例を 御 引きに なりました が、 

從前 は國 費で やつて は 吳れ ぬのであります、 互に 競 

爭を 致して 居る と 云 ふこと ほ 1 私が 縷々 述べる 迄 も 

なく 周知の 事實 でありまして， 例へ ば 甲の縣 でな け 

れば 乙の 縣 、乙の 縣で なければ 丙の 縣 と、 ff うて お 

前の 方で 敷地を 寄附 すれば お前の 方に 持つて行く‘ 

お前の 方で 嫌 やなら ぱ 別の 方に 持つ て 行く がどう か 

と 云は ぬ ばかりの 態度を 示して 競爭を させて 居る の 

であります、 當然 自分の 方へ 高等 學 校を 建てら るべ 

き 害で ありながら* 寄附を 持つ て 行かなければ なら 

ぬと 云 ふやうな 狀况で あつたので あります、 又其爭 

ふ 時には 幾らか 其 土地 土地に 於て ! 3; 先づ有 數の縣 で 

あるが、 其 土地が 互に 縣柄と 云 ひ， 十； 地の 事情と 云 


ひ競爭 して 居つ たので ありました が、 今年 ほ 多 殺の 
學校が 建てられる、 殆ど 全国 到る 處に 一の 高等 ? il 度 
の學 校の 建たぬ 所 ほない と 云 ふやうな 有 _ になる も 
のと 想像いた します が、 それが 矢張り 寄附を 持つ て 
來れぱ 寄附で やる、 寄附を やらない 所は 阀費で やる 
となります ると、 全く 寄附す る 者 li 寄附の 出し 損と 
云 ふこと になる のであります-それでも まだ 出す 人 
が あるから 世の中 ほ不 思識な ものであります が 其 結 
. 果と して 何 處と云 ふ 例を 持 m して 見ます と、 埼玉縣 
に 高等 學校が 出来る と 云 ふ 評判が ある， 大分 縣に高 
等 商業 學校が 出来る と 云 ふやうな 評判が ある、 此埼 
玉に 高等 學 校を 建てる の ほ 惡い ことと ほ 存じ ませぬ 
それ ほ 東京に 建てる と 同じ 事でありまして、 東京に 
居る 親 生が 皆な あすこに 通學 する 事になります から 
悪い とは 存じ ませぬ が、 それを 埼玉縣 民が 寄附を 出 
さぬ ければ ならぬ と 云 ふのは 一向 了解に 苦しむ 又大 
分と 云 ふ 所は 大分に 御出でになつた 方は 能く 御 承知 
であり ませう が、 大分の 町と 云 ふ もの ほ 高等 商業 學 
校を 建てる と 云 ふ 事は 左程 必要で ない のであります 
是は 果して 學制の 上に 於て、 又敎育 行政の 上に 於て 
當を 得た ものである かどう か、 此 趣意を 以て 見れば 
益々 變な ものであると 感す るので あります、 今日 取 
詰めて 御尋 いたしたい と 存じます のは、 それなら ば 
全く 國費で 御 やりになる 御 積り であるか、 或は S 
り 幾らか 寄附 も御肢 りで あつて 國 費で 御 やりになる 
と 云 ふ 曖昧 主義で 御 やりになる のであります か、 而 
して 從 前の 政府は 寄附 制度を 以て 多く 御 やりに なつ 
たのであります が、 是は 果して 民意に 適する もので 
あるか どうか、 不都合を 來しほ しない か 不都合 ほ來 
しは しないと 云 ふ 御 答 辯の やうで ありました が、 そ 
れが 頗る 民間の 事情に 精通に なつて 居るべき 現内閣 
でありながら、 御 通じに なつて 居らぬ ぢやな いかと 
思 ふ、 府縣 知事は 政府から 寄附を 求めて 來 いと 仰つ 
しやる と、 政府の 命で あるから 之を 果 さなければ な 
らぬ 、一方には 御前の 方で 寄附を @ めなければ 他へ 
持つ て 行く と 云 ふやうな 風に 仰つ しやる から、 已む 
なく 寄附 金を 纏めて 持つて来 るので あります、 それ 
を 矢張り 任意の 寄附の sn く 御 認めになる と 云 ふこと 
は、 酷い ことで あると 存じます、 それ故に 此即 ち內 
閣で あれば こそ 斯樣 な惡 いことは 御 止めに なつて、 
一切 國費 のみを 以て 御 決定に なつて 宜か りさうな も 
の だと 存じ ま. す •此點 を 本員は 申 述べた ので ありま 


I  六 六 六 

す、 此點 に對し 誠に どちらと も (-J- か . M へ； ■l i g- であつて 一 
甚だ 要領を 得ない、 どこ ii" も 帯： ，': ■f n- c.. ': s ' 

が. あれば 取る >  m さぬ と 云 ふと 凼费で やる とか 云 ふ 
やうな 一刀 兩斷の 御 答 辯を撙 たいと 存じます、 又 恐 
理大 K 閣下 も 文相 閣下 も 唯 外形の 讲だ けを ' * u-i 立て - C 
普通 敎 育、 國民敎 育と 云 ふこと に 付て 乂屮， ;.'■ 〈 
もです がか 琛 校の 形 ! 3: 良く / IJ 來て抟 る、 m 校 C:S も 
多い と (r!i つし やる けれども 本員の 御 封した 祺はや ほ 
な 形式の ことを 巾す ので ほない、 現に 小學校 •屮 2 } 
校の 卒業生が 社 會に 出て、 社 ^ と 接觸 する 上に 於て 
直ちに 用 立つ 者が 出来て 来た かどう かと 云 ふこと を 
伺 ひたいので あります、 - a は 文 HI も 御 同感で あつて 
唯今 も 御 H3 述の 通り 京都 大积で 、もう 少し 社 a- 化し 
なければ ならぬ、 常識を； 一钱 しなければ いかぬ と 仰 
つし やりながら、 唯今 演® に 御 立ちに なり 小 氓 は完 
全で ある、 立派に 完成して 居る、 不都合 ほない もの 
であると、 斯う 云 ふ 御 答 辯で ある、 遜に 仰つ しやつ 
たこと と 今日とは 最早 や 違つ て 居る のであります、 
本員は 決して 外形を 申す のでは ありませ ぬ、 數や何 
かの 上で 申す のでは ありませ ぬ、 內容が 今日の 小 m 
と 云 ふ ものは 充實 して P: るか、 敎育が 充實 して 2 £ る 
と 認めて 宜しい ので あるかと 云 ふこと を 御靜 ね rll す 
のであります が、 併し 是は K しいと 云 ふ I'ft 今の 御 答 
へであります から、 京都で 御 述べに なつた 事は !； 1] 違 
ひで あつて、 今日の 小學 校は 結構な ものであると 今 
文相 ほ 御 認めに なつた ものと 了解して、 强ひて 御 答 
へは 求め ませぬ が、 ^ に 申した 寄附の 一件は もう 一 
[01 どう 云 ふ 御 趣意で あると 云 ふこと を！！！ ひたいと 思 
ひます、 而して 內務大 P1 は 此地万 起 ffi と 云 ふこと に 
付て は 平生 頻にや かまし く 仰つ しやる のであります 
誠に 自治 體に銳 して 必嬰な る 水道 下水の 公 fa を 起す 
とか、 道路 擴 張に 付て 起す とか、 地方に 誠に 必耍な 
る 起債で さへ、 なか <色々 むづ かしい 調べを 命ぜ 
られ たのであります が、 自身の 爲 さる 仕事の 手陴ひ 
を するとき は 寄附 金を 容易に 御 許しになる 御 方針で 
あるかの 如く、 甚だ 惑 ひます のであります、 内務 大 
藏兩大 e ix 斯！ £ な ことほ 地方の 寄附を 御 認めに なつ 
て 居ります か、 今までの 內閣 はい ざ 知らず、 是等は 
大に 改善な さるべき 内閣に して 尙ほ 厲套を 墨守され 
るのは 如何な ことであります、 此 事に 付て は 尙ほ總 
理 大臣ょり 御 答へ を 願 ひたいので あります。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 
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〇阈務 大臣 (原 敬 君〕 阪本 君に 私の 御 答を 致し まし 
た點が 成る 程、 阪本君 の 御 問に ならぬ 事 も 御 答いた 
したや 5 になつ て 屛 ります へ 併ながら 事の 頭 末を 明 
Kf に 致さむ が 爲に 腹案 或 ii 沿革 成 行 等を 段々 中 上げ 
たのであります、 それが e に 却つ て 御 了解を m ない 
と 云 ふこと であれば 潰 憾の 至りであります が、 私の 
申した 趣意を 簡 棺 に茲に 繰 返へ します、 從來 地方の 
寄附に 依つて 高等 m 校を 立てました けれども、 是は 
歷代内 閣が 財源に 窮した が 故に 巳む を 3 £ ず 執つ た 手 
段であります、 左 筒なる 手段を 取つ て尙 ほ參 ります 
れば 、高等 敎育 搏關の 完成を 期す る ことは 出来 ませ 
ぬから、 公 m 又は 借入金に 依つて 六箇 年間に 全部 高 
等婢關 を 設立いた しまして、 完成を 期す る 積り であ 
ります •之が e には 地 刀の 寄附の みを 以て 行く と 云 

ふことは IM 來 ませぬ から、 國家 自ら 支辨 する の 方針 

を 執つ たのであります ，斯様に 私は 申した ので あり 

ます、 併ながら そんなら ぱ地 方の 寄附は 絕對 に fli む 

か， 斯う 云 ふこと であります、 私は 地方の 苦痛を 感 

ぜず 地方 人民に 迷惑を 及ぼさぬ 程度で、 其 )' 11! 方の 渚 

が 希望して 寄附を 致す と 云 ふなら ば それは 取つ て も 

K L いけれ ども、 ^ 方に 迷惑を 及ぼす やうな こと 迄 

して 寄附な どを 仰いで 致す秸 〇 はない が 故に、 公 {a 

借入金を 以て 設立す ると 云 ふ 決心を 執つ たので あり 

ます、 それは 或る J'l!! 方な どは 成るべく 速に 設立を 希 

沼す る爲に •無理 ®: 段を 致して 寄附す る やうな こと 

を 申して 參つた のであります、 是は全 く俩 人間の 手 

段であります、 私は 之に 對 して、 それは 考へ もの ぢ 

やない か、 今少し 待つ たら どうか、 少し 待ち さへ す 

れぱ假 令 寄附す ると しても •そんな 巨額を 寄附せ ず 

とも 濟む であらう から 待つ たら どうかと 忠吿を 致し 

た 位であります •それで 私は 今日まで ifi 憾を脉 じて 

居ります のは 高等 敎育 搏關の 不足であります、 此不 

足を 補 ふことは 何人も 考へた ことには 違 ひ ありませ 

ぬけれ ども •財源に W つたので あります から、 撺所 

なく 寄附を 仰いで 居つ たのであります が、 寄附の み 

で 目的の 搏關を 完成す る ことは 出來 ませぬ から、 公 

價借人 金で 支辨 する 決心を 執つ たのであります •併 

し 寄附を する ものにして 一向 S 方 人が 左 迄に 苦痛 も 

感じない と 云 ふこと であります れぱ 、左様に 拒む 必 

要はない のであります \ 又 政府は 旣に公 倩 借入金を 

以て、 其 吊 校を 立てる と 云 ふ 位でありますなら ば、 

地方の 人々 も大に 苦痛を 感じないならば 此舉 を寶し 


て 寄附を すると 云 ふこと に 相 成つ た 所が、 決して 物 
好きです るので も 何でもなから うと 思 ひます、 此方 
針を 多少 齊成す るから 起る ことで あらう と考 へます 
兎に角、 從來の 手段で 完成す る ことが m 來ませ ぬか 
ら 、之を 改めて 公債 借入金を 以て 支辨 する ことに 致 
しました •併ながら、 寄附を 絕對に 拒む 必要は なか 
らうと - K ひます •無理に 誅求す ると 云ふ考 は 毛頭 ご 
ざい ませぬ、 それから 又 小 胡 校 其 他を 出た 者が 云々 
と 云 ふこと であります、 是も 申した fa りであります 
が m ねて簡 措に 5 •して 置きます、 高等 敎育 P 關を聩 
張す る、 而 して 一面に ほ 大學令 高等 學校令 中 學令小 
學令等 も 臨 畤 敎育會 議の盡 力に 依つ て 完成いた しま 
して それ <發布 されて 居る ので ございます、 故に 
一面に 於て ほ 高等 S 關の 不足を 袖 ひ、 他の 一面に 於 
ては lit 敎育鈐 謅 が 終りましたなら ぼ M に 別に 委員を 
作りまして、 外 階級を 涌 じて m 科 等に 修正を 加へ て 
今日の 時勢に 順 應い たす やうなる 改正を 加へ て •將 
來有爲 の 人を 造る やうに 致したい、 此悉員 を 作る と 
云 ふこと も 申した であります から、 玆に 繰返し 
て 言明いた して 置きます。 

〔阈務 大臣 中 橋德 五郎 針 演 》 に 登る〕 

0K 猝 大臣 C 中 橋德： ,7r 郎君〕 私の 答 辯は 申 上げぬ で 
も定 しいと 云 ふやうな 御 話 も ありました けれども • 
少し どうか 京都で 私が 話した 事を 取消した やうに 御 
収り になつ たやう であります から、 誤解の ないやう 
に 一言 玆に申 上げて II きます、 私 ほ 決して 取消し ま 
せぬ、 今日 も 同 樣な 事を 申 上げた 積り であります、 
と 云 ふのは 今日の 小 項 敎育ほ 完全： なりとは 決して 申 
しませぬ、 比較的 外の 鹋關 に比べて …… 併し 餘程改 
善を 要する 點のあ る ことは 京都で 申しました 通り、 

又 唯今 總 3® 大臣が 答 辯され た 通りに、 現に 今日 も 其 

方法に 付て 調 杏 研究しつつ あり、 尙ほ今 度の 13 萁に 

I 萬 五 千 圃ぱか り 諮問 委員 會を 設置す る 經费を 計上 

して rt きました が •是 等の 諸君に も 相談いた しまし 

て 改善の 途を 計らむ ければ ならぬ •唯 京都の 話を 取 

消した やうな 御 話で ありました が 決して 取消し ませ 

ぬから、 さう 云 ふやう にどう か 御 了解を 願 ひます。 

〔W 務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演 壊に 登る 一 

0S 務 大臣 (床 次 竹二郞 君〕 私が 御 答へ 申 上げます 

ことほ、 旣 に總理 大臣の 答 辯で 盡 きて 居る と考 へま 

すけれ ども 一應申 上げます、 國で やるべき 仕事 ほ 成 
るべ く國费 を 以て L て 地方の 負擔 にならぬ やうに し 


たいと 云 ふ 御 « 意は 全然 御 同感で •こざいます が、 併 
ながら 今日までの 先例で ほ往々 左様に なつて 居り ま 
せぬ、 又 地方の 實情 から 申しても 必ずしも 左樣 にい 
かぬ やうに 考 へます、 詰り 程度の 問題で あらう と考 
へます が •况や 寄附を こちらから 强制 すると 云ふ譯 
でない のであります から、 先づ 今日の ことは - f: で 宜 
しからう と考 へて 居ります。 

0 阪本釤 之 助 君 本員 一人で 餘り 長い 時間を 拜借す 
るの ほ 不本意に 存じます から、 尙ほ 御尋 いたしたい 
ことがあ ります が •他日 機锊 が賤 らも / K 來や うと 思 
ひます から、 今日 ほ 是で 質疑は 終ります。 

〇 議長 (公 fa 德川家 達れ〕 高 橋作衞 君。 

! 高 橋 作 衞哲 演阑に 登る J 

〇 高 m 作 衢君 私 は 外交の ことに 付きまして 質問を 
致します るに 先 だち まして* ちよつ と內 閣總理 大臣 
閣下に 申 上げたい 間 單の 事が ございます •總理 大臣 
の 施政の 方針の 中に 於き まして 時局が K 大 であると 
云 ふこと を 力を入れて 御 辯 明に なりました る ことは 
洵に其 通りと 諒飱 いたして 居る ので ございます， で 
斯の如く時局が茁大でございまするが故に諸般の霜 
耍問 題が あります る 中で も、 殊に 外交の ことに 關し 
ては最も重阿な事があると信じて居ります、然るに 
其 施政の 方針と して 講和 會議に 臨む 所の 態度の 事に 
付て 御說 明に なりました 所に 依ります と •正義 人道 
に 基き 公明 JH 大の 態度を 以て 臨む と 仰せられました 
是亦 至極 御 尤 のこと と 存じます、 去りながら 餘り抽 
象 的で ございます が 故に， 如何なる 事柄を JH 義人 道 
に 基いて 公明 JH 大の 態度で 進んで 御出でな さる かと 
云 ふ 斯う 云ふ點 に 至ります と •どうも 能く 明瞭で な 
いやう に 思 はれます， 斯か る i1; に付きまして は 他の 
方面に 於て は 何等か 具體 的の 說 明を 仰ぎたい と 云 ふ 
ことで ありました、 所が 抑々 方針なる ものは 抽象的 
の ものである、 抽象的で あるが 故に 正義 入道に 基き 
公明 JH 大の 態度を 以て 臨む と 言へ ば、 それで 明かで 
あると 云 ふ 御 答が あつた やうに 私 ほ 拜滕 して 居り ま 
す、 元來 公明 IH 大な 態度、 JH 義 A 道に 基いて 之に 臨 
むと 云 ふことは、 是ほ 外交 方面から 申します と •ず 
つと 昔から 分つて 居る 次第で ございまして、 今更 事 
新しく 施政の 方針と して 承らな くと も， 私 不肯 なが 
ら 存じて 居る 次第で •こざいます、 矢張り 何とかもう 
少し 御 差 支ない 範圍內 に 於て 御 答 辯を 願 ひたいと 思 
ふので ございます、 勿論 總理大 &: 閣下の 仰せられる 


言うて： 个 利益な 事は 言 {3: ぬ 方が 宜しい、 是亦御 尤も 
でございます、 併ながら 言 ふべき に 言 (3; ざるに 於て 
ほ 却つて 又 不利益の こと も あらう と 思 ふ 「殷紂 默々 
として 亡す」 と 云 ふ 言葉 も あるから* 默 つて 居る が 
故に 不利益の 事 も あり 得る 事であります から 若し 私 
が御尋 します 事に 付て 御 答を なさる 事が 國家の 不利 
益と 云 ふ 事なら ぱ已 むを 煜 ませぬ が， 言うた 方が 寧 
ろ宜 いと 云 ふ 事が あります るなら ば どうか 此 外交の 
事に 關 しても 唯今の 教育の 事に 關した るが 如く 御 丁 
寧なる 御 答 辯を 煩は したいと 云ふ考 でございます、 
而して 私が 第一に 御尋 いたしたい と 思 ひます るのは 
西 比 利亞鐵 道の 間 題で ございます、 承ります る 所に 
依ります ると 云 ふと、 JU 淸鐵 道、 烏 蘇里妫 道と 云 ふや 
うな 所謂 鐵道 全體 に f-J- きまして 之を 列國の 共同管理 
の 下に 置く と 云 ふやうな る 事に 進んで 居る やうに 新 
聞で も 承つて 居ります が* 此鏔 道の 屮 ，日本の 旣得 
權に慰 して 居る と 見るべき ものが あると 存じて 居り 
ます •即ち 大隈 內閣 のとき 其約粜 が 出來て 居る镑 で 
ございます が， [It 長 春ょり 松 花 江に 至る 間は 是は其 
形式的に 於ても 實質に 於ても 約束が 成立つ て， 取引 
は濟 まないでも 糊 利と 云 ふ ものは 帝國に 於て 得て 居 
る •故に 即ち旣 得 撾にな つて 居る と考 へる ので ござ 
います •「クル ベン スキ ー」 の國際 上の地位 ほ 唯今に 
於て 何で あるかと 云 ふ 御尋 をしたら. 問 ひます 私 も 
餘程 疑を 懐いて 分らない 位で ございます， 問題は む 
つかしい ので ございます •さう 云 ふ 細が い 所まで 立 
入らず とも 此 「クル ベン スキ—」 の全權 を 以て 其當 
時 約柬 し、 又 日本が 其 時に 於け る 所の 駐劄 大观 を以 
て 約束せ しめ* 日露の 間に 得た 旣焊® と 云 ふ ものが 
法律の 上から 見ても、 亦 所謂 法律 以外の 德義の 問題 
と 致しましても、 日本が 旣得蝴 を 有つ て 居る ことは 
何等疑がないと思つて尻ります、而かも此權利なる 
ものは 西 比 利亞に m 兵した る 以前に 於て 成立して 居 
る ものである-西 比利亞 m 兵の 際， IFI り 日本の みな 
らず外の國にも共に出兵いたし，其出兵したる國々 
が 其 所謂 盡 力した る 結果 其 他の 點 ょりして 共同管理 
と 云 ふこと を 主張す ると 云 ふことは 或 ほ 理窟が ある 
か 知れ ませぬ が、 其 共同管理の 原因た る 或は 西 比 利 
取 出兵と 云 ふやうな 問題 以前に 帝 國 の旣揭 權と して 
存 して ある 其 部分に 對 して尙 ほ 今度 成るべき 所の 協 
定に 於き まして 共问管 理の 下に 其旣得 糊を 置く や 否 
やは 間 題で ある ■若し それが 斯の如 き 所の 旣焊權 に 
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外交 方針に 關す る萵 撟 作® の H 間  _ 
なつて 居る 所の ものを 共同管理の 下に 5? くと 云 ふこ 
とであります れば 、何等 言 ひ 前の ない 西 比利亞 出兵 
以前に あつたと ころの 日本の® つた 旣得の 糊 利に 對 
して 言 ひ 前の ない 此の 共同管理を せし むる ことにな 
るので はない かと 思 ひます •此點 ほ 極めて m 大なこ 
と V 思 ふので ございます から、 御 差 支の ない 範圍に 
於て 御說 明が 願 ひたいので ございます、 所が 西 比 利 
亞羧道 間 題に 付て 今まで 御 答 辯の 所を 見ます と、 今 
や 話が 進行 中で あるから 言 ふことは 出来ぬ と 云 ふや 
うに 御 答へ になつ て 居ります、 が 併し 斯の 如く K 大 
なる 問題になります と 云 ふと、 旣に極 つた 後で ほ 手 
遲れ になる ので ございます、 若し 此事柄 がさう 云 ふ 
心配がない、 日本の 旣得權 ほ 確かな ものであると 云 

ふ 御言 明が あれば K し、 又 それでない 場合に 於て ! X 

國 家の 爲に發 ふべき ことで ございます から >  胞 藏な 

い 御 話を 願つて 國 民の 了解を 得る やうに して 戥きた 

いと 云 ふこと を 希 閑す るので ございます、 而して 今 

度 (i 此 日本の 旣得權 に® する 所ょり 以外の 鐵 道に 付 

て 申し ますれば •それを 共同管理の 下に 置く  •斯う 

云 ふこと ですな- 此 談判が 濟んで 居る とすれば 仕方 

がない と考 へます けれども、 元來遠 隔なる 所の 歐羅 

巴の 國々 が 西 比 利亞の 方へ 少數の 兵を 出した と 云 ふ 

ことを 以てから に、 均 箱 的に 或る權 利に 均霑 すると 

云 ふこと だけの 範阐 まで 向 ふが 進んで 來 ると 云 ふこ 

とは 已むを得ないと する も、 それょり 一步 進んで 管 

理權 'まで 取る と 云 ふやうな 態度を 執つ て 居る と 云 ふ 

に 際して 彼此 地を 代へ て 日本の 方が歐 洲諸國 に 於て 

斯の如 き_ 利を 主張して 御出でな さるの かどう か、 

即ち 「ボス ボラ ス J 海峡、 「スエズ」 運河と 云 ふやう 

な 場合 •是も 英吉利が 埃 及を 領有す ると 云 ふこと を 

腿 串 後 宣言した 以後に 於て 其 「ス H ズ J 運 河に 付て 

の 規則の 改 JE が 出來 ると 思 ひます •さう 云 ふ 場合. 

其 他 r キー ル」 運河、 「ダ ー ダネ ルス」 海峡' 「アンチ 

バリー」 等 もあります 、河で 申せば 「ラィン」 河 「 

ダ- ー ユ—プ 」 河と 云 ふやうな 河が ございます、 斯の 

如き 場所に 於て 日本が 歐羅 巴の 如く、 歐羅 巴が® 束 

に 於て 權 利を 主張す るが 如く 矢張り こちら も 向 ふに 

對 して 積極的の 政策を 執つ て 割込む， E 込む と 云 ふ 

と 語齡 があります が， 恰も 西洋が 極東に 對 すると 同 

じ 態度を 御 執りな さる、 積® の 態度を 御 執りな さる 

ので あるかと 云 ふこと を衹 はりたい ので ございます 

それから 西 比 利亞鐵 道に 績 いて 御 尋ね 致します れぱ 


松 花 江、 黑龍江 の航 通 {I と 云 ふ 事に 付て 何等か 御 話 
になる ことの 材料を 御 持ちで ございますならば 承 ほ 
りたい と 思 ふので •こざいます、 それから 第二に 御尋 
ねしたい ことほ、 是 は •王と して總 理大 K 閣下に 腹藏 
ない 御 話を 承りたい、 是ほ西 比 利亞出 兵と } M 兵と 云 
ふこと に關 して 承りたい ので ございます が、 問題が 
保め て 「デリ ヶート J で ございまして 誠に 申しに く 
いので ございます が， ちよつ と 斯う 云 ふ 意味で あり 
ます、 西 比利砭 出兵と 云 ふこと に付きまして ほです 
當初 非常なる 反對が ありました ので ございます、 今 
Q に 於いても 尙ほ西 比 利 亞出 兵と 云 ふ ものに 付いて 
是は 出兵すべからざる もので ありし と 云 ふ考を 有つ 
て 居らる V 方 も あるか も 知れない 、承は れば 總理大 
臣 閣下 も 內田外 相 も ■兩 閣下と も 共に m 诧に 反對の 
御意 見で ありし が 如くに 承は つて 居る ので ございま 
す、 其の 御意 見が 今日 も繼續 して 居て 日本が 西 比 利 
亞に 出兵した の ほ m 兵す ベから ざり しに 出兵した の 
である、 言 ひ換へ て 見れば： 嬰らぬ ことを したので あ 
る、 又 兵の數 も 初めより より 大なる ものを 出した と 
云 ふことは、 尙 更耍ら ぬ ことの 上塗りを して 餘計な 
ことを したので ある、 斯う 云 ふ 論理になる と 其の 結 
果は國 際の 上から 見て 非常に 大なる 影響を及ぼ すと 
考 へて 居ります、 國內 問題は 別で ございます、 そこ 
で 吾人が 大に 注意して 居ります のは、 講和 會議に 於 
ける 日本の 地位 ほ 如何なる 地位に 在る かと 云ふ點 で 
ございます、 日本が 世界 大戰爭 に貢獻 する こと 大な 
れぱ大 なる 程 日本の 所謂 講和 會議に 於け る 地位 ほ 向 
上す る 次第であります "而 して 日本が 世界 fHic 爭に貢 
獻 したと 云 ふこと に 付て ほ 人々 に 依つ て 色々 考へが 

ある やうで ございます •西洋， 人の 或 者の 如きは 日本 

ぼ 遠隔の 地に 居て 職 f? の 苦痛を 感ぜず、 而 して 交 腿 

國の 仲間に 這 入つ たと 云 ふ 名目を 以て 利 a だけを 収 

つて 尻る、 斯う 言 ふて 日本は 何等 貢獻 する ことなき 

が 如く 申す 西洋 入 も ある やうで ございます けれども 

此件 たる や 今日は 世界で も 認めて 居り ませぬ ので ご 

ざいます* 日本は 海軍に 於き まして ほ 誠に 偉大なる 

貢獻を 致しまして、 是ほ 英吉利な り佛蘭 西な りの 强 

國が皆 認めて 居る ので ございます、 陸に 至つ て {3: ど 

うで あるかと 云 ふと、 靑 島の戰 爭に 於て 帝 國の 陸軍 

が 非常なる 所の 功を 奏した と 云 ふことは •是は 世界 

が 認めて 居る 所で ございます るが、 進んで 西 比利亞 

川 兵と 云 ふこと になる とどう で ございませう、 若し 


出兵を すると 云 ふこと が 不必要な ことを したので あ 
ると 云 ふ考へ が 日本の 中に 在つ たと すれば、 即 ち 要 
らぬ 事を したと 云 ふこと に 之を 論定す ると 云 ふこと 
になります と 云 ふと-日本の 11.1; 界 に貢獻 した 所の 海 
陸の 中の 陸の 一部分 ほ 大に 低く 勘定され ねぱな らぬ 
と 云 ふ 結果になります 次第であります、 でさう 致し 
まする と 云 ふと 折角 日本が 多 ®! の 辍牲を 供して-さ 
うして 西 比 利亞に 於け る 秩序を 恢復した と 云 ふやう 
な ことが、 どうも それ 程に 値 打を , la かれぬ と 云 ふこ 
'とになる ので ix なから うかと 思 ふので ございます、 
是 は 日本の 立場と して 大に不 利益では ないかと 思 ふ 
ので ございます ，勿論 講和 會駿に 臨みまして 多き を 
望むべからず と 云ふ考 へが 御 ありな さる やうに 7R つ 
て 居ります が、 十の 功 緩を して 十よ 〇 より 以上の 十 
二 分の 効果を 求め やうと する こと ix いけない、 多き 
を 望む のは 宜しくない と 云 ふこと ほ 其 意味に 於て 正 
確で あらう と 思 ふ、 併ながら 十の 功 ^ をして 十 だけ 
効果を 望む のは 何等 論の ない ことで ございます、 而 
して 十の 功 緩を して.： m ら八 しかしない 、二 だけ 割引 
をす るに 至つ ては 國 家の 爲に不 利益で あると 云 ふや 
うに 考へ るので ございます、 西 比利亞 出兵と 云 ふこ 
とが 假に當 初に 於て 反對 すべき 理由が ありましても 
之を K 行した 上に 非常なる 効果が あつたと すれば 則 
ち 其 西 比利亞 出兵なる ものは /-li すべき もので あつた 
ので ある、 斯の 如き 効果を 得る に ほ 是だ けの 出兵を 
せねば ならな かつた と 云 ふ、 所謂 論理で あると 云 ふ 
ては おかしい かも 知れ ませぬ が、 効果の 上から 見て 
是だ けの 成績を 得る には 出兵を 認めなければ ならぬ 
と 云 ふ 結論になる と 思 ふので ございます 、期る が 故 
に 貴 衆. 兩院に 於き ましても 西 比利亞 遠征 軍に 對 して 
感謝の 意を 表して 居る、 nn ち 聯合 軍と 共に 活励 して 
殊に 貴族院の 場合に 於て は 敵軍を 掃盪 すると 云 ふ 言 
葉 さへ 使つ て 居る やうな 譯で ございます ，犬に 力を 
盡した 、それに 對 して 謝意を 表して pr ると 云 ふので 
ございます、 此謝辭 の 意味と 云 ふ もの も 矢張り 爲す 
べき 事を 爲した 爲 すべき 場所. へ 行つ て爲 すべき 事を 
爲し たと 云 ふ 意味で 斯う 感謝の 意を 表して 居る ので 
ございます 之に 對 して 陸軍大臣 、海に 於て は 海 11 大 
臣其 遠征され て 居る 司令官の 方より 答禮が 来て 居り 
ますが、 要するに 是 等の 考へほ です、 皆 日本が 爲す 
べき 場所に 於て 爲 すべき 事を 爲した と 云 ふ 意味で あ 
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るので ございます る、 すると 云 ふと 此出 K- I と 云 ふこ 一 
とに 關 しては、 原 首相は 初め ど •「 £if -r; -; になつ て：； 
つた かほ 存じ ませぬ けれども、 今日 共 効果から W れ _ 
ば 出兵すべき 所に ., I1. 兵して* さう L て 日本は 大 に 111; | 
界 に貢獻 する 所が 陸の 方面に も あつたと 云 ふこと に 
御考 へに なつて 居る であらう と 私は 解 ^ して K るの 
である* 故に 約言 すれば 私の 唯今 5 •したや- 「な li i> 
に、 初めに ど 5 云 ふ 御 考が あつたか 知らぬ けれども 
總理大 R として 御 臨みに なつて 居る 以上は- 此 四 比 
利亞 出兵と 云 ふ 事に 付て、 日本 ii 非常なる 貢 獻をな 
して 居る ものであると 「ム ふこと に 御 了解に なつて 居 
る •斯う 2< ふ 意味で あれ ぱ私は 安心す るので ある、 
若し さう でな くして 出兵を したの ほ 要らぬ 事を した 
ので ある、 それで あるから 成る たけ ¥<撤 兵を する 
と 云 ふ 意味で ほご ざいますまい か、 さう 云 ふやうな 
談解 をしたならば 日 木と して ffi だ： 个 利益な 話で、 さ 
う 云 ふ 懸念が あります るから 誠に 言 ひ 僧い ことで あ 
ります けれども、 私共の 安心が 行く やうに 御 答を 請 
ひます、 私自身は 西 比利亞 出兵と 云 ふ ものは 適 常な 
る 行 励を 適當な る 所に なして， 撺大な る 効果を なし 
て 居る と 斯ふ思 ふて 居る、 御參考 までに 申します が 
去年 十二月 十九 日に 露 西 亞 並に 獨 逸の 方に 關 して 非 j 

常なる 智渤を 有つ て 居る 所の 「口— ド、 ミ 1 1/ ナ IJ が. _ 

意見を 發 表して 居ります、 其發 表された る 所の 5S 见 
に 依ります ると 云 ふと、 是は 「ィンタ ーヴ H ンショ 
ン」 と 云つて 居ります、 露 西 isi に 於け る 干涉と 云 ふ 
ものは •獨 逸を 破る ことに 於て 事 Ef 的に 大なる R-S 
をな したので あると 云 ふこと をはつ きり 言 ふて ® る 
其 意味 ほ 英吉利の m 兵は 少かつ た •其 他の 國の 出兵 
も 多くな かつた、 日本は 大に力 を盡 して 居る、 斯の 
如く 聯合 軍が 進んで 行つて 過激派の 勢力と 云 ふ もの 
を鎭 K し、 獨逸 の ff' 腐と 云 ふ ものを 押へ て 仕舞つ た 
と 云 ふこと に 依つ てからに、 西 比 利 亞の秩 序を 維持 
したと 云 ふこと が、 遠く 西部硪 線の 方にまで 影锻を 
及ぼし、 即ち 獨逸 をして 大に 後を 顧みねば ならぬ や 
うな 風に した 點に 於て、 獨 逸の 敗北を なさし めた も 
ので あると 云 ふこと を 申して 居ります、 此言苋 に ffi 
ります と 云 ふと •西 比利亞 に ; 11 兵した と 云 ふこと ほ 
日本の みの 問題では ありませ ぬ" 聯合堆 と 共々 にな 
したと 云 ふこと であります から、 西 比利亞 に in 兵し 
たと 云 ふことは 日本 だけで 見ても 爲す べき 事を 爲し 
たもので ある、 又 聯合國 から 見ても 聯合 國の 兵の U1 
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し 方は 極めて 少い もので あつたに しても， 矢張り 爲 
すべき 事を 爲した 、獨逸 を 敗北せ しむる に大な る 貢 
獻 •かあつた ものと、 斯う 少 くも 「ロー ド、 ミ ルナー 
J は 解 fl して 居る ものと 見る のであります、 であり 
まする からして、 うか^-日本の 出兵と 云 ふことは 
甚だ 不郝 合で あつたと S ふこと を 申す と 云 ふことは 
內 に 於て 自ら 卑下す るの みならず、 聯合 軍の 行動を 
代つ て 卑下す る 隨れが あると 思 ひます から •私は 西 
比利亞 m 兵と 云 ふことは 誠に 钩 當な ことを 爲し たも 
ので あると M ふ •か、 それに 付て 解 釋の付 くのは 柄 ひ 
ませぬ、 即ち 「チェック、 スロヴ アッ ク J を援 ける 
ので ある、 過激派を 锁 K して 北の方の 秩序を 恢復す 
る、 私は それ 以上に A いと 云 ふ考を 有つ て 居ります 
けれども* それだけで も H 本は 爲す べき 事を 爲した 

と 云 ふ® 味に 於て 日本が 1¢ 界 に貢獻 したと 云 ふこと 

に解釋 したいと 思 ふて 居ります •か、 此點 に對 し總理 

大； £ は 如何に 御考 へに なつて 居る か、 どうぞ 簡 m に 

成る たけ 簡 取の 方が TC しう ございます が 御說 明を 願 

ひたい， 而して 此 撤兵の ことに 付て 申 上げたい ので 

すが、 撤兵の ことに 付て 斯う 云 ふこと があります の 

です ね 「絶 對 的に 必要なる M 度に 止め 苟も 此 限度を 

超過す る ものと 認めら る、 兵 fl は 著々！ K 還す る こと 

と 致しました」 此撤 兵と 云 ふことは 两 比利亞 の 方 も 

秩序が 付いた から、 先づ 最 少限度 だけは It めて 置い 

て、 こちらの 方に 兵を 段々 と谠 すと 斯う 云 ふ 竹： 味で 

あります が •併し 此論理 は 斯う 云 ふこと だら うと 思 

ふ、 必赀 •か 無くなれば 撤兵を 多くして どん < 還す 

必要が 今と (rd じであるなら ば 今 通りに して 牌く、 必 

要が 殖えたならば 又 出兵す ると 云 ふことの 論理が、 

是に 合して 屛 ると 解 釋 して宂 しう ございます か、 其 

點も 承つ て 岡きたい のです， 而して 又此 出兵の こと 

に 付て、 もう 一 つ * は 陸； 也 大 K に 御 答を 願 ひたいの 

です、 海 irl の 方で ほ H 本が 非常に 貢羝 したと； K ふこ 

とに 付て • 濟 々と 其 報 带 をな されて 居ります、 現に 

昨年の 1 /1 に 於て 其 公表を なされた こと もあります 

が、 以前に 於て 倫效 「タィ ムス」 に 於て 公表され た 

こと もあります、：！？ 近に 至 つても 其 公報を 報道され 

ましたが、 两 比利亞 出兵の ことに 付て は どれ だけの 

貢 ^ をした ものである かと 云 ふこと を、 了解す る 事 

の 材料を 餘〇世 間では 知らない やうで ある、 是が誤 

解の 基で あらう と 思 ひます から •それは どう 云 ふ 事 

柄に なつて K るかと 云 ふこと を H 間す る 次！ S で ござ 

外交 方針に 關する KSI 理大； E の 答 辯 


いますから して、 今日 材料を 御 持ちで なければ* 或 
る 他の 場合で も宽 しう ございます から、 先づ此 出兵 
に關 する 經 過と 云 ふこと を 御 話に なつて 日本が 非常 
に 貢 g をした と 云 ふこと が、 どうか 我々 に 能く 分る 
やうに して 戴きたい と 云 ふこと が •是 •か 陸軍大臣に 
對 する 所の^: でございます、 それからして 第三に 
御 尋ね 致します るが、 此露國 の將來 と獨逸 の將來 と 
云 ふこと に 付て 私は 大なる 疑問を 有つ て 居る ので ご 
ざいます、 外務 大 ES の 御說明 中に 百年の 長 計と 云 ふ 
ことを 仰つ しやつ た、 又 講和 間 題と 5;- ふ ものは 獨り 
當面の 交 '® 國間の 問題に 限らず して、 永久の 平和と 
云 ふこと も 仰せられて 居る、 其點 から 考 へて 見ます 
ると 云 ふと 露國の 將來が 如 何になる か、 獨逸 がどう 
なる かと 云 ふことは， 非常に 今日まで も旣に 十分に 
研究が 棺んで 居らね ぱなら ぬ 問題と 思 ふので ありま 
す、 そこで 私の 心配いた します のは 露 西 亞 if 歐羅 
巴 露 西 亞は今 混沌た る ものである •幸に 西 比 利亞の 
方に 於て は 「オムスク， 政府と 云 ふ ?) のが 成立つ て 居 
つて、 是は確 か だら うと 御 考へ になつて 居り ませう 
けれども それ. か 果して 當て になります るで ございま 
せう か、 ！! II 何で ございませう、 西 比 利亞を 一の 緩 Ml 
地帶と 致しまして、 他の 有力なる 歐羅巴 の 勢力と 極 
東との 間に 於て、 一つの 綏砌 地と 云 ふ ものを 描へ る 
事が 出来れば 何より 結構と 思 ひます けれども 併し 吾 
入の * S ふる 所は 露國は 露國だ けでは どうして 見ても 
成立つ て 行かぬ と 云 ふこと からして、 獨 逸と 將來は 
聯合す る •たらう と 思 ふ、 外務 大 K の御說 明に 依る と 
云 ふと、 ® 塊 ほ 壊 崩した と 云 ふこと を 仰つ しやつ て 
居ります けれども、 獨塽 の壞 崩は 現在の 唯今の 眼前 
にある 形態を 云 ふだけ に過ぎない ものであります， 

鸱 後に 於て獨 逸の 復興と 云 ふ ものは 非常に 早い ので 

はなから うかと 私は 思 ふ、 普 佛戰爭 の 後に 於て佛 闕 

西が 思つ たよりも 1.1 十く 勃興いた したと 云 ふよりも、 

よ OE 十く 獨逸の 方 •か 再興す ると 云 ふこと が ありは せ 

ぬかと 思 ふ、 さう すると 云 ふと 獨逸な る ものと 露 西 

W なる ものとは、 英吉利が 如何に 嵆發 しても、 佛闕 

西が 如何に 珩發 しても、 亞米利 加が 如何に 努力いた 

しましても， 迚も ig 西 s:i が獨 逸を 賴 むと 云 ふ •其賴 

むと 云 ふこと に 代る だけの 事が 出来ぬ だら うと 思 ふ 

迚も 英佛 米の 力では 認西亞 と 手を 握り 切る ことが 出 

來な いので、 詰り 謝西亞 は 獨逸と 云 ふ ものは つい 隣 

同士で •食 糊 關係經 濟關 係、 どうして 見ても 聯合し 


て 仕舞 ふと 思 ふ、 聯合して 仕舞つ た 時に 復興の 力が 
非常に 强い ものと 見ます ると、 其の强 いものが 果し 
て 今日 成立ちつ \ ある 所の 「オムスク」 政府を 其の 
儘に して 置く かどう か-緩衝 地帶 と® 比利亞 をす る 
ことが 出来る か 否やと 云 ふこと を考 へて 見る と* 非 
常に弪 瞭に堪 へない やうで ございます、 是れは 私が 
獨り考 へ 出した ので ございませぬ、 斯う 云 ふ說が 亞 
米 利 加 あたりでは 澤山 出て 居る 尤もの 心 p*iti と 思 ふの 
であります が、 どうか 斯う 云 ふ 事の 點に 付いて 國家 
百年の 長 計に 稽へ 、世界 永久の 平和を 念と されて 居 
〇 まする 方に 於て は、 相 常の 御 研究が 積んで 居る と 
思 ひます から、 どうか 御說 明を 願 ひたいので ござい 
ます、 次に 伺 ひたいのは 國際 聯盟の 話で ございます 
が、 是れは 其 御 尋も簡 m に 致します るが r ゥ ヰルソ 
ン」 の 十七 箇條の 第 四に 之を 申して 居ります •而し 
て 「ゥ ヰ ル ソン」 が 去年 申しました 其 前に 一昨年の 
四月 二日に 於て 斯う 云 ふこと を 言うて 居る のです ね 
鞏固なる 平和 聯盟 (3: 「デモ クラ チック」 なる 國民の 
聯結 にの み 依りて 成立すべき ものな りと 云 ふて 居り 
ます、 それから 又 二 三日 前の 「レオン、 ブ 4 ヂョヮ 」 
の 言 ふ 所に 依る と 矢張り 同じ やうな 事を 言うて 居り 
ますので、 詰る 所 民主的 政府で なければ ならぬ、 責 
住 內閣を 有する もので なけれ ぱなら ぬと 云 ふこと を 
言つて 居る のであります が、 是れ 頗る m 大な問 題で 
あ 〇 ますが、 政府は 是等 の點に 付て 何等か ® 悟を 御 
決めに なつて 居る 所が あるので ございます か •如何 
でございます か、 內田外 相の 御言 葉の 中に も 日本 帝 
國ほ自 ら其歷 史と云 ふ ものが あると 云 ふこと を 一言 
仰つ しやつ て 居る ので ございます が •日本 13: 自ら 歷 
史が あるので ございます、 其言槃 の屮に 略々 私 ほ 了 
解して 居る のであります が、 念の 爲に斯 かる 事は は 
つきり 仰つ しやつて 下す つた 方が 國家 の爲 であると 
思 ふので あります から、 ちよつ と 御！ いいたします、 
それからもう 一つ 國際 聯盟で 懸念の ある ことは 人種 
的 問題であります、 人種的 liil 題で 所謂 異人 種を 排斥 
すると 云 ふやうな ことにな つたなら ば •是は 國際聯 
盟に :1 入 つても 非常に 不利益な ことがある だら うと 
思 ひます、 現に 永代借地 描の 問題に 付ても 苦い 經驗 
を 有って 居ります ので、 其點は 注意すべき ものでは 
ないかと 思 ひます、 併ながら 是ほ 能く 考 へて 見ます 
と 假 令國際 聯盟に 關した 條 約を 萬 國の 間に 結んでも 
其條 約が 亞米利 加の 各 州に 適用が 出来る かどう かと 


云 ふと •適用が 出來 ない の だら うと 思 ふ、 即ち 條約 
が 出来ても 谷 州に 適用し ないで 相！！ らず 日本人を 排 
斥す ると 云 ふことは 已むを得ない だら うと 思 ふ、 法 
の 適用の 結果から 言うて .…： 、さう して 見ます と玆 
に阈際 聯盟に 人種的の 區別を 撤去せ よと 言うても 効 
果は少 いものと 思 ふ、 亞米利 加には …… 去りながら 
斯の如 き機會 に 於て 之を 言 ふことは 極めて 滴 當なこ 
とで あると 思 ひます が 故に* 國際 聯盟と； K ふ ものに 
若し 這 入る とすれば， 其點に 付て 十分の 考瞪を 加へ 
て 居られる ので あるか どうかと 云 ふ 其 ! fi を祇 りたい 
のであります、尙ほ此外に进備の制限、设兵令のこ 
と •或は 海洋の 自由と 云 ふやうな 問題に 付て 御 ^ い 
たしたい と 思 ふので ございます が、 私 一入で 餘〇皆 
_ の 御 質問の 時間を 減らす の も® だ 恐縮で ございま 
すから， 私が 重 もに IR 要と 考へた 點だ けに 限り まし 
て •是で 質問は 止めて 置きます が、 どうか 御 差 支な 
い範間 だけの  <1 答 辯を 願 ひたいと 思 ひます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大 Ki c ls 敬 君) 唯今 高_ 君よ 〇縷 々御 質問が 
ありました が、 簡單に 私より 御 答すべき ことは 私よ 
〇 御 答いた して 置きます、 講和 條 件に 付て 言 ふこと 
が [11 來るな らば、 それを 示して はどう かと 云 ふ 御 質 
問に e 収 りました が、 講 s 會議は 最早 開かれ、 豫 術 
會議に 著 手して 居る 今日であります、 成程 列國に 政 
治 家は 色々 なる 槪拈的 抽象的 意見 等は 發 表して 居り 
ます けれども* 此謂 和會議 に 如何なる 案を 提出して 
如何なる 條碉を どうす ると 云 ふことは 發 表して 居る 
のを 一 向 見 ませぬ、 帝 國政府 に 於ても 講和 委 M を 彼 
の國 に S ります るに 付て ほ •針 接 我 國に關 係の 是々 
の 案件に 付て は 斯様に 主張を 致す が 11: しい、 若し 勘 
う 云 ふ 論が 出たら 斯樣 にす るが 宜しい、 其 他 列 國よ 
り 提案して 居る 所の もの も 斯様なる 案が 出たならば 
斯う 云ふ處 置を 執る •斯う 云 ふ：； H 論を 主張す るが 宜 
しいと 云 ふやうな ことを •想像し 得られる 限りに 於 
て總て 細大 訓令を 持って 委 员ほ 出發 いたした ので あ 
ります、 併ながら 此 條扣 …… 此條件 を 今日 公表いた 
すと 云 ふこと (i i« だ國 家の 爲に不 利益な 〇と考 へま 
する、 相手は ある. 相手には 敵 國も あります、 同盟 
國と申 しまして® U を 闘 ほす に 於て ほ 色々 の 事が あ 
らうと 思 ひます から、 遺憾ながら 此條件 等を 公表す 
る事ほ山來兼ねまする，併ながら方針としてほ極め 
て 抽象的な 話で (3: あります けれども •此會 翳に 臨む 
六 六 九 
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外交 方針に 関する 内 田 外 ! r<5 大ツの 答 辯 — 
のに 公明 JH 犬なる 考を存 つて 參りた いと 斯う 云 ふ ® 
意であります、 正義 人道な どと 申した の も 詰り 我® 
に 於て は 色々 なる 欲菌 等を 有つ て 私心を 狹んで 此會 
議に 臨む ffl り ほない と 云 ふこと を 列國に 公表いた し 
我國 の萌 度を 宣明 する の 必要なる ことを 考 へました 
から、 左 探な ことを 申した のであります、 西 比利亞 
出兵の ことに 付て 色々 御 說が ありまして 斯う 云 ふ 風 
にして S くが 宜し いぢ やない かと 云 ふ 棟な 御注意の 
點が ある やうに も聽 きました が、 又 私な り 外務大臣 
が 之に 反對の 意見の やう だが、 さう でな くした 方が 
宜しい と 云 ふ 風に鸱 取りました が、 是 ほ 私 ほ 何等 作 
爲 して 玆に 申す 必要 (3: ありませ ぬ、 又 私 !' 3: 此 m 兵不 
必耍な りと 云 ふ蒽 見を 發 表いた した ことは 未だ 曾て 

ありませ ぬ、 どう 云 ふ 譯で私 は 反對な りと 御 推測に 

なつた か 知れ ませぬ けれども， 玆に意 見が あると す 

ると 外交 上 重大な りと 考 へました が 故に、 斯樣な こ 

との 意見を 發 表した こと (3: ございませぬ から、 tt 御 

懸念 だけ ほ 御 除きを 願 ひたい、 而 して 此 115 兵いた し 

た 趣意は 當時 政府に 於て 中外に 宣言いた しました、 

是は 即ち 出兵の 趣意であります、 其 宣言 ほ r チ ヱッ 

クス！！ パ- ク」 の 救 濟と撖 塽俘 礎の 勢力を 掃蕩す る 

と 云 ふこと であるので あります、 隨 つて 是に 必要な 

る f£ を 出した と 云 ふこと に 相 成る のであります •出 

兵の 目的 蒔 だ 明瞭であります >  列國 も亦此 宣胃 を受 

取つ て 其 趣 音を 誤解な く 了解して 居る のであります 

併ながら 色々 な 國ほ 色々 な 批評を 銘 々にす ると 云 ふ 

こと ほ 是は 何れの 場合に 於ても 國際 問に 免れ ませぬ 

が、 色々 な 考の人 も ありませ うが、 我國の 出兵の 趣 

意は 是れ である， それから 撤炷の 趣意であります > 

不必耍 なる 兵を 出した 不必要な りと 云 ふ 論を 有つて 

居る から 撤 ±:^ いたした では あるまい かと 云 ふ 御 懸念 

が ありました が、 左樣 な轭意 は 毛頭 ありませ ぬ、 元 

元此出 兵は 唯今 申した が 如き 趣意に 依つ て 即ち 「チ 

エッ クス ロバ— ク ，1 の 救 濟 と獨澳 俘虜の 勢力の 掃蕩 

を 目的と して 出兵いた したので. 此 宣言の 趣意 {± 此 

目的を 達すれば 撤兵を する •何等 露 西亞の 內洽に 干 

渉す る® 味 も 何もない ので ある、 斯う 宣言には 明瞭 

に 示して あります から 旣に 「チェック スロバ ーク」 

の 救濟の 目的を 達し、 獨塊 俘虜の 勢力を 掃蕩いた し 

たと 云 ふ 以上には 撤兵して 宜しい のであります、 何 

も武裝 いたした 多くの 兵を 此 所に 置く の 必要は ない 

のであります、 併ながら 今 H 直ちに 全部の 撤兵を 行 


ひましたならば、 忽ち 彼の 池 方は K 亂の 巷と 相 成る 
であり ませぅ、 故に 秩序を 81 持す る だけの 兵は 残さ 
なければ なり ませぬ から •之に 必要なる だけの 兵を 
殘 して、 他は 撤兵す ると 云 ふ 決心でありまして、 左 
樣に取計ひ且又左樣なることほ、是亦列國に公表い 
たして 居る， 故に 私は 當 議場に 於ても 彼の地 方の 秩 
序を 維持す るに 必要なる 守備兵を 跑い たので、 他 ほ 
浍還 いたした と •斯樣 に 報告を 致した 次第で ありま 
す、 其 他の 事ほ 外務大臣 其 他より 御 答いた します。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 休憩いた します。 

午後 零時 一分 休憩 
午後 ~ 時 三十 五分 開會 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 午前より 繼纘 した 
る會議 を 開きます •外務大臣 內田 子爵。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君演搜 に 登る〕 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 高 橋 君の 御 質問に 對 
しまして 御 答を 致します、 大體 は總理 大臣より 御 答 
を 致しました、 聊か 補足の 意味 合で 私の 記憶に 存し 
て 居る 點々 に對 して 御 答を 致します •第一は 西 伯 利 
亞に 於け る鐵道 問題に 對 しての 御 質問で ございまし 
たが、 此鐵道 問題は 西 比利亞 方面へ 列國 と共に 共同 
出兵を 致しました 結果と して 起つ て 居る 問題で あり 
ます、 即ち 「チ ヱッ クス ロバ ー ク J を 助けむ が 爲に 
英 、米、 佛 ，伊 及 支那 是等 の國と 共同いた しまして 
3 兵を 致しました、 即ち 其 出兵を 致しました 事情の 
必要に 迫られ 一は …… 又 他には 西 比 利亞に 於け る 露 
國 民の 誠に 困難な 狀態 に陷つ て 居ります のを 救濟せ 
むが 爲 に、 西 比 利 亞の鐵 道の 運行の 敏活を 圖る 必要 
が 起つて 居ります、 更に 今日の 西 比 利亞に 於け る鐵 

道の 狀態ほ 誠に 不完全な 狀態 にあります >  此 運行の 

敏活を 阔ら むと する のが 趣意であります、 御 承知の 

如く 東淸鐵 道と 申し •又 烏 蘇 里 線と 申し •或は 黑龍 

江 線 ■後 貝加爾 線‘ 共に 是ほ東 淸鐵 道を 除く の 外は 

露西亜の 鐵道で ありまして •東 淸鐵 道は 露 西 亞と茭 

那との 合 辨の鐵 道で ある 次第であります から、 lit 問 

題に 關 しては 或る 一 國が …… 他の 一國が 之を 管理す 

ると か 之を 自分の 物にする と 云 ふ If-!] 題は 起つ て 居な 

い、 共同 出兵の 結果と 致しまして、 此蓮 行の 敏活を 

岡る と 云 ふ S に對 しましても* 出兵を 致しました 國 

々の 間に 共同 的に 相談を する のが 當然 のこと であら 

うと 思 ひます、 即ち 其 趣旨に 據 つて 唯今 七 箇國の 間 

に 協議を して 居る 話で ございます、 然るに 其 協議 ほ 


まだ 完結を 致し ませざる が 故に、 茲に此 問題に 對し 
て是 以上の 辯 明を する ことは 出来ぬ， 唯 先刻 高 橋 君 
の 御 心 se になり ました 點ほ萬 々ない こと、 御 承知を 
願 ひたい、 此 問題に 關聯 しまして、 fi*.] ほ長养 より 松 
花 江に 至る 鐵道 に關 して 御 質問が ありました が、 ilt 
鐵 道に 關 する 日露の 間の 交 捗 ほ 大隈内 閗時 代に 起り 
ました ことでありまして* 私よりも 高 橋 君の 方が 能 
く其事 情を 御 承知に なつて 居る こと、 思 ひます、 此 
鐵 道に 對 する 日本の 權利が 果して 旣得權 と稱し 得べ 
き や 否やは、 是ほ寧 ろ® 士の 御意 見に 委せた 方が 安 
全で あり ほしない かと 思 ひます、 縱んぱ 是が 旣煜權 
を 設定し 得た る ものと 致しましても、 唯今 七箇國 の 
間に 協議 中の 鐵道 問題とは 何等の 關係も ありませ ぬ 
旣得權 が あると 致しましても、 之を 侵害す る やうの 
處 は 毛頭 ござり ませぬ、 それから 其 次には 矢張り 此 
鐵遒 I'MJ 题 に關聯 して 斯る事 を 或は 歐羅巴 若く は 世界 
の 他の 方而に 於て 日本が 積極的に 何 か 要求を して 居 
るかと 云 ふやうな 御 趣意に 聽取 りず したが •さう 云 
ふ 要求を して 居る 例 (3: ございませぬ， 唯今は 尤も 同 
_な 事柄が -lit 界の 他の 方面に 起り ましたなら ば， 無 
論 日本と しては 今日 他の 谷國が 此鐵道 協議に 參 加し 
て 居ります やうに 同樣 の參 加を し 得る ことと 思 ひま 
す、 又 他の 國々 も 喜んで 之を 承諾す る こと、 思 ふ 次 
第であります、 其 他 「ダ ー ダネル ス J 若く は 「スエ 
ズ」 の 海峡の 如き 問題に 對 しまして は、 無論 日本と 
して 若し 此問 題が 講和 會議に 上ります 時には 所謂 海 
洋の自由の主義に依つて训界に是が開放されむこと 
を 希望す る 次第であります、 「 X H ズ」 の 問題に 付 
ては 御 承知の 通り 是は戰 前より 色々 條 約の 關係が あ 
ります 「ダ ー ダネ ルス」 の 問題に 付て は 主として 是 
迄は 露國 が、 其 問題の 關鍵を 握つ て 居つ たやうな 次 
第であります が、 今日の 露 fea の狀您 に 於て ほ 昔の 通 
りの 世界に 要求を 提出す る やうな ことは 私 ほな から 
うと 思 ひます、 即ち 露國の 帝制が 倒れて 臨時政府が 
起り 「ケレン スキ—」 時代に 於き ましても- 此 「ダ 
I ダネ ルス」 の 開放と 云 ふ もの ほ 大 問題に なつて 居 
りました、 當 時の 外務大臣の 「ミル コフ」 の 如きは 
どうしても- 「 ダー ダネル ス」 ほ 露 西 亞に 於て 占有 
しなく ち やならぬ、 侵略 主義を 排し 土地 併合を 排し 
た 政府で さへ も 「ダ ー ダネ ルス」 だけ (3; 持って 居ら 
うと 云 ふ 主張を したので、 其 爲に彼 ほ 遂に 他の 閣員 
の 反 對に會 ひまして 外務大臣の 職を 去つ たやうな 次 
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第で あ 6 ますが、 遂阀が 找 |を 致しましても tn 時の 
通りに 「ビ ート >1, 大帝」 の ia JI と 云 ふこと を 持 .' 11 し 
て此 r ターダ ネル ス j ほ lit 界の 開放 に …… 開放され 
ると 云 ふこ. とを 防 害する やうな ことは；； 2 はなから う 
と 思 ふ、 rr る 問題が 提起され ました 時分には 日本は 
是が 世界に開放されむことを筘沼いたして的る穴第 
でございます、 それより 松 花 :' r ‘及出 fi'! :  1: 0 4 :-:- -:| ^: に 
關 して 何 か 報 f1;- が あるかと 云 ふこと で ござります •か 
之に 對して ほ 何等の 報 吿も御 提供す る譯に 行き ませ 
ぬ、 喵是も 唯今の 「ダ ー ダネル ス」 問題 若く は 「ス 
ヱズ I の 問題と 間 樣に 矢張り 世界 一般の 交通に i»J つ 
て 開放され る やうな 事柄が 生ぜむ ことを 筘轺 して 居 
る 次第で ございます •其 他出 兵の ? 1¢ に付きまして は 
總理 より 御 答を 致しました から、 私からは 啡 上げ ま 
せぬ、 尙ほ 露國及 獨逸 の將 來に關 して 御說が ありま 
して •是ほ 御說の 通 〇 誠に 重大な 問題でありまして 
露 國及獨 逸が 將來 如何になる かと 云 ふことは、 凡そ 
何人も 碗 答を する ことは 出來な いこと と 思 ひます、 
然れ ども 若し 露國 B 帝制 的の 侵略 國とな り、 又® 逸 

が 「ヵィゼル」 流の 侵略 主義网 となつ て此兩 方が 合 
體 する やうな ことが s> o まして ほ、 是 こそ 111: 界 の大 
職 爭を再 び 惹起すべき 問題であります、 此問 題に 對 
しまして は 凡そ 今度の 講和 會議の 中の M も重耍 なる 
問題になる と 私は 思つて f?f る、 即ち ® ® に 趣 逸の 勢 
力が 及ばない やうな 工夫 (3: 必ず 11 逸を 敵と して 起つ 
た 列强の 間の 最も 愼 m な 考 ■を S す こと、 なる かと 
思 ひます 唯 日本の 政府と …： 日本と 致しまして は 何 
卒 一刻も早く 露 國に統 一 的の 政府が 出來る ことを 希 
朝す るより 外は ありませ ぬ、 それ故に 唯今 比較的に 
望の ある 「オムスク」 政府には 列强 としては 出來る 
限りの 援助を 與 へて 居る 次第で ござります。 是が果 
して 露 國全體 に R つて 統一的 政治を なし m るに： ？ T1 る 
や 否やは、 今日の 所に 於て は 確言す る ことは 出來ま 
せぬ、 何卒 其 域に 達せむ ことを 希望して 居る 次第で 
ござります、 最後に 國際 聯盟の ことに 付て 御 Si® が 
ありました が、 是は唯 主義と しては 凡そ 何人も 異讖 
がない 問題で あらう と 思 ひます る、 即ち 世界 永久の 
平和を 樹立せ むが 爲に何 かの 方法を 以て 將來 w び 今 
回の 如き 戰爭を 防止し やうと 云 ふの が國際 聯盟の 主 
服と する 目的と 思 ひます、 此 n 的には 何人も 共鳴し 
て 居る こと だら うと 思 ひます、 唯今 日 迄は 果して 如 
何なる 形を 以て 此 聯盟が 造られる かと 云 ふこと が 分 
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り ませぬ に 依つて、 木 席に 於て 何等の 御 答 も 致す こ 
とが 出来 ませぬ、 尙ほ 之れ に附帶 致しまして 人種區 
別問題の 御 質問が ありました が、 是は帝 國と 致し ま 
しては 差別 的 待遇は 一時 も 早く 世界の 谷 方面に 於て 
終 m せむ ことを 希轺 して 居る 次第は 申す 迄 もない 話 
であります が ，此 の 間賴た る や、 是迄の 成行き も あ 
ります し、 rL は 海外 在住の 幾 十 萬の 邦 民に 莨ち に 影 
锲を 及ぼす 問題でありまして， 其 休戚 利害は どこ 迄 
も 研究を： 要する 問 W と 思 ひます •誠に® 大な 問題で 
あ 〇 ますから、 lit 問題と 國際 聯盟との 關係が 如何で 
あるかと 云 ふことは、 國際 聯盟に 對する 提案が 出 ま 
せぬ 以上は 其關 係に 付ても 何等 申 上げる ことは 出来 
ませぬ、、 ;?; 棟 御 承知を 願 ひます。 

〔國務 大臣 田屮義 一君汹 _ に 登る〕 

0S 務大 K (田 中義一 君〕 唯今 萵橋対 ょり 陸 班の 軍 

事 行動の 經過を 述べられたい と 云 ふ 御 希望が ありま 

したが， 此軍 2lf 經 過の 槪耍ほ •兩 三日 前 御手 元に 差 

出して 题き ました 帝 阈陸茧 露領 出兵 經确の 概要と 云 

ふ 冊子が 差 上げて あります から •能く 之を 御铙 下さ 

いましたら 筋道は 能く 分る こと 》 存じます、 又 陸軍 

の 出兵した る 所の 効果と 云 ふことの 御 希望が ありま 

した •是 も ii が 曾て 世界 大破に 對する 帝 國陸坩 の 貢 

献と云 ふことは 世間に 發表 して 置きました ことがあ 

ります、 取 分けて 此 冊子に 馘せて ありませ ぬ こと だ 

けを 申 述べて S きます、 それは 第一に， 彼の 「チヱ 

ックス ラバック」 を 救援を 致します ことは •  K り 軍 

事 行 励で 救援を したの みならず、 保 東に 分離して 出 

て來 ました 「チヱ ック」 を 再び 西方に …… 彼が 友軍 

と 聯絡す る爲 に武裝 します 兵器 糊 藥まで も •此 日本 

から 供給を 致して 居ります 又 主として 「バィ カル」 

以 34 に 於け る、 所謂 辟 WF llil の (5B 金 分子 即ち 反 過激派 

の 武装と 云 ふ もの も、 多く ほ 日本の 供給に 依つ て 彼 

は 武裝 をして 居ります、 又 近くは 佛關西 政府の 要求 

に 依つ て •西方に 居ります 「チヱ ック」 の爲 にも 多 

大な 兵器を 供給して 居ります >此 陸 車の 現 W に 出兵 

を 致します 以前、 露 M にどれ だけの 兵器 材料を 供給 

して 居る かと 云 ふこと は、 皆 棟 旣に 能く 御 承知の こ 

とであります、 要するに lit 經過 の槪嬰 に S いて あり 

ます 如く、 帝 國陸眾 が 八月の 中旬から 出發を 致し ま 

し て、 旣に 九月の 二 十二 三日に は* 烏 蘇 里 線から 「 

ハ バ 0 7 スタ」 を經 由して、 遂に 黑龍江 一帶の 地方 

は、 栉に 一 ® /I 足らずの 日子を 以て、 約 三百 里に 亘 


る徑路 を 踏破して、 速に 「パィ ヵル」 以東の 秩序を 
恢復し •殊に 多數 の挪埂 俘爾の 勢力を 枒景 として、 
寧ろ背赍と致しますょりほ>彼等が露骨に峨闘に從 
事し、 乃至は 戰鬪の 指揮を 執つ て 居りました 過激派 
を、此少日子の間に掃蕩をして，速に「バィヵル」 
以 苽 の 秩序を 恢设 し、 又此 秩序は 獨り恢 復 して 居る 
のみならず、 今日は 其 秩序を 保つ て 居る と 云 ふこと 
は、 日本 陸軍の 全く @ 肩に 荷 はれて 居る と 云 ふ 今日 
の狀鸱 であります、 而 して 先刻 4 高 橋 君の 仰せに な 
つた如く、日本が出兵をしたと云ふことほ.獨逸に 
對し ては 多大な 恐怖心を 惹起 させた と 云 ふことは 申 
すまで もない ことであります 、要するに 今回の 帝國 
陸車の出兵は現實ほ「バィヵル __ 以東でありますけ 
れど も、 是が延 いて 全 西 比利亞 の 秩序を 速に 恢復し 
ました 上に 於て、 多大なる 貢献を 致して 居る と 云 ふ 
ことは. 是も 亦列國 軍の 認めて 居る 所であります、 
其 通は 尙ほ此 小冊子を 御 寶 下さいましたなら ば •經 
過の 筋道は 大要 御 了解 下さる ことと 存じます， 私は 
是で …… 

0 高 橋 作衞君 私の 質問に 對 しまして、 總理 大臣の 
御 答に なりました 中で 出兵は 不必要と 云 ふこと を 言 
つた 赀えは ない と 斯ぅ 仰つ しやつ たの ほ、 非常な 快 
感を 感ずる 次第であります、 其 他に 於て は 餘り 抽象 
的で 滿足を 得 ませぬ が、 外務大臣の 御 答 辯は、 割合 
に 詳細に 涉 つて 居ります、 此答 辯は 一々 承服は 出来 
ませぬ のであります が、 是 ょり 以上 質問を 繼續 する 
と 云 ふことは 議論に 渉る と 思 ひます から、 是は又 他 
の 時機に 意見を 述べる ことに 致しまして 、私の 質問 
は 是で 止めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 山 脇玄 君。 

〔山 脇玄嵙 簡壻に 登る〕 

0 山 脇 玄君私 は， 現內 聞の 綱領であります る國防 

と m 產に關 する 問題に 付て 御 尋ねを 致したい ので あ 

ります •歐亞 の大戰 も 漸く 終了を 吿げる 事に なり ま 

したが、 今後 我國が 列 5S と對 立して、 其 體而を 保持 

し 其威擷 を 發揮 せむ とする に ほ>  申す 迄 も ありませ 

ぬ 富國强 兵に te らね ばなら ぬ ■さぅ して 兵と 富と を 

s 造し、 II つ 之を ^ 大して 行かむ とする には •詰り 

民衆の 力に 待たねば ならぬ、 果して 然り とせば* 彼 

等の 心身の 向上 發展を 岡る と 云 ふこと が •最も 急 要 

の 事業で ある、 # には 何人も 異存な き 所で あらう と 

存じます、 そこで 我國 今日の 彼等の 狀態は どうで あ 


るかと 顧みて 見ます ると •一面、 體位 …… 體 格保煺 
の方而 に 於き まして ほ、 壽 命の 上に も、 死亡の 上に 
も、 殊に 靑年 女子 及 一年 未滿 の乳兒 死亡率の 上に も 
甚た铤 ふべき 現象を 示して 居る、 他面 民衆の 普通 敎 
育の 方面に 於き ましては、 極めて 不 完備で、 不 就學 
兒童が 非常に 多い のであります、 斯る狀 態で ありま 
すると、 平時に 於き まして ほ徵 兵の 上に、 將た 又殖 
產の 上に 甚し き惡 影響を及ぼします し、 戰 時に 於き 
ましては •軍需工業 動員 法を 運用す る 上に も尙ほ 一 
曆惡 結果を 見る に 相違 ありませ ぬ、 本 月 十三 日發布 
の閣令 の 如きは 即ち 此惡 結果を 避く る爲 〇 豫防 手段 
に 外ならぬと 察せられます •斯か る 現 狀 の救濟 すべ 
き 現在の 設備は どうで あると 申します と •谷 方面に 
亘つて 多少 觀る べき もの、 無いで はあり ませぬ が 未 
だ 甚だ 幼稚で ある， 故に 此際 朝野の 力を 是に 集中し 
て •成るべく 急速に 其 完成を 期せねば なり ませぬ、 
若し さう せす して 之を 等閑に 付し自 枚； の 進行に 放任 
して 置きましたならば， © 時と 平時と を 問は ず、 谷 
國 との 競爭に 於て 到底 3 !越な る 地位を 占める ことが 
出来ぬ ばかりでなく  •必ずや 劣敗 者た る 不幸を 見る 
に 至る であり ませう、 近來 知識階級の 一部に 於き ま 
して、 今や 世界を 風靡し つゝ ある 民本主義の 閱來を 
© へられて、 頻に之 が ft 防 策を 講じて 居らる、 やう 
であります、 或 ix 古来の 家族制度の 維持に 金力を 注 
がねば ならぬ とか、 或 ほ國民 の 精神 統一 策を 立てね 
ばなら ぬと か、 或は 敬神 祟 ffl の觀 念を 蜮が上 にも 發 
揮せ ねばならぬ とか 言つ て、 ff: つて 居られる やうで 
あります が、 此民本 主義の 解釋ほ 人に 依て 千 差 ;' I 別 
一定して 居り ませぬ* 米國な どに 於き まして (3: 多種 
多樣な 勝手な 定義を 附 しまして 論議され て 居ります 
併ながら 我々 大和民族 ほ 古來 の歷史 傅 說等に 依り ま 
して 民 本 政治と 云 ふの (3; 民衆の 安否 休戚を 本と して 
政を 爲すと 云 ふ 意義に 解釋 をして 居る のであります 
即ち 此 意義 及 精神 紀 綱の 統一は 我が 皇室の 大御心 > 
殊に先帝の五箇條御菁文、並に敎育勅語等に於きま 
して 日月の 如く 明瞭で あるので あります から 我々 臣 
民た る 者は 協心； 一力， 多々 益々 民衆 保全の ia を 實現 
して 進み 行き さへ 致しましたなら ば、 それで 宜いの 
で 何も 今 改めて 新たの 方策を 講ずる に及ぱ ぬでは あ 
りますまい か 彼 知識階級の 人達 も 忠君 愛國の 至情が 
あれば こそ、 斯 くも 苦心 方策を 立てむ と 努めら る、 
ので あ 〇 ませう から， 希は くは 此 努力を 轉 じて 民衆 


の 心身の 向上 發展に 傾注され む 事を 請 ひたいので あ 
ります、 さうな ると、 それが 即ち 彼 人士 達の 希望に 副 
ふ 事になる ので あらう と 思 はれます、 今回の 世界 大 
事 變に依 りまして、 戰爭は 軍人 階 M の獨占 的の Jji 業 
でな く、 國民的 事業と ならなくて はならぬ、 即ち 園 民 
皆兵 主義と ならなくて はならぬ a して 其 後援者と し 
て 女子 も參 加せ ねば 耐久 持續は 不可能で あると 云 ふ 
敎訓を 我々 に與 へたので あります •詰り 今回の© 乖 
に 依つて 社會 組織の 上に 變励 を來 たした もの ほ— 外 
にも ^ 多く ありませ うが、 就中 著しく % 大 せる もの 
は 民衆の 勢力であります >  S 政 者 も 資本家 も 多數勞 
働 階級を 無視して ほ、 今後 何事 も 出来ない 事を 切 實 
に敎訓 された のであります、 其 結果と 致しまして 歐 
洲政治 家の 聲明 する 所は ■一意 專心 社會叫 題の 實行 
に 努めねば ならぬ 事に 一致した と 云つ て宜 いと 思は 
れ ます、 玆に 於き まして ほ 私は 總理大 K、 內務 大臣 
農 商務 大臣、 文部大臣に 誠意 誠心を 以つて 伺 ひたい 
事が あります、 願は くは 成るべく 胸襟を 御 披き にな 
りまして 、現實 の 所を 御 答へ 下さる やうに 致したい 
のであります、 それは 結局 社會問 題に 付て であり ま 
す、 言 ふ 迄 も ありませ ぬ、 社會問 題の 中心 點ほど う 
したな れぱ 貧富の 懸隔を 減少せ しむる かに 在る ので 
過日 臨時 敎育 調查會 で、 敎 育の 効果を 全から しむる 
べき 一般旆 設に關 する 越 議と云 ふ ものが ありました 
其 中に も 社會の 協調を！ I り 一般 國民 をして 生活の 安 
定を得 せし むべ しと 云 ふこと があります るが* 是 ほ 
丁度 啡今 述べます る 所の 趣意と •略々 同意義で あり 
ます、 資本家と 勞働 者を 調和せ しむる と 云 ふ も 或 it 
工場 法の 制定 或は 勞螂保 險の 設立と 云 ふ も， 要は 貧 
闲の狀 態に 在る 彼等の 生活を 安固なら しめ、 比較的 
富有なる 生活を 爲 さしめ、 併せて 少 くも 普通 敎育を 
施して、 彼等の 常識と 經濟心 とを 養成せ むと する に 
在る のであります、 即ち 質問の 第一 if 日用 食料、 
殊に 米價 調節 策に 付て であります， 前の 內閣 は米偾 
問題が 近 a となりまして 倒れた のであります から* 
現内閣は 何を 措いても 先づ纪 一 著に 此問題 を 解決せ 
ねばならぬ のであります、 Itfc 事に 付きまして ほ* 過 
U の會議 で 農 商務 大臣から 詳細なる 或る 馘 員に 對す 
る 御 答 辯が ありまして、 承知を 致しました が •今茲 
に 少しく 御尋を 致したい ことは、 其方 策と して 開 li 
の獎勵 、外米の 輸入と 云 ふこと に歸 著す ると 云 ふこ 
とで ありました が、 其 外 …… それ ix 隨分 永遠に 亘つ 
■■六 七 一 


外交 方針に 關する 田屮陸 班 大 比 の 答 e 施政方針に 關 する 山 脇 玄の 質問 
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施政方針に 關する 山 脇 玄の K 問  _ 

た 方策でありまして 至極 結 ^ で ほあります るが •其 
他 法令を 以て 米 ffl を 限定な さる 御考 がない か、 或 ほ 
精米を 毒液で ある 所の 淸酒釀 造の 原料に 用 ふること 
を 制限 若く ほ禁 lh なさる 御 考があ り や 否や、 米の .® 
費 を 行 ふと 云 ふ 是等ほ M も此急 に應 する 策， 應急策 
でありまして、 此 際 至極婶 常な 方策で ほな からう か 
と考へ さする から、 政府 常 局の 御考 ほ 如何で あるか 
之を 伺 ひたいので あります、 第二 ほ 公設市場の Jlf に 
付て であります、 此 日用 食® の 調節に 最も 適切なる 
もの は 八 ふ 設市 場であります 、帝都で ある 所の ]! I 京 市 
に 於て 今日まで 消费者 …； 我々 消 f< 者の 爲にな る 所 
の 市場の 設けがない と 云 ふことは » だ 不注意で ほ あ 
りますまい か， 今や 時機 (3: 到來 して 居り、 臨時 救 濟 

锊より 寄附 金まで も あると 云 ふので， 俗に 云 ふ 牡丹 

餅で 頰を 叩かれる と 云 ふやうな 此好時 機に 於て， 何 

故に 市の 當局は e 踣 して 居 -?. ので ありませ うか、 恐 

らく 市會鄧 員を 通して 小賣商 の反釾 が あるので あら 

うが， 市民 全體 の e にす るので あります るから、 そ 

んな ことにび く'^ する に ほ 及ばぬ であらう と 思は 

れま す、 我々 市民の 希 菌は數 百 萬圓と 1K ふ 大金を 掛 

て完金 なる ものを 今 設け やうと 云 ふので はあり ませ 

ぬ， 寄附 金の 範阳内 に 於て 先づ試 驗的 にやつ て 見る 

が 宜 いと 云 ふので あります、 從つて 今一 時に 小 H 商 

まで も隞 しやう と 云 ふので ほ ありませ ぬ、 當分兩 立 

させて 固いて、 さう して 其 結果に 依つ て 段々 完全な 

ものにして 行つ. たら 宜 いと 云 ふので あります、 さう 

であり ませぬ と 云 ふと、 今 俄に 小資商 がなくなる と 

すると 云 ふと‘ 却つ て 市民は 大に不 便を 感 する こと 

になる のであります、 我々 の 希 圉を一 冒で 巾し ます 

ると 云 ふと、 巧に 遲くな るよりは 拙く とも 速く 設け 

て 欲しい と 云 ふこと になる のであります* rp 日此 II 

賣药 聞の 報す る 所に 依ります ると， 市 ft 局 者は 四十 

萬 圆 寄附を 受けて 居る と 云 ふ、 私 : lh (の 方 ほさう 眾つ 

て 居りました が、 四十 萬圓の 寄附 金を 以て 隣 買 組合 

の 補助に 充てる ことになる かも 知れぬ と 云つ て 居り 

ます， 市當局 者は さう iK ふこと を W つて 居る と 云 ふ 

ことを ® f 問が 報 S して 居る のであります、 さう して 

其 理由と して 居る 所は どう 云 ふこと であるかなら ぱ 

公設市場で あつて 見れば 現 帝を 以て 買 出す やうに せ 

ねばならぬ 不便が あると 云うて、 それが 理由と なつ 

て if る やうであります、 斯樣な 事は 一 も 1¢. 由とは 私 

はなるまい と 思 ふ、 市民の 市場を rR 望して 居る もの 


は 現金で 買 出しに 行く 位の ことは 资 悟の 前で あるの 
みならす、 我國 の瞄 買 m 合 ほ まだな かな か學珂 通り 
に 良き 品物を 安 價で供 給し 得る 迄に 發 達して 居り ま 
せぬ、 是ほ恐 らく 諸君に 於 かせられましても 御經驗 
が ありませ うが、 私 も 共益 社の 組合員で あります る 
が、 どうも 市場に 代る だけの 効能が あると 云 ふこと 
は 申されない、 どうも それだけの 便利が 今日で ほ ま 
だ與 へられない と考へ ます、 此事 に付きまして ほ 內 
務大； £ ほ 監督權 の 運用に 依りまして、 市民の 希望を 
達せし むる 御 決心がない かどう か、 其 yf を 伺 ひたい 
のであります、 第三は 細民の 普通 敎 育に 付て ゾ あり 
ます、 彼等の 不就學 兒童ほ 非常に 多い、 彼等 兒童に 
も少 くと も 普通 敎育を 普及せ しめて 常に 節制 訓練が 
備は つて® り ませぬ と、 折角® いて 得た 所の s’ 銀を 
む ざ < 飲食に 徒費したり •濫に 「ストラィキ ，1 騷 
ぎを 起したり して、 生涯 悲慘な る 境 週を 脫 する こと 
が 出来ぬ であり ませう、 故に 普通 敎育だ けは 受けさ 
して、 常識と 經濟心 とを 蓊 成して やらねば •此 生產 
の 上に 不良の 結果を 及ぼす のみでな く、 遂には 社會 
に 害 BS を貽す 基と なる のであります、 又 さう しなけ 
れば 諸君 御 承知の 明治 五 年の 學制 にある やうに、 邑 
に 不學の 戸な く 家に 不學の 八な からしめ むこと を 期 
すと 仰せられた 聖； 旨に も捧る ことにな りは しまい か 
文部大臣の 前 會の御 話に 今後 高等 學 府を增 設 される 
御計丧 が ある やうであります が、 彼等 細民 兒童 に對 
しても 何等か 御 計 fli- -','. か あるか ? ,; か、 其 SJ を 伺 ひたい 
のであります，第四ほ勞働保險に付てであります、 
勞侧 保險ほ 皆さん 御 承知の 通り 故 「ビスマルク」 公 
の剞定 になつ た 完全な もの もあります るし、 又 現英 

國 首相が 之に 做つ て 制定した もの もあります るから 

是 等を 取捨 折衷して 速に 制定す るが 宜か らうと 思 ひ 

ます、 何を 苦んで 此切 迫した 時代に 議論に 議論を 重 

ねて 時を 费や すので ありませ う， 實に此 勞働 社會に 

私は 甚だ 不親切では あるまい かと 考へ ます •で 此法 

律が あつて こそ 彼等の 位置 境遇が 始めて 向上し 安固 

となる のであります， 此事 は總理 大臣に 伺 ひたいの 

であります が、 大臣は 速に 勞働 保險法 制定の 御考で 

あり 一 且つ 唯今 御 著 手に なつて 居る かどう かと 云 ふ 

ことを 何 ひたいので あります、 第五は 衞生 的の 住所 

に 付て であります、 細民 現在の 伴 所は 諸君 も 定めて 

御 視察に なつた であり ませう が、 濕氣が 誠に 深く し 

て 陰欝で 日光が 當らな い、 實に是 ほど 不衞生 的な も 


の ほ 恐らく 他に あるまい と 思 ひます〆 I 戶平均 五® 
敷、まあ一戶五人と見ますと芄 © に五人位まで居る 
一曆 酷い のになる と 二® 敷に 十 人位の もの も あると 
云 ふ狀 態でありまして， 何 所から 見ましても 人間の 
ft む 所と ほ 言 ひ 55 ない、 馬小屋に も 劣つ て 居る と 云 
ふ 有様であります、 斯る狀 態で ほ 益々 是か ら發 達し 
て 行かねば ならぬ 所の殖 產の 上に 非常の 影潠を 及ぼ 
すで あらう、 甚だ 我々 國民 としては 心配に 堪へな い 
のであります >  內務 大臣 ほ 此事に 付て 如何に 御考に 
なつて 居る か、 又 之に 對 する 方策を 御 講じに なつて 
居る かどう かと 云 ふこと を 伺 ひたいので あります、 
第 六 ほ 彼等の 爲に する 食糧 安價 供給 所に 付てゞ あり 
ます、 彼等の 住所の 附近へ 持つ て 行きまして 食 糊 安 
價 供給 所を 設けて 々生活費を 一 減せ しめる と 云 ふ 
必要が 犬に あるので あります >  固ょり 公設市場が 設 
けられた 以外に、 それ ほそれと して、 其 外に 彼等 住 
所の 附近に 是 等の 安 價 供給 所を 數 多く 設けて やる 必 
要が 大に あるので あります ■それは 國家又 ほ 自治 體 
が 能 ふだけ 數多く 設けて、 彼等の 輻輳 時間の 上に 便 
宜を圖 つて やる と 云 ふこと を 忘れて ほなら ぬので あ 
ります、 それで 内務大臣は 是 等の 方策に 對 しまして 
如何の 御 考を冇 つて 居られる か、 又 何 か 御 計 ffi が 有 
るか 無い かと、 云 ふこと を fn] ひたいので あります* 
第 七 ほ 職業 紹介 所に 付て ゞ あります、 親切な 職業 紹 
介 所を 設けまして、 失業の 憂な からしむ ると 云ふ必 
要が 今日 大に迫 つて 參 りました、 今や 世界の 大戰も 
漸く 終局を 吿げる ことにな りまして， それ < 失業 
者を 出す に 至りました 、此 際に 於き まして、 最も 其 
必要を 感す るので あります、 我々 が 希望いた します 
るのは 今日 現在して 居る 如き 不親切な ものを 箝璉す 
るので ありませ ぬ、 一た び 新 職業を 世話いた しまし 
て、 それで 相互 關係が ぴつたり 絕ぇる やうな 紹介 所 
であつ ては、 其 効果が 甚だ 少 いのであります、 斷ぇ 
ず 彼等を して、 現に 就いて 居る 所の 職業が 自分に 適 
する や 否やを 通吿 せしめて、 萬 一 不適 常と 認め まし 
た 場合には 更に 適 當の新 職業に 移らし める と 云 ふや 
うに、 丁度 親が 子に 對 する 如き 同情心を 以て、 常に 
世話を してやらねば なるまい と 思 ふので あります、 
親切 丁寧に 取扱つ て 「成るべく 失業の 悲境に 陷らぬ 
やうに 注意を 怠らぬ やうに すると 云 ふのに は， 亦 そ 
れには それ 相應 の 管理人と 云 ふ ものが、 必要に なり 
ます、 管理人 其 人を 得 ませぬ と 云 ふと、 折角 設け ま 
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した 所の 職業 紹介 所 も 其 効が 3fi だ 通いと 云 ふこと に 
なります から， 或は 同愤愛 遜 〇 念に 苗んで 居 〇 ます 
所の 有志 ^ 入を 以て 之に 充てる と 云 ふこと も 亦 ^ ふ 
べき 一力 策で あらう と考 へます* 訧君も S 承 ^ i c ai 
〇 英國で ほ 千 九 百 九 年に 至つ て、 勞呦紹 介 法と： •ムふ 
ものを 制定いた しまして •紹介 事 菜を 商務 -! 0 於 下 
に® せしめ、 屮央の 機關 として 勞砌. 紹介 e 独 局を « 
けて、 全國を 十一 區に 分つて、 區竹迎 局を ® キ/一 
宵 理 局の锌 |« 内に 三 四十の 紹介 所を 設け、 ? 53 に 企 W 
を 肋 じて 紹介 所の 數が 四百 內 外に 上 ぼつて 居り、 此 
事 業の 1S に耍 する 一® 年の 國费ほ 凡そ 二 百览 KI に is 
すると 云 ふこと であります， 斯樣に 外國で は 職 弟 紹 
介 所と 云 ふ ものを 非常に BI く 見まして •扨 切 丁 积に 
K 扱つ て K- る やうであります、 內務 大臣は 此 ?Jf に關 
しま. して 如何なる 御 計 5!£ を爲 さる 御考で あるか、 又 
咄 今 御 計 ffi 中で あるか どうかと 云 ふこと を 伺 ひたい 
のであります、 最後に 勞侧 組合に 付て であ 〇 ます、 
勞働 組合 運 励を 以て 民 本 的 主義を 鼓吹す る もの ゝ如 
く 思惟す る 論者が なか-'^ 多々 あ 〇 ます、 政府 常 局 
も 或 (t 左樣 に御考 へに なつて 居る かどう か、 それは 
知り ませぬ、 此補の 論者の 屮には 民 木主蕺 を 以て 我 
阈體 に 反する 危險思 想の 如く 力說す る 向 もあります 
然らぱ 、私は さう 云 ふ 人に K 問いた したいの ほ 何故 
我國に 立憲 制度を 布く に 至つ たので ありませ うか、 
立 焼 政治は 民を 木と する 政治なる ことは 今更 謭論の 
餘地は ありませ ぬ、 民を 本と する 所の 政治は 是則ち 
民の 自由を 認め、 民の 思想を 尊重す るの 政治で あり 
ます、 旣に 政治 上に 於て 民の 意志を 11 んじ ，K の S 
由を 認めるならば •進んで 庫 業 上經濟 上に 於ても 亦 
冏 樣の耍 求を 生す ると 云 ふことは 至極 當然の 事と 云 
はねば なり ませぬ、 勞働驵 合 運 励と 云 ふ ものは 雄 觉 
する に犛業 的 民 本 政治を 行は むと する に 外ならぬの 
であります、 現今の 狀態で は 勞働契 約、 や 工場 内の 規 
則、 勞働 時間， 賃金 等の 取 極めに 付きましても、 勞 
働 者 g 人の 意見を© TE せられる 餘地が ありませ ぬ努 
卿 組合は 此现 狀に對 して 醤醒を 加へ むと する もので 
あります、 集幽的 勢力の 下に 資本家と 對等の 地位に 
於て 勞 恻 條件を 協識せ むと する ものであります、 勞 
働 者が 多數 を恃ん で 資本家を 脅威す る ことが： li 取で 
ありましたならば、 資本家が 黄金の 威力を 以て 勢 ® 
者を K 迫す るの も 同 樣に惡 事と 言は ねばな り ませぬ 
而 かも 力の 平均せ ざる 所から 往 々外を K する の ?! !• © 
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を 半： ずるので あります、 茲に 於て 兩若の 力を 平均し 
て «| 互 の \ 格を 平等に 探 m し， 共に 勞砌临 件の 協定 
を 待たむ とする のが 即ち 勞卿組 合 運動なる もので あ 
ります、 此怠 味に 於き まして 勞働運 励を 尚 II. 我が 國 
體 に 反し •我が 國民性 に 反する 危險 思想と 言 はれる 
であ 〇 ませう か、 -K は 決して 言は れま いと 考 へます 
斯様な 譯で あります るのに 總理大 m は勞働 組合を 助 
長發戚 せし むる 御 考がな いので ありませ うか、 どう 
かに 付て 承りたい のであります、 それで 前述の 施設 
は 言 ふに 及ばす、 其 他 勞磡 社會 人心の 向上 發肢 に備 
ふる 設娴は 多々 益々 阽決實 行の 途に就 かねば ならぬ 
と 致します れば •  m り顾家 及 丁： 場の 自治 阍體 に委か 
して それに 滿足 する if には 參り ませぬ、 是非 上流 社 
會も共 に 一臂の ^ を 添へ て、 協心 戮心 しなけ れぱ到 
底 十分なる 効果を 收 める ことは 出 來ぬで あらう と ,1 i'. 

ふので あります、 以上の 問題に fj- きまして、 それ 

の 常 局大 R から 成るべく を 御 答へ 下さる ことを 

希阐 いたします。 

〔域 物 大 K 原 敬 君演榴 に 登る】 

〇國科 大臣 C 原 敬 封) 咄今山 脇 君ょ 〇 種々 の點に 於 

て 御 ft 間が ございました •其 ' I' 私ょり 答 辯を 求めら 

れた る點 だけを 御 答いた します、 國阽 と產菜 との 關 

係に 付て 御 質問が ある やうに B きました が、 國 防と 

商 菜との 關係は i<- も 注意いた さなければ ならぬ 事柄 

である，. 中す 迄 もな く rtli 爭は軍 人の みの 力に 依つて 

出來な いのであります、 殊に 今回の 大戰讲 に 依つて 

是が 明 K( に證據 立てられて 2 S る！ 一であります から、 

£• も產椠 の發 嵌に 注 It いたさな ければ、 國防の 完全 

を 期す る ^ にいかぬ と 云 ふ «f は 申す 迄 もない ので あ 

ります、 故に 此點に 於き まして (3: 十分なる 注意を 致 

す拍 りであります、 併なが ら其削 捫は谷 方面に M り 

まして 色々 なる 勤に 注意を 柳は なければ ならぬ ので 

あります 、概括して： 深く 注® を 拂ふと 云 ふ 事は _ 

出 米ます が、 llt JJt M を wf ge にす る •是は 斯様に する 

產菜 と W 防の 關係 を Ita ^ r. すると か 或は 產業 發展に 

依つ て S 防に 斯棵な 影 ^ を 及ぼす と： K ふやう に 具體 

的の 事毎に 證據 を帮げ て 申す と 云 ふことは 出來 ませ 

ぬ、 併な •から 茲に 我々 の 注 S を拂 つて K る 一端の 御 

了解を 得む が 爲 に* 或る 琪椚を 一つ 御 報 街いた して 

固 きます、 此年 々壯 丁 •か 徴兵に 収られ ます、， 之が 爲 

に隨分 農家な どに 収り ま—- て 手不足の 爲 に、 S だ W 

琎を 致す こと •か 多い のであります、 是は隨 分地 方に 


於て は闲雖 が！！々 ra える のであります 、故に 最近に 
於て 陸 ig 當 尚 は 農業の： s も 繁忙なる 時節に 二 週間の 
休暇を 與 ふること に 決定いた しました、 旣に 當該宫 
衙に 於て それ </發 表いた しました •是 等が 即ち 國 
W と產 業と に 我々 が ® f を 用 ひて 居る と 云 ふ 一端を 證 
據な りと して 是が御 諒承を 願 ひたいので ある、 それ 
から 勞锄 保險 法を 設ける 意志が あるかと 云 ふ 御尋で 
あります が、 之に 付では 少し附 加へ たい、 御 承知の 
如く 歐洲 の大戰 爭 ょり 物質的は 無論 (〇 話， 精神的に 
色々 影響を 與 へて®; 化を 來 しつつ あるので あります 
此變遛 の 時期に 際しまして、 若し® 察を 誤りまして 
一 も 二 も 唯 勞砌 を稱 へまして、 色々 なること に沒頭 
すると 云 ふこと ほ、 或は 所謂 民本主義の 誤解を 生ず 
る ® なしと も 致し ませぬ- 此變遷 の 時期に 際し まし 
ては 最も 此邊の 注意を 要する ことと 考 へます. •故に 
私は 勞働保 險法と 云 ふやうな る ことは 社會 政策の I 
端に ほ 相違ない が •旣に 大工 場 等に 於て は それ 〇 
一部 實 行して K る 所 もあります、 其 必要は 無論で あ 
り ませう が* ^ 〇 ながら 之を 制定す るに 當 りまして 
は 十分なる 調査を 敗す る ことと 私 ほ 考 へます、 此變 
遷の 時期に 際しまして は 最も 人心の 動く 所に 注意を 
拂はな ければ ならぬ のであります、 法律の 制定 も 深 
く 意を 用 ひなければ ならぬ と考 へます から、 此點に 
於て は 當該官 廳に 於て 十分な >:, 調査を 致しまして、 
然る 後 其 制定の 必要 ありと して 見れば 其 法律を 規定 
いたさう と考 へて 居る 次第であります •それで 私の 
愚見に 於て 此變遛 の 時期に 如何にも 大切と 思 ひます 
民本主義 も考 fe いたさなければ ならぬ、 勞磡 者の 改 
良 も 深く 注意を 拂は なければ ならぬ が、 それに 付て 
は 餘程愼 重なる 態度を 以て 行かなければ ならぬ、 勢 
の 迸る 所 如何なる 思 ひ 設けざる 事を 生ずる か 知れ ま 

せぬ、 此 a 十分の 注 窓を 拂つ て、 それ 等の 法律を 作 

り •制定す ると 云 ふ 態度を 取つ たのであります、 其 

外は 私ょり 答 辯を 求められた のでない と 思 ひます か 

ら私は 之に 止めます。 

〔W 務大 K 床 次 竹 二 郎君 演檀に 登る〕 

〇阈 務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 唯今の 御 質問は 公設 市 

坳 、細民の 住宅、 fsfi 易 食® の 問題、 それから 職業 紹 

介 所， それ 等の 問題に 付て 如何に 考 へて 居る かと 云 

ふ御尋 で •こざいました、 私は 是等の 問題は 主として 

公共啣 體若く ほ 私立の 私人の 力に 抜って 解決いた し 

て參 りたい と考 へて 居ります， 現在 此 公設の 市場は 


近時 漸次％ 設さ れつつ ある 有様で ございます， 先般 
此 公設市場に 關 する 標準の やうな ものを 調査いた し 
まして、 地方に 通牒いた して、 成るべく それに 依つ 
て 施設せ むこと を勸 めて 置きました やうな 次第で あ 
ります、 此次に 細民の 住宅" 御說の 如く 漸次 其 必要 
を 感ずる ことと 考 へます- 是も私 の考 へと して ほ 1: 
ら 公共 團體 並に 工場 主な 〇 其 外 私立 g 體の 力に 依つ 
て 解決を 致して 參りた いと 思 ふて 居ります- 此事柄 
に付きましても •先般 標準 事項を 調査いた して 地方 
に iai 達いた して 置きました のであります、 市場の 問 
題と 共に 現 時の 有樣に 於て は 前 申 上げる やうな こと 
で、 直接 1-51 家の 力を 以て 解決いた さぬ ければ ならぬ 
程には 考 へて 居り ませぬ、 尤も 是 等の 問題 ほ 公共 團 
體 と 申しても 都市の {!: 事に 關する ことであります か 
ら 、都市 行政 當局 者に 於て 專ら注 意して 貰 ふ 積り で 
あります、 細民 住宅の 如きは 殊に 交通 政策に も關係 
の ある ことは 勿論であります、 市内の 交通 行政と 共 
に それに 關聯 した 國有鐵 道の 關 係に 於て は 政府に 於 
て も大に 注意を 拂は なければ ならぬ と考 へて 居 〇 ま 
す、 安價 生活の 方法に 付ても 是亦 都市の 働きに 專ら 
俟ち たいと 思 ひます， 但し 一般に 都市の 生活 資料を 
成るべく 安く 輸入す る ことに 付て は、 國有鐵 道 亦 ® 
ら考 へを せねば ならぬ と 思 ふ、 現に 先般の 米騷 動の 
時な どで も 此輸绘 上に 付て は 殊更 注意を 拂 ひまして 
此方 面より して 不便を 來すや うな ことがあつ ては な 
らぬと 努力いた した 次第であります、 今も尙 ほ其點 
の 事に 付て は 講究しつつ あります、 獨〇 米の みなら 
ず廣く 生活 資料に 付て は 段々 市場の 施設な り 若く は 
生產 者と 受取る 方との 側との 聯絡で も 能く 付いて 來 
る やうに なつて、 自ら 鐵通の 働きを 要さなければ な 
らぬ やうな 時には、 鐵通に 於ても 特別の 取 計 ひを 致 
した 力官 力ら うと 考 へて K る 位の ことで ございます 
P 業 紹介 所 ■是亦 漸次 其發 達を 阏 るべき 事柄と 考へ 
て 居ります、 唯今の 所では 多く 都市に 於て 施設す る 
所に 委せて あります ♦當 分は 先づ 我國に 於て 13: 其 程 
度で 宜しから うと 思 ひます •唯今の 所で 設 _ が 十分 
なりと 申す 次第では ありませ ぬ、 矢張り 都市の 力に 
委せて 解決いた すが 丁度 rl: い 位の 所で、 成程 英吉利 
あたりに 於いては 阈 cr ら其砌 に當 つて 居ります けれ 
ども •まだ 日本の 狀况は 左樣 までの 程度に 至つ て 居 
らぬ と考へ ます、 從業 者の 狀熊も 自ら 英佛 等に 於け 
る ものとは 其 事情を 異にして 屛るや うに 考へ ますの 


で、 一時に 多數の 失職者が 出来て 大に闲 _ を來 すと 
云 ふやうな 有 _ も大に 英佛 等とは 事情を 異にして 居 
る、 まだ 專 門の 職工に 成り切つ て 仕舞つ たと 云 ふや 
うな 者は さう 酷く 餘計 には あるまい と考 へます、 餘 
程其邊 のことは 度合が 違 ひます から、 今日に 於て は 
都市を 督勵 して 其 衝に當 らしめ、 さう して 互の 聯絡 
を収つ て 仕事を すると 云 ふ 位の 所で 先づ 宜しから う 
と考 へて 居り ま 十 〔先 づ 失職者の ことに 付きまして 
も、 ® り 職業 紹介 所の みならず、 傭 主の 側に 於て 平 
生 仕事の 仲 縮 を 致す 場合に 於て、 即ち 從業 者を 傭人 
れ又解 く 場合に 於て、 細密なる 注意を 致す ことを 致 
しましたならば- 餘程此 失業者の 生ずる ことに 於て 
甚 しき 面倒を 惹起さずに 自ら 手加減 も 出 來や うかと 
も考 へます、 又歐羅 巴に 於け るが 如く 一時に 多数の 
失職者で も 出来る やうな 時分には H ら 公共 團體 若く 
は國 家の 致します る 所の 公の 工事な どに 付ても •注 
意を 拂 ふと 云 ふことは 必要が あらう と 思 ひます けれ 
ど •唯今の 所では まだ 左樣に 差 迫つ た狀況 はない と 
考へて 居ります、 次に 勞働 組合に 付て 如何に 考へて 
居る かと 云 ふ . 

0 山 脇 玄君其 事は 總理 大臣に 御 尋ねした のです。 
〇阈 務大臣 (床 次 竹 二 郎君) それなら 是で ：：： 
f 國務 大臣 原 敬 君 演搜に 登る〕 

0 K! 務 大臣 (原 敬 君〕 先刻 御 答へ 致した 中に 何 か 落 
ちて 居つ たやうな 感が 致しました が、 勞働 組合の こ 
とを 制定す る 意思が & るか ? J やと 云 ふこと で ござい 
ます か。 

〇山 脇玄君 勞磡 組合の iig 動と 云 ふこと に對 しまし 
て 世の中に 誠に 危險視 する 輩が 澤山 あるので ありま 
す、 で 現内閣は 此運 励を ：：： 日が淺 いのであります 
から 御 分りに ならぬ かも 知れ ませぬ が、 總理 大臣は 
勞卿 m 合が 發 達して 行く こと々® 迎な すつ て ：… 歡 
迎と 言つ ては を かしい か 知れ ませぬ 助長、 助長せ し 
むる 御考 へで あるか、 世の中の 企業家 近視眼 的の 企 
業 家の 申す やうに 民本主義の 鼓吹と 見て 危險視 する 
御 見込で あるか， 總理 大臣の 御 方針を 伺 ひたい。 

0 國務大 &: (原 敬 ® 〕 了解いた しました が、 勞働組 
合を ITJ: ちに 危險な りと 云 ふ考へ は 有つて 居り ませぬ 
勞磡 組合が 危險 になる ^ が ある、 若く は 笸險な らむ 
とする 企で もありますなら ぱ是は 當然 取締ら なけれ 
ぱなら ぬ、 何等 危險 の ns なくして 平 ■に 組合が til 來 
ますなら ば 少しも 差 支ない と考へ ます •今日の 狀態 


同上 床 次內務 大臣の 答 辯 
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施政方針の 竹 問に 對 する /'.;': 總蝴 大臣の 答 辯 
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施政方針の 質 間に 對する 中 Ifg 文部大臣、 山 本 農 商務 大臣の 答 辯  沲 政 方針に 關する 石 黑忠惠 の 質問 


では 別に 危險が ある やうに も， 認めて 居り ませぬ、 併 
ながら 何時 どう 云 ふ變 化を 來 すか 測られ ませぬ から 
注意は 拂つて 居ります、 それ ほ 先刻 私が 御 答へ 申し 
た 趣意の 中に 含蓄して 居る ので‘ 此變 -鼐の 時期に 際 
しまして 唯 外 國に斯 う 云 ふ ものが あるから 必要 だ、 
是が どう だからと 云 ふ ばかりで ほ 處置を 執れ ませぬ 
能く 其 性質 其 傾きを 見まして、 果して 處 S しな けれ 
ばなら ぬなら ぱ商 ちに 勞鋤 組合が 危險で あるから 抑 
へる， 危險で ないから 放任して 置く と 云 ふやうな 抽 
象 的に ほ 考 へられ ませぬ のであります •今日の 狀態 
では それまで 危險を 見 ませぬ から 其 儘 置く と 云 ふに 
過ぎぬ のであります。 

0 山 脇玄君 もう 一つ 總理大 K に 伺 ひたいので すが 

此帑働 保 險の ことであります が、 總理 大臣は 今の 世 

界の思 想が 動搖 して 居る 際で. あるから， 其 思想の 收 

まり 掛つた 時を 見て 制定す ると 云 ふ考で ある、 斯う 

云 ふやう に 私 ほ 承つ たのであります が •一體 現內閣 

の 政綱で ある 殖産 獎勵と 云 ふこと であります 、破 產 

を奬拗 する に當つ て ほどうしても 此 資本と 勞_ 完全 

に t'M します ると 云 ふと 學術が 加 ほらねば ならぬ、 勞 

働と 資本と 云 ふ ものは 離るべからざる 關係が あると 

思 ひます が、 此 世の中の 思想の 励搖如 何に 拘らぬ こ 

とで あらう > -私 共は 考へ るので あります が •總现 大 

臣は矢 張り 思想の 動 搖の收 まりが 付いた 時で なけれ 

ば ; V; 働 保 險と云 ふ ものは 設けない と 云 ふ御考 でち る 

か、 尙 ほ一應 其邊 のこと を 時期の 問題であります か 

ら御確 答を 承りたい のであります。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕山脇君ょり重ねての御锊問で 

あります が、 此 思想の _遛 が あるから 其收 まりが 付 

いてから 云々 と 申した 積り でない のであります- 大 

職 爭の 影 ® と 致しまして 物質的に ほ 無論の ことなり 

精神的に も 動 搖を 生じ 變遷 を來 たさむ として 居る の 

であります るから、 11.1- .收 まりが 付いて からと 云 ふの 

では ありませ ぬ、 此變遷 の 次第を 能く 見 ませぬ けれ 

ば 輕卒に 法律の 制定 ほ 出 來 ませぬ から、 十分なる 調 

査を 致しまして、 此變 濯に liri pi して 適當 なる 方 案を 

定める 方針を 執つ て 居る と、 斯樣に 申した ので ござ 

います。  へ 

.〔國 務 大臣 中 搦德 五郎 君 演壞に 登る〕 

0 國務大 R (中 橋德五 郎君〕 不就 學兒童 のこと に 付 

て 何 か 計 ffi をして 居ない かと 云 ふ御尋 の やうに 伺 ひ 


ましたので ございます が、 此不 sf 學兒 童の ことは 御 
承知の 通りに 貧 に關 係す る ことで、 一面から 言へ 
ば 貧 救 事業、 貧 救 法の 制定と 云 4^- うな ことに も關 
係して 屛 ります、 所が 貧 救の ことほ 御 承知の 通り 备 
國 共に 手を 著け て ほ 手を 燒いた る 事業で ございます 
今日 我 國の不 就 學兒童 ほ 相 當に あります、 誠に 殘念 
であります が •出来ます な、 ：.: は 顯旨に 基いて 化育の 
功を 成す と 云 ふこと には 致したい のであります、 此 
點に付 て ほ 蓋し 勝. 代の內 閣 共に 心 eG をされ たる こと 
と考 へます、 私共 も 之に 向つ て 心配は して 居ります 
是 {£ 遣 様に 依ります ると 云 ふと. 貧民を 助長す ると 
云 ふこと にもなる 譯 であります、 餘程是 は 傾 重なる 
考慮を 要する 問題で あると 考 へます、 現に H 場 法の 
施行 以来 或る 工場に 對 しては 出来るだけ 義務を 背負 
はして、 其處に 居る 兒童 に敎 育を 施す と 云 ふ 簡易な 
る敎 育の 方法 も 設けて あります、 此樣な ことになる 
と 大變結 榧な 事で あると 思 ひます、 さう でない もの 
に 付て ほ 餘锃考 へませ ぬと、 第一 食料 も 給し なけれ 
ぱなら ぬ、 © . 民の 子弟で あるから 學資も 給 さな けれ 
ばなら ぬ、 もう 一つは 働いて 勞 銀を 取つ て 居る とす 
れぱ ■勞 銀まで も 給して やらぬ と 家計が 立たぬ と 云 
ふやうな 狀况で あります、 十分に 是は愼 重なる 考慮 
を 以て、 出来るだけの 施設 ほ 致して 見たい と 云 ふ考 
を 今日は 有つ て 居る と 云 ふだけ を 御 返事す るょり 致 
方がない、 甚だ 此點に 付て は 歷 代の 常 局 者 もさう で 
ありませ うが、 ©; ■ 共 も 非常に 心配して 居る 譯で あり 
ます、 相 當 なる 數は 居ります。 

〔國猝 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 山 脇 君に ちょつ と 御 尋ね 

致します、 つい 私に 質問の 事を 十分に 聞洩 しました 

攀 /? 

力 . 

〇 山脇玄 君 私が 農 商務 大臣に 伺 ひたいのは、 前回 

に 極く 詳細なる 御說 明を 娘り まして、 略々 了解いた 

しました、 それは 根本 救濟 策と しては 開懇の 獎勵並 

に 外米 輸入， 此二 つに 歸著 すると 云 ふこと に 御說明 

になつ たやう に考 へます が、 それは 成程 結構な 方策 

ではあります、 けれども 是 ほ 永遠に 亘る ことと， 今 

一つには 外國を 相手に する ことで あつて、 此急 場を 

救 ふには 聊か 遺憾の 點は ないで あらう かと 考へ ます 

から、 今 玆に御 尋ねを 致したい のは、 法律を 以て 時 

時 米の 値を 定める と 云 ふこと か、 酒で ございます が 

是は 大分 問題に なつて 居る ので. あります が、 精米を 


以て S 液た る 所の 酒を 製造す る 原料に 供す る ことを 
刺 限す ると か、 或 {3: 全 匿す ると か、 餃禁 すると か 云 
ふこと と， 今一つに ほ 米の 專® と 云 ふやうな、 色々 
大きい 策 も あるので あります が、 さう 云 ふやうな こ 
とを 御 執りになる と 云 ふ 御考ほ 今の所で ある や 否や 
と 云 ふこと を 承 13: つて® きたいので す。 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 分りました、 今 御 話の 如 
く 先日 此本 會議に 於き まして 大瞪 のことは 申 述べて 
置きました が、 成程 其 時に 申 述べました のは、 永久 
の 策と しては 開懇 助成 法を 制定いた しまして" 大に 
此開 ■事業を 興して 米の桥 殖を計 〇 たいと 云 ふこと 
であります >  一 方で ほ 今日の 不足 13; 成るべく 外米の 
輸入を 便利に する や， つに 折角 心配を して 居る こと も 
申 述べました ので ございます、 所で獨 〇是ぱ かりで 
濟むや 否やと 云 ふと、 御 質問の 如く 外に も 段々 爲す 
べき ことがあら うと 思 ひます が、 唯今の 法 報を 以て 
米の 値を 定める と 云 ふこと ほ、 前 申 述べました 穀物 
收 /1J 令が 即ち それで ございまして、 收用 令に 依つて 
法律で 或は 米を 三十 圓に 定める とか、 或は 三十 三 K 
に 定める とか 云 ふ 如き ことを、 あの 當時に 於ても 諸 
新聞に 在る 如く、 政府 ほ 示した ので ございます、 示 
したので ございます が、 何しろ 自身が 買 入れます 時 
に 至つ ては， なか < それで 法律の 力を 以て 入れる 
と 云 ふこと が 困！® でありまして、 出す ことは /« しま 
したが， それを 何時も 實行せ ずして、 時價 に te つて 
買 入れる と 云 ふこと をな した 次第であります、 其當 
時に 於て 谷府縣 ょりも どうか 此 法令を 制定して、 そ 
れに依 つて やりたい と 云 ふこと が參 りました が、 遂 
に 之を 爲 すと 云 ふことは 容舄 ならぬ 事であります る 
故に、 前 內閣に 於ても 遂に 行 ほずに 止んだ ので あり 
ます、 私に 於き ましても 萬 已むを得ない 時が 起り ま 
すれば、 是ほど うも國 民の 不安定に 換へ られぬ こと 
でございまする からして、 止む を 得なければ さう 云 
ふこと を爲す こと も 起る 場合 もない と斷 言は 出 來ま 
せぬ けれども、 成るべくなら ぱ是 It やりたくない と 
云 ふ考を 有つ C 居ります、 それから 今の 外米に 唯賴 
つて 來 まする ぱか りで なしに、 何とか 米の みで なし 
に、 或は 麥 、小麥 、粟と 云 ふ 如き 物に 於て、 此 米の 
不足を 補 ふやうな 途も 執りたい と •折角 存じて 居る 
のであります る 故に、 不日の 中に 於て 雜穀 の關 税撤 
廢も帝 國議會 に 提出して 御 協賛を 願 ひたいと 思つ て 
居る 次第で ございます、 それから 酒の こと も、 成程 
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是れも 色々 fs 蓮 もあります し、 遨 萄もあ 〇 ますが、 
是も亦 制限を 致す と 云 ふが 如き ことを します と 5: ふ 
と單〇 米 ばかりで ございませぬ、 大 ss o si に 大関 係 
を 有つ て P} ります、 其 ftk に 於き ましても 色 JS: 父 之に 
付 ては 關係 、障害 も 起る ことで ございます At に、 政 
府に於きましてほ是は採らぬことに致して ?5 0まし 
た、 併し 今 EI3 す in き 外米、 或 ほ 雄毅の 如き ものに 付 
て 成る たけ 澗 澤を阏 る 途を疳 へ、 一 方に 於て は 喵法 
律と 云 ふ 如き 政府の 力を 以て 之を 斯 くせよ と 云 ふこ 
とを しましても、 なか^,^- 闲雖な yf でございます* 
服 部 君が 申 述べられました 如く  •どうか 斯の 如き 水 
は 自然に 國民が 自制心’  • {•! 力に 俟 つと 云 ふ氣が ： a き 
て參り ませぬ と、 なか <むづ かしい のであります 
若し 國民 にして 米が 斯の 如く 今年は 足らない、 足ら 
ない 故に 今日より 用心して 行けば lit 七 八 九と 云 ふ 端 
境の 時に 至つ て 非常なる 闲難を 見ず して 濟む であら 
う， それを 爲 すのに は 今日の 如く まだ 米の 收褪が あ 
つて、 四千、 五 千と 云 ふ 米が 内地に 十分 ある 時に 於 
て， 今日より 十分なる 國 民の 自制心を 右つ て 參〇ま 
したなら ば* 又 端境期に 於て ほ 存外 思 ふよりも 安ら 
かな 途も あるかと 思 ふので あります、 故に 政 f;:f に 於 
きまして は、 今日 農 商務に 於き まして li 色々 地力に 
人を 派し まして •或は 麥の蕃 煎を 21 る ことを 獎 ^) し 
又 馬鈴翦 を椭付 ける こと、 又 さう 云 ふ 物を 貧 料と し 
て 食 ふこと などに 於き まして、 出来るだけの 力を 溢 
します、 力を 玆に费 します と 同時に、 又 どうか 國民 
に 付て 斯の 如き 自制心を 發揮 する ことに 努めて Mr る 
次第で ございます、 どうも 玆で法 律を 制定して， 或 
ほ 酒造 ffi :… 其 造 石を 制限す ると S ふことまで には 
至り ませず して >  外 の途に 於て 成るべく やつて 見た 
いと 云 ふ 心 偽であります。 

0 男爵 石黑 MA 惠 君もう 御通吿 がご ざい ませぬ けれ 
ば、 質問を 致した うご ざいます。 

〇 議長 •、公爵 德川家 達 君) 宜しう ございます。 

0 男爵 石 黑忠應 君 私は 此 食糧 問題に 付きまして 颇 
る遐 憩いた します る 一人で、 多大の 質問が ございま 
す、 昨日から 同じ 問題で 大分 質問が ございまして、 
皆さん も 御 倦怠の ことと 存じます ので、 ® ® に 伺つ _ 

て 見たい と 思 ひます、 併ながら 昨日 總理 大臣の 御言 
葉の 中に 政府は 決して 國 R の 糧食に 付て 缺乏 を來す 
やうな ことは せぬ 積り である、 又 仰し やる には 根本 
的の解決を現内閣に於て努むる稍りである，斯う云 
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ふ 御言 葉が ございました から、 私の 大 多の W 問は 此 
總理 大臣の 御 W 垢を 信じます るの 餘 りに、 私は 質問 
を 致し ませぬ、 必ず 當 總理大 Is は 食物に 付ての 解決 
は 程なく 御與 へになる こと、 存じます、 又國民 には 
貪 物の缺 乏は決 して 来しな さらぬ と 信じます から、 
其の 事を 信じまして 細かい 質問は 致し ませぬ、 唯 短 
簡に间 つて® きたいの if 日本人、 帝國の 人、 昨年 
の收搜 に 於て 昨年の 人口に 於て 幾らの 不足を すると 
云 ふ 御 計算で あるかと 云 ふこと を 伺つ て K きたう ご 
ざいます， もう 一つは、 

から 或は <..] ひ？ 一し . t した か 知れ ませぬ が、 農 商務 大 
臣に 米 ff? が 高い とか 販い とか 云 ふことは、 煺ら を以 
て販 いとし •幾らを 以て 高い とする か， 凡その 御 標 
_ があります か/それを 承つ て [a きたい、 唯 漫に私 

共が M 々の 33: 常— して 見ます のに、 服い と 申して 

も 十五 P 以下の こと 13: あるまい と 思 ひます、 商いと 

云 ふても 之に 倍咐 しの 三十 岡と 云 ふ 位の 大ざつぱの 

考で •私共 (3; 迚も 細かい 材料を 以て 計算す る ことは 

出来 ませぬ、* ほ 腰 だめの 說で 、左 棟なる 腰 だめの 

說を 以て 國家の 論は 致すべき もので ない と 存じます 

が 故に， 當局 者は 幾らを 以て [ffi いとし、 幾らを 以て 

高いとするか、御標维があらうと恐ひますから、そ 

れを 承りたい ので ございます。 

〔阀務 大臣 山 本 達 雄 岩 演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 第一の 御 問の 米の不 

足の 御 話で ございます るは、 是は 昨年の 十一月の 十 

日と 記 m して 居ります るが •其 時に 於て 第二の 预想 

として 發表 いたしました る全阈 〇 米の 收槌萵 は 五 千 

五 百 七十 萬と 云 ふこと になつて 居ります 、併し 是は 

まだ 十一月までに 於て 谷 ^ r 縣から 稚想 として 集まり 

ました 高で ございます が 故に、 此後进 收が 如何に あ 

るかと 云ふ琪 に 付て ほ、 未だ 報 街が 參〇 ませぬ、 例 

年に 依ります と 云 ふと 此 月の 末より 二月の 初に 於き 

まして •全國 に 於て 其 S 收の 報告と 云 ふ ものが あり 

まする 故に •其 時に 於き まして 初めて 戥 商務に 於て 

は •斯の 如く H 收 •か ありました と 云 ふこと を 定める 

ことにな つて 居りまして* 其 根本 義の收 拯 が 定まり 

ませぬ 故に、 是だけ 不足で あらう と 云 ふことの 見込 

を 申 述べる ことは 甚だ 闲雖で あります、 唯 想像と し 

て屛〇 まする 所は、 先づ約 四艽百 萬 石 位 ある ことに 

…… 不足は ありは せない かと 云 ふので あります 、そ 

れから 第二に 米は どの 邊が適 當で あるかと 云 ふこと 


の 御 間で •こざいます が •是は 當局 としましても 頗る 
闲 ® なる 調べで ございまして •御 答が 甚だ 闲雖 に存 
ず るので ございます、 御 承知の 如く、 今日は 比 食糧 
のみならず、 衣食 伐總 ての 物が、 御 承知の 如く、 非 
常に 高® になつ て 居ります る 故に、 米が どの位が 適 
當で あるかと 云 ふことは ae だ 定め讎 いのであります 
それで 世の中では 米と 云 ふ ものは …… 諸 物 似が si 貴 
して參つて屛〇まするが唯此日本銀行あた〇で調べ 
まする 指 ! y4 に te つて 考 へます と 云 ふと …… 又 米の 全 

罔ょり 是 

は 九州 Jli 北、 到る 所に 付て 多少の 差は あります が、 
先づ さう 云 ふこと から 想像して 見ます ると 云 ふと、 
今日の 相場と して 三十 五 11 乃至 三十 岡と 云 ふ 如き 所 
を 上下す る 位な 似に なつたならば， 餘程 安定を 來す 
であらう と 云 ふ 位な 考を 持つ て！ るので ございます 
碗 かに 斯の 如くであります と 云 ふことは、 今 申す 如 
き 事 fll に 依つ て 申 上げ ® うご ざいます ，唯一 體の話 
を 聞き！！ 本 銀行 あたりの 指® を 以て 考へ ました 所に 
於き まして ほ •斯ん な もので あらう かと 云 ふこと を 
考へて 居る 次第で ございます。 

〇與辟 石黑忠 蓝嵙 12 ねて 御 尋ね 致します るが、 さ 
う 致します ると •政府に 於 かせられましても >  一定 
の是が 凡そ 確 實だ らうと 云 ふ， 米の 値段と 云 ふ もの 
は、 御 極まりに ならぬ、 三十 W から 三十 五圓と 仰せ 
られ まする と •安き は 三十 圓高 きは 三十 五 圓 ，三十 
五 圓と 申します る 額を 超えます ると 是は 米が 高價で 
あると 云 ふこと に 思 召で ある、 斯う 了解いた します 
それから 唯今 前阅 の御說 明の 中に 承 ほりました 酒の 
ことで ございます， 本 M は 斯う 考へ ます、 少し 意見 
がまし うご ざいます が， 質疑を 致す に 必要で ござい 

ますから 申 上げます が •本 ' -A などが 懐ろ 勘定で 甚だ 

幼稚な 勘定で ございます が、 先づ 四 ' rl 萬 石から 五 百 

萬 石と 考 へます が •是は 本員な どのは 全く 人口から 

計 ® いたします ので、 食 ia と 申しましても、 小兒は 

唯 乳を 飲んで 居る o' 二 歳以卜 ■ほ 御 粥を 食 ふ、 五歳以 

上の 者は 何 合 食 ふと か 我々 の やうな 老人に なつても 

大食で ない 者は 貧が 引ける と ZC ふやう に、 卬齡に 依 

つて 食物の 分 M が 違 ふから、 色々 計算が 違 ひます が 

私な どは さう 云 ふ 細かな 計 If は 致し ませぬ、 惟人 口 

に & つて 計 » しまして •凡そ 四百 萬 石から 五 百 萬 石 

位 不足と M ひます が、 寶は 此 前の 內閣の 時に も 之に 

付て は M 度まで も 質疑を したので あります が、 酒と 


云 ふ ものに 付て は， 一體 日本の 酒と 云 ふ ものは、 我 
我が 主食と する 精米を 以て 造る ものであります が、 
今日 外！！ 米を 仰ぐ と 云 ふ 迄の 窮 狀に陷 つて 居る 場合 
であるのに、 飲んでも 飲まぬ でも 梵い 酒の 爲 に、 三 
百 萬 石 も 米を 費やす と： K ふことは、 どう 云 ふ もので 
あらう か、 併ながら 税を 取る ものであるから、 税額 
の 上に 關係す る ことで ある， 又 世間には 私な どの や 
うな 下戶で なく* 上戸の 入が 多くて、 酒を 止める と 
云 ふ _ にいかぬ か 知れ ませぬ が •全然 酒を 造る 方法 
を® へて •米を lix 料と せずに， 果實を 以て 酒を 造ら 
しむる とか 或は 芋 類を 以 つて 酒を 造らし むる とか* 
國民の 食 ffl として 最も 貴い 所の 精米に 代へ るに、 他 
の 物を 以て 之に 御 向けな さると 云 ふ 御意 向は ありま 
せぬ かと 云 ふこと を •二度まで も 何 ひました が、 前 
政府に 於て； if さう 云 ふ考は 無い と 云 ふ 淡白な 御 答 
で •甚だ 私は 落膽 いたしました •國 政に 於て 最も 重 
きを 置くべき 食糧の ことに 付て さう 失 ふ 考ほ 無い と 
云 ふのは、 餘 りに 冷淡な 答で、 斯う 云 ふ 御客さんに 
逢つ て ほもう 質問す る價 値がない と考 へて、 質問を 
止めました が、 當内閣 に 於て ほ •大藏 大臣な り、 農 
商務 大臣な り、 右_な 御考ほ 無い もので ありませ う 
か、 矢張り 前 內閣の やうに、 さう 沄 ふ考は 無い と 仰 
せられます か •之を 一つ 伺つ て 置きたい。 

〔國 務大 K 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 今の 御 質問に 御 答を 致し 
まする 前に、 ちよつ と 申 上げて 置きます が、 米の ® ■ 
に 付て は 三十 圓乃至 三十 3K 圓位な ものが 適當で あら 
うと 云 ふ 如き ことが 一般を 想像して 斯々 であると i- 
ふこと を 申 述べました ので •其 上 高ければ 政府は ; i: 
を 高い として どうす る 力と 云 ふ 如き ことであります 
と、 私の 立場と しては 米が 高い 故に 何でも 之を 安く 
しなければ ならぬ と 云 ふこと が 專らで あるか、 或は 
又 米が 足らない、 足らない 故に、 どうかして 此 物資 
を 供給す る ことに 力を 費やす かと 申します と 寧ろ 其 
後者の 方の， どうかして 米の 不足を 何等かの 手段に 
te つて 補 ひたいと 、即ち 物資の 供給を したいと 云 ふ 
ことに 扉ら 努めて 居る 次第でありまして、 此米 ばか 
りの 價を 下げる ことになります と、 一體の 諸物價 に 
關係を 持つ て 高低が ある ことであります る 故に、 又 
やる 方法に 付て は、 私の 管 _ なる 所よりも • 一 體 の 
金融、 通貨な どに 付ても 餘ほ ど關 係の ある こと、 思 
ひます、 私は 今 申す 事に 付て は、 專ら其 不足の 物資 


を、 何等かの 途に& つて、 供給した いと 云 ふ點に 重 
きを ft いて 居る ので ございます •それから 酒の こと 
でございますが、矢張り私の今日の立場としてほ、 
此物資 を 供給して 行きたい と 云 ふ 上に 付きまして は 
成るべく 米を 節約して •さう して 大事の 食糧を 供給 
する 途を計 りたい と 云 ふことは， 山々 でございます 
が， 又 それを S すに 付きまして ほ、 前 申す 如く、 租 
税な どに も大關 係を 持つて 參 ります、 其 他 又斯々 と 
云 ふ 如き •色々 の 事が 起り ませう， 故に 此 事に 付き 
ましては •私が 斯くで あると 云 ふことの 御 答を 辭退 
した 方が 却つて 適 當と思 ふので ございます、 併し 志 
…… 希圉に 於き ましては、 石黑 男爵の 御 話の 如く、 
年々 起る间 題の ことで ございます る 故に、 米の 如き 
ものは 何とかして 之を 十分に して、 さう して 常に 食 
糧 の 充實を 計りたい と 云 ふことは、 御 本人と 少しも 
違 ひませ ぬ、 御同樣 御 賛成 申 上げる 次第で ございま 
す。 

〇一 一長 C 公 W 德川家 達 君〕 吉井 伯爵。 

〔伯爵 吉井 幸藏君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 吉并 幸藏君 私は 先日 來總理 大臣 及 外務大臣 
が發 表されました 外交の ことに fj' いては 誠に 滿 足い 
たした のであります、 然るに 此 中に 十分 了解し 難い 
S が 少しあります ので， 茲で伺 ひたいと 思 ふの て あ 
ります， 其 點は 敵國 に對 する_ 和に 付て ほ 是は 皆樣 
御 承知の 通り 何もむ づ かしい 事は なから うと 存ずる 
のであります、 !>{!= 將來に 於て 永久の 平和を 世界に 維 
持す ると 云ふ點 に 付て は 谷國 相談に ならぬ ので あり 
まして •其 點に 付て ほ餘程 面倒な 問題 も あらう と存 
じます の にも拘らず 政府は 其 點には 何も 具體 的の 事 
は發 表する ことは 出来ぬ、 斯う 云は れ ました、 從つ 
て 今日 迄の 腿 ff 前 頃から 戰爭中 及戰 後に 於ても 世界 
の 精神的 變化が 甚だ 大なる ことを 御存じで あるか 否 
や •此點 に 付て 誠に 心配す るので あります、 昨年 三 
月 私は 本院 _長の命に佐りまして倫敦で開かれまし 
た 萬 Sfi 院商 事 會 _ に參列 いたしました 際に 谷國の 
政治家、外交家にも多く出會ひました、其人達から 
も 色々 の # を鸱. ざ ました _ rl つ 書いた ものに 依り ま 
しても 大分 研究いた しました， 其 世界の 各 國の考 が 
大いに 變つて 居る ことに 付きまして 研究いた しまし 
た 結果 •どうしても 此戰爭 後は 永久に 戰爭 しない や 
うな 一つの 組 陆を谷 國が 執らなければ ならない、 某 
事は なか  <是 は 百年 も 1 1 百年 も 前から 起つ て 居る 


六 七 五 


施政方針の 質問に 對 する 山 本 農 商務 大臣の 答 辯 


唯今 私が 中席を 致しました 體の 諸入费 . 其 i-a に 付て 考へ まして， 
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芮政方 針に 関する 吉 井幸璲 の 質問 
問題であります けれども、 是 まで (3: なか <夢で あ 
るとか空想であると云つて居つたのが、丸で變つて 
今度 御 承知の 通り 米 國大铳 領 「ゥヰ ル ソン」 英國の 

「ロィド ジ ョージ 1 君、 ~ ハル フオ ーア | 君、 「バ 

ルフ ォ—ァ .1 尹-とは 今度 私 (X 直接に 御 話を 致し まし 
た、 其 他 今日 も旣に 御 承知の 通り 佛関 西の 宰相、 一 
殺に 聯合 國 の、 重 もなる 諸國の 今日 其國 々を 茭配し 
て 居る 重 もなる 政治家 ほ 0 に Itfc w に 付て 熟 心に 研究 
をして 居られました のであります •御 承知の 通り 今 
日は >?}1 米 利 加の 大統領が 歐羅 巴に 出て 參られ ました 
から、 段々 に會篛 が あつて •矢張り 此國際 聯盟を 造 
つて 將來の 世界の 平和を 維持す ると 云 ふこと に 付て 
は 憨 々何とか 具體 的に なつて 現 {3; れる ことは， 最早 
今日に 於て 疑 ふことは 出来ない、 今 政府は 御發 表に 

なること が 出来ない •御考 へ 即ち どう 云 ふ：：. r 合には 

どう、 どう 云 ふ 風に 現 ほれて 來る かと 云 ふこと も 仰 

つし やらない、 私は 私の 研究 中に 三 四百 も ある 文明 

國に存 在 L て 居る 平和 協會或 は國際 協 會と云 ふ もの 

の 意見な ども， B いた もの もあります から 見ました 

が、 其 重 もなる 方法は 先づ 谷國申 合 ( 3; せて 聯盟す る 

其 聯盟の 條件は 補々 あります る けれども， 其 m もな 

る ものは 先づ 谷國 とも 將來 の國際 上の爭 ほ 平和的に 

解決す ると 云 ふこと を 約束す る， 而 して 其 聯盟阈 で 

一つの 仲裁裁判を 造つ て •それに 依つ て 判決す る， 

其 判決に 從ほな いものは 先 づ經濟 的に 之を 一番 初に 

之に 其 判決に 從 ふこと を勸® する、 其 次は 之を 純濟 

的に限迫しても之に從はせると：：ムふのであります、 

其經濟 的の讓 迫と 云 ふ ものは 大いに 効力 ある ものと 

信ぜられて あります、 其經濟 的の ffi 迫に 法つ て 其 判 

決された 國 が服從 しないで •尙 ほ戰に 依つ て 之を 決 

すると 云 ふ 場合には 已 むを 得ぬ から、 各 聯盟 國が兵 

を 合は せて 力を K 脱する* さう して 矢張り 職を 止め 

させる、 斯う 云 ふ考で あるので あります、 けれども 

此經濟 的の K 迫が 誠に 有力なる ものである、 例へ ぱ 

さう 云 ふ 國に對 して ! S 澦商 をせ ぬ、 其 國に對 しては 

原料を 探らない、 其國の 船舶に 對 して 何 か 妨害を す 

る、 其國の 船を 他の 聯盟 國の 港に 寄らせぬ とか、 或 

は 乂其國 の 重 もなる 生產 物を 外で 買は ない、 詰り 一 

口に 申します ると 能く 申す 「ボイコット」 になる* 

即ち 世界の 仲間外れを 爲す M 世界の 門戶を 塞いて 仕 

舞 ふ、 產物な どの ことに ffi つて I 例を fl げま すれば 

まあ 我 國の關 係と した 場合には 例へ ば 我が 生 絲を外 


で 買は ない と 云 ふやうな こと •茶を 買 ほない、 其 他 
日 木と ほ 貿易を せぬ、 それから 又 日本に SS 々な 工業 
が ある •即ち 綿の 如き 一斤 も 我 國に出 来ない 原料を 
以て 己の 用を 充たし •尙ほ 其 上に 其製產 品を 外国に 
輸出を して 大いに 貿易を して 居る、 斯う 云 ふやうな 
H 合に 矢張り 外の 國 にも 種々 さう 云 ふやうな © つた 
り 遺つ たりす る 品物が あります から •それを 止めて 
仕舞 ふ、 其 他 色々 な 方法を 考 へて 居る のであります 
それで 大抵 ほ 其 武力に 訴 へて 其 判決に 從ほ しめる と 
云 ふ 事を しなくても、 此經濟 的®: 迫で 大抵な 國はそ 
れに 服從せ ざるを 得ない ことになる .依つ て此 聯盟 
がそれ だけの 力を 以て やれば 十分 世界の 平和を :[? 來 
維持が m 来る， 斯う 云 ふやうな 次第であります、 そ 
れで 我國に 於き ましても 朱 だ 其 聯盟に M 入る か 這 入 
らな いか、 それ も 分らない、 大臣 方から それを 聽く 
ことが m 来ない、 法つ て 尙ほ御 研究 中で ある だら う 
と考 へます から、 此 平和に 這 入らなくても •又此 平 
和の 判決に 從は なくても、 どつ ちの 場合に 於き まし 
て も、 詰り さう 云 ふ 場合には 我國ほ 孤立し なければ 
ならぬ と 云 ふこと を资悟 をし なければ ならぬ、 それ 
以上の 若し 耻昂 或 13: 名譽 に關 する-到底 堪 へられぬ 
とか、 國を 潰す 位の 程度までの 堪 へられない ものが 
無い 上は、 餘程是 は考 へな くち やならぬ、 詰り 世界 
の 仲間外れ をし， 世界の 門 戶を銷 され、 まるで 我々 
が 五六 十 年 前銷國 して 居つ たやうな 次第になる •け 
れ ども 事情は なか 經濟的 事情の ことな どは、 
まるで 其 後と IX 天地の 違 ひであります から、 さう 云 
ふやうな 國で 聯合が 出来ました 場合には 、即ち 洵に 
這 入る 這 人らぬ と 云 ふことは 最も 愼重に 御 研究に な 
つた 上、 餘り ひどい ことがなければ 這 入る 外は なか 

らうと 存ず るので あります、 此件だ けは 私は 政府に 

對 して* 箱 望と して 御參考 として 申 述べて® きます 

唯玆 に歐羅 巴に 居りました 頃、 先刻 外務大臣が 言は 

れた通 〇、 日本の 外交 政策 ほ 總て 平和的で ある， 正 

義的で あつて •ずつ とそれ で 来て 居る、 然るに 之に 

毀して 世界は 誤解を して 居る のであります、 それ 程 

やつて 居つ て も 誤解す る、 それは 度々 さう 云 ふこと 

に 付て •向う でも 聯盟し なければ ならぬ やうな 場合 

に 出會 ひました、 それは 能く 日本の 演說 、或は 日本 

の 某々 の 人が 斯う 云 ふ 事を W うたと か 云 ふやうな こ 

とを 通 W して 參 りまして、 まるで 政府が 進んで 居る 

方針と 違つ たやうな ことが 裏に あると 云 ふ 疑を 有つ 


て 居つて は、 洵に是 が 我が 國 家の 世界に 封す る 發 K- 
を 妨 抟 する のであります， 是は迓 に 餘程な 問題で あ 
ります、 中々 彼等 ほ 表 向には 言 ほない こと も ある， 
けれども 彼等 ほさう 思つ て 居る、 それを 說き裝 すに 
甚だ W 雑した こと も 度々 ある •それで さう 云 ふこと 
に 付て、 餘程我 國民も 注意し なければ なり ませぬ が 
又 公に 政府の 方針 …… 國 の 方針と 全く 違つ たこと を 
世間で 書 立てたり、 或は 講泅 したりして •さう して 
それが 我 國の爲 にならない 事と 政府が 考 へられた な 
らば， 何とかして 御肽締 になる 方法が 無ければ なら 
ぬ、 もう I つは 別な 問題であります るが-世界 谷® 
戰爭 に關 係した 國ほ戰 氓の 終る と 同時に 戰 後の 經營 
に 付て 政府が 大いに 盡 力して 居る ので ある、 我が 帝 
國に 於き ましても •其點 に 付て 旣に 御考® なされて 
ある だら うと 信じます が •其點 に 付て は 政府は 戰後 
の經營 を sn 何に する かと 云 ふことは， 如何なる 御考 
であ 〇 ます か， 右の點 に f-J' て 御 答 辯を 願 ひます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇 國務大 KC 原 敬 君： >  唯今の 吉并 君の 御 質問に 御 答 
へ 致す のであります が、 最初の 一半 ほ 御 箱 朝で あり 
ましたから、 御 答す る 必要は ない として •後は どの 
點を御 答して 宜いか 少し 明瞭を 缺 きます ので ありま 
す、 要するに 最初の 御希菌 の ffi ならば •日本が 孤立 
しない やうに と 云 ふこと に 付て は、 勿論の 話で あり 
ます、 今日 世界の 列强の 間に 加は りまして 參 るのに 
孤立の 位 la: に陷 りまして は， 甚だ 國家の 爲に遛 ふべ 
きこと である ことは 申す 迄 も ありませ ぬ、 之を 憂 0f 
する が 故に 色々 ® 策 もして 居ります が、 其點に 於て 
は 極めて 御 同感であります が •其 外 ほ 御 尋ねの 耍點 
を 得 兼ねました が、 若し 何なら もう 一 應簡單 に、 御 
趣意を 承りた うご ざいます。 

0 伯爵 吉 -11- 幸藏君 私は 日本の 官 K や 或は 敎授 とか 
役人で ありながら 講演と か 何とか 云 ふやうな ® 門 的 
の 方の 側で 喋べ られた 事が、 我 國の爲 に 誤解され る 
やうな ことを 書かれる ことがある、 それは 我 國の方 
針は 正義を 本と して、 此戰爭 等に 付きまして は •聯 
合國 と共に やる と 云 ふやうな 場合に、 それに 反した 
やうな ことが 往 々出た のであります、 それが 向う に 
通信され て來 るので あります‘ それに 付て は 政府の 
方針は 斯うで あるけれ ども •國 民の 方針は 違つ て® 

りは せぬ か . 今 御 承知の 通り 皆が 言 ふには 國 民の 

意見が 大事で あると 云 ふやうな 場合に、 斯う 云 ふ 事 


六 七 六 

一が あります ると •政府の £15 方： も tt ftt しないで ，即 
ち國 の S にならぬ こと、 思 ひます から、 さ- 〇 云 ふや 
うな ものは 何とか 御 取締 Q 法 は あ 〇 ませぬ かと 云 ふ 
〇函 猝 大臣 f 原 敬 君) 了解いた しました、 どうも. 3 • 
-7f 又は 政洽家 にもあります るが、 ff 々の 見る 所を 昶 
表いた します るの ほ. 所謂 言論の a 山な 〇 として、 
之に 容易に 手を 觸る 、ことは 出 ^ ませぬ、 仲 ： .. から 
之を 外國 よ〇兑 まして 恰も それ •か 政府の？：； 見で ある 
かの如き誤解を來すことがあるので&〇ますから、 
是 ほ® だ 心！ f して 居ります けれども •然しながら ど 
う も®々 な 考を以 て ® C 見を 申す のであります から、 
今日の 法律 規 1!!] に佐りましては，何とも致し方がご 
ざい ませぬ、 唯 是 は 其 人々 の 愛 _心 に訴 へて、 成る 
ベく 左樣な る 事がない やうに 努めて K ふよ 0外 は あ 
〇 ませぬ が、 併ながら 若しも 政府が 1|< 締〇得 べき 範 
園に 觸れ ましたな らば、 それ ほ 相 當な る處 E2 を «• る 
ことを 努めます けれども、 左様な き 限りは 如何と も 
致し方な く  •越 だ M 難を 感じて 居る のであります， 
往々 誤解を 來す 1® がご ざいます ，學者 政治 求の 德ぷ 
心に 訴へ るよ 0外 ございませぬ、 併し 政府は 希 留い 
たして 居らぬ、 又 取締るべき 蹄 間に 觸る れぱ怠 らず 
取締る と 云 ふだけ を 御 答いた して 毀き ます。 

0 議長 C 公 ! i? 德川 家 iil 君) 赴より 本日の 調 S 日程に 
移ります，譎事日程第一、公荫毛利元照>公 !3 岛津 
忠 K 君、 公爵； 1 川 璲久 君、 公 附近 li 文 ® 君、 公 M 大 
山 柏 君、 侯闼中 山 荦脗 君、 侯 辟 小 松 輝 久 君、 子时加 
納久宜 君、 男 K 牧野 仲 顯君 、大久 保利武 哲>  男 防 本 
多政以 君、 男爵 近藤廉 平 君、 加 藤恒忠 封、 兒玉 利 kg 
君、 牟田 口元 學君 、多愁 齙 五郎 君、 棚 山 久太郎 対、 
山 田 純 精 君、 西 川甚五 郎君、 請暇の 件、 毛 利 公 财 病 
氣に付 二十 一日 間、 島津 公爵 公務 上 1% 期 屮 、德 川公腓 
歐洲 旅行に 付 會期 中、 近® 公 Kf 公務に 付 ir 期 中、 大山 
公爵 公務に 付 fir 期 屮 、中 山 侯 辟 病氣に 付 ir 期 中、 小 
松 侯爵 公務 上會期 中、 加 納子邸 病 氣に付 四十 六日 F;!] 
牧野 男 勝 公務に # # 湖 中 •大久 保君歐 洲旅行 に 付 a 
期 中、 本 多 男爵 病 氣に付 八日 間、 近 藤 男 邸 公務 上會 
期屮 、加 藤 君 歐洲 旅行に 付© 期 ' 1' 、兒 3£ 君 病 氣に付 
十八 日 聞 •牟田 口 君 病 氣に付 锊期 中、 多勢 対 病氣に 
付 十一 日間， 橫山对 病 氣に付 Sr 期 中、 山 田 君 病 氣に 
付 二十四日 間 •西 ) II 君 病 氣に付 二 十二 日間の 請暇で 
ございます、 許可いた して 御 異存 ありませ ぬか。 

〔「 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


院族 贵符  帝 回 一 十四 第 


〇讁長 C 公 (fif ® 川 家 達 君： >  御異 漭な いと 誠め ます。 
〇 諮 長 (公膊 德川家 達 君) 蕺琪 a 程 第二、 大正 七 年 
法律 第二 十四 號屮 改正 法律案、 政府 提出、 第一 讀會 
木 日は 通牒 文の IW 諮を 省略いた して 御 異存 ありませ 
ぬか。 

〔「興 is なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0® 長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〔左の 議案は 朗 譖 を經 さる も參 照の ため 玆に 
載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

大正 七 年 法律！ S 二十 四號屮 改正 法律案 
右 

勅旨 >窣シ 帝 闽 謎會二 提出 ス 
大正 八 年 一月 十八 日 

内閣 總理 大臣 原  敬 

海軍大臣 加 藤 友三郎 

陸軍大臣 田 中義一 

大 IH 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 

大正 七 年 法 邙第一 一十 四號屮 左ノ通 改正 ス 

第 十三 條 第一 項 第二 號屮 「W 校ヲ 卒業シ タル 者」 ヲ 

「學校 ヲ卒栾 シ又ハ 現 校 ノ課 程ヲ 修了 シタル 者」 

-I 改 メ同條 第二 51 、第三 項 及第 四項屮 「卒椠 」 ノ 

下- - f 又 ハ 修了」 ヲ加フ 

第二 十三 (ill 屮 【又 ハ 之卜 同等 以上 卜認 ムル學 校」 

ヲ 「若ク ハ 之卜 同等 以上 卜認ム ル學校 又 ハ 高等 學 

校」- 1 改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 八 年 十二月 一 Q ョ リ之ヲ 施行 ス 

參照 

大正 七 年 法 fit 第二 十 W 號徵兵 令 中 改正 法律案 

第 十三 條左 -|揭 クル 若 f ゾテ陸 軍预 _ 役 後備 役 

將校 同相 當官 タル ノ葙 望ヲ有 スル 滿 十七 歲 以上 

1 1 十一 歳 未 滿ノモ ノハ 志願-一由 リ ー箇年 間 陸軍 

現役 <1 服 スル n トヲ焊 此場合 二 於 テ ハ 其 現役 中 

ノ食料 被服 裝 H 等ノ  S2 用 ハ S3 辨トス 但 S5 用ノー 

部ヲ 官給 スル n ト アル HJ シ 

第 I 官 S 校 1 一顧 校 又 ハ 中 

堞校ヲ 卒業 シタル 者 

第二 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ中學 校 ノ學科 程度 

卜 同等 以上 卜認ム ル舉 校ヲ 卒業 シタ ル 者 

前項-一 揭クル 學校 M 在學ス ル 者 f ど ァニ 十二 歳 

未滿迄 -- 卒業 シ入胬 スル n トヲ煜 ル モノ 亦 前項 


-1 同. ゾ 

前項-一依 リ 志願ヲ 爲 シタル 者 ハ 卒業 迄 人營 ヲ延 
期ス第二項-一揭クル莕滿二十二歳以上二非サレ 
ハ 卒業シ 入營 スル コト ヲ揭 サル-- 至 リタ ル トキ 
ハ抽 燄ノ法 M 的 ラス シテ之 ヲ徴 集ス 
第一項又ハ第二孭-一浓リ现役二服スル者ハ其現 
役 中之ヲ ー年 志願兵 卜稱ス 

六 年 未 滿ノ懲 役 又ハ禁 鋼ノ 刑 — 處セ ラレ タル 者 
ハ ー年 志願兵 タル n トヲ許 サス 
一年 志願兵 ノ现 役ヲ終 リタ ル者ノ 询備役 後備 役 
期間 ハ 勅令 V 以テ之 ヲ定ム 
第二 十三 條 一年 志願兵 トシ テ 服役 ス ヘキ 者 f ゾ 
テ 勅令/ 定ムル 所-一依 リ 修業年限 三 ® 年 以上 ノ 
學校乂 ハ 之卜 同等 以上 卜 pf ムル 學校二 在校 
スル モノ- 一  對シテ ハ 本人/願 二 由 リ其學 校ノ修 
業 年限 — 應シ滿 二十 七 歳 迄 人營ヲ 延期 《 

一年 志願兵 トシ テ 服役 K ヘキ 者 其 服役 ヲ爲 ササ 
ル トキ ハ 之ヲ 徴集ス m 滿一 一十一 歳 以上 ノ 者ノ徵 
集 ハ 抽籤 ノ法 二 te ラサル モノ トス 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 田 中 陸軍大臣。 

〔同 務大 S 田屮義 一君演 ® に 登る〕 

〇國 務大 KC W 屮義一 君〕 今 rri] 政府の 提出され まし 
た 法律 第二 十四 號の 改正に 付きまして， 簡單に 理由 
を 申 上げます •今回 此 改正を 提出いた しました 事柄 
は 過般 大毁及 高等 學 校の 學制改 正と 云 ふこと が 行は 
れ ましたに 付きまして、 直ちに 是が徴 兵 令に 關 係を 
持つ のであります ，隨 つて 之に 關係 する 事項の みを 
改正す ると 云 ふ 意味から、 第 十三 條と第 二 十三 條中 
の 改正に 止まる 次第であります 、其 第 十三條 の 改正 

の 要旨 ほ 一年 志願兵た る 者の资 格に 關 して、 今日 ま 

で 此中舉 校 程度 以上の 學 校を 卒業した る 者に 限る と 

云 ふこと になつ て 居ります 、今回は 學校を 卒業いた 

しませぬ でも •中學 校 程度 以上の 課程を 修了いた し 

ました 者には、 ?!: 資格を 與へ煜 る やぅに すると 云 ふ 

のが， 此第 十三 條の改 正の 要旨であります、 それは 

申す まで もない こ. とであります るが、 高等 學校 高等 

科 第一 昂年 •又 修築 年限 三年の 大® 豫科 第一 學年を 

修了いた した 者は， 中學校 卒業 者と 同等の 學力が 有 

る 著と 認めて 宜しから うと 思 ひます、 それを 以て 此 

同學 年の 修了 者の 如き 者は 勅令に 於て 一年 志願兵た 

るの 資格を 與へ たいと 云 ふの が， 此第 十三 條の 理由 

であります、 今一つは 第二 十三 條 中の 改正で ござい 


ます、 此唯今 申 上げました 學 制の 改正に 伴 ひまして 
高等 學 校在學 者に 對 しては， 一年 志願兵の 入營 延期 
の 資格を も 與へ得 べき ものであると 考 へまして， 此 
二十 三條 中の 文句を 改正いた したいので あります、 
是だ けが 今回 政府の 提出いた しました 理山の 要旨で 
ございます。 

〇 調 長 (公爵 徳川家 達 君〕 別に 御 質問 もない と 認め 
ますから 次の 日程に 移ります。 

011 長、， 公 辟 德川家 達 君) 第三、 右 _ 案の 審査を 付 
すべき 特別® 員の 選擧。 

〇淺田 德則君 唯今 議題と なつて 居ります る 特別委 
員の 潠擧で ございます、 是は特 別なる 場合を除き ま 
する の 外は、 此議會 中 議長に 一任 すると 云 ふことの 
決議を 致したい と 存じます、 どぅか 滿場 諸君 御 賛成 
を 願 ひます。 

〇 男爵 石黑忠 蒽 君 賛成。 

〇 子爵 靑木 信光宕 賛成 j 
〇 伯爵 松 浦 厚 君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 淺田 君の 動議に 御 異存 あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀 いたさせます。 
〔長 書記官 朗 is 〕 

大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 特別委 員 
伯 P 大木 遠吉君  子爵 随口 誠康君 
江 木 千 之 君  男 W 西 村 精一 君 
男爵 肝 付 兼行 君  男爵 池 田 長康君 
石® 敏 一君  木場 貞長君 
矢 口 長右衞 門 君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 議事 日程 第 四、 輸出 羽！ 一 
». 精練 業 法 中 改正 法律案、 政府 提出、 第一 讀會" 
輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 
右 

勅旨 ヲ窣シ 帝 國議會 -1 提出 ス 
大正 八 年 一月 十八 日 

內 閣總理 大臣 原  敬 
農 商務 大臣 山 本 達 雄 
轍 出 羽 二 11 精練 業 法 中 改正 法律案 
©m 羽二重 精練 業 法 中 左/通 改正ス 
第 十四 條中 「輸出 紋娃及 輸出 薄絹」 ヲ 「轍 / Ji 薄絹 


輸山 縮緬、 輸出 壁、 輸出 娃絹 及生絲 ヲ以テ 製織 シ 
タル® mil 子」- 一 改ム 

附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
本法施行ノ際現-1轍出縮緬、轍出壁、輸出紋娃ヲ 
除 キタ ル 輸出 桂 絹 又 ハ 生 絲プ以 テ 製織 シタル 輸出 
糯子ノ 精練 業 ヲ營ム 者 ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリー 年內 
許可 ヲ受 ケス シ テ其ノ 業ヲ 撋續ス ル n トヲ煜 
〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 山 本 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 木 達 雄 君〕 此輸出 羽二重 精練 業 法 中 
の 改正 法律案は， 輸出 羽二重 精練 業 法制 定當 時に 於 
きまして は、 輸出 縮緬、 輸出 壁 •輸出 娃絹及 生絲を 
以て 製織した る輸 H 糯子は •其產 額が 極めて 傾 少て 
あつたので •こざいます、 然るのに 本邦 絹織物が 進步 
と 同時に 海外に 於け る 需用 も 近頃 頓 に其產 額を 增し 
ました、 然るに 此織 物の 精練に 關 しまして は 種々 非 
難があります、 現 狀の儘 に 捨て Ma きま すれば 遂に 
本邦 品の 價を …… 大に 隧價を 損し、 折角 贏ぢ得 たる 一 
販路を 失 ふ 慮が あるので あります、 依つ て 羽二重と 
同一 系統に 在る 此 織物を ば， 輸出 羽二重 精練 業 法 中 
に 加 ふるの 必嬰が 起り ました 次第で ございます •是 
が此 本案を 提 s したる 所以で ございま する 故に、 御 
港 讖の上 御 協賛 あらむ ことを 願 ひます。 

〇謅長 C 公爵 德川家 達 君〕 翳 事 日程 第五は 先刻 淺田 
君の 動議が 可決せられ ました 結果 削除いた します、 
特別委 M の 氏名を 御報街 に 及びます。 

〔長 書記官 朗讀〕 

_ 出 羽 二 m 精練 業 法 中 改正 法律案 特別委 員 
伯斟松 木宗隨 君  子爵 前 田 利定君 
荒 川義太 郎君  和田彥 次郞君 
上 山 滿之進 君  男爵 楠 本 •正敏 君 
男爵 藤 村 義朗君  男爵 二 條正 粳 君 
山 田  斂 君 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 次の 議事 日程は 後より 御 
通知に 及びます、 本日は 是にて 散會。 

午後 三時 出 十二分 散會 


0 大正 八 年 I 月 II 十 セ 日 (月曜日) 

午前 十 時 四 分 開 |§ 

議事 日程 第 四號 

第 I  侯爵 醒醐忠 重 君、 田邊 輝實 君、 岩 村 兼 善 


大 IH 七 年 法 fit 第二 十四 號中 改正 法律案 第一 if 會  輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 第一 讀會 


六 七 七 


院族 S 會議國 帝 回一 十四 第 


豫算案 大正 七 年度 歳入歳出 總豫 s£ 追加 案 (第一 號' > 


六 七 八 


君 SI 水 S 雄君諝 暇の 件 

第一 I 大正 七 年度 歳入 鹿出總 锞算 追加 案 (第一 
號) 荐査 期® を定 むる の 件 

i  i(gl) 

〇 議長 (公 ! ff 德川家 達 君) 是 ょり 諸般の 報吿を 致さ 
せます。 

〔成 顳霄記 官朗 韜〕 

去る 二 十四日 政府ょり 左の 法律案を 提出せ り 
借地 法案 

同日 第： Jr. 部に 於て 決算 委員 公爵 德 川慶久 君の 補闕 
選擧を 行 ひしに 其の 結果 男爵 平野 長祥 君當 選せ り 
同日 常任 添 fl fr に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 


is# 

委員長 
副 委員長 

烧罰 委員 會 

委員長 

副 委員長 


淺 

子爵 前 


德 

利 


則 君 
定君 


男脬 山川 f4 次 郎君 

伯 K 川 村 鐡太郞 起 

同日 豫算委 M tr に 於て 決定した る 分科 及 分科 擔當 

委員の 氏名 左の 如し 

へ 歳入、 大藏省 「帝 國鐵 道、 朝 ノ 

第一 分科 ( 鮮 總@ 府、 « 釋 總督府 、關 j 

パ柬 都筲府 、嬅 太廳を 除く」 ベ 

伯爵 柳澤保 惠趙 子鲟靑 木 信 光 君 


子斿前 田 利定君 

阿部  浩君 

荒 井 ^ 太 郎君 

仁 尾 惟茂 君 

菅原通 敬 君 

兼務 伯爵 林  ® 太 郎君 

淺田德 則 君 

鎌 田 勝 太 郎君 

第 弄 科 g 額) 

伯爵 奥 平 昌恭君 

子爵 酒 井忠亮 君 

子爵 ff Jli 祐弘君 

石 塚 英藏君 

加 太 邦憲君 

西川甚 五郎 君 

第彐農疆、) 


子斿八 條隆正 君 

男爵 阪谷芳 郎君 

男爵 坪 井 九 八郞君 

若槻禮 次 郎君 

安田 善 三 郎君 

子® 三島獅 太 郎君 

石 渡 敏一君 

橋 本 辰 M 郎君 

男 K 小 澤武雄 君 

子爵 水 野  直 君 

河 村酈三 郎君 

男爵 小 早 川 四 郎君 

杉 田 定一君 

兼務 藤 田四郞 君 


子捋钽本武憲君 
男 辟 石 里 一忠 is 君 
江 木 千 之 君 
阪本釤 之 肋 君 
_ 田榮 ff 君 
子爵 野 村 益 三 君 
谷 森 眞男君 


伯斿林  邱太 郎君 
子 辯 豊岡 圭資君 
男爵 高木 ^ 33: 君 
男爵 船 越 光之丞 君 
高 田 早苗 君 
兼務 子爵 水— 野  直 君 
男爵 南 岩 倉 具 威 君 
伊澤 多 喜 男 君 

第四分科 -ii gl、) 

子爵 廊口 誠康君 
子 f? 大河 內正敏 君 
男爵 山內長 人君 
石 渡 敏一君 
江 木  翼 君 
河 村讓三 郎君 
阪本釤 之 助 君 
茜 fii s' 4 へ 農 商務省、) 

子爵 三 島 彌太郞 君 

子爵 井上 匡 四 郎君 

男爵 武 井守 正 君 

男 if 長松簏 架 君 

伊澤 多 喜 男 君 

橋 本 辰 二郞君 

子爵 大河 內正敏 君 

男捋 安場 末 喜 君 

茜 - 1-. ヽ 9- 抖ヘ帝 國鐵 道、 朝鮮 總 督府、 毫_ン 
穿ナ ^ ?- 一, 總督府 、關 東都 督府 、樺 太廳 j 


子爵 牧野 忠篤君 
男爵 村 上 敬次郞 君 
男爵 南 岩 倉 具 威 君 
高 橋 作 衞君 
兼務 江 木 千 之 君 
男爵 坪 井 九 八郞君 


子爵 松 平 直 平 君 
和 田 彥次郞 君 
男爵 斯波忠 三 郎君 
谷 森眞男 君 
鈴 木 摁兵衞 君 
柳澤 保惠君 
小 松 謙 次 郎君 
倉 知 鐵吉君 


子爵 片桐 
淺田 
男爵 安場 
藤 田 


良 央君 
德則君 
末 喜 君 
四郞君 


鎌 田 勝 太 郎君 

兼務 男爵 小 澤武雄 君 

荒 井 賢 太 郎君 

江 木  翼 君 

一昨 二十 五日 衆識院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ 


子爵 野 村 
小 松 
男爵 佐 竹 
倉 知 

津村 

石 塚 

高 橋 


益 三 君 
謙 次 郎君 
義準君 
鐡吉君 

紙 陵 君 

英藏君 

作衞君 


大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 ハ 第一 號〕 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 是 より 本日の 會議を 開き 

ます、 _ 事 日程 第一、 侯爵 醐醍忠 重 君、 田邊鲔 實君 

岩 村 兼 善 君、 富 永 猿 雄 君 請暇の 件、 醍醐 侯爵 公務 上 


會期 中、 田 病氣 に付符 期 中、 岩 村 君 病 氣に付 三 
十日 間、 富 永 君病氣 に 付 二十日 間の 請暇で ございま 
す、 何れも 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 岩〕 御 異議ない ものと 認め ま 
す 0 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  第 二 、大正 七 年度 歳入 歳 
出 總豫算 追加 案、 第一 號 、審杏 期限を 定む るの 件、 
本日 も 通牒 文の 朗 is を 省略して 御 異存 ございませぬ 
か。 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵德川家達.れ5御異議ないと認めます內 
閣總理 大臣 原 敬 君。 

〔左の 绘付 文は 朗讀 を經 さる も參照 のた め玆 
に載錄 す〕 

(第一 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第 Jr: 十四 條に依 
り及邊 付 候 也 

大正 八 年 一月 二 十五 日 

衆 _ 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔國務 大臣 原 敬 君演攒 に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 議題と なりました る 追加 
豫算 のこと に付きまして、 一言 K 趣旨を 1 :述 いたし 
たいと 存じます、 此度李 太 王 殿下 御 S 去に 相 成り ま 
した、 之に 付きまして 政府 ほ 其 葬儀を 國葬を 以て 營 
むこと を 適 當と考 へまして、 此 案を祸 出いた したの 
でございます、 御 承知の 如く 朝鮮は 併合 以前に あり 
ましては、 極めて 親密なる 國 交を 重ねて 居つ た國で 
あります、 併合 後に 於き まして ほ、 皇室に 於 かれ ま 
しては 皇族 に准じて 御 待遇 fl! 成る と 云 ふやぅな る 李 
王家の ことで ございます" 殊に 李 王 殿下には ，：… 李 
太 王 殿下には 數 年間 最も 意を 注がれて 圓滿に 併合に 
も 相 成り、 今日に 立 至つ たのであります、 最近に 至 
りまして は、 李 王家と 我が 皇族の 女王の 方と 御 婚儀 
■を 結ばれる は 御 承知の 通りの ことであります、 斯の 
如き 有樣 であります から 之を 歷 史上ょり 考へ まして 
も、 亦 今日 我が 皇室に 於け る 御 待遇の 御 趣意 等ょり 
考へ ましても、 國 葬を 以て 其 葬儀を 營 むこと を 極め 
て 適當 なりと 思考いた すので あります、 依つ て 本案 
を 提出いた したので あります から 願は くば 滿 場の 御 
賛成を 得まして 此豫算 案の 速に 成立いた す ことを 希 


望いた します。 

f 國務 大臣 男 辟 高 睽是沾 君演® に 登る；！ 

〇國務 大臣 CK 於 高槪 是浈君 〕 大啟 位 李 太王跤 下 和 
去に 付きまして 國 葬 に耍 します 金 十 大 所 ' iv 
臨時 部 第 十八 款に 豫算 いたしました、 其时滩 に充つ 
るが 爲に 前年度 繰 入金 十 萬 圓を臨 時 部 第 十二 款に豫 
算いた しました、 御齡諉 の 上 速に 御 協荇あ らむ こと 
を 願 ひます。 

〇淺田德則冇總珣大防及大藏大陡よ〇御說明にな 
りました る 所の 大正 七 年度 歲入歲 出總推 筘： ia 加 案、 
此群赉 期限を 定む るの 件であります、 是 ほ 極めて 轵 
急の こと、 認めます に te つて、 It ちに 密奄著 手いた 
しまして、 今日中に 報 ffi- を 致したい と 思 ひます、 ど 
ぅか 御 賛成を Bi!f ひます" 

0 子爵 前 田 利定君 饺成。 

〇 男 餌 高木 兼 宽赳燹 成。 

〇 男爵 內 田正敏 岩 寶 成。 

0議長(公爵德川家達君〕淺田艿の動_に御異存ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり.〕 

0 議長 C 公 辟 德 III 家 達 君) 御 i'i il ない と 認めます、 
豫算 委員 會の 結 y を ^ げ ます 迄 休憩いた します。 
午前 十 時 十四 分 休憩— 

午 1 刖十時 三十 四 分 開會 

〇 議長 (公 擗德 川家掳 君) 是 より 報吿を 致させます 
〔成 瀬 © 記 官朗調 〕 

本日 議員 侯 ！？ J 黑田長 成 君 外 一名より 三十 八 名の ® 
成を 以て 左の 決 _ 案を 發駿せ り 
哀悼 決議案 

本日 豫算 委員長より 左の 報 吿替を 提出せ り 
大正 七 年度 歳入歳出 總钟算 追加 案 (第一 號〕 可決 
報告書 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 前 刻に 引 ® きまして 符戬を 
開きます。 

〇 淺田德 則 君 私は 此 際動識 を 提出いた しまして、 
日程を 變更 されまして、 過 刻 豫算裘 員會に 付託いた 
されました 追加 翔 算を報 告い たしたい、 之に 依つて 
直ちに 此議を 開かれむ ことを SI みます。 

0 子爵 前 田 利定哲 賛成。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君 d 淺田 君の _事 日程 變更の 
励議に 御 異存 ございませぬ か。 


院族 贵鈐漭 國帝冋 一十 四 第 


CT 異議な し J と 呼 ふ漭あ り〕 

0_長( 公爵 德川 家！！ f 君) 御 興 蕺な いと 認めます、 
是 より 大正 七 年度 歳 人 歳出 總豫筇 追加 案、 第一 號、 
委員長 報 宵。 

一大 正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 C 第一 號) 
右 衆議院よ 〇浍 付した る 案を 群査し 衆議院 議決 案 
の 通 可決す へき ものな りと 議決せ り te て 及 報吿候 
也 

豫算委 W 長 淺田德 則 
玟 族院誘 長 公 » 德川家 達 殿 
〔淺 田德 則君演 壻に 登る〕 

〇淺田 德則君 過 刻 御 委託に なりました 所の 第一 號 
大正 七 年度 歲入歳 /I! 總豫 W 追加、 御 承知の 如く 此豫 

算は李 太王觀 去に 付きまして の國 葬 S の 諸 經费 であ 

ります、 直ちに 我々 雅算 委員は 審議に 掛かりました 

所が、 之に 對 しまして は、 全員 何等の 異議 も ありま 

せず、 何れも 哀悼の 敬意を 以ち まして、 豫算 全部を 

謅 決いた しました のであります から、 此段玆 に 御 報 

吿を 申します。 

〔子 W 前 田 利定君 演壇に 登る〕 

0 子爵 前 田 利定君 本 M は 唯今 豫算 委員長よ 〇 御 報 

宵に なりました 追加 Fi' -3? 案に 對 しまして、 窃 成の 意 

見を 述べます Ilf を悲 みます、 大勵位 李 太 王 殿下の 薨 

去 あらせられました 事に 付きまして は、 我々 g E 深 

く 痛惜に 椹へ ぬ 次第であります、 上 陛下に 於 かせら 

れ ましても、 痛く 御龄悼 あらせられまして、 李 王 世 

子 殿下を して ¥ く歸 省せ しめて 父子の 情を 盡すや う 

にとの 有雜き 御 説を 賜は りました， 尙又 之に 對せら 

れ ましては 國雜 の |§ を 賜 ひ、 其 式 も莊 m に 取 行 ふや 

うにとの® 渥なる 御沙汰が 下つ たかの やうに 拜 聞を 

致して 居る ので •こざいます、 斯 くまでに 我が 皇室が 

李 太 王 殿下の 薨去に 對せ られ まして、 御手 厚く 御 仕 

向けになる と 云 ふこと ほ 誠に 御 期 慮の 程、 恐 棚に 堪 

へませ ぬ、 想 ふに 李 王家 谷 殿下 {S 中す まで もな く > 

朝鮮に 在住す る 所の « 族 並に 一般の 臣民に 於き まし 

て も、 此 有 ® き ffl 旨を 拜閗 いたしましたなら ば、 必 

ず や 感涙に 咽び 感激いた す ことで あら うと 存じます 

心なき 八道の 山河荩 木 も 我が 皇の 此御德 に 靡く こと 

であらう と 思 ふので あります、 扨て W 葬の禮 と 申し 

ます ものは 我が 皇族に 對せ られ ましても 常に 賜は る 

ものでは ありませ ぬ、 是は诗 様の 御 承知 あらせられ 

ます 通りに、 國 家に 功紱の 期 著なる 皇族 か、 若く は 


國 家の 柱石た る 功 I;': に 限り、 天皇陛下が 特に 御 挺 遇 
を 賜は る ものであります、 我が 皇室と 李 王家との 御 
交情は 日韓 併合 以前に 於き ましても 誠に 御 圆滿で あ 
らせら れ ましたが、 其 以来は 別して 御關 係が 御 深厚 
に 相 成りまして、 李 王家の 谷 殿下に 對 されまして は 
我が 皇族に 對せ られ ると I-.1 樣に御 待遇 遊ばされて 居 
られ まする ので、 宮中に 於き ましても 亦國家 に 於き 
ましても 何等 我が 皇族と 御！ {りは ない のであります 
のみならず 最近に 於き まして 我が 皇族と 李 王 世子 殿 
下との 間に 御 婚約が 成りまして、 而して 其の 御 婚儀 
も 日なら ず 行は せられる やうな ini びに なつて 居り ま 
した、 斯の 如くに 李 王家と 我が 皇室との 御 間柄は 御 
深厚であります る けれども、 唯 それの みで 國葬 の禮 
を 陛下が 賜は つたので ほないで あちう と 思 ふので あ 
ります、 即ち 李 太 王 殿下の 薨去に 對せ られ まして、 
之を 待つ のに 國 葬の 禮を 賜は りました のは、 殿下が 
御 生前に 於き まして 國 家に 功® が 顯著な る 所の 皇族 
と同樣 に 上 陛下が 思 召されて、 而 して 此 挺 渥なる 御 
沙汰を 賜は つた ものであると 私は 想 察し 奉る ので あ 
ります、 熟々 併合 當年 のこと を rnl 想いた して 見ます 
れば 、李 王 殿下が 能く 世界の 大勢を 御 洞察 遊ばされ 
n: 又 我が 明治 大帝の 大御心 を 能く 御 了解 遊ばされて 
東洋の 平和の 爲に 朝鮮の is 利の 爲 に、 和平 _昌 の 今 
日 あるを 御 ^ きになつ たと 云 ふことは 申す 迄 もない 
ことであります、 併ながら 又 李 太 王 殿下が 深く 我が 
皇室に 御信賴 遊ばされて 滿 腹の 御 誠意を 以て 此 事を 
御賛藓 遊ばした 所の 御 力も與 つて 大なる ものである 
と 木 員は 深く 信じて 疑は ない のであります、 殿下が 
此 間に 鹿せられ て 如何に 御 苦心 遊ばした であらう と 

云 ふこと を 深く 御 察し 申 上げる のであります， 帝國 

臣民は 此 殿下の 御高 德に對 し 奉りまして、 忘れむ と 

欲しても 忘る、 ことの 出 來な いものが あると 思 ふの 

であります， 以上 李 太 王 殿下の 御 功績を 外に 致し ま 

して、 殿下が 御 生前に 如何に 我が 皇室に 御信賴 にな 

り、 又 誠意と 敬 禮を 致されて 屛られたかと云ふ事け 

本員の 承り 及ぶ 次の 事柄に 照し 合は せて斯 く 信ずる 

のであります、 其の 第一は 李 太 王 殿下が 御 退位の 後 

の 御行 狀を 仄かに 窺 ひ 奉ります のに、 御 現狀に 安ん 

じさせ 給 ひ、 德壽宮 屮に 常に 春風が 吹いて 居ります 

る 如くに、 悠々 自適され て、 聖 '明の 德澤に 浴され ま 

して •太平の 人と なられて •何等の 御 不平、 御不滿 

を 包藏せ ら る、 こと もな く、 御餘 生を 樂し く御绘 り 


になつ たと 云 ふこと ほ、 表面から 見ます れば 甚だ 平 
凡の やぅであります けれども、 日韓 同化の 上に 於き 
ましても •亦 和平 P1 昌の 促進の 上に 於き ましても、 
此行狀 が 重大なる 効果を 持來 した ものであると 思 ふ 
のであります、 其 第二は 王 世子 殿下 {X 當時御 幼少で 
あらせられました のを 伊藤 公爵を 御 信じに なり まし 
て、 まだいたい けなる 和 子を 遠く 御 膝下を 離させ 給 
ひまして* 文武の 御 修築を 我が 日本に 於て せしめら 
れ 、今日に 於て は 我が 禁衞の 一 武官と して •國 事に 
も 王事に も御盡 さしめ になつ たと 云 ふが 如き ことほ 
如何に 我が m 室を 御信賴 になつ たかと 云 ふこと を證 
して 餘り ある ものと 思 ふので あります、 ; 1.!: (第三には 
李 王 1¢ 子 殿下は 近く 梨本宮 女王 殿下との 御 ® 事 も 間 
近くな りました が-其 御礙 事後に 於き まして 李 太 王 
殿下は 御禮 の爲に 態々 御 東上に なつて 陛下に a し 奉 
りまして 御禮の 言上を なされる 所の 御 心 m が あつた 
かの やぅに 仄かに 承は つて pr るので あります、 然る 
に 悼は しき 哉、 花 前の 風月 下の 雲と も 申すべき か、 
ゆく りなく も御礙 事の 日を も 待たせ 給は ず、 又 御 東 
上の 御 志も果 させられず •溘焉 として 薨去に なり ま 
したと 云 ふことは 誠に 悲痛の ことに 考へ るので あり 
ます、 併ながら 御 東上の 御 志を 御 遂げに なり ませぬ 
でありました けれども、 以上の 事を 能く 照し 合せて 
考 へて 見ます れば‘ 如何に 李 太 王 殿下が 我が 皇室を 
御信賴 になり 誠意と 敬 禮の惹 を 有せられて 居られた 
かと 云 ふことは 分る こと、 思 ふので あります、 上陛 
下が 李 太 王 殿下の 薨去に 對せ られ まして 玆に Jt き 國 
葬の 一 •を 賜は りました と 云 ふことは. 誠に 故 ある 哉 
と存 ずるので あります、 而 して 政府が 聖 處の存 する 
所を 體せ られ まして 玆に國 葬 費の 追加 豫算を 編 製せ 
られ御 提出に なつた と 云 ふことは、 誠に 至 當の措 遛 
であると 思 ふので あります、 豫算娈 員會に 於き まし 
ては 先刻 豫算 委員長より 報告の ござ. いました 通りに 
全會 一致を 以て 可決 議了いた されました、 願は くは 
本 會議に 於き ましても、 滿場 一致を 以て 即時に 本案 
を BJ 決議 了いた されまして、 大勵位 李 太 王 殿下に 對 
し 奉り 敬 弔 敬 11! の 意を 表せられむ ことを 望む 次第で 
あ ります。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ 豫算案 
全部を 問題に 供し ます、 豫算 案に 同意の 諸君の 起立 
を 請 ひます。 

總員 起立 


〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 金 會 一致と 認めます。 

0 侯 1# 黑田長 成 君 本員 ほ 此際に 議事 日程を 變更せ 
られて 哀悼 決議案の _ 事を 開かれむ ことを 罱み ます 
此励閾 を 提出いた します。 

0 子爵 前 田 利定哲 質 成。 

0 議長 (公爵® I 川 家 達 君〕 黑田 侯爵の 哀悼 決議案を 
議す るた め ^ 事 n 程の _ 更に 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 

. 政府の 同意を 求めます . 政府ょり 同意の 趣の 

通知を 得ました， 黑田 侯爵の 登壇を 望みます。 

0 杖 傅 黑田長 成 君 本員の 登壇に 先 だち まして 願は 
くば 決議案の 朗讀を 書記官に 御 命じに ならむ ことを 
謀 みます。 

〔成 顧 書記官 朗讀〕 

哀悼 決謖案 
右 提出 候 也 

大正 八 年 一月 二 十七 日 
發諉者  . 

侯爵 黑田長 成  侯 博 德川賴 倫 
賛成者 

侯爵 細 川譴立  伯爵 松 浦  厚 
伯爵 大木 遠吉  伯爵 林  溥 太郎 
男爵 小 澤武雄  子爵 京 極高德 
子爵 三 島彌 太郞  子爵 松 平 直 平 
子爵靑 木 信 光  子 P 前 田利定 
子爵® 本武憲  淺田德 則 

雲高 木兼寬  高 崎 聾 

男 if 中 川 興 長  男 K 山川 健次郞 
男爵 村 上 敬次郞  江 木 千 之 
和 田 彥次郞  男爵 內 田正敏 
男® 山 內長人  男爵 南 岩 倉 具 威 
水 野 鍊太郞  男爵 安場 末 喜 
男爵 坪 井 九八郞  谷 森® 男 
藤 田四郞  石黑 五十二 
仁 尾 惟茂  加 太邦憲 
室 田義文  伊澤 多霣 
高 橋 作®  鎌 田榮吉 
歸田 勝太郞  橋 本 辰 二郞 
西 川 甚五郞  安田 善三郞 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
哀悼 決議 


豫® 案 大正 七 年度 歳入歳出 @ 務览 追加 案 (第一 號) 


六 七 九 
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李 太 王 S- 下 _ 去に 閱する 哀悼 決諉案  借地 法案 第一 誘會 


六 八〇 


大 動 位 李 太王贤 下溘環 薨去 fe ラル 痛惜 何ソ險 ヘム a 
族院ハ 玆- 謹 r 哀悼 ノ誠意 ヲ表ス 
〔侯 13 黑田長 成 君演® に 登る〕 

〇 侯爵 黑田 M 成 君 諸君 本 月 二十 二日 大勸位 李 太 王 
殿下は 薨去 あらせられました、 就きまして ! 3; 本員 等 
は 洵に 哀悼の 至に 勝へ ませぬ、 殿下が 初め 御 病に な 
らせ られた 報知に 接しました 時には、 一日 も 速に 御 
平密 あらせられる ことを 只管 g りました が、 遂に 其 
屮斐な くして 溘焉 として 世を 去り 給 ひました、 御 愛 
子 王 世子 殿下には 豫て 勅許に 依りまして 梨 本宮 女王 
殿下と 御 婚儀の 御 式を 擧げ させられる 箬 の 所， 此度 
の 御 不祥事の 爲 に 御 延期の 已む なきに 立 到りました 
就きましては 李 王家 及 梨 本宮谷 殿下 CD' 御 愁傷は 洵に 

御 ^ し 申 上げます 次第であります、 本員は 久しき 以 

前に 李 太 王 殿下に 親しく 謁しました ことがあり まし 

た， 其 節 御物 語を 拜承 いたしました が、 其 中に も殊 

に 東洋の 平和 及 帝 國 との 和親に 付て は 最も 御 心を 注 

がれて 居りました ことを 今に ! E 憶いた して 居ります 

それで 世に 稱へて 申します 通り、 天質 御 聰明に して 

其當 時の 御溫容 ほ 今尙ほ 眼前に あるが 如く 存じます 

殿下には 永い 間 前韓國 統御の 御 地位に 立たせられ ま 

して* 幾多の 御仁 政、 御德澤 の ありました ことほ、 

夙に 拜 聞いた して 居りました が、 それに 付て 思 ひま 

すれば、 此 朝鮮半島は 帝 國の 本土とは 古來 ょり 非常 

に 密接なる 關係 がありまして、 帝 國の 本土に 一朝 事 

が 有れば， 必ず 半 鳥に 關聯を 致して 居る やぅな 有 ® 

でありました、 此 際に 當つて 李 太 王 椴 下には 英明な 

る 御 決斷に 依つ て、 李 王 殿下に 御 力を 添 へられ まし 

て、 宇内の 大勢を 察せられ、 搦苽將 來の 平和を 深く 

瞭 られ まして、 爲に 日韓 併合の 事 S が 容易に 實現せ 

ら る、 に 至りました* 此間に 於け る 殿下の 至大なる 

御功續 ほ， 國 民の 銘記いた し 感謝すべき こと、 信じ 

ます、 それ故に 皇室に 於 かせられましても 皇族に 准 

じ、 特に 大勵 位を 賜 ほり。 特殊の 御 優 週 あらせられ 

ますのは 珩 當 のこと X 拜察 いたします、 此度の 殿下 

の II 去に 付きまして は >  上陣 下に 於 かせられまして 

ほ 深く 御較悼 あらせられました ことは 恐察し 奉る 次 

第で ございます、 今や 貴族院 ほ 國葬 費に 對 し、 全會 

一致を 以て、 協 質の 誠意を 表しました が、 尙ほ此 上 

に 殿下の 薨去に 對し 哀悼の 至情を 披瀝いた し •敬 弔 

の 誠意を 表し 奉る ことが 最も 相當と 存じます、 本員 

は 玆に g んで 哀悼の 意を 述べます る 次第で ございま 


す、 本案 提出の 理由は 斯樣な 次第で ございます から 
何卒 滿場 諸君の 御 S 成を 以て 本案の 直ちに 可決 せら 
れむ ことを 偏に 希绍 いたします。 

0 謅長〇 <ム 爵德川 家 達 君： 一本 決議案に 同意の 諸君の 
起立を 請 ひます" 

總員 起立 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 全會 一致と 認めます …… 
此際 諸君に 御 諮りを 致します、 李 太 王 殿下 國 葬の 當 
日 敬 弔の 意を 表する 爲 め、 本院の 休會を 致したい と 
考 へます、 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 借地 法案、 政府 提 
出、 第一 讀會を 開きます。 

借地 法案 
右 

勅旨 ヲ奉シ 帝 國議會 一一 提出ス 
大正 八 年 一月 二 十四日 

內 閣總理 大臣 兼 司法大臣 原 敬 

借地 法 

第 一條 本 法-一 於 テ 借地 權卜稱 スル ハ 建物/所有 
ヲ 目的 トス ル 地上 權及 賃借 權ヲ 謂フ 
第二 條 契約 ヲ以テ 借地 權ヲ 設定 スル トキ ハ當事 
者 ハ 借地 權ノ存 _ 期間 又ハ 建物 ノ 種類 及 構造 ヲ 
定ムル コト ヲ要ス 

民法 第 六 百 四 條ノ規 定ハ 借地 極 ノ存續 期間-一之 
ヲ 適用 セス 

第三 條 契約 ヲ以テ 借地 fi / 存續 期間 ヲ定 メタル 
トキ ハ 借地 權ハ其 ノ存續 期間 ノ滿 Y 一一  因 y テ 消 
滅ス 

第 四條 契約 ヲ以テ 建物 ノ釉 類及楛 造ヲ定 メタル 

トキ ハ 借地 權ハ 建物 ノ朽廢 一一 至 ル 迄 存續ス 

第 五條 契約 ヲ以テ 借地權 ノ存續 期間 並 建物/種 

類及權 造ヲ定 メタル 場合-一 於 テ K ノ存續 期間 力 

建物 ノ朽廢 前-一 滿了ス ル トキ ハ 借地 權ハ 契約 卜 

同ー ノ條件 ヲ以テ 建物 ノ朽廢 一一 至 ル 迄 存續ス 

第 六 條前二 條ノ 規定-一依 リ 借地 fi 力 建物 ノ朽躞 

= 至 ル 迄存續 スル 場合- 1 於 テ 借地 權者力 契約 ヲ 

以テ定 メタル 期間 內又ハ 契約 ノ時 ヨリ ー年 內-一 

建物 ノ 築造 二 著 手 セ サル トキ ハ 土地 所有者 ハ 契 

約ノ 解除 ヲ爲 K  n トヲ煜 此ノ 解除 ハ將來 -I 向 テ 

其ノ 効カヲ 生ス 


前項 ノ 解除 l;ri ハ 借地媸 者 力 建物/築造-一 著 手シ 

タル 後 ハ 之 ヲ行フ n トヲ 得ス 

第七條 契約 ヲ以テ 建物/種類 及 構造 ヲ定 メタル 
場合 rl 於 テ 借地 權者力 建物ノ 設計 ヲ定 X 又 ハ 其 
築造-一 著 手 スル トキ ハ 土地 所有者 — 其ノ旨 ヲ通 
知 スル コト ヲ要ス 

借地權 者 力 前項 ノ 通知 ヲ爲 ササ ル トキ ハ 借地 權 
ハ 契約 ヲ 以テ定 メタル 建物 力 朽廢ス へ カ リシ 時 
-1 於 テ 消滅ス 

第八條 借地 權者力 借地 權 ノ存續 期間 ヲ定 メタル 
契約-一相當セサル堅固ノ建物ヲ築造スル場合二 
於 テ 土 i-11! 所有者 力 其 ノエ 事 著 手後遲 滯ナク 異議 
ヲ述へ タル トキ ハ 借地 權ハ 存續 期間 ノ滿 了-一因 
リテ 消滅 ス 

第九條 借地 權者力 速 物ノ嵇 類 及 構造 ヲ定 メタル 
契約 — 相當セ サル. 堅固 ノ建 物プ 築造 N、 >L' 場合-一 
於 テ ± 地 所有者 力 第七條 第一 項ノ 通知 ヲ受 ケタ 
ル後遲 滯ナク 異議 ヲ述へ タル トキ ハ 借地 權ハ契 
約ヲ 以テ定 メタル 建物 力 朽噬ス へ カ リシ 時-一 於 
テ 消滅 ス 

第 十 條前二 條ノ 場合-一 於 テ 土地 所有者 力 異藹ヲ 
述へ サリ シ トキ ハ 借地權 ハ 契約 卜同  ーノ條 件ヲ 
以テ借 池 11 者ノ 築造 シク ル 建物 ノ朽廢 -1 至 ル 迄 
存續ス 但シ 建物 力朽隧 前-一 滅失 シタルト キハ借 
地權ハ 之 = 因リテ 消滅 ス 

第 十 一條 第四條 第五 條及 前條ノ 規定 二 依リ 借地 
攛 力 建物 ノ朽廢 M 至 ル 迄 存續 K ル 場合 二 於 テ 借 
地權者 力 土地 所有者 ノ 同意 ヲ得 スシ テ其ノ 建物 
-1 修繕 若 ハ 變更ヲ 加へ 又 ハ 增築 ヲ爲シ タル トキ 
ハ 借地 SI ハ 原 建物 ノ朽隧 スへカ リシ 時 一一 於 テ 消 
滅ス 

第 十二 條 契約 ヲ以 テ存： 一期 間 ー プ定 メタル 借地 ffl 
ノ  _ 渡 ハ 讓渡人 又 ハ 11 受 人-一 於 テ 其 ノ旨ヲ 土地 
所有者-一 通知 スル コト ヲ要 ス但シ 前 二條ノ 規定 
-一依 リ讓渡 人/ 權利力 確定シ タル 後 ハ此ノ 限-一 
在 ラス 讓渡人 及讓受 人力 前項 ノ通 知ヲ爲 ササ ル 
トキ ハ 借地 fi ハ 契約 ヲ以 テ定 メタル 存續 期間 ノ 
滿了- :因リ テ 消滅 ス 

第 十三 條 契約 ヲ以 テ定 メタル 借地 極 ノ存續 期 11 
滿 了/後 借地擗 者 力 土地 ノ使 用ヲ 繼續ス ル 場合 
-- 於 テ 土地 所有者 力遲 滯ナク 異議 ヲ述へ サリ シ 
トキ ハ 前 契約 卜同 ーノ條 件ヲ 以 テ E -I 借地 11 ヲ 


設定 シ タルモ ノト S 做 ス 

第 十四 條前 十條 / 用 定ハ ー時 土地 ヲ利用 KV 目 
的 ヲ以 テ借池榴ノ設定契約ヲ爲シタヾコト明ナ 
ル 場合 及 石造， 土 造、 煉瓦 造乂ハ 之- 1  r'w n- Y 
固 ノ建物 -I 付 テ ハ 契約 ヲ以テ 五十 年 以上 •其/ 
他ノ 建物-一 付 テ ハ ニ 十 年 以上 ノ !■;-? 地 ffi! 存給期 問 
ヲ定 メタル 場合 |ー  ハ 之 ヲ 適用 セス 

第 十五 陆 前九條 / 規定 ハ 借地 ffji 者力更 Hn fr, ® 
ヲ 設定シ タ >1. 場合-- 之 ヲ 準用 ス 
前 rfl ノ 規定 ノ適 w-i 付 テ ハ 借地 拙者 V 以テ 土地 
所有者 トス 

第 十六 條 借地 褪 者ノ赁 借人 力纽物 ノ 設計 ヲ定メ 
又 ハ 其 ノ 築造-一 著 手 スル トキ ハ 土地 所有者 二 其 
''旨 ヲ通知 スル コト ヲ耍ス 
賃借人 力 前項 ノ 通知ヲ 爲ササ ル トキ ハ 其/借地 
褪ハ 賃貸人 ノ借 地榴ノ 作 ^ 期間 ノ滿 了 — 因リテ 
消滅 ス 

第 十七 條 借地 榧 者ノ 賃借 入力 借地 e 者ノ借 地權 
ノ存續 期 rn1! ヲ定 メタル 契約-一 相 當セサ ル 堅固 ノ 
建物 ヲ築造 スル 場合-- 於 テ 土地 所有者 力 前 胳第 
一項 ノ 通 知ヲ受 ケタ ル 後 遲滯ナ ク異 懿ヲ 述へ夕 
ル トキ ハ 賃借人 ノ 借地潲 ハ 賃貸人 ノ借地 機 ノ存 
續 期間 ノ滿 了-一因 リテ 消滅 ス 

第 十八 條 .借地 ® 者/賃借人 力趄 物ノ 種類 及 梅 造 
ヲ定メ タル ® 貸人ノ 借地 權ノ設 定 契約-一 相當セ 
サル 堅固 ノ 建物ヲ 築造 X ル 場合-一 於 テ 土地 所 初 
者 力 第 十六 條第 一項 ノ通 知 V 受ケ タル 後遲滯 ナ 
ク興靆 ヲ述へ タル トキ ハ S 借人 ノ借地 權ハ «贷 
人ノ 借地 權ノ 設定 契約 ヲ以 テ定 メタル 妞 物力朽 
廢スへ カ リシ 時 二 於 テ 消滅ス 

第 十九條 前 I 一條 ノ 場合-一 於 テ 土地 所有者 力異識 
ヲ 述へサ リシ トキ ハ 賃貸人/ 借地 ffi 消滅 ノ 時-一 
於 テ 賃貸借 卜同 ーノ條 件 ヲ以テ 賃借人 ノ爲 -一共 
ノ雄造 シ タル 建物 ノ朽躞 二 至 ル 迄 借地 fi ヲ 設定 
->• « ル モノ ト 看做， <  m  •ゾ第 七條 第二 拟 、第 八條 
又 ハ 第九條 ノ规定 -1 依 リ K 借人 ノ借地 隨 力賃贷 
人ノ 借地 ffi ノ存紹 期間 內 M 消滅 ス ヘキ トキ ハ此 
ノ限 -1 在 ラス 

第 十條 但書 及第 十 一條 ノ 規定 ハ 前瑣ノ 場合-- 之 一 

ヲ準州 ス 

第一 項ノ 規定-一依 リ賃借 人力 土地 所有者-一 支 柳 
フへキ 借賃力 賃貸 入ノ支 柳 フへキ 池 代 又 ハ 借賃 


院族貴 會誘國 帝 回一 十四 第 


ヨリ 少キ トキ ハ 土地 所有者 ハ H 借人 二 對シ 其/ 
地代 又 ハ 借 a-l 相 常 スル 借貸 プ 請求 スル コト ヲ 
得 

第二 十條 土地 所有者 卜其ノ 借地權 进 ト ノ間ユ 於 
テ 第 十四 條- -定ム ル 契約 ヲ S シタル 場合-一 於 テ 
ハ 借地 權者ノ 賃借人 ノ借 地嵇 ノ存續 期間 ハ 賃貸 
人ノ 借地 權 /存 續期間 ヲ超ユ ル コト ヲ得ス 
前 四 條ノ規 定ハ 前 JIi ノ 場合-一之 ヲ適用 セス 
第二 十 一條 借地 棚 苦 卜其ノ 賃借人 トノ 間-一 於 テ 
第 十四條 -1 定ムル 契約 プ £s シタル 場合-: 於 テ ハ 
第 十九條 ノ規 定ノ 跑 用 ヲ受ク ル トキ ト雖 賃借人 
ノ借地 糊 ノ存續 期間 ハ 其ノ 契約 ノ定ム ル 所 二 依 

ル 

第二 十二 條第 三者 力 賃借 湘ノ 目的 タル 土地 ノ上 
- 一存 スル ii 物ヲ取 焊シタ )1 _ 合-- 於 テ貨貸 人力 
賃借 權ノ 1; 渡乂 ハ 鞞貸ヲ 承諾 セ サル トキ ハ 賃貸 

人 二對シ 時 ffi ヲ以テ 建物ヲ 買 取 ル ヘキ n トヲ請 

求 スル n トヲ渴 

第二 十三 條前二 十條ノ 規定-一反 スル 特約 ハ之ヲ 

爲サ サル モノ ト看做 ス 

第二 十四 條 契約 ヲ 以テ定 メタル 地代 又 ハ 借貸 力 

爾後 土地-一 對 スル 租税 其 ノ他ノ 公課 ノ咐減 若 ハ 

土地/ ffj 額 ノ昂 低-一因 y 又 ハ 比隣 ノ土地 ノ地代 

若 ハ 借賃 -I 比較 シテ不 相 當ナル = 至 リタ ル トキ 

ハ當事 者 ハ將 来-向 テ 地代 又 ハ 借賃ノ 增滅ヲ 裁 

判 所-一 請求 スル n トヲ焊 m シ ー定 ノ期間 地代 又 

ハ 借 賃ノ咐 減ヲ爲 ササ ル ヘキ 特約 ヲ S シタルト 

キハ此 ノ 限-- 在 ラス 

前項 ノ 規定 ハ 裁判 ヲ以 テ定 メタル 地代 又 ハ 借貸 

-I 之 ヲ 準用 ス 

第二 十五 條本 法- 1 依リ 借地 S 力趄物 ノ朽皦 -I 至 

ル 迄 存 rif スル 場合 — 於 テ 石造、 土 造、 煉 S 造 又 

ハ 之-- 類 スル 堅固 ノ— -1 付 テ ハ 借地 8 定ノ 

時 ヨリ 百年* 其ノ 他ノ扭 物-一 付 テ ハ 五十 年ヲ純 

過 シタルト キハ建 物力朽 廢- 一至 ラサル モ借地 權 

ハ 之 _ 因リテ 消滅 ス借地 龆 力趄 物/ 朽廢ス へ 力 

リシ 時- - 於 テ ? PI 狨スル モノ ト定 メタル 場合 亦 同 

グ 

VM.  nu 

N  n 

第二 十六 條本法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 二 十七晓 本 法 施行 ノ地區 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 


第二 十八 條本法 施行 前-- 設定 シ タル 地上 糊 及 rt 
借褪 -I シテ纽 物ノ 所存 ヲ 目的 トス ル モノ ハ 之ヲ 
本 法ノ 借地® 卜 看做 ス 

第二 十九 條木法 施行 前-一 設定 シ タル 借地 權 -1 付 
存綵 期間 並 建物 ノ種類 及 構造 ヲ定メ サル 場合- 1 
於 テ 本 法 施行 前 建物 ノ 築造-一 著 手 セ サル トキ ハ 
裁判所 ハ 當事 者ノ請 求 — 因リ 地上 權-一 付 テ ハ 某 
ノ 設定 ノ 時 3 リニ 十 年 以上 五十 年 以下、 賃借 fi 
ュ 付 テ ハ 五 年 以上 二十 年 以下 ノ範圍 内-一 於 テ 借 
地 fi 設定 當時 ノ斟情 ヲ斟 酌シテ 某 ノ存續 期間 ヲ 
定ム 

借地 撺者又 ハ 其/賃借 人力 as 物ヲ 築造 ス ル 場合 
-- 於 テ 土地 所有者 及 其 ノ借地 蝴 者 力 其 ノエ 事 著 
手 後遲滯 ナク前 項ノ請 求 V 爲 ッ ナ ル トキ ハ 土地 
所有者 卜 借地 糊 者 及其ノ 借地 權者卜 賃借人 トノ 
間-一 於 テ 建物 ノ朽躞 -i ル 迄 m 地 權 ヲ設定 シタ 
ル モノ ト 看做 ス 

第三 十條 前條第 一項/規定-一 依 リ 裁判所 ノ定メ 
タル 存結期 間 ハ 本 法 ノ 適用 M 付 テ ハ 契約 ヲ以テ 
定メ タル 存續 期間 卜看 做ス 
第三 十 一條 本 法 施行 前借 地 描 者 力 建物 ヲ 築造 セ 
スシテ 其/ fffl 利ヲ _狸 シタルト キハ讓 趣 人 又 ハ 
讓受人 ハ 本 法 施行 後遲滯 ナク 其ノ旨 ヲ土 地所 有 
者 二通 知 スル コト ヲ耍ス 
讓渡人 及讕受 人前 項/通知 ヲ爲 ササ ; U 場合-一 於 
テ ハ 借地 fi ハ 契約 V 以テ定 メタル 存_ 期間 ノ滿 
了-一因 リ 、存續 期間 ノ定ナ キト キハ 第二 十九 條 
第二 項 ノ 規定-一 拘ラ ス同條 第一 項ノ 規定-一依 リ 
裁判 ヲ以 テ定 メタル 存續 期間 ノ滿 了-一因 リテ消 

滅ス 

前 二 項 ノ 規定 ハ 借地蝴 者 力 本 法 施行 前史-一 賃借 

隅 設定 シタル 場合 — 之ヲ 準用 ス 

第三 十二 條本法 施行 前- 1 築造 — 著 手 又 ハ 築造 シ 

タル 建物 アル 借地 m-一 付 テ ハ 裁判所 ハ當 事者ノ 

請求-一因 リ建 物ノ稲 類 及 構 if 並 借地 纈 設定 當時 

ノ事 m ヲ斟 酌シテ 其ノ存 縫 期間 ヲ定ム 

前孭 / 規定 ハ 契約 ヲ以テ 賃借®/ 存續 期間 ヲニ 

十 年卜定 メタル 場合-ー ハ 之ヲ 適用 セス 

〔政府 委員 鈴 木 喜三郞 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 v 鈴 木 喜 三 郎君) 本案 提出の 理由を 私よ 

り 申 上げます、 現今に 於き まする 借地 關 係の ! 5 情を 


見ます ると 云 ふこと、 地主 1-01 借人の® の 意志に 副 ふ 
所の 約款 ほ 概ね 存在して 居り ませぬ で、 咄一 片の形 
式に 流れた る 契約 證醫を 作成して 居ります る 所から 
して、 往々 此兩 者の 間に 權利 義務の 不確定なる 所 か 
ら 致しまして 紛 氓 の 因を なして 居る ので ございます 
る •一例を 申します れぱ 家屋 建 雄の 目的を 以て 土地 
の 使用 關係 を營み まする に當 りましても 随に 三年で 
あるとか、或ほ五年であるとか云ふやぅな借地證文 
を 授受して 居る 所から 致しまして* 仲の 好い ときに 
は それで 治つて 居ります るが、 兩 者の 間に 一朝 平和 
を 破る ときになります と 云 ふと、 三年と 約束して あ 
るから 直ちに 明 渡せと 池 主は 迫る、 地 借人の 方は 三 
年 . VI: 年 等の ことは 單に地 代 15 定の 約束に 過ぎない の 
で、 使用 期間を 約束した もので ない と爭 ひ、 si 々訟 
延に 是等訟 爭を 見る 次第で ございます、 爲に 土地 及 
家屋の 利用を 完か らしむ る ことが 出来ない と 云 ふ狀 
態で あるので ございます、 本案 收 むる 所の 條頊ほ 是 
等の 點を考 へまして， 能く 地主 地 借人の® 義を 明か 
にし此 兩 者の爭 を 防ぎ、 圓滿に 利益の 調節を 計らぅ 
とする ことを 22 的と する 次第で ございます る、 右の 
理由に K りまして 本案を 立案いた しました 次第で ご 
ざいます るから、 何卒 御 ^ g§ の 上 御 協 S あらむ こと 
を 切 笔いた します る。 

0 鈴 木摁丘 (衞君 政府 委員に 質問いた したぅ ござい 
ます、 本案は is も 緊要な 又 ® 大なる 問題で ございま 
すが、 此各條 を 見ます ると 土 1111 所有者が 谷 借地 權者 
と 相 當の契 約を して 居る、 其 借地 權者が 又 貸を する 
と 云 ふ 場合には 土地 所有者の 承諾を 求めず してで も 
やれる が 如く 解 釋が m 來ます が、 髓分是 等の ことに 
付きまして は 世間に 往 々是 等の擗 害は 多々 ある， そ 
れ等に 付て 政府は 如何なる 御所見であります るか 伺 
つて © きます。 

〔政府 姿 員 鈴 木 喜 三 郞君演 壇に 登る〕 

0 政府 委員 (鈴 木' ' «• 三 郎君〕 鈴 木さん の 御 質問に 御 
答へ 致します， 御眾 知の 通り m 上權關 係を 以て 土地 
の fiii 用を 約束いた しました 場 八 II には 地上 權游 は 自由 
に 其 隅 利の 處分が 出来る ことにな つて 居ります る， 
貸賃 借關 係で 土地の 使用 關 係を 生じました る 場合に 
於て は i'[ll 主の 承諾がなければ 賃貸 fl の讓渡 若は； s 貸 
を 許さぬ と 云 ふこと になつ て 居る のであります、 本 
案 も亦此 民法の 規定を 破りました 次第で ほない ので 
あります。 


0 男 P 高木 餹 寬赳 本案の 特別委 H の數を 十五 名と 
し 御選擧 あらむ ことを 希望いた します、 滿場諸 対の 
御 致 成を 希望いた します。 
o a 爵石黑 忠廛君 賛成いた します。 

〇 男 將內 田正& 君 ® 成' 

CK 介 森眞 男君寶 成。 

01 長 C 公 Kf 德川家 達 君： 一高 木 男 辟の 委員の 數を十 
五名と する 励_ に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o _ 長 (公薛 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます， 
特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀 いたさせます。 
〔河 并書 記官朗 _〕 

借地 法案 特別委 員 

侯挝 細川 _ 立 君  伯爵 副 島 道 正 君 
平 山 成 信 君  子爵 酒 井 忠亮君 
子爵 西 尾 A& 方 君  有 松 英義君 
岡 野 敬 次 郎君  男爵 佐 竹 義準君 
男爵 高 崎 弓 彥君  藤 田 四 郎君 
磯部 四 郎君  高 橋 作 衞君 
江 木  翼 若  星 島 謹一郞 君 
安田 善 三郞君 

〇 議長 (公爵 德 )|| 家達君〕次の議事日程ほ本院_報 
を 以て 御 通知に 及びます、 本日は 是 にて 散 會。 

午前 十一 時 五分 散會 


0 大正 八 年 一月 三十 I 日 (金曜日〕 

午前 十 時 S 分開議 

議事 B 程 第五 號 

第一 ill 上 親 暗君， 相 馬哲平 君， 田 中 源 太 部 君 

請暇の 件 

第一 一 大正， -(r 年 法律 第 II 十四 號中 改正 法律案 

(撇_) 第一 讀會 s(l 韻 長) 

第三 ?^ 出 羽！  il si 業 法 中 改正 法律 築 (鞭 珊) 

第 i 讀會 の il ii 韻 長) 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報吿を 致さ 
せます。 

〔成 翻 書記官 朗讀〕 

去る 二十 七日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 
案は 即日 裁可を 奏請し 乂可 決の 旨を 衆議院に 通知 
せり 

大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 號) 

同日 S 決した る 哀悼 決議文は 即日 之を 內閣 總理大 


m 地 法案 第一 In 會 


六 八 一 


院族贵 會蓊國 帝 回 一十 四 第 


大正 七 年 法律 第二 十四 號中改 正 法律案— 第 I  PM<;: の 1?} 


六 八 二 


臣に 送致せ り 

下 •三位 勤 二 等 大山 換昌君 
從 三位 ® I 三等 大谷  靖君 
正 四 位 SI 四 等 高 橋 琢也君 
同日 FC 族院令 第 一條 四 項に 法り a 族院爇 員に 任せ 
らる 

同日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 
司法 省 所管 事務 政府 姿 員 

司法 省參事 官飯島 喬平君 
文部省 所管 事務 政府 委員 

文部省 岡® 監査 官狸部 萤之介 君 
文部省 參- ¥官 武部欽 一 君 
同日 豫算 委員 分科 會に 於て 當 選した る 主査の 氏名 

左の 如し 
第一 分科 

主査  伯爵 柳澤 保惠君 

第二 分科 

主査  男爵 小 澤武雄 君 

第三 分科 

主査  伯 櫛 林  SS 太 郎君 

第 四 分科 

主査  男爵 村 上 敬 次 郎君 

第 六 分科 

主査  小 松 謙 次 郎君 

去る 二十 八日 特別委 負會に 於て 當選 したる 正副 委 

員 長の 氏名* の 如し 

大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 特別委 員 

會 

委員長  伯樊木 遠吉君 

副 委員長  子爵 樋 口 誠康君 

同日 特別 委員長ょり 左の 報 街 書を 提出せ り 

大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 可決 報告 

書 

一昨 11 十九 日 特別委 员會に 於て 當 選した る 正副 委 

員 長の 氏名 左の 如し 

輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法® 案 特別委 員 會 

委員長  伯 I 木宗隆 君 

副© M 長  子爵 前 田 利定君 

同日 特別委 M 長より 左の 報吿書 を 提出せ り 

輸出 羽！ lm 精練 椠法中 改正 法律案 可決 報告書 

昨 三十日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長 


の 氏名 左の 如し 
借地 法案 特別委 員會 

委員長  侯 i 川 ig 立 君 
副委 M 長  岡 野 敬 次 郎君 
同日 請願 委員長ょ 〇 左の 報吿 書を 提出せ り 
請願 文書 表 第二 回報 吿！ 3 

〇謅長 (公 ® 德川家 達 君) 去る 二 十七 日本 院議 員に 
勅任せられ ました 大山 綱昌 君の 席次 ほ 松 室 君の 次席 
大谷靖 君の 議席 {X 名 和 男 fi? の 次席、 高 橋琢也 君の 席 
次は 仁 尾 君の 次席と 確定いた しました •是 ょり 本日 
の會懿 を 開きます、 唯今 報吿 いたしました 三 君の 部 
願は 抽籤の 手銨を 省略し、 順次 先づ缺 員 ある 部に 其 
他は 部號に 從ひ毎 部に 編入いた して 御 異存 ございま 
せぬ か。 

=, 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
大山 綱 昌君は 第二 部に、 大谷靖 君 ほ 第一 部に、 高 橋 
琢也 君 ii 第二 部に 編入いた します。 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 議事 日程 第一、 川上 親晴 
君、 相 馬 哲平君 •田 中 源 太 郎君 請暇の 件、 川上 君 病 
氣に付 十一 日間 •相 馬 君病氣 に付き 十四日 間， 田 中 
君 病 氣に付 八日 間の 請暇で ございます、 何れも 許可 
を 致して 御 ffd 存ござ いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 (公 辟 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 第二、 大正 七 年 法律 第二 
十四 號中 改正 法律案、 政府 提出、 第一 讀 會の績 、委 
員 長報锃 ，大木 伯爵。 

〔左の 報吿 書は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆 
に 之を 載錄す 以下 之に 傲 ふ〕 

大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 翳 決せり 依て 及 報告 候 也 

大正 八 年 一月 二 十八 日 

右 特別委 員 長 

伯爵 大木 遠吉 

貴族院 翳 長 八 ム爵德 川 家 達 殿 

〔伯爵 大木 遠 吉君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 大木 遠吉君 委員 會に 御託し になり ました 徵 

兵 令 中 改正 法律案の 經過と 其 結果と を 御 報告いた し 

ます、 委員 會は 去る 一月 二十 八日に 開きまして 愼重 

なる 審翳を 重ね、 十分の 質問 も 試み、 政府の 意 翻の 

在る 所 も 確め て 能く說 明を 承 ほりました 、元来 本案 


ほ 大學及 高 學校の 制度の 變化 に伴隨 する 所の 改正 
でありまして、 大體是 ほ 至當な る ものと 認めました 
のであります、 唯 委員 會に 於き まして 此 第二 十三 條 
の 改正に 高等 學 校と 云 ふこと を 別に B き 出した こと 
は 甚だ a 當でな いぢ やなから うか、 それょりも 高等 
學校と 云 ふ 事を 基準と した 方が 甚だ f?fi 明に して 分り 
が 宜くほ ないかと 云 ふ說も ありました、 其 政府 委 M 
の說 明に 依ります と 高等 學 校と 云 ふ 文字が 何が 故に 
拔き 出した かと 云へ ぱ>  即ち 學 校を 卒業し 及 修了し 
たと 云 ふこと になり ましたに 付きまして， 高等 學校 
ほ 御 敢 知の 通り 中學四 年で 直ちに 入學 する ことが m 
来る ことにな りました が 故に、 或 ほ 疑義を 生ずる 鹿 
が あり ほせぬ かと 思うた が爲 に、 特に 注意 的の 意味 
を 以て 高等 學 校と 云 ふ 文字を 拔き 出した 次第で ある 
元來 修業年限 三年 以上と 云 ふこと が 原則で あるが、 
高等 學 校の 人學 者は 中學四 年ょり 入學が 出來る 故に 
或は 誤りを 生ずる 所の 虞が あります が 故に、 高等 學 
校 も 亦 入營 延期を 受くべ きもので あると 云 ふこと を 
殊に 注意 的に揭 げたと 云 ふ 意味 合で 列擧 したと 云 ふ 
說明で ありました、 委員 會に 於き まして ほ 原案の 通 
り 之を 可決した 次第であります、 其 他 御 承知の 通り 
別に 是は むつ かしい 案で もな く、 要するに 學制 改正 
の 結果に 伴 ふ 所の 改正であります から、 委 M 會に於 
きまして 此 法案は 可決すべき ものと 認めまして、 多 
數を 以て 可決した 次第であります、 此段 御報吿 いた 
します。 

〇 男爵 石黑忠 愿 君 質問が ございます 宜しう ござい 
ます か。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます。 

0 男爵 石 黑忠® 君 文部に 關 係した 質問で ございま 
すが、 文部の 政府 委員 ほ 居ります で ございませ うか 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 文部省です か。 

〇 男爵 石 黑忠惠 君は い。 

〇識長 (公樹 德川家 達 君〕 居られます。 

〇 男爵 石黑忠 ffi 哲 皙 問を 致します が、 ft 第 十三條 
宽一 項 第二 號 'I' i 學校ヲ 卒業 シタル 者 一を 「學 校ヲ 
卒業 シ又ハ 學校ノ 課程 ヲ 修了シ タル 者」 に 改める、 
此學 校を 卒業した 者 ! X 分ります が、 學 校の 課程を 修 
了し ましたと 云 ふ ものは* どう 云 ふ ものを 申します 
ものです か、 質問いた します。 

〔政府委員赤 7.-| _1郞君演壇に登る〕 

C 政府 委員 c 赤司廳 一郎 君〕 御 答を 申 上げます、 唯 


今の 御な ねは 商 等 學校の 一 吊年 0 3科を了0ました 
者、 斯う 云 ふのを P 程を 修了した る 者 •浙铉 に 法文 
の 上に® いて ございます ので ございます、 即ち 中 ;?5 
校 ほ 中學 校の 四 年から 致しまして 萵 等 學校に 今度は 
聯絡を ! ri る やうに なりました ので ございます からし 
て、 丁度 中轵の 五 年に 相 當 いたします、 五 年を 了り 
ました 者と 高等 學校の 一年の 課程を 了り ました 者と 
ほ 丁度 同等の 帮力 •斯棟 になり ました 關係 から 致し 
まして、 高等 學 校の 一學 年の 修了 者， 斯う 云 ふ 文字 
を 使 ひました 次第で ございます"  し 
〇 男® 石黑忠 蹈 封 ^ いて 伺 ひます が、 さう 致し ま 
すると 學校を 卒業した 者乂ほ 彤 校の IS5 程を 修了した 
者と 申します ると、 矢張り 學校に 居りまして 聲校を 
卒業いた した 者と 同樣の 課程を J つた ものと 云 ふこ 
とに 致しまして、 舉校 外に 居つ て 課程を 修了した 者 
では ございませぬ ので ございます か。 

〔政 府态員 赤 司 e 一 郎君 演锻に 登る〕 

〇 政府 委員 (赤 司臟 一郞嵙 〕 唯今の 御 尋ねは 後段 御 

話の 通り 學 校の 課程を 了り ました 者で なければ なら 
ぬので ございます、 學校に 居ります 者で なければ な 
らぬ ので ございます。 

〇 男 tKf 石 黑忠惠 君 今一つ 伺 ひます が、 是 ほ 陸： ill 大 
臣が御 出席で ございます から、 軍 大臣に 何 ひまし 
て 宜しう ございます か、 一 體此 案の 趣 窓と 申します 
る ものは、 此 兵役に 對 する 侍 遇の 特別なる ことを， 
晒 園を 擗げる やうに 考 へます が、 是ほ此 求めと 云 ふ 
ものは 軍部に 在る ので ございます か" 数 育の 方に 在 
るので ございます か。 

〔國： S 大臣 田中義 一 君 演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (田 中 義一 君) 唯今の 學 校の 8)8 程を 修了 
した 者と 云 ふこと に 付ての 求めは yl 部に 在る か 敎育 
に 在る かと 云 ふ 御 尋ねの やうで ございます が， 是ほ 
軍部に 在る. 敎育に 在る と 云 ふこと を III さず、 此學 
制が 改正に なりました に 付て Ii 斯 くす る ことが 屮學 
校卒槳 者に 對し 、彼等に 嫻利 を與 へる と N じ 意味に 
於て •是非 軍部と 云 ほず 敎 育と 云は ず、 さう せな く 
ち やならぬ もの だと IK ふ考で 此 改正を した 次第で ご 
ざいます。 

〇 識 長 ,'"' 公 拊 德川家 達 君〕 質問 もない と 認めます か 
ら採 決を 致します、 本案の 第二 讀會を 開くべし とす 
る 諸君の 起' 立を 請 ひます。 

起立 者  多 數 


院族貴 會謎國 帝冋一 十四 第 


〇識 長 (公 辟 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 男 ® 中 川 興 長 君 直ちに 第二 13 會を開 かれむ こと 
を 望みます。 

o -w g 山內長 人君饺 成。 

〇 伯爵 大木 遠吉君 賛成。 

0 ■長 (公路 徳川家 達 君〕 直ちに 第二 ia 會を 開く ベ 
しとす る說に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 薺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 ■長 C 公 辟 德川家 達 君) 御異 _ ない と 18 めます。 
〇 議長 (公 脬德川 家 達 君) 第二® 會を 開きます、 全 
部を 問題に 供し ます、 全部 委員長 報 f1? 通りで 御 異存 
ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 ! 3 德川家 達 君〕 御異識 ない と 認めます。 

0 男爵 中 川 興 長 君 直ちに 第三 譖會を 開かれむ こと 

を菌み ます。 

0 伯 昭 大木 遠 吉君荇 成。 

0 議長 C 公博 德川家 達 君) 直ちに 第一 — ® 會を 開いて 

御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「興 誔なし J と 呼ふ莕 あり〕 

0 議長 (公 協 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 第 1.11 譜會を 開きます、 第 

二 _會 の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し. I と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公昭 德川家 達 君〕 御 異 _な いと 認めます。 

〇 謎 長 c 公路 德川家 達 君： >  ® 出 羽 二 m. 精練 ^ 法 中改 

正 法律 5 r 政府 提出、 第一 讀會の 紡、 委員長 報告。 

轍 出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな 〇 と gs 決せり te て 及 報 {*? 候 也 

大正 八 年 一月 二十 九日 

右 特別委 員 長 

伯 B? 松 木宗隆 

n 族院葯 長 公 擗炤川 家 達ぬ 

〔伯 fi'l 松 木宗_ 君演增 に 登る：！ 

〇怕 捫松 木宗隨 対 木 案に 付きまして 委員 會の經 過 

並 結果を 御報吿 いたします •委員© に 於き まして 政 

府の說 明に teo ますれ ぱ •我 固の 絹織物の 精練を 爲 

して 尻り まする fr ff  1: 及 丁.榀は總败百十六箇所であり 

まして， 其の 屮糨 出 IMJ の ものが 三十 四 筒 所、 更に 其 

中二 十三 岡 所が 精練 法に 據 つて 居る 工場で ありまし 

て而 して 本案の 改正に 依りまして 新たに 許可 さる、 

ものが、 二 十一 H 場の 見込で ある さう であります、 


委 M より 111: の 許可の 方針に 付きまして、 政府は 精練 
統一の 名の 下に 將來に 於て 或は 合併を し、 又は 一 箇 
所に！ 會 社より 許さゾ るの ® 嚮で ある や 否やと 云 ふ 
ことに 付て 質問が ありました が、 政府は 収締に 適 ひ 
ましたる 相當な る 設備を 爲した る ものには、 それ ぞ 
れ許 町を 與へ ると 云 ふ 方針で あるから して、 其邊の 
懸 念が なきやう にと 云 ふ 答 辯で ありました、 本案の 
文字の 上に 付きまして、 ちよつ と 解り悪く いのは 此 
桂 絹であります が •是は 桂には 二種 類 あつて、 一つ 
ほ 紋桂 一つは 平 桂と 云 ふこと であります、 此中紋 桂 
は 旣に 精練 法に te つて収 締 つて 居る. のであります か 
ら、 一 方の 平 桂の 方を 此改正 法に 依つ て肢締 ら むと 
する のでありまして. 附則の 「輸出 紋桂ヲ 除 キタ ル 
輸 /H 桂 絹」 と 云 ふのは 是で あります •即ち 二 者を 綜 
合した のが 桂 絹と 云 ふこと になる のであります るか 
ら 、是ほ 申 上げて 置きます •此 他絹紬 ，富士絹に 付 
て 取締を 必要と せざる かとの 質問に 對し まして， 政 
府は 今日の 程度に 於き まして 其の 必要を 認めて 居ら 
ぬので-® ら © 目主義に依〇羽二重系統のものを取 
締る必 耍を 生じて 居る と 云 ふので あると 云 ふ 答 辯で 
ありました、 今 I つは lit 附則に 一年の 期間を 與へた 
と 云 ふことは* 長き に 失せざる やとの 質問が ありま 
した* 政府 ほ 之に 對 して 此 期間の 設定に 付きまして 
は、 ® 業者の 意 if を參酌 し、 若し 之を 急に やる と 云 
ふこと に 致します れ ば* 當 業者が 苦痛を 感ずる と 云 
ふこと を 察しな けれ ; t* ならない ので、 殊に 中に (i 機 
城の 注文 等 も ある ことであります るから、 是 等の » 
情に闶 みて， 姻 備の爲 に 一年の 期間を 設定した と 云 
ふことは 已むを得ない ことで あると 沄 ふこと であり 
ました、 終 〇 に 木 勝に 在 〇 まする 輸出 縮緬 •壁， 平 

桂 ■ 觀 子、 此 M 補 類の @出總 額 ほ>  大正 六 年度に 於 

きまして ix 七 百 萬 _、 七 年度に 於き まして 一月より 

九月までの 間に は>  1 千 六 百 四十 七 萬 圓と云 ふ 巨額 

に 達した さう であります、 此巨 額に 達しました る こ 

と 13: 時局の 結果で ありませ うが、 併ながら 之を 一時 

の 現象と 見ず して _• 此 機會に 於て 折角 發肢 したる 所 

の 販路を 失 隊 せざる やうに 考慮を しなければ ならな 

いこと でありまして •それに ほ 現在の 儘 放任して 置 

くと！ K ふこと に 致しましたならば •所謂 粗製濫造の 

弊を 生ずる ことであります るから •羽二重と 同じ 精 

練 業 法に 依つ て 之を 取締り、 さう して 以て 製造 物の 

發 達と 向上を 圖り 、羽二重と 等しく ® 際 市場に 永く 


聲價を 維持せ しめて 行きたい と 云 ふ、 此 改正案は 適 
當なる ものと 認めまして、 委員 會は全 ：會 一致を 以て 
即日 可決に 相 成りました 次第で ございます、 此段御 
報 I1? 申 上げます、 尙ほ 本案は 前陳の 如く、 簡 K にし 
て 明瞭なる 案で ございます から、 讀會を 省略せられ 
まして、直ちに可決確定あらむことを希留いたしま 
す。 

0 高 崎 親 章 君 ちよつ と 政府 委員に 御 尋ねし ますが 
之には 現行法の 參照を 付して ありませ ぬが •先刻 可 
決に な 〇 ました 大正 七 年 法律 第二 十四 號の改 正 案 中 
には >  參 照と して 現行法を 提供いた してあります、 
斯う 云 ふ ものに ほ 現行法が ありませ ぬと ちよつ と 判 
斷が付 きませ ぬが 宜しく 是は參 明と して 現行法の 拔 
萃 をして 提供せられ た 方が 宜か らうと 思 ひます るが 
何 か 理由が あつて 是にほ 參照 として 現行法の 參照が 
ない ので ありませ うか •ちよつ と 御 尋ね 致します。 

〔政府 委員 岡 本 英太郎 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 r 岡本英 太. g 君) 御 答申 上げます、 參照 
條文を 付けます る ことほ 普通は ない さう で ございま 
す* 先 ほどの 法律は 込 入つ て ありました 爲めに 特に 
报け ました 由で ございます、 誠に 本條 ほ簡單でござ 
いました 爲に 載せ ませなん だので ございます、 第 十 
四條に 「本 法 及 本 法 Ms キテ發 スル 命令/規定 ハ © 
出紋桂 及 ili 出 薄絹 >1 之 >  準用 ス」 と、 斯う 云ふ條 文 
でございます， 之を 改めました。 

〇萵崎 親 章 君ち よつ と 一言 將來に 付ての 希望を 申 
述べて置きます、斯の如きものには現行法の參照を 
將來 付せられ むこと を 希望 致します。 

0 議長 (公 Iff 德川家 達 君〕 本案の 第二 K 會を 開く ベ 
しとす る訧 君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

os 長 c 公昭 德川家 達 君〕 過 牛 數と 認めます。 
〇男财 中 川 興 長 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
を ^ みます。 

0 T- 腊前田 利定君 賛成。 

0_長( 公 辟 德川家 達 君) 直ちに 第二 讀會を 開いて 
御 異存 ござい 1 せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます" 
0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 第二 讀會を 開きます、 全 
部を 問題に 供し ます、 全部 御 異存 ございませぬ か。 
〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 


0 議長 C 公 防 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 男爵 中 川 興 長 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 望みます。 

〇 高 崎 親 章 君 賛成'。 

0 議長 (公爵 德 JII 家 達 君〕 直ちに 第三 fi 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 S 德川 家： 一 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第三 1st 會を 開きます、 第 
二 讀會の 決議 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異 _ なし」 と 呼 ふ 奢 あり〕 

01 長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 黐ない と 認めます、 
次の 議事 日程は 木院睫 報を 以て 御 通知に 及びます、 
本日は 是にて 散會。 

午前 十 時 三十 三分 散會 


〇 大正 八 年 = 月 三 B (月曜 a) 

午前 -;- 時 51T. 分開議 
議事 B 程 第六號 

第一 男爵 本 多 政以 君， 石 谷 傳四郢 君 is 暇の 件 

第一 一 大正 -fc 年度 歲入歲 出總 豫算 ig 加 案 (第二 
號〕 薛査期 眩を 定む るの 件 
第三 臨時 8? 事® 豫算 ii 加 案 (第二 號〕 審査 期 

限 g 定む るの 件 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔成 翻 書 IR 官朗 S J 

去月 三十 一日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 
案は 即日 之を 衆議院に ; S 付せ り 
大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 
輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法_ 案 
同日 內 閣總理 大臣ょり 左の 如く 李 王 職 長官の 謝電 
ありた る 旨の 通牒を 受領せ り 
大勦位 李 太 王 殿下 薨去に 付 貴族院は 深厚なる 弔 
意を 寄せられた る 旨 決議 御 傳 達の 趣拜承 直に 李 
王 殿下に 言上した るに赀 族院の 好意に 對し 深く 
感謝 せらる 

右 然るへ く 御 挨拶を 希 ふ 

同日 1; 算 委員 分科 會に 於て 當選 したる 主査の 氏名 
左の 如し 

第五 分科 

主査  男 K 武 井守 正 君 


大 JH 七 牢法律 第二 十四 號屮 改正 法律案 第二 iff 會第三 誚 會  輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 第一 讀會 の續 第！  一 讀 ir 第三 is 會 


六 八 一一 一 


院族贵 會議國 帝 回一 十四 第 


博 怒 案 大正 七 年度 歳人歲 U1 S 豫® 追加 案 第二 號) 豫萆案 臨時 屯 事 ？ § 豫® 追加 案 (第二 號 ： 


六 八 四 


一昨 一日 衆 裔院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 七 年度 歳入歳出 終 豫 3/- 追加 案 (第二 號) 
臨時 軍事 费豫筇 - ;: 男 (第二 號〕 

〇淺長 C 公 ^! 德川家 達 君〕 是 より 本日の 會_ を 開き 
ます、 議事 日程 第 r 男 Iff 本 多政以 君、 石谷傳 四郞 
君 請暇の 件、 本 多 男爵 病氣 に付き 會期 中、 石 谷傳四 
郎君 病氣 に付き 二 十四日 間の 請暇で •こざいます、 何 
れも 許可を 致して 御 -® 存ご ざい ませぬ か。 

〔「興 蓊な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 r 公鲟德 川 家 達 君〕 御異蕺 ない と 認めます。 
〇 議長 c 公爵 德川家 達 君〕 第二、 大正 七 年度 歳入 歲 
出 總豫算 追加 案 (第二 so 審査 期限を 定む るの 件， 
第三、 臨時 軍事 费豫算 追加 案 (第二 號〕 審査 期限を 

定む るの 件、 通牒 文の 朗 讀 ほ 御異 s がなければ 省略 

致します。 

〔「與 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 送付 文 ほ 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 

之を 載錄 す〕 

C 第二 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 

り 及 ; g 付 候 也 

大正 八 年 二月 一日 

衆 _ 院議 長大 岡 育， 造 

a 族 院_ 長 公爵 德川家 達 殿 

(第二 號〕 臨時 軍事费 豫算 追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 

り 及 送付 候 也 

大正 八 年 二月 一日 

衆 翳 院議 長大 岡 育造 

ft 族 院議 長公脬 德川家 達 殿 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 C 原 敬 君〕 本日 日程に 登載せられ ました 

追加鸨 算 に付きまして 大藏 大臣 若く は大藏 次官より 

說明を 致すべき 箬 であります が •不幸に しまして 大 

藏 大臣 も 次官 も 病氣で 出席が 出来 兼ねます， 依つ て 

他の 政府 委員より 一應 の la 明を 致し、 又此 追加 豫算 

中に ほ 谷 省に 苴つた もの もあります から、 御 質問 等 

の 場合には 谷 省當局 者より 御 答いた す ことに L たい 

と考 へます から、 左 樣に御 承知を 願 ひます。 

〔政府 委員 西 野 元 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (西 野 元 君〕 唯今 日程に 上つ て 居ります 

る兩鸨 算追加 案に 付きまして、 簡單に 御說 明を 申 上 


げます 、大正 七 年度の 一般 會計 追加 豫算の 歳出は 總 
額 七 千 八 百餘蓖 圓で ございまして， 其の 中二 千 百 萬 
圓ほ 大正 三年 臨時 事件 裸 楠费の 追加で ございます、 
千 五十 萬 餘圓は 臨時 軍事 a 特別 會 計に 對 する 繰 入で 
ございまして、 其 他の 四千 餘萬圓 ほ 普 r 經费の 追加 
でございます、 大正 三年 臨時 事件 豫備费 ほ、 御 承知 
の 通り 前期 議會に 於き まして 八 千 四百 萬圓の 豫算 
額の 御 協賛を 得て 居た ので ございます が、 時局の 推 
移に 伴 ひまして， 豫定 外に 多大の 费 用の 支出を 要し 
ましたる 結果、 緊急 已むを 得ざる ものに 付きまして 
ほ、 臨機 國庫 剩餘 金の 支出 等に 依つ て、 今日まで 之 
を 支 辨 して 參つ たので ございます が、 尙ほ 不足を 生 
じます る 金額に 付きまして、 今回 玆に 追加 豫 算を提 
出いた しました 次第で ございます、 又 臨時 軍事費に 
付きまして ほ、 西 比利亞 出兵、 其 他豫定 外に 多額の 
费用を 要します る 事項が ございま する 爲に •是 亦玆 
に 追加を 要求いた しました* 普通 經費 に fj- きまして 
も、 物 價騰骨 ： 等の 爲に 何れも 前 申しました と 同樣の 
次第で， 玆に 追加 豫算 提出の 必要を 生じました 次第 
でございます 、唯今 申 上げました る 歳出に 對する 財 
源と 致しまして は， 戰時 利得 税の 增收を 生じます る 
見込を 以ち まして、 六 千 五 百 餘萬圓 を 計上いた しま 
した、 又 臨時 事件 K 支出に 伴 ひます る、 臨時 受託 造 
修收 入の 六十 餘蓖圓 を 計上いた しました 外 •千 二百 
餘萬圓 は、 前年度 繰 入金を 以て 之に 充てる 經篑で ご 
ざいます •次に 臨時 軍事費 追加 豫 算の總 額が、 六 千 
餘萬圓 で ございまして、 是ほ 本年 三月に 至ります る 
までの 所要 見込 額の 不足に 相 成つ て 居る 金額で ござ 
います-其 財源と 致しまして は、 千 五十 餘萬圓 は 唯 

今 申 上げました る 一般 會 計ょり 繰 入金を 以て 之を 支 

辨い たします るし、 他の 五 千 萬 11 ほ 公債 募集 金に 依 

ります る計晝 でございます、 以上 申 上げました る兩 

豫算 案と も、 目下 進行いた して 居ります る 所の 年度 

の 所要 額で ございまして .•緊急 差 置き 難い 經費で ご 

ざいます るに 依つ て， 何卒 御 審議の 上 速に 御 協賛 あ 

ら むこと を 切に 冀ふ 次第で ございます'' 

〇 淺田德 則 君 唯今 日程に 上つ て 居ります る 第二、 
第三 追加 豫算の 審査 期限は、 日限を 定め ませず して 

審査 終了 次第 報告を 致す と 云 ふこと に 定められ むこ 

とを 菌み ます。 

0 男爵 武 井守 正 君 賛成。 

0 男爵 山內長 人君 賛成。 


〇謅長 (公 £ •德川 家 達 君) 淺田 君の 動議に 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「 異謹な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
次の 謬 事 日程 IX 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 
是 にて 散會。 

午前 十 時 十五 分 镑會 


CH 八 iE 八 年 一一 月 七日 (金曜日) 

午前 十 時 21 分 開議 
議事 日程 第 七號 
第一 伯爵 奧平 昌恭君 請暇の 件 
1 ® 計 i 院法中 改 i,i  (顧 ■離 ■ #' ) 
第一 讀會 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 是 より 諸般の 報告を 致 
させます。 

〔長 書記官 朗讀〕 

去る 三日 請願 委 に 於て 決定した る 分科 擔當委 
員の 兼務 左の 如し 

第 四 分科 擔當 委員  男爵 福 原  俊 丸 君 
第二 分科 兼務 

第一 分科 擔當 委員  矢 口 長 右 德門君 
第 四 分科 兼務 

同日 內閣 總理 大臣より 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 

農 商務省 所管 事務 政府 委員 

農 商務 技師 有 働  良 夫君 
去る 四日 衆翳院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
會計檢 査院法 中 改正 法律案 
昨 六日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
第一间 國勢 調査 施行に 要する 地方經 費 國庫茭 辨 
に關 する 法律案 

大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
同日 政府より 左の 要求 書を 受領せ り 
大正 五 年 法津第 四號中 改正 法律案 緊急 議決の 要 
求 書 

同日 請願 委員長より 左の 報告書を 提出せ り 
請願 文書 表 第三 回報 吿 窗 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 是 より 本日の 會議を 開 
きます‘ 一昨 Jrl: 日 伯爵 奥 平 昌恭君 病氣に 付 ® 算 委員 
を辭 任いた された き 旨 申出 でられました、 許可を 致 
して 御 異存 ございませぬ か。 


f「 異蓊な し j と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 副 篛長 〔侯爵 黑田長 成 君) 御 異 25 ない if? めます 
付きまして (X 第三 部に 於て 其 補 明 運* を；， 

とを 薄み ます、 次に 御 諮りを 致す ことが •こざいます 
憲法 發布後 三十 年に 付き 祝賀 上奏を 致して ::' 乂；. .：>j 
ございますまい か。 

【「異 謎な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

011 議長 (侯 昭黑田 長 成 君〕 御異 is ない と 認めます 
憲法 發布 三十 年 記念 祝賀 上奏 案の 起草を 特別 : S M に 
付託し、 11. つ 其 委員の 数を 十五 名と 致しまして、 此 
委 負の 選定は la 長 指名と 致しまして 御 異存は ござい 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 侯 Bf 黑田長 成 君〕 御異 諉 ない と 認めます 
起草 特別委 員の 氏名を 御 報吿に 及びます.、 
f 岡 書記官 朗讀〕 

憲法 發布 三十 年 記念 祝賀 上奏 案 起草 特別委 員 
侯爵 德川賴 倫 君  侯爵 細 川 護立 君 
伯爵 松 浦  厚 君  平 山 成 信 君 
子爵 靑木信 光 君  子爵 前 田 利定君 
小 牧昌築 君  江 木 千 之 君 
小 松 謙 次 郎君  水 野 錬太郞 君 
男爵 坪 井 九 八 郎君  谷 森 眞男君 
室 田 義文君  高® 作衞君 
安田 善 三 郎君  ! 

0 副 _長( 侯爵 黑田長 成 君〕 是 ょり 本日の 調 I1V- 日程 
に 移ります 、議事 日程 第 一、 伯爵 奧 平昌恭 哲請暇 の 
件、 奥 平 伯爵 病氣 に付き 二 十六 日間の 請暇で ござい 
ます、 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御異穀 ない と 認めます 
〇 副議長 (侯爵 黑田 長成冇 〕 大正五 年 法律 第 四號中 
改正 法 津案 に付きまして、 政府ょり 緊急 事件と して 
議決 相 成りた き 旨の 要求が ありました に 付て、 議事 
日程を 變更 いたしまして， 本案の 第一 ® 會を 唯今 開 
きまして 御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異蘼な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 P 長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 認めます 
本日は 通牒 文の 朗 K は 總て 省略いた して 御 異存 ござ 
いませぬ か。 

〔「異翳なし」と呼ふ者あり〕 

0 副謅長 (侯爵 黑田長 成 君： >  御 異議ない と 認めます 


院族 a 會認翊 帝 回 一十 四 第 


〔左の 58 付 文 及 議案は 朗讀を 純 さる も參 照の 
ため 玆に載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

大正 五 年 法律 第 四 號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四临 に依 り 及 送付 候 也 
大正 7\ 年 二 月 六日 

衆議院 譏 長大 岡 育造 
貴族院 譎長 公爵 德川家 達 殿 
大正 . 7T 年 法 » 第 四 號中改 正 法律案 
大正 JI: 年 法律 第 四號屮 左/通 改正ス 

「八 千 八 百萬圓 以内」 ヲ 「三 億 二 千 萬圓以 內 J-1 改ム 
寸  ==> 

本 法 ハ 公布 ノ 日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
參照 

大正 三年 臨時 事件 ノ經費 支辨二 關 N、 ル 法律 

(大 IH 五 年 二月 法律 第 四 號) 

大正 三年陆 時 琪件 -1 關 スル 綷费 支辨 ノ爲 政府 ハ特 

別會計 -I 屣 ノ、 ル 資金 ヲ繰替 使 ffl シ ，借入金 ヲ爲シ 

又 ハ 公 ® ヲ發行 スル n トヲ得 

前項 ノ借入 命 及 公憤 ノ額ハ 通 •ゾテ 八 千 八 百 萬 圓以 

内 トス 

本 法 — tt ル 特別 會計 資金 ノ繰替 、借入金 又 ハ 公債 

ヲ瞎理 简還 スル 爲 必要 r ル 場合 — 於 テ J 前項 ノ制 

限 以外- 1 借人 金ヲ爲 シ又ハ 公 ffl ヲ發行 スル 事ヲ {i 

附  則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

【政府 委員 西 野 元 君 ？ 5» 檀に 登る】 

0 政府 委员 (西 野 元 君〕 大正 五 年 法律 第四號 屮 改正 

案に 付きまして 本日 大藏大 Is 出席の 上說 明を 申 上げ 

ます铐 で 有ます が 過日 來感 !] の爲に まだ 登院が 出来 

ませぬ ので， 不十分ながら 私ょり 簡單 に說 明を 申 上 

げ ます、 何卒 惡 しからす 御了承を 願 ひます、 本案は 御 

K の 通り 保め て 簡 1 e なる 案でありまして 本 法 中 金額 

の 八 千 八 百 萬 圓以内 とあります のを 三 億 二 千 萬圓以 

內と 改める 案であります、 是は 大正 三年 臨時 事件に 

關 します る綷费 を 支辨 いたします る爲に 政府に 於て 

借人を なし •又 公 依を 發行 いたします る 金額の 制限 

を 現行法に 於き ましては 八 千 八 百 萬圓 以内と 云 ふこ 

とに 限定いた して ございます 所、 其 後 時局の 推移に 

伴 ひまして 臨時 J!f 件に 關する 練 S の 漸次％ 加いた し 

て參 りました e に •現に 今回の 追加 雅 3? の 中に 於き 

まして 臨時 班 ? If 費と 致しまして は 大正 七 年度以 內に 


於き まして 要します る 分に對 して 五 千 萬 W の 公 frj 募 
集金を 計上いた します、 又來 年度 分の 臨時 堪 事 ! 5 の 
財源と 致しまして 一億 五 千 六 百 餘蓖圓 を 計上いた し 
てあります、 尙ほ 大正 八 年に 於き まして 臨時 事件 豫 
備拽の 財源と 致しまして 二 千 二 百 萬圓の 借入金を 計 
上いた して ございます， 是等の 借入金 並に 公 frt 琛集 
金を 計上いた しました る 結果と 致しまして、 法律に 
於け る發行 制限 額の 咁 加を 必要と 致す 次第で ありま 
す、 本件は ® めて 緊要の 必要を 見ます る 次第で あり 
まして， 旣に 衆議院に 於ても 認 決の 上當 院に圆 付に 
なりました 次第であります、 何卒 御 南 議の上 速に 御 
協賛を 御與へ 下さいます ことを 切に 翼 ふ 次第で あり 
ます。 

〇 副議長 (侯 if 黑田長 成 君〕 別に 御 質問 もない と認 
めます から •特別委 員の 氏名を 御 報 吿に及 びます。 
〔岡 書記官 朗 讀〕 

大正 五 年 法律 第四號 中 改正 法律案 特別委 負 
伯爵 吉井 幸藏君  男 if 小澤武 雄 君 
子爵 稻 is 太祥君  男酹沖 原 光孚 君 
荒并賢 太 郎君  男爵 藤 田 平太郞 君 
若槻 罇 次 郎君  橋 本圭三 郎君 
橋 本 辰 二 郎君 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 議事 日程 第二、 會計撿 
査院法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 

響 C 

會 計 檢査院 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り及浍 付 候 也 
大正 八 年 一一 月 四日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

會計檢 査院法 中 改正 法_ 案 

會 計檢奄 院法中 左/通 改正 ス 

第二 條中 「副 檢奄 官堪任 十四 員」 ヲ 「副檢 查官舆 任 

十七 員 J  = 改ム 

附  則 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔政府 委員 傾 田 千 之 助 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 (闱 田 千 之 助 君〕 本案 提出の 理由を 私よ 

〇說 明を 致します、 本案は 頗る 簡單な 法案で ありま 

して 逐年 會 計の 膨脹に 伴 ひまして 會計 檢查の 繁劇を 

加へ るに 付き 之が 進涉を 期す ると 同時に 檢査の 周到 


を tfj する 爲に副 檢査官 を ^ 員を すると 云 ふに 過ぎぬ 
のであります、 VC しく 辨 黐の 上 御 表決を 請 ひます。 
0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 別に 御 質問 もない と認 
めます から、 特別委 員の 氏名を 御報吿 に 及びます。 
【岡 書記官 朗讀〕 

會計檢 査院法 小 改正 法律案 特別委 M 
伯 K 小 笠 原 長 幹 君  子爵 牧野 忠篤君 
男爵 外 松 孫太郞 君  男爵 眞田幸 世 君 
男 辟小畑 大太 郎君  石 井 省 一 郎君 
山 之 内 一次 君  伊丹撖 太郎苕 
高 橋 源 次郞君 

〇 副 _ 長 (侯爵 * 田 長 成 君 d 次の 議事 日程 ほ 決定 次 
第 本院 ！* 報を 以て 御 yrl 報に 及びます、 本日は 是 にて 
散會。 

午前 十 時 十六 分散 會 


〇 大正 八 年 一! •月 八日 (土曜日〕 

午前 十 時 $ 分 開 議 
議事 日程 第 八號 

第 I 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 

第一 一先 正. p 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 

號〕— 

第三 臨時 軍事® 辣算 追加 案 (第二 號) 會議 
へ ® . 員長ン 
v 報告/ 

〇 副議長 C 侯 辟 黑田長 成 君〕 是 ょり 諸般の 報告を 致 
させます。 

〔岡 書 SH 官朗 讀】 

昨 七日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 
氏名 左の 如し 

大正 五 年 法律 第 四號屮 改正 法律案 特別委 員會 
委员長  伯 辟 吉井 幸藏君 
副 委員長  男 P 小 澤武雄 君 
同日 特別委： 3 長ょり 左の 報 I1? 書を 提出せ 〇 
大正 五 年 法律 第 四號屮 改正 法律案 可決 報告書 
大正 七 年度 歳入 歳 m 總豫算 追加 案 (第二 號) 、臨 
時 軍事費 豫算 追加 案 (第二 號〕 可決 報告書 
請願 委員 會 特別 報告 第一 號 
同日 內 閣 總理 大臣より 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
る 旨の 通牒を 受領せ り 
內務省 所管 事務 政府 委員 


內務省 參事官 潮  惠之輔 君 


〇 副議長 (侯 防 黑田長 成 君)* より 本日の 會議を 開 
き 議事 日程 第一に 移ります、 第一 大正 五 年 法律 第 四 
號中 改正 法律案， 政府 提出 •衆議院 送付 •第一 |« 會 
の續 •委員長 報吿。 

〔左の 報吿 書 は朗讀 を經 さる も參照 のた め玆 
に 載 錄す以 下 之に ® ふ〕 

大正 五 年 法律 第 四 號中改 正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 閹決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 二 月 七日 

右 特別 委員長 

伯爵 吉井  幸藏 
貴族院 謎 長 公 W 德川家 達 殿 
〔伯爵 吉 井幸藏 君 演壇に 登る J 
〇 伯爵 吉井宰 藏君 大正 ?/ r. 年 法律 第四號 は 大正 三年 
臨時 事件の 經费支 辨に關 する 法律であります、 此法 
律に 於き まして 公憤 及 借人 金で 支辨 する 制限 額を 八 
千 八 百 萬 11 と 定めて あるので あります， 然るに 臨時 
琪 件は 尙ほ 繼續 して 居りまして、 隨 つて 其經 費を 續 
いて 支 辨す るの 要が あるので あります •大正 八 年 三 
月に 至る 迄の 分が 五 千 萬 圓 •大正 九 年 三月に 至る 迄 
の 分が 一億 五 千 六 百萬圓 •是ほ 臨時 軍事費の 追加で 
あります、 又 大正 八 年度 臨時 事件 拽備 費の 財源と し 
て 二 千 二百 萬 圓を耍 する 計算になる のでありまして 
公憤 借入金に 依る 制限 額を 三 億 二 千萬圓 になす 必要 
が 生じた のであります、 それで 此 制限 額を 三 億 二 千 
萬 圓と改 JH すると 云 ふ 案を 提出され たのであります 
委員 會に 於き ましては 政府 委員の 說明を 能く聽 きま 
して、 委員よりも 亦 種々 な 質問 も ありました 後、 意 
見と して 委員の 一人より 左の 如き 意見が ありました 
本 法案に 計上す る 公債 借入金 額 算出の 基礎は、 即ち 
豫算は 其 一部は 衆議院より 旣に 本院に 回付され て あ 
る‘ 他の 一部は 未だ 廻 付され ない ものである、 且つ 
旣に 休！ i 狀態に 入れる 今日に 於て 臨時 軍事費の 計上 
額は 多_ 一に 過ぐ る 嫌が ある やぅで ある， 從 つて 之に 
關する豫算に付ては多少意見もあるけれども、それ 
は 先づ其 儘に して 置いて •本案は 原案 迎 〇可 決して 
も 差 支ない、 te つて 之に 賛成す ると 云 ふ 意見で あり 
ました、 委員 會は此 意見に 一致いた しまして、 原案 
通り 可決いた しました •委員 會に 於き まして 愼重審 
載いた しました 結果は 右の通りであります， il つ此 
案は 至急 通過を 耍する 事情 も ある さう であります る 


大正 : 7.: 苹法律 笕 四 號 '!■ 改正 法律案 第 i 會  會 計 檢査院 法 中 改正 法律案 第一® 會  大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第一讀 會の锫 


六 八 五 


族 讶會迖 國巧冋 一!- 四 第 


豫 » 案大正七年度歲入歲出怒 /*| 览追加案，第二號) 豫算案 臨時 軍事 a 读算 追加 案/第二 毀〕 


から •本 锊謖に 於き ましても どぅぞ 委員 €r の 決錢通 
り、 成るべく 速に 御 可決 あらむ ことを 希望いた しま 
す、 佐つ て 本 0 は玆 に :; ( 會省路 の 動議を 提出いた し 
ますから、 どぅぞ 皆 ^ 御 ® - 成を 願 ひます。 

〇 子 脬靑木 信 光 ir 讀 會 省略に 燹 成。 

〇 子爵 稻 垣太祥 君 S 會省略 に 習 成。 

0 M 岡 1 s 刀 打 In fiT 省略に 资 成いた します。 

〇 子 13 西 大路 吉光 君 ® 成。 

〇 仁 尾 惟茂 君 賛成り 
〇 平 山 成 信 君® 成。 

〇 男 於 两紳六 郎君 锊 成。 
ow li'f 石 黑忠 1® 君 S 成。 

〇沿 脬武并 守 正君苡 成。 

0 男 防 阪井顶 季 e 荇 成。 

〇 男 B? 小 渾武 雄君燹 成" 

0副議長(侯槪黑田長成君〕讀會省略の励議に同意 

の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 副 議提 (侯爵 黑 m 長 成 君) 三分の 二 以上と 認め ま 

す、 委員長の 報吿 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 諮な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0钏_長 〔侯爵 黑田長 成 君〕— 御 異議ない と 認めます 

〇副 题長 (侯爵 黑田長 成 君〕 日程 第二 及第 三は 束ね 

て 委員長の 報 吿を煩 ほして 御 興 存ご ざい ませぬ か。 

〔「 異議な し. 一と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 識長 C 侯 邸 黑田長 成 君 5 御 異議ない と 認めます 

第二、 大正 七 年度 歳入歳出 總鸨算 追加 案 第二 號‘第 

三、 臨時 軍斟 费豫算 追加 案 第二 號 、委員長 報吿。 

一大 正 七 年度 歳入 歳 (L1 總豫算 追加 案 C 第二 號) 

一 臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第二 號〕 

右 衆 翳院 ょり ; S 付した る 谷 案を 密查し 衆議院 議決 

案の 通 nr 決すへ きものな りと 議決せ り 依て 及報吿 

候 也 

大正 八 年 二月 七日 

豫算 委員長 淺田德 則 

貴族院 翳 長 公爵 德川家 達 殿 

〔淺 田德則 君 ' ai-I 壇に 登る〕 

〇 淺田德 則 君 過日 御 付託に なりました る、 大正 七 

年度 歳入歳出 總豫算 追加 及 臨時 璀事费 歳入歳出 豫算 

追加の 兩案 を朿 ねて 玆に 御報吿 申します、 豫算 委員 

fr は 去る 三日 四日 及 七日の 三回に 之を 開きまして、 

群査 結了いた しました のであります-即ち 其 追加 金 


額 ほ 歳入歳出 共に 谷々 七 千 八 百 九十 六 萬 七 千 九 百 九 
十五 圓 であります、 此歲 入の 財源は 臨時 受託 造修の 
收入 、前年度 繰 入金 及戰時 利得 稅の 收入增 加で あり 
ます、 歳出 ほ 之を 大別いた します るに、 大正 三年 臨時 
琪件探 備费 、是の 追加 金 二 千 百 萬 圓 ，臨時 茁事费 の 
特別 會計繰 入金 千 五十 萬 KI 餘 、普通 經费の 追加 金 四 
千餘萬 _、 而し て此普 通綈费 ほ 各省の 谷款 に苴 つて 
居ります， 此數字 ほ此際 煩雜で あります るに 依つ て 
之を 省きまして、# •其 費用の 槪耍 のみを 玆に 擧げて 
御報吿 いたします、 外務省の 所管 在外公館 電信 料 • 
內務省 所管 P 察 費 連 帶茭辨 金 •大藏 省 所管 大藏 本省 
內閣 • •& : 族院 、衆議院、 內 國徵税 費、 諸拂 戾及缺 損 
補塡 金， 陸軍省 所管 軍事費‘ 海軍省 所管 軍事費 •司 
法 省 所管 裁判所 及 監獄 費、 il 信 省 所管 遞信 費、 外務省 
所管營 綣 K •內務 省 所管 災害 費， 大藏省 所管 臨時 事 
件豫備 費、 臨時 軍事費 特別 會計繰 入、 憲法 發布 三十 
年 記 , t: 視賀會 補助、 陸軍省 所管 支那 駐屯 部隊 費、 災 
辔费 ，海： 111 省 所管 軍備 補充 费 ，水陴 設備® 艦船 救難 
及復 » 費， 艦艇 火藥庫 改造 費、 此等が 即ち 此費途 の 
槪樣で ありまして、 此 追加を 要します る 次第は. 主 
として 時局の 推移に 伴 ひまして 搏定 外に 多大の 費用 
を 嬰し まする もの、 若く ほ 物價の 著しく 騰貴いた し 
ましたる もの、 又 ix 災害 等に 依る 經費で ありまして 
此他已 むを 得ざる 費途に 搦 する ものと 認めました の 
であります、 又 第二 號の臨 時 軍事費 豫算 追加 案‘ 歳 
入 歳出 共に 各々 金 六 千 五十 餘萬圓 でありまして、 其 
財源は 一般# 計よりの 繰 入金と 借入金 及公愤 募集 金 
に 依る ことにな つて 居ります、 而して 其 歳 /- I'. は. H;. と 
して 西 比利亞 出兵 費と 其 他 豫定 外に 要する もので あ 
ります、 で 委員 會に 於き まして ほ 各 委員より 種々 の 

質問が 出まして、 是は餘 ほど 多方面に 亘 りました 質 

問で ありました 故に、 一々 玆に 御報吿 いたす る こと 

は 時間 も 要します るに 依つ て、 其 中！ 二の 槪樣 のみ 

を玆に 御 紹介いた さぅ と 存じます、 歳入に 關 しまし 

て 委員の 數名 より、® 時 利得 税の甚 しく 豫算に 超過 

したる 所の 增收を 見た、 是ほ 政府の 見込 違 ひでは あ 

るまい かと 云 ふこと に 付て 反覆 質問を 致された ので 

あります、 之に 對 して 政府 委員より 、右は 從 前執來 

りたる 所の鸨 算の算 出方 法に 依つ て 調製した る 所の 

結果、 K 際の 徵收 額に 非常なる 相違を 致した ので あ 

ると 云 ふことの 辯 解で ありました、 尙又 臨時 軍事費 

に關聯 いたしまして 一人より 講和 會議の 結了、 西 比 


利亞 撤兵の 關係及 目下 殘留兵 の 目的 等に 付きまして 
钹 々質問が 出ました のであります、 之に 封して 国務 
大臣より 當初 出兵の 目的は 即ち 「チェック、 ス C ヴ 
アッ ク J の 援助 ほ 旣に 達した る ものであるが. 現下 
「バィ ヵル」 以東 治安を 雄 持す るの 必要に 0C つて 其 
撤兵の 時 fs を 豫 知し 難いと 云 ふことの 答 辯で ありま 
した •又 海軍省 所管 艦船 火藥庫 改造 费に關 しまして 
或る 委員より 質問が ありまして、 此火藥 の燿發 の頻 
繁なる ことに 付きまして ほ 當 局に 於て 之を どの 程度 
までに 調査、 即ち 豫防 方法に 付て 調査を 進めて 居る 
や 否や ■又 其 原 W ほ 果して 判明した る や 否やと 云 ふ 
事の 質問であります、 之に 對 して 海軍大臣より 詳細 
.に 答 « が ありました のであります ，其 他 追加 豫算に 
直接の 關係を 有ち ませぬ が 目下 講和 會讖の 問題と な 
つて 居ります る 國際聯 盟及 南洋諸島 統治 問題、 此他 
船舶 若く は 個人 損害賠償の 問題、 又は H 業 所有 褪問 
題、 露 國に對 する 債 權 問題 等に 付きましても， 委員 
と國務 大臣との 間に 間 答を 重ねられました ので あり 
まして、 是は 一々 此に申 述べ ませぬ が、 どぅか 速記 
錄に 就いて 御覽を 願 ひたいと 思 ひます、 で 此他 にも 
豫算の 編成 方法、 其 他 谷® の 點 に付きまして 贸問も 
ありました が、 是以て 又 速記録に 就いて 御 覽を願 ひ 
たいと 思 ひまして 玆に 省略いた します、 右の 經過に 
依りまして 採決を 致しました 結果 一の 異議なく 兩案 
とも 金 部 衆議院 绘 付の 通り 可決いた しまして ござい 
ます， 此段御 報吿申 上げます。 

〇剮 議長 C 侯爵 黑田長 成 君〕 唯今 委員長の 述べられ 
ました 兩案は 束ねて 問題に 供して 御 異存 ございませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
男 辟 村 田經芳 君。 

〔男爵 村 田 經芳君 演壇に 登る〕 

〇 男爵 村 田 經芳君 諸君 本員は 玆に翳 題に 上り まし 
た 所の 大正 七 年度 追加 豫算 額に 封し まして、 其他總 
て 賛成であります が、 其 中 陸海 軍費に 對 する 賛成の 
理由を 國防 上の 希望より して 述べたい ので 有ます が 
暫く 御 淸聽を 煩は します、 尤も此 希 国の 部分的 內容 
を 述べます 前に 總括的 希望を 述べ 置き ませぬ と 賛成 
の 理由が 或は 徹底し ないかと も 思 ひます から 先づ總 
括 的から 述べる 事に 致します 、偖て 今回の 歐 洲大峨 
寧ろ 世界 大戰は 有史以来 未曾有の 事で、 凡そ 一 二 千億 
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圓の苽 3S と， 二 千 as 人 内外の 死 14 者と其 '|11 沌々 0 !0 
害 約 二 千億 [il を 3? し、 交® 國の K は 二十 一, ゝ !3 頃 其 6a 
員 四千 三百 萬 人に 及んだ と [» いて居0ます、其結- ^ 
として 得た る 所は 何で ありませ 5陡 に 血を 流し W を 
失 ひ 人間の 總て〇 幸 ii を 搔牲 として、 Yr らゆる 2^ 1.; 
の光毋 を 極めた 外に、 一面には 武器の 進步と 云 ふ . j> 
も あ 〇 ます けれども •全 gs より 之を 見ます れぱ 則ち 
君主 政 fs の 破 酸、 民族自決 主 ^ の馘 吹、 民主 生 a の 
樹立と 云 ふやうな 一大 現象を 呈して 溶り ました、* 
より 先き 隣邦の 支那に 於き まして ほ K 先に 中華 民 H 
となり、 愛親 K'J 朝は 一朝に して悲 慘 なる K- 後を 这 
げ、 綏 いて 今回の 隞爭中 には 露西亞 帝栩は あの 通り 
の 始末で、 「 〇 マノフ」 朝の 末路は 1! に 言 ふべ から 
ざる 慘炫を 極め、 今 又獨逸 帝國も 解體 せられて、 共 
和 主義と か 民主主義と か 云 ふ Ilf が 此世界 を 風 酷して 
帝 國と云 ふ 帝國は 遂に 唯 我が 日本一 國の みとな りは 
せぬ かと 思は れる® になり ました、 搗てて 加へ て® 
爭の 勝敗は 謀ら 武器の 利鈍と 物 ! 0 との 供給、 即ち 純 
濟狀態 の 如何と 云 ふこと に It : きを 置かれて， 第一に 
肝要で あるべき 國民嵇 神に 向つ ては 餘〇 多くの 注 尨 
を拂 はぬ やうな 傾の あるのは 世界の fr 因は いざ 知ら 
ず、 我が 日本の 爲 めには 15 に遛ふ べき 極で あらう と 
思 ひます、 加 之 武器に 於いても， 又經濟 狀態に 於い 
て も 世界の 列强 に比べて 遜色 ある 我が S 民 は、 將來 
に對 して 十分の 资悟を 有たねば ならぬ と 思 ひます、 
抑々 萬 世 一系の 皇統を 戴き、 世界 無比の 國 ffi lc lic o 
三千 年來鍛 ひに鍛 つた n 本國民 精神 即ち 之れ を 日本 
魂と も 又は 武士道と も 云 ほれて 居る ところの 我が 國 
民 精神 ほ 歸 する 所 大義名分を 明に して、 忠君 奉國を 
基本と し、 億兆 心を | にして 上は 皇室に 奉じ 下は 祖 
先の ia 風を 顯釤 し、 其の is 訓を 邀 守して 益々 皇運を 
扶冀し 奉り、 忠勇 義烈 孝悌 信義 皆 悉く 誠 一つを 以つ 
て 貫き、 仍て以 つて 國體の 精華を 發揚 する こそ、 現 
代の 臣民た る 我々 の 本務で あらう と 思 ひます、 我が 
日本 帝國は 露® 亞や獨 逸 等とは 其の 成立に 於て 根本 
から 相違が あるので あります から、 世界 谷 國の興 腿 
存亡より 超絕 して 天地と 俱に無 窮た るべき ことは JK 
て 私 一個の 愚見では ない、 畏多 くも 神代の 昔に 於て 
天照大神の 大詔に 見えて 居る 所であります から、 我 
が 日本が 世界に 於て 唯一の 帝國 となれば なる 程 益々 
其 光輝を 放つ 所以で、 我々 國 民の 本分た る 忠君 奉國 
の 至誠を 捧げて 皇室の 藩跸 となり、 以て 國體の 精華 
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を發提 する の 時期は、 斯る世 界大勢 の 一大昶 遒 に 際 
して •今日より 以後 益々 其 切要を 感ずる と共に、 生 
れて n 本阈 R たるの 幸福を 一層 深く 感謝せ ねばなら 
ぬ 譯で あらう と 思 ひます、 然らぱ 即ち 世界 谷國の 君 
主 政 f® が 如何に 變化 しましても •我々 0本_ 民の 精 
神には 何等の 影響を及ぼすべき 理由 もな く、 又 泰西 
の 武器が 如何に jfj 步 しましても、 之を 怖る るに 足ら 
ぬので あ 〇 ますが、 尤も 武器の 進 步と云 ふこと に 付 
きまして ほ 勿論 之に 後れない やうに する ことと、 又 
之に 對する 十分の SX 悟と sf fi とを 要する ので ありま 
すけれ ども、 嚮ふ所 敵な く、 11 ふ 所 敵の ない のは 何 
であらう と 申します れぱ 、即ち 人の ？ I でありまして 
擧國 一致 億兆 一心の 力の强 さと 云 ふ ものは， 水火 も 
之を 犯す ことの 出来ない もので •如何に 精銳な る武 

器が ありましても、 此の 國民の 一致を 缺い たなら ぱ 

到底 5n 何ともす る ことが H 來な いのであります、 斯 

く 申せば とて、 私は 決して 武器を 無 川 だと 巾す ので 

はなく、 及ばず ながら 老年の 今 n に 至りましても、 

尙ほ 益々 武器の 發達 進步を 岡つ て 之が 爲に嵇 神を 注 

いで あるので あります が， 國家の 富 强を期 する 上に 

於き ましては、 何が 一番 大切で あるかと 申せば、 そ 

れは國 民 全 gs が 其 本分を したる 所の 確乎たる 精 

神と、 此精 神に fe つて 鍛鉍 せられた る 人物と が、 第 

一で あると 言 ふので あ 〇 ます、 此碗 乎た る國民 精神 

の©ぶべき琪と，人物の大切なる事とほ、國家の隆 

盛を 期す る 上に 於て、 至大 至耍た るは 申す まで もな 

く， 阀防に 於ても， 武器 以上に 肝要であります が、 

今日の 日本 國民は 、斯る 至大 至要なる 精神に 於て， 

成は 一致を 缺く 所は あり ほしないで せう か、 即ち 物 

ra 的 方面に m きを 固いて、 精神 方面を 輕ん ずるの 傾 

が ありは しますまい か、 將又诉 来に 於て は、 大に心 

の 弛みを 生じて は 居ないで ありませ うか、 更に 一一 佻 

浮 通の 呢 風に 流れて， ® 窗剛煺 の氣 象を 失 ひつ、 あ 

りは しませぬ か、 或は 個人主義 ■或は 利己主義に 傾 

いて 國家 的觀 念が 薄らぎつ V ありは せぬ か、 之を 私 

ほ 爱 ふるので あります •即ち 國防 の充 1? に關 しまし 

て も、 是が 根本を 國民嵇 神の 振作と、 人物の 菝成 とに 

® かねば なり ませぬ そこで 陸 雄 常 局 者は 勿論、 更に 

文部 並に 内務 常 局 * • の 反省を 求めたい のであります 

殊に 文部 當局 者に 向 ひまして ほ、 學校敎 育に 於て 人 

物英 成を 木 位と し、 n 本 tM 民と しての 敎 W の 効果を 

完から しめらるべく 希滔 に堪 へない のであります、 


之が £3 に 小 學兒窗 よりして 一に 敎 W 勅語 及 戊 III 詔書 
の 大御心 を 十分に 體得せ しめ •  W に 儀式 的に 勅語を 
搾 sf し、 又 之を 暗誦す るの みで なく 眞に 之が 實踐躬 
行の 方法を 講じて •益々 義勇 奉公の： M を擧げ 、必ず 
先づ 忠君 報國を 骨 髓と する 所の 日本 yl 民の 本分を 全 
からしめ ぬければ なりますまい、 併ながら 學校敎 育 
のみを 以て 敎 育の 能事 終れり とは 申す のでは ありま 
せぬ、 必ずや 家庭 も 社 ir も， ffl 待つて 始めて 學校敎 
育の 効果を 完 うし焊 られ るので あります から、 又 内 
務當局 者は 文部 常 局 者と 協力し‘ 殊に 地方 長官 並に 
其 他の 行政官 吏 及 E 治 ! 1 牌 等を 督勵せ られて •社會 
風敎の 善美を 期し、 以て 敎育の 効果を 永遠に 全から 
しめ. r るべ く  •切に 希望に 堪へな いのであります， 
是れ 則ち S 防の 充寶を 計る 所以の 根本で、 其 根本の 
培養を する ことが 今 □の 如く 君主 政 體を 破壊し つ、 
ある世界に於てほ、我が國民の爲に益々急耍を吿げ 
つ、 あるので あります-今 囬大哦 の 結果と して 世界 
全般は 戰に 疲れ •  n: つ 其 ® 笛に 苦しみつ、 ありし を 
今や il 和會議 が 開始 せらる V の 運びと なりました か 
ら •必ずや 正義 人道 上 必ず 滿足な る 議決を 節ら され 
るで あらう と 思 ひます、 從 つて 今後 定めて 世界の 平 
和を 保つ であり ませう が* 若し 幸に して 人類 社會か 
ら絕釾 に戰爭 なる ものを ® 除けて 未來 永久に 世界の 
平和が 轺み 得 らる 、ならば 格別、 然らざ る 限りは 何 
時 か 又爭恋 併呑が 行 はれて、 更に 「ナポレオン」 一世 
の やうな 時代を 再現せ ずと も 測り P いのであります 
現に 獨逸は 今回 之を 行つ て 失敗した のであります が 
斯る 侵略的 爭鸾 に對 する 31 衞的國 防の 充實 と a ふこ 
とほ 決して 忽せ にすべからざる 大切な ことで ありま 
すから、 昔より 敵國 外患な きもの ほ 其國 遂に 亡ぶ と 

言は れて居 り •孫子に も 常を變 とし* 變を 常と すと 

一 K ふ 語が あります が、 洵に味 ふべき 金言で (3: ありま 

すまい か、 即ち 常を 變 とし、 變を常 として 國防 が充 

實 して 居れば 決して 他よ 〇乘 せらるべき 一點の 隙 も 

なく 其 所に 始めて 平和が 保障せられ るので あります 

から茹 も國 家の 威信を 保ちて 他の 侮を ■がんが 爲に 

は 自擷 上 一 n も yi 備を緩 うする 事は 出来ない ので あ 

ります •ちよつ と茲に 蛇足な •から 申 上げて S- きます 

が國阽 の 充實と 云 ふことは •平和を 保障す る 爲の自 

衞 的の ものであります、 之に 反して 侵略 主義は 平和 

を 破 壤 する 所の 併 ？ f 爭® 的であります から， 國防の 

充實と 云 ふこと と® 略 主義と 云 ふこと とは 全く 正 反 


對で ある ことを 十分に 御 諒解 下されて •此販 者の 差 
別を 混同せられ ぬ やうに 特に 御 願 ひ 申して 置きます 
店て 此_ 防の 充實を 計る に 就きましては 必 づ先づ 日 
本 國 民の 根本 精神を 培赛 して、 人物を 養成す る こと 
が 焦眉の急 務で ありまして、 同時に 又 軍備の 擱 張を 
計る ことが 國家百 年の 大計であります、 或は 想 ひま 
する に 今回 講和 會_ の 問題に、 世界 谷！ 一の 軍備制限 
とか、 若く は 徴兵制度の 存廢如 何と 言 ふやうな こと 
も 附議 せらる、 かも 知れ ませぬ が、 我が 日本の 現在 
の 軍備は、 之を 世界の 谷 强國と 比較し まする と， 迚 
も 自衞上 平和を 保障し 得らる、 だけの 程度に 達して 
居ない のであります から、 到底 制限と か 縮小と か 云 
ふ 問題に 入るべき 範圍の ものでは ありませ ぬ、 即ち 
自衢上 平和を 保障し 得べき 程度に 達する 迄に (£ どう 
しても 陸軍の 大々 的擱 張を® する のであります、 殊 
に 四方 海を 環ら せる 我 國の地 勢 上ょり 海軍の 偉大な 
る撾張ほ、又一層必要であります、即ち陸海軍共に 
遲 々たる 小規 横の 擴張 でな くして 大 々的 擴 張を 切に 
箱 望して 巳まない のであります、 勿論 lit の 擴張ほ 、 
國家 經濟の 許す範 圍を以 てせ ねばならぬ ことで あり 
ます けれども、 DI 來るだ け國 民の 負擔 を W からしめ 
ない 爲 に、 成るべく 他の 事業を 繰延べ 得らる、 だけ 
ほ 繰延べる と共に、 國民 一般 も H 来る だけ 其 衣食住 
を 節し、 華美なる 建築 •裝飾 などの 外 翻 的虛 飾を 廢 
し* 過度の 遊興 冗費を 節約し、 一に 克己 自制を 恩ら 
とし、 戊 申 詔書の 御 趣意に 則 〇 •勤 險產を 治め、 華 
を 去り 實に就 き、 堅忍 自彊 ，上下 心を 協せ て、 荒 怠 
相誡め •斯くて 其 餘し得 たる 所の 財力を！ r けて、 之 
を 陸海 軍費と 敎育 費との 不足を 補 ふに 充て、 國民全 
般が國 家 的 精神を 以て 同心 協力して 盡した ならば， 
即ち！ S 家の 堅牢なる は 勿論、 國 防の 充實は 期して 待 
つべき であります、 以上 ほ 國防 の充 實に關 する 總括 
的 希望であります が >  更 に 進んで 其 内： 谷に 關する 部 
分 的 ? 1; 望を 述べます、 先づ其 第一 ix 徴兵 問題に 就て 
であります が、 是は 主として 陸軍 當局 者に 希望す る 
所であります けれども •又 文部 當 局に も關聯 します 
から、 併せて 十分の 御考 1® を 願 ひたいので あります 
然るに 此徵 兵制 度は 動もすれば 國 民の 自由を ® 縛す 
る 所の 强制で あると か、 或 ほ 軍 國 主義に 基く 所の K 
制 制度で あると か 云 ふ 翳 論 も あり， 又 世界の 大勢 (3; 
徵兵 制度の 廢 止に 傾きつ、 あるから •我が 日本 も此 
大勢に 支配され ねばならぬ と 云 ふやうな 說も ある や 


ぅです が、 玆に 最も 注意すべき ことは •國 民の 自由 
を 束縛す ると 云 ふ、 其 自由なる ものを 勝手 氣燼と 云 
ふこと 、混同して はならぬ ことであります、 苟 くも 
國 家社筲 を 組織して 共同生活を 營む 以上は、 其 安寧 
秩序を 維持す る e に •國 民を して 無制限の 自由に 放 
任せし むる ことは 到底 / Ji 來な いのであります、 即ち 
無制限の 自由は 放縦で あつて、 放 縱不规 律なる 國民 
は>  遂に 其 國家を 滅亡せ しむる に 至る もので ありま 
すから、 そこで 國 家の 安寧秩序を 保たむ が爲 には， 
法令を 制定す る 必要が あるので、 國民は 即ち 其 法令 
の範 圖內に 於て 自由を 有する ことほ 勿 ily であります 
が、 法令を 破 つても それが 自由で あると 云 ふなら ば 
國 家の 存立は 認められない のであります， 殊に 我が 
日本 國の 成立は .：… 

0 副 議 -M (侯爵 黑田長 成 君〕 村 田 男爵 病 氣の爲 に 討 
論を 中止す るの 巳むな きに 至りました のは 誠に 同愦 
に堪 へませ ぬ、 付きまして は 同 男 ® の 希望 も ござい 
ますから、 其荩 稿の 殘餘 を參考 として 速記 錄に揭 載 
いたして は 如何 かと 存じます、 御 異存は ございます 
まい か。 

C 「異議な し 1  . と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 L 侯 if 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 認めます 
〔參考 J 

殊に 我 日本 國の 成立は、 世界 谷國と 根本ょりの 相 
違が あつて、 君臣は 親子の 誼を 有し， 忠孝 本を 一 
にす る 所の 一大 家族であります から、 忠君は 即ち 
愛國 、愛 國は 即ち 忠君で， 忠勇 義烈、 身命を 捧げ 
て君國 に盡 すは， 日本 國 民の 本分でありまして、 
所謂 大和魂なる ものは •犧牲 的 精神の 發揮に 外な 
らぬ のであります から、 君 國の爲 めと あら ば 水火 
の 難 も辭せ ずと 言 ふ 事が、 即ち 三千 年 來鍛 へに 鍛 
へたる 我 國民精 神であります、 促つ て 兵役に 就く 
と 言 ふ 事 ほ、 徴兵制度の 有無を 論ずる 迄 もな く" 
國民 皆自 から 進んで 之に 就くべき 喾の もので、 國 
民*: 丘 (と 云 ふ 事は、 >41 に 制度の 上からで はなく. 
實に國 K 自發の 精神で なければ なりません から、 
我国に 於て は， 國體上 並に阈 民 精神 上、 徴兵制度 
ほ 決して 諸 外國に 於いて 論ぜら るゝが 如き 國 民の 
自 IH を 束縛す る 所の 强制 制度で もな く  •父 壓制制 
度で もない のであります， 故に 今回の ii 和會 _ に 
於て、 -III; 界の 大勢は 假令徵 兵制 度の廢 止に® きま 
せう とも、 我 日本 ほ 建國 の大精 神に 基き、 國體上 
六 八 七 
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並に 阈 民搿砷 上、 之に 支 ® されねば ならぬ と 言 ふ 
箸 {X あるまい と 思 ひます、 

然るに 我 ^ 民の 中に も、 動 4 すれ ! x m 兵を 忌避す 
る 者が あります、 之は 畢宽 、日本 a 民た る 本分を 
自资せ ざろ 若の 致す 所で、 此點に 就て ほ 獨り學 校 
敎育 のみならず、 家庭 も 社 會も大 に K 任を 負 ほ ね 
ばなる まいと . y. ひ -* すが、 翻つ て 忌避の 原因を 考 
へて 見る と 補々 ある やうであります， cn ち 二十歳 
前後の男子ほ、學牛：ならば修業の半途であります 
から、 成るべく 修荣の 後に 兵役に 就きたい と 言 ふ 
考を 起す 者 も ありませ う、 又多數 の 農民 並に 商工 
業界に あ 0ましてほ、二十歳前後の男子ほ>旣に 
其の家業に從事し，|家生計の中心となれる涝も 
少 くありません から、 貧 M1 者に 於き まして ほ、 兵 

役に 服務 屮 、其の 一家の 生計に W 難す ると 言ふ點 

も あるで ありませ う、 學 生にぽ 徵 兵猶豫 の 特典 も 

あり、 其の 他 一年 志願兵の 制度 もあります が、 併 

し國民の大多數に向つてほ、此の特典も此の制度 

も、 其の 範圈に 於て 甚だ 狹 いものであります から 

玆に私 は 徴兵忌避の 弊を 除く と共に、 國民 皆兵の 

K を 擧げて 良 兵を窭 成し、 而かも 兵役 年限を 短縮 

して、 尙 H. 三年 兵と 同 樣の良 成 緩を 得る と共に、 

國家も 國民も 一 擧兩 得た る 所の 愚見を 案 m した 積 

りであります から •此の 愚見に 就いて 希闺を 述べ 

るので あります、 

抑 も 日露峨 役 以後、 我國は 世界 有數 の强國 となり 

一等 國た るの 名 陛 を m て 居ります が、 其 一等と 言 

ふは、 即ち 武力に 於ての 一等で、 武力 以外に 一等 

國た るの 資格は 無い と 言つ て も敢て 過言では あり 

ますまい、 然るに 此の 武力に 於て 一等 國た るを 得 

たの (3: 何が 爲め であるかと 申せば、 則ち 國 民の 一 

致は 勿 諭、 三年 兵役 制度の 御蔭で， 熟練なる 强兵 

を 蕤成 する 1J-T が 出來 たからであります が， 其の 三 

年 兵役が 11 年に なり、 若し 又 一年になる やうでは 

兵の 熟、 不熟の 差別を 生じ、 是れが 爲 めに 世界 第 

一の 强兵た る ® を 失 ふやうな 事が あつて は、 洵に 

國 家の 爲め に # ふべき 次第であります から、 成る 

ベく 三苹兵 制を 採用したい のであります けれども 

旣に二 年 兵制の® ii せられた る 今日であります か 

ら 、乃ち 二 年 兵で あつても、 三年 兵と 同樣の 良 成 

績を擧 げたいと 云 ふ 所から， 玆に 愚見を 藜 出した 

のであります が、 其れは 自然 徴兵 令の I 部に 改正 


を 行 (X ねばならぬ 事に なり ませう が、 其 愚案と 申 
す (£ 即ち、 新兵の 入營 後、 時々 其 成 媛を 檢査 し、 成 
辍が 良好で あつて、 一 兵士と して 充分の 資格 ある 
者 ほ、 服役 年限 I 箇 年を 以て 滿期 除險の 特典を 與 
ふる 事が あります、 さう 致します ると、 國家 とし て 
は 多 數の良 兵を 得る 事に なり、 國民 としては 一年 
を 以て 兵役を 終了す る yf となり、 所謂 一 擧兩煜 で 
ありまして、 尙 11. 次に 述べます やうな 大なる 利益 
を W 民 全般の rw 神 上 並に if 育 上に 及ぼして、 皆兵 
の實を 全から しむる と共に， 更に 豫 後備 將校 下士 
の多數 をして、 適 當に且 有効に 其 職務を 盡 さしむ 
る 事が / J5 來や うと 思 ふので あります •其れは 何故 
かと 申す に、 何人も 二 年 兵役ょり ほ 一年 丘 (役の 方 
を 望む であり ませう、 從つて 一年を 以て 滿期 除隊 
の 特典を 與 へられ それが 爲 めに、 自ら® つて 良好 
なる 成績を 舉げん とする のは 人情の 然 らしむ る 所 
で 若し 自ら 奮發 せなければ 、矢張り 二 年の 間 丘 (役 
に 就かねば ならぬ のであります から、 加 何にもし 
て 一年滿 期の 特典に 與か りたい もの だと 奮勵 する 
に 相違ありません、 J1. 又 同村に 於け る 同年 兵が、 
緻々 として 一 年を 以て滿 期 除隊の 光榮に 浴して 歸 
村す るのに、 B 分 計りは 二 年間 服役せ ねば 良 兵た 
るの 資格が 認められな いと 言 ふの ほ 如何にも 殘念 
で、 村民に 封しても 面目 かありません から、 自然 
奮勵 せずには 居られない と 言 ふ 事に もなります、 
或は 隣村で ほ ®? 々 一年で 除隊 歸村す るのに、 本 村 
では 皆々 二 年を •要する と あつて は、 村と しての 恥 
辱で あると 言 ふので、 擧村 一致で® 發 心を 起す の 
は 自然の 道理でありまして、 此奮發 心は！ 一り 入營 
後 軍隊生活に 入つ てから 始めて 起す il でな く、 入 

營 前に 於て 谷 村 靑年團 に 軍隊 的豫 備敎 育を 施さね 

ばなら ぬと 言 ふ自覺 と共に* 何う しても 一年間で 

協 良なる 成績を 擧げて •滿期 除隊の 光 榮を煜 たい 

もの だと 言 ふ 自發的 計畫を 立つ る やうに なり ませ 

う •即ち 他 ® 的受働 的で なく、 自覺に 基づく 所の 

自働 的自發 的であります から、 さう なれば 全國一 

般の靑 年を して、 自ら 武士 逍的 精神を 發揮せ しむ 

る 事が 出来て， 近時の 如き 浮華 輕薄の 風潮ょり 脫 

せし むる » も 出 來 ませう、 之れ と 同時に 體育 上に 

も亦少 からざる 効果を 及ぼすべき 事は 信じて 疑は 

はない のであります、 斯くて 法令の 上では 二 年 兵 

制で あつても、 實 際には 一年を 以て ® 良なる 多 數 


の 兵士を 5 S る やうになります から、 國家も 國民も 
一舉兩 得であつて， 尙 11. 靑 年の 精神 上 並に ？ 2 育 上 
に 莫大なる 効果を 及ぼす や 5 になる であり ませう 
さう して 自發 的に 谷 町村 靑年團 に 1!1 除的裨 脯敎育 
を 施す に 就て ほ、 T5 後備 將校 下士が 之れ' か 指導の 
任に 當る ことにな 〇 ますから、 將校 下士が 瑰 KB 退 
役と なつても. 今日の 如く 閑地に 居る 人 •か 多い と 
言 ふ SJf も 無くな 〇、 適 當に且 有効に 其の 職務を 盡 
す ことが 出 來 るので あります* 赍に棟 後備 將校下 
士のみ でな く、 又 在 鄕軍八 一般の 爲め にもなる 事 
であります、 更に 一方に ほ 軍隊に 於き ましても、 
此 等 P 後備 將校 下士を 採用す るの 必要が 起る であ 
らうと 思 ひます、 其れ ほ 何故かと 申す に、 新兵の 
入營後 時々 其 成績を 檢赉 する ことほな か  <面 倒 
で •此の 面倒を 現役の 將校 下士に 負は しめる 事は 
練兵 上 到底 闲難で あります から， 其處で 各 兵卒の 
成績 檢査 には， 豫 後備 將校 下士を 探 用して 之れ に 
當 らしめ、 其の 成績 檢査の 結果に 對 しては、 现役 
の將校 之れ が 責任を 負 ふと W. ふやう にしたい もの 
であります •左 すれ ぱ豫 後備 將校 下士の 技能を 適 
所に L1. 有効に 發揮せ しむる ことが m 來 •平常に 於 
て も 精神 上の 弛みがなくて 實 地上 大に 利益が あら 
うと 思 ひまず。 

今日 迄の 經驗に 依ります ると、 三年 兵ょりは 二 年 
兵の 方が 成績が 不充分で あると 言 ふのは •即ち 年 
限が 短い から 練習が 足らぬ と 言 ふ 理由と、 もう 一 
つは 成辍の 良否に 拘はら ず、 兎も角 二 年 さへ 經て 
ば滿期 除隊になる から、 役目 さへ 濟ませ ば 其れで 
K しいと 言 ふやうな 傾 も あるから ではあります ま 
いか， 其處で 二 年 丘 (であつて 三年 兵と 同樣の 良 成 
績なる 精兵を 作る には. 何う しても 自發 的の 奮蚴 
に 依つ て 其 熟練を 積まし むる ことが 肝要で ありま 
す_ 殊に小國に於てほ精兵ほ一曆必耍で，一人を 
以て 十 人に 當る 丈の® 悟を せねば なりません， 此 
精兵と 國 民兵とは 强弱の 別が あります が、 其の 强 
弱は 人 其の 者の 强弱 計りで なく、 熟不 熟の 强弱で 
あります から、 其處で 三年 兵と 二 年 兵と に實 地上 
優劣の 差は 顯はれ る, であると 思 ひます が、 併し 
二 年 兵で あつて 三年 兵と 同 樣の良 成績を 舉げ るに 
は、 何う しても 自發 的に 奮 B して 其の 熟練を 積む 
やうに せねば なりません， さう して 其の 奮 ffi 次第 
で、 成績の 良好なる ものは 悉く 一年を 以て 滿期除 


六 八 八  _ 

揉の 特典を 與 ふること になれば •從 つて 徵兵 忌避 
の 原因を 除く ことが 出来る のと •  a 民转兵 o il を 
全ぅし |¥ る Ilf と *阀 家と しては fe fi なる 多 5t c 兵 
土を 得. 國民 としては fK に 一年を 以て 兵役を 終了 
する ことが 出來 、尙 H. 兵 ^ を 經て來 た 所 CK 民兵 
を佾 加す る i}f と、 7| 後備將校 |-' 士をして適所に 11 
有効に 其 職 ^ を盡 さしめ 得る 事と、 ®: に 全阀 の W 
年 一般に 精神 上 及 ぴ體育 上 莫大なる 効果を 與 へる 
事との、 一舉 七大 利益が あるので あります、 尤も 
除隊 後と 雖も或 年 W の 間は、 毎年の 大演習に 召 屯 
して 參加 せしめ ■尙 [L 大 浞 習 以外に も 一年に 1 ID] 
は 必ず 召集して 演習せ しむる ことの 必嬰な るは 勿 
論であります が、 右に 述べました る 希 !? 1 を W 行す 
るには、 一 擧七大 利益の 裏面に 而倒と 言 ふ gf が あ 
ります けれども， 島津 辨彬 公が、 軍備に 就いて 面 
倒と 失费 とを 唱へ ては 到底 充 K し 得られる もので 
ない と 言 はれました が •之は 洵に 金言で •肘靳 で 
も 面倒と 入 SS とを 忍ばねば 決して 成就す る もので 
はありません から、 前以て 充分の 既悟を 願つ て [S 
きたいので あります。 

それから 陸軍の 棚 張に 就きまして、 是非とも 速に 
御實 行を 願 ひたいのは、 士官 學 校の 描 張と 殊に 敎 
導團の 再設と であります、 即ち 今後 益々 阀民取 を 
盛に す. るに 就きましては、 現在の 预後 備 將校 下士 
の數で は， 之を 指揮す るに 不足であります から、 
更に 多數の 現役 將校 下士を 籤 成し 一朝. w «f の 日に 
國民 軍を 指揮す る 場合に、 现 役と拽 後 ffi の將校 下 
士が共 に 之に 常る に 充分なる 準 ii を躂 へたい もの 
であります •殊に 亂眾の 場合には 將校ほ 勿論、 大 
に 下士の 働きに 待つ 所が 多い のであります から > 
熟練なる 下士を 费 成す る斟が 又' H に必耍 であり ま 
す、 其れで 士官 學校 の擴 張と 同時に、 殊に 敎绰幽 
の 再設は 是非とも 急務であります が、 或は 之れ' か 
爲 めに 平時に 於て將 校 下士の 過剩を 來す かも 知れ 
ません けれども、 此の 場合には， 常備軍に 將校下 
士を增 置し ましても 差茭が ない と 思 ひます、 此の 
將校 下士を％ 置す る 事は、 或は 無益で 多くの 經费 
を 要する と 言 ふ 議論が & るか も 判りません が •谷 
兵卒の 成續 を檢査 する には 非常な 面倒を 要して、 
多數 の將校 下士が 入用であります から、 预後備 將 
校 下士を 採用す るは 勿論 •現役 將校 下士を 射 BC す 
る ことは 少しも 無益ではありません、 乃ち 之を 谷 
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肺 M に 分 淵 附® せし むれば 決して 多® の ものでは 
なく、 殊に將 校 下士は 平常より 之を镩 成して S- か 
なければ、 一朝冇 事の □に 取に 間に < 11 ふ もので (X 
ありませ ん、 J1 S 備に 於て は 他の 事と 違つて， 大 
槪之れ で 宜しい と 言 ふやうな 不確 H な 事で ほ 洵に 
危險で あります から •平常より 充分なる ils Ii が 必 
要でありまして、 熟練なる 將校 下士を 增置 すると 
爲ぬ とは， 硪関 h に 於て 國 家の 興踱存 亡に 關 する 
事であります から、 綷費 を咐す 事は 忍ばね ぱなり 
〇 ませぬ， 然るに 此の 將校 下士を 塔 置す る 時は、 
進級 h に 支障を 來すと 言 ふ 事 も ありませ うが、 其 
は 矢張り 綷 費の 問題で •經費 さへ あれば ® 良なる 
將校 下士を. 一 拔 して どし  <  昇級させる ことに 何 
等の 支障 ほない のであります から， 一箇 肺團を 新 

設 する 丈の 經费を 之に 用 ひたなら ® a なる 多數の 

將校 下士を 選抜 昇級せ しむる 事が 出 來て國 防 K の 

効力は 到底 一 @5 師® の 比では なく  •更に 幾 M 倍の 

効力が あらう と 思 ひます •然るに 世上には 一年 兵 

役 論を 主張す る 人 も ある やうであります が、 之れ 

は恐らく 1? 戰に經糍の無い人の漭論であらうと思 

はれます、 寶® 上 二 年 兵が 三年 兵に 及ぱな いのと 

同じく、 一年 兵が 更に 一一 年 兵に 及ばない の ほ 勿論 

で、 之れ は 熟 不 熟の 差別に 依つて 险劣を 生ずる の 

であります から •軍隊の 强弱 より 論ずれば、 矢 張 

〇 三年 兵制が 宜しい のであります けれども 種々 の 

理由に te り旣 に！ 一年 兵制を！ 2 施せられ たので あり 

ますが、 最 ¥二 年 兵制 以下に 短縮す る 事 ほ、 實戰 

上 到底 不可能で あります、 其處で 私 ほ 二 年 兵制で 

あつても 三年 兵と 同 棟の 良 兵を 作りたい と 言ふ考 

から •前 申した やうな 勘 W- を 案出 致しました ので 

此の极 見 ほ 世上に ま、 聞く 所の 一年 兵役 論とは 全 

く 其の 本旨を 異にし、 又 其の 結果を 異にする ので 

あります から、 何う か 誤解 下されぬ やうに 願つ て 

@ きます。 

尙右に 述べました 希 SF ほ ， rll に 本員 一己の 案出に 

係る ものでありまして* 未だ 曾て 何人に も 質 間し 

た 事 もな く  •又 ffl 談した 事 もありません から 勿論 

講究の 足らぬ 所 も ありませ うが， 陸 1B 當 局に 於き 

まして ほ尙充 分 御 研究の 上、 収捨 其の 宜しき を 5 S 

られ たい ものであります が、 殊に 兵卒の 成鈸 を檢 

査し て、 良好なる もの ほ 一年を 以て 滿期 除隊の 特 

典を與へると言ふ事は，國家も國民も一擧兩得の 


肝 嬰なる 勘であります が* 此の 一年を 以て 成 ^ 良 
好なる 者を 除隊せ しむれば， 直に 之れ が 補充を 行 
はねば ならぬ のは 勿論 •新兵の 敎育 上 差 支を 生ず 
る こと、 思 ひます から •此の 點は當 局 者に 於て 御 
研究の 上、 良案を 御 案出に なりましたなら ば、 是 
非と も 此の 件は 速に 御 ® 行に なりたい ので ありま 
す、 將來 必ず I 年 兵役に 就いて 種々 の 議論が 起る 
に 相違ない と考 へます が 此の 問題は 兵の 强弱 に關 
する 大事であります から、 今に 於て 右の 希望を 速 
に 御實行 あつて、 他日の 論 出を 招かない やぅに 願 
ひた、 のであります。 

更に 兵器の 改良と 技術 員の 獎勵 とに 就て •陸海 軍 
兩當 局に 對 する 希 |?3 があります、 元來我 日本 國民 
には 研究心に 乏しく して、 動 も ■すれば 泰西の 糟糠 
を 嘗め. 3¢ 驥 M に附 する の 風 ある if 洵 に. si 憾で 
あります， 尤も 近来に 至りまして は、 稍 研究心の 
見るべき ものが あります けれども、 尙 極めて 微々 
たる ものであります から •今後 大に® 發 して 泰西 
を 凌駕し、 以て 先鞭を 著け ねばな り ませね， 殊に 
軍事に 於て ほ、 常に 機先を 制する ことが 肝要で あ 
ります から、 決して 他 國の鮑 馬を 以て 甘ん ずべき 
もので ありませ ぬ、 今回の 歐 洲大戰 に 於け る 勝敗 
の 跡を 見ます るに •一面に ほ 物資の 供給 經濟 力の 
ffi 劣に 依る 所の 多い のは 勿論であります が、 又 一 
面に ほ 兵器の 良否と 技術の 巧拙に 關 する 事が 甚だ 
多い のであります •乃ち 其の 兵器の 改良と 技術の 
進步は • 專 ら其 S 局に 當る 者の 熟 心なる 研究に 依 
らね ばなら ぬと 同時に、 又 大技 術 員の數 に關 係す 
るので あります， 殊に 歐米 列强に 於け るが 如き 完 
全なる 兵器工場を 民間に 有せざる 我 W に 於き まし 

ては、大に民設エ場の獎勵を計るは勿論、官設エ 

場に 於ても 亦一曆 多數の 技術 負を 要する ので あり 

ますから、 兵器の 改良と 技術の 進 ルを 期せん とす 

るに ほ、 必ず 先づ 工場 設立の 獎勵と 技術 員の 養成 

とを 急務と せねば なり ませぬ •故に 偶々 民間に 於 

て 協秀な る 技術者が あれば、 政府は 之を 礙 遇し、 

之を 採用して、 以て 其の 奬蚴に 努めねば なります 

まい •想 ふに 當局者 ほ 已に旣 に 之れ が 方法を 講ぜ 

られつ、 あるを 信じて 疑 ひません けれども、 冀く 

は尙 益々 意を 茲に 致されたい のであります。 

次に 國 防に 關聯 して 文部 當 局に 對 する 希望が あり 

ます、 其れ {i 前に も 述べました 通り、 國民敎 育に 


於いて 人物の •猫 成に 重きを ffic き、 小學兒 蜇 を 始め 
とし •全國 一般の 學校敎 育に 於て •必ず 此の 忠君 
報國孝 娣信蕺 の敎を 第一と し •上は 皇室に 對し 
て 身命を 捧げ 奉る ほ 勿 slfil •苟も 日本 國民 たるの 本 
分を or 迓して 、國 家の爲 に盡す 所の 人物を 養成す 
る iji が 焦眉の急 務で ありまして、 幼少ょりの 敎育 
は 先人 主と なる ものであります から、 殊に 大切な 
る 事であります， 今回の 歐 洲大硪 に 於て ほ 武器の 
進步が 著しくして •機械と 言 ふ 事が 專ら になつ て 
居る やうであります が、 供し 武器 ばかり ® ら進步 
しても •其の 根源 ほ 人物に 在ります から、 國防上 
に 就いても 人物 ほ 第一で、 此の 人物を 養成す る 事 
は 武器 以上に !]) •• 要であります、 何う か 文部 當局者 
は 特に 此の點 に 充分の 御 注 M あつて、 敎育上 の改 
善を 計られん ことを 切望に 堪へな いのであります 
それから 現今の 體操科 並に 體 育法に 於て ら 
西洋の ものを 採用して 居る やうであります、 其れ 
も洵 に結播 であります が>  併 し 私の 闍む所 に if 育 
上に も實用 上に も 共に 有効なる 種類の ものを 選定 
せられたい のであります、 即ち 普通 體操の 外に 射 
的を させる とか、 練兵を させる とか、 其の 他 種々 
ありませ う， 尤も此 練兵は 小學 校に 於て 木 銃を 用 
ひ、 中等 學校 以上に 於て： 班 銃を 用 ひて 居る 所 も あ 
る さう であります けれども、 官公 立學 校は 勿論、 
私立 學校に 至る 迄 全般に 實行 する やうに ありたい 
のであります、 尙此の 外 私の 希望す る 所、 小學兒 
童ょ 〇 して 一般 學牛 -に熔 诹 の 練習を 積ませた いの 
であります、 日露戰 役に 於て擲 1 SS 爲 めに 我 兵の 
惱ま された る 經驗ほ 今尙 新しい 事で ありまず が、 
今回の 歐 洲大哦 にも 此の 阚嬋が 非常に 用 ひられて 
亜米利加 軍な どは 之を 以て 偉大なる 功を 奏した こ 
とほ 多々 あつた やうに 聞いて 居ります から、 平常 
之を 練習して 置く ことは， 軍事上は 勿論 體育上 に 
も 極めて 大切な 事であります" さう して 其の 練習 
に 於て ほ、 獨〇 右手に て擲げ るの みで なく、 左手 
にても 之を 觥げる やうに 練習を 積む ことほ 體育上 
必要であります、 斯る 練習を 積んで H きます と， 
一朝 有事の 際に 國民軍 を 出しても‘ 充分に 峨鬪力 
が あらう と 思 ふので あります。 

次に 射的であります が、 之れ も 一般 學 生に 練習 さ 
せたいので あります、 獨り學 生の みで なく、 全國 
自治 團 !§ の靑 年に 練習 させて 阖きた いので ありま 


すから， 文部 當局 のみならず、 内務 當局 にも 關係 
する 事で あり ゾ F1. 又 小銃 彈藥を 要します から 陸軍 
常 局に も關聯 する のであります が、 現今 學生 間に 
は 庭球と か 野球と か 言 ふ遊戲 が 盛に 行 はれて ■或 
は 谷 S ハ 校の 間に對 校 競技と なり、 或 ほ 谷刚踏 若く 
は 海外に 向 つても 競技を 試み， 更に 徒 步競爭 其の 
他 谷 種の 運動 競技が 世界的に 行は れつつ ある 今日 
に 於て •未だ 射的の みが 閑却せられ て 居る のは 何 
う 言 ふ譯 であり ませう か、 勿論 此等の 競技は •體 
育 上 有利た る ほ 申す 迄 もありません が 、體 育と 相 
俟つて 一朝 事 あるに 際し 國 防の 爲め にも M も 有効 
なる は 射的であります、 さう し ' C 此の 射的の 練習 
は、 必ずしも 他の 競技に 於け るが 如く 選手を 作る 
のが 目的でありません から、 射的の 名人を 作る と 
言 ふょりも、 國民 一般を して 射擊 法に SII ら さしめ 
て ffl くこと を 希薄す るので あります， 之れ が © め 
には ® 民 共 M 射的場を 谷府縣 郡 m 町村に 設 くる 事 
が 必要であります、 勿論 之は 政府からで なく •民 
間に 於て 設けねば ならぬ の V あります が、 併し 民 
間の 自® に 侍つ 5¢ ほ 甚だ 遠い 間 題で あらう と 思 ひ 
ますから 何う しても 初め (i 政府の 獎勵に 依つて* 
政府から 其の 手本を 示されなければ 充分で ある ま 
いと 考 へます、 本員は 明治 四 ?/ r 年の 頃ょり 此の 事 
に 就いて， 時の 大久 保內務 卿に 建白した 事が あり 
ますが、 直に 之れ が實 行は であると 言 ふ 事で 
延期にな つて 居りました が、 十 年の 役 後 始めて 共 
同 射的 會 社の 設立を 許されて 向 ヶ岡に 設けました 
さう して 全國 一般の 各府縣 にも 及ぼしたい と 言 ふ 
內務 卿の 目的で ありました が、 此の 目的 ほ 遂に 達 
する 事が 出来な かつた のであります、 現に 今大森 
にある 射的場は 向 ヶ岡から 移した ものであります 
それ t 今後 國民 共同 射的場が 全 H 各地に 出来る や 
うにな れば 、小銃 蹦藥に 不足を 生じは しない かと 
考 へます から、 陸軍 當局に 於き ましては •此 等の 
射的場に 對し 極めて 廉悄 で彈 藥を拂 下げる とか、 
銃 ほ 無料で 貸 下げる とか 致されたい のであります 
勿論 監督 も 必要になる ことは rll す 迄 もあります ま 
い、 然るに 成るべく 彈藥 等の 消耗 Iw. を 要せず して 
射的の 練習が W 來れぱ •丁度 大弓 場の やうに 少額 
の 人 費で 濟ます 事が 出 來ま すから、 私は 及ばず な 
がら 此の 點に 就て 多年 研究を 致しまして 稍 得た る 
所が ございます が、 陸軍 當 局に 於て 尙之れ が 研究 
六 八 九 
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を 砲兵 工廠に 命じられたなら、 本 負の 研究よりも 
一屛 良好なる ものが 出來や うと 思 ひます。 
其れからもう一つほ、學校に於て男子にほ霜謎卒 
女子に {3: 看 ^ 婦の 技術の 練習を させたい ので あり 
ます、 或學 校に ては 男子に 裁縫を 敎へた 所が 好 結 
果 であつ たと 言 ふ 事が 新聞に 見えて 居りました が 
裁縫よりも S I® の 技術を 敎へ たら、 更に 好結果で 
あらう と 思 ひます から、 男女 共に 之を 練習 させて 
匿く ことほ、 國 家の 爲め にも 宜しい と考 へます、 
之 ほ 必ずしも JK 門 的に 其の 蘊奥を 究めず とも、 應 
急手當 の n', 來る 位には 致したい もので、 平常 家庭 
に 於ても ® に 便利を 感ずる ことで あり、 且 一朝 有 
事の 際に 於て ほ •國 家の 爲 めに 非常に 役に立つ 事 

と 思 ふので あります。 

以上 陳べ ました 外に、 尙 陸軍 當 局に 對 して 希望が 

あります が、 其れ ほ 軍事上の 機密に 亘る こと も あ 

らうと 思 ひます から «[: •今 ほ 差 控へ て ! 1 きます、 又 

搀密 以外に 就ての 愚見 も 多々 あります けれども、 

今日 ほ 之れ で 止めて 置きます 、要するに 以上 陳べ 

ました 希 国は、 單に 本員 一己の 案出に 係る もので 

ありまして、 未だ 曾て 何人に も 質問した 事 もな く 

又 相談した 事 もありません から、 尙 講究の 足らぬ 

所 も ありませ う •さう して 以上の 希薙 は獨り 陸 1¢ 

當局 のみならず、 文部當 局 並 tc. 內務當 局に も大に 

關聯 する のであります から、 何う か 充分 御秘究 の 

上、 一一 家 百年の 大計より 打算し •常を® とし 變を 

常と する の 用意を 以て、 此筘 望を 袢れら れんこと 

を 切に 願つ て ® きます。 

尙 終りに 臨んで 本員が 政府に 對 する豫 ねての 希 a 

を 一言 開陳して 問 きます が、 苟も 上 陛下の 御 親 

住 を 罪う して 內閣を 組織した る 政府が、 下國 民の 

興 薙を荷 ひて 輔弼の 大任を 金う し. 國家 百年の 大 

計を 立てて 其の 所信を 斷行せ んと する に當り まし 

て、 其の 內閣 の ® 命が 僅に 一年 や 二 年の 短日月で 

は、 到底 所信の 一端 さへ 實 行す るの 暇が あるまい 

と 思 ひます から、 施政 ヒー內 閣に十 年内 外の 歳月 

を與 ふること' か 必要で あらう と考 へます， 然るに 

若し 無 fig 內 M が ありと して 十 年の P 命を 保つ より 

も、 假令短 命な りと も治續 の 見るべき もの ある 內 

閣の 方が 遙に 挺つ て 居る ことは 申す 迄 も ありませ 

んが ，唯 私の® ふろ 所は 外 國の實 例に も、 政權串 

恋に 急なる 黨販 が、 其の黨 利に專 らな るが 爲め、 


動もすれば •国家的 锛神を 失 ひ， 政府を 扶 けて 國 
家の 爲め に治拔 を 射げ しむる と 云 ふ 方針に /Ji でず 
して、 却つて 針 小の 過失 棒大に 攻繫し >  速 に政莳 
を 倒して 自黨を 以て 之に 代らん とする 弊 ® •が あつ 
たやう であります が、 之れ が 爲めに 內閣ほ 交 迭に 
交迭を W ねて、 其の 交迭 毎に 施政の 方針を も 0» :ず 
ると 云 ふ 有 樣でほ 、丁度 沙漠を 步 くのと 同じて、 

二 足 進んでも j 足後戾 りする と 云ふ譯 で、 進んで 
ほ 戾り又 進んで {3; 戾 るので あります から、 斯う 云 
ふ有樣 では 果して 國家 百年の 大計を 全うする 事が 
出来 ませう か、 固ょり 彼の 長を 採り 我の 短を 補 ふ' 
こと ! 3; 良い 11J であります が、 動 も すれ ほ 我 國體と 
云 ふ 事を 忘れます から、 何う か 國體を 忘れず して 
歐米 の說を 折衷す る ことを 誤らない やうに 深く 注 
意せ ねばな り ませぬ、 其れで 私の 希望と 致し まし 
て ほ. 我國の 內閣ほ 政 戴 內閣で も 聯立 內閣で も 何 
內閣 でも 宜しい が， 其の 閣員の 精神が 唯 內閣の 維 
持 策と か、 若く は 黛 略 黨利 とかに 傾かず して、 一 
に國 家の 利害 休戚と 終始し， 身を 以て 報 効の® を 
攀ぐ ベく 一致した る 内閣で ありたい と 言 ふので あ 
ります* 之を 國 防の 上に 比較し ましても、 國 防が 
充寶 して 居れば 一點の 隙 もありません から >  其處 
に 平和が 保障せられ るのと 同樣 で、 如何なる 內閣 
でも 一點の 私心な く、 眞に國 家の 爲めに 全力を 盡 
すべく 閣員 I 致して W 勵し たなら ば、 其の 內閣の 
堅牢 無比なる ほ 勿論 上は 陛下の 御 信任に 對し奉 
り、 下は 國民 の興韹 を 金う する 所以であります、 
斯くて 十年一日の 如く， « に 至誠を 捧げて 輔蹢の 
大任を 盡し 、以て 良好なる 治績を 擧 ぐる ことは、 
國 運の 發達 上は 勿論、 國 防の 充實に 於け る 根本の 

要用であります。 

以上 申 述べました 所の 希留に K つて、 陸海 軍費に 

對 する 賛成の 理由 ほ •充分に 御 諒解 下された 事と 

存じます。 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 採決を 致します、 兩案 

全部 委員長の 報告に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多 ® 

0剮_ 長 (侯爵 黑田長 成 君〕 過半 數と 認めます、 次 

の 議事 日程は、 あとより 御 通知に 及びます、 本日は 

是 にて 散會。 

午前 十 時 四十 六 分散 會 


0 大正 八 年 — 月 十 月曜日〕 

午前 十 時 六 分 開議 
議事 日程 第九號 
第一 今 井 五介 君 ii 暇の 件 
第 二 請願 委員長 報告 

第三 第一 回 圉勢 調査 施行に 要する 迪方経 要國 

1$ 支 ^ に ^ する 法 ® 案 (郝麵 第 

一讀會  ： r?:.i 

第四會 計檢廣 法 i£ 改正 fti 襲  一 Bly 

第 I IS 會の績 ii J 長) 

第五 絜法發 布 三十 年紀念 祝賀 上奏 案 會議 

へ 委員長) 

@ 吿) 

第 六 大正 六 年 法律 第 六號 軍人恩給 法 附則 改正 
の讅 願會議 

第 七 軍人恩給 法 中 改正の 誘 願會議 
第 八 日本 住 血 吸 蟲病豫 防 撲滅 専業 費 国庫 補助 
の 讅 願會議 

0 副 Si 長 (侯捋 黑田長 成 君〕 是 より 諸般の 報吿を 致 
させます。 

〔長 谷川 書記官 朗讀〕 

一昨 八日 本院に 於 C 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號) 
臨時 軍事費 豫：鼻 追加 案 (第二 號〕 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

會計檢 査院法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  伯爵 小 笠 原 長 幹 君 
副 委員長  子爵 牧野 忠篤君 
憲法 發布 三十 年 記念 祝賀 上奏 案 起草 特別委 員會 
委員長  侯 I 川 賴倫君 
副 委員長  伯爵 松 浦  厚 君 
同日 特別 委員長より 左の 報 S 書を 提出せ り 
會計檢 査院法 中 改正 法律案 可決 報吿書 
憲法 發布 三十 年 記念 祝賀 上奏 案 起草 報告書 
同日 第三 部に 於て 豫算 委員 伯爵 奧 平昌恭 君の 補闕 
選擧を 行 ひしに 其の 結果 高 崎 親 章君當 選せ り 
同日 豫算 委員長より 分科 擔當 委員を 左の 如く 決定 
せる 旨の 報告書を 提出せ り 

第二 分科 擔當  高 崎 親 章 君 
0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 是 より 會議を 開きます 


一昨 八日 今 井 五介 君 海外旅行に W き ::' ; L. ;a i4 を 群； id 
いたされた き 旨屮出 でられました、 ,； r 可を 致して ui 
異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ老 あ 0 〕 

〇 副 謹 長 (侯 斿黑田 長 成 君) 挝異 ^ ない と ^ めます 
M きまして は 第 九 部に 於て lit 補闕選 母を 行は れむこ 
とを §3 みます'' 

0 副 il 長 C 侯 時 黑田長 成 君〕 是 ょり 本日の 葯取日 程 
に 移ります、 第一 今 井 五介 君 請暇の 件、 今 井 fi 海外 
旅行に 付き 明 後 十二 日ょり 會期 中の 請暇で ございま 
す、 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 翳な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C 侯爵 黑田長 成 封〕 御異蕺 ない と Is めます 
〇 副議長 (侯苘 黑田長 成 君〕 第二、 詰 願 委員長 報哲 
〔伯 樹小笠 原 長 幹 君 演擠に 登る〕 

〇 伯爵 小 笠 原 長 幹 君 詔 願委 の 御 報 i!f を 申 上げ 
ます、 正副 委員長の 選槊 、分科の 決定 及 分科 擔當员 
の 選定、 谷 分科 主査の 選 擧は 何れも 一月. 二十 一日に 
行 はれました. 而して 之に 關 する 詳細なる ことは、 
旣に _ 報を 以て 御 承知と 杯 じまして •玆 には 省略い 
たします>委員會ほ二冏、分科會は六囬開きました 
文 S 表の 報齿が 三回、 委員 ir の 特別 報吿が 一回， rA! 
願 W の 受領 件數百 三十 件、 二百 十九 通、 同じく 連 遇 
人名 數が八 千 四百 四十 二 名、 審査の 經過及 結果を 申 
上げます と、 百 十四 件、 百 八十 七 通の 中で 院議に 付 
すべし と箭 決いた しました ものが 五十 五 件， 九十 二 
通、 院 翳に 付す るを 要せず と 11 決いた しました もの 
が、 二 件、 四 通 ございます、 辨赉 未了の ものが 五十 
七 件、 九十 一通、 尙ほ 請願 文* 表に 掲載いた しませ 
ぬ 件數が 十六 件、 三十 二通で ございます、 以上 1* 去 
る 二 月 八日 午後 四時 締切で ございます 、右を 以て 報 
吿を 終ります。 

〇 副議長 (侯爵 黑 m 長 成 君〕 第三、 第一 回國勢 調査 
施行に 要する 地方 經费國 庫 支 辨に關 する 法律案、 政 
府提 m 衆 翳院送 付 ■第 一 讀 曾、 通牒 文の 朗 la は 省略 
いたして 御 異存 ございませぬ か。 

【「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 c 侯爵 黑田長 成 君〕 御 異譟な いと 認めます 
〔左の議案は朗_を經さるも參照のため玆に 
載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

第一 回國 勢調赉 施行に 要ず る 地方 經費國 _ 支 辨 
に關 する 法 W 案 


院族贵 锊讓國 帝 回一 十四 第 


右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇闪て 戤院法 第五 
十四胳に依〇及绘付候也 
大 正 八 年 二月 六日 

衆 誘 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 辟 德川家 達 殿 
第一 回國勢 施行 二 要 スル 地方 純 費國庫 支辨 
-1 關ス >1- 法律案 

第一 回 國勢 調査 施行 ノ爲 市區町 村-一 於テ耍 スル 經 
s  -I 充テシ ムル 爲國庫 ハ 百 五十 五 萬 五 千 四百 八十 
八圆ヲ 限 リ之ヲ 道府縣 -1 交付ス 
前項/規定-一依 リ交付 スル 金 gfl ノ割合 ハ 內閣總 理 
大臣 之 ヲ定ム 

〔政府 委員 横 田 千 之 助 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 娄兵 e 傾 田 千 之 m 君) 唯今 議題に 上りました 

第一 囬國勢 調 夜 施行に 要する 地方 經费 ® 庫 支 辨に關 

する 法律案は 明治 三十 五 年 法律 第 四十 九號阈 勢 調査 

に關 する 法 钳 第二 條の 規定に 依りまして‘ 國勢 調査 

の經 gs ii 國 所 地方 兩方に 於て 分擔 する 规定 になつ て 

居 つたので あります るが、 特に 第一 回の 國勢 調査に 

限りまして 百 五十 五 3S 五 千 有餘 圓國 _ のみに 於て 負 

擔す ると 1K ふ® 味に 於て 本案 提案の 必要を 生じた も 

のであります •宜しく 御 審議の 上 御 表決を 希望いた 

します。 

〇 副 誘 長 侯爵 黑 ©長 成 君) 別に 御 質問 もない と認 

めます から 特別委 員の 氏名を 御 報 ffi- に 及びます。 

〔成 翻 Is 記 官朗韌 〕 

第一 回國勢 調査 施行に 要する 地方 經费國 庳支辨 に 

關する 法律案 特別委 員 


子爵® 本 武憲君 

阪本釤 之 助 君 

岡 田 文 次 君 

鎌 田榮吉 君 


们 肘 柳 澤保思 君 

男 tff 黑田長 和 岩 

菅原 通 敬 君 

石橋 謹 二君 

二階 堂三郞 左 衞門君 

0 副議長 C 侯胳黑 田 長 成 君〕 第 四、 會計檢 査院法 中 

改正 法 fit 案、 政府 提出、 衆 謎院 送付、 第一 SS 會の綏 

委員長 報冉。 

r 左の 報冉 書は 朗 sa を經 さる も參照 のた め玆 

に 載 錄 1- 以下 之に M ふ〕 

會 計檢夼 院 法 ' I' 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 

大正 八 年 二 月 八日 

右 特別委 員 長 伯 前 小 笠 原 長 幹 


a 族 院議 丧公斿 德川家 達 殿 
〔伯 防 小 笠 原 長 幹 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 小 笠 1!?: 長 幹 君 委員 會に御 託しに なりました 
會計檢 査院法 中 改正 法 S 案の 經 過と 其 結果と を 報告 
いたします* 委 M 會は 去る 二 月 八日 開きまして 愼重 
なる 薄 翳を S: ね、 副 檢诳； ？r の 配置、 現行法 施行 以前の 
定員 等の 比較 等を 十分に 質問を 試み、 政府の 意 響の 
在る 所 も 確め て 能く 說明を 承りました、 本案は 現行 
法 第二 條を改 正す る ことに 依つ て、 現在の 副 檢査官 
專任 十四 名を 三 名 瓶し まして •萬 任 十七 名に しやう 
と 云ふ改 JH 法 _案で ございます、 院長 官房 第一 部 第 
二 課、 第二 部 第一 i 課に 谷 一名の® 任 副檢 査宮 を％ M 
したい、 さう すると 院長 官房に 一名孩 任 副 檢査官 が 
居る ことにな つて* 由と して 檢荼 方法の 調査に 常ら 
しめ， 各部# 課に 谷 二 名 苑の專 任 副 檢査官 を 置く こ 
とに なつて •一名 ほ 重 もに 出張 檢査 に從 事し •他の 
一名 (3; 主として 内に 留 つて 院內の 事務を 見る ことが 
川 來るや うになる ので ございます、 之に 0C つて 繁劇 
を 加へ た 事務の 進涉を 期す る ことが m 來 • !!. つ是で 
檢査の 周到 改善を 阏る ことが 出来る と 云 ふこと であ 
〇 ます， 尙ほ是 は 問題外であります が、 之と 同時に 
屬： 2 D 二十 名を 佾 M する 考で あると 云 ふ 事であります 
右 樣の次 第であります から、 委員 會では 何等の 翳 論 
なく 全會 一 致 原案を 可決いた しました、 本案 {3: 明瞭 
PL つ簡 M なる 案で ございます から* どうぞ IR 會を省 
略せられ まして、 原案 通り 可決 あらむ ことを 希望い 
たします。 

〔阪 本釤之 助君發 言の 許可を 求む〕 

0 子爵 牧野 忠篤君 賛成り 
〇 子 爵靑木 信 光 君 賛成。 

〇阪本 釤之助 君 御 質疑いた したう ございます、 三 

名の 副檢 查官を 增 M すると 云 ふ 法案の やうで ありま 

すが、 唯今 御報吿 中に 御言 葉が ありました が、 最初 

會計檢 査院 法を 設けられた 常時の 定員から， 其 以後 

何回咐 加いた されました のであります か、 若し 旣に 

それが あつたと すれば 最初 定められた 定員から， ど 

れ程增 加に なつて、 今度 尙ほ三 名の 增加 をす ると 云 

ふこと になつ たかと 云 ふこと を 御調べ になつ て 思り 

ます •ならば 拜聽 いたしたい のであります。 

〇们爵 小 笠 原 長 幹 君 委員 會では それは 問題に なり 

ませぬ で、 唯此 前の 改正 以前には 十六 名であった の 

が、 行政 整理で 十四 名に 減つ たこと だけし か 娘り ま 


せぬ でございます。 

〇阪 木釤之 助君然 らば 政府 委員ょり 御 答を 願 ひま 
す 0 

I: 政府裘 員 馬場 鍈一君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (馬場 鍈一 君〕 御 答を 申 上げます が 會計 
檢査院 の 副 檢査官 の 定員は 數回佾 減いた して 居り ま 
す、 最も 多く 置きました 時は 日淸戰 争の 後で ありま 
して、 三十 四 名 程 置いて あつた ことがある ので あり 
ます， 其後數 回 行政 整理の 結果と 致して， 減つ て 參 
りまして-最近の 行政 整理に 依りまして 十四 名に 減 
じて 居る のであります、 それに 今回 三名增 員を 致す 
のであります。 

0 阪本釤 之 助 君もぅ 一應伺 ひます が、 日淸 戰爭以 
前 三十 名 以上 ありました ものが、 十四 名に 減つ た、 
然るに 即ち 政府の 歳 1+ 狀况を 見ます ると， 近頃 非常 
な 膨脹でありまして、 なか < 日淸 戰爭 時分の 縛 濟 
で ほない のであります、 而 かも 他の官 衙に 於て ほ 近 
頃 非常に 定 M を增 しつ V ある にも拘らず、 此 尨大な 
る會計 檢査を 僅か 三 名の 增 員で 差 支ない と 云 ふ 御 確 
信が あつて、 將 來御增 員の 必要は ないで あります か 
其邊を 伺 ひたい。 

〔政府 委員 馬場 鍈一君 演壇に 登る〕 

0 政府 委負 (馬場 鍈一 君〕 會計檢 査院の 定員が 現在 
の狀况 になつ て 居ります の ほ、 主として 大正 M 年の 
行政 整理に 於て 檢査院 法律の 改正、 勿論 兩院を 通過 
いたして 現在の 如くに 減じて 居る のであります >  歳 
計の 膨脹は 固ょり 年々 御 承知の 如く 殖えて 居ります 
が、 今日の 狀況に 於て は 此 定員を 以て 會計檢 査の事 
務を 處理 して 行く に 差 支ない と 云 ふことは 檢査院 と 
政府と 能く 協議を 遂げました 上で 實行 する 次第で あ 
〇 ます、 故に 特に 狀 况の變 化の ない 限りは 此 定員を 
以て 會計 檢査院 に 於て は 會 計檢查 事務を 差 支な く 施 
行して 行ける と 云 ふ 提案に 基いて 政府が 同意いた し 
まして、 今回 提出に 相 成つ た 次第で ございます。 

0 伯爵 柳 原義 光君讀 會辑略 に 賛成いた します。 

〇 伯爵 大木 遠吉君 1 S 會省略 に 賛成いた します。 

0 伯 博® ffi 小路 通 房 君 賛成。 

0 伯爵 廣澤金 次 郎君 賛成し 
0 男爵 石黑忠 蒽君 賛成 I 
0 伯爵 松 平賴壽 君 賛成。 

0 侯® 德川賴 倫 君 賛成り 
0 伯爵 副 島 道 正 君 賛成、 


〇伯爵 松 本 宗謹君 賛成。 

〇 平 山 成 信 君 賛成。 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 小 笠 原 伯爵の 讀會 省略 
の 励 翳に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 副® 長 (侯爵 黑田長 成 君〕 三分の 二 以上と 認め ま 
す、 委員長の 報吿 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 認めます 
0 副 識長 (侯爵 黑田長 成 君〕 第五、 憲法 發布 三十 年 
記念 祝賀 上奏 案， 會議 、委員長 報告。 

憲法 發布 三十 年 記念 視賀 卜奏案 
右 別紙の 通 起草せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 二 月 八日 

右 特別 委員長 

侯爵 德川賴 倫 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
貴族院 議長 臣德川 家 達 誠 恐 誠 惶謹テ 
叡 娶 文武 天皇陛下 -I 奏 ス伏シ テ 惟 ル- 1 
先帝 仁 聖ノ德 ヲ以テ 世局 ノ進 運-一 鑑ミ タマ ヒ我力 
臣民 ノ康 福ヲ咐 進シ其 ノ懿德 良能 ヲ發達 セシ ，メ又 
其/翼賛-一依 リ帝 _ ノ 丕基ヲ 永久-一 鞏固-ー スル ノ 
敷 旨ヲ以 テ 帝國 憲法 ヲ 制定シ 朝野 和氣藹 藹ノ中 
-- 之ヲ發 布シタ マ ヘリ 
謹 テ案ス ル, 一 我 力 
皇祖 

皇宗 國ヲ肇 メ基ヲ 建 テ タマ ヒシ 以降 
列 聖其ノ 緖ヲ 攒キ國 家 統治 ノ天 職 V 盡サ セラ レ 王 
道ヲ本 トシ 覇術 ヲ斥ヶ 君民 ノ關係 常-一 親密-ー シテ 
義ハ則 チ 君臣 情 ハ 則 チ 父子 ノ如 ク以 テ萬國 無比 ノ 
固 體ヲ成 ス其ノ 由來ス ル 所 誠-一久 遠ナリ 憲法 ノ條 
章 ハ 歐洲諸 國ノ成 例- 1 參酌 セラ ルル 所 アリ ト雖其 
ノ瑚義 -I 於 テ ハ 前烈ヲ 追ヒ懿 訓ヲ 弘メ 臣民 遵田ノ 
.道 ヲ示シ タマ ヒシ モノ ナリ 古來ノ 美風 良俗 ハ是二 
由リテ 益々 宣明 セラ レ大 -1 其/光華 ヲ發 スル-一至 

レリ 

陛下 

先帝 ノ潰 範ヲ 紹述シ タマ ヒ 前後 三十 年其ノ 間 © 々 
國家內 外 ノ多艱 -1 遭遇 セ シモ 憲法 ノ 運用 順調-一進 
ミ其ノ 効果煥 然トシ テ觀 ルへ キ モノ アリ 綱紀 益々 
張 リ庶績 維 レ il マル 臣等 益々 隳勵 努力 各 其ノ 本分 
ヲ S シテ以 テ 隆治ノ 萬 ー ニ碑 補 セム コト ヲ期ス H 


會 計檢布 ：院法 中 改正 法律案 第一 1 S 會の結  憲法 發布 三十 年 ffi 念 視賀 上奏 案 


六 九 


院族 資會_ 帝 回一 •十四 第 


大正 六 年 法律 第 六毁班 人 恩給 法 附則 改正の 請願 _  I  _  _ 六 九 二 

ぬければ 御 ？? 成の 上 直ちに 可決 あらむ ことを 希望い 


- 一恭ク 

皇 M ノ礙 渥ヲ 謝シ 

寶祚ノ 無窮 

锻裔 ノ SS 歳 ヲ祈 y 奉 ル 

〔侯爵 德川賴 倫 君演甩 に 登る〕 

0 侯爵 德川賴 倫 君 去る 七日の 本 f^r 議に 於き まして 
御 委託に なりました 1? 法發布 三十 年 記念 祝賀 上奏 案 
の委员 會は翌 八日に 委員 會を 開きまして 正副 裘員長 
の 互選を 行 ひまして、 愤重 熟議を 重ねまして 起草を 
致しました •唯今 其 之を 朗讀 いたします。 

K 族 院議 長 E 德川家 達 誠 恐誠惯 謹 テ 
叡聖 文武 天皇陛下-! 奏ス 伏シテ 惟 ル — 

先帝 仁 聖ノ德 ヲ以テ 世局 ノ進 連- 1 鑑ミ タマ ヒ我力 
臣民/ 康 福ヲ佾 進シ 其/ 懿德 良能 ヲ發達 セ シメ 又 

其ノ m 資 = 佐リ帝 國ノ 丕基ヲ 永久 — 愛 固 -I ス ルノ 

額 旨ソ以 テ帝國 憲法 ヲ制 定シ 朝野 和氣藹 m  ノ中 

-- 之 ヲ發布 シタマ ヘリ 

謹 テ 案 スル-一 我 力 

皇祖 

S 宗國ヲ 叢メ 基ヲ建 テ タマ ヒシ 以降 

列聖其 ノ緒ヲ 緻キ國 家 統治 ノ天職 ヲ盡サ セラ レ 王 

道ヲ木 トシ 翻 術 ヲ斥ケ 君民 ノ關係 常 二 親密-ー シテ 

義ハ則 チ 君！ £ 情 ハ 則 チ 父子 ノ如ク 以テ 萬國無 比ノ 

國體 ヲ成ス 其 ノ由來 スル 所 誠- 1 久遠 ナリ 憲法 ノ條 

章 ハ 歐洲諸 國ノ成 例-一 參酌セ ラル ル 所 アリ ト雖其 

ノ理義 -I 於 テ ハ 前烈 ヲ追ヒ 懿 訓ヲ弘 メ 臣民 51 由 ノ 

道ヲ 示シ タマ ヒシ モノ ナリ 古來ノ 美風 良俗 ハ是二 

由 y テ 益々 宣明セ ラレ 大 -1 其ノ光 華ヲ發 スル- 1 至 

レリ 

陛下 

先帝 ノ ia 聢ヲ 紹述シ タマ ヒ 前後 三十 年其ノ 間®々 

國家內 外 ノ多艱 二 遭遇 セ シモ 憲法 ノ運用 順調- 一 進 

ミ其ノ 効果 煥然ト ン テ 翻 ルへ キモノ アリ 綱紀 益々 

張 リ庶樹 維 レ® マル 臣等 益々 舊勵 努力 谷 其ノ 本分 

ヲ盡シ テ 以テ隆 治 ノ萬 一-一 裨補セ ム コト ヲ 期ス玆 

二恭ク 

皇恩ノ 礙 渥ヲ謝 シ 

寶祚 /無窮 

聖薛ノ 萬 歳ヲ祈 リ窣ル 

前例に 依りまして もぅ 一度 朗讀 いたします 

〔再 ひ朗 la 〕 

斯の 如き 文で & りまして、 どぅぞ 御異 翳が ありませ 


たします。 

〇 副議長 (侯爵 里 i 田 長 成 君〕 委員長の 報齿に 同意の 
諸君の 起立を 請 ひます' 

總員 起立 

0 副議長 c 侯爵 黑田長 成 君〕 全 ! ir 一 致と 認めます。 
0 副議長 C 侯 辟 黑田長 成 君) 第 六、 大正 六 年 法律 第 
六號軍 人 恩給 法 附則 改正の 請願 •會議 •第 七、 軍人 
恩給 法 中 改正の 請願， 會議。 

〔左の 意見書 案 ほ 朗讀 を經 さる も參 照の ため 
玆に載 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

大正 六 年 法律 第 六號 軍人恩給 法 附則 改正の 件 
東京 府豊 多 si 郡 千 駄ヶ谷 町 士族 無職 業 多 田 保 房 
外 五十 七 名 呈出 

東京 府豊多 瞍 郡齙谷 町 退役 海軍 少將 澤良渙 外 二 
十 名 呈出 

鹿兒島 縣鹿兒 島 市長 田 町 士族 無職 業 退役 陸軍 步 
兵 大佐 桑 波 田 景堯外 三十 七 名 呈出 (二通〕 

島根 縣松江 市 石橋 平民 無職 業 陸軍 步兵 一等卒 田 
村 只 市郞外 九十 一一 名 呈出 
兵 庫 縣姬路 市北條 口 平民 無職 S3 退役 陸軍 步兵中 
佐 伊東 武外 二十 七 名 呈出 (二 通) 

愛知 縣愛知 郡 千 種 町 士族 退位 陸軍 一等 主計 石 川 
兼 吉外 十九 名 呈出 

千 葉縣 安房 郡 北條町 士族 退役 陸軍 憲兵 少佐 山 本 
政 元 外 一名 呈出 

東京 市 小石 川 區林町 平民 退役 海軍 軍 醫大監 池 田 
泰次外 十 名 呈出 

兵 庫 縣神戶 市上 三條町 商 森 波 繁外二 名呈 m 

千 葉 縣君津 郡 龜 山村 平民 農 陸軍 步兵 曹長 笈川顯 

外 十七 名 呈出 

三甭縣 多 氣郡五 ヶ谷村 平民 農 高山 傳七外 十一 名 

呈出 

東京 市 芝 區神谷 町 平民 退役 海軍 少將中 山 長 明 外 

十三 名 呈出 

岐阜 縣土岐 郡 土 岐津町 陸軍， 步兵 軍曹 佐々 木 S 太 

郞外四 名 呈出 

島根 縣能義 郡 廣觀町 士族 無職 業 陸軍 少將 熊谷宣 

篤 外 十七 名 呈出 

東京 市 神 田 區三崎 町 11 丁目 平民 敎師 退役 陸軍 騎 

兵 中尉 關菊丸 外 四十 三 名 呈出 


吏 京 府荏原 郡 品 川 町 平民 海軍 軍闻 fi 監戶塚 環海 
外 六 名 呈出 

東京 市 小石 川 K 小 日向 毫町三 丁目 士族 無職 業 退 
役 陸 班 少將小 野 安堯外 十三 名 呈出 
秋 田縣 秋 fn 市 構 山 古川 新 町豫備 役 陸軍 三等 主計 
正 矢 野钩太 郞外六 名 呈出 
兵 庫 縣明石 郡 明 石 町 陸軍 少將今 搭知勝 外 二十 名 
呈出 (II 通) 

鹿 兒島縣 姶良 郡 加 治 木 町 士族 農 木 佐 木長銪 外 二 
十七 名 呈出 

高 知 縣土佐 郡 小高 坂 村 士族 退役 陸軍 步兵 中佐 川 
口 淸俊外 二十 七 名 呈出 

神奈 川縣随 須賀市 深 田 士族 後備 役 海軍 少將長 井 
群吉外 八名呈 U1 

埼玉縣 北 足 立 郡 浦 和 町 海軍 中佐 佐久間 秀三郞 外 
五名 呈出 

山 口縣玖 珂郡麻 里 布 村 陸軍 中將 佐々 木 直 外 十一 
名 呈出 

東京 市 赤坂區 擾阪町 後備 役 陸軍 步兵 少尉 市川淸 
行 外 六十 五名 呈出 (二 通〕 

東京 市 芝區三 田 小山 町 平民 陸軍 三等 主計 三 立 宇 
平 外 二 十四 名 呈出 

東京 市 麻布 區笄町 平民 退役 海軍 中將松 永雄樹 外 
三十 五名 呈出 C 三 通〕 

愛媛 縣松山 市 大字 紙屋 町 平民 加 藤梁箠 外 三名呈 
出 

宮崎縣 西 臼 杵郡高 千 ■村 農 甲斐 國愛外 十一 一名 呈 
出 

東京 市 四 谷 區寺町 士族 退役 陸軍 H 兵 中佐 平 井 直 
外 三十 三 名 呈出 

香 川縣丸 龜市北 平 山 町 士族 無職 業 村 岡 五 萬 治 外 
二 十一 名 呈出 CM 通〕 

宮城 縣 仙 * 市 北 一番 町 平民 無職 業 退役 陸軍 少將 
小 泉 策 郞外百 四十 八 名 呈出 
東京 府北甍 島 郡 高 田 村 平民 伊崎 良 ®! 外 二 百 四十 
四 名 呈出 (一: 十七 通〕 

埼玉縣 北 足 立 郡大宮 町 無職 紫 後備 役 陸軍 砲兵 少 
佐 後藤 欽外 十二 名 呈出 (二通) 

群 馬 縣高崎 市 龍 見 町 平民 醫師 退役 陸軍 一等 軍醫 
岩 本 福 四郞外 三十 三 名 呈出 (二 通) 

岐阜 縣大煩 市 大字 郭町 士族 無職 業 退役 陸軍 少將 
可 兒春琳 外 十 名 呈出 


神 奈川縣 足 柄 下 郡 小 田 3町後拗 {2 陸ポ_ )|( 兵中 
佐 川 添 K f? 外 四 名 呈出 

東 M 府 馊多瞍 郡 篮谷町 退. iv r'.t . ^ y K K 落 合泰 »K 
外 十六 名 呈出 

靜岡 縣靜岡 市 3' 益 深 町 1 1 丁  H 平 K 無 瞼 ^ 退役 睦 

3i 步兵屮 尉 堀 西 K 擇外九 名 呈出 

石 川縣 金澤市 玄蕃町 一番 丁 士族 無職 菜 退役 阼：ル 

步兵 大佐 鈴 木 常武外 八十 二 名 呈出 

PJ 岡縣 京都 郡 避津村 退役 陸 jrl 步兵 少佐 K fig M 生 

外 四 名 呈出 

束 京 府煺 多蹈郡 落 合 村陸眾 一等 軍 骹正長 尾收一 
外 二 名 呈出 

鹿兒島 縣薩蹈 郡 鹋田村 農 朝 隈平治 外 一名 呈出 
東京 府豊 多聪郡 戸塚 町 士族 退役 陸軍 步捽屮 佐 水 
野 勝太郎 外 四 名 呈出 

東京 府盟多 糜郡中 野 町 後備 役 陸： 車 工兵 中佐 樱井 
明規外 一名 呈出 

岡山縣 苫田郡 潍 山 町 平民 無 g 業陸眾 步兵 少佐 中 
山默識 外 四十 一名 呈出 (二通) 

51 崎縣東 臼杵郡 伊形 村 平民 無 1 § 梁 藤 EII 怜外 十一 
名 呈出 

鹿 ！; -11 島縣 肝豳郡 新 城 村 士族 退役 陸 車 患 兵大侃 打 
越 省 三 外 十九 名 呈出 

長 崎 縣佐世 保 市 淸水町 平民 退役 海： 虫 中尉 福 本 虎 
之 肋 外 六十 E: 名 呈出 (二通〕 

大阪市 東 區和泉 町 二 丁目 退役 陸軍 憲兵 少佐 菊 地 
傳三外 二 名 呈出 

右の 請願 ほ 大正 六 年 法® 第 六號を 以て 軍人恩給 法 
を 改正して 恩給を 受 くるの 事由 か 明治 四十 四 年 三 
月 以前に 生した ると 同年 四月 以後に 生した ると に 
依り 支給額を M にす るの 不公平を 除去せられ たる 
も尙扶 肋 料は 大正 九 年分よ 〇 退職 恩給 乂は兔 除 恩 
給は 同 十一 年分より 初めて 增加せ られ たる 全額を 
給せ らる X は 物價 暴騰せ る 今日に 於て 受領 ffll 利 者 
の甚苦 痛と する 所なる を 以て 大正 八 年 一月より 十 
二 月 迄の 分より 增 加せられ たる 全額を &• 給せ らる 
る やぅ 同 法 附則 第五 項 及第 六 項を 改正せられ たし 
との 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採擇 すへ き 
ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 
及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

设族 院議 長 公爵 徳川家 達 


院族貴 0 議國帝 回一 十四 第 


內閣 總理 大臣 原 敬 殿 
意見 S： 案 

軍人恩給 法 中 改正の 件 

秋 田縣秋 田 市 保戶 if 中 町 平民 無職 業 後備 役 陸軍 

少將高 m 木 軍 列 外三书 呈出 

大阪府 幾 能 郡 池 田 町 無職 築 後備 役 陸軍 三等 主計 

正 山路 多 喜 洽外四 名 M 出 

愛 嫒縣 伊拽郡 郡 屮町陸 雄 I1 BI 兵 大佐 喜 多 山 淡 二 

郎外 .71: 名 呈 /!} 

宫城縣 仙臺市 新 小路 平民 無！！ 業 後備 役 陸 道 步兵 
少佐 之 外 三十 名 呈出 

右の 請願は IH 人 恩給 法は 數 度の 改正を 經て殆 と 公 
平を 煜 たる も尙 明治 二 十三 年 勅令 第二 十四 號に依 
り 特に 官等を 進められた る 者に して 其の 官等に 相 

當する 恩給を 得さる は 文官 退職の 場合 若は 近来 陸 

海軍 人の 現役を 去る 場合に 於て 挺 週の 方法を 採ら 

る X に 比し 褪衡を 失する を 以て 彼此 厚 it の 差な き 

やぅ 同 法を 改正せられ たしとの 旨® にして 貴族院 

は 願意の 大體ほ 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 謅 

院法第 六十 五條に 依り 別册 及绘付 候 也 

大正 八 年月日 

讶 族院詨 長公擗 德川家 達 

內閗 總理 大臣 原 敬 殿 

〇 副 諮 長 (侯 P 黑田長 成 君〕 是 等の 請願は 請願 委員 

長の 報吿 通りで 御異誠 ありませ ぬか。 

f 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 18 めます 

0^1-..  M」：.； 成れ) 第 八、 日 木 tt 血 吸蟲病 

狡 防 撲滅 ^ 業 ？ 5 國庫補 肋の 請願、 會議。 

意見 *! 案 

日本 住 血 吸 蟲病豫 防 撲滅 事業 费 s ffl 補助の 件 

您岛 縣深安 郡 川 南 村 外 八® 村 地 万病 豫防 撲滅 

組合符理濟深安郡長熊谷詗介呈出 

右の 請願は 鹿 烏 縣深安 郡を 中心として 漸次 猖贩を 

S めむ とする 日本 住 血 吸蟲润 は ?!? に 當該地 方に 於 

ける 危害なる のみなら す 又 實に國 民 衛生上の 一大 

發姐 なる を 以て 之を 豫阽 撲滅せ むか 爲關係 諸 村に 

於て 公共 sq 合を 組 ^ したる も 地方の K 力 薄弱に し 

て 其 R 的を 達する 能 ほさる ほ K ia 憾な るに 依り 特 

に 國酿 より If.] 組合に 對し相 當の 補助を 與 へられた 

しとの 旨 趣に して 貴族院 ほ 願意の 大體ほ 採擇 すへ 

きものと 葯決致 候 H て謎院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

ft 族 院議 長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

〇 三 宅秀君 本員は 之に 付て 少しく 質問と 希望と を 
述べたい と 思 ひます が …… 

〇副 識長 (侯 踣黑田 長 成 封) 三 宅 君の 登壇を 菌みま 
す。 

0 三 宅 秀君 左程の 長い もので ありませ ぬ。 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 どうぞ こちらへ 御 出を 
願 ひます。 

〔三 宅秀 君演® に 登る〕 

0 三 宅 秀君私 は此 請願を 採摺 されます 事に ほ 同意 
の 渚であります、 併ながら 之に 付て 少し 質問を 致し 
たいこと がご ざり まする が >  姿 員 長 其 他の 委員 諸君 
に御尋 いたしまして ほ 事が 幾分 か專門 的の ことにな 
ります るから、 定めて 御迷惑 ぢやら ■うと 御 察し 致し 
ますので 當 局に 向つ て 質問を 致し、 R つ界菌 を 述べ 
たいと 存じます、 極めて 簡單な 質問であります から 
登壇いた します る 程の こと もない と 存じました ので 
あります る •當 局が 出て 居られ ませぬ か。 

〇 副 誘 長 (侯 斿 黑田歧 成 君〕 m て 居られます。 

0 三 宅 秀君此 案の 15 願が 御 採！ £ になります るまで 
の鞞 過を 承知いた します る爲 に、 速記 錄は 一通り 調 
ベて 參〇 まして ございます、 速記錄 は 一通り 調べて 
參 りました が- 此請 願の 意味の ことは 政府に 於ても 
未だ 補助を ある 手 IIH になつ て 居る や 否やと 云 ふこと 
に 付て は、 定まつ た 意見が 無い やうで ございます る 
政府の 方で 申されます るには 差當り 十二 指隈蟲 と蛔 
蟲と此 二つ に 付て は國 費を 以て ig 除の 方法を 計畫し 

て 居り、 Tij 算まで も 請求して 居る が、 此 日本 住 血 吸 

蟲と云 ふ 病に 向つ ては、 此 蟲を騮 除す る 方法に 向つ 

ては、 別段の 設備が してない、 故に 此 蟲も拽 防 撲滅 

を忽 にすべき もので ないから、 今日 18 算の耍 求して 

あります る ものを ! li-IJ いて ，此 方に 规 分か 補助す る や 

うになる と 云 ふやうな 當局の 御 答が ございました、 

是は請 願 者は 自 分の 居ります る 所の 地方 的の 考で、 

防 烏 縣の 中八简 村が 九 箇村で あります るかの 地方 人 

民から 國庫 補助を 仰いで 參つ たのであります る けれ 

ども •政府 委員の 說明 されました 如く！ go 胺 鳥縣ぱ 

かりでは ございませぬ， 近くは 山 梨縣 にも 可な 〇蔓 

つて 居ります、 其 他の 縣々 に 於ても 此病が 何時の 間 


にやら 問く 害が 擴 がりつ、 あるので & ります、 故に 
本員の 希菌 いたします る 所は 尙ほ確 めて® いて 希望 
いたした いの ほ 十二 指 B1 蟲 と蛔蟲 との 驅 除の 方 ばか 
りで なく 他の 諸縣に も此 恐るべき 病が あります るか 
ら豫 め豫算 に 計上して あります る 費用を 以て それに 
配當 する やうな 事に 爲され たいと 云ふ考 、若し それ 
で 費用が 少け れぱ追 加豫览 を 出して まで も、 此事ほ 
今少し Iis く 行は れるや うに 致したい と 云 ふ 希望を 持 
つて 居ります、 それ故に 當局に 何處 まで 御 決心が あ 
るかと 居 ふこと を 突 止めて {1 きたいので あります、 
それから lit, 問題とは 少しく 離れて 居ります る けれど 
も、 政府 姿 員が 請願 委員 ir に 於て 言明せられ て 居り 
まする が 如く、 十二 指 81 蟲と 蛔蟲 との 驅 除に 付て ほ 
當年 から 豫防 費を 豫算に 要求して ある、 確か 八 萬圓 
かの 金高 かと 存じました が、 此 十二 指陽蟲 と 蛔蟲と 
の 二つ は 日本 全國‘ …： 殆ど 日本 全 國へ擴 つて 居り ま 
して •調査を すれば する だけ 澤山 誰も 彼も此 蟲の病 
氣に 罹つ て 居る のであります ， I 向是 までは 大人に 
は 格別の 害がない やうに 思つ て 居りました ものが、 
大人と 小人と を 問は ず、 大に 十二 指 陽 蟲と蛔 蟲の爲 
にも 苦しめられて 居ります から、 さう 云 ふ 恐るべき 
病氣が 日本 全國へ 擴つて 居ります るのに、 地方 費を 
補助す る 高が餓 か 八 萬 11 で ほ 誠に 少 いのでな からう 
か、 IL つ此住 血吸蟲 病の 顒 除にまで 割いて 其 費用を 
分配し やうと； M ふこと になります ると 云 ふと. 如何 
に國庫 の 補助であります るから、 地方 費で 拂つ たも 
のの 內を國 庫が 補助す るので あります るから 少額で 
も S いと 云 はれる かも 知れ ませぬ けれども •我々 の 
考から 致します れぱ •それ 程 大切な ものなら ぱ豫算 
の 追加を 要求して まで も 行く 位な 計 ffi: が あつて 然る 
べしと 私 {3: 考へ るので あります 、それから 十二 指隄 
蟲病と 云 ふ ものは、 一た び 人間の 身 體に這 人 〇 ます 
ると， 隨分驅 除に W るので ある、 困難な もので あり 
ます、 茲に 書いて あります る 住 血 吸 蟲 病と 云 ふ もの 
は 更に 闲 _ な もので、 血の 中に 住んで あります から 
其の 血の 中に 生活して 居る 所の 蟲を驅 除す る ことは 
餘程闲 _な ものであります るから、 費用から 申し ま 
しても、 恐らく 聊かな ことで {3: 顒除鸨 防が 出来 兼ね 
る ことで あらう と 思 ふので あります、 一番 昔から 知 
れて居 〇 まする 病で-普通 申します る 蛔蟲と 云 ふ も 
のは、 昔から 子供の 病 氣のや うに 思って 居りました 
が、 是が 子供に 在る ばかりでは ございませずに、 大 


人に も擇山 ございます る、 段々 調査を 致します ると 
云 ふと、 全國に 蟇つ て 居りまして、 さう して 小學の 
兒童ほ 申す に 及ばず ©' 大人で も 谷 家庭に 就いて 調べ 
て 見ます ると、 なか  <盛ん に此蟲 が蔓つ て 居 〇 ま 
す、 此蟲は 幸に して 騮 除の 方法は 至つ て簡 B で ござ 
いまする、 騮 除の 方法は® 單 であります けれども， 
叶 蟲の 害を 氣が 付いて 早くから 調査を 爲し 、それ か 
ら驅除 すれば 驅 除した だけの 効驗が あつたと 云 ふこ 
とを ■醫 者なら 兎も角も 醫者 でな く  •唯々 一の 自分 
の 篤志なる 所から して 驅 除の 方法に 熱心に 諶した 人 
を 私は 承知いた して 居ります るが、 其 人は 外で も ご 
ざい ませぬ が、 靜岡縣 の 小 笠 郡 傾 地 村と 云 ふ 村の 村 
長 伊藤 準 作と 云 ふ 人であります、 其 人が 早くから 氣 
が 付いて さう して 或は 自費を 投じ 又 ほ 村費を 以て 經 
濟 的に此 驅 除法を 數牢實 行いた します る •其 結果と 
して 小學 校の 兒童は 成績が 良くな つた、 壯 年の 働き 
盛りの 人は、 谷々 其 家業を 勉めて •病 氣が少 くな つ 
て、 土地の 農工 業 も 大に進 む やうに 認める と 云 ふこ 
とを 前年 統計を 収つて 報告な どを された、 私共 ほ 古 
くから 之を 感心いた して 居る 次第であります •如何 
にも 篤 忠なる ことで、 それ 程の 調査を しそれ 程の 成 
緩を 擧げた と 云 ふこと を 何 處 かの 席で 揚言いた した 
と考 へて B つたので あ 〇 まする が， 政府 當 局に 於き 
ましては 豫算 にまで 蛔蟲 の驅除 費を 要求され る 位で 
あります から、 定めし 斯う 云 ふやうな 篤志の 人は 御 
承知で ある ことで ありませ う、 で 斯う 云 ふ 人間に 向 
つて ほ 厚く 國庫 から も 補助 も ございませう し* 成は 
又 表彰して 其 篤志なる 所の 行に 付て 表彰され ると 云 
ふやうな 御考 があります るか、 單り此 驅 除を 努 むる 
ばかりでなく、 驅 除に 努めた 人に 向つても ，表彰す 
る やうな 御意 見が あります る や 否やと 云 ふこと を 政 
府の當 局に 伺 ひたいので あります、 私は 此の 本案に 
付きまして ほ 固ょり 大賛 成で 通過を §! む 次第で あり 
ます」 

〔政府 委員 杉 山 四 五郎 君 演壇に 登る〕 

0 政府® 員 (杉 山 四 五郎 君) 唯今 三 宅 君ょり 問題に 
なつて 居ります る 日本 住 血 吸 蟲の國 庫 補助の 請願に 
關 しまして 三點 に亘 つての 御 質問が あり、 又當 局に 
取りまして は 頗る 心を 强く 致します る 意味に 於け る 
御 希望を 拜承 いたしました 先づ 劈頭に 於き まして， 
日本 住 血 吸蟲殊 に 恐るべき 十二 指 81 蟲及蛔 蟲の驅 除 
の 問題が、 此 神聖なる 議場に 論 譏 せらる、 に 至り ま 
六 九 三 
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したる ことを、 我々 R 本 民族の 所 15 民族 ^ 生の 上 か 
ら殊に有難く又这：ぱしきこと、存じまして、简生の 
局に あります る 不 W の 私に 於き ましても ?- i 心より 感 
遨に堪 へない ことを 玆に 表明いた します、 段々 專門 
の 御 方で 街 在りになります る 三 宅 君より、 此三つ の 
病原 ^ に付きまして の 詳しき 御 話が ありました から 
常 局で ほあります るが、 元來紫 人の 私には 之に 對し 
まして 捽計な ことを 申 添へ ませぬ、 唯 如何にも 此日 
本 住 血 吸蟲ほ 請願者の 屈して 居られる ! K- 島縣 のみな 
らず 、佐 K 縣 、岡 山 縣 、靜 岡縣 ，茨城 縣及此 萤臌の 
下であります る Bi 京 府の 如き も、 段々 日本 住 血吸蟲 
が m くべき 勢を 以て % しつ、 ある、 固より 當 局に 於 
きましても 此 問題を 等閑に 付して 居る のでは あ 〇 ま 

せぬ、 唯 如何にしても 三 宅 君の 御 述べの 通り 十二 指 

隈蟲 >  蛔蟲 ■是が 殆ど 非常なる 勢を 以つて 我々 同胞 

を H しつ、 あるので あります-段々 雖協賛 に 依り ま 

して 保健® 生 調査 宵の 調査 も 進行いた し， 旣に 大正 

七 年度に 於て ほ 實地 調査 班なる ものを 紐 織いた しま 

して， 靜岡縣 の駿诳 郡、 此 一村に だけ 行つ て 調べて 

夙ました のであります が、 资 に 斑くべし、 其 一村が 

九十 「パー セント」 の 所謂 十二 指 賜蟲及 蛔蟲を 通じ 

まする と 云 ふと 卵を 尾 BS な 話で ございます が 已 むを 

得 ませぬ から 申 上げます が， 糞侦 の屮 に符 つて 居り 

ます， 百 分の 中 九十、 强が诗 恐るべき 所の 十二 指 f!i 

蟲の卵 •蛔蟲 の 卵を 有つ て 居ります、 此卵を 有つて 

居ります 以上 K に まだ 15 便を 通じて 段々 と擴が つて 

來る狀 態が 三 宅 君の 仰せの 通り 我々 同胞が 若し 斯ぅ 

云 ふ 勢を 以て 九十 「パ ーセ ント」 の 比例で 十二 指跽蟲 

酮 蟲と云 ふ ものに H される ことにな りましたならば 

其 0 に活则 力を 如何に 肌 碍し又 遂に 同胞の 生命に 關 

する かと 云 ふ ffi 大 なる 案件であります、 故に 當局ほ 

之に 鑑みまして 一而 保健 衞生 調查會 の總會 より 主務 

大 I:'. に對 する 建 憩の 次第 も ありました ので、 ® は 一 

定の费 額を 常 局に 要求いた しました が-財政 當局ほ 

又 色々 他の 方面の 料理 按排 等の 關係 もありまして • 

御協質を願はむとする所の豫览の中には蛇々二萬_ 

の國旗 補 助額 を 計上いた したの みであります、 であ 

ります から 此の 詔 願の 三 斑 餘 圓の廣 鳥縣の 方面へ 日 

本 住 血 吸 蟲の國 庫 補助を すると 云 ふことは-金 部 持 

て 行つ て も此要 求に 應ぜ られ ませぬ から •請願の 分 

科 ir に 於き ましては •當 局と しまして 誠に 趣旨に 於 

て ほ 同感で ある、 併ながら 全部で 二 萬 圓と云 ふ 僅の 


ものし かないから 其 一部分 …… 大 12 は 一 府縣に 平均 
二 千 五 百 II と： 2X" ふやうな 拐ぐ f? 徴なる 補助 額を 計上 
して 居ります るが 比較的 ^ 急を 計つ て llii の縣の 十二 
指蹈蟲 •姻蟲 に 持つて行く 其 代りに、 IS- 島縣 の此 M 
願 者に 對し此 豫算の 許す 範 _ 內に 於て 補助し ませう 
と 云 ふやうな ことを 言明した 次第であります、 さう 
して 三 宅 君の 御 質問 ほ 第一 第二を 通じまして 所謂此 
日本 住 血吸蟲 、十二 指 膜蟲 ■蛔蟲 •此 三つに 對し根 
本 的の 補助を すると 云 ふ 趣旨の 下に 追加豫 真を 出し 
てほどうかと云ふことの御質問であります、固より 
當局 {X 前段 申 >. げ まする 考を 有つ て 居ります るので _ 
あります るから、 貴族院に 於 かれまして 此 意思が 明 
かであります る 以上は、 固より 政府 當 局に 於て 大に 
鑑みる 所がなければ ならぬ と 存じます るが、 先づ此 
際は 鬼 位の 所を 以て 御 諒承を 願 ひたい、 それから 靜 
岡縣の 小 笠 郡® 地 村長の 伊 鹿 準 作 君が、 多年此 問題 
に K 力を 傾注せられ て 居る と 云 ふ 事を 此議 場で 三 宅 
君が 御 話し 下さいました こと； tf 實に 同村 長の 爲に 
光榮 之に 過ぐ る ものない と 存じます 、私共 ほ 此點に 
於て 深く 三 宅 君が 此璣會 を 利用され まして 伊藤 準 作 
君を 特に 此議 場に 於て 旣に旌 表された ことを 感謝す 
る ものであります、 當局に 於き ましても 常に 此紀元 
の 佳節を 卜しまして 衞 生功勞 者、 衞 生に 功勞 ある 所 
の國體 、さう 云 ふ ものに 或は 褒狀を 交付し， 或 ほ 選 
獎的 意味の 金員を 交付す ると 云 ふやうな ことは， 是 
までとても 致して 居ります、 深く 三 宅 君の 此點 に關 
して (3; 御 質問と 同時に 御筘菌 の 深き 意味の あらる、 
ことを 衷心より 感謝す るので あります、 槪耍 右に て 
御 諒承を 願 ひます。 

〇 男爵 石黑忠 恵 君ち よつ と當局 者に 御 尋ね 致した 

うご ざいます が •唯今 三 宅 君から 御 述べに なり まし 

て當 局の 御 答 も 伺 ひました が、 此 日本 住 血 吸蟲で ご 

ざいます が、 幸に 此不 明の ものが、 京都 大學 の藤浪 

間 學博士 の ?? 易なら ざる 熱心で 住 血 吸蟲が 見 / J1 され 

又宮 入即士 も 深く 考を 致されまして 爰まで に 至つ た 

のであります が •當局 者の 先刻の 御 話に 依 〇 ますと 

蛔蟲 並に 十二 指 陽蟲驅 除の 爲に 裸 ® • を 本年度に 計上 

せられました のが、 若しも 通りましても 、通り ませ 

ぬで も， 此の 日本 住 血 吸蟲の 方に 多少の 補 WJ をせ ら 

れ ま T fa りであります か、 其 事を 伺 ひたい、 當年 他の 

二 蟲の驅 除に ® 用を 計上せられ ました ものが、 通る 

通らぬ に拘は らず 、是 にも 補助せ ら る '.. と 云 ふ考で 


あります か。 

〔政府 委員 杉 山 四 五郎 君演壁 に 登る〕 

0 政府 委員 C 杉 山 四 五郎 君) 石 黒 男® に 御 答いた し 
ますが、 先程 三 宅 君の 御 質問に 御 答へ 申しました る 
通りでありまして、 詰 〇此 抟算が 二 萬 SI だけ 寄生 蟲 
の驅除 として 計上して ございます るが、 內容を 申 上 
げま すれば •當 局の 意思 ほ 先 づ 主として、 十二 指陧 
蟲 、蛔蟲 の 願 除に 向つ て 地方 费の 支出を 補助す ると 
云 ふので あります が、 併ながら 緩急を 斟酌いた しま 
して 幸に 廣 島の 方に 於き まして、 それ 程 十二 指 BM 蟲 
蛔蟲の 方が 猛烈で なければ、 此 請願に 出て 居ります 
る 日本 住 血 吸 蟲の 方に 其豫算 が 通過いた しまして， 
S 施の 際に 於て 之を 連用す ると 云 ふ 趣旨に 過ぎ ませ 
ぬので ございます、 尙ほ喵 今 御 質問の 際に 御 申 聞け 
で ございました が、 宮人 博士が 福 岡 SJ 科 大學敎 授と 
して、 敎® に 於て 此學の 爲に專 心 攻究され つ、 ある 
傍ら 石 黑男挝 、三 宅 君、 高木 君 等 此方 面の 斯道の 大 
家と 共に 此衞生 調査 會委 員と 云 ふ 方面を 擔當せ られ 
まして、 殊に 此蛔蟲 に 付て 深く 攻究を 進めて 居らる 
i と 云 ふ 事‘ 而かも 其蛔蟲 と； K ふ もの ほ-先程 三 宅 
君の 御設明 の 通 O 一 日 iE に 這 入りまして 腹壁を 喰 ひ 
破つ て肺臟 に 行つ て 肺を @ して 喉頭を 通つ て 再び B1 
に 下がる と 云 ふやうな 徑路 、而 して 此 日本の 幼兒の 
死亡率の 殖えて 来て 居る こと， 是など ほ 多く此 病氣 
の關 係では あるまい かと 云 ふ 事を 段々 研究され まし 
た 次第で、 而 して 之に 對する 所の 驅蟲藥 の , サント 
キ 1 :—ネ 」 と 申します もの、 是は どうも 多少 副作用 
を 起します けれども- 日本には 海 仁 草と 云 ふ | の濱 
謅が ある •之を 以て 描へ ますれば‘ 其 副作用 ほな く 
つて、 尙ほ より 以上 有効で あらう と 云 ふやうな 驅除 
藥 の 研究に 身を 委ねられまして、 旣に 昨年 夏 八月' 
九月に 亘 りまして 鹿兒 島の 一海 濱を巡 廻され まして 
此海仁 草の 調査に 著 手して 居る と 云 ふこと であり ま 
す、 丁度 石黑男 P に 依りまして、 宮入® 士の爲 め此 
方面に 熱心して 居らる X こと 及 我々 同胞の 爲に此 恐 
るべき 蛔蟲驅 除に 向つ て斯 る奮鬪 をして 居らる、 と 
云ふ風なことを、此に御披露下さいましたことほ、 
私は 素より 局に 當る 所の 者と 致しまして 衷心より 感 
謝する 所の ものであります、 是非 豫算の 通過を 得 ま 
した 上に • 豫 算實行 の 際に 於き まして 之を 適 當に運 
用いた しまして •此請 願の 或る 部分までの 通る やう 
にしたい と 云 ふ 私の 考でご ざいます、 左樣御 了 ® を 


願 ひます』 

0副謎長(侯爵思田長成^〕 «: 請顔は委負長の報吿 
通りで 御 異存 ございませぬ か' 
r 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
0 副議長 c 侯爵 M ;i al 長 成 君) 御異逋 ない も 〇 と a め 
ます …… 諸君に 御 諮 〇 を 致します、 先 s:1; 御 ^ 決に な 
りました、 第五の 上奏文を 捧呈いた します 手 銥 は 通 
長に 御 委任せられ たいと 存じます、 それで 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯 辟 黑田長 成 君) 御異 §§ ない ものと， 1 め 
ます、 次の諉 琪 日程は 後より 御 通知に 及びます、 本 
日は 是で 散 # を 致します。 

午前 十 時 五十六 分 哉® 
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第 十五 造幣局 据 置運鞟 資本 增加 S IS ® 擴張費 

に 1 雲 {sly  5  ® 

會 

第 十六 蒂國 大學特 别畲計 法 中 改正 法律案 (I 

li ^ r f  讀窗 

第 十七 車 京 帝 国大 舉及 京都 帝國大 學臨時 政府 
支 出金に 關する 法律案 (狐 矿级亂 付) 

第- 讀 金 

第 十八 大正 -fc 年 法律 第 四號中 改正 法律案 (醜 

gg is 1 j  il® 

第 - r 九— J S 1S 法中改 IE 法律案 (鍵 gg fj' ) 
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第 II 十 北海道 笾道 敷設 法 中 改正 法律 窠 fl llR 

1 描 院) 第 1  f 

第二 十 r 裁判所の 設立に 開す る 法律案 (II 

II 院) 第 1 

第二 十 11 大正 — 年 法律 諮 九號中 改正 法律案 

(II 隨劍付 ) E I 

第 一一 十一 I 一  不 ®J 產登 se 法 中 改正 法® 案 (_ '« 挪 

11 ) 第|_  g  ヂ 

第 二 十四 北海道 茜 i± 人 保 fg 法 中 改正 法律案 

(S 1I 刹 付)  5  i 

第|1十五朝筠《院及濟生院特别畲計法中改正 

法  s( ll 1 T ) 第  i 

第 11 十六 家； i 貸 典祿處 分に 關 する 法律案 (I 

職 提) 第一 3 

第一 一十 七 沒祿處 分を 受けた る 者に ㈣ する 給與 

處分 に關す 5 法 St 案 (校 職 3 第 一 

讀03 

〇 副議長 (侯 辟 ffi ra 長 成 君〕 是 ょり 本日の 會誔を 開 

きます、 德川謎 長目 下 病 氣引 随屮で ございまして， 

本 M も 亦 故障の 爲め 逍憾 ながら 議長の 職務を 行 ふこ 

とが 出来 ませぬ に te つて •議事 日程を 變更 いたし ま 

して、 K ちに 謎院法 第 十四 條に法 りまして， 假 議長 

の 選舉を 行 ひまして 御 異存 ございませぬ か。 


〔「異 黐 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 侯 防 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
〇淺田 德則君 哨今謎 長の 御 諮りに な 〇 ましたる 所 
の假 議長の 選擧 であります、 蕺 長の 御 宣 苫 の 如くで 
あります るなら ば K に 已むを得ない ことと 考 へます 
故に , 1: 1 不幸に して 戢 長， /; 11! 誘 長 共に 御差茭 の 場合 
に 於き ましては、 諮院に 於き まして 是は假 議長を 選 
舉さ るる ことは 相 當と認 めます に 依つ て •此會 期 中 
を 通じまして •議長の 御 指名に 依つ て 假諺 長を 選定 
されむ ことを 希 湧いた します、 どぅか 滿 場の 諸君 御 
賛成を 願 ひます。 

0 男爵 石黑 忠愿迟 赞成 U 
0 男 龄 高木 兼寬君 寶 成。 

〇 男 辟 屮川興 長 君 賛成。  . 

〇男薛 武并守 正 君 賛成。 

〇 伯爵 柳 原義 光 君 賛成。 

〇子挝 井上 匡 四 郎君 賛成。」 

0 男爵 小澤武 雄 君 賛成。 

0 子爵 稻埴太 祥君较 成り 
0 男爵 阪 井重季 君 賛成。 

0 男 K 內田正 敏君 賛成。 

〔其 他 「锊 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0副議長(侯爵黑田長成哲〕唯今淺田君の申述べら 
れ ました ことに 付て 御 異存 {3: ございませぬ か。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君) 御 異議ない と 認めます 
依つ て假謊 長に 侯 揃 德川賴 倫 君を 指名いた します、 
休憩を 致します。 

午前 十 時 十八 分 休憩 
午前 十 時 彐 十四 分 開 _ 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 諸般の 報吿を 致させ ま 

す。 

〔成： -® 1 書記官 朗讀〕 

去る 十日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案 ほ 

即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 

會計檢 査院法 中 改正 法律案 

同日 本院に 於て 探擇 すへ きものと 議決した る 大正 

六 年 法律 第六號 軍人恩給 法 附則 改正の 読 願 外 二 件 

の 請願は 各： n 見 書を 附し即 日 之を 政府に is 付せ り 

同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ り 

© 時 利得 税法 中 改正 法律案 

作業符 計 法 中 改正 法律案 


海軍 工廠 資金 會計法 中 改正 法律案 

國掼 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 

事業 公似 金 特別 會計法 築 

臨時 國庫證 券 法 中 改正 法律案 

朝鮮 事業 公 ffi 法 中改 IH 法 fif 案 

豪 罔 事業 公 fM 法 中 改正 法律案 

造幣局 据置 運轉 資本增 加 及 設備 擴張 費に 關 する 

法律案 

帝國 大學 特別 會計法 中 改正 法律案 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金に 

關する 法律案 

大正 七 年 法律 第四號 中改芷 法律案 
鐵菹敷 設法中 改正 法律案 
北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 
裁判所の 設立に 關 する 法律案 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
不動 產登記 法 中 改正 法律案 
北海道 W 土人 保護 法 中 改正 法律案 
朝鮮 醫 院及濟 生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
同日 衆 蕺院 より 左の 法律案を 提出せ り 
家祿賞 典 祿皰 分に 關する 法律案 
沒祿處 分を 受けた る 者に 對 する 給與處 分に 關す 
る 法律案 

昨 十三 R 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
開艱 助成 法案 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 谷特 
別 會計歲 入 歳 m 预筘案 

豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を e すを 要す 
る 件 

臨時 軍事 毀 豫算 追加 案 (第一 號〕 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 號〕 
豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲す を耍す 
る 件 (追 第一 號) 

同日 請願 委員長より 左の 報告 fB を 提出せ り 
請願 文書 表 第 四 回報 吿書 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 ® に 議決せられ ました 
る 憲法 發布 三十 年紀念 視賀の 上奏 書 ほ 去る 十一 日憲 
法 紀 念 舘 に開腊 の視賀 會に 於き まして 黑田 副議長よ 
り 御名 代の 宮載仁 親王 殿下に 捧呈いた しました。 
〇假 議長 〇 侯爵 德川賴 倫 君〕 是 より 會議を 開きます 
去る 十日 西 川甚五 郎 君 病氣 に付き 拽览 委員 辭任 した 
き 旨を 申出に なりました、 許可して 御 異議 ございま 


せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇假餺 長 (侯 ! 3 德川賴 倫 君〕 付きまして ほ 此補闕 と 
致しまして， 第二 部に 於て 補 闕選擧 を 行 はれむ こと 
を 希望いた します。 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕，^^ 程に 移ります 
日程 第一、 中 山 嘉兵衞 君 病氣 に付き 九日 間の 請暇で 
ございます が、 rr nj して 御 異議が ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ* あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德 II] 賴倫 君〕 御異 _な いと 認めます 
御 諮りを 致します が •通牒 文の 朗讀は 省略して 御異 
翳 ございませぬ か。 

l 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假諮 長 (：侯 辟 德川賴 倫哲) 御 異議ない と 認めます I 
，次に 日程 第二、 第三、 第 四、 第五、 第 六の 議案 ほ 一 
括いた して 御 異議が ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 假議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 御異 S ない と 認めます 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第二、 大正 八 年度 
歳 人 歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 谷 特別 會計歲 入歲出 
豫算案 、第三 >  豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
爲すを 要する 件、 第 四、 臨時 事件 費豫算 追加 案 第 I 
號 、第五、 大正 八 年度？： £入 歳 m 總豫算 追加 案 第一 號 
第 六" 豫算外 y 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要 
する 件 追 第一 號 ，審査 期限を 定む るの 件。 

〔左の 浍付 文は 朗讀 を經 さる も參照 のた め玆 
に載錄 す 以下 之に 傚 ふ〕 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 各特 
別 會計歲 入 歳 m 稗 算案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て _院法 第五 十四 條に依 
り 及 送付 候 也 

大正 八 年！ 一月 十三 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
務算 外國 庫の 負擔と なる へき 契約を 爲 すを 耍す 
る 件 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り及绘 付 候 也 

大正 八 年 二 月 十三 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
la 族院 P 長 公 IK 德川家 達 殿 
(第一 號) 臨時 軍事費 豫算 追加 案 


假銥丧 の 選犁  預 3? 案 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 备特 別會 計® 入歲出 豫算 案外 四 件 


六 九 五 


院族 悉絜帝 回一 十四 第 


沒茲 案 大正 八 年度 歳 人 歳出 巧 沒 l;a 案 並 大正 八 年度 谷 特別へ |'-( 計歲入 歳出 豫 外 四 件 


右 本： V: に 於て 可決せ り 因て 薄 院法 第五 十四 膝に 依 
り及绘 付 候 也 

大正 八 年 二月 十三 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
f:: 族院— :公 i 谱川家 達® 

Vi 第 I 號) 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 讅院法 第五 十四 條に法 
り 及 浍付候 也 

大正 八 年 二 月 十三 日 

衆議院 翳 長大 岡 育造 
讶族— 院議 長 公 i 川 家 建 殿  . 

(追 第一 號) 豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 
爲 すを 要する 件 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 勝に 依 

り及绘 付 候 也 

大正 八 年 二月 十三 日 

衆諉 院議 長大 岡 育造 

贵 族 院議 長 公 辟 德川家 達 殿 

〔國務 大臣 男爵 高檫是 淸君演 擅 に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 諸君、 私は 玆に 大正 

八 年度 歳計 Tf -® に關 しまして 其 大要を 説明す るの 光 

榮を 有します、 御 承知の 如く 現内閣は 昨年の 秋に 成 

立を 致しました、 然るに 常時 大正 八 年度 概算 B に 各 

省より 要求して ありました 後で ございます、 新たに 

諸般の方而に莨りまして調査講究を遂ぐるの時日が 

ござり ませぬ でした 故、 大正 八 年度 豫算は 先 づ大瞠 

右の概 览を基 礎と 致しまして、 休職 條 約の 締結に 伴 

ひまして、 宇内の 形勢に 一大 變化 を來 すべき 事情に 

鑑みまして 將 來の經 營に 資すべき 財政 上の 根 抵を鞏 

固に する を 念と 致しまして、 次の 方針に 依つ て 之を 

編成した る 次第で ございます、 即ち 永久に 多大の 經 

费を 要すべき 施設に 付て は 時局の 推移に 伴 ひ 徐ろに 

其 純 31? を定 むる ことと 致しました、 唯々 國 防の 充實 

敎育の 振興、 產 業の 破： ® 及 交通 通信 機關の 整備 等の 

如き、 國 運の 發展上 緊急を 要する ものに 限り、 財源 

の 許す脑 固 rt に 於て 相當 の經 JS を定 むる ことと 致し 

ました、 其 他の 經搜に 付て は 努めて 其 膨脹を 抑制い 

たしました •又 時勢の 變遷 に從 ひ、 官吏 其 他の 增俸 

% 額 並に 諸般 IV 费の補 足を耍 する ものが あります け 

れ ども、 時局の 推移に 腮し經 濟界の 安定を 持つ て 之 

が 經敷を 樹 てること となし >  姑く應 急の 施設に 止む 

る ことと 致しました、 而 して 前古 未曾有の 大戰爭 も 


巳に 休戰狀 態に 入りました けれども •臨時 事件に 關 
し 尚 ほ 相 VS の 施設を 要すべく、 n. つ 西 比利亞 の狀况 
ほ 前途 遽に逆 賭し 艱 き有樣 であります が 故に、 臨時 
is 件に 關 する 綷费 ほ、大正八年度に於ても亦之を見 
積る の 必要が あります， 佐つ て 大正 三年 臨時 事件 7?; 
備费に 付て ほ 追加 第一號 を 以て、 又 臨時 m 事费に 付 
て ほ 同じく 特別 §7 計 追加豫 算 として 別に 之を 要求し 
たる 次第で ございます、 今 大正 八 年度 普通 羥费 に屘 
する 歳入歳出の 大體に 付て 之を 述べ ますれば 、歳入 
經常 部に 於て 八 億 三千 九 百 餘萬圓 、同じく 臨時 部に 
於て 五 千 七 百 餘萬圓 >  合計 八 億 九 千 六百餘 萬圓で あ 
ります、 之に 對 して 歳出 ほ經常 部に 於て 五 億 百餘萬 
圆 、同じく 臨時 部に 於て 三 億 七 千 三百 餘萬 _、 合計 
八 億 七 千 四百 餘萬圓 にして、 歳入 歲出差 引 歳入 超過 
額 二 千 二百 餘萬围 ほ 之を 臨時 事件 T« 晡 費の 財源に 充 
當 する 計 迸であります. 今歲 入 0E 出の 主なる ものを 
舉げて 之を 前年度 豫算に 比較し ますれば •歳入 鞞常 
部に 於け る 租税 收入は 四 億 九 千 二百 餘萬圓 にして、 
之を 前年度に 比する に 一億 二 千 四百 餘萬圓 を增 加し 
印紙 收入は 五 千 百 餘萬圓 にして. 前年度に 比して 千 
四百 餘圓 を％ 加し、 官業 及 官有 财產の 收入ほ 二 億 六 
千 餘葸圓 にして、 前年度に 比して 六 千餘萬 圓を咐 加 
いたしました、 是等ほ 呀收の 主なる もので ございま 
する が、 朝鮮 總督府 、豪 S 總督府 及 樺 太廳谷 特別 會 
計に 於け る 事業 公債 金 及 其 元利 償還 金に 付て は、 從 
來 一般 锊 計を 經由 して、 各 特別 會 計に 繰 入る X の 方 
法を 採つ て P? りました が、 今冋は 別に 共通の 事業 公 
愤金 特別 會計 を設廣 すると 间 時に、 K- 繰 入金は 一般 
會 計を 經甶せ ざる こと、 致しました が 爲 め* 歲人經 

常 部、 朝鮮 總锊府 以下 谷 特別 會計繰 入金に 於て 千餘 

萬圓の 減少を 見る こと、 なりました、 以上 % 減を 差 

引き 結局 歳入 經常 部に 於て は 前年度に 比して 一億 九 

千 五 百餘萬 圓の增 加と なる ので ございます、 次に 歳 

入 臨時 部に 於て 主なる ものは 利子の 收入九 百 萬圓に 

して、 前年度に 比し 二 百餘 M 圓の增 加を 示し* 獻納 

金の 二百 餘 萬 II は 前年度に 比して 百餘 蓖 圓の增 加で 

あります， 公債 慕 集金 ほ 一般 會 計に 屬 する 電話 事業 

公債 金に 於て 二 千 三百 餘萬圓 を 計上いた しました け 

れども •前に 述べました 如く 朝鮮 總督府 以下 各 特別 

會 計に屬 する IJJ 業 公 偵 金 ほ 一般 會 計を 經 由せ ず、 直 

ちに 谷 特別 會計に 繰 入る、 こと X 致しました るが 故 

に， 其爲に 千 七 百 餘萬圓 を 減じ、 結局 四百 餘萬圓 の 


敁 -v を 來し たのであります、 以上 逾べ ましたる 所 及 
3t £i の -, ft 滅を嫠 引 計算 すれば 歳入 臨時 部に 於て 前年 
度に 比して 二 千 四百 餘萬 [13 の 減少であります るが、 
尙ほ 臨時 事件に 關 する 歳 人を 差 引きます るが 故に、 
合せて 一億 二 千 百餘萬 圓の減 少とな ります、 更に 歲 
入 經常部 臨時 部を 合計して 之を 前年度に 比較し ます 
れば 、一億 七 千 餘萬 圓の岈 加を 見ます けれども、 PS 
時事 fl- に關 する 歳 人を 差 引きます るが 故に 七 千 三百 
餘 萬 [*1 の m 加と なる 計算であります、 次に 歳出に 付 
て 其 大體を 述べます れば 、經常 部に 於て 前年度に 比 
し 二 千百餘 萬圓 ，臨時 部に 於て 一億 二 千 六 百 餘萬圓 
合計 約 一億 四千 八 百 萬 圓の增 加であります るが 前年 
度に 於け る 臨時 ® 件に 關する 經費豫 算九千 六 百餘萬 
圓を差 引いた します ると 臨時 部に 於て 二 千 九 百餘萬 
圓 、歳出 合計に 於て 五 千 百餘萬 圓の增 加であります 
今 歳出 豫算 中の 主なる 事 项 に付き 略言いた しま すれ 
ば、 國防充 K に關 する ものに 在つ て ほ、 陸軍 各 部隊 
の編制改正を經 3£ し以て陸軍機能の充實に资し、海 
軍 水陸 設備費を 追加して 造 艦 能力 其 他の 完成を 细し 
敎 育の 振興に 關し て {3: 、工科 大學及 實業 專門學 校の 
擴 張， 諸 高等 畕校 增設 を經笹 して 高等 敎 育の 普及、 
特に 實業 的專門 科の 養成を 主眼と なし •產 業の獎 勵 
に 付て は、 或は 主要 食糧た る 農 蓆 物の 改良咁 贿を圖 
り、 或は 畜簏林 業 等に 付て 獎勵 費を 計上し、 交通 通 
信 機 關に關 しては 逋路 改良 费の 補助、 電信 線路の 增 
設 、電信 電話の 装置 改良に 關し 施設いた し、 又 電話 
交換 擗張 費に 付いて は、 特に 其 年 KIJ 額を 繰 上げて 功 
程の 進捗を 期した る 次第であります、 更に 國庫 豫備 
金は 毎年 不足を 吿 ぐるの 常態であります るが 故、 本 
年度ょり 二 百 萬 圓を佾 加して 第一 豫龆金 三百 萬圆， 
第二 豫備金 五 百 1; 圓とな し、 又國 債の 償還 額に 付て 
ほ 大正 八 年度に 於て は豫定 の 通り 三千 萬圓 を揭 上い 
たしました、 次に 追加 豫算を 以て 要求いた しました 
る 大正 三年 臨時 事件 豫備 費は 一億 七 千 二 £:-| 萬 圓に達 
し、 其 大部分 ほ 官吏 以下の 臨時 手當 •物 偵 騰貴に 基 
く廳費 其 他の 補足 等で ございます、 此外 各種の 事項 
に 付て は、 休戰 後と 雖も尙 ほ 相 當 期間 必要 ありと 認 
めた ものに 限り 之が 經 費を 見積りました、 而 して 右 
に對 する 財源と して 戰時 利得 ® 其 他 臨時 Itt 件 1¢ 支出 
に 伴 ふ收入 一億 千 三百 餘萬 圓を算 します るが 故に、 
歳入歳出 差 引 不足 額 五 千 八 百餘萬 圓の內 11 千！ 一百餘 
萬圓ほ 普通 經費 豫算に 於け る 歳入 超過額を 以て 之を 
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支辨し •千 四百銓 萬 B は 前年 吹，？ C  、〇、 
尙ほ 不足す る 額 二 千 二百 萬 圚ほ 借 A ..-て： を 補 
填す るの 經丧で ございます、 S 時 JK w ri に f-J- ては 已 
に歐洲 に 於て ほ 休 rls 後 辟 和行30 時期に 入りました 
る も、 西 比利亞 の 狀態ほ 今尙ほ 帝國取 段の 全部を 引 
措ぐ るの 時機に 達し ませぬ、 其 他部雜 o s n KK o 
引 提等 にも 相 等の 日子を 要すべき を. !■. て、 之が e め 
一億 五 千 七 百餘萬 圓を追 加 計上いた し、 其 財源は 主 
として 公 M 借入金に te る こと、 致しました-大正 六 
年度 歳計 剩餘 金は 總 額 三 億！； 千 九 百餘茁 M を 5? しま 
したる が、 其內 大正 七 年度に 繰越した る 哉 出の W 源 
其 他 fsli 途の雅 .： «.-. ある ものを 除く とき if fs gfi 二位 千 
百餘萬 圓とな 〇 •大 JE 七 年度に 於いて 巳に 西 比利亞 
出兵を 始めと して • 陷 時 軍事 1 ：； の 財源と して、 八 千 
九 百餘蓖 H を茭出 したる のみならず、 普通 經 14: にし 
て ft 算超過 若く ほ 段 算外茭 出を 要しました る爲 め、 
國庫 剩餘 金を 其 財源に 供した る金甜 が 千 七 ? T 餘 ® li:il 
に 達し、 臨時 事件 sf に 於て 亦 预備费 外に 支出を 要し 
ま L たる 金額 四千 六 百餘萬 圓を算 し、 結局 B1 CB 剩 fir: 
金 も 餘す所 多から ざる 有樣で ございます、 M に 之を 
以て 必要なる 追加 豫翦の 財源に 充 つると き ほ •大正 
八 年度 ] 1 算の 財源と しては 多額の 繰 入を 爲す の餘地 
を存 しませぬ、 是れ 臨時 事件に 關 する： の财源 と 
して 公 傾 借. 入金に 俟つ を耍す る 所以で ございます、 
財政 經说の 大要は 以 卜： 中 述べた るが 如く  .e ございま 
すが 私は 更に此 機 ir に 於て 帝 國の經 濟並に 企 * の狀 
態に 付き 一言を 85 さむと 思 ふので あります、 今や 四 
年 有半に a りし 10; 界 の大戰 爭ほ將 に 終結を 街げむと 
する に 際し、 我 邦に 於け る繂濟 界の經 過を M ® しま 
すれば， 諸君の 記憶に 新たなる が 如く、 開 戰の 初に 
當 つては 經濟界 は 一時 多大の 打魃を 蒙 〇 たので ^ り 
ます、 然るに 國 民の 努力の 結果 漸次 其狀勢 を Frll 復す 
るに 至り， 殊に S 洲諸國 よりの® 出の 減少に 作 ひ、 
時勢の 必翦に 刺激せられ て、 工業は 興り、 商業 ほ 榮 
え >  大體に 於て 我が 經濟界 は 内に 於ても 外に 對して 
も 多大の 發 達を 遂 ぐるに 至つ たので ございます、 試 
に 之を 數 字に 徴す るに、 大正 三年 八月より 大正 七 年 
の 末に 至る 約 四箇年 半の 期間に 於て 事業 計 斑 資本 總 
額 ほ 約 五十 億 _ を算 し、 實際拂 込 •» 本總 額は 約 二 十 
億圓に 及び、 銀行 預金は 二 十億 六 千 餘蓖圓 より 六十 
二 億 九 千餘萬 圓に 上り、 又 郵便貯金は 二 億 餘萬圓 よ 
り 五 億 五 千 餘萬圓 に 增 加した のであります、 對外關 
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係に 付いて 之れ を 見ます れぱ 、開 戰以來 の® 出總額 
五十六 億 千 餘萬 圆、® 人 總 ai 四十 一億 五 千 餘萬圓 • 
差引铴 出 明 過 - 1- 四 億 六 千 餘與圓 にして、 同期 間に 於 
ける 贸 易 外の 收人超 過 十三 億 二 千 餘萬圆 に 達した る 
を以 つて •戰時 中に 於け る 我國 の國 際贷借 上に 於け 
る受戕 勘定は、 W に 二十 七 億 八 千 餘萬圓 に 達し まし 
た、 - K 結果 政府 並に 民間の 外 依 償還 外 價 買 戾及對 外 
放資は 十二 億 七 千 餘萬圆 に 上りた るに 拘ら ず、 我國 
對外 貸借 關保は 右の 如き 狀勢な るを 以 つて、 國際罠 
荇關係 も亦從 つて 變調 を呈 し" 金融は 緩 © の 大勢を 
持 .y したので あります、 而 して 此の間 政府は 正貨の 
蓄積 及 國際 金融の 調和に 努め、 正貨の 買 入を 結した 
るを 以て、 政府 及 日本銀行 保有の 正貨は sil 前 三 億 五 
千餘 萬圓な 〇 しもの が 十五 億 八 千 倚 萬圓に 上り 十二 

億 三千 餘览 _ の咐 加を 示して 居ります、 比較的 短 歳 

月の 間に 斯の 如く 急激なる 發 K を 遂げた る 次第で 有 

まする が 故に、 今や 硪雲收 まり 一般 踩濟界 が 硪 時よ 

〇 平時 狀態に 移らむ とする 此週闼 期に 於て • rf 民 共 

に 新たなる 注 S と 努力と を 要する ので ございます、 

勿論 常に 開かるべき 蹄 和會議 は 將 來の贸 易 卜經濟 上 

に 重 S. なる 影 题を 及ぼす に ffl 違 有 ませぬ、 其 結果は 

今より 逆 賭する ことは 出来 ませぬ けれども •我が 國 

民と しては 兎に角 瞇後國 運の 進展に 資すべき 基礎的 

烟 肺を . K; るべ からざる や 言を俠 たぬ 所で ございます 

同時に 今後 來る こと あるべき 財界の 變 励を 出来 得る 

だけ 少か らしむべき のみならず、 進んで は 此® 爭中 

に 21 ち Ja たる ？ C 力と 經驗 とを 利用して、 將來 益々 健 

1¢ なる 發肢を 期せねば ならぬ のであります •而 して 

之が 爲にほ 政府 常 局に 於て 細心の 注意を 用 ひ •各般 

の 施設 時機を 誤ら ざら むこと を 期す るは 固より で ご 

ざいます が、 併し 其 根本の 解決は 寧ろ 國民 一般の 自 

發的努 力に 陝つ所 多し と 言ばねば ならぬ ので ござい 

ます、 而して 翁に 全國六 大都市の 銀行が ffl 約して 預 

金の 爭想の 邸を rig JH せむ とし、 旣に预 金利 率の 協定 

に關 する pf 行 的 成 , f: を ? 9 たる 如きは， 此自發 的 努力 

の 一例を 迓現 したる ものでありまして、 本邦 經濟界 

の爲 に！！！ 料 掊か ざる 所で ございます， 終に 臨み 此预 

翦は 昨日 衆議院に 於て 大多數 を 以て 可決 P1: 定を 致し 

ましたので ございます、 諸君は 御 洧議の 上 速に 本務 

算 案に 協锊 を與へ られ むこと を 希望いた します。 

〔男爵 阪谷芳 郎君 演 ® に 登る J 

0 男 防 阪谷 芳郞冇 本 M は 拽茁の ことに 付きまして 


政府に皙問いたしたいと考へます、來年度の豫筘に 
付きまして は、 其 御 計进其 他の 點 に付きまして、 種 
々御 質問を 致したい 點も ございます ので ございます 
るが •是は 何れ 豫算 委員 會が 開かれます ことで ござ 
いまする で、 其 節に 調る ことに 致します、 玆に 豫算 
に付きまして 御 尋ね 致したい のは •政府が 來 年度の 
豫算 中に 於て 最も 重きを 置かれて 居る ものは 敎育費 
であらぅ と考 へます が、 旣 に 1111 提 Ml になつ て ある も 
の、 外に f-'J ほ 钃續费 として 數千 萬 II の豫 » が 衆 _ 院 
に 出て あると 云 ふこと を 祇 知いた して 居ります るが 
斯の 如き 多額の 教育費が 一時に 豫算の 上に 掲載され 
たと 云 ふことは 嘗て 例の ない ことで ございます、 敎 
育を© 重す ると 云 ふ 點から 鎞 みます ると、 大 に欣ぷ 
べき ことに 存じます、 去 〇 なが ら 從來敎 育の 弊害と 
申します る ものは 徒に 外形の 事の みに 走りまして、 
精神 上の 點に 付て 重きを 置く と 云 ふこと が缺 けて 居 
りました ので ございます、 一昨年 十月 臨時 敎育會 _ 
が 開かれまして、 種々 誘 論の あります る 中に も、 唯 
今 申す 點が最 も 痛切に 論議せられ た 次第で ございま 
す、 而 して 今年 一月 十七 日 臨時 敎育 會諉は 全會 一致 
を以 ちまして | の 建議案を 政府に 提出いた したので 
ございます、 :|1: 〈建議の •嬰 旨は 敎 育の 効果を 全た から 
しめむ とする に ほ m り 學校敎 育の みを 以て 足れり と 
する もので (3; ない、 社會 全般の 狀 態の 改善と 云 ふこ 
との 上に 重きを 置かなければ ならぬ と 云 ふこと に 付 
て趄 翳いた した 次茁で ございます、 本員の 政府に 質 
問いた さむと 欲する のは、 政府は 此臨時 敎育會 議の 
趣旨を 御容れ になり、 ® り 外形 上の 設備の みならず 
精神 上の 內容 改良に 策き を 置かれ‘ 又 社 會狀 態の 改 
善と 云 ふこと に 付て 重きを 置かれる 趣意で、 此敎育 

S と 云 ふ ものが 編 ® になつ て 居る ので あるか どぅか 

政府は 一月 十七 日の 臨時 敎育會 _ の 建議を 御容れ に 

なる 決心で あるか， 御袢れ にならぬ 決心で あるか’ 

其 政府の 御 決心の 在る 所を 伺 ひたいので ございます 
是が本 貝の 質問の 第一 點 でございます、 借て 政府に 
於て 一月 十七 日 臨時 敎育 會讓の 建議を 御容れ になる 

決心で あると 致します れぱ •茲に 社 會風敎 上の 問題 

に 付て、 國 民の 共に 憂 ひに 沈んで 居る 事柄が ござい 

ます、 それは 外の ことで ございませぬ が、 明治天皇 

の 御 辟 記の 編爲及 御製 雄の 編 萬の ことに 付て 甚だ 國 

民の 心配いた して 居ります ことが ございます ので ご 

ざいます、 其 yf 柄は 如何なる ことで あるかと 云 ふこ 


とは 政府 當局は 特に 御 承知の ことで あらぅ と 存じ ま 
す* 私は 玆 に其斟 捫がど ぅ. k ふこと であるかと 一 k ふ 
ことを 申す の 必要を 認め ませぬ、 此事た る實 に ®: 大 
のこと、 考 へます る ■明治. 大皇の 御 他 記 御製， 其 編 
萬 物の敎 育 上、 國民敎 育 上 如何に 大切で あるかと 云 
ふ 事は 論を 俟たぬ 次第で ございまして‘ 全國民 就中 
敎育 家は 一般に 首を 仲して 其 御 編 萬 物の lit に 現 はれ 
むこと を. 一日 も 早く 此世 に现 はれむ ことを 待ちつ 
、あります る、 從 つて 大切なる 御傳記 及 御製 編 慕に 
付て 其手續 卜 •最も 神聖なる もので なければ ならぬ の 
でございます， 然るに 不幸に 致して 其 神聖を 保持す 
る ことに 付て K だ 不幸なる 出來 事を 半 じました のを 
悲しむ ので ございます •此 事た る敎育 當局容 は 決し 
て 看過すべからざる ことで あると 考へ ます， 本員は 
政府に 於て此 國民の 憂 r® の 原因を 除く ことに f-1 て 極 
力盡 力な さる 御 決心で ございます るか、 或は 政府 直 
接に 關係 のない ことで あると 云 ふ 口實の 下に 何等 盡 
力を 爲 さらぬ 御 決心で •こざいます るか •本員の 伺 ひ 
まする 第二の 點でご ざいます， 謹んで 惟み まする に 
明治天皇 御 在位 四十 有 五 年、 帝 國 の國步 最も 艱雖な 
る 時に 御 位に 即かせ られ給 ひ、 幾多の 御 辛苦， 幾多 
の 御 艱難を 經させ られ 、其 間に 於て 欝勃 たる 御 所感 
が發 して 御詠と なつた ので ございます‘ 彼の 「葦 間 
の 小船 一の 御詠の 如きは 今日 拜讀 いたします る も、 
尙ほ 人を して 憤慨に 堪へ ざら しめる もので ございま 
す •先帝に 於て は 終始 此 長き 御世の 間國利 民福の み 
に 御 心を 注がせられ 、一日の 安き を 御 求めに なつた 
日と ては ない ので ございます •彼の 「政事 出で て聽 
く 間 一の 御詠* 又 「年々 に . 5!' ひやれ ども 山水を」 と 
云 ふ 御詠、 此二 つの 御詠を 拜讀 いたします れば三 伏 
の 炎 熟 も 政事を 御 執り 遊ばす 間は 御 忘れになる、 又 
避暑には 行きたい が， 「汲みて 遊 ix む 夏な かりけ り 
」 年々 に 山水 ほ 思 ふが 「汲みて 遊は む 夏な かりけ 〇 
J と 云 ふ 此御心 を 察し 上げ ますれば， 實に感 泣に 堪 
へぬ 次第で ございます、 陛下の 御 心は 四十 有 五 年 
三 伏の 炎熱 も 御 忘れに なり •いつの 日 も 行きたい が 
行く 暇がない とまで 御詠に 發 して、 斯く ばかりに 國 
利 民福に 御 心を 注がせられ， 其 御蔭を 以ち まして 帝 
國の 國咸は 旭日の 如く 隆々 として 盛んになり、 國民 
の 富は 非常なる 增 進、 即ち "(!= 今大赭 大 1:5 の 御 述べに 
なつた 如く 未曾有の 佾進を 致した ので ございます‘ 
凡そ 生を 帝 國內に 保つ 者に して 誰か 明治 天皇 の恩渾 


に 浴せ ざる 者が ありませ う、.：：；？ 殹すら 其 恩を 知る* 
况や 人間に 於て を や、 先帝の 御聖德 を蝴彰 し 奉り、 
之を 後世に 傳ふる 上に 於て 少しの！ f 都合 もない やう 
に 致したい と： K ふことは 是れ臣 子の 至情 已むを 得な 
いもので ございます、 海よりも 深く 山よりも 高き 光 
帝の 御 恩に 對 して 其 萬 分の 一を も 報 ひたいと 云 ふ 所 
の ^ 誠よ 〇出 づる もので ございます* 此事 に付き ま 
しては 滿場の 諸君 御 一人の 異_な いこと、 本員は 確 
信いた します、 故に 本 31 は 前述べ ました 第一の 點第 
二の as •此 二つの S に 付て 政府 常 局の大 f-;i よ og 足 
なる 御明 答を 得たい ので ございます •抑々 來 年度 li 
算に 於け る敎育 費は 其 財源の 一部は 御 下賜 金に 依つ 
たもので ございます、 實に敎 育 上 大切なる 豫算で ご 
ざいます、 若しも 政府が 唯々 外形 上の 設備の みに 重 
きを 置き、 精神 上の 內容を 忘れたなら ぱ如 何で ござ 
いませう、 旣に敎 育 上 弊害の ある 上に 尙更邨 害を 積 
重ねる ものである、 決して 御 下賜 金を 賜は つた 越 旨 
ではない と考 へる ので ございます、 唯 愈々！； 佻 浮题 
の 淀を 養成す るに 過ぎぬ >掂 の 如き 豫算は 寧ろ 害が 
有つ て 益は 無い と考へ る、 政府 當局 大臣の 御 答 辯 如 
何に ffi 〇 ましては、 本；！ は 遺憾な が 敎宵 a の豫算 に 
對 して 賛成を 躊躇いた します、 本員は 猫 脬の 赤誠を 
披歷 して 此 W 問を 致す 次第で ございます、 どうぞ 當 
局の 大 E より滿 足なる 御 答 辯を 願 上げます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に a る〕 

0 國務大 K (原 敬 針〕 喵今阪 谷 男爵の 御 質問の 第一 
點は 、臨時 敎育會 ■の 決 _に依 る Ift 戡の 趣意を 政府 
は 容るや 否やと 云 ふこと であります、 茲に建 黐を 所 
持いた して 尻り ませぬ が、 其 趣意は 誠に 宜しい こと 
で、 政府 ほ 之を 容 る、 に咅な る ものでは ありませ ぬ 
尤 4 御演說 中に も あるが 如く、 國民 道德 の關 係は 學 
校の 敎育 のみを 以て 全うする ことは 出來な いと 言は 
れ ると 同じ _な る 意味で、 建議の 趣意を 貫徹いた す 
のには 恐らく 政府 獨 りの 力を 以ては 出來 兼ねます、 
此 趣意を 貫徹す るには 國民 と共に 國民 の自覺 に 侯つ 
て 其 効果を 全うする の 外ない と考 へます， 隨分ポ il 
な こと、 考 へます、 併ながら 其 趣意は 誠に 喜んで 容 
るべき 事柄であります、 第二の 點 ，明治天皇 御琪讀 
の 編 ® のこと であります るが、 此事柄 は 純然たる 宮 
內 省の 事務であります、 政府は 口實を 以て 避けは し 
ないかと 云 ふ 仰せであります るが、 職責 上 私の 關係 
ない と 云 ふこと を 申す の 外 ありませ ぬ、 是 ほ 官制に 
六 九 七 
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賛燹 ひれ ま即問 明總 足ぬ とで もてて 慕の 又た 付 容大ほ 木 唯 君り や 陵 ひ 答り いる あいが 何 相て 政 
成 成 まむ でち 題い 理 せとでは 宫盡 居ので 如 所 てれ 事滿員 今演ま うい 職い まの がり のら r-. 該 ft 呀 
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興 加 二 九い は 間 览 定年 ま そ 之 結 塚 袭橋リ  金 中 計 公  日 候 於法リ  Q 左  ム改正 公  日，： 

治へ 千 百 ま 本に 圓め約 すれを 果の 您是之  •ハ fe 法擗  也て 中 之  資ノ  正 法’ ブ  也 

三る 萬 五す 會 之を ま 二、 で特と 日 G 淸ヲ  ニノ 中德  可改ヲ  本ー  ス律® 

十の 圓十 、計を 繰し 回さ 作 別し 本  君 施  千 通 改川衆  決 正 施  ハ 項  案 川 名 

ろで に 萬 又よ 繰 人た 乃う 業 會て爆 本演行  萬リ 正家議  せ 法 行  ニヲ  戈- V: 

年 ご 增圓海 〇 入れ •至し 侍 計新發 案？ a ス  _ 改法 達院  〇钳ス  百 加 

の ざ 加 で 屯 生れ ま大四 て 計と に 物は に  卜正 律殿蓀  因 案  萬フ  Wi 

孕い すご エ ずるし 正 回 之 法し 海 製 政 登  シス 案  長  て •  m 

布 まる ざ廠る 見て 八 廻に 中て 軍 造府る  漸  大  m  卜  大 

にす 爲い K 益 込 其年轉 要に 經火 株に ^  次  岡  院  シ 

掛 、に ま 金 金で 殘度 をし 改營藥 式 於  一  育  法  m  ff 

り 元 同し 會をあ 額に すま 正す 廠會き  般  造  第  次  造 

ま 來資た 計以 は於 るすを るを 社 ま  位  : n: 

'し 

% 

八 
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して 其 資金 ほ 明治 四十 二 年度に 至〇豫 定の九 百 五十 
35 圓に _ しました、 然るに 近年 海 iuL JS 船 造兵の 事粢 
も 膨脹いた しました 結果 同 資金 會 計の 收支額 が 著し 
く佾 加を 致しました， 即ち 其 歳 人 歳 m 決算の 平均 額 
は 明治 四十 二 年度に 於て， -r- 五 百餘萬 圓でご ざい ま 
したの が、 大正 六牢度 に 於き ましては 三千 八 百餘萬 
圓とな りました •約 二 倍 半と なりました* 又 造船 造 
兵事 業费の 预算ほ 明治 四十 二 年度に 於き まして、 四 
千 百 萬 ! 1 で ございました のが， 大正 六 年度に 於て は 
1位二千八百餘茁_となりました、約三倍强となり 
ました •而 して 兩漭共 に 大正 七 年度 以降に 於ても、 
益々 增加 する； §向 を 有して E- ります、 斯棟な 狀態で 
ございます からして、 現在の 据® 運轉 資本 額では 運 
¢5 上 非常に W 雖を 感じます 、仍つて 其 額を II 千茁圓 

に埘 加いた し， 大正 八 年度に 於て は 一般 會 計より 百 

萬 圓箝 入れ 其殘額 は 大正 九尔度 以降に 於て 漸次 繰 入 

る、 見込で ござります >  而 して 右の 財源は 矢張り 本 

# 計より 生じます る 利益 •益金を 以て 充當， r る拽定 

で ござります •御 審議の 上 御 協 饺を 希望いた します 

〇扔 6? 石黑巾 |恵 封 唯今 大蔵 大由の 御！！？ 說屮に 平 塚 

の火獎 製浩 所を 今度 海 琪 で H 入れになる 云々 と 云 ふ 

ことで ありました が •是 には 何も ございませぬ から 

伺つ て 見たい と rf: じます が、 さぅ 致します と、 Tl て 

ございます る 海軍の 火藥を 招へ るが 爲に平 塚に 外 國 

人が趄 て、 居ります る， 火藥 所、 それを 今度 海軍の 

ものに なさる のであります か、 ちよつ と 伺 ひます、 

ちよつ と fill 違 ひか も 知れ ませぬ が . 

務大 R 加 藤 友 三 郎君 演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君) 御 答を 致します、 御 話 

の 通りに 現に 平 塚に あります る 所の 火藥 製造所を 買 

收いた しまして 、さぅ して 之を 海眾の 手に 於いて 四 

月 一日よ 〇經營 を 致す、 斯樣な 譯にな るので ありま 

す、 其 H 收 ?5 は 前 謎© に 於て 旣に御 協 齊を純 ました 

のであります。 

0 5： 辟 石黑 /,!A is; 君 S いて frfj ひます るが •あれは 先 

年 政府の 御說 明に 法つ て fnl ひます ると 外國 人が 或る 

祕密の 火薬を 製 is いたします るので、 それが 海 is の 

御 使用に 必要の ものであるに 佐つ て、 之を 多 M- に 御 

貯へ になりたい、 然る 所 外 國で桁 へたので は 手數が 

掛る から、 それで 平 塚に 製造所を 掊 へて、 其 火藥製 

造 所の 技 肺が 桁へ て、 而 して 或る 一定の 年限 か來る 

と 3¢ 「パテント」 を こちらに 引受けて •さう して 海軍 


で 御製 造になる， 斯う 云 ふやう に數年 前 伺つ て 居り 
ますが、 此從來 海 ®: に 於き ましては 種々 武器の 改 R 
と 云 ふこと が 盛んに 行 はれて 居ります ので ございま 
すが、 太 員な どの 門外漢の 考では 數年前 の 或る 特種 
の 製造は 是 が大戰 を經 ましても 矢張り 永久に ：：.； 水 
久とは 申されますまい が、 當 分は 役に立つ もので 必 
要の もので ございます かと 云 ふこと を fril つて 見たい 
C 阈務 大臣 加 藤友三 郎君 演壇に 登る〕 

OW 務大 KC 加 藤 友 三 郎君〕 御 承知の 如く 平 塚に 火 
藥 製造所を 置いて 製造し つ ゞあ ります る 所の 火藥は 
紐條火 藥と申 します る 特種の 火藥 でございます、 今 
日まで 英國に 於て 其 改 ft 進 步を脚 りました ものは、 
平 塚に 於き ましても 同樣の 時期 同樣の 程度に 於て 進 
步を圖 りつ、 あります、 此火藥 は Ifi き 將來に 於て不 
用に ® すると 云 ふが Sri き考は 今日 有つ て 居り ませぬ 
私の 考と 致して ましては 此火藥 は 近き 將來に 於て不 
用に ® せざる のみならず、 益々 有用の もので あらう 
斯 樣に考 へて 居 0- ます。  . 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 他に 御 質問がなければ 
此二 案の 特別委 員の R 名を 御報吿 いたさせます。 

〔長 谷川 R II1 官朗 讁〕 

作業 會計 法屮 改正 法律案 外 一件 特別委 員 
伯爵 川村鐵 太 郎君  子爵 稲垣 太祥沿 
子爵 大河 內正敏 君  石 塚英藏 君 
男爵 外 松 孫 太 郎君  石黑 五十二 君 
福永吉 之 助 君  鎌 田 勝太郞 君 
田中淸 文 君 


〇假翳 長 (侯爵 德川賴 倫 君) 日程 第 十、 國 《 整理 基 
金 特別 會計法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 接 付 

第一 讀會〇 

國 M 整理 鸪金 特別 會計法 中 改正 法律案 

右 政府提 IU 案 本院に 於て 可決せ り W て 議院 法 第五 

十四 條に 依り 及 ; S 付 候 也 

大正 八 年 二 月 十 a 

衆議院 識 長大 岡 育造 

K 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 

國 m 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法 鉗 案 

國愤 整理 基金 特別 會計法 中 左/通 改正ス 

第二 條 屮 「一般 會 計」 ノ下ュ 「父 ハ 特別 會計 」 ヲ 「借 

入金」/ 下- 1 「並 臨時 國庫證 券」 ヲ加へ 「他 ノ 特別 

會 計 ヨリ 繰 人 ルル モノ ヲ併セ テ」 ヲ削ル 


附 MIJ 

本 法 ハ 大正 八 年度 ョリ 之ヲ 施行ス 

〔國務 大 |';( 男爵 高 橋是淸 君演 © に 登る〕 

〇國 務大以 (男爵 高 橋是淸 君〕 此國 沾 整理 基金 特別 
會計法 中 改正 法律案に 二つ の 重なる 理山が あつて 提 
案を 致した ので ございます •第一の 點は 從來 特別の 
規定 ある tM 合の 外は 特別 會 計ょり 國愦 整理 基金に 充 
つべき 金額を 繰 入れます には、 一般 會 計を 純 由して 
居つ たので ござります、 豫算の 形式 及會計 事務を 複 
雄に 致します るから、 今後 ほ 谷 特別 會 計ょり 直接に 
國潰 整理 基金に 繰 入れる ことと 致したい と考 へる の 
でございます 、第二の 點は國 M 整理 基金 特別 會計法 
第二 條 に te れぱ ‘埒 年國债 の 元金 償還に 充つ る爲に 
國慣 整理 基金を 特別 會 計に 繰 入れます る 金額は、 前 
年度の 初めに 於け る國肋 總額の 萬 分の 百 - 1- 六 以上、 

一一 一千 萬 圓を 下る ことを ？^ すと 規定して あろので あり 
まする が， 元來 臨時 國庫證 券は 之が 發 行に® つて 得 
たる K 金の 連用を なす もので ござりまして •事 槊费 
の 財源に 充 つるが 爲に發 行す る國情 とは、 其 性質を 
異にして 居ります るが 故に •大藏 證券 及 借入金と 同 
樣に 之を 該條項 の 適用の 外に »; くを 至 當と 認めた の 
で ござります 御 協賛 あらむ ことを 希望いた します。 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 別に 御 質問が ございま 
せぬ ければ •本案の 特別委 員の 氏名を 御 報告いた さ 
せます。 

〔長 谷川醫 記 官朗 _〕 

國愦 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 特別委 M 
伯爵 林  蹄 太郞君  子 博 牧野 忠篤君 
子爵 水 野  直 君  仲 小路  菔君 
男爵 坪 井 九八郞 君  男爵 藤 堂 高 成 君 
中島 永 元 君  鮫 島 武之助 君 
勝 田 銀 次郞君 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君) 日程 第 十一、 第 十二、 
第 十三、 第 十四、 第 十五まで 一括いた しまして 御異 
議は ございませぬ か。 

〔「 異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御異篛 ない ものと 認め 
ます。 

〇假 議長 (侯 辟 德川賴 倫 君〕 日程 第 十一、 事業 公債 
金 特別 會計法 案、 政府 提出、 衆議院 浍 付、 第一 讀會 
第 十二、 臨時 K 庫 證券 法 中 改正 決 律 案 •政府 提出、 
衆議院 S 付， 第一 is 會 、第 十三、 朝鮮® 業 公《法 中 


改 IH 法律案 •政府 提出、 衆議院. 逸 付、 第一 讀會 ，第 
十四、 S S 事業 公 ffl 法 中 改正 法 紐 案、 政府 捉出 、衆 
馘院浍 付、 第一 讀 窗、第十 31: 、造幣局据置；速轉 ¥? 本 
增加及 設備 擴張 費に 關 する 法 ® 案、 政府 提出、 衆議 
院送付 •第 一 _會。 

事 菜 公愤金 特別 會計 法案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 S f-J 候 也 
大正 八 年！ 一月 十日 

衆議院 ^ 長大 岡 育造 
段 族 院議 長公擗 德川家 達 殿 
事業 公債 金 特別 會計法 

第 一條 各種 ノ 事 業 公債 法- 一 依 >1- 公- f.i 金 ノ會計 ハ 
之ヲ 特別 トシ ー般 ノ 歳入歳出 卜 M 分ス ヘシ 
第二 條公債 金ヲ使 用 セント スル トキ ハ 之ヲ 其ノ 
事業 費ノ M K ル 會 計 ノ歳 入-一 繰 入 ル ヘシ 
第三 條公值 金-一 餘裕 アル トキ ハ 之 ヲ大藏 省 預金 
部 M 預入ル ヘシ 

第 四 條本會 計 ハ 公 债 ノ發 行- 1 依 ル收 入金、 運用 
利殖 金 及 附 屬雜收 入ヲ以 テ其ノ 歳入 トシ 第二 條 
及第 六條 ノ规定 -I 依 ル 繰 入金 ヲ以テ 其ノ 歳出 卜 

ス 

第 五條 公侦 金-ー シテ 毎年 度內 -1 使用 セ サル モノ 
ハ 遞 次之ッ 翌年 度-一 繰越 スへシ 
本 fr 計ノ捋 年度 歳 m 豫算 -1 於 ケル 支出 殘額ハ 遞 
次之ヲ 翌年 度 — 繰越. ン使用 スル コト ヲ煜 
第 六條 公債 金 ハ 之ヲ以 テ 支 辨 k ル 事業 a 毎 二 M 
分 整理 シ其ノ 事業 完了  ノ後 剩餘 アル トキ ハ 之ヲ 
其ノ 事業 费ノ 屘シ タル 會計ノ 歳 人- 一 繰 入 ルへ. ゾ 
第七條 政府 ハ 毎年 本 ir 計ノ 歳入歳出 豫算ヲ 調製 
シ 歲 人 哉 出 ノ總殘 算卜 共- 1 之ヲ帝 國議會 M 提出 

スへシ 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

事業 公 债及鐵 道 公債 特別 ir 計 法、 朝鮮 事業 公 fis 金 

特別 會計法 ハ 之ヲ隧 止ス 

本 法 施行/際 前 孭ノ谷 特別# 計 — Js K ル 公值金 ハ 
之ヲ木 會計ノ 歳入-- 繰 入 ル ヘシ 
臨時 國庫證 券 法 中 改正 法律案— 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大年八 年 二 月 十日 


國 依 整理 ?. e 金 特別 © • 計 法 屮 改正 法 讳 案 第 i 會  事業 公債 金 特別 會計 法案、 臨時 阀庫 lg 券 法 中 改正 法律案 第一 If 會 
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.纏 i 議律 3麵霞_ 一大 I 顏籠議 S I11 I 張 国 


七 〇〇 


衆葳院 ® 長大 岡 育造 
r£ 族院 諮 長 公 ! 5? 德川家 達 殿 
臨時 國庫設 券 法 中 改正 法律案 
臨時 国庫 證券 法 中 左/通 改正 ス 
第 一條 中 r 便- ー ス ル舀 」 ヲ 「便- ー シ其ノ 他 聯合 國 
ノ財 政ヲ援 肋 スル S J 二改ム 
第二 條中 「五位圓」 ヲ 「八 億 1] 」 _ 改ム 

t4J  MMJ 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ施 行ス 


朝 群 事業 公 依 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 木院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二月 十日 

衆 翳 院議 長大 岡 育造 

貴 族 院議 長 公！ S 德川家 達 殿 

朝鮮 事業 公 ffl 法 中 改正 法律案 

朝鮮 事槳公 估 法 中 左 ノ通改 JH ス 

「一億 六 千 八 百 萬 圆」 ヲ 「一億 七 千 八 百 萬圓」 = 改 

ム 


竅锷 事業 公 ffl 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 

第五 十四 條に 依り 及 3S 付 候 也 

大正 八 年 二 月 十日 

衆 _院_ 長大 岡 育造 

貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 

へ 行間 空な きものは 衆議院の 修ン 

£ , . ― ^は 同 削除の 符號な り j 

竅戀事 ix ム債法 中 左ノ通 改正 ス 

第 一條 臺 H -1 於 ケル 事業 » 支 辨ノ爲 政府 ハ從前 

募集シ タル モノ ヲ通シ テ 九 千 二 百 五十 萬 圓ヲ限 

リ公 依 ヲ募集 スル コト ヲ煜 

第 一條 中 「七 千 三百 五十 萬 圓」 ヲ 「九 千 二百 五十 


於 ケル 利率 ハ 政府 之 


萬 圓ーニ 改ム 

第二 條削除 

i 一條 削除 

第五 條第 r IS 中 r 此ノ 場合 

ヲ {K ム」 ヲ削ル 

第 六條 及第 七條ヲ 削 ル 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

本法施行前琛集シタル臺 事業公值/元金ノ消滅 


時効 二 付 テ ハ 仍從 前ノ例 -1K ル 
造幣局 椐 s il ls 資本％ 加 及 設備 擴張费 に關 する 
法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及绘付 候 也 
大正 八 年 二月 十日 

衆議院 諉 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公搿德 川 家 達 殿 
造幣局 据置運 轉 資本％ 加 及 設備 攒張 費-一 關ス 
ル 法律案 

大正 八 年度-一 於 テ 造幣局 据置 運轉 資本- 1 百 五十 萬 
圓ヲ % 加ス 

前項 資本/ 增加及 大正 八 年度 乃至 大正 十 年度- 1 苴 
リ造幣 局ノ 設備 擴張ュ 要 スル 經费 H 充用 K ル 爲造 
幣局 資金 ノ內 二百 六十 一 萬 四千 九 百 五十二 圓ヲ限 
リ ー般會 計-一 繰 入 ルル コト ヲ得 

〔國務 大臣 男餺高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 C 男爵 高 橋 是淸君 ) 日程 第 十一の 事業 公 
值金 特別 會計 法案、 是は 從來臺 _ 事業 公債の 發 行に 
依る 收 入金は 事業 公債 及 鐵道公 債 特別© 計に 收入い 
たし、 朝鮮 事業 公債の 發 行に 依る 收 入金 ほ 朝鮮 事業 
公債 金 特別 會 計に 收入 いたしまして、 經理を 致して 
来たので ございます が、 電話 事業 公債 •樺 太 事業 公 
債に 付きまして は、 未だ 其 收入 金を 經理 する 特別の 
會計が ない ので ございます、 故に 是 等の 事業 公債の 
發 行に 依る 收入 金の 經理の ため 新に 事業 公 债金 特別 
會計 を it sr いたしまして、 以上 谷 ir-# 別會 計を 統一し 
て ir 計 事務の 簡捷を 期します る考で 此案を 提出した 
ので ございます、 又 日程 第 十二の 臨時 國庫設 券 法 中 

改正 法律案の 要 11 は從來 の 通〇輸 出 爲替 資金の 疏通 

を！ I るの 外、 # に 本邦に 於て 發 行した る 外國 政府 公 

愦の 借換其 他に 關し 聯合 國の W 政 援助の 爲に も本證 

券發 行の途 を 開きたい と 思 ひます ので、 其發行 最高 

額を 三 億圓增 加いた しまして 八 億圓と 致す 點に ある 

のであります、 政府は 此臨時 國庫 證券を 利用いた し 

まして、 以上 述べます る 通 〇 金融の 調整を 致します 

と 同時に 聯合 國に對 する 財政の 援助 上に 便宜を 得た 

いと 云 ふ考で ございます、 又 日程 第 十三， 朝鮮 事業 

公債 法 中 改正 法律案、 是は同 法に 規定いた しました 

る 公債茭 辨の事 業 費 中の 釜 山 第二 期海關 工事費、 約 

九 百萬圓 、元 山海 關 H 事 費 約 百萬圓 ，合計 約 千 萬圓 

大正 八 年度 以降 六箇 年度 繼續 費豫算 として 追加を 耍 


する ことにな りました から、 從來の 起 偵の 法定 額、 
一億 六 千 八 百 萬圓を 一億 七 千 八 百 萬 圓と改 める ので 
ございます 、日程 第 十四の 事 諮 公 fa i); 中 改正 法 
律 案、 是ほ本 公債 莢 辨事業 ii 屮 、缕道 建設費に 於て 
旣に 第三 十九 議會に 於て 大正 六 年度 以降 五箇 年度® 
續费 豫算千 萬圓の 追加を SS めら れて 居ります、 又 今 
回 新に 八 年度 以降 四箇 年度 繼續費 稗 算千 五十 37; 萬 餘 
圓の 追加を 要求いた して 居 〇 ます、 其 結果 合計 二 千 
五十 五 萬餘圓 の % 額を 要するに 立 至りました、 從來 
公債 支 辨に扁 しました る 水利 事業 费中二 百 萬 [Ml だけ 
を 普通 費 支 辨に 移す 見込であります から、 此金 5i:1 を 
差 引きまして 新に 千 八 百 五十 五 萬 餘圓の 起 似 法定 額 
を增 加せ むと する ので ございます、 是は 衆議院に 於 
きまして 修正に なりまして、 其 修正に 對 して 政府 も 
同意を 表して 居る 次第であります、 其 他 序でを 以て 
Ml、 法文の 整理を 致しました る -A- 第であります、 
第 十五は 造幣局 据置 運 li 資本の 吩加及 之が 設備擴 張 
に 要する 經費 に關 する 法律案で ございます、 造幣局 
据 置運轉 R 本の 增加及 之が 設備 擴 張に 要する 經费に 
關する 法律案の 說 明を 致します が、 此 造幣局の 据置 
運轉 資本は 從來 二百 五十 萬圓で ございました が、 近 
來輸納 地金が 大に增 加を 致しまして、 それが 爲に精 
製に 使用いた します る 地金が 不足に なりまして、 規 
定の 期日 內に 精製して 地金 轍納 人に 拂戾す ことが 出 
來 兼ねる 狀態 でございます、 ffi つて 此据置 運 WK 本 
百 五十 萬 圓を新 に增 加す る 必要を 認めた 次第で あり 
ます、 次に 造幣局 現在 鑄 造 設 術は 近 來 貨幣！ | 造 高が 
大に增 加いた しまして、 且つ 補助 貨の改 鑄を 致し ま 
すに 付きまして ほ 著しく 不足で & ります る 故に、 此 
際 其 © 造 能力を 二倍に する がた め 大正 八 年度ょり 十 
年度に 13. り、 之が 設肺 を擴 張す る 爲に繼 續費豫 算百 
十一 蓖餘圓 を 計上いた しま L た 次第で あ 〇 ます、 依 
つて 右運轉 資本の 僧 加 及設肺 擴張に 要する 經費 に充 
つるた め 政府は 必要に 應 じて 合計 二百 六十 一 萬 四千 
九 百 五十二 圓を限 り， 造幣局 資金 中ょり 一般 會 計に 繰 
.入れる 事に したいと 云 ふ考で 本案を 提出いた しまし 
た 次第であります、 總て御 協賛 あらむ 事を 望みます 
〇 假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 質問が ありませ ぬ や 
うで ございます から 特別委 員の 御 報 吿を申 上げます 
念の 爲め御 相談 申 上げます が、 日程 第 十一、 第 十二 
十三、 十四、 十五まで 同一 委員に 付託して 御 異存は 
ござり ませぬ か。 


f 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 假 議長 (侯 【 培 川 賴！ 一| 君〕 然らぱ 行 幻 ：*.'. / n の 氏名 
を 報告いた させます。 

〔長 谷川 畀記 官朗 譖〕 

事業 公 fu; 金 特別 © 計 法案 外 四 件 特別委 U 
伯爵 松 平賴藍 君  子时松 平 BS 平 君 


男 勝 武并守 正 君 
荒 井 迓太郞 君 
佐踩 f4i K-. (衞君 


淺田德 則 君 
男爵 阪谷芳 郎君 
安樂 兼 道 君 
岡 本榮吉 君 

〇假 議長 C 侯 樅 德川賴 倫 君〕 日程 第 十六、 第 十七、 
第 十八 ほ 一括して 問題に 致して 宜しぅ ございます か 
t 「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

〇假 議長 , 侯爵 德川賴 倫 君〕 御異蓊 ない と 認めます 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君) □程 第 十六、 帝 國大彤 
特別 會計法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆 識院邊 付、 
日程 第 十七、 東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 
支出 金に 關 する 法律案、 政府 提出、 衆 翳院送 付、 日 
程 第 十八、 大正 七 年 法律 第四號 中 改正 法律案， 政府 
提出， 衆議院 邊付 、第一 調會。 

帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及绘付 候 也 
大正 八 年 二 月 十日 

衆 _院_ 長大 岡育樘 
貴族院 識長 公爵 徳川家 達 殿 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 
帝 國大學 特別 锊計法 中 左/通 改正 ス 
第二 條中 「金 百 五十六 萬 圆」 ヲ 「金 百 六十 七 萬 七 
千 三百 二 十圓 J  -1、 「金 九十 七 萬 圓 J ヲ 「金 百 三 萬 

五 千 百圆一 M 改ム 

寸  nu 
ff  貝 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 


東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 茭出 金に 
關 する 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 識院法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二 月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
■貴族院 議長 公 間 徳川家 達 殿 
東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 茭 出金 


院族 貴會議 國帝囬 一十 四 第 


-1 關スル 法 坩案 

東京 帝 國大學 H fs 部ノ掖 張ヲ 爲スノ 費用-- 充ツル 
e 總甜金 百 五十 萬 圓ヲ 、京都 帝國 大舉 H 學 部及理 
禺 部' '棚 張ヲ爲 ス ノ费 用-一充 ツル 爲總額 金 八十 三 
萬 千 二百 七十 一圆ヲ 大正 八 年度 乃至 大正 十一 年度 
二 a リ帝 國大昂 特別 會計法 第二 條 / 金額 ノ外 毎年 
度豫筘 ノ定ム ル 所-一依 リ ー般 會計 ヨリ 當該帝 國大 
學 特別會 計-一 繰 人 ル ヘシ 

大正 七 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
右 政府 提 W 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年！ 一月 十日 

衆 SS 院議 長大 岡 育造 
a 族 院誦 長公擗 德川家 達 殿 
大正 七 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
大正 七 年 第 四 號屮左 Z 通 改正ス 

「時局 — 基因シ 判任官 其 ノ他ノ 者-一 對シ 臨時 手當 

ヲ茭 給- < A 爲 」 ヲ 「時局- 1 基因 シテ生 スル 經 a ノ 

不足 ヲ補充 スル 爲」 -1 改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

參照 

東京 帝 阀大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 

金 投入-一 關 ス ル— S 触 S1 月 

東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大®  -1 於 テ 時局-一基 因. ゾ 

判任官 其ノ 他ノ密 -1 對シ臨 時 手 當ヲ茭 給 K ル爲必 

要 ナル 金額 ハ - 7?? 國大氓 特別 锊計法 第二 條ノ 規定 M 

依 ル 金額 ノ外 一般 街 計 ヨリ當 該帝國 大學特 別會計 

へ 臨時 之ヲ絞 入 ルル n トヲ得 

附則 

本 法 ハ大 JE 七 年度 ヨリ 之ヲ 施行ス 

〔阀務 大臣 中 橋® 五郎 君邡 壇に 登る〕 

〇 國務大 2 ;( 中橋德 五郎 打〕 lit 日程の 第 十六、 十七 

十八は 略々 同 ほの 性 H の 法案であります るで、 是は 

預算 は 總て總 預 3? の 中に 組 人れ て 提出に なつて 居り 

ますが、 其總 にあります る 金を 谷 特別 會 計に 繰 

入れます るに 付きまして 手績上 必要な 法案で、 茲に 

提出いた した 譯でご ざいます、 是は 前に も 時々 出て 

居る のと 同性 質の ものであります、 lit の 第 十六の 帝 

國 大學 特別 會計法 中 改正 法律案、 是は此 度 各 帝國大 

學に 於き まして 從來の 敎： S の 俥 給 •か 少うご ざいます 

から 今回 凡そ 11 割の 佾額を 致して、 それは 總 TI M: に 


賊 つて 居ります、 邦の 命を 帝 國大® 特別 會計 の ir 計 
に 繰 入れる 爲に 改正を 要する のであります、 それ か 
ら 今一つは 大學 に敎育 科を 設置いた します るで •其 
の 金 も同樣 の手續 で 人れ たいと 云 ふ 斯う 云 ふので あ 
ります， 其の 次の 第 十七 ほ 臨時 部 政府 支出 金で あり 
ます、 是は束 京 帝 國大學 に 於て 工科 大學 の擴 張を 今 
度いた します、 それから 京都 帝 阈大學 の P1! 學 部の 撋 
張を 致します るので 此金額 も總 ft 算の 文部省 所管の 
臨時 部に 這 入つ て 居ります、 それを 榜 入れる 手纓の 
爲に 法律を 改正す るので あります •それから 第 十八 
も 略々 同様な 性質な ものであります るで •今回 官吏 
の 臨時 手當を 今茭 出して 居る よりず つと佾 します で 
ございます、 金額を ずつ と增 額いた します るし* 其 
他 廳费の 如き ものに 於ても 咐加 する 4 のがあります 
から、 それを 繰 入れる 爲 めの 改正であります， で 單 
純なる 手續 に關 する ものであります、 どうぞ 御 審議 
の 上に 御 賛成を …… 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 質問がない やうに 存 
じます から 特別委 員の 氏名を 報告いた させます 、日 
程 第 十六、 十七、 十八は 同一 委員に 付託いた して 宜 
しう ございます か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 假 議長 (侯 尉 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 
から、 特別委 员の 氏名を 報吿 致させます" 
〔長谷川書記官朗謅〕 

帝國 大學 特別 會計法 中 改正 法律案 外 二 件 特別委 員 
侯 辟 德川悶 順对  子爵 野 村 益 三 君 
男爵 南 岩 倉 具 威 君  三 宅  秀君 
高 田 早苗 君  田 所 美 治 君 
傾 山  章 君  富 永 譲 君 
櫻 井伊 兵衝君 

〇假篛 長 C 侯 K 德川® 倫 君〕 休憩を 致します。 

午前 十一 時 五十 四 分 休憩 

午後 一時 十五 分開議 

〇假 議長 C 侯 辟 德川賴 倫 君〕 午前に 引 織き 會議を 開 

きます、 日程の 第 十九 •第二 十は 一括して 問題に 共 

して 御異蕺 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假謬 長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 

〇假誘 長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第 十九， 鐵道 敷設 

法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議烷 送付、 第 I II 會 


第二 十、 北海 迫鐵 道 # 設法中 改正 法律案 •政府 提 3 
衆 ii 院送 付， 第一 讀會 、床 次鐵 道院總 裁。 

鐵道数 設法中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 01 決せり oy て 議院 法 第五 
十四條 に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二 月 十日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 ! S 德川家 達 殿 
鐵道敷 設法中 改正 法® 案 
鐵道 敷設 法 中 左ノ通 改正 ス 
第二 條第 一項 近畿 線ノ 部-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 和歌 山縣下 和歌 山 ヨリ 田 邊新宮 及 三重 縣下 
長 鳥 ヲ經テ 相 可- 1 至 ル鐵道 
同 項 九州 線/部-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 福 岡 縣下久 留米 ヨリ 大分 縣下 日田ヲ 經テ大 
分-一至 ル鐵道 

第 七條第 一項 第二 號中 「岐阜 縣下 岐阜 ヨリ 太田ヲ 
經テ 高山- 一 至ル鐵 mj ヲ削ル 
同 項 第 十三 號中 「蘇 我 ヨリ 松 田-一至 ル鐵适 及 勝 浦 
ヨリ 大原二 至ル鐵 道」 ヲ 削 >1- 
同 項 第二 十二 號ノ次 -I 左 ノー號 ヲ加フ 

一 近畿豫 定線 ノ內 和歌 山縣下 和歌 山 ヨリ 田邊 
新 , «• 及三甫 縣下長 島 ヲ經テ 相 可-一至 >1- 鐵道 
同 5! 第二 十六 號中 「高 知縣 下山 田 ヨリ 高 知 ヲ經テ 
須崎 -I 至ル鐵 道」 ヲ削ル 
同 項 第二 十八 號ノ 次-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 九州 豫定 線ノ内 福岡縣 下久留 米 ヨリ 大分 縣 
下 日田ヲ 經テ 大分-一至 ル 鐵 道 
北海道 鐵道脾 設法中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 謬院法 第五 
十四 條に te り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二 月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵德 川 家 達 殿 
北海道 鐵道敷 設法中 改正 法律案 
北海道 鐵道 敷設 法 中 左ノ通 改正 ス 
第二 條 第一 號中 「及 釧路 幽摩 辯 ヲ經テ 北 見國」 ヲ 
「、 釧路國 釧路及 北見國 斜 里プ經 テ」 — 改ム 
同條 第三 號屮 「厚岸」 ヲ 「釧路 J ユ改ム 
同條 M 左/一 號 プ加フ 

一 膽振國 長 萬 部 ョ リ輪西 -1 至 ル鐵道 
〔政府 委 M 床 次 竹 二 郎教演 壇 に 登る〕 


0 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君〕 兩法案 改正の 理由を 說 
明 申 上げます* 今日の 場合 鐵 5H の 速成 普及と 云 ふこ 
と '13: 掏め て必耍 の 事柄と 考 へまして >  其 計盡を 立て 
まして、 本年 K の豫算 に 於て 御 協賛を 求めて 居る 次 
第で ございます* 其關 係より 致しまして、 玆に 新に 
本州に 於て 五線 •北海道に 於て 二 線路 選定いた しま 
して、 それ <此兩 法案 中に ia 加す る 必要を 認めた 
次第で ございます， 其 線路は 九州に 於き まして 久留 
米 大分 間、 それから 尙ほ 四國に 於き まして 土 佐から 
德島の 池 田を 經て香 川縣琴 平に 至る 線、 本州へ 參〇 
まして 紀州 和歌 山から 伊勢の 相 可に 至る 線 •それ か 
ら飛驟 の 高 11.1 から 越 中の 富 山に 至る 線， 玆に 千葉縣 
下で 松 田より 勝 浦に 至る 線路を 貫通いた します 線 • 
lib 五線 路合せ て 四 W 十九 Ma あります、 之を 豫定 線に 
入れ 並に 一 抑 線に 繰 上げる 爲に鐵 道 敷設 法 中の 改正 
を耍 する 譯で ございます、 次に 北海道に 於き まして 
長溫 部より 輪 四に 至る 線路 池に 釧路 より 斜 里に 至る 
紋路 _■ 此 二 線の 延長， 總計百 五十一 哩でご ざいます 
之を 豫定線 に 編 人いた します 爲に改 正の 必要を 認め 
た 次第で ございます。 

〇阪太 釤之助 君 本案に 付きまして 少し 御尋を 致し 
ます •鐵道 敷設 法 中 改正 法 S 案の 第三 番目に ありま 
す 「筘 七條 第一 項 第二 號屮 岐阜 縣下 岐阜 ョリ 太田ヲ 
經テ 高山-一至 ル 鐵道ヲ 削 ル」 と 云 ふ® 勝が あります 
是ほ阼 年 即ち 四十 議會に 於き まして 議會が 協 質を 與 
へました 即ち 岐阜 縣下 岐阜よ 〇 太 田 高山を 經て济 山 
縣下當 III に 至る 鐵道 斯ぅ 云 ふことの 影響で あらぅ と 
考 へます が、 或は 間違つ て 居る か 知れ ませぬ が、 本 
員は 左！！ に考へ る、 果して 然らぱ 翁に 四十 議會 に 11 
會が 協賛を 致しました 岐阜より 發して 高山を 經て富 
山に 至る 線路 ほ 昨年 政府が 改正案を 出されました 趣 
旨に 基き まして、 無論 岐阜を 發 しまして 谷務原 に 何 
か 陸軍の 用が あると 云 ふこと であります、 其 谷務原 
を 經て鹈 沼の 太 田， 下 K を 經て富 山に 至る 線路と 心 
fg て 居ります が、 政府が 執らむ とする 所と 本員が 見 
る 所と 同一で あるかと 云 ふこと を祗 りたい 又 第二に 
四つ E にご ざいます る 所の 「间項 第二 十六 號 中高 知 
縣 下山 田 ョリ 高 知 ヲ經 テ闭 崎 r. 至 ル鐵 道ヲ削 ル」 是 
れは今 本員が 御 ^ をせ むと する 所と K 接 關係ほ あり 
ませぬ が、 即ち 昨年の 四十 _會 に 於て 議論が ありま 
した 是は 四國線 の 一部で あ . 1; まして •是 等の 關係か 
らして 此事 を御尋 する のであります が， 四十 議 & に 
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於て 甚だ 喧し かつた 所の 曼陀鮮 '線を 採る か、 他 線に 
出づ るかと 云 ふことの 問 pir 此即ち 問題は 何れで 
ありませ うか •政府が 目下 執られつ、 ある 所の 方針 
はどうで あるか、 此二 點 を拜 承いた したいので あり 
ます。 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郞君演 甩 に 登る〕 

〇 政府 委員 (床 次 竹 二 郎哲) 御 答いた します、 第一 
問は 今度 の 改正に なりました 結果 岐阜から 太 田を 經 
並 に K al を經 て. 1 III 山に 至る ことになるので あります 
m し 唯今 御 尋ねの 中に 岐阜から 高山に 至る 線路の 中 
飛行場の 在る 所を 通つ て敝 沼と 申しました かを 經て 
通る 線路 ほ 今 他に 筘翠の 線 もありまして 、比較 調査 
中で ございます、 兎も角 岐阜から 太 田 尚 山 富 山に 至 

ると 云 ふこと ほ 是で 決定す る 諍であります が、 經過 

地に 付て は 調査 中で ございます、 それから 第二. 問の 

ことは 此 度の 改正に 依りまして、 高 知から 琴 平に 至 

る ことになるので あります •昨年の 議會に 於て 德島 

の 池 田ょり 左に 取つて 曼陀羅 線と 云 ふの が 議會の 間 

題に なつた のであります るが， 此線路 ほ此 度の 改正 

に 依り ますれば 池 田から liL 接 琴 平に 至る ので ありま 

すが、 lit 比較は 諸種の 點に 於き まして 池 田 琴 平の 方 

が 調査 上 , JC しいと 云ふ考 であります から 斯く 改め ま 

した 次第で ございます •唯一 點曼陀 一線と 今度の 池 

田 琴 平 線と 比較いた します ると 云 ふと 工費に 於て ® 

陀纈 線の 方が 二 西 有餘 萬圓 安いので ございます、 其 

他の 點に 於て は 池 田 琴 平 線の 方が 何れもの 點に 於て 

挺つ て 居ります 、其 二百 萬 圓と云 ふ 费 用が 餘計掛 か 

ると 云ふ點 ほ 如何にも そちらの 方の …… 曼陀羅 線の 

方を 選んだ 方が 宜いや うにあります けれども、 此線 

路は元 高 知ょり して 香 川縣に 通ず ると 云 ふ 大きな 線 

路で あります るから* 其大體 の 上から 申し ますれば 

二百 萬 圆の 工費の 爲に將 來永拎 のこと を考 へた 時分 

には 琴 平 線を 選んだ 方が 宜 いと 考へた 次第で ござい 

まづ〇 

〇阪太 釤之助 君 唯今の 御 答で 第二の ことは 誠に 明 

瞭に分 りました が、 第一に 御 尋ね 申した 岐阜から 太 

田に 至る所の 線路は 今尙 調査 中で あると 云 ふ 御 答 辯 

であります るが 抑々 昨年 此法律 案の 改正を 提出せ ら 

れた 所以の もの ほ、 元と 岐阜を 發 して 關を經 て 行く 

と 云 ふこと になつ て 居つ た 法 ® 案を •それを 岐阜 縣 

下 岐阜よ 〇 太 田 高山を 經て富 山 縣下富 山に 至る 鐵道 

と 改正せられ て、 即ち 關を經 ると 云 ふこと を 削徐せ 
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られた ので ある、 果して 然ら ば此精 紳ほ 無論 岐阜を 
發 して 高山に 至る に ほ 成るべくは 近き 道を 取られる 
と 云 ふこと が 此法律 改正の 精神で あらう と 思 ほれる 
谷 務ヶ 原の 雉 行 場を 通る と 云 ふやうな ことで ありし 
て、 是 は 班 事 上の 必要で 稍々 迂回し ましても .…： 左 
樣に 迂回は 致しますまい が、 致しましても それ ! X 已 
むを 得 ませぬ が、 其 他の 線 ほ 最早 希葳線 が あると か 
どうと か 云 ふやうな 問題 ほ 過ぎ去つ た 問題で あつて 
法律の 改正を 致される と 云 ふこと が 右 申した やうな 
精神を 以て 改正に なつた ものと 本 M は 解釋 して 居つ 
た、 然るに 今 尙ほ線 路が 能く 決定し ない と 云 ふこと 
でありました が、 何が 故に 左 棟に 御 迷 ひに なつて 居 
るかと 云 ふこと を 伺 ひたいと 存じて 御 尋ねした ので 
あります、 併し 餘り 具體 的に 其處 まで 立 入つ て 伺 ふ 
ことは 避けた 方が 宜しから うと 存じて 抽象的に 申し 
ました けれども、 唯今の 御 答で ほ 昨年 法律を 改正し 
た 精神に 遡つ て、 何等 徹底し ないやう に考 へます か 
ら 、具體 的に 今一 應御 尋ね 申す のであります。 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇 政府 娄員 C 床 次 竹 二 郎君) 御 答いた します、 昨年 
決議に なりました 所は 何等 變更を 加へ る考は ありま 
せぬ、 併し 甲の 地點を 純る か、 乙の 地點を 絆る かと 
云 ふこと ほ ® 際 建設す るに 當 りまして 能く 調査し な 
ければ ならぬ 事柄で ございます、 それが 今 調査 中で 
あると 申す ので ございます， 線路の 大體を _更 いた 
す考 では ございませぬ。 

0 假翳長 C 侯爵 德川賴 倫 君) 他に 御 W 問が ございま 
せぬ ければ 特別委 員の 氏名を 御報吿 いたします が、 
唯今 一括いた しました 日程 •第 十九 第二 十は 同一 委 

員に 付託いた しまして 御 異存 ございませぬ か e 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 謎め ます 

，特別委 員の 氏名を 御 報告 致させます。 

〔長 谷川 書記官 朗讀〕 

鐵道敷 設法中 改正 法律案 外 一件 特別委 員 

伯爵 柳 原義 光 君 男爵 小 澤武雄 君 

子爵 伊東 祐弘君 男爵 山 根 武亮君 

平 井晴二 郎君  古市 公威 君 

男爵 島津久 賢 君  麻 生 太吉君 

津村紀 陵 君 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第二 十一、 第二 十 

二、 第二 十三は 一括いた して 問題と 致す に 御 異議 ご 


ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と Eg めます 
〇假 議長 (侯 f3 德川賴 倫 君.〕 日程 第二 十一、 裁判所 
の 設立に 關 する 法律案， 第二 十二、 大正 二 年 法律 第 
九號中 改正 法律案、 第二 十三、 不動 產登 記法 中 改正 
法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 〇- 
裁判所の 設立に 關 する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 法り 及 送付 候 也  . 

大正 八 年 二 月 十日 

衆 篛院諝 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
裁判所 ノ 設立 — 關スル 法律案 
埼玉縣 南埼玉 郡越ヶ 谷 町 -1 區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ越 
ヶ谷區 裁判所 卜稱ス 

千葉縣 印旛 郡 佐 倉 町-一 區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ佐 倉區 
裁判所 卜稱ス 

千葉縣 長生 郡 一宮 町 — 區 裁判所 ヲ置 キ之ヲ ー宮 本 
鄕區 裁判所 卜稱ス 

茨城 縣稻敷 郡 龍ヶ崎 町 — 區裁判 所 ヲ置キ 之 ヲ龍ヶ 
崎區 裁判所 卜稱ス 

栃木 縣足利 郡 足 利 町 二 區 裁判所 ヲ置 キ之ヲ 足利區 
裁判所 卜稱ス 

群 馬 縣吾雯 郡 中 之條町 -1 區裁判 所 ヲ置キ 之 ヲ中之 
條區 裁判所 卜稱ス 

靜岡縣 富 士郡傳 法 村-一 區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ 吉原區 
裁判所 卜稱ス 

山 梨縣南 巨 B 郡 鰍 澤 町-一 區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ鰍 澤 
區 裁判所 卜稱ス 

新 潟 縣西頸 城 郡 糸魚 川 町 ュ區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ糸 
魚川區 裁判所 卜稱ス 

大阪府 泉 南 郡 岸 和 田 町-一 區 裁判所 ヲ置キ 之 ヲ岸和 
田區 裁判所 卜稱ス 

兵 庫 縣氷上 郡 柏 原 町- 一 區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ 柏原區 
裁判所 卜稱ス 

奈良縣 北 葛 城 郡 高 田 町- 1 區 裁判所 ヲ置キ 之 ヲ葛城 
M 裁判所 卜稱ス 

滋賀縣 甲賀郡 水口 町 一一 區裁判 所ヲ置 キ之ヲ 水口 區 
裁判所 卜稱ス 

愛知 縣 中島 郡 一宮 町 M 區 裁判所 ヲ置キ 之 ヲー宮 區 
裁判所 卜稱ス 


愛知 縣知多 郡 半 HJ 町- I M 裁 ^ 所 ヲ S キ之ヲ 半田 '^ ( 
裁判所 卜稱ス 

愛知 縣南 設樂郡 新 城 町 M S 裁判所 ヲ S キ之 ヲ衍妖 
區裁判 所>稱 ス 

三 ffi 縣瓯南 郡松阪 町- 1 區 裁判所 ヲ E キ之ヲ G pi M 
裁判所 卜稱ス 

岐阜 縣郡上 郡 八幡 町 m  K 裁判所 ヲ S キ之ヲ 八桥. 
裁判所 卜稱 N、 

福 井 縣南條 郡 武生町 二 區 裁判所 ヲ {S キ之 ヲ武生 M 
裁判所 卜稱ス 

富山縣 ili 晒 波 郡 出 町- 1  K 裁判所 ヲ !2 キ之プ 出 町； 3； 
裁判所 卜稱ス 

跋 島 縣賀茂 郡 竹 原 町 m 阪 裁判所 ヲ S キ之 ヲ竹原 M 
裁判所 卜稱ス 

廣島縣 比 婆 郡 11-: 原 町-- ® 裁判所 ヲ S キ之 ヲ庄原 M 
裁判所 卜稱ス 

山 口縣障 狹郡船 木 町  一一 M 裁判所 ヲ® キ之ヲ 船木區 
裁判所 卜稱ス 

愛媛縣 西 宇 和 郡 八幡 m 町-一 區裁判 所ヲ匿 キ之ヲ 八 
幡濱區 裁判所 卜稱ス 

佐 賀縣西 松 浦 郡 大坪村 一 一 區 裁判所 ヲ K キ之ヲ of ls 
里區 裁判所 卜稱ス 

福 岡縣朝 倉 郡 甘 木 町- .-. £| 裁判所 ヲ S キ之ヲ 付 木 傾 
裁判所 卜稱ス 

福 岡縣浮 羽郡吉 井町-一 M 裁判所 ヲ® キ之 ヲ吉井 M 
裁判所 卜稱ス 

熊 木 縣宇土 郡 三角 町-一 區裁判 所ヲ H キ之ヲ 三角 區 
裁判所 卜稱ス 

鹿兒鳥 縣姶良 郡 加 治 木 町 r. M 裁判所 ヲ Ig キ之ヲ 加 
治 木 M 裁判所 卜稱ス 

北海道 空 知 郡 岩見澤 町- 一區 裁判所 ヲ匮キ 之 ヲ岩見 
燁區 裁判所 卜稱ス 

北海道 上 川 郡 名 寄 町 一一 區 裁判所 ヲ置キ 之 ヲ名寄 M 
裁判所 卜稱ス 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 ム 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て nr 決せり 因て 議院 法 第五 
十四 條 に ffi り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二 月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 徳川家 達 殿 
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別表裁判所宵_區拽表中浦和區裁判所ノ項ヲ左ノ如ク改ム 


越 

ケ 

谷 

浦 

和 

川 

村 

彥 

成 

村 

士 

in 

町 

北 

葛 

飾 

郡 

ノ 

內 

葬 草 
岡 加 
村 町 

北 

足 

立 

m 

ノ 

春 

村 

大 

m 

村 

川 

柳 

村 

越 

ケ 

町 

南 

埼 

玉 

郡 

ノ 

埼 

玉 

縣 

ノ 

內 

高 

野 

村 

幸 

町 

北 

葛 

飾 

郡 

ノ 

內 

江 

面 

村 

菖 

蒲 

町 

南 

埼 

玉 

郡 

ノ 

豊 

野 

村 

不 

動 

岡 

村 

禮 

羽 

加 

須 

町 

北 

埼 

玉 

郡 

/ 

內 

m 

村 

入 

間 新 
郡： ft 
ノ村 
內 

箕 

田 

村 

加 

納 

村 

指 

扇 

村 

大 

久 

保 

村 

神 

根 

村 

美 

谷 

本 

村 

桶 

川 

町 

浦 

和 

町 

北 

足 

立 

郡 

k 

埼 

玉 

縣 

ノ 

内 

金 

杉 

村 

早 

稻 

田 

村 

幸 

松 

村 

新 

鄕 

村 

內 

內 

牧 

村 

获 

烏 

村 

大 

相 

模 

村 

岩 

湖 

町 

内 

糊 

m 

堂 

川 

村 

杉 

戶 

町 

栗 

橋 

町 

靜 

村 

農 

田 

村 

藝 

村 

久 

喜 

町 

內 

笠 

原 

村 

利 

島 

村 

原 

m 

村 

m 

西 

町 

南 

畑 

村 

白 

子 

村 

小 

谷 

村 

川 

m 

n 

村 

平 

方 

村 

馬 

宮 

村 

野 

Mi 

笹 

百 

村 

鴻 

町 

蕨 

WJ 

戶 

ケ 

崎 

村 

璺 

野 

村 

谷 

塚 

村 

慈 

恩 

-寺 

村 

新 

和 

村 

m 

生 

村 

粕 

壁 

町 

rfcr 

S 

村 

小 

林 

村 

m 

顧 

村 

水 

深 

村 

柿 

足 

村 

志 

多 

見 

村 

t±9 

7K 

岡 

村 

吹 

卜. 

村 

石 

戶 

村 

大 

谷 

村 

m 

水 

村 

尾 

間 

木 

村 

戶 

田 

村 

原 

町 

川 

口 

町 

八 

木 

鄕 

村 

堤 

鄕 

村 

新 

田 

村 

黑 

m 

村 

和 

土 

村 

出 

村 

大 

澤 

町 

八 

代 

村 

栢 

間 

村 

m 

村 

村 

元 

和 

村 

m 

莖 

村 

畐 

ケ 

谷 

村 

水 

谷 

村 

七 

里 

村 

馬 

室 

村 

大 

石 

村 

S 

村 

谷 

村 

芝 

村 

志 

木 

町 

m 

ケ 

谷 

町 

珠 

花 

村 

松 

伏 

m 

村 

安 

行 

村 

河 

へ 

柏 

崎 

村 

咐 

林 

村 

潮 

止 

村 

田 

村 

樱 

田 

村 

淸 

久 

村 

篠 

津 

村 

川 

m 

村 

村 

君 

村 

1 

村 

膝 

折 

村 

屮 

丸 

村 

上 

平 

村 

大 

砂 

土 

村 

村 

靑 

木 

村 

大 

和 

田 

町 

與 

野 

町 

富 

多 

村 

旭 

村 

戶 

塚 

村 

百 

問 

村 

川 

通 

村 

新 

方 

村 

八 

幡 

村 

櫻 

井 

村 

行 

幸 

村 

太 

田 

村 

平 

野 

村 

m 

遺 

Hi 

村 

田 

ケ 

谷 

村 

高 

柳 

村 

片 

山 

村 

常 

光 

村 

小 

室 

村 

原 

村 

片 

柳 

村 

曾 

根 

村 

it 

町 

大 

莒 

町 

南 

櫻 

井 

村 

i 

野 

江 

村 

大 

門 

村 

0 

勝 

村 

武 

里 

村 

m 

井 

村 

八 

條 

村 

豊 

岡 

村 

上 

高 

野 

村 

; へ. 
村 

大 

山 

村 

大 

桑 

村 

東 

村 

大 

越 

內 

間 

木 

村 

田 

間 

宮 

村 

小 

針 

村 

B 

進 

村 

木 

村 

南 

平 

柳 

村 

土 

へ 

§ 

上 

尾 

町 

同 表 中 川越區 裁判所/項 ヲ左ノ 如ク 改ム 


川 

越 

秩 
名 父 
架 郡 
村ノ 
內 

今 企 南 
沾 郡 高 
村ノ麗 
內村 

柏 

原 

村 

名 

細 

村 

大 

家 

村 

a 

東 

村 

金 

子 

村 

柳 

m 

村 

芳 

野 

村 

入筠 
川 間 i 
越 郡- 
町 ノビ 
内内 

吾 

野 

村 

小 

見 

野 

村 

水 

富 

村 

鶴 

ヶ 

島 

村 

川 

角 

村 

大 

田 

村 

東 

金 

子 

村 

松 

井 

村 

古 

谷 

村 

所 

澤 

町 

中 

山 

村 

元 

加 

治 

村 

高 

萩 

村 

毛 

呂 

i:.j 

田 

面 

澤 

村 

藤 

澤 

村 

富 

岡 

村 

南 

古 

谷 

村 

豊 

岡 

町 

八 

ゾ 

保 

村 

加 

治 

村 

高 

麗 

川 

村 

in 

Hi 

村 

山 

山 

村 

入 

間 

村 

小 

♦ 

指 

村 

仙 

波 

村 

入 

間 

川 

町 

伊 

草 

村 

精 

明 

村 

高 

麗 

村 

梅¬ 

園 

村 

1 

野 

村 

堀 

兼 

村 

ケ 

烏 

村 

高 

階 

村 

坂 

戶 

町 

谷 

村 

植 

木 

村 

東 

m 

村 

山 

门 

村 

勝 

呂 

村 

福 

原 

村 

赤 

村 

福 

岡 

村 

越 

半 

町 

出 

丸 

村 

原 

市 

場 

村 

霞 

ケ 

關 

村 

吾 

妻 

村 

入 

西 

村 

1% 

WV 

« 

元 

狹 

山 

村 

大 

井 

村 

飯 

能 

町 

同 表 中 熊谷區 裁判所 ノ rn ヲ 左/如 ク改ム 


m 

谷 

大 

椚 

村 

秩 

父 

郡 

ノ 

内 

龜 

井 

村 

七 

村 

松 

山 

町 

比 

企 

郡 

ノ 

內 

子 

林 

村 

下 

忍 

新 

m 

村 

忍 

町 

北 

埼 

玉 

郡 

/ 

內 

大 

里 

郡 

埼 

玉 

縣 

ノ 

內 

湖 

川 

村 

高 

坂 

村 

八 

和 

田 

村 

小 

川 

町 

南 

河 

原 

村 

北 

河 

原 

村 

太 

井 

村 

羽 

生 

町 

兒 

玉 

%% 

大 

河 

原 

村 

野 

本 

村 

大 

河 

村 

大 

岡 

村 

太 

m 

村 

荒 

木 

村 

持 

田 

村 

井 

泉 

村 

東 

士 

I 

村 

竹 

澤 

村 

福 

村 

中 

條 

村 

長 

野 

村 

星 

宮 

村 

川 

俣 

村 

南 

士 

見 

村 

平 

村 

宮 

前 

村 

中 

島 

村 

須 

影 

村 

加 

村 

廣 

田 

村 

西 

士 

見 

村 

玉 

川 

村 

唐 

子 

村 

成 

田 

村 

星 

河 

村 

dbfc 

fa 

村 

北 

士 

M 

村 

明 

m 

村 

菅 

谷 

村 

岩 

翻 

村 

屈 

姐 

村 

埼 

玉 

村 

同 表 中 千 葉區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


千 

葉. 

內 

田 

村 

海 

上 

村 

市 千 $ 
姉 原 葉 § 
崎 郡 郡 ^ 

% 內 

高 

m 

k 

菊 

間 

五 

井 

町 

富 

山 

村 

市 

苽 

村 

八 

幡 

町 

¥] 

市 

m 

村 

鶴 

舞 

町 

濕 

m 

村 

養 

老 

村 

千 

稀 

村 

戶 

田 

村 

東 

村 

明 

治 

村 

市 

原 

村 

大正 二 年 法律 第 九號屮 改正 法律案 第一 譖會  七 〇三 
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七〇四 


本 

铯 

宮 

佐 

XX 

長 

生 

郡 

夷 

隅 

郡 

千 

葉 

縣 

ノ 

內 

印 

m 

郡 

千 

m 

縣 

ノ 

內 

同 表 中 土 浦 區裁判 所ノ項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


土 浦 


龍ケ崎 


茨城 縣ノ內 
新 治 郡 
稻敷 郡ノ內 

朝日 村  君 原 村  阿見 村 
岡 田 村  牛久村  莖崎村 
筑波 郡/内 

ハ ? t m 部 町筑波 町  北條町 
谷 井田 村 13 翻 村  豊村 
福 岡 村  上鄕村  作 岡 村 
葛 城 村  大穗村 


鳩 崎 村  木 原 村  舟 島 村  安中 村 


小 張 村 
島 名 村 
菅間村 
田 水 山村 長 崎 村 


板 橋 村 
旭村 
田 井村 


久賀村 
鹿 島 村 
小 田 村 


三 島 村 
十 和 村 
小 野 川 村 


.茨城 縣ノ內 
北 相 馬 郡 
稲敷 郡ノ內 

龍ヶ崎 町 江戸 崎 町 君 W 村 
生 板 村  源淸田 村長 竿 村 
馴柴村  太 田 村  高 田 村 
金 江 津村十 余 烏 村 本 新 島 村 


沼 里 村  奧野村 
柴崎村  根本 村 
大須賀 村 伊崎 村 


浮 島 村 
長戶村 
阿波村 


大宮村 
八 原 村 
古渡 村 


同 表 中 麻 生 岡 裁判所 ノ项ヲ 左ノ如 ク改ム 


麻 

生 

中 

急 

村 

鹿 行 | 
鹿 島 方 § 
島 郡 郡 ザ 
町“ 

m 

m 

村 

大 

同 

村 

若 

松 

村 

中 

野 

村 

矢 

田 

部 

村 

波 

野 

村 

M 

村 

豊 

鄕 

村 

豊 

津 

村 

高 

松 

村 

同 表 中 宇都 宮區 裁判所 ノ孭ヲ 左/如 ク改ム 


宇 

都 

宮 

氏 

家 

町 

鹽 

谷 

郡 

ノ 

內 

南 

m 

村 

鹿 

沼 

町 

上 

都 

賀 

郡 

ノ 

宇 

都 

宮 

市 

m 

木 

縣 

ノ 

內 

栗 

山 

村 

加 

蘇 

村 

今 

町 

內 

河 

內 

郡 

藤 

原 

村 

東 

大 

m 

村 

n 

光 

町 

1 

村 

西 

大 

蘆 

村 

菊 

澤 

村 

船 

生 

村 

小 

來 

川 

村 

北 

欠 

飼 

村 

大 

宮 

村 

板 

荷 

村 

北 

押 

原 

村 

阿 

久 

津 

村 

落 

へ 

南 

押 

原 

村 

同 表 中柺 木區 裁判所. ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


栃木 


足 利 


祸木 縣ノ内 
下 都 W 郡 
上 都 賀郡 ノ內 
粟野 町  西方 村 


淸洲村  永 野 村  粕尾村  0 名 子 村 


柺木縣 /内 
足 利 郡  安蘇 郡 
上 稍 賀郡 ノ內 
足 尾 町 


同 表 中高 崎區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


中 

之 

條 

高 

崎 

吾 震 
m  i 

7 

內 

第 美 

原 土 

村里 

村 

藤 

岡 

町 

多 

野淸 
郡 用 
ノ村 
內 

倉 

田 

村 

M 

ケ 

島 

村 

倉 

賀 

野 

町 

群 高 
•搶 i 奇 
郡 市 

ノ 

內 

群 

馬 

縣 

ノ 

內 

平 

井 

村 

新 

町 

桃 

井 

村 

東 

鄕 

村 

新 

高 

尾 

村 

金 

古 

町 

砸 

氷 

郡 

美 

九 

里 

村 

鬼 

石 

町 

片 

岡 

村 

箕 

輪 

村 

中 

川 

村 

室 

田 

町 

川 

村 

-丄 • 

弄 

町 

相 

村 

塚 

澤 

村 

佐 

野 

村 

多 

胡 

村 

神 

流 

村 

上 

郊 

村 

m 

村 

岩 

鼻 

村 

入 

野 

村 

小 

野 

村 

堤 

ケ 

岡 

村 

長 

$ 

村 

大 

類 

村 

日 

野 

村 

八 

幡 

村 

國 

府 

村 

久 

留 

馬 

村 

础 

川 

村 

同 表 中 沼津區 裁判所 ノ 孭 ヲ左ノ 如 ク改ム 


沼津 


靜岡 縣ノ內 
駿東郡  田 方 郡 


吉原 


靜岡 縣ノ內 
富士郡 


同 表 中 甲府區 裁判所 ノ項ヲ 左/如 ク改ム 


甲府 


山 梨 縣ノ內 

甲府市  西 山 梨 郡 東 山 梨 郡 東 八 代 郡 中 巨 K 郡 北巨瞍 郡 


鰍澤 


III 梨 ー  ノ內 
南 巨 顯郡西 八 代 郡 


同 表 中 松本區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 
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八 鳥 東 三 
田 村百寶 
莊 舌 村 
村 


石 川 村 
千 -,.,- 村 
高 向村 
北 八 下 村 
大草村 
植生 村 


堺 


大阪府 ノ內 
堺市 
泉 北 郡/ 內 
向井 町  湊町 
風 村  神 石 村 
美 木 多 村 上 神 谷 村 西 陶器 村 
西； n 舌 鳥 村屮百 舌 鳥 村 
南 河内 郡ノ內 
富 田 林 町長 野 町 
si 長 村  山 田 村 
東條村  川 西 村 
三日 市 村 加 竹 m 村 
PJ ヶ谷村 西 浦 村 
野 田 村  日匿莊 村黑 山村 
高览村  藤 井寺 村道 明 寺 村 

中 河内 郡ノ內 

天 美 村  布 忍 村  松原 村 


高 石 町 
踞尾村 


古市 町 
白木 村 
錦 郡 村 
天 見 村 
國分村 


濱寺町  K® 莊村舳 松 村 
取 石 村  鶴 田 村  北上 神 村 
久世村  深 井村  束 陶器 村 


新 堂 村  喜 志 村  大伴村 
中 村  河 內村  赤阪村 
彼方 村  千代 田 村 天 野 村 
川上 村  金 岡 村  南 八 下 村 
玉 手 村  狹 山村  三 都 村 
丹 南 村  丹 比 村  平 尾 村 


三 宅 村  惠我村 


長 野 縣ノ內 

松 本 市  東筑鞮 郡 南 安 S 郡 


rnl 表 中木筲 K 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


長 野 縣ノ内 

木 曾 

西 筑瞍郡 


同 表 中高 田 M 裁判所 ノ項ヲ 左/如 夕改ム 


糸 

魚 

)11 

高 

田 

1 1 
城 呼 
郡 4 

u 新 

雷 潟 

tti  ins 

TfJ  7 
內 

中 

頸 

城 

郡 

東 

頸 

城 

郡 

同 表 中 堺 K 裁判所 ノ孭ヲ 左/如 ク改ム 


岸 和 田 


大阪府/ 內 

泉 南 郡 

泉 北 郡 ノ內 

大潘町 

鄕莊村 

南 松 尾 村 


信 太 村  上 勝 村  國府村  穴 肺 村  忠岡村  南 王子 村 

伯 太 村  北 池 田 村 南 池 田 村 北 松 尾 村 南 横 II' 村橫 山村 

山 瀧 村 


同 表中篠 山 席 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


礎 山 


柏 原 


兵 庫縣 ノ內 
多紀郡 


兵 庫 縣ノ内 
氷 上 郡 


同 表中兗 良區 裁判所/?? > 左/如 ク改ム 


奈良 


葛 城 


北 

葛 

城 

郡 

穿 

& 

縣 

k 

奈 

良 

市 

奈 

良 

縣 

ノ 

內 

高 

市 

郡 

添 

上 

郡 

南 

寫 

城 

郡 

生 

m 

郡 

山 

邊 

郡 

m 

城 

郡 

同 表 中 1.?;: 條原 裁判所 ノ TO ヲ左 / 如 ク改ム _ 

奈良縣 /内 
宇昝郡 
吉野 郡ノ內 

上 市町  下 市町  十津川 村 大淀村 
秋 野 村  上 北山 村 下 北山 村吉野 村 
黑攏村  中 龍 門 村 龍 門 村  川上 村 


五條 


大津 


水 


天 川 村  野 ; £! 川 村賀名 生 村 
宗檢村  大塔村  丹 生 村 
白銀 村  屮诎村  國横村 


同 表中大 津區 裁判所 ノ Igi ヲ 左/如 ク玫ム 

滋賀 縣ノ內 

大渖市  滋賀郡  栗 太 郡 


野洲郡  高 島 村 


滋賀 縣ノ內 
甲賀郡 


同 表 中 名 古 屋區裁 判 所ノ項 ヲ 左/如 ク改ム 


名古屋 


愛知 縣ノ內 
名 古屋市 愛知 郡 
知 多 郡/内 
有 松 町  大高町 


東# 日 井 郡 西 春 日 井 郡 海 部 郡 


宮 


愛知 縣ノ內 
中島 郡  丹 羽 郡 


葉 栗 郡 


半田 


愛知 縣ノ內 
知 多 郡ノ內 

半㈩町  龜崎町  大府町 
西 浦 町  內海町  甍 濱町 
阿久比 村 東 浦 村  上野 村 


横須賀 町 岡 田 町 
師崎町  河 和 町 
八幡 村  旭村 


大野 町 
武豊町 
三 和 村 


常 滑 町 
成 岩 町 
鬼 崎 村 


小 鈴 谷 村 野 間 村  篠島村 日間 賀鳥村 富貴 村 


七〇五 
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同 表 中®© 區 裁判所 ノ 孭 ヲ左ノ 如 ク改ム 


新 

城 

a 

橋 

豊 

津 

村 

橋 

尾 

村 

大 

町 

七 
鄕 
村 

山 

士 

村 

舟 

着 

村 

八 
名 
村 

金 

澤 

村 

賀 

茂 

村 

八 

^r\ 

郡 

ノ 

內 

南 

樂 

郡 

北 

s/t. 

aZ 

樂 

郡 

愛 

知 

縣 

ノ 

內 

7*,  ®  E  I 

下 名®  f 
川 郡 市5 f 

^  4  k 

內  n 

渥 

石  美 

卷  郡 

村 

寶 

m 

郡 

同 表屮安 ;'1 ^ -|-- : |':'. 裁判所 ノ項ヲ 左 ノ如ク 改ム 


松 

阪 

安 

m 

津 

多®  i 
西 東氣南 § 
外 黑郡郡 f 

田村內  ^ 

村 

下 
佐 御 
奈絲 
村 村 

大 
津淀 
田 村 
村 

上 
丹 御 
生絲 
村 尉 

明 
五 星 

谷 

村 

齋 
川宮 
添 村 
村 

相 

可 

村 

律 憂 
市: 邐 

內 

安 

m 

郡 

河 

藝 

郡 

鈴 

鹿 

郡 

志 

郡 

同 表 中 岐阜區 裁判所 ノ項ヲ 左ノ如 ク改ム 


八 

幡 

岐 

阜 

ft 

內 

加岐 | 
田 茂阜焉 
原 郡 市 'f 
村ノ  L 

內 內 

稻 

富  葉 

岡  郡 

村 

羽 

島 

郡 

本 

巢 

郡 

山 

形 

郡 

武 

儀 

郡 

同 表 中 福井區 裁判所/項 ヲ左ノ 如ク 改ム 


武 

福 

生 

井 

志 白 
津山 
村 村 

天 城 
津崎 
村 村 

朝 

日 

村 

立 

待 

村 

丹 南 
生條 
郡 郡 

ノ 

內 

今 
立 
君 15 

福 

井 

縣 

ノ 

內 

越 

廻 

村 

下 

岬 

村 

丹 福 
生 井 

m  m 

ノ 

內 

足 

羽 

郡 

福 

井 

縣 

ノ 

內 

四 

箇 

浦 

村 

rfcr 

)tl 

村 

國 

見 

村 

r±? 

m 

郡 

織 

田 

村 

豊 

村 

殿 

下 

村 

奴 

井 

郡 

萩 

野 

村 

Tl ご 

m 

村 

西 

安 

村 

常 

磐 

村 

大 

虫 

村 

1 

糸 

生 

村 

宮 

崎 

和} 

_  I  七 IO 六 

同 表 中高 岡區 裁判所/項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


出 

町 

高 

岡 

Eli  s 

林 西 岡 若 石 瞩 隅^;1 

野駙林 励 波 波 ^ 
村 尻 村 村 町 郡 郡 ふ 
村  ノ  *  ^ 

內 

高 斑 跋 正 臓 . 
波盥湖 得 光 
村 谷 舘村町 
村 村 

大 北西 荒津 
龐凿 太川澤 
村 谷 美 村 町 
村 村 

藪 太子 戶 
波 美撫出 
村 山 尚 ■町 
村 

水] K  K 南 
島 本島 谷 
木寸美 村 和 J 
村 

腔 吉石植 
栖江黑 生 
村 村 村 村 

: JK  PH  松 
户 石辦澤 
村 黑谷村 
村 村 

國福 觸岡盟 
吉岡波 市1 f 
村 町 郡  ^ 

內射 
石 S1  フ丘 

堤 _  郡 

村 村 

氷 

赤 小 兔 
丸 勢  郡 

村 村 

五山 
位 王 
山村 
村 

西 立 
五野 
位 村 
村 

iti 

五 

位 

村 

福 

田 

村 

同 表 中間 島區 裁判所 ノ孭 ヲ左ノ 如ク改 ム 


廣 

島 

入大 

野 か [ 
村 村 

豊 

田吉寺 
郡 川 西 
ノ村村 
內 

西 

條 

町 

賀 

茂汕原 
郡 見 
ノ村村 
內 

水 

內 

河 

内 

村 

廿 

日 

市 

町 

佐 

伯坂溫 
郡 品 
ノ村村 
內 

海 

田 

市 

町 

安廣 聲 
m  ^  & 
m  m  7 

ft 

& 

郡 

久戶 
芳野 
村 村 

熊 川 
野 上 
跡 村 
村 

西 

高 

屋 

村 

淺宮 
原內 
村 村 

上 

水 

內 

村 

八 

幡 

村 

嚴 

Mb 

町 

矢府 
賀中 
村 村 

矢 

野 

町 

小 竹 
谷 仁 
村 村 

志 西 
和 志 
® 和 
村 村 

束 

高 

屋 

村 

津地 
田 御 
村 前 
村 

友 

原 

村 

觀 

音 

村 

草 

津 

町 

中 仁 
山 保 
村 村 

m 

野 

町 

山 

縣 

1115 

乃 

美 

村 

.原 策 

村 和 
村 

-上 

± 

實 

村 

吉大 
和 野 
村 村 

fu 

村 

平 

良 

村 

大 

竹 

町 

船 

越 

村 

上 

瀬 

野 

村 

川 

源 

村 

下 造 
'觅賀 
村 初' 

賀 

永 

村 

玖 

波 

村 

四 

和 

村 

小 

-；； 

村 

己 

斐 

町 

奧 

海 

田 

村 

下 

m 

野 

村 

椹 

梨 

村 

下 

系 

村 

板 

城 

村 

玖 

島 

村 

井 

n 

村 

栗 

谷 

村 

R 

rlf 

町 

畑 

賀 

村 

牛 

田 

村 

豐 

田 

村 

御 

m 

宇 

村 

鄕 

田 

村 

木 

m 

村 

石 

n 

砂 

村 

古 

田 

村 

野 

村 

戶 

坂 

村 

同 表 中吳區 裁判所 ノ項 ヲ左ノ 如ク改 ム 
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吳 

乃 阿 
美賀 
尾 町 
村 

賀 

茂 深 三 
郡 江 高 
ノ村村 
內 

佐 

怕渡音 

郡子戶 

ノ島町 

內椅 

安吳1 i 

仁 

方 

町 

飛 沖 

m 

瀬 村 
村 

倉瞥 
橋 固 
島屋 
村 町 

上 

黑 

m 

村 

大 

柿 

村 

上吉 
蒲 浦 
乂  IJ 町 
島 
村 

本 

t  m 

蒲 村 

刈 

島 

村燒 

山 

村 

中 

黑 

瀬 

村 

高 

田 

村 

下 

黑 

m 

村 

中 

村 

m 

村 

鹿 

川 

村 

大 

屋 

村 

鄕 

原 

村 

m 

久 

茂 

村 

江 

田 

島 

村 

同 表 中 尾 道 M 裁判所 ノ項ヲ 左/如 ク改ム 


尾 

竹 

道 

IT 

K 

百 

烏 

村 

木 

鄕 

村 

松 

永 

町 

沼 

隈岛 
郡 根 

內村 

南 

生 

p 

村 

戶 

田 

町 

© 

hi 

ノ 

内 

尾 

■m 

市 

御 

m 

郡 

世 

羅 

郡 

m 

島 

縣 

ノ 

内 

BI 

m 

村 

本 

鄕 

村 

忠 

町 

襖 

田 

ノ 

内 

下 

野 

村 

竹 

*： 

町 

n 

茂 

郡 

ノ 

內 

m 

鳥 

縣 

ノ 

内 

高 

3.1 

村 

東 

村 

顚 

戶 

村 

名 

荷 

村 

束 

生 

0 

村 

大 

荩 

村 

沼 

m 

西 

村 

南 

方 

村 

御 

手 

洗 

町 

m 

村 

內 

海 

町 

山 

波 

村 

西 

村 

津 

之 

鄕 

村 

北 

生 

口 

村 

高 

坂 

村 

小 

泉 

村 

士 

§ 

村 

大 

乘 

村 

莊 

野 

村 

議 

町 

今 

m 

村 

赤 

坂 

村 

7(0 

村 

長 

谷 

村 

下 

北 

方 

村 

木 

谷 

村 

豊 

濱 

村 

野 

路 

村 

川 

尻 

村 

柳 

津 

村 

金 

江 

村 

船 

不 

村 

沼 

田 

Pi 

上 

北 

方 

村 

中 

野 

村 

久 

友 

村 

中 

切 

村 

內 

海 

跡 

村 

藤 

江 

村 

山 

南 

村 

田 

野 

沛 

村 

佐 

江 

崎 

村 

m 

X 

村 

野 

村 

大 

崎 

南 

村 

rl 

p 

村 

浦 

崎 

村 

神 

村 

須 

波 

村 

西 

生 

p 

村 

大 

長 

村 

西 

m 

村 

早 

田 

原 

村 

同 表 中 一一 i 次 M 裁判所 ノ孭 ヲ左ノ 如ク改 ム 


庄 

原 

次 

比廣 
山 八 芘 婆 § 
內幡原 郡 y 
詉村 町/ふ 
村  內 w 

山 田两 
內森城 
西 村 町 
村 

比久東 
和 代 城 
村 村 町 

山 帝 高 
內 _ 

北 村 村 
村 

本 美 
古 
村 登 
村 

峯八 
田 鋒 
村 村 

敷 小 
信 奴 
村 可 
村 

比, 質 

n 婆 三 _ 
南 郡 郡 f 

村 • - 1  k 

内 門 

高 

口  田 

北  郡 

村 

下 

高 

野 

山 

村 

上 

高 

野 

山 

村 

同 表 中 下關區 裁判所/ 55 ヲ 左/如 ク改ム 
山 口 縣ノ內 

下關 

下關市  豊浦郡 

山 口 縣ノ內 

船 木  K 

_ 厚狹郡 _ 

同 表 中 大洲區 裁判所 ノ項ヲ 左/如 ク改ム 


八 

幡 

濱 

大 

洲 

1 8 
1 縣 
郡 4 

宜 

多 

郡 

愛 

媛 

縣 

k 

同 表 中 長崎區 裁判所 ノ 叨 ヲ 左/如 ク改ム 


長 

崎 

北 
古 高 
賀來 
村 郡 

ノ 

內 

里 

村 

董 

村 

平 

島 

村 

七 

釜 

村 

時 

津 

村 

村 

松 

村 

茂 

木 

村 

日 

見 

村 

蚊 

燒 

高 

濱 

村 

西； ^ 薛 
上 彼 崎 為 
長杵 市， 

爲？ 內 

內 

小 

ヶ 

倉 

村 

式 

見 

村 

多 

以 

良 

村 

長 

nlj 

村 

矢 

上 

村 

野 

母 

村 

土 

井 

首 

村 

福 

田 

村 

m 

戶 

村 

龜 

岳 

村 

直 

a 

m 

村 

•脇 

W 

村 

深 

堀 

村 

小 

m 

村 

松 

島 

村 

大 

出 

村 

大 

村 

樺 

島 

村 

香 

燒 

村 

浦 

上 

山 

里 

村 

雪 

浦 

村 

崎 

戶 

村 

伊 

木 

力 

村 

爲 

石 

村 

伊 

王 

島 

村 

西 

m 

上 

村 

神 

浦 

村 

江 

村 

長 

與 

村 

川 

原 

村 

高 

M 

村 

.同 表 中 大村區 裁判所/項 ヲ左ノ 如 ク改ム 
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見下 萱 
佐 村 


見 上 竹 
村 波 松 
佐 村 


森 山村  有 喜 村 
長 田 村  深海 村 


大村 


長 崎 縣ノ內 
朿彼杵 郡/ 內 

大村町  三 浦 村  鈴 田 村 
福 重 村  松原 村  千 綿 村 
北 高來郡 ノ內. 

諌早町 11! 早 村  北 諫早村 
江/浦 村 田 結 村  戸石 村 
小 江村  湯 江村  小 長 井村 


大村 

彼杵村 


西大村 
川 棚 村 


小 栗 村  小 野 村 
眞津 山村 本 野 村 


角 

天 下 宇 S 
登萆守 益土產 
立 郡 富 城 郡で 

村ノ# 郡  rAI 

内  ' n 

內 

維  杉 
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七 I 〇 


しました る 三十 一箇所に 對する 所の 經费 ほ 三十 一 萬 
圓を 討 上して 居る ので ございます、 それから 次；！ i 佐 
野 K 裁判所と 足利庹 裁判所の 關係 でございますが、 
斯糅な 蒱 類の もの li 他に {3: ありませ ぬが、 從來佐 野 
區 裁判所の 管 ^ M 域に ありました の ほ 安蘇 郡と 足 利 
郡の 二 郡でありまして、 所が 御 承知の 通り 隣の 足® 
と 云 ふ ものが 非常に 發展を 致しまして 澤山 事件 も 起 
る やうに なつた ので ございます、 而 して 此足 尾と 云 
ふ ものは 何 處に搦 して 居る かと 云 ふと、 今日に 於て 
は 宇都 , A- に M L て 居る、 どうしても 此足 尾と 云 ふ も 
のの 管轄を 宇都 萏 から 割いて 一つの 裁判所、 他の 裁 
判 所に 屘せ しめなければ ならぬ と 云 ふ點が あるので 
す" 此 足；® を 割いて 佐 野區 裁判所を 復活して 其脊轄 

たらしむ るか、 或は 足 利に 區 裁判所を 設立して 其の 

管轄たら しむる かと 斯う 見ます と、 どうしても 足 尾 

を 入れて 一の 管轄 區域を 造ります ると せ ば、 どうし 

て も 佐 野に あらず して 足 利、 斯う 云 ふことの 結果を 

見る ので ございます、 尙ほ 事件の 數は 、取扱 關 係の 

狀態等 の 詳しい ことは 委員 會で申 上げます が、 さう 

云 ふ 趣意に 於き まして 佐 野を 復活せ ずして 足 利に 設 

立を したと 云 ふ 次第で ございます。 

〇阪 本釤之 助 君 御 尋ねした 中ち ょつ と 御 答が 漏れ 

たやう であります が、 咣今三 十 | 萬 圓と 仰つ しやつ 

たのは、 今度 復活の 臨時 费で ある だら うと 思 ひます 

が、 阼年 六十 四闻所 復活され たが 爲に經 常 費は 年々 

どれ 程 か、 る やうに なつた か、 又 今度 三十 一箇所 復 

活せら る、 が爲 にどれ 程の 費用を 年々 要する ので あ 

るか、 數字 のこと であります から、 若し 即座に 御 答 

へが 出来 ませぬ けれ ぱ豫算 委員 會 o' 節で 宜しう ござ 

いますから、 是だ けは 是非とも 御 伺 ひしたい と 思 ひ 

ますから 務め 御 願を して 置きます。 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三郞封 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (鈴 木 喜 三 郎君) 此 處に醫 類を 持つて 居 

り ませぬ でございますから、 何れ 豫算 委員 會に 於て 

詳しく 申 上げます。 

0 矢 口 長 右衞門 君- 此二 十一の 案に 付きまして 設立 

と 云 ふこと でございますが、 是は 復活と 云 ふ ：… 設 

立と 申して •こざいます が、 大抵の ことは 此條項 は 皆 

復活と 云 ふ 意味で あれば 矢張り 復活と 云 ふ 字で 宜か 

つたら うと 思 ふので すけれ ども、 之を 所謂 設立と 致 

した ことは 其 所に 何 か 意味が あるので ございます か 

ちよつ と 伺 ひます。 


〔政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演萌に 登る〕 

0 政府 委員 C 鈴 木 喜 三 郎君〕 御 答へ 致します、 昨年 
I 昨年 之と 同種類の 法律を 提案し ましたが、 矢張り 
設立に 關 する 法 雄 案と して 出した ので ございまして 
別段 復活と か、 設立と か 云 ふこと に 付て 深き 意味が 
あつた ことで {3: ない のであります、 ちよつ と此際 御 
斷 りを 致して 置きます が、 全く 新設に J1 する ものが 
北海道に 二箇所 含んで 居ります、 さぅ 云 ふ 次第で ご 
ざいます。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 質問がない やぅで ご 
ざいます から、 日程 第二 十一、 第二 十二、 第二 十三は 
同一の 委員に 御 付託いた して 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 
特別委 員の 氏名を 御 報告いた させます。 

〔長 谷川 書 IE 官朗 _〕 

裁判所の 設立に 關する 法律案 外！ 一件 特別委 員 
伯爵 堀 田 正恒君 子爵 勘 解 由 小路 資承君 
子爵 板 倉 勝憲君  男爵 中 川 興 長 君 
河 村® 三 郎君  男爵 坂 本 俊 篤 君 
男爵 若 王子 文 健 君  加 太 邦憲君 
野々 村久 次郞君 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第二 十四、 北海道 
舊 土人 保 龍 法 中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付 
第一讀 會 a 

北海调 M 土人 保護 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 接 付 候 也 
大正 八 年 二月 十日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

北海道 if 土人 保護 法 中 改正 法律案 

北海道 ® 土人 保護 法 中 左ノ通 改正ス 

第 五條 北海道 W 土人 m シテ 傷痍 ヲ受ヶ 又 ハ 疾病 

-I 罹リ自 費 治療 N •ル コト 能 ハサ ル 者 ハ 之 ヲ救療 

シ又ハ 之-一 藥價ヲ 給 スル コト ヲ得 

第六條 中 「疾病」 ヲ 「傷痍、 疾病」- 一改ム 

附則  ‘ 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 北海道 蘭 土人の 爲には 

御 承知の 如く 特に 保® 法を 制定せられ て、 いろ < 


保護を せられて、 居る 諸であります るが、 尙 ほ 今日 
の 有樣に 於き まして 非常に 死亡率が 高い ので ござい 
ます、 全道の 死亡率に 比較いた して 見ます ると 云 ふ 
と、 最近 五箇 年の 調査に 法り まする と 云 ふと 四 SE ほ 
ど 多う ございます、 それから 殊に 肺結核に 至り まし 
ては、 殆ど 全道に 比較 すれば 五倍の 高き に K つて 居 
る 有樣で ございまして、 到底 今日の 儘に 捨置 く譯に 
は 行かない 有樣 でございます、 のみならず 其 儘に 置 
きます れぱ 病毒 ほ 延 いて 一般 民の 上に も 及ぶ Is が あ 
ります るので、 特に 簡易なる 病院を 立てまして、 救 
療の途 を 開いて やりたい、 斯う 云 ふ考で ございます 
尙ほ それに 傷痍を 受けた 者でありまして、 自ら 救療 
を爲す ことの 出來な い 者に 向つ て、 救助 並 救 療の途 
を 立てたい と 云 ふので、 此改正 案を 提出いた しまし 
た 次第で ございます。 

0 男爵 石 黑忠蔥 君 本案に 付きまして 質問いた した 
う 存じます るが、 北海道の 土人 保 誰と 申します る こ 
とほ、 第一に 敎育 、第二に 衞 生と 云 ふことは もう 附 
物で ございます るが、 然るに 玆に 新たに 斯樣な る 法 
案が 出ます る やうで ございます るなら ば、 是まで は 
土人の 疾病に 罹りました る 治療 若は 衞生 のことは ど 
うなつ て 居ります か 伺つて 見たい。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郞君演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 御 答いた します、 是ま 
での 法律に 依り ますれば、 御尋以 外に も少 L 亘りま 
すが、 土地の 無償 下付、 それから 農具 稲子の 給與、 
それから 藥價 の給與 、是は 疾病に 罹りまして、 21 費 
救療 をす る ことの 出來な い 者に、 藥價 一人 九錢 とし 
て 見 積つ て ございます が、 給與 する 11 になつ て 居り 
ます、 それから 尙ほ 救助 米、 埋葬 料、 是も 力の ない 
者に 給與 する譯 になつ て 居ります、 其 外 敎育上 に 付 
て 特に 保 if をせられ て 居る 譯で ございます るが、 病 
院や なんぞ の 施設がない 爲 に、 此 度の 改正案に 依つ 
て 其邊 の途を 開きたい と 云 ふ_ でございます。 

0 男爵 石 黑忠惠 君 それで 本案が 通過いた しました 
以上は、 如何なる 方法に 依つ て 之に 救療 をな さる 御 
見込です か、 ^ 分 土人が 散布いた して 居ります、 土 
人が 居る 所へ 殘らず 病院と 云ふ_ にも 參 りますまい 
が、 如何なる 場所に 病院を 御 建てに なり、 或は 散布 
して 居る 所を 巡回 治療を なさる か、 其方 法を 伺つ て 
見た うご ざいます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 


〇國 T'.; : -. 、  ：、.h 〈竹 二 郎君〕 御 S-- いたします、 最初 
申 上げ 落しました が、 土人の 凡そ 千 人位 づ、 部落 ?; 
爲 して 居る 所があります、 さう 云 ふ 所に® ^ な ^ K- 
を纽 てまして、 他 ほ 是れ まで 通りに 致す 租り で ？, 〇 
ます。 

〇 男爵 石黑忠 is 君此際 希望が ございます が、 述べ 
まして 宜しう ございます か。 

〇假 鄧長 (侯 辟 德川賴 倫 君) 宜しう ございます。 
OW E3 石黑忠 is 君 唯今 內務 大臣の 御 答 も ございま 
する やうに， 千 入 以上 も 住んで 居ります 所へは、 病 
院を御 建てになります ると 云 ふこと でございまする 
が、 洵に是 ほ 喜ばしい ことで， さうな くち やなる ま 
いと 存じます るが、 之に 御 配；；^ になります る ^ 肺に 
希 ほく ほ 衞生 上の 知識の ある 者を 御 配付に なつて、 
土人に 付ての 身體上 、若は 衞生 上の 統計を 取つ て K 
きませ ぬと •後年 取る ことは 出 來ませ ぬ だら うと 考 
へます •さう 云 ふやうな ことを 任務の 一つに 御 Fll fJ- 
けにな つて， 鞍 員の 配付 あらむ ことを 本 M は 希 朝い 
たします。 

〇假識 長 C 侯馄德 川賴倫 君) 他に 御 質問 ございませ 
ぬければ、 本案の 特別委 員の 氏名を 御 報告いた させ 
ます、 御 異議が ございませぬ です か。 

〔「異 翻な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〔長 谷. 川 書記官 朗詖〕 

北海道 薦 土人 保 謎 法 中 改正 法律案 特別委 員 


侯爵 德川 
子爵 大給 
男爵 安藤 
安立 
成淸 


義親君 
近 孝 君 
直 雄 君 
綱 之 君 
信愛 君 


伯 Kf 
男爵 


淸撰 家敎君 
石黑忠 蒽 君 
湯 地定甚 ：君 
西久保 弘遊財 


〇假 議長 C 侯莳德 川賴倫 君〕 日程の 第二 十五、 朝鮮 
醫院及 濟生院 特別 鞒計法 中 改正 法 W 案 •政府 提出、 
衆議院 疾付 、第一 讀會" 

朝鮮 醫院 及濟生 院 特別 #)- 計 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 翳院法 第五 
十四 條に依 り及绘 付 候 也 
大正 八年こ 月 十日 

衆_ 院議 長大 岡 育浩 
貴族院 議長 公擗德 川 家 達 殿 
朝鮮 醫院及 濟生院 特別# 計法屮 改正 法律案 
朝鮮 醫院及 濟生院 特別會 計 法 中 左ノ通 改正 ス 
第一 一條 中 「四十 五 萬 圓」 ヲ 「七十 一萬圓 J 二改ム 


院族貴 會銥阀 帝 回一 十 P 第 


附 fllj 

本 法 ハ 公布 ノ 日ョリ 之ヲ 施行 ス 

〔政府 委灼 卉 賀菔造 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 悉 uc 'r'r 賀販造 君〕 本案 提出の 理由に 付て 私 
より 一言 說明 いたします、 此本 案に fj- きまして は ®] 
|¥ 闻院並 に濟生 院設 立當時 、即ち 大 IH 元年 以來 、漸 
次 患者の 數が咐 加し まして、 大正 元年に 於き まして. 
は m 者の 延 31 數 W 八十 八 萬 人餘 ありました が， 大正 
六 年に 至りまして は •二百 八十 四 萬 人と 云 ふやう に 
破えて參0ました、其内に死亡瓜者の數が又大正元 
年に 於て は 百 二十 M ありました が、 大正 六 年に 至り 
まして ほ， 是亦西 八十 一一 溪 人と 云 ふやう に數が 殖え 
ました、 而 して 目下 物 價の臉 貴に 伴 ひまして •藥品 
其 他の fij 額の 上に 多大の 影響を 受けました 從來の 法 

定額 四十 3?; 萬 圓では 到联茭 出の 途が 足らぬ ので’ 此 

度 sf に！ 一十 六萬圓 を 咐加 しまして、 七十 一 萬 圓の法 

定額に 致したい と 云 ふ 趣® であります， 何卒 御 群 査 

の 上 御 協賛 あらむ ことを 願 ひます。 

〇假 難 長 (侯 辟 德川賴 倫 君： >  御 K 問が' こざい ませぬ 

やうに 存じます から、 本案の 特別委 M の 氏 e, を 御 報 

吿いた させます。 

〔長 谷川 書記官 朗譖〕 

朝鮮 ^ 院及濟 生 院特別 會計法 中 改正 法律案 特別委 

員 


子 K 竹屋 春光 君 

北 里柴一 一一郎 君 

男 13 安場 末 喜 君 

市 來乙彥 君 


伯 ! « 渾輕 英陧君 

小 ®/ 田 元 酒 君 

男 辟 竹 腰 IE 巳 〇 

男爵 小 畑 大太郞 君 

大森 鹿 次郞君 

〇假 議長 (侯® 德川賴 倫 君) 日程の 第二 十六 第二 十 

七は 一括いた して 御異謎 は •こざい ませぬ か。 

〔「埤議 なし」 と 呼 ふ 者 あ OJ 

〇假 議長 C 侯 ' fff 始川賴 倫 君) 御 異謎な いと 認めます 

〇假諶 長 C 候 ! « 德 )1  ! 賴 倫君メ 日程 第二 十六 家 祿賞典 

祿處 分に 關 する 法律案、 第二 十七、 沒祿處 分を 受け 

たる ^ • に對 する 給與處 分に 關する 法律案、 衆議院 提 

出、第一誚會。 

家祿赏 典 祿墘 分に 關 する 法律案 

右 本院 提出 案及涘 付 候 也 

大正 八 年 二 月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 

讶 族院逋 長 公 辟 德川家 達 殿 


家祿賞 典祿處 分-一 關 N、 ル 法律案 
第 一條 明治 三十 年 法 餌 第 :/ r 十號 家祿 赏 典 祿處分 
法 第四條 ノ 期限 內 -I 願 出 テ サル モノ  M シテ同 法 
第 一條 及第 二條ノ 給 興ヲ受 ケム トス ル 者 ハ 其ノ 
理由 及證據 ヲ具シ 地方 SS ヲ經由 シ テ大藏 大臣-一 
願 出 ツヘシ m シ大正 八 年 十二月 三十 一日 迄 二 願 
出 テ サル トキ ハ 本法ノ 給與ヲ 受クル n トヲ得 ス 
第二 條前條 ノ願出 -I 鄴シ處 分ヲ受 ケタ ル荠 其ノ. 
處分 -1 不服 アル トキ ハ 其ノ 指令 ヲ 受取 リタ ル 日 
ヨリ 六 ® 月 以内- 1 行政 裁判所-一 出訴 スル n トヲ 
0 

第： 一 一條 明治 三十 年 法律 第 31: 十 號家祿 賞 典 祿處分 
法- 一 依 y 願 出ヲ爲 シ タル 者-ー シテ 明治 四十 二 年 
法律 第二 十一 號第二 條ノ期 限內 -I 出訴 セ サル 者 
ハ 木 法 施行 ノ日ヨ U 六 ® 月以！ t  -1 行政 裁判所-一 
出訴 スル コト ヲ得 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行ス _ 

沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 分に 關す 
る 法律案 

右 本院 提出 案及浍 付 候 也 
大正 八 年 二月 十日 

衆諉 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
沒祿處 分ヲ受 ケタ ル 者- 1 對ス ル家祿 賞 典祿處 
分- 1 關スル 法律案 

第 一條 叨洽三 年 九月 十 H 太政官 布告 藩 制 施行 m 
ク同九 年 八月 太 政 官第百 八號布 吿實施 迄 ノ間 -I 
於 テ國事 M 關スル 犯 1 非 ノ爲家 祿赏典 祿ヲ 沒收セ 
ラレ タル 者 及 其ノ家 名 承繼人 一ー シテ 明治 二十 七 

年 法律 第二 十號 施行 ノ際 其/ 沒收 セラ レ タル 當 

時ノ祿 高-- 對スル 全部 ノ給與 ヲ受ケ サル 者 若 ハ 

ffl 當 ga ノ給與 -I 不足 アル 者 ハ 明治 三十 年 法律 第 

五十 號家祿 賞 典 祿處分 法 並 明治 三十 二 年 法律 第 

八十 四 號家祿 賞 典 祿處分 法 施行 法 ヲ 準用シ 祿高 

整理 ノ爲發 行 スル 公 « 證 書ヲ以 テ之ヲ 給與ス 

第二 條前條 ノ給與 ヲ受ケ ム トス ル 者 ハ 本 法 施行 

ノ日 3 リ六箇 ;3 以內 -1 其ノ 理由 及證據 ヲ具シ 地 

方廳 ヲ經由 シ テ大藏 大臣- 1 願 出 ツへシ 

第三 條前條 ノ願出 二 對シ處 分ヲ S- ケタ ル 者其ノ 

處 分-一 不服 アル トキ ハ 其ノ 指令 ヲ受肢 リタ ル 日 

ョ y 六 箇月 以内-一行 政 裁判所- 1 出訴〆、 ル 事ヲ煜 


付 則 

本 法 ハ 公 YIJ ノ  n ョリ 之ヲ 施行ス 
〇 山脇玄 君 政府 姿 員の 別に 御說 明は ない ので あり 
ます か、 衆議院 送付であります から ••… 

〇假 議長 C 侯 !!? 德川賴 倫 君〕 政府 委負 は說明 を 致さ 
れま せぬ。 

0 山 脇玄君 それでは 此 法案に 關係 ある 當局 大臣 • 
大 R 御 出席で ありませ ねば 他の 政府 姿 £1 でも 宜しう 
ございます が •一二 質問いた したう ございます。 
〇假 _長( 侯擗 德川賴 倫 君〕 御 質問に なりまして 宜 
しう. こざいます， 

0 山 脇玄君 申す まで も ありませ ぬ、 明治維新 臌藩 
S 縣と云 ふ 我 國にほ 世界 無比の 革新が ありまして、 
©いて 家祿 奉還， 社寺の 上 地， 國有 民有の 土地 森林 
の 處分が ありまして、 隨分 其當時 維新の 當時で あり 
ましたから、 其處 分の 中には 錯誤 等の ものが 多々 あ 
つたで あらう と 思 ほれます、 又斯 る不 當の處 分が あ 
りました からと て、 今日から それを 責める 又必耍 も 
ない と 存じます るが， 其 後 政府 當局に 於き ましても 
是等 の處 分の 中で 錯誤の 甚し いものが ありま すれば 
箇々 別々 の處 分と して 復 W をして ありました、 又 一 
面 國民も 段々 5C 當時不 當の處 分を 受けた 者に 同情い 
たしまして*. 或は 社寺の 上 地 處 分、 : h 地の 官民 有の 
處 分に 付て、 之を 復 « する 所の 法律案が 出た ので あ 
ります、 是は 至極 適當 のこと であらう と 存じます る 
で 今回の 此法律 案 も 矢張り 右 同 樣の 趣旨で 出来た も 
のと 考 へます るが、 政府 當 局に 於き まして ほどう 云 
ふ御考 であるか、 此法 律文に 依つ てま だ 復漏竭 分に 
漏れて 居る ものを 冋復 すると か 云 ふ御考 である や 否 
やと 云ふ點 と， 今一つは 此復 舊處 分を 致します る、 
付て は 一千 萬圓の 公憤を 準備して ある さう で ござい 
ます、 今日まで 復 M した 其 金額は 私共の 承つて 居り 
まする 所では 一 一一 百 萬 ® 以內位 であらう と 云 ふ 事で あ 
ります が、 如何 ほど 是 まで 給與 した か、 其 金額を 承 
りたい、 それから 同時 秩祿處 分 …… 官祿處 分に 付き 
ましては 士族の 階級には 至極 寬大 である、 それ 以下 
の卒 族の 處分 に付きまして は隨分 苛酷の 處分も 致し 
て ある やうであります、 で 今回 此法律 案で 回 iii いた 
さう と 云 ふの も 恐らくは 多數卒 族の 分が 多から^' と 
考 へる、 况や 今日 諸物價 騰貴の 場合で 最も闲 雖を感 
じて 居る 所の ものが、 此 法律案に 依つ て 恩澤を 蒙る 
ことになるで あらう と 思 ひます るが 今日まで 當局に 


於て 復 M をした 所の 總人數 の屮で ± 族が どれ 程 願 出 
て どれ 程復餚 したと 云 ふこと で •卒 族が どれ 程 願 出 
で、 どれ 程 {a ffl してやつ たかと 云 ふこと が 分つて 居 
れぱ 、其數 も 承りたい ので & ります >  此二點 を どう 
か御說 明を 願 ひたいので あります。 

f 國務大 E 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君) 御 答を 致します-唯 
今の 日程 第二 十六、 第二 十七、 衆議院 提出の 此法律 案 
に對 しまして、 政府に 於き ましては 家 祿賞典 祿に對 
する M 終の 救 濟と 致す と 云 ふ 意味に 於き まして 同意 
を 表して 置きました のであります、 如何にも 事實氣 
の 毒と 考 へられる 者が 多々 あります る •年々 之に 對 
して 建議案 等が 出ます •此 度は 之を 以て 最終の 救濟 
と 致す 意味に 於て 政府は 同意を 致した のであります 
る尙ほ 詳細は 委員 會に 於て 說 明を 致させます が 唯今 
御© の 金額に 付きまして、 又 人員に 付きまして、 士 
族卒 族の 區別 等は 唯今 調書を 持つ て 居り ませぬ、 併 
し 明治 ill 十 年 法® 第五 十號に 依る 出願者は 人員に 於 
て 二十 九 萬 三千 九 百 五十 五名， 件數は 十一 萬 六 千 七 
西 六十 三 件、 其 中 採用いた しました ものが 件數に 於 
て 百 八， 人員に 於て 三千 九： 白 六、 之に 交付し ました 
公債 金高は 三十 七 萬 四千 二百 九十 一圓 M 十五 錢五 M 
旣に 却下いた しました ものは 件數に 於て 十一 萬 六 千 
六 百 五十 五、 入 員に 於て 二十 九 萬 四十 九 名、 左樣な 
次第で ございます •而 して 其 後 訴訟に なりまして • 
それが 爲に 政府から して 其 結果と して 支 拂 ひました 
る 金高は 百 七十 萬 六 千 三百 六十 二圓 八十 七錢六 厘と 
なつて 居ります、 是 まで 支 拂 ひました る 金高は さう 
云 ふこと でございます-左 眞御 承知を 願 ひます。 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 他に 御 質問がない やう 
に 存じます ので •特別委 員の 氏名を 御 報告を 致し ま 
すが、 日程 第二 十六、 第二 十七は 同一 委員に 御 付託 
をして 御異顏 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 
特別委 員の 氏名を 御 報告いた させます。 

〔長 谷川 書記官 朗讀〕 

家祿賞 典祿處 分に 關 する 法律案 外 一 件 特別委 員 
子 if 池 田 政 時 君  子爵 八條隆 正 君 
松 室  致 君  男爵 山川 健 次 郎君 
男爵 本 田親濟 君  男爵 赤松 範 一 君 
若槻禮 次郞君  磯部 四 郎君 


家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案、 沒祿處 分を 受けた る 者に 對 する 給 與處分 に關す る 法律案 第一 讀會 


七 


院族货 會議國 帝 回一 十四 第 


開黎 助成 法案 第一 讀會 


七 二 一 


島定治 郎君 

〇假 議長 (侯爵 德 川賴旖 君： >  次の 日程は 決定 次第 袋 
報を 以て 御 報告いた します、 本日は 是で 散會。 

午後 II 時 镦會 


〇 大正 八 年 II 月 十八 日 (火曜日〕 

午前 十 時 五分 開諾 
議事 日程 第 十一 號 

第 I ;|| 上 親 暗君、 山 田 純 精 君 •西 川甚五 郎君 
1 i の 件 

i 開 想 一 助成 法案 (綱 譜 1 l tl; 第— 

第三 上越 錯道 速成の 諸 願— 會諾 
第 四 大正 六 年 法律 第六號 軍人恩給 法 附則 改正 
の諝 願會議 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 諸般の 報告を 致さ 

せます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

去る 十四日 第 九 部に 於て 請願 委員 今 井 五介 君の 補 

闕選 架を 行 ひしに 其の 結果 子 K 米倉 昌達 君當 選せ 

り 

同日 特別 姿 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

第一 回國勢 調査 施行に 要する 地方緙 费國庫 支 辨 

に關 する 法律案 特別委 員會 

委員長  伯 i 澤保惠 君 

副® 員 長  阪本釤 之 助 君 

同日 請願 委員 副 委員長より 左の 報吿 W を 提出せ り 

請願 委員 會特 別報 吿第二 號 

伯爵 兒 玉 秀雄君 

去る 十五 日伯 K 譎 員補闕 選 擧に當 選せ らる 

同日 請願 委員長より 分科 擔當 委員を 左の 如く 決定 

せる 旨の 報 rr 書を 提出せ り 

第一 分科 擔當 子爵 米倉 昌達君 

昨 十七 日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長 

の 氏名 左の 如し 

隞時 利得 税法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  伯 S 島 誠 一郎 君 

副 委員長  仁 尾 惟茂 君 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 員會 

委員長  伯爵 柳 原義 光 君 

副委 la 長  男爵 小 澤武雄 君 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 去る 十五 日本 院議 員に 當 


選せられ ました 兒玉 伯爵の 席次は 津 一! 伯爵の 次席と 
確定し、 其 部屬を 第三 部に 定めました、 是 ょり 本日 
の會？ S を 開きます、 日程 第一、 川上 親晴 君、 山 田 純 
箝 君、 西川甚 五郎 君 請暇の 件、 川上 君 病 氣に付 二十 
三日間、 山 田 君 病 氣に付 二十 一日 間、 西 川 君 病氣に 
付 十一 日間の 請暇で ございます、 何れも 御異 讅 がな 
けれ ぱ 許可 致します。  - 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君： | 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第二、 開墾 助成 法案 
政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀會 、本日 も 通牒 文の 
朗讀は 、御 異議がなければ 省略いた します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〔左の 送付 文 及 議案は 朗 讀を經 さる も參 照の 

ため 玆 に載錄 す〕 

開 is 助成 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 

第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 ~ 月 十三 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德 11! 家 達 殿 

へ 行間 空な きものは 衆議院の 修ン 
ぺ 正 —— は 同 削除の 符號な り) 

開懇 助成 法 

第 一條 土地/農業 上ノ 利用 ヲ增進 スル 目的 ヲ以 

テ 左- 1 揭 クル 事業 ヲ行フ 者-一 對シ 主務大臣 ハ 

豫 S  ノ範圍 內-一 於 テ 肋 成金 ヲ 交付 ス ル コト ヲ得 

一 開墾、 湖海/ 埋立若 ハ 干拓 又 ハ 開 田 

二 前號 -1 揭クル 事業-一伴 フ濯溉 排水-一 關 スル 

施設 又 ハ 道路 堤塘ノ 新設 若 ハ 變更 

第二 條 助成金 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リエ 事 開始 

ノ年 ョリ X 事 終了後 四 年-一至 ル 期間 內 M 於 テ 之 

ヲ 交付ス 

前項 助成金 ノ 年額 ハ 命令 ノ定ム ル 所- 1 依リ 事業 

ノ 爲其ノ 交付 ノ日迄 M 支出 シタ ル總 金額 ノ百分 

ノ 六以內 トス 

第三 條 助成金 ノ 交付 ヲ受ケ タル 者 ハ 命令 ノ定ム 

ル 所-一依 y 最後/交付 ノ年ノ 翌年 ヨリ 起算. ゾニ 


十年內 -I 於 テ 其 ノ受ケ タ ル 叻 成金 ヲ返 還ス へ シ 

第 四條 助成金 返還 ノ 義務 アル 者叻 成金 交付 ノ土 

地！， 事龚又 ハ 事業-- 依リテ 生シタ ル— 設備 ヲ讓渡 


セム トス 1 卜 1 キハ 命令 ノ定ム ル 所- 一 法 リ主務 大 
臣ノ認 可 ヲ受ク へ シ但， ノ國- 一 讓 涇 ス IO- 場合 ハ此 
ノ哏- 1 庄 ラス 

第 謹 助成金 交付 ノ土地 、事業 又 ハ 事 菜-一佐 リ 
シ タル 設饱ノ 移轉 アリ タル トキ ハ 移 III 前 ユ 
交付 アリ タル 助成金 ノ返 還- 1 付 テ ハ 命令 ノ定ム 
ル 所-一法 リ承跆 人前 者卜連 帶シテ 其/返還 ノ義 
務ヲ 負フ但 シ國力 承 犓 人 タル 噶合ハ lift ノ 退 二 1  AI 
ラス 

三 

第 1- 條 主務大臣 ハ叻 成金 ノ 交付 ヲ受 クル 者 又 ハ 
叻 成金 返還 ノ義 務ア |>1/ 者 二對シ 叻 成金 交付 ノ土 
地 事業 又 ハ 事業-一依 リテ 生 :'/ タル 設備-一 關シ報 
吿 ヲ命シ 、當該 官吏 若 ハ 吏員 ヲシテ 書類 會計物 
件 若 ハエ 事ヲ 檢査セ シメ 又 ハ 監督 上必耍 ナル 命 
令 ヲ發シ 若 ハ 處分 ヲ爲ス コト ヲ得 

四 

第： £條 左 ノ备號 ノー-一  該當 スル トキ ハ 主務大臣 
ハ 助成金 ノ交 付ヲ受 クル g 又 ハ 助成金 返還 ノ g 
務アル 者 -1 對シ 助成金 ノ交 付ヲ 停止シ 若 ハ廢止 

シ又 ハ叻 成金 ノ 全部 若 ハ ー部 ノ 即時 返還 ヲ命ス 
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〔政府 姿 員 犬 塚 勝 太 郎君 演栢に 登る】 
0政苻裘員(：犬：：': ;1. へ  .  .、 ■ :、 

氣缺 席で ございます るから、 私ょり 此 開 ！ K W; 成 法案 
の 提出の 理由を 申 上げます、 御 承知の 5;1 く 我 邦に 於 
きまして は、 耕地に 利用され て 尻り まする 土地の 面 
秸と云 ふ ものが、 比較的に 少ない ので ございます、 
それ故に 農政の 一般から 攻究を 致しましても、 又 21 
民 食 湿の 需 給 上の 關係 上から 考 へましても、 S 芡利 
用に 供せられ まする 土地の 區 2 r を 1 g 張いた します る 
ことの 必耍は 、今： ai 申 上げます るまで もない こと、 
存じて 居ります、 政府に 於き ましても 此必耍 に堆み 
まして、 大正 七 年度ょり 土地利用の 調査 計 51£ に 著 手 
を 致しまして、 耕地に 利 HJ すべき 見込 ある 土地に 付 
きまして 其區 域の 調査、 設 ft. 等の 調査を 進めつ、 あ 
るので ございます、 此調资 の 進行に 伴 ひまして、 開 
墾事 業を獎 勵い たします 所の 必要を 深く 認めて 居り 
まする 次第で ございます、 然るに 御 承知 A らせら れ 
ます 通り、 開 ^ 事業 ほ 開墾 著 手の 初年に 當 りまして 
は、 收益が 極く 乏しい ので ございます るから して、 
其 土地の 成熟いた します る 迄は、 何等か 補助の 方法 
を 講じなければ、 開_ の 促進と 云 ふことは 期し © い 
ので ございます， それ故に 此開 ■助成 法を 提出いた 
しまして、 此 法の 規定の 通り、 相 當年限 の 間 適當な 
る 補助を 開 IK 者に 與 へまして、 開 si の 事 梨を 獎励す 
るの 途を 立てたい と 云ふ考 が、 即ち 此開墾 肋 成 法を 
提出いた しました 理由で ございます、 政府に 於き ま 
しては、 此開 _ の 助成 法典 他の 施設と 伴 ひまして、 
一面に 於き ましては 農家 經濟の 改進を H り、 乂他 而 
に 於き ましては 國 民食蹦 の 自給 k の 關係を M 沿に 致 
し 且つ 豊富なら しめる 事の 希望を 有して 居る 次第で 
ございます、 何卒 御 審議の 上 法案に 御 協賛 あらむ こ 
とを 希望いた します、 尙ほ 一言 附 けて 申 上げます る 
の ほ、 此開 18 助成 法の 密議に 當 りまして、 衆議院に 
於て は 助成 法の 精神を 認めます ると 共に、 助成の 方 
法に 付て 聊か 修 JF. を 加へ ましたので ございます、 即 
ち 助成 法は 原案に 於て は 補 肋いた した 金额を 或 時の 
間、 後年に R りまして、 之を £1 付いた させます る 趣 
意で ございます が、 衆® 院に 於て ほ、 開 _ 助成の 効 
力を 尙ほ 一層 大な らしめ、 尙一曆 有効なら しめむ が 
爲に此 返還の 義務を 免じまして、 助成金は 交付いた 
した 7 けに 致す ことに 修正を 加 へられました、 政府 
に 於ても 今後 肋 成の 効力を 大な らしめ る 所の 趣 SC を 
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諒 しまして 、牝 修正に 同意を 致して 居ります 次第で 
ございます るから、 此の 邊も御 諒承を 願 ひたう 存じ 
ます。 

〇 山 脇 玄君 政府 委員に 御 尋ねを 致した うご ざい ま 
す、 過日 來 農 (!}) 務 大臣の 御 答 辯に 依ります ると、 唯 
今の 米の 不足を 調節す るには 唯今 m ました 所の 開 1¢ 
のこと、、 それから 外米 3i 人と 云 ふこと に まあ 重き 
を ia いて 居られる やうで ございます、 我國 の lit 入口 
は 御水 知の 通り 五 千 八 百 萬餘 であつ て、 內地の 一年 
度の產 額が 艽千四 百 ; S 石 餘 、此 唯今の 人口の 消費す 
る 高と、 內 地の 產 米と、 朝鮮、 蕺灣 、柴捉 、関 貢、 
其 他の 外米の 輸入と を まあ 今日まで 實際 の狀况 に 法 
つて 積算いた します ると、 六 千 三百 萬 石 位になる や 
うです、 我® の 人口の 消费髙 はどう かと 云 ふと、 六 

千 六 百 萬 石 ほどに 略々 なる ので ございます るが、 差 

當り 今日の 所では 三百 / K 石 ほど； 个 足を する やうな 計 

© に ざつと なるやう でございますが、 其 不足を 補 ふ 

爲に llt ii 懇 助 成 法案と 云 ふ ものが 用を 爲す御 見込で 

あると 考へ るので あります が、 此開絮 lui 成 法案に te 

つて 段々 此米の M が 咐して 行く と 云 ふ 事は なか < 

一朝一夕に 期す る 事 li 出来ない だら うと 考 へて； £ り 

ますが、 常 局の 御 見込に 依ります ると、 此法律 案を 

實 行して 何年 純つ と 云 ふと どれ 程％ す、 何年 ほどで 

どれ 程拊 す、 何年で どれ 程 % すと 云 ふ 豫定の 御 計算 

が あらう と 存じます が、 其豫定 の 御 計算を 1® 伺 ひ 

たう ございます。 

〔政府 委員 大塚勝 太 郎君 演琯に 登る J 

0 政府 委員 (犬 塚 勝 太郞冇 ) 唯 今の 御 尋ねに 御 答を 

申 上げます 今 御 ^ ねの 點に當 ります る 詳しい 調べを 

茲に持參いたして居0まするが、谷年に冗0まして 

數 字を 申 上げなければ ならぬ ので ございまして、 甚 

だ 煩し うご ざいます から、 大體の 結果 だけを 申 上げ 

る ことに 致します、 勿論 此開 fi 肋 成 法に 依 〇桢 張い 

たしました 所の 餅 地より 生產を 致します る 米规ほ 今 

K ちに 泡 物の 不足を 補 ふの 川に 足る と 申す ので {3; な 

いので ございます、 是は烛 年 かに 苴 りまして、 經年 

の 計 蜜を 立て、 併して 其 計 yf li 或る 意味に 於き まし 

て、 食物の 我 S に 於き まする 食料の • □ 給の 策を 立て 

なければ ならぬ ので ございます が、 at 耕地 熘張計 描 

即ち此開斯肋成法に依りまする糾地砌張計进に於て 

は先づ將來三十年に亘〇まして食物の自給と云ふこ 

とを 計 g いたして 居ります ので ございます、 而 して 
開 梨 助成 法案 第一 if I 會 


此開絮 助成 法に 依りまして 、助成いた します る 所の 
耕地 面積は、 如何程の 計畫を 立て、© ります るかと 
申せば、 政府に 於て は 先づ 大體 將來十 五箇 年 ばかり 
に a りまして 二十 五 萬 町步の 土地を 助成 開 is せしめ 
ると 云 ふ 目論見を 以て 居る ので ございます、 其 二十 
五 , M 町步 より 生產 いたします る 所の 米麥は 細かし い 
內譯は 省いて、 大體だ けを 申 上げます が、 凡そ 前に 
申 上げた 三 十 年間に Q 〇 まして 米が 三千 二百 六十 二 
萬 石、 麥が千 四百 六十 八 萬 石と 云 ふ大® の 計' ¥にな 
つて 居ります ので ございます、 勿論 是ほ 大體の 計算 
で ごさいます るから して、 IH 做なる ものと 中 >. げる 
!_ に ほ 參り ませぬ が、 大體の 目論見 ほ 左 樣にな .つて 
居ります ので ございます、 而 して此 食料の 自給 上の 
不足を 大體に 付て 人口の 增 加に 依ります る 所の 不足 
及 内地 及 朝鮮、 臺海 とを 連ねまして 見ました 所の 現 
在の 不足と を 合せまして、 其 不足が 大凡 そ 米が 三千 
二 百 三十 八 萬 石、 麥が 千 四百 三十 一 萬 石と なる 大體 
の 計算に なつて 居ります るから して、 此 不足に 對し 
まして、 前 申 上げました 所の將 來に亘 りまして、 二 
十： :/ 1. 萬 町步 より 生產 いたします る 所の 米麥 の石數 を 
以て 先づ略 々 .W 給の 關係 を充た す ことが / Ji 來 ます 見 
込を 以て、 此開懇 助成 法案を 提出いた した 次第で あ 
ります、 其 他に 尙ほ 詳しく 申 上げましたならば、 尙 
ほ 能く 御 了解になる かも 存じ ませぬ が、 數 字に 苴〇 
まして 蒔 だ 祓雜 でございまする から、 或は 書面に い 
たして 申 上げます るか、 又は 委 M 會に 於て 詳しく 統 
計に 付て 111 上げる やうに 致した う 存じます。 

0 山 脇玄君 ちよつ と大體 のこと であります が， ち 
よつ と fffj ひたいので あります、 當 局の 御 考では 今日 
の 所、 今日の 人口は 大正 七 年の 末の 人口と して、 今 
日の 所では 米の寶 際 不足は どれ 程の 御 見込に なつて 
居る のであります か、 我々 共の 計算に 依ります と、 

色々 な 内地の 產額 、或は 外國の 輸入な どを 見積り ま 

して 先 づ三百 禺石程 今日の 所で 不足して 居る 見込で 

居る のであります が、 當局の 御 見込は どう iK ふ 御 見 

込に なつて 居る ので ありませ うか、 それから 唯今の 

御說明に依りますると、何年度位からどれ程米が增 

して 行く と 云 ふことの 御 計算を 御 持ちになる ならば 

伺 ひたいので ございます が、 三十 年後とは 如何にも 

長い 話であります が、 もう 少し 早く どれ 程に m して 

來る ので あるか、 私共の 今日 心配いた します のは， 

目下の 不足を どうかして 補 ひたいと 云 ふ 所に あるの 


でございますから， 此 助成 法案に 依 〇 まする と 云 ふ 
と •何年から どれ 程づつ 米の 量が 咐 して 來 ると 云 ふ 
ことになると 云 ふこと を 伺 ひたい、 三十 年後になる 
と：. ム ふのは 餘 りに 肥 急 策と して ほ、 手緩い やぅに 考 
へます、 此點 を faj ひたいので あります。 

〇 政府 委 fl (犬 塚 勝 太郞君 〕 御 答申 上げます るが、 
唯今 御說 明いた しました のは、 勿論 聰急 策と 云 ふの 
で ほない ので ございます、 三十 年に 苴り まして 開 墼 
助成の 計 ® に 依りました 結果に 付て •需給の 關係を 
中 上げました ので ございます が、 此耕池 桢 張に 依り 
まして、 年々 どれ だけ づつの 咁收を 得る かと 云ふ點 
に 相 成ります と、 此耕 地の 擴 張が 第一 年には 何程 • 
第二 年には 何程、 第三 年には 何程と 云 ふ開觀 いたし 
まする 所の 廣狹に 付て 豫定を 立てまして、 其珣定 に 
付て 年々 或 m 收を煜 ますことの 計蛰を 立てなければ 
ならぬ ので ござります るが •其 計篑は 略々 政府の 方 
に 於て 取調べて あります るので すが、 {If- し是は 一々 
此 處に讀 上げます る ことほ 甚だ ffl 雜で ございます か 
ら 、是は 表を 以ち まして 委員 會に 於て 御覧に 入れ ま 
する ことに 致した ぅご ざいます、 即ち 年々 開拓され 
る 耕地の 面積に ft つて、 年々 產 出いた します 穀物の 
高に 相違が あります る、 而 して 前に も 中 上げました 
通り 此耕地 擴 張の 計畫は 先づ 十五 箇 年を 以て 一期と 
致して 居ります ので ございます から、 此十 五箇 年の 
谷 年に 割當 てまして、 年々 生產 物の 吩加 いたして 參 
ります 高を 略々 豫定 いたして 居ります ので ございま 
す， それから 年々 どの位 食糧が 不足で あるか、 其 高 
に 付ての 御® でございますが、 是は谷 年の 狀况に 依 
りまして、 事實に 付て 申します ると 年々 餘程 相違が 
あります るので ござります、 其 年の 收酸 にも 依る し 
又 一面に 於て 其 年の 消費 高に も teo まして •年々 歳 
歳 違 ひます ので ございます、 從 つて 平均に 付て 申し 
まする と •是も 平均に 入れます る 年の 相違に 依り ま 
して、 平均に 於ても 相違を 生じて 參 るので ございま 
す、 政府に 於き まして •此 開 ^ 助成 法案を 取調べ ま 
す 上に 參考と 致しました 計數に 依り ますれば、 是も 
前 申 上げました 通り 或る 年間の 唯 平均に 過ぎ ませぬ 
が， 從つて 其 平均に 入れました 年を 變 へま すれば、 
其 平均 數に 於き ましても 相違いた します 譯で ござい 
まする が、 政府の 此 處に収 調べました のは •最近の 
最も 消 费の 多い 狀 態を 呈し ました 此戰時 中の 年 所を 
除きました ので ございます、 是ほ或 意味に 於き まし 


ては 變菔と 認めて 居ります るが、 此 年を 除きまして 
其 以前の 數 年の 平均を ば 調査いた しました ので ござ 
いまする が •其 調査いた しました 數 字に 依り ま t る 
と、 先 づ 現在の 不足は 槪數で 申し ま P ると 年 i 二百 
萬 石 位の 妙 字を 5 £て厨ります、勿論是は現在の不足 
で •こざいまして-それに 對 して 尙ほ 年々 咐加 いたし 
ます 所の 人 cl に對 する •不足と 云 ふ ものを 一面に 见な 
ければ ならぬ ので あ 〇 ます、 其 人 rl に對 しまして は 
何樣な る 基礎を 以て 政府の 方で i 3: 見て 居ります る 
かと 申 上げます ると 御 承知の 通り 日本の 人口の ^ 加 
ほ 大體 一分 四 厘 位の 割合を 以て 咐 加いた しつつ ある 
ので ございます ので、 其 一分 四 厘 位の 割 <n を 以て咐 
加しつつ あります る 所の 人口- 大槪是 は 七 八十 萬の 

程度で ございます るが、 之に 對 しまして . 是も平 

均 上から 見ました 算數で ございます が、 平均 上の 一 
年に、 人口 一人が 消費いた します る 所の 石數を かけ 
まして、 坍加 人口に 對し まする 所の 不足 額を 計 . 1: い 
たす 方法を 採つ て 居ります るが、 是が先 づ 一人に 付 
きまして >  1 年 一石 二 升 •是が 米で ございます、 其 
他麥を 加へ まして 一石 四 斗 位と 大體 見積りを 立て ま 
して •それを％ 加いた します る 所の 人 n に 比例して 
年々 の 不足 額と 云 ふ ものを 計算いた して 居ります、 
斯樣な 計算 法の 上に 基き ました 數 字に 依りまして 年 
々の 不足を 見、 又 一面に 於き まして ほ 前 申 上げ まし 
た 通り 年々 開 ■されます る 所の 土地ょり 生じます る 
生產高 を對 比いた しまして、 先づ 三十 年後に 雙方略 
々平均を 致します ると 云 ふ 計算を、 肢調 ベました 次 
第で ございます。 

〇 男爵 小 澤武雄 君 私 もち 〇 と御尋 したいので すが 
此 法案に 依つ て 助成せ ら るべき 開 ii 地の 總 段別が 凡 
そ 二 十五 萬町步 だと 云 ふ 話で あるが、 其 二十 五 萬 町 
歩は 凡その 所で、 例へ て 申せば 裂 阕 にどれ だけ、 朝 
鮮に どれ だけと 云 ふやうな 區 別の 數を眾 りたい、 細 
かいことは 要り ませぬ が、 私は 此所で 戒つて 置きた 
いと 云 ふのは、 此 法案に fsi つて 三十 年後には 相當な 
穀物を 得らる ると 云 ふこと でございますが、 それが 
北海道と 云 ふ ものは どうなる かと 云 ふこと ■.… 其 計 
算 の 中で どう 計算され て 居る のであります か、 北海 
道は 目下 專ら 拓殖 屮で あります るので， 其 三十 年後 
の 計算には 北海道を 如何に 見て 居る かと 云 ふこと を 
承りたい ので ございます るが >  il 阕な〇 •朝鮮な り 
若く ぱ北海 道な りが 其 中に 在る か 無い か 知り ませぬ 
七 一三 


院 族？^ _ 帝 回一 十四 第 


開绍 助成 法案 第 I 讀會 


七 一四 


が、 在れば 是だ けの 段別と 云 ふ ものを 大略 承れば、 
其殘 つた ものが 內地 一般になる 譯 でございますから 
それだけの 御 答が 出來 るで ございませう か， 其點を 
伺 ひたいので ございます。 

t 政府 5g 員 犬 塚 勝太郞 君演檀 に 登る〕 

〇 政府 委員 t 犬 塚 勝 太 郎君〕 先き に數 字を 申 上げ ま 
して ございます が、 此數字 即ち 國民食 糊の 需給と 云 
ふ關 係に 付きまして ほ、 是 ほ 内地、 北海道、 朝鮮、 
祭 ^ 等 總膛に 統一いた しまして、 需給の 關係を 取調 
ベました ので ございます、 即ち 前 申 上げました 所の 
數 字の 中に ほ 朝鮮 •蓽® 、北海道 等 も 含んで 居り ま 
す ことと 御 承知 下さいまして 宜しう ございます* 唯 
此處で 一言 申 上げて® きます るのは、 此 法案は 法案 
の 明文に も ございます 通り、 北海道には 之を 適用い 

たし ませぬ ので ございます、 北海道に ほ 御 承知 あら 

せられます る 如く、 別に 拓殖の 計 SE がご ざいます • 

北海道 ほ 此拓殖 の計进 に讓 りまして、 本 法 即ち 開墾 

助成 法 ほ 專ら內 地に 之を 適用いた します 趣意で ござ 

います、 從つ て此 開墾 助成 法の 滴 用に 依りまして fi 

まする 所の 耕地の 擴 張、 及是 ょり 生じます る 所の 生 

鹿 物の 年々 の佾加 等は 北海道は 採り ませぬ， 又 朝鮮 

毫爾等 も 算入いた しませぬ、 內地 だけに 於き まして 

是が 計 »: を 立てました 次第であります。 

0 男爵 石 黑忠藤 君 質問いた したう ございます が、 

是の 開 fi と 云 ふこと に對 しましての 人と 云 ふ ものは 

どう 云 ふ 計算に なつて 居ります か、 此 法案が 立ち ま 

して 開 ^ を 致します るに {X 願 出に なつて 補助を 受け 

ると 云 ふこと になつ て 居り ませう が、 其 人と 云 ふ も 

の、 開 is T る 人の 力と 云 ふ もの ほどう 云 ふ 御 計算に 

なつて 居り ませう か。 

0 政府 委員 C 犬 塚 勝 太 郎君) 人 即ち 農業の 勞 力と 云 

ふこと に付きましても、 相當な 考鼢を 加へ ましたの 

であります、 從つて 一時に 多くの 面積を 開 ■いたし 

まする と 云 ふこと ほ-或 ほ 勞 力の 關係 から 致し ま L 

て 不可能と も考 へます、 n. つ 前に も 申 上げました 通 

り •此開 _ 助成の 方法は 大正 七 年度ょり 著 手いた し 

て 居ります 所の 土地利用の 計诳 調査、 是と略 々步調 

を 一に 致して 實 行いた したい 趣意で ございまして、 

即ち 土地利用 調査の 計进屮 には 開 _ すべき 土地 及 開 

懇 の計畫 •即ち 其 計 迸 中に 在る 土地を 開きます に 付 

ては， 農業 勞 力の 少ない 場所 ほ 如何にして 其 場所に 

之を 節ら し來 るかと 云 ふやうな 點ま でも、 詳しく 調 


査を 致しました ので ございます、 即ち 是 等の 調査と 
相 連ねまして、 開墾 助成 法の 2r 行を 致したい 趣意で 
あります から、 唯今 御 尋の勞 力の 勤に 付きまして は 
政府の 調査いた しました 計 迸 中には 十分に 農業 勞力 
の 點を考 EE いたして 居ります る 次第で ございます。 
〇 男爵 石黑忠 惠君其 御 調査に なつて 居ります るな 
らぱ •御 調査に なつた と 云 ふこと を* どう 云 ふ 風に 
して 爲 さると 云 ふこと を 伺 ひませ ぬと* 唯々 政府で 
は勞 力の ことを 調査して 居る と 云 ふ 御 一言では 安心 
出来 ませぬ、 且つ又 此開墾 を 盛んにす ると 云 ふこと 
に 相 成ります ると* 今まで 日本人の 外へ 出て 居り ま 
す 勞力者 即ち 移民 やな どの 關係 も餘程 ございませう 
と 思 ひます、 それで 北海道へ 行つ て 開墾す るに も、 
自國の 中で ございます 空地を 開 is をす るに も、 其 目 
的と する 所 ほ 利 如何に あらう と 思 ひます、 それで 幾 
ら開墾 させ やうと 仰つ しやい ましても •布哇 は 儲が 
ある 若く は 滿洲へ 行つても 儲が あると 云 ふこと では 
御 計® が、 立派な 法案が 立ちましても 開 II する 人間 
が 無い と 云 ふこと になり ほ 致し ませぬ か •其邊 甚だ 
心配を 致して 居ります、 右に 對 しまして は. どう 云 
ふ 御 計® があります か、 伺つて 置きたい" 

0 政府 委 M (犬 塚 勝 太郞 君〕 御 答いた します、 此勞 
力の 關係 に付きまして は、 一々 备條 に付きまして 詳 
しく 申 上げる ことは、 私より 致し 兼ねます ので あり 
ます、 併ながら 御 承知の 通り 此 農業 勞 力の 過不足と 
云 ふ ものは •地方に 依りまして 餘程 相違が あります 
ので •是ほ 申 上げる まで 4 ございませぬ •此度 時局 
の關 係に 依りまして， 工業が 勃興いた しまして、 其 
勃興いた しました る、 工業 等に 酷く 農家の 勞力を 吸 
收 されました やうな 土地 も ございます， 是等も 其 H 

業の 狀况と 其 附近に 在ります る 所の、 是に 近隣いた 

して 居ります 所の 農家の 土地 經濟 等の 關 係に 依り ま 

して， 場所々々 に 依つ て餘 程の 相違が あります る や 

うな 狀態で ご VS いまして、 此 農家 經濟の 比較的 富裕 

ならざる 所 •言葉を 換 へて 申 上げ ますれば、 此 農家 

が 相當に 有して 居ります る 所の 土地の 面積、 即ち 自 

作 若く ほ 小作を 致して 居ります る 所の 面積が •此農 

家の 經濟を 相當な らしむ るに 適應 して 居らぬ と 云 ふ 

やうな 場所に 於き ましては、 自然 此 工業 等に 吸收せ 

ら るる 所の、 農業 勞働 者の 數も 多い ので ございます 

是ほ此 農業 勞 働の 實 際に 付て 考へ まする と、 餘程土 

地の 配給と 云ふ點 まで も考へ 及ぼさなければ ならぬ 


ので ございまして、 此點 に付きまして は、 十分なる 
攻究を 盡さ うと 致します には、 どうしても 農家の 經 
濟調赉 と 云 ふ 根本までに も亘つ て、 十分な 研究 も 致 
さなければ ならぬ と考 へます ので ございます、 然る 
に 御 承知の 通り 我國に 於き ましては、 農家の 經濟調 
査と云 ふ 大事 業を 完全に 結了 致して 居-り ませぬ ので 
ございます 、或は 農會 等に 委託いた しまして 政府の 
方よりも 此 調査を 試みました もの も ございます るし 
又 試みました 結果 多少 現は れて 居ります るが‘ 併し 
.是ほ まだ < 完全と は 言へ ませぬ* 將來 に a り まし 
て 如何にも 致しまして 相 當の 時期に 農家の 經濟 調査 
と 云 ふ ものは、 根本的に しなければ 藤 業經濟 上の 全 
般の 問題を 解決す る ことほ 出来ぬ だら うと 云 ふ祀弪 
を 常 局に 於て は 懐いて 居ります ので ございます、 又 
農家の 農業 經濟の 調査が 完全に 出来 ませぬ ければ、 
今 御尋の 事柄に 對 しまして 十分なる 御 答を 致します 
ことほ、 S; は 難いだら うと 存じて 居ります、 併な が 
ら其完 金なる 調査が 無い と 致します れば 、其 地區地 
區 に付きまして •其 地方々々 に付きまして •凡そ 勞 
働 配給の 狀態 を實 地上より 達觀を 致す と 云 ふ 外、 私 
は 無い やうに 考ヘて 居ります、 即ち 是 等の 達觀ほ 前 
申しました 所の 各地に 付きまして、 土地利用 計 ffi を 
調査いた します る 際に 相當の 考慮を 加へ て 置きます 
るで •其 取調 ほ 場所々々 に 依つ て 異つて 居る ことと 
考 へます、 隨つて 唯今 何 所の 場所に 於て は 斯 く、 何 
所の 場所に 於て ほ 斯 くと 云 ふこと を 私より 此席で 御 
答いた します る ことが 出来 兼ねます るが、 是 ほ 政府 
の 方に 於き まして 調査の 出来ます る 限り、 十 地 利用 
計 ® に 於き まして •調査を 致して 居る のであります 
から •其の 邊の 事情を 十分 御 諒承を 願 ひたう ござい 
ます。 

0 江 木 翼 君 私 {X 簡 單に此 第 一條の 衆議院の 修正の 
ことに 付て 伺 ひたいので あります、 第 一條に 對して 
衆議院に 於き まして 「豫 算ノ範 圍內- 一 於 テ」 と 云 ふ 
數 字を 削除して 修正した， 先程 政府 委員の 御說 明に 
依ります ると， 恰も 三條 以下の 修正に 對 して 御 同意 
になつ たかの 如く 了承され まして、 第 一條に 對 して 
は 果して 御 同意で あつたか どうか、 少し 明確を 缺い 
て 居つ たやう に 了承した のであります、 政府に 於て 
は 第 一條の 修正に 對して も 同意に なつて 居る ので あ 
るか 否や、 若し 同意に なつて 居る とします るなら ば 
政府が 御 同意に なりました 趣旨 ほ 何 所に 在る •衆議 


院に於て修正されました垤疔を速犯«等に依りまし 
て委員長の報吿に付て見まするに*其 .« 連が茌だ明 
瞭を缺 いて 居る やうに 了承を したので あります が、 
政府の 御考は i … 御 同意に なつた とします るなら ば 
政府の 御考ほ 那邊に 在ります るか、 其 S を 伺 ひます 
0 政府 委 犬 塚 勝 太郞君 

に 御 答を 致します でございますが •是は 唯今も^ 述 
になり ました 通り、 衆議院で 此修 正を 加へ ましたの 
は 法制 上の® 味ょりも， 寧ろ 成る 希 sj を 含んで 居つ 
たこと に 承知を 致して 居ります、 それは 勿論 此法 钳 
を 施行いた します る 上に 付きまして •豫 3¢ の 仲 縮は 
出来ない ので ございます から、 拽萁に 順 應いた しま 
して 其 施行を 1® ります る ことは、 是 ほ常 然で ござい 
まする が、 此開 成 法 適用の 土地の 照 さに 付き ま 
して、 衆議院に 於き まして 希望が .1 is たのであります 
此 政府に 於き ましては •初め 五十 町歩 以上の 集 團地 
に此 助成 法を 適闬 しやう と 云 ふやうな 考で ございま 
したが、 衆 _院 に 於き まして ほ 此叻成 法の槠 神を 完 
からしめ、 JI つ 小農 中農と 云 ふ 階級に 付て 恩 澤に浴 
せし むる に ほ、 まだ 町步 を少 くして 貰 ひたいと 云 ふ 
やうな 希 ET かご ざいました、 即ち 其希菌 に 間接に 照 
膘 致しました 所の 修正で ございまして、 元々 此操览 
は 前 申 上げました 如き 計* を 以て 政府の 方で ほ 取調 
ベて あります るので ございます るから して* 或 ほ 衆 
議院の 希 si の 如く 致しましたなら ば、 此預览 か 將來 
に 於て％ 加す るか も 知れない、 |>«| 今 K ちに 咁 加いた 
します かどう かは- 是ほ 未定の 問題で ございます が 
將來に 於き まして ほ 或は％ 加す るか も 知れない、 然 
るに 此 「预 算ノ範 園内-一 於 テ」 と 云 ふ 言葉が 此處に 
在ります ると. 法制 上に 於て は 一向 差茭な いこと で 
あります るけ れども •併な から 其 衆 蕺院の 間接なる 
希菌を 現 ほす 上に 於き まして ほ、 塚ろ なき 方が 適 當 
である， 法律上に 於き まして ! X ありましても 亦 あり 
ませぬ でも， 嚴正な る 法律の 解釋の 上に 於て は 扣違 
ほない ことで あるけれ ども、 今 申しました 所の 衆 篛 
院 の希菌 から 申します ると， 寧ろ 此 字句を 削除いた 
した 方が 宜しい と 云ふ考 へから » しまして、 此 削除 
を 試みました ことは 衆議院の 委員長の 報齿に 依つて 
御 承知の 通りの ことと 存じます、 それで 此修 正の 事 
に付きまして です、 ノ K は lit 農 商務省 所管の 政府 委員 
の 私ょりも 大藏省 所管の 政府 委 M の 方で 委員會 に 於 
て說明 交渉に 當 りました のであります が、 大體私 共 
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の 解 釋い たします る 所に 於き まして ほ、 旣に 政府に 
於き まして 衆議院の 希望を 容れ 初め 五十 町 •>]> と 云 ふ 
標 ?fi を 立てます る 積り で 居りました のを， 五十 町步 
位の 程度まで 考慮を 致さう と 云 ふこと に 同意を 致し 
て 居りました ので ございます から-其 同意を 致し ま 
した 結果は 或は 將來に 於き まして、 開 is 助成 出願の 
狀况上 相 ? t なる Isi J? を尙ほ 要求いた しまして、 此開 
_ wj 成 事務に 關 係いた します る 所の 職員の 數で ござ 
いまする とか、 又 開 i {助成 命 S 等の咐 加を しな けれ 
ばなら ぬ 場合が 生ずる だら うと 思つ て： £ ります、 此 
將 來の搜 算の 上から 考 へて 見ます ると •衆議院の 希 
筚いた しました やうに、 其 結果 ほ 他日 Ji 在 提出いた 
して 居ります 所の 裸 M: を增 加す る 場合 も あ. 〇 ませう 
かと 考へ るので ございます が、 實際 上の 結果から 申 

しましたならば、 衆 謎院の 削除いた しました 通り r 

稗 筇 ノ腌闻 内 M 於 テ J と 云 ふ 文字を 収 ります る も、 

敢 て實 際に 於て 差茭な いと 云ふ考 を， 私共は 持つ て 

居ります る 次第で ございます。 

〇 江 木 翼 君 唯今の 御 ; rti 明に teo まする と、 政府の 

提案を なすつ た 趣旨 も、 衆議院で 修正いた しました 

趣旨 も、 此 「豫 3? / 範間內 -- 於 テ」 と 云 ふ 文字が あ 

らうが あるまい が 何等 法 钳 上の 効果に 於て 差異が な 

い、 從 つて 即ち 明 aff では ありませ ぬで ございました 

が， 衆議院の 修正には 何等 支障は ない と、 斯う 云 ふ 

やうに 了承され ましたが. 寶例か ら 申します ると 「 

豫览 ノ脑間 内 M 於 テ， 一と 云 ふ 文字が ある 場合と ない 

場合と 云 ふ ものは 非常なる 効果が 違 ふやう に， 從來 

の 例に 於て は ある やうに 認めます •例へ ば 遠洋航路 

補助 法の 法律の 文字の 如く 明かに 潢法 六十 七條 に據 

る 所の 法律上 政府の 義務に 3 § する 歳出たら しむる 意 

味を 以て 法律が 出来て 居る やうに 私は 解して 居る の 

であります 「豫 3? ノ範間 内 — 於 テ」 と 云 ふ 文字を 衆 

SS 院； i 於て 修正され ました 意味 も •果して 斯の 如き 

結果になる ものでは ないかと 私は 思 ふので ございま 

すが、 其點け 政府は 如何に 御考 になります か， 其點 

は 政府を 代表し •殊に 鸨筘 に關係 ある 事 明で ありま 

すから、 大藏大 R より 御 說 明の ある ことが 然るべき 

かの やうに 思 ふ。 

〇 政府 委員 (犬 塚 肪太郎 君〕 一應私 より 申 上げて H 

きます、 唯今 遠 作 航路 補助 法の 御 引例が ございまし 

たが、 是ほ私 もこれ まで 取扱 ひまして 承知を 致して 

居ります、 あれは 矢張り 何で ございます、 ffl 常の 拽 


算を 立てましても 亦 一面に 於き まして (x 、 7t sc 外國 
庳 の負擔 となるべき 契約を 結ぷ 件と 云 ふ、 翔 »: の 堤 
案を 致しました 後に 補助いた します る ことにな つて 
居ります るから して、 此 1豫算ノ範園内二於テ」と 
云 ふ 言葉が 遠洋航路 補助の 如き 法文が ございませぬ 
でも •寶際 上は 矢張り Ti 算に據 る ことにな つて 居る 
ので ございます、 此邊は 私が 収扱 ひました 實例 から 
致しまして、 I 應御 答を 申 上げて 置きます 、左様な 
譯でご ざいます るから して、 之を収 扱 ひます る當局 
者に 於き まして、 此豫萁 と ii なる 法律の 執行を 致し 
ます S は 「預 算ノ 蹓圍内 -I 於 テ J と 云 ふ 言葉が 强ひ 
て ございませぬ でも 私共に 於て は差茭 ない と 信じて 
居ります 次第で ございます、 從つて 前 申 上げました 
通り、 間接の 希望を 含めました る 所の 衆議院の 修正 
も實際 上、 さまで 不都合は ないやぅ に 存じて 居り ま 
す" 

〔國 務大苗 男 踣高橋 是淸 君演增 に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋 是淸 君〕 一言 江 木 君の 御 質問 
に對 して 御 答いた します、 衆議院の 委員 會に 於き ま 
しても 是 は 唯今 御 質 間の 如く 國 家の 義務と なると 云 
ふ 性質の 其 意味に 於て 「 Ti 算ノ範 園内」 と 云 ふ 文字 
を 削る と 云 ふこと にな 〇 ますれば， 政府 ほ 同意は 出 
來な いのであります* 併し 委員長の 報 i»r にも ありま 
した 通り、 其 意味で なく 削除せられ たのであります 
殊に 是 ほ 法 雄に 於て 補助す る ことを 得と 云 ふので 決 
して豫筘外國鹿の負擔となる義務の支出ほ認めて® 
らぬ のであります から、 左樣 街 承知を 願 ひます。 

0 男爵 石 黑忠蒽 君 本案は どぅか 十五 名の 委員付託 
に 相 成りたい …… 

0 小 野 田元卿 君 I, 

〇淺 田德則 君 賛成。 

〇 議長 (公 擗德川 家 達 君〕 本案 特別委 員の © を 十五 

名と すると 云 ふ石黑 男爵の 動議に 同意の 諸君の 起立 

を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 C 公爵 德 III 家 達 君) 過 平 數と 認めます、 特別 

委 H の 氏名を W IB 官 をして 朗讀 致させます。 

〔岡 W 記 官朗 讀〕 

開 懇助成 法案 特別委 員 

伯 13 廣澤金 次郞君  子爵 西 大路 吉光君 

和 田 彥次郞 若  男爵 武 井守 正 君 

岡 田 良 平 君  男爵 北 大路 實信君 


男 fff 長 松 篤 « 君 
男爵 島津健 之 助 君 
永 田 秀次郞 君 
中 村 圓一郞 君 


，日程 第三、 上越 鐵道速 成 


男爵 * 川 幹 太 郎君 
男 K 辻  太 郎君 
伊澤 多 喜 男 君 
田 中 源 太 郎君 
高橋隆 一 君 
0_長( 公爵 德川家 達 君〕 

の 請願、 會 謅。 

〔左の 意見書 案は 朗讀 を經 さる も參照 のた め 
玆 に載錄 す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 
上越 鐵道 速成の 件 

群 馬縣群 馬郡龅 m 町長 羽 烏 年太郎 呈出 
右の 請願 (3: 上越 鐵 道の # 設ほ沿 線 地方の 開發を 促 
し 軍事上 交通 上の 利便を 咐す こと 尠か らす而 して 
群 馬 縣下齙 川 町は 縣の中 央に 位し 附近には 溫泉避 
暑 地 等 多く 富源擧 けて 數 ふへから す 加 之 高 崎に 至 
るの 間は 人家 稠密 地勢 平 夷に して 工事に 容易なる 
を 以て 其の 區 間を 第一 期 線と し 之を 速成せられ た 
しとの 旨 趣に して 貴族院 ほ 願意の 大體ほ 採擇 すへ 
きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 翳 長 公爵 德川家 達 
內閣 總理 大臣 原 敬 殿 

〇 議長 (公 P 德川家 達 君〕 請願 委員長の 報 吿 通りで 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 0<ム衍德川家達君)御ポ_ !>7 |いと認めます。 
〇識長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 四、 大正 六 年 法律 
第 六號軍 人 恩給 法 附則 改正の 請願 •愈 議" 

意見書 案 

大正 六 年 法律 第 六號軍 人 恩給 法 附則 改 JH の 件 
秋 田縣由 利 郡 本莊町 後備 役 陸軍 步兵 大尉 高 橋 
淸七外 二十 九 名 呈出 C 一通) 

和歌 山縣 和歌 山 市 小 松原 通 3T 丁目 平民 豫備役 
陸軍 工兵 少尉 戶臺龜 肋 外 三十 名 呈出 
愛知 縣名 古屋市 南區熟 田 旗屋町 士族 後備 役 陸 
軍 憲兵 犬 尉 小山 嘉久男 外 一一 十八 名 呈出 
東京 府北® 島 郡 日 暮里町 平民 無職 築 新 井 正中 
外 四 名 呈出 

鹿兒島 縣薩擬 郡 宮之城 村 陸軍 歩兵 大尉 鹿 野 米 
吉外 三十 名 呈出 


右の 請願は 大正 六 年 法律 第 六號を 以て 軍人恩給 法 
を 改正して 恩給を 受 くるの 事由 か 明治 四十 四 年 三 
月 以前に 生した ると 同年 四月 以後に 生した ると に 
te り 支給額を 異にする の 不公平を 除去せられ たる 
も 尚 扶助料は 大正 九 年分よ 〇 退職 恩給 父 ! 3: 免除 恩 
給は 同 十一 年分より 初めて 增加せ られた る 全額を 
給 せらる ゝほ 物價 暴腦せ る 今日に 於て 受領 權利者 
の离 苦痛と する 所なる を 以て 大正 八 年 一月よ 〇 十 
二月 迄の 分よ 〇咁 加せられ たる 全額を 支給せ らる 
る やぅ 同 法 附則 第五 明 及第 六 項を 改正せられ たし 
との 旨 趣に して 貴族院 IX 願意の 大體は 採櫸 すへ き 
ものと 議決 致 候 因て P 院法第 六十 五 倏に依 〇 別冊 
及 5S 付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 總理 大臣 原 敬 殿 

0 議長 0 <ム_ 德川家 達 君) 是も 請願 委員長の 報吿通 
りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ赉 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 _な いと 認めます、 
次の 議事 日程は 本院 S 報を 以て 御 通知に 及びます。 
本日は 是にて 散會。 

午前 十 時 H 十四 分钓會 


〇 大正 八 年 一一 月 II 十二 B (土曜 B) 

午前 十 時 九分 開議 
議事 B 程 第 十二 號 

第 I  公爵 毛 利元昭 君、 伯窮松 平 直 之 君、 平 井 
瞎 二郎 君、 德冨猪 I 部 君、 相 馬哲平 君 請 
暇の 件 

第 II 大正 セ 年度 各特 刖會 計歲入 歲出豫 H 追加 
案 ( 特第 一號〕 蓉蒼 期限を 定む るの 件 
第三 大正 -fc 年 勅令 第三 f 日 -fc 十三 號 (承諾を 求 

むる 件) 一 11 j 蠢 

第 四？ i 收用 <_rc 承訪を 求む る 件) (麟 儀 院) 

會議 

第五 第 I 囬國勢 調査 施行に 要する 地方 經費國 
赛辨 に關 身 11 11 付) 第 

l lg 會の績 (艘關 長) 

第 六 作— 禁中^ ggg 4111 #' ) 

第  1 1 の J* gg « 


上越 鉛 iTi 油 成の Bi!; 願  大正 六 年 法律 第 六 號箪入 恩給 法 附則 改正の 請願 


七 一 五 


院族贵 疴蓊國 帝 回一 十四 第 


豫览案 大正 七 年度 备 特別 會計歲 人 ® 出淥 ££ 追加 案 C 特 第一 號：一 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む る 件 


七 I 六 


II 


第 -fc 海 g H lw a 金 貪 計 法 中 改正 法律案 (随腑 

11  院) 第- 11 !| 

第 八 圉倩 整理 基金 特别畲 計 法 中 改正 法律案 

( SI II 付) 第- _S( IP , 货) 

第 九 裁判所の S 立に 關 する 法律案 (級 _嫌|- 

f  Ifi 長 一  — 

第 十 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

1 伽 院) 第 |_ の續 ( 81 長) 

第 十 I 不動産 登 fe 法中改 IE 法 jg 案 (級 l_ sm 
付) 第 5i( sl 長)‘ 院送 

第 十 11 朝鮮 e 偏 及 薄 生院 特別 會計法 中 改正 法 

雲 (撤| 8? 付) 第一 讀會 の續 (難 

長報ン 

吿) 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 諸般の 報告を 致させ ま 

す。 

〔岡 If 記 官朗® 

去る 十八 日 本院に 於て 採擇 すへ きものと 議決した 

る 上越 鐵菹 速成の M 願 外 一 件の 請願は 各 意見書を 

付し 即日 之を 政府に 送付せ り 

同日 特別委 ¢4 會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

作業 會計法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 員會 

委員長  伯® 川 村 鐵太郞 君 

副 委員長  ，子爵 稻垣 太祥君 

帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 外 二 件 特別委 

員 會 

委員長  侯 I 川囿顺 君 

副委 M 長  子爵 野 村 益 三 君 

裁判所の 設立に 關 する 法律案 外 二 件 特別委 員會 

委員長  伯爵 堀 田 正恒君 

副 委員長  加 太 邦 策 君 

北海道 SI 土人 保譴法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  侯爵 德川義 親 君 

副 委員長  伯擗淸 rii 家敎君 

朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 特別 

委員 會 

委 長  伯爵 津 輕英® 君 

副 委員長  小 野 田 元® 君 

家祿 CA 典 祿處 分に 關する 法律案 外 一件 特別委 員 

會 


委員長  子 K 八 勝 隆 正 君 
副 委員長  磯部 四 郎君 
同日 特別 委員長より 左の 報吿書 を 提出せ り 
朝鮮 ^ 院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 可決 
報吿書 

同日 第二 部に 於て 豫算 委員 西川甚 五郎 君の 補闕選 
擧を行 ひしに 其 結果 男 辟 太秦供 康君當 選せ り 
同日 博 算 委員長より 分科 擔當 委員を 左の 如く 決定 
せる 旨の 報告書を 提 S3 せり 

第二 分科 擔當  男爵 太 秦供康 君 
去る 十九 日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 

事業 公® 金 特別 會計 法案 外 四 件 特別委 員會 
委員長  伯爵 松 平賴酵 君 
副 委員長  男爵 阪谷芳 郎君 
國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 特別委 員 
會 

® 員 長  伯爵 林  博 太 郎君 
副 委員長  中島 永 元 君 
同日 特別 委員長より 左の 報告書を 提出せ り 
國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 SI 決 報告 
書 

第 一 回國勢 調査 施行に 要する 地方 經费 國庫茭 辨 
に關 する 法律案 可決 報告書 
一昨 二十日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ ■り 
大正 七 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫： # 追加 案 (特 
第一 號〕 

大正 七 年 勅令 第一 一一 百 七十 三號 (承諾を 求む る 件〕 
穀類 收 W 令 (承諾を 求む る 件〕 

大麥 、小级 及小麥 粉の 輸入税 減 兔に關 する 法® 

案 

同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ り 

大正 七 年 法律 第三 十七 號中改 正 法律案 

同日 衆議院より 本院の 送付に 係る 左の 政府 提出 案 

は 本院の 議決に 同意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 

り 

輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案  ， 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

開墾 助成 法案 特別委 員會 

委員長  伯 S 澤金次 郎君 

副娄員 長  子爵 西 大路 吉光君 


同日 委員長より 左の 報吿 W を 提出せ り 
作業 會計法 中 改正 法律案 可決 報告 S 
海軍 H 駿 資金 會計法 中 改正 法茚案 可決 報告書 
裁判所の 設立に 關 する 法律案 HJ 決 報吿逬 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 可決 報告書 
不動 產登記 法 中 改正 法律案 可決 報吿書 
詰 願文 W 表 第五 回報 街 醫 

同日 內閣 總理 大臣より 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 
政府 委負 

拓殖 局 次長  立 花 俊吉君 
同日 議長は 本 月 十四日の 議決に 基き 侯爵 德川賴 倫 
君を 假議 長に 選定せ り 

昨 二 十一 日 請願 委員長よ 〇 左の 報告書を 提出せ り 
請願 委員 會 特別 報告 第三 號 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 是 より 會議を 開きます 
去る 十九 日 平 井 晴二郞 君より、 公務の 爲め鐵 道 ®? 設 
法 中 改正 法津 案外 一件 特別委 員を 辭任 された き 旨 申 
出が ありました、 許可いた して 御 異議 ございませぬ 
か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯 W 德川賴 倫 君〕 御 異議がない と 認め ま 
す、 其補闕 と 1-L て 子爵 新庄 H 知 君を 指名いた します 
C 假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 議事 日程 第一、 公爵 毛 
利元昭 君病氣 に付き 三十 三日間， 泊 爵松平 直 之 君 病 
氣 に付き 二 十七 日 問、 平 井晴二 郎君 公務の 爲 め會彻 
中、 德富 猪一郞 君 病氣に 付 十一 R 間、 相 馬 哲平君 病 
氣 に付き 十三 日間 請暇の 件は 許可して 御異 _ござ い 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議がない と 認め ま 
す。 

〇假 _ 長 (侯 辟 德川賴 倫 君) 日程 第二、 大正 七 年度 
各 特別 會計 歳入歳出 豫赵 追加 案， 特 第一 號 •審査 期 
限を 1- H むる の 件 >  本日は 通牒 文の朗 讀は 省略いた し 
て 御 異議は ございませぬ か。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 假譎長 (侯爵 德川賴 倫 君) 御 異議がない と 認め ま 
す。 

〔左の ; S 付 文 ほ朗 讀を經 さる も參 照の ため 玆 
に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

(特 第一 號〕 大正 七 年度 谷 特別 fr 計 歳入 歳 ni 豫算 


追加 案 

右 本院に 於て 可決せ 〇 因て 漭院法 第五 十四 85 に 法 
り及浍 付 候 也 

大正 八 年 二月 二十日 

衆 詔院钱 長大 岡 宵 2 
设族院 黐 長 公 辟 德川家 達 殿 
〔國務 大臣 男 tfif 高婼 是淸君 演揩 に贷る 〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 SE 是淸 君〕 大正 七 年度 谷 特別® 
計 歳 人 歳出 預 算 追加 案、 特 第一 號に 付きまして 說明 
を 致します、 本 追加 f* -3? は 大较省 所管 ^ m 局 以下 it 
特別 會 計に 關 する もので ございまして is Rf 局 以下て 1-1 
作業 上、 特別 會計 にありまして は 何れも 主として 琪 
業の 增 進に 因ります る經 む の 衔 加， 及 物 ® 瞬 n に 囚 
ります る 材料費、 職工 給 等の 不足に 基く ^ 出の ia 加 
を 要します、 JI- 官史 以下 臨時 手當に 不足を 生ずる に 
因りまして の 必要、 其 他 朝鮮 總督府 以下の 备 特別 Q- 
計に ありましても ，亦大 gs に 於て 時局の 影！ 5に闪0 
まして 豫算に 不足を 吿げ たので ございまして、 其 他 
二三. 急を 要する 事項 も 亦 ございます， 何れも 大正 七 
年度 內に 於て 避くべからざる 經费 と is めまして、 特 
に 至急を 要する もので ございます が 故に 御 ® ® の 上 
速に 御 協 资あ らんこと を Ifi みます。 

〇淺 田德训 君 喵今 日程に 上 ぼり ましたる 所の 大正 
七 年度 谷 特別 會計歲 入 歳 ，, II 豫算 追加 案、 特 第一 號， 
此蒞査 期限は 日限を 定め ませず して •密査 結了 次第 
報吿 すると 云 ふこと に 定められむ ことを ^ みます、 
〇 子爵 前 W 利定君 饺成 いたします。 

〇男 爵武井 守 正 君 賛成。 

〇 谷 森眞 男君燹 成。 

〇 男爵 石黑忠 蔥 お 锊 成' 

〇假 _長广 侯爵 德川賴 《 君〕 淺田君 の 励 謬に 御 M 觀 
ございませぬ か" 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇假 _長 (侯 嵙德川 賴倫若 〕 御異 議がな いと 認め ま 
す。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第三、 大正 七 年 勅 
令 第三 百 七十 三 號‘承 諮を 求む る 件、 衆議院 送付、 
會議一 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 
右 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決せ り 因て 戤院 
法 第五 十四 條に 依り 及疾付 候 也 
大正 八 年 二 月 二十日 


院族贵 會議國 帝 回 一十 四 第 


衆 _ 院链 長大 岡 育造 
資族院 黐 長公辟 德川家 達 殿 
r 左の 議案は 朗譖 を經 さる も參照 のために 玆 
に 載 鈴す 以下 之に 傚 ふ〕 

朕茲 -I 緊急 ノ必耍 アリ ト 認 メ樞密 顧 問 ノ 諮詢 ヲ經 
テ 帝國 憲法 第 八條 第一 頃- 1 依 リ米及 籾/輸入税/ 
低減 又 ハ 免除- 一 關ス >1- 件ヲ 裁可 シ之ヲ 公布 セ シム 
御名 御 ® 

大正 七 年 十月 三十日 

內閣 總理 大臣  g  a 
兼 司法大臣 ® ❺ 

海軍大臣  加 藤 友三郞 
外務大臣 子爵 內田 _ 哉 
大藏 大臣 男爵 高 橋是淸 
陸軍大臣  田 屮義一 
農 商務 大臣  山 本 達 雄 

内務大臣  床 次 竹 二 郞 

文部大臣  中阉德 五郎 

遞 信 大臣  野 田 卯 太郞 

勅令 第三 百 七十 三號 

政府 ハ當 分ノ內 勅令 ヲ以テ 期間 ヲ 指定シ 米 及 轫ノ 

輸入税 ヲ低滅 又 ハ 免除 スル コト ヲ得 

nu 

阽  H  . 

本 令 ハ 公布 ノ日 ョリ 之ヲ 施行 ス 

〔國 務大 R 男 辟 高 橋是淸 君 演擠に 登る〕 

〇顷 務 大臣 (男 ffif 高唏 是淸冇 〕 大正 七 年 勅令 第三 百 

七十 三號は 、昨年 K 季以來 米® 著しく 瞵货 いたし ま 

して、 國民牛 ：活上 不安を 感ぜし むる に 至りました が 

故に、 其 調節の 必要 上 外米の 轍 人税 を撤廢 いたし ま 

して* 容易く 輸入せ しめる が a め、 憲法 第八條 第一 

項に te りまして 此緊急 勅令 {3; 公布せられ たので ござ 

います* 而して 尚 ほ 本 令の 効力を 存紐せ しむる の 必 

要が ございます るで、 依て 憑 法 第 八條 第二 項の 规定 

に從つ て， 帝國調 啓の 承諾を 求む る爲 め玆に 之を 提 

出した ので ございます、 何卒 御協燹 を 仰ぎます。 

〇假 議長 (汶脬 德川賴 倫 君) 日程 第 四、 穀類 收用令 

承諾を 求む るの 件 •衆議院 送付， 會 誘。 

毀 類 收用令 

右 本院に 於て 承諾す へき ものと g 決せり 因て 議院 

法 第五 十四條 に teo 及 送付 候 也 

大正 八 年 二 月 二十日 

衆議院 議長 大岡 育造 


a 族 院議 長公搿 德川家 達 殿 
朕 毀 類ノ需 給 ヲ調節 シテ穀 價ノ 暴騰-一因 ル國 民生 
活ノ闲 苦 ヲ救濟 スル ノ緊急 ナル ヲ認 メ榈 密橄 問ノ 
諮詢 ヲ緙 テ帝國 憲法 第 八條 第' I 項-一 te リ穀 類收用 
令ヲ 裁 HJ シ玆 -I 之 ヲ 公布 セ シム 
御名 御 ® 

大正 七 年 八月 十六 日 

內閣 總理 大臣 伯 ® 寺 內正毅 
外務大臣 男掼後 藤 新 平 
海軍大臣  加 藤 友三郞 
陸軍大臣  大島煺 一 

司法大臣 職 f 松 室. 致 

文部 大 K  岡 田 良 平 
遞信 大臣 男 {fj 田煺 治郞 
農 商務 大臣  仲 小路 1® 
大藏 大臣  勝 田 主計 
內務 大臣 臓 f 水 野鍊 太郞 

勅令 第三 百 一一 十四 號 
穀類收 用 令 

第 一條 農 商務 大臣 ハ 國民ノ 生活 上 緊要 ナル 場合 
-1 於 テ ハ 補償金 額 ヲ定メ 米雜 穀ヲ 收用シ 又 ハ 其 
ノ 指定シ タル 苦 ヲシテ 之 ヲ收用 セ シムル コト ヲ 

得 

第二 條前 條ノ 規定- |依 リ 收用シ 又 ハ 收用セ シメ 
タル 米 雜穀ハ 農 商務 大臣 價格 ヲ定 メ之ヲ 賣却シ 
又 ハ® 却 セ シムル コト ヲ泻農 商務 大臣/買 入 レ 
又 ハ 買 入 レシ メタル モノ-一 付 亦 同 シ 
第三 條第 一條 ノ補憤 命 額- 1 對シ 不服 アル 者ハ收 
用ノ 日 3 リ 三月 內 = 通常 裁判所-一 出訴 スル コト 

ヲ得 

前 ra ノ川訴 ハ 米 雜穀ノ 收用ヲ 停止 セス 

第四條 第 一條 ノ規定 二 法 ル 收用ヲ 拒 ミ タル 者 ハ 

六月 以下 ノ 懲役 又 ハ 三千 圓 以下 ノ K 金 二 處ス 

第五 條 第二 條ノ 規定-一 違反 シ農 商務 大臣 ノ定メ 

タル 價格ヲ 超 H テ 米雜 穀ヲ S 却シ タル 者 ハ 三月 

以下 ノ 燃 役 又 ハ 千圓以 T ノ罰 金-一 處ス 

前孭ノ 場合- 1 於 テ價格 ヲ超ヱ タル 部分 ノ 金額 ハ 

之ヲ 沒收ス 若シ 其ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ沒收 スル n 

卜能 ハサ ル トキ ハ 之ヲ追 徵ス 

第六條 本令ノ 施行. I 關シ 必要 ナル 事項 ハ 農 商務 

大臣 之 ヲ定ム 


本 令 中農 商務 大臣 ノ職 ®  -I 厫スル 事 ? a ハ 地方 長 
官ヲシ テ 之 ヲ行 ハシム ル コト ヲ得 

附則 

本 令 ハ 八 ム布ノ 日 ョリ 之ヲ施 行ス 

〔國 務大 K 山 本 達雄耢 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 此 穀物收 用 令は、 昨 大正 
七 年 八月 十六 日 緊急 勅令と して 發 布され ましたので 
ございます、 當時に 於き まして ほ 例の 米穀に 付き ま 
しての 谷地に T' 祥 slf 件が 起 〇 まして、 其 後に 於き ま 
して 甚だ 此 米の 分配， 配給に 於て 色々 障碍が 起り ま 
して、 緊急 勅令に 法つ て已 むを 得ず 强 制して、 米の 
收用 を阏ら なければ ならぬ と 云 ふが 如き 必要が 生じ 
ましたので、 逐に 緊急 勅令に 訴 へる ことに 相 成り ま 
した 次第で ございます、 然るのに 其 後に 至りまして 
矢張り 米價は 騰貴して 居りまして、 兎角 不安の 念に 
驅られ て屛る 次第で ございます 、是ほ 全く 此歐 洲戰 
亂に 於て、 大變動 が 商工業の 間に 起り まして •さう 
云 ふこと から 未だに 此 難が 治まらぬ 次第と 考 へます 
るが 故に、 尚 ほ當 分此存 績を 致して 置きたい と 云 ふ 
精神で ございます、 どうか 御審 _ の 上御協 _ぁら ん 
ことを 願 ひます。 

OW 爵石 黑忠腠 君 本員は ちょつ と 御尋 いたします 
るが、 此 穀類 收用 令は 前內閣 に 於て 發 布せられ たる 
もので ございまして、 本員な どの 考へる 所に te り ま 
すると •餘り 効能が 無かつた かの やうに 思 ひます る 
が， 現 內閣に 於ても 是は 確か 此 案で ございました か 
正宗の やうな もので 偉い 切れる ものでぁる けれども 
中々 濫りに 抜く ことの 出来ない やうな 案 だと 云 ふや 
うな 御說 明を 伺つ たやう でございますが、 本員な ど 
は是 ほ 經驗に 依ります ると、 餘り 効能の 無い もの、 
やうに 思 ひます るが、 之を 御存續 になる と 云 ふのは 
どう 云 ふ譯で ぁるか、 R 又此 席に 伺つて 置きます が 
御存續 になる と •農 商務 大臣は 價 格を 定める と ござ 
いますが， 此 m 格を 定める のに it どう 云 ふ 手續で 御 
定めになる ので ございます か、 其 御說 明を 欺つて 見 
たいと 考へま す。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國 務大！ IK 山 本 達 雄 君〕 此 穀類 收用 令は 昨年に 於 
て發 布され まして、 政府に 於き ましても 其 時に 用 ひ 
むと 致しました ので ございます るが、 遂に 九月の 何 
時までに ほ 或は 價 格を 三十 三 圓で買 ふ、 何月よりは 
三十 圓で買 ふと 云 ふ 如き ことは 發 布され ましたが、 


遂に 其 當 時に 於き ましても 之を 實行 する に 至らず し 一 
て 止んだ ので ございます， 併ながら 其 當時 のこと を 
今日よ 〇 推量して 見ます と、 如何にも； 个祥 事件の 後 
とで あ 〇 まして、 米に 於て li 色々 なる 氣遺 ひが 起り 
まして •東京 大阪の 如き 人 n の 稠密なる 處に 於き ま 
して、 どうも 兎角 米が 這 入り 兼ねる やうな ことで、 
非常なる 不安を 生じた ので ございます、 A 然に 捨て 
て H きます と， 云 ふと 一方には 米が ありながら 一方 
には 米が 不足す ると 云 ふ 如き 狀態が 起り まして •頗 
る危 W の 念を 生じて 居つ たる 時であります* そこで 
あります る 故に、 時の 政府に 於て は、 どうも 政府に 
於て 强制 的途を 以て， 東京， 大阪 の *5n き此 人口 稠密 
な處に 於て、 米を 入れる と 云 ふことの 必要を 考へた 
ので ございます、 そこで 其 常時に 於て 緊急 勅令を 發 
しまして 用 ひむ としました が-何しろ 强制 のこと で 
ありまして • よ《 な ことで なければ 用 ひ煜な い 
事柄で ございます るから して， 政府 ほ 發布 ほ され ま 
したが •成べ く 之に « らな い途を 其當 時に 於ても 執 
つたので ございます、 旣に三 十三 阊若 くは 三十 圓で 
收用 すると 云 ふこと には 相 成りました が、 矢張り そ 
れに 依らす して 一 方で ほ. H 然の 市® に 依つ て 米を 集 
める と 云ふ途 を 執りまして、 谷 府縣に 人を 派し まし 
て 其 時の 矢張り 時 惜に依 り 米を 買 入れる と 云 ふこと 
にしまして、 それで 遂に 此收用 令を 侦ほ ずして 濟ん 
だので ございます、 洵に其 間に 於き ましては、 事情 
間髮を 容れな い 間に 遂に 之に 法らず して 濟んだ ので 
ございます， 之に te 〇 ませす して 濟んだ と 云 ふこと 
は、： g に是 は {S ばし きこと X 存じて 居ります、 さう 
云 ふやうな ことで、 遂に 之に 依らむ として 依らずに 
濟ん だので ございます •さて 現 政府に 於き まして 何 
故に 之を 存續 する か、 斯^' 云 ふこと になります ると 
今 申す 如く 價を 定めて さう して 國 民の 所有 權を强 制 
的に 取つ た， 收用 すると 云 ふ 事柄で ございます る 故 
に， 川 來得る だけ ! i 之に 依りたくない と 云 ふ 精神で 
ございます、 精神で ございます が、 今日の 狀態は 如 
何で ある、 如何にも 此歐洲 職 亂以來 ，我國 に 於て ほ 
非常なる 内外に 於て 商工業の 發 達を 來 して •正貨に 
於ても 曾て 無い 十五 億 以上 も 取る、 貿易に 於て は 三 
十億を 超過す ると 云 ふ 如き 狀 態で •到る 處に 於て 非 
常なる 大景氣 を 有つ て 居る •大 景氣を 有つ て 居り ま 
したが、 如何にも それに 反對 して、 一方では 非常に 
諸 物 僧が 騰貴し まして* 殊に 此 米の 如きは 非常なる 


穀類 收 m 令衹諾 を 求む る 件 


七 一七 


院族 貴會議 K 帝 回… 十四 第 


穀類 收用令 承諾を 求む る 件 
(をし まして、 遂に 騷動を 通 起す と 云 ふ 如き こと 
に 至つ たので •こざいます、 其 後に 於き まして 政盼に 
於て {?. 色々 此 米の 配 翔 …… 供給の 上に 付て ほ 直接 間 
接に 苦心を して 居ります る、 居ります るが 御 承知の 
如く、 今日. 插ほ 安定を 見る に 至らず して 居る やうの 
次第で ございます、 無論 政府と して {X 此の 如き こと 
に據ら ずして、 自然の 需給に 依つ て 安定を 來 すと 云 
ふこと に 於ての E 的に 於て、 今日 それぞれ 施行し つ 
つ ある 次第であります、 あります るが 何しろ 尙ほ未 
だ 馏 格が 四十 圓 、玄米に 於ても •以上を 致して 居る 
と 云 ふこと であります る 故に、 又此戰 後に 於ての 經 
濟狀 態が 如何にして 落 付く かと 云 ふこと (X 何人も 豫 
測し 難い やうなる 狀態で あります、 狀態で あります 
る 故に、 斯の 如き 利器は 用 ゆべ からざる ことで ある 

が、 又其狀 態に 因て は 巳む を 得ず 絕對的 力に 依つて 

米の 供給を 1 らな ければ ならぬ と 云 ふこと が 起きぬ 

とも 又 斷言 する ことの 出來 ない 1 狀態で あります る 

それ故に 先づ此 米價が 安定を 来し， 米價 のみならず 

雜穀に 付ても 安定を 来します るまでは >  此 利器は 何 

所まで も 政府に 於て 持つ て 居りた _い と 云 ふ 精神で ご 

ざいます 、偖 其 偎 格に 於き ましては、 是は もと 菔く 

米を 人れ ると 云 ふこと よりも， 寧ろ 米の 分配. 配劑 

に 不平 均が 起つ て 來るや うな 時に 於て、 それを 一方 

に餘り ある ものを 以て、 一方の 不足を 補 ふと 云 ふこ 

との 精神に 於て 爲す 業で ございまして 必 しも價 格の 

高い ものを tof く 無理に して 取る と 云 ふ 精神では ない 

ので ございます、 唯 分配 宜しき を 得ない 時に 於て 强 

制しても 、是は | 縣に 於ての ものは， 甲の 縣の もの 

を 乙の 縣に 移し" 或 ほ 地方に 在る ものを 都に 移す と 

云 ふこと に 於て、 主 もに' 用 ゆるので あります るが 故 

に， ff? 格に 於て (X 時の 自然の 價に 於て •成るべく 無 

理に 行かない 程度に 於て 價を 定めまして， 而 して 其 

一方の 餘り ありと する ものを 以て >  I 方の 不足を 補 

ふこと を收用 令に 依りて やりたい と 云ふ考 で-こざい 

ます、 けれども 前 申しました 通りに、 斯の 如き こと 

はよ く' のこと でなければ 用 ^ • ベから ざる ことで 

あります るが 故に、 矢張り 是は ありましても、 十分 

なる 利器で ある だけ 又是は 鄭重に 政府は 扱つ て容县 

に 之に 依らない と 云 ふ 精神を 以て 存 して 置きたい と 

云 ふ考で ございます。 

〔男 ^ 石黑忠 恵君發 言の 許可を 求む〕 

<—1 矢 口 長右衞 門君發 言の 許可を 求む〕 


〇假 議長 (侯爵 德川 賴倫转 〕 石黑 男爵。 

〔矢 口 長 右 衞門君 r 議長々々 ' と 呼 ふ〕 

〇假 1 長 c 侯 辟 德川賴 倫 君〕 石 黑男厢 に發 言を 許し 
ました。 

0 男爵 石黑忠 蔥 君 さう します と 0! 格を 御 定めに な 
ります が、 全く 農 商務省 だけで 御定 にな 〇 ます もの 
で、 何 か 經濟 調査 會とか 何とか、 其 他の 機 關に御 諮 
詢に なると 云 ふこと {3: ございませぬ もので ありませ 
うか。 

r 國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 c 山 本 達 雄 君〕 其邊 に付きまして ほ 別に 
農 商務省に 於て 必ず 定める、 或は 脇に 諮詢す ると 云 
ふことまで ほ 極つ て考 へて 居り ませぬ、 併し 斯の如 
きことは、 如何にも 其 時に 於て 非常なる 恐慌が 起き 
まして， 容易なら ぬ 時機で なければ 是は使 ふべき も 
ので ございませぬ， 時が あれば 成る たけ 斯う 云 ふ も 
の ほ 公平に やりたい 精神で ございます 故に、 或 ほ 其 
委員を 設ける とか、 又は 商業 會議 所の 如き 團體に 就 
て 諮詢す ると 云 ふやうな ことほ、 成るべく やりたい 
と 思つ て 居ります が、 唯 其 ものが 如何にも 急で ある 
と 云 ふ ものになります れば 、是 は已 むを 煜ず 内閣に 
於て、 其 時に 於て 適當 なりと 信ずる ものを 以て 定め 
る 外には 仕方が あるまい かと 思 ひます。 

〇 矢 口 長 右衞門 君 唯今 農 商務 大臣の 御說 明を 伺 ひ 
ましたが、 本員 等の 初め 考 へます るに、 現 政府は 自 
然の誠 節と 云 ふ ものを 以て 主義と して 居る、 さう 云 
ふ 標榜に 於て 吾々 ほ IfJJ 感を 表して 居る、 而 して 收用 
令なる ものが 今日 出ます るに 付きまして it " 聊か 不 
思議の 感を 起した 位で ある •併ながら 大體の 御說明 
に 依つ て 要領を 得ました から" 今 問は むと -T る 所は 

極く 簡單で 他の 事實 でございます •此 前收用 令は 嫡 

ほ 正宗の 刀の 如しと 言 ほれました が- 此 正宗の 刀 ほ 

必要で あるから、 是は唯 備 へて 置かなければ ならぬ 

と 云 ふ、 さう 云ふ單 純に 申せ ぱ御 趣意で ございます 

か、 其 御 趣意を 二 言 だけ 御 答を 願 ひます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 御 答を 致します •御 質問 

の 如く 是ほ 如何にも 人民の 所有に 屬す べき 其 物を， 

政府の 法律に 依つ て强制 的收 用を 致す 如き 容易なら 

ぬ 事柄で ございます、 それ故に 政府に 、きましても 

ょ《 なること でなければ 是は用 ひない と 云 ふ 精 

神で ございまして、 無論 米に 付きまして は 自然 .…： 


自然と 申しまして 行きます が、 現 政府に 於き まして 
も 米を 肢く すると 云 ふこと に 於き まして. 如何なる 
法を 採つ たなら ば 宜しい かと 云 ふ 上に 付て、 今日の 
方法が 最善で あると 云 ふこと を 信じて やつて 居る の 
で ございまして、 其 間に 付きましても 或 ほ 金融 上爲 
替の上 に付き‘ 船腹の 上に 付きましても、 又 ほ 此關 
税を撤 廢 すると 云 ふこと に 於き ましても •政府に 於 
て 効力の あると 云 ふ途に 付て if 總 ての 方法を 執つ 
て 居る ので ございます •唯 無理な ことを 餘 りする と 
却つ て、 宜しく あるまい と 云 ふ 精神に 於て 居る ので 
唯 自然に 放任して 居る と 云 ふ 精神では ない ので あ 〇 
ます、 而 して此 收用 令に 於き ましても •ょく^^. な 
る ことが 起きなければ 用 ひない、 然ら ば絕封 にかと 
申します と、 どうも 戰 後に 於て 如何に 經濟 社會が 成 
り 至る か、 米價の 調節を 如何にす るかと 云 ふこと て 
豫め斷 言す る ことほ 甚だ 困難であります る 故に、 ど 
うか 斯の 如き 利器 ほ 矢張り 安定を 来す まで ほ 備へて 
而 して それは 幸 ひ 銘刀と して 鞘に 納めて- 拔か ずに 
濟むな らぱ實 に 幸であります るから'  どうか さう し 
たい ものであると 云 ふ 精神であります。 

〇 橋 本 辰 一一郎 君 政府に 於き まして、 此收用 令の 承 
諾を 求め やうと する 眞の 意思は， 政府の 豫沏せ らる 
るが 如く. 米の 供給を 潤澤 にして •而 して (M 格を 平 
準に 引下げる と 云 ふことは、 或 ほ 御自身に 於て 不安 
であると 云 ふ 御考を 有つ て 居らつ しやる のでは なか 
らう か、 若しも 先般来ょり 總理 大臣の E 々聲 明せ ら 
れたる 如く、 政府に 於て 十分なる 確信が あり- 國民 
ほ 政府を 信賴 して 可な りと 云 ふだけ の、 十分なる 所 
の實 際に 於け る 確信が ある、 成案が ありましたなら 
ば •斯の 如き 案の 繼續を 求む ると 云 ふ 如きは、 或は 
自己の 意思に 反しは しない かと 云 ふ 疑 ひを 懐く ので 
あります が、 政府に 於き まして ほ 果して 此案を 後日 
へ 滴. 用す る 所の 時期が あるか も 知れぬ と 云 ふ 意思を 
懐かれる と 云 ふ ものは、 所謂 穀物の 供給が、 或 ほ 非 
常なる 缺乏 を來 しは しない かと 云 ふ 疑 ひを 懐かせる 
ではなから うかと 云 ふ 疑 ひを 本員は 懐く ので ありま 
すが， 此點に 於き まする 農 商務 大臣の 御所見を fn] ひ 
たいと 思 ひます。  ‘ 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君；} 政府に 於き ましては 無論 
斯の 如き 法律に 依つ て 米を 收用 する やうなる ことは 
成べ く是は いかない と 云 ふことは 信じて 居ります、 
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又 其 見込を 以て 此食 fy 品に 對し ましては、 それ f 
施設を 致して 居る ことであります •あります るが、 
先刻 申します る 通りに  >  1； 済 '; n; ll? は 不安 〇 状 适に在 
るので ございます、 故に 是 ほ 何人で も始對 に )^ く 111 
成る と 云 ふこと を斷 言す る_こ とほ， 餘程是 ほ St いこ 
とと 思 ひます る" 故に 斯の 如き 不 an 然なる 經内状 ほ 
に 在る 時に 於て ほ、 成た け 萬 一の 事が あれば 斯くす 
ると 云 ふ 利器を 有つ て 居る と 云 ふこと if 却て »'4 對 
に國 民の 全蹬 に對 して 安心を 與 へる ことで あら 5、 
若し 斯の 如くな つたら どうす るかと： K ふ 時に 於て* 
それに 對 する 利器の 無い と 云 ふことは、 是 は 甚だ W 
つた ものであります る、 故に 折角 …… 昨年 八月に 於 
て斯の 如き 騷搜が 起つて、 其騷掇 の 結果と して、 米 
が 有りながら 中の 物は 乙に 行かない •乙の 物は 丙に 
行かない、 甚 しきに 至つて ほ縣々 の 間に 於て、 我縣 
より 米を 出す ことを 然に防 ぐと 云 ふ 如き 徴候まで 
も 起した のであります、 又 同じ縣 の屮 でも 一郡に 於 
て 他 郡に 出る ことを 見る と、 脇の 者が 抑へ る 所まで 
も、 自然の 勢 ひと 云 ふ ものが 進んだ のであります、 
さう 云 ふ 時であります と 云 ふと、 政府の 力に &• つて 
甲の 縣 より 乙の 縣に 移し •乙の 縣 より 之を 又 丙の 縣 
に 移す と 云 ふ 如き ことは、 政府の 力に 依つ て强制 的 
にやる よ 0外 仕方がない ことになるので、 そこで 斯 
の 如き 不祥なる 事は 萬々 して ほなら ない、 又無い こ 
とを 何 所まで も 努める ので ございます が •幸に 此も 
のか 今日 事後承諾を 求める ことにな つて、 昨年 緊急 
勅令を 發した 以上 ほ 正宗の 刀は 利器と して 保存して 
置くなら ほ、 國 民に 於て まさかの 時に 斯の如 くだと 
云つて、 安定を 来すべき ことに こそな れ ，是が 爲に 
不安を 來 すと 云 ふこと ほ 萬々 無から うと 信ずる ので 
あります。 

〇 男爵 阪谷芳 郎君 農 商務 大臣に 御尋 します が、 農 
商務 大臣は、 米 僧が 安定す るまでは 此方 法を 保存し 
たいと 云 ふ 腿々 御言 明で ございま 七た， 其の 米 偵の 
安定と 云 ふのは" 凡そ 幾らの 値段を 以て 農 商務省 it 
米價の 安定した ものと 御 認めになる か •農 商務 大臣 
の 所謂 安定したる 米價ほ 、何程の 所を 凡そ fs 定にな 
つて 居る かと 云 ふこと を 承りたい、 又此法 案は 永久 
に 保存したい と 云 ふやうな 御意 思 も 伺は れ る， 米 ffi 
が 安定す れぱ廢 しても 宜い と： 2.S ふやう にも 伺 ほれ ま 
すが 政府 ほ 相 當の時 期に 廢止 案の 御 提出になる 御考 
なので ございます か、 又は 是は 永久 法と して 何時 ま 
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でも 立て、 S かう と 云 ふ御考 なのであります か、 K 
通の 所を 明に 御 示を 願 ひたい、 それから 今一つ ほ 橋 
本冇 の御尋 に 類した 事であります が、 過日豫 算 委員 
會に 於て、 總理大 111 又大藏 大 A よ〇數 字を 御 示に な 
つて、 今年 外 ® 米を 續 々輸入し つ L あつて、 米が 不 
足す ると 云 ふこと ほ 萬々 ない と 云 ふ 安心を， 吾々 に 
御 與へ になつ たのであります るか、 農 商務 大 K の 唯 
今の 御 辯 明で 見る と 聊か 拽觸 いたして 居る やうに 考 
へます るが、 農 商務 大臣 ほ 總理 大臣 若く は 大破 大臣 
•か、 裸 算委 fl 會に 於て 言明せられ たる ことを ® 収消 
しになる と 云 ふ 御 趣旨な のであります か、 其 邊の所 
を 伺つ て ® きたい。 

r 阈務大 111 山 本 達 雄冇演 壇に 登る〕 

0W 務大臣 C 山 本 達 «!! 対〕 第一の 此 法令を 永久に や 
る や、 或は 又 或 時期に 於て 廢止 する かと 云 ふこと に 

對 しては、 無論 是ほ或 時機の ことで ございます 、或 

時期と 申します ると、 是も漠 として 居る 次第で ござ 

いますが、 唯今 此關稅 撤廢 に對 して， 大藏 大臣より 

w 後 承諾を 求めました ことに 於き ましても， 昨年 十 

1 /J より 今年 十 / 3 三十 一日までの 間に 於て 關税 の撤 

歷を すると 云 ふので ございます-其 時に 至りました 

ならば. 今年の 米の 收槌も 略々 定 つて 安定を 來 して 

來るや うな 時期が 來る であらう、 さう すれ ぱ此時 期 

に 於いて 是も礙 すると 云 ふので やつて 居る ので ござ 

いまして、 又 今 此の 不 安定に 作る 人心が 兎角 不安定 

である、 然らぱ 何時に する かと 云 ふこと に 於き まし 

て も 6tf 々申 述べます る 如く  •此歐 洲 の大戰 に付き， 

純 济 社色 に、 非常なる 激變 を來 して K るので ござい 

ますから して •此の ものに fj- いても さう 久しく どこ 

まで も 不安定に 在る と 云 ふことは、 ないで あらう と 

思 ひます、 殊に 米 毅の如 きもの ほ 其の 時の 收撻如 何 

に te つて 大に 安定を 来す ことが 來 るので、 先ず 此の 

十 ; j 端 境に 新米の /IJ ると 一 K ふ 前後に 至つ て來 ました 

ならば、 安定を 來 して 人心が 自然に 緩和す るで あら 

うと 云 ふことの 見込を 苻 つて 居る ので* こざいます* 

それから 米の m を. 如何なる ものに &• つて 来れば 安 

定を來 すかと 云 ふことの 御® 問で ございます るが* 

是は 先：：： 石！ S； 男 防よ 〇 も. 商い 安いと 云 ふが 米の 僧 

は どこを 以て 土 ^ とする かと 云 ふ 御！： i 問が あつたの 

でございます、 此 米の m の 如き ものは •時に® つて 

經濟 上の m 長 如何に つて 常に 變化を する もので あ 

ると信じて |,>! ります、旣に大正四年に於て、大隈內 

鷇類收 用 令 承諾を 求む る 件 


閣の時 に、 米が 一石 十二 圓三圓 と 云 ふので ありまし 
て、 其 時に 於て 米が 餘り安 くて. 个景氣 で 農家が 甚だ 
闲る •故に 米を 買つ て此價 格を 上げる. 然らば 幾ら 
程 上げたならば K しいの かと 云 ふ 間 題が 起つ たの * C'. 
ありまして* 其 時に 於て 皆齊 しく  •先 づ米は 十五 六 
圓 から 十八 W 位な ものなら ば、 農家に 於て 生 庫 費を 
償 ひ、 又 相 當な 利益が あつて、 それなら ば 農家に 於 
て大に 安定を 來 して 行く であらう と 云 ふこと が、 一 
體に 於て 先づ相 當 であらう として 居つ たる 俏格 と m 
知して 居ります る •今日、 然らぱ 其 十五 六圓 から 八 
圓位な る 米が どこに 在る と 云 ふと. 其 當 時とは 違 ひ 
まして. 諸 物價が 非常なる 騰貴でありまして、 總て 
の生產 S が 非常に 萵くな つて、 生計費に 付ても 御 承 
知の 如く 非常なる 增加 を來 して 居る 次第であります 
さう 云 ふ 1 rl であります る 故に、 今日！： じ 農家が 米 
の 中： 產を致 します のに 付きましても •大正 四 年に 於 
ては 十五 六 圓 以上 八圓も あれば 充分で あると 稱へた 
ものが， 今日は 迚も そんな 事では 無論い けない ので 
ありまして、 或る 所に 於て は 米の 生 商 費が 旣に二 十 
五 圓も 掛かる と •或る 所に 於て は 三十 圓以上 も掛る 
と、 是は 申す 迄 も ありませ ず 經濟社 會の其 消長に 依 
りまして、 此所は 耕 やしても 先づ 利益になる、 此所 
は 利益に ならぬ、 と 云 ふことの、 自然に 境が 起る こ 
とは 中す 迄 もない ので ございます， 數年 前に ほ 十五 
六 圓で宜 かつた ものが、 今日は 三十 圓以 上で なけれ 
ぱいかぬ と 云 ふ 如き ことにな つて 居ります、 そこで 
あります る 故に、 先 づ 世の中で 言つ て 居ります， 又 
日 木 銀行の 指 數など の 調べに 依り、 色々 考へ ました 
所で、 先づ 三十圓 から 三十 五六 la 位の 所なら ば 安定 
を來 すで あらう と 云 ふの が， 一般の 評と 信じて 居り 

ます-併し 私は •然ら ぱ是が 三十 五 圓に相 成るなら 

宽 しい、 或は 三 十 ! il になら なけれ ぱいかぬ と 云 ふて 

此價を 以て 政府が 先 づ是な らば 宜か らうと して 行く 

ょ 〇 も. それょりも 品物の 供給の 潤澤 を N り、 而し 

て さうな つて 來たな らば、 . H 然に 人心が 是な らば 宜 

いと 云 ふ 安定が， 自然の 上に 來る時 が ある だら う、 

又來る捫があるだらう然らば其時に於て自然¥定に 

なる、 今日 米が あるから 安心しなさい と 云うても、 

又 何と 云つ て も •世の 屮が 安定を 來さな ければ 仕方 

がない のであります， 或は 今日と 雖も •米が 自然に 

安くな つて 居るなら ば， 物資の 供給は •或は 今日と 

雖もひ どく 不足を 感ぜず して 調節を 計り 得る ことが 


ない とも 限らぬ と 私は 斷 言し 得る 位で ございまして 
是 ほ どうも.； I 然に 人心の 赴く 所 •又 安定を 米す と 云 
ふこと に 付いて、 5t 時 又 其價と 云 ふ ものが 起る であ 
らうと 思 ひます、 それから 第彐 の總理 大臣 及 大藏大 
H に 於て ほ、 確かに 是ほ安 定を來 す、 又 米 ほ 十分に 
ある •安心なさい と …… 然るのに 私は 斯く言 ふと 言 
ほれました が •其點 に 至りまして ほ>  總理 大臣と 雖 
も •大藏 大臣と 雖も ，私と 何にも 違つ たこと (I 無い 
と 思 ふ •私に 於き ましても •今： n 此米價 に 於て， 供 
給を 爲す 上に 付いて、 安定を 來すや うに、 又 安心を 
する やうに と 云 ふこと に 付て は、 何處 まで も 努めて 
居ります •又 それを 信じて 必ず ? C 定を來 すだけ にす 
ると 云 ふの 確信を 持つ て 居る のであります •確信は 
持つ て 居る が、 然らば 政府の 者が 確信を して 居るな 
らば， 國民は 安心して、 それなら ば 政府が 安心す る 
ならば 安心して 尻る かと 云 ふと、 さう は 行かない、 
今日は 米は 確かで ある， 確かで ある 故に さう 米を髙 
くせず とも 宜か らう. 安心して やりなさい とは 言つ 
て も •矢張り 今日 米は 十分 無い、 米が 有る とか 無い 
とか 云 ふ 事は、 端境期の 六月 七月 八月と か 云 ふ 後に 
至つ て 起る •今日は 米 も 十分に 有る、 穀物 も 澤山あ 
るので あります が-幾ら 安心して 宜しい-安心し や 
うと 思つ て も-矢張り 米は 高い-安定し ないならば 
出来るだけの 事を 努めなければ ならぬ， 幾ら 政府が 
信じて 居りましても， 今 申す 如き こと IX 是は 起ら な 
いと 云 ふこと を斷言 する ことは、 何人と 雖も不 可能 
である •若し それが いくと 云 ふなら ば、 私は 甚だ 不 
謹 愼な 事で あらう と 思 ふ、 どこまでも 安定を 與 ふる 
だけの 確信を 以て やります •併ながら 萬々 一と 云 ふ 
事が 無い と 云 ふこと if 是は 人事の 定まらぬ 上 {X 期 
する P には 行かぬ から、 苗 I 々一の 時に ほ、 之を 治め 
る途を 以て やらなければ ならぬ •と 云 ふの が 此收用 
令を 付議す る _ であります 5£ 做 信を 以て やります と 
云 ふこ i は， 總理 大臣 も •大藏 大臣 も， 私 も， 何等 
違つ たことは ありませ ぬ、 唯 萬 一と 云 ふこと に 至つ 
ては •是も 三人 - J1;- に 何にも 其 間に 違つ たこと ほない 
ので ございます •以上 御 答いた します。 

0 假 P 長 (侯 辟 德川賴 倫 君) 別に 御 質問がない やう 
に 存じます が . 

〇 男爵 高木 兼寬君 本員は 質問が ございます。 
〇假闞 長 C 侯 P 德川賴 倫 君) 高木 男爵。 

〇 男爵 高木 兼宽君 私 が 質 間いた したい ことの 第一 


は， 當 局に 於き ましては、 米穀は 一箇 华 幾何を 耍す 
ると 云 ふ 御 見込を 御 立てに なつて 居る ことで ござい 
ませう か、 而 して 其 使用 高に 付て は， 國民 一人に 付 
いて 日々 幾らを 要する， 之を 積算して 一箇年 幾千 蘊 
石の 米 載を 耍す ると 云 ふ 御 見込が， 必ず 立つて 居り 
ませう と 思 ふので あります、 單り 米穀の みを 以て 國 
民 IX 牛： 活いた して 居り ませぬ •之に 次ぐ もの (X 麥で 
あらう と 思 ひます- lit 麥も亦 幾許を 要する と 云 ふ 御 
見込に なつて 居り ませう か、 又 米と 麥の使 用 高の 割 
合 •之に 付て ix 如何なる 御 計算に なつて 居る もので 
ありませ うか、 と 云 ふこと を 伺 ひたいので あります 
»• くして 米穀が 是だ けの 人 用で & ると 申す に 付て は 
我國 土は 之を 平 穩無 事に 產出 する の 見 iA ほ 今日 立つ 
て 居り ませう か， 平年に あつて ほ 見込 ほ 立つ けれど 
も •不作の 年が あれば 不足を 生ずる と 云 ふこと が自 
然 起る！ I であります から、 是まで の經驗 に 依り まし 
て、 凡そ 不作の 年には 此位め /J1 來高が 減少す ると 云 
ふことの 御 見込が f-J- いて 居る こと a あらう と 思 ひま 
す、 果して 是が 分る •やうで ございます れぱ •年々； 个 
足の 高も豫 め 何 かの 據所が あつて 御 定めになる こと 
が m 來る もので あらう と 思 ふので あります， 今日 世 
間で は 本年度に 於て は 必ず 米穀は 不足を 生ずる と 云 
ふこと を. E 々聞く ことであります、 幾許 か出来る 
見込が 或 ほ 川 来たので、 或は 本年度に 於て は 斯樣な 
る 制 合に て 不足を 生ずる と 云 ふ 御 見込が 立つて 居る 
ことで あらう と 思 ふので あります* 尙ほ伺 ひたい こ 
とは 當 局に 於て は 米穀の みを 以て 國民の 食 if として 
も •國 民の 保 fel 上差茭 ない と 云 ふ 御 見込に なつて 御 
居での もので ありませ うか、 又 米穀の みでは 缺る所 
あるが 故に、 麥其 他の 雜穀を も 要する と 云 ふこと が 
ございますなら ぱ 、此 割合は どんな もので ございま 
せう， 之を 伺 ひたいので ございます •本員は 今日 ま 
で 切 實に 感ずる 點は 、國 民が 米穀を 特に 重んじて 食 
用に する ことが、 日に 月に 盛に なりまして 參つ たこ 
とは， 事實で あると 思 ふので あります、 是は 同時に 
國 民の 煺 康狀萌 は 漸次 下落を 致して、 死亡率の 如き 
は 甚だ 多くな りました， 其 多くな つた 原因を 尋ねて 
見れば、 或る 種類の 病氣が 盛に 流行いた すと 云 ふこ 
とに なつた のであります •故に 食糧は 國 民の 健康 上 
に 至大の 關係を 有つ て 居る と 云 ふこと を 承知した る 
上に， 食物を 國民に 供給す る 方法を 御 立てに ならな 
ければ ならぬ もので あらう と 思 ふので あります •先 
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，穀罚 收用令 承諾を 求む る 件 
づ唯 今まで 御 辱 MI 上げた ことに 付て 御 答 辯を 煩 ほし 
たいので あります、 尙 ほ御薛 申したい ことが ござい 
まする から、 御 答 辯を ? S ました 後に 更に 資問 する こ 
とを 御 許 L あらむ ことを 希薙 いたして S きます。 

〔國 務大 t:> 山 本 達 雄君演 贺に 登る 一 
o fea 務大臣 c 山 本達雎 君) 御 答を 致します が、 此米 
の 内地の 消費 高に 付きまして は， 其 時の 經济狀 態の 
極く 煺全な 盛んなる 時に 於き まして {3; •消 费高が ひ 
どく 殖えて 来ます、 又不赍 氣で 沈滞して 居る 時に 於 
きまして ほ、 米の 消® 高が それと 同時に 減ずる やぅ 
でありまして、 兹に 於き ましての 調 盗 ほ® だ w ili で 
ございまして •統計を 揭げて 斯く相 成ります として 
申 上げる こと {i 餘程 W 難に 考へ るので ございます、 
併し 先づ 大體に 於き まして、 麥の 一人前 消費す る 高 

ほ 四 斗餘り •又 米に 付て ほ 昨年の 如き 姑 氣の 宜しい 

時に 於て ほ 一人 常り 一石 六 升と 云ふ當 りに なつて 居 

る、 併し 其 前に fj- ては 一石 四 升 位になる ことで 濟ん 

だので、 そこで 非常に 某 不定を 来たす ので， 玆に數 

字に 依つ て 大體を 申 上げます と、 大正 二 年" 或 ほ 元 

年と 云 ふ 時の 如きに 於て ほ， 米の 收迪が 五 千 萬 餘で 

ございます、 大正 三年、 四 年と 非常に 米が 暴落を 來 

たしまして •米の 捫 格を どぅかして 引上げなければ 

ならぬ と 苦しみました る 時に 於き ましての 收褪は 五 

千 七 百 萬 ■五 千 五 W 萬と 云 ふこと になつて 居ります 

大正 五 年と 六 年に ほ 今度は 五 千 八 百 萬， 五 千 四百 萬 

大 JH 六 年には 五 千 四百 六十 九 萬と 云 ふこと になつて 

居ります， 昨年 ほ 五 千 四百 六十 九 萬 石に なつて 居る 

平年よりも 矢張り 五箇 年 平均を しました よりも 八十 

萬 石 餘 多く 出来て 居ります 、而 して 斯の如 く 米の 產 

出に 於て 違 ひが 起こる ので ございます るが、 それで 

起こりまして 色々 此外國 から 米が © 入され る、 又 日 

本から /),！ て 行く もの も あるし‘ 色々 < |-7 計を 致し まし 

て ♦大正 三年の 消 S 高は 此內に 出来た 米と 外阈 より 

這 入つ て來た ものと 合しまして、 而し て此幾 らを消 

?!i して 來た かと 云 ふこと を 色々 要つ たものを 差 引き 

* して殘 りを 以て 消 费高 として 見ます ると-大正 三 

年に 於て ほ 五 千 ?| 四十 一 萬 石、 大正 四 年に ほ 艽千九 

百 萬 石、 大正 五 年に ほ 五 千 八 西 三十 萬， 大正 六 年に 

は 六 千 百 三十 ®; , 大正 七 年に ほ 阼年 米が 不足して 大 

變 S ると 云 ふ 時に 六 千 二百 九十 萬 •一番 餘計消 K 高 

が 殖えて 居ります 、斯う 云 ふこと で、 僅か 五 年の 間 

に 於て 非常なる 差が 起こる、 さう 云 ふ 4-- ので ありま 


する から •どうも 此 一人前の 消 2S 高が 幾らと 云 ふや 
うな こと {i 甚だ 決め 惡い 、先刻 申 上げる 如く 昨年の 
如き一石六升、其前に付ては一石四升位を以て當に 
して 居つ たのが •旣に 二升餘 りも此 一人に 付て 違 ふ 
ので ございまして， 此點に 付て ほ 甚だ ほつ きりした 
ことが 出 ませぬ が、 今年 即ち 七 年に 於て ほ 日本の 米 
の 高が 五 千 四百 七十 萬石餘 でございます、 其 所に 朝 
鮮に 於き まして， 昨年 中二 百 萬 石 日本に 這 入つて 居 
ります、 又 * ® から も 百 萬 石 近く 這 入つ て 居ります 
が， 昨年は 朝鮮に 於き ましては 甚だ 豊作で ありまし 
て •總 督府の 調に fe- ります ると 云 ふと、 約 百 六十 萬 
石 ほ餘 計な ものが ; |;; 来た、 それ故に 今年に 於て ほ 三 
西 萬 前後 日本に 米を 移入され る こと ix 敢て 難く ある 
まいと 云 ふやうな る ことであります、 其 所に臺 @ に 
於き ましても-昨年と 餘〇 大差の ない ものが 內 地に 
這 入る だら うと 思 ひます、 さう 云 ふこと であり まし 
て、 又 外國に 於て ほ 昨年の 十一月 •十二月、 一月と 
彐箇月 に 於き まして •約 外國 米の 日本に 這 入つ て 居 
ります ものが 百 七十 萬 石 程. 道 入つ て 居ります 、其 他 
今日 段々 約束を 爲し たもの もあります る 故に， 彼是 
政府が 成るべく 輸入に 於て 直接 間接に 努めて 行く や 
うなる ことを して. いろ-^ 考へ ましたなら ば、 相 
當なる 米 ほ 這 人り 得る ことかと 確信して 居ります、 
そこで 高に 付て 幾らかと 申します と •先づ 六 千 萬 乃 
至 六 千 二 百 萬 あたりの ものを 内外に 於て 集めて •此 
位な ものが あるなら ぱ 、米の 不足を 來すや うなる こ 
と {X あるまい かと 思 ふので ございます‘ さて 麥と米 
と 云 ふ もの^' 割 八 rl は 初めに 申す やうに なつて 居り ま 
すが、 此の 事に 付て 細かく 割合な どに 付て 御资 問が 
ありました が* 是ほ統 計に 依る ことで ございます る 

故に、 相 成るべくなら ぱ委負 會に 於き まして 政府 ® 

員より 詳しく 御說 明を 申 上げたい と 思 ひます。 

0 男 協 高木 兼寬君 本員 ほ 五部の 委負會 の 分科 會に 

m 席す る ことほ 出来 ませぬ 故に、 甚だ 其 所で 御說明 

が あるので ほ 遨憾に 思 ふので ございます、 尙ほ續 い 

て それに 到らぬ 所で 伺つ て 置きたい、 昨年 ほ 六 千 二 

百 萬 石を 使用した と 斯う 云 ふ …… 斯の 如くで ござい 

ますれば •是 まで 出來た る 米の 高に » しては、 少な 

くも 三百 萬 石は 米が 年々 不足を 生ずる と 云 ふこと が 

明かに 見える やうであります >  若し五 千 五 百 萬 石 L- 

か / J1 來な ければ、 七 百 萬 石 ほ 不足で あると 云 ふこと 

が 事實 になる 譯で あります. •果して 斯の 如き もので 


ありま すれば， 年々 七 百 萬 石 •五 百 萬 石の 不足は 免 
かれぬ と 云 ふこと にならざる を 得ぬ と 思 ひます、 將 
来に 於き ましては •年々 それだけ づ X 外國に 仰ぐ ょ 
0外 に 仕方がない と 云 ふ 見込が 立つ 譯で あります、 
然るに 人口 ほ 年々 六十 萬 以上 づ 、增 加して 參 るので 
あ 〇 ます •年々 歳々 米穀の 不足 高は 咐 加いた して 參 
る K であります、 甚だ 是 ほ 不安に 堪えない 問題で あ 
ると 思 ふので あります、 喵 今 御 說 明の 通 〇經濟 の 如 
何に K りまして 米を 多く 使用す る 者が あり、 又不景 
氣の 折に ほ 米穀の 使用 髙か 減少す ると 云 ふこと ある 
ほ •國 民が 食糧なる もの k 爲 に、 ffi 厳 上 如何なる 關 
係を 持つ ものである かと 云 ふこと を 心得ない 結果で 
あらう と 思は れます •固ょり 食® の 如き 保® の爲に 
用ゐる ものであります るから- 經濟の 如何に 依つ て 
其 使用法を 異にすべき もので ! X ない のであります、 
依つ て 之を 國 民に 敎 へる 必要が あらう と 思 ふ •何 か 
國民が 米 S の 如きを 主として 食用せ ざる やうに 阖り 
一方に 於て 食用すべき 物を 成るべく 多く 使用す る や 
うに •國 民を 敎へ ると 云 ふことの 必耍が 當 局に 在り 
はせ ぬかと 思 ふ、 咄々 當局に 於き まして ほ 俄ら 消® 
する から •幾ら あれば 31: いと 云 ふ 意見を 以て 御 取扱 
になる ので ほ， 到底 食物の •： E 給と 云 ふこと が 出来る 
見込 ほない と 本 M ほ 信じて 居ります、 喵今 申した る 
通り 年々 數百萬 石の 不足が 明かに 見える ii であり ま 
すから、 之を 他に 補 ふ 方 -/J: を见出 すと 云 ふこと が、 
當 局に 於き まして ほ 必斟な 問題で あり ほしない かと 
思 ふので あります、 何等 此邊に 意を 用 ひすして、 唯 
唯 石高の みに 注意して 居る やうな ことで ほ、 食物の 
經濟と 云 ふことは 成立つ もので なから うかと 思 ひま 
す， 本員の 信ずる 所に te ります れぱ ，米の 使用 高を 
獎 _ する 程， 國 民の 衞 生に 危險な る ことほない と 信 
じます、 從つ て赉其 他の 穀類を 多く 產出 いたし •之 
を 多く 食せ しむる やうに 致せば、 我國に 於き まして 
は 食物の 不足を 吿げる やうな ことなくして， 經過す 
る ことが 出来る もので あらう と 云 ふこと を 信じて 居 
る、 其 意思な くして 唯々® 民の 心の まに <據 る 所 
なく 差 出す るので は、 國 民の M 康を 保つ に 適 當なる 
割合を 以て‘ 米 其 他の 食料品を 得る と 云 ふ 事 ほ、 出 
来ない 事柄で あらう と 信じて 居ります、 現在 昨年に 
なりまして 六 千 二 百 萬 石を 費す と 云 ふが 如き ほ、 米 
の 過食が 國 民の ® 康 、即ち 吾人の fiB 版を 芮 すると 云 
ふこと を 心得ない 所から、 斯の 如く 多量な ものを 食 
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用す る ことにな つたに 相違ない 〇 であります、 米の 
過食が 有害なる ことは、 明治 十八 年 51 よ 〇 致し まし 
て、 唱道され て 居る 事柄であります、 それで あるの 
に今日に至るも尙ほ國民が宜いとして貪すれぱ.唯 
唯是 に對 して 供給す る ことのみ を 心配す ると 云 ふこ 
とは •宜しき を 得た る 方針で なから うと 本：：； は 考へ 
るので ある、 故に 今日の 裎合と 致しまして、 吾人の 
健康を 保 謎す るに 最も 適當な る 食 S! は、 斯棵な もの 
であるに 依つ て、 米の 如き IX 努めて 控 へる やうに し 
之に 代 ふるに 他の 食品を 當て 、以て® 家 0 食物 自給 
の途が 立つ やうに •常 局 者 ほ 御 盡力 I' さらなければ 
ならぬ こと、 信じて 居ります、 其 通に 付ての 御总见 
がご ざい ませう と 想 ひます から •どうぞ 御 By 砝なく 
御 漏し 下さる ことを 希 湧 致します。 

〔國務 大臣 山 本 達 排封沏扭 に 登る j 
〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 御 尤なる 御 質問の やうに 
伺 ひます、 政府に 於き ましても mo 此米 ばか 〇に设 
頭いた して 居ります る譯で もない ので ございまして 
旣に 平生に 於て V:' も ございます' か、 殊に 昨年の 秋 時 
分から 農 商務 技師な どを 谷府縣 に 派し まして、 成る 
たけ lit 米， 级の抓 付を M やすやう、 又 其 後に 於き ま 
しても •馬 鈴 蔑の 如き もの (3; 副食物と して fe も K し 
い 又衞 生に 於ても 宜しい、 故に 斯の 如き もの も， 成 
るた け 盛んになつ て •さう して 一方で ほ 米の 節約を 
圖り 、一方では 衞生に 付て 立脲な ものである 云々 と 
云 ふこと で、 其方に 於いても m 来る だけ 之れ を 侦 や 
す ことを 努めて K る 次第で ございます、 それから 米 
に 於き まして …； 又麥に 於き まして ほ •今の 通り％ 
殖 する ことに 努めて 居ります、 又 一方で ほ 陸軍の 如 
きに 於き まして ほ、 * れまで 馬 1] として 常に 大麥を 
用 ひて 居りました、 此の 高 も 年々 六十 蓖石餘 を！：！ す 
と 云 ふやうな ことで ありました' か* 是れも 相談いた 
しまして-成る たけ 高 梁を 馬食に 用 ひまして- 大麥 
の 節約を 阔る ことに 努めて 居る やうな ことで ござい 
ます、 米に 於き ましては 又 旣に豫 算 に 上 ぼつて 居り 
まする 開 i {助成 法に te つて、 成る たけ 開 懇を して、 
さう して 米及雜 榖の收 獲を 殖やす ことに 努めて 居 
つて、 是れも 本院の 御 賛成を 仰いで、 旣に 實 行し や 
うと 云 ふこと に 致して 居る 次第で ございます、 それ 
から 米の 不足に 付て、 又 雜穀の 不足に fl て も 今の 如 
きこと を 努めて 居ります、 又 朝鮮の 方に 於き まして 
も 總督府 に 於て、 それ 此方に 於て は 努めて 居り 
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| まする •か 今日 ほ 其收槌 に 於て 千 二！ E 萬 や 三百 萬と 云 
ふ 如き 所を 消 舟して 居ります るが、 是 より 大いに 注 
意を して SP! 料を fsli ひ、 G 々したなら ぱ 、數 年の 後に 
於て は 餘程 見るべき 收撻が あるで あらう と 云 ふこと 
でございます、 北海道に 於き ましても •十七 年計丧 
に 於て 努めて 居る ので ございます、 斯う 云 ふ 事と 相 
侠つて 米の咐 荊 も 起こり、 又麥 、馬 鈴 栗 其 他の 副 貧 
物に 於ても 之を 衞生上 から， 又 (3-. 食® の h から 十分 
に獎勵 をして 參 りましたならば、 見るべき 効果が 現 
はれ 得る であらう と , sy. ふので あります、 それからち 
よつ と 終りに 申 上げて 間き ますが、 胙年六 千 二 西 萬 
石消费 が あつた 故に、 非常なる 差で あると 云 ふこと 
でございます か、 成程 今日の 所 3?; 千 四百 七十 萬 •そ 
こに 六 千 二 百 萬 も あつたと 云へ ば、 非常なる 菹が起 

るので ございます が、 此 間に 於て ほ 朝鮮よ 〇胙 年は 

二 百 萬 石、 臺湾 より！ s 萬 石 も あつたので ございます 

今年 ほ 朝鮮に 於ても 三百 萬 も來得 ると 云 ふので ござ 

いますから、 此毫 罔， 朝鮮を 合しまして、 約 四百 萬 

石锃 參〇焊 るので ございま する 故に、 是ほ內 地の 產 
額と 殆ど 同じ 如き ものに 見ても 餘 り過當 のこと で It 
ない と 思 ひます、 さう すると 云 ふと* ® ほ 外 ^ より 

供給を仰ぐに付てほ、減龆して參る次第でございま 

す、 是は ちよつ と 御 答を して S きます。 

0 男 辟 高木 兼 JS 君尙ほ 伺 ひます、 .開架 助成 法 等を 

以て、 米 其 他の 毀 類の 產 U5 を咐す ことを 努めて 居る 

と 云 ふ 御 説明で ございました が、 是に付 て 承りたい 

開 梨を 致さず とも 少々 手を 加 へれば 麥な どを •澤 山咐 

し m る 所が あり {± せぬ かと 思 ふので あります， 勿論 

数年 前の 調べであります から、 能く ほ 分らぬ ので あ 

ります けれども、 水田に して 二 毛 作の 出来る 所が 尙 

ほ 百® 町步程 あると 云 ふこと を 承つ て 居る ので あり 

ます •現に 千 葉縣 下等を 步いて 見ます れば 、實際 麥 

作 も !)'. 来る ものに 米作の みを して K る 田 面が 少くな 

いやう に、 本 M などは 見受けて pr るので ございま 

す、 現に 同地 方に 於け る •或 村な どに 於き ましては 

水田 二 西 八十 町 ある 内で、 雄 新 前に 於き ましては： r-l 

艽 十 町し かなかつた のであります、 百 三十 町步ほ 畑 

地を 水田に したので あると 云 ふこと であります、 斯 

の 如くして 今日 一毛作で K ります， 他 (3: 措きました 

所が、 旣に百 三十 町 も 畑地を m して 水田に したと 云 

ふな どは、 無論 麥作も 亦 作る ことが IJi 來煜る ものに 

違 ひない のであります、 千 葉 縣にほ 限り ませぬ が 日 


本 中步 いて 見ます れば ，水田な 〇、 又 二毛作を 爲し 
得べき 所は 甚だ 少くな いのであります •是 等の 二 毛 
作に 向つ て 十分 御獎勵 になり ましたな らば、 {li に 百 
茁町步 でありまして も. 一千 萬 石 やそこら の麥 •雜 
穀高を 殖やす こと {i 何等の W 雛な きことの やうに 見 
える のであります、 lit 方面に 向 ひまして (i 如何なる 
方法を 御 採りに なつて 居ります か、 之を 伺 ひたいの 
であります、 承る 所に W れば 、麥 作は 年々 改良に な 
りまして、 產出 高が 大に咐 加す る ことが 出來 るので 
あります •斯 くして 麥の產 出 高を 咐加 いたしまして 
國 民の 寅 糊 高 も從 つて 殖える やうに！ f きま すれば， 
國民の體格も煺全：になることは少くないのでありま 
す、 唯 米の對 きことの みを 知つ て 居る 如き、 之に 對 
して さう 云 ふ もので ない と 云 ふこと を 知らす る 方法 
を‘ 當局ほ 御盡 しにな つて FT らぬか の 如くで ある ■ 
例へ ば 昨年の 八月に 於き まして 米穀の 菔賣と 云 ふこ 
とが 行は れ ましたが、 それが 爲に是 まで 純粹の 米飯 
を 食用した ことの 無い老 共まで， 純 粹の 米食で なけ 
れば滿 足しない と 云 ふ氣 風を 生じて 來ると 云 ふこと 
ほ，是ほ斟迓であります>斯の如くして、愍々米穀 
の 使用 高が 咐加 して 參 るので あります、 昨年 あたり 
著しく ^ したと 申す ことは. 彼の 廉賣な ど \ 云 ふこ 
とが 著しく 其 ® J けを 爲した もので あらう かと 本員 ほ 
思 ふので あります* 泡に iffi 憾な る點で あります るか 
ら 、どうか 當局に 於き ましては 造穀髙 、即ち 諸 雜穀 
の產 m 高を 咐す ことに 御盡 力になる と共に、 國民が 
食糨の 大切なる ことを 知り、 之を 研究し まして •無 
益に 使用し、 健康を 害する と 同時に、 國 家の 食糧に 
不足を 生ずる と 云 ふこと なきやう に、 政府 當 局の 御 
盡力を 希 朝す る 次第であります、 此邊に 付て 政府の 

御 艿 if こざい ませぬ か、 何 ひます。 

)〔 國務 大臣 山 本 達 ffi 君 演壻に 登る〕 

〇阈猝 大臣 (山 本 達 雄 君) 御 質問の 如く、 麥の 必要 

なることは 當 局に 於ても 感じて 居る 次第で ございま 

して， 先刻 申します る 如く 此方に 付ても 出来るだけ 

今日 も 努め •尙 ほ將來 に 於ても 努める 精神で ござい 

ますが、 今日の 米の 一體 の 段別から 申します と •二 

作に なつて 居ります る ものが 約四割 で、 一毛 限りの 

ものに なつて 居る ものが 六 割 まだ あるので ございま 

す， 御 承知の 如く 關西 、九州 地方に 於き ましては、 

大槪 の所ほ 總て二 作に なつて 居ります が、 どうも 此 

苽北 •北陸に 至ります と 云 ふと， 一作で 置きまして 


兎角 麥を用 ひませ ぬと 云 ふ 習慣が あります、 之を ど 
うかして 成る たけ 二 作に したいと 云 ふことは 努めて 
居る ので ございます • 喵 如何にせ む. 米が 高い 爲に 
算盤が 矢張り 水田の 方に 偏す る、 又 嗜好の 上に 付て 
兎角 其方に ® くやうな ことがありまして、 衞 生に 付 
ては どうも 第二になる 如き翌 が あるので ございます 
此點 に付きまして ほ 尙ほ 殊更ら 注意いた しまして、 
成る たけ 二 作になる ことを 一層 努める ことに 注意を 
する ことに 致します。 

〇 男 游阪 谷芳 郎君 段々 先刻 来の 農 商務 大臣の 御說 
明に 依りまして 靜に考 へます と、 lit 承諾を 御 求めに 
なる 理由が 段々 薄弱に 聞え ます、 どうしても 此 勅令 
を 保存せ ねばならぬ、 是非 保存す る 必要が あると 云 
ふこと が 段々 本 M の聽肢 る 所に te れば 薄弱に 聞え る 
例へ ば 永久に ほ 要らぬ •近く 是ほ廢 止したい ので あ 
る、 又 米 似の 安定 ほ 凡そ 三十 五圓 位を 以て 現今 米價 
の 安定と 認める、 それから 米の 供給は 總理 大臣、 大 
藏 大臣の 說 明の 如く、 本年 ほ 十分と 思 ふと 云 ふやう 
な •本員 IX 質問に 對 しての 御 答 辯に te つて 承つ た、 
さう すれ ぱ此守 刀と 云 ふこと を 61¢ 々仰つ しやる けれ 
ども， 何の 必要 もない ことの やうに 考へ るので あり 
ます、 之を 是非 政府 ほ 承諾を 御 求めな されたい ので 

あります か、 どうも 其必 嬰が . 否決す るなら 否決 

しても B: いと 云 ふやう に 聞え ます •今少しく 御意 思 
の ある 所を 明瞭に 伺つて 置きたい。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 政府に 於き まして ほ 成る 
べく存 _ を 欲する 次第で ございます、 成る 程此 後に 
至りまして、 成る たけ 米の 供給を なして、 さう して 
從つて 米の 價も 下がる と 云 ふことは、 どうして もさ 
うせなければ ならぬ、 又 さう すると 云 ふ 確信を 以て 
それ 施設して 居る ことで ございます ••こざい ま 
すが、 然らば 今日 それにして 安心して 米價が 下つ て 
居る や 否やと 申します と 云 ふと、 今日 澤 山に此 米が 
あると 云 ふ 時期に 於て 尙ほ斯 くの 如き 價格を 持つて 
居る と 云 ふこと であります •又 前 內閣に 於き まして 
昨年の 議會に 於て それ'^ 說明 をした ことを 以て 判 
斷 して 見ましても， どうも 米 (3; ある、 あるが 十分な 
る ：：： 不安定を 来す に 付いて は 色々 暴利 令に 依り、 
又 其 外の ものに 依って 成る たけ 之を 下げむ として、 
又 それを 期して 居つ たのと 確信して 居ります が、 遂 
に 何人も 側り 得難い 騷動が 、八月の 初めに 於て 起つ 


たやうな ことがある ので、 どうも 人事と 云 ふ ものは 
唯 一片の 筋道 ばかりを 以て 之を 判 斷 すると 云 ふこと 
は、 測り® いこと が ある 爲 に、 萬 一と 云 ふことの H: 
悟を 持つ て來 ると 云 ふことは、 是は斯 くの 如き R 大 
なる 事 件 に 付て ほ 必要なる こと、 思 ふので あります 
からして ，矢張り 是は存 續 をして、 さう して 安定を 
来す までは 矢張り 用 ひて 置きたい、 斯う 云 ふ 精神で 
ございます •どうも 然ら ぱ將來 に 付て 米は どうす る 
かと 申して 見ます と、 今日の 如き 高い ことが 續 くと 
云 ふことは、 さう 何年 も續 くと 云 ふことは 到底 それ 
は 爲し得 ない こと V 思 ひます、 先づ 今年の 端 境を 見 
ましたな らば、 斯 くしたら ぱ宜 からう と 云 ふこと に 
付て、 十分なる 判 斷を爲 す 時期が 來るで あらう と 信 
じて 居ります、 政府は 矢張り 折角 斯 くの 如く 作つ た 
ことで、 さう して、 時勢が 今日の 如く 矢張り 米の 爲 
には 不安定であります 故に 存續を 欲する 次第で あり 
ます。 

0 伯爵 大木 遠吉 君當 局に 於 かせられまして； if 此 
法令を 用 ひずと 雖も 確信が 御 荷り になる， 併ながら 
萬 一の 爲にほ 此收用 令を 御刖 ひになる、 此法 令を 用 
ひずと 雖も 確信が あるが •萬々 一の 備へ の爲に 之を 
用意して 置く ことを 欲する と 言 ほる、 以上は. 萬々 
一の 際に 方り まして、 此收用 令が あれば 昨年の 如き 
不祥事 件を 酸す 如き®! なしと 云 ふ 御 確信が ある や 否 
や、 此點を 御 伺 ひ 致します。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 御 答いた します、 昨年は 
御 承知の 如き 騷動が ありまして、 其騷 励の 爲に 益々 
米價に 懸隔と 云 ふ ものが 生じて、 谷地に 危惧の 念を 
起して 遂に 法 » の 力に 據る 必要が 起つ たので ありま 
す、 斯の 如き 不祥事は 無論 どこまでも 無い として 豫 
防は して 行かなければ ならぬ、 又 今の 如き 强制的 法 
律を 執行す ると沄 ふことの ないやう にと 云 ふことは 
出来 得る だけ 努める ので ございます が、 どうも 人事 
の 上に 付て ほ、 どう 云 ふ 出來 事が 斯の 如 き 不安定な 
る 時に 於て ! 3: 無い とも 圖り 難い、 故に 其 用心の 爲に 
置く と 云 ふ 外ない のであります •是が ある 故に 騷励 
が 起こらない、 是が ある 故に 又 米の 分配に 不平 均の 
ことがない と 云ふ譯 ではない、 萬々 一 是を用 ひなけ 
れば ならぬ やうなる 時機が 到達 すれば、 是は已 むを 
得ない ことであります から、 其爲 めの 利器と して 保 
存 して 置きたい と 云 ふに 外ならぬので あります。 


穀類 收用令 承諾を 求む る 件 
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穀類 收用令 承諾を 求む る 件 


七 ニニ 


0 男 fi? 高木 兼 is 君もう 一匯伺 ひます、 常 局に 於き 
まして 食 糊 供給を なさる に 付て は、 保健 上の 學理も 
併せ 御 考にな つて、 事を 處して 御出でになる 譯でご 
ざい ませう か、 或 (3: 食 ■品を 產出 する 事に のみ 御 熟 
中で •こざ；：， ませう か、 之を 伺つ て 匿きたい ので ある 
阈民 中： (X 國 W が 犖つて 窓を 用 ひなければ ならぬ の 
であります 、内務省の 衞生 局に 於て 之を 世話す るか 
ら 、それに (T: して ft いて， 他の 諸 省に 於き まして ほ 
此 問題 ほ 先づ 此方へ 委任し® いて、 唯 日常 要する 所 
のこと を 出来るだけ 爲せ ぱ宜 いと 云 ふやうな 事柄に 
なつて 居 やすまい かと 思 ふので あります、 故に 食 ffl 
ほ 先程 申した 通り 極めて 緊要なる、 保健 上に 關 係を 
持つ のであります から、 之を 御世 話 下さる 所に 於て 
(3: 衞生 學理と 云 ふ ものを 含んで 居て、 事を 御 執り 下 

さる やうで なければ ならぬ と 思 ふので あります、 此 

點を伺 ひたい、 萬 一 今日まで 衞生學 上の ことほ 考へ 

ずに、 m に 食糧を 供給す る ことにの み 努めて 居る と 

云 ふ 御 趣意で ございま すれば、 將來ほ 御 改めに なり 

まして、 物を 御 造りになる と 同時に、 國民 をして 斯 

様な ものであると 云 ふこと を 知らし める 方法を 御 執 

〇 になら むこと を 希 ? a する のであります、 戰 後に 於 

きまして 英國を 初め 米國等 に 於き ましても* 國 民の 

事業と して陬 後に 最も 大切なる ことほ、 保健 問題 だ 

と： 2X ふこと になつ て 居る のであります、 諄い ことを 

御 ^ する やうであります けれども、 どうぞ 農 商務省 

ほ 勿論 其の 他 谷 省に 於き まして、 國 民の 健康を 保護 

する ことに 付て 十分 注意が 屆くや うに 至らむ ことを 

切望せ ざるを 得ぬ 次第で ある， 分けて 農 商務省は 食 

® 問題に 御關 係であります、 是ほ ど國 民の 健康に 至 

大の關 係を 持つ もの ほご ざい ませぬ から ：：： 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 高木 男爵に 御尋 いたし 

ますが、 御 質問で ございます か . 

〇與擀 高木 兼寬 君は い 質問で ございます、 それ 故 

に 農 商務省に 於き ましては， 唯 食物を 浩つて 出し さ 

へ すれば 宜いと 云 ふ 御考で やつて 御出でになる か、 

若し さう であります れぱ 何であります が、 御意 見 如 

何と 云 ふ SJf を 伺 ひたいので あります。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 細君〕 今の 御 質問の 如く 政府に 

於き ましては •衞生 上に f-J- きまして は、 多く 內務省 

の 方で 主として やる 次第で ございます， ございます 

るが， 又 農 商務省が 此食 糖を 供給し、 又 其增殖 を獎 


逋 する 上に 於き まして ir Ilfc ものが 人身の 衛生上に 
於て 最も 宜しい、 斯う 云 ふこと ほ 進める 上の 其途と 
しても、 必要なる 條件 でございまする •故に 是れま 
で 出まして 馬鈴薯 、或 (3: 大小 豆、 又麥の 如き ものを 
調べる 上に 於き ましても* 其の 分析を 致しまして、 
其 分析に 於て 是 ほ 幾ら  <の 割合になる から 斯う だ 
之を 是れだ け やつても 價が安 くて 衝 生に ほ 障りが な 
い、 或は 此方が 却つ て 宜しい と 云' ふが 如き、 其 理由 
ほ 必ず 付け 加へ て 居る 次第であります そこで ありま 
す 故に、 どうしても 此獎勵 する 上に 付て ほ、 其 事柄. 
は 重要なる 事柄と 承知いた して 居ります、 此 上に 於 
きましても 尙ほ 御注意に 依りまして、 其方に 努めて 
i 層 m きを 置きまして、 さう して、 それ'^- 奬勵す 
る ことに 致します。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 他に 御 質問が ございま 
せぬ ければ、 日程 第三、 第 四の 委員を 御 指名いた し 
ます、 日程 第三* 第 四は 關聯 いたして 居ります から 
同一 委員に 御 付託いた して 差 支 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 男爵 高木 兼寬君 E 程 第三、 第 四の 特別委 員は、 
其數を 十五 名と 定め、 御選舉 あらむ ことを 希望いた 
します-どうぞ 御 賛成を 願 ひます。 

〇 男爵 石黑忠 廬 君 賛成。 

0 子爵 前 田 利定君 賛成' 

〇 男爵 小 澤武雄 君 賛成。 

0假_ 長 e 侯爵 德川賴 倫 君) 高木 男爵の 動議に 御異 
議ご ざい ませぬ か。 

〔「異 1 :な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御異 S ない と 認めます 
特別委 員の 氏名を 御 報告いた させます。 

〔成 '» 霤記官朗8〕 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求む る 件〕 

外 一件 特別委 員 

伯爵 柳 澤保惠 君  山 脇玄君 

子爵 井 K 匡 四 郎君  子爵 八條隆 正 君 

荒 井 賢 太 郎君  男爵 黑田長 和 君 

男爵 岩 倉 道俱君  男爵 藤 村義朗 君 

藤 田 四 郎君  石 渡 敏一君 

若槻禮 次 郎君  大村彥 太 郎君 

佐 藤 友右衞 門 君  鎌 田 勝 太郞君 

山 田  斂君 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 諮りを 致します が、 


本日 午後 ほ 多 數諸 君に 御缺 席が 多い やぅに 考へ ます 
から、 今日は 是で 延會を 致したら 如何で ございませ 

I 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 存じます 
今日は 是で 散會を 致します。 

午前 十 I 時 四十 八 分® 會 


0 大正 八 年 二月 二十 六日 (水曜日) 

午前 十 時 九分 開議 
議事 B 程 第 十三 號 

第一 朝鮮 翳院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律 
案 ( 81 11 付) 第- 讀 會の更 ll f) 
第一 I 大正 七 年度 各 特别會 計 歳入歳出 豫算 追加 
案 C 特第 -號〕 命 _(■ 韻 長) 

第！！ 一 大麥 、小麥 及 小麥玢 の 輸人 稅逋 免に 開す 
る 法 ^ 案 w «r- J-f sl 付) ^ I  讀會 
第 四 第一 回 国勢調査 施行に 要 -T る 地方 經費國 

- IS S S £ «1 !|| 案 i ll tl: 第 

第五 戰—^ 改 i (牆綱 嫌 則 I 寸) 

第-雲の 續 ( II 長) i  } 

第 六 8 s^lg A lll_y 
第 一 讀會の縯(|福 -* ) 

第 七 海軍 h 廠 資金會 計 法 中 改正 法律案 ii 朋 

31 院 )  5 讀窗續 ( Is 長) . 

第 八國債 整理 基金 特别龠 計 法 中 改正 法律案 

(8 觀隨離 付) 第- _s(s 長) 

第九檷  psg® ll g 51 ( 8l ll 

第 十 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 ra 服 

1 !| 第 1( 11 長) f 

第 十 I 不動 ioi lB 法 中 改正 法律案 (織 綱 ■制 
付) 第 5— 續 _ 長) S— 

第 十 = 大正 七 年 法律 第三 十七 號中改 it 法律案 

( SI 院) 第一 讀會 

第 十三 鉍子港 修築の 請願 會議 
第 十四 田 S II 裁判所 復舊 の fi 願會議 
第 十五 啻森縣 西津輕 郡稻垣 村に 登 fe 所 設置の 

讅 願 # ! S 

第 十六 都 城 福 島 間 鐵道敷 設 の II 願會議 


第 十七 妻 輕便綍 £ 杉 安 迄 2£ 長の 15 团會 a 
第 十八 山 口 輓 费浦郡 M 田 下 村に 111 苕郵 便® SS 
匿の 請願 含 1$ 

第 十九 上轼鎔 道 £• 高 崎 市よ y 起工 速成の® 团 
窗 議 

第 II 十 煙草 耕作 紐 合に 交付金 下付の 請 69 酋 
議 

第一 一十 I  大正 六 年 法律 第六號 軍人恩給 法 附則 
改正の is 願會議 

第 二 十 二 豨業 試駿場 支 場 設置の if 願 畲琏 
第 二 十三 三圉 a 裁判所 復設の 請願 窗 議 
第 二 十四 高田區 裁判所 出張所 Is 匿の 請 問 舍 
議 

〇假 議長 f 侯 tlf 德川賴 倫 君) 諸般の 報告を 致させ ま 
す。 

〔成 瀬 書記官 朗 H〕 

一昨 二十四日 豫算 委員長よ 〇 左の 報告 CJ を 提 3 せ 
り 

大正 七 年度 谷 特別 會計歳 入 歳出 预算 追加 案 (特 
第一 號) 可決 報告書 

同日 特別委 員 副 委員長より 左の 報告® を提 /H せり 
戰時 利得 税法 屮 改正 法律案 可決 報转 S 
昨 二 十五 日 政府より 左の 決翦及 同 檢孢 報告を 提出 
せり 

大正 五 年度歲 入 歳出 總決 3? 

大正 五 年度 各 特別 tr 計 歳入歳出 決算 
大正 五 年度 歳入歳出 決算 檢査 報告 
同日 政府より 左の 報吿 «f を 受領せ 〇 
大正 六 年 四月 一日より 同 七 年 三月 三十 一日に 至 
る 谷 省 所管 官有 財產咐 減異励 報吿醫 
同日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
道路 法案 

大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案 

時局の 影響に 因る 地方税 制限 掖張 に關す る 法律 

案 

高等 諸學校 創設 及擗張 費 支 辨に關 する 法律案 
大正 八 年度 歳 人 歳 川 總豫算 追加 案 (第二 號〕 

本日 議員 侯爵 細 川 _ 立 君 外 一名より 三十 四 名の ® 
成を 以て 決識 案を 發議せ り 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 是 より 會翳を 開きます 
去る 二十 二日 _員 男爵 伊東 義五郞 君 薨去せられ まし 
たに 付きまして •弔 辭を贈 りたい と 存じます が、 御 
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異議 ほご ざい ませぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 c 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と is めます 
伊 取 wra ls 去に 付きまして、 決算 委員の 補闕を 行 ひ 
たいと 思 ひます から、 第三 部に 於き まして 補闕 選擧 
あらむ ことを ? ri 望いた します。 

〇 伯爵 林 邱太郞 君 lit 際 雜事 日程を. 一: 更し 、唯今 提 
出いた しました 決議案の _事 を 開かれむ ことを 閎み 
ます* 此動讖 を 提出いた します。 

〇俟 KF 細 川 護立 若 齊 成。 

0 伯 13 廣澤命 次郞哲 賛成。 

0 伯 K 萬 里 小路 通 房 君 賛成。 

〇假 議長 (侯 K 德川賴 倫 君) 唯今 林 伯爵の 励識 に賛 
成の 方の 起立を 願 ひます。 

起立 者  多© 

〇假諝 長 (侯 商 德川賴 倫 君) 過半 數と 認めます •是 

ょり 決議案の 會議を 開きます。 

〔成 _書 記官 朗讀〕 

決議案 

右 提出 候 也 

大正 八 年 二月 二十 六日 

發議者 

侯 K 細 川 li 立  伯 ? 1? 林 薄 太郞 

資成者 

伯爵 松 浦  @  伯 辟 大木 遠吉 

男 K 小澤武 雄  子 辟 M 極 高德 

子路 三烏彌 太郞  子 邸 松 平 ra 平 

子挝靑 木 信 光  子 ® 前 W 利定 

子 辟® 本武憲  淺 旧 德則 

與 描 高木 兼 ? £ 高 崎 親 章 

男 P 中 川 興 長  男爵 村 上 敬 次 郞 

rT 木 千 之  和田彥 次郞 

男爵 内 田正敏  男爵 山 內長人 

男爵 南 岩 倉 具 威  水 野 鍊太郎 

男路 安場 末 喜  男 » 坪 井 九八郞 

谷 森 ® 男  藤 田 四 郞 

石黑五 十二  仁 尾 惟茂 

加 太邦菡  室 田義文 

伊渾多 喜 男  高 摘 作 衞 

鎌 田 榮吉  鏹 田 勝 太郞 

橋 本 辰二郎  安田 善三郞 

ft 族 院議 長 公 tfif 德川家 達 殿 


決議 

贵族院 は 講和 會議誦 長佛 國內 閣議 長 クレマン ソ丨 
閣下 か 今回 is 遇せられた る 兇 ii に對し 深甚なる 同 
情を 表し JL 切に 平癒の 速なら むこと を 祈る 
〔伯 K 林 邱太郞 封 演壇に 登る〕 

0 伯爵 林® 太郞 W 講和 會識 議長、 佛國內 聞 16 長 r 
クレマン ソ ー」 閣下が 兇 涣の爲 に 狙 si せられました 
と 云 ふこと を 承りまして、 洵 に？！ {斑 に堪 へない 次第 
でございます 、「クレマン V 1」 閣下 ほ 老軀 を提け 
て、 與國の 和親と 111: 界的平 和の 爲に 盡瘁 せられ まし 
たのに、 俄然 其 報に 接しまして 洵に ® 嘆いた しまし 
た 次第であります、 併しながら 承は ります 所に 依れ 
ば、 其 後の 頗る 良好であります ると 云 ふこと ほ、 聊 
か 吾々 の 意を 强く する 所で ございます、 我が 貴族院 
は 至情を 披瀝し、 「クレマン ソ —  j 閣下が 一日 も 早 
く 平癒せられ まして、 講和 fr il の 重大なる 任務を 果 
されむ ことを* 只管に 希望いた します ので ございま 
す， 何卒滿 場の 御 賛成を 仰ぎまして、 決議案を 直ち 
に 可決せられ むこと を 希望いた します。 

〇假 議長 C 侯 fs 德川賴 倫 君) 唯今の 決議案を 採決に 
付し ます •此の 決 P. 案に 同 S の 方の 御 起立を 煩は し 
ます— 

總員 起立 

〇们 議長 c 侯 P 德川賴 倫 君〕 滿場 一致と 認めます。 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程の 第一に 移ります 
第一、 朝鮮 醫 院及濟 生院特 別會計 法 中 改正 法律案、 
政府 提出、 衆議院 •送付. 第一* ifi 會の績 、委員長 報吿 
〔左の 報吿軎 ほ 朗讀 を經 さる も參照 のた め玆 
に SS 錄す以 下 之に 傚 ふ 3 
朝鮮 醫 院及濟 生院特 別 會計法 中 改正 -/ >; 律 案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 

大正 八 年 二月 十八 日 

右 特別 委員長 

伯斟津 輕英 麿 

貴族院 議長 公脬德 川 家 達 殿 

〔伯爵 津轉英 踏： S 演壇に 登る〕 

〇伯嵙 津一 :英厭 君 諸 ? t •本員 等に 御託し になり ま 

した 所の， 朝鮮 醫院 及浒 生院 特別 會計法 中 改正案の 

委 M 曾に 付きまして、 其 經過を 御 報 吿い たします， 

現 法は 明治 四十 五 年の 三月に 制定せられ ました もの 

でありまして、 玆に朝 鮮餚院 と稱 する ii •朝鮮 總督 

府羧院 、それと 朝鮮 總 督府适 慈® 醫院 ，此兩 院を合 


してから に 朝鮮 餺院と 命名した のであります* さう 
して It ハ 外に濟 生院と 云 ふの があります 、其 濟生院 は 
朝鮮 總督 府濟 生院 でありまして、 京 城に 一箇所 設け 
てあります、 是は皆 新 領土に 於け る醫療 _ 關の 普及 
窮民の 救療 、それから 盲啞孤 兒の敎 養、 それを 自 的 
とする のであります るから  >朝 鮮醫院 で (S ® 民に 對 
しては 施療を 施し •又濟 生院に 於て ほ , H- 費で 以て 其 
事業を して 居る 次第であります、 それで 其 會計ほ ど 
うなつて 居る かと 云 ふに、 其 法の 第 一條に 於て 「朝 
鮮總督 府醫院 •朝鮮 總督府 道 慈恵 尚 院及朝 蛘總 督府 
濟 生院ノ # 計 ハ 之 ヲ通シ テーノ 特別 會計 トシ 資金 ヲ 
有シ 政府 支出 金、 資金 ョリ 生 スル 收 人、 院收 入、 寄 
附 金其ノ 他ノ收 入ヲ以 テ 其ノ 歳出-一充 ッ」 斯う あり 
まする ので、 其 政府の 支出 金と 云 ふの が 其 主 もなる 
ものであります、 それで 其 第二 條に 於て 其 支出 金と 
云 ふ ものは •四十 五 萬圓を 限度と してから に 出す こ 
とに 極めて あり ました、 所が それを 七十！ 萬 圓 、即 
ち 二 十六 蓖圓增 加し やうと 云 ふの が此 法律の 精神で 
あります、 其 理由は 歐洲 戰亂 の勃發 に 伴 ふ 所の 物！ 5 
騰對 、それから 官吏の 臨時 手 當の支 給に 依つ て、 其 
二 十六 萬圓の 不足を 生ずる 次第であります、 勿論 三 
十 萬 圓の不 足を 生ずる のであります けれども、 其 中 
四 萬 何千 圓と云 ふ ものは 醫院の 增收に 依つて 之を 塡 
補す る ことが m 來るか らして、 此 一一 十六 萬 圓と云 ふ 
ものに 付て ほ 其塡 補の 途がな いからして、 それを 政 
府の 支出 金に 仰がう と 云 ふので あります •さう 云 ふ 
政府 委員の 說 明で ありました 所が、 一二の 委員 ほ 朝 
鮮總 督府ほ 元來經 費の 支出に 於て 洵に 大まかで あつ 
て、 其經 費の 支出が 其 事業に 伴 (3: ない と 云 ふ 弊害 も 
間々 あつた •又醫 員の 中には 軍 p が 多くて 軍 翳の 勢 
力が 盛で あつてから に、 軍醫が 跋扈して 居つ てから 
に內 部の 統一を 缺 く、 さう 云 ふ 非難 も ありました が 
政府 委員は 最初には 或は さう 云 ふこと が あつたか も 
知れぬ が、 併ながら 今は さう 云 ふこと ほない 菩であ 
ると 云 ふ 答 辯でありまして •皆 一同 此案 を已 むを 得 
ない 經費と 見まして からに， 承認した 次第で ありま 
する からして •本！： 議に 於ても •どうぞ 其 意味を 御 
汲取り 下す つ. て 御 採決 あらむ ことを 希望 致します。 
〇 男 if 石 黑忠恵 君 質問が ございます、 政府 委員に 
伺 ひます が、 此 朝鮮！： 院及濟 生院の 何に 付きまして 
朝鮮に 於て 救療 m' 者なる もの ほ！ 人に 付て 幾らと 云 
ふこと が 極って 居ります か、 尤も K 員の 給金と か 云 


ふ ものは 是は 別に 致しまして、 藥餌と 云 ふ ものが 幾 
ら 一人に 掛かります るか、 又醫 員な どの 給 俸 等 も 精 
細に 分つ て 居ります れぱ 、それを 込めての 御說 明が 
あれば 尙ほ 幸で ございます。 

〔政府 委 M 鈴 木穆嵙 演壇に 登る〕 

0 政府 委 M (鈴 木穆怼 5  _ 今石黑 男 W の 御 質問に 對 
します る 材料を 持つ て 居り ませぬ ので •後と で 御 知 
らせを 致したい と 存じます るが、 それで *H; しぅ ござ 
います か。 

〇 男爵 石黑忠 廬君 甚だ 不滿 足に 感じます、 濟生院 
と 云 ふ IJO ち 貧民を 救 ふと 云 ふ 法案に 於て， 貧民 一人 
に 付て 幾ら 掛かる と 云 ふ 質問に 御 答の 材料の 無い と 
云 ふ 事 iT 此の 案を 決します る 上に 付て ほ 私は 餘り 
無！ j な 質問で ほない と考 へます るが， 併ながら 政府 
は 材料が 無くて 御 答が ijj 來ぬと 云へ ば 無理に 收ると 
云 ふ！ i に ほ 參り ませぬ が •希く ば 斯の如 き 案には 詳 
細なる 御說 明の W 来ます る やぅに， 材料 ほ 委員 會で 
ございませぬ でも 御 持ちに ならむ ことを 希望 致し ま 
す、 併ながら 無い と 仰し やる 以上 ほ 仕方 かご ざい ま 
せぬ から それで ほ 質問は 止めます。 

0 伯爵 柳 原義 光 君 唯今の 石黑 男： P.;!- の 御考ほ 至極 御 
尤もと 存じます るから、 此二 讀會は W く 延期す る こ 
とを 私は 切望 致します。 

0 伯爵 大木 遠吉君 賛成 U 

〇假 議長 (侯爵 德 川賴倫 君〕 如何で ございます か、 
唯今の 第一の なには 延ばしまして •日程 第二に 移る 
と 致しまして は 如何で ございます か。 

〔「異 讓 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯 W 德川賴 倫 君〕 御 異議がない と 謎め ま 
す。 

〇假 議長 C 侯 W1 德川頼 倫 君：} それでは 日程 第二に 移 
ります、 大正 七 年度 谷 特別 會計 歳入 歳 / 11 豫算 追加 案 
特 第一號 ，會 S、 委員長 報 街。 

一大 正 七 年度 特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 案 (特 
第一 號) 

右 衆議院ょり 送付した る 案を 審査し 衆議院 決 案の 
通 可決す へき ものと なりと 議決せ り 依て 及 報吿候 
也 

大正 八 年 二月 二十四日 

豫算 委員長 淺田德 則 
貴族院 議長 公爵德 川 家 達 殿 
0 淺田德 則 君 本員は 唯今 日程に 上って 居ります る 
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大麥 小麥及 小麥粉 の® 人 |{5> 喊免に 男す る l-a: 律 案 第一 Ifff ls}- 


大正 七 年度の# 特別 會計歲 入 歳出 ;' £1 加 築， 此密丧 の 
結果を 報吿 致す箬 で 有ました が此 第一 日程に 上 ぼり 
ましたろ 朝鮮 醫院 及濟 生院 特別 ^ 計 法 中 改正 法律案 
即ち lit の 改正 法案に 關係 致します る が あるので 
あります、 而 して 是 ほ 裸 ® 總會に 於き まして 假決穀 
と 致して 報吿 する 租りで ありました、 然るに 唯今 第 
I  n 程の ！! ii ち 朝鮮 醫院 及濟 生院の 法案 ほ 延期され た 
ことにな りました からして •今日の 豫莴 の報吿 を此 
次の H 程に 上 ぼされ むこと を 希望いた します、 どぅ 
か諸舒 の 御锊 成を 請 ひます。 

〔「资 成 J と 呼ふ濟 あり〕 

〇假 議長 (侯 ! 3 德川賴 倫 君〕 淺田 君に 申 上け ますが 
唯今の 日程 第一 ほ 延ばしました ので ございます から 
第二の 分 ほ 報吿 だけを 煩は しまして 宜か らぅ かと 考 

へて 居ります、 唯今の 時を 唯 少し 延ばした だけで あ 

ります うら..：： 

0 淺田德 則 君 諸君に 於て K 御 ? 11 望であります れば 

木 ^ ほ 報 街 致します'' 

0 男 防 石黑 /,!'. 蒽君 本員が 此 皙 問を 始めました ので 

何 か 火を 付けた やぅな ことにな りました が、 木 員は 

決して 操 ® に 於て 豫算 委員が 假 決議で も 決定され ま 

した ものに 興 鄧ほご ざい ませぬ •併ながら 議事を 域 

1|: いたしまする上に付きましてほ、此點に對して御 

答の / 1! 來ぬと 云 ふ ものを 通過 致します る ことは 本員 

は！ f 滿足で ございます、 故に 其方 (X 御 延ばしに なり 

ましても、 唯今の 此豫算 案に 付きまして の 報 吿と云 

ふこと には 異議 ほご ざい ませぬ。 

〔淺 田徳則 財、 男爵 小渾武 雄君發 言の 許 nj を 求 

む〕 

〇假 P 長 (侯 擗 德川賴 倫 君) 淺田德 則 君。 

〔男爵 小 澤武雄 君 「本員 ほ 淺田 君からの 發議の 

.通り 御 延べになる 方が 至 當と考 へます が…」 

と述 ふ〕 

〇假 議長. 侯爵 德川賴 倫 君 5 小澤 男爵に 申 上げます 

が、 喵今淺 田 君に 御發 言を 許しました。 

〔男 wf 小 深 武雄君 「あ、 さぅ です か」 と述 ふ〕 

〔淺田 德則君 演檀に 登る〕 

0 淺田德 則 君 私 ほ 唯今の 日程に 上って 居ります る 

大正 七 牢度谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 追加 案， 此 委員 

會の經 過 及 結果を 御 報告 申 上げます、 此 案の 內容ほ 

御 承知の 如く、 極めて 簡單 でありまして、 それ故に 

委員® は 去る 二十四日に 開きまして、 分科に 附せず 


直ちに 審赶を 遂げまして 結了いた したので あります 
即ち 其 所管 別に 致します れぱ ，大蔵省 所管 造幣局、 
印刷 局，. 堪賣局 帝國鐵 道、 朝 薛總 筲府 ■朝鮮 陴院及 
濟生 院， « 羚總 督府 、關 東都筲 府 ，樺 太廳 ，海軍省 
所管、 海 車 採炭所， 文部省 所管 東北 帝 國大學 、九州 
§ 大學 、農 商務省 所管 製鐵 所の 谷 歳入歳出の 追加 
裸算を 要する ものであります •其 金額 ほ 合計いた し 
まして、 备 々金 二 千 五 百 七十 一 萬 餘圓に 相 成って 居 
ります、 其 中 主 もなる 金額 ほ、 鐵道 作業 费に金 千 七 
十六 萬餘圓 ，製 縛 所作 業费に 九 百 三 萬餘圓 ■再 賢 作 
業费に 二 百 三十 萬 餘圓 •《 阕總督 府鐵道 作業費に 百 
萬餘圓 、是が 主なる ものでありまして、 他は 極めて 
少額の ものに 過ぎ ませぬ のであります から， 玆に數 
字 (X 省略いた します、 其歲 入は 何れも 其 所 ia の收入 
又は 喵今前 回に 於て 報吿 されました 政府の 支出 金が 
ある 位な ことで ほあります から、 其 他 ほ 前年度の 繰 
入金を 以て 之れ に 充てる ことに 相 成って 居ります， 
此の 追加を 要します る 理由 ほ 本 _ 場に 於て 大藏 大臣 
よりも 說 明され ました 通り， 概して 事業の 增 進に 伴 
ふ 所の 經費 の％ 加でありまして、 或 ほ 時局の 影 iw に 
te りまして-原料 品の 非常に 騰貴いた しました もの 
若く (3: 勞 銀の 騰貴、 或 ほ , R' 吏の 臨時 手當 等を §5 する 
ものでありまして、 何れも 止む を 得ざる 費途な りと 
認めた のであります 、委員 中に、 委員 中より 物 僧の 
調節、 若く ほ 石炭の 價格の 引下 •或 ほ 製鐵 所の 鐵の 
販賣 等の ことに 關し まして、 二 三 の 質問が ありまし 
たが， 玆に 詳しい ことは 御報吿 する ことを 見合せ ま 
して、 是ほ 速. nil で 御覽を 願 ひたいと 思 ひます る、 之 
に ® しまして は- 當局人 臣 よりも， 政府 委員よりも 
それ 答 辯を 致された のであります 、斯の 如く 致 

して 採決に 移りまして •何等の 異議なく 衆議院 送付 

の 通り 全部 可決いた したので あります から、 此段御 

報吿申 上げます。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 諮りを 致します が、 

唯今の 日程 第二の 案は 日程 第一 關 係いた して 居り ま 

する ことは 唯今 淺田 君よりも 前に 述べられました 通 

りの 次第 も ございます るから， 此決 翳を 後に 廻して 

は 如何 かと 存じます が， 御 異議は ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第三に 移ります • 

大 浆小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關 する 法 ai 案， 政 


府提 出、 衆議院 送付、 第 i gr 、 本日 も 御 異漭な け 
れぱ 通蹀 文の 朗 SI を 省略いた します。 
t 「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〔左の 送付 文及蓊 案 13: 朗 |@ を 經さ るも參 照の 
ため 玆 に載鈞 す 以下 之に 傚 ふ〕 

大麥 、小 麥 及小麥 粉の 輸入 gi 減免に 關 する 法律 
案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 誘院法 第五 

十四 條に依 り及绘 付 候 也 
大正 八 年 二月 二 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
大麥 、小 麥及小 麥粉ノ 輸入税 減免 — 關ス ル 法律 
案 

政府 ハ當 分ノ內 勅令 ヲ以テ 期間 ヲ指 定シ 大麥 、小 

麥及小 麥粉ノ 轍 入 税ヲ 低減 又 ハ 免除 スル コト ヲ得 
附  則 

本 法 ハ 八 ム布ノ 日 ョリ 之ヲ 施行ス 

〔國務 大臣 男擗 高橋是 淸君演 ffl に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 昨年の 末 …… 昨年来 
米食の 供給を 潤澤に 致します る爲 に、 米に 付て ほ ? 1 
に 緊急 勅令を 以ち まして、 其 輸入税を 免除いた しま 
した、 又 一方に. 於き ましては 米麥及 小麥粉 の® 出を 
制限いた して 居りました るが、 尙ほ此 上、 3:. 耍食料品 
の 需給の 調節を 1.1 ります が爲 に、 S り 米の みならず 
米の 代用品た るべき 大麥 ，小麥 及小麥 粉に對 しまし 
て も、 其 輸入税を 免除 又は 經減 いたして、 以て 其の 
ri 入を 獎勵 する 必要が あると 認めまして 本案を 提 ai 
いたしました る 次第で ございます、 尙ほ附 加へ て 申 
上げます が、 本案 成立の 上は 勅令を 以て 大麥 及小麥 
の 轍 入税は •之を 免除いた して 小麥 粉の 輸入税は 之 
を輕 減す る 見込で ございます •御 審議の 上 御 協賛を 
與へ られ むこと を 希望いた します。 

〇 男 ff 高木 兼寬君 大麥即 ち大麥 ，小麥 等を 輸入い 
たす 地方 ほ 何れに 在ります るか、 又 どの位の ものを 
年々 © 入す る ことにな つて 居ります か、 御說 明を 願 
ひたい。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 御 答を 申 上げます、 
大麥ほ 大正 六 年には 八 千 七 百 一 「ピック ル」 輸入して 
居ります、 それから 大正 七 年には 五 萬 四千 二百 六十 
八 r ピック ル」 輸入して 居ります、 小麥に 於き まして 
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ほ 大 JH I 六 年に 十二 ss I 七 千 二百 七十 一 「ビック ル」 大正 
七 年には 百 十五 萬 三千！ c 七十 八 「ビック ル ,-. 小裹粉 
に 於き ましては 大正 六 年に Is 五 千 八 百 三十 九 「ビッ 
ク>|、大正七年には一萬一千八 1?| 五「ビック1天 
正 七 年に ほ I 萬 一千 八 百 五 「ビック 4」 で •大麥 〇 類 
ほ 主として 滿洲 方® から 這 入ります、 小麥 ii 主と し 
て 米國 から 鹼 入して 居ります、 右 御 答いた します" 
0 男！ §高木兼寬哲大麥を轍入いたしまして、又小 
麥も 共に 國 民の 食用に 供す るので ありませ うか， 乃 
至 ! 5: 他の 目的を 以て 大麥 、小麥 を输 入す るので あり 
ませう か、 即ち 麥酒 製浩 等の 關 係ょり して 入れる も 
ので あ 〇 ませう か、 其 目的を 御 示 あらむ ことを 希 轺 
いたします。 

〔國務 大臣 山 本達排 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (山 本達她 君) 生 もに 食 湿の 不足を 補 ふ 
と •云 ふ 目的を 以て 撤胺 或は 減税 致す ^ ひであります 
旣に 馬食の 如きに 於き まして ほ、 是まで 六十 as 石 も 
馬食の 爲に使 つて 居りました る ものを ば、 滿洲 の萵 
梁に 變へ まして、 それ も 成た け® 約を したいと K ふ 
位な 方針を 採つ て 居ります ことで、 故に 矢張り 食料 
品 の 目的を 以て 輸入税の 撒 勝を 致す 稻〇で ございま 
す。 

〇 鈴木摁 兵衞対 簡單 にち ょつ と 政府 當局漭 に rt 問 
いたします が、 輸入税が 全免と 云 ふことは 油に 貪 &■ 
調節の 上から 結構な ことであります が、 入る 方に ほ 
免稅 する が‘ 小级 粉を 輸出す る 方に 於て ほ 何等の 制 
裁を 加へ ずに lit 儘 放 ft すると 云 ふ 趣意で ございます 
か、 是 等に 付ての 御所見は 如何で ございませう か。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演權に 登る〕 

0 國務大 K (山 本 達 雄 君〕 政府に 於き まして 旣に今 
日 一種の 制限を 致して 居ります， 職 時 中に 於き まし 
て旣に 今日實 行して 居る ので ございます， 又 此大麥 
小麥 、に 至りまして は是 と共に 輸 出の 制限を 致す 心 
得で ございます。 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 他に 御 質問が ございま 
せぬ ければ， 本案の 特別委 員の 指名を 御報吿 いたさ 
うと 存じます が-本案は 前回に 選定せられ ました 大 
正七牢 勅令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む る 件 外 一件の 
特別委 員と 同一 委員に 付託いた して 御異讅 かご ざい 
ませ か。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假識 長 (侯 W 德川賴 倫 君〕 御異識 は 無い と 認め ま 
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〇假 議長 (侯 辟 德川賴 倫 君) 日程 第 四、 第一 回國勢 
調丧 施行に 要する 地方 經費國 庫 支辨に 關 する 法律案 
政府 提出、 衆議院® 付、 第 i 會の緵 •委 M 長報吿 
第一 回國勢 調査 施行に 要する 地方 經質 國庫茭 辨 
に關 する 法律案 

右 可決す へき ものと なりと 顗決 せり 依て 及 報告 候 

也 

大正 八 年 二月 十九 日 

右 特別 委員長 

伯 ^ 柳 澤保惠 
貴族院 議長 公昭 德川家 達 殿 
〔伯 博 柳 澤保® 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 柳 澤保與 君 御 報吿を 申 上げます， 本案 ほ 明 

洽三 十 5TT 年 法律 第 四十 九號の 第二 勝に 規定いた しま 

する 所の 國勢 調査に 關する 費用を 國陏 及 地方に 於て 

分擔 いたします のを 此 一回の 調査に 於て 例外を 設け 

むと する のであります、 之に 依りまして 地方の 分擔 

は 第一 间國 勢調赉 の ® 合に 於て 之を® 1¢ の負擔 とす 

ると、 其 金額は 百 五十 五 萬 lal 餘で あります， 極めて 

簡單 なる 法案であります‘ 委員 會は！ 一 回 開きまして 

御 竹 間 も 餘り澤 山 m ませぬ、 典 二三を 申 上げます が 

第一の 御 質問は 此 提案の 趣意は 了解して 居る けれど 

も， 元來國 勢 調 ? t を！ e 行す るに 方つ ての ® 用の 分擔 

は、* はどぅ 云 ふ 主義に 基いて R るので あるか、 全 

くの 國 庫 及 地方の 分擔を 主義と する ので あるか 或は 

純 濟. 王 a 、 便利 主義に te つて 斯 くした ので あるか、 之 

に對 して ほ 政府 委員は 法律に も ある 通り 原則として 

は 國雎 並に 地方の 分® を 認めて 居る のであつて 唯此 

垛合 第一 回 だけの 調査に 限つ て 斯様な 例外を 設けた 

と 云 ふ 事であります、 然らぱ 此 費用は 僅か 百 五十 五 

萬圆 位であります が 之を どぅ 云 ふ譯で 地 方 分 搪の主 

a を 破つ て 今回 斯樣 にした のであります か 之に 對し 

ましては 政府 委員は 昨年の 衆 誘院に 於け る 所の 狀况 

を 御 話に なりました、 此傲 かな 金と 雖も 今回に 限つ 

て國 庫の 負擔 にしなければ 昨年の 菡會に 於け る 話に 

對して 通過が 钗束 かない、 又 第一 回の 事であります 

から 地方の 人に も 十分 ® 遂が 分らぬ ものであるから 

兎に角：，： めだけ ほ 斯様に した 方が宜 からう と 云 ふ 衆 

議院の 希 §1 を 入れられて 此 例外を 設け 力と 云 ふ 事で 

あります、 それから 第二の 御贤 問は 國勢調 査の經 費 

は 別に％ 加 {3: 要らぬ かどう か、 之に對 しまして ほ大 


正 八 年 並に 九 ip の預算 に 於て然 か  <の咐 加が ある 
から 光 づ是で 宜か らうと 云 ふ 事であります •それ か 
ら第彐 の 御 質問 ほ、 國庫の 交 fi 金が 百 五十 五 萬圓餘 
と あるが、 是で 十分で 不足 ほ あり ほせぬ か、 之に 對 
して ほ 政府は 十分に 見 ffl つて あるので あるから むて 
是で澤 山で あると 云 ふ «f であります •先 づ 質問は さ 
う 云 ふやうな H 合で ありました、 之に a して 一 委員 
ほ 希 璉附の 賛成を 述べられた のであります、 其 希望 
附の御 賛成と 云 ふ 事に 付ても 亦 御 賛成が ありました 
其 大意を 申 上げます れぱ 、期の 如き 所の 綷費 即ち 今 
度地方の費用を國庫の負擔とすると云ふが如きほ、 
元來主 義 として 國家が 負擔 して 宜 いので ある、 自分 
共は 地方の 負擔と 云 ふ 事を 止めて， 第一 回た けの み 
ならず 金 部國 庫で 負擔 して 貰 ひたいと 云 ふ 希 菌であ 
る •何となら ば 此 度の 百 五十 五 現 ■圓餘 の 地方 分 擔費 
を國家 が 負擔 すると 云ふ此 內譯を 見る と、 是ほ實 は 
大部分は 國勢調 杏： 員に やる 金が 多い ので ございます 
而 して 國勢調 査負 は內聞 に 於て 命ずる ので 國が命 す 
る 者に對 して 地 刀 かそれ に對 して 手當试 ほ 報酬を や 
ると 云 ふことは 如何で あるか、 國が 命す る 者に 矢 張 
り 地方が 之に 相 當に支 拂 ふこと をしたら 如何な もの 
であるか、 地方へ 交付になる と •それ ほ 如何なる も 
のに 使つても 自由で ある、 故に 之を 地方の 方に 入れ 
て 支 拂 ふので あるから， 調査員は 國から 命ぜられて 
其 支 辨辨 K を 111! 方から 受ける 事になる と 如何にも 其 
中に 隔てが あつて >  感愦 が 如何で あらう か、 國から 
命す る 者は 國か ら支辨 する が當然 、故に 斯う 云 ふこ 
とは、 將來 止めて 總へ て國 庫の 支辨 にす る ことにし 
たい、 已むを得ない 或 間接の 費用で あれば 兎も角、 
其 他の 場合に 於て ほ國家 負擔が 當然 である、 斯う 云 

ふ 意味を 以て 御 賛成で ありました、 又 他の 委員 諸君 

ほ 左樣な 希望な しに、 矢張り 第 I 回國勢 調査の 場合 

に 於ての 單なる 例外と して， 此 度の 法律は 認める、 

將來は 矢 張 中央 並に 地方 分擔を 原則として 認めて 貰 

ひたいと 云 ふこと で， 政府の 趣意に 於て ほ 御 賛成で 

ありました、 要するに 全會 一致を 以て 此案ほ 御 寶成 

になつ たのであります、 極めて 簡窜な る 法 m 案で ご 

ざいます ので、 何卒 讀會 省略の 上で 御 決定 あらむ こ 

とを 希®; いたします。 

O W KF 石黑忠 蒽君諝 會省略 賛成。 

0 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

0 男爵 內田 TH 敏君 賛成。 


0 « 蹲 島津雔 之 助 君 賛成。 

〇 伯爵 柳 原義 光 君 賛成。 

〇 伯 前 萬 里 小路 通 房 君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 多し〕 

〇假 議長 C 侯 餅 德川賴 倫 君〕 柳 澤 伯の 讀會省 略に 御 
同意の 方は 御 起立を 煩 ほします。 

起立 者  多數 

0® K 長 (侯爵 德川賴 倫 君： >  三分の 二 以上と 認め ま 
す、 本案は 委員長の 報吿 通り 御 異_ ございませぬ か 
〔I' 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯 wf 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第五戰 時 利得 税法 
中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付， 第一 讀會の 
結、 委員長 報吿 、仁 尾 君 …… 

戰時 利得 税法 中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 法て 及 報告 候 也 
大正 八 年 一一 月 11 十四. n 

右 特別委 員 副 委員長 

仁 尾 惟茂 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔仁 尾 惟茂 君 演壇に 登る〕 

0 仁 尾 惟茂 君 職 時 利得 税 改正案の 委一 I 會の經 過 並 
に 結果を 御報哲 を 致します、 それで 本案の 改正の 要 
旨 ほ 本 法 臌 止の 期限を 改正す るに 在りまして、 それ 
で 現行法に 於き ましては、 此廢 止の 時期は 個人に 在 
りまして は 謂 和條約 調印の 年を 以て 廢せら る V こと 
になつ て 居る •さぅ 致しまして 法人の 方は 事業年度 
が此 講和 調印の 年の 翌年に 跨ります る ものに 對 しま 
してほ、矢張り其部分に對して課税をすることにな 
つて 居ります， それで 此 翌年に 苴 ります る 所の 課税 
なる もの ほ 他人の 法人 並に 個人の 課稅 に對 しまして 
は、 過重に 當〇 まする 故を 以て、 此翌 年に 亘 ります 
る 所の 課税を せない ことに 致しまして •さぅ して 他 
の 法人 並に M 人と 同一の ことに 致して、 以て 課稅の 
平衡を 一! らんと すると 云 ふ 意に 出た る もので ありま 
す-それで 此 課税の 平衡を 保つ ことに 付きまして ほ 
昨年の 議會に 於き まして 本員 ! 3: 政府に 希望を 述べ ま 
して、 此 翌年に 跨ります る 所の 課税を 廢止 する こと 
の 希望を 述べて 置きました、 然 ります る 所が 此度政 
府では 調査の 上、 本案の 提出を 見た る もので ありま 
して、 即ち 本員の 希菌に 副 ふ 所の 案を 見た る_で あ 
ります る •それで 委 M 會ほ 政府の 說 明を 1! 取いた し 


まして、 又 質問を 重ね 群議の 末、 本案は 可決すべき 
ものと 認めまして •全會 一致を 以て 決定いた した 譯 
であります、 それで 此 決議に 際しまして 希菌が 一二 
ございました， 其希閿 なる ものが 問題と なりまして 
委 負の 決 _ を經た ものであります るから •玆に 御 報 
吿を 致して 置きます のであります、 其 希 5? の耍點 は 
第一に 此戰時 利得 税なる もの ほ 永續 法で もな く  •最 
早 廢止せ んとせ られた る ものである •さぅ して 收人 
の 上に 付て ほ 政府が 豫期 以上の 多額の ものを 收めて 
居る 11 合で も あるが‘ 此上 之を 施行す るに 付て は 成 
るべ く娃が 取扱は S5 に 失せず、 寛大に して 例へ ば 事 
の 五分五分の 理に當 る もので あれば、 成る たけ 1: 大 
の 方の 取扱を して 貰 ふこと を SF む、 又 第二の 點ほ固 
定 資本、 原價 償却の ことに 關 しまして、 此事 に付き 
ましてほ、政府當局の取扱、手加減に付ては、是ま 
で 希望を 述べて 置いた 通りで あるが、 然 ります る 所 
が 休戰條 約 成立の 後’ 市場 並に 經濟界 ほ 非常の 激變 
を 来し、 爲に總 て會社 等に 於て 仕入れた る 所の もの 
に 於ても 同様に 大激變 を 来して ある S に •種々 の此 
機械 其 他の ものに 對 しましても、 原價 償却を なし 置 
かねば ならぬ 必要が あるので あるで、 是 等の 會 社と 
云 ふ ものは •此激 變の爲 に 少なからぬ 種々 の 方法を 
執らなければ ならぬ ので あるに 付て は •若し 會社が 
故意を以て脫税等の爲、此原價償却の意に出づると 
云 ふこと であれば、 固より 鹾 重なる 取扱を 爲 さねば 
ならない が、 此原價 償却なる ものが 將來會 社の 基礎 
を跫 固に する 爲に眞 正の 償却で あつて、 金く 善意に 
出で て‘ 惡意 のない と 云 ふやぅな もので あれば •十 
分 政府に 於ても 之に 對して 好意を 以て 處 置 せられむ 
ことを 望む •斯樣 な 二 點に 分けての 希望であります 
叶 希望は 全會 一致を 以て 決議いた しまして ございま 
すから、 合せて 御 報告を 申 上げます、 又 本案は 至つ 
て 簡明 ® 純な 案であります から •成るべく 讀會を 省 
略して 決 a せられむ ことを 望みます。 

〇 鎌 田 勝太郞 君大藏 大臣に 質問を 致します、 此改 
正 案 ほ 昨年の 議會に 於て 始めて 利得 税を 本院に 提出 
せられた る當 時， 本院に 於て は此 案に 不備の 點があ 
ると 云 ふ 意見を 持つ て 居ります、 それに 付て 種々 話 
の末此 改正案が 提出せられ たものと 思 ひます から、 
此案に 付て ほ 別に 意見は ありませ ぬが、 特別委 負會 
に 於て 希望 條 件を 全會 一致を 以て 述べられた と 云 ふ 
ことであります が、 唯今の 委員長の 御 報告を 聞き ま 
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すると 辟 宜を得 たもので ある、 恐らく 滿 場の 諸君 も 
御 同 S であらう と考 へる ので ある、 斯 いいたします 
れぱ 大葳 大臣 も 院議を 铉重 して 適當 の處跑 を 執られ 
る こと、 信じて 疑 IX ない 譯 であります が、 由 來此稅 
務 のこと に付きまして ほ 1 中央政府の 意思と、 地方 
稅務苜 の 扱 方が 往々 遣 憾が あります 其 利得 稅 の徵收 
方に 付きまして ほ、 本員の 聞く 所に 佐り ますれば， 
或 年 成 地方に 於て ほ 人民が 隨分苦 痛を 感じて 居る の 
であります、 幸に 特別委 M 會に 於て 斯棟 なる 希望が 
出ました る 以上 ほ， 大藏大 K に 於ても 適當な る こと 
をせ らる 、とほ 信じます が、 此際に 於け る大藏 大臣 
の 御考ほ 如何なる ものであります か、 又 本 問題に 對 
して 大藏大 瓯ほ 如何なる 御意 見を 御 持ちに なつて 居 
られ ます か、 本院に 於て 御 辯 明を 願 ひたい。 

〔國務 大臣 男 辟 高 隔是淸 君 演壇に 登る〕 

0 W 務大 K  (男爵 高 rs 是淸 君〕 唯今 委員長の 報吿の 

末に ありました 委員 争： 會 | 致を 以て 決められました 

る 所の 希望 條 件に 付て •當局 大臣は 何 か處® を 執る 

か， 或は 如何なる 感想を 持つ て 居る かと 云 ふこと を 

言明せ よと 云 ふ 御 希望ら しく 承 ! 3; りました が、 徴税 

上に 於て は 成るべく 酷に 亘ら ないやう に、 1:2 大 …… 

と 云つて {i 或は 語 邨 が あるか 知れ ませぬ が、 兎に角 

甚 しく 酷に茛 らぬや うに 是は 注意 (3: 十分 拂ふ考 へを 

持つ て 居ります、 併ながら 舘 二に 具體 的に 言は れた 

所の 固定 資本の 減 却と 云 ふ ものは、 利得から 除く が 

當然だ と 云 ふやうな ことは、 今日の 如く 財界が 反 ® 

を 受けて 居る 場合に 於て さう 云 ふこと が 必要な りと 

御 認めに なつての 御 希望であります るが、 如何に 事 

愦氣 の譚 と雖 も、 法を fit! げ てまで 寬 大に處 置す る譯 

には 參〇 ませぬ、 固定 資本の 減 却に 付きまして ほ 其 

會社な ら會 社， 工場なら 工場の 得た 所の 收益を 以て 

行 ふ、 旣に收 益と 云 ふ ものであります れば 、先づ 第 

一に ® 税 納付の 義務を li ん じて、 而 して 固定 資本の 

償 却の 方に 充てます もの ほ銘 々の 配當を 減らして 以 

て， それに 充てる が當然 だら うと 考 へる、 收 益を 以 

て ff 却す る 所の ものを 之を 收益と 見ずに、 それだけ 

を 省く と 云 ふこと {X 5® ® 上 如何で ありませ うか、 假 

令 事柄 (X 違 ひましても 所得税に 於き ましては 、一方 

に 借財を 持つ て 居る、 其 借財を 返却し なければ なら 

ぬ 位置に 在る 人が、 收益か らそれ を 返して 借財に 振 

向けた ものは、 所得税を 免除して 吳れ よと 云 ふ 理窟 

も 起つ て 來や しませぬ か、 要するに 法律を 曲げざる 


範園に 於て 手心と 申します か、 其 手 粉を 執る 上に 於 
て ほ 酷に 苴らな いやう に、 K[ にす る やうに それ 
訓令を して 成るべく 御 希望の 御 精神に 副 ふやう に 致 
したいと 云 ふ考を 有つ て 居ります から •朵だ けの こ 
とを 言明いた して 置きます。 

0 伯爵 廣澤金 次 郞君私 も 唯今 大蔵大臣の 御說 明が 
ありました から、 一應 質問が 致したい と考 へます、 
即ち 後段の 固定 資本® 却の ことに 付て 大藏 大臣が 今 
御說 明に なつた ことは 少しく 我が 意を 得ぬ から •も 
う 一 應御辯 明を 願 ひたいと 思 ひます、 唯今の 大藏大 
臣の御 辯 明に 依ります と， 職 時 利得 税ほ收 益から 出 
るので あるから 如何なる 利益で も會 社が 產んだ 利益 
は 全部 ui すの が 至當で あると 云 ふこと であります が 
荀も會 社な り 官廳な り 或 事業を 經營 いたします 以上 
ほ、 興の 建物な 〇 或は 器械な り 年々 是れ が其價 格を 
減ずる ことは 無論 御 承知 だら うと 考へ ます、 0. 又 今 
日の 如く 非常に 會 社が 澤山出 来ます 場合に 於き まし 
ては、 會 社の 安 金を 圖ると 云 ふこと も 亦 W 務 大臣と 
して 執らるべき 方針で あらう と考へ ます 斯く すれば 
此 固定 財產が 相 ■當の 時價に 在るべき やうに …： 是ほ 
減 却で ない， 償却す ると 云 ふのは 當然 執るべき 是は 
方針で {X ないかと 考 へます* 而して 固より ® 効なる 
償却を して 利益を 誤魔化す と 云 ふこと ほ、 是ほ糈 神 
であり ませぬ が、 相當の 時價を 保つ だけの 償却を し 
て、 而 して 殘 りの 收益 に戰時 利得 税を 課する と 云 ふ 
のが 大藏大 K とし、 又國 家と して 執るべき 御 方針で 
はない かと 思 ひます， 此點に 付ても う 一 應大藏 大臣 
の 御 考を拜 聽 いたしたい と 思 ひます" 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男擗高 橋是淸 君〕 先刻 大體御 分りに な 

る やうに 御 話 申した 積り であります るが. 法律の 精 

神 ほ 文面に 障りの ない 範圍に 於て ほ 成るべく 緩く 手 

心を 用 ひる 斯う 御 承知を 願 ひます‘ 其 他の ことにな 

り ますれば _ 論になります から . 

〔「どうか 大路に 願 ひます 聽こ えませぬ」 と 呼 

ふ 者 あり J 

法律の 命ずる 所に 背かざる 範関に 於て 成るべく 緩 か 

に 取扱 ふと 云 ふこ ?: を 御 答いた します。 

0 伯爵 鹿 滞 金 次 郎君 今の 御 辯 明は 第一 一の 固定 財產 

償却に 付ても 同樣な 御 方針と 承知して 宜しう ござい 

ます か 0 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 
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0阈務大£ (男 K 高 fl 是淸 君〕 唯今の 固定 財產 の fs 
却と 云 ふこと に fj- きまして、 是ほで す、 利益と 見な 
いと 云 ふこと になります と， 所得税 も總て さぅな つ 
て來 る， 從來 の® 例と も 違 ひます •是ほ 先刻 申 上げ 
ました 通り、 固定 資本、 器械な り， 家屋な 〇 年々 減 
耗率と 云 ふ ものを 設けて 會 社の 基礎を 安全に すると 
云 ふこと ix 株主 S らそれ を 計らなければ な ^ ぬ、 故 
に 政府に 納税 義務 {i 盡し て而 して 後 其 己 等の SE 宵を 
減らして 此 基礎を 固く すると 云 ふことは 株主の 義務 
と 私 ほ 心得て 居ります。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 仁 尾 君に 御尋 いたし ま 
すが、 先刻 御 報吿の 終りに 本案の la 會 省略の 動議を 
御 提出に なりました ものと 議長は 心得まして 宜しぅ 
ございます か。 

〇 仁 尾 惟茂 君 提出いた しました a」 

0 石 賊敏一 君 賛成。 

0 子爵 靑木信 光 君 賛成。 

0 伯爵 吉井 幸藏君 賛成。； 

0 谷 森 眞男君 賛成。 

0 男爵 石黑忠 愿 君 賛成。 

0 子爵 八條隆 正 君 賛成。： 

0 小 野 田 元 卿 I 君 賛成。 

〇 高 崎 親 章 君 賛成。 

〔其 他 ■  i 賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 假 _ 長 (侯 栉 德川賴 倫 君〕 讀會 省略の 動議は 旣定 
の 賛成者が あつたと 認めます、 讀會 省略の 動議に 賛 
成の 諸君の 御 起立を 煩 ほします。 

起立 者  多數 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 三分の 二 以上と 認め ま 
す ， if fr ほ 省略せられ ました、 委員長の 御 報告 通り 
で 御異. _ほご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯搿德 川賴倫 君) 御 異議ない と 認めます 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君：} 日程 第 六、 作業 會計法 
中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付， 第一 讀會の 
續委員 長 報告， 第 七、 海軍 工廠 資金 會計法 中 改正 法 
律 案 政府 提出、 衆議院 5S 付、 第一 ® 會の續 委員長 報 
吿 、第 六、 第 七 ほ 束ねて 委員長の 報告を 煩 ほして 御 
異議は ございませぬ か。 

〔「異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 
川 村 伯爵。 


作業 會計法 中 改正 法坩案 
右 可決す へき ものな りと？ S 決せり 依て 及 報吿候 也 
大正 八 年 二 月 二十日 

右 特別委 M 長 

伯脬 川村玆 太郎 

海茁エ駁苡金钤計法中改正法律案 
右 可決す へき ものな りと SS 決せ ote て 及報齿 候 也 
大正 八 年 二 月 二 十日 

右 特別委 負 長 

伯肪川 村 鍅太郞 
a 族 院議 長 公昭 德川家 達 殿 
〔伯爵 川 村鐵太 郎君 演 扨 に 登る〕 

〇 伯爵 川 村 鐵太郎 君 唯今 日程に 腿つ て 居ります る 
所の 作業 會計法 中 改正 法律案 及 海軍 エ厫 K 金會計 法 
中 改正 法 ai 案の 委員# の 結果 及經過 を簡斟 に 御 報哲 
申 上げます， 御飧知 の 通り 神奈 川縣中 郡に 於き まし 
て 日本 爆 發物株 式 會社ほ 三月 末日に 契約が 滿期 にな 
りまして、 海軍の 直 營事槳 となる のであります •而 
して 八 年度に 於き まして 此經營 を 致します に付き ま 
してほ、据龊運轉資本として海：求の预定されて屛る 
所に 依ります と 二 W 萬 M の 金を 要する ので ございま 
す •是ほ 作業 會計法 中の 第 一條に 於き まして 「海軍 
火藥廠 」 と云 ふ 事を 入れます 事と， 第二 條第 三瑣の 
次に 「海 車 火藥廠 据置 運轉 資本 ハ ニ百 萬 1M1 トシ 顺次 
一般 會計 ョリ 繰入ス 」 と 云 ふ 事に 改正せられ るの が 
要旨で ございます、 而 して 二 百 萬 圓を充 K します る 
形式 ほ此事 業から 起り まする 所の剩 餘金を 標準と 致 
しまして 年々 是に繰 入れまして 二 百 M 圆の高 に 致す 
のであります， 初年 度に 於き まして 七十 as 圆を 計上 
せられまして、 次年度に 七十 萬圓 、大正 十 年に 於き 
まして 六十 萬 圓を 以て 二 百葸 圓を充 H せらる、 ので 
あります、 次に 海軍 工廠 資金 會計法 に 付て 簡 B に 其 
趣意を 申 述べます 海軍 HS 資金 會計法 ほ ill 十八 年に 
公布せられ まして 以来 四十 二 年度に 參 りまして 九 百 
五十 萬 圓の资 金を 持つ て 居ります、 今日まで 其後佾 
加 {S されて 居り ませぬ が， 一方に 於き まして 造船， 
造 丘 (の 事業 ほ 益々 事業 (X 多端に なりまして、 此資金 
を 要する 高が 段々 W 加を 致します、 其 一の 例と 致し 
まして 資金 會計 歳入 歳 ui の 平均 額が 四十 二 年度に 於 
きまして ほ 即ち 九 百 五十 萬圓 一番 初めに 出来ました 
時には 千 五 百 萬 圓で ありました が •大正 六 年度に 於 
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きまして は それが 三千 八 百 萬 圓に增 加して 居ります 
それから 海軍省 所管 經費に 於き まして 直賣 をし まし 
た浩船 材料 及锆兵 材料 ほ 四十 二 年度に 於き まして 三 
百 七十茁 圓で ありました、 大正 六 年度に 於て は 二 千 
百餘萬 圓に是 がな つて 居ります •資金 會計歳 人 決 M; 
額と 兵器 直 資材 料との 合計 即ち 浩船 材料、 造兵 材料 
の總 計が 四十 二 年度に 於き まして 三倍に なつて 居り 
ます、 斯の如 く 各方 面の yl: 實及數 字の 示す 所に te れ 
ば、 此增加 は 全く 已むを得ない 事情で あると 云 ふこ 
とでありまして、 而 して 委 M 會に於 きまして ほ 此の 
理由を 全部 認めまして •異議なく 可決いた しました 
次第であります、 兩案 とも異 調な く 可決し ました 次 
第であります、 而 して 委 M 會に 於き まして 一の 翳 論 
が、 是に ちよつ と 希轺と 申し ませう か •意見が 一つ 
ございました から •此 點 を 序ながら 御 報 ff をして 置 

きたいと 思 ひます、 一つの 工業 廳に 於き まして， 作 

_ 锊計法 又は 泡 班の W 金會計 法の 如き、 二つ の 特別 

符 計に 於て 經營 される と 云 ふこと ほ 甚だしく 傾 ! it で 

ある、 又 殊に 弊害の 起る Eg の ある 事で あるから、 將 

來海箄 に 於て ほ 成るべく ! 5 金會 計を 殿め て、 作業 會 

計に 依つ て經兌 される やうに 希菌 すると 云 ふ 意味の 

意見が ありまして、 多 股の 委員の 注意を 惹いた 問題 

であります、 尚 ほもう | つ 兵器 民營 の聲の 盛なる 今 

日に 於き まして •民間 會 社を 海 班に 於て 買收 されて 

直 管を される 場片 に 於き まして ほ、 成るべく 民間の 

同じ やうな ^ 槊を 保護 獎勵 されて、 他日は 軍用 火藥 

の 如き 精 tg なる 火藥 は、 民間に 於ても 製 ig の 出來焊 

る やうに ■海眾 に 於て 特に 獎勵誘 導され むこと を 希 

望す る •斯う 云 ふ！ 一様の 希 湧 ほ 序ながら 御 報 吿を申 

上げて 置きます、 其 他 IX 委員 會の 速記 錄に 精し く 出 

て B ります るから 速記 錄に® りまして、 是で 報告を 

終ります、 兩躬共 に 法律案は ^ 單明瞭 であります る 

から •此 案も譖 會を 省略され て、 直ちに 御 決議 あら 

むこと を當 席よ 〇 希 ？ 1 致して 置きます。 

〇假 議長 C 侯 11? 德川賴 倫 君〕 御 諮りを 致します るが 

惟 今 委員長の 報 -ft- :: せられました 日程 第 六、 第 七此二 

案 (X 一括して 問題に 致して 御 異議は ございませぬ か 

一 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假謎 長 (侯爵 德 川賴倫 君〕 御異識 がない と 認め ま 

す。 

〇 男 脬 石 黑忠 鹿 右 一言 質問が ございます •此 案の 

骨子と も 申すべき もの、 英阈某 會 社の 製造 火藥を 我 


海軍で 今度は 繼承 して K られ まする ことで、 此火藥 
のこと に付きまして 心配を 致しまして、 先般 本 SJ 議 
の 時に 伺 ひました、 之を 英國の 今まで 致して 居り ま 
す 斡 社で， 此後 研究の 結果 此火藥 の 威力の 尙ほ 盛に 
なる 製造を 發見 致しました 時には、 どぅなります か 
と 云 ふこと を 御尋い たしました 所が、 是は 今迄 も そ 
れほ績 きになつ て 居ります、 此後 とも 英國に 於て 此 
火藥に 付ての 研究の 結果は、 絕ぇず こちらへ 報吿す 
る 約束に なつて 居る で、 英國で 新たに 成つ た 火藥は 
此方の 海軍の 丁：廠 で 詰り 火藥を 製造す る ことになる 
と 云 ふこと で 頗る 安心を 致しました* それに 付き ま 
して 尙ほ 一 言 伺 ひたいの ほ、 我 海軍 工廠へ 之を 引受 
けられまして， 此上 研究を 致して 尙ほ威 力の 增 しま 
す 火藥 を發贷 を 致されました 時には •是は 此買收 を 
致しました 所の 英國の 火 ? i 會社に •此發 見を も 通知 
しなければ ならぬ 義務の ある もので ございます か、 
こちらで 發 見いた した 時には 向 ふへは 通告す る 義務 
はない もので ございませぅ か、 之を ftfl つて 見たい。 

r 政府 委 M 栃內曾 次 郞君演 擅に 登る〕 

0 政府 委員 (柺内 曾 次郞 君〕 石黑 男爵に 御 答を 致し 
ます、 こちらで 進歩 改良し ました 時に ほ、 先方に そ 
れを 知らせて やる と 云 ふ 義務は 負 ふて 居り ませぬ。 
0 子 辟 八條隆 正君讀 會 省略に 賛成。 

〇 黑岡帶 刀 君 1!? 會省 略に 賛成。 

〇 男爵 小 澤武雄 封 —0 
〇子鞀 靑木信 光 君 賛成。 

0 男 K 石 黑忠惠 君讀會 省略に 賛成。 

0 伯爵 柳 原義 光 君 賛成。 

〇男 锊內 田正敏 君 質 成。 

0 山 脇 玄君賛 成' り 
〇 小 野 田 元 ! 1 君 賛成。 

0 子爵 西 大路 吉光君 讀會® 略に 賛成。 

0 福 永 吉之助 君寶成 。 

〇大 谷嘉 兵衞君 賛成。 

【其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 謬 長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 川 村 伯爵の 動議は 規定 

の 賛成が あつたと 認めます、 if 會 省略を 可とする 諸 

君の 御 起立を 煩 ほします。 

起立 者  多數 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君： I 三分の 二 以上と 認め ま 

す、 is ir は 省略せられ ました， 委員長の 報吿 に御问 

意の 諸君の 御 起立を 熘は します。 


起立 者  多數 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 過半 數と 認めます。 
〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 日程 第 八， 國債 整理 基 
金 特別 會計 法屮 改正 法律案、 政府 提出 •衆議院 送付 
第一 讀會 の Is 、 委員長 報吿。 

國憤 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 鹩決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 二 月 十九 日 

右 特別委 負 長 

伯爵 林！ g 太郞 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 林® 太 郞君演 檀に 登る〕 

0 伯爵 林 博 太郞 君國： S 整理 基金 特別 會計法 中 改正 
法律案の 特別委 員 會の經 過 及 結果を 簡 S に 御 報吿致 
します、 本案は 去る 二 月 十九 日 特別委 員會を 開催い 
たしまして， 可決いた しました 次第で ございます、 
本案を 可決 致しました 理由を 簡單に 述べ ますれば 次 
の 二つ に 相 成ります、 第一 豫算 形式の 簡略を 阔 ると 
云 ふ 事で， 御 承知の 如く 國倩 整理 基金に 繰 入るべき 
ものは、 或る 除外例を 除きまして 悉く 一般 會 計へ 繰 
入れまして， それが 國債 整理 基金の 方に 更に 這 入つ 
て 行く と 云 ふ 形式を 取つて 居つ たのであります、 之 
を 少しく 細かに 御 話し 致し ますれば •朝鮮 總臀 府特 
別會 計、 臺 » 總《府特 別會 計、 棒太廳 特別 會 計、 是等 
の 特別 會 計に 於て 負擔 すべき ものは •一旦 一般 會計 
を經 由した 後， 國債 整理 基金の 中へ 入れる， 即ち 此 
一般 會 計の 歳入歳出と 云 ふ te 鎖なる 手® を經て 始め 
て是が 基金に 這 入つ たのであります、 除外例と 先程 
申しました のは、 帝阈鐵 道 特別 會計 ，臨時 國 .庫 證券 
特別 會 計と 云 ふやぅな ものは、 今日までと 雖 直接に 
國債 整理 基金の 中に、 一般 會計 を經 ずして 這 入つ て 
居つ たのであります るが、 原則と 致しまして は 悉く 
先づ 大部分に 於て 一般 會 計を 經 由した ので ある •勿 
論此點 に付きまして は、 いろ <理 論 上に 於て は a 
論 も あるか も 知れ ませ . ft けれども、 何等の 利益 もな 
いのに 一般 會 計を 純る と 云 ふ 手 ® を爲 すのは 如何に 
も fs 雄な ことであります るから 之を 省きまして 直接 
に 特別 會計 法から 減債基金の 方に较 入れる と 云 ふや 
うになる のであります* 序に 御 話いた して ® きます 
が此 一般 會 計の 中で ほ 矢張り それから 直接に 國愦整 
理 基金 中に 這 入る の も 無論 含んで 居ります， 即ち 大 
藏 省には ® 倩 局と 云 ふの があります、 電話 公愦 とか 


或は 一般の 國價と 云 ふやうな ものは 此 所で 15 扱 ふか 
ら 、是 等は 矢張り 直接 國債 整理 基金の 中に 這 入る 譯 
であります、 m に 角 間接と 云 ふ 手續ほ 省略いた しま 
して •悉く 直接に 繰 入れる と 云 ふこと にした 方が 手 
數が 省けて 宜 いと 云 ふ 理由が 第一であります、 第二 
は此說 券の 性質を 考 憩いた しまして 特殊の 性質を 帶 
びた ものは 臨機の 償還 法を やる •一般の 國債 に對し 
ては 一般的の 基金から 償還を する •斯う 云ふ辨 別を 
致しまして* 其 性質の 辨別 上から して 此改 正を 致し 
ました 次第であります、 之を 簡單に 述べて 見ます れ 
ぱ斯う 云ふ譯 であります、 減 愦 制度は 原則と 致し ま 
して 前年度の 初めに 則つ て國愦 總 額の 一 萬 分の 百 十 
六 以上、 即ち 三千 萬圓以 上を 償還す るの が 原則で あ 
ります、 で此 金融の 調節 上、 又 與國の 財政の 爲に臨 
事に 起しました 所の 臨時 國庫 證券の 如き •臨機に 時 
局の 影懲上 生じました 所の ものは 特別なる 償還 方法 
を 設けて 償還す る 方が， 此國債 整理 基金ょり 償還す 
るょりも 合理的で ある •此 故に 是等は 國債 整理 基金 
で 返す と 云 ふ 方に 加算し ない と 云 ふこと に 相 成つ た 
のであります、 斯う 云 ふ 11 つの 理由から 致しまして 
特別委 員會は 其 事理 頗る 明白なる が 故に、 全會 一致 
を 以て 可決いた しました 次第で ございます、 從 つて 
何等 希望 も 述べられた 委員は ございませぬ、 之を 一 
括して 簡單に 申 上げれば •東京 驛を發 しま L て 東海 
道 線へ 行く 所の 鐵道 は、 嘗ては 一々 櫻 木 町の 橫濱驛 
へ 這 人つ て來 て， 又 再び 出て 行つ たと 云 ふ 煩 雜を避 
け V 新 描 潔 驛を 通過す る V になつ て 時間 も 簡略に 
せられ 形式 も 簡略に せられ、 其 出入の 煩雜を 省いて 
何 A も 之に 付て は 異氍を 挟む 者は ない， 頗る 便利に 
なつた のであります、 それと 同じく 一般 會計 歳入 歳 
出と 云 ふ 事に なつて 這 入つ て 來て再 びそれ が 特別 整 
理 基金に 這 人る と 云 ふ 煩瑣な 手® は 何人から 見 まし 
て も是ほ 省いた 方が 便利で あると 云 ふ 斯う 云 ふやう 
な 大體の 意味に 於ての 事理が 明白で あるから 可決い 
たしました 次第であります， 右 委員 會の經 過を 御 報 
吿い たします C 

〇假 議長 (侯 P 德川賴 倫 君) 別に 御發 _ がない やう 
に 認めます るから 採決いた します、 本案の 第二 讀會 
を 開くべし とする 諸君の 御 起立を 煩し ます。 

起立 者  多數 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 過半 數と 認めます。 
〇伯踣 林 ffl 太郞君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
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I を 希望いた します。 

0 男 辟 中 川 興 長 君 1= 

〇伯锊 萬 里 小路 通 房 君 賛成。 

〇假 議長 r 侯 辟德川 賴倫封 〕 商 ちに 第二 讚 a- を 開い 
て 御 異議 ございませぬ か。 

一 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 c 侯 辟 德川賴 倫 君) 御 異議ない と 認めます 
〇假淡 長 c 侯爵 德川賴 倫 若) 直ちに 第二 is 會を 開き 
ます、 全部を 問題に 供し ます、 原案に 同意の 諸君の 
起立を 煩し ます。 

起立 者  多數 

〇假諉 長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 過半 數と 認めます。 

0 伯 ! 11? 林 摊 太 郎君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 

を 希望いた します。 

0 男 辟 中 川 興 長君燹 成。 

0 男爵 石 黑忠藤 君 賛成。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 直ちに 第三® 會を 開い 

て 御 異議は ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 c 侯 辟 德川賴 倫 君〕 御 異議がない と 認め ま 

す C 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 直ちに 第三 is 會を 開き 

ます、 全部 委員長の 御報饵 通り 御 異議 ほご ざい ませ 

か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議がない と 認め ま 

〇假 議長 (侯 ii, 川， ! > ; 裁判所の 設 

立に 關 する 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第 十、 

大正 二 年 法律 第 九號屮 改正 法律案、 政府 提出、 衆議 

院绘 付、 第 十一、 不動 產登 記法 中 改正 法律案、 政府 

提出、 衆蕺院 送付、 第一 ® 會の續 ，委員長 報吿 •日 

程 第 九、 第 十、 第 十一は 一括して 委員長の 報告を 煩 

はして 御異 il ほご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 C 侯 IJ? 德川賴 倫 君〕 御 異議がない と 認め ま 

す。 

裁判所の 設立に 關 する 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 

大正 八 年 二 月 二十日 

右 特別 委員長 

伯爵 堀 田正恒 


ソ：， 

大正 二 年 法律 第九號 中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 1 s 決せり 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 二月 二 十日 

右 特別 委員長 

伯爵 堀 田正恒 
貴族院 議長 公 辟 德川家 達 殿 
不動 產登 記法 中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 謎 決せり 法て 及 報告 候 也 
大正 八 年 二月 二十日 

右 特別 委員長 

伯爵 堀 田正恒 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 堀 田 正恒君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 堀 田 正恒君 裁判所の 設立に 關する 法律案 外 
二 件の 特別委 員會の 經過庇 に 結果を 簡 W に 御 報告い 
たします， 委員 會ほ 去る 十八 日 及 二 十日に 二 回 開催 
を 致しました、 委員 會は 唯今の 三 案を 便宜上 一括い 
たしまして、 議題と 致しまして、 先づ 政府 委員より 
三 案 提出の 理由の 御說 明を 仰ぎ、 漸次 質問に 移り ま 
した •政府 委 負よりの 御說 明の 理由 ほ 去る 二月 十四 
日の 本會 翳に 於き まして 述べられた と 略々 同 樣でご 
ざいます るから 茲に御 報吿申 上げます のを 略します 
御 質問は 多々 ございまして •微細な 點に百 一つた る 御 
質問 も ございました が、 政府 委員に 於き ましては 之 
に對 しまして 懇切、 n. つ 詳細なる 御 答 辯が ござり ま 
した •唯今 それ 等に 付きまして 一々 御 報吿申 上げ ま 
すの ほ 煩 雜に宜 ります る 故に 其 中の 主たる ものを 一 
二 御 報告いた します、 第一の 御 質問は 裁判所の 設立 

に關 する 法律案， 並に 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法 

律 案に 付きまして 安蘇 郡 中の 佐 野 町に 區裁判 所を 復 

活せ しめないで 特に 足 利 郡 中の 足 利に 新設せ しむる 

と 云 ふのは どぅ 云 ふ ts 由で あるかと 云 ふ 御 W 問で ご 

ざいました、 其 御 質問の 理由と 致しまして 足 利に 新 

設 するならば 安蘇 郡 中 三四箇 町村は 爲に 非常なる 不 

便を 感ずる、 例へ ぱ足 利に 往復す る爲に 二三 日を 要 

する 不便が ある、 又 足 利 町と 佐 野 町とは 非常に 近距 

離で あつて、 汽車の 便を 借るならば、 僅か 十七 八 分 

で 達する ことが 出来る •故に 足 利に 新設し なくと も 

佐 野に 復活せ しめても、 足 利 町 及 足 利 郡 下の 者は 大 

したる 不便を 感じない、 又 同じ やうな ものである か 

らして と 云 ふ 御 理由であります、 又 足 利 町と 佐 野と 


を 比較したならば、 其 人口、 戸口、 生產高 •直接 國说 
及 刑事、 民事訴訟 事件 ! is 等の 點に 於て 足 利 町 (i 佐 野 
町に 隧つて 居る と 云 ふけれ ども， 併し 其數が 非常に 
傲 少で ある、 fi} ほ 足 利 町には 區 裁判所の 毁地 建物 IX 
ない けれども、 佐 野 町には 舊敷地 • 鸽 建物が ある、 
何を 好んで 足 利 町に 新設す るか、 其 理由は 非常に 翰 
弱で ある、 政府は どう 云ふ考 で 特に 佐 野に 復镖 せし 
めず して 足 利に 新設す るかと 云 ふ 御 質問で ございま 
す、 之に 對 しまして 政府は 成程 足 利に 新設す る爲に 
安蘇 郡 下の 者 ほ 或 (3: 三 四 筒 町村は 最 寄の 「ステ ーシ 
ョン」 に 出る のに 二 三 里、 爲に足 利 町に 往復す るの 
に 二日 位を 耍 する 不便を 感ずる ことがある、 併な が 
ら又足 利 町に閬 かずして 佐 野 町に 置く とするならば 
足 利 郡 下に 於ても 同じく 三 四 筒 町村は 最寄の 「ステ 
丨シ ョン」 に 出る のに 二 三 里、 爲に佐 野 町に 往復す 
るのに 二日 位を 要する 不促を 感ずる ので ある、 又 佐 
野 町と 足 利 町 ほ 近距離で あるから して、 佐 野 町に 置 
いても 足 利 町 及 足 利 郡 下の漭 は 大したる 不便は ない 
と 言 ! X れる が、 それは 佐 野 町ょり 見た る 見地で あつ 
て、 又 足 利 町から 云 ふなら ば 足 利 町に 置ても 近距離 
である、 故に 佐 野 町の 若 及 安蘇 郡 下の 者は 大したる 
不 ffi はないだら う、 要するに 是 等の 御 質問の 出た こ 
とは 佐 野 町と 足 利 町と を m に 比較され て 御 議論の 出 
たこと と 思 ふ、 殊に 佐 野 町と 足 利 町と を 比較せられ 
て 戸口  •人口 其の 他の點 に 於て 足 利 町は 铤 つて 居る 
けれども 其® ほ 雔かで ある、 又 足 利には 區 裁判所の 
敷地 •建物 ほない けれども、 佐 野には * 敷地， 額 建 
物が あるので あるから 好んで 足 利 町に 置く 必要は な 
いだら うと 云 ふ 御 碑 由は、 單に足 利 町 及 佐 野 町を 比 
較せら れて御 議論せられ るので ある， 政府は 或は 佐 
野 町、 足 利 町に 付ての み 考へ ますれば， 或は » 敷地 
あり、 a 建物が ある、 佐 野 町に 置く のを 適當 とする 
かも 知れない が、 併し 政府に 於て は 佐 野 町， 足 利 町 
に 加へ て 足 尾 町を 考 へて、 さう して 今间足 利 町に 新 
設 する 事に したいと 云 ふので ある、 然らは 此三箇 町 
.村を 比較して 足 利に 置く と 云 ふのは どう 云 ふ譯で あ 

るかと 申せば •御 承知の 通りに 足 利 町は' . 足 II 町 

は 近年 非常なる 發達 をした ので ある、 其發 達した る 
所の 足 尾は 現在 宇都 宮 S 裁判所の 管_區 域に 屬して 
居る ので ある、 爲に足 尾 町 民ほ 日光に 出て、 日光を 
越えて 宇都 宮に m ると 云 ふ 非常なる 不便を 感じて 居 
る、 此際區 裁判所を 設け 管轄 © 域を 變更 する に當つ 


I  七 二八  ■  I 

て 足 尾 町 ほどうしても 'j-: K w o T:r «KM から ^ r> な 
ければ ならぬ 又 割く  0 が vt からう と斯 5 考へた 末に 
足 起と 足 利と {£ 野と IX 足： e を 宇都 宮 の M :« :  ; pf c 竹 
鍺區域から割くならば.どうしても三面町村を同一 
なる 辟裁判所の管輅の下に貯くのが迎當であると考 
へたので ある、 故に 三 商 WX 村を 比較し 考硪 した 結果 
足 利に 匿く やうに したので ある •  f •足； g と 足 利と 佐 
野との みを 比較す れぱ戶 [^ 、人：^生產萵ヽ商接ば税 
並に 刑事、 民 sf 琪件數 に 於いて 足 利 ほ te 野に 沿 〇 足 
尾 IX 尼 利に 梃つ て 居る、 故に それ 等の SK から 言へ ば 
佐 野に SS かず‘ 足 利に 固かず 足 超に S くの が 適 vrv で 
ある、 併ながら 三简 町村を 一® 裁判所の 管踩 下に H 
くと しても 調べて 見る と、 足 尾は 佐 野 町、 足 利 町から 
離れ 三箇 町村の 中の 中心で あると <x どうしても 言へ 
ない 足 庵を …… 足 利を 見る と 足 利は 三® 町村の 中で 
稍々 地理 上の 中心 •交通 上の 屮心と 見る 事が m 來る 
尚 ほ 足 利 IIIJ と 佐 野 町を 比較 すれば 先程 申 上げた、 人 
口、 戶 口、 其 他の點 に 於て 足 利が 腿つて 居る 故に 政 
府ほ佐 野に 復活せ しめず して 足 利に 新設し やうと す 
るので あると 云 ふ 御 答 辯で ありました、 第 二の 御 K 
問 ほ不 励產 登記 法 中 改正 法律案に 付て でございます 
が、 今回 裁判所の 下に 花 る 所の 登 IH 所の 事 科を 仙 宜 
上 他の 登記所の 命令に & つて 委任す ると 云 ふので あ 
る けれども •其の 委 住 しなければ ならない «f 務の狀 
態は， 比較的 長く 縊く ものである、 故に 命令で 一々 
委任す ると 云 ふこと にせず して 登記所の 管轄 M 域を 
變更 し、 撋 張し、 確定したら どうかと 云 ふ 御 質問で 
ございました、 之に 對 しまして 政府 委員は、 成程 登 
nl1. 事務の 委 1'r: しなければ ならぬ と 云 ふ狀况 比較 
的 長き に苴る ものである けれども、 併し 發記 所の 管 
轄ほ 、區 裁判所の …… 管轄 區 裁判所の 出張所で あつ 
て、 其 出張所の 管_區 域は、 其 管轄 ® 裁判所の 管 _ 
の瞄 圍內 になく ち やならぬ、 即ち 登記所の 管_區 域 
は、 區裁判 所の 管轄 區域と 一致して 居なければ なら 
ぬ、 故に 若しも 登記所の 管轄 區域 を擴 張し 變更 して 
それを 確定す ると 云 ふこと にす るなら ば、 現行法と 
の 間に 矛盾を 來す ので， あるから して， 政府は 特に 命 
令に te り 委任す ると 云 ふこと にした ので あるとの 御 
答 辯で ございました、 是が 主たる 御 質問で ございま 
した、 尙ほ御 答 辯が ありました、 御 質問が 終り まし 
てから 討論に 移りまして 多少の 御_ 論 も ございまし 
たけれ ども、 採決の 結果、 大多數 を 以て 此三案 ほ 原 


院族 贵 會議國 帝 回 一十 四 第 


案 通りに 可決いた した 次第で •こざいます、 此段御 報 
吿申士 げ ます。 

〇 伯爵 柳澤保 惠君 委員長に 少々 質問いた したいと 
思 ひます、 唯今 詳しく 御說 明に なりました 足 利、 佐 
野の 爭弈の 件に 關 しまして、 佐 野の 方には H い 建物 
が 殘つて 居る と 云 ふ 御 話で ございました、 其 建物は 
從來は ど 5 云 ふ 風に 使は れた のであります か、 それ 
を 伺 ひたい、 まだ Itfc 外に も 裁判所の 新設に 關 しまし 
て、 從來廢 止された る 裁判所の 復活 も 其 中に あるの 
であります るが、 さう 云 ふ 復活され たる 分に 付て は 
其舊® 物は 矢張り 今日まで 其 儘に なつて 居る ので あ 
ります か、 序に 伺 ひたいので あります* それから 其 
次は 或 場所に 新規に 原裁判所が 出来ます る 場合、 即 
ち 今度の 如き 場合に 於き ましては、 其 所在地の 地名 

を 付けた のがあります、 又 中には 同じ 所在地の 地名 

を 付せ ずして、 他の 名前が 付いて 居ります るが、 是 

ほ 他に 類似の ものが あつて 避けられた のであります 

か、 又 其 地名は 名が 通つ て 居らぬ 爲に 、何 か 近邊に 

ある 名を 付けた と 云 ふやうな 御 趣意であります か、 

御 面倒であります る けれども 御 答 辯を 願 ひます、 

〇 伯 Isf 堀 田 正 1S 君咐 今の 御 質問で ございます が、 

委員 會に於 きまして は、 p 建物は 現在まで どう 云 ふ 

風に 使用して 居つ たか、 尙ほ其 他の 御 質問に 付き ま 

して、 委員 會に 於て は 御 質問 又は 說明が なかつ たの 

でございます、 te りて 委貝 長から 御 返答いた し 兼ね 

ます。 

0 伯 P 柳 澤保恩 君 然らぱ どなた か 政府 委員に 於て 

簡閛 に御說 明を 賜 ひます" 

0 政府 委貝 C 鈴 木 喜 三 郎君) 大正 二 年に 廢 止され ま 

したる K 裁判所の® 物；！ T 二 三 简 所の 外は 今日まで 

其 儘 あつたので ございます、 其 儘 存置して 置き まし 

て 〔r,m 張 所の 用に 供して {S きました、 唯今 問題に な 

つて 尻 〇 まする 佐 野 辟 S6 判 所の 贱舍も 今日に 於き ま 

して 出張所と して 使つ て 居る ので ございます るが、 

最早 建設 以来 三十 年も經 つて 居ります るので •餘程 

朽廢 をして 居る と 云 ふ狀 鹿で ございます、 それから 

裁判所の 廳名が 所在の 町村の 名前に 依る もの あり、 

或は 郡の 名前に 依る もの もあります るが、 是 ほ 其 所 

在の 町村の 名前に 依る ものと 致します ると 云 ふと、 

K 相す る 場所が 起り まする から そこで ffi 複 する やう 

な 所を 避く るが 爲に •斯 かる 場合に 於き まして ! ± 郡 

の 名前に 依る 所 も あるので ございます 、左様 御 諒承 


を 願 ひます。 

0 小 野 田 元 1 i 君 委員長に 御尋 いた L まする が、 此 
佐 野 K 裁判所の 復活と 云 ふこと に付きまして は、 前 
議會 にも 請願が ございました るの みならず、 毎回 是 
が 詰 願が あります る やうに 存じます， 其 請願 委員 會 
に 於き ましては、 復活と 云 ふこと に 重きを 置き まし 
て、 總て それで 採 擇にな つて 居る ので ございます、 
然るに 今回の 改正を 見ます ると、 木會に 於き まして 
は 足 尾に 重きを {«• かれて sfl らに足 利に 置かれた と 云 
ふこと になつ たのみなら ず、 先刻 委員長から 縷 々御 
說明 になり ましたが、 要するに 政府の 御 趣意に 御賛 
成に なつて 特別委 員會は 全會 一致を 以て 御 決議に な 
つたと 云 ふ御說 明で ございます と 思 ひます が、 請願 
委員 會に 於て W 々採！ £ をした ことに 付て は 特別委 M 
會に 於て は 何等 御 討議が なかつ たので ございま すか 
そこを 伺 ひたいので あります。 

0 伯爵 堀 田 正 m 君 ございませぬ ので ございます。 
〇 加 太 邦憲哲 私は 委 M の 一人で r ざいます るが、 
!>«; 今 小 野 田 君の 質問に 付て 何等 政府に 質問の ない と 
云 ふ 事であつた やうに 臍 JS りました が、 それに 付て 
聊か 御 答へ いたしたい と 思 ひます、 簡單で ございま 
すから どうぞ ii I 體 復活と 云 ふ 文字を 用 ひて 詰り 
こちらで 大正 I •一年の 裁判所が 澤山廢 されました 時に 
復活々々 と 云 ふ 文字が 大いに それに 使 はれて 居り ま 
したが 復活と 云 ふ 文字が 用 ひられて 居りました から 
今度 裁判所が 新規に 出来ます るに 付て 必ず 舊の地 に 
扱 活せ しめなければ ならぬ と 云 ふそう 云 ふ 文字に 絡 
んだる こと if 私 ほそん な 狭い 理由には 思 ひませ ぬ 
から* 質問の 要 もない から 質問いた しませぬ ので ご 
ざいました が、 詰り 裁判所を 復活す ると 云 ふことは 

例へ ば 安蘇、 足 利此兩 郡を 以て 一區と 致して 居る の 

であります •其 一區の 裁判所が 廢せ られ まして-遠 

い柺 木に 行かぬなら ぬ、 斯う 云 ふこと になる ので あ 

ります るから、 大體 から 申します ると、 佐 野に m し 

て吳れ の、 何 處に復 して 吳れと 云 ふので ほなくて、 

詰り 是まで の 管區に 裁判所が 一つ 出来なければ、 大 

變 遠方に 行かなければ ならぬ と 云 ふこと になる ので 

あります、 それであります るから、 私は 政府の 意を 

考 へます るのに 復活と 言つ たから i 言つ て、 必ず » 

の 位置に 復活せ しめなければ ならぬ と 云 ふ狹い 理由 

ではなから うと 思 ひます るので す、 即ち 其の 管 區に 

復活 すれば 其 地方 全體の 人民の 便利になる ことにな 


〇 まする から それで 宜しい、 私は さう 云 ふ 風に ffi く 
解釋を 致して 居りました から •一向 政府に 質問す る 
必要は 認め ませぬ のでした， さう 私は 必得て 居り ま 
したので あります •それで 答に なつた と 思 ひます る 
から、 一言 申 述べます。 

〇 男爵 坂 本 俊 篤 君 私 も 特別委 a の 一人で ございま 
したから、 質問を 致す ことを 差控へ て 居りました が 
唯今 小 野 田 君から 質問に なりました ことに 付て ちよ 
つと 誤解が あり ほしない かと 云 ふこと を 懸念いた し 
ますから、 說明 旁々 一言 申 述べて 置きたい と 思 ひま 
す、 小 野 田 # J の御尋 に te ります ると 何 か是が 特別委 
員に 於て 全會 一致を 以て 可決され たかの 如くに 御 了 
解で ご ざいました が、 賢 際は さう でない ので ござい 
ます、 T' 幸に 1. て 私 一 A 政府の 案に 同意を 表せな か 
つた 爲 に、 全會 一致を 得な かつた 次第で ございます 
それに 附加 へまして •  @ 分が 是れに 反對を 致した 理 
由を 申卜 げたいと 思 ひます、 成程 政府 委員の 御說に 
依ります ると： K ふと •一つ 所に 置く 所の 裁判所は. 
何 所の 方而 から も 便宜になる やうに と 云 ふことは、 
是ほ到 底 出來な いこと で、 多少 どちら かに 不便の あ 
る ことは 免 かれない のであります •か、 要するに 全體 
を 通じて 不便の 少ない 所を 選ぶ と； ムふ ことが、 適當 
であらう、 斯う 云 ふ 見地から 致しまして、 私は 反對 
いたした 次第で ある、 成程 佐 野に 置き ますれば、 足 
利の 一部に 於き まして (X •それに 對 して 不便が ござ 
いませう が、 足 利に 於き まする ことは •佐 野の 郡 民 
に 取つ ては， より 以上の 不便で あると 云 ふこと で、 
是は足 利に 置けば 佐 野の 郡 民の 一部に 於き ましては 
或 所からは 五六 里も步 いて 參 りまして、 さう して 東 
武 線と 申します るか、 あの 本線に 接績 いたします る 
所の 支線に 迪り著 きまして、 それから 其 支線を 經て 
更に 又東武 線に 移りまして、 乘換 へて さう して 足 利 
の 方に 參らな ければ ならない ことになります、 然る 
に 之を 佐 野に 置きます る 場合に、 足 利の 方に 如何な 
る 不便が あります かと 申します と、 政府 委員の 御說 
明に ffi りましても、 先づ 遠い 所で 二 里 位の 所で ある 
と 云 ふこと であります、 或は 場所に 依つ ては 一一 一里 位 
の 所 も あらう かと， 私は 地 圖の 上で 測ります と ござ 
いますが、 兎に角 其 所に 今の 線路へ 出ます のには、 
K ぐに 二 三 里を 步き ますれば >  停 車 場の 何 所 かへ 取 
著き ますから、 其 停車場へ 取 著いで 直ぐに 佐 野の 方 
一に 參 ります ると 云 ふこと になります から、 是は餘 程 
第 一 讀會の 踏 


安蘇 郡の 村落に 在ります 者に 對 する老 よりも 簡便で 
あります、 是は 議論 も 何も 要らない、 喵 地圖を 見さ 
へ すれば 此點は 明白で あるので あります、 であるか 
らして 交通 上の 便利から 申します ると， 佐 野、 足 利 
の 全部から 見渡した 所で、 佐 野に 置く と 云 ふこと が 
適 ?; V であると 私は 信ずる のであります、 又 政府は 安 
蘇、 足 利の 兩郡以 内に 於き まして， 足 利に 置く こと 
を 適當 とする 理由は、 足 尾 町が 今回 其方に 這 入つ て 
来たから、 足 尾 町が 這 入る とすると 足 尾 •足 利* 佐 
野と 云 ふ 順になる から、 足 利の 力が 中心になる •で 
あるから して 何處へ 置く かと 云へ ば •足 利へ 置く が 
適當で あると 云 ふことの 御說 明で ありました が、 屮 
心と； K ふことは 大層 耳に嚮 が 宜しう ございます が、 
其 地た る や ffi に 佐 野から 足 利までは 十九 分で 到 著す 
るので ありまして、 少し 佐 野 町の 力へ、 いや 足 尾の 
方へ 片寄つ て 居る と 云 ふ 位の ものであります "跑 離 
から 申します ると 殆ど …… 距 離では ございませぬ， 
時間から m します ると 十分の一 位な 關係 になつ て 居 
ると 考へ ?. のであります、 左れば 裁判所に 用が あつ 
て 足_町 から 佐 野 町に 參 ります るには、 足 利 町を 通 
拔 けて 十九 分の 間と 云へ ぱ 、僅か 煙草 二 三 服 喫んで 
居れば 宜いと 云 ふこと .CD 理由に 過ぎない， 私は 考へ 
るので あります* それの みならず 11-!: 足 尾 町と 云 ふ も 
のは、 日光から 隔て ほ 極く 僅かな もので ございまし 
て、 唯今 ほ 汽車が ございませぬ か， 是ほ 鐵镝院 の 線 
路圖な どを 見ましても .測 #: 線と して 足 尾と 日光と 
ほ 結 付けられて 居る のであります から、 是は 早晚鐵 
道が 開通す る ことになるので あらう と 思 ふ、 さう し 
まする と其一 {には 元々 足 尾と 云 ふ 所は， 安蘇 郡の 一 
部で あつたと 云 ふこと に 記 1®: いたします が、 兎に角 
安蘇 郡の 方に 屣 すべき 地形に 在る と 云 ふこと であり 
ます、 さう します と其鐵 道が 連絡いた しました 曉に 
は、 當然 今日の 宇都宮 の 方へ 管_す べきが 當然 であ 
ると 思 ふ、 さう すると 今日 だけで 鐵道が 開通した 時 
は， 再び 元へ 戾 る， 斯う 云 ふこと では あるまい かと 
思 ふ、 尙 ほもう 一つ 理由と して 考へな ければ ならぬ 
ことは、 此足 利と 佐 野とは 今回の 裁判所の 設立に 關 
する 事柄で 頗ぶる 人民の 間に 葛藤を 生じ、 或は 商' 取 
引を 中止す ると か、 又は 銀行の 預金を 取 付けす ると 
か 云 ふやうな こと も 云つ て 居る 位でありまして. 典 
勢 ひの 趨く 所は 如何なる 紛搜 を來 すか も 知れぬ と； K 
ふやうな 現象 も 見えて 居ります が、 左樣な る ことは 
七 一一 九 


裁判所の 設立に 關する 法 flt 案、 大正 二 年 法 邙 第 九號屮 改正 法律案， 不動 產登記 法 中 改正 法律案 
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栽 判 所の 設立に 關する 法律案、 大正 二 年 法； a 第 九諕中 改正 法律案、！ f 動產 登記 法 中 改正 法律案 


感情の 間 題と 致しましても •此 我が 班 北に 於け る 所 
の殖產 興業の 大切な 場所に 於て、 斯 かる ことがあり 
ますと 云 ふのは， 誠に 將 來の發 達に 對 して 望ましく 
ない ことほ 勿論の こと ■又 政府に 於 かれましても、 
多年の 民 ffi を容 れられ て、 さう して 左樣に 善政を 布 


〇假 議長 ^ 侯 辟 德川賴 倫 君〕 坂 本 男爵に ちょつ と 申 
上げます •唯今 委員長の 說明を 補足せ ら るるなら ば 
結擗で あります が、 御意 見を 御 混ぜに ならぬ やうに 
願 ひたい。 

0 男 P 坂 本 俊 篤 君 承知で ございます、 左 _ に 善政 
を 布 かれる 積り で 今回の 収計 ひになる ことが" 却つ 
て 斯_な 紛掇を 起す と 云 ふこと 政府に 於 かれ ま 

しても 蓋し 御 本® でない と'  私 ほ 推察す るので あり 

ます、 其 他 唯今 も 小 野 田 君から 指摘され た ■'請願の 

趣意と 云 ふ ものを© 重され る 意味に 於て， 大正 六 年 

までは 此安 藤、 佐 野、 足 利の 兩 町民が 相 機へ て 請願 

を 致して 来た ものを、 それが 採擇 になつ て 居る と 云 

ふこと でございますれば， 此 .Is 願の ことに 付き まし 

て も* 大 に御考 厳に ならなければ ならない こと、 考 

へます、 是等の 理由を 以 ちまして、 私が 政府案に 反 

對 しました 次第で ございます から •唯今の 委員長の 

補足と 致しまして、 左 樣一言 した 次第であります。 

〇伯鄉 柳 原義 光 君 本員 ほ 政府 委員に 一言 質問いた 

したいので ごさいます が、 K しう ございます か。 

〇假翳 長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 宜しう ございます。 

0 伯爵 柳 原義 光 君 本案は 足 利區 裁判所が 新設で， 

他は 金 部 復活に なつて 居る のであります が， 此賛否 

を 決する 上に 於て， 尙ほ 安蘇 郡 利害 關係 者の 陳情書 

も 一通り ^ んで 見ました が、 此 中には 利害 關 係を異 

にす る兩地 方の 間に： Z7. の 意思 も颇 通して 居ります る 

から •今一 年間は 設置す る ことは 見合せ て 貰 ひたい 

意思の 疎通が 彼我の 間に 出来て 居る と 云 ふやうな こ 

とが 陳情 醫に 書いて ございます、 必 しも 本員は 此陳 

情 書を 確信す る譯で ほ ありませ ぬが、 政府に 於て は 

其邊に 於ても 一應考 It せられた もので ありませ うか 

特に 此一縣 のみが 新設になる と 云 ふことは 何等か 其 

背後に 伏在す る ものが ある やうに 思 ひます から、 明 

かに 御說明 あらむ ことを 箱 望す るので あります。 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演® に 登る〕 

0 政府 委員 C 鈴 木 喜 三 郎君〕 今回 政府が 佐 野の 舊位 

置を 復活いた しませぬ で* 足 利 町に 新 置す る ことに 


定めました る考は 、先程から 委員長より 御 報吿が あ 
りました る 理由に ® く 次第でありまして 其 他に 何等 
の 意思が ある 譯でほ ない のであります、 勿論 今日 足 
利、 佐 野兩郡 だけの 關 係に 於き まして 生產 力から、 
人口から、 戶數 から 總 ての 關 係を 考 へて 見まして、 
此兩郡 だけを 一の 管轄 區域 として 新たに 裁判所を 拖 
へる と 云 ふこと を考へ ましたなら ば、 辨論 もな く* 
疑 もな く 佐 野 町に 置くべき でな くして 足 尾 町に 置く 
と 云 ふことは 疑 ひなき ことで ございます、 唯 玆に聊 
か 問題になる 點ほ 、從來 佐 野 町に 在つ て 足 利 町に な 
かつた と 云 ふ 所 も、 亦 一面 多くの 所と 言ひ條 殆ど 全 
部 ® 位置を 復活して 居つ たものを •單〇 足 尾 だけを 
復活して …… 佐 野 町を 復活せ ずして 足 利に 置いた と 
云 ふ 所から 何 か玆に 存在す る 隱れた る 理由で も あり 
はせ ぬかと 云 ふ 御 疑惑 も ありませ うけれ どもが、 其 
點は 先程 委員長から 御報吿 になり ましたる 通り、 足 
尾鐵 道の 開設せられ ざる 以前に 於き ましては 足 尾と 
云 ふ 町が 宇都 宮に 行く を W て 便利と したので ござい 
ますが、 今日 足尾鐵 道が 開設いた -L ました 場合に 於 
きまして は， 總 ての 關 係に 於き まして 足 M の 住民は 
皆此 足尾鐵 道に 依る と 云 ふこと になつて 居ります、 
而 して 刑事事件に 於き まして ほ 阿蘇 郡 内に 起る 事件 
足 利郡內 、此 一一 郡內に 起る 所の 刑事事件と， 單に足 
尾 町に 起り まする 刑事事件 と の其數 は 略々 彷彿た る 
ものであります、 兩郡 合せて 刑事事件は 二百 十件ぱ 
かり、 K に 足 尾 町 一町 村に 於き まして 刑事事件の 數 
が 約 百 七 八十-殆ど 其 敷と 云 ふ もの ほ 彷彿た る もの 
で、 是ほ 場所柄と 云 ひ あ、 云 ふ、 所であります から 
して、 從 つて 騒擾 …… 殺傷 事件な ども 起る ので ござ 

います さう 云 ふやうな 刑事事件に 於き ましては 誠に 

二 郡と 殆ど 彷彿た る 所の 事件が あるので あります、 

其 事件の あります るのを •足 利を 越へ て 佐 野 町に 15 

る 斯う 云 ふこと に對 します と， 成程 佐 野 町と 足 利 町 

で ほ 汽車に 致して 僅かに 十九 分か 十八 分で 參れ るの 

であります けれども、 左樣に 刑事事件に 於ても 多い 

のを 之を 積算いた しま すれば， 官民 共に 不便を 蒙む 

ると 云 ふことは 多大の ことで ございます、 さう 云 ふ 

次第から 致しまして 地理 的關 係に 於き ましても 足 利 

が 眞ん 中で あると 云 ふ 所から， 足 利に 今日 置く と 云 

ふことの 提案を 致しました 次第で ございます。 

0 伯爵 柳 原義 光 君 鈴 木 司法 次官に 伺 ひたう ござい 

ます、 阼年 …… 大正 七 年 八月に 司法 次官が 其 地方に 
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於き ましての 御 演說に •随 かに 人口、 生 產の岈 加と 
か 汽車 時間の 相違を 以て 裁判所の 位 S を 程 M T べき 
もので ない、 故に 足 利に 佐 野 M 裁判所を 移す が 如き 
こと ほ、 全く あり 得べ からざる ことで ある 云々 と 云 
ふこと を 仰せられた と 云 ふこと が 或る 文 » に B いて 
あります •併し 此 印刷物を 必ず 信ずる と 云 ふ！！ で ほ 
ありませ ぬが、 果して 左様で あつたなら ば， 其 御意 
見は 御 IE 消に 相 成つ たのであります か、 伺 ひたいと 
思 ひます。 

〔政 府 委員 鈴 木 喜 三 郎君演 頃に 登る〕 

0 政府 委員 C 鈴 木 喜 三 郎君〕 K? 離の 多少の こと、 事 
件の 多少の 相違に te つて ! 3: です、 先き に 存置せられ 
ましたる 所を躞 めて. 新たに a くと 云 ふことは せぬ 
と 云 ふこと 云 ふ 述べ 置 - §• ました、 それであります か 
ら 、先程 申 上げました 通り 足 尾と 云 ふ ものを 見 ませ 
ぬければ、 それ ほ 佐 野に 置く か、 足 利に 置く かと 申 
せぱ 、從來 足 利には なくして 佐 野に 在つ たので あり 
ますから、 佐 野を 復活す ると 云 ふ 議論が 或は 至當で 
あるか も 知れ ませぬ が、 先程 來 申しました 通り 足 尾 
と 云 ふ ものが 斯樣な 發展 をして 来つ て、 さう して 事 
件が 多い. さう して 見 ますれば どうしても 此足 尾と 
云 ふ ものを 宇都 宮の 管轄から 割いて 阿蘇、 足 利兩郡 
を 管 g する 裁判所に 附厫 させなければ ならぬ、 斯う 
云 ふ 理由から 致しまして •佐 野に 復活せ ずして 足 利 
に 置く 斯う 云 ふこと にした のであります、 それで あ 
ります からして、 繰返して 申し ますれば、 足 尾と 云 
ふ ものを 見ない 限りに 於て ほそれは 佐 野に 置いた 方 
が 人情 上 至當で あらう と 云 ふ顳論 も 出 ませう が、 當 
時 足 尾と 云 ふ ものは、 宇都 宮ょ〇 割かなければ なら 
ぬと 云 ふ 理由が 玆に 生じた， それは 足 尾鐵道 s の 
爲に …… 左 樣な 理由から 致しまして 裁判所の 位置を 
@ .更 すると 云 ふ 次第に 至つ た 次第で あ * fj ます' 

〇 小 野 田 元 卿！ 君 簡單に 政府 委員に 御尋申 します が 
今回の 改正案は 足 尾に 非常に 重きを 置かれて 居る や 
うで ありま、 が、 足尾鐵 道と 云 ふ ものを 御 取りに な 
つたので ございませう が、 是は不 完全の 鐵道 である 
足 尾の 銅山を 專ら とする ので あつて、 あの 邊の 住民 
は 非常に 之で 通る ことを 險呑に 思つ て 通る 者が 少い 
政府は 山越して 宇都 宮に出 る 者と、 又 こちらの 足 尾 
鐵 道に 依る 者との 訴訟の 件數を 御調べ になつ たもの 
がありますなら ば、 御 示しを 願 ひたい、 尙附 加へ て 
置きます が、 段々 日光 も發展 しまして 足 尾の 方に 餘 
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程近くな つて 居ります。 

r 政府 委 公鈴木菸三郞君沉抱に殳る) 

0 政府 委員 (鈴 木 S 三 郎君」 唯今 御 ^ 間 〇 邡項に宋 
だ 調赉 をして 居り ませぬ。 

〇 矢 n 長 右衛門 君ち ょつ と 政府委 U に K WJ いたし 
ますが， lit 足 尾は 土地 ? i1! から 見ましても、 亦 近くは 
鐵道が 足 尾と 日光 間に 敷設せられ ると 云 ふ S 味 か. 1) 
見て ■ 此 宇都宮 に當然 管轄を S くと 云 ふこと がどう 
しても 至當だ と 云 ふので 一二 年の 屮 には lit 鐵 适 を ® 
設され るので あります から •地 ^ 上から 中しても 足 
尾と 云 ふ もの ほ 是は 宇都 宮の管 _に 移 すが 至當な り 
と 本 M ほ 信じ て 居 〇 ます、 さう すれば 問題は 阿蘇， 
足 尾の 二つで ある、 で 政府に 於て は 共 邊の斟 に汴 £( 
をされ て 調査を 致した ので ございます か 其 通を 承 ほ 
りたう ございます。 

「政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演搜に 登る J 
0 政府 委員 (鈴 木离三 郎君〕 御 承知の ifli り 昨年来… 
… 一昨年 來 设 活い たしました る 裁判所に W きまして 
も •現狀 の 交通 狀態に 見まして， それを 定めました 
次第であります 、今回 提案いた しました 三十 1 13 所 
の 裁判所の 位 it に付き ま L て も、 IJ2 狀の 交通 隗關、 
現狀 の經濟 狀態と 云 ふ ものに 依りまして 定めました 
次第で ございます から、 今後 十 年の 後に 於き まして 
交通 狀態 に璲 化を 来し、 經濟狀 態に 變 更 が 生じ まし 
たなら ば、 或は 裁判所の 位 s に付きましても 之を 改 
正す る 時期が あるか も 知れ ませぬ、 今日 定めました 
のは 今日の 狀態に 於て 定めました 次第であります、 
左 樣御諒 承を g ひます。 

〇 矢 口 長 右衞門 君 唯今 政府 委員の 御說明 がご ざい 
ましたが‘ 此足® と 日光 間の 鐵道と 云 ふ ものは 人民 
に 於て 請願いた した ことがある ので •それを 政府は 
是は Sr 府に 於て 敷設す るので あるから 是は 許 FIT . せぬ 
と 言つ て 却下に なりました、 是は ¥ 晚 、早晚 のみな 
らず 近く此 鐵道は 開通され る ものと 思 ひます、 又然 
かすれば 此地勢 上から 言 ひましても 一番 宇都 s' と ZC 
ふの がどうしても 本當で ある、 足 尾は 宇都；： H に 出る 
のが本當で、足 @ 、足利と二つは遠き將來は、五年 
十 年と 云 ふ 後は どうか 知れぬ と 言 ふが、 足 尾 日光 間 
は 地勢の 上から 見まして ：… 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 矢 R 君に 御尋 致します 
が、 御 質問で ございます か。 

〇 矢 口 長 右衞門 君 (3: い、 それで 十 年と かさう 云 ふ 


院族贵 钤議國 帝 回 一十 四 第 


遠い 問題で なくして 近い 中に 行 はれる と 思 ひます、 
之を 政府は 算用に 入れて fa きませ ぬか、 遠い 問題で 
は ございませぬ、 五 年、 十 年と 云 ふ 問題で なくして 
近い ことの 皙問を 申 上げます。 

〔政府 委員 鈴 木 真 三郞君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委员 (鈴 木离三 郎君) 唯今 御 話の 線は 所謂 豫 
定線 であるかの 如き 事 W は 私 も 承知して 居ります、 
併ながら 彼の 線が 開通に なりました 所で 必ずしも 宇 
都宮 に⑴ るを 以て f® 利とは 心得へ ませぬ、 左 樣御諒 
承を 願 ひます。 

〇 伯爵 廣澤金 次 郎君 第二 la 會を 開くべし と 云 ふ 動 
議が出 ませぅ が、 其 希留を 申 上げて 御 賛成を 願 ひた 
いと 思 ひます •本 叫 題に 付きまして は 唯今 議場に 於 
て 委員 會に 於て 何分 も 問題の 起らざる ことに 於て、 

色々 此 所に 初めて 諸方： Iffi の 議論を 伺 ひました が、 吾 

吾 ?? ?？ を 決する に re だ 苦しみます、 II つ 又 政府 委負 

が 今 小 野 田さん の 御請 求の 統計表の 如き も 御手 許に 

ない と 云 ふこと であります から、 是は 定期の 時日を 

® いて 二讀會 を 開かれむ ことを 希望いた します。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0® 議長 C 侯爵 德川 I/J 倫 君) 鹿 燁伯爵 に 申 Jv lf ます 

が、 唯今のは 第二 讀會に 移しまして からで 宜しい か 

と 思 ひます C 

0 伯 fi? 席澤金 次 郎君 柊る 前で ございます。 

〇假誔 長 C 侯爵 德川賴 倫 竹〕 採決を 致します、 日程 

第 九， 裁判所 設立に 關する 法律案 第二 K 會を 開く に 

御異雜 ございませぬ か。 

〔「異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔「異議 あり」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假誘 長 c 侯 辟 德川賴 倫 君〕 第二 ! a 會を 開くべし と 

する 諸君の 起立を ffi L ます。 

起立莕  多數 

〇假 議長 (侯 挝德 川賴倫 君〕 過半® と 認めます。 

〇 伯爵 賄 萍金次 郎君 此 場合に 於て 先程 動議と 申し 

ます か、 希 Eg をもぅ 一腮 述べます が、 本日 {t 是に止 

め 置きまして 第二 讀啓は 二 三日 吾々 熟 憩の 上、 此二 

讀會を 開かれむ ことを 希薄いた します。 

〔「寶 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯 桁 德川賴 倫 君〕 照 擇伯に 申 上げます が 

議長は Is ちに 二 if ©- を 開くべし と 云 ふこと も ござい 

ませぬ から 規定の 何を 純まして B: しいかと 存じて 居 

ります。 


〇 似 11 長 C 侯爵 德川賴 倫 君) 御 諮りを 致します が、 
第 十、 第 十一の 日程は 一括して 御異一 ございませぬ 
でございます か。 

/--I 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假誦 長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御異黐 がない と 認め ま 
す。 

〇假篛 長 (侯爵 德川賴 倫 君：} 日程 第 十、 第 十一を 第 
二 18 會に 移す ことに 御 異議 ございませぬ か、 …… 第 
二 讚 會を 開く ことに 御異銥 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 c 侯爵 德川賴 倫 君) 御 異議ない と 認めます 
休憩を 致します、 午後 一時 半まで 休憩いた します。 
午後 零時 二 十八 分 休憩 


午後 一時 四十 二分 開會 

〇假钃 長 C 侯 勝 德川賴 倫 君〕 報吿を 致させます。 

〔長 書記官 朗讀〕 

本日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 直に 
裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
第一 回 國勢調 杳 施行に 要する 地方 經費國 庫支辨 
に關 する 法律案 
戰時 利得 税法 中 改正 法律案 
作業 會計法 中 改正 法律案 
海軍 X 廠資金 會計法 中 改正 法律案 
國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
本日 特別委 员 長ょり 左の 報 f*f 書を提 fli せり 
帝國 大學 特別 會計 法中改 JH 法律案 可決 報告書 
束 京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 突出 金に 
關する 法律案 可決 報告書 
大正 七 年 法律 第 四號中 改正 法律案 可決 報吿書 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 これょり 會謖を 開き ま 

す、 御 諮りを 致します が、 羅員森 山 茂 君 薨去せられ 

ましたから、 R? 辭を 贈りたい と 存じます が、 御 異議 

ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君： >  御 異議ない と 認めます 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 朝鮮 降 院及濟 生院 特別 

會 rr 法 中 改正 法律案に 付きまして、 政府 委員の 答 辯 

がご ざいます から •直ちに 本案の 第一 讀會 の續を 開 

きたいと 存じます、 御 異議 ございませぬ か。 

〔「 異誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 鈴 木 政府 委員。 


〔政府 委員 鈴 木 穆君演 壇に 登る〕 

0 政府 姿 員 (鈴 木穆君 ) 先刻 石 黑男爵 ょり 御 尋ねの 
總 筲府院 及濟 生院に 於き まする 患者數 及其經 費を 申 
上げます、 有料 患者の 數は 延人員に 致しまして 百 七 
萬 八 千 人、 施療 患者の 數が 同じく 百 七十 三 萬 五 千 人 
でありまして、 合計 二 百 八十 一 萬 三千 人となります 
之に 要します るに 患者 費は 有料 患者の 分は 年額 四十 
八 萬 餘圓で ありまして、 施療 患者の ものが 十九 萬 二 
千 餘圓 であります、 合計 六 千 七 萬 三千 七十 九 圓と柑 
成ります、 是で 一日の 想 者の經 费は苻 料 思 者が 四十 
四錢五 厘 •施療 患者が 十一 錢一 厘， 總平均 二 十三 錢 
九 厘と なります る、 濟生院 は 孤 兒の數 が 百 七十 五 入 
盲啞 者が 六十艽 人、 合計 二 百 四十 人になります る、 
其敎養 費は 年額 三 萬 一千 八 百 二. 圓 でありまして、 是 
が 一日 當〇は 三十 六錢三 厘と なります。 

0 男爵 石 黑忠蒽 君 唯今 政府 委員の 御 答に 依り まし 
て 大要 了解いた しました が、 但し 此席 では ございま 
せぬ が， 此の 序に 政府 委員に 御 願 ひして 置きます が 
此 施療 患者の 食料が 一日 幾らに なり、 藥料が 一日 幾 
ら .被服 料が 幾らに なり、 翳師の 給金を 割ります と 
幾らになる と 云 ふこと を 後日で 宜しぅ ございます か 
ら、 W 面を 頂戳 いたしたい と 思 ひます •それだけ 御 
願 ひ 致します。 

〇 政府 委員 C 鈴 木穆 君) 承知 致しました。 

〇假譏 長 (侯爵 德川 賴倫嵙 〕 別 に 御發 _もな いやぅ 
であります から、 採決に 移ります が、 本案の 第二 讀 
锊 を 開くべし とする 諸君の 御 起立を 煩し ます。 

起立 者  多數 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 過半数と 認めます。 

0 男爵 高木諕 寬君 直ちに 第二 is! 會を 開かれむ こと 
を 希望 致します。 

〇與爵 屮川興 長 哲 賛成。 

0假_ 長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 K ちに 第二 li 會を 開く 
べしと する 動議に 御 異議 ありませ ぬか。 

=, 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 異議な しと 認めます， 
直ちに 第二 讀會を 開きます、 全部を 問題に 供し ます 
原案 通り 御 異議 ございませぬ か。 

〔「 異麫な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假誦 長 (侯爵 德 川 賴倫 君〕 御異 S ない と 認めます 
一〇男 爵 高木 兼寬君 直に 第三 ii 會を 開かれん ことを 
| 希望し ます。 


0 與爵 中 JII 興 長 君 賛成。 

〇 小 野 田元洒 君 賛成。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君： >  直ちに 三 讀會を 開いて 
御異讁 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼ふ芾 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 御 異議ない と 認めます 
直に 三 K 會を 開きます ，第二 _ 會 の決鹩 通りで 御異 
議あり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 御 異議がない と 認め ま 
す。 

〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君〕 大 JHi 七^ 特別 會計歳 
入 歳出豫 算 追加 案特 第一 號會議 を 開きます、 全部 委 
員 長の 報告 通りで 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼ふ奔 あり〕 

〇假 議長 C 侯爵 德川賴 倫 君〕 御異 _な いと 認めます 
〇假 議長 (侯爵 德川賴 倫 君) 日程 第 十二、 大正 七 年 
法律 第三 十七 號中 改正 法律案、 敵 議院 提 m、 第一 讀 
會。 

大 JH 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 
大正 八 年 二月 二 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公 K 德川家 達 殿 
大正 七 年 法律 第三 十七 號中改 正 法律案 
大 JH 七 年 法 茚第 三十 七號 'II 左 ノ通 改正 ス 
第一號 「生 牛」 ノ下- 1 「及 生 牛肉」 プ加フ 
〇 伯爵 柳 澤保禹 君 本員は 此 問題に 關 しまして 政府 
に 伺 ひたいので ございます' か— 是は 今日 此處で 改め 
て 申す のでは ございませぬ、 此本 議 « に 於き まして 
衆議院 ； S 付の 案に 對 しては、 從來 殆ど 例外な しに 政 
府の 何等 說明が なかつ たのであります、 此點 に關し 
ては W 々同僚の _員諸 君より 政府に 御注意した こと 
があります、 併し 其 御注意は 此 度の 政府に も御傳 達 
がない のであります か、 相變ら ず 何の 御說 明が ござ 
いませぬ、 是ほ 衆 院 案で ございます から、 無論、 
政府の 御存じの ことでは ありますまい •か、 苟も 法案 
となつ て玆に 現 ほれた 以上は、 私は 殊に 法制局 長官 
が 出席せられ て說 明せられ る ことが 至當 と考へ るの 
であります、 何故に 御說 明がない のであります か、 

一 應御辯 明を 得たい と考 へます。 

〔國務 大臣 男爵 高 病 是淸君 演壇に 登る〕 


朝鮮鹄院及濟生烷特別會計法中改正法律案第一讀會の綏第二諝會第三諮會  大正 七 年 法律 第三 十七 號屮改 正 法律案 第 會 


七三 


院族贵 會議國 帝 回 一十 四 第 


銥子港 修築の 諳； g 外 八 件 


七三 二 


〇國務 大臣 (男£ 高 橋是淸 君) 唯今 法制局 長官が 見 
えませぬ ので 私より 一言 申 上げます、 此衆 議院 提出 
の 大正 七 年 法律 第三 十七 號 …… 

〔「もぅ 少し 大きな 聲で願 ひたい」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 

法律 第三 十七 號に 付きまして 政府 (3: 衆議院に 於て 同 
意を 致した ので ございます、 左 樣御 了承を 願 ひます 
〇假 S 長 C 侯爵 德川賴 倫 君) 別に 御 質問が ありませ 
ぬ やぅで ございます から， 本案の 特別委 員を 報告 致 
させます。 

〔成 顯® 記 官朗 讚〕 

大 JH 七 年 法律 第三 十七 號中改 正 法律案 特別委 員 
侯爵 佐々 木 行 忠君  子爵 牧野 忠篤君 

子爵 伊集院 兼 知 君  石 塚英藏 君 

男爵 東鄕  安 君  室 田 義文君 

多勢 龜五郞 君  土 田 萬 肋 君 

平 尾 喜 三 郎君 

〇假 議長 (侯脬 德川賴 倫 君〕 日程 第 十三、 銚子 港修 

築の 請願、 第 十四、 田島區 裁判所 復觀の 請願， 第 十 

五、 靑森 縣西津 輕 郡稻垣 村に 登記所 設置の 請願、 第 

十六、 都 城 11 島 間鐵道 敷設の 請願， 第 十七，® 輕便 

線を 杉 安 迄 延長の 請願 •第 十八‘ 山 口 縣豊浦 郡 豊田 

下 村に 三等 郵便局 設置の 請願、 第 十九， 上賊鐵 道を 

高 崎 市より 起 : n 速成の 請願、 第二 十、 煙草 耕作 組合 

に 交付金 下付の 請願 •第二 十一、 大正 六 年 法律 第 六 

號軍人 恩給 法 附則 改正の 請願、 第二 十二、 蠶業試 驗 

場 支 場 設置の 諸 願、 第二 十三、 彐國區 裁判所 復設の 

請願、 第二 十四、 高田區 裁判所 /Li 張 所 設置の 請願、 

第 十三より 第二 十四まで 一括して 御異髒 ございませ 

ぬか。 

CT 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 意見書 案は 朗_ を經 さる も參 照の ため 

玆 に ® 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

銚子 港 修築の 件 

千 葉縣市 原 郡 八幡 町 千 葉縣水 產會長 宮吉長 五 

郎外五 名 呈出 

右の 請願は 铫子 港は 相 撙灘以 北 二 百餘 海里に 亘る 

大認 場に 於け る 喵一 の 漁業 根據 地に して 避難 港た 

り 然るに 港口には 岩礁 點 綴し 危險甚 しく 激浪に 際 

し ては 漁船の 迺難絕 ゆる 事な く 近時 益 危害を 增加 

する の狀况 にして 之 か 修築は 至要の 急務に 13 すと 


雖 到底 一部 苻 縣の茭 出の 堪 ふる 所に 非 さるを 以て 
國费を 以て 大正 八 年度ょり 同 港を 修築せられ たし 
との 旨 趣に して ft 族院ほ 願意の 大體 ほ 採擇 すへ き 
ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別冊 
及绘付 候 也 

大正 八 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 總理次 臣嗦敬 殿 
意見書 案 

田島區 裁判所 復薦の 件 

福島縣 南 倉 津郡田 島 町長 湯 田 千代 作 外 十三 名 
呈出 

右の 請願 ほ ffl に 行政 整理の 結果 田島區 栽 判 所を 廢 
し 其の 管轉區 域た る 福島縣 南會津 郡を 擧げて 若松 
區 裁判所の 符 _ に 屣 せしめられた る も 同 郡と 若松 
m とは 距離 極めて 遠く 交通 甚不 便に して 多額の 費 
用を 要し it 憾尠 からさる を 以て 田島區 裁判所を 復 
設せ られた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體 
は採攞 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五 
條に 依り 別冊 及 ; S 付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 蔵 長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

靑森縣 囲 津輕 郡稻垣 村に 登記所 設置の 件 
靑森縣 西津輕 郡稻垣 村長 藤 田 藤 左衝門 呈出 
右の 請願は 靑森縣 西津輕 郡稻垣 村は 區域廣 く戶口 
多くして 登記 事件 夥多なる に拘ら す 所轄 登記所を 
隔 つる こと 遠く 交通 M 杜絕せ ら るるを 以て 同村 內 

に 登 It! 所を 設置せられ むこと を K 議院に 請願し 採 

擇せ られ しと 雖朱實 行せられ さるは 甚 遺憾なる に 

依り 之 か 敷地 建物は 稻垣 村ょり 寄附す るを 以て 速 

に 之を 同村に 設置せられ たしとの 旨 趣に して 貴族 

院は 願意の 大體は 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 

議院 法 第 六十 五條に 依り 別冊 及 5a 付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 翳 長 公爵 德 III 家 達 

內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

意見書 案  . 

都 城 福 島間鐵 遒 敷設の 件 

宮崎縣 北 諸縣郡 高 城 村 士族 農 新摁千 秋 外 二 百 

六十 五名 呈出 


右の 請願 ほ 都 城 志 布 志 間 輕便鐵 道の 敷設 ほ 大正 八 
年度 豫 算 案に 計上せられ たりと 雖若之 を宮崎 縣下 
福 島 町 迄 延長せ さると き ii 單に 鹿兒島 释® S 郡 及 
宮崎縣 北 諸縣郡 を 連絡す るに 止ま 〇宮埼 縣南那 珂 
郡は « も 其の 恩惠に 浴す るを 52 さるの みならす 水 
陸產 業の 開發 上甚溃 憾な るを 以て 將來飫 肥油津 間 
縣營輕 便鐵 道に 連絡せ しむる 目的を 以て 先つ 同町 
迄 之を 延長せられ たしとの 旨® にして ft 族院ほ 願 
意の 大 髖 ほ 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 諮院法 
第 六十 五條に 法り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴 族院 _ 長公斟 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 


意見書 案 

妻輕便 線を 杉 安 迄 延長の 件 
宮崎縣 苒 崎郡宮 崎 町長 加 藤 七 五郎 外 三十 四 名 
呈出 

右の 請願は 宮崎縣 下 妻 輕便線 を 妻ょり 三哩 餘を隔 
つる 杉 安 迄 延長す るは 米 良 山地の 豊富なる 利 源を 
開發 する 所以なる のみなら す從來 同地 方に 山積せ 
る 貨物を 福 島 港に 迂回 搬 3 せる の 不間を 除き 該線 
の 効用を 全ぅする ものなる を 以て 速に 之を 延長 敷 
設せ られた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體 
は 採 揺すへ きものと 翳 決 致 候 因て ii 院法第 六十 五 
條に 依り 別冊 及邊付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 S 長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 


意見書 案 

山 口 縣豊浦 郡 豐田 下 村に 三等 郵便局 設置の 件 
山 口 縣豊浦 郡 豊田下 村長 松 井修三 呈出 
右の 請願 ほ 山 口 縣豊 浦郡豊 田： 卜 村は 長門鐡 道の 停 
車 場 所在地に して 戶口增 加し 貨客の 集散 頻繁に し 
て通信繁多なるに拘しらす里餘を隔つる西市郵促局 
の 管轄に 愿 する 爲不 fl!i 不利 尠から さるを 以て 速に 
同村 大字 手 洗 字 下 飯 塚に 三等 郵 ffi 局を 設置せられ 
たしとの 旨 趣に して 貴族院 ほ 願意の 大體ほ 採摆す 
へき ものと！ I 決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 
別册 及 送付 候 也 

大正 八 年月 日 

貴族院 题長 公爵 德川家 達 


内閣 璁 SH 大臣 原* K 
意見® 案 

上轺鐵 道を 高 崎 市より 起工 速成 〇 件 
高 崎 商業 愈 議所鈐 頭 小島 激平 呈出 
右の 請願は 上越 鐵逍の 敷設 it 著しく® 送 力を m 進 
し單に 上越 二 州の 锊 躍 を 招く のみなら す ポ $ 上大 
なる 利便 あるを 以て 完成の 速なら むこと を 孕む や 
切なり 故に 長 岡 市の 一方 面よ 〇 起工す るか 如きは 
完成の 時期を 遲延せ しむる のみなら す！^ 市 方面 
に 於け る 沿道 地方の 富 源の 開 發の爲 迆 憾な るを 以 
て 速に 高 崎よりも 起工せられ たし . h の 旨 趣に して 
貴族院は 願意の 大腊ほ 採摺す へき ものと ^ 決 致 代 
因て 翳 院法第 六十 ? ;: 條に依 〇 別册 及邊付 候 也 
大正 八 年月日 

S 族院讖 長 公爵 德川家 達 
內閣 總挪 ■大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

煙草 耕作 組合に 交付金 下付の 件 
德島縣三好郡山城谷村池田專玫支局管內煙荩 
耕作 組合 長大 野 協 外 一名 呈出 
右の 請願 ほ 池 m 專賣 支局 管内 煙 辟 耕作 組合は 焯荩 
耕作 人と R] 支局との 中間に 立ち 斯業の 發 達と唞 務 
の圓滿 とを 計らむ か @ 關係法 規の 周知 反則 者の處 
分、 耕作 段別の 配 當 • « 類の 整理 等を 行 ふと 雖其 
の經費 多額に 上り 勞銀 •肥料 等の 暴 脇せ る 今日 之 
を 組合 負た る 耕作 人に 負擔せ しむる は ffi 苛酷なる 
を 以て 同 組合に 飽 し 政府より 相當な る 交付金を 下 
付せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 腔 
は 採 揺すへ きものと _決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五 
條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達' 
內閣總 理大 K 原 敬 殿 
意見書 案 ， 

大正 六 年 法律 第 六號 軍人恩給 法 附則 改正の 件 
三重 縣桑名 郡 桑 名 町 士族 無© 業 退役 陸軍 一等 
主計 笹川周 德外西 六十 九 名 呈出 (十五 通〕 

千 葉縣安 房 郡那古 町 米穀 阪賣業 鈴 木 久米吉 里 

靑 森縣弘 前 市 大字 在府町 士族 退役 陸軍 步兵少 
佐 小 友 勝 次郞外 五十 四 名 呈出 
右の 請願は 大正 六 年 法律 第 六號を 以て 軍人恩給 法 


院族貴 鈐議國 帝 回 一十 四 第 


を 改正して 恩給を 受 くるの 事由 か 明治 四十 四 年 三 
月 以前に 生した ると 同年 四月 以後に 生した る 事に 
依り 支給額を 異にする の 不公平を 除去せられ たる 
も尙扶 助 料は 大正 九 年分より 退職 恩給 又は 免除 恩 
給は 同 十一 年分より 初めて％ 加せられ たる 全額を 
給 せらる るは 物 {B 暴膦 せる 今日に 於て 受領 ffl 利 者 
の甚 苦痛と する 所なる を 以て 大正 八 年 一月より 十 
二 月 迄の 分よ 〇佾 加せられ たる 全 ? fn を 支給 せらる 
る やぅ 同 法則 第五 項 及第 六 項を 改正せられ たしと 
の 旨 趣に して a 族院は 願意の 大體 は採摺 すへ きも 
のと P. 決 致 候 因て 穀院法 第 六十 五晓に 依り 別册 及 
送付 候 也 

大正 八 年月 Q 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

蠶業試 驗場支 場 設置の 件 

廣島縣 sa 補 同業 糾合 組長 廣猢定 太 M 外 一名 呈 

右の 請願は si 業 試 驗楊茭 場の 配 固妥當 を闕く か爲 

中 國及四 國谷縣 に 於け る 锊 業の 進步 著しき もの あ 

るに 拘らす 之 か參考 資料 並顷 蹬 補 等は 總て氣 候 風 

土 相違せ る 綾部 若は 熊本茭 場の 供給に 侠た さるへ 

からす 爲に e M 製造者 及 一般 赛蠶 者の 蒙る 不便 不 

利 S しきを 以て 屮國中 適當の 地に 1?| 業 試 驗場茭 場 

を設け俺良£|稀の普及を計り ||. 斯菜の横脑を示さ 

れた しとの g= 趣に して 货族院 は 願意の 大體は 採擇 

すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依 

り 別册 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

贵 族 院議 長 公爵 德川家 達 

內閣璁 珂 大 , [11 原 敬 殿 

S 見 31 案 

三國辟 裁判所 復設の 件 

福 井縣奴 井 郡 三國 町 長 岡 崎 悌 M 郎 呈出 

右の誧願はーニ國區裁判所は明治三十五年中廢止せ 

られ たる も 其の 管轄に 陆せし 福 井 縣坂井 郡は 縣下 

の大郡 にして 加 ふるに 郡 內彐國 町は 取引 頻繁なる 

と共に 諸般の Ilf 務敏捷 を 要するに 拘らす K 裁判の 

設な きは 地方 ft 民 一般の 不便と する 所なる を 以て 

速に 同 區 裁判所を 復設せ られた しとの 旨 趣に して 

a 族院は 願 益の 大 RS は 採 揺すへ きものと 誘 決 致 候 


因て 誘院法 第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 il 長 公爵 德川家 達 

内閣 總理 大臣 原 敬 殿 _ 

意見書 案 

高田區 裁判所 出張所 設置の 件 
新潟縣 西 頸 城 郡 根 知 村 平民 農齋藤 勇 治 郞外三 
十三 名 呈出 

右の 請願は 新 潟 縣西頸 城 郡 根 知， 小 ii の I'M 村は 近 
時 登記 件數拊 加した るに 拘らす 之を 管 _す る 高 田 
區 裁判所 糸魚 川 出張所との 距離 遠く a 道路は 姬川 
の 急流に 沿 ひ 降雨 積雪に 際して は 交通 杜絕 し爲に 
登記 申請の 時期を 失し 農民の 不促萵 しきを 以て 根 
知 村 大字 根 小屋に 高田礙 裁判所 al 張 所を 設置せ ら 
れた しとの 旨 趣に して 貴族院 (t- 願意の 大體は 採擷 
すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依 
り 別冊 及揆付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣總 理 大臣 原 敬 殿 

〇假羁 長 (侯 滞 德川賴 倫 君) 別に 御 異議 ございませ 
ぬければ 委員長の 報告 通り 採 探いた して 御 異議 ござ 
いませぬ か U 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇假 議畏 C 侯 K 德川賴 倫 君) 御 異議ない と 認めます 
次の 議事 日程は 费 報を 以て 御 通知に 及びます、 本日 
は是 で散會 いたします。 

午後 一時 五十 四 分 ts 會 


〇 大正 八 年 三月 I 日 (土曜日〕 

午前 十 時 一分 開 11 

諾 事 B 程 第 十四 號 

第 I  男爵 後藤 新 平 君 •杉 田定 I 君 •田 中 源 太 

郎君、 三 木 與吉郎 君 ii 暇の 件 

第 11 大正 八芘度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 

號) 審査 期限 5 定む るの 件 

第三 道路 法案 e _|| 付) 第一 讀會 

第 E 大正 六 年 法律 第- 1 ハ號中 改正 法律案 (■调 

S  ^-8  ‘出 

第五 時局の 影罂に 因る 地方 稅 制限 擴張 に關す 

る法律案 ^ 11.1付}第一讀會 


第 六 高等 蔑 學校 創設 及 擴張費 支辨 に關 する 法 

律 案 (繊轉 S 削 1: 第一 讀會 

七  f  SSL if する  S  案 (III, 

J 第 二 讀會 

第 八 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

1 關院) 第_  i 
第 九不— 法中改 it — 案 (織 謂 1 刹 付) 
第二 讀會  ：纟 . 

第 十 I 帝圉 大學 特別 會計 法中改 2E 法 S ® 调 

1 J  5 響— ( II 長) € 出. 

第 十一'  東京 帝圉大 學及 京都 帝 陡 大® 臨時政府 
支出 金に—^ 1 uglily 
f IK f 績( 歡韻 長) 

第 十 1 一大 正 七 年 法律 第 四 號中改 正 法律案 (細 

譏 1 f- S  星 II 長) f 

0 議長 (公 揺 德川家 達 是 より 諸般の 報吿を 致さ 
せます。 

〔成 11 書記官 朗讀〕 

去月 二十 六日 本院に 於て Mr 決した る 左の 政府 提出 
案は 即日 裁可を 奏請し 又 BJ 決の 旨を 衆 _院 に 通知 
せり 

朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
大正 七 年度 谷 特別 會計歳 人 歳 / H 豫算追 加 案 (特 
第一 號) 

同日 本院に 於て 探捋す へき ものと 議決した る铫子 
港 修築の iff 願 外 十一 件の 請願は 谷 意見書を 付し 即 
日 之を 政府に -S 付せ り 

同日 議決した る 決議文は 即日 之を 外務大臣に 送致 
せり 

同月 二十 七日 請願 委負 長より 左の 報告書を 提出せ 
り 

請願 文書 表 第 六 回報 街 書 
同月 二 十八 日 姿 員 長より 左の 報吿爵 を 提出せ り 
鐵道 敷設 法 中 改正 法津案 可決 報吿書 
北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
請願 委員 會 特別 報吿第 四號 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 會_ を 開きます， 
日程 第一、 男 IE? 後藤 新 平 君、 杉 田定！ 君， 田 中 源 太 
郎君、 三木與 吉郞君 請暇の 件， 後藤 男 Bf 海外旅行に 
付き ® • 期 中、 杉 田 君病氣 に付き 十二 日間 •田 中 君 病 
氣 に付き 八日 間 •三 木 君病氣 に付き 八日 間の 請暇で 


ございます、 何れも 許可を 致して 御 異存は ございま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二、 大正 八 年度 歳 i 

入 歳 m 總豫算 追加 案 第！ 一號 、港査 期限を 定む るの 件 
本日 も 御 異議がなければ 通牒 文の 朗讀 を卷略 致した 
く 存じます。 

〔左の 送付 文は 朗 讀 を經 さる 4 參照 のた め玆 
に載錄 す 以下 之に 傚 ふ〕 

(第二 號) 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り 及 送付 候 也 

大正 八 年 二月 二 十五 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔國 務大 Fill 男® 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是溃 君) 本案は 高等 諸學 校の 
創設 及撋 張に 關 します る經费 で、 其 大要を 述べます 
れば 、總費 額 四千 四百 五十 餘萬圓 でございます、 之 
を 大正 八 年度 以降 六箇 年間に 茭出 する もので ござい 
まして， 其 大正 八 年度の 金額は 二 百 九十 餘萬圓 で ご 
ざいます， 邦 計 ffi の內容 は大瞪 學 校の 創設の 擴張及 
敎員 養成の 二 項目を 骨子と 致しまして、 尙ほ 之に 隨 
伴す る 所の JK 務 費を 加へ て 三 ？ £■! 目に 分れて 居ります 
然る 所 右計畫 に S しまして 畏くも 御 內褚金 一千 萬圓 
を 下賜 相 成るべき 御沙汰が ございました に付き、 右 
御 下賜 金 及 公債 又は 借入金を 以て 之を 支辨 する の 計 
#4 を 立てた のであります、 御 內帑 金は 毎年 二百 萬 圓 
づ 、五箇 年度に 一 Ja つて 下賜 せらるべき 御沙汰で あり 
ますから. 大正 八 年度に 於き まして ほ、 九十 餘萬圓 
に te る計畫 と 致した ので ございます 、御 ^ 議の上 速 
に 御 協賛 あらむ ことを 望みます。 

〇 男爵 石黑忠 蒽 君 本員は 政府に 質問が ございます 
此案 にも 御 下賜と 申します る 字が ございます •又 唯 
今 大臣の 御說明 中に も內帑 より 賜は ると 云 ふこと が 
ございまして、 陛下が 敎育 のこと ■殊に 此 W 年に 對 
しての 厚き 御 思 召の 斯 くまで あらせられる と 云 ふこ 
とは 深く 感佩 いたします るので、 此 深く 感 佩いた し 
まする と共に、 是が御 下賜に 相 成りました 經過 を拜 
聴いた しまして、 此感を 深く 致した う 存じます、 並 
に此 下賜の ございました のは 如何なる 御沙汰 書が ご 
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ざいました かと 云 ふこと を 拜 承いた しまして， 益々 
感を深 く 致した う 存じます ので、 其 二つを 承りた う 
存じます。 

〔國務 大臣 中橋德 五 郞君演 壻 に 登る〕 

〇 國務大 EC 中 摘 ^ 五郎 君〕 驻だ申 譯けあ り ませぬ 
が、 唯今 石黑 男时 ょり 御尋が ありました 御 趣意を、 
少し 遲 刻を 致しまして、 十分 じ 聽収り 兼ねました か 
ら勝 手で ございます が* もう 一度 どうぞ 御 話を 願 ひ 
ます。 

0 男 協 石黑忠 寤 君然 らば 繰返します、 本案の 說明 
に 御 下賜 金と 云 ふ 文字が ございます， 唯今 大蔵大臣 
の 御說明 中に も 御 下賜 云々 と 云 ふこと がご ざい まし 
た、 本員 ほ 陛下が 斯 くまで 敎育 のこと に 御 心を 寄せ 

させ 給 ふと 云 ふ. こと 靑 年の 上に 付て 深き 御 思 召を 垂 

れ させ 給 ふと 云 ふこと に付きまして は 深く 感激いた 

します ると 共に、 此下 賜金が 如何なる 經過で 御 下賜 

に 相 成りました かと 云 ふこと を 承りまして、 ft つ 又 

此御 下賜 金に 付きまして 如何なる 御沙汰が ございま 

した かと 云 ふこと を 承り ま . L て、 益々 此 有難き 感じ 

を 深く 致した う 存じます ので、 此 二つの ことを 承り 

たい、 斯_ に 質 間いた しました のであります。 

〇國務 大 21 C 中橋德 五郎 君) 能く 分りました です、 

御 答を 致します、 昨年 現 內閣が 成立いた しまして か 

ら、 豫て敎 育 振興と 云 ふこと も 同志の 者が 熟 心に 唱 

へ 講究を して 居りました 結果、 先づ 第一に 此敎 育の 

振興に 付て 計 3i を 立てたい と 云 ふ考を 起しまして、 

それ'^ 調査を 始めた 譯で あり ' i す、 然るに 一阼年 

以来 設けられて ありました 所の 彼の 臨時 敎育 會識に 

於て、 段々 御 研究に なつて、 御 答申に なつた 答 FtJ 案 

も澤 山 あります* 彼れ 此れ 研究いた しました 中で、 

其 答申に 基いた る計畫 も 致した し、 又 他の 計丧も 致 

したいと 云 ふことの 考を 起しまして、 一面には 上は 

大學 ょり 下は 初等 敎 育に 從 事して 居ります る敎官 の 

待遇と 云 ふ ものを、 改善を 致したい と A- ふ考を 起し 

ました、 又 一面には 高等教育 機關は 今日 設備が 非常 

に 遲れて 居る と 云 ふこと を考 へまして、 此缺陷 を » 

ひたいと 云 ふこと に付きまして •高等 敎育機 關の增 

設と云 ふ ものを 計 迸す ると 云 ふ 案を 調査 研究した 譯 

であります、 色々 の 案を 調査いた します るに 彼れ 此 

れ 日を 费して 居りました が、 其 事が 岡らず も、 ®! 聞 

に 達しまして、 内帑 御 下賜の 御達しを 蒙つ た 譯であ 

ります、 此の 御内 帑 金の 御達しは 總理 大臣を 御 呼 出 


しにな りまして、 御達しに なつた のであります、 玆 
に 其 御達し 文を 朗讀 いたし ませう であります、 昨年 
の 十二月 二十 五日であります、 斯う 云 ふ 文章で あり 
ます、 「高等 敎 W 機關搦 張の 計 迸 有 之る 趣 被 聞 食 思 
召を 以て 內帑金 一千 萬圓 下賜 候 旨 御沙汰 被 爲在候 」 
斯う 云 ふ 御達しが あつたので あります、 斯の 如き 有 
難き 思 召を 蒙りました に付きまして ほ、 常 局 者に 於 
きまして は、 憨 々此撋 張 案を 鸱め ままして、 熟 心 之 
が 遂行に 從事 いたす ことに 相 成つ たのであります、 
此騁め ました ものは、 即ち 本日 本院の 會議に 御 願 ひ. 
致します る 第二 號 大正 八 年度 追加 豫 » 案であります 
0 男爵 石 黑忠直 君 唯今 文部大臣の 御 ffi 明を 承り ま 
して、 本員は 益々 陛下の 大御心 を 有難く 感佩 いたし 
ます、 次第であります、 政府 ほ 若し此 御 下賜 金が ご 
ざい ませぬ かつたら ば、 此計畫 は 如何にな さるので 
ございませう。 

〔國務 大臣 中橋德 五郎 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (中 橋德五 郎君) 御 答いた します が、 此 
御 下賜 金が 若しな かつた とした 時には どうす るかと 
云 ふ 御 話であります が、 それは 計查の 途中には 此御 
浊汰が ありました から 愍々 私共 感激を 致しまして、 
此計® を 進行した 譯で あります が、 さう 云 ふ 事實の 
經過に 相 成つ て來た のであります、 蓋し 萬 一 此御沙 
汰が ありませ ぬに 致しましても、 多分 進行を 致して 
居つ たらう と 思 ひます が、 それは 唯 想像に 過ぎ ませ 
ぬ。 

0 男爵 石黑忠 恵 君 然らぱ 政府は 此御 下賜 金が ござ 
いませぬ かつたら ば、 此計畫 の 中で 即ち 本年は 二 百 
九十 八 萬 六 千 四百 三十 圓と ございます が、 政府は 九 

十八 萬 六 千 四百 三十 圓で 之を 計* される ので ござい 

ませう か、 斯 くの 如き 御 問 ひを 致します のは、 本員 

は 政を 爲す 人が、 當然國 費を 以て 國事 を營み ますと 

云 ふ 上に 付きまして、 御 下賜 金 殊に 莫大の 御 下賜 金 

を 得ます ると 云 ふこと ほ餘程 是は考 へませ ぬければ 

相 成り ませぬ ことの やうに 考 へます で、 斯 くの 如き 

問を 致します のであります が、 若し 御 下賜 金が ござ 

いませぬ かつたら ば、 九十 八 萬 M で此 計* を爲 され 

ると 云 ふ 積り で ございませう か。 

〔國務 大臣 中 橋德 五郎 君 演壇に 登る：！ 

〇國務 大臣 (中 橋德五 郎君〕 是 ほ 斯う 云 ふこと にな 

つて 居ります、 全 體の 計费は 四千 四百 五十 餘萬圓 の 

計 ® であります、 其 中で 本年度に 出て 居る ものが 二 


百 九十 何 S 圓 、斯う 云 ふこと になつ て 居る ので あり 
ます、 二 百 九十 何 萬 1MI で (X 計畫の 遂行は 出来ない の 
であります、 それから 若し 政府が 此計 ffi を 遂行し ま 
すると すれば、 大體 四千 四百 五十 萬圓な くて ほ、 是 
だけの 學校ほ 出来ない のであります、 此際に 併せて 
全 體の計 畫を御 說明申 上げて 宜け れぱ 、それを 申 上 
げた 方 •か 餘程 御參考 になる かも 知れ ませぬ、 さう 云 
ふこと に 致し ませう か。 

〇 男爵 石 黑忠蒽 君 議事の 進行の 爲 に、 S; ほ 詳しい 
御說 明を焊 ませぬ でも 宜しう ございます、 尙稞算 委 
員會 でも ございます 、併ながら 唯今の 仰せを 承は り 
ますと， 本年 ほ 二百 萬圓 であ 〇 ます、 二百 萬 圓づ、 
十箇 年と 一 K ふこと であります から、 都合 二 千 萬圓に 
なります ことは 本員の 粗雑の 頭で も 勘定が 出来ます 
而して 今日 本年の 歳出に 差當 つて 申します と、 二百 
萬 圓と云 ふ ものが 下賜に なりまして、 あとのが 九十 
何萬圓 でございます、 若しも 當年 下賜が ございませ 
ぬければ、 當 年の 年度 割は 九十 何 萬 圓と云 ふ ものに 
なる 譯でご ざい ませう か、 伺 ひたい。 

〇國務 大臣 C 中 橋德五 郞嵙： >  それは さう であり ませ 
ぬ、 御 下賜 金の 有無に 關はら ず、 此計赘 ほ 二 百 九十 
何 萬圓の 計畫で あります、 さう 云 ふ 計畫に なつて 居 
ります、 御 下賜 金は 內帑 よりして、 本年度より 向 ふ 
五箇 年間に 一千 萬圆御 下賜になる と 云 ふ 御達しが あ 
りました のであります が、 或は 大正 九 年度よ 〇 御 下 
賜に なりましても •十 年 前より 御 下賜に なりまして 
も、 計 畫に變 りは ありませ ぬ、 一個の 財源に なつて 
居ります、 さう すると 本年は 借人 金、 若く ほ 公 ® を 
以て 二 百 九十 何 萬 圓と云 ふ ものを 支出す る H になり 
ま^^ 

0 男爵 石 里； 忠蒽 君續 いて 伺 ひます、 さう 致します 
と、 政府の 御 計 書は 今 大臣の 御 述べに なりました 額 
で 御計畫 になつ た 所で、 其 上に 一千 萬 圓と云 ふ もの 
の 御 下賜 金が ございました ので、 幸に 其 御 下賜 金 か 
ございました から* 其 中で 御 差 引きに なつて 云々 と 
云 ふ » で ござり ませぬ か。 

〔國務 大臣 中 橋 德五郞 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 中 橋德五 郎君) 御 下賜 金の 御 話で あり 
ますが、 十分 私は 御_ の 御 趣意を 了解いた し 兼ね ま 
すが、 斯う 云 ふこと と 思うて 御 返事を 致したい と 思 
ひます、 計 « は學 校の 數を 減す か 何 かしませ ぬ 以上 
は、 金額は 減らない のであります、 それで 四千 四百 
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五十 萬 lil で大腌 今日 ある 所の 官立の ? 5- 沌墀門 吊 校以 _ 
上、 大學 合せて 三 四十 あるので あ 〇 ます、 私立が 六 
十餘 あるので あります、 是で生 徒を 一茁彐千 ばかり 
大正六年度の絞計に氓〇ますと云ふと^收冰をして 
上の 方に 上 ぼせ た 譯であ ります， 所が 本年 •… 大正 
六 年、 六 年の 中學の 卒業生の 總數は 二® 一千 有餘と 
云 ふこと になつ て 居る、 是が年 々咐 して 行きます か 
ら 、七 年 先き に 於き ましては 是が 三 ; M になる と 云 ふ 
推定を 致した のであります、 三 萬の 中 少なくとも 二 
萬は h 級に 進む ことに、 從來 の K 驗に依 〇 まして， 
推定を 致しました、 二 萬 人 全部を 收袢す る阀關 を 拉 
へる と 云 ふの が、 本案の 骨子であります、 さう して 
二 萬 人の 中 一 萬 三千 餘 人、 一 萬 四千 八 ばかりと 云 ふ 
もの ほ 現在の 官立 學 校、 六 千 餘 ••… 公私 立で 七尸冇 
餘と云 ふ ものを 收容 して 居ります、 殘〇 六千ぱ かり 
と 云 ふ ものを 收容 する ものを 徘へな ければ ならぬ、 

其 六 千の 中 現に 昨年の 帝 國詨會 に 於て 御 協锊 になり 
ましたる 十 校 並に 本年度の SI 豫 算 に 在ります 四 校‘ 

此 高等 機關に 依りまして 一千 奋餘 人と 云 ふ ものを 收 
容する 計 斑に なつて 居ります、 後との 殘 ひ四 千 有 餘 
と 云 ふ ものを 此 追加课 算 に 依つ て收容 する、 斯う： K 
ふ 計 Ja から 出て IS- るので あります •其 計 :;!!! で ? 1 むの 
であります から， 此計进 を. , Iff 行す る 上に I-J きまして 
ば 財源の 如何に 拘らず 、當 局に 於て は 四千四百 :71: 十 
萬 圓と云 ふ ものを 要する、 斯う 云 ふ計讲 を 立てた 譯 
〇 あります。 

〇與 爵孖 黑忠惠 君尙ほ 伺 ひます、 本員の K 問いた 
します のは 少々 不辯で 御 分りに ならない かと 思 ひま 
すが、 本員は 斯樣 に 711: るので， 四千 四百 五十 萬 圓の 
金額を 要する と 云 ふことは ■旣に 閣議に 於て 御 5C ま 
〇 になつ た 所へ 新に 一千 is lwl 御 下賜に なりました の 
であります ると 當り 前の 計 ffi ょりも 其 御 下賜 金の 〇 
に、 其 計 ffl の聩張 すると か、 良くなる とか 云 ふこと 
がなくて はならぬ と 云 ふ 譯で あります が、 此 四千 何 
百 何十 何 萬 圓と云 ふ 中へ 恩賜に なりました ので あり 
ます か、 斯う 云 ふこと を 承りたい、 それともう 一つ 
は、 唯今の 段々 の御說 明に 依る と當然 國家が S すべ 
き 事で ございます のに、 是を 總预算 に 御 出しに なら 
ぬで •追加で 御 出しになる のは どう 云ふ譯 で ござい 
ます か、 是も 承りた うご ざいます。 

〔國務 大臣 中 橋德五 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (中 橋 德五郞 君〕 能く 分りました、 政府 
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に 於て 計 ffl 中に 御 下賜に なつた のであります、 閣議 
で 決定した る 後に 出た ので ありませ ぬ、 考案 屮に御 
下賜に なつた のであります、 それから 今一つは …… 
0 男 斟石 黑忠 蔥 岩 それを 追加で 御 出しに なつた の 
を …… 

0_務 大臣 C 中 橋德 五 郎嵙〕 それは 斯う S ふ譯 であ 
ります、 實は 現内閣は 昨年の 九月 二 十九 日に 成立い 
たしまして、 其當畤 には 旣に前 内聞に 於て TI 算槪算 
の 編制を 結了して 居つ た 課で •槪算 の密査 ほ 終つ て 
居り ませぬ が、 更迭の 日が 淺 くて それょ 〇豫 算蒞査 
耍求書 の 制定 並に 印刷 等の 日を 勘定して 參 ります と 
なか <日が 迫つて 励き が収れ なかつ たので、 其 所 
で大腾前の槪算に « りまして、多少の肢捨を谷省に 
加へ まして、 閣議に 掛けて 決定した のであります， 
然る 所が 其 常時には 此 追加 裸 3? の 計盡は 初めて 調査 

に 著 手した 譯で 、まだ！： まり 兼ねた のであります、 

之を 待つ て 居ります と、 總豫淖 等の 締切に 間に合 . li 

ないから それで 1 i 谗算は 總豫算 で 締切つ て 進行いた 

しまして-さうして此計 « は後の追加にいたした、 

斯う 云 ふ 順序に なつて 居ります， 此計 迸 も 度々 研究 

いたしまして 色々 に變へ たもので あります から、 相 

當の 時日を 要しました、 是は殆 ど 先に 消 備がな かつ 

たので、 總豫 算 の ものは 阼年 六月 以来、 各省に 於て 

相當の 维艄 をして •それ f の 手續を 經て •練つ て 

出て 居つ たもので あります から •大變 やり 易う ござ 

いました が、 追加 神 3? に 致しました 趣 ? S はさう 云 ふ 

譯で ，出来るなら ぱ總豫 J.C に 入れた かつた ので あり 

ますが、 餘稈 _ まりが 遲れ て、 之に 入れる ことが 出 

来な かつた S であります。 

〇與爵 石黑忠 }a 君 諄く 伺つて 柑 濟み ませぬ •か、 唯 

今の 御 說 明に te ります と， 内閣で 此事 を審蕻 いたさ 

れ まして 未だ 決定いた され ませぬ 中に、 此事を 聞 食 

され 御 下 ! IB になり ました やうに 承りました が， 決定 

いたし ませぬ のに 御 下賜を 御 受けになる と 云 ふのは 

何だか 本 fi の考で は 如何にも 輕卒の やうに 怪み ます 

が、 どんな もので ございませう か、 承つて 見た うご 

ざいます。 

〔國 務大； £ 中 橋德五 郎対演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (中 橋德五 郎君) 是も 御尤もの 御 縣念の 

やうに 思 ひます が、 T® て敎育 振興の ことを 熟 心に 私 

共の 同志は 考 へて 居つ たのであります ..：•• で 是非 振 

興したい と 云 ふ考 は>  皆の 頭に 存 して 居つ たので あ 


ります、 唯今 申 上げた のは 閣議に 於て 確定して は 居 
なかつ たと 云 ふこと を 申 上げた のであります、 どう 
かして やつて 見たい と 云 ふ譯で 進行いた して 居つ た 
のであります。 

0 男 脬 石黑忠 鹿 君閗議 に 於て 確定を 致し ませぬ 中 
に 御 下賜 金を 御 受けになります 事が m 來ませ うか 本 
員は 甚だ 右 等の 事を 心配いた します 苦で、 甚だ 本員 
は怪み ます •閣議の 未だ 決定いた さぬ のに 御 下賜 金 
が あつて、 それを 御 受けに なつた、 若し それが 不確 
定にな つたら、 どうな さる 御 積り で ございませう か 
【 國務 大臣 中 橋饴： 九 郎君 演壻に 登る〕 

〇國務 大臣 (中 橋焰五 郎君〕 それは 斯う 云 ふこと で 
あります、 閣議に 於て は 計 ffli を やらう と 云 ふことは 
相談を 決して 居つ たのであります、 併し 年限、 金額 
等に 付きまして は 色々 研究した ものであります、 そ 
れで 決定いた さない と 申 上げた のであります。 

〔 阪木釤 之 助 君發言 の 許可を 求む〕 

〇鼷 長 C 公 時 德川家 達 君) 阪本釤 之 助 君。 

〔男爵 石 黑忠惠 君發 言の 許可を 求む〕 

〇識長 (公® 德川家 達 君〕 阪本 君に 發言を 許し まし 
た。 

〇阪 木釤之 助 君 私は 此 問題に 付きまして ほ 大いに 
意見を 持つ ものであります •か 豫算 委員 會其 他の 機會 
に 於て 十分に 尙ほ 質問を 致したい と 存じまして、 今 
日は 差し 控 へる 積り でありました が、 唯今 石 里 舆樹 
の 御 問答に 付きまして、 大いに 疑を 生じました， 其 
の 事を 問 ひたいと 存じます が、 尙 ほ石黑 男爵は 御尋 
になりたい ことがある やうに 思 ひます、 或は 本員が 
問は んと する 所に 及ぶ か 知り ませぬ から、 先づ 石黑 
男爵に 願 ひまして 若し 其 所までの 御 K 問が なかつ た 
時には 一回 本員に も 御 許しを 願 ひたいと 思 ひます。 

0 男爵 石 黑忠直 君 唯今の 文部 大： £ の 御 答に 依り ま 

して、 本員は 一層 疑 ひを 起します のであります， 或 

は 確た る 金額 上の 決定を せぬ であつ たと 言 はれます 

けれども、 詰り 煎ず る 所が 聞 誘の 未だ 確定し ない、 

決まらぬ、 決まらぬ 中に 御 下賜 金を 御 受けに なつた 

ことを、 今 明白に 御 自白に なつて 居る 事實で ある、 

苟も 陛下の 欺の 如き 思 召の ある 御 下賜 金を ば、 閣議 

の 決定し ない 中に 御 受けになる と 云 ふことは、、 本員 

は 益々 之を 怪む •幸に 總理大 E も 御 出席に なり まし 

たから、 總理 大臣に 承りた うご ざいます。 

f 國務 大臣 原 敬 君 演壻に 登る〕 


〇國 務大 RC 原 敬 君) 唯今 御 質問 半ぱに 出席いた し 
まして、 御 趣意を 能く 了解いた しませぬ が、 どうぞ 
簡 M に 質問の 御 趣意を 承りたい。 

〇 男爵 石黑忠 蒽 君 度々 でございますが、 繰返し ま 
す、 本： S が 承ります のは、 斯様な 譯でご ざいます、 
長たら しくて 御 聽き苦 うご ざい ませう が、 最初から 
申 上げます、 唯今 日程に 上 ぼつて 居ります 本案に、 
御 下賜 金と 申します 文字が ございます* 又 最初に 大 
藏 大臣が 御 陳述に なりました のに も 御 下賜 金の こと 
がご ざいました ので、 本員は 陛下が 敎育 のこと、 學 
校 制度の ことに 付て、 斯 くまで [? き 思 召が あらせら 
れて 、是 まで 餘り 類例の 無い 多額の 金を 内帑から 御 
下賜に なつて、 舉校咐 設 等に 思 召を 掛けさせられる 
ことは 實に 感激に 堪へ ませぬ、 故に 下賜に なり まし 
た 經過並 に 下賜に なりました 御 沖 汰書 を拜承 いたし 
まして、 さう して 益々 其感を 深く 致した う 存じます 
ので， 此二 箇條を 承りたい、 所が 御沙汰 書の 讚 上げ 
を 敬飧 いたしまして、 益々 其感を 深く 致しました、 
それから 下賜の 段々 經 過を戒 ります と、 此事ほ 必要 
を 政府で 御 感じに なつて、 閣議で 議 して、 さう して 
決定し ない 中に、 此金を 御 下賜に なつた、 斯樣な 仰 
せで ある、 それで 本員は 閣議で 決定いた さぬ 中に、 
其 事を 聞 食され まして、 御 下賜になる と 云 ふことは 
益々 私 (3: 深く 感嘆いた します が、 片一方、 閣員の 方 
で 閣識で 決定せ ぬのに 御 下賜に なつた ものを 御 受け 
になり まして、 萬々 |閣_ が 之を 否決いた した 時に 
はどうなる 御 積り であるか、 恩賜と 云 ふ ものには 私 
は 賴る 重きを 置いて、 感佩 いたして 私は 今日は 涙 組 
んで 、此事 を 質問いた して 居る のに、 閣鬪で 決定し 
ない 中に 恩賜の ものを 御 受けになる と 云 ふのは 何等 
のこと かと 本員は 怪む 、故に 本員の 怪みの 解け まし 
て、 洵に此 恩賜に 感嘆いた します る 感激の 心を 益々 
厚から しむる やうに、 明瞭に 總理 大臣から 御 _ 明を 
願 ひたう ございます。 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 承知いた しました •其 事なら 
ば 先般 當議 場に 於て、 詳しく 説明を 致した ことがあ 
るので あります が、 どう 云 ふ當局 者より 御 答を 致し 
たかは 私は 惟 今 出席いた しまして 承り 居り ませぬ、 
居り ませぬ が、 先般 當 議場に 於て 私の 說明 いたした 
趣意を 玆に 繰返します れぱ 、御 了解を 得る こと、 存 
ずるので あります、 其 事は 段々 敎育 踏關も 從來歷 代 
の當局 者の 施設に 依って 整理いた した、 完備いた し 


たもの が あるので あります が、 其 事は 如何せん 高等 
教育 機關が 非常に 不足であります、 是が爲 に 年々 數 
萬の 學生が 據り途 がない のであります、 玆に 於て ど 
うしても 此缺點 を 補 ふ 計 « を 立て ずん ば 敎 育の 完全 
を 期す る ことが 出來 ない と考 へたので あ 〇 ます、 而 
して 他の 一面に 於て は 臨時 敎育會 鄧の決 翳に 依り ま 
して、 此決_ の 趣旨を 參酌 いたしまして、 大學 令を 
初 じめ として 諸敎育 令の 發布も 致しました ので あり 
ます、 制度が 整ひ而 して 高等敎 育 機關は 極めて 不足 
と 云 ふこと になつ て 居ります から* どうしても 此敎 
育 機關の 不足を 補 はんければ 完全を 期す る ことが 出 
來な いのであります 、玆に 於て 此敎 育_閱 の 完成を 
期す る爲に 種々 Tf; 心を 致した のであります、 固よ 〇 
どれ だけの 學校 がなければ ならず" どう 云 ふ 設備を 
致せば 宜 いと 云 ふことは 調査に 依つ て 分りました け 
れ ども、 此 財源に 於て 甚だ 闲_ を 致した ので、 と 申 
す ものは 唯今の 財政より 更に 大に 財政 上の 計 sf を 立 
て 直せば 格別、 今日の 狀 態より 申します れぱ 、なか 
なか 此財源 を 得る のに 闲難を 致す ので、 故に 矢張り 
，代の 當局者 も 苦心の 結果昨 かば かりの 機關を 漸次 
に 立てる の 止む を 得ざる に 在つ たのであります、 併 
し斯 の in きこと を 以て 長く 計 * する ことは U1 來 ませ 
ぬから、 是非 今回 十分なる 計 * を 立てて 實行 致した 
い、 されば と 言つ て其财 源に 甚だ 苦み ます， 斯う 云 
ふ 次第で あつたので あります、 そこで 學校は どれ だ 
け 必要と. する か、 どう 云 ふ 種類の 學校が 宜い か、 此 
事は 調査の 結果に 依つ て 決められる のであります、 
偌て それが 確定いた しまして、 唯今 財源の 一段に 至 
つて 如何と 4 方法が ありませ ぬ、 それ故に 之は 一時 
的の 費用であります， 之を 維持す る 所の ものは 縛 常 
費の 普通 財源に ® ります けれども， 此楗關 を撋 張す 
ると 云 ふだけ は 一時的の 費用であります から、 已む 
を 得ず 公债 並に 借人 金に 依つて 之を％ 補いた さう と 
云 ふ計进 を 立てた のであります、 斯樣な る計寶 を 立 
て， 議會の 開 會を 待つて 提出す るの 運びに 致したい 
と、 政府に 於て 考慮 中、 端な くも 是が 上聞に 達して 
其 費用の 中に 一千 萬圓御 下賜の 御沙汰を 拜した ので 
あります， 如何にも 私共 恐懼 感激の 至りに 堪へぬ の 
であります、 實 際の 顚末は 斯樣 なる 次第であります 
固より 何等の 計 ft もな く、 全く 未熟の 間に 御 下賜 金 
が あつたと 云 ふ 次第では ありませ ぬ， 此計畫 を 立て 
財源に 窮し其 財源は 公 {a 借入金に 依る 外ない と 政府 
七三 3rl 
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ほ 決定いた したので あります、 然る 所有 難く も 思 召 
に 依つて 一千 萬 簡を 下賜され た、 それに 佐つて 以て 
全國 年々 數萬の 子弟 {3: 此恩思 に 浴す る こと-' 思 ひま 
して •旁々 深く 感激に 堪へぬ 次第であります 、頭 末 
は 左樣な 次第であります。 

〇 男 防 石 iH 忠恧君 今の 總理 大臣の 御 說明 に te り ま 
して 了解いた します と •斯樣 な 事で ございます やう 
で •閣燄 が 決定せ ぬのに 下賜を 御 受けに なつた と 云 
ふので なく  •閣戤 が 決定した 上に 下賜を 御 受けに な 
りました と 云 ふこと であります が* 是 ほ 文部大臣の 
申されます より 總理 大臣の 申されました 方を 信じ ま 
すと， 斯様な 次第で ございます が、 然らば 此 恩賜な 
る もの ほ 閣 謎の 決定 後で ございます と、 例へ ば 聞 _ 

の 決定 ほ 例へ て 申し ますれば •學校 十と 申します も 

のを恩賜の爲に二校を％したとか，何とか聞逯の決 

定の 上に 恩賜の 金額の 爲に餘 計に 惠澤を 蒙つて 居る 

ものと 存じます が、 それは 此. 案の 上で 申します ると 

何れの 所で ございます か。 

t 國務大 R 原 敬 君演® に 登る〕 

〇國 務大 l:': c 原 敬 君〕 閣諉の 決定なる ものは 御 承知 

の ini り內閣 の內 輪の 相談であります から， 立法府の 

決議の やうな もので ほ 無論 ありませ ぬが •私 ほ 是ほ 

說 明す るまで もない ので、 併ながら 其 決定が 恩賜が 

あつたに 依つて 或る 一二の 學校 を埘設 いたしたい と 

云 ふ 次第では ありませ ぬ、 全部の 計 ffi を 立てまして 

i: 金 部の槭 張の 計 迸に 對 して 恩賜 金が あつたと 一 K 

ふ 次第であります、 故に 四千 四 m 現 WI を ® する 中に 

恩賜に 依つ て 三千 四百 1: 圓 ほ 公 (K •借入金に 依つ て 

此 ?5 用を充 たす ことが m 來 るので あります >  此 四千 

四百 萬圓の 金は どう 云 ふ 割出し かと 申せば •旣に 說 

明 も 致した であり ませう が、 三十 何 校咐設 撋 張を 致 

す ことが 必要で あつたので あります、 それ 等に 對し 

まして 恩賜を 拜し たと 云 ふこと であります、 恩賜 金 

が あつたに つて 或る I 二の 學 校を m 設い たした 次 

第では ございませぬ。 

〇 江 木冀君 私は 政府に 對し二 一の 質 間を 致さう と 

思 ひます、 第一に 伺 ひたい CD. は 先程 文部大臣の 御說 

明に 依りましても， 將た乂 唯今の 總理 大臣の 說明せ 

ら る、 所に te りましても •高等 敎育機 關の增 設を思 

召されて 御 下賜が あつたのは 如何にも 恐懼に 堪へぬ 

次第であります が、 此御 下賜 金に 付て 是は 憲法 上 如 

何なる 効果が あつたかと 云 ふこと を 申します と、 明 


かに 豫算の 上に 御 下賜 金と 云 ふ ものを la 人れ らる V 
と 云 ふ當然 国務に 關 する 所の 結果を 来たして 居る の 
であります ®' 果して 期の 如く 考 へましたならば、 此 
有難き 思 召と 云 ふこと が 國務 に關す る 陛下の 御行 動 
であると、 斯う 論 結し なければ ならぬ こと、 思 ふの 
であります が、 此 御沙汰に 對 しては 國務 大臣は 御 責 
住を 御 負 ひになる、 斯う 云 ふこと に 心得て；： 且 いので 
ございませう か、 如何で ございませう、 即ち 國務大 
臣の 輔弼に 依つ て此 行爲が あらせられた と、 斯う 承 
知して 宜しい ので ございませう かと 云 ふこと が、 第 
一點 でございます、 それから 第二 點ほ 本 ft ® の、 即 
ち 大正 八 年度より 大正 十三 年度に 亘 ります る 所の、 
此金計 班と 云 ふ ものは 不可分の ものである や 否や、 
若し不 町 分の ものであると するならば、 其 理由 如何 
と 云ふ點 を 承りたい のであります、 抑も此 繼緻费 の 
制度と 云 ふ もの ほ 甚だ 認めた る國が 少ない ので あり 
ます、 殆ど 例外的に 認められて 居る やうであります 
が、 我國に 於き ましても 憲法 六十 八條 には 明かに 其 
例外的の 方法で あると 云 ふこと を 示して 居る ので あ 
る •特別の 須要に 因つ て 初めて！！ 續费 として 設定し 
得る ものであると 定めて 居る ので ある、 從 ひまして 
特別の 理由と 云 ふ ものがない 限りは、 繼續 費 と：： ムふ 
もの ほ 越しく 11 張すべき もので ない、 斯う 本員は 信 
ずるので あります るが、 本 計 # を 見ます ると 大正 八 
年度に 著 手に なつて 而 して 九 年， 十 年に 終了す る も 
のに付きましてほ，_績 © として翦求せらる、と云 
ふことは、 或 ほ 巳む を 得ぬ ことで あるか も 知れない 
併ながら 九 年度に 著 手 せらる、 ものが 數校 あり、 十 
年度に 著 手せ らる X ものが 數校 あり、 十一 年度に 著 

手せられ て 十三 年度に 終了す る 所の ものが 又 數校あ 

る、 而し て是 等の 著 手 せらる、 所の 數 校の 關 係と 云 

ふ もの ほ 果して 不可分で あるか どうか、 福 島に 商業 

學 校の 創設せ ら ると 一 K ふこと、 、培 3£ 縣に 高等學 校 

を 剣 設せら ると 云 ふこと、 何の 關係が あるか •何が 

故に 是が 分割す る ことの 出來な い、 一の 計 * であつ 

て 若し 分割の 出来る ものであるなら ば 本年 ほ 八 年度 

以降 三年 間の繼 續 a を 出す、 來年ほ 又 九 年度 以降の 

ものを 出す、 順次 其の 年に 出す 所の ものに 付て 要求 

せられて 然るべき ものと 思 ひます が， 此全 計 1!!; が絕 

對不可 分の ものである や 否や、 若し 不可分の もので 

あると するならば 其理山 如何- 此二點 を 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 原 敬 君演 ffl に 登る〕 


〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 ; T 木 君の 御 質問で ござい 
まする が、 恩賜 金に 付て* が 金く M 召に 出で たる こ 
とに 致せ •內閣 より 上奏いた したる ことにせよ、 一 
切の R 任 {3: 內閣に 於て 負 ふので あ 〇 ます、 而 して 此 
度の 御 下賜 金 li 全く 思 召よ 〇出 でた る もので あ 〇 ま 
する が、 併ながら 之に 對する 輔弼の 責任に 於て ほ 御 
誘 論の ありました (_肢 し il し) 又 鹚 績费 のこと で 
ありまず が •全部の 計 AE を 立てました 時には、 斯樣 
なる 例を 以て、 手續に 依つ て 協 ® を 求む るので あり 
ます、是は數多の前例もあることで繼續费ほどの繼 
績費に 致しましても ー ニ 切つ て 切られぬ ことは あり 
ますまい けれども， 計 迸を 全部 立てました 時は 是に 
剷 する 繼續 費を 求める と 云 ふこと ほ 當然 のこと であ 
ります， 故に 是だ けの 學 校を 必要と 致し、 其 金額の 
必要と 云 ふこと を 認めました 以上に ほ、 數华 に a る 
所の 繼續費 を 提出いた しまして 其 御 協賛を 得て、 其 
苹度 毎に 實行を 致す ので ある、 無論 其 年度々々 に當 
りまして 御 承知の 如く  •豫算 に ほ 其 年々 の殘算 に 計 
上いた して 御 協賛を 得る のであります、 故に 斯樣な 
計 ffi を 立てました 時には、 總 額に 於て 繼續を 求む る 
は 前例 並に 法律 規則の 關 係に 於て 更に 差茭な いこと 
と 存じます るので ございます。 

0 山 脇玄君 私は 常 局に®々 伺 ひたいので あります 
唯今 御說 明を 伺 ひます ると， 多大の 金額を 以て 高等 
敎 育の 擴 張を 御 計りになる と a ふことは •國 家社會 
の爲に 誠に 喜ばしい ので ございま する、 併ながら 此 
中に ほ 女子萵 等敎育 の 新設 或は 昇格な ど 云 ふことは 
更にない やぅに 見えます るし， 又御說 明の 中に も 一 
向ない やぅであります* tl;J すまで も ありませ ぬ* 今 
日の 社會は 男子 ばかりの 社會で ほ ありませ ぬ、 男子 
と女子と 相俟つて 協力を して、 國 富の 增 進を 計り、 
社會の 進步を 計り、 國 力の 充實を 計つ て 行かな けれ 
ばなら ぬ 世の中であります、 我國に 於き まして 第一 
の 工業で ある 所の 纖維 工業になります ると 云 ふと、 
女子の 力は 八 割、 紡績になります ると 云 ふと 英國で 
さへ. 四 割に 止つ て 居ります る ものが 我國で ほ 九 割と 
云 ふ 數に上 ぼつて 居る ので ございます 、女子の 力の 
偉大なる ことは 此 一例を 以 ちましても 諸す るに 足る 
と考へ まする、 併し 是ほ唯 殖產の 一方 面に 止まり ま 
する が、 他方に ほ 家庭に 於て 子女を 敎養す る こと ■ 
殊に 人格 養成と 云 ふ 大任に 當つて 居ります る、 社 # 
に 出まして ほ 敎宥 事業、 電信、 電話、 銀行 其 他 百般 


_ 七三 六  _ 

の亊業に貢献して25るではあ0ませぬか*世 \ は时| 

時で も ? ii yv: の 基礎 {3: 敎 育に 在る と 云 ふ -' Jf を y へて 3 
ります のに、 文部淠 局は 何故に 女子の 高等 被 育の ts 
に 御 計 11? にならぬ ので ありませ うか、 私共から JA ま 
すると、 女子の 敎育 を 0:11 忘れに なつた のでは "' いか 
と 疑は れる次 第であります、 どう 云 ふ 御® sa でち 〇 
か其點 を 伺 ひたい、 今！ つは 仄かに [IH く 所に teo ま 
すと、 京都 帝 國大學 の 文科に 女 - 1- の 人® 志願 ^ • '. ._ 
りまして、 總長が 之を 敎授灼 に 付した 所が、 沢 校 V7- 
は 即決す る ことが 出 來ず 今 f.'.} ほ考谢 中で あると 云 ふ 
ことを Bfl きます、 如何が C' ありませ う、 旣に屯 北大 
學でほ 三 名の 理战士 を ; U して 居る では ありませ ぬか 
札 幌の農 頌 校には の 研究 渚が 居る、 帝 國大壤 で 
ほ 公開 講演を 開く 度 S に多數 の 女子が e 諧生と なつ 
て 好 成. 紐を 舉げて 居る铤 例 も あるで 13: ありませ ぬか 
然るに 何を 苦んで 京都の 帝 ® 大昂ほ 文科の 入 g 志願 
を 許さない か、 甚だ 奇與 の感 を懷 くので あります、 
文部 當局 は是 等に 對 して 如何が の考を 御 有ち になつ 
て 居る ので ありませ うか、 3!;- 二 點を伺 ひたいので あ 
り^ 

〔國 務大 K 中 橋德 五郎 ® 餌 明に 登る〕 

〇阈 務大 KC 屮橋 德艽 郎君' J 女子 教育の ことは 山 脇 
さん も御乘 知の 通り 近 來大變 發達 して 來 まして、 BC 
中 近年の 發達が 餘程蕺 しい やうに 思 ひます、 旣に萵 
等女學 校、 宵 踐女學 校の 如き もの (3: 二 百 何十と 云 ふ 
男子の 屮學 校に， 其の 中に 男子に 追 ひ 付く 位の 盛 况 
で 非常に 喜んで 居ります， それから 此の 女子 教育を 
尙ほ 高く する かどう かと 云 ふこと に付きまして ほ、 
臨時 敎育 會議の 答申が ありました が、 段々 高く しや 
うと 云 ふ 方針に ほな つて 居ります が.， 差當 りそんな 
ら大 學を捽 へる かどう かと 云 ふまで に 至つ て 居り ま 
せぬ 今の 萵 等女學 校に 研究科を 抱へ る專修 科を 描へ 
ると 云 ふ 方針に なつて 居りまして、 時節と 共に 進行 
すると 云 ふ 方の 主義に なつて ir ります から、 先 づ 
さう 云 ふ 程度が どう だら うかと 當局は 今考 へて 居り 
ます、 どうかして 次第に 向上す る ことを 希 ij して 居 
る_で あります、 今回の 計 ii£ に 興 子 だけにして 女子 
が 這 入つ て fifT ない の ほどう かと 云 ふこと ほ、 御尤も 
の 御 不沲で ございます が、 今回の ! X 眾に此 收容 力の 
足らない 無理の 出來て 居る 部分に 向つ ての缺 陪を随 
正したい、 まあ 言葉を 換 へて 申します と、 競牮試 驗 
を 成る たけ 避けさして 志 朝す る 所に 向つ て靑 年を し 
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て 邦 志を 達し させたい と 云 ふ 方を. IK 眼と 致しました 
ので、 志望 若の 制 合 に 少ない 即ち 百 人の 屮一 I 十 か 五 
十 か 七十 か ) 1? れる やうな のは 餘〇 手を 著け ませぬ で 
した、 非常に 志望 赉 め 志 M に對 して 收袢 力の ない 部 
分に 對 して 計进 をす る、 是だ けに 止 どめ た 譯であ り 
ます、 さう 致します ると 云 ふと •詰る 所 今の屮 學校 
男子の 屮學 校の 卒業生が ょり 以上 高等教育を 受け や 
うと 云 ふ 部分に 向つて は 極は めて 少ない ので 私立に 
しても 殆ど 半分 位まで 行きます、 , A- 立に しても E--I 分 
の！ 一 と 云 ふやうな 事であります から •女子の 方は 
非常に ' -f- 例が 51 しい、 それで 先づ奶 子の 計 AH だけを 
什 • Ji ii 致した やうな 諸で あり -t す、 それから 京都 大 
學、 〖 V、 -;- の入學 志 如 ^ が あつたと 沄 ふことは、 先日 
私 も、 まだ 表 [--) きに 何は 來ませ ぬが •新 ! ii-l •で 見 7£ し 
た， 向 ふで ffl 談 して 居る さう です、 まだ 本省へは 其 

筠樣を 知らせて 參 .リ ませぬ、 t)f= し 御 話の 通りに 東北 

大學 (;: 先年 以來旣 に . n 名の 女 千 入學 者が ありまして 

現に 卒業した 渚 も あつて 大變成 結が 好い と 云 ふこと 

で 外に も ぼつぼつ 入れて 尻り ま- '} から、 多分 M 都で 

も 入る ことにする だら うと 思 ひます* 入れない と 云 

ふ Jlf になります れば > 11-!: 方から ffl 談しな けれ ぱなら 

ぬと , W ひます が、 まあ 報 I1? を 3 J ませぬ， 多分 入れる 

ことになる だら うと -'， L1. ひます。 

0 山脇玄 君 もう I つ 伺つて 岡きたい 、今日の 所は 

男子の 希 S3 *- を A れる だけの 觖陷を 補 ふので あると 

云 ふ 御 趣总は 分りました •さ 5 します と 今玆に 女子 

が 中舉 S 度の 學力 を冇 つて K 等 ^ 校に® 入りたい と 

云 ふ 志願を 致します ると 云 ふと、 矢張り 男子 同 樣に 

試驗の 乎 ^ さへ經 れぱ 許す と 云 ふ 今日の 常 局 大臣の 

御考で あります か •それと 同じ ことに 大學へ 入學志 

願* が あれば、 資格 さへ あれば 許す と 云 ふ 常 局大由 

の 思 召で あるか 其 點 を 伺つ て K きます。 

〔阴 務大 t:> 中 橋ぬ 五郎 君 Jik 梢に 登る〕 

〇國務 火 H1C 屮撚德 五郎 対〕 旣に 一番 高い 大學に 向 

つての 5*.-: 留者を 許して それの 卒椠荠 も m た 位で あり 

ます、 高等の 谷 ® の耶門 學校に 向つて さう 云 ふ 場合 

がありました時にほ、多分さうしなくちやならぬと 

思 ひます が、 今日まで 3t- の 場合が 起り ませぬ、 尙御 

趣意の ことほ 能く 分りました から 吾々 の 方で も詮 S 

をして ? W 船を 致す ことに 致します.' 

〇 山脇玄 君餘り 諄い やうで •こざいます がもう 一つ 

希 g! になる か 知れ ませぬ が、 llfl! 今 文部 大 5 ； の 仰せの 


事は 能く 分りました 、併ながら です* どうか 御 詮議 
になり まして、 M 々志願者が あれば 許す と 云 ふこと 
になり ましたら 世上に 御 公表、 公に 御發表 になる こ 
とを 希 留した い、 と 云 ふの ! X 咄今の 所で も 折角 自習 
を 致しまして 試驗準 備 をしても* 或は 許可に ならぬ 
かも 知れない と 云 ふ «: 險が ある ものであります から 
甚だ 女 - J- 敎 育の 進 ^ を 妨げて K るので あります、 ど 
うか 當局 大臣 も 許すべき であると 云 ふ 御考の やうで 
ございます から、 其 御 詮議が ありましたなら ば， 願 
くば 多少に 拘らず 御 公表、 即ち 公に 御 發表を 願 ひた 
いのであります。 

〇 男 W- 石 黑忠廬 君 本員は 此案 に付きまして はま だ 
全く 諒解を 致し ませぬ でございまする が •議事の 進 
行の爲 に 差 控えまして 委 M ir に 於て 承は りたい と存 
じます、 打 切 〇 ます。  . 

〇阪 本釤之 助 君 石黑男 尉は 一時 御 打 切に なつた と 
云 ふこと であ 〇 ますが、 私は 補足 的に 一言 だけ 伺 ひ 
たいと 思 ふので あります •文相の 御 答と 苜 相の 御 
答と ほ、 少し M 謎の 植騄が 相違いた して 居る やうで 
あります が、 啊 く 首相の 御 答 辯を 確 ® なる ものと 見 
まして、 m 相の 御 答 辯に 依ります と、 旣 に計蕺 を 立 
て、 議會 に提 /1'| す ベく 考斑 して 居つ たが、 何分 財源 
が闲雖 で 種々 苦鼢を 致して 居る 中に •御 下賜 金の 御 
沙汰が & つて 拜受 したと 云 ふやう に 承知いた します 
します ると 旣に閣 謎に 於て此 案を 載會に 提出すべき 
考 ほ 決つ て屛 つた ものと 見て 宜しい と 思 ふので す、 
財 ®! が S P なのに 苦む で 居つ たと 仰し やい ます けれ 
ども， 是も旣 に 閣議が 議會に 提出すべく 決定せられ 
たと すれば、 先 以て 公 偵 若く は 借入金を 以て 四千 五 
?1 何十 萬 11 支出す る ものと 御赀 悟に なつて 居つ たら 
うと 想像す るので あります が， 折角 一千 萬 圓の御 下 

賜が あつた ものと すれば •御 下賜 金の ことで ありま 

すから、 常識を 以 つて 考 へれば ■阈 家の 負擔 すべき 

四千 五 西 萬 [ai ほ 预て覺 悟した 公 偵 •借入金に 依つ て 

支辨 して、 此 一千； sf w li ® に 有難き 思 召で あるから 

何 か 永久に 期 ®. を 子孫の 後まで 傳へ煜 る 所の ■高等 

敎育機 關の槭 張 费た る龆 園を 脫 する こと 13; 出 米 ませ 

ぬけれ ども •其 範圍に 於て せねば ならぬ ことほ 澤山 

あるので あります、 現に 先日豫 算 委員 會に 於て‘ 文 

部大 K に 向つ て 本 M か、 何故 七 年 制の 高等 學校を 御 

立てに ならぬ かと 云 ふこと を御尋 いたしました 時に 

鞔 ® が 掛かる から 先 以て 三年 制の ものにした ので あ 


ると 云 ふこと でち る、 是 等も總 て此 一千 萬 111 を 御用 
ひになります れば ，七 年 制の 高等 學校を 造る こと も 
出来る し、 或 ほ 大學 の谷學 部の 設備の 不十分の もの 
もあります から， それに 向つて 用 ひて、 恩賜の 金に 
依つ て是が 設備を 擴充 すると 云 ふこと にしたならば 
如何 樣 にも 此 一 千 萬 圓の 金は， 永く 聖意 を感體 する 
事が m 来る 事業に ffi ふこと が m 來 るので あります る 
に 拘らず •幸に 一千 萬 ai 御 下賜に なつた から 之を 四 
千 萬 [MI の 内に 加へ て、 恰も 民間の 人が 寄附で も 致し 
たかの 如くに、 政府の 負擔 すべき 茭出 の內 に、 何と 
なしに 收 入して 仕舞 ふと 云 ふことは* どうも 遺憾の 
こと、 考 へます が、 内閣は 之を 洵に相 當な ことで あ 
る、 他の 事に 使 ふ もので ない と 云 ふ 御意 見で あつた 
ので ありませ うか •此 間の 消息を 伺つて 置きたい と 
思 ひます。 

〔國 務大 E 原 敬 君 河 壇に 登る〕 

0!! 務大臣 (原 敬 君〕 阪本 君に 御 答を 致します が、 
實は 先般 阪本 君の 御 質問に 依つ て •御 質 間 以外に も 
亘 つて 詳しく 顚末を 御 答 辯 致した のであります るが 
詳細なる ことは 速記に も 載つ て 居りました から-十 
分 御 諒解と 思 ふので あります るが" 唯今の 御 問 ひも 
實は 其內に 含蓄して 居つ たのであります、 促 し 重ね 
て 申す ことは 更に 差 支 ございませぬ が •計 « を 立て 
まして 之に 要する 所の 財源 ほ •今日の 財政 上 如何と 
も 致 方がない のであります からして、 公債 •借入金 
に 依つ て 支辨 致して あつた •偖 此公債 •借入金と 申 
しました 所が 數 多の 公 « •借人 金 もあります •なか 
<是 は 容易な こと  >ほ 存じ ませぬ、 併ながら 臨時 
の 費用であります るから •其學 校が 出来た 以上に 維 
持す る經常 費は 別と 致しまして* 之を 創設す る， 擴 
張す ると 云 ふ 費用 だけは， 臨時の 費用であります る 
から、 公憤 借入金 も la 多あります る けれども、 巳む 
を 得ず 公債 借入金に 依つて 支 辨しや うと 云 ふ 計* を 
立てた のであります， 此計畫 を 立て 豫算 等を 編制 致 
しまして-其 手順に 運びつ、 あつたので あります、 
然るに 此事 上聞に 達して 御 下賜 金が ありました から 
それだけの 分は 國家が 負擔 せずに 濟む のであります 
而して 其 御沙汰の ことは 阼 年末に 豫算內 示會の 丁度 
其少々前に御阶汰を拜しましたから、兎に角左樣な 
御內沖 汰を 承つ たと 云 ふこと を镍算 内示 會に 於て 取 
敢ず 公表 致した と 云 ふやうな 次第であります， それ 
から 漸次 手綏等 を經 まして、 今回 議會に 提出す る 事 


に 相 成つ たのであります、 而 して 其 御 下賜 金なる も 
のは， 尋常 一樣の 寄附な どとは 政府 ほ 毛頭 心得て 居 
〇 ませぬ、 恰も 何 か 寄附 金を 装 集して •之に 依つ て 
金を 得た やうに 見て 居りは しない かと 云 ふ 御 質問で 
ありま すれば •決して 左锞な 考で はない、 併し 一面 
に 於て は學 生の 年々 人學 する 途は ない、 公私の 學校 
を 通じまして 四 五 萬の 學 生が 方！： に 迷 ふので ありま 
すから、 之を 救濟 する には どうしても 高等 機 關を擴 
張し なければ ならぬ、 之を 撋張 する には 財源が 無い 
から 公 fa 、 借入金に 依らなければ ならぬ •斯様な 狀 
態に 在つ た 所が、 難 有き 思 召に 依つて •一千 萬 IBI の 
御 下賜を 拜 しました から- 是だ けは 確に 國 民の 負擔 
を 減じ、 而 して 此學 校の 搦張が 易々 と 出来る ので あ 
ります、 此 恩恵に 浴す る 者 ほ 矢張り 一般 國民で あり 
ます" 高等の 敎育 を受 くる 者は 或る 種類の-^ に 限つ 
て 居る が 如く 論ずる 人 もあります が、 決して 在樣で 
はあり ませぬ •初等 敎育の 義務 敎官こ そ、 國民が 是 
非 やらむ ければ ならぬ が、 其 以上は 是非 やらな けれ 
ばなら ぬと 云ふ譯 の もので ほ ありませ ぬけれ ども， 
併ながら 國 家の 敎育は 高等 敎育が 進步 致さなければ 
發 達しない と 存じます， 而 して lit 高等 敎 育に 這 入る 
ものは， 國 K- の 如何なる 部分に 於ても 皆 這 入り ? y る 
のであります、 又 如何なる 部分の 人 も 今日は 高等の 
學 校に 這 入る ことを 希望して， 高等 敎 育を 受ける こ 
とが 出 來ず して 闲雛 をして 居る、 是が 今回の 計 SB-: 瓜に 
故 り 料 ifi き 思 召に 依つ て、 是が 安らかに 此計畫 が 出 
來ると云ふことほ、國民全般此恩惠に浴して，感泣 
の 外な からう と 存じて 居る ので 決して 政府は 其 下賜 
金が あつたのを •  一 般 寄附な どの やうに 心得まして 
それだけは 樂にな るかと 云つて， _ 卒に収 扱 ふな ど 
と 云 ふやうな 渚は、 政府に (3: 毛 M ございませぬ。 
〇淺 田 德則君 此 日程 第二の 大正 八 年度 歳入歳出 總 
豫算 追加 案の 群 査期限 、是は 期限を 定め ませず して 
審査 結了 次第に 報告を すると 云 ふこと にせられ むこ 
とを菌 みます。 

〇 男爵 石黑 忠蒽君 賛成 致します。 

o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 淺田 君の 動議に 御 異存 ご 

ざい ませぬ か。 

〔I 異載な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 C 公 W 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0_ 長 C 公 辟 德川家 達 君) 日程 第三、 道路 法案， 政 
府提 出、 衆議院 送付、 第一 讀會。 
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道路 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 篛院法 
第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二 月 二十 五日 

衆議院 菝 長大 岡 育造 
n 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
〔左の 菡案ほ 朗翰 を經 さる も參 照の ため 玆に 
載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

/ 行間 空な きもの ほ 衆議院の 修正) 

广 文*  1 ほ 同 削除の 符號な り〉 

道路 法 

第一章 總則 

第 一條 本 法 二 於 テ 道路 卜稱 ス ル ハ ー般 交通 ノ用 

-I 供 K ル 道路- 1 シテ 行政 廳-一 於 テ 第二 章-- 依 ル 

認定 ヲ爲シ タルモ ノ ヲ謂フ 

第二 條 左-- 揭クル モノ ハ 道路 ノ附搦 物 トシ テ 道 

路- 1 關 スル 本法ノ 規定-一 從 フ但シ 命令 ヲ以 テ特 

別ノ定 ヲ爲ス コト ヲ得 

一 道路 ヲ 接® スル 橋梁 及 渡船場 

二 道路- 1 附搦ス ル _ 、並木、 支 壁、 柵、 道路 

元標、 里程標 及 道路標識 

三 道路 M 接 スル 道路 修理 用材 料ノ 常置 場 

四 前 谷號 / 外 命令 ヲ以テ 道路 ノ附® 物 卜定メ 

タル モノ 

第三 條本 法-一 於 テ 橋梁 又 ハ 渡船場 卜稱 スル，、 前 

條 第一 號ノ 橋梁 又 ハ 渡船場 ヲ謂フ 

本 法- 1 於 テ 渡船場 卜稱ス ル ハ 趿船ヲ 包含ス 

第四條 太 法-一 於 テ 他 ノエ 作物 卜稱ス ル ハ 堤防、 

堰提 、譴 岸、 鐵道用 橋梁 其 ノ他命 令ヲ以 テ定ム 

ル エ作物 ヲ謂フ 

第 五條 本 法- 1 於 テ 道路-一 關スル エ事 卜稱 スル ハ 

道路/新設 、改築 及 修繕-一 關スル H 事 ヲ謂フ 

第六條 道路 ヲ構成 スル 敷地 其 ノ他ノ 物件-一 付 テ 

ハ 私權ヲ 行使 スル コト ヲ得ス 但シ所 有權 ノ移轉 

又 ハ 抵當 權ノ 設定 若 ハ 移轉ヲ 爲 K ハ 此ノ 限-一 在 

ラス 

第七條 道路、 沿道 又 ハ 道路 ノ附屬 物-一 關グ 、ル 本 

法ノ 規定 ハ 命令 ノ定ム ル 所- 1 依リ新 M 道路 •沿 

道 又 ハ 道路 ノ附 13- 物 卜爲ル ヘキ モノ-一 關シ 之ヲ 

準用 スル コト ヲ煜 

第二 章 ; 1 路 / 種類、 等級 及 路線/認定 

第八條 道路 ヲ分チ テ左ノ 艽種 トス 


一國道 
二 府縣道 
三 郡 道 
四 市道 
五 町村 道 

第九條 道路 ノ 等級 ハ 前條 記載 ノ順 序- IK ル 
第 十條國 道/路線 ハ 左ノ 路線 =就キ 主務大臣 之 
ヲ 認定ス 

一 東京 市 ヨリ 神宮、 府縣廳 所在地、 師團 司令 
部 所在地， 鎭守府 所在地 又 ハ 樞要ノ 開港 — 達 
スル 路線 

二 主 トシ テ 軍事 / 目的 ヲ有 スル 路線 
第 十一 條府 縣道ノ 路線 ハ左ノ 路線 二 - y テ 府縣內 
ノモノ  -I 就キ 府縣知 事之ヲ 認定ス 
一 府縣廳 所在地 ヨリ 隣接 府縣廳 所在地-一達 ス 
ル 路線 

二 府縣廳 所在地 ヨリ 府縣內 郡 市役所 所在地-一 
達 スル 路線 

三府 縣廳 所在地 ヨリ 府縣內 樞要ノ 地， 港津又 
ハ鐵道 停車場 二 達 スル 路線 
四府縣 內樞耍 ノ地ヨ y 之卜 密接 ノ關係 ヲ有ス 
ル樞 耍ノ地 •港 津又ハ 鐵道 停車場-一達 スル 
路線 

五府縣 內樞斟 ノ港津 ヨリ 之卜 密接 ノ關 係ヲ有 
スル 樞要ノ 地 又 ハ鐵道 停車場-一達 スル 路線 
六府 縣內樞 要 ノ鐵道 停車場 ヨリ 之卜密 接ノ關 
係 ヲ有ス ル 樞要ノ 地 又 ハ 港津一 I 達 K ル 路線 
七數 郡市ヲ 連結 スル 幹線-ー シテ 其ノ 沿線 地方 
卜 密接 / 關係ヲ 有 《 ル 樞耍ノ 地  >  港 津又ハ 

鐵道停 車 場- 1 達 スル 路線 

八 地方 開 發ノ爲 必要-ー シテ將 來前谷 號ノ 1-1 

該當 K ヘキ 路線 

第 十！ 一條 郡道ノ 路線 ハ 左ノ 路線-ー シテ郡 內ノモ 

ノ  -1 就キ 郡長 之ヲ 認定 ス 

一 郡役所 所在地 ヨリ 隣接 郡 市役所 所在地-一達 

スル 路線 

二 郡役所 所在地 ヨリ 郡內町 村役場 所在地 M 達 

スル 路線 

三 郡役所 所在地 my 郡內 樞要ノ 地， 港 津又ハ 

鐵道 停車場- 1 達 スル 路線 

四 郡內樞 耍ノ地 ヨリ 之卜 密接 ノ關係 ヲ有ス ル 

樞要ノ 地 •港 津又ハ 鐵道停 車 場 u 達 スル 路 


線 

五 郡 內樞要 ノ港津 H リ之卜 密接 ノ關係 ヲ有ス 
ル樞要 ノ地乂 ハ 鐵道睜 車堪 -1 達 スル 路線 
六 郡 內樞要 ノ鐵道 停 ip 場 ヨリ 之卜 密接 ノ關係 
ヲ有ス ル 樞要ノ 地 又 ハ 港 津 -I 達 スル 路線 
七數 町村 ヲ連結 スル 幹線 f ゾテ 、其ノ 沿線 地 
方卜 密接/ 關係ヲ 有 スル 樞耍ノ 地 •港 律 又 
ハ 鐵道 停車場 = 達 ァ 、ル 路線 
八 地方 開發 ノ爲 必要- 1 シ テ將來 前备號 ノー ― 
該當ス ヘキ 路線 

第 十三 條市 道/路線 ハ 市內ノ 路線-一就 キ 市長 之 
ヲ 認定 ス 

第 十四 條 町村 道ノ 路線 ハ 町村 內ノ路 線' 就キ町 
村長 之ヲ 認定 7> 

第 十 五條 市町村 長 ハ 市町村 ノ爲特 二 必要 アル 場 
合 〖I 限リ 市町村 外ノ 路線 — 就 キ 地元 市町村 長ノ 
意見 ヲ聞キ 路線 ノ認 定ヲ爲 N、 コト ヲ煜 
前項 ノ 路線- 7. ゾテ 市長 ノ認 定シ タル モノ ハ 市道 
ノ 路線、 町村 長ノ 認定シ タル モノ ハ 町村 道ノ路 
線 トス 

第 十六 條上 級ノ 道路 卜下 級ノ 道路 卜路線 力 重複 
スル 場合-一 於 テ ハ 其ノ 重複 スル 部分 ハ 11 級 ノ道 
路トス 

第三 章 道路 ノ管理 

第 十七 條國道 ハ府縣 知事、 其ノ他 ノ 道路 ハ 其ノ 
路線 ノ 認定 者 ヲ以テ 管理者 トス 但シ勅 令 ヲ以テ 
指定 K ル 市-一 於 テ ハ 其/市 內ノ國 道 及 府縣道 ハ 
市長 ヲ以テ 管理者 トス 

第 十八 條 道路-ー シテ 行政 區劃 ノ 境界-一 係 ル モノ 
ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ前條 / 規定-一依 ル 管理 
者 タル 關係 行政 廳ノー ヲ以テ 管理者 卜爲ス コト 
ヲ得 

道路 卜 他/工作物 卜 効用 ヲ ® ヌル 場合-一 於 テ ハ 
其ノ荷 路及 工作物 ノ 管理-一 付 前項 ノ規 定ヲ 準用 
ス但シ 私人 ヲ 管理者 卜爲ス コト ヲ得ス 

餡 十九 條 道路 ノ區域 ハ 管理者 之 ヲ定ム 

第二 十條 道路 ノ新設 、改築 •修繕 及 維持 ハ 管理 
者 之ヲ爲 K ヘシ 

第二 十 一條 道路 卜他 ノエ 作物 卜 効用 ヲ兼 ヌル 場 
合-一 於 テ ハ 管理者 ハ 其 ノエ 作物 ノ 管理者 ヲシテ 
道路 m 關スル エ事 ヲ 執行 セ シメ 又 ハ m 路ノ 維持 
ヲ爲 サシ ムル事 ヲ得但 シ 河川 法 第十條 第一 項ノ 


七三 八 

規定- 1 該當 スル * 9 合-- 於 テ ハ 其/規定- 1 依 ル 
第二 十二 條他ノ エ爪 乂ハ 行 S ノ S 必要 ヲ生シ タ 
ル 道路- 1 關スル H yf ハ 管理 济其ノ  H ?Jf 軾 行者 又 
ハ行 爲 者ヲシ テ 之 ヲ執行 セ シムル コト ヲ得 
第二 十三 條前 二隨 ノ 規定 i ル is 合ノ外 特別 ノ 
事由 ァル 場合 M 於 テ ハ 管理者 タル 行政 砼ハ 下糾 
行政 ®! 乂ハ私 人ヲシ テ S3 路 / 修 絡-一 關 *L H 叫 

ヲ 執行 セ シメ 又 ハ m 路ノ維 持 ヲ爲サ シムル コト 
ヲ 5 £ 

第二 十四 條 管理 渚 二 非 サル 者 ハ 管理者/許可 又 
ハ 承認 ヲ 得テ迢 路 -i 關 ス ル H 事 ヲ執 行シ又 ハ m 
路ノ 維持 ヲ爲ヴ 、コト ヲ煜 
第二 十 ? 7(; 條道路 -1 關 7 、ル エ事 ノ爲必 要 ヲ生シ タ 
ル 他 ノエ 事 ハ 皆 理莕 适路 -I 關 スル エ事 卜共 -一之 
ヲ 執行 スル コト ヲ得 

第二 十六 條管理 者 — 非 サル 者 ハ 管理 密ノ 許可 又 
ハ 承認 ヲ煜テ ー定 ノ期間 橋錢乂 ハ 渡錢 プ微收 ベ 
ル コト ヲ得ル 橋梁 又 ハ 渡船場 ヲ設 ソル コト ヲ得 
前項 ノ許可 又 ハ 承認 ヲ得 タル 者 ハ 徴收期 間內临 
梁 又 ハ诹船 場ノ 維持 及修結 ヲ爲ス ヘシ 
第二 十七條 管理 渚 ハ 特別 ノ事由 ァル 場合 M PM y 
橋 錢父ハ 渡 錢ヲ徴 收スル 橋梁 又 ハ 诹船場 ヲ設ク 
ル n トヲ 得 

第二 十八條 管理 射 ハ交 通 ヲ妨ヶ サル 限度- •-於 テ 
道路 ノ 占用 ヲ 許可 又 ハ 承認 スル コト ヲ得 
國ノ 事業-一 付 テ ハ 當該官 廳ハ主 務大臣 卜協 讖シ 
テ前项 道路' !1; 用 ヲ爲ス コト ヲ得 
前-現 ノ規定 ル、 ER 務大 K ノ聯搠 ノー  部 ハ 之ヲ 
地方 長官-一 委任 K ル コト ヲ得 
管理者 ハ 道路 ノ占 用-一 付 占用 料ヲ徴 收スル コト 
ヲ得 但シ前 二 孭ノ 規定 = 依 ル 占用-一 付 テ ハ此ノ 
限 二 在 ラス 

第二 十九 條前條 第一 項ノ 規定-一依 ル 占用 力 法 ^ -5- 
二 依リ 土地 ヲ收用 乂ハ使 用 スル コト ヲ得ル 公共 
ノ 利益 トナ ルへ キ斟 業-一 係 ル モノ ナル 場合- 1 於 
テ 管理者 正當ノ 事由 ナクシ テ JL- ノ許可 若 ハ 承 18 
ヲ扭ミ 又 ハ 不 ffl 當ナル 占用 料ヲ定 メタル トキ ハ 
主務大臣 ハ 事業者 ノ中 請-一 & リ占 用ヲ 許可 若 ハ 
承認 シ又ハ 占用 料 ヲ定ム ル 3 トヲ煜 
第三 十條 管理者 ハ 其ノ管 理 -I JS スル 道路 ノ躱帳 
ヲ 調製ス へ シ 

竅 帳 — 記載 スヘキ 事 禊 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
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第三 十 一條 m 路ノ隅 造、 維持、 修絡 及 : n 事 執行 
方法-- 關シテ ハ 命令 1? 以 テ之ヲ 定ム 
第三 十！ 一條 道路 ノ符理 ノ 〇 必要 ナル 吏 M ノ設置 
及 其/職務 _限-| 關シテ ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 四® 道路 M 關ス ル费用 及 _ 務 

0 主 トシ テ 軍事 ヲ 有 7 * /u 國 ¢1 其/他 
第三 十 Is 。 主務大臣 ノ 指定 スル ノ 新設 又 
ハ 改築-一 要 スル ? 5 用 ハ國 S  ノ負擔 トス 
前項-一 规定 スルモノヲ除ク外逍路 — 關スル费用 
ハ 管理 渚 タル 行政 廳ノ 統輅 スル 公共 酬體 ノ負擔 
トス M シ行政 M 劃ノ 境界-一 係 :': il 路 -1 關スル 费 
用/負 擔-一 付 テ ハ關係 行政 廳ノ協 議二 ル 協議 
調 ハサ ル トキ ハ 主務大臣 之ヲ 決定 ス 
第三 十一: 條前 條ノ 場合-一 於 テ 道路 卜他 ノエ 作物 
卜 効用ヲ 兼 ヌル モノ ナ ル トキ ハ 其ノ费 用 ノ負擔 

-1 付 テ ハ 前條 第二 項仉書 ノ規 定ヲ维 用ス但 シ河 

川 法 第三 十條ノ 規定-一 詫 當ス ル 場合-一 於 テ ハ 其 

ノ 規定-- 依 ル 

第三 十 五條 第三 十一 一一 條 第一 一項 二 規定 ス V 費用 __ 

シテ E 道/新設 又 ハ 改築 — 耍 スル モノ ハ 其 ノー 

部 ヲ國庫 ョリ 補助 スル n トヲ煜 特別 ノ事由 アル 

場合-一 於 テ 府縣道 以下 ノ 钯 路ノ 新設 乂ハ 改築-一 

要 スル 费用 -I 付 亦同シ 

第三 十六 條第二 十四 條ノ 規定-一依 ル a 路二 關ス 

ル 丁： W 若 ハ iH 路ノ排 持 ■一  要 スル 费用又 ハ 第二 十 

六條ノ 規定-一依 リ設 クル 扔梁若 ハ ZS 船 場-一 關ス 

ル ? 5 用 ハ 許可 又 ハ 承認 ヲ焊 タル 者ノ負 擔トス 

第三 十七 條他ノ H 事 又 ハ行 爲ノ爲 必耍ヲ 生シタ 

ル 道路-一 關ノ 、ル エ事 ノ费用 ハ赞理 者他ノ  H 事 又 

ハ行爲--付费用ヲ6擔\、ル者ヲシテ其/全部又 

ハー 部ヲ 負擔セ シム 

第三 十八 條特 別ノ事 由 アル 場合-一 於 テ ハ 第二 十 

三 临ノ規 定 -I 依 ル 21 路 / 修 絡-| 關スル エ事 又 ハ 

逍 路ノ 維持-一 要 7V /1- 朽 用 ハ 竹 理者 同條ノ 下級 行 

政豳ノ 統轄 スル 公共 刚膛又 ハ 同條ノ 私人 ヲシテ 

其ノ全 部 又 ハ ー部 ヲ負擔 セ シムル 3 トヲ得 

第三 十九 胳 菹 路 -1 關ノ 、ル X 事-一因 リ著シ ク 利益 

ヲ受 クル ' af アル トキ ハ犄 理莕ハ 其ノ 者プシ テ 利 

益ヲ受 クル 限度 m 於 テ ii 路- 一關ス ル エ 事/ 费用 

ノー  部ヲ © 擔セシ ムル コト ヲ得 

第 四十條 特- 一道 路ヲ ffl fy K ル 原因 卜爲ル ヘキ 事 

業ヲ 爲ス荠 アル 場合- 1 於 テ 管理者 ハ 之 力爲二 要 
道路 法案 第一 sf?l 會 


スル 道路 ノ維持 又 ハ 修繕 ノ  a 用 / 一部 ヲ其ノ 事 
業 渚- l a 擔セシ ムル コ トヲ得 
第 四十！ 條道路 二關ス ル エ事/ 爲 必要 ヲ生シ タ 
ル 他/工事/ 费用ハ 管理者 特別 ノ事山 アル 場合 
二 於 テ他ノ  H 事-一 付 費用 ヲ負擔 スル 者ヲシ テ 其 
ノ企 部乂ハ ー部 ヲ負擔 セ シムル 場合 ヲ除 クノ外 
道路 — 關スル エ事 ノ 費用 ヲ負擔 スル 者ヲシ テ 之 
ヲ負擔 セ シム 

第 四十 二條本 法 若 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 又 
ハ 之- 1 依 リテ SK 處分二 依 ル 義務ヲ m 行 スル 爲 
必要 ナル 费用ハ 法令-- 別段 ノ定 r ル 場合 ヲ除ク 
ノ外 義務 者 ノ負擔 トス 

第 四十 三條 道路- 1 關 スル 费用ノ 負 擔金ハ 費用 負 
擔者力 道路-一 關スル エ事 ノ 執行 父 ハ 道路 ノ 維持 
ヲ爲ス 場合 ヲ除ク / 外 第三 十 一一 一條 第一 項ノ國 道 
ノ新設 又 ハ 改築-一 要 スル モノ-一  在リテ ハ國庫 • 
其 ノ他ノ モノ, I 在 リテハ 管理者 タル 行政 is ノ統 
轄 スル 公共團 體ノ收 入 トス 
前項 ノ S5 W 負擔渚 力 公共 團體 ナル 場合-一 於 テ 之 
ヲ統 Is スル 行政 廳又ハ 行政 廳タル 管理者 力 道路 
-一關 スル エ事/執行 又 ハ 道路 ノ 維持 ヲ爲ス トキ 
ハ 前 51 ノ 規定 ノ 適用 — 付 テ ハ 費用 負擔者 之ヲ爲 

スモ ノト fl 做ス 

第 四十 一條/規定- |依 ル 負 擔金ハ 前 二 項/例 二 
依リ國 g 又 ハ 公共_ 體ノ收 入 トス 
第 四十 四條 道路 ノ 占用 料 其ノ他 道路 ョリ 生 スル 
利益 ハ 管理者 タル 行政 廳ノ 統轄 K ル 公共 團體ノ 
收入 トス' 但シ 第二 十六 條ノ規 定- 一法 リ 許可 又 ハ 
承認 ヲ得テ 徴收ス ル 瞭錢又 ハ渡錢 ハ 其 ノ許可 又 
ハ 承認 ヲ得 タル 者 ノ收人 トス 
第 四十 五條 道路-一 關スル エ事 ノ爲 必要 アル トキ 

ハ 管理者 ハ 沿道/土地 一一 立 人リ又 ハ 其ノ土 地- 1 

一時 材料 置 場 トシ テ 使用 スル コト ヲ得 

前項/規定- 一依 ル 立 入 又 ハ 使用 ヲ爲 サム トス ル 

トキ ハ 已ムヲ 得 サル 場合 V 除クノ 外豫メ 土地 ノ 

占有 者 二 通知 スル コト ヲ耍ス 

第 四十 六條 非常 災害 ノ爲 必要 アル トキ ハ 管理者 

ハ 11 路 附近 rl 居住 スル 者ヲ使 役シ 、道路 附近 ノ 

土地 ヲ | 時 使用 又 ハ 土石、 竹 木其ノ 他物 品 ヲ使 

用 若 ハ收用 スル コト ヲ得 

第 四十 七條前 二條ノ 規定-一依 ル 立 入、® 用、 使 


〇 現-一生 シタル 

役 父 ハ 收用二 因 y  〇 損害 ヲ受ヶ タル 者 ハ 立 入、 

之ヲ 

使用， fji 民 乂ハ收 ffl ノ後三 月内- 1 管理者-一 對シ 

スへシ 

補償 V 請求 スル コトヲ 拐 

第 四十 八條 沿道 ノ 土地 •竹 木 又 ハエ 作物 ノ 管理 
者 ハ 其ノ  土地 •竹 木 又 ハエ 作物 ノ逋路 - 一 及 ホス 
ヘキ 損害 ヲ豫肪 スル S 必要 ナル 施設 ヲ爲ス ヘシ 
第 四十 九條 道路 ノ使用 又 ハ 道路 若 ハ 其ノ 交通 ノ 
保全-一 關スル 規定 ハ 命令 プ以テ 之 ヲ定ム 沿道 ノ 
土地-一 於 ヶル エ作物 ノ建設 其 ノ他ノ 作 爲 又ハ不 
作爲ノ 制限 ニ シテ 道路 又 ハ 其ノ 交通 ノ 保全 ノ目 
的ヲ以 テス ル モノ-- 付 亦同シ 
第五 十條 沿道 ノ區域 ハ 管理者 之 ヲ定ム 
第五 章 監督 及 罰則 

第五 十 一條 左-一 揭クル 場合-一 於 テ ハ 管理者 ハ 本 
法 若 ハ 本 法-一基 キテ 發ス >u 命令-一依 リテ 其ノ爲 
シタル 許可 承 |» ヲ収消 シ其ノ 効カ ヲ停 止シ若 ハ 
其條 件ヲ 變更シ 、道路-- 存スル エ作物 其 ノ他ノ 
物件 ヲ改築 除却 セ シメ 若 ハ 之 — 因リテ 生ス ヘキ 
損害 ヲ豫防 スル 爲 必要 ナル 施設 ヲ爲サ シメ 又 ハ 
原狀 回復 ヲ爲サ シムル n トヲ煜 
一 道路-一 關 ス ル 法令/規定-一 違反 シタルト キ 
二 道路-一 關スル 法令 ノ 規定-一依 ル 許可 又 ハ 承 
認ノ條 件-一 違反 シタルト キ 
三 詐欺 ノ 手段 ヲ以テ 道路 — 關 K ル 法令 ノ 規定 
二 依 ル 許可 ヲ得 タル トキ 
四 道路-一 關スル エ事/ 爲必耍 アル トキ 
五 公益 上 必要 卜認ム ル トキ 
前項 第五 號 / 場合-一 於 テ 損害 ヲ受ヶ タル 者 アル 
トキ ハ 管理者 ハ 道路 二 關スル エ事 ノ 費用 ヲ負擔 
スル 者プシ テ 其/ 3S 害ノ金 部 又 ハ ー部 ヲ補 (1 セ 
シムル コト ヲ得 

前 二 項 ノ 規定 ハ 主務大臣 力 第二 十九 條ノ 規定-一 
依 リテ其 ノ爲シ タル 許可 若 ハ 承認 ヲ取 消シ 、其 
ノ 効力 V 停止 シ又ハ 其 ノ條件 ヲ變更 スル 場合 M 
之ヲ 準用 ス 

第五 十二 條 左-一 揭クル 事項 又 ハ 其ノ 變更廢 jh 若 
ハ 取消 ハ 第一 號ュ在 リテハ 行政 廳 ュ 於 テ、 其ノ 
他-一 在 リテハ 管理者-一 於 テ 監督官 廳ノ 認可 ヲ受 
クヘ シ但シ 主務大臣 ハ輕易 ナル 事件-一 限リ 命令 
ヲ以テ 認可 ヲ受ケ シメ サルノ 定ヲ爲 スコ トヲ煜 


一 國道 以外/道路 ノ 路線 プ 認定 スル コト 
二道 路又ハ 沿道 ノ區域 ヲ定ム ル コト 
三 道路/新設 又 ハ 改築 ヲ爲ス n 卜 
四 第二 十 一條 乃至 第二 ±1 一條 ノ 規定-一依 リ道 
路- -關ス ル エ事 ヲ 執行 セ シメ 又 ハ 道路/維 
持ヲ 爲 サシ ムル コト 

五 第二 十四 條又ハ 第二 十六 條ノ 規定-一依 ル 許 
可 又 ハ 承認 プ爲ス コト 

六 第二 十五 條ノ 規定-一依 リ他 ノエ 事ヲ 執行ス 

ル コト 

七 第二 十七條 ノ規定 -1 依 リ橋錢 又 ハ 渡 錢ヲ徵 
收スル 橋梁 又 ハ 渡船場 ヲ設 クル コト 
八 第二 十八 條ノ 規定-一 抜リ道 路ノ 占用 ヲ許可 
若 ハ 承認シ 又 ハ 道路 ノ 占用 料 ヲ徵收 スル 事 
九 第三 十七 條 乃至 第 四十 一條 ノ規定 — 依リ費 

用 ヲ負擔 セ シムル コト 

屮前條 第 I 項 又 ハ 第二 項ノ 規定-一依 ル 處分ヲ 
爲ス n 卜 

第五 十三 條 監督官 廳ハ 監督 上 必要 卜認ム ル トキ 
ハ 前條ノ 行政 廳又ハ 管理者 — 對シ 前條 谷號 ュ揭 
クル 事項 又 ハ 其 ノ變更 廢止若 ハ 取消 ヲ命シ 其ノ 
他 命令ヲ 發シ又 ハ處分 ヲ爲ス コト ヲ得 . 

第五 十四 條 行政 執行 法 第 五條 及第 六 條ノ規 定並 
之-一基 キテ發 ス ル 命令 ハ 本 法 若 ハ 本 法-一基 キテ 
發スル 命令 又 ハ 之 二 依 y テ爲ス 處分 二依 リ払入 
レ 行 フへキ 作 爲又ハ 不作 爲ヲ 管理者 力强制 スル 
場合 M 之ヲ 準用 ス 

第五 十 五條 本 法 若 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 又 
ハ 之 二 依 リテ 爲ス處 分 -I 法 リ私 I/V ノ義務 二 屬ス 
ル 負擔金 •占用 料、 橋錢 •渡 錢其ノ 他 ノ费用 ハ 
管理者 國稅 滯納處 分ノ 例 — 依 リ之ヲ 徴收 スル コ 
トヲ得 

前項 ノ 規定-- 依 ル 徴 收金ノ 先取 特權ノ 順位 並 其 
ノ追徵 還付 及 時効-一 付 テ ハ 管理者 タル 行政 廳ノ 
統轄 スル 公共 團 體ノ徵 收金ノ 例-一依 ル 

者 

第 afj; 十六條 私人 左 / 谷號ノ ーニ 該當 スル トキ ハ 

三 

一 1¢ 以下/ 铉役若 ハ ニ 百 圓以下 /  _ 金 又 ハ 科料 
-1 處ス 

一 許可 ヲ得 スシテ 道路 若 ハ 其 ノ附屣 物 — 關ヌ 
ル エ事 ヲ執 行シ又 ハ 道路 若 ハ 其ノ附 屬物ヲ 

七三 九 
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者 

占用 シタルト キ 

二 許可 ヲ得ス シテ睽 梁 又 ハ 渡船場 ノ 使用- 1 對 
•ゾ 橋 錢 、渡 錢其ノ 他 / 財物 ノ交 付ヲ 請求シ 

者 

タル トキ 

三 道路 ノ使 用 — 對シ 路錢 其/他 ノ 財物 ノ 交付 
者 

ヲ請 求シ タル トキ 

者 

四 詐欺 ノ 手段 ヲ以テ 許可 ヲ倶 タル トキ 
五 正 當ノ事 由ナ クシ テ 第 四十 六條ノ 規定 こ 依 

ル 管理者/命 M 從ハ サル 
六 第 四十 八條又 ハ 第二 條及第 四十 八條ノ 規定 

-I 違反 シテ道 路又ハ 其 ノ附屣 物-一 及 ホスへ 

キ ffl 害ヲ豫 防 ス ル爲 必要 ナル 施設 ヲ爲 ササ 


第六韋 訴願 及 訴訟 

第五 十七 條本法 又 ハ 本 法-一 莲 キテ發 ス '!-- 命令 二 

規定 - >• タル 事孭 -1 付 主務大臣 又 ハ 管理者 ノ爲シ 

タル 處分 -I 不服 アル 者 ハ 訴願 スル コト ヲ得 

本 法-一依 リ行政 裁判所 — 出訴 スル コト ヲ煜ル 場 

合-一 於 テ ハ 主務 大 S  -- 訴願 スル コト ヲ得ス 

第五 十八 條本法 又 ハ 本 法 二 基キ テ發ス ル 命令-一 

規定 シク ル 事項- 1 付 主務大臣 又 ハ 管理者 ノ爲シ 

タル 違法 處分 -1 因リ糊 利ヲ毀 損 セラ レ タリ. トス 

ル 者 ハ行 政 裁判所 — 出訴 K ル コト ヲ煜 

第五 十九條 第 四十 七 條ノ規 定-: 依リ 補 ® ヲ受ク 

同條ノ 規定 スル 期間 

< キ者 浦 la 請求 浚 1 n 月 ^ -1 其ノ 決定 ノ 通知 ヲ受 

ケタ ル 場合 n 於 テ 補償-一 不服 アル 時 ハ 通知 後 六 

同條ノ 規定 スル 期間 

月內二 、 補 股 謂 求 後 三月 内- 1 其 ノ決茬 ノ 1印 プ 

受ケ サル 場合-一 於 テ ハ 其ノ 期間 經過後 六月 內 

通常 裁判所-一 出訴 スル n トヲ得 此ノ 場合  <一 於 テ 

ハ 訴願 シ又ハ 行政 裁判所 二 出訴 スル n トヲ煜 ス 

第 七 章雜則 

第 六十條 本 法 屮府縣 、府縣 知事、 府縣廳 又 ハ 

府縣 道-一 關スル 規定 ハ 北海道- 1 付 テ ハ 道 •道廳 

長官、 道廳乂 ハ 地方 費 道 — 關シ 市、 市長、 市 役 

所 又 ハ 市道- |關スル規定ハ北海道及沖纈縣=付 

テ ハ區 、區長 •區 役所 又 ハ 區道 n 關シ 郡役所 こ 


關スル 規定 ハ 北海道- 1 付 テ ハ 支 底、 島 = 付 テ ハ 
島廳 ― 關シ之 ヲ適 用ス 

第 六十 一條 北海道-一 付 テ ハ 道路/種類， 等鉍及 
路線 ノ認定 並 第三 十三 勝 乃至 第三 十六 條 、第 四 
十三 條 、第 四十 四條 及第 五十二 _ノ 規定- 1 關シ 
沖櫳縣 -I 付 テ ハ 郡 道-一 關シ 勅令 ヲ以テ 特別 ノ定 
ヲ爲ス コト ヲ得 

第 六十 二 條 道路 ノ路 線ノ 認定 ノ變 更隧止 其/他 
ノ 場合 — 於 テ 不用-一 歸シ タル 道路 及 其/ 附鼯物 
ヲ 構成シ タル 物件 並 材料 器具 贌 械等ノ 管理 及處 
分- 1 付 テ ハ 勅令 ヲ以テ 持 別ノ定 ヲ爲 K コト ヲ得 
前項 ノ變更 廢止ノ 場合 — 於 テ 道路 及 其 ノ附屬 物 
ヲ 構成 シタル 物件 ハ 勅令 ヲ以テ 定ムル 期間 ノ滿 
了 スル 迄 第 六條ノ 規定 ヲ 之-一 準用 シ 土地 收 用法 
中 第 六十 六條ノ 規定 及之ヲ 準用 スル 規定 ノ 適用 
二 付 テ ハ 不用 二 歸セサ ル モノ ト 看做 ス 
第 六十 三條 左-一 揭クル 法令 ノ 規定 ハ 本 法-一法 ル 
道路 — 關シ 之ヲ 適用 セス 
一 明治 四 年 十二月 十四日 布吿 治水 修路 架橋 等 
運輸 ノ 便利 ヲ興ス 者- 1 税金 取 立方 許可-一 關 
スル 件 

二 明治 十一 年 七月 二十 二日 達郡區 町村 編制 府 
縣會 規則 地方税 規則 施行 順序-一 關 K ル 件 第 
十二 項 

三 明治 十二 年 二 月 二十 七日 達 河港 道路 堤防 橋 
梁 費 ヲ儀慣 — 因リ 支辨シ 得 ル 件 
四 陸地 測量 標條例 第二 條 
五 水路 測量 標條例 第二 條 
六 電信 線 電話線 建設條 例 第 一條-第 四條 及第 

五條 

七 軍用 電信 法 第四條 第二 rj ノ 規定 二 依リ準 用 

スル 電信 線 電話線 建設 條例第 一條、 第四條 

及第 五條 

八 河川 法 第十條 第二 項、 第 十 一條 及第 三十 二 

.條 

九 砂防 法 第 八條 及第 十六 條 

十 私設 鐵道法 第 四十 二條 

十一 輕便鐡 道 法 第五 條ノ 規定 = 依リ 準用 スル 

私設 鐵道法 第 四十 I 一條 

十二 電氣 事業 法 第九條 

十三 大正 三年 法律 第三 十七 號 

附則 


第 六十 四條木 法 施行'' 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 六十 五條 左- 1 揭クル 法令 ハ 之ヲ 鹾止ス 
一 明治 五 年 第三 百 二十 五 號布吿 
II 明治 六 年 第 百 四十 六號 布吿 
三 明治 六 年 第 四 rl 十三 號達 
四 明治 九 年 第 六十 號達 
五 明治 十八 年 第一 號布達 
六 明治 二十 年 勅令 第二 十八 號 

第 六 十六 號本法 施行 前爲シ タル 處分及 之-一 附シ 

•タル 條件ハ 本 法 又 ハ 本 法 11 基キ テ發 スル 命令 二 
© 觸セ サル 限リ本 法-一依 y 爲シ タル 處分及 之- 1 
附シ タル 條件卜 看做ス 

第 六十 七條本 法-一依 リ管 理者ノ 許可 又 ハ 承認 ヲ 
受クへ キ事孭 > 7. ゾテ本 法 施行 ノ際 現-一存 スル モ 
ノハ本 法 一一 依 リ管 理者ノ 許可 又 ハ 承認 ヲ受 ヶタ 
ル モノ ト 看做ス 但シ 管理者 ハ 本 法 施行/日 3 リ 
三月 內- 一六 月ヲ下 ラサル 期間 ヲ指定 シ其ノ 期間 
經過後 ハ 許可 又 ハ 承認 ノ効 カヲ 失フ ヘキ 旨ヲ吿 
示 スル コト ヲ得 

第 六十 八 條本法 施行 前爲シ タル 處分- 一關ス ル訴 
願 又 ハ 行政訴訟 = 付テハ 仍 從前ノ 例-一依 ル 
〔國 務大 K 床 次 竹二郞 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹二郞 君〕 ii 路 法の 制定は 三十 年 
来の 懸案で ござい 1 して， 最初 明治 二十 一年に 調査 
をせられ ました 以来-或は 地方 r'; の 意見を 徴し •又 
土木 會に 諮問に なり* 度々 閣_ も 決せられました、 
議會に 向つても 二十 九 年と 三十 二 年に 提出に なつた 
ので ありました が、 何れも 其 當時未 議了に 了り まし 
て、 遂に 今日まで 其 決定を 見ないで 居る やぅな 有樣 
であります， 然るに 今日の 現 狀並 に將來 に亘 つて考 
へます るに、 最早 今日 ほ 其 制定を 必要と する 時と 考 
へます のであります、 現在 道路に 關 する 法 津は •明 
治 九 年 太政官 達 六 號と云 ふの がご ざいます >  其 外 一 
二の 單行法 があります るの みでありまして、 其 管理 
■維持、 若く ほ 費用の 負擔 、若く は 監督に 關 する 規定 
等も苒 だ 十分で ありませ ぬ、 それ故に どぅぞ 是 等の 
十分なら ざる 規定を 補 ひまして、 此際そ れ 相當 
の條規 を 設けたい 考へで ございます、 而 して 此法案 
に付きまして 衆議院に 於て 二 三 修正を 致しました 箇 
條が ございます が* 何れも 相當な る ことと 考 へまし 
たので， 修正には 同意を 致した 次第で ございます、 
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前 申 上げる 4n く 長い稱 案で ございます るし •其 間 % 
補 調 ¥-£ 研 究もせ られて 今日 參つた ことで ございます 
ので、 何卒 御 協 S ， 御 審 譎 を 願 ひた 5 ござい •* 

〇阪 木釤之 助 君 本案の 衆 蕺院 の ^ 正を 見 -t すると 
此最も 主 もなる ものは 第 十 一條， 第 十二： 成の 下へ 持 
つて 行きまして 「地方 開發ノ 爲必耍 f ど 7- 將來前 谷 
號ノ ー- 1 該常ス ヘキ 路線 J 、 此 一 號を加 へる と i;- ふ 
ことにな つて 居ります-唯今： 氷〇 まする と、 政府は 
御 同意を なされた と 云 ふ 事であります が、 從來假 定 
府縣 道と 申しまして、 此 修正の やうな 路線を 町村の 
管 II から 府縣の 管理に 移す と 云 ふこと に付きまして 
ほ、 地方 官や議 U 有 . =6 と 云 ふやうな 者は 大いに W 心 
した ものであるの L* あります、 励 も すれば 是が政 秘 
操縦の 用に もな 〇、 励 も すれば 謎 員 選 si の 餌 さと も 
なります >  相 應に弊 害が 伴 ひまして 甚だ 宜くな いこ 
とで あると 感じて f;- るので あります、 此 度の ii 路法 
案は 兎に角 國逍 、府 縣适 、郡 道 等の 15 格を 明瞭に 規 
定 せられまして、 是まで の邨 害を 幾分な 〇 とも 除却 
する ことを 得る と 認めて £50 ましたに 拘ら ず. 又斯 
んな 修正が 這 入りまして 「地方 開 毀 ノ 爲必势 -7 ゾテ 
將來 前谷號 / 一 二該 當スへ キ路 線」 と 云 ふやうな， 
见蹂 に昧 りまして はどうで もなる 瞰昧な ものである 
のであります、 是が這 入 〇 まする と 再び 前日の 如く 
種々 な ' nli 倒' が 起り まして、 而か も娃が S に 路線が 非 
常に 殖える ので あ 〇 ます、 路線が 破え まして、 府縣 
費が 增加 すると 云 ふことは 掩ふ ベから ざる ?]! »■ であ 
ると 私は 思 ふので あります、 政府が 是 に拘ら ず、 御 
同意を なされた と 云 ふ亊は どう 云ふ譯 であり ませう 
か、 甚だ ia 憾に 存じます るが、 此修正 の 成立ち 及 政 
府が 之に 御 同意な された と 云ふ理 rtl を敢り たいので 
あります、 又 郡 道と 云 ふ ものを 此法 案が， 一め る こと 
になつ たのであります るが、 是まで 郡が 府縣と 町村 
との 間に 介在して •唯 僅に II 道を 假 りに 郡 道な どと 
稱して 管理して fr つたので あります が、 今後 ほ lit 法 
案が 成立ちます れぱ ■郡と 云 ふ もの も 一の獨 立の 主 
體とな りまして、 第 十二 條に 掲げられて 居る 所の 郡 
道を 認定し、 又 ほ 管理す る ことにな 〇 ますので、 郡 
の 自治體 の 111: 帶 は餘 ほど 大きくなる のであります、 
是まで 府縣が 谷 郡に 土木 / 11 張 所と か、 駐在所と か 云 
ふやうな ものを 設けまして、 それに 府縣逝 fl を 駐在 
せしめて、 事を 辨 じて 居つ たのであります るが’ 郡 
にも 郡 道と 云 ふ ものが m て 来て 、世 帶が 大きくな つ 
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て 来 ますれば、 之に も 矢張り 郡の 土木 吏 fl と 云 ふ も 
のを 作り 或は 郡 内に 在る 所の 府縣脊 理の il 路と •郡 
の脊理 の ia 路と >  別々 に 同じ 所に 在る 逍路 を， 資格 
を 異にする 〇 に 兩方 から 役 八が 出て， 別々 に 仕 «f を 
すると 云 ふこと になり まして、 K だ： -1< 經濟 であるの 
みならず、 窗は郡 と： k ふ ものは 肖ら 郡 没と 云 ふ もの 
を収る 資格は ない、 町村に 分 付を して 今 U の 郡费を 
jrf つて fr る， 今日の 现狀ほ さうな つて R ります、 斯 
の 如き 崎 形の 法人で ある、 即ち 片輪の 法人で ある、 
斯の 如き 郡に 斯の 如き 機能を 苻たせ ると 云 ふことは 
大に考 ふべき ことで ないかと 考へ ます •之に 付て 政 
府は 如何に 御 考へ になつ たので ありませ うか、 是も 
併せて 御 ® かせを 願 ひたいと 思 ひます。 

〔國務 大 S 床 次 竹 M 郞お演 被に 登る〕 

〇阈 狗大 K (床 次 竹 二 郎对〕 笕 一 の御尋 ほ 衆 籙院の 

修 JH の 通りに なれば 地方の tlsf l? に te つて 妄に 道路を 

開隳す ると 云 ふ 鹿は ないかと 云 ふ御尋 であります、 

适 路の 認定を 致します るに I-J- て ほそれ f 監督の 規 

定を設 けて •こざいます から‘ 監督の 作 m に 依 つて 餘 

り茌 しい ものは 制限が 出来る と 云 ふ考 へで 居ります 

n. つ 又 今の 御 巷の 修正の ® 條は 前各號 に該當 する も 

のと 云 ふ言湛 がご ざいます から、 要する 所 政府の 原 

案と ¥r 質に 於て ほ 異なる 所は ない と考へ て 居ります 

それから 第二の 御 ^ の 郡 23 のこと でございまする が 

今日の pr 况に 於て {3; 郡に 於て 自 ら經赞 して 居る もの 

あり-若く は紳 S して Fr らざる もの もあります、 今 

度の 法案に te つて ffi に 郡の 負擔激 變を來 す やうな こ 

とは 避けたい と考 へて屛 ります. 併ながら 大體に 於 

き茲に 郡 is が m 来る ことは 明かで ございます から， 

それだけ ほ 自から 郡の 負攒ほ 殖える のであります け 

れ ども •其 點に 於て は 餘〇 負擔に 椹へ ない と 云 ふこ 

とはな からう と考 へて 居ります、 第二の 御 質問は… 

… さう 云 ふ 風で 梵 しう ございます か、 取 違へ て 居り 

ます、 是は御 伺 ひいた L ます。 

〇阪太 釤之肋 君ち ょつ と …… 第一の 御 答に 對 して 

少し 疑 ひが 起り ましたから 御尋 いたしたい と 思 ひま 

すが •太 a はです、 木 a の 見ます る 所では 唯今 大臣 

の 御 答と ほ 5® ひます ので將 來前 矜號の一に該當すへ 

き 路線と 云 ふこと であります、 現在では ない、 地方 

の 開 發に te つて 將來前 谷號の 一に該 常す る 道路と 云 

ふので あります* そんな ことを 今から 府縣 道に して 

置かないでも 宜 い、 郡 ia なり 町村 道な りに して 題い 
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て、 愍々 必想の あつた 時 法律に to つて 之を 上げれ ぱ 
宜しい、 是は 府縣 道に も 郡 道に も 這 入つて 居ります 
が、 町村 道の 或 やつを 將來郡 道と なるべき 資格の あ 
る ものは， 之に 入れる と 云 ふので ^ 一階 づつ 上げ や 
うと 云 ふので あります が、 是が 如る 弊害が あるので 
あります， そこに 町村な 〇 郡な りの 負擔を 免して、 
府縣へ 持つて行く  •苻縣 へ 持つて行けば. U ら 道も宜 
しくなる し 金 も 要らない、 地方の ことは 能く 御 承知 
であり ませう が、 非常に 運動が 烈しい、 此間に 色々 
な 弊害が 用 ひられる ので ありま す、 即ち 此弊 害を釀 
すべき 箇條を I 箇 條 入れた と 本 w lt 認める ので ござ 
いますが、 何故に 將來 のこと を此處 に 入れて あるの 
であります か， 其 事が 到達した 時に 入れれば 宜しい 
將來該 常すべき 道路、 將來と 云 ふ ものを 現在の もの 
と 同じ やうに 扱は なければ ならぬ t 云 ふことは、 ど 
うしても 理解は ll-i 來ませ ぬが、 それは どう 云 ふこと 
であるか、 何故に 之を必 驳と衆 議院は したので あり 
ます か、 X 政府は 何故に 之に 御 同意な された かと 云 
ふこと を 71: りたい、 第二は 經 K のこと もあります が 
强 ち經费 ばかりを 申す のでは ございませぬ 、重複す 
るので あります •府縣 の 吏員が 幸 ひ 郡に 出張所な ど 
が 出来て 居る のであります から、 それが やります れ 
ば 兼ねて 出来る のであります、 又 小さい 所なら ば 町 
村で も /!,. 来る のであります、 然るに 郡 道と 云 ふ もの 
を 公然と 認められて 郡役所で 之を すると 云 ふ 事と な 
らば， 小さいながら も 郡役所に 相 當の機 關を 造らな 
ければ ならぬ， 是が又 相 當に費 用が 無駄な ことで あ 
ると 思つ て 居る に 拘らず ，是非 郡 道と 云 ふ ものを 認 
めねば ならぬ と 云 ふの It どう 云 ふこと であるか、 本 
員の 考で は府縣 道、 市町村 道で 澤山で あらう と 思 ひ 

ます、 上の ものは 府縣 道と して、 又 法律の 定め やう 

に 依つ ては， 府縣 道と 云 ふ 名を 附けな いで 府縣 知事 

が 管理して 修理 保存す ると 云 ふこと に 規定しても 宜 

しい、 兎に角 郡の やうな 畸形の 法人に、 他の 完全な 

る 法人、 府縣 とか 市町村と か 云 ふ 完全なる 法人と 同 

じ やうな 仕事を させる 法®; を 作る と 云 ふことは、 洵 

に 詰らぬ ことで あると 云 ふので あります、 是は 如何 

であります か、 何故 郡 道を® かねば ならぬ と 云 ふ理 

由は 何處に 在る かと 云 ふこと を 承は りたい ので あり 

ます 

〔阈務 大 K 床 次 竹 二 郞君 演壇に 兮る〕 

〇阈務 大臣 (床 次 竹 二 郎君' >第一 の 御！® のことは 「 


地方 開發 ノ爲 必要 f ンテ將 來前 谷號ノ  ー  -I 該當ス へ 
キ路線 一、 現在の 所では 政府の 原案に あ 〇 ました や 
うな f-s 條には 嵌まらない が •併し 今日 其 通を 拓く必 
5? が 產椠 上な り 地方の 開發上 から 見て あると •開い 
て 11: けは. 觉にほ 前 作 號 2 一に該 當する やうな 線路に 
なると云ふ見込のものほ、之を開くと云ふことは* 
地方の 爲に私 は 宜しい ことと 考 へて 居 〇 ます、 御 心 
配になる のは それが 爲に 弊害が 起り はせ ぬかと S ふ 
御 心 ® であらう と 思 ひます •或は さう 云 ふこと も あ 
るか も 知り ませぬ が‘ •併ながら それに (3; 監督の # I 定 
も あるので あります から-私と しては 差 支の 無い 修 
正 箇條で あると 考へ るので あります、 第二の 御靱の 
ことは 成る ほど 今まで 郡 道を 經營 して pr らぬ 所に、 
此法律 の 結果、 郡 道を 經營 いたす やうになります れ 
ば、 府縣の 土木 吏員が 濟 まして 居つ たものを ¢1 に 郡 
に stl 員を 置かなければ ならない と 云 ふこと (3; •是 ほ 
當然の 結果であります が* それ か 爲に殊 更に 地 方の 
負 * を 過重す ると 云 ふことは なから うと 思 ひます、 
固ょり 御 ^ の 如く 幾分 か 重くなる ことになります か 
ら •それだけは 大體の 上から 見て 不經濟 たる ことは 
免 かれぬ と 云 ふことは、 私 も 左 樣に考 へます、 併な 
がら 大體に 於て 此 法を 布いて それ 〇地 方の 自治 |5§ 
に 仕事を 委せる と 云 ふこと になつ た 以上は 致 方が な 
いと 考へ ます， 元來 いつぞや 御尋 にも ありました 如 
く， 郡なる 自治 體が 存在せ ぬ ことに 致します れば* 
是は 論の 無い 話であります けれども 今日 郡の . I'l 治體 
を 認めて 居る 以上， 多少の 重 榨 する やうな 事に なり 
ましても、 大體 上から K むを 得ぬ 事柄と 考へ ます。 
0 高 崎 親 章 君 本案は 先刻 主務大臣ょり 說明 もせら 
れ ましたる 通り* 十數 年来の 懸案でありまして、 本 
會に 提出せられ たのは 旣に遲 いと 申さなければ なり 
ませぬ、 併ながら 遲いな がら も玆に 提案せられ たと 
云 ふことは •洵 に檄迎 する 所であります が 故に、 敢 
て異蕺 を 挾む 點 はなから うとは 存じます が、 二三不 
明な 點が あります るで、 當局に 質 間いた したいと 考 
へます， 本案に 道路の 資格を 定められまして， 國道 
府縣通 、市道， 郡 道， 町村 道と 斯う 五 階級に 分かた 
れて あります が、 其 第一の 阈道 •此國 道 も 其 經費は 
時に 修繕の 負擔は 管理者に 於て 之を 負擔 すると 云 ふ 
ことにな つて 居ります が、 旣に國 道と 稱し て廣 く府 
縣を 通じ 國民 一般の 利便と なるべき 道路で ある 以上 
は、 其费 用の 負擔を 一地 方に 負擔せ しむる と 云 ふこ 


とは 如何なる ものである か、 勿論 現行に 於て 國道と 
雖地 方の 負 擔にな つて 居ります る 慣例であります る 
なれ ども- 此迫路 法案を 定められ 其 權 限を 明かに せ 
らるる 以上は、 國道は 阈费を 以て 茭辨 すると 云 ふ •こ 
とが 當然の 理由では ないか、 然るを f.y ほ 從 前の 慣例 
に 依つ て 地方の 負擔 とすると 云 ふこと ix 如何なる 理 
山で あるか、 此 理由を fnj ひたいの が 第一、 第二には 
國道 にして！ 1W の 支 辨に® せざる もの、 府縣費 を以 
て 負擔 する ことが 出 來る譯 であります るなら ぱ .府 
縣道 の經 費も縣 费 以下に 負 擔せ しむる と 云 ふこと も 
あつて 然るべき ことと ^ へます が. それ 等の 规 定か 
本案に 見えて 居り ませぬ， それは 如何なる a! 由で あ 
るか、 之れ を 伺 ひたい、 それから 第三に S 庫が 府縣 
逍以 下に 補助す ると： K ふこと を 本案 第 三 十 五條に 規 
定され てあります が、 府縣が 郡 道 以下に 補助を 與へ 
ると 云 ふことは 規定が ございませぬ、 是は 規定が な 
くと も從 前の 慣例に 依つ て 袖 助す ると 云 ふこと ほ、 
道路 法に 因つ て 差 支ない と 云 ふ 御 見込であります か 
どうか、 是が 第三の 御尋 、第 四に 御尋 致したい の (i 
從前の 道路 法に 於き ましても 矢張り 國道 •府 縣逍成 
は 補助 道路と 云 ふ 色々 名が あります るが、 其國 道 fe 
道なるものに付ては、道幅に規定があつた筈であり 
ます、 今般は lit 法案に 其 規定を 定めて ありませ ぬ、 
是ほ或 ほ 本案 三十 一條に 道路の 構造は 命令を 以て 之 
を定む と 云 ふこと •かあります るから、 或は 命令の 屮 
に - K- 規定を さる k と 云 ふ 御 見込 かは 存じ ませぬ が、 
此 道 幅の 規定は 全然 定められない _ であります か、 
之を 伺 ひたい、 それから 第五に 御® したいのは 過日 
衆議院に 於て 道路は 國の營 造 物と 云 ふ 問題に 付て 內 
務大臣 の御說 明が 明瞭を 缺いて 居る やうに 思 ひます 
此 道路の 國の營 造 物と 云 ふ 事柄に 付て は 最も 大切な 
る 問題で ございまして、 此資 格が 明かに 定まり ませ 
ぬと、 行政 上の® 分に 於て 甚だ 混 雜を來 たす ので あ 
ります， 然るに 衆諕院 に 於け る 内務大臣の 御說 明に 
於て は、 從來の 例に 依つ て斯く 定めた が、 尙ほ此 問 
題に 付て 詳しき 說 明を 要するな らば、 法制局 長官で 
も 連れて来て 說明 させ ませう と 云 ふ 御言 葉が あつて 
其 後 法制局 長官な どの 說明も 一向 伺は ない ので ござ 
いますが* 是は當 局の 責任 ある 御 辯 明を 要する こと 
が 最も 必要で あると 思 ひます、 之を 明かに 御說 明を 
願 ひたい、 まだ 外に も ございます が、 先 づ是だ けを 
御尋い たします。 
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〔國務 大臣 fr: 次 竹 二 郎君： ;^ ® に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君 d 御 答いた します、 第一 
は 旣に國 道と 名の ある 以上 (i 總 て國费 にしたら どう 
かと 云 ふ、 斯う 云 ふ 御 質問と 心 m ますが、 此 案に 於 
ては 此國 道は 全部 國费を 以て 支 辨 する ことに 致して 
あります るが、 大趦是 までの® 例を 襲 ふ秸 りで ござ 
います、 其方が 今日の 寶際に 適當 して 居る と考 へま 
して、 是ほ變 更いた さぬ ことに 致しました、 縣道以 
外、 郡な り、 若く ほ 市町村 道の 負擔で 以て 開 翳の 出 
來るや うにしたら どうか •斯う 云 ふ 御 話で ありまし 
たが、 是等は 總て此 案に 於て ほ 從來の 例に 依る こと 
に是亦 いたして ございます •第三は 三十 . 7T 條 の御尋 
であつ たかと 思 ひます が、 之には 「特別 ノ事由 アル 

場合-一 於 テ 府縣道 以下 ノ道 路ノ 新設 乂ハ 改築-一 耍ス 

ル ?,/ 用-一 付 亦同シ 」 即 ち國確 ょり 特別の il¥ 情の ある 

場合は 補助を する、 斯う 云 ふこと になつ て PT ります 

それから 其 次に 道路の 道 幅 やな どは 如何にす るか、 

是 ほ 命令を 以て 定める 積り でございます、 第五に 國 

の赞造 物と 云 ふこと に 付ての 御尋 でありました が、 

大體此 案 ! 3; 總て 道路 ! i 國の營 造 物な りと 云ふ考 を以 

て 制定いた したので あります ，併し 國の營 造 物と 云 

ふこと に 付て ほ、 色々 學 者の 間に も 翳 論が ある やう 

に 聞いて 居ります から、 それで 衆 蘸院に 於け る 答 辯 

は 今 御尋の 如く 申した ので ございます 1 此 中には 其 

主義を 以て 規定して 居ります、 何等 國の營 造 物と 云 

ふ 文字を 用 ひた 次第で も 何でも ありませ ぬ、 其遢の 

議論は どうで も宜 からう と 思 ふて 返事を 致した 次第 

で、 但し 主義は 右樣 な考を 以て 此 法案を 作つ て ござ 

います。 

〇 高 崎 親 章 君 唯今の 御 答の 中に 第三の 御 答は 私の 

御尋 しました 目的に 外ず れて 居ります、 第三に 御尋 

を 致しました のは •國 庫が 府縣 以下の、 府縣道 以下 

に 補助す ると 云 ふことは 法案に 規定は あるが、 府縣 

が 郡 道 以下に 補助す ると 云 ふことの 規定がない、 是 

は 現に 今 府縣に 行 はれて 居る 事柄でありまして、 縣 

S を 以て m 町村に 向つ て 補助を すると 云 ふことは 幾 

らも ある ことであります* 然るに 其 規定は 少しも 現 

はれて 居 〇 ませぬ •是ほ 禁ぜられた 譯で あるか、 法 

案に 規定がない とも 一向 差茭な いと 云 ふ 見込で ある 

か、 斯樣に 御尋を 致した のであります •それから 序 

でに 伺 ひます るのは、 唯今の 御說 明の 中に 國道 にし 

て 全部_ 庫の 負 ^ になるべき もの X あると 云 ふこと 


を 言は れ ましたが、 法案の 中に 左樣な ことほ 見え ま 
せぬ、 何れも 補助に なつて 居ります、 其钊 助を 全部 
總て國 庫が する 租〇 であります か •どうであります 
か、 lit 二つ を 伺 ひます" 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 M 郎君〕 唯今の 第二 問の こと ! 3: 
三十 三條に 「主務大臣 ノ 指定 スル 國道ノ 新設 又ハ改 
築-一 要 スル 費用 ハ 国！ ー ノ負擔 トス」 と ございます、 
それを 申 上げた 次第で ございます、 それから 府縣な 
り、 郡な りから それ 以下の 團體に 向つ て 補助いた し 
まする ことほ 是 まで 通りで 變更を 加へ ない 積り であ 
りま^ N。 

0 髙崎親 章 君 第！ の 御 答を 見ます ると •此 新築 改 
築是ほ 此 法案に 規定して あるのは 新築 改築に 限られ 
て 居ります、 維持 修繕費と 云 ふやうな ものが なけれ 
ぱなら ぬ 害で •私の 御尋 する 所は 常の 經費と 云 ふこ 
とを 申 1- のであります、 併し 是 ほ もう 別に 重ねて 御 
尋は 致し ませぬ、 尙ほ 外の 問題に 付て 御尋 いたした 
いのは、 本案 第六條 に 「道路 ヲ構成 スル 敷地」 と あ 
ります •此 敷地と 云 ふことは 唯々 路面を 申す ので あ 
るか •地盤の 底まで 指して あります のか、 それ も 先 
刻の 國の營 造 物と 云 ふ 問題に 大いに 關係を 有つて 居 
ります が* 是は どう 解釋 いたせ ぱ 宜しい ので あるか 
それから 次に 第 八 條の國 道ょり 町村 道に 至る まで 正 
しく 五 階級に 分かたれました が、 現在の 道路は 國道 
と 言 ひ* 府縣 道と 言 ひ、 或は 町村 道と も 申し、 且つ 
里 道と も 申して 居ります 、それで 今般、 明かに 第 八 
條に斯 の 通り名 稱を 定められた 以上は 此 法案 實 施の 
場合に 於て は それ^-管理者が lit 現在の 道路に 向つ 

て 其 道路の 資格を 認定すべき ものである や 否や ほ 是 

は 改築 >  新築 若く は 修繕の 場合に 於て 認定すべき か 

此 道路 法案 實 施の 場合に 於て 悉く 皆 現在の 道路に 向 

つて 其 資格を 定められる 譯にな ります のであります 

るか、 それを 伺 ひたい、 それから 第 十 一條， 第 十二 

條之れ に 「鐵道 停車場」 と 云 ふこと が あり ' t- す •電 

車の 停留 場と 云 ふことは 如何であります るが、 段々 

電車と 云 ふ ものは 市內ば かりで なく 郡の 方に も、 現 

在 も あり 將來も 敷設せられ る •鐵道 停車場ょり 寧ろ 

必要なる 電車 停留 場の 必要が 生じて 來 ると 思 ひます 

此 電車 停留 場は 左程に 見られない のであります か、 

或は 先刻 阪本 君の 質問が ありました 十 一條 •十二 條 

の 衆議院が 追加した 此箇條 に 依つ て、 是等は 地方 開 


發の爲 に 必要と 云 ふ 文字の 屮に 含ませて あるので あ 
ります か •先刻 内務大臣の 闽 答 辯を 伺 ひます と、 阪 
本 君の 御尋 に對 して 甚だ 疑惑を 生ずる のであります 
御 答 辯の 趣意に 法り まする と， 此衆 議院が 追加した 
のは 何等 効用がない やうであります、 即ち 內務 大臣 
の 御 答 ほ 「前 谷號 に該當 する もの I と 云 ふこと が 書 
いて あるから -re いと 云 ふこと を 言 IX れて 居る、 前 各 
號 に該當 する ものであるなら ぱ •旣往 將來を 問は ず 
後と から 生じた もので も 何も 此處に 新たに 書いて is 
かなくても •即ち 前 谷 號に 書いて ある 鐵道 停車場で 
あると か、 其 他港津 であると か 云 ふやうな 必要な こ 
とが 生じたならば、 其 時に 之を 認定 すれば 宜 いので 
あります、 何も 追加の 必要は ない のであります、 是 
ほどう 云 ふ 御解釋 になつ て 居ります か、 之を 伺 ひた 
いのであります、 それから 序に 伺 ひます のは 第 十五 
條に 町村 長は 特に 必要 ある 場合に 於て ほ •他の 町村 
に 向つ て 協議を する、 意見を 腦 くと 云 ふこと が あり 
ますが、 若し 其 意見を 聽 いて 同意を 得なかつた 時に 
は、 頭 到い けない のであります か、 又見氣 が 合は な 
いで 爭の 場合に なつた 時には 縣 知事と 云 ふ ものが、 
內務大 S と 云 ふ もの か y 之を 裁斷 する ので あるか、 
是は何 等 か 規定は あります るか， 是は さう 云 ふ 衝突 
を 起した 場合には 如何なる 曝 置を収 られる 積り であ 
ります か、 之を 伺 ひたい U 

〔國狗 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹二郞 君) 此第 六條の 「道路 ヲ稱 
成 スル 敷地 J ほ、 詰り 道路に 必要な だけの 意味で あ 
ります から •路面 並に 幾らか それに 必要な だけの も 
の it 之に 含んで pr ると. 斯う 御解釋 を 下さい、 詳し 
いことは 却つて 私ょり 政府 委員の 方が 委員 會に 於て 
詳しく 御說 明を 申します、 第 八條 、此國 道、 府縣道 
等を 認定す るには、 此法實 施の 際に 致す ので あるか 
と 云 ふ 御 尋 であります が、 此法實 施の 際に 認定いた 
す 積り であります •第 十 一條、 電車の 停車場に 達す 
ると 云 ふやうな ことがない と 云 ふ 御尋の やうでした 
か、 是は 必要は あるまい と 思 ひまして， 尤も 極めて 
必要なる 地 點が ありま すれば 大概は lit 處に 列記して 
ある 箇條に 這 入らなければ 臨時 認定いた す も 差茭な 
からう と考 へます、 明記して 置く 必要は ない と 思 ふ 
のです、 次に (3; 先き 阪本 君の 御 質問に なりました 箇 
條で あります が、 例へ ば 樞耍の 地と 申しましても 現 
在では 全く 未開の 土地であります れば ，そこに 向つ 


て 福 要の 土地とは 申さは ぬのであります、 件し W 來 
其邊に 道路を 開いて 置けば 餘 程®® な 土地になる と 
云 ふ 見込の ある 時には、 :! t lli 正した®: llg に 依つ て 3 
くのに 都合が 好から 5 と 思 ひます • . . 卜 : K 
婼で 町村の 意見を 異にした 2 ?合は 監 fif s きに 淡つ 
て、 何れが 是な りと 云 ふこと に 決定を 致して 途 は (-| 
く和〇であ〇ます。 

〇 矢 口 長 右 馏門君 本 M の 質問いた したい 所は •此 
第 十條 並に 第 十 一條であります •第 十條に r 國 25 ノ 
路線 ハ左ノ 路線 M 就 キ主猝 大臣 此ヲ 認定 スーと あり 
ます 又 第 十 一條に 於て 『府縣 道/路線 ハ 左/路線-一 
シ-ア 府縣 内ノ モノ  M 就キ 府縣知 事 之ヲ 認定 K」 と あ 
〇 ます、 是は 何等 & もせず、 何れへ も 相談を せす 
して 國務大 ES が 國道を 決定し 府縣 知事は 府縣适 を 決 
定 すると 云 ふ 意思で ございませう か， 旣に御 7A . 知で 
ございませう が. 府縣〇 如き ! 3: 一等、！ 一等と 云 ふこ 
とを 決する に (3: 府縣 會の協 资を經 て 居ります が， 是 
等の 法案に 付きまして は 何等 諮問 もせず、 大 U 若く 
は 知事で 道路を 決定す ると： K ふこと でございます か 
ちょつ と 其 事を 御 質問いた します" 

〔阈務 大臣 床 次 竹 M 郎君 演搜に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君：' »,f; 今御尋 のことは 今日 
の實 際に 於き ましては、 地方に 於て は 或は 地力 識 e 
に 諮問を する し、 又 諮問を せざる 所 もあります、 此 
點に 付て 衆 11 院に 於き まして it , 成べ く 地方 謎. v',r に 
諮問を する やうに して K ひたいと 云ふ筘 ga が ありま 
した、 差 支ない ことと 考 へました から、 其 筇留 を容 
れる ことに 返事を 致して 置きました メ 
〇 高 崎 親 JT? 君 終りに もう 一件 必要なる ことを 御鄣 
いたしたい， 绝 三十 三條に 衆議院が 修正を 加へ て 「 
主 トシ テ 軍事 ノ  E 的ヲ有 N、 ル國逍 J と 云 ふ 文字を 柿 
人して 居ります- 是は 政盼は 御 同意に なつて 居り ま 
すが、 r 主 トシ テ 軍 ノ 目的 ヲ有ス ル國 道」 と ある 
以上は 素ょり 主務大臣の 指定に® しなければ ならぬ 
筈であります. 主務大臣が 指定せられ る 以上は 何等 
特に 「軍事 ノ 目的 ヲ有 スル 國 道」 云々 と： 2S: ふ 文字を 
此處 に揷 入し なくと も、 矢張り 原案の r 主務 大 |;1 ノ 
指定ス JU 國道ノ 新設 又 ハ 改築 J と 云 ふ 事で 事足る の 
であります、 之を 故ら に此 文字を 柿 人した 所以 ほ， 
或は 新築 若く は 改築の 外に、 平素の 維持 修繕 ^ まで 
も國庫 が 負擔 すると 云 ふ n 的を 以て此 修 JE を 加へ た 一 
かと 思 ひます、 果して さう で & るなら ! t; 私の 异る fr j 
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では f 軍事 ノ 目的 ヲ有ス 4 國道 其/他 主務 大 &: 」 と 
書いて は、 其 平素の 維持 修繕® ほ 是に這 入り ませぬ 
是は如 M なる 御 解 隅で 衆謖院 の 修正に 御冏 S になつ 
たのであります か、 之を 伺 ひたい。 

f 國務 大臣 床 次 竹 1 1 郎君 演搜に 登る〕 

0_務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君) 衆議院の 修正 通りに な 
ります れぱ 、「主 トシ テ 取 事 ノ 目的 ヲ有 スル 國道 J と 
云 ふのは •殊更ら 主務 大 |;1 の 指定を 持つ までな く、 
明かに なつた 次第であります、 左 棟に なりましても 
別に 差茭 のない 事柄で ございます から" 是は 修正に 
同意を 致した のであります、 修正の 趣意は 主として 
其 處に ございます •» 此 外の 意味は ございませぬ。 

0 湯 淺倉平 君 木 K は此法 案に te りまして、 初めて 
郡 ia なる ものが 國の 法規の 上に 公認せられ ると 云 ふ 

ことになります るに 付きまして •曾て 我が 政府に 弊 

明して 居 〇 ました 所の 郡制 躞 止と 云 ふ 問題との 關係 

を {HJ ひたいの であります 、内務大臣の 御 説明に も あ 

りました 通 〇 •明治 九 年 太政官 達の 第 六十 號が 我國 

の tFI 路に關 する 法令の 根本を 爲し て屛る もので あり 

まする •か， 其 法規 及 其 他の 迫 路に關 する 法令の 中に 

は、 郡 a と 云 ふ ものは 今 R まで 認められて 居らない 

のであります、 然るに 今间 御提 IH になり ましたる 法 

案に依〇ますと云ふと郡道なるものが第八條に於て 

認められた、 さう して 此郡 道に 當然 編入せ ら るべき 

資格の 規定が 十一 :條 に 認めて あります、 1 S 三十 一一; 條 

に 至りまして、 是が維 持 負挖を 郡なる 公共 阐體に 命 

ずると 云 ふこと になつ て！ £ ります、 其 結果と 致し ま 

して、 郡制と 云 ふ ものが 此法律 を實 行す るに 付き ま 

しては •秕制 を存 I?c すると 云 ふこと が 第一の 必要 條 

件で あると 考 へます-のみならず 此法案 W 施の陷 に 

は 先刻 坂 本 君から も 述べられました 通り， 郡なる 公 

共 隅が 發迚 を來 すと 云 ふことは 必然の 結果と 考 へる 

果して さう であると 致します るなら ぱ 、此 法案の 實 

施と 云 ふこと に ffi つて 郡制存 陴間四 と 云 ふこと に 付 

ては， 是で 安全を 見る ものと 了承いた して 差 支ない 

もので ございませう か， 政府の 御 考を伺 ひたい。 

〔國猝 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君) 御 答いた します が、 郡 

m なる 名稱は 成る 程 今は 無かった かと 記憶 致します 

が •併し 琪茛は 郡 m なる ものは 湯 淺君も 御水 知で ご 

ざいます、 今日 till. ' 方の CT 况に 於て 郡が 自ら 郡 21 を 經 

營して 转 る ものと •碑 營し て K らな いものと 雨 樣に 


ございます、 此法 案を 制 足す るに 方り ましては、 右 
様な 地方の 實况で ございます から， 全く 事實に 於け 
る 處の郡 道を 1S めないで 定める よりは、 郡 道なる も 
のを 玆に認 めた 方が、 事馎 適當 であると 考へた 次第 
であります、 さうな れぱ即 ち 御尋の 如く 郡制に 對し 
て 前に 私共 郡制 躞 止の 意見を 持つて 居つ たこと が あ 
るから， 夫は どうなる かと 云ふ畢 覚御尋 と M ひます 
兎も角 此 法案を 作る に 方り、 今日に 於て 郡なる もの 
ほ 存在して 居る のであります、 此實况 に 付て 郡を 認 
めて 郡 道を 置く 方が 宜いと 云 ふ 考でや つたので あり 
ます、 然らぱ 郡制 廢 止の 意見は 捨てた かと 御尋 かも 
知れ ませぬ が、 郡制は 1® 止した 方が {且 しいと 云ふ考 
は 今に 於ても 持つ て pr ります、 併ながら 其 意見を 持 
つて K るから 玆に郡 制臌止 法案を 提出す る や 否やと 
云 ふことは 是は 別な 問題であります、 左 櫧に御 答す 
れば 多少 郡制の 前途に 對 する 不安の 念を 懷く かどう 
かと 云 ふ 御 5T か 又 重ねて 起り ませう が、 多少 さう 云 
ふ 念を 起されても 私の la から 申せば 致 方が ございま 
せぬ、 併し 現在の 制度から 申せば 郡制 廢止 案なる も 
のが 玆に 提出せられ ざる 以上 ほ， 郡制は 其 儘 存續し 
て 居る のであります" 

0 湯 淺倉平 君 唯今の 御 答 辯を 伺 ひます ると 云 ふと 
郡制 餸 止と 云 ふこと に 付て；！ T 政府は 郡制 廢 止の 方 
が 宜しい と 云 ふ考を 持つ て 居る か •之を 實行 する か 
否やと； K ふことは 答 辯を 致し 兼ねる と 云 ふやうな 御 
答で あつた やうに 伺 ひます が、 本年 道路 法案の 御提 
出に 依つて、 曾て 法の 上に 無 かりし 所の 郡 道なる も 
のを、 郡なる 公共 團體の 維持 負擔 する ことにな り ま 
して、 澤 山の 郡 道が 出来る と 云 ふことは 是は 一點疑 
ひの 無い こと X 考 へます、 唯今 内務大臣の 御 答に te 

ります と、 郡 道なる ものは •現在に 於ても 事 ® 存し 

て PT ると 云 ふ 事で ありました が、 成る 程 事 宵 郡 費 支 

辨の甩 道 或は 郡 道と 唱 へる ものが >  陆 かに 今日 二百 

三十 何 郡. 其 延長 六 千里 ばかりの ものが 存在して 居 

ります、 此法案 K 施の 曉には 全： 國件 府縣に 及んで 延 

長 も 非常な ものになる と 云 ふことは •是は 疑 ひない 

ことで あると 思 ひます、 詰り 此 法案の 十二 條に诙 り 

ますれば、 從來國 yi とする には 其 値打ちが 輕い 、里 

道と して 町村の 支辨 にす るには 少しく 重い と 云 ふや 

うな ものが、 此法 案の 十二 條に 依りまして •自然 郡 

道になる と 云 ふこと を、 火を 10 •るより 明かな ことで 

あると 思 ふ、 詰り lit 法案に 依りまして、 郡 道なる も 


のを 認められ 郡制の 存置を 安定なら しめ、 郡なる 公 
共團體 の發 達を 促す と 云 ふこと になる に拘ら ず、 本 
年は 郡と 云 ふ 公共 團 體の發 達を 促す が •將來 郡制は 
廢止す るか も 知れない、 斯う 云 ふ 御 答は 誠に 奇異の 
感じを 懐く 次第で ございます が， 意兑 に苴る ことは 
避けまして、 la- いて 伺 ひたいのは、 若し 郡制を 陂止 
すると 云 ふやうな 御 考を御 持ちに なつて 居る と 致し 
ましたな らば、 郡制 廢 止の 結果と 致して 郡 道なる も 
のは 存在す るので ありませ うか •郡 道と 云 ふ ものは 
無くなる ので ありませ うか. 若し 郡 道を 存置す ると 
云 ふ 事であります れば •其 郡 道の 維持、 負擔は 如何 
なる fel 體が 致す 事になる のであります か、 又 郡 ia を 
廢止 すると 云 ふ 事に なりましたならば、 郡 道に 詫 當 
する 路線は 何れの 公共團 體が …… 何と 云 ふ 名稱 にな 
るので あります か、 縣 道になる か 或は 里 道になる か 
どう 云 ふこと になる ので ありませ うか、 場合に ffi れ 
ぱ郡制 廢 止と 云 ふこと を實 行す るか 知れない と 云 ふ 
やうな 御考を 持つ て 居られる のであります れぱ 、其 
邊 の御樣 子を 伺 ひたいと 思 ひます" 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郞君演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郞君〕 私の 御 答へ 申しました 
のは 郡制を 臌す るか も 知れぬ とは 申 上げない、 郡制 
廢 止の 意見は 前年と 變る 所がない と 申 上げた， 併な 
がら 郡制を 廢 する 存す ると 云 ふこと に 付て は、 一點 
御 答を して 居り ませぬ、 それは 唯； ni 分の 意見 だけ 申 
上げれば 宜 いと 思つ たから* 左樣に 申した ので あり 
ます、 兎も角 郡制 廢止 案を 出さない 以上， 現在に 於 
て 郡なる ものは 現在して 居る ので ございます から、 
此狀况 に 方つ て今此 道路 法案を 制定す るに 如何にす 
るか、 郡制の ことを 考慮して、 今から 郡 道を 認めぬ 
やうに する か、 郡制とは 別問題に して、 現在 郡なる 
ものが 存在して-又 郡 道を 經焭 して 居る 所 も あるの 
であるから、 如何に 腐 置いた すが , S いかと 云 ふ考憩 
の 上から 現在の 實况に 最も 適應 する には 此 法案の 如 
く 致す が 可な りと 信じて •今の やうな 案を 出した や 
うな 次第であります ，將來 若し 郡制を 廢 JH する こと 
が 行 {3: れ ましたなら ば、 其 時に (i 郡 道は 無くなる こ 
とが 自然で あらう と 思 ひます、 其 無くなつ たの ほ 如 
何に隖 置を する かと 云へ ば 或は 引上げて 府縣 の經營 
になる もの も ありませ う、 町村の 一; 營に なる もの も 
ありませ うと 考へ ます、 其 事は 將來 さう 云 ふこと が 
ぁるとするならば、其時に至って處置するも何等闲 


_ な 事柄で なし •此該 法案を 決定す るに 其邊 まで 審 
_ を盡す 必要がない と考 へた 次第であります， 

0 湯 淺倉平 君 御 答 辯に 對 しまして 尙ほ 重ねて 伺 ひ 
たいこと が 多々 •こざいます が、 段々 時刻 も遲れ ます 
から •一  晒 是で 止めまして 委員 會 等に 於て 御尋 いた 
したいと 思 ひます。 

〇 男爵 高木 兼寬赵 本案の 特別委 員は 十五 名と 定め 
て 御 選定 あらむ ことを 希 ■いたします。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 質 成。 

〇 山 根 武亮君 先刻 本員は 質問を 致さぅ と 思 ひまし 
たが、 皆さんの …：. 

01 長 (公爵 德川家 達 君：！ 今 委員の 問題に 移つ て 居 
ります、 高木 男爵の 動謅に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
書記官を して 特別委 員の 氏名を 朗讀 いたさせます。 
〔岡 * 記 官朗 讚〕 

道路 法案 特別委 員 
伯爵 林 ffi 太 郎君 
子爵 立花稱 忠君 
男爵 山 根 武亮君 
古市 公威 君 
石黑五 十二 君 
山 之 内 一次 君 
湯 淺倉平 君 
橫 山  章 君 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 休憩を 致します。 

午後 零時 六 分 休憩 
午後 一時 三十 五分 開會 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 午後の 會議を 開き 
ます、 日程 第 四、 大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案 
政府 提出， 衆議院 送付， 第一 讀 會= 

大正 六 年 法律 第 六號屮 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及揆付 候 也 
大正 八 年 二 月 二 十五 日 

衆 誘 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
大正 六 年 法律 第 六號屮 改正 法 津案 
大正 六 年 法律 第 六號屮 左ノ通 改正 ス 
附則 第五 項 中 「大正 九 年 一月 一日」 ヲ 「大正 八 年 
四月 一日」- 1、 「大正 八 年 十二月 三十 一日」 ヲ 「大 


子 If ® 本 武憲君 
阿部  浩君 
渡  正 元 君 
男 W 肝 付 策 行 君 
阪本釤 之 助 君 
高 橋 作衞君 
大谷嘉 兵衞君 
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正 八 年 三月 三十 一日」--、 「三分 ノニ j ヲ 「六 分ノ 
一 」 --、 「二分 ノ ー 」 ヲ 「八 分ノ ー j 二 改ム 
附則 第 六 項 中 「大正 十一 年 一月 一日」 ヲ 「大正 八 
年 四月 一日 ' — 、 「大 JE 八 年 十二月 三十 一日」 ヲ r 
大正 八 年 三月 三十 一日」- , 「八 分ノ ー j ヲ 「三十 
二分 ノ  I 」 n 改メ 「、大正 九 年 一月 一日 ヨリ 大正 九 
年 十 1  ;月三 十 | 日 迄 ハ 同上 ノ 差額 八 分 ノニ、 大正 
十 年 i 一 日 m リ 大正 十 年 十 こ 月 三十 一日 迄 ハ 同 
上 差額 八 分ノ四 J ヲ削ル 

附則筘 十三 項 中 「大正 九 年 一月 一日」 ヲ 「大正 八 
年 四月 一日」- 一改ム 
附  則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
參照 

軍人恩給 法 中 改正 法律 (大正 六 年 七月 法律 

第 六號〕 

軍人恩給 法 中 左ノ通 改正ス 

第十條 中 「軍人 前條 -I 該當ス ル 傷痍 ヲ受ケ 又 ハ 疾 

病-一 罹 リタ ル トキノ 現官階 j ヲ 「第 六條 II® ル官 

階 J  土 改ム 

同條 第一 號中 「戰 鬪 ノ爲」 ヲ 「戰 鬪又ハ 戰鬪- 1 準 

ス ヘキ 八 ム務二 因リ J  -I 改ム 

第 十四條 第 一 號中 「戰 !1 ノ爲」 ヲ r 戰 _ 又 ハ 戰鬪 

5 K ヘキ 公務 二 因リ， M 改ム 

第 十 K 條中 「前 條-一 該當ス ル 傷痍 ヲ受ケ 又 ハ 疾病 

-1 罹 リタ ル トキ」 ヲ 「現役 ヲ離レ タル トキ」- 1 改ム 

第 十八條 中 「、海軍 水雷 夫 及 北海道 移住 ノ際 定規 ノ 

給 肋？ 受ケ タル 屯田兵 下 士卒」 ヲ 「及 海軍 水雷 夫」 

-1 改 メ同條 二 左 ノー號 ヲ加フ 

八 北海道 — 移住 ノ際 定規 ノ給助 ープ受 ケタ ル 屯 

田 兵 下士 申-ー シテ 從軍シ 又 ハ 屯田兵 村 監視 

若クハ 屯田兵 部隊 付 トナ リ軍 隊ノ常 務- 一服 

シタルト キハ 其日數 

第二 十七 條 第一 號ヲ 左/如 ク改ム 

一 戰死シ 又 ハ 戰圆 若クハ 腿 鬪-一 準 スへキ 公務 

二 因 ル 傷痍 ノ爲メ 死 残 シタルト キ 

第二 十七 條ノニ 第十條 、第 十四 條及前 條ノ戰 闘 

こ 準 ス へ キ公務 -1 因 ル 傷痍-一 關シテ ハ 勅令 ノ定 

ムル 所-一依 ル 

附則 

本 法 ハ 大正 七 年 一月 一日 ヨリ 之：！' 施行 ス 

第 十八 條第 八號 / 改正 規定 ハ 本 法 施行 前- 1 現役 ヲ 


结レ又 ハ 現役 中 死 残シ タル 者 — モ之ヲ 適用 ス 
前項 ノ 規定- 1 該當ス ル 者 又 ハ 其ノ 造 族-ー シテ本 法 
施行 ノ際本 法規 定ノ 退職 恩給、 免除 恩給，％ 加 恩 
給 又 ハ 扶助料 ヲ受ケ サル 者-- ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ 
本 法規 定ノ 退職 恩給， 免除 恩給、 增加 恩給 乂ハ扶 
助 料 プ給ス 

本 法 施行 ノ際 退職 恩給 乂ハ 免除 恩給 卜增加 恩給 卜 
ヲ併セ 受ケ又 ハ 受クへ キ者 -1 シテ本法規定/金額 
ヲ受ケ サル 者-- ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ 本 法 規定/金 
額 ヲ給ス 

本 法 施行 ノ際 扶助料 ヲ受ケ 又 ハ 受クへ キ 者-ー シテ 
本 法規 定ノ 金額 ヲ受ケ サル 者- 1 ハ 大正 九 年 一 月 一 
日 ヨリ 本 法 規定/金額 ヲ給ス 但シ 下士 以下 ノ者ノ 
it 族-二 本 法 施行 ノ日 3 リ 大正 七 年 十二月 三十 一 
日 迄 ハ 本 法 施行 前ノ 規定-一依 リ受ケ 、又 ハ 受クへ 
キ 金額-一 該 金額 卜本法 規定 ノ 金額 トノ 差額 三分 ノ 
一、 大正 八 年 一月 一日 ヨリ大 TH 八 年 十二月 三十 一 
日 迄 ハ 同上 ノ 差額 三分/ニ ヲ 胖 給シ准 十 官 以上 ノ 
者ノ 遺族- i ハ 大正 八 年 一月 一日 ヨリ 大正 八 年 十二 
月 三十 一日 迄 ハ 本 法 施行 前 ノ 規定- 1 依 リ受ヶ 又 ハ 
受ク ヘキ 金額 — 該金額 卜本法 規定/金額 トノ 差額 
二 分 ノーヲ 併 給ス 

本 法 施行 ノ際 退職 恩給 又 ハ 免除 恩給 プ受ケ 又 ハ 受 
クへキ 者 M シテ本 法規 定ノ 金額 ヲ受ケ サル 者 II ハ 
大正 十一 年 一月 一日 ヨリ 本 法铒 定ノ 金額 ヲ 給ス但 
シ 大正 八 年 一月 一日 3 リ 大正 八 年 十二月 三十 一日 
迄 ハ 本 法 施行 前/規定-一依 リ受ケ 又 ハ 受ク ヘキ 金 
額-一 該 金額 卜 本法铕 定ノ 金額 トノ 差額 八分ノ  j 、 
大正 九 年 一月 一日 ヨリ 大正 九 年 十二月 三十 一日 迄 

ハ 同上 ノ 差額 八 分ノニ 、.大正 十 年 一 R 一 日 ヨリ 大 

正 十 年 十二月 三十 I 日 迄 ハ 同上/差額 八 分 ノ四ヲ 

併 給ス 

前 三 項/場合-一 於 テ 陸 軍卒-一 付 テ ハ 陸軍 一等卒 ノ 

額-- 依 ル 

第 四 項 乃至 第 六 項/規定 ハ 第三 項ノ 規定- rte リ退 

職 恩給， 免除 恩給， 增加 恩給 又 ハ 扶助料 ヲ給 スル 

者 11 之ヲ 適用 セス 

本 法 施行 ノ際 陸軍 武官 傷痍 扶助 及ヒ 死亡 ノ 者祭粢 

並-一 其 家族 扶助 概則、 海軍 退 隱令又 ハ 陸軍 武苜恩 

給 令-一依 リ 扶助料、 退 隱料又 ハ 恩給 ヲ受ケ 又ハ受 

クへキ 者-ー ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ第四 項 乃至 第 

六 項ノ規 定- 一準シ 本 法 規定/金額 ヲ給ス 


前項/規定 二 te リ退隱 料 又 ハ 恩給 ヲ受ヶ 又 ハ受ク 
ヘキ 者ノ 遛 族-- ハ 前項/規定 ヲ 準用 ス  * 

第五 項 又 ハ 第 九 項 ノ 規定-一依 リ 扶助料 ヲ受ヶ 又 ハ 
受ク ヘキ 者權利 消滅シ タル 場合- 1 於 テ轉 給ヲ受 ク 
へ キ者 -1 給ス ヘキ 扶助料- 1 付 テ ハ 第五 項ノ規 定ヲ 
準用 ス 

第三 項ノ 規定- 1 法リ新 M 退職 恩給， 免除 恩給 •咐 
加 恩給 又 ハ 扶助 钭ヲ受 ヶム トス ル 者 及第 三 項 乃至 
第 六 項 又 ハ 第 九項ノ 規定-一依 リ 金額 ノ增加 ヲ受ヶ 
ムトスル者ハ本法施行ノ日 3 リ七年內-|之ヲ請求 
スル ニ 非 サレ ハ 其/ 權利ヲ 抛棄 シ タルモ ノ トス 
第 十 項 又 ハ 第 十一 項ノ规 定 -I 依 ル 扶助料 ヲ受ヶ 又 
ハ 受ク ヘキ 者 ハ 轉給 V 受ク ヘキ 事由 ノ生シ タル 日 
ョ y 七 年內二 金額 ノ增 加ヲ 請求 スル- 1 非 サレ ハ 其 
ノ權 利ヲ 抛棄シ タルモ ノト ス但シ 大正 九 年 一月 一 
日 以後-一 於 テ轉給 ヲ受ク へ キ 事由 ノ生シ タル 場合 
ハ此ノ 限-一 在 ラス 

〔政府 委員 柄 內曾次 郎君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 c 柅內 曾次郞 君〕 說明を 致します、 明治 
四十 四 年に 軍人恩給 法が 改正に なりまして、 其 以前 
の 規定に 依りまして 恩給を 受けて 居りました 者に 向 
ひまして •現行法に 依つて 支給を 致したい と 云 ふの 
が 大正 六 年 法律 第 六 號 でございます， 然るに 此 大正 
六 年 法律 第 六號の 制定せられ ました 當時は 、財政 上 
の 御 都合と 云 ふこと で ございまして、 之を 一 度に 規 
定 する ことが 出来 ませぬ ので、 五箇 年に 亘 りまして 
大正 七 年 一月ょり 五箇 年に ET りまして 逐次に 更正す 
ると 云 ふこと になつ て 居ります •然る 所 近年 物價騰 
貴の 結果と 致しまして 生計 11 の闲® を訴 ふる 者が 多 
くな りまして、 其の 救濟の 一策と して此 度の 改正案 
が 提出され た 1 KS であります、 之に 依ります と 大正 六 
年 法律 第 六號の 更正を まだ 經ない 所の ものを 繰 上げ 
まして， 一時に 八 年の 四月 一日ょり 更正を する 斯ぅ 
云 ふこと になります のが 眼目で ございます、 どぅか 
御 協賛を 願 ひます。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君) 別に 御 質問 もない と 認め 
ますから 特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗 _ いたさ 
せます。 

〔岡 書記官 朗 _〕 

大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案 特別委 員 
侯爵 蜂須 賀正 韶君  子爵 五辻 治 仲 君 
柴田 家門 君  男荫 西紳六 郎君 
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男时摟 井 包璁君  男脬山 内 長 人君 
男爵 德川  ® 君  市來乙 H 君 
八 木 久兵衢 君 

0 議長 (公 辟 德川家 達 打」 日程 第五、 時局の 影 • に 
因る 地方税 制限！ E 張に 關 する 法律案、 政府 提出， 衆 
諉院浍 付， 第一 6§ 斡。 

時局の 影.  1 ? に 因る 地方税 制® 擗 張に 關 する 法律 
案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 誔院法 第 31: 
十四條に法〇及送付候也 
大正 八 年 二 月 二 十五 日 

衆 謅院翳 長大 岡 育造 
贵 族院魏 長公擀 德川家 達 殿 
時局 ノ影鬯 -I 因 ル 地方税 制限 搁張 -1 關ス IU 法 SI 
案 

北海道、 府縣及 市 區町村ハ當分ノ內時局ノ影题-一 
因リ 必要 ナル 罚 用-一充 ツル 爲內務 大臣 及大 藏大 K 
/ 許可 ヲ受ヶ 明治 四十 一年 法 部 第三 十七 號第 一條 
乃至 第三條 ノ制 限ヲ 超過シ テ課稅 スル コト ヲ得 m 
シ左ノ 限度 ヲ超ユ ル コト ヲ煜ス 

一 北海道、 府縣 -I 在 リテハ 明治 四十 一年 法律 
第三 十七 號第 一條 乃至 第三 條二於 テ 北海 适 
府縣 -1 付 規定 シ タル 谷 稅ノ 制限 率乂ハ 制限 
額/百 分ノ 八十 

一 市區 町村-一 在 リテハ 明治 四十 一年 法律 第三 
十七 號第 一條 乃至 第三 條 於 テ 市 M 町村-一 
付 規定シ タル 各税ノ 制限 率 又 ハ 制限 sn ノ西 
分ノ 六十 

前項 ノ規定 ハ 明治 四十 一年 決 律 第三 十七 號第 四條 
ノ 場合-一之 ヲ :« 用ス 

明治 四十 一年 法律 第三 十七 號第五 條 第三 項 ノ 規定 
ハ 前 二 項/場合  <一 之 ヲ進 用ス 
附  則 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大 K 男 辟 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國 務大 KC 男 防 高 橋是淸 君〕 本案の 說明を 致し ま 
す、 時局 以来 地方の 財政は 窮迫を 街げ まして、 设近 
甚しき 狀况 にあります、 依って 當 分の 中 1111 方 財源の 
中 最も 主なる 國税附 加税の 制限を 緩和して 以て 1111 力 
財政の 窮： in を 救 ひ、 其 緩和を 陶 らんと 欲する ので あ 
ります、 御 協賛を 與 へられむ wf を 望む のであります 
〇阪 本釤之 助 君 本案の 時局の 彩 if に 因る 地方税 制 
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限倾 張に 關 する 法律で ございます が、 斯く 表題を 設 
けます と e のことの やうに 聞え まする が、 Br ii ® 民 
に JE りまして は 全く ^ fa であるので あります、 名は 
地方税の 制限の 擴張で あります るが、 阈稅 を咐加 せ 
られ ると 何等 選ぷ 所は ない のであります、 即ち m 在 
府 !M 町村が 附加税 として 収 つて R ります 所の 税ほ、 
府縣に 於き まして (3: 八 割、 m 町村に 於き まして ! i 六 
制の 咐加 になる 案な のであります ，大いに 研究す ベ 
き l!fl 題で あらう と 思 ひます が、 政府 殊に 文部 當局ほ 
之を 以て 小 吊 敎 cr 屮學敎 M の 挺 遇に 向ける ので あ 
るが、 言ひ換 へて 見れ ぱ阈民 教育、 中等 普通 敎育の 
改 誇 の 一手 段で あると 云 ふこと を踩明 されて 居る や 
うであります、 私は 其 結果 如何と 3; ふこと を 大いに 
疑 ふ ものであります、 仲し 是は战 論になります から 

餘〇 多くは 申し ませぬ が， 玆で 承は りたい のは 谷地 

方に 咐稅を 許して、 而 して 其 結果が 其必斟 を 感じて 

尻 る 所の nil 方の 小學 ，中 摩 の敎 ti を ^ ^ すると 云 ふ 

ことに 付て どう 云 ふ 効果を 見る ので ありませ うか、 

数字から 申せ ! f •府縣 市町村が K 結果と して収 る 所 

の 金が 總計 何程に なりまして， 其 中 何程を 如何なる 

方法に te つて 小 ST 中 學の敎 fl に 潤 澤を及 ぼす もの 

であ 〇 ます か、 尙ほ餘 裕を牛 ：じ ませう が、 其餘裕 ほ 

如何なる ? 5 用に 使は れる ものであります か， 是は内 

務に も關 係を 致します から •實ほ 內務 大臣の 答 辯を 

も 得たい と 存じます が、 先刻 承 {i り ますれば， 衆誚 

院 との關 係で 御 出席が む づ かしい と 云 ふ 御 話が あり 

ましたから、 强 ひて ほ 求め ませぬ が、 幸に 大藏 大臣 

も 御 出席の ことであります、 兎に角 文部省の 敎員礙 

遇と 云ふ琪 に 付て 共 結果が どう 云 ふこと になる もの 

であると 御 認めになる かと 云 ふこと、、 其 他の 使 ひ 

方 ほどうな るので あるかと： 2\ ふことほ，是は文部以 

外の、 內務 なり， 大藏 省の 御 解 釋ほ どうなる ので あ 

るか、 此阀 民に …… 承 ほる 所に fe れぱ 四千 萬 圓か， 

五 千 as lfa の咐稅 になる のであります が、 其咐税 は 世 

間の I'M ふる 所の 小® 鉍 M、 屮吊敎 員の 隨分切 迫した 

る祺惝に對して，どう茇ふ効果を的確に現ほすこと 

が 出来 るかと 云 ふこと を 極く 的確に 文部大臣に 承 ほ 

りたい、 而して 倚 ほ 31; 他の 命 ほ 若し 有りと すれは， 

如何に 御 fa! 用になる かと 云 ふこと を、 他の 大 W より 

承は りたい のであります。 

〔_ 務大臣 中 橋德五 郞嵙演 壇に 登る j 

0 t33 務大 5 ;( 中柄？ J 五 rf 君〕 御 答を 致します •か •是 


ほ 大體に 於き まして IKf 局の 影 ip よりし まして、 總豫 
览 に 於ても •臨時 K に 於き ましても 此敎 官に當 る 者 
に付きまして 拊体を 致し， 又 一般 , B- af に 向つ て 臨時 
手當を 支給す る、 斯う 云 ふ 計 迸を 立て、 居る ので & 
ります、 付きまして ほ 此府縣 並に 町村に 居ります る 
所の 職 M と 云 ふ ものに 對 しても 相 當の 手當を 支給し 
たい、 さう して 釣合を 取りたい と 云 ふことの 案から 
して 起つ たのであります， 是れ より 徴收 しました 金 
は 何れ 後に 內務當 局の 方から して 御 返事を 致し ませ 
うが、 臨時 手： 笛、 咐俸 、物價 賊 ft に 依る 旅 K 其 他の も 
のに 突 給す る •斯う 云 ふ大 體の立方になつて掉〇ま 
す、 其屮に 付て 敎 育に 關 する ものを 御 話いた します 
大體は 制限を 撋張 いたしまして、 地方税に 於て、 即 
ち府縣说に於て二千11百萬_までいけると云ふこと 
に 制限を 付けたい のであります •それまで 必す肢 る 
と 云 ふ 積り で {3: ありませ ぬ、 各縣 の狀况 に 依り まし 
て、 色々 に M 々になり ませう •又 町村の 方に 付き ま 
して ほ 二 千 萬 1H1 ばかりの ものまで いける と 云 ふこと 
に 制 版を 擗 張いた す 案であります、 而して 其 中で 此 
敎背 に從琪 します る 中等 程度の 敎負は 主として 府縣 
の 支 •辨 になつて 勝ります から •其方に 對 しまして ほ 
幸に 昨 印の 暮の府 縣會に 於き まして 相當の 金を 支出 
しまして、 或 ほ 咐侬 、或は 手 常* 其 額が 彼是 二； 白 萬 
_ 餘 りに 超えて 居ります、 で 今 二百 萬 II 餘〇 ばかり 
を 府縣が 出します ると、 大體五 割の 一般 官 災 に對す 
る 手當と 釣合 ふやう になる 譯で あります、 それまで 
成るべくい くやう に 心配を したいと 云 ふことの 仕組 
になつて 居ります、 それから 町村の 方は 小學 校の 敎 
員、 文部の 關 係に 於き まして li 是 ほ 大 ffi 人數も 多い 
從 つて 俸給の 額 も大體 多く ございます から、 今日 彼 

是茭 給して 屛る ものが 四千 萬 1® を 超えます， それに 

對 しまして、 若しう まく 最髙額 までい ければ -一千 

百 禺圆ぱ かりになる 見込であります ，是 ほ府 縣の狀 

况に依 ります から、 實行 .1- どう 云 ふこと になります 

か、 實 行した 曉でな ければ In 確な ことは 分らぬ ので 

あ 〇 ます •大體 はさう 云 ふやうな 計畫で 此仕 m が あ 

るので あります。 

〇 高 崎親箄 君 私の 今 fl 問せ んと する 所の ことは 阪 

本 君が 述べられました から、 大半 ほ 其 御 答 辯で 分り 

ましたから、 M? ほ ■れた る 所を 伺 ひたいと 思 ひます 

此 案 ほ 洵に簡 & なる が 如くであります が、 實に國 民 

に収つ て容為 ならぬ 是 ほ 改正案で あると 考へ ますの 


であります、 阪本 君の 言 ほれる 如く  •名 ほ 違 ひます 
なれ ども， 明に 是は佾 税の 結果を なすので あります 
若し 是が 地租と か 所得税と か、 營業稅 とか 云 ふ もの 
に 向つて 町村 敎育 の爲に 四千 萬 II 乃至 五 千 萬圓 の增 
税を すると； K ふ 案で ありましたなら ば、 大なる 議論 
になる のであります、 然るに 明治 四十 一年 法律 三十 
七號の 改正と 云 ふので、 ig かなる 修正の 如くに 見え 
ますから、 左まで 國 民が 注意を 留め ませぬ か 存じ ま 
せぬ が、 國民の 負擔の 上に 於て は 非常なる ものに な 
つて 參 るので あります、 唯今 文部大臣の 說 明の 屮に 
も 地方 費が 幾ら、 町村 費が 幾らと 率を 擧 げられ まし 
たが、 町村 以外に 府縣 費と 云 ひ、 國費と 云 ひ、 國民 
の 頭に 負擔を 受ける Ipr の もの (X 皆 一つであります、 
是 ほ 一人が 皆脊 負は なければ ならぬ のであります、 
餘ほ ど是は 負擔 を咐す 上に 於て 非常なる 苦痛を 感ず 
る ものと なる のであります* 阪本 君の 質 間に 對 して 
の 御 答で 分つて 居ります から、 此以 上は 申 上げ ませ 
ぬが、 唯今® ねる 所は 此法律 案 提出の 理由の 屮に 「 
時局の 影锻に 因り」 と 云 ふこと が 書いて あります， 
時局の 影響に 因りと あるから， それの 結果と して 當 
分の 中と 云 ふ 文字が 這 入つ て 居る •此當 分の 中と 云 
ふことは 如何に 解釋を 致せば 宜い ので ありませ うか 
是は即 ち 時局から 起る ことであります る、 時局 結了 
の 後、 即ち 講和 談判の 結果までの 當 分の 內 であり ま 
せう が、 此當 分の 内の 御 見込の 解 釋を伺 ひたい、 而 
して 文部大臣' の 御 答に 法る と、 此 町村 敎 員の 手當給 
料 等の こと も : :o つた やうであります が、 是等は 物價 
騰貴の 結果より 出づる こと、 思 ひます が. 若し 物價 
が Fffi 時 前に ® した 場合に 於て は 之 A 如何 御處 分に な 
るので あります か、 本案 ほ 矢張り S- 行の 姿に 直ちに 
復せら る、 御 趣意であります るか、 それを 伺つ て® 
きたいので す。 

〇阪 木釤之 助 君 御 一緒に 御 答を 願 ひたいと 存じ ま 
す、 唯今 文部 大 K の 御 答に® ります ると 云 ふと， 府 
縣稅の 方 ほ fi に 文部の 要求 ix 二百 萬圓で 宜しい ので 
ある、 さう すると 如 M にも 中學敎 員® 週と 云 ふ B 葉 
を大 にして、 而して 二 千 二百 萬 圓 の％ 税を させて* 
其 中 文部省 (3: こ 百 萬圓を 御 使 ひになる ので ある， 私 
共が 見ます ると 地方の 敎育改 -H に ほ、 まだ f せね 
ぱなら ぬ ことが 澤山 あるので あるに 拘ら ず、 文部省 
が 如何にも 仕事を する かの 如く 世間に 諒解せ しめて 
置いて、 而 して 僅に 二 千 二 百 萬 圓の内 M 百 德  しか 


文部省 ix 使 ほぬので ある •町村の 方へ 參 ります ると 
二 千 萬 W の內 から 千 百 萬 W を 文部省が 侦ふ かの 如く 
仰し やい ますが- 是も 御言 葉が 濁つて 居りました、 

二 千 萬 K1 の內 から 一千 百 萬圓使 へば 九 百 萬圓殘 る _ 
であります、 其 一千 百 萬 圓と云 ふ 金が 果して 小學敎 
員の © 遇に 使は れ得 るので あるか、 此埸合 其 要 si を 
承つ て 置きたい、 尙ほ數 字 的に 僅に 二百 萬 圓ほ か府 
縣にほ 御 使 ひに ならぬ のに •町村に (X 千 百 萬 圓御使 
ひになる 御 確信が あるので あるか、 內務と 大蔵との 
御 話が 附いて 居る ので あるか どうかと 云 ふこと を* 
?!; くば 寧ろ 內務 大藏 の內 から 御 答を 願 ひたいと 思 ひ 
ます 0 

〔國務 大臣 W 爵高撥 是淸君 演壇に 登る〕 

〇 阈務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君) 內務 大臣が 居られ ま 
せぬ ので-私から 谩 初の 御 問 ひに 付ての 御 答を 致し 
て 置きます， 不十分で あらう と考 へます •當 分の 內 
と 云 ふことの 解！： に 付ての 御 尋ねであります るが、 
是 ほ 時局の 影響の 續く 間と 云 ふこと に 御 諒解を 乞 ひ 
ます、 此 時局の 影響に 因りまして 諸物價 騰貴に 際し 
地方に 於き ましても 多少の 手 當を與 へて 居ります が 
なか <十分 に 行かぬ のであります、 此方に 依り ま 
しては 斯様な 法律で も 出 ますれば 未だ 財源を 得る の 
餘 地の あるに も 拘らす 、法律に 制限が あるが 21 に 其 
事 も 出来ない と 云 ふこと であります， それで 詰り 地 
方 費 支 辨に 係る 道府縣 の 俸給 旅費の 佾 加， 是も 即ち 
時局の 影 ® に 因ります、 又 道 府縣の 吏員 其 他の 者の 
臨時 手當 も給與 する 必要が あるので、 物價 騰貴に 連 
れ まして 地方 K 支 辨に屬 する ii 費、 雜費 等も增 加を 
要求す るので ございます、 從つて 道 府縣の 谷 種の 事 
業 費に 於き ましても ，物價 騰貴の 影響を 受けて％ 額 
を 要する ので、 又市區 町村に 於き ましても 同樣で 、 
K 員を 首め、 文部大臣から 申 上げました 所の 學 校の 
分に ® します る 俸給、 旅費 等の 增額を 要します る* 
それに 矢張り 吏員 其 他の 手當 にして 市 M 町村の 負擔 
に屬 する もの-! 增额を 要します、 又 役場 或 (3; 役所 其 
他の 事 架 費 並 雜費 等の せ 額を も 必要と 致す ので あり 
ます、 又 其 市 rs: 町村の 負擔 して 居ります 各種 事業の 
S 用に 於き まして、 物 僧 臍 貴の 影樱を 受けて％ 額を 
する、 斯う 云 ふ狀况 であります る 故に， 111- 時局の 影 
S の？；：： 續 する 間は 此 法 ？- 1¢ に 依って‘ 地方 費 支 辨に對 
して 臨時の 財源を 求める と 云 ふ 事が 眼目で ございま 
す， 撮 後に 御 尋ねの 學校に ■します る ことほ、 尙ほ 
七 四 五 
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七 四 六 


文部大臣ょり 詳しく 御說 明を 申 上げ ませう、 倚 ほ 内 
務 省に 匾し ますこと で •此上 詳しい ことは 內務 大臣 
出 W の 時に 御 質問を 乞 ひたく 考 へます" 

0 阪木釤 之 肋 君 唯今 木 員の 御 尋ね 申した ことほ、 
大臣が 御差茭 なれば 政府 委 負が 責任を 以て 御 答へ 下 
さる ことなら ば 差 支 ございませぬ、 唯今 御 尋ねした 
ことを 明確に 御 答を 願 ひます' 

C 政府委 M 添 田 敬 一郎 君演稻 に 登る〕 

〇 政府 委員 (添 田 敬 一郎 君〕 唯今 大藏大 K ょり 御說 
明に 相 成りました 以外に 於き まして、 御 質問の 要旨 
をもう 一度 …… 甚だ 恐縮で ございます る けれども… 
〇阪本 釤之助 君 繰返して 申 上げます が、 先刻 文部 
大 |:< の 御 答 辯に 依ります ると， 此 法律の 結果と して 

は、 府縣に 於て は 二 千 二 百 萬 圓の咐 徴が出 来る 見込 

t? ある、 然るに 中 學校敎 員の •即ち 府縣の 經费に 願 

する 中等 数 M の礙 遇に 付て ほ 旣に 昨年の 縣會に 於て 

二 百 萬 圓程ほ 增加 をして 居る ので あるから、 あと も 

う 二百 萬圓も 使へ it: 先づ希 犖 通りの 擬侍が 出来る 積 

りで ある、 ir う 云 ふ 街 答であります るから、 之を 考 

へて 見ます ると •詰り 二 千 二百 萬 圆の增 徵の內 から 

文部の 所管と して ほ 二百 萬圆だ け 御 使 ひに なれば、 

文部 {X 御滿 足になる と 云 ふ S 味に 聞え るので、 さう 

すると 世間では， 今度の 「時局 ノ影 響- 1 因リ」 云々 

と 云 ふ 法律が 出来た の ほ、 學校敎 員の 撥 遇と 云 ふこ 

とに 使は れ るので あると 云 ふやうな 意味から- 世間 

の異識 も少 いやう に考 へる のであります、 然るに 府 

縣税は 二 千 二 百 萬圓增 徴が 出来る と 云 ふ內か ら 、僅 

に 二百 萬 圆だけ 使へ ば それで 宜しい と 云 ふこと であ 

れば ，あと！ 一千 萬 圓と云 ふ ものが •御供の 方が 非常 

に 大きい ものになる、 又 町村の 方で 二 千 萬 W1 の咐徴 

が fl-i 來 る、 K- 內から 千 百 萬圓小 學校敎 員の 俸給に 使 

はれ、 ば滿 足で &■ ると 云 ふ 文部大臣の 御 答で ありま 

した-さう すると 是は 大分 多い、 二 千 萬 圓の中 千 百 

萬圓は 小壤 校敎員 優遇の 爲に使 ほれる と •あと 九 百 

E 圓し 力殘ら ぬのであります、 さう すると 是 {3: どう 

なる のであります か、 さう します と 詰り 府縣の 方で 

二百萬_,町村の方で千百萬 |1 ほ此敎育者の優遇に 

使 ふと 云 ふ 意味で あるか、 是は他 の 省に 於ても 大藏 

內務の 方に 於ても、. 承認され て 居る…… 文部大臣の 

言 (X れて 居る 通り 是だけ ほ府縣 にやら せる と 云 ふこ 

とは 御 承知に なつて 居る ので あるか どうか、 それを 

文部， 內務 、大藏 •其方の 主務大臣から 明確なる 御 


答 辯を 得て S- きたい、 斯う 云 ふこと であります。 

f 政府 委員 添 田 敬 一郎 君演喝 に 登る〕 

0 政府 委員 t 添 田 敬 一郎 君〕 御 答いた します が、 內 
務省に 於き ましても 旣に此 案の 理由 書に 書いて あり 
まする が 如く  •地方に 於け る 官公吏に 對 する 佾 俸、 
若く {3; 臨時 手 當に茭 給を すると 云 ふことの 希望を 有 
つて：； 一? ります、 即ち 先刻 文部 大 fs ょ -0 御 述べに なり 
ましたる 彤 校の 敎 員に 對 する 增傩及 臨時 手 當と云 ふ 
もの も， 此 官公吏の 全體の 中に 含んで 居る ことは 御 
承知の 通りであります るから して、 內務 省に 於き ま 
しても 出来 得る 限り {3: 文部省の 御 希望の 達せら るる 
ことを 矢張り 希望 致して 居ります る U 
0 阪本釤 之 助 君 それ 以上 御 答が 出来ねば 已むを 焊 
ませぬ が、 現に 昨年 小學敎 負の 俸給を 國鹿が 分擔す 
る 法と 云 ふ ものが 2 来ました 時に、 此 一千 萬 圓の金 
を 如何に 使 ふかと 云 ふことは、 當靜 場に 於いても 非 
常に 議論の あつた ことであります、 今度は 國庫の 金 
で ほ ありませ ぬが >  矢張り 同じ やうな ことに 出て 來 
たので ある、 然るに 旣に今 內務常 局の 御 答に «»: り ま 
すると， 此 理由 書に 書いて ある 通りの ことを 御 述べ 
になつ て 居りまして •まるで 敎 育と 云 ふこと が 主で 
あると 云 ふこと ほ 見え ませぬ で. さう すると 文部 大 
臣だ け (X 左 樣 に御考 へに なつて 居ります が、 偌て之 
を 地方に 實 施される に當つ ては 如何なる 使 ひ 方を す 
るか、 內務 省の 方で 餘り 力瘤を入れて 敎 育の 方へ 使 
へと 云 ふこと を 仰し やる ことに も 見えない ので あり 
ます、 さう します と 文部省で (?. 豫て 高等 敎育 機關顿 
張に 付て 御 尋ねした 時には、 地方の 方の ことほ 制限 
外の撋 張を 圖り敎 育 改善の 爲に使 ふ 積り だと 云 ふ 御 

答が あるに も拘ら ず、 若し 之を 識會が 認めて、 然る 

に 一向 敎 育の 改良に ほ 差した る 効果が なかつ たと 云 

ふこと になります と* 事が 志と 違 ふので あります、 

此點を 内務、 大蔵は 此 以上の 御 答は 出来ぬ ので ある 

か、 さう すると 又 幾ら 敎育 の爲に 使 ふと 云 ふこと に 

付て 御成 案 ほない ものであります か、 それだけを も 

う 一遍 繰返して 伺 ひます。 

〔國務 大臣 中 橋 德五郞 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 中橋德 五郎 君〕 尙ほ 大藏 、內務 の當局 

者から も 御 答を 致します るが、 私が 先 ほど 御 答を し 

ましたのに 補足いた しまして、 誤解を 来す と 云 ふと 

なり ませぬ から …… 、是ほ 單り敎 育 費 だけの 爲に制 

限の 擴張 をした のでは ありませ ぬ、 全體 時局の 影 ® 


に 因りまして、 府縣 並に 町村の 事務に 從事 する 者に 
對 して 手當を 出し 其 他の 费 用に 充つ る、 斯う 云 ふこ 
とに なつて 居る のであります、 私は 其 中の 一部の も 
のを 申 上げた 譯であ ります、 一部の ものと 云 ふのは 
即ち 中等 程度の 敎 M 並に 初等 敎 育に從 事す る敎貝 と 
云 ふやうな もの、 增俸 、若く は 臨時 手當 、即ち 侍 遇 
を 良くす ると 云 ふ 方の 御 話を 申 上げました、 敎 育の 
方に しましても それに 止り ませぬ、 他の 郡役所、 其 
他の 色々 の 榑關が あります から、 それと 同じ やうに 
敎 育の 方に も 矢張り 學 校の 雜費其 他い ろ < の もの 
が 要る _で あります るから ■趣り 單に敎 員の 待遇 だ 
けで ありませ ぬ •又 各地 共に 是ほ 事情を 異にする の 
であります から、 必ず、 全國 一律に 行く と 云 ふこと 
ほ 豫想 いたして 居り ませぬ、 又此 最高 額 ほ 各地 共に 
行かう とも 考 へて 居り ませぬ で、 今 申した 金額の 中 
で 敎育 事業に 對する 金額が 稍々 少いや うな 御 話の や 
うに も 伺 ひました が、 其 大小 (i 別問題と 致しまして 
是ほ 全體 に府 縣支辨 並に 町村の ? C 辨に當 る ものに 付 
て 時局の 爲に 非常に 物價が 上つ て 居ります， 其他經 
費が 增 して 居ります から •それを 緩和いた したい、 
之を 致し ませぬ と 云 ふと •どうも 戶數 割な どに. 其 
他の 雜税を 起したり して、 地方に 非常に 苦情が 多う 
ございます からして、 成るべく 此法で 緩和を 阚 ると 
云 ふ 趣意 も 這 入つて 居る のであります、 それで 又 先 
ほど 申しました 金額 だけに 行く 行かぬ ほ ® 行 上の こ 
とでありまして* 能く 相談せ ぬと 決り ませぬ が、 そ 
れは 即ち 筇韹 通り 滿足 する やうに 御考へ 下す つた や 
うであります から-漸次 谷 種の 方法を 以て 挺 遇の 方 
法を 講じなければ ならぬ と 云 ふやうな 考を 有つ て 居 
ります、 どうぞ さう 云 ふやう に 御 ^ 知を 願 ひたい。 
0 鈴 木摁兵 衞君私 ほ 內務 、大藏 の當 局の 方に 何 ひ 
たいと 思 ひます が、 此 地方税の 制限を 擴 張され る こ 
とになります と從來 谷地に ほ 動 もす ると 云 ふと 弊習 
があります、 或は 收入を 多くす るが 爲に 新稅を 起す 
とか、 或 ほ 營業税 の附 加を 重く すると か 云 ふこと が 
あつて •大體 の 上に 意外なる 結果を 生ずる ことがあ 
ります、 是 等に 對 しては •內務 、大藏 兩 省に 於き ま 
しては、 府縣 のこと に 付て は 府縣會 、又 町村の こと 
に 付て ほ 町村 會の 自治に 委せて、 之に 付て 制裁と か 
或は 又 fi 衡を得 せしめる 爲に 監督と 云 ふやうな こと 
ほ嚴 にせられて、 不 S 衡の ないやう に 取扱 ほれる の 
ほ 當然で ありませ ぬか、 動 もす ると さう 行かぬ、 今 


や 制限が 撋張 になります れぱ 、或は @ 政 者が 地方の 
感情、 或は 其 他の 情 r こ ' 
やぅな ことがあ りまして ほ 容县な らぬ ことで ありま 
す、 之に 對 して 是等の 制裁の 上に f-i ては 如何なる. (A 
考があ ります か 伺 ひたい。 

r 政府 委員 添 田 敬 一 郞君演 抱に 登る j 
〇 政府 委員 (添 田 敬 一郎 君) 御 答を 致します るが、 
從 來と雖 地方税の 谷 種類に 付て ほ 成るべく 擗 沏 を 得 
せし むべき 方針を 執つ て 居りまして、 さぅ 云 ふ 方針 
で 監督いた して 居ります、 此の 制限 撊張法 案が 賅愍 
實 施されました 後に 於き ましても 矢張り 其の 方針は 
改め ませぬ， 出来 得る 限り 此三税 は 成るべく _衔 を 
得せし める 考で監 落を して 參〇た いと 思 ひます •即 
ち內秘 、大藏 兩 大臣の 許可を 受けます 場合には、 そ 
れ 等の點 を考趙 いたしまして 處蹬を したいと 考へて 
居る tY 第であります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 
をして 朗 ra 致させます。 
f 岡 書記官 朗_〕 

時局の D# に 因る 地方税 制限 锁 張に關 する 法律 
案 特別委 負 


伯樹松 浦  厚 君 
子爵 水 野  直 君 
荒 川 義太郞 君 
西 久保弘 道 君 
島定洽 郎君 


子酹稻 垣 太祥君 
子爵 白 川 資長君 
男爵 南 岩 倉 具 威 君 
中山黏 兵衞君 


〇 議長 (公 if 徳川家 達 君) 日程 第 六、 高等 諸 瓔校創 
設及擴 張 费茭辨 に關 する 法律案、 政府 提出、 衆 翳院 
缀付 、第一 讚會。 

高等 諸 學校劏 設及擗 張費茭 辨に關 する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て _院法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 二月 一一 十五 日 

衆議院 譎 長大 岡 育造 
貴族院 讖長 公爵 徳川家 達 殿 
高等 諸 學校剞 設及擷 張费支 辨 -1 關スル 法律案 
政府 ハ 大正 八 年度 ヨリ 大正 十三 年度- 1 至 ル 六 年度 
-1 於 テ 高等 諸學校 創設 及 破 張 支 辨 ノ爲總 額 三千 四 
百 五十 五 萬 圓ヲ限 リ公值 ヲ 發行シ 又 ハ 借入金 ヲ g 

ス コト ヲ ^i 

前棋ノ 經費中 帝 國大 學ノ擗 張-一 關スル モノ — 付 テ 
ハ 帝 國大學 特別 ir 計 法ヲ 適用 セス 


院族 贵锊露 阈帝问 一十 四 第 


〔阀務 大臣 中橋德 五 郞玆泯 揹に分 •る〕 

0S 務大臣 (中 橋德五 郎君〕 唯今 議題に なつて 居り 
まする 高等 諸學校 創設 及掖張 支辨 に關 する 法律案、 
此 提出の 理由を 申 上げます、 是ほ 今朝 も 段々 御 質疑 
が あ 〇 ました 大正 八 年度の 追加 第二 號 •敎 宵に關 す 
る擴張 案の 財源に 關 する 法律であります、 あの 追加 
豫算は 六 年に a る 鶸賴费 で、 總額 四千 四百 五十 五 萬 
圓 と 云 ふこと になつ て 居ります るから* 其の 屮 一千 
萬 11 が 御內帑 金で 充當 する ことにな つて 居ります る 
で、 三千 四百 五十艽 M 圓と云 ふ ものを 借入金 又は 公 
債を 以て 之に 充てたい、 斯う 云 ふ計畫 ょりして 起り 
ましたる 法案であります る、 極めて 簡單な る 法案で 
あります るから、 どうそ 御 密議の 上 御 賛成を …… 
0K 本 釤之助 君 本案は 先刻 追加 裸 剪の 場合で あり 

ました か、 江 木 君ょり 御 尋が ありまして、 此案は 不 

可分の ものである か、 不可分の ものであるな らば 何 

故に 可分が 出来ない ので あると 云 ふ 其 理由を e きた 

いと 云 ふ 御 尋ねでありまして、 本員 等 も 其 御 答は 確 

に诋は つて® きたいと 期待し ましたが， 明瞭な 御 答 

が ありませ ぬ、 何故に 斯の 如き 尨大なる 計 SS を •時 

々切つ て M ifi 〇 になつ て K かりさうな ものである， 

それを 六 年 も 先の ことまで 極めて la かなければ なら 

ぬのは 何故か 斯の 如き 擷紹 案を 御 / J1 しになる と. ‘ム ふ 

ことに 付て、 幸 ひ 常 局の 大 K が 御 / 11 席であります か 

ら •一應 御 示しを 願 ひたいので あります" 

t 國務大 匝屮橋焰五郎君诚墦に登る〕 

01 務大臣 C 中 橋德 31: 郞君〕 御 答へ 致します が •此 

預：# の 編 ® の 仕方は 申 上げる 迄 もな く、 色々 に 組め 

る ものであるので あります から •併し 成るべく 一の 

計 迸の 下に 實行 いたした いと 云 ふ ものは 多く 繼鱭費 

に從來 は 組んで 居る 譯で あります、 それで 今朝の 提 

出に な 〇 ました 追加 拽算 の 如き 學校 の姻 張は どうか 

之を 一阅 めに して •さう して 今日 收容し 切つ て 居な 

い 所の 者を 全部 收容 する だ-!:: の H 的を 達したい と 云 

ふ 所から、 斯の 如き 案を 提出した 譯で あります ■學 

校の ことであります から， 一校 •か 多く 三年 若く は 四 

年の 擷错费 に 從來は 一々 やつて 出て 来た 例 も ありま 

す、 併し 今回の、 ほどう かして 之を 二 十九 校 及大學 

棚 ！ IM が •咐設 が 十 ばかり あ 〇 ます •と 云 ふやうな も 

のを 途中で 止めたくない 、途中で 止めて {3: 計® が 破 

れる 、結果が 惡いで あらう •又 其屮 の敎 宵卷 成 費の 

如 きものは、 どうしても 途中で 止められて ほ 闲 るの 


であ 〇 ます >  成るべくは 此計 幾と 伴つ て、 六 箇年繼 
紐 して 行く と 云 ふこと に 致し ませぬ と 云 ふと、 實行 
上餘 ほど 困 ii を感 します， 尙ほ 他の 豫算に 付ても、 
申 上げる 迄 もな く、 鐡道 だと か、 切れば 切れる もの 
も隨 分あります が、 繼續 SS になつて 出て 居る もの も 
ある やうな 譯で あります、 當局 は是 ほ一® にして 計 
晝を遂 行す る 方が 本計查 遂行の 上に 於て 極めて 宜し 
いと 云 ふ考を 以て 之を 提出した 譯で あります。 

〇 男 辟 阪谷芳 郎君 過日 來豫算 委員 會に 於て 大藏大 
臣 の御說 明に 依りましても、 公債は 成るべく 鐵 迫の 
如き 殖産 的の ものに 限る と 云 ふ 御 趣 AK の やうに 承は 
つて 居りまして、 大いに 是は 本員に 於ても 同感に 考 
へます •本 M の 記憶す る 所に ff れば ■政府が 毎年 財 
政の 計 斑を 立てられる 上に 於て 公債の 支辨に 依つ た 
と 云 ふことは、 ® 爭の费 用で ある どか* 或は 鐵 道の 
如き 砘產 的の 性質の ものに 限られて 居る やうに 考へ 
ます •固より 何も 禁じた 法律が あると 云ふ譯 であ 〇 
ませぬ けれども、 學 校の 趙 物を 造る とか、 地所を 買 
ふと か 云 ふことの 爲に 一般 會 計に 於て 公 偵を 蘇られ 
ると； K ふこと 極めて 耳新しい、 殆ど飧 知いた さぬ の 
であります •而 かも & が 五六 年度に H つて 居ります 
から 一箇年に して 見る と 11 に 五 百萬圓 位の 金で ある 
今年度の 豫 览 を 見ます と 云 ふと •臨時 軍事費を 合せ 
て 十二 億と 云 ふやうな 大きな 高に なつて 居る ので あ 
ります、 此 五六 百 萬 [ffl の 金が 十二 億の 歳計を 有つ て 
居る 政府の 財. 奴の 上に 於て 計畫が 立たぬ と 云 ふので 
甚だ 遺憾な 感が致 すので あります •殊に 年々 剩餘金 
も あり、 又 政府が 豫算 委員 會に御 示しに なつた 十 年 
計蛰 、將來 の 計 蜜に 付ても 來 年度は 餘りが あると 云 
ふやうな 御 計算 も 出て 居る やうに 考 へます が、 五六 

年 先まで も 矢張り 學校 建築の 爲に 公憤を 基ら なけれ 

ばなら ぬと 云 ふことは 財政の 計畫 として 甚だ 薄弱に 

聞え る やうに 思 ふので あるが、 是ほ 何とか 適當な 財 

源を 求められ、 矢張り 從 來の輔 代の 政府が やつて 居. 

られ たやう に戰爭 の爲め 若く は 鐵 道の 如き殖 產 的の 

ものに 限る と； K ふ譯に 計 5!¢ を 御 改めになる と 云ふ譯 

にいかぬ のであります か、！ 應 政府の 御意 見を 伺つ 

て 置きます。 

〔國 務大 [:': 男 {0 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 阪符男 爵の 公債 支 辨 

に關 して 成るべく 鐵 道の 如き、 放 資した 資本より 生 

ずる 收益を 以て 元利の <f-t 還の 立つ 事柄に 必要なる も 


のは 公愦 も宜 からう が、 左 ® な 收 益の 見込の ない も 
の、 費用は 成るべく 公債に 依らぬ 方が 財政 計畫 とし 
ては 宜い ではない か、 と 云 ふ 御 _ 意から しての 御 質 
間で、 誠に 御 同感で ございます る、 唯 此 高等 敎育機 
關の 計畫 に付きまして は、®々 總 II 大 R 及 文部大臣 
から も 陳述いた しました る 通り* 今日中 學を ai た 學 
生が 數 萬收界 所がない 爲 に、 即ち 高等 敎 育の 機 關の 
設備 不十分なる S に、 年々 數 萬の 學生が 方向に 迷 ふ 
中學を 卒業した 年齡の 者が 前途 有 詔なる 光を 見ず し 
て 方向に 迷 ふと 云 ふことは 實に社 會の狀 態として 忍 
ぶべ からざる ことで ある ，几 つ 又 此戰爭 …… 歐羅巴 
の戰爭 の 影響と して 世界中の 人々 の 思想に 一大 變化 
を來た さんと しつ、 ある 此時機 に 於て は、 從 前の 如 
く 年々 數萬 の學 生を して 方向に 迷は しめる と 云 ふこ 
とは、 如何にも 棄て 置き 難い ことで ある、 故に 此計 
畫を 立て、 十分に 最初の 見込 通り 中途に 頓挫す る こ 
とのない やうに 財源を 確め て 行かなければ ならぬ と 
云 ふこと でありました、 然るに 一方に 於き まして* 
國 家の將 來 、時勢に 順應 して 谷 補の 施設を しな けれ 
ばなら ない 上から 考 へまして、 迚も 此 計！ Si の 中途に 
廢せ ずして、 初めから 立 つた 計畫 通り 遂行す る だけ 
の 財源を 一般 歳入の 上に 求める ことは 困難で ありま 
す、 而かも 此計畫 に對 して 要します る 所の 四千 四百 
五十 餘萬圓 と 云 ふ ものは、 一般に 繼續 して 之を 唯今 
の 財政の 狀態で 普通の 歳入に 求める と 云 ふこと ほ、 
計 * を 立てます 上に 於て 餘 程の 無理を しなければ な 
らぬ 、其 無理と 云 ふの が 即ち 實 行の 出来ない やうな 
事になる !* が あるので あります、 唯今 阪谷 男爵の 御 
話の 如く 十 箇年槪 計 表の 上に 於て、 九 年度に 於て 一 
億と 云 ふ 歳入 超過を 見て 居ります が， 是も 或る 機會 
に 於て 旣に申 上げた 通り， 臨時 事件 費から 唯今 出し 
て 居ります 所の 時局の 影 S に 因りまして、 臨時 手當 
其 他 願 費の 補足 等を いたして 居ります、 即ち 物價騰 
貴の 影響を 受けて 殖えて 居ります 所の 支 ,1 II ほ 直ちに 
九 年度ょり ，職 爭 前の 諸物價 に 下つて 其 臨時の 咐加 
の必耍 を 見ざる に 至る と 云 ふ 確信は ない ので ありま 
す、 或は 物俏 騰貴の 影 P は 九 年度 以降に も續 くもの 
と 見る と 云 ふ 事の 考を 以て 計畫を 立てなければ なら 
ぬ、 一方に 於て ほ 峨時 利 ? y 稅は _ 和條約 調節の 年の 
終りを 以て 酸し まする ので、 1K りに 本年 講和の 條約 
が 調印になります と、 此 本年の 十二月を 以て戰 時 所 
得 税の 歳入はなくなる のであります、 前 申 上げた 物 


價 騰貴の 影響を 受けまして 增額を 要します る 所の 廳 
費， 旅費‘ 或は -, t 俸、 增 給の 如き ものは 普通 一般 歳 
入の茭 辨に 仰がなければ ならぬ のであります、 それ 
が 唯今の 見込では 凡そ 一億 二 千 萬圓も 要る だら うと 
考へて 居ります ，之に ® して 十 年槪計 表に 於て 歳入 
超過を 一億と 見て 居ります ので、 即ち 一億 二 千 萬 圓 
は 要用が ある だら うと： K ふ豫 定に對 して、 歳入 超過 
額 が 一億であります から、 勉 字から 綿密に 中し ます 
れば •二 千 萬圓の 不足を 生ぜなければ ならぬ、 併し 
一方には 旣に 或る 機會に 申 上げました る 如く-七 年 
度に 於け る 歳入 增加 もあります るから して、 九 年度 
の豫算 を 立てる 上に 於て 是まで 臨時 4JI 件 費ょり 支辨 
した ものを 補足す るには、 差茭な い考で 居ります る 
と 云 ふこと を 申 上げて 置きました、 左 ® な 目的の あ 
る 所の 歳入 超過額が 十年槪 計 表には 揭げて あるので 
ございます •成るべくは 學校の 如き ものは 公債 若く 
は 借入金な どに 依らず してやる のが 正則で ございま 
す、 それ 故從來 とても 高等 敎 育機關 の設晡 を 急ぎ ま 
して， 財政の 許す 範圍に 於き まして •高等 學 校の 新 
設若 くは 撾 張を III つて 參つた のであります が、 如何 
せん 普通 歳入に 依りまして は 其 計畫が 十分に 行 はれ 
ませぬ、 然るに 一方に 於て は 前 申 上げました る 如く 
今日 數 萬の 學生が 方向に 迷 ふと 云 ふこと ほ 此時勢 に 
於て 殊に 棄て 置き 難い ことで ございます る， 一時に 
大計 畫を 立てました のであります るから •止む を 得 
ず财 源を 公憤に 仰ぐ ことに 至つ たのであります から 
どうか K 邊 のことの 事情を 御酌 取り 下す つて、 御審 
載の 上 御 協賛を 與 へられむ ことを M ひます。 

〇藹長 (公爵 德川家 達 君〕 特別 姿 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡 書記官 朗讀一 

高等 諸學校 創設 及 掘 張 費茭 辨に關 する 法律案 特 
別娶員 

伯爵 大木 遠吉君  高 崎 親 章 君 
大山 綱昌君  男爵 神 田 乃武君 
男爵 阪 谷芳郞 君  男爵 池 田 長康君 
木場 貞長君  田 所 美 治 君 
野々 村久次 郎君 

0_識 長 (公® 德川家 達 君〕 報告を 致します" 

〔長 書官 記官朗 _〕 

本日 _員 男爵 坂 本 俊 篤 君より！ 一一 十三 名の 賛成を 以 
て 左の 修正案を 發翳せ り 


高等 諸^ 校 0] 設及 一! 張 费支辨 に關 する 法律案 第一 讚 會 


t 四 七 


院族 S 铃截阔 帝 回一 十四 第 


こ S の 設立に 關する 法律案 第二 讀會 


裁判所の 設立に 關する 法律案に 對 する 修正案 
大正 1 1 年 法律 第 九號中 改正 法 鉗 案に 對する 修正 
案 

〇'.'. 吳 公：  日講 七、 8 所の 設立 
に 關 する 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第二_ 曾… 
此際 問題と 致します のは 坂 本 男 辟より 提出せられ ま 
した哆正の箇條と御承知を諝ひます、修正案の朗讚 
を 致させます。 

〔成 額 S 記官 朗訟〕 

裁判所の 設立に 關する 法津案 修正案 
右, 院法第 二十 九條に 佐り 提出 候 也 
大正 八 年 三月！ 日 
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资成者 
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小 野 田 元 11 

荒 川 義太郞 

男爵 名 和長憲 

男爵 阪 井重季 

男 fi¥ 山 內長人 

男斟千 秋季 ■ 

男爵 安場 末 喜 

男爵 本 田 親濟 

男擗淸 水資治 

男爵 今 園國貞 

男爵 藤 村義朗 

男爵 JK 鄕. 安 

谷 森 R 男 

高 田 早苗 

江 木  翼 


男爵 坂 本 俊 篤 

伯 辟 柳 原義 光 

男爵 石黑忠 蒽 

男爵 高千穗 宣® 

男爵 西  紳六郞 

男爵 內田 正敏 

男辭船 越 光之丞 

男爵斯 波 忠三郞 

男 ® 伊丹 春 雄 

男爵 福 原 俊 丸 

男爵 永 山 盛 興 

男爵 佐 竹義準 

男爵 小 畑 大太郎 

男爵 矢 吹 省 三 

藤 田四郞 

伊澤 多 喜 男 

湯淺倉 平 


橋 本 辰 二 郞 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

裁判所 ノ 設立-一 關スル 法 甜案中 十五 項ヲ左 ノ如ク 

改ム 

栃木 縣安蘇 郡 佐 野 町-一 區 裁判所 ヲ置キ 之 ヲ佐野 

區裁判 所卜稱 ス 

〔男爵 坂 本 俊 篤君演 壻に 登る〕 

0 男 槪坂木 俊 篤 君 唯今 議場に 向つ て朗 _ され まし 

た 所の、 本員より 提出いた しました 所の 修正案に 付 

きまして sl ftT に 其 趣旨を E11 述べたい と 思 ひます、 大 

正 二 年 行政 整理の 結果 1# 止されました る &T の區 裁判 

所は 百 二十 八 箇所、 其 中 今回に 至ります まで 三回に 


回復せられ ました 所の 區裁判 所の 数 if 九十 余 箇所に 
上つて 居る のであります、 其屮單 純に 元の 場所に 復 
活せら る、 ことなくして、 今回の 例の 如く 佐 野に 復 
活され ませず して、 其 隣接の »] たる 足 利に 復活 せら 
れたと 云 ふこと ほ、 深く 本員の 注意を 惹起した ので 
あります、 そこで 過日 此委 員會に 於き まして •特別 
委 a の 一人と 致しまして •政府 委員に 向つ て 其の 說 
明を 求めた のであります、 然るに 政府 姿 M の說 明は 
不幸に して 本員の 疑問を 解く こと 能は ざり しのみ な 
らず 、益々 本員が 考 へて 居りました 通り、 是れは 足 
利 町に 新設され ずして、 元の 佐 野 町に 復活され る こ 
とが 適當 であると 云 ふことの 信念を 確め た 次第で あ 
ります、 區 裁判所の 箇所を 選定す るに 當 りまして 
は、 勿論 其 土地の 經濟 の狀况 、人口 •戶數 其の 他 一 
般の經 濟狀態 等を 考瞪 いたします る ことは 勿論で あ 
ります るが、 是れほ 第二義の 條件で ありまして、 最 
も考 憩すべき ことほ、 區 裁判所に 於いて 肢扱 ひます 
ところの 裁判の 事件 數及 交通の便 否と 云 ふこと が最 
も 大切で あると 考 へます •然 かいたしまして-此の 
裁判所の 取扱 ひます る 件數と 申します る も. 是も究 
極いた します 所の 人民の 便利を！！ るに 基く 事で あり 
まする から、 交通の便 否 如何と 云 ふこと が、 問題を 
決定す るの 第一義で あらねば ならぬ と考へ るので あ 
ります、 そこで 此便否 如何と 云 ふこと を-佐 野 町と 
足 利 wr の兩 方に 渉つ て 見ます る 時には、 是は佐 野 町 
に 置く 方が 此安蘇 足利兩 郡を 通じて 最も 滴 當なる 場 
所と 云 ふこと に 判斷を 致す ので ご ざいます、 勿論 一 
と 所に 置いた 區裁判 所が 總 ての 地 1>J からして 便利で 
あると 云 ふことは 到底 翠む ことの 出来ない ことで あ 

ります、 何れの 處か 不便の 處が 出來な ければ ならぬ 

のであります が •總體 を 通じて 比較的 便利の 處に置 

くと 云 ふこと にならねば ならぬ のであります-所で 

此 問題は 別段 議論 も， 評定 も 要らぬ ことで ある >  地J 一 

を 見さへ すれば 直ぐに 此 問題が 決定され る もので ご 

ざいまして、 試みに 足 利の 方に 置く 方が 宜いと 云 ふ 

方の 側から 見ます るには、 足 利 郡の 方には 菱 村と 云 

ふ 所の 遠隔の 地方が ある •之を 佐 野 町に 裁判所を 銳 

きます ときに、 此菱 村と 云 ふ 所から ほ 餘程距 離が 遠 

くなる、 菱 村に 取つ て甚 た闲 難な 事になる 又 之を 足 

利 町に 置きます ときには 安蘇 郡の 中に 於て 少なから 

ぬ 交通 上の 不便を 感ずる 村落が あるので あります 例 

へば 氷室 村 又 ほ 野 上 村な ど X 申します る 所の 村から 


致します ると， 假〇に 足 利 町に 固き まする と 此の 村 
から 足 利 町に 參ら うとす るには 五六 里の 道を 步 いて 
參 ります、 さう して 東武 線に 接 g? いたします 所の 私 
設鐵 道の 葛 生と か 或 (S 田 沼と 云 ふやうな 途屮 の 「ス 
テー シヨ ン j に il!l り 著き まして 其 「ステ ーシ ヨン」 
から 又 若干 汽車に 乘 りまして、 さう して 佐 野 町に 到 
著いた します、 それから 今度は « 武線 を乘換 へて， 
さう して 桐 生の 方面、 足 利の 方に 參 るので あります 
所が 此線路 ほ 小山の 方へ 通ず る 線路でありまして、 
是 等の 乘換 とか 鐵逭の 時間の 關係上 から 餘ほど 接 la 
が惡 るいと 云 ふこと であります それ故に 是 等の 村落 
から 足 利 村に 參 ると 云 ふこと ほ 餘ほ ど闲難 な 事情で 
あると 云 ふこと であります、 之を 足 利 郡に あります 
所の 菱村 あたりから 二 里の 道を 步いて 參 りまして、 
桐 生から 足 利 あたりまでに 渉ります 所の 或る 「ステ 
—シ ヨン」 に 著き まして， それから 佐 野 町に 參 ると 
云 ふ ものに 較べます ると 遙か に闲難 であると 云 ふ 事 
であります 、是は 地圖の 上から 見て 如何にも 左樣で 
あらう と 云 ふ 事の 判斷 が玆に 付く のであります そこ 
で此 交通問題は 地理 上の 關 係に 於き まして •足 利 町 
に 置く と 云 ふ 事は 安蘇 郡の 村落の 一部に 取りまして 
苦痛と 致します 事は、 之を 佐 野 町に [t きまして 足 利 
郡の 一部に 村落が 苦痛を 感ずる ょりも 茲だ しいと 云 
ふ 事になる のであります、 そこで 今度は 論旨を 一轉 
いたしまして、 政府 委員 邊 りの 說明を 聽 きます ると 
安蘇 郡と 足 利との 關 係に 於て は、 交通 上に 於て 言て 
見る と. まあ 五分々々 である 互に 五分々々 の 不便が 
ある、 斯う 我慢 すれば K L いが •玆 に此五 分々々 | 
方に 傾けし めた 理由と 云 ふ ものは、 今回 上 都賀郡 に 
あります 所の 足 尾 町と 云 ふ ものが、 此 管轄 區域に 這 
入つ て參 つた ものが あります から、 是が 理由と なり 
まして •此足 利 町に 置く か 佐 野 町に 置く かと 云 ふ 問 
題に 對し まして 佐 野 町に あらず して 足 利 町に 置く 主 
なる 理由と されて 居る のであります、 それは 何故と 
申します ると、 足 尾 町の 方から 見ます と、 足 利 町の 
方が 十九 分ぱ かり 足： f 町の 方へ 寄つて 居る >  踣離 に 
於て は 約 六 分の 一、 時間に 於て は 約 十分の一 だけ 足 
尾 町の 方へ 寄つて 居る のであります から L て、 此足 
尾 町を 合せます れば どうしても 足 利 町へ 置く が 適 當 
である、 斯う 云 ふ 御 見解であります が、 併し 本員の 
見る 所に 依ります ると 此點も 矢張り 前の 安蘇 足利兩 
郡の 關 係に 於き まして、 佐 野 町を 以て 適當 とすると 


云 ふ 所の 此 同一の 理由を 以て ii は 是は 5 TSg して 然る 
べき ものと 思 ふので あ 〇 ます •と 云 ふ 〇は 是は交 通 
の ® 否と 云 ふ 矢張り 問題の 上に 於てキ ：陆に 決定され 
なけれぱならぬものと考へるので & 〇ます-と申し 
まする の {X 足 尾 町から 足 利 町へ 到 著いた します るに 
ほ、 足尾鐵 道に ffio まして •先 づ桐 生まで 到 著いた 
しまして •桐 生から 又 m K 線に te つて 足 利 町へ ^ 〇 
ます、 此 時間は 約！ 一一 時間と 2: 十分、 斯う 云 ふ 時間に 
なります-さう 致します ると 足！； 町から 直ちに 汽 ifi 
に乘 つて、 さう して 足 利 町まで、 さう 云 ふやう に 全 
部鐵 道に Is: つてから して 到 著す る ことが al 来る、 其 
時間が 三時 間 二十 分、 然るに 之を 一方 足 利 町に S き 
ますれば •前に 述べました 如く 阿蘇 郡に 二三の 聯絡 
する 道を 五 里 も 六 里 も 歩き、 さう して 或る 私設 鐵适 
の停車場に迎り著いて，さうしてそれから又诳武線 
に來て 、それから 乘換 へて 行く と 云 ふこと に、 斯樣 
な 不便な ことになるので あります、 若し 其方が 不便 
と 云 ふこと が 道理 ある ものと すれば •是 ほ 矢張り 足 
尾 町に 對 しても 安蘇 郡の 一部、 是 等の 村落の 理由の 
方を 重し としなければ ならぬ と考 へる のであります 
是が單 純に 交通 上の 關係に 於き まして 左 棟に 斷定す 
ることが適當であると私ほ解釋するので & 〇ます* 
尙ほ 政府 委員の 說明 に ffi ります ると 足 利 町は 佐 野 町 
に 比する と、 足 尾 町に 對 しては 中心の 位 {S にある か 
らと S ふこと で ございました、 成程 三闽 所を 見れば 
三 箇所の 屮 >  _中 の 方に 寄つ て 居る のは 疑 もな く 足 
利 町であります が、 併ながら 此屮心 と 云 ふ 文字は 耳 
には ffi だ 好く 響きます けれども、 併ながら 先き にも 
申します 通り、 時 問と して 僅かに 十分の一 だけ、 そ 
ちらに 寄つ て 居ります から* 之を 以て 中心とす るの 
理由と する には 甚だ 薄弱で あると 私は 信ずる ので あ 
ります、 かるが 故に此 足 利 町に 區裁判 所を 置く と 云 
ふことは 安蘇 郡 >  足 利 郡 又 それに 加 ほりました 足 尾 
町を 併せて、 交通 上の 便 否から 致しまして 佐 野が 適 
當と考 へる のであります、 是は 單 に 交通 上の 便 否が 
即ち 此 問題の 決定的 要素で なければ ならぬ と 云 ふ 勘 
件に 付て斯 樣に判 斷す るので あります、 又此 他に 本 
員を して K 裁判所を 置く のは 足 利 町に あらず して 佐 
野 町で なければ ならぬ と 云 ふ 理由は •此 他に 理由を 
認めて 居る のであります， それ ほ 如何なる 事 かと 申 
します ると、 佐 野 町に 區 裁判所を 復設 いたして K ひ 
たいと 云 ふ 事に 付て 今日まで 最近 請願が 三回 53 いて 


院族 no 济 r 帝冋 一十 四 m 


本院を 通過いた して R るので あります、 所で ? r し 之 
が 原案の 如く 佐 野 町に あらず して 足 利 町に JS く 事に 
なります ると、 此 請願に 對する 所の 本院の 採 摺 され 
たる 所を、 此決 轉 と 云 ふ ものを® だ 薄弱なら しむる 
譯で あると 考へ るので ありまして、 是は 請願に 對す 
る 本院の 糊 威と 致しまして 大 に御考 澈 を 願 ひたい 點 
であります、 次には 日光 町と 足®; 町との 此聯絡 の關 
係であります、 是 ほ 約 三 里 ばかり 隔 つて 居る と 云 ふ 
ことでありまして •唯今 も頦 道の 吸 設がな い爲に 足 
ra 町から 站判 Jit 件を 持つ て參る のには、 遙 々足！！ 町 
ょり 足 利、 佐 野， 小山を 經 まして、 宇都 宮 の M 裁判 
所に 參る ことにな つて 居る のであります、 即ち 今回 
足 S は 之に 加つ た 爲に足 利 町に 置く ことを 適當 とさ 
れる こと も、 lit 鐵道 に te るを； g 利と する 所から 斯樣 

に 原案が 出來 てるのと 信 じます、 然るに lit 日光と 足 

昆 との 間 (?. 是は： ：中晚 鍅 范 が 架かる ■ものと 信ずる ので 

あります、 旣に羯 道 院の測 莆線 としては 地 阅の 上に 

も 明 Kf に 現 ほれて 居ります、 左 ^ いたします ると、 

M 十 晚 この 鐵道が 通ず ると 云 ふこと になります ると， 

宇都 53 :に參 るのに は 足 尾から 日光を 經て約 一 一時間で 

宇都： a へ 到 著す るので あります、 之を 現在の 足 尾 町 

から 洞 生を 經て足 利に 到 ^ いたします る 時間、 約 三 

時 ni] と 二十 分に 比べます と， 日光と 足 聞 町の 間は 鐵 

道の 時 問 表を 勘定に 入れまして 約 一時間 だけ 宇都 宫 

の 方へ 足 尾 町の 方から 1  十く 到 箸す る こと' か / 15 來るか 

らして、 早晩 鐵道が 落成いた します 曉で 、交通の® 

利 上から 致しまして、 どうしても 矢張り 是は 宇都 宮 

の 方へ 現今の 如く  K 裁判所 ^? 姹を 復 活され なければ 

ならぬ やうな ことになるので あらう と考へ る、 又斯 

く考 へる のが 扣當の 問題の 歸結だ と 私 ほ 考 へます， 

さう 致します と 今日 足 利 町に unr 裁判所を 11 きまして 

さう して 足 尾 町を 之に 結 付ける と 云 ふことは 今日 一 

時の ことでありまして、 將來は 左様で ない ので あり 

ます、 I 時の 交通の 即 利 上から 將來の 施設を 誤る と 

云 ふ ijf の 結果になる と 思 ふ •是亦 考 ■すべき 一點と 

考 へます， それから 尙ほ經 费 上の 問題であります が 

佐肿 町には 從來の 廳舍も あり 趿地も あるので ありま 

す •阙舍 は 大分 腐朽して、 改築せ ねばならぬ と 云 ふ 

ことであります が. f)f= ながら まだ 三十 年 そこ •の 

51t 物であります から、 ra 舍に 於け る 斯様な 贿舍と 致 

しまして は此位 の ものは 外に も 存在して 思る だら う 

と 思 ふ-さう して见 ますと、 佐 野 町に ある ! Kr 地廳舍 


と 云 ふ もの if 誠に 經跋 上から 考 へまして 便利な こ 
とに なつて 居る、 然るに 之を 足 利 町に 置く と 云 ふこ 
とになります と •新たに 敕地乂 廳舍を 調べなければ 
ならぬ と 云 ふこと で、 是等は 地方の 町民から 寄附 さ 
れる ことになると 云 ふやうな 御 話で ございます が、 
成程 寄附と なります れぱ直 接 政府の 縛 費には なり ま 
すまい か 知れ ませぬ けれども •朵等 地方 人民の 負擔 
ほ！ 一家の 大所から 見ます と、 矢張り 是は國 家の 負擔 
で、 經費 上から 考へ ましても 此點は 矢張り 佐 野 町に 
ia くこと が 適當と 云 ふこと になる のであります、 最. 
後に 此佐 W 町と 足 利 町と 今冋區 栽 判 所 回復に 關 しま 
して 少から ぬ 紛梭を 惹起して K ると 云 ふこと であり 
ます、 從來ほ 11-[: 町は 互に 提拽 いたしまして、 敎 育の 
事に、 其 他經濟 上の ことに、 佐 野 町の 者で 足 利の 銀 
行の 預金者で ない 者 ほない、 或は 足 利の 者で 佐 野 町 
の 銀行の 預金者で ない ものは ない とかと 云 ふやう に 
K に 仲好く して、 さう して經 濟 上の 發達 並に 敎育上 
の 改良を 11 つて 民た ものが、 斯棟な 紛萌 ょり 致して 
互に 反 M を 致し， 其 趣く 所は 如何なる ことにな るか 
も ,;: -II れぬと 云 ふやう に 陳述 等 も 見えて 居ります、 が 
是は 一は 感情 上の IH3 題 も 玆に混 つて 居る ことで あり 
ますから 、私は 是等 のこと に對 して ほ 相 常な 判 斷を 
與へて 居りまして， 必 しも 左 樣に 酷い ことで ない と 
思 ひます けれども， 從來此 佐 野 町と 足 利 町は 互に 相 
掷 へて 木院へ 請願 も 致して 居つ た 間椚 であります か 
ら 、足 利 町 か 分離して、 そこに 復活され ますと 云 ふ 
ことは •佐 野 町に 取りまして 13: 感情 上 多分 左檨 な狀 
况で あらう と 云 ふことは 疑 ひない ので あます， 元來 
此 M 裁判所の 復設と 云 ふ 事 ほ， 一 時 政府が 涙を 吞ん 
で、 さう して 撒 腌され たもので ありませ うが、 多年 

の 民意を 袢 れられ て、 即ち 善政を 布く 意味 1- 於て 復 

活され むと する ものが、 却つ て此兩 町民 間に 紛牮を 

起し、 延いては 我が ®: 北に 於け る 所の殖 產 興業の 殷 

盛なる 地點 に、 斯様な 學ひを 生ます と 云 ふこと {3-. 

國 家の爲 に a だ 歎くべき ことなる ほ 勿論の こと、 政 

府に取 りましても 蓋し 御 不本意な ことで あらう と考 

へる のであります、 是 等の 事情を 絵 合いた します と 

今回 ほ 區栽判 所を 新に 足 利 町に 設立いた される こと 

なくして、 二 十餘 年来の 膝 ■史を 持つ て 居ります 所の 

此の 佐 野 町に 復活され る 事が 最も 至當な 御處 分で あ 

ると 考へ るので あります、 斯様な 理由に 依りまして 

本 貝が 修正 說を 提出した ので ございます から、 何卒 


滿場 諸君の 御賛 IWJ を 願 ひたう 存じます。 

〔加 太 邦憲君 演壇に 登る〕 

〇 加 太 邦憲汜 諸君、 »i 今 坂 本 男 K ょり 本案に 付き 
まして 修正の 御意 M が 出まして、 是が _ 題 となり ま 
したに 付きまして は、 私は 之に 對 しまして 原案 賛成 
の 意見を 述べた うご ざいます、 坂 本 男爵が 申され ま 
すのに、 此裁判 所の 管 ^ に付きまして ほ、 其 管内の 
裁判所へ 通 ひます る 地理 上の こと， 又 訴訟の 事件の 
ことが 最も 必要な ことで あると 斯う 云 ふ御說 で ござ 
いますが、 最も 是 ほ 私が 賛成す る 所であります、 今 
日の 問題を 大體 から 申します と， 原案に 於き まして 
ほ诳 にある 安蘇 郡の 人民が 奥から m まする には 斯う 
出て、 佐跸 町を 經 て， 足 利に 來る 、斯うなる ので あ 
ります， 若し 佐 野に あると しま すれば >  足 利の こち 
らの郡 民が 足 利 町を 經て佐 野に 出て 来る、 こちらの 
方の が ここへ 来る か. こちらの 方の (X ここへ 來 るか 
と 云 ふ、 是が どちらへ する かと 云 ふ 問題であります 
それで® 方を 段々 地！ I に te o x 表に 依りして 調べて 
見ます ると、 安蘇 郡の 奥の 方に .j 度 1)1: 佐 野から 西北 
に當〇 ます' か、 飛 ^ 村と 云 ふ 僻村が ございます る、 
其 飛 跔 村から 佐 野を 經て足 利まで 出て 来る のに、 ど 
れだ けの 時間が 掛かる かと 申します と、 步くの と® 
道と 兩 方あります るが、 六 時間拚 かります、 之を 一 
つ 除けます と 云 ふと、 あとは どちらから も 四 里が 頂 
上で、 其 一つの 外は お 互 ひで ございます、 どちら か 
らも 同じで ございます、 そこで 此 裁判所の こと {S 修 
正論 者の 御說の 通り 距離 も 大事で あり >  事件 も 大事 
であります が、 さう すると 安蘇 郡の 方から 申します 
と、 六 里 出て、 飛 rpj 村が 一つ擺 でて， 遠くで、 之を 
不便と 云 ふ 一つの 理由になる のであります が、 又 事 
件の ことから 大いに 考へな けばな り ませぬ けれども 
不幸に して 私は さう 云 ふ 統計を 有ち ませぬ、 或は 司 
法 當 局に 於ても さう 云 ふ 一箇 村づ 、の 統計は まあ 無 
いか も 知れ ませぬ、 私は 世間 一般の 狀態 から 推し ま 
して 考 へます のに、 此飛駒 村に どれ だけの 事件が あ 
り ませう か、 多く 考へ て、 一年 三 件、 十 年 三十 件、 
是だ けの 事件が ありませ うか、 どうで ございませう 
か、 私の 腹一杯 言は して 貰つ たら、 一件 も 無い かも 
知れ ませぬ、 斯う 云 ふ 所は 訴訟は ない もので あり、 
絕對に 無い とは 申され ませぬ が、 殆ど 無い も 同様で 
あります、 訴訟と 云 ふ ものは 總て都 會の地 、交通の 激 
しい、 犛 業の 多い 所、 さう S ふ 所に 多い ので ござい 


ます、 唯今の 關係 から 推して 申します ると •佐 野の 
周® と 足 利の 周 阳と 、斯う 5C ふ 所に あると 2: ふ 事に 
決つて 居る のです、 それであります けれども •併な 
がら 兎に角 一村 或は 訴訟が 無い と 云 ふことは 勿論 言 
へませ ぬから、 多少は ある ものと |.'.1 より 認めな けれ 
ばな り ませぬ が •唯々 距離の 方から 胃 ひます ると、 
其 飛 PJ 村 一村の ® に 足 利の 方が 一つの 理由を 有つ て 
居る、 l!f う 云 ふ 事になる のであります、 所で 今 度は 
足 尾 町を此 管 1S に屬 すると 云 ふ 事に なりました に 付 
きまして は、 之に 付て ほ K 對の御 論と 云 ふ ものは 一 
向 ございませぬ、 此足 尾と 申します ものは 陸軍 m 來 
の 地 Ba で、 こちらが 尺度を 取つ て 見ます るのに 十六 
七 a あると 考へ られ ますが， 併ながら 鐵道が /!'. 來ま 
して、 三時 間で 足 利まで 来れる と 云 ふ 今日® 利な 場 
所に なりました ので ございます， さう します ると 今 
日足 尾の 人 K はもう lit 足 尾の 鐵 道と 云 ふ 唯一つ の鐵 
道に 依つて 平地に /1:1 て 來 るより 外は ございませぬ の 
であります •それから 此 足 尾と 云 ふ ものが 將來ほ 日 
光の 方へ 鐵通が 出 來て 、あの方から 交通の便 利が U1 
来て •元の 宇都 宮に管 _ を 閽 せられる やうな 事が あ 
りますまい かと 云 ふやうな 御說で あります が、 それ 
ほ 將來の 事で 分り ませぬ‘ 日光の 鐵道が 出来る かも 
分り ませぬ、 併し 足 尾から 日光と 云 ふ ものは 步 きま 
すと 七 里と 云 ふ 事に 承は つて 居ります、 此七 里が 龆 
に 依ります と* 一つの 山脈で ございませぬ 幾つかの 
山が あります、 それで 之を 鐵道を 造る と 云 ふこと に 
なりましたら、 殆ど 熟 海 線を 起す やうな 鐵道 である 
まい かと 私は 考 へます、 それで 將來出 來る にし まし 
た 所が、 今日から 計 * して、 私は 五 年で m 來 ると 云 
ふこと {T. どうも 自分は 想像が m 來ませ ぬ、 或は 十 年 
も掛 るか も 知れ ませぬ、 さう すると 此鐵 道は 假 りに 
出来る ものと した 所が、 それを 憩つ て、 今日の 管轄 
を 宇都宮 の 方に 移して 置く と 云 ふことは •是 は餘り 
の 早計で、 出来ました 上の 便 否に 依る の 外は ない と 
思 ひます、 此足 尾 ® T から 足 利の 方に U1 まする 地理は 
是は吔 圖に依 りまして は 山脈は ない のです、 渡 良 il 
川に 依りまして 弓形に ずつ と： 四に 連つ て、 桐 生を 經 
て 足 利に 出て 來 る、 斯う 云 ふ 次第で、 鐵 道を 造る に 
も 此方 面で 餘ほど 便利な ものと 思 ひます、 それで 今 
日 修正 論者の 御 S2 の 通り 三時 間で 足 利へ 111 て來ら れ 
るので あります が， 成は 3¢ 日光の 鐵道が /il 来まして 
も、 ひどい 山で ございます から 足 利へ 出て 來 るのと 
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別に變 り i?. ないかと 思 ほれます， どつ ちみち 是 は ど 
う も 今日の 論で ほない と 思 ほれます、 建築の こと、 
或 ほ 佐 野、 足 利の 兩住民 の將來 不和に な 〇ほ しない 
かと 云 ふやうな 御 3> もあります が、 多少 不和の こと 
なぞ も あるか も 知れ ませぬ が、 併ながら 今日 <t 事を 
始めた のであります から、 裁判所が 佐 野に rx かれる 
ことにな つたら 全く 是が 止む とも 思 (3: れま せぬ、 そ 
れから !;■:: 事件の 事であります が、 今の 通り 飛 駒 村 {3: 
殆ど 事件がない と 同様と 申 上げました が •  K 對に足 
尾 町は 民 刑 合しまして* 昨年が 西 八十 三 件あります 
三年 間 合して 三 W 六十 四 件あります、 先 づ足賭 を 除 
けて、 安蘇 郡と 足 利 郡との 比例を 兌ます と、 安蘇 郡は 
此二 郡を 合併し ました K さの： 7/r 分の 三を 占めて 居る 
に拘り ませず、 琳件ほ 少ない 方で、 三年 合しまして 

四百 八十 三 件であります、 足 利 郡は 五分の 二の 少さ 

い 方で あり. -S すが、 三年で 六 百 九 件あります、 さう し 

ますと 對數が 安蘇 郡の 五に 毁 して 足 利が 六、 斯う 云 

ふこと になつ て 居ります、 そこで 足 利の 方へ 足 尾の 

三百 六十 四 件と 云 ふ ものが 附 きます るから、 さう す 

ると 安蘇 郡の 五に 封して 足 利 郡の 十、 丁度 佐 野の 倍 

を 占める、 斯う 云 ことになります るから、 此 事件の 

上から 中し まする と 云 ふと* 安蘇 郡 飛 駒 村に 比すべ 

きでは ありませ ぬ、 唯々 併ながら 飛 駒 村から 出ます 

るに ほ 草鞋 履で 步 くので ございます から、 勞ほ 多う 

ございます、 足 尾から 出ます るに ほ 汽車に 坐つ て m 

られ ると 云 ふので， 至つ て樂で あ ' 0 ます、 けれども 

其 代り 费 ffl が掛 る、 斯う 云 ふこと になります から， 

ど 5 も件數 なり 地理な りの 上から 較べる と •足 利の 

方に 裁判所を 置かれる と 云 ふこと が 相當で あると， 

斯う 私 ほ 考 へます， それから 尙ほ 銀行な り產業 上の 

ことであります が、 人口の 產 築の 多い 所と 云 ふやう 

な 所は 總 ての 人事が 進歩いた します るに 連れて 矢 張 

〇 訴訟 も將來 荊え て來 るに 決つ て 居る のであります 

將來ほ さて 措きまして、 今日の 有樣を 御 話いた しま 

する が總て 繫昌の 度合を 安蘇 郡と 足 利 郡と を 比較い 

たします るに 大きい 方の 安蘇 郡の 人口が 九 萬 一千… 

其 以下の 數字は 略します、 それから 小さい 方の 足 利 

郡が 十 萬 六 千、 それから 此の 税額に 付きまして 安蘇 

郡は 六十 六 萬 一千、 足 利 郡 (3: 百 一 萬 五 千 •それから 

生 產 物の 額に 於き ましては 安蘇 郡 ほ 七 百 六十 三 萬、 

足 利 郡 ほ 千 四百 七十 艽萬六 千， 斯う 云 ふ 風で、 {か 蘇 

郡に 較べます ると 小さい 方の 足 利 郡が 倍を 占めて @ 
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七 五 二 


二 案 ij: 3l ;x 帝 國大昂 H 學部並 に 京都 帝 1 大學 X 學部 
及 除： 學部 の攒 張を なす 爲 に、 兩帝 0 大學 に對 して 一 
般符 計ょり 臨時 政. 时茭 出金の 繰 入を 要する 結果で あ 
ります* 第三 案 ほ 此法律 制定 常時に 於. ? まして ほ 時 
局に 關 係して 臨時 手 常を X 給せ らる 、場合 ( 3; 判任官 
其 他の 者に 限られて 居りました が、 今般 一般官 班の 
臨時 手 ^ を 拾す る こと 裸 J;c の 上に 要求せられ て ある 
結果、 大昂に 於き ましても 勅 突 任 * ff 一般に 對して 臨 
時 年沿 を X 給す る必耍 が 起り ましたので あります、 
それと 典 他の 諸經！ I の 不足を 袖充す る爲の 案で ござ 
います、 委員 會に 於き まして ほ 群 謎の 結果、 時局柄 
B むを 得ぬ ものと 認めまして， 全 會 一致を 以て 三 案 
共 之を 可決いた しました •此段 御報吿 いたします。 

〇 翳 長 (公爵 德川家 達 君) 諸君に 於て 御異 _が なけ 

れぱ 、唯今 委 負 長の 報吿 せられました 三 案 共 束ねて 

問題に 供し ます。 

〔「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 子 1# 野 村 益 三 君 惟 今委 M -fi ょり 報吿が ありまし 

たる 如く* 本案は 極めて 簡明なる ものであります" 

別に從竹問も無いやぅでありまするから>讀會を省 

略されて* 直ちに 可決 確定 あらむ ことを 希望いた し 

ま^ 

〇 子 捋 八條隨 正 君 賛成。 

〇 子爵 池 田 政 時 君 賛成。 

〇子挝 秋 月 M 英君燹 成 U 

〇子跗 伊苽 祐弘 君寶 成。 

〇子斿 五條 爲 功君贊 成。 

〇 男 Er 南 岩 倉 具 威 君 賛成？ 

〇子酹 西 大路 吉光君 賛成。 」 

〇 男 ！!, f 内 田 正® 君 賛成。 

0 子 W 靑木信 光君贊 成' 

0 子 Kf 吉 I'll 淸風君 賛成。 

〇 子 辟 本 多 忠鉾君 賛成。 

〇势 爵石黑 忠鹿君 賛成。 

〇與防 高木 兼寬君 寶 成。 

〇 奶 似 阪井 重季君 賛成。 

〔其 他 「砰 成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讖長 (公龊 德川家 達 君) 野 村 子 K の if 會 省略の 動 

議に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇篛長 ( 公爵 德川家 達 君〕 三分の 二 以上と 認めます 

. 原案に 御 M 存ござ いませぬ か。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公 K 徳川家 達 君：* 御 異議ない と， 認めます、 
次の 議事 日程 ほ 本院 ^ 報を 以て 御 承知を 諳 ひます、 
本日 ix 是 にて 散 會。 

午後 三時 四十 一分 镦會 
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第 十五 北海道 鐵道 敷設 法. 中 改正 法律案へ 政 抱 


-委員 長ノ 


提出 


第 十六 


1 髓院) 第 5 會の J | 吿 

1 _ 土人 保® 法 中改_ 1 ( 臟 


PI) 第 i 會の綾 ( 81 長、 

第十セ利息制隈法中改正法律案§|院} 


讀會 


第 


第 十八 未成年者 飲酒 S 綾 法案 (麟傾 院) 第 I 
讀會 

第 十九 ini 路相生 間 3® 道 敷設の 請願 會 議 
第 II 十 熊 阪信號 所を 停車場に _ 更 の請朗 育 

議 

第二 十 I  三刀屋 郵便局に 電信 開始の'® 頹會 
議 

第二 十一 I 軍人恩給 法 中 改正の 讅願會 議 
第 II 十三 養殖 事業 獎® に關 する 請 SI 會議 
第 II 十四 水産 試驗場 設置の 請願 會議 
第二 十五 大正 六 年 法律 第 六號簞 人 恩給 法 附則 
改正の 誘 願會議 
第一 一十 六 ? i 內薬 港の 請願 會議 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 報告を 致させます 
〔長 谷川 書記官 朗讀〕 

去る 一日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
裁判所の 設立に 關する 法律案 
大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
不動 產 登記 法中改 IE 法律案 
帝 國大學 特別 fr 計 法 中 改正 法律案 
東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 茭出 金に 
關 する 法律案 

大正 七苹 法律 第 四號中 改正 法律案 
同日 特別委 負 長より 左の 報® 霄を 提出せ り 
事業 公債 金 特別 會計 法案 HJ 決 報告書 
臨時 國雎證 券 法 中 改正 法律案 可決 報吿書 
朝鮮 事業 公® 法 中 改正 法 « 案 可決 報告書 
臺* 事業 公債 法 中改 JH 法律案 ' n/ 決 報吿書 
造幣局 据置 運轉 資本 增加及 設備 撋張 費に 關する 
法律案 可決 報告書 

同日 特別 姿 Ml 制 委員 挺より 左の 報告書を 提出せ り 
北海道 II 土人 保護 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
同日 第三 部に 於て 決算 委員 男爵 伊東 義五 郎君の 補 
闕選擧 を 行 ひしに 其 結果 男爵 調所恒 德君當 選せ 
り 

同 決算 委員 會に 於て 決定した る 分科 及 分科 擔當委 
員の 氏名 左の 如し 
第一 分科 (歳入、 大藏 省〕 

伯爵 大木 遠吉君  子爵 本多忠 鋒 君 
男爵 鳥 津久賢 君  男爵 岩 倉 道俱君 


男 聆調 所 fu s {君 
星 s  al 斑 君 


男 辟 安藤 直 雄 君 
男爵 藤 堂 高成赶 
田 中 淸文君 

第二 分科 (外務省、 內務 省、 司法 省) 

子 K 東 坊城德 長 君  子 ii? 五 眩® 功 君 


男胳 千秋 季较君 
男路二 條正既 君 
澤柳政 太 郎君 


男 辟 若 王子 文 紐 君 
男爵 ffi 山隆饺 君 
三 宅  秀君 
西久保 弘道君 
第三 分科 (陸軍省、 海： 患 省〕 

子樹 五辻 洽仲君  子 fi? 立 花 種忠岩 
男斿 西村菇 一 君  男 Llf 西  紳六 郎君 
男 辟 肝 付 S&. 行 君  男脬藤 并包總 封 
男爵 黑田長 和 君  石黑 五十 11 君 
石橋 謹 二君 

第 四 分科 (文部省、 農 商務省、 遞信 省) 

伯爵 堀 田 正位 君  子 fi'f 新 庄直知 君 


男 辟 東鄕  安 君 
佐 藤 友右衞 門 君 
三 木與吉 郎君 


男爵 平野 君 
伊藤 @ 七 君 
山 田  斂怼 
樱井 伊敁衞 君 

同日 決 1; 委員 分科 會に 於て 當 選した る 主査の 氏名 
左の 如し 

第 一 分科 主査 子昭本 多忠鋒 君 
第二 分科 主査 子樹菜 坊城德 長 君 
第三 分科 主査 子擗 五辻 洽仲君 
第 四 分科 主査 伯爵 堀 田 正恒君 
從二位 動 二等 子爵 加 納久宜 君 
去る 二日 薨去せ らる依 て 5rK 日 弔 擗を 贈れり 
去る 四日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 
道路 法案 特別委 負會 

委員長  们 I  诹 太 郎君 
副 委員長  古市 公威 君 
高等 諸學校 創設 及撋 張费茭 辨に關 する 法律案 特 
別 委員 it 

委員長  伯爵 大木 遠吉君 
副 委員長  高 崎 親 章 君 
大正 六 年 法钳第 六號中 改正 法 ai 案 特別® 員會 
委員長  侯 I 須 賀正 韶君 
副 委員長  男 酎 山內長 人© 
同日 衆 _院 ょり 左の 政府 提出 案は 本院の 議決に 同 


院族再 铐諮周 帝冋 一十 四 第 


S し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ り 
大正 七尔法 fit 第二 十四 號屮 改正 法律案 
同日 衆 SI 院 より 左の 政府 提出 案を 受朗 せり 
精神 涡院法 案 
地方 鐵道法 案 

輕侦鐵 道 補助 法 中 改正 ^ 律 案 
錄道 択當 法 中 改正 法律案 
鐵道船 舶郵： S 法 中 改正 法律案 
鐵道赞 業 vij 屮改 JH 法® 案 
同日 政府よ 〇 左の 法 m 案を 提出せ 〇 
度 4 瓜 衡法屮 改正 決 fii 案 
同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ 〇 
利 a 制限 法 中 改 JK 法律案 
未成年者 欣酒収 紬 法案 

i 昨 五日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ り 

結核 7« 防 法案 
r トラ ホ ーム」 豫 防 法案 

同日 政府より 左の 嬰 求 11 を 受領せ 〇 

結核 裸 防 「トラ ホーム J m' M 法案 緊急 誔決 の耍求 

軎 

同日 内閣 璁理大 R より 左の 通 政府裘 員 仰 付けられ 

たる 旨の iirl 牒を 受領せ 〇 

農 商務 内所 管 艰務政 府委 A 

興 商務 技 肺 橘 川 司亮君 

昨 六日 委員長より 左の 報吿 v'f を 提出せ 〇 

大正 八 年度歲 入？ 5 m 總豫® 案、 大正 八 年度 谷 特 

別 ^ 計 茂 入？ 3出 薄 5:c 案 •預算 外國 庫の 偽 擔とな 

るへ き 契約を 爲すを 剪す る 件‘ 臨時 軍 3i 费豫算 

追加 案， 第一 號) 、大正 八苹度 歳入 歲 出 總豫筇 追 

加 案 (第一 號 T 拽算 外！！ 厢の 負 擔とな るへ き 契 

約を 爲すを 要する 件 (追 第 一 號〕 可決 報告書 

大 正 六 年 法 雄 第 六號屮 改正 法律案 可決 報告書 

詔願文 7>? 衷第七 10] 報饩迅 

同日 特別委 M l^ に 於て ;# 選した る JH 副委 M 長の 氏 

名 左の 如し 

時局の 影 ® に 因る 地方税 制限 撾張 に關す る 法律 

案特別委 ^ © 

委員長  伯 1 浦  睬 君 

副 委員長  男 tlpf 南 岩 倉  具 威 君 

〇謎 長 C 公 脬德川 家 達 君〕 是 より 會發を 開きます* 

爾今鄧 案配 fj- 後に 於け る 定期の 日 ® [ は 短縮いた した 

く 存じます、 御 異存 ございませぬ か。 


〔「異 謅 なし」 と 呼ふ莕 あり〕 

0_长 (公 辟 德川家 達 君) 御異謅 ない と 認めます。 
0 P 長 C 公 辟 德川家 達 君) 日程 第一、® 川 良 平 君、 
常 永 猿 雄 君 請暇の 件、 豊川君 涡 氣に 付會期 中、 富 永 
君 涡 氣に付 き 九日 間の rpf 暇で ございます、 何れも 許 
可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 戡な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德 川 家 達 君〕 御異識 ない と 認めます。 
0P 長 入 ム 防德 川 家 達 封〕 日程 第二， 精神病院 法案 
政府 提出 衆議院 送付， 第 i ir •本日 も御異 篛 が 
なければ 通牒 文の朗 讀は省 略いた したく 存じます。 

〔「異議な し 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讓 長 C 公爵 fei 川 家 達 君〕 御 M 謎ない と 認めます。 
〔左の 送付 文 及 翳 案 ほ 朗讀 を經 さる も參照 のた 
め 茲に載 錄す以 下 之に 傚 4 〕 

精神病院 法案 

右 政府 提川案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依り 及绘付 候 也 
大正 八 年 三月 四日  衆 誘 院議 長大 岡 育造 
貴族院 ii 長 公路 德川 家達般 
精神病院 法 

第 一條 主務大臣 ハ 北海道 又 ハ府縣 二 對シ 精神病 
院ノ 設置 ヲ命ス ル コト ヲ得 •但シ 必要 卜認ム ルト 
キハニ 以上 ノ道 府縣ヲ 指定 シ 共同 設置 ヲ命 スル 

コトヲ K ス 

前項 ノ精神 病院 ュ 關スル 經費ハ 北海逍 地方 費 又 
ハ 府縣 ノ負擔 トス 

第一 項 但書/規定- 1 依リ 共同 設置 ヲ命シ タル 精 
神 病院 ノ管理 及 費用 分擔ノ 方法 ハ 關係地 方 長官 
ノ協翳 =依リ 之 ヲ定ム 協議 調 ハサ ル トキ ハ 主務 
大 K 之 ヲ定ム 

第二 條 地方 長官 ハ左ノ 谷號ノ ー — 該當 スル 精神 

病 者 V 前 條ノ 規定-一 故 リ設置 スル 精神病院-一入 

院セシ ムル コト ヲ得 

i 精神病 苦 監護 法-一依 リ市 M 町村 長/監護 ス 

ヘキ 者 

二 罪 ヲ犯シ タル 若-了 ゾテ 司法官 廳特 -1 危險ノ 

Is アリ ト認ム ルモ / 

三療蓀 / 途ナキ 者 

四 前各號 -1 揭ク ル者ノ 外地 方 長官特 -1 入院 ヲ 

必要 卜認ム ル 者 

前項 ノ規定 --依 リ精神 病 ？ f ヲ 入院 セク ムル -f ハ 


.ヲ要 


命令 ノ定ム ル 所-一依 リ醫師 ノ診斷 アル n 

ス 

第三 條國庫 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 M 從ヒ 第一 條ノ規 
定 -1 依 リ設圊 K ル 精神病院 ノ經費 M 對シ六 分/ 

一 乃至 二 分 ノーヲ 補助 ス 

第 四 條第 一條 ノ 規定-一 tey 設置 スル 精神病院/ 
長 ハ 主務大臣 ノ定ム <1. 所 — 依リ 入院 者-- 勤シ監 
護 上 必要 ナル 處 S ヲ行フ コト ヲ得 
第五 條 地方 長官 ハ 入院 者 ョリ 入院 費/全部 又 ハ 
一部 ヲ徴收 スル コト ヲ煜 地方 長官 入院 者 ョリ徵 
收スル n トヲ得 スト 認ムル トキ ハ 其/扶養 _務 
者 H y 之 ヲ徵收 スル n トヲ得 
前項 费用ノ 徵收刀 法 ハ 勅令 ヲ以テ 之 V 定ム 
第六條 第二 條ノ 規定-一 該當ス >1- 精神病 者 ニシテ 
主務大臣-一 於テ特 -I 必耍 卜認ム ル モノ ハ 之ヲ國 
立 精神病院-一 入院 セ シムル コト ヲ得 
前 二 條ノ 規定 ハ 國立 精神病院 — 之ヲ 準用 ス 
第 七 條道府 縣_| 於 テ 設置 スル精神病院 _ シテ地 
方 長官 ノ 具申 — 依 リ主務 大臣 <1 於 テ適當 卜認ム 
ル モノ ハ 第一 條ノ 規定-一依 リ設置 スル モノ ト看 
做 X 

第八條 主務大臣 必要 卜認ム ル トキ ハ 期間 ヲ 指定 
シ適 當卜認 ムル 公私 立 精神病院 ヲ 其/承諾 ヲ得 
テ 第 一 條ノ 規定-一法 リ設置 スル 精神病院-一 代用 
スル コト ヲ煜 此ノ 場合-一 於 テ ハ 第二 條乃至 第五 
條ノ 規定 ヲ 準用 K  ♦ 

第九條 本 法 又 ハ 本 法- 1 基キ テ發 K ル 命令 ノ 執行 
二關シ 行政官 廳ノ處 分-一 不服 アル 者 ハ 訴願 スル 
n トヲ得 行政官 廳 / 違法 處分 M 由リ 權利ヲ 傷害 
セラ レ タリ トス ル 者 ハ行 政 裁判所 二 出訴 スル n 
トヲ得 
付  則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ノ定ム ル 所- 1 依 リ谷條 二 付 
之 ヲ定ム 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎嵙演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 一一郎 君) 我國に 於き まして 精神 
病 者の 數ほ 明治 四十 四 年に！ 一 萬 五千餘 りで ございま 
したが 其の後 年々 咐 加いた しまして •大正 五 年末に 
ほ 四 萬 四千 有餘 人に なつて 居ります， 而して 更に 昨 
年 K 査いた しました 所に 依り ますれば、 其 數六萬 四 
千 以上に 及んで 居ります、 之を歐 米の 例に 徵 します 
るに、 社會の 複雜な るに從 つて、 益々 病 者の 姣を增 


加す る ® きが ございます、 而 して 現在に 於き まして 
は是 等の 病 者に 對 して 精神病 者監篚 法 制定せられ て 
居る ので ございます るが •現行法は 專ら監 置 患者の 
取締に 重きを 置きまして、 不法の 監 置を M ぐと 共に 
監 |« 義務 者 及市區 町村 長 等に 對 して それ f 監 a の 
淄能を 3 : へる ことにな つて 居る ので ござります るが 
監護の 場所 等に 付きまして 13; 必要なる 規定を 缺いて 
居る ので ござります、 唯今、 前 申しました 如く 六 萬 
有 餘の精 神 病 者 中， 病院 其 他の 設備に 收祥 せられて 
居ります 者は 館に 四千 餘名で ございます、 其 他の 患 
者は： 个 完全なる 私宅 監 置に 付せられ、 中產 階級 以下 
に E します る 者に ありまして ほ* 其 慘狀 見る に 忍び 
ざる もの も ござります、 加 之 適當な る 保護 治療の 方 
法が 缺 けて 居ります る 所より して •是等 患者の 中よ 
〇 恐るべき 殺人 若く ほ 放火の 罪を 犯す 者 •年々 百 六 
十 名を 下らざる 有樣で ござ 〇 ます、 右樣な 狀况で ご 
ざり まする ので •衞生 上、 社會 政策 上 一日 も 速に 改 
善の 途を 講ずべき は 最も 必要なる 事柄と 考 へます る 
のであります、 依つ て玆 に此 法案を 制定いた しまし 
て、 專ら 道府縣 をして 病院の 經營に 任せし め， 國ほ 
之に 對 して 一定の 補助を 與へ 、以て 今日の 缺陷を 補 
ひたいと 考へる 次第で ござります、 どぅか 何卒 御- lg 
議を願 ひます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 別に 御 質問 もない と 認め 
ますから、 特別委 M の 氏名を 書記官を して 朗讀を 致 
させます。 

〔岡 書 le 苜朗 讀〕 

精神病院 法案 特別委 員 
侯爵 花 山院親 家君  子爵 堤  雄 長 君 
子爵 米倉 昌達君  男爵 高木 兼寬君 
北 里柴三 郎君  江 木 千 之 君 
男爵 岩 佐 新 君  永田秀 次郞料 
大森慶 次郞君 

oil 長 (公爵 德川家 達 君〕 此際 諸君に 御 諮りを 致し 
ます、 唯今 書記官を して 報吿を 致させました 結核 豫 
防 法案 並に 「トラ ホ ー ム」 豫防 法案に 付て ほ、 政府 
より 緊急 事件と して 議決の 要求が ございました、 此 
際 議事 日程を 變更 いたしまして、 右兩 案の 第一 讀會 
を Brl くに 付て 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕  . 
0 議長 r' 公爵 德川家 達 君〕 御異 _ ない と 認めます 就 
きまして ほ 右兩 案の 第一 ii 會を 開きます。 


精 rtl is  院法 案 IT5 1  fs gr 
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院族 fl: 锊議國 帝冋 一十 四 第 


结核豫 防 法案、 「トラ ホ— ム _ 豫防法案_第一贸迓 


ムル 


七 五 四 


〇迹長 (公 £;虑 川 家 達 君？ 御 異 H がなければ 諉案の 
說明も I 括して 煩 is したいと 考へ ます。 
tr 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

結核 豫防 法案 

右政时 提出 衆 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四條 に 眩り 及 探 付 候 也 
大正 八 年 三月 五日 

衆議院 議長 大岡 育造 
货 族 院議 長 公 辟 德川家 達 殿 
結核 豫防法 

第 一條 本 法 二 於 テ 結核 卜稱ス ル ハ 肺結核 又 ハ 喉 
頭 結核-ー シテ病 范陴潘 / 危險 アル モノ ヲ謂フ 
第二 條醫 肺結核 患者 ヲ診斷 シ又ハ 其/死 體ヲ檢 

案 シタルト キハ 患者/場合-一 在上ア ハ 患者 又 ハ 

其/居住 ノ場所 ノ宵 理ヲ 爲ス者 若 ハ 其 / 代理 ヲ 

爲ス 者、 死體 ，場合- 1 在 y テ ハ 死體 所在 ノ 場所 

ノ筲 理ヲ 爲ス衮 又 ハ 其/代理 ヲ爲ス 者-一命 令ノ 

定ム M 所-一依 リ消毒 其/他 ノ豫 防法ヲ 指示ス へ 

シ 

前 頊/ 規定-一依 リ指示 ヲ受 ケタ ル 者 ハ 其ノ 指示 

-一從 ヒ消罱 其ノ 他/ 豫防 方法 ヲ行フ ヘシ 

第三晓 罔 師 ハ前條 ノ 規定-一依 リ指示 ヲ受 ケタ ル 

者 興 ノ指 示ヲ邀 守 セスト 誠 ムル トキ ハ 當該 官吏 

又ハ吏員 — 其ノ旨ヲ_吿スへシ 

第四條 行政官 靦ハ 結核 患者 又 ハ 其ノ 死者 アリ タ 

ル 場所-一 付 家屋 物件 Z 消毒 其ノ他 ノ豫防 方法 ヲ 

施行シ 又 ハ 其/施行 ヲ患者 又 ハ 場所 ノ 管理 プ爲 

ス者若 ハ 其ノ 代理 ヲ爲ス 者 11 命 スル コト ヲ得 

第 Jr: 條 行政官 廳ハ 結核 豫防上 必要 卜認ム ル トキ 

ハ左ノ 事項 ヲ行フ コト ヲ焊 

一 業膀上 病毒傳 播ノ廣 アル 職業- 一 從事ス ル 者 

又 ハ病藉 葰 延ノ處 アル 場所-一 居住 シ若ハ 其 

ノ 場所-一 於 テ 職業-一 從事 ス ル 者 .- 對シ 健康 

診斷ヲ 施行 スル コト 

II 結核 患者 二對シ 業態 上 病毒 傳播 ノ腐 アル 職 

業-- 從事 スル ヲ 禁止 スル コト 

三 m 校 •病院、 製造所 其 ノ他ノ 多 衆ノ 集合 ス 

ル 場所 又 ハ 旅 店， 料理店、 理髮店 其 ノ他ノ 

客ノ來 集ヲ 目的 トス ル 場所- 1 付 病毒 辟 播ノ 

媒介 トナ ル ヘキ 事項 ヲ制限 シ若ハ 禁止シ 又 

ハ 場所 ノ 管理 ヲ爲ス 者 若 ハ 其ノ 代理 ヲ爲ス 

者 — 對シ 結核 fi 防 上 必要 ナル 施設 ヲ爲サ シ 


四 古 著、 古 蒲 ® 、 古本 •紙 暦， 捏經 飲食物 其 
ノ他ノ 物件-ー シテ 病毒-一 汚染. ゾ又ハ 其ノ疑 
アル モノ/ a 買 若 ハ 授受 ヲ制 限シ 、其 / 物 
件 ノ消莓 若 ハ 瞹棄 ヲ爲 サシ メ又ハ 其ノ 物件 
ノ躞 棄ヲ爲 ス コト 

地方 長官- 1 於 テ 前 明 ノ 規定 = 饺 リ煺康 診 斷ヲ施 
行シ又 ハ 物件 ノ廢棄 ヲ爲ス 場合-一 於 テ ハ 其ノ費 
用 ハ 北海道 地方 費 又 ハ府縣 ノ負擔 トス 
第 六條地 方 長官 ハ 結核 豫防上 必要 卜認ム ル トキ 
ハ 採光、 換 氣其ノ 他ノ關 係 — 於 テ 衞生上 不良 ナ 
ル妞 物ノ使 用ヲ 制限 シ又ハ 禁止 スル コト ヲ得 
前孭ノ 規定-一依 ル 制限 又 ハ 禁止-一因 リ生シ タル 
損害-一 對シテ ハ 地方 長官 必要 卜認ム ル トキ ハ 勅 
令 ノ定ム ル 所-- 依リ 補償金 ヲ 交付 ス 補償金 ハ 北 
海道 地方 費 又 ハ 苻縣 ノ負擔 トス 
第七條 主務大臣 ハ 結核 患者 ニ シテ療 菱/ 途ナキ 
モノ ヲ收容 セ シムル 爲 人口 五 萬 以上ノ 市 又 ハ特 
-1 必要 卜認ム ル 其 ノ他ノ 公共 M 體 -一對 シテ 結核 
療養所/設置 ヲ命 X ル 3 .1- ヲ煜 但シ 必要 卜認ム 
ル トキ ハ ニ 以上 ノ 公共團 體ヲ 指定 シ 共同 設置 ヲ 

命 スル コト ヲ妨 ケス 

前項 ノ 結核 療養所-一 關スル 經費ハ 公共 團體ノ 負 
擔トス 

第一 項 但書 ノ 規定-一依 リ 共同 設置 ヲ命ス ル 結核 
療養所 ノ管 理及經 費 分擔ノ 方法 ハ關係 公共® li 
ノ協 _-1 依 リ之 ヲ定ム 協議 調 ハサ ル トキ ハ 主務 
大臣 之 ヲ定ム 

第八條 地方 長官 ハ 結核 患者-ー シテ 療養 ノ途 ナキ 

モノ 及豫防 上特 -I 必要 卜認ム ル モノ ヲ前 條ノ規 

定- 一依 リ 設置 スル 結核 療養所 二 入所 セ シムル コ 

トワ 得 

前項 ノ 規定 Z1 依 ル 入所 ノ 費用 ノ負擔 及 徵收二 關 

シテ ハ勒 令ヲ以 テ 之 ヲ定ム 

第 九 條國庫 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 一一 從ヒ第 七 條ノ規 

定- 一依 リ 結核 療養所 ヲ 設置 スル 公共® Is -i 對シ 

其 結核 療養所- 一關シ 公共 團體ノ 支出 スル 經費ノ 

六 分 ノー  乃至 二分 ノーヲ 補助ス 

第 十 條國庫 ハ 勅令/ 定ムル 所 M 從ヒ第 七 條ノ規 

定一 |依 ラス シテ 結核 療養所 ヲ 設置 スル 公共 團體 

又 ハ 公益法人-一封 シ其ノ 結核 療養所- 1 關シ 公共 

團體又 ハ 公益法人 ノ 支出 スル 經費ノ ニ 分 ノー以 


內ヲ 補助 スル コト ヲ得 

第 十 一條 結核 療綦 所ヲ設 S スル 公共 _瞠 f ゾテ 
第 九 條又ハ 前條ノ 規定-- te ル 補助 ヲ受 クル. モノ 
ハ 他ノ 公共 團體 / 委託 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 
所-- 依 y 锻赛ノ 途ナキ 結核 患者 ヲ其ノ 結核 療養 
所 二 收容ス ヘシ 

第 十二 條 北海道 地方 費 乂ハ府 縣ハ勅 令 ノ定ム ル 
所-一 從ヒ 第五 勝 第一 項 第二 號ノ 規定- Ite ル從業 
禁止 又 ハ 第八條 第一 項 ノ 規定-一依 ル 入所-一因 リ 
生活 スル n 卜能 ハサ ル 者 一一 對シ 其ノ 生活 费ヲ補 
給スへ シ 

第 十三 條國庫 ハ 第 五條 第二 項、 第 六條 第二 項 又 
ハ 前條ノ 規定-一依 リ 支出 ヲ爲ス 北海道 地方 費 又 
ハ 府縣 -1 對シ 其ノ茭 出額 ノ四分 ノーヲ 補助 ス 
第 十四 條官廳 、官立 ノ學校 病院 製造所 等 M 於 テ 
ハ 其ノ長 ハ 第 五條 第一 項 第三 號第 四號 及第 六號 
第一 項ノ 規定-一 準シ 結核 豫防 -1 關スル 事項 ヲ施 

行ス ヘシ 

第 十五 條 第二 條 第一 項 若 ハ 第三 條ノ 規定- 1 違反 
シク ル 者 又 ハ 第 四條ノ 規定-一依 ル 行政官 廳ノ命 
令 二 違反 シタル 者 ハ 科料 M 處ス 
第 十六 條第 五條 第一 項 又 ハ 第六條 第一 項ノ 規定 
-1 依 ル 行政官 廳ノ 命令 又 ハ處 分-一 違反 シク ル 者 
ハ 百圓 以下 ノ罰金 又 ハ 科料-一 處ス 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
大正 三年 法律 第 十六 號 ハ之ヲ 廢止ス 
大正 三年 法律 第 十六 號- 一依 リ 設置 ヲ命シ タル 肺 結 
核 療養所 ハ 本 法-一依 リ設置 ヲ命シ タル 結核 療養所 

卜 看做 ス _ _ 

「トラ ホー ム」 豫防 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 五日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 !# 德川家 達 殿 
「トラ ホ ーム」 豫防法 

第一 條醫師 「トラ ホ— ム」 患者 ヲ診斷 シタルト キ 
ハ 命令 ノ定ム ル 所 = 依リ 患者 又 ハ 其ノ 保 11 者 二 
消毒 其 •/ 他ノ豫 防 方法 ヲ指 示ス ヘシ 
當該 官吏 又 ハ 吏員 ハ必耍 卜認ム ル トキ ハ 「トラ 
ホ ー ム.】 患者 又 ハ 其ノ 保 li 者 二 消毒 其ノ 他ノ豫 


防 方法 ヲ 指示 ス ヘシ 

第一 項 又 ハ 前褀 ，規定 二 法 リ指 示ヲ受 ケタ 0. 者 
ハ 其ノ 指示- 1 從ヒ消 留 其/他 ノ豫防 方法 ヲ行フ 

ヘシ 

第二 條 「トラ ホ ー ム J 患者 ハ 速 — 闻師 / 洽療ヲ 
受ク ヘシ 「トラ ホーム J 患者 ノ保雜 者 ハ 其/ 迅 
者ヲシ テ 速- 1 阔師 ノ洽療 ヲ受ケ シム ヘシ 
第三 條 行政官 題 ハ 「トラ ホーム j a 者- ー シテ洽 
療ヲ受 クル ノ途 ナキ密 二 對シ洽 歷ヲ 施行 スル n 
トヲ .得 

前 明 ノ 規定- 1 依リ洽 療ヲ 施行 スル 場合 — 於 テ ハ 
其 ノ费用 ハ .. il 者 所在地/市町 付 ノ負擔 トス 
第四條 行政官 廳ハ 「トラ ホ— ム」 豫防 上必耍 卜 
認ムル トキ ハ 左ノ 事項 ヲ行フ コト ヲ得 
一 檢診ヲ 施行 スル コト 

二  r トラ ホ ー ム」 患者- 1 對シ 客- - 接 スル 業務 
二 從事ス ルヲ停 止 スル コト 
三學 校、 幼稚園， 製造所 其/他/多 衆ノ 集合 
スル 場所 又 ハ 旅 店 •料理店、 理髮店 其ノ他 
ノ客ノ 來集ヲ 目的 トス ル堪 所-- 付 病毒® 播 
ノ 媒介 トナ ル ヘキ® 項ヲ 制限 シ若ハ 禁止シ 
又 ハ 場所 ノ管 理ヲ爲 K 者 若 ハ 其ノ 代理 ヲ爲 
ス者二 對シ 「トラ ホ ー ム」 豫防上 必要 ナル 
施設 ヲ爲 サシ ムル コト 

地方 長官-一 於 テ 前項 第！ 號ノ檢 診ヲ 施行 K ル 場 
合 — 於 テ ハ 其ノ ?§ 用 ハ 北海道 地方费 又 ハ府縣 ノ 
負擔 トス 

第 五條 市町村 ハ 地方 長官/指示-一 從ヒ 「トラ ホ 
丨ム 」 /预 防 及 治療-一 關スル 施設 ヲ爲 ス へ' ゾ 
第六條 北海道 地方 費 又 ハ 府縣ハ 命令 ノ定ム ル 所 
，一依 リ 「トラ ホ ーム」 ノ豫防 及 治療 ノ爲费 用ノ 
交 出 ヲ爲ス 市町村 — 對シ 其ノ费 用ノ 補助 ヲ爲ス 

ヘシ 

第 七 條國庫 ハ 前條ノ 補助 ノ爲 其ノ他 「トラ ホー 
ム J  ノ豫防 及 治療 ノ爲 費用 ノ茭出 ヲ爲ス 北海道 
地方 費 又 ハ 府縣 -1 對シ 其/支 ni 額 ノ六分 ノーヲ 
補助 X 

第 八 條官廳 •官立 ノ學校 製造所 等 — 於 テ ハ 其ノ 
長 ハ 第 四條第 一項 第三 號 / 規定-一 準 •ゾ 「トラ ホ 
丨ム」 豫防二 關 スル 事項 ヲ 施行 スへシ 
第 九條第 一條 第一 項 又 ハ 第三 項/規定 — 違反シ 
タル モノ ハ 科料 二處ス 


院族 ft 包 蒸 國帝问 一 十四 第 


第 十條 第四條 第一 項*' 規定 二 te ル 行政官 ® / 命 
令 又 ハ處分 -I 違 K シタル 若 ハ 五十 圓以 下ノ 罰金 
又 ハ 科料 M 處ス 

第 十 一條 本案- i 於 テ 保護者 卜稱 スル ハ 左 ノ各號 
ノー- -該當 スル 者ヲ謂 フ 

I  未成年者-一 對シ 親_ ヲ行フ 者又ハ 未成年者 
若 ハ 禁治 產者ノ 後見人、 親 ffl ヲ 行フ衰 又 ハ 
後見人 ナキ トキ ハ戶主 •戸主 未成年者 又 ハ 
禁治菏 者 ナル トキ ハ戶 主-- 對シ 親® ヲ行フ 
者 又 ハ 戸主/後見人 

二敎 育、 監護 又 ハ ftli 使ノ 目的 ヲ以テ 朱 成年者 
ヲ寄窩 セ シムル 器 又 ハ 其ノ 法定代理人 
第 十二 條本法 中 市町村 トァル ハ 市制 町村制 ヲ施 
行 セナ ル 地-- 於 テ ハ 之-一 SK ヘキ モノ トス 

附則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

〔國務 大 KK 次 竹 一一郎 君演® に 登る〕 

〇國 務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 兩法 案の 說明を 申 上げ 

ます、 結核 病に f-l て 死亡いた します る 者の® ほ 年々 

約 八 萬 以上で ございます， 其 推定 患 ^ の ® ほ 五十 萬 

以上に 達して 尻り まして •逐年 其 病勢を 加へ る 有® 

でございまする、 衞中： 上、 經濟上 に 及ぼす 影 if ほ 甚 

だ 大な るの みならず、 是が豫 防 茂 烕は阈 防 並に 敎育 

上 看過すべからざる 重大なる 問題で ござります、 發 

に 肺結核 豫防上 最も 緊堞な る 窮民 患莕 の療 萎に 關し 

ましては、 肺結核 療 荽 所の 設逋及 S I® 補助に 關する 

法律を 制定せられ まして、 三十 茁 以上の 都市に 對し 

て 肺結核 療戔 所の 設 a を 命ずる ことにな つて屛 り ま 

する が、 未だ 残 防 撲滅に 間す る 一般的の 法規は ござ 

〇 ませぬ、 S に豫防 上 常に® 憾を 感じて 居る 次第で 

ござります、 依つ て此 際！ 般的拽 防 法を 制定いた し 

まする と 同時に、 人口 五 萬 以上の 都市 及 特に 必要と 

認めます る 公共 _體 に對し •結核 療赛 所の 設置を 命 

ずる ことを ^ る ことに 致しまして、 以て 此疾病 の豫 

防 筏 滅の 効果を 舉げた い考で ござりまず、 何卒 御 賛 

成を 願 ひたぅ ございます， 次に 「トラ ホー ム J 患者 

の IR 確なる 數は 之を 知る ことほ m 來 ませぬ が、 {i 兵 

檢丧の 結果に 依りまして 推算いた します るのに、 約 

一千 1 a? 人に 達して 居る やぅに 思は れます 、是亦 商業 

敎育 •國防 上に 及ぼす 影響 驻だ大 なる もので あつて 

國 民の 活動に 大なる 障碍を 與 へる 次第で •こざいます 

之に 封して 一般的 法 规の 制定 ありませ ぬのは •甚た 
地方 鐵适法 案 第 一讚會 


遺憾と 致して 居る 所であります， 依つ て此豫 防 撲滅 
に關 する 一般的 法 规を 制定いた しまして、 豫防 撲滅 
の 効果を 擧げた いと 考へ まする ことで ございます、 
是亦 何卒 然るべ く 御 詮議を 願 ひます。 

0 議長 (公路 饴川家 達 君〕 此兩 案の 特別委 M は、 御 
異議が なけれ ぱ 前の 精神病院 法案と 同一 委員に 附託 
いたします。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇翮 長へ， 公 ® 德川家 達 君) 次に 御 諮りを 致します、 
日程 第三ょり 第 七までの 謅案は ！ 括して 第一 if 會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔r 異謅な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇遨長 (公 脬鹋川 家 達 君〕 御異雜 ない と 認めます。 

0 議長 (公 槪 徳川家 達 君) 第三 *) 地方 鐵道法 案、 第 
四>  _ 便鐵道 補助 法 中 改正 法律案、 第五， 鐵 道抵當 
法 中 改正 法律案 •第 六 •鐵道 船舶 郵便 法 中 改正 法律 
案 •第 七 •鐵 道货業 法 中 改正 法 印 案、 政府 提出、 衆 
謎院送 付、 第一 請#。 

地方 鐵道 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 
第五 十四條 に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 四日 

衆 _ 院議 長大 岡 育造 
a 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 

/ 行間 空な きもの 及 ひ* ほ 衆議院の) 
广修 正文、 —— ほ 同 削除の 符號 なり、 

地方 鐵道法 

第 一條 本 法 ハ 軌道 條 例 — 規定 スル モノ ヲ除 クノ 
外道 府縣其 ノ他ノ 公共 幽體乂 ハ 私人 力 公衆 ノ用 
二 供 スル 爲阪設 スル 地方锊 道-一之 ヲ適 用ス 
地方 鐵道 業者 力 運 ; 2 營業 ノ爲支 線ヲ 敷設 スルト 

キハ 公衆 ノ 用-一 供 セナ ル 場合 卜雖本 法ヲ 適用 ス 

道府賊 其 ノ他ノ 公共 團體又 ハ 私人 力專 用-一 供ス 

ル爲敷 設 ス ル鍅道 f ビア 政府 ノ 鐵道乂 ハ 地方 鐵 

道-一 接鞀 スル モノ-一 關スル 規定 ハ 命令ヲ 以テ之 

ヲ定ム 

第二 條地方 鐵道ハ 人力 又 ハ 馬力 其ノ他 之-一類 ス 

ル モノ ヲ以テ 励 カ ト爲ス n トヲ得 ス 

第三 [® 地方 鐵 道/軌間 ハ 三 呎六吋 トス 特別 ノ場 

合-一 在 リテハ 四 呎八吋 半 又 ハ！！ 呎六吋 卜爲ス コ 

トヲ得 

第 四條 地方 鐵道ハ 之 テ 道路-一 敷設 スル コト ヲ得 


ス但シ 已ム コト ヲ得 サル 場合 — 於 テ 主務大臣/ 
許 nj ヲ受 ケタ ル トキ ハ此ノ 限- 1 在 ラス 

第五 條地 方鐵道 會 社ノ株 金ノ 第一 回拂込 金額 ハ 
株金 ノ 十分 ノー迄 下 ル コト ヲ得但 シ 兼業 トシ テ 
地方 鐵道ヲ 敷設 スル 場合 ハ此ノ 限-- 在 ラス 

第 六條 地方！！ 道 會社ハ 株金 全額拂 込 前 卜雖監 督 
官 醆 ノ 認可 ヲ受ヶ 線 Itrr ノ 延長 又 ハ 改良/® 用-一 
充ッル 爲其ノ 資本 ヲ％ 加 スル コト ヲ 得但； S 軌道 
會社ユ 非 サル 會社力 兼業 トシ テ 地方 鐵道ヲ 敷設 
スル 場 <C ハ 此ノ限 二 在 ラ N、 

第 七 條 地方 鐵道會 社 ハ 監督官 廳ノ 認可 ヲ受 クル 
ユ非 サレ ハ 社愤ヲ 苺 集 スル コト ヲ得ス 
社 fH ハ總 株金 四 分/一 以上 ノ拂込 アリ タル 後-一 
非 サレ ハ之ヲ 募集 スル n ト ヲ得ス 
社債 ノ額ハ 鐵 道 抵當 法-一 te ル 債務 ノ額卜 併 セテ 
總株 金拂込 額 ヲ超ユ ル 3 トヲ得 ス但シ 舊值 償還 
ノ爲 ニス ル 場合- 1 於 テ ハ a 債務 ノ額 ハ之ヲ 算入 
セス 

第 八 條鐵道 及 其 ノ附屬 物件 ハ 鐵道抵 當法二 依 ル 
-I 非 サレ ハ 之ヲ擔 保 卜爲ス コト ヲ得ス 
鐵道ノ 附搦物 件 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ 監督官 
廳/ 認可 ヲ受ク ル — 非 サレ ハ 之ヲ贷 渡 又 ハ讓渡 
スル コト ヲ得ス 

第九條 地方鐵 道 會社ハ 監督官 廳ノ 認可 ヲ受 クル 
二 非 サレ ハ 他ノ 事業 ヲ營ム コト ヲ得ス 

第 十 勝地 方鏺道 會社ハ 監督官 廳ノ 認可 ヲ受 クル 
二 非 サレ ハ 合併 ヲ爲ス コト ヲ 得 ス 
合併 後存續 スル 會社又 ハ 合併-一因 リテ 設立 シタ 
ル 會社ハ 合併 — 因 リテ消 滅シ タル 會社ノ 免許- 一 
屣 スル ® 利 義務 ヲ 承繼ス 

第 十 一條 免許、 許可 又 ハ 認可- ー ハ條 件ヲ附 スル 

3 トヲ fi 

第 十二 條 地方 鐵道 業ヲ 營マム トス ル 者 ハ 左ノ書 
類 及 圖面ヲ 提出シ 主務大臣 ノ免許 ヲ受ク ヘシ 
一 起業 目論見 書 
二 線路 豫測圖 
三 建設費 概算 書 
四運绘 煢槳上 ノ收茭 槪算書 
免許-- ハエ 事 施行 ノ 認可 ヲ 申請 ス ヘキ 期限 ヲ附 

ス 

第 十一 一 一條 免許 ヲ受 ケタ ル 者 ハ 左ノ 書類 及圇 面ヲ 
監督苜 廳-一 提出 シエ 事 施行 ノ 認可 ヲ受ク ヘシ 


I  線路 實測圖 
11 工事 方法 » 

三 建設費 豫算書 

四 免許 ヲ受 ヶタ ル 者力會 社/ 發起人 ナル トキ 
ハ 定款 及會 社/設立 登記 膣 本 
工事 施行 ノ認可 -1 ハエ 事 ノ著手 及 竣功 ノ期限 ヲ 
附ス 

第 十四條 地方 鐵道椠 者 ハ 天災 事 變 其/他 已ム コ 
トヲ 得サ ル 事 FH アル 場合-一 限リ第 十二 條第二 項 
又 ハ 前 條 第二 項ノ 規定- 一依 リテ附 セラ レ タル 期 
限ノ伸 長 ヲ中請 スル コト ヲ得 
第 十 五條 左 二 揭クル 土地 ヲ以 テ鐵道 用地 トス 
一 線路 用地 

二 停車場、 信號所 •車庫 及 貨物 庫等ノ 建設-一 
耍ス ル 十； 地 

三 锊道專 用- 1 供 K ル發雷 所、 變電所 及 配電所 
等/建設- 1 要 K ル 土地 

四鐵道 構內 -I 職務 上 常住 ヲ要 スル 鐵道阁 員ノ 
舍宅及 運輸 保線 ノ瞰務 -1 從事 スル 鐵道 係員 
ノ 駐在所 等ノ建 設 -I 要 スル 土地 
五 鐵道 r, 要 スル 車輛 •器具， 機械 ヲ 修理 製作 
スル エ場 及其ノ 資材 •器具、 機械 ヲ貯藏 ス 
ル 倉庫 等ノ親 設-一 要 スル 土地 
第 十六 條道路 ，橋梁、 河川 •運河 及_渠 等-一 關 
スル エ事 ノ施設 ハ 所管 行政 廳ノ 許 BJ ヲ受ク ヘシ 
第 十七 條 a 府又ハ 政府/許可 ヲ受 ヶタ ル 者 二 於 
テ 地方 鐵道 -1 接續シ 若 ハ 之ヲ橫 斷 •ゾテ 鐵 道若ク 
ハ 軌道 ヲ敷 設シ又 ハ 地方 鐵道- 一 接近. ゾ •若 ハ 之ヲ 
横斷シ テ 道路， 橋梁 •河川、 蓮 河 及 溝渠 等ヲ造 
設 スル トキ ハ 地方 鐡道 業者 ハ 之 ヲ拒ム コト ヲ得 
ス 

前項 ノ 場合-一 於 テ 公益 上 必要 アリ ト認ム ル トキ 
< 主務大臣 ハ 地方 鐵道 業者-一 設備 ノ 共用 又 ハ變 
更ヲ命 スル n トヲ得 

設備 ノ 共用 又 ハ 變更- 一 要 スル 費用 ノ負擔 二 付 協 
議調 ハサ ル トキ ハ 申請- 1 因リ主 務 大臣 之 ヲ 裁定 

ス 

第 十八 條 地方 鐡道業 若 ハ 監督官 廳ノ 許可 ヲ受ヶ 
タル 場合- 1 限リ 免許-一 Md スル 權利 義務 ヲ 他人-一 
譲渡 スル コト ヲ得 

第 十九 條 左/場合 — 於 テ ハ 免許 ハ 其ノ 効カ ヲ失 

フ 

七 五 五 
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七 五六 


一 工事 施行 Z M 可 ヲ中 詰ス ヘキ 期限 迄-一 認可 

ヲ申請 で サル トキ 

二 工事 施行 ノ認可 ヲ受ケ サル トキ 
三 H Irf 施行 ノ認 MJ -I 附 シ タル エ事 著 手ノ 期限 
迄 二 工事-一 著 手 セ サル トキ 
四營業 陔止ノ 許可 ヲ受 ケタ ル トキ 
兔 許ヲ受 ケタ ル 者 死亡 シタルト キハ相 續人ハ 免 
許-一® スル 簡利 義務 ヲ承繼 スル コト ヲ得 
第二 十條 地方 鍈道槳 者 ハ 監督官 廳ノ認 可 ヲ受ク 

ル-一 非 サレ ハ 運輸 ヲ開始 スル コト ヲ得ス 

第二 十 一條 地方！： 道 Ifl 者 ハ 旅客 及 荷物 ノ 運賃 其 
ノ他運 輸- -關ス ル 料金 ヲ定 メ監锊 官廳ノ 認可 ヲ 
受ク ヘシ 

監督官 廳ハ 公益 上 必要 アリ ト認ム ル トキ ハ 運賃 

及 料金 ノ變更 ヲ命ス ル コト ヲ捍 

第二 十二 條 地方 鐵 道 業者 ハ 旅客列車 及 混合 列車 

ノ發著 時刻 及度數 ヲ定メ 監督官 醅 / 認 HJ ヲ受ク 

ヘシ 

監膂官 廳ハ 公益 上 必要 アリ ト認ム ル トキ ハ 列車 

ノ發著 時刻 及 度 數ノ變 更ヲ命 スル コト ヲ掲 

第二 十三 條監科 贷廳ハ監査員ヲ派遣シテ綠道ノ 

H 事、 運輸 保線 ノ狀 態、® 計 及 財 產ノ實 况ヲ監 

査セ シムル コト ヲ得 

鐵道 / H 事" 運輸 保線 ノ狀態 及 會計ノ 整理-一 付 

法令 若 ハ 法令-一基 キ テ爲ス 命令- 一 違 ヒ又ハ 不適 

當ナリ ト認ム ル モノ アル トキ ハ監筲 官廳ハ 其 / 

改築 又 ハ 改 S ヲ命ス ル コト ヲ煜此 ノ 場合-一 於 テ 

必要 アリ ト認ム ル トキ ハ 其 H 事、 運輸 又 ハ 設備 

使 H] ノ停 止ヲ命 スル コト ヲ煜 

監奔 a ハ 地方 鐵道 業者 又 ハ 其 ノ 役員 若クハ 使用 

人 二 說明 ヲ求メ 金®、 帳翊 、書類 及 lii 面 ヲ檢閱 

スル コト ヲ得 

第二 十四條 地方 鐵道 業者 ハ 地方 鐵道ノ 監督 事務 

-1 關シ往 復スル 吏員-一 - y テ 監督官 廳 ノ 發行ス ル 

證票 ヲ槐帶 スル 者ヲ 無賃-ー テ乘 車 - b シム ヘシ 

第二 十五 條主務 大臣 ハ 公益 上 必要 アリ ト認ム ル 

トキ ハ 地方 鐵道 業者-一 他 ノ鐵道 又 ハ 軌道 トノ連 

絡 運輸 又 ハ 直通 運輸 >  命 スル コト ヲ得 

前孭ノ 場合- 1 於 テ 設備 ノ共用 又 ハ變更 、運輸 ノ 

手續 、運 赁ノ 割合 及變坩 ノ負擔 -1 付 協議 調 ハサ 

ル トキ ハ 申請 M 因リ 主務大臣 之ヲ 裁定ス 

第二 十六條 地方 鐵 51 業者 ハ 監督官 蛵ノ許 可ヲ受 


クル-一 非 サレ ハ鐵 道ノ贷 借 又 ハ 營業若 ハ il li ノ 
管理 ノ委託 若 ハ 受託 ヲ爲ス コ トヲ煜 ス 
營業又 ハ il 轉ノ 管理 ノ委託 ヲ受 ケタ ル 地方 鐵道 
業者 ハ其ノ 管理 — 付 監督官 匪 — 葑シ 委託 ヲ爲シ 
タル 者卜共  <一 其ノ 貴-一任 ス 
第二 十七 條 地方 鏺道 業者 ハ 主務大臣 ノ 許可 ヲ受 
クル- 一 非 サレ ハ il 輸營 業ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ 休止 
シ又ハ 廢止ス ル コト ヲ得ス 
地方 鐵 道 愈 社 ノ解散 ノ 決_ ハ 主務大臣 ノ認可 ヲ 
受クル 11 非 サレ ハ 其 / 効カ ヲ生 セス 
第二 十八 條主務 大臣 ハ 地方 鐵道ノ 會計及 運 M ノ 
割引- 1 關シ 特別 ノ 規定 ヲ設 クル コト ヲ得 
第二 十九 條地 方鐵道 業者 ハ 法令 ノ定ム ル 所 二 依 
リ平 時及戰 時-一 於 テ 鐵道ヲ 軍用 一一 供 スル 義務 ヲ 
負フ 

第三 十條 政府 力 公益 上ノ 必要-一因 リ 地方 鐵道ノ 
金 部 又 ハ ー部 及 其 ノ附蹯 物件 ヲ買收 セム トス ル 
トキ ハ 地方 鐵道 業者 ハ 之 ヲ拒ム コト ヲ煜ス 

地方 鐵道ノ ー部 H 收セ ラレ タル 爲殘存 線路 ノミ 
-I 付營業 ヲ繼锫 スル コト 能 ハサ ル-一至 リタ ルト 
キハ 地方 鐵道 業者 ハ 該線路 及 其 ノ附屬 物件 ノ買 
收ヲ 申請 スル コト ヲ得 

第三 十 一條 買 收價額 ハ 最近 ノ « 業 年度 末 ヨリ 遡 
リ旣往 二 一年間-一 於 ケル SI 設費 -1 對スル 益金 ノ平 
均 割合 ヲ買 收ノ  R  >1 於 ケル 建設費 二乘シ タル 額 
ヲニ 十倍 シタル 金額 トス 

前項 ノ益 金ト ハ營 業收入 ヨリ 營業費 及 賞 與金ヲ 
控除 •ゾ タル モノ ヲ謂ヒ 益金 ノ 平均 割合 トハー ーー 年 
間-一 於 ケル 毎營業 年度 末/開業 線 建設費 ノ 合計 
ヲ以： '同期 間- 1 於 ケル 益金 ノ 合計 ヲ除シ タルモ 

ノユ ー年間-一 於 ケル 營業 年度 ノ數 ヲ乘シ タルモ 

ノ ヲ謂フ 

營業收 入及營 業费ノ 計算 ハ 命令 ノ定ム ル 所  一 I 依 

ル 

第三 十二 條買 收ノ日 M 於 テ 運 © 開始 後前條 第一 

項-一 規定 スル 三年 ヲ經 過シ タル 線路 ヲ有セ サル 

場合 又 ハ 前條 第一 項 ノ 金額 力 建設費-一達 セ サル 

場合 — 於 テ ハ 其ノ肄 設費以 内 — 於 テ 協定 シ タル 

金額 ヲ以テ 買收價 額 トス 

第三 十三 條 地方 鐵道 業者* 鐵道若 ハ 其/ 附® 物 

件/補修？ 爲サス 又 ハ 法令 若 ハ 法令-一基 キテ爲 

ス 命令-一依 リ改築 若 ハ 改造 ヲ爲ス ヘキ 場合-一 於 

テ 之ヲ爲 ササ ル トキ ハ 補修-一 要 スル 金額 ハ 之ヲ 


管 業费 -I 加算 シ改築 又 ハ 改造-一 要 スル 金額 ハ 之 
ヲ買收 馏 額ヨリ 控除 ス 

第三 十四 條買收 ヲ受ク ヘキ 地方鐵 道 業者 力 兼業 
ヲ營ム 場合-一 於 テ ハ其ノ 兼業 — 屬 スル 資產ヲ 併 
セテ 買收 スル コト ヲ得 
前項 ノ 場合 M 於 テ 買 收價額 ハ 協定- 1 依 ル 

五 

第三 十 ira 條買 收代價 ハ 券面 金額-一依 リ五 分利 付 
國債 證券 ヲ以 テ之ヲ 交付 ス此ノ 場合-: 於 テ 五十 
圓未滿 ノ端數 ハ 之ヲ 券面 金額 五十 圓 トス 
第 = 十五 條ョリ 第 RLI 十三 條 マテ 條數 順次 繰 下ク 
第三 十五 條 政府-一 於 テ 地方 鐵 道-一 接近シ 又 ハ 並 
行シ テ鐵 道ヲ敷 設シ タル 爲 地方 鐵道業 者. 力 其ノ 
接近シ 又 ハ 並行 スル 區 間ノ營 業 ヲ鹅續 ■スル n 卜 
能 ハサ ル = 至 リタ ル トキ ハ 政府 ハ 其ノ營 業廢止 
-1 因 リテ生 スル 損失 ヲ 補償 スル n トヲ得 殘存線 
路ノ ミ-一 付 營業ヲ 繼辍ス ル コト 能 ハサ ル -I 至リ 
タル トキ 亦同シ 

補償金 額 ハ 第三 十 一條 乃至 第三 十三條 ノ 規定-1 
依 9 テ 翦出シ タル 價額 ヨリ 殘存 物件 ノ價 額ヲ控 
除シ タル 金額 以内 二 於 テ 政府 之 V 定ム 
鎔 三十 六條地 方鐵道 業者 力 法令 若 ハ 法令 n 基キ 
テ爲ス 命令 又 ハ 免許、 許可 若 ハ 認可 — 附シ タル 
條件 -I 違反 シ其ノ 他 公益 ヲ害 ス ル行爲 ヲ爲シ タ 
ル トキ ハ 主務大臣 ハ 左 ノ處分 ヲ爲ス コト ヲ得 
一 取締役 其 ノ他ノ 役員 ヲ解任 スル コト 
一一 政府-一 於 テ 又 ハ 他ノ地 方 鐵道業 若 ヲシテ 地 
方鐵道 業者 ノ計算 二 於 テ 必要 ナル 施設 若 ハ 
營業ノ 管理 ヲ爲シ 又 ハ 爲サシ ムル コト 
三 免許 ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ取消 ス コト 
前項 ノ 規定-一依 リテ 解任 - b ラレ タル 取締役 其ノ 
他/役員 ハ 再任 セラ ルル コト ヲ煜ス 
第三 十七 條 免許 ヲ受 ケス シテ 地方 鐵菹 ヲ趿設 シ 
又 ハ 認可 ヲ受 ケスシ テ 運輸 9 開始 シク ル 者 ハ 百 
圓 以上 二 千 圓以 下ノ 罰金-一 處ス 
第三 十八 條左ノ 場合-一 於 テ ハ 地方 鐵道 業者 又 ハ 
其ノ 役員 若 ハ 使用人 ヲ十圓 以上 千圓 以下 ノ 過料 
一一 處ス 

一 前條ノ 場合 ヲ除ク ノ外本 法- 1 依リ 許可 又 ハ 
認可 ヲ受ク ヘキ 事項 ヲ 許可 又 ハ 認可 ヲ受ケ 
スシ テ爲シ タル トキ 

二 法令 •一基 キ テ爲シ タル 命令 又 ハ 免許、 許可 
若 ハ 認可-一 附シ タル 條件 M 基 そ テ 爲シタ ル 


命令 JZ. 違反 シタ >1. トキ 
三 監査 M ノ糙務 '執行 ヲ妨 ヶタ ル トキ 
四 法令 又 ハ 法令- 1 基 キテ爲 ス 命令- 1 依リテ S 
スへ キ屆出 、報 吿其ノ 他/ 番 類、 ■ 面ノ提 
出 若 ハ 調製 ヲ怠リ 又 ハ 嵌 傾 ノ届 出， 報 茜 若 
ハ 記 35 ヲ爲シ タル トキ 

非 Is 事件 手 g? 法 第二 百六條 乃至 第二 百 八 蚱ノ規 
定ハ 前項 ノ過 料-- 之ヲ _ 用 ス 
第三 十九 條前二 條ノ 規定 ハ 公共 幽 KS 力 地方® m 
業ヲ營 ム 場合 — 之 ヲ適用 セス 
附則 

第 四十 條 ^ 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 四十， 一條 私設 鐵道法 及 輕便鐵 道 法 ハ 之ヲ廢 止 

ス 

« 法 二 依リテ 爲シ タル 免許 若 ハ 指定、 許可 又 ハ 
認可 ハ 本 法-一依 リテ爲 シ タル 免許、 許可 乂ハ認 
可卜 看做 ス但シ 其ノ 免許 若 ハ 指定、 許可 又 ハ認 
可  一 I 附シ タル 條 件-了 ゾテ木 法- I K 觸 スル モノ ハ 
其/効カ ヲ失フ 

第二 條及 第三 條ノ 規定 ハ s 法 M 抜 リテ免 許 又 ハ 
指定 ヲ受ヶ タルモ / -- 之 ヲ 適用 - U ス 
第 四十 ~ 條輕便 鐵道法 二 依リテ 輕® 鐵菹抵 常 原 
縐ュ 登錄 セラ レ タル 事孭ハ 之ヲ鐵 埴抵當 法-一依 
リ鐵 道抵當 原！ 一 M 登錄 セラ レ タルモ ノト 湣做シ 
輕便鐵 道抵當 原簿 ハ鐵 道抵當 原 ?® 卜看 做ス 
第 四十 三條輕 便鐵通 法-一依 リテ 爲シ タル 處 分、 
手續邦 ノ他 ノ行爲 ハ 本 法 中 之-一 相 當スル 规定ァ 
ル 場合-一 於 テ ハ 太 法 二 依 リテ之 ヲ爲シ タル モノ 

卜 看做ス  _ 

輕便鐵 道 補助 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 諷院法 第 21: 
十四 條に依 り及浍 付 候 也 
大正 八 年 三月 四日 

衆 誘院騎 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長公擗 德川家 達 殿 
輕便鐵 道 補助 法 中 改正 法报案 
輕便鐵 道 補助 法 中 左ノ通 改正 ス 
「輕 便鐵道 補助 法」 ヲ 「地方 鐵道 補助 法」 一 I 改ム 
第 一條、 第二 條及第 六 條中 「輕便 鐵 道」 ヲ 「地方 
鐵 道」 二改ム 
附則 


院族贵 fr 誘國帝 回一 十四 第 


本 法 施行 ノ期 R ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
本 法 施行 ノ際 現-一 補 肋ヲ受 クル モノ ハ 本 法-- K U 

テ 之ヲ受 クル モ ノト 看做ス _ 

锊道抵 常 法 中改 正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 〇 及 送付 候 也 
大正 八卬三 月 四日 

衆 誘 院 if 長大 岡 育造 
贵族院 讅長公 辟 德川家 達 殿 
鐵道 抵當法 中改 TF. 法律案 
鐵道抵 當法中 左ノ通 改正 ス 
「主務 官廳 J ヲ 「監督官 廳 J  -1 改ム 
第 一條 中 「私設 鐵道 株式 會 社」 ヲ 「地方 鍅 道 株式 
會 社」 — 改ム 

第三 條 中 「舍 宅」 ノ下 -I 「其/他 H 事乂ハ 運輸 二 

要 スル 趄物」 ヲ 、「保線」 ノ下二 「其 ノ他ノ 修繕 

」 ヲ 加へ 「鐵 irj 用水」 ヲ 「用水」- 一改メ 同條二 左 

ノ ー現 ヲ加フ 

锊 社力鐵 道-一 耍ス ル電 氣ノ餘 カヲ以 テ m 氣供給 

ノ菜 ヲ營ム 場合- 一 於 テ ハ 其'' 供給 ノ爲要 スル 第 

二 號乃至 第 ?/ r 號及 第七號 -1 揭ヶ タル モノ-ー シテ 

鐵 r iH 财幽ノ 所有者 ユ ® スル モノ ハ 之ヲ鐵 道 財圈 

-1 ® セ シムル コト ヲ 得 

第 十 一條 中 「第三 條 J ヲ 「第三 條第 一項 1 r l、 「前 

項-- 揭ヶ タル モノ」 ヲ 「前！ 一項-- 揭ヶ タルモ ノ」 

- •-改 メ同條 第-一項/次-- 左 ノー  項 ヲ加フ 

前項 ノ 規定 ハ 第三 條 第二 項-一依 リテ鐵 道財幽 __ 

屈 セ シメ タルモ / -I 之 ヲ ?» 用ス 

第二 十六 勝/二 株式 符社 -I 非 サル 地方 鐵道 業者 

/ 鍅通 V 抵當- 一 關シテ ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 ル 

第五 十條 削除 

第五 十 一條 屮 f 前 條第 一項-一依 リ J ヲ 「鐵道 事業 

ヲ營ム 者- 1 非スシ テ」- 一改ム 

第五 十四 條削除 

第 六十 條中 「第五 十四临 」 ヲ 「第五 十三 勝】 二改 

ム 

第 六十 . 71: 條 屮 「本 免許 ヲ受 クル コト ヲ耍ス ル 者-一 

在 リテハ 本 免許」 ヲ 「第 七十 三條ノ rf 可ヲ受 クル 

コト ヲ要ス ル 者 M 在 リテハ 其 許可」- 1 改ム 

第 六十 六條中 「第五 十條第 一羽- 1 依 リ競賣 M 加入 

，ゾ タル 者」 ヲ 「會 社ノ發 起 人」 一一 改ム 

第 六十 七條中 「本 免許 狀ノ 下付 ナキ トキ」 ヲ 「第 


七十 三條ノ 許可 ヲ受ヶ サル トキ」- 1、 「本 免許」 
ヲ 「許可」- 1 改ム 
第 七十 二條削 除 

第 七十 三條競 落人 力 政府- 1 非 サル 場合-一 於 テ ハ 
競 落 ヲ許ス 決定 力 確定 シタ ル日ョ リ三简 月内 二 
許可 ヲ 申請 スへシ 

第 七十 M 條競落 人力 會社ノ 發起人 ナル トキ ハ 前 
條ノ 許可" 申請-ー ハ 定款 及 會 社ノ設 立 登記 勝 本 
ヲ添 附ス ヘシ 
第 七十 五條 削除 

第 七十 六條屮 「前 三條. 」 ヲ 「第 七十 三條 及第 七十 
四條」 二、 「本 免許 狀ヲ 下付 スへ シ」 ヲ 「許可 ス 
ヘシ」- 一改ム 

第 七十 七條中 「本兔 許ーヲ 「第 七十 三條 /許可」 
-1、 「會 社 J ヲ 「競 落人 又 ハ 競 落人-- 依 リテ 設立 
セラ レ タル 會 社」 二、 「原 免許 J ヲ 「免許」-- 改 

ム 

附則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令プ 以 テ之ヲ 定ム 
鐵道 船舶 郵便 法 屮改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 〇及浍 付 候 也 
大正 八 年 三月 四日 

衆議院 篛 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 
鐵道 船舶 郵便 法 中 改正 法律案 
鐵道 船舶 郵兕法 中 左ノ通 改正 ス 
第 一條 中 「私設 鐵道法 又 ハ輕 便鐵道 法」 ヲ 「地方 
鐵道 法」- 一改ム 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

鐵道營 業 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四 條に依 〇 及 送付 fK- 也 

大正 八 年 三月 四日 

衆議 院議 長大 岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

鐵道營 業 法 中 改正 法律案 

鏺道營業法中左ノ通改正ス 

第三 條 運賃 其 ノ他ノ 運送 條件 ハ關係 停車場  >一 公 

吿シ タル 後 二 非 サレ ハ 之ヲ實 施 スル コト ヲ得ス 

運賃 其ノ 他/運送 條件ノ 加重 ヲ爲 サム トス ル 場 


合- 1 於 テ ハ 前項 ノ公齿 ハー n 以上 之ヲ爲 ス コト 
ヲ要ス 

第 十一 一 一條 ノ三鐵 道 力 典 ノ責 -- 歸 ス へ ヵラ サル 事 
由 二 因 y 貨物/引 ® ヲ SX コト 能 ハサ ル トキ ハ 
貨主ノ 費用 ヲ以 テ之ヲ 倉庫 營 業者 — 寄託 ス ル コ 
トヲ得 

貨物 ヲ寄託 シタルト キハ鐵 道 ハ遲 滯ナク 荷 ; S 人 
及 荷 受人 -1 對シ 其/通知 ヲ發 スル コト ヲ要ス 
貨物 プ寄 託シタ ル 場合-一 於 テ 倉庫 證券 ヲ作製 セ 
シメ タル トキ ハ 其 ノ證 券ノ 交付 プ以テ 貨物 ノ引 
狸-一代 フル コト ヲ煜 

鐵道ハ 第 一項 ノ費 用ノ辨 濟ヲ受 クル 迄 倉庫 證券 
ヲ留置 スル コト ヲ得 

前 四 項ノ 規定 ハ 貨物 ノ 引取 期間 内-一 其/引取 ナ 
キ 場合-一之 プ準 用ス 

第二 十條中 【私設® 道」 ヲ 「地方 鐵道 業者 一二、 
「主務大臣」 ヲ 「監督官 廳」 -1 改ム 
第二 十三 條中 「私設 鐵道 係員」 ヲ 「地方 銨道 係員 
」 二、 「會 社」 ヲ 「地方 鐵道 業者」 M、r 主務大臣」 ヲ 
「監督官 廳 _ー ニ 改ム 

第二 十八 條ノニ 第 十九 條及 第二 十 一條 ノ葡定 ハ 
政府 及 公共 圈 體ノ鐵 道-一、 第二 十條 及第 M 十三 
條ノ 規定 ハ 公共 團體 ノ鐵 道-一之 ヲ適用 セス 
第 四十 四條 削除 
附  則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
〔政府 姿 M 床 次 竹 11 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 姿 員 (床 次 竹 二 郎宕〕 谷 法案迚 ねて 說明を 申 
上げます、 私設の 鐵 道に 關 しまして •  在 私設 鐵道 
法と 輕® 鐵道 法と 一 i 種 ございます •然るに 私設 鐵道 
法は、 明治 三十 九 年 鐵道國 有 法を 制定せられ ました 
以来、 其 適用の 跪 圍ほ極 めて 制限を せられまして、 
次で 明治 四十 三年 輕他鐵 道 法の 實 施に 依りまして、 
益々 其實 用を 失つ た鐸で ございます、 今日に 於き ま 
して ほ、 私設 鐵道 法の 支配を 受ける 鐵道は 全く 存在 
を 致さぬ ので ございます、 之に 加 ふるに 輕便鐵 道 法 
制定 後 •私設 鐵道 法に 依つ て 出願いた しました もの 
は、 殆ど 無い と： K ふ有樣 で ございまず、 斯の 如く 其 
實際に 於き まして 實 用の 無き 法律は •之を 廢 止いた 
します る ことを 相當と 認めた ので ございます、 輕便 
鐵道法 ほ 明治 四十 三年に 實施 せられて、 今日に 至る 
まで 十 年の 年 所を 經て 居る  でございますが、 條文 


の數が 極めて 少ない が爲 に、 其 運用に 當 つては 常に 
不 M を 感じます 次第で ござります* それ故に 免許の 
際に 命令書を 下付いた しまして •其 命令書の 規定に 
依つ て 法の 不備を 補 ふて， 今日の 實 際に 處して 居る 
と 云 ふ 次第であります、 然るに 命令書の 中に 在り ま 
する 琪 項は、 法律を 以て 規定すべき 事柄に 屬する も 
の も 少なくない のであります、 それ 故此 度は 右 申す 
私設 鐵道 法と， 輕便鐵 道 法と を廢 止いた しまして、 
玆に 法規の 統一を so まして •地方 鐵道 法を 制定い 
たしたい 考 でございます •地方 鐵道 法に 於き まして 
主 もなる 改正の 點を申 上げます れば •鐵逍 の 動力を 
電氣 、蒸氣 等に 限りまして、 人力 •馬力を 認めぬ こ 
とに 致した のが 一つで ございまず、 第二には 戦 間を 
三呎六 吋、 之を 原則と 致しまして， 特別の 場合 四呎 
八 吋 半 及！ 一呎六 吋を 認め、 結局 三種に 限定す る こと 
に 致しました， 次に 鐵道及 其附厫 物件を ■各 別に 今 
□まで It 擔保 となし 得る ことにな つて 居りました が 
それは 改めまして、 今後は 鐵 道抵當 法に 依りまして 
財 ® 擔 保の 制度に 致す ことに 致しました •次に fr 社 
解散の 決議は、 主務大臣の 許可を 受 くるに あら ざれ 
ば •其 効力を 生ぜざる ことに 改めました •尙ほ 一箇 
條政府 が 抑 方鐵 道と 平行 又は 接近して 鐵道を 敷設い 
たしました が爲に •地方 鐵道 業者が 營業 を II 績する 
こと 能は ざるに 立 至りました る 時には •政府に 於て 
營業暧 止に 依る 損失の 補償を 爲し 得る の 規定を 新に 
設けました、 其 他 ほ 事務の 簡捷 を圖る f に. 多少の 
改正を 致した 點でご ざり まする が、 右 か 主 もなる 箇 
條でご ざり ます、 斯の 如く 私設 鐵道法 及輕他 鐵道法 
を廢 止いた しまして. 玆に 地方 鐵道 法を 制定いた し 
まする 結果は、 輕 lai 鐵道 補助 法、 鐵 道抵當 法、 鐵道 
船舶 郵便 法 中、 自然 字句の 改正を 要する ものが あり 
まする ので， 改正案を 提出いた しました 次第で あり 
ます、 尙ほ乂 鐵道營 業 法 中に も 前 申 上げます る 次第 
に 依つて、 改正の 必要を 感じました ので ござります 
それと 共に 此營業 法 中に 於き まして 改正を 致したい 
と 云 ふ 主 もなる ことは、 第一 )1 賃其他 運送の 條件は 
公共の 運送 _關 として 其 取扱は 總て 之を 公告いた す 
ことが 宜しから ぅと 思 ひまして， 其 ことに 改正いた 
しました-現行法に 於き まして 運賃を 增 します るに 
は 二週間 以上の 公吿を 以て 足れり とする ことにな つ 
て 居ります るが、 それは 取引の 安全を 保持す るが 爲 
に、 其 期間は 尙ほ 少し 長き を 宜しい と考 へまして、 


炕适択 常 法 中改 正 法 m 案、 鐵道船 舶郵便 法 屮改正 法律案、 鐵道營 業 法 中 改正 法律案 第一 fff 會 
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度适衡 法 中 改正 法律案 第一 讀會  I 
一箇月に 延長いた しました、 尤も 此度 此® 業 法を 改 
JH せむ と 致します る 勃； T 到 著 貨物の 引 趣の 際に 荷 
主の 怠慢 等に 佐り まして 引渡を 爲す ことが 出來 ませ 
ぬで、 それが 爲に货 革の 1 : 用を 大に妨 げられ、 貨物 
骹場 に狹隘 を 來して 、一般 货 物の 取扱に 支障を 及ぼ 
すと 云 ふ 事例が 少なくない ので •こざり まする， 是等 
ほ 營業上 M も 改正を‘ 要すべき is 大なる 事柄と 考へ 
まして、 是 等の 貨物 ほ 鐵值營 業者に 於て 荷主に 代つ 
て 倉庫 營業 奢に 寄託す る ことを 得る ことに 致し まし 
た、 以て 一般 運輸 上の 便益を 一一る ことに 致しました 
尙ほ地 方鐵道 法 中に 衆議院に 於き まして 修正せられ 
ました 箇條が 二點 ござります るが、 何れも 相當 なる 
修正 條項 と考 へます るので、 之には 同意を 致す こと 

に 致しました， 何卒 御 沲議を 願 ひます。 

〇阪木 釤之助 君ち よつ と 伺 ひたいと 存じます る • 

此地 方鐵道 法 第 一條に 掲げて ございま する 軌道 條例 

であります るが、 軌道 條例ほ 洵に 歴史の® いもので 

ありまして、 長く 行 はれて 居る ので ございます、 其 

後輕便 鐵道法 が 出来まして •兎角 實際に 於て ほ 軌道 

條 例と輕 便 鐵道 法とは 洵に錯 絵いた して， 或る赞 業 

者の 如きは 一方は 軌道 晚 例で營 業を し， 一方 ほ輕便 

鐵道 法で營 業して fr ると 云 ふ 者 も あるの てあります 

而して它廳の方から申しますると*內務省と鐵道院 

と兩 方の 關係 になつ て 居りまして， 其 間の 關 係と 云 

ふ もの も 亦 af 際 頗る 而倒な ものである やうに 存じ ま 

する， 兎に角 軌道 條例ほ 多く 道路の 上に © 設 する 方 

であり、 輕 便鐵疽 法 ほ 特設 軌道が 多い のであります 

るから、 自から 原因 ほ 異にして 居ります る けれども 

等しく 地方に 於て 運輸 交通の便に 供す るが 爲に 軌道 

を敕 いて， 國有鐵 道 以外に 於て 運輸の 便に 供す ると 

云 ふ ものであるので あります るから、 出来る ことな 

らば 折角 御 整理になる 場合で あるから、 軌道 條 例を 

も 地方鐵 道 法の 中に 入れて •何とか 規定が 出來な か 

つた もので あらう か、 餘ほ ど是は 面倒では ございま 

せう 1151 倒では ございませう が. 法文の 書 方に 依つ て 

出来ぬ ことほない のでは ないか、 折角 地方 鐵道 法と 

S ふ 極く 應 用の廣 いものを 御作り になつ た 以上 ほ、 

此の 中に 軌道 條 例に 依る 事柄を も 規定して、 道路の 

上 (. 购 設す るので あるから 內務 省が 管す ると 云 ふこ 

とが 至當な ことでは あります るが， 官廳 同士の こと 

であります るから-主 もに 矢張り 鐵道院 で 支配す る 

とか、 或 ! X どうしても 地方 鐵道法 に 依る ことが 出来 


ぬと 云 ふこと ならば、 軌道 條 例の 方は 金く 内務大臣 
の 所管に して 仕舞 ふと か 何とか、 大に 包容す るか、 
大に 分離す るか、 どちら かの 改正 法を 此際行 はれた 
なら •は 宜 かりさうな ものと 私共 ほ 認める ので ありま 
する が， 政府に 於 かれまして ほ-どう 云 ふやうな 御 
詮議で ありませ うか、 甚だ it 憾に 存じます るが 故に 
一應 伺つ て a きたいと 思 ひます る。 

〔政府 委員 床 次 竹 1 1 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 姿 員 次 竹 二 郎君) 御 答いた します が、 唯 
今の 御尋ほ 至極 御尤もなる こと X 考 へます •何れ 目 
下御蒗 議を 願つ て 居る 道路 法案 も 制定を せられる こ 
と、 考 へます るが、 御尋の 如き ことを 考蹬 いたし ま 
して、 次期の 議會 までに 改正を 致したい 考を 有つて 
居ります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ …… 
〔矢 口 長右衞 門君發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 〃公爵 徳川家 達 君) 矢 口 君 ほ 質問です か。 

0 矢 口 長右衞 門 君は い 質問です。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 矢 口 長 右衞門 君。 

0 矢 口 長右衞 門 君 政府 委 M に 御 尋ねいた します、 
此 法律に 依ります と 云 ふと 私設 鐵道 法と 輕他鐵 道 法 
ほ 之を 實施 すると 直ぐ廢 止す ると 云 ふこと になつ て 
居ります、 而 L て此實 施は 本年 過ぎて 直に 實施 する 
と 云 ふので あります か、 又實 施して 前の 輕 便 鐵 道 法 
に 依つ て 補助と か 何とか、 さう 云 ふやうな 事柄に 衝 
突す る やうな ことほ ございませぬ か、 ちょつ と其邊 
を 伺 ひたい。 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 (床 次 竹！ 一郎 君〕 御 答へ いたします るが 

此法 の ® 施 ほ 刺 令を 以て 期日を 定めます 積り であり 

ます •さう して * A 設鐵道 法な り、 若く は 輕仲鐵 道 法 

に® つて 今日まで 認可 # 設にな つて 居る ものに 向つ 

ては， 別に 變：史 を 加へ る考 へは ございませぬ、 輕 使 

鐵道 法は …… 補助 法 ほ 其 儘變更 に 致し ませぬ。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ 此五案 

の 特別委 員は 同一 委員と 致します。 

L 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 

をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡 書記官 朗讀 J 

地方 鐵道法 案外 四 件 特別委 員 

侯爵 細 川 護立 君  子爵 費 岡 圭資君 


子 fi? 伊東 祐弘君  河 村 1? 三郞君 
小 松 謙 次郞君  古市 公威 君 
男！ S 福 原 俊 丸 君  男爵 調所愤 德君 
佐 藤傳 兵衞君 

〇 議長 (公：  、：： y 君〕 日程 第 八、 度量衡 法中改 
正 法律案、 政府 提出、 第一 S 會。 

〔左の 提出 文は 朗 一! を經 さる も參 照の ため 玆 
に載錄 す〕 

度量衡 法中改 JE 法律案 
右 

勒旨 ヲ奉シ 帝 國議會 -1 提出 ス 
大正 八 年 三月 四日 

內 閣總理 大臣 原  敬 
農 商務 大臣 山 本 達 雄 
度量衡 法 中 改正 法律案 
度量衡 法 中 左ノ通 改正ス 

第 四 條ノニ 度量衡  >1 基キ テ定 ムル溫 度、 密度、 
壓力 •工率 其/他 ノ狀態 及 能率 ノ 計量 ノ K 位-一 
關シテ ハ 勅令プ 以テ之 ヲ定ム 
第八條 中 . 阪 ® ■シ若 ハ 販 賣ノ爲 所持シ 又 ハ 取引 上 
若 ハ 證明 上-一 於 ケル 度量衡 ノ 計量-一 使用シ 又 ハ 使 
用-一 供 スル 爲 所持 スル コト ヲ得 KJ ヲ 「之 ヲ販賣 
シ又ハ 販賣ノ 爲之ヲ 所持 スル コト ヲ得 ス」 -I 改ム 
第 八 條ノニ 度量衡 器-一 非 サル モノ 及前條 谷號ノ 
一二 該當 スル 度量衡 器 ハ 命令 ヲ以テ 定ムル 場合 
ヲ除ク / 外 取引 上 又 ハ 證明 上- 1 於 ケル 度 S 衡ノ 
計量-一之 ヲ 使用シ 又 ハ 使用-一 供 スル 爲又ハ 所持 

スル コト ヲ得ス 

第八條 ノ三 度量衡 M 依 ル 正味 量 / 表記 アル 商品 
-ーシ テ其ノ 正味 量 力 實量ヲ 超過 ス ル モノ ハ 命令 
ヲ以 テ定ム ル 場合 ヲ除ク ノ外之 ヲ販賣 シ又ハ 販 
賣ノ 爲之ヲ 所持 スル コト ヲ煜ス 
商品 ノ 度量衡- 1 依 ル 量目 ノ 表記 ハ 正味 量ノ 表記 
二 非 サル コト 明 ナル 場合 ヲ除ク ノ 外之ヲ 度量衡 
二 依 ル 正味 量ノ 表記 卜 看做 ス 
第 九條中 「使用 ノ 制限」 ノ 下-一 「並 度量衡 ノ計量 
ノ 取締」 ヲ加フ 

第 十條中 「度量衡 器 取締」 ヲ 「度量衡 器/取締 又 
ハ 度量衡 ノ 計量 ノ 取締 J  -1 改ム 
第 十一 條ノニ 當該 官吏 ハ 度量衡 M 依 ル 正味 量ノ 
表記 アル 商品-- シ テ其ノ JH 味 量力實 量ヲ 超過 ス 
ル モノ  ノ表 記ヲ 更正 シ又ヘ 消去 シ其ノ 他 取締 上 
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必要 ノ婼 分ヲ 爲ス コト ヲ得 
第 十三 條中 f 第八條 J  ノ 下- =, 、 第 八肢 M 一又 ハ 第 
八條ノ 三 第 I 項 J ヲ加フ 

第 十六 條及第 十七临 中 「又 ハ 業務 上」 ヲ 「、 菜 務上 
J  -I 改メ 「度量 ® 器ヲ 使用 スル 者」 ノ 下-一 「又 ハ 
度 S 街-一依 ル 正味 it ノ表記 ァル 商品 ヲ販質 ス >1. 者 
J ヲ加フ 

第 十九 條ノニ 第六條 乃至 第 八 _ノ ニ、 第 九條乃 
至 第 十 一條 及第 十二 條 乃至 前條ハ 勅令 ヲ以 テ定 
ムル 計 ® 器- 1 之ヲ _ 用ス 
第！ 一十 條中 「度 M 衡器」 ヲ 「度 S 衡 J  -I 改ム 
附  則 < 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
〔國務 大臣 山 本 達 8¢- 君演擞 に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 近 來我國 に 於け る 學術及 
產業 は顯 著なる 發 達を 致しました が、 それに 伴 ひま 
して 隨力 器、 寒暖計， 比 m 計 等の、 其 計量器が 使用 
せられます ことが 漸次％ 加いた して 居ります る •然 
るのに 此 物に 付ての 檢定 取締に 關 しまして ほ 何等の 
規定が 無い 爲に 不正確なる もの •か ® だ 多ぅ ございま 
して、 一般の 不便が 少なくない のであります、 fic つ 
て 計量器 中 主要なる ものに 付きまして は 度 ffl 衡器と 
同樣に 政府に 於て 檢定取 締を行 ひまして、 是が 正確 
を 期す る ことが 極めて 緊要で あるので ございます る 
又 多年 度量衡 法實 施の 結果、 不正 Rli なる 度 iik 衡器の 
使用 (X 年々 減少して 參つて 居ります るが、 是は 如何 
にも喜ぶべきことでありまする、然るに度玷衡に依 
つて 取引を せられます 商品に して、 其 ® 目を 表記せ 
しに拘らす-實際の跫目が不正確なるものが漸次多 
きを 加へ まして， 殆ど 物に 依りまして ほ 常習的® 向 
.を 呈す るに 至つ て 居る ので ございます、 斯の 如き陴 
習は 一般 取引 上の 信用 及 公益を 害する ことは 勿論、 
殊に 海外 輸出品の 販路に も影锶 する ことが 少なくな 
いのであります る 故に、 其 正確の 規定を なし、 其 他 
現行法の 不備を 補 ふ爲 、度量衡 法 中 改正を なすの 必 
要が 起つ たのであります >  是 が 本案を 提出した る 所 
以で あります るから、 どぅか 御 審議 あらむ ことを 願 
ひます。 

0 W 爵 石黑忠 惠君此 案に 付きまして ® 間いた しま 
すが-瓦斯 若く は 電氣な どの 量を 以て •人民が 幾ら 
に 付て 幾らと 云 ふ拂 ひを 致します る もの、、 其檢定 
法は 勅令を 以て 定むと 云 ふ、 其 中に 御 定めになる も 
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ので ございます か、 ちよつ と 伺 ひます、 水 も w itr り 
であります、 も 5 1 つは 本案の 第 八條の 三と 云 ふ 所 
に「度堵衡-1依ル正味量 / 表記ァル商"3ニシテ其ノ 
正味 0: 力實 fi ヲ 超過ス >1. モノ ハ 命令 ヲ以 ア定ム ル 場 
合ヲ除 クノ外 之 ヲ阪寶 シ又 ハ販货 ノ S 之 ヲ所持 スル 
コト ヲ得ス 」 と 云 ふこと があります が、 是は 一貫 目 
なら f 貫目と 表記して ございまして. 九 百 五十 目、 
九 百 目し かないと 云 ふ 其 不足が あるに 拘らず 、一貫 
目と 書いて ある •一貫 百 目 •一貫 五 百 目 あると 云 ふ 
其 超過 高が 明かに なつた と： K ふ ものは、 どう 云ふ譯 
であ 〇 ませう か、 目方が 少ない のは 構 {X ぬ、 多い の 
が 惩いと 云 ふ譯 でも ございますまい •か* それほどう 
云 ふので ございます か、 ちよつ と 伺 ひます。 

〔政府 态員岡 本 英太郞 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 (岡 本英太 郎君〕 御 答へ 申 上げます、 前 

段 ほ 本 法に 依り まして 新に 檢定を 致したい と考 へて 

居ります る 計 M 器の 補 類を 勅令を 以て 規定いた した 

いと 云 ふ考で ございます、 第二 段の 不正 a H の 件 {i 

石黑 男财の 御 質問の 趣旨とは 違 ふので ございまして 

例へ ば 一® H と 表記いた して 居ります る 品物に 對し 

まして 九百艽 十目と 云 ふやうな ことがあります る も 

の ほいかぬ、 正味 量が 實 際の 正味 M として 表記いた 

して 居ります ものが、 宵 際の 做 H を 超過いた して 實 

莆が 無い と 云 ふ ものは •阪賣 し 又 ほ 所持して はなら 

ぬと 云 ふこと であります、 實 fit が 表記 最 より 多い も 

の IX 無論 差 支ない のであります'』 

OW W 石 黑忠 跶 君 第 八條の 三は 能く 分りました， 

本員の la 損 ひで ありました， 本員の 前段の 方の 質問 

に 御 答であります が、 瓦斯と か、 電氣 とか、 若く ほ 

水と か 云 ふ ものの M- 目を 以て 販資を 致して 居ります 

ものに 對して 、唯今まで ほ 私共が 度 際に 於て m 氣を 

使 ひます が、 其電 M に 付て 代 fij を拂 ひます けれども 

其 m M を あらためられた こと もな く  •會 社の する が 

儘に して 拂 つて 居ります、 瓦斯 も亦然 りであります 

是等 に對 しまして ほ •今度 (3; 之を ます 者 •か、 斯 

う 云 ふ 道具を 以て 此 度を 計れと 云 ふこと が， 施行 さ 

れます ので ございます か。 

〔政府 委 员 岡 本 英太郞 封 演檀に 登る〕 

〇 政府 委員 (岡 本 英太郞 君〕 唯今 御 W 間の 電氣の 如 

きもの ほ m 氣測 定法に 依つ て 取締が 出来て 居る こと 

に 承知いた して 居ります、 瓦斯に 付きまして は 瓦斯 

「メー トル j の檢定 ほ 現に やつて 居ります 、詰り 今 


度の 改正の J«i 旨は 計 it 器具 K もの、 不 JH 確を 収締る 
が爲 に檢定 を 致したい と 云 ふ 趣意で ございます。 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を »記 官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡 書記官 朗讚〕 

度量衡 法 中 改正 法律案 特別委 員 
子爵 冷泉 爲勇君  子爵 大河 內正敏 君 
男 K 山川 健 次郞君  上 山 滿之進 君 
男 Kf 鄕誠之 助 君  鍋 島 桂 次 郎君 
和 田 維四郎 君  安樂 兼 道 君 
矢 口 長 右 衞門君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 九ょり 第 十三まで 
の 法案は 同 一 委員に 付託せられ ましたから ，御 異議 
がなければ 報吿も 一括して 委員長を 煩は さぅ と考へ 
ます。  . 

〔「與 ■なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 九 •事業 公債 金特 
別會計 法案， 第 十、 臨時 國 Ifli 證券 法 中 改正 法律案、 
第 十一、 朝鮮 事 樂 公債 法 中 改正 法律案、 第 十二臺 !« 
事業 公債 法 中 改正 法® 案、 第 十三、 造幣局 据置 運轉 
資本 % 加 及 設備撋 張费 に關 する 法律案 ■政府 提出、 
衆議院 is 付、 第一 _ 會の續 、委員長 報告。 

事業 公 低 金 特別 會計法 案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 法て 及 報吿候 也 
大正 八 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯 HI 松 平賴壽 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
臨 事 國庫誇 券 法 中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 候 也 

大正 八 年 三月 一日 

右 特別 委員長 

伯爵 松平賴 B 

貴族院 議長 公 蒔 德川家 達 殿 

朝鮮 事業 公 fRI 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り te て 及 報告 候 也 

大正 八 年 三月 一日 

右 特別委 負 長 

伯爵 松 平賴壽 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

臺灣 事業 公債 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り te て 及 報告 候 也 


大正 八 年 一一 一 月 一日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 平賴壽 
贵族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
造幣局 据置 運！： 資本增 加 及 設備擺 張 費に 關 する 
法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三月 一日 

右 特別委 員 長 

伯爵 松 平賴 B 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
r 伯爵 松 平 賴壽君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 松平賴 壽君哨 今 議題に なつて 居ります る 事 
業公债 金 特別 會計法 其 外 四 件の 委員 會の經 過 及 結果 
を 御 報吿を 申 上げます* 委員 會を 開きました ことが 
三回 開きまして 第一に 政府 委員より 說明を 伺 ひまし 
た， 第一の 事 築 公債 金 特別 會 計 法の 說 明に 付て 一應 
申 上げて 闇き まする が、 此 特別 會計 法と 云 ふ ものは 
今度 初めて 出ました のでありまして、 他に 個々 に特 
別會計 法と 云 ふ もの ほ 谷 事業の*® …… 臺 _ では ご 
ざい ませぬ、 朝鮮 及鐵 道が 單に 事業 公債 特別 會計法 
と 云 ふ ものが ございました ので 有ます が •之を 一括 
いたして 今度の 特別 會計 法と 云 ふ ものに 入れて 仕舞 
つた 次第なん であります* 此法 律の 趣旨と 申します 
るの ほ、 第一の 趣旨 ! X 事業 公憤に 付きます る 特別 會 
計 法を 統一す ると 云 ふの が 第一の 趣旨， 第二の 趣旨 
は、 即ち 收 入金を 運用、 利殖す ると 云 ふの が 第二の 
趣旨で ございます、 第三の 趣意 ほ 一般 會 計を …… 今 
まで 特別 會計法 でありまして も 一般 會 計を經 由いた 
して 再び 負擔會 計へ 移し， 改めて 利子 等を 拂ひ ます 
る 時には 國債 整理 基金 特別 會計へ 移しまして、 それ 
で 利子 等を 拂 ふ、 非常に 複雜な る 手_ をして 居つ た 
のを •此 特別 會計法 に fj て K- 煩は しい 手續を 省き ま 
して、 一般 會計は 一 a 金を 入れず して 直ぐ 國債 整理 
基金の 方へ 參ると 云ふ輕 便法を 収つ たと 云 ふこと で 
ごさいます、 事業 公債 金 特別 會計 法に 付て は、 別段 
委員の 御 方より 御 質問 も 何も ございませぬ で ござい 
ます •それで 事業 公債 金 特別 會計 法案は 終りました 
それから 次に 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案， 是は改 
正 法律案の 趣意は 今まで 臨時 國庫證 券 法は 爲替 資金 
の 融通、 戰利 品の 賣 …… 外 國爲替 調節 資金に 當てる 
事と、 軍需品の 代金の 決 濟を する ことの 目的を 以て 


して 居る と 云 ふことの 二つ の 箇條 でありました、 然 
る 所此度 改正いた します る 趣意 2 T 此法 案に も •こざ 
います 通り* 「其ノ他聯合國ノ財政ヲ援助スル爲」 
と 云 ふこと が 一つ 這 入つ たのであります、 此事は 政 
府 委員の 說 明に ffi ります ると ■本年度に 於て 英佛阈 
の大藏 設 券の 償還を する 時期が 来て 居ります ので、 
借 換をせ んけれ ばなら ぬ、 其 借 換を 致さん ければ な 
らぬ のであります が、 今英佛 及 他の 國から 金が 此方 
へ 參 りまして， 其 借 換を 其國で 致して 吳れ るか •せ 
ぬか 分らない のであります、 若し それが 事實 上借換 
が出來ませぬ時にほ、政府に於て、政府が一時それ 
を借換 をし まして、 國庫 債券を 發行 すると 云 ふので 
即ち 聯合 國の 財政を それが 援助す ると 云 ふ 意味 ださ 
ぅで ございます、 それから 第二 條にご ざいます 所の 
I 五 億圓 J と 云 ふのを 「八 億圓 J にす ると 云 ふの ほ 
即ち 今 申 上げた 第一の 聯合 國の 財政を 援助す る爲に 
要る 所の 借換 等に 要ります 所の 金 (3: 大凡 一億 圓 ，第 
二は 爲替 資金の 座に 金が 要る のでありまして、 殆ど 
二 億圓 ばか 〇 要る と 云 ふ 事で ございます、 それを 合 
せまして 三億圓 •それを 今度 殖やして 貰 ひたいと 云 
ふことの 趣旨で ございます、 國庫證 券 法 中に 付て は 
大分 御 質問が 澤山 出ました ので ございます、 是 ほ 終 
りに 質問の 趣旨を 一臊 申 上げます、 それから 次に 朝 
鮮 事業 公債、 是は 政府 委員の 說 明に 依ります れぱ， 
一億 六 千 八 百 萬圓を 一億 七 千 八 百 萬 圓に すると 云 ふ 
のであります、 朝鮮 事業 公愤 法は 明治 四十 四 年 三月 
二 十三 日に 法® 第 十八 號を 以て 發 布され て 居り まし 
て， 其 終 ひの 第一 項の 「公債 及 借入金/額 ハ 通シテ 
一億 六 千 八 百 萬 圓以內 トス」 と 云 ふので あります、 
之を 今數 字の 上で 直す と 云 ふだけ のこと で •こざい ま 
す、 其數 字の 出ました 根源は •朝鮮に 於き まして 釜 
山の 海關 H 事 費， 是 ほ 即ち 豫算に 請求に なつて 居る 
さぅ であります が、 即ち 九 百 十七 萬 二 千圓 、大正 八 
年より 十三 年までの 繼續 事業に なつて 居ります、 又 
元 山の 海關 工事費 苗 八 萬 三千 餘圓 ，是は 三 简 年間、 
合計いた しまして 一千 二十 五 萬 五 千 圓 •是だ けの 實 
費が 要る のであります る けれども， 實 際の 入用な 額 
を參 酌いた しまして 端數 だけを 減らしまして、 一千 
萬圓だ けを 起債 最高 額を 佾 加して 貰 ひたいと 云 ふこ 
とで ございます， 是だ けの ことで ございまして， 外 
に 改正の 條 文には 何も 障った 所は ない ので ございま 
す、 それから 次に 申 上げます のは 臺_ 事業 公債 法 中 
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改正 法 钳 案 •是 ほ 政杞が 提出に なりました のを 衆議 
院に 於て 又 修正に なつて， fi: 族院へ 回つた 次第なん 
でございますが、 祭 迓の事 業 公 ffi 法、 非常に 出来 ま 
したの が 古ぅ ございまして 明治 三十 二 年に 出来て 居 
ります る 法 fit でございます、 それで 是も 即ち 事業を 
致すべき 限度が 今迄の 金額ょ 〇 ほ 殖やす と 云 ふ 事に 
なつて ；, ■'; ります ので、 即ち 今迄の 金額が 七 千 三百 五 
十 舐 圆 、それを 今年 九 千 二百 五十 萬 圓と云 ふ 事に 致 
すので 有ます •一千 九！ s 萬 ¢1 だけ 今度 殖える と 云 ふ 
祺 でございます、 それは 鐵 逍 建設 ？ 3 の豫算 で 三十 議 
fr に 於き まして 一千 萬 圓の鐵 道 建設 S2 の豫算 が 成立 
して 居ります •で 又 今回に 於き まして 鐵道 建設 ffi と 
致して 千 五十 五 SS 二 千 六百圓 の 追加を 今度 要求して 

•こざいます、 之を 合せます ると 二 千 五十 ?；; 萬 一一 千 六 

百 [H1 の 起 ffl 咐額 を S? する _ であるので ございます、 

併ながら 其 中で 以て 大正 八 年度に 於き まして 旣定の 

起 (1¢ 額の 中で， ] f ち 水利 事業に 要ります る 所の 金額 

の屮で 、二 百 萬 圆と云 ふ ものは， 一般 歳 人の …； 震 

の 一般 歳入の 支辨 等に 移す 事に なつた のであります 

で 其の 結果 二百 萬圓を 差 引いて 端した の 金、 即ち 一 

千 九 百 萬 圓 I 端した を 捨てて 仕舞つ て 一千 九百蓖 

圆だ け％ 加して K ひたいと 云 ふこと になつ て 居り ま 

す'  是が 骨子の 問題で、 それで 修正の 所に 於き まし 

て、 衆識院 で 修正いた しました 中の 第二， 第三 •第 

五、 第 六、 第 七條と 云 ふ ものは 即ち 法文 上の 整理で 

ございまして、 第二 條は …… 第 七條 から 申 上げます 

第 七條は 整理 公 fi'i 上に …… 今まで 此事 業公债 に付き 

ましての 取扱が 是は特 別 會計法 が 無かつた ので あり 

ます、 で 已 むを煜 ず 整理 公； £ 法に 依つ て 居つ たので 

あります、® じて やつて 居つ たのであります、 それ 

で 是れ は當然 新しくなります れぱ •事業 公值金 特別 

會計法 と 云 ふ ものが 出来ました 以上 ほ、 それと 同じ 

E 扱を 受ける と 云 ふこと にならなければ ならぬ と 云 

ふ 意味に 於き まして、 之を とつた 次第で ございます 

それから 又 第二 條 .第三 條と 申します る ものは •利 

子の ことに 付きまして は， 公债の 利子の ことは 法律 

が 別に 規定して あるので あつて、 國憤 に關 する 通則 

に 法り まして、 矢張り 條例で 以て 發す ると 云 ふこと 

がち やん と 決つ て 居る のであります から、 態々 玆に 

現は す必耍 がない からして 削除す ると 云 ふこと であ 

りました、 それから 第 六條は 即ち 此 規則の 出来 まし 

た 時には M 一圓 銀貨が あつた 爲 に、 其 一圓 銀貨で 以 


て 起 fu する ことが 出来る と 云 ふことの 條文な んでご 
ざいます 、是ほ 今 ほ 當然消 滅 して 居ります る爲 に* 
是 {X 削つ たと 云 ふことの 話で ございます、 S 舜の方 
ほそれ 位に 止めて S きます、 それから 造幣局 据置運 
II 資本吩 加 及 設備！ I 張 ® に關 する 法律案、 是ほ矢 張 
り 金額を % 加す ると 云 ふこ i> で ございまして •大正 
八 年度に 於て 造幣局 据置. 連 II 資本に 百 五十 萬圓殖 や 
して 1C ひたいと 云 ふこと、 それから 大正 八 年度 乃至 
大正 十 年度に a つて 造幣局の 設颀腊 張に 要する 經費 
を充實 する 爲に 、造幣局 資命 の內で 二百 六十 一 萬 四 
千 九 百 五十二 圓を 限り 一般 會計に 繰 入る ことを 得と 
云 ふことの 條文で ございます、 锆 isig の 設備、 即ち 
設備の 搦 張と 据 {a: 資金を 增さな ければ ならぬ と 云 ふ 
ことの 結果で ございます、 で 造幣局に 於き ましては 
唯今の 所、 •年に 鑄 造す る 能力 ほ 即ち 二 億 枚、 一年に 
二 億 萬 枚 位 出来る ので、 大體二 千 百萬圓 ほど >  七 年 
度は 鑄 造した のであります、 併ながら 是 から 先き 昨 
年度に 於き まして 小 紙幣を 發 行し、 又® 銀貨 及 銅貨 
と 云 ふ ものを 鑄 造し 直さなければ ならない 時機が 今 
來て 居ります のであります るから して、 迪 も 一年に 
二 千 百萬圓 位の 能力では 十分な ことが 出来ない ので 
あるから 、枚数に 致します れば 一年に どぅしても 四 
億 枚 くら ゐ出來 なければ ならぬ と 云 ふこと で ござい 
ます、 即ち 11 に 致します ると 四千 四百 萬圓， 即ち 唯 
今までの 倍額 要る と 云 ふことの 計算に なつて 居り ま 
す、 それには 迚も 今までの 設備では 行き ませぬ から 
十分に 擱 張して やらなければ いかぬ と 云 ふことの 爲 
に、 此金 wf; を 請求した 次第で あると 云 ふこと で ござ 
います、 父 据置 資金に 付きまして は， 造幣局の 運轉 

資本と 云 ふ ものは 即ち 二百 五十蓖 圓に なつて 居る の 

です、 其內の 大部分の 九 割 强と云 ふ も ¢2 は、 矢張り 

金銀の 地金に 利用され て 居る のであります、 其 中 貨 

幣に鑄 造され る …… 用 ひられる もの ほ 金 地に 於て 二 

百 十八 貫目、 銀地に 於き まして 千 六 百 三十 五貫目で 

あります、 其 他 貨幣の 鐘 造 以外に、 金銀 地金 精製 用 

の壓 地金と 云 ふ ものが 必要でありまして、 此金 銀貨 

でな く …… 通貨で なくして 金貨を 精製す る もの ださ 

ぅであります •それが 要る のでありまして、 それが 

段々 此頃は 殖えて 參 りました 爲に 、それを 備 へて 置 

く 所の …… 備付の 金と 云 ふ ものが •少なくて は それ 

では 渉つ て やる ことが m 來な いと 云 ふ 御 話で ありま 

す、 それ故に それを 殖やす 爲に今 此處に 申 上げ まし 


た 金額を 請求した と 云 ふ 御 話で ございます 、是で 說 
明は 終 〇 まする •か、 臨時 國 庫 證券 ほかと 他の 四 件 ほ 
臨時 國陁設 券を 除けまして 他の 四 件は 別段 一つ も {« 
質問は …… 造幣局の 方 ほ 少し 御 質問が ありました， 
大した 御 質問では あ 〇 ませぬ が， 御 質 間が あ 〇 まし 
たが、 其 他は 御 質問 もな く 可決いた しました …… 委 
員會に 於き ましては 可決いた しました 次第で、 國 RX 
證券に 付きまして ほ 段々 御 f? 問が ありました が •最 
終に 於き まして 或る 委員ょり 國庫 證券を 發 行され ま 
しても •露 西 亞の 如く 利子を 拂は ず、 oi 金 も拂は な 
いと 云 ふこと になつ て 居る が、 それ ほ 政府に 於て は 
取れる 見込が あるかない かと 云 ふ 御難で ありました 
が、 政府 委員に 於き まして ほ、 今の所で ほ 取る 考で 

. 取る 考で居 ると 云 ふこと に . 今の 先き のこと 

は 考へて 居らぬ と 云 ふ 御 答 辯で ありました、 まだ も 
う 一つ 其 他に 質問が •こざいました けれども、 それ ほ 
略します、 或る 委員が 終 ひに 於き まして 希望と せら 
れて 居ります のは 或る 一 委員の 御 方ょり 希望が 出 ま 
した、 それは 肢られ なかつ た 所の 未 濟の值 券の 金と 
云 ふ ものを 一般 會計に 移して、 それで 是れ は未濟 で 
あると 云 ふこと を 國 民に 知らして、 それで 國 民には 
政府で 取換へ て 置いて 若しも 政府が 取れたならば そ 
れを 一般 會 計の 內に戾 したら どうで あらう かと 云 ふ 
御筇望 が 出て 居ります •唯是 は 希望 だけで あると 云 
ふこと でありまして、 委員 會は 三月 一日を 以て 命； 部 
を 可決いた しました から、 御 報告 申 上げます" 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 唯今 委員長の 報告せられ 
ました 五 案 共、 束ねて 問題に 供して 御 異存 ございま 
せぬ か，-‘ 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o _ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
五 案の 第二 讀會を 開くべし とする 諸君の 起立を 請 ひ 
ます 

起立 者  多數 

〇: 錢長 C 公爵 徳川家 連 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 伯爵 松 平 賴壽君 商ち に 第二 讀會を 開かれむ こと 
を . 

0 伯爵 廣澤 金次郞 君 賛成。 

0 伯爵 大木 遠吉恝 賛成。 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 直に 第二 讀會を 開く と 云 
ふ 松 平 伯爵の 御說 に、 御 異存 ございませぬ か。 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


七 六 〇 

〇费長 (公 擗铠 ''I :.- 、- . ' :' : '' ! 、.'- :sl t ')l ■ 
〇 議長 (公 Is 德川家 達 君〕  .二 B 會を開 
きます …：. 御異 謎なければ 全部を 問‘ yj に 供し ます… 
全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 惑 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御異漭 ない と 認めます。 
0 伯 辟 松平賴 諄 君 直に 三 譖 會を開 かれむ ことを… 
〇 伯® 大木 遠 吉君赞 成。 

〇 議長 (公 吋 德川家 達 君〕 直に 三 la 會を開 くこと に 
御與存 ございませぬ か。 

〔「異 諉 なし」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

OK 長 C 公 ! f.f 德川家 達 君) 御 異蕺な いと 認めます。 
〇 議長 (公路 a 川 叙 達 君) 第二 ieli 會決謎 通り 御 異存 
ございませぬ か。 

〔「異 難な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 公爵 德川家 達 舒： >  御與 議な いと 認めます、 
日程 第 十四、 第 十五は 同一 委員に 付託せられ ました 
から •是も 委員長の 報吿 は來ね て 御 異存 ございませ 
ぬか。 

c 「異關 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 (公爵 德川家 達 君) 御異 諮ない と 認め ま：" 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 十四、 鐵道敕 設法 
中 改正 法律案、 第 十五、 北海道 鐵道敷 設法中 改正 法 
律 案、 政府 提出、 衆 戠院送 付、 第一 諝 位の： y 委 a 
長 報吿。 

鐵道敕 設法中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな 〇 と馘決 せり 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 二月 二十 八日 

右 特別 委員長 

伯爵 柳 原義 光 
貴族院 11 長 公爵 德川家 達 殿 
北海道 鐵道 ©1 設法中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 讖決せ り 依て 及報传 候 也 
大正 八 年 二月 二十 八日 

右 特別 委員長 

.  伯龄柳 原義 光 
贵 族 院翳長 公爵 漶 川 家 達 殿 
〔伯爵 柳 ff?t 義光君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 柳 原義 光 君 唯今 翳 題に なりました 鐡道败 設 
法屮 改正 法 津案及 北海蒗 鐵道数 設法中 改正 法律案の 
委員 會の經 過 並に 結果を 簡單に 御 報道 申 上げます、 
此委 員會は 去る 二 十七 日に 第一 回を 開きました、 此 


院族 npr 沉 W 帝冋 一十 四® 


時は 鼠に 正副 委 M 長の 選 舉のみ 行 ひまして "其 儘に 
致して 置きました ^ >» 仲し 兆 時に 成るべく 調査の 材料 
を 潤 擇に送 つて 貰 ひたいと 云 ふこと を 政府に 向つ て 
要求を 致して® きました 次第で ございます、 次に 二 
十四日に 第， 二 回の 委 M 會を 開きまして、 此 時は 午前 
午後に a づ ^ 委員 抑を 開いた 次第で ございます、 そ 
れから 更に 又翌二 十七 日に 委員 會を 開きました、 是 
は 朝 だけであります、 更に 又 二 十八 日に 第 四 回の 委 
a 會を 開きまして* 此時は 午前 •午後に 苴 りまして 
委員 ^ を 開いた 譯で あります、 で 質 間は® る 多々 あ 
〇ましたけれども，結局全 0 1致を以て兩案とも可 
決いた しました 次第であります、 此鐵道 敷設 法屮改 
正 法 鉗 案は、 鐵 通 敷設 法の T® 定線 並に 第一 期 線に 新 
に 線路を 加へ て、 それから 又 北海 ia 鐵道敷 設法に 於 

きましても •一 線路を 加 へんが 爲に 改正を したいと 

云 ふの が、 lit 法案を 提出せられ ました 趣旨で ありま 

す、 而して 此 鍈道趿 設 法の 方は、 線路が 五つ あるの 

であります、 其 一つは 和歌 山縣下 和® 山より 三 m 縣 

相 可に 至る 錢道、 福 岡縣 下久留 米より 大分に 至る 铴 

道、 千 葉縣下 松 田、 勝 浦 間を tt ini する 鐵逍 ，四國 に 

於て ほ 四 國縱貫 線 及 富 山、 高山 間、 之を 一期 線に 入 

れた いと 云 ふの •か、 此鐵菹 敷設 法 中 改正 法律案を 提 

出された 所の 趣旨であります， 又 北海道に 於き まし 

ては ill 路阀 釧路 、北 見 ^ 斜里を 經て網 走に 至る 線路 

[0 振國捋 萬 部より 輪 西に 至る 線路を 追加いた したい 

と 云 ふの が 此北海 迢 鐵 m 敷設 法 中 改正 法律案を 提出 

された 抓 0* であります、 本 法の 線 ii 右 申 卜：忖 ました 

如く、 7T 線でありまして 合計 四！ a 十九哩 ，北海道は 

~ 線でありまして 延長 合計 西 31: 十一哩 なので ありま 

す， それで 去月の 二 十四日 第二 回の 委員 © を 開き ま 

した 時に、 鐵 适 院總裁 も IJ1 席いた されまして、 具 さ 

に說 明を せられ •又委 M の 質問に 對 しても 具 さに 答 

へられた 次第でありまして、 他に Ivf 接此法 案には 關 

係の ない ことでは あります が、 鐵菹の 根本の 經胬方 

針は 肋 何に する ので あるかと か、 或は X 昨年の 如く 

米 ft? が 非常に 高くな つて國 民が 犬に 米 {{S の 騰 « に 苦 

しむ、 是は 勿論 _濟 上の. 王た る 胺因に 因る のでは あ 

るが、 併ながら 又 米の 輸送と ZC ふこと が 能く ； 11 來る 

かどう かと 云 ふこと も、 極めて 此間 題に / fij 切な 關係 

が あると , ILI ふから、 即ち 米の 產 地から 米の jil 送を す 

る ことが 完全に 出来る かどう か、 如何なる 方法を 以 

て 米を 轍 送して K るかと 云 ふやうな K 問 も あつたの 


であります、 其 質問に 對して •是 は (11 來るだ け、 他 
のことは 差® いても 米の 輸送と 云 ふことは、 十分に 
其當時 に 於て はした と： K ふやうな 答 辯が あつたので 
あります、 又 其他麵 ては 鐵道は 賄軌鐵 道に する か 如 
何と 云 ふやうな、 鑼 道の 根本の 政策に 關 する 質問 も 
あつたので あります- 是等 のことは 幸に 速記 錄があ 
ります からして、 速記 錄に 就て 御覽を 願 ひたいと 思 
ひます、 それから 又 二十 七日に 第三 回の 炎 a 會を開 
きました 時には •特に 北海道 鐵道 敷設 法改正 案に 付 
きまして は 北海道 廳 長官の m 席を 請 ひまして、 さう 
して 其 地方の 利害得失の ある 所の 點 に 付て 北海道 廳 
長官の 意見を ^ ねたので あります、 北海蒗 廳長官 の 
云 はれる のに、 此政时 の 提案には 全然 寶成 すると 云 
ふ 答 辯を 得た のであります、 其 他の ことは 主として 
鐵 M 院の副 總裁が 專ら 質問に も 答 へられ‘ 又 懇切に 
親切に、 熟 心に 質 fto に 答 へられた のでありまして、 
是は 職責 上、 當然 のこと ながら、 頗る 某 熟 心 ほ 多と 
する ものであると 云 ふこと を 諸 岩に 御 紹介 申 -h げた 
いと 考 へます •罚問 は ！！:: ■!' る 多岐、 多 方： Ifti に亘 つたの 
でありまして、 或 ほ 線路 網の ことに 付き、 55 は 鐵道 
の豫筘 に付き •或は 鐵逍の 計 書に 付き、 詳細なる ® 
字に つき、 或は 又 詳細なる 所の 技術の l*i に 付ても、 
極 めて 細かい 質問が あつたので あります、 殊に 此技 
術の點 に付きまして の 質問は 豫備 知識の ない 者には 
理 1 $ する ことの 出来ない 程、 ¥ 門に 渉つ た 細かい 技 
術に 關する 質問 も あつたので あります が、 是等も 私 
が茲に 御 紹介 中す ことは 全然 省きまして •速記 鈴を 
以て 諸君の 高镗に 供へ たいと 考 へます、 それから 父 
政府より 送られた る 所の 材料 も 頗る 渾山 ありまして 
例へ ば 線路の 地形 表で あると か， 鐵道 建設 及 改良 費 

豫 K 年度 割 表で あると か •輕 便鐵道 内？ 一で あると か 

餒道網 線路 一 饺 であると か、 鐵道 線路 網 縮圖で ある 

とか、 15rl る 材料は 潤澤に 政府から 提供され たので あ 

ります、 謖論も 頗る 渾山 あり、 又 W 問 も 頗る 澤山あ 

りました けれども. 結局 全會 一致を 以て 此兩 案は 可 

決した のであります、 唯々 最後に 於て 二つ の 希菌が 

委 M 中から 出た のでありまして、 其 一つの 希望と 申 

します のは， 多 治 見、 岐阜 間を 成るべく 早く 一期 線 

に 加入して M ひたいと 云ふ筘 5 S でありました、 又も 

う 一つの 希轺は 四幽速 絡 線 中曼陀 線を 能く 調査して 

成るべく 早く 之を 實行 する やうに 致したい と 云 ふ 希 

望を •政府に 向つ てされ たのであります、 是も 詳細 


なることは 速 IH 錄に 就て 御钱を 願 ひたいと 考 へます 
委 fl 'l' には 昨 牢 も此嵇 の 案に 關 係され た 所の 方が 澤 
山 あつたので あります るが 故に、 質問 も 頗る 澤山あ 
りまして、 又 殊に 續々 質 間が ありまして、 中には 質 
問よりは 萆ろ 詰問に 渉る やぅな 質問 も隨分 あつたの 
でありまして、 政府 委員と 特別委 員との 間には 餘程 
論議 頗る 澤 山ありまして、 中には 政 W 委員 も此質 問 
には 稍々 答 辯に 苦しめられた かの 如き 質問 も あつた 
のでありまして 、要するに 質 間と 云 ふ 域を 脫 して 詰 
問と 云 ふ 域に a つた やぅな こと も 多々 あつたので あ 
ります る •故に 私 等 も 或は 是は 修正案で も 出る ので 
はない かと 窃かに 存じて 居りました 所が >  所謂 大山 
鳴動す ると 雖も鼠 一疋 In でず と 云 ふ _ であつ て、 無 
事に 全會 一致を 以て 此兩 案と も 可決いた した 次第で 
あります •是で 御 報 街を 終ります が. 若し 詳細なる 
御 質 間が ございま すれば •何卒 政府 委員に 就て 御 尋 
ね あらむ ことを 希望いた します、 之を 以て 報告を 終 

〇 難 長 (公 »? 德川家 達 君〕 御 異議なければ 咄今委 負 
長の 報 ^ せられました 兩案 とも 束ねて 問題に 供し ま 
す。 

一 「異靜 'なし」 と 呼 ふ 者 あり 一 
0 鎌 田 勝太郞 君此今 委員長より 詳細なる 御 報 吿に 
依り まし r 諒承いた しました、 然るに 此兩案 中の 鐵 
道歟設 法案 中、 四阈縱 貫 線の ことに 付て、 更に 御® 
ね 致したい のであります、 此 四國縱 M 線 ほ 高 知より 
德島縣 を經て 香 川縣に 至る 鐵 道， 德島縣 より番 川縣 
に 至る 線路には 比較 線が 二つ ある、 一は 曼陀 線と 云 
ひ、 一 ほ換人 線と 云 ふので ある， 昨年 議會の 委員 會 
に 於 かれまして 此曼陀 線に 付て 稲 A- 議論が あつたの 
である、 委員屮 の 古市陣 士な どは 技術 上の 見地より 
大に意 見を 發 表された と IR 憶して 的る、 本年の 委員 
會は喵 今 委員長よ 〇 詳細なる 御 說明で ございます が 
此縱 K 線の ことに 付きまして は 未だ 具體 的の ことを 
聞き 得て 居り ませぬ、 殊に 本年 ほ 速記錄 がま だ 配布 
になつて 居り ませぬ、 速記 錄を 見て 承知す ると 云 ふ 
ことは 惟 今の 場合 fli 來ませ ぬが 故に、 此縱贳 線に 付 
て 討論の 有樣を 欺りたい、 是は强 て委民 長から 御述 
べになら なくても •御 都 < rl に 依れば 言論を された 委 
員の 方から 御 述べ 下されて も : ft しう ございます、 そ 
れだけ 御 願 ひ 致します。 

0 伯爵 柳 原義 光 君 速記 錄の 配布 か 早く あると か遲 


く あると か、 是ほ私 の干與 する 所で ありませ ぬ、 而 
して 今の® 陀線 のこと に 付て は 委 M の屮 から、 殊に 
古市 沔士と 記憶いた して 居ります が、 御 詳細に 御 質 
問が ご ざ いました が、 是は私 が 申 上げる より、 幸 ひ 
古市 PS 士が御 居で になります から、 古市 君から 御 話 
になる ことを 希望 致します-' 

〔古市 公威 忍 演壇に 登る〕 

〇 古市 公威 封 私は 本案に 修正を 加へ る 意見を 持つ 
て 居る のでは ありませ ぬ、 結局 委員長 報吿 通りに 兎 
も 角 も M 成す るが S しいと 考へて 居る のであります 
從て 結果に 於て 何も 變 りがない ので あ 〇 まする から 
玆に 徒らに 論 辯す るのは 誠に 詰らぬ ことの やうに あ 
ります が、 前年の 行 掛かり もあります し、 此度 、委 
員會に 於て 政府 委負 の說 明を 聞いて それで 滿 足した 
のかと 云 ふ 御考が あるなら ぱ ，さう でない と 云 ふこ 
とを 玆に 明言して 置きたい のであります から、 暫く 
御 贈き を 願 ひます， 當局 者は 此換入 線と 曼陀 線を 比 
ベて 曼陀 線の 良い 所は 唯 丁： 費に 於て 二百 五十 萬圓少 
なくて 濟んで 仕舞 ふと 云 ふだけ だ、 其 外 ほ 總て躍 入 
線の 方が K しい、 斯う 言は れま すが •第一に 二百 五 
十溫圆 の T. rf が 少 くて 濟んで 仕舞 ふと 云 ふことは さ 
う輕々 に 看過すべき もので ない と 思 ほれる ので あり 
ます、 二 百 五十 萬 圓と EIJ しま すれば、 輕便鐵 道に す 
れば三 四十 哩お くは それ 以上 も 出来ます、 鐵 道の 普 
及 速成と 云 ふこと を拎榜 して 居る 當 局に 於て 此 二百 
五 十 萬 EI ほ 隨分 利用の 出来る ことで あると 思 はれる 
それで 假 りに 二 ■£-) 五十 II 阊は 別間 題と 致しまして、 
果して 當局 者の 言 ふ 如く 此鹽入 線と 曼陀線 を 比べる 
と、 丁： 費 以外の ことは 總て 曼陀線 の 方が 惡 く、® 入 
線の 方が' U いと 云 ふことは、 殊に 私の 疑 ひが あるの 
であります、 甲 地 點 より 乙® 勦に 行く 道に 於て！ 一つ 
の 何れも 山を 越える、 其の 場合 高い 山と 低い 山と 二 
つ あつた 時は、 どちらを 御 越えな さる かと 云 ふと 無 
論 低い 方を 御 越しな さるに 相違ない、 但し 他の 條件 
に 於いて 大差なければ 無論 申す まで もない、 そこで 
一 ！ i 入と 曼陀羅との 里程と 高さを 比べて 見ます ると • 
一鹽 入の 方が 百 六十 M 高い、 # 陀 より …… それ だから 
鹽人を 越える 時は 旅客 も 貨物 も 曼陀に 比して 百 六十 
尺に 上 ぼつて 百 六十 尺 下 だる •斯う 云 ふこと になる 
當局 者は 斯う 云 ふこと を 言って 居 名 ますが、 琴 平と 
j 琴 平から ® 3 人までの 高さと を 農 濱 から 曼陀 までの 高 
j さとを 比べる と* 應入の 方が 低い、 朵ほ珣 窟にな ら 
七 六 一 
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ぬと 思 ふので あります、 假 りに 阪神 抑 方から 高 知の 
方に 向つて 進む 旅客 貨物が、 自然に 琴 平まで 上 ぼつ 
て 仕舞 ふので ない、 矢張り 百 六十 尺 上 ぼつて 百 六十 
尺 下 だるに 相違ない、 况や琴 平から 上 ぼる 方を 考へ 
れぱ、さぅで .*> .0ますが、池田の方から行けぱどぅ 
であるか-池 田の 方から して 矢張り # 陀に上 ぼる ょ 
り 翔 入から 上 ぼる 方が 西 六十 尺 上 ぼる に 相違ない、 
此點に 於て 利害 (5; ない、 論 (3: ない、 m し 線路 ほ 他の 
條 件に 於て 大した 違 ひがな くばと 云 ふこと になる， 
そこで 線路を 比べて 見る ことになります と、 池 田 か 
ら阿波 方面， 阿波 方 tfii で 池 田から 痴 入の、 「トン ネ 
ル」 まで 上 ぼり ますの が 約七哩 程の 長さで、 其內五 
哩半ぱ かりで あつたと 思 ひます が、 四 十分の一の 勾 

配が ^ くと 云 ふと 語擗が あるか 知れ ませぬ が、 其 間 

に 箸 藏と云 ふ； S: 車 場が あつて， 其 停車場が 六 百 六十 

分の 一 の 勾配で 行く、 三十® ばかりで 又そ杧 が 四十 

四 分の 一と 云 ふ 勾配で ちょつ と 三十 鎖 ばかり 下 だつ 

て 居ります、 先つ 槪 して 五 哩半 ほどの ものは 四十 分 

の 一で 13 いて 居ります、 それから 池 田から 曼陀に 上 

ぼり ます、 是は 比較に ならぬ 程 宜しい， 四十 分の 一 

の 勾配が 總 膛 で、 三哩 程あります が、 それが 三つに 

分れて 居る、 一哩 五十 鎖が 一つと、 五十 何銷の もの 

が 二つで， 三つに 分れて 居る、. 是は 阿波の 方では 鹽 

入と曼 陀を 比べる と、 丸て 比較に ならぬ* 曼陀の 方 

が宜 い、 然るに la 岐がた で 鹽 入の 方が 宜しい、 讚岐 

がた の 方は 兩方な がら® 方八哩 何程と 云 ふ 長さで あ 

ります が、 其屮 の. 頸 入の 方では 四十 分の 一か續 いて 

居る のが 四 M 少し 餘で あります、 それから 曼陀の 方 

では :/ 1: 哩四分 ばかり あつたと 思 ひます • 以上… 

一哩半 以上 四十 分の 一が 續 く、 是は 曼陀線 が 惡 い、 

曼陀 線の 方が 惡い が、 喵是だ けで 比べれば 此讚岐 の 

方の 曼陀 線の 惡 いのを 阿波の 方の 曼陀 線の 良い のと 

差 引いて どぅなる かと 云 ふことは a だ 疑 ふ、 如何に 

も 阿波の 方では 曼陀 線が 宜しい、 其 所で 之を 逋じた 

もので 比較して 見たい、 金 瞪 昨年の 議會の 時 も 今度 

も 兎角 比較を 琴 平、 池田觀 音 寺 若く ほ 豊濱 、池 田， 

斯ぅ S ふ. 比較に なつて 居ります が、 是が 比較が® だ 

當を煜 て 居らぬ、 問題 13: 何で あるかと 申す と-土 州 

を 四國の 北海 岸の 鐵 道に 接續す ると 云 ふの が 問題で 

だから 琴 平で もなければ •豊馈 でもなければ-® 音 

寺で もない、 さう 致します ると* 此較を 或る 一つの 

地點 から、 或る 地 ® まで 比較して 見ぬ といけ ぬ、 で 


土 佐を 四國の 北海 岸へ 接 結し まする と •それから $: 
西へ 向つ て 連絡を 取る 譯で あります が-其 中で 最も 
重要なる 方面と 申す のは、 無論 阪神 地方と 土 佐との 
連絡と 見なければ ならぬ、 阪神 地方の 方の 連 裕點を 
見ます るに、 先づ向 ふの 北の方の 起點を 多度津 とす 
るが 宜 からう と 思は れ る、 多 度津で 兩線 'か 連絡し ま 
すから、 多度津 と 池 田、 池 田は 精し く 申します と、 
後に 若し 曼陀 線へ 出る やうになります ると* 池 田よ 

りは もう 少し 「ステ ィ！ ゾ ョン」 . 南の 「ス ティ 

1 ショ ン. j の 中 西から 別れる らしい と 云 ふので あり _ 
ます、 目下 ほ 池 田を 起 s とする、 池 田、 多度津 と 云 
ふ 所で 兩線を 比較す ると •無論 土 佐と 阪神 地方， 即 
ち M の 方との ii 絡て あります から、 線路 ほ 上 ぼる の 
が 八 哩七分 確か 長い、 併ながら 御 承知で も ありませ 
うが、 線路を 比較いた します に •又 勾配 だの-屈 油 
などを [t して-さ うして 全部 直線に して 比較し ます 
るが、 さう して 見て、 さう して 其 長を 實哩で 以て 割 
つた ものが 延長 率と なる のであります るが'- 其 延長 
率の 大小に 依つて 線路の 善： 惡か 略々 分る、 所が 池 田 
多度津 問の 延長 率は 鹽入 線の 方が 二 「コンマ」 六で 
曼陀 線の 方は 二 「コンマ」 三、 さう すると 線路の 性 
質は # 陀線 が宜 いと 云 ふこと になる、 斯う 云 ふ狀態 
であるので、 全體 二百 五十 萬圓 金が 餘計掛 かるから 
線路が 良くなる、 水界の 山 (X 低くなる と 云 ふべき で 
あるの が、 二百 五十 萬圓 掛かつ て尙 ほ F1- つ 高い 所を 
越える と 云 ふのは、 どうも 合點が 行かぬ、 それ 故 昨 
年是は もう 一つ 調べて 御覽な さつたら どうで 御座る 
と 云 ふこと を 言 ふたので あります、 今日 も 唯今 私は 
實は © 員 長の 報吿で 初めて 承知した のであります が 

此 委員 會の 決議す る 時は、 私は 不幸に して 留守で あ 

りました. 居りましたなら ば、 もう 少し 調べて 欲し 

いと 云 ふ 意見を 申 述べて 見やう と 思つ たので 有ます 

が、 其 機 會を得 ませなん だ、 今 委員長の 御 報 吿に依 

ると， どなた か 委員の 小の 一人から 其 意見が 出た と 

云 ふこと であります が、 さう すれ ぱ益々 以て K が 此 

處に 立つ の ほ 無益になる かも 知れ ませぬ、 私は 右 申 

す やうな 次第で あつて、 もう 少し 調べて 見る 必要が 

あらう と 思 はれる-どこか 調べて 見る 必要が あるか 

と 云へ ば、 玆に 算盤に 掛からぬ 曼陀線 の惡 いこと が 

ある、 算盤に 掛からぬ 極く いかぬ 事で ある， それは 

何で あるかと 云 ふと 四十 分の 一 の 勾配の 大 「トン ネ 

ル」 が 一哩二 十 鎖 も ある、 是が 非常な 缺點で ，若し 


是が 直らない 位なら ば， 固より 成る 程 二百 五十 21 圓 
掛かつても、 こちらの 琴 平 線へ 持つて行く のが 當然 
であるか も 知れない、 「トンネル J の 中を 一哩 以上 
も 四十 分の 一の 勾配が 鞀 くと 云 ふことは、 是 ほ 例の 
無い ことほない が、 極く いかぬ 撻關 車が 空 轉を する 
璣關士 が 窒息す る、 甚 しき ほ 列車が 逆行して、 どん 
な 災害を 受ける かも. 知れ ませぬ、 此 一哩以 上 •四十 
分の 一の 勾配が 「トンネル ' の 中に 在る と 云 ふの ほ 
最上の 缺點 である、 之を 直す ことが 出來 るか、 出來 
ぬか、 どうも 昨年 さう 考へ た、 今日 も尙ほ 直せ さう 
に 思 (X れる •ちよつ と 手 K 似を して 御覽に 入れます 
が 「トンネル」 の 中の 路が 斯んな 風に なつて 居る、 
之を 斯う 少し 上げる， 勾配を 弱くする. さう すると 
「トンネル J は 短くなる、 短くな れば H 費は 益々 減る 
併ながら 出た 所で、 此鐵 道が 其 儘で 谷を 下 だれる か 
下 だれぬ か VT 問題で ある 私の 見る 所で ほどう も 下 だ 
れはせ ぬかと 思 はれる 又よ し 其 谷を 一つ 下 だつても 
谷の 狭い 所から 廣い 所へ 出て， とんと 瀧の やうに 落 
ちて はどう も 仕方がない、 然るに 觀音垚 方面は 地形 
が 谷の 狹い 所を 出る と 五 萬 分の 一の 參謀阖 でも 分り 
ますが、 どうやら 緩 勾配の 傾斜 地ら しい、 さう すれ 
ば 其 間の 勾配が 収れる だら うとち よつ と 思は れ る， 
それから それを 調べて 見た. それから 若し 「トン ネ 
ル」 を 短く して、 勾配を 弱くする、 弱くして 今度は 
「トンネル」 を 少し 長く する、 長く して、 さう して 
低い 所から 出始める •即ち 南 !: I を 低く して* さう し 
て 「トンネル」 の 中の 勾配を 弱くする、 さう すると 
無論 「トンネル」 が 長くなる •從つ て H 費が 瓶え る 
殖えます が、 鹽人線 の r トンネル」 が一 萬 三千 九 百 
尺からで ございます、 さう すると 二 哩半ぱ かり* そ 
れか ら曼陀 のは 八 千 三百なん ぼと 2;- ふので すから、 
曼 陀の大 「トンネル」 と鹽 入の 大 「トンネル」 と 比 
ベる と、 長さが 一哩 から 違 ふ、 それまでに 延ばす 必 
要がなくて 出來 ると 思 ふ. 併し さう 無暗に 「トン ネ 
ル」 を 延ばす 必要 もな し •實際 唯 言 つても、 馬鹿 馬 
鹿し くて さう 云 ふことは 出来ない かも 知れない、 或 
る 程度まで 入口を 下げて、 或る 程度まで 出口を 上げ 
る、 さう すれば 「トンネル」 の 勾配を 弱くして、 而 
も樂に 下げる ことが 出来る ，但し どこへ 接續 する か 
が 間 題で ある、 是は强 ち觀音 寺に 接續 する 必要 もな 
い、 豊濱に 接續 する 必要 もない、 前に 申しました 通 
り 問題は 何で あるか、 問題は 土 佐の 國を 四國の 北海 
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岸の 鐵 S へ 速辂 させて、 それから 廷ぴて R 神 nil 方に 
及び 若く ほ 九州に 及ぶ と 云 ふ 問題であります* どこ 
でも 接 ^ して 宜しい* それ •かどう ^ • 私は Jli 來さ うに 
思 ほれる、 それで 昨年 さう 云 ふこと を 調べて 欲しい 
と 云 ふこと を 申 述べて-: t rL. .-: ..: '-: : :-' . 

あつた ことであります から、 當局泝 •か 如何に 考へて 
居られる かと 云 ふこと を H に 及んだ-所が W I.,J :(\ 
ほ 全 ig 昨年 十月に 更迭に なつた のです から  >  それ か 
ら 調べを すると 云 ふのは 隨分 W III な 取 M だと 云 ふこ 
とほ 恐察す る、 石 丸 副 總 裁の 言 ふのに、 時 もなかつ 
たから、 併し それは 機械に 依つ て 調べる 必要は ない 
自分が 十分 踏査して 知つて 居る， 是は石 丸れ の 線路 
調赉 に經驗 ある こと、 從つて 其 地勢の 能く 分る こと 
は 私は それを 承認し ます、 承認し ますが、 at 線 ばか 
りは 少し 斷言が 過ぎる と 思 ふ、 どうも まだ 私は 安心 
がなら ぬ、 そこで さう 沄 ふ 次， 第で あるから、 委员 B 
に 於て 私が 若し 決議の 時に 居つ たなら ば， もう 少し 
調べて 御贽な さらぬ か、 まだ 昨年では 此エ琪 に 掛か 
るのは 十 年度と 云つ て 居つ た， で 前の 常 局* は 所 I UIJ 
普及 速成の 主義を 持つて 居つ て 急に 掛かる ことは 惡 
くは ない、 私 も 土 佐へは ¥ く鐵 道を® いて やる と 云 
ふ考で あるから、 急ぐ は 宜しい が、 併し 何と 云つ て 
も 八 年度は 一年 十 萬圓 ばか 〇の鸨 算で あつて、 而も 
專ら 測量に 從# する， 斯う 云 ふこと であるから、 今 
直に 鍬を 入れな けれ ぱなら ぬ ことで ないから、 此場 
合に 於て 大して 费 用が 掛かる でもな く、 大した 時を 
費す ので もない、 更にもう 一遍 あの 線を 調べて 見て 
「トンネル」 を 短く すれば、 是々 へ ほ 出られない 「 
トンネル」 を 長く すれば •斯の 如くな つて， HS が 
斯の如 く 殖える と 云 ふこと を、 具體的 に說 明が あつ 
たなら ば、 私 も 安心して 琴 平 線に 賛成す る、 今日の 
場合では どうも まだ 安心して 数 成す る ことが 出來な 
い >惜 いかな 二百 五十 萬 W 無駄に 使つ てし まう、 そ 
れ ょりも 輕便鐵 道を 三 四十 萬 _で ©いた 方が 餘ほど 
宜いで はない かと 云 ふ 念 傲が 私に 上 ぼる、 之を 調べ 
て 見る と 云 ふことは 委 M 會で申 述べて 見たかつた が 
其 間が ありませ ぬで •どなたから か 御 話 かあつた か 
ら 、今 私が 空 辯を 費す 必要は ありませ ぬが、 今 兎に 
角 說明 しろと 云ふ委 W 長の 御 話が ありました から、 
暫く 御淸鸱 を 煩した 次第であります。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君い他 に 御發言 もない と 認め 
ますから、 採決を 致します、 兩 案の 第二 IC1 會を 開く 
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べしと する 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多 f( 

〇 謎 長 (公 fia 徳川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 
0伯鹊柳原義光君商ちに第1函會を開かれむこと 
を 希望いた します。 

0 議長 (公 餌 德川家 達 君〕 動 P には 資成 者を 要し ま 
す。 

0 伯 辟 吉井 幸藏君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 柳 原 伯 Kf の 直に 兩 案の 二 
讀會を 開く と 云 ふ 說に御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇蕺長 (公爵 德川家 達 君〕 isi に兩 案の 第二 ! a © を 開 
きます、 石 丸 鐵道院 副 總裁。 

〔政府 委員 石 丸 m 美 fr 演壇に 登る〕 

〇 政府 委 a (石 丸 重 美 君〕 先刻 古市四 士の此 線路に 

付きまして の 御 說明が ございました が、 多少此 政府 

の 調べと 違つ て 居ります る 所 もあります る やぅで ご 

ざいます、® だ 恐れ入ります る けれども 、叶 處で少 

し此 線路に 付きまして 御 話を 申 上げて、 此 《 相を 御 

了承に ならむ ことを 願 ふ 次第で、 今冋 政府案と 致し 

まして 此琴平 、山 田 間の 新 線を 出しました のは* 是 

は 鐵 m 敷設 法案の H! 来ました 當 初に 於き まして、 第 

一番に K' 定線 ょり 繰 入れられて 屛〇 ます错 川 縣下琴 

平ょり 高 知 縣下高 知を 經て須 崎に 至る •斯ぅ 云 ふ 敷 

設法 案の 錄 道 に 規定せられ て K りました 次第で あり 

ます、 其踩路 を 政府は 是な りと 致しまして* 今般 数 

設法を 改正を 致しまして、 llt tQ 路を 出しました 次第 

でございます、 其 地形と 經濟 に付きまして は、 豫て 

窃迫 院當 局に 於き まして 詳細 調査を 致しました 次第 

で •都合 違 ひました 組を 以 ちまして 器械を 入れ まし 

て 調 ? t いたしました ことは •前後 三 间で ございます 

尚 ほ 其 外に 比較 踏査を 致しまして、 又 其 線の 調査を 

詳しくした こと も ございました， 彼れ 此れ 四 回の 調 

赉 を 經て！ £ る 線路で ございます、 其 上 昨年 政府案と 

致しまして <?• 此曼陀 段 及 W 入 線と 云 ふ もの ゝ比較 調 

査が …… 綿密なる 比較 調 5*t が 鐵 迤 院に出 来まして、 

それが 昨年 謎 愈に 出まして 、其® 音 寺 線の 方は 否決 

になり ました 次第で ございます、 今冋是 に付き まし 

ては 裸て 昨年の 誔會に 於き まして 古市！ g  士の特 なる 

御 註文が ございまして、 十分に 調 杏を 仕 iil£ して 見て 


さう して f.1.? ほ此勾 酬 等に 付ての 自分の 考は斯 うで あ 
ると 云 ふ 其 御考も ございました から、 當 局に 於き ま 
して it それには 十分の 注意を 致しまして 調べた 次第 
でございます、 m し此 器械を 入れて 現場に 參り まし 
て、 此 W 路を測 蛩 すると： 2X ふことは、 旣に唯 今の 鐵 
道院當 局に 於き ましては 其 必要を 認めない ので ござ 
います、 それは 或は 左右に 少し 寄る とか 云 ふことは 
それは 出来 ませう が、 大體に 於き まして 此線路 の 地 
形を 唯今 調べて あるよ より 以上 非常に 違 ふ 地形 
に 引き直す と 云 ふことは， 到底 現状に 於て m 来ぬ と 
確信いた しました 次第で ございます、 それで 阼年調 
ベました 所の 其 材料を 少しも 變化を 致し ませず して 
其 材料に 法り まして 机の 上で 尙ほ綿 密に 調査いた し 
ました •其 結果を 見ます ると 云 ふと、 旣に旳 年 調べ 
て ある ものに 於て 明かに 此铤劣 が 見えます る、 それ 
を 申 上げます ると. 此 地形に 於き まして 旣に礙 劣が 
明に なつて 居る のであります、 琴 平、 池 田 間は 長さ 
が 實測哩 が 十七 m 七十 五 銷にな つて 居ります、 海面 
上の 高さが 千 二十 八呎 「n ンマ」 二で ございます， 
最急勾 配が 四十 分の 一 になつ て 居る 曲線の 最小 圓徑 
なる ものが 十五 銷で あります、 それから 曲線 一哩平 
均の總 數の 角度の 締め高 七十 九 度 二 十分で ございま 
す •それから 線路の 抵抗力で ございます、 是が 一番 
吾々 技術者と 致しまして は 重きを 匮 くので ございま 
す •是が 一噸 に付きまして の 抵抗力が 一一 十三 「コン 
マ， 一九 一八 一で ございます •それから 是に 依り まし 
て此 曲線と それから 勾配、 水平と それから 直線に 換 
算いた しました る 所の 其 線路の 長さが 五十 四哩 六十 
五® になつ て 居ります、 是は實 測 哩 十七 哩 七十 五 鎖 
と 云 ふ ものを 此 la 線と 水平に 直します ると. 五十 四 
哩 六十 五 鎖に なつた ので ございます、 依つ て 其 延長 

率なる ものが 三 「コンマ」 一ー ニー、 斯う 云 ふこと 

になります、 それで 是 ほ 觀音 寺より 池 田に 至ります 

る 線 •即ち 曼陀 線と 稲し まする 線に 比較し まする と 

距離 ：：： 實 測 « に 於き ましては 十七 ffl 三十 銷にな つ 

たのであります、 昨年の 比較 ほ ® 音 寺， 池 田 間と 云 

ふこと になつ て 居りました が、 實 際に 於き まして ほ 

此 « 浦と 云 ふ 所から 分岐して 出て 居ります ので ござ 

います， さう して 此總 ての ことは 豊浦 から 比較に な 

つて 居ります から、 公平を 缺いて 居る、 それ故に 觀 

音 寺、 池 田と 云 ひます と、 十七 PEH 三十 銀になる ので 

ございます >  是を 琴 平、 池 田 間に 較べます と、 距離 


に 於き まして ffi に 四十 五 鋇だ け is ふので ございます 
それから 此 海面 上の 高さが 八 百 六十 六呎 「n ンマ」 

の 七 七で ございます •最急 勾配が 四 十分の一、 曲線 
の 最小 阊徑が 十五 銷 、それから 直線 一哩 總數の 曲度 
が 八十 度 四十 七 分 •それから 平均 抵抗力は 二十 六 「 
コンマ」 四 七 四 九と、 斯うなります、 先刻 古市 W 士 
の 御 話の 中に 此延長 率が 云々 と 云 ふ 御讀み 立てに な 
りましたのほ*ちよつと私には分りませぬが、多分 
是を 仰せられた のでは なから うかと 思 ひます， 數字 
がちよ つと 似て 居ります から …… 是で ございま すれ 
ば 是ほ 抵抗力で ございまして、 此抵抗 力の 多い 方が 
線路が 惡い ので ございます、 それから 此の® 音 寺 線 
なる ものは 二 十六 「n ン マ」 何々 と 云 ふので ござい 
ます •それから 琴 平 線は 二 十 三 「n. ン マー 何々 と 云 
ふこと になります るので* それで 是を 水平 直線に 換 
# いたしまする所の其哩數を見ますると，五7~八哩 
八十 二 鎖、 斯う 云 ふこと になる ので、 さう 致します 
ると此 實際營 業を 致しまして 同じ 「コン ジシ ヨン」 
…… 有樣に 導きまして さ 5 して 比較した 長さに 於き 
まして、 丁度 四哩 幾らの 差が 出て 參 ります るので ご 
ざいます •それから 延長 率が 三 「コンマ」 四で •こざ 
います， 即ち 此の 延長 率も觀 音 寺 線の 方が 少し 多い 
のであります- 斯く 申して 參 ります と •此 表の 上に 
現 はれます る 所の 地形の 有樣に 於き ましては‘ 海面 
上の 高さが 一方が 萵 い， 斯う 云 ふこと になります、 
lit 海 rR; 上の 高さに 付ての 問題は 是 ほ 其 出 發點を 同じ 
く収り ませぬ と* 同じ 高さの こと •か 論ぜられ ませぬ 
それで 此阼 年の 比較を 致して 居ります るのは •一方 
は 旣战 琴平驛 より 池 OJ に參 ります もの、 一方は 旣成 
豊濟 より 池 田に 參 ります もの、 比較に なつて 居り ま 
すから， それ故に 其 海面 上の 高さなる ものと •琴 平 
の 高さと 云 ふ もの ほ 引いて 置きまして、 比較を 致し 
ませぬ と， 公平な 比較が 出來 ませぬ、 それで 比較を 
致します ると、 海面 上の 高さが 高い 故に 地形が 惡い 
と 云 ふことの 結論には 參り ませぬ ので ございます、 
是が其 地形の 昨年の 通り 動かし ませぬ 所の 地形で ご 
ざいます、 古市 fs 士の特 なる 御 註文に 依りまして、 
此多 度津を 起點に 致しまして、 調査いた した ものが 
ございます、 それ {X 今年 急に 作りました ので ござい 
ます、 それを 見ます ると、 此多度 律を 起黯に 致し ま 
すると、 多度津 より 琴 平に 參 ります のに、 旣に 海面 
より ? 1 何呎と 云ふ觀 音 寺に 較べて 高くな ります 故に 


一方 觀音寺 線と 云 ふ ものに 較べます と、 此抵抗 力と 
云 ふ ものが •翻 音 寺 線の 方が 減つて 參 ります 次第で 
併ながら 距離に 於て 差が 起きます る 故に、 矢張り 其 
地形に 於き ましては 此觀音 寺 線の 方が、 換算 哩に於 
て 八 Mfl と 七十 三 鎖 だけ 長くなる、 斯う 云 ふこと にな 
るので ございます、 此八哩 七十 三銷 乃至 四哩 幾らと 
申します ものは， 將來營 業いた しました 後に 時間に 
非常な 關 係を 及ぼし •尙ほ 色々 な ことに も關 係を 及 
ぼす ので ございます が •それは 先づ申 上げない こと 
に 致して、 地形 だけ 唯今の 所では 申 上げる ことに 致 
します- 是がざ つと 致しました 詰り 地形に 於て 琴 平 
線が 觀音弈 線に ® つて 居る と 云 ふこと でございます 
然ら ば此 地形なる ものは、 唯 數 字で 現 はれた もので 
判 斷す るかと 申します れば •是は 又 さう 行かないで 
唯 隧道が どつ ちが 長い、 橋が どつ ちが 長い、 どう 云 
ふ險 しい 所を 通る かと 云 ふ 問題が 起きて 參〇 ますが 
要します のに I!t 問題は 總て 平均 抵抗力で 解決が ; II 來 
るので、 ® ら隧 道が 長くても、 规ら 橋が 多くても • 
幾ら 谷を 廻りましても •抵抗力の 少ない 線路が 比較 
いたしまして 良くなります‘ 即ち 此水平 直線に 換算 
いたしました 所の、 其 長さが •現い 方が ': U い、 斯う 
云 ふこと になります、 それから 今度は 此祝路 に付き 
ましての 經濟で ございます が •是が 即ち ® 音 寺 線の 
方 It 琴 平 線に 對 しまして 二 ' ¢1 幾 十 萬 だけ 安い、 安い 
が 故に 是が 良い、 斯う 云 ふま あ 結論に 昨年は なつて 
居ります が、 是は二 百 五十 萬 圓安 いのに も拘り ませ j 
ず、 此琴平 線と 云 ふ もの、 利益と 云 ふ ものが， 觀音 
寺 線に 較べまして ずつ と {几し いので ございます •是 
は旣に 諄々 しく 申 上げる こと も ございませぬ が、 唯 
利益 だけち ょつ と 申卜.げ ませぬ と •話が 明かで ござ 
いませぬ が、 琴 平、 池 田 間 13: 建設費に 於き まして 約 
六 百 三十 八 萬圓で ございます、 それから 普： 濱 •池 田 
間の豫 算では 觀音寺 から m ますれば 三哩幾 らかの 差 
になる かも 知れ ませぬ が、 農 濱から 分岐いた します 
から 豊濱 、池 田 間の 豫算に 致しまして •是は 約 三百 
八十 八 萬圓で ございます* それから 此 琴 平， 池 田 間 
の 資本 建設費に 對 します る 所の 鐵道 純益なる ものは I 
一 朱 五 厘 六 毛で ございます ，曼陀 線と fio します 方に | 
出ます 所の 純益が 一 朱 八 毛で ございます、 それから 
鐵道 利用者の 利益が、 前者は 二 分 四 毛， 後者は 一分 | 
九 厘 一毛 •資本に 對 する 總益の 割合は 三 朱 六 厘、 後一 
者は 二 朱 九 厘 九 毛 •斯う 云 ふ 割が 出ます る， 是ほ詰 | 


鐵道妙 設法 屮改 正 法律案、 北海道 鍅 逛 敷設 法 中改 正 法律案 第二 讀會 


七 六 三 


院族 ft 合議 國帝回 一十 四 第 


111111111  i-—  1111-  510^  ^-1  — 


り 琴 平 線の 方が 旅客 も 多い し、 尙ほ 貨物の 雄 散が 多 
いと 云 ふこと が 分る ので ございます •それ故に 地形 
ほ 此 抵抗力に 於て 旣に 一方 ほ 二 十三、 一方は 二 十六 
と 其處に 三の 抵抗力の 差が ありまして •尙 ほ胬 業い 
たしまして それに 來た ります る 旅客、 貨物の 調べに 
於き まして it 、 旣に斯 の 如き 差が 出て 居る ので ござ 
います、 是は若 し此多 度津 を起點 に 致しまして、 變 
方の 地形 •經濟 を 論ずる やうになります ると、 多 度 
深ょり 琴 平に 至ります 此參詣 者の 利益を 琴 平 線に 入 
れて勘 定い たしましたなら ば、 此跺ほ 一割 以上の 利 
益の ある 線と、 斯う 云 ふこと になります 次第で、 是 
が 今の 經濟 の關 係で ございまして、 それから 尙ほ本 
年 此委辑 钤に 於き まして 古市 |'5 士の御 註文で 此の 觀 

音夺線 の 方の 隧道を ま 少し 短く は / II 来ない か、 それ 

ほ 約 二 十 米突 則ち 六十 六呎 上の 方に 行つ て さう して 

何とか 短く して 顔を 突出して •觀音 寺の 方に 紆餘屈 

曲して 勾配 {3: 何とか 収れ まい かと 云 ふ 御 話が ござい 

ましたが それは 到底 / ti 來ませ ぬと 斷 言いた しました 

ので ございます‘ 何故な れぱ唯 今の 線です から 八 百 

幾らと 云 ふ 高さに 向つ て 居ります、 其 規维の 高さを 

尙ほ 六十 六呎 高めて、 さう して 勾配を 取る と 云 ふ 事 

は ♦到底 それに 腦ずる だけの 長さを、 此觀音 寺 線の 

方に 向つて 按排す ると 云 ふことは、 到底 1111 形に 於て 

許し ませぬ、 外に 小さい 谷で も澤山 ある 所なら ば 兎 

も 角 も、 JJI K! に 於て それ ほ 私の 考 へる 力に 於て は、 

今の所に 於て は 出来ない と斷 言いた す 外は 仕方がな 

い、 斯う 云 ふこと を 申 上げた 次第で、 是ほ 機械を 入 

れ ましても 到底滿 足なる 勾配を ^ て、 膝 ii を 短く す 

る ことは 到底 出来ない と 思つ て 居ります、 然るに 此 

琴 平 線の 方は 是は成 る 程 隧道の 長さは 二 哩半 以上 ご 

ざいます るが •併し 中の 線路の 勾配 も 宜しう ござい 

ますし、 從 つて 換算いた しました 所の 延長 率 も 少な 

くな つて 來て 居る やうな 次第で ございます， 幾ら K 

ia が 長くなりましても、 又 勾配が 幾ら 四十 分の 一が 

ありましても-其 善し 惡 しを 判 斷い たします 所の此 

延長 率 及 抵抗力と 云 ふ ものは 現に 此處に 出て 居り ま 

す、 是は唯 見た 時に 隧道が 長い 短い、 橋が 長く 短い 

と 云 ふ がげ で 見て 居ります が、 結局點 に 至ります と 

斯う 云 ふ 方が ®: しい、 斯う 云 ふこと になります 次第 

であります-それから 時間の ことに 付きまして •此 

線路は 元來 局部 線と 致しまして 之を 比較いた します 

れば それは 腹 か 二 十 M!! 足らずの 所に、 どつ ちの 鐵 道 


を 遝ぷ かと 云 ふこと になります れぱ 、それ は 二百 五 
十 萬圓 安い 方を 選びます るが、 是 if. 局部 線では ござ 
いませぬ、 四國の 所謂嗤 斷 線、 四 國の眞 中を 突 切つ 
て •南 街道から 北 街道を 結 付けて， 尙ほ 之を 旣成山 
陽 線に 依つ て 大阪 若く は Bi 京に 行く と 云 ふ， 一つの 
鐵 道 網の 大切なる 所の 是系 絡に なつて 居る 線路で ご 
ざいます、 それ故に 此二 fc 五十 萬圆 なる ものは， 之 
を須 崎、 琴 平に 割 當て ますれば、 僅か 一哩に 致し ま 
して 一 萬 足らずの もので ございまして、 さう して 永 
久此營 業 費に 於て 得を する、 斯う 云 ふこと になり ま 
す •尙ほ 無形の 時間に 於て 得を 致します る ことが、 
あつて 唯 普通の 速力を 以て 行く ことにして 比較して 
兑 まする と、 觀音 寺の 線を 通ります る 方 (X 丁度 十八 
分 乃至 二 十分、 多 度津に 出ます るのに 違 ひます、 琴 
不 線の 方は それだけ 早く 著く と、 斯う 云 ふこと にな 
ります るので、 之れ に付きまして ほ まだ 色々 な 細か 
い 材料 も ございます るが、 餘り申 上げる 必要 も 無い 
やうで ございます るから、 是だけ 申 上げて 置きます 
るが 今の 技術 上の 問題に 付きまして、 唯今 御聽 きに 
達しました より 外に •まだ 技術 家と 致しまして は 申 
上げたい やうに 思 ふこと も ございます が、 是ほ餘 り 
細かくな りまして、 此處で 御淸聽 を 煩は すの ほ 誠に 
恐れ多い 次第と 思 ひます から、 是は略 します が、 斯 
の 如き 次第で ございまして •此 調査に 於き ましては 
十分 私は 盡 して 居る と 存じて 居ります， 併ながら 委 
員© の 席に 於き まして、 先輩 古市 博士より 懇 々、愈 
憨やる 時には 今一度 調べたら 宜から うと 云 ふこと を 
御言 づけ も ございました から、 それ ! 3; 私は 服 )® いた 
しまして、 尙 ほ其實 測に 於き まして ほ 自分が 自ら 參 

りまして、 さう して 能く 是は 調べる 積り で 居ります 

斯樣な 次第で ございまして、 此 調査と 及 其算臉 に 於 

きまして は、 誤りが 無い やうに 思 ひます るで、. 其 こ 

とを ちよつ と 御說明 旁々 申 上け て 置く 次第で ござい 

ます* さつき 古市 ffi 士の 仰せられました 延長 率と 云 

ふ ものは、 どうも 餘程私 考 へます るが、 さう 云ふ數 

が 51 ませぬ ので ございます が、 或は 抵抗力の 御 間違 

ひでほな からう かと 唯 思 ひます る 次第で、 後刻 何れ 

敎を乞 ふこと に 致したい と 思 ひます、 甚だ . 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕. 兩案 とも 全部を 問題に 供 

します、 全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


〇伯昭 柳 原義 光 君 直ちに 第三 請 會を 開かれん こと 
を 希望 致します。 

0 子 辟 西 大路 吉光 君 S 成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第三 if 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か" 

〔「異議なし」と呼ふ者あり〕 

0 議長 (公爵 德 川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇議畏 (公 餺 德川家 達 君； >  兩案と も 第二 讀會の 決議 
通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 ®? 德川家 達 君〕 御與議 ない と 認めます。 
0 ® 長 (公® 德川家 達 君) 日程 第 十六、 北海道 a  土 
人 保 ii 法 中 改正 法律案 •政府 提出， 衆議院 绘 付、 第 
1 讀 會の續 、委員長 報告。 

北海道 舊 土人 保 謎 法 中 改正 法 S 案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報吿候 也 
大正 八 年 三月 一日 

右 特別委 員 副 委員長 
伯爵 淸 駿家敎 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯 K 淸褪 家敎 岩演 ® に 登る〕 

〇 伯爵 淸 _ 家敎君 本日は 該法 案の 委員長が 缺席で 
ごいます から、 私よ 〇 申 上げます、 極く 成るべく ® j 
單に申 上げ やぅと 存じます、 北海道® H: 人 保 態 法と 
云 ふ ものは、 現行法と して 施行され て 居る ので ござ 
います、 此度 提出に なりました 理由 ほ、 本 議場に 於 
きま L て 當局 大臣より >  御說 明に なつた と同樣 のこ 
とを、 委員 會に 於き ましても 政府 委員より 御說 明に 
なりました ことであります から、 私 ほ ffi ねて 申 上げ 
る ことほ 差控へ ます、 又此法 案に 付きまして 豫算に 
蛮 聯を して 居ります、 此點 も豫算 に關 係の ことほ 私 
より 申 上げる ことは 差控ベ ます、 耍す るに ILt 法案は 
現行法に 於き まして 陆かな 缺點が ございます が 爲に 
改正案と して 提出され まして 即ち W 土人が 一 萬 八 千 
人 程 居る さぅ でございます、 是 等の : 1: 人 ! 3; 誠に 知識 
に 於き まして 幼稚であります るが 爲 に" 病氣又 は 傷 一 

を 致しましても 相當の 治療を 施さない、 故に 現行法 
に 於き ましては 病氣 をした 時には 相當の 治療を する 
ことにな つて 居ります るが、 此 度の此 改正案に 於き 
まして、 傷を した 者までに も 相當な る 保 gg をして や 
ると 云 ふ、 即ち 此傷 をした 者と 云 ふだけ が、 此 改正 
案の 要旨で ございます、 極く 極めて 簡單な もので ご 
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ざいます、委員 0 は二回開きましたが、全合|致を 
以て 可決すべき ものと 議了した 次第で ございます、 
此段御 報吿申 上げます 、尚 ほ 前 申 上げました やぅな 
簡單な ili 案で ございます から、 S むらく； i rl 」 代を 省 
略せられ まして、 決議 あらむ ことを 沼み ます- 
〇 議長 (公 P 德川家 達 君) 本案の 第二 SEf ^ を くべ 
しとす る 諸君の 起立を 乞 ひます" 

起立 者  多數 

0 議長 (公 ^ 德川家 達 君〕 過半 SS と 18 めます。 

〇 伯爵 淸陡家 数 M 直に 第二 IA Q- を 開かれん ことを 
望みます。 

0 侯爵 細 川豳立 君， K 成。 

〇 議長 (公勝 德川家 達 君) K に 第二 讚 色を 開いて® 
異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

0_長( 公 樹德川 家 淖君 > K 異識な いと 13 めます。 
0 議長 (公 吋： i': 川 k .i ;/l 企部を叫題に供します、 
全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異_な いと 認めます。 
0 伯® 淸艇家 敎 5 SK に 第三 請 會を開 かれん ことを 
望みます。  ， 

〇 侯 fff 細 川 謹 立 君 燹 成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕® ちに 第三 諮會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ莕 あり〕 

〇讖長 (公 ffif 德川家 達 君 J 第二 讀會の 決識通 りで 御 
異存 ございませぬ か = 

〔「異 顬な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長：. 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
o_ 長 (公昭 徳川家 達 君) 日程 第 十七、 利息 制限 法 
中 改正 法律案、 衆議院 提出、 第一 證會。 

利息 制限 法 中 改正 法津案 
右 本院 提出 案 及 送 fl 候 也 
大正 八 年 三月 四日 

衆議院 識 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 徳川家 達 殿 
利息 制限 法 中 改正 法律案 
利息 制限 法 中 左 ノ通 改正 ス 

第二 條中 I 元金 百圓 以下 ハーヶ 年 = 付 百 分ノニ 十 
(二 割) 百 圓 以上 千 圓以下 百 分/十五 (一割 五分〕 
千 圓以上 百分ノ 十二 (一割 二 分) 以下 トス」 ヲ 「 


院族 贽會 菡國帝 回 一十 四 第 


元金 B1 圓未滿 ハ ーヶ 年-: 付 rf 分/十五 ( 一 制 :- f,: 分 
) 百阓 以上 千圓 未滿ハ W 分/十 二 ( 一割！ 一分〕 千 
g 以上 百 分/十 (一割) 以下 トス」- 一 改ム 
〇 謎 K (公 何 德川家 達 君) 特別委 員の 氏名を if 記 官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡軎 記贷朗 _〕 

利息 制限 法 屮改正 法律案 特別委 員 
伯 辟 副 島 道 1E 君  子 W 外 山光钳 君 
子爵 京 極 高 (isi 君  淺田德 則 君 
男爵 描 山隆俊 君  男爵 二條正 腰 君 
加 太 邦憲沿  大谷嘉 兵衞君 
藤本 閑 作 君 

0 議長 (公 時 德川家 連 君〕 口 程 第 十八、 未成 年老 飲 
酒肢締 法案、 衆議院 提出 I 第一！ li 會。 

未成年 界飮 酒収締 法案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 

大正 八 年 一一; 月 四日 

衆議院 議長 大岡 育造 

贵族院 詞 長 公 IKf 德川家 達 殿 

未成年者 飲酒 取締法 

第 一條 未成年 莕ハ 酒類 ヲ飮用 スル n トヲ得 ス 

未成年者 其ノ  23 w  -I 供 K ル爲 酒類 及 器具 ヲ所持 

スル トキ ハ行 政ノ處 分ヲ以 テ之ヲ 沒收ス 

第二 條營業 上酒 類ヲ 供給 スル 渚 ハ 未成年者 M 酒 

類ヲ飲 f!l セ シメ 又 ハ 其ノ自 用 — 供 スル コト ヲ知 

y テ 之ヲ 阪賣若 ハ 給與ス ル コト ヲ得ス 

第三條 前肢- 1 違 R シ タル莕 ハ 十圓以 下ノ 科料 ュ 

處ス 

第 四 條资苽 上酒 il ヲ供給 ス ル 者 ハ 家族、 雇人 其 

■V 他ノ從 業者- 1 シテ 未成年者 M 酒類 ヲ欧用 セシ 

メ又ハ 其 ノ  0 用-- 供 スル コト ヲ知リ テ 之ヲ 販賣 

若 ハ 給與シ タル トキ ハ 自己 ノ指揮 = 出 テ サルノ 

故 ヲ以 テ處 g ヲ免 ルル n トヲ焊 ス 

第 . 7?; 條铎業 上酒 類ヲ供 給 スル 老 M シテ 未成年者 

又 ハ ^ 治 痒 渚 ナル トキ ハ 本 法-一依 リ之ュ 適用ス 

へ キ罰則 ハ 之ヲ法 定代理 人-一滴 用ス m シ營 業-1 

關シ 成年者 卜同 ーノ能 カブ 有 スル 未成年者-一 付 

テ ハ 此ノ 限- 1 在 ラス 

第六條 法人/代表 渚 其 ノ他 ノ從， 者 法人 ノ 業務 

-! 關シ本 法-一 ® . 反 シタルト キハ 其/罰則 ヲ法人 

= 適用 ス 

法 A ヲ處 iiJ K ヘキ 場合 — 於 テ ハ 法人 ノ代 表者ヲ 


以テ 被 ^ 人 トス 
附則 

本 法 ハ 大正 八 年 四 月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
o_ 長 (公 n'f 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 再， SG 官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔岡® 記 官朗 _〕 

未成年 漭飲酒 •収締 法案 特別委 員 
伯 ffif 小 笠 原 長 幹 君  子爵 今 城 定政哲 
子 辟大浦 兼 一 君  小 野 田元泗 君 
三 宅秀君  岡 田 文 次 君 
鎌 田 榮吉君  星 島 謹 一郎 君 
竹 村與右 衞門君 

〇識長 (公® 德川家 達 君〕 日程 第 十九ょり 第二 十六 
まで 請願 # • 謹。 

〔左の 窓 見 K 案は 朗譖 を經さ る も參照 のた め 
玆に B 錄す 以：卜 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

釧路相 生 間 鐵逍 数設の 件 

北海 ii 網 走 郡美幌 村 平民 戥甲斐 孫七郎 外 四百 
七十 七 名呈 m 

右の 請願は 北 見國相 生ょ 〇釧 路國 釧路港 に 至る 地 
方は 網 走 阿寒 兩 川の 流域に して 面積 廣大 、地味 肥 
沃 、林 瘅鋦 產に窝 み 風光明媚に して 移民 遊客の 來 
往多 きを 以て 兩地を 速 絡す る鍅逍 を ® 設 する (X 是 
等の 富 源を 開發 する 所以なる のみなら す 網走釧 路 
間の 距離を 短縮し II 近く 敷 «' せら 6 へき 美 幌相生 
間輕仙 釾 道の 効果を 完ぅせ しむる ものなる を 以て 
速に 同鐵道 を 敷設せられ たしとの 旨 趣に して 貴族 
院は 願意の 大體は 採 辟す へき ものと 議決 致 候 因て 
議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及绘付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 誘 長 公爵 德川家 達 

內閗 總理大 K 原 敬 殿 


意 Ji 書 案 

熊阪 信號所 を 停車場に 變更の 件 

福 井 縣坂并 郡 坪 江村 平民 農 山 本 庄右衞 門外 四 

百 十九 名 呈出 

右の 読 願は 北陸 本線 細 S 木驛と 大聖 寺驛 との 中間 

に 在る 熊阪信 號所は 待避線の 設腩を 有する を 以て 

之を 停車場に 變：史 せらる るに 於て ほ 附近に 於け る 

豊富なる 海陸の 天產 物の 利用を 增し 多® の 學校生 

徒に 通 學の便 を與へ 其の 他吉崎 御坊に 參詣 する 者 


の 利を 阏る等 大に地 方の 利 叫を 進む るを 以て [n] 信 
號所を 停 耶場 に變 W せられた しとの 旨 趣に して 貴 
族院は 願意の 大體は 採！ i すへ きものと 議決 致 候 因 
て题院 法 第 六十 . Vi; 條に依 〇 別冊 及遂付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 誘 長 公爵 德川家 達 
网 聞 總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

三刀黾 郵何 局に 電信 開始の 件 
烏 根 縣® 石 郡 三 刀屋村 平民 商兩京 正 三 郎外十 
五名 呈出 

右の 請願 (3: 島根 縣飯石 郡 三刀屋 村は 松. 71: ょり ! ffi 島 
に 至る 雨 路に當 り 八 家 多く 軍馬の 來往 頻繁に して 
郡 内に 於け る® 物の 集散 場な り 然るに 村內郵 fill 局 
には 電信 事務の •取扱な く該 事務は 遠隔なる 大原郡 
木 次 局の 管轄に 磁し斐 伊川 出水の 際 U 交通 賊 杜絶 
し 村民の！ f 便 一方なら さるを 以て 三刀屋 郵便局に 
電信 事務を 開始せられ たしとの VT 趣に して 貴族院 
は 願意の 大體は 採抒 すへ きものと 議決 致 候 因て 謅 
院法第 六十 . r/I: 條に依 り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 _ 長公斟 德川家 達 
內閗 總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

軍人恩給 法 中 改正の 件 

栃木 縣 宇都 宮 市西墙 田 町 平民 無職 業 陸軍 步兵 
屮 佐石并 良吉 外 .? T. 名呈 U1 
靜 岡縣駿 東 郡 沼 雄 町 無職 業 陸軍 步兵 中佐 山 田 
重 郞外 一名 呈 H 

東京 府甍多 摩 郡龅谷 町 士族 陸軍 歩兵 中佐 井坂 
藝外 十一 ^ 呈出 

右の 請願は 茚人 恩給 法は 數 度の 改正を 經て殆 と 公 
平を 得た るも尙 明治 二 十三 年 勅令 第二 十四 號に依 
り 特に 官等を 進められた る 者に して 其の 官等に 相 
常す る M 給を 32 さる 13: 文官 退職の 場合 若 ほ 近來陸 
海軍 人の 現役を 去る 場合に 以て® 遇の 方法を 採ら 
るるに比し耦衡を失するを於て彼此既薄の盏なき 
やぅ 同 法 .? r 改正せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院 
は 願意の 大體は 採 揺すへ きものと 議決 致 候 因て S 
院法第 六十 7t: 條に 依り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 窬長 公 W 德川家 達 


內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

養殖 事業 獎励 に關 する 件 
靜岡縣 磐 田 郡 屮泉町 平民 農 川 島 攏藏外 五名 呈 
出 

右の 請願 (£ 我 國には 養殖 事業に 適する 干潟 •池沼 
汐溜等 多き に 拘らす 斯業の 發達せ さる ほ 天然資源 
の 開發上 遺憾なる を 以て 政府に 於て 適地を 調査し 
利用 方法を 指導し 則 業經營 者に 對 しては 補助金を 
交付す る 等 之を獎 勵 せられた しとの 旨 趣に して 貴 
族 院 ほ 願意の 大體は 採摺 すへ きものと 議決 致 候 因 
て _院 法 銘 六十 ？/；; 條に依 り 別冊 及涝付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 識長 公爵 德川家 達 

內 閣總现 大臣 原 敬 殿 _ 

意見® 案 

水 產試驗 場 設置の 件 

靜岡縣 磐 F1-I 郡 中 泉 町 平民 農 川 鳥 瀧藏外 五名 呈 

UU 

右の 詔 願は 水產 の試驗 に關 して ほ 水產 講胬 所及府 
縣立水 商 試驗 場に 於て - K の 一部を 行 ふと靶 互に 連 
絡を M  く か爲試 驗方法 の 統一な く M. 經費： 个足 にし 
て 其の 成績 ffi 良なら さる ほ 遺憾なる を 1:1 て 海面の 
狀？ 5 に 依り 谷國 を數 M に 分® し 谷區 に國立 水產試 
驗場を 設置せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願 
窓の 大體ほ 採 すへ きものと 謎 決 致 候 因て 議院 法 
第 六十 : Trr. 條に依 り 別册 及 ; S 付 候 也 
大正 八 年月日 

设族 院議 長 公爵 德川家 達 
内閣 總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

大正 六 年 法 鉗 第 六號璀 入 M 給 決 附則 改正の 件 
愛知 縣名 -Hr m 市中 區® 三 藏町 五丁目 退役 陸軍 
步兵 少尉 加 藤 光春 外 三十 ? i; 名 呈出. 

右の 請願は 大正 六 年 法律 第六號 を 以て 軍人恩給 法 
を 改正して 恩給を 受 くるの 事由 か 明治 四十 四 年 三 
月 以前に 生した ると 同年 四 月 以後に 生した ると に 
佐り 交 給 額を 興に する の 不公平を 除去せられ たる 
も尙扶 助 料は 大正 九 年分より iM 職 恩給 父は 免除 恩 
給は 同 十一 年分より 初て 增加 せられた る 全額を 給 
せらる るは 物 fr'i 暴騰せ る 今日に 於て 受領 搠利 者の 
甚苦痛 とする 所なる を 以て 大正 八 年 一月より 十 11 


未成年 济欧捫 収締法 案 第一 譖會  釧路相 生 間 鐵 ¢1 敷設の 請願 外 六 件 


七 六 五 


院族贵 會議國 帝 回一 十四 第 


稚内築 港の 諸 顔  衆 通院 題 員 邁擧法 中 改正 法律案 第一 la 會 


七 六 六 


月 迄の 分より (11 加せられ たる 金額を 支給せ ら るる 
やぅ 同 法 附則 第五 項 及第 六 項を 改正せられ たしと 
の 旨 趣に して a 族院ほ 願 S の大體 は 採 擇 すへ きも 
のと 議決 致 候 因て 翳 院法第 六十 ? 1: 條に 依り 別册 及 
送付 候 也  ■ 

大正 八 年月 日 

K 族 院議 長公脬 德川家 達 
P 閣^ 一: K 臣原敬 殿 
S 見 SJ 案 
稚內 築港の 件 

北海道 宗谷 郡稚內 町 商 藤 野 和平 外 百 六十 五名 
呈出 

右の 請願は 北海道 稚內港 は 將に 成らむ とする 宗谷 

天 顆兩 線鐵遒 の 完成を 俟 ちて 海陸 運. 送の 中樞た ら 

むと す而 して 同 港の 修築は 溢. に 北海道 拓殖 計 迸の 

一部と して 企 岡せられ たるに 後 父 同道 鐵 道 速成の 

痰 性に 供せられ 躞棄せ られた るは 交 道 上 並國防 上 

甚迆憾 なる を 以て 速に 同 港の 修築を 決定し 工事に 

著 手せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 

踏は 探 採す へき ものと _ 決 致 候 因て 議院 法 第 六十 

五條に 故り 別冊 及 is 付 候 也 

大正 八 年月日 

貴 族 院議 長 公爵 德川家 達 

內閣 總理大 FS 原 敬 殿 

〇 議長 (公 ! nf 德川家 達 君) 何れも 請願 委員長の 報告 

通りで 御異讁 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (公 掼德 JII 家 達 君) 御 異なし と 認めます。 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君) 次の 議事 日程は 決定 次第 

御 通知に 及びます ，本日は 是 にて 散會。 

午後 雹 時 二 十一 分散 會 

〇大正八年三月十日ハ月曜日) 

午前 十 時 九分 関議 

議事 日程 第 十六 號 

第一 伯爵 奧牢 昌恭君 • 三 木 與吉郎 君 諸 暇の 件 

第二 請願 委員長 報告 

第三 衆 _ 院議 員 選 擧法中 改正 法律 葉 (做 俯 褪 

?|  ^  .r 

第 四 汰征 访年 法律 第 六號中 改正 法律案 (龇腑 

•5 第 |讀1(|韻 長 二— 


i 史遞名 ili 保 i 案 
E ) 第  i 

第 六 H 業 原料 植物 硏究所 設置に 關する 建議案 

( ll gr ll ) 塞 

第 七 下關港 修築の 請關 會議 
第 八 喫煙 取褅法 制定の 諮 願會議 
第 九 八 戸町よ リ久慈 町を 軽て 野 田 村に 達する 
軽便 鐵道敷 設の 請願 會議 
第 十 天鹽 線を 稚內 よリ起 H 速成の 謙 願會議 
第 十 I  大正 六 年 法律 第 六 號甭人 恩給 法 附則 改 
正の 諝願 會議 

第 十一! 蒂 固在剩 寅-人 會國庫 補助の 諳 願會議 

o_ 長 C 公爵 德川家 達 君) 是 より 報吿を 致させます 
〔岡 書 IE 官朗 讀〕 

去る 七日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
事業 公 {K 金 特別 會計 法案 
臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 
朝鮮 事業 公債 法中改 正 法律案 
臺灣 事橥 公債 法 中 改正 法律案 
造幣局 据置運 if 資本 增加及 設備 擴張 費に 關する 
法律案 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 
北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 
北海道 駡 土人 保 KI 法 屮 改正 法律案 
同日 本院に 於て 採 擇す へき ものと 議決した る釧路 
相 生間鐡 道 敷設の 請願 外 七 件の 請願は 各 意見書を 
附し 即日 之を 政府に 送付せ り 
同 p 請願 姿 員 長より 左の 報吿 書を 提出せ り 

1 願 委員 會特 別報 吿第五 號 

一昨 八日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長 

の 氏名 左の 如し 

精神病院 法案 外 二 件 特別委 員會 

委員長  侯爵 花 山院親 家君 

副 委員長  北 里 柴三郞 君 

同日 議員 侯爵 德川賴 倫 君 外 六 名より 六十 九 名の 賛 

成を 以て 左の 法律案を 發議せ り 

史蹟 名勝 天然 紀念物 保存 法案 

同日 g 員 侯爵 德川賴 倫 君 外 六 名より 四十 五名の 賛 

成を 以て 工業 原料 植物 研究所 設置に 關 する 建議案 

を 發議せ り 


同日 衆議院ょり 左の 政府 提出 案を 受領せ 〇 
衆議院 SW 選 擧法中 改正 法律案 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり會 謹を 開きます、 
去る 七日 本院 蕻 員三 島 子爵の 薨去の 報に 接しました 
洵に 痛惜の 至りに 堪 へませ ぬ • & つて 弔辭を 贈りた 
いと 存じます •御 異議 ございませぬ か。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御異讅 ない と 認めます。 
〇 謬 長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 r 伯 勝 奥 平昌恭 
君、 三 木與吉 郎君 請願の 件、 奥 平伯搏 病氣 に付き 十 
一日 間の 請暇で ございます >  許可いた して 御 異存 •こ 
ざい ませぬ か 

〔「異議な しと」 呼 ふ界 あり〕 

〇 ■長 c 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
此際 諸君に 申 上げます、 三 木 君の 請暇 ほ 申出を 取消 
されました から •議事 日程から 削除いた します。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二、 請願 委員長 報 
吿 、細 川 侯爵。 

〔侯爵 細 川 il 立 君 演壇に 登る〕 

0 侯爵 細 川 護立 君 前回 御 報吿申 上げました 後， 即 
ち 二月 九日ょり 三月 八日まで 委員 會四® 、分科 會十 
七 回 開きました、 請願 文書 表の 報吿及 特別 報吿ほ 谷 
々四 回で ございます， 請願書の 受領 件數が 百 六十 七 
件， 二百 六十 九 通、 同じく 連署 人名 數が一 萬 六 千 九 
十 名で ございます、 審査の 經過及 結果を 申 上げます 
れば •第一 回報 吿の 際に 文書 表に 掲載いた しました 
もの、 內 、審査 未了の もの 五十 七 件、 九十 一 通 ■第 
一回 報吿後 請願 文書 表に 掲載し ました 數が百 四十 六 
件 一一 百 十四 通、 合計 二百 三 件， 三百 五 通、 此內 院議 
に 付すべし と 決議いた した ものが 三十 六 件、 六十 五 
通， 院議に 付す るを 要せず と ® 決いた した ものが 三 
十七 件、 五十 通、 赛査 未了の もの 百 三十 件、 百 九十 
通、 請願 文書 表に 未だ 揭 載いた しませぬ ものが 三十 
七 件、 八十 七 通で ございます、 尙ほ 請願 文書を 御紹 
介の 御 方は 成るべく 今月 十五 日までに 願 ひたいと 存 
じます、 此段申 上げます。 

〇 議長 c 公 辟 德川家 達 君〕 唯今 議長が 申し 落し まし 
たが、 三 島 子爵の 薨去の 結果、 豫算 委員に 缺員を 生 
じました •第 四 部に 於て 其 補闕選 擧を速 かに 行は れ 
むこと を a みます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第三、 衆議院議員 選 
擧法中 改正 法律案、 政府 提出 I 衆議院 ; S 付、 第一 讀 


會 、本日 も通睽 文の 朗 a は 省 8* いたした いと 存じ ま 
す， 御 異 ss ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 13 德川 家 il 轺〕 御災 速ない と 認め ま 十 

f 左の 送付 文 及 議案は 朗譖を 轾さる も袞 IS1 の 
ため 玆に載 鈴す 以下 之に 傚 ふ〕 

衆議院 P. M 51 擧法中 改正 法 fii 案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 盜院法 
第五 十四 條に 依 り 及 送 fi 候 也  . 

大正 八 年 三月 八日 

衆 謹院謎 長大 岡 育造 
K 族院 f 長 公 辟 德川家 達 殿 
衆議院 蕺員 選舉法 屮改正 法律案 


1 ほ  M K sl s t! 


衆議院 翳 員潠舉 法 屮左ノ 通 改正 ス 
第三 條中 「町村 ノ事務 ノ 全部 ' ノ下 -1 「又 ハ 役 松 
事務」 ヲ加フ 
第 五條 削除 

第六條 郡 市長 ハ 選 舉長 トナ リ選擧 會 M 關 X ル 1JJ 
務ヲ擔 任 7, 

一 選擧 區數郡 市 M 渉 ル トキ ハ 地方 長官 ハ關係 
郡 市長 ノ ー人ヲ シ テ 選 舉長 タラ. ゾム ヘシ 
第 八條第 二號及 第三 號 ヲ左ノ 如ク改 ム 

二 選舉 人名簿 調製 ノ期日 迄 引 la キ滿六 箇月 以 
上 同一 選 擧阔內 -I 住所 ヲ有 スル 莕 
三潠擧 人名 翊調 製ノ期 日 迄 引 緻キ滿 一年 以上 
直接國 税 三 M 以上 ヲ納ム ル 渚 
家督 相纓 -I 依 リ财窗 ヲ収煜 シ タル 者-一 付 テ 
ハ 其 / 財產 -I 付 被 相 績人 ノ爲シ タル 納稅ヲ 
以テ某 ノ遒 ノ爲シ タル 納稅卜 看做 ス 
第 九條中 「 年限」 ヲ 「期間」- 1 改ム 
第 十 一條 第三 號ヲ 在 ノ如 ク改ム 

三 六 年 ノ懲役 乂ハ 禁錮 以上 ノ刑- 一處 セラ レタ 
ル 者 

四 六 年 未滿ノ 懲役 又 ハ 禁錮 ノ 刑-一 處セ ラレ 其 
ノ 執行 V 終リ又 ハ 執行 ヲ受 クル コト ナキ- - 
至 ル 迄 ノ者 

第 十三 條第二 項 ヲ左ノ 如ク改 ム 

政府-一 釾シ請 貸 ヲ爲ス 者 及 其ノ支 配 人 又 ハ 主卜 
シテ同 ー ノ 行爲ヲ 爲ス法 人ノ 無限責任 社員、 役 
員及茭 配 人 ハ 被選擧 ffl ヲ有セ ス 


院族贵 色 露國帝 回一 十四 第 


前項 ノ役 员ト ハ發起 人、 取締役、 監赉役 及 之-一 
维ス ヘキ ^ 並溃筇 人ヲ 謂フ 
*第 十四胳 中 「選 舉區內 」 ヲ r 關係郡 市内 j  -I 改ム 
第 十八 胳中 「生年 月ーヲ 「生年 乃 日」- 一改ム 
第 三 十四條 中 「投票 超-一 捺印シ 」 ヲ 削 ル 
第一: 十二 條投溴 管理者 ハ ー名 又 ハ ® [ 名 ノ投篇 立 
會人卜 共-一町 村ノ 投票 K 又 ハ 郡 卜合セ テ 選舉區 
ヲ爲ス 市ノ投 M 區 -I 於 テ ハ投 IU, 1 k/ 翌日 迄 二、 其 
ノ他 ノ投區 二 於 テ ハ投蕻 ノ當 日投祟 函 、投票 錄 
及 潠擧 人名 纈ヲ選 擧長二 3S 致 K ヘシ 
第 四十 三條中 「開票」 ヲ 「選 舉會」 -1 改ム 
第 四十 四脐中 「潤 擧 長-こ ヲ 「選擧 長ヲ經 テ 地方 
長官-こ- 1 、「選 擧長ハ 」 ヲ 「地方 長官 c  -I 改ム 
第五十條伢書ヲ左ノ如ク改ム 

但シ投 缫 管理 渚 ハ 投票所 ノ 秩序 ヲ紊 ルノ II ナシ 

卜 ft ムル 場合- 1 於 テ投 M ヲ爲 サシ ム ルヲ妨 ケス 

第 六 ® 選擧 會 

第五 十 一條 選 擧 曾 ハ 潠舉 長ノ 搦 K ル 郡 市役所 又 

ハ 地方 長官 ノ許可 ヲ拐 テ L3g 擧長ノ 指定 シタル 場 

所-一之 ヲ開ク 

第五 十二 條遝辦 長 ハ 拽メ選 戡 會ノ 場所 及 日時 ヲ 

吿示ス へ シ 

第 35: 十三临 地方 長官 ハ 各 選翠 K 内 — 於 ケル 潠擧 

人中 ヨリ 三 名 以上 七 名 以下 ノ遝舉 立 會人ヲ 選任 

シ選犁 0 ノ期日ヨリ少クトモ三日前-|之ヲ本人 

- 一通 知シ 選擧會 -1 參 ©• セ シム ヘシ 

選舉立 符 人 ハ 正當 ノ琪 故ナク シテ 其ノ職 ヲ辭ス 

ル n トヲ 得ス 

第五 十四临 選 舉長ハ 總テ ノ投槩 函ノ绘 致 ヲ受ケ 

タル 日ノ 翌日 選犁 鈐ヲ 開キ潠 擧立會 人 立會ノ 上 

投槊函 ヲ開 キ投溴 ノ總數 卜投梨 人ノ跸 數トヲ 計 

筘 スへシ 

第五 十五 條屮 「開 撰 , rf 理 者」 ヲ 「選 舉畏 J _ T 開 

メ左 ノー孭 ヲ加フ 

票立會 入」 ヲ 「選擧 立會人 JM 改 U 

一選罌 郡 市-- 涉ル トキ ハ 各 郡 m 別 二 前孭ノ 

年 紹ヲ 爲ス ヘシ 

第五 十六 條遝擧 人 ハ 其ノ選 擧 e- ノ參 骰 ヲ求ム ル 

n トヲ 

中 「開票 立會 入」 ヲ 「溧擧 立 會 人」- 1 、 

「聞 ^ 符邶者 ーヲ 「選擧 長」- 一改ム 

第五 十七 胳投， 51 ノ 効カ ハ lil 擧立會 人ノ® 見ヲ聦 


キ潠职 長 之 ヲ決定 ス ヘシ— 


第五 十八 條 -- 左ノ！ 一號及 一項 ヲ加フ 
六被選擧人ノ氏名ヲ{!書セサルモノ 
七 衆 識院翳 員ノ職 -I 在 ル 者ノ 氏名 ヲ記載 •ゾタ 

ル モノ 

前項 第 七號ノ 規定 ハ 第 七十 四條又 ハ 第 七十 八條 
ノ 規定-一依 ル 潠擧ノ 場合 = 限 リ之ヲ 適用 ス 
第五 十九條 中 「開票 管理者」 ヲ 「選 擧長- こ改 

メ左ノ ー項 ヲ加フ 

ム 

一 選 舉區數 郡 市-一 渉 ル トキ ハ 各 郡 市 別- 1 前項 ノ 
手續ヲ S スへシ 

第 六十 條選擧 長 ハ 選舉 錄ヲ作 リ選 擧會 -I 關 スル 
ra 末ヲ 記載 シ 選 擧立科 人卜 共-一 翳 名シ 投票 錄卜 
併 セテ 議員 ノ任 期間 之ヲ 保存 スへシ 

潠 擧ノ ー部 無効 トナ リ更- 一 選 擧ヲ行 
ヒタ 場合-一 於ヶ- ル 選擧會 -I 於 テ ハ 
其ノ 投票 ノ 効カ ヲ 決定 スへシ 

第 六十 一條 削除 

第 六十 二 條中 「開票」 ヲ r 選聚會 j  -1 改ム 
第 六十 三條中 「開 撰 所 J ヲ 「選 擧 ir 場」- 一改ム 

第 七 章 削除 
第 六十 四 勝 削除 
第 六十 五條 削除 
第 六十 六條削 除 
第 六十 七條削 除 
第 六十 八胳 削除 
第 六十 九條 削除 

第 七十 條第二 項 乃至 第 S 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

當選人 ヲ定ム ル ニ 當リ得 票 ®! 同 シキ トキ ハ 年齡 
多キ 者ヲ取 リ年 齡モ亦 同 シキ トキ ハ 選 擧會ユ 於 
テ ii 擧長抽 飯シテ 之 ヲ定ム  • 

潠擧 訴訟 若 ハ 當選 訴訟 ノ結 果更- 一潠擧 ヲ行フ n 

トナ クシ テ 當選人 ノ定ム ヘキ 場合 二 於 テ ハ 選擧 

會ヲ 開キ之 ヲ定ム ヘシ 

當選 入當 選ヲ辭 シタルト キ 、死亡者 ナル トキ 又 

ハ 選舉 -1 關スル 犯罪-一依 リ刑 -I 處セ ラレ 其ノ當 

選 無効 トナ リタ ル トキ 其 ノ當選 人 第二 項ノ 規定 

-1 依 リ常選 人 トナ リタ ル 者 ナル 場合-一 於 テ ハ 選 

擧會ヲ 開キ 其ノ 規定 ノ 適用 ヲ受ヶ タル 他ノ 得票 

者-一就 キ當選 人 ヲ定ム へ シ 

前 I  i 項ノ 場合- 1 於 テ ハ 第五 十四條 第五 十五 條第 

〇 第 六十 一條 

五十 七條 乃至 第五 十九 條〇ノ 規定 ヲ適用 セス 


第 七十 一條 當選人 ノ定マ リタ ル トキ ハ 選 擧長ハ 
直- 1 當選 人-一 當選ノ 旨 ヲ 吿知シ 同時-一 當 選人ノ 
氏名 •得 蔑 數及選 织 人名簿- 1 記載 セラ レ タル 者 
ノ總數 其 ノ他驶 .擧 ノ顚 末ヲ 地方 長官-一報 吿スへ 

シ 

當選 人ナキ トキ 又 ハ 當選人 議員 ノ定數 -1 達 セサ 
ル トキ ハ 選擧長 ハ it 一 | 其 ノ旨ヲ 地方 長官-一報 吿 

スへ •ゾ 

第 七十 二 條- 一左ノ ー項 ヲ 加 7 

選 舉長 第一 項- ノ規定 -ite ル® 出 ヲ受 ケタ ル トキ 
ハ 直-一 其 ノ旨ヲ 地方 -tt 官 -1 報吿ス ヘシ 
第 七十 四條 左-一 报クル 事由 ノー ニ該當 X 、 ル 場合 
-1 於 テ ハ 更-一 選 舉ヲ行 フコ トナ クシ テ當潠 人ヲ 
定メ得 ル トキ 又 ハ 左-一 揭クル 其 ノ他ノ 事由-一 te 
リ若ハ 第 七十 八條第 四項ノ 規定-一依 リ選耜 ノ期 
日ヲ吿 7K シタルト キヲ 除クノ 外地 方 長官 ハ潠擧 
ノ 期日 ヲ定メ 豫メ之 ヲ吿示 シ更- 1 選 擧ヲ 行ハシ 
ムヘシ 

一 當選 人ナキ トキ 又 ハ 當選人 議員 ノ定數 -一達 

セ サル トキ 

二 當選 人當選 ヲ辭シ タル トキ 又 ハ 死亡者 ナル 
トキ 

三潠擧訴訟若ハ當選訴訟ノ結果 ― 诙リ當潠人 
ナキ- 一至 y 又 ハ當選 人 議員 ノ定數 -1 達 -L- サ 
ル-一至 リタ ル トキ 

四當選 人選 擧 -I 關スル 犯罪 二 依リ 刑-一 處 セラ 
レ 其 ノ當 ii 無効 トナ リタ ル トキ 
潠擧 訴訟 若 ハ 當一 、訴訟 ノ出訴 期間 ハ 前項 ノ 
規定- 一 依 ル 選舉 ヲ行フ コト ヲ得ス 其ノ 出訴 
T リタ ル 場合-一 於 テ 訴訟 繫屣中 亦同シ 
第 七十 八條議 M M 闕員ヲ 生 シタルト キハ 內務大 
臣ハ 地方 長官-一 其ノ 補闕ノ 手© ヲ爲ス ヘキ 旨 y 
命 スへシ 

地方 長官 ハ 第 七十 四條 ノ规定 -| & リ 選 擧ノ 期日 
ヲ吿示 シタルト キヲ除 クノ外 前項 ノ 規定-一依 ル 
命 ヲ受ケ タル 日 ヨリ ニ十日 以內 -1 細 闕選 轵 ヲ行 
ハシムへ シ但シ 第 七十 條 二 項ノ 規定-一依 リ當 
S1 人 トナ リタ ル 議員 闕員ト ナリ タル トキ ハ 直 11 
其ノ旨 ヲ選舉 長 二通 知 K ヘシ 
選擧長 ハ 前項 似 書ノ規 定- 一依 ル 通知 ヲ受ケ タル 
日 ヨリ ニ十日 以內 -I 第 七十條 第 四 項 及第 五 項ノ 
規定ヲ维用シ當撰人 7 定ムへシ 


補 闕選 擧ノ 期日 ハ 地方 長官® メ 之ヲ吿 示ス ヘシ 
第 七十 四條第 二 項ノ規 定ハ補 闕 潠 擧- 一之 ヲ维 m 

ス 

第 八十！ 一條-一 左 ノー  項ヲ加 フ 

當選 訴訟 ノ 裁判 確定 前當撰 人 死亡 シタルト キハ 
檢事ヲ 被 吿トス 

第 八十 四條- 一 左ノー 項ヲ 加へ 之ヲ 第一 項 トス 
選 擧訴訟 若 ハ 當選 訴訟 ノ ⑴訴アリタルトキハ栽 
判 所 ハ 其ノ旨 ヲ內務 大臣-一通 知 K ヘシ 訴訟 ノ繫 
)1 セ サルニ 至 リタ ル トキ 亦同シ 

第 八十 六條中 【十 圓以上 五 十 圓以 下ノ 罰 金」 ヲ 「五 

十 圓以 下ノ 罰金， | 二 改ム 

第 八十 七條左 ノ各號 -1 揭クル 行 爲ヲ 爲シタ ル 者 
ハ ー年 以下 ノ 禁錮 又 ハ ニ百 圓以 下ノ bl 金-一 處ス 
一 議員 候補者 力投 票ヲ煜 /i 目的 ヲ以 テ選擧 人 
又 ハ il 擧蓮励 者- 一 對シ 金錢 •物品、 手形 其 
ノ他 ノ財產 上ノ 利益 又 ハ 公私 ノ職務 ノ供與 
若 ハ 其ノ 供與ノ 約束 プ爲シ 又 ハ 其/供 與ノ 
申込ヲ 爲シ タル トキ 

一一 _ 員 候補者 力投 票プ得 ル 目的 ヲ以テ 選 擧人 
又 ハ S 擧 運動 者-一 對シ酒 食、 遊覽等 其ノ方 
法 及 名義 ノ何 タル ヲ問 ハス ® 鹏 接待 若 ハ 其 
ノ饗 K 接 侍 / 約束 ヲ爲シ 又 其 ノ 饗_ 接待 ノ 
申込 ヲ爲 シタルト キ 

三 議員 候補 渚 力投 票ヲ得 •ル 目的 ヲ以 テ潠擧 人 
-I 對シ 投票所-一往 復ス ル爲ノ 船 1P 馬 ノ類ノ 
供給 旅費 休 泊 料ノ類 ノ代辨 若 ハ 其 ノ供給 代 
辨ノ 約朿ヲ 爲ゾ又 ハ其ノ 供給 代辨ノ 申込 7» 
爲 シタルト キ 

四 議員 候補 渚 力投 票ヲ得 ル K 的ヲ以 チ 選擧人 
又 ハ 選 P 運 励 者-一 對シ選 擧人若 ハ 選擧 運動 
衮又ハ 其 ノ關係 アル 社寺 •學校 、會社 •組 
合、 市町村 等-一 對スル 用水、 小作 •債灌 、 
寄附 其ノ他 利害 ノ 關係ヲ 利用シ テ 誘導 ヲ爲 

シタルト キ 

五 議員 候補者 若 ハ 選擧運 動 者 力投 票 ヲ爲 サシ 
メサル 目的 V 以テ又 ハ 選擧迪 動 者 力 謎 M 候 
補 者ノ爲 二 拧累 ヲ爲 サシ ムル 目的 ヲ以ナ 第 
一號 乃至 第三 號ノ 供與黎 應招待 供給 代 辨若 
ハ 其 ノ約來 ヲ S シ又ハ 第】 號 乃至 第三 號 / 
申込 芯 ハ 前 號ノ誘 導 ヲ爲シ タル トキ 
六葯 A 候 則 ^ 又 ハ is 擧评動 者 力 熟 員 候補者 ヲ 


衆 謎院菡 員 遝擧法 中 改正 法律案 第一 讀會 


七 六 七 


院族 fl 會懲國 帝冋一 十四 第 


' »  二  ' ~~ *  — -  ~ '一ニ  ニー'  ►一一  一  . 

人  人 人人 人人 人人 人人 人人 人 人 


東 

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 I 選 
十  十  十 + 

四  二- •丄 十九 八七六五四三二 一府 擧 

區  區 區區 區區區 區區區 區區區 區  區 

南北 伊 荏 璺八牛 小 本 下神淺 深 本 日 京 芝 赤 麻 ii® 

2 二 原 1 1 込！1 1； 鄕谷田 草 川 所 ® 坂 布 谷 町 
郡 郡 岛郡郡 市區 M 區區 區區區 臨 M  M 區區 區區區 


七 六 八 

テ ハ 本 £lc 中 市-一 關ス t 規定 ハ M  - , 市長 ユ閱ス 
ル 規定 ハ 两長二 、市役所-- 關 スル 規定 ハ B 役所 
■I 之ヲ適 用ス 

町村制 V 施行 セサ >1- 地- 1 於 テ ハ 本 法 屮町村 -I 關 
スル 規定 ハ 町村 長 =维 スへキ モノ- , 町村 長-- 
關ス >u 規定 ハ 町村 長- 1 淮ス ヘキ 者--、 BJ 村 役 y 
二 關スル 規定 ハ 町村 役場- -迆ス ヘキ モノ-一之 ヲ 
滴 用ス 

第 1-1 七條屮 『 m 票 管理 若、」 ヲ削ル 
第 西 十 一條 本 法 ノ適 用- 一 付 テ ハ 明治 十三 年 第三 
十六號 布 街 刑法 ノ JR 罪 ノ 刑 — 處セ ラレ タル 者 ハ 
六 年ノ趑 役 又； 禁錮 以上 ノ刑- 、同 法ノ禁 錮ノ 
刑 -I 處セ ラ レ タル 者 ハ 六 年未滿 ノ您役 又ハ禁 銅 
ノ刑- -處 セラ レ タル 者卜洱 做ス 
第 百 十 ~i 明治 十三 年 第三 十六 號布吿 刑法 第二 
編 第 四 章 第 九 節 ハ 衆豳院 謎 負/選 窣 -1 關シテ ハ 
之ヲ 適用 セス 

第 百 十三條 本 法 ハ 束 京 府小笠 原 島 並 北海道 廳根 
室茭廳 管 內占守 郡 •新 知 郡〃 得撫郡 及 色 丹 郡- 1 
ハ當 分/ 內之ヲ 施行 セス 
別表 


衆 迖院遘 !n 選 培 法 中 改正 法律案， 第 

シテ遘 M 候補者 タル コト ヲ止メ シメ 又 ハ 選 
擧 運 動 者ヲシ テ選擧 運動 ヲ 止メン ムル 目的 
ヲ以 テ其ノ 者- 1 對シ 第一 號ノ供 與其ノ 供與 
ノ約束 若 ハ 其 ノ供 與ノ中 込 ヲ爲シ タル トキ 
又 ハ 其ノ者 若 ハ K- ノ者 •一關 係 アル 社寺 •學 
校 >  會 社、 組合、 市町村 等-一 對 スル 用水、 
小作、依擗、帑附其ノ他利害ノ關係ヲ利用 
シテ誘 ■ヲ爲 シタルト キ 
七 投票 ヲ爲シ 若 ハ 爲サ サル コト 議員 候補者 夕 
ル n トヲ止 メタル n 卜潤擧 運動 ヲ爲シ 若 ハ 
止 メタル コト 又 ハ 其ノ 周旋 ? 1 誘 ヲ爲シ タル 
コト/報酬 卜爲ス 目的 ヲ以テ 誘 M 候補者 又 
ハ 選 擧 運 動 者 力選擧 人、 議員 候補者 乂ハ選 

擧運動 者 — 對シ第 一 號ノ供 與若ハ 第二 號ノ 

發應 招待、 其/供 與若 ハ錢腦 招待 ノ約束 又 

ハ 邦 ノ供與 若 ハ 饗 _ 招待/申込 ヲ爲シ タル 

トキ 

八 第一 號乃至 第三 號前 三號 / 供 與饗應 招待 供 

給代辨 ヲ受ヶ 若 ハ 要求シ 又 ハ 第一 號 乃至 第 

三號前 三號ノ 申込 ヲ 承諾 - >- 若 ハ 第 四號 乃至 

第 六號ノ 誘潑 — 應シ タル トキ 

九 餡 一號 乃至 前號二 揭ク ル行爲 -1 關シ 周旋 又 

ハ勸 誘ヲ爲 シ タルト キ 

前 孭ノ場 合 — 於 テ 收受シ タル 利益 ハ 之ヲ 沒收ス 

其ノ 全部 又 ハ ー 部 ヲ沒收 スル コト 能 ハサ ル トキ 

ハ 其ノ 價額ヲ 追徴ス 

第 八十 八條遝 擧 M 關シ 左ノ件 號 -1 揭クル 行爲ヲ 

爲シタ ル 者 ハ ニ 印 以下 ノ禁 銅 X ハ 三百 M 以下 ノ 

罰 命-一 磁ス 

一 選 擧 人、 il M 候補 若 又 ハ 選 擧運励 若-一 對シ 

暴行 若 ハ 脅迫 ヲ加へ 又 ハ 之ヲ 拐引 シタルト 

キ 

二潠擧 人、 翳 M 候補者 若 ハ潠擧 運 励 者ノ 往来 

ノ便 ヲ妨ケ 又 ハ 詐僞ノ 方法 ヲ以テ 投票 若 ハ 

選擧運 励 ヲ妨ケ 、爲サ シメ 若 ハ 止メシ メタ 

ル トキ 

一一 一 潠 擧人 、議員 候補者 若 ハ 選 擧 運動 者 又 ハ 其 

ノ關係 アル 社寺， 學 校， 會社 •組合， 市町 

村 等 .— 黝スル 用水、 小作， 债權 •寄附 其/ 

他 利害/ 關係ヲ 利用 シテ 選擧 人、 謎 員 候補 

者 又 ハ 選擧運 動 者 ヲ威逼 シタルト キ 

第 八十 九 條中 「二月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮- 1 處シ 


五 圆以上 百 lil 以下 ノ罰 金ヲ 附加ス J ヲ 「二 年 以下 
ノ 禁_ 又 ハ 三百 圓以 下ノ罰 金-一 處ス .一 — 改 メ同條 
二 

-I 左ノー 項 ヲ加フ 

潠擧 -I 關シ官 吏乂ハ 吏 負 故 li -1 其ノ璐 務ノ 執行 
ヲ .S-. リ又ハ 職權ヲ 濫用 シテ ii 舉ノ自 由ヲ 妨害シ 
タル トキ ハ ニ 年 以下 ノ禁 _  -1 處ス 
官吏 又 ハ Ig 員 其ノ瞇 随ヲ濫 用， ゾ選擧 入 二 對シ其 
ノ 投票 セム トシ 又 ハ投粱 シタル 被 選 擧人ノ 氏名 
/ 表示 ヲ强 要. ゾタル トキ ハ 三月 以下 ノ 禁錮 又 ハ 
百圆 以下 ノ罰 金-一 處ス 

第 九十 條中 「開票所」 ヲ 「選 擧會 場」- 1 、「一月 以 
上 一年 以下 ノ輕 禁錮-一 處シ又 ハ 十 II 以上 百圓 以下 
ノ罰金 J ヲ 「一年 以下 ノ禁 錮乂ハ ニ 百 M 以下 ■ノ 罰 
金」 二 、 「投票 V 取 出シ タル 者 ノ罰 亦前祺 ー ー同シ J 
ヲ 「投票 ヲ取出 シタル 者 ハ 三年 以下/禁錮 又 ハ 五 
百圓以 下ノ 罰金 二 處ス. J  -1 改ム 
第 九十 一條 中 【暴行」 ヲ 「暴行 若 ハ 脅迫」 11 、「四 
月 以上 四 年 以下 ノ輕 禁錮」 ヲ 「四 年 以下/禁錮」 

-I 改メ 「開票 管理者、/ 「、開票所」 及第 二 項ヲ削 

ry 

第 九十 二條 多衆聚 合'  ゾテ第 八十 八條 第一 號乂ハ 
前條ノ 罪 ヲ犯シ タル 者 ハ 左ノ區 別-一 從テ處 斷ス 
一 首魁 ハ I 年 以上 七 年 以下 ノ 禁錮 一一 處ス 
二 他人： t- 指揮 シ 又 ?'* 他人 — 率先 シテ勢 ヲ助ケ 
タル 者 ハ 六月 以上 五 年 以下 ノ 禁錮 二處ス 
三 附加 隨行シ タル 者 ハ 五十 H 以下 ノ罰金 又 ハ 
科料-一 處ス 

第 八十 八條 第一 號又ハ 前條 / 罰プ 犯ス爲 多衆聚 
合シ當 該 公務 M ヨリ 解散 ノ 命ヲ受 クル コト 三回 

以上 — 及フ モ仍解 散 セ サル トキ ハ 首魁 ハ ニ 年以 

下ノ 禁錮-一 處シ其 ノ他ノ 者 ハ 五十 圓 以下ノ 罰金 

又 ハ 科料 — 處ス 

第 九十 三條中 「選擧 人、 議員 候補者 及選擧 運動 者 

ニ シ テ」 ヲ削 y  r 二 年 以下 ノ輕 禁錮 又 ハ 五圓 以上 

二百 圆以 下ノ 罰金」 ヲ 「二 年 以下 ノ 禁錮 又 ハ 三百 

圓 以下ノ 罰金」- 一改ム 

第 九十 四條中 「、開票所」 ヲ削リ 「前 條ノ 例-一依 リ 

一等 ヲ 加フ」 ヲ _ 1 一年 以下 ノ禁錮 又 ハ 五 百 II 以下 

ノ罰 金-一 處ス」 -I 改ム 

第 九十 五條 中 「十 J;: 日 以上 六月 以下 ノ輕 禁錮-一 處 

シ又ハ 五圓 以上 百圓 以下 ノ罰 金」 ヲ 「六月 以下 ノ 

禁錮 又 ハ 百圓以 下/罰金」 -1 改ム 


第 / L 十六 婼演 說乂ハ 新聞紙、 雜 誌、 引 札、 張 札 
其 ノ他何 等ノ 方法 ヲ以 テス ル — 拘ラス 第 八十 七 
條第 八十 八條第 九十 條 乃至 前條 / 罪ヲ犯 サシ ム 
ル 目的 ヲ以 テ人ヲ 煽 ! 1£0 シタ ル 者 ハ ー年 以下 ノ禁 
銦又ハ ニ百 圆以 下/罰金 若 ハ 科料-一 處ス al シ新 
聞 紙、 雜誌_ 一 在 リテハ 仍 K- ノ編輯 人 及 K 際 編輯 
ヲ擔 當シ タル 者 > 罰 ス 

第 九十 七條中 r 六月 以下 ノ輕 禁錮- 一處シ 五十 圆以 
下ノ 罰金 ヲ附加 ス 」 ヲ 「二 年 以下 ノ 禁錮 又 ハ 三！ G 
圓 以下 ノ 罰金-一 處ス j  -1 改ム 
第 九十 八條選 舞 人-一 非 サル 者 投票 V 爲シ タルト 
キハ ー年 以下 ノ禁 錮乂ハ M 百 圓 以下ノ 罰金-一 處 
ス 氏名 ヲ 詐稱シ 3¢ ノ他詐 僞ノ 方法 ヲ以 テ投絮 ヲ 
爲. S タル 者 又 ハ 投票 ヲ僞 造シ若 ハ 其ノ數 ヲ咐滅 
シタル 者 ハ ニ 年 以下 ノ 禁錮 X ハ 三百 W 以下 ノ罰 
金-- 處ス 

選 舉 事務-一 關係 アル 官茁 、吏員、 立 會人又 ハ 監 
視者 前項 ノ罪 ヲ犯ン タル トキ ハ 三年 以下 ノ 禁錮 
又 ハ 五 百圓 以下 ノ罰金 一一 處ス 
第 九十 九條中 I 五 圓以上 五十 圓以 下/罰金」 ヲ 「五 
十 圓 以下 ノ 罰金」- 一改ム 
第 百條中 「第 九十 一 一條 第二 項」 ヲ削ル 
第 百 一條 中 「選 擧二關 スル 犯罪-一依 リ」 ヲ 「本章 
-1 揭クル 罪 ヲ犯シ J  - 一改ム 

第 百二條 本章-一 揭クル 罪ヲ 犯シ タル 者=シ テ 罰 
金ノ刑 II 處セラ レ タルモ ノー ー 在 リテハ 其ノ 裁判 
確定 ノ後五 年間 •禁錮 以上 ノ 刑-一 處セ ラレ タル 
モノ-一 在 リテハ 其/裁判 確定/後 刑ノ 執行 ヲ終 
ル 迄 又 ハ 刑/時効-一因 ル 場合 ヲ除ク ノ外刑 / 執 
行ノ 免除 ヲ受 クル 迄/間 及 其 ノ後五 年間 選辦權 
及 被 選擧權 ヲ有セ ス 禁錮 以上 ノ刑 -1 處セ ラレ タ 
ル モノ ニ 付其ノ 裁判 確定 ノ後 刑/執行 ヲ受 クル 
コト ナキ- 一至 ル迄ノ 間 亦同シ 
前項/規定 ハ 第 十 一條 第三 號ノ 規定- 1 該當ス ル 
者-ー ハ 之ヲ 適用 セス 

第 百六條 郡長 ヲ置 カサ ル 地-一 於 テ ハ 本 法 中 郡-一 
關スル規定ハ島司北海道鹧茭廳長其/他郡長二 
準 スへキ 者 ノ管_ 礙域- 、郡長 M 關ス ル规定 ハ 
島司 北海道 廳支 廳畏 其/他 郡長 一 I 準ス ヘキ 者- 1 
郡役所- 1 關 N、 ル 規定 ハ 島廳 北海道 廳茭廳 其ノ他 
郡役所-- 準 スへキ モ / - 一之 ヲ適 用ス 
市制 第 六， 勝/市 又 ハ 沖 11 縣若ハ 北海道 ノ區一 I 於 
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本 法 ハ 次ノ總 選擧 ョリ 之ヲ施 行ス 
本 法 — tey 初 テ 議員 ヲ潠擧 スル-一 必要 ナル 選擧人 
名簿- 1 關シ第 十八 條乃至 第二 十條 第二 十四 條 第二 
十六 條第二 十七條 -|規定スル期日又ハ期間-|陕リ 
難 キト キハ 勅令 ヲ以テ 別 — 其ノ 期日 又 ハ 期間 ヲ定 
ム但シ 其ノ 選舉 人名簿 ハ 次 ノ選擧 人名 頦 確定 ノ日 
迄 其/効カ ヲ有ス 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 本案の 御說明 を 致し ま 
す、 現行 衆議院議員 選擧法 は、 實施後 旣に 十有餘 年 
になり まして、 總撰擧 を 致します る こと 八 W] 以上に 
及んで 居ります、 其實 績に徴 します るに、 當初改 正 
の 趣旨を 十分に 貫徹いた して 居らぬ 憾みが あるの み 
ならず、 時運の 促す 所、 夙に 其 改正の 必要を 認めら 
れ まして、 是まで も 度々 改正案を 衆議院に 於き まし 
て ほ提 0: になつ たので ございます けれども •今 口 ま 
で 適當の 改正を 見る に 至らな かつた ことほ、 深く in 
憾と 致す 所で ございます、 此度 時勢の 趨く 所に 鑑み 
立憲政治の 運用を 完ぅ 致したい 考 ょり 致しまして， 
玆に 改正を 企てた 次第で ございます、 其 主 もなる S 
を是 ょり 申 上げ ますれば， 第一は _員數 の吩 加で ご 
ざいます、 現在 三百 八十 一名で ございます るが、 現 
行 法の 制定せられ て 以来、 三 萬 以上の 人口を 有し. ま 
して 市と なりました ものが 二十 二に なつて 居ります 
是 等の 市 ほ從 前の 例に 依りまして 是を獨 立 選擧區 と 
認める ことに 致しまして、 此爲に 議員 數を增 加いた 
します る もの！ 一十 二 名で こざいます* 次には 入口の 
增 加に 因つ て 議員の 增 加を 必要と 致します、 a 行 法 
に 於て 議員 配當の 方法は 人口 十三 萬に 付て 一人、 其 


竹 外出 方 <3; 四 检艽人 の 法を 採つ て 居ります、 lit 度 も ft 
標维並 に ^ H II;- を おふことほ ^ も 〇 ^ な〇と考へま 
したので ございます、 其 結 -, Ji 薄 員の 射 加を 致す もの 
六十 一名で ございます、 之を 市 KC 持 ss,. .si MM; ox 
の爲 に ^ 加いた します る 二十 二 名と 合は せます れ 'f 
八十 三 名の 咐加 になり まして， 即ち 現在の 三； a 八十 
|\ |3: 、％して四百六十四人となる次筘でございま 
す、 次に 11 擧 №1 の桢 張で ございます、 唯今は tit 衹. -All 
の如く歃扔國稅年額十_以上を納むる者を以つて速 
擧資格 密と致 して ございます る、 今日の 時勢に 於き 
まして ほ 多少 此 is 擧權 の撋 張を 致す と 云 ふことは、 
巳む を 得ざる 時代の 耍求 であると 考 へます- 人心を 
安定せしむる上に於ても必要なる事椚と考へます、 
それ故に 幾分の 擗張を 致す と 云 ふこと (t. 巳む を m な 
い 次第であります が、 唯 其の 程度を 幾何に 致す かと 
云 ふこと が S に 攻究を ^ する S でございます、 ? n ili 
の 法律に 於き ましては 鼠 〇  議院 e 員の 選舉 ij; のみ 
ならず-地方 議&の 議員の ; 1 擧に 於き ましても、 總 
て 納税を 以て 選舉 資格の 要件と 致して ございます、 
蓋し 此の 納税額を 以て 選舉 資格の 要件と 致します る 
ことは. M も葯當 にして fs 當な る JJf 柄と 考へ るので あ 
ります‘ それ故に 此 度の 改正に 當 りましても 此椏维 
を 探 用いた して、 唯 其 程度を 引下げる と 云 ふこと が 
最も！！ 當なる 方法で あらぅ と考へ ましたので ござい 
ます、 それ故に 或は 世の中には 知識階級を 新に 加へ 
る、 若く は 兵役の _務終 了密を 加へ る、 若く は 進ん 
で 普通 ii 斟を唱 へる 謅 S3 も. ざいます るが、 前 IM I-. 
げる 通りの 次第に 依つ て 

~ 副 親 長 侯 龄黑 3 長 成 財 蕺長席 に莪 く〕 

當 局に 於て は 現行法 通りの 標 m を 駿ふ ことを 以て nr 
なりと 致した 次第で ございます、 而し て税额 を 五 la 
に 下げる か、 或 ほ 七 wi に 下げる か、 若く ii 三 ® I に 下 
げ るか、 若く は 二 圓に 下げる か、 是は .3 ら稍 K の 誠 
論で ございます るが、 三圓に 引下げます れば现 在 1-1 
四十 有餘 萬の 有龆若 が增 して 二 百 八十 六 萬 入になる 
譯で ございます ，是は 今日の 約倍數 に擗 張いた す こ 
とになる ので ございます、 而 して lit 三 圆と云 ふ 高は 
恰も 府縣會 議員の 選擧 資格に ffl 當いた すので ござい 
ます ■旁々 此 商 を 以て 改正の 納税額に 致す と： K ふこ 
とが 穏當で あらう と考へ た 次第であります、 或は 之 
を 二 圓 まで 引下げる 說もご ざり ます、 二 11 まで 1;! 下 
げ ますれば、 此上尙 ほ 約 五十 萬の 有 褪界 を #? す こと 
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になります、 其數に 於て は K しい 差が あると 云ふ譯 
でも ございませぬ が、 兎も角 現在の 縣锊議 M の潠擧 
者が 11 1_以 上であります る 今日に 於き ましては、 先 
づ衆謅院の選犁湖者も其所まで引下げると云ふこと 
は 極めて 實際に 適 ふた 改正で あると 考へ ました 次第 
であります、 或は 智識 階級 莕を 加へ て 選擧界 に 新し 
い 分子を 加へ る ことが 宜しい と 云 ふ 誘 論 も ございま 
する、 併ながら 智識 階級と 單に 申します る ことは、 
此 中 m 校 卒業 以上の 壤力を 有する 智識 階級と 申し ま 
する 事柄は、 第一 明瞭を 實際に 於て 缺いて 居ります 
選 擧の ft 格の 如き ほ 極めて 明 si に 規定すべき ものと 
考へ るので あります。 

〔誘 長公酹 德川家 達 君_ 長 席に 著く】 

それから lit の 中に 處 して 相 常の 經驗を 有ち 政治 上の 
判 斷力 を冇 する 奢は、 必ずしも 中學の 卒業生の みに 

は R り ませぬ、 苟 くも 義務 敎育を 卒へ 、相 當 世の 經 

驗を經 た ^ であります るなら ば、 是等の 所謂 智識 階 

級漭 と少 くと も 同等 若く は それ以上の 人は 國 民の 中 

に 多くの 數を 占めて R ると 考 へます， 然るに 選 擧權 

を與 ふるに wi に屮學 の 卒業 奔 である や 否やと 云 ふこ 

とのみ に te つて 判 斷を 下す ことほ、 甚 しき 不公平な 

る 結果を 見る ものと 考へ るので あります、 極めて 公 

平にして 極めて 又 明確なる 新なる 標準であります な 

らば、 在來の 立法 標维を 此際改 める と 云 ふこと も敢 

て 拒むべき では ありませ ぬが、 今 申 上げる やぅな 考 

よりして ! It 改 JH 案に 於て li 奸諏階 料を 加へ る ことに 

致しす せぬ のであります、 父 之を E? 際の 數 字の 上 か 

ら 屮 上げます れぱ 、中 學卒 業者と 云 ふ 者は 全 國に於 

て 五 レ禺人 以上で ございます、 11-t 內納 税額 三圓以 上 

に 常る 者が 十 ? 7r. iK 人、 年齡二 十五 歳に 達せざる もの 

が！. 十 現 人 ございます、 さぅ 致します ると 云 ふと" 

殘る 所の 十八 度 人が 111: 度び の 改正案に 加は る 加 はら 

ぬの 問題になる のでありまして •其 敷の 上から 申 上 

げま しても •特に 是等の 人々 の爲 に、 前 申 上げ まし 

た考 闹 すべき 點あ るに 拘ら ず、 此際强 て BS めな けれ 

ばなら ぬ 必要 も 無い と考へ た 次第で ございます、 兵 

役の 義務を 了へ た 荠 、若く は 普通 il 擧の 論の 如きは 

殊 II 此處で 申 上げる 必要 も あるまい と考へ ます •尙 

ほ此 潠舉擷 の 所に 於き まして、 ffl 行 法に 於て は 納税 

の 年限は、 地租は 一年、 其 他の 直接 國税は 二 年間 引 

锫き 納付す る ことを 嬰す る 次第にな つて 居ります る 

が、 强て 地租と 其 他の 直接® 税とを K 別す る 必要 も 
衆 謎 K^fl ill 舉法屮 改 JHI 法 №1 案 第一 諮 會 


ない と考 へまして* 地 fl と 同じく 一年と 云 ふこと に 
短縮いた しました、 それから 現行法に 於き ましては 
選 擧擗 者の 其 選 擧區內 に 住所を 苻 する 期間を、 一年 
と 致して ございます るが、 是は六 箇月に 此度 短縮い 
たしました、 此事 柄は 納税の 資格と 共に •今日まで 
ほ 名翊 調製 後に 於ても 引 © いて 其 資格を 具へ る こと 
を 要して ございます るが、 此 度の 改正に 於き まして 
は •名 縛 調製 後の 異動は 問は ぬ ことに 致しました、 
是は 取扱 上の 便宜、 主として 左 _ に改 IE を 致した 次 
第であります、 次に 主 もなる si は 所謂 選擧區 制度の 
改 K でございます、 唯今は 一 府縣を 以て 一 選 擧區と 
致して ござります るが、 此度ほ | 區 一人と 云 ふこと 
に 大體の 方針を 採りまして 議員の 配當を 致しました 
翁に 小 ii 舉區 になつ て 居りました のを、 現行の 法の 
如く 大選舉 區 制度に 改められました 當 時の 理由を 取 
調べて 見ます るに、 小 il 擧區 では 一 府縣內 を 通じて 
名 圉 の ある 所謂 大人物と 申します るか、 其 選出に 小 
選擧區 では 不便で あると 云 ふ、 黛 派の 勢力に 正比例 
をして 議員を 選出す る ことが (H 来ない と 云 ふの が 一 
つと、 小選擧 區で ありま すれば 選擧が 激烈で あり、 
防胳 なり 暴行、 脅迫 等の 弊が 甚だしい、 此三點 が # 
の 小 ii 擧區を 現行の 大選 擧區に 改められた 理由で ご 
ざいます、 然るに 之を 今日の 實况 から 申します るに 
必ずしも 今日の 制度は 其 目的を 達して 居らぬ やぅに 
考へ まする のみならず、 今日 我國の 選舉界 には 種々 
の 弊害 も 起つて 居ります、 又 S の 選擧區 の 時代と 今 
日とは 民智の 程度 も大に 相違が ございます る、 彼れ 
此れ 此處 に區 制を 改正 致しまして、 新たなる 企を 致 
して、 選 擧界の 廊淸を 兎も角も 阃 ると 云 ふことは、 
最も 必要なる ことと 考へた 次第で ございます、 現在 
に 於て 最も 選 擧界に 立つ 者の ® と 致します る 所を， 

玆に 殷點 を擧 げて說 明を 申 上げます れば 、第一は 選 

擧運励 致の 最も 多い ことで ございます， 今日 選擧界 

に 立ちます る 者、 先づ 頭を 惱 ますのは 此點で ござい 

ます、 どぅか 如何に 致します れば 此選擧 費の 減少を 

圖る ことが 川來 まする か、 いろ^^ 方法 も ございま 

する か 知れ ませぬ が、 兎も角 區 制を 改める と 云 ふこ 

とが 其 第一で あると 考へ るので あります、 區域 の大 

なる よりも 區域の 小なる ことは、 差 向き 通信® のみ 

を 申しましても、 明に 小 選 擧區の 方が 費用を 要せぬ 

ので ございます、 殊に 小 選 擧區 になります れぱ 、無 

競爭の 選 擧區 も尠 からぬ ことと 考 へます、 無用の 競 


爭も從 つて 省く ことが m 來 るので あります、 要する 一 

に選擧 費の 減少を 圖る點 に 於て は、 小 撰 擧 M は 確に 
有利な りと 信ずる のであります、 殊に 此 度の 改正案 
に 於き まして 選 擧有隞 者の 數を 倍加いた しました 以 
上、 殊更 此 處に區 制を 改める と 云 ふことは 其 必要 あ 
りと 考へ ます、 次に 今日 吾々 潠擧界 に 立つ て® も 遺 
憾と致 します る點 は、 單り 同じ 黨 派の 人の みならず 
黨 派を 異に 致しても 政見を 同じう する 同志の 者が、 

S に 相 Eg つて 同士 討を 致す と 云 ふことは、 甚だ 政治 
道德 上から 考 へまして 面白くない 事柄で ございます 
又其實 際から 申します ると 云 ふと、 最も 投票の 想 合 
ひ、 もう 一つ 語を 換へて 申せば、 投絮 の買收 でも 致 
すと 云 ふことは、 同士 討の 行 はれる 所に 於て 最も 行 
はれ 易い ので ございます、 小 選 擧區に 致し ますれば 
此 弊害は 餘ほど 省く ことが / I1, 来る と考 へます、 殊に 
大選擧 M に 於て 同士 相 瞬つ 現象の あります る ことは 
一方に 於て 選 擧の 結果を して 甚だ； 个公 平なら しむる 
ことが 往々 ござります る、 即ち 一人の 同士が 過剩の 
投票を 集めます れぱ 、他の 同士は それが e に 落選を 
致さなければ ならぬ と 云 ふこと になります* 例へ ば 
一地 方に 於て 四分六 分の 勢力の ある 所に、 其 六 分の 
勢力を 有つて 居る 黨 派の 中から 一人の 極めて 人望の 
ある 者が 出て、 此 人の 投票が 過 剩に橥 まること にな 
れば >  六 人選 m し 得る 力を 有つて 居る に拘ら ず、 或 
は 二  <  若く は 三人し か 選出す る ことの /.li 来ない と 云 
ふやうな ことが 往 々あるので あります、 此膊を 防ぐ 
には 候補者の 立て 方に 注意を すれば 防げる ではない 
かと 云ふ說 もあります、 確に 候卻 者の 立て 方 如何に 
依つ ては 幾分 其 弊を 矯正す る ことが 出来 得ないでも 
ありませ ぬが >  如 何に 巧に 立てましても 自由自在に 
一 府縣內 を驅け 廻つ て 得票を 爭 ふので あります から 
到底 此弊は 防ぐ ことが 出来ない ので ございます、 先 
ほど® の 小 選擧區 制度を 現行の 大選舉 區の 制度に 改 
める 所の 理由の 一つと して、 小 SI 擧區で は黨派 の 勢 
力に 比例して 選擧が 出来ない から 大選 舉區に 改める 
と 云 ふの も 一つの 理由であつた のであります が、 み 今 
申 上げる やうな 點から 申します れぱ 、却つ て大 選擧 
區は黨 派の 勢 方に 比例し 得ない と 云ふ玆 に 事 實を見 
るので あります、 然るに 大 選擧區 であれば 多 數黨 • 
少數黨 を 比例 的に 選出し 煜 る、 小 選擧區 になれば 其 
事が 出来ない と 云 ふ 議論が あるので あります る けれ 
ども、 今 申 上げます 其 事柄の 如きは、 確に 其 反對の 


事を 證明 する のであります 、要するに 若し 勢力に 正 
比例に 議員を 選出せ むと 致しましたならば、 學 者の 
唱へる 所の 比例 選擧法 を 採用いた しましたなら ぱ、 
其 事が 目的を 達せら るるので ありませ ぅ、 去りな が 
ら此 比例 選擧制 度なる ものは 其實行 容易なら ざる も 
のであつて •我 S の 如き 今日の 實狀に 於て は 施行 甚 
だ 闲 難で あると 考 へます、 旣に 現在の 大選擧 K 制度 
に 於て 正比例 的に 勢力を 選 m する ことが 出来ない と 
申す 以上， 必し も大選 擧區 は少數 代表に 都合が 宜い 
から 之を 維持し なけれ ぱなら ぬと 云 ふことは、 何 所 
まで も强い 理由と (3: 見る ことが 出 來ませ ぬ， 又 之を 
我國の 潠擧界 の實狀 から 申 上げます れぱ 、谷 載 派の 
勢力なる ものは 其 府縣を 通じて 必 しも 平等に 分布 さ 
れて 居る ものでは あ. 〇 ませぬ、® 派の 勢力は 全縣を 
通じて 其 局部々々 に is? だ 不平等に 分布され て 居る の 
が 今日の 實際 でございます、 それ故に 之を 小選罌 區 
に 改めました 所で 必し も少數 黨に 有利なら ずと 申す 
譯には 參り ませぬ、 多® 弊 常に 有利な りと 申す 譯に 
も參り ませぬ、 今日の 實 際の 狀况 から 申す に、 大小 
選擧區 が少數 代表に 宜しい と 云 ふことは 事實の 上に 
斷定は 出来ない と考 へる のであります、 殊に 大選擧 
區の 制度に 於き まして 吾々 が 最も 苦しむ 所は 補闕選 
擧の 煩累で ござります •昨年の 如きは 八囬 にも 及ん 
で 居ります-其 度 毎に 一 府縣を 通じて 競爭を 致し、 
莫大なる 選擧费 を 要する ことであります、 玆に小 選 
擧區 制度に 改め ますれば、 此 費用と 手數 とを 省き 得 
る ことが 出来る のみならず、 大選擧 K に 於て は已む 
を 得ず 補充 員 制度を 採る 必耍も あらぅ と 思 ひます け 
れ ども、 小 選 擧區に 於き ましては 其 時に 選擧を 致し 
て、 所謂 K 質に 民意を 常に 代表せ しむる と 云 ふこと 
が 適切に 出来る のであります、 之を 選 fi の 取締の 點 
から も、 潠 擧の 公正を 維持す ると 云 ふ 點 から 申し ま 
する も、 私は 小 il 擧區の 方は 大潠 擧區 ょりは® つて 
居る と考へ ます， 先き にも 申 上げました 如く 無競爭 
の 選 擧 も ® からず 生す る ことと 考 へます、 從つ て ; 1 
_の 収締 上には 小 選 擧區の 方が ょり 多く 力を 用 ゆる 
ことが 出来ます、 •取締を 嚴密 にし 其 公正を 保つ こと 
は 小 選 擧區を 以て ® れ りと 申して 宜しい と 思 ひます 
小 選擧區 になり ますれば 取締の 仕 ' U: い 其 裏面に 於て 
は、 干渉が 出來易 いでは ないかと 云 ふ、 直ちに 玆に 
議論が 起つ て來 るので ございます るが， 此點に 於て 
は 私は 斯様に 考 へます、 選擧干 捗なる ものは もと も 
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と當局 官吏の 不心得より 起る 事であります、 不心借 
なる 官吏が 居つ て强て 干渉を 致さむ と 試みます れぱ 
敢て 選擧區 の 大小 II 妨げに 13: ならぬ のであります、 

是 ほ 遜の 小 選擧區 時代、 今日の 大選擧 K 時代、 時代 も 
違つて ほ 居ります るが、 二十 五 年の 大 干渉、 又大 選 舉 
區にな つた 時の 干渉を 比較いた して， 確に 深 擧區の 
大小 { t il fi 十 捗の粹 易なる や 否やに ほ 關係の 無い と 
云 ふ W ほ 明かで ございます、 况や又 選擧區 が 小に な 
り ますれば、 其 選犖區 民と 選 m 謎 M との 間は 大潠擧 
M よりも、 以上に 密接なる 關 係を 生じます る、 自己の 
選出せ むと する 候補者の 人格 •政見 等を より 能く 了 
解す る亊 が (U 来ます、 即ち 選擧 民 (X 其 人格、 其 »-. 見の 

爲に、より多く投票するのでありまして金や惝寶の 

爲に誘 引され ると 言 ふ 事は、 制 合に 少なくな ると 考 

へる のであります、 即ち 選擧區 の 小なる だけ 議員 候 

卻 者の 玆に 地盤と 言 ふ 言葉を M ひますならば、 地 ^ 

其 立脚地が 固くなる のであります 、其 立脚地が 固い 

だけ il 川 せられた 議員は 自己の 所信に 向つて 忠 H に 

論篛し 得る のみならず、 一旦 解散に 臨んでも、 其 立脚 

地の笼 固なる だけ 干渉を 受 くる 事は 少ない ので あり 

ます、 干涉を 受けましても 當潠 の餘 地 ! 3: 大潠擧 M よ 

りは 多い ので* こざり まする、 此點に 付きましても’ 

議員と 選擧 民と 密接なる だけ •それだけ 賄賂が 行は 

れ易 くは ないか、 請託が 行は れ易 くは ないかと 云 ふ 

_論 も ！ t に 起る のであります けれども •是が 即ち 盤 

の 小 ii 擧區を 大選 _ 區に 改められた 理由の 一つに な 

つて 居る のであります が. 賄胳 なり 暴行、 脅迫な り 

と 云 ふやぅな ことは、 溢の 小 選 擧區時 代の 數 字を 擧 

げて 今日 議論す ると 云 ふことは- 旣に 時代の 進步を 

考 へない 議論で あると 考へ ます、 今日 小潠擧 K 制度 

を. H 行せられ ましても 、溢の 日の 選擧區 制度の 下に 

現は れた 如き： i 行 脅迫は 必ず 多く あるまい と 見る の 

であります •寧ろ 今日 ほ 左樣 なる 露骨な 事よりも、 

ありと 致し ますれば、 SS れたる 所の 運 励が 行 はれる 

のであります、 其 I!i れた 運動と 中せば-投票の 買收 

になります、 投撰の 貿收ほ 何れが 最も 仕 易い かと 云 

へは、 先から 段々 t-il 上げる 如く、 寧ろ 其區域 の 賄 漠 

なる 方が 行は れ易 いと 思 ふので あります、 又其點 に 

於ては議員と選舉民と密接でぁると云ふことは-議 

員を して tt 面目なる 行 励を 執らし める と S ふ 事に 於 

て も 利益が あると 考 へます、 又 地方の 利害を 代表す 

ると 云 ふ 事が 必ずしも 惡 しい ®: ではない ので 寧ろ 各 


地方， 谷地 乃の 民情を 能く 中央の 齩 會に 移し 得る と 
云 ふ 事 ほ、 是亦 決して 捨 つべき 事で ない、 寧ろ 宜し 
い W と 私共 (i 考 へます、 先に も [11 上げます 如く 大選 
擧 M であれば 冏士 打の 行 {3; れる胗 •か ある、 又 小 選 擧 
區 であれば 諉 M と選擧 民と 密接なる 關係が ある •此 
事柄 ! X 一方から 申し ますれば， 選擧の 政治 思想を 發 
達せし むる 上に 於て は 最も 宜しき 事柄と 考へ ます* 
大選舉 區に 於て 互に 相打ち、 若く ほ 己の 選出せ むと 
する 所の 投票が 如何になる や も 的確に 分らない、 大 
選 擧區に 於け るょりは 能く 政治 上の 議論を 徹底せ し 
め、 自己の 役 票した る 者は 勝つ か、 敗け るか. 明白 
に 小 ii 擧區の 方なら 分る のであります、 玆に 於て 選 
擧 民の 政治 思想を 進める と 云 ふ 事が、 大潠 擧區 ょり 
は 能く 出来る と考 へます、 今日 立憲政治を 進めて 行 
かう と 云 ふには •申す まで もない、 色々 手段を 盡さ 
なければ なり ませぬ が •最も 選 擧 民の 政治 思想を 發 
達せし むる と 云 ふこと に 考慮を 費す と 云 ふこと (X 必 
要なる 事柄と 考 へます、 又 今日の 時勢に 於き まして 
私共は 政 黨なる ものは 旣に善 かれ 惡 しかれ 存在して 
収 除くべからざる ものである 以上は、 之を して 成る 
ベく 善良なる 發 達を 遂げし むる と 云 ふ 事は-政治を 
進める 所以で あると 考 へます が、 其點 から 申します 
るなら ば、 同士 相 打つ と 云 ふやうな 事柄は-決して 
政 黛を 進める 所以で •こざい ませぬ 政黨の 善良なる 發 
達を [rffll るには、 小 選擧區 の 方が 宜しい と考へ るので 
ございます るが、 唯 政黨と 申します れぱ •如何にも 
政黨の 下に 選擧法 を 改正す るか 何と 宏 ふやうな 衆議 
院に 於て は 質問 も 出た のであります るが、 政 Is の爲 

に 便利になる やうに 選擧 法を 改正す ると 云 ふことは 

斷じて 出来ない ことで ござります るが •選擧 法の 改 

正を 致して、 それが 政黨の . 發達 にも 都合の 好い と 云 

ふことは、 是 亦考礅 しなければ ならぬ 事柄と 思つ た 

のであります‘ 尙ほ 今日の 實際か ら申 上げます れぱ 

吾々 今日 51 擧場裡 に 立ちます る 時分には‘ 決して 漠 

然と 一 府縣內 を 通じて 深 擧を荦 ふと 云 ふ P で ほご ざ 

り ませぬ* ■多くは どこそこ どこそこの 郡を 以て 先づ 

其 所を 根據 地と して、 それを 本と して 候補を ff ふと 

云 ふの が、 今日の 實况で ござります、 即ち 此事 柄た 

る や •大 選擧區 の 下に 於て 興® ほ 選 擧の 必要より し 

て、 私設 選 擧區な る ものが 自 から 生じた ので あると 

斯樣 に斷定 して 宜しい と 思 ひます、 然らぱ 凡そ 法を 

立てむ と 欲する 渚は 時の 事情に 應じて 能く 之を 利 導 


すると 云 ふこと を考 へる ことが 最も 然るべき 次第と 
思 ひます る、 而か も、 大選擧 M の 下に 在りまして ほ 
私設 選擧區 を銘 々設けて 居ります るが、 此私設 選舉 
區 を 設けて 居りましても、 爭 (X 全縣 に亘 つて 居る も 
のであります、 私設 選 犖區を 設けながら 其 利を 十分 
に收 める ことが 出来ない のであります >  寧 ろ 之を S 
際に 應じ て小潠 擧區に 致し、 其 小 選 擧區の 利を 十分 
に收 める と 云 ふこと が、 事を 事實に 於て 適切に 處し 
て 行く 所以で あると 考 へます のであります、 色々 此 
制度に 付て 議論を 致し ますれば， 雜 多になります が 
先づ大 體 以上 申 上げました る やぅな 點を考 ■いたし 
て、 今日の 選 擧界に 幾分で も 改善を 加 へんと 欲する 
ならば、 先づ此 制度を 改 E する ょり 外 致 方ない と考 
へます る 次第で ございます、 次に 此 選擧區 制度を 改 
正いた します るに 付て、 自から 別表の 改正を 致さな 
ければ なり ませぬ、 其 別表の 改正 即ち £ 員の 配當方 
法で ございます る' か •之に 付て ! 3; 出來煜 る だけ 一區 
一人の 選 擧區に 致したい と 云 ふこと を 原 }! 0 と 致して 
而して 人口 {i 成るべく 十三 萬に 近い 所を 以て 議員 | 
人を 出す， 選擧區 の區迸 は 出 來煜る 限り. 郡の 區城に 
依りたい、 郡の 區 域に 依る ことが 出来なければ 二 郡 
若く は 三 郡* 若く は 四 郡を 合して 一 is 擧區 とする， 
郡を 分割す る ことは 致さぬ、 斯ぅ 言 ふの が 一 つ、 -y 
然郡を 合する ことになります れば •地勢 >  交通等 を 
參酌 いたして、 一方に 於て は 人 P 十三 萬の 標準に 成 
るべ く 遠から ぬ ことを 阔 りまして、 玆に遝 擧區 を區 
劃いた しました、 其 結果 大體に 於て 人 n 十 萬ょり 十 
八 萬の 程度に 於き まして， 一入 一 區と云 ふ ii t'i 區を 
造つ た 次第で ございます るが ■止むを得ず 前屮 上げ 
ました人口、郡の行政區_、地勢、交通と云ふやぅ 
な 色々 な 標準から、 止むを得ず 人口 十九 萬 K の もの 
五 區 ‘ A n 九蘊臺 の ものが 十二 區を 造る ことにな り 
まして、 其 結果 ほ 玆に二 人 若く は 三人 區と云 ふ もの 
が 八十 程 出来ました， 其 他の ものは 總て 一 人 一區と 
云 ふこと になり ました、 此區劃 の 制定に 付て は 最も 
戴 論 も 惹起し 易い ことで ございま する •此區 S を爲 
すに 當つ て、 或は 黨の 事情‘ 利害得失 等に 鑑る こと 
が ありましたならば、 甚だ 不公平なる 分け 方になる 
ので ございます、 それ 故當 局と 致しまして は、 最も 
注意を 拂 ひました 積り であります る， 所謂 人口 十三 
萬を 中心とし、 それに 郡の 行政 區豳 ，地勢、 交通、 
是 等の 何等 血 ^ 涙 もない 所の ものを 條 件と 致して、 


_ 七 七 四 

之に te つて fll 當按排 •區 W を 致す やうに それ f 主 
tt の 者に 命じて、 茲に 出來 上つ たのが 即ち 此案で あ 
〇 まして* 或 (3: 衆議院に 於き まして li . js m の ' ll; w 
に通ぜ ざる M 设共 •か 斯の 如き M lit' を 描へ ると 云 ふこ 
とは、 iffi だ 不適 常なる yf 捫で ほ ないかと 云 ふ ^ 、 て ' 0 
ありました やうな 事であります るが、 私は 速舉 の 'J> 
情に 通ぜ ざる 所の 者' か 何等 血も淚 もない、 兹に； 2 字 
なり、 區削な 〇 •地形な りと 云 ふやうな ものに W つ 
て、 區_ を 致す と 云 ふ 事が 即ち 公平なる 所以で ある 
と 申した やうな 次第で こざいます 、固より 多くの M 
の 中で ございます るから 萬 連 3? ない と 云 ふ 事は ' (I 上 
げられ ませぬ、 ない ^ は 申 上げられ ませぬ が、 併な 
がら 兎に角 其 精神に 於て は 何 所まで も 公平なる ?] f を 
欲して 區剷 いたした やうな 次第で ございます •此 鉍 
に 於て 若し！ 點御 疑を 招く やうな 事が あります れば 
全部 極めて 嚴密な る 御 密密を 經な ければ， 到底 御 協 
S を 得難い と考 へる のであります、 然な がら 私は 今 
#! h ■げ ましたる やうな 事で gf 情を 知らざる が 即ち： 公 
平なる 所以で あると 考 へて 玆に區 gilj 表を 作つ た 次第 
でございます、 此點ほ どうか 深く 御 了 紙を _ひた う 
ございます、 而 して 111: 政府の 原案に 對 して 衆 驗院に 
於て 修正を 致しました、 本文の 屮に修 正いた した 箇 
條は數 點ご ざいます るが 其 主 もなる もの ii 請 © …… 
政府の 請負 事销を 爲す漭 の K 格を 此度 細规 いたし ま 
した、 細かく 规定 する ことに 致しました、 中に ^ 社 
の r 發起 入」 と 云 ふ 者が ございました 所、 段 起 入 (X 
會 社の 成立した 以上は 無くなる ので あるから、 斯の 
如き 者を も尙ほ 被 選擧灌 を 3 :へぬ と 云 ふことは 砭沿 
ならぬ でない かと iK ふ 議論の 結果 •衆議院に 於て ik 
は 削除いた されました、 それから 现 行 法に 於て は 投 
票を 開きます るのは、 各 郡 市 毎に 投壤を 開く ことに 
なつて 居ります、 然るに 此度の 原 築に 於き ましては 
選擧區 を 小 選舉區 と 致しました 結采 •選擧 區 S に 開 
票を 致し， 選 擧 ir を 開く？ 斯う 云 ふこと に 致した の 
であります、 然るに 數 郡を 合して 一 選 ^ M に. 奴し ま 
す 所では、 現行法の 如き 郡 •市を 以て 郡 市 別 1: 開' は 
を 致す と S ふことは •笪 際に 於て 便宜で あるので ご 
ざり まする から、 是は衆 餞院が 左樣に 修正を 致され 
ました 4 う 一つは 官吏の 選 fi に關 する 行 励に 付て 
_ 則の 規定を 加 へられた のであります、 其 他 it. 多く 
文字 上の 修正で ござります る、 申 上げます る 511 く 何 
れも,當なる修正と考へまして、此修正にほ2总を 
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致しました、 尙ほ I® 條衆 _院に 於て 別表の 中に 修 
JE になつ たのであります、 それは 山 梨 縣の 政府の 原 
宰第二 區で ござります るが •政府の 原案に 於まして 
は、 西 山 梨、 東 山 梨、 北 巨 瞍 、中 巨® 此四郡 ■を 合し 
て 二 人一區 に 致して ござります る、 然るに 衆議院に 
於て 成るべく 東： 5 :山梨 の兩 郡を 一區と 致し， 北屮巨 
陲兩郡 を 一區と 致しまして •二 人一區 とした 政府の 
原案を 谷々 I 人 一區に 修正に なつた ので ござります 
之に 對 して 當局と 致しまして は 原案を 是なる ものと 
信ずる と 云 ふこと に 答へ ました、 併ながら 多 ® に 於 
て 修正せ ら る、 と 云 ふ 事で あれば、 强 て反對 する 譯 
にも 行かぬ と 申した ので ござります、 他の 修芷 には 
進んで 同意を 致しました が、 此點に 付て は 右 _ な 答 
辯を ® は 致しました •致しました が 政府が 此 ilit 案を 
以て 是な りと 申します る ことは、 先程 申 上げました 
如く 人口に 鑑み 地形に 鑑み、 さう して rM つたので あ 

ります、 即ち lit 山 梨の 第二 M の 如き ほ 四 郡を 合して 

人口 二十 六 M 五 千で ございます •それで 二人の 定員 
で ござ 〇 ますから、 人口から 申せば 恰も 一 人 十三 萬 
人に 當 つて 居ります、 尙ほ此 政府の 原案は 四十 五 年 
の 政府案に 於ても 问糅な 事に なつて 居ります、 然る 
所 衆 謎 院の 修正の 通りになります れぱ "東西 山 梨兩 
郡を 合併して 人口 九 萬 八 千で、 北 中巨幽 兩郡を 合し 
て 人口 十六 萬 七 千、 一方は 九 萬 八 千、 一方は 十六 萬 
七 千、 各々 一人の II M を 出す と 云 ふこと であります 
人口の 上から 申し ますれば 修正案の 方 ほ 宜しくない 
のであります， 政府案の 方が 公平で •こざり ます、 之 
を 地形の 上から 申し ますれば、 H れかと 中せば 修正 

案の 方 •か 宜しう ございます ，束 西 山 梨、 北 中 巨 豳兩 

郡 共に 谷々 川を 狹んで 一地 形を 成して K る 所で ござ 

いまする から、 此點は 修正案の 方が 宜しう ございま 

す、 町村の 數も 甚だ 多い のでありまして、 是は 此點 

から 申せば 修正案の 方' か 寧ろ 3£ し •てこ ざいます、 そ 

れから 又 ; li 來 5 E る だけ 一區 一人の 制度を 採る と 云 ふ 

事から ^ せ ば •修正案の 方は 意義が 撤 晓 いたして 居 

るので あります、 山 梨の 全體を 申 上げ ますれば 政府 

の 原案は 二區は 二十 六 萬 人で 11 人の 難 員" 三直は 十 

六 萬 人で I 人の 議 fl、 四 M は 十二 萬 四千 人て I 人の 

議員 •此度 北屮巨 踏を 分 © 1 いたしました 所で、 十六 

萬 七 千 人に 付て 一 \ の 謎 M で ござります から、 山 梨 

縣 全 g® を 通 ® いたしまして， 此修 正必 しも 不可な り 

と 申す 次第で ございませぬ、 而も 此 別表の 如きは， 


政府は 前 中 上げます る やうな 考を以 て區 劃いた しま 
したの -^' "何 處まで も大體 から 申せば 政府の 方が 宜 
いと 考へ ます けれども、 又 衆議院の 此 修正 必 しも 其 
意義 無き にあらず ，却つて 政府案よ 〇或點 に 於て は 
fa る 所 も •こざ ります* 唯 斯う 云ふ區 制を 一々 擧げて 
自己の e に 利なら むと 欲する 眼より して 論評いた し 
ますれば •备 M 各々 皆 11 論を する ことが m 来る だら 
うと考 へます •此 修正 も 其 裏面に 立 人つ て 玆で申 上 
げ ますれば •修正の 結果は 政 友會の 方が 有利で ある 
ので ござります、 政府は 左樣に 考へ ます-併ながら 
此點に 付て は、 先き に此 改正案が 新聞に 出ました 時 
分に •憲政# 側の 安達 謙 臓 君、 選擧に 最も 通じた 人 
であります •此 人が 原案に 對 して 非難を 加へ て 居り 
ます •其 非 雜の 一® 胳の 中に 不公平の 實例 として 即 
ち 此山槊 縣の •今 申 上げた M が 擧げ てあります、 そ 
れに 依ります れば 「山 梨縣の 第二 區の西 山 梨 •班 山 
梨、 北 巨_、 中 巨躞四郡を一選擧區二名とせるは、 
此內 中巨蟒 のみを 中堅と せる 憲政 會を 打破し •政 友 
會 より 二 名を / tl たさむ とする SJa © なり」 憲政 會側か 
ら見 ますれば •左樣 に 見れ るか も 知れ ませぬ が-却 
つて 其间じ 事を 以て 政 友會に 利な りと して •是は 政 
友锊 からの 修正案では ありませ ぬ' か •之に 賛成して 
成立つ て 居ります •で 谷々 自己の 見る 所に 法つ て、 
自己の 都合の 宜から むこと を 欲して、 一々 別表に 論 
議を致 しましたならば、 實に日 も 亦 足らぬ と 申して 
宜しい 次第で ござります， 私は 左様で ござります か 
ら>  却つ て 選擧の 事情に 通 ぜざる 者を して 一定の 條 
件を 示して‘ 其 下に 區剷を 致させました やうな 次第 
で ござります るので、 原案を 以て 是な りと m じます 
けれども， 併し此 修正に 付て は 今 申 上げます る {(U く 
十分なる 理由 も あると 認めて 宜か らうと 考へ ます. 

其 政 友會に 利なる や、 憲政# に 利なる や、 f; 手に 議 

論を ® - 方から 致して 居る ものと 見て 宜か らうと 考へ 

るので あります， 要するに 當局 者と 致しまして は、 

大 體 …… 幸に 御 铋燹を 得ます ると 云 ふこと で ござい 

まするならば •議論は 何れ にても 爲し煜 る、 僅か 一 

點の 事に 付て 彼れ 此れ tM すと 云 ふことは 欲し ませぬ 

で 寧ろ 大體 より 見まして 甚だしい 不都合がないなら 

ば、 幸に 御 協賛を 得る と 云 ふこと であれば 誠に 仕 合 

せに 考へ ます。 

〇 議長 C 公 酹 德川家 達 君〕 是 より 通吿 順に 依り まし 

て 質問を 許します、 山 脇 玄 君。 


〔山 脇玄君 演壇に 登る〕 

0 山 脇玄嵙 私は 選擧 法改正 案に 付きまして •二三 
政府 當 局に 伺 ひたいので あります、 其 質問の 趣意を 
明に する 爲に 聊か 理由を 述べた う •こざいます から、 
魁 時時 間を 御與へ 下さる やうに 願 ひます、 で 質問に 
移ります 前に 當 局に 御 願 ひ 致したい のは， 此 案に 付 
きまして 統計な り 色々 材料が 印刷に なつた ものが あ 
らうと 存じます れば 、どうか 吾々 にも 汎く御 配付に 
ならむ ことを 求めて 置きます* それから 其 中に 11 十 
五 歳 以上の 女子の 數が 御調べ になつ て 居ります かも 
知れ ませぬ が、 御調べ になつ て 居ります れぱ 、それ 
も 同時に 御 交付を 願 ひたいので あります、 諸君、 改 
めて 申す まで も ありませ ぬが、 立憲君主政 治の 下に 
在つ て、 君主の 意思が 一般の 拘束の 力を 苻す るには 
國 民の 同意を 得て 之を 定めねば ならぬ， され ぱ 君主 
の 意思を 決定す るに 方り、 國 民全體 をして 直接に 參 
與せ しむべき 筈であります るが* a 民は ra る多數 で 
ありまして 實行 甚だ 困難なる が 故に、 國民 代表の 翳 
會を設 け、 其 同意 ありた る 時は 全國 民の 同® ありた 
る ものと 看做す るので あります •是れ 全く 已 むを 得 
ざるに 出た ものであります から、 せめては 其手續 で 
ある 所の il 擧灌を 洽く國 民に 認む べきでありまして 
立憲政治の 本旨は 玆に 初めて 完 うする ことが 出来る 
のであります、 それであります れば こそ 明治 元年 五 
箇條の 御 誓文に 「廣ク 會_ ヲ興シ 萬 機 公論-一決 スへ 
シ」 と宣 はせられ て あるで (t ありませ ぬか. 固より 
蘼 員た る 者は、 全國に 亘 つて 國民谷 部の 利害を 代表 
すべきは 言 ふ 迄. も ありませ ぬ •併し 寶際に 於き まし 
ては 選舉區 の有權 者と、 所屬黨 派の 事情 や、 S 瘤に 動 
かされ 县きは 明白なる 事實で あります 、然 らば 之を 
立®: 政治の 本旨に 接近せ しむる 方法は 無き かと 中し 
ますれば、 大に あるので あります， 則ち 國民谷 部の 
利害を 代表せ しめる が爲 に、 谷 部に 有嫻 者を ® き 谷 
部より 議員を 選 W せし むる ときは、 單り 上流、 中流 
階級の 利害 ばかりでは なく， 下流 階級の 利害を も 等 
しく 代表せ らる 、ことにな りまして、 玆に選 擧_擴 
張の 主要なる 意義は 初めて 撤 K する のであります、 
尙ほ 具體 的に 申します れば 、制限 選擧を 改めて 普通 
選舉 とする のが 最上の 方法であります， 吾人は 前述 
の 如く 立憲政治の 本旨を 解せ ねばならぬ と 信じて 疑 
ひませ ぬ、 然るに 政府案 ほ 何故に 選擧擷 張に 方って 
今- W ほ 立憲政治の 本旨に 適應 せぬ 制限 選犖を 固守せ 


んと される ので ありませ うか、 玆に 於て 私は 二三の 
質 間を 試みねば ならぬ 事に なつた のであります、 政 
府 の御考 では、 第一 我 teg は尙 ほ* 憲政 治の 初期に 在 
るので 一般 國民は 未だ 立憲の 施行に 慣れぬ から、 餘 
に 選 擧 fi を廣 くす るのは 危險 であると 云 ふので あり 
ませう か、 斯る撾 張は 却つ て 弊害を 生ずる ffi が ある 
と 云 ふので ありませ うか •第一 此點を 伺 ひたいので 
あります、 成る ほど 我國は 歐 米諸國 よりも 憲政の 施 
行が 比較的 新しき 事は 言 ふ 迄 も ありませ ぬ、 それで 
も 憲政 Is 布 後 三十 年 •府 縣會設 置 後 四十 年餘 になつ 
て 居ります、 三十 年 •四十 年の 試驗は 人間の 生活に 
於き ましては 決して 短 かいものでは ありませ ぬ、 選 
舉に 付て 全く 經驗を 有しない 國 民の 間に、 初めて 憲 
政を 施行す る 場合で ありましたなら ば、 最初の 試み 
としては、 制限を 加 ふること も 已むを得ない かも 知 
れませ ぬが、 三 四十 年の 經臌を 有する 我國に 於て は 
試驗の 時代は 過去つて 居ります、 國民が 憲政の 施行 
に 慣れぬ と 云 ふことは 決して 選擧 制限の 理由と 爲す 
には 足り ませぬ* 又 弊害を 生す る |» ありと 云 ふこと 
も 出 來 ませぬ、 况 して 明洽四 1 一年 以来 一再 に 止ら 
ず、 普通 選 擧案が 議會に m 現した では ありませ ぬか 
獨逸 帝國の 如きは 其 初 じめ て北獨 逸 聯邦を 組織し， 
初 じめ て 憲政を 施行す るに 方つ て、 最初より 旣に哿 
通 選 一を 採り、 毫も危 險 としな かつた のみならず、 
我が 憲政 施； fr の 徑路を s みて 見ます ると •明治 元年 
の 五箇 條の御 誓文、 同 八 年の 立憲 政 體の詔 書、 同 十四 
年の 國會 開設の 勒論 >  同二 十二 年の 憲法 發 布の 勅語 
等が ありまして、 漸次 準備に 準備を ® ; ねて、 同 二 十 
三年に 初 じめ て 議 會開會 となつ たのであります、 尙 
ほ其期問に明治六年以來，板垣、後蔻、副島、江藤 
參誘の 民選 議 餃 の 建白 もあります るし" 先 «諸. ハムの 
國會 開設 請願の 運動 も 起り ますし •同 十四 年大龄 IV. 
の 野に 下りし 頃 ほ、 最早 國會 開設の Is 勅なくて ほ 天 
下の 政道 安全に 進行し ® き 程に なつた のであります 
明治 六 年より 十四 年までに 國 民の 政治的 自覺 は大い 
に進步 したに 相違は ありませ ぬが 尙ほ此 自覺を 有し 
た 者 13; 僅々 少數の 部分に 過ぎな かつた ので ありま T 
然れど も此誠 意と 勢力とは 專 磺 なる 藩閥 政府を 强要 
し •同 二十 三年を 期して 國會を 開き 立憲政治の 端を 
發せ しむる yv になつ たのであります、 憲政 施行に 至 
るまでの 經過斯 の 如く ' 一十三 年を 費し’ 其 施行 後 今 
日に 至る まで、 又 殆ど 三十 二 年の 星霜を 經た るに 拘 
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らず 、世に ほ 國民 一般が 普通 is 擧の 要求す るまで 之 
を 延期せ んと 欲する 論者な か  < 多い のであります 
然れども、是ぞ甚だ危險な方法と言ほねげなり -± ?せ 
ぬ、 何故ならば 國民 1 S2 が 普通 選舉を 要求す るまで 
放任し ® きましたならば、 取り も K さず 社窃の 有力 
なる 分子に 非常な： 小 平を 鬱結 せしめ •政府が 民 As 輿 
論と， 認めて _步 する 頃 ほ •旣に 不自然なる 政 ® を 生 
ず る處が あるから であります •彼の 國會開 設の 請願 
にも 一般 の國 民は 與らな かつた のであります、 少數 
ながら 社會の 一部に 政治 思想を 有する 有力なる 分 
子が あつて、 遂に 國會 開設を 見る に 至つ たので あり 
ます， 是れほ まあ 第 I であります 、第二に 伺いたい 
の ほ、 或 ほ 國 民の 政治 思想が 尙ほ 未だ 幼稚で あると 

云 ふので ありませ ぅか、 如何を 伺 ひたいので ありま 

す、 勿論 國 民の 總てが 政治家の 如く 國 事に 熟 心で あ 

る ことは SI むべ からざる ことであります し， 又 決し 

て 朝 ましい 事では ありませ ぬ、 實 際上國 政に 參與す 

る 若は 唯 議員と して 當 選した 者の みであります、 一 

般選擧 人は 唯 選 翳 M を 行 ふ ばかりであります からし 

て、 自ら 國 政に 參與 する 所の 能力を 有する 者で あり 

ませぬ、 單に侯 補 者と して 立つ て fr る 者は、 果して 

il 員と して 適任で あるか 否かを 識別し 5 r へき 能力 だ 

にあり ますれば 足れり とする のであります、 斯の如 

き 普通 能力に 於き ましては、 我が 國民は 決して 歐洲 

國 民に 劣る もので ありませ ぬ、 普通敎 育の 普及に 於 

きましても •敢 て！ f れを 取る もので s> り ませぬ、 况 

して 愛國 忠誠の 念に 至りまして は >  實 に 我が 國 民の 

誇りと する 所であります •此 ,?!'. 良なる 國民 に對 して 

照く 選擧滟 を與 へる ことは 危險で あると か、 弊害を 

生ずる 處があ ると か、 政治 思想が 幼稚で あると かと 

云 ふのは ®, に 國民を 侮辱す る ものでは ありますまい 

か、 今日 我國 と歐洲 諸國 とを 比較して IL ますに、 我 

國に 於き まして® り 選擧權 に 制限を 加へ る ことは 金 

く 其 理由を 見出し 得ない のみならず 、却つて 反對に 

我國に 於て は 選擧權 を 制限す る 理由に 乏しい ので あ 

ります、 歐洲 諸國に 於き ましては 社會民 主 黨の如 き 

虚無 鉞の 如き、 又は 民族黨 の 如き" 甚きに 至り まし 

ては 國家 K ものの 存在を 呪 ふこと を. .- H 義 とする 如き 

思想が、 ffl 當に 勢力を 有する に拘ら ず、 旣に 選擧權 

の 制限を 全 殿した のに 危險 もなければ 弊 串：： を も 生ぜ 

ぬでは ありませ ぬか、 唯、 膂魯两 國が 今日 尙ほ不 合 

理播 まる 三 段 選题を 維持 L •索 遜國が 普通 選犖 に改 


めたのは宜しいけれど、尙ほ祓數投票制を拃つて選 
擧權に 差等を 付けて 居ります の も、 詰り 社 會 K 主黨. 
の 勢力咐 加を ?1; る^ 1 爲 であります， 單〇 我國に 於て 
選擧糊 の 制限 全隧 (3: 斯の 如き 危險の 伴ふ鼢 がない、 
等しく 陛下の 忠良なる 臣民で あつて、 政體 の爭 もな 
ければ 民族の 爭もな い、 六 千 萬 人の 臣民 一人と して 
皇室の 隆運を 祈らない 者 ほない、 一として 國 家の 存 
在を 呪 ふ 者 もない， 若し 世界に 於て 最も 安全に 選 犖 
糊の 制限 全 廢を決 行し 得る ものを 求めましたなら ぱ 
我國は 確かに 其 一つで あらう と 信じて 疑 ひませ ぬ、 
第三に ほ 女子の 參 政 fi に 付て であります， 佛國の 革 
命議 會 に 於て 「ミラ ボ IJ が演說 した 中に、 國會は 
猶 ほ地圖 の 如し、 地圖に 於て 全國の 地形が 其 儘縮寫 
される 如くに、 國會に 於ても 尙ほ國 民の 總 ての 階級 
の 勢力， 利益が 遨憾な く 代表せられ ねばならぬ と 言 
ひました のは、 國會の 性質を 說明 する ものと して® 
々引用され るが、 國會は 實に斯 の 如き もので あらね 
ばな り ませぬ、 國會 は國 民の 代表 機關 であるとは、 
何人も 異口同音に 唱 ふる 所であります、 今や S 人が 
其 本性 •本能を 自由に 發展 して、 社畲國 家に 貢献す 
る 機會に 平等に 均霑し 得る と 云 ふことは， 世界の 風 
潮でありまして、 如何なる 權力も 之に 逆行す る こと 
は 到底 不可能で あると 謂は ざるを 得 ませぬ、 若し 强 
て 之に 逆行せ んと する ものが あると 致します れぱ、 
是れ 時勢を 解せ ざる 頑冥； 个靈の 人で あつて、 自ら 好 
ん で進步 でな く、 退步せ る ものであると 謂は なけれ 
ばな り ませぬ •さう して 女子の 敎育も 維新 以來大 に 
其 面目を 改めて 進步發 展しつ 、あるの みならず、 漸 
く 社 會の需 耍に腮 じて 敎育 事業 や、 交通 機關や 、其 

他の 職業と 勞作 とを 通じて 精神的に、 將た又 物質的 

に 社 會 "國 家に 貢献して 居る のであります、 斯樣に 

立 憩 政治の 本旨から 5; ひましても、 世界の 大勢から 

見ましても、 尙ほ又 國民た るべき 義務 履行の 上から 

論じましても、 今日 選 擧權擴 張の 場合に 於き まして 

愛國 心と 國民的 義務 履行と に 於て 平等で ある 女子が 

どうして 國 政に 參與す る 上に 於て、 不平等なる 侍 遇 

を 受けねば ならぬ ので ありませ うか、 私は 甚だ 了解 

に 苦しむ のであります、 素ょり 女子 參政權 に付き ま 

して" 人體の 構造 や、 敎育の 程度 や •古来の 習慣 や 

其 他 種々 の 原因より して 反對 論が あるに 相違 ありま 
せぬ が、 其反對 論た る や 詮じ 詰れば， 古来 女子を 男 
子と 同等の 人間 扱に せなん だ 結果を 捉へて •直に 之 


を 論及す るか， 或 (3; 又 男子 目 己の ® : H: を 主と する： 1W 
見に 苺 因す るに 非 ざれげ、 全く 一片の 祀逛に 他なら 
ぬのであります、 早い話が 社 阀 家の 進 步と云 ひ 
國力 充實と 云 ふの も、 詰る 所 ほ 國 K 全體 の！ 一 勞の結 
晶 であります •上 ほ 知識階級、 错神 的の 人より 下 15: 
勞磡 階級の 庶民的 階級に 窀るまで勞砌よ〇成るので 
あります、 それで あれば こそ 我國に 於き ましても、 
古来 男女 相俟つて 協力して 現代の 程度まで 漕ぎ 付け 
たので ありませ ぬか、 況して 今日は 女子が 富 岡 强兵 
の 上に 貢献して 居ります る狀况 は、 殆ど 男子と 同等 
であると 云つ て も 過言で ありませ ぬ、 然るに 女子を 
參政權 より 除外す る ことにな れば •是ぞ 即ち 女子を 
非國民 扱に し、 女子に 對 する 非常な 侮择 であると 云 
ほね ぱなり ませぬ、 斯る非 立憲 的の 法制は 苟も 文明 
國の 仲間 入を した 我 國に ある まじき 事では ないで あ 
り ませぬ か" 終りに 臨みまして 一言 附加 へて茼 きた 
いことは， 家庭に 於け る 母親の 權威に 付て であり ま 

す、 申す 迄 も ありませ ぬが . 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御意 見は 御斷を 致します 
0 山 脇玄君 いや 質問の 趣意を 徹底 さして 頂きたい 
古來 英雄、 偉人の 背後には 必ず 賢明なる 母親 あるに 
鑑みまして、 亦 現代 靑年 子女の 敎宵 程度の 進 步に見 
ましても， 男女 性別に 依つ て社會 上の地位、 境遇に 
差等が ある やうであります と、 家庭に 於て 靑年 子女 
を敎 養す る 上に 甚だ 不便を 感ずる ことは、 皆さん も 
吾々 と共に 日常 實驗な される 所で あらう と 存じます 
して 見れば、 此點 よりし ましても* 此 好機 會を 逸し 
ませず、 男女 同等に 參政權 を 要求せ ねばならぬ 次第 
となる のであります、 右三點 に付きまして 撒 底 的の 
御 答を 願 ひたい。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 耶君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 唯今の 御尋ほ 斯う 心得 
ますが、 政府は 普通 選擧 論に a して どう 考へて 居る 
か、 斯 5 云 ふ 大體御 導の やうに 心得ます、 普通 選擧 
論に も それ 程度の ある やうに 考へ ます、 一定の 
年齢に 達した 男子の みに 參政權 を與 へる、 若く は 又 
一定の 年齡に 達した 女子を も 加へ 參政權 を與へ る、 
或る 年齡に 達せぬ 若は 男女 共に 省く と‘ 斯う 云 ふこ 
との やうに 色々 あります る やうです が、 何れの 途' 
人間は 生れながら にして 平等なる ものでは ない と考 
へます、 又畏 幼に 依つ て 思想の 相違 も ある ものと 考 
へます、 旣に舆 ならば 男、 女を 加へ て 4, 相 當の年 


二：- て •玆に 選 斯簡.  ： 、以上 
は、 何等か 制限を ® くべき 必耍が あつて ® くので あ 
ると 考へる のであります が、 詰 〇涅沁描を與へろ與 
へぬ と 申します のは、 之を 行 fl; する 能力 あり や ,, ,; や 
と； K ふこと が、 結局 問題の 蹄 奢 s になる C だ • • ' 「と 
思ひます，左棟に《しまするならぱ、此遝母枧叫 ^! 
と 云 ふ もの ほ、 時に ffi つて、 所に te つて、 それ'^ 
差異の ある ことは 叫 論の こと、 考 へます、 段 細 巴に 
於て 普通 選擧が 行は れて FT ります るには、 それ 
相 常の 歷史 、沿革 •かあつて K 所に 至つ たこと であり 
ませう， 我國に 於て 選擧 權 を 論ずる にも 亦 時勢に fe 
らざ るを 偽ない、— から 今 R まで 漸次 選 擧础 を捎 
張いた し來 つて • ])!] ち此度 も 又 約 倍數に 之を桢 張せ 
んと する ので ござ 〇 ますので あります が、 凡そ 斯う 
云 ふことは 順序を M んで 漸次 3-L- 途を執 ると 云 ふこと 
が* 最も 然るべき ことで あると 考へ ましたので あり 
ます、 それを 細かく 分つて、 直に 玆に 選舉础 を與へ 
れぱ弊 害 ある や 否や、 政治 思想が 發達 せざる や 否や 
と 云 ふ 所まで 論及す るので ありませ うが、 一定の 納 
税額を 納めぬ 涝に 致しましても 相 當の知 識 •經驗 を 
備へた 渚は あります、 納稅 者でありまして も 一々 之 
を 吟味 するとき に 於て は、 其 能力に 疑は しい 者 も あ 
ると 考 へます、 併し 制度を 立てる に ほ 先 づ大膛 から 
判斷を 致す より 外は ない のでありまして、 今日の 大 
體から 申せば、 先程 申 上げました 如く •漸を 以て 進 
むと 云 ふこと が 最も 適當な りと考 へました ので ござ 
ります、 細かく 分つ て 御 答を 申 上げ ませぬ でも、 其 
邊は御 了解 下さる こと、 考へ ます、 女子に il 擧褪を 
を與 へない のも冏 じ 理由で ござります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 高 崎 君に 伺 ひます が、 高 
崎 君の 質問は 大分 時間を 要します か。 

0 高 崎 親 章 君 極く 簡單 でございます。 

〇 山 脇玄 君もう 一腦 內務 大臣に 伺 ひたい、 內務大 
铒は此 知識の 程度 或は 制限 〇 ことを 御 述べの やうで 
あります が‘ 3T. C: 々が 一 番何 ひたいのは 、今此 制限を 
直に 撤廢 したなら ぱどれ 程の 弊害を 生ずる か、 其 弊 
害を 伺 ひたい、 吾々 は 弊害は あるまい と 見込んで 居 
ります、 內狳 大臣は 弊害が あると 認められる >  其弊 
害の a を 一々 列擧 して 下されば、 吾々 が 反省す る材 
料になる と 思 ひます、 もう 一應邨 害の S1; を 列舉 して 
戴きた うご ざいます。 - 

.〔國 務大臣 床 次 竹！ 一郎 君 演 ® に 登る J 
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て 出が ゝ ベが 二 辟た 分て に 唯 何な 言 云 政の あを 此ら 分る しが S •て 言 羝申〇 なての そ  のみ 阀〇 
之來 、以き 、人を い 立 、御 今 かる 葉 ふ 笊 戊る 史二れ 立、 た （5； 考 はを に述 高い _ 原れ  で 方の！^ 
をる 或 上 も 三 制 小のを 大伺 〇 御 政で この にかに つたを こいい へ fr 屮關べ 崎と む 案 故 一 あを 政務 
改 とはは の 入が 選で 主 政 ひ 御目黨 あと 發木 、眼を る IJ とのの ま 政述係 ま親考 るが に 山 〖J 致治大 
正 云*— で 制 六舉あ 肌’: パ 〖的の つを 達 案喵屮 何此的 ほは です 黨べ のす 章へ と邯 今 脇ます を C 
す ふ！ i 人 あと -\-Jsl  0 とを し蓰が S て 川 にの 今にれ 御と 大 、あが にら あ 、君た 云ち 日 玄すこ m  ru 
る關 行一 ら云 九〒： ませ 目た は あに 、述 K 改內 固を H せ 政 政り、 利 れる衆  次 ふその 君  とす ！$ 
以係政 K う ふ 、改 すら 的 い 鸹る利 私べ す 正務か 以 的ら 斑 府ま殊 害た こ 謎 極 第 これ 大 $  がに 泛 
上で 辟 制 と 祺 三め •れ との だで 益 共ら るは 大な てに るを がすに 關 のと 院 くで とに 體為  、は H 
は あのを 思 椚人 ら次 たせは 解 あ で 解れと 1: U い R  W 、 主 立 、 K 係では 譏间ご ほ 適 かぜ！  其 、菡 
必 0 入 採 ひな 制 れに のら * 琛らあ 锷ま沄 可ので 的て か 眼 懣玆既 を あ ‘ 员 揹 ざ ■ふら 十  國そ繫 
しま 口 らま どが る 伺 でれ 木に う るに しふな 御 本とは、 と 政に の 及り 唯 選で い 健 所 達；  をれ G 
もせ のれす は 十 、ひ あた 案 苦と か罟 たこり 說 案せ， 吐 せ 治 於改ぼ ま 今 鎅 ごまな 以翻こ  進/.、 

行う 都て 、殆 一此 たるのを し 察と しがと 、明を ら大 選らの て 正す す內法 ざする でい と  む1 \ 私 
政け 合 然小ど M 別い かで 編む せ 云む  Mi 併に 編れ 政舉 れ運 内に こ 、務改 い 。政 あた 述  る秩は 

M れ にる 選屮 に衷の 、あ 制の らふ * 是必な 依 JS た泷 法る 用務 於と 固 大正 ま  洽る しふ  所序斯 
に ど 依べ 擧 il なをは 此 るせ でれ 事 本は 要が りせ る 若を、 上 大て 少よ臣 にす  を、 ま ^  以あ樣 
te もつ き 區擧つ 見 現 御 から あま 椚案誠 でら まら かく 誤 か 政 K ■:は な 0 よ 付か  進 其す  でる に 
ら •てと に m てま 行 目 ’ るりす に改 にあ 本 すれ 、ば會 、黛に 最か 此 りきら  む 程る  あ m 考 
ず 法 其思改 と 尻す の 的 或、 まな 付 正 巧る 案と た將小 に 將を御 もら 改縷 ま此  る 度に  る當へ 
と 作 配 ひめ もり る大 をはに すれて がな 、改 、もた 黨提た 目 伺 其ぬ 正々 し 席  所を、  とな ま 
もを 合 まら N1 まと 選 伺 小當1 どは 如る 斯正 政の 政 分 供 小せ ひ關こ に® て か  以超政  思る す 
選以 がする すす •擧ひ 激つ玆 も、 何 御 う上黨 で：% •立せ 黨ら致 係 と 付 百 政ら  でえ 府  ふ 進一 

〇 かます 甚 れい 都の すが 平已 上に 制 たた 選の す 政 今 來る合 中分て ベら に邊發 や說〇  之で 人擧 

謅 つで る だまた 合點る 出に むか 於を い 如犖と 、激 （H ると が に 裂 中き 選 もの 達う 明國  を あ一 原 

揭 たも し闲 せし がな に來し をら て 餞と く區は 小は ほと も 宜ご若 上 も 擧是弊 上な の務 ^ 伺り 商を 
朵次 劃左雖 ぬま 好ぞ 、たて 偽 申 甚守云 、を考 選 分备云 私く ざ くげの 法は 害® こ 中大國 ひま 制 別 
為 第一 糅 なが しいは 町 次 都ず しだい ふ 原作へ 擧裂國 ふは なりけ： た での 都は だ とに 臣務 たす とに 
藍で 式な こ •てと 極 村 第 合 二 ま 不た稍 則る ま M すと こ考 るま大 稍は 改合宜 宜が申 P 大 いか 云 立 
括 あに こと m  •思め 別で が 人し 平す りと にせ 若る もとへ •せ 政り 勿 正が くく 行 上 忠臣、 、ふて 
^ り やとで に 勝 ひて を ご 好 若て 均と で し 至ぬ く 傾には ま 小 ぬ 黛で 論は； a なな はげ 益床此 w こ、 

塞 まらを も 角 手 ま公以 ざいく もな 云 ごてり 、はき 社 、せ 政 父 を あご 元し るいれ ま！！ 次二來 とも 
寒すな 致 あ 左 次す 平て い とは 無る ふ ざは ま そ 大が會 世 ぬ黨 K 作り ざと い 積 、てし；^ 竹點 なは 差 _ 
G  。けしり 樣第 るを 致 ま 思三理 ここり としれ 選 あのの 1 が 制るまい 政 、りで 居た 製 二を い ，支 
れ てまに とが 得しす ふ 人な とと まこた か 擧る狀 勢 小 分のと すま 黨斯で 小る こ 為郎 伺の どな 
休  ばます 分 申 、てま 、所 一所 もに しまこら 陂か 態で 黨裂大 云 、せの 様 あ 選、 と  君つ はう い 

憩  なでる 削し 借 一し 選が 區が 起な た でと 二た との あ 分 •小 ふ 從ぬ 都に る 擧斯は 御 演てど しこ 

を  らもし をて て 區た擧 あと 隨 つり 、も ほ 人る 其 •複る 裂 小に t てと 合 申 ，區う 、答 壇 見うて と 

致  ぬ此 * 致は此 一な區 る 致 分て ま 併  一 •區爲 點雜と 若 政 依  <  此 云の し 自に云 今へ にた 云 もで 

し  次 選手す 語 行人ら を爲 す起參 すな 區先 若には な考く 黨つ な改 ふみ ま 然改ふ 日 致 登い ふ m あ 

ま  第 擧數と 弊政 制ば掎 に 方つ りと が一 程く  、考 るへ ぱに てこ 正 こを し 政め こ 同し るの 理來〇 

す  と M で 云が 區を 、劃 左が てま 、ら人 申は 左へ に ま 大不大 とに と 以た黨 まと 士 ま。 で 由な ま 

d  も 制 も ふ あ ffl 行 或い 樣ど參 す 人一 制 1. 三 棟て 從す政 都政 は 於は て* のす は 打す  あで かす 

考を あこる を ふは たなう り 、口區 をげ 人な 居つ 、黨 合黨 河て 、改 併發れ 政と  '  り あつが 

へどり とか 分の 人 しも もま 地の一 採 ま M る りて 寧が でに 等 小 併 正な 達 ば 黙 云 先  まるた ' 

な こま ほ 知 割に 口 まの 公す 形 上人り しの もま * ろ 出 あ 都眼黨 せす が 上 其- の ふ 程  すかの一 

七 

七 

七 

ちの しが まに でが のつ 黧考選 〇  か 何う 目 を 所す とはい 爭ま戰 補 事と 多 德御御 政 說〇高 〇 

左方て 宜せ都 大都大 てのへ 擧國  、等に 的爲で 、云此 とふす で 者 W 云々 義說 辯黨明 高崎讖 

様が \ 、ぬ 合 小 合 小 都爲ま 區務门 も眼考 がすは 然ふ選 云と  >  あがが ふ あ 上 明明は を 崎 君 長 
に少 或と 、が 選が を 合に すに 大國う 中へ あ 上 、らこ 擧ふ云 故る 其 あ 御る に 中で 大願 親 。 ％ 

は 数は 云 唯 宜舉宜 問 が 都 、致 臣務 一政 まるに 此 ぱと M 御 ふに と 選り 說 、於 大あ政 ひ 章  益 

今 黨强ふ 大い區 いは 宜 fr 其 し P 大 il 黨 すと 於 選 私 がに 意 所 此言舉 と 明是て 選り 黨た君  M  . 

日の てこ. 選との 、ずい が 事 ま裘臣 伺を が 云て 擧共  '付 見の 大ふ區 しで 等も擧 まもい  午: 午 

の爲 區と擧 云爲斯 、と 好は し 泛床ひ 置 、ふは 法の 御て で 弊 潠と內 まあに 甚區し 小  '先  以後 後 

實に 別は 區 ふに® 政 申い 左た E 次た かそ こ 大の內 言は あを 擧 其に すつ 付 だで た 政 先刻  _  — 零 

際 宜を往 のこ 、に黨 上 と 樣方蔽 竹い なれと 政 改務葉 、り 除 區候 數れ たて 面 あが 黨 刻の  装 時時 

にい 致々 方と 小 申 とげ 中に が 雲 二の いでが 黨 正大の 大ま却 に 補 多 ばの も 白る 、もの 續  S 十一 

於 か し _ がは 選 上 致た 上申 政否郞 でとは 、で は臣中 政す す 於 若 現 •で 小 かと 併更 御き  八 分 

て もま 論 小  '擧 げし 次げ 上 黛  君 ご云此 御な  'のに 黨 るるて がは 大あ 選ら 同な に 答を  是分休 

斷知 しを 數私區 たま 第 たげ の 御 演ざふ 選 言け 政 御 現を とに 同 從れ 政り 擧ざ じが 眼 辯 も  よ 開 憩 

定れた せ 代は で こ しで こま 爲答 壇い 御舉 葉れ 府說は 主 •はじつ る黨ま M る 黛ら 中 にう  0  _ 

はまなら 表理 あとて はと しにへ にま考 法の ばは 明れ 眼內 、黨 てので すが 結 眼 其に 本一 會 
出せられ 者 窟れで ほ あはた 都い 登す での 中 な憲 にる と務 小派少 であ 、最果 が 前置 案 言  m 

来ぬ ばる をを ば あ 小り  '  、合た る ° ご改 にら 法 法 やし 大選 がな ある 果 もを 互 にか 制 内  を 

なが 、所 m 發是 選ま大 併が し ^  ざ 正 現ぬ 政つ うて 臣擧鎬 いりと し 適 見に 内な 定務  開 

い 、大 です 見が ま擧せ 政な 宜ま  いには と 治て で p: •の區 をの ま 云て 常る 競務 いに 大  き 

と 併 選 あにい 大す 區ぬ黧 がしす  ま 付れ 云の 考 あら 御が 削 です ふ 右で こ爭大 と付臣  ま 

云し 擧り 都た 政る の 、にらい、  せて るふ 運へ りれ 目 宜つあ •と樣 あとし 臣云 てに  す 

ふ强區  ま 合し 黨 •方 黨限 政と 小  う ほや 御用る まる 的して 〇 小 候なる が •の ふは 御  * 

御 〇 是に〇  委〇  まと 〇  〇 て 〇 實少 まふが 出 利 例 擧 まなが あてと こ 

異議れ 關伯  員謅  すす 議與御 男際數 すの 小す 益と さする * り 一 申と 

^ 誘 長よ す爵  衆 „ の 長  。る 長路選 爵の黨 •が iii ると しれ、 が 今 ノ樣せ も 

召 は £ りる 松  男 男子  伯 侯 議岡氏 S 起  高 R 石定高 狀の即 •擧 、云て な 又爲日 北に ば* 

3 ご 命 其 法 浦  爵爵爵  爵爵院 書名 舍立  木 冷 黑 あ木况 不ち現 區即ふ 少い小 にの 部 ご、！！！ 

旁 ざ 盟特邙 睬 鎌 伊石 南中 板 平松德 謙 記を 翳 者  舛 哭忠 ら 兼は 利 半 行を ちこ數 * 選少實 のさ 政に 

y い 治 別 案对田 渾 ：tffi 岩 川 倉 山 平 川 员官 •指  if  ni 蔥む寬 私益 面 法改黨 と热そ 擧數况 方い 黨申 

とま 以委の  勝 多‘®# 川* w 丨 川選朗 書^]  の g 君 こ 君 ほに かに めのは がれ 區黨 でに まの 上 

とせ 霑 M 特時太 喜 敏具興 勝 成 賴賴擧 讚 記 f  m %  と  左なら 改て勢 少却だ 制は ごは せ 勢げ 

呼 か _ だ 別 局 郞男一 威 長 憲信壽 倫 法。 官雲多  翳羃替 を本樣 ら 申め 大力 數 つかの 却 さ 乙ぬ 力た 

ふ 。ちけ 委の君 君 君 君 君 君 対 君 君 中  を S 數  に 成 希 案に なしら 潠に黨 てら 時つ いの/のの 

者  の M 影  改  し  •  い 望の 考 いまれ 擧 比の 利之 分て ま黨南 分で 

あ  松退會 S  正  て 過  同 本たい 特へ とする 區較方 益を に 利す が 部 布 あ 

り  沛場 をに  法  朗半  意 案 した 別 ま 云れ 時に しがを 犬は 益る 勢 9  2 り 

^  彳 |’| を 開 因  男  子 男 伯 律  讀數  のの まし 委すふ ばの すてよ 得選少 のか 力 方狀ま 

爵御 きる  m  爵爵辟 案  をと  諸委 すま 員。 こ •理 る不 りて 擧數 あら、 がに 况 $ 

の 許た 地 横 江 澤東有 松 前 小淸特  致認  君 員。 すを  と 小 由 所均以 居區黨 忌、 あはは： 
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本 法 施行- 1 關シ 必要 ナル 事項 ハ 命令 ヲ以テ 之ヲ定 
ム本法 施行 ノ期日 ハ 命令 ヲ以テ 之 V 定ム 
古社寺 保存 法 第 十九條 ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ 之ヲ鹾 
止ス 

r A 野 鉍太郞 君 ? 15 壇に 登る〕 

0 水 野鍊太 郎君 唯今 誔 題に 上りました 史隨 名勝 天 
然粑念 物 保存 法案に 付きまして は •私 も提⑴ 者の 一 
人であります るが 故に-節® に此法 案の 趣旨を 說明 
致したい と 思 ふので あります、 申す まで もな く我國 
は — i 千年に 近い 特殊の 歷史を 有つ て 居る ので ありま 
す、 其 歷史を 有つ て 居ります 國と 致しまして、 各地 
方に 於き まして 歷史上 由緒 あり、 JI つ 又® 家の 精華 
とも 見ら るべき 所の 幾多の 史蹟 名勝、 其 他谷般 の ffi 
念 物が 存在して 居る のであります、 避 等の 史隨 •紀 
念 物 等 (3: •國の 勝史 を® び， 國家の 精華を 發揚 する 

に 於て M も冇 力に して fL つ必耍 なる ものであると 云 

ふこと li 申す まで もない ことであります、 故に斯 る 

史 _、 紀念物 等を 永遠に 保 rf: すると 云 ふことは •國 

家 思想を 13 扔し國 民 性を 涵養す る ことに 於て、 最も 

力 ある ものと 考へ るので あります， 御 ^ 知の 如く 歐 

米 諸國に 於き まして、 其 H の 勝 史を似 ぶ 所の 史讀、 紀 

念 物 等に 對 しまして は •阈並 に 公共 II 體及國 民が 皆 

是に對 して 相當の 費用を 柳 ひ、 是が保 存に 努めつ、 

あると 云 ふ 宵况 であります、 現に 亞米利 加の 如き 新 

浩國に 於て は 新に _ 史上 由緒 ある 土地 其 他の 史頤を 

製 is 致しまして 之を 保存し， 之を 永遠に W へる と 云 

ふこと を 以て 國の誇 りと して 席る 位であります、 我 

國に 於き ましては 是等 のこと に對 しまして、 大に意 

を 用 ひつ、 あると； K ふことは 取. K であります、 けれ 

ども 是に對 する 特殊の 法制が ありませ ぬが 爲に ，十 

分なる 効果を 收 める ことが IJi 来ない、 是は實 に 御 瓦 

に ia 憾 として rr る 所であります、 幸に 明治 三十 年に 

古社寺 保存 法なる ものが 制定せられ まして， 歷 史上 

fll 緒 あり 若く は 美術の m 脑とな るべき ものを、 特に 

保 ® する 所の 制度が 立つ たのであります、 けれども 

是 等の 法律に 依つて 支配せられ て 居ります るのは、 

寺の 建造物 若く は！：； 物に 過ぎない のであります、 之 

に對 しまして は、 或は 特別 保 1 6» 建造物と して、 或は 

國 铋 として、 是が維 持に 努めて 居る のであります る 

が、 是亦 固より 結構な ことであります る けれども、 

其 以外に 於き まして、 尙 ほ史陡 、名勝、 紀念 物が 幾 

多存 して rr ると 云 ふことは、 是亦 申す まで もない の 


であります、 是等' の ものに 對 しまして は， 今日 法制 
を 以て 之を 保存す る 制度が 立つ て K らな い、 夫で あ 
ります からして、 特には 破壊し、 時には 湮滅せ らる、 
悶 が あるので あります、 幸に 史蹟 名勝 天然® 念 物 保 
存協會 と 云 ふ 私設の 會が あります、 此所に 御出での 
德川賴 倫 侯を 會頭 として 居る ir がありまして、 是等 
の 調査に 從事せ られつ、 あるので あります、 併な が 
ら是は 固より 一 私立 函體 に過ぎない、 是 等の ものを 
保存し， 特別の 保 譃を與 ふるに 付きまして 法が ii は 
つて 居り ませぬ が e に、 知らず知らずの 中に 湮滅し 
若く は 破 溪せら る、 と 云ふ狀 勢が あるので あります 
而 して 是れ 等の ものが 一度び 破壊せられ、 一度 ぴ湮 
滅せら る、 に 於き ましては、 之を 恢復す ると 云 ふ 事 
は 祸め てむ づか しき 事になる ものであります、 左樣 
の 次第であります から、 今日に 於き まして 是が 保存 
を爲 すと 云 ふことは、 最も 必要な こと、 考へ るので 
あります、 lit 趣 皆を 以 ちまして 玆に此 法案を 提出い 
たしまして、 斯る 由緒 ある 稀 史上の 昔を {B ぷこ とを 
得る 所の y: 蹟 、名勝、 天然 紀念 物に 對 しまして は、 
國法が 之を 保護し •必要なる 場合には 是 等の ものに 
對 します る行爲 を 制限し、 禁止し、 以て 是 等の もの 
を 永遠に 賜へ ると 云 ふの が此 法案の 大體の 趣旨で あ 
るので あります、 f/, 共は 今日に 於き ましては 時 _ 或 
は遲き の憾が ある 位に 考へ るので あります ，尙ほ 今 
日に 於き まして 斯る 法を 制定いた しまして •願く ぱ 
是 等の ものを 永遠に 保存いた したいと 云 ふ考を 有ち 
ました 次第であります、 大體の 趣 3 R は 今 申す 通 〇 の 
次第であります、 若し 幸に 特別委 M 等に 御 付託に な 
る やぅな ことがありましたなら ば、 詳細の ことは f1.] 
ほ委 M 會に 於て 申 述べたい と 思 ふので あります， ど 
ぅぞ御 賛成 あらむ ことを 切 瑙い たします" 

〇 欠 口 長 右 衞門君 質問を 致した ぅご ざいます、 唯 

今の發 案 者に 對 しまして 一言の 質問を 致します るが 

此史賴 、名勝と 云 ふことは、 此 字句を 見て 何人も 了 

解し 得られます、 而 して 天然 耙念 物と 云 ふ 文字が ご 

ざいます が、 此 文字に 對して 耙念 物と 云 ふ 理由は 詳 

細に說 明され ましたが、 天然と 云 ふこと に 付て 何等 

の 解！ S も與 へて 下さい ませぬ、 天然 紀念 物とは 如何 

なる ものである か、 字句の 上から 申し まれば、 天然 

に紀念 される 物と 云 ふこと が 分つ て 居ります が •果 

して 實物は 如何なる ものである か、 實蹟は 如何なる 

ものである か、 IE 念 物と 云 ふ御說 明は ありました •か 


殊 疋 に 天然と 云 ふ 二字を 使 ひました •及 二 三の 實例 
に 付て 御說 明を 願 ひたう こざいます。 

〇 水野鍊 太郞打 此席 から 御 答へ いたします、 天然 
紀念 物と 申します るのは、 文字 それ 自身が 現して 居 
ります るが 如く、 天然 物にして 耙 念すべき ものと 云 
ふこと でありまして、 例へ て 申し ますれば •大きな 
木と か、 或は 其 他 特殊の 励 物と 云 ふ ものが ありまし 
て、 さう 云 ふやうな 物が 滕 史上 特殊の 由緒を 有つ て 
居る ものが ある、 是は 各地 方 等に 於き ましても 御赀 
になります るが 如き 昔から 由緒の ある 所の 巨木、 大 
©と 云 ふ ものが ありまして、 是 等の ものは 相 成る ベ 
くは 保存を 致したい、 斯う 云 ふ 趣 fir なのであります 
さう 云 ふやうな 意味を 以 ちまして、 天然® 念 物と 云 
ふこと を、 今日は 通 稱と して 用 ひて 居る 次第で あり 
ます。 

〔阪 凇釤之 助君發 言の 許可を 求む〕 

〇 男 K 小澤武 雄 君 本案は 關係 する 所が 廣く ござい 
まする し 又 相 當 質問 も ある こと、 思 ひます から、 此 
際 議長 指名の 特別委 員に 付託して 審査を 進められむ 
ことを 希望いた します、 諸君の 御 賛成を 願 ひます。 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 阪本 君に 伺 ひます が， 質 
問で ございました か。 

〇 阪本釤 之 助 君ち ょつ と 質問です。 

0S 長 (公爵 德川家 達 君) 宜しう ございます。 

0 阪本釤 之 助 君 大した 事で も ありませ ぬが •近頃 
領收 いたし まする 案に； tr 多く 主務大臣と 書いて あ 
ります るが、 本案は 内務大臣と 書いて あります、 格 
別 深い 趣旨は なから うと 思 ひます が* 若し 内務大臣 
と 云 ふ 事に 何 か 御意 味が ありますならば 御說 明を 請 
ひたいと 思 ひます、 若し 深い 意味が ありませ ぬなら 
ば、 委員 會でも 成立ちましたなら ば、 矢張り 近頃の 
例に 依つて 主務大臣と 御 改めに なつた 方が 宜か らう 
と 思 ひます、 氣 付きました 故に、 御注意 旁々 一腌 御 
_ ねいた したいと 思 ひます。 

〇 水 野鍊太 郎君 主務 大 el と 書く 法例 もあります、 
又 特に K 法案の 內容の 明かなります る ものは、 主務 
大臣を 法律に 明かに して 居る 法制 も あるので ありま 
す、 而し て此 法律案 ほ 内務大臣の 所管に 屬 すべき こ 
とは 明かであります るが 故に 玆 に內務 大臣と 云 ふ 風 
に 明瞭に 書いた のであります、 併ながら 若し 之を 主 
務 大臣と 書いた 所で 一向 差 支ない、 唯々 主務大臣と 
書きます れぱ •更に 勅令を 以て 主務大臣を 指定し な 


ければ ならぬ ことになります るから、 斯る明 かな も 
のに 對 しては 必ず 主務大臣と B く 必要は ない が、 內 
務 大臣と 書いた 所で 別に 差 支ない と 云 ふこと で •斯 
く 書いた 次第であります。 

〇 議長 C 公 if 德川家 達 君〕 小澤男 辟に 伺 ひます が、 
特別委 員の 敷は 通例の 九 名で 宜しぅ ございます か。 
〇 男 商 小 澤武維 君 左様です。 

〔山 脇玄 君發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 山 脇 君は …… 

〇 山脇玄 君 唯今の 蕺長 指名の 特別委 員に 付す ると 
云 ふこと に 賛成いた します。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 小澤 男爵の 此法 案を 特別 
委員に 付託す ると 云ふ說 に、 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OP 長 (公 搿德川 家 達 財〕 御異謅 ない と 認めます、 
特別委 員の 氏名を 書記 , R- をして 朗 仕を致させます。 
〔岡 書記官 朗 _〕 

史蹟 名勝 天然 紀念物 保存 法案 特別委 員 

服 部 一三 君  子爵 大給近 孝 君 
子爵 松 平 乘長君  黑岡帶 刀 君 
男爵 阪谷芳 郎君  岡 田 良 平 君 
水 野 銨太郞 君  三 宅秀君 
土 田 萬 助 君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 六、 工業 原料 植物 
研究所 設置に 關する 建議案、 侯爵 德川賴 倫 君 外 六 名 
發 ir lsr sr 建議案を 朗讀 いたさせます。 

〔成 韻 書記官 朗讀〕 

工業 原料 植物 a 究所設 S に關 する 建議案 
右 貴族院 規則 第 六十 四條に 依り 提出 候 也 
大正 八 年 三月 八日 
發謅者 

侯爵 德川賴 倫  伯爵 林 f® 太郞 
子爵 榎 本武憲  古市 公威 
谷 森 B 男  三宅秀 
石 渡 & 一 

賛成者 

侯爵 蜂 須賀 E 韶  伯爵 铆 澤保惠 
伯 K 廣澤金 次郎  伯爵 大木 遠吉 
伯爵 柳 原義 光  伯爵 松 下賴壽 
伯爵 小 笠 原 長 幹  男 if 小 澤武雄 
平 山 成 信  子！ S 山 ロノ 弘達 
子爵 松 平康民  子 11 實吉 安純 


工業 原料 M 物 研究所 設蹬 に關 する 钮議案 


七 七 九 


院族貴 會議萬 帝 回一 十四 第 


工業 原料 柿 物 研究所 設置に 關する 建議案 


子爵 松 平 直 平  子爵 靑木信 光 
子爵 牧野 忠篾  子爵 酒 井忠亮 
子爵 前 田利定  淺田德 則 
男 8S 石 黑忠 蔥  高 崎 親 章 
男爵 中 川 興 長  河村讓 三郞 
男爵 武 井守 正  男爵 內田 正敏 
男® 肝 付 兼行  男爵 山 內長人 
男爵 若 王子 文 ® 男爵 德川厚 
男爵® 田 幸 世  男爵 塞 末 喜 
男爵 坪 井 九八郞  男爵 赤松 範一 
藤 田四郞  仁 尾 惟茂 
伊澤 多 喜 男  高 橋 作 衞 
大谷嘉 兵 衞  鈴 木 摁兵衞 
石橋 il  鎌 田榮吉 
鎌 田 勝太郞  矢 口 長 右衞門 

橋 本 辰 二 郞  高 橋隆一 

島定 治郞 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

工業 原料 楠 物 研究所 設置に 關 する 建 翳 

近時 工業用の M 物 原料の 缺乏 日に 甚 しく 之を 等閑 

に 付 するとき は 將 來國內 の生產 力を 減損す るの 處 

あり 因て 政府は 速に H 業 原料 稲 物 研究所を 設け 以 

て 原料® 物に 關 する 研究を 行 ほしめ 汎く 利用 及 供 

給の 途を講 せしめむ ことを 望む 

右 建議す 

〔三 宅秀君 演壇に 登る〕 

〇 三 宅秀君 本員 も 建議案 提出者の 一人で ございま 

する から、 簡® に此 建議を 致します る 由来を 一言 致 

しまして、 續いて 一大 研究所を 設立いた さなければ 

ならぬ と 云 ふ 事の 必要、 並に此 研究所で 致します る 

研究 事項の 一二を 申 上げたい と 思 ひます、 勿論 今日 

のこと でございまする から •成るべく 簡 » に要點 の 

みを 申 述べる 積り であります が、 事の 起り は 矢張歐 

il 巴で、 數 年に 宜り まする 大戰が 本で ございま する 

歐羅 巴で 大戰が 起り まして 以来、 谷 國で敵 も 味方 も 

先づ 最初に 研究を 實行 をし 致して 居ります る ことは 

兵器 及擷 食の 供給な どに 付て、 敵 4 味方 も 研究を 致 

して 居ります、 私 も 自分で 被服 並に 糧食の ことに 付 

きまして、 聊か 外國で 致して 居ります こと や、 或 ほ 

日本 古来の® 食な どの ことに 付きまして 取調べを 致 

して 居りまして、 就中、 漢土 並に 本邦 自國で 研究の 

積んで 居ります るのは、 彼の 救荒 摘 物なる もので、 


凶歳の 時に 食物に 窮乏いた した 時に、 どう 云 ふ もの 
を 以て 食物の 足りない のを 補 ふか、 或は 如何なる も 
のを 以て 主食の 代用に する かと 云 ふやうな 研究 {3: 支 
那傳來 で、 日本で も 十分 さう 云 ふやうな 研究は 出來 
て 居ります から、 それ 等の 古い 物を 調べて 居ります 
る 際に、 彼の 飢年 要錄と 申します る 書物を 讀んで 居 
ります ると、 其 中に 偶然に も 四 木 三 草の 培養を 怠る 
なと 云 ふこと を 庶民に 示して ございます、 此四 木と 
ござります のは 桑の 木、 茶の 木、 楮の木 それから 漆 
の木でございます、それから三草と申しまするのは 
被服の 方に 使 ひます る 所の 麻と 綿と 染草に 使 ひます 
藍で、 此 三つの ものと 上記の 四つの 種類の 木の 栽培 
を 平日 . # るな と 云 ふこと が 示して ございます、 饌 M 
の 時の 必要な 植物 等を 書いて あります ものの 中に、 
唯今 申しました 所の 四 木、 三 草と 云 ふ ものは 皆 工業 
用の 植物でありまして， 直に 取つて 吾 ほ 食 ふことの 
出來ぬ もので ございます、 騷 謹の 時です から 食 ふこ 
とが 第一 だら うと 思つ て 居ります と、 其 饑饉の 楠 物 
に 工業用の 摘 物が 擧げて ございます から、 國が 貧し 
くなります と 被服 其 他の ものに、 同時に 注意が 注が 
なければ ならぬ ものと 云 ふこと を 大いに 悟りまして 
昔. の爲政 者は 深遠 高崇な る 所へ 注意が 屆 いて 居る と 
云 ふこと を 深く 感じまして、 是は 食物の 供給 ばかり 
に 汲々 として 居る もので ない、 工業用の 植物 類と 云 
ふ ものを 特に 研究して 居る ことが、 日本には 是まで 
乏しい やうに 存じて 居ります、 歐羅 巴で も 近頃に な 
りまして、 食糧の 代用品な どを 研究し 始めた 位で あ 
ります から 我國 で Is 古くから やつ て 居ります ことで 
は ございます けれども ，工業用の 植物な どの 研究が 
至つ て 乏しう ございます から、 晏然 として 居て は、 

此建 議案の 最初に 書いて あります 通りに、 ■追々 殖產 

H 業の ことが 進んで 參りま して、 原料に 構は ぬで 置 

いては、 原料の 缺乏を 来して 遂に 殖產 工業の 途と云 

ふ ものは、 獨り でに 潰れる、 獨りで に 衰亡に 傾く と 

云 ふこと がご ざいます から、 速に 斯う 云 ふことの 研 

究を する を 必要と する、 歐羅 巴邊 りで やつて 居り ま 

する 眞 似を する やうであります けれども、 遲れ ばせ 

ながら も 今日 一日 も忽 にす る ことが 出来ぬ、 即ち 戰 

後經營 の 一つと 致して、 緊急 缺く ベから ざる こと X 

存じまして、 此 建議案を 提出いた した 譯で あります 

そこで 此 研究所 -CD 設立の ことに 付きまして は、 理化 

學 研究所と 云 ふ ものが 近頃 設置に なりました が、 此 


理化學 研究所と 云 ふ 所は 頗る 高尙な 學理を 攻究いた 
して、 それに 基いて 實地の _用 の 研究を する 場所で 
而も 國庫か らも 其 補助が 出まして 官民 一致で 推へ て 
•こざいます る、 で 吾々 の 希望して 居ります る 所の 此 
研究所で研究する仕事ほ、唯一私入などが企てまし 
て 小さい 極く 幅の狹 い H 業 用の 楠 物 原料を 研究す る 
と 云 ふやうな 事で なくして、 廣 く ¥ 門 中の 專門 家が 
集まりまして、 種々 の 方面に 向つ て 原料と なるべき 
所の 植物の 研究を 致したい と考 へて 居ります* 從つ 
て 一 私 八の 計畫 いたしました 小規模の 研究所で ほ 迚 
も 斯う 云 ふ 有力な 人々 を 集める と 云 ふこ. とも 出 來ま 
せず、 又 己の 目的と する 狭い 物質 上に 付ての 研究を 
致して 居て、 廣く 諸方 面に 亘つて 研究を すると 云 ふ 
ことが 出来 ませぬ から、 是非とも 一大 官立 研究所と 
云 ふ ものを 建てなければ ならぬ と 云 ふこと を 感じた 
次第であります、 次に 瞄圍は 今 申 上げました 通りに 
諸方 面に 亘つ て、 至つて 廣く研 究を 致す 筈で ありま 
する が、 高尙な る專門 的の 學理を 以て 研究いた しま 
せぬ と 云 ふと、 例へ ば 代用の 品、 代りにな るべき 品 
を 研究いた す ことに 付きましても、 餘程廣 く 手を 擴 
げて 材料を 集めて 比較 研究を 致さぬ ければ なり ませ 
ぬ、 是まで は 物資の 缺乏 を吿げ ました 時分には、 其 
品物の 適否に 攻究 遑あら ずして、 何でも 取つ て 以て 
代用品に 使 ふと 云 ふやうな 嫌 ひが ございました が、 
此度 出来る 所の 研究所に 於き ましては 左樣な 淺薄な 
考でな くして* 適所に 適材を 用 ひると 云 ふやうな こ 
とに 致して、 餘程 高遠な 所の 學識を 以て 研究を 致し 
て、 今まで 使つて 居りました 所の 材料が 惡いと 分り 
ましたなら ば、 又 新しき 別の 品物を 以て 代用に する 
或は 今まで® ひ來 つて 居ります る 所の 材料が、 追々 
品が 落ちる と 云 ふやうな ことで ありましたならば、 
植物 學の學 理を以 ちまして、 之を 培 栽す る 所の 方法 
まで も 細かに 研究す る、 と 斯^ '云 ふやうな ことを 企 
て、 居ります るので ございます、 それ故に 此 理由 書 
の 中では 利用の 方法を 改良いた します る もの-或は 
又 總て其 物質の 特性を 檢し其 繁殖を 圖り 利用を 講じ 
と 云 ふやう に 細かに 色々 な 諸方 面に 亘り まして、 是 
等の 研究を 致します るので ござります、 餘〇 低い 锃 
度の 學 問を 以て 致す ことの 出来ない 高い .…： 一層 高 
い 所の 研究所に 致したい と 云 ふ考で ござります、 私 
の 此 案を ® 出いた します るに 付て、 ちよつ て 思 付き 
ました ことが ござります から. それを 此處へ 申 添へ 
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て 置きたい と 存じます るが、 前述べ ました sn く、 草 
木の 類なら ば 誰も氣 が 付いて 居ります るが、 我 ^ に 
在つ _て墩 羅巴な どに ご、 さ 〇 ませぬ 彼 o rj o 邡で あり 
ます、 竹の ことに 付て 私が | つ氣の 付きました 〇 は 
竹と 云 ふ ものは 凡そ 六十 年 目に して 花が 咲いて H- の 
根が 枯れて (± 舞 ひます、 而も此 六十 年 目に 花が 咲い 
て拫が枯れて仕舞ひまする場合には、例へ :±' 孟宗竹 
の 枯れる 年 も ござ 〇 まする し、® 竹の 拈れる 年 も ご 
ざり まする、 で 花が 出來 て S が 生つて、 さう して 其 
實か らして 竹を 實生で 養 ひ 立てます るのに はな かな 
か 大きな 孟宗 竹の ..：： 大きな 筍が 三年 や 五 年で 出来 
る もので ほご ざ む ませぬ から、 此 三年、 五 年の 間に 
は此 工業用に 供す る 所の 竹材と 云 ふ ものが 地を 拂つ 
て 無くなります る、 此處 にあ 〇 まする 東京の 竹は 枯 
れても 西 京の 竹が 枯れない と 云 ふ 具合 だと 都合が 宜 
しう ございます けれども、 今の所では 日本 全國ほ 申 
すに 及ぱ ず、 海を 跨いで 大陸の 方に ございま する 竹 
まで も 凡そ 六十 年 目に 參〇 ますと 云 ふと、 孟宗 竹な 
ど、 云 ふ もの も 皆 品切れに なつて 仕舞 ふ箬で ありま 
す、 さう して 見ます ると 竹 並に 竹の 皮を 以て. 工業 
を營な んで 居ります る 者は、！ 一三 年間と 云 ふ ものは 
商 K を 止めて 居らなければ ならぬ と 云 ふやうな 譯に 
なります るので どうか 致して 研究を 致して- 5a 傅の 
研究と か、 或は 其 他 培 栽の 法に® りまして、 六十 年 
目に 花の 咲く ものは 致 方 ありませ ぬが、 此處 の ® 所 
の 竹は 枯れても 仙の 場所の 竹は 枯れない 即ち 國内全 
減と 云 ふやうな 災 ひに 罹らぬ やうな 工夫が、 研究所 
に付きます るなら ぱ •大 變に國 家の 利益な りと 思 ひ 
ます、 是は私 が 唯 偶然に 考へ 付きました 研究の 材料 
の 一つな のであります、 それから 今一つ lit 竹に 付て 
申します れぱ 、丁度 此 前に / ii 來 ました 所の 天然 紀 念 
物 保存 會の 方の 保存 法に 關聯 して 居ります る ことで 
ござります、 日本に ござります 極く 面 0 い旣に 工業 
に 依つて 細工され たる ものである かの 如き 彼の 雅致 
の ある 斑 竹と 云 ふ ものが ござります る、 斑ら になつ 
たもの がご ざり まする* 此 斑ら になり ました 斑 竹な 
どは 支那には ございませう が、 殆ど 日本、 支那 過り 
の特產 物でありまして、 其 中に も 最も 一種の …… 絕 
滅され て 13; 困る やうな 斑 竹な どが ござります る、 是 
等は 天然 紀念 物の …： 先刻 矢 口 君です かの 御® ねに 
なりました 天然 耙念 物の 例の 一つであります、 是非 
共是は 保存を 圖らな ければ ならぬ、 隨 つて 保存を 圇 


院族 貴锊 帝 回 一十 四 第 


つたら 之を 利 / n しないと いかぬ と 沄 ふと •丁度 彼の 
法案と 此纽 s 案と 相 侠ち まして 天然 紀念 物の 竹の 枯 
れな いやう にして、 さう して 日本の 國產 として、 外 
國 にで も 輸出に なり 誇る ことが 出来る、 斯う 云 ふや 
うに 保存と 利用と 相俟つて ti くと 云 ふのに は>  外國 
で 眞 似の 出來 ませぬ 竹な どが 最も 宜い 例では ないか 
と 存じました からち よつ と 其 事を 申して 蹬き まする 
それから 又 宵さん の 御氣 の f'J かれ ませぬ 事を 今 一 つ 
申 加へ て {a きたいと 思 ひます、 今の 斑 竹と 云 ふ もの 
の / II 来ます るのは …… どうして 竹の 肌に 麗は しい 斑 
紋を半 ：ず るかと 申します ると， 是は 通例 申して 居り 
まする 「パク テリ ヤ」 とか 「バチルス」 とか 云 ふや 
うな 極く 細かい 細菌が m 来まして 斑ら を裕 へる ので 
あります 者の 口から 申します ると 「n レラ」 だ 

の 結核 だのと 云 ふやうな 「パ チ ルス」 は、 何時でも 

恐ろしい 「バチルス」 とのみ しか 話 {i 致し ませぬ が 

私は 國 家に 有益なる 所の 「パ チル ス」 の 御 吹 e を 玆 

に 申して is く fa りであります、 唯今の 斑 竹な との tji 
来ます るのは、 全く ® m が 出来まして、 さう して 其 
檢菌が 面白い 斑紋を 造つ たもので あります るから、 
街 菌もな か<國 家に 有用な ものが 出来ます、 それ 
から 此研究 所に 附帶 して 居ります る 研究の 一つは 酒 
闻汕 、味咐 等の釀 造に 用 ひます る酵® 、卯ち 醱酵を 

促します 所の 細菌 類 も ■此 研究所で 十分に 致す 積り 

であります、 今大菸 省の 釀锆試 驗所 で醏 m を 純正 培 

綦いたして，さうして酒を浩りまするから、善い酒 

が rl 發 W 中であります けれども、 尙ほ此 上 どれ 程 か 

酵母の 研究な ど、 云 ふこと に 手を ir けて 行きました 

ならば •更に Is! 他なる H に 有益なる ものな ども •追 

追發 見を 致します るで ございませう、 又街菌 も 自然 

に ff: せて {1 きます ると、 段々 惡變 いたします る けれ 

ども •それを 惡變 いたさせない やうに >!a 止め、 何時 

でも ?-,!? 良なる 品に して貯 へる と 云 ふやうな 研究 も， 

斯の如 きエ锘 »| 桢 物 研究所で 致す のであります、 前 

物 W 究所と 云 ふ ものを 申立て、 出來た 上では •大き 

な 家 M や 眼 睹 、橋梁 等を 造る やうな 大きな 材木 ばか 

〇拖 へる の や、 或は 又 吾々 の 日常 食す る 所の 食物 又 

は 歸藥な どの やうな 色々 の ものに 研究を 及ぼします 

るの も 勿論の ことであります、 幸に して 之を 委 貝に 

でも 御 付託になります ろ 极 < rl には、 まだ 滞 山 私 も 調 

ベて 御 話す る 材料 も 持つ て f,'r ります が， 是 は 委員 會 

等で 御 話を する ことに 致して， ちよつ と 皆さんの 御 


氣の付 かれな からう と 云 ふ 微鉸で 見なければ 見 
えない やうな M 菌まで も此 研究所で 研究を して 貰 ひ 
たいと 云 ふ考で 、餘 ほど 跋く 普く M を 通して 建議案 
を提出いたしました樹0でございます、國家に戕0 
ましては 一日 も忽 せに する ことの m 来ない 研究所と 
心得まして 提出いた した 譯で ございます から、 何卒 
御 賛成を 願 ひたう ございます。 

〇 男爵 高木 兼寬君 本趄議 案に 對 しまして、 政府 當 
局 者の 御意 見は 如何な もので ありませ うか、 幸 ひ 農 
商務 大臣が 御 出席の やうであります から、 之に 對し 
て 御意 見を 伺 ひたい。 

〔國 務大； 2 山 本 達 雄 君演擠 に 登る〕 

0S 務大 KC5 木 達 雄 君〕 政府に 於き ましては、 是 
まで この 工業の 原料と なる へき 楠 物の 研究に 付き ま 
しては、 農 商務に 於て 農務 局 又 ! 3: 山林 局な どに 於き 
まして、 色々 調丧； を 致して 居ります、 而 して 調査を 
致しました る 結果は 其 度 ffl に 印刷に 付し まして、 そ 
れ f llt の屮に 公け にし-又に 講演な どを 致して 居 
る やうな こと ! i 扣腮に 今日まで やつて 屛 るので ござ 
います-併な から此 ものを 如何にして 之が 行く かと 
;ム ふことの 窗 際に 當 嵌めまして 試 驗-研 究をな す こ 
とに 付きまして は、 十分なる _關 を 有つ て R らぬの 
でございます. 斯 の 411 きことは、 今日の 進 運に 於て 
ほ、 研究が 必要の ことで あると 云 ふ考へ を 有つ て 居 
ります、 今の趄 議案に 付て は、 今日の 時勢に 於て は 
必耍な る ことと 承知して 居ります。 

〇 男 辟 小 搾 武雄君 本案は 的 議 者の 密かなる 說明も 
あり* 又 唯今 政府の 意_ も 御 分りに なつた やうで あ 
ります けれども、 此事椚 たる や、 時勢の 要求に 應じ 
て發議 になつ た 所で あるが‘ 併し 研究を する 途は最 

も 版から うと 思 ひます るので、 此際 特別委 員に 託 

して 十分なる 港 ? S をせ しめられむ ことを 希望し ます 

而 して 其 特別委 員は 九 名と して 議長に 御潠住 を 願 ひ 

たいと 存じます。 

〇 男 Iff 高木 兼 K 君 特別委 員に 付せられ る ことに 賛 

成します。 

〇 議長 (公 Iri 徳川家 達 君〕 特別委 員に 付託す る說に 

御 異存 ございませぬ か。 

一 「興！® なし」 と 呼 ふ 者 あり； I 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 

特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀い たさせます。 

〔岡 書記官 朗 ii J 


H 業 原料 搁物研 究所 設置に 關する 建議案 特別委 
員 

伯爵 漆 輕英腔 君  子 辟 永 井 尙敏君 
子樹井 上 匡 四 郎君  男 if 高 千穗宣 磨 君 
* 市 公威 君  男樹 平野 長祥君 
谷 森 眞男君  高 橋 琢也君 
平 尾 喜三郞 君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 七、 下關港 修築の 
請願 >  會 議。 

〔左の 意見 鶉 案は 朗讀を 經 さる も參 照の ため 
玆 に載錄 す 以下 之に 傚 ふ 3 
意見書 案 
下 關港修 築の 件 

山 口 縣下關 市 大字 上田 中 町 士族 公吏 不破彥 麿 
外 四百 二十 三 名 呈 m 

右の 請願は 下關港 に 於け る 內外貿 易の 發展は 近時 
著しき もの あるの みならす 戰後 東洋 及 南洋に 於け 
る谷國 貿易の 活躍 ほ 同 港を して 一大 貿易港た るの 
挪 BZ 備を有 せし むる を 必要と する こと 明なる を 以て 
政府の 計畫 として 小戶の 顧戶 を閉銷 し 下 關彥島 間 
の 海底を 浚渫し 內務 省の 施工に 係る 抑 ■立地 並 沿岸 
一帶を 整理して 大船の 碇泊に 適する や •.，同 港を 修 
築せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體 
は 採掙 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五 
條に 依り 別冊 及 送 {•!■ 候 i]i 
大正 八 年月  日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 總理大 K 原 敬 殿 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 請願 委員長 報告 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「 異議な し」 と 呼ふ界 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德 川 家 達 君〕 第 八、 喫焯 収締法 制定の 
請願、 會議 、第 九、 八 戸町ょり 久慈 町を 經て野 田 村 
に 達する 輕便鐵 道 敷設の 請願 •會 籙、 第 十 •天 11 線 
を稚内 ょり 起工 速成の 請願、 會 _■ 

意見書 案 

喫煙 肢_ 制定の 件 

席 島 縣比婆 郡 山 内 西 村 商 山中 武右衞 門 呈出 
右の 請願は 目下 喫煙の 取締 完全を 缺き 殊に 公衆の 
集合す る 寄席 劇場 等に 於て 其の 甚しき を 見る 故に 
是等の 場所に 於て it 必す 一箇 以上の 喫煙室を 設け 


しめ 其の 設備な き 所に 於て は 喫煙を 禁止す る 等 相 
當の取 締法を 制定せられ たしとの 旨 趣に して 貴族 
院ほ 願意の 大體は 採 擇す へき ものと 議決 致 候 因て 
議院 法 第 六十 . vr 條に 依り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月  日 

貴 族 院議 長 公爵 德川家 達 
內閣 ^大以 原® 殿 
意見 W 案 

八 戸町より 久慈 町を 經て野 田 村に 達する 輕便鐵 
道 敷設の 件 

廣手縣 九戶郡 久慈町 平民 農 晴山重 三郎外 百 3?; 
十九 名 呈出 

右の 請願は 靑森縣 下八戶 町より 巖手縣 下久慈 町を 
經て野 田 村に 達する 輕便鐵 道を 敷設す るは 沿岸 地 
方の 売 業を 開 is する は 勿論 野 W 村に 鄰 接する 下閉 
伊 郡 北部 各 村に 多大の 便益を 與 ふるを 以て 速に 之 
を實 行せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 
大體は 採擰す へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六 
十 JT: 條に 依り 別冊 及揆付 候 也 
大正 八 年月  日 

貴族院 議長 公樹德 川 家 達 
內閣 總理 大臣 原 敬 殿 
.  意見書 案 

天鹽 線を 稚內 より 起工 速成の 件 
北海道 宗谷郡 稚內町 商 廣澤惣 吉外百 七十 六 名 
呈出 

右の 請願は 北海道 天猓 線は 起點音 威 子府 より 起工 
し 大正 十三 年度を 以て 完成の 豫定な る も 同地 方面 
は天鹽 川の斷 崖に 沿 ひ 工事 至 靴なる を 以て 同鐵道 
の 速成を 期す る爲該 工事費を 分割し 終 點稚内 より 
も 工事を 施行し 且 完成 期限を 大正 十 年度と せられ 
たしとの 旨 趣に して 貴族院 ! 3: 願意の 大體は 採！ £す 
へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 
別 M 及 送付 候 也  . 

大正 八 年月  □ 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內閣 總理大 K 原 敬 殿 
〔男爵 高木 兼寬 君發 言の 許可を 求む J 
0 議長 C 公！ S 德川家 達 君) 高木 男爵は 何です か。 

0 男爵 高木 兼 寬君是 は 委員長に 質問いた したぅ ご 
ざいます， 此第八 喫煙 取締法 制定の 請願に 就て …… 
0_長( 公爵 徳川家 達 君) 宜しう ございます。 


下關港 修築の 諸 E1 外 一一： 件 


七 八 


院族贵 會議國 帝 回一十四 第 


大正 六 年 法律 第六號 車た . S 洽法附 則 改正の 請願 外 一件  醫師法 中 改正 法律案 第 l m a- 


七 八 二 


〇 男爵 高： ノ兼寬 君 委員長に 御 尋ねいた します が、 
是は 如何なる IE 締をな されたい と 云 ふこと が 請願に 
なつて 居ります か、 1 言で 分る やぅに 出来ますなら 
ぼ 御 答を 願 ひたい。 

〇俟 爵細川 ■立 君此 請願 文 *? 表に 在る 通り •…： 

〇 議長 (公 惯德川 家 達 君〕 第 八より 第 十 迄の 請願は 
採 揺いた して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇述 長 C 公爵 德川家 達 君し 御 異議ない と 認めます。 
〇 誘 K  ,, ■ , ' -: Jil 家 達 君) 日程 第 十一、 大正 六 年 法 
» 第六號 軍人恩給 法 附則 改正の 詰 願 ■第 十二、 帝國 
在郷軍人 會國庫 補助の 請願、 會議。 

意見書 案 

大正 六 年 法律 第六號 軍人恩給 法 附則 改正の 件 

山 梨 縣東山 梨 郡 春 日 居 村豫備 役 陸軍 步兵 中尉 

廒 澤龜藏 外 百 八十 六 名 呈出 C 十五 通) 

右の 請 願は 大正 六 年 法律 第 六號を 以て 軍人恩給 法 

を 改正して 恩給を 受 くるの 事由 か 明治 四十 四 年 三 

月 以前に 生した ると 同年 四月 以後 生した ると に 依 

り 支給額を 興に する の 不公平を 除去せられ たる も 

尙 扶助料は 大正 九 年分より 退職 恩給 又は 免除 恩給 

は 同 十一 年分より 初めて 增 加せられ たる 金額を 給 

せらる るは 物 價の暴 騰 せる 今日に 於て 受領 權 '利 者 

の甚 苦痛と する 所なる を 以て 大正 八 年 一月より 十 

一一 月 迄の 分より％ 加せられ たる 金額を 支給せ らる 

る やぅ 同 法 附則 i5 五 項 及第 六 項を 改正せられ たし 

との 旨 趣に して贵 族院は 願意の 大體ほ 採 揮す へき 

ものと 議決 致 候 因て ® 院法第 六十 五條に 依り 別册 

及绘付 候 也 

大正 八 年月  日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

意見書 案 

帝 國在鄕 軍 \ 會國庫 補助の 件 

福 井 縣敦賀 郡 敦賀町 平民 吳服商 天 野 市松 外 三 

十九 名 呈出 

右の 請 願は 帝 國在鄕 軍人 會は 軍人 精神の 鍛錬と 軍 

事 知識の 褙進 とを IM1 るを 以て 目的と し國防 上最重 

視す へき ものなる に 拘らす 其の 經費は 主として 會 

員の 醵金に 俟た さるへから す斯の 如きは 同會 をし 

て 健全なる 發達 を遂 けしむ る 所以に あらさる を以 

て同會 に對し 其の 基本 金と して 相當の 金額を 國庫 


より 補助せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意 
の 大體ほ 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 
六十 五條に 依り 別册 及 S 付 候 也 
大正 八 年月  日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

0 男爵 高木 兼 寬君此 第 十一の 大正 六 年 法律 第六號 
軍人恩給 法 附則 改正の P 願と、 本日の 議事 日程に 上 
りました る 第 四とは、 其 內容が 異つて 居る _でご ざ 
いませぅ か、 委員長に 御說 明を 願 ひたい。 

0 侯爵 細 川 護立 君此 內容ほ 少し 異なつ て 居ります 
先刻 蜂須賀 委員長が 御 報告の 際 希望を 述べられ まし 
たが、 即ち 此 度の 法律案は 大正 八 年 四月 一日で ござ 
いますが、 此 請願 ほ 大正 八 年 一月 一日と なつて 居り 
ますから、 其 内容は 違つ て 居ります、 此 法律案より 
一步 進んだ 請願であります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君：}. 是 等の 請願は 請願 委員長 
報吿 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
次の 議事 日程は 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 
是で 散會" 

午後 r: 時 十八 分散 會 


〇 大正 八 年 三月 十三 BC 木曜日) 

午前 十一 時 五分 開議 

議事 日程 第 十七 號 

第 I  相 馬 哲平君 ■津 村紀 陵君讅 暇の 件 
第 II ® 師 法中改 JE 法律案 (撤贿 ) 第一 讀會 

§11 執達吏 規則 中改 1  (綱 騎讓馳 #' ) 

第 5 會 

第 四 親 達 吏の 手數料 及 立 替金增 額に 關 する 法 

雲 ^ _1|付一5_‘爿 

第五 煙草 專 K 法中改 正法律案{||院)第！ 

讀會  丨 

第 六 織物 消費税 法 中 改正 法® 案 院) 第 

I 讀會 

第 -fc 史蹬 名勝 天然 紀念物 保存 法案 (_| 1 肿 

1 齡) 第 18( 11 長) 賴ィ君外 

第 八 佐 藤 友 右 衞門君 選 擧举訟 の 件 (資格 審査 

委員長 報吿〕 會議 


〇篛長 (公博 德川家 達 君〕 是 より 報吿を 致させます 
〔岡 書記官 朗諠一 

去る 十日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案 
同日 本院に 於て 採擇す へき ものと 議決した る下關 
港 修築の 請願 外 五 件の 請願 ほ 谷 意見書を 附し 即日 
之を 政府に 送付せ り 

同日 可決した る議舄 子 K 三 島 爾太郞 君に 對する 弔 
辭は 即日 之を 贈れり 

同日 特別委 負會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求む る 件〕 
外 二 件 特別委 員會 

委員長  伯爵 柳 澤保惠 君 
副 委員長  山 脇  玄君 
同日 資格 密査 委員長より 佐 藤 友 右 衞門君 選 擧爭訟 
の 件報吿 書を 提出せ り 
一昨 十一 日 政府より 左の 法律案を 提出せ り 
醫師法 中 改正 法律案 

同日 衆議院よ 〇 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
執達吏 規則 中 改正 法律案 
執達吏の 手姒料 及 立 替金增 額に 關 する 法律案 
同日 衆議院よ 〇 左の 法律案を 提出せ り 
煙草 1: 賣法中 改正 法律案 
織物 消费税 法 中 改正 法律案 
同日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律 築 特別委 員會 
委員長  侯爵 德川賴 倫 君 
副 委員長  伯爵 淸瘦 家敎 君， 
大正 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法® 案 特別委 負 
會 

委員長  侯爵 佐々 木 行 忠君 
副 委員長  石 塚英藏 君 
史蹟 名勝 天然 紀念物 保存 法案 特別委 員會 
委員長  服 部 一三 君 
副 委員長  子爵 大給近 孝 君 
同日 特別委 負 長より 左の 報告書を 提出せ り 
史蹟 名勝 天然® 念 物 保存 法案 修正 報告書 
昨 十二 日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 


度 法 中 改正 法律案 特別 -s u ^ 

委負長  子 13 冷泉 S 勇 君 
副 委員長  男 辟 山川 健 次 郎君 
0 議長、 公爵 漶川家 fv 

日程 第一、 相 馬哲平 君、 津村紀 陵 君 請暇の 件、 相 馬 
君病氣 に付き ir 期 中、 律 村 君病氣 に付き 九日 問の M 
暇で ございます、 何れも 許可を 致して 御 異存 •こざい 
ませぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公” ^ 川家速対〕 H 锃第二 、岗師 法！^ 
法律案、 政府 提出、 第一 al 會 本日 も御異 黐が なけれ 
ば、 通牒 文の 朗讀ば 省略を 致した く 存じます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 御異識 ない と 誠め ます。 
〔左の 提出 文 及 議案は 朗 讚 を 經 さる も參照 の 
ため 玆 に載錄 す〕 

醫師法 中 改正 法律案 
右 

'勒 旨ヲ 奉シ帝 國議會 -I 提出 ス 
大正 八 年 三月 十一 日 

内閣 總理 大臣 原  敬 
内務大臣 床 次 竹 M 郞 
锊師法 中 改正 法钳案 
醫師法 中 左ノ通 改正 ス 

第 一條 中 「帝 H 大學醫 科大學 餞學 科」 ヲ 「大學 令 
― 依 ル 大學二 於 テ 醫學ヲ 修メ學 士卜稱 ス ル コト ヲ 
得 ル 若」-- 改ム 

第二 條中 第一 號ヲ 左ノ如 ク改メ 第二 號 ヲ削リ 第三 
號ヲ 第二 號トス 

一 六 年/懲役 又 ハ 禁錮 以上 ノ 刑-一 處セ ラレ タ 
ル 者 

第三 條中 「禁錮」 ヲ 「六 年未滿 / 懲役 若 ハ 禁錮」 

-- 改ム 

第 八 條醫師 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ 郡市區 醫師 
會ヲ 設立ス ヘシ 

郡 市區醫 師會ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 y 道府縣 醫 
師會ヲ 設立ス へ シ 

郡市區 醫師會 及 道 府縣醫 師會ハ 法人 トス 勅令 ノ 
定ムル 所 一一 依 リ醫事 衞主ノ 改良 發 達ヲ圖 ルヲ以 
テ 目的 トス 

第 九條郡 市區醫 師會ハ 命令 — 別段 ノ定 ァル 場合 


院族 帝冋 一十 四 第 


ヲ除ク ノ外郡 市 又 ハ 北海道 若 ハ 沖繩 縣ノ區 ヲ® 
域 トス 

公私 立ノ矜 察 所 若 ハ 治療 所 又 ハ 其ノ出 張 所 こ 於 
テ 診察 又 ハ 治 槪-: 從事ス ル 牋師ハ 其ノ 診察 所、 
洽梅 '所 又 ハ 出張所 ノ所在 地 ヲ M 域 卜 7, ル 郡 市區 
闻師 會ノ會 fl トス 

第 九 條ノ ニ道 府縣胬 師會ハ 道府 縣ヲ谪 域 トス 
道府縣 内-一 在 ル 郡 市 K 闻師會 ハ 其ノ 道府 縣ヲ® 
域 トス ル 道府縣 搔師會 ノ會員 トス 
第 九胳ノ 三 前 二條 二揭 クル 會 M ノ外郡 m K 降 師 
锊又ハ 菹府 縣网師 ir ノ锊员 卜 〇 ル コト ヲ捋ル 者 
ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第九條 ノ四都 m 區渖 師符乂 ハ 道府縣 降 肺會ハ 勅 
令 ノ定ム ル 所 Mtey 會 員 ョリ徵 收ス ヘキ 收入 二 
關シテ ハ 民事訴訟 ヲ 提起 スル コト ヲ得 
第 九 條- ，五 前 3r. 條 -1 規定 スル モノ ノ外 郡市區 醫 

師 會 及 道府 縣胬師 伶 ノ設立 ノ手續 、機 關ノ組 織 

經费 / 負擔 •锆督 ，會 ® ノ 懲戒 其ノ他 必要 ナル 

gf 項- 1 關シテ ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第十條 中 「第二 條第 一號乂 ハ 第三 號」 ヲ 「第二 條 

各 號ノ ー」- 1、 r 禁錮」 ヲ 「六 年 未滿ノ 趲 役 若 ハ 

蔡细. J--、 「第二 條 第三號 」 ヲ 「第二 條第 二號」 

-- 改ム 

第 十 一條 中 「五 百 圓 以下 ノ 罰金」 ヲ 「五 百 圓 以下 

ノ荆金 又 ハ 十圆 以上 ノ 科料」-- 改ム 

附则 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

本 法 ノ適 1H -I 付 テ ハ 帝 ^ 大學醫 科大學 搾學 科ヲ卒 

業. ゾタル 奔ハ大 舉令--浓 ル大 於テ賤 gf ヲ修メ 

學 士卜稱 K ル コト ヲ得 ル莕卜 笤 做ス 

本 法 ノ適用 二 付 テ ハ 明治 十三 年 第三 十六 號布传 刑 

法ノ  m 罪ノ刑 --處 セラ レ タル 者 ハ 六 年ノ懲 役 又 ハ 

群 錮 以上 ノ刑- 一、 同法ノ  ff； 錮 -一處 セラ レ タル ? f ハ 

六筇 未？ i/趑 役 又 ハ 禁錮-一 處セラ レ タル 满卜 看做 

ス 

本 法 施 rr ノ際 現-一存 スル 谘師符 ハ 木 法 施行 ノ日ョ 

リ 六月 內仍從 前ノ 例-- 法 ル コト ヲ fi 

r 阀務大 Is 床 次 竹 二 郞耵演 扔に 登る〕 

〇国 猝大 |^: (床次竹二郞君 0 此改正案の趣旨は闻師 

會の設 立を 法に つて 强制 いたします るのと •醫 M 

會を法 人と 致します る 二 節條で ございます* 此事捫 

は 羧界の 輿論に もな つて！ S りまして， 最も ^ 事 衞牛： 


の 改良を [ai る 上に 於き まして* 必要なる 事 ^ と考へ 
まして 提出いた しました 次第で ございます* 宜しく 
御 Hf 議を願 ひます。 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 此法 案の 特別委 M は稱神 
病院 法案の 委員に 付託 致します。 

〇娥 長 (公 K 德川家 達 君〕 R 程 第三、 執達吏 規 则 屮 
改正 法律案、 第 四、 執達吏の 手 數料及 立 替金增 額に 
關 する 法律案 •政府 提 川、 衆 Is 院 送付、 第一 IB 會御 
異議がなければ 唯今 鄧 長の 蹈み ました 兩 案共朿 ねて 
間 題に 供し ます。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (公 ® 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〔左の 遂付文 及識 案は 朗 la を 經 さる も參照 の 
ため 玆に載 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

執達史 規則 中 改正 法律案 ■ 

右 政府 提 UI 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 十一 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
贵族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
執達吏 規則 屮改 正法钳 案 
執達吏 雉 則 中 左ノ通 改正 ス 
第 十九 條中 「百 八 拾圓」 ヲ 「四百 五 拾圓」 二改ム 

rM-  ny 

財  貝 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
執達吏の 手 粒 料 及 立 替金增 額に 關する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 〇 及 ； S 付 候 也 
大正 八 年 三月 十一 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
贵族院 議長 公 K? 德川家 達 殿 
執達吏/ 手數料 及 立 B 金 射 額-一 關 ス ル 法律案 

執 達 5!r 手數料 規則- 1  te ル 手 數料 及立替 金 — 付 テ ハ 

當分 ノ內勅 令 ノ定ム ル 所-- 依 リ其ノ 百分ノ 五十 以 

內ヲ咁 額べ ル コト ヲ得 

附训 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 

一政 府委員 鈴 木 萬 三 郎君 演 ® に 登る〕 

〇 政府 杏 員 C 鈴 木 喜 三 郎君) 唯今 議趄に 上りました 

兩案を 通じて 提 m の现 由を 中 上げます ，現行 執達吏 

規則 及 執 達 S1 手數料 扣則は ，遠く 三十 年 前の 制定に 

係ります る ものでありまして、 執達吏 ai IJIJ 第 十九 條 


に 依ります と 云 ふと、 執達吏の 一箇年の 收人百 八十 
圓に滿 たざる 時は， 其金轺 まで 國庫が 補給す ると 云 
ふこと になつ て 居る ので •こざいます •それから 手數 
料の 方 も 今日に 於き ましての 經濟狀 態に 比べ ますれ 
ば， 其當 を焊な いと 考 へまして •當 分の 內五割 以內 
の砑 給を すると 云 ふ 趣意を 以て 本案を 提 m いたし ま 
した 次第で ございます、 何卒 御 薄 _ の 上御協 賛を希 
望 致します。 

〇江 木 翼 君 執達吏 手数料 規則に 依ります 所の 手數 
料を 當分 r/i: 割以內 を增涕 する ことを 得と 云 ふ、 此法 
钳案 に f-J きまして， 政府の 說 明を }^ たいと 思 ふので 
あります， 元來 司法 上の 手數 料なる ものは 租税に 準 
じて あると 思 ふので あります， 現に 憲法の 六十 二條 
にも 行政 上の 手® 料と 云 ふ ものは •新に 租税を 賦課 
し 或は 税率を 1T 史す るには 法律を 以て 定む べしと 云 
ふ 所の 除外と なして 居りまして、 司法 上の 手數 料な 
る ものは 租税の 賦課 •税 _の 變迟と • 遨 法の 上に 於 
きまして は fri] 様に 見て 居る ものと 推 斷が /Ji 來るや う 
に 信ずる のであります •所が 租税に f-J きまして ほ* 
租税の 增額は 必ず 其 税率まで も 法 f-ii で 決める と 云 ふ 
ことは. 是は 固よ 〇當然 のこと でなくて はならぬ と 
思 ふので あります •司法 上の 手 M 料に {-J- きま •しても 
現に 執達吏の 手數 料の 如きは 微かく 其 額まで も 法律 
で 定めて あるので あります、 所が 本案を 見ます ると 
五 ffl 以內 の % 額を する、 而かも 其 增卻 に (-J- ては 之を 
勅令に 委任す る •司法 上の 手數 料に 付て ほ 包拈 的に 
之を 勅令に ■る 詰り 勅令で 以て 賦課 率が 定まる •斯 
b 云 ふ 結果になる やうに 見える のであります が、 fi 
ほ 司法 上の 手數 料と 云 ふ ものを ffl 税 と同樣 に 見る と 
云 ふ 憲法の 趣旨から 見ます ると、 少しく 背馳して 居 
るかの 感が あります るが‘ 從つて 頗る 不穩當 である 
かの やうに . W ひます が， 其 ！ fi に付きまして 政府の 御 
意見 (5; 如 M であります か、 其 點を伺 ひたい。 

〔政府 委 M 鈴 木 喜 三 郎君 演® に 登る〕 

〇 政府 委員 C 鈴 木 喜 一一 一. W 封〕 御 答へ 致します、 現行 
執達吏 手數料 規 li'J に 於き ましても •其 額を 一定して 
居る もの もあります るし •又屮 には 一定して 居り ま 
せぬ で、 或る 金額 以内に 於て 柑當に 之を 定める と 云 
ふ 規定 も あるので ございます、 而して 本案 ほ 今日の 
經濟狀 態に 適合せ しむべく 提案いた しました ので ご 
ざいます、 經濟狀 態が 安定いた しまして、 物® が 下 
がると 云 ふやうな ことにな ります れば >或 は 本 法を 


廢 する やぅな 時期が 來る かも 知れ ませぬ が •それ 故 
に當 分の 内 五 割 以內と 定めまして 、手数料 規則の 定 
めた る 所の 金額に 【々筆を 人れ て 其 額を 改めない、 
斯ぅ 云 ふ 立場から 致しまして 此 特別法を 設けた 次第 
で ございまして， 敢て其 理窟を 一定に 致し ませぬ で 
も •決して 違法とは 政府は 考へな い 次第で ございま 
す。 

P 議長 C 公 W 德川家 達 君〕 御 異議が なけれ ぱ 日程 第 
三、 第 四は 同一® 員に 付託 致します。 

=1 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 「，公 W 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀を 致させます。 

〔長 谷川 書記 , IT 朗讀〕 

執 達 y! 規训屮 改正 法律案 外 一件 特別委 員 
伯 辟 松 木宗隆 s  子爵 本 多®!: 方 君 
子昭 舟橋 遂腎君  子爵 酒 井 忠亮君 
男 Kf 坂 本 俊 篤 君  男 防 北 大路 實信君 
男挝伊 丹. P 雄^  江 木  S 
八木久 J-C (衞君 

0 子 K 八條隆 正％ -: J 是 より 家 祿賞典 祿處分 に關 する 
法 W 案外 一件の 特別委 M 會を開 きたう ございます、 
退席の 許可を M ひます。 

0 議長 C 公 W 德川家 達； K) 宜しう ございます" 


0_ 長 (公 斟德川 家 達 君) 日程 第五、 煙草 萬 賣法中 
改正 法律案、 衆議院 提出、 第一 讀會 、第 六、 織物 消 
費 税法 中 改正 法律案、 衆議院 提出 第一 is 會。 

煙草 ®: 賣法中 改正 法律案 
右 本院 提⑴案 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 十一 日 

衆 _ 院議 長大 岡 育造 
貴族院 蕺長 公爵 德川家 達 殿 
煙草 專賣法 中 改正 法律案 
煙草 專賣法 中 左/通 改正 ス 

第二 十條ノ ニ 政府 ハ 煙草 耕作者 ノ 組織 スル 組合 
又 ハ 其ノ 聯合 組合-一 對シ ¥ 賣事務 執行 上 必要 ナ 
ル 施設 ヲ爲シ 又 ハ 其'' 補助 ヲ爲ス ヘキ コト ヲ命 
スル n トヲ得 

前項 ノ 組合 又 ハ 聯合 組合-一 對シ 命令 ノ定ム ル 所 
二 te y I« 算ノ範 _ 內 ― 於 テ 交付金 ヲ下付 スル n 
トヲ得 
附則 


執 建 y* 规 则屮 改正 法律案， 執 達 yi の 手® 料 及立替 金咁 額に 關する 法律案 第一 讀會  煙草 ¥ 賣法中 改正 法律案 第一 le 會 


七八三 


院族貴 會蕺國 帝 回 一十 四 第 


转 物 泊 ？ 5 役 法 中 改正 JJ: 律 案 第 I 證 會  史賴名 燧 •大然 钯念物 保存 法案 第 1S 會の 13 第二讀 會 


七 八 四 


本 法 ハ 大正 八 年 四月 一日 ョ. '之 ヲ :1 行 ス 
織物 消费 税法 中改 IH 法律案 
右 本院 提出 案 及 •送 fj- 候 也 
大正 八 年 三月 十一 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
rc 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
織物 消费 税法 中 改正 法律案 
経 物消费 税法 中 左 ノ通改 正ス 
第二 十二 條政府 ハ 織物 ノ 製造者 又 ハ 販賣 者ノ組 
縊スル 組合-一 對シ 徴税 必要 ナル 設備 ヲ爲シ 又 ハ 
徴收事 務ノ 補助 ヲ爲ス へ キコ トヲ命 スル コ k ヲ 

得 

前項 ノ組合 = 對シ 命令 ノ定ム ル所ユ 依 リ 其ノ肢 
扱ヒ タル 織物 屮 消費税 ヲ賦 課シ タル 織物 ノ價額 

千分 ノー以 內ノ 金額 ヲ 交付 スル コト ヲ得 

阼 貝 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 

0 山 脇玄君 政府の 說明が あります か。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是は衆 _院 案であります 
から， 說明ほ あるまい と 思 ひます。 

0 山 脇玄君 それでは 一言 述べた う 存じます、 先 回 

どなた か 本院の 議員の 御 方から も 政府に 注意が あつ 

たのであります るが-衆議院の 提出 案には 理由 書と 

云 ふ ものが 附 いて 居り ませぬ であります から、 私共 

ほ 之に 對 して 意見を 定める 上に も闲 るので あります 

るが、 何れ 衆 識院で 辞 識の 際には いろ < 政府の 御 

意見 も 御 述べに なつた で ございませう から， 衆議院 

提出の 案に 付ても、 政府 委 M が 本院に 出で 說明を さ 

れる のが …：， 說 明と 申します か、 意見を 述べる のが 

相 常の ことで あらう と 存じます、 何故 政盼は 本院の 

注意が あるに 拘ら ず" 意見を 述べない ので ありませ 

うか、 此條 文に 對 して 政府の 意見を 述べる やうに‘ 

議長から どうぞ 御請 求を 願 ひます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君 d 本院の 翳 決に あら ざれば 

議長ょり 請求は m 來ま せぬ‘' 

〇 山 脇玄君 それでは 政府 委員の 此 案に 關 係の ある 

御 方が / M 席に なつて 居らう と M ひます から •其 政府 

委員ょり 本案に 對 する 御意 見を 伺 ひたい。 

〔政府® 員 神 野 勝 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (神 野 勝 之 助 君) 兩 案に 對 して 併せて 御 

說明を 申 上げます •煙草 ：… 葉 煙草 耕作者の 組織し 

て居りまする組合、聯合組合等は煙草¥«事業に對 


しまして 尠から ぬ 便 宂を與 へまして、 其 執行 上 姐 合 
が 相當の 經费を 要し、 又 政府に 於き ましても •是に 
相當 する侦 宜を 得る と 云 ふ 次第で ございます るから 
之に 對 して 相當の 手 ® j 料を 交付す ると 云 ふこと ! 3: 至 
當 のこと であると， 政府に 於ても 豫て考 へて 居り ま 
したので あります， 又 織物 製造者 並に 販饺 者の 組織 
する 組合 も 織物 消® ^ 徵收の 上に 於て， 徵税 上の 補 
助を 致す ことが 少から ぬのでありまして •是亦 組合 
自ら 相 當の經 費を 要し， 政府 も 亦 相當の 便宜を 撐る 
と 云 ふ 次第で ございます るから、 之に 對 しても 相當. 
の手數 料を 交付す ると 云 ふことは* 至當 のこと であ 
ると 考厳 しつ、 あつたので あります、 偶々 衆議院に 
於き まして 本案が 提出に なりました から、 政府に 於 
て も此兩 案に 同意を 致しました のであります. 何卒 
御 群議 御拟賛 を 願 ひます。 

0 議長 C 公 K 德川家 達 君) 御 異議がなければ り 
〔伊澤 多 喜 W 君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君) 伊澤 君は …… 

0 伊澤 多 喜 男 君ち よつ と 質問いた します。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 質問です か。 

0 伊澤 多 善 男 君は い、 此煙 草專 H 法 中 改正案の 第 
二 項に 「豫算 ノ範圍 內-一 於 テ 交付金 ヲ下付 K ル コト 
ヲ得」 と 書いて ございます が、 此 「豫算 ノ範 圍內二 
於 7 」と云ふ言葉はありましても，なくても同_で 
ございます るか、 即ち lit 「豫算 ノ範 圍內 -1 於 テ」 と 
云 ふ 言葉を 削りまして 差 支ない のであります か。 

〔政府 委負神 野 勝 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 C 神 野 勝 之 助 君〕 葉 煙草 組合に 對 します 
る 交付金は、 率を 一定す ると 云 ふこと が 闲難で あり 

ます、 闲難で あります るから、 大牌豫 M; に 於て 交付 

額を 年々 見込みまして、 其腌圍 2 に 於き まして 交付 

いたしたい と 云 ふ考で あります、 それであります る 

から， 織物 組合に 對 する やぅな 一定の 率で やる と 云 

ふこと が 闲難 であります るから •特に 此葉 煙草の 耕 

作者の 組合に 對 します る 分 ほ， 豫 萬の 脑圍內 と 云 ふ 

ことを 明 にして置く 方が 宜 いと 考 へまして、 之を 規 

定いた した 次第であります。 

〇 伊澤 多 喜 男 君 私の 質問を 致して 居ります 趣意は 

「豫算 / 範 園内」 と 云 ふこと を if かなくても， 當然 

豫算 の ® 圍內と 云 ふこと になる ので あるか どうか、 

即ち 此 「 豫算 ノ範 圍內」 と： k ふ 文句は 有つ て も 無く 

て も 同樣で あるか、 さう 云 ふこと を 伺 ひたい。 


〔政府 委員 神 野 勝 之 助君演 ® に 登る〕 

〇 政府荽 員 /^ 神 野 勝 之 助 君) r 務算 ノ範 團內」 と 云 
ふこと が 玆に 明言を 致して 置く 方が、 明確で 宜しい 
と考 へます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ 日程 第 
五、 第 六、 兩案 とも 同一 委員に 付託いた します、 特 
別 委員の 氏名を 書記官を して朗 仕を致させます。 

〔成 顯書 記苜 朗讀〕 

煙草 專賣法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 員 
侯爵 德川囿 順 君 子爵 松 平 乘承君 
子爵 本 多 忠鋒君  荒 并賢太 郎君 
男爵 矢 吹 省 三 君  仁 尾 惟茂 君 
橋 本圭三 郎君  多勢 龜五 郎君 
二階 堂 三 郞左衞 門 君 


0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 七、 史漬 名勝 天然 
紀念物 保存 法案 >  侯爵 德川賴 倫 君 外 六 名發議 、第一 
讀 會の續 、委員長 報告り 

史漬 名勝 天然 紀念物 保存 法案 
右 別册の 通 修正せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三月 十一 日 

右 特別 委員長 

服 部 一三 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

へ 行間 空な きものは 特別委 員の 修ン 
广 正文， —— ほ 同 削除の 符號な り) 

史蹟 名勝 天然 紀念物 保存 法案 
第二 條 史蹟 名勝 天然 紀念 物ノ 調査-一 關シ 必要 ァ 
0  / 後 ヲ問ハ プ、 

ル トキ ハ 指定 C 前 卜 雖當該 吏員 ハ 其ノ  土地 又 ハ 
隣接地 ュ 立入リ 土地/ 發掘 障碍 物ノ 撤去 其ノ他 
調査-一 必要 ナル 行 爲 ヲ爲ス コト ヲ得 
〔服 部 一三 君 演壇に 登る〕 

0 服 部！ 三 君 本案に 付て は S きに 提 H 者の 御 一名 
より 詳しく 御說 明が ありました 通りに •我が 國體を 
維持し、國民性を涵養して行きまするにほ>史睛、 
名勝 •天然 紀念 物と 云 ふやぅな ものを 保存して 行く 
と 云 ふこと が、 誠に 必要な ことで ございま する、 民 
間に 於 S- ましては 協會 等を 設けまして •其 目的を 逵 
しやう として 種々 骨を 折つ て 居られる 方々 も ありま 
する が、 何分 法律の 力を 借り ませねば、 十分に 其 目 
的を 達する ことが 出 來ませ ぬで、. それで 此 法律案を 
提 m された 次第であります、 それで 此 委員 會を 開き 


まして、 先づ 最初に 内務 大 te o 出席を 諸 ひまして、 
政府 當 局の lit 案に 對 する S 見を 移ね まし r.- 所が •内 
務 大臣に 於き まして it lit aj 律 案には 至極 K 成で あ® 
まして、 若し 是が 通過して 法律と なつた 以上には* 
政府に 於き まして， % 十分 其 施行 上に 付て 骨を 折らう 
と云ふ御話でありました，それで荽«打に於きまし 
て 種々 討議を 致しました' か •全-? i に f-J- て '' i 潢はあ 〇 
ませぬ であ 〇 ました， 唯々 第二 條に 於て 字句の 修正 
を 致しまして 原案には 「指定 前卜雖 一と あ 〇 ました 
さう すれば 指定 後は どうなる かと 云 ふ 疑 ひが 起る か 
も 知れぬ と 云 ふので、 其 文字を 「指定 ノ前 後ヲ問 ハ 
ス」 と 云 ふこと にして、 さう 云 ふ 疑 ひの 起らぬ やう 
に 修正いた しました* 其 他は 總て 原案 通りに 可決を 
致しました、 右 御 報告に 及びます、 それで 唯今 申 上 
げ ました 通り、 大體に 於て 委員に 於て 少しも z 4 M .i 
なく、 一文字の 修正の みを 以て 是は 可決いた した 次 
第であります、 どうぞ 閼會 を笱 略して 直ちに 報吿の 
通り 可決 あらむ ことを 希望いた します。 

〔男爵 石黑忠 蒽 君發 言の 許 nj を 求む〕 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 石黑男 擗ほ 何です か。 

0 男爵 石黑忠 蒽君證 铃 省略 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 諸君に 御 注 1¢ いたします 
が、 是 ほ 委員 會に 於て 修正を 加 へられました から、 
讀 會の 省略は どうで あらう かと 考 へます" 本案の 第 
二 諮會 を 開くべし とする 諸君の 起立を 請 ひます。 
起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 魈と 認めます。 

0 服 部 一三 君 直ちに 第二 ig 會を開 かれむ ことを 希 
葳いた します。 

〇 伯 協 廣澤金 次 郎君 質 成。 

〔「燹 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 {31 德川家 達 君) 直ちに 第二 1S 會を 開く と 
云 ふ 御說に 御 異存 ございませぬ か。 

〔_, 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議丧 (公路 德 III 家 達 君〕 御 1^- 議な いと 認めます。 
0 議長 (公® 德川家 達 君〕 第 一條を 問題に 供し ます 
第 一 條、 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕 第二 條を問 題に 供し ます 
委員 會の 修正に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


院族 fl 代議 國帝冋 一十 四 第 


〇 謎 長 C 公 ! i'.F 德川家 達 君〕 御異戧 ない と is めます。 
〇狨長 (公 辟德 川 家 達 君〕 次 ほ 第； 一 一條ょ 〇 終りまで 
を 問題に 供し ます、 原案に 御與存 ございませぬ か。 

〔「Ef ss なし， •と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 通 兵 (公 iilf 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 服 都 一三 君 直に 第三 讀會を 開かれむ ことを 希望 
いたします 0 

0 沿 辟 石 黑忠蒽 封® 成リ 
〇子擗 大給近 孝君资 成。 

0謎長(公擗德川家達恝)商ちに第三讀會を開いて 
御 異存 ごさい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 (公路 德川家 達 君〕 御異 _ ない と 認めます。 
0 謎 長 C 公 ^ 徳川家 達 沿) 第二 讀會決 議 通りで 御 興 
存ご ざい ませぬ か。 

C 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

om M l 公酹德 川 家 達 君) nm 第 八、 佐 藤犮 右 衞門 

討潠 槊爭訟 の 件， ! 1 格 薄 ？ t 委 M 長報吿 、愈 讅 、廣澤 

伯 6? 。 

K 族 院議 M 佐 藤 友 右衛門に 係る 常 選 不法の 訴に關 

し 本 委員 會に 於て 資格 准 i*t を 終り 別冊の 通 判決す 

へき ものと 議決 候條 此 段 報吿候 也 

大正 八 年 三月 十日 

资 格* ? £ あ fl 長 伯 y'f lffi 浮 命 次郞 

n 族院篛 長 公 Isf 德川家 達 殿 

n 族 院議 員 常 31 無効の 訴に對 する狨 決 報 街 ® 

本訴 ほ 原 ^- 新 潟 縣北潲 原 郡笹岡 村 K 族院多 額 納税 

济謎 fl 7r f  S 十 嵐 its 藏ょ 011 縣： 一郡 水 原 町 K 族 

院多額 納税者 議： 3 常 選 人 佐 藤 友右衞 門に 對し R 族 

院謎 H 當潠の 無効を 訴 m でた る ものと す 

原告 請求の 嬰 旨 

大正 七 年 六月 十日 新 潟縣に 於て 行は れたる 貴族院 

多額 納税 卉述 U 選 期に 於て扔 街 及 互選 A 故今并 孫 

市は 谷 七淠を f-u 被 缶は 年長 济た るの 故を 以て 當選 

と 決定せられ たり 然るに 被 街の m 槊中 互選 人堤淸 

六の 投 功 及 被 1'f の 打 ^ ほ 之を 瓦 選 人齋藤 S 太郞に 

委託す るに 當り 其の 封筒の みに 自ら 遇 名 捺印し 其 

の投 kl は 選 犁を行 ふの 日に 於て 他人を して 被選舉 

人 及 . a 己の 姓名を 代 ^ せしめた る ものな 〇 

凡遝涊 に關 する 根本 遇 ほ 選 舉人 をして 自己の S 思 

を自山 に 表示せ しむる と共に 其の 意思表示を 祕密 

史阽名 勝 天然 紀念物 保存 法案 第三 請 酋 


ならしむ るに 在り 意思の 自山な る 表示は 選 擧人自 
ら投淠 に 被 J1 人の 氏名を tli e する ことに 依りての 
み 之を 行 ふこと を 得へ し是れ 即ち 衆議院 SI M 選犁 
法 第三 十六 勝 府縣制 第 十八 條郡制 第 十五 條 市制 第 
二十 五條 町村制 第二 十二 條 等に 被！： 人の 氏名は 選 
擧人 自ら 之を 記載す る ことを 要すと 規定した る 所 
以 にして 斯 かる 明文の 存す ると 否と を fM! はす 當然 
せらる へき 條理な り而 して 貴族院 多额 納税者 
議 互選 規則には 斯の如 き 條 文を 存せ すと 雖第十 
六條の 規定に te れは l!;i 則と して 選擧钤 場に 於け る 
投票 li 他人を して 被 is 人 又は 選 擧 人の 氏名を 記載 
せし むる ことを 許さ さるは 蔑し 疑を 容れす 果して 
然らは 第 十七 條の 規定に 依り 他の 互選 人に投 ™: へを 
依託す る 場 ^ に 於ても 亦 此の 原则 に W ®!! すへから 
す 之に 反して 若 jx I wi は 他人を して 代署せ しむる を 
得と せ ば 選 擧人か 自由 意思を 表示す る ことを 不能 
とする 疾病に 摧れる 場合に 於ても 他人 之に 代りて 
被 撰 人 及選铅 人の 氏名を 記載して 投鹖を 舄す こと 
を 得る ことと なる へし斯 の 如き (X 實に 選！ •に 於て 
潠擧 人の S- 思の 自山 と行爲 の祕密 とを鉍 重せ るの 
精神を 破 _ する ものと 謂け さるへから す 又 第 十七 
條は 選 阐 人自ら 被 il 人の 氏名を 記賊 すへ きこと を 
明白に 規定す る ことなしと 雖抑又 他人を して 代峩 
せし むる ことを 5 J る 旨の 規定を も存せ す斯の 如き 
場 合にほ自ら記阳することを耍すと解釋するを本 
義とす 

公法に 於け る 選 ^ ® は 選 擧 人の 一身に 專搦 する權 
利にして遝舉人の自由意思に依りてのみ行使し捋 
る ものな 〇而 して 選擧入 0 身の 自由 意思の 表示た 
る ことを 明に する を 得へ きものに +5 らさ れぱ！ ¢ 13 
潲利た るの 意義を 有せす 例へ ほ 議員 議場に 於て該 

案に 付表 示し 得へ き 表決 搠ほ議 M の 一身に 謀 J1 T 

る 糊 利に して 他人を して 代行せ しむる ことを 得さ 

るは 是れ 公法の 根木義 に L て 別に 明規を 要せす し 

て 然るな り 議院 決 其の 他の 法規に ! i 此の si に關し 

自ら 表示す へしとの 明文な きも 未 曾て 之 か 代行を 

許す へき ことを 說く者 あるを 見す 又 議院 內に 於け 

る 選舉に 關し投 撰は ig M .y ら被遝 人の 氏名を 記載 

すへ しとの 規定 ある ものな し而 かも 何人 か 其の 代 

行を 許す 布を 誠む る もの あらむ や 院外に 於け る 選 

擧に關 しても 理亦當 に 然るへ きなり 即ち 他 八の 代 

躬し たる 投撰か 何等の 規定を 要せす して 院 2 に 於 

議負佐 藤 友右衞 門選舉 爭訟の 件 


て當然 無効た るへ きは 公法 上 自明の理た ると 等し 
く 院外に 於け る 選舉に 付ても ii 鹖人自 ! H lt 思の 表 
示た る ことを 否認す へき 代 裁 投票は 當然 無効た る 
へきな り 

又 第 十七 條に 於て 互選 入選 擧會場 に 至る こと 能は 
さる 場合に (3; 互選 人 投票を 封緘し 之を 他の 互選 人 
に 依託す る ことを 得る 旨を 規定したり 蓋し 法か投 
票の 封緘を 必要の 條件 としたる は 互 ill 人 自身の 自 
由なる 怠 思 表示を 完全に 保障す ると 同時に 選擧行 
爲 の祕密 を 域 m する の 趣旨を m てた る ものと 見さ 
るへから す 若 太 件 事 實の 如く 互 撰 人 投票を 自署せ 
す 之を 他の 代署に 1 1T: したる か 如きは 封緘 前 旣に 
他人の 該投造 に 關與せ る ことを 示す ものにして 封 
緘を必 悪と する 法 意を 沒却 する ものと 謂は さるへ 
からす 以上の 事由に 依り 被 吿作臌 友右衞 門の 當選 
は 之を 無効と し： Mf に 選舉 を爲 さしむ へしと 判決を 
乞 ふと 1 rlri ふに 在り 

抑  + 吿答 辯の耍 旨 

原吿け 互選 人 堤 淸六及 被吿か 投票を 互選 人 齋藤彥 
太郎に 依託す るに 當り 其の 封筒の みに 自ら 署名 捺 
印し 其の 投票 ほ 代罴 せしめた りと 主張 すれと も 其 
の 封筒 及 投票は 孰 も 自署した る ものにして 代 ■せ 
しめたる ものに 非す 又 原 吿 ほ 堤淸六 及 被吿は 投票 
を 封緘せ すして 之を 齋藤芦 太郎に 交付した るか 如 
く 中立つ る も 決して 斯かる 事 實 なし 佐て lr,> 吿の請 
求 相 立たす との 判決 あらむ ことを 望む と 謂 ふに 在 
り 

議決の 經 3 

玆に原 被 吿の爭 點に 就きて 之を蒞 按 する に原传 は 
貴族院 多額納税者 議員 選擧の 投票 ほ 選 齡 人の 自署 
たる ことを 要すと 主' 5M する も 投票に 自署を 要する 
場合 ほ 法令に 明記 あるを 常と す而 して 貴族院 多額 
納税者 議員の 選擧 に關 して (i 之を 規定な きか 故に 
自罴 たる ことを 必 •要と せす EI に 原 吿は货 族 院多額 
納税者 議員 互選 規則 第 十六 條第二 項を 以て 自署を 
命した る 規定な りと 解し 而して 第 十七 條の 規定に 
依り 投票を 他の 互選 人に 委託す る 場合に も 亦然り 
と斷定 したる も 第 十六 條第二 項に r 自己の 姓名 j 
と ある ほ® に 「其の 投票を 爲し たる 互選 人の 姓名 
」 の義 にして 進て 自 襞を 命した る 意義を 包含す る 
ものと 謂 ふこと を 得す 要するに 貴族院 多額納税者 
議員 選擧の 投票 ほ 第二 十一 回 帝 國 篛會 に 於て 決定 


したる か 如く 選擧人 自ら 之を 記載す ると 他人を し 
て 之を 記載せ しむる とを 問は さるな り而 して 旣に 
投：造 して ii 擧 人の 潔た るを 要せ さるに 於て は投 
贾 に 付 其の 自磐な 〇 や 否やを { «¥ 査す るを 要せす 
原 吿の 訴狀屮 には 被 f'v 等は 投费の 依託を 爲す に當 
り 封筒に 封緘せ さりし か 如く 疑 (3: るる 字句 ありと 
雖其の 追申 書を 見れ は 原告 か斯 かる 主張を 爲 ささ 
る ことは 明白なる のみなら す 被 ^ か 其の W 答 辯 SI 
に 於て 封緘の 後 之を 委託せ る 旨を 主張せ るに 對し 
原告は 更に 抗苹 する 所なる を 以て 被 苦 等の 投票を 
委託す るに 先ち 3： ら封 筒に 封緘を 爲した る ものと 
認む るに 十分な りと す 

上記の 理由に 3S き 本件は 之を 左の 如く 判決す へき 
ものな りと 議決す 
判 •決 

a 族院は 被告 新潟縣 選出 多額納税者 議員 佐 藤 友 右 
衞 門の 當選ほ 無効に 非す と 判決す 
〔伯爵 照 澤金次 郎君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 廣澤金 次 郎君 是 より 唯今の 會議の 問題に な 
りました s 族 院議 員 佐 藤 友右衞 E 君に 係る當 選 不法 
の爭訟 に關 しまして •資格 ^ 査委負 會の經 過 及 結果 
を 成るべく 簡單に 御報街 中 上げます、 ft 格 審査 委員 
會 ほ 去ん ぬる 一月 十一 日以來 六 间開會 を 致しまして 
而 して 最後に 去ん ぬる 二月 二 十四日に 討議に 移り ま 
して， 誘 決の 理由に 付きまして 一二の 異論は ありま 
した けれども、 此爭訟 の 判決に 於き まして (i 全會一 
致を以 ちま ' L て、 唯今 御手 許の ^ 吿 W に 在ります る 
通りの 判決に 決した のであります、 一應 判決文を M 
ffi いたしました 方が 宜しから ぅと 考へ ますから、 他 
の 報告に 先立ちまして 判決文を 則 讀 いたします、 「 
貴 族院 は被饩 新 潟縣遝 出 多額納税者 議員 佐 藤 友 右 1] 
門の 當潠ほ 無効に 非す と 判決す」、 是 より 順序と 致 
しまして 委 M 锊の經 過 即ち lit 委員 會に 於き ましては 
辯 論 前に 於き まして 如 H なる 手續 きを 採つ たかと 云 
ふこと を •御 報 ^ • する のが 第一の 順序と 考へ ます、 
委員 會は 都合 六 回 開きまして、 最初に 原告 即ち 新 潟 
縣の 多額納税者 _ 員の 7L 選 人 五十嵐 甚藏坍 の 當選不 
法の 訴狀を 受納いた しまして、 而 して此 副本を M ち 
に 被 街に 送達いた しまして、 而 して 十日 間に 被吿よ 
り 答 辯 書を 祕出 する ことを 要求いた しました、 而し 
て 十 R 間の 猶鸨 の內 に被吿 より 答 辯 W ほ 提出に なり 
ました、 それと rnj 時に 此爭訟 の 審査 上 必要と認め ま 
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薄 員 佐 藤 友 右熠 門選舉 爭訟の 件 
して、 證據 文？ 5 を笾 長を！！ 由いた しまして 政府より 
要求いた しました、 此證 據文爵 と 申します るの ほ 即 
ち 昨年 六月 十 H 多額納税者 難 員の 選 擧に用 ひました 
封筒 / i 投票 金 部を 新 潟 縣 より 提出す る ことを 政府に 
要求いた しまして、 免 も败 日なら ずして 委員 會に著 
きました、 同時に 篏吿の 答 辯 W が 參 りました から 其 
副本を 父 liK 吿に送 達いた しまして、 而 して 原告に 此 
答 辯 ^ に對 する 辯駁 の餘 地を 與 へる 爲に 、一日 間の 
期日を 與へ まして、 而 して 原告より 又 辯 駁霄が 參り 
ました、 辯駁醫 と 同時に 御手 許に 在ります る 訴狀の 
追 巾 m r/ なる ものが 原 吿 より 提出に なりました、 而し 
て 委員 會に 於き まして ほ 辯駁 » と 原告よりの 訴状の 
追申 界 が 參 りました から、 又此副 本を 被告の 方に 送 

達いた しまして 再 答 辯 書の 提出 期間を 五日 間と 致し 

ました、 而 して 又 被® より 再 答 辯 書が 到来いた しま 

したから、 就きまして ほもぅ 一應愼 重に 萡議 する 爲 

に、 此再 答辯霄 を 原 吿に又 送達いた しまして •而し 

て 原吿に 於て 被告よりの 再 答 辯 書に 對 して 何 か 陳述 

する 事が ありま すれば …… それが 爲 に猶豫 期間を 三 

日間 與へ ました* 然るに 此 三日間を 經 過して 原告よ 

り 更に 何も 中し 出 ませぬ に付きまして、 二月 二十 四 

日 最後の 委 貝 會に 於き まして 討議の 末、 唯今 朗讀い 

たしました 通りの 判決に 決した のであります、 委員 

會の經 過 (3-. 大體左 樣な 次第であります 、是 より 此判 

決に 至りました 理由に 付きまして* 其耍點 だけを 簡 

單に御 報 吿い たしたい と考 へま T •要するに 此爭訟 

の 起り ました 條孭は a 族院 多額納税者 議 fl 互選 規則 

第 十六 條及第 十七 條 ，此二 條に 係る のであります、 

先づ 第一に 十六 條に 係ります 問題は、 投票の 自罴の 

必要 如何と 云 ふ ものが 第一の 問題であります、 玆に 

豫め申 上げて 匿き ますが、 投票の 自署 如 H と 云ふ理 

由に 付きまして は、 委員 會に 於き ましても、 是ほ全 

會 一致では ない のでありまして、 一二の 異論は あつ 

たと 云 ふこと を 御 承知を 願 ひたいと 考 へます、 先づ 

第一に @ 鸮の 必要と 云 ふこと ほ， 原吿の 一番现 由と 

する 所で あ or す •原 I'f lx 如何なる 故に 自題の 必要 

を 主張いた します るかと 云 ふ 其 理由を 簡單に 申し ま 

すれば， 抑 ; 1 擧なる もの ほ 公法 上の 根本主義 としま 

して， 其遝擧 民の 意思の 表示を 自由なら しむる 爲に 

絕對 的に 之を 祕密 にせ ねげ ならぬ と 云 ふこと が 原 i1? 

の 主張であります、 從て是 が 代筆を 許すべき もので 

はない、 是が原 吿の 主張であります、 原告が 此の 主 


張を 致します るに 種々 の 引例を して 居ります、 例へ 
ば 衆 誘院蕻 員 選舉法 の 三十 六條 、或 {X 同樣の やぅな 
選 窣に關 する 條文で あります •か， 府縣 制の 十八 條， 
郡制の 十五 條 ，市制の 二十 五條、 市町村 制の 二十 二 
條 、是 等の 選 擧 に關す る條 文を 引例し まして、 自筆 
の 必要を 論じて 居る のであります、 併ながら 委員 會 
に於きましてほ、多數ほ以上の理由ほ無記名投票を 
要する 選擧の 頭 件に 致しまして •貴族院 議員 選擧の 
如き 記名投票を 用 ひます る 場合に ほ 適用の 出 來ない 
と 云 ふこと が、 委員 會の 多數の 意見で あつたので あ 
ります， nn ち 記名投票に 於き ましては 意思の 表示を 
敢 て祕密 にす る 必要 ほない と 云 ふこと に歸著 したの 
であります、 又此 貴族院 多額納税者 互選 規則 中の 第 
十六 條の 第二 項に 在ります る 「自已 ノ姓 名ヲ 記載 ス 
へ シ 」 と 云 ふ 字が あります るが、 併し 此 自己と 云 ふ 文 
字に 付て 色々 の解釋 も あるので あります、 ながら 委 
員會に 於き まして ほ>  自己の 姓名と； K ふのは 單に r 
其 投票を 爲す 互選 人の 性 名 一 と 云 ふ 意味の 外で ない 
と 云 ふこと に 決した のであります、 故に 自己の 姓名 
と 云 ふ 文字が あります るの みに て敢て 自署を 命じた 
る 意義で ほない と； M ふこと に 決した のであります、 
何故 此 自己の 姓名と 云 ふ 字 ほ 自ら 自碧と 云 ふ 意味を 
包含し ないかと 云 ふ 理由に 於き まして ほ、 此 互選 箭 
員 …… 互選 規則の 制定 當 時の 同 樣なる 法律 文を 見 ま 
すると， 多額納税者 互潠 規則 (X 明治 二 十二 年の 制定 
でありまして* 當 時の 制定 同じ 頃の 制定 即ち 明治 
二 十 I 年の 法 邱一號 市制、 町村制に も 同様なる 文字 
が あるので あります、 即ち 自己の 姓名と 云 ふ 文字が 
あるので あります、 卯ち 市制に 於き ましては 第二 十 

二條及 二十 四條 ■町村制に 於き ましては 第 J1 十二 條 

及 二十 四條で あります、 是は 御手 許に 在ります る 速 

記録を 御 覽に なり ますれば 詳細 ほ 御 分りになります 

るが、 何れも 市制に 於き ましても 町村制に 於き まし 

て も， 選擧 人、 是ほ 選擧 人、 潠擧 場に 出まして 選 擧 

人 ほ 自己 住所と 及 姓名を 申出 づる 事に なつて 居る の 

であります、 即ち 自己の 姓名と 云 ふ 文句が 玆 にも 在 

るので あります、 それから 此 場合-に 於き ましても 自 

己の 姓名と 云 ふのは、 即ち 此 投票者の 名前と 云 ふ 意 

味の 外に 解 釋の出 来ない と 云 ふ 結果になる ので あり 

ます， 故に 多額納税者 互選 規則 中の 第 十六 條の二 項 

の 自己の 姓拓と 云 ふ 字義の 解 釋も 、同時に 制定に な 

りました る 所の 他の 市制 若く ! X 町村制の 選擧 に關す 


る 法文の 中 o . tl 己の 姓名と 同じ SS 味に 取る のが 一番 
穩 當であ ると 云 ふこと に歸 著した のであります、 又 
自署を 要せざる と 云 ふ 理由の 一つと 致しまして は、 
法律に 明文の 無い 限り ほ 代署を 禁ずる と 云 ふこと ほ 
菡だ解 釋し 難い ことと 考へ るので あります、 又 投票 
を 無効に 致します るに ほ、 是 も同樣 法律に 明文が 無 
い 場合に ほ 如何にも 無理と 考へら る-'  のであります 
如何にも 選 擧權と 云 ふ もの 13; 甚だ 大事な _ 利 に齒す 
る ものであります るから、 苟も 一票な 〇 とも •殊に 
十五 票の 中に て 一票な りと も 之を 無効に 致します る 
に ほ •此 互 is 規則の 中に 是を 無効と する に ix 相當の 
明文がなければ •如何にも 權利を 重んずる と 云 ふこ 
とに 行かない と 云 ふの が 多數の 意見であります、 其 
次に 原吿は 投票の 代筆を さしな と 云 ふことは 是ほ代 
行で あると 云 ふこと を 主張して 居る のであります、 
併ながら此點に於きましてほ-原吿も …… 佐 藤 友 右 
衞門氏 及 堤 氏 兩氏共 封筒の 上に (X 自己の 姓名を 自罨 
しさぅ して 捺印した と 云 ふ 事 ! X 原 吿が 詡 めて あるの 
であります、 故に 投票の 自署で あるか 或は 代筆で あ 
るかと 云 ふこと ほ 何れに 致しましても* 選 擧人ほ 自 
己の 意思の 表明と 云 ふことは 明に して 居る ので ある 
故に 例へ ば 封筒 及 投票を 白紙の 儘に して 第三者に 渡 
し •第三者の 勝手に 之を 投票した 場合の 如きは， 是 
け 代行と 認めて 宜しい のであります が、 固より 代行 
ほ 不法で あると 云 ふこと {3: 議論 ほない のであります 
が、 此 際の 事實に 鑑みましても •是ほ 代行と 認める 
だけの 理由は 一つ もない のであります" 又此點 に 於 
きまして は 本院に 先例が あるので あります、 即ち 明 
治 三十 八 年長 崎縣 選出 貴族院 議員 橋 本 雄 造 君に 係る 
當選 無効の 爭訟の ありました 樹 合の！！ 決を 一應讀 み 
まする が、 「茲に 原被 吿の p i1; に 就き 之を 審按 する 
に 原吿は 先つ 互選 人山 崎 喜 平 治の 投溴は 代嶺に 係る 
か 故に 無効なる を 主張す と 雖も此 點 に 於て ほ 被吿の 
答 辯す る 如く 特に 自署を 必要と する 法文な きに 因り 
代署を 禁する ものに 非 さる ことは 一般 法規の 解 釋上 
殆と 疑な き 所と す 例へは 明治 三十 三年 法 f-l? 第 七十 三 
號 衆議院議員 選擧法 第三 十六 條の如 き 自ら 氏名を 記 
載す へき 明文 ある 場合と 同一に 論す へきに 非 さるな 
O J 是が橋 本 雄 造 氏に 係る 當 選 不法の 争訟の 場合の 
議決の 理由の 一つでありまして 、即ち 貴族院の 多額 
納稅 者の 選擧に 於き まして ほ 自署を 必要と せず 代筆 
にても 之を 有効な りと 云 ふこと になつ たので ありま 
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す •斯る 先例が あります る 故に •先 M と 申します る 
が斯る判決の先例ほ法出〇解抒を紉充するも 〇 と考 
へて 宜しい と考 へる のであります •故に 本院に 於き 
まする 唯一の 先例で あ 〇 ますから、 此 先！ £ を JK んじ 
R. •又 先！： ほ ijc 律の 不備を 補充した ものと 云 ふこと に 
委員へ-: 」決 したので あります、 自讲問 題には 
きまして ほ 委 M 曾に 於き ましても 一二の 反對が あつ 
たので あ 〇 ます、 其 反 對論も 一應此 處に申 上げて Iff 
くの が 順序と 考へ ますから !) ii m に EIJ します るが* 此 
自袈論 に反對 の® 見 ほ 第 十六 條に 在ります る n 己と 
云 ふ …… B 己の 姓名と 云 ふ 文字 IX 他の® 烊を許 さぬ 
自己の 姓名と 云 ふことは 即ち 「自ら 自分の 姓名を 記 
する」 と 云 ふ 外に 窓 味 ほ JR れぬ ので ある、 随つ て «: 
族 院議 員 多額納税者 S に 於き ましても、 自讲 の必 
駆 (3: 無論で あると 同時に、 代 as と 云 ふこと を當然 誌 
めない と 云 ふこと が， 此反對 者の 意見であります、 
それで 反 對 者の 方の 意 姑 ほ 代 « は 無効と 認める が、 
併ながら 封筒の 文字と 投怨の 文字と 同 一 なれば、 是 
で 以て 第 十七 條の 方の 規定に ほ 副 ふから、 判決の 結 
果に 於て ほ 同一なる と 云ふ殽 論であります、 此封简 
の 文字と 投票の 文字と 同一と 云 ふこと ほ、 新 潟縣ょ 
〇 取 寄せました る 投票 及 封筒の 點檢の 結果、 委爲會 
に 於き まして ほ 封筒の 文字と 投票の 文字と 故 阽が冏 
一と 云 ふことは 是は 多數 認めた のであります、 但し 
之が 自裝で あるか 代® であるかと 云 ふこと ix 論ぜず 
して、 封筒の 文字と 投票の 文字と ほ 企 然同 l ffi sll で 
あると 云 ふこと を •委員 會に 於て 多數是 は 認めた の 
であります ン 次に 問題に なつて 居 〇 ますのは、 唯今 
の互潠 規則の 第 十七 條、 十七 條にほ 「互選 人 疾病 3 
故-一因 リ選 舉會 場-一至 ル コト 能 ハサ ル トキ ハ 醫師ノ 
診斷書 又 ハ 事由 書ヲ 具へ 投 M ヲ封 緘シ 其ノ 表面- 一 記 
名 捨印シ テ 之 ヲ他ノ 互選 人-一 委託 スル 事ヲ 得」 と あ 
ります、 其條の 中の 投票を 封緘し と 云 ふの が 問題に 
なつた のであります 、原 ^ の 訴狀に 於き ましては 佐 
藤 友 右衞門 氏、 堤 氏は 封筒の 上に だけ 自迸し 及 捺印 
をして 投票は 全然 代筆 させた もので あつて、、 封緘を 
せず して 互選 人 齋藤彥 太郎氏 に 委託した と 云 ふこと 
を 主張して 居る のであります •然るに 追申 書に 於き 
まして ほ 又斯 かる 主張を 殆ど 撤殿 したと 云 ふ 結果に 
なつて ir るので あります、 而 して 又 被告に 於き まし 
て ほ 答 辯 書 及 再 答 辯 書に 於き まして 飽迄封 筒の 自碧 
は 無論の こと、 投票の 自碧も 主張して 居る ので あり 
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ます* 從 つて 自ら 封緘して® 藤® 太郞氏 に 委託した 
と 云 ふこと を 答 辯 » 及沔答 辯* に 於 て飽 迄 主張して 
屛 るので あります る、 然るに 最後に 被 $1 の 再 答 辯 書 
を 原 街に 送達いた しまして 11 !日間 の 摘 豫 與 へまし 
た 際に、 原 押よ 〇 して* lit 再 答 辯 » に對 しまして 一 
の 答 もない のであります •即ち 若し 佐 藤 友右衞 門 君 
及 堤 氏が 封緘を せず して 齋 藤 彥太郎 氏に 投槊 を！ 一し 
たもの だと 云 ふ 議論が 立ちますなら ば、 此立證 の 貴 
fr: は 原告に 在る のであります、 然るに 原 丙は 最後に 
三日間の 猶拽を 與へ ました， 立 la の餘地 を與へ まし 
たけれ ども 何とも 之に 回答を 致さぬ のであります， 
從 つて 委員 會に 於て は 原 界ほ 旣に是 は 辯 ® の / Ji 來ぬ 
こと、 結論した のであります •以上の 理 由 であり ま 
して •委員 會に 於き まして ! 3-. 多数の 論と 致しまして 
は， 多額 納稅 者の 77: 選 選 舉に 於き まして ほ 投票の 代 

筆は 無効に 非ず、 又 第 十七條 に關 します る 委託の ^ 

合に 於き ましても、 (t 藤氏 及 堤 氏は 是は事 12 上 封緘 

して 资藤彥 太郞 氏に 委託した と 云 ふこと を 認め まし 

て、 唯今® 手 rf に 在ります るが 如き 判決に 至つ たの 

であります、 甚だ 複雜 いたしました 報 吿の設 明で あ 

〇 まして •或 ほ 御 にならぬ 事 も あるか も 知れ ま 

せぬ が， 以上の 理由に 於き まして •委 a ir に 於き ま 

しては 全會 一致を 以て， 喵今朗 la いたしました 通り 

の 判決文に 決定した のであります、 何卒 本談 會の提 

m の 判決文の 如く 御 決定 あらむ ことを 希望いた すの 

であります。 

〔河 村 IBi 三郞 君演 抱に 登る〕 

0 河 村 iK 三 郎君 唯今 委 M M の 御 報告を 承りまして 

被 1*r 佐 藤 友右衙 門 君の 投 kl li 無効に 非ず と 云 ふ 判決 

文に ほ 私 も S 成を 表したい と 存じます のであります 

が •委員 ir の 謎 決の 理由に 至りまして は、 不肖に し 

て 能く 了解 致し 兼ねます る點が あります る 故に、 今 

一應御 説明を 炽は したいと 存じます るので あります 

尤も 本锊 謎の 議決を 經ま する のは 判決文 だけで あり 

まして、 委員 ir の 決 謎の 理由 ほ 謎 題と (i ならぬ かと 

存 します が •判決文に 對し まして 無條 件で 賛成を 表 

します ると 間接に 決 踽の理 由に も 同 1E いたした 事に 

なります る 故に 若し 其 理由に 付て 疑が ありま すれば 

之を K して 理解を 求める のが 當然の 事で あらう と存 

じます、 扨て 決 謎の 理由 ほ！ 3 々御 說明が ありました 

が、 要するに r 投鹖 に自薯 を耍 する 場合は 法令に 明 

記 あるを 常と す而 して 貴族院 多額 納稅者 謬 fl の 選擧 


に關 して ほ 之 か 規定な きか 故に 自署た る 事を 必要と 
せす」 と 云 ふ 報吿醫 の 理由 中の 1S に e 薺 致します 
のであります •之を 言葉を 換へて 申します ると、 唯 
「其の 名を 記載す へし」 とか 或は 唯 f -® 名す る 事を 
耍す」 と ある 場合には です、 自锔 でも 代書で も差茭 
がない と 云 ふ 意味になる のであります、 それが 果し 
て JE 當なる 解 釋か 否や 頗る 疑問た る ことを 免れ ませ 
ぬのであります、 何故な れぱ 、興 名なる もの ほです 
其 目的の 上から 考へ ましても •亦 一般法 文 . CD 上ょり 
見ましても-自署でなくて ならぬ もので、 代袈 では 
名前の 人と袈 名を した 入と ix 同一で あると 云 ふ證據 
にはな 〇 ませぬ のであります、 古い 設文を 見ます る 
と此 手の 形を 押しました のが 多くあります、 それが 
段々 進化いた して 拇印、 花押 •印形、 或は 袈名 とな 
つたので あらう と 存じます、 國語に 一 種の 約束の こ 
とを 羊 形と 申します、 又外國 語で讲 名の ことを 「ハ 
ンドッ アイ ヘン (_. 「サイン」 r シニ ヤチユ ー ル」 と 申し 

ますのは、 手の 形に 原 囚し たもので はない かと 存じ 
ますので あります、 それで 甚だ 凡俗の 例へ であり ま 
すが、 私の i： きました 證 文に 古代の 法式に 依り まし 
て、 私の 手の 形を 押します 代りに， 誰か 大 力士の 大 
砲の 手を 押させましたら、 それが 何の 證據 になり ま 
すで ございませう、 躬名も 同様の 理由で、 どうして 
も自袈 でなくて は 袈 名の 目的 ほ 達せられぬ と 存じ ま 
す、 それから 法文は どうな つて 居り ませう， 一般法 
文は 如何にな つて 居り ませう、 袈 名に 關する 規定 ほ 
民法、 商法、 戶籍 法の 中に 最も 多く 在ります， 外の 
行政法、 私法の 屮 にもあります のであります、 原則 
と 致しまして は 自磐を 必要と する、 それから 0罴 す 
る こと 能 ほざる 坳 合に 例外と して 代-裁を 許して ある 
と •斯様に 見る のが 當然の 見方で あると 存じます、 

御 報吿害 には 精し いことは 載つ て 居り ませぬ が、 唯 

今 委員長ょり 御說 明に なりました、 又 委員 會の 速記 

に 載つ て 居ります る やうであります が、 委負會 に 於 

きまして は 一人の 委 M の 御 方 if 特に 代署を 禁じた 

場合を 除く 外は 代署を 許す と 云 ふの が ® 例で あると 

云 ふこと を 申されました， さう して 衆議 院議 M 選擧 

法 第三 十六 條 、府縣 制 第 十八 條 等に 潠擧 人は 自ら 被 

選 人の 名を 記し 云々 と ある、 即ち 特に 代署を 禁じた 

ので あると 云 ふやうな 意味に 御說 明を爲 さつた ので 

あります、 私 ほ 左様な 惯例は 面白くない と 思 ひます 

又 自らと 云 ふ 文字を 書きました のは 其 場合に 限つ て 


自署すべし と 云 ふ 意味では ない と 存じます-民法の 
中に も 「自書」 是 は；：！！ ら書 くと 書いて あります， 自 
書と 云 ふ 文字の ある 箇條が 一つあります >  それ は 第 
千 六十 八條に 自筆 誇 書に 依つて is 言を 爲す には 遺言 
者は 其 氏名を 01 書し 云々 とあります •是は 過つ て 代 
罴で もさせます と 云 ふと 商 言が 無効に なつて 仕舞 ふ 
最早 恢 &' の途が ありませ ぬ、 -:- れ 故に 特に 嵇明に S 
書せ ょと 命じた 規定であります、 何も此 場合に 限つ 
て 自署を 要する と 云 ふ 意味では ありませ ぬ， 其證據 
に {S 民法の 外の 規定 例へ ぱ七百 七十 五條の 婚姻の 屆 
3 は 口頭 又は 碧 名した る 書面を 以て 之を 爲す 、是等 
は. ii 罴した 書面と 云 ふ 意味で あると 云 ふことは •一 
人 も 疑 ふ 者は ありませ ぬ、 署名した ると 云 ふのは 自 
署した ると 云 ふ 意味で ある ことは 誰も 疑 ひませ ぬ、 
又 民法の 屈 出の 規定を 袖 足いた しました 、戸籍法の 
第 四十 七條 には •届書には 屈 出 人 署名捺印 する こと 
を 要すと ありまして、 而 して 第 六十 八條に 自署す る 
こと 能は ざる 場合に ほ 代键せ しめ 掠 印す るを 以て 足 
る、 印を 有せざる ときは 拇印す るを 以て M る、 斯ぅ 
あります、 此 六十 八條と 云 ふ もの (3: 裏面に 於て、 自 
悪 する こと 能 ふ 場合に {X 自裝 する ことを 要する と 云 
ふこと を、 意味した ものと 解す るの が 當然で あると 
存じます、 民法の 解 釋 に付きまして は 樞密院 あたり 
に 起草 者が 大分 居られます から、 就いて 質しました 
ならば 判明いた す ことで あらぅ と 存じます， 商法の 
中には 株券、 社 倩 券， 各種の 手形、 船荷 證券 等に 署 
名す る 規定が あります が、 是は 自藉の 意味で あると 
云 ふことは 一般 世人が 認めて 居る のみならず、 本員 
も 亦 曾て 其 # を 明に ig めた ことがあります ので あり 
ます、 私は 商法 中 署名に 關 する 明治 三十 三年 法律 第 
十七 號 制定の 歷史 に付きまして， 諸 公の 御 記憶を 喚 
起いた したいと 存じます、 時は 明治 三十 二 年 第 十四 
回議 會で ありました， 衆 _院 ょり 商法 中琚 名すべき 
場合に 於て は 記名、 捺印を 以て罴 名に 代へ る ことを 
掲と云 ふ 法律案を 提 m いたした、 會社 、銀行 等の 取 
締役 が數千 萬 枚の 株券、 社 ffi 券 等に 自署す ると 云 ふ 
ことは 實行が W 雖 である 故に •從來 の 習 ® に從 ふて 
捺印を 以て 詞據 にしたい と 云 ふので あります、 其 法 
案が 本院に 绘付せ られ ました 時に _ 法 制 局 長官の 梅 
謙次郞 君が 之に 反對を 致しまして、 印形は 盗用の 廣 
が あるし、 容易に 僞造 .變 造が 出来る ものである、 
どうしても 自崭 でなければ 確實な る證據 にはなら ぬ 


と 云 ふこと を 主張され たのであります、 委員 會に於 
きましても 富 井 君な どが 矢張り 同樣な 意見で ありま 
して， 1 H 其 案を 否決し 去つ たのであります、 それ 
が 本會に 於き まして 三 崎 龜之助 君 其外實 業界に 關係 
の ある 御 方が 原案に 賛成され て、 遂に 通 ® ' したので 
あります、 若しも 商法 中に袈 名と あるの が 代署で も 
差 支ない と 云 ふこと であれば 何を 苦しんで 此 法律の 
制定を した、 本院の 多數 が此 法律に 賛成を せられ ま 
したのは* 取りも直さず 署名は 自署な りと 解せられ 
た 誇 據で あると 存じます、 此 法律の 外に も 前に 申し 
ました 署 朽 する こと 能は ざる 場合に 於て 代署を 許し 
ました 戸籍法の 第 六十 八條 、又 民事訴訟法の 第二 百 
三十 七 條に判 事が 判決に 载名 する こと 能は ざる 時は 
裁判長が 其 旨を 記載す ると 云 ふ 規定 •又 民法 千 六十 
九條 の四號 •潰 言 者は 累名 する こと 能は ざる 時は 代 
署せ しむる ことを 得る と 云 ふ 規定 •是等 ほ 何れも 署 
名す る こと 能は ざる 場 <!： に 於き ましての 除外例で あ 
りまして、 是が 原則として ほ 罴名 しなければ ならぬ 
と 云 ふ 證據 にこ そなります けれども、 委員 會に 於き 
まして 舊の 衆議院議員 選擧 法の 第三 十九 條等を 引い 
て 論ぜられました やうに、 署书 する 能は ざる 場合に 
代罨が 出来る ので あるから、 S 名す る ことを 得る 場 
合で も 代署を して 宜いと 云 ふ 議論は 正確の 議論で ほ 
なから うと 思 ひます、 さう します ると 此 多額納税者 
議員 互選 規則の 中に 代署の 規定がないで ほない かと 
云 ふ 反對が 生じ ませう かも 知れ ませぬ が、 戸籍法の 
屆 出 や、 遺言な どは 是 ほ 婦女子で もす る 必要が あり 
又 田夫 野 八で もす る 必要が あります、 それで 代署す 
る こと 能 ほざる 場合 …… 自署す る こと 能は ざる 場合 
の 規定が 必要であります けれども、 多額納税者は 年 
齡も 十分に 長 じ、 能力 も 完全なる 地方の 名望家 十五 
名の 間に 行 (3: れ るので あります から、 自筆が 出来な 
いと 云 ふやうな ことは 滅多にない、 强て想 像いた し 
ますれば* 精神 13: 確かで あるけれ ども 手が 顫へて 自 
署が 出來な いと 云 ふ 場合で ありませ う •併し それ 位 
の 場合なら ぱ人が 助けて 自署を させる こと も 出來や 
うと 存じます、 それ も 出來な い 位で あれば 多分 精神 
にも 異狀が あつて、 意思 能力がない のであります か 
ら 、左様な 者 ほ 投票が 出來な くても 差 支ない と 存じ 
ます、 それ 故 ltb 代署の 規定は 必要で なから うと 考へ 
るので あります 、さらばです、 代署の 例外の 規定が 
ないかと 言つ て、 互選 規則の 第 十六 條 ，第 十七 條等 


七 八 七 


謎 fl 佐 藤 友右衙 門潠擧 爭 訟の件 
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薄 ! a 佐馁友 右 菊 門 選 舉爭訟 の 件 
の 代 溝で も差茭 がない と 云 ふ 解釋 ほ 其 崭名に 3 己の 
名を 記す ると 云 ふ •即ち 署名の 目的の 上から 考 へま 
しても、 一般法 律の 明文の 上から 考 へましても， ど 
うも燹 成し 兼ねる やうに 存じます のであります •委 
n if に 於て 例と せられました 勤を 少しく 詮篛 いたし 
て 見たい と 存じ. ますが •衆議院議員の 選 擧 ほ 無 11! 名 
であつ て、 ^ 密遝犁 であるので ある、 それ故に 選擧 
人が 自ら 被 選 人の 名前を 記して 誰を 選擧 した か 他人 
に 知れない やうに する ので あるが、 貴族院 鹩 員の 互 
選 ほ 記 私 投淠 である， 即ち 公開 選舉 であるから 被 選 
人の 名前 •選 1 人の r, 前を 代 親せ しめて II 突ない か 
と； k ふ？！ 味の 1 があります やうであります •併し' 
此 記名投票と か， 公開 ; i 舉 とか 云 ふこと、 、それ か 

ら罴济 の必袈 自分で.；；！ 分の 名を 書く と 云 ふ 必要と ほ 

全く關 係の ない 別問題であります， 碧 名は 即ち 確 迓 

の證據 にす る爲 にす るので ありまして >  此 記名投 撰 

の 場合で も此 必要 ほ 矢張り 別にあります ので ありま 

す、 それを 以て 此 代署を 認める と 云 ふ論據 にはなら 

ぬと 存じます、 又 互選 規則と 制定の 時を 同じく した 

と 云 ふので、 明治 二十 一年の 市制、 町村制の 二十 二 

條 、二十 四條 等を 引かれまして、 選 舉人は 被 選 人の 

名を 記載す と あつて 自ら 記載す と 云 ふこと がない、 

自らと 云 ふ 字が 無い と 云 ふこと を說 明され て 居る や 

うであります、 是もで す-被 選 人の 名前を 雷く と 云 

ふこと x、 il 擧人が 自分の ^ 前を B く， 但し If 名す 

ると 云 ふこと X 13: 同一で ほ ありませ ぬ、 署名 ほ 別に 

其 必嬰の 理由が あるので あります から、 是も論 據に 

はならぬ と 存じます、 殊に 此改正 になり ました 市町 

村 制を 見ます ると， 今度 (X 自らと 云 ふ 字が 這 入つ て 

居ります、 此自ら と 云 ふ 字を 入れました のは 濯 法を 

改めた ものであるの か •或は 其 ffl 法の 意味を 明かに 

した ものである か、 どちら か 分らない のです から、 

是ほ 餘〇有 力な 諭 據にほ なりますまい と 思 ひます • 

それから 委員 會に 於て 最も 適切な 例で あると 云つて 

擧げ られ たのは、 » 衆議院議員 選擧 法の 第三 十八 條 

第三 十九 條 •此 三 十九 fffi はどう 云 ふ 規定 かと 申し ま 

すと讲 名す る こと 能 ほざる とき ほ 代 碧を 許した 規定 

であります、 即ち 戶 ■ t1: の 六十 八條’ 民法の 千 六十 

九條 と同櫧 な 規定であります、 此規定 が あるから 署 

名す る こと 能 ふ 場 < n でも、 代 - S- を 許した ものである 

と 云 ふ 論 據にほ 到底なら ぬと 姐 ひます、 斯樣 に詮® 

し來 ります とどう 4 理由がない、 結局 本院に 一の 判 


決 例が ある、 先例が ある •其 判決 例を 尊重し なけれ 
ばなら ぬと 云 ふ 外に ほ、 此代署 の 有効 論の 根據が な 
いやう になります のであります、 而して です， 此判 
決 例と 雖 4 之を 支持す る 理由に (3: 少しく 乏しい やう 
に考 へられます のであります •其 所で 此 代署 有効 論 
の 裏面には 或 ほ 一つ 二つ 隱れ たる 理由が あり {3: せぬ 
か、 是ほ又 枝葉の 論であります けれども， 御 參考の 
爲に申 上げて 見たい と 存じます、！ つ (3; 旣に判 決 例 
もあります から， それを 賴み として 代書 投票を 行つ 
た 方が あるか も 知れない、 若し 資格 問題で も 起り て 
紛爭を 生ずる と 云 ふこと になつ て ほなら ぬと； K ふ 御 
心配 も あり (X せぬ かと 思 ひます、 併し それなら ば宰 
ひ此 本案に 於き まして ほ 佐 藤氏 も 堤 氏 も自砮 した も 
ので あると 云 ふ 事實が 明に なつて 居ります から、 其 
事® に 基いて 判決を 致し ますれば、 此 代書の 法律 論 
に 觸れる 必耍ほ 無い と 存じます， 一體此 裁判の 手 _ 
と 云 ふ ものは 先づ事 實を確 定 して、 其 事 實に 法® を 
膘 用す ると 云 ふの が 自然の 順序では ないかと 考 へま 
す、 初めに 法律 論を して さう して W K を 調べる 必耍 
はない と 云 ふのは 寧ろ 是 ほ 變則の 手 gi でない かと 考 
へます >  併 し是ほ 强て 左樣に 申 上げる！ 一で ありませ 
ぬ •それからもう 一つの 隱れた る 理由と 申します の 
は、 有 爵者諸 公の 互選 規則です‘ 是に 同じ やうに 被 
選 人の 名を 記載し P-I. 自己の 名を 記載す と 云 ふ 法文で 
ございます、 唯 違 ひます 所 {X 是ほ連 記に なつて 居る 
ですから 各 選擧 者が 數 名の 被' 選者の 名前の 何爵 何某 
と 云 ふこと を 書かれる 必要が ある‘ それが 非常に 煩 
しい ことで ある. 選擧圈 體に 於き ち やん と 刷 物を し 
て ® いて •それで 投票を すると 云 ふやうな 便宂な こ 

とに (X 參らぬ のであります •それ 等 も 私 ほ 湛 •た 御 尤 

もな 話で、 立法 論と して ほ 斯樣 にもう 少し ほつきり 

と 規定したら 宜か らうと 思 ひます が、 私の 少しく 解 

釋の餘 地が あらう と考 へます のは il 擧 人、 被 選擧人 

の 名前を 書く と 云 ふこと、、 それから 自己の 名前を 

書く と 云 ふことの 間には、 大 なる 理由の 差が ある， 

それを 論じます に 例を 擧げて 申します と、 吾々 が婚 

姻の屆 出を やります 時分に、 屆書の 本文は 代書人に 

書かせて それで 宜い けれども， 署名、 捺印 ほ 自分で 

しなければ ならぬ となつ て 居る が、 假令 代書 させて 

も 悪 ^ 、 捺印して あれば、 其 全文は 自分の 意思表示 

になります から、 それで 宜い のであります •之を 書 

くのは 丁度 屈 書の 本文を 書く と 同じ ことで 署名 さへ 


自分で すれば 被 選 人の 名前の 方は 刷 物で も 何でも h# 
ほ ない と 存じます、 喵左 機に 解 釋い たし ますれば* 
一つの 箇條を 前後に 分割して 宜いと 言 13: ん ければ な 
らぬ 、選擧 人は 被 選 入の fl 前が 書けない と 代書で も 
宜 い、 JL つ 自己の 名前と 云 ふ 所 ほ 自署で なければ な 
らぬ 、斯う 云 ふやう に 一つの 條文を 前後に 分割 して 
讀まな けれ ぱなら ぬ必耍 があります けれども •併な 
がら 理由に 於て ほ 明に それだけの M 別が あらう と考 
へます、 是ほ私 ほ 確定の 意見で ありませ ぬが •幸に 
此 質問を 許されまして あります から， 斯う 疑を 付加 
しまして 御 臍き に 達したい と 云ふ考 を以 ちまして. 
態と 申 上げた 次第であります、 併ながら 此點の 誤つ 
て 居る 所は 然るべ く 御％ 正を 願 ひたいと 存じます、 
大變 時刻 も遲れ ましたのに 縷 々申 上げて、 幸に 御聽 
き 下されて、 有 ifi う 存じます、 多分 委員 S 或 (X 其 他 
副 委員長の 御 方から 御敎示 を 下さる こと ゝ思 ひます 
が、 恐らくは 私 (X 頑 K にして 到底 理解し 得ない と 思 
ひます、 唯 私の 信ずる 所を 申 上げまして、 院內 並に 
院外の 識者に 訴 へる ことを 得ました のは 甚だ 感謝す 
る 所で あります e 

0 議長 (公爵 德川家 達. 君〕 照 澤 伯爵。 

0 水 野 錬太郞 君  I 腦豪聯 して 御 質問したい のです 
が、 如何であります か。 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 唯今 廣擇伯 辟を 呼び まし 
たから 後で 願 ひます。 

〇 伯爵 ! at 澤金次 郎君 一應 委員長と 致しまして、 私 
ょり 唯今の 河 村 君の 御 質問に 御 答を 致して® きます 
が、 或は 此論を 一番 主張せられ た 所の 他に 委員が あ 
〇 ますから、 其 委員の 御 方から 答 辯され るの が 却つ 
て 河 村 君の 御 了解を 得る こと、 考へ ますが、 足〇な 
い 所は 其 委員に 願 ふこと i 致して、 一應 本員から 御 
答を したいと 考 へます •唯今 河 村 君が 述べられた 如 
く， 貴族院の 資格 審査の 判決と 云 ふ ものは 理由を 付 
しませぬ のであります、 理由 ほ 是は內 輪の 記 錄に遺 
る ことでありまして、 唯 判決 だけが 玆に 決議せられ 
るので あります から 理由は 第二で あると 云 ふこと (3; 
唯今 河 村 君の 述べられた 通りであります、 其 前に も 
う 一應辯 解して 置きます が、 河 村 君の 今の 御演說 中 
の 最後に 於け る 自署 不必要 論を 3 ! へたの ほ 何 か 裏 rfli 
の 理由が あるかの 如くに 述べられました が、 委 M 會 
に 於き まして ほ 斯かる ことは 一切 無い と 云 ふこと を 
玆に斷 言して ' H きます、 他の 識 員の 諸君の 中には 斯 
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かる 希 菌が あつたか 知れ ませぬ が、 委 n f^ に 於て は 
苟も 13 面の 理由の 如き ほ 一つ も 無い と 云 ふこと を fi 
に 明に 斷 言して 置きます、 唯今 河 村 君の 疑 Is を W か 
れた ことほ 十六 胳の …： ft 族院 多額 納稅 者 ^ n v al 
規則 十六 條に あります r. lq 己 ノ性 右 ヲ記硪 ス ヘシ」 

と 云 ふ 字の 解 釋で あります が、 唯今 承り まし •たの (i 
大部分 ほ 河 村 君の 御名 論 •御链 論と 考 へます、 故に 
御 議論の 點に 於て ほ 今日 私 ほ 答 辯を する ことを fc け 
まして、 委員 會に 於き まして JX 何故に 代袈 必ず 無効 
でないと云ふことほ，先ほど申上げた通り自己の姓 
名と 云 ふ 意味の 解 稃が …… 自己の 姓名を 記敝 すべし 
と 云 ふ 解 釋ほ即 ち 委 貝會 に 於き まして ほ 自己の t'l: 名 
と； K ふこと ほ 靼に 「其の 投罌 を爲 したる 互選 人の 姓 
名.」 と 云 ふ 意味に 解釋 する •そんなら ば さう 云 ふ 字 
句を 此十六 條に法 律の 制定 當時に 加へ ないかと：： ムふ 
ことほ、 如何にも 梅雜 になります から、 自己の 姓 « 
と 云 ふ 字を 入れまして •即ち 其 投票を 爲し たる 互選 
人の 姓名と 云 ふ 長い 文字に 代へ ますに >  自己の 姓名 
と 云 ふこと になつ たので、 進んで 自袈を 命じた る S 
味 ほ 含まない と 云 ふこと に 解 糙し たのであります、 
固ょり 河 村 君の 今の ia 言 狀或ほ 他の 誑 1 V-1- 類の 自裝論 
を唱 へられます が、 是等は 私が 考へ ましても 此の ii 
擧論に ほ 直接に 適用が 出 來な いかと 考へ られる ので 
あります、 元々 多額 納税 渚 識 負の 選擧ほ 選 舉 として 
ほ 甚だ 變 fill なる 選 舉と云 ふこと ほ 河 村 君 御 承知 だら 
うと 思 ひます. 卯ち 本人に 卽故 さへ あれば、 病氣に 
限らない のであります、 或は 旅行 中の ? f にも 限らな 
い、 事故 さへ あれば、 委託 誼 斟を 付けまして •それ 
に 投票を 鉗 緘して 渡す と 云 ふこと が あるので ありま 
すが、 是れほ 選 舉 として ほ 無論 一種の 變 UI] の 遝舉に 
還 ひない のであります、 故に 投蕻を 封 M したる こと 
ほ 是れほ 第 十七條 に ® きを S きまして •又此 度の 佐 
藤友右衞鬥君に對する爭訟を判決するに當りまして 
も •委員 會に 於いても 又 十七 條の封 緘す ると 云 ふ 事 
S の 如何と 云 ふこと に m きを s いたので あります、 
故に 選 擧が旣 に變 則なる ii r © •' 委託 ira tff を 付けて 選 
擧が m 来る 以上 ほ、 是れほ 投 ik を 封 減した と 云 ふこ 
とに 重きを 置いて 居る 以上は， 中の ものが 代筆で あ 
らうが なから うが、 當人が 一切 命じた ことで あれば 
一切 差 支ない と考 へる のであります、 又 判決 例と 仰 
しやい ますが •此 の 判決 例 ほ 本員 ほ 黛ん すべき もの 
であると 考へ るので あります、 而かも 其の 當 時の 判 


院族贵 會禁陝 帝 ra— 十四 第 


決を 下しました、 即ち B 磐が 必耍 でない と 云 ふ 理由 
を 下しました 委 0 の 名前を 申 上げても 分らう と 思 ひ 
ます、 當時の 委員 ほ 名 村泰藏 君が 娄員 長で ありまし 
て 其の 他 法律の 大家と 致しまして 糖 辍八束 君が 居ら 
れ ます、 又 民法の 犬® 者た る 富 井 政 章 君が 居られ ま 
す、 高木 豊三 君、 三 好 退 級 君 •斯う 云 ふ 大家が 委員 
として 決せられた 判決 例でありまして、 吾々 委員 會 
に 於き ま. して ほ 殊に li んじた 次第であります、 殊に 
n* の 姓名に して 疑義が あります れぱ •是は 法律が 
茌だ 字句が 不完全で あるか も 知れ ませぬ が、 其の 不 
完全なる 字句を 解釋 いたします るには 判決 例は* れ 
を 保存すべき ものである、 !• ,!< ふこと が、 委員 ir に 於 
て 執つ た 議 .1 であります る •其 他の 事に 付きまして 
ほ 河村哲 の 御說も 御尤もの 御說 であります るが、 是 
は 御 il 論と 考 へます るから、 敢へて 味 員から 答 辯は 

致し ませぬ、 若し 御 必要なら ば 他の 自题論 を 主張せ 

られた 委員 •か 居ります から、 其點は 委員から 御 答が 

4 めら うと 思 ひます。 

0水野練太郎君委員長に質問いたした \' のほ、蒞 

杳の手 緻 に fj て 伺 ひたいと 思 ひます、 原告の 主張の 

要旨 ほ 法律 論と 事 ®, 論と 二つに なつて 居ります、 即 

ち此 選舉に 於て は 代 碧が 適法な り や 否や、 もう 一つ 

は 其 ^ S に 於て 代裝 したり や 否やと 云 ふことの 法律 

問題と Jlf 贸の問 題であります •而 して 被 宵の 答 辯を 

見ます と 云 ふと 法律 論は 何とも 云うて 居らない、 是 

は 全く 自袈 したので ある、 故に 原告の 請求と 云 ふ も 

の ほ 相 立たない ので あると 云 ふ 判決 あらむ ことを 望 

むと 云 ふ 答 辯に なつて 居る、 然るに 此 判決は 法律 論 

の 方に葙 きを la いて 取 ® に 於て ほ 何等 If 査 して 居ら 

ないやう である、 即ち 被 吿の答 辯に 付て は 何も 觸れ 

て 稗らない のであります が、 此窬査 ほ 委員 會に 於き 

まして 事 H の 問題に 付て 御調 ds になつ たので ありま 

すか、 どうであります か、 其處を 第一に 伺つ て 置き 

たい。 

〇伯钳 廣缂金 次 郎君 水 野 君に 御 答へ いたします が 

3S 員 會に於 きまして は frfl 吿は咐 今 水 野 君の 仰し やる 

通〇爭 點 •か 法律上の 爭點と 事 K 上の 爭點と •原吿 の 

申立に 於き ましては 11 點 あるので あります* それは 

水 野 君の 仰し やる 通り、 併ながら 第 . の 法律 論に 於 

きまして は 此自锯 の i«i が ..：： 此 根本 問題を 決すれば 

從つて ¢1¢ 問題に 入る 必要は ない と 云 ふ 御® 論が 委 

A 會に 於て 全會 一 致で ほ ありませ ぬが、 多數で あつ 
議員 佐 藤 友 右 街 rnl 潠舉爭 訟の件 


たのであります-故に 先づ 根本 問題を 解決して 然る 
後に 事 H 間 題を 同じく 消 査し たのであります、 先程 
も 申 上げました 通り， 事 IT 問題を 准 S する に必耍 で 
あ 〇 まする から， 議長を 通じまして 政府から 新潟縣 
ょ 〇 投票 及 封筒 全部を 収寄せ まして •其 中佐 赌友右 
衞門嵙 及 堤淸六 君の 投槳及 封緘を 委員 會に 於て 點檢 
したので あります、 即ち それは 事 H の 方の 問題で あ 
りました， 故に 第二の 理由に 於き まして 委員 會に於 
きまして ほ、 佐踩友 右衞門 君 及 堤 淸六君 ほ 完全に 封 
緘 して！！ 藤 彥太郞 君に® した ものと 察する •是 ほ 事 
實の 群査で あります、 此 外の 御 質 間が あれば 御 答へ 
いたします が、 委員 會に 於て ほ此 兩樣 に II りまして 
傾 ® に 群赉 した 考で あります。 

0 有 松英義 君 旣に河 村 君の 御 質問に 對し ては 委員 
長ょり 詳細に 答 辯に 相 成りました から、 最早 蛇足を 
添へ る 必要は ないか も 知れ ませぬ が、 i: の爲に 一言 
補充を 致して M きたいと 考 へます、 河 村 君は 法律に 
於て 自己の 姓名を 記載すべし と ある •即ち 本件の 場 
合に 於て は 自ら 記載す る ことを 必要と する の 規定な 
しと 雖も ，當然 自ら 記載す る ことを 要する もので あ 
ると 云 ふ 解釋を 前提と 致されまして， 而 して 或る 場 
合に 於て は 法律上 當然 自筆を 要する 場合に 於ても， 
尙ほ 代筆を 許す 場合が あると 云 ふこと を •民法、 商 
法、 戶籍 法、 民事訴訟法、 a il 擧 法、 其 他の 法律を 
御 引きに なりまして 論じられた のであります •即ち 
河 村 君の 御 質問の 要旨を 拜察 いたします るに、 本件 
の 場合に 於て |± 原則として 自碧を 要する • §! 則と し 
ては 代筆を 許す ので ある、 斯う 云 ふこと に歸 著いた 
す やうに 考へ るので ございます、 此事 は锊く 後に 述 
ベる と 致しまして、 是に 先立ちまして 本員は 本件の 
場合に 於て ii 自署を 要しない ので あると 云 ふこと を 

一言いた して 置きたい と 思 ひます、 其 理由は 明文な 

きが 故に 自署を 要しない と 申す 外 ほない ので ありま 

す、 選擧法 に 於き まして 自親を 必要と する や 否やと 

云 ふ 問題は、 直ちに 投票の 有効、 無効と 云 ふこと に 
關係を 致す ので ございます、 投 槩 の 有効、 無効と 云 
ふことの 分る、 場合に 於て ほ 若し 是を 無効と なすに 

於て は 必ず 法の 明文を 必要と 致す ことで あらう と考 

へます、 選犁 民を し <t 迷 ひ 易く， 法に 明文な き 規定 

を 設けて、 而 して 遂に 其 投票を 無効なら しむる と 云 

ふことは、 立法者の 精神で ない と 確信いた すので ご 

ざいます、 選 舉の權 利は 憲法 上の 最も 重大なる もの 


でありまして、 法の 不明なる が 爲に 善意を 以て 其 信 
ずる 所を 行 ひました 所を . IIS ちに 無効で あると 申す 
が 如き こと (3: 甚だ 其當 を ^ ない ことで あらぅ と考へ 
ます、 衆議院議員 選擧 法に 於ても 同様で ございまし 
て、投票を腓効とする場合は明に規定が致してある 
のであります、 是は 府縣 制に 於ても 市制、 町村制に 
於ても 郡制に 於ても、 如何なる 法律に 於ても 投票を 
無効と 致す 場合 13: 明に 規定を 致して あるので ござい 
まして、 論を 俟たな いで あらぅ と 存じます、 即ち 衆 
議院 議 負 選 舉 法の 條 文を 玆に實 例と 致します るなら 
ば、 斯樣 にある のであります、 第三 十六 條 「選 擧人 
ハ 投票所-一 於 テ 投票用紙-一 自ラ被 選 擧人 一名 ノ 氏名 
ヲ記載 シテ 投函 ス へ シ 」 自ら 記 越して 投函すべし と 
あるので あります、 而 して 其 半面に 於て 第三 十八 條 
の 第一 項に 於て •選 擧 人の 投票を 爲 f ことを 得ざる 
規定が ありまして •其 第二 項に 「自ラ 被 選 擧人ノ 氏 
名 ヲ霄ス ル コト 能 ハサ ル 者 亦 前項-一同 シ」 と ある、 
即ち 被 選 擧 人の 氏名を 自ら 書す ことが 出來な ければ 
投票す る 事 ほ 相なら ぬと 5;* ふ 明文が あります ので あ 
ります、 此 明文 ありて 初めて 明に 相 成る ので ありま 
す、 之に 反しまして 本件の 場合に 於て ほ 單に 「投溴 
ハ 被 選 人ノ牲 名ヲ 記載シ 次-一 自己 ノ姓 名ヲ記 載スへ 
シ」 と あるの みであります、 自ら 自己の 姓名を 記載 
すべし と 云 ふ 文字は ない のであります、 訴狀に 引用 
を 致して 居ります 所の 府縣制 第 十八 條 、郡制 第 十五 
條 、市制 第二 十 五條、 町村制 第二 十二 條等も 亦 衆議 
院議 M 潠擧 法と 同一に、 自ら 記載せ なければ ならぬ 
規定が あつて、 而して 自ら 記載す る 能は ざる 場合 ほ 
投票す る ことを 得ず と 云 ふ 明文が あるので あります 
是は 訴狀 にも 書いて あります が 如く、 選 擧人ほ 自己 
の 意思を 自由に 表示し 其 e には 他の 掣肘、 干渉を 受 
けざる が S に、 其 意思の 表示を 祕密な らしむ ると 云 
ふ 必要ょり 致しまして， 無記名投票の 規定に 適 f-? を 
致して 居る ので ございます •本件の 場合は 元来 記名 
投祟で ありまして、 意思表示の 祕密と 云 ふことは 法 
律に 於て 要求を 致して 居らぬ のであります、 で lit 場 
合に 於き まして ほ、 頃に 其 投票が 選擧 人の 爲した も 
ので あると -S ふ 事實 が、 事 H である ことを 以て 足れ 
りと 致す ので ございます、 それ故に 第 十七 條に 於て 
…… 第 十七 條と 申す のは •貴族院 多額納税者 籙員互 
選 規則 第 十七 條で あります、 第 十七 條に 於き まして 
疾病， 事故に W り il 擧會拗 に 至る ことの 出来ない 場 


合には 投票を 他人に 委託す る ことが U1 來 る、 ® 託す 
る 場合に 於て は 本人の 投票で ある ことを 明に する 爲 
に 投票を 封緘して 其 表面に 記名 捺印せ ょ •而 して 他 
の 互選 人に 委託す る ことが 出來 ると， 斯う あ 〇 ます 
ので ございます、 即ち 封緘を 確實に 致して 其 表に 記 
名 •榇 印を 致して ありまして* 確に 選擧 人の 投票で 
あると 云 ふ 事實を 認め 得らる、 ならば、 其 投票は 完 
全 無缺の ものであると 云 ふ 規定であります、 で此事 
は 自己の 姓名を 記載すべし と 云 ふ 規定の みに 法つ て 
自筆を 要する と 云 ふ 解 釋には 相 成らぬ と 申す ことは 
唯今 河 村 君の 御 引きに なりました 所の » 衆議院議員 
選 擧法 並に 其當 時、 即ち 貴族院 多額納税者 議員 互選 
規則と 略々 時を 同じく 致しまして 制定に 相 成つ て 居 
ります 所の M 衆議院議員 選擧法 並に 府縣 會謅 M il 擧 
規則に 同一の 規定が ありまして、 自已の 姓名を 記載 
すべし と ありながら、 其 記載た る や 巳む を 得ざる 時 
には 他人が 代書す ると 云 ふこと が、 明に 規定に 相 成 
つて 居る ので ございます、 旣に 疾病. 事故に 因り 選 
擧會 場に 至る 能は ざる 場合に 於て •他人に 投票を 委 
託し 得る 規定が ありまして* 而 して 其 投票た る や 自 
筆を 必要と すると 云 ふ 規定の 明文な き 以上 •强て 自 
筆なら ざるの 故を 以て 此投戥 を 効と 判定いた す こ 
とは、 法律上 不可能で あらう と考へ ます、 以上は 貴 
族院 多額納税者 議員 互潠規 HIJ 第 十六 條 、第 十七 條の 
解釋 に付きまして 本員の 窝 見の ある 所を 申 述べた の 
であります •而 して 河 村 君の 御 質問の 要 ff に 依り ま 
すると。 民法 其 他の 法律に 於て、 例へ ば 遣 言 者は 其 
氏名を 自ら 書し 自ら 云々、 或は 署名す べしと 云 ふ、 
法律上 自署を 要する ものであると 云 ふ 解釋 の出來 得 
る 場合に 於ても、 尙ほ已 むを 得ざる 場合に 於て ほ 代 
筆を 許す ので あると 云 ふ 例を 御 弓き になり ました、 
此 a 例に 依りて 本件の 場合に 於て 原則として (i 自署 
を 必要す る •已 むを 得ざる 場合に 於て は 代筆で も宜 
しい、 已む を？ >£ざ るに あらず して 代筆を 爲した るが 
故に 無効で あると 云 ふ 法律の 解釋 をせ なければ なら 
ぬ、 斯う 云 ふ 御 翳 論であります 3 朵 ほ 唯今 初めて 河 
村 君から 承つ たこと でありまして、 原吿は 斯の 如き 
ことを 申立つて 居り ませぬ、 原吿ほ 絕對に 互選 規則 
第 十六 條第二 項の 投票は 自筆で なければ ならぬ と 云 
ふこと を 主張いた して 居る のであります、 又 河 村 君 
は 彼選擧 人の 氏名は 代筆で も 宜しい、 選擧 八の 氏名 
ほ 自ら 書かなければ ならぬ と 云 ふ 法律の 意味 だと 御 
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解釋 であります、 左様なる 解釋は 本員の 如き 不明の 
者に 於て は •第 十六 條を 百度 繰返して 讀み ましても 
爲し 得ない のであります、 又 原吿ほ 左樣な ことを 申 
して 居り ませぬ、 訴状を 御 一钱 下さいましたなら ば 
解ります るが、 絕對に 自筆を 耍す ると 云 ふ 理由に 依 
つて訴 へて m でました ので ございます、 此 場合に 於 
て 法律上 成る 場合に {i 代筆を 許す 餘地が あるなら ば 
原告 ! X 本件 ほ 代 寒を 許す 場合に 非ず して、 尙ほ 代筆 
せしめた るが 故に 無効で ある •斯樣 に 申立てなくて 
ほなら ぬのであります、 原吿ほ 絕對に 如何なる 場合 
に 於ても、 代筆 ほいかない ので あると 云 ふこと を 主 
張いた すに 對 しまして ほ、 當院と 致して は 法律上 或 
る 場合に 於て (3: 代筆を 許す ので ある、 故に 本件は 原 

吿の 請求 相 立たず と 申して 宜しい のです、 即ち 法律 

に 代筆を 許す 餘地が あるのに、 餘地な しと 訴 へて 參 

つた 者に ほ、 餘地 あるが 故に 請求 相 立たぬ と 云 ふ 判 

決を 致す の {3: 當然で あります、 若 も原吿 が左樣 のこ 

との 新たなる 事 H を擧げ まして 參つた ならば‘ 是に 

依つて 或 (3: 遨杳 委員 會に 於て、 更に帟 決を 盡し たか 

も 知らぬ、 即ち 第 十七 條の 疾病 事故に 因りと 云 ふ 場 

合に 於て、 代 Iffi を 許す と 云 ふ審赍 委員 會の意 見で あ 

ります， 此 十七 條に 於て 許す 場合に 適合し ない と 云 

ふこと を 原吿が 主張いた したなら ば >  是 は蒞査 いた 

さなければ ならぬ と考 へます、 併ながら 第 十七 條に 

依り 互選 人！ S 藤 彥太郞 に 委託す るに當 り 云々 と 斯ぅ 

申して 居る* 十七 條に 依つ たもので あると 云 ふこと 

を 原告 ほ 認めて 居る のであります、 河 村 君は 蓋し 第 

十七 條 に ffi る ものと 雖 も、 其 中に 代 籤を 許す 場合と 

許さざる 場 台 ありと lr.f 別せられ たもので ありませ ぅ 

なれ ども、 是は民 法 其 他に 自碧す る 事 能は ざる 時は 

と 云 ふ 明文の ある 場合と 本件の 如き 其 明文の M き 場 

合とは、 法律の 解 釋は區 別いた さなければ ならぬ も 

のと frf じます ので ございます •> 尙ほ 枝葉に 亘 ります 

る なれ ども， 多額納税者 一 府縣に 於て 僅か 十五 人の 

問に 於て 行は れる 選擧で ある， -rrn かも 一 縣內に 於け 

る 十五 人で ある 以上は •自筆を 爲す 能は ざる ことは 

法律は 想像を しな かつた 爲に 、規定を 設けな かつた 

ので あるけれ ども、 矢張り 事 1 s は必耍 とすると 云 ふ 

法律の 精神で あると 云 ふ 御 話であります* 是は而 か 

も 衆議院！！ 員 選 擧法 等との 比較に 於て 御 述べに なつ 

つたので、 是は私 は 其 場合に 於て は 反 對に考 へます 

衆議院議員 選舉 法は 唯今 申 上げた る 如く、 無記名 投 
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票であります が 故に、 是 ほ 代筆を 許し 得ない ので あ 
ります、 で 前に 引きました 通りの 規定が あるので ご 
ざいます、 而 して 多額納税者の 方 ほ 寧ろ 十五 人の 者 
ほ 信用すべき 人で あるに 依つ て、 必ずしも B 筆を 命 
じなくても、 委託す る 場合に 於て 封緘 •署名、 捺印 
をしたならば* 信用す るに 足る と 法律 ほ 見た ので あ 
ります、 假令 代筆で ありませ うと も、 旣に 捺印を し 
て 差 出した もの ほ、 多額納税者の 人格に 於て 信用し 
て 宜しい と 云 ふ 法の 精神で あると •私は 反對 に解釋 
を 致す ので ございます、 以上の 理由に 依りまして、 
段々 いろ <な谷 種の 法文を 御 引きに なりました な 
れ ども， 御 引きに なりました 爲 に、 彌々 本員の 議論 
を强 める やうになる ことを 喜んで、 玆に 補充の 答 辯 
を 致して 置きます。 

〇阪 本 ^ 之 助 君ち ょつ と 御 伺を 致します るが 是は 
決議の 順序で ございます るが 此の 理由と 云 ふなのは 
決議の 條 件になる のであります るか •理由は 丸で 認 
めないで 結論 だけで 決定す ると 云 ふこと になります 
るか， 若しも 理由が 矢張り 議決の 一條 件になります 
るなら ば、 少しく 御尋を 致して 見たい ことがあり ま 
るが、 如何で ございます" 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 問題と なります るのは 判 
決 文の みと 御 承知を 請 ひます。 

0 阪本釤 之 助 君 併ながら 旣に 先き に 判決に なり ま 
したの も、 多分 理由が あつたら うと 思 ふ、 理由が 後 
の 年に 至つ て。 矢張り 判決 例と して 今度 引用せられ 
ると 云 ふこと になり ますれば、 理由と 云 ふ ものは 重 
犬なる 意味を 持つ のであります るが、 此 理由に 付て 
は 本員 等 も 少しく 反對を 致して 見たい ことがあ るの 

です、 それが 即ち 理由 如何に 拘らず 結論 だけで 決定 

して 置きまして •後日に 至りまして 理由が 本院の 判 

決 例に なりまして は 甚だ 困る と 思 ひます るが、 如何 

であります るか。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 貴族院 _ 員 資格 及選擧 爭 

訟 判決 規則の 第 十 一條に 「議院 ノ 判決 ハ 理由 ヲ付セ 

ス」 斯の 如き 明文が ございます . 採決を 致します 

〔水 野 錬太郞 君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 水 野 君は …… 

0 水 野 鍊太郞 君 御尋を 致したい、 唯今の 御說 明に 

付て …… 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 質問です か。 

〇 水 野鍊大 郎君は い、 唯今 御朗讀 になり ましたの 


if 爭 訟 に 毀して は 理由を 付さない、 判決と 云 ふ も 
のに 付て ほ 理由を 付さない、 併ながら 本會で 決議し 
ますの ほ 如何で ありませ うか、 判決 だけを 決 謬す る 
のであります か、 それとも 又玆に 御 ®; 付に なつて 居 
る 「貴族院 議員 當選 無効の 訴に對 する 議決 報传啬 」 
之に 付て 決議す るので ほない かと 思 ひます が、 前例 
はさう 云 ふ 風に なつて 居らぬ のです か。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 先例 ほ 判決文の みと 考へ 
て 居ります、 採決を 致します •議長は 必要と認め ま 
する から、 無名 投票を 以て 決定し ます、 念の 爲め諸 
君に 申 上げます が、 讶族院 規則 第 百 十條に 依り まし 
て、 問題を 可とする _ 員 、即ち 資格蒗 査 委員長の 報 
吿を 可とする 議員 ほ 白 球を •否と する _員 は黑 球を 
御 投函を 願 ひます >  本日は 無名 投 M でございます か 
ら 、此 演壇へ 御 出を 願 ひます、 次に 御注意を 致し ま 
すが/御 名刺の 御 携帶を 御 失念の ないやう に 願 ひま 
す、 氏名 點 呼を 行 ひます。 

〔書記官 氏名 點 呼を 行 ふ〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 是 ょり 開票を 致します… 
…是 ょり 計算を 致させます。 

〔書記官 投票を 計算す〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 無記名 投芻の 結果を 御 報 
吿に 及びます、 投票 總數百 七十 四‘ 白票を 投じた る 
者 即ち 資格 fg 査 委員長の 報 iff を 可とする 者 百 七十 一 
黑 票を 即ち 委員長の 報告を 否と する 者 一一 一、 故に 資格 
審査 委員長の 報吿ほ 可決せられ ました， 次の 日程は 
決定次第御通知に及びます本日ほ之にて散會。 

午後 I 時 十八 分散 會 


0 穴 正 八 年 : E 月 十 s B (± fii 日〕 

午前 十 時 八 分 開議 
議事 日程 第 十八 號 
第一 川上 観 暗君 謡 暇の 件 
第一 I 私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 
18 院) 第一 讀會 

I  I 條例 中— i 案 (織 2 隨| 彳 

5 會 

仙北輕 便鐡道 買收費 支辨 の爲 公債 M 行に 
關する 法律案 (纖 S 馳 付) 第 I 讀會 
大正 六 年度 ■豫備 金 支出の 件 (承諾を 求む 
る件)一?議 


■政府 

提出 

0 


第 四 


第五 


第 六 大 正 六 年度 镑® 金 外に 於て！ aw 超過 及 ? S 

SC 外 支出の 件 二— を 求む る 件 v-' p? 欲 

y  I 

第 -fc 大正 六 年度 特别备 計® 傲 金 支出の 件 (承 
諾を 求む る 件：； (m) 窗52 
第 八 大正 六车度 特別 會計 锞谝金 外に 於て® 箄 

超過 及 强筇外 支出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

籠 院) 蠢 

第 九大 正 六 年度 大正 111 年 臨時 事' 件 豫熵要 支出 

の 件 CS を 求む る s i^ m ^ s 

第 十 大正 六 年 渡带 M 铹道 特別 齒計蒱 立 金 支出 

の 件 ハ 承諾を ; R むる 件乂龄 赠院) f 2 

第 十一 大正 六 年度 帝 ^ 鐡道 特別® 計 挝立金 外 
に 於て 豫翦 超過 支出の 件 (承諾を 求む 
る 件) 一!？  一  — 

第  ±  一  開 % 1 JI 法 為 ( 11 1  刹 付) 

第 十三 度 0i 法 中 改正 法律案 (嫩腑 ) 第一 讚 

S  續 ( 81 長) 

第 十四 家祿 貸典祿 處分 に關 する 法律案 (If 

出)  5 讀 S JI S 長) 

第 十五沒 祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 
分に 關 す -5 法律案 院) 第 I 謎® 

S I1 長) r  出 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 諸般の 報告を 致させます 
〔岡 書記官 朗 IS J 

一昨 十三 日 本院に 於て 議決した る 左の 本院 提出 案 
は 即日 之を 衆議院に 逸 付せ り 
史蹟 名勝 天然 ffi 念 物 保存 法案 
同日 議決した る 議員 佐 藤 友 右 衞 門 君に 係る 當選無 
効 事訴の 判決は 貴族院 議 M K 格 及 選 擧爭訟 判決 規 
則 第 十 一條に 依り 其の ) 51 本を 作り 即日 之を 原告 及 
被吿に 送達せ り 

同日 衆議院ょり 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
私立® 校 用地 免租に 關 する 法律案 
大正 六 年度 豫® 金 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
大正 六 年度 豫 脯 金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外茭 
出の 件 C 承諾を 求む る 件) 

大正 六 年度 特別 會計 豫備金 支出の 件 (承諾を 求 
むる 件〕 


院 族貴铃 誘 國帝回 一十 四 第 


大正 六 年度 特別 0- 計雅砌 金 外に 於て雅 3? 超過 及 
豫 K 外 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕 

大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 (f a 支出の 件 
(承諾を 求む る 件〕 

大正 六 年度 帝 S 鐵道特 別 會計稻 立金茭 出の 件 
(承諾を 求む る 件) 

大正 六 年^ \ 7|/ 阀鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て拽 
算 超過 X 出の 件 (承諾を 求む る 件〕 

軌道 條例中 改正 法律案 

仙北輕 便鐵 ia 買收费 支 辨の爲 公债發 行に 關 する 
法律案 

同日 第 四 部に 於て预 算委負 子爵 三 島翊 太郞 君の 補 
闕潠擧 を 行 ひしに 其の 結果 子昭唐 橋 在 正 君當 選せ 
り 

同日 特別委 員 # に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

地方 鐵道法 率 外 四 件 特別委 員會 

委員長  侯 g 細 川 護. 立 君 

副 委員長  古市 公威 君 

同日 委員長より 左の 報吿 雪を 提出せ り 

開懇 助成 法案 可決 報吿醫 

度量衡 法 中 改正 法律案 修正 報告 S 

家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案 可決 報告書 

沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 分に 關す 

る 法律案 可決 報告® 

詔 願文 丙 表 第 八 回報 吿 S 

昨 十四日 特別委 S 會に 於て 當選 したる 正副 委員長 

の 氏名 左の 如し 

利 思 制限 法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  伯 ffif 副 島 道 正 君 

副 委員長  加 太 邦憲君 

闻師法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  侯爵 花 山院親 家君 

副 委員長  北 里 柴三郞 君 

同日 謂 願 委員長より 左の 報告書を 提出せ り 

請願 委員 會特 別報 齿 第六號 


0 議長へ 公 K 德川家 達 君： I 是 ょり 會 83 を 開きます， 

日程 第 I、 川上 親晴君 請暇の 件、 病氣 に付き 會期中 

の 詰 暇で ございます、 許可を 致して 御 異存 ございま 

せぬ か。 

C 「異 題な し J と 呼 ふ 者 あり：！ 


0 黐 長 (公 辟® 川 家 達 君〕 御 異 _な い と 認めます。 
0 議長 (公 ffif 德川家 達 君〕 日程 第二、 私立 學校 用地 
免租に 關 する 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付， 第一 
譖 鈐、 本日 も 通牒 文の 朗譖は 省略いた したく 存じ ま 
す、 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 前 德川家 達 君) 御與 謎ない と 認めます。 
〔左の 邊付文 及 議案は 朗讀 を經 さる も參 照の 
ため 玆に載 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年彐月 十三 日 

衆 11 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 ffif 德川家 達 殿 
私立 學校 用地 免租-一 關スル 法律案 
第 一條 左 M 揭クル モノ / 用- 1 供 スル 土地- 1 付 テ 
ハ 納税 義務 者 ノ申誚 -1 因 リ其ノ 地租 ヲ免 除ス但 
シ 有料 借地 ハ 此ノ限 = 在 ラス 
一 私立/幼稚園、 小學 校、 中學 校、 高等 女學 
校、 實業琛 校、 惠門學 校、 高等 學校 及大學 
二 前號二 揭ヶ サル 私立 學 校 — シテ 大藏 大臣 — 
於 テ 指定シ タル モノ 

第二 條 前條ノ 規定- |法 リ地 租ヲ 免除 スへキ 土地 
ハ 校舍及 寄宿 舍 、圖 書 ts 其ノ他 保育 又 ハ 敎育上 
必要 ナル 附 )1 纽 物/敷地 並 運動場、 實習 用地 其 
ノ他 直接-一 保育 又ハ敎 育ノ 用-一 供 スル モノ-一 限 
ル 但シ 收益ヲ 生 スル 土地-一 付 テ ハ 大藏 大臣 ハ 免 
租スへ キ區域 ヲ 制限 スル コト ヲ得 
第三 條北 海 51 府 縣市區 町村 其 ノ他ノ 公共 幽體ハ 
本 法- 1 依リ免 租セラ レ タル 土地-一 對シ 租税 其ノ 

他ノ 公課 ヲ課 スル コト ヲ得ス 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 一月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

0® 務 大臣 (男 ffif 高 橋是淸 君〕 此私 立學校 用地 兔租 

に關 する 法律案は 敎育振 興 上、 私立 學 校を も 保護奬 

励して 其 健全なる 發達 を圖 るの 必要が あります に 依 

つて、 其 敎育上 必要と 致します る 用地に 對 しまして 

地租を 免除して 私立 學 校の 發達を _ る 趣 1C を 以て、 

本案を 提出いた しました る 次第で ございます、 御審 

議 の 上、 御 協賛を 與へ られ むこと を 望みます" 


〇阪 木釤之 助 君 唯今 議題に なつて 居ります る 私立 
學 校の 免租 案であります が、 是 まで 衆議院の 提案と 
致して、 之に 類す る蕻 案が 度々 提出に なつた ことが 
あるので あります， 其 時に いつも 慈善 幽體 •公益 法 
人が 矢張り 此免租 の 中に 加 へられて 居つ たので あり 
ますが、 此度 政府が 提出され ました 案は、 眾に 幼稚 
園、 小 學校其 他の m 校に 限る のであります、 說明に 
敎育 振興 云々 とありまして， 是が 即ち 現 內閣の 普通 
敎育に 於け る 振興の 唯一の 御 政策と 見えます る 故に 
學校 だけにな つた ものと 考 へます が、 政府に 於 かれ 
ましては 慈善 團體を 如何に 御 Is になる ので ありませ 
うか、 此 間に輕 重が ありませ うか、 折角 學 校の 免租 
のこと を 提案され るなら ば、 慈善 團體の 如き も相當 
の もの だけ ほ 之に 御 加へ になる のが 或は 必要で なか 
らう かと 考 へます るが、 其邊に 付て 政府の 御所見は 
如何で ありませ うか、 又學 校の 方面から 申しまして 
岡 書 館と 云 ふ ものは 如何に 御覽 になる ので ありませ 
うか、 此法 案の 中に ほ M 書 館が 見えて 居り ませぬ が 
自分 等の 見る 所で ほ 幼稚園 等に 對 して 圖® 館と 云 ふ 
もの ほ •ょり 以上の 敎育上 必要を 認める もので ない 
かと 考 へます が、 特に 圖書 館を 省かれた ことは 如何 
なる 理由で ありませ うか、 此一 一點に 付て 御 答 辯を 願 
ひたい。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是成 ?t ^ 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 机 今 御 尋ねの 如く 從 
來 慈善 團體 、又 公益法人 にも 此恩典 を與 へる やうに 
と 云 ふことは* ® 々 論議せられ たこと であります が 
さう 致します と、 公益法人の 免租すべき 範圍 に付き 
ましては、 頗る 明瞭を 缺 いて 居ります が、 動 もし ま 
すると 範圍 が擴大 いたしまして、 遂に ほ 國 庫の 收入 
にも 影 ®? する 所 少なから ざる やうになります ので* 
今回 是は 除外して あるので ありまして 、單に 私立 學 
校と 云 ふだけ に [fc めました •從 つて 學 校と 云 ふこと 
に 止めました 故に 唯今の 御 尋の阖 書 館は 學 校と 云 ふ 
ことに 認め ませぬ のであります からして、 今日の 法 
案 中には 鬭書鉈 は 這 入つ て 居り ませぬ ので ございま 
す、 左樣御 承知を 願 ひます。 

〇阪 本釤之 助 君 御低聲 で ございまして 能く 聽肢り 
兼ねました が、 慈善 團體 は範 園が 甚だ 錯綜いた して 
居る ので、 ちよつ と範圍 を 示す にも 面倒で あるから 
省いた ので あると 云 ふ 事に 拜 承いた しました が、 そ 
れは 決め やう 次第で 如何 やうに でもなる ので あらう 


と 存じます が、 唯今 是は 私立 學校だ けで あると 仰つ 
しやい ましたが、 それは 無論 書いて あります から、 
私立 學校 であると 云 ふことは 承る まで もな く 分つ て 
居ります が、 慈 ■團體 は內務 省の 御所 管で ございま 
す、 幸に 内務 大 E も 御 出席に なつて 居ります から‘ 
主務大臣と して 是等 の邊 は 5n 何に 御 感じに なつて 居 
ります か， 幸に 御所見を 伺 ふこと が m 來ます れぱ， 
仕 合せと 存じます、 又圖書 館の ことに 付て は 御 答 辯 
が ありませ ぬが、 是は 文部省の 御所 管 か 知れ ませぬ 
が、 併し 免租の 案を 大藏 大臣に 於て 御 認めに なつた 
のに、 輕 重の 上から 阖書飽 を 御 省きに なつた のは 如 
何なる 理由で あるか、 もぅ 一 應御說 明を 5 s たいので 
あります。 

一國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今の 終 ひの 圖書館 
のこと に 付て は、 先刻  一 ！® 御 答を した 考 へで 居り ま 
したが、 勿論 學 校に 付 屬 して 居ります る圖書 館は、 
矢張り 學 校の 敷地と して 入る のであります が、 學校 
を離れました馆獨の阖書館には及んで居らないので 
あります、 學 校を 主と 致した のであります から、 左 
樣に御 承知を 願 ひます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇阈 務 大臣 (床 次 竹 二郞 君〕 阪 本さん の御尋 に付き 
ましては、 先き に大藏 大臣ょり 慈蕃 事業に 付いて は 
範圍は 極めて 問いので、 適確の 取 •調べは むづ かしい 
又國 庫の 收 入の 上に 於ても 考盧を 要する 次第で ある 
斯ぅ 云 ふこと であります るが、 左樣な 考に於 て 未だ 
法案を 提出す るには 至り ませぬ* 其の 獎勵の 必耍ほ 
ありと 認めて 居ります けれども 、免租の 手 as を 致す 
までには 今考へ て 居り ませぬ。 

0 阪本釤 之 助 君大藏 大臣は 學 校の 內に 在る fti] 書 13 
は、 無論 學校 として 免租になる べき もの、 外の 圖書 
館は 這 入つ て 居り ませぬ と 云 ふ， <v 洵に 妙な 御 答を 得 
ましたが、 それは 法文を 讀めば 分つ て 居る ことで、 
唯 だ 本 M が 御 尋ね 申しました のは 圖書舵 を なぜ 御 省 
きになつ たかと 云 ふこと を 伺 ひました のです が、 餘 
り 時間を 費し ましては 却つ て 恐縮であります から， 
詳しい ことは 定めし 特別委 員會で 充分 御 質問が あり 
ませう から 差控 へて 置きます、 本員の 問に 對 して 御 
答に なつて 居らぬ やうに 思 ひます。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 御 答は 要せぬ と 云 ふ 
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ことであります るが、 私の 申 述べ 方が 不足の 爲に御 
質問の 趣意に 副はなかった と 云 ふことは 甚だ 遣憾に 
考へ ますで、 申 上げます が， 圖書 ti li 圖® を 蒐集い 
たしまして 公衆の 閱赀に 供す る 目的を 以て 設 K いた 
して 居ります ので、 直接 敎育 を爲 すと 云 ふこと では 
ありませ ぬ、 又 さぅ 云 ふ圖® 館に 對 しては 精密なる 
監督に ^ して 居る 譯でほ ございませぬ、 設備の まち 
まちなる ものでありまして、 それに 類し まする PS 物 
館、 陳列 場 等の 權衡に 付て は、 又 考盧を 要する 次第 
であります から、 それで 學 校を 離れた る圖書 館は 此 
免租の 内に 這 入らぬ 理由は 左樣な ことであります か 
ら 、左樣 御 承知 下さい まし。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 

をして 朗 讚 いたさせます。 

〔岡® le 官朗 la : 一 

私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 特別委 員 


伯 擗 吉井 幸藏君 

子爵 八 條蝰正 君 

男爵 外 松 孫 太 郎君 

高 田 早苗 君 

磯部 四郞哲 


子爵 野 村 益 三 君 

小 野 田 元 卿 君 

澤柳政 太 郎君 

木場 貞長君 


〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第三、 軌道條 例中改 

正 法律案、 政府 提出， 衆議院 5S 付， 第一 讀會。 

軌道 勝 例 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四 條に 依り 及 送付 候 也 

大五八 年 三月 十三 日 

衆議院 翳 長大 岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

軌道 條例 中改 正 法律案 

軌道 條例中 左ノ通 改正 ス 

第四條 中 「私設 鐵道法 第二 十三 條」 ヲ 「地方 鐵道 

法 第 六條」 二、 「私設 鐵道 株式 會社 M 非 サル 會社 

又 ハ輕便 鐵道會 社 M 非 サル 會 社」 ヲ 「地方 鐵道會 

社-一 非 サル 會 社」- 一改ム 

第 五條 地方 鐡道法 第三 十六 條ノ 規定 ハ 軌道 M 之 

ヲ 準用ス 

附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム . 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 軌道 條例中 改正 法律案 

は、 唯今 本院に 於て 御 審議 中の 地方 鐵道 法案 中 第三 


十五 條に 於き まして， 政府が 地方 鐵 道に 接近し 又は 
故 行して 鐵 道 を 敷設す る 場合に 地方 鐵道の 被む る 損 
害を 補 ffi する ことの m 來る 規定を 設けました ので あ 
.ります、 其 同じ 規定を 軌道に も 準用を 致 L たい 爲に 
改正を する 次第であります 其 外 同じく 此 地方 鐵道法 
の 改正に 伴 ひまして、 文字 上 改正す る 必要が ありま 
する ので 提 /J.1 した 次第で、 宜しく 御 審議を 願 ひます 
0 議長 (公 嵙德川 家 達 君〕 此 法案は 御 異議が なけれ 
ば 地方 鐵道 法案の 特別委 員に 付託を 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 四、 仙 北輕便 鐵逭 
買 收費支 辨の爲 公債 發 行に 關する 法律案、 政府 提出 
衆 _院 送付、 第 ira 會。 

仙北輕 便 鐵道買 收費茭 辨の爲 公債 發 行に 關 する 
法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 接 付 候 也 
大正 八 年 三月 十三 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
•  貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

仙 北 輕便鐵 道 買 收費茭 辨の爲 公債 發 行に 關す 
る 法律案 

仙北輕 便鐵道 株式 會社所 鼯ノ輕 便鐵道 買收費 支辨 
ノ爲 政府 ハ 百 六 萬 五 千 九 百 五十 圓ヲ 限リ 公債 ヲ發 
行 スル コト ヲ煜 

〔政府 委員 床 次 竹 二郞君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君〕 此 仙北輕 便鐵 道と 申し 
まする のは、 宮城 縣 小牛 田より 石卷に 至る 鐵道で ご 
ざいます、 鐵道敷 設 法の 豫定 線に 該當 いたし. まして 

陸 羽を 橫斷 する 幹線の 一部で ございます が、 其 軌間 

は 二呎六 吋で ございまして 國有鐵 道と 連絡 疏通 上茭 

障 少なくない ので ございます、 それ故に 之を 買收い 

たしまして、 其 軌間を 改めまして 統. 一して 管理を 致 

し、 交通 上の 便利を 圖り たいと 云 ふ 趣意で ございま 

す、 どぅぞ 御 協賛を 願 ひたぅ ございます。 

0 議長 0 <ム 爵德川 家 達 君) 此法築 も 御 異議が なけれ 

ぱ 地方 鐵道法 案の 委員に 付託を 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 日程 第五、 大正 六 年度 豫 

備金茭 出の 件、 第 六、 大正 六 年度 豫備金 外に 於て 豫 

算 超過 及豫算 外 支出の 件、 第 七、 大正 六 年度 特別 會 

計豫 備金茭 出の 件、 第 八、 大正 六 年度 特別 會計豫 備 


金 外に 於て fg 算 超過 及 S 萁外支 出の 件、 第 九、 大正 
六 年度 大正 三年 臨時 事件 抟 媚 費 支出の 件、 第 十、 大 
正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計稻 立 金 支出の 件， 第 十一 
大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て 探 算超 
過 支出の 件、 承諾を 求む る 件、 衆議院 送付、 會議、 
御 異議がなければ 第五ょり 第 十一までは 束ねて 問題 
に 供し ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

大正 六 年度 豫備金 支出の 件 

大正 六 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及預* 外 支 

出の 件 

大正 六 年度 特別 會計 豫備金 支出の 件 

大年六 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 

豫算外 支出の 件 

大正 六 年度 大正 111 年 臨時 事件 豫備費 支出の 件 
大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 支出の 件 
大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て 豫 
.算 超過 支出の 件 

右 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決せ り 因て 議院 
法 第五 十四 條に依 り及绘 付 候 也 
大正 八 年 三月 十三 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公嵙德 川 家 達 殿. 

一大 正 六 年度 豫備金 支出の 件 
一大 正 六 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 支 
出の 件. 

一大 正 六 年度 特別 會計豫 備金茭 出の 件 
一大 正 六 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 
豫 算外茭 出の 件 

一大 正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備觀 支出の 件 
一大 正 六 年度 帝 國鐵逋 特別 會計 積立金 支出の 件 
一大 正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計積 立 金 外に 於て豫 
算 超過 支出の 件 

右帝國 憲法 第 六十 四條 第二 項に 依り 承諾を 求む る 
爲 勅旨を 奉し 帝 國議會 に 提出す 
大正 八 年 三月 一, 日 

內閣總 理 大臣 兼 
司法大臣 

海軍大臣 

外務大臣 子爵 內田康 哉 
大藏 大臣 男爵 高 橋是淸 
陸軍大臣  田 中義一 


原  敬 
加 藤 友三郞 


S 商 S 大臣 
內務 大臣 
文部大臣 
遞信 大臣 


山 本 達 雄 
床 次 竹 二 越 
中 (K S 3I: 郎 
野 田 卯太郞 


〔國務大臣男だ高橋是淸君演択に贷る〕. 

〇國務 大臣 (男爵 席 歷是淸 君： >  今回 政府 is 大正 六 年 
度に 於き まする 一 U 1JT 計 及 谷 特別 & 計雅龆 金及豫 埔 
金 外交 出-大正三年臨時祺件預備找茭出、帝 0 玆！3 
積立金 及拔立 金 外 支出に 關 する 事後承諾を 求む る爲 
に此 議案を 提出いた しました るに 付き、 大體に 付て 
說 明を 致します、 大正 六 年度 一般 會 計の 第一 預 ffii 金 
の 豫算 額は 二百 萬 ■« で ございまして 德生 試睽所 阿片 
费>  傳 染病預 防 檢疫諸 费、 遞信省 拂戾 金、 遞信事 槊 
用 18 蕻及式 紙類费 、其 他 必要 避くべからざる 预 K の 
不足に 對して 其 金 部を 流用いた しました、 又 大正 六 
年度 一般 if 計の 第二 预備 金の预 算額は 四百 萬 II で ご 
さいました >  在天錤 居留民 國 水害 復觀费 補助， 符 11 
風水害 及 火災 復舊费 ，米 國派锁 坩艦 a 、 其 他 必要な 
る豫算 外の 支出に 對 しまして 是が 全部を 充用いた し 
ました、 其 他 必要なる a 途に對 しまして、 .國雎 の剩 
餘 金を 以て 豫算 超過 及豫算 外の 支出を なした る もの 
が 九 百 餘蓖圓 でございます、 又 大正 六 年度 帝 國鐵 £3 
特別 會計 積立金 勘定に 於き まして 補塡 金の 豫算 額は 
三百 九 萬 圓餘で ございました、 收 a 勘定に 於き ます 
る鐵道 作業費 豫算の 不足に 對し て是が 金 部を 充用い 
たしました、 右の 外尙ほ 歳出 残， 姑の 不足す る ものが 
ございました 爲 に、 收益 勘定 及 資本 勘定に 於き まし 
て 各々 其 歳入を 以て 预算 超過の 突出を 爲し たる もの 
收益勘 定に 於て 二 千 四百 九十 餘萬圓 ，資本 勘定に 於 
て 二 千 二 百餘 萬圓 となります、 右の 外备 特別® 計に 
ありましても 亦 必要 已む を煜 ざる 费途 に對 しまして 
豫備金 又は 豫備金 外の 歳入を 以て 豫算 超過 及预算 外 
の茭 出を 爲した る ものであります、 以上は 何れも 緊 
急 避くべからざる 事項と 認めまして 是が茭 出を 爲し 
たる もので ございます、 依つ て 愼重 御審 ■の h 御 承 
諾を與 へられむ ことを 切望 致します。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議がなければ 日程 第 
五ょり 同 第 十一までの 翳 案は 同 委員に 付託いた しま 
す。 

〔「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君)， 特別® 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 致させます。 


院族 貴穴济 阀帝间 一十 W 第 


r 岡 ! 3 記 官朗譖 】 

大 IH 六 年度豫 備金支 出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
外 六 件 特別 姿 M 

子 ! fj 靑木信 光 君  男 ^ 村 卜：敬 次郞君 
男时毛 利 五郎 君  男 时 淸水資 治 君 
男爵 岩 倉 道俱君  石 井 省一郞 君 
中島 永 元 君  伊藤 傳 七 君 
伊丹 彌太郞 君 

〇識 長 C 公 , i'f 德 川 家 KE 君〕 第 十二、 開 梨 肋 成 法案、 
政府 提 111 、 衆 誘院绘 付、 第一 說 會の績 ，委員長 報吿 
.〔左の報带汽は朗說を經さるも參照のため玆 
に 1TJC 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

開墾 助成 法案 

右 可決す へき ものな 〇と蕺 決せり 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三月 十三 日 

右 特別委 貝 長 

伯 擗 fs 澤 金次郞 

n 族院漭 長公衍 德川家 達 殿 

f 伯 ® 照 澤金 次郞 君演 is に 登る〕 

〇 伯 辟 fsf 澤 金次郞 封 是 より 唯今 議題に 上りました 

開 18 肋 成 法案 姿 員 會の經 過 及 結果を 御 報吿申 上げ ま 

す、 本案の 委員 © は 前後 通じまして 七 回 開 會いた し 

ました、 委員 锊に 於き ましては 常 局 農 商務 大臣 及 政 

府娄 a より懇 涊 なる 説明が ありまして， 又委 M 諸 沿 

よりも 殆ど ありと 苻ら ゆる 方 tfli に S りまして 質問が 

出ました *隨 分 中には 重複いた しました 質問 も あり 

ましたが、 之に 對して 一々 政府 委員より 説明が あり 

ました， 是等は 何れ 後 ほど 申 上げ やぅと 考 へます、 

本案は 政府の 貧 糊 問題に 對 します 政策の 一として 現 

れたの でありまして、 即ち 我阈 の ® 要 食 fw •即ち 米 

麥の佾 剜を阏 ると 云 ふの が 木 案の 大趣旨 であります 

政府の 調査に 依り ますれば 木 邦 …… 本土 及 北海道に 

苴 りまして 未開 樂地 にして 開懇に 適すべき 面積は 約 

二 H ® 町步 ありまして 其 中 内地に 随する 分が 西 三十 

萬 町步 、其 中で 百 町步 以上の 集阐地 のみで ありまし 

て も 約 :/.; 十茁町 步將來 開 ^ に 適する ものが あると 云 

ふ 政府の 調 我で 有ます、 政府 ほ 昨年 八月 以來 土地 利 

用 調査と 云 ふ 機 關を設 けられまして、 其捭關 に te つ 

て旣に 調 ^ を 終りました ものが 五 ;' E 町步程 あるので 

あります 、今回の 開 ? B 助成 法案の 政府の 計 害は 唯今 

申 上げました る 五十 萬 町 步 •即ち 大集團 地の 開墾 肋 

成 法 滴 用地の 7T 十® WT 步の牛 分 即ち 二十 3.: 萬 町步、 


右十芄简年間に一 [|. 0まして之を開鋁して米麥の咐加 
を K ると.. ム ふので あ 〇 ます 唯今 申 上げました 土地 利 
用 調査の 終りました ものが ？ r ® 町步 あります  >  某屮 
の 一割 ■即ち 五 千 町步、 & が 本年の 第一の 計进 にな 
つて 居る のであります、 而 して 此五萬 町步 中の 五 千 
町 步に對 します 助成金は 約 四 萬 五 千圓で 是は 本年 大 
正 八 年度の 木豫算 に 計上され たのであります ■是は 
預算の 問 頤で あります が、 御參考 に 申 上げて 置き ま 
すが •此四 萬 五 千 0 の 助成 命の 計算の 方法は 如何に 
依つ ' r 立てられた かと 云 ふこと を I 應 御報吿 申し ま 
すが、 政府の 豫箅に 依ります と 開 is 地の 田地に 厫す 
る 分は， 開墾の 费用を 七十 五圓と 立て、 居ります、 
一段 步 …… 而 して 畑地は 二 十五 11 と 立て、 居る ので 
あります 、即ち 田地 及 畑地に 15 する 開 is 費用を 通じ 
まして 開 18 費用は、 政府の 豫其は ■ 段別の 平均 額は 
五十 [1 •故に 初年 度の 開 18 の 計 畫の五 十 町歩に 對し 
まする と ik が 開, 2S 用は 二： *eT 五十 萬 圓に當 るので あ 
ります、 中 政府の 考に 依ります と、 初年 度に 於て は 
五； G 萬 圓の屮 七十 7T 萬圓 位の 開 II 費用が 掛かる だら 
ぅと 云 ふこと に 於き まして， 其 七十 五 萬圓 に對 する 
六 朱は 即ち 四 萬 五 千 M に當 るので あります‘ 而 して 
其 六 朱の 助成金を 交付す ると： K ふには •如何なる 理 
由に te つて 交付し なければ ならぬ かと 云 ふこと が 起 
ります が、 是に對 します 政府の 意見は 開 SI に 投資い 
たします 金と 云 ふ ものは なか  <莫大 なる 金を 要す 
る 併ながら 其 投資 資本に 對 して 是が 利益を 生ずる ま 
でには、 何箇 年間と 云 ふ 年限を 期せなければ 利益を 
生じない と 云 ふ 結果になる のであります、 故に 是等 
の 投資 ! 5 本に 對 して 1'|| 常の 期間 •即ち 收 益を泻 て 相 
當の 利益を 見る までは •政府が 之に 補助を いたさな 
ければ， 到底 此未 開 is 地の 開 _ を 完全に 期す る こと 

が 出來な い 故に 肋 成金. を茭 m すると 云 ふので 本案を 

提出した と 云 ふので あります、 又 政府の 參考 書に 依 

ります ると、 此計畫 の 二 十五 萬町步 が 十五 年間に 亘 

りまして 果して 完全に 開懇 が出來 たと 致します ると 

向 ふ 三十 © 年後の 玆に琛 想の 表が あります が •內地 

の 未開 ii 地の 開 梨の 結果の 咐額 と、 是に 合せます る 

に 朝鮮 及び 一:f® の 過剰 米 •即ち 內地に 移入し 得らる 

べき ® 掏 及 朝鮮の 收® 高を 合せます ると 三十 年後に 

は 米が 三千 二百 六十 一 萬 石， 麥が 三百 九十 一 萬 石の 

收瓰と 云 ふこと になり まして •一箇年の 人口の ^ 加 
が 七 - 1- 萬と 致します と、 向 ふ 三十 箇年間 の 米 及麥の 


即ち 本阈の 貪 棚の 需用 供給と： K ふこと に 見ます ると 
果して 政府の 豫期 する やぅな 結果を 5 E ますれば、 即 
ち 食糨の 需要供給の 糊" 衡を 保たれる のであります、 
次に 本案に 於き まして 許可の 方針は 如何なる 方針で 
あるかと 政府に 尋ねました 所が •本案には 在り ませ 
ぬが、 政府の 方針と 致しまして は、 當初ほ 五十 町步 
以上の 開 is 者に 限り 助成金を 交 出す ると 云 ふ 案で あ 
りました が •衆議院の 希望を 入れまして 、五町 步以 
上の 出願者に なれば 出願の M 入た るを 問は ず、 又 法 
人た るを 問は ず、 相當の 計 « を 致して、 而 して 政府 
に 於て 調査の 結果 是が開 部： 成就の 見込 ある ものなら 
ぱ、 Jr: 町 步以 上の 出願者なら ぱ此補 助の 恩典に 浴せ 
しむる と 云 ふ 政府の 案であります、 次に 政府の 原案 
の 趣旨 及 要領は 之に 止めて 置きまして、 衆_院 の修 
正に 付て 一言 申 上げます、 前以つ て 中 上げて ft きま 
すが‘ 衆識院 の 修正に 付きまして ほ 政府は 金 然 同意 
を 表して 居りまして 、衆議院の 修正なる ものは 條數 
に 於き ましては 三四箇 條に亘 ります が、 其 修正の 目 
的は 唯 二つ であります •即ち 第 一條に 於き まして、 
「務萁 ノ 範圍內 -I 於 テ 助成金 V 交付 N、 ル コト ヲ得」 
とあります のを、 . 豫算 ノ範圍 内- 1 於 テ」 と 云 ふ 字 
句を 衆議院に 於て 削除して 居ります •之に 付き まし 
て委 M 會に 於ても 種々 議論が あつたので あります、 
此 「 B 算ノ 範圍內 -I 於 テ】 と 云 ふ 字句を 削ります の 
は 即ち 出願者が 非常に 冬 數 出 ましたな らば、 其 出願 
に對 する 助成金の 金額の 制限と 云 ふ ものは 殆ど m 來 
なくなりは せぬ か、 從つ て是は 政府と して 助成金の 
支出に 對 して 疑義を 生ずる と 云 ふ 斯ぅ 云 ふ 議論 も 出 
たのであります、 政府は 之に 對 しまして* 殊に 大藏 
大臣は 之に 對 しまして 言明が ありました •玆に 「豫 
算ノ範 園內」 と 云 ふ 字が あると 無い とに 拘らず 、政 
府は 豫算 のな き 仕事に 對 しては 同意を 表せぬ， 即ち 
將來は 年々 の豫算 の範 圍內の 即ち fi -K に 提出して あ 
る 肋 成金の 金額の 瞄圍內 に 於て 開 13 の 事業を 許す 方 
針で ある， 又大藏 大臣は 言明され て 日く 假令 助成金 
の 支出額が 非常に 多大になる 場合に 於ても， 追加 XI 
算等は 決して 提出せ ぬと 云 ふこと を 明に 言明され ま 
した •其 他の 衆議院の 修正 ほ 第三條 ょり 第 . Ti; 條に至 
ります、 其 外 六條 より 九條 まで 字句の 修正が ありま 
すが、 是は 何れも 助成金の 返還と 云 ふ ものを 切捨て 
た 結果であります、 政府の 本案 提出の 趣旨は •助成 
金を 約八箇 年間、 即ち 此八筒 年と 申します のは、 開 


_の 年限が 五® 年間で 開 _ の祺 業が 結了 致しまして j 
後 三箇 年間、 通じて 約 八箇 年間の 間に 六 朱の 助成金 
を與 へまして、 而して 最後の 交付の 年の 翌年から 起 
算 しまして、 二 十箇 年 fill に 此の 肋 成金を 返還せ しむ 
る ことに 政府の 法案 ほな つて 居つ たのであります、 
然るに 衆議院に 於き ましては 金 然 返還 主義と 云 ふこ 
とを 認め ませぬ で •助成金は 交付した なり 即ち 助成 
金は 返還を 要せざる と 云 ふ 方針に 衆議： ^ に 於て 修正 
したので あります、 政府は 之に 付て 同意され て 居り 
ますが、 其 同意の 理由は 如何で あるかと 云 ふこと を 
質問いた しました が、 政府と 致しまして は 兎に角 食 
S の 充實と 云 ふこと に 非常に 重きを 置く 故に •此の 
助成金の 返還 主義を 腿したならば •益々 食糧の 充實 
を 速成す るに 違 ひない から •故に 衆議院の 修正に RJ 
意す る* 又 財政 上に 於き ましても •ちよつ と玆で 申 
上げます が、 本案が 通過いた しまして 向 ふ 十 3/; 箇年 
に 果して 二 十五 萬 町歩の 開墼が 此の 法案に 依つて 出 
來 上りました 結 ^ になります ると. 本年度よ 〇 向 ふ 
約 二十® 年間に 1E りまして‘ 國 家の 助成金の 總茭出 
額が 四千 九 百 萬圓の 多額になる のであります， 故に 
衆議院の 修正の 結果と して 國家は 約 五 千 萬圓の 支出 
を 將來二 十箇 年間に 於て 契約した と 同樣な 結果に な 
るので あります、 就きましては 大藏 大臣に 於ても、 
政府に 於て 差 支が 無い ものである かと 云 ふこと を尋 
ねました， 所が 大藏 大臣に 於き ましても 政府の 財政 
上 差 支ない と S: ふ 答 辯を 得て 居ります、 又此 返還と 
云 ふ主蕺 を撤陂 いたしたならば •他の 產業 ，事業に 
累を 及ぼしは せぬ かと 云 ふ 疑義が 出た のであります 
之に 對 しまして 農 商務 當局 者は 食糧、 其 中で も米麥 
の 如き ほ 總 ての 產 業の 根本の ものであるから、 他の 
產業 策と 同一に 論じなくても 差 3ic ない、 故に 他の 產 
業の 獎勵 には 累を及 ぼさぬ と 云 ふ考で あると 云 ふ 御 
答で ありました* 以上 委 M 會に 於き まして 政府の 案 
及 衆議院の 修正に 付きまして 種々 の 研究を しました 
結果 だけであります が、 是 より® 員會に 於き まして 
種々 の 質問が 出ました、 其耍點 のみ だけ 申 上げて 置 
かぅ と 思 ひます、 先づ 第一が 現今 旣に 制： 疋 されて あ 
ります る 耕地整理 法 等の 關 係に 付て 質問が あ. 〇 まし 
た、 現在の 耕地 整现法 に te りましても 開 ■と 云 ふ も 
のに 對 して 相當の 政府から 補助を して 居る ので あり 
ます •耕地 整娌法 に ますと 二種 類の 事業が 出 來 
る ことにな つて 居ります， 一は 普通の 所謂 耕地整理 
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でありまして、 |ほ 即ち 開 祭に 關 して 政府より 補助 
が 出来る ことにな つて 居ります、 而 して 其 率は 如何 
なる 程度の 補助が 現在の 耕地整理 法で 得られる かと 
云 ふこと になります と •投資 資本に 對 して 一割 八 分 
九 厘の 補助 ほ 國家 から 支出し 得る のであります、 然 
るに 開 ^ 助成 法の 衆翳院 修正の 如くになります ると 
此法 案に 依つて 將來 助成金を 得ます 率は、 如何にな 
るかと 計算を 致して 見ます ると、 唯今の 耕地整理 法 
の 補助の 率と 同 ^ の 計算を 採る と 致します と •約 二 
割 八 分になる のであります •即ち 耕地整理 法に 依り 
まして 開_事 業の 補助よりは 約 一割の％ 率と 云 ふこ 
とになる のであります、 故に 委員の 中より 本案が 通 
過した 結果と しては、 耕地 整！； 法の 普通 開 li 補助に 

對して 甚だ 平均を 得ぬ ではない かと 云 ふ 御說が 出た 

のであります、 併ながら 政府の 說 明に 依ります れば 

將來の 計 迸は 耕地整理 法の 普通 開 is に 依らず して、 

皆此肋 成 法案の 開 製に 来れば， 同樣の 二割 八 分の 恩 

典に 浴す ると 云 ふこと が あると 云 ふこと になる ので 

あります、 次 ほ 山林、 林野 等の 關係 に付きまして、 

委員 锊に 種々 の 質問 又 御筘望 も 出ました から、 一腦 

申 上げて® きます るが、 成る ほど 開墾 事業を 獎勵し 

て 食 糊を 咐加 すると 云 ふ 事には 異 _はな いけれ ども 

農業の 利益の みに 著 腿して 他の 關 係を 辍牲に 供す る 

と 云 ふやうな ことは 菌 ましくない* 即ち 從來 ありま 

する 山林 •原野 •湖水 等は 從來 としても 種々 色々 の 

方面に 利用され て 居る ものが 澤山 にある、 故に 唯々 

農業の みを 獎 _ の 目的を 以つて 山林、 林野 等を 徒に 

開發 したなら ば、 他の 產業 即ち 木材， 薪炭の 供給、 

或は 牧畜の 事業と か、 さう 云ふ關 係に も 甚だ 累を及 

ぼす やうな 嫌 ひなき にし も 非ず、 故に 此の 開 _ 事業 

を獎励 さる、 ならば 他の 山林 其の 他の闊 係に 著 眼し 

て、 是 等の 事業に 累を 及ぼさない やうな 方針で、 本 

案を 施行して H ひたいと 云 ふ 希望が 出た ので ありま 

す、 次に 溯 業權 との 關係 に付きましても 政府に 質 間 

いたしました* 是は 尤も 第 一條の 「湖海 ノ埋立 若 ハ 

干拓」 と； K ふ 事業に 關して 起る 問題であります が、 

是は旣 に 耕地整理 事椠 に付きましても 漁業 權 等の 問 

題が 種々 裰雜 なる 關係が あるに 依りまして、 目下 衆 

議院に 提出 中の 耕地整理 法 中の 改正案で、 將來 漁業 

稲と 他の 所謂 耕地整理， 若く は 開® 事業 等との 衝突 

のな き やうに、 是等は 調和を 阔 ると 云 ふこと になり 

まして 目下 衆 翳院に 耕地整理 法 中の 改正案が 提 ■/:« さ 


れたと 云 ふこと であります、 次に 13; 治水 事業との 關 
係に 付きましても 委員 會で 質問が 出て 居ります •之 
に势 します る 政府の 說明は 、治水 事業に 付きまして 
は 何れも 地方 題の 監督を 受ける ものであるから 差 支 
ないやぅ に考 へる， 又大な る關 係であります れば內 
務 省の 土木 局に も 諮問し、 又是が 監督を 受ける こと 
になる 結果で あるから、 治水 事業に 關し ては 心配す 
る ことは ない と 云 ふの が 政府の 說明で あります、 次 
には 開 ■に 要します る勞 力の 供給 如何と 云 ふこと に 
付て 質 間が 出ました、 即ち 東北 地方の 如き 人口の 稀 
薄なる 土地 •而 かも 未開 II 地の 多き 場所に 於き まし 
て、 勞 力の 供給には 政府は 如何なる 見込を 有する か 
と 云 ふ 問題が 起つ たのであります、 之に 對 しまして 
政府の 答 辯に 日く 固より 東北の 如き 人口 稀薄の 土地 
には 成るべく 他 地方より 勞力 者を 誘致す ると 云 ふ 方 
針を 採る > 0. つ 將來は 機械 農業と 云 ふ ものを 獎勵し 
又 牛馬 耕を 奬蚴 して、 人口の 稀薄なる 場所の 臊急手 
段と しては 相當の 手段を 採る •即ち 或る 場合に 於き 
ましては 入口の 過剰の 方面より 過剰の 人口を 成る ベ 
く獎 励して 此開懇 事業の 起り ました 而して 人口の 稀 
薄な 所には， 此 所謂 一種の 移民 政策と 云 ふ ものを 採 
つても 之には 臊ずる ことが 出来る と 云 ふの が 政府の 
答 辯であります、 もぅ 一つ 疑問が 起 〇 ましたのは， 
次に ほ 開墾地の 不可分と 云 ふ 問題であります、 是は 
主 もに 第二 條の 第一 項に 係りまして 起きた 疑義で あ 
ります、 即ち 玆に 五十 町步 以上の 大集團 地の 開 18 地 
を / ji 願した 場合に、 總開懇 事業 ほ 五箇 年を 要する と 
致しましても •其 五十 町 步の中 例へ ば 二十 町步 は最 
初の 二 m 年に 於て 之を 完成した _には 、其 二 十町步 

に 毀す る もの だけは 是は區 分いた しまして、 完成の 

分は 其 年より 三， 箇 年と 云 ふこと を 計算いた しま L て 

都合 八箇 年分の 助成金を 與へ ると する ことが 公平で 

あるか、 之に 付て は 政府は 如何なる 方針を 採る かと 

云 ふこと を 質問いた しましたら ば、 集團 地の 開懇に 

付きまして は 金 面積の 開墾と 云 ふ ものを 計畫の 根本 

と 致す に 依つ て、 全面 積の 完了の 翌年より 三箇 年は 

矢張り 支給す る 事になる と 云 ふの が 政府の 說明 であ 

ります、 要する 大集團 地の 開墾に 付きまして は‘ 政 

府は是 は 不可分と 云 ふ 方針を 採つ て 居られる と 吾々 

は 解釋 したので あります、 最後に 起り ました 間 題は 

諸君 も 新聞 其 他で 御 承知で ありませ うが、 帝國 開 IB 

株式 會 社との 關係で あります、 之に 付きまして は 政 


府は 開懇 助成 法案の 如き 案を 本 P . H に 提出して 匿き 
ながら、 尙ほ其 上に 帝國 開 18 會 社の 如き 案、 即ち 是 
の 助成 法案を 近々 嚣會に 提出す ると 云 ふの ほ 如何な 
る 理由で あるかと 云 ふこと に 付て， 政府の 說 明を 求 
めた のであります、 政府の 之に 對する 答 辯と 致し ま 
しては、 帝國 開墾 株式 會社な る ものは 本案 即ち 開 梨 
助成 法を 政府が 提出いた しました 以後に 起きた 問題 
で而 かも 是ほ 政府より 促が した 問題で なくして 、民 
間より 出ました 案でありまして、 或 it 束 北 振興 會と 
か、 國產奬 励會 とか、 それ 等の 民間の 團瞠が 主と な 
りまして、 我國の 食糧を 增加 する には 國家 的の 翻 念 
を 以て 一大 會 社を 起して 國 家に ■したいと 云 ふので 
此帝國 開 18 株式 會 社と 云 ふ ものが 今や 將に 生れん と 
する のであります、 而 して 政府 も 成るべく 食糧の 咐 
加と 云 ふことは‘ 如何なる 方面に 於ても 圖ら ねばな 
らぬと 云 ふ 責任を 感じて， 相 當の條 件を 附 して 帝 國 
開 _ 株式 曾 社に も 八 朱の 利子の 補給を すると 云 ふこ 
とに 方針を 採つ て 居る ので ある， 何れ 是は本 E 會中 
に 或は 單行 法律であります るか、 或は 豫算 外國庫 の 
負擔の 追加と して， 何れ かにして 近日 本_會 に 提出 
すると 云 ふ 政府の 答 辯で ございました‘ 以上 (3; 本案 
に付きまして 委員 會に 於き ました 質問 及 御 希望 等の 
要領であります、 で 詳細 ほ 速 Itl 錄で 十分に 御 了解 あ 
る こと、 考 へます、 委員 會に 於き まして ほ 以上 申 上 
げ ましたる 如き 總 ての 方面に 於て、 何十と なく 質問 
が 出ました が •又 希望と して 一二の 希望 も 出ました 
が 採決の 場合に 於き ましては 何等の 翳 論 もな く、 但 
し御斷 りして 置きます るが、 委員 中に ほ 一名の 反對 
者が あつたと 云 ふことは 確かであります、 其 他に 於 
きまして は 採決の 場合に 於き ましては 別に 御 翳 論が 
なく， 又 修正案 も 出 ませぬ で >  全部 政府案は 衆簕院 
修正の 如く 可決した のであります， 此段 御報吿 を 申 
上げます。 

〔伊澤 多 喜 男 君 演壇に 登る〕 

〇 伊澤 多 喜 男 君 私は 本案の 第 一條の 規定に 付き ま 
して、 疑問を 有つ て 居ります るから して 一應伺 ひた 
いと 思 ふので あります  >  本案第 一條 中の 「豫算 ノ範圍 
內二於 テ」 と 云 ふ 文字は 衆議院の 修正に 依りまして 
削除に なりました •是は 私は 矢張り 存匿 して 置く こ 
とが 必要では あるまい かと- K ふ 疑問を 有つ て 居る の 
でございます、 此點 に關 します る 政府の 衆議院に 於 
ける 特別委 員會 及本會 等に 於ての 答 辯は、 人に te つ 
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てからに 廣々 まち になつて 居る やうに 存じます 
それから 衆該院 の 立法 例 も 甚だ 不技 一にな つて 居る 
のでは ないかと 云 ふ te みが あるので ございます、 .1；.: 
ち 同 i ili 項を 規定す る 場合に 於き まして* 一 c : .. .^ IJ 
には 「薄 算ノ 範困內 -I 於 テ」 と 云 ふ 文字を W 除し ま 
して、 他の® 合に 於き ましては 「預；，-:  ' ' - 一 於 
テ j と 云 ふこと を 衆議院が 提出した る 案に も殊 al に 
明記して あるので ございます、 私 ほ此 取に 閱しま す 
る 事 迓と 、それからして 私が 先刻 述べました やうな 
疑問を 生じました る 理由と を 述べまして •私の H liiJ 
の 趣旨を 明に 致したい と 存じます、 先き に 衆 戮院が 
本案 第一 條屮の r 残 3? ノ龅囡 内- 1 於 テ」 と 云 ふ 文字 
を 削除し ましたる 理由を •當 時の 速記 鈴に 依 つて 见 
て見ますると、斯やうなことでございます、特 ';1 £ 
員會に 於き まして 委 M 長の 報告は 斯や うで ございま 
す、 此 「預 算ノ 範圍內 -- 於 テ」 と 云 ふ 一句を 削除し 
たいと 云 ふこと が 一つの 決議で ありました、 ® (3: 無 
論此 一句 も 有つても 無くても、 政府の 支出は 预 筘 の 
範 圍內に 於いてし なければ ならぬ のは 當然で ありま 
すから >  純然 たる 法律 論と しては 區別 はない かも 知 
れぬ 云々 と ございまして、 終 ひに 行きまして 「或は 
豫備 金を 突出す る やうな 事 も あるか も 知れ ませぬ _ 
追加 豫算を 挺 ai すると 云 ふやうな ことがある かも 知 
れませ ず* 兎も角も 此法 案の 目的を W くこと を迚成 
せし むる と： 2\ ふ 意味を •間接に 言 ひ 現は す 手段の 一 
つと して、 此 一句を 削りたい」 斯う 云 ふこと を 申し 
て 居ります、 それで 此 場合に 政府 姿 M である 西 野 主 
計 局長は 此事に 向つ て 非常に 反對 を唱 へて 居らる V 
のであります、 即ち 原案 維持に 向つ て 大いに 努めら 
れて 居る のであります、 それは どう 云 ふ Ii:f を 申して 
居らる、 かと 申します ると， 「大 K の 御 趣旨 ほ、 1! 
算 金額を 以て此 助成に 制限を 諠 くことは [44 る、 预鉍 
の 範圍を 超 へても 助成金を 交付す る やうに して 貰 ひ 
たいと 云 ふ 御意 思の やうに 拜难 致しました」 それで 
中は 略しまして 「唯今の 所では、 此 31 3?: と豫. お 外 W 
庫の 負擔 となるべき 案と を以 ちまして、 此範圍 内に 
於て肋成金を交付することに致したいと考へて屛〇 
ます 「豫算 ノ範圍 二 於 テ」 と 云 ふ 文字を 削除され る 
ことは •成べ く 原案の 通りに 存 S せられん ことを ? fi 
望 致します」 斯や うに 申して 政府 委員は 衆 篛院 の修 
正に 反對 して 政府 原案の 維持に 努めて 居られる ので 
あります、 所が 之に 對して 衆 翳院の 或る 一員は 頗る 
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激しき言蓰を以て，何と申しますか、政府に迫つて 
居る のであります、 それは どう S ふ S 味の ことを [!l , 
して屛るかと云ふと政府の今年度にmして居る四萬 
五 千 圆 位の 金では 到联 足りる もので ほない、 である 
からして 今の 大贼 省の 政府 委 M の 言 ふが 如くで ある 
ならば . > 吾々 は 又 大いに 期す る 所が ある、 と 云 ふや 
うな ことを 申して 政府に 迫つ て 居ります、 之に 對し 
ては 委 M 長が 仲裁 的に 申して 居ります 「どうです か 
一一! 輪さん， 御意 見は 十分 向 ふに 徹底したら うと 恐 ひ 
ますので、 何れ 大 K なり 次官から 御 話が あるか も 知 
れませ ぬ 一 斯う 云 ふやうな 爲體 でございます •さう 
しまして 結局 衆 諮 院が 本俞 謎に 於て 此 「預 算ノ 瞄圍 
内-一 於 テ」 と 云 ふこと を 削りました 理由は 斯様で ご 
ざいます、 是は 委員長の 報吿で ござります るが、 「豫 
S がなければ 1» 行 の II'. 來な い譯で あります けれども 

併ながら さう •>; ふ 場合には 是非とも 政府に 於ても、 

欣 んで是 等の 7¢ 筘の不 足を 補充す る途を 講じて S2 き 

たい、 其 B 味を 問 接 的に …… 極めて 間接で ありませ 

うけれ ども ：… 間接的に 現す 意味に 於て、 此第 一條 

の 「拽 SC ノ蹄阳 內-一 於 テ」 と 云 ふ 一句は 如何にも H 

障りで ある、 それ故に 之を 削らう と 云 ふので ありま 

す」 斯う 云 ふこと で* (3: つきり は 分り ませぬ けれど 

も •要するに 此一拽 览ノ瞄 間 内 -I 於 テ」 と 云 ふ 文字 

が あると 云 ふと、 w fffi 金 交 m とか、 或は 追加 豫筇等 

のこと を 自由に やつて K ふのに 不便で あるから ハ そ 

れで削 りたい と 云 ふの が 衆識院 の 精神で あるが 如く 

に 見える のであります •何故に： 13 障りで あるか 13: 分 

り ませぬ が、 段々 に 見て 行きます ると さう 云 ふ 風に 

思 はれる ので ございます， 前來 述べます る 通りに 衆 

謖院に 於き まして 13: 政府が 卸り と 原案 維持に 努めた 

に拘ら ず， 大に讶 を 折つ て llt T* 兑の 豳 間 內 にと 云 ふ 

字句を 削つ たのであります から •政府が ft 族 院の特 

別 委員 ^ などに 於て 述べられる 如く 此 r 豫 览 ノ瞄圍 

內 -I 於 テ」 と 云 ふ 文句は •有 つても 無くても 同じ こ 

とで あると 云 ふこと には、 どうも 考 へられない ので 

あります、 それで 私共の 此解釋 します る 所に & り ま 

すれば、 是は 「拽 -3? ノ範 RJ 内- 1 於 テ」 と 云 ふこと が 

有る と 無い とは 得 ST 月 S2 の 差が あると 思 ふので ご 

ざいます る、 EI] ち f 辣 3f ノ瞄間 内- 1 於 テ」 と 云 ふこ 

とが •こざい ますれば •政府は 預 K の拘艰 を 受ける と 

私は 考へ ます • «: 文字を 省いた が 爲に 政府は 豫 « に 

付て は 何等の 拘策を 受けず、 開囑助 成の 出願が 出て 


来ます れぱ ，之に 對 して 自由に 指令を 與 へる ことが 
出來 る‘ 其 結果 遂に 憩 法 六十 七 勝の 義務茭 出と 云 ふ 
ことになるので あらう と •私は 考へ るので あります 
左様なる 疑が ございました からして •本院には 嘗て 
大藏 大臣を なされた 方と か 次官 等を 經滕 された 方が 
ございます から、 それ 等の 先 ？ Is 及 同僚に も 就いて 研 
究を 致しました、 所が 何れも 大體 私の 考 へます るの 
と1: ^ の意見を有つて居ります、それ故に特別委員 
會に 就きましても、 此點に 付て K 々執拗く 質問を 致 
しました が， 矢 張 政府の 答 辯は 翔 W の 範圍內 の 文句 
は 有 つても 無くても 同じ ことで あると 云 ふ一點 張り 
で， 私は 甚だ 了解を 得る に 苦しみました 次第で ござ 
います •さう して 唯今 委員長から して 御 報 ® の あり* 

ました 通りに •本院の 特別委 員會に 於き まして ほ、 
最終の 日に 大趿 大臣の 特に m 席を 求められて、 さう 
して 其 意 li を 間 はれた のであります、 ♦其 速記 錄は斯 
樣な ものであります ~ 男 莳武并 守 正 君 「豫 算 ノ範圍 
內二於 テ」 と 云 ふこと を 衆議院で 削除を 致しました 
です が， 削除いた しましても •矢張り 豫算 の範 圍內 
に 止まる と 思 ひます けれども、 大藏大 K の 御 解釋を 
一聰御 辯 明を 願 ひたい」 之に 對して K 務 大臣 男 辟 高 
橋是淸 君は I 唯今 武井 男爵の 御 尋ねに 對して 御 答へ 
致します、 衆議院で 削りました 豫算 の範圍 內と云 ふ 
ことは-有りましても* 無くても 大藏 大臣と しては 
變らな いこ ことに 考 へます、 必ず 毎年 豫算に 計上し 
まして 協賛を 經 ました 以上は、 其 高を 超えて 其 年度 
に此 追加を して 出す と 云 ふやうな ことは 致さない、 
豫算 の範囤 内に 於て すると 云 ふこと に 決定して 居る 
のであります、 左 樣御承 知を 願 ひます 」 Itrr 樣に 答へ 
られて 居ります、 私は 此武并 男爵の 御 質問と 大- M 大 
臣の御 答 辯とは， 能く 御 答へ になるべき ことを 御 答 

へに なつて 居る と 云 ふ 風に 思は ない のであります、 

即ち 武井 男爵は 解釋に 付て 問は れた のであります が 

大藏 大臣は 自分は 此豫算 の 仕事を 如何に 執行す るか 

どう 云 ふ 風に 仕 W を處 P1! する かと 云 ふこと を 御 答へ 

になつ たのでありまして、 im 豫算 の範 圍內に 於て 

と 云 ふこと を 削ります れば主 務 大臣に 絶大なる 蝴限 

を 與 へる もの だと 思 ふが、 それは どうか 與へ るので 

あるか 與へな いので あるかと 一 K ふ 御 質問に 對 しては 

答へ ずに、 私は 豫翦の 高を 超えて 其 年度に 追加は m 

さない 積り であります、 若く は 裸 算の範 圍內に 於て 

する 積り でございます 斯う 云 ふ 時分には どう 云 ふ 事 


をす る 積り かと 云 ふことの 御 答へ になつ て！ £ るので 
あります、 此事も 吾々 どもが 伺 ひまして 非常に 參考 
にはなる ことであります けれども •一向 武 井男胳 の 
解 釋に與 する 答 辯と 云 ふ 風には なつて 居らぬ と 存じ 
ます •大藏 大臣が 右の 如き 御 答 辯を 爲され まして 僅 
に 三十 分程經 ちました、 即ち 同 □の 本會議 に 於き ま 
して •新しき 一の 事實が 起つ たので ございます、 そ 
れは 何で あるかと 申します ると 云 ふと、 衆議院から 
して 煙草 1¢ 賣法中 改正 法律案と 云 ふ ものが 浍 付され 
まして、 當院の 議に上 ぼつた ので ございます、 其の 
法 ® 案には 「前項 ノ 組合 又 ハ 聯合 組合-一 對シ命 令ノ 
定ムル 所-一 ffi リ豫算 ノ範圍 内-一 於 テ 交付金 ヲ 下付ス 
ル コト ヲ得」 と、 斯う 云 ふ條 項が ございます ので あ 
ります •それで 私は 之に 對 して 政府 委員に 質問を 致 
しました、 所が 政府 委員は 何と 御 答へ になつ たかと 
云 ふと、 豫算 の範圍 內と云 ふこと が 此處に 明言を 致 
して 置く 方が 明確で 宜しい と考へ ます、 斯う 云 ふ 御 
答で ございました、 之を 言換 へま すれば •豫算 の範 
圍內と 云 ふこと が 玆に 明言いた して 居ないならば、 
不明確で 宜しくない と 斯う 云 ふこと に 私は なると 存 
じます、 大體 事實は 右の通りで ございます、 先き に 
西 野 政府 委員が 衆議院に 於て 述べられた こと •及大 
臣 、次官が 當_ 場に 於て 述べられた ことを 綜合いた 
します ると 云 ふと、 詰り 此豫算 の範圍 内なる 文字を 
除く と豫算 の 範圍を 超え. て 助成金を 交付す ると 云 ふ 
解 釋を しなければ ならぬ、 少なくとも 之を 除けば} f 
明確で あつて、 さう して 宜しくな いので ある、 斯う 
云 ふ 論 結に 到達す る やうに 存ず るので ございます、 
大分 長くなりまして ございます が、 私の 大體 質問い 
たし ませう とする 所は 右の通りで ございます、 宂し 
く 御 答 辯を 願 ひます。 

〔國務 大臣 男樹高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (男爵 高 橋 是淸封 ) 唯 今 伊澤 君から 御 質 
間が ありました、 衆議院に 於き まする 此速記 錄の中 
からして、衆議院に於て豫*の範圍內と云ふ數字を 
削除した に 付て ほ、 豫 W 以外に 或は 政府 Q 義務と し 
或は 追加 豫算 として 支出の 出し 得る 途を採 れる其 希 
望を 以て 削つ たので ある、 政府 委員は 反 封を して そ 
れを存 置す ?.. ことに 努めた、 又武井 男爵の 御 導に 對 
して 私が 御 答を したのは、 男爵の 御尋の 趣旨に 當つ 
て 居らぬ と 云 ふこと であります 、再び 此 削除の こと 
に付きまして、 即ち TS ® の 範圍內 と 云 ふ もの、 有る 


無い に 付ての 政府の 解！！ を 御 尋ねに なつた こと、 考 I 
へます、 是ほ 速記を 全膛に 通じて 御 sg 下されば 明瞭 
であらう と考 へます るが、 成程 衆議院の 此 削除 說を 
唱へた 人々 の 希 a としては、 唯今 伊澤 君の 御 述べに 
なつた やうな 意思は あつたので ありませ うが、 lit 削 
除に 付て 政府が 間 意を いたしました るのは、 決して 
其 希望を 容れて 同意を 致した のでは ござり ませぬ、 
其豫算 の範間 内と 云 ふ數 字を 削りまして 4、 實 質に 
於て は變 りは 無い と 云 ふ 意味に 於て 同意を 致した の 
であります、 それは 即ち 此豫算 の範圍 內と云 ふ數字 
を 削つ たるが 爲 に、 此補肋 、補給の 性質が 所謂 憲法 
の 第 六十 七條に 氓り まする 法律上、 政府の P 務に si 
する ものと 性質が 變つ たと 云 ふことは、 毛頭 認めて 
居らぬ のであります 、矢張り 實質に 於き ましては 愧 
算の範 園 內と云 ふ 文字が 存置して 居る のと 少しも 變 
らぬ ので ございます、 又大藏 次官が 他の 法案に 付き 
まして 豫算 の範圍 內と云 ふ 文字の ある 方が 明確で 宜 
しいと 云 ふたことは、 是は 即ち 喵今此 疑義に なつて 
居ります やうな 疑を 生じなくて 宜しい と 云 ふ 意味で 
ありまして、 其 文字が 無ければ # 質が 變 ると 云 ふ 意 
味の 答 辯では ない ので ござります る、 左樣に 御 諒承 
を 願 ひます。 

0 湯 淺倉平 君大藏 大臣に 御尋を 致します るが 「豫 
算 ノ範圍 內二於 テ」 と 云 ふ 文字が ありましても あり 
ませぬ でも、 法律の 結果には 少しも 障りがない と 云 
ふ喵 今の 御 答 辯で ありました が、 之に 付きまして は 
伊澤 君より 質問され ました 際に 述べられました 通り 
非常な 差違が あると 云 ふ 見解を 懐いて 居る 人が 澤山 
ある やうであります ■■本員の 想像いた します る 所で 
は、 唯今 大藏 大臣の 御 答 辯に なつた やうな 解 釋を持 
つて 居る 人は、 恐らく 政府內 には 他には ない のでは 
ないかと 云 ふ 想像を 來す のであります、 去りながら 
是は 見解の 相違と 致しまして、 若し 大藏大 K の 唯今 
御 答 辯に なつた やうな ことであります るなら ば、 若 
し 本院に 於て …… 當院に 於て 「豫 算ノ範 圍内二 於 テ 
」 と 云 ふ 文字を 揷入 いたしまして 疑義を 無くす る* 
此點を 明確なら しむる と 云 ふ 趣旨を 以て 修正す ると 
云 ふこと に 致しましたならば •政府 ほ 之に 御 同意に 
なる 御考で ありませ うか、 一膘 其點に 付て 御 答 辯を 
煩は したいので あります。 

〔政府 委員 横 田 千 之 助 封 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (描 田 千 之 助 君) 唯今 伊澤 君 及湯淺 君の 


開 ^ 助成 法案 第 I 譖钤の 鞀 


七 九 五 


院族 議國帝 回一十四 第 
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御 質疑に 對 しまして 政府の 此間 題に 付て 見る 所を 今 
少し 明確に 致して rc きたいと 思 ふ、 開 懇 助成 法 1- 於 
て 伊 滞 君の 御 心配になる が 如き 問題 ix 生じまい と 政 
府が思 ふ® 元 來此助 成金の 期限と 云 ふ ものは 不 
確定で ある、 閗懇 中 及 其の 成就の 後 四 箇 年内に 幾何 
の 金を 交付す ると 云 ふこと ほ あ. ります が、 此期 限は 
元來不 確 定 であります、 斯の 如き 不確定の 無 際限の 
ものに 對 して；！ i 法律 ほ 行政 部に 向って それだけの 嵇 
限を、 さう 云 ふ大な る g 限を 與へ たものと 見ない と 
云 ふの が 政府の 見解であります、 併ながら 此拽算 の 
範幽內 にと 云 ふ 文字が あると 無い とに 付て、 何等の 
區別 がない と 云 ふことは 政府 ほ 見て 居らぬ ので あり 
ます . 豫算 ノ範阅 內 — 於 テ」 とあります れば 補充 科 

目と する ことが 出來ぬ のであります、 豫 算の範 圍內 

と 云 ふ 文字を 削り ますれば 法律上から 見れば 補充 科 

目に する ことが /J-i 來 ると 思 ふので、 併し 此肋成 法の 

性 K の 上から 行きまして、 是は 年限を 纖續 して 助成 

金を 交付し なければ 政治に ならぬ、 意味を 爲さぬ 、 

補充 科目と して 豫備 金から 一年 度の 助成金を 與 へま 

した 所で、 取 後 承諾を 捋な ければ 次年度に 與 へる こ 

とが 出来ない、 斯う 云 ふ 如き 法律の 性質と して、 51 

算の範 圍內と 云 ふこと が 書いて なくても、 法律 木來 

の 性質から して 補充 科目を 以てします もので ない と 

云 ふ、 斯う 云 ふの が 政府の 見解であります •玆に 於 

て 政府は 必ずしも 衆 識院の 修正に ffi 手を 擧げて 賛成 

した 11 では ありませ ぬが、 極力 是は逼 止す る 必要が 

ない、 あると 無い とは 元來法 律の 卿き を 左右す る も 

のでない、 法律 本來の 性質から して 斯う 云 ふ 意味 か 

ら來た のであります、 從って 上院に 於 かれまして 豫 

$?: の範閛 內と云 ふこと を 入れても 不同意は ないかと 

云 ふ 御 @ であります が、 必ず 不同 SV と 云 ふこと を 表 

明いた す譯で はあり ませぬ が、 願く ほ 下院との 協 翳 

會 等の 煩 雜を擗 ける 爲 に、 原案 通り …… 衆 _ 院の修 

JH 通り 御 同意を 希 轺 する 次第であります。 

0 湯淺倉 平 君 唯今 法制局 長官の 御 答 辯が ございま 

し たけれ ども、 本員は 依然として 本員の 疑を 解く に 

は 足らない のであります、 去りながら 意見の 相違を 

繰返して 申す と 云 ふことは 甚だ 恐れ多い ことで あり 

ますから" 其點に 付きまして ほ 重ねては 申し ませぬ 

稩り であります が 「豫算 ノ範間 內二於 テ」 と 云 ふ 文 

字が あつて 政府の 最初 衆 調 院に御 提案に なりました 

時に、 之に 伴 ひまして 裸 算外國 庫の 負擔 となる 契約 


を爲 すの 件の 中の 農 商務省 所犄の 部に 開 绍獎拗 费な 
る ものが 載つて 居る のであります、 若し 「豫算 ノ範 
困 內-一 於 テ， 一と 云 ふ 文字を 削除いた します とします 
れば 、其 點に 付て 決 鼓を 要しない ことになるので は 
ありませ ぬか、 豫算の 範圍內 と 云 ふ 文字が 無くても 
尙ほ豫 筘外國 庫の 負擔 となる 契約を 爲す を耍 する 件 
の 中の 開 獎勵 費の 項を、 決議いた さなけ れぱな ら 
ぬ 必耍が あるので ございませう か， 此點を 伺 ひたう 
ございます。 

〔政府 委員 横 田 千 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府委 負 (横 田 千 之 助 君 〇 唯今 場淺 君の 御 質問に 
對 しまして は、 私が 先き 程 申しました 前段の 趣® か 
ら來 るので、 元. 來 補助の 指令を 爲 すべき もので あつ 
て、 期限の 決つて ある もの ほ、 是れほ 政府が 豫算外 
國庫の 負擔の 契約を せず して 繼續 年限の 補助の 指令 
をす る ことが 出來る ものと、 政府は 解釋 して 居り ま 
す、 併し 此開懇 助成 法の 如く 其 期限の 不確定な もの 
であつ て、 補助の 數額が 幾何に 及ぷ かと 云 ふことの 
分らない 未確定の ものは、 政府の 見る 所では 法律が 
豫算 の範園 內と云 ふ 明文を 置かず とも、 法律は 行政 
部に 左樣な 過大な 權 限を 委任した ものとは 見て 居ら 
ぬ、 玆に 於て 豫算 外に 15 する 所の 數 額に 付て は、 本 
年度に 於ても 豫算に 依つ て 初年 度 要求す ると 同時に 
次年度 以後の 分を 豫 » 外國 庫の 負擔の 契約と して 御 
協算を 求む る 次第であります、 其 見地から 來た 次第 
であります。 

〔男爵 阪谷芳 郎君 演壇に 登る〕 ■ 

0 男爵 阪谷 芳郞君 私は 委員長の 報告で 定めし 說明 
を 承る と考 へて 居りました のであります が* 委員長 

の 御 報告に ございませぬ から、 一つ 御 尋ね 致したい 

のであります ' 此政府 の 原案に 依ります ると 肋 成金 

は 助成金を 受けた 者から 返還す る ことにな つて 居り 

まして， 是ほ 誠に 適當な ことで あらう と考 へます の 

でございます、 近年 世の 風潮を 見ます るに、 旣に普 

通潠擧 の 盤が 段々 大きくな つて 居り まし-て‘ 兎角 一 

般國 民の 負擔が 重く つて 資本家の みが 單り 都合の 好 

いこと をす ると 云 ふやうな 感じを 有つ て 居ります の 

で、 是は 今度 歐擺 巴戰萌 の 結果と 致しまして、 歐洲 

諸國の 現狀に 照らしましても 當局 者と して 大 に御考 

隞あら ねばならぬ ことで あると 考へ ます、 即ち 此政 

府の 原案に 於て は 食物の 供給に 急なる が爲に 開懇に 

助成を 與へ るが. •旣 に開懇 がな つて 相當の 利益を 上 


げるや うにな つたなら ば， 其 元金は 政府に 乂 返還 さ 
せる と 云 ふので* 資本家を 補助は なさる けれども、 
同時に 資本家が 又 それを 政府に 戾すと 云 ふので あり 
ますから、 至摔公 平な ことで あらう と考 へます* の 
みならず 大蔵大臣の 御說 明に 佐〇 まする と 政府の 财 
政と 云 ふ ものは 決して さう® 富では なく .* 旣に敎 育 
の 如き 學 校の 建築を も 借金に 法る と 云 ふやうな 苦し 
い 案が、 貴族院の 方に 廻つ て B るので ございます、 
然るに 此五 千萬圓 からの 收 入を 一言の 下に 政府 ix 御 
同意な さると 云 ふのは どう 云 ふ_な んで あります か 
甚だ 本員の 了解に 苦しむ 所で、 左程 容易す く 御 同意 
なさるな らば 初めょり 原案に ない 方が 宜しい ので、 
原案には 立派に 其 返還の 方法に 掲げて 置きながら、 
忽ち 是に 同意な さると 云 ふの ほどう 云ふ謅 であるか 
若し 此五千 萬圓の 返還を 此處で 抹殺して 仕舞 ふと 誰 
が 此負擔 を脊負 ふかと 云 ふと、 一般 國民 が脊 負は な 
ければ ならぬ、 一般 國民ほ 何に 依つて 脊負 ふかと 云 
へば 酒の 税 、煙草の 再賣 とか、 いろ <の税 に 依つ 
て是 を負擔 する のでありまして、 甚だ 今日の 時勢に 
照らして ほ 稍々 隱 當を缺 くと 考 へます ので、 即ち 政 
府の 原案が 甚だ 當を 得て 居る やうに 思 ふので ありま 
す、 で 委 M 長の 御 報告に も 何も 此重大 なる 點 に 付て 
御 報告を 聽く ことを 得 ませな かつた のは 甚だ 遣憾と 
致します、 委員長な り 若は 政府から なり 明瞭に 此點 
を 御 答に なつて •國民 一般に 安心を 與 へる やうに 致 
したいと 考へ るので あります、 一賻 御} 群ね 致します 
〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今 阪谷 男爵の 政府 
は 何故に 容易す く 二十 箇 年に 五 千 萬圓 足らずの 歳入 
を 見 ？ 1? てた か、 財政が 甚だ 困 11 であるに 拘らず 容易 
すく 五 千 萬 圓の 歳入を 見棄 てた かと 云 ふこと に 付て 
の 御 尋ねで ございます、 固ょり 金高の 多少に 拘らず 
歳入の 少しで も 多き ことを 希望す るので あります る 
が、 併し ' Itb 一旦 補給した 利子を 再び 又數 年に 苴 つて 
取 返す と 云 ふこと では、 獎 _ が 少しく 足りない やう 
に 思は れる 、必ずしも 資本家の みが やる 仕事で もな 
し 旣に開 ■をす る 資本に 對 して 他から 借入金 等を し 
まして 從事 する 者が 多い ので、 其 利子を 柳 ふが 爲に 
補給と 云 ふことは 起る のであります、 而 して 其； 兀利 
を 償却す る ことには、 なか < 其 開 is 地の 收 益を 以 
てす るのは 永年に 宜つて 目的を 達する やうな 次第で 
ございます、 若し 此 利子の 返還を 求めない 場 < rl に 於 
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ては 尙一暦 開懇 のこと が 獎拗 になつ て容* すく 行 It 
れ ると 云 ふこと であり ますれば、 一時に :/ n 千 3s it]i o 
® 入を 失 ふので はあり ませぬ、 二 十 ! >-5 年に U つて 年 
年 そくばくの 歲入を 失 ふに 過ぎない ので、 仲ながら 
此 補給を した 所の琪 業 ほ 必ず Lvi の is を 咐 し、 一方に 
ほ 其 入の 所得 も佾 し、 又 地租 も 改まつ て 來る譯 であ 
ります からして、 必ず 利子を 戾され なくても、 其 結 
果 として 即ち ® の 富を 佾し其 人の 所得を 松す と 云 ふ 
上に於て、自然と矢張0それだけ政府 0 歲人をゼ加 
する ことになるの であります、 益々 獎勵 する is 味に 
於て 政府 ほ 其 返還と 云 ふこと を fil める ことに； s :a い 
たした ので ございます •故に 全く 是が 歳入の 缺陪を 
全部 生す ると 云ふ譯 でな く 間接に 所 ^ fa なり 地租な 
〇、 さぅ 云 ふ 方から して、 自ら 此結果 として 歳入を 
增す結 果にな 〇 ますから して •其 ia のこと を考傲 い 
たしまして 一且與 へました 利子補給は 返還す るに 及 
ばず と 云 ふこと に 同意を 致した ので ございます から 
して 左樣御 承知を 願 ひます。 

0_ 長 (公 » 德川家 達 君) 採決を 致します、 本案の 
第二 讚 ir を 開くべし とする 諸君の 起立を &!1 ひます。 
起立 者  多數 

〇謅長 (公 將德川 家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 伯爵照澤金次郎君直ちに第二訥會を開かれんこ 
とを 望みます。 

〇 男爵 武井守 正 君 賛成" 

0 伊澤 多 喜與君 本案は 政府の 計 1!? に 依りましても 
五 千 萬 圓と云 ふ大な る 支 111 をし なければ ならぬ こと 
であります、 又 吾々 共の 見解に 依り ますれば 是が一 
億になる か、 或は 二 億になる か 分らぬ と ik ふ m 大な 
る 法案で ありま 十から して 成規の 期間を® いて 第二 
li sr を 開かれん ことを 希圍 いたします。 、 

〔男 ® 中 川 興 長 君 發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君 d 中 川 W 爵は 何です か。 

〇 男爵 中 川 興 長 君 伊澤 君に 賛成であります。 

0 翳 長 (公爵 徳川家 達 君〕 伊澤 君の發 言には 寶成を 
要し ませぬ 廣澤 伯爵の 直ちに 第二 ia @ を 開くべし と 
云ふ軌_に同意.の諸君の起立を請ひます。 

起立 者 …… 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 1 JS く 御 起立を 願 ひます… 
…數が 不明瞭で ございます から、 定規の 日數 を經ま 
して 一一 讀會を 開く と 云 ふ 說に賛 成の 諸君の 起立を 請 
ひます。 
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る •併ながら 將來國 立 精神病院を 造つ て さう して 患 
者の 屮で 危險性 を帶 びて 居る、 殊に 殺人、 放火 等の 
患者が 年々 百 ? T 十餘名 あるので あるから， 斯う 云 ふ 
公安を} !}:するやうな街：者を谷府縣に於て斯う云ふこ 
との 危險 性の m 者を 此國立 病院に 收容 する ので ある 
斯う 云 ふ 御 答 辯が ありました、 又 中には 地方の 遠隔 

の 地より m 若を 此阈立 病院に 送つて 来る のに 3S だ 闲 

雛を 感じ やしない か、 又 それが 锊際に 於て 巧く 行は 

れる かどう かと 云 ふ 御 質 間 も ございました、 之に 對 

しては 內務大 R より 谷 府縣 に rc く 所の 病院には それ 

患者の 程度が あつて、 其 中で 最も 重い 今 申 上げ 

ました やうな 除 險性の 患者の 如き ものは 谷 府縣に 於 

て 特別の 設備を 嬰す るので ある、 それを 一々 二三 人 

の爲に 特別な 設娴 をす ると 云 ふことは SS MJ も 掛かる 

し、 n. つ® だ 手數 のこと であるから、 それを 一つの 

國立 精神 ? W 院 に @ めたら それで 其方が 却つ て宜 いと 

思 ふから して-さう 云 ふ 方針を 執る 積り である、 斯 

う 云 ふ 御 答 辯で ありました、 併ながら @ 際に 於て は 

遠隔の 地から して 此 精神病 者を 連れて 來 ると 云 ふこ 

とは 或は 五六 人の 監讖 者を 要する と 云 ふやうな 有樣 

で 以て 非常に 闲雛で あらう と 云 ふ 御 質問 も ございま 

した， それから 谷府縣 に 於て 如何なる 程度の 涡院を 

建てれば 政府は それで 滿足 を爲 さる か、 又 其收容 人 

員は どの位な ものである か* 斯う 云 ふ 御 質 間で あり 

ました •之に 劉して 政府 當 局より 大 K 甲乙丙と 三つ 

に 分ち まして‘ 甲の 中には 二百 五十人 位を 收容 し， 

是が 先づ 四縣位 ある 見込で ある •又 乙の 方には 百 五 

十 人 以上を 收祥 して それ か 十二 縣位な 見込で あると 

云 ふこと で ございました、 又 丙の 病院には . 75; 十 人 未 

滿を 收容 する 見込で ある、 是 が相當 の 收容 人員は 六 

千 二百 九十 六 人位は 出来る、 斯う 御 答 辯で ありまし 

た、 1L つ 其 8 f 經费は 五 百 七十 二 萬 九 千 餘圓掛 つて、 

此 半分を 國 0X が 補 WJ をす るので ある， 斯う 云 ふこと 

で ございました、 又阈随 補助の ことに 付て 御 質問が 

あつたので ございます、 之に 對 しては 谷 府縣を 通じ 


て 均等に 致す のであつて、 其 創立 费、 擷張费 、初 度 
調辨费の二分 0 1の補助を爲し、轾常费に於て六分 
の 一を 袖 助す ると 云 ふ 御 答へ で ございました、 之に 
勃して、 質問 ほ 終りました 後に、 意見に 移りまして 
禿 員の 方より 修正が 出た ので ございます、 さう して 
是 ほ 全會 一致で 可決すべき ものな りと 議 r いたした 
ので ございます、 其 修正を 唯今 申 上げます、 精神病 
院法の第一條の第一項中「但シ必要卜認ムル」云々 
と 云 ふ 所を 削つ たので ございます、 又 第二 項を 全部 
削り、 第三 項 も 削つ たので ございます、 さう して 但 
し 第一 項の 但し 云々 とあります 之を 削りました 理由 
は、 本文に 於て 旣に 意を 盡 して 居る ので あるから、 
B 獨 にも 又 共同に も 設置が m 來 るので ある-特に 玆 
に 雷く 必要は ない と 云 ふので 削りました ので ござい 
ます、 第二 項は 之は 第 一條の 本文に r 主務大臣 ハ 北 
海道 又 ハ 府縣- 一對シ 精神病院 ノ設 置ヲ命 スル コト ヲ 
得」 とあります ので •玆に 費用の ことが « いて ござ 
いますが、 之を 特に 霤上げ る 必要は ない、 是は螯 文 
であると 云 ふので 削つ たのであります、 又 第三 項 ほ 
府縣 制の 第 百 二 十六 條の 二に、 府縣 制に 關 する 組合 
の 規定が ございまして、 之に 依りまして 共同 設置 も 
或は 組合 も 出来る ことにな つて 居る のでありまして 
府縣制 改正の 以前なら ばい ざ 知らず、 兎に角 改正 後 
の 今日に 於て 態々 玆に 明記を しないでも 'ti 二十 六條 
の 二に 依りまして 是 が當然 出 來 るので あるから と 云 
ふこと で 削りました のであります、 それから 第六條 
を 削除いた しました、 其 理由は 此 中に r 國立 精神病 
院」 と 云 ふ 文字が 在る のでありまして、 現在 無い 所 
の 又 今後ず つと 先の ことは 知らず、 此 法案に 依つ て 

も 直ぐに 立たない、 所の 國立精 神 病院を 掲げる と 云 

ふことは、 どう 云 ふ ものである か、 是は國 立 精神病 

院を 造られる 時に 此 法案を 改正され たなら ば それで 

宜いで あらう、 今玆 に褐げ て 置く 必要 ほな からう と 

云 ふこと で ございました •次に 結核 豫防 法に 移り ま 

す、 御 承知の 通り此 結核 患者と 云 ふ もの 4 i 甚だ 恐る 

べき もので あつて， 是が此 法案に 依りまして 豫防、 

撲滅を したいと 云 ふの が 本 法の 精神で こざいます、 

最近の 調査に 依ります ると 其 患者の 數が五 十 萬人以 

上 もありまして， 此屮汗 亡者が 八 萬 人餘も あると 云 

ふこと でありまして、 殊に 壯年で ある 所の 十五 歳 乃 

至 五十 歳 位の© 闲 者に 結核 病 者が 多い ので ありまし 

て、 社會 政策 上 >  又經濟 上に 於き まして 非常なる 損 


害を 來た すと 云 ふので あります る、 法つ て 此 法案に 
佐り まして •是が 豫 防、 撲滅を 岡りたい と 云 ふので 
ございます* 此法 案に 對し まして 委員 會に 於き まし 
て、 矢張り 修正が、 委員の 方よ om ましたので あり 
ます， それ (3; 第三 條を 削除いた したので ございます 
其 理由 ほ 释師が 患者に 预防方 法を 敎 へても 之を 行は 
ない 場合には、 當該官 吏に 申 吿を すると 云 ふこと が 
規定して あるので ありまして、 是は醫 者と しまして 
も 自分の 診て 居る 患者が 結核 病で あるから、 それで 
豫防 方法を 講じない と 言つ て K ぐに 申告を すると 2;- 
ふやうな ことは •其 情に 於て 甚だ 忍びない ことで あ 
る、 又 患者に 依りまして 結核 病で あると 5 ふこと を 
早く 敎へ たなら ば、 遂に 死期を 早める やうな 結果 も 
来たす のであつて ■■此 第三 條は さう 云 ふやうな 理由 
に 依りまして. ない 方が 宜か らうと 云 ふこと で 削除 
いたしました •それから 第 七條の 「但シ 必要 卜認ム 
ル トキ ハ ニ 以上 ノ公 共團體 ヲ 指定シ 共同 設置 ヲ命ス 
ル n トヲ妨 ヶス j と 云ふ條 文が ございます が、 此の 
r 但シ 必要 卜認ム ル」 云々 から 以下を 削りました の 
でございます、 是は 矢張り 精神病院の 法案と 同じ や 
うな 理由に 依りまして 削つ たので ございます、 又 第 
二 項を 削りました の も 精神病院の 時に 申 上げました 
のと 同じ やうな 理由で ございます、 第三 項 も 削り ま 
したので ございます •是は 市町村 制の 百 四十 九條に 
市町村 組合に 關 する 規定が あるので ございまして， 
之に 依つ て暍理 する ことが 十分で あつて、 態々 此處 
に此 規定を 書 上げる 必要がない ので ある、 斯う 云 ふ 
理由に 依りまして 削りました ので ございます.‘ それ 
から 第 十四條 の官廳 の 下に 「公 碧」 と 云 ふ 文字を 入 
れ ましたのと、 官立と 云 ふ 字の 下に 「公立」 と 云 ふ 
文字を 入れました ので ございます、 是は學 校の 管理 
者た る 所の 校長が 其豫 防を しないと 云 ふので 直ぐに 
法律に 依つ て 罰せら る、 と！ K ふやうな ことがあ つて 
は、 甚だ 穩か でない と 云 ふので •此處 に 公 碧と 云 ふ 
文字を 入れ 又 公立と 云 ふ 文字を 入れまして、 さう し 
て 懲戒 令に 依つ て 罰する と 云 ふこと になつ た 方が 穏 
かで ある •斯う 云 ふ 理由で 此處に 入れた ので ありま 
す、 第 十 五條の 「第一 項 若 ハ 第三 條」 此 文字を 削つ 
たので ございます， 是は 前に 申 上げました 結果に 依 
りまして 之を 當然 削る ことにな つたので あります、 
今度は 「トラ ホ— ム」 豫防 法に 付きまして 申 上げ ま 
す、 御 承知の. 通り 「トラ ホ ーム」 患者と 云 ふ もの ほ 


_ 七 九 八  I 

一千 ffi: 入 以上 も ございまして、 なか < . 

强い もので ございまして、 是が 璲 に 外！ s に參 ります 
稼 民 等 •か 禁止を せられて 上陸の 出来ない と 云 ふや 5 
な 者が 澤山 あるので ございます  >  矢 張り Ilt u;- 案に 法 
りまして 预防 し A つ是が 撲滅を 岡りたい と： K ふので 
ございます •委員 尙 に 於き ましては 此案 にも 修正を 
致しましたのでございます-それは第八條の钌酞〇 
下に 「公 ■」 と 云 ふ 文字を 入れ 官立 〇 下に 「公立 J 
と 云 ふ 文字を 入れた ので あ 〇 ます、 是は 前に 巾 上げ 
ました 結核豫 防 法の 理 m と 同じ ことであります. そ 
れから 第 九條 に付きまして m 湃が悚 防 方法を 示して 
も 之を 行は ぬと 云 ふやうな 場合 ■若く は ^ 師 に fj- き 
まして 書面で 指示を しない 場合、 n3 ち 申 代の 場 A- で 
あります、 此と きに 科料に 處 すと 云 ふこと が & るの 
であります けれども •是は 今日 释師を 直ちに 法 {-It に 
依つ て 罰する と 云 ふやうな ことは 甚だ 面白くない こ 
とで あつて、 外國 等に 於て ほ 先づ慾 fv を發 して 然る 
後に S すると 云 ふこと になつ て 居る のでありまして 
其邊ほ 常 局に 於て 訓令を 發し 一時的で なく 將來共 に 
必ず さう 云 ふ W にす ると >  斯 う 云 ふこと で ございま 
す、委員會に於きましてほ_今申上げました通り段 
段 質問 應答を 5|1 :ねまして、殊に六回に亘0まして十 
分に 密査を 致した ので ございます、 さう して 此 修正 
案に對しましては全會一致を以て |11 決いたしました 
ので ございます、 又 政府に 於ても 之には 同® すると 
斯う 云 ふこと でございます、 大踏御 報吿申 上げます 
〇阪 本釤 之 WJ 君咄 今の 御報齿 になり ました 中で 眾 
り 漏し ました かも 存じ ませぬ が、 槠神涡 院 法の 第一 
條の 第二 項は 御 削りに なりました かの やうに 眾りま 
したが、 御 削め になつ たのであります か、 なり ませ 
ぬのでありますか、それを一つ通りたい、それから 
肺結核の 方の 第 十五 條の條 文中の 「若 ハ 第三 條ノ規 
定」 と 云ふ數 文字ので あります が、 御 削りに なつた 
のであります か、 其 點を 一つ 伺 ひたい。 

0 侯爵 花 山院親 家君 精神 ? W 院の 法案の 第二 項は 削 
りました ので ございます、 それから 其 後との 御 問は 

ちよつ と 分り ませぬ で ございました が . 

0 阪本釤 之 助 a 結核 預防 法の 第 十五 條の 中の 「若 
ハ 第三 條ノ 規定」 と 云 ふ 文字が あります るが、 是は 
御 削りに なつた か、 どうかと 云 ふこと であります、 
立ちました 序に 伺 ひます るが、 精神病院 法の 唯今の 
第 一條の 第二 項は 御 削りに なつた と 致します ると、 
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結核 預防 法の 第 七條の 第二 項が 丁度 同じ 趣旨の 條文 
であります るが、 此方は 御 削りに ならな かつた ので 
あります か、 是と _ 今 伺 ひました 第 十五 條の 中の 數 
文字を 御 削りに なつた か •ならぬ かと 云 ふ、 此 11 點 
を 伺 ひたいので あります" 

0 侯爵 花 山院親 家君 尙ほ 詳しい ことは 修正を せら 
れた委 3T より 御 答 辯が あると 存じます •左樣 に …… 
0 江 木 千 之 君 修正案を 提出いた した 私より 御 答を 
致します が、 第 七條の 第二 項 も 削つ たので ありまし 
て、 順 今 委員長の 報吿に 於て 述べられて 居ります。 
0 阪木釤 之 助 君 第 十五 條の方 も 御 削りに なつた か 
十五 胳にあ る ® ( 文字 も 矢張り 御 削りに なつて 居る の 
であります か。 

〇江 木 千 之哲 何條 です か。 

〇阪太 杉 之 肋 君 十五 陆の 「若 ハ 第三 條ノ 規定」 と あ 

る、 此數 文字であります、 第二 條 第一 項の 次に 「若 

ハ 第三 條 / 規定」 とあります が， 此數 文字 も 無論 御 

m o になつ たと 思 ひます が、 ちよつ と 御 報告 中に 鸱 

ffi らしました から . 

o ir 木 千 之 君 其 通り .：：. 

〇阪木 釤之助 君 御 削りに なりました か。 

0 江 木 千 之 君 削つ てあります。 

0 議長 (公 ! I5? 德川家 達 君〕 御異 謎がなければ _今 委 

員 長の 報齿 せられました 三 案 共に 一括して 問題に 供 

します。 

〔「異 誰な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長 C 公 防 始 川家達 君) 嵇神涡 院 法案、 結 該務防 

法案、 「トラ ホ ーム」 雅阽 法案の 第二 is 會を 開くべし 

とする 諸辑の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇蓀長 (公 K 德川 家達对 〕 過半數 と 認めます。 

0 男 ITF 高木 兼 W 君 唯今 二 la 會に 移す ことにな り ま 

したる 三 案と も、 第二 la 會を直 ちに 開かれん ことを 

希望いた します。 

0 北風 柴三郞 君荇 成。 

0 SS 長 (公 辟 徳川家 Vi 君) 三 案の 第二 la 會を商 ちに 

開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異謎な し」 と 呼 ふ ？ f あり〕 

0 題 長 C 公 W 1S 川 家 S 君) 御 異菝な いと 18 めます。 

051 長 (公 Iff 德川家 達 君) 委 M 會に 於て修 正せられ 

ました 條文を 朗 S いたさせます。 

〔成 瀨 W SP. 官朗 la 〕 
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ノ 下-- 「公立」 ヲ加へ 「第 五條」 ヲ 「第 四條」 二 
「第 六條 」 ヲ 「第 五條」- 一改ム 
第 十五 條中 「第一 項 若 ハ 第三 條 」 ヲ削リ 「第 四條」 
ヲ 「第三 條 一-- 改ム 

第 十六 條中 「第五 條」 ヲ 「第 四條」 -1 「第 六條 」 

ヲ 「第五 條」 二改ム 

「トラ ホ ー ム ，裸 防 法案 中 左ノ通 修正ス 

第 八條 中 「官 廳、 」 ノ下 -I 「公署」 ヲ加へ 「官立」 

ノ下 -I 「公立」 ヲ加フ 

〇議 長 c 公擗德 川 家 達 君) 全部を 間 題に 供し ます、 

全部 特別委 員會の 修正に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し. 一と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〇 男爵 高木 兼 ®: 君 直ちに 第三 讀會を 開かれん こと 

を 希望いた します。 

0 北 里 柴三郞 君锊 成。 

〇辍長 (公 P 德川家 達 君) 直ちに 三 案の 第三 讀會を 

開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異惑 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


〇 議長 (公昭 德川家 達 君〕 第二 la 會の 決議 通り 總て 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 公爵 摁川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


0 議長 C 公 前 德川家 達 君〕 日程 第 十三、 度量衡 法 中 
改正 法律案、 政府 提出， 第 i 會の辍 、委員長 報告 
冷泉子腓。 

度贵衡 法 中 改正 法律案 
右 別冊の 通 修正せ 〇依 て 及 報 街 候 也 
大正 八 年 三月 十三 日 

右 特別委 員 長 

子爵 冷泉 爲勇 
貴族院 議長 公 ® 德川家 達 殿 


——霞 


第 四條ノ ニ .度量 海- 1 甚キテ 定ムル ノ溫 度、 密度、 

_ 力、 工率 其 ノ他ノ 狀態及 能率/計量 ノ單 位- 1 

シテ 度量衡 又 ハ 度量衡 及 度量衡 二 非 サル 他ノ 
單位 二 te リテ 定ムル モノ,； 關シ〇 
關シ 0 テ ハ g 令 ヲ以テ 之 プ定ム 

第八條 ノ三 度量衡-一依 ル JH 味量ノ 表記 アル 商品 
〇 表 巳 

f ゾテ 其ノ〇 正味 量ガ實 量ヲ 超過 スル モノ ハ 命 
令 ヲ以テ 定ム ル ^ 合 ヲ除 クノ 外之ヲ 販賣シ 又 ハ 
販賣ノ 爲之ヲ 所持 スル コト ヲ得ス 
商品 ノ 度量衡-一 依ル 量目 ノ表記 ハ 正味 *: ノ 表記 
,一 非 サル n 卜明 ナル 場合 ヲ除 クノ 外之ヲ 度量衡 
-I 依 ル 正味 量ノ 表記 卜 看做 ス 
第 十一 條ノ ニ當詫 官吏 ハ 度量衡-一依 ル 正味 惫ノ 
0 表 巳 

表記 アル 商品-一 -ど ア其ノ 。正味 量 力實量 ■ヲ 超過 
スル モノ ノ 表記 ヲ 更正. ゾ又ハ 消去シ 其ノ他 取締 
上 必要 ノ處 分ヲ 爲ス コト ヲ得 
〔子 W 冷泉 爲勇君 演壇に 登る〕 

〇 子 W 冷泉 爲勇君 唯今 議題に 上りました 度量衡 法 
中 改正 法律案の 特別委 ft 會の經 過 並に 結果を 簡單に 
御 報 f? fH 上げます、 此 委員 會は 去ん ぬる 十二 日、 十三 
日此兩 日に 直りまして 開會 いたしました、 先づ 正副 
委員長 C5 互選を 行 ひまして、 引續 いて 會議を 開いた 
ので ございます、 本案 提出の 理由に 付きまして は、 
旣に 先日 本 翳 場に 於き まして、 當局 大臣より 詳細な 


る說明 が •こざいまして、 委員 # に 於ましても 亦 泊の 
理由を 敷衍して 當局 者より 詳細なる 說明 を焊た ので 
あります、 玆に 改正せられ ん とする 案には 三つの 主 
たる 目的が あるので あります、 第一の 理由は 計盘器 
の檢 定に關 する 取締で ございます、 第二は 表記 ffl: 目 
の収締 でございます 第； 一一は 類似 度量衡 器に 關 する 収 
締で あります、 以上の 三 黏 が 骨子と なりまして* 此 
改正案を 提出せられ た 次第であります、 委員 會に於 
きまして は 娄員 諸. 君に 於 かれましても •本 問題に 付 
きまして 反覆 丁寧に 密議、 攻究いた された ので あり 
ます •隨つ て 質 間 も 多々 ございます るが、 今 玆に一 
々之を 御 紹介 rH 上げる ことは 頗る 煩雜に 流れます る 
が 故に、 玆にほ 其 內容の 一端 即ち 質 間、 聰 答の 極め 
て大 體 に苴 りまして 聊か 御 紹介を 申 上げたい と 存じ 
ます、 質問を 大別いた します ると 大要 二點 に歸す る 
のであります、 それは 度量衡の 根本 問題 是が 一つ、 
今一つは 改正案に 對 する 質問で ございます、 此二樣 
の 質問に 區分 する ことが S 來 ると 思 ひます、 前者 即 
ち 根本 問題に 對 する 質問と 致しまして は、 今や 世界 
各國 r メ ー トル」 度量衡を 採用 せんとし つ、 ある 現 
下の 惝 勢なる にも拘らず、 我國に 於て は 度量は 尺、 
衡は K を 以て 基本と すると 云 ふ 原則を 今尙 ほ SI 守し 
つ V あるので あります-政府は 此際に 根本的 改正案 
を 提出す るの 意は ないか 又 本 改正案に 付きまして は 
大正 八 年度の 豫算に 計上いた して 居ります る 度量衡 
調査 委員 會なん かの 結果を 侠つ て 提出す る ことに 出 
來な いので あるかと 云 ふ 問に 對 しまして 「政府 ほ 下 
の 如く 答へ たのであります、 帝 國が 「メ ー トル」 條 
約に 加盟して 居る 以上は 「メ  — トル」 法に 改む ると 
云 ふ 事は* 主義に 於て 全然 同感で ある、 併ながら 其 
實行 方法に 付て は 極めて® a なる 考慮を 耍す るので 
あるが 故に、 是は 調査 委員 會の愼 m なる 辦議 に俟た 
なければ ならぬ、 II つ 度量衡の 統一 其 ものは 我國に 
於け る 度量衡の 根本的 方針を 定む るに あるので ある 
けれども、 此 改正案なる もの. は ® に 度量衡 又は 計量 
器に 付て 實際的 弊害を 除去す ると 云 ふの が 趣意で あ 
る、 斯樣に 答へ られ たのであります •次の 問に 對し 
まして …… 質問は 字句の 修正 或は 條 文の 適用 其 他の 
質問で ございました、 詰り 原案の 第 四 條の二 、第 八條 
の 三 其 他の 二三 箇條 に亘 りまして の 質 間で ございま 
す、 隨分 質問 も續發 したので ございます、 併ながら 
是は專 門の 事に ) 1 します るから して， 茲に 省略して 
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置きます 、詳細に H りました る 事柄 ほ 速記 錄に 依つ 
て 御 熟 s£ を 請 ひたいと 思 ひます、 ® 問 li その 位で 打 
切りまして、 討議に 入りまして 木委 a 中より 三简條 
の修 JH 案が W たのであります、 f® ®: 上ち よつ と朗 證 
致します、 第 四 條 …… 總て 修正案の 朗證を 致します 
るから 左 S' 御 承知を ：■ … 第 四 條の二 「溫 度、 密度、 
呢力 •  H 率 其 ノ他 ノ狀賭 及 能率 ノ計： S  ノ單位 f ゾテ 
度 J/n; 術 又 ハ 度 jit 衡及度 1 m 衡 ― 非 サル 他 ノ靼 位-: te ッ 
テ定ム ル モノ， I 關シテ ハ轴 令ヲ以 テ之ヲ 定ム、 」 是が 
一箇 勝で ございます、 其 次 (3; 第 八條の 三で ございま 
す、 「度馈 衡- 一依 ル JH 味®  ノ 表記 ァル 商品 f ゾテ其 表 
記 7H 味 M 力 H ir'c ヲ超過 スル モノ ハ 命令 ヲ以 テ定ム ル 
場合 ヲ除 クノ 外之ヲ 阪资シ 又 ハ販賣 ノ 爲之プ 所持ス 

ル コト ヲ得ス J 是が 第二 箇條の 修正、 第三は 第 十一 

條の M 「 當該 官吏 ハ 度贵衡 二 依 ル JH 味跫ノ 表記 ァル 

商品, ー シ テ其ノ 表記 ] H 味 M 力 H M ヲ 超過 スル モノ、 

表記 ヲ更 正シ又 ハ 消去シ 其 ノ他 取締 上 必要 ノ處 分ヲ 

爲ス コト ヲ得 j 斯樣に 修正に 相 成りました •そこで 

此 修正の 理由を ちよつ と 申 上げます るが、 原案に 依 

ります ると-字句 若く は條 文の 意義が 明瞭を 缺 いて 

居る點 がご ざり ます、 詰り此 修正案は 修 文の 意義 或 

は 字句の 解 釋 に付きまして 明瞭に 致した と 云 ふ 趣意 

から 致して •修正を 致した 次第であります、 探 決に 

及びまして 金 會 一致を 以て S 員 Sr は 修正案を 可決い 

たしました 次第で & ります、 終りに 臨みまして、 一 

言附 加へ て ') =1 上げて 置きます るが、 此改正 案に 付き 

ましての 御 質疑 等が ございましたなら ば. どぅぞ 政 

府委 M に 御 ^ ねを 願 ひたいと 存じます、 是で御 報 吿 

は 終りました。 

〇鼷長 C 公昭 德川 家達嵙 ) 本案 第二 讚 會を開 くべ し 

とする 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇讁長 (公 ffif 德川家 達 君〕 過半數 と 認めます。 

〇子擗 冷泉 爲勇君 直ちに 第二® 會を 開かれむ こと 

を 望みます。 

0 子爵 西 大路 吉光君 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第二 ® 會を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 餺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0議長(公辟德川家達封〕御異議なぃと認めます。 

〇識長 (公爵 德川家 達 君〕 全部を 問題に 供し ます… 

..•特別委 員 © の 修正 說に御 異存 ございませぬ か。 


【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇 議長 C 公博 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 子 ® 冷泉 爲勇岩 直ちに 三讀會 を 開かれむ ことを 
望みます。 

0 子 13 西 大路 吉光 君锊 成。 

〇議提 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 ra 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第二 is! 會の 決議 通り 御異 
存ご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0_長( 公® 徳川家 達 君〕 日程 第 十四、 十五 ほ 同一 
委員に 付託せられ ましたから、 一括して 委 M 長の 報 
吿を 求めます、 家 祿賞典 祿處 分に 闊 する 法律案 •沒 
祿處 分を 受けた る 者に 對 する 給與處 分に 關 する 法律 
案 ■衆議院 提出、 第一 讀 會の續 、委員長 報告、 八條 
子爵。 

家祿賞 典祿處 分に 關する 法律案 
右 可決す へき ものな りと _決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三 月 十三 日 

右 特別 委員長 

子爵 八 條隆正 
貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 
沒祿處 分を 受けた る 者に 對 する 給與處 分に 關す 
る 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月 十三 日 

右 特別 委員長 

子爵 八 條隆正 

贵族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 

〔子爵 八條隆 正 君 演壇に 登る〕 

0 公爵 八條隆 正 君 唯今 議題に 供せられ ましたる 家 

祿賞典 祿處 分に 關 する 法律案， 並に 沒祿藏 分を 受け 

たる 者に 對 する 給與處 分に 關する 法律案， 右：： 案特 

別 委員 會の經 過 及 結果を 御 報吿申 上げます、 御 承知 

の 通り 此兩 案は 貴 衆 兩院に 請願と. なつて 現は れまし 

たもので も 有ます •又 衆議院に 於き まして ほ 第三 十 

七 帝 國_會 、並に 第 四十 S 會に 於き まして、 法律案を 

提出せ らた のであります、 右兩 回と も 當院に 於き ま 

しては 愼 重なる 審査を 盡され ましたが 爲に二 回と も 


審査 未了の 儘、 會期 を經 過いた しました ので ありま 
す、 右樣の 沿革を 以ち ましたる 兩案で ございます る 
からして、 今回は 委員 窗に 於き ましては 委員 諸君に 
於 かれましても 十分 審査せられ まして、 S に此懸 案 
を關 決する 事と なりまして、 木 日此處 に委 負位 の經 
過を 御 報吿申 上ぐ る 運びに 相 成りました ので ありま 
す、 此案は 衆議院の 提出 案で ござります るから して 
本 議場に 於き まして ほ、 末 だ 曾て 政府より 本案の 理 
由の 說 明を 致された ことほ 無い ので ございます から 
此際 私より I 應此兩 案の 提出に 至りました る 理由を 
御 紹介 申 上げる 必耍が あらぅ と 存じます、 努めて 節 
鼠に 申 上げます、 第一の 家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法 
律 案から 申 上げます、 明治 初年に 於き まして、 家 祿 
賞 典 祿は其 額が 極めて 巨額に 上 ぼり ましたので、 當 
時國庫 歳出の 四 分の 一 乃至 三分の 一と 云 ふ 額が あり 
ましたので あります、 從 つて 其 財政 上に 於け る 地位 
は 極めて 重大なる もので* こざいました から •政府は 
銳 意之が 整理に 努められた のであります、 明治 三年 
藩 制 施行 以来、 色々 の 手段を 講ぜられまして， 遂に 
明治 九 年 八月に 至りまして 祿制 を廢 止し、 同年 太 政 
官布吿 第 百 八 號を以 つて 金祿 公愤證 書發行 條例な る 
ものを 公布せられ まして、 5:1 祿高 に對 して 一定の 率 
を 設けて. 一時に 金 祿公值 證書を 交付せられ ましたの 
であります、 之れ を 以て祿 秩の處 分は 完結いた しま 
した. ので ございます、 然る W 當時は 申す まで もな く 
庶政 更新， 百事 草創の 際で ございました が 故に、 政 
府の處 分調迹 、時に 錯誤 あるを 兔れ なかつ たので あ 
ります、 從つて 抑々 明治の 初年より 致しまして 祿高 
の 訂正の 希 闍が續 々と 出まして、 政府に- 對 して 出願 
が ? 1S 出いた しました のであります、 政府は 亦 此の 錯 
誤を 認めまして、 大に 之が 査跤に 努めまして、 時々 
其 請願を 採用いた しました のであります >  然名 所、 
其誧 願は 續 々輩出いた しまして、 遂に 際限がない 有 
樣で ありました •斯の 如き 狀態 であります と 折角 祿 
高の 整理を 致しました 所が、 遂に 財政の 整理なる も 
のは 得て 期すべからざる こと、 なります _で ありま 
すから して、 政府は 金祿 公債 處 分を 致す と 同時に 同 
年の 九月、 太 政 官布吿 第 百 二十 三號を 以て 此祿萵 に 
關する 請願は 將來 採用し ない と 云 ふこと に 定め まし 
て、 爾後此 布告を 励行いた しまして、 一切 祿高引 直 
しの 請願は 受付け なかつ たの -e あ 〇 ます、 併ながら 
醫 士族 卒 族に 於き ましては 依然として 祿 高の 訂正の 


諧願を致しましたのであります—帝闵^-合が開 -^ に 
至りました . -' 後に： 4 f:o ましても、 旣に第 三 理 0 . . 
請願が y 々と «はれ 、從 つて 衆； 1烷に於 ? ましては 
質問汽を提出するとか、 5? ほ扭谈案を拟出するとか 
S に ほ 法 fit 案の 提出を 見る に 至つ たのであります、 
而して 此法钳 案は 第 十 謀<£ に 至りまして、 lli 烷を i!n 
過いた しまして、 即ち 明治 三十 年の 法 钳第： 土 十諛* 
家鞔赏 典 祿龌分 法なる も 〇 即ち 是で 5> り ます、；！ 法 一 
に teo まして、 明治 三年 藩 制 施行 以後 ^ 祿公 f.'i 皑分 一 
に 帝り ます ま •での f;i' に 於て、 政府の 錯誤 ある fig 分に 
te つて 祿 高に 相 常す る 給 與を 受け 得な かつた ^- は， 

M に 一箇年の 期限 内に 大藏大 K に 川 願し 煜 る、 而し 
て 之に 對 しまして •其 理山 ある 济にほ 祿 尚 整 现公 沾 
を 交付す ると： K ふこと にな 〇 ましたので あります、 
此三十 年 法律 第五 十號 に te つて ,, II 願いた しました る 
者が 二十 九 SS 三千 九 百人餘 と 云 ふ 多數に 上 ぼり まし 
たのであります、 而 して lit 內大踩 省が 理由 ありと し 
て 探 用いた したる 者が M'i に 三千 九 百 / V 餘り 即ち 割 < u 
で 申し ますれば W 人に 對して 一人餘 りと 云 ふが 如き 
寥々 たる もので あつたので あ 〇 ます、 然るに 此大藏 
省の 處分 に對 して： -f 服の 界が 多々 ありました ので， 
或は 政府に 出願し、 或は i't 衆 r*.'-! 院に向 つて 71願 を 致 
すと 云 ふが. 如き 有 棟を W び 繰返した のであります、 
そこで 衆 識院に 於き ましては 俊た 之が 救濟を 調ず る 
必耍あ りと 致しまして、 第二 十二 帝 网_會以 來 、第 
二 十五 讅會に 至る まで、 毎年 法案を 提出いた しまし 
たのであります、 而 して 第二 十五 _會 に 於て此 救済 
案は 兩院を 通過いた しまして、 而 して 明治 四十 二 华 
の 法律 第二 十一 號とな つて 現 ほれた のであります、 
此法 律に 依りまして、 品に 大贼大 I:': に m 願し 其 處分 
に 不服 ある 莕は六 箇月の 期 問 内に 行政 裁判所へ ^ II 訴 
して K いと 云 ふこと になり ましたので あります 、之 
に 依つ て 行政訴訟を 提起いた しました 者が 十 1; 九 千 
六百餘 入、 其 件數ほ 五 百 六十 五 件と 云ふ譯 になり ま 
す、 其 五 百 六十 五 件の闪 で 今日 旣に 終結を 見る に 至 
りました のが 三百 七十 一件、 殘 り ?-| 九十 四 件と 云 ふ 
もの ほ今尙 ほ 終結を 見る に 至らない のであります， 
所が 此 明治 三十 年 法 ? 45 第 :-/ t: 十號に 依つ て大藏 梅に m 
願し 得る 者 •又は 明治 P-M 十二 年 法律 第二 十一 號に 
つて 行政 裁判所へ 出訴し 得べき 者で あつて、 谷 補の 
事情の 爲に 遂に 此時 機を 失して 仕舞つ て、 今日最 ¥ 
救 濟の途 が 無くなつ た、 出願の 途が 無くなつ たと 云 
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ふ 渚が 出て 来たので あります、 舟 等の 者は 其 2jl 愦は 
各々® ぅで ありませ ぅが、 併し 何れも 本べ の 過失と 
云は* V 過失であります るが、 併し 段々 事情を 考へて 
見 ますと、 又 多少！： 一:愦 すべき 點が無 いで も ありませ 
ぬのであります >  衆蹢 院は是 等の 同情すべき 者に 對 
して 尙ほ 一回 救 濟の途 を 與へた いと 云 ふの が 本案を 
提 m せられました II 由なん であります* 次に 第二の 
沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 分に 關 する 法 
律 案、 lit 方を 申 >. げ ます、 明治 二十 二 年 憲法發 布の 
盛典に 當 りまして 第 十二 號 勅令を 以て 大赦 令が 布 か 
れたの であります、 之に 依りまして 同年 以前に 於て 
國事 に關 する 犯罪を 致した る 者 も 亦 大赦の 恩典に 浴 
したので あります、 然る 所 InJ じく 明治 初年以 來憲法 
興 布までの 問に 於て 阈 辦 に關す る 犯罪を 爲し 大赦に 

なつた もの、 間に 於て、 明治 九 年 第； S 八號 布 f'v 金祿 

公 {.■( 龌分の ありました 後の 者は、 旣に右 の 處 分に to 

〇 まして 金祿 公 fw 誑 的を 交付せられ て ® るので あり 

ます、 從 つて阌 也に 關する 犯 邪を 犯し， 除 族 處分を 

受けました 若で あつても、 沒祿處 分を 受ける と 云 ふ 

ことは なかつ たのであります、 然るに 明治 九 年金 祿 

公債 處分以 前の ものに ありまして は 未だ 祿制 の躞止 

せられざる 以前で ありました が 故に、 除 族處 分を 受 

ける と 同時に 沒祿處 分を も 受けた のであります、 玆 

に 於き まして 九尔の 八 ; i の 前と 後と に te りまして 其 

所に 不榴衡 を 生じた のであります 、此； f® 衡に伴 ふ 

所の 0然 の 結果であります、 故に 理窟の 上から 申し 

ますれば 如何と も 致 方がない のであります， 併な が 

ら其二 若の Rn に斯の 如き 差異を 生じた と 云 ふことは 

事 ® 誠に 潤 詰すべき ものであります 故に、 之を 救濟 

せんければ ならぬ、 して n ひたいと 云ふ筘 轺 が 現れ 

たのであります、 此所に 於き まして W- 結果は 明治 二 

十七 年に 至りまして 法 紺 第ニ ト號を 以て 是等 の國事 

!- , . :-/ '!1 , |1 に對し 特別 金の 茭給 方を 定めら 

れたのであります、之に依りまして明治三年藩制施 

行ょり 明治 九 年 八月 命 祿公 《 處分に 至ります までの 

間に 於き まして、 國唞 に關 する 犯罪に 法つ て沒祿 處 

分を 受けた る 者が、 明治 九 年の 金祿 公似 證街 發行條 

例の 率に 依りまして 一時 給與 金を 下賜され たので あ 

ります、 然る 所 此一 時の 下賜 命の 調 3$ に 又 錯誤が あ 

つたので あります、 即ち 金祿公 fit 發行條 例に 法つ て 

賜るべき 害で あるに 拘ら ず、 元の 祿萵の 調査に 错誤 

が ありました 爲に此 給與を 受けな かつた 者 も ある、 


又 W 給與を 受ける に 受高州 當額 に對 して 不足が ある 
者が ある、 斯様な 者を 生じました、 是 等の 者は 其 後 
政府 又は 貴 衆闹 院に對 して 請願を 致しました ので あ 
ります、 今回の 此法 案は 接 等の* に對 して 調査を 致 
して 給與を 受けな かつた 3f に 給與を し、 又 給 與の不 
足が あつたる 荠は之 を l£f 定 すると 云 ふ 提案で あるの 
であります、 以上を 以ち まして 兩 案の 沿革 並に 提案 
の pfl 山は 槪略申 上げました と 思 ひます、 今此兩 案の 
內界を 中 上げ やうと 思 ひます、 第一の 家祿 'M 典 祿處 
分に 關 する 法钳案 •是は 先程 も此 提案の 5H 由を 申 上 
げ ましたが 故に旣 に 明な のであります が、 即ち 明治 
三十 年 法律 ? rs 五十 號を以 て大級 大臣に 對して 出願し 
得べき 者で あつて、 出願し なかつ た 者は 更に 大正 八 
年 十二月 三十 一 □、 即ち 木 年中に m 願す る 事を 得、 而 
して 大藏大 E の處 分に 對し不 眼 ある 者は 處 分を 受け 
たる 日ょ 〇六简 月以內 に 行政 裁判所に til 訴し得 ると 
云 ふの が 一つ、 今一つ IX 明治 四十 二 年の 法钳第 二 十 
一號に 依つ て 行政 裁判所に ill 訴し煜 べき 者で ある、 
其 出訴 期限 内に 訴訟の /-il 来なかつた 者は 六 箇月 內に 
行政 裁判所に 出訴して 宜しい、 斯う S ふ內容 になつ 
て PT るので あります、 之を ffi; 三十 七誘會 又は 第 四十 
敷 0- に 衆謅院 ょり 提 m せられた る 法律案と 比較いた 
します と、 其 問に 大いな る 差異が あるので あります 
即ち 前の 提案に 依ります と旣に 一旦 大藏 大臣に ai 願 
し、 又 ' Jt 後 出訴した と 云 ふ 者で あつても 尙ほ 一度 出 
願し (J1 訴 して * n: いと； K ふやうな 非常に 範閲の 廣い規 
定にな つて 居つ たのであります， 然るを 今回 左樣な 
涝 ほ 之を 救 濟す るの 必耍は ない、 Bffi 出願 漏れ 川 訴漏 
れにな つた 者‘ 是 等の 者を 救濟 すれば 事足りる と； K 
ふ譯 で、 斯 の 5n く範 園が 狹 めら れた のであります • 

第二の 沒祿 者に 對 する 給與處 分の 法律案は 是は _ き 

に 法律 第二 十號に 依つ て 典 同 法の 施行 當時に 於て » 

祿高 に對 する 柑當の 給與沏 を 受けな かつた 者 •又は 

給與舶 に 不足の あつた 者 ほ 明治 三十 年 法律 第五 十號 

即ち 家祿赏 典 祿處分 法 並に 同 三十 二 年 家祿赏 典 祿處 

分 法 施行 法を f(s 用いた しまして、 其 不足 額に 對 する 

祿高，整理公債を：父付して、而して之に付てほ六箇 

月 以内に 出 酌すべし と 云 ふやうな 規定で、 而 して 其 

處 分に 對して 不服 ある 者は 又 六 箇月 以內に 裁判所に 

訴訟を 提起す る ことが 出來 る、 斯う 云 ふ救濟 方法を 

採つ たのであります •此 案を 前の 提案に 比較いた し 

まする と、 X 其 W 間に 差異が あるので あります、 即 


ち 其 差異と 中し まする のは 前の 衆詡院 案に 依ります 
ると、 法 ® 上の 解 釋に 付て 政府と 見解を 異にして 居 
つたので あります、 即ち 衆議院の 初めの 考では 大赦 
令に 付て 除族處 分を収 消された る 者は 同時に 沒祿處 
分を も 取消され たもので ある、 從つ て® 祿し たもの 
て ある、® は それて あるから して® 祿の 結果 ほ 家 祿 
赏典祿 に 封す る 相當の 給與を 受けん ければ ならぬ、 
斯う 云 ふ 見解で あつたので あります、 それが 故に 法 
律 案の 名稱 も沒 祿處 分を 受けた る 者に 對す る家祿 赏 
典 祿處 分に 關 する 法律案、 斯う 云 ふこと になつて 居 
つたので あります •然るに 政府の 見解に 於き まして 
は 除 族の 取消と、 沒祿處 分の 取消とは 全く異 つたる 
ものである、 大赦 令に 依つ て 大赦と なり、 除 族處分 
は 取消され たけれ ども •復祿 した もので ない ので あ 
る、 併ながら 事情の fffi 諒す べき ものが あるが 故に、 
家祿赏 典 祿 に is じて 其 標準に 依つ て、 即ち 明治 九 年 
の金祿 公債證 書を 交付す る 時の 率に 依つて 一時 特別 
の 給與 金を 與 へる、 全く 一時の 恩賜 金で あると 云 ふ 
解 釋 でありました のであります、 所が 今回は 衆議院 
に 於き ましても* 政府の 見解に 從 ひまして、 法律案 
の名稱 も沒 祿處分 者に對 する 給與處 分に 關 する 法律 
案、 期 樣に 訂正いた したので あります、 偖て 兩 案に 
對 する 政府の 意嚮は 如何ん、 政府は 從來は 二 案に 對 
して 不同意を 唱へて 来られた のであります， 然るに 
今回は 衆議院の 提出 案に 對 して 同意を 表せられた の 
であります、 其 同意を 表せられた る 理由は 家 祿賞典 
祿に關 する 方は 今回の 提案は 先 ほど も 中し まする 通 
りに U1 願 漏れ、 出訴 _れ を 救濟 する に 止り、 旣に終 
結の 處分を 受けた 者まで も 再び 出願’ 出訴を 許さう 
と 云 ふ ものでは ない、 是な らば 至； S 穩當な る 解 釋で 
あると 云 ふの が 一つ、 又沒祿 者に 毀す る 給與處 分に 
關 する 法律案の 方では 即ち 唯今 申した る 如くに 法钳 
上の 見解に 付て 差異が 無くなつ て、 衆議院の 方に 於 
て も 亦 一時の 特別 給與 金で あると 云 ふ 解 釋を認 めた 
ので ある- 是が 一つ、 而して 二 案と も 斯の如 き 間 題 
を 長く 不確定の 狀態に 置く と 云 ふことは 摧た 面白 か 
らぬ ことで ある •故に 今回の 救濟を 以て 最後の 救濟 
とすると 云 ふ 意味に 於て 兩案 に對 して 同意を すると 
云 ふやうな 理由. を以 ちまして、！ 一案に 對 して 同意を 
表せられて 居る のであります， 次に 委負會 に 於け る 
質問 應 答の 狀况を 御 報 缶 申 上ぐべき 場合であります 
るが* 大體の 質問は 色々 ございました、 併しながら 


其 質 間の 多くは 先 ほど 來本案 の 提出の 理由、 沿革、 
內容 等を 申 上げる 際に 略々 盡 して 居る のであります 
故に 今 改めて 之を 繰 返す の 煩を. 避けます、 唯々 此際 
何人も 腦裡の 中に 起るべき 皙 問の 主 もなる ものを 御 
照 會申上 げます •即ち 其 一つ ほ lit 二 案の 通過した る 
上に 於て は 政府は 51! 何なる 支出、 幾何の 茭⑴ を 要す 
るか、 斯う 云 ふ 質問であります、 之に 對 しまして は 
政府 委員の 答へ まする 所に 依ります ると、 其 額は ど 
う も 正確なる 見込は 付かない 、併し 前の 例に 依つ て 
想像す ると 云 ふと •約 二百 二三 十 萬圓 程の 公® の發 
行を 要し ix しない かと 思 ふ •而 して 此公債 發 行に 付 
きまして は 明治 三十 二 年 法律 第 八十 四號を 以て 即ち 
家祿赏 典 祿處分 施行 法に 於て 祿高 整理 公值證 書 一千 
萬 圓を發 行す るの fl 限を 政府 ii 有つ て 居る、 而して 
從來此 一千 萬圓 の範圍 内に 於て 公 ffl 詢書 を發 行した 
ものは 未だ 約 二百 萬 11 内外で ある、 即ち 尙ほ八 百 萬 
圓 の餘裕 を存 する譯 であるから •今回 此一 一案が 通過 
したる h ほ 之に 毀して 發行 すべき 公愦 は此殘 額の 八 
百 萬 H の ' I' から 發行 すると 云 ふやうな ことで ありま 
した •而 して 明治 三十 年の 家 祿賞典 祿處分 法を 施行 
いたした 時に は* 前例の 無い ことであります が 故に 
其 調査娄 H 會を 設けた が、 其 調査 委 M 會は 比較的 規 
構の 大きい もので あつた、 併し 今回 ほ 旣に 前に 例 も 
あり、 又 行政 裁判所の 判決 例 も あり、 其 調査は 左程 
闲難な る もので ほな からう と 思 ふ •故に 今回は 委員 
會を 設ける としても， 大藏 省內に 小さなる 規横 の委 
员會 を 設ける 位に 止まる であらう ，唯々 現在の 臨時 
秧祿課 に 數 名の 裉 M を 要する 位な もので あらう と 思 
ふ •而 して 之れ に 付て は 政府の 意見が 確定した る 上 
は本年度に於て追加豫：拉を以て其經暨を請求するこ 
とが あるで あらう と 云 ふやうな ことで $> ります、 次 
に 第二の 質問は 今回 此兩 案が 通過した る 以上 ほ 從來 
種々 なる 秩祿乂 は沒祿 者に 對 する 給 g に 付て 請願が 
出た が、 是等は 今後は 再び 出る ことほな からう か. 
若く は 再び 請願が あつた 場合に 於て は 政府は 其 謂 願 
に對 して 再び 救濟 手段を _ず ると 云 ふやうな ことが 
あるか、 又 法律案 等の 提出が あつた® <5 11 には どう 沄 
ふ 風な 考を 有つ て 居られる かと 云 ふやうな る 質問が 
ありました-之に 對し まして 政府 委員の 答 へらる、 
所に 依ります ると 請願が まだ あるか も 知れぬ、 併 な 
がら 其 今までに ありました る 請願の 中理 山の ある も 
のは 今回の 二つ の 案に 依つて 救 濟せら る、 譯で ある 

si  . 


家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案、 沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給 興 處 分に 關する 法律案 第一 讀會 の® 
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: .… -r る 法律案、 沒淥： ;■ >/ を V I1T たる 者に 對すろ 關する 法律案 第 | 適 身の 授 


唯々 特來と 雖も起 勁に 関する 請願、 即ち 唯今の 兩案 
ほ 筠て 明治 三年 藩 制 施行を 以て 時の 起 S として 居る 
のであります、 所が 從來 とても 其救濟 を 明治 三年 以 
前 維新 當時 に翊 らして H ひたいと 云 ふ 請願が 多々 m 
て 居る のであります， 是等は 從 5K 政府と しても 亦 貴 
族院 としても 理由な きもので あると して 採用し なか 
つたものである.供-ながら是等請願は矢張り將來と 
しても あるか も 知れぬ I 又 旣に出 願 或 ほ 出訴いた し 
て 最終の 處分を 受けた る 者であつて 尙 11. つ 今一 應の 
調査を して 莨 ひたいと 云 ふ 如き 請願が あるか も 知れ 
ぬ •併ながら 是 ほ 全く 理由な きもので ある、 又 今回 
兩 案の 出願 出訴、 期限を 練 過して 仕舞つて 更に 出願 
洩れ、 出訴 洩れが あるから 是等ほ 救濟 して 貰 ひたい 

と 云 ふ 請願が 無い とも 限らぬ、 右の 如き 請願は 理由 

がない ものであるから して 政府と して ほ 固より 採用 

すべき もので ありませ ぬから、 救濟 すべき もので な 

いと 考 へる、 而し て是 等の ものに 付きまして 法律案 

の提 !li を 見る やぅな ことがあつ て も 亦 同意す る こと 

はない、 期の 如き 答 辯で ありました、 質問に 付き ま 

しては 先づ此 位に 止めます、 最後に 討議に 移り まし 

た 所が、 委員の 一人が 申されます に は lit 兩案は 法律 

的の 冷靜な る判斷 を 以て 見たならば 既に 從來救 濟の 

手段を 講 して あるので あるから して、 再び 玆に 之を 

救濟 する 必耍が ない 如く 思 ふ 併ながら 此間の 事情を 

察する と 云 ふと 誠に 同情に 値する ものが 少から ぬの 

である >  故 に 今回の 救濟を 以て 最後と すると 云 ふ 意 

味に 於て E 分は 本案の 通過に 賛成す ると 云 ふ 意味の 

意見を 發表せ られ ましたので あります、 之に 對 しま 

しては 委員 中 一人の 異 _の ある 方を 發見 しな かつた 

のであります、 而 して 決を 採りまして 兩案 とも® fl 

fr に 於き ましては 全會 一致を 以て 可決いた しました 

ので ございます •右 樣の次 第で ございます るが 故に 

本 議場に 於き ましても 何卒 委員 會の 決議 通りに 御 可 

決 あらむ ことを 希望いた します。 

〇 山 脇 玄君 委員長に ちよつ と 伺 ひたいの r ありま 

すが 甚だ …； 大牌 詳細に 御說明 を 承りまして 能く 分 

りました、 唯々 最後の 沒祿處 分を 受けた る 者の ® で 

あります. 明治 三年からの ことにな つて 居ります る 

が、 唯今 委 M 長の 報 i1? に 依りましても 請願と なつて 

明治維新から 三年までの 沒祿處 分に 付ても 大分 現は 

れて屛 ると 云 ふこと であるが、 併ながら 其 請願に 對 

しては 當院で 是まで 理由な きものと して 採摺 をせ ず 


に 居る •のみならず 此 度の 法律を 以て 最終の ものと 
すると 云 ふこと (3: 政府 當局も 其 意見で あり、 委員 ^ 
も 其 御考で 御 決定に なつた のであります から、 定め 
し 委員 會に 於き ましても 明治 三年 以前の 沒祿處 分 者 
に對 して ほ 救濟 すべき もので ない と 云 ふ 理由を 御 研 
究にな つたこと に 相違ない と 思 ひます •唯今の やう 
に憨 々之が 最後の 確定 案と 云 ふこと になります るな 
らば 明治 三年 以前の 沒祿處 分 者に 對 して 救濟 の途を 
講ずる 理由がない から 今後 さう 云 ふ 請願を 提 m して 
も 決して それを 採 捲し ない と 云 ふ 理由を もう 少し 詳 
しく 御說 明になる と 云 ふこと は>  誠に 世上に 發 表に 
なりましても 斯う 云 ふ 請願を 受理し ない、 又 法律案 
を / 1! す やうな ことを しない 動機に ならう と 思 ひます 
から、 甚だ 御 煩は し 申す やうであります けれども 其 
理由を もう 少し 御附加 へに なつた 方が 宜か らうと 思 
ひます.. 此 事を 申 上げて 置きます。 

0 子爵 八 條隆正 君 唯今の 山 脇 君の 御 質問に 對 して 
御 答いた します、 此事 ほ實は 委員長に 於ても 或は 一 
應此 場合に 於き まして 御報吿 申 上げる 必要が あらう 
かと も考 へました、 併ながら 餘 りに 報告が 長くな り 
まする ので、 御希閨 のない 方に 取つ ては 御迷惑な こ 
と、 存じまして 差控 へました ので ございます* 併し 
御 質問が あります るが 故に 簡單に 申 上げます、 抑々 
今回の 沒祿處 分 者に 對する 救濟處 分と 云 ふ ものは 其 
基を …… 明治 二十 七 年の 法律 第二 十號に 基礎を 置い 
て 居る のであります、 即ち 二十 七 年の 法 at 二 十號に 
依つ て 救濟せ ら るべき ものであつて、 而して 不幸に 
して 救 濟し得 なかつ た 者を 今回 救濟 しやう と 云 ふの 
が 今回の 法案の 立て前で あるので あります •それで 

唯今 御 話の 明治 三年 以前に 遡る と 云 ふこと になり ま 

すると 其 基礎を 覆へ して 二 十七 年 法律 二 十 號に 於て 

認めな かつた ものを 更に 認める と 云 ふこと になり ま 

する が 故に •今回の 法案の 目的と 致しまして は 二 十 

七 年 法律 二十 號に ない 所には 觸れ ない と 云 ふこと が 

宜か らうと 考へた のであります、 是が 一つで ありま 

す、 而して 明治 三年 以前の ものに 付きまして は是は 

從來 とても 嘗て …… 唯今は 第 何回の 議會で ありまし 

たか 失念いた しました けれども， 衆 i ‘院に 於て は 二 

十七 年 法律 二 十號制 定 の後數 年の 後であった と 思 ひ 

まする が、 之を 明治 初年まで 遡らせたい と 云 ふ 意味 

の 法案が 提 (1! された やうに® えて 居ります、 而して 

其 案は 貴族院に も 回付に なりました が、 貴族院に 於 


て ほ 其 理由な しとして 否決いた された のであります 
而 して 其 否決の 理由 (3: 抑々 士族卒 の祿を 政府に 引 ? S 
いだの {3: 何時かと 云へ ば 明治 三年 九月の 藩 制 施行の 
時であります •藩 制 施行 以前に 於き まして ほ 其 谷 藩 
士の牛 殺與 IT 祿秩 の處分 と 云 ふ ものは 一に 藩主に 
あつたので あります •而 して 藩 制 施行に 佐り 初めて 
之を 政府に 引繼 いたのでありまして、 藩 制 施行を 以 
て 政府の 義務の 有無を 決する 其處が 境と なる ので あ 
り' ます. 故に 制度と 致しまして はどうしても 明治 三 
年の 藩 制 施行を 以て 打 切りに せぬ ければ ならぬ と 云 
ふ譯 になる のであります， 勿論 或 藩の 如きに 於き ま 
.しては  >  此 除族處 分、 即ち 阒 事に 關 する 犯罪を 犯し 
て 除族處 分を せられた 其處 分は、 時に 依つて 太政官 
が 致した こと も あるか も 知れ ませぬ* 併ながら それ 
と 祿の處 分と (X 別の ものであると 云 ふ 見解に 依り ま 
して、 翁に 貴族院に 於て は 否決に なつて go ます、 
之を 同情す ると 云 ふ點 から 申し ますれば、 藩 制 施行 
の 前後に 依つ て 左程區 別が あると も 思 ひませ ぬが、 
併し どうも 制度の 上から 見ます ると ffi のこと であり 
ます けれども， どうも 其邊で 打 切に せぬ ければ 理窟 
が 立つまい と 思 ふので あります、 それで 先程 申 上げ 
ました 第一の 理-; H もあります し* 又 唯今 申しました 
やうな 附隨の 理由 もありまして. 今回の 法案を li 査 
する 上に 於き ましては 遂に 此點に 付て は觸れ なかつ 
たのであります •而 して 是が 先程 申しました 起點に 
關 する爭 に 付ての 請願を 申す のであります が、 是は 
或は 事に 依ります と將來 とても 兩院 に對 して 提 m が 
ない とも W らな いのであります、 併し 唯今 申します 
やうな 理由'^ あ^' ますが 故に、 本院と 致しまして は 
矢張り 從來の 貴族院の 意向に 依りまして 其 所まで 遡 
ら すと 云 ふ 事は どうもむ づか しくない かしらぬ と考 
へる のであります •說 明が 御滿 足を ^ ました か 如何 
であるか 存じ ませぬ が 先づ斯 樣な譯 でありました の 
であります。 

〇 江 木 翼 君 極めて 明確なる 委員長の 御 報 吿を得 ま 
して 徹底的に 了解を 致した ので ございます、 兩 案と 
も數回 本院に 現は れ まして 委員長の 御報吿 の 如く 冷 
かなる 立法の 趣旨から 申し ますれば 如何にも 穩當を 
缺いて 居る 立法で あるか も 知れぬ と 思 ふので ござい 
ますが、 所謂 法に 涙 あり、 國家が 特別の 恩典を 致す 
と 云 ふ 意味を 以ち まして 兩案は 委員 會を 通過いた し 
たこと、 思 ふので あります •付きまして 第二 案で あ 


八〇二  _ 

〇 まする 所の ^ 钱に 挺 する 案に 付きまして 姿 U 長 • 
委員®: に 於て 御. Hy 蓺があ 0ましたから姿 « 只ょ0、 
若しな しと 致します れぱ 政府が 2 :总せ られ ましたの 
でございまする で • «(: 府の御 趣 ® C と 云 ふ ものを 承は 
りたい と 思 ふので あ 〇 ます、 沒祿處 分を 受けました 
者に 對 する 铪與ほ 委 i=l 長の 喵 今 御 報告に なりました 
如く、 一 時の 恩賜 的の 铪與 金で ある、 而 して lit 叫は 
明治 二十 七 年 法律 二十 號に 於き ましても 此 趣 ; at を 以 
て ,, H 來て 居る のであります、 何 鹿まで も 恩賜で ? > る 
恩賜で あるが 故に 決して S ける 人に 糊 利が 發生 して 
居る ものであると 認めない と 云 ふ 立法が 明治：： 卜し 
年の 法律 二十 號 の & 旨では ないかと 思 ふ •從ひ まし 
て 明治 二十 七 年 法律 二 十號 には 決して 行政 ii»< ;a と 云 
、ふ ものを 許して 居らぬ のであります、 國滾が 恩典を 
與 ふる 必要が あれば、 あると 謎め た 5 ' ,> に與へ ると 
云 ふので •普通の 恩賜 的の収 扱 方を 一時 铪與 金に 對 
しても 致して 居る ので ございます が* 本 法案に 至 〇 
まして 初めて 政府の 處 分に 對 して： 个服の ある 苦に 對 
しては 行政 裁判所に 11! 訴する ことを 保る と 云 ふ 規定 
を 置いた のであります •偌て ifj つて 脔法の 六十 一條 
を 案じます るのに、 行政官 廳の 違法の 皰 分に te o IITJ 
して 其の 權利を 傷害せられ たものと する 訴訟で あり 
まする 場合 ■には 憲法 六十 一條の 精神を 解 鹤いた しま 
すれば、 行政訴訟に 行くべき ものである、 斯う 云 ふ 
やうに 考へ られ るので あります が >  本 案の 如き 一時 
の 恩賜 的 賜金に 對 して •即ち 簡利を 付與 すると 云 ふ 
意味に あらず して 一 時の 給與を 爲すと 云 ふが 如き も 
のを 行政訴訟に 持つ て 行く と 云 ふことは 何となく 給 
與を 受ける 者は 其權 利を 認め、 行政官 廳の處 分に 依 
つて ®. 利を 傷害せられ たり、 それが 故に 行政 裁判所 
に ai 訴 すると 云 ふこと を 許す と' ic ふ 結果になる が 如 
く考 られ るので あります が、 此點は 憲法の 趣旨と 如 
何に 調和すべき ものであります か、 其 ffi に f'i て 芳し 
御 審議 ありましたならば 委員長ょり 若し 無しと 致し 
ますれば 府の當 局ょり 承は りたい と 思 ふので あり 
ます 

〇 子爵 八條隆 正 S 其 ifi に付きまして 委員 ir に 於き 
ましては 餘り 詳細なる 質問は ございませぬ であり ま 
した、 併ながら 多少の 質問が 或は 委員 會の識 事の 進 
行中に ありました か、 或は 委負 會散會 後と 云 ふやう 
な 場合に 政府 委員との 間に 意見の 交換が あつたかの 
やうに 覺ぇて 辟り ますが、 行政訴訟を 提起し 得べき 
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ことは 憲法に 規定 もあります るであります が、 其 違 
法 處 分に 限る か、 不當處 分にまで 行く かと 云 ふやう 
なことに付て、又何が違法處分であヶ、何が不當處 
分で あるかと 云 ふ 小さい 所になります と 多少鹩 論が 
ある やうに 考 へます、 而 して 明治 二十 七 年 法律 第 ::: 
十號の 制定せられ ました 時は 申す is もな く 恩賜の 一 
時 金、 特別の 給與で あると 云 ふやうな 趣旨では あり 
まする が、 其 規定 中に 給與 金は 如何にして 筘出 する 
かと 云 ふこと になります と， 明治 九 年 太 政 官第百 八 
號布吿 一條の 率に 依つて 計算を する •斯う 云 ふこと 
になつ て 居る のであります、 元と 恩賜 金であります 
るからして、其計算が間違つて居つても何でも有難 
く 頂 ® して 然るべきで あると 云 ふ 風に も 解 釋せら れ 
ますが、 旣に 明治 二十 七 年 法律 二號 に、 其 計算の 
站 礎は 何に te るかと 云へぱ 、即ち 金祿 公愤證 軎 發行 

_ 例の 率に 依る と 云 ふこと になつ て 居る ので ありま 

して、 假令恩 賜金とは 云 ひながら 玆に 一定の 金額を 

やる ぞと云 ふ 法律の 明文が ありまして、 而 して 其 法 

津に 規定した 所の 金額が 支給せられ ない 場合には、 

又 政府に 對 して 其 不足？ 一を 請求し 得る ことかと 考へ 

るので あります、 而して 糊 利と して 主張し m べき か 

どうかと 云 ふや^' な ことになります ると， 或は 論 據 

は、 1? 通の ra 利の やうに 確た る論捣 はない かも 知れ 

ませぬ が、 兎に角 今 申します が 如くに 標 s が 定めて 

あつて 其 標準に 判して 不足が あると 云 ふので ありま 

すから、 旣に 法律に 規定され て ある 金額を 貰は なか 

つたので あります、 然らぱ 之を 矢張り 稲 利と して 請 

求しても 差 支ない かと 考へ るので あります が、 或は 

一種の 法の 反射 權と でも 言 ふべき ものでは ないかと 

考へ るので あります 其點 に對 しては 餘り 詳細なる 質 

問は 唯今 申しました 通りで ございませぬ であり まし 

た， 尙ほ私 の 御 答で 御 不十分であるなら ば 何卒 政府 

委員に 御 質問 あらむ ことを 希轺 いたします。 

〇 江 木 羽 君 幸に 大破 省の 政府 委員が 出て 御出での 

やうであります から、 大破 省の 御 S 見を 伺 ひます。 

〔政府 委員 森 俊 六 fir. 対 演檀に 登る〕 

〇政 府委员 (森 俊 六 郎君〕 政府に 於き ましても 大體 

唯今 裘員 長から 御 述べに なりました やうな 見解を 採 

つて 居ります のであります、 元々 恩賜 金で あると 云 

ふことは 認めて K ります る けれども* 一定の 標準に 

依 りまして 給與す ると 云 ふこと に 法律を 以て 決め ま 

して、 其標 if に對 して 十分の 給與を 受けな かつた と 


云 ふこと に 相 成り ますれば、 矢張り 國に對 して 一種 
の ® 利を 生ずる ものであると 云 ふやぅ に考へ ますの 
で、 其 給與不 足に 對 しまして は 行政訴訟に 依り まし 
て、 之を 救濟 する 方が e 當であ らぅと 考へ まして* 
本案に 同意いた しました 次第であります。 

〇 戴 長 (公 辟 德川家 達む) 御 異議がなければ 唯今 委 
員 長の 一括せられ て 報吿せ られ ました 兩 案共柬 ねて 
問題に 供し ます。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 ,''' 公 莳德川 家 達 君〕 兩 案の 第二 is 會を 開く ベ 
しとす る 諸 fr の 起立を 謂 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (公 捋德川 家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 子爵 八條隆 正 君 直ちに 第二 ra 會を 開かれむ こと 
を 希望いた します。 

〇 子爵 池 田 政 時 君 賛成。 

〔其 他 r 替成 j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 兩 案の 第二 讀會を 
開いて 御 異議 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異葯 ない と 認めます。 


〇 議長 C 公 tfif 德川家 達 君〕 兩案免 部を 問題に 供し ま 
す、 全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 子爵 八條隆 正 君 直ちに 第三 譖會を 開かれむ こと 
を 望みます。 

0 子爵 池 田 政 時 君 賛成。 

0 諉長〇 <ム 爵德川 家 達 君〕 直ちに 兩 案の 第三 讀會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蓊 長 (公 ■德川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 


〇 議長 (公 [# 德川家 達 君〕 兩案共 第二 a? 會 決議 通り 

で 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (公 辟 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 

次の 議事 日程は 本院 K 報を 以て 御 通知に 及びます、 

本日は 是 にて 散 會。 

午後 II 時 五十 = 分散 會 


0大正八年三月十七日(月曜§ 

午前 十 時 五分 開議 
議事 日程 第 十九 號 

第 I  f 整理 法中改 i£ 法律 第 (細 赚雜 1 i) 

第 I 讀會 - 

i 都市 i 法案 (織 iiiy 第— 

第 = 市街地® 築 物 法案 ® 顧 ■馳 y 第 I 讀 

第 四 會計士 法案 (|§院} 第 一讀會 
第五 司法 代書人 法案 (■腦 院) 第 i 
第 六 地租條 例 中 改正 法律案 cl tba l^ } 第一 讀 
會 

第 七 大垣 郵便局を 二 等 郵便局と 爲す の ii 願 

會 11 

第 八 青 秋 海岸 輕便鑲 道 敷設の 1® 願會議 
第九宮 崎飫 肥間鐵 道 敷設 e 讅願會 議 
第 十三 陸 沿岸 鐵道 敷設の if 賊會議 
第 十一 岐阜 富 山間 鐵道 線路に 關 する 讅願會 
議 

第 十 I』 能 代 港 五所川原 間輕便 鐵道 敷設の 請願 

會議 

0_長( 公 K 德川家 達 君〕 諸般の 報告を 致させます 
〔成 瀬 書記官 朗讀〕 

一昨 十五 日 本院に 於て 修正 議決した る 左の 政府 提 
出 案は 即日 之を 衆 謖院 に冋 付せ り 
精神病院 法案 
結核 豫防 法案 
「トラ ホ ー ム」 豫防 法案 

同日 本院に 於て 修正 議決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 之を 衆 P. 院に浍 付せ り 
度 M 衡法中 改正 法律案 

同日 本院に 於て 可決した る 左の 衆 誘院 提出 案は 即 
H 勃 町を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
家 祿賞典 祿處 分に 關 する 法律案 
沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 分に 關す 
る 法律案 

同日 衆闞院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
耕地整理 法 中 改正 法律案 
都市 計 ft 法案 
市街地 建築物 法案 

同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ り 


會計士 法案 
司法 代書人 法案 
地租 條例中 改正 法律案 

同日 衆 « 院 より 本院の 回付に 係る 左の 政府 提出 案 
は本院の議決に冏意し奏上せる旨の通牒を受領せ 
り 

精神病院 法案 

結核 豫防 法案  . 
r トラ ホ ー ム 」 豫防 法案 

同日豫 委員長より 分科 擔當 委員を 左の 如く 決定 
せる 旨の 報畀 書を 提出せ り 

第五 分科 擔當  子 K 唐 橋 在 正 君 
同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

執達吏 規則 中 改正 法律案 外 一件 特別委 員會 
委員長  伯爵 松 木宗隆 君 
副 委員長  子爵 本 多 實方君 
同日 特別 委員長より 左の 報告書を 提出せ り 
執達吏 規則 中 改正 法律案 可決 報告書 
執達吏の 手數料 及 立 替金增 額に 關 する 法律案 可 
決 報告書 

0_ 長 C 公爵 德川家 達 君〕 是よ り會議 を 開きます、 
日程 第一、 耕地整理 法 中 改正 法律案 •政府 提出、 衆 
議院 S 付， 第一！! 會 •本日 も 御 異議がなければ 通 喋 
文の 朗 _ は 省略いた したく 存じます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 送付 文 及 議案は 朗_ を經 さる も參照 の 
ため 玆 に載錄 す 以下 之に 傚 ふ〕 

耕地整理 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 議院 法 
第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
耕地整理 法 中 改正 法 ® 案 

(行間 空な きものは 衆}！ 院の 修正 文〕 
耕地整理 法 中 左ノ通 改正 ス 

第 一條 中 第三 號ヲ 第四號 トシ f 前二號 J ヲ 「第三 
號」 -1 改メ左 ノー號 ヲ加フ 

三 開墾 又 ハ 湖海 ノ埋立 若 ハ 干拓-一依 ル 耕地 整 
理 -I 附隨必 テ行フ 整理 施行 地ノ 利用-一 關ス 
ル 必耍 ナル エ作物 ノ 設置 其 ノ他ノ 施設 


家 粉 打 典 祿處 分に 關する 法律案、 沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 分に 關 する 法律案 第二 讀會第 三 ii 會  耕地整理 法 中 改正 法律案 第一 讚會  八〇彐 


院族 ft 會議國 帝 回一 十四 第 


都市 計 ^ c ii; 案 ^ ~ i:t & 


八〇四 


第五 條中 「消滅 シタルト キハ」 ノ下 -I  r 帝室 及國 
ヲ除ク / 外」 ヲ加フ 

第九條 中 「登記所 J  ノ下 -I 「、 漁業 — 關 ス ル 登錄 
官匾. I ヲ加へ r 耕地整理 組合 ノ組台 長、 副 組合 長 
」 ヲ 「耕地 野 理組合 若 ハ 耕地整理 糾合 聯合 會ノ組 
合 長 組合 副 長 若 ハ 聯合 會會長 聯合 會副會 長」 — 改 

ム 

第 十四 條 第二 項 中 「二十 年 以上： 一： 十 年 以内」 ヲ 「 
四十 年 I 二、 但爵中 「二十 年 以内」 ヲ 「十 年以內 

」 = &. ム 

■第 十四 條ノニ 中 「五十 年 以内」 ヲ 「六十 部」- 1、 
「十 年 以内」 ヲニ ーづ 年」- 1、 m B 中 「ニ デ 年以內 
'I ヲ I 十 年 以内」 二改ム 

第 十五 條中 I .九 部」 ヲニー 十 年」 二、 第三 號中 「 
十 年 0J ヲ 「二 十一 年 目 j 二 改ム 
第 十六 晓屮 「九 年」 ヲ 「二 十 年」- 1 改ム 

第二 十 K 條中 「訴訟 ノ 目的 タリ 又 ハ 整理 施行 地區 

二 編入 後 訴訟 / 目的 卜爲 リタ ル爲」 ヲ 「訴訟 ノ目 

的 タル 爲」 -I 改ム 

第二 十五 條ノニ 整理 施行 地- 1 付存ス ル 漁業 權力 

登錄シ タル 先联特 _ 又 ハ 抵當_  ノ 目的夕 IL- 場合 

二 於 テ 第二 十七 條ノニ ノ 規定-一依 y 補償金 ヲ拂 

渡ス ヘキ トキ ハ 整理 施行 者 ハ 其ノ 金額 ヲ 供託 ス 

ヘシ 但シ 先取 特權者 又 ハ抵當 _ 者ノ 同意 ヲ得夕 

ル トキ ハ 此ノ限 1 1 在 ラス 

前 50 ノ規定 ハ 整理 施行 地 n 付存ス ル 漁業 權又ハ 

入漁 權 '力 訴訟 ノ 目的 タル 爲訴訟 當事者 ヨリ 請求 

アリ タル 場合 1| 之 ヲ 维 用ス 

登錄シ タル 先取 特橄若 ハ抵常 權ヲ有 スル 者 又 ハ 

訴訟 當事者 ハ 前 二 項 ノ 規定-一依 リ 供託シ タル 金 

.錢二 對シ テモ 其ノ潲 利 ヲ行フ コト ヲ煜 

第二 十七 條ノニ 鞍 理 施行 地- |付漁業權存スル場 

合 二 於 テ ハ 漁業 權者 M 釾シ 、漁業 權及 入漁 RI 存 

スル 場合- 1 於 テ ハ 漁業 擗者及 入漁 權者- 1 對シ整 

理施 行者 ハ 整理 施行- 1 依 リ生 K ヘキ 損害 ヲ補償 

スル コト ヲ耍ス 

前項/規定-一依 ル 補償 ヲ受ク ル 權利ハ 漁業 權者 

及 人 漁權奔 共同シ テ 之 ヲ有ス ル モノ トス 

整理 施行 者 ハ 前 二项ノ 規定 — 依 y 損害 ノ 補償 ヲ 

爲シ タル 後 11 非 サレ ハ X 事-一 著 手 スル コト ヲ得 

ス但シ 其/描 害ノ 補償 ヲ受 クル 權 利者ノ 同意 ヲ 

得 タル トキ* 第二 十五 條ノ ニノ 規定-一依 リ 供託 

ヲ爲シ タル トキ 又 ハ 第 八十 七條 第三 項ノ 規定 11 

依 y 決定 ヲ得 タル 金額 ヲ 供託 シタルト キハ 此ノ 


限 M 在 ラス 

第二 十八 條中 「前條 .ー ヲ 「第二 十七 條. J  -1 改ム 
第 四十 條ノニ 整理 施行 地 區力 數府縣 二涉ル 場合 
二 於 テ ハ 本 法 中 地方 長官/職 權 — 區 スル 事項 ハ 
關係 地方 長官 中 主務大臣 ノ 指定 スル モノ 之ヲ行 

フ 

第五 十條 M 左ノ ー項 ヲ加フ 

前孭ノ 土地 所有者 中 共有者 アル 場合- 1 於 テ ハ 谷 
共有地 — 付 共有者 總數ノ ニ分 ノー 以上-ー シテ其 
ノ 持分ノ 三分 ノニ 以上 — 當 ル者ノ 同意 ヲ得 タル 
トキ ハ 其ノ 共有地 二 付 同意 アリ タルモ ノト 看做 

ス 

第 六十 一條 中 第 十 號ヲ第 十一 號 、第 十一 號ヲ第 十 
二 號トシ 左 ノー  號 ヲ加フ 
十 耕地整理 組合 聯合 會 ヲ設ヶ •聯合 會-一 加入 
•ゾ又 ハ 聯合 會ヲ脫 退 スル 事 
第 八十 條中 「二十 年 迄 延期 スル コト ヲ 得」 ヲ 「五 
十年以 內 卜爲ス コト ヲ得」 二 改ム 

第二 章 ノニ 耕地整理 組合 聯合 會 
第 八十 一條 ノニ 耕地整理 組合 ハ 登記 手緵 二關ス 
ル 事項 ヲ除 クノ 外其ノ 事業 ノ ー部 ヲ他ノ 耕地 整 
理 組合 卜 共同 シテ行 ハム トス ル 場合-一 於 テ之ヲ 
代 y 行 ハシム ル爲 協議 二 依リ設 計 書 及 規約 ヲ作 
リ 地方 長官 ノ認可 ヲ得テ 耕地整理 組合 聯合 會ヲ 
設クル コト ヲ捍 
聯合 會ハ 法人 トス 

聯合 會其ノ 所 ® 組合 ノ增 '減 ヲ爲 サム トス ル トキ 
ハ 各 組合 ノ 協議-一依 リ 地方 長官 ノ 認可 ヲ受ク へ 

シ 

聯合 會- 一會長 一人 及 副會長 一人 又 ハ 數人 ヲ置ク 

第 四十 二 條ノニ 、第 四十 六條 、第五 十 一條 乃至 

第五 十四 條 、第五 十七 條 乃至 第五 十九 條第 一項 

第 六十 條 、第 七十 三條 乃至 第 七十 五條 及第 七十 

七條 乃至 第 八十 一條 ノ 規定 ハ 聯合 會- 1 之 ヲ 準用 

ス但シ 第五 十九 條第 一項 中 土地 所有者 ト アルハ 

組合、 第 七十 三條中 組合員 ト アルハ 聯合 會所鼯 

組合 ノ組合 員 トス 

第 八十 三 條中 「組合 長 若 ハ 組合 副 長」 ヲ 「組合 長 

組合 副 長 若 ハ 聯合 會會長 聯合 會副會 長」- 1、 「組 

合ノ 解散」 ヲ 「組合 聯合 會ノ 解散」- 1 改ム 

第 八十 七條 -I 左/一項 ヲ加フ 

第二 十七 條ノニ 第一 項ノ 規定- 1 依 ル 補償金-一 付 


亦 前 二 項- 1 同シ 

第 九十 一條 中 「耕 till 整理 ? a 合ノ m 合 長 若 ハ 姐 合 副 
長」 ヲ 「組合 長 組合 副 長 若 ハ 聯合 會 會長释 合會副 
會 長」- 一改ム 

第 九十 一條ス ニ 中 「耕地整理 組合 ノ 組合 長， SII 合 
副 長」 ヲ 「組合 長、 副 組合 長、 聯合 會會 長、 聯合 
會副會 長」 M 改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

本 法 施行 前 第 十四 條 及第 十四 條ノニ ノ 規定-一依 >1- 
許可 アリ タル 土地-一 關シテ ハ仍 從前ノ 例- |法ル 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 c 山 本 達 雄 君〕 耕地整理 法 中 ac IE 法律案 
の 提出の 理由は、 國民 食糧の、 其 必要なる 食糧の 生 
產％ 加を 圖る爲 に賬 墾埋 立、 干拓 等 •耕地の 脑 張を 
獎勵 する の 急務なる ことほ 申 上げる 迄 もない ので あ 
ります、 而 L て當 業者が 實地に 其 事業を 計 ft する に 
當 りまして は、 耕地整理 法に 法り 企業の 組織を 立つ 
るのを 便利と する 場合が 多い ので ございます、 然る 
のに 現行法に 依ります ると •是 まで 耕されて 居る 其 
耕地 改良の 外、 耕地の 掖張シ 主として 居る ので ござ 
いまして、 之に 伴 ひます る 其 諸 規則に 於て 不便.. 不 
利の K が 實行上 追々 あるので ございます るから して 
此 不便、 不利を 改正いた します 爲に此 案を 提出した 
る 所以で ございます、 然るのに 衆議院に 於き まして 
多少の 修正が 起り ました、 其 修正に 於き ましては 鈒 
下 年期を 增加 する ことに 付て、 二 三の 修正が 起つ た 
ので ございます るが， 政府に 於き まして ほ 衆議院の 
修正案に 同意した 次第で ございます、 どうか 御 群議 
の 上 御 協賛 あらむ ことを 願 ひます。 

〇 湯 淺倉平 君 ちよつ と 伺 ひます るが 第 四十 條の二 
に 整理 施行 地區が 數府縣 に 渉る 場合の 規定が ござい 
まする が、 斯う 沄 ふ * 例が 現在 矢張り 必要 か、 現在 
御 認めに なつて 居る ので ございませう か、 さう 云 ふ 
事實 がご ざいます るなら ば、 其の 點を御 示しを 願 ひ 
ます 

〔政府 柒員 道家 齊君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (道家 齊 君) 唯今 御 尋の第 四十 勝の 二に 
付ての ことであります が、 是 に付きまして 申 上げた 
いと 思 ひます、 是は實 例と 致しまして は ® 々 此亊柄 
が 起つ て 居る のであります、 然るに 此 地方 數縣に 渉 
りました 場合に 於き まして、 聯合 會を 認めて 居り ま I 


せぬ 故に •施行 - [-. に 不便を Sg じて 居ります、 其 寅 01 
と 致しまして ほ、 或は 京 都府 であります とか、 或は 
薛本縣 、宮城 1K: と 云 ふやぅな * L1 所に 於き '* して、 旣 
に此 耕地整理を 施行いた しまして、 lit : 卜 便を 實際 S 
じました 譯であ ります、 それ故に 今冋は 其： :. 
みまして、 其 不便を 除く 爲 に、 此改 正を 提出いた し 
ました 次第であります、 其 SC 例と 致しまして は 政 縣 
に此寶 例が あるので あります。 

〇 湯 淺倉平 君 諒解いた しました。 

0 議長 (公爵 德川家 達對〕 別に 御 質問 も 無い と 認め 
ますから、 特別委 員の 氏名を ! 3 fp. 官を して 朗讀 致さ 
せます。 

〔成頫»記官朗證〕 

耕地整理 法 屮 改正 法律案 特別委 員 
伯爵 III 村鍅太 郎君  子爵大 S 以季君 
子爵 米津政 賢 君  男 擗武并 守 正 君 
岡 田 良 平 君  谷 森 E ly 君 
室 田 義文君  禺淺 旮 平 君 
石橋諮二君 

〇 議長 c 公爵 始川家 達 君 〕 御 異 謹 がなければ 日程 第 

二、 第三は一括して第一韵<1-を開きます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 第二、 都市 計 SS 法案、 第 

三、  市街地 建築物 法案 •政府 提出， 衆議院 送付、 第 
一讀 會。 

都市 計 1 Tic 法案 

右 政府 堤 ,' 11 案 木院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依 〇及绘 付 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

衆議院 戤 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 辟 德川家 達 殿 
都市 計 逛 法  .， 

第 一條 本 法- 1 於 テ 都市 計 迸 卜稱 スル ハ 交通 •衞 
生、 保安、 繂濟 等-- 關シ永 久- 一公 共ノ 安寧 ヲ維 
持シ又 ハ 福利 ヲ佾 進 A ル 爲ノ 重要 施設 ノ計 n'!f 二 
シテ 市ノ區 域內 -1 於 テ 又 ハ 其 ノ區域 外-二 a リ施 
行スへ キモノ ヲ謂フ 

第一 一條 前條二 規定 スル 市 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ指 定 
ス其 ノ市ノ 都市 計哿區 域 ハ關係 市町村 及 都市 計 
畫委 員會ノ 意見 ヲ聞キ 主務大臣 之ヲ 決定 シ內閣 
ノ認可 ヲ受ク へ シ 

第三 條 都市 計 迸， 都市 計进 事業 及 毎年 度 執行ス 
ヘキ 都市 計 SE 事業 ハ 都市 計 & 姿 fl 會ノ  _ ヲ 經 テ 


院族 帝冋 一十 PM 第 


生 務 大臣 之 ヲ決定 シ內閣 ノ認可 ヲ受ク ヘシ 
第四滕 都市 計赘委 M 會ノ組 織、® 限 及 ? 5 用 — 關 
スル 規定 ハ勒 令ヲ以 テ 之ヲ定 ム 
第五 临都市 計 « 事業 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 — 依リ 行 
政廳 之ヲ 執行 ス 

主務 大 K 特別 ノ必耍 アリ ト認ム ル トキ ハ 勅令 ノ 
定ムル 所- 1 法 リ行政 廳 -I 非 サル 者ヲシ テ 其ノ出 
願- 1 依 リ 都市 計 畫斟業 ノー 部ヲ 執行 セ シムル n 

トヲ {i 

第六條 都市 計 斑 事業 ノ執 行-一 耍 K ル ? 5 用 ハ行 政 
官酹 之ヲ 執行 スル 楊 合- |在リテハ國、公共團體 
ヲ統鞞 スル fr 政 廳之ヲ 執行 スル 場合- 1 在 リテハ 
其ノ 公共 團體 •行政 廳 -t 非 サル 者之ヲ 執行 スル 
堤 合-一 在 リテハ 其ノ者 s 負擔 トス 
主務大臣 必要 卜認ム ル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一 

依リ 都市 計 班 事業 M 因 リ著シ ク利 益ヲ受 クル 者 

ヲシテ 其 ノ受 クル 利益 ノ 限度-一 於 テ 前 31 ノ 費 用 

ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ負 » セ シムル コト ヲ得 

第 七晓主 称 大臣 必要 卜 18 ムル トキ ハ 前條ノ 規定 

-I 依 リ公共 _瞪 ノ負擔 K ヘキ 毎年 度ノ 金額 ノ最 

低 限度 ヲ定ム ル コト ヲ得 

第 八條 公共 S 體ハ 第四倏 又 ハ 第 六條ノ S 用- 1 充 

ツル 爲左ノ 特別 gi ヲ賦課 スル n トヲ得 51 シ府縣 

费 ヲ 市-一 分賦 スル 場合-一 於 テ 市 力營 菜稅 、雜種 

税又ハ 家屋税 ヲ賦課 スル トキ ハ 主務大臣 ノ 許可 

ヲ受ケ 其ノ税 率 ヲ定ム ヘシ 

一 地租 M 地租 百分ノ 十！ 一半 以內 

二國没 资業稅 割 國& ‘资菜 稅 百分ノ 十七 以內 

三 梵業稅 、雄 種 fft 又 ハ 家屋稅 、各 府縣稅 十分 

ノ四以 內 

四 其 ノ他勅 令ヲ以 テ 定ムル モノ 

公共 M fls ハ ホ 務 大臣 ノ 許可 ヲ受ヶ 公共 團體ノ 他 

ノ收入 ヲ以テ 第 四 條又ハ 第六胳 ノ S 用， 一充 ツル 

n トヲ得 

第 九 IES 都市 計进 M 域内-一存 K ル 國有河 择地 -I シ 

テ 公共 ノ 用-一 供 セ サル モノ ハ 第 六條ノ 費用 ヲ負 

擔スル公共幽馈-一之ヲ下付スルコトヲ得 

第十條都市計诳區钝内-1於テ市街地建築物法-| 

依 ル 地域 又 ハ 地 以 ノ 指定， 變更又 ハ胺 止ヲ爲 ス 

トキ ハ 秕市 計 sf ノ 施設 トシ テ 之 ヲ爲 K ヘシ 

都市計诳以敁内-|於テハ市街地迚築物法-1依ル 

地域 及地以 ノ外 土地 ノ狀况 -1 依 リ必耍 卜認ム ル 

市街地 迚 築 物 法案 第一 諮 & 


トキ ハ 風致 又 ハ 風紀 ノ維 持ノ爲 特 -I 地區ヲ 指定 

スル n トヲ ?| 

第 十 I 晓第十 六條第 一項 ノ土 地ノ 境域 內又ハ 前 
條 第！ 一項 ノ規定 -I 依リ 指定 K ル 地區內 -1 於 ケル 
建 第 物， 十 地-一 關スル H 斟又ハ 糊 利 — 關スル 制 
限- ー シテ都 市 計 班 上 必要 ナル モノ ハ 勅令 ヲ以テ 
之 ヲ定ム 

第 十二 條都市 計® 區域內 -I 於 ケル 土地-一 付 テ ハ 
其ノ 宅地 トシ テ ノ 利用 ヲ％ 進 スル爲 土地说 瘦整 
理ヲ 施行 スル n トヲ煜 

前項 ノ  土地 K 5!f 整理- 1 關シテ ハ 本 法 M 別段 ノ定 
アル 場合 ヲ除 タノ 外 耕地整理 法ヲ 準用 ス 
第 十三 條都市 計 斑 トシ テ 內閣ノ 認 可ヲ受 ケタ ル 
土地 區赉 整理 ハ 認可 後一尔 內 -I 其 ノ 施行-一 著 手 
スル 者 ナキ場 合-一 於 テ ハ 公共 團體 ヲシテ 都市 計 
盡事業 トシ テ 之 ヲ 施行 セ シム 
前項 ノ 規定 — 依リ公 共 團體ノ 施行 スル 土地區 逛 
整理-一 付 耕地整理 法 ヲ準 用. ン難キ 事項-- 關シテ 
ハ 勅令 ヲ以テ 必要 ナル 規定 ヲ設 クル コト ヲ得 
第 十四 條地方 長官 土地 M 迸 整理 ノ設 計-一 關 スル 
認可 ヲ爲ス 場合- 1 於 テ ハ 主務大臣 ノ認可 ヲ受ク 

へ シ 

第 十五 條 土地阪 帯 整理 プ 施行 - > タル 土地 / 地 ® 
ハ 勅令 ノ定ム ル 所-- 依 リ之 ヲ定ム 
第 十六 條 道路、 鹿 場、 河川、 港 _> 公 阑其ノ 他 
勅令 ヲ以テ 指定ス 、ル 施設-一 關スル 都市 計盡 事業 
-1 • ゾテ内 閣ノ 認可 ヲ受ケ タル モノ-一  必要 ナル 土 
地 ハ 之 ヲ收用 又 ハ 使 用 スル n トヲ得 
前孭 土地 附近 ノ土 地- r. ゾテ都 市計畫 事業 トシ テ 
ノ® 築數地 造成-一 必要 ナル モノ ハ 勅令 ノ定ム ル 
所- 1 依 リ之ヲ 收用又 ハ 使用 スル コト ヲ得 

第 十七临 土地 lis 盡 整理 ノ爲又 ハ lj 生 上 若 ハ 保安 

上ノ 必要-一依 ル 建築物 ノ整理 ノ爲必 要 アル トキ 

ハ 建築物 其ノ他 ノエ 作物 ヲ收用 スル コト ヲ得 

第 十八 條前二 條ノ 規定 M 依 ル 收用又 ハ 使用- 1 關 

シテハ 本 法-一別 段ノ定 アル 場合 ヲ除 クノ外 土地 

收 用法 ヲ適 用ス 

前項 ノ 規定- 1 法 ル 土地 收用法 ノ 適用-一 付 テ ハ 前 

條ノ エ作物 ハ 之ヲ 土地 卜 看做 ス 

第 十九 條第 十六 勝 又 ハ 第 十七 條ノ 規定-一依 ル收 

用 又 ハ 使用- 1 付 テ ハ 第三 條ノ 規定- 1 依 ル 都市 計 

畫ノ認 可 ヲ以テ 土地 收用法 二 依 ル 事業 ノ認 定卜 


看做 ス 

第二 十條 土地 收用法 第二 十！ 一條 第一 項ノ協 議調 

ハサ ル 場合 又 ハ 其ノ協 議 ヲ爲ス コト 能 ハサ ル 場 
合 二 於 テ ハ 事業 執行 者 ハ 主務大臣/栽 定 ヲ求ム 

ル コト ヲ得 

前項ノ圾合=於テハ收用審査會/裁決ヲ求ムル 
n トヲ 得\、 

前 二 項ノ 規定 ハ 損失 ノ 補 « ノ協議 - 一關シ テ ハ 之 
ヲ 適用 セス 

第二 十 一條 第 九條ノ 規定 二 依 y 下付 ヲ受 ケタ ル 
土地 及第 十六 條第二 項ノ 規定- 一 依 リ收 用シ タル 
土地 ノ處分 及 管理-一 關シテ ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第二 十二 條 都市 計* 事業 M fs y 生シ タル 營造物 
ノ管理 -1 付特 -1 必要 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 所 
M 依 リ其ノ 管理者 ヲ定ム 

第二 十三 條 行政 執行 法 第 S 條及第 六條ノ 規定 並 
之-一基 キテ發 N、 >u 命令 ハ 本 法 若 ハ 本 法 二 基キテ 
發スル 命令 父 ハ 之 — 依 リテ爲 K 處 分-一 te リ行フ 
ヘキ 作 爲又ハ 不作 爲ヲ 行政 廳力强 制 スル 場合 M 
之ヲ 準用 ス 

第二 十四 條本法 若 (本 法 M 基キ テ發 スル 命令 又 
ハ 之-一依 y テ爲ス 處分 -I 依リ私 人ノ 義務-一® ス 
ル 負擔金 其/他 ノ 費用 ハ行 政 E 國税滯 納 處分ノ 
例-一依 リ之ヲ 徴收ス ル コト ヲ煜 
前項 ノ 規定-一依 ル徴收 金 ノ先収 特權ノ 順位 並 其 
ノ追徵 還付 及 時効 M fJ- テ ハ行 政 廳ノ統 _ァ、 ル 公 
共團 體ノ 徵收 金/例- 1 依 ル 
第二 十五 條本法 又 ハ 本 法 二 基 キテ發 スル 命令-一 
—シ タル 事項- 1 付 行政 廳ノ 爲シ タル 腐 分- 1 不 
服 アル 者 ハ 訴願 スル コト ヲ得 

本 法-一依 リ行政 裁判所-一 出訴 スル コト ヲ煜ル 場 
合-一 於 テ ハ、 王 務 大臣- 1 訴願 スル コト ヲ得ス 
第二 十六 條本法 又 ハ 本 法- 1 基キ テ發 スル 命令 二 
規定シ タル 事項- 1 付 行政 廳 ノ爲シ タル 違法 處分 
-- 因リ權 利ヲ毀 損 - t ラレ タリ トス ル 者 ハ行 政 裁 

判 所-一 出訴 スル コト ヲ得 
1J  nu 
K  貝 

第二 十七 條本法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第二 十八 條 束 ), C 市區 改正 條例 、束 京 市 K 改正 土 
地妞物 處分規 則及大 JE 七 年 法律 第三 十六 號並之 


= 基キ テ發シ タル 命令 ハ 之： N 噬止ス 
第二 十九 條柬京 市 城 改正 临例及 束 京 市 K 改 IK 土 
地 建物 處分 規則 ノ適用 又 ハ 维 用ヲ受 クル m ハ 第 
二條第一項ノ規定ーー法リ規定セラレタルモノト 
看做 ス 

第三 十條 東京 市 鼠 改正 條例又 ハ 大正 七 年 法律 第 
三十 六號  一一 fe リ內閣 ノ認可 ヲ受 ケタ ル 設計 又 ハ 
議定 シ タル 事業 ハ 各 本 法- 1 依リ內 閣ノ 認可 ヲ受 
ケタ ル 都市 計 蛮 又 ハ 都 m 計丧 事業 卜 看做 ス 
第三 十一 條朿 M 市 M 改 JH 條例 •東京 市 M 改正 土 
地 建物 處分 規則 若 ハ 大正 七 年 法律 第三 十六 號乂 
ハ 之-一基 キ テ發シ タル 命令-一依 リ爲シ タル 處分 
ハ 本 法 又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令-一 S 觸セサ 
ル限リ 本案-一依 リ爲シ タル 處分卜 看做ス 
第三 十二 條 東京 市 腐 改 JE 土地 纽物處 分 規則 ノ適 
用 又 ハ 準用-一 依 リ行 政廳 ノ爲シ タル 處分 -1 關シ 
テ ハ 同 規則 第 一條 第二 項 乃至 第 四 項 ハ 仍其ノ 効 
カ ヲ有ス 

第三 十三 條 東京 市 M 改正 條例又 ハ 大 JH 七 年 法律 
第三 十六 號 大正 七 年 勅令 第 百 八十 四號 -I 依 リ下 
付 ヲ受ケ タル 官有 ノ河岸 地 ハ 其ノ 下付ヲ 受ケタ 
ル市ノ 所有 11 屬スル 間 地 粗ヲ 免除 K 但シ 其ノ市 
/ 都市 計 書： 事業 ノ終 リタ ル トキ ハ此ノ 限 — 在 ラ 

ス 

前項 ノ 河岸 地 ョ リ收入 スル 金額 ハ 其 ノ市ノ 都市 
計 « 事業 ノ終ル 迄 之ヲ 他-- 支出 スル コト ヲ得ス 
第一 項ノ河 择地ノ 下付 ヲ受ケ タル 市 ハ 之ヲ賣 却 
_與ス ル コト ヲ得ス 但シ已 ムヲ煜 サル 場合 二 於 
テ 都市 計进 委員 會ノ翳 決 V 經テ 主務大臣 ノ 認可 

ヲ受 ケタ ル トキ ハ 此ノ限 1 1 在 ラス 

市街地 建築物 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及浍付 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

衆議院 議長 大岡 育浩 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
市街地 建築物 法 

第 一條 主務大臣 ハ 本法ヲ 適用 スル M 域内-! 住居 
地域、 商業 池 域 又 ハエ 業 地域 ヲ 指定 スル コト ヲ 
煜 

第二 條 S' 築 物-- シテ住 居/安寧 ヲ害ス ル Is アル 
用途 M 供 K ル モノ ハ 住居 地域 内 一一 之 y 建築 スル 
八〇五  I 
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市街 池 建築物 法案 第一 IKf ler _ 

コト ヲ得ス 

第— 建築物 f ゾテ 商業 ノ 利便 ヲ害 スル® アル 
用途- 1 供 K ル モノ ハ 商業地 域內二 之ヲ 建築 スル 

コト ヲ m •ス 

第四條 工場 • 倉庫 其/他 之 二 準ス ヘキ 建築物 二 
•ゾテ 規換大 ナル モノ 又 ハ德生 上 有 t? 若 ハ 保安 上 
危險ノ 闽ア ル 用途-一 供 K ル モノ ハエ 業 地 M 內 二 
非 サレ ハ 之ヲ 建築 スル コト ヲ得ス 
主務 大 K 必要 卜認ム ル トキ ハ 前項 ノ雜築 物-ー シ 
テ 著 シク 衙生上 有害 又 ハ 保安 上 危險ノ 蹈 アル 用 
S 供 スル モノ-一  付 テ ハ H 業 地域 內二於 テ其ノ 
建築- 1 付 特別 地區ヲ 指定 スル コト ヲ倶 
第五 條前 三條 -1 規定 スル 趙 築物ノ 種類 ハ 勅令 ヲ 
以テ之 ヲ定ム 

第六條 前 四條ノ 規定 ノ適 用- 一 付 テ ハ 新-一 建築物 

ノ 用途 ヲ定メ 又 ハ 建築物 ヲ他ノ 用途-一 供 スルト 

キハ 其ノ 用途 二 供 スル 建築物 ヲ建 築 X ル モノ ト 

看做ス 

銘七條 道路 敷地 ノ境界 線 ヲ以テ 建築 線 トス 但シ 

特別 ノ斟由 アル トキ ハ 行政官 廳ハ 別-一親 築線ヲ 

指定 スル コト ヲ煜 

第八條 建築物 ノ敷地 ハ fa 築 線-一 接 セ シムル コト 

ヲ要ス 但シ特 別ノ 事由 アル 場合-一 於 テ 行政官 廳 

ノ 許可 ヲ受 ケタ ル トキ ハ此 / 限-- 在 ラス 

第九條 建築物 ハ 茜 築 線 ヨリ 突出 セ シムル コト ヲ 

得 ス但 シ筇築 線 力 道路 幅ノ 境界線 ヨリ 後退 シテ 

指定 セラ レ タルモ ノナ ル トキ ハ 命令 / 定ムル 所 

二依リ建築物ノ前而突出部又ハ恶礎ハ道路幅ノ 

境界線 ヲ超 H サル 肺 間內 -1 於 テ建雜 線 3 リ之ヲ 

突出 セ シムル コト ヲ煜 

第 十條 行政官 廳ハ 市街 ノ體裁 上 必要 卜認ム ルト 

キハ砘 雄 線-一而 シ テ 建築 スル 訊 築 物/壁面 ノ位 

S ヲ 指定 スル コト ヲ煜 

第 十 一條 建築物 ヲ_ 築 スル 場合-一 於 ケル 其ノ高 

又 ハ 其/敷地 內- 一存 セ シムへ キ 空地-一 關シテ ハ 

地方 ノ狀况 、地域 及 地區ノ 稀 別. 土地 ノ愦 態、 

赌雜 物ノ擗 造 •前： Kn 道路 ノ 幅員 等 ヲ參酌 シ 勅令 

ヲ以 テ必耍 ナル 規定 ヲ設ク ル コト ヲ得 

第 十一 一條 主務大臣 ハ 建築物 ノ 構造、 設備 又 ハ 敷 

地- 1 關シ衙 生 上 又 ハ 保安 上 必要 ナル 規定 ヲ設ク 

ル コト ヲ 52 

第 十三 條 主務大臣 ハ 火災 豫防 上必耍 卜認ム ルト 


キハ防 火 地區プ 指定 シ其ノ 地區內 _ 於 ケル 防火 
設備 又 ハ 建築物 ノ防火 構造-一 關シ 必要 ナル 規定 

ヲ srt SJ クル コト ヲ m 

防火 地區內 -I 於 テ ハ 建物 ノ 部分 ヲ爲ス 防火壁 ハ 
土 tLi! ノ魃界 線-- 接シ之 ヲ設ク ル コト ヲ得 
第 十四 條 主務大臣 ハ學 校， 集會 場、 劇場、 15 館 
工場、 倉庫、 病院 •市場、 屠場、 火葬場 其ノ他 
命令 ヲ以テ 指定 スル 特殊 建築物/位置、 構造、 
設備 又 ハ 敷地-一 關シ 必要 ナル 規定 ヲ設 クル コト 
ヲ得 

第 十五 條 主務大臣 ハ 美觀 tllJ M ヲ 指定シ 其ノ地 區 
內 ― 於 ケル 建築物 ノ構造 >  設備 又 ハ 敷地 = 關 シ 
美觀上 必要 ナル 規定 ヲ設 クル コト ヲ煜 
第 十六 條 主務大臣 ハ 建築物 ノエ 事 執行 ユ關 シ必 
耍ナ »u 規定 ヲ設 クル コト ヲ煜 
第 十七 條 行政官 廳ハ 建築物 左ノ 各號ノ T 1 該當 
スル 場合- 1 於 テ ハ 其ノ 除却、 改築、 修繕 •使用 
禁止、 使用 停止 其ノ 他/必要 ナル 措置 ヲ命ス ル 
コト ヲ得 

一 保安 卜： 危險 卜認ム ル トキ 
二衞牛 ：上 有害 卜認ム ル トキ 
三本 法 又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 — 違反 シ 
テ 建築物 ヲ建築 シタルト キ 
第 十八 條本法 適用 M 域 ノ 設定 若 ハ 變更 ，地域 若 
ハ 地 區ノ 指定 若 ハ 變更其 ノ他ノ 場合-一 於テ從 來 
存在 スル 建築物 力 其ノ後 新-一 建築 セラ レ タリ ト 
セ ハ 本 法 又 ハ 本 法 M 基キ テ發ス )1- 命令 — 違反ス 
へ キモ ノナ ル トキ ハ 行政官 廳ハ相 當ノ期 間 V 指 
定シ 其ノ 建築物-一 付 前 條- 1 揭クル 必要 ナル 措置 
ヲ命 スル コト ヲ得 

前項 ノ 規定- 一依 ル 措置 ヲ命ス ル トキ ハ 軌 令ノ定 

ムル所 M 依 リ建築 物 所在地 ノ公 共圃 體ヲシ テ 損 

失ヲ 補償 セ シム 

前項 ノ 規定- 1 依 リ 補償 ヲ受ク へ キ者 補償金 額 二 

付 不服 アル トキ ハ 其/金額 決定 ノ 通知 ヲ受 ケタ 

ル 日 3 リ 三月 內 一一 通常 裁判所 一一 出訴 スル コト ヲ 

得此ノ 場合 M 於 テ ハ 訴願シ 又 ハ行 政 裁判所- 1 出 

訴スル コト ヲ煜ス 

第 十九 條建築 主" 建築 工事 請負人、 建築 工事 管 

理者又 ハ 建築物 ノ 所有者 若 ハ 占有 者 本 法 若 ハ 本 

法-一基 キテ爲 ス 處分- 一 違反 シタルト キハニ 千圓 

以下 ノ罰金 又 ハ 科料 — 處ス 


第二 +• 條前 f 揭クル 者 未成年者 又 ハ 禁治産者 
ナル トキ ハ其ノ 法定代理人 二 之ヲ 適用 ス 但 シ營 
業- 1 關 シ 成年者 卜 同一/能カ ヲ有 K ル 未成年者 
其/管 業- 1 關シ 前條 = 規定 7, ル 違反 ヲ爲シ タル 
トキ ハ 此ノ 限 — 在 ラス 

前條 -I 揭クル 者 ハ 其/代理人、 戶主 、家族 •同 
居 者、 麗人 其， 他/ 從 業者 其ノ胬 業 M 關シ 前條 
二 規定 スル 違 K ヲ爲シ タル トキ ハ 自己 ノ指撺 二 
出 テ サル / 故 ヲ以テ 處罰ヲ 免 ル >b コト ヲ得ス 
前條二 揭クル 者 法人 ナル トキ ハ 明治 三十 三年 法 
律 第五 十二 條ヲ 準用 ス 

第二 十 一條. 本代 又 ハ 本 法- 1 基 キテ發 スル 命令-一 
梁 疋シタ 'L- 事項-一 付 行政官 廳 ノ爲シ タル 處分二 
不服 アル 者 ハ 訴願 スル コト ヲ得 
本 法-一依 リ行政 裁判所- 一 出訴 スル コト ヲ 得 ル 場 
合-一 於 テ ハ 主務大臣 -I 訴願 スル コト ヲ得ス 
第二 十二 條本佚 又 ハ 本 法 5 :キ テ發 スル 命 <F — 
規定シ タル 事 ? 11 二 付 行政官 廳 ノ爲シ タル 違法 鹿 
分 二 囚リ糊 利ヲ毁 損 セラ レ タリ トス ル 者 ハ行 政 
裁判所-一 出訴 スル コト ヲ得 
第二 十三 條本法 適 m ノ區域 ハ 勅令 ヲ以テ 指定 ス 
ル 市、 區其 ノ他ノ 市街地 トス 
特別 ノ 必要 アル 場合-- 於 テ ハ 勅令 ヲ以テ 其 ノ定 
ムル所 二 依リ 前項 ノ 市街地/外 11 苴リ木 法 適用 
ノ區域 ヲ定ム ル コト ヲ得 

第二 十四 條本法 ハ 勒令ノ 定ムル 所 5 リ建築 H 
事 中 ノ建铤 物、 建築 工事-二 者 手 セ サル モ 設計 ア 
ル 建築物 又 ハ 趙築 物 — 非 サル エ作物 — 之 ヲ 準用 

スル コト ヲ得 

第二 十五 條本法 / 全部 又 ハ ー部 ノ 適用 ヲ 必要 卜 
セ サル 建築物 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第二 十六 條本法 二 於 -J- 道路 卜稱ス ル ハ 幅員 九 尺 
以上 ノモノ ヲ謂フ 

道路/新設 父 ハ變更 ノ計畫 アル トキ ハ 勅令 ノ定 
ムル 所-一依 リ其ノ 計* ノ道路 ハ 之ヲ 道路 卜 看做 

ス 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
~國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕. 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 近時 我國 都市の 膨脹 著 
しい 有_ でありまして、 東京、 大阪は 勿論の こと、 
其 外の 大都市に 於き ましても、 市の 區域 の內 外に 於 
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きまして ^ 暇、 ® 此の勢ひ㈡：片なるも 〇 がございま 
す、 人口の 密犯 いたします るに 防つ て- ? S TIT C 交通 
濟等に 及ぼす 影 S ®  くないので ご -£ 
い. V -:- : : して 速に 都市の 計* を 確立し &. 
いと 云 ふことは、 f?- 部 市に 於き まする 希 沼で ござい 
ます 〇 、 劭 に 第 四十 謎 T r : .'_ Q て.. ;':' .:::—:、：  ： . 
中 一部の 改正を 加へ られ まして ，京 都 •大阪 典 他 内 
務大 K1 の 指定す る 市に も. 之を 準 RJ する ことにな 〇 
ましたので あります るが •之の みを 以ては 今日 to 狀 
况に 十分に 鹏ずる ことが 出 來ませ ぬ、 殊に 市. W 改正 
條 例に附 龆い たして 居ります る 土地 述拘處 分 規則の 
如きは 二十 年 前の 餞 布でありまして； f ffii なる 點 も少 
なくない のでありまして 度々 謅會に 於て 間 題に なり 
政府に 於き ましても 適當の 時期に 之を 改正した いと 
云 ふ 事 ほ 申 上げて ある 次第であります が 今や 玆に本 
法を 制定す るの 必要を 認めました 次第で 有ます 此都 
市計逛 法の 要 點を申 上げます れば第 一 ほ 都市の 毀 肢 
に 膜 じて 地域の 設定を 致す 事の 出來る 規定を 設け ま 
した、 伴 居の 安寧、 住居の 利便 T- 業の 能率 等に 推み 
まして fl-: 居 •商業 工業 等の 地域を 設定す る SJf の / II 來 
る 規定を 設けました、 乂 市街 宅地の 利用を 十分に 致 
さむ. が 爲に 、土地の 區劃 整理に 關する 規定を 設ける 
必昭を 認めました、 唯今の 所では 耕地整理 法の 规定 
に ® て 漸く 歩んで 居る 狀况で ござります る、 次には 
都市計誰〗上必換なる土 1'||! 收用に關する事であります 
現行法は 甚だ： 小 is と考 へます るので、 今日の 時代に 
應ずる やぅに 土地 收用法 の 規定に 依る ことに 致し ま 
した、 又 道路、 運河 等の 築造を 致します る 際に、 紐 
築地 帶の收 用に 關す る 1|;-|] 度を 設けまして、® 沿 逍渚 
の 利益を も 保 Is する途 を 開きました. 右が 主 もなる 
點 でございまする が、 其 他の ことは 大體 今日の 束 -M 
市 M 改正條 例を 踏 逋 、踏 理いた した 次第であります 
市街地 建築物 法案 ほ、 都市 計 !! £ v>c 案と 相俟つて 都市 
計畫の 施設を 全ぅ 致したい 爲 に、 此 所に 制定を 必要 
とする 次第であります、 今日 f:f1] 承知の 如く llt il 築 物 
に關 します る ことは、 全く 地方 瞥察 令に 任せて ござ 
りまして、 而も 多くは 斷片的 の 规定に 止まつ て® り 
ます、 _ に 市 K 改 正 條例を 制定せられ る當 時に 於き 
まして、 政府 當 局に 於き まして ! 3: 此條例 と 併せて 妞 
築の 制度を も 制定したい 考も ありました 趣で ありま 
する が、 當時 我幽の 民度 未だ 此制 度を 立つ るに 至ら 
ずして 遂に 今日に 及んで 尻る 次 餡で ございます >  段 
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々民度が 進みまして 05 雄物等の如きも其規槪宏大な 
る ものが 出來 る有樣 になり ましたに 付きまして は、 
玆に地 の 設定を 致し、 或は fe 築 物と 道路との 關 
係を 規定し、 又は 建築物の 高さ、 m 造 等に 付き まし 
て 相 當の 规定を 設けます ると 云 ふことは 、最も 必要 
なる 事柄と 考 へます る 次！ s であります •此 二つ の 法 
案と も 相 當に临 文 も 多い ので ござりまして、 會期切 
迫の 今日 提出いた します ると 云 ふことは、 洵に相 濟 
まぬ 次第で ござります が、 段々 手緝が 遲れ まして 玆 
に 至りました 次第で ござります、 どうぞ 御 諒承を 願 
ひまして 然べく 御 ^ 謎を 願 ひます。 

0 山 脇 玄君私 は 内務 犬 Is に 御 尋ねいた I ます" 申 
すまで も ありませ ぬが、 我 國の帝 都た る苽京 の 道路 
の 有様 ほ 411 何で ありませ うか、 今日の やうに 駄 々つ 

腐い 高低の ある )} I 京の … •： 苽 京 市の ¢1 路を 完全の 道 

格に 致します るには、 莫大な 费用 を耍 する ことで あ 

ります、 なか <吾々 東京 市民の 負擔 に堪へ る こと 

は 出來な いので あらう と 感ずる のであります、 或る 

外國 人の 評に 依ります と 東京の 帝都の 31 路は 雨が 降 

れば 水田の 如く 泥 揮 脚を 沒 し、 天氣が 續けぱ 砂塵 天 

を蔽 ふて 咫尺を 辨ぜ ずと 云 ふ 評が あります るが、 一 

理な いで も ありませ ぬ、 啓々 日 木 人は 足駄、 下駄な 

どを： g いて 通行いた します るから、 雨が 降りまして 

天氣が 幻 きましても 通行は m 来ます るが なか < 靴 

を 以て 通行の 出来る 逍路 では ありませ ぬ、 であり ま 

すから 大槪都 市計进 法案が I8 /-H になる のであります 

れぱ * 此 東京 市と 云 ふ ものを 畠 居を 中心に しまして 

狹い K S1J にして、 さう して 帝都た るに 恥ぢ ざる 0 の 

道 路を 造る と 云 ふ 話 も 間々 ある やうであります が， 

今日の 所で 内務 大 lit は 邦邊 のこと に 於, ましては ど 

5 云 ふ 御考を 御 有ち になつて 居ります か、 今の やう 

な 駄 々つ Bf い 道路を 完金 にす ると 云 ふこと if 到底 

不可能の ことで あらう と考 へる のであります、 常 局 

の 御 ©: 見を 一 願 承つ て K きたいので あります。 

〔S 務大 f-;f 床 次 竹 二 郎君 演嗯に 登る〕 

〇阈 務大 EC 床 次 竹 二 郎封) 31 京 市の适 路が 時代の 

進步 、發 達よりも 後れて ff ると 云 ふことは 全く 御 同 

感で ございます、 又 其 K 域 も 御 話の 通りに 私は 考へ 

ます、 承ります るに ili 京 市の 六 fin 以上の 道路を 改良 

いたす のには 一一 i 千 ®: 圓 以上を 耍す ると 云 ふこと であ 

ります、 其 調べは 何時の 調べであります か、 今 記憶 

いたし ませぬ が、 要するに 道路の 改良に 付きまして 


は、 市當 局は 勿論の こと、 一般に 於ても 將來 何等か 
の考撤 を 致さむ ければ ならぬ こと、 考へて 居る ので 
ございます、 市街地の 蓆 さに 付きまして は 御 話の 通 
りに 考へ ては 居ります が、 併ながら 都市の 計* を 致 
すに 付きまして は、 全く® 市 ffi 地を 眼中に 置かず、 
玆に 勝手に 新なる 計脔を 致す と 云 ふことは •餘 ほど 
考阬を 致さむ ければ ならぬ 次第と 考 へます、 私は： 个 
便でありまして も •現在の 市 K は 之を 元に 致し まし 
て さう して 大體の 計® を 致す が 宜しから うと 考 へて 
PT ります が、 尤も 是等 の點 に付きまして は 何れ 都市 
計丧 委員を それ o 設置す る栢 りで ございます るか 
ら 、主として 是 等の 委員 會に 於き まして >  地方の 事 
情に 最も 通じた る 人々 に 於て 十分 審議を 致しました 
ならば 相當な 考が 付く ことで あらう と考 へて 居り， ま 
す。 

O H K 石黑忠 JS 君 tt 兩案は 重要 案であります るか 
ら •十五 名の 委員に 附託に ならぬ ことを 希望いた し 
ます： 

0 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議が なく ば 第二 >  第 
三は 同一 委員に 付託いた します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 唯今 石黑 男爵の 述べられ 
ました 此特別 委員の 數を 十五 名と する に 御 異存 ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 Kf 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
霄 記 官を して 特別委 員の 氏名を 朗讀 いたさせます。 
〔岡  W IR 官朗 19 〕 

都市 計 SJ 法案 外 一件 特別委- W 
伯爵 松 木 宗隆君  子爵® 本 武憲君 

.男 群 山中 信® 君  古市 公威 君 

內田嘉 吉君  男爵 阪谷芳 郎君 

水 野 鍊太郞 君  男樹斯 波 忠三 郎君 

男爵 辻  太 郎君  加 太 邦憲君 

福 永吉之 助 君  菅原通 敬 君 

市 來乙彥 君  永 田秀次 郎君 

安田 善 三郞君 

〇 議長 (公昭 德川家 達 君〕 日程 第 四， 會計士 法案、 

衆議院 提出、 第一悶 會。 

會計士 法案 

右 本院 提出 案 及 送付 候 也 


大正 八 年 三月 十五 日 

衆_院_ 長大 岡 育造 
« 族 院議 長 公 W 給 川 家 達 殿 
會計士 法 

第一章 會 計士ノ 業務 

第 一條 會計士 ハ 當事者 若 ハ 利害 關係 人ノ囑 託ヲ 
受ケ又 ハ 官廳ノ 命 — 依リ會 計-一 關スル 事項 ノ監 
査 、整理、 管理、 設明及 鑑定/業務 ヲ 執行 スル 

モノ トス 

第二條 會計士 ハ 農 商務 大臣 ノ監督 ヲ受ク 
第二 章會 計士ノ 資格 

第三 條會 計士タ ラム トス ル 者 ハ 左-一 揭クル 資格 
ヲ 具備 スル n ト ヲ要ス 

一 帝國 臣民-ー シテ三 十 歳 以上 ノ男子 タル コト 
二會計 士試驗 二 合格 シタ 'V 3 卜 
三 三箇年 以上 會計 士ノ 事務所- 1 在リテ 其ノ業 
務ヲ 見習 ヒ タル コト 

四 高等官 及學識 經驗 アル 者ノ中 ヨリ 任命 セラ 
レ タル 委員 ヲ以テ 組織 スル 會計士 銓衡 委員 
會ノ 銓衡 ヲ經 タル コト 

第四條 會計士 試驗及 銓衡 — 關スル 規程 ハ 勅令 ヲ 
以テ之 ヲ定ム 

第五 條左 -I 揭クル 者 ハ 會計士 タルコ トヲ得 ス 
一 禁錮 以上 ノ刑 -I 處セ ラレ タル 者 
二 懲戒 ノ處 分-一依 リ 免官， 兔職 、除名 又 ハ 業 
務ヲ 禁止 セラ レ タル 者 
三 破 產又ハ 家資 分散 ノ宣 吿ヲ受 ケタ ル 者 
四 禁治產 又 ハ 準禁洽 產ノ宣 吿ヲ受 ケタ ル 者 
第 六條會 計士ハ 報酬 アル 公務 ヲ兼 ヌル コト ヲ得 
ス但シ 議員 若 ハ 委員 卜爲リ 又 ハ官廳 3 リ特 -I 命 
セラ レ タル！！ 務ヲ 執行 スル ハ 此ノ 限-一 在 ラス 

會 計士ス 他ノ 業務 ヲ營ミ 法人 ノ取締 役 其/他 之 
fs  K ヘキ 者 若 ハ 無限責任 社® 卜爲リ 又 ハ 法人 
其ノ 他ノ使 用人 卜爲ル コト ヲ得ス 但シ農 商務 大 
臣ノ 許可 ヲ得タ ル 者 ハ 此 / 限-一 在-フス 
第三 章 會計士 名簿 

第 七 條會計 七 名簿- 1 登 錄セ ラレ タル 者-一 非 サレ 
ハ會計 士ノ稱 號ヲ用 ヰ 又 ハ 其/業務 ヲ 執行 スル 
コト ヲ 得ス 

第八條 會計士 名簿 二 關 K >u 規程 ハ ■商務 大臣 之 
ヲ定ム 

第 四章會 計 士ノ權 利 義務 


第 九條會 計 士ハ 正當ノ 事由 アル M 非 サレ ハ 當事 
者 若 ハ 利害 關係 人ノ囑 託 又 ハ官廳 ノ命ヲ 拒 ムコ 
トヲ 得ス 

第 十條會 計士ハ 利害 ノ關 係ヲ有 スル 事業-一 關シ 
其ノ 業務 ヲ 執行 スル コト ヲ煜ス 

第 十 一條 fr 計 士其ノ 業務/執行-一 關シ 故意 又 ハ 
過失 m 因 リ囑託 人-一 損害 ヲ 加へ タル トキ ハ 之ヲ 
賠償 スル ノ責二 任ス 

第 十二 條 # 計士又 ハ會 計士タ リシ 者 故ナク 其/ 
業務 上 取扱 ヒタル 事項-一 付祕密 ヲ 漏泄 シタルト 
キハ 六月 以下 ノ懲役 又 ハ 千圓 以下/罰金 — 處ス 

第 十三 條 刑法 第 百 九十 七 條及第 百 九十 八 條ノ規 
定ハ會 計士ノ 業務 ノ 執行 二 付之ヲ 準用 ス 
第五 章會 計士會 

第 十四 勝 會計士 會ヲ 設立 セム トス ル トキ ハ 其 / 
規約 ヲ定メ 農 商務 大臣 ノ認可 ヲ受ク ヘシ 其ノ規 
約ヲ變 SI セム トス ル トキ 亦同シ 

第 十五 條會計 士會ヲ 解散 シタルト キハ農 商務 大 
臣- 1 H 出ツ ヘシ 
第 六 章 懲戒 

第 十六 條會 計士 業務 上ノ義 務- 一滇 反 シタルト キ 
又 ハ 品位 ヲ失 K ス ヘキ 行爲 アリ タル トキ ハ 懲戒 
-I 付ノ 

第 十七 條懲谀 ハ 左 ノ四種 トス 
一 譴責 

二 千 圓 以下 ノ 過料 
三 三年 以下 ノ 業務 停止 
四 除名 

第 十八 條懲戒 ハ 會計士 銓衡 委員 會ノ 議決 ヲ經テ 
農 商務 大臣 之ヲ行 フ但シ 會 計士會 二屬 スル 者-一 
付 テ ハ豫 メ其ノ 議決 ヲ經ル コト ヲ要ス 

附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 ム 

會計士 銓衡 委員 會ノ 銓衡 ヲ經 タル 者 ハ當分 ノ內第 

三條 第二 號 及第 三號ノ 規定-一 拘ラス 會計士 タルコ 

トヲ得 

0 伯爵 柳 原義 光君此 案は 衆議院の 提出であります 
るが、 政府の 此 案に 對する 所見は どぅであります る 
か 何 ひたいと 考 へます。 

〔政府 委員 岡 本 英太郞 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (岡 本 英太郞 君〕 御 答申 上げます、 本案 
に付きまして は 政府は 本案の 趣旨には 賛成で ござり 
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まする のであります、 併ながら 本案の 期待 せらる、 
如き 立 iE な 會計士 を 得る と 云 ふこと も 目下 困難で ご 
ざり ませう し、 又 御 承知の 如く 我國 には 會社其 他の 
團 it に 於き ましては 監赉 役、 監事 等の 制度が ござり 
まして >  本案の 如く 任意に 會計士 の檢査 を 受ける と 
云 ふ 制度で ござります れぱ 、此 法案の 目的を 達し ま 
する 上に 於き まして 甚だ 闲 難で あらう と 存じます、 
それで 政府に 於き ましては 趣旨に ほ 铰成 いたします 
けれども、 進んで 此法 案の 効果を 擧 ぐる闲 難が 多 か 
らうと 云 ふ 所から、 同意いた し 兼ねる …… 

〇 鈴 木 摁兵衞 君 政府 委員に 御 問 ひ 致します るが、 
此會計士と云ふものほ、一面から見ますると，法人 
の 役員が ffi 暴な ことを する に 付て は 之を 豫防 する、 

又 或は 誠 K なる 者に對 して 保 If すると 云 ふ 利益が あ 

ります が、 若し 其 當を得 ざれば 却つ て 弊害が ありま 

す > 31:- 邊に 付て 政府は 多少 考爾 する 所が あつて 唯今 

の 如く 御說 明であります か、 或は 又 無用で あると 云 

ふ 御 翻 念であります か、 一應政 府の .御所見を 伺 ひま 

す。 

〔政府 委員 岡 本英太 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (岡 本英太 郎君〕 唯今の 御 質問の 如き こ 

とは  >  本案の * 謅にな ります 際に 色々 _論 がご ざい 

まして、 衆 ® 院の 委員の 中に も  >  御心 配になる やう 

に、 本案が 制定され、 ば、 却つ て 弊の 生ずる やうな 

oi も ありは しない かと 云 ふ 御 蕺論も ございました、 

| 併ながら 本案は 全く 任意に 依賴 をして、 さう して 會 

計 士の證 明を 得る と 云 ふこと であります から、 强ち 

呢の 多い と 云 ふこと を 見なくても 宜か らう、 唯 本案 

は ir 計 士と云 ふ ものを 公認いた しまして* 此 制度の 

發 達を 圖りた いと 云 ふ 趣意であります から、 大體に 

於き まして 唯今 御 心配の 如き 弊害は 無いで あらう と 

思 ふて 居ります。 

〇伯擗 廣澤金 次 郎君ち ょつ と 政府 姿 員に 質問いた 

したいので あります が、 唯今の 政府 委員の 御說 明に 

依ります と、 此會 計士 法案には 趣旨は 賛成で あるが 

內容に 於て は 反 對の條 項が あると 云 ふやう に 承り ま 

し たが、 元々 會計士 なる ものは 人格の 問題で ありま 

し て、 人格の ある 會計士 なる ものが 出来たならば、 

諸會 社の 決算の 檢査上 に 極く 至つ て 便利な もの かと 

本員な ど ほ 考へ るので あります が、 付きまして は 政 

府に 於き ましては 將來 政府案と して 會計士 法案の 如 

きものを 提出され ろ 御意 思は ありませ ぬかと 云 ふこ 


とを ちよつ と 承つ て 置きたい。 

〔政府 委員 岡 本英太 郎君 演稱に 登る〕 

0 政府 委員 (岡 本英太 郎君〕 御 答へ 申します、 此會 
計士の 制度 ほ 早晚 我國に 於ても 行は れな けれは なら 
ぬと 考へて 居りまして、 從來本 制度に 付きまして は 
當 局に 於て 調査 も 致して 居る のであります、 併な か 
らま だ 提出され る だけの 成案 •か出来て 居り ませぬ、 
今日に 於き まして 何時 之を 提出いた すと 云 ふことは 
申し兼ねます けれども、 調査を 致して 居る 次第で ご 
ざいます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本案の 特別委 員の 氏名を 
書記官を して 朗® いたさせます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

會計士 法案 特別委 員 

伯爵 掘 田正恒 君  子爵 松 平 直德君 
子爵 秋 月 種英君  岡 野 敬次郞 君 
上 山滿之 進 君  男爵® 田 幸 世 君 
男 K 長 松 篤 * 君  男爵 鄕誠之 助 君 
西 川 甚五郞 君 

0_ 長 (公爵 德 111! 家 達 君〕 日程 第五、 司法 代書人 法 
案、 衆議院 提出、 第一 讀會。 

司法 代書人 法案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
司法 代書人 法 

第 一條 本 法-一 於 テ 司法 代書人 卜稱 スル ハ 他人/ 
囑託 ヲ受ヶ 裁判所 及檢 事局-一 提出 スへキ 書類 ノ 

作製 ヲ爲 K ヲ業 トス ル 者 ヲ謂フ 

第二 條 司法 代書人 ハ 地方裁判所 ノ所屬 トス 

第三 條 司法 代書人 ハ 地方裁判所 長ノ 監督 ヲ受ク 

地方裁判所 長 ハ區裁 判 所 判事 ヲシテ 司法 代書人 

二 對 スル 監督 事務 ヲ取扱 ハシム ル コト ヲ得 

第四條 司法 代書人 タル-ー ハ 所屬 地方裁判所 長ノ 

認可 ヲ受 クル コト ヲ要 A 

第五 條 司法 代書人 ハ 地方裁判所 長 ノ定ム ル 書記 

料 ヲ受ク 

第六條 司法 代書人 ハ 事務所 ヲ設ヶ 地方裁判所 長 

ノ 認可 ヲ受 クル コト ヲ耍ス 

第七條 司法 代書人 ハ 正當ノ 事由 アル-一 非 サレ ハ 

囑託 ヲ拒ム コト ヲ得ス  . 


第八條 司法 代書人 ハ 當 事者ノ ー方 ノ® 託-一依 リ 
テ 肢扱ヒ タル 事件-一 付 相手方/ 爲- 一爵 類ノ作 製 

ヲ g ス n トヲ 5¢ ス 

第九條 司法 代書人 ハ 其ノ 業務'' 範圍ヲ 超 H テ 他 
人間 ノ訴訟 其 ノ他ノ 事件-- 關與ス ル コト ヲ得ス 
第十條 司法 代書人 ハ 其ノ 肢扱ヒ タル 事件 ヲ漏泄 
スル コト ヲ煜ス 但シ 裁判所 又 ハ 檢 事局-一 於 テ 訊 
問ヲ受 ケタ >1- 場合 ハ此ノ 限- 1 在 ラス 
.第 十 一條 司法 代書人 其ノ棄 務上ノ 義務-一 違反 シ 
タル トキ 又 ハ 品位 ヲ 失墜 N、 へ キ行爲 ヲ爲シ タル 
トキ ハ 地方裁判所 長 ハ 司法大臣 ノ 認可 ヲ受ヶ 左 
-1 揭ク ル處分 ヲ爲ス コト ヲ捍 
一 業務 ノ 禁止 又 ハ 停止 
二 五百圓 以下 ノ 過料 

非訟 事件 手續法 第二 百 八 條ノ 規定 ハ 前項 ノ 過料 
ノ處 分-一 付之ヲ 準用ス 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 本案 特別委 員の 氏名を、 
書記官を して 朗讀を 致させます。 

〔岡 書 IR 官 朗讀〕 

司法 代書人 法案 特別委 員 
伯爵 柳 原義 光 君  山 脇  玄君 
子爵 舟橋 遂賢君  子爵 東 坊城德 長 君 
子爵 伊東 祐弘君  淺田德 則 君 
柴田 家門 君  男爵 佐 竹 義準君 
藤本 閑 作 君 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 日程 第 六、 地租 條 例中改 
正 法律案、 衆議院 提出、 第一 讀會。 

地租 條例中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
地租條 例 中 改正 法律案 
地租 條例中 左ノ通 改正ス 

第 十六 條第二 項 中 「十 年 目 J ヲ 「二十 一年 目」 一一 
第三 項 中 「三十 年以內 J ヲ 「四十 年」 二、 第 四 項 
中 「十 年 以內」 ヲ 「二 十 年」 二、 第五 項 中 「五十 
年 以内」 ヲ 「六十 年」- 1、 第 六 項 中 「三十 年 以内 
」 ヲ 「四十 年」- 一改ム 
附則. 


本 法 施行'' 期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
本 法 施行 前？；？ 十六晓 第一 項 ノ屈出 ヲ爲シ 又 ハ ra lrg 
第三 項 乃至 第 六項ノ 許可 ヲ受 ヶタ ル 土地- 1 關シテ 
ハ仍 ホ從 前/例- 一味，- 

〔國 務大 K 男 fs 高® 是淸 君渖抿 に 登る〕 

〇國務 大臣 (男 K 高撟 是淸 君〕 本 si ほ 衆 通院 C? ん 出 
で ござります、 政府に 於き ましても 今後： -ii ぐ n:: .. l . を 
獎 _ いたします に付きまして は、 其 S 用も從 前と® 
ひまして、 浪费 も餘計 加 ほる ことほ 明かであります 
依つ て此地 m 修正の 年期-'  鍬 下 年期、 新開 免租の 年 
期、 地價据 置の 年期 •總て 通じて 現行法に 比して 十 
箇年 延長す るの が - T つの 趣旨で ございます 又 一つは 
延期す る 場合に 於て、 何十 年 以內と 云 ふ 以内と 云 ふ 
ことを 肢 ります のが •本案の 矢張り 趣旨の 一つで ご 
ざいます •「以 內」 と 申します る ことは、 税務 讲の 
判 斷に 依りまして、 或る 場合に 於き まして ほ 典 裁 W 
に 任して あります る 故に 統一し ない と 云 ふやうな ! 1 
念 も ございま すし、 又開懇 企業者に 於き ましては、 
一に 其 延期の 可否と 云 ふ ものは 地方の 税務 袈の 鑑定 
に ffi る _ であります からして、 稍々 不安心の 念を 懐 
くと 云 ふ ® もあります、 依 つて 「以內 ~ と i 2c ふ 字を 
省きます のが 第二の 要 i*i であります、 總て 政府に 於 
きまして は 時勢の 相當の 改正と 見まして 同® を 致し 
ましたので ございます、 御 審_ の 上 御 協 齊を與 へら 
れんこと を 希望いた します。 

〇 阪本釤 之 助君此 案は 衆 鄧院 提出で ございます が 
唯今 大藏 大臣は 御 賛成の やうであります、 先刻煶 商 
務 大臣が 御說 明に なりました 耕地整理 法 中の 改正 法 
律 案に 衆議院は 矢張り 修正を 加へ て、 之に 類似した 
ことに出来て 居ります、 此耕地 腔 理法の 修正と、 唯 
今の 法案と 精神が 一致して 居りまして、 其 問に 何等， 
寬嚴 長短 等の 相 違は ございませぬ か、 其點 を一應 伺 
つて 置きます。 

〔政府 委員 松 本 m 威 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 r 松 本 重 威 君〕 地租 條 例に 於き まして 各 
種の 年期を 十 年 延長いた します る權® 上， 耕 池 整理 
法に 於き ましても 同じく 年期を 十 年 延長す る やうな 
權衡を 取つ て 耕地整理 法を 改正して 居る 次第で あり 
ます。 

o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議がなければ lit 法案 
の 特別委 員は、 耕地整理 法 中 改正 法律案と 同一 委員 
に 付託いた します。 


院族 a 會 .誘國 帝 回一 十四 第 


c 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇國長 c 公 辟 德川家 達 fi ) ® 七， 大 ffl 郵便局を 二等 
郵便局と 爲 すの 請願， 會議。 

意見書 案 

大垣郵 M 局を 二 等 郵便局と 〇 すの 件 
大 垣 商業 會議 所會頭 戶田銳 之 助 呈出 
右の誚 願は 大斑 市は W . ® 平野の 屮樞に 位し ai 海道 
本線 及 養老 鐵 道の 停 萆翊を 有し 水陸 交通の ® 備り 
百貨 雄 散の 要衝た るの みならす 近時 谷 種の 工場 勃 
興し 入口 亦佾 加して 市勢 益發胺 せむ とする も大垣 
郵便局の te 然として 特定 三等 局なる は 此の 趨勢に 
伴は す 公衆の 不便 不利 基し きもの あるを 以て 之を 
二等 郵便局と せられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 
願意の 大 鹊 は 採 摺す へき ものと SI 決 致 候 因て 議院 

法 第 六十 ? 7r. 條に 依り 別冊 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

贵族 院議 長 公路 德川家 達 

內閣璁 理 大臣 原 敬 殿 

〇遨長 (公 辟 德川家 達 封〕 請願 委 3 長の 報吿通 りで 

御 異存 ございませぬ か。 

〔異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 C 公 t!? 德川家 達 君： 一 第 八、 靑秋 海岸！！ 便鐵道 

敷設の 請願， 第 九、 宮 崎 飫肥間 鐵 逍 敷設の 請願、 第 

十、 三 陸 沿岸鐵 道 敷設の 請願、 會謖。 

S 見 ® 案 

靑秋 海岸 9® 便鐵逛 敷設の 件 

靑森縣 西津阏 郡 木造 町 平民 銀行業 高 谷 豊之助 

外 七 名 里 m 

右の 請願は 陸 奧鐵 逍 の終點 たる 靑森縣 下 ? H; 所 ) II 原 

ょり 铤ヶ琿 に 出て 海岸 一帶を 經て能 代 線 鐵逍に 達 

する 輕便鐵 道 の 吸 設は岩 木 川の 改修 链ヶ澤 港の 修 

築 备 侯ち て rf 森 秋 田兩縣 に 於け る豊宵 なる 海陸 

の S5 源を 開 發す るの みならす 奥 羽 本線の 有力なる 

營荚 線た るへ きを 以て 之を 15 行せられ たしとの 旨 

趣に して © 族院は 願意の 大 sfi ix 採 掙す へき ものと 

議決 致 候 因て 眾院法 第 六十 ? T 條 に te り 別冊 及 送付 

候 也 

大正 八 年月日 

代 族 院議 長 公 fff 德川家 達 

內閣總 理 大 R 原 敬 殿 


意見書 案  . 

{ '«• 崎飫 肥間鐵 逍 敕設の 件 
宮崎縣 { P; 崎 郡 宫 崎 町長 加 藤 七 五郎 外 三十 五名 
呈出 

右の 請願は 涔 崎 縣下苒 崎ょり 內海 、油 津を經 て飫 
肥に 達する 鐵 道の 敷設は 啻に 交通の 利便を 開く の 
みならす 沿線 地方に 於け る fes 富を 進め II 諸 港の 利 
用を % し 及 國肪上 亦 重要なる を 以て 之を 急設せ し 
めら れた しとの 旨 趣に して fi 族 院は 願意の 大體は 
採擰す へき ものと S 決 致 候 因て® 院法第 六十 J.: 條 
に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內閣 總理 大臣 原 敬 殿 _ 

意見書 案 

三 陸沿厣 鐵 道 吸 設の件 
趿手縣 九 戶郡稲 市 村長 千 葉 倉 之叻外 二百 三十 
W: 名 呈出 (四 通) 

右の 請願は 宫城縣 下 仙 北轉® 鐵道前 谷地 驛 ょり 釜 
石、 宮古 を經て 靑森縣 下 八戶に 至る 三 陸 沿岸 鐵道 
の ® 設は 沿線 地方 一帶の 人文 並 富 源を 開發 する の 
みならす 旣 設鐵逍 と相俟 ちて 東北 地方を 連 環し 交 
通 並 國防上 甚大の 影 f-5 を 及 ほし H 事 亦 容易なる を 
以て 速に 之を 8 施せられ たしとの 旨 趣に L て 貴族 
院は 願 S の大 體 は 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 
議院 法 第 六十 3T 條に依 り 別册 及 ; S 付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 餞 長公擗 德川家 達 
內閣 總理 大臣 原 敬 殿 

0 議長 (公爵 德川家 達 封〕 是も 請願 委員長の 報告 通 

りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ ?? あり〕 

〇蕻 長： 公爵 德川家 達 君〕 御異 譎 ない と 認めます。 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君) 第 十一、 岐車富 山間 鐵道 

線路に 關 する 請願， 第 十 1  r 能 代 港 五所川原 間_ 便 

鐵道敷 設の 請願、 會諉。  • 

意見 if 案 

岐阜 富 山 f!n 鐵道 線路に 關する 件 

岐阜 縣武 儀郡赍 田 町長 中 鳥 松 太郎外 七 名 呈出 

右の 請願 (X 岐阜 富 山間縱 tt 鐵道に 於て 岐阜 縣加茂 

武儀兩 郡を 經て飛 si に 入る 線路 中 武儀縣 上 麻 生 村 

神 淵 村、 菅田 町を 經て益 田 郡 下 原 村に 至る 線路を 


第一 候補 線と 豫定せ られた るに 拘らす 近時 之を 變 
更 し 加 茂 郡 下 麻 生 町より 飛 驟 川に 沿 ひ 下 原 村に 至 
る 線路を 採用せられ たき 旨關係 住民より 衆議院に 
請願した る やに 聞けり 然れ とも 之を 前記の 候補 線 
路と 比較せ むか 其の 利害 ^ 失 到底 同一なら さるを 
以て 裸 定計畫 の 如く 詫 鐵道を 敷設せられ たしとの 
旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 髖 は 採掙 すへ きもの 
と 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別册 及 ； S 
付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

能 代 港 ?/; 所 川原 間 輕便鐵 道 敷設の 件 
秋 田 縣山本 郡 能 代 港町 官吏 荒 田 讀之助 外 三百 
四十 二 名 呈出 

右の 請願は 秋 田縣下 能代驛 より 八 森 村 岩 誼 村及靑 
森 縣下鰺 ヶ澤町 木造 町を 經て 五所川原 町に 於て 陸 
奧鐵 道と 連絡す る輕 便鐵 道の 敷設は 秋 田 縣山本 郡 
の® 富なる 利 源を 開發 する のみなら す兩 羽と 北陸 
地方と を 貫通す る 日本海 沿焊 線の 延長と して 極め 
て 必須の 施設なる を 以て 速に 之を 敷設せられ たし 
との 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 擇すへ き 
ものと 题決致 候 因て 議院 法 第 六十 ? T 條に依 〇 別册 
及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 il 長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是も 請願 S 員 長の 報告 通 
りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異_な いと 認めます、 
明 十八 日の 翳 # 日程は 決定 次第 御 通知に 及びます、 
本日は 是 にて 散 會。 

午前 十 時 四十 二分 散會 


0 大正 八 年 三月 十八 日 (火曜日〕 

午前 十 時 五分 開議 
議 事 B 程 第二 十 號  . — 

第一 開| 成 法案 (織 漏 腿， 1 y  i 
第 11 大正 八 年度 歳入 歲出總 豫算案 並 大正 八 年 


度 各 特別 會計歲 入 歲出豫 算案會 ll (g 

長 報 \ 

第三 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約 s' 爲す 
1 する 件— ii 韻 長) 

第 四 臨時 軍事 豫算 ii 加 案 \第 一號〕 會議 

へ 委員長 ノ 

穿 吿  / 

第五 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 

號)  8( 11 長) 

第 六 豫算 外國 庫の 負 擔とな るへ き 契約を 爲す 

SP す 3 件 L ia 第一 號り會 Is (■韻 長) 

第 七大麥 、小麥 及小麥 粉の 輸入 稅減 免に 關す 

〔s^ if' s r 第- 讀會 の續 

第 A 劲達吏 規則 中 i 法律案 (龇麵 |§寸) 

第 九劲達 吏の 手數料 及 立替金 増額に 關 する 法 

^■s e lfi l 付) 第- 讀會 の續 (錢報 

第 十 利息 制限 法中改 i£ 法律案 (練 彌院) 第 一 

讀 會の續 ii J * 

〇 議長 c 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 報吿を 致させます 
〔岡 書記官 朗 is 〕 

昨 十七 日 本院に 於て 採攞 すへ きものと 議決した る 
大垣 郵便局を 二 等 郵便局と 爲すの 請願 外 五 件の 請 
願は 各 意見書を 附し 即日 之を 政府に 送付せ り 
同日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

未成年者 飲酒 肢締 法案 特別 杏 員會 

委員長  伯樹小 笠 原 長 幹 君 
副 委員長  三 宅  秀君 
工業 原料 植物 研究所 設置に 關 する 建® 案 特別委 
員會 

委員長  伯爵 津輕英 /S 君 
副 委員長  古市 公威 君 
同日 特別 委員長ょ 〇 左の 報 街 書を 提出せ り 

大麥 、小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關 する 法律 
案 可決 報 带書 

未成年者 飲酒 取締法 案 否決 報告書 

工業 原料 額 物 研究所 設置に 關 する 建議案 可決 報 

吿書 

同日 特別委 員 副® 員 長より 左の 報告書を 提出せ り 
利息 制限 法 中 改正 法律案 nj 決報吿 書 


大 ffl 郵便局を 二 等 郵便局と 爲すの 請願 外 .? 5: 件 


八〇九 


院族 雛 氣帝冋 一 十四 第 


開 绍助成 法案 第二 消 肖 
本日 遇 fl of 澤多 ?/- 男 財 外 一名ょり 四十 三 名の 5? 成 
を 以て 左の 修正案を 發議 せり 
開懇 助成 法案 修正 系 

〇 議長 (公  .j ‘家泫 嵙'* 是 ょり 會费を 開きます、 
日程 第一、 開 ^ 助成 法案、 政府 提出、 衆議院. 送付， 
第：謭會‘第一條に伊澤多喜男嵙外一名ょり修正說 
を提 /|,, '\: ;-られました、修正案を迸記官をして朗讚を 
致させます。 

「成齠«記官朗讚〕 

開 報 助成 法案 中 左/通 修正 ス 

第一 條屮 「主務大臣 ハ」 ノ 下-一 r 豫览 ノ範凼 内 
-I 於 テ」 ヲ加フ 

〇藏苌 / 公 辟 德川家 達 岩〕 喵今間 題に 供し ますのは 
第 一條の みと 御 承知を 請 ひます、 湯淺倉 平。 

〔湯 淺倉 平君演 ffl に 登る〕 

0 湯淺倉 平® 唯今 日程に 上りました 開 ® 助成 法案 

の 第 一條に 「豫筘 '範園 內 -I 於 テ」 と 云 ふ 九 字を沛 

入いた すと S ふ 修正案の 提出を 致した ので ございま 

す、 本員は 提出者の 一人と 致しまして 其 理由を 述べ 

まして 滿 場の 御 寶 成を 仰ぎたい と存 ずるので ありま 

す、 此開懇 助成 法案の 今日に 至ります るまでの 經過 

を 見ます ると 云 ふと、 洵に 奇異の 感に堪 へない ので 

あります、 此法 案の ® 質に 付きまして、 衆 _院 に 於 

きまして 非常に Is 大なる 修正を 加 へられた ので あり 

ます、 其 中で 隙に 第 一條の 修正に 對 しての み 本 M は 

當初 政府が 衆 篛院に 提出に なりました 所の 原案に 復 

活を 致したい と 云 ふ筘葳 のみに 止めました ので ござ 

いまする が、 是は 他の 修正の 部分と 極めて 密接な 重 

要な 關 係を以 ちます のであります から、 說明の 順序 

と 致しまして >  先づ此 法案が 衆議院に 於て 修正いた 

されました 結果に 付て 一應 述べたい と 存じます， 當 

初 政府の 衆 翳院に 提出いた されました 案に 依ります 

と、 開® を 致す 者に 数して 總 H 锗に對 しまして 殆ど 

四£ に當る 所の ものを 貸付す ると 云 ふ 趣旨で ありま 

した ものを •衆 識院の 修正 ほ 之を 全部 給與と 云 ふこ 

とに 致されました のであります、 此 結果と 致し まし 

て、 此法律 案の 効果と 云 ふ ものが 却て 開 is を 助成す 

る 結果を 招來 しないと 云 ふこと になら ぅと 考へ るの 

であります、 越 だ 意外の 結果を 来たす と 云 ふことは 

1® の說 明を 申 上げ ませぬ ければ 其 趣旨が 通らない 

と考 へます るから、 其 理由を 一應申 上げて 見たい と 

思 ひます、 御 承知の 通り 今日 我國の 耕地 面積が 毎年 


約 ~茁 七 千 町步平 均を 以て 耕地 面， s が 5 = しつ k ある 
のであります、 是ほ過 去 十 年の 統計に 依ります と 左 
铉な數 字に 上る のであります、 勿論、 米 ® の 高い 時 
分に ほ 耕地 面積が 非常な 制 合で 3F 加を 致します るし 
之に 反して 米® の 低落いた しました 時分に {£ 耕地 面 
租が多 く％ さない と 云 ふ 消長は •こざいます けれども 
平均いた しまして 約 一 萬 七 千 町步づ 、毎年 枏 しつ、 
あるので あります、 之は 何に 依つて 左樣 に % すかと 
云 ふと、 開 IM 者 自らの 打® に 法り、 或は 又 耕 nk 整理 
に 伴 ひます 所の 國庫及 地方の 補助の 利益が あります 
爲 に、 或は 鍬 下 年期の 利益が あります 爲 に、 是だけ 
の數ほ 過去 十 年の 純 驗に依 ります と、 毎年佾 しつ、 
あるので あります、 之を 以て 若し 之を 將來に 推す こ 
とが 出來 ますれば、 今後 十五 箇年經 つた 後の ことを 
考 へます と、 今日に 比べて 耕地 面積 二十 五 萬 町步以 
上を 坶す のであります、 假令此 開懇肋 成 法案なる も 
のが ありませ ぬで も、 それだけの 耕地の 面積と 云 ふ 
ものは 增す のであります、 で 政府の 御考で は 耕地 整 
理法 或は 鍬 下 年期の 制度 等に 依つ て 年々 是だ けの 耕 
地 Ha 積が 增 すに 拘ら ず、 人口の 增加が 非常に 急激で 
あります から、 此 外に 更に； 一十 五 萬 町步の 耕地 面積 
を 加へ たい、 十五 箇 年に 二十 五 萬 町歩の 耕地 面積の 
% 加を 圖り たいと 云 ふこと が 政府の 御 趣旨で ある や 
ぅであります. 言葉を 換へて 申します と、 今後 十五 
箇年經 つて 後に ほ、 今日の 耕地 面積に 比べて 五十 萬 
町步の 耕地が 增 される •斯ぅ 云 ふこと になり ますれ 
ば 政府の 御 計 畫に副 ふので あります、 然るに 衆議院 
の 修正を 經 ました 結果、 政府 當 初の 案では 開墾の H 
事 費に 對 して 百 分の 四十 近い ものを 貸付す ると 云 ふ 
原案で ありました、 之を 給與 すると 云 ふこと に 改め 

ました 結果と 致しまして、 現在 耕地整理 法 等に 依り 

まして 閉墾を 致しつつ ある 者 (X 忽ち 此開 II 助成 法の 

適用を 受けむ と 致す と 云 ふことは 、是は 誠に 見易い 

事柄であります、 なぜと 申します れぱ 耕地整理 法に 

伴ふ國 庫の 補助は 百 分の 七であります、 總 工事費に 

對して 僅かに 百 分の 七であります、 之に 對 して 地 万 

費より 加へ て 補助いた します る ものが 約 百 分の 八で 

あります、 此兩 者を 合せまして* 百 分の 十五く らゐ 

の 割合を 以て 開 15 者が 開墾を 致す に 付ての 補助を 受 

ける のであります、 然るに 此開懇 助成 法案に 依り ま 

すれば 約 百 分の 四十と 云 ふ 補助を 受ける ことで あり 

ますから、 從來 耕地整理 法 等に 依つ て 開 ffi 等を 致し 


て K ります る 者が、 利益の 多き 開绍 助成 法に 依る と 
云 ふことは* 是は疑 のない ことで あらう と考 へます 
然るに 衆議院に 於き まして 本 法案の 第一 勝' を 修正い 
たされました、 «: 修正は 衆 囷院が 他の 跷項を 修正い 
たしました 結果と 致しまして、 第 | 條ほ必 ず 修正し 
なければ ならぬ のであります •衆議院の 修正 ほ 首尾 
一貫して 居る のであります、 何とな れば 若し 政府の 
計进が 励き ませぬ ものと 致しましたなら •は •政府が 
年々 許可す る 所の 豫定と 云 ふ ものが 不動な もので あ 
ると 致しましたならば、 從來 耕地整理 法 等に 依つ て 
開懇を 致し 来つ た 者は 開墾 助成 法に 盾 代りを する の 
みであります、 之に 制限 あ 〇 と 致しましたならば、 
開 飯 助成 法案を 新に 制定いた しまして 之に 對し て國 
庫が 約 五 千 萬圓の 金を 投じましても、 之に 抜つ て少 
しも 耕地の 面積の 增加率 を褙す ことは 出來な いので 
あります、 之に 制限がない と 致しましたならば 開墾 
助成 法案の 効果は 極めて 大なる もので あらう と考へ 
ます •一方の 耕地整理 法に 依る 開 II の 外に 開 _ 助成 
法案に 依つ て 開懇を 致す と 云 ひます か、 或は X 開 is 
助成 法案に 全部 依る と 致しましても •國 庫が 之に 對 
して 補助を 與へる 所の 嚴格な 制限がない と 致し まし 
たなら ぱ 、此 法案の 効果と 云 ふ ものは 頗る 夥しい も 
ので あらう と考 へます、 併ながら 過般 來 、本案の 誃 
一條の 解釋 に付きまして 屢 々御 質疑が ございました 
結果、 政府の 御 答 辯に 依ります と 云 ふと •豫算 の 追 
加 等は 致さない と 云 ふやうな 御言 明であります、 豫 
算の 追加 等がない と 致します るなら ば 其 法案を 實施 
しました 結果、 從來 十五 箇 年間は 二十 五 萬町步 以上 
開墾に 依つて 耕地の％ すべき ものが， 二 十五 萬 町步 
に 喰 ひ 止められる と 云 ふこと になる のであります* 
恰も 東京 市内の 電車に 乘らん とする 者が、 乘り 後れ 
ると 云 ふやうな 者が 多々 ; H 來 るので あります、 一例 
を擧げ まする と 云 ふと、 政府の 御 計畫に 依ります と 
大正 八 年度に 於て は餓に 五 千 町歩の 開 18 を 豫期 され 
て pr るので あります、 然るに 前から 申 上げました や 
うに 毎年 一 萬 七 千 町步 くら ゐの耕 地面 積の 增 加が あ 
ると 云 ふこと であります れば .假 りに 此平均 だけの 
開 18 希望者が あると 致します れば 、政府の 豫算ほ 僅 
か 五 千 町步の 開懇に S して 之に 與 ふる 所の 助成金を 
豫算に 見 積って 居る に過ぎないので、 殘り一 萬！ 一千 
町歩の 開 . is m 願 者に 對し て豫算 が 無い から、 其 出願 
を 許 ' nj する ことは 出來 ない と 云 ふこと で •之を 抑へ 
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ると 云 ふこと になり ま：，、 其 a 來 としまして* 大正 
八 年度に 許可を 2J る こと V-  : -,. i® の 出！？ は 
大正 九 年度に 於て al に 出願を しやう と 云 ふこと にな 
る ことは 是亦疑 のない 所と 考へ ます、 何とな れ ぱ* 
大正 八 年度に 急いで 開 ? R を 致さう としま すれば 分 ひ 
耕地整理 法に 依らなければ ならない、 耕地 ^ 塊 L1;- に 
依ります と 0G に總 T. 25 に (-J- て 西 分の 十 :- yl: を焊る に 止 
まるので， 是は 大正 九 年度 以降に 於て 自分の 出 K5 が 
許可になる と 云 ふこと であります れぱ •約 ?1 分の [y 
十の 利益を 得る ^ であります から， 次年度を 待ち 次 
年度に 於て 政府の 採 MJ を 肖 ませぬ ければ Jii に 次 芘度 
を 待つ、 斯棟な 結课 になる と 云 ふこと (i 論の ない 所 
であらう と考 へます、 それ故に 衆 讁院に 於いて 第一 
條の 「拽 » ノ範 幽內 -I 於 テ」 と 云 ふ 文字を 削られ ま 
したと云ふことは*政府の提案になつて赳りまする 
開 18 獎勵费 の 大正 八 年度の 四 茁五 千 M と； 2C ふが 如き 
少額の 金額では、 どうも 此 E 的を 達する ことが U1 來 
ない と 云 ふ 所に 衆 謎院は 著 目され たもので あると 云 
ふことは、 衆 翳院の 特別委 員會の 速記 錄を 見ます れ 
ば 其 事 (X 明に 分つて 居る のであります、 而 して 之に 
對 して 政府の 御考は 如何 樣な 御考で あつたかと 云 ふ 
ことは 速記 錄では 確かとは 分り ませぬ のであります 
が 衆議院に. 於け る 特別 委員長が 委 M の 一人に 對 して 
申されました 所ょり 推測いた します ると、 衆？ I 院に 
於け る 政府の 衆 讖院の 意見に 對する 政府の 御 SS 
_ と 云 ふ ものは 或は 此主義 の 希菌を 認められた ので 
はない かと 思 ふので あります、 衆齩院 の希菌 と 政府 
が此 修正を 入れられました こと、 は、 其 間に 越 犀 一 
點相 通ず ると 云 ふ 所が ある やに 見受けられる ので & 
ります、 又 さう であり ませぬ ければ、 衆 識院の 修正 
は® 庫の 金を 五 千 萬 圓 S つて 其 結果は 開 _ を獎励 す 
る 結果に ならない、 或は 場合に 依りまして は 開 懇 を 
阻碍 する •耕地 面積の 增加 率を 從 前ょりも 低減せ し 
める •斯樣 になる 譯で あります から 3' 衆議院の 修正 
が 終始一貫して 居る と 云 ふ i1; と •政府が 又 之を 認め 
られた 點も それに 在らなければ ならぬ と考 へる ので 
あります、 御 承知の こと i は 存じます るが、 右 申 上 
げ ました 中に 耕地整理 法に 依つ て開懇 を爲す 云々 と 
云 ふこと を 申 上げました が， 御 承知の こと、 は 存じ 
ますが、 念の 爲に 蛇足を 加へ て 置きたい と 思 ひます 
のは、 耕地整理 法の 第. 一條に 今回 御 提案に なつた 開 
懇肋成法の自的といたして居る所の開墾、干拓、埋 
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立、 開 田と 云 ふが 4n きものを 耕地整理 法の 規定の 中 
に 包含され て 居る のであります、 是ほ 耕地整理 法制 
定の當 初には 斯樣な 文字は あ 〇 ませぬ ので ございま 
したが、 数次の 改正を 經て 耕地整理と 云 ふ ものは W 
に 田 ® の改 .IH を爲 すに 止まらぬ、 開墾 •干拓、 «1 立 
を 致す と 云 ふこと になつ て 居る のであります、 それ 
故に 耕地整理 法と 開 ? R 助成 法案と が兩 々相 並んで 谷 
々獨 立して 其 効果を 發饨 する だけでは ありませ ぬ、 
開 p" wl 成 法案が 發布 になり ますれ ぱ 、開墾 者の 一人 
•か 此 二つの 法 钳の 適用を 同時に 受けて 開 _助 成 法案 
の 多大なる 利子の 補助を 受ける と 云 ふ 結果になる と 
云 ふこと を附 加へ て 申 上げて 留 きます •然 かいたし 
まして •此 法案の 第 一條の 「豫 算ノ範 圍內 -1 於 テ」 
と 云 ふ 文字を 衆筑院 に 於て 削られ、 政府が 之に 同意 

を與 へられた 販に付 きまして、 本員は 今日まで 當局 

の 之に 對 する 御說 明が 區々 -Ic a つて 居る と 云ふ點 に 

付きまして 甚だ 異樣 な感を 懐く のであります、 或 (X 

大 •一 大臣は 預 © の la 園内に 於て と 文字が あつても な 

くても 少しも 變らな いと 云 ふ 御 答 辯が あるかと 思 ひ 

ますれば 法制局 長官は 有る と 無い と (i 多少の 相違が 

ある、 此 文字が あれば 法律 h は 開 18 助成 法なる もの 

は 補充 科 S- と 爲し煜 る ものであるが、 爲して も 別段 

の 効果がない から 補充 科 n といたさない と 云 ふ 御 答 

辯であります、 又 西® 主計局 長 ! i 此 修正に 對 しては 

棰力 hi 對を試 みられて 居る のであります、 それで 本 

員 共は ? f7 に 疑 ひます のに 此 文字が 有つても 無くても 

同じと 云 ふ 解！ £ほ 果して 當を煜 たもので あるか 否か 

之を 過去の® 多の 立法 例に 推して 考へ まする と、 此 

文字は 無くて ほなら ない H-: 質の ものである •若し 此 

文字が 無い と 致しましたなら ば、 其 効果は 相違を 來 

すので あります、 衆議院が 之を 修正いた しました 趣 

旨 も 其 所に 在る と考 へる のであります、 本員の 見る 

所を 以て 致します れば •豫算 の範間 内に 於て と 云 ふ 

文字が ありませ ぬと 致します れぱ ，此國 眼の 金を 3£ 

S し焊べ きこと を规定 いたして 居ります 所の 法律案 

に對 して 帝 國議矜 ほ 協 贤を與 へます る 結果、 主務 大 

臣 ほ 之に 依つ て ^ 大の糊 限を 附與 される ことで あり 

ます、 拽算の 金額に 依つて 制限を 女け る もので {X あ 

り ませぬ、 找 iv. を 超過す る 所の 指 <3- を爲す ことが /II 

來る のであります、 銥會 の此法 案に 與へた る 協賛の 

結果と 致しまして、 a 然 S 商務 大 E は 豫 -1¢ の範圍 に 

拘來 せられず して 相 令を 爲し撙 る ものである、 過般 


大藏 大臣は 助成金を 交付す る ことを 得と 云 ふ 文字が 
あ 〇 ますから、 交 fj すると 否とは 中 一務大 K の 自由で 
ある、 それ故に 此 文字な くと も 助成金の 支出と 云 ふ 
もの ほ 憲法 第 六十 七條の 義務 支出になる もので (i な 
いと 云 ふ 御 答 辯で ありました が •本 M ix 大藏 大臣の 
申される 如く 助成金を 交付す ると 云 ふ 文字の 解釋と 
致しまして •助成金を 交付す ると ？1 r とは、 主務大臣 
の 自由で あると 云 ふ ！ si に付きまして は 八 - 1-: 然 同意で あ 
ります、 是まで の點に 於て 何等 B 見を 異にする 所は 
ありませ ぬ、 併ながら 助成金を 交付す る ことを 得と 
云 ふ 文字の 解 釋が 助成金を 交付せ ずと も 可な り、 肋 
成金を 交付す る も 可な りと 云 ふこと を •冷 靜に 極端 
に考 へま すれば， 主務 大 K-L は 此 法律の 適用に 於て 一 
錢  >  1 E の 支 m を 爲さな いことの 自由 もあります る 
し •同時に 百 萬 •千 萬 •一億 二 億 - t 云 ふ 大金を 支出 
する 所の 行政 處 分を S す こと も 出来る のであります 
爲し 得る 所の 權能 を議舒 に te つて 與へ られ るので あ 
ります •それ故に 此の 權能に 基いて 主務大臣が 指令 
を 致した と 致します れぱ 、之に 伴 ふ 所の 支出 (3: 當然 
國 庫の 義務に 慰す ると ころの ものであります， 主務 
大臣に 依つ て 指令を 與 へられ、 出願* は 交付金を 受 
くべき 權利を 有つ のであります’ それ故に 之に 對す 
ると ころの 支出 (S 追加 豫算 となつ て 現 (i れ ました 場 
合に、 議會は 政府の 同意がなければ 之に 對して 容啄 
する ことは 出來 ない のであります 、修正の fi 能を 有 
せざる に 至る のであります、 此の點 に付きまして は 
當院に 居られます ると ころの 先 as で、 是まで 財政の 
耍 局に 居られました 多數 先輩の 御意 見を 伺 ひます と 
陡 に 一人の 御意 見の ある 方が ございました 外に、 私 
共の 伺 ひました 所では， 殆ど 一 致して 本員の 感ずる 

所と 同じ 意見を 懐かれて 居る やぅであります、 故に 

本 M は斯の 如き 文字を 殊更ら に 法文の 上から 削除い 
たしまして、 之を 疑似の 間に 置き 群 疑の 百 m を 誘致 
すると 云 ふことは 甚だ 面白くない ことで あると 考へ 
るので あります、 本員は 國 政の 公明に 行は れんこと 

を 希 9 f いたす のであります、 帝國 議會の 議決が 極め 

て 公明なる ことを 希望いた すので あります， 上下 兩 

院の 意思の 一致を 希望いた すので あります、 本員の 

見る 所を 以て 見ます ると •常 局 者は 或は 過 □の 御 辯 

明に依〇ますると衆議院に對しては衆議院の希望を 

全く H みられない やうに も 見えます るし •衆議院の 

特別委 員 會の經 過に 徵し ますれば 衆議院の 筘菌を 御 


採用に なつて 居る かの やうに も 見える のであります 
或は 恐れます るのに 當局は 右に 向けば 衆議院に 背き 
左に 向かへ ば 貴族院に 背く と 云 ふやうな ことが、 此 
僅な 文字の 有る と 無い との 結果と 致して 他日 起る こ 
とに なりは せぬ かと 云 ふこと を 恐れ' るので あります 
此 文字の 修正 IX 誠に 區々 たる ことであります るが、 
其 結果と 致しまして ほ 當 局の 御 立場 も 極めて 公明な 
る ことが IJ'i 來 るので あらう と 思 ふので あります、 本 
員 (3; 過去の 立法に 付きまして、 多數の 法令に 付て 調 
査を 致して 見ます ると、 斯の 如き 法令に 豫算 の範圍 
內に 於て と 云 ふ 文字が， 或は 豫算 の定 むる 所に 依り 
と 云 ふ 文字 か 或は 金額を 法文に 明記す ると 云 ふかの 
無い と 云 ふやうな 法令は、 多くを 見出す こと (i 出来 
ない のであります、 但し 斯様な 文字の 無い 法文が 絕 
無と 申す_ では ありませ ぬ' か、 斯様な 文字の 無い 法 
令は 其 必要の ない 法令であります、 例へ て 見ます る 
と 肺結核の 療養所 設置に 對す る國庫 補 肋の 規定の 如 
きは、 補助の 率は 定めて あります る けれども、 豫算 
の範圍 內に 於て と 云 ふやうな 文字 ほ 無い ので ありま 
す、 去りながら 斯 12 な 法律は 其 必要は ない ので あり 
ます， 政府が 斯の 如き 法律の 適用に 付て 濫に 渉る 所 
の 支出を 爲 す BS は 絕 封に 無い のであります， 民間の 
企業 等に 對し て與へ る 所の 補 11JJ と 云 ふが 如き ものは 
濫に涉 るの ® なきを 保し 難いので あります、 それ 故 
に斯の 如き 種類の 法令には 殆ど 悉く 金額を 以て 制限 
を 致します るか、 豫 J? の定 むる 所に 從ふと 云 ふ 文字 
を 加へ て 居ります るか， 或 (i 豫算 の範園 内に 於て と 
云 ふ 文字を 置きます るか 致しまして、 主務大臣の 權 
限に 一定の 制限を 設けて 居る のが 從來の 立法の 例 e 
あります、 是 等の 例が 悉く 無用の 文字で ある、 蛇足 
の 法文で あると 云 ふことは >  本員の 甚だ 疑は ざるを 
得ない 所であります、 殊に 過日 伊澤 君に 依つ て 注® 
を 喚起され ました 所の、 最近 衆議院の 提 ai に 係る 所 
の 煙草 ¥ 賣法中 改正 法律案は 欠 張り 此於字 を 加へ て 
提案に なつて 居る のであります •豫算 の範圍 內に於 
てと 云 ふ 文字が 有つ て も 無くても 意義は 同樣で ある 
と 云 ふこと であります るなら ぱ •何を 苦しんで 此 文 
字を 挿入いた したので ありませ うか， 此 文字が なく 
して 其 趣旨が 同樣 であると 致します るなら ば、 衆議 
院の特 別 委員長の 本會に 於け る 報吿の 如く 無い 方が 
宜い ので ございます. 意味が 问じで あるなら ば 無用 
の 文字を 法文に 列す ると 云 ふこと {S 、目障りになる 


と 云 ふこと (3: 是ほ 誠に 尤もな ことであります、 其 目 
障りになる 文字を 今度 衆議院の 提出 案に (3: 加 へられ 
て 居る •是 等の 意味な くして 斯樣な ことを 定められ 
たものでありませうか、本員ほ甚だ迷ふのでありま 
す^ 本員が 此文字 を 復活いた しまして 法文の 意義を 
明確なら しむる と 云 ふこと ix 本員の 密に 政府に 於て 
も 喜んで 迎へら る、 所で あると 考へる のであります 
過般 法制局 長官は 衆議院の 正に 對 して © 手を 擧げ 
て 賛成を 致す ので (X ない と 云 ふこと を 甲され て 居る 
又 當院に 於て 若し 修正を 試みるならば 必ずしも 不同 
意で ない が、 一院の 議決を 經た ものであるから 成る 
ベく (X 置いて n- ひたいと 云 ふ 位の 希望であります、 
又 煙草 專賣法 屮 改正 法律案に « て IX 大藏 次官 ほ此文 
字が ある 方が 宜い 、意義が 明確になる から 宜いと 云 
ふ 御 答 辯で ありました、 斯樣な 次第であります から 
政府 も此 修正に 對 して ほ 御 同意で あらう と考 へる の 
であります、 何卒 滿坳の 谷 位に 於 かれまして 本員 共 
の 趣旨の ある 所を諫 と 致されまして 御 賛成 あらむ こ 
とを 希菌 いたします る 次第で ございます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 本院 規則 七十 九條 
に 依 〇 まして 通告 順に 依りまして 製 言を 許します， 
前 田 子爵。 

〔子 協 前 田 利 定君演 壇に 登る〕 

0 子爵 前 田 利定君 唯今は 湯淺 君ょり 開墾 助成 法の 
第 一條の 或る 部分に 付きまして 修正の 意見が 出た の 
であります、 @ 々數 百 言、 懇切に 御 示しが ございま 
した けれども 、本 M は 不幸に して 御 同意 申し兼ねる 
のであります、 御 論旨の 前半は 此法案 と 耕地整理 法 
との 關係其 他の ことに 付きまして の 詳細なる 御 話で 
ありまして- 而して -又 衆議院に 於て 政府の 原案を 修 
正した のは 斯う 云 ふ 精神から 來た ので ある だら う、 
又 政府が 是に對 して 其 修正を 認容した のは 斯う 云 ふ 
考で あつたので あらう と 云 ふ 如き 他の 人々 の 解釋を 
いろ < 御 推 想に なつて 御說 明が ありました けれど 
も、 私は 貴族院と しては 貴族院の 見る 解 鏢で 進んで 
差 支ない ので 衆議院の 修正の 意の iji た 所の 解釋は 如 
何樣で ありましても、 それは 少しも 構は ぬで 差 支な 
いこと で， 貴族院は 貴族院の 見る 所 又 本員は 本員の 
見る 所を 以て 之を 解 釋し て而 して 論藕 する ことは、 
毫も 拘束を 受ける こと ほ ない と 信ずる のであります 
最近 lit 諂 場に 於き まして 法制局 長官の 御說 明に 依り 
まする と 云 ふと、 此法 の實施 の 實際に 於て は豫算 の 
八 二 
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_ 開 裂 IJ;; 成 法案 第二 Is? へ' c  I 

範阐內 に 於て と 云 ふ 文字が 有つ て も 無く •て も 同じ ? Jf 
に 解釋 すると 云 ふこと を 申されました、 又 傅 間く 所 
に 依ります と 云 ふと 本案の 特別 姿 ft fT に 於いて 大鈸 
大 K ほ 羧 _ 文字がなくても 制限な く豫 3?. を 超越し 
て 無暗に 支出す る やうな ことほない と 云 ふこと を 言 
明せられ て 居られる のであります、 で 私は 斯の 如き 
所の 先 5J が あるか どうかと 云 ふこと に付きまして、 

_ 先 ? 1S の 方に 承つ た 所に 佐り ますと 云 ふと、 注々 此豫 
3? の ©! 阳內と 云 ふ 文字の ない 法令 も是 まで ある さう 
でございます， 唯此 際に 於き まして 私の® 憾 とする 
所は、 如何にも 此 法則の 形式が 區々 になつて 居つて 
不統一で あると 云 ふこと に付きまして ほ、 誠に 湯淺 
君と 御 同_ に 宜しくない ことで あると 思 ふので あり 
まする が、 此法 案の K 施に 於き まして 政府に 於ても 

左様に 亂兹に 之を 支出す る 如き 考もな く， 矢張り 豫 

算の範 間 內に 於て と 云 ふ 文字が あると 同樣な る 意義 

に 於て 御 解 釋に もな り而 して 御 sf 施になる と 云 ふこ 

とであります れば、 此 際に 於き まして 角立つ て 是に 

手を 容れる ことは 如何な もので あらう かと 考へ るの 

であります、 寧ろ 有つ て も 無くても 其實 際に 於て 同 

じで あると すれば •寧ろ 無い 方が 進步 した 法律の 形 

式では ある. まい かと 考 へる 位であります、 而 して 又 

修正の 御 論者の 申される 如く 法理の 嚴正な る 眼から 

見ます れば ，有る 方が 尙ほ 念を 入れる 所以で ありま 

して、 石橋を 叩いて 渡つ た 上に 尙ほ八 をして 渡らし 

てから 通る と 云 ふこと に當 るか も 知れぬ ので ありま 

する が 併し 此 法案が 旣に 衆議院 も 通過した 案の こと 

でもあります るし、 他に 此 法案の 重要 部分に 付き ま 

して尙 ほ 修正の 御意 見が あると 云 ふこと であります 

るなら ば、 併せて 之を 論議しても 宜い かも 知れ ませ 

ぬが、 他の 法案の 部分に 付きまして は 何等 修正の 御 

意見が 現 はれて 居り ませぬ ので、 閛に第 一條に 於き 

まして 此 文字を 入れる か 入れない かと 云 ふこと に 付 

ての 爭と 致して 見 ますれば 之を 事々 しく 取 立て、' 論 

議 する ことは 私の 取らぬ 所であります、 私は 嘗て 名 

將 言行錄 を M きまして 其 中に 名將は 磯せ、 りを せぬ 

と 云 ふこと が あつた やうに 記憶して 居ります、 所謂 

大將 軍た る 者 ほ 大局の 勝を 制する と 云 ふこと に 付て 

心を 碎 きます る けれども、 林間 や 岩の 間に 隱れて 居 

る殘 敵まで も纖滅 しなければ ならぬ と 云 ふこと ほせ 

ぬ さう であります、 又左樣 な ことの 爲に 時間を 暇取 

つて 大切なる 敵を 肢逃 がすと 云 ふことは、 名將 たる 


者は しない さう であります、 抑々 此 本案 II I I5 如何 
なる ものである かと 考 へて 見ます と 云 ふと， 是は食 
ffi 政策の I であるので あります、 此法案 の ® 施の 曉 
に 於き まして 吾々 の 期待す る 如くに 多大の 効果を !!! 
現す る や 否やと 云 ふこと (X 本員 も 聊か 危んで 居る の 
であります •併ながら 縱令 百町步 にせよ、 千 町步に 
せよ 未開 ? i 地が 開墾され まして 而 して 米の 實收が 今 
日よりも より 以上 % 收 すると 云 ふこと であります れ 
ば、 誠に 是は國 民に E りまして は 大旱に 雲 寅を 望む 
如き 心地であります ので、 幾らでも 米の％ 收を 計る 
と 云 ふこと ほ是ほ 國民 的の 希望で あると 私は 思 ふの 
であります >  昨年で ありました か、 貴族院が 米騷動 
の あつた 場合に 於き まして 备 派の 交渉委員が 協定い 
たしまして、 其當 時の 政府に 此 食糧の 充足と 云 ふこ 
とに 付て 國 策を 立て、 貰 ひたいと 云 ふこと に 於き ま 
して 變 吿を 致した ことがある のであります* 其當時 
に此 修正 御 論者の 中心人物た る 所の 伊澤 君 も 矢張り 
其！ 一に 與 かられた のでありまして、 吾々 も其瞥 吿に 
參つた 一人で あるので あります、 此開懇 地 助成 法案 
は 非常に 効果の ある 所の 大國 策で あるか どうかと 云 
ふことは 是は 問題で {X あります る けれども •少 くと 
も此 米の 不足を 補 ふと 云 ふ 政策には 當嵌つ て 居る も 
のと 思 ふので あります、 然るを 今日 會期が 切迫を し 
て 居ります 際に， 此 政策が 大體に 於て 宜しい もので 
ある、 或は 文 雪の 上に 於き まして 不備の 點で あるか 
も 知れ ませぬ けれども、 其 不備を 補 ふが 爲に玆 に 又 
修正を 加へ て、 是が又 雨院の 協崴會 になる が 如き 紛 
糾を 導く やうな ことは >  是 は 避けたい と 私 ほ 思 ふの 
であります、 幸に して 成立いた します るに 致し まし 
て も， 私は 斯樣 なる 所の 政策の 樹立は 一日 も 速なら 

むこと を 希望して 止まざる 次第であります，' 左樣な 

次第であります るから して、 少しの 障りになる こと 

でありましても、 實際に 於て 障りになる こ AI でない 

かも 知れ ませぬ けれども、 少しの 障りになる やうな 

虞の ある こと も此際 出し 度くない のであります* 斯 

樣な 意味に 於き まして 私は ia 憾なが ら 修正の 御 論旨 

には 御 同意が 出来ない のであります、 それと 同時に 

修正の 御 論者は 何卒 名將の 襟度を 持せられ て 磯せ、 

りを せられぬ やうに 希菌 して 止まぬ 次第であります 

〇 西 久保弘 道 君 8; は 修正案に 賛成す る 者で ありま 

す、 聊か 賛成の 意見を 述べて 置きます、 凡そ 同一 種 

類の 事柄に 封し まして 二様の 規定を 爲すと 云 ふこと 


ij、 s すべから ざる こと、 云 ふことは 何人も 争は れ 
ぬことであらうと思ふ、品に政府は開懇助成法案を 
提出され、 次いで t® ■草® 費 法の 改正案を 提出され、 
前者は 衆諉院 の 修正に 遇 ふたのを， 其 修正を 容れら 
れて豫 32 の範閟 内と 云 ふこと を 除つて、 除つ たもの 
を 原案と して 本院に 提出され •後の もの 13: 衆 葯院に 
別に 異議の ない 爲に 最初の 原案 其遴  >即 ち 7* 3? の® 
闻內と 云 ふこと を存 して 本院に 摁出 された、 同一 種 
類の 事柄 而 かも 同一 會期 中に 二様の 規定を 揉 さむと 
して 本院に 提出され たのであります、 本院は 采 して 
此 儘に 通過して 宜 いもので ありませ うか、 前の もの 
が 良い のなら ぱ 後の ものは 悪い ので ある、 之に 反し 
て 後の ものが 良ければ 前の ものが 悪い ので ある •所 
謂 二者 必ず 其 一に 居る もの だら うと 思 ふので ありま 
す、 それで ほ 此豫算 の範圍 内と 云 ふこと を 除る 方が 
宜い か、 存して 置く 方が 宜 いかと 云 ふ 詰り 問題に 到 
著す るので あります、 高 摘 大臣は 修正しても 修正し 
ないでも 同じ こと、 削つ て も 削らぬ でも N じこと、 
所謂 有つ て も 無くても 同じ こと、 先刻 前 田 子 P は 法 
制 局 長官が 有つ て も 無くても 同じ だと 言 はれた と 云 
ふけれ ども •それは 高 橋 大臣の 言葉で、 法制局 長官 
のは 違 ふ-有つ て も 無くても 同じ こと だ、 併し 事實 
上 心配 (X 要らぬ、 性質 上さう 云 ふ もので ないから と 
云つ て •吾々 には 分らない むづ かしい it 辯を 弄され 
たので ある、 法制局 長官は さう 云 ふことは 言つ て 居 
られ ませぬ •所が 有つ て も 無くても 同じ こと、 云 ふ 
ことが、 是が當 を 得て 居る もので ありませ うか、 試 
に 私は 問うて 見たい の ほ 此有 つても 無くても M じこ 
とだと 云 ふ 大臣の 御考は >  此 案を 起草され る 當時か 
ら さう 云 ふ 御考が あつたので あるか どうか、 若し 最 
初ょり 斯う 云 ふ 御考が あるなら ば、 餘計な ことを. 
無駄な ことを •要 ら ざる ことを 此 忙しい 世の中に 態 
態 入れる と 云 ふことは 、何たる ことであります、 聰 
明なる 內閣諸 公に して 斯の 如き 無駄 事を される と 云 
ふことは 殆ど 想像の 付かぬ こと だら うと 思 ひます、 
然らば 最初ょり 詰り 之を 起草され る 時分に 其 御考が 
なかつ たと 云 ふことは 爭はれ ぬ こと だら うと 思 ふ、 
然らぱ 衆議院の 修正に 遇つ て 所謂 眞理 を Itt K 理を有 
つても 無くても 同じ こと だと 云ふ此 K 理を其 時 發見 
された ので あるか、 本心から さう 云 ふ 心で あつたの 
であるか 私は 更に 重ねて 申す、 本心から さう 云 ふ 御 
考 であつ たか どうか、 若し 遲 蒔きに しろ さう 云 ふ® 
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理を 本心から 5£ られ たなら ば-何 ：..为な淋 ^ 改正 ii; 
を其3!衆逋院に出されたのであるか、若し«吓«に 
出して 居られたなら ば* 之を 撤回して 前の ものと 同 
揉に して 衆绒院 に …… |腿撤闽 の 上 a£ に 衆 ^ &e に 出 
される のが 至 當で ある、 若し さ 5 でな くと も 衆 致 院 
に 相談な すつ て 修正して lui ふと 云 ふこと も 注 々ちる 
ことにな つて 居る、 衆蓀院 に ほ 其 3J 出して •さう し 
て又贵族院にも捎筇の蹢閗内と云ふことを览案とし 
て 出され、 さう し. て 前の もの、、 無い もの V 性 H 、 
削られた もの、 性 H に 付て ほ、 其 案に 付て (i 釘つ て 
も 無くても rnl じこと、 洒々 として 言つ て 居られる* 
さう して 後の ほ T* J? の随阳 內と云 ふこと を 入れて そ 
れを m して 居られる 、で 私 (X 是は遲 蒔きに でも 本心 
からさう 云 ふ考が なから うと 思 ふ， 私の 推測す る 所 
に te れぱ衆 翳院で 修正され て、 又 それに 同 %! C をせ に 
やならぬ やうな 場合に 立 到つ たから、 所 B1I さう 云 ふ 
柰强附 會の說 を 私 ほ唱 へられる ので ほない かと 思 ふ 
辇强 附會も 宜しう ござる、 併ながら 是が將 米 どんな 
重大な 關係！ i なる かを 思 ふたなら ば、 是は容 易なら 
ぬ 問題 だら うと 思 ふ、 元來常 識か ら考 へましても， 
一定の 制限を 附 して ある ものと 附さな いものに 付て 
は、 違 ふと 云 ふことは 小 ii 兒 M でも 分る こと， 昔の 
言葉で 言へ ぱ 、三尺の童子と 雖 もさう 云 ふ 事は 分る 
ことなんで ある* 常識から 考へて も、 純理から 考へ 
て も •そんな 事は 決まり 切つ たこと なんで ある、 そ 
れもで す、 若し 是が 私は 理窟と して ほ 勿論祗 知す る 
ことは 出來 ませぬ が、 若し 是が 衆議院に 於て 高槪大 
臣みた やうな 有つ て も 無くても 同じ こと だから 削る 
と 云 ふ 理由の 下に、 高襬 大臣の 考へる 所の ？ 8 由を 以 
て 衆 _院が 削つ たなら ば、 私は それでも 理窟と して 
も 無論 賛成は 出来ぬ が， 筋道 だけは 立つ て 居る、 筋 
道 だけは 有つ て も 無くても 一: じだと 云 ふこと を 言つ 
た 理由に して 衆 識院が 修正し 7C ならば、 それは 大藏 
大 K もま あさう 云 ふ譯な ('> 有つても 無くても 同じ だ 
らう、 さう 面倒な 事を 惹起 こさぬ でも 宜か らうと 言 
ふて 同意され て、 削つ たの も、 原案に して 出される 
の も 筋道は 立つ て屏る •併ながら 衆議院は 何と 言つ 
て 居る か、 先刻 湯淺 君が 言は れたや うに 衆議院の 速 
記錄 には， 特別® 員會 のがち やん と 明に 載つて S る 
少額では 困る、 制限され ては 闲 る、 まつと 餘計 貰は 
なければ いけない と 言つ て騷 いだので ないか、 之に 
對 して 政府 委負は それは W る、 削られて は闲 る* さ 
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う 無暗と やる 譯には いかない、 削られる と 際限が な 
いからと 云つ て、 政府 委 W は 頻りに それに 抗辯 をし 
て 居る* それに 對 して 委員の 一入の 如きは、 それな 
ら こつち には ® 悟が ある •之を 悲劇と 申しませ^' か 
喜劇と 申し ませう か、 斯う 云 ふ 事が 本に なつて 修正 
になつ て 居る のぢや ないか、 それを iffl 々として 有つ 
て も 無くても 芘 い、 同じ 事 だと 云 ふこと ほ、 如何に 
も 滑稽 染みても 居る し、 又 貴族院を 馬鹿にして 居ら 
れるや うな 考も 起る、 それから 萵 .俺 大臣 IX 是 ほ 唯 衆 
蕺院で 言つ て 屛る ことほ 唯一 種の 希 !: a である、 併し 
私は 希望と (3: 思は ない、 希® f を 達して 屛 るの だと 思 
ふ、 否、 少 くと も希轺 を 達すべき 武器を 有して 居る 
_なん だ、 制限を 撤 すると 云 ふこと ほ 希 留 を 達して 
居る、 少く とも 希 紫を ia すべきの 武器を 捉へた ，政 

府は喉 頸に 短刀を 刺された と S ふやうな こと だら 

う •先刻 湯淺 君は 大臣の …… 大藏 大以が 交 讨する こ 

とを 俗と 云 ふから、 やつても やらぬ でも 宜い それは 

至極 M 感だと 云 ふこと です が、 是れ に (3: 私は 少し 考 

が 違 ひます が、 併しながら さう 云 ふ 内輪で 細かい gf 

をしても 不利益です から、 私は それ (X それと して 宜 

しう ござる-併しながら 法を Jff へて 政府が A 民に 斯 

う 云 ふ 場合に ほ 一 5E の ものを やる と 云 ふこと を 言つ 

たら ぱ 、理窟と しては やつても やらぬ でも 宜いか 知 

らぬが 、若し やらな かつたら 所謂 信な くん ば 何を 以 

て 立たん •そんな yf ほ 迚も 出來な い、 どうしても 條 

件を 具備した ものに ほ 必ずやら なければ @ 民に 對し 

て 政府の 信 W と 云 ふ ものは まるで 無くなつ て <1: 舞 ふ 

それで あるから 制限が あれば 制限 だけの 事 IX 條件さ 

へ具„ (.'!;| して居れぱ必ずやらなけれぱならぬ、制限が 

無ければ 琺ら でも やらなければ ならぬ ので ある、 そ 

れ U 全くなん だ， それを やつても、 やらなくても 宜 

いと 言 ふて、 洒々 として 居る と 云 ふ 事は、 まるで 信 

用と云ふことは、まるで @ 民に失ふと云ふことにな 

る、® します るのに 何れの 點 から 考へ ましても、 | 

體 盼 案 - K (M iflj すと 云 ふことは • 一 體袢 姑なら ぬ こと 

で， 若し 之を IV: 案を 3C- 儘に 通したら ぱ詰〇 貴族院 も 

亦 政府 •衆讁 院同 様に W を 分た にやなら ぬ、 三角 同 

盟を したやう で餘 計な 渦中に 投ぜ にやなら ぬ、 そん 

な 馬鹿 氣た ことは 私は なから うと 思 ふ、 それ故に 私 

は 修正案に 賛成 致します。 

〔水 野 鈾太郞 君 浈® に 登る〕 

〇 水野鍊 太郎沿 開 ^ 助成 法の 第 一條に 付きまして 


修正案が 提出され たのであります、 而して 此 修正案 
の 内容 {3: 極めて 簡 №1 でありまして、 豫算 の腌阉 内に 
於て と 云 ふ 文字を 入れる か、 入れざる かと 云 ふ 問題 
であるので ある •是ほ 此法 案の 根本から 申し ますれ 
ば •私 li 極めて 平易なる 問題 だら うと 思 ふので あり 
ます 此 法案の 大體 論に 付ての ことであります れぱ， 
是も 十分に 論議す る價値 ありと 思 ひます けれども、 
僅 に豫 算の腌 g 内に 於て 云々 の 文字に 付ての ことに 
付きまして ほ、 實は私 は 事々 しく 論鹩 する 必要は 無 
い 位に 考へて 居る ので あ 〇 ます •併ながら 旣に 本院 
に 於き ましても 此 文字に 付きまして 御 疑問が あり、 
又 其 結果と して 成規の 賛成者を 以て 修正案の 1.11 まし 
たる 以上は •吾々 立法に 參與 する 議員の I 員と 致し 
まして、 之に 付きまして 賛否の 意見を 明に 致して 置 
きます る ことは、 私の 責任と 信じます るが 故に、 lit 
所に 立ちまして 意見を 簡明に して tt きたいと 思 ふの 
であ 〇 ます， 私 (3: 此修 正窠 に對 しまして ほ K 對の意 
見を 有つ て 居る のであります、 先 ほど® 久保 君から 
して 極めて、 言淇 には 弊が あるか 知り ませぬ けれど 
も、 感情的の 議論が あつた やうであります が、 私 ほ 
冷 峁に 法 (ii 上の 問題と して 是が 可否を 述べて 見たい 
と 思 ふので ある、 申す まで もな く 政府の 歳計 上の 支 
出 ほ 預算 に te らな ければ ならぬ ことは 當然 のこと で 
ある、豫算に依らずしてほ一厘-【毛の微と雖も之 
を K /ii し ? ¥ ざると 云 ふこと ほ 豫算法 上當然 の 原則で 
あるので ございます、 故に 何れの 費 si に對 しまして 
も、 豫算の 魅 阐內に 於て v なければ 支出し 得ない の 
である、 それであります るから 官吏に 依 給を X 出す 
る侬給 令に、 豫算 の脑間 內に 於て 俸給を 支 II', すと 書 
いたら 如何であります、 旅钕 規則に 於て、 旅費を 支 

給す るの 13; 豫算 の範阐 內に 於て すと 書いたら どうで 

あります か、 是 は 私 (3: 窗 ろ ® なる 立法と 考 へます、 

而 して 事 » に 於き ましても 左 棟なる 立法 ほ 無い ので 

あります、 唯 lit 豫算に 依ら ざれば X S する ことを 得 

ない と 云 ふ 憲法 上、 操 算 上の 原則に 對 して 二つの 例 

外が あります、 嚴格に 申し ますれば 一 つの 例外で あ 

ります、 之を 細分いた します れぱ 一一つ の 例外が ある 

のであります •其 例外と 中し まする のは 即ち 憲法 六 

十九 條に 規定して ある 所の豫 備 費の 支出であります 

即ち 其 一つの 場合は 豫算に 計上して ない 場合に、 特 

殊の 事件の 生じた る 場合に 豫算に 計上して ない 支出 

をす る 場合、 例へ ば 臨時に 講和 會調を 開かねば なら 


ぬ、 之に 對 する S HJ と 云 ふ ものは 豫算に 計上して な 
いのであります、 或は 又 風水害が 起つて、 風水害に 
對する 土木 费を茭 /J-i せねば ならぬ、 是 も豫算 に 計上 
しては ない、 此場 合に 於き ましては 豫算 には 計上し 
てない けれども 之を 抛つ て廣 くこと が 出来 ませぬ か 
らして •所謂 豫算外 の 支出を 爲す のであります、‘ 臨 
時 已 むを 得ざる 場合に 豫媚 a を茭 /1'1 する ので ありま 
す、 ll'h 場合を 稱 へまして 第二 豫備 金と EI3 すので あり 
ます、 今一つの 場合は 豫算 には 計上して ある" 豫算 
には 科 E が あつて 其 科目に 數額は 計上して あるけれ 
ども， 甘： (數額 の範阖 內に 於て ii 其 事件を 執行す る こ 
とが m 来ない と 云 ふ 場合が 生ずる、 例へ ぱ傳染 病 豫 
防 W と 云 ふ もの ほ 豫算の 科目に あるので あります、 
併ながら 其豫站 を 編成した 當 時に 考 へて 居りました 
以外に 非常に 「ペスト」 が 流行つ た •「コレラ」 が 
流行つ た •赤铜 .が 流行つ た、 さぅ 云 ふ 場合には 豫算 
に 計上して ある 數額で ほいかぬ ので、 必要 避く ベ か 
らざ る必嬰 として 其 豫算 の數額 以上に 補充す る 場合 
であります、 在監 人の 費 m の 如き、 袖 償-賠償 ?^ の 
如き豫 算に 計上して ある 費 額を 以て ほそれを 執行す 
る ことが 川 來ない 、所謂 避くべからざる 費用を 補 / s 
なければ ならぬ、 其 場合に ほ 跺算の 科 W に 計上して 
居る 以外に 於き まして 之を 補充して 政府；！ i 3{ /JI T る 
のであります、 所謂 第一 If 備 金と 稱 する ものは 是で 
あります、 或は 之を 會計 上では 補充 費と か 補充 科目 
とか 申す のであります* 此二 つの 場合を除きます れ 
ば  >  必ず 豫算に 計上して ある 其範 IS1 12 に 於て に 非 ざ 
れぱ 、政府 ほ 一 厘， 一毛と 雖も支 m する ことを 得な 
いのでありまして、 是は 申す まで もな く洵に 明瞭な 
ことで あるので あります、 左 tt な 次第で & ります る 
から 私は、 各 法文に 必 しも T* 算の範 圍內に 於て と 云 
ふ 文字を 置かなくても S いと 云 ふ 考を苻 つて 居る の 
であります， 此開 _ 肋 成 法に 於き ましても 亦 然〇と 
考 へます、 であります るから して 政府が 何故に 此法 
案を 提 /|'| する に當 つて 特に m' 算の範 g 內に 於て と 云 
ふ 文字を 入れた かを 怪しむ のであります、 然らぱ 次 
に 起る 問題は 操 ®: 範圍内 に 於て と 云 ふこと を 書く の 
と 書かない のとに 於て 何 か 違が あるか •政府の 答 辯 
に te ると 有 つても 無くても 同じ こと だと 云 ふ 人 も あ 
るし、 さう でない 違 ふ 所が あると、 斯う 云 ふ 答 辯 も 
ある， 私 ほ 此答 辯と しては 是ほ二 つの 事を 考へて 居 
る、 法律 論と しての 問題と 豫 算 を 執行す る 上に 於て 


の 間 題と に 分つ て 研究して 見なければ ならぬ、 駔 純 
なる 法律 論と 致し ますれば 豫算 の範間 內に 於て と 云 
ふ 文字の 有る と 無い とは 何 處に違 ひが 生じて 來 るか 
と 云 ふことは •私は 所謂 第一 豫備 金の 支出に 關 して 
遝 ひが 生じて 来る と 思 ひます、 即 ち 裸 算の範 園内に 
於て と ic ふこと を » かなければ 或は 袖 充費 目と する 
ことが m 来る かも 知れない、 又 s 來 ると 云 ふ 方が 正 
しいので ありませ う、 それであります からして 法制 
局 長官が 答 へられた のは 私は 適 當に中 つて 居る、 法 
制 局長 , & が 言 It れた のけ - HI 純な 法律 論で あるので あ 
ります、 其 違 ひは 何® にある かと 云 ふと、 ? 10 充 費： E 
とする ことが ui 來 ると 云 ふこと になる、 けれども 此 
法律の 性質と しては 斯 くすべき もので ない と 云 ふ 答 
辯で ある， 大藏 大臣の 答へ た 有つ て も 無くても 同じ 
ことで あると 云 ふのは 事 a 論で あつて. 法律家と し 
ての 答 辯では ない、 決して 11-t 皆 3 と 云 ふ ものは 補充 
費途と しない、 M しきは 追加 豫算を m さんとまで 言 
つて 居る、 私は 是は 少し餘 計な ことを 言 づて 居る と 
思 ふ、 in 加豫算 ならば、 豫算 範圍内 であります るか 
ら 、必要なる 豫萁を /!! しても 差 突ない、 豫 算の範 圍 
内と あつて 追加银 算 を / H して I 向 差灾な いので あり 
ま T から， 頃 純な 法律 論と しては 大藏大 臣の 言は れ 
たの ix 少しく 餘計な 事を 言は れて 居ります るが •事 
實の 上に 於て さう. 3; ふこと をし ない と 云 ふ、 實際問 
題を' 私は 話された ので あらう、 であります るから 法 
钳家の 云 ふ 言葉と 行政 上の 執行 問題の 上の 答 辯と に 
或は 違 ひが あつたか も 知れ ませぬ が、 歸する 所 ほ 所 
謂 補充 费途 にす ると 云 ふやうな ことは しないと 云 ふ 
ことで あるから、 即ち 有つ て も 無くても 同じで ある 
斯う S つたこと と 私は 考 へる， 而 して 之を 補充 費途 
とする かせぬ かと 云 ふことは、 法律上の SI 題と して 
は、 しても 差 支ない と 思 ふ. 併ながら 補充 費途と し 
て、 第一 豫 備 金ょり 支 m する に當 りまして ほ 申す ま 
でもな く 憲法の 上に 於き ましても •若く (3; 會計 法の 
上に 於き ましても 避くべからざる 必斟が 生じた 場合 
でなければ ならぬ、 避くべからざる 必要の 生じた 場 
合で なけれ ぱなら ぬ、 それであります から 先程 も 申 
しました 通り傳 染 病-流行 病は 之れ を どうしても 抛 
つて 置けない、 在監 人が どし <殖 える 場合 是 に® 
を 食は せないで どうしても 抛つ て 置く ことほ m 來な 
いから、 避くべからざる 費用と して 補充 科目に する 
のであります、 而 して 避くべからざる 取 實で あり や 
八 ニニ 
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S や；； i 是 (5: 珉茛の 問題であります ■事 H の 問題と し 
て 避くべからず と考 へましたなら ば、 是は 補充 K 途 
としても 差史な い、 併ながら 此開 墾 助成 法に 於て ほ 
左 技に 考へて 居らない と 云 ふの (3; 政府の 見解の やう 
であります* それで ある 力ら して 之を 補充 ® 途 とし 
て豫備 !5 を X 出す る やうな ことは しないと 云 ふこと 
を 言 ほ れて 居る、 果して 左糅な ことであります れぱ 
此法 の陆 神と 云 ふ もの {}; 明かに 分つて 居る、 此法の 
精神 ほ 斯う 云 ふ ものに 對 しまして ほ 掬 備盌を 以て茭 
出す る ことほし ない ので ある、 又 法制局 長官の 言葉 
でも 此 法律 當然の 性質と して 斯うすべき もので ない 
と 云 ふこと を 云 ふて /?！' るので あります るから* 果し 
て 左樣な 次第で あるの ならば 是 ほ 豫算の 範圈內 に 於 
て 之を 執行す ると 云 ふことは、 明に 此法の 精神を 言 

現は して 居る ものと 云 ふて 差茭な いと 思 ふので あり 

ます、 加 之 木 年の 豫 J1£ を 見ます ると 云 ふと， 是は何 

年度 かに 苴 りまして、 所謂 豫箅 外國 庫の 負擔 を爲す 

べき 契約を 爲 すの 件の 中に、 何年 度 かに 明瞭に 規定 

して あるので あります* それであります るから して 

あの豫 筘若く ほ 契約を 太院に 於て 協 寶 します る 以上 

は 恐らく 豫備 毀ょり 突 m すると 云 ふやうな 餘地ほ な 

からう と , K ひます， 斯る 次第で あるので あります る 

からして、 明に此 法の 精神 も 分つ て 居る、 又 政府が 

此 法を 執行す る 趣旨 も 分つ て 居る、 左樣で あります 

れば必 しも 豫算の 範固內 に 於て と 云 ふ 字を 今 事々 し 

，く 入れなければ ならぬ と 云 ふやうな 事で、 衆議院ょ 

り浍 付せられ た 案を 殊更ら に 修正す る 必要は ない と 

思 ひます、 又從來 の 立法 例に 付きましても 、私は 法 

令佘 W を 引 繰返して 見た、 之には 立法 例が 區々 にな 

つて 居ります 豫算の 範圍內 に 於て と 云 ふ 言葉の 法律 

は 一つ も ありませ ぬ、 唯 それと 同じ 意味と 解釋 して 

S からう と 思 ひます が、 法律の 5e むる 所に 依り 云々 

と 云 ふ 法令は 立法 例に あるので あります， 例へ ば 遠 

洋 涧 業 獎 _ 法の 如き、 市町村 立 小 學校敎 育 費 國庫補 ' 

助 法の 如き • 诨 榮敎育 費國庫 補助 法の 如きは、 稗 算 

の定 むる 所に 依り、 或は 毎年豫 算を以 て定 むべき 所 

の 金額 云々 と：： ムふや うな 文字が あります、 文字の 使 

ひ 方は 違 ひます が >  趣旨は 左樣で あらう と 思 ひます 

又 之に 反して さう 云 ふ 文字が 豫 算の範 園 內に 於て と 

か豫算 を 以て 云々 とか 書いて ない、 立法 例は 尙ほ多 

いのであります、 殊に 最近の 本院に 於て 協賛を 致し 

ました 所の理 化學 研究所 Kg 補助 法の 如き、 染料 醫 


藥品® 造 獎踏 法の 40- き ほ、 是等 ほ 豫 W の範圍 內に於 
てと 云 ふ 文字 も 豫萁 の定む る 所に 依りと 云 ふ 文字 も 
何等 無い のであります、 それであります るから、 立 
法例は 兩樣 あります、 何れに 致しましても 私は さう 
此 問題が 重大なる 間 題で 容易なら ぬ 問題で あると 云 
ふこと に、 西久保 君は 御 話に なりました が、 私 ほ 實 
に 容易なる 問題、 輕微な る 間 題で あると 云 ふ 位に 考 
へて屛 るので あります、 唯 西 久保君 や 伊澤 君の 御述 
べにな りました /;: 如くに、 丁度 恰も 此 法案を 蕃 « し 
て 居る 間に 衆議院ょり 葉 煙草に 關 する 法律案が /1-1 た 
それには 豫算 の範圍 內に 於て と 云 ふ 字が ある、 それ 
であります から 是 ほ H に 怪しからん 不統一なる 立法 
である、 甲が 是な〇 とせば •乙 ほ 非なら ざるべ から 
ず、 乙を 非な り とせば、 甲は 是なら ざるべからず と 
云ふ强 い反對 論が 出て 来る •是は 誠に 御尤もな こと 
と 思 ひます、 衆議院に も 相當な 法制 家 も 居られる" 
政府に も 立派な 法制 家が 居られる ので あるから、 此 
非 11 を 避けら るるが 爲に 今少しく 注意せられ たら 宜 
かつたら うと 云 ふ 風に 考へ るので あります、 併しな 
がら 其 間に 兩 案の 法案の 趣旨が 違つ て 居る と.- ZN ふな 
らぱ 別であります 若し 同じ やうな もので あれば •私 
は 統一を 圖ると 云 ふ 御 論には 是は 全く 御 同感で あり 
ます、 それから 一體 政府が 原案を 出して 居つ て 之を 
修正せられ た 其 時には どつ ちが 宜い ので あるか-政 
府 は一體 それを ISI 執して やる のが 當り 前で ほない か 
それを 輕為に 衆 a 院の 修正に 賛成した のは、 何 か 其 
間に 不 公明なる 所が あるので はない かと 云 ふ 御說も 
ありました が、 私は 此點 に付きましても、 餘程私 ほ 
考廬 せねば ならぬ と 思 ふ、 殊に 御 互 ひ 政府に 在つ た 

者は 斯の 如き ことが 隨分 あるめ である •政府と して 

適當 として 考へて 法案を 出した 所が 衆 一 院とか 若く 

は 貴族院に 於て 修正案の 出る ことがある、 其 修正は 

不都合で ない、 又 大局の 上から 見て 何等 關係 のない 

又 執行の 上から 差 支ない と 云 ふ 時に、 多數の 意見が 

それであるなら •それに 從 ふても 宜いと 云 ふ、 斯う 

云 ふこと ほ 實際 吾々 は 遭 週した ことがある •殊に 貴 

族院の 如き 政府に 居られた 方が あります が、 さう え 

らい 違 ひもな し、 又實質 も差茭 ないならば， 必 しも 

原案を 固執せ ぬで も 修正案に 依つ ても宜 いと 云 ふこ 

とが あるが.， 其 時に 何故 お前 ほ 初め 出した ものを 固 

執せ ぬか、 どつ ちが 宜い のか、 斯う 云 ふ 詰問を 受け 

ると 實に窮 する ので ある、 大體の h. から 見て さう え 


らい 遠 ひがないなら ぱ ■何も 殊 ：史 らに 政府の 原案を 
何® まで も 突 張らなければ ならぬ とは 思は ない、 又 
さう 云 ふ 場合が 是まで S 際 幾ら も あると 思 ふ、 唯 さ 
う 云 ふこと を 言つ て 政府に 詰問す る 時に、 政府 者と 
して It 甚だ 闲る こと も あるけれ ども* 是ほ相 身 互 ひ 
で、 さう 云 ふやうな 御 感じを なさつ た 方 も 幾ら も あ 
らうと 思 ふ、 左樣に 大體の 上から 見ても、 大局の 上 
から 見ても 違は ない ことを 事々 しく 論 諮して、 而も 
此 場合 修正案を 御 提出になる と 云 ふこと ほ、 私は 如 
何で あらう かと 思 ふので あります、 殊に 此小 問題に 
於き まして、 特に 貴族院の 院議と して， 衆議院に 送 
付し 若し 衆議院が 之に 讓ら ざる 場合に 於て、 更に 協 
議會を 開く と 云 ふが 如き ほ， 先き に i 前 田 子爵から 
御 話に なりました 如く、 大局の 上から 見ても 滴 當な 
もので ない と考へ る、 a 大な る问 題であるなら 斷々 
乎と して 貴族院と して 相 P ふが 宜いと 思 ひます、 併 
ながら 期る 問題に して、 何れにしても さう 違 ひは な 
し、 又 政府 者の 言明す ると ころに 依り ますれば 即ち 
私共の 言 ふが 如く 豫算 の範圍 内に 於て 之を 執行す る 
ので ある、 又 其 趣旨で あると 云 ふことの 言明を 得 ま 
し た 以上 ほ 事々 しく 之を 元の通りに 直す と 云 ふ 必要 
はない と 思 ふ、 此點 に付きまして 私 ほ 此案を 提出な 
された 方に 對 しまして'  深く 敬意を 表します るし、 
又 其 御 論議を 必 しも 絕對に 御 無理 だとは 見 ませぬ け 
れど も、 大體に 於て 左樣な る 違 ひもない ので ありま 
すから、 私は 是は叶 燼の法 案に 於て 可決せられ る こ 
とが 適 當と私 ほ 信ずる to であります、 どうぞ 御 研究 
を 願 ひます。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 蟹る」 

〇 國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 修正案に 對し まして 
は、 旣に前 田 子爵、 水 野 君から 反對 の御演 說が あり 
ましたから •私は 其 點にほ 觸れ ませぬ で、 llfij 先刻 西 
久保君 から 葉 煙草に 對 する 交付金の 方に ほ 豫算 の範 
圍內と 云 ふ 文字が 有つ て ぃ是 には 削つて ある‘ 不統 
一と 云 ふこと で 御 反擊が ありま L たが、 此葉 煙萆に 
對する 交付金の 法案 ほ、 ■£- ほ 政府の 提出で なくして 
衆議院の 提出で ございます， 而 して 衆議院に 於き ま 
しては 同時に 織物 交付金の 法案を 提 m L て あるので 
あります 、織物 交付金の 方に 於き ましては fi 算の範 
圍內と 云 ふ 文字は 無い のであります， 是ほ 織物 交付 
金に 於き ましては、 千分 ノーと 云 ふ 標準が 立って 居 
るから、 豫算の 範圍內 に 於て と 云 ふ 文字は 無い こと 
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と 私 li 了解して @ る、 それ故に 蓮 ff 苺 〇 交 f-i- 金に 於 
きまして 雅菸 の範闹 內と云 ふこと を 除きます れぱ * 
漠然として 何に ar 準を 驭るか 少しも 分らなくなる の 
であります、 又開帮 助成 法に 於き ましては、 元々 交 
付に 對し ては 六 朱に 相 常す る 率と 云 ふ Q で， ' a» を K 
もる fii の 標準が 定まつ て 居ります、 恰も 锚枸 交 (>]■ 金 
に 於て 千分の 一と 云 ふやうな 一！ 準が 立つて 思る 〇 と 
同じ ことであります、 葉 煙草の 交付金の 法 W に 於て 
預算 の範幽 內と云 ふことは あの 镒の 法文であります 
れば必 耍缺く 可から ざる 文字で ございます、 それで 
交付金と 此 助成 法案に 於け る預 i,f の範間 內と云 ふこ 
との關 係が 此の sn く 相違いた して 居ります からして 
一言 之を 辯 じて 匿き ます。 

0 平 山 成 信 君 未だ 通吿が あります か。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 通吿ほ ございませぬ。 

0 平 山 成 信 君 •こざい ませぬ ければ、 一言 自分の SS 
見を 述べた うご ざいます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 宜し うご ざいます。 

〔平 山 成 信 君演® に 登る J 

0 平 山 成 信 君 私は 此 問題に 付きまして 之に 參 ると 
云 ふやうな ことは， 更に 初め ほ 考へて 尻 〇 ませぬ の 
でありました •私 も 或る 程度までは 今 水野邱 士の仰 
しやる 通り 私 も是は 大きな 問題では なから うと 考へ 
て 居つ たのであります、 それ故に 初め ほ 主務大臣が 
委員 會に 於て 之を 行 ふ k に 付て 豫筇 の範 阖內と 云 ふ 
ことがあつ てもなくても， 之を 行 ふ 上に 付て 注® し 
て澤 山な ことは せぬ と 云 ふやうな 御 辯 明が あれば も 
うそれ で 満足して 宂 からう と 思つ たのであります、 

其 後に 至つ て 葉煙眾 專賣法 の 改正案が 參 りまして そ 
れ にも 明に 豫算 の範圍 内と 云 ふ 字が あるので ありま 
す、 玆に 端な く 同時に 二つ の 變つ たこと が 起り まし 
たから、 然る 以上は 矢張り 政府の 原案 通り 即ち 此修， 
正 案 通り 豫算の 範圍内 と 云 ふ 字を 入れて， ffl 方 一緒 
にす るが •是は 明々 百々、 其方が 宜 からう、 極めて 
簡單 に考へ て 居つ たのであります、 所が 豈 N らむや 
其 事から して 種々 な M 論が 起り まして、 今日 も 先程 
から 一時間 以上 も 費して 居る と 云 ふやうな ことにな 
りました のは、 ®1 に 意外に 感ずる のであります、 其 
御 議論を 承つ て 私 ほ 異樣な 感じが したので あります 
から、 其 感じ だけの ことを 申 上げて 置きたい と 思 ふ 
のであります， ® ほ此 感じ ほ 私が 始終 平生 有つ て 居 
る 其 所に 觸れ ましたから 默 する ことが 出来ず して、 
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吐 處に參 つたので あります が、 一體 日本の 政治家は 
朝野 共に 雅 its: に 乏しい、 もう 少し 雅讶を 以て 相 對し 
たら , PC からう と 思 ふので あります、 此 問題は 今 申 上 
げる 通り 鸹だ輕 々の 問題で ある、 併ながら Ti st の範 
間 內と云 ふ 字が 有る と 無い と (i 差が あると 云 ふこと 
は 先日 法制局 長官 も 御 認めに なられ、 今 水 野 博士 も 
御 認めに なつて 居る、 如何にも 明々 白々 な ことで 修 
正 案の 方が 爲當 であると ic ふことは、 洵に是 は 明白 
な こと だら うと 思 ふ、 斯の 如き 明白な ことに 付て 非 
常な 謎 論を して K ると 云 ふこと ix 如何にも 是は 今實 
際萊つ て 居る と K だ ie 憾に堪 へない のであります、 
斯の 如き ことは もう 少し 雅 M を 出して、 速に 修正案 
に 御 同意に なつて さう して 之を 衆議院に 御 廻 IX しに 
なつたら 宜か らうと 思 ふので あります、 先刻 前 田 君 

から S 々 會沏 切迫の 時から： K 々と 云 ふやうな 御 話 も 

あり、 '1 ffi 今 水脈 ® 十： からさう 云 ふ 御 話 も 出ました が 

其 事が 乂私に は 平生 考へて 居る ことに 觸れ まして 如 

何にも 遺憾に 思 ふので あります、 憲法の 運用 ヒ苒だ 

逍憾に 思 ふので あります， 斯の如 き 關 係の 餘り 大き 

くない 問題 ほ、 當院に 於て 修正して 衆議院に 廻 ほし 

ましたら. 衆 讓院の 御 方 も II-1: 事は 始めから さう 深く 

御考 もな く御齊 成に なつた のか も 知れ ませぬ から、 

此明な る 明白なる 修正が 常 院に 於て 行 (3: れ て咄喏 に 

是が 衆議院に 迥 つたら 之に 御 同意に なり ! i せぬ かと 

思 ふので あります、® 大な問 題であります れば それ 

は大變 な、 協誘會 を 開く とかむ づ かしい ことにな り 

ませう けれども， それ 程の 事 ほ 無い のであります、 

左様な 事に 付て 之を 廻せば 衆議院で どうか、 協議 會 

を 開く とか、 或は 紛糾が 起る であらう とか 云 ふやう 

な 御 考を 諸君が 御 有ち になれば 如何にも 是は潰 憾で 

ある， それ故に 此處 に參つ て 其 # を 申 上げる ので あ 

ります、 もう 少し 諸 嵙が雅 垃 を 御 有ち になつて 左 _ 

な ことは すら^-と …… 、政府 常 局 もさう 强 て反對 

なさる 必要が なから うと 思 ふ， 衆議院に 廻せば 衆議 

院が御 同意になる ことと 私は 確信す るので あ 〇 ます 

縱んぱ それに 付て 協議 ^ を 御開きに なつても 私は 差 

支ない と 思 ふ •今 どうであります か、 未だ 外に 幾ら 

も 大きな 間 題が 殘 つて 居ります、 會期も 未だ 一週間 

以上 もあります* 小さな ことに 付て . 少しも 大し 

た關係 ほない のであります 、一 體此朝 野の 政治家に 

雅； 3 の 無い と 云 ふこと を 始終 私 ほ 感じて 屛 るのと、 

稍々 も すれば 小さい 事を やれば …… 大きな 事に 拘ら 
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ず、 衆議院に 迥 ほ すと、 どうも 協 翳會 になる と闲る 
とか 何とか 云 ふやうな ことが 始終 出ます のは、 今日 
是ほ 如何にも 遺憾に 思 ふこと と 常 平生 私が 考へて 居 
る 所に 觸れ ましたから •巳む を 得ず 此壇 に參 つて 自 
分の 所見を 一言 申 上げて S くので あります、 先刻 水 
野！ a  士から 長い 憲法の 御說 明を 承は 〇 ましたが-私 
共 素人と 雖も私 も それ 位な ことは 承は つて 居ります 
さう 長く 御說 明を 承る 必要がない と 思 ふ， 一言 私は 
此事を 申 上げる •私は 一體不 辯であります •斯う 云 
ふ 所に 出る のは ili ひでありまして、 滅多に 出ない の 
であります る けれども， 先程からの ことを 承つ て 平 
生考 へて 居る 所に 於て は、 どうしても 默つて 居る こ 
とが / 11 來ませ ぬから、 一言 此事を 申 上げて 置きます 
〇謖長 C 公爵 德川家 達 封〕 他に 御發言 もない と 存じ 
ますから 採決を 致します、 此採決 方法に 付きまして 
記名 投 要を 以て 決すべし と 云 ふ 要求と、 無名 投票を 
以て 決すべし と 云 ふ 要求と、 兩方 ill て 居ります、 其 
IB 名 投罌 、無名 投槊何 れ に te つて 採決いた すべき か 
を M に 記名 投篇を 以て 決したい と 云 ふ 要求が /Ji まし 
た 故に、 其 要求 通りに 致します， 諸 封に 申 上げます 
が、 今 問題と 致します のは、 修正案を 決する のに 記 
名 投票を 可とする 諸君は 白色 票を、 無名 投票を nT と 
せらる る 諸君は 靑色 票を 投票 函に御 投入を 請 ひます 
暫く 御靜肅 に 願 ひます、 例に 依りまして 書記官を し 
て 御 席へ 投票を 受取りに 差 出します。 

〔書記官 投票を 集む〕 

〇 詔 長 (公爵 德川家 達 君) 投票 漏れは ございませぬ 
か …… 投票 漏れな しと 認めます から、 開票、 計算を 
致させます。 

〔書記官 投票を 計算す〕 

〇 諮 長 (公爵 德川家 達 君) 開票の 結果を 御 報告に 及 

びます >  投跋 總股 二百 五十 九、 白色 票を 投じた る 者 

即ち 記名投票を 以て 決すべし とする 者 百 六十 二* 靑 

色 11 r 即ち 無 あ 投票を 以て 決すべ しとす る 者 九十 七 

故に 採決は IH 名 投票と 決しました。 

〔參照 〕 
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子爵 前 田 利定君 
子爵 森  淸嵙 
子爵 井上 匡 四 郎君 
子爵 稷本 武憲君 
子爵 京 極 高義君 
子爵 水 野  直 君 
子爵 大給近 孝 君 
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反對者 氏名 
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男爵 島津久 賢 君 
男爵 鄕  誠 之 助 君 
男爵 東鄕  安 君 
中島 永 元 君 
原  保太郞 君 
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澤柳 政太郞 君 
阪本釤 之 助 君 
橋本圭 一一 一郎 君 
山 之 內 一次 岩 
木場 貞長君 
古 賀廉造 君 
杉 田 定一君 
安樂 兼 道 君 
田 所 美 治 君 
永 田 秀次郞 君 
大村彥 太 郎君 
大坂金 助 君 
伊藤 傳七君 
鎌 田 榮吉君 
伊丹 彌太 郎君 
藤本 閑 作 君 
安田 善 三 郎君 
平 尾 喜 三 郎君 
竹內權 兵® 君 
中 山嘉 兵衞君 
樱 井伊 兵衞君 

侯爵 蜂須 賀正 韶君 
侯爵 佐々 木 行 忠君 
伯爵 松 浦  厚 君 
伯 W 大木 遠吉君 
伯爵 川 村 鐵太郞 君 
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伯 EI 林  两太 郎君 
伯斿小 笠 原 長 幹 君 
男爵 小澤武 雄 君 
子 6? 藤肢 W 忠岩 
子 辟 加蕻商 明君 
男 辟 商 木兼寬 君 
江 木 千 之 君 
折 田 彥市君 
男 辟 宇佐川 一正 君 
男 辟 村 木 雅美君 
男 辟 西  紳六 郎君 
男 防 阪井重 季君 
男® 內田正 敏君 
男 斿山內 長 人君 
男爵 新田 忠純 君 
男爵 平野 長祥君 

男爵 毛 利 五郎 君 

男爵 德 JI1 厚 君 

男爵 千秋 季隆君 

男脬斯 波忠三 郎君 

男爵 安場 末 喜 君 

男餺 伊丹 春 雄 君 

男爵 島津長 丸 君 

男爵 楠 本正敏 君 

男爵 赤松 範一君 

男爵 佐 竹 義準君 

男爵 二條正 暦 君 

男爵 調所恒 德君 

男爵 池 田 長康君 

男爵 島津健 之 助 君 

男爵 寺 島 敏三君 

男爵 藤 田 平 太 郎君 

石黑 五十二 君 

若槻禮 次 郎君 

菅原通 敬 君 

高 橋 作衞君 

岡 田 文 次 君 

湯 淺倉平 君 
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佐藤傳 兵衞君 
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男 辟 福 EI 俊 丸 君 
男 tfj 永 山 惑 興 君 
男爵 鄕  誠 之 肋 君 
石 井 省 一郎 君 
餃島武 之 助 君 
高 橋 琢也君 
澤柳政 太 郎君 
阪本釤 之 助 君 
橋 本 圭三 郎君 
山之內 一次 君 
古賀 菔 造 君 
杉田定 一君 
安樂 兼 1M 君 
田 所美洽 君 
市 來乙彥 君 
大ハ介 慕 兵衢君 
大坂金 肋 君 

伊藤 傅 七 君 

佐 藤 友右衞 門 君 

田屮源 太郞對 

中村圆 一郎 君 

高 橋 源 次郞忍 

S 喜 三 郎君 

竹內陳 兵枥君 

中山嘉 兵衞君 

櫻 井伊 兵衙君 

〇篛長 C 公爵 is lll 家 達 君〕 第 一條， 原案に 御 異存 •こ 

ざい ませぬ か。 

〔r ffi JI なし」 と 呼 ふ莕 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 

次に 問題に 供し ますのは、 第二 條 ょり 終りまで …… 

原案に 御與存 ございませぬ か。 

CT 異誔な し」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 若〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 子爵 西 大路 吉光君 第一 一一 證會を 直ちに 開かれむ こ 

とを 希望いた します。 

0 子 13 靑木信 光 君替 成」 

〇坩 鹊黑川 幹 太郞封 荇 成。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 H ちに 第三 證筲を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅 長 C 公爵 饴川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


男爵 沾 水資洽 君 
男擗安 藤 直 雄 君 
男爵 藤 堂 高 成 君 
原  保 太 郎君 
山 田 春 三 君 
石 渡 蚊 一君 
加 太 邦憲君 
福 永 吉之肋 君 
倉 知鐵吉 君 
木場 寅 長 君 
磯部 四 郎君 
室 田 義文君 
南  弘君 
岡 田 文 次 君 
永 田 秀次郞 君 
江 原素 六 君 
八木久 兵衞君 

佐 藤 傳兵衞 君 

鎌 田 榮吉君 

伊丹 ® 太 郎君 

11 本 閑 作 君 

安田 善 三 郎君 

® 山  章 君 

三 木 與吉郞 君 

成淸 信愛 君 


〇篛 長 (公爵 徳川家 達 君〕 第二 讀會の 決議 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「 異鼐な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
是にて 可決 確定、 休憩を 致します。 

午前 十一 時 五十八 分 休憩 

午後 一時 十五 分開議 

〇 副議長 c 侯爵 黑田長 成 君〕 是 ょり 午後の 會議を 開 
きます、 諸君に 御 諮りを 致します が、 日程の 第二ょ 
り 第 六までは 束ねて 委員長の 報告を 煩は して 御 異存 
ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 者 ふ 者 あり〕 

0 副 _ 長 (侯爵 黑田長 成 君〕 御異 翳ない と 認めます 
0 副 翳 長 C 侯爵 黑田 長成宕 〕 日程 第二、 大正 八 年度 
歳入歳出 總 m' 算案並 大正 八 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 
豫算 案、 第三、 預第 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
爲 すを 要する 件、 第 四 臨時 軍事費 豫算追 加 案 第一 號 
第五 大正 八 年度 歳入 歳 m 總豫算 追加 案 第一 號第 六、 
豫算 外國 庫の 負擔 となるべき 契約を 爲すを 要する 件 
追 第！ 號 ，會翳 •委員長 報告。 

〔左の 報吿 書は 朗 la を經 さる も參 照の ため 玆 
に 載錄す 以下 之に 傲 ふ】 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫 W 案 並 大正 八 年 谷 特別 
會計 歳入歳出 鸨 B 案 

豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲 すを 要す 
る 件 臨時 軍事費 7« 算 追加 案 C 第一 號) 

大正 八 年度 雄 入 歳出 總豫算 追加 案， 第一 號) 
fi K 外 ® 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第一 號) 

一大 正 八 年度 歳入 歳 ni 總豫算 案 

一大 正 八 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算案 

一豫算 外國 01 の負據 となる へき 契約を 爲すを 要 

する 件 

一 臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第一 號〕 

一大 正 八 年度 歳 人 歳 as 總豫 »: 追加 案 c 第一 號) 

一豫算 外國睹 の負擔 となる へき 契約を 爲すを 要 

する 件 (追 第一 號〕 

右 衆議院より 送付した る 各 案を 審査し 衆議院 議決 

案の 通 可決す へき ものな りと讁 決せり 依て 及 報告 

候 也 

大正 八 年 三月 六日 


豫算 委員長 淺田德 則 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

r 淺田德 則 君 演® に 登る〕 

〇淺田 德則君 唯今 日程に 上つ て 居ります 大正 八 年 
度 歳入歳出 總預算 案 並 大正 八 年度 谷 特別 會計歲 人 歳 
出豫算 案外 四 件であります、 此 過日 本院に 於て 御委 
託に なりました 以来の 經過及 結果を 御報吿 申します 
委員 會は 二月 十五 日より 二十 五日まで 總會を 開き ま 
して 會を 開きます ことは 六 回であります、 それよ 
り 分科 會に移 りまして、 分科 會は 三月 一日に 終り ま 
した、 五六 兩 日に 亘り まして 更に 豫算 總會を 開き ま 
したので あります、 で 谷 分科 主査の 報吿を 得まして 
審 布. を 結了いた しました 次第であります、 總會及 分 
科會に 於き まして 谷 員は 熟 心に H. つ愼 重に審 II を遂 
げられ ましたので あります、 豫算 提出の 事由、 又 金額 
等は S に 本 議場に 於き まして 大藏 大臣よ 〇槪略 を述 
ベら れ ましたので あります し •且又 谷 分科 會 主査 報 
吿に 於き ましては 精し く 其 狀况を 述べられて 居る の 
であります、 それ 故此豫 K の 增減 等の 理由 •其 他咐 
減の 數字 等に 於き まして ほ此に 御 報告を 略す る 積 〇 
であります、 唯大數 に 付て 此際御 報吿を 申 上げます 
即ち 歳入 經常 部が 八 億 三千 九 百 十四 萬 餘圓 であり ま 
す 歳入の 臨時 部が 五 千 七 百 六十 六 萬餘圓 ，臨時 事件 
に關 する 歳入が 一億 四千 九 百 五十 四萬餘 11 、 是が歲 
出 …： 歳 /) 1 經常 部が 五 億 百 三十 六萬餘 圓 、歳出 臨時 
部が 三 億 七 千 三百 九 蓖餘圓 、臨時 事件 費に 關する 歳 
出が 一億 七 千 二百 萬 圓餘 、合計 各々 十億 零 四千 六 百 
四十芄 萬餘 _ であります、 斯の如 き 巨額の 数字を 現 
はしました のは 蓋し 今回を 初めと 致す 所であります 
而して 玆に 一言 附加へ て 申 上げて 置きます るのは 谷 
般の 政務の 新たに 施設され ましたる 所の 費用 等は 暫 
く 別と 致し 

〔誘 長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 著く〕 

まして、 一般 會 計豫算 中に 物價 騰貴に 因る暫 費と 云 
ふ ものは 非常な 割合を 以て此 豫算を 占めて 居る ので 
あります る、 EI] ち此 金額は 九 千 零 六十 八 萬 餘圓 、臨 
時琪件 翔 備費中 物 價隨貴 に 因る 金額が 一億 二 千 二 百 
九十 八 萬餘圓 、此 中には 官 K 以下の 特別 手 當等も 含 
んで 居ります、 即ち 合計いた しまして 二 億 千 三百 六 
十七 萬 餘圓 、而 して 又 谷 特別 f; 計豫算 中の 物價 騰貴 
に 因ります る ものが 合計 二 億 零 六 百 七十 九 萬 餘圓で 
あります、 尤も 此 特別 會 計に 於き まして it 其 歳入に 


於き ましては、 時局の 影轉 の爲に 相 當に咐 加いた し 一 

て 居る ことは 無論の ことであります、 委員 會に 於き 
しては 例に 依りまして 內外 各般の 事項に 亘 りまして 
各 委員より 質問が ありまして、 之に 對 して 國務 大臣 
よりそれ < 答 辯せられ たのであります >  其 中に 就 
きまして 重 もなる ものは 若く は 現内閣の 政策の 一端 
とも 認む べき ものは 此際 少しく 質問に 依りまして 答 
辯され ました 所を 御報吿 いたさぅ と 存じます、 開會 
の 初めに 於き まして 各員の 最も e かむ と 欲せられ ま 
したる 所の ものは、 御 承知の 如く 目下 巴 里に 於て 開 
かれました る 所の 講和 會 議に關 する 問題で ありまし 
て、 彼の 國際 聯盟の 條規其 他 諸種の 問題に 關 しまし 
て贸 問を 致されました のであります 然るに 之に 對し 
まする 總理 大臣の 答 へられます る 所に 依ります れば 
講和 會議に 於き ましては 备 kl 委員の 申合せに 依り ま 
して、 其 時々 の _ は 一定の 通信 局を 經て而 して 之 
を 公表す る ことに 相 成つ たる 趣でありまして、 目下 
進行 中の 會議 の狀况 等を 詳しく 公表す る ことの 自由 
を 得ない と 云 ふこと でありまして. 是は已 むを 掲ず 
議 « に 於き ましても 詳しい 事を 承る ことを 得 ませな 
んだ のは 已むを得ない 次第と 存じます る， 即ち 其 節 
の 質問の 要件を 槪擧 いたしまず と 先 づ對獨 賠償金の 
問題の 如き， 或は 南洋諸島の 統治 問題、 日 支 兩國間 
に 結ばれた る祕密 條 約の 提出 問題 等の 如き もので あ 
ります， 此他 會議 に附せ られて 居ります る 所の 諸 間 
題は 目下 分科 會に 於て 專ら 討論 中で ある 趣で ありま 
す、 で 委 M 會に 於き まして 人種的 差別 撤廢 問題に 關 
しまして 各委 M より ® 々 質問を 試みられた ので あり 
ます、 而 して 此 質問者の 意簡ほ 必 しも 是 は一樣 にな 
つて 居り ませぬ、 或る 論者は 我が 帝國 臣民は 何等の 
區別を 受けて 居らない ので ある， 或は 之を 提議 すれ 
ば 却つ て 自ら 侮る ものな 〇 と 云 ふ御說 もあります， 

又 或る 質問者に 於 かれまして は 開明の 程度に 依り 差 
別の ある ことを 論ぜられて 居ります、 而 して 又 或る 
質問者は 是非とも 是ほ 講和 會議に 提出せ ら るべき 問 
題で あるが、 政府の 意 _ほ 如何で あるか •斯樣 な 問 
も 起り ましたので あります、 之に 對して 總理 大臣 ほ 
大體 斯樣な 意味で 答を 致されて 居る のであります、 
即ち 我が 帝 國 ほ 列 國の伍 班に 入り 何等 差別 ある もの 
とは M めて 居らない、 併ながら 我が 勞砌 者の 他國に 
至りまして •其國 人と 同一 取扱を 受けて 居らぬ と 1 K| 
ふこと に關 しまして ほ 政府と しても 多 和 是等 のこと 
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を 無から しめむ ことに S を 用 ひて 居る ので あつて、 
故に諝和矜适に向つてほ相當の措匿を執つて其弊を 
除去す る ことに 努める ことに 致したい と M ふと 云 ふ 
ことを 述べられて 居ります る •此他 西 比 利亞及 東淸 
鍅道 の ff 理問 題に 關 しましても 委員の 中より 質問を 
致された に 封して 政府 委員より 米國兆 他 關係谷 國の 
協商の 結果 等に 付きまして 此 Eii Jj 詳しく 說明 いたさ 
れた のであります、 是ほ 速記に も 載つ て 居る こと、 
存じます るから 詳しくは 申し ませぬ が、 該 地方の 鐵 
道 {3; 其 地區 方面を 分ち まして 或 ほ 技術 部， 或 ほ 行政 
部 等を 設けて 帝 國 、露 國 •米 國 ，英國 、佛國 、伊國 
中華 民國 •是等 谷 國の共 同 管理に 付せ らる 、目的を 
以つて 目下 協定を 進みつ i あると 云 ふこと であり ま 

す、 先づ是 等は 講和 會 _ に關聯 いたした る 所の 問題 

であります るが、 更に 鈞 支 外交問題に 付きまして 應 

答が ありました. それは 帝 國 政府 (X 日 突 親 P を 標榜 

せられて 南北 和平を 唱道せられ て 居る に拘ら ず、 北 

方 政府の 參戰 借款に 應じ 、又 泰平 組合なる 一の 商社 

が 今尙ほ 兵器を 地方に 賣 却して 之を 交付し つ k ある 

と 云 ふの ほ 日 突 親善 本 fr を 阻害す るの 嫌な き や 否や 

と 云 ふの が 問の 要旨でありまして 之に 對 して 政府は 

斯糕に 答 へられた， 兩者 とも 事 ほ 前 内閣の 時に 成立 

した ものである •前者に 付て ほ 旣に其 金額の 交付を 

了して、 支那 政府が 更に 之を 北京に 於け る 銀行に 預 

金と せし ものであるに 依つ て、 是が 引出しを 今 俄に 

阻止す ると 云 ふことは 不可能の ことで ある、 併し 後 

者 即ち 兵器の 交付の 問題に 付きまして は、 帝國 政府 

は 南北 和平を 促進せ むが 爲に 、其 約定 あるに も拘ら 

ず、 一時 是が 交付を 中止す ると 云 ふこと に 決定を 致 

したと 云 ふこと を滕 明され て 居ります •又 一員より 

我が 邦人の 中に 阿片を 突 那 地方に 密に 輸入す る こと 

の 弊害に 關 しまして、 第 四十 議會に 於て、 其當 時の 

政府に 膂吿 いたされた ことがあります、 其 事を 喚起 

されまして、 現 政府の 所感を 問 はれました るに 對し 

總理 大臣は 斯樣に 答 へられて 居ります、. 茭那 地方の 

新聞 其 他 世間に 住々 事 實を 誤り 傳 へて 居る 者が ある 

に 依つ て、 ^: 等の 點に 於て 是正を する ので あると 云 

ぅて、®々 辯 明を 致された 後に、 現 內閣に 於き まし 

ては、 駸 重に 之を 取締るべき 方針を 執られまして* 

旣に 最近に 於て 鼬議を 決して、 目下 是が實 行方 法に 

關 して 打合せ 中で あると 云 ふこと を聲 明され て 居り 

ます、 此他 外交 關 係に 亘り ます 質疑は、 或は 祕密會 


等を 求めまして 說明を 求めた こと もあります るが、 
是は r/ く 御 報道を 差控 へる ことに 致します、 外交の 
ことに 付て ほ 先づ 大路 唯今 申 上げた のであります る _ 
が、 是 より I 般的 政務 方針に 付きまして、 質問 中の 
重 もなる ものを 二 三 玆に申 上げる ことに 致します、 
先づ 質問いた されました のは 食糧 問題の 解決で あり 
まして 政府 ほ關稅 の撤廢 を 行は れ 、或 外國 米の K 引 
所に 於け る價 格を 定められ、 又 我が 植民地 若く は 外 
國 よりの 輸入を 1®] られつ L ある にも拘らず， 未だ 國 
民を して 安心を 得せし める 場合に 至つ て 居らぬ、 之 
に對 する 政府の 方針は 如何で あるか、 之に 對し て總 
理 大臣 {3; 斯樣な 意味で 說 明を 致されて 居ります、 現 
政府は 歐洲 大戰に 鑑みて、 米價 のみならず 食糧の 全 
部に 對 しまして 用意す るの 必要を 認めて 居る、 而し 
て永遠の策と致しましては、不毛の土地を開いて食 
a を 潤澤な らしめ る、 又 i!p ち此 開墾 助成 法案 等を 設 
くる ことに 致して あるし， 又 差 向きの 問題と 致 L ま 
しては、 有 ゆる 手段 方法を 以て 米を 多くす る ことを 
努めて、 陸軍 馬糧の 如き も 高 梁に 換へ 、或は 關税を 
廢して 是が 輸入を 容县な らしめ て 以て 其 描 物の 潤澤 
ならむ ことを 努めて 居る、 而 して 其 價 格の 自ら 低下 
する ことを 致さし め、 又 政府は 如何なる 手段に 依り 
て も 糧食に 缺 乏を來 たさし めざら む 事に 對 しては 責 
任を 有する ものであると 云 ふ 事を 明言を 致され まし 
たのであります、 一員より 憲法 發布以 来、 著しく 增 
大の傾 が ある 選 擧界の 弊害に 關 しまして、 最近 谷地 
方に 起り ましたる 所の 弊害の 例證を 指摘され まして 
之を 矯正す る ことに 關する 政府の 所感を 問は れたの 
であります、 之に 對 して 總理 大臣は 斯樣に 答 へられ 

た、 全然 是は 同感を 表する もので あつて、 現 內閣成 

立の 初めに 方つ て旣に 之に 對する 訓令を 發し て、 尙 

ほ 今回 選擧 法の 改正に 依つ て、 幾分 か 其 弊害を 除去 

し、 或は 矯正せ しむ ことを 欲する ので あると 云 ふこ 

との 答の 大要であります、 又 同 委員は 會計 法を 引用 

されまして、 追加 豫算 の濫 にすべからざる ことを 痛 

論せ らまして、 政府が 今回 巨額の 追加 豫算を 提出せ 

られた 理由を 質問いた されました、 之れ に對 して 總 

理 大臣は 內閣 更迭 後日 淺く して、 必要なる 政務に し 

て、 本豫算 に 編入す る ことの 時 □なき 爲 め、 已むを 

得ず 追加の 形式に 依って 提出を 致した ので あると 云 

ふこと を 辯 ぜられ まして、 尙ほ本 問題は 從來 歷代內 

閣の 問題と なりたる 次第で もあります るし、 今後 是 


が 解決に 努めて 今回の 追加 Is 算の 提出の 琪情は 諒 せ 
られた いと 云 ふことの 辯 解を せられて 居ります、 又 
一員より 前 内閣 時代に 於き まして、 時局の S に設 S 
せられました る备 種の 調査 搏關 を、® 後に 於て 存 fa 
する の 必要 あり や 否や、 特に 軍需 局 其 他の 官衙に 於 
ける 統計的 調査に 關 して、 複雜な る關 係を 整理す る 
の 必要を 切論せられ ^4-3 て、 政府の 所見を 間 はれた 
のであります、 之に 對 しましても 總理 大臣 ほ、 其雜 
駁なる 統計の 弊害を 矯正す る ことに 對して 、全然 同 
意を 表せられまして、 是が 改良の 意 圖を 有する こと 
を 辯 明いた されて 居ります、 國防 問題に 關 する 質問 
中の 重 もなる 一二を 玆に御 紹介いた します、 一員よ 
り國防 方針の 變 更に 關 する 質問に 對 しまして 陸軍 大 
臣は 左の 要領を 答へ られて 居ります、 從來の 國防方 
針は 明治 三十 九 年の 末より 四十 年に 亘〇 ましての 御 
制定でありまして、 爾來歐 洲大 戰爭 の經驗 に 鑑み 又 
時勢の 變遷 に應 じて、 昨年 六月 中 御 修正 あらせられ 
て、 それ^-元帥府に 御 諮問 あらせられ、 漸次 御 ^ 
更の 方針に 從つ -C 遂行 せらる、 ことに 相 成つ た 趣で 
あります、 即ち 御 承知の 如く 從來は 平時 二 十五 師團 
戰時 五十 肺團を 準備せられ しもので ありました が/ 
今回は 戰時 四十 一個 軍國を 準備す る ことに 相 成つ た 
のであります、 隨つ て戰 時の 兵力 及國 軍の 編成を 改 
める ことに 相 成つ た 趣を 說明 をされ て 居ります、 又 
同時に 海軍に 於き ましても， 之を 改められた 趣で あ 
ります、 御 承知の 如く 謂は ゆる 海軍に 於き ましては 
八 八 II 隊 、即ち 戰艦 八隻を 以て 成る 一隊と 巡洋戰 艦 
八隻を 以て 一隊と する ものを 以て 編成せられ たもの 
を •今回 ほ 之を 一隊、 即ち 八隻を 加へ て 三 艦隊と 定 
めら れた のであります、 尤も 其艦體 の 種類、 補助 艦 
艇 に付きまして は是は 未定の 趣でありまして、 是は 
自ら 列國の 方針 も參 酌して 艦の 種類 等は 追つ て 定め 
ら る、 と 云 ふことの 大體 の說 明で ありました、 此陸 
海軍の 國肪 方針の 變 更に 關 しまして、 一員より 果し 
て斯の 如く 大なる 方針を 遂行せられ むと する のに ほ 
我が 邦內の 工業 能力に 依る ものである か、 外 國に待 
たむ とする ので あるか、 及 財政 上等の 問を發 せられ 
ましたので あります、 之に對 して 海軍大臣は 二つ に 
區分 して 答を して 居られる やうであります、 即ち 方 
針は 期く 定められ しも、 是が實 行 ほ 之を 財政 其 他の 
事情を 熟考を して 漸次に 遂行 せらるべき もので あつ 
.て 工業 能力の sfl き 内外 何れに 依る や 否やの 問題は、 
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是 は 他日に 謀る、 差 向きは 現に - rt 手し つ、 ある K© 
を 完成す るを 以て 急務と すると 云 ふこと を ^ へ. 1-) れ 
て 居ります、 陸眾 に對 しましても、 之に ^ しき § 
もありまして、 之に 對して 當局 大臣は 3i 間者と 成る 
程度までは 同意を 表せられまして、 將來 陸 Iff に 於て 
エ 段の 一部を 民間に 移し， 民間の エ菜力をだ進に努 
めて、 官民 柑俟つ て 之に 進む と 云 ふこと を 致す と 云 
ふことの 方針で あると 云 ふ 事を 答 へられて 居ります 
或る 一員ょり 國防 上の 見地ょ 〇、 我が 邦 入の gs 力の 
不完全なる に 向つ て 精密なる 統計を si lf て 常 局に 注 
意を 促されて 居ります、 又 航空 取 業に 關 して "r:- 2 ^ ^ 
の 注® を 喚起せ ちれた る 所の こと も ありました、 而 
して 當局大 fe の 答は、 之に 關して は 官民 fli 侠つ て 是 
が 發 達を_ る ことを 努めつ、 あると 云 ふこと を 述べ 
られて 居ります、 財政 上の 方針に 關 しまして； 一® の 
質問が あ 〇 まして •典 論 S5 ほ 頗る 多端で ありました 
が茲に 大別いた しまして 大耍 .4 申 上げ やぅと 思 ひま 
する ので、 大體 約め ますと 云 ふと、 It なる ものは 三 
勤 ほどあります、 八 年度に 計上いた された る钹 入は 
之れ を 前々 年度 以来、 殊に 休 戰 後に 於け る 時局の 趨 
勢と 經濟 界の狀 態に 鑑みまして、 甚 しく 過大に 失す 
る もの、 如く 思は れる •斯の 如くして 果して 饨定の 
歳入を 得べき 確信 あり や 否や、 是れが 一つで ありま 
す、 其 二は 八 年度に 於け る 公 依 筋 集の拽 定額 it 事 Ifi 
公憤 及國阳 證券 等 頗る 巨額に 至るべき こと、 なつて 
居る斯 の 如く 巨額の 公 依を 一時 市极 に秘ら むと せ ぱ 
經濟 市場を II 迫す るの 不安な き や 否やと 云 ふの が、 
是れが 第二 點 、第三は 現在に 於け る內 外國沾 の 巨額 
なる に 加へ て 政府が 執らむ とする 財政 計 1¢ 上鉍 旗せ 
られ むと する 多額の 國價 に黝 し相當 なる 減 似 裁 金を 
設けざる に 於いては 興 定年 期に 至つて 外國愤 務を嗰 
還す るの 困難に 陷ら ざる や 否や、 其の 諸點で ありま 
す •何れも 時局の 趨勢に 鑑みまして、 政府の 財政 計 
畫に 封して 前途を 盈瞭せ られた る 所の 質問と 認め ま 
した、 之れ に對 して 當局 大臣は 左の 意味で 答 辯を 致 
されました、 第一、 即ち 八 年度の 歳 人は 前々 年度の 
經濟界 の實况 に 鑑みて 過大な りとの 批評は あるが、 
旣に 過去 數 年間 民間に 於いては 巨額の 資本を 生產的 
事業に 投じた る 結果は、 之れ に對し 自ら 相當 の收益 
を 見る であらぅ、 隨つて 自ら 相當の 財源 も煜ら る- 1 
ことで あるに 依つ て、 敢て 政府は 至雖 とは 認めて 居 
らぬ 、依つ て 政府は 今回 提出せ し 歳入 豫算に 計上す 
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る 所の ものを 以 つて 相 當と 信ずる、 又 八 年度 以内に 
於け る 公憤 募集に 關 しまして •政府 ほ 緙濟界 を 瞇迫 
せざる 程度に 於いて 適當に 之れ を躱 集せ むと する 方 
針で あるから して、 不安を 懷か しめざる ことに 努め 
る やぅに 致し •又 辰 後 •今後 敉 SE の 年期 內に償 還す 
べき 外阈愤 務に對 して ほ 一部 ほ 減債基金 法に 依つ て 
扣當に 按排し、 又 一般 會 計ょり して 是が似 還に 充て 
甜 ほ殘る ものに 對して は 萬 一海 外の經 濟狀况 にして 
外； 3 の® 換に便 ならず とせば、 内 國に 於け る 民 問に 
所有せ る 外國偵 券を 以て 之に 轉換 する 餘地 ありと 信 
ずる、 故に 何等 之に 對 する 不安を 要せざる こと、 思 
ふ* 財政の 所見に 付きまして は©々 述べられました 
ので， 此財政 h の 見地に 於き ましては 委 M の 間に ほ 
前途の 財政に 關 して尙 ほ 多少 見地を 興に せられる 點 

もありまして、 後に 是 ほ 希 阐を 述べら る X ことに 相 

成つて 居 〇 ます、 尙ほ 問答の 詳しい ことは 速記に て 

御 v*2 を ^ ひたいと 拟 ひます、 又稅制 整理 •即ち 現行 

の资業 稅法 、印紙税 法、 其 他 通行税 法 等の 如き、 輓 

近 經濟 界の激 H に 伴 ひまして、 是が整 理を 必要と す 

る ことを 感じて 屛ると 云 ふこと 2 質問に 對 しまして 

は •當 局大以 は 政府 も 其 必要を 認めて 居る、 で 目下 

是が 調査に 著 手いた して 成るべく 速に 成案を 得る こ 

とに 致さぅ と 云 ふこと を 答へ られて 居ります、 敎育 

に關 する 質問であります、 次に 敎 育に 關 する m' 算は 

御 77X 知の 如く 此の 總預算 に 於き ましては、 從 前の 計 

芘に 基き まして 高等教育 押 關を四 校 ばかり 增 し、 K 

一の 他 大學 等の 收容力 を咐 す爲め に 若干の 糊 張を 爲さ 

れま した， 其の 他 多少 敎員の 待遇 等を 改善す ると 云 

ふこと に 相 成つ た 拽算を 求められて R ります る、 而 

して 此の 木预 に關 係いた しまして ! 3-. 分科 會に 於き 

ましても 何等の 議論 もな く、 主丧會 に …： 主査に 於 

いても 報吿を 致されて 居ります-が 主 -i して 問題に 

付いて 論議され ましたのは、 敎育鸺 關の 大計帘 に對 

する 所の 方針 施設に 關 してでありまして、 tt のこと 

li 總豫 》 委員 會又 分科 會に 於き ましても W 々論議を 

致された のであります、 去りながら 是は不 ：□ 此本議 

場に 報告を 致されます べき 追加 裸 3?- の 時に 於き まし 

て、 又 其 際には それに 閱聯 いたしました る 法祕等 も 

あ 〇 まする 故に、 典 場 八 rl に 於て 御 報 1S- いたす ことに 

相 成らう と 思 ひます るに 依つ て、 共 詳しい ことは 玆 

に ^ 略いた す ことに 致します 、但し 種々 質問いた さ 

れ ました 内に 先づ其 要：：！： を擧げ ますれば、 第一 鹋後 


に 於け る敎育 の 大方 針、 或は 敎員 養成の 方法、 高等 
學 校の 年限の 長短， 或は 公私 立 學 校を 助成す る や 否 
や 等の 意見を 斟ら 交換され たこと と 認めました、 が 
是は 何れ 更に 御 報吿を 申す _會が あらぅ と 存じます 
るに 依つ て 玆に略 します、 唯此際 に 御 報告いた すの 
ほ 中等 敎 育の 缺陷 を完た からしむ る ことに 關 しまし 
て 委員の 一入より 中等 敎 育の 國 家に 必要なる ことを 
剴切に 痛論いた されまして •臨時 敎育 調査の® 翳に 
係る 國费を 以て 年功加俸の 制度を 設けて 中等 敎 員の 
待遇を 改善す るの 目下 喫緊の 急務なる ことを©々 述 
ベら れ まして、 今回 政府が 八 年度 豫算 上に 計上せ ら 
れざる 理由を 問 はれました のであります、 で 之に 對 
して 總理大 2 は 大要 斯様な 意味を 以て 答を 致されて 
居ります、 中等 敎 育の 國 家に 對 して 必要なる こと 及 
其 待遇の 不十分なる 點に對 しまして は 質問者と 其感 
を 同じく 致して 居る、 咱從來 地方 費を 以て 支 辨した 
る 原則を 變 へて 國庫の 支辨 たらしめ むと する のに ほ 
最も 愼 m なる 考憩 を爲 さねば ならぬ、 彼の 高等 槠關 
の擴 張の 爲に 一時的 費用を 要する ものと ほ 異なつ て 
永 遠に 0. るの ものであるから して 永遠の 策を 講じた 
く考 へて 居る， 又 今回 地方税 制限を 撋張 する 曉に於 
ては、 此 間に 於て 缺陷を 補 ふべき 他の 方法を 求む る 
の ® からぬ こと ゝ思 ふ、 政府は 高等 敎育機 關の擴 張 
のみを 以て 能事 畢れ りと 思 ふので はなく して、 中等 
数 育 i に 於ても 相 當の考 瞪 を 加へ て 漸次に 著 手せ 
むと 欲する ので あるとの 意思を 有つ て 居る* 決して 
之を 地方に 放任せ むと する もので ない とのこと を！ i 
® 述べて 居らる、， 其他督 _、 親® 制度の 改善 又 女 
子敎育 等の 改善 等に 付きましても 種々 質問が ありま 
して， 此等 に對 しましても 當局 者よりも それ 答 

辯を せられ •大體 に 於て (3: 同意を 表せられた る やぅ 

に 認めました のであります 、産業 政策の 方針と 致し 

まして、 我魄の 天然資源を 保存 節約す る ことに 付き 

まして ■委員と W 務大臣 との 間に 數回 問答を 重ね ま 

した、 此事 に關 しまして は 質問者は 內外 に亘る 統計 

等を 擧 げられ まして， 頗る 詳細なる 意見を 加 へられ 

まして-質問を 致されました のであります、 政府の 

當局 者と 其 間に 多少 其 見地を 異にせられた る點も あ 

る やうに 認めました のであります るが、 後には 此豫 

葛 委員 會の希 望と 致しまして 報告を 致す ことに 相 成 

りました、 玆に質 問荠の 意義を 明に する 爲に其 陳述 

いたされました、 一節を 申 添へ て 置かう と 存じます 


で此 天然資源の 保存 節約と 申す のは 決して 產額を 減 
少す ると か、 又は 其產出 の％ 加 率を 低下せ しめむ と 
する 意義で ほない、 其 資源， 例へ ば 鐵 ，石炭 •油、 
木材 等の 採掘 •採 伐の 場合に 科 學の應 用を 完金 にし 
て、 努めて it 利を なから しめて、 天 物を 暴 珍す る こ 
とない やうに 努め、 又 資源の 合理的 利用と 申す こと 
は 產物其 者の 有する 價値を 萬 全： に發揮 せし むる とす 
るので あつて •例へ ば 石炭 利用の 如き 其 副 產物 とし 
て 我が 軍事的、 工業 的に 最も 必要なる 燃料汕 を 抽出 
する の事實 に徴 して、 政府は ffl 當の 注意と 取締を せ 
られた しとの 意義を 以て， 質問 もし 且つ 希望を 述べ 
る 次第で あると 云 ふ 事を •詳しく 申 述べられて 居り 
ます、 鐵 道の 建設 改良の 方針に 關 します る 必要の 問 
答が ありました 故に、 玆に其 要旨を 御 紹介いた さう 
と 思 ひます， 鐵道軌 制の 問題、 即ち 廣軌 にす るか 狹 
軌に する かの 問題は、 御 承知の 如く 明治 四十 二 年以 
來議會 に 論議いた されました 所の 問題でありまして 
SB 々變更 をいた されまして •殆ど 一定の 方針 あり や 
否やを 疑 はれた のであります る， 然るに 今回 委員の 
一入の 問に 對 しまして ほ鐵 道院總 裁 (X 斯樣に 答を 致 
されて 居ります、 即ち 現在の 刺 幅は 此 儘に 之を 維持 
して 改良 普及を 圖り _ 車_ ，機關 車 及 橋梁 等を 强度 
に堪へ 得る 設備に 改め、 其 積載と 轍 送の 能力を 坍加 
せし むる 方針に 一定して、 廣軌 制を 採らざる やうな 
ことに 致した と 云 ふこと を 言明いた されました、 •即 
ち 之に 依つ て鐵 道は Br 軌に 依らず して 狭軌に te つて 
改良せられ、 線路の 延長を _ る ことの 方針に 一定せ 
られた ものと 認めた のであります、 以上は 預算 總會 
及 分科 會に 於き ましての 質問 應 答の 大略であります 
此他 種々 の 質問 も ありました が、 もう 多端に なり ま 
す 故に 是は 速 SB 錄に 於て 御覽を 願 ふこと に 致します 
それより 討論に 移りまして •二 箇の希 閱が ありまし 
た， 即ち 其 一は 第一 分科 會の 希望であります、 其 成 
文を 玆に示 します 「大正 八 年度の 豫算を 見る に 歳入 
の 見 積 過大なる の憾 あり、 又 公債 募集 巨額に 上り 之 
か 實行容 易なら さるの II あり、 仍て 政府は® 算の實 
行 並に 將來の 財政 計畫に 付て は愼 重の 注意 あらん こ 
とを 望む」 第五 分科 會の 希望 「吾 國の如 き 天然資源 
の富饒 ならさる 邦土に 於て は 之 か 保存 利用に 關し永 
遠の 政策を 定め 深甚の 注意を 加へ さるへから す、 然 
るに！！ 山 森林の 經營 の實 際に 徵す るに 注々 にして 濫 
掘 濫伐に 流れ 從て國 富を 濫費す るの 憂な きを 得す 政 


府は此 點に關 する 十分の 考慮を 爲し 進て 之 等の 消費 
に 關し合 理的 利用の 方法を 攻究せられ ん事を 希菌す 
J 、 右は 何れも ■算 總會に 於け る 希望と する に 決し 
ました， 是 にて 大體の 質 間 應答及 希望と を 終り まし 
たのであります、 而し て豫 M 其 ものに 對 しまして は 
特に 異議 等は 出 ませなん だのであります. 斯の 如く 
致しまして 大正 八 年度 歳入歳出 總豫 算* 同 各 特別 會 
計豫算 、豫算 外國 庫の 負擔 となるべき 契約に 關 する 
件‘ 第一 號臨 時堪事 費豫算 追加， 第一 號 大正 八 年度 
歳入歳出の 總 豫算 の 追加 •追 第一 號豫算 外國庫 の 負 
擔とな るべき 契約に 關する 件， 是 等に 對 しまして. 
總て 衆議院 送付 適り 可決いた したので あります， 此 
段御吿 申 J: げます 。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 通吿 順に 依り まし 
て 質問を 許します。 

〇 江 木 千 之 君 私は 病後であります もので •殊に 大 
隙を 發 する ことは 出来 ませぬ から 一 應御斷 りを 申 上 
げて 置きます、 私は 總理 大臣に 御 尋ね 致したい こと 
が あるので あります が •第一には 政府が 官立の 學校 
を 設置せられ る 場 ft に、 地方の 寄附を 受けられ るに 
付て， 其 政府の 方針が どうで あるかと 云 ふこと を 伺 
ひたいので あります、 過日 本 議場に 於て此 質問が 出 
ましたが、 總理 大臣の 御 答は どうも ほつ きりして 居 
らぬや うにありまして， 政府の 方針 {± 果して 何處に 
在る やと 云 ふこと を 突 止める ことが 出來な かつた の 
であります る， で， 茲に 質問を 致す のであります、 尤 
も 其內略 々了解を 致す 點も あるので あります •從來 
藤 代の 內閣は 官立 扨 校を 設置す る 場合に 於て 地方 か 
ら即 ち府縣 から 多額の 寄附を 縣 費ょ 〇収 られ るので 
あります が、 是は洵 に 1111 方 行政 上に 大 害を 及ぼす の 
であります •一體 府縣が 稅を 徵收 する に 付て は、 必 
ず 地方税 制限なる ものが あつて、 內 務大藏 では 喧し 
く 詮議せられ るので あります が、 扨て 官立 學校 等を 
建てる 場合に 多額の 寄附を 命ぜられる 場合には、 制 
限も何も殆ど無頓著でありま 1- 、多額の寄附を取ら 
れ るので、 之が 爲に內 務大藏 の 行政 も 甚だ 均衡を 5 E 
ぬ 事に なり、 地方 も 亦 其 負 擔の爲 には 苦しむ ので あ 
ります、 是は餘 程 古くからの 一種の 弊でありまして 
山本內 閣の當 時、 大隈 内閣の 時、 前の 寺 內內閣 、皆 
其方の 例に 依つ て 居る のでありまして、 此弊 害を 嬌 
正しなくて はならぬ と 云 ふこと に 付て、 薄® 委員 會 
に 於て 數回意 見を 述べて、 何時も 當局 大臣は 全く 同 
八 一九 
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一一: 5 ..であろ と 云 ふこと |£ 申される が、 扱て 其 ® 行の 場 
合になる と* 全く 從來の 弊 あろ 所の 例を ! i!i 踏せられ 
ましたので あります， 然るに 現内閣の 挖理大 E の 方 
針 <3; 過 H の 御 說明で ほ (£ つきり 何 ふこと ほ 出 來ませ 
ぬので ありました が、 Is 位に 於け る數 次の 御 說明御 
談話 等を 綜合して 彩へ て 見ます と， 從 來の呢 害 ある 
所の 例 (3-. Jh めて しま ふと 云 ふこと が、 

〔協 謎 長 侯 13 黑 W 長成哲 蔹長席 に 著く〕 

恝理大 K の御考 である やうに 窺 (3; れま す、 一つの 翦 
門學 校を 建てる に、 一つの 府縣 ょり 五十 萬 10 六十 萬 
g 七十 萬 [Ml 八十 SS 圆と云 ふやうな alj 業 sa をす つかり 
fi. r? さすと 云 ふやうな こと (i 大弊害 の ある ことで あ 
ります から、 是ほ渐 然改 める と 云 ふの が總理 大臣の 

御考の やうに 窺は れる ♦是 ほ 從來の 弊害を 一洗す る 

ことで あつて、 我々 は 和 菌を 始めて 達する ことが 出 

来る、 此點に 付て ほ 私 ほ 大に滿 足を 致し， 國 家の 財 

政、 地方の 純 济の爲 に 大に遽 賀して 居る ので ありま 

す、 併ながら 斯の如 き睇 害の あり やる 方 ほ惡 いので 

あります が， 此 地方に 學校 を纽 てる 場合には、 其 所 

在の 地方 ほ 最も 永久に 利益を 受ける 譯で あります か 

ら 、其 地方が 別に 多くの 寄附を すると 云 ふことは 咎 

むべき ことで (3: ない ので ある* 寧ろ 進んで 受 くべき 

ものである、 假令 國立學 校で あるに しても 學 校の 施 

設 は 地方 も 中央 も 相俟つて 力を 難す ことが 宜しから 

うと 考 へる、 從 來の骼 害 ほいかぬ のであります が、 

弊害の ある 例 ほいかぬ のであります が、 之を 適度に 

するならば 從來の 習慣を 餘り ひどく @ 化する ことな 

く、 地方が 適度の 寄附を すると 云 ふこと になり まし 

たなら ば、 自ら 地方 も 亦 その 學 校に 封して 親切に な 

る ことで あると 考 へる、 例へ ば 二百 15 圓の 施設で 經 

濟を 立てて 居る 所を 府縣が 假に其 十分の！、 即ち 二 

十 萬 圓 を三箇 年に 3? 出す ると 云 ふが 如き •決して 是 

は 重い 負 擔で はない， 地方は 一向 苦しまず して 出す 

ことが m 來 るので あります、 是等 のことは 從來の 弊 

を 改める と 同時に 適度の 寄附を 収ると 云 ふことは 引 

受けられて 宜か らうと 考へ るので あります、 又 今日 

では 地方の 冇志が 寄附を すると 云 ふことは >  從 前に 

比べる と餘程 盛んに 行 (X れる やうに なつて 參つた の 

であります、 或は 一人に して 百 萬圓の 寄附を すると 

云 ふやうな 者 も m 來て來 たのであります、 併ながら 

是は 各地 方に 通じて 韹 むべき ことでは ない、 地方に 

依つ て餘 ほど 趣が 溝 ひませ うが、 併し 今日の 程度で 


云へ ば 地方の 有志の 寄； 5 と 云 ふ もの も 相 當に得 られ 
るので ある， さすれば 國立學 校を 地方に 建てる 場合 
に 於て， 其 辿 方の il gs 、 i11! 方の 有志 家の 寄附で 創立 
S2 の 半額、 又 ほ 三分の 一を 出す と 云 ふやうな ことほ 
相 當 のこと であらう かと 考へ る、 此點に 付て 十分 確 
めて S くこと ほ、 國 家の 財政の 爲 にも， 地方の 財政 
の爲 にも 必要な こと、 考へ るので あります、 過日雅 
3? 分科 會に 於て 文部大臣に 質問を 致しました 所が、 
政府の 意見は 金 然私の 述べる 所と 一致す るので ある 
總理 大臣の 說明は 或 ほ 言葉の 足らぬ 所が あつたか も 
知れぬ、 斯う 云 ふこと でありました が、 是は餘 ほど 
關係 する 所が 重大で あらう と考 へます るから、 一應 
總理 大臣より 寄附に 對 する 方針に 付て 確かな 御意 見 
を 承りたい と考 へる* まだあります るが、 一つ < 
伺つ た 方が 宜か らうと 思 ひます" 

〔國務 大臣 原 敬君演 瘦 に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今の fr. 木 君の 御 質問に 御 答 
いたします が、 此 事柄は 大正 八 年の 總豫算 の 始めて 
議場に 現 ほれました 折に 確に 阪本 君と 思 ひます が、 
御 質問が あつて 一應御 答した やうに IB 憶いた します 
けれども. 當日江 木 君 ほ 恐らく 御 [II 席がなかつた で 
ありませ うかと 思 ひます から、 K ねて 明かに 致して 
置きます が、 從來 高等 學校其 他を 建設す るに 當りま 
して 寄附に 依りました 事 (X 御 承知の 通 〇、 今回 此唯 
今懿せ られて 居る 豫算に 計上され て 居る 中に 全部 寄 
附の ものが あります、 併し 是は 甚だ 好ましから ざる 
事と 考 へます、 併ながら 斯 _ なる 方針を 執つ て 寄附 
に 依つ て學 校を 建てる と 云 ふこと も實は 財政 上巳む 
を倶 ぬより 生じた ので， 一般 經 費より 支 辨いた すと 

云 ふことは* 一般の 經費豊 ならざる 時は 出来ない の 

であります から、 寄附に 依つ たと 云 ふこと も實は 已 

むを 得ぬ ことで あると 察する のであります、 併な が 

ら斯樣 に 寄附に 依りまして 敎育機 關の完 金を 期す る 

ことは 甚だ 不十分なる こと ゝ思ひ ます， のみならず. 

之が 爲に 多少 地方の 迷惑を 釀す こと も あるので あり 

ます、 故に 是 等の 弊を 改めたい と考 へまして •今回 

追加 豫算を 提出いた して 居る、 高等 敎育機 關の撋 張 

は、 寄附を 目的と 致さず、 公債 借入金に 依つ て 完全 

に機關 を完術 いたす 事に 計踅を 定めた のであります 

去りながら、 寄附を 受 くると 云 ふこと も、 必 しも 惡 

いこと でない と考 へます、 其 地方の 困難を 釀さず 、 

又は OT 人の 有力者の 寄附す ると か 云 ふことは、 何等 


之れ を ^ けて 差 支ない と考 へます、 准 5 家は 斯阀な 
る 寄附を 當 てに 致して 敎育娉 關の完 きを 期す ると S 
ふこと 1?. 甚だ 好ましから ざる ことで ありま すから、 
寄附を 目的と せず して 計进を 立てました けれども* 
地方の 闲雖 を 51 さず、 又は 個人の r! 力 ある 者が 寄附 
をす ると 云 ふこと であれば、 K んで 、之を 受けて 差 
支ない と考 へます、 其 趣 S を 辯 明いた した ことがあ 
ります、 又 地方の 賦課、 或は 地方の 地方 e に 依つて 
此 寄附を 致した こと もないで ほな かつた やうに 思 ひ 
ますが、 併し 近年は 內 務大鍊 兩 省の 詮議に 依つて 地 
方の 負 擔に堪 へざる 所の 縣債 若く は 賦課を 許して 其 
金を 以て 寄附を させた ことは 近頃ない と 思 ひます、 
けれども 負擔に 假令堪 へる に 致しても 斯樣な る 手段 
で 寄附を 致させた など k 云 ふ 事は ない のであります 
故に 今回 ほそれ 等の ことを 改めて 寄附に 依らず して 
公債 借入金に 依つて 斯う 云 ふ 機 關を完 うする ことの 
計 ft は 立てました けれども •併ながら 地方の 苦痛に 
ならず， 又 ほ® 人の 資力 ある 者が 寄附す ると 云 ふこ 
とで あれば、 喜んで 之を 受けて 國 費の 一部 ほ 之に 依 
つて 補 ひを 得る のであります から* tl 家と して 喜ぶ 
べき ことで あり、 地方 も亦斯 樣なる ことに 對 して 差 
支ない と考 へます るから •計畫 は 寄附を 目的に 致し 
ませぬ けれども、 寄附 あれば 喜んで 之を 受けて 其經 
費の 一部を 補 ふ 積り であります •唯 奈何せ む 寄附な 
る もの ほ 何程の 寄附を 受 くると iK ふ 的確の もので あ 
り ませぬ から、 未だ 提供せ ざる 所の 寄附を 目的と し 
て 計 ffi は 立てられ ませぬ、 併し 此計 迸を 立て、 而し 
て 地方の 苦痛と ならず •或は 個人の 資力 ある 者より 
寄附す る ことがあれ ぱ之を 受けて 國 ?'i の  一 ? f を 補 ふ 
ことに 致したい と考へ るので あります、 此事ほ 豫算 
委員 會でも 申 上げた やうに 記憶いた して 居ります け 
れど も、 重ねて 玆に 御尋 であります から、 明かに 致 
して 置く 次第であります、 

〇 江 木 千 之 君大體 了解を 致した のであります、 併 
ながら 過日 分科 會で 質問いた して 文部大臣の 答 へら 
れた 所とは 聊か 齟齬して 居る やうに 考 へられる* 歸 
著す る 所は 一つになる かも 知れ ませぬ が、 唯今 總理 
大臣の 御 答では 政府は 手を束ねて 居つ て自發 的に 金 
持が 金を 持つ て來て 突出して 吳れ るなら ば 構は ぬと 
云 ふやうな 態度に 窺は れ るので あります が、 池 方 有 
志の 種々 の敎 育に 對 する 寄附は 望むべき ことで ある 
强制してはぃかぬが、寧ろ獎_すべきことで‘ぁると 
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考 へる、 ^ 打條例の如きは公洼〇 〇 に答汾するも 〇 
に褒赏 を與へ ると 云 ふこと になつ て© るので あ 〇 ま 
すから、 略々 見込を 立て …： 過 m な 寄附は 固より い 
かぬと思ふのでありますが、汨常な寄.」〕は ^ めても 
致させる ことは 旣往の やり方と ひどい； T « はない と 
云 ふこと にもなる、 {II! 方に對 する 湖 街 上 か. :'. ム苧 む 
べき ことで あらう と考 へる のであります から •どう 
か 文部大臣の 御 考は總 理 大臣の 御 考と 一致して •  ffl 
當に獎 KI は 加 へられる やうな ことになる やうに 希 5 ? 
いたす のであります、 次に 伺 ひたいのは lit 總报 罪と 
追加 豫算を 照合いた しまして、 さう して 政府の 計 3!£ 
を 見ます と、 高等 學 校の 如きは 二十 艽校 •國 立で 05 
つ ことにな つて 居る、 斯の 如 き 多 數の 高等 ^ 校が ti3 
立で 出来ましたなら ば ' 新制 度が 菌んで 居る の 所 〇 
縣立私 立と 云 ふ ものは 殆ど 成立たぬ 事に な 〇 はし ま 
いかと 考へ るので あります 從來 高等 學校と 云 ふ もの 
は國 立に 限る と 云 ふ 法令が ある、 此 法令 13: 何等の 理 
由に 基く か 私共 ほ 了解に 苦しんで 居つ たので ある， 
是が 若し 法律 政治に 關 する 學校で あつて、 或は 一種 
の 主義を 以て 敎育 する ことがあ りは しまい か、 國家 
に危險 を 及ぼす やうな ことがありは しまい かと：； ムぶ 
やうな 補 類の 學校で ありますならば、 先 づ m も 角で 
ある， 高等 學校の 如きは •高等なる 普通 敎宵を 授け 
るので ある. 必 しも 之を 國家が 自ら經 營しな くても 
宜しい ので ある* 無論 相 當 の經營 はしなければ なら 
ぬが、 官の 一手 販谠で やる には 及ぱ ぬ ^ M である、 
縣立私 立 も 許して、 獎勵 までして、 やられて 宜から 
うと 考 へる、 今度の 新制 度 ほ 敎 育會讁 の 決 讁に糂 い 
て 縣立私 立を 認めて 居る ので あるが、 今 政府の 計 1¢ 
の 如く  •地方に 二 十 . Tt: 箇所、 即ち 金 國府縣 の 半ば 以 
上に 國立で 國が 之を 設置した と 云 ふこと になり まし 
たなら ば， 殘る 所は 比較的 資力が 乏しい 地方で ある 
が、 是が 自ら 高等 學 校を 設立す ると 云 ふことは 到底 
望みの ない ことで あらう， 從つ て此私 學と云 ふ もの 
も、 之に 壓迫 されて 設立せ ぬ やうに なりは しまい か 
即ち 新制 度の 望む 所を 達する ことが 出来ず して •新 
制度は 徒勞に 終りは しまい かと 云 ふこと を 心配す る 
のであります が、 政府の 御考は 如何で ありませ 5 か 
其點も 伺 ひたいと 考へ ます" 

〔國務 大臣 原 敬 射 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今の 御 質 間であります が、 
高等 學 校の 如き ものは、 公立 又は 私立で 出来ます る 
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琪な らば 無論 それは 差茭 ない のであります、 又 新 敎 
育 令に 於ても 之を 認めて 居る •又 政府の 今回の 計 班 
に 致しましても •若し 私立 又は 公立 か 高等 學校が 出 
来ますなら ば、 二十 五 校と 云 ふ もの k 內 、例へ ば 五 
つ 公立 私立で 川來ま すなら ば 二十 校を 設立しても 宜 
しいであります、 併ながら 私立 公立が 何れの 時 どの 
地方に 出来る であらう かと 云 ふこと を考 へて 見ます 
のに 今 n の 所では 何等 見込の ない ことであります、 
何處に 建つ ので あるか、 誰が 企てる ので あるか、 一 
向 其 計 迸を も KI かず、 •何等 筘菌も 見えない ので あり 
ます、然る以上にほ國家として國家に必耍なるだけ 
必要と する だけの _關 を ffii へる 計* を 立てなければ 
ならぬ ので ある、 故に 今冋咐 設す ると 云 ふ 計 # の 依 
つて 生じた のであります、 併ながら 若しも 私立 若く 

は 公立が 出来ます れぱ •國费 ほそれ だけ 費やさず し 

て濟む のであります から、 それが 爲に今 國の 公 ® 借 

入金の 方 案の 中に も 132 か 左 ® に 規定して あつたと 思 

ふ、 唯 如何せ む， 何れの 時、 如何なる 地方に 公立 私 

立が 建ちます やら、 全く 朱定 であります から •他日 

左樣な る ものが 生ずる であらう と 3C ふこと を 以て 國 

家に 必要なる 計盡 を延ぱ して 置く譯 には 參らぬ ので 

あります、 で. 必要 だけの 高等 堪 校を 建てる ことに 致 

したので あります •決して 之が 爲に將 に 生ぜむ とす 

る 私立 公立を 阻 6i いたした 譯 でも 何でもない ので あ 

ります、 併し is 憾なが ら 今日の 所で ほ 私立 若く は 公 

立の 高等 ^ 校を 計蕺 して 居る と 云 ふことは 一 向 見え 

ませぬ、 此 未定の ものを 當 てに 致しまして 、必要な 

る計赘 を 延ぱ して® くと 云ふ譯 に ほ 參 るまい と 思 ひ 

ますから •今日の 計 迸を 立てた のであります、 若し 

幸 ひに して 公立 私立の 學校が 出 来ます れば ，無論 そ 

れに讓 つて それだけの 分は 國 w で纽 てること を 見合 

ほして 宜しい のであります、 唯今 日ね 如何にも それ 

が 未定であります、 此 未定の ものを 考の 中に 入れて 

計 班を 完全に 致さずに S  くと 云 ふことは al 来まい と 

考へ て、 此 全部の 計讲を 致した 次第であります。 

〇 江 木 千 之 君 唯今 總理大 R の 御 答であります が、 

如何にも 筋の 立たぬ 御 返答では ないかと 考へ るので 

あります、 見据が 付かぬ と (CI1 せられる のであります 

が •內閣 が 成立 L て、 何箇月に なり ませう、 其 間 ど 

れだけ 御 盡力 になり、 又 新制 度を 興 布せられ て 何箇 

月 目で ありませ うか、 1? に 僅の 間であります 此間に 

全阈の 公立 私立が 成立たぬ …… 成立たぬ と 仰せられ 


るが 手を 朿 ねて B つて 成立たぬ のは 寧ろ 當然で はな 
いかと 考 へる •少し ほ 御 心配に なつて 到底 新制 度の 
期待す る ことが 出来ない と 云 ふ 場合に 於て ほ 國立で 
やる と 云 ふこと なら 誠に 聞え るので あります* それ 
が 少しも 御 配 Et になる 方法は なくして さう して 此に 
全 國に 二十 五箇 所と 云 ふ ものが _費 を 以て 出 來ると 
云 ふ 政府が 計丧を なさつて は 迚も 公立 私立が 頭を 上 
げやう はない のであります、 是ほ併 し 如何にも 總理 
大 K として 筋の 立たぬ 御 答と 考へ ますが、 何分 今日 
は 時間が 少 うご ざいます から 別に 御 答へ ほ 願 ひませ 
ぬで、 尙ほ 別の 問 ® に 付いて 伺つ て 見たい と考 へま 
す、 今日 敎 育の 上で 最も 心配いた して 居る 所の もの 
ほ 私立 大 學の處 分であります が、 總豫算 を 通覧いた 
しても 追加 II 算を通 寶い たして 見ても、 今日 敎育上 
_ 間と して 居る 所の 私立 學校 の處 分に 付いて は、 何 
等 御 計畫が 見えて 居らぬ、 此の 事に 付きまして は* 
臨時 敎 育會議 に 於いても 私立 大學は U1 來杩る 限り、 
大規模の もの ほ 是れは 別と 致しまして， m 來得る 限 
り 之れ を 合併 させて •基礎を 鞏固に する やうに して 
行つ たら 宜か らう、 私 學と言 ひ、 官學と 言 ひ 等しく 
國 家の 人才を 養成す る ものでありまして， 其の 事業 
に 於いて {3-. 寸分の 相違 ほない ので ある •不完 金の も 
のが 建つて 居る と 云 ふことは 誠に 國の爲 めに闲 る， 
私共 も 常に 此事 を！！ ひて 屛る •爲に 甚だ 私 學の不 十 
分を 嘆 じて •寧ろ 私 學を嫌 ふとまで 考へる 程の こと 
である， 是は敎 育 ir 誠に 於て 種々 評議の 末 規模の 小 
さい もの 資力の 足らぬ もの ほ 之を 合併したら 宜 から 
う、 勿論 强制 的に ほ 出来 ませぬ、 合併の S に 金が 耍 
るなら ぱ國 1¢ から 金を / 1] しても 惜むに 足らぬ ではな 
いかと 云 ふこと を 答申して ある、 尙ほ其 他 私 學に付 

て 完成を！： ると 云 ふ 趣意が 方針に なつて 居ります る 

が、 更に 是等に 付て は 何等 御計畫 がない、 高等 學校 

は 内聞 組織の R が 淺いに 拘らず 公私 立の 成立は 望み 

がない と 仰せられます と、 是は まだ 御考の 間がない 

ので あるか、 高等 吊 校に 對する ことは それだけ 機敏 

に 御 分りに な. るなら ば 此の 私 學に對 する こと も 速に 

御發 案に なつて 御 施設になる べき ことで あらう と考 

へます、 殊に lit 際は 御内 格の 御 下賜 金と 云 ふ ものが 

多額の 御 下賜 金が ある、 四百 五十 萬圓の 皇室の 御 歳 

费の 二倍 以上の 御 下賜 金が あると ならば、 それ ほ 何 

の爲 であるかと 云 ふと 高等 敎育碑 關擴張 改良の 爲で 

ある、 此 多額の 金圓の 中を 割いて 此方に 向けられた 


ならば、 私 學の 完成を 期す る こと も 出 來る であらう 
又 私 學と 皇室との 關係を 益々 親密に する ことが 出來 
るで あらう •私 學 ょり 成立つ て此國 家の 上流 社會を 
組織す る 所の ものが 出來 •其 もの 等の 思想 •皇室に 
對する 翻 念が 一層 深くなる と 云 ふこと になつ たなら 
ぱ、 實に國 家の …… 皇室の 御爲め •國 家の 爲で はな 
からう かと 考 へる •此 好® 愈に 於て 敎 育 #; 議 の決鉍 
が あるに 拘ら ず、 此 S に 付て は 少しも 御考 厳がない 
やうに 見えて 居る 全く M 却され て 居る と 云 ふ亊ほ 如 
何なる 事で ありませ うか S 等 部 校に 對す る設 脯 など 
ほ阳 の 間に 御 方針が 定まり 寧ろ 是は私 立 ■公立の 起 
るのを K 迫 させ やせぬ かと 云 ふ 御計畫 あるに 拘らず 
此私學 の方而 は 全く 閑却され て 居る‘ 幸に 皇室の 御 
下賜 金 も ある 事で あり、 何故に 之を 官學 私學を 通じ 
て 陛下の 一 « 同仁の 思 召の 貫徹す る やうに 御 取 計 ひ 
にならぬ と 云 ふ 事で ありませ うか、 是は不 蜜に 椹へ 
ぬのであります から 一應 御意 見を 承つ て 置きます。 

r ® 務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇阈 務大； ri (原 敬 君〕 唯今の 御 質問に 御 答へ する 前 
に 一言いた して 置 S- たいので あります が、 私立 公立 
の 高等 學校 のこと であります るが、 政府 ほ 何等の 處 
置を収 らず して， 出来ない と斷定 する こと 甚だ 不可 
なりと 云 ふやう に 承りました か、 無論 別段に 公立 私 
立を 促した ことほ ありませ ぬ， 併ながら 如 W な もの 
でございませうか、公立と致せば地方費興他に依ら 
なければ ならぬ、 隨分地 方 費は 今日 13; 困難で ありま 
す、 此鸮 用を 以て 高等 學 校を S てると 云 ふことは 隨 
分 困雖で あらう と 思 ふ •又 私立であります、 非常に 
富ん て 居る 者が 寄附で も 致す と 云 ふこと なら 格別で 
あります、 然ら ずと して 方々 から 金を al めて 私立の 
高等 學校を 造る と 云 ふことは 如何な もので ございま 
せう •随分 是も闲 難な こと、 思 ふので あります、 併 
ながら 此闲難 あるに 拘らず 私立 公立が 出来ます るな 
らば 是 ほ 國 家で 必 しも 其 分は 纽てな くても： 让 いので 
あります から、 見合せ て 宜しい のであります* けれ 
ども 今日 左樣な る 計畫は 未だ ありませ ぬ、 故に 將來 
ほ 起る か 知れ ませぬ が …： 

〇 江 木 千 之 君 ちょつ と 申 上げます、 私の 御 尋ねす 
るの ほ、 東京 府下に ある 此 大きな 私立 大學な どに 付 
て 御尋 したので ある。 

0 國務大 fs (原 敬 君〕 それを 御 答す る 前に 先刻の 御 
質問に 對して 足らざる 所を 補つ て 置きます、 故に 今 


まで 此計盡 を 生ずる や 否や 不明なる ことを 考の 中に 
入れて 高等 學 校の 計 ® を 見合せ て 置く と 云 ふ譯 には 
參り ませぬ からい 全部 必要なる だけの 高等 學校褙 設 
の 計畫を 致しました- 而して 如何にも 闲難で ありま 
せう が‘ 若し 生ずるならば r 私立 若く ほ 公立の 高等 
W 校が 出来ます るなら ば 其 分は 政府 ほ 見合せ て 宜し 
いと 云 ふ 趣意であります •此 趣意を 明に して 置きた 
いのであります. それから 菜 京 府下に 於け る 私立 學 
校の ことであります が， 是は固 ょ〇私 立の もので あ 
る •政 肘の 意見の 如く 合併. 其 他出 來 55 る もので な 
いと 云 ふことは 無論で ある、 併ながら 此私 立の 學校 
に 極めて 完金な る もの、 不完全なる もの 裰々 であり 
ますが •兎に角に も 我が 敎育 機關の 完備せ ざる 時機 
に 於て •是は 私立 學校が 國 家に 貢 is いたした る こと 
も少 からぬ 故に •何とか 是は 相當の 方法を 以て此 私 
立學 校を 引續き 繼續 いたす のみならず •尙ほ 發展の 
途が あるなら ば 酸 [J5 させたい ものと 希望いた して 居 
ります が— 今日 具 體 的に斯 揉に 致す と 云 ふことは 玆 
に 申 上げる 程に躐 まつて 居らぬ のであります、 而し 
て 御 下賜 金を 是に振 向けたら K からう と 云 ふやうな 
御說も ありました が、 是は 左樣 には 參り ませぬ、 御 
下賜 金の ことは 今圆新 たに 計 ® せられました 所の 高 
等 機 關の搦 張に 向つ て 下賜せられ たのであります る 
から、 私立 公立の みならず 國家の 立て、 居ります る 
所の 旣設學 校に も ft 費用を 向けないで あります、 全 
く 新に 計畫 いたして 11 張す る 所の 高等 機關の 費用に 
賜は つたので あります から •旣に 立つて 居る 所の 費 
用に" 私立で あつても 公立で あつても 之を 向ける と 
云 ふことは 御 下賜 金の ありました 御 趣意で (3; ない の 
であります、 故に 是 ほ 高等 機 關の撋 張に 當然使 用い 
たす のが 適當 である， 御沙汰の 御 趣® も其處 にある 
と 了解す るので あります •併な' から 私立 學校 のこと 
は是ほ 他に 方法を 考 へまして 今日 地租 免除の 法案 等 
も 提出いた しました が、 是は一 小 部分の ことで あり 
ます けれども、 兎に角 私立 學校も 相 當の 貢献を N 家 
に 致した ものであります から、 是が 非常なる 莪頹を 
酿し若 く (X 發展 の / J:i 來 兼ねる と 云 ふことは 甚だ 遺憾 
に 存じます •是は 別に 考案いた すと 云 ふこと に付き 
まして ! 3: 政府は 禱躇は 致し ませぬ •考 へつ、 あるの 
であります、 是はど うか 高等 機 關の 完備を 期す ると 
云 ふこと、 は 全く 別問題で あると 云 ふこと に 御 了解 
を 得たい のであります。 

八 三 


大正 八 年度 歳入歳出 總 7* 3? 案外： :-/ 1: 作 


院族 Sfr 議羽帝 回一 十两第 


大正 八 年度 歳入歳出 總 w 总案外 五 w I 
o rl: 木 千 之 K 別に、 固 家が 金を / ii して 私 ^ を 十分 
の ものにする と 云 ふこと i 7. 私 唯今 御铥ね 申した 趣 XS 
で {S ない のであります、 私 {j 此摄室 の 御 下賜 金を 分 
つて 私 ^ にも 與へ 、私 學を して 此 »/ 德の 渥き に 感泣 
せしめむ と 云 ふの が 私の 御荇ね 申す 趣 S であります 
別に 國が金 を 出して 助ける、 是も宜 いで ございませ 
うが ^ の 金ょり ほ 帛室の 御 下賜 金を 私 學に まで 及ぼ 
して 彼の 思想 上に蛊 室に 對 する 觀念を 益々 深から し 
め やうと 云 ふの が 私の 考で 御® したので あるが、 總 
理大 &: ほ 幽 々衆！ I 院に 於ても 思 召で ある、 御 趣意が 
斯うで あると 云 ふこと を 申される やうであります が 
陛下 ほ 高等 敎育機 關 …… 照く 高等 敎宵璣 關の熘 張に 
對 して 御内 帑を御 下賜に なつた ものと 考へる 
〔議長 公 ! fj 德川家 達 君 議長 席に 俊す〕 

固ょり 政府 (3; 之を 官立 學校に 限つて 經營 した かも 知 

れぬと 思 ふので あります， 俳ながら 陛下は 帝 園議會 

が 其® 能に 依り 政府の 提案を 密議す る 修正 も すれば 

變 E もす ると 云 ふ 事 ほ 飽くまで 御 承知で あらせら る 

L 事で ある、 典 計 S?. に 對し て內帑 金を 賜は つたなら 

ば が 是は 折角の 聖 SC の 有難い 所を 私學 にも 公學 

にも 等しく 此 璧德 に 感泣 さす やうに したいと 云ふ考 

を 以て 是が修 IH を 述べる と 云 ふ 事 ほ 何等の 差 支の な 

い 事で ある， 御内 帑 金の 御 下賜の あつた 豫算 計® は 

翳會 の ^ 織 を 少しも Jli 純す る もので {3: ない と考へ る 

どうか 此金额 は 縱令多 からず とも 一視同仁 备階 級の 

…谷 種の 高等 學 校が 均霑 する やうに ありたい と考へ 

るので あります るが、 總理 大臣は 思 召 思 召と 云 ふ 事 

を 繰 返されます が、 是ほ 少し 私 ほ 御遠鬧 になりたい 

と 希 国す るので あります •天皇は 神聖に して 侵す ベ 

からす 指 斥 言議の 外に ありと 云 ふこと が 我が 憲法の 

立て前で ある ことは 申す まで もない ことで ある* 然 

るに斯 の 如き 御言 葉が 度々 出る と 思 召に 論及せ ねば 

ならぬ やうな ことになるが 、即ち 指 斥 言議の 外に あ 

りと 云 ふ 立て前に 背く ことを 题へ るので あります、 

此點ほ どうか 總理 大臣には 腿々 御 繰返しに ならず し 

て 政府の 提案 ほ 我々 は 憲法の 與 へられた 權 能に 依つ 

て 修正 も 出来、 變更も 出来る 11 であります から 其 權 

能を构 つて 居る 議員が 質問を 致 すんで あります るか 

ら 、どうか 總理 大臣の 御 答を 願 ひたいと 考へ るので 

あります。 

〔鎌 田榮吉 君 「此 事に 付きまして …… J と 述ふづ 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 鎌 田 君 (X 何です か。 


〇线 田榮吉 君 矢張り 唯今の 江 木 君の 御 W 問に 關し 
て .…： 

0 議長 C； 公爵 德川家 達 君： >  幾 ら關聯 して 居つ て も 通 
吿 順に 依ります から 骋 く 御 待ちを 願 ひたい' • 

〇 鎌 田 榮吉君 併し 江 木 君と 總理大 & との 唯今の 應 
答に 付きまして 總 理大： K の 御言 葉の 中に 少しく 私が 
意味が 取れ ませぬ から …… 

0 葳長〇 ハム 爵德川 家 達 君) それは 後で 願 ひたい。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇® 務大 RC 原 敬 君) 唯今 江 木 君の 御 質問で ありま 
する から 御 答いた したので すが、 議院の 翳決權 のこ 
とに ほ 私 ほ 何等 觸れて 御 答いた したので はあり ませ 
ぬ、 併ながら 此御 下賜 金の ありました 御 趣意は 高等 
機關擱 張の 計® の ある ことを 聞 貪され まして 之に 賜 
はると 云 ふこと に ffl 成つ たのであります るから、 此 
以外に 用 ひる ことほ 出来まい と 私 ほ 解 釋いた して 其 
事を 申 上げました、 併ながら 別に 私立 學校其 他に 御 
下賜 金が あると 云 ふこと であります れば 無論 有難く 
拜受 いたすべき 害と 思 ひます る けれども •此御 下賜 
金は 斯樣な る 御 趣意に 依り 賜は つたので あると 私は 
考 へます るので あります、 是に旣 に 先般 文部大臣が 
御沙汰 書の 全文を 朗讀 いたしました ので 御 間違 ほな 
からう と考 へます る けれども、 若し 私の 答 辯が 何 か 
誤解を 生じた やうな ことであります るなら ば、 私は 
唯今 申 上げました 如き 趣意で fl 答いた L たと 云 ふこ 
とに 御 了解を 5 S たいので あります。 

0 江 木 千 之 君 唯今の si は 此以. 上 繰 返す ことは 好み 
ませぬ から 是に 止めて 置きます、 次に 荷つ て 見たい 
のは 昨年 貴族院が 國務 上に 關する 意見が 多々 あるに 

拘ら ず單に 一の箇 條を擧 けて 熟 誠を 以て 政府に 建議 

を 致した ことは 即ち 工科 理科 4<學 の擴 張の こ. とで あ 

ります、 腿 爭 中に 於て は なぜ 我國は 工科 理科の 敎育 

に 今少し 力を入れな かつた であら うか、 如何にも 遺 

憾なる 事で あるが 併し 今後の 國 家の 盛装 存亡は 殆ど 

此 工業な り、 工科の 學 問の 盛裒に 依る ので ある， 一 

日 も 之を 忽せ にす る 事は 出來な いと 云 ふ 事で、 他の 

事には 及ばず して、 單に此 事を 提げて 熟 誠を 披瀝し 

て 政府に 建議を 致した のであります、 今日は 戰爭ほ 

終局を 告げました が、 まだ 喉元 過ぎて 熟さを 忘れる 

と 云 ふ 程の 場合では ない のであります、 政府は 多少 

の經费 の％ 加は 東京の 大學に 向つ て も計畫 して 居ら 

れ るので あります が、 併し 總豫算 、追加 豫算を 通じ 


て考 へて 見る と 法科の® 生の 6,1 きは 51 在官 立 だけで 
八 百 人の ものを： 史に八 西 人咐 加して 千 六 百 人に する 
と 云 ふこと になつ て屛 る、 工科の 如きは 全く 比較に 
ならない、 加 之 ! 51 時敎育 會議な ど ほ 頻に學 校 利用と 
云 ふこと に 付て 政府に 意見を 述べて 居る に拘ら ず、 
學校 利 W の 勁に 付て 一點 の計进 もない のであります 
此頃は 外國 人が 參 つて 帝 國大學 の 側を 連つ て 夜暗い 
のに 斑いた と 云 ふこと である- 斯の 如き 大學を 幾つ 
も 立てる のは 設備の 點等に 於て 非常に 金を 要する で 
ありませ うが、 現在の ものを 利用して、 即ち 學校利 
用と 云 ふこと を すれば (1 の經费 を咐 して 出来る こと 
である、 收容 力は 餘程殖 える のであります が •其® 
も 全く 閑却され て 居る、 さう して 法學の 方は此 上 之 
を！ 一倍に すると 云 ふこと になつ て 居る、 私が 各國の 
統計を 調べて 見ます る 所で ほ 法學 生が 大 學の畕 生の 
何 割を 占めて 居る かと 云 ふこと を 見る のに、 獨 逸の 
如きは 大 學の學 生が 百 人に 付て 法科の 學 生が 二十 五 
人 あるので ある、 併し此 二 十五 人 ほ哲學 とか 經濟學 
とかの 學科 など も あるから、 獨 逸の 二 十五 人は もつ 
と 餘程殖 える であらう と 云 ふこと を 文部の ¥ 門 家が 
申して 居ります で、 或 ほ 多少 殖える であらう と 思 ふ 
併し 大差 ほない、 谷國も 大同小異で あつて ■世界に 
於て 法 學の學 生が 最も 多い と稱 せられて 居る 所の佛 
蘭 西で it 、 大學の 百 人に 付て 殆ど 四十 人 居る と 云 ふ 
のが •是が 世界中で 最も 法科の 學生が 多い 評判の 所 
である、 然るに 我國の 統計を 案じて 見る と •苽 京に 
は 十 幾つの 私立 大學が あつて 法律 政洽 を敎 へて 居る 
之を 官學と 合せて 計算して 見る と、 大學の 學生百 人 
に 付て 七十 五 人が 法科の 學 生と 云 ふ 事に なつて 居る 
世界で 評判の ある 佛關 西は 百 人に 付て 四十 人、 我國 
は 七十 五 人まで が 法科の 學 生と 云 ふこと ほ 實に麓 か 
ざるを 得ぬ のであります •獨 逸は 百 人に 付て 二 十五 
人、 之を 全く 引つ くり かへ したやうな 統計に なつて 
居る、 此 上に 又 法學の 方で 現在 八 百 人の 生徒を 更に 
八 百 入 殖やす と 云 ふ 計畫 を爲 すつて 其計畫 をし なが 
ら 工科の 敎 育に 付て は實に 僅か ばかりの 計畫を 立て 
られた に過ぎない ，殆ど 比較に ならぬ と 云 ふ 有 樣で 
あります るが、 是ほ學 制の 大本を 誤つ て 居る もので 
はない か、 本院が 昨年 熟 心に 建議を したのは、 實に 
今後の 大勢に 付て 觀察 して 見る と 工業 敎 育の 盛衰が 
實に國 家の 存亡に 關 する 大事な ことで 一日 も 措く こ 
とが 出來 ぬと 云 ふので、 昨年は 他の ことは 投つて 置 


八ニ ニ 

いて •取ら 此 ?KI に 力を 逬して を 致した c であり 
ますが、本员ほまだ喉元過ぎて熟さを忘れると云ふ 
考へ になつて 居らぬ ので あろ、 政府は どう 云 ふ考へ 
で 叶' 際 高等教育の 神 設に 付て は 大金を 投じて、 先づ 
大段 落が 付く と 云 ふ 大計 «£ を 立てられる 際に 於て* 
此點が 閑却され て 居る と 云 ふことは 如何にも 不准に 
堪へぬのである，政府 0 昂制に對する大本に付て一 
睚承 1X 0 たいと 考へ る" 

f 國務大 [:': 原敬赳浞抝に登る〕 

〇國 務大 防(原敬釕〕唯今の御打 [!1] は何か法杓を路 
に 致して 他の 理工科を 閑却した と 云 ふやうな る 御 H 
問に 聞え ましたが *' 今 rnl の 計 迸 li 左様で ありませ ぬ 
法科の 足らざる 所の 綜合 大學に 年々 法科を 加へ るの 
は あ 〇 ます けれども ，理工科、 释科 •又は 他の 奢に 
なり ますれ ぱ大頌 で (i ございませぬ が、 商 槊エ菜 等 
にも 及びます が ノそれ は ic  く 措きまして 理 H 科を S 
却いた して 置く と 云 ふ 事は 今日の 計 51ii で ほ 私共 左様 
に 考へて 居らぬ 又計盡 は 決して 法科の みに m きを K 
いて 其方の 撋張だ け 致した のでは ない のであります 
此計 斑の 內容ほ 追加 豫算の 方に 揭載 して あると 記 m 
いたします るが、 尙ほ 御尋 であります れば常 局大 K 
より 申しても 宜しう ございます 、決して 今日の 計 kis 
ほ 法科の みに 重きを 置いて 理工科を M 却いた すと 云 
ふ® 緩 (X ない のであります •左樣 御 諒承を 願 ひます 
〇江 木 千 之 君、 さう 云ふ考 へがない と 云 ふ 唯 御 答で 
あります 以上は、 此以上 御 尋ね 申しても 効の ない、 
詮のな いこと X 考 へます、 まだ 他に 御 尋ね 申したい 
こと も あつて 一點醫 きまして 參つて 居ります るが 一 
人ぱ かりで 餘り時 間を 费す ことを 恐れます から 玆に 
私の 質問 ほ 止め ま. す。 

〇 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕 西久 保弘道 君。 

〔西久 保弘道 君 演壇に 登る〕 

0 西久保 弘道哲 私は 三 點に 付て 短簡に 質問を 致し 
たいと 思 ひます， 第 j は 敎育 のこと であります、 併 
し 唯今の 御 e とは 方面が 違 ふので あります •第二は 
恩給の ことであります、 第三は 衞生 のこと、 此三點 
に 付て 聊か 質問を 致さう と 思 ひます、 第一 敎育 のこ 
とであります が、 現 內閣は 敎 育に 付て は 非常の 熟 心 
で 種々 の計赘 施設を なさる や 5 であります、 從 つて 
之に 對し 莫大な 金を 要する， 爲に 色々 の 遺 繰を なさ 
る やうであります、 さう iK ふ譯 であります る 力ら 私 
は 一面に 於き ましては 從 來の敎 育に 關 する 經費は 出 
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來るだ け 節約して、 削る ものは 削り 比較的 要らない 
もの ほ 止める と 云 ふやう にな さるの が當然 の 事 だら 
うと 私は 考へ るので あります， 然るに 豫算を 見ます 
るに， さう 云 ふ 跡が 少しも 見えない と 云 ふことは、 
私が 頗る S 憾とす る 所であります、 私が 特に 今日 質 
問し やうと 思 ふのは 彼の 陸軍 幼年 學校の 問題で あり 
ます、 是は是 まで も 本院の 問題に なつた こと も ある 
のです、 現に 委 M 會で阪 本 君から 皙問が あつたので 
ございます、 併ながら 其當局 者の 答 辯が 私は 滿 足す 
る ことが 出来ない ので， 阪本 君の 質問に 對 して 文部 
大 K は 日く、 * は 特別 だから 陸軍に 任せて 龊 くと 云 
ふやうな ことで、 文部大臣は 或は 陸軍の 幼年 學校は 
御 承知で ii ないか も 知れ ませぬ、 又 或は 行かれた こ 
ともない かと も 思 li れま す、 特別な ことは 何でもな 

い、 中學 程度で IJ ii 吊を 敎育 する 所なん です， 何に 

も 特別 ぢやな い、 强ひて 特別と 申しましたなら ば， 

一般から 菇る 所の 候補生は， 十二月に 這 入つ て 隙に 

一年 居る のに、 幼年 ® 校から 這 入る のは 途中から 這 

入る* 以前は 六月に 這 入つ たやう であります が、 今 

は 五月 かにな つた やうに 記 ts して 屛〇 ます， それ だ 

けが 違 ふので す、 併し 是はで す、 幼牢學 校が 果して 

必要に した 所が •さう せなくても、 宜い ことなんで 

一般から 中 ^ 程度の 荠を 試驗 して隊 に 入れる 時分に 

幼 布® 校の 者を 其 時に 入れ k ば 宜しい、 中央 幼年 學 

校の 期 m を， 二 年の 所を 一年 半 か 一年 W: 箇月 r すれ 

ば 宜い譯 なんです、 それだけを 除いたなら ぱ中學 程 

度の .…： 何も 特別 ぢやな い、 それ li 成程 陸軍 將校に 

する 所です から、 何 か 馬に 乘せ ると か、 何 か 其 他の 

必耍な ことを 屮 ® よりも やる ことは ありませ うけれ 

ども、 それ ほ 後で も 出來る ことで、 問題に ならぬ こ 

とだと 思 ふ， 阪 本 君の 質問に 對 して 又 陸軍大臣は、 

幼 ^ •• 印 校 -, h 促 (1- 成 纪が好 い、 それ ほ 俄 分か 好いだら 

うと思ふのです、屮取校は多い所ほ普通屮职ほ七西 

人も收 容して 居る •尠くも 五 百 人、 是 ほ 程度が 5F,: 西 

人で ありました が、 文部省の 方針は 五 百 人 かと 思 ひ 

ましたが、 從來澤 山 入れて 居る 土地 ほ 特別に rr- して 

七 tl 人 も收容 して 居る 所があります、 地方 幼年 學校 

の 如き ほどうであります か、 確か 四十 人づつ 募る、 

11 ;箇 年で 百 二十 人、 さう して 澤山な 金を 掛けて 居る 

非常の 荇澤な る ものなん です， 丁度 家庭 敎師を ■う 

て‘ 特に 敎育 して fr る 位の ものなん です、 少し 位は 

成 緩の 好い のは 當り前 だち うと 思 ふ、 けれども 私は 
大正 八 年 & 哉 入 歳出 總 鸨 筇案外 五 件 


一面に 或は 子供の 時から 鑄 型に 入れる、 非常識なる 
人間を 養成し はしない かと 私は 考 へる •隨分 私な ど 
は 永い 間 田舎に 役人を して 聯隞區 司令 , A- 其 他の 人に 
接觸 しました が、 隨別 斯う 中して は 何です けれども 
非常識なる 人が ある やうです、 併し 是が 必ず 總てが 
幼年 學校 出身とは 申し ませぬ、 併ながら 子供の 時 か 
ら銷型 に 入れて 斯う 云ふ敎 育を すれ ぱ ，さう 云 ふ 人 
が 益々 殖え やしない かと 私は 祀魁 に堪へ ぬので あり 
ます、 それは 兎に角 私が 陸軍大臣に 御尋 したいのは 
果してです、 此 幼年 學 校と 云 ふ ものが •無ければ、 
陸軍と 云 ふ ものは 成立たぬ ので あるか どうで あるか 
私は 娃が質 間し， たい、 幼年 學 校と 云 ふ ものが 無 けれ 
ば 陸軍が 成立たぬ、 外から 苺る 候補生 だけで if 迚 
も 陸軍が 維時 出来ない と 云 ふので あるか どうか、 顧 
みて 海軍を 見て 御® なさい、 陸軍大臣の 御 隣の 海軍 
の 方で ほさう 云 ふ もの ほ 無い の だ、 無い どころ では 
ない と、 私の 記憶 違 ひか 知れ ませぬ が、 私が 子供の 
時分に、 幾ら も 友達な どが 海軍に 這 入つ て 酎つ たが 
最初 li 幼年 學校 的の ものが 私は 海軍に あつた やうに 
思 ふ、 それを 海軍が 勝せられ た •さう 云 ふ 場合に 陸 
軍は •昔 一つ あつた 三年 制度の 幼年 學校を 腦 張して 
仕舞つ た、 大阪 、名 古 盛、 熊 本， 廣 島， 仙臺 •五箇 
所に 地方 幼年 學 校を 置いた、 海軍が 廢 する やうな 時 
…… さう して 班 京に 中央 幼年 學 校を 置く、 けれども 
實 質に 於て はです •東京に 中央 幼年 學校が あり， 元 
の六節臺、前に申した所に苽京を加へて、束京では 
中央 幼年 學 校の 豫科 生と 申して 居ります が、 實 質に 
於て は 元の 六 ® 憂の あつた 所に、 三年 制度の 地方 幼 
年學 校を 置いて、 3C 上に 二 箇年 制度の 中央 幼年 學校 
を 置いて、 丁度 中學 程度なん です、 で 私は 寧ろです 

陸軍ょりも 海軍が 私は 斯う 云 ふ 幼年 學校 的の ものが 

必要では ないかと 云 ふ考が 起る のです、 普通から 考 

へます と …… 何故ならば 人間は 陸に 住んで 居る の だ 

陸軍に 育つ て 居る 者を 海の 上で 働け、 海の 中で 働け 

と 云 ふこと ほ、 是 ほ 一體不 自然 •餘 程の 練習を 耍す 

る、 丁度 海に 牛： 活 して 居る 魚を 陸に 揚げた と 同じ こ 

とだ、 それ ほ 成程 今日は 陸軍 も 鳥の 稽古 もせに やな 

らぬで •空を 飛ばに やなり ませぬ が、 是は 海軍 も冏 

じこと、 詰る 所 ほ 陸軍 ほ 自然 的の 事を やつて 居る 陸 

で 生活して S る ものが 陸で 仕事を する •海軍 (3: 陸で 

生活して 居る ものが 魚の 眞似を せに やならぬ、 非常 

の 練習を 要する だら う、 是 であるから 幼年 學校 的の 


ものが 寧ろです、 決して それでも 海軍が やつて 御 3 
でがない のに 御勸 めはし ませぬ が •陸軍よりも 海軍 
の 方が 比較的 必要では ないかと 私は 考へ るので す：， 
現に 其證據 には 陸軍は 歩兵 {3; 1 一年、 特科兵で も 三年 
です、 水兵は どうです •志願兵 ほ 是は別 です けれど 
も， 徵 兵に 取る 兵は 四 年、 是は實 に氣の 毒で、 まあ 
陸軍の 步 兵と 云 ふの が 大分収 られる •そいつが 水兵 
に JS られ ると 四 年、 倍 取られる のです、 皆實は 泣く 
のです、 餘談で はあります が、 それ 位に 水兵で すら 
陸軍の 步 兵よりも 倍の 年度が ある， 之に 依つて も 海 
軍，^ 云 ふことは 不自然な ことを せに やならぬ から、 
詰り 魚族の (a 似を せに やならぬ から、 大に 練習を 要 
すると 云 ふことは、 此 一事で 徵 兵の 向う が 永い、 陸 
軍 •か 少いと 云ふ點 からで も 私は 解る だら うと 思 ふ、 
是は P ふべ からざる 事 W である、 海軍大臣に 私は 別 
に 問うた ことは ありませ ぬが、 私が 海軍大臣に 問う 
たら ば， 屹度 斯う 御 答になる だら うと 思 ふ、 まさか 
陸軍に 幼年 學校が あるから、 必要は ない と 言は れま 
すまい、 海軍は 是で 我慢して 居 るんだ と 屹度 言 はれ 
るで あらう* それでは 海軍で ほ 必要で ない ので ほな 
い、 我慢して 居られる とすれば、 私に 言は しむれば 
海軍で 我漫 して 居られる に 陸軍で 我慢が 出来ぬ と 云 
ふことは、 私は 嘘では ないかと 思 ふ •それでは 海軍 
が 我慢した 爲 に、 何 か 缺陷が 生じて 居る か、 言葉を 
換へて 之を 言へ ば 海軍が 陸軍に 對して 不完全な 所が 
あるか、 總 ての 成績が 海軍 ほ 陸軍に 劣つ て 居る かと 
云 ふ 問 _ 題であります、 是は私 に 言は せる と 海軍が 總 
て 陸軍より 餳つて 居る と 云 ふことは 言ひ煜 ませない 
でも、 海軍が 陸軍に 總 ての 點で 劣つて 居る と 云 ふこ 
とも 亦 言ひ得 ないで あらう と 思 ふ， 誰が 眼から 見て 
も 日本の 陸軍と 日本の 海軍は 公平な 眼を 以て 中 乙な 
い、 同一の 程度 だと 言 ふの が 一番 公平な 私は® 察 だ 
らうと 思 ふ、 さ 5 すると 陸軍 ほそれは 陸軍の 經 費 か 
ら言 つたなら ば， 僅かの 經 費、 幼年 學 校の 費用は 又 
全 體の敎 育の 費用から 言つ て も fl の费 用で あり ^ せ 
う、 併ながら 海 '4J の 我慢の 出来る 費用、 一而から 言 
へぱ 、無駄と W つては 語弊が あるか も 知れ ませぬ が 
比較的 海軍 . 1C 比較して 見れば •要らぬ、 海軍の こと 
を考 ましたなら ば， 詰り 是は 比較的 不必要な ものと 
言っても 宜 からう* 要する 金 こそ どれ だけで も 使は 
なければ ならぬ けれども， 比較的 要らない 金は 私 一 
厘で も 投じた く {3: ない のであります 、殊に 私は 外の 


大臣と 違 ひまして ，今の 現 陸軍大臣は 局長 時代から 
旣に 大臣の …… ，！凇 »; 兵衞 伯と In] 樣に 局長 時代から 
大臣と 言 はれた i 腕 3 御 方で ある >  其 人が 海軍の 我 
慢す るのを 我慢が 出來ぬ と 云 ふことは 私は 「ザ ーべ 
ル. 一に 對 しても 出来ぬ ことで ないかと 云 ふ •願は く 
はどう ぞ敏 腕なる 陸軍大臣は ，■… 私は 今日 だと 思 ふ 
私は 外の 人には 斯う 云 ふ 希望は 述べ ませぬ、 現 陸軍 
大臣， 所謂 敏腕なる 陸軍大臣 にして 初めて 此大改 革 
が 私 ほ 出來や うと 思 ふ、 丁度 昔 丁 竈を 結つて 居つ た 
其丁醫 を斷る 斷髮の 令が 出る 時分は 大變騷 動が 起つ 
た、 又 侍は 二 本 差して 居つ た •廢刀 令が 出たら、 矢 
張り 騷動が 起つ た、 併しもう 是が どうで せう、 今日 
貴 衆 兩院の 議員は 名譽の 地位で あるから、 頭を 結へ 
と 言つ たら •それ こそ 衞 生上大 問題， 貴衆兩 院議 員 
は兩 刀を 差せ、 今頃 あんな ものを 差せと 言うたら、 
それ こそ 人權 問題で、 大騷 動です •併し 以前は 斯ん 
な 馬鹿げた ことにすら 大騷 動が 起つ た、 それ だから 
理 の當然 である やうな ことで も 改革す るには 大韃腕 
を 要する から、 私は 此 必要ない と 思ふ此 幼年 學 校を 
改革す るので も 普通の 人で ほ 出 來ませ ぬ、 私は 田 中 
大 K に 期 侍する ことが 至つ て大な のです から， どう 
ぞ田中 陸軍大臣 時代に 早く 之を 陂 止されむ ことを 私 
ほ 切に 希望いた します が •田 中大 fa は 果して 之を 廢 
止す る .…： 私の 今 言うた のが 筋途が 立たな けれぱ ， 
私 ほ 引 込みます が、 若し 私が 言つ たこと が 筋途が あ 
ると 思 ふなら ば、 どうぞ 敏腕なる 其 腕を 以て どうぞ 
此 幼年 學校を 廢 止して‘ 海軍 同様に 致して 戴きたい 
_ に 陸軍の 候補生の 旅費と 手當を 支給して、 海軍 將 
校同樣 にしたい と 云 ふこと があります、. 金を 取る こ 
とば かり 統一し なくても* 海軍は 幼年 學 校を 置かず 
に、 幼年 學 校に 對する 費用 ほ 一文 も 無い ので あるか 
ら金を 取る のみ 競争し ないで、 金を Is らない 競 爭も 
して 戴きたい、 敏腕なる 人は 金が 無くても 働ける と 
思 ひます から、 田 中 陸軍大臣は 果して 之を 改良す る 
詰り 改良と 云 ふょり、 寧ろ 此 中央 幼年 學校 •又 ほ 地 
方 幼年 學校 を廢 止す る御覺 悟が ある や 否や、 それ か 
ら此點 に 付て 私は 總理 大臣に も御尋 したいのは', 總 
理大 e 又 13; 文部大臣に 御尋 したいのは、 總理 大臣 も 
文部 大 K も 非常に 熟 心て 此敎 育の ことを 計 ft , 敎育 
に關 して 計畫 施設が ある やうであります、 それで 澤 
山な 借金 もす る、 隨分 借金を して敎 育を すると 云 ふ 
ことは* 私な どは とんでもない こと だと 思 ひます が 
八 二 三  . 
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大正 八 年度 歳 人 滏出璁 深 IW 案外 五 件 
話が 長くなる から それ (r. 別に 私の 竹 問の 趣旨で IX あ 
り ませぬ、 併ながら 随分 渾 山の 借金 もし、 是ま でも 
例 I5r. あつた けれども， 今度の やうに 谷地から 澤 山の 
寄附を 鉍 り、 又畏多 いこと であります るが、 先刻 江 
木 君から 色々愆 話に なつた 苋大な る 御 下賜 金を 頂 ® 
して之を敎育迕に充てると云ふやうな譯で、一面か 
ら考ヘ れぱ 非常に 御 熟 心の 程度が 思 ひ ifi られ る、 其 
熟 心に 對 して 私が 御 願したい の (3: 、 どうぞ 果して ® 
心を 以て 此敎 育を なさるな らば •唯 金を使 ふぱ かり 
が 能ぢや ないから、 隅々 まで も 要らない ものが ある 
まだ 他に も あらう と 思 ふ， 私の 今 言つ た 幼年 學 校の 
如き もの ほどうしても私ほ：+必翅だと思ふ、どうぞ 
陸軍大臣を 齊勵 して、 一 而ほ 大變 金を使つ て 種々 の 

施設 計 K を 爲 さるなら ば、 どうぞ 陸軍 犬 K を 督励し 

て此费 用を 減ずる と 云 ふ 一文の 金で も费 用を 減ずる 

と 云 ふ 事を， 殊に敎 育に 關 する 费 用を 減ずる と 云 ふ 

ことを 一腊御 饮 悟になる 方が 私 ほ 當然 だと 思つ て 居 

ります が、 それに 付ての 御 ® 悟は 如何で ありませ う 

か、 强が第 一の 竹 問、 それから 第二 には 恩給 •恩給 

と 云 ふが 特に 文官 恩給であります、 大陸戰 茚 の餘波 

を 受けまして 物價が 非常に 我國で も 上つ た爲に 官吏 

等， 一定の 收入 …… 一定の 收 人と 云 ふが， 澤 山の 收 

入が あれば 宜い のです けれども ►  i 定の收 入と 云 ふ 

が、 少しの 收人な ん です、 それに 衣食して 居る 者 ほ 

非常の生活雛に襲ほれて居る>で之に對して前內閣 

も前內 閣 時代からの 計 幾であります が、 , P; 史に對 し 

て 臨時 手 當を支 給す る， 是 ほ 最初 前 内閣は 極く 下の 

方で ありました けれども、 現内閣に なりまして 今度 

ほ 蹄 間を 概め て， 傢 給の 高い 者にまで 之を 及ぼして 

臨時 手 當を茭 給す ると 云つ て豫算 に 上つ て PT る、 是 

は 私は 至極 同感な 事で、 之に 對して 賛成す るに 私は 

_躇 ほ 致し ませぬ >  それ から 又 今 特別娄 員會に 付し 

て 居ります が、 地方税の 制限を 緩める、 K 接 ® 税の 

附加税 の 制限を 11 張す る •それで 同府 縣の官 公 Mi 、 

吏員、 學校職 员、市區町村の公史、吏员>敎《と云 

ふやうな 者に 對 して， 總計 四千 餘萬圓 の 金， 是で矢 

張り 國 庫 の宫 史 同 糅に 臨時 手 當をや らう、 是も已 む 

を焊ざ る P で、 私な どは 同樣 矢張り 賛成に _蹯 せな 

い 譯で あります-併し 私が 非常に 遺憾に 堪へな いの 

は、 是等现 職の 者に 對 しては 非常に 御 心配に なつて 

前に 申した a りの 恩給が あります が、 ^ 給 . 今日 

恩給に 衣食す る 者に 對 して 少しも 顧ら れ ぬ、 是が私 


がどう も洵 に ifi tg とする 所であります、 で 全く 恩铪 
のみに 衣食して 居る， 詰り 今日の 官吏の …… 元 官吏 
であつ た 人の SHC 態 ほ ® に 悲慘な ことであります •例 
へば 奏住官 の 一番 最高 給 (i 幾らで あるかと 云 ふのに 
三千 圓 ■其 三千 圓を 貰 つて 居つ て 今 恩給に 衣食す る 
人が どうで ある、 文官の 恩給 ほ 四 分の 一 が 最低限で 
軎 高 限が 三分の 一、 三千 阊取 つて 居る 者が 四 分の I 
から 三分の 一まで 貰つて、 少い 人が 七 百 五十 圓 ，多 
い 人 13: 千圓 である、 是 がどうであります か* 今日 家 
賃を 出し •米を 買つ たら ば •家族が 何 所 だつ て 四 五 
人は あるで せう、 五 人と しまして、 年額 七 百 五十 圓 
から 千圓 までの ものであるな れば ，家賃を 出し、 米 
を 買つ たら ば、 跡は 無くなる で ありませ う-今日 米 
の 高い のに …… さう したなら ば 著 物を 著る こと も 出 
來な ければ、 副食物を 得る こと も 出来ない、 實に悲 
慘の 極と 思 ふ， 處が今 私が 例に 引いた のは、 是 ほ 餘 
ほど 宜い方 •殆ど 一番、 高等官 三等と 云 ふ 職に 居つ 
た 人、 其 以下の 人 ほどうで ありませ う •家賃 も拂へ 
ない、 米 代も拂 へない と 云 ふ 境遇で ある， 況や著 物 
を 著る とか. 副食物を 得る と 云 ふこと ほ 容易な こと 
でない、 一體 今日 官吏 ほ 俸給 ほ 少 いので、 少し 良い 
者は 會 社に 逃げて 仕舞 ふ， それが 恩給を 貰 ふやう に 
なれば、 少し 行ける と 云 ふこと であれば、 今 若い 時 
分は 我慢を して 奉職 もし ませう が、 今 現職に 居つて 
も 苦しい、 それが 今度 老を養 ふと 云 ふ 場合に 恩給を 
貰 ふと 云 ふのに、 其 恩給 ほ 家賃 も 拠へ ない、 米 代 も 
拂へな いと 云 ふこと であつ たなら ば、 何を 樂み にし 
て 居つて 官吏を しませう >  况 や 老後の 樂み でも あれ 
ば 少し ほ 我慢 もし ませう が* 恩給で ほ 渴れ にやなら 

ぬ， それから 私は どうも 現職に 居る 人に 手當を 五 H 

やる と 云 ふこと ならば 矢張り 恩給に 衣食す る 人に も 

同じ 事に ならなければ ならぬ こと X 思 ふ •詰り 四 分 

の 一、 三分の I までの 程度の 最初の 極めが 四 分の 一 

から 三分の 一まで もやれば* 所謂 老を養 ひ、 さう し 

て 一面は 官 iE であつ た 面目 も 保つ ことの 出 來る考 で 

あつた、 併し それは 今日は 私は 其 四 分の 一から 三分 

の 一まで が宜 いと 云 ふ 決して 考へが ない のぢや ない 

ので •武官の 恩給 も 改正になる、 まあ 少し 程度を 上 

げると 云 ふこと 13; 必要であります が、 唯 其 最初の 制 

度から 言つ て 四 分の 一から 三分の 一まで ならば、 ど 

うか 老も 養ひ體 面を 保つ ことが 出来る と 云ふ考 であ 

つた、 それを 現職に 居る 人は 三倍 か 四 倍か収 つて 居 


る •其 人で すら 五 割％ さなければ® が 食へ ない、 生 
活か 出来ない と 云うて 五 割を 唞 すの だ、 三倍 四 倍 あ 
る 者で すら …… 多い のは 幾らか 餘裕が 付く  •三倍 四 
倍を 現職で 取つ て 居る 者が 衣食が 出來な いならば、 
それに 三分の 一四 分の 一を 以て 居る 者が 此物 (fs の 高 
い、 家賃の 高い、 總 ての 物が 高い のに、 どうして 逍 
繰が 付き ませう、 少く とも Ei 急 手段と して 私は 矢 張 
り 同 樣五割 を やる のが 私 ほ 當り 前の ことで ないかと 
思 ふ  >盘 に 決算 委員 會で私 ほ 蔵相に 質問し ました 所 
が、 まあ 考へて 折角 調査 中で、 来年は 出 すんだ、 け 
れど も、 そんな 蜴氣 な實 ほこと ぢや ない、 今 正に 渴 
れつ、 あるの だ、 此の點 で 私は 總理 大臣に …： 大蔵 
大臣 {X 此の間 決算 總會の 時に 承りました から、 總理 
大 K に將來 此の 恩給に 付いて ほ 率も增 して 貰は にや 
ならぬ が、 應 急の 手段と して •來 年と 云 ふ 事を 言 ほ 
ずに、 現職の 者 同 樣に相 當の臨 時 手 當をや ると 云 ふ 
事が 私は 御考が あつて 然るべき だと 思 ふが、 さう 云 
ふ 御考が 有る か 無い か 若し さう 云 ふ 御考が 無い とし 
ますれば 詰り 斯う 云 ふ 結果になる だら うと 思 ふ 使 ふ 
時分 ほ 使 ふが 使つて 仕舞へ ば 乞食に ならう が 野 たれ 
死なう と 構 IX ない と 云 ふ 事になる だら うと 忠ふ現 に 
今 全く 乞食に なり 野た れ死 にして 居る 私が 此間 決算 
の 委員 會で あの 質問を したと 云 ふので •私の 手許に 
全國の 恩給に 衣食して 居る 者から 數百 通の 手紙が 來 
て 居る、 感謝 狀が來 て 居る、 此 一端を 以て 見ても 恩 
給 者が 貧苦に 泣きつ、 あるかと 云 ふ 事が 分る と 思 ふ 
此間 米の 騷励が ありまして、 大分 兵まで 動かす と 云 
ふこと でありました が-私の 考でほ あれ ほ 本當ぢ や 
なかつ たらう と 思 ふ、 あれは 詰り 野次馬 …… 勞鋤莕 
が 今まで 一圓の 給料 …… 賃銀 W つて 居つ た 奴が 三 圓 
貰 ひ 五圓 貰つ て、 甘い 酒を 飲む‘ そいつが 何だかち 
ょつ と 調子に 觸れ て醉拂 つた 勢 ひで あ k 云 ふ 野次馬 
を やつた の だ、 其證據 には 裁判所に 御聽 になる と 分 
るが、 中には 米の 相場を 知らない、 私な どで も 米の 
相場は 確に 知つて 居る、 それが あの 暴動を やつた 者 
が 一升 幾らす るか 知らない、 それが 酒に 醉つ拂 つた 
奴が 野次馬なん だ、 眞の眞 面目の 者で 恩給に 衣食し 
て 居る やうな 者は、 粥が 啜れぬ でも 渴 しても、 血の 
淚を 出しながら も、 あ、 云 ふこと ほやらない、 併し 
愍 々吳れ なくなつ たら どうなる か 知れぬ、 私は 常に 
思つ て 居ります が、 大變な 騷 i/J の 起る と； K ふ ものは 
何時でも 麵 包の 問題と くつ 付いて 尻る、 理窟で 騷動 
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は 起らない、 S3J に渴 して 居る ^ を 理 H を t? ふ 者が 
利用して 騷 励を 起す ので ある， 今日 は まだ Ja o :^ を 
出し、 渴しな がら も我授 をして 居ります が、 是が® 
眩い けなくな つたら 大 @ な間題と思ひますから、璁 
理大 e に 之に 對して どう 云 ふ 御考で あるか、 私の 今 
申した ことほ M 給であります •か、 扶助料に 付ても 品 
り同搮 のこと であ 〇 ます >  第三に® 生の ことで もり 
ます， 是 ほ 111; 界 風と 云 ふ •俗に 浒行感 Lf と 云 ひます 
が、 私は 流行 感 0 でな からう と 思 ふ、 捋者で すら 能 
く 流行 感 ；！： で 陣染 します、 全く 阽染 します、 随分 是 
の爲 に橫牲 になつ た 入は 多い， 此 風の爲 に黯れ る 人 
ほ非常の數で、世界の大哦でほ御承知の通り非常な 
吸 死 若が ありました けれども、 lit 風が 陬爭と 同钱の 
年數 を锫 けば、 それ 以上 だと W つた 位 我 W でも I 家 
金 滅した 人は 新聞で 見た V"- けで、 亦 我々 知つ て PJ る 
人で 一家 全滅した 人は 澤山 ある、 だから 我々 の 知ら 
ない 者、 又 新聞に® かない 界で 一家 全滅した 洪ほど 
れ位 あるか 知れない、 5? る 部落の 如きは 部落が 全滅 
したと 云 ふ 所 もあります， 又 現に 此 K 族院の 同僚に 
して 此 風に 冒されて 死した 方 も澤山 ある、 衆 誘院も 
其 通り、 海陸 軍の 軍人に しても lit 風に W されて 死 ん 
だ 人が 澤山 ある、 知名の 敎育 家に しても 澤山あ る、 
知名の® 業 家に しても 澤山 ある、 兎に角 是の 爲の愤 
牲と云 ふ ものは 袢易な らぬ ことなんだ、 然るのに 内 
務省は 之に 對 じ て 何等の 計 迸 施設 もない やうで あり 
ます、 唯 一片の 注意 W 位を fr 府縣に やられた やうな 
あんな 手緩る いこと では 迚も 行ける ことでは 私は な 
からう と 思 ふ、 以前は 八 稀 ^ 染 病と 言つ たが、 今は 
十 種 ® 染病 となつ て 居る やうであります が、 此婢染 
と 云 ふことは、 是は 何人も 疑 ふこと で it なから うと 
思 ふ、 學理 から 言うたら 色々 問題が あるで ありませ. 
うけれ ども •實 際傳染 する ので、 何故 之を 十 種の 中 
に 加へ て 十一 種傳染 病と して 是が 取締を 爲 さらぬ の 
であるか、 實は是 が 今年で 終る ものな れぱ まだ 宜い 
が、 来年 も 亦 出 やしない かと 思 ふ、 併し 誰 だか 私の 
知つ て 居る 醫 者で 斯う r ムふ ことを 言うた 人が ある、 
是は© 爭の 後では 斯う 云 ふこと が あるが， なに 來年 
は 大丈夫 だと 云 ふこと を 言つ た 人が あります、 是は 
併し 私は 當にな らぬと 思 ふ、 幸に さう 云 ふ 風なら 宜 
いです が、 若し さう でなければ 迚も 斯んな 風に して 
居つ たら 来年は 我々 も 其 仲間 入を せなければ ならぬ 
諸君 も 御同樣 たらう と 思 ふ、 どうぞ 此點に 付て どう 
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云 ふま だ 表面に 現 (i れは しませぬ が、 何 か 調赉 して 
居られる のであります か ^ 何時か 私は 丁度此 衞 生に 
關 係の ある 人に 斯んな こ Xj を 抛つ て 茜いて はいかぬ 
ぢやな いかと 云 ふたら >  それは さう だけれ ども 大變 
な 數だ からと 云 ふこと を 言つ た 人が ある、 けれども 
是は 私は 大變だ と 思 ふ、 大變 な數 だから 抛つ て 置け 
ない、 大變 な數 だからして どうも 手が 著 けられない 
私 はさ うぢ やない、 少し 位なら 世の中には 色々 な も 
のが あるの だから、 それは 我慢が 出来る けれども、 
澤山で あるから 是は 抛つ ては 置けない、 大變考 か 違 
ふやう に 思 ふ •或は 内務 常 局 者 も そんな やうな 考を 
有つて 居られは せぬ か， それでは 飛んでも ない 間違 
ひ、 之に 付て どう 云 ふ 御考が あるか、 まだ 發表 はし 
ない が、 最 ¥ 發 表する 機に なつて 居る、 之を 十一 種 

辟 染涡 として 取締る やうな 計 迸で も あるか どうか、 

是だ けを 私は 質問いた します。 

r_ 務大 K 田 中義 l ft 演檀に 登る〕 

〇阈 務大 R (田 屮義一 君〕 唯今 西 久保釕 ょり 種々 幼 

年 ® 校の ことに 付て 御汴意 も ありました， 私と して 

ほ 遺憾ながら 御 同意を 致し 兼ねます、 我慢が /II 来る 

かと. W ふ 御 尋ねであります、 國軍を 强く すると 云 ふ 

ことが 私の 本領であります、 ® 軍を 强く すると 云 ふ 

上に 聊かたり とも缺 陷が あると 見れば 私は 我慢が m 

来ない、 斯う 申さなければ ならぬ 次第であります、 

又 成程 幼年 學校 出身者は 聊か 偏狹と 云 ふことは 免れ 

ぬか も 知れ ませぬ、 或る 一部分の ものは …… 併し 是 

は 又敎 育の 方法 改善に 依つて 開す る ことが m 來るで 

あら うと 思 ひます、 金 ES に 於て 私は 軍人には 矢張り 

軍人の 氣 質の ある ことが 宽 からう かと 思 ひます、 餘 

り HI 人が 社會 化する と 云 ふことは 如何な もので あり 

ませう， 丁度 商業 家には 商業 家の 氣質が 必耍 である 

工業 家には エ 菜 家の 氣質が あるので あります、 併し 

幼年 m 校の 若 だけ 氣質が あつて、 屮學 校の 者には な 

いと 云 ふのぢ や ありませ A、 併 し 比較的の 問題で あ 

ります るが、 兎に角 幼年 學校出 身の 若は 其點に 於て 

軍人と して 一日の長の ある もの だと 考ヘて 居ります 

去りながら 今日の 將校蓥 成の 仕方は 今日の 儘で 宜し 

いかと 云 ふ 御 議論に なりまして は、 是は私 も 一つの 

意見を 有つ て 居ります •今日で も 研究を 致しつ i あ 

ります、 是ほ 幼年 學校 の事捫 も 亦 士官候補生の 養成 

の 仕方に も；； 其他敎 育の 方法に も宜 つて 今日は 廣く 

研究を させて PJ ります、 他日 之を 御 參考に 供す る や 


うな 機會も あらう と 思 ひます が、 私は S 憾な がら 幼 
學校を 今日 廢 すると 云 ふことの 考は 有つ て 居り ませ 
ぬ、 寧ろ 此敎 育の 改善を して 幼年 學校出 身 者と して 
聊かで も 非常識 だ、 偏 狹だと 言は れるや うな 事柄を 
彼等から 取 去る やうに 致したい もの だ •其方に 努め 
ると 云 ふこと に 研究を 進めつ、 £ る 次第であります 
どうか 左様 御 承知を 願 ひます。 

f 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 西久保 君から 恩給の ことで あ 
ります が、 恩給を 受けて 居る湃 の窮狀 は 色々 私 も 承 
るので あります、 併ながら 是は共 時の 法_ に 依つて 
受けて 居る 恩紛 であります から、 已むを 得ぬ 場合 も 
あらう と 思 ふ、 併ながら を 致して 居る 者を 何と 
か 救恤 する ことは 出來な いかと 云 ■ふことは、 S 來得 
るなら ば 是はや つた 方が * H: しいので ございます、 併 
ながら 今： n の时政 では 現に 職を 執つ て 居る莕 に 五 割 
ばかりの 平均を 以て 臨時 手 當を與 へる にしましても 
六 七 千 萬圓の 金を 要する のであります •旣に 恩給を 
受けて 退隱い たして 居る 者に も 更に 生活に W らぬや 
うに 臨時 手當を 與へ ると 云 ふやうな 事は、 今日の 財 
政では 到底む づ かしい ことであります， 故に 恩給を 
受けて 居る 者は 成るべく 元 相 當に職 務を 執つ た 者で 
あります から •  W らぬや うに 致したい と 云 ふ 其 情愛 
に 於て は是ほ 何とか 致したい ものであります けれど 
も、 今日の 財政 上 俄かに 左樣な る ことは 實行が 出来 
兼ねる のであります、 蓋し 財政の 狀態を 知つ て 居る 
者は …… 恩給 ばかりに 非ず 色々 なる iii に 於 -C 今少し 
國 家の 恩恵に 浴したい 者が ありませ うけれ ども >遣 
憾な から 其 儘に 致して 居る と 同樣 に、 旣に 恩給を 受 
けて 旣 に退隱 いたして 居る 者にまで 相當の 額を 給し 

て闲 _ のない やうに 致さう と 云 ふことは、 私は 今日 

の 財政 上 到底 不可能であります、 他日 又 相 當の途 の 

付きました 時には •それは 無論 何 割を 咐 すと 云 ふこ 

とに しないと 云 ふことは ありますまい けれども、 現 

に 一時の 手當 でも 何千 萬を 要して、 財政 上闲雜 いた 

すのに、 恩給を 受けて 居つて 退 隱した 人にまで 今日 

唯今 如何なる 方法 かを 攻究し やうと 致しましても. 

今日の 財政 上では 出來 兼ねます、 他日 攻究す ると 云 

ふことは 別問題と して、 今日の 現状では 出来 兼ねる 

と 云 ふこと に 御 了解を 願 ひます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郞 tv 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 流行 感 H の御尋 が あり 


ました 序に 此病 氣に關 する 統計を 御 報告いた します 
二月 末 U の％ 在 調 •千 五 百 萬 人から に 上 ぼつて 居り 
ます、 死者は 十五 萬 人 死亡の 割合は 百 人に 付て 「コ 
ン マ」 九九、 外國の 調べて 見ます ると 百 人に 付て 一人 
以上、 甚 しきは 三人 乃至 五 人と 云 ふこと であります 
流行の 有 樣は二 月の 初旬， 東京 ほ 二 月の 三日が 絕頂 
になつて 居りまして 、以来 漸次 終熄の 勢 ひで ありま 
す， 之に 封して 昨年の 十月 今年の 二月 M 回に 亘つて 
それ <豫防 心得を 地方に 通牒いた し、 濟生會 其 他 
の 所に 向つても 裸 防救療 上の 努力を 賴む ことに 致し 
ました、 或 ほ Ji 防 心得 等を 印刷して 削 付いた しまし 
た、 で 御尋の 趣旨は 之を 傳* il と 何故に 指定し なか 
つたか、又鸪會等を禁止しなかつたかと云ふことの 
理由で ございました が、 此病氣 の 病源荫 は 未だ 確定 
いたさぬ 趣であります、 北里傳 染病 研究所に 於て は 
「ハィ フエ lb 」 菌なる ものが 發見せ られて •之を 血 
淸注射 いたし ますれば 豫防の 効が あると 云 ふこと で 
あります、 將來ほ 何れ さう 云 ふこと が 行 はれませ う 
が、 今迄の 所では 北 里 研究所に 於て 發見せ られ て、 
玆でほ 用 ひられて 居ります るが、 朱 だ廣 く發 表せら 
れて 居らぬ 有樣 であります、 從つて 之を 傳染 病と 直 
ちに 指定を 致す と 云 ふ 迄の 有樣に 至つ て 居らぬ 趣で 
あります* 又 集會を 禁止したら 宜か らうと 云 ふやう 
な ことは 詮_ を 致しました が、 専門家の 說に 依り ま 
する に此思 老ほ 最も 危險 なるとき は 即ち 熟の 高い 時 
であつ て、 家へ 引 込んで 尻る 時で ある， 又 一 方に 於 
ては * 會を禁 すると 云 ふこと も屮々 容為 ならぬ こと 
であるが、 •寧ろ 此病氣 に 於て は 一般の 预肪 上に 關す 
る 注意を 喚起して 、由つて 以て 豫 防の 目的を 達する 
と： K ふこと が 一番 H からう， 斯う 云 ふやうな 意見 も 
ありまして、 それが 先づ 宜い考 へで、 それ 以上に 途 
を 執らな かつた 次第であります。 

0 西 久保弘 ia 君 今の衞 生の ことに 付て } -i それで 宜 
しう ございます、 此 幼年 學 校の 問題に 付きまして、 
もう 少し 私は 質問いた したい、 私は 海軍大臣に 屑 問 
いたしたい と 思 ひます が、 陸軍大臣は 幼年 學 校と 云 
ふ ものがなければ、 どうしても 成立たぬ と 云 ふこと 
を 主張され て 居ります が、 海軍 大 e は 幼年 學 校の や 
うな ものは 無くても やつて 行ける、 將來 共に さう 云 
ふやうな ものは 置かない と 云 ふ御考 であります るか 
それを 一つ 伺 ひます。 

〔國 務大 R 加 藤 友 三 郎君 演壇に 登る〕 


〇阈 務大 IHC 加 藤 友 三 郎君) 西久保 君に 御 答を 致し 
ますが •先刻の 御演說 中に ありました 通り、 海軍に 
於き ましては 兵學 校の 創立 當時 ょり 十餘 年間 幼年 校 
が 設立され て 居つ たのであります、 私 も 幼年 校 出身 
者の 一人であります、 爾後 其 必要は ない と 云 ふこと 
でありまして 當時廢 せられた のであります* 其 理由 
は 私 能く 存じ ませぬ、 其 後 幼年 校を 再興すべし と 云 
ふ ® 見は 海軍に 於き ましては 四 回生 じまして 、私 も 
當時是 が詮詨 を 致す 一人と なつた こと も あつたので 
あります >  其 理由 (3: 陸軍 大以が 陸軍の 幼年 校に 付て 
述べられました のと 同一の 理由-並に 本校 生 促の 蘇 
集 上 多き を m る 上に 於て 便 VC と 云 ふ此點 であつ たの 
であります. •當時 一時は 再興と 云 ふ說が 大分 有力で 
ありました が •經 费の點 に 於て 之を 見合す と 云 ふこ 
とに なりました のであります、 今日に 於き ましても 
海： 4 當局と 致しまして 幼年 校は 海軍には 絕 對に不 必 
要な りとは 考 へて 居らない のであります、 併ながら 
多年 之れ 無くして 濟み來 つて 居ります る 今に 於て、 
多額の 費 HJ を 掛けて まで も 之を W 興いた すとまで は 
考 へて 居り ませぬ のであります、 從 つて 私と 致し ま 
しては、 現在に 於き ましては 近き 將來に 於て 幼年 校 
設立の 考を初 つて 居り ませぬ と 云 ふこと を 申 上げて 
岡き ます。 

0 西 久保弘 疸 君 陸軍 大 K は 幼年 學校が 成立た なけ 
れぱ …… 幼年® 校がなければ 成立たぬ やうに 言 (3: れ 
る、 海： "41 大臣は 私が 掏 想した 通り 不必要とは 言は ぬ 
が 我慢す ると 仰つ しやる •で 一方は 無ければ ならぬ 
一方は 我慢す る、 で 陸軍の 方は 我慢が m 來な い、 砒 
に 於て か 私は 總理 大臣に 質問いた すと 云 ふのは •總 
理 大臣と して 統一な さる 上から して、 先づ 海軍の 我 
慢出來 る ものを 陸軍の 我慢 出来ない と 云 ふことは 私 
はなから うと 思 ふ、 私は 人の 名を 申し ませぬ が、 實 
は 或る人は 懇談 的に此 話を 陸軍に 居る 人に した こと 
が ある、 其 人が 斯う 言 ひました、 私が 今の やうな 理 
窟を云 ふたら ば、 それは さう であるけれ ども 有る も 
の だからな あ、 是 ほ 私は 本當 ではなから うかと 思 ひ 
ます •其 證據 には 海軍は 我慢 出來 ると 云 ふ、 是は獨 
り 陸軍は 我慢 出来ない と 云 ふことは 私は なから うと 
思 ひます >  此 に 於て か總理 大臣に 一つ 質問を 致した 
い、 それは どう 爲 さる 御考 か、 それは 或は 總理 大臣 
は 今までの …… 總理 大臣に 質問し よります、 或は 總 
理大臣 は 今まで も 斯うで ある、 能く 總理 大臣は 言は 
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I  大正 八 年度 歲人歳 出 沪棵 K 案外 1.7.: 件 
れる 、大钱 內閭 時代 も 斯う だと 言は れる かも 知れ ま 
せぬ が* 私は 併ながら 特に 今此 質問を 致す の li 統一 
に 付て、 種々 の 施設 計 f r.c を e されて 渾 山の fi 用の 耍 
る苜に 色々 の jfi 絞りを 爲さ る、 それが 故に 普通 以上 
に、 今日 ほ 敎育 に關 する 經费ほ |  M の 金で も 節する 
ことの 出 來る もの ほ 節せられる が 私 ほ 至當だ らうと 
思 ひます. 海， ill の我授 m 來る ものを 陸軍の 我传出 來 
ないと茇ふことほ、私は理窟にあり得べからざるこ 
と、 思 ふ、 先刻 申した やうに 海軍の 方 ほ •博ろ 必要が 
あるでは ないかと M ひます、 と 言つ て 海軍に 幼年 學 
校を設立することを勸苦する難でも何でも私ほあり 

ませぬ けれども， 總理大 R の 賢 任 ある 答 辯を 願 ひた 

、〇 

V 

〔國 務大 K 原 敬 君 餌 境に 登る〕 

〇國 務大 KC 原 敬 君：} 西久保 君の 御 質問 ほ、 廢する 

考が 有る か 無い かと 云 ふこと に歸 著す るので ありま 

すか、 そこ {3; 少し 不明であります けれども •今回 敎 

育を、 高等 敎育 機關の 完全を 期す る爲 に計资 を 致し 

たが 爲に 、現在 陸茁 幼年® 校を 廢さな ければ ならぬ 

と 云ふ關 係に »: なるまい と 思 ひます、 費用を 節する 

一點 ならば、 何處 からか 費用を M じましても それ ほ 

宜い_ であり ませう が •海陸 軍の 敎育と 云 ふ もの 他 

の學 校に 於け る敎 育と 金 然異 つた ものと 思 ひます、 

了解して 居り. ます、 海陸 軍に 於て 必耍で ある 海陸 軍 

の爲に 特別なる 敎 育を 施す もので， 他の 高等敎 育 機 

關を ^ 設 する 故を，， ： ，て、 其 必要を 滅却す る譯 に ! X 參 

るまい、 故に 费 用を 減ずる 一點に 於て ほ 何を躞 しま 

しても 差茭 ないやう ではあります る けれども. 陸軍 

當局に 於て 必要を 認めて pr る ものは 國防上 必要なる 

問題であります、 で此 度計畫 を 致す と 云 ふ 課を 以て 

幼年 學 校を 廢さ なければ ならぬ 譯ほ ない と 思 ひます 

併ながら 幼年 學校不 必要な りと 言は るれば 是は 御議 

論であります から、 强て私 から 論ずる 11 ぢや ありま 

せぬ けれども、 陸軍 當局に 於て 今日まで 必耍 なりと 

して 數 年間の 問題であります、 之を 存置いた して 居 

る 以上には、 高等 敎育を 11 張す ると 云ふ譯 を 以て‘ 

其费 用を 補ふ爲 に此 必要なる 機 關を延 すると 云 ふこ 

とほ 出 來兼 ねる と 思 ふので あります。 

〇 西 久保弘 道 君 私の 質問 ほ 極く Ifi 簡な 、何も 高等 

敎育と 幼年 學校 とさう 云 ふ 風に むづ かしい 聲を以 て 

分らぬ やうに なさらなくても 宜か らうと 思 ひます、 

私の 質問 (3: 喵海 軍が 我慢 出来る のに 同じ 陸軍で、 殊 


に私が先刻言つたやうに海堪の方ほ一層必耍でなか 
らうと思ふのに、海軍ほ我设をする>陸取ほ何故我 
授の 出来ぬ ので あるか、 議論 ぢやな い、 質問なん だ 
事苡を 述べて 質問す る >  唯私 は 前提と して 敎育 費に 
澤山な 金を使 ほれる から •敎 育に 關して 少しの 費用 
でも 節せられる が當然 であらう から、 特に 現 內閣に 
於て 之を 成立す る 責任が ある だら うと 御 尋ねした の 
である. 又もう 一つ 恩給の ことは 唯罷 めて 居る 者 ま 
で 手が 及ばない、 けれども 恩給と 云 ふ ものは 是ほ申 
す 迄 もな く、 一定の 年限 繼續 した 者の 老を養 ひ 一面 
體 面を 汚さぬ 爲の 恩給 •所が 今日 ほ 老を養 ふこと が 
出來 ない、 况や體 面を 汚さない と 云 ふことは 問題に 
ならない、 餓へ るか 乞食を せねば ならぬ 境遇に ある 
詰り 今の 場合 恩給と 云 ふ もの、 趣旨に 叶 (3; ぬので あ 
るから私は将'問した、金の多い、金が澤山殘るとか 
殘ら ぬからと 云 ふそんな 問題では ない、 必要ならば 
詰り 高等 敎育が 必要 だと" どんな 手段で もして それ 
を 施設を なさる であり ませう、 恩給の 趣意に 叶は ぬ 
ならば* 恩給の 趣旨に 叶 ふやう にな さるが 當 然と 思 
ひます、 此二點 に 付て 明瞭な 御 答 辯を 願 ひます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 西久保 君の 再度の 御 質問で あ 
ります が、 高等 敎 育機關 を擴 張す る 位なら ば， 廢し 
て宜 から 5 ぢやな いかと 云 ふ 御 趣意の やうに 承り ま 
した •彼と 是れ とほ 別問題、 陸軍 當局に 於いて 此の 
必要を 認めて 居る 間は 廢 すると 云 ふことの 方針は 執 
れな いのであります、 而 して 陸軍 當局が 之れ を 必要 
なりと する 碑 由は 陸軍 當局 大臣より 御 答へ した 等で 
ある、 故に 之れ を廢 する ことは HJr 來ませ ぬ， 海軍は 

我慢す る 我慢す ると 西 久保君 ほ 仰し やる、 其の 御 判 

斷 に 依つ て 陸軍 も廢 止して 宜しい と 云 ふ 結論. は 見な 

い、 又 海軍" 陸軍 谷々 敎 育の 仕方が 違 ひます から、 

是等 のこと に 使は ずと も 直ちに 之れ を廢 して、 其の 

費用を 外に 向ける と 云 ふことは 出来ない、 斯樣な 御 

答を 致した のであります •又 恩給の ことであります 

が •恩給は 生活の 闲らな いやう に與 へる と 云 ふ 性質 

の ものである か 否やは.. 法律 論と しては 如何なる も 

のであります か 恩給 ほ 當 時の 法律に 依つて 國 家との 

約束に 依つ て 受ける ものと 解 釋い たします るが、 ど 

んな 境遇に 在らう と 其の 人が どう 云 ふ 仕事を 致して 

居らう と、 闲らな い 一生 安樂に 暮させ る やうに 金を 

支給す ると 云 ふの が、 恩給の 方針な りとは 解釋 いた 


しませぬ、 併ながら 出来る ことなら、 是等の 人に 多 
く與 へた 方が 宜しい と 云 ふことは、 是れ唯 人情 當り 
前の 話であります、 けれども 左 棟なる ことほ 國來の 
義務で ある や 否やと 云 ふこと ほ 考へ ない、 然る 以上 
に (3: 今日 餘裕 のない 时 政に 於いて 商ち に 是れが W 難 
いたさない やうに M 給を 與へ ると 云 ふこと ほ .情に 
於て ほ與 へたい ものであります けれども， 法律な 〇 
財政な りの 關 係に 於て、 俄に 現職に 在る 者 同樣に 之 
に 支給いた すと 云 ふ 方針 ほ 執り 兼ねる •左樣 に 申し 
.たのであります •其 趣意を 十分 了解を 願 ひます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 此察木 院 規則の 第五 十二 
條に依 りまして 議事 時間の 延長を 致します。 

0 西 久保弘 道 君 もう 是で 止めます が 一言、 もう 質 
問は 是で 止めます、 唯 I 言 申して it きたい ことは、 
今 總理大 侄 の 御 答 辯を 聽き まする と、 陸 車で 必要と 
言 ふから 仕方がない、 さう すると 總理 大臣は 谷 省 割 
據を御 認めになる、 總理 大臣の 必要 ほな からう と 思 
ふ、 さう 云 ふ譯 なれば 私は 質問いた しませぬ、 恩給 
に 付て 法律の 改正を しなければ ならぬ、 勿論 さう で 
す、 私 ほ 議員の 一人と して 斯う 云 ふ 事を 質問す るの 
ですから 、必要が あるなら ば 法令を 改正な さるが 宜 
い、 幾ら も 法令の 改正を して 色々 な 事を 爲 して 居る 
ので ある、 唯 私は 恩給の 趣旨に 副 ふやう にしたい と 
云 ふ考で 質問した、 もうさう 谷 省の 割據 を總理 大臣 
として 自ら 御 認めになる、 又 恩給の 趣旨を 無視して 
も 抛つ て 置く 御考 ならば、 私は 又 何を か 言 ほんと 云 
ふので 止めます。 

f 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る J 
〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 質問は 是で御 止めになる と 云 
ふこと になれば、 H a 申 上げて 置かねば ならぬ" 私 
は 各省 割據を 認める と 云 ふ 意味， はあり ませぬ、 併な 
がら 國防 上陸 軍に 於て 必要を 認める、 其 必要の 理由 
は 陸軍大臣ょり 申した、 此 必要の 消滅せ ざる 限りに 
於て は、 廢 する ことが 出来ない と 云 ふ 事は 當然な こ 
とだら うと 思 ひます、 それから 恩給の ことは、 法律 
を 改正し なければ ならぬ とは 申さぬ、 其 現存して 居 
る 法律の 關 係に 依つて 恩給を 受ける 者は 受けて 居る 
所謂 國 家との 約束で ある、 是は 恩給を 受けた 後に、 
更に闲 難を する からと 言つ て增 すと 云 ふ 事は •法律 
上の 義務に 非らず して 國家 が是 等の 人に 恩惠を 施す 
事に 過ぎない 、恩恵を 施す ことに 過ぎない と 云 ふ 事 
に 相 成りますならば、 財政 上 許すならば、 望ましい 


八 二 六  _ 

ことで ある、： 5 政の® だ！ f 如 立なる今日に於て是等 
〇 /、 にまで ? i ぶこと ほ /. 11 來かね ると 中した 〇で' 

ます、 ど う ぞ どう 云 ふ ® En 定で も K し 5 ご ざいます 
けれども、 私の 趣 » に 反する 御斷定 ： , ■ ます 
〇黎 長 C 公 肪德川 家 達 君) 先刻 Ml 田榮吉 君から、 先 
刻の 1® 理大 K の 答 辯に 関して ? t 疑を したいと ti 中 '.1,, い- 
ベの 時に、 後に 願 ひます と 云 ふ 御 約 朿を致 しました 
蕺 長 li 其 御 違約を 致す ことは 轺み ませぬ から、 叶 際 
鎌 田 君の 發 言を 許します。 

::鎌 田 項 吉君演 ® に茕 る〕 

〔别_ 長 侯 協 黑田長 成 封 黐 長 席に 著く：！ 

〇 鎌 田榮吉 岩 唯今 議長ょ 〇發 言の 許可を 得ました 
から、 一言 總理 大臣に H 問を 致したい、 今回 高等 敎 
育® 張の 計 3¢ を 現 政府に 於て 立てられまして、 殊に 
畏き遢 ょり 御內帑 金の 下賜まで ありました ことは rfd 
に 感泣に 堪へな い、 又 ! ii: 計沉に 付て は 至極 私は 結郴 
なること、 考へて 居ります- 而して 此敎； 有の 宪全を 
期す る、 唯今 總理 大臣の 仰せの 如くに 國家敎 育闕關 
の 完全と 云 ふこ ？ を 期す るのは、 如何なる ことを 以 
て 完全と する かと 云 ふこと に 付て、 私は 根本的に 其 
解釋を 定めて 置きたい と、 斯- 「雅 て考 へて K る、 新 
學 令に 依りましても、 大® 、高等 學校 、及 小 ® 校 等 
は總て 官立、 公立、 私立 即ち 財 幽 法 A 立、 この 三つ 
の 種類に 分かたれて あります、 併ながら 其 間に 何等 
の 等差と も 云 ふ ものがない ので、 即ち 之が 國家敎 育 
機 關 である、 然るに 唯今 ? 1: 木 君の 御 K 問に 對し て總 
理大臣 の 御 答 辯の 中に、 殊に 私立 ® 校の ことに 關し 
て、 私立 學校 は颇る 重要の ものと 思 ふ>  此 國家敎 育 
機 關の不 完全なる 今日に 當 つては 私立 大學以 下の、 
此私 立の 機 關と云 ふ もの ほ 必要なる ものである、 斯 
う 云 ふ 御 答 辯で あつたかと 私は ! 1 収〇 ましたが 併な 
がら 間違 ひで あるか も 知れ ませぬ 又 過日 高 111 君で あ 
りました か、 御 質問に なりました 時に、 文部大臣 か 
ら 私立の 收容 力、 官立の 收容 力と S ふこと に 付て 御 
答 辯が ありました のです が 之 もです、 矢張り 此私立 
公立 官立と 云 ふ ものが、 此 三つの ものが 相 寄つて 國 
家敎育 機關の 完全を 致すべき 使命を 有つ て 居る と 云 
ふことの 意味に 付て 御 答 辯に なつた る や 否やと 云 ふ 
ことに 付て、 私は 其 際に も 聊か 疑を 起した ので あり 
ます、 元來國 家の 敎 育 ® 關は必 しも 此 官立の みに te 
らず 、私立の みに 依らず、 公立の みに 依る もので な 
いのでありまして、 世界 各 國の敎 育 機 關を 見まして 
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も 或 g lt 私立 本位を 採つ て a 立が 官立よ 〇遙 に® 等 
の 地位を 占めて 殆ど 世界に 冠絕 する 所の 敎 育を 施し 
て 居る と 云 ふ國が ある* 又 然る 能は ずして 主 もに 官 
立に 依つ て 高等 敎育を 致して 居る國 もあります、 併 
ながら 其兩 補の 國を區 別し まする と 云 ふと， 此 私立 
の舉 校を 以て 本位と 致して 居る 國が文 化 高度に 達し 
て 居る、 又 官立に 主 もに 依らざる を锷ぬ と 云 ふ 其 諸 
g の 有様を 見ます ると 云 ふと •稍々 劣等に 位して 居 
ると 思は なければ ならぬ、 殊に 露 西亞の 如きに 至り 
ますと 云 ふと 純然たる 官 Yr 本位で やつて 居ります け 
れど も、 今 n は 誠に 見る に 忍びない 所の 狀 態、 混亂 
狀態を 糊め て 尻り ますことは 私が 申す 迄 もない、 是 
等の ことは 先 づ他 日に 讓 りました 所で、 或 日本に 於 
ては 官立は 頗る 私は 梵 いと 思 ひます、 又 公立、 私立 

も 之と 同時に K いと 思 ふので ありまして 無論 私立な 

る ものは 之を 設立すべき 所の 人が 起つ て來ぬ 以上は 

之を 促しても 尙ほ爲 さぬ と 云 ふ 以上は どうも 致 方が 

ない、 惟 ふに 敎育 P 關の 缺陷を 速に 補は んと 欲すれ 

ぱ 無論 官立が 一 番 手 平い 話であります， 之を 顏會が 

協 燹を 致して 吊 校を 妞 てま すれば 兎に角 學校 だけは 

出来ます 併ながら g: 校と 云 ふ ものは さう 巡査の 交番 

所を 1S る や 5 に ^ 々 造らう と 云 つても さう はいかぬ 

H ら其學 校が 人材を 敎育 する には 長い間に 漸次に 發 

展進 化して 而 して 其 間に 憨 (1 された 所の 學風に 依て 

又 校風に te つて 人材を 葬 成しなければ ならぬ、 知識 

だけ 與へる 事 ほ 或は / II 來る かも 知れ ませぬ けれども 

S に 人物を 作る と 云 ふ 事に なれば， 中々 さう ?? 易な 

る 31 でない と 云 ふ 事は 私が 中す 迄 もな く、 當局 者に 

於て は 疾 くに 御 承知の こと、 考 へます、 殊に 我國の 

私立 大學 の收容 力は 過日 文部大臣から 伺 ひます 所に 

於ても 官立 學 校より よ 〇 多くの 收容 力が あります， 

官立 ほ 六 千 冇餘の m 生を 收容し ■私立は 七 千 有餘の 

學 生を 收 界 する， 其 校 ！ la に 於ても 六十 ？. 3? ふるに 至 

つて fr るので あります、 是は敎 育 機關 として 決して 

輕ん ずべ からざる ものであると 云 ふこと を 私は 見て 

居る のであります、 當局 者に 於ても 亦 御 N 感で あり 

ませう、 併ながら 槪ね私 立の 學校を 以て 官立に 比す 

ると 人は 不完全なる ものと 云 ふ感を 起し、 又實 際に 

於ても 不完全の ものが 多い やうであります 、其 原因 

は 何んで あるかと 云へ ば、 即ち 是 ほ 金が 少ない と 云 

ふこと になる 「月謝 若く は 寄附 金に 依つ て 成立して 

居る 所の 學校で あるが 故に 金が 少ない と 云 ふより 他 


はない， 私立で あるから 敎育が 出来ない と 云 ふ 理窟 
は 一向 見 / (1 し 得ない のであります、 其點 から 言へ ば 
唯 規則 づく めで 行く 官立 學 校ょり 此德育 上に 於て 入 
物 養成 上に 於て 大 に ® 越して 居る 所が 多々 あると 私 
は考へ て 居る のであります •併し 是 等の 事を 今 喋々 
論ずる まで も ありませ ぬが、 私の 今 中す 通り 國家敎 
育 機 關が不 完全で ある 云々， 此 國家敎 育 機 關と云 ふ 
ものは， 官立 敎育 機關と 若し 云 ふ 意味であるなら ば 
官立 學校を どし <建 てたならば、 即ち 此私 立は 容 
れる 所は ない と； K ふ …… 先づ 官立敎 育が 完備したな 
らば， 私立は 消滅しても 宜しい と 云 ふ 論 結に 至り ま 
すけれ ども、 さう 云 ふ譯で もなから うと 思 ひます、 
兎に角 新學 令の 明文に 依つても、 官立、 公立， 私立 
を 以て、 財團法 人 立を 以て 國家敎 育 機關を 完成す る 
と 云 ふ 意味に なつて、 此 三つの ものは： 个 可分の もの 
であると 私 ほ 見なければ ならぬ と 思 ひます、 併し 此 
點に 於て は 折々 さう でない、 さう 云 ふ 風に 解 釋して 
居^ れな いぢ やない かと 云 ふ 言葉を， 當局者 若く は 
其 他の 方面 1- 於ても 聞く ことが 多い のであります が 
是は頗 る 大切な こ. とで ある， 此要點 を 十分 明かに 致 
さぬ ければ 其 結果と 云 ふ もの ほ 國家の 所謂 敎育％ 備 
の 上に 興 だ 不良なる ことになる だら うと 考へ まする 
からして •此 事を 私は 一應瑚 める 爲に此 處に 登り ま 
して 伺 ひます のであります から、 どうか 是に 付て 御 
答を 願つ て ffi きます。 

〔國 務大は 原 敬 君演 噴に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 鎌 田 君の 御 質問で ありま 
すが、 新學 令に 依ります れば 、高等 機關は ，私立で 
あつても •公立で あつても、 , K- 立であつて も 一向 差 
支ない のであります、 若し 又 公立、 私立が 多く 出来 

ますれば、 尙更 ら官に 於て 左樣な る經營 も 致さぬ で 

も 宜しい のであります から、 國 費の 上から '% 喜ばし 

いこと であります、 故に 政府に 於て は 決して 此間に 

區別を 設けて、 官立の み 繁 Hn さして 私立、 公立を 顯 

みないと 云 ふやうな 意思は 毛頭 ありませ ぬ、 故に 今 

回 高等 機 關を擗 張いた すに 付きましても、 餘程闲 難 

な こと、 察します けれども、 併し 是も 幸に して 高等 

璣關が m 来 ますれば、 それだけ 政府の 設備は 見合は 

せ やうと 思 ふので あります •其 事は 法律に も 旣に揭 

げてあ るので あります、 併ながら 其 私立、 公立は 何 

れの 日、 どう 云 ふ 所に 設立され ると 云 ふ 所の 豫定は 

出來 ませぬ から、 政府は 今日の 狀態に 於て 必要な り 


とする 所の 計諧を 殘ら ず提 m いたした 譯 であるので 
あります， 又 私立 若く は 公立 •決して 是等 は , R' 立に 
比して 不完全な りと 云 ふことは 申す 譯に參 〇 ませぬ 
尤も 私立の 中に も 色々 あります、 悉く 完全なる もの 
では 無論ない のであります •併し 鎌 田 君が 言 はれる 
やうに、 資力が 十分でありまして 敎 育を 施すなら ば 
官立に 更に 劣らぬ 或は 官立に 挺る もの も 出来る だら 
うと 思 ひます、 故に 決して 私立、 公立を 排斥す る 意 
味は 更にない、 それから 江 木 君の 御 質問に 御 答へ し 
たのは、 現在 ある 所の …… 現存して 居る 所の 私立 學 
校を どうす る •斯樣 に 承つ た 之を 捨て置く と 云 ふこ 
は 如何と 云 ふ 御 趣意に 11 取つ たのであります、 それ 
ならば 政府は 現存し C 居る 所の 私立 阐 校を 捨て、 置 
く 積り はない ので ある、 是は隨 分 敎育赌 關の不 完全 
な 時代に 於て •殊に 國 家に 貢獻 した ものであるから 
尙更ら 以て 之を 捨て、 置く と 云 ふ考ほ ない ので あり 
ます •併ながら 是ほ 今日此 高等 機 關を擴 張す るとは 
別問題で 是は ：史 に 考慮を 連ら さなければ ならぬ‘ 是 
はどう 云 ふこと を 致さう かと 云 ふことは 篤と 考へな 
ければ ならず >  又是は 政府單 り考 へる のみならず、 
私立 若く ほ 公立の 學 校に 於ても 如何なる 考を 持つ て 
居る かも 質さなければ ならぬ のでありまして‘ 政府 
の 意の 如くには 參 りますまい、 兎も角も 政府と して 
之を 捨て、 顧みない と 云 ふことは 宂 くないと 思 ひま 
すから 十分 將來如 何に する かと 云 ふ考は 確定して 玆 
に具體 的に 申し かねます が‘ 其 趣旨に 於て 私立 學校 
の 地租 も ^ 除す ると 云 ふこと もした ので ある、 斯樣 
に說 明した のであります， 決して 政府に 於て ^ 立‘ 
公立 •官立の 區別を 設けて，， m り 官立の み 發展 させ 
ると 云ふ考 はあり ませぬ、 唯 遺憾なる ことは 私立， 
公立は 設立され ませぬ 而 して 官立 も 不足であります 
年々 數萬 の學 生が 私立、 宮立 にも 人る ことが 出来ず 
して 今日は 五 萬と 云 ふこと であります、 年々 37; 萬と 
云 ふ 次第では ありませ ぬが、 斯_な 牛 •徒の 行く 學校 
がな くつて 居る のであります、 兎に角 此急を 救 ふと 
云 ふことは 、彼等 學 生の 爲に 必要であります、 又 國 
家の 上に 考 へましても •是 等の もの、 學ぶ途 が 無く 
して 方向に 迷 ふと 云 ふこと は>  國 家の 前途の 爲 にも 
考へな ければ ■ならぬ、 又此 大戰弭 を 終つ た 今日に 於 
て、 將來 世界の 競爭と 云 ふ もの も 激しくなる であら 
うと 云 ふこと も 思 ひます から、 高等教育と 云 ふ もの 
を 十分に 致して 置き ませぬ ければ 世界 列國 の競爭 に 


應ず ると 云 ふやぅな こと も 如何と 考 へて- fi 々なる 
通 繰りを 致して、 今回 高等 敎育 機關 の祯 張を 阔つた 
に過ぎないので あります、 是等の 趣意は Ba 々說 明い 
たしました から 誤脑 のない 箬 だい 思 ひます が、 序な 
がら 辯 じて 置く 次第であります。 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 復す〕 

〔男爵 阪谷芳 郎君 演壇に 登る〕 
o iy 爵阪谷 芳郞君 私は 臨時 軍事 费豫算 追加の こと 
に 付て 一應 政府の 言明を 得て 置きたい と考 へます、 
臨 事 m 事 費豫算 追加は 一億 五 千 萬圓の 多き で ござい 
まして 此內 容の說 明は 本年の 四月から 來 年の 三月 ま 
で 入用 だと 云 ふ 極く 簡單な る ことで* ざいます、 併 
し 其の 費用の 大部分は 西 比 利亞の 出兵に 要します る 
費用であります ので、 ft 族院が 協賛いた しま すれば 
西 比利亞 出兵に 付ての 政府の 行 S を 是認す る ことに 
なる のであります、 御 承知の 如くに 旣に巴 里に 於て 
平和 會議が 開かれました、 遠からず 平和 條 約の 締結 
を tv げ ると 云 ふこと になる と、 局面の 上に 頗る 變化 
が 生ずる のであつて、 帝 國の西 比利亞 に對 する 態度 
と 云 ふ ものは 餘程是 ほ 明に して 置かなければ ならぬ 
のであります、 で それが 故に 本員は 西 比 利 3¢ 出兵の 
意義、 M 的 如何と 云 ふこと を， 政府ょり 明に 承知い 
たして 置きたい と 思 ひます、 最早 今日 01 爭と云 ふ も 
のは 殆ど 無くなつ たのでありまして、 獨逸 も、 及 其 
聯合 國も 屈服して 仕舞つ たと 云 ふ 今日であります か 
ら 、軍事の 計 畫に付 て餘 〇祕密 を 要する と 云 ふこと 
ほ ない、 旣に日 支の 間に 結ばれました 所の 軍事 協約 
も兩國 政府の 相談の 結果、 發表せ られ てあります" 
此軍事 協約の 内容と 云 ふ ものは 頗る 兵の 配置 其 他に 
關す る祕密 のこと も あつた、 それが 今は 發表せ られ 
ると 云 ふ 時期に なつて 居ります から、 或は 意義、 目 
的の 如何に 依つ て來尔 度 一 ばいの 經費を 要求され な 
くても 宜しい と 云 ふ 議論 も 生ぜぬ とは 言へ ない、 即 
ち 帝 國 政府は •尙ほ 十二 箇月 間 西 比 利 ! 15 に 兵を 駐在 
せしめる ので あると 云 ふことは 此豫算 の 協 寶に 依つ 
て 確 まること になる のであります* 初め 西 比利亞 に 
出兵に なりました 事情は 其當 時の 新聞と か、 或は 政 
府の言 明に 徵 しま すれば 「チェック、 ス C 丨ヴ アッ 
ク」 の 兵を 援助す ると 云 ふやうな 事が 始まりて、 色 
々なること が 新聞 等に 傳 つて 居ります、 是は 新聞の 
傳 ふる 所であります から、 果して 其 事實を 得た かど 
うか ほ 分り ませぬ のであります が •兎に角 掃 初の R 
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的と 云 ふ もの |£ 「チェック、 スロ ーヴ アッ ク .一の 茁段 
を 援助す るの が H 的で あつて， さう して K 拔 助の 目 
的を 達すれば 西 比 利亞の 出兵 (i 御 止めに なつても 宜 
しいと 云 ふこと になり ほしない か* 31 に 角 今日 國民 
一般が 此西比 利亞の 出兵の 意 a 目的に 付て 頗る 疑を 
懷 いて、 所-！ i 闳 論の 找 I を缺 いて 居る ので、 先日の 
即ち 二月 二 十六 日 「ィ フタ」 附近の 激皸に 於て 帝 國 m 
陵が 非常なる /, U 勇 義烈の 行 励を 致して 一部 除 全滅- 
殘らず 討死を 致し* 生きて 尻る 者 ほ ® ( 名 負焰 したと 
云ふ悲 慘な る袱で ございます、 其 出兵の H 義 、目的 
と 云 ふ ものが 國民に 能く 明瞭に なつて 居れば 斯の如 
く 血を 流しましても 其 父兄、 it 族 も滿足 いたす 事で 
ありませ うが、 何の 爲に 出兵いた した， 何の 爲に討 

死を する 事で あるかと 云 ふ 意義 目的が 分らぬな らば 

或は それに 付て 多少の 苦情を 述べる 者がない とも 限 

らぬ ので •こざいます、 今日 ほ® 比 利亞出 兵に 付て 意 

義 、目的を 政府 {i 明瞭に 御 話に なつて 题 くと 云 ふ 事 

は 國 論を 一致せ しめ、 又 若し 是が來 年 も 再来年 も此 

の 押 用を 要求な さる やうな 必要な 事惝が あるなら ば 

其 目的で 今日ょり 協賛し なければ ならぬ、 来年の 一 

位 五 千 斑 圓は公 M 支辨に 依る と 云 ふ 政府の 原案に な 

つて 居つ て 豫算 委員 會も 同意いた した 謹であります 

から、 年々 是が 擗 續 的に 二 億 五 千 萬 圓要 ると 云 ふこ 

となら ば、 餘程考 へなければ ならぬ、 併し 露 國全體 

の狀况 を 見ます れぱ 、容易に まだ 秩序を 恢復す ると 

ほ 思は れぬ 、殆ど 手の 付け やうの ない 有樣で ある、 

それで 今日 日本 帝 國の立 場ょり 希 筚を いたし， 即ち 

國民 一般が 希菌 いたす 所を 試に 述べて 見 ますれば、 

成るべく 速 (.. 西 比 利 亜の 秩序を 恢復して、 日本と 西 

比利亞 とが 經濟的 關 係を 早く 開き 得る、 又 四 比利亞 

に 於て は 其 西 比 利 亞 住民の 自治、 獨立は 之を 十分に 

認めなければ ならぬ •他の 國の勢 力を 扶植され る こ 

とは 絕對 に此西 比利亞 と 日本との 關 係の 上に 於て、 

又 JK 洋の 平和の 上に 於て 拒 絕しな ければ ならぬ 必要 

が あると 考 へられる、 政府は どこまでの 目的、 どこ 

までの 意義を 以て此 西 比利亜 の 出兵を なさつて 居る 

ので あるか、 今日 それを 承つて 置かない と 吾々 が 之 

に 協 寶 した 趣意が 立たなくなる、 是は 追加で 'sb る、 

昨年 も耍 求した が、 十二 箇月 間に 是だ け耍 るから 追 

加で ある、 たつた 一行り の說 明が ある だけで ある、 

一行り の說 明で 一億 五 千 萬圓を 貴族院が 協賛して 國 

民に なんと 言つ て 吾々 が說 明が 出来る か、 是は實 に 


內 外に 對して 必要な ことで あらぅ と 思 ひます で、 此 
1位五千茁 101 、即ち西比利亞出兵の其目的，其总兹 
は 斯く斯 くで あると 云 ふ 言明を 承つて 帝 國の II 度を 
明に して、 又 内の 國 論を I 致せし むる と 云 ふことは 
棰めて 必要と 考 へます が 故に 本員 ほ 此® 問を 致し ま 
す。 

〔國務 大臣 原 敬 君演凿 に 登る〕 

0® 務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 阪谷 君の 御 質問で ありま 
する が、 两 比利亞 地方に 出兵した 趣意は 當時 中外に 
宣明 いたした のであります が、 其の 趣意 ほ 「チ エッ 
ク 、ス n—ヴ アッ ク」 の救濟 、獨埤 捕虜の 勢力を 掃 
蕩いた すと 云 ふ 趣意から 成立つ て 居る のであります 
此 趣意は 我が 政府に 於て 中外に 言明し、 官報 等に 於 
て も揭 載され て 居る と 記憶いた して 居ります、 然る 
に此 「チェック、 スロ ー ヴアッ ク」 の救濟 、其 他の 
ことが 目的を 達して 最早 必要がない ぢや ないかと 云 
ふ狀 態に 立 至つ たのであります が、 併ながら 西 比 利 
亞 地方の 秩序は 今日 金 部 撤兵いた しまして ほ 秩序を 
保つ ことは 出來な いのであります、 故に 列國 と共に 
我國の 兵は 駐在いた して 居る ので ある、 尤も 其 兵は 
最初 出兵いた した 時に 比する と 過半 引 題げ まして、 
今日は 約彐 分の 一位し か 止まつ て 居らぬ ので ありま 
す、 是は あの 邊の秩 序を 維持す る爲に 各地に 駐在 致 
して 居る、 然る 所 あの 邊に 矢張り 過激派 等 も 居り ま 
すから 時々 戰爭に 相 成り、 大戰爭 では ありませ ぬけ 
れ ども、 過日に 於け る 掃蕩 も 致し、 從つて 我 兵の 悲 
しむべき 戰死者 も あると 云ふ狀 態であります が、 併 
ながら 此西比 利亞地 方に 出兵を 致した 最初の 目的 ほ 
唯今 申す 通り、 又 今日 あの 邊に 兵を 置く と 云 ふ 趣意 

も 唯今 申した 如く あの 邊の 秩序を 保つ 爲に 置く、 而 

して 此事 柄は 單り 日本の みの 考で處 置いた して 居る 

のでは ありませ ぬ、 列國 と共に 此處 置を 取つ て 居る 

列 國の兵 も 彼の地 方に 存在して 居る のであります、 

故に 大體に 於て 露 西 亞に對 する 問題は 如何に 決定す 

るかは 講和 會議に 於て 多少 問題に なつて 居ります が 

未だ 如何に 相 成る と 云 ふ 決定は 見 ませぬ、 併ながら 

露 _西 亞に對 する 全體の 問題の 決定の 如何に 依つ ては 

どぅ 云 ふ 風に 致せば 宜しい かと 云 ふこと {i 從つて 決 

まります が、 今日の 場合に 於て は 矢張り 日本が 列國 

と共に 两 比利亞 地方の 秩序を 維持して 置く 外な から 

うと 考 へます、 是は 色々 の點に 於て 私は 精し く說明 

いたさぬ でも、 此 必要が あると 云 ふこと {i 何人も 了 


解が 出来 ませう、 殊に 日本の みならず •英 、米、 佛 
等を 始めと 致しまして、 彼の地に 兵を ia くと 云 ふ以 
上は 我 國の兵 も あの 邊に駐 在いた す必耍 •か あると 思 
ひます、 斯様なる 次第で 彼の地 方に 多少の 兵 -7): it 屯 
いたして 居る、 斯う 云 ふことは 何れの 時に 如何に 柑 
成る か、 何れの 時は 撤兵いた すか、 撤兵の 必要 あり 
やなし やと 云 ふやうな ことほ 全 fsf の 問題の 解決と 相 
俟たな ければ なり ませぬ から、 今日 唯今 どうなる と 
云 ふことは 申 上げ 兼ねます、 何れに 致しましても 斯 
樣なる 趣意より 駐在いた させて 居る のであります か 
ら 、之に 對 する ? 9 用の 御 協賛を 仰がなければ ならぬ 
のであります、 是が又 外交 上に 於ても •其 他に 於て 
も斯の 如き 處篚 を収 つて 居る ことほ 必耍な りと 政府 
ほ 考 へて 居る のであります。 

0 惑 長 (公爵 德川家 達 君〕 質問は 是で盡 きまし A と 
考へ ます、 大谷 嘉兵衞 君。 

〇大谷 嘉兵衞 君 私は 時計を 能く 見て 居ります ると 
中々 容易なら ぬ 時間の 迫りました 場合に、 一言を 試 
みる ことを 御 許し 下さいまして、 誠に 有難く 存じ ま 
す、 私 ! X 此豫算 に付きまして は、 別段に 御 質問 申 上 
げる所 も 今やない のであります、 委員長の 報 吿を以 
て 一一 次會を 開く ことを 願 ひたいと 思 ひます、 然るに 
一言を 申し述べて® きたいと 申 上げる のは 他の 儀で 
はあり ませぬ、 海外 派缋 商務官の ことで ございます 
之を 此所で 申し ませずに して W は大藏 大臣、 殺 商務 
大臣、 外務大臣、 總理 大臣まで 陳情書を 以て 御 願 ひ 
申 上げました 次第であります、 されば 玆に私 が 此貴 
重な 時間を 費して 述ぷる ことは K だ 禮を缺 く 次第で 
あります 、仉し 我が 實業 、我が M 易の ことに 付き ま 
しては 飽くまで も戰 後經營 其實 を擧げ なければ なら 
ぬと 云 ふ ものは 其實業 家に あつて 云 はれる ので あり 
ます、 其實 業に 於き ましてもう 長い間の 商務官を 置 
くこと に付きまして は 全 國の實 業團腊 の 入々 ほ 皆 之 
を ® 迎 して 居ります るので あります、 依て 不肖は 甚 
だ 失 |!§ ではあります る けれども 自分 一個では ありま 
せぬ、 各實業 家を 代表して 申 上げる と 思 召して 下さ 
るなら ば どうぞ 少しの 間の 御猶豫 を 願 ひたう ござい 
ます、 明治 四十 一年には 貴 衆 兩院に 於き まして 海外 
駐在の 派遣 商 H 事務官を 置く こと k 云 ふ ? m 議案が 成 
立いた しました、 其 後に 及んで 政府 ほ 之を 四十 三年 
より 商務官と 改められて 之を 實行せ .られ たので あり 
ます、 誠に 其 當時苻 難く 實に 涙の こぼれる 位に 喜ん 
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で 居りました のであります、 « る 所大 正年 :'!, |* べ .; ? 
まして 四 五 年の 間 之を K 行せられ まして 何 巧 へ. /: を 
られ たのであります る、 其菝 止せ.-: 

如何にも 线念 でな ぜ W K- に m きを i;'i かれぬ か、： 一: か 
全 W の 主 もなる 諸君に 諮られまして 海 gi -.ii と ic ふ も 
のは 十分で あるので ある、 K 菜は 未だ 幼稚で . -^. ると 
云 ふこと であつ て それ 等の. ことから 考 へます ると.. ム 
ふと、 日 進 月步 の 1¢ の 中、 日 進 月 步の 行？： の、 即ち 
先輩 國であ ります、 是 等の 時 ^ に f'i- つて ff かな It れ 
ばなら ぬのは 是は であります、 それが 腿 後綷® 
になつ て 今日に 及ん 'e 何を 以て CT 槳來と 云 ふ ものが 
卯ち贸搞商、即ち兩 1 贸易、娃に於て一方か 1'> 屮し 
まするな らば、 何 さう しないで も .* yc からう と： 2\ ふこ 
とに 輕々 しく 思 召される 方 も あるか も 知れ ませぬ が 
それが I1? 業と して® 後 eg S を完 うすべき 所の 第 一番 
の！ I 關で あらう と 存じます るので あります、 故に 此 
询算 案の 初めに 當 りまして n 間を 致し ませう かと 思 
ひました けれども、 何 さま 私の やうに 不辯な る ^ が 
此 所に 現は れて主 もなる 諸 fr 方の 耳 P3 りに なつて、 
又 甚だ 御 邪魔になる と 云 ふこと からして 1? は 御 
を 致さな かつた のであります、 故に 此關 係の M も輒 
當 JSJ の 農 商務 大臣、 大藏大 E、 外務 大 I:': 、 此三 省の 
大臣 及 此御當 局の 諸君 方が 多數此 處 に rr らせら れま 
する からして、 之を 便りに 玆に 一言を 以て 御 願 ひ frl 
して 置く と 云 ふこと が必耍 であるかと 思 ひます、 ど 
うかして 豫算案 になく とも 斯の 如くの 必要 缺 くべ か 
らざる 機關 であります るから、 どうか 木 年内よ 0 15 
行 あらむ ことを 筘望 する 次第であります、 どうか 聞 
く 所に 依 〇 ますれば 植々 なる 差 障り も あり、 或は 役 
に 立たぬ と 云 ふやうな こと も あり •或は 利益に なら 
ぬと 云 ふやうな こと も ありませ うが、'  何時までも 利. 

益に ならぬ として 置きましたなら ぱ容易 な ことで な 
からう と 存じます るので あります、 何處 まで も外國 
と 詰り 各國 と共に …： 共に のみならず 今や 陬 後の 經 
營に 於き ましては 必ず 先んじなければ ならぬ 時で あ 
ります、 是が丁 度 ^ 時 …… 今度の 戰亂の 時分から 此 
事を 止められた かと 思 ふので あります、 どの 政府の 
時で あつたかと 云 ふこと ほ 調を 致し ませぬ ければ 分 
り ませぬ けれども » に 私は 殘念と 思 ひました， のみ 
ならず 立派な 人が どうか 種々 なること を 言うて、 H 
業の ことに 當 りて (X まだ 幼稚で ある、 貿易は 幼稚で 
ある、 各國に 較べて は 幼釉で ある …… 其 度に 茜 だ 5S 
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憾に思 ひます る けれども それは 已むを 得 ませぬ、 全 
く 幼稚で あつたで ありませ うけれ ども、 其 幼稚な も 
のを 手を S いて 橋を 渡る、 負ぶ つて 川を ® る 位の _ 
關がな ければ ならぬ かと 思 ひます、 是は 一旦 考 へら 
れ てあつた ことであります、 今に 於て 尙ほ何 億 萬と 
云 ふ ^ ® であります 、殺ら 掛かり ませう か、 M に 僅 
な ことで ないか、 其 僅な ことの 經 S からして 大なる 
所の 利害を 焯る のみならず、 將來谷 國に 劣らぬ のみ 
ならず い 谷國に 之を 見よ とまで 云は なければ ならぬ 
所の 今日の 日本の 地位であります る、 是に 其備 がな 
いと 云 ふことは 如何にも 殘念で あります、 何とかし 
て 今度の 內閣に 於 かれまして は 私は …： 決して 私 I 
人が 申卜 •げ るので はない、 « 業 家舉 つて 私と 同じ こ 
とを 言 ふので ございます、 どうぞ 何時までも 子供の 
如くに 打 ia つて fs かれまして はなり ませぬ、 又 眼 ii 

された 人は 子供で あるか 知れ ませぬ が、 併ながら 立 

肢 な 方々 も 御出でになります と 思 ふの C- あります、 

若し 立派な 方がなければ、 詰り 其 子供と して 十分に 

御 育て 下さいましたならば •今日の 戰 後の 綷營の 問 

題に 間に合 ふ 人が 幾ら も 出來て 居る かと 存ず るので 

ございます、 何とかして、 lit 精神を 咨れら れて少 く 

とも 本年より 重 もなる 所へ 御 配り 下さる と 云 ふこと 

が 必耍 であらう かと 存じます ので ハ. 建 耦霄 は 定めし 

御 繁忙で 居らせられます るから して、 まだ ffi! l ia は 

下さい ませぬ ものと 存じて 屛 ります が 故に 玆に皆 樣 

が、 次官 閣下 も 居られ ますれば、 局長 閣下 皆當 局の 

私共の 願 ふ 所の 方々 が 此に御 臨席に なつて 居ります 

之を 一々 御 勘 ひに 出ます と I 日、 二日、 三日では 及 

ばぬ ことであります から， 好い 時を 見付けました と 

思 ひまして 先程から 考 へまして 甚だ 失禮な ことで あ 

ります けれども •私の 熟 心の 餘り 失禮と 思 召さず 彼 

奴は 大分に 熟 心の 奴 だと 云 ふ 所から して 御 肢 上げ 下 

さいましたなら ば、 實に無 上の 光榮 のみならず 國家 

の繁榮 を 求める 基礎で ございます るから して、 どう 

ぞ此篛 ほ 何分 宜しく •…： 其方 法は です、 何れに 取つ 

て 下さいましても 宜しい のであります、 總て 思 « に 

依 つて 御 願を したい、 又 伺 ひま すれば 是も 必ず 必要 

であると 云 ふこと ほ 御 常 / Tlj の 方々 も 仰せられて 居ら 

れ るので あります •さうな れぱ何 故 御前が そんな こ 

とを if ふかと 云 ふ 御 話が あるか も 知れ ませぬ が、 是 | 

は 私の 唯 此へ 出席し まして 此 案を 見まして それから | 

巳む を 得ず 玆に® 見を 述へる と 云 ふやうな ことで あ j 


ります、 どうぞ K しく 御 諒承を 願 ひたう ございます 
是ほ 決して 質 間 ぢやな いのであります、 是は 全く 七 
重の 膝を 八重に 折つて 御 願 ひ 申 上げる のであります 
甚だ 御 無 禮を 致しました •どうぞ 本案は 委員長の 報 
传 通りに 依つ て 決せられむ ことを 願 ひます。 

〇 男 辟 阪谷 芳郞君 唯今 大ハ介 君の 御 話に なりました 
商務： M を {S いて M- ひたいと 云 ふ 希菌は 時局に 適した 
こと >考 へ まする が、 併ながら 大谷 君の 述べられた 
態度は 本員は 賛成いた しませぬ、 貴族院は 貴族院の 
攛 能を 以て 爲す べき ことを 爲せぱ 宜い 、何も 七重の 
腰を 八 ® に 折る 必要は ない、 併し 大谷 君が _事 に 御 
慣れに ならな かつた 爲で あると 考へ ますから、 其 御 
希 翠は本 員 情いた す、 旣に 英國の 如きは 戰 後に 
當 つて 數十 名の 商務官を 岈し たと 云 ふやうな ことで 
あります、 政府は 柑當に 考慮を せられて 本年度 豫# 
に 商務官の 設置を 御 入れになる が 宜しから うと 考へ 
ます、 で 本員が 政府に 一言 御 尋し たいのは、 今の 大 
谷 君の 希望と 云 ひ、 豫算娄 員 長から 述べられた 希望 
と 云 ひ、 希望は 表決に 付せられ ぬのが 例で あると 考 
へます が、 此希 望に 對 して 政府は 如何なる 意見を 有 
せられる か 一® 伺つて 置きたい。 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 諸君に 御 諮りを 致します 
が、 日程 第二ょり 第 六までは 一括して 間 題に 供して 
採決いた さう と考 へます •御 異議 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇鷇 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
豫 算案 全部、 原案に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 
起立 者  多數 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 過半数と 認めます、 全部 
可決せられ ました。 

〇们爵 柳 澤保惠 君 私は 議事の 進行に 關 して 一言し 

たいので あります、 最早 會期も 迫りまして 一週間の 

後に 閉會 になる 場合であります、 然るに 本 議會が 開 

かれまして 劈頭に 此蕻院 に 付せられ ました 所の 借地 

法案 •是は 今日まで 數回 の審諉 が あつたかと 何 ひま 

すけれ ども、 まだ 何等 御 決 誘を 伺 ひませ ぬ、 或は 兩 

三日 經つ たら 御 決 諮になる かも 知れぬ、 左樣な 場合 

には 衆 謎 院に參 りましても 梶 潰しになる かも 知れ ま 

せぬ、 本員は 委員に あらざる が 故に 速記 錄だ けを 以 

ては 十分に 分り ませぬ、 故に 玆に御 伺 ひ 申す のほ、- 

今日まで 數回審 諮を せられた やうでは あります が、 

何故に 長引いて 居られる のであります か、 委員 會の 


經過は 如何で あるので あります か、 經 過の 次第を 伺 
へば 或は 諒承す る 所が あらう と考へ ます けれども、 
唯今 日まで 何等 御報齿 がない 所を 以て 見る と、 妄に 
時日を 延ばして 梶頃 しにす ると 云 ふやうな 考へが あ 
るかと 云 ふこと も 浮ばぬ ではない のであります 、私 
は敢て 委員長に 御 願 ひ 申す ので (3: ありませ ぬが、 殊 
に委员 長は 二 三度 委員 會を 御闕席 であります から、 
强 ひて 委員長より 御 返事は 求め ませぬ けれども 去り 
ながら 大體に 付て 伺 ふこと が 出来れば 本員の 幸 ひと 
する 所であります •委員長に 於て 御 答が なされない 
と 云 ふこと であれば 副 委 M 長、 或は 他の 委員 中の 諸 
fl が 御 答 辯に なつても 宜しい のです、 又 今日 御 答 辯 
が 出来なければ 此 次の 會議の 開かれる 時に 伺つても 
宜しい のであります、 一 應是だ け 申して 置きます。 
0 侯 W 細 川 誇 立 君 旣に 委員に 付託され ましてから 
甚だ 長い間 此 法案を 持つて 居ります ことは 寶に遺 B: 
とする 所で ございます、 委員 會の 質疑 應答 に付き ま 
しては® は 八 回まで 速記 錄が出 て 居ります、 柳澤伯 
も 之を 御熟讀 のこと、 存じます、 而 して 其 内容 ほ 御 
承知で あらう と 存じます から 申 h げませ ぬ、 其 後に 
於ても 二 三回 ございまして、 質問は 簡よ 〇繁に 入り 
微 より、 細に 入りました が、 大 B: に 於て 八 回 迄の 速 
記錄 の大體 に 於て 同じと 御 承知に なつて 宜う ござい 
ます* 或る 委員の 質問 中の 言葉を 借りて 申 上げます 
れば 、此法 案は 法律と しては 間然す る 所がない やう 
であるが、 實際 問題に 付て 此解糙 と、 それから 新規 
に 之を 適用の 場合に 於て 疑義は ないかと 云 ふこと で 
ありまして、 それに 幻て 政府との 間に 質問 應答 中々 
是が 終結を 見ない やうな 次第であります、 未だ 討論 
に 入り ませぬ し K だ ifi 憾で あります が、 昨日 も 夜中 
まで やりたい と 思 ひました が 未だ 討論に 入り ませぬ 
而 して 討論が ありませ ぬから 私から して 委員 諸君の 
意見が 那邊 にある かと 云 ふこと を此 所で 申 上げる こ 
とは ! .1-1 來ませ ぬけれ ども •質問 應 答の 間に 於き まし 
て 委員 諸君より 申 述べられました こと、、 政府 委員 
の 答 辯と に 依つ て 推定いた します れぱ 、委員の 大體 
は此 法案は 法律と しては 間然す る 所がない やうで あ 
る けれども， 是が宵 際 間 題に 對 しまして 今日よりも 
果して 紛爭が 少くな るか、 或は 種々 豫 期せざる 闲難 
に is 遇しない かと 云 ふこと に 付て、 委員 諸君の 多數 
が 深甚の 考慮を せられて 居る やうに 存じます、 一言 
にして 之を 申します れぱ 、政府は 法律の 解釋に 於て 


疑義は ない と 信じて 居ります にも拘らず 委員の 多く 
は實際 問題を 考 慮 して、 其爲に 質問は 質問を 生じ、 
未だ 終局を 見ない と 云 ふ有樣 であります、 此後果 し 
て 如何に 相 成ります るかは 私の 敢て知 る 所では ござ 
いませぬ が、 是だ けを 御 答して 置きます、 尙ほ内 地 
に付きまして 御 質問が あ 〇 ますれば •何等の 用意 も 
ありませ ぬけれ ども， 多少 (3: 御 答し 得る こと、 思 ひ 
ます。 

〔高 橋 作 衞君發 一一 日の 許可を 求む〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 ®. 階 S はどう 云 ふこと で 
すか。 

0 高 橋作衞 君 唯今の 柳澤伯 から、 委員長からで な 
くても 委員からで 4 と 云 ふこと で ございました が委 
員 長の 報告に 違つ た 所があります から •ちよつ と 補 
ひを 致したい と 思 ひます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  宜しう ございます ..：： 宜 
しう ございま すと 申 上げた 積り でございます。 

〇 高 橋 作衞君 唯今 委 M 長の 御 報® に 依ります れば 
此 法律案は 法律と しては 完全の ものであるが 如くに 
仰せられた やうです が •少 くも 私 一人は 此法律 案は 
完金な ものとは 思つて 居り ませぬ、 從つ てま だ 質 間 
があります、 まだ 討 HI に 這 入らぬ 場合であります か 
ら意 見は 申 上け ませぬ が、 完全の ものと 思つて 思ら 
ぬ 者が 委員の 中に 在る と 云 ふ 事を 申 上け て 置きます 
〇頴長 t 公爵 德川家 達 君) 日程 第 七、 大麥小 麥及小 
麥粉 の i8 入税減 免に 關する 法律案 ■政府 提出， 衆 _ 
院 5S 付、 第一 讀 會の紹 、委員長 報告， 柳澤 伯爵。 
大麥 、小 麥及 小麥 粉の 輸入税 減免に 關 する 法律 
案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月 十七 日 

右 特別委 員 長 

伯 tfF 柳 澤保惠 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 柳澤保 惠岩演 壇に 登る〕 

〇 伯爵 柳 澤保惠 君御報 街を 中 上げます、 時間が 大 
分 移りました ので、 極めて 簡單に 申 上げます、 本案 
は 描か 一箇 條でご ざいまして、 御 承知の 如くに 「政 
府ハ當 分ノ內 勅令 ヲ以テ 期間 プ指 定シ 、大麥 小麥及 
小麥 粉/轍 入稅ヲ 低減 又 ハ 免除 スル コト ヲ 5 r 附則 
本 法 ハ 公布 ノ日ョ リ之ヲ 施行ス 」 是 だけであります 
是に 付て 委 M 會は 一回 開きまして 商ち に 可決いた し 
八 M 九 


大 麥小蔹 及小麥 粉の 輸入 稅減免 に睬 する 法律案 Ifi l ifi 會の紡 
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ました， « n 釕 〇 竹 間 は、 法 文に 關す る胜 、又 麥及 
麥 粉の！ 3 出入 ^ , 麥の内 地 生產額 、麥 及麥 粉の 翰 入 
怒 額， 將來の 見込と 云 ふやぅな ことに 付て、 質問 腿 
答を® ねました、 之を 詳しく述べます れぱ 時間を 要 
します から、 M て 省略いた します、 要するに 委 fl 會 
に於てほ全符|致を以て可決致しました、極めて簡 
W なる 立案で ございます るに 依つ て、 讀會 省略を 以 
て 可決 あらむ ことを 筘望 いたします、 尙ほ 詳細に 付 
て 御 K 問が ございま すれば， 私 lx 何時でも 御 答 辯い 
たす ことを 辭 しませぬ、 A 申 上げて S きます。 

0 子 脬靑木 信 光： S 閼會 省略に K 成。 

〇 子 Iff 八條睦 正 君 Sr? 會省 略に S 成。 

〇 子 ! 3 野 村益三 君 ® 成。 

〇 伯 辟 柳 原義 光君齊 成。 

〇 男 邯中 JII 興 長 君 la 會省略 に 锊 成。 

〇阪 木釤之 助君赞 成。 

〇 山脇玄 君资 成。 

0 石 瞍敏一 君 賛成。 

os fff 高木 兼 览舒熒 成。 

〇 子爵 井 k 匡四郞 起 锊 成。 

0 加 太邦遨 君齊 成。 

0 議長 (公 ti'F 德川家 達 君) 柳澤 伯爵の 讀會 省略の 動 

翳に 同葸の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0_ 長 (公® 徳川家 達哲) 三分の 二 以上と 認めます 

原案に 對 して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇菡 長 r~ 公爵 德川家 達 君) 御 ® 議な いと 認めます… 

… 本日は 大分 時間が 遲 れま したから、 日程 第 八、 第 

九、 第 十は 延期いた します •次の 議事 日程は 決定 次 

第 御 通知に 及びます、 本日は 是にて 散會。 

午後 囲 時 5S 十 5S 分散 窗 


〇 大正 八 年 三月 = 十日 (木曜日〕 

午前 九 時 十 E 分 開 11 

議事 B 程 第二 十一 號 

5  i  馨 I i、 付) 

第 II 執達吏の 手數料 及 立 替金增 額に 關する 法 

讓  Sill 付 ^ ilft « 

i 會 計 法中改 1 {Jg 院) 第 1 


第 四 S H IS 行 法 中 改正 法！； S 案 第 I 
讀盒  if 
第五 利息 制限 法 中 改正 法律案 院) 第一* 

響 蓋 || 長) I 、 

第 六 未成年者 飲 通 取 稀 法案 (線 懦院) 第 |讀 

露繽 ( 81 長) 

第 七 煙草 專寶法 中 改正 法律案 (線 織院) 第一 

讀會の 綾 ( 11 長) 

第八辯物消費税法中改正法律案(魏擺院)第 
I  _1( !! 長) 、 

第 九 H 業 原料 植物 研究所 設置に 開す る® 議案 

議 額 11 ) 會議( 8| 長) 

0 議長 c 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 報告. v 致させます 
C 河 井 書記官 朗讀〕 

一昨 十八 日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案 
は 即日 栽 可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知 
せり 

開墾 助成 法案 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 各特 
別會計 歳入歳出 豫 * 案 

豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 

臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第一 號) 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第一 號) 
豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 C 追 第一 號〕 

大麥 ■小麥 及小麥 粉の 轍 入税 減免に 關 する 法律 
案 

同日 衆議院ょり 左の 法律案を 提出せ り 

會計 法中改 JE 法律案 

農 X 銀行 法 中 改正 法律案 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

大正 六 年度 豫備金 支出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

外 六 件 特別委 員會 

委員長  石 井 省一郞 君 

副 委員長  中 鳥 永 元 君 

煙草專賣法中改正法律案外一件特別委負會 

委員長  侯爵 德川囫 順 君 

副 委員長  荒 井 賢 太 郎君 

同日 特別 委員長よ 〇 左の 報吿 書を 提出せ り 


煙 荩琢 S 法 中 改正 法律案 nl 決 報 苦 3 
搿物消 S 說法屮 改正 法律案 可決 報吿 al 
昨 十九 日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委 M 長 
の 氏名 左の 如し 

耕地 整码法 中 改正 法律案 外 一件 特別委 M 會 
委員長  男 Is. 武井守 正 君 
副 委員長  岡 田 良 平 君 
都市 計 迸 法案 外 一件 特別委 員會 

委員長  伯爵 松 木宗響 
副 委負長  古市 公威 君 
同日 特別 委員長ょ 〇 左の 報® B を 提出せ り 
道路 法案 可決 報吿 《 

時局の 影 S に 因る 地方税 制限 擴 張に 關する 法律 
案 可決 報吿書 

醫師法 中 改正 法律案 修 JH 報告書 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君： 一是ょ り會議 を 開きます、 
日程 第一、 執達吏 規則 中 改正 法 钳 案， 第二、 執達吏 
の 手 數料及 立 替金增 額に 關 する 法律案、 日程 第 I、 
第二の 法律案は、 同一 委員に 付託せられ ましたから 
委員長の 報吿は 一括して 御 異存 ございませぬ か。 

一 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德 111 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〔左の 報告書は 朗 讀を經 さる も參 照の ため 玆 
に e 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

執達吏 規則 中 改正 法 » 案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 木宗隆 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿— 

執達吏の 手 數料及 立 替金增 額に 關する 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八年三 月 十五 日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 木宗隆 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 松 木宗隆 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 松 木宗隆 君 唯今 議題に なりました る 執達吏 
規則 中 改正 法律案 外 一 件の 委員 會の經 過 並に 結果を 
御報吿 致します、 兩案 とも 至って 簡 K の 案で ありま 
する から •  ® 員 會に 於き ましては. 格別の 問答 もな く 
今日の 經濟狀 態に 於き まして 是 等の 射 給、 咐額 を爲 


すと 云 ふことは. 已むを fy VJ る ? Jf と ^ めまして、 ' § 
員 0 は全 & 1致を以て |« ちに "1 決に 〇1 成〇ましたこ 
とで ござい -i す、 唯 だ 一點 38 論 の 生じました ir .: - 
本案の 如き 司法 上の 羊 數料を 改正せ んとす るに ' > j :u: 
しく 法律を 以て 改む べき もので あつて、 然るに 之を 
助 令に II り 行政 上の 自由 裁 ^ t に 任す と ふ v- i' I キ ri 
0 當なら ざる かと 云 ふの 御 ^ ; I  •か 生じた ので ありま 
した、 是に對 しまして 政府 ^ il の 御 答 辯に 依ります 
れば 、木 案の 如き 委 fr: 立法の ? if 例は 夥多 ある ことで 
あつて、 政府は ? S も 之を is 反な りとは 思惟せ ざる 所 
であつて， のみならず 今 H の 如き 物 fM Eg iis の 相合 に 
當 りまして は、 § を得 す ^ 分の 間 法律を 以て K is 
限を 五 割と 決めて Ea いて、 あとは 勅令に 讓〇 、勅令 
を 以て 此範 間內に 於て 备 側の ^ を 佾率 すると 云 ふこ 
とほ 經濟狀 態の 變態 に對 して Rffi 急の 鹿 蹬 で、 已むを 
得ざる 所で あると 云 ふこと であ 〇 ました、 それ故に 
若 も 經濟狀 態が 安定を 得ぬ 場合には PJ び 法 钳に te つ 
て 之を 改めて 行く ■りで あると 云 ふ 御 答 辯で ありま 
した、 依つ て 政府の 此 言明を 信じて， 即ち 將來に 於 
ては 再び 法钳に 依る の 本則に 戾る ものと 見て •玆に 
寶 成を 表する と 云 ふ 御 ® C 見で 荇成を 表された 方が ご 
ざいました、 此 事を 申 上げて 匮 きます、 此段兩 案を 
朿 ねて 御 報吿申 上げます。 

0 翳 長 (公 擗 德川家 達 君〕 御異識 がなければ 委 M 長 
の 一括して 報告せられ ました 雨 案 共 束ねて K1 題に 供 
します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 辟 徳川家 達 君〕 兩 案の 第二 調 ir を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 公爵 德川家 達 君) 御異 翳ない と 認めます -〇 
0 伯爵 松 木 宗隆君 直ちに 第二 謂 會を 開かれむ こと 
を 希望いた します。 

〇 伯爵 萬 里 小路 通 房 君燹 成。 

〇 子爵 太 多 實方君 賛成。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 雨 案の 第二 譖會を 
開いて 御 異存 ござい. ませぬ か。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o _ 長 (公爵 德川家 達 君 5 御異 _ ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 兩案 全部を 問題に 供し ま 
す、 全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
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〇 議長 C 公 脬德川 家 達 君〕 御異顏 ない と 認めます。 
o il'l 爵松 木宗睦 君 ft ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 希 薙いた します。 

〇 子 ra 本多實 方君寶 成。 

〇 議 長 (公 辟 德川家 達 君) It ちに 兩 案の 第三 19 會 を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

C 「異議な し J と 呼ふ莕 あり〕 

0 議長-公爵 德川家 達 君) 御 異_な いと 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 兩案 とも 第二 li 會の決 議 
通りで 御 異存 •こざい ませぬ か。 

〔「 異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君」 御 興 黐ない と 認めます。 
〇 侯爵 花 山院親 家君 此際 日程を 一! 更せ られ まして 
15 師法 中改 JK 法律案、 第一 ii 會の續 を 開きたい と 云 

ふ 励議を 提出いた します。 

〇 北里柴 三郞封 寶 成。 

o_ 長 C 公搿德 川 家 達 君〕 翳 事 日程® E の 動 is に 御 

異存 ございませぬ か。 

〔 -1 異讁な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 公 擗德川 家 達 君〕 御 與議な いと 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是ょ 〇醫肺 法 中 改正 法律 

案、. 第一 讚 曾の ^ を 開きます、 委員長 報 吿 •花 山院 

侯爵 0 

醫肺法 中 改正 法律案 

右 別冊の 通 修正せ ote て 及 報吿候 也 

右 特別 委員長 

侯 群 花 山 院親家 

fi 族 院議 長 公 辟 德川家 達 殿 

へ 行間 空な きものは 特別委 員の ン 

广修正 ！ は 同 削除の 符號な り j 

闻師 法屮改 IH 法律案 

第 九临ノ 三 前二防二拐クル鈐炫ノ外邯市阪潑師 
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事項-一 關シテ ハ 勅令 ヲ以 .テ 之 ヲ定ム 
〔侯 辟 花 山院親 家君 演壇に 登る〕 

〇侯斿 花山院 親 家君 唯今 日程に 追加せられ ました 
醫肺法 中 改正 法律案の 委員 會の經 過 並に 結果を 御 報 
吿申上 げます 、此 委員 會は 去ん ぬる 十七 日、 十九 日 
兩 日開會 いたしまして、 政府 當 局の 說明を 煩は しま 
した* 委員ょりも 種々 質問を 試みました ので ござい 
ます、 本案の 趣旨を 簡閛に 申 上げ ますれば •此 改正 
は 二つ の 耍點が あるので あります、 其 一つは 醫肺會 
を强 制して 設置せ しむる、 斯う； K ふの が 一つで ござ 
います、 今一つは 醫師會 を 法人と すると 云 ふの が 一 
つで ございます •而 して 翳 事 lj 生の 發達 、促進 …… 
發 達‘ 改良を 促進す る 爲に官 民が 一致して 之を 實行 
すると 云 ふことは 勿論の ことでありまして、 其當事 
者た る 所の 醫 師に俟 つ ことが 甚だ 多い ので ございま 
す、 依つ て 翳 肺を して 必す醫 師會に 入會せ しむる、 
又 醫師會 に 法人 格を 與へて さう して 其 目的を 達せし 
むる、 斯う 云 ふの が 本案 提出の 理由であります、 是 
ょ〇委 員會 に 於き まする 質問の 主 もなる もの 二 三を 
御 紹介 申 上げます、 第一の 質問は 醫師會 と 云 ふ もの 
は 如何にして 設立せられ る ものである か 斯う 云 ふ 御 
質問が ございました •是は 郡 市區 翳師會 にあつ ては 
其會 員と なるべき 者が 五名 以上 創立 …… 設立 委員と 
なりまして 會 則を 定め 總會の _ 決を經 ると 斯う 云 ふ 
事が 一つで ございます、 又 設立 總會に 於き ましては 
設立 委員は 其 召集 並に 翳 事を 行 ふと 云 ふの が 一つで 
ございます、 又 一つ ほ 設立 總會に 於て は會 員と なる 
べき 莕が 半数 以上 出席を 得て 其 決議は 三分の 二 以上 
の 出席者の 數 ょり 多くなければ 決議を 行 ふ 事が 出来 
ぬ、 斯う 云 ふ 事に なつて 居る のであります、 是 等の 

方法に 依つて 郡市區 醫師會 と 云 ふ ものが 出来る と斯 

う 云 ふ 御 答 辯で ございました、 尙ほ道 府縣醫 師會は 

郡 市區醫 師會が 本と なりまして、 其會 則を 定めて 之 

を 總會の 決 蕺に 付す る、 さう して 其 承認を 經 ると 云 

ふので あります、 又 設立 總會に 於き まして ほ 郡市區 

醫肺會 は 其 召集 並に 翳 事を 行 ふこと と 云 ふこと であ 

ります、 尙ほ 道府縣 の醫師 會は 、醫肺 會の 設立 總會 

は ®' 員 會員 となるべき 者が 半數以 上 出席を し、 

又 其 決議は 三分の 二 以上の 數 より 多い ものを 以て 決 

誘を しなければ 効力がない、 斯う 云 ふやうな 方法に 

依つ て 醫師會 が 設立せられ るので あります、 又 第二 

の 質問は 診察料の ことであります、 此 改正案が 實施 


せられた 曉に 於き まして、 或は 物價 騰貴と か 云 ふや 
うな 口實の 下に 醫師會 で 診察料 並に 藥 價の價 額の 引 
上げを 行 ふと 云 ふ 決議を した 場合に 中產 階級 以下の 
者が 甚だ 闲る 、さう 云 ふ 場合には 何 か 取締の 方法は 
ないかと 云 ふ、 斯う 云 ふ 御 質問が ございました、 之 
に對 しまして 政府 當 局よりは 假令醫 師會に 於て 診察 
料、 藥價 等の 價額を 引上げても 府知事 若く は 地方 長 
官が 之に 認可を 與へな い 場合には、 それを 實行 する 
ことが 出來な いので あるから して 其 心配には 及ぷま 
い、 斯う 云 ふ 御 答 辯が ありました、 第三の 御 質問は 
窗 費 診療所の ことであります、 現在 實費 診療所と 云 
ふ ものは どの位 敷が あつて、 どう 云 ふ 風な 組織に な 
つて 居る かと 云 ふやうな 御尋が ありました， 之に 對 
しては 唯今 二つ の實費 診療所が ある さう であります 
其の 一つは 社剛 法人 組織に なつて 居りまして、 今一 
つは 或 者が 醫師を 傭 ふて さう して 貧民の 救療を 致し 
て 居る、 斯う 云 ふ ものが 一一 つ ある ばかりで あると 云 
ふ 御 答 辯で ございまして、 是 等に 此の 改正案が 實行 
せられたならば 其の 藥價 等に 影響を及ぼす ことは な 
いで あらう か、 斯う 云 ふ 御 質問に 對 しまして は當局 
に 於いて ほ藥價 並に 診察料 等 li 例へ ぱ藥價 に 於き ま 
しては 例へ ば 何錢 より 何錢 までの 間を 取る と « ふや 
うな 最低と 最高を 決める ので あるから、 其の 影響は 
實費 診療所 等には 及ばない だら う •斯う 云 ふ 御 答で 
ありました 今一つの 御 質問は 政府 當局は 施療を 將來 
も 獎勵せ らる X か 否かと 云 ふ 御 W 問で ありました. 
之れ に對 して洵 に 施療を 獎勵す ると 云 ふことは 勿 
論 御 rn-J 感で 甚だ 結構なる ことで ある、 當 局に 於いて 
ほ 訓令を 發 して さう して 十分に 之れ を睚勵 したいと 
云 ふ考で あると 云 ふ、 斯う 云 ふ 御 答が ありました、 
質問 も 大概 終りました ので •それから 意見に 移り 
ましたので あります、 委員の 一人より 此の 改正案に 
對 しまして 修正 說が 出た のであります、 それは 皆 さ 
まの 御手 許に 廻つ て 居る 通りでありまして、 第 九 
條ノ 三」 を 削除いた しました ことであります ■■從 つ 
て 「第 九條ノ 四」 が 「三」 となり、 「第 九條ノ 五」 
が 「四」 となり、 其 中の 「前 五條 ノ五 J が 「四」 と 
なる のであります、 而して 其 理由は 郡 m 區 醫師會 若 
くは 道府縣 醫師會 の、 現在 醫師 fr でない 者が、 どう 
云 ふ 者が fr 員になる か、 是は 「勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
j と 云 ふこと になつ て 居ります が、 即ち 醫事衞 生に 
關 して 特別に 經驗が あると か、 或は 學識の 深い 人と 


云 ふや 5 な 人が、 m 府縣醫 師會特 別會 員になる と 云 
ふこと が あるので あります、 それは 普通の 會 員と 多 
少與 つて 居ります けれども* 此 等の 會 員に 對 しては 
普通 會 員と 同じ やぅに 其 義務を 負は せる と S- ふこと 
は 適當 でないで あらぅ と 云 ふ 御意 見でありまして， 
委員 會に 於き ましては 全會 一致を 以て 此修正 案が 可 
決せられた ので ございます、 右 御 報告 申します。 

〔侯 K 花 山 院親家 君 發 言を 求む〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 花 山院 侯爵は …… 

0 侯爵 花 山院親 家君ち よつ と 一言 申 落しました の 

P … . 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 花山院 侯爵 d 
〇 侯爵 花 山院親 家君ち よつ と 一言 申 落しました が 
委員 會に 於て は 政府が 修正案に 御 同意に なりました 
右 落しました ので 一言 申します。 

〇篛長 C 公爵 德川家 達 君〕 本案の 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます" 

起立 者  多數 

0_長 0 <ム 爵德 11! 家 達 君〕 過半数と 認めます" 

0 男爵 高木 兼寬君 直ちに 第二 _會 を 開かれん こと 
を 希望いた します。 

0 男爵 石 黑忠蒽 君 賛成。 

0 議長 〔公爵 德川家 達 君〕 直ちに 本案の 第二 譖會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 & り〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 御妈 E ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 全部を 問題に 供し ます、 
全部 委員 會の 修正に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異_ なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 御異 S ない と SS めます。 
〇 男爵 高木 兼寬哲 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 希菌 いたします。 

〇 北 ffi 柴三郞 君 賛成。 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君) 直ちに 第三 is 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

f「 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0_ 長 C 公爵 德川家 達 君〕 第二 讀會の 決議 im りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異_な いと 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 日程 第三、 會計法 中 改正 
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法律？ T 衆 85 浣提 出、 第一 r&、 御 異遝が なければ 
本日 も通睇 文の 朗沒 ほ 省略いた します。 

〔「 異蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の 送付 文 及 玆案 ほ 朗 13 を經さ るも參 照の 
ため 玆に iK 錄す以 下 之に 傚 ふ〕 

旮 計 法 中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 71 绘付候 也 
大正 八 年 三月 十八 日 

衆錢 院謅 長大 岡 育造 
K 族院謎 長 公 1!? 德川家 達 殿 
涔 計 -ZJ: 中 改正 法律案 
會計法 中* ノ通 改正 ス 

第十七條屮「绾四备省物品會計計算戥」ヲ加フ 
〔® 務大 Irr 男 ^ 高 陷是沾 君演 is に 登る〕 

OW 務大 K  (男 防 高擗 是淸 君) 本案は 衆魏 院提 /15 の 

法律案で ございまして、 其 趣旨は 谷 省の 物品 會計計 

览迅 を f? 計 規則 中に 加へ やぅと 云 ふ 趣 窓であります 

政府に 於き ましては 其 趣旨は S 成を 致す ので ありま 

する が、 今日 Iff. ちに 是が法 律 となりましても、 是が 

K 行 h に 於き ましては 種々 の 準備が 必要と なり まし 

て、 又 機 關も備 へねば ならぬ、 で 直ちに 之を ® 行す 

る ことは W 難で ございます* n. 又 會計法 中に 於き ま 

しては 極々 の點に 於て 今日 改正を 加へ る ことの 必耍 

を 認めて 尻り ますので、 金 體に S つて 政府は 考 蹴 研 

究 中で ござります る •他日 會計法 の 改正を 企つ る 時 

に 於き まして ほ 本案の 趣旨を 考瞪の 中に 加へ る こと 

で ござります るが •直ちに 此法 案の 成立つ と 云 ふこ 

とに 付て は、 此際政 府は直 ちに 同意を 致し 兼ねる 次 

第であります から、 左_ 御了承を 願 ひます。 

0 議長 C 公 f# 德川家 達 君) 特別委 M の 氏名を W 記 官 

をして 朗讀 いたさせます。 

〔成 翻 ® fn 官朗 _〕 

會計法 中 改正 法 钳 案 特別委® 

侯 W 蜂須賀 正 韶君  男爵 外 松 孫 太 郎君 

男爵 小 早 川 四 RR 君  男爵 島津 久抨君 

男爵 藤 田 平 太 郎君  鍋 島 桂 次郞君 

杉田定 一君  岡本黎 吉君 

高 橋 源 次 郎君 

o _ 長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 四、 g ェ 銀行 法 中 

改 JH 法律案、 衆 譏 院送付 •第一 if 會 •高 隔大藏 大臣 

農 H 銀行 法 中 改正 法律案 

右 本院 提出 案 及 5S 付 候 也 
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大正 八 年 三月 十八 日 

衆議院 訝 長大 岡 育造 
fi 族 院蕺長 公 脬德川 家 達 殿 
S H 銀行 法 中 改正 法律案 
農 X 銀行 法 中 左 ノ通改 正ス 

第六條 第 . 7T 號中 「二十 人 以上」 ヲ 「十 人 以上」 M 
改ム 

第 十 彐條 貸付金 ノ年賦 ff{ 還-一 付キテ ハ 3T 箇年以 
內-- 於テ祸 题 年限 ヲ定ム ヘシ 但シ其 ノ 年限 間 ノ 
利子 ハ 此ノ限  一 I 在 ラス 

前項 ノ据 ® 年限 ハ 相手方 ノ希望 M 依 リ 之 ヲ定メ 

サル コト ヲ旧 'Kf 

第 十三 條ノニ 年賦 償還 期限 前 天災 事 變其ノ 仙 避 
クへ カラ サル 事故 ア- 'タル トキ ハ 五箇 年以內 二 
於 テ 更二据 置 年限 ヲ定ム ル コト ヲ得 
〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇阈 務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君) 此 農工 銀行 法 中 改正 
案 も 衆議院 提出で ございまして、 政府は 此 改正に 付 
きまして は 同意を 致した ので ござります から、 御賛 
成を 願 ひます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔長 谷川 書記官 朗 18〕 

農工 銀行 法 中 改正 法律案 特別委 員 
子爵 水 野 直 君  •子爵 片 洞 g 央君 
前 田正朽 君  男爵； i 川 厚 君 
男爵 中島 久萬吉 君  男爵 島津健 之 肋 君 
藤 田 四 郎君  鮫 島 武之助 君 
中 村 圓一郞 君 

〇識 長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第五、 利息 制限 法 中 

改正 法律案、 衆議院 提出、 第一 ra 會の續 、委員長 報 

吿= 

利息 制限 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 

大正 八 年 三月 十七 日 

右 特別委 員 副 委員長 

加 太邦憲 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔加 太 邦憲君 演壇に 登る〕 

0 加 太 邦憲君 利息 制限 法 中 改正 法律案に 付き まし 

て、 委員 會の經 過 並に 結果を 御 報告 申 上げます、 委 

員會 は兩回 開きまして 本案の 審翳を 致しました， 尙 


ほ SJ 多 御 H 間 も ございました •本案の 要旨を 申 上げ 
まする と-明治 十 年 以前に 惑ん に 高利の 金 £5 贷借と 
云 ふ ものが 行 {3: れ まして、 是を制 します る S に 明治 
十 年に 此 現行法 •か 頌布 になり ましたので あります、 
所が 今日 ほ 經濟狀 態が 變 つて參 りました に (-J- きまし 
て、 此時 に 7ri めら れた 制限 〇 利息では 高 過ぎる と 云 
ふこと で、 衆議院で 此利 息を 低減し やうと 云 ふこと 
に付きまして •吐 案が 出ました のであります、 さう 
して 衆議院を 通過して 本院に 差 廻し になつ たので あ 
ります、 其 低減の 方法 ほどう 云 ふ 風に する かと 中し 
ますと >  現 行 法の 第二 條に 利息の ことが 三 段に 定め 
てあります る、 それを 谷々 低く しやう-斯う 云 ふの 
てあります ちよつ と 之を 別けて EN します ると、 百 
圓 以下の 借金に 付きまして は 一年 二 十 圆の 利息、 即 
ち 二 制の 利息と 斯う 云 ふやう に 定めて あります のを 
十五 圓に 引下げました •是が 第一であります、 それ 
から 第二は 百 圓以上 千 |«1 以下に 付きまして は 十五 11 
即ち 一割 五分に 定めて ありました ものを 十二 圓に引 
下げ やう、 千 圓以 上に 付きまして は 十二 圓 即 ち 一割 
二分、 斯うな つて 居ります るのを 十圓に 引下げ やう 
斯う 云 ふ 三 段に なつて 居ります る 案に 對 して 谷々 低 
減を しやう、 斯う 云 ふの が 衆議院の 案で ございまし 
て、 それで 此 利息を 下げる と 云 ふこと が 至當で ある 
か； ? f かと 云 ふこと に付きまして は 經濟狀 態に 關 係の 
あります る ことであります から、 經濟狀 態の 今日 如 
何に 變更 して 居る かと 云 ふこと を 調査いた しまして 
此 可否を 定める より 外は ない のであります、 それに 
付きまして 質問が ありまして 大藏 或は 櫻 商務 等に 於 
きまして、 何 か 具體 的に 調査した ものが あるなら ば 
それを 聞きたい と 云 ふこと でありました、 大藏當 局 
の 答に 明治 十 年からの 調査と 云 ふのは ございませぬ 
明治 十九 年から 大正 五 年までの 間の 調査は /!'. 来て 居 
つて， 之に 付て 統計が 収つて あると 云 ふこと で* 其 
調の點 を 示されました、 それは どう 云ふ狀 態に なつ 
て 居る かと 申します ると 十九 年は 餘ほ ど是は 利息が 
高かつた 年で ございます、 十九 年から « 々に 下り ま 
して 大正 五 年までには 經濟狀 態に 通れて 大層 利息 ほ 
下つ たのであります、 十九 年 即ち 其 年間に 於き まし 
て 一番 高い 所の 利息が 一割 八 分、 百 圓の 借金に 付き 
まして 一年 一割 八 分 斯う 云 ふこと になつ て 居ります 
其 一割 八 分と 云 ふことは ，どの位の 金高の 借貸に 付 
て 調べた かと 申し ま - J- ると， 別段 其區 別な しに 大き 


い 小い も •つきく るめ て 調 ^ し、 其. デ . li o 找纣で 9< 
りました 结果 であります、 それが！ g セ 下り まし C.K 
正 四 年.： ；/ 1: 年. tt 附年に 於き ましては i ;f;*i l v> 强、 
斯う 云 ふ 風に 下りました のであります ノさ う i;* ふ 状 
態であります るから、 大菘常 局に 於き ましては W に 
衆逛院 の 案 {X 至當な る 下げ 方で あ. しから ど T ぞ .: !: •« 
が 行 ほれる ことを 希 ra する •期* r 云 ふ M に是“ ： .._ され 
た 次第であります、 それから 一つ茲 に 問が ありまし 
て •或は 此法钳 は 徒 法に is する 〇 ではない か、 初め 
ほ 効 119 が あつても 今日は まるで 適用され ぬ. もう - 
や} f 用の 法 at であるでは あるまい か、 さう であるな 
らば 今 R 法蚶を 改めて 利息を 制限す る や 5 な ことを 
したりな どす る必耍 もない やうに . P*, ほれる •か、 どう 
云 ふ もので あらう か、 司法 常 局の 答に、 此法 fli は K 
利を 制します に ほ 餘程な 効能が あつて、 1st 法 饼があ 
る爲に 高い 約束 ほしない と 云 ふ W きになつ て來 て、 
尤も 此法 律に 於て 高利 1¥ を 制する と 云 ふ 課で ないか 
ら ，是で 高利の K 借が 無くなる ものでは ない が、 lit 
法律が あるに 付て 高い 約 iii をして 利息の 請求を す 〇 
ことが 出来ない と 云 ふので あるから 大に 効能が ある 
尚 ほ 今 H も 効能が. あるので あるから、 それを 今 m の 
經 ^ 狀 辟に 合 ii して 相 常 に；： r> 下げを すると fK ふこと 
は 結構な C とで あるから 、どうか さう 云 ふこと にな 
りたい* 斯う 云 ふこと で ございました、 そこで 然ら 
ぱ此 高利 貸の 事件に 付て_ 判 所の 件數と 云 ふ ものは 
どの位 是まで あ'  つたら うかと 云 ふ御靜 も ありました 
然る 所 裁判所の 件數と 一 K ふ ものは 一 件 もない、 又； 
件 もない 課で ある >商 利を 請求しても 裁判所では 法 
» が 出来た から 収れ ませぬ から、 約朿は 高利に して 
@ いても 裁判所に 請求す るに 至つ ては 法律の 制限 以 
上には 請求し ないから、 裁判所に 訴訟の 起される 4 
のほ一つも件數がない、一つも件微がないけれども 
法 m の 効能は 犬に あつたので ある、 尙ほ又 問に 利息 
を 下げ ますれば 金を 貸す 方の 入の 不利になる から 或 
は是が 爲に 金を 贷 して 挺れ ない、 借りたい 人の 爲の 
融通を 止める のでは あるまい かと 云 ふ 問が ありまし 
たが、 決して 其 利息の 底 下の 度が 不相當 でない から 
には 是 等の 爲に 融通の 妨げを すると； »: ふことは 決し 
てない •> 斯う 云 ふ 答で ありました 、終りに 委員 外 か 
ら一つ の 問が ありました、 此法 律の 行は れて 居る ' 1' 
間に 就て、 即ち 現行法が 行は れて 居る 中間に 於て 此 
改正案が 行 はれる となつ た 時に、 其 施行され た 日 か 
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ら後 にどう 云 ふ 利息になる か、 ちよつ と實 例で 申し 
ますと、 二月から 四月までの 三简 月の 約朿で 金を 借 
りた、 さう しました 所が 四月 一 m から 改正 法が 實行 
された、 さうな つた 時に 四月 一日から に 付て は 現行 
法の 利息を 拂ふ のか 或は 改正 法の 利息を 拂ふ のか、 
司法 常 局の 答に 是は 二月の 約朿の 時の 利息を 拂ふの 
である、 然らぱ 其 事は 施行 法を 設けて 施行 勝 例を 設 
けて、 之に 其 事を 記載せ ぬでは ならないで ないか、 
別に 改正案に 施行の ことは 書いて ないから、 さう 云 
ふ 間が 出 ま 一 たのであります、 當 局の 答には、 それ 
は 無用で ある、 若し 四月 1H から 後は 改正 規則に 依 
ると 云 ふこと であるなら ば 其 事を 書かぬ. ではならぬ 
けれども、 二 月に 約束した のに 遡つ て， 此 改正案が 
制する のでない から •然る 以上は 別段 何も 書く に 及 

ばない， 斯う 云 ふこと で 他の 例を 引き、 明治 四十 四 

年に 改正に なつた 商法の 規則な どを 引いて 決して 何 

も ® くに 及ばない ので ある、 即ち 何も 書かなければ 

二 月に 約朿 した 通りで 四月 末まで 行は れる •又 それ 

で TC い fa りで あるから 何も 書く 必要 ほない、 斯う 云 

ふ 答で ありました、 其 他 小な 問は ありました けれど 

も 別段 御 紹介す る だけの もの も ございませぬ、 それ 

で委 floa は 別段 |?6 論 もな しに 明治 十 年の 此法钳 改正 

案と 2< ふ ものを， 衆議院から 出ました 通り、 一の 變 

更も なしに 可決いた しました、 さう 云 ふ 次第で あり 

ますから ■{!!: しく 御 较成 を fn] ぎます  >  尙 ほ 本案は® 

斟 明瞭であります るし •政府 も 全然 同意に なり まし 

たのであります から 請 a- を %' 略して 御燹成 あらむ こ 

とを 希 S! いたします。 

〇 伯 辟 斑 fil 小路 通 房れ？ S 會省略 S 成。 

〇子鹊 秋 月 M 英® 资 成。 

〇子挝 作 東祐弘 君 饺 成り 

0 子邯池 田 政 時 君 抒 成“ 

0 子 K V: 極 rfo 糊 君 荇成 U 

〇 子 W 前 田利定 君 资 成。 

0 子爵 片桐頁 央君锊 成。 

0 子酹本 多 實方君 賛成。 

〇淺田 德則君 |0 

0 子 W 堤 雄 長 矜 S. 

〇 子 13 豊岡 圭資君 寶 成。 

〇 子爵 并上 匡 ra 郎君 燹 成。 

0 子 辟 限 M 闸沿 賛成。 

〇 山 脇 玄射寶 成。 

未成年者 飲 網 取締法 案 


〇 平 山 成 信 君 ^ 成 I 
0 子爵 靑木信 光 君 賛成。 

0 男 S 內 田正敏 君 賛成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 加 太 君の 讀會 省略の 動議 
に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0_ 長 C 公爵 德川家 達 君) 三分の 二 以上と 認めます 
原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

0 議長 (公 P 德川家 達 君〕 御異 翳ない と 認めます。 
〇謅 長 C 公爵 德 川 家 達 君) 第 六、 未成年 著 飲酒 取締 
法案、 衆議院 提出 •第 i ifi 會の續 、委 M 長報吿 •小 
笠 原 伯 辟" 

未成年者 飲酒 収締 法案 

右 否決す へき ものな りと ■決せり 法て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三月 十七 日 

右 特別 委員長 

伯擗小 笠 原 長 幹 
贵族 院議 長 公爵德 川 家 達 殿 
〔伯爵 小 笠 原 長 幹 君演樓 に 登る L-J 
0 伯爵 小 笠 原 長 幹 君 委員 # に 御託し に 相 成り まし 
た 未成年者 飲酒 取締法 案の經 過と 結果と を 保く 簡單 
に 御報吿 いたします、 本案は 未成年者の 飲酒を 禁止 
しやう とする 法案であります、 それで 政府 委員の 意 
見は、 本案の 趣意に 習 成す ると 云 ふこと であり まし 
た、 從來の 案は 不徹底な 點も あつたが、 本案は 多少 
改正され て ある ばかりでなく、 時勢 上収締 の 必要が 
ある ものである、 さう して 飲酒は 多く 家の 內で 行は 
れ るので あるから、 其収締 も 困難では あるけれ ども 
併し 室外に 於て、 例へ ば 花見の 場所と か、 さう 云 ふ 

場所で 未成年者が 飲酒を して 居る のを 目擊 しながら 

之に 取締法の ない と 云 ふ ふこと ほ 甚だ 不都合 だと 思 

はれる、 それは 風紀を 害する ものである、 であるか 

ら取締 上 賛意を 表する と 云 ふこと でありました* 委 

員の 中から 一二 質 間 も ございました が， 結局 委負中 

の 一人の 賛成者が あつたの みで 本案は 否決され まし 

た •之を 以て 報吿を 終ります。 

〔山 脇 玄君發 言の 許 nr を 求む〕 

〇 議長 (公 ffif 德川家 達 君〕 山 脇 君は 御 質問です か。 

0 山 脇 玄君私 ほ 此案を 成立た せたいと 思 ふ" 

o_ 長 C 公爵 德川家 達 君) 通吿 がご ざいます から 其 

後で 願 ひます、 江 原素 六 君。 


〔江 原素 六 君： ilit 壇に 登る】 

〇 江 原素 六 君 私は 絶えず 鐵道 或は 電車な どの 便利 
のない 村落へ 參 りまして、 常に 講演な どを 致して 居 
るので す、 而 して 村落の 有樣を 見ます ると， -1- 年此 
方 殆ど 進步 して 居り ませぬ のです、 道路と 云は ず、 
橋梁と 云は ず、 家屋と 云は ず 殆ど 進步 して 居り ませ 
ぬ、 就中 學校な どは 大切な 辟關で あるに 拘ら ず、 何 
所の 小 學校も 都會の 外は 殆ど 改築を せねば ならぬ の 
に、 壊れた 儘で あると 云 ふやうな 有樣 であります、 
就中 增築と 云 ふこと が 迫つ て 居る に 拘らず それを も 
著 手す る ことが 出来 ませぬ のです、 而 して 一方は 米 
倒が 高い、 勞銀が 高くな つたと 云 ふので、 大層 盛ん 
になつ て 居る やうな 外 ® がご ざり ます‘ 其 一例と し 
ては， 或は 欧食店 或は 吳服 店， 或は S 娼妓の 如きは 
幾ら あつても 足りない、 成る 程® か 千 戶 位の 所の 小 
さな 都會で も 藝妓な どは 三日 も 四日 も 前から 言 iA ま 
なけれ ぱ聘 する ことが 出来ない、 急行列車の 寢臺を 
買 ふやう に 前金で 買は なけれ ぱなら ぬと 云 ふやうな 
有樣で あると 云 ふことは 事 實 であるので す、 併な が 
ら それは 皆勞働 莕が得 た 金を 悉く 飲食に 使つ て 仕舞 
ふので す， それ故に さう 云 ふ 方 •曲 ix 立派で ございま 
すけれ ども， 勞働 者の懷 中と 云 ふ ものには 殆ど 貯金 
がない のであります、 ® めて 憐れな ものであるので 
す、 それは 何 所から さう する かと 云 ふと、 多くは 飲 
酒で あるので、 酒を 飲みまして それから 惡い 遊を し 
ます、 併せて 又 賭博に も 這 入る のです、 靑年が 眯邱 
に 耽る 有樣は 非常な 今 速力を 以て 進んで 居る のです 
田舎の 小な 店に 博徒の 親分 ほ 腰を 掛けて 待つ て 居り 
ます、 さう して 德 利を 持つ て 居ります、 靑 年を 呼 込 
む、 呼んで 一杯 飲めと 言 ひます、 厭 だと 言 ふと 何故 
厭' たと 言 ふて 恐ろしい 顏を します* 怖がつて 一 杯 飲 
みます、 さう すると 其 晚に二 圓位な 酒代を 収 りに 行 
くので す •怖い顔を する、 慄へて 居る、 今日は til 來 
ない と 言 ふと •今日は 出來 なくても 宜 いと 云 ふ. 其 
次に 往来で 逢 ふと、 怖い と 思 ふて 居る-こ， にこ < 
してち よつ こり 來 いと 言つ て 又 酒を gx まします •さ 
う 云 ふ 風に して 靑年を 子分に 段々 と 引 込む 所の 手際 
と 云 ふ ものは 凄まじい 手腕を 振つ て 居る のです •そ 
れで あります. から、 或縣の 如きは 昨年の 一月に 靑年 
會が 新年 大會 をして 居る 時に* 其 大會の 記念と して 
悉くの 人が 賭！ g をして 全部 拘留され て 仕舞つ た •さ 
う 云 ふやうな 所 も ございます のです、 畢竟す るに 皆 


酒と 云 ふ ものが 一の媒 ちとな つて 或は 賭 陴に這 入る 
者 も あれば、 或は 娼妓に 戲む る、 者 も あると 云ふ鐸 
で ございまして 澤山這 人り ました 金は 殆ど さう 云 ふ 
方面に 消えて 仕舞 ふので す •近頃 敎育問 題で 或は 中 
學の敎 育は どうす る、 或は 小學 校の 敎育は どうす る 
侍 遇を どうす る、 一 も 二 もな く 政府 ばかりに 責任を 
負は して 居ります けれども、 吾々 自ら 吾々 の 子弟の 
爲に は ® 策せ ねばな 〇 ませぬ けれども、 さう 云 ふや 
うな 餘裕は 地方には ちつと もない のであります、 そ 
れ 故に 此未 丁年者 時代から 酒と 云 ふ 4 のは 惡 いと 云 
ふ 事を 知らせます、 或は 縦 令収締 が 面倒で も 或は 不 
行屆で も國 家と 云 ふ ものが 未丁年 者に 酒を 飲ませる 
ことは 惡 いと 云 ふこと を ii 定 します れぱ 、或は 父兄 
一 に 於き まして、 或は 學 校の 敎師其 他が 矢張り 國 法の 
實現 を筘 望して 居る 者は敢 て 警察官の 取締を 要せず 
して 幾分 か 此方 面に 意を 用 ひる ことは 明で あるので 
す、 殊に 未丁年 者 時代に 酒を 飲みます 習慣は どうし 
、て も脫 けない ものであるので す， 成年に なつて 飲 /J5 
j した 酒は 駆々 廢 f ことが 出 來ま すけれ ども、 未 丁 华 
者 時代に 始めました 酒は 容易に 止められない ものと 
| 見えます •私は 長らくの 間屮 等敎 育の 世話を して 居 
りました •或る - >v. 派な 家庭の 申 分の なき 良き 子で あ 
りました が、 小さい 中に 家庭で 酒を 飲みまして、 少 
しづ、 寢際に 飲まなければ 寢られ ませぬ、 けれども 
塾の ことであります から、 P をす る こと も 何も W 來 
ませぬ、 正宗の @ を 買つて 懐に 入れて 置きまして‘ 
さう して 少しづ 、寢際 に 少しづつ 嘗める のです、 併 
し 成 緩は 極めて 宜しい のです* 斯の 如くして 居る 中 
に 高等 學校も 挺 等で 卒業を 爲し ■大學 へ 這 人つて® 
然として 血を 吐いて 死んで 仕舞つ たのであります _ 
其 他此酒 の® に禍 を BI むる 渚が どの位 だか 分り ませ 
ぬ' か、 それ 等の ことは 姑く 措いて 此勞® 階級が 酒に 
醉ふと 云 ふことは 此位悲 ® な ものは ございませぬ， 
何故なら ば 能率が 非常に 減る ものです、 前夜 疲れて 
酒を 飲んで 眠を 貪つ た 者と、 酒を 飲まないで 翌日 起 
きた 者とは 働 刀に 於て 非常に 違 ふ ものです、 植木屋 
にしましても 、大工に しましても •此寢 酒を 飲む 者 
と、 飲まない 者との 能率は 非常に 違 ふ ものです、 能 
率の 違 ふと 云 ふことは …… 能率の 進 步と云 ふことは 
矢張り 社會の 利益と なる のです •酒を 止めます ると 
大層に 其 人の 趣味が 變 ります、 先づ勞 _ 社會の 者が 
酒を 止める と 必ず 貯金を する に 決つ て 居ります •酒 
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未 rs 年 者 伐 |?>1 驭 琦法案 lg; l l'f! lf/ の： I1;? 

を 飲んで 居る 時は 始終 金が 足りない ものです、 唯 酒 
の 爲に のみ 汲々 として 心配を しまして •何等の 趣味 
も •こざい ませぬ が、 酒を 止める と 其 K 對に貯 金を す 
る ものであります、 私が 昨年 群馬縣 へ 行つ て 禁酒 演 
說を しましたら、 髮結朿 の 下 利から 手紙を 寄越した 
是まで ほ 幾ら « つても 足りな かつた が •禁酒を して 
から 少しづ 、餘 つたから 貯金を 始めた が、 非常に 面 
白い ので 十 何 KI とか (1 か 三月の 間に 金が 出 來たと 言 
つて禮 狀を 寄越した のであります、 其證據 ほ 露！ 一の 
狀况で 能く 分つ たのであります、 今 ほどうな つて 居 
るか 知れ ませぬ が、 千 九； 3十 四 年の 八月 半 頃 確か 一一 
•H 二 日と 記憶して 居ります、 露國ほ 全 國に對 しまし 
て 禁酒 令を 發布 しました、 而して 其の 發布 しました 

翌年に 及び、 即ち 滿 一年の 間に 勞働 階級の 貯金が 殖 

えた ことは 大した ものであるので す、 御 案内の 通り 

露 國の貯 金 13; 大抵 百億 留を出 たり ^ I 込んだり して 居 

りました が、 此 禁酒 令 發 布の 後が 戰爭で 物價が 非常 

に 上つ たに も拘ら ず、 大藏 省の 報 B- を |« んで ：… 報 

吿に 在つ たのが 新聞に 出て 居りました， 確か 「ァド 

ヴァー タィ ザ—」 と 思つ て 居ります. それが 翌年に 

二 百 十三 億 四千 七 百 留にな つて 居ります、 一年の 間 

に 倍 以上の 國 民の 富が 增した ので あるので す， 啻に 

露國ば かりでは ございませぬ、 私が 大正 二 年に 亞米 

利 加へ 參 りまして、 彼方此方の 村落を 步 きました が 

「リビングストン」 と 云 ふ 可な りの 都會の 脇に 小さ 

な 町が あります、 其 町が 敎會に 依りまして 「ドラィ 

タウン」 となつ たのであります、 捫を 一切 賣る こと 

を 禁ずる 町に なり まし， た、 さう すると 其方 面に 居り 

まする 日本の 勞働 者が 是まで 日本銀行を 通して 本國 

へ绘る 金が 九 萬 圓位で ございました が、 翌年には 一一 

十一 萬圓 になつ たと 云 ふこと を， 「サン フランシス 

コ」 の 日本銀行の 支店 員から 聞いた ことがある ので 

す、 今日は 非常に 發展 して 勞働 者は 賃銀が 高く  •米 

は 高いで あります から. ちょつ と 見た所では 吳服屋 

或は 飲食店は 立派な やうで ござります けれども、 其 

H それを 酒の 爲に 皆無 意味に 使つ て 仕舞 ふので す、 

其 結果と して 若い者の 風俗、 或は 女の 風俗 •共に 依 

然として 改まらない のであります-併ながら 或 ほ 縣 

知事、 或は 郡長 •郡視 擧はな か < 敏腕家で ありま 

する けれども、 是等ほ 多くは 旅烏と 云 ふと 無 |§ な 言 

葉であります けれども、 永く は 居ない のであります 

十 年、 十 ？ fi: 年 一つ 所で 國 家の 爲に 意を 用 ひて 改善 策 


を 執らう と 思 つても ：：： 先づ前 からの 比例を して 考 
へて 居る 眼から 見ます ると、 風俗 や 或 は 富の 遲 々た 
る こと 13: ®! 息に 堪へ ない のであります、 外から 來て 
赴任され たる 所の 郡長 や、 或は 縣 の屬官 には 前の 事 
ほ 分り ませぬ から •大層 滿 足して 居る かも 知 n ませ 
ぬけれ ども、 私の やうに 永く 土 著を して 絕えず 貧民 
の 友と なつて 居る 者の 眼から 見ます ると 甚だ J1 憾に 
思 ふので あります •獨 逸の 如き •或は 英國の 如き， 
或は 皇帝、 或は 大臣な ど X 云 ふ 者は 6il 々禁酒の 必要 
なること を 仰せられる のです、 即ち 先帝 …… 獨 逸の 
先帝では なく 今の 「ヵイ ザル」、 「ヵイ ザル」 など 
が 海軍の 士官候補生の 卒業式、 或は 陸軍 士官の 卒業 
式な どに 於て 必ず 軍人と 云 ふ 者は 禁酒が 必要で ある 
と 云 ふやうな、 詔の 出ない ことは なかつ たやう に 記 
憶して 居ります  >  御 承知の 通りに 英國の 皇帝が r o 
イド、 ヂョ ーヂ」 に 向つ て 仰せられた 言葉に も、 お 
前が 主張す る 所の 禁酒は 極めて 必要で ある、 我が 皇 
室に 於て は 是 より 酒を 飮 むこと を 止める と 云 ふこと 
で、 今は 總 て宮樣 初め 皇族の 人は 家庭で 酒を 飲む こ 
とは 止められた のであります、 露國は 今日 あの 通り 
紊亂で あります から、 元の通り 酒を 盛んに 造る こと 
かと 思 ひました が、 さう ではない* 或は 「ヶレン ス 
キ ij にしても、 或は 「レ ー ニン」 にしても 極めて 
破壊主義の やうであります が、 露國が 禁酒に 依つ て 
得た る 好結果と 云 ふ ものは 實 際上沒 却すべからざる 
ものと 見えまして、 反對に 元の通り 酒を 造る ことは 
しない やうであります、 併せて 人民の 酒を 飲む こと 
は 良くない と 思つ て 居る 所から、 近頃 日本の 軍隊 慰 
問であります か、 或は 陸軍の 酒保であります か， 澤 

山 日本の ? ra を 持つて行 つて、 さう して 西 比利亞 地方 

の 露 民に 賢 付ける、 誠に 困る と 言つ て、 公然の 抗議 

であります か >  或ほ 哀願 的の 要求であります か •近 

頃日 本の 政府に 向つ て 多數の 酒を 輸入す る ことを 止 

して 1« ひたいと 云 ふこと を 申出た と 云 ふこと が、 矢 

張り 『アド ヴアー タイ ザ ー」 の雜 報に 在つた やうに 

記憶す るので あります、 勿論 露 國と云 ふ國は あの 通 

りな 元からの 狀 態であります から、 非常に 酒を 飲む 

ことの 薪し い國 であります-それが 爲め 失火の 多い 

こと、 或は 瘋癲 病人の 多い こと •或は* 察 事故の 多 

いこと、 併せて 病人の 多い こと， 先づ 名物で ありま 

す、 然るに 失火は 禁酒 令發布 以来、 一年の 間に 十分 

の 九 失火の 數が減 つたので あります" 或は 瘋癲 病人 


の發作 も 同く 千分の 二位 ありました が •六 千分の 一 
と 云 ふ 風に 減つ たこと が 統計に ,' ii て PT る やうで あり 
ます、 兎にも角にも 此多數 の勞磡 社 會が 此饮酒 と 云 
ふ 趣味を S へて， 缒康を 勿論 進めて さう して 是等の 
人の 能率と 云 ふ ものを 萵く すると- K ふこと ほ、 彼等 
の爲 にも 幸福であります し、 諸君の 如く 多數の 職工 
を 始終 御 使 ひ 遊ばす 所の 家庭の 御 方に 於き ましても 
職人 其 他勞働 者 社 ir の 能率の 進步 する ことほ 矢張り 
決して 吾々 の 損で ほな からう と 思 ひます， ft 族 K に 
於て 斯う 云 ふ 小さな 間 題を 可決す る 事は と 云 ふやう 
な 思 召の ある 御 万 も ありませ うが、 それ も 私は® 敬 
する 議論と して 拜贈 します るが、 併し 獨 逸の 斯の如 
く强い 、英國 の 斯の如 く 確 實で あると 云 ふ國で すら 
矢張り 皇帝 自ら 禁酒の 必要を 國民に 折に 觸れ 時に魃 
じて 話を なさる のであります るから、 吾々 rll 技の 經 
營 としては 歐 米に 一步 も遲れ を K らな いやう に、 或 
は國 K の 趣味の 改善に 於て 或は 富の 力に 於て 益々 意 
を 用 ひねば ならぬ もので あらう と 思 ふので す、 故に 
折角の 委員 會の決 _ に反對 する ことは 私と して 甚だ 
遺憾であります るが、 多數國 民の 基礎と なる 所の 勞 
働 階級の 人を して 酒と 云 ふ もの、 趣味を 他の 方面に 
向く る ことほ 極めて 彼我の 幸福になります るが 故に 
願く ば どうぞ 此 衆議院の 提出の 案に 御 賛成を 願 ひた 
う 思 ひまして 一言 御 淸聽 を® はした 所以で ございま 
す。 

〇 山脇玄君極く簡頌でございますから自席で述べ 
て 宜しう ございます か。 

〇 諮 長 C 公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます。 

〇 山 脇 玄君私 も 江 原 君 同樣 !''!•. 案 ix 成るべく 通過を 
いたしたい と 云 ふ考 であります、 酒と 云 ふことは* 
「サカ H ル」 と 云 ふ 字が 詰まつて 酒と なつた と 云 ふ 
こと (X 國學 者から 聞きました、 それであります から 
目出度い、 成 ほど 一杯 傾けまして 氣分が 善くなる と 
云 ふと 何となく 愉快な 感じが する ものでありまして 
私 も 元來酒 を 用 ひます る ものであります， 併ながら 
是は 飲んだ 其 心 持を 云 ふので ありまして 其 結果 ほ 如 
何で ありませ うか、 それは 此節 段々 科學が 盛んにな 
りまして、 社會の 三大 害毒は 結核、 花柳病、 「ァル 
コ ー ル」 中*、 是は社 會の三 大病 毒と なつて 居る と 
云 ふこと であります、 而 して 其 「アル n 丨ル」 中毒 
と 云 ふ ものは 本人 自身に® 害を 與へ るぱ かりで ない 
子々 孫々 にまで 其 害を 傳へ ると 云 ふこと を 聞き まし 


_  ベ 三 四 

ては どうも 硪康せ ざるを 得ない 〇 であります、 唯今 
江 原 君の 言 ほる、 やうに 勞锄 階級の 能率を 減退す る 
と 云 ふこと ほ 是ほ もう 明な 事 實で ありまして* それ 
であります から 江 原 君の 言は 71 る やうに® 爭中は 8 
西亞は 「ゥォッヵ， I の 取 53 を 嵌して 六 (a に 15 い收人 
を 減じて 居る、 英 N ほ 今 言は れたや うに 蛊室が 闻範 
を！： 民に 示し 「アル コ— ル」 欣料 水の 製造 時間を： 3(: 
時間に 限 〇、佛阐西は「アブサン.| (0 85 以を禁じて 
其 原料を 社 絕し 、二 割 3}; 分 以上 C 「 r A n — ;l J を 
含んだ 飲料水を 阪钗す る 時分には 政府 〇 許 nr を 要す 
る、 其 他亞米 利 -i'li の 如き ほもう 本年の 七月から 企 31 
禁酒を すると 云 ふやうな lit 界の 有 IS であります •我 
國ほど うで あるかと 云 ふに 成る ほど 「ア 4  n 丨 ル」 
の爲に费す所の國民の费用はざつと五低 «1 位で 5> 0 
ますが、 外 國の费 す 金と 云 ふ ものは 十數恺 であつて 
即ち 「アル コ 1 >L 」 の 爲に國 K が 费 して 居る それに 
比します と我國 ほ まだ 少 いのであります けれども、 
今日 ほ 如何で あり ませう、 此 米の 殺 勝に 苦んで 居る 
では ありませ ぬか‘ 其 米を 以て 其 害毒た る 所の 爵液 
を 製 is すると S: ふ 事は 非常な 娃は不 合 利で あらう 也 
考へ る、 それであります から、 私共は 未成年 索の み 
ならず 成年者 も擧 つて 酒を 禁ずる と 云 ふこと IX 此際 
最も 必要で、 最も 國 民の R 行すべき S であらう と 思 
ひます、 それであります から 少なくとも lit 未成年者 
に對 して 禁酒 令を 發 すると 云 ふことは 非常な 必要な 
ことで、 之が 出來 ますれば、 假 令其収 締ほ充 分 行 屈 
かなくても， 家庭の 即ち 監督者に 餘 程の 注 1( を 3 :へ 
る ことにな り、 又 一而には 幾分 か ® 液 製造の 米を 減 
ずる ことに 或はな りは L ないかと 考へ るので ありま 
すが、 どうか 滿 場の 諸君、 折角 此衆 議院から 出て 初 
めて 政府 も 賛成せられ ました 案で ございます から、， 
もう 御 一考 下さる こと.： 私共は 切に 希 留す るので あ 
ります。 

〇 男爵 小 澤武雄 君 私 ! x llt 案に 付て 政府に 尋ねて 見 
たいこと があります、 此 案に 付て は 政府 も 同意を 致 
された と 云 ふこと を 聞きました が •同意に なり まし 
た， 趣意を 此處で 御 述べに ならむ ことを 希菌 いたし 
ます 

〔政府 委員 杉 山 四 五郎 君 演壻に 登る J 
0 政府 委 M (杉 山 四 五郎 君〕 唯今 小澤 男爵ょり 政府 
が 本案に 賛成の S を 表明した る 一通りの 理由を と 云 
ふ 御 質問であります が-私は ti 生 當局 としまして 本 


院族讶 會議國 帝 回 一十 四 第 


案に 賛成いた したる 趣旨を 簡明に 申 上げます、 最早 
酒の 害に 付きまして は 萬 門 家の 間に 定論が あります 
るので、 况や® 門 大家の 御 方々 が當珲 員の 間に も 御 
有りで 在らつ しやり ますから •釋迦 に御說 法と 云 ふ 
やうな 蛇足を 添へ る 必要 もあります まいと 存じます 
ので* 是は 一切 HJ 上げ ませぬ •唯 簡單に 申します る 
と 云 ふと， 內務 省に 大正 四年以 來保 煺衞生 調査 會が 
ございます、 各方 而 より 我が 同胞の 最近 十 年間に 於 
ける 出生率は 素より 死亡率よ 〇 多い ので ございます 
けれども、 其 死亡率の 出生率に 對する 刺 合が 段々 增 
して 行く 詰り 死亡者の 股が 比較的 年々 向上して 行く 
と 云 ふ、 其 原 W が那邊 に 在る か 素より 肺結核の 如き 
或は 花柳病の 如き、 若く は 寄生 蟲の 如き 幾多の 原因 
もあります るが、 此心 身を ^ 耗す ると 云 ふ 上に 於て 

酒の齊 あると 云 ふ 見 tlli からいた しまして 昨年 十二月 

二 卜 三日 付を 以ち まして 保 fijt 衛生 調査 會に 於き まし 

て ix 未成年者の 禁酒法 制定に 關 する 纽詔が 出まして 

滿場 一致を 以て： iflj 過した ので あり -t す、 此際 一言 附 

加へ ますのは 磷 場 一致では ありました けれども、 石 

黑男爵 に 於 かれまして は、 本案の 通過に 際し 滿場一 

致を 以て 建 il 候 也と 云 ふ 案で あるから して、 此際は 

起立は して 置く、 併しながら 若し 此纽議 に 依つ て 政 

府が 提出 せらる、 か、 或は 蕺锊中 何れの 一院 から 此 

案が 出ても •何れ 本 SS 場に 於て は 自己は 斯 かる 稲 類 

の 事は 立法の 方法に 依らず、 即ち 法 ¢11 の 制裁に 依ら 

ないで 各 家庭が S ® 的に 又 道義 的に 家長 先づ 之を 止 

めて此 蹄を 家族に 示して 所謂 家族 制の 我國に 於き ま 

して ほ 寧ろ 法律で なしに 行く 方が 宜しから う、 是は 

唯今 男擗も 御 居で、 あります から 永く は 申し ませぬ 

さう 云 ふやうな 見地からで ありまして、 他の 御 方に 

は 悉く 賛同で ありました、 詰〇滿 場 一致を 以て 保健 

德生調 S 科を 通過し 內務大 ii': に 向つ て纽諉 した 次第 

であります 、衛生 當局 としまして は從來 度々 斯 かる 

法律案が 出ます る けれども、 未成年者を S する の規 

定をな  <し て、 捫を 0 る莕が 夫 成年者に 飲まして は 

ならぬ と 云 ふやう では 徹底的で ない と 云 ふ 御 趣 g- を 

以て 多くは 否決の 蓮 命に 逢つ て 居ります、 然るに 此 

度 衆議院よ りして 提案され ましたる 本 法案を 見ます 

と， 其片 落ちと 云 ふこと もな く  •未成年 若 自體を も 

S する の 規定であります •で 造 義 的に 參り ますれば 

最も 結構であります るか •矢張り 斯かる 問題は 一面 

は 法 钳の制 裁を 附して •而 して 他面に 於き まして ほ 


睪校敎 育の 方面から 未成年 若の 飲酒の弊を 矯める と 
云 ふ 方法を 執る と 云 ふ， 兩々 ffl 俟 つて 最も fa 健な 適 
當な 方法と 考へ ました •是れ ® 生の 見地より 賛成を 
表しました 所以で あ 〇 ます、 若し それ 取締の 點に於 
きまして は 他に 內務當 局が 居ります から、 其 政府 委 
員よ. 〇 申 上げます' 

? 政府 委員 川 村 竹 治 tf 演壇に 登る〕 

〇 政府 委 M (川 村 竹 治 君) 唯今 杉山衞 生 局長から、 
衙 生の 見地より して 本案に 對 する 賛成の 理由を 述べ 
られ ましたが， 私は 取締の 方面から して 一言 御參考 
までに 申 上げて 置きます 、飲酒の害と 云 ふこと ix 先 
程から 段々 御 述べに なりました 通りであります、 今 
日は 外國 では 一般に 飲酒を 禁ずる 位の 時代 ■になつ て 
居ります、 我國に 於ても 段々 此飲 酒の 傾向が 減つ て 
來るや うな 1® きもあります が、 併し 尙ほ 今日は 此風 
習が 存在して 居る のみならず、 朱 成 屯 者 も 亦 此惡風 
習に 感染す るの 狀 態であります、 勿論 谷 家庭に 於き 
ましては 其 父兄が 子弟に 對 して 柑當な る 注意を 拂ひ 
飲酒の 収締 をして 居る こと (i 存じます るが、 何分 今 
日の 實况に 依ります と 云 ふと、 是 •か 完全に 行は れて 
居り ませぬ* 文部 當 局に 於き ましても、 それ 摩 
校 職 a 等に 對 して 訓示を 發す ると か、 其 他の 方法を 
以て JS 締 つて 居る やうであります， 又 內務關 係に 於 
きましても 地方の 靑年 子弟 等に 對 しても 相當訓 1- を 
して 居る のであります、 然れ ども 是亦 十分に 行は れ 
て 居らぬ 點が あります、 それで 今日に 於て は 科 方面 
から 相當 取締を すると 云 ふことは 最も 必要で あると 
思 ふので あります、 故に 先づ _ 家が 大體に 於て 未成 
年 者の 禁酒を 好む ので ある、 未成年者の 飲酒を 最も 
好まぬ と 云 ふことの 原則を 玆に 立てます ことは、 今 

日の 取締 上 最も 有力なる こと、 考へ ます、 先づ此 原 

則を 立てまして、 さう して 取締の 方面から 云 ひます 

れ •は 最も 簡便に 行きます の if l'- 業 若を 取締る ので 

あります、® 業者が 未成年者の 飲用に 供す ると 云 ふ 

ことを 知つ て 酒類を 販賣 すると 云 ふ 行爲を 肢締 る、 

是は 罾 察 署 の肢締 の 下に 居る 所の營 業者であります 

から‘ 比較的 容易く 収締が 出来ます、 それで 其 あと 

の 部分は 即ち 家庭の Is 締に厫 する ことになります か 

ら是は 法律に 規定せ ぬで も， 各 家庭に 於いて 旣に國 

家が 斯う 云 ふ 意思を 表明した 以上 ほ， 一層 取締を な 

さる ことに ® 利 も あらう、 又 都合 も宜 からう と 思 ふ 

のであります、 今 □の 時代に 於き まして ほ •未成年 


者の 飲酒を 取締る と 云 ふことは 最も 適當 であります 
J1 つ lit 法案であります れぱ • 不 十分ながら も 兎に角 
相當の 効果を 擧げ得 る こと、 信じまして、 取締 上 か 
ら 政府が 之に 賛成の 意を 表した 次第であります。 

0 議長 (公爵 徳川家 達 封) 他に 御發言 もない と 認め 
ますから 採決を 致します、 本案の 第二 讀會を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者 …… 

〇 議長 ^ ム辟德 川 家 達 君〕 起立奔 數 が 不明瞭で ござ 
いますから 一 1® 御 著 席を 請 ひます、 本案の 第二® ir 
を 開くべからず と 云 ふ 說の御 方の 起立を 請 ひます。 
起立 者 …… 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 如何にも 不明® で ござい 
ますから 訊 名 役 票を 願 ひます、 本案の 第二 P 會を開 
くべ しとす る 諸君は 白色 票、 開くべからず とする 諸 
君は 靑色絮 を 投票 函へ御 投入を 請 ひます‘ 例に 依り 
まして 書 IF! 官を して _ 席へ 投票を 受取りに 差 出し ま 
す。 

f 書記官 投票を 集む〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 投票 ii れほご ざい ませぬ 
か. -r 投票 漏れな しと 認めます、 是 より 計算を 致さ 
せます。 

〔書記官 投票を 計算す〕 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 記名投票の 結果を 御 報告 
に 及びます、 投票 總數二 百 十 ir 白色 票を 投じた る 
者、 即ち 第二 _會 を 開くべし とする 者 七十 七、 靑色 
票を 投じた る 者、 即ち 第二 讀會を 開く ベから - f とす 
る 者、 百 三十 五、 故に 本案は 否決せられ ました。 

〔參 照〕 

賛成  七十 七 名 
反對  百 三十 五名 
賛成者 氏名 
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改正 法律案 •衆 _院提 出、 第 一讀 會の績 、委員長 報 
吿 、第 八 •織物 消費税 法 中 改正 法律案 ■衆議院 提 m 
第一 if 會の續 、委員長 報吿 、第 七 第 八の 兩案は 间一 
委 員に 付託せられ ましたから、 委員長の 報齿 (3: 朿ね 
て 煩は す ことに 致します、 御 異議は ございませぬ か 
〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議な しと 認めます。 
煙草 萬 賣法中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り® て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月 十八 日 

右 特別委 ft 長 

侯路德 川囿顺 
貴族院 議長 公博 德川家 達 殿 
織物 消費税 法 中 改正 決 律 案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 

大正 八 年 三月 十八 日 

右 特別® 員 長 

侯爵 德川囿 順 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔荒 井 賢 太 郎君 演壇に 登る〕 

0 荒 井 賢太郞 君 本日は 委員長 德 川侯谢 が 御缺 席で 

あります るに 付き、 私より 代りまして 委員 會の經 過 

並に 結果の 報 吿を 致します、 唯今 議題に 上って 居り 

まする 兩案は 、煙草 耕作 組合 又は 織物業 者の 組合が 

煙草 事務 上 又は 織物 消費税の 徴收 上、 政府の w 務を 

補助を 爲し たる 場合に 於て は •交付金を 下付す る こ 

とが 出 來 ると 云 ふ 案であります る、 右の 案に 付き ま 


して 去る 十八 日に 委 员釕 を 開きまして-先 以て 雨 案 
に 封す る 政府の 御 ^ 見を 祇る こと！.： 致しました* 右 
に對 しまして 政府 委員ょ 〇詐轲 に 御意 M 並に 御 說明 
が あり ました， 其の 大耍を 申 上げます ると. 煙草 砾 
S 法 中 改正案に 付きまして ii •政府 姿 員の 御 ^ 明に 
依 〇 まする と， 政府が 煙 荩收納 k 谷 耕作 渚に B- つて 
一々 交涉 をす ると 云 ふことは、 非常に 手数を 要する 
それ故に 其の 手數を 省略す ろ爲 めに 明治 H 十四 年に 
於て 政府が 規則を 示してから に ■耕作者 間に 耕作 組 
合の 設立を 促した 次第であります、 爾來漸 次 組合が 
成立し まして •今日は 全阈耕 作 糾合の 數が千 九、 聯 
合 耕作 m 合の 數が 五 十二に 達して 居る •煙草の 品質 
の 改善を 岡る と共に、 @ 單收納 に閼 する 政府の 事務 
に對 して 多大の 便利を 與 へて 居る ことにな つて 居り 
ます、 それ故に 政府 も此組 合の 费 用に 對して は 幾分 
の 交付金を し、 補助を する必 惡が あると 認めて 居り 
ました 所が、 昨年 衆議院に 於て 其 事に 付て 建議案が 
提出に なりました、 尚 乂 本年に 於て は 衆議院ょ 〇 本 
法を 提 !li になり ましたから、 是は 理由 ある こと、 認 
めて、 政府に 於て 本案に 同意を 表した 次第で ありま 
す、 尙ほ其 交付金の 額 is 追加 鸨算を 以て 要求を 致し 
まする' か、 全 S の 組合の 總計 費約十九鹛圓の七_に 
相 當 する 位の ものが、 政府の 事務を 摺肋 する 爲に耍 
する 所の 組合の® 用と 認めて、 それを 要求す る こと 
に 致す 積り である， 其 額は 十二 萬 七 千 圓と云 ふ 位の 
額になる、 斯う 云 ふこと でございます、 而 して 其 交 
付 金は 如何なる 標 S に 依つ て 組合に 交付す るかと 申 
します と 云 ふと、 是は谷 組合に 於け る 前年度の 實鈸 
を 參 W して 當該 年度に 於け る 交付金を 適當に 定める 
と 云 ふ 方法を 以て 交付を したいと 思 ふ、 それ 等の 事 
は 勅令に 詳細 規定す る 積り である •斯う 云 ふ 大要 御 
說明で あります、 右に 對 しまして 委員 並に 政府 委員 
等の 間に 幾多の 質 間應 答が ありました •其 中二 三の 
點を此 所で 御 披露いた します ると、 交付金 …… 訊 合 
に對 します る 交代 金の 標 S ほ、 是は煙 草 收 納の贵 目 
に 比例して 渡す と 云 ふやうな 方法に すると 云 ふこと 
が、 或は 標準が 立つ て 宜しいで はなから うかと 思 ふ 
が、 如何で あらう かと 云 ふやうな 趣旨， の 御 質 間 も あ 
りました •それに 對 する 政府の 答 辯は 煙草を 收納す 
る 量 E に 比例す ると 云 ふことは 一應 御尤で も あるが 
併し 實際紐 合の 實績に 依ります と， 云 ふと、 必ずしも 
煙草 收納の 量 S の 多少に 依って 組合の 働が 比例して 


往 くものに なつて 居らない 〇 である* だからして 寧 
ろ是は 前年 C 叫合の '--; -:;3に照して钩當に常ミ年度の 
數を 究める と 云 ふ Jlf が、 m. i$ に 適切で . t-, らうと ^ へ 
て 斯様に 致す 稍り であります と 斯う 云 ふ 御 答 辯で あ 
ります、 次に 本案に 依り ますれば 第二 項に 「豫 A,'. ノ 
趣 朐内二 於 テ. I と 云 ふ 文字が 特に 柿 入して ？, 〇 ます 
之に 付て 政府の 御 SS 見を 竹 問せられ た S が ^ 〇ま す 
右に 對 する 政府の 答 辯は 本案；， VW 金 ほへ 一年に 於 ; J- る 
組合の 寶緝を 參 酌し て當該 年度の 額を 適 11: に 定める 
のであるから、預め豫菇を致して其額を限定 -<- :0出 
は 出来ぬ ものである、 尙ほ 一旦 雅 览 を 以て 定めた る 
以上 ほ 此交付 金 {:c 他： H 第一矜 鉍 金に て咐 補を すると 
云 ふ 事は 必耍 もな し、 乂斯 くなら ない 秘〇で あろと 
云 ふ It 味に 於いて 木 文に 收納 して ある ことほ 差茭な 
く， 又 宜しい と考へ る、 斯う 云 ふ 御 答 辯であります 
次に 木 案に te れぱ 『煙草 耕作者 ノ 組織 スル 組合 乂ハ 
其ノ聯合組含」云々とあります-聯合 ?!11 合は糾作飢 
合の 集合して 成立つ ものであるから して > vi し此- :父 
付 金を 組合に も 下付し •又 聯合 組合に も 下付す ると 
云 ふこと になる と、 ® 褪交付 すると 云 ふ 嫌 ひが. ある 
が、 其點に 付て は 如何で あるかと 云 ふ H 問が あ 〇 .ま 
した •それに 對 する 政府 委員の 答 辯は 此交 付 企 ほ 決 
して 重 ffl 交付を 致し ませぬ g 合に 交付を します れぱ 
聯合 組合に 交付を しませぬ、 聯合 組合に 交付を しま 
すれば 組 < 1-| に 下付 をし ませぬ •決して ffi 轵茭 給を す 
る ことは ありませ ぬ、 是 等は tt 令で 規定す る fti りで 
あると 云 ふ 御 答 辯で ありました •其 他 勅令の 内界に 
付て 質問が ありました、 之に K しても 詳細なる 御 說 
明が ありました、 併し 是等ほ 速記 錄を 御 ® 下 ださい 
まするやうに願ひます、右に於て煙草斟迓法に關す 
る 質問 ほ 了り ました、 次に 織物 消 费税法 中 改正 法 & 
案、 之に 對 する 政府の 御意 見 並に 說明 の大耍 を 申 上 
げ ますと、 織物 消 四 税の徵 收 h 從來織 物 業者の 紐 合 
又は 販賣 者の 組合に 助力を 得てから に、 政府は 徴收 
上 多大の 便 1: を m て PI る 次第で ある、 それに 付て ほ 
織物 組合に 於て 相當の 費用を 要する ことで あるから 
して、 其實 費に 相當 する 位の ものは 交付す るの 必要 
が あらう と、 政府に 於ても 名® を 致して )? r つた 次第 
であります 、併ながら 織物 消費税 等に 付て ほ 他に你 
ほ 改正す るの 點が あると 認めて 居る から、. 他 n の改. 
正を 待つて 共に 港 _し たいと 云 ふやうな 考で 、今 0 
まで 其 儘に して 置きました、 處が恰 も今间 衆 il 院に 
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一於て本案を提出になりましたに付きましては、是は 

理由 ある 改正案と 認めて 政府は «點 に 付て 冏总 を 表 
した 次第であります， 而 して此 織物 紐 合に 對 します 
ろ 交付金の 額を 「織物 ノ 捫 額 ノ 千分" 一以 內ノ命 額 
ヲ交付 •< ル n トヲ 5 2」 と 云 ふ 法案に なつて 居ります 
此 千分の 一 以内と 云 ふのは、 怜も 今日に 於て 織物 組 
合が 仕事して 居ります 金額の 內の 、政府の 徴税 上の 
事務補助の爲に支川する⑴費に約相當して屛る金額 
に當る それ故に 千分の 一以內 と 云 ふこと に 致した 次 
第で ある、 で 之を 織物 金額の 千分の 一 …… 織物 m 額 
の 千分の 一以 內と茇 ふことは， 怜も税 額に します る 
と* 約； 1S- 分の 一に 柑當 する 計 3? になる、 然るに 之を 
税 紐 に IR らな いで •織物の 們額 に収 つた 所以 ほ、 税 
率 ほ 他日 或は 咐減 する 鳩 合 が あるか も ,;: II れな いが、 
其 場合に 於て 又 交付金に 異動を 生ずる と 沄 ふこと に 
なる から、 茚ろ其 稅の某 準た る 織物に！！ m を収 つて 
S  く 時に ほ、 交 fj- 金に - K afi を來 さない と 云 ふこと に 

なる •それ故に* ほ 織物 m 額と 云 ふこと に 標準を 収 

つて、 陆物捫 額の 千分の 一 以內 と. K ふこと に 致した 

次第で ある、 其 金額は 追加 f$ ® を 以て 要求を 致す 譯 

であるが， 叨年 度に 於て は 約 十五 萬べ 千 g 位に 達す 

る 見込であります 、斯ぅ 5C ふ 政府の 御說 明で ありま 

す* 右に 對 しまして 質 間 Iffi •答が 委 M と 政府 姿 員との 

間に 在りました •其 二三を 玆に申 上げます ると， 織 

物 消！： 役の m 4!c と 云 ふことは  >  當然 政府の 職 K I- S 

する 仕 Ilf である、 然るに 織物 il 者 組合に 補助を 命 -t 

ると 云 ふこと になる と •或 ! i ltfc 消 费税の 微收上 責任 

の 分界を 紊ると 云 ふ鼢は ありませ ぬか、 斯ぅ 云 ふ 質 

間が :!,. ました， それに 對 して 政府の 御 答 辯は •課税 

椚 額の 布： 定 •税金の 徴收と 云 ふことは、 是常然 政府 

の 職責に 15 する ことで あるから 斯棟な ことは 決して 

組 A- に 任せない のであります、 組 < 11 をして 補助せ し 

むる と 云 ふことは ，糙 物の 種類を 分 射す ると か、 或 

は 各 織物業 ？ f の申吿 を Is 糊め ると か、 或は 此的 税濟 

みの 陆 物に 對して 榇印 をす る、 K m flHI をさせる とか 

云ふ陆 物 消 ? 5 稅微收 上の 下 調に 過ぎない ことを やら 

せる ので あつて、 從來 それを さし 來つて 大に 便利を 

得て 居る •決して それ以上の 徵收 若く は 税額の 布. 定 

と 云 ふことは、 何等 組合に 於て 干涉 する ことで ない 

のであります から、 明に i'i ff: は 分れて pr ります •期 

う； K ふ 御 答 辯であります、 次に 本 法に 依れば 交付金 

は 織物 價額 の - T 分の 一 以内と ある、 ® 物 僧 額を 標準 


にして あります るが、 左樣 いたします ると、 木 紐の 
織物の 如きは 多數の 取扱が ある にも拘らず、 其價額 
は 低 服であります るから して 手数が® 雜な るに 拘ら 
ず、 却つ て 交付金は 比較的 少額を 受 くると 云 ふこと 
になる， 之に 反して 絹褅 物の 如きは 其數 fti が 少なく 
從 つて収 扱手數 が簡侦 であらう と 思 ふが、 併し 其價 
額は 高 ® であるから して、 交付金は 比較的 多い と 云 
ふこと になり はし ませぬ か、 其點は 不公平を 生じは 
せない ので あらう か、 }! Jr 様な 質問で ありました， 右 
に對 する 政府の 御 答 辯は 成る 程 多少斯 棟な g は 免 か 
れま すまい、 併ながら 一方から 見る と 2C ふと、 木 1,'?, 
織物の 如き (3: 成る 程 數 M は 多數で あります、 併な が 
ら 是で區 別’ 分類と 云 ふことは 極めて 節 ® である、 
其 g: は 却つ て！ I® であります る、 それに 反して 絹 織 
物の 如き if 成る 程 數 14 は 木綿 織物に 比して は 少な 
いで ありませ う、 併ながら 之を 分類す ると 云 ふこと 
は 非常な 手數を 要します、 それ故に 彼是れ 相殺して 
左樣な 不公平を 生ずる ことは なから うと 考 へる •尙 
又 如何なる 方法を 以て 此交付 金の 査定の 花 礎を 考へ 
ましても、 極く 公平に I 點の不 公平の ないやう には 
定め ii いのでありまして •先づ 比較的 織物 價 額を 標 
準と して 其 千分の 一 以內と 決める ことか 公平で あら 
うと 思 ふ、 斯う 云 ふ 御 答 辯であります、 右に て兩案 
に對 する 質問を 終りまして 討議に 移りまして、 一委 
員ょり 本案は 組 合 を 利用して 煙草 專賣 斟務 並に 織物 
消 费稅徴 收 上、 多大の 便利を 唯今まで も 偽 C 居る 所 
であ 〇 ますから して •本 法に 依つて 益々 其 便宜を 發 
達せし めたならば、 官民の 間 餓方 便利を 得 る ことで 
あらう からして、 本案に 賛成を 致したい と •斯う 云 
ふ 意見が 出まして 全會 一致を 以て 本案を 兩案 とも 可 

決に なりました、 右 御 報告を 申 上げます。 

0 議長 (公 防 德川家 達 H) 唯今 荒 井 副 姿 員 長の 報 i!f 

せられました 兩案 とも •一括して 問題と 致して 御異 

存ご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 (公博 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 

兩 案の 第二 la 會を 開いて 御 異存 ございませぬ か。 

tr 異蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長' x ム 擗 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

〇 荒 井 賢太郞 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ ことを 

希望いた します。 

〇 子 辟 靑木信 光 若 資 成。 


〇 矢 口 長 右 衞門君 賛成“ 

0 誘 長.： 公® 德川家 達 君) 直ちに 兩 案の 第二 ig 會を 
開いて 御 興 存ござ いませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 渚 あり i 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君 j 兩案 全部を 問題に 供し ま 
す、 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

r 「異蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君 V 御 異議ない と 認めます。 
〇 荒 卯 賢 太郞君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ ことを 
筘望 いたします。 

〇 矢 口 長 右 衞門君 賛成。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 兩 案の 第三 讀會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異謬 なし」 と 呼 ふ 者 あゎ〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 第二 讀會の 決定 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔r 異議な L j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 公爵 德川家 達 君〕 工業 原料 楠 物 研究所 設置 
に關 する 建議案、 侯爵 德川賴 倫 君 外 六 名發謅 、會議 
委員長 報吿。 

工業 原料 楠 物 研究所 設置に 關 する 建議案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 八苹彐 月 十七 日 

右 特別 委員長 

伯捋津 輕英® 
貴族院 _ 長 公爵 德 11! 家 達 殿 
〔伯爵 津輕英 赝 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 潍 _ 英鹰君 工業 原料 抓 物 研究所 設置に 關す 
る 建議案 特別® 員會 の經過 並に 結果を 簡钽に 御報吿 
いたします、 本 趄 議案の 提出の 理由は 其發 翳 者の 一 
人た る 一 一  一 宅秀 君が 特に 委員 會に出 席せられ まして、 
旣に本 會議に 於て 述べられた る 所を 敷衍して 說明せ 
られ ました •其 詳細は 速記 錄に 載せて あります るか 
ら 、それで 御覽 になる ことを 希薄いた します、 今日 
の 工業に して 製造 原料を 植物に 仰ぐ ものが 洵に 多い 
近來是 等の 製品の 需要が 段々 に咐 加して 最近の 統計 
に 依ります と、 百萬圓 以上を 超える 所の 工業 的 楠 物 
の 原料 及 其 製品が 大正 六尔に 於て 三 億 九 千 九 百餘萬 


億 千 餘萬 WI になつて 尻り ます、 此 大正 六 年度に 於け 
る 其 金額と； K ふ ものは 總輸人 額の 金額の 三 割に 當つ 
て 居ります、 又 輪 / H 金額になる と 云 ふと 其 四 割に 當 
つて 居る、 其 外 又百溫 圓以 下の IK 物であつて 亦 重要 
なる ものがなか^^ 多い のであります るが、 それが 
毎.- 又佾 加して 居る と 云 ふこと も P はれない ことで 
あります、 所が 我が 國内に 於け る 所の 其 原料の 缺乏 
が 一 般製品 の 市擗の 暴騰を 来たして 阈民 生活の 苦痛 
を 惹起す ると 云 ふこと になつ て 居ります、 之を 救濟 
する には 是非 原料の 供給を 潤 滞に しなけ れぱな らぬ 
のであります， それで 國產の 工業 原料 楠 物にして 其 
用途の 充分 講ぜられな いもの も あるから して、 それ 
を 充分に 講じ、 又 利用の 方法を 改良し なければ なら 
ぬ もの も あるから して、 それを 充分に 改良を 施 し- 
さ うして 輸入を 防ぎ、  國內 工業の 振興に 資し，  國利 
民福の 1# 進を 圖 るのは 锁後 經營の 最も 急務で あると 
信じます、 それで 工業 原料 楠 物 研究所に 於て 研究す 
べき ものは 澤 山あります けれども •先 づ其主 もなる 
ものは 纖維 原料 植物、 油脂、 油の 原料 ffl 物 •軍需品 
の 原料 植物、 揮 賭 油の 原料 楠 物、 染料の 植物 等で あ 
つて、 此種の 研究は 我國に 於て はま だ 初めて V' ある 
外國で は旣に 研究を やつて 居る ことで あるけれ ども 
我國に 於て はさう 云 ふ 研究 ほ まだ 一つ もない、 工業 
試驗 所と か、 或は 林業 試 ! 1! 場と か 或は 農事 試 驗場の 
如きは 其 目的が 甚だ 狹くて ， FL つ 高尙 でない からし 
て、 是 等の 擷 關も尙 ほ 必要で あるけれ ども •一層 根 
本 的に 原料 M 物に 1-1 て 其 構造， 生理、 性質、 種類、 
繁殖 等に 付て W 究を爲 して、 利用 上の 研究を 爲 して 
又 利用され ない もの、 利用を 圖 り、 又 柄物の 性質 も 
改良して 一暦 有効なる 利用を 爲す •?: 云 ふのに ありま 
す •要するに 其 趣旨は 理化學 研究所と 2じ やうな も 
のであつて •基礎的 研究に 依つて 植物の 改良 方法を 
研究し 以て 工業の 振興に 資し •一面には 野に ift 利な 
からしめ むと 欲する のであります、 斯う 云 ふやうな 
方法で ある 所が •其經 費は 案外に 澤山を 要し ませぬ 
三 宅 邸 士の說 に 依る と •先づ 土地は 農 商務 所管の 土 
地を 使 ふこと、 して、 其 建物は 三 四 •十 萬， 機械に 十 
萬、 都合 剖設 費と して 約 四 五十 萬を 要します、 毎年 
の經常 費は 七 萬 乃至 十 萬で 足る こと V 思 ひます、 此 
陆 の經智 を 以て それで 得る 所は 極めて 大なる ものが 
あります、 又 人選に 付ても なか^-- 專 門の 人が 要る 


_ になって 居ります、 それは 輸入です が、 輸出が 四 | のであります からして •其 人選' かどぅで あるかと 云 
焯 草 取 a 法 中 改正 法 鉗 案、 ^ 物肿 25 鈀 法 ' |'| 改正 法律案 第 第三 讀會  工業 原料 植物 研究所 設笸 に關す る 建議 ^ I 八 三 七 


院族 na 孩忒 帝冋… -k べ这 


大正 七 年 ^ <T 第 nl: ; i 七十 三 技 承諾を 求む る 件  阿片 ffi 屮改 IE 法律 名 第 us 會 


八 三 A. 


ふに 帝 國大织 柿 物 學敎室 に 於て 相 當の琢 門 家を 供給 
する こと もむ づ かしくない と 云 ふ 話で ありました、 
斯う 云 ふ® U である 所が、 政府の® 橼 はどうで ある 
かと 云 ふに， 此本钤 餞に 於ても 農 商務 大 K ほ 旣に好 
貶を 以て 此案を 迎へ られた >  殊 に 委員 宵に 於ても 茲 
に ai 席せられ た 所の 山林 局長の 言 (3: れ るのに、 此種 
の 研究 ir. 旣に 多少 ほやって 居る， それで 以て 其 都度 
研究の 結果を 發 表して 居る、 併ながら 其 研究 {t まだ 
十分で なく、 is 憾と する 所が あるから して、 斯う 云 
ふ 研究 機 關の設 遛 せらる、 ことは 誠に 希 寧 丁る 所で 
ある、 併ながら 三 宅 君の 言 ふ 如き 組織の 下に それを 
設 ^c すると 云ふことほ、豫 3? の關係もあるからして 
直ちに 同 a する ことほ 出来ぬ けれども、 併ながら 大 

瞪 に 於て ほ 其趣葸 に 转： 成で ある、 斯う 云 ふ 話で あり 

ました、 それが 木 ir 鹩に 於て ほ 一人の 異議 者な く滿 

場 一致を 以て BJ 決いた しました 次第であります、 此 

段 御 報吿を 致します。 

〇篛 長 C 公 搏 徳川家 達 君〕 別に 御發言 もない と 認め 

ますから 探 決いた します、 本建蕺 案を 可とする 諸君 

の 起立を 請 ひます。  起立 者  多數 

〇 議長 r' 公 擗德川 家 達 君〕 過 中 數と 認めます 、明 二 

十一 日は 通常 通り 午前 十 時ょり 開會 いたします、 日 

程は 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 之に て散會 

午前 十一 時 二 十二分 徵會 

-  ■-  -  -  *  BYAnaj-  - 

〇 大正 八 年 三月 - 十 i B C 余 曜 B) 

午前 十 時 六 分 開 ! i 

議 事 日程 第二 十二 號 

第 I  大正 ir 年勑令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求 

むる 件〕 ii g 院 ill * 

1  ■建  _liy »* 5 會  S 

一 報告) 

第三 時局の fi ■に 因る 地方 稅制限 擴張 に關す 

P4P-  ^-1  — 

(報 吿)  、女 5 

第 四 私立 學校 用地 免 粗に 關する 法® 窠 M 聰 

0  ^-115 

g :f s? ;s ll ll 4 l 付) 


第 | !8 會 の 續 (瓶 ^ 1 

地租 條例中 改正 U 

龠 S( II 長ン 


藍 ハ ;  1 條 ki l 「法ぎ (II 院) 第 5 


〇 通 長 0 公 昨 德川家 達 君) 是 より 報吿を 致させます 
〔成 顧 汛 記官朗 讚〕 

昨 二十日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即日 裁 «J ル 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 
執達吏 規則 中 改正 法律案 
執達吏の 手數料 及立钤 金增 額に 關 する 法律案 
同日 本院に 於て 修正 議決した る 左の 政府 提出 案 it 
即日 之を 衆議院に 浍付せ り 
醫 師法屮 改正 法律案 

同日 本院に 於て 可決した る 左の 衆議院 提出 案は 即 
日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆 _院 に 通知せ り 
利息 制限 法 中 改正 法律案 
煙草 黑賣法 中 改正 法律案 
織物 消 费税法 中 改正 法律案 
同日 本院に 於て 否決した る 左の 衆議院 提出 案 ほ 第 
二 11 會を 開か さる ことを 議決した る 旨を 衆議院に 
通知せ り 

未成年者 飲酒 取締法 案 

同 H 本院に 於て 可決した る 工業 原料 楠 物 研究所 設 
置に 關 する 建議は 文書を 以て 即日 之を 政府に 提出 
せり 

同日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 特別® 員會 
委員長  伯爵 吉 井幸藏 君 
副 委員長  子 辟 野 村 益 三 君 
同日 委員長より 左の 報吿 書を 提出せ り 
高等 諸學校 創設 及擴張 費 支 辨に關 する 法律案 可 
決 報告書 

私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 可決 報告書 

耕地整理 法 中 改正 法律案 可決 報吿罄 

地租 條例中 改正 法律案 可決 報告書 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求む る 件〕 

可決 報告書 

請願 文書 表 第 九 回報 吿書 

同日 衆 _院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 

阿片 法 中 改正 法律案 

大正 四 年 法律 第 十六 號屮 改正 法律案 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 會議を 開きます， 

日程 第一、 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求 

むる 件〕 衆議院 送付、 會議 、委員長 報吿 、柳澤 伯爵 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 


右 承諾す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候他 
大正 八 年 1 1  :月二 十日 

右 特別 委員長 

伯 ！# 柳澤 保惠 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 柳 澤保惠 君 演堦に 登る〕 

〇 伯爵 柳 澤保惠 君 御 報告を 申 上げます、 大正 七 年 
勅令 第三 百 七十 三號 ■此 委員 會は昨 日 開きまして 直 
ちに 可決いた しました、 承諾を 與 ふること に 決 SI に 
なりました、 此 勅令は 御 承知の 如くに 昨年 米惘 暴騰 
の 際に 於き ました 時に、 發布 になり ました、 緊急 勅 
令であります" 米 及 籾の 轍 入に 對 しまして 免税 又は 
減税の 勅令で ございます 、一昨日 本院に 於て 私が 御 
報吿申 上げました 大 麥小麥 及小麥 粉の 轍 入に 對 しま 
して 税を 減免す る 法案の 時に IH 上げました 通りに 是 
は 全く 同一の ものであります 、但し 是ほ昨 年 緊急 勅 
令で 發布 になり ましたので ありまして、 此勅 令に ご 
ざいます 通り 「勒 令 ヲ以テ 期間 ヲ 指定 シ J と 云 ふこ 
とが ございます が、 是ほ 本年 十月 三十 一日までに な 
つて 居る のであります、 政府 ほ必耍 を 認められ まし 
て、 或は 期間を 延長す る ことの 爲に此 承諾を 求めら 
れた のであります， 御 承知の 如く 本文に ございます 
通り 「當 分ノ內 勅令 ヲ以テ 期間 ヲ指 定シ」 と ござい 
ます， 阼 年の此 緊急 勅令に 基き まして 發布 され まし 
たる 勅令は 十月 三十 一日の 指定であります るが、 勿 
論 此必耍 がない と 云 ふことの 御 誠が 政府に あれば 此 
提案 ほない 譯で あります、 併ながら 或は 斯樣 な必耍 
も あらぅ かと 云 ふ 將來の 慮より. して 出された ので あ 
ります、 勿論 米 ほ 政府の 言明に 依ります ると， 矢 張 
り 本年 も 五六 百 萬 石 足りない 見込であります、 故に 
外米を 時機に 應じ まして 滑 かに 輸入いた しまして 其 
調節を ^ らぅと する のであります、 假 りに 十月 三十 
一日の 期限に 至りまして 最早 此期 間を 延長す る 必要 
なしと 云 ふこと であります れぱ 、此 所で 斷絕 する の 
であります、 將來 例へ ぱ來 年に 於て 斯樣 なる 勅令の 
必耍を 感じます る 時が 起り ましても 此 勅令は ffl かな 
いこと になる のであります、 是は 御了承を 願 ひたい 
のであります •米 及 籾と ございます が •籾の © 入は 
なかつ たのであります、 米の みで あつた さう であり 
ます •米は 百 斤に 付て 一圓、 即ち 一石 1 一圓 半の e 入 
税で あります のを， 低減で なく 兔除 になつ たので あ 
ります、 玆には 低馘 又は 兔 除と ございます が、 低減 


に 非ず して 评際兔 除に なつた のであります •曲 ほ ^ 
員會に 於き ましてに 此の 驗入の 時期の こと •又 勅令 
發布 後の 外米 @ 人 額、 過去の 轍 入 8S 額、 内地 貯藏米 
のこと、 現今の 狀况と 云 ふやうな ことに 付て K H IOJ 
がご ざいました 數 ill- に關 します ことは 兹に を 所 
持して 居 〇 ますが m に 合計 だけを 中 上げて 趵 きます 
緊急勅令發布後に於きまして外米の紹人 〇 纪計を中 
します ると" 大正 七 年 十一月には 約 六十 一茁 石で あ 
ります、 十二月が 四十 八 萬 石、 本年 一月が 七十 , K 石 
端數ほ 申 上げ ませぬ、 二月が 合計 五十骹 萬 石、 三月 
半ば 迄 即ち 今月 半ば 迄で 二十 六茁 石、 合計 大正 七 年 
十一月よ 〇 本年 三月 屮 旬までに 外米 輸入が 約 二 西 六 
十餘蓖 石 這 人つ た ■になつ て 居る、 •尙ほ 四十 一年よ 
大正 六 年に 至ります る 所の 平素の 外米 輸入額に 付て 
ほ 數 字を 持つ て屛〇 ますが* 是ほ 省略いた します、 
御所 菌と あれば 申 上げる やうに 致します、 其 他 委ね 
會に 於て は 細かい こと も ございました が、 別段、 格 
別 申 上げる 程の こと も ございませぬ ので 省略いた し 
ます， 要します るに 委員 會に 於て は 政府の 此 提案、 
承諾を 求む るに 付ての 提案を 適當と 誠め まして 承諾 
を與 へる ことに 決_ になつ た譯で あります、 どうぞ 
御 賛成を 願 ひたう ございます' 

〇 議長 (公爵 德川 家： 撞 君〕 本案に 承諾を 與 へる こと 
に對 して 御與存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異識 ない と 認めます" 
〇 議長 c 公爵 德 Jll! i? ! 達 君〕 此際諸 君に ; >11 訊り M > した 
い 事が ございます、 唯今 W 記 , G- をして 報 吿を致 させ 
ました 通り 昨日 衆議院より 阿片 法中改 K 法律案、 大 
正 四 年 法律 第 十六 號中改 正 法律案を 受領いた しまし 
た， 此際 議事 日裎 を變更 いたして 此兩 案の 第一 讀會 
を 開きた く 存じます、 御異識 は ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0S 長 c 公爵 德川家 達 君〕 是 より 阿片 法 中 改正 法® 
案、 政府 提出 •衆議院 送付、 第一 調會を 開きます、 
本日 通牒 文の 朗 isi は 省略いた したく 考 へます、 御異 
議はご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議 (3; ない と 認めます 
〔左の 揆付文 及議築 は朗 ri を經 さる も參照 の 
ため 玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 


院族貴 會議國 帝 回 一十 四 第 


阿片 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 識決せ り 因て 議院 法 
第五 十四 临に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 二十 H 

衆篛 院議 長大 岡 育造 
K 族院篛 長 公爵 德川家 達 殿 
(行間 空な きものは 衆 黐 院の 修正 文〕 
阿片 法 中 改正 法律案 
阿片 法 中 左ノ通 改正 ス 

第三 條中 r 賣下 クル モノ トス， | ヲ 「賣 下 ケ又パ 交 
付 スル モノ トス」- 1 、 「政府 ノ賣下 ケタ ル 阿片 ノ 
外 ハ」. ヲ 「阿片 ハ 政府 ノ  H 下 ケタ ル モノ 又 ハ 交付 
シ タル モノ-一 非 サレ ハ 之ヲ J  -1 改ム 
第 n i ノ ニ 阿片 ハ 内務大臣 ノ 許可 ヲ受ケ タル 場 

合ヲ除 クノ外 之ヲ輸 出 スル コト ヲ得ス 

第五 條屮 「卸； M: 人」 ヲ 「释 藥坩 阿片 販賣 人」 二改 

ム 

第 六條黹 肺、 妫科释 肺、 殿 醫 、藥劑 肺 乂ハ製 

。命令 — 別段 ノ 

藥者博 藥用阿 片ヲ耍 スル トキ ハ 0 行政 宵 廳ノ證 

規定 アル 場合 ヲ除 クノ外 

明ヲ受 ケ務藥 用 阿片 阪費人 二资 瞍ヲ謂 求スへ シ 

醫藥用 阿片 販賣 人阪寶 用ノ 阿片 ヲ販費 ノ 目的以 

外- 1 供 セム トス ル トキ ハ 行政官 廳ノ 許可 ヲ受ク 

ヘシ 

第 六 略 ノ ニ 地方 長官 必要 卜認ム ル トハ内 務大臣 

ノ 認可 ヲ受ケ 醫師、 齒科醫 肺、 獸醫 、藥劑 師 又 

ハ 製薬 者-- 對シ释 藥用阿 片ヲ賣 下 クル :7 トヲ焊 

第 七 條释藥 用 阿片 ハ 第 六條第 一項 若 ハ 前條 — 依 

ル 場合 又 ハ 命令-一 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除 クノ 

外 释 師 、趙科 料 師又 ハ獸 醫ノ處 方箋 ヲ以 テス ル 

-一非 サレ ハ 之ヲ P 渡 シ 又ハ讓 受クル コト ヲ得ス 

第 七條ノ  M 释藥 W 阿片 販 0 人ハ第六條第一孭-1 

依 ル 請求 ヲ受 ケタ ル 場合- 1 於 テ 正當ノ 事由 ナク 

シテ 翳藥用 阿片 ノ費 渡ヲ 拒ム コト ヲ得ス 

第 七條 ノ三释 藥用阿 片阪費 人 ハ 政府 ノ定 メタル 

價格ヲ 超 H テ 释藥 m 阿片 ヲ販 S3 スル コト ヲ得ス 

第八條 醫藥用 阿片 阪裒人 ハ 政府 ノ 封緘 ヲ施 シタ 

ル藥用 何 片ノ 容器 ヲ 開披シ 若 ハ改 裝シ又 ハ 封緘 

ヲ破毀 スル コト ヲ得ス 

释藥用 阿片 販戍入 ハ 政府 ノ封緘 ヲ施シ タル 醫藥 

用 阿片-了 ゾテ 封緘 ノ 無効 k ナリ タル モノ 又 ハ容 


器ヲ改 裝シ タルモ ノヲ 阪賣ス ル コト ヲ得ス 
第 八 條ノニ ユ左ノ ー項 ヲ加 7 

前項-一依 ル賣下 ヲ受ヶ タル 阿片 ハ 命令 二 別段 ノ 
規定 アル 場合 プ除ク ノ外之 ヲ憩渡 シ又 ハ P 受ク 
ル n トヲ 得ス 

结 八條ノ ーー i 官廳又 ハ 官立 ノ 病院 若 ハ學 校-一 於 テ 
阿片 ヲ要 K ル トキ ハ 命令 ノ定ム ル 所 u 依 リ 交付 
ヲ受ク ヘシ 

第 九條！ S 三 條 第！ 一項 又 ハ 第三 條ノニ -1 違背 シタ 
ル 者 ハ ニ 年 以下 ノ懲役 又 ハ 千 圓以 下ノ 罰金-一 處 

プ、 

阿片 ヲ轍 入ン タル 者 罰 前項 M 同シ 
第十條 第ー ニ 條第二 項-一 違背 シテ 所有 又 ハ 所持 ス 
ル 阿片 ハ 之ヲ 沒收ス 

第 十 ^ ノニ第 一條、 第六條 第二 項、 第 七 條 乃至 
第八條 又 ハ 第八條 ノニ 第二 項-一 違 W シタル 者 ハ 
一年 以下 ノ ■ 役乂ハ 五 百圓以 下ノ罰 金-一 處ス 
第 十二 條削除 

第 十二 條ノ五 第 十二 條ノニ 又 ハ 第士 i  ノ三一 一 
依 ル 場合 n 於 テ ハ 懲役" 禁錮 又 ハ 拘留-一 處スル 

コト ヲ 5¢ ス 

第 十二 條ノ六 第 十二 條 /一一 乃至 第 十二 條 ノ四ノ 
規定 ハ 第 九條ノ 犯罪-一 付之ヲ 適用 セ N、 

第 十三條 中 r 醫藥用 阿片 卸 賢人」 ヲ 「醫藥 用 阿片 
販賣 人」- 一改ム 
附則 

本 法 施行 ノ期 H ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
本法施行ノ際现 — 醫藥用阿片卸賣人タル者ハ第五 
條 -一法 リ 指定 プ受ヶ タル 醫藥用 阿片 販賣 人卜 看做 
ス本法 施行 ノ際 現- 1 醫藥用 阿片 卸 賣人二 非 サル藥 

劑師又 ハ 藥種 商-ー シテ 醫藥用 阿片 ヲ 所有 スル モノ 

ハ 太 法 施行 ノ日 ヨリ 三十日 內- 一命 令 ノ定ム ル 所-一 

依 リ 地方 長官 M 買上ヲ 請求 シ又 ハ醫藥 用 阿片 阪賣 

人醫肺 •齒 科醫師 醫 ，藥劑 肺 又 ハ 製 藥者二 讓 

渡 スル n トヲ得 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 M 郎君) 阿片の 賣下 に付き まし 

ては、 R 片法 制定 以來 の實情 を 見ます るに、 年々 賣 

下の 數贵は 多く も 三百 貫を 超えた 事は ない ので あり 

まして、 而 かも 需給の 關係上 何等 差 支 ある 點もな か 

つたので ございます、 然るに 此大峨 以来 俄に 其數量 

を％ しまして、 大正 三年 以後 一箇年の 阿片 調製 ® I 量 


は 五 百 貫に 達しました 、鼠り 數 S が 增加 いたした に 
止まらず、 常に 品の 拂底 を畀げ まして 市價は 益々 騰 
貴いた して 定價の 五倍 以上に も 達する と 云 ふ 有樣で 
ございます、 今日の 儘に 致します れ ば、 醫藥 阿片の 
普及を 妨げ •公衆 衞 生上茭 障を 來た す踺が あるの み 
ならず、 或は 其 取締の 規則の 不十分なる 點 よりして 
密輸 m 等 も 行 はれ やせぬ かと 云 ふ® も ございま する 
それ 故 玆に本 法の 改正を 致しまして、 藥品營 業者 間 
に 扣互賣 M 受授を 許して 居りました ことを 此度は 禁 
止いた しまして'  卸賣 人を 改めて 販賣 入と 致して H 
買 上の 取締を 嚴密に 致しました* 而かも 今日までは 
政府で 封緘いた しました のを 小 別け を 致して K る こ 
とを 許して 居りました が •玆 にも 弊害が あると 考へ 
まする ので、 今後は 政府 封緘の 燼定價 を 以てする に 
非 ざれば 賣瞍す ことが 出來な い、. 斯う 云 ふ箇條 を設 
けました- 尙ほ g 則の 中に 於き ましても •體 刑を 加 
へまして 以て 本 法 取締の 目的を 達したい と 云 ふ考で 
ございます、 之に 毀し まして 衆議院に 於き まして 第 
六條 、第 九條に 修正を 加へ 尙ほ第 十一 一條の 六を 追加 
せられました のであります るが、 何れも 相當な 修正 
な 事柄で 亦餘り 大きなる 事で も ありませ ぬ、 依つ て 
政府は 此 修正に 同意を 致しました、 右樣な 越 意を 以 
て 改正を 致さん とする 趣意で ございます るが、 どう 
ぞ御 麻 議の上 御 賛成を 願 ひたう ございます。 

0 議長 C 公 W 德川家 達 君) 別に 御 質問 もない と 認め 
ますから、 特別委 員の 氏名を 書記官を して gJJ is いた 
させます。 

〔岡 書記官 朗讀 J 
阿片 法 中 改正 法律案 特別委 員 
伯爵 兒玉秀 雄 君  子爵 五條 爲功君 


子爵®  篤® 君 
男爵 石黑忠 M 君 
男爵 千秋 季隆君 
西 久保弘 it 君 


子爵 米 澤昌達 君 
男爵 船 越 光之丞 君 
山之內 一次 君 


0_長( 公爵 德川家 達 君〕 大正 四 年 法律 第 十六 號中 
改正 法律案 •政府 提出、 衆議院 绘 付、 第一 讀會。 
大正 四 年 法律 第 十六 號中改 正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 二 十日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 


大正 四 年 法律 第 十六 號屮 改正 法律案 
大正 四 年 法律 第 十六 號中 左ノ通 改正 ス 
「二 千 四百 萬圓」 ヲ 「五 千 四！ E 萬圓 j  -I 改ム 
參照 

大正 四 年 法律 第 十六 號大正 三年 臨時 事件-一 關 
スル ー時賜金 トシ テ 交付 スル 公 f« 發 行-一 關ス 
ル 法律 

大正 三年 臨時 事件-一 關 スル ー時賜金 トシ テ 交付 ス 
ル爲 政府 ハ 額面 二 千 四百 萬圓ソ 限リ五 分利 付 公 慎 
ヲ發行 スル コト ヲ得 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之 ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演® に 登る〕 

OW 務大臣 (男 辟 高 橋是淸 君〕 本案は 大正 三 四 年の 
戰役 以後戰 役に 關 して 功績 ある 軍人 軍！ s 1-!-1 、 陸海 軍 
の 部隊を 離る、 者に 對 しまして 一般の 行賞に 先んじ 
て是は 行賞を 致す 必嬰 があります る爲 に、 其 賜金に 
充 つべき 公 ffi の發 行を 耍する 次第であります るから 
大正 四 年 法律 第 十六 號中右 行賞 賜金 公 « の 發行制 限 
額 三千 萬 圓 を % 加いた しまして 之を 「五 千 四百 萬圓」 
とする 必要が ございます、 依りて 本案を 提出いた し 
ましたる もので ございます るから、 御 ,^ 議の上 速に 
御 協賛せられ ん ことを 望みます。 
o_ 長 0 公爵 德川家 達 君 . 特別 裘 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀を 致させます。 

〔岡 ! 8 IR 官朗一 S」 

大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法 痒 案 特別委 負 
子爵® 口 誠康君  男 雛 村 上 敬 次 郎君 
男爵 宇佐川 一正 君  男 tf 横 山 隆俊君 
若 槻禮次 郎君  勝 田 主計 君 
高 橋作衢 君  江 原素 六 君 
田 中 淸文君 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 道路 法案 提出、 衆議院 送 
付、 第一 讀會 の續 、委員長 報告。 

〔左の 報吿醫 は朗讀 を 經さ るも參 照の ため 玆 
に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 侯 也 
大正 八 年 三月 十九 日 

右 特別 委員長 

伯爵 林  博太郞 
貴族院 議長 公爵德 川 家 達 殿 
〔伯爵 林 博 太郞君 演壇に 登る〕 


大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 第一 讀會  湏路 法案 第一 讀 會の續 
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院族 fl: 會議國 帝 回一 十四 第 


道路 法案 ! f5 l 菊 If7 の Is 

〇 伯 rr I 林 诃太 K 君是 ょり is I 路法 案の 特別委 a 會の 
經迢並 に 結果を 簡單に 街 報告いた します、 此法 案 <3: 
m 大なる もので ございます るから して、 三月 四日に 
第一 回を 開きまして 三月 十九 日まで 玆回も 之を 開 fir 
いたしまして、 fs p. に 群 綴を m ねた 次第で ございま 
す、 で 本案の 要領 並に 其® 問、 願' 答の 經過 に付き ま 
して ® m に 述べて 見たい と 思 ひます、 銘 一には 總則 
と 致しまして 此道 路に關 する 所の 總 ての 用語に 付て 
的確なる 概念を 明記した 勁であります •即ち 道路 適 
用の範 阀ほ 如何なる ものである か、 道路の 附 賜物と 
は 如何なる ものである か、 其の 他 路線と 道路との 相 
違 等 •可な り 詳細に 用語の 說明が m 來た ので ありま 
す •第二に ほ 道路の 種類 及 等級 等に 關 して 從來ほ 餘 

り 的確なる 說明が なし 得ない やうな ことで あつたの 

が、 今度 (t それ 等を 更に 明瞭に 區別を 致した 次第で 

あります •即ち 明治 九 年の 太政官 達 六十 號が ありま 

す 位で、 是等 に付きまして は® に 杜撰な もので あつ 

た、 又 之を簡 m に 言つ て 見ます と 云 ふと、 今まで {S 

第一 國道 •第二には 府縣 道’ 第三に ほ 里 道と、 斯う 

云 ふ 風な 三つの 大體區 別が 存して 居つ たに 止まり ま 

す ものを、 今回は 國 道， 府縣道 •郡 道、 市道、 町村 

道と 五つに 明瞭に 岡 別を 致しました •而 して 其 稀. 

等級を 定めた のであります. で 國 道の 資格と しまし 

ては 現に 國道た る もの 1 外に 「主 トシ テ 軍事 ノ 目的 

ヲ有 ス ル 路線』 即ち 第 十條が 加つ た， 譯 であります、 

縣道 に付きましても 適切、 明確なる 所の 規定を 設け 

ました 次第であります* で 從來郡 道と して 認 むべき 

もの も 其 資格に 付て ほ 頗る駿 昧で あつたのを •今回 

は 一定の 資格 ある 路線は 之を 郡 道と して 經營せ しむ 

ると 云 ふやうな ことに、 明に なつた のであります、 

又 認定 官廳 に付きましても 不明で ありました のを， 

之を 明かなら しめた 點も 一つの 改良した 所で あると 

思 ひます、 此 認定と 云 ふ 事に 付きまして は、 國 道は 

內務大 HT 府縣道 ほ 府縣 知事、 郡 道は 郡長 •市道は 

市長、 町村 道は 町村 長が 之を 認定す ると 云 ふこと を 

原則に し 第三には 管理者と 云 ふ もの、 權限が 明確， に 

なつた ので あろ、 管理者の ことに 付きましても 亦 管 

理 者の 權限 と z< ふ ものが 明に なりました 次第で •此 

今回は 管理者が 其 自己の 管理 M 域 以外に も 必要 ある 

場合には 道路を 認定す る 隅 限を 有する ことにな り ま 

した、 是は 柚 象 的に 申します ると 云 ふと 餘 りはつき 

りしない やうであります が、 例へ ぱ此苽 京 市から 飛 


烏 山に 至る 5a 路の 如き もの if 是 は 市道と して 經營 
した 方が 乂管理 した 方が 適當な る ものであると 云 ふ 
やうな こと ほ •都市の 發展 する に從 つて 必要が 起る 
ことほ 明で あるから、 此 等の櫸 限を 今回の 道路 法案 
に 於て 明に したので あります、 道路の H 事 並に 維持 
ほ 管理者 之を 行 ふと 云 ふこと が、 今回は 原則に なつ 
たのであります、 併ながら 特別の 場合には 他の 行政 
廳又ほ I 私人が 之を 爲 すべ S- 義務を 有する こと も規 
定され たのであります、 勿論 管理者の 承認を 經て之 
を爲 すと 云 ふこと になつ て 居ります、 それから 賃取 
橋梁、 渡船場と 云 ふやうな ものは、 道路の 原則と し 
ては、 交通 機關の 中に 賃取が あるなん と 云 ふことは 
實に舊 式で あつて、 勿論 理想と して ほ 是等 ほ 無い の 
が 適當で あります る けれども •財政の 都合 其 他から 
して 尙ほ已 むを 得ざる 事情が あります ので、 是等も 
認める ことに 相 成つて 居ります‘ 管理者に も 特別の 
理由が あれば 此賃 取を 認める ことが / II 来る ので あり 
ます、 又 各位 も 御 承知の 通り 逭路に ほ 狹隘 なる もの 
が隨 分あります が、 其 中に 電話の 柱 も あれば、 電信 
の 柱 も 建つ て 居る、 電燈の 柱 も 建つ て 居る 其 他 色々 
な ものが あつて 道路が m 路 としての 効用を 完全'  に發 
揮し 得ざる の現狀 である、 此 故に 道路の 占用と 云 ふ 
事に 付て は 今迄の やうに 簡單 に當 局に 通知を して 矢 
鱈に 柱を 建てる と 云 ふやうな 弊を 防ぎ 其 他 道路の 効 
用を 妨げざる 事に 付て は 十分の 努力を して 居る ので 
あります、 又國 家の 事業に 關 する ものは 內務 大臣の 
許 HJ を耍 する こと、 致しまして 道路を 濫設す る 等の 
事の ないやう に戒 しめてあります、 第 四に 費用の 負 
擔 、此 費用の 負擔 が、 矢張り 今日までは 不明瞭で あ 

つて、 明治 十一 年 太 政官の 達が あります だけで、 此 

四十 餘 年間 簡 m なる 規定の 下に 是が行 はれて 居つて 

適當な る 原則が 無かつた のであります、 然るに 今回 

は 道路に 關する 費用 ほ 皆 管理者た る 行政 廳の 負擔と 

すると 云 ふこと が 原則に なつて 明に 定まつ たので あ 

ります >  府縣 道は 府縣知 事が 統轄す る 公共 團體 即ち 

府縣其 もの、 府縣と 云ふ團 體に 於て 其 費用を 負擔し 

郡 道な れば 郡と 云 ふ 公共 團體が 之を 負擔 すべきで あ 

る， 斯う 云 ふ 風に 負擔の 範圍が 明に 極まつ たので あ 

ります、 殊に 內務 大臣の 指定す る國 道は 例外と しま 

して 其 新築の 費用は 國 庫の 負 S と 相 成りました、 其 

他の 國 道の 新設， 改築の 費用は 國 庫より 一部を 茭辨 

する ことが 出来る、 斯う 云 ふこと になつ たので あり 


す、 此國 道の 全部 か國 6» の 支辨で まだない と 云 ふこ 
とほ、理想としてほどうであるかと云ふやうな 51 問 
が ありました が、 先づ大 !§ に 於て 是 ほ 其 通りに 極ま 
りました のであります、 特別の 場合と 致しまして、 
府縣道 以下の 道路の 新設 改築に 付きましても 國 庫よ 
〇 一部を 補 肋し 得る 規定が 出来た のであります、 又 
他の 公共 國體 、即ち 府縣で あると か 郡と か 云 ふ もの 
でな く、 他の 公共 團 !® 或は 一私人と かが 此费 用の 負 
擔を すべき 場合には 負擔 をさせる と 云 ふ 規定 も 出来 
た、 第五には 監督、 罰則、 又 不公平なる ことを 行政 
官廳が したと きには 訴訟の 途を 開く とか 云 ふ 規定 も 
出来て 居ります、 第 六に ほ 現在の 谓路に 及ぼす 此法 
案の 影響 如何と 云 ふこと であります、 此 道路 法が 出 
来 ますれば、 從 つて 國 道も縣 道 も 延長が 延びる こと 
ほ 是ほ 明かな ことであります、 國 道の 範 圍も從 つて 
擴張 せらる、 ので ある、 府縣 道の 資格 も搦 張せ らる 
X のであります、 今まで ほ 郡 道と 云 ふ もの、 公認の 
制度がなかつた ので あるが、 どうも 郡と 云 ふ ものが 
存在す る 以上 li 之を 公認す る 必要が あります からし 
て 郡 ia の K 格と 云 ふ もの も 明に された のであります 
市町村 も 自己の 範圍 外に擗 限は 無かつた ので、 今回 
は 之に陬 限を 與 へる ことにして 大都市の ia 路 に付き 
ましては 國道 も府縣 道 も 市長の 管理に 厲 する ことに 
なりました 即ち 市長、 即ち 都市に 於て 之を 負擔 する 
と 云 ふこと が 道路の 改 W 上 必要でありまして、 其 外 
尙ほ 便宜で あると 云 ふ點 からして、 斯の 如く 相 成つ 
たのであります* 又此 他の 公共 團體 並に 一私人に 道 
路改築 等を 負擔 せしめる と 云 ふことは、 是は 又收入 
を 措て 道路の 改良と 云 ふことの 資源に 充てる こと も 
出来ます ので、 從來 よりは 道路の 改良と 云 ふこと に 
付きまして 便宜が あると 云 ふこと になります、 道路 
交通の 保 ® と 云 ふこと に 付ても、 從來 よりは 非常に 
好都合に 運ぶ やうになる のであります、 尙ほ 調査 機 
關と 致しまして 道路 會議と 云 ふ ものを 起して、 さう 
して 適當に 法の 運用を 圖〇 道路の 改善を 期す ると 云 
ふこと に 相 成る のであります •要するに 此 法案は 明 
治 二十 一年 來の 懸案で あり、 三十 年間 其 儘に 或は 議 
會の解 散 等に 依つ て 提出の 楗會が 無かつた ので あり 
ますので、 今回 是が 上議 せらる X ことにな つたので 
ありまして、 之を 今日 定める と 云 ふことは 誠に 急務 
であるので あります、 現狀 までの 所を 申します と； K 
ふと まあ 質問 應答は 省きまして、 色々 今日までの 所 


一へ 四 IO 

に於てほ不筘へ门た： :-. . ::  つて •まあ 思 151 と； M へ 
ば 非常に ® 大な るものであ〇ますが、 {0 4:娃はへ，回 
三 間 以上に なつた のであります が、 5 ■在 〇 所では ! at 
島から 吳に 行く ia に 即ち 其 si ia の' a が f-T! か； :'. M と . ム 
ふ國 道が 現存して 居る， 其 外に 一間 三尺 位の 國道が 
日 太 國 中にはな か< 珍しくない •澤山 ある、 それ 
から 勾配 もなか  <急勾 配の ものが 現在に 於て rf 在 
して 居ります、 愛嫒縣 には 三分の 一の 傾斜な どが ^ 
る、 是等は W 道と 致しまして は 甚だ 不都 < n な も e で 
ある こと ix 明かで あ 〇 ます、 四 分の 一、 六 分の 一な 
ど、 云 ふやうな 勾配は なか'^ •非常に 數が 多い と 云 
ふこと であります-で 此法 案が 通過し ますれ ぱ是等 
の點に 付ても 十分 改良し， 其 外 種々 の 方面に 於て 改 
善が 出来る と 云 ふこと ii 明かであります、 H 問牕答 
に付きまして ほ 速記 錄に大 體 讓る ことに 致しまして 
是 ょり 討論に 移りました 時に、 一委 M ょ〇修 JH r< 見 
が 出た のであります、 此法案 中、 即ち 此衆 謎院 の修 
正 案の 中の 第 十 一條 •第 十二 _の 第 八 號に 設けられ 
て ある 「地方 開 酸/ 爲 メ必耍 -ーシ テ將來 前 谷號 / 1 
-1 該當ス ヘキ 路線〗 とあります、 lit 十 一條 も 十二 條 
も 可な り 明細に 秫々 路線を 認定す ると 云 ふこと に 相 
成る のであります からして、 r の 如く 明 ra に路 «^ を 
極められる 以上 に 第 八を 加へ ると 云 ふこと にな 
れば 道路の 濫設と 云 ふこと が 行 はれて、 甚だ W る tti 
合が起るだら -.5 、此故に此第八は削除した方が適當 
であると 云 ふこと であります •即ち 衆髏院 の 修正案 
中 第 十 一條 第 十二 條の第 八號を 削除す と 云 ふ 修正の 
動議が 出ました、 で 是は 嚴密 にして 置かない と 云 ふ 
と、 勢力の ある 官吏 若く は 議員の 如き 者が ® 住して 
居る と， 其當 局を 脅かして 励々 も すれば 必要 もな き 
所に 通路を 濫設 する やうな ことは 有り得る ことで あ 
る、 故に 此第 八が あると 是等を 濫用す る ig が あるか 
らして 寧ろ 是はな い 方が 必要で、 無い 方が 宜しい の 
である •之がなくても 府縣知 事の 手心に 依つ て ほ 之 
だけの 條祺が あれば 相 當の 融通は 出来る ものである 
斯う 云 ふ 意味に 於て 修正の 意見が /li たのであります 
それから 此希 望と 致しまして ほ いろ'^ の もの も 出 
て 居ります が >  又此 唯今の 修正 意見に 對 しまして 多 
少の K 對の 意見が ありました. 即ち 此 日本が 歐洲の 
文明 阈と 伍す る やうに なつて 居る が •どうも 道路に 
付て は 世界的の ものに 未だ 發廣 して 居らない >  此 道 
を 開く と 云 ふことは 即ち 文明を fMJ 上す る 源泉と なる 
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ので あるから 今日に 於て は 不必要と 思つ た 道路で も 
之を 建設して それが 爲に地 方を 開發 する 場合が 澤山 
あるので ある > llt 故に 此第 八は ある 方が 宜 いので あ 
ると 云 ふやうな 說も 出た のであります、 又 嘗て ほ 此 
三 島 通 氏が 那須 野ヶ 原に 道路を 開發 した 時に 於て 
は 相 當に 地方の 不滿 が现ほ れた ので ある >  然 るに 今 
日に 於て {i 111 島 神社と して© ばれる やうな 次第で あ 
る、 m 路と云 ふ ものは ■其 見込 次站に 依つ ては 其 當 
時に 於て は 未だ 必勘な ら ずと Is めら れても 之が 3¢ 見 
込に ffi つて 非常に 開發の 源. ® となる ので ある、 又此 
路面の 改良と 云 ふこと に 付ての 希望が 出た ので あり 
ます.、 豫算に 於て 八 ハ ヰ K に 五十 萬 圓を 計上して あり 
まする の ほ 即ち ffi ia と 3< 京の 間， 大阪と 神 戸の 間に 
理想的の 樹肺 道路を 造る と 云 ふ 事であります が、 同 
時に 又 束 京 市内の 如き は 時に さう であるが 道路が 頗 

る 雨天な どの 時に 於て 泥渾を 極める •斯の 如き こと 

では 實に： 个 都合で あるから 路 而 の 改良と 云 ふこと に 

十分 意を 加 へられた いと 云 ふ 31! 望が 出た ので ありま 

す、 大體に 於て 此法 案は 三十 年 來も掛 かつて 審査 討 

諮 した ものであるに 拘ら ず尙 ほ隔 靴搔 痒の 感が あつ 

て 痒い 所へ 手の 屈かぬ と 云ふ點 が あるので あります 

併ながら 大體に 其 運用の 如何に 依て は 十分に とは 云 

へない かも 知れぬ が 相當の 効果を 舉げ得 る もので あ 

ると 云 ふので 唯今の 修正 說の精 神を 加味し まして 特 

別委 負 帝： 體 の大體 の S 見と して 次の 希望に 於て 一致 

したので あります、 I’ 衆 諮院の 追加に 係る 第 十 一條 

第 十二 條各第 八號の 規定は 之が 適 ffl に 當り愼 重なる 

注® を 加 ふるに 非され ほ 51 路 の濫設 となり 地方 費の 

濫出 を來た すの Is なしと せ さるを 以て 當局 は此點 に 

付きて 特に 嚴 正なる 監督を 加へ られむ ことを 望む」 

是 等の 希望に 對 して 内務大臣は 半： 極 [TTJ 感で ある •委 

員諸沿 の 希望を 十分に 發揮し 得る やうに 努める と 云 

ふこと に 於て 政府は 承認され たのであります、 玆に 

採決を 致しました る 所 fflt: 今 述べました 修正案は 少数 

にて 成立し ませぬ で、 衆蕻院 の 修正案 通り 多 數を以 

て 可決に 扣 成りました •此段 御報吿 申します。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 服 部 一三 財。 

〇 服 部 一三 君此處 から 述べて 宜しう ございま すか 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 封) 宜しう ございます。 

0 服 部 I 三 君 私は 此 誘 案に 付きまして 意見、 希望 

を 述べまして、 さう して 又 大臣の それに 對す る御考 

を鸱き たいと 思 ひます， 此 道路 法案は 本員 等の 永く 


K 制定を 希 菌して 居つ た 所であります、 此度此 案の 
出ました のは 非常に 喜ぷ 次第であります、 併し 此法 
at の 効果を 能く 現 ほす と 否と ほ， 主として 費用の 負 
擔と云 ふことの 其方 法 宜しき を 得る と 否と に 大に關 
係が あると 思 ひます、 由来 政府は 道路 改修と 云 ふこ 
とに 付きまして は ! 1¢ 々府縣 等に 向 ひまして {i 獎勵を 
された のであります が、 政府 自身は 此 道路に 向つ て 
の 費用を X 辨する 事は 常に 餘程 小心で あるので あり 
ます •それで 此 度の 法律に 於き ましても 第一 此國道 
と 云 ふ もの ほ 主務大臣が 指定され て 居る 所の もの、 
外は 地方の 負 擔を以 て此 新設 •改築、 若く (X 修繕を 
せねば ならぬ と 云 ふ 事に なつて 居る のであります が 
河川 等の 如き も 重要なる ものに 付きまして は 多大の 
金を 費して 御出でになる ので ある， 其 他い ろ< の 
ことに 多大の 國费を 費して 居，  われる 所の ものが 澤山 
あります るが、 なぜ 今日 一般の 者が 道路の 改築と 云 
ふこと に 付て は 切に 其の 必要を 感じて 居る 際に 於い 
て 尙ほ此 の國 道の 如きを 政府は 下級® K に 委して， 
さう して. 其の 一部分を 補助す る ことを 得る と 云 ふ 
ことにして 御出でになる のは、 甚だ 私 IX 遺憾に 存ず 
るので あります、 此の方 法を 以 つてな さつたならば 
其の 目的を 御達しになる ことは 誠にむ づか しいと 私 
ほ 信じて 居ります、 それで 少く とも 班 北の 端より 西 
南の 端に 達する 所の 幹線と も 云 ふべき 國道だ けで も 
宜 いから、 政府は 進んで 多くの 費用を 投じて 之れ を 
速に 改築な さる 所の 必要が あ -. •& と 私は 思つて 居り ま 
す、 之を 下級 圈體に 委して 御® きになる と 云 ふこと 
は苒 •た 當を焊 ない と 思 ひます、 是が 一つであります 
それから 第二に ほ 道路を 改築す る ことに 致しまして 
も 之を 修綣 する ことは 多く ほ 之を . S-. つて あるので あ 
る、 是ほ私 が 申す まで もな く 皆樣が 何 所を 御 歩きに 

なつても 分る であらう、 is が 出来ても 其 儘に して あ 

るから、 草が 生へ る、 穴が ある* 殆ど 步かれ ぬ やう 

な有_になつて居る所 (31 、到る所にあるのである、 

道路の 如きは 常に 之に 修緒 して 行つ て肇 めて 其 効能 

をな す ものである •然るに K- 修繕と 云 ふこと に付き 
まして ほ， 全く 怠つ てあつて •是が 爲に殆 ど改 _、 

新築した 所の 金 ほ 臌つて 仕舞 ふと 云 ふやうな 有様に 


まする が、 是では ia も 出來 ても修 絡は 誰が する やら 
ちよつ とも 分らない、 是で見 ると 道を 御 造りに なつ 
て， あとは 棄 て、 御 置きになる と 云 ふやう にし か 見 
えぬ ので ある •か、 無論 是ほ 政府で なさる こと、 思 ひ 
まする が、 是等 のこと も 十分 何 かで 明に なさる こと 
を 希望し ます、 通路の ffi 用と 云 ふこと も 今： n まで ! i 
多く ほ 人が 步く とか ■人力車が 通る とか 云 ふ 位で 濟 
んで 居りました が、 今後は 自動車 其 他 重い 所の 車が 
往來 する ことが、 餘程 頻繁になる ので ある. 故に 此 
路面の 造り 方と 云 ふ もの も、 今日までの やうに、 唯 
だ 一遍の 砂利を 敷いて 置き さへ すれば， それで 宜い 
と 云 ふやうな 御考で 、國道 其 他の 所の ものを 新築、 
改築な さつたなら ぱ •忽に 道 13: 大破 拟を 生じて、 却 
つて is らぬ方 が 宜い やうな 危險な ことを 起す やうで 
あります るで、 ft 路面を 捲へ 方に 付きまして ほ、 今 
後は 一層 御注意に ならなくて はならぬ と 思 ひます > 
現に 歐 敍 巴諸國 でも， 今 英吉利な どで も、 此 路面が 
自励 車の 爲に甚 た 破損す るに 付て は、 是に關 係して 
居る 所の 當局 者は 此數 箇月は 非常に 心配して いろい 
ろの ことを 攻究して 居る のであります、 それで 111- ® 
に付きまして は、 今後 餘程 御注意に ならなくて はな 
らぬ 、特に 或は 東京， 橫濱の 間と か、 大阪 、神戶 の 
間と か 云 ふやうな 所は >  自動車 又 荷車が 澤山往 挺す 
る 所であります から、 殊更に 御注意を 希望す るので 
あ 〇 ます、 又此 道路に 費し まする 所の 金と 云 ふ もの 
は、 多くは 固定して 仕舞 ひまして、 此 道路から 直接 
間接の 利益が 上がる と 云 ふやうな ことほ、 そんなに 
ありませ ぬが 故に， 此迤路 の® 用を 支辨 すると 云 ふ 
ことは、 いつも 地方に 於て ほ闲 難を 感じる ので あり 
ます、 そこで 若し 道路を. 造る に 方つ て、 道路の 左右 
道路 敷の 保管 或は 十 間と か 十五 間と 云 ふ ものを’ 兩 
方に 必要なる 所に 當つ ては •管理者が 買得る と 云 ふ 
ことに 致しましたならば、 菹 路が m 來上 りました 以 
k は、 其 土地は 値が 高まる ので ある、 其 上に 管理者 
が 其 土地 ほ 賣ら うと も 或は 貸さう とも， 或は 必耍な 
る 所の 營造 物を 其の 所へ 建て やうと して、 さう して 
其の 道に 對 する 所の 負 擔の幾 部分に 充てる と 云 ふこ 
とほ、 是は 一つの 方法 かと 存じます 、是ほ 御 承知で 


す > 是だ け ほ 私の 意見と 希望であります、 一應大 K 
に 私の 此意 見に 付きまして の 御意 見を 拜聽 したう ご 
ざいます、  的 
〔國務 大臣 床 次 竹 二 郞君演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君) 唯今の 御 質問、 御希菌 
に 数して 御 答を 申 上げます が、 第一 道路の 現在が 時 
代の 進步に 伴は ざる こと 13: 御 話の 通りと 私 も考へ ま 
す、 此逛路 法案が 通過 致しましても •御 話の 如く 金 
の關 係で ござります るで、 財政 當局 者と ほ 出 來 52 る 
限りの 協議を ■しまして、 目的を 達したい 考でご ざ 
いま T、 第二、 第三、 第 四の 事： f!*) ほ、 何れも 此 法案 
の實 行に 關した ことで、 御注意の® は 一々 御尤もに 
考 へます るので、 十分に 注意 致したい と 思 ひます、 
第五の 意見 ほ， 是亦 如何にも 左樣 あつ. て 宜しい こと 
| と考 へます るが、 此法案 中には 其 規定 (3: 拔 けて 居り 
ます、 併ながら 御 話の 如き 事柄 ほ、 多く 此 市街地に 
起る 例と 考 へます るので， 喵今御 港 議 中に 屬 して 居 
0 まする 所の 都市 計畫 法案 屮には 、御 1! 見の 貫徹す 
る やうな 規定が 設けて ございます。 

0 男爵 石 黑忠蒽 君 ll'h 衆議院の 修正の 中に， 政府が 
御 同意で ございます るから、 無論 政府で 御說明 にな 
る こと、 思 ひます が 「主 トシ テ 軍事 ノ  nr 的ヲ有 スル 
國道其 ノ他 主務大臣 ノ 指定 スル 國 道/新設」 是ほ無 
論國 道なる もの ほ 軍事の 目的を 有して 居ります る も 
ので 有 ませう が 其當り 前の 國 道の 外に 主として 軍事 
の 目的を 有する 國 道と 申します ると 或 it 要塞に 參り 
まする 當〇 前の 國退で はない が、 それから 岐れて 要 
塞に 參〇 まする 道で ございます ると か 或は 演習 地へ 
赴く 道で ございます ると か 云 ふの ものを 云 ふので ご 
ざい ませう か、 それを 承りたい のが 一つ、 それから 
此 軍事の 目的を 有します ると 云 ふ 文字が ございます 
るが 此國 道の 橋梁と 云 ふ もの ほ 無論 軍事の 目的を 有 
して 居る ものと 存じます るが 橋梁が 幾らの 重さに 耐 
へ 得る と 云 ふ 事が 此 軍事の 目的を 有する 國 道に屬 す 
る もので ございます か ■それを ^ りたう 存じます。 j 
〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 御 答へ いたします が、 
三十 三條の r 主 トシ テ 軍事 ノ e 的ヲ有 スル 國道 j 斯 
う 衆議院で 修正に なりました のであります るが、 固 
より 政府の 原案に 於ても 左樣な る 道路を 專ら 指定い 
たす 考で居 つたので あります、 殊に 玆に 明瞭に なつ 
た 次第であります るで、 何等 差 支ない と 思 ふて、 同 


なつて、 居る と 私は 思 ひます、 それで 此點に 付て {X 
今後 特に 御注意になる やうに 希望いた します る •さ 
うして 此 三十 三條の 「主務大臣 ノ 指定 スル 國道ノ 新 

設又ハ 改築-一 耍 K ル 費用 ハ國庫 ノ負擔 _ト ス」 と あり 


も ありませ. うが、 歐羅 巴の 或國で ほ 旣に 其方 法を 設 
けて、 餘程 成功して 居る と 云 ふこと も 聞いて 居り ま 
す、 私は 多年 此事の 必要と 云 ふこと ほ 感じて 居り ま 
して、 其 事に ならむ ことを 希望して 居る ので ありま 
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窓 いたしました 次第であります、 而 して 3i ?jf の H 的 
を 有する 國 道と S ふの 13- 惟 今 御磕の 中に 上りました 
例の 如きが 左 棵で あります、 又 箱 根を 越えて 富 土の 
摆野に 至る 乙女 峠と 申します か. あれ 等の 線 (3: 即ち 
取ら 改修の 際 I - は 此 目的より 開きました 道路で あり 
ます、 稻梁 の m さに 付て ほ 政府 委員より 詳しく 申 上 
げま する が、 大體 {3; 砲車を 通じ、 即ち 軍事行動を 致 
すに 差茭な いだけの 重 iiv に耐へ なければ ならぬ こと 
でございます。 

t 政府 姿 M 堀 田 貢 君 演摁に 登る〕 
0政府裘员(堀田貢お〕_今石黑男爵の御尋の軍道 
に 架す る睽 梁の 耐 力に 付ての ことがありました ので 
其點を 一言 御 答申 上げた うご ざいます， M り 軍道に 
架す る齡 梁の みならず、 全般の 此 道路の 碑 造 等に 付 

きまして ほ、 本 法 第三 十 一條に 依りまして、 命令を 

以て 之を 定 むる 考を以 ちまして、 旣に其 命令の 要綱 

に付きまして ほ 陸軍の 當局 とも 打 合を 致しまして、 

內定 した ものが あります ので ございます ，其 詳しい 

ことを 此所で 申 上げる ことほ 御尋の 趣旨で ありませ 

ぬ やうで- こざいます るから、 橋梁の こと だけを 申 上 

げま す、 橋梁の 椭 造は 此 橋梁の 長短に 應じ まして， 

左記の 励 荷 © を 支持す るに 足るべき 橋 力を 有せし む 

る  >  即ち 等 布 荷重と 致しまして は •橋 ¢1 平 積 一 坪に 

付き 四百 貫の 重荷を 滿 載し、 得る ものたり と 云 ふこ 

と.‘ それから 集中 加重に 付て は， 國道搦 にあり ては 

重 M! 一千 貫の 車輛 ■一 後輪 if か 約 八 百 貫、 一前 輸 3 

が 約 二 百 貫と 云 ふこと に 陸軍省と 打 合の 上 決めて あ 

るので あります •尙 ほ縣道 橋に ありまして は. 重量 

千 六 百 貫の 車輛の 通過に 耐 へる ものと しやう と 宏 ふ 

ことにな つて 居ります、 本法實 施の 際に 當 りまして 

是 等の 事項を 命令と 致しまして 公布を 致し， 其 標準 

に 依つ て 築造せ しめる ことに 致したい と考 へて 居り 

ます。 

0 男爵 石 黑忠藤 君續 いてち よつ と 伺つ て 置きたい 

本員は 此前質 問いた しました の ほ 外では ございませ 

ぬが、 軍道と 云 ふ 字から 考へ m しました ので、 唯今 

の ® S なる もの ほ 何から 其 御 割出しに なつて、 此重 

量が 必要 だと 云 ふこと が 出來て 居ります かと 云 ふこ 

とを 伺つ て 見たい、 それから 縣 道、 郡 道， 國 道、 是 

は 何から 御 制 /. B しにな つた か、 其 原則を 伺つ て 見た 

いのが 一つ、 それからもう 一つ ほ 近頃 參 りました、 

P まだ 日 木に I {5: 澤山 ございませぬ が、 演習 等に 用 ゆる 


もので ございませう か、- こざい ませぬ か、 併し 陸軍 
當局が 御見えになり ませぬ から 分り ませぬ が、 「夕 
ンク J が 其 橋梁に 耐 へます るか 耐 へませ ぬかと 云 ふ 
ことを ちよつ と 伺つ て 見たい。 

t 政府 委員 堀 田 貢 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 S 員， 堀 田 貢 君) 御 答へ いたします、 是は詳 
しい ことになります ると 云 ふと* 陸軍の 當 局より 御 
答へ いたした 方が 宜しから うと 存じます るが 「タン 
ク」 {3; 見て 居り ませぬ で、 重砲を 標準と して 斯る規 
定を 致した ことであります C 

〇 矢：！ 長 右 衞門君 本員 ほ 委員 會の 席で 傍聽 いたし 
て、 其 際に 一言 質問いた しました が、 此本 法の 施行 
期日で ございます、 此の 本 法 六十 四條の 規定に 依つ 
て 見ます ると . 本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 
ム」 と 云 ふこと になつ て 居ります が* 此 期日 ! 3: 果し 
て 何年 度より 施行と 云 ふこと になります ので ありま 
すか、 過日 娶員會 に 於ての 御 答 辯では、 九 年より 施 
行され ると 云 ふこと で* こざいました， 若し 假り にさ 
うなれ ぱ宜 いが、 萬 一に も 直ぐに 之を 施行す ると 云 
ふこと になり ましては、 地方に 於て 非常なる 事實上 
の 齟齬が 出 來て旣 に縣會 等に 於き まして、 最早 八 年 
度の 道路 其 他の ことの 豫算は 作られまして 又 將に實 
行 せんとして 居る、 唯 八 年度で なくして 九 年度と 云 
ふこと であれ ぱ此 法案を 施行す るに 誠に 好都合で あ 
ります が， 其邊 の當局 者の 御考は 如何であります か 
此本 會議に 於て 改めて 一言 御 伺を 致したい もので ご 
ざいます。 

r 政府 委員 堀 田 貢 君 演壇に ■登る〕 

〇 政府 委員 (堀 田 貢 君〕 唯今 矢 口さん の 御 問に 御 答 
へいた します、 本 法 施行の 時期に 付きまして ほ委負 

會に 於ても 御 答へ いたして あるので あります が、 本 

法 施行に 付きまして は 熾 多の附 屬の 命令を 必要と 致 

します るし、 其 他 各 府縣の 道路の 大體に 付て 調査す 

る 必要が あります るから、 成るべく 早く 施行を 致し 

たいと 云 ふ考を 有つ て 居ります けれども、 相 當の日 

子を 要する のであります るので、 大體 唯今の 所では 

大正 九 年度より 實施 しやう と 云 ふ考を 有つ て 居り ま 

す。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 探 決を 致します、 本案の 

第一 一讀會 を 開くべし とする 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 


〇 伯 辟 林 溥太 郎君 直ちに 第二讀 Q- を 開かれむ こと 
を 希望し ます。 

〇 男爵 高木 兼 寬君 賛成。 

〔其 他 「寶 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第二 誼 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君 d 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 0 公爵 德川家 達 君) 第 一條ょり 全部 問題に 供 
します、 全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 伯爵 林 博 太 郎君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 望みます。 

0 男爵 高木 兼； M 君 賛成。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第三 If 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第二 _會 の 決議 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

• 〔_‘ 異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 e 公爵 徳川家 達 君〕 時局の 影® に W る 地方税 
制限擴 張に 關 する 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 
第一 if 會 の ^ 、委員長 報吿 、松 浦 伯爵。 

時局の 影 S に 因る 地方税 制限 擴張 に關 する 法律 
案 

右 可決 十へ きものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月 十九 0 

右 特別 委員長 

伯爵 松 浦  厚 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 松 浦 厚 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 松 浦 厚 君 唯今ょり 時局の 影響に 因る 地方税 
制限 擴 張に 關 する 法律案の 經過 並に 結果を 御 報告い 
たします、 抑々 此 特別委 員會ほ 三回 開きまして、 委 
員と 致しまして 愼重審 議を 重ねて、 政府 委員と 委員 
との 間に 十分 討議を 重ねました 次第であります、 其 
經過 に付きまして 大體御 報告を 致した うご ざいます 
抑々 此 案の 精神と 云 ふ ものは 何で あるかと 云 ふこと 
を 一言 玆に申 上げ ますれば 、御 承知の 通りに 物價の 


•…. 時局 〇 起り まして 以來 、拘. 1« 0 筠 « 0 肜 
9 に 因りまして 、犬に 地方 吏 fl 其 他に 於て 生活 狀® 
に钹 苦を 谷め て 居る ？ f が 多い、 ':- れ v, ;;'' 、 

ことで •此改 正 案 •か 提出に なつた 譯で •こざいます、 
御 71X 知の 如くに y3 ffi 支辨 になつ て 居ります 所 〇 官吏 
に 於き まして ほ 旣に 五 wj lft o 臨時 手當 'か 支給に.'''. 

て 居 〇 ます けれども、 まだ 此 地方に 於き ましては そ 
こに 參 つて 居らぬ ので •こざいます、 即ち 道 府縣 若く 
は 市町村に 於き ましては、 中には 旣に其 地方 長官， 
市町村 長の 權限内 に ® して 居る 所の 徴收を 致し まし 
て 臨時 手當を なり 三 割な り 支給せられ て 尉る の 
でございます けれども、 普く 其 支給が 行 <« つて 居ら 
ぬので ございます、 そこに 依りまして lit 度 其 支給を 
普くしたい と；. z\ ふこと でございます か、 御 Tft 知の 通 
りに 今日は 此溜限 外に 臨時に 租税 - < 徴收 すると 云 ふ 
ものは 戶數割 若く は 家屋税 等に 依らねば ならぬ と 云 
ふ 所でありまして、 他の阀 税 •地方税と 云 ふ ものは 
制限を 附せら れて居 るので ございます、 それ故に 此 
度 其 制限を 法律に 依つ て 緩和し 擗 張いた し、 さぅ し 
て それからして 此 不足を 補充し、 普く 此 生活の 闲難 
に堪 へずに 房る 者を 救は ぅと 云 ふ 所で あるので あり 
ます、 かるが 故に 政府に 於き ましては 今日 此 新 なる 
法律を 出された 譯で あります が、 即ち 此制限 を擗張 
すると 云 ふの ほ 何で あるかと 申せば. 御 承知の 如く 
此地租 と 管 業税と 所得 稅 の三稅 に對 する 即ち 赋 as 税 
の 制限を 棚 張いた しまして •唯今 申 上げました 所の 
臨時 手當の 財源に 當て しめむ とする 所の 案で ござい 
ます、 此附 加税の 制限が 擴張せ ら る、 に 付て 幾何の 
資金を凡そ耍するかと云ふことに付きましてほ、内 
務 常 局に 於 かせられまして 算出せられ た 所に 依り ま 
すと、 凡そ 四千 萬の拊 徵 金を 要する ので ある、 X 大 
藏 省に 於き ましての 昨年度から …： 即ち 本年度、 八 
年度の 豫算額 ほ 即ち 凡そ 一億 四千 六 百 萬 圓であ り ま 
すが、 それを 時局の 起らない 前 •即ち 大正 三 (小 K- の 
決算 額に 比します ると 四千 四百 萬圓 からの 咐加 にな 
るのであります、此 % 加額と云ふものは如何なる形 
に 依つ て增 して 居る かと. 云 ふこと を大藏 省に 於き ま 
して、 別に 內務 省の 算定 外 …… 別の 考を 以て 算定い 
たされた 所に 依ります ると、 凡そ 此 中の 一割 だけと 
云 ふ ものは 時局の 影 1? に 依つ て 起つ たもので ある、 
それから 來た ものであると 云 ふこと を M られ まして 
即ち 四百 萬 圓と云 ふ ものは 自然の 膨脹で あるが 四千 
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萬阆と 云 ふ ものは 時局の 影 i： である、 斯う 云 ふこと 
に大藏 省に 於き ましては 判 斷せ られ た譯で あります 
そこで 今日 地方の 官公吏 全部の 係 給の 總額は 如何と 
申します と •凡そ 八 千 二百 萬の 依 給で & ります、 そ 
れに對 しまして 五 割 % の手當 を 之に 與へ ると 云 ふこ 
とに なれば、 凡そ 四千 萬圓 を耍す る譯で あります、 
さう すれば 即ち 大藏 省の 方で 見られる 所の 四千 萬 圆 
即ち 內務 省で 求めん とする 所の 四千 萬圓 と數に 於て 
は 殆ど 同量の 相似た る ものである、 付て は此 算入を 
元と して 今度 制 張を！ 一る と 云 ふこと に 一; 立案 
になつ たものと 考へ ます、 ちょつ と玆に .：： 御 承知 
でも ございませう が、 順序 上 御 話 申 上げて 置きたい 
と 思 ひます が、 今日 此 資金を 地方に 於て 制限して 徵 
收 する 狀態は 如何で あるかと 申し ますれば、 即ち 現 

在の 道 府縣は 、即ち 地租の 百 分の 十三 若く は 百 分の 

三十を 賦課され て 居ります、 營業税 は 即ち 百 分の 十 

一、 所得税は 百 分の 四と 云 ふ 斯う 云 ふ 割合にな つて 

居ります， 市町村の 方は 地租が 百 分の 九 乃至 百 分の 

二十 一、 營業税 ほ 百 分の 十五、 所得税 も 百 分の 十五 

斯う 云 ふ 風の 割合にな つて 居ります が、 此附 加稅の 

上に： 史に 今度の 其佾額 をち ょつ と玆に 申します れぱ 

遇 府縣に 於き まして 

〔副 謹 長 侯擗黑 田 # 成 君 議長 席に 著く〕 

二 千 七 百 五十 九 萬 餘 IM1 になります、 市町村に 依り ま 

して 市町村は 三千 三百 十五 萬 八 千 餘圓と 云 ふこと に 

なつて 居ります、 それへ 此度 唯今 申 上げました 新案 

に 法 つて 起る 所の 道 府縣に 封し ましては 百 分の 八で 

ありまして， それから 道 府縣に 出て 來る所 の ものは 

二 千 二百 七 萬 六 千 餘圓と 云 ふ ものになります， 市町 

村の 方は 即ち 百 分の 六であります から、 其 六を 之に 

附加 する ことにな 〇 ますと 千 九 百 八十 八 萬 四千 何百 

_ と： K ふ ものになります、 其 合計の 數か 即ち 四千 百 

九十 六蓖餘 圓と云 ふこと になります、 恰も 唯今 申 上 

げ ました 所の 地方 廳の内 務省で 寄せられた る 所の 四 

千 萬 11 と 云 ふ ものが lit 所に 出る 譯で あります 、之を 

通 府縣に 於き まして 二 千 二 百 七 ®; 餘圓の 金を 寄せ ま 

して* 其 中を どう 云 ふ 風に 分けます かと 中し ますと 

地方 官史の 中の 者と 並に 中等教員の 者に ? T. 割佾の 臨 

時 手 常を 铪與 される 譯で あります、 其 高が 凡そ 一千 

四 西 二十 二 萬 六 千 何百 圓と 斯うな つて 居ります、 其 

殘額 が、 …… 道 府縣に 於て 之を 支給した 殘額が 凡そ 

七 百 八十 . 7T 禺な にがしと 斯うな つて pr る、 又 今度 市 


町村に 於き まして 今 新に 賦課され る •新に 徴收 され 
た 所の 金額は 即ち 一千 九 百 八十 八 萬 何千 何百 圓、 斯 
う 云 ふ 金は 之を 臨時 手當 として 市町村の 吏員 それ か 
ら敎員 等に 分ける ことにな 〇 ますと， 凡そ 此吏 員の 
方が 五 割と 致し ますれば、 凡そ 六 百 5R; 十 萬 餘圓 とな 
ります、 それから 小 吊 校 教員の 方に 割付す る 方に な 
ります と， 凡そ 國中の 小® 校敎 員は 十四 蓖七千 餘人 
と 承つ て 居 〇 ます、 それに Jr: 割 咁の臨 時 手當を 給與 
する ことにな ります と 二 千 四十 四 萬 五 百餘圓 となり 
ます、 其 處で今 H まで 御 承知の 如く 昨年 來義務 敎育 
の國庫 育 擔と云 ふ 所に 一千 萬 圓出て 居ります、 其 一 
千 萬圓の 中の 八 百 六 M 二 千 圓餘 りの 金と 云 ふ もの ! 3; 
是ほ小 « 校敎員に給典されて居ります、それと哨今 
の 二 千 何； G 萬と 云 ふ ものを 加へ まして、 茲に 丁度 四 
千 二 百 S; 十八 萬 八 千 何 苗 11 と 云 ふ ものを 給す る こと 
になります、 斯の 如くに 吏員の 臨時 手當の 金額の 六 
百 五十 萬 I 千 何百 圓 、それから 小學 校の 臨時 手當の 
I 千 二 百 五十 七 萬 何千 圓 •之を 合し ま t ると 一千 九 
百零七萬何千何百_と云ふことになります、之を撋 
張费に 依りまして 咐 額いた しました 所の 一千 九 百 八 
十八 萬 四千 十 一圓から 除きます ると" 其殘 額が 八十 
萬 e 千 九 百 圓と云 ふこと になります. 惟 今 申し まし 
た 所の 支給いた しました 殘額 即ち 八十 萬 四千 九 百 何 
十圓と 申す もの ほ、 如何なる 所に 之を X 給され るの 
であるかと 云 ふこと に付きまして ほ 大いに 研究を 要 
する ことと 考へ ました、 當局 大臣に 於き ましても 之 
に 付て は 大いに 考へて 居られる ことで あらう と考へ 
ます、 凡そ 如何なる 事に 之を 消費され るかと 云 ふこ 
とに 付きまして •研究いた して 見ました 所、 喵今申 
上げました 所の 臨時 手當の 外， ED ち物價 騰貴の 影響 

に 因りまして、 即ち 諸 費と か 或は 廳費 とか、 或は 市 

町村に 於き まして ほ 色々 雜費と 云 ふやうな もの も 加 

つて 屛 ります、 さう 云 ふ ものに 此餘裕 が ある 所の 殘 

金 13: 使 ふこと である、 又 唯今 光 刻來申 上げました 所 

に 今日まで 制限 外に徵 收いた して 居る 所の 戶數 割と 

か、 或 ほ 家屋税と 云 ふ ものは 少なからぬ ことで あり 

ますから 即ち 此渦剩 の 金が あるなら ぱ即 ちそれ に 於 

て 立替を して 居る 者に* 替 金を 拂ふと 云 ふこと に 用 

ひる、 斯う 云 ふこと でございます、 又 特別委 員 中に 

於き まして 各種の 質問が 出ました が、 殊に 此 法案た 

る や 實に 一種の 佾税で あります、 大事な 問題で あり 

ます、 付きまして は 此 法律の 活用、 繼一實 施 期間と 


云 ふ もの ! i 凡そ どれ 位 かと 云 ふ 質問が M 々出ました 
政府に 於き まして (3: 之に 答へ ら るるのに 、時局の 影 
饗 の繼續 時期で あると 言 (i れ ました、 併ながら 比繼 
續時期 は 何時までの ことであります か、 漠然たる か 
の やうであります •尙 ほ此 以上に 質問を 重ねました 
上に 政府 當局の 言 はれます に* 即ち 明に 申せ ぱ郎ち 
國庫 費に 依つ て 官吏の 臨時 增給手 當を咐 して 居る か 
らノ 之を 廢 すると 同時に 是も廢 すると 申されました 
譯で あります •尙ほ 質問の 中に 家屋銳 、戶數 割 其 他 
谷 種の 重い 税が 地方に 行 はれて 居る が、 之に 付て は 
十分 此際に 於て 整理を し、 成るべく 重税を 課せぬ や 
5 にしたい と 思 ふが， ど 5 云 ふ御考 であるかと 云 ふ 
質問が ありました 之に 對 して 政府は 出来る限り 此際 
に 於て 之を 整理した いと 考 へる， 併ながら 一體 に税 
制 整理を しなければ ならぬ と考 へて 居る から、 尙ほ 
其 際に 於て 此 事は 成るべく 國 民に 無理の 行かぬ やう 
に 整理した いと 云 ふ考で ある、 斯う 云 ふ 御 返答で あ 
りました、 今 申 上げました 通 〇 に此 案の 主 もなる 意 
味は 即ち 臨時に 於て 物價 騰貴 其 他の 生活難と 云 ふ も 
のを 救叻 する が爲に 起り ました 新案で •こざり ますが 
殊に此案に付きましての主眼たるものほ、御承知の 
通 〇に此 敎 M の 生活難、 如何に 之を 救助す るかと 云 
ふ 所の 精神に 出た ものであります が* 凡そ 之に X 給 
する 上に 付て は 如何なる 步 合を 以て 之を 給す るか 
と K ふ 質問が 澤山 ございました、 之に 付きまして ix 
他に 之に 關聯 する 法钳案 も 出て 居ります から •其委 
員 長から 定めて 詳細なる 御 報吿が ありませ うと 思 ひ 
ますから、 敢て私 に 於き まして 其方に 蛇足は 加へ ぬ 
事に 致した うご ざいます、 ちよつ と此 所に 附加へ て 
申 上げて® きたい ことは •御 承知の 通りに 此案 が果 
して 通過いた しました 上に 於き ましては、 唯今 現に 
行 はれて 居る 法律の 中の 第四條 •第五 條に 大いに 關 
聯を ：：： 地方税 制限に 關 する 法律案で あります が、 
此四條 、艽 條に關 係が あるので ございます、 殊に 此 
五條に 於き まして ほ旣に 制限 外の 百 分ノ十 M を 課し 
てあります、 此 上に 新なる 此； c 分ノ 八と 云 ふ ものを 
加 へられる と 云 ふこと になつ て徵收 する 場合が 萬 一 
ありま すれ •は •なか^^- 大いな る 課税でありまして 
五 千 萬 M 以上 若く は 一億 萬圓 以上に も 凡そ 精細に W 
盤を •取れば 上りは せぬ かと、 大體に 於て、 私 {3: 調べ 
た 次第であります、 之に 付きまして ほ 委員に 於き ま 
しても 心配を 致しまして* 當局 大臣に 質問を 致し ま 


したが、 lit 第四條 、第五 條 のこと に 付て は 無論 新し 
く •…： 新案を 加へ て 別項と して JM はして あります る 
が、 第四條 、第五 條 にも 影響す る けれども、 成る ベ 
くは 此度ほ 之に 止めて 置いて 第四條 、第五 條の附 加 
税の 上には 手を 著け ぬと 云 ふ御說 明でありまして、 
大に姿 員 も 安心を 致しました ので あ 〇ま す、 右 申 上 
げます 通りに 三回の 委員 ■を 開きまして 愼重 審議. 
委員 並に 政府 委員との 應 答を 相 重ねまして •此 案を 
通過す る ことに ■:… 可決す る ことに 致しました、 併 
ながら 唯今 申 卜： げ ます 通りに 此案は 一種の 增税で ご 
ざいます るから、 成るべく 斯の 如き fa ほ 今日 多から 
ぬ ことを 希望いた します、 皆阈 民の 最も 希望す る 所 
で， 又此院 に 列して 居る 者の總 ての 希望で あると 考 
へます、 付きまして は 成るべく 此税は 早く …… 實行 
の 期が 長から ず、 速に此 案が 撤一 i になら むこと を 希 
望して 居ります るから して、 希望 條 件と 致しまして 
三種の 條 件を 附 して 置きたい と考へ まして、 特に 第 
三回の 委 a 會にほ 內務 大臣の 御 出席を 請 ひまして 希 
菌條 件の 三 補に 對 して 大臣の 御 賛同を 得 御 同情を 得 
て 居る 次第であります、 其 二、 三の 希 轺 條 件を 改め 
て 玆に申 上げて ® きます、 「一、 臨時 手當は 當局大 
臣の一 一一 Fi 明 せらる る 如く 道府縣 官公吏 並に 屮等敎 負 及 
市町村 吏員 •小 學校敎 員には 國庫 支給の 官钯 臨時 手 
當同樣 にして 必ず 五 割の 臨時 手當を 煽れな く 給與せ 
らる べし •一 . 內務當 局に 於て ! 3: 將來出 来 ? I る 限り 
甭 稅を 緩和 さるべく 特に 注意を 乞 ひたき こと、 三* 
現在 迄に 巳に 二三 割 も 臨時 手當 若く は 給料を 增せし 
分 ほそれを 加へ て全體 にて 五 割に 達する 迄 支給を 爲 
すべき こと •四、 物 價 低落に 應じ 制限 額を 按排 輕減 
する こと J 此第四 までの 條 件を 附 して 此 案を 全會一 
致で 委員 會を 通過いた しました 次第であります ，ど 
ぅぞ滿 場の 谷 位に 於 かれまして は 御 賛成 あらむ こと 
を 希望いた します。 

0 副 諝 長 侯爵 黑田長 成 君 5 銶田勝 太郞赵 。 

f 鎌 田 勝太郞 君 演壇に 登る〕 

〇鎌 田 勝 太 郎君 fi; は 此案 に付きまして 意見を 述べ 
尙ほ 政府 當 局に 對し 希望を 述べまして 以て 施政の 參 
考に 供したい と 思 ふので あります ，此 時局の 影響に 
因る 地方 W: 制限 擴 張に 關 する 法律案 ：‘… 至つ て 長い 
名稱で ございます るが、 之を 簡單に 申します ると、 
即ち 地方税の 咁徵 案であります、 で 其 增徵は 幾らか 
と 申します ると府 縣稅に 於て 二 千 二 百 萬 圓 ，市町村 
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A. 四 四 


稅に於て千九百茁1れ、肿せて四千 ?1 35 1{11 の枪税案で 
ございます、 して 見ます れば 之を 輕 々に 論議すべき 
もので ほない. 而 かも此 ％ 税が 間接税で なくして、 
殆ど H 接稅の S 味を 有つ て 居る のであります、 四千 
百® li3J の枬税 と 云へ ば 容易なら ぬ ものである， 今日 
我が ^ » に 於て 直接 國税 四千 萬圓以 上の 稅 金の 這 入 
7, もの ほ 幾らあります か •唯 所得 稅と 地租 ばかりで 
あります、 彼の 喧し. 1 Vj 營業税 の 如き {X 三千 三 W 萬圓 
しか 収れな いので ある、 是 ほ 八 年度の 所謂 過大なる 
豫 3?- と 稱 する ものにすら 三千 三百 萬阊の 計上で あり 
ます、 それを 四千 百 萬 H1 の咐稅 案、 併ながら 時局の 

爲に 必要なる 支 / 1.1 であれ ! X 國民も - 

〔議長 公 沿 徳川家 達 嵙議 -il 席に 復 す〕 

忍んで 受けぬ ければ ならぬ のであります、 唯今 委員 

長の 述べられた 如く 其 支出に 於て は 吾々 も 同情を 表 

する ので あるから 此 案に 付て は® て反對 ほ 致し ませ 

ぬが、 此案 を齊 成す ると 同時に 政府に 向つ て 犬に 注 

意を §9 むので ある •其 注意を 薄む と 云ふ點 の 第 |ほ 

事 K の 運 H-1 を 能く やつて 莨 ふので ある、 運用を 注意 

して TY ふので ある、 又は 當 分の 中と あるが 是は 事 sf 

當 分の 中と して ® ひたい、 咐稅 をす る 場合に {t 多く 

短い やうに 思 はれる やうな 形式を 用 ひるが、 多くは 

短くない、 矢張り 末代に なつて 仕舞 ふので ある、 法 

律で 规定 して ある ものは 其 時分 出 來た法 律で あつて 

欲い ので ある、 即ち 先例に 依つて 云へ ば 日露戰 爭 の 

時分に 非常 特別税 と ；K ふ ものを 招へ た >  是ほ 實に戰 

爭中で あるから 非常 特別税 は已 むを 得ぬ ことで ある 

然るに -llh の進步 と共に 交 出が 殖 交 たもので あるから 

其 後 税制 整理とは 云 ひました が、 何も 整理は しない 

JI; 非常 特別 税を總 て本税 に 直した ので ある* かるが 

故に此 度の 此 案も當 分の 中と あつても 亦 必ず 是は繼 

緻して …… 四千 百蓖圓 の增税 は 私は 繼續 して 受けな 

ければ ならぬ やうになる であらう と 心配を する ので 

ある、 否、 事實 なる であらう と 確信す るので ある* 

それで 此％ 税に 付て は 政府は 地方税の 緩和を すると 

云 ふ 誠に 巧妙なる 文字を 使つ て ある、 成る 程 地方税 

の 今日 財源に 乏しい 上から 云へ ぱ 緩和で ありませ う 

併し 此 緩和と 云 ふことは 取る 方から 云 ふので、 取る 

方から 云へ ぱ緩 和で あるが •出す 方から 言 ふと 過 ®: 

である、 緩和 どころではない 洵に 過重で 苦しい 譯で 

ある、 併し 是も洵 に已 むを 得ぬ 施設に 對 する秕 税で 

あれば、 自分は 忍んで 受ける 譯で 、之を％ 税す ると 


同時に 最も 當局 者の 注 : V2 を 要する の ほ 戶數 割の 關係 
である、 ft- 地方税な り 町村稅 の收 入の 主たる ものは 
申す まで もな く國税 の附 加税 、それと 戶數 割稅 、そ 
れと雜 種税 ，斯う 大體 分つて 居ります るが、 其 中で 
も M も 金高の 多い の ほ戶數 割税と 地租 割の 附加税 と 
が 多い ので ある、 從前 、餘程 以前に 於て ほ、 此國税 
の附 加稅 と戶數 割 稅 とは 稍々 權衡が 保てて 居つ たの 
である、 然るに 突出の 年々 殖える のに 困つ て、 一方 
の國税 附加税 に 於て ほ 制限が あり >  一 方の 戶數 割に 
は 制限がない 、故に 支出の 增 加に 伴 ふて 制限の ある 
附加税 では 致 方がない から、 總て 無制限なる 戶蚁 割. 
に 持つて行 くの だ、 故に 戶數 割の％ 加と 云 ふ もの ほ 
近年 裁し いもので ある、 殊に 此戰 後 ix 一 段の 增 加を 
來た して、 殆ど 堪 へない 程の 增加 である、 故に 此案 
を 出して 一方の 制限の ある ものを 解く と 云 ふことは 
是は已 むを 得ぬ で ございませう、 さう して 戶數 割と 
國税附 加 稅 との 調和を 取つて 行く と 云 ふこと ほ 洵に 
結構で あるが、 是が今 後 どうなる かと 云 ふこと を考 
へる と、 今まで 從來 例へ ぱ戶數 割と 國税 附加税 とが 
五十、 五十で 對等で あつた ものが、 一方に 制限が あ 
.るから 段々 戶數 割が 增 して 行つて 戶數 J が 百に なつ 
て 附加税 は 矢張り 五十で 居る、 所が 今度 ll-b 制限の 擴 
張に 依つて、 附加稅 は 七十 五に なり 戶數 割は 百で あ 
る、 稍々 均衡を 保つ て 來るや うにな つて 來た ので あ 
る、 所が 是から 先は どうなる か* 是で 戶數 割が 上ら 
ぬ ものなら ば 宜 い、 是から 先き 金が 要る やうに なつ 
て來 ると •又 戶數割 に 課け る、 さう すると 元々 五十 
芄 十であつた ものが 五十と 百と に * り、 大 S な 相異 
になる •今度 七十 五に 上 ぼした から 相異が 少くな つ 
た， 更に 又 今度 戶數 割を 百 二十 五に する、 斯う 云 ふ 

風に f 追は へ ごつ こ」 をす る や 5 になつ て來 たが、 

租税の 過 ffi に堪 まらな くな つて 來る 、殊に 其戶數 割 

税 の徴收 法と 云 ふ ものが 甚だ 宜しくない、 是は御 承 

知の 通り 以前には 一戶づ つに 充行つ て 貧富の 酌量を 

せなん だ 時代が あります、 近頃は 總て 貧富の 酌量を 

する、 而し て是は 何 所で やる かと 云 ふと 町村 會でや 

ります、 町村 會が 之を やります るが、 借て 此貧 富の 

酌量と 云 ふの ほ 甚だむ づ かしい ことで •大きな 家に 

居る 者は 必ずしも 富者で なし、 小さい 家に 居る 者は 

必ずしも 貧乏 入で ない の だ、 又 不動 產を澤 山 持つ て 

居る からと 云つ て是で 富者と も 云へ ない、 不動 產を 

持って 居る 一方に 借金を して 居る 者が ある， 不動 產 


ほ 少い •か K 金を 持つ て 居る とか、 有價 證券を 持つ て 
居る 者 も ある、 此貧富 酌： K と 云 ふこと が K 際な かな 
かむ づ かしい、 ! 13 面目に 村旮 町會議 a が 決めても む 
づ かしい ので あるが、 近頃 是に又 惡い弊 風が 出来た 
それ ほ 何かと； K ふと、 彼は 大きな 家を 建てて 居る か 
ら戶數 割を 澤山 課け て やれ、 彼は 威張る から 課け て 
やらう、 甚 しきに 至つ ては、 彼等 ほ 此間の 衆詆院 の 
選擧に 反對黨 を 入れた 奴 だから、 少し 餘計 課け て や 
れと云 ふこと になる、 又此間 或る人から 聞け ぱ 、或 
る 町村に 居る 駐在 巡査が 正當に 職務を 執行す る >  甚 
だ 窮屈で 闲る から、 あの 巡査を 外にす るに -it 戶數割 
をし つかり 課け て やれ、 戶數 割を 澤山課 けたら •あ 
の 巡査は 居堪 まれな くな つて 外へ 行く だら うから、 
先づ あの 巡査に 澤山課 けて やれと 云つて、 極く 少給 
なる 巡査に 澤山 課け たと 云 ふこと を 聞いて 屛 る、 此 
戶數 割の 賦課 方法と 云 ふ もの ほ 甚だ 好くない の だ， 
それが 爲に 町村の 平和を 害し 町村の 發達を 鈍る こと 
が ある、 故に 或る 府縣に 於て is 町村の 財 產家が 其 土 
地を 出て 行つ て、 負 擔を 免れ やうと する 者 も あるに 
至つ て 居る のであります、 玆に 於て か 政府 當局 者に 
於き ましては， 此戶數 割に 對 して、 何とか 一つの 方 
案を 立てられたら , Jt からう と 希望す るので、 是は單 
り 私の 意見の みならず >  斯_ なる 意見を 持つ て 居る 
者は 天下に 澤山 あると 考 へる、 旣に衆 _院 に 於ても 
左樣な る 意味を 以て 質問され た 者が あつたかの やう 
に 承つ て 居ります •是は 必ず 當局 若 も 心配され て 居 
る ことで あらう と考 へる ので ある、 併し 此戶數 割に 
相 當の 制限を 加へ る、 元の 善良なる 方 案を 立てる と 
云 ふことは、 なか'^- むづか しい ことで ある、 今日 
各 府縣に 於て 區々 になつ て 居る >  之 を 劃一の 下に 行 
はう と 云 ふことは •餘程 面倒であります る •か、 併し 
是は 面倒 だと 云 ふて 此儘に 歳月を 經たな らば、 益々 
面倒に なつて 遂に 行 ひ 得る ことが m 來ぬや うにな り 
ほしまい かと 心配す るので ある、 故に 此 度の やうに 
斯樣な る 案で •四千 百 萬 圓 も增税 する 際に 方つ て、 
國民が 多 數の褙 税を 忍ぶ 代償と して、 傍らの 戶 M 割 
税を巧 まく 調理して さう して 租税を 負擔 する ものに 
安心を 與へ ると 云 ふことは 當局 者の 責任で あらう か 
と考へ る、 此戶數 割の ことに 付て 私が 斯樣 にしたら 
宜から う* 斯樣 にしたら K からう と 云 ふことは 此所 
では 言 ひませ ぬ、 餘程是 は 複雜な る もので あつて、 
さ. う 一口に， 申すべき もので もない、 又 內務當 局 者 も 


必ずや 是は考 へて 居らる る ことと 考へ まする から、 
其考 へを ゆる  <な さらずに、 どうか «: 四千 百 
0 % >« と :|!: (に速に考撖を缠らされ*.租金を負撤する 
國 民に 安心を 與へ られむ ことを 希 ^: して：： j まぬ 次第 
であ 〇 ます、 玆に此 案を 已むを得ない も 〇 と . II1. つて 
S 成を すると 同時に、 それだけ の ことを 政府 沆局奔 
に 希望して Ig く 所以であります" 

〇阪木 釤之助 君 Bfg 今鎌 田 君が 御 述べに なりました 
御 希菌の 事柄は 特別委 員符に 於ても、 旣に委 员屮 ょ 
〇希菌 を 述べられて、 唯今 W ほ 委員長 〇 御 報 is- 中に 
餘陆な い 事で 中座を 致して e ii らしました' か、 特別 
委員 會に 於ても 斯の 如き 希 0 ?を电 添へ て 可決の やう 
に心撙 て 居ります が、 果して 左様で ありましたら う 
か、 政府 當 局も此 事は 諒 として 居られる やうに 特別 
委員會の經過としては承知して居りますが、左樣な 
經過で あ 〇 ましたら うか、 K だ 不都合で ございます 
が、 特別委 員の 御 報告に 明に 其 市 ほ 御 述べに なり ま 
して、 政府 も 之を 諒 として 居られる ことと 心得て 宜 
しう ございます か、 御手 數なが ら委 H 長から 御說明 
を 請 ひたいと 思 ひます。 

〇伯擗 松 浦 厚 君 唯今 左樣に 御 報吿 いたした 8J 0' で 
あります。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君) 採決いた します、 本案の 
第二 讀會を 開くべし とする 諸君の 起立を 請 ひます。 
起立 者冬數 

o _ 長 (公 W 德川家 達 君) 過半 數と 認めます。 

0 伯爵 松 浦 厚 君 直ちに 第二 ^ 8- を 開かれむ ことを 
希望し ます。 

〇 子爵 白川資 長君寶 成。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第二 韜會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。  ‘ 
〔「興！ 一な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公博 徳川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 伯爵 松 浦 厚君莳 ちに 第三 ® 會を …… 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 まだ 濟 みけせ ぬ。 

〇 議長 (公 辟 徳川家 達 君〕 全部を 問題に 供し ます、 
全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御異闞 ない と 認めます。 
0 伯爵 松 浦® 君 直ちに 第 111 讀會を 開かれむ ことを 
希望し ます。 

〇 和 田 彥次郞 君 賛成。 
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〇 議長 (公 ti 德川家 達 君〕 直ちに 第 111 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 諮な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

0 謅長 c 公 |§ 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇議長ハ公财切川ぶ迂^^茁二訢分の決識通りで御 
異存 ございませぬ か" 

〔「異議な し」 と 呼ふ荠 あり J 
〇 議長 (公 H? 德川家 達 君〕 御異 鼓ない と 認めます。 
0； 一長 (公博 德川家 達 君〕 私立 學校 用地 免租に 關す 
る 法 fit 案、 政府 提 [11 , 衆 謎院送 付、 第一 10 會 の®、 
姿 员 長報带。 

私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 
右 可決す へき ものな りと 諝決せ 〇 依て 及 報® 候 也 
大 正八 年 三月 二 十日 

右 特別 委員長 

伯爵 吉井 幸藏 
贵族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 

〔伯 15? 吉 井宰藏 君 浈® に 登る〕 

〇 们爵 吉井幸 職 君 M 立 18 校 / fj l'li! 免租に 關する 法 鉗 

案であります  >  是ほ 敎 育の 振興に K する 爲め私 立 ^ 

校の rf] 地に 對し 地租を 免租す るの 必要 あ . 0 と 云 ふ理 

由を 以て 提出され たもので あります、 私立 學校の 總 

計は 二 千 . 7T 百 餘あ るので あり ます、 其 中 本 法案の 第 

一條の！ S 1 號 に當 ります ものが F W I 一一 十餘 ある、 第 

二號に 常る 分が 千 三百 七十 餘あ るので あります、 此 

第 I 勝の 屮で 幼稚 闷が 四十 二、 小 m 校が 百 六十、 中® 

校が 七十 八、 商 等 女 a 校が 七十 七、 實業舉 校が 三 西 

四十 五、 萬 門 ® 校が； 31: 十餘 あるので あります、 Jt 他は 

即ち 各種 明 校と稱 する ものであります、 此學校 の 数 

地の 總 計が 百 十 萬 彐西 四 坪あります 、委員 會に 於き 

ましては ■々御 質問 も ありました が、 兎に角 此所で 

報 ff する 程の 事 も ございませぬ でした •其 質問の 結 

果 、別に 御窟見 も 出 ませず、 誠に 結構の 案で あるか 

ら 铐 御 賛成でありまして、 委 M 锊 ほ全會一致を以つ 

て 可決すべき ものな りと 議決いた しました’ 本案は 

從來鄧 院に出 ました 同じ 目的を 有つて 居る 法案には 

能く 公益法人の 用地 も 地租を 免ずる と 云 ふこと が 書 

いて あつたので あります が、 本案には さぅ 云 ふ 事が 

ありませ ぬで、 誠に ® 純簡 W になって 居ります る_ 

であります から、 本院に 於き ましては if 鈐 省略を 以 

て 委員 會決 e iin o 御数 成 あらむ ことを 希 塔： いたし ま 

す。 


〇 子爵 八 勝 PJI JH 君 賛成。 

0 子 辟 野 村 益 三封 賛成。 

〇 子爵 堤 雄 長 君 質 成‘ 

〇 子 協 木多忠 敬 君 賛成。 

0 子 槪秋月 種英君 賛成。 

0 子爵 觀篤麿 君 賛成 U 
〇 子 _ 本 多 實方君 賛成。 

0 小 野 田元一 I 君 賛成。 

0 子爵 西 大路 吉光君 賛成。 

〇男 爵石 黑忠恵 君 賛成。 

〇 男爵 武 井守 正 君 賛成。 

〇 加 太 邦憲君 熒成。 

0 男爵 內田 正 敏君 賛成。 

〇髙田 早苗 封 寶 成」 

0 鈴 木摁 兵衞君 賛成 U 
0 男爵 阪 井爾季 君 賛成 U 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 吉井 伯爵の M 會省略 の 励 
_ に 同意の 諸君の 起* を 請 ひます。 

起立 奢 多數 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君：！ 三分の 二 以上と 認めます 
〇 議長 C 公博 德川家 達 君) 原案に 御 異存 ございませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 議長 (公 g 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 …… 次の 兩 案は 同一 
委員に 附託せられ ましたから 一括して 委員長の 報吿 
を 煩は します、 耕地整理 法 中 改正 法律案 •地 粗 勝 例 
中 改正 法钳 案、 第一 讚 會の續 、委員長 報吿 、武井 男 
爵。 

耕地整理 法 中 改正 法律案 
右 nj 決すへ きものな りと 議決せ 〇依 て 及 報告 候 也 

大正 八 年 三月 二 十日 

右 特別 委員長 

男爵 武 井守 正 

骨： 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 


地租 條例中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 

大正 八 年 三月 二十： □ 

右 特別 委員長 

男爵 武 井守 正 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


〔男 ffif 武 井守 正 君 演壇に 登る〕 

〇 男爵 武井守 正 君 准 今 議題に 上 ぼり ました 耕 m 整 
理法 中 改正 法律案の 委員 會の 結果を 御報哲 申 上げ ま 
す、 本案は 是まで 漁業に 關し ました 規定が ございま 
せぬ から、 耕地整理 施行 上に 往々 行惱み 差 交を 來し 
て 居ります ので、 それ故に 可惜 利用し 得られます 土 
地 も 其 儘に 抛棄され てあります 所が 少なくない ので 
あります、 で 其 解決に 迫られまして 此改 正を 企てら 
れま したので ございます、 故に 九條 中に 「漁業- 一 關 
スル 登錄 官廳 j と 申す 文字を 加へ、 其 以下の 各條に 
漁業に 關し ましたる ことを 挾みました ので ございま 
す、 左樣 いたしまして 湖海の 埋立 、干拓 等に 支障の 
ないやう にして、 廣く 利用を させ やうと 云 ふの が改 
正の 趣旨で あるので ございます-併し 衆議院に 於き 
まして 第 十四 條 乃至 第 十六 條の 修正と、 及 附則に 第 
二 項を 加へ ましたる ので ございます が- 是ほ池 租條 
件 改正案の 結果で ございます から， 其 事柄は 地租 條 
例 改正案の 場合に 申 上げる ことに 致します、 で 色々 
質問 應答 4 ございました けれども 収 立て、 御 紹介 申 
す 程の こと も ござり ませぬ、 條は 多數 の條 C- ござい 
ますが •其 事柄 (3: 極く 簡單な ので ございます、 委員 
會に 於き ましては 愼重： 抑 議を盡 しました 後に、 全員 
一致を 以て 可決を 致しました ので ございます、 是で 
耕地整理 法の 御 報告を 終ります、 それから 第二に 地 
租條例 中 改正 法律案、 是は第 十六 條の第 二 項 中に 「 
十 年 UJ と ございます、 開 II 著 手の 年ょり 十 年 目に 
當 りまして •其 成功の 部分に 地 價を 修正す る P であ 
ります、 で 十 年 目であります ると 期間が 短 かう ござ 
いまする から 企業 費の 幾分 だに まだ 償却す る ことが 
W 來ませ ぬ 期間で ございます から、 其 鍬 下 年限を 延 
ばして 二 十箇苹 、鍬 下 年限を 延ばします る、 故に 「 
十 年 目」 を 「二十 一年 目」 と 改正を する 歸で ござい 
ます、 それから 「三十 年 以內」 を 「四十 年 j と 改正 
いたします るの ほ、 十 年 以內で は 不可能で あると 看 
做しました 開墾 願 ほ •其 鍬 下 年限を 「三十 年 以内」 
と 致して 居る ので ございます、 それを 「四十 年」 に 
延ばしました •で 官有 地を 開墾し まして 私有地に 歸 
しました る 土地は 「十 年 以内」 と ございます ので 之 
を 十 年 殖や L' まして 「二 十 年」 と 致しました、 又 五 
項 中の 一 五十 其 以內. j と ございま する、 是 ほ 官有 水 
面の 塊 立、 干拓 等で •こざいます が 埋立 •干拓を して 
民有に 歸 しました ときに 其 浸 害 免租 年期を 許可す る 


のに 「五十 年」 と ありました のを 「六十 年」 に延ぱ 
しました、 「三十 年 以內」 とあります るのを 「四十 
年」 と 致しました るの ほ 地目を 變換 する爲 に 開 is に 
齊しい 費用を 要した 場合は 三十 年の 地 價椐 ia 年期を 
許 MJ する ^ であります るので あります が、 それを 「 
四十 年」 にす る 附則には 本 法 施行 前に 依ります る も 
のは、 從來の 例に 依つ て、 遡つ て此 法律を 適用し な 
いと 云 ふ條を 置きました ので* 地租 條例 改正 法律案 
4 尙ほ群 蔵の 末全會 一致を 以て 可決を 致しました こ 
とで ございます、 兩案 共に 是で 報告を 終ります。 

0 議長 (公 ffif 德川家 達 君〕 御 異議がなければ 唯今 委 
員 長の 報吿せ られ ました 兩案 共に 一括して 問題に 供 
します。 

t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長， 公 辟 德川家 達 君) 兩案共 に 第二 讀會を 開く 
に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 Ifif 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 男® 武 井守 正 君 直ちに 第二 18 色を 開かれむ こと 
を 願 ひます。 

〇子餺 西 大路 吉光岩 賛成。 

0 議長 (公 柯德川 家 達 君) ft ちに 兩案の 二 18 會を開 
いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔r 興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德 1  )11 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 c 公爵 德川家 達 君〕 兩案 共に 原案に 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異_な いと 認めます。 
〇 男爵 武 井守 正 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 望みます。 

0 子 if 西 大路 吉光君 賛成 

〇 議長 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 兩 案の 第三 讀會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第二 S 會の 決議 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「異 蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
来る 二十四日の 議事 日程は 決定 次第 御 通知に 及び ま 
す、 本日は 之に て 散 會。 

午後 零時 八 分散 會 


slii_?i ffi ill ?l p ^ g__ .る 謹  — 


八 四 五 


院族 國帝 回一 十四 第 


裸 SC 案 大正 八 年度 泼入泼 出 ^ 溁 苡 追加 案！： 第三號 )外 二 件 


八 四 六 


〇 大正 八 年 三月 II 十四 B /- 月嚯 日' > 

午前 十 時 五分 開議 

SS 事 B 程 第二 十 H 號 

第 I  大正 八 年度 歳入 歲出箱 揉 筇追加 案 (第三 
號) 蓉查 期限を 定む るの 件 
第二 大 正 八 年度 各 特別 會計歲 入 歳出 W; 追加 
案 (特 m 一 號〕 審査 期限を 定む るの 件 
第三 豫 H 外国 庫の 負 Is となる へき 契約を 爲す 
を 要する 件 (追 第二 號〕 密查翔 限を 定む 
るの 件 

i (鍵 ■■ #' ) 第- 讀會 の 

第五  1  便  sss ii ll yi  ( 11 11 

« 第一 讀會の 綾__ « 

第 六 5  1 1  1 1  I S  暴 1I S 

I  _ r l s  1 1  1 151 續改 (I 織  f  ( II 1S 

第八㈣ - ii l 8 S | | !|| 案 || 18 付) 

第 十 仙北輕 fe 鐵道 買收費 支 辨の爲 公債 發行に 

41 1  る 員 J8 葉 (8 II I  付 r f  響の 

第 十一 大正 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法律 葉 

ii- l 院) 第議 ns 續{| 韻 長) 

第 十 II 中等 學校敎 員® 遇に 關する 建議案 (I 

11 額 S) 贏  r 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 

〔長 書記 苜朗 讀〕 

去る 二十 一日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 

案は 即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知 

せり 

道路 法案 

時局の 影響に 因る 地方税 制撾 張に 關 する 法律案 

私立 舉校 用地 免租に 關 する 法律案 

耕地整理 法 中 改正 法律案 

同日 本院に 於て 承諾す へき 4 のと 定 したる 左の 


政府 提出 案は 即日 之を 奏上し 乂 承諾す へき ものと 
兹 決した る 旨を 衆議院に 通知せ 〇 
大 7H 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む る 件〕 
同日 本院に 於て 可決した る 左の 衆議院 提出 案は 即 
日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 〇 
地租 條例中 改正 法律案 

同日 特別委 員會に 於て 當選 したる 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 

會計士 法案 特別委 員會 

.委員長  伯 霞 田正恒 君 
副 委員長  上 山 滿之進 君 
司法 代書人 法案 特別委 員會 

委員長  伯爵 柳 原義 光 君 
副 委員長  山 脇  玄君 
同日 委員長より 左の 報告を 提出せ り 
大正 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法律案 可決 報吿 
書 

地方 鐵道 法案 可決 報告書 
輕便鐵 道 補助 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
鐵道抵 當法中 改正 法律案 可決 報吿書 
鐵道船 舶郵 便法 中 改正 法 ffi 案 可決 報告書 
鐵道營 業 法 中 改正 法律案 可決 報告書 
軌道 條例中 改正 法律案 可決 報告書 
仙 北 輕便鐵 道 K 收費茭 辨の爲 公債 發 行に 關 する 
法律案 nr 決 報告書 
請願 委員 會 特別 報告 第七號 
同日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第三 號) 
大正 八 年度 各 特別 會計 歳入 歳 m 豫算 追加 案 (特 
第一 號〕 

豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲す を耍す 

る 件 (追 第二 號) 

同日 衆議院より 左の 本院 提出 案は 同院に 於て 可決 

し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ り 

史蹟 名勝 天然 紀 念 物 保存 法案 

同日 侯爵 德川賴 倫 君 外 六 名より 七十 一名の 賛成を 

以て 左の 建議案を 發議せ り 

中等 璨校 敎員擬 遇に 關する 建議案 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 是 より 會議を 開きます、 

本日 も 通牒 文の 朗讀を 省略いた したく 存じます、 御 

異翳 がご ざい ませぬ か。 

C 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇逼 長 (公爵！！ {川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇謅長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第一、 大正 八 年度 歳 
入 歳出 總豫算 追加 案 (第三 毀)、 第二、 大正 八 年度 谷 
特別 會計 歳入歳出 裸 »: 追加 案、 (特 第一號 〕、 第三、 拽 
算外國 庫の 負 擔とな るへ き 契約を 爲すを 要する 件 C 
追 第二 號 y 群 查 期限を 定む るの 件。 

(第三 號) 大正 八 年度歲 入 歳出 總揀览 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 晓に依 
り 及 送付 候 也 

大正 八 年 三月 二 十一 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


(特 第一 號〕 大正 八 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 雅 算 
追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り 及 S 付 候 也 

大正 八 年 三月 二十 一日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 


(追 第二 號) 豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 
，爲 すを 要する 件 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り 及 送付 候 也 

大正 八 年 三月 二十 一日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 今回 提出いた しまし 
たる 大正 八 年度 追加 豫算は 歳入、 歳出 谷々 千 四百 七 
十餘萬 圓でご ざいます、 其 Iff 項 ほ 或は 時勢の 進 運に 
應 じ、 或 ほ 法律制度に 伴 ひ 必要 已む ベから ざる もの 
若く ほ 災害の 復 « に 要します る經費 等で ございます 
何れも 緊急 巳むべからざる 支出で ございます、 即ち 
其 主 もなる 事項の 金額を 申します ると >  變察 费通帶 
支辨が 三十 餘萬圓 、神戶 、門 司兩 港の 修築 費が 一括 
して 百 四十 餘萬圓 、帝 國開 is 株式 會社補 肋 金が 三十 
萬圓 、織物 組合 交付金が 十五 萬 餘圓 、軍 入 恩給增 加 
が 百 四十 萬圓 ，府縣 災害 土木 費國庫 補助金が 六 百 十 
餘蓖 圓ノ 同じく 災害 土木 費 借入金 利子の 補給 額が 三 
十 餘萬圓 、仙* 賙信省 所管 諸 官署 火災 復舊费 八十 餘 
蓖 圓等で ございます、 右 歳出に 對して は 神 戶及門 司 


港の 設 '. i!i 分 沿 金： c 四十 价 |., ?叫爻 ,::1 年昨 ^ く.、上千 
三 西三十餘逛_を以て之が时涅に充铊する計艾でご 
ざいます， 神戶港 修築 费の雄 額が 二 千 七 百十條 £ ■ 
でございます、十箇年間の » 續»でございます、内 
外 H 為 設備 W 及 防 肢堤の 築' ii*j に耍 する 轾 VS C- ござい 
ます、 又 門 司 港 修築 費 ほ 璁額五 百 二 十五 斑圆は 八 年 
度 間の 滔 段 w でありまして 內外 K A 設闷に 嬰す る 轾 
S であります、 以上 if 一般 何 計に 付て 申 述べました 
が、 尙ほ 再！ K 局 以下 四 特別 fir 計に 於て 追加を 嬰す る 
ものが ございます、 其 他 災害 ± 木 ? 2 借人 金 利子補給 
及 帝國開 ■株式 符 社 補助に 付きまして 預筇 外阀阳 の 
負 Jg となるべき 契約を なすべく 耍 します る もの、 又 
南！ t 洲错道 株式 e 社の 利益 gi! 常に 關する 契約 肢峭を 
變更するを至當と認めまするに故り、以上三件に付 
き 玆に铧 算外國 砥 の負揿 となるべき 昶約を なすの {T- 
の協寶 を 求めた 次第で ございます、 以上 御沲誔 の 上 
御 協 燹 & ら むこと を轺 みます、 lit 際 特に 申 上げて K 
きます が •まだ 大體 の說明 を 要する SS も ございます 
是は邊 商務 辑 所管の 臨時 部に K きます 帝 ® 開 梨 株式 
會 社の 補 11/J 金 三十 萬 M に關 する ことで ございます、 
此會 社の ことに 付きまして は 世間に 段々 誤解が、 あり 
ます、 其 誤解の 基く 所は 旣に 政府が 溢に 開 梨 肋 成 法 
案を m した 其 後で 突如と して此 開 _ 符 社の聪 励 命を 
決する に 至つ たのでありまして、 恰も 政府が 何 か 富 
豪の 意 を 迎合して 彼等を 庇 ふと 云 ふ 誤解 , <? あります 
是は 開 18 助成 法案 (X 政府に 於き ましては 今日は 食® 
問題を 主と したる ものでありまして、 彼の 獎蚴 法案 
に 依つ て總 ての 食 糊 間 題が 解決せられ たりと して 滿 
足して 居る 趣 0 では ありませ ぬけれ ども、 先 づ第一 
著 手と して 施設せ んと して 居る のであります、 常に 
外國 等の 比例を 見ます ると 云 ふと 如何にも 我 H の 面 
積は 人口 等に 照し 外國に 比例を 取りましても 耕地の 
少なき ほ 諧しい 次第でありまして、 佛凼に 於き まし 
て も 人口 三千 九 百 萬 人で 面積が 二 十 萬 七 百方 里で あ 
りまして、 其 開 18 地は 總 ての 面積の 五劑 九分を 占め 
て 居る のであります、 獨逸 、英國 •伊太利の 如き も 
何れも 四 割 九分、 四 割 八 分， 四 割 六 分と 言 ひまして 
稍々 其 面積が 半ばに 達して 居ります るが、 單 り我國 
は 五 千 六百蓖 の 人口を 有し 國の而 積は 十四 萬 九 千 方 
里であります るが 開 is 地は ® に 其 一 割 五分に 過ぎぬ 
ので ございます， 總て此 g 產の 物資の 少ない と 云 ふ 
事が 即ち 國の 富の增 進を 遅々 たらしむ る 原因で あり 


院族符 會議國 帝 回一 十四 第 


ますから、 f« て 政府は 我 國の開 IK 地の 著しく 進 步せ 
ん ければ ならぬ と 云 ふ必耍 を 感じて fl りました る 際 
阈產 獎励會 及 ik- 北般 興會な る ものを 組織して 居られ 
る 有志 諸君が、 今日の 時勢に 於て 開 梨を 獎励 する こ 
との 必要を 認められ、 其 計蕺を 總理大 臣 に 話された 
ので ございます、 豫て政 府 ほ 開墾の 獎蚴に W ては 考 
へて 居 〇 ましたる 所、 其 rl' 敷は 恰も 政府の 考へて 居 
つたる 所と 一致 點が あつたので ございます、 併な が 
ら總 ての 計 9! の詐 細に 至る まで 商議を 盡す暇 はな か 
つたので あります、 大體骨 T- となる 要點に 付て ほ 開 
懇钤 社の 計 齋满と 政府とは 其 意見が 一致した ので あ 
ります るが、 lit 時機に 於て 此仕 事 をな さんと 欲して 
追加 豫算 にも 計上した る 次第でありまして、 決して 
此富榮 の 意を 迎合して、 之を 庇つ て爲 に此會 社を 起 
すな ど 上 K ふことは 計畫者に於きましても、政府に 

於き ましても 發も 其考は 無い こと ! 3: 無論の 話で あり 

ます、 故に 初めより 共 話の 中に 政府が 八 朱の 配 當を 

保 障す ると 云 ふことは、 喵其事 だけを 聞き ますれば 

如何にも 保護の 1? きと 云 ふ颐念 を -lit 人が 持つ であら 

う. 誤解を 來た されて はならぬ からして、 M 初より 

發起 人、 賛成莕 たる 3>f ほ 株 ほ 千 株に 止める、 其 以上 

ほ 持たぬ やうに して 成るべく 金 國に贿 く此株 を 玆橥 

I したいと 云 ふの が 第一の 希 SI であります、 政府 も 固 

よ 〇 さうな ければ ならぬ と考 へて 答を 致した る 次第 

で’ J1 又 先般 來米阀 に 於て & 由 公 fi1; を 發行 した 結果 

米國 民が 一般に it 儉と 云ふ隞 念が 大に 涵養され まし 

て、 自由 公 倩 應猝高 の 殖える と 同時に 貯蓄 金まで 殖 

えて 行く と 云 ふ 好結果を 现 ほしました のは、 國 民を 

して 國家 の e に浪 pi しては ならぬ と 云 ふ考を * 此自 

山 公 {.'{ 鉍集の結架に依つて杩たる副產物であつたの 

であ 〇 ます、 普く此 株を 全 國に K つて 募集し ますれ 

ば、 今日 我國の 開 ^ の 必要なる ことは 矢張り 米 ® の 

till 方の 人々 が貯蒂 の必耍 を 感じた こと、 同じ ことに 

此開絮 の必耍 なることの 翻 .1 §: を 喚び 起さす と 云 ふこ 

とになる のでありまして. 最初より して 此株の 蘇 集 

に付きまして は 發起 人， 賛成者が 多く 持たぬ と 云 ふ 

ことの I つの 條件で あつたので あります •又 f!tj 様な 

次第でありまして、 もう 一つは 此會 社は 營 利を：：！！ 的 

としない ので ある、 どこまでも 國家 的の 卿き、 謂 ! 3; 

ぱ阀 家に 代って ta いて 開 絮 の K を舉げ ると 云 ふ 精神 

に 出た のであります、 故に營 利の 目的は 無い ので あ 

ります、 他の 货利會 社と 違 ふと 云 ふこと が 第二の 一 


致點 であります、 それ故に 富 藻の爲 に 設けた 會社な 
ぞと云 ふことは 全く 誤解に 出て 居る ので あ 〇 ます、 
第二の 誤解は 開 梨 肋 成 法に ft つて 開, する ものと、 
此開 墾會 社との 二つの 區別が 明に なつて 居らぬ ので 
あります、 それょり 誤解を 生ずる、 開墾 助成 法に 依 
つて 開 梨を 獎 H いたします るの (3: 主 もに K 土地を- 12 
ら 所有せ んと する 者に 向つ ての 是は獎 動 法で ありま 
す、 己の 有つ て 居る 土地 若く は 政府から 拂下 げたる 
土地を 開懇 して 長く 己の 所有に して、 さう して 其收 
樓に 依つ て 將來に 利益を } 1 得せん とする 者に 向つ て 
の 助成 法であります、 故に 人々 の 自由であります か 
ら 、國 案の 見地ょり 見て、 此所を 開 is すべき ものな 
りと 云 ふ 必要を K が 感じましても， 强 て開艱 助成 法 
に 依つ て 側 人に 向つ て 必ず 之を 開 18 しろと 云 ふこと 
は 出来ない 性質の ものである、 どこまでも 個人の 自 
由の考 に 委せて 開墾を 獎勵 すると 云 ふ 趣意に 出て、 
而も 其開懇 地 ii 其 開 ^ した 人の 所有に 長く 歸する も 
ので ある， 此帝國 開 ^ 株式 會社 なる ものは 之に 反し 
まして、 一寸の 土地 も 長く 會社ほ 所有す る ことが 出 
来ない のであります •三千 萬圓の 資本を 投じ、 それ 
を 繰返し 繰返し 利用 運用し、 以て ai 來る だけ 土地を 
開 ii して •さう して s 來 h つた 開 is 地は 自作農. 又は 
親 故 者、 地方の 公共 幽體 等に 片端から して 殆ど 原價 
を 以て 柳 下げて 行く と 云 ふ 方針であります、 是 .が 即 
ち營 利を 0 的と しない 一つの 事 實で あります、 斯の 
如く 大體に 於て 開 _ と 云 ふこと を ? i むる n 的に 於て 
は 同一であります けれども、 其 手段と 結果に 至つて 
ほ 全く 別なる ものであります、 而も 開懇會 社に 向 ひ 
まして ほ 是は 何れ 實 行の 場合に 至 〇 ますれば 土地 利 
用 調査 委員と 云 ふやうな P 關が 出来まして、 個人 若 
く ほ 團體の 資財を 以て 開墾を し 得ない 所の ものを 國 

が 命じて 以て 開 18 をさせる、 それに ほ 大 資本を 要す 

ると 申します のは、 大なる 機械の® きに 依らな けれ 

ばなら ぬのであります、 土地を 起し 若く は 木の 根を 

掘り返す と 云 ふやうな ことは、 人手を 以てして は 勞 

費' か 掛かつ て e ix ぬのであります から •それを 機械 

の ® J きに te つて e し、 或は 又灌溉 、排水 等の 丁： 事に 

しても、 唯一 部局の 國 民の 自由に 開 ■せんと 欲する 

土地 だけに 付て ほ、 左様な 機械 等に 資本を 下して は 

到底 算盤が )|< れぬと 云 ふやうな 渚を 國 'か 此 會 社に 命 

じて 成るべく 勞費を 安くして， 機械の ® き 等に 依つ 

て當り 前の 人の 爲し得 ざる 場所の 開 18 をさせる と 云 


ふの が 目的で ございます、 而 して 此開懇 督 社は 出 來 
上つ た 土地 ほ 必ず OT 人 若く ほ 團體 ¥ li 原價 •…： 殆ど 
原價を 以て 拂下げ て 行く と 云 ふ M 渡して 行く と 云 ふ 
性質の 者であります 即ち 發起者 等の 話に 依ります と 
今日 職業に 離れた る勞働 者の 如き 者が 身體 さへ壯 腿 
であれば 殆ど 何等 持たずに 行つ て •此會 社が 開 18 し 
たる 土地に 就て は 小屋 も 造つて やり 農具 も 貸して や 
るノ さう して 自作農になる-今 日 我國の 農業 上の 缺 
點は 年々 自作農 家の 減少して 行く 事で あ 〇 ます 故に 
第一に 自作農 家に 若く は 其緣故 者に 之を 柳 下げ、 或 
ほ 公共 團體 に拂 下げ、 其 順位を 以て 拂 下げ、 賣 渡し 
て 行く と 云 ふの が n 的で ございます、 故に 此二つ の 
もの ほ 全く區 別の ある ものであります、 又 一 つの 誤 
解ほ二重利益を得ると云ふこと'か誤解になつて居り 
ます、 此二章 ： 利益を 得る  >- 云 ふことは、' 一方は 助成 
法に 依 つて 補給を 得， 一方は 開 ■會 社の 八 朱の 補給 
に 依つて 利益を 得る， 一人して 二重の 利益を 得る、 
斯う 云 ふこと を言摒 らす のであります， 斯 11 な 事 ! 3: 
あられない ことなん であります* 此開 18 會社 なる も 
の IX 自ら 開 is 助成 法に 依つ て 開 si すると 云 ふこと ほ 
其 性質に 於て 爲し煜 ざる こと •又 政府 も 許す ベから 
ざる ことで ある、 如何と なれば 此會 社が 土地を 所有 
すると iK ふことは 目的で ない のであります •又 禁じ 
て ある 所であります 、開 is 助成 法案に 依つて 補助を 
受ける 者 ほ 土地を 所有す ると 云 ふ 者で ある、 故に 此 
會 社が 開 18 助成 法に 依つ て 二 m の 利益 或 (X 補助を 得 
ると 云 ふことは 不可能で あると 云 ふことは 是で 明で 
あります， 此 開墾 助成 法に 依つ て 其 助成金を 得て 開 
is せんと 欲する 者 it 開 11 會 社の 力を 借りる ことが 出 
來 るので す •先に も 申 上げた る 通り 此 開 18 會社 なる 
ものは 色々 な P 械吝用 ひて •さう して 開 18 ほ 費用を 
安く 出来る と 云 ふことは 明であります-故に 開 18 助 
成 法に 依つ て 開 18 せんとす る 者が 自ら 勞 して 開墾す 
るょりは 會 社に賴 んで 開墾して 貰つ た 方が 安く m 來 
る， 斯う 云 ふ 算盤が 立ち ますれば 會 社に 之を 賴 むの 
であります &,' さして 開 18 助成 法に 依つ て 開 ii する 者 
ほ會 社に 開 IB して 貰 ひましても •其 pf 暨に對 して {X 
矢張り 六 朱の 補給は 仰ぎ 得る のであります， 然るに 
開 18 株式 會 社に娄 託して 開 _ して H ふ 爲に勞 銀が 少 
ない と 云 ふこと ほ、 開墾の 實費の 少ない と 云 ふ 結果 
になります から、 從つて 政府が 開 18 助成 法に 依って 
補給す る 所の 利子を それだけ 減ずる 次第であります 


それで 却つ て 開 S 助成 法た る ものが 一方には あり， 
一方に ほ 開墾 株式 會社な る ものが あつて、 此 助成 法 
に 依つ て 開 18 せんとす る 者の 仕事を 助く る ことが 出 
来る •然るに 反對 論者は 助成 法の 妨げになる と 云 ふ 
ことであります が、 決して 妨げに ならぬ >  兩 々相 助 
けて 以て 目的を 達する と 云 ふこと になる ので ありま 
す、 故に 一一 ® の 利益と 云 ふことは 決して 無い ので ご 
ざいます、 又 衆議院に 於き まして 中々 lit 問題に 付き 
まして ほ、 質問 も 答 辯 も澤 11! にご ざいまして， 皆 速 
記錄 に © つて 居る ので •こざいます が、 偶々 一層 反 勤 
者を して 誤解と 云 ふ口實 を與 へしめ た 玆に 一つの 遺 
憾の 事 ® が あるので ございます、 是は 衆議院の 豫算 
娄員會 に 於て 會 社の 定款， 目論見 書 等が 見たい と 云 
ふ 請求が 或る 一 黍 員から 出た のであります、 而 して 
會社に 於き ましては 俄の 事でありまして、 總て それ 
を 他の 染料 會 社の 年 八 朱の 補給を して 居ります あの 
定款を 殆ど 其儘寫 して ® に 描へ て •政府は まだ 之を 
密議す る 暇 もな くして •是ほ 完全の もので ない と 云 
ふこと を 農 商務 大臣ょ 〇斷 つて 參考 の爲に 衆議院の 
豫算 委員の 手許に それが 出た のであります、 然るに 
不幸に して •他の 染料 會 社の 定款を 其儘寫 したやぅ 
な ものであります からして •豫て 政府が 說 明して 居 
る 所と 矛盾して 居る ものが 多く あるので あります、 
是は 政府と して 甚だ 遺憾と する 所であります >  併 し 
何分 時期が 切迫して 居りまして、 俄 の 請求で ある， 
政府が 此定款 ，目論見 書、 命令書を 充分に 蒗議 する 
暇がなく 參考 の爲に 不充分なる ものと して 出した の 
が 却て 害に なつた やぅな 事であります， 其以來 衆議 
院に 於き ましては 質問、 應 答を 重ねました 結果 •政 
府の眞 意の 在る 所、 帝國 開 II 株式 會社 なる ものの 實 
體も 能く 其 質問、 應 答の 間に 判明いた したので ござ 
います， 其 所に 於て 衆 _院 に 於き まして 此 案を 賛成 
せらる V に當つ て條 件が 附いた のであります、 希望 
も あつたので ある、 それ ほ 豫算 總會に 於て 質問、 應 
答の ありました 中から して 衆籟院 の 或る 譴 員の 了解 
した 點を 摘んで 此の 如く 了解して 宜い か、 斯 く希留 
して 宜い かと 云 ふこと を_ね た. それは、 一* 株式 
は 公平に 募集す る こと， 一、 計算を 監督し 賞 與等特 
に 監督す る こと、 一、 年々 開懇 すべき 地積を 豫定し 
認可す る こと， 一、 個 人 乃至 法人の 開 S8 助成 法に 依 
り 開 18 せむ とする * と競爭 する ことを 許さざる こと 
一、 天災 其 他の 或る 事由に 因り 損失を 招く 憂 ある 地 
八 四 七 
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區を 開懇せ ざる やぅ JU 締る こと、 一、 土地利用 調壳 
委 a 會の 如き ものを 設け 収締の 徹底を 期す る こと， 
r 助成 法に 依ろ ? IV 第 者が 委託す る 場合に IX 會 vt i 5; 
其 引受を なすこと •此 事項に 付て 衆 諮 院の 豫：具 總會 
に 於て 政府 13; ¢;! 何に 考へ るかと 申します るから して 
政府 ほ 之を S 行す るかと 云 ふこと でありました から 
して、 政府に 於き まして ほ、 是ほ迓 行す ると 云 ふこ 
とを 明言いた したので あります •此時 ほ 偶々 農 商務 
大 K が 病氣に 罹つ て 出られ ませぬ で ございまして、 
私が 代つ て此 委員 位に 於て此 通り 度 行す ると 云 ふこ 
とを 明言いた したので ございます、 紐いて そこで 初 
めて 此 株式 會社な る 本の、 探 fi§ も 能く 分り， 又 開墾 
肋 成 法 等の 關係も 能く 分つ た •依つ て M に 政府が 此 
帝 國開 i? 株式 會社 補助 命令 中に 記賊 する 事項を 掲げ 

て 之を 條件 としまして 衆蕺院 ほ 此追加 案 全部に 賛成 

をせられ たので ある、 其條枳 ほ、 . 會 社の 配 當 ほ 

如何なる 場合に 於ても 年 八 分を 超 ゆる ことを fe ざる 

こと， 如何なる 場合に 於ても 八 分を 超えざる こと* 

一、 前 孭 の配當 をな し 尚 ほ剩り ある 時は 旣往に 於け 

る 資本の 缺 損に 對 する 補給 金を 返還せ しめ、 尙ほ剩 

り ある 時 ほ 其の 剰り 金に 漉 じ 開墾地 賣拂 代金を 減額 

する こと V し、 其の 減ずべき 金額 ! X 谷 年度に 於て 政 

府の承 諾を綷 る こと、 一 開 is 地 ほ 自作農たら しむる 

者、 数 故 者、 又は 公共 團體の 順位を 以て® 先 H 渡を 

なすこと、 一、 前孭の 場合に 於け る 開墾地の 質 却價 

格は 開 ii 成功® の 五 割％ に當 る金额 の範 園内に 於て 

之を 定 むる こと、 m し 其 他の 場合は 政府の 承認を 煜 

て此 標準に 依らざる ことを ST 此前の 項と此 項は 此 

# 社の 主たる：！ 的でありまして 、開墾地は 順位を 以 

て 申します ると、 H 作 M たらむ とする 者が 第一、 其 

緣故 者 1311 ち 次男、 三男と 云 ふ緣故 者が 第一 一位、 第三 

が 公共蝴 IT 之に 對して 礙先 K 狸を なす、 此賣渡 價 

格は 成功 2S の 五 制 咐百 圆掛つ たものは！ E 五十 圏まで 

の範圍 に 於て 賣る ，併し 其 三者の 外の 者に賣 る 時に 

は 政府の 承認を 得ても つと 高く K つても 宜い 、斯ぅ 

云 ふ 事に なつて 居る、 一、 北海 逍ほ 除外す、 但し 北 

海道 長官の 要求 ある 時は 此の 限に 在らず、 北海道は 

御 承知の 如く 旣に 開墾の 計畫も 立つ て、 特殊の 矢 張 

〇 保 ii をして 居ります からして >  此會 社は 抑々 內地 

の 開 88 の ffii 積 を 殖やさう と 云 ふの が 第一であります 

からして •北海 逍には 直ちに ほ 及ばぬ， 初めからの 

計 5¢ で ございました が、 尙ほ 北海道には 現在 左樣な 


獎勘法 も あるので ある •併ながら fi; 海 ia 長官が 此 C7 
社の锄 きを 彼 池へ 嬰す る もの ありと 認めて 詰 求した 
る 場合に ほ 社 IX 北海道に も 其 仕事を すると 云 ふ 
事に もなる •此數 汨 を 命令® に 加へ ると 云 ふ 事に 付 
て も 亦 少しも 政府の 考と是 ほ變らぬのでございます 
又 發起人 等と 話を した 要點 でございますから して* 
直ちに 是ほ 同意を 致した のであります、 前の 希 »J と 
言 ひ、 此條 項と 言 ひ、 政府 (3; 進んで 之に 同意を 表し 
て 居る ので ございます、 玆に 於て 始めて 此開 _ 助成 
法と 開墾 會社な る ものの 關係 、區 別， 性質 等 も 能く 
判然と 致しまして 衆 翳 院に 於ても 協賛を 與へ られた 
ので ござります、 何卒 諸君に 於 かれましても 御 * 議 
の 上 速に 御 協賛を 與へ られ むこと を 希 箄いた します 
〔若 槻禮次 郎君 演壇に 登る〕 

0 若 槻禮次 郎君 私 ix 此帝 國開懇 株式 會 社の 補助の 
ことに 付て 質問を 致したい のであります， 此會 社の 
事柄に 付て は 農 商務 大臣 ほ 別段 御說 明な くして 大藏 
大臣が 荐 りに 御 辯 明に なつて、 而 かも 政府の 之を 計 
畫せ られた 趣意を 述べら る、 ことほ 少なく して 111; 間 
に 向つて 辯 明を せられ •誤解が あるから と 云 ふて 誤 
解に 對 する 辯 解に 甚だ 御 努めに なつた のを 見ても， 
なか  <此 事柄に 付て ほ 疑 ふべき 事の 少なから ざる 
ものであると 云 ふこと が 分る 次第で あるので ありま 
す、 それ故に 私も此 機會に 於て 自分の 疑つ て 居る 所 
數简條 を 御 尋ねした いと 存じます が、 之に 付て は 
〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

一箇 條 毎に 一々 御 答 辯を 承つ て それを 十分に 質して 
は 更らに 次に 移ります と 云 ふと、 最も 明瞭す るので 
あります けれども、 會期 切迫の 今日に 於て 左樣な こ 
とを致しますると非常な時間を収〇ます力ら C 宜 

上 私は 自分の 承りたい 箇條を 皆 擧げて 此處で 伺つ て 

置きます が 故に、 政府は 之に 對 する 一つ  <に 向つ 

て 明瞭に 御 答 辯を 願 ひたいので あります、 詳細に と 

云 ふこと ほ 申 上げ ませぬ が、 明瞭に 御 答 辯を 願 ひた 

いので ございます、 第一 ほ 政府 ほ 今日の 食糧： 个足問 

題を 解決す るが 爲に 耕地を 殖やして 之に 依つ て 食糧 

を ^ 加す ると 云 ふ 計 3F を 作る と 云 ふて ILt 度 開 is のこ 

との 奬勵の 方策を 御 立てに なつて 居る のであります 

之に 付て 政府 (3: 最初より 開 I8 WJ 成 法に 依って 開 18 を 

獎 S する こと ゝ 、帝 國開懇 株式會 社なる ものを 設け 

て 之に特 權を與 へて 開 II をせ しめる こと， 此兩者 を 


ると 云 ふ 御考 であつ たので あるか 否や、 私の 申 上げ 
るの li 政府の 開 is 獎 @ 策なる ものが、 開 SS 助成 法に 
法つ て 開 is せしめる ものと， 帝 阈 開 SB 株式 fcr 社なる 
ものを して 開墾せ しむる ことの 二つの ものに 依つ て 
政府の 方策を 實行な される と 云 ふ 御考で あつたので 
あるか どうか •是が 第一 問であります、 之を 御 尋ね 
する所以のものほ-さうでほない政府ほ開墾助成法 
に 法つ て 食糧 問題を 解決す る考で あつて •然る 後 開 
墼 會社な る ものを 造らう と 云 ふ 話が tii たから •更に 
之に も 賛成した と 云 ふこと であります ると、 政府の 
開墾 WJ 成 方針なる ものは， 方針が 励いて 居る と 云 ふ 
ことになるので あります、 一定した 考に 依つ て 開墾 
の奬呦 をし 之に 依つて 食糧の 不足を 補 ふと 云 ふこと 
でな くして- 是もや 〇 かけて 見た-又 あれ もやり か 
けて 見る と 云 ふこと であると* 政府の 方針 ほ 一定し 
て 居ない と 云 ふこと になります るが* まさか さう で 
は あるまい と 思 ひます が •政府に ほち やん と 初め か 
ら考が あつて さう して 此兩 者に 依つ て 開 18 の 目的を 
達する と 云 ふこと であらう と 存じます が •若し さう 
であると するならば •何故に 總豫算 に 計上して 開墾 
助成 法と 一緒に 此 事を 御 出しに ならな かつた ので あ 
るか、 開墾 助成 法が 旣に 通過し 之に 依つて 費用が 總 
豫算 になつ て 通過した 後に なつてから、 開墾 株式 會 
社なる ものを 御 出しになる と 云 ふことは どうも 餘ほ 
ど 議 會 を i? く 御 ® になつ て 居る やうな 氣味 がする の 
であります、 至つ て議 會に對 して 不親切な やり方の 
やうに 思 ふので あ 〇 まする が、 そこで 政府は 初め か 
ら此 二者を 合せて 方針と せられた ので あるか、 或は 
其 一つに 依つ て やる 積り であつ たの か、 後から 事が 
起つ たから それ も 亦 賛成した と 云 ふやう に 御 方針を 
御變 更にな つたので あります か、 是が 一つの 御 © で 
あるので あります 、それから 第二は 開 II 助成 法と 云 
ふ 一つの 法律を 御作り になつ た 以上は、 # 社を 造つ 
て 開墾し やうと 云 ふ 者の あるなら ば •此 助成 法に 依 
つて 開 18 せしめら る、 と 云 ふので 宜いや うに 思 ふの 
であります るが、 さう でな くして 更に 特撋會 社を 造 
らうと せらる、 のは どう 云ふ譯 であります るか、 政 
府 自身が 開麵 助成 法の 効果を 疑つ て 御出でになる の 
であるか、 此開 ■助成 法と 云 ふ ものは 出 1- たけれ ど 
も、 あれでは 開 II の 目的を 達せられぬ と 斯う 疑を 懐 
いて それで 此帝阈 開 is 株式 會社な る ものを： si に 造ら 
うとな さるので あります か、 是が 第二の 問で ありま 


一へ四 八 

す* それであります ると 云 ふと、 政府 I'J ら 提出して ■ 

御作り になつ た 法律を 自ら 其 効果を 疑つ て a 出で に 
なる か* さう 云 ふこと であります か、 殊に «: 帝 mg 
绍 株式 ^ 社の やうな ものを 造ります ると 云 ふと. 准 
今大藏 大臣 li 此位社 と 助成 法に 依る i'^ s vf とを S 爭 
せしめな いと CT つし やる が、 日本に 於て 開くべき® 
地の ある 開かるべき 土地と 云 ふ ものは、 狭い 日 
本の 領土 内であります るから、 大 gs さう 睽計は ない 
であらう と 思 ひます、 そこで llt & 社に 競爭 させぬ と 
言つ た 所が、 ® に 相當な る 所を 開 梨し やうと 思 ふな 
らぱ 、二者が 必ず 

〔議長 公似 德川家 達 君讁 長 wi に « す〕 

同じ 方面に 向つ て來 ると 見なければ なり ませぬ から 
斯や うな 大特 诚會 社を 許したなら ば 助成 法に 依る 開 
墾 者と 云 ふ 者は 到底 是と 競爭 する ことは / il 来ぬ ので 
あります、 其方の 側と 云 ふ もの ほ 十分に 手を 仲 ばす 
ことが 出來ぬ ことになら うと 思 ひます、 さう すると 
云 ふと 開 18 肋 成 法を 作つ て 之に ffi つて 開 ■をせ しめ 
やうと 政府 ほして 居りながら、 新に 斯う 云 ふ ものを 
御锃りになると、自分の制定せられた法律に攸つて 
仕事を しやう と 云 ふ 者を、 又 後から 推へ たもので 妨 
害する と 云 ふ譯 になる ので あ 〇 まする が、 それは ど 
う 云 ふ であり ませう か、 政府 (i l a 開 ■助成 法を 
提出せられ たけれ ども 其 効果に 對 して (3; 疑を 有つ て 
居らる、 のであります るか どうか * が §f5 二點で ある 
のであります， それから 第 E: の點は 助成 法に ^ つて 
開 18 する 場所と、 此 會 社が 開 IK す 〇 場所と ほ :/ J ffif が 
違つて 居る のであります か， 又 同じ 所で あろ か、 私 
は 前に 申 上げました 通り さう  <は場 所が あるまい 
とは 存じます る けれども、 併ながら 政府の 御 説明に 
依る と 云 ふと‘ 開 ii すべき もの ! 3: 大一! 澤山 ある •，開 
墾 助成 法に 依つ ては 十五 年間に 二 十五 萬 町 步の開 18 
地を 得る 目的で あると 云 ふやうな 御說明 である やう 
であります、 又此 開 18 株式 會 社に 依つても 十五 年間 
に 二十 五 萬 町步の 耕地を 得る と 云 ふこと であると 云 
ふこと であり， ます、 さう すると 云 ふと 肋 成 法を 御 u'i 
しにな つたと きに ほ 政府は 十五 年間に 二 十五 禺町步 
の 土地を 開き、 之に 依つて 得た 米穀に 依つ て 日本の 
食糧は 先づ 大體は それで 充た されて 居る、 寧ろ 後に 
至る と 云 ふと、 幾分 餘つて 行く と 云 ふ御說 明で あつ 
たやう であります が、 其 上に 更に 又 二 十 3f: 萬 町步を 
開いて、 五十 萬 町步を 開いたならば、 それは 今度 大 


以て 開 is をして 食糧を 增加 すると 云 ふ 政策を 實 行す 
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變 に米涊 の 過剩を 生 r て、 非常に そこに 米 fli の 下落 
する やうな ことを 惹き 起す ® はない のであります か 
初め (3; 開 if 助成 法に te つて 二 十五 萬 町 步を開 く 積り 
であつ たが •此會 社を ffi へて， 開いて 其 起させる も 
のを 若干 減ぜし めて •此會 社で やつて m 來た のと、 
11 方 併せて 二 十五 茁町步 作る と 云 ふ 御 計 鼓で あるの 
であるか、 それ だと； K ふと 食 翔の 不足を 之に te つて 
充た すと 之 ふ 計 K が 略々 八 口うて 來 るので あります が 
それで あるので あるか、 さう でな くして 開 ^ 肋 成 法 
に 依つ て も 二 十五 ,' K 町歩を 作る、 帝 國開懇 株式 會社 
に te つても 二 十五 萬 町歩を 作る ので あると 云 ふこと 
であると 、食 糊の 不足と して それを 補 はんとして 政 
府が御 計算な された のが、 倍に なつて 來るの であり 
ますが、 其點ほ どうなる ので ありませ うか、 矢張り 
倍にして 米穀は 多い 程が 良い、 米價は 下落す る 程が 

宜いか ら 、それ故に 兩漭に 法つ て 非常に 開 _ 地を 殖 

やすの だと S ふ 御考 であるので あるか 否や、 是が第 

三の 御 尋ねせ んと する 5-S であるので あります、 第 四 

に 御 尋ね 致します の ほ， 唯今 未懇地 として 耕地で な 

い 山林、 |5> 野と して 殘 つて 居ります 大きなる 土地と 

云 ふ ものは、 大抵は 之を 聞く に 非常な 费用を 要する 

又 開いた 所で 其 地味は 旣に 開けて 居る 土地に 較べて 

見れば、 劣つ て 居る と 云 ふ 所が 今 朱 梨 地と して 殘つ 

て K るので あります、 相 常の 地味の 良い 所で 之を 開 

帮 する に 付て は •餘 り « 用を 掛けぬ で 宜しい 所は、 

今までに 旣に 開けて 居る のであります， 今 開けな く 

て殘つ て！ £ る 所と 云 ふのは 何處 であるか、 是ほ之 を 

開 胡す るに 付て 非常な ? 5 用を 嬰して 開いた 所で 其 池 

味 ほ :^ 合に 劣つ て 居る と 云 ふ 所が 殘つ て S る 所で あ 

ります、 さう 云 ふ 所を 是から 開いて 行かう と 云 ふ此 

開 梨 fT 社であります から、 此開 懇會 社の 事業に ほ 非 

常な欣險が伴つて居ります、餘程：！：險的な事業で是 

は あるので あります、 やり 腿け て すらりと 一筋に 行 

かぬ で 其 間に 色々 天災 等に 因つ て 折角 投じた 金 ほ 丸 

で 流れて しまつて、 失つ てし まつた と 云 ふやうな こ 

とが昽々生ずるやうな 118 ある所を，此開 |8 會社なる 

ものは 開いて 行かねば ならぬ のであります が •左様 

な 大きな 危險の あるのに 對して 政府は lit 危險を 負擔 

すると 云 ふ 事で あるので あります、 多くの 例を fi げ 

ませぬ が、 唯一つ の 例を 舉げ ますと、 宮城 縣に品 井 

沼と 云 ふ 沼が ある、 其 水を f''J に 落として 水を 干す と 

云 ふと 沿岸に 渾 山の 耕地が 出 來 ると 云 ふて 窩 城 縣で 


品 井沼の 開 ® と 云 ひます か 何と 云 ひます か、 さう 云 
ふ 計 S! をされ たのであります が* 一度 やつても 旨く 
行か -t 再び やつても 旨く行か. ぬと 云 ふやうな 譯で、 
其の 間に 非常な 金を 失は れたや うな こと も 吾々 が 是 
まで 見て ) fr る 例で あるので あります* 斯う 云 ふやう 
なと ころから 此の 帝 國開 _ 株式 會 社と 云 ふの が、 是 
れから やつて 行かう と 云 ふので あります から、 之れ 
には 非常な 危險が 伴つ て 思る、 ところが 今回 ほ會社 
に® が あつたら 總て 政府が 之れ を 埋めて やる、 其の 
埋めた 上に 尙ほ八 分の 利息を やる と、 斯う 云 ふので 
あります から、 總 ての 危險 の負擔 ほ 政府に 歸す るの 
であります •總 ての 危險の 負擔ほ 國民に 歸す るので 
ある •危險 が あつて 會社が ® をしたら ぱ國 民の讶 血 
を 搾つ た 租税で 以つて 皆 之れ を 補つ て 行かなければ 
なぬ、 而 して 尙ほ八 分の 利息を 會 社に 給與す るので 
あります が、 何故に 國 民の ' W 血を 搾つ てまで 此胃險 
的の 事業の 尻 拭 ひを しなければ ならぬ 必要が あるの 
であります か、 此點に 付て どう 云 ふ譯で 國民が 左樣 
な危險 まで も負擔 しなければ ならぬ かと 云 ふこと に 
付て、 政府の 御說 明を 願 ひたいので あります、 第五 
に 御 尋ねす る i>i は、 大體に 於て 危險 の負擔 ある# 社 
なら ぱ餘 計に 補助を しても 55: しい、 危險の 負 擔の無 
い會 社なら ば 補助を 少なく やつて 宜しい と 云 ふの が 
どうも 吾々 は 道理で あらう と 思 ひます、 然るに 此 if 
社は 損が あつたら 政府が 尻 拭 ひを してやる と 云 ふの 
であります から 一面 ^ 險の負 擔ほな いのであります 
其危險 の 負擔の 無い 帝 國開 ii 株式 會社ほ 八 分と 云 ふ 
非常な 澤山な 補給を 貰 ふこと になつて 居つ て、 而し 
て 肋 成 法に 依つて 開 is する 者は危 險の負 e は 開 is 者 
に 在る のであります* どんな 損を しても 之に 向つ て 
政府は 補つ て 吳れな い、 唯 六 分し か 給與せ ぬと 云 ふ 

のであります、 此の 危險な 負擔の ある 者に 却つて 六 

分と 云 ふ 少ない 給 與を與 へられる と 云 ふのは どう 云 

ふ譯 であるか、 危險の 負擔の ある ものに ほ 餘 計の 給 

與を する、 危險の 負 擔のな いものに 少なく すると 云 

ふなら ぱ ，吾々 が 普通に 考 へる 所に 能く 合 ひます が 

今回の 政府の 提築は ‘全然 危險の 負 ! 1 の 無い 會 社に 

向つ ては 八 分の 補給を する、 而 して 危險の 負 擔の十 

分に ある 開_助 成 法に 依る 個人 若く は 會 祉 の開懇 者 

に對 しては、 六 分の 給與 をす ると 云 ふこと で、 吾々 

が 普通に 考へ ます 事柄の 丁度 反對 になつ て 居る ので 

あ 〇 ますが、 此點は どう 云ふ譯 で 斯う 云 ふやうな 反 


對にな る譯 であります かと 云 ふこと を 御 尋ねしたい 
のであります •尙ほ 第 六と して 同じ やうな ことで あ 
ります けれども •事柄を 連へ てもう 一遍 御 尋ねして 
見たい のであります が、 會 社の 發起 人に なつて 居ら 
れる 者は‘ 富豪と 言 {i れて 居る 御 方々 であるので あ 
ります、 開 18 肋 成 法に 依つ て 開 18 する 入は 小 資本の 
人で あらう と大體 に 於て 思 ふので あります .* 中に ほ 
金を 有つて 居る 人 も 無論 這 入り ませう けれども、 五 
町步 ，十 町步を 開 _ する やうな 人は、 是はど つちか 
と 云 ふと 小 資本の 人が 多い ので あらう と 思 ひます 世 
間で 富豪と 稱 へて 居る やうな 人々 の挢 へる 會 社に 向 
つて ほ 八 分の 補給を する、 危險 の負擔 をした 上に 八 
分の 補給を する， 小 資本の 人に 對し ては 唯 六 分の 給 
與を する， 而も rft 險の 負擔と 云 ふ 事柄は 無い、 さう 
云 ふこと になつ て參〇 ますが， 此點は 又 trl 何なる 譯 
で 斯樣 になる のであります か、 私共の 考では 小 資本 
者に 向つ て 餘 計の 給與を 與へ 所謂 富豪なる 者は 反對 
に 幾らか 給與額 が、 少なくても 宜いぢ やない か‘ 是 
も 亦 普通に 考へ ると 左樣 に考へ られ ますが、 それが 
又反對 になつ て 居る のは 如何なる 譯であ 〇 ませう か 
それから 第 七と して ! X 危險ほ 政府が 負擔 する •配當 
は 必ず 八 分を する 斯う 云 ふこと であります と、 此會 
社は 洵に樂 な 會社で あるので あります、 餘り蚴 かぬ 
で 居つて 餘り儲 けが 無くても、 皆 それ (3: 政 W が 出し 
て吳れ るので あると 云 ふこと であります から、 洵に 
樂な會 社でありまして 、而 して 必ず 八 分 だけの 配當 
は 焊られ ると 云 ふので あります から、 八 分の 公債設 
. » を 有つ たと 同じ ことであります、 けれども 是は義 
務を帶 びて 居る ものは 國 であります、 洵に それは 信 
用の あるべき 人で ある •それが 必ず 八 分の ? rfl 給金を 
吳れる と 云 ふので あります から* 此會 社なる ものは 
八 分の 利息の 付く 公債 證 書を 持つ たと 同じ ことで あ 
〇 ます、 所が さう 云 ふこと を爲 されるな らば、 何故 
政府 身此 開 is を爲 さらぬ のであります か、 政府 自 
身 開 is を爲 されるならば、 人の 仕事の 尻 拭 ひで なく 
自分 自 身が 十分 注意す るので あります から •間違な 
いやう に 十分 初めから 計！ ^ すれば 實 行 する こと も 出 
来る ので ある •而 して 其 資金は 政府が 公債を 苺 集せ 
ら るれば 今， 日は 六 分 二 三 厘の 利 廻りに 當れぱ 、政府 
は 公債 募集が m 來 ると 思 ひます、 六 分 二三 厘で 株を 
募集して 金を 借りて* さう して lit 開 18 を 政府で なさ 
る \ ならば •其方が 却って 國 庫に 取つ ては 利益に な 


るので あります、 危險 を負擔 をして 其 上 IC- 八 分を 拂 
ふ 代りに •危險 を 負擔 して 六 分 二三 厘で 濟むと 云 ふ 
ことで あれば、 K- 方が 政府に 取つ て德 な箬 であり ま 
すが， それを 何故 政府は 自身に 開 is をせ ずして 斯樣 
な 特糊會 社を 造つ て 之に 依つて 開 i? をせ しめて、 而 
かも 21： 分；！！； ら支 出せられ るよ りは， 自分 自らな され 
るよ 〇も餘 計な 金を 出される と 云 ふこと であるから 
左樣な 不 利益な ことを 何故な される ので あるか、 是 
が一 箇條で あります* それから 第 八と しては 唯今 大 
藏大臣 の御說 明を 何 ふと 云 ふと、 衆議院の 注文に 依 
つて 此帝國 株式 會 社は 開 梨 助成 法に 依つて 開墾を す 
る 者の 事業を 請負 ふこと を やつて 貰 ひたいと 云 ふこ 
とで 政府 も それを 承諾を したと 言 ふこと を 御 話に な 
りました が、 そこで 私が 御每 ねし なければ ならぬ の 
は 肋 成 法に 依て 開 艱 した 者は 危險は 自分で 負擔 しな 
ければ ならぬ、 扣 益と も 自分で 負は なければ ならぬ 
損が あれば 之を 目 分で 支 辨し なければ ならな かつた 
ので ある， 然るに 此人が 此帝國 開懇 株式 會 社に 事業 
を賴 むと 云 ふと、 賴む 時には 非常に 損になる やうな 
賴み 方を する 請負は ありませ ぬから、 相 當の费 用で 
會社ほ 請負 ふに 相違 ありませ ぬ、 開懇す る 人は 政府 
から 六 分の 金を 貰つ て、 さう して 請負 ふ 金額は 極つ 
て 居る のであります から、 それより 以上 開墾 者は 費 
用を 增す ことは ない のであります. 之を 取 受けた 帝 
國 開 ii 株式 會社 ほそれに 付て 或 ほ 天災に 出 會ふ こと 
が あるか も 知れ ませぬ， 或 ほやり 方が 拙くて » 用が 
餘計 掛かる ことがある かも 知れ ませぬ •それを 請負 
つたのであるから開懇する者から収ることは出來ぬ 
から、 それ ほ 皆 自分の 損になる、 其 21 分の 損になる 
と 云 ふのは それ ほ 誰が やる かと 云 ふと 政府が 結末を 
付けて 尻 拭 ひを して 吳れ るので ある、 さう すると 開 
18 助成 法に 依つ て 開 18 する 者は 其 儘で あると 損を す 
ると きに 自分で 損を しなければ ならぬ が、 帝國 開墾 
株式 會 社に 賴んで 仕舞へ ば 自分の 負擔 すべき 危險を 
帝國 開 18 株式 會 社に 移して 仕舞 ふ、 此 株式 會社は 其 
負擔を 政府に 移して 仕舞 ふ、 開 懇 助成 法に 依つ て 開 
墾する 人は 危險の 負擔を 間接に 政府に 移して 仕舞 ふ 
のであります が、 それで 宜 いと 云 ふ御考 であります 
か、 それなら ぱ 何故 開 ii する 者に 初めから 危險も 負 
擔 してやる と 仰し やらない ので あるか、 其 分は 六 分 
で 打 切つ て 間接に 矢張り 危險を 負擔 する やうに， 此 
會社で 以てな される と 云 ふこと ほ •どう 云ふ譯 であ 
八 四 九 
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ります か、 之に 付て御尋をしたい，第九としてほ農 
苟 務大 辟は 衆 ^ 除で 御 説明を なされる 時に， 開 梨 助 
成 法の 御說 明を なされる 時に、 大きな 開绍 地は 成る 
へく 公共 剛垃 をして 之を 實行さ せる 方針で あると 云 
ふこと を 言 ふて 居られる ので ある、 是 ほ 私共 宜し か 
らうと恐ひます1大きい所を小さいものに任せられ 
るより 公共 幽瞪が 大きい 所を やる と 云 ふこと で、 而 
して 知識 t 充分 集め 資金 も 相 當に 集めて、 さう して 
公共 闽體が 多くの 開绍を して， 之に 依て 得た 所の 土 
池を 2： ら持 つなり 或 ほ 之を 其 公共 §蹬 の 内の人々 に 
相 常の 値段で ref つて やる と 云 ふこと になれば、 誠に 
結 镏な ことで ございます から、 開 i {助成 法の 說 明に 
於て 農 商務 大 K が 言明せられ たことは 私共 誠に柑 當 
のこと ゝ思 ひます が、 其處へ 帝 國開 sg 株式 會 社を 御 

造りになる と、 其 iit が 九で 破れて 仕舞 ふので ありま 

す、 大きい 所が 之を やる と 云 ふこと になる から 公共 

_瞪 をして やらし める と 云 ふ 御 方針 ほ 開懇會 社の 設 

立に 依つ て 丸で 之を 破つ て 仕舞 ふと 云 ふこと になる 

と 思 ひます •か、 農 商務 大 E は 在 樣に 御考へ にならぬ 

ので ありませ うか どうです が、 之を 何つて 見たい、 

それから 未 SB 地の 滯 山殘 つて 居ります る 所 ほ 是ほど 

つちかと 云 ふと A rl が 少ない 所に 在る のであります 

勞 力の 少ない 地方で あるので あります、 此帝 H 開懇 

會 社なる もの ほ 何處か ら勞働 者を 求めて 來て 開墾す 

ると 云 ふ御考 であります か、 都會に m て 居る 者を 引 

戻して、 農村へ 歸農 せしめる が爲 に都會 から 勞働者 

を e;l 張つ て來 ると 云 ふ 御考で あります か、 若し さう 

であると すれば、 大變勞 銀が 高い ものに ならう と 思 

ひます， 隨 つて 此訶 社の 經费ほ 大變 多大な ものに な 

ると 思 ひます が、 會社 としては それでも 1; いので あ 

ります か、 總て 損が あれば 政府に 持 掛けて 開墾 出來 

るので あります けれども* さう 云 ふやうな 事を した 

なら ぱ國賄 負擔と 云 ふ もの ほ 非常な ことになら うと 

思 ひます が •さうな さる 御考で あります か、 さう で 

あれば 矢張り 相當に 農村に 居つ て 農作の ことに 馴れ 

て屛 る勞蚴 者を 速れ て來て やらせる 御考で あります 

か、 それで あると すれ ぱ 今日は 日本の 金 國 どの 池 方 

に 於ても 農 菜勞 力と 云 ふ ものは どつ ちかと 云 ふと 缺 

乏して 居る 方で ある、 耕作 人な どが 少なくて 隨分闲 

ると 云 ふやうな ことほ’ 是ほ金 國 何れの 地方に 於て 

も l!fl く 所の 話であります が •さう 云 ふ 方面から 人を 

吸收 して 此開 18 會 社に 連れて行 くと 云 ふこと になり 


ますと、 全國 谷地 方の S 村に 於て |£ 農 菜勞 力が？ g -f 
る， 耕作 人が 減 T ると 云 ふこと で 餘程闲 る ことが 起 
〇ほ せんかと 思 ひます •か， それは どう 云 ふやう にし 
て兩 者を 調和す ると 云 ふ考で あります か、 それを 伺 
つて 見た のであります、 それから 其 次に 此會社 ほ 出 
來た 土地を S く 賣る殆 ど元價 で 賣 る、 1 兀 價に五 割を 
加へ たもので H ると 云 ふやうな 御說 明であります が 
左樣 になります ると 其 帝國 開墾 株式 會社が 開墾し ま 
した土地の近傍に在る土地と云ふものほ、今でほ相 
當の 値段に なつて 居る が、 其 隣から 大變菔 い 田地な 
り 畑な りを 賣出 すと 云 ふこと になる と、 近隣の 地主 
ほ 自分の 持つ て 居る 地が 非常に 下がる と 思 ふ、 即ち 
洞 人の 财產 額が 非常に 減少す ると 思 ひます が、 其點 
に 付て は それが 十 地が 廉く なつて 宜いと 云 ふ考で さ 
うやら せる 積り であると 云 ふ 政府の 御考 であるか、 
或 {S さう 個人に 迷惑を 掛けて 居ない からさう しない 
と 云 ふ 御考で あるか、 それなら ば廉贽 と 云 ふこと ほ 
どうして 他の 地主の 迷惑と 云 ふことの 調和を 御肢り 
になる 考で あります か、 是が 御 H 問す る I 箇條 であ 
ります、 最後に 御® ね 致したい の ほ， 此 ir 社の 開懇 
する のは どう 云 ふ 所で ありませ うか、 凡そ 會 社を 造 
られる 以上 ほ 凡そ 見當が あつて、 何 所で 開 18 すると 
云 ふ 所がない 、丸で 當な しの 會 社を 造る と 云 ふこと 
は 無い窖 であります から、 どう 云 ふ 方面の 開墾で あ 
るかと 云 ふことは、 旣に 頭の 中に 出來て 居つ て さう 
して fr 社の rl Jtt になつ たこと X 思 ひます が、 それ (X 
何 處何處 であるかと 云 ふこと を 伺 ひたいので ある、 
殊に 其 開 S3 する 土地の 中に ほ 山林， 原野で 所謂® 斜 
地と なつて 居る 所を 多く 含んで 居る 所は ありは しな 
_>か 、どう 力と 云 ふこと を 御 尋ねした いので ありま 

す、 御 承知の 通り 日本の 水害と 云 ふ もの ほ 是 ほ 固ょ 

り 降雨が 多い と XC ふ 事が 主 もであります る けれど-^ 

是 と共に 傾斜 地に 樹木がない 爲に 雨が 降る と 土 !® が 

崩壊して 來 ると 云 ふこと が •日本の 水害に 非常な li 

害を增 加す る 所以に なつて 居ります、 明治 四十 三年 

に關 東に {3: 非常な 洪水が ありました が、 其 他山 梨縣 

などの 水害の 悲慘 な狀況 と 云 ふ ものは 夥しい もので 

ありました が， 其 水害の 悲慘な る狀 况を呈 した I つ 

が、 山 梨縣ほ 山の ずつ と 傾斜 地の 高い 所に 開墾した 

と 云 ふ 事柄が、 此水 害の 害を 多くした 一つの 原因に 

なつて 居る のであります、 其 後 政府で 治水 調査 會を 

設けて 色々 調査を したので あります が、 さう 云 ふ專 


門 家の 集つ た 會に 於ても 矢張り 其 ^ は 認められて 居 
るので あります、 然るに 此帝國 開墾 株式 ^ 社が 大袈 
裟 に、 而して 政府から 後の 始末 {£ 付けて やる と 云 ふ 
ことで、 而かも 八 分の 補給を 與へて 大袈裟に 開 梨を 
して 參 るので あります が、 是が 若し® 斜 池の 開 18 な 
どを して 日本の 水害を 今一 屏悲 慘 な 狀况 を呈せ しむ 
る やうな ことで も あつたなら •は、 國家は 一方に 於て 
食糧 問題を 解決しながら 一方に 於て 食 糊 li!] 題を 砂 壊 
すると 云 ふこと になる のであります が、 此點に 付て 
は 政府 (i 如何なる 考を 有つ て 御 出になる ので あるか 
此 十二の 事項に 付て 間 a で 宜しう ございます、 {n し 
明瞭に 吾々 に 諒解の 行く やうに 御 答 辯を 願 ひたいの 
であります。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今 若槻 君の 御 質問 
に對 しまして ほ 私が 光 刻 申 上げました 通り、 衆 翳院 
の 希 菌條件 等に 付て 答 辯 又 ほ 言明の 任に 當 りました 
故に、便谊上私より御答を致します，第一の御尋ほ 
開 is 助成 法と 此會 社と に 付て 政府 一定の 方針を 初め 
より 立てた ものである や 否やと 云 ふこと が 重 もなる 
點と考 へます、 lit 開墾 助成 法は 先刻 も旣に 申し まし 
た 通り、 政府の 目的は 主として 食糨 問題の 解決に 在 
つたので ございます、 之に 依つ て 主として 米 麥の產 
額を 增加 しやう と 云 ふ 目的で あつたので ございます 
而し て是で 政府 (5: 足れり とほし なかつ たので ありま 
す、 開 is 助成 法と 雖 もです、 此開 墾 した ものが 必ず 
米麥と 限つ て 作る や 否やは 疑問で ございます、 政府 
の希閤 は そこに 在ります、 併ながら 先づ 主として 米 
麥を 多くし やうと 云 ふの が 政府の 希菌で ございます 
政府は 是と 同時に 總て の農產 物資の 我國 に缺 乏して 
居る と 云 ふこと を 深く 感じて 居る ので ございます、 
此鼗產 物の 總 ての 種類の 缺乏ほ 延 いて 製造 工業の 原 
料に 不足を 吿げる ことになるので あります、 土地よ 
り 生ずる もの ほ 申す 迄 もな く、 葉を 主と する もの あ 
り. 幹を 主と する もの あり、 根を 主と する もの あり 
織物の 如き 纖維 物に 至りまして ほ、 或 ほ 紙の 原料に 
しましても、 或は 工業に 用 ひます 澱粉の 如き ものに 
至りましても、 總 て農產 物の 豊かなる 國が 製造 工業 
の 原料を 廉く煜 られ るので あります、 殊に 養 獄の如 
きは 御 承知の 通り 今日 我國に 於いて 三 億 四 億の 金を 
海外より 取って来る 所の 生絲の 本た る 桑の 畑に 至つ 
ては 僅に 五十 萬町步 ほかない のであります、 先刻 申 
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しました 通り \  口 と 面 ! a とを 考へ ますと 云 ふと fol 何 
にも 開 S 地は 我 55 に 於て {£ 少ない 〇 であります、 雄 
に I 割 五分に ほか 當 つて 居らぬ ので あむます、 其考 
を 政府が 有つ て 居りました 所に- 12 で やる が宜 いか 
矜 社に やらせる が 'H: いかと 云 ふこと も ^ 闭 して 居つ 
たのであります、併ながら奸社.民 |51! でやる衮がな 
ければ 或 ほ 國でや らねぱ ならぬ かも 知れない ので あ 
ります、 其 位 必要を 感じて 居る ので あ 〇 ます、 伸し 
成る へく は 民間の 琪業 とした 方が 官资よ 〇 怒ての 點 
に 於て 經洱的 R つ 結果の 宜しい ことは 訪 ii- の® 承知 
の 通りで あるので す， それに 先刻 申しました る 通り 
東北 振興^ T 國產獎 勵符の 方から 其 計 iiii が fli ました 
ので •政府は 是は 誠に 國家 の爲 に必耍 なる 計诳 とし 
て 之を 成立た せたいと 云ふ考 を 起して 出した ので あ 
りまして •必ず 一定の 方針に 出なかつた と 云ふ譯 で 
はない のです、 開 _ 助成 法の みを 以て 足れり とほし 
て 居らな か. つた、 他の 總 て S 產物を 航 すと 云 ふこと 
ほ 今日 必要な のであります、 製造 工業の 原料に 至る 
まで 其缺陷 を 補 ふ爲の 計 5!c であります るが 故に •兩 
々相俟つて 國益を 興す ものな りと 信じて 居る ので、 
で 民間に やらせる と 云 ふことは li« が やる よりは 第一 
適所に 適材を 用 ひると 云 ふことは 民間の 斟槳の 方が 
遙に 政府の 仕事に 梃つ て 居る と 云 ふことは 事 tic が is 
明して 居る、 又 仕事を 爲 すに 當つ て钟府 が 命令 的に 
其 土地に 向つて 地方 入 K に 臨む より ほ 愈 社の 方が 矢 
張り 溫昧を 持ち 柔く常 ると：： ム ふこと も是ほ 2Ji K の 話 
でございます、 殊に 是が經 濟 的に 運ばれる と 云 ふこ 
とほ 官營の 法 规に 依つ て 拘朿 せられて 居る ものより 
は 民間の 事業と してやる 方が 經濟 的に 行く と 云 ふこ 
とは 明な ことであります 故に、 成るべくは 民間の 企 
業と して 此の 事を 遂げさせたい と 云 ふ考を 有つ て 居 
つたので ございます、 併し 左 櫧 な ものがなければ 或 
ほ 國がや らな ければ ならぬ と 云 ふ 羽 E に PR つた かも 
知れ ませぬ、 幸に 斯の如 き 計 Ift が 民間に 起つ たので 
あります るから して、 政府は 是れは 國 家の 爲に煜 策 
なりと して 協賛を 仰ぐ に 至つ たので ございます、 第 
二は 助成 法の 効果を 疑 ふの か、 此の 大な る特權 を 有 
つて 居る 會社を 起して 却つ て 助成 法の 妨げになる、 
助成 法の みで ほ 其の 効果が 擧がら ぬと 云 ふ 疑が あつ 
て 斯の 如き 大特權 を與 へる 所の 會 社を 起す のかと、 
其の 結果は 競爭 の © が あつて 遂には 助成 法の 効果 
を 妨げる ことにな りは せぬ かと 云 ふの が 御 ® の耍點 
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と考へ まする が 是れは 、先刻 申 上げました ifli り、 衆 
蓊院に 於き ましても 政府が 言明し ました 通り >  侗 人 
乃至 法人の 開 18 助成 法に 依りて 開 懇 せんとす る漭ほ 
競 爭 す る ことを 許さざる こと、 仕 車を せむ とする 場 
合に ほ 政府の 認可を 受けなければ 手は 著 けられぬ の 
であります、 故に 其の 競争の 憂 ほ 碗に 無い ので あり 
ます、 又 決して 此の 會 社を 起します には、 助成 法の 
効果を疑つて起した譯ではない、尙ほ一層開墾0目 
的を 達せし むる に 効果 ありと こそ 信ず， 決して 助成 
法の 効果を 疑 ふ 次第で ほご ざい ませぬ、 第三 ほ 政府 
は 助成 法案を 出す 時に 二 十五 萬 町步の 開墾地を 造る 
と、 斯う 云 ふ 事で あるが、 E に此帝 ® 開 18 會社 をし 
て 二十 ? i; ;®; 町 步を開 ■せしめる と 云 ふこと ほ、 同じ 
二十 五 萬町步 を！！ 方 相 侠つ て やらせる のか、 或は 別 
別に 二 十五 萬 町 步づ 、、雙 方 出来 上れ ぱ五十 萬 町步 

になる のかと 云 ふ 御 疑と 考へる •是は 即ち 政府の 目 

的と して ほ、 開 ^ 肋 成 法の 目的と して 二 - 1- 五 萬 町步 

更に 別に 此開 18 會 社の® きに 依つ て 二十 五 萬 町步、 

斯う 云 ふ 目的で ございます るから して 合 Hi' 五十 萬 町 

步に なる 次第で •こざいます、 さう なれば 米が_ つて 

闲るで ほない かと 云 ふ、 御 不審であります る けれど 

も、 先刻から 申します る 通り 開墾 助成 法に 依つ て 開 

墾する もの も 必ず 米麥に 限らず、- 况や 開墾 會 社に 對 

して 薙む所 の も 2 は あらゆる S 產物 、總て の 物資を 

费富な らしむ るが 目的であります からして、 ！ © 方の 

ものは 必ず 米麥に 限つ て 作る と 云 ふ譯で はない、 又 

さう 云 ふことは 實際開 梨 肋 成 法に 依つ て 開墾す る 者 

と雖も •作る 物に 制限が 有つ て ほ 爲し 能 {3: ざる fej 合 

が 多々 あるので .' 政府の 希望 ほ 米を 作る •麥を 作る 

と 云 ふに 在りましても、 或 ほ 其 所に 麻を 柿え る、 或 

ほ 秣を 作る とか、 或 {X 根の 物を 採る とか 云 ふやうな 

ことで ある •其 地味 •氣 候、 其 人の 趣味に 依つ て 作 

る 物が 極つ て來 るので あります、 然らば 我 國に 於て 

農 產物ほ 米麥を 除く 外は 他の物 (3: 充分で あつて 國 ほ 

手を 著け ないで 宜い のかと 云 ふと •決して 今日 實際 

製造 原料 物資の 觖乏と 云 ふこと を 著く 感じて 居る こ 

とは 御 承知の 通りであります、 左様な 次第で ござい 

ますから して、 此の 二つの ものが 十分に 効果を 奏し 

ました 所で 決して 食糧 過剰に 苦む と 云 ふやうな 發ほ 

ない と 政府 (X 信じて 居る のであります •第 四の 御尋 

ほ 今日 我國の 未 18 地と なって 居る もの ほ 最早 人力に 

依って 手を 盡 しても 計® 上 引合は ない と 云 ふやうな 


所が： 3 ! つて 居る ので ある、 苟も 手を 著て 收茭償 ふや 
うな 見込の ある 土地は 旣に 開 18 し _され て 居る、 然 
らば 殘 つて 居る ものは、 地味の 誠に 瘦 せて 居る もの 
が 殘つて 居る ので ある、 斯様な ものに 手を 下させる 
と 云 ふこと ほ 危險が 多い、 斯う 云 ふ危險 が 多い、 例 
へば 宮城 縣品井 沼の 如き、 あ、 云 ふ 失敗 も ある、 第 
五 も 矢張り 危險に 付ての 御 話です から、 第 四、 第五 
に 付て ほ 併せて 御 答いた します るが. 成る ほど 內海 
などを 船に 乘 つて 左右を 見ます と， 殆ど 山の頂 邊ま 
で 耕作して 居る 狀態で ありまして •如何にも 我國に 
於いては 收茭償 ふやうな 土地に 付て は旣に 開墾 ほ 盡 
されて 居る •此上 開懇 ほ 殆ど 收支 ® ほぬ と 云 ふやう 
な 所に のみ 在る と S ふ 所見は、 さう 云 ふ考を 起す 人 
は 隨分 多い ので ある •けれども 今日 二： 白 萬 町 渉から 
の ものが 開墾し 得べき、 開 18 して まだ 收茭償 ふべき 
所の ものが！ 一； s 萬町步 から 殘 つて 居る ので ある， 况 
や此會 社の 如き 機械 等を 以て 水の 無い 所に 水を 引 上 
げたり すると 云 ふやうな 事を 致した 〇 すれば •即ち 
大 資本、 大 機械の 働きに 依つ てな しま すれば， 今日 
人力に 依つて 二 百 萬町步 開墾し 得べき 土地 ほ 更に咐 
す 譯で ある •危險 と； K ふこと ほ 先刻 も此 衆議院に 言 
明した と 申 上げました 中に‘ 天災 其 他の 事由に W り 
損失を 招く發 ある 地 區を 開 ii せざる やう 取締る と 云 
ふこと •か あるので ある， 初めより 危險 なりと 考 へら 
れる もの ほ 無論の 話であります が， 是は姑 井沼の 失 
敗に しろ ■能く 失敗 (i 開 ii 上に 於て 聞く ことで あり 
まする •か、 是： i 何れも 初めの 設 as が 誤つ た •或 (t. 途 
中に して 資本の 不足なる が 爲に 十分の 丁； 事を 施さな 
かつた と 云 ふこと が 主なる 原 W であります、 就中 此 
金を 借れる ことの 少な かつた と 云 ふこと が、 斯樣な 
事の 失敗の 大なる 原因に なつて 居る ので ある、 何れ 

の國 でも… .a 又 開 18 會社 をして 開 18 せしめる 土地 

の 選定に 付きまして ほ 先刻 も 申しました 通り，®々 

是が 成立ち ますれば、 官民を 問 ほず、 相當の 知識 經 

驗のあ る 者を 集めて 土地利用 調査 局と か、 土地利用 

調査 委員 會と云 ふやうな ものを 設けて •何れ さう 云 

ふ特殊の機關を設けまして、さうして土地の選摺、 

設計の 如何と 云 ふこと に 付て 十分に 攻究を 致して、 

會社に 命令を する ので ございま すれば •唯今 若槻君 

の 仰せられた る 如く 何でも 危險な 事を やつて 其 危險 

は 皆な 國が 負擔 しなければ ならぬ、 租税で 茭辨 しな 

ければ ならぬ と 云 ふことは、 或は 祀憂 に ® し {3: しな 


いかと 存じます、 それと 第五に 於て 寧ろ 此 助成 法に 
佐つ て 開 i< する 所の 小 資本家の 方が 危險が 多いで は 
ないか、 會 社は 仕事を やつて 萬 一 危險の 爲に損 失を 
生ずれば 政府が 之を 補給して 吳れ るの だからして • 
會 社には 其危險 が 無い 却て 開 ii 助成 法に 依つて 仕事 
をす る 八は 危險が 多いで ほない か、. 其 危險の 多い 者 
に 六 朱の 補給で •何故に 危險で 無い •所の 會社に 向 
つて 八 朱の 補給を する かと 云 ふこと も •是も 大體先 
刻の 說 明の 中に 觸れて 居る ことであります が" 開 18 
助成 法に 依つ て 開 18 をな さんと 欲する 者は 自ら 自由 
の 意思に 依つ て發 動す る ものである ，而 して 是が衆 
議院の 修正に 依つ て 補給の 利子を 返還せ ぬと 云 ふこ 
とになります、 又 當院に 於て 其 通りに 御 決議に なり 
ました， 遣り 切りになる •是は 七 年 •補給を 貰 ひま 
すと K ふと、 纏て 其 H 費の 四 割 乃至 五 割と 云 ふ もの 
を 貰 ふこと になる、 此會 社の 八 朱と 云 ふ ものは 先刻 
若 槻君も 御 述べに なつた 通り、 割合の 好い 公 K を 有 
つて 居る のと 同じと 云 ふ、 其 通りであります、 今日 
世間に 於て 或は 工業 會 社、 製造 會社 等の 新なる 仕事 
の 起る 場合に 於て 進んで 株を 有つ 資本家は です、 若 
し其會 社の 配當が 將來 永 <. 八 朱に 止まる の だと 云 ふ 
ことで あつたな らば、 決して 多 數の應 募 者を 見る 譯 
に (3; 行かない のであります、 又 過去の 事 實に徵 しま 
しても •十五 年間 繼續 した 事業は です、 最初の 株主 
の 打算に 依りまして ix 必ず 拂 込んだ 株の 二倍、 三倍 
になつて 居る 位の 利益を 擧げ るので あります、 中途 
にして 咐資を しました 〇 配當も 段々 殖えて 行く、 左 
樣な 次第で 以て 荀も此 事業 會 社の 株主た る 者 ほ 十五 
年 も 其 事業が 繼續 して 行つ たもの ならば、 通じて 八 
朱 どころ で (X なく 數 倍になる •然るに 此會 社は 營利 
を 目的と せぬ と 云 ふので あります るから して、 初め 
に拂込 んだる 株券を 十芄 年の 末に 至つて 殆ど 元の 金 
を 以て 引下が る、 其 間 安全に 八 朱の 利益が 得らる k 
と 云 ふので •隨分 今日 {3; 特殊 銀行の 憤 券な 〇, 或は 
支那の 公債な り， 或 (X 事業 會 社の 債券な り， 十五 年 
を 以てず つと 八 朱に 當るや ぅな もの !' /， 少なからぬの 
であります 、併し 斯様な 一定の 利益ょり 得られた も 
のに 對 しては 世間 之に 應募 する 者は 比較的に 少ない 
のであります、 先づ世 の 中 ほ將來 見込が ある、 將來 
若し 配當が 殖える、 株 も 高くなる と 云 ふやうな もの 
に 向つ て 放 資する 者が 多い のであります、 それ故に 
廣 く全國 に亘つ て此 株を餒 るに 當つて も •多少 割合 


の宜い 公 (H とか、 債券 rr 持つ と 云 ふやうな 考の 人で 
なければ 之に 這 入る 者 ほない のであります るから し 
て、 今日の 場合に 八 朱は 不當で ない と 政府 ほ 考 へま 
す、 御 承知の 通り 政府の 公債の 如き もの も 三年 乃至 
五 年 以上の 長期の 4 のは 今日鉍 集す る 事は 闲難 であ 
ります •左 樣な 場合に 於て 十五 年間 金を ねかさせる 
將來八 朱ょり 外に 何等 利益の 望みの ない ものに 向つ 
て 放資 をさせる のであります るから して •今日の 狀 
態に 於て 八 朱 (3; 過當な ら ずと. S 府は 信ずる ので あり 
ます、 それ故に 前の 六 朱と 此八 朱と (3; 丸で 性質が 違 
ふので あります、 性質の 違つ たものに 補給を する の 
であつ て、 同一の ものに 補給を する のでは ない ので 
あります、 そこの 所の 區別を 御 判 斷 下 / £ すつ たなら 
ば. 其譯は 能く 分る ことで あらう と 思 ふので ありま 
す •丁度 第 六 も 今の 步合 等に 關して 居つ て raj じこと 
の やうに 私 ほ考へ まする が、 np ち 富豪 I'; 八 朱を やつ 
て， 小 資本家に… •五町 步以 上の 小 資本家に 六 朱 や 
るの {3: 間違つ て 居る， 此會 社は 磡かな くと も 八 朱は 
默 つて 取れる と 云ふ樂 な 會社で あると 云 ふこと であ 
ります る けれども、 是ほ 決して 拂込 金に 對して 八 朱 
の 配當を 政府から M つて 唯 働かずに 居る と： K ふこと 
ほ‘ 政府 か 監督 上 決して 許さぬ ことで ある、 又會社 
の 設立者 も 左樣な 考ほな いのであります、 政府の 命 
令す る 所に 從つて 働かなければ ならぬ のであります 
又 五町 步 以上は 小 資本家と 仰つ しやい まする が、 此 
開墾 宵 社に 依つ て 土地を 拂 下げる と 云 ふ 主たる 目的 
ほ 自作農 …… 自作農と 申す のは 或は 一町 步とか 二 町 
步と かが 精々 で r ざいます、- 決して 此 開 18 助成 法に 
依つ て 開 ii 地を 持ち 得ない 所の 人であります •此自 
作 農家に 是から 成らう と 云 ふの ほ 五町 步以 上の 自ら 
開 11 をす る 土地を 有つ て 居る 者は、 是は殆 ど 中 & 以 
上に 歸 T る. 自作農と 云 ふ もの ほ 所謂 俗に 云 ふ 五段 
百姓と 申します るが、 自分の 一家 族で 以て 勞磡 をし 
て さう して 土地からの 收毽を 得る •其 一家 族の 勞働 
に堪 へる 位の 土地を 有つ て 居る 者が 自作農 家と 稱し 
て 居る のであります. 斯_な 者は 開懇肋 成 法に 依つ 
て 地主と なり 自作農 家と なること ix ui 來な いので あ 
る •固ょり 資本 もない 者であります •偶々 土地を 有 
つて 居りました 所が 一町 步か二 町步に 止まる ので あ 
ります、 五町 步 以上と 云 ふ ものに ほなら ぬので あり 
ます、 而か も此 等が です 開墾 會社に 依つて 開墾を し 
て …： 土地が あれば 開墾を して 參る こと も IJ1 來ませ 
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う、 又 土地の ない 者 ! i 開 梨 啓 社の 開 绍した 土地を 拂 
下げて 自作農 家になる と 云 ふこと も m 來 るので あり 
ます、 自作 辟 {3: 國が必 嬰と する、 此 存在を 必要と 認 
め 之を 研 やさんと するなら ぱ 開_ 助成 法よりも 逛 ろ 
開 fl 會 社の 方が 3t: >/J fil ありと 謂 (?. なければ ならぬ、 
第 七 ほ 政府が それなら (3-. 何故 自ら やらぬ かと 云 ふ 御 
問であります が、 是ほ前 に 御 答へ した 內に 含まして 
あり '* すから 別に 御 答 (3: 致し ませぬ、 民間で やらな 
ければ 國がや らな ければ ならぬ かと 考へる 位の こと 
でありま.丁、第八は拟失の负擔ほ政府に持たせるこ 
とになる、 即ち 開 紐： 助成 法に 依つ て 開 ■せんと 欲す 
る济が 此帝阈 開, 株式 ^ 社と 約束を しまして 其 仕事 
を 託する、 锊社が 之を 仕事を する、 請負仕事になる 
其と きに 若し ffl 失 か 或 ほ 天災 其 他に 依つ て 計算 等の 

間 没 等より 損失が 生じた 場合に、 助成 法に 依つて 開 

懇を する 主 ほ 損失を 負擔 せす に# 社が 總て 損失を 負 

擗す る、 即ち # T 社の ffl 失 {X 政府の 負擔 になる •斯う 

云 ふこと になる で 13: ないかと 云 ふ、 固より 其 通りで 

あります、 さう 云 ふこと が 起れば 其 通りになる ので 

あります、 併ながら 是ほ 前に も 申す 通り 或は 千 百の 

中に 左樣な 場合がない とも 限り ませぬ、 さう 云 ふ 場 

合に 於て {3; 先刻 申 述べた る 所の 筘留及 命令 醫 にも あ 

る 通 本の 缺損 に對し 政府の 補給を 得た る もの あ 

りと せ ば、 他日會 社が 八 朱 以上の ffi 當の出 来る だけ 

の 利益を 得た 場合に 於て は 先づ 以て 政府から 受けた 

資 本の 缺 ffl の 補給を 政府に 戾 すと 云 ふ 事に なつて 居 

ります、 殊に 傍ら 政府が 11¢ 今 申す 通り 土地利用 調査 

會の 如き ものを 設けて 是が 設計を 調べ、 土地を 撰定 

して 會 社に 命じて やらせる のであります るから して 

千 百の 中に 一二の 扭失の 起らぬ とは 限り ませぬ、 先 

づ邦點 はさう 莫大なる 損失が 國にか V ると 云 ふやう 

な 颗念を 主 張せ ら る、 に 及ばぬ かと 考へ るので あり 

ます， 第 九に ほ a 商務 大 I-S ほ 此開懇 肋 成 法案に 付て 

說明を 爲した る 時に 方つ て、 大いな る 開 懇地ほ 公共 

國體 にやら せる と. 斯う 云 ふこと であつ たが、 それ 

は 誠に 宜い ことで ある. 自分 も 同意で ある、 それ だ 

から 開 lg 叻 成 U;- だけで やる' か宜 いと 云 ふ 御 考のや う 

であります '此 公共 團體 にやら せる と 云 ふ 事は 誠に 

結！！ な ことであります るが-若 槻君 も御眾 知の 通り 

地方の 公共 團體 は斯の 如き 仕事を せむ とするならば 

其 地方 糊 體は 債券を 發 行して 金を發 らな ければ なら 

ぬ 今日の 狀態に 於て 谷地 ? J に 於て 町村 等の 如き 地方 


團 It がです、 相 當の大 いなる 金を 借りん としたなら 
ば， 如何な もので ありませ う、 利息 も 高し、 詰り 租 
稅を擔 保に して 非常な 闲 難を し、 而かも 其 起 fa と； K 
ふことは 容易に 出来ない ものである、 或は 勸業 銀行 
で 借り、 興業銀行に 就いて 借りる にしても 中 -% 利息 
が 高くなる、 容易に 其 地方で 調達す る ことほ 出来な 
いのであります、 〖 公共 團體が やらむ と 欲する 所が、 
其 公共 國體 が此會 社の 出 來る爲 にです、 借財を する 
勢を 取る 必要が なくなる のであります、 公共幽 體 自 
らが 此大 いなる 土地を 開墾せ むと 欲すれ ぱ此 帝國株 
式铐社 に對 して 設計を 賴むこ とも 出来、 事業を やつ 
て M ふこと も* 出來 上る のを 見て やつて K ふこと が 
出來 るので ある， 別段 起債を する 必要 ほない、 自ら 
是だ けの 面積の ものを 開懇せ むが 爲に大 なる 金の 掛 
かる 機' 械を買 込む 必要 もない のであります、 廉 くも 
m 來る 、それ故に 農 商務 大臣の 説明せられ た 大なる 
土地を 公共幽 體でや らせる 目的は、 此會 社が 出来る 
が爲に 却つ て 其 H 的が 達し 為くなる のであります、 
それから 人口の ことに 付て 今日の 所、 農村に ほ 至つ 
て 人手が 無くて 賃銀が 高くて 困る ではない か、 而か 
も此 開墾 會社が やらむ とする やうな 所 ほ 人口 稀薄な 
る 所 も ある， そこらへ 持つ て 行つ て 仕事を するなら 
ば 勢 ひ 賃錢が 高くな り， 第一 人を 何處 から 持つ て來 
るかと 云 ふやうな 御 疑念で ある、 又左樣 な 場合に 於 
て 無理に 高く 人を 使つ たり 何 かすれば 工費が 高く 掛 
かる >  勢 ひ 損失が 出来る •それ ほ國が 負擔 せに やな 
らぬ 、今日 農業 勞力と 云 ふ もの ほ 非常に 缺 乏して 居 
るが、 どうす るの か* 何處 から 人を 持つ て來 るかと 
斯う 云 ふ 御匏で ある‘ 若し 果して 我 國の狀 態が 若槻 
君の 判 斷 される が 如く 勞力缺 乏で 苦しむ 所が あれば 

移民 問題な どは 起ら なく つても 宜い •成る ほど 此戰 

萌の 影響と して 俄に數 十 憶の 工業が 起り それが 爲に 

農村に 行つ て 高き 賃錢を 餌に して 無暗に 一時に 造船 

會社を 始め、 總 ての 事業 會社が 地方から 入を 想つ て 

来ました からして、 北海道を 始め 農業 勞 力の 缺乏を 

感じた る ことは 事實 であります、 併し 是は常 態ぢや 

ない、 是は歐 羅巴 の大戰 爭の影 響と して 一時 蒙つ た 

所の もので あつて、 他の 諸 物 僧の 騰貴と 同じ ことで 

ある、 我國ほ 決して 此會 社が 起つ て 仕事を する に當 

つて 農槳勞 力の 不足を 感す ると 云 ふことは なから う 

と考 へる、 年々 數萬 人の 入が 內に耕 やす 土地な くし 

て 外に 稼ぎに 出る と 云 ふやうな 有樣 、勿論 場所々々 


に 依ります れば 、人が 一る 所 も あり、 不足す る 所 も 
あります、 是 ほ 配給 宜しき を 得ぬ 結果で ある •併な 
がら 次男、 三男と 云 ふやうな 者が 己の 居 村に 土地な 
くして 外に 出る と 云 ふやうな 狀况に 在る 者が 少な か 
らぬ ので ある、 勞 力の 缺乏と 云 ふこと に 付て ほ 是は 
今日 一時的の 現象に して 我國の 常態では ない と考へ 
るので ありまして、 此會 社が 起つて 仕事を する に當 
つて、 勞 力不足の 爲に闲 る 事 もなから うと 考へて 居 
るので あります、 却つ て 知らぬ 所の 海外に 出て 言菝 
も 分らす、 氣風も 分らぬ 所に 出 稼に 行く ょ 〇ほ 國內 
に 稼げる 所が あつたなら ぱ 其方が 人情と して 喜んで 
集め 易い と考 へる、 それ か •ら其 次に 此會 社が 土地を 
廉賣 する、 廉賣 すれば、 其 附近に 在る 所の 地主た る 
者は 自ら 其 地價に 影響を 生じて 一時 其 財產が 廉くな 
ると 云 ふ 迷惑を 受ける ぢや ないか、 其 調和 ほ 如何に 
する か、 斯う 云 ふ 御尋で あります I 是はど う も此開 
18 會 社の 開 is のみでは なから うと 思 ふ、 一時 影響を 
受 くると 云 ふ 事が あるか も 知れ ませぬ が 併ながら 從 
來の 實况に 付て 考 へます ると 云 ふと 今日で ほ 平均し 
ますと 云 ふと、 畑が 一反 四百 五十 圓 、全國 ではない 
或 所で ほ 一反 七 百圆も 八百圓 もして pr ります、 是等 
に 至る と 云 ふと 決して 算盤に 出 會はぬ 所の 傾を 有つ 
て 居ります、 兎に角 此土 JI!! を 愛する 觀念と 云 ふ もの 
ほ 日本の 農民 ほ 非常に 强 いのであります， 殊に 此布 
哇 等に 出 稼して 居ります 所の 者は 歸つて 来ます と 云 
ふと價 に 構は ず、 先づ其 自分の 故鄕で 地主に なりた 
いと 云 ふ 事から、 卵 常な 僧を 出して 土地を 高く する 
と 云 ふやうな ことがあります， だが さう 云 ふ 特別の 
部分を 除きます と 云 ふと、 一地 方の 田畑の 價は其 地 
方の 人に して 田畑を 買收 する 瞄 買の 力に 依つて 實際 
行 IX れて 居る のであります、 能く ある ことで ござい 
ます、 富豪、 豪農と 申される 者が 忽に して 身代限り 
をす ると 5 - < ふやうな ことが 起り まして、 それで 銀行 
などに 經驗 ある 者 ほ 能く 知つ て 居ります、 成る ほど 
其府縣 の 地方の 不斷 の H 買は 一段 三百 圓とか 四百 圓 
とかして 居ります けれども、 それ も の 人の瞄 
買 力に 依つ て ® 買， それに 相 應した M 買の ff? であり 
ます、 然るに 玆に 富豪が 十町步 なり、 二十 町步な 〇 
百 町步な り、 之を 一時に 銀行で 處分 しなければ なら 
ぬと 云 ふので、 之を ® 買し ますと 云 ふと、 百圓な り 
或は 百圓以 下になる ことがある、 是ほ 何故かと 云 ふ 
と •其 地方の 瞄買 力に 餘る 所の 賣物が 出る is に、 さ 


八 五 二 

う 云 ふ 風に 地樹が 一時に 鹿くなる と 云 ふこと る 
是は 併し 一時的の 現象で ある、 此ぽ $ま 社が を 
したる所に3作錄或ほ公共豳 59 、或は自作人の*故 
者に 0 捌く其ものほ菔く (-| きますノへ' ^ '. £:んだ後で 
それが 標 维にな つて 何 吃で も 1:' f いと 云 ふ ^ にはい か 
ない、 必ず 矢張り 平生 保つ 地 ffif ほ rti たして W る、 一 
時 {X 影響が あるか 知れ ませぬ％、 さう 深く 心 ^ する 
に ほ 及ばない と考 へる •鐵 is が 通る、 四 S3 が 出來る 
それに 因つ て 現に 阈道 となつ て 居つ た 所が 改まれば 
其國 is に 沿 ふて 居つ た 地面の (H が 下がる、 新に 開け 
た 所 (3: 十 ■地の が 上る •  &ほ 世の 進む に從 つて 巳む 
を 得ざる 影 辨 である-併し 開 ss a- 社が 出来て， 其附 
近の 人の 蒙ります る 迷惑は、 今の阀 道 の键換 に 依 つ 
て 生ずる 迷惑の 如き 永久 的の もので ほなくて、 一時 
のものであると云ふことほ喵今說明を致したる通〇 
と考 へて 居ります、 最後に 水害の ことに 及ばれて 政 
府ほ何 處何處 の 土地を 此開梨 曾 社に te つて 開 ^ を さ 
せる のか、 それを 聞きたい、 承知したい と 云 ふ* 成 
る 程 水害は 木を 伐る、 濫伐す る爲に 雨； 3 の 多い 我 '' -V! 
に 於て は 非常に 水害を 岈して 來て屛 るので ある、 是 
が 開懇會 社が 出来たなら 其 水害を 殖やす、 一 時に さ 
う 云 ふ 斷定ほ 出來な い、 斯樣な # 社が 出来まして、 
國家 的に ® き 政府 も 其 所の 取締を して 行つ て 始めて 
地方の 森林の 濫伐 等を 防ぎ 得る 化 組 も 立つ て 行く の 
であると 思 ひます、 十五 度の 傾斜の 所は 歌く 開 ? R が 
出來ると云ふ事ほ、是はもう我_の如き風土の所に 
於て は 尙 M 出來得 べき ことであります、 然るに 十五 
度の 所でない 所で 4 耕作し 得べ からざる 所まで、 今 
の海择 の邊に 行つて 見ます と 云 ふと 山の 上にまで _ 
作して 居る、 耕作して 居る から V.* 先 づ 平均 十五 度の 
傾斜は 開 _ し煜べ き 土地と 看做して 之を 開懇 さする 
に當 つて 闬地は 二百 萬 町 步所で はない 澤山 あるので 
あります からして、 之に- fnj つて 農作物を 殖やす 計 迸 
をな し* 而 して 矢張り 之に ほ is 業を 保 獲す る 卜： に 於 
ては 山林の 制度に も大關 係を 持つ て來 るので ありま 
すから して •此 開懇 會 社 •か 開 18 する からして 益々 水 
害が 加は ると 云 ふやうな ことは、 强て さう 言へ ば 言 
へぬ こと も ありませ ぬが’ K 現す る ことは ない と考 
へる、 寧ろ 濫伐して 居る 所の 弊を 防ぐ 方の 途に向 ふ _ 

こと V 考へ る- 而して 何 處何處 の 土地と 云 ふことは 
唯今 申します る 通り 大體に 於て 面積 一割 . 7r: 分に 當ら 
ぬ 所の 開 18 地を 有つ て 居る 我 國で あります からして 


院族 n 铃蓊國 帝问 一十 m 穿; 


之を 伊太利、 佛閛西 •英吉利に 比較して 見ます ると 
まだ 數 倍、 今 六 w a- 町步に 足らない 開 ig 地で ありま 
一す、 之を 千 萬町步 にし* 千 五 萬 町歩に すると 云 ふこ 
とは 容易い、 其 土地を 煜る ことほ W 難で ない、 さう 
して 總 ての 計 喪 等に 付ても 十分の 調査を せねば なら 
ぬの. であります るから して 今 R 即座に どこそこと 云 
ふこと を 申 上げる 所の 準備 ほない のであります、 此 
事に して 幸に 御 協賛を？ 1? b れたな らば、 是 ょり 先刻 
申す 通り 土地利用 調査 委員と 云 ふ もので も {« きまし 
て 十分に lit 計盡 の齟！ I しない やうに 實行 する ことに 
なる のであります からして* 唯今 其 箇所を 申 上げる 
と 云 ふことは 出来 ませぬ が、 唯 我國に 於て 開懇す ベ 
き 土地、 開 18 を耍 する 土地は 多々 ある 澤 山あります 
と 云 ふこと を 申 上げて 置きます。 

〔若 槻禮 次郞封 發 言の 許可を 求む〕 

〇 講 長 (公 l?f 德川家 達 君〕 若槻 君は 御 質 間で ありま 

すか。 

〇 若槻 r§ 次 郎君 質問で ありませ ぬが、 ちょつ と 一 

言 申 上げた うご ざいます。 

〇 議長 C 公 辟 德川家 達 君) 若槻禮 次 郎君。 

〇 若 襯禮次 郎君 唯今 大藏 大臣の 御 親切なる 御 答 辯 

を m て 感謝いた します が、 不幸に して 私の 求め まし 

た 明 Kf の 御 答 辯を 得な かつた ことを. 逍 K といたし ま 

す、 併し lit 問題に 付て 明瞭なる 御 答 辯は む づか しか 

らうと 思 ひます から. 此以 上は 伺 ひませ ぬが-唯 農 

商務 大臣 ほ 公共 M 體に 成るべく 大きい 所を 開 18 せし 

むる と 言は れた のを 引用して 申 上げた ことに 於て 大 

蔵 大 F-S ix 迚も 公共 ® 骶ほ 資金を 得る ことが む づかし 

いから 出来 やしな かつた の だが、 此會 社が 出來た か 

ら初 じめ て 出来る と 仰つ やる、 農 商務 大 13 が 御說明 

になつ た 時 ほ まだ 此會 社の 計 f lii は m 來て 居ない 時で 

ある、 開 ^ 肋 成 法に 付て 御說明 になつ たので ありま 

すから， 唯今 大藏大 は の 私に 對 する馼 論は 即ち III 本 

農 商務 大臣を SX 論され たこと になります が、 左樣に 

了解して 宜しい ので ございます か。 

〔阀 務大 E 刃 斿 高 椅是淸 君 演壇に 登る〕 

務大以 (男爵 高 RS 是淸 S ) 御 答へ 致します るが 

公共 陣婭 をして 開 is せし むる と 云 ふことは 誠に 宜し 

いと： K ふことは 若槻君 も 御 同感で あり、 私 もさう 考 

へる、 併ながら 公共 刚 體 が 其 r{ 金を 得る と 云 ふこと 

は界县 でない、 必ず 出来ない と (i 申さぬ、 容易で な 

い、 るに 此會 社が 出来て それが 稍々 容易に 成る と 


云 ふこと を 申 上げた ので、 而 して 助成 法案は 總豫算 
に 載つ て さう して 此會 社は 後で 追加 豫算に 載つ たと 
云 ふこと に 付て •遲 速と 云 ふこと に付きまして は 今 
申 上げた ので 御 了解 下 ださつ たので あらう と 存じ ま 
すで 申 上げ ませぬ。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 休憩いた します。 

午前 十一 時 JI: 十七 分 休憩 
午後 一時 十三 分開諉 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 午後の 會議を 開き 
ます。 

〇 鈴 木摁兵 衞 君 大藏大 15 に 質 間いた します が 宜し 
うご ざいます か、 -?;' f 國開墾 株式 # 7 社 補助の ことで ご 
ざり まする が-之に 付きまして は 世間に 傳 ふる 所に 
依ります ると、 此會 社の 事業は 東北 振興 ir と 相 結ん 
で やる と 云 ふやうな 事に W はつて 居ります が、 斯う 
云 ふこと が 例に な 〇 ますと、 此 後に 或は 地方 或は 西 
南部 等に 斯う 云ふ锊 社が 出來 まする 際に ほ、 政府は 
矢張り 之に 同 樣の補 助を 與へ られ る、 斯う 云 ふ 事柄 
を總て 補助す ると 云 ふ 精神であります か、 如何な も 
のであります かそれ からもう I つ、 此帝國 開 is 株式 
會 社の 事業 ほ 總て 食糧 品に 限る もの か、 或は 植樹 或 
は 苗圃 等を 造る ことに も 矢張り 此 通りの 補助を 與へ 
るので あるかと 云 ふこと を 承りたい。 

t 國務 大臣 男 ® 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇 國務大 [;': ( 男爵 高搞 是淸 君) 唯今の 鈴 木 君の 御 問 
に對 して 御 答へ いたします が、 此帝國 開 18 會社な る 
ものの 計 喪 ^ • ほ 國產獎 蚴 會及束 北 振興 ^ 、 此兩會 に 
於て同一の目的の計畫が同時に偶然に與つて居つた 
ので ある •東北 振興 會なる ものは， 先き に 大正 二 年 
に 於て srf 澤男爵 等の 人々 が、 如何にも 束 北 ほ 開墾が 
遲れて 尻る と 云 ふので、 主として 東北の 開 18 を 如何 

にして 之を 進捗せ しめ やうと 云 ふこと で、 爾来 調査 

に從 事せられ， それ 門の 學術 者， 經驗者 等の 

惹見を 集めて 開墾の 計畫を 立てられた のであります 

是と 同時に 其 間の 相談 無くして 國產獎 勵 曾 に 於き ま 

しても •食 ffi 等の 問題に 付て 我國の 開墾を 進めな け 

れぱな らぬと 云 ふ 趣旨を 以ち まして 計畫を 立てられ 

たのであります、 此計畫 を 立てた と 云 ふこと が 鲅方 

に 分り、 駿方相 話して 見ます と 云 ふと •其 目的、 趣 

旨 ほ 同一であります るので •此の 兩會の 代表者より 

初めて 總理 大臣に 斯の 如き 計畫の あると 云 ふこと が 

移された のであります、 それで 此會 社なる もの ほ 營 


利を 目的と しない 會 社であります るが 故に、 政府の 
考ふる 所で ほ 再び 他に 是と競 胡して 國家 的に 働く 會 
社が 興ら ふと も 思は ぬ、 又 其 必要 も 無から うと 考へ 
るので あります、 併ながら 若し 又是と 同一の 目的を 
以 ちまして 此會 社が 手が 届かぬ、 未だ 十分に 斯様な 
目的を 以て 開 18 すべき 餘地も あり •亦國 家 之を 必要 
とすると 云 ふ 場合に 於て、 同一なる 目的と 手段、 方 
法に te つて 國家 的に 國に 代つ て斯の 如き 仕事を した 
いと 云 ふ 希 朝 者が ございます 場合に 於て は、 十分に 
是ほ 政府は 考闌 する 餘地の ある IMI 題と 考 へます、 併 
ながら 元々 營利會 社で ほない のであります るから- 
恐らく 一 つ 斯様な ものが 出て 其 働きを 充分に する 以 
上は、 他に 同一の 手段、 目的を 以て 興る ものは 或は 
無から うと 考 へます、 又此 事業に 付きまして は 先刻 
も 由 上げました る 通り、 S に 食糧の 目的に 止まらず 
して、 あらゆる 農業 上の 必要を 生ずる 所の 物資、 而 
して 地に 楠え る 所の もの ほ 苗木に 致しましても 矢 張 
り 含んで 居る 次第で ございます からして、 左 樣御承 
知を 願 ひます。 

〇 鈴 木摁 兵衞嵙 御 答 辯で 大體 分ました が、 まだ 少 
し腑に 落ち ませぬ、 7R ねて 御 答を 煩は したいと 思 ひ 
ます、 楠 樹 ，苗圃 等の ことほ 含まれて 居る か、 居ら 
ぬかと 云 ふこと を 承りたい、 もう 一つは 最初の 第 一 
問の •其 他に 會社が 起つ た 時 (3: どうな さると 云 ふこ 
との 御 答 辯が、 起るまい と 思 ふ* 起る 時 ほ 考闌 する 
餘地が あると 云 ふ 程度に 承つ たのであります、 天下 
ほ 鹿く 此經 濟界は 各種の 励搖の 勃興すべき ものが な 
いと も 限らぬ、 果して 起る 時が あつたら、 矢張り 此 
通〇爲 さる かと 云 ふこと を 御 明瞭に 願 ひたい。 

! 國務 大臣 男爵 高橋娃 淸君演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 御 答へ 致します， 楠 
樹と 申します ことは、 即ち 山林の 經營と 云 ふことの 
意味と 了解して 宜しう ございます か、 御 承知の 通り 
獨 逸の 山林の 如き ほ 殆ど 開 is 地に 木を M えて 仕立て 
ると 云 ふやうな 事柄であります、 開 懇を 要して 其 上 
に 楠 樹 すると 云 ふこと が 必耍な 場合に 於て は 矢張り 
開墾の 腌圍に 這 入らぬ と (X 限らぬ のであります、 又 
他に 斯う 云 ふ會 社が 起り ましたな らば、 必ず 御 補助 
をす る や S. やと 云 ふことの 明答を 與へ ろと 云 ふこと 
であります が、 それ li 先刻 考瞭 の餘地 ある ものと 考 
へる と 私が 申 上げました の ほ、 是ほ國 が 其 場合に 於 
て 尙ほ 一つの さう 云 ふ 希望者が あれば、 其 者を 保 ii 


する もの か、 其 必要が あるか 否やと 云 ふことは 其 場 
合に 於て 考圃す るよ •(; 外に 豫め 必ず 幾つ 起ても 之を 
補助す ると 云 ふこと is- 斷定が 出来ない ことと 考 へる 
此會 社が 成立ち 會 社の 働き 其經過 等を 見まして- 尙 
ほ 他に 必迆が ありと 認むれ ば- 國家は 矢張り 之を 補 
助して 然 りと 考へ るので あ 〇 ますが、 それ (X 其 場合 
に 依つ て斷定 すべき ことに 屬 します から， 限りなく 
生ずれば 必ず 補助す ると 云 ふこと を 今 H 明答を 與へ 
る ことは 遣 憾なが ら 川 來な いのであります。 

0 伯爵 廣澤金 次 郎君 本員 も此際 一言 大藏 大臣 若く 
は 他の 政府 當局 者から 御 答 辯を 得たい ことがあり ま 
する が >  即ち 午前 若槻 君の 質問に 對 する 大蔵大臣の 
御 答 辯と 過日 本院を 通過いた しました る 開墾 助成 法 
案の 委員 會に 於き まする 農 商務 大臣の 御 答 辯と 聊か 
細齬 したる 所があります から、 何れが 政府の 本旨で 
あるかと 云 ふこと を 確め て 置く 必要が あると 考へま 
す、 農 商務 大臣 {X 過日 開墾 助成 法案の 委員 會に 於て 
述べられて 日く 帝國 開 II 侏 式會 社なる ものは 政府の 
開墾 助成 法案 提出 後に 出た る ものである、 即ち 政府 
が 開墾 助成 法案を 提出す る當 時に 於て は 斯の 如き 問 
題はなかつた ので ある， 其 後に 東北 振興 會及 國產獎 
励會な る ものが 主と なりまして •政府に 初めて 提案 
が あつた に 依つて 玆に 於て 政府 13: 考 へて， 兎に角 食 
糧の 充實と 云 ふこと に 於て は 政府は 無論 必要を 認め 
て 居る ので ある、 H. 又 帝國 開® W 社の m 織が 純然た 
る營利 的の 會社で なくて、 國家 的の 事業で あるが 故 
に 政府は 之に 同意す るので、 又 助成 法案の 開 18 すべ 
きものが 二十 五 萬町涉 あつて、 まだ 他に 二十 五 萬 町 
步 の開懇 適地が 十分に 本土 內に 在る から， 是等を 開 
■せし むる 餘地が ある •故に 賛同した と 云 ふ 事が 農 
商務 大臣の 委員 會に 於け る 御言 明で ありました、 然 
るに 先程 若槻 君の 質問の 御 答 辯には 政府は 旣に 開墾 
助成 法を 提出 當 時に 於て 斯の 如き 腹案が あつたかの 
如くに 御 答 辯な されて 居ります が、 即ちもう 少し 詳 
しく 申 上げます れぱ ，開墾 助成 法案が 閣議に 於て 問 
題に なつた 場合に 他の 方法に 於て 或 {3; 會社で やる か 
或 ほ官營 にしても もう 少し 大規 横の 開墾を 同時に や 
る 必要が あると 云 ふこと を其當 時から 認めて 居つ た 
と 云 ふやうな 大藏大 R の 御 答 辯で ございます が、 是 
ほ 何れが 政府の 本 當の御 趣旨で あるかと 云 ふこと を 
確め て 置きたい と 思 ひます から、 更に 一 應大藏 大臣 
の御說 明を fea ひます。 

八 五三 
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八 五 四 


tE ■鉍 大：. i.i 男埒萵 抬是潢 岩： iw 桉に 登る〕 

〇阅 務大 KC 男路 is; ®* ;'A- 君〕 ffi 洚伯辟 に 御 答いた 
します るが •私の ？ ¥ 辯の 言葉が 足らぬ 故に 左 探に 御 
解釋 になつ たか も 知り ませぬ が、 此來歷 ほ 斯樣 です 
51 に翅 押筘 を ¥11 みます 時に 常つ て 開 缀助成 法に 佐つ 
て 補給すべき 金額を 秭筘に 計上いた しまして 閣議で 
之を '; V: 定 しました の (3: 十二月の 中旬で ございます、 
K 常時に 於き まして ほ まだ 此會 社の 方の ことに 付き 
まして ほ 計 盡と云 ふ ものが 決つ て、 話を 贈いた こと 
ほ ない のであります， 此計 ® が兩會 の 即ち m 北 振興 
會と 國產獎 g 會 との 兩 方の 計 迸を 具體 的に 其 要 15 を 
踣 いたの (3; 確か 二月の 頃と 考 へて 尻り ます •それで 
さう 云 ふ經 過であります からして、 開 li 助成 法案を 
出しました 時に ほ 此會 社の ことほ まだ 決つ て 居らぬ 

と 云 ふこと ほ 事 锊で あります、 唯開懇 助成 法を 閣議 

で談 します る 時に 當 つて 是で 開墾の ことほ 至れり 盡 

せり、 滿足な りと 云 ふ考を 有つて 居つ たのでは ない 

ので、 まだ 叶 開 ■を % 進す る 方法， 手段が 必要で あ 

る， 先づ食 糊を 主として 殖やさう と 云 ふの ほ 開墾 助 

成 法案に 依つて 之を 萬ら 努める ■併し 大體に 於て 成 

るべ く 早く 開 iS 地を咐 して 食糧 も 早く 充實 させて、 

國民の 安心になる やうに、 又 一方に ほ 製造 工業の 原 

料た る農產 物を 大に殖 やさなければ ならぬ と 云 ふ 考 

を 有つ て 居つ たのであります、 併ながら 具體 的に 斯 

の 如くしたら 宜か らうと 云 ふ 計 叢までに は 進んで 居 

らな かつた， 其 時に此 國 產獎蚴 會と苽 北 振興 會 との 

方の 計盡が 稍々 具 體 的に 話を 聴く ことが 出来る やう 

になつ たもので あります からして’ 如何にも 時期に 

於て ほ 切迫して 居りました けれども. 此計畫 は國家 

の爲め 又社會 政策の 爲め大 に 必要で あると 考 へまし 

て、 提出を する やうな ことに 立 至つ たのであります 

其 故に 農 商務 大； £ の說 明と 大藏 大臣の 說 明とは 斯樣 

な 次第でありまして 決して 齟齬した ものでは ない の 

であります、 寶 際の 計！^ を 申 上け ますれば . そこ 

で 先刻 も 申 上げた 通り 左 樣に切 迫して 居りました 爲 

に 衆 藕院に 於て 參考 ffl を 急に 求められた 爲に 其參考 

W に 付て 十分に まだ 政府の 考 厳 し、 , ff? 議 して 之を 改 

めねば ならぬ ものが 其 暇な くして、 參考に 出した の 

が一 暦 其の 惑 ひを 来たした と 云 ふ 憾みが あるので あ 

ります， 併ながら 爾來質 叫 應 答の 間に 於て 此の 會社 

の 如何なる もの だと 云ふ實 體が 分りました 爲め に改 

めて 具體 的に斯 の 如き 法を 設けて 衆議院に 於いて 具 


§2 的に 政府の S を ?, i し •政府 (3: 政府の 考へ ると ころ 
と 毛 Ba 變らな いから 之れ を應諾 して 協賛を 得て 居る 
次第であります、 どうか 其邊の 事情を 能く 御 汲取り 
下さいまして 此案 に對 して 御 協 質を 與 へられん こと 
を 願 ひます。 

〇 阪木釤 之 助 君 木 員 ほ 議事の 進行に 付きまして 一 
言いた したいと 存じます が •唯今 議題に なつて 居り 
ますこと (t 申す まで もな く、 1; 算 ほ 產業獎 勵 費で あ 
ります、 又豫 W 外國庫 の負擔 となります こと も、 農 
商務省の 所管と して 提出に なつて 居ります にも 拘ら 
ず、 午前より 金く 大藏 大臣が 總て答 辯を せられる の 
であります、 此各 議員の 質問 中に ほ 農 商務 大臣の 答 
辯と、 今日の 大藏 大臣の 答 辯と ほ 齟齬して 居る と 云 
ふやうな 質問 も 段々 あります、 又 將來實 施 T るに 當 
つて 如何にす ると 云 ふ 問題 も 多々 出て 居る ので あり 
ます、 又將來 のこと に 付て は 農 商務 大臣が 執行の 責 
に 任ぜられる のであります から •農 商務 大臣の 意思 
如何と 云 ふことは、 確に 此 i に 明答を せらるべき 
責任 ある ものと 考へ るので あります が •而 かも 農 商 
務大臣 は 午前より 著 席に なつて 居る ので ある、 財政 
上の 關 係より 大藏 大臣が 答 辯せられ ると 云 ふこと ほ 
至 常の 事と 考 へます が •唯今 申しました やうな 事柄 
に 付て 農 商務 大臣が 其 所に 當 つて 答 辯せられ る もの 
と考 へます が、 唯沈默 して 大蔵大臣に 御 委せに なつ 
て 居る と 云 ふことは、 主務の 大臣 ほ 餘り御 熟 心で な 
い、 强て 通過 {3: 御望み にならぬ と 云 ふ 意味に も 見え 
ますが、 まさか さう 云 ふ 事 ほ 無から うと 思 ふ、 甚だ 
重大なる 議案を 議場に 提出して 置きながら 關 係の 谷 
大臣 も 一向 御說 明が ありませ ぬ、 而かも 唯今 問題に 
なつて 居る 問題の 質問に 對 して ほ 農 商務 大臣より 一 

言 も 答 辯が ありませ ぬ、 本 M 等は 之を 疑 ふので あり 

ます、 農 商務 大臣 ほ 將 來大藏 大臣が 御 述べになる 事 

は 皆無 論 御 同意で あると 思 ひます が、 御 同意で 矢 張 

り此 案に 對 して 御 熟 心で ある や 否やと 云 ふこと に 付 

て、 一應 承つ て 置きたい と 思 ひます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 開墾 會 社の 計畫に 付て は 

今朝 大蔵大臣より 豫算 の說 明に 於き まして 序に 此趣 

旨と 云 ふ ものを 述べました、 是ほ 其當 時に 於て 大藏 

大臣より 申 述べました 如く、 私は 此 開墾 會 社の 此案 

に 於て 衆議院の 本 會_に か、 り， 又豫算 會議の 決議 

の 時に 於き まして 病氣の 爲に缺 勤を 致しました、 そ 


れ •か 爲に大 藏 大臣が Is て 代つ て 述べました、 而 して 
衆議院に 於て數 多 〇 希菌な ど 起り ました、 それに 付 
て總て 政府に 於て ほ 同意を したので ございます、 さ 
う 云 ふ 関係より 大藏 大臣が 述べました 方が 却つて 宜 
からう と 云 ふこと で ございまして、 而し て大藏 大臣 
に說 明を 委せて 置いた 次第で ございます、 隨 ひまし 
て 大蔵大臣の 述べました 事は、 私の 述べました と 同 
樣で ありまして 之に 付きまして 素より 責任を 負ふ譯 
であります、 隨 つて 私が 說明 せない 爲に何 か 農 商務 
大 が 之に 付て ほ 冷淡で あるかの 如く 御 疑で ありま 
すが、 決して 左_で ほ ありませ ぬです、 今 申 上げ ま 
す 如く 病 氣の爲 に 途中 …… 衆議院に 於て 述べました 
故に、 却て 大蔵大臣より 述べた 方が 宜 からう と 云 ふ 
積り で 述べた 次第であります、 御 答へ いたします。 
0江木千之君私も = |日伺ひたい事があ〇ますが、 
唯今 議題に 上つ て 居ります 所の 追加 豫算を 見ます る 
と、 此 中には 神 戸 港 修築 •門 司 港の 修築 •又 唯今 や 
かまし く 御 質問になる 所の 開 is 會社 等の 大問 題が 含 
まれて 居る のであります が、 是ほ 衆議院に 提 tl-i せら 
れた のは 何時であります か、 衆議院に 於て ほ 此群謅 
の爲に 幾日を 費され たので あるか、 それを 伺 ひたい 
ので， あります、 又 我が 貴族院に 於て (X 會期は 剰す 所 
僅に 二日であります が、 此二 日間に 於て 是等 の大問 
題 ほ 貴族院に 於て 譲/すると 云 ふ 御 見込であります 
か、 若く ほ 會 期の 延長を 奏請せ らる X の 御考で あり 
ませう か、 全體 何れの 内閣を 問 ほず、 會期 切迫の 場 
合に 大問 題を 提出せられ て ® 々 困る ことがある •貴 
族院に 於て は 常に 政府に 對して 響 街いた して 居る の 
であります が、 併し 是ほど 會 期の 切迫した 場合に、 
是ほ どの 大間 題を 提出せられ た 例は 本員の 記憶には 
無い のであります が •政府の 御考ほ 何れに 在る かと 
云 ふこと を 伺 ひたいと 考 へる。 

〔政府 委員 河 田烈君 演壇に 登る〕 

0 江 木 千 之 君 唯今 私の 質問は 會期の 延長を 奏請せ 
らる 、や 否やと 云 ふ 意味を 含んで 居る のであります 
から、 責任 ある 國務 大臣の 答 辯を 得たい と考 へる の 
であります、 政府 委員の 之に 毀しての 說明は 必要は 
無い のであります。 

0 政府 委員 (河 田烈 君〕 私から 申 上げます ことは 甚 
だ 恐縮の 至りであります が、 唯今 大藏 大臣は 委員 會 
の 方に 出席を 要求され てち よつ と 失禮を 致しました 
から •唯 事實 だけを 申 上げて 置きたい と 思 ひます、 


此 追加預 兑 •か 衆 發院に 提出され た 〇 は、 •一-月 十四日 
であります、 又 追加雅 3? •か 挞出せ られ ます 時期に W 
きまして ほ、 f-fi t 餘〇遲 くなら ぬ や 5 にと 2< ふ ti{ 非 
難を 蒙ります ilf がご ざいます が > t(; 來 〇 5 :に依 〇 ま 
すと 三月 M 十五 日 若く ほ 二十 六日 頃に 閉 0- となり ま 
す a- 期 即ち當 會 期の 如き 時に 於き まして、 或 ii: 三月 
十八 日、 或 ほ 三月 二十日 前後に 於き まして 提出いた 
されました 事は 往々 ございます る 次第で ございます 
る， 是よ〇 以上 ほ 私から 中 上げる 限 〇 で ございませ 
ぬと 思 ひます から、 4 f 13 だけを 申 上げて ! 2: きます。 
〇江 木 千 之 君 衆議院から ほ 何時 .…： 

0 政府 委員 C 河田烈 君) 御 答を 申 上げます， 衆雜院 
より 當院に 回付され ましたの ほ 三月 一一 十一 日で ござ 
います、 即ち 約 一週間の 期間で あつたので あります 
0 男 骷 阪谷芳 郞君從 來 政府が ® ■ 社に 補助を 與 へら 
るる場合にほ、五分とか八分とか云ふ制限が付いて 
居りまして、 其 制限 だけの 金額 即ち 百 萬 1M に 付て 八 
分なら ば 八 萬圓と 限る と 云 ふこと になつ て 居ります 
るが、 此 度の 開 ii 曾 社の 補助 ほ 會社が 2 H 分で經 ffi を 
誤つ て 損失した ものを 補給す る やうに なつて 尻る や 
うであります るが、 斯る新 例を 開かれる と： K ふこと 
ほ 容易なら ざる ことで あらう と 思 ひます、 染料 S? 社 
か 何 かの 補助で 一つ 例が あつたかと 思 ひます るが、 
それは 極く 取 除けの 例で あつて、 通常 锊社が 自ら 經 
營を 誤つ て 損した ことまで 阈民が 負攒 しなければ な 
らぬと 云 ふ 理窟は ない と 思 ひます るが、 何が 故に 斯 
る新例を御開きになるので & るか、斯る新例ほ{且し 
くないと 云 ふ 御考で ほない ので あるか、 大級 大臣に 
質問いた したう ございます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 諮り 致します が， 江 木 
千 之 君の ir 期 延長 奏請の 件， 又 唯今 阪谷男 邸の 大藏 
大臣に 對する 質問 •大藏 大臣の 答 辯を 御 求めに な， る 
であらう と考 へます が、 大藏 大臣は 唯今 第一 分科 會 
へ 是非 出席せ ねばならぬ 趣で 退席した のであります 
から、 御望で あれば 日程 第一、 第一 1、 第三 ほ W く延 
しまして 1 第 四、 第五、 第 六-第 七、 第 八、 第 九、 
第 十、 此 日程に 移つ ては どうであります か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 江 木 千 之 君 左樣願 ひたいと 考 へます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 江 木 君は 其 事を 御 希望で 
あります から、 諸君 ic- 於て 御 異議がなければ 便 K 翳 
長に 於て 左樣肢 計 ひたいと 考へ るので あります。 


院族贵 泠蒗國 帝 同一十四 第 


〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (公昭 德川家 達 君) 日程 第 四、 地方鍅 道 法案 
第五、 棘 便 鐵道 補助 法 屮 改正 法律案， 第 六、 鐵 51 抵 
當法中 改正 法律案 ■第 七、 鐵道 船舶 郵便 法 中 改正 法 
律 案、 第 八、 鐵道營 椠 法 中 改正 法律案、 第 九、 軌道 
條例中 改正 法律案、 第 十、 仙 北 輜® 鐵道買 收 K 支 辨 
の爲公 憒發行 に關 する 法律案、 政府 提出、 衆 SS 院浍 
付、第一詞會の續、委員長報街、是等の法案は同一 
委員に 付託せられ ましたから 御 報吿ほ 一括せられ て 
宜しから ぅと 考 へます。 

〔左の 報吿» は朗讀 を經 さる も參照 のた め玆 
に 載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

地方 鐵 适 法案 

右 可決す へき ものな りと _ 決せり 依て 及 報 吿候也 

大正 八 年 三月 二十 一日 

右 特別 委員長 

侯將細 川 護立 

ft 族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 


輕便鐵 适 補 肋 法屮改 正 法 at 案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 

大 JH 八 年 三月 11 十一 日 

右 特別 委員長 

侯 辟 細 川 護立 

貴族院 議長 公 fnf 德川家 達 殿 


鐵道抵 常 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り ffi て 及 報吿候 也 

大正 八 年 111 十一 日 

右 特別委 員 長 

侯爵 細 川 護立 

sr 族综 議長 公 I  Iff 德川家 達 殿 

鐵道船 舶郵便 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報吿候 也 

大正 八 年 三月 11 十一 日 

右 特別 委員長 

侯爵 細 川 謹 立 

貴族院 議長 公賻德 川 家 達 殿 

鐵道營 業 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及報吿 候 也 

大正 八 年 三月 二 十一 日 

右 特別 委員長 

侯 岡 細 川 護立 


貴族院 識長 公脬德 川 家 達 殿 
軌道 條例中 改正 法律案 ■ 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月！ 一十一 日 

右 特別 委員長 

侯爵 細 川 護立 
貴族院 議長 公 群 德川家 達 殿 
仙 北輕一 S 鐵道 買收费 支 辨の爲 公 fti1! 發 行に 關する 
法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月 二十 一日 

右 特別 委員長 

侯爵 細 川 S 立 
貴族院 誘 長 公 g 德川家 達 殿 
〔侯 辟 細 川 ii 立 君 演壇に 登る〕 

〇 侯 ffif 細 川 護立 君 唯今 日程に 上 ぼり ました 日程 第 
四より 第 十までの 委員 會 の @ 過 並に 結果を 簡單に 御 
報告いた します、 其 中で® 宜上第 四より 第 九までを 
束ねて 御 報告いた します、 此 地方 鐵道 法案 提出の 理 
由は 齒に 三月 八日 本 議場に 於て 政府 委員より 說明が 
ございました 通り 又委 負會に 於ても 之に 附加 へまし 
て 詳細なる 說 明を 承つ たので ございます、 現在の 私 
設秘道に付きましてほ、>私設鐵道法及輕便鐵道法の 
二つ があります のを •私設 鐵 道の 方は 今日に 於て 適 
用な く， 輕便鐵 道の 方 ほ 制定 以来 十 年を 經 過して 種 
稀‘ 不 媚 な 點が あります ので、 之を 廢し 統一して 此地 
方鐵道 法なる ものを 此度 提出され たのであります、 
次の 日程 第 Jr より 第 九まで 此 五つの 法律案は 何れも 
地方 鐵道法 の 制定に 關 しまして、 當然 必要と すべき 
文字の 訂正 及维 用の 規定に なつて 居ります、 中に も 

第 六の 鐵道抵 當法中 改正 法律案 及第 八の 鐵道營 業 法 

屮 改正 法律案、 此二 法案に 付て は 地方 鐵道法 制定に 

關しな い 二 彐 の點が あるので ございます、 質問に 付 

ては 多少 ございました けれども、 今は 詳く申 述べ ま 

せぬ •唯々 其 質問の 箇條を 列擧 したいと 存じます、 

地方 鐵道法 に 於て ほ、 鐵道 敷設 法の 第三 條の 私設 鐵 

道の 處 分に關 する 規定と 本 法との 關 係、 第 十八 條、 

第 十九 條 'の 免許に 扇す る權利 、義務と 云 ふ 性質に 付 

て、 又 第三 十六 條の補 價 金額の 算出 方法に 付ても 質 

問が ありました、 其 他 衆議院の 修正に 對する 政府の 

意見、 又 私設 鐵道 同志 會の 修正 意見に 對 する 政府の 

意見、 更に 道路 法に 付て、 道路 法との 關 係に 於ても 


種々 質問が あつたので あります、 採決に 當 りまして 
地方 鐵道 法案に 付て は 一 委員より 意見が m たので あ 
ります、 それを 簡單に 御 紹介いた します、 一委 M は 
第一、 此第 十八 條の 免許に 屬 する 隅 利、 義務と 言 ふ 
中の 鐵道 の P 渡を 含む と 解す るの 13; 此第 十九 條の二 
項と 對 照して 多少 了解に 苦しむ 點が あると 云 ふこと 
であります、 而 して 此第二 十六 條の 中に 讓 渡の 二字 
を 加へ るの が 寧ろ 御 適當で あると 思 ふ、 斯う 云 ふこ 
とであります、 又 一つは 第 十九 條の二 項に 「承 繼ス 
ル コト 得 J と 云 ふ 文字が あります のを* 「承 繼ス J 
と變 へた 方が 法文と して 適當で はない かと 思 ふ、 斯 
う 云 ふ 意見であります、 併し 是等 のことは 今日の 場 
合强て 修正 ほ 致さぬ、 修正の _は 提出し ない が、 實 
際の 問題に 遭遇した 場合に 於て、 當 局の穩 健なる 處 
理に 一任して 遺憾な きを 期した く玆に 本案 全體に 付 
て 賛成を すると 云 ふ 意見であります、 尙ほ一 委員は 
旣に 道路 法 も 出來た 以上は 政府の 言明の 通り 次の _ 
會に 於て 軌道 條 例を 改正され ると 云 ふこと を 信じて 
此 法案 全 體に 賛成を される と 云 ふ 意見であります、 
即ち 採決の 結果 日程 第 四より 第 九まで 何等の 異議 も 
なく 可決いた した 次第で ございます、 次に 日程 第 十 
仙 北輕便 鐵道 買收費 支 辨の爲 公債 發 行に 關 する 法律 
案、 是は御 承知の 如く 小牛 田 石卷間 の輕 便鐵 道で あ 
りまして、 十七哩 四 分、 二呎六 吋の 軌道であります 
是は鐵 道 敷設 法の 豫定 線でありまして、 政府は 此度 
買收の 必要を 感じて 此會 社と 協定の 上此 金額を 決定 
した 次第であります、 質問に 於ても 買 收價格 算定の 
基礎、 或は 會 社の 營業狀 態の 質問が ありまして、 各 
谷 答 辯を 得ました、 尙ほ 他に此 線と 等しく 豫定 線の 
一部で あつて 他日 買收 する ことを 必要と する 線に 付 
て 質問が ありました 時に、 政府 委員より 甲府 より 岩 
淵に 至る 鐵 道、 下關 萩の 鐵 道、 西 條 より 松 山に 至る 
鐵 道の 如き ほさう 云 ふ 心組みで あると 云 ふやうな 答 
を 得た のであります、 探 決に 至りましても 何等 異議 
なく 可決した 次第で ございます、 此段御 報告いた し 
ます。 

〇菅原 通 敬 君 私は 此場合 政府に 御尋を 致して 置き 
たいと 思 ふので すが、 其 問題は 此地 方鐵道 法案が 初 
めて 本院の 議に上 ぼり ました 場合に 氣の 付いた 事柄 
でございますが、 直ちに 或る 向きの 方には 注意を 促 
して 置いた のであります、 或は 其 後 何等かの 機會に 
於て 此 事柄が 明になる ことで も あらう かと 思つ て 居 


つたので ございました が、 今に 至る まで 何等 事を 明 
にす る ことが 出來ぬ のみならず、 委員 會に 於き まし _ 
て も、 問題の 之に 觸る 、こ. とがな かつた やうで あり 
ますが 故に、 已 むを 得ず 此 場合に 於て 御 導を 申して 
S きまして、 其義を 明に して 置きたい と 思 ふので あ 
ります、 それに 付きまして、 先づ 第一に 御 伺 ひ 致す 
のは、 此 地方 鐵道 法及輕 便 鐵道法 並に 私設 鐵道 法の 
廢 止に 方つ て、 之に 關係す る 法規 中 改正を 要せられ 
る ものは、 今般 玆に御 出しに なつた 第五、 第 六、 第 
七、 第 八、 第 九に 掲げられて 居る 所の 法案 以外に あ 
るので あります か、 無い のであります か、 若し 有り 
と 致したならば どう 云 ふ ものが あります か、 若し 御 
改正. を 要する ことでありますなら ば， 何時 それを 御 
提出になる のであります か、 尙ほ 加へ て 御 尋ねす る 
のほ、本法は此施行の期日を勅令を以て定めると云 
ふこと になつ て 居ります が、 其 施行は 凡そ 何時頃の 
御 見込であります か、 先づ此 二 點に 付て 伺つ て 置き 
まして、 尙ほ 重ねて 御 伺 ひしたい と、 思 ふので あり 
ます。 

0 難 長 e 公爵 德川 家！ 一 君〕 此際 皆樣に 御 諮りを 致し 
す、 日程の 第 四ょり 第 九まで 束ねて 問題に 致した く 
思 ひます， 御 異議が ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君」 御 異議がない と 認めます 
床次鐵 道院總 裁。 

〔政府 委 M 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君) 唯今の 御 導の 第一 點は 
是以 外に 改正すべき ものは 無い 積り であります、 第 
二の 御尋の 施行 期日は 八月の 積り であります。 

〔菅原 通 敬 君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 菅原 君の 御 質問は どの 問 
題です か。 

〇 菅原通 敬 君 日程 第 四に 關連 いたします。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 宜しう ございます。 
〇菅原 通 敬 君 營業税 法 第 3T. 條の 二に 私設 鐵道 法、 
鞞便鐵 i- 法、 又は 軌道 條 例に 依つ て 運送の 業を 營む 
者は、 鐵道 業と して 課税す ると 云 ふことの 規定に な 
つて 居ります •若し 此法津 を 改正せられ ると 云 ふこ 
とになります と、 現在 私設 鐵道法 又は 輕便鐵 道 法に 
法って 營 業いた して 居る 所の 鐵道 業なる ものは、 此 
私設 鐵道 法及輕 便鐵道 法の 廢 止に 依つ て、 鐵道 業と 
しての 課税が 出来ぬ と 云 ふこと になる ので ありまし 


地方 鐵道 法案 外 六 件 第一 讀 會の續 


八 五 五 


院族贵 fr 孩泫夼 同一 十四ず; 


靈議 r l •二  18 r 


第二 II 一  iilll の 追 大正 七 年 法律 


八 五六 


て •共 结 架 i X 運送 第と して fct gi をして 行かな けれ ぱ 
ならぬ と 云 ふこと になら うと 思 ひます が、 其琪 ii 果 
して资 菜 者の 同® を 得る のであります か* 又 政府と 
しても 其 處まで 御 考にな つて 1} る ことであります か 
先き に 運送 築 法 中ょり 鎵道業 と 云 ふ ものを 分離いた 
しました と 云 ふこと ほ、 運送業と して 課税を 受ける 
ことに なれば rt 本 金額を 課税 標準と する ことになる 
それで (3: 鐵道 業者の 堪 へる 所に あらず として、 更に 
鐵 51{ 菜と 云 ふ ものを 分離して •收 入金 額を 課税の 標 
维 として 課税す る ことに 改まつ たのであります が、 
之を- W. 先の 如く 運送業と して 課税す ると 云 ふこと に 
なります と 云 ふこと if 常 業者の 決して 忍ぶ 所でな 
いと 思 ふ 其 勁に 付て 鐵道 監督 , «• 廳 として 如何に 御考 

へに なつて 居ります か" 

〔政府 委 fl 佐 竹 三 吾 君 演 ® に 登る〕 

〇 政府 委員 (佐 竹 三 吾 君) 私から 御 答を 申 上げます 

唯今の 間 題に 付きまして は •大藏 省の 當局と £ 談い 

たしまして 法律の 解釋上 m 方鐵道 法に 依る 鐵道 業を 

營む ものと して、 15 税を すると 云 ふこと に 取扱 ふ考 

であります、 從 つて 今回は 法律の 改正案を 提出いた 

さなかつ たのであります' 

〇 菅原通 敬 君 唯今の 政府の 御 答 辯は 甚だ 當を得 な 

いと 思 ふ、 解釋 上に 依つて 取扱を すると 云 ふやうな 

ことの 出 來る 問題の 性質の もので ない のであります 

若し 是が 行政 裁判の 問題に なつて 御盥 なさい、 どう 

云 ■ふやうな ことになります ので ありませ うか，'  課税 

の 基礎は 最も 嚴 格に 解釋 いたさな ければ ならぬ ので 

あります、 解 釋に 依つて 取扱に 依つ て 輕き 負擔で 濟 

む ものが ® い 負擔 になる と 云 ふことは どうして 夫が 

/!: 來る ことであります か、 さう 云 ふやうな ことは 到 

底 許すべからざる ことで あると 思 ふので あります、 

私は 思 ふに此 營業 税法の 改正と 云 ふまで に考及 ばな 

かつた と 1 K ふこと を、 或は 政府の 手 落で なかつ たか 

と 思 ふので あります、 私は 唯今 其 手 落が あつたと： K 

ふこと を 御 咎めす る譯 でない が •寧ろ 是は 次の 翳會 

にで も 改正案を 提 m されて •遡ても 矢張り 鐵道 業と 

して 課税す ると 云 ふやうな ことに 取扱 ふ 積り である 

と 云 ふこと に政盼 ほ 御考 になつ て而 して 此義を 明に 

して 置かれる と 云 ふことは •當 業者と して ほ 滿足で 

あらう と 思 ふので あります、 尙ほ 矢張り 解！！ 上で 御 

遺り になる 御 積り であります か。 

〔政府 姿 員 床 次 竹 二 郎君 演檀に 登る〕 


〇 政府 委員 (床 次 竹二郞 岩〕 御 答へ 致します が、 唯 
今 政府 委員ょり 御 答へ いたした 通りに 考 へて 居り ま 
す、 さりながら 御尋の 如き ことに 解釋 いたさな けれ 
ばなら ぬ やぅであります れ if 次の 議會に 改正 法を 
出す ことほ 何等 厭 ふ 次第で ほ ありませ ぬ。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 唯今 問題に 供し ました 日 
程 第 四ょり 第 九の 法案の 第二諧 會を 開いて 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 諺 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 侯爵 細 川 _ 立 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 
を . 

〔侯爵 佐々 木 行 忠君 發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 佐々 木 侯爵は 何です か。 
〇俟詩 佐々 木 行 忠君 直ちに 第二 讀會を 開かれる こ 
とに 賛成いた します。 

〇讖長 c 公爵 德川家 達 君〕 六 案の 第二 讀會を 直ちに 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (公爵 德川家 達 君： >  御 異議ない と 認めます。 
0 翳 長 (公爵 德川家 達 君) 六 案 全部を 問題に 供し ま 
す、 至 部 原案に 御與存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 侯爵 細 川 隨立君 IH に 第三 li 會を 開かれむ ことを 
希望いた します。 

〇 男爵 高木 兼寬君 賛成。 

〇讖長 (公爵！！ 川 家 達 君〕 直ちに 六 案の 第三 if 會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0P 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇鐵長 (公爵 德川家 達 君〕 第二 讀會 の決魏 通りで 御 

異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 達 川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 十、 仙 北 輕 便鐵道 

買收 « 茭 辨の爲 公債 發 行に 關 する 法 津案 、第二 is 會 

を 開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 侯爵 細川譴 立 君 直ちに 第二 讀會を 開かれむ こと 

を . 


〇 男爵 高木 兼 je 君 1. 

〇 議長 c 公爵 德川家 達 君〕 本案の 第二 誼會を 直ちに 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 18 めます。 
0_ 長 (公爵 德川家 達 君) 原案に 御 異存 ございませ 
ぬか 0 

〔「異議な し」 と呼ム 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異諉 ない と 認めます。 
〇 侯爵 細 川 護立 君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を . 

03 :爵 高木 兼 寛 君 賛成。 

〇 議長 (公爵 德川 家： 建 君〕 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 (f 川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第二® 會の 決議 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十一、 大正 七 年 法 
律 ^ 11十七號中改正法_案、衆_院提出、第5會 
の續 、委員長 報告。 

大正 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法® 案 
右 RJ 決すへ きものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 
大正 八 年 三月！ 一十 一日 

右 特別 委員長 

侯爵 佐々 木 S 
貴族院 議長 公爵德 川 家 達 殿 
〔侯爵 佐々 木 行 忠君 演壇に 登る〕 

〇 侯爵 佐々 木 行 忠君 委員 會 S 經過と 並に 結果を 御 
報吿 申します、 委員 會に 於き ましては 二三の 質問が 
ございまして、 J1. つ 政府の 同意 も ある ことを 確め ま 
して •又 食糧 政策 上、 本案は 妥當と 認めまして、 金 會 
一致を 以て 可決いた しました •右 御 報吿申 上げます 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 此際 休憩を 致します。 
午後 二 時 四 分体 憩 
午後 M 時 四十 九分 開 翳， 

〇 議長 (公® 德川家 達 君) 是 より 報吿を 致させます 
〔成 齠書 記官 朗讀〕 

本日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 C 第 四號) 


〇费 長 (公 61 始川家 達 君) 是ょ〇 前 刻に 引 績 いて 開 
會いた します、 日程 祐 十一 〇 法 fit 案 〇 第一 1 M 鈐を開 
くこと に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異謎 なし」 と 呼 ふ 者 あり J 
088 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御異路 が 無い と a めます 
〇 侯爵 佐々 木 行 忠君 Iff ちに 第二譖 矜 を 開かれむ こ 
とを 希望いた します。 

〇子斿 伊集院 兼 知 君 饺 成。 

〇 議長 (公 辟 ^ 川 家 達 君) K ちに 第二 跑 0- を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 認な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 公® 饴川家 達 君〕 御異沆 "- いとなめます。 
〇謅長 (公 W 德川家 達 君〕 l;ii 案に 御 異存 ございませ 
ぬか。 

11 異議な し J と 呼ふ莕 あり〕 

0; 親 長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 侯爵 佐々 木 行 忠君 商ち 匕 第三證 會を 開かれむ こ 
とを 希望いた します。 

0 子爵 伊集院 兼 知君寶 成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第三 諂 會を 開いて 
御 a 存ご ざい ませぬ か。  、 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OI 親 長 C .S 爵德川 家 達 君) 御 異議ない と lg めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第二 lal 會の 決議 通〇で 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 徳川家 達 君〕 御 異鹩な いと 認めます、 
此際御 諮りを 致します、 唯今霄 記 官を して 報吿 をい 
たさせました 大正 乃 年度 歳 人 歳 / 15 總预翦 追加 案 第 四 
號， _ 査 期限を 定む るの 件を 議事 日程を！！ 更 して 先 
きに 延期せられ ました 日程 第一 乃至 餡 三と 共に 追加 
いたした く 存じます、 御 異_ ございませぬ か。 ，. 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇議‘ 長 (公爵 德川家 達 君) 御 M 翳ない と 認めます。 

〔左の 送付 文は 朗 M を經 さる も參 照の ため 玆 
に載錄 す〕 

C 第 四號) 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
•右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四條 に 依 
り 及 送付 候 也 

大正 八 年 三月 二十四日 

衆議 院議 長大 岡 育， 造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
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男爵 福 原 俊 丸 男爵 淸水資 治 
男爵 岩 倉 道 ® 男脬安 藤 直 雄 
男爵 赤松 範 一男？ 條正厲 
男 辟 調 所恒德 男鸪藤 堂 高 成 
男爵 辻  太郞 男 K 東 鄕  安 
男 Iff 矢 吹 省 三  石 井 省 一郎 
中島 永 元  藤 田四郎 
石黑 五十二  石渡敏 一 
加 太邦憲  阪本釤 之 助 
高 田 早苗  木場 貞長 
菅原通 敬  伊澤 多 喜 男 
高播作 衢  西久保 弘道 
野々 村久 次郞  佐藤陴 兵衞 

星 島 謹 一郎  鎌 田 勝太郞 

橋 本 辰二郞  土 田 萬 肋 

西 川甚 .■/ 1: 郞  大 森囊郞 

陨山  章 

貴族院 翳 長 公 辟 德川家 達 腱 

中等 學校敎 員® 遇に 關する 建議 

中等 敎育ほ 國 民の 中堅た るへ き 人物を 養成す るの 

一大事 業に して 其の 盛装 張 弛 / i 實に國 家 K 替の繫 

る 所な り豈 に Is んせ さるへ けんや 然るに 中等 學校 

敎員は 其の 任の® る 重きに 比し 其の 待 週の 極めて 

诹き か爲に 多年 在職 德識並 ひ 進める か 如き 者 ほ 到 

底從 來の你 給を 以て 其の 位置に 留まらし むる を 得 

さるの ® 况な るの みならす 近時 物 似の 騰貴 ほ 一般 

の 中等 學校敎 茼 を 通して 前日の 生計を 持續 する こ 

と 能は さるは 勿論 甚 しきに 至りて ほ 一家を 支 ふる 

ことを 捋 すして 其の 窮 遍の狀 勝て 言 ふへから さる 

もの あり 中等 敎 育の 前途 眞に 憂 If. に堪 へさるな り 

政府 ほ 深く此 に猎察 を 加へ 速に 其の 俸給を® くす 

るの 途を講 すると 同時に 國費を 以て 年功加俸を 支 

給す るの 制を 設けて 敎員险 遇の H を ■け 以て 中等 

敎 育の 振興を 計られむ ことを 望む 

右 建議す 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 江 木 千 之 君。 

〔江 木 千 之 君 演壇に 登る〕 

〇 江 木 千 之 君 唯今 P 題に 上って 居ります 所の 建戳 

案の OT 由を 述べます るに 方り まして、 先 以て 中等 學 

校敎 員の範 圍を說 明いた して 置きたい と考 へる ので 

あります、 此に 中等 學校敎 員と 申します るの ほ、 公立 


の 中 學校敎 M 、 師範 學校敎 員、 高等 女學校 敎 H 中等 程 
度の 實第學 校の 敎 員を 網羅す るので あります 渚此中 
等敎 育なる もの ほ 國 家の 中堅た るべき 人物を 陶治す 
るの 一大事 業でありまして c» 其 盛衰 興廢 は阈 家の 隆 
替に關 係す る鐸 でありまして それ ほ 私が 今 喋々 する 
を 侠たぬ 次第であります ，是に 於て か 中等 敎 育の 費 
用は 國庫 の負擔 にすべし と 云 ふの 論が •政治家 敎育 
家の 間に 段々 起つ て 參る譯 であります、 併ながら 此 
多額の 中等 敎育 費を •之れ を 今國 庫に 移す と 云 ふ 事 
ほ 今日の 財政 上 到底 爲し得 べき 事で ない と考 へます 
る、 のみならず 之を 唯一の 理想より して 國 庫の 經濟 
に 移して 見ました 所が、 中等 敎 育の 實 質に 於て ほ 何 
等 改良の 實の擧 がらぬ _ であります る、 それ故に 中 
等敎 育の 改良の 爲にほ 比較的 少額の 金員を 支出して 
改良 上 比較的 大なる 効果を 收 める やうな 事を 考へな 
くて はならぬ ので ございま する •即ち 年功加俸の 制 
度を 設 くる 事が 最も 能く 此 趣旨に 適して 居る ので あ 
ります る， 今 初等 敎 育と 國 庫の 關係は 如何にな つて 
居る かと 云 ふ 事を 考 へて 見ます ると、 小寒 敎育補 助 
費と しては 年々 二百 萬 圓を茭 出して、 之を 敎 育の 年 
功 加俸、 特別 加 俥 等に 茭辨 して 居る のであります、 其 
外敎育 基金の 利子數 十 萬 圓を地 方に 支給して、 小學 
經營 の ¥'i 用に 充てられて 居り、 尙ほ數 十 萬 圓を國 庫 
より 突 m して 敎 員の 退隱 料の 一部に 充て、 居る やう 
な 11 でありまして， 殊に 本年度の 初よりは 一千 蓖圓 
の ] 3: 額を 支出して •小 學敎 員の 俸給に 充てる と 云 ふ 
ことにな つたので あります、 又大聲 以下 高等 諸學校 
の 方面は 5rl 何で あるかと 云 ふこと を 見ます るに、 政 
府 [T. 此度 四千 四百 五十 萬圓の 臨時費を 支出して、 大 

學 W •部， 高等 諸學 校の 創設 擴 張を 圖ら る、 の考で 、 

今 本院の 協賛を 求めて IPT る やうな 次第であります、 

僅に 六 年間に 二十 九の 高等 諸學 校、 數箇の 大學學 部 

を 一 氣呵成 的に 創設し やうと 云 ふ 政府の 計畫で あり 

まする、 此計畫 が 果して 成立ちましたならば、 年々 

經費 は煺 許を 耍す るかと 申します ると、 千 四百 萬 1! 

の 巨額に 達する のでありまして、 今日 大學 以下 高等 

諸學 校の 爲に國 庫が 支出して 居る 七 百 餘蓖圓 に 比較 

すると 丁度 倍額に 達する のであります， 國庫は 初等 

敎 育に 對 して 斯の如 く 巨額の 金員を 支出して 居り、 

高等 學 校に 對 しては 又斯の 如き 巨額の 此 金員を 支出 

せむ として 居る のであります る、 今 中等 敎 育の e 用 

を 以て 之に 比較して 見ます ると、 非常な 懸隔が ある 


のでありまして、 中等 敎 育の g には t£ か數十 萬 1] の 
恩铪を 支給して 居る に 過ぎぬ のであります る， 斯の 
如くして 國家將 來の爲 に 社會の 中堅 人物を 養成す 〇 
の ® を擧げ る ことが 出来 ませう か、 如何で ありませ 
うか •到底 中等 敎 育を 此儘 にして置く ことは 出来 ま 
いと 考 へます るが、 併ながら 今 俄に 初等 敎育 高等 敎 
育に 對する 比較を 取つ て 之と 擷衡を 得せし め やうと 
云 ふこと ほ 容易なら ぬ ことであります るが、 前 申す 
年功加俸の 制を 採用して 今日の 急を §1 ぐより 外は な 
■いと 考 へます、 今外國 の H 例を 顧みて 見ます るに、 
佛闕 W の 如きは 七 年 制の 高等 學 校を 百 八 校まで 國费 
を 以て 維持して 居る 有樣で あります、 獨逸の 如きは 
普魯 西の 一國 にして 九 年 制の 高等 學校を 五 百 六十 校 
有して A 概ね 國費を 支出して 之を 維持して 居る と 云 
ふ 有樣で あります、 今 俄に 外 國の眞 似を する 譯には 
行かず、 又 我國の 初等 敎育 、高等 敎 育の 比較を 取つ 
て 俄に 中等 敎育费 を國 庫より 多額の 支出を すると 云 
ふことは 出来 ませぬ が" せめて 今日の 急を 救 ふ爲に 
年功加俸の 制を 設 くる ことほ 最も 必要で あらう と 思 
ふので あります* 然るに Itt 頃 兩院を 通過いた しまし 
た 所の 地方税 制限の 撋 張の 法律であります るが、 政 
府は此 法律に 依つて 中等敎 員の 俸給を 相 當に增 す 事 
が 出来る と 云 ふこと を 申して 居られます るが、 朵は 
政府の 考 へられる 如くに 參 るまい と考 へる ので、 今 
日 地方税 制限の 擷張 をす るに 至つ た 此 歴史を 承つ て 
見ます ると、 もと 前 內閣に 於て 文部 當局 は敎 育の 臨 
時 手當を 給したい、 臨時 事件 費の 內 より 支出いた し 
たいと 云 ふので、 評議を 凝らした 所が 何分 國 庫より 
支出す る譯 には 往かな いと 云 ふので、 遂に 地方税の 
制限を 擴 張して 地方 si より 支出せ しめ やうと 云 ふの 
で それらが 原因に なつて 此地方 税制 限擺 張の 法律案 
を 提出せられ. 此 成立を 見る に 至つ たんであります 
此地方 費の 制限を 擴 張して 支出す る 所の ものは、 錐 
覚す るに 臨時 手當 に過ぎない、 判 任宮な り 高等官の 
臨時 手當と 同一の ものであるので あります、 縱 し ®: 
割を 給す る ことにな りましても、 即ち 臨時 手 當の性 
質の ものである、 臨時 手當 なる ものは、 唯 從來の 生 
計を 大正 八 年後に も 持續せ しめ やうと 云 ふ 趣意に 外 
ならぬ， 從來の 生活 狀 態を 將來 にも 繼續せ しめ やう 
と 云 ふ 趣意に 外ならぬので あります、 斯樣な 次第で 
あります から 改良と 云 ふが 如き 意味は 少しも 含んで 
居らぬ のであります、 是が 改良を 圖 るには、 到底 他 


の 方法- J & る 〇 外 ij: なから うと 考へる 、枝し 乂多少 
〇 敎 M o 平均 額を 咐加 いたして 見ましても. 今 UC 
中等敎 員を 侍つ には 足らぬ と 私 {i 考へ るので ありま 
す、 喵今 中等 数 員の 倬铪は 五十 Ira が ..：： 來牢度 〇 
預 兑 に 於て は 地方 議會の 決 讓を 見ます る 1-. •四 脚 ば 
か 〇咐 加した やうであります が、 * が 五十 五 ra 或は 
六十 圓にな りました 所が、 其 平均 額の 倍額を 一入に 
給す ると 云 ふことは、 地方の 小 政府の 經濟に 於て は 
甚だ w_ な ことで あるので あります、 現在 屮舉 〇 敎 
頭な どと 稱 へます る at なる 敎員 にして 幾何の 伟洽を 
受けて居るかと申しますると，千三西_の年诹を受 
けて 居る 若は m に 指を 屈する 程 ほかは 無い ので あ 〇 
ます、 一 萬 四千 人の 有 ? f 格の 敎 M の 中で 指を 屈する 
ほど 外は 無い のであります、 其 他は 教頭に して 漸く 
千 圓の 年俸を 受けて 居る と 云 ふやうな 有 gR であり ま 
す， 大學に 於て 螢雪の 勞を 積んで 卒槳 後敎 育に 從事 
して 十 年、 十 數 年を费 して、 尙ほ其 受ける 所の 報酬 
は 斯の 如き 有樣 であるので あります、 是は地 方に 姿 
して 置いて は 到底 十分なる 事は 出 來ぬ のであります 
一人に して 平均 額の 二倍を 受ける と 云 ふ 事は 地方で 
はな か <行 はれない、 地方で 行 はれない のみなら 
ず 中央政府に 於ても 容易に 行は れる事 でない、 例へ 
ば總理 大臣め 御 膝： 兀に ある 所の 法制局の 參 事 官など 
にしましても、 少しく 年功を 積んで 役に立つ やうに 
なつた と S ふと、 俸給が 上 ぼる、 仕方がない、 惜し 
い 人で あると 云 ふ、 斯う S ふ 人、 之を 行政 裁判所に 
採つ て 貰 ふと か >  其 他の 地方に 轉任さ すと 云 ふやう' 
な 有 樣であ ります、 地方の 小經濟 に 於て は 到底此 平 
均 額の 倍額を 安 給す ると 云 ふや 5 な 事は 縣科讁 員な 
どの 眼前 もあります し 際に 於て* は 到底 In 來る 
ものでは ありませ ぬ、 此に 於て 多年 勤續 する 所の 梃 
良なる 敎 員には 阀庫が 年功加俸に 依つ て 相 當の 額を ■ 
支給し まするな れば 地方に 於て 之を 俸給が 高い から 
と 云つ て 罷免す る 事は 出 來な いので 罷免した 所が 國 
庫の 金は 地方に 這 入つ て來 ると 云ふ譯 には 參らぬ の 
であります、 で 良い 敎員は 久しく 其 職に 留めて® く 
と 云 ふ 結果になる のであります る、 即ち 敎 育會讖 に 
て も 種々 •器 識の末 年功加俸の 制と、 特別 加俸の 制を 
設ける と 云 ふ 事に なつたん であります るが、 私は 特 
別 加俸の 制は 今日 時局が 終を 吿げた 以上は、 今日 此 
制を 急に 設 くるの 必要は 無い と考へ るので あります 
唯 年功加俸の 制は 一日 も 之を 忽に する 事は 出来ない 
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と 信ずる のであります、 此の 年功 加 依の 制は fi 敎 M 
の 物質 上の 挺 週には 止まらぬ のであります、 是が中 
等敎 員の 思想 上、 精神 上に 餘 ほど 關係を 有つ ので あ 
ります-今日まで 13; 中等 敎員 に對 しては s 庫は 構は 
ない、 地方 一任 であると 云 ふことは、 中等 敎 員の 脳 
裡には 不愉快を 感じて 居る のであります、 のみなら 
ず、 此の 年功 加 体の 制は 敎 育會議 に 於いて 之れ を 決 
定した と 云 ふので、 是れ が敎育 社 會に 知れ渡つ て 中 
等敎 員は 大に 喜んで 將來を 期待して 居つ たので あり 
まする が、 前內閣 は 年功 加 俥の 预 览 を 編成して 大藏 
省に 1 ； 付した のであります、 其 中 內閣に 更迭が あつ 
て、 現 文部 大 15 も 依然として 前 內閣 の計诳 を 繼續し 
や 5 として 居られた、 處が 大藏 省に 於て ほ 財政の 都 
合を 以て 之を 半減に し， 更に 是が 閣議に 係つ て 全く 

棒を 引かれて 何も 無い やうに なつた と 云 ふことは、 

公然の 祕密 で、 中等教育 社 ir には 是が 知れ渡つ て實 

に屮 等敎錢 は 失 ES をして 居る、 窓 氣 沮喪の 有樣 であ 

る、 之に 付て は關四 地方の 敎員 、或は 東北 地方の 敎 

員な どょり 私の 所には 數十通 書面が 參つて 思る ので 

あります が、 其書而 は 決して 彼等が 卑劣な ことを 訴 

へる のでない、 私共に 書面を 寄越す に 付て は 皆 何れ 

も禮 節を 守つ て、 さう して 其 哀情を 訴 へて K- るので 

あります •玆に 餘り時 間を 長く しては 相濟み ませぬ 

から、 其 中の 二通の 一節を 朗妁 して 諸君の 御 參考に 

供 L たいと 考へ る、 K1 通は 關西地 方の ! if 業界で 今 

日は® いて 居る 人であります が、 辟て 中等 敎 員に 從 

事 して 居つ て 到底 此薄 給では 逝り 切れぬ、 淸貧に 甘 

んじて やつて 見た が、 多くの 家族を 3C へる ことが 出 
来ない ので •遂に H 業界に 身を投じて、 さう して 顧 
みて 今日の 教育界を 見る と 如何にも、 默視 する に 忍 

びぬ， 傍 ®] 者の 位 S から 訴へ ると 云 ふこと で 私に 書 

面を 送つ たのでありまして、 是は 固ょり 私は 一面識 

もない 人であります， 其 W 屮の 一而を 讚 上げて 御參 

考に 供し ますが、 「從 來我阈 の 社 會の谷 階級 >1* に 於て 

比較的 物 H 慾に 淡く、 精神 生活の 味を 解し、 知 足 安 

分淸 fi を 樂む ものの 多 かりし は 教育界の 人な りき、 

然るに 彼等は 近時 激烈なる 經濟 上の 脅威を 受けて 安 

心 立命の 地を 失 ひ從來 自家の 牛： 計に 對し餘 〇 無用心 

なりし を 悔 ゆる こと 越しく 而も 之に 應 ずる 方法 無き 

を 以て (捭業 界に 入る 便宜を 得ざる ものは) 其の 自 

制 心 弛 解して 現代を 呪叽 する に 至れ 〇但 幾分 當局者 

に 畏れら る、 大银 敎授 と lit に憐 まる、 小學敎 員と {3: 

中等 學校敎 ね 俺 遇に 關する 独 諮 案 


多少 其の 境遇の 改善を 得 たれ ども 畏れられず 憐まれ 
ざる 屮等敎 員は 繼子扱 ひを 受けて 抑へ 難き 不平に 氣 
を閼らすに至れるなり、歐米の靳犯想に對する憧憬 
辟に して 思想の 動 搖期 にある 靑 少年 而も 將來國 民の 
中堅た るべき 靑 少年と 接觸 し交涉 し 多大の 影響を 之 
に 及すべき ものは 何 ぞ 新聞 雜 誌と 中等 敎舄 となり 而 
も / H 版 印行は 如何 樣 にも 之を 取締り 得べ し 以口傳 耳 
以心 傳 心の 學校敎 育は 内務 も 文部 も 如 fnj にして 之を 
取締り 得べき か 今や 國民思 想 動 搖の危 機に 際し 各地 
方に 普く 分布せ る 不平 敎 W 家を して 靑 少年の 敎 育に 
當 らしむ るは 危險な らずや 當局 者は 火藥 庫の 番人を 
擇 ふの 注意を 知らざる か 吾人は 國 運の 前途を 思 ひて 
慄然 M に 粟せ ざる 能は ざるな り 言 ふ 勿れ 現今の 無能 
敎育 者は 之を 喜ばす も 事 功を 擧 ぐるに 足らず 之を 怒 
らす も © ふるに 足らずと いかにも 彼等は 思想の 指 II 
矯正に 無能なる かも 知れず 然れど も 消防の 能力な き 
ものは 放火の 力なき ものと 云 ふを 得べき か 鳴 呼危し 
危し當 局 者は 何故 思を 茲に 致さ •> るか 鳴旰 彼等は 今 
この 薄遇を 受けつ、 最も 堪忍 强く 沈默を 守りつ V あ 
るが 如くな れ ども それだけ 女性的に 深刻なる 怨恨を 
藏 しつ  あるを 知らざる ベから ず 鳴 呼 乳母を 虐待し 
つ、 愛兒を 託し® く® 家の將 来は 如何なるべき か」 
斯う 云 ふやうな ことが 記載して あるので あります* 
是は關 西 地方から 參つた のであります、 3r 北 地方の 
現職の 敎 M の 送つ た 書面の 一節を 尙ほ讀 上げます が 
i 孰れ も多數 の 子女を 養 ひ 之に© 長 親を 加へ 候へ ば 
少く とも 一家 ?；: 六 口の 平均と 見るべく  •最近の 趨勢 
にて は 殆ん ど勞働 者ょりも 少額の 報酬に 甘んじて 昂 
騰 止る 所を 知らざる 物價に 脅かされ si 兒 饑 に 泣き 老 
親 寒を訴 ふるは 普通の 事象に 御座 候 この 時敎育 會議 

が 中等教員 挺 遇の 事を 疾呼し 第一に 其 年功加俸を 立 

案し 前 內閣は 之を 容れ て其豫 算を 計上した る 公然の 

祕密 が 1|± 間 周知の 事と なりし とき 是にて 多少の 生活 

の 安固を 保せ ら る、 を 感じ 候 ひしに 現內閣 出現と 共 

に 一場の 蜃氣樓 と 消滅し 去り 候た め 失望 落 ® 形容の 

辭も無 之候沙 上 偶語 紛 々として 其を うち 申 候 爲政者 

にして 國民品 性の 陶治 に從ふ 中等 敎育者 中ょり 有爲 

の 輩を 驄逐し 去りて tl£ に老廢 無能の 集團 とする 者 あ 

〇 とせば 其 將來の 禍害は 想像の 外なる べきは 明かな 

る 儀に して 信に 長大息を 禁じ II く 候 j 沄 々と 云 ふや 

うな 軎面が 參 つて 居ります るが •是 等は 誠に 眞 情を 

穿つ たもので 如何にも 中等 敎育 社會の 意氣は 沮喪し 


て 居る と考へ らる 、のであります. 併ながら 此 中等 
舉校敎 員なる 者は 元と 國家 の爲 に敎育 勅語の 聖旨を 
奉體 して 社會の 中堅 人物を 陶冶し やうと 云 ふ 此高尙 
なる 拘 負を 以て 敎育界 に 入つ たもので あります るか 
ら 、決して 彼の 營利 事業に 唯沒 々として、 金 儲の 爲 
に 奔走す ると 云 ふ 徒 S とは 其 精神 其 意氣に 於て 大に 
異なる 所があります るから， 今 政府に して 彼等の 境 
遇を 改善し •彼等の 生活を 安固に する の 方策を 立つ 
て 以て 彼等に 臨まれるなら ぱ 、彼等は 決して 一時の 
生活難に 挫折す る もので もなから うと 考へ るので あ 
ります， H 本 男子 中の 錚々 たる 者は 玆に あるので あ 
ります、 若し此 策が なく ぱ彼 等 (3: 飽ま でも 此高尙 な 
る 素志を 貫いて 國家敎 育の 爲に良 成績を 擧げる こと 
、私は 信じて 疑は ない のであります、 此建 議案の 末 
文に 於て 「中等 敎 育の 振興を 計られむ ことを 望む」 
と あるのは 是ほ言 葉を 誠に 丁寧に した だけで ありま 
する が， 若し 之を 露骨に 申すなら ぱ 政府は 中等教育 
の 褻！ UV 未 前に 防逼 せられむ ことを 望む と 云 ふの が 
事 實に當 つて 居らう と考 へる のであります， どうか 
滿 場の 諸君は 此 趣意に 御 ISJ 意 下す つて、 本案が 速に 
決定せられ むこと を 偏に 希望いた します。 

〇與爵 高木 兼寬君 本案は 社會 の現况 に應 じた 極め 
て 重要なる 問題と 思 ひます、 故に 十分の 密議を 遂げ 
て 申 上げます る 必要は ない ことで あらう と 思 ひます 
るから、 どうか 滿場 諸君 直ちに 之を 御 賛成 下されて 
即決 あらむ ことを 希望いた します。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 _長( 公爵 德川家 達 君) 是は 別に 賛成者を 要し ま 
せぬ、 本 建 F? 案に 同意の 諸君の 起立を 謂 ひます。 

總員  起立 

0 議長 (公 tfif 德川家 達 君〕 金 會 一致と M めます， 明 
日は 通常の 通り 午前 十 時より 開 會を 致します、 霰 事 
日程は 決定 次第 御 通知に 及びます 本日は 是 にて 散會 

午後 三時 四十 二分 散會 


0 大正 八 年 三月 二十 五日 (火曜日) 

午前 十 時 五分 開 it 

議事 日程 第二 十四 號 

第一 高等 諸學拉 創設 及 擴張費 支辨 に關 する 法 

1( 81 11  付 r — 露續 ( 81 

吿) -. 

第二 大正 八 年度® 入 歲出鲔 豫算追 加 案 (第 


■星 II 長) 

第三 衆 Ml 院議 員 il 擧法中 改正 法律案 SK 骑確 

11 ) 第 5S  續 ( 11 長) ^  " 

第 四 大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 (一 

Is) 第- 讀—續 議長) 

第五 錄行法 中 改正 法律案 (線 職院) 第一 

，の績 ( 11 長) f 、 

第 六金祿 公債 證書 不足 額 下付に 關 する 請願 
會議 

第 七 金祿 公債 證書 不足 額 下付に 關 する 請願 
會議 

第 八 家祿 賞典祿 下付に 關する 請願 會議 
第 九 家；！ 賞 典祿 下付に 關する 読 願會議 
第 十特别 用鹽 規則 中 改正の If 願會議 
第 十一 三本 松區 裁判所 復 設の讅 闽 會議 
第 十 II 野 崎 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 會 
0 

第 十三 坂 上 郵便局 桑 野 郵便局 間に il 送 開始の 

讅 關會 is 

第 十四 野渊郵 便 局に® 信 並 第 配 事務 開始の 請 
願 會議 

第 十五 家祿賞 典祿 下付に 關 する 請願 會 Is 
第 十六 阿譖連 絡鐙道 東 讚 線 敷設の 請鰱 會議 
第 十七 上越 鍇道 中高 崎湓川 間 H 事 速成の if 願 
會議 

第 十八 福 岡 縣三睇 郡 大野 島 村に 無 集配 郵便局 
設置の li 願會 議 

第 十九 大正 六 年 法律 第 六 號 軍人恩給 法 附則改 
正の 諮 願會議 

第 II 十 東 太 莨 郵便局に 葉 配 事務 開始の 請願 

會 _ 

第 II 十一 區錶判 所管 轄區域 變 更の請 願會議 
第一 一十一 I 勝山區 裁判所 出張所 設置の 請願 會 

議 

第 二 十三 伯備線 鐵道速 成の 請願 會議 
第二 十四 興 部 枝 幸 間 鐵道 敷設の 1@ 願會議 
第 11 十五 帝！： 在 痢 軍人 會國庫 補助の 請願 會 

議 

第！ 一十 六 鹤间大 泉 間 輕便鐵 道 敷設の 諝願會 
0 

第一 一十 七 白水 輕便鐵 道 敷設の 讅 願會議 _ 
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院族贵 會議國 帝 回一 十四 第 


高等 諸 學校 f?l 設及裱 張 费茭辨 に努 する 法律案 第一 證會 の g! 


第 二 十八 北海道 上 川 郡 人_ 村に 帶廣區 裁判所 
出張所 設 g の 請關 會議 
第 二 十九 軍人恩給 法 中 改正の if 願 會逮 
第三 十 鶴 岡 區裁判 所 狩 川 出張所 設置の Is 願 

會議 

第三 十一 萆人 恩給 法 中 改正の 請願 畲議 

0 謎 長 C 公 If? 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報吿を 致さ 
せます。 

f 岡®: 記 官别誔 〕 

昨 二十四日 木院に 於て 可決した る犮の 政府 提出 案 
は 即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 
り 

地方 羧道法 案 

輕 便鐵逍 補助 法 中 改正 法律案 

鏺道抵 常 法 屮改 JF 法律案 

鐵道船 舶郵 便法 H' 改正 法律案 

鍈 道 營業 法中改 正 法律案 

軌逍條 例 中 改正 法律案 

仙北輕 便 鐵 逭買 收费支 辨の 爲公愤 發 行に 關 する 

法® 案 

同日 本院に 於て 可決した る 左の 衆識院 提出 案は 即 

日 裁可を 奏請し 又 nj 決の 32 を 衆謅院 に 通知せ り 

大 IE 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法 錐 案 

同日 本院に 於て 可決した る 中等 學校敎 員礙 遇に 關 

する 建_ほ 文斟を 以て 即日 之を 政府に 呈出せ り 同 

日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏名 

左の 如し 

阿片 法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  伯爵 5iL 玉 秀雄君 

副® 員 長  西久保 弘道君 

大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  子爵 熥 口 誠康君 

副 委 負 長  男爵 村 上 敬 次 郎君 

會計法 中 改正 法律案 特別委 員 ir 

委員長  侯爵 蜂須 賀正 韶君 

副 委員長  男擀外 松 孫 太郞君 

農工 銀行 法 中 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  子 E 片 、桐 g 央君 

副委 ft 長  藤 田 四 郎君 

同日 委員長より 左の 報吿 書を 提出せ り 

衆識 院議 S 選 擧法屮 改正 法律案 可決 報告書 

都市 計 喪 法案 可決 報告 W 


市街地 at 築 物 法案 nj 決 報吿 S 
阿片 法 中 改正 法律案 可決 報告® 

大正 四 年 法律 第 十六 號屮改 正 法律案 BJ 決 報 吿 》 
農工 銀行 法 中 改正 法律案 可決 報吿 《 

大正 六 年度豫 肫金茭 出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
大正 六 年度 豫 備 金 外に 於て 豫算超 渦及豫 算外茭 
出の 件 (承諾を 求む る 件)、 大正 六 年度 特別 會 
計释備 金 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕、 大正 六 
年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 
支出の 件 (承 li を 求む る 件) •大正 六 年度 大正 
三年 臨時 事件 T1 備費 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 支出の 件、 
(承諾を 求む る 件)、 大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會 
計 積立金 外に 於て揀 算 超過 支 / Ji の 件 (承諾を 求 
むる 件〕、 可決 報 街 書 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號) 可 
決報吿 書、 大正 五 年度 歳入歳出 總決算 ，大正 五 
年度 各 特別 會計 歳入歳出 決算 審査 報告書 
請願 委崮會 特別 報吿第 八 號 
同日 衆議院より 左の 政府 提出 案は 本院の 閾決に 同 
意し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ り 
度量衡 法屮 改正 法律案 
醫師法 中 改正 法律案 

本日 il 員若槻 禮次 郎君より 三十 一名の 賛成を 以て 
左の 修正案を 發議 せり 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (第二 號〕 修 
正 案 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 會議を 開きます。 

〔侯 斟黑田 長 成 君 演壇に 登る〕 

〇侯骼 黑田長 成 君、 諸君、 本員は 玆に 謹んで 皇太子 

殿下 御成 年 祝賀に 關 する 緊急 動 _ を 提出いた します 

本年 四月 二十 九日 皇太子殿下には 御成 年に 達せられ 

其 御 式を 一' げさせ ら るる ことと 拜 察いた します、 付 

きまして は此際 貴族院は 特に 慶賀の 誠意を 表します 

る爲 に、 天皇、 皇后 兩 陛下に 賀表を 捧呈いた します 

ことと， 皇太子殿下に 賀表を 捧呈いた します ことと 

を 院顬を 以て RJ 決いた し 置く ことが 然るべ しと 存じ 

ます* 尤も 体會 中に 相 當いた します からして、 此二 

つの 賀表は！ 一長に 於て 適宜 起萆の 上 捧呈せられ むこ 

とを 希望いた します、 此 動議は 全會 一致を 以て 可決 

せられた いと 存じます。 

0 平 山 成 信 君 »i ん e 今の 動議に 賛成いた します。 


〇 江 木 千 之 君 黑田 侯爵の 励 哉に S 成いた します。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 黑田 侯爵の 動 SS に 同 S の 
諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君： >  過 半數と 認めます .：… 唯 
今の 議決に 基き まして 賀表の 案文は 議長に 於て 適宜 
取 計 ふ 積り でございます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第， 一に 移ります 筈で 
ございます が， 委員長が 未だ 出席いた され ませぬ が 
■副 委員長が 代つ て 委員 會の 報告を 爲され ます か、 如 
何で ございます か、 高 崎 君 …… 

〇 高 崎 親 章 君 委員長は まだ 出席は ございませぬ か 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 議席に 見えて 居り ませぬ 
から、 まだ 出席ない と 存じます。 

〇 高 崎 親 章 君 U5 席がなければ 私の 職責と して 私 か 
ら申 上げます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御報吿 になります か …… 
日程 第一、 高等 諸學校 創設 及擴張 費支辨 に關 する 法 
律 案 ■政府 提出、 衆議院 送付、 第一 讀 會の續 、委員 
長 報告、 高 崎 親 章 君。 

〔左の 報吿 書は 朗® を經 さる も參 照の ため 玆 
，に 載 錄す以 下 之に 傲 ふ〕 

高等 諸學校 創設 及擗 張费茭 辨に關 する 法律案 
右 可決す へき 4 のな りと p 決せり te て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三月 二十日 

右 特別 委員長 

伯斟 大木 遠吉 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔高 崎 親 章 君 演壇に 登る〕 

Q 高 崎 親 章 君 唯今 議題に 上りました 法律案に 付き 
まして、 委員 會の經 過 並に 結果を 御報锊 申 上げます 
本案に 對して 委員 會は 去ん ぬる 四日 初 じめ て 委員 會 
を 開きまして、 回を 重ぬ る こと 三回で ございまして 
其 問 當局 大臣 及 政府 委員に 對 しまして、 質問 應 答を 
數回 重ねました のであります るが， 其 大要を 申 上げ 
ますれば， 第一に 法案の 參考 にあります る學 校の 種 
類に 付て 種々 質問が ございました、 又 敎官の 養成に 
付て 是は 政府に 於て此 敎官の 養成が 3 來得る 目的で 
あるか どうかと 云 ふの 質問に 勤し、 政府の 答 辯は 此 
問題は 餘ほど W 1I である， それが 故に此 學 校の 計 ffi 
に 付て 六箇 年の 繼續に 致した 譯で ある、 此敎官 の 養 
成がなければ もう 少し 年限を 縮めても 宜 いので ある 
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が、 敎官 の ^ 成に 餘ほ ど FH 雄を 見る が 故に 六® 年と 
致した譯である>六箇年 0 歲月をハ2れビ 14 定 0 敎官 
を 養成し 得らる る 目的で ある •差 支ない 0 りで ある 
斯陆な 答で ありました のであります、 それ か ら成 
委員の 一 A は 此法律 案は 必要は ない と 08 む！ 0. :! t 
如き 計 鼓を 致す には •一 ® なる 財源に te らな ければ な 
らぬ ものである V 然るを 公似 若く は 借入金と 云 ふが 
如き： 个碗 K なる IH- 源に K るべき もので ない、 是等に 
對してほ正確なる財源を求めなければならぬ、柑岱 
の 歳入に 法つ て計进 を 立つべき 箬の ものであるから 
特に 此の 如き 法律を 設けず とも 差 茭な いでは ないか 
斯樣な 質問が 出ました ので ございます、 之に 對して 
政府の 答 辯は 事 紫と 财源 とを 分つ ことの 出來な い讲 
柄で あるが 故に、 事業の 正確を 期す る爲に 之に 仲 ふ 
所の 借入金 若く ほ 公 fK に &• つて 之を 結附 けた もので 
ある、 斯樣な 意味の 答で あつたので あります、 又 成 
は 寄附 金は 谷地に 於て 行 はれる やぅで あるが、 此寄 
附 金を 如何に 處分 せらる るか、 此の 如き 質問に 對し 
是ほ當 然 歳入に 入れ 而して 後に 正當に 支出すべき も 
ので あると 云 ふが 如き 答が あつたので あります、 又 
或る 委員の 一人は 此の 如き 計 J1E を爲 すに 付て は、 邦 
內容に 於て 十分なる 調査を 爲す 未だ 舱地が あると Eg 
める、 故に 此點に 付て は 十分の 政府は M 任を 以て 之 
を 調査せられ むこと を 3 F む. 敎育諮 間 _關 の 設けら 
るる 以上は、 之に 十分なる 諮問を 遂げられて >  尙 ほ 
内容に 付て！！ 吏すべき ほ 之が 變 M を爲 すと 云 ふこと 
の 政府は 誠意が あるか どぅかと 云 ふことの f£ 問が あ 
りました、 之に 對 しては 總理 大臣ょ 〇 其® 見の 通り 
必ず 手續 を盡 す、 斯樣な 答が ありました ので あり ま 
す、 尙ほ 或る 委 M の 一入は 先き の 公似 政策の 不確 13 
なりと 云 ふこと を 繰返して、 最も 有力なる 質問を 試. 

みられた のであります が、 それは 凡そ 公愦 若く は 借 
入金を 以て 爲す べき ものは、 其 事柄が 收 入を 3 :る事 
柄に 依つ て爲す べき もので あつて >  例 へば 鐵道 • 電 
信、 郵便と 云 ふが 如き 收 入の ある ものに 對し ては、 
無論 公債 若く は 借入金を 以て 爲す べき 例は 规 らも あ 
るが、 lit 高等 諸學 校の 如き 犬なる 計进を 爲す に對し 
て、 未だ 曾て 前例 もない と 認める、 又玆 に斯の 如き 
計 ffi を 立てる と 云 ふことは、 後日に 悪例を 貽す こと 
である、 斯の 如き ことは 愼し むべき ことで ある、 故 
に此 案には 絕對 に反對 すると 云 ふ 意味の 意見 も 出 ま 
したので あります" 結局 之に 對し ましては 委員の 一 
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一人から 原案は f? 成す るが、 之に 付て は 政府の 言明を 
要すに、 其 言明は 敎育 諮問 _關 に對 し、 本案の 內抨 
を 尙ほ 十分 諮 間せられ、 R つ 調査せられ て， 他日 十 
分なる 計 ^ を 立てられむ ことを M む • }!; の 如き 意見 
を 提供いた しまして、 政府は 其 意見の 通り 事を 行 ふ 
と 云 ふ 明言を された のであります、 之に 對し然 らば 
本案を 認める と 云ふ锊 成の 怠 見を 述べまして 、二 名 
を 除く の 外， 原案に 賛成を 致した 次第であります、 
即 ち； g 案 (3; 是で成 立いた した 次第であります、 何卒 
之に ^ し御饩 成 あらむ ことを 希望いた します。 

〔高 崎 親； i -M. 君發 言の 許可を 求む〕 

0 調 長 (公 擗德 III 家 達 ^ ) 商 崎样は 何です か。 

0 高 崎 親 章 君 '1 (I 今 委員 會の經 過を 報 4 t-I いたし まし 
た 內 に、 少し 申 漏れました 事が ございます から、 そ 

れを再 び 述べたい と考へ ます。 

0 議長 公 辟 德川 家 il 君) 宂し ぅご ざいます。 

〔高 崎 親 章 君 演壇に 登る〕 

0 高 崎 親 章 君 唯今 希 S? 條 件を 申 述べ 政府の 言明を 

得て 原案は 決定いた しました と 云 ふこと を 申 上げ ま 

したが‘ 其 政府に 申立て、 言明を 得ました 事柄を 文 

章に 終つ てあります るが、 是が咄 嗟の 問の 事で あり 

ましたから、 私の 手許に 至り ませぬ、 唯今 到来いた 

しました から 玆に m ねて 中 上げます、 「一、 新に 文 

部 省に 設けら るへ き 敎 W 諮問 擠關は 撋威 ある ものと 

せられん ことを 韶む ；； 二 、高等 敎 育_關 の m 設！ I 張 

の計畫 ほ 學校 及 ^ 科の l-ri 類# •其 施設 按配 等に 就き 尙 

調査 研究の 餘池 ある ものと 誠む るか 故に 政府は 宜く 

敎育諮 問捭關 に 諮問し 其 答 tta に S きを 置き 大正 九 年 

度 以降に 於て 適 當の措 跬を 取 られむ ことを 望む」 斯 

ぅ 云 ふこと を 申 述べた のであります、 之に 對し 政府 

ほ 固ょり 異鹩は ない、 斯の 如き ことは 當然取 計 ひを 

致し、 其 敎育諮 問 機 關と云 ふ ものは 是等 のこと を 諮 

問す る 〇 に 設けた 所の ものであるから、 固ょり 諮問 

いたして 相 當肢計 ひを 致す、 斯の如 き 言明を 致され 

たのであります •之に te つて 本案の 原案を 決定いた 

した次第でございます*玆に贯ねて申卜げます。 

〇 漭 長 (公 g 德川家 達 君) 別に 發言奔 も 無い と 認め 

ますから、 本案に 付て杈 決を 致します、 本案の 第二 

讀 锊を 開くべし とする 諸奵の 起立を 1 nn ひます。 

起立 者  多 ® 一 

0 議長 (公 K 始川家 達 君) 過半数と 認めます。 

〇高 崎 親 章 君 IK ちに 第二 謂 ^ を 開かれむ ことを 望 


みます。 

0 子爵 前 田 利 定君寶 成。 

0 男爵 中 川 興 長 君 賛成。 

0 伯 擗 大木 遠 吉君锊 成。 

r 其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公酹 德川家 達 君〕 直ちに 第二 1S 愈を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本宰： 全部を 問題に 供し ま 
す、 全部 原案に 御 異存 ありませ ぬか。 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 男 P 中 川 興 長 君 直ちに 第一 一一 證會シ 開かれむ こと 
を 望みます。 

0 子爵 八條隆 正 君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 第； 一一 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異謅 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 Mi 川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君 ' 〇! 第二 讀會 決議 通りで 御異 
存ご ざい ませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 S 川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 □程 第二、 大 JH 八 年度 歳 
入 歳出 總翔算 追加 案 第二 號、 & 議， 委員長 報吿 、豫 
算 委員長 淺田德 則 君。 

一大 正 八 年度 歳入歳出 總 Ti 算 追加 案 (第二 號) 
右 衆議院ょり 送 fl したる 案を 密査し 衆議院 議決 案 

の 通 RJ 決すへ きものな りと 議決せ 〇 依て 及 報告 候 

也 

大正 八 年 三月 二 十四日 

豫 .具 委員長 淺田德 則 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔淺田 德則君 演壻に 登る〕 

0 淺田德 則 君 唯今 日程に 上りました る 所の 大正 八 

年度 歳入歳出 總 抟览 追加 案 第二 號 、此娄 M 會の經 過 

及 結果を 御 報 吿い たします、 此委 M 會は 三月 一日 本 

議場に 於き まして 付託され まして、 即ち 三月 十二 U 

に 委員 會を 開きました、 委員 會は 總會と 致しまして 

前後 三冋 開かれました のであります、 國務大 はより 


其大體 の說 明を 承りまして、 尙ほ 委員 會に 於き まし 
ては •種々 の 質問 應答を 致しまして、 谷 委員より 意 
見の 交換を 致された のであります •それより 分科 ir 
に 移りまして 分科© は — ; 月 十四日より 二十四日に 至 
りまして 之' か ^ 査を 終りました のであります.* 而し 
て 同日 主査よ. りの 報吿 を m まして 豫算 總會を 開き ま 
して •尙ほ 群 11 を盡 しまして、 今日 玆に御 報吿を 致 
す 次第であります、 で此豫 算の 內容は もう幽 々諸君 
の 御 承知の 通りの 次第でありまして、 玆に 改めて 申 
すまで も ありませ ぬが、 K 序と 致しまして 此金額 を 
玆に申 述べます るが、 總額に 於き ましては、 四千 四 
百 五十 三 萬 四百 二 十圓で ありまして 、大正 八 免 度よ 
りして 六® 年の 繼續事 業と 致して 求められて 居る の 
であります、 八 年度の 歳入歳出 ほ 谷々 二百 九十 八 萬 
六 千 四百 三十 W でありまして、 此財淵 と 致しまして 
ほ 御 下賜 金の 金 二 百 萬圓 、其 他は 公債に 依る ので あ 
ります、 即ち 九十 八 萬 六 千 四百 三十 圓と S ふので あ 
ります， 此 委員會 に 於き ましては 種々 の 御 質 間が 出 
たのであります， 併し 之を 大別いた します れぱ •大 
體に 於て 此計畫 を 認める、 認める が 其 内容に 於て 甚 
だ： 个 w!i ■缺點 が 多い と： K ふ 方々 と 又 全： 體に 於て 是は 
政府の 計 ffi は 少し顺 序を 誤つ て 居る ので あらう と 思 
ふが 故に、 寧ろ 是は 延期したら ぱ宂 からう と 云 ふ 御 
說 よりして 質問を 發せ られて 居る のであります、 其 
他 稲々 御意 見 も 加 へられまして 質問せられ たので あ 
ります が、 大體は 唯今 申 上げた やうな ことの 方向に 
依つ て 質問は 繼續 された のであります、 先づ 最初に 
質問を 致されました 其 ® もなる ものを 申 上げます る 
で、 政府が 此巨 額の國 費を 以て 今回 敎 育の 爲に 大計 
* を 立てられる に 付て は 如何にも 其 內容に 於て は不 
備 、缺陷 が 多い、 先 づ 第一に 從來臨 時敎 育會議 等に 
於き まして 建議 等に もな つて 居る、 又 今日 敎育 社會 
に 於て 一般 輿論と も 認められる ものは 何で あるかと 
云へ ば、 此敎育 即ち 高等 敎育 卒業の 年限と 云 ふ もの 
を 短縮す ると 云 ふこと を 必要と 感じて 居る ので ある 
故に 高等 學 校の 如き も 此七年 制の ことに 致したなら 
ぱ {凡から う. 旣に御 承知の 如く 是は 勅令に もな つて 
發せ られて 居る のであります、 それ にも拘らず 、此 
大計 ft の 中には 之を 少しも 認めて 居らぬ、 當局 大臣 
ほ 果して 此 臨時 敎育 調査 會に 於て 決 _ の 趣旨 ■又此 
興 論の 在る 所を 見られない ので あるか、 どうで ある 
か •斯う 云 ふの が 質問の 大旨で あります ，それで 之 


に對 しまして は當局 大臣は 如何にも それ 等の點 は 必 
要で あつて、 政府 も 之に it 同感を して 居る ので ある 
去りながら-政府 として 見る 所は •此涅 制の みに te 
つて 修業年限を 短縮す ると 云 ふょりも •今：：！ は 寧ろ 
其學 校の 少ない 爲 に競爭 試 驗が益 々激しくな つて® 
る 爲に其 入學の 時期を 失する と 云 ふこと が、 即ち 此 
年限の 自然に 延びる と 云 ふ 結果になる ので あるから 
して，之に依つて政府は今回の大計 « を立てたので 
ある、 加 之 此七年 制を ic かむ とすれば， 尚 ほょり 多 
くの 經費 も耍 する ことで あり， 父 他に 生徒を 收 ?¥ す 
る 上に 付ても ® 々差 支を 生ずる と 云 ふこと を 顧 斑し 
て、 先 づ 以て此 三年 制を 採つ て、 即ち 今回の 大計 1 Bt 
を 立てた ので ある-で 今後に 於て 徐 々に 七 年 制の も 
のを 設ける ので あらう、 斯樣な 御 答で ありました* 
第二には 政府は 中小 學卒業 の 者が 續々 高等 學 校の 門 
に 集つ て來 るのを 見て •之を 十分に 收好 しやう と 云 
ふ 方針の 如く 見える ので あるが、 是れ 以て Itt 敎育調 
査會 等に 於て は此邊 は 大に 調査を 致して， 期の 如き 
者は 上級に のみ 進む ことを 致さず して •小學 校の 如 
きものは 實業學 校の 如き ものを 設けて， 速に 職業に 
就く やうな 途を敎 へて、 濫に此 上級に 進む と 云 ふこ 
とを 防がし める と 一 K ふことの 趣意で ある， 之に 付き 
政府の 所見は 如何で あるか* 之に 勁し まして 常 局大 
臣の 答へ まする 所は 大體に 於て ほ 政府に 於て 同感で 
ある、 政府は 特に 小學 校の みならず 中學に 於ても、 
谷敎 科目 等の增 減を 行 ふて、 而して 是 等の 目的を 達 
する ことに 努めて 居る ので ある >  斯様 な 答で ありま 
す、 尙ほ 高等 肺 蹄 學 校の 研究科， 專科生 等に 於き ま 
しては 貸費、 給費の 制を 設けまして、 是 等の 生徒を 
養成して はどうで あるか、 或は 此 北海道 若く は 九州 
等に 於て •工科 大學を 設 くる ことは， 格別 今日では 
必要で ないで はない かと 云 ふやうな 問 も 出ました の 
であります •之に 對 しまして 當局 者の 答 へられます 
所に 依り ますれば、 是等は 今回の 計 喪され て 居り ま 
する 教官の 養成 費 等の 場合には、 幾分 か是 等の こと 
に 付て 收界す べき 餘地が あらう と 思 ふ、 又 校 舍の如 
きは、 卯 ち 法科 大學の 如き ものに 付きまして は、 是 
は 綜合 大 學を設 くる 要件と して 必迪と 認めて 居る と 
云 ふ 答であります 、此 內容 に付き 不備、 缺點と 云 ふ 
ことに 付きまして は •尙 ほ此 他に 數 多の® 問が 出 ま 
したので あります るが、 是は 後に 希 留と して 提出い 
たされました ことがあります に 依つ て •其 時に fi1.? ほ 
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申 上げ やうと 思 ひます， で at 大 !2 に 於て 之を 今日に 
計进す べき もので ない と 云 ふ M の® 船を 以て H 問を 
致されました ことを 唯今より 申 上げ やうと 思 ひます 
委 M の 一人より if 後の 敎育 に付きまして 執らるべき 
方針に 付て縷 々S 見を 加 へられました る ] rf の 御 質問 
が 出ました のであります が、 今回 政府が 提出いた さ 
れた 所の 商 等 敎育 機關 を拟張 すると： 2=: ふのは 中學を 
卒り たる 者 か、 高等 學 校に 進まむ とする 者を •それ 
を收容 いたさう と 云 ふこと を 以て •大計 5¢ と 致され 
たので ある、 然るに 職 後の 敎育の 施設と して (3: 最も 
必要を 感ずる の ほ 國民敎 育の 延長では ないか、 即ち 
現在の 年限の 六 年なる を 八 年に 變へ ると 云 ふ 如キ .こ 
とが 必要で あらう と 思 ふ， 併ながら 是 は 俄に 行 ふこ 

とが 出 來ぬ とすれば， 即ち 補習 學 校の 如き ものを 設 

けて、 金 gs の國 民の 知識と 云 ふ ものを 高める に 依て 

…… 是が 其 is 務と 認める ので ある •政府は 之を 感じ 

ない ので あるか、 彼の 國 民の 知識が 低く して、 又敎 

育の 保' 度 も 低い が爲 に、 國家が 土 崩 瓦解す るが 如き 

例は、 即ち 近！！： 露 國 等に 於て 見る 所であつて、 是等 

は 甚だ 危險を 感ずる ので ある •故に 先づ 以て 國民敎 

育に爾 きを 置いて， 尙ほ 進んで 中等 敎育 なり •又 其 

他の 大學の 設備 等 も 完備を 1®! られる 方が、 是が 順序 

であらう と 思 ふ、 斯の 如く 爲す のに 多大の 經費を 要 

する に 佐つ て •せなければ ならぬ と 云 ふことは 勿論 

であるし、 又 今回の 大計 ® : に 付ての 財源と して、 恩 

賜を 拜戳し ■又 其 他國債 等 も 起して やる と 云 ふ 如き 

ことにな つても •必 しも 政府が 自ら 高等 學校を 施設 

いたして する よりも、 寧ろ 府縣 立、 又 私立 學 校に 對 

して 補助を 與 へて 是 等を 誘導して からに、 而して 高 

等學 校を 立てし めたならば •其 費す 所が 少 くして- 

効果は 却つ て 害なる ものでは ないか、 而 して 其餘る 

所の 金額を 以て， 國民敎 育、 其 他 謀 門學校 或は 大學 

施設の ものは 改善を 加へ て 行つ たなら ば、 即ち 其 効 

果と云 ふ ものを 擧 ぐる ことは 今日より ® > つた ものが 

出来る と 思 ふ、 之に 對 する 政府の 所見は 如何で ある 

か， 斯_な 大體の 趣旨であります、 之に 對して 當局 

大臣の答ほ、成る程質問莕の執られます所の意見ほ 

是は 一つの 方法では あるが、 政府と しては 今日の 急 

場に ほ 迚も咐 今 質 間者の 唱 へられる 如き 方法では 滿 

足す る ことが 出來な いので あつて、 已 むを 得ず 今回 

此 大計进 を 立てた ので ある、 JL つ 此收容 せむ とする 

所の 學生 は必 しも 高等 學 校の 者の みで もな く 其 他の 


寶 業專門 吊 i-i に耍 する ものが 多々 あるので あるから 
して •假に 地方 -〇 中學校 を 以て 之に 充てむ とする も 
尙ほ 多く 取 門 學校を 設けねば ならぬ と 云 ふこと にな 
るので ある， 又 高等 學 校を 設けむ とする のに ほ、 全 
國の 四大學 の 周 園に 適 {凡に 之を 配置す るの 便宜なる 
こと も 認めぬ ければ ならぬ ので ある、 又 國民敎 育を 
先き にす ると 云 ふことの 論點 に對 しても、 政府は 初 
等 •中等、® M 等， 是 等の 諸 學校を 並び 進めて 行く こ 
との 方針を 執つ て 思る ので あるから、 質問者の 述べ 
られる如き方法は、政府は此際執る意思はないので 
ある、 斯様な 答で あ 〇 ました* 尙ほ 一委 員より 斯の 
如き 大規模の 高等 敎育 機關を 設けら る X と 云 ふこと 
に 付て は、 國家が 多 數の學 者を 何程の 割合を 以て 要 
する ので あるか、 斯樣な 質問の 耍旨 でありました. 
之に 對 しまして 政府 當局の 答は-無論に 是等 のこと 
は 時勢に 從つて 、其 需用に 消長 あると 云 ふことは 勿 
論で あるが、 大體に 於て 近 來社會 の 狀况を 察して、 
今日の 割合を 以て 適當な りと 考へた ので あると 云 ふ 
意味の 答でありまして、 例へ と 致して 翳 者の 全國の 
人口に 於け る 割合 等を 擧げ られ まして •腿々 說 明せ 
られた のであります、 又 委員の 一人より 政府が 其 政 
策の 一として 斯の 如き 大計® をな された る も、 ® り 
其 外形に のみ 重きを 置いて， 其 内容に 於て 十分に 改 
善を さる、 に 非 ざれば 決して 其價 値は ない ので ある 
政府に 學校敎 育の 上に 於て 德 育を II んぜら る V のは 
勿論で ある •併ながら 學校 以外と して、 社會 の風敎 
上に 於て ほ 之に 對 して 改善す るの 決心が ある や 否や 
又 之を 努められる や 否やと 云 ふこと を 問 はれました 
のであります、 之に對 しまして 當局 大臣 ほ 金 然 之に 

同感を 表する ものであると S ふこと を 答 へられて 居 

ります、 此他 種々 の 質問が 出ました が •是ほ 餘り微 

細に もなります し、 此 分科 會の 報告 等に 於き まして 

は 餘稈精 しく 是 等の 事に 渉りまして 質問を 重ねられ 

ました 故に •是ほ 速記 錄に _ る ことに 致します、 そ 

れよ り大體 質問は 先づ是 に 止めて 置きまして、 討論 

に 移りまして、 委員の 中より 段々 御說 も IJi たので あ 

ります が、 其 中此追 加豫算 に 反 對の意 見を 有せられ 

る 方が ありました •それで 其 要旨は 唯今の 質問 報吿 

の 中に 述べました 通りでありまして* 目下 國 家の 急 

務と する ものは K 民敎 育で ある •又 高等 敎育 の擴張 

をな さむと する には、 墩 ろ 地方の 中學校 等に 補助を 

して 其 目的を 達せられた 方が 至當 では あるまい かと 


云 ふの が 即ち 其 反對の 趣旨と せられる 所で ありまし 
て、 であるが 故に 先づ 以て 此大計 进ほ 延期す る 方が 
宜しい、 延期の 意味に 於て 否決を 述べられた ので あ 
ります、 尙ほ此 外に 委員の 中ょり 修正 意見 も 出て ® 
ります、 で 其 要旨 ほ 大正 八 年度に 於て 計上せられ ま 
した 所の此 もの ほ 是で 宜しい、 大正 八 年度に 於て 計 
上せられた 其 以後に 於て 繼 紹 费 として 求められて 居 
るので あるが 其 計 迸は 認めても 宜しい、 但し 其 財源 
等 ほ 別であります か、 併し 此九 年度 以後に 於て は 多 
々之を 修 JE すべき こと も あるから、 是は 全部 削除す 
ると 云 ふことの 意見であります* 此 意見に 對し まし 
ては、 提出者ょりは 本 _ 場に 於て 其 趣旨を 述べられ 
る 趣でありまして •豫算 總會に 於て は發議 する こと 
を 保留いた されて 居ります、 此他に は 特に 修正 若く 
は 反對の 御意 見は 出ない のであります" 依つ て 採決 
を 致しました 所が 修正案は 少數で ありまして 成立い 
たし ませなん だ •依つ て 原案に 付て 採決を 致し まし 
た 結果は、 多數に 依りまして 本案を 可決され たんで 
あります、 此 場合に 付加へ て 御 報告を いたします の 
は 分科 會の 主査の 報吿の 中に •分科 會の 決議の 際に 
於き まして •二 箇の 希望が 出まして 之に對 して 政府 
から 相當な 言明を 致された のであります から 之を 此 
際 御報吿 致さぅ と 思 ひます •第三 分科 會に 於き まし 
ての 希望、 是は 成文を 玆に讀 まぅ と 存じます、 「高 
等 教育 機關の 創設 棚 張の 計 5¢ は 尙調查 研究の 餘地あ 
る ものと 認む るが 故に 政府は 宜しく 敎育 諮問 機關に 
諮り 其 答申に 重きを 置き 適當の 措置を 執られむ こと 
を 望む」 斯樣な 趣旨でありまして 此趣， 旨の 意義を 說 
明いた されて 居ります、 それは r 1、 此の 大計 ffi 中 
に 於て 七 年 制の 高等 學校を も設 くる こと、 二 •此の 
大計 ® 中に 新設 改良 等を 裸 定 せる 大學學 部 及 其 他 高 
等諸學 校に 關 しては 今後に 於け る實 際の 狀勢に 照し 
て 種類の 取捨 增 減等を 行 ふこと， 三、 此の 大計® 中 
に 於て 現在の H 學 部理學 部の祯 張 及 其 素質の 改良を 
行 ふこと •四、 此の 大計 迸 中高 等敎 員義 成 上に 於て 
は 高等 師範 學校 研究科 專 修科學 生に 對 しても 大學生 
同樣に 給費を 爲す こと、 五、 小中學 殊に 小 學の中 幾 
許を 改造して® 業的學 校たら しめ 以て 上級 學校に 進 
入せ ん とする 者の 幾分を 之に 收容 する こと， 六、 此 
の 大計 1E の實 行の 爲め府 縣立私 立 高等 諸學 校の 興 立 
を妨 くる こと 無き 樣 努めら る、 こと」 斯樣な 意義に 
於て 此 希望を 述べられた ので あると 云 ふこと を 申さ 


八 六 二  _ 

れて 居り ま L た、 之に 對 して- 璁珂 4、 : ;- ,.  j 
のこと に對 しては 光 刻 報 «• にな 〇 ました yc tu ^ 0 K5 I 
にも 述べられました： ifi り、 總 f* -v: に 於て i 是は 8 決 
L て あ b ますが， 教育 上に II する 諮問 SS 明を 設ける 
と 云 ふこと になつ て 居ります からして、 而して № 3 
問搀關 は 擗咸あ るべき ものにする と 云 ふこと を 答へ 
られて 居る 次第であります から •是 等の ものに 諮り 
又 政府 も 十分に 尙ほ熟 考を いたして 相當 に是は 吃 ぱ 
をす る秸〇 である >  斯阔 に e 理大 は ょ 明を 致さ 
れた のであります、 それで 尙ほ 第一 分科 會 の 希 菊と 
致しまして 「此 大計 s!£ の 財源を 公 {r-f に 求む る ことは 
之を 承諾す ると 雖も 將來 lit の 如き ffi 途に對 する 时沏 
には 公值に 依る か 如き ことは 避けられむ ことを 詔む 
」 斯樣 な 趣旨でありまして、 之に 對し て尙 ほ委 負ょ 
〇說 明を されて 居ります、 其 趣® は 旣に 今回の 大計 
喪に 於ても 寄付金 等も琛 られる ことで も あり、 從つ 
て 此公偾 を 蘇 集す ると 云 ふこと に 於て (i 多少の 於 地 
も 出来る、 又 今後 一般 財政に 於こ餘 裕の あつた 坳合 
に 於て は 他に 必要 缺くべ からざる 所の 费途に 充てら 
れ ると 云 ふことの 外に、 多少の 餘地が & ると 云ふ呦 
合に ほ、 努めて 此公似 と 云 ふ ものを 減す る やうに さ 
れた 方が 宜か らう、 斯樣な 意味を 以ち まして lit 希菌 
を 述べられた のであります、 之に 對 しても 總理 大臣 
ょり 大蹬の 希望の 趣旨に 於て は 其 意を 諒 としたので 
ある、 尙ほ 今後に 於て 財政 上に 餘地が あると 云 ふこ 
となら ば、 又 ffl 當の處 置 も 執る であらう 去りながら 
唯今の 所で ほ 此公似 財源に 依る と 云 ふこと を 先づ以 
て 確なる ものと 見て 遂行した ので あるから、 尙ほ其 
他に 於て 餘地 ある 場合には 相 當 の考撖 をす る、 斯樣 
な 意味で 言明され て 居る のであります、 で 斯の 如く 
致しまして 此 •第二 號の 追加 ft 算は衆 議院 绘 付の 通 
り 可決いた したので ございます、 此段御 報吿を 申し 
ます 

〔江 木 翼 君發 言の 許可を 求む〕 

〇識 長 (公爵 徳川家 達 君〕 江 木 君は .…： 

0 江 木 翼君豫 算 委員長の 報 吿に對 しまして 一言 質 
問を 致して 置きたい と 思 ひます。 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 質問で ございます か、 預 
算 委員長に 對 して …… 

0 江 木 K 君は い。 

0_ 長 (公爵 徳川家 達 君) 宜しう ございます。 

〇 江 木 翼 君 唯今 決議の ことを 御 報吿な さるに 當り 
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e/c 

aZ 

及 

横 

張 

金 

九 

百 

贰 

拾 

贰 

萬 

參 

千 

大 

正 

十 

年 

度 

に 

於 

て 

す 

項 

敎 

官 

養 

成 

金 

五 

拾 

萬 

九 

千 

參 

百 

七 

拾 

圓 

を 

削 

除 

あ 

る 

を 

金 

參 

百 

八 
拾 
四 
萬 

九 
千 
圓 
に 
改 
め 

項 

新 

營 

及 

s/t< 

m 

費 

金 

五 

百 

M 

八 

千 

參 

百 

八 

拾 

と 

拾 

-b 

萬 

四 

千 

四 

百 

-V 

圓 

に 

項 

事 

務 

m 

金 

贰 

拾 

參 

萬 

八 
千 

九 
百 
參 
拾 
圓 
と 
あ 
る 
を 
金 

9 

八 

拾 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

四 

百 

贰 

萬 

參 

■  r 

四 

百 

-IU 

圓 

に 

款 

高 

等 

諸 

m 

剖 

sn. 

aX. 

及 

桢 

吸 

費 

金 

If. 

|マ 

九 

拾 

ut 

萬 

-し 

孕 

大 

正 

九 

年 

度 

に 

於 

て 

項 

敎 

官 

養 

成 

費 

金 

拾 

七 

萬 

贰 

千 

贰 

百 

參 

拾 

_ 

を 

削 

除 

す 

改 

め 

四 

百 

參 

拾 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

貳 

百 

拾 

壹 
萬 
四 
千 

貳 
百 

liil 

に 

款 

高 

等 

諸 

m 

校 

創 

sjh 

aX 

及 

擴 

張 

m 

金 

百 

九 

拾 

八 

萬 

— L. 

孕 

大 

正 

八 

年 

度 

に 

於 

て 

年 

m 

中 

除 

す 

項 

敎 

官 

sg 

成 

费 

金 

四 
百 

五 
拾 

九 

千 

百 

贰 

拾 

圓 

を 

削 

め 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

千 

四 

百 

九 

拾 

參 

萬 

八 

千 

贰 

百 

七 

拾 

圓 

に 

改 

項 

新 

營 

及 

en. 

SX 

備 

费 

金 

參 

千 

八 
百 

拾 

m 

千 

九 
百 
九 
拾 

十 

浴 

贰 

萬 

贰 

千 

參 

百 

五 

拾 

M 

に 

項 

事 

務 

費 

金 

百 

五 

拾 

九 

萬 

九 

千 

參 

百 

拾 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

に 

四 
百 
贰 
拾 
圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

千 

五 
百 
五 

拾 

m 

_ し 

9 

贰 

拾 

圓 

款 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

設 

及 

擗 

張 

m 

金 

四 

千 

四 

百 

31 

拾 

參 

萬 

總 

額 

中 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

=•；£- 

aX 

及 

摘 

張 

費 

文 

部 

省 

所 

管 

乙 

號 

の 

通 

修 

JH 

す 

大 

正 

八 

•年 

度 

歳 

人 

歳 

出 

n 

算 

追 

加 

案 

中 

乙 

號 

を 

左 

金 

贰 

百 

九 

拾 

八 

蓖 
. 1 . 

四 

百 

參 

拾 

圓 

或 

百 

八 

拾 

K 

萬 

四 

千 

百 

圓 

大 

正 

八 

年 

度 

年. 

額 

金 

四 

百 

a 

i：r 

-L. 

九 

千 

百 

成 

拾 

IU1 

金 

參 

千 

八 
)1\ 
[參 
拾 
六 
萬 
千 

九 
,1'! 

'し 

拾 

圓 

千 

四 

百 

九 

拾 

參 

M 

八 

千 

贰 

七 

拾 

圓 

金 

百 

五 

拾 

九 

萬 

九 

T 

參 

百 

拾 

[圓 

或 

M, 

贰 

千 

參 

百 

五 

拾 

圓 

金 

四- 

千: 

四 

百- 

拾 

參 

萬 

四 

百 

拾 

圓 

千 

5! 

五 
洽 

六 

-V 

洽 

ill 

總 

額 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

HZ 

及 

擴 

張 

費 

文 

部 

省 

所 

管 

乙 

號 

す 

項 

敎 

V-； 

養 

成 

费 

金 

[,Li 

拾 

九 

萬 

參 

千 

九 

百 

五 

拾 

_ 

を 

削 

除 

る 

を 

金 

九 

拾 
-1 . 

m 

參 

千 

圓 

に 

改 

め 

項 

新 

營 

及 

S-/C. 

nX 

備 

費 

金 

9 

五 

拾 

九 

萬 

八 

T-I 

圓 

と 

ぁ 

萬 

八 

千 

壹 

西 

五 

拾 

圓 

に 

項 

事 

務 

費 

命 

或 

拾 

1T. 

萬 

-L. 

ハ 

千 

百 

八 

拾 

№1 

と 

あ 

る 

を 

金 

貳 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

九 

拾 

九 

M 

千 

壹 

百 

五 

拾 

圆 

に 

款 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

5 ■ル 

ffX 

及 

擴 

張 

m 

七 

百 

參 

拾 

N 

ffi 

千 

拾 

大 

正 

十 

度 

に 

於 

て 

す 

項 

敎 

官 

* 

費 

金 

百 

ね 

八 
萬 

五 

百 

九 
拾 
圓 
を 
削 
除 

と 

あ 

る 

を 

金 

五 

拾 

參 

萬 

八 

千 

圆 

に 

改 

め 

項 

新 

營 

及 

=；£. 

iiZ 

備 

m 

金 

七 

百 
-1 . 

谷 

?/，: 

，出 

參 

千 

參 

百 

八 
拾 
圓 

壹 

萬 

-j.. 

千 

九 

vi¬ 

rtu 

に 

項 

事 

務 

費 

金 

貳 

拾 

九 

萬 

七 

千 

九 

百 

谷 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

百 

參 

拾 

圓 

と 

>> 

あ 

る 
を 
金 
: fi. 

拾 

五 

四 

千 

九 

Vi 

[ill 

に 

款 

高 

等 

諸 

m 

校 

創 

叹 

及 

擴 

張 

抑 

金 

九 

百 

參 

萬 

七 

千 

九 

大 

正 

十 

度 

に 

於 

て 

項 

敎 

r*; 

養 

費 

金 

百 

\K 

拾 

五 

萬 

八 

千 

參 

拾 

圓 

を 

削 

除 

す 

と 

あ 

る 

を 

金 

貳 

百 

四 

拾 

萬 

九 

千 

八 

百 

貳 

拾 

圓 

に 

改 

め 

項 

新 

營 

及 

~r)t 

tDC 

I'iii 

m 

金 

八 

百 

參 

拾 

贰 

萬 

四 

千 

參 

百 

贰 

拾 

圓 

四 

千 

七 

百 

參 

拾 

圓 

に 

項 

事 

務 

費 

金 

參 

拾 

參 

M 

贰 

千 

五 

拾 

圓 

と 

あ 

る 

を 

金 

九 

萬 

四 

百 

圆 

と 

あ 

る 

を 

金 

: //： 
拾 
七 
萬 

四 
千 

五 
百 
五 
拾 
圓 
に 

款 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

S/ti 

rDC 

及 

擴 

張 

費 

金 

九 

百 

九 

拾 

壹 

萬 

四 

千 

款 

項 

項 

項 

款 

貴 

族 

院 

議 

長 

公 

嵙 

德 

川 

家 

達 

殿 

矢 

江 

男 

m 

男 

岩 

男 

爵 

矢 

男 

1ft] 

男 

爵 

今 

男 

爵 

島 

男 

爵 

永 

男 

爵 

楠 

男 

は 

長 

m 

爵 

千 

男 

爵 

山 

男 

m 

坂 

男 

m 

山 

侯 

m 

細 

賛 

成 

者 

發 

_ 

者 

大 

正 

八 

I 

+ 

五 

日 

右 

議 

院 

法 

第 

四 

十 

i 

に 

依 

及 

提 

出 

候 

也 

紙 

の 

通 

修 

正 

す 

大 

正 

八 

年 

度 

歳 

入 

歳 

出 

總 

豫 

算 

七 

加 

第 

屮 

乙 

號 

を 

別 

修 

11： 

m 

m 

ハ 

參 

照 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

sn 

6X 

及 

擴 

張 

費 

敎 

新 

事 

高 

等 

諸 

學 

校 

創 

設 

及 

擴 

張 

費 

は? 
同 7 
削、 こ 
除! 

の C 

m 

號 f 
な I 
り 

今 

口 

長 

右 

衞 

門 

木 

崎 

弓 

佐 

吹 

省 

所 

園 

國 

津 

久 

山 

盛 

本 

正 

松 

篤 

秋 

季 

內 

豊 

本 

俊 

中 

信 

川 

m 

官 

營 

ヨ j 

m 

彥 

新 

三 

德 

a 

賢 

興 

敏 

m 

隆 

政 

篤 

義 

立 

在 

成 

及 

S/C 

aZ 

備 

務 

を 

1 

0 

文 

湯 

伊 

男 

爵 

寺 

男 

m 

•ft 

男 

爵 

柬 

m 

爵 

藤 

男 

爵 

岩 

男 

m 

黑 

游 

m 

男 

m 

本 

男 

爵 

伊 

男 

爵 

毛 

男 

爵 

平 

荒 

侯 

爵 

佐 

木 

若 

P 

淺 

澤 

島 

津 

鄕 

村 

倉 

田 

原 

田 

丹 

利 

野 

川 

勘 

fi 

費 

m 

倉 

多 

喜 

男 

敏 

之 

助 

義 

道 

長 

俊 

親 

春 

五 

長 

義 

太 

郞 

行 

禮 

次 

郞 

平 

三 

安 

朗 

俱 

和 

丸 

濟 

雄 

郞 

祥 

忠 

瑰 3? 案 大正 八 年度 歲入 歳出 總抟 3? 追加 案 C 第二 號〕  八 六 三 


院族資 會敦國 帝 回一 十四 第 


項 項 

項 

敎新 

事 

官營 

及 

養 

務 

設 

成備 

費 費 

費 

項 項 項 

敎新事 

官營 

及 

m  務 
設 

成備 

mm  m 


項 項 項 


款 


項 項 項 


款 


項 項 項 


款 


金 拾參茁 四千 EI 
金甙百 六 拾 八 is 甙百 [i 
金 拾七恧 甙千试 |?-| 參拾圓 

大正 九 年度 

四 T-I t u'. 萬 參千 四百 六 拾 1! 

金 IV.: 百 九 拾 iff: 萬 六 !- T- 六；， ; [:-! 八拾圓 

拾 七 萬 四千 四百 六 拾 y 
金 IriT: 拾 參萬八 千 九 rrl 參拾圓 

參百八 拾 四 萬 九吁圆 
金 五 西 拾 六 萬 八 千 參 百 八拾圓 

金 五， 洽 K 萬 九 千 參 [[--1 七 拾 圓 
大正 十 年度 

四百 六 拾 萬 成 千 參百 六洽圓 
金 九 百 lut 拾 成 萬 參千九 百 七拾圓 

拾 七 萬 四千 壹 百拾圓 
金 參拾四 萬 百 九拾圆 

四百 四 拾 拭 萬 八 千 贰百 五拾圓 
金 七 百 九 拾四蕖 四千 八 百 參拾圓 

金 九 拾參萬 八 千 九 百 五 拾 IW 
大正 十一 年度 

贰百五 拾 七 萬 四千 五 百 五 拾圓 
帝 九 百 九 拾 IK 萬 四千 四百 圓 

九 萬 四千 七 百 參拾圓 
金 參拾參 萬 贰千 17!: 洽 1 

贰百四 拾 七 萬 九 千 八 百 贰拾圓 
金 八 百 參拾咸 萬 四千 參百贰 拾圓 

金 百贰拾 五 萬 八 千 參拾圓 

大正 十二 年度 

五 拾 五 萬 四千 九百圓 
金 九 百 拾參萬 七 千 九 百 參拾圓 

壹萬六 千 九 百 圓 
金贰拾 九 萬 七 千 九 百 六拾圓 

五 拾參萬 八 千 圓 

金 七 百 六 拾 五 萬 參千參 百 八拾圓 

金 百 拾 八 萬 六 千 五 百 九拾圓 

大正 十三 年度 

九 拾 九 萬 壹千壹 百 五拾圓 

金 七 百 參拾四 萬 千 拾圆 

贰萬八 千 壹百 五拾圓 

金贰拾 五 萬 六 千 百 八拾圓 

九 拾 六萬參 千圓 

金 六 百 15/.: 拾九滇 八 百べ 拾圓 

金 四 拾 九 萬 參千九 百 五 拾圓 

說明' 

前記の 费途は 前揭 の六箇 年度に 百 一り 繼續 費と 爲 すを 要す 


高等 諸學校 創設 及 擴張費 

事務  費 

新營及 設備費 
敎官蔻 成 費 

高等 諸學校 創設 及擴張 費 

事務  費 

新營及 設備費 
敎官 養成 費 

高等 諸學校 創設 及 擴張費 

事務  費 

新營及 設備費 
敎官 養成 費 


款  高等 諸學校 創設 及 擴張費 
項  事  務  # 

項  新營及 設備費 

項  敎官 養成 Itt 

» 

款  高等 諸學校 創設 及 擴張費 


053 長 (公博 ii 川 家 達 君〕 是 ょり： 迪告 「..に 依り まし 
て發 言を 許します、 高 田 早苗 君* 

〔高 田 早苗 君 演® に 登る〕 

〇 高 田 早苗 君 木 員 (X 大正 八 年度 追加 抟 S 第二 號， 
問題に なつて 居ります る 本案に 對 して 不本意ながら 
延期の 意味を 以て 反® を 致したい と考 へる ので あり 
ます、 元来 現 內閣が 其 政綱の 一つと して ^ 育の 旭 張 
發展 、之に 重きを 置かれる と 云 ふこ •とほ 頗る 賛成に 
値する ことであります、 又 高等教育 機關咐 設と云 ふ 
こと も 今日の 畤勢に 於て 決して 無 EH でない 譯 で-そ 
れ にも拘らず 本員が 之に 反對を します るの (3; 根本に 
於て， 根本の 敎育 政策に 於て 不幸に して 意見を 1 S に 
すると 云 ふこと V、 又此 案の 內容に 付て 考を 異にし 
て 居ります ると 云ふ點 と、 此二つ の 意味から して 反 
封を したいと 思 ふので ある、 元來此 高等 敎育 機關の 
增設擴 張の 案は 衆 B 院の大 多 數を以 て 可決して 本院 
に 送付され たので ある •本院の 之に 對する 態度は 未 
だ 定まらぬ であります る けれども、 併ながら 先刻 財 
政 計 畫に對 する 法案の 大多數 を 以て 可決され た 狀況 
若く は 豫算 分科 會 •豫 算總會 の 有樣を 見ます ると 云 
ふと、 或は 大多數 で 又 可決され るか も 知れぬ、 或は 
BJ 決される かも 知れない が， 併ながら 蓋し 可決 せら 
れるな らば * 哲附と 云 ふこと で 可決され る ことにな 
り ほしない かと 思つ て ^ るので あります、 其 膂吿附 
と 云 ふことの あるのを 見ましても、 吾々 此 案に K 對 
をす る 者が， 此 施設に 付て 多大の 疑惧を 懷き 、多大 
の 不安を 感じて 居る と 同じく， 矢張り 賛成せられ る 
方 も 多大の 疑惧を 有ち >  多大の 不安を 感じて 居らる 
X と 云 ふことは 自ら 现はれ て 居る やうに 思 はれる、 
さう でなければ » 吿附と 云 ふことの あるべき 窖はな 
いので あるから 、此 案は 賛成す る 者 も 亦反對 する 者 
も 疑惧を 感じ： 个 安を 感ずる と 云 ふことは 蓋し 免れな 
いこと であると 斯樣に 私は 思 ひます-それ {X 姑く 措 
きまして、 何が 故に 大體の 教育 政策 上から 私が 反對 
を 致さなければ ならぬ かと 云 ひます ると、 私が 考へ 
ました 所では、 戰後敎 育の 政策と して if 先刻 も 私 
の 意見を 紹介せられ た 委員長ょりの 報告の 中に も あ 
りました けれども、 どう 考へて も 國民敎 育の 延長、 
國民敎 育の 充實と 云 ふこと であらう と 思 ふ， 六 年 (3; 
八 年に する、 それが 出来ぬ となら ばせ めても 補習 敎 
育を 義務 敎育 にす る、 國民の 知識の 高い 低い、 國民 
敎 育の 厚い 薄い、 是が 即ち 文 野の 分れる 所以で ある 


と 云 ふごとは 勿 3であつて、又將來世兄に於てほ0 
M 劣の 分れる 所以で ある こと； li 中 十. ■: ,; であ 
る、 歐 堀 巴列强 は 其點に 付て 硪爭 中より 旣に Ha し 
て 居る ので ある、 英國 〇 教育の is 局济 r ヒッシ ヱィ」 
の 案 C- 如き ほ •即ち 其 si'i に氣が 付いた S -C ある， 祝 
'  .梁 の 上に 現は れた 所で も敎 ff c:: 

露 西 亞 ほ 土 崩 瓦解， 獨逸 の强 さと 云 ふこと、 無 
逸の敎育の方針にほ誤があるから，それが 1!?: 3にな 
つて 結局の 失敗を 招いた ので あるが、 JG に -; 0 あれ ま 
で诚 つたと 云 ふことは W 民敎 育の 効 それや 是や 
段々 と考 へて •旣 に BS 羅巴 列强に 於て ほ ® 後、 ? ? な 
戰時 中より して 第一に 教育 政策と しては W 民 敎 竹 の 
充 K 延長、 義務教育の 延長、 之に 皆な 氣が f-J' て それ 
を實 施し •若は 迓施 せむ として 居る やうに 考へら れ 
る •外の 國が其 事に 手を 著け て 之を 延ばし、 之を 充 
K する、 我 一は 依然として 同じ 狀態 であると 云 ふこ 
とで あつたな らば、 今日 ® 劣な しとす る も、 他 H の 
優劣 (X 甚 しくなる、 况や 今日 挺 劣な しと 言 ひ 得る か 
どうか、 頗る 問題と 言は ねばならぬ、 さう X;* ふ 譯で 
あります から、 どう 考 へましても、 一番に 手を ^ く 
べき こと (i 敎育 政策、 戰後に 於け る敎育 政策の 第； 
蓉步 として 爲さむ ければ ならぬ ことほ 國民敎 育の 充 
實 延長と 云. ふこと であらう と 思 ひます けれども 、併 
ながら 高等教育 機 關の擗 張 增設は 決して 無用な こと 
ではない、 無用な ことでは ない が此と 彼と 比べて 兑 
ると* 何れを 先にす るか、 何れを 後に する かと S へ 
ば、 蓋しより 大切の 問題 ほ 國民敎 育の 充 i$ 延長と 云 
ふこと にあり はしまい かと 斯う 思 ふ、 出來煜 ベ くん 
ば それ も爲し 是も爲 すが 宜しい、 今の 内閣が If 手せ 
られた 此計！ S も® る結榈 な ことで あるから， 早晩 0 
さなければ ならぬ から、 此場合 結し 得るならば M -% 
爲すが 宜しい ので ある、 それば かりで ない、 義務 敎 
育の 充實 、充實 と 云ふ內 には 這 入る か 知らぬ か、 延 
長と 云 ふことの 內には 蓋し 這 入らぬ 所の 問題 ほ 小學 
敎 員の 優遇！： 題で ある 旣に礙 週され つゝあ るが 未だ 
之を 以て 足れり としない と 云 ふ 事は 明な 事で ある、 
此の 狀况は 諸 ;/ T も 御 承知で ありませ うが  >  それ に 付 
て 詳く御 話を する よりも •玆に 或る 有力な 新 間の 一 
つの 記事が あります から、 之れ を if 上げた 方が 却つ 
て簡鼠 明瞭に 解ります るから、 諸君の 御 許しを 得て 
ちよつ と S んで 見やう と 思 ひます、 「我 普通 敎育の 
頗る 憂盧 す RJ き狀 態に ある ことは 旣に r w ならず、 


冷 ^ 兌 大 IF. A 年度 安 入歲出 怒 翔 箱 追加 案 C 第二 8 S) 
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吾人 も 弊 锴 する 所 あ〇た り、 其の後 谷 ^ 方の 實 地に 
就て 兑 聞 し、 a 頃 ^ 、 九州， 屮國 、四 阔力 1¢] に 旅行 
して 親しく  fs 局 者の 愆 見を 聽収 して 歸來 したる 本 
社員の斑命に徴するも>今や前記の !1( 锊は，思ひし 
ょりも I 府深 刻に して、 所に W りて は 敎 员 の 不足、 
殆ど 補充の 途なき あり， fillj 範入碉 生の 頭數 を滿 たす 
さへ 闲 雖を 感じ Ifr る あり、 生活雖 、 r- p 職’ 不平の 聲 
あり、 酷 趿は危 險思 想の 混 人 さへ 氣锁は るゝ 所な き 
に 非ず と 云 ふ、 果して 然らぱ 是 M に •國比 敎育界 の 
席 機と 謂は ざる SJ からず I 敎育界 の欣腌 と 題して 斯 
う 云 ふ 記事を 揭げ て！ £ るので、 蓋し 是は® 相で あら 
うと 思 ふ •之 決して 打棄て 、置ける 問題で ない、 又 
中等教員 の © 遇に 付て ほ、 昨 H 本 誘 場に 於て 年功 加 
俸の砘 蕺案を 滿 坳 一致を 以て 可決した 位な， 其 時に 

同僚の 江 太 君の 證 h げられ た 其 手紙を， 席に 於て 11 

取りました 所に te つても’  丁度 是と同 じ 意味が 現 ほ 

れて屛 る •之 決して 打 棄て 、笸 けない 問題で ある、 

而して 高等 敎育 捭關 の ® 張 も 然るべ し， 咐設も 必要 

て あるけれ ども， それと in'l じ 程 !1 ¥ に 於て 旣に 成立つ 

て 尻る 所の 最高 等敎育 機關 の、 lit 研究 設 附 を完 くす 

ると 云 ふことは •極めて 大切なる ことで なければ な 

らぬ、內容貧弱なる吊校が幾つ出來ても仕方がない 

ので ある >  又研 究 W 關 の K も發 達した る學闽 を 有す 

る ことほ 國： 故 の 詩り である、 のみならず K- 國の文 明 

の 探 度は 是 に te つて 卜 -U: られる •所が 最も p く  m 來 

て最 4' 榴 威 ありと 言は る k 所の m M 帝 國大學 の 其 研 

究設筛 は、 果して 滿足で ある や ?,' や、 此席 の屮 には 

帝® 大堞 の敎 校た る 方 も 御 在りに ならう が" 滿 足と 

言 it れ る、 方は 蓋し 少か らうと 思 ふ、 大壤院 と 云 ふ 

名 あつて 1¢ なきが 如き 有 ra ほ 久しい 間の ことで ある 

東京 帝 國大 淨 さへ さう である， 遲れ て ,1 1( 來た京 都 帝 

國大學 は 翰々 不完全で ある、 尙ほ遲 れ て ! 1: 来た 九州 

帝 國大學 、束 北 W 國大學 、北海道 大學の 如きに 至つ 

て ほ 此 取 出 來たぱ かりで あるから、 固ょり 不完 金で 

あらう と 思 ふので あります るが、 是等の 設備を 整へ 

ると 云 ふこと if 此高等 敎 育機關 の咐設 碑 張と 云 ふ 

こと、 尠くとも 同じ 稅 度に 於て 必要な ことで ある、 

是 等の 問闊は どうして も來 年 H ぐと 言は ないでも • 

二苹 、三年の 間には 解決し なければ ならぬ 問題で あ 

って、其朮耍の程度は今9此處に提出されて解決せ 

られ むと する 問題と 同じ やうな 譯で ある、 それで あ 

るから 私は 先刻 も委 fl 畏から 報 吿のあ りました 如く 


に •斯る 場合は 巳む を 得ざる 手段と しても •補助 政 
策を 執る のが M も適當 であると 思 ふ、 七 年の 高等 學 
校と 云 ふ もの ほ、 ® 員會に 於ても 腿々 繰 返された る 
が 如くに、 是 ほ 高等 學校 令の 定めた る 所の 本體の も 
ので ある、 之を 一つも^^ けぬ と 云 ふこと で 大分 批雖 
の聲が 高い ので ありました、 地方の 中 ^ の 隘 良なる 
ものを ii んで 、而 して 之に 二 舉年を 附加 へて 高等舉 
校と爲 すと 云 ふこと ほ 決して 出來ぬ ことでは ない、 
範阐が 小と 云 ふなら ば !! S に 於て ^ せ ば •今 政府が S 
さんと して 居る が 如きの 收容力 ほ- 必 しも 得られな 
いこと でな からう と 思 ふ、 金が無いと ならば， 地方 
にも 固ょり 負擔 される が 中央に 於て 之を 分 擔 してや 
る、 所謂 補助 政策を 行 ふなら ぱ極 めて 販い 費用で m 
来は しまい か、 又 私立 吊 校 , I 如き も 其 通りで ある， 
大學 として 之を ^ 蚴 し發 達せし めれ ぱ •大舉 として 
恥し からぬ ものになる のが 幾ら も あるので あるから 
之に 對して 相 當の 補助を すると 云 ふこと であれ ぱ， 
费用が 少 くして 効が 多く 大學を 新に 造り 得る ことが 
出来は しない か、 斯う 云 ふ 風に して 補助 政策を 執る 
と 去 ふこと が、 先づ 今日 眼の 前に斯 の 如き 重要な 問 
題、 其 或 もの li 此 問題ょりも 先に 解決し なければ な 
らぬ となつ て 居る 時には， 蓋し 採るべき 所の 方針、 
採るべき 所の 政策では ないかと 思 ふ •併ながら それ 
は 文部 大 氓 が 考へて 居られな かつた、 若く は 今やつ 
て 間に合は ぬと 云 ふこと でありました から 已 むを 得 
ない として、 それなら ば 他の 問題を 解決を せらる、 
か、 無論せ むと 欲する ので ある、 斯う 答 へられた に 
は柑潭 ない が、 之は 龈い金 で 出来る 事では ない、 唯 
せんと 欲する だけでは 心細い、 せめて ほ 無論 明確な 
案は 無くと も •斯の 如くして、 乂此樣 にして と 云 ふ 

少しく 具體 的の 御 答を 承らぬ と、 安心して 此 案に 賛 

成は 出 來ぬと 云 ふ 質問を したが、 遂に 具體 的の 御 話 

は 承る ことが 出来な かつた、 而 して 金は どれ だけ あ 

る、 假令 公似で も 何でも 四千 五 百 萬と 云 ふ 大金を 文 

部 省が 使 ひ 得る， 敎育界 に 投ぜら る、、 空前な 話で 

ある、 絕 後では ^ 論な か !•> うが 空前な ことで ある、 

是 すら 旣に 今までに ない ことで ある 上に、 此の上に 

研究 設備を 整へ る、 數百萬 、數千 萬の 金が 要る、 義 

務敎 育の 延長 •數百 萬 或は ！! 14 千 萬の 金が 要る かも 知 

ぬ、 其 他 小战敎 員の® 遇 •若く は 中學敎 員の 礙沔と 

なると* なか'^- 大金' か耍 るので あるから、 どうも 

文部大臣の 手腕は 認める •現内閣が 敎 員に 力を  さ 


れ ると 云 ふこと も 認める が、 此二 年、 三年、 四 年、 

31: 年の 間に 是 等の 問題が 解せられ ると 云 ふ、 此安心 
はどう も 私には 心の中に 起らない 譯で ある、 斯う 云 
ふ 次第で あろから 甚だ 不本意な _で あります る けれ 
ども •大 體の敎 育の 政策の 上から •勢 ひ 延期の 意味 
に 於て 反 對せ ざるを 得ない と 云 ふこと になり ました 
譯 である、 第二の 反對 する の已 むを 得ざる に 至つ た 
理由は、 是は此 案 其 ものに 付て 不安を 感ずる と 云 ふ 
ことから であります* どう 云ふ點 に； f 安を 感ずる か 
と 云 ふと •第一に 感じます るのは 此敎員 養成と 云 ふ 
ことで ある、 八 百 入 •殆ど 千 人に 近い 人間を 撰 拔し 
て 之を 外國 にやつ て， 是 等の 學 校の 敎 fl にしな けれ 
ばなら ぬ、 無論 高等敎 育 機 關の 佾設攏 張と 云へ ぱ先 
づ 入から 造つ て 行かなければ ならぬ ことは 固よりの 
ことで あつて、 蓋し 已むを得ない ことで あらう と 思 
ふ* 思 ひます る けれども、 大勢から 云 ひまして 今： n 
敎育界 が 人物を 得られる 時代で あるか どうか， 是ほ 
どなたが 御考 へに なつても 容易に 得られない と 云 ふ 
ことは 明で ありませ う、 少しく 頭の 良い 满は •少く 
秀才 的の 入 間 IX 實業界 に ^ ると 云 ふこと になる ので 
あるから、 敎育界 は 人材 拂 底、 折角 赛成 しやう と 思 
つても M が惡 い、 是も 大體に 於て どうしても 許さな 
ければ ならぬ 事實で ある、 それば かりなら ば ' rt しい 
が、 其 種の 惡い 者の 中から 多數潠 拔を すると 云 ふの 
である、 此 一時に 多數の 人間を 人選して •其 人選が 
粗漏に 陷ら ずん ば 蓋し 幸なん である •なか < 將來 
大學 の敎授 、專 門® 校の 敎授 、高等 學 校の 敎授 として 
宜しから うと 云 ふ 者を 八 百 人、 千 人に 近く 今日 人物 
柳 底の 屮から 一時に 入選を すると 云 ふので あるか 
ら ，人選 粗漏と 云 ふこと も 蓋し 起り ほしない かと 思 
ふ， 第三には 其 素質の 餘り上 等で ない、 而かも 人選 
も數が 多い 爲に 粗漏になる と 云 ふ、 此餘〇 良くない 
材料を 二 年 西洋に やつて、 僅に 二 半の 間に 之を 仕 立 
て 上げて， 而 して 學 校の 先生に する 擴張せ られ 、創 
立せられ た 高等 敎育 機關の 教授に *r ると 云 ふので あ 
るから >  此點 が 第一に 不安を 切に 感じなければ なら 
ぬ 事で ある、 不安を 感ずる のみならず、 私が 遠瞪な 
く 申せ ぱ餘り 見つ とも 宜い 話で ない と 思 ふ， 今日佛 
蘭 西に 於て 「ヴェル サィュ .」 の 平和 會一に 於て、 五 
大國の 一つと して 押し も 抑され もせずに 立つ て 居る 
此國 から. ® 校を 格へ ると 云 ふので 以て 千 人に 近い 
軍 除， 一大 隙の 此敎肺 候補者を 亞米利 加 あたりに 派 


遺して 敎 へて 吳れ ろな どと 云 ふことは、 餘り見 つと 
も宜い 話で も 私は ない と 思 ふ. 先年 日 ® 職® ■の あと 
に 支那 あたりから 是が澤 山に 日本に やつて 來て 、急 
桁への 先生が 澤 山に 歸つ て茭 邦の敎 育に從 事した の 
であるが ，支那が 日本に 學ぶ のは 其當 時の 有樣 では 
巳む を 得ぬ が 今日は 最早 此戰後 に 於て は 外國 にやら 
なくても 一つ ばし の- 授 位-高等 學校 •專 門 ® 校の 
敎授位 は 出來な ければ ならぬ 譯で ある、 然らずんば 
學 問の 獨立 何處に 在り やと 云 ふ！！ であるから-どう 
しても 體 裁の 上から 云つ て も 餘り宜 いと ほ 胃 はれな 
いかと 私は 考へ る、 それ ほ 姑く 措きまして 兎に角 敎 
fills は 粗製濫造になる •粗 刺 滞 造 せらた 其 敎師が 敎へ 
る學 校に 於て 好成續 を 得る ことは 蓋しむ づか しくは 
あるまい かと 思 ふ、 次に 不安を 感じます sa if 此佾 
設さ れる學 校の 地位と 補 類と 云 ふ 上から 不安を 感ず 
る、 地位と 云 ふこと を 言 ひます と 地方 分布と 云 ふこ 
とから 来て 居りまして、 各所に 高等® 校 や 事 門學校 
が 出來 るので ある •大體 に 於て それは 宜しい と先づ 
許しました 所で •一 踏 敎 W と 云 ふ もの ほ 校外の 感化 
學 校の 外の 感化を 無視して は 効果の 犖がら ぬ もので 
ある， 高等 商業 學校を 置く のは 商槳地 であつ て、 學 
校で 敎へ 外の 空氣が 之を 承認す る、 内外 相俟つて 好 
成 給が 擧が る、 高等 エ粲學 校を 置く と 云 ふこと にな 
れぱ ，矢張り それと 同く 外に X 場が 澤山 あつて、 往 
つて 見る こと も 出 來 るし， & 然と 其 空氣の 感化を 受 
けて 相 當な 卒業生が 出 來上 ると 云 ふ もので あらう と 
思 ふ>  所 が 田舍に 置く* 地方 分布と z< ふこと からし 
て 委員 會で 承つ た 所に 依る と， 隨分不 適當な ，少し 
も 商 « 氣のな い 所に 高等 商業 學校が 設けられる， エ 
場 一つない 所に 高等 工業 學校が 設けられる と 2S: ふや 
一うな 結果に なりつ、 あるので あるから. 此の 點も亦 
不安を 感ぜざる を 得ない P である •又桢 類、 此の 種 
類に 付ても 種々 委員 會に 於て 議論 も ありました が， 
例へぱ 大學の 法 學 部を 二つまで も 設ける と 云 ふが 如 
きことは、 委員の 質 間の 中に も te sit の 意見の 方が 多 
かつた やうで あるが* 私も亦 餘り 同意の m 來ぬ こと 
であります、 綍合大 昂 と 云 ふこと になつ て •西洋の 
歷史 的から 云へ ば 法學 部を 設ける と 云 ふことは >  已 
むを 得ない と 云 ふか 知れぬ が 必ずしも 西洋の 大學 
の 賊史に 日本が 拘泥す る i 'V. T V:. ■ < i なから うと 思 ふ •現 
に 奥 田 君が 文相の 局で あつた 時分！ U、 法律は 今日 以 
後は 私立 學校に 一任して •それで 十分で あると： K ふ 
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ことを 越々 明言され たので ありました が、 果して 充 
分か どうか 知れない が、 此上に 法 學部を 設けるな ん 
と 云 ふこと 13; 蓋し 不急な ことで ほない かと 思 ふ、 さ 
う 云 ふやうな ことを 窣げ ると 種々 設くべ き 學 校の as 
頷、 の若くほ逋くべき學部と云ふやうな性質にも、 © 
から - T 異論を 唱へ なければ ならぬ 譯で ある. 斯う 云 
ふこと をす る 位なら ば 三十 六 年の 歷史を 有つ た藏前 
の 高等 工業 织 校の 如き、 日本の 今 HH 業が 是まで に 
發 達し •限 時 中に 於ても 犬なる 魔 誤 付きが なかつ た 
と 云 ふことは、 其尠 からざる 部分は 此學 校の 功 緩で 
あると 言 ほれて 居る、 斯の 如き® 校を 撕張 して 大學 
にす ると 云 ふこと ほ 遙に增 しで あるが、 是は 幾ら 眼 
を ml にしても 今日の 案の 中には M えぬ、 斯う 云 ふ譯 

であります から 學 校の 此の 種類 •地位と 云ふ點 から 

も 亦 ) 4 對を唱 へなければ ならぬ 譯で ある、 又 高等 學 

校と 云 ふ ものは 腿々 文部 犬 E が 明言 さる ゝ通 りに、 

今度 ほ 大學 の收容 力と 云 ふ ものを H 途 として 皆是は 

造られる E の ものである •高等 學校ほ 大學に 行く 途 

ではあります るが •併ながら 斯の 如き 目的で 唯 造る 

と 云 ふこと ならば •從來 の 如く 矢張り 豫 肺 門、 豫備 

.校と 云 ふ譯で あつて‘ 高等 舉 校の 本當の 性質を 發揮 

する ことが 出 來るか どうかと ： 2C ふこと を 疑 ふ* 言 ふ 

まで もな く 今度の 高等 學校 令を 見ます ると、 其 第一 

條に 「男子 ノ高等 普通 敎育ヲ 完成 スル ヲ以テ 目的 卜 

シ特 -1 國民 道德ノ 充實- ー カム ヘキ モノ トス」 と、 斯 

う 書いて ある、 是が又 過去に 於け る 高等 學 校と 同じ 

やうに、 空 念佛 になつて 、有名 無® になり ほしない 

かと 云 ふ 心配 も ある、 次に 此案 に對 して 疑惧を 懷き 

不安を 感じます るの； 1T 一 時に まあ 六 年間では あり 

まする けれども、 四十に 餘 る ^ 校を 一時に 造 ？. ■ と 云 

ふこと である* 圈 校を 製造す ると 云 ふこと である、 

製造し なければ 出来ぬ か 知れ ませぬ が •學 校と 云 ふ 

ものは 製造した 切りで 宜しい もので ない ことは 勿論 

之を 成長せ しめ、 之を 發達せ しめ •特色 ある 敎 育を 

施し， 特色 ある舉 風の ある 場所に 之を しなければ な 

うぬと 云 ふので、 一つを 完成す るの が宜い ではない 

か" 四十 以上の ものが 一時に 是が出 来て、 相 當のも 

のが 出來や うか、 蓋し 今日の 文部省の 內 情では 一つ 

の ®: 門學 校， 一つの 高等 學 校に 適任で ある 所の 校長 

を 選ぶ もの も容姑 でない， 之を 選抜す るのは 其 度 毎 

に® 首して ffl 談を しなければ m 来ない ことでは ない 

か、 然るに 四十に 餘る新 しい 校長を 得て 其 指導に 待 


たなければ ならぬ ことで あつて、 是 は 私共 多少學 校 
と 云 ふこと に 過去に 關 係した 自體か ら言 ひます ると 
深き發 を 有たなければ ならぬ 譯であ る ■先づ 斯う 云 
ふ譯で 出來た 所で 高等 敎育 搏關が 擴張せ られ ました 
所で、 其 結果は どうなる かと 云 ふと， 片田舍 に 持つ 
て 行つて、 刺戟の 少い 田舍へ 持つて行つて さう 云 ふ 
m 校が 出来る、 不適任の 校長が 之を 支配す る、 粗製 
濫造の 敎員が 之を 敎へ ると 云 ふやうな 結果に なりは 
しない か、 さう 云 ふこと になれば >  名 は 高等 學校で 
も、 事實は 出来 上つ て 見る と 中學 校に 毛の 生へ たか 
生へ ないやうな ものに なりは しない か、 名は 專門學 
校で も 事 實は 府縣 立の 工業 學 校、 商業 學 校、 商業 學 
校に 毛の 生へ たか 生へ ないやうな ものに なりは しな 
いか、 誠に さう であると 私の 豫 言の 適 中せ ざる こと 
を膈に 希 ふので あるが、 さう であると 私は 實に此 四 
千 何百 萬 圓と云 ふ 金を使 ひ、 恩賜 金まで 頂戴して 甚 
だ 相濟 まぬ 結果が 生ずる やうな ことには なり ほしな 
いかと 云 ふこと を， 審に题 ふる、 此案が 私立 學校撲 
滅だ ，私立 學 校の 學生 を恝 ふので あると 云 ふ 心配を 
懐かれる 人 も 多少 ある やうで あるが、 私共 私立 學校 
に關 係の ある 身分から 言つ て、 其邊 のこと ほ 深く 憂 
へぬ， 江 木 千 之 君が 委員 會に 於て W 問され た 時に 宜 
い i とを 言は れ ました •一斗の 米を 十の 桝 に一舛 づ 
つ 入れば 十で あると 云 ふの が 宜しい と 云 ふの が 今度 
の 政府の 計 斑で あるけれ ども、 中へ 這 ' A るべき もの 
ほ 米でなくて 人間で ある、 生物で あるから 其 通りに 
は 行くまい と 云 ふ 質問を された ので あるが、 是ほ誠 
に 名言で あると 私は 言は なければ ならぬ、 片田舍 の 
刺戟の 少い 所に 不適任な 校長、 粗製濫造の 敎師が 敎 

へて 居る 學校が 澤山出 来ても 私は それは 私立 學 校に 

どれ だけの 害を 及ぼす かと 云 ふこと を窃に 疑は ざる 

を 得ない と 思 ふ •.及ぼす やうなら ば 結構で あるが、 

又 及ぼす やうな 結果の 出る ことを 希望す るが-蓋し 

どうで あらう と窃に 却つ て 危ぶむ 位な 譯で ある* 次 

に 御 下賜 金の ことに 付て 一言 申 上げたい と 思 ふ， 全 

體申 すまで もな く國 費を 以て 支辨 しな けれ (X ならぬ 

此計® に對 し、 御 下賜 金の あつたと 云 ふこと ば 實に 

恐 ti の 至りで あると 思 ふ* けれども それは 姑く 措き 

まして、 此御 下賜 金は 先日 來 首相 初めが 明言 せらる 

るが' g  くに 高等 敎育機 關の撋 張の 計晝 あるのを 聞 食 

されて 御沙汰の ある 1 t であります から、 固より 官公 

私立な どと 云 ふ 問題には 觸れて 居らぬ _で ある、 陛 


下の 御 目から 見铪ふ 以上は 璁て國 衣 の 敎育辟 關と镫 
して 居 賜 ふに 相 填ない 譯であ る、 それは la] 題の ない 
話で あるが •唯 政府が それを 政府の 計 斑と 斯う C]? 釋 
をして， 而 して 政府の 計畫で は 私立を 無 親して 居る 
から それで 私立に 此恩典 が 及ばない、 是れ だけの 話 
で' 事實其 通りに 相違ない、 そこで 原 首相は 此前私 
の聽違 ひか 知れない が、 此場所 に^^ 官立 學 校と 
雖 も旣設 の 時に ほ 此御 r 賜金が 及ばぬ と， 斯う 言は 
.れた やうに 私は 聽肢 つた， 併し それは 誤で ある •何 
故な れぱ 全體 の計晝 には 旣設 の大學 の！！ 張と 云 ふこ 
とも 無論 ある， 全體の 計 ® に對 して 御 下賜 金を (0! ひ 
得る ので ある、 又 使 ふ 計® であるので あるから、 旣 
設の 官立には 無論 及ぶ ので あるが >  旣設 の 私立に 及 
ばない、 及ぼさない ので ある •どうして もさう 云 ふ 
事實が 其 事を 明に する ので、 是は 已むを得ない 話で 
ある、 併ながら 旣設に ほさう 云 ふ 計 普がない、 計 ® 
がない から 已むを得ないと 言は る、 か 知れない けれ 
ども， 一言の 誘 ひがな くして 誰が 計 寄の 出來や う、 
一向 是は 知らぬ ことで あるから 計 sf のして 見やう は 
ないから •私立なる ものが 如何に 考へて も 恩典に 浴 
すべき 途はな いと 斯う 云 ふこと になる. さう して 見 
ると、、 原 首相 及 現 內閣は 此前鎌 田 君の 質問に 腦じて 
官 •公、 私立を 同一視す る •何れも 國家 の敎 育の 機 
關で あると 言 IX れて 居る が- 现 論では さう W はれる 
が •實 際に 於て は 確に 無視して 居る ものと 斯う 見て 
も 蓋し 是ほ不 滴 常な H 察では あるまい かと 私 ほ . W ふ 
續いて 申すべき ことは 財源に 關する ことであります 
る けれども、 是は 唯今の 修正 意見に 付て 何人 か演說 
をせられ るで あらう し、 專ら 財洳に それは 關 係した 
ことで あるから、 私は 玆に 多くは 述べない、 併しな 
がら， 多言を 駆ず して 學校 を公值 を 以て 造る と 云 ふの 
は 頗る 異例で ある、 國家 非常の 場合に 公憤を® り、 
若く は收益 ある 事業の 爲めに 公債を 齬る •斯 く大體 
上 原則として 限定して 居る のは， 苟も 借金を する こ 
とで あるから 成るべく 危險な こと、 成るべく 間接な 
事に 使は ない と 云 ふ 意味から 来た ものである、 それ 
だから 敎 育に 使 ふと 云 ふことは 異例で ある、 道路に 
使 ひ， 港灣に 使 ふょりは 尙ほ收 益と 云 ふ 事柄には 遠 
いので あるから 異例で ある、 而 して 其の 先例は と 云 
ふと、 明治 二十 年と か、 二十 二 年と かに 海軍 公 偵の 
中から 三年 掛 つて 二十 萬 圓 使 つて 兵學 校を 造つ たと 
か、 造る 爲 に L たと 云 ふの が 唯一の 先例で あるので 


ありますが、漆法 5? 布以前の斯の如き小さなる讲扒 
が 光 例と なるや 否や VE に 又 あつた 所で 宜い先 期で 
あるまい と 私は 思 ふ-. V  是は .H から 此 (a) 題に 
付て は 其 人が ありませ うから、 多く 私は 之に 論 ：1  i を 
しない530であ0ます*以上述べたやうな理山から 
して 私は 誠に 不本 S な ことで ある、 苟も矜 ■: -: 

が ある， 而して 高等 敎育 搾關 の咐設 撾張の 必要を UJ 
に 感じて 居ながら も反對 をす るの ほ： 个本总 であるが 
先づ此 場合 延期の® 味を 以て 反 封したい と 思 ふ •蓋 
し 賛成せ ら る、 所の 諸 対、 ^ 吿 附に苡 成せら れんと 
する 所の 諸君 も 以上の 如き 疑惧の 念 ほ 大 fig は 持つて 
居られる に扣 違ない-其 持つ て 居られる と 云 ふこと 
は裨算 委員會 の 質 K!J に 於て 旣に现 はれて 居る， 同じ 
く 疑惧を 持つて 居る 私 (3: 反 對をせ ぬ， 延期を ' 1' る、 
同じ 疑惧を 持つ て而 かく 質 成を、® 传附で 寶成 する 
と 云 ふの だが、 以上 述べた 理 山 ほ K 對に 適する 理 IU 
なる か I 將た 賛成に 適する 现山な り や、 諸君の 判 斷 
を K きたいと 忠ふ 、此 En 由から 云 ふと、 镫吿 {-J- で 晋 
成を すると 云 ふこと ほ 聊か 龍 頭 蛇 (1 の 嫌は ないかと 
私は 思 ふ、 それ ほ 姑く 措いて •  I 體此 綮吿の 趣® ' t 
云 ふ ものは 先刻 委 Ja 長の 御報吿 にも & つた 如くに 諮 
問會 に對 して • 擷 咸ある 諮問 會を造 られた 而 して 之 
に 諮問して 置く、 計 ac もい けない 所は 變へる 位に し 
なければ ならぬ、 斯う 云 ふ譯な んで ある _ 冰 問 & に 
權 威を 付ける、® 威 ある 諮 間 1% の lii 來 るのは 當局の 
文相の 褪威が それだけ 落ちる ことにな り (3: しない か 
一體 文部大臣に •：！： 由に 考趙の 時 間 を與 へて 一年間 網 
豫 をして、 K に 提出すべし と 云 ふ 方と、 ^ 威 ある 諮 
問 機 關を •» へて さう してし ろと 云 ふのと 何れが 义部 
大臣に ょり 多くの 敬意 表する や ? i や >  蓋 し 問題で & 
らうと 私 ほ 思 ふ、 此機關 、之を 信 賴して 未だ m 來 VS 
る 機關を 信賴 して 而 して、 之に 钗成を せられる と ::-. ム 
ふので あるが、 之に 付て (i 石 渡 敬 一 君が 阼日 讖會… 
委員會 に 於て 最も 適當な る 質問を &S せられた‘  一  s 
さう 云 ふ S 問會 に此計 迸の 變 ：5T 其 他 TR 嬰な ことを 
せる と u.: rl 々は 議決を して 他日德 義上 其識決 に 束 純せ 
られ るの Is はない か‘ 又此 諮問へ  13 は 文部 大 h*': の 諮！： 
會で •如何なる 人を 以て 組 g され やうと も贵 族院と 一 
云 ふ ものと 比べて 見れば. 誠に 其 他 位の 低き もの. 一 
權 能の 少 きもので あるが、 之を 31己の代迎の如く {,]- 1 
ff: して それで やらせる と 云 ふこと て 1 U.1 し 力ら う 力、 | 
斯う 言は れたや うに 考へ る、 W か 違 ふか 知らぬ が、 j 
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大婚 さう 云 ふやうな ことで* 是は誠 に 正 © を 得た rr 
綮に當 つた 質問で ある、 諮問 锊 も S からう と 思 ふが 
併ながら JK 諮問 會に斯 くまで ft 族院が 重きを 置いて 
贵 族院自 ら 決めべき ことを 諮！： 會に ■ると 云 ふこと 
は、 其 結果 どうで あらう か、 窃に其 點に付 て 心配を 
せざるを得ないので ある •元 來此諮 間 锊なる ものは 
それ 程の 怠 味で 文部 大 K が 造られ やうと した もので 
は あるまい、 或は 其 意味で 豫趑が 出たん で ほ ある ま 
い、 敎育調 査會は 必要な ものであるが •文部 大 はか 
ら言 へば， 所謂 鬼 千 Hi に當る 小姑の 寄 合 ひで ある， 
是が漸 くな くな つて、 後は 何もな くして 仕舞 ふ、 是 
も 聊か 工合が 惡い 話で あるから、 まあ 踏くべき こと 
が あつたら e かう と 云 ふ S の 諮 IliJ 機 關では なかつ た 
らう か* 是れは 聊か 邪推に 類す るが、 之を 斯の如 く 

偉い ものにして、 大きな ものにして fi 族院が 望みを 

嗯 し* 自ら 爲す べきを それに 託して それで * K しいか 

と 云 ふこと に 付て は 聊か 惑な き 能ぬ 譯で ある、 長く 

意見を 申 h lf て 甚だ 恐縮の 至りであります が、 右の 

5/1 き理田に法りまして、是は私は：个本意ながら繰返 

して 申す が 反對 意見を …… 延期の 意味た る反對 意見 

を 表明せ ざるを 得ない ことにな りました ので 一部の 

修正， 八华 度に 頭を m した もの •たけを 認める と 云 ふ 

御說 もあります るが、 所謂 五十 步 •百 步で 賛成と ど 

れだけ 違 ふか、 又假 令此計 迸を 粗 策と しても、 計 迸 

と 云 ふ ものは 一つの 形を 爲 して 居る もので あつて* 

計带满の意見も腔かずに讶族院自らが其一部だけを 

許し、 後は 許さぬ とされる のは 却つて 計 迸 者， 當局 

者に 迷惑を 来たし >  又 大體の 計 SJ の 破れの 本に なり 

ほしまい か、 斯う 云 ふやうな 考で 一部と 云 ふ 方が 穩 

當で あります る けれども、 逛 ろ 決して 之を 否認す る 

と 云 ふ 意味では なく* 友誼 的の 意味に 於て 全部 考へ 

直 しを 筘 5V •すると 云 ふ 方が 〇 常で あると 斯樣 に考へ 

て、此反對の总見を述べました次第であります、併 

ながら 此惹 見が 行は れ ぬと 見 ますれば、 近き ものに 

燹 成を すると 云 ふことは 是は其 B 由を 留保し なけれ 

ぱなり ませぬ， 此段も 合せて 御斷〇 をして ® きたい 

長い間 . 

〇 譏 長 (公 辟 徳川家 達 ?? ) 休憩いた します。 

午前 十一 時 五十 五分 休憩 

午後 一時 九分 開議  し 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君'* •是 より 開會 いたします* 

鎌 田 3! 吉畀。 


〔鎌 田 榮吉 君演禎 に 登る〕 

0 鎌 旧榮吉 君 大正 八 年 追加 凍 3? 第二 號に付 て、 私 
は此 委員長の 報 i?? に 賛成を 致す ものであります， 併 
し 今 高 HI 君から lit 々御： iui 說にな りました が 其 大意に 
於て は 私 ほ 至極 御 同感で あつて、 決して 正 K 對に之 
に 封す る もので ない、 如何にも 今回の 政府の 擗張案 
ほ 少しく 突飛の 嫌 ひがありまして， 何だか 無暗に 學 
校を 妞並 ベる， 此間も 私は 少しく 激語を 用 ひて 宛 も 
巡査の 交番を 建てる が 如く、 學校を 建て V、 それで 
以て K しい ものである かどう かと 云 ふこと を 申した 
矢張り •小 安の 念に 打たれた •併ながら 光 づ高田 君の 
御說の 如くに、 國民敎 宵と 云 ふ ものが 撮 も 大切で あ 
る、 其 内 初等 敎育が 殊に 大切で ある •績 いて 中等 敎 
育と 云 ふ ものが 大切で ある、 是が 完備して 而 して 高 
等 敎 育の 完成を 阔る 、斯う 云ふ顺 序に 行きたい もの 
である、 是は洵 に 御尤もな 御 說で ありまして、 私共 
も 理想に 於て は 其 通りで ある、 併ながら 初等 敎育を 
如何なる 點まで 進めたならば、 最早 是が 完備した、 
其 次に 屮等敎 育を どの 邊 まで 進めたなら ば 是で 宜し 
い、 是から 高等 敎 育の擗 張に 掛からう. さう 云 ふや 
うな 順序には 此仕 事は 行かぬ もの だら うと 私は 考へ 
る、 そこで 今回 政府が 高等 敎 育機關 を 被 張せられ て 
隨分 莫大なる 豫算を 出された のであります けれども 
それに 付て 私の 最も 不安に 感ずる のは* 此官立 高等 
吊 校桢 張なる ものが、 私立 學 校を 15 迫し はしない か 
と 云 ふこと が、 最も 私の 不安に 思つ た 所で ある， そ 
れから 又 高 田 君 も 言は れた如 くに •敎 M の 速成、 惡 
く 言へ ば 粗製濫造と 言 ふこと が、 甚だしい 破綻を 生 
じは しない か 云 ふこと も、 是も 私は 高 田 君と 同樣に 
考 へて 尻る ことで ある、 又 御 下賜 金の 高等 敎育® 關 

に 賜は つたと 云 ふの が， B に 官立 學 校に 止まつ て、 

私立 织 校に 及ばない、 是 等の 點 に 付て は大に 疑を 懐 

き 且つ又 公 {U の 借 入に 依つて 是が 財源を 爲すと 云 ふ 

こと 等 も •總て 私の 皆： 个 安に 感じた ことは 殆ど 高 田 

さんと 同一で ある、 併ながら 今 申す 通りに 其學 校… 

高等 敎育 腌關 の： 个 足と 云 ふことは* 確に 是は事 K で 

ある、 是 は總理 大臣、 文部大臣の 言明せ らる 、如く 

年々 此萵 等敎育 機關の 不足の 爲に靑 年に 非常なる 迷 

，惑 -V 掛けて 居る と 云 ふことは 是は私 も 認めて 居る の 

であります、 併ながら 官立 學校 のみに 力を 盡せぱ 私 

立 學 校の 方に 非常なる 故障を 起して 來る •是も 事 實 

である* そこで 私の 考では 私立 學校が 迷惑す るから 


必要なる 官立 學校を 作らない 11 には 行かぬ、 之を 作 
るが 宜しい， 何故に 私立® 校を それが 謝 迫す るかと 
云へ ば 從來政 府 の執來 つた 所の 方針は， at 这 私の 間 
に M 別を 附 けて 居る、 所謂 差別を 附 けて 居る ことが 
是が S しくない 、所謂 人種的 差別撤 勝と 云 ふこと が 
此節 流行して 居る が •官私 的 差別 撒 廢と云 ふこと が 
是が 一番 大切で ある >  所謂 機會均 等と 云 ふこと に 致 
したなら ば、 それ 程 私は 差茭は ない ことと 思 ふ* そ 
れ 故に 總理 大臣 文部 大 EI にも 過日 來 委員 ir に 於ても 
質問を 致し •果して 此 差別を 撤 躞する や 否やと 云 ふ 
ことに 付て、 御意 見を 伺 ひました 所が •今後は 決し 
て 差別を 附けな い、 斯う 云 ふ譯 、即ち 今日 新學 令に 
於て 官立 公立 財團 法人 立と 云 ふ、 此 三つの 種類の 敎 
育 機 關が 分れて 居りまして， 而 して 此 三つの 機關が 
寄つて H 家敎育 機關 を！！ 成して 居る 0 であります、 
注々 人が 誤り 信じる が 如くに、 官立 公立の ものは 國 
家敎育 機關 である、 それの 詰り 不備なる が 故に 私立 
の敎 育を 以て 之を 補充す ると 云 ふやうな 考は ■是れ 
は 根本的に 誤つて 居る、 詰り 三者が 相 寄つて 國 家の 
敎育を 完成す ると 云 ふこと になる、 是は 今日 始つた 
ことで ない、 從來 其方 針で なければ ならぬ ので あり 
ます けれども、 政府の 爲す 所が、 其 趣意に 出で ない 
と 云 ふこと が、 是が 最も 禍を爲 して 居る、 極く 卑近 
な 例を 収つて 見ます と、 今此 三つの ものは 同一の 機 
關で ある にも拘らず、 或 人が 官立 學 校に 向つ て 金を 
寄付す ると 云 ふ もの •か ある. さう すると 云 ふと 國家 
は 之に 向つて 其 篤志なる 所を 表彰す る， 併ながら 私 
立 學校に 寄付 者が あつても •國家 は 更に 之を 顧みな 
い、 是が 頗る 分らない ことでありまして、 同じく 國 
家の 敎 育の 爲に 貢献す るのに、 甲に 向つ ては 之を 表 
澎 し、 乙に 向つ ては 表彰し ない と 云 ふこと が、 旣に 
是 差別で ある、 又從來 官立® 校に 種々 の特權 を 付し 
て 居る、 其 上に 種々 の特權 を 付して、 成るべく 官立 
學 校に 入學 する ことが、 其學 生の 爲に都 合 宜しく •! 
又學校 卒業の 後に も、 官立 學校を 出た 人 ほ 種々 な 肩 
書が 附いた り •特揽 が附 いたりす る こ* とが ある、 其 
爲に 官立に 人が 向 ふ frl 向を 生じて 居つ た、 是等 のこ 
とは 近来 段々 撤廢せ られ まして， 新學 令に 依つても 
先づ學 せ である. とか、 其 他の こ i ほ 總て 、此官 公私 
三者が 同等になる と 云 ふこと になり ました、 其 今日 
に 於て 尙ほ政 府が 金を 寄付す る 入に 向つ て 矢張り 同 
一の 待遇を すると 云 ふこと になつ たなら け餘 辟官 


私の 間の 等差と 云 ふ ものが なくなります から、 そこ 
で 數が 多くなる と 云 ふこと を 以て、 商ち に應迫 と 言 
へば K 迫す るので あります けれども、 それは 已むを 
得ない ことで •多くの 學校を 作つ た 爲 に、 多くの 靑 
年が 入 學し得 ると 云 ふこと になれ ぱ 、官で あつても 
私で あつても、 等しく 國 家の 敎育 機關が 出來 て、 さ 
うして 之に 依つ て靑 年が 敎肯 される と 云 ふこと であ 
れぱ ， 私 は 至極 結槠な こと V 思 ひます から、 此點に 
於て は 何等の 不平は ない、 それから 敎 肺の 速成， 成 
裎 惡く 1? へば 粗製濫造と 云 ふこと になります、 随か 
■六® 年の nn に澤 山の 敎員 を： 海 ひ、 務成 すると 云 ひま 
しても •是 は隨分 困難な ことに 違 ひない、 又 高 田 君 
の 仰せの 如くに どうも 五 百 八 も 千 人 も 今 急に 戦後に 
敎肺が 入用で あるから >  亞 米 利加佛 勘 3 に 向つ て そ 
れの 留學 すると 云 ふこと は、 隨分是 は 見苦しい 話で 
あると 云 ふ 御 話で ありました が、 成程 さう 云へ ぱさ 
う も 思へ る、 が 併し 別に 見苦しい と 云 ふ 感じは、 私 
は それほど 起らぬ と 思 ふ •人が 多く 外國に 行く と 云 
ふことは 必ずしも 惡くな い、 例へ ば 今度の 諝 和會 |斟 
に英國 から 講和 會議 に關 係した 人 ばかりで 七 百 人 程 
も ある、 是は 別に 見苦しい とは 思は ぬ， 敎 育の 爲に 
學間 の爲に 行くならば、 千 人に 達し 二 千 人に 達して 
も、 是 ほ 別に さう 今度 敎員 養成の 爲に來 た 人間 だと 
云つ て 札を 附 けて 步く_ でも 何でもない から、 是は 
さう 言つ て 仕舞へ ぱ大層 仰々 しく lia える けれども， 
實際は それは 何でもない、 是が何 か 乞食に 行つ たで 
もなければ、 何も 惡い ことは ないから して、 其點ほ 
私は 一向 差 支ない と 思うて 居る* それから 此 金を 四 
千 萬 圓以 上官 立學校 建設の 爲に使 ふと 云 ふこと もで 
| す、 是も 成程 四千 萬 圓とか 五千蓖 _ と 云 ふ 金は 大命 
一 には 違 ひない、 大金には 違 ひない のであります けれ 
ども* 敎育 の爲 に從來 金の 使 ひ 方が 少 いので、 戰鬪 
艦 一隻 造れば 四千 萬 圓は 要る です、 そんなに 大した 
ことは ない、 六箇 年間に 職 闘 艦 一隻 造る と 云つ て議 
會に S せ ぱ_ なく 人が 賛成を します が、 是が學 校を 
三十 造る •四十 造る、 それ も 六 年間に やる と 云へ ば 
そんなに 馬鹿馬鹿しい 金を使 ふと 云 ふことは 怪し か 
らぬ 、斯う 云 ふ 議論が 出て 来る けれども •是も 矢 張 
り 前の 千 人の 洋行と 同じ ことで 大した ことは ない と 
私は 思 ふ、 又從來 は此 「サ ー ベル」 を 振れば 金が 出 
る、 「ペン」 を 振つ て も 中々 金は m ない、 所が 兎に 
角 世の中が 大變 に變 つて、 先 づ 「サー ベル」 を 振る 
八 六 七 
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のはい かぬ、 「ベン」 の爲 にも 金を 出さな けれ •はな 
らぬ I サ ー ベル. I 即ち f サー ベル」 の 十分の一 でも 
百 分の 一で も 「ベン」 でも 金を 収出す と 云 ふこと が 
m 來ると 云 ふことは 私 13: 宜しい と .a ひます が、 其 使 
ひ 方が B: しければ、 其 四千 萬 la が ~偾勵 になります 
れば倚 ,5 結！！ であります， そこで 同時に 敎育も 初等 
中等、 高等の 換張 をす る ことは W 難 かも 知れ ませぬ 
けれども， 例へ ば 今冋假 に 五 千 萬の 金を 高％ 敎育辟 
關 の e に 使 ふ、 之を 初等 敎育 の爲 にも 五 千 萬圓使 ふ 
中等 敎育 の爲 にも 五 千 萬圓使 ふとしても 一億 五 千 萬 
圆の 金で ある、 大した 金で ほない、 軍備の 爲に使 ふ 
所の 其 金の 高に 比します ると 云 ふと、 此 文事の 爲に 
敎 育の爲 には 隨 分 ® 發 して 金を使つた 所が 誠に 瑣細 

な ことで あるから、 之を 以て _ 家の 敎 育が 進歩す る 

ならば 私は、 假令 一億 五 千 ® が！ — 億に なつた 所が、 

それほど 惜 むこと で {3; ない と考 へて 居る、 唯 其 やり 

方 如何に ある、 極端な 例を 申す と 云 ふと， 職 爭屮に 

です、 英國が 支出す る 所の 金は 一日に 七 千 萬圓に 及 

んだ ?-)f が ある、 佛關 西の 支出す る 金 も 一日 四千 萬圓 

に 及ん' た 事が ある， 殊に 佛蘭 西、 第二 等 三等に 位す 

る佛閟 两 が 一日に 使 ふ 所の 金を 六 年間に 使 ふので あ 

るから、 それほどぇ らい 濫费 とは 云へ ぬ、 况や それ 

が 鐵砲玉 として 消える ので ほない •ち やん と 消えな 

い、 消へ ない と 云ふ驛 ではない が 兎に角 學 校の 形と 

なるとして 見れば， ぐ それほど 私は 借まない、 又 其學 

校が 高 田 君の 御 心配は どうも 此田舍 に W 校を 造つて 

看板は 高等 學校 である、 看板は 高等 商業、 高等 工業 

である •併し 敎師も 十分に 補充す る 事 ほ 出来ず、 何 

分 中央の 學 校の やうな i? にはい かないから して、 或 

は是 がま あ 高等 學 校と 云つ て も 中學 校の 毛の 生えた 

やうな ものに なりは しない か、 高等 商業 も 甲種 商業 

學 校の 毛の 生えた やうな ものに なりは しない かと 云 

ふ 御 心配であります が、 私 も 其 點に付 ては、 至極 御 

同 K で、 或は そんな ことになる かも 知れぬ です、 大 

抵此 中央 集 權 'の 國に 於て は 地方に 建てられる 學 校、 

迚も 同じ 程度の ^ 校で も 中央の 學 校には 及ばない と 

云 ふことは 、彼の fl'l 脇 f. 其 他の 例を 見ても 分つて 居 

るので ありまして、 まあ 高等 學校と 云つ， て も 中學の 

少し 良い 位の ものである •それ も 成程 計逛の 趣意 か 

ら見 まする と 云 ふと-非常に 違つ た 結果を 生じた こ 

とを 悲しまなければ たらぬ ので あるが、 少しく 大き 

く考 へて 見る と 是も擗 はない、 高 田 君は 高等 敎 育よ 


り も先づ 中等 敎育を 完成し なければ ならぬ、 是が 丁 
度 中等 敎育の 完成になる， 高等 學校に 比較的 除 計 金 
を 使 ふと 云 ふ ハ 此學 校が 田舎で あるが 爲に 中學 校の 
上等の ものに なつて 仕舞 ふと 云へ ぱ私 if 註文 通りに 
なる のでは ないかと 思 ふ •併ながら それ (3: 望まない 
渾： まない が 罷り間違 つて さうな つても 是は今 造つ て 
も 十 年後に 造つても 矢張り さう 云 ふ 結果が 生ずる の 
であります が、 私は それは 梆はな い、 殊にです、 今 
日 地方に ある 所の 谷 中 學を 見た所が 間る 不完全な も 
ので ある、 殊に 今日 最も 必要と して 江 木 君 等ょり 建 
議せ られた 所の、 今あります 此 理化學 の設 i/ni を R く 
しなければ ならぬ、 是がな いのです、 先年 文部省ょ 
り 年々 二十 萬阊の 金を 支出して 各 中等 學校 、即ち 師 
範學 校、 中學 校に 理化學 實驗と 云 ふこと を 行は しめ 
やうと 云 ふこと をな さつた ことがあります、 其 時に 
です、 地方の 中學 校には 殆ど 其 設備がない のみなら 
ず、 朿京 の中學 校に もさう 云 ふ 設備が ある 所がない 
それで 私の 方の 學校へ 總 ての 中等 學 校の理 化 學の敎 
肺が 来て、 さう して そこで ® 驗の總 ての 設備を 見て 
話を 聽 いて 歸 つて 行つ た， 是ほ 誰が やつて 居る かと 
云 ふと 私立 學校で 、人の 寄付金で やつて 居る •さう 
云ふ譯 であります から、 此理化 學の 設備 も 相 當に出 
來 て-さう して 中等 敎育 として 隨分 良い 位の ことが 
出来る のであります からして、 私は 或は 已 むを 得な 
ければ それでも 宜しい が、 殆ど 今度の 學 校と 云 ふ も 
のは 谷 府縣に 一 つづ、 位 立てる ことにな つて 居り ま 
すから、 どの 縣に 行つて 4 先づ 高等 實業學 校、 高等 
商業と 云 ふ ものが あるけれ ども •實は 甲種 尚 業學校 
の 良い ものである、 高等 エ學 校と 云 ふ もの も •實 

ほ 甲種 工業 學 校の 良い ものである、 高等 學 校と 云つ 

て も中學 校の 少し 良い 位の ものが 出来たら 却つて 宜 

くは ないか •中等 敎 育の 完成と 云 ふこと に 偶然な り 

はしない かと 斯う 考へて 居る、 それから 財 -*; のこと 

に 付て は、 此の 公債に 依る と 云 ふこと が 是れが 面白 

くない、 第一 公債と 云 ふ ものは 生產 的の 公愦ほ 宜し 

い、 併ながら 不生產 的 公債は 好ましから ぬと 云 ふこ 

との 點は私 も 同じ ことで ある、 併ながら 此の 學 校を 

建てる と 云 ふこと が 生產 的で 何故ない かと 云 ふと、 

學 校を 建て V 之れ に 依つ て 工業の 學間 をし、 之れ に 

依つ て 商業の 學問 をし， 又 其の 他の 高等 敎 育を 受け 

て、 さう して それが 國 家の 生產 には 少しく 間接では 

あります けれども、 其の 敎育を 受けた 人が® けば 商 


業 も 工業 も發展 して來 るので あります から、 國家の 
富を 作る と 云 ふことの 上に 貢献す ると 云 ふことは， 
決して 戰爭 をして 鐵砲 玉を ^ つ こと V 同じ ことでは 
ない と 云 ふこと が 私は 矢張り 言へ る だら うと 思 ふ* 
それから 御 下賜 金の ことであります が、 是は SH( に提 
多い ことでありまして、 今回 政府が 高等 敎育 機關の 
摑張に 付て 內帑 金を 賜は つたと 云 ふこと であり まし 
て* 誠に 畏多い ことで、 併ながら 至極箠 いこと を S; 
ほ 遊ばされた と 云 ふこと を考 へる •凡そ 何れの 國の 
帝室に 於 かせられましても、 總 -C 文敎の n に 補助を 
賜 ほる •其 國の學 問を 進め、 其國の 美術を 進める： 
其國 の音樂 演劇 等を 胺勵 される と 云 ふことは、 是は 
其 各 國の帝 室に 於て 爲 さつて PJ る ことで あつて， 我 
國は まだ 維新の 日を 去る こと 近いが 爲め 、帝室の 御 
費 R] が 多端で ある、 又 種々 のこと に對 して 苺 創の 際 
であるが 爲 に、 是 等の點 に 於て 恩 澤に 浴す る ものが 
少ない ことは 頗る 遺憾に 思' つて 居ります、 併ながら 
今回の 高等 敎育 機關顿 張の ことが 上聞に 達して 御 下 
賜が ありまして、 政府が 其途に 向つ て 使 はれる と 云 
ふことは 是は 至極 結 _ な ことで あるが， 私は 同時に 
何故 . Ji が 私立 學校 等に 及ばない か、 學校 のみでな く 
或は 種々 なる 學會 協 會と云 ふ ものが あります が、 其 
點に 及ぶ ことを 大に私 は翹韹 して 居る のであります 
又 先日 來總理 大臣の 御 話を 伺 ひます と、 是まで も隨 
分 私立 學校 等に 御 下賜が あつた、 又 今後と 雖も 無い 
ことは ない、 必ず 有る だら うと 云 ふこと を. 是は確 
實に 言へ ない けれども •有る と 自分は 信ずる やうに 
思 ふ、 斯う 云 ふこと ほ隨分 度々 r; された ことで あり 
ます、 此帝 室の 御 下賜と 云 ふ ものは 是は 一視同仁で 
あつて 官とか 公と か 私と か 云 ふやうな 區別は 決して 
ない ことで あつて、 必ず 普く 國 家の 靑 年を 敎育 する 
上に 於て、 又 人材を 養 ひ學 術を 進める 意味に 於て、 
常に 原き M 召を 有せられる ことであります から、 今 
度の 此擧に 於て 官私兩 方を 包含して 居らない からと 
，云うて 之を 論ずる と 云 ふこと ほ 私 ほ 少しく 恐 多い こ 
とと 實は考 へて 居る のであります •それから 此 諮問 
會の權 威 云々 のこと に 付て 御 話が ありました が、 是 
は 私 もどう 云 ふ ものが 出来る か實は 分り ませぬ、 分 
り ませぬ が、 文部大臣の 權 威を 減ずる やうな ものが 
出來 ては 闲 ります、 諮問 會の £ 威の 上る ことは K し 
いとしても、 それが 〇 に 文部大臣の 權威が 減 却せ ら 
れる ことは 頗る 面白くない、 是は 意味の 取り やうに 


八 六 八  _ 

法つ て どうで も考 へられる ので あ 〇 ます、 ri は :' < る 
S 味に 於て 文部 犬 fs の 棚 威が 抓 遏ぎて W つた C  . 
ないかと 思 ひます、 第一 文部 大 [5 と 云 ふ ものは 敎 W 
上の 琪務を 収扱ふ 所の 長官で ある •  たる も 〇 
が、 從來は 或る S 味に 於て は 3 灰 0 55 問 0 大先半 て 
ある、 或る S 味に 於て は 阀家 の适德 C 大和 尙であ る 
又 或る 玆 味に 於て は 甩力檢 V!: の 長官で ? > ると i< ふや 
うな -: '1 fe を 以て、 文部 大 Sif 殆ど 萬 能の 人で ある， 
成程 萬 能の 人で ありませ うけれ ども、 斯の 如き こと 
を 1 0 官 1:1' .{に 向つ て •是だ けの fi'fi 能と 云 ふ ものを (-J- 
し、 是だ けの W; 威を 付す ると 云 ふことは、 果して 當 
を焊た る や 否やと 云 ふこと を 常に 疑つ て 居つ た、 そ 
れで先 日も學 位 令 改正の 際に 成るべく 文部大臣に 依 
らず して 學校 は舉校 自身 學位 を與 へる が 常 然で はな 
いか、 假令 文部 大 K ii 學 滇 も あり、 無 ^ 者 も ありま 
せう けれども •文部 大 K と 云 ふ 资格を以て人の战力 
を檢定 する ことが どうして 出來 ませう、 決して 出 來 
る もので ありませ ぬ、 文部 大坊は 道德 堅固の 人 も あ 
り然ら ざる 人 も ありませ うけれ ども •文部 大 l:i と 云 
ふ辭 令を 與 へられた るが 爲 に、 是が 天下 道德 の ^ 味 
となる ことが 出來 るか どうかと iK ふこと を 私は 頗る 
疑つ て 居る •又 文部大臣た るが 爲に闻 昂 でも， 文 © 
でも. ? 1' 學で も， 何でも 一番 悉く 分る と 云 ふ 人で あ 
ると も 言へ ない、 所が 是 まで 文部 大 E が、 學問 卜の 
こと、 又 人格费 成 上の こと 1- 付て は 殆ど 唯一無二の 
大權 威で あるが 如く 看做されて 居つ た、 是は大 © な 
誤りです、 故に 文部 大 s は 此 ® 校の m 織を 講ずる 上 
に 於て は* 決して、 之を 獨斷謀 行して はならぬ， 學 
校と 云 ふ ものは： 大下 一般 S IM 年 養 沿に 闕 係して 居る こ 
とで、 何れの 家々 の 父母 姉妹 兄弟、 皆此事 に 付て 心 
配して 居る ので' あります からして、 御婆さんの 云 ふ 
こと も 聞かな けれ ぱなら ぬ >  又 子供の 云 ふこと も [11-] 
かなければ ならぬ、 又 老< の 言 ふこと も 聞かな けれ 
ばなら ぬ、 それを 綜合した 上で 以て 如何なる 方法が 
宜しい かと 云 ふこと を斷定 する のは •それは 或 li ま 
では 文部大臣が やる ので あるけれ ども、 さう 云 ふ も 
のを 代表す る 所の 機關 をす つかり 無視して 仕舞つて 
文部大臣が やらなければ @: 3 がない、 押る 危險な る 
權 威を 一文 部大 K に 付す ると 云 ふことは 私は 喜ばな 
い、 それから 延期の 意味に 於て 之に 反對 すると 一 K ふ 
こと も 言は れ ましたが、 延期の 意味に 於て K pr する 
と云ふことは分らぬ、延抑ならば延灿、反對ならば 
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反對 、どつ ちかに « めた 方が K ささう である、 と 云 
ふのは 此案は 触 論 尚 等敎育 機 關棚張 は K い、 ® いけ 
れども 不完全なる 點 'か あるから •一年な 0  1  i 年な り 
延ばして、 さう してやつ たなら ぱ どうか、 至 保 用心 
深い 御 說であ ります けれども •併し 先刻 來段々 5S 員 
長から 報诨 になつ た 通り •此 事に 付て 臀齿と 云 ひま 
すか、 條件と 云 ふ もの か附 いて 居る， 無. 一條 件警吿 
などと 云 ふことは、 貴族院の 決 諛 として、 之を 行 ふ 
ことは 出来ない のであります けれども、 再三： 冉 四、 
名 # 裘 員 と當局 者との 間に 問答が あつて、 さう して 
* 非 さう 云 ふ 趣意を 以て 行 ふと 云 ふこと を窨 はれた 
以上は •それだけの ことは 必ず 德義上 御守りになる 
ことと 私は 堅く 信じて 居る* さう して 見ます と 云 ふ 
と* 即ち 玆に高 (11 君の： J 度 御 心配せられ る 勦と (HI じ 

ことでありまして •先づ 八 年度に 計上した だけの も 

のは、 是は 成るべく 其 筋の 純 驗の ある 人の說 を 聞い 

て 施設し、 又 あとは 段々 說を g いて 行 ふと 云 ふ、 丁 

度 延期と 同じ 効力を 生じ やう、 之を 一年 だけび たつ 

と 止める と 一年 だけ 通れる， 學校を 立てる と 云 ふこ 

とは 木を 植える と 同じ ことで、 今年 楠え て 置けば 來 

年は； 一 一寸 か . 7r 寸にな る、 来年 初めて 砧 える と 來年一 

寸 から 始めなければ ならぬ、 此學 校を 立てる こと も 

亦 高 田 君の 言は れ る年數 を韃 、歷史 を爾 ねて 學風を 

菱成 すると 云 ふことは 、一年 ¥ ければ 一年 だけ 早く 

學風が 出 來る I さ 5 すると 之を 延期の 意味に 於て 反 

對す ると 云 ふことは. 私は 御 M 感 であるけれ ども、 

矢張り 注意し， 用心し つ、 纽設 して 行けば 萵田君 の 

志は それに te つて 矢張り 達せられる ことにな りは し 

ないかと 斯う 考へ るので あります、 大 耍先づ さう 云 

ふやうな ことでありまして、 私は 此委員 長から 報吿 

せられました 通り 成るべく 餘り 忽卒な ことを して、 

さう して輜 々しく lit 事業を 行は ずして、 注 S を 加へ 

又 聞くべき 人には 聞いて 此事を 行つ て 行く と 云 ふ 1E 

味に 於て 之を 決議して 大した 誤りは なから う、 又 私 

立 吊 校を m ia 云々 と 云 ふことは， 今の 通り 摁锌 均等 

にして 差別を 撤隧 して 行く と 云 ふこと ならば、 是も 

大して ^ 迫に ならぬ だら うと 思 ひます、 併ながら 其 

上は ffi 々の 力に ある ことでありまして ，競 ^ が 强け 

れぱ强 くなる だけ 學校常 局漭も 又 磔生 も锴發 して、 

他に 負けない やうに やつて 行く と 云 ふことは 却って 

宽 しいかと 思 ひます から、 さう どうも m 極 的に ばか 

り考 へて 居る _ に 行かぬ、 けれども、 大體に 於て 私 


は 今度の 計 迸は 餘〇 心中から 感服し ない、 しないけ 
れども 今の やうに 成るべく 全體 の TS ® 總會に 於て、 
多數を 以て 決 一一 された 所の 意味を 以て 當局 者が 施設 
されたなら ば、 大した 誤りには ならぬ だら うと、 斯 
う考 へます からして、 私 ほ是 だけの ことを 申 上げて 
饺 成の 意を 表して K きます。 

〔若 槻 12 次郞君 演壇に 登る〕 

0 若 槻禮 次郞怼 私共が lit 第二 號の豫 算追加 案に 修 
正を 加へ たいと 申 h げる ことは、 先程 書記官の 朗讀 
した 所であります が、 朗 is せられた 所は 大變澤 山な 
數 字に 0. つて 居りまして. ちよつ と 御 聞きに なり ま 
すと 云 ふと-どう 云 ふ 趣意の 修正を する ので あるか 
と 云 ふこと が 御 分りに く、 あらう と 存じます が、 之 
を 事柄で 申 上げる と、 結局 抛 出して あります 豫算の 
中で 大正 八 年度から 著 手いた す ® 校の 費用は 之を 皆 
繼_钱 として 認める ので ある、 從つて 此所 の豫算 に 
あります 所の E- 號と云 ふ ものは 全部此 通り 認める の 
である、 唯 乙號に 於て 九 年度に 著 手す る もの、 十一 
年度に 兼 手す る もの* 共に 合せて 繼紹 費に なつて 居 
るので あるが、 それだけは 除いて® いて、 九 年度に 
なつたならば、 九 年度に 薺 手す る ものに 付て 豫算を 
提出され る やうに したい、 十一 年度に なつたならば 
十一 年度に 著 手すべき 學 校 !- 付て 其 年に裨 算を 提出 
せられたい、斯う云ふ趣意であるので & ります、而 
して 敎官の 養成 费* たけは 是は從 前 執り 來られ た 所の 
慣例 通り 年々 の豫算 で 協賛を 求められる ことにして 
是は繼 續费 とする ことは 見合せられ い、 其 金額を 減 
ずると K ふ 意志で ない のであります、 年々 協賛を 求 
める ことほ 從前 の tK 例の 通りが 宜 いので、 今度の 如 
き m 例を 破つ て 斯の 如き 費用にまで 繼賴 費を 認める 

と 云 ふことは なされぬ 方が K しい、 是が修 正 案の 意 

味で •あります、 元來眺 後の 施設と して 教育の 振興に 

努められる と 云 ふことは 私共 固よりの 考であ ります 

それで 敎 育の 振興と 云 ふことは 極めて 結構な 事で あ 

ると 考へて 居る ので、 唯 a 分の 申す 所の 敎 育の 振興 

と 申す の ほ 是は 初等 敎育 •中等 敎育 、高等 敎 育、 共 

に 全般に a つて 改 1!? すべき 所を 皆 改善して 行く と 云 

ふ扼 意に 於て 敎 育の 振興に 努めたい と 云 ふので あり 

まして、 今回の 如く 高等 敎育_ 關のみ の 設備 擴 張と 

云 ふ 事の 趣意で ほない のであります が、， 併ながら 敎 

育の 振興の 中に 於て、 高等敎 育 機關の 整理と： K ふ 事 

は 固より 必要で あるので あります が、 今回 初等 並に 


中等教育に 付ての 改善の 案が 提出がない からと 言つ 
て •それ故に 此 高等敎 育 機關の 設備に 反對 する 次第 
で ほない のであります •今回 提⑴ された やうな 高等 
敎育 機關を 整備し やうと 云 ふ 趣意には 吾々 は 全然 同 
意で あるので あります、 此 事を 先づ申 上げる 所以の 
ものは、 修正案を 提出いた しました 者の 立場を 能く 
明に して 置く の 必要が あると 思 ひます から、 先づ此 
事を 申 上げて 匿き ます、 斯様な 譯合で 大體に 於て は 
教育の 振興には 賛成で ある、 高等教育 機關の 整備を 
圖られ る ことには 同意であります が、 其 目的を 達す 
るが 爲に 政府が 計® を 立て > 提出 せられた 此 第二號 
追加 裸 算なる ものに 付て は 不滿 足な 點が 多々 ありま 
すので あります， 第一には 左 樣な 計畫を 立てる に 付 
て •先づ 以て 財源が 要る のであります から lit 財源の 
選定に 於て 私共は 政府と 所見を 異にして 居る ので、 
吾々 が 敎 育の 振興を 主張す る 以上は 进 の费用 の 要る 
と 云 ふ 事は 無論であります から、 其 事は 認めて 居る 
のであります が 十億の 歳出 豫算の 中に 於て、 高等 敎 
育 機關の 整備の 必要 •たと 云 ふ 事を 旣に 前提と 致し ま 
したなら ば， それだけの 費用は 其 十億の 豫 1?: の 中で 
先づ 以て 認めて 置いて さう して それで 財源の 足らな 
いものは， 此 設備よりも 急務が まだ 幾らか 薄い と 云 
ふ ものの 綷费を 暫く 見合す と 云 ふ 事に なつたなら ば 
吾々 が 主張す る 如く 公 ffl に 財源を 求めず して 高等 敎 
育 機關の 設備が 出來 るので 有ます •それを ちよつ と 
一應 見ます と、 今回は 非常に 財源が 多い やうに 見え 
ますが、 是は 私共 考へて 居る 所では， 將來 政府の 歳 
入なる もの (± 減少す るので あつて、 財政の 前途は な 
か <容 易で ない と 思 ひます、 賊 後の 今日の 所では 
ちよつ と澤 山に 財源が ある やうに 見える もので あり 
ますから •政府は 大 ii 財源が 多い として、 皆 之を 以 
て 色々 な Is 用に 分配して f-b 釣つ たので ある、 分配し 
て 仕舞つ てから、 报 此 高等 敎育機 關をや らうと 云 ふ 
とそれ は 財源がない のであります、 そこで 借金を し 
て此 機關の 設備を 一一る と 云 ふこと に 致された ので あ 
〇 ますが、 吾々 が敎 育の 振興を 阔 らう、 それに ほ 經 
費を 要する と 云 ふの ほさう 1K ふやうな やり方で ほな 
いので ある， 此事が 大切で ある 以上は 經 費の 分配を 
する 場合に 於て、 先づ 之に 充 つると 云 ふ 頭を 以て 諸 
般の 施設 計 ffi をされ たなら ば •此 財源を 見付ける こ 
とは 何も 借金に 依らなければ ならぬ と 云 ふ 必要の も 
のでない、 斯う 私は 考へて 居る のであります、 唯今 


鎌 田 君は 學 校の 設備は 不 生產 的で あると 云 ふやうな 
ことを 言 ふが、 是は 生產 的で ある、 工業 商業 等の 知 
識の ある 者を 出す 場合 ほ 勿論、 それでない にしても 
敎育 をして 人才を 造る と 云 ふことは、 即ち それが 生 | 
產 事業に 間接に J 能が あるの だから、 不生產 的 事 築 
に 付て 公債を 募らぬ と； 一 IE うて 尻つ て も、 斯う 云 ふ も | 
のは 一向 さう 云 ふこと を ® みるには 及ばぬ と 云 ふや 
うな 御 s§ 論を なされた やうであります、 敎育が 生產 
的で あると か， 不生產 的で あると か 云 ふやうな こと | 
を 申します の ほ* 是は學 者には 色々 さう 云 ふこと を | 
言 ふので ある •それは 言葉 咎めの 問題で あつて、 吾 
々が 不生產 的 仕事の 爲には 公似を 財源と せぬ 方が 宜 
いと 申 上げる のは， 其 事業に 投じた 資金に 依つ て 利 
益を 生ずる やうな 場合に 於て は 借金を しても 其 借金 
の 元利は 其 利益で 以て 拂はれ るから、 それは 公債な 
〇 借入金を しても 宜しい が •投じた 資本が 直ちに 利 
益を 生ぜない と 3;- ふと 公債、 或は 借入金を 致した 場 
合には 此 元利の 償却は ffl 税を 以てせぬ ければ ならぬ 
のであります、 それ故に 租税を 以て ^ 却を しな けれ 
ばなら ぬ やうな 公 frt は 成るべく 破さない 方が 宜しい 
さう 云 ふ 公債を 澤山殖 すと 云 ふことは 財政の 基礎を 
薄弱に する ことで あるから 宜しくない、 是は 吾々 今 
回の 敎育 振興に 賛成して 居りながら、 敎育 費の 爲に 
公債の 5? 集を される ことが 宜しくない と 云 ふ 所以で 
ある、 併ながら 此事を 言うて 財源の ことにまで 及ん 
で豫算 を 正して 行かう と 云 ふこと になり ますれば、 

勢 ひ 预算の 撤回を 求めて， 政府から 財源を 更 めて 提 
出して 貰は なければ ならぬ と 云 ふ 所までに 至らざる 
を 得ぬ のであります， それでは 餘り 事が 大業に なり 
ますの みならず、 旣に 前に m て 居りました、 日程に 
於て、 此敎 育の 設備の e に 公債を 躱集 すると 云 ふ 法 
案が 本院で 可決に なつた 位であります から、 私は 此 
財源に 付て は 異論が あります けれども， 唯今 111 : 所で 
此財源 までに 付て 修正を しやう と 云 ふやうな ことを 
申す 譯では ない のであります、 唯此 案に 付て 不滿の 
箇晓か あると 云 ふ一點 を玆に 印 上げて 置く のみで あ 
ります、 又 此豫算 の 立て 方に 付て 甚だ 不都合で ある 
と考 へます のは， 此 追加 豫 算の學 校の 設備に 付て は 
皆目に なつて 居ります 、高等® 校， 商業 學 校、 H 椠 
學 校大舉 の 設備 擷張 ■皆 姑れ 目で 定めて あるので あ 
ります、 從前學 校の 擴張 設備の 增 加を する 場合に 於 
ては 總て項 •に 於て 之を 計上して 居つ たのであります 
八 六 九 
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裸 » に 1 是が 從來の 例で あるので あります > 
是 まで 十 何年 以來鞔 て织 校を 新に 立てる 51 合に 於て 
其 設蔺に 付て 链 © に羥费 の 協 饺を受 ける 場合に 於て 
ほ 常に 款項に 之を 上 ぼして 協铰を 受ける と 云 ふの が 
是が從 來の 例であつた のであります、 從來の 例を 申 
上げる 所で 1?. ない. 此五 六日 前に 本院に 於て 可決に 
な 〇 ました 大正 八 年度總 豫箅に 於ても S 校の 設備が 
あるので あります、 高等 學校が 第 十三、 第 十四、 第 
十五の 高等 學 校が 出 來 る， 其 他に 外の 學校 も / 1*. 來る 
ことにな つて 居り ま丫が * 是 は 皆 項に 上げて あるの 
であります、 つい 一週間 程 前に 本院が 蒞魏 をした 所 
の 法律に 於て は 斯様な 费目が 項に 於て 出て 居る ので 
あります、 然るに それが 今回の 追加鸨 翦 に 於て は 目 
になつて 居る のであります、 目と m の 違 ひは 如何な 

る 差を 生ずる かと 云 ふこと を 申 上げる のは， 餘 りに 

分り切つ たこと を 言 やうであります けれども、 是は 

大切な ことであります から 申 上げなければ なり ませ 

ぬが、 項に なつて 出て 居れば、 其 費用を 他に 流用す 

る ことが 出 來ぬ のであります、 之に 反して E になつ 

て 居ります れぱ其 間に 幾らでも 浓用 が / II 来る ので あ 

ります、 高等 學校を 立てる と 云うて 出て 居る 經費を 

廢め て、 之を 高等 商 築 學 校に 移す こと も m 来る ので 

あります •高等 商業 學 校を 立てる として 出 て 居る 經 

费を 暖めて ■之を 高等 HP 學 校に 變 へる こと も m 來 

るので あります、 或は 高等 學校を 造る と 云ふ經 費を 

之を 變 へて 大 學の擴 張を すると 云 ふ 事に も 用 ひられ 

得 るので あります、 是では 皆樣が 高等 學校を 造り 高 

等 商業 學 校を 造る として 御 協賛な された 事を •政府 

限りで 變へて しまつて、 外の 事に 充てても 仕方がな 

い 事になる やうな 風に 今回の 追加 豫算が 組んで m て 

居る のであります、 此點は 私は 甚だ 不都合で あると 

思 ひます が、 併ながら 此 事に 付ても 今 UI 是は いかぬ 

から* 項に すると 云 ふ 事になります れば 豫算 を ai に 

紐換へ て 行かぬ ければ ならぬ、 それ ほ 禅 易く 出 來る 

事であります けれども、 兎に角 目を 項に すると 云 ふ 

やうな 事に 變へて 參らぬ ければ ならぬ ので 有まして 

是 も今此 會期の 切迫した 時に 左樣な 事を する 爲に政 

府に豫 算の撤 回を 求めて、 修正を して 出して 貰 ひた 

いなどと 申した 所が、 「姑では 餘 りに 事が 大袈裟に な 

るので あります からして、 此點も 私共は 甚た不 滿足 

であります けれども、 此際は 我慢を しやう と 思うて 

居る のであります、 そこで 結局の 問題は どこに 歸蕺 


する かと 云 ひます と、 此追づ 操® の 大正 八 年度から 
著手をせらるる、學校ほ是ほ私共が見ても亦 7| 览總 
會 等に 於て 敎 育の 知識の 多い 方々 の 御 議論を 拜 膣い 
たしましても 、矢張り 學校ほ 是ほ 相當 であると 云 ふ 
事に なつて 居ります ので、 之に 付て は 大した 異論 ほ 
無い のであります が， 九 年度 以後に 著 手せられ る學 
校 或 ほ 學部と 云 ふ ものの 選 揺 ほ、 どうしても 此 原案 
に 出て 居る もので ほ 十分で ない、 まだ 選摺の 仕方が 
惡いと 我々 ほ考 へて 居る のであります* 而 して！！々 
申 上げました 所の 豫豫 委員 會に 於け る 希望 條件な ん 
ぞは 何かと 云 ふと、 結局此 撰 揺の 仕方が 惡いが 故に 
玆に 希望を 述べられ ると 云 ふ 位であります から *聲 
校の 稲 類な り、 學 部の 種類な りの 糊び 方が 惡いと 云 
ふ 事柄に 付いて は 恐らくは 大多數 の 御 方に ほ 御 同意 
であり ほせぬ かと 思 ひます が、 それが 第一に 私共が 
不 滿の點 であります •それから 第二に ほ 今 手を 著け 
ない 所の 火 正 九 年 以降に 著 手す る ものに 付て •今日 
から 確定 的に 繼_ 費と して 協賛を 强 ひらる X と 云 ふ 
ことが、 是が 第二の 吾々 の不 滿の點 であるので あり 
ます、 それと 前例を 破つ た 敎宵 養成 費と 云 ふ ものを 
繼紹费 にせられる と 云 ふこと が、 是が 又豫算 の 計上 
の 什 方に 於て 苦々 の 同意す る ことの 出来ない と 云 ふ 
點で あるので あります、 今回 修正の 意 W を 提 /a しま 
したのは 外に も不滿 の® があります が •此 場合で あ 
る 故に 吾々 不同意の 點をも 我慢に 我 1# をして、 而し 
て 結局 是だけ の ものは 如何にしても 默つて 居る こと 
が 出来ぬ と 云 ふ ものに 付て 玆に 修正案を 提出した 次 
第であります、 一體 大正 八 年度の 豫算の 協賛を 求め 
られる 場合に 於て， 大正 九 年度 以降に 著 手す る 事柄 
に 付て 併せて 繼紹 費と して 協賛を 求められ ると 云 ふ 

ことは、 どう 云ふ謅 であり ませう か、 何の 必要が あ 

つて* 左 ^ な ことを せられる ので あるか* 是は此 追 

加 豫算が 本 議場に 上りました 時に、 江 木 R 君ょり 政 

府の 意向を 質された のであります が、 其の 時の 答 辯 

に 依ります と 云 ふと •左樣 な ことは 外に も 例が ある 

と 云 ふこと であります、 外に 何が あつても 元來繼 E? 

費と 云 ふ 例外的の ものを、 例が あるから と 云つ て 益 

々擴 めて 行く と 云 ふことは、 是は 宜しくない ことで 

あります、 併し 其 事は 姑く 措いても、 外に 例が ある 

と 云 ふことは 何で あるか、 私の 承知して 居る 所に W 

れぱ >  唯鐵 道の 建設 改良 費 だけであります、 鐵適建 

設改良 費に 付て は 如何 さま 其の 年度に 著 手し ない、 


二 年 或 It 三年 後に 著 手す る ものに 付て、 預め磨 ?3 25 
として 協铰を 受けられた 例 {3: あるので あります、 併 
し鐵 道と 學校 と {3: 大 g 違 ふので あります、 铙逍は 交 
通 機關で 、爱 から 斯う 架けて •それから どこへ 通 絡 
すると 云 ふやう に、 總て其 通 絡の 關 係を 見なければ 
ならぬ 必耍が あるので あ •(; ます、 それ i1-:/ に 其 年に 著 
手し ない もので も. 後年に 著 手す る もので も、 其 年 
からして 旣 に繼續 費と して 求めて S いて、 何年に な 
れば 、どこの 鐵道が 出 來る 、何年に なれば どこの 鐵 
道が 出来る から、 それ故に 之を 今日 斯ふ云 ふ 鐵适を 
架ければ 、連絡 上に 宜しい と 云 ふ 事になる ので あり 
ます、 是と雖 も 私共 ほ 左篇 にまでせ ぬで も 宜しい と 
思 ひます が、 併ながら それ (i 左樣 にす る 例が 是まで 
上つ て 居る のであります、 前例の ある sf 把に 付て は 
今 批評す る ことは 好み ませぬ から、 それは それで 宜 
いと 致して 置いて、 學 校に 付て 之と 同じ ことを する 
必要が どこに あるので あります か、 東京に 學 校を 立 
てること と、 大 阪に學 校を 立てる ことと、 何の 連絡 
があります か、 大正 八 年度に 神 戶に學 校を 立てる、 
大正 九 年度に 長 崎に. 學 校を 立てる と 云 ふ 場合に •長 
崎に 大正 九 年度に 學 校を 立てる と 云 ふ 事を 決めて 置 
かぬ ければ •神戶 の 學 校を 大正 八牢 度に 立てる こと 
が 出来ない と 云 ふ 道 En! は どこから も 出て 來な いので 
あります、 此 點 に 於て 旣に豫 算の組 方が 惡いと 思 ひ 
ますが、 段々 非常な P 步 をして、 それは 關係な くて 
も 今日から 決めて 置けば 大變便 利 だから， 今 出す と 
云 ふこと を 承認す ると して、 財政 上 私は 左樣に 承認 
をす ると 云 ふこと ほ 甚だ 宜しくない と 思 ひます、 甚 
だ 宜しくな いと 思 ひます けれども. 假 にさう する 方 
を 承認 するとした 所で、 今回の 分に 付きまして は ど 
うしても 大正 九 年度 以後に 薪 手す る ものを 今 認める 
ことは 出来ない 事情が あるので あります、 それは 何 
であるかと 云 ひます と 政府が 此 追加 豫 M; を 出さる、 
と共に 說明 書と 云 ふ ものを IHI して 一膘 斯うは 極めて 
置く けれども •公立 學校 私立 學 校の 發達如 何に 依つ 
ては‘ 此 決めて ある ものは 變へ るか も 知れぬ と 云 ふ 
ことを 明言して 居られる が、 是は唯 口頭に 述べられ 
たのみなら ず、 書面を 以て 印刷して 吾々 に 示して 居 
られ るので ある、 さう すると 云 ふと 大正 九 年度 以降 
に 著 手す る學 校には 政府に 於て {* まだ 定見は 無い の 
である、 必ず 斯うせ なけれ ぱなら ぬ、 必ず 斯うす る 
と 云 ふ 定見は. 無いで ある、 公立 學校私 立學 校と 云 ふ 
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もの も發頌 如何に 法つて！ f 或 もの！ i 止める、 成 もの 
は窃吏する、 «> ,1纪取校を扭てるとして居つたも 0 も 
工業 學 校に ^ K する ことがある かも 知れぬ • !'< » i fii 
杏 學校を 造る として® つた も 〇 を 七 年 制 o in; 等 
が 出来た から 止める と 云 ふやうな yv にな さる かも 知 
れぬ 、公立 學校 私立 學校 < 發 速 如何に te つて 之を fj _ 
へる ことがある と 云 ふと， さう すると ! lt K*: ^ なる も 
のは、 確定せ ない ものである、 確定せ ない ものに (-J- 
て讅會 の 協 S を 與へ よと 云 ふこと であるか、 政. i' が 
H 任を肢 つて 確. ifci した 案を 出して 誔 0- は當否 を 判 斷 
して、 或は 協 .-c を與へ 或は 反對す ると 云 ふの が 常 ?: S 
であるので ある •政府が まだ 疑問で あつて どうなる 
か 分らぬ と 云 ふこと を 述べて 居られる のに、 猫 ff が 
唯 それに 協 ® いたし ませう と 云 ふのは ， 15 に齚 R と 
して 餘〇 輕卒な ことで あると； r. はなければ ならぬ， 
まだ/ \ 政府 (3: 是れほ 確定せ ない と 言は れる のみで 
あるかと 言 ひます と 云 ふと* それの みで ない ので あ 
ります、 预算 總會に 於いて 希 親條 件を 述べられた、 
其の 希望 條件ほ 假令 政府は 之れ を 確定の ものと 見て 
居つ て も、 それは 學 校の 稲 類な り斟部 の大潠 r-!! か il: 
しきを 得て 居らない ので あるから、 政府の 諮 l!.!J ^ !,' 
に 諮問して 適 當に御 直しなさい、 其の 直される i? 合 
も輕 いこと ではない けぬ ので ある* 其の 諮 rril 騁龆の 
惑 決を K んじて …… 重んじて と 云ふ葸 味の …… 殆ど 
政府は 意を 加へ ないで 諮問 機關の 言 ふやう に 之を 御 
變へな さいと 云 ふ 注文を 11: して 居られる ので ある、 
政府 自身と して， N れに付 いては まだ 確定した 怠 見 {-]: 
ない ので ある、 縦し 政府で 確定して Ir つた 所で、 K 
族院は それに 意見を 言つて 尻る ので & る、 さう S ふ 
學 科の 驶： 定な り、 さう 云 ふ學 部の 撰び 方が K くない 
から 變へな さいと 言つ て 居る ので ある， さう すると 
云 ふと ft 族院 自身は 此の 九 年度 以後に 莉手 すろ 取 校 
に 1-J- ては それを 變へ ろと 云 ふので ある、 玆に至 つて 
政府 ほ 此 項に 出さないで 目に 出した と：： ム ふことの： 个 
都合なる ことが 益々 現は れて來 るので ある •若し 之 
を 項で 協賛して あるなら ば • -1,1-. 〈諮問 機關の 決 翻に 依 
つて政府が變へる場合には豫站を變更してゝもう一 
遍鹩會 の 協賛を 受け H さなければ ならぬ ので ある、 
それなら ば 謅窗な る ものは 是が箠 いと か是が 惡いと 
か 云 ふことは 其 時に 判斷が 川來 ますから 例へ ば 111- 不 
確定なる ものに 協賛を して 匿いても まだ < もう 一 
51 議會と 云 ふ ものが、 之に 對 して 判 斷 する 機 a- が あ 
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ると 云 ふと まだ 宜い ので ある >  それ でも 私は 饺成で 
ありませ ぬけれ ども、 併ながら 項に なつて 居つ て變 
更す る ^ 合に (3: 協賛を tt 商 ' t と 云 ふこと であるなら 
ぱ 、まだ  <宜 いのであります 所が 如何で ございま 
すか、 是は 目で 出て 居る のであります から， 諮問 ® 
關が是 はいけ ぬからと 言つ て假 に e ir から 諮問 腌關 
の 怠 見に 成るべく 從 へと 言つ て 政府に 注文す る、 政 
府は 目に 依つ て 流用す る •勝手次第に それを やる の 
であ 〇 ます、 さう すると 誠院は 高等 學校が 址 つと 思 
うて 茲に協 質を する •豈 岡. b- む や萵等 商 楽 學校 にな 
る、 高等 商業が 出來 ると 思うて 協賛して 居る と， 蚩 
圖らむ や 高等 工業 學校 になる •さう 云 ふ專 門學 校が 
出来る と 思うて 居る とそれ が 止められて 大學學 部の 
蹓張 になる と 云 ふこと が 起る ので ある、 而 して 其 時 

讅會は 何等 之に 向つて 窓 兑 を 言 ふこと が m 來ぬ ので 

ある、 政府の みで 勝手に 之を爲 すので あります、 斯 

様な 協賛 を 蕺 8- か與 へる、 讁會が 惡 いと W つて 居る 

而も變 へなさい と 言つ て， それに 確定 的協燹 を與へ 

ると 云 ふことは、 是は 諮© として 目ら 權利 を ® んじ 

ない ことになると 私は 考へ るので あります、 敎員… 

教官の 養成 費、 是は學 校を 建てる 以上は 敎官が 一番 

大切で あるので あります、 高 ELI 封 も頻に 御 心配に な 

りました、 是だ けの® 校が 出来る のに 敎官 が一 時に 

出来る や « や、 是 ほ 随分 心配で ある， 或 (X 粗製濫造 

と 云 ふこと •か 起つ て、 折角 .1 1} 来た ^ 校は、 形は 出来 

る けれども 其窝質 が 面白くな くして ほ、 敎育 上： 悲い 

結果を 半： じは しない かと 云 ふこと を 御 疑 ひに なり ま 

した、 それ 位に 敎 M は 大切であります、 學校を 建て 

るなら •は 敎官 を ^ 成す ると 云 ふことは 勿論で ありま 

すけれ ども、 此敎官 を 養成す るに 付て は 政府が 玆に 

見稻 つて 尻ら れる 如 3- 轲费を 使つ て、 さう して 數年 

に It つて 結局 要する と . ly ふ 敎官を 今から 蓀成 せられ 

ると 云 ふことは 私共は ちつと も 異論 ほ 無い ので あり 

ます、 是は 十分 そこに 力を入れて 敎宫の 養成に 努め 

られな ければ ならぬ と 思 ひます が、 さて 前例を 破つ 

て 之を 繼紹 费 にす る 必要が 何處 にある ので あるか、 

朵まで 甞て 斯う 云 ふ もの ほ 撋紹费 になつて 居らぬ の 

であります、 大正 八 年度の 總裨览 に 於て；； 1 13 々は 矢 張 

り學 校の！！ 張を 協賛した ので ある、 高等 學校 三校を 

新に 作る と 云 ふこと を 協 ^ したので ある、 之に 向つ 

て敎員 の 萎 成に 付て は 繼姑 K として， 認めて 居らない 

ので ある •唯一 年 だけの 協 锊を して 尻る ので ある* 


此總拽 3? で 認める 學 校の敎 肺は 一年 度 限りで , J'l: いの 
で、 追加 預® で 求める 舉 校の 先生 だけは 繼-一 費で 養 
成せぬ ければ ならぬ と 云 ふこと. は 何 處から 出て 來る 
ので あるか、 のみならず 敎員の 養成 ! S と 云 ふ ものは 
何で ございます、 四百 五十 ® 圓を要 するとす る、 其 
四百萬圓なるものは洋行の§?刖で、外國留學の費用 
である、 五十 萬 圆だ けが 内地に 於け る學生 に铪 する 
费 用で ある- 從前堞 校の 敎授 或は 敎師を 養成す る爲 
には 留學 をさせる と 云 ふこと がず つと 行は れ來 たつ 
て fr るので ある、 それは 繼續 a になつ て R らな いの 
で •繼續 费でな くして 十分に 敎官莠 成と 云 ふこと が 
是 まで 出 來て转 るので ある、 今度に 限つ て 之を 繼續 
费 にしなければ ならぬ と 云 ふこと が 何處か ら半： ずる 
ので あるか‘ 或は 今回は 内地の 學生に 給費す ると 云 
ふの が 新に 加つ たから 頫續费 にしなければ ならぬ と 
仰し やる かも 知れぬ、 それなら ば 誠にを かしい 論法 
である， 外： 一に 行つ て留學 して、 さう して 勉强 する 
者に 向つての 純费ほ 一年 限りで 宽 かつた けれども、 
內地に 居つ て® 校に 這 入つ て 居る 學 生に 給費す るの 
はどう も卬々 の 協賛では いけぬ から 必ず 之を 繼續费 
にしなければ ならぬ と 云 ふ 話で ある、 是 ほ 私共 兩方 
とも 繼阒费 にす る 必耍は ない と 思 ひます が、 若し 繼 
續費で なけれ ぱいけ ぬと 云ふ識 論を 立てるならば 外 
國に 留學 して 居る 人 こそ 繼紱 費を 以て 必ず 三年 四 年 
績いて 出る と 云 ふこと を 保 證 してやらなければ なら 
ぬので ある、 内地に 居る 分は まだ そんなに せんで 宜 
いと 云 ふなら ば まだ <聞 える ので ある： それを 從 
前は 外國に 留昂 する 者に もちつ とも 繼續费 と 云 ふこ 
とを 認めないで 置いて、 今 P11 留學と 内地の 給費と M 
つ あるが 爲に 之を 繼績费 にしなければ ならぬ と 云 ふ 

_論は 、是は 誠に顚 倒した 見方で あつて •何等の 理 

由を なす もので ない と 思 ひます そこは 私共の 申 上げ 

まする 通り-先 づ學 校の 選 ^ も 相當で あり、 さう L 

て 今日から 手を 著く ると 云 ふ此大 TE 八 年度 だけの 學 

校に 付て ほ 擷續 費を 認めて 置いて、 大正 九 年度 以降 

の ものは 大正 九 年度に 於て -la 府が 諮問 機 關に諮 問を 

して •さう して 其ち やん と 適當な りと 云ふ椠 を 具へ 

て、 議會の 協賛を ? y なさる 政府が 責任を 取つ て 確定 

的の 案を 謅會に 出される 、大正 十一 年は 十一 年で， 

又 諮問 _關に 諮問を して 其 結局 妥當と 云 ふ 事に 歸し 

たものに 付て 政府が 責任を 負うて 確定 的の 案を 其 時 

に / -11 される、 斯う 云 ふ 事に 致す 事に 於て 何 所に不 都 


合が あるので あるか* 何 所に 不便が あるので あるか 
何にも} f fi/i はない ので ある 鎌 田 君は ^ 校を 格へ るの 
は 木を 捕 Ji る やうな ものである 、一年 ¥ く 楠 えれば 
一年 丈 早く 伸びる ので ある 其 通りで 有ます H  (通りで 
有ます が 修正案は 八 年度に 著 手す る ものは 此 儘 繼績 
費を 認む るので 有まゴ から 木を 植 表る 事は ちつと も 
遲らか さぬ であります、 學 校は 政府の 原案の 通りに 
出 來て 行く のであります、 大正 九 年度 以後に 著 手す 
る ^ のは、 政府が 責任 ある 案を 具へ て® 出しに なれ 
ば それを 協賛し やうと 云 ふので あります から、 一向 
鎌 fil 君の 御 心 ad になる 木を 楠 表る のが 一年 遲れ ると 
云 ふことは 起つ て來な いのであります のみならず、 
私共から 申せば、 さう S さる 方が 政府に 便宜が 餘計 
あるので あります、 今日は 御 下賜 金の 外には 公愤借 
入金を 以て 財源と すると 云 ふこと になつ て 居る ので 
ある、 是ほ前 'p h げ ました 通り、 吾々 は. 个 同意で あ 
ります が、 今日は 今 我悛 をす ると 言つ て rT るので あ 
る、 政府 も 之に 滿 足して 居られぬ のであります、 政 
府も已 むを 得ず 斯うして 居る のであります が、 金が 
あれば 成る たけ 公 f« 借入金は 一; ずる やうに する、 現 
に 寄付 症が あれば それだけは 借入金は 減ずる と 言つ 
て 居られる ので ある、 其 寄付金は 今旣 にある ので あ 
ります、 此大正 八 年度に 著 手す る學 校に 付て は 私の 
承知して 居る 所に 依れば' 既に 寄付金が 地力から 確定 
的に 言つ て 来て 居る‘ それが 此に揭 げてな いの ほ、 
是は 追加豫 算で急 いで 出されたら 仕方がない とした 
所で‘ 今此に 九 年度 以後に 著 手す る もの 迄 も 協賛を 
して 仕舞つ て® きます と 云 ふと、 寄付金を 财源 に揭 
げて此 通り 寄付金が あると 云 ふこと を議會 にまで 見 
せて 協賛を 受ける と 云 ふことは 出來 ぬのであります 
內實で ほ 寄付を 受けられる か 知らぬ が •併ながら 翳 
會は どれ だけ 寄付金が あつて、 どれ だけ 公 償を 黏集 
しなければ ならぬ かと 云 ふことは 分らぬ ので ありま 
す、 之に 反して 大正 八 年度 だけを 先づ 認めて 置いて 
大正 九 年度は 政府が 責任を 負うて 出される 時に 協賛 
すると 云 ふこと になり ますれば •今から 一年間に 寄 
付 金の 高を 確定して、 それを 豫算に 計上して‘ 恩賜 
金が 如何程 あつた、 寄付金が 如何程 あつた、 それで 
足りない 所が 是 (V: であるから 公愷を 募集す ると すれ 
ば， 誠に 財源 も 明になる、 而 して 何等 學校を 立てる 
ことの 遲れる ことは ない のであります、 斯樣な 次第 
で 私共の 申 上げます る こと 》は 、政府に 於ても 何も 


不便 ほない ので ある. 又 諸君の 御 心配になる 學 校の j 
設 ij が 遲れは せぬ かと 云 ふこと に 付ても •少しも iffl 
れ る ® はない ので ある rfli して 左樣に 致します れぱ * 
豫算の 形式 も E しくなる* 謅會が 協賛を する のに 假 
の ものに 協賛を すると 云 ふこと でな くして-確定の 
案に 向つ て 協賛を する ことになるので あります- Q 
であるから 流用す るか も 知れない と 云 ふので ありま 
すけれ ども* そこは 即ち 政府は 目へ 擧げて 議會の 協 
賛を 受けられた 以上は •政治 上の 德義 とし 變更は 爲 
さるまいと思ふので&〇ます-今ほ變更して吳れろ 
と 云 ふこと を 注文す るから 政府は 變更 しやう と 云 ふ 
のであります が、 ち やん と »c 任を 負うて 出て 來た時 
に 目で ある 事は 私共は 滿足 はし ませぬ が、 一遍 例を 
開かれた 以上は 其 次に それが 前例になる から 或 (X 
目で 出る であり ませう* さうな つ C も 其 寺 こ 確定 的 
の ^ 賛をす るので あります から* そこで 政治 上の 德 
義が 生じて 政府 も 之に 異つ たる 施行を する ことが 出 
來ぬと 云 ふこと になる から. 此點に 於て 政府に も不 
便な し. 議會 はち やん と 確定 的の 協賛を する、 假定 I 
の ものにして 直しても 宜いと 云 ふこと になり ました 
ならば. 誰が 責任を 負うて 行く か、 政府は 不確定な 
もの だとして /! 5 して 居る、 責任を K らぬ ので ありま 
す、 議會ほ 假の もので 決 11 をして 居る、 議會の 決 a 
は誠に撾威のないものである.而して政府の一諮間 
摁關な る 委員の 決定に 依つ て 翳 會の 意見を 取捨して 
下されと 云 ふことは、 實に是 は 貴族院の 国 決は 權威 
を 失 ふこと になる、 私共 ('X 貴族院の 議決なる もの ほ 
權威を 有たなければ ならぬ、 確定した ものに 付て 協 
賛をせ なければ ならぬ、 それと 共に 苟も 協賛を した 
以ヒは 货族院 の協饺 の 趣意に 依つ て 政府は 之を 實行 
せなければ ならぬ、 之を 主張して 居る 者であります 
然るに 希 si 條 件を 出して、 是ほ いけぬ から 政府は 其 
部下に 於け る 所の 一 委員 y:7 に 諮問して 適 當に變 へて 
下さい、 斯う 云うて 此に 決議を して 置く と 云 ふこと 
は、 貴族院の 決議に 對 して 其 有つべき 當然 の權 威を 
有たぬ と 云 ふこと になる のであります* 本員 等が 此 
會期の 切迫したる 場合に 於て 此豫算 に對 して， 唯今 
申 上げます やうな 修正案を 出した 所以の ものは、 高 
等敎育 の 設備に 付て、 整備に 付て 決して 反對で ほ な 
いので ある、 寧ろ 是は大 に 賛成して 居る ので ありま 
すが、 併ながら 貴族院が 自ら 議決した る識 決に 對し 
て權威 を 失 ふやうな ことは せない が 爲に •言葉を 換 
八 七 一 


裸 3?- 案 大正 八 年度 歳 人 tt? 出 總務 览 追加 案 C 第二 號〕 
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へて 申 上げれば、 ft 族 院の 門® を 十分に 雄 持す るが 
舀 に、 此 場合に 於て (?. 斯探な 修正を 加へ るの 外 K む 
を 得ない と考へ ましたが 故に •同志の 諸 岩と 共に 此 
に 修正案を 提 1  山いた しました 次第で ございます から 
どうぞ 修正案に 御锊成 あらむ ことを 希望いた します 
〔子 ! 3 八 條隆 IH 君演垵 に 登る〕 

〇子网 八條隆 正 君 私 (X 原案 賛成の® 見を 申 述べた 
いと 思 ひます 先刻 來敎育 家と して 常に 筏 敬を拂 つて 
居り ま：. 所の 高田拇 士又鎌 田 君 並に 財政 家と して 又 
先窀 として 畏敬す る若槻 君ょり して @ 々反 對又 は修 
正の 意見 並に 御 资 成の 御 ? S 見を 拜 e いたした ので あ 
ります 高 田 傅 士の反 對の 御意 FA に對 しまして 鎌 田 君 
ょりして 一應御 反駁が ありまして、 其 御 反駁 ほ 私 も 
或る 程度に 於て 御 同窓で あるので あります、 ^ 田 1¢ 

士の 仰せに ほ 今日の 現狀に 於て 日本の 戰 後經營 に對 

して 最も 敎育上 に 於て 緊要なる 事は 國民敎 有の 改善 

である • 云 ふ 御意 見で あるんで あります、 是も 誠に 

御尤な 事と 存ず るので あります が、 恰も 鎌 田 君の 仰 

せの 如くに 如何なる 程度を 以て 國民敎 育の 改篛は 出 

来たので あるか‘ 此次 には 中等 敎 育、 K に 髙等敎 育 

に 移るべき 時期で あると 云 ふやな 事に 付きまして ほ 

誠に @ 昧で あります るんで あります. 故に 斯樣な 事 

は 探 若の 理想と しては， 敎育家 の 理想と して ほ 誠に 

御尤な 御考 であらう とは 存じます るが • 畀 々と 致し 

ましては 最も 實際 的なる 方面を 考へな ければ ならぬ 

と 存じます、 今日の 現狀に 依つ て 見ます ると 云 ふと 

我國 の® 後 敎育上 の 施設と 致しまして は、 私は 是も 

高等 敎 育の充 實 と 云 ふこと を 以て 最大 急務と 考 へる 

のであります •今日の 現 狀に 於き ましては-中 舉の 

卒業生が 年々 非常なる 勢を 以て咐 加す るので ありま 

す、 而 して 之を 收粹す る 所の 高等 敎 育機關 なる もの 

が >  比較 的其數 が 少 いのであります、 爲に其 人學試 

驗競爭 激烈を 極めまして、- -2: が 爲に 好 la の士が 志を 

得ず して №11 吟せぬ ければ ならぬ と 云 ふ有樣 なんで あ 

ります、 入學 準 (5(i の爲に 彼等の 非常なる 刻苦 勤勉を 

しなければ ならぬ、 而 して 其 試 驗には 不幸に して… 

〔副 _ 長侯搿 里： 田畏成 君蕺長 席に 著く〕 

不合格になる と 云 ふやうな ことが 往々 にして ある、 

而 かも 其數は 非常に 多い ので あると 云 ふ 事になる と 

云 ふと， 彼等は 精神に 於て 非常に 消耗し.. 身 體も是 

が 爲に虛 弱になる、 斯の 如く 身心の 耗弱 を來た すと 

云 ふことは、 果して 國 家の 爲に 利益で ありませ うか 


又： 史に考 へて 見ます ると 云 ふと •屮學 の 卒業生の み 
ならず、 中學 卒業後に 於て •商 等の 學 校に 入學 しや 
うと 思へ ば、 K- 準備と して S1' に 中 ® に入學 する 時に 
方つても •最も 高評なる 成績の 好い 中學 を il ばな け 
ればな らぬ 、是に 入學 する のに ほ 又 非常な 激烈なる 
競举 を耍す ると 云 ふ有樣 である •從 つて 旣に學 問 上 
に 付て餘 りに 慾 望の ない 小 學の兒 童まで も、 旣に中 
學の 入學試 驗：史 に 中 學に這 入つ て 後 (X 高等 學校 入學 
準備の 爲 に競爭 試 驗の爲 に强 迫され て K るので あり 
ます.. 最も 身 體の發 育すべき 時期に 於て、 斯の 如く 
嵇神 上肉體 上の 苦痛を 受させ つ、 あるので あります 
極めて 嫁擔た る有樣 であると 言は ぬければ ならぬ と 
考へ るので あるます、 lit 結果 どう 云 ふこと になる の 
であり ませう か、 第二の 國民 として、 他日 國の爲 に 
犬に 活動すべき 人間は、 實 に身體 精神 共に ris 弱なる 
ものと なる のであります、 是ほ國 家の 爲に洵 に 痛嘆 
すべき 事柄では ないで ありませ うか、 更に 先年 來學 
制 改革と 云 ふ 事が 問題に なりまして、 多年の 研究の 
結果 先程 其 成案を 發表せ られた のであります、 即ち 
學 制の 改革と 云 ふのは 修業年限の 短縮で ある 是は詰 
〇 元 氣 ある 活動力 ある 靑年 を、 早く 社會に 出さう と 
云 ふ 精神に m でた もので あらう と 云 ふことは 勿論で 
あります、 然るに 折角 其 改正が 出来た に拘ら ず、 今 
日の やうな 學 校の 不足であります る 云 ふと、 入學試 
驗の爲 に不 格になる 者は、 數 年の 間 上の 學校ベ 道 入 
る ことが 出来ない、 それが 爲に 制度の 上に 於て は 修 
業 年限は 短縮され ましても， 事實 上に 於て は 少しも 
學業を 終る 年限と 云 ふ ものは 變らな いと 云 ふ有樣 に 
なる のであります、 のみならず 學 校の 不足は 漸次 中 
學の增 加に 伴は ない と 云 ふ有樣 になる と 云 ふと， 却 

つて 制度の 改正 前ょりも、 修業の 時期が 遲 る、 と 云 

ふやうな 結果になる ので あらう と 思 ふ •是 等は 學制 

を 變史 したる 所の 趣旨に 副は ぬ もので あらう と考へ 

るんで あります、 斯樣な 狀況で あります るが 故に、 

今日の 場合に 於き ましては、 最も 痛切に 必要を 感ず 

る ものは、 敎育 上に 於き ましては 高等 諸學 校の 增築 

攏張と 言は ぬければ ならぬ と考へ るので あります、 

隨つて 高 田 傅 士 の、 先 國民敎 育を 充實 する、 之を 先 

きにして 而して 高等 諸學 校の 如きは、 必要とは 認め 

るが、 顺序 としては 後になる もの、 或は © くと も國 

民敎 育は 高等敎 育の 充實 と共に 並行すべき もので あ 

ると 云 ふやうな 御意 見で ありました が、 私の 見る 所 


に 法り まする と 云 ふと* 今日の 诨情 から 考へて 高等 
敎育 の櫸關 を 先づ 以て 充 1? する、 而 して 其 入學 を容 
易なら しめ •靑 年を して 元氣を 失は ざら しめる と 云 
ふこと が、 將 來の國 家の 發展の 上に 於て、 極めて 重 
耍なる ことで あらう と考 へる ので ある， ! 1 後平 和に 
入りまして 各國と 競争す る 上に 於て、 最も 肝耍な る 
事柄では なから うかと 考へ るので あります、 此意味 
に 於て、 高 田 博士の 御考 とほ 稍々 考を 異にして 居る 
のであります 、即ち 一年 遲 るれ ほ 國 家の 不利益 (i 一 
年 だけ 多くなる と 云 ふ 風に 考 へます るに 依りまして 
今回 此豫算 の 提出に なりました に 付て、 本員 ほ 之に 
賛成を 致したい と考 へる のであります、 次に 修正の 
御意 見が 若 ili 君ょり 出ました のであります るが、 其 
御 論 ほ 大正 A 年度に 於て 著 手す る 所の 學校ほ 、其 繼 
績費を も 認める が •九 年度 以後に 於て 之に 著 手す る 
所の ものは、 遺憾ながら 賛成 ほ 出来ない と 云 ふやう 
御意 見であります、 其 御 論旨は 主として 豫算 編成 上 
の 御 論で あらう と考 へる、 大局の 上から 見ます ると 
云 ふと， 此御 議論は 洵に 左程 雷 大視 すべ もので ほな 
からう と、 吾々 が 目的を 達する 上に 於き まして、 別 
に 深く 考へな くと も宜 からう と 云 ふ考を 持つ て 居る 
のであります、 大正 九 年度 以後に 於て 著 手す る やう 
な 學 校の 繼續 費を、 此際に 於て 認める と 云 ふことは 
甚だ 不穩當 で ほない か、 出す 方も不 穩當な らば、 之 
に對 して 協賛を 興へ るの も 亦愼重 を缺 くの 嫌が ある 
と 云 ふ 御意 見で ありました が、 若 湖 君 S らが御 引例 
になり ました 如く  •現に 其 先例は 鐵道 特別 會 計に 於 
て ある •物は 理窟は 如何！！ にも 附く のであります る 
が、 鐵道 線の 丁： 事の 如きで も 或 ぼ 一線 毎に 切つて 行 
つても、 敢て差 支な からう と考へ るので ある、 唯必 
要 It 全體の 計 « を 立つ たが 爲 に、 其 統一 上 後年 度の 
分を も、 豫め協 賛を 受ける と 云 ふこと に歸 著す るの 
であらう と考 へます- 鐵道 以外に 於き まして 餘り例 
は 無い やうに 思 ひます るが •例へ ば 軍艦 補充 計 a の 
如き も 同樣で あらう かと 考へ るので あります， 勿論 
軍艦の 建造は， 艦 一雙 毎に 目に なつて 居る _では あ 
り ませぬ、 併ながら 實質 上に 於き ましては >  一 々軍 
艦を 描へ るのに は •必 しも 前以て 後年 度に 於て 著 手 
する 軍艦の 協賛を も睜て 置く 必要は ない ので ある、 
今年に 於て 著 手す る 軍艦は 今年度に 於て 協賛を 求め 
又來 年度に 於て 建造に 著 手す る 軍艦は 来年 度に 至つ 
て 協賛を 求める と 云 ふこと にす れぱ 毫も 差 ^ ない も 


八 七 二  _ 

c であります、 仲 ながら 旣に 於 〇 一..  ：.- に 
是だ けの ものを 協 R を 得て ; -'-C く必烬 ：， ' と 云 ふ 
聳に 基き ましたな らば、 又 後年 度に T. yf に 著 手す る 
所の朮趦の预算を協饺を得て遛いても差茭ないと私 
ほ思ふ、耍するに此問題ほ計帘の立\‘方如何に《り | 
計进の 目的 如何に 法つて 定まるべき ものでは ないか 一 
と考 へる のであります、 即ち 其 N 的に 依つ て 狭 一せ 
られた 計进に 付て ほ 全部 經紡 ?5 として 協 S を 求めて 
も差茭 ない もので ほな からう かと 云 ふ考を 私は 打つ 
て 居る のであります、 而 して 若 湖 君は 大正 八 年度に 
於て 著 手す る學 校の 分に 付て ほ fi 紐. 乙號を も 協 苡 
を與 へ、 而 して 九 年度 分 並に 九： 牛 度 .'' I 设に 於て ^ 手 
する ものに 付て は、 更に 其 年度 年度® に预览 を 以て 
請求 すれば 宜 いと 云 ふ 御 話な ので あ 〇 ます、 是は勿 
論 御尤もな ことで あつて、 左樑に 致して 少しも 苒支 
はない のであります* のみならず 左様に 致した 方が 
理窟の 上に 於て は 正しい …… 

〔議長 公 fff 德川家 達君復 席〕 

と 云ふ考 は 私 も 有つて 居る のであります、 併ながら 
旣に若 棚 君に 於 かせられましても 大正 八 年度に 請求 
する 所の預 算に依 つて / .11 來る® 校の みで 以て 滿足 1'- 
る ものでは ない* 尙ほ 高等 敎 育の 棚 張の 爲には 大正 
九 年度 以後に 於て 請求す る ものを も 18 むる ので ある 
唯 其 手 la を 別々 に、 年度 年度 毎に せょ と 云 ふやうな 
御意 見で あるので あります， 之に 依ります ると i} 校 
の佾設 と 云 ふ ものは 大正 八 年度に 著 手す る もの だけ 
では 滿足 しない、 後年 度に 於て 薪 手す る ものを 必要 
と認 むる ので ある* と 云 ふ 御意 見で あると 云 ふこと 
ほ 窺 ひ 知られる のであります、 然らば 私と 致し まて 
は、 繼續费 に 付て 前述の 如き 見解を 採つ て 居る もの 
とします れば 、若槻 君に 於 かれ” も 亦 九 年度 以後に， 
著 手す る學 校の 分に 付ても、 繼緘费 として 請求せ ら 
れても 協賛を 與 へても 少しも 差茭ほ ない のでは ない 
かと 云 ふやうな 考を 起す のであります、 のみならず 
玆に谷 年度 毎に 切つ て_ 會の協 賛を 求める のと， 之 
を 一括して 繼鞞 費と して 協賛を 求める と 云 ふこと、 
は、 9 際に 於て 如何なる 差異が あるかと 云 ふと、 稍 
々其 間には 便 否の 差異が あるで あらう と考へ るので 
あります 即ち 谷 年度 毎に 切れば 其 年度に 於け る财政 
の狀態 如何に 依つ て、 或は 本来なら ば 其 時に …：. K 
年度に 於て 出したい、 或は 又 出した が 滴 當で ある 計 
丧を も、 財政の 都合 上 出し 得ない と 云 ふこと も 起り 
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易い のであります、 然るに 撊續费 として _ 會の協 替 
を 得て 匿けば •後年 度に 至りましても， 其 分に 付て 
ほ 旣に 確定いた して 居る ものであります るが 故に 财 
政 計 gf に 於ても 其學 校の 增設ほ 、謂 13: ぱ险 光 權があ 
ると 云 ふやう になる 結果に ならう と考 へる ので あり 
ます、 で 再々 が m 校の 创設撾 張を 切に 希望す る 上 か 
ら申 しま すれば •此豫 筇 ほ 矢張り 觸續 a として 請求 
して M つた 方が •吾々 としても 其 M 的の 遂行を 望む 
上に 於て li s ぶべき ことで あるので あります •文部 
省 ほ 從來の 例に ^ ります れぱ 比較的 政府の 谷 省の 間 
に 於き まして 冷遇を 受けて ® つた ものである、 励と 
もす ると 云 ふと 文部 笱の計 迸 ほ 閣邋に 於いて 認めら 
れな かつた ものである •然るに 時勢の 要求とは 中し 
ながら •今日の 如く 一度に ] 1 くべき …… 、隳 く必耍 

ほない ので ありませ うが、 從來の 例から 見れば m く 

べき 多數： ：壤 校の咐 設を此 の 際 一 氣 に計珣 された と 

云 ふことは 、謂は V- 文部省と して U 大 m 来なる yf 柄 

であらう と 思 ふので あります、 併しながら 時 ?!? の 推 

移は 又 他日 如何に 變化 する かも 知れない ので ありま 

す、 邦 場合に 於き まして 若しも 今日に 於て 此全 計 ffi 

を 認めて 匿いたなら •は、 吾々 の 希望す る 所の 學校の 

fill 設ほ /il 來たで あらう ものを、 此修 正說の 如くす る 

に te つて 年度 年度に 打 切る と 云 ふこと になり ました 

ならば， 或は 時と 場合に te つては 吾々 の 希 阐を 達す 

る ことが 出來 ないか も 知れぬ と： K ふ® が あるので あ 

ります •故に 若槻打 の御說 は 现論 として ほ 私は 最も 

尊 ffi して 伺 ふので あります， 併ながら 之を H 際に 行 

ふ 上の ffl 否の 間 題と 致しまして (i 、矢張り 繼辍费 と 

して SS いた 方が 吾々 に 取つても •吾々 の 希 si を 達す 

る 上に 於て 都 が K いと 云ふ考 を 有つ のであります 

次に 成 入の點 に付きまして、 詰 〇學校 新設、 咐設の 

W 源に 付きまして 色々 先 ほどより 御意 見が ありまし 

た、 仲ながら、 鎌 山 君 ほ 公 frt 财源に 依る ことほ 不可 

ではない と 云 ふやうな る御总 見の やうに 伺 ひました 

恰も 私の 所感と 其 見解を 一にして 居る のであります 

財政 家 ほ _ ともす ると 學校唞 設の 如き ものは、 決し 

て 牛： 產的事 業で (3: ない、 生 產的事 業に 非 さるが 故に 

斯の 如き ものを 公佔 財源に te ると 云 ふことは 甚だ 宜 

くない ことで あると 云 ふ 意味で 以て、 公似 財源を 否 

誌せられ るので あります、 而して 其 結果 是等ほ 經常 

歳入に 依つ て、 贺通 財源に 依つ て 支 辨 すべし と 云 ふ 

御意 見に歸 著す るので あります、 併ながら 國 家の 經 


费なる もの ほ 尔と共 に 膨脹す る ものであります、 殊 
に況や 此際は 時局の 際で あり， 而かも それは 時局轉 
換の 際に il 遇する のであります るが 故に、 其 前途の 
見極めは rf 易に 付き 兼ねる のであります、 例へぱ 現 
に 我國に 於き ましても 此時 局が 平和に なり ますれば 
直ちに 現在 ある 所の 臨時 事件 豫蹦費 の 始末を 付けぬ 
ければ ならぬ のであります、 臨時 事件 J® 備費は 其 内 
祥は 遺憾ながら K だ 照 蔻に解 釋 されて 居る ので あり 
ます、 吾々 から 兑ると 云 ふと 從來 臨時 事件の 豫備費 
の 中から 支出すべからざる ものであると 思は れるも 
の も、 時局 關係と 云 ふ 意味を 以て 臨時 事件 博 備費か 
ら支 出されて R るので あります >  某 報いは 今年 平和 
克復になります れぱ 忽ち やつて 來 るので あります、 
即ち 臨時 事件 K' 腩费 の屮 には 物 馏瞧贵 に 基く經 费の 
咁加 とか、 或は 戰時 臨時 手當 、官吏に 封す る 臨時 手 
當の如 きものを も 含んで 居る のであります、 是等の 
ものは 臨時 事件 豫備费 を 殿し ますと 同時に、 經常钹 
出と なるべき ものであるので あります-物 價騰设 は 
時局 終りました 後に 於ても* 決して® 落す る もので 
ほ なから うと考 へる •直接 峨爭 に關 したる ものは、 
或は 低落す るで ありませ う ►併ながら 一般の 物惯ほ 
左 ほど 著しき 低落を 見る ものでは ない と考 へる ので 
あります >  其 推測は 恐らくは 事 K であらう と 思 ふ • 
日淸 日露の 戰爭の 後の 有樣を 見まして 4 亦同樣 であ 
つたので あります、 國力 が發展 し、 國 富が 增進 し物價 
が 膨脹して 居る と 云 ふ 現在の 狀况で あります が 故に 
時局 終りました 所で， 決して 著しき 低落を 吿げ ると 
云 ふこと ほな からう •即ち 今回の 職 位を 以て 物惯は 
又 一階 梯をな して 騰貴して 往 くべき もので あらう と 
云ふ考 を 有つ たのであります、 左 すれば 戰 後に 於け 

る經費 は 決して 收縮 しない もので あらう と考 へる の 

である •隨 つて 官吏の 臨時 手當の 如き も •是ほ 言 ふ 

まで もな く增 俸と なつて 形變 へる と 云 ふだけ に 止ま 

るので あらう と 思 ひます 即ち 臨時 事件 豫備 費を 膜し 

ます 時に 於ても それは それだけの 額を 殆ど 全部に 近 

い 程の- il を 經常费 として 形を 變へ て往 くと 云 ふ 結果 

になる ので あらう と考へ ま 丁、 然るに 臨時 事件 豫備 

費の 財源で あつた 所の戰 時 利得 税なる もの ほ 平和 克 

復の 年と 共に 廢せ られ ると 云 ふ 課で ある、 斯_な 事 

情であります るが 故に 先般 來豫算 委負會 に 於ても， 

或は 分科 ir に 於ても、 色々 の 質問 か 出て、 一體 平和 

克' JM の 後に 於て は 如何に 財政を 整理して 注く か、 或 


は 戦時 利得 税の廢 せられた る 後には 如何なる 財源に 
ffi て昭つ て： S く かと 云 ふやうな 質問 も あつたので あ 
ります、 或は 又 ^ 税の 計畫 等は 無い かと 云 ふやうな 
質問 も あつたので あります、 即ち 一部に 於て は 今日 
旣に 咐税の 必要は あり ほせぬ かと 云 ふ 懸念を 有つ て 
居る のであります、 此質問 に對 しまして は 大破 大臣 
は 別に 增税 をせ ない と 云 ふ 御意 見は 無かつた ので あ 
ります， 斯樣な 次第であります るが 故に、 現に 大正 
九尔度 以後に 於き まして、 政府の 豫算 委員 會に 於て 
提出せられ ました-歳入歳出 槪計 表を 見ます と •年 
々約 一億 圓に 近き剩 餘金を 生ずる やうな 表の 面に な 
つて 居ります が、 果して 是はど うで あらう かと 云 ふ 
疑を 有つ のであります、 又 政府に 於ても 大正 七 年度 
の剩餘 金なる ものは 約 二 億圓を 生ずる 見込で あると 
云 ふ說 明であります るが， それ 13: 此臨 時事 件 豫備 M 
の戰時 臨時 手當 、或は 物價膦 貴に 基く 廳费 、雄 費、 
雜給 等の 諸 費 其 中の 大部分は 是か ら充當 される •而 
して 其 他の もの ほ 賊後經 營に嬰 する 谷 fa の财 源と な 
ると 云 ふ 風に 說明せ られ るので あります •赴 ! X 尤な 
る 事柄と 考へ るので あります、 少 くと も此際 左樣な 
る 剩餘金 等の 生ずる 事を 以て 經常 歳入を 當て にして 
學校 增設の 計® すると 云 ふ 事は •稍々 不安で あると 
言 it ねばならぬ と考 へる のであります "少 くと も 向 
後佾稅 等の Eg はあり ませぬ かと 云 ふ 場合に 於て， 經 
常 歳入に 依つ て 學校砑 設を しやう と 云 ふことは® だ 
考ふべ き點で はない かと 思 ふので あります、 大正 六 
年度の 剩餘 金なる ものは •現に 三千 萬 M 餘 あるので 
あ 〇 ます、 即ち 大正 七 年度 又は 大正 八 年度の 財源と 
して 支出いた しました 殘 りが 政府 當初の 計畫 ょり以 
外に 多く 殘つて 現に 三千 餘萬圓 を存 して 居る と 云 ふ 
勘定になる のであります、 併ながら 此三千 萬 圓餘の 
剩餘 金から して 是で 以て 學 校の 增設の 財源に したら 
宜 いじ やない かと 云 ふやうな 議. I に 至つては、 私 (3: 
賛成し 得ない のであります、 即ち 現に 存する 所の剩 
餘金を 以て •公債の 三千 四百 五十 五 萬圓 に替 へる と 
云 ふ 意見な のであります、 併な から 現に 存する 所の 
剩餘 金を 以て 向後數 年間に 渉る 所の 經® の财源 にす 
ると 云 ふこと {x srl 何なる もので あらう かと 云 ふ考を 
有つ て 居る のであります、 過去 大正 七 年度の 豫算を 
議す るに 方り まして、 前； の當 初の 增租 計 W が 議 
會に 於て 變更 せられました 爲に 、政府 ほ 現に 存する 
所の 剩餘 金を 以て 其 不足に 充當 すると 云 ふこと にな 


つたので あります 併ながら 是等は 誠に I 時の ® 態で 
あらう と 私は 考へ るので あります、 決して 此前例 が 
あるかと 云つて 何時も 此 例を 追 ふ譯に ほ 往か ない の 
であります、 のみならず， 今 闩 の 時局 ほ 如何なる 變 
化を 生ぜぬ とも 限らぬ と 云 ふ 際であります、 大正 七 
年度の 剩餘金 は、 今年の 夏瑣に 至ら ざれば、 決算期 
に 至ら ざれば 之を 使用す る ことは m 來な い、 其 以前 
に 於て ほ 尙ほ 若干の 費 i-ti の 場合に 於け る 財源を 有し 
て 居る と 云 ふことは、 極めて 必嬰な る こと、 考 へる 
のであります、 左 すれば、 旣に 生じた る 所の 剩餘 金を 
一 以て 學校增 設 の財游 とする 事 も 出來な い、 又 將來生 
ずる 所の 剩餘 金を 以て 部 校の 設立の 財源に する 事 も 
3 来ない、 斯樣な 事情であります から、 結局は 公價 
に 依る の 外は ない と考 へる のであります、 公債に 付 
ては 先程 來高田 博士と 云 ひ 或 {3: 若 棚 li 次 郎君と 云 ひ 
學校 增設の 如き 不生產 的の 事業に 向つ て 公憤を 以て 
支 辨 すると 云 ふこと ほ、 甚だ 前例 も 無い し* 面白 か 
らぬ こで あると 云 ふやうな 御意 見で あつたので あ 〇 
ます， 兩君 の御說 は、 詰る 所 殖產的 事業、 營利的 事 
業に 非 ざれば、 公債を 發行 する ことを 拐ず と 云 ふ 御 
解 釋で あらう と考 へる のであります、 併ながら il.t 議 
論は 餘 りに 偏狹な る 御考で はなから うかと 考へ るの 
であります、 破產的 事業、 營利的 事業に 非 ざれば、 
公債を 財源と なすこと を 得ず と 云 ふ 御考は 、畢竟す 
るに 其 事業に 依つ て 益金を 生ずる， 其 益金を 以て 公 
債の 元利の 支 拂が 出来る と 云 ふ 藤で あるから して、 
國 民の 公債 費 負擔と 云 ふ ものは、 事實に 於て 無い の 
である、 故に 公債 財源に 依つ ても宜 いと 云 ふ 御意 見 
に歸著 する ので あらう と 思 ひます、 即ち 生產的 公憤 
は 宜い が， 不生產 的公愦 は 悪い と 云 ふのは， 公憤 费 
負擔の 問題で あらう と 思 ひます* 併ながら 公 倩 費 負 
擔と云 ふことは …… 併ながら 生產的 公憤に 非ず と雖 
も •或る ものに 依つ ては 公憤 財源に 依つ て 毫も 差茭 
ない もの も ある だら うと 考 へます、 即ち 前 刻 來高田 
® 士か 御批 雛に なつた やうに 思 ひます が、 道路で あ 
ると か •橋梁で あると か、 或 ほ 築港で あると か 云 ふ 
ものに 對 しまして ほ、 是 等の ものは 別段 收益を 生ず 
•る もので ほ ありませ ぬけれ ども， 併ながら 是 等の も 
の ほ 結局の 所、 國 力を％ 進し •產 業を 助長し •それ 
か 爲め國 富を 揿 進し、 國 民の 所得を％ 加す る 結果に 
なる のであります、 又 軍艦 製造の 如き、 是等は 過大 
なる 所の 數 量の 軍艦を 造る と 云 ふこと ほ 不生產 的で 
八 七三 
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はあります るが、 ほ 防の 爲に 絕對的 必要の 範阳 內、 
或 IX. 商 菜を 作 ^ す る 0 的の 程度に 止まろ 堪舀 の K 造 
iT 又 是一钝 の 生產的 の ものと 言つ て 差 支な からう 
即ち ms! の 保 謎に 依 つて 商業の 發展 を來 たし •贸易 
の％ 進を -a し •それが 爲め國 富を 佾進 すると 云 ふや 
うな 結果を 搿す ものであります、 即ち 是 等の ものは 
#フ共，'の ょり K 接に 收益を 生じ ませぬ が、 一般に 
阀 民の W を增 します るが 故に 國 民の 公 依 負 攒 力は そ 
れが K め 大に m 加す るので ある， であります るが 故 
に 比較的 袢易に 公 M を 負® する 力を 生ずる もので あ 
ると 云へ るので あります、 敎育も 亦 之と I0J ® であり 
まして* 敎育 なる もの ほ K に國民 の 能力を 增雅 一す る 
圃民の 生 產力 を％ 進す る ものであります るが 故に、 

從 つて それが ! S め公馈 を發 行いた しました 所が 別段 

禍を將 來 に ifl: す もので {S ない、 此公估 に 依りて 敎育 

をせられ た 者が， それに 依つて 自己の 所得を％ し、 

而 して 國民 一般の 其 富を 咐 加いた します るが 故に、 

形に 於て {£ 租税 等の 形式に 依りて 公债 を負擔 しなけ 

ればな らぬ けれども、 其 租税た る や 易々 として 負擔 

し煜 るの 事 M であると 考へ るので あります、 例へ て 

申します れぱ •卑近なる 例であります るが、 個人の 

私 經濟に 於け る學 資金の やうな ものであると 考へま 

す、 若し 人 あつて 營槊の 資本 ほ 收益 的で ある. から、 

他人から 借金を して 事業を やつても 差 支ない、 併な 

がら 學 資金なる ものは 子供を 敎 育した 所で 之に 依つ 

て 其 借金の 利子、 元金を® 還す る ことが Hi 來な いか 

らして •  ® 資金を 借金に 依つ て やる， 敎育ほ 借金に 

依つて やる の ほ 嫌 だと 云 ふので、 敎育を 全然 やらな 

かつたら 如何なる 結果を 生ずる であり ませう、 即ち 

此學 資金なる もの ほ 結 尚は 其'— 弟の 能力を 增迆 して 

而して 家庭の 收入 を增 すと 云 ふ 結果を 半ず る もので 

あると 思 ふので あります、 敎育费 は 結局す る 所 國の 

舉 K 金 •國 家の 學 資金に 相 常す る もので ほな からう 

かと 云ふ考 を 有つ て 居ります、 のみならず 學 校を 公 

侦 に 依つ て 設 S した 例は 注々 ある、 例へ ぱ澡洲 の 如 

き、 公 ffl は 一時 非常なる 多額に 上つ て •公債 費 負 擔 

なる ものは 世界 列國の 中、 殆ど. 第一位を 占め. た-併 

ながら 其 公似の 內粹は 或は 土木费 であると か、 或は 

學校 の咐設 であると か、 云 ふやうな もので ありまし 

たが 爲 に、 公戗ほ 其 額 E 額に 上りました けれども、 

併ながら lii 民に 負擔 力が ありました る 故に、 少しも 

國運 の發胺 を妨 けなかった のであります、 印度に 於 


て も亦然 りと 言 ほれな けれ ぱなら ぬと 存じます、 斯 
晓な る譯で あります るが 故に 苟 くも 學校 の坍設 ほ 公 
{?i に 佐るべからず と 云 ふが 如き 御 論は、 餘り 偏狭な 
る 御 11 , -® 盤 高い 御 議論で あると 私 ほ 考へる •仲な 
がら 如何に 敎育费 を 公債に 佐つ て 支辨 すると 云 ふこ 
とを 辯 ii する價 値が あると 致しましても、 程度の あ 
る ことで、 其 程度を 越えた る 公憤 財源は 結局 (X 不生 
產 的に 使用され ると 云 ふ 結果になる のであります、 
耍ほ歸 する 所 程度問題で あらう と 思 ひます、 此事た 
る 公® に 依る ことを 以て、 1: 大に御 許しになる 所の 
彼の 生產 的公值 と稱 する もので あつても 亦 同樣 であ 
る， 生産 的公债 と雖も 其 運用 …… 事業の 運用を 誤り 
其收 益の 少いと 云 ふやうな 場合には、 即ち 利子を 支 
拂ふ にも 至らない やうな ことが 動と もす ると 起り 易 
いのであります、 又 事業が 全然 失敗に 歸し たる 場合 
の 如きは 表面上 殖產 的公挝 ，生產 的 公 fffi と 言 はれる 
ものでありまして も、 實ほ 結局 K だ不 生產 的で あつ 
たと 云 ふこと になる と 同じ やうに、 敎育 費の 如き 辯 
謎すべき 公債でありまして も， 其 程度を 越えた る 場 
合に 於て、 是亦 越えた る 部分に 付て ほ 不生產 的で あ 
ると 言は なければ ならぬ、 所が 今回の 學 校％ 設の計 
带なる もの ほ，％ 設其 もの ほ 極めて 必要なる ことな 
るの みならず、 其 程度 も 亦 過大で あると 言 ひ 得ない 
のであります" 即ち 大正 十一 一 | 年までに 至る 間に 於て 
は‘ 出来た る學 校に 收容 する 者は 大正 十四 年度に 於 
ては 中學 卒業生の 見込 數二萬 入に對 して …… 三 萬 人 
に對 して 二 萬 人を 收容 する に 止まる のであります、 
即ち 大正 十四 年に 於け る 中 學芊業 生の 三分の 二を 收 
容 する 見當で 以て 計 ffi されて あるので あります、 lit 

位の 計- SI は 決して 私 ほ 多大な ものである、 過大な も 

ので あるとは 思は ない のであります、 或 ほ 時と 場合 

に 依つ ては 將來 是れ 以上の 學 校の 增設 を必耍 とする 

時機に ; 1? 週す る や も 知れない と考へ るので あります 

右樣の 理由であります るが 故に 生產的 公債に 非 ざれ 

ば、. 公愤 財源に 依る ことは 不可な りと 云 ふ 如き 御 議 

論には 賛成し 得ない のみならず、 此學 校の 增設は 公 

偎 財源に 依る と 云 ふことは 差茭 ない、 而して 其 程度 

も此 位の ものなら ぱ强 ち批雛 すべき ものでは ない と 

云ふ考 を 有つ て 居ります 、右樣 なる 理由に 依り まし 

て、 先 づ本 回の #? • 設計 畫は 目下の 社 會の事 情に 於て 

滴 切なる 計畫 である、 而して 之を 公愼 財源に 仰ぐ と 

云 ふこと ほ 必 しも 不可な し、 併ながら 如何に 生產的 


公： s と雖も •亦敎 育 a の 如き 間接 生產的 公 lii と 雄 も 
公侦 を鉍集 する が 宜 いか 公 111 財源に 依らない •か 宜い 
かと 云ふ諉 論に 至りまして は、 成るべく 公， 3 に ffi ら 
ない のを 可とする と 云 ふに 外ならぬので あります、 
而 して 政府 ほ將來 寄付金が あつたな らば、 其 寄付金 
に 相當 する 額 だけ ! 3: 公似を 發行せ ずして 濟むと 云 ふ 
やうな 說明が あります るが、 故に 此公似 起 偵 轺なる 
ものは 法律に 現 ほれて 居る 三千 四百 五十 餘： 5 ? ょりは 
尙ほ 若干の 減少を 来す と 云 ふ 見込が あるので ありま 
す、 故に 如何なる 方面ょり 考 へましても、 此豫算 の 
原案に 對して 私 ほ 賛成の 意を 表する ものであります 

〔伯爵 吉井幸 藏君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君：) 吉井 伯爵は 何です か。 

0 伯爵 吉井幸 藏君私 は 討論 終結の ® 1 議を …… 

0 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 唯今 大藏 大臣が 發言を 求 
めら れま した、 高 橋大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

0 國務大 H£ (男爵 高 橋是淸 君) 私は 此際 豫算 に付き 
まして 若槻 君の 御 說が ありました に I'J て此に 一言 辯 
じ やうと 考へ るので あります， 大體に 於て 此學 校 CD- 
創設 擴 張の 經費 として、 公債 若く は 借入金に 依る と 
云 ふことは 不賛成で あるが I 此 場合に 於て 或る 一部 
だけ ほ 已むを 得ぬ と認 むる のであります と 云 ふこと 
で >  其 根本に 於て は 其 財源を 公 償 又 ほ 借入金に 仰ぐ 
のがい かぬ と 云 ふ 御 趣旨であります、 而 して 公成は 
必ず 直接の 利益を 半： ずる ものに 用 ふべき ものである 
學 校の 如き 直接 利益を 生ぜない 所の ものに 向つ て 公 
愦を募 つて 其 金を使 ふと 云 ふことは 宜しくない、 從 
來 さう 云 ふことは 洵に 堅實な る 財政 家の 意見と して 
何れの 國に 於ても 尊重せられ たる ものである、 今日 
私と 雖 も其點 に 於て は 若槻 君と 少しも 變らな いので 
あります、 併ながら 此歐羅 巴の 大® 以來 世界中 如何 
に此 財界の ことが 變 りましたら うか、 英國の 如き ほ 
貿县を 獎勵す る爲 に、 或 (X 金融 機關を 助成す る爲に 
或は 米國に 於き ましては 職業に 離れた る勞働 者を 保 
護す る爲 に、 何れも 公債に 依つ て 金を 得て 今日の 時 
勢に 相當 したる 所の 施設の 爲 して 居る のであります 
抑々 今般 此の 如き 高等 敎育 機關の 創設 及擴張 に對し 
て 大計 蛮を 爲すに 至つ たのは 何故で ありませ うか， 
從來 普通の 財源に 依つ て 必要なる 機關を 設備して 行 
くので 何れも、 いつの 時に 依つ て も 財政の 都合に 依 
つて 十分な 擴張 創設が 出来ない 爲 に、 此に 今日は 數 


八 七 四 

萬の 中學卒 菜 生が 方.： 一: に 迷つ て HI1 途光を 兑 ぬと； K ふ 
やうな 状態を ai はし 来つ て 居ります、 今度 尙ほ： へ：財 
關の設 淄 に 付て 矢張り 從刖の 如く 一般 M A に 依つ て 
支辨 して 行く と 云 ふこと になつ たなら ば •此 計畫を 
達成す る ことほ 不可能と なることは 明かな ことで あ 
る、 それ故に 目下の 狀况に 於て此 收容 0甩 :;- ,の3く 
して 方向に 迷 ひ 苦しんで 居る 所の W 年を 救 ^ する 爲 
に、 十分に 其 機關を 一刻 も ¥ < №1 へる ことの 必要は 
國 として 怠るべからざる ことと 考へ て、 此計进 を 立 
てた 爲に 、一時に 此 大計 迸を 立てなければ ならぬ こ 
とに なつた のであります、 而か も此計 迸は 左 ^ な？ 一 
で 一貫した 計 3E であるので あります、 而して 御 下 ] lli 
金を 始め 公似 又 ほ 借人 金の 如き 共通 l gs の 肘 源を 以 
て 支 辨す るに 非 ざれば 目的を 達する ことが m 来ない 
のであります るから して， 拽筘の 形式に 於き まして 
は 從來と …… 總预算 に揭げ て あるのと は 連つ て、 yf 
務 費、 新營及 設備 $2 、 敎官の 養成 ffi と 云 ふ 項を： 二つ 
にして、 あとの 學校は 悉く 之を H にして あるので あ 
ります、 斯樣な 例は 糙か 委員 會に 於ても 申 上げ まし 
たと 思 ひます るが、 治水 事業 費に 於き ましてです、' 
其 例が 丁度 同じ やうな 例が あるので あります、 即ち 
内務省 所！；！： の 臨時 部に 於け る 第二 款の 治水 iif 業 ® と 
第三款 にある 河川 改良 S5 との 關係が 、丁度 此總 雅算 
に賊つ て 居る 所の 高等 學 校の 形式と •今度 追加 1^ 3? 
に / J.S しました る 所の 學校 計 a£ の预翦 の 形式と 似て 居 
るので あります、 即ち 治水 事業 ffi に 於き ましては 一 
括した る 矢張り 計 fl£ になつ て 居ります、 それ故に そ 
れは 一つの 款 として 取 ■一め てあります 、而 して ; i-c 款 
の次に項としては堪業费、河川 © 、砂防费、斯う彐 
つの 項に なつて 居りまして •利根 川 以下の 十七の 川 
は、 诗此修 緩 費と 云 ふ もの ほ 河川 费の项 の屮に 因と 
して 計上せられ て あるので あります、 併ながら 河川 
改良 費に 於き ましては 千 曲 ) II 改修 ?1 i とか 多摩川 改修 
費と か 云 ふやう に、 各々 箇々 別々 の 計 1!!: として 揭げ 
てあります るから、 是ほ 項に なつて 居る ので ありま 
す、 總豫算 に 於て 出て 居ります る 所の 高等 學校 等は 
各々 別々 の 計 斑と して 是は 取扱 ふことの 出 來 るので 
あります、 丁度 唯今 申した 千 曲 川の 改修费 又は 多 瞍 
川の 改修 S と 同じ やうな ことであります、 併ながら 
此 追加 豫算に 請求して あります る 所の ものは、 前に 
申 上げました 治水 事業 費と 同じであります、 而かも 
其項は事務费、新營及設龆费、敎官義成费と此彐孭 
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になつて 而して 其 ® 校は E! に报げ てあります るの て 
丁度 利根 川 以下の 十七 川が 目に 掲げて あるのと 同し 
一て ある、 是は 錐竟 共通 一體 の时源 を 以て 突 辨す るの 
であります るから して、 lit の 如くす る ことを 以て 最 
善と したので あります、 又 形式に 付て 續 いて嫻 續费 
となつ て 目に 提げて あるから して •政府は 之を 勝手 
に變へ る ことが m 来る、 貴族院が 玆に 提出して ある 
所の 乙に 依つ て 協賛を 與 へ、 而 して 政府は 之を 勝手 
に變へ る ことが 出来る、 協賛を 純ず して m 來る 、斯 
う 云 ふ 御 論の やうで ありました が、 是は 若概 君は 財 
政に 精通せられ て 居る 御 方に も 似合は ぬ、 左樣な こ 
とは 出 來な いのであります、 矢張り 鐵道 でも 同じ こ 
とで、 決議 通りに する のであります から* 若し 線路 
を變 へる 時には、 新たに 其計畫 を 掲げて、 以て 讁會 
の 協 锊を經 なければ、 勝手次第に 變史の 出来ない こ 

とは 無論 御祇 知で なければ ならぬ ことであります、 

故に 玆に捎 げ てあります 所の 目と 雖 も、 之を 變 ：史 す 

る 場合に 於て は、 玆に出 て 居ります 所の 甲の 形式と 

乙の 形式と 出て 居ります が、 此 甲の 形式に 於て 矢 張 

り變史 した ものが 附 いて 出る ので ある、 其 時に 矢 張 

り 協 寶を經 る ことになるので、 然らざ れば 決算の 方 

に 於き まして、 是は會 計檢赉 院に 於て 許す ことでは 

ないのであります、荀くも計 « を變へた以上ほ、其 

計蕺 を變 へた ことを 項に 掲げて、 ■一々 謎 會の協 賛を 

經る手 結になる のであります からして、 若槻 恧 の 言 

はれた 如く 政府が 勝手次第に 之を 變 へる ことが 出來 

ると 云 ふことは. 誤® であろ と考 へます、 此段辯 じ 

て ^ i きます。 

0 若 槻蝤 次郎岩 大藏 大臣に 御 尋ね 致します が、 唯 

今の 御 演說に 依ります と •總拽 筇 に揭げ C あるのは 

是は 別々 に 整理すべき もの •たが、 追加 预箅に 掲げて 

ある ものは， 一括した もの だから 目に しなければ な 

らぬと 仰し やつた のであります が、 總豫算 に 計上し 

てあります， 第 十三 •第 十四、 第 十五の 高等 學校は 

*ほ 別々 に 整理し なければ ならぬ ので ある、 追加 豫 

算に ある 所の 第 十六， 第 十七， 第 十八、 第 十九、 第 

二十の 高等 ^ 校は •是は 一緒に 整理し なければ なら 

ぬと 云 ふのは、 どう 云 ふ理 m であり ませう か、 先づ 

一つ ほ 是 、今一つ ほ 河川の 改修の 費用は 财源が 特定 

して あると 仰し やつた が、 どう 云 ふ 財源が 特定して 

あるので あります か、 是が 第二 •それから 治水 费は 

是は 利根 川なら 利根 川、 阿武隈川なら 阿武隈川と 確 


定して あると 云 ふこと (3: 御 眾知 であり ませう が、 今 

度の 學 校， 諸學 校の 設備 云々 if 是は旣 に 文部 大 K 

も 公私 立 學校 の發達 如何に 依つ ては ^ へる と 云つ て 

居られる， 確定して 居ない、 又 貴族院の 預 3¢ 總會に 

於け る 注文に 依れば •どうぞ 變へて 下さいと 云つ て 

居る ので あつて、 總理 大臣は 同感で あるから 左 ji い 

たす と 言つ て 居られる、 邯 ち是は 確定して 居ない の 

であります、 其 差別は 如何 御覽 になつ て 居る ので あ 

るか •最後には 目で あつても 一! へた 時に (3; 協賛を 求 

める と 仰し やる が， どうして 御 求になる ので ありま 

すか、 »| 曾の 協 寶と云 ふ ものは、 目に付て は 協賛し 

て 居ない、 乙號と 云 ふ ものを 御覽 にな つても、 甲號 

を 1 蹵になつても，唯款项だけ (3; ある，之に付て議 

會の協 費を 與へて 居る のであります が、 其內の 目に 

變更の ある 時に •どうして 鹩會に 向つ て， どんな 豫 

算 を 作つ て 蕺會の 協賛を 經 るので あります か •私の 

了解す る 所に 依れば •會計 法に 款項は 流用す る こと 

を 得すと だけ SJ いて あつて、 目の ことほ 無い と 存じ 

て 居ります が、 ra: ら大藏 大臣は 私が 誤解して 居る や 

うに 仰し やつた が* どう 云ふ黯 を 誤解して 居る ので 

あるか、 御敎示 を 願 ひたい。 

〔國務 大臣 男 辟 高 橋 是淸对 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 第一は 何で ございま 
一  ^  〇 
1 力 

0 若槻 禮次郞 君もう 一遍 申します。 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 ちょつ とで 宜しう ご 
ざいます、 何で ございます。 

0 若槻禮 次 郎君もう 一遍 申します、 御演說 中の… 
〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 ■あ、 分りました、 宜 
しう ございます、 總豫® に 於て 掲げて ある 學校 は、 
箇 々別々 に K 扱 ふ、 今度のは 何故 さう 云 ふ 扱を しな 

いの か、 其 P8 由は どこに あるか •斯う 云 ふ 御 尋ね… 

0 若 機禮 次郞君 さう ではない のであります、 大臣 

の 御演說 が總雅 W に 掲げて ある ものは， 別々 に 整理 

しなけ れぱ ならぬ もの だから 項に して 置いた、 追加 

豫算の ものは 一括して ある もの だから 目に したいと 

仰し やつた、 それ (i 私の 論 ぢやな いのです ょ、 大藏 

大 E1 からさう 仰し やつた から、 それで 私は 同じ 高等 

學校で ありながら、 十三から 十艽 までは 別々 に 整理 

しなければ ならぬ が、 十六から 二十までは 一緒にし 

なければ ならぬ と 云 ふの ほ、 どう 云 ふ H で ありませ 

うかと、 斯う 大臣の 御演說 に 付て 私 ほ 疑を 懐いた。 


0 刷 務 大臣 (男 辟 高 橋 是淸赵 〕 分りました、 豫算の 
總拽算 に 掲げて あります ものは、 別々 に® 扱 ひ 得る 
のであります、 然るに 此追 加豫 萬 で 出しました もの 
ほ， S? 々文部大臣 も 申される 通り、 是々 の 學生 を收 
容す ると 云 ふこと が 目的で ある、 其 機關を 玆に經 め 
て 作る のであります から、 !* 算の 許す範 園内に 於て 
年々 一 つづ、 建て i 行く もので、 是 ほ 別々 に 取扱 ふ 
ことが 出 來 まする が、 是は 一つに 收容 する 目的から 
起つ た 計畫 であります からして、 分つ ことは 出来な 
いのであります、 それで 其 取扱が 別々 になつて 居る 
のであります、 それと 前 申しました、 斯樣に 一貫し 
たる 所の 計畫 に對 して、 共通の 財源を 以てする ので 
あります からして* 今の 河川 法に 法つ て あう 云 ふ 形 
式を 採つ たのであります、 而 して 河川 法の 财源の 御 
尋で あります、 是れは 御 承知で せう が •地方の 納付 
金が 主なる 財源に なつて 居る •それから 最後は 何で 
すか。 

0 若 槻禮次 郎君 最後の 前に 唯今の 御 話で ちょつ と 
未だ 伺は ねばな 〇 ませぬ が、 總豫算 に 上つ て 居る 高 
等學 校は 何も 収容を 爲さら ぬ •追加 豫算の 方 ほ收容 
する 爲にや るので あるが、 總豫算 に 上つ て 居る もの 
ほさう 云 ふ 目的は ない のであります か、 私 (X 高等 學 
校を 御 建てになる 以上は、 今日 入學 をしたくて 試驗 
を 受けて 落第して 居る ものが 澤山 ある •それ ほ 一つ 
ほ 學 校の 設備が 無い S にさうな つて 居る ので あるか 
ら 、之を 收容 する 爲に御 建てになる こと、 思つ て、 
總豫算 の 十三から 十五までの ほ 無論 宜しい、 今回の 
十六から 二 十まで も 無論 宜しい と 思つて 居る ので あ 
るが •大. 藏大； £ は 追加 豫算の 方の (3: 收容な さるが、 
總豫算 の 方 (3: 收容な さる 御 積り でない やうな 御 話で 
あります が、 どう 云 ふ譯で あります か。 

〇 國務 大臣 C 男爵 高 橋 是淸 君〕 總豫算 に 上せて あり 
ます 學校は 、從 前の 例には 傚つ て 溢れて 居る 學 生の 
一部を 收容 する 機關 には 無論な つて 居る、 併し 之を 
束ねて 一つの 計 f.f としました の ほ •六 年を 期して 中 
等 卒業生を 剩す 所な く收容 すると 云 ふの が、 計畫の 
目的であります から、 總體 を收容 する のと、 出来る 
だけ. 一部で も收容 すると 云 ふだけ の 違 ひであります 
最後のは 思 出しました が 目の ことの 御 話であります 
是 ほ 御 承知の 通り 成程 項の 形に 於て預 算を m しまし 
て協賛を仰ぎますが、其變更になった場合にほ、必 
ず 其 說明 書に 於て 變更 のこと ix 副へ て 出す ので あり 


ます、 從つて 此總豫 算を出 します 時には、 どう 云 ふ 
Ig ML i あつたと 力 Jr う 云 ふ 變更が あつたと か 云 ふ 
ことは、 謅院に 於て 十分に 承知せられ るので、 承知 
されて 此 項の 形に 於て 協燹 を與 へられる か、 或は 否 
決せられ るか •斯う 云 ふこと になる ので. •其 事を 申 
上げた のです。 

0 若 槻赠 次郞宕 第一の 御尋 に對 する 大蔵 大 K の 御 
說 明は 誠に 妙な 御 說明で あります が-此 以上 ! 3: 御 尋 
ね 申 上げ ませぬ， 唯 最後の 分に 付て 參考に 付けて 出 
して 居る から* 變更 する 時に 又 付けて 出す と 仰し や 
るが、 參考に 付けて 出して ある ものの み 變：史 された 
時には どうして 豫算を 御 出しになる か、 款項は 励 か 
ぬので あるから* 議會に 御 出しになる 機會 がない と 
思 ふ" 參考に 付いて 居る ものは 矢張り 議會の 協賛、 
款項に 依つ て やる ので あるから、 款 項を 御 励 かしに 
なつて 議會に 向つ て 改めて 御 協賛を 御 求めになる 場 
合は 私は ない と 思 ひます が， 款 項を 付けて 出す と 仰 
しやる けれども •何に 付けて 御 出しに. rjr るか" 

〔國務 大臣 男掼高 橋 是淸君 演壇に 登る J 
〇國務 大臣 (男爵 高 橋 是淸君 〕 毎年 其 年度 限り 豫算 
の 協賛を 經る 時に 當つて •目に 例へ ぱ九 年度に 於き 
まして 今度 協賛を 經る 場合に …： 九 年度の 計畫が 變 
ほります れぱ E に 於て 變る こと もあります が、 即ち 
九 年度の 豫算 の變 ほる 理由を 說 明して 其 事は 必ず 11 
會の 協賛を 經る ことになるので あります、 其 事を 申 
上げた のであります。 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君〕 吉井伯 爵から 唯今 討論 終 
結の 励 題と 云 ふ 御聲を 承は りました が、 それは 聊か 
規則に S 觸 して 居る と 思 ひます、 併し 發言 者が 無け 
れば 自然の 終結と 考 へます， 念の 爲め申 述べて® き 
ます， 是の 採決の ことに 付て 念の 爲め申 上げて 置き 
たいと 存じます、 唯今 問題に 供し ますの ほ 若槻禮 次 
郞 Vi' より 提出せられ ました 乙 號 fs 算に對 する 修正案 
之を 問題に 致します、 此 採決に {-J- て IB 名 投票を 以て 
すべし と 云 ふ 要求が 出て 居ります， 故に 記名投票を 
行 ひます：.. 念の 爲め 諸君に EtI 上け て 置きます が、 
若 槻禮次 郎君の 修正案に N 意の 諸君 ほ 白色 票 >  反對 
の 諸君 {± 靑色襞 を 投票 函に御 投入を 請 ひます、 例に 
依りまして 載 席へ 投票を 受取りに 書記官を 差 出し ま 
す。 

〔書記官 投票を 取 集む〕 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君〕 投票 漏は ございませぬ か 
八 七 五 
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右 可決す へき ものな りと 蕺 決せり te て 及 報 ff 候 也 
大正 八 年； 一一 月 二十四日 

右 特別委 員 長 

侯爵 德川賴 倫 
贵族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
f 侯爵 德川賴 倫 茜 演增に 登る〕 

0 侯爵 德川賴 倫 君 唯今 議題に 上®' ましたる 衆議院 
释員選 擧法屮 改正 法律案の 特別委 爵會 の經過 並に 結 
果を御 報吿申 上げます、 木 案は 去る 十日に 本 會識に 
上りまして •翌 十一 日に 委員 ir を 開會 いたしまして 
正副 委員長の 5: 選を 行 ひ、 委 M 長に 私、 副 委員長に 
淸 褪 伯爵が 當 選せられ まして、 引 ^ き 蒗議に 移り ま 
して、回數を重ねますこと七回、昨日終了を致した 
ので ございます， 本案に 付きまして 13: 提出の 當時內 
務大 E ょり 詳細に 御說 明に なつて 居ります し， 今日 

は會 期の 切迫の 折で ございます から •極く 簡 » に 申 

上げ やぅと 考へて 居ります、 併ながら 此改 JH 案の 要 

點は 選舉 擧の撋 張 •選舉 區 制の 改 IE 、 即ち 小 選 舉區 

の 採用で ございます •又 補 缺選犁 の 規定 ■罰則、 別 

表の 改正、 五つの 耍 點 になつ て 居ります， 其 五つの 

中に も ii 擧 糊® 張 並に 選犁 區の區 制 改正が 主なる 要 

越に なつて aso ます •潠舉 撾の砌 張に 付きまして 之 

に 反對せ られ ます .：… いや 其 前に 申 上げます が、 一 

回から 六 回まで 總體の 質問 並に ft 跺に付 きましての 

質 間が ございました、 又 委員 外の 方から も 質問を せ 

られ ました 次第で ございます、 選擧 權攛張 に付き ま 

して 反對 せられます 方の 重なる 要 點を申 上け ますれ 

ば、 本案に 規定せられ る 如く！ I 張す る ことは、 却つ 

て有權 者に 對 して 選擧 人た る 資格を 與 ふる 方法と し 

ては 公平を 得る と 云ふ譯 にならぬ ので ある、 又三圓 

と 云 ふ 此の 直接 國税 のみならず、 地方税を を 加へ る 

必要が あろから 此の 二 點の爲 め、 公平を 得る と iK ふ 

ことに ほ まだ 研究の fl?; 地 か あると 云 ふの が ®: なる 耍 

g でございます、 別表の 方に 付きまして ほ 賛成者 も 

又反對 者 4 共に 完全なる …… 案で あると 云 ふことは 

一致され て 居ります けれども、 併ながら 今日 之れ を 

如何に すれば 完全なる ものが 出来る と 云 ふ 場合で も 

なし、 又 反 封 者の 1)111 から も 修正案 …… 修正と 云 ふや 

うな ことは* こざい ませぬ で* こざいました、 原案に 對 

しまして は 铰否 兩說が ございました が、 其反對 をせ 

られ ます 論者の 要 點 を 申 上げます ると 大選舉 PS を 存 

置す る 方が ffi 等なる 入物を s 出す る ことが 出來 る" 


又少數 の 代表者を 出す と 云 ふ 便が あると 云 ふので あ 
ります、 次に §1 擧 の競举 を 緩和す る やうな ことが 大 
選 擧區に 於て は ある、 次に 經钱 の點に 於て、 小 選擧 
區は競 爭が 激烈に なり、 或は 經費も 嵩む >  平素 親密 
なる だけ 其 結果と して 惡感 情を 後にまで 遺す ことが 
あると 云 ふの が 重 もなる 反對 をせられ ました 要 S で 
ございます、 燹成論 渚に 於き ましては、 小 11 擧 M ほ 
大 ivl 擧區 より砘 費を 節減す る ことが 出來 る、 次の 點 
ほ 篏潠擧 者と il 擧 者の 間の 關係が 益々 親密に なつて 
;1 舉者を 容易に 選出いた し •又 選撵 する ことの 便宜 
が 多い、 次に 小 撰 犖傾 は大潠 擧區 より 競 爭が激 烈で 
あると 云 ふことは 過去の 時代に 於て ほさう 云 ふ實例 
が あるか 知らぬ が、 今日此 政治の 進んだ 場合に 於て 
は 最早 さう 云 ふことは ない と 云 ふので ございます、 
次は 買收の 弊は 却つ て大選 擧區よ 〇小潠 擧區の 方が 
少 い、 其 次には 小潠 擧區は 大選舉 席より ffl 當なる 人 
物を 選出し ^ る ことが m 來 る， 是が 賛成 論者の »: も 
なる 耍點と 記！ a いたして 居ります、 それから 採決に 
なりまして 資成並 に 反對 者の 重 もなる 要點を 申 K- げ 
ますれば、 唯今 申 上げました が ：：： 尙ほ申 上げます 
るが •反對 者の 第一 點と 致しまして ほ 選鐵嵇 擴張ほ 
改正の 最も 要旨と する 一つで あるけれ ども， 其！！ 張 
範圍が 公平で ない、 又 選 擧 M に 付て ほ 不完金 な 所が 
あるので •替 同を する ことが 難い、 次には 議員數 を 
增 加す るに 於て は、 今日の 理由と しては 之に 賛成を 
する 强き 理由を 發見 せぬ、 又 sil 則の 如き 改正 if 宜し 
きを 得ぬ ので ある、 又 本 改正の 如き ほ 次の 翳 窗 まで 
十分 研究を する 餘地が ある、 又 時期 も遲 くない、 と 
云 ふこと で ございました-それに 加へ まして 人 rl 調 
査の 最近の 結果を 近き 中に 見る ことで あるから、 之 
を 見て 改正を したなら ば， 完全なる 改正を 得る と 云 

ふこと で ございました、 賛成 論者の 點に 於き まして 

は 潠擧 糊の擗 張は 時勢の 進 運に 伴 ひ 今日 必耍已 むを 

得ざる 時であつて， 急激の 搦 張より ! 3; 直接 國税 三圓 

以上を 相當 とする、 併ながら 此點に 於て は 都 會に住 

ける る 人と 又 郡部に 居る 人との 間に 於て は 多少 差異 

が あるけれ ども、 政府に 於て ほ 此 制度を 以て 安定と 

見て ^ 〇, 又 碗 信す る 所が あるから、 此點を 以て 資 

成を する •又 小 選 擧區ほ 大 選擧區 に 比して 重大なる 

利點が あると 思は れ ぬけれ ども、 大 選 擧區に 於て (3; 

前後 七 回の 經驗が あった けれども 、大潠 擧區に 於て 

期待す る 所の 事實を 見て 居らぬ し、 又 二十 年 近くを 


經た舊 法案で あれば、 今日 其舊 法を 墨守す ると 云 ふ 
よりは 改正す る 必要が ある、 別表に 付ての 批難は 何 
人 も 批難を 免れない S が あるけれ ども、 されぱ とて 
是は何 れの 八を 以てしても 完全なる 立案を すると 云 
ふことは む づか しい ことで あると 云 ふこと で ござい 
ます、 斯の 如く 反對 並に 賛成の 御 議論が ありまして 
尙ほ 賛成の 論 渚の 御 一人より 警吿 的と 申し ませう か 
御意 見を 添 へられた ので ございます、 其の 御意 見と 
申します るのは 大體 HI 上げます ると、 議會に 於て 多 
數黨を 有し、 其 上に 基礎の 萤固な る 内閣が 所謂 國策 
を 樹立 すれば、 是は國 家の 利益の 爲に大 に 喜ぶべき 
ことで あると 云 ふこと を內務 大臣の 御說 として 拜聦 
を 致した ことに 付て 意見を 添へ ると 云 ふこと で ござ 
いました、 是ほ 速記 錄の第 彐间 の 所に 出て 唐り ます 
るが、 之に 付きまして 御意 見を 述べられた る 方 13: 吾 
吾ほ_代の內閣大臣中に斯の如く大膽に又卒直に自 
己の 御所 信を 述べられた 方 ほ 少く 、又 稀な やうに 思 
はれる ので， 深く 敬意を 表する 次第で ある、 併な が 
ら此 御說に 付て は、 一言 申 述べて 置きたい のは‘ 是 
は 述べられた 方 一入の みならず、 之と 感を同 じうせ 
ら るる もの も ある、 此 論者は 無論 今日まで、 殊に 最 
近の 日本の 政界に 於て 何分 此政 局の 變鞞が 極り ない 
と 云 ふことは、 此 千載一遇の m 要なる 時期に 於て 國 
策を 樹て •戰後 未だ 十分なる 國 策を 樹立せられ ぬと 
云 ふこと ほ洵に 遺憾で ある* それ故に 俄に 鞏 [S1 なる 
內閣が 出來 て， 此戰 後の 重要なる 時期に 於て 一定不 
動の 國策 を樹て 、吾々 が 世界の 潮流に 後れ ざら むこ 
とを 切望す る 次第で ある •多 數黨を 基礎と する 內閣 
が 出来る ことは 敢 て反對 ほ 致さぬ けれども. 固より 
一 國內に 於て 多數黨 の 存立を 可とする か、 若く ほ 少 
數黨の 分立を 可とする かと 云 ふ 根本的の 問題に 付て 
は 種々 論說が あらう と考 へる‘ 去りながら 今日の 世 
界に 於け る 日本の 立場より 見れば 兎に角 鞏固なる 內 
閣が 成るべく 不動の 政策を 樹て られる ことを 切望い 
たす、 此 意味に 於て 多數黨 の 存在を 認容いた したく 
思 ふ •併ながら 多數黨 を 有する 內聞 は必 しも 基礎 鹜 
固で、 內閒が 長命す ると 云 ふことは 思 IX れぬ ので あ 
るが •要する 所此鹜 固なる 基礎の 上に 內聞が 長命す 
ると 云 ふこと ほ •仁政を 施される か 如何に 依る ので 
あるから、 どうぞ 索 固なる 基礎の 上に 樹て られ た內 
閣は十 分に 其 仁政を 施さむ ことを 希 S3 すると 云 ふこ 
との 意見を 述べられた 次第であります、 それに 對し 


て 内務大臣は 感謝の 意を 表せられまして、 而 して 採 
決に 至りまして、 二に 對 する 十四の 多 敷を 以て 本案 
を 可決いた した 次第で ございます、 此段御 報告を 申 
上げます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 此 際會議 時間の 延長を 1* 
吿いた します、 是 ょり 通 吿 « に 依りまして 鼓 言を 許 
します、 柳澤伯 K。 

〔伯 射 柳澤保 &: 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 柳 滞 保 惠君私 ほ 遺憾ながら 政府の 提 m 案に 
對 して 反 封 意見を 有つ て 居る のであります* 故に此 
案の 否 ? A1 を 希 5 s する のであります •否決の 希望で ほ 
あります るが， 私は 絕 對に此 案に 向つ て 故意に、 或 
ほ 將 來共此 案を 葬り去る と 云 ふが 如き 意味に 於て 否 
決を 主張す るので ! 3; ありませ ぬ， 私の 是 ょり 申し ま 
する ことに 付て、 若しも 諸君が 熟屘 いたされたなら 
ば、 是は 善意 的 否決 論で あると 云 ふこと に 御 了解に 
なる であらう と考 へる のであります、 反對の 理由を 
一言に して i? しま すれば 斯棵で あります、 提 m の 時 
機宜し きを 得ず 次の ® 會に提 出す るを 穩當 と Ig むる 
私は 斯う 考へ るので あります、 以下 少しく 之を 敷衍 
して 諸 岩の 御 參考に 供したい と 存じます •此 度の 御 
提案を 見ます ると 諸君 も 御 承知 あらせら るる 如く* 
第一 選 墨權の 棚 張であります ‘是は 直接 國税三 圓以 
L 納 むる 者 も 選擧 者と する ので あり ' t す、 丁 ® •; 府縣 
會 議員の 選擧 資格に 相當 する のであります、 第二に 
選擧區 制の 改正、 即ち 大選擧 區 を 小 選 擧區 にす ると 
云 ふこと である •第三に _ 員 數の增 加， 是が 市部に 
二十 二人 郡部に 六十 一人， 合計 八十 三人、 之に 現在 
の 委員 數 三百 八十 一人を 加へ まする と 四百 六十 四 人 
になる のであります •先づ 是が重 もなる ものと 私 ほ 
考へ ます、 尙ほ此 外に H 則の 改正 其 他 種々 の 改正 も 
あるので あります、 私 一己の 考を以 て 申 上げます れ 
ば •尙 ほ lit, 外に も 改正すべき もの 修正すべき ものが 
少し {± あらう と考 へて 居る のであります、 政府は 此 
度の 改正案を 御 提出になります るに 際しまして、 其 
意味を 考へて 見ます ると 斯樣な ことに 考へ られ るの 
であります、 改正案を 提出す るに 付て ほ 十分に 考慮 
を费 したので ある •最早 一日 も fe 豫すべ きでは ない 
今般の 提出 ほ 最も 時機の 宜しき を 得た る ものである 
此 法案が 通過して 法律に なれば、 即ち 之に 依つ て 民 
心の 安定を 得る ものと 考へた ので ある、 先づ 斯樣な 
意味が 御 提案の 精神で ある やうに 私共 承知す るので 
AI 七 七 
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あります •で 私 {i 此 度の 31 舉擷擴 張の こと、 又 選擧 
谋制 改正が、 果して 是が國 民ょり @ 手を 秘げて 寶成 
せられる ものである か 否やに 付て {i まだ 疑つ て屛る 
のであります， 又 政府の 御主 張の 如く 之に 依つて 果 
して 民心の 不安定を 防ぐ ことが 出来る， 民心の 安定 
を 得る ことが 出 來 るかと 云 ふこと に 付ても 疑を 有つ 
て 居る のであります、 殊に 怪しみます のは 今回の 諉 
M 數 の％ 加* 是ほ 果して 確定の 方法 宜しき を 得た る 
ものである か、 適當 なる ^ 加と 申すべき であるか、 • 
時勢に 適 腿した る 所の 人口を 標维 にして 謎 員数を 按 
排 された ものである か、 lit 點に 付て は 不幸に して 私 
は 政府 it. 十分に 御考 へに なつた ものとは 考へ 得られ 
ぬのであります、 私は 今 申 上げました 所の 三つの 重 
もなる 點 に 付て 申 上げろ ことが 相 ', V; と考 へます けれ 

ども， 其 選擧權 'の 擴張 選擧區 制の 改正に 付て ほ 他に 

又 御 論調の 方 も あらう と考 へます ので、 又此 二つ の 

ものと 同様に 人口に 付て 考 へる こと も 極めて 私は 重 

要な 點と考 へます るので あります から、 私は 重 もに 

此篛 fl 數の咐 加の 件に 付て 自己の 信念を 吿白 しやう 

と 思 ふので あります、 此 人口に 付て 殊に 論ずべき は 

選擧搠 の锁 張の こと、 選擧區 制の 改正、 此二つ の も 

のは 共に 餘程 重大な 點で あると 思 ひます、 例へ ば 別 

表の 基： 礎と なる 所の 人口の 如き ものは、 撰 擧棚 の擴 

張の こと 並に 選擧 M 制の 改正と 同樣に 私は 均一に 必 

要な 點で あり、 又 m 大で あらう と 思 ふので あります 

から、 然るに 政府 ほ 此選 擧權 の顿張 選 擧區制 の 改正 

のこと ほ 餘程御 重大に 御考 へに なつて 居る やうで あ 

ります が、 人口の 點に 付て は 輕く御 取扱に なつて 居 

る やうに 思 ふので あります、 其 事は 此 三月 二 十一 日 

の 衆識 院議 負 選 擧法特 別 委員 會に 於き まして 松 平 伯 

爵並に 石 渡® 士兩 氏の 御 質問に 對す る. 答 辯で 明かで 

あります •私は 玆に 速記を 繰返して 諸 K の御考 厳を 

求める ことほ 致し ませぬ、 多分 諸君は 其 事は 何で あ 

るかと 云 ふこと に 付て は 御 記憶と 考へ るので ありま 

す、 即ち 人口の 方は 是は 御供で ある、 選 擧權 の撋張 

並に K 制の 改正、 是 ほ 主人で ある、 丁度 關係が 恰も 

生 從の 如く 見られて 居る のであります、 尙ほ 他の 言 

葉を 以て 申します れぱ 領袖と 陣笠と 云 ふやう に 見ら 

れて 居る ので ある >  故に 主人の 命の 儘に 從 者は 行 励 

しろ 領袖の 首の 励く 所に 陣笠は 從 へと 云 ふ 如き 筆法 

を肢 られて 居る のであります、 併ながら 私の 考 へる 

所では 議員を 確定す る 大切なる 所の 基礎と なる 入口 


數を斯 棟な 風に 考 へられる の {3: 如何で あらう か， 私 
ほ 左樣 に軺 々しく 見る ものでは ない と考 へます、 勿 
論內務 大臣 {i 私の 申 上げた やうに、 或は 主從 とか 陣 
笠 領袖と 云 ふやうな ことを 仰し やつた ので ほない、 
併ながら 此速 記に ある 所の、 即ち 速記 錄の第 六號の 
所に ある 所の ことを 玩味して 見れば. どうしても 左 
樣に考 へられる のであります、 私の 方から 强 ひて 申 
すなら ば、 寧ろ 選 擧權撋 張の こ 擧區 制の こと 
も 基く 所 ほ 何で あるかと 言へ ば， ^ 口と 言は なけれ 
ばなら ぬ、 人口が 本で ある、 人がなければ 潠擧區 の 
擴張も 行は れま せぬ、 潠擧區 制の 改正 も 必要は ない 
のであります、 私は それ故に 選擧 權の擴 張も區 制の 
餾張も 基礎た る 人口 數の こと も是皆 同樣に 均一に 重 
要視 して 私 ほ 論ずる のであります、 又 論ずる のが 至 
當で ないかと 自分 ほ 思 ふので あります、 故に 私は 主 
として 人 n 論に 付て 諸君に 御考 Et を 煩 ii L たいと 思 
ふ •今回 議員 數の咐 加は 八十 三 名、 先刻 申 上げ まし 
た 現在の 翳 員數は 三百 八十 一 •人に 加へ まする と 四百 
六十 四 人になります、 此數 字は 大正 二 年 十二月 三十 
一日の 日本 帝 _ 人 口靜態 調査を 基礎に 置いた ので あ 
ります、 是 は M 々內務 大臣 も 御言 明に なつた ので あ 
ります、 而 して 改正 法案の 附則を 見ます ると 『本 法 
ハ 次ノ總 選擧ョ リ之ヲ 施行 ス」 とあります、 次の 總 
選擧は 大正 十 年 四月に 行は れる 筈であります、 故に 
此 法律が 通過いた しまして .…： 此 法案が 通過いた し 
まして 法律と なつて 公布せられ ましても 尙ほ二 年間 
_ くこと が 出来ぬ のであります、 11 きを 见る ことが 
二 年間の 後に 初めて 働きを 見る ことであります* 然 
るに 其 時の 衆 翳 院議 員の數 は 大正 二 年の 十二月 三十 
一 n の 現 住人 P 數 ょり 割出されて 居る 次第で あるの 

であります から、 大正 十 年から 申します ると， 八 年 

前の a い 人口が 基礎と なる 譯で あります、 私は 敢て 

多言を 用 ひませ ぬ、 斯_な 八 年 前の 古い 人口を 以て 

八 年後の 議員 數の 割出の 標準になる と 云 ふこと が、 

如何に 考 へましても 時勢に 適應 した 所の 改正と 申す 

ことに 禱踏 する のであります、 又斯る ことか 十分の 

考暾 を ® された ものと 言は れませ うか、 斯る ことで 

民心の 安定を 得る と 云 ふこと が 申され ませう か、 私 

は 唯一 人と 致して それを 御尤で ある， 御尤の 割當で 

あると 云 ふ 方は まあ あるまい と考 へる のであります 

假に 大正 九 年に 至ります も •尙ほ 大正 二 年 以後の 人 

口靜態 調査が 一回 も實 行され ぬと 云 ふこと であり ま 


すれば、 最近の 人口 靜萌 調査は 大正 二 年末 月末 日の 
外の ものは 丸でない のであります から、 左 揉な 玛合 
に 於いては 已 むを 得す 其の 古めかしい 人口に te る こ 
とも 巳む を 得ぬ のであります* 俳ながら 幸 ひなる こ 
とに ほ 大正 七 年の 十二月 三十 一日、 卯ち 昨年 末に 於 
いて 人口 靜態 調奄ほ 行は れた のであります、 玆に於 
いて 諸君の 御 記憶を 喚起したい ことほ， 此 日本の 人 
口靜薛 調査なる もの ほ 明治 三十 一 年 以降 五 年 目 毎に 
行 ほれて 居る のであります  >  三十 一年-三 十六 年、 
四十 一年， 四十 六 年、 大正 二 年、 それから 大正 七 年 
勿論 此 人口 靜態統 計なる ものは 具眼 者の 頭ょ 〇 見 ま 
すると、 決して 是が 正確なる 數 字とは 申さぬ ので あ 
ります、 私共は 常に 疑 ^ を 以て 扱つ て 居る 數で あり 
ますが、 如何せ む 本邦に 於て ほ 是 等の 數に 依る の 外 
本籍 人口の 調赉も 見る ことが 出來な ければ、 現 住人 
口の 結果を 知る こと も 出 來 ぬのであります‘ 是 等の 
數ほ姑 迄の 府縣 ir の 議員 潠擧の 場合に 於ても、 及 衆 
蕺院, 員！： 擧の 場合に 於ても、 仕方なし に是が 根本 
の數 となつ て PT る！ 一であります、 で當局 者に 於て (X 
常に 此數の 杜撰なる ことに 11 みまして、 ® 々 此を良 
くす る ことに 付て 苦盧 したので あります が、 何分 是 
は 紙の 上の 調べであります からへ 十分なる ことを 盡 
しましても 思ふ樣 な 結果を 得られぬ のであります* 
併ながら 大正 九 年の 十月 一日に 於て は、 諸君の 御 承 
知の 如くに 初めて 我 國に國 勢 調査なる ものが 行は れ 
るので あります るに 依りまして* 此昨 年末の 人口 靜 
態に 付て は 殊に 是等 の點に 一：: みま」 て， 成るべく 出 
來るだ け 昨年 末の 人口の 調査を IH 確に したい、 是ほ 
內閣 統計 局の界 望， 即ち 總理 大臣の 希望に 依り まし 
て、 それに 依つ て 近頃 ほ 此數の 正確を 期せむ が爲に 
色々 當局 者 ! 3; 配慮して 居る のであります、 現に 今月 
に 於き ましては 內閣 統計 局の 吏員、 高等官な どが 各 
府縣に 出張して、 昨年 末の 人口 靜態 調査の 結果の 正 
確なる ことを 督勵 し、 又從來 甚だ 不滿 足なる 報告を 
搿 した 所の 府縣に 向つ て 督促を し 整理を しつつ ある 
場合であります、 而 して斯 の 如く 苦 rt. して 得む とす 
る 所の 大正 七 年末の 人口は、 それで ほ 何時 分る のか 
と 申します れぱ 、是は 今年の 四月までに 内閣 統計 局 
に 集まる のであります、 而 して 本年の 七月 頃、 遲く 
も 八月 上旬 頃までに は 郡 市町村 別に 依る 所の 我國の 
本籍 並に 現 住人 P が發 表さる る ことにな つて 居る の 
であります、 是は 無論 總理 大臣 も 疾に御 承知の こと 
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であります、 內務大 fs も 無 誇と 考へて 居ります，* 
は 洵 に至當 のこと でありまして、 斯 〇 如く 正確なる 
人口 ©: を 成るべく 早く  52 られ むと する G は何 である 
かと 申します ると、 丁度 本年の 九月には 府 i 'lI dj A 
の 選擧が 多數に 行 はれる のであります ^' 其 §金_ 
員遝坊 の W5 合に 於け る 標準 人口に それを しやう* 内 
務當 局に 於ても 其 人口の 發表を 待つ て ^ 〇 ので あり 
ます、 是ほ 私ょり 内務大臣の 方が 無論 御 承知の こと 
と考 へて 居ります、 故に 假に來 年 衆® 院济 il c  K iw 
擧あ りと 假定 いたしましても、 此 人口 ®: は sr 氓 入口 
になる ことが 出来る のであります、 今年の 四月には- 
昨年 末の 人口は 知る ことは 出來 ませぬ が、 假に來 年 
に 衆 戢院の 選 鉛が ありと すれば、 是は間 に 合 ふので 
あります、 而して 次の 總選舉 は 前 申 上げました 如く 
に、 大正 十 年の 春に 行は れ るので あります から、 無 
論此 最近の 數に 依つて 人口が 分かる のみならず、 即 
ち 議員 數を算 出す るに 於ても 最新の 入口に 依る こと 
も 出来る のであります、 斯の 如くな れば 最新の 人口 
に 依つ て 調 員數 を割當 てると 云ぶ ことは •決して 私 
は 國 民が： 个滿 足に 思 ふこと でない と 思 ひます， M 民 
は 必ずや 滿 足し、 又 之に 依つ て 民心の 安定を 得る こ 
とは 無論の ことと 考へ るので あります 、要するに 今 
日ょり ® に 三 四 箇月の 後に M 新の \ 口を 知る ことが 
出來るんであります、故に當局者ほ一日も侍たれぬ 
と 云 ふやうな ことを M 々仰 -y.- になります るが， 是は 
唯 言 31 の 上の 形容で あつて、 私は 三 四 ® 月 位は； s た 
れぬと 云 ふ 程の m 勢では あるまい かと 信ずる ので あ 
ります、 而して 最近の 人口に 依りまして 鞔 a 數を按 
排いた し、 尙ほ市 K 郡部の 齡員選 111 標準の 入口に 付 
て 熟 _ を 遂げられまして、 他の 改正 條拟を も 再 腿審 
議せ られ て" 此 冬の 議 會 に 提出せられ るのは 最も 私 
は 至當な ことと 考へ るので あります、 lit 位の® の 期 
間を 待つ ことが m 來ず して 今期に 是非とも •今年 か 
ら 見れば 六 年 程 a い 人口を 標準と せる 改正案を W さ 
ねばならぬ と K ふのは、 私は 如何に 考へま L ても理 
由を 知る に 苦しむ のであります、 委負會 に 於け ると 
ころの 大臣の 御言 葉 木 議場に 於け る 所の 大臣の 御說 
明に 依つ て考 へましても、 其の 位の 短い 間に 人心が 
動搖 すると か、 民心が 丸で 一變 すると か 云 ふやうな 
ことは 私は 決してない と 信ずる のであります、 併し 
是は 見込であります、 內務 大臣は 励搖 すると 見られ 
るので あります、 私は 動搖 せぬ と 見る ので & ります 
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から、 是はど う もど ちらが 宜いか 、諸君の 御 判 斷に 
俟 つょ 0 仕方がない のであります •若し 是が畏 期間 
に H る ことであります れぱ •それは 或は 衆 薙院 議員 
選 舉法ほ 長い間 此燼 であります から、 或は 其 改正に 
付ての 運 励 も 起り ませう が、 僅か 三 四 箇月の 間を 侍 
つて 新しい 所の 入口 14 に 依つて 割出す と 云 ふこと で 
ありま すれば、 私は それは 決して 民心 •か 動亂 すると 
か •民心の 安定を 破る と 云 ふやうな ことは •どうし 
て もない と 信ずる のであります、 で 民意を 代表して 
政府を 組織し、 善政を 行は むと 聲明せ らる X 政友會 
内閣に、 斯棟な る 所の 御 我®! の 出來な いと 云 ふこと 
は、 洵に御 不自由な こと、 私は 慨 くので あります、 
内務 大 K は 今日此 法案を 通過せ ざれば 前 申した 如く 
に 民心が 不安定になる と 云ふ說 明を なされます けれ 
ども、 私 ほ 寧ろ K 對に此 法案が 通過したならば 民心 

が 不安定の 狀况 に陷 るので はない かと 私 (X 反 對に考 

へる 位であります、 內務 大臣は 委 S 會に 於き まして 

それは 委員 會三號 にご ざいます が •十五 頁の 下の 段 

にご ざいます、 委 員 會に 於て斯 く 言 {3: れて 居ります 

私 (3: 意味を 申 上げます、 將來 人口が 增 して 市 區が％ 

設 せし 時は、 根本的 瑀 員の 配當 率を 改正を 加 ふる 時 

が來 つたので ある、 其の 時は 市は 總て搦 立 選 _ 區と 

認める や 否や， 又 郡部の 人口の 標準を 十三禺 人と 云 

ふ ものを 改めて、 十五 萬 入に したいと 云 ふやうな こ 

とが 起る かも 知れない、 其の 時は 其の 時に 至つて 定 

めて 宜 いので ある、 斯う 云 ふ 意味の ことを 言は れて 

居る ので ある， 大正 七 年 十二月 末日の 現在 人口 ほ 今 

申 上げた 如くに、 今年の 七月 頃 •或は 八月 頃で なけ 

れぱ 分り ませぬ から、 確定 數は 今日 尙ほ不 明で あり 

ます、 併ながら 日本に 於け る 所の 過去の 人口 佾 加の 

搀勢 ょり •統計 眼を 以て 觀察 いたします れぱ 、大正 

七 年末に 於て は、 恐らくは 現 邝人口は五千九西餘萬 

人に ならう と 私は 推測を 致します、 即ち 大 JE 二 年末 

の現往 入口、 是は五 千 四： C 八十 六溪人 •之に 比べて 

見ます れぱ 、無慮 四百 萬 人の 佾加が 大正 七 年末に 於 

て 現 ほれる 譯で あります •併ながら 玆 に御额 りを 申 

上げて 置きたい のは， 勿論 我國の 現 ft 人口なる もの 

は* 是は 先程 申 上げました る 所の 方法に 依りまして 

第に 紙の 上の 人口であります、 此芥 役場に 在る 所の 

戶锘簿 を 整理いた しまして 、出 寄留 及 入 寄留の 關係 

を 御 互に 差 引きまして 勘定す る ことであります るか 

ら 、是は 甚だ 心細い 人口、 唯々 紙の 上の 人口で あり 


まする が， 兎に角 此人 n に 依つ て、 今日まで 吾々 は 
A I-I を 知つ て 居る のであります るから 仕方が ござい 
ませぬが、其現住入口なるものほ_先づ私共の眼か 
ら見て 常に 二 西 五十 萬 人位の 過大を 見る ので ありま 
す、 是 -IX 說明を 申 上げて は 甚だ 恐 入ります るから 私 
は 略します、 兎に角 我國の 現 住人 n なる ものは、 表 
に 於て 現 はれて 居る もの ほ、 實際數 ょり 二百 萬 乃至 
二百 五十 萬 位の 過大の 見積りの 人口で あると 一 K ふこ 
とを 御 記憶を 願 ひたい、 併ながら 若し 是は 何故 さう 
云 ふかと 云 ふ御饩 間が あれば， 御 質問に 應じて は 何 
時間で も 申 上げます、 先づ さう 云 ふ譯 になつ て 居る 
所が 内務省で 御調べ になつ て 居る 所の 大正 M 年末の 
現 住人 P 、 I3D ち 此 度の 參考 書に 出て 居ります る 所の 
大正 二 年末の S3 住人 口なる ものは、 矢張り 此 誤謬の 
這 人つ て屛る 計數に 依つ て 居る のであります、 之を 
矢張り 唯一の 根本 數と されて 居る のであります、 故 
に 暫く Itt 數字に 依つて 論斷を 下して 見ます れぱ ，大 
正 二 年末に 較べて、 大正 七 年末の 入口は 四百 萬 人位 
の％ 加になる 譯で あります、 即ち 此數に 依つて 御考 
へ 卜すつ たなら ば， 旣に内 務 大臣が 委員 會に 於て 申 
されました 所の 議：® の 配當 率に 付て、 改正を 加へ る 
畤が來 たのであります、 其 時に 至つて 定めても 宜い 
と 言は れ ました 時は 殆ど 到 著して 居る のであります 
聰明なる 內務 大臣が 斯樣な 極く 簡單 明瞭な、 人口の 
咐 加が 幾 干になる や 位の ことを 御 承知に ならぬ と S 
ふこと (i あるまい と 思 ふ、 御と ぼけになる か (i 知ら 
ぬが、 腹の 中は 必ず 御存知に 相違ない 、言葉を 換へ 
て 申します れば 、古めかしい 所の 六 年 前の 人口に 依 
つて、 II 員數を 今日 定める と 云 ふこと に 付て は實に 
無 碑な こと、 又 時勢に 合は ざる 所の 次第と 考へ るの 
であります、 此 秋に 於て 大正 七 年末の 人口を 標 S と 

せられ、 是 等の 割 當の 基礎 其 他に 付ても 十分 御. * 謅 

になつ て、 此 冬の議 會に 提案せられ ると 云 ふこと ほ 

即ち 善政を 施 かれる 所の 御 趣意に も 適 ひ ♦民心の 安 

定を得 るに も 最も 適うた 所の 手段と 考へ るので あり 

ます、 私は® _ に 申 h げます れぱ •實 は lit 大正 七 年 

末の 人口に 依る と 云 ふこと も、 實際私 は感版 せぬ の 

であります、 何とな れば來 年の 十月 一日には 闽勢調 

査が 執行され るので あります るから、 之に fe る 所の 

郡區市 別の 入口は 正確に 分かります、 勿論 是は 現在 

入口を 見る のであります る けれども、 私共の 考へる 

所では、 先づ 現在 人口 並に 現 住人 口なる ものは 餘り 


大箜な いものと 見て 居ります から、 國勢 調査の 結果 
が 分ります れぱ 、之に 法る のが 一番 宜しい ので あり 
ます、 併ながら 逍憾な 事には、 來年 十月 一日の 國勢 
調査の 結果は、 幾ら 急ぎましても 私は 大正 十 年の 四 
月の 總選擧 までには* どうも 結果が 分り 兼ねる と考 
へて 居 〇 ます、 私は 其 結果を 待つ てす るまで も延ぱ 
して* 二 三年 も 延ばして と 云 ふこと ほ ' II さぬ ので あ 
ります、 延べたい のは 萬々 であります けれども、 是 
はどうしても 大正 十 年の 總選擧 には 間に合 ひませ ぬ 
から •それまで 延ばす と 云 ふやうな 悠長な ことは 申 
さぬ のであります、 故に 據る 所 (3: 何で あるかと 云 ふ 
と ■昨年の 十二月 三十 一日の 人口に 依る のが、 先づ 
最新の 入 n であつ て、 さう 云 ふこと が 最も 穩當で あ 
る、 即ち 之に 依り ますれば、 馑 か 今日ょり 半年 程 も 
我慢を なさつ たなら ば、 私は m 來 るの だと 思 ふので 
あります， 私は 斯の 如き 所の 考に付 ては、 恐らくは 
內閣諸 公に 於ても、 それは 無理な 意見で あると 云 ふ 
ことは仰しやるまいと思ひます*若し無理な意見と 
云 ふこと であれば •私は もう 一度 御意 見を 伺 ひたい 
と 思 ふので あります， 私は 此の 意味に 於て 政府 並に 
質 成 II 者に 御 再考を 促します と共に、 斯の 如く 提出 
の 時機を 得ざる 所の 本案に 對 しては、 遺憾ながら 反 
對せ ざるを 得ない ので あ 〇 ます、 即ち 否決を 求める 
次第であります、 甚だ 簡 15 でありまして、 御 了解を 
得な かつた か 存じ ませぬ が、 尚 ほ 御 質問 等が ござい 
ますれば •私 (X 何遍で も 御 答へ ， 'rl 上げ やうと 思 ひま 
す。 

〇諉 長 c 公爵 德川. ¥ 達 君〕 板 倉子挝 。 

〔子爵 板 倉 勝憲君 演嗜に 登る j 
〇 子爵 板 倉勝懘 君 私は 本案に 對 して 替 成の 意見を 
述べる もので ございます、 唯今 柳澤 伯爵から 反對の 
意見が ございました が、 之を 一番 最初に 御 答を til し 
ませぬ で、 是は 後に 御 答を IH す ことにしまして* 私 
の 本案 賛成の 意見を 成るべく 簡單に 申 上げたい と 思 
ひます， 此 度の 改正案の 主眼 (3; 申す まで もな く、 第 
一が 選擧 ■の 櫥張 、第二が 選 ^ 區 制の 變更及 之に 伴 
ふ 別表の 改正、 第 nr か il 擧の 取締、 即ち 罰則の 改正 
其他議 數の樹 加 •或は 北海道と f: 太を 內 地と 同 樣 
に 議員數 を割當 てると 云 ふやうな ことであります' か 
主 もなる 點は 此三點 であらう と 思 ひます、 それで 第 
一の 選擧 _ の擴 張と 云 ふこと に付きまして、 鬼は も 
う 時代の 要求が 甚だ 之を 熟 望して 居る、 又此 要求が 


至當で あつて、 之に 應じて 選 擧褪 の擴 張を する の必ノ 
要が あると 云 ふことは •詞 方に も 御 異存の ない もの ： 
であつ て、 唯々 間 題は 其 程度 如何に あるのに 過ぎ ま 
せぬ、 それで 唯今此 改正案の 擴張と 云 ふ ものは-現 
行選擧 法に 於て 1!*!: 接國税 が 十 II と あるのを 三 圓と低 
下して 嫱 張した と 云 ふこと だけで ございます、 此點 
に付きまして は、 過日 衆議院に 於て 憲政 會の ..：： 憲 
政會の 案、 或は H 民黨の 案と 云 ふ ものが 提案され ま 
して、 其 案に 依ります と、 此阀 接國稅 の 改正案の 一二 
圓と云 ふの が 一 一圓に なつて 居ります、 其 外 所謂 知識 
階級を 加へ る、 或は 兵役の 義務を 終つ た 者と 云 ふ も 
のを 加へ ると 云 ふやうな 議論が ございました. 又議 
論と しまして は、 唯々 直接 國税だ けでは いかぬ から 
腔 接 H 税 以外に、 地方税な り、 何なりの 納税者を 考 
慮の 中に 加へ るが 宜しい、 是は 外 yi! にも 例の ある 事 
で、 行 はれ 難い ことで ないから と 云 ふ 御讖諭 も あり 
ますし、 更に 數步を 進めて、 全く 此資 格の 制限を 撤 
廢 して、 さう して 普通 選擧 …… 男子の 普通 選擧と 云 
ふ ものが、 世間の 議論に なつて 居ります し •又 更に 
一步を 進めて、 寧ろ 普通 選擧 、即ち 女 も 加へ ると 云 
ふやうな 御 議論が、 旣に世 間に 於ても あり •此 議場 
に 於ても 現 ! X れたや うな こと-' 考へ ます •それで 斯 
の 如く 色々 ございます が、 兎に角 私の % へます る 所 
では •此選 一 權を 、其 起源と か， 沿革と か 云 ふこと 
から 申します と、 是ほ 矢張り 租税を 國家に 納めた 渚 
に對 して、 國家が 之に 代償 的に 國家の 財政に 參與せ 
しめる と 云 ふこと が •抑々 の 起り で ご. さいましたら 
うけれ ども •今日に 於て は 最早 さう 云 ふ ty 念では な 
いので * 今日の 考から 申します れぱ 、國 政に 參與す 
べき國 の 代表者を 鑑別し •之を 選定す ると 云 ふ 能力 
即ち 相 當の敎 育を 受け、 相 常の 經驗を 有し、 相當に 
政治 上の 理解を 有し、 而 して 其 候補者の 主義、 政見 
と 云 ふ ものを 了解して 之を 判斷 する の 能 刀、 此 能力 
が 有る 者に 對して のみ 此選舉 權 を 興へ べき もので あ 
る だら うと 考へ るので あります、 それで ございます 
から、 _ 民に 教育が 普及して， 國民 が此最 も 選 ■能 
力を 具へ るに 至れ ぱ ，是が 即ち 普通 選擧の 時期が 到 
來し たと 云 ふ 時期なん で、 唯今 私が 考 へて 見ます る 
と、 我國の 現状に 於て ほ 其敎 育の 程度 も 其 政治 上の 
理解の 程度 も， 之を 日本 全國に 通じて 大體 から 見 ま 
すると， 未だ 我國に 於て は 普通 選擧を 實行 すべき 時 
機に 到達して 居らない、 斯う 申しても 決して 日本 國 
八 七 九 
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民を fs 辱した もので あらう と 13: 私 <3: 考へ ませぬ であ 
ります、 旣に 今日の 場合に 於て 普通 選 劫の 時機に 達 
して 居らぬ •然ら ぱ 玆で 資格の 制 K を 加へ るの ほ 已 
むを 得ぬ、 先づ节 通 il 舉の時 機に 到達す る 前に 玆に 
喏段 として、 | つの 途中の 段 梯子と して- 茲に | つ 
の矢張〇れ：を制限したる潠擧權の攒張案を出すと 
云 ふこと if 是 (3: 當然 のこと である、 然らぱ 此 資格 
の制以 の 控準を どうす るか、 之を 私が 理論 上から 申 
します ると 午 張り 先程 申しました 通り 所謂 選绍 能力 
と 云 ふので 候補者の 主義、 政見を 了解し 判斷 し* さ 
うして 所謂 國 民の 代表者を 鍵 別し 選 舉 すると 云 ふの 
でございますから •是 ほどう も租 漥 を 納める、 其租 
税を 納める 多蒽に 依つ てと 云 ふ 事 1?. 仰 窟上 どうも 言 
へない 事で ある、 即ち 知識の 問題で あると 考 へる、 
此郜 に付きまして 政府 當局 者 ! X 矢張り 今度の 改正案 

が 從 前の 通りの 直接 國稅の 制限を 標 _ にしたい と 云 

ふの ほ 所 1 SW 產あれ ば m 心 ありと 云 ふ 御 _ 論の やう 

で、 御 解 釋のや うで ございます が、 必 しも 金を 持つ 

て 居る 者が tH 心 あるか 知り ませぬ が、 私の 所謂 選擧 

能力と 云 ふ ものが 有る か 無い かは、 是 ほ 擦 準に ほな 

らぬ 、それから 又 金の 無い 若で も、 所謂税 を 納めて 

居らぬ 奔でも 其 能力の 有る 者が 澤山 ある、 又 al に 一 

步を 進めても 假に m 產 ある 者は！ e 心 ありと 云ふ_ 論 

を 許す にしましても、 直接 國税と 一 K ふこと にの み 依 

つて 恒心の 標準に ならぬ ので ございます、 それ故に 

私は 此 改正案に 付て は 矢張り 一方に ほ 從來の 直接 國 

税の 標準を 取る の も 宜しい、 併ながら 一方に ほ 所謂 

知識階級なる 渚を 認めて さう して 中 fs> 校の 卒業 免狀 

或 ほそれと 同 樣な學 力 あると 云 ふ 檢定證 書を 握つて 

居る 渚に、 矢張り 選擧棚 を與 へる が 宜 からう と考へ 

まして ございます、 政府は それに 對 して 窗に 智識 階 

級と 云 ふだけ で (3: 不明瞭で ある、 それから 若し 之を 

屮胡 卒業 免狀の 所持者、 或は 同等の 檢定證 書を 持つ 

て K る 者、 斯う 云 ふこと になる と ® だ 不公平で ある 

即ち 其說 S を拉つ て 居る 以外に、 同 樣 の® 力、 經驗 

を 有する 者が 澤 山 あるから、 W に證 » を 握つ. たと 云 

ふ 者 だけに 對して ほ 不公平で ある* それから 第三に 

は 假に之 を 許しても 其 入 數が十 萬 入と か、 十二 萬 人 

とかに 結局なる ので® だ 少數で .あ tc « 斯う 云 ふやう 

な御說明がぁ〇ました、"私ほ矢張 -0 理論上どぅも此 

卒業說 醫を 有つ て 居る 渚 だけに 與 . て、 他に 與へぬ 

と 云 ふのは、 不公平で あると 云 ふ、 又 一方 直接 國税 


だけを 

〔副 謎 長 侯 ，黑 田 長成坍 P 長 席に 著く〕 

納める 者に 與 へて、 他に 與へ ぬと 云 ふのは 不公平と 
云 ふのと 同じ ことで あつて、 甚だ 此點に 於て ほ 滿足 
を 致し ませぬ が、 併し 玆に 蛇足、 駄辯ほ 附加へ ませ 
ぬ、 結局 此問闊 も單 に此數 が 十二 彐萬 に過ぎない、 
固ょ 〇此數 は 年々 殖えます けれども •併し 其％ 加 率 
も餘〇 多くない と 言へ ば •此 際に 於て ほ 先 づ是ほ 暫 
く考陚 の 中に 加へ て も、 此現實 する ことを 止めて、 
已むを 得ず 今日 ほ 矢張り 此原案 通りに 直接 國税 のみ 
の 制限、 即ち 從來の 通りの 制限を 主として、 さう し 
て 之を 擴 張しても； 个可 ない ものと 考へた ので ござ， い 
ます、 旣に直 接國税 の 制限を 以てする ょ 0外 仕方が 
ない、 斯う 云 ふこと になります ると、 又此 所で 議論 
の 起り ますの ほ、 然 らば 之を 三圓 にす るの が 正當で 
あるか、 二圓 にす るの が 正 當で あるか、 又 五 圓 にす 
るの が 正常で あるか、 斯う 云 ふ 議論 も 生じます が、 
是は 結局 谷 人の 見込に 搦 する ことで、 私は 此 貴族院 
に 於て 之を 喋々 と 論 _ しましても •結局は 水掛 論に 
終る ことで あらう •然 らば 政府が 先づ此 改正案に 於 
て 近き 將來は 民心の 安定を 得る ことが 出来 やうと 云 
ふ 言に 信賴 して •之を 三 圓說に 同意す るの が 一番 穩 
當で ほない か、 さう 考 へる もので ございます 是ほ私 
が 此第 一に 潠擧權 横 張に 付て 此 原案に 暨成 する 意見 
を 述べます る 次第で ございます、 第二は 潠擧區 制の 
問題で ございます が、 此區 制の 問題に 付きまして は 
非常に 論點が 多岐に 分れ、 論難 辯駁 甚だ 多く、 殆ど 
其 何方が 良い か歸 著す る 所が 容易に 分らぬ と 云 ふ 位 
でございまする が‘ 要するに 其 主なる 點は 第一が 被 
潠擧 人の 人物 論、 それから 第二は ill 擧 費用の 多® と 
第三が 潠擧競 華 及 其 投票の 効力 如何、 それから 筘 四 

が 私 交を 破つ て さう して 地方の 自治を 破壞 すると 云 

ふこと がどうで あらう かと 云 ふ 問題， 第五が 金力 や 

權 力の 跋扈が あるかない かと 云 ふやうな ことが、 主 

もなる 點 であらう と 思 ひます、 大 選擧區 論者が 申さ 

れ まする のは、 大潠 擧區で あれば 其被潠 擧 人の 人物 

が H 家 的 大人物を 潠擧 する ことの 機 會が 多い、 併し 

小 選擧區 になる と 地方 的の 候補者が 澤山 出て、 其 地 

方 的の 候補者が 結局 選擧 される と 云 ふことの 機 會が 

多い、 それ故に 大潠 擧區の 方が 宜しくは ないかと 云 

ふ 御 ^ 論の やうで ございます るが、 是は 私が 考 へま 

しても、 どうも 此國家 的の 大人物と 云 ふやうな 立派 


な 人格を 備へ 、見 ^ を 有つ て 居る 入で-こざい ますれ 
ぱ ，何も 區の 大小を 論ずる 譯でほ なく 大潠舉 M でも 
出られ、 又 小 選 擧區で も 出られる と 云 ふ 事 ほ 殆ど 議 
論の ない ことで あらう と 思 ひます、 而して 一方 大選 
擧區 になります と •是ほ 内務大臣の 御 話で ございま 
する が、 寧ろ 其 間に 成金の 候補者 •か 出て 金を どん ど 
ん蒔 いて 當選 をす る， 或は 多 數に 迎合して S] 励、 過 
激の 言語を 弄した 〇、 或は 突飛な 諉？ 1 を 弄する と 云 
ふやうな 煽動 政治が 寧ろ 大選擧 區に餘 計選擧 される 
と 云ふ處 が 多く ほない かと 私 ほ 考へ るので ございま 
す、 第二に 選擧费 用の こと も大選 舉區 論者 ほ 日く • 
大潠 擧區で ほ 選 擧の 費用が 多い-それから 小 選擧區 
で (3: 選擧 費用が 少 いと 云 ふことは それは 皮 ffl の 見解 
である， 之を K 例に 徵 しても 小 選 擧區の 方が 非常に 
餘 計の、 多額の 選擧 費用を 消 费し たと 云 ふ 例が 澤山 
あるので 、却つて 小 選 擧區の 方が、 例へ ぱ買 收し县 
いと 云 ふやうな 點に 於て-共 费用 を耍 する ことが、 
裏面 的の 費用を 要する ことが 非常に 多い、 小 選 擧區 
の 方で ほ、 それ も |の弊辨であるけれども、併し選 
擧區敁 が狹く なれば •例へ ば 通信費に しても 其 外 運 
動員に 對 する 色々 の 費用に 對して も皆少 い、 斯う 云 
ふので ございます、 是 ほ 私が 實 際に 考へて 見ます る 
と、 大選 擧區に 於て は 非常に 廣く淺 い、 小 選 擧區に 
於て は 狭い 代りに 深い， 結局 費用の 問題 ほ 今日の 現 
在に 於て は大選 擧區と 小選靼 區とに 於て 餘り違 ひ ix 
ない、 是は其 時の 候補者の 如何と か、 或は 運動の 仕 
方 如何と 云 ふこと であつ て、 ® 制の 大小に 關 する も 
のでは ないやう に 思 ほ れま す、 f)r- ながら 段々 敎育が 
行屆 き、 政治 上の 德義が 出来、 理解が 出来たならば 
さう して 一方に 選擧の 取締が 段々 行屆 くと 云 ふこと 
になれば、 どうしても 小 選擧區 が 其 費用が 少 くて、 
大選舉 區の费 用が 多い と 云 ふこと (X 是に 言を 俟たな 
いこと であらう と 思 ふ、 唯 現在に 於て ほ 或 (5: どうか 
も 知れぬ けれども、 人智が 進み ■德義 が 進み、 取締 
が 段々 手が 著く と 云 ふこと が ® 1 て來 るべき 現象で あ 
れば 、即ち lit 所で 小 選 擧區の 方が、 大 選擧區 ょりも 
費用が 少 い、 將來に 於て は 費用が 少くな ると 云 ふこ 
とが 出來や うと 思 ふので ございます -;' それから 第三 
の選擧 の競爭 及 投票の 効力と 云 ふこと ほ 大選 擧區論 
者が 言 ふに ほ、 小 選 擧區で ほ 候補者が 多數に 立つ、 
從 つて 選擧が 激烈になる、 選擧 の 激烈の 結果 落選者 
の 得票と 云 ふ ものが 割合に 甚だ 多くなる、 此の 落選 
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者の m 撰の 多くなる と 云 ふことは S •ち 溟翠 〇 太 來 〇 
意 義に 反する ものである、 運 舉の本 来の 意味から… 
… 効力から 申します ると 成るべく 選 堺拧 -ri は 之を 活 
きた 結果を 半： ' T る やうに する 〇 が；； V.V 0 8J である •即 
ち當 選者の 得 ST か 餘計 になつ て、 落選 ^ • V- 割合に 少 
いと 云 ふこと が、® も lit 投淠の 効力を ili はした もの 
である*さうしなければならぬものであ .'0 , |';[- が大 
選绍辟 で ほ 其 通り 即ち 其投揋 の 効力が 有効に & はれ 
る， 斯う 云 ふ 御 論であります るが、 又 之を 小潠眾 M 
の 方の 論者の 側に 立つ て 見ます と 云 ふと， 小選堺 M 
に すれば 無篛爭 になる、 競爭が 無い 所が 可な 〇 多く 
出来る、 假 にさう でな くと も 即ち 候補者が 多數に 立 
つて さう して 選犁が 激烈に なつても •又 其 結 :, li とし 
て 落選 若の 投票が 非常に 多くな つても， 是 ほ 少しも 
差 支へ る 所でない、 元來此 投槊の 趣 ® と 云 ふ ものは 
其 投票が 有意義な れぱ宜 い、 意義が あれば 宜 い、 即 
ち此 小選擧 K に 於て は 其 選 舉の 競爭が 一騎 打になる 
ことが 多い、 一騎 打の 戰爭 になる、 即ち 其 ^ 合に 於 
て 選擧 A の 投票と 云 ふ もの if 勝つ た 人に 投戡 した 
か、 角け た 人に 投票した か、 勝つ か 負ける か、 即ち 
意義が 徹底す る、 斯^-云 ふ 論の やうで ございま 1- る 
し、 尙ほ 更に 之に 附加 へて 小 選 擧 M 論者が 言 ふのに 
大 選擧區 になれば どうしても 如何にしても fnj 士 討の 
邸を 免れない、 同士 討と なる 以上 ! 3: 一方 同じ 政 您政 
暇に 搦 する濟 でも •一方 一人の 人は 非常に 餘計な 投 
票を 得 •其 他の 人は 同じ 政激政 派に 猫しても， 甚だ 
少い 投票を 得る に 止まる •即ち 投撰は 片寄る、 投翦 
が 屋 上屋を 加へ る、 片寄つ た 投 M と 云 ふ もの ほ 甚だ 
無意味な ものである、 意義の ない ものである. 斯う 
云 ふ 論で ござります るが， 私は 此點に 於て 寧ろ 小 選 
擧區 論者に 同意を する もので ござります、 それから 
第 四には 大選 擧區諭 者が 云 ふのに、 どうも 小潠擧 區 
であると 競爭が 激烈に なつて、 さう して 親戚， 朋友 
なん ぞが 其選犁 の 爭の爲 に、 自分の 私 交 上にまで 其 
競 gf 反目の 結果が 及んで、 遂に ほ 自治 制の 破壊に な 
る、 斯う； K ふ 非難を 言は れま する が、 是は 私が 考へ 
ましても •斯う 云 ふ 弊害は 旣に 二十 年 以前の ことで 
あつて、 今日で ほさう 云 ふ 弊害 ほ 甚だ 少くな つて 居 
る、 是ほ 二十 年 前の 人の 知識、 思想、 風俗、 人情は 
今日の 者と ほ 殆ど 隔世の 感が あると 云 ふ 風に 違つて 
居ります から、 今日に 於て は此睇 害 ほ 甚だ 少か らう 
と 思 ふ" 而も 此 今の 小 選擧區 以前の 小 選舉區 制度に 
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あつて は、 其 制度と 云 ふ ものが 迪 T1 ' 記名で あつて 
今 Q で ほ lit 改正案で (i M 記、 無 SI! 名で ある、 又 現在 
今日で 地方自治 體 の 選擧な んぞ の！ S 組に 考 へて 見 ま 
しても •大 潠舉 K 論 ^ が 言 it れるや うに、 小 選 擧區 
になれば 親戚 朋友が 反目して， 自洽體 が 破壊され る 
と 云 ふやうな 廣 ほ>  餘り 多く {3; なから うと 私は 考へ 
るので あります、 第五に ほ 大選擧 K 論者が 言 ほれる 
のに 小 選 擧區 になれば 其 競 串の 範 g が K だ 狹 く、 區 
劃が itfi だ 狹い から 從て 金力が 跋® する >  即 ち 富豪の 
徒が 强 制したり ン或ほ 投票の 買收 がし 易くな つたり 
其 他 或は 官吏の -1- 涉 、政府の 壓迫と 云 ふ ものが 行は 
れ易 くなる、 所が 大選 擧區に 於て はさう でない 斯う 
云 ふ 風に 言は れ ますが、 是も亦 其 見る 所に 依つ て 違 
ひます るで 是ほ矢 張 〇 小 選 擧區論 者；' ® •■• 言 ほれる 如く 

小 選 擧區に 於て ほ 其選擧 人が、 候補者の 主義 政見を 

補く 了解し、 其 人物を 了解して 居る から 割合に 大選 

擧區に 比して 牝 金力と か 或は 權力 & 云 ふ ものの® 迫 

を 受ける ことが 少 い、 斯う 云 ふ 風に 答へ て 居られ ま 

すが、 是も此 點に 於て は 矢張り どちらに も 理窟は あ 

〇、 どちらに も實例 が ある、 唯 fJJ 在の 有様に 於て ほ 

どつ ちと も其國 眉の 擧げ られぬ 御 論 だら うと 思 ふの 

であります、 併し 斯う 云 ふ非雖 は 前 申す 通り、 矢 張 

〇阈 民が 政治 上に E !a し* 政治 上に 了解し、 又 一方 

51 擧の取 締が 段々 完全に 近付く やうに なれ ぱ 、此弊 

害 ほど ちらに も 無くなる •即ち 小 選擧 M 制に 改めて 

も 左まで 心配す る やうな ことは なから うと 思 ふ* 斯 

の 如き やうな ことが 主 もなる 論 is の やうに 见え ます 

る、 私は 今 申します る 通り 之に 付ても 大體に 於て は 

寧ろ 小選舉 M 論者の 方に rf 成す る 者で ごさいます， 

併ながら：史に特に之に加へて私が小遝绍區の制度に 

寶成 する 理由 ほ 11 つ ございます、 第一 ほ 選擧 人の 增 

加に 伴 ふ 必然の M 制の 變更で 、此 度は. 選舉擗 が！！ 張 

せられまして •申す まで もな く 百 四十 萬の 選舉 人の 

數が 倍加して- 二 百 八十 萬 人になる と 云 ふので あり 

ますから、 從 つて 之に 伴つて どうしても 區制ほ 小く 

しなければ ならぬ と 云 ふことは、！ S はもう 當然 申す 

まで もない こと だら うと 考へ るので あります、 反對 

論者が 言は れ るのに， 區 制の變 更と云 ふ ものは •何 

も 候補者の fi!i 宜だ とか、 仰 1: でない と 云 ふこと に關 

係の ある ものぢ やない、 是は 固より 仰し やる まで も 

ない ことで、 若し 他に 重大な 理由が 存す ると すれば 

それは 大潠 擧區に 非常な 良い 所が あつて、 どうして 


も 大選擧 區 の 方が 宜い となれば、 舟 ほ 何も 候補者の 
便 K の 爲に 小 is fi 區 にしなければ ならぬ と 云 ふ 理窟 
ほ 立ちますまい が、 併し 大小洪 擧 區の兩 方の點 を考 
へて 見まして、 どちらに も 兎に角 ffl 當の理 窟が あり 
どちらに も 旗が 舉げ られぬ と 云 ふこと にな 〇 ます 以 
上 ±r 旣に選 擧 法を 布き 選擧を 行つて 居る 以上、 成 
るべ く 選擧人 或は 候補者の 便宜になる 方が 然るべき 
ことで あらう と 私は 考へ るので あります* 外 國の例 
即ち 普通 選擧を 採つ て 居ります る外國 に 於て、 多く 
此小 選擧區 制を 採つ て 居る と 云 ふことは 矢張り 此理 
由に 外なら ない と 私 ほ 信ずる ので ございます、 それ 
から 第二に 私が 小 選擧區 制に 質 成す る 理由 ほ 此選擧 
の 投票の 効果 •少し 語弊が あるか も 知れ ませぬ が， 
さう 云 ふこと でございます、 大選 擧區 論者の 言 ふの 
には 大選擧 M ほ 所謂 比例 代表に 近い ものである、 少 
數 代表に 便宜の ものである、 所が 小 選 擧區 制 {3; 多數 
黨には 便宜で あるが、 少數黨 には 甚だ 不利益で ある 
〔誘 長 公 餺德川 家 達 君 議長 席に 復 す〕  、 
即ち 少數 代表と 云 ふ 主義に 反する、 斯う 云 ふやうな 
御 論であります， 決 著す る 所は •併し 私が 考 るのに 
は 小 選擧區 であるから と 云つ て必 しも 大政 黨に のみ 
利益が あつて 少數黨 に 不利益で あると 云 ふことは ど 
う も 言へ ぬと 思 ふ、 又假に 政府の 說 明を e きまして 
も、 比 前の 總選擧 の 結果を 此 度の 改正の 別表に 當嵌 
めて 見ても、 其 結果と 云 ふ もの ほ 政 友會が 二十 一二 
名の 增 加で 憲政 會が 五 十 何 名の％ 加と 云 ふこと にな 
ると 云 ふやうな ことで あるから、 決して 直ちに 所 i'l 
多數黨 のみ 利益が あつて 小數黨 に 利益がない と 言 ふ 
ことは ない と 云 ふこと ほ 言へ ない、 斯う 云 ふ 辯 明が 
あつたので あります ノ此の 辯 明 {X 全た く 確信す るの 

では ありませ ぬけれ ども、 併し 一應の 理窟 も あるし 

又 之れ に反對 して さう でない と 云 ふ 理窟 も 立たぬ の 

であります、 又政黨 政 派に 15 しないで 其の 人の 人格 

も 其の 人の 見識 も 非常に 崇高な 人であるなら ば、 其 

の 人は 無論區 制の 大小に 關係 する 所な く大選 擧區で 

あらう が 小選擧 區で あらう が、 どちらに もです、 斯 

の 如き 人が 矢張り 衆議院に 席を 占む ると 云 ふこと ix 

甚だ 必要な ことで あると 考へ ます、 斯う 云 ふ 方に 15 

つて ほ •此區 制の 如何と 云 ふこと ほ 何等 甲乙は ない 

啡小選 擧にな 〇 ますれば 從來 大選擧 であつ た 時と 違 

ひまして 投票を 拾集め る 者が 甚だ W る、 即ち 向う で 

五十 票 ■此方で 百 票と 云 ふやうな 投票を 拾集め て、 


何等の 根據 もな く、 何等の 地盤 もな く、 方々 拾集め 
の 投票で 當選 する ことが、 やつと 出來 ると 云 ふやう 
な人ほ、此小選擧區制に於ては《だ不利益を蒙るの 
で、 是は大 選 擧區で なければ 容易に 當選が 贽 束ない 
と 云 ふ 結果で ある だら うと 思 ふので あります、 斯の 
如く 投票の 拾集め でも 少しも 地盤 もなければ 根據も 
ない と 云 ふやうな •投票 拾集め と 云 ふやうな 候補者 
と 云 ふ ものが、 私が 考へる 所では 甚だ 此選擧 界を紊 
亂 し、 選擧界 を 混亂 し、 斯の 如き 人士が 幸に 當 選を 
すれば、 所謂 政界を ) 1 S! すると 云 ふ ものが 多くは 斯 
の 如き 人で ほない かと 私は 考へ るので ございます、 
然らば 此 投票 拾集め と 云 ふやうな 候補者の 成るべく 
出られない やうに すると 云 ふの が 正當 である •此點 
に 於て 私は 小 選擧に 賛成す る もので ございます、 區 
制の ことに 付いて 最後に ちよつ と 一言を 加へ ます、 
それは 此區制 と 云 ふこと に 付て 從來 貴族院の 行 掛り 
でございます、 申す 迄 もな く 私 {X 前の 昔の ことは 直 
接に ほ 少しも 存じ ませぬ が、 旣に 一番 最初の 小選擧 
區は 連記， 記名と 云 ふ 時の 選 擧法の 弊害が 認められ 
て、 之が 改められて 大選 舉區 制に なつて •其 後に 明 
治 四十 五 年で ございました か、 此 政府案と して 小 選 
擧區 制の 案が 出ました 時に 貴族院が それに 對して 反 
對 をして 遂に 其 改正案 ほ 成立し なかつ た •爾 來十數 
年、 即ち 此の 大選擧 區と云 ふ もの ほ 貴族院に 於て は 
長らくの 歷史を 有する ものである、 之を 容易に 變更 
する ことは 甚だ 宜しくない、 斯う 云 ふ 御 議論が 出る 
のは 是は當 然 であると 考へ るので. あります •併な が 
ら旣に 十® 年 以前の 此 日本 國 民の 敎育な 〇、 思想な 
り、 知識な り •其 他人 情， 風俗に 致しましても •之 
を 今日に 比べます れぱ甚 しい 懸隔が あるので ござい 
ます 十 年 前 十五 年 前の ことで あつたかを 今日 もさう 
しなければ ならぬ と 云 ふ 理窟 も 立たぬ だら うと 思 ひ 
ます、 又是ほ 前に 申しました 通り、 此 以前の 小選擧 
區 制と 云 ふ もの ほ 連記， 記名で あつた •今度の 改正 
案のは 單記 、無記名で ある、 それから 又 今度の 改正 
案に 於て IV- 之 も 先程 申しました 通り 選！！ 人の數 が 倍 
加して 居る、 谷 種の 點に 於て 其 間に 非常なる 區別の 
ある 以上は 從來 の行掛 りで 云々 して 此 度の 改正案に 
反對 すると S- ふ 理由 ほ 貴族院と して 立つまい か と 私 
は 考へ るので あります、 第三には 別表の 改正， 即ち 
まあ 議員 割當 のこと でございます、 此 議員 割 當 、別 
表のことに付きましては、先づ第一の根本的非 で 


ございます、 是は 先程 柳 澤伯 K が 御 話の 通りの こと 
で、 今度の 改正案と 云 ふ ものは 其の 人口統計が 大正 
二 年の 統計を 根據 にして 居る •是は 甚だ 宜しくない 
單に 大正 二 年の 統計に 依る のは 宜しくない のみなら 
ず o' もう 旣に此 新ら しい 最新の 人口統計が 二月 か 三 
月 の 間に 公表され ると 云 ふなら ば. 其 公表を 待つ て 
やつても 宜しくは ないか 是は柳 澤 伯 !!? の 言 はれた 通 
り此 改正案と 云 ふ ものは 何も 直ちに 施行す ると 云 ふ 
ので (3: ない 此 次の 總選擧 から 施行す るので あるから 
急いで 今日 之を 決定す る 必要は なから うぢ やない か 
唯 三 四 箇月を 待つ て此 次の 會議 に提 til して 少しも 遲 
くは な いぢ やない か、 斯う 云 ふの が 先づ 第一の® 本 
的の 批難で ございます、 それから 第二の 批難は 政府 
の 今度の 別表の 組立と 云 ふ ものは 郡部に 於て は 人口 
十三 萬 人、 一區 一人を 標準と して、 之に 地形と か 地 
勢と か， 交通‘ 人情、 風俗と 云 ふやうな 條件 を參酌 
して さう して 已 むを煜 ざる ものは 一區二 人に すると 
か、 或は 少數 の區 劃は 一區彐 人に した 所が ある、 併 
し是ほ 非常に 冷靜 に， 非常に 公平に 考へて 作つ たも 
ので ある、 斯う 言 はれます が、 併し 實 際に 此別 表を 
見ます ると •どうも 第一に 政府の 標準と 條 件と に甚 
だ 合 ほない 所が ある， 又 甚だ 統一を 缺き 公平で ない 
と 云 ふ 批難が 甚だ 多い ので ございます、 で 政府の 之 
に對す る 答 辯は 成る ほど 大正 一 i 年の 統計を 根 ¢8 にし 
たと 云 ふこと ほ 宜しくない と 云 ふこと も 認める、 又 
遠からずして 新ら しき 入口 統計が 公表され ると 云 ふ 
こと も 認めないで はない が， 併し 根本的の 所謂 選擧 
權の擴 張と 云 ふやうな 根本的の 問題に 付て 時勢の 要 
求、 熟 望 一日 も忽 せに すべから す， 一年 も忽 せに す 
ベから ざる ものが あるから、 已むを 得ず 此議會 に 之 
を 提出した ので、 其 他の 點に 付て ほ 多年 研究 論議の 
上で あるから 是も殆 ど 議論 も盡 きて 居る ことで ある 
此 時代の 要求 •民心の 熟 望に 應ず る e に已 むを 得ず 
出した と 云 ふやうな 御 辯 明の やうに 聽 きました、 私 
の考 へる の も是は 矢張り 柳澤 伯® の 言 はれる やうな 
ことが 實に 御尤もで ある、 併ながら 尙ほ 一步を 進め 
て考 へて 見ます ると、 此統 計なる もの ほ 柳澤 伯爵の 
言は るゝ 如くに 此大 正！ 一年の 統計 も 大正 五 年の 統計 
も 甚だ 正確で ない と 云 ふ點が 少く ない と考へ る， 又 
もう 一つに ほ 歐羅 巴の やうな 普通 選 梁の 國でご ざい 
ますれば •其 人口、 其 有. 權 者の數 、選 擧 人の 数と 云 
八 八 一 
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ふ ものが 先づ 女子、 小兒は 除-— する が、 殆ど 標準 
が 貶れ る、 併ながら 我國の 此選舉 法に 依ります ると 
即ち 資格の 制® がご ざいます るから して 人口の 数と 
選擧 人の 1{ と it 決して 同一で ほない、 旣に 統計 も璦 
味で lx あるし 又 其 右 g 者 所謂 選擧 人と、 人口との 救 
此 釣合と 云 ふ もの も •どう 云 ふ もの だか 分らない と 
云 ふこと になれ；？； T 是 ほ どうも 避け 得難い 己む を 得 
ない 所で ある、 而 して 一方に (3; 時代の 要求が 政府の 
言 ふ 通り 選舉 糊の 擴張に 向つ て 非常なる 紡 蓮を 有し 
一日 も忽せ にすべからざる ものであると 考 へる •故 
に 私 ほ 此 根本の 批難に 對 しても 尙ほ 政府の 言 ふ 所に 
姑く 從つて 、別表 改正の® 本義は 巳む を 得ず と 認容 
する より 仕方がな いと 思 ふので •こざいます ，第二の 
批難に 付きまして I 々どこの 縣で はどう どこの 縣で 

はどうと 云 ふやうな ! ff の 批難は 非常に •こざいます し 

又 之を鸱 きましても 確に 不公平が あり 確に 不統一が 

あると 云ふ點 は 私 も 充分に 是は 認めます、 併ながら 

此 別表の 細目に a つて‘ どこの 縣 、どこの 郡と 云 ふ 

やうな ことの 細かい ことを 論 _し て、 之を 指摘して 

之を 批難す ると 云 ふこと (3: 私 {X 貴族院の 態度と して 

ほ JS るべ からざる ことで あると 考へ るので ある、 私 

は K 族 院 として ほ 期の 如き 細かい ことには 隊を 容れ 

ぬ、 所謂 本案の 別表に 毀して 斯の如 き 細かい ことに 

は 喙を 容れな いのが 11 當 であると 考へ るので ござい 

ます、 で 或 ほ 日く， 此 度の M 制の 改正 及 別表の 改正 

と 云 ふ もの ほ 非常に 政 友會の 利益に なつて、 其 他の 

少數鹩 の 不利益になる， 斯う 云 ふこと を 言 ふ 者が あ 

ります る* 政 友會は 先 ほど 申した 通り、 決して 此區 

制の 改正に te つて 自擻が 利益を 得ない、 斯う 云 ふ 辯 

明 もあります るが、 私が 考へ るのに， 假に是 が 政 友 

會の 利益に ならう とも、 それ ほ 少しも 凝 ふべき こと 

でない と考 へる •私の 考に 於き ましては 矢張り 先 ほ 

ど、 どなた か 御 述べに なりました 通り、 どうしても 

多數 派の 政灘の 後援を 有し， 多 數の議 M の 後援を 有 

する 者が 内閣に 立つて、 獨 立獨步 で、 自分の 一 兀來の 

主張、 元来の 政策と 云 ふ ものを •顧瞭 する 所な く實 

行す ると 云 ふこと でなければ ならぬ と 思 ふので ござ 

います、 其點に 付て 是も先 ほど 申 上げました 通り、 

此 拾集め 候補者の 如き もの、 浮 草の やうに、 あちら 

へ附 いたり こちらへ 附い たり、 離合 分散 啻ならぬと 

云 ふやうな 者が m て來な いで、 確 實 なる 地盤を 有す 

る 大政 黨が出 て來な ければ ならぬ" 即ち 大政黨 の樹 


立と 云 ふこと に 付ても 少しも S ふべき ことで ない、 
寧ろ ® すべき ことで ある、 斯う 考へ るので ございま 
す、 然るに 又 或 者 ほ 日く， 然れぱ 或 ほ 此 度の 選擧法 
改正に 依つて、 殊に 此區 劃の、 選擧 區の區 制の 改正 
別表の 改正に & つて 政友會 が 假 りに 多数を 占め、 さ 
うして 長く 政 權を保 持したならば 或は 横 愚なる 政を 
行 ふの 鹿が あり ii せぬ かと 云 ふやうな ことを 論ずる 
者 も ある やうで ございます るが、 是 等は 實に 殆ど 一 
笑に 付すべき 祀憂 である、 昔 {3: 武斷 政治の 時に あつ 
て {t 武家に 非 ざれば 人に 非ず と 言 ほれた 時代に 其武 
家が® 暴の ことを して、 殆ど 自家に 反對 する 者は 其 
漭を 殺す のみならず 其 親戚 一族、 女子、 小兒 まで 殺 
ずと 云ふ橫 暴を敢 てしたる …； 敢て する ことを 得た 
る武斷 政治の 下に 於て さへ も •矢張り 平家が 甚だ 暴 
政を 行へ ば 人心 忽ち 離散して 遂に 奢る 平家 久しから 
すと 云 ふやうな ことにな つて 行く のであります、 假 
に 多數を 有した 政 友會の 内閣が 暴政 ：：： と 申して は 
甚だ 何です が 善政なら ざる ことを 行つ て、 或 ほ 黨利 
に 走り， 或 ほ 私利を 專に すると 云 ふことは 今日の 時 
勢に 於て ほ 出来べき ことで ある や 否や、 斯う 云 ふこ 
とを 論ずる 人が あれば •是ほ 實に 日本 國民を 侮辱し 
K 族院を 侮辱した と 云 ふ もので あつて、 斯の 如き こ 
とは 少しも 私は 心配す る 所 もなければ、 考慮す る こ 
とを 要する ことでは ない と考 へる、 終りに 臨んで 一 
言附 加へ ますが •是は 昨日 委員 會に 於て 確か 澤柳さ 
んの御 話 だら うと 思 ひます が、 其 事を 私が 同じ こと 
を 繰 返す のであります、 私も澤 柳さん と 同じく 考へ 
まする ので， 元來此 改正案と 云 ふ ものは 即ち 本案は 
其 名の 示す 如くに、 衆 _ 院議 員の 選擧法 の 改正案で 
ある、 何も 本案で なくと も 他の 法律案に しましても 

貴族院 {i 衆議院の. 決議に 對 して 決して 敬意を 拂ほな 

いと 云ふ歸 では ございませぬ けれどもが •特に 此案 

に 付て は 貴族院の 態度と して 衆議院の 決議に 敬意を 

拂ひ ，特別に 衆議院の 決議を® 重す ると 云 ふことは 

政治 上の 德義 でない かと 考へ るので あります， 假令 

或る 細かい S に 於て ほ 非常に 不賛成な 點も ，非常に 

不滿 足な 點も 多い、 併ながら 其 根本た る選擧 區の擴 

張、 或は 區制の 改正と 云 ふ 其 根 本義に 於て 餘り大 な 

る 不都合の ない、 大いな る爭が ない と 云 ふ ものに な 

りましたならば‘ 其 以上の 細かい こと k 云 ふ ものは 

私は- M 族院 としては 之に 立ち入らず、 相當の 大多数 

を 以て 此度 衆議院で 決議し、 通過して 參 りました 本 


案に 封し ましては、 十分に 衆 莰院 の決罱 を 特に® m 
すべき 理由が ある ことほ 政洽 上の 德義な りと 私 ほ 確 
信す るので、 此理由 に 於て 私 ほ 此 本案に 饺 成を 致し 
た 所以で ございます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 有 松英義 君。 

〔有 松 英義君 演壇に 登る〕 

〇 有 松 英義君 本 M は 唯今 議題に なつて 居ります 所 
の、 政府 提出の 衆議院議員 51 擧法中 改正 法律案 IX 第 
M lf 會に 移すべからず と 申す 意見を 有して 居る もの 
であります， 先程 澤柳 …… 柳澤 伯爵ょり 之に 對 する 
詳細なる 御意 見の 御 陳述を 拜_ いたした ので ありま 
す， 柳澤 伯爵の 御 述べに なりました 所の 意見に 付き 
ましては、 大體 本員に 於ても 御 同感で あるので あり 
ます、 故に 此點 に付きまして は 更に 玆に繰 返へ す こ 
とを 差し 控 へまして、 同 伯爵が 他の 人から 述べる で 
あらぅ と 言 ふて 御 ® りに なりました 所の 點 に付き ま 
して、 聊か 本員 理 m の ある 所を = 日いた したいと 考 
へます、 本員の 將に 述べむ と 欲する 所に 付きまして 
唯今 板 倉 子爵ょり 詳細 御 紹介 下さいまして、 M に 之 
を 陳述いた す ことは 殆ど 無用の やぅに も考へ ますな 
れども •唯今の 御 紹介に 付て 却つ て 卑見を 徹底いた 
す ことが 出 來ま せぬ に付きまして、 再び 同じ 事椚を 
述べます ことほ、 天暮 むと する の 唯今に 致しまして 
定めて 皆樣に 御迷惑を 相 掛ける ことは 存じます が、 
® く 御 許しを 願 ひたいと 存じます、 本員は 今回の 改 
正 案 中 第一に 反對 を唱 へます の ほ 區 制の 改正で あり 
ます* 此こ とたる や 決して 木 員の * までの 經歷 立場 
の 上から 已 むを煜 ず 主張いた すので は ございませぬ 
千 思百考 、研究に 研究を 重ねる 程 態々 以て 初志を 强 
める 所があります に 依つ て、 巳む ことを 得ず 之を 諸 
君に 訴へむ と 欲する ので ございます， 區 制の 改正は 
見樣に 依りまして は 問題は 小なる が 如くに も考 へら 
れま すか も 知れ ませぬ、 併ながら 本員の 見る 所を 以 
て すれば 此 ことたる や 將來の 政局の 上に 大いな る 影 
響を 及ぼす ものであります、 重大の 問題と 心得る の 
でございます、 故に 本院に 於き ましては、 年來此 問 
題に 關して 頗る 愼重な る 態度を 以て 意見を 決定いた 
し來た つたので ございます。 其 沿革の 大要は 斯樣な 
ことに 相 成つ て 居ります •明治 二十 二 年に 初て 衆議 
院議 員選擧 法を 制定に 相 成りました 時 連記 記名 小 選 
擧區の 主義を 採用いた したので ございます、 之を 施 
行す る こと 六 回に して、 其 弊害を 認め‘ 憲法 附 搦 の 


大法 典を 巳む ことを 得ず して 改正す る 〇 必要に 迫ら 
れた ので ございます、 S に 於て 明洽 三十 | 年 第 十； 一一 
回 帝 K 蓮 & に 於て 政府 ほ 改正 法 f!? 案を 提 .';; に 相 成り 
まして、 初て 單記 記名 大選犁 辟の 主 a を 採られた の 
でございます、 當時は 衆蕺院 を 通過いた しました 後 
に K 族院に 於て 此主義 に燹成 をいた しました るに拘 
らず 、別表の 入口 捨铟 に付きまして、 兩院の 協 趙 相 
容れず •  S に 成立を 見る こと 能 ほな かつた ので ござ 
います、 次で 翌年 第 十四 囬帝闲 致 ir に 於て： S1 に 政府 
より 同一の 案を 提出に 相 成りました、 衆錢院 に 於い 
て ほ 修正を いたしまして、 小 選斟區 の 主義に 改め ま 
して、 本院へ 送付に 相 成りました、 本院蒞 査の上 、 
國家將 來の爲 めに 大選擧 M 制を 是な〇 と斷定 いたし 
まして、 政府の 原案に 復活を 致し、 兩院協 敵 0- に 及 
んで 、幸に して 協 懿 纏り まして、 即ち 現行の 制度が 
成立いた しまして、 以つて 今日に 至つ て 居る ので ご 
ざいます、 其の後 四十 五 年 第二 十八 回 帝 國詻會 に 於 
いて、 時の 政府は 元の 小選擧 M 制度に 改む るの 案を 
具し まして、 帝 國魏會 に 提出し、 衆 識院を 通過いた 
して、 當院 に， 送付に なりました ので ございます、 當 
院に 於て は 六 回の 經驗に 依り 其 弊害を 21 むる が 爲に 
選擧 法の 改正を 行 ひ、 而 して 爾來年 所を綷 る こと 朱 
だ 遠から ざるに 再び 元の 小 選 斟區 主蕺に 返へ す こと 
ほ 到底 同意す ベ か， ら ざる ものと 申す の 意見に® 著い 
たしまして、 斷然と して 政府案に 修 ：止 を 加へ、 兩院 
協議 會に 至りまして、 其認調 はずして， il に 改正を 
見る ことなくして 今日に 至つ て 居る ので ございます 
斯の 如き 歴史 沿革を 有つて 居ります ので、 昨年 政府 
に 於て 別表 改正を 帝國 議會に 提出いた しました る 時 
も、 矢張り 大選 擧區の 主義を 採つ たので ございます 
是は 都合が ありまして 撤回に 相 成りました なれ ども 
昨年までの 歷史は 唯今 申 述べた る 通りで ございます 
本員は 必ずしも 從來 の歷史 に 拘泥す る ものでは ござ 
いませぬ 若しも 小 選 擧區 にして 大選 區擧 より 挺れ り 
とするならば •從來 の歷史 の 如何に 拘らず 政府の 提 
案に 同意いた すの 當然な る ことを 信ずる ので ござい 
ます、 去りながら 若し 玆に 利害 相 牛 ばす ると か、 若 
くは 利害の 明なら ざる 場合に 於て、 此 法案を 如何に 
取扱 ふかと 申しましたなら ば、 左 ig なる 場合に 於て 
ほ 法律の 改正を 行 ふべき もので ない と考へ るので ご 
ざいます、 况や 本員の 如き ほ 依然として 大選擧 M は 
小 撰 擧區 より 礙れ りと 確信を 致して 居る ので ござい 
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一ます、 岡ょり 大選 擧區 にしろ •又 小 選 擧戚 にしろ- 
何れに 致しましても 長所 あり、 短所 あり、 大 選 擧區 
必ずしも 脒な しとは 中さぬ ので ございます-唯 r<H 者 
相 比較して、 何れが 弊 少き なきや、 何れが 採るべき 
である や、 此點で あります、 本 M は 大選擧 M にも 幾 
分の 弊害 ある ことを 認め ま. すなれ ども. 之を 小選擧 
區 に比べるな らば、 大に礙 つて 居る と 云 ふこと を玆 
に斷 言して t?(J からぬ のであります る、 抑 も 選擧 法の 
最も m んず べき 即ち 要點は 何れに ある やと 申した な 
らば 國民 代表の 趣旨が 成べ く 貫徹す ると 云ふ點 にあ 
るで あらう と考 へます、 难 _擧 の 事であります るが 故 
に， 國民代 表の 娵 旨に 致しましても、 何れの 制度に 
致しましても 完全 無 缺と申 す ことは 或は 言は れない 
であらう と考 へますな れど も， 何れが 趣旨に 近付き 
得る やと 申す點 に 於て 其 近き ものを 採るべき である 

と考 へる のであります、 然らば 國民 代表の 趣 3 U に 叶 

ふと 云 ふこと に付きまして は 如何なる 點に 最も 重き 

を蹬 いて 考究を すべきで ある やと In したなら ば、 國 

民の 谷 部分が 平等に K 表 ^ を 出し 得る と 云 ふこと が 

最も 大切な 郜 であらう と 信ずる のであります、 即ち 

例を p/ S に収 りましたならば •大政 黛 (3; 大政黨 の 力 

に 腿 じたる 所の 人を 遝出 し、 又 小政激 は 小 政 斑の 力 

だけの それに 相 應した る 所の 人を 選 ,, 11 する， 或は 商 

工業 者 も それ < /の出 さんと 欲する 所の 人を W し、 

3t 他！！ 民璁 ての 階級を 通じまして 公平に 選出し 52 る 

の途を開くべきであらうと考へます>斯く申さぱと 

申した 本員は 決して 或る 職業の 代表者を 出す とか、 

或る 地方の 代表者を 出す とか 云 ふの 考では ありませ 

ぬ、 國民 全部の 代表者を 111 さしめ るので あります か 

ら其邊 は 御斷 りを 致して 跋き ます* 之に對 しまして 

は 本員 多言を 16 しませぬ 、内務 大 K が 委員 會に 於て 

本 M の 間に 答へ ました 所を 玆に讀 上げまして 御 判斷 

を 乞 ひたいと 思 ひます、 斯樣な ことで ございます、 

「全瞪 政治を 確乎たる 政策を 立て X  •十分なる 所信 

を 以て 行は うと 云 ふ 時分に ほ、 どうしても 私は 此內 

閣の基 礎が 閉くな ければ ならぬ と 云ふ考 を 有つ て 居 

ります、 內閣の 基礎が SI い爲 には 議 ir に 於て 多數を 

有し、 議會に 於て 多 ®; を 有する と 云 ふことは， 即ち 

潠擧民 の 多数の 同情を 持つ と 云 ふこと になる であ 〇 

ませう が、 言ひ換 へれば E1J ち 政 旅の 後援を 得る と 云 

ふ葸 味になります、 私は そこまで 餘〇申 すと 進み 過 

ぎる やうであります が、 全 ffs 我 邦の 內閣は 誠に 短命 


だと 思 ひます、 I 年 二 年 三年 も續 けば 誠に 長い やう 
に 思つ て fr る > K に 怪しから ぬ 話で ないかと 思つ て 
居ります-どうか 內閣の 命が 長命なら むこと を 欲し 
多年 政 f#i を 握つ て 思 ふ 所を 十分に 斷 行し、 國策が 一 
年 二 年で頻 々励く ことを 欲せぬ やうに 思 ひます、 是 
は 如何にも 言 ひ 過ぎる やうであります けれども •そ 
れが爲 には 内閣は 多數黨 を 有し •即ち 有力なる 政 戴 
を 後援に して 立つ と 云 ふことは、 我 邦を 進む る 上に 
於て 最も 宜い ことと 思 ふので あります、 それが 爲に 
何れの 黨 派に も靥せ ざる 所の 少數の 人々 に 縦し 不利 
益が ありましても •此 小一! 擧區の 改正は 畢竟 我國の 
爲に 有利な りと 私 IX 考 へる」、 此 內務大 K の演說 の 
趣旨 M れに ある やは 本員 敢て解 釋を 試み ませぬ、 諸 
君の 御 判 斷に 任せます、 尤も 昨日の 委員 會に 於き ま 
して 內務 大臣は 此屮の 幾 部分を 取消され たが 如き 形 
に 相 成つ たのであります、 即ち 議會に 於て 多數を 有 
すると 云 ふこと に 付て は 貴族院 ある ことは 決して 忘 
れて 居ない、 獨〇 衆議院に 多數を 制しても 貴族院の 
同情 あるに あら ざれば 内閣の 生命を して 長から しむ 
る ことは 111 来ない ので ある* 此 ことは 了飧 して 吳れ 
よと 云 ふこと が 一點 であ 〇 ます、 一 S は國 家は 政黨 
の 代表と 云ふ譯 でけ ない、 怒 數 の政黨 を. 有して 居つ 
て 政を 誤つ た 時は、 內閣ほ 亡びる ので ある、 故に 善 
政を 行 ふと！ 23: ふこと には 努む るに ^ つて此 邊も 了承 
して 欲しい と 云 ふ， 斯う 云 ふ大體 の 陳述を 得ました 
ので、 此： ® 說の 一中 ほ 訂正され たものと 35 へる ので 
あります 、併ながら 潠擧法 を 改正す る 趣旨 ! 3: 矢張り 
政 黨の便 利の 爲に する ので ある •政黨 に搦せ ざる 少 
數 者に} f 利益で あつても、 是ほ顏 厳す る 限りで ない 
と 云 ふ大齟 意の 所は： S 然として 速記録に 存在を 致し 
て 居る ので ある、 又 內務大 は は 決して 之を 収 消され 

たのでは ありませ ぬ。 

〔副 il 長 侯 K 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

是が 即ち 今回 區制を 改正 致さる、 所の 主要なる 理由 

であると 云 ふことは 申す まで もない ことで ある、 本 

員の 巳む ことを 煜ず して 反對を 致す も亦此 理由 ある 

が 故であります， 此理由 たる や 內務 大臣の 說明 あり 

て 初めて 然 りと 申す のでは ない ので、 選 擧區 制の 變 

更は歸 著す る 所 何人が 見ても 理由 玆に存 する ので あ 

ります、 昨年 英國に 於て 潤 擧 法を 改正いた しました 

節に、 或 議院 …… 下院に 於て は 固く 小 選 擧區の 主義 

を 執つ たのであります、 上院は 公平なる 選擧 をな す 


に ほ 小 選 擧區は 不適 當で あると 云 ふ 意見を 有つ たの 
であります. 而 して ]- 院 (3: 大體 は大 選擧區 にして 且 
つ 比例 代表の 方法に BC るべき ものであると 云 ふ 意見 
でありました， 本員は 比例 代表に 付て は 今日 其 可否 
を 論ずる ことを 避けます* 何故ならば 我國の 事情に 
於て 比例 代表を 可な りと 申す こと 13: 本 M 斷言 する 能 
はざる 所であります、 兎に角 英吉利の 上院に 於て 小 
選擧區 を} f 可な りと する、 再々 下院と 交渉し 最後に 
於て 調赍委 M を 設け 委員の 調査の 結果 矢張り 大選擧 
區を 可な りと 致した るに 拘ら ず、 又々 下院に 於て 否 
決を 致しました る 所の 裏面の 內情を 承は つて 見ます 
るのに* 他に も 種々 理由は ある ことで ありませ うが 
其 中に 於ても 最も 重きを 爲 すのは、 下院に 於て は斯 
樣に考 へたので あります る， 大選舉 區 比例 代表の 法 
を 探る に 於て は 多數黧 と少數 黨の 差を 少か らしむ る 
ことになる、 即ち 少數黨 も 其 力に 相應 したる だけの 
1 : 員を 出し m る ことになるに 依つ て >  多數 黨 として 
政府に 立つ 場合に 於て {« 威を 弱める® が あると‘ 云 
ふの が 第一の 反對を 致した 裏， g の 理由であります、 
又政黨 の 幹部は 大選 擧區 比例 代表に 致したならば、 
一般的に 申して 獨立不 題の 人物を 選出す る 場合が 多 
い、 即ち 同じ 黨派で あつても 黨の 幹部の 指揮 命令に 
容易に 服し ないやうな 人物が 出る 場合が 多い、 是は 
闲る 、斯う 云 ふので あります、 それから 尙ほ又 中央 
並に 地方の 政 黛 辟關は 矢張り 小 選 擧區を 喜ぶ ので あ 
ります、 何故ならば 小 選 擧な らば 政 黨の爲 に 資金を 
供給し， 若く は 選擧の 際に 裏面の 運動を 肋く るが 爲 
に 金を 出す、 或は 有力なる 八の 推薦した る 所の 候補 
者を 出す 等の 場合に 於て、 政 黨の援 助に ffi つて 當選 
せし むる ことが 爲し县 い、 政 黨の稽 助を 借らず して 
多數の 議員が 出ましたならば •政 黛の 節制 上 將來害 
が ある •政 黨の 援助に 依つ て當 選した 議 M の 成る ベ 
く 多き を 望む ので ある、 有爲 達識の 人物の 如き 出て 
も 出なくても 宜しい、 候補者に 對 する 選擧 民の 了解 
信 賴等ほ 全然 之を 無 sy して、 斯の如 き當 選者を 得る 
ことに 努めた る 事例が 尠くな い、 斯樣な ことに 相 成 
るに te つて 依然として 小 選擧區 の 主義を 支持す る、 
尙ほ又 他の. 5R 由 ほ 下院に 於け る 現在の 議員は 小選擧 
區に 於て 政黨の 援助を 借りて 當選 して 居る ので ある 
若し 大 選擧區 になつ て 自由の 空氣の 間に 廣い 場所で 
有力なる 候補者と 爭ふ たなら ば、 中には 落選の is の 
ある、 者 も ある、 と 云 ふやうな 事情が あつたと 申す 


ことであります、 此 事柄は 本員 目から 联 調べた もの 
では ありませ ぬ、 即ち lit 議場の 一席を 占めて 居らる 
る 所の 最も 熟 心なる 小 選 舉 M si 者の， 而かも 本員の 
平素親友として (£/* 居る人が卩.1べまして>或雜誌に 
於て 世に 公に 致した 說でご ざいます、 故に 其 說を借 
りまして 本員の 內務 大臣の 演說 に對 する 擧評に 代へ 
ますので ございます、 即ち 唯今の 數點 は內務 大臣の 
說かれ たる 所を 更に 語つ て 詳なる もので あらぅ と考 
へます、 で 果して 斯の如 き 理由を 以て 區 制の 改正を 
企つ ると 相 成りましたなら ば* 國家の 大典た る 憲法 
附® 法を 取つ て 政 黨 の g に 私せん とする ものである 
と 批評す る 者 ある も •本員 之に 對して 辯 解の 言葉を 
有しない のであります-又 之に 賛成す るが 爲に政 黨 
の 私する を 助けたり と 申さる、 如き ことがある こと 
は •本員 甚だ 心に 恥づ るので あります る、 旣 に此理 
由 あるなら ! f 他の si に 論及す る必耍 は 殆どない ので 
あります 、此一 點に 於て 政府の 提案を 否決いた すだ 
けの 理由 十分な りと 考へ るので あります る、 併な が 
ら尙ほ 進んで 他の點 を 申したならば •豫て 世の 問題 
と 相 成つ て 居ります る 所の 小 選 擧區 •大 選窣區 ，何 
れが人物を出すに界吳な〇や否やと云ふ一點であり 
ます、 固ょ 〇 大人物であります るなら ば •小 選擧區 
にしても. 大 選擧區 にしても、 選擧 人 {X 決して 之を 
捨て ませぬ、 必ず 當選 する であらぅ と 申 1 ことは 道 
理上斯 く 申さねば ならぬ のであります る、 併ながら 
實際に 於て は 事 往往 理と違 ふこと が あるので ござい 
ます、 唯今の 制度は 大選 擧區と 申すな れども •  I 府 
縣を 以て 限界と 致して 居ります、 其屮に 於て 市の 如 一 

き、 島嶼の 如き， 若干の 小 選 鹖區 がありまして， 其 I 

他の 郡部に 於て 大選 擧區の 制度を 採つ て 居る ので ご 
ざいます >  で此 場合に 於て 縣下を 通じて 德望 あり 崇 
辞せら る 、 者が 小 選 擧區に 於て 必 しも 當選す ると 申 
す 譯にほ いかぬ 理由が あるので あります ，0 小 選 擧區 
に 於て it 、 範圍 が狹 いだけに 突如と して 乘出 したる 
候補者が、 俗に 謂 ふ 所の 蓮 動 宜しき を煜た る 時には 
忽ちに して 當 選し 得る 晓倖 を煜る 場合が あるので ご 
ざいます、 是は il 々經驗 を 致して 居る ので ございま 
す、 選 擧區が 小さければ 小さき 程、 選擧 有©' 者が 少 
なければ 少き ほど、 其 事 容易なる のであります、 斯 
の 如き 狀况に 依りまして 當選を 致した る實 例を 此處 
で 明言 致します る ことほ、 當 選者に 對 して 憚る 所が 
あるに 依りまして、 私は 明言は 致し ませぬな れ ども 
八 八 一一 一 
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遝舉 の结果 に ft きまして- 5¢ •た rt fei に 考へた る琪例 
は 胗から ぬのであります， 搜理大 ほ 閣下 或 ほ 3C- の 他 
の S: 務大 Is 閣下の 如き も， 定めて 逛憾に 御考へ にな 
つたので あらう と考へ る 場合が •旣汗 の 牌 舉に 於て 
BIf •々あつたので あります， 大潠擧 M に 相 成つ たから 
と fp して、 斯の如 き 場 台が 悉く 想 正される と屮す こ 
とほ*罔ょり劼言し煜る限りでほありませぬなれど 
も、 呻ながら 跋 き 區域に 於て 投票を 求める 場合と、 
狭き 内に 局限され て 人と爭 ふ 場合に 於て、 有力なる 
人物が 何れが 當選し 為き かと 申したなら ば、 敢へて 
玆に 喋々 の 辯を 要しない ことで あらう と 存じます、 
此事た る や 選擧 糊を 擴 'M されます S と、 愈々 其 弊が 
明かに なつて 來 るので あらう と考へ ます •有淄 者が 
知識が 低下な れば 低下なる 程、 高 -' r v 逸足の 強は、 巧 

なる 運 励に 依つ て 投票を 狹き區 域に 於て 搔集め る こ 

と (3-. 容接で あらう と考 へる のであります、 又 他の 理 

由と 致しまして ほ、 政府 當 局の 見られる 所 ほ、 大選 

擧 區ほ 小 潤 擧 M ょり 競 染激烈 なり、 隨 つて骼 害 も 亦 

大 選 擧區を 以て 多し とする 御意 見であります るな れ 

ども •本員の 見る 所で ほ 全く 正 反 封に 考へ るので あ 

ります >  靼 に 小一; 擧 M 競爭 激烈な りと 申す だけで (3: 

諸君は 御 了解 下さらぬ 方が あらう と 存じます >  競 爭 

の 激烈なる と 激烈なら ざるとは、 先づ第 一 の 理由 ほ 

候補者が 多き や 少なき やと 云ふ點 に 在る ので ありま 

す、 席き K 域に 於て 當選 を爭ふ 所の 候補者の 少き場 

合と、 狹き K 域に 於て 當 選を f? ふ 候補者が 多い 場合 

と、 何れ か 競 萌が激 烈にな るかと！ M ふことは 論を 俟 

たぬ ことで ありませ うと 存じます、 之を 統計に 徴し 

まする に、 第一 回 乃至 第 六 回の 總踴擧 は、 舊法の 小 

潠擧區 制 ^ の 下に 於て 行 (X れた のであります、 此時 

に當 りまして は 議員 定數 | 名に！^ 3 谷 立候補の 割合 

•H . 

〔議長 公擗德 川 家 達 君 議長 席に 復す〕 

二人 「コンマ」 九と 云 ふこと に 相 成つ て 居る ので あ 

ります、 場所に 依 〇 ましたなら ぱ獨 占と 唱 へまして 

無 競 爭の所 も ありました、 併しながら 通じて 計算を 

致しまして-二人 「コンマ」 九と 云 ふ數が 出る ので 

あります、 七 回 以後は 即ち 現行の 制度であります が 

故に、 大遝擧 區の塲 所と 小潠 擧區 の堪 所が あるので 

ございます、 即ち 唯今 申した 如く 市、 市に しても 東 

京 京都 •大阪 ほ 1 L  く大潠 擧區の 中に 計へ て宜 うご ざ 

います •其の 外の 市、 區 及佐瞍 、隱岐 、對馬 、大島 


の四岛 司、 之を 以 つて 本員 ほ 小 11 擧區 と稱す るので 
ございます '其の 他の 郡部を 以て 大 選 擧區と 致す の 
でございます、 是れが 委 負 會に 於いて， 內務 省ょり 
委員に 配付に なりました ると ころの 統計に & るに、 
第 七回總 選擧 ょり 小 溜 擧區に 於いて ! 3: 定員 一人に 對 
し •候補者 二人に 對 して、 大選 擧區は 一人 「コン 
マ. 一八 •第 八 回は 小 選 擧區 一 r コンマ j 九に 對し大 
選窣區 一 「 n ン マ」 三、 第 九 回は 小 選 擧區二 「コン 
マ ー 零に 對 して 大 選擧區 一 r コンマ」 四、 第 十回、 
小 選擧區 一 「コンマ」 七に 對 する 大選擧 區 一 l,n ン 
マ」 二、 第 十 ~ 回 •小 選 擧區二 「コンマ」 一に 對す 
る 一 r コンマ」 四 •第 十二 回. 小 選 擧區二 「コンマ 
」 二に 對 する大 選 擧區一 「コンマ」 五、 第 十三 回 ■ 
小 選 擧區二 「コンマ」 三に 對する 一 「n ン マ」 五、 
斯樣な ことに 相 成つ て 居ります、 試みに 法定 數を得 
ましたる 所の 次點 者が、 如何に 相 成つ て 居る かと 申 
す ことを •靼に 最後の 總選擧 、即ち 第 十： — 回選擧 に 
{•} て 計算を 致します ると •小 選 擧區は 平均を 致し ま 
して、 一人の 當 選者に 對 して 一人の 次點 者を 有して 
居ります、 大選 擧區は 一人の 當 選者に 封して、 次點 
者 ほ 四 割 一分 七 1|({ であります >  斯 の 如く 大選 舉區に 
於て ほ 之を 小 選擧區 に比べまして， いつの 選擧に 於 
て も 候補者の 數が少 い、 加 ふるに 小 選 擧區に 於き ま 
しては、 狹き範 園に 於て 少數の 選 擧權 者に 封して、 
此 間に 於て 轍 rl を 乖 ふので あります、 大選擧 區に於 
ては 或る 區 域に 於て fi: ふこと 不利な りと する 時に {s 
他の 地方に m でまして 選擧 を爭 ふ餘地 が おる ので あ 
ります， 故に 小 選 擧區に 於て ほ 競争が 激烈に 相 成る 
と 云 ふこと ほ. 自然 R むを 锷ざ るの 結果であります 
何故に 小選擧 區は 候補者が 常に 多くして， 大選一 區 

は 候補者が 常に 少 いかと 申しましたなら ば、 是は今 

日の 如く 政 戴の 爭の® ん なる 時に 於て、 甲の 黨派も 

乙の 黨派 も， 互に 己の 力を 計つ て" 所謂 候補者の 公 

認を 致す' ので ございます、 五 人出し 煜る選 擧區に 於 

て 八 人 九 人の 候補者を 出しましたならば 、同士 討に 

なります るが、 故に 此 場合に 於て 必岭 の 1: 悟を 致し 

たなら ば 五 人の 力の 有る 所へ、 五 人の 候補者を 立て 

ましたなら ば、 必ず 當 選を 致す ので ございます， 或 

は 六 人 七 人を 立てまして、 其 差の ある 所を 互に 爭ふ 

と 云 ふの が、 今日の 競 爭の锊 狀で あります、 故に 大 

選罄區 に 於て は 候補者を 濫に 立てない ことになるの 

であります、 何れの 黨派 にも ® S せず して 幹部の 公認 


を 有たざる 所の 候補者 ほ 自由 勝手に 出で m まする が 
故に、 是ほ 別段であります るな れども •然 is と然肢 
との 間には， 其 候補者の 立て 方に 0C りまして 勝敗が 
定まる のであります •故に 郡部に 於て 5S に 候補者を 
多く 立てる と 云 ふこと ほ、 谷 览狠 に 於て 愤んで 之を 
避ける ので あ 〇 ます、 之に 反して 市街地の 狭き 所の 
如き；！： T 縱令 甲の 黨派の 地盤で あり、 乙の 黛® 13: 何 
ばかりの 味方を 有しない と 云 ふ 場合に 於ても、 何れ 
の途敗 ける かも 知れぬ と 云 ふ 場合に、 或 13: 一 つやつ 
て 見たなら ば 成功す るか も 知れぬ と 云 ふので、 玆に 
强 ひて 割込んで 候補者を 立てる のであります、 此場 
合に 於て 縦し 落選を 致す とも， 將來の 地盤を 造る 上 
に 於て 何等かの 益な しと 言へ ませぬ が 故に、 小選擧 
區に 於て ほ 必ず 反對の 候補者を 立てる のであります 
小 選 擧區に 於て 競爭 激烈に 相 成る と 申す こと も拈等 
の 理由が 與つて 居る のであります、 尙ほ其 上に 內務 
大臣は 大選 擧區は 同士 討が 多い、 小 選 擧區は 同士 討 
ほ少 い、 加 ふるに 無競争の 場所が 多い、 斯ぅ iK ふ說 
明であります、 大正 六 年の 選擧の 如き 原 總理 大臣 閣 
下の 御德 望に 依りまして 盛 岡の 如き ほ 是まで 度々 の 
選擧を 重ぬ る 時と 同じく 依然た る狀況 が 續 きまして 
何人も 之に 對抗 いたす 者は 生じ ませぬ ので ございま 
す、 是ほ例 外で ある •尙ほ 尾の 道の 橋 本太吉 君の 如 
きも 無競畢 であります、 此二 箇所を 除いて 無競爭 の 
所は ない ので ある、 加 ふるに 同士 討の 場所が 成る 程 
大選 擧區で ありますなら ほ 甲の 黨も數 人を 出し 乙の 
黨も數 人を 出す に 依つ て 後で 見ましたならば 何れの 
場所で も IrTJ 士 討を 致して 居る かの 如く 見えます、 併 
ながら 是 ほ 自ら 分野の 定まる ものが fe りまして* 中 
には 同士 討を 致す なれ ども 決して 到る 所 同士 討いた 
す ものでは ない、 之に 反して 市に 於て 同士 討を 致し 
たる ことは 是まで 政 友會に 於ても 苦き 經驗を 有せら 
れ るので あらぅ と考へ ます、 第 十三 回 總選擧 に 於て 
も、 御 希 ■であります るなら ぱ其 場所を 擧げて 宜し 
い、 政 友 會員同 士互 ひに 鎬を切 つて 爭ふた 場所が あ 
るので ある‘ 數 箇所 あるので ございます、 第 十二 回 
總選擧 に 於て は 第 十 111 囬總 選舉 ょり 更に 同士 討が 多 
かつた ので あり ^ す  >  第 十一 回總選 _ は 又 更に 多 か 
つたので あります、 時の 狀况に 依つ て 互 ひに咐 減は 
ございます る なれ ども， 旣往の 經驗に 依れば 小 選 擧 
區の 方 (3:. 同士 討の 場合が 多い ことほ 明かであります 
而 して 場所に 依ります ると 一人の 定員に 對 して 四 人 


八 八 四 _ 

五 人の 候補者が 互に 激烈なる t? 爭を 这 して T ろ M ^l 
も 髟から ぬのであります* 殊に 市 〇 小なる も 〇 にし 
て 有 補 者の 少數な る® 合に 於て 多數の 候補者が 相 角 
逐する 時 •には 共 弊 や堪 ふべ からざる も 〇 が あるので 
ございます、 此席に 於て K だ 下： 

る やぅであります るが、 御 經 ^ の 御 方 もあります る 
通り 十五 人の 多額钠 税者逑 M の 競 爭は如 何で ありま 
す、 玆に 於て 小選璀 K に 於て は 候補者が 金力を 以て 
© つて 居るならば， 之と 對抗 する には .' 'I-. へ 張 〇 金力の 
相 拮抗した 者を 立てなければ ならぬ、 德 沼を 以て fei 
o>  學 問を 以て ® 〇、 智識 經驗を 以て 挺る 入が ある 
ならば、 矢張り 其點に 於て 相 劣らざる 人を 對立せ し 
めて爭ほざる限〇ほ到底勝利ほ菌まれないのであ〇 
ます、 而して 、其 中の 一人は 必ず 倒れねば ならぬ の 
であります、 大選擧 M なら •は 他の® 域に 出で まして 
當選し 得る 場合に 於て、 小い M 域に 局限され て兩 
雄 相 貪み， 相 立たず と 云 ふこと に 相 成る ことは 誠に 
見る に 忍びない 場合が 少から ぬのであります、 此席 
に 居られます か、 或は 如何であります か" SJ 在の 大 
臣の 中に も Tli に 於て 激烈なる 競爭を 遊ばして ^ 3- 御 
經驗を 有せられる 方 も & るので •こざいます、 然る 所 
悉く 左様な 場合 ばかり かと 考 へます ると、 玆に 又： n 
外な 奇態なる 狀態 を呈 する ことがあ 〇 ます、 相 當の 
候補者に 對抗 して， 誠に 是まで 名もない人が 候補に 
立ちまして'  而 して 巧に 運動いた します る 場合に、 
まさか あれは 當選 する 氣遣 ひは ない、 思 ふて 安心し 
て 居りました のが、 開票の 結果 ®; 外に も K 人物が 當 
選を 致した 例が、 是は 諸君は 御 承知で あらせられぬ 
御 方 も ありませ ぅが、 總理 大臣の 如きは 第 十三 回總 
選_ に 於て 御經驗 になつて 居る のであります、 斯_ 
なる 選 雄の 狀况 を呈 する ことに 相 成ります ると. 所 
謂 運動の 巧みなる 者は 如何なる ことを して 居る かと 
云 ふこと を考 へなければ ならぬ、 俗に 戶別運 励と 申 
す、 谷 戶に付 て 賴ん で步 くと 云 ふこと があります る 
が •是は 大選 擧區で は 迚も ! .1-1 來ませ ぬ、 小 選 擧區に 
於て は 戸別 運 励が 爲し易 いので、 大選 擧區に 於ても 
戸別 蓮 動な しとは 申し ませぬ •何故ならば 內務 大臣 
の 言 ほれる 所の 私設 小 選 串 區と稱 せられます るが、 
地盤なる ものが ありまして、 大選擧 區に 於ても 恰も 
小選墘 區に 於け るが 如き 根據地 なる ものが あります 
其 根據 地に 付ての 運動は 矢張り 戸別 運 励が 行は れる 
のであります、 去りながら 之を 小 選 擧區に 必ず 戶別 
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運 励を £? すと 云 ふこと に 比較いた します るなら ば* 
其 邨道や 稍々 小なる ものと 考へ るので あります •又 
買収の ことに ft て も •大 選擧區 に 於て はな か < 行 
屈き ® いもので、 運 励 若 等の 爲に 利用され まして、 
誠に ^ 外の 誤を 致す ことが 往 々にして あり^ h、 小 
選 :,^ 辟に於ては買收捽だ界易だ，互に知つて居る間 
に 於て ['?! に數 W 人の苻 _者 の 場所が あります る 今 H 
の 市に 於て ほ …… 今後は 九 萬 察を 以て 一番 小い と 致 
します るから、 ^ 在の 市に 於け る 小い 所の 如き 弊 ほ 
K しからぬ と 云 ふこと ほ 私 It. 眾知 いたして 居ります 
る けれども、 俳ながら 小い區 域に 於て は 買收が 行は 
れ易い と 申す ことは、 喵今板 倉 子 ^ が 言は れ ました 
る 通り、 選 射の 费用は 大選擧 M に 於て は 淺く！ | く茭 
/H- を 要する ので あるが、 小 51 擧區 は狹く ほく 行く、 

金の 使 ひ 方が 狹く 深く 行く、 斯ぅ 云 ふ 御 批評で あり 

ますが、 * が 即ち 弊害の あると 云 ふこと であります 

或る 衆郛院 闲员が 私の 所へ 參つて 小 選 擧區 ならば III 

の 金で 狗切に 買収が 出来る 吾々 ほ 此方を 好む と 言 ふ 

た 人が あります、 其 人の 言の 當否は 私は 敢て 批評い 

たす ので ほ ありませ ぬが、 幾分 ilt 實を言 ひ 得て 居る 

と考 へる のであります、 要するに 人心を ff?; 敗せ しめ 

易き ものは 小選翠 區にあ ると 云 ふこと を rtl して敢 て 

過言で ない と考 へます、 尙ほ 申し 落しました が 投票 

の H 收に付 て m り 然るの みならず、 小選舉 區に 於て 

{3; 平素よ 〇選舉 民の锻 心を 得る と 云 ふこと に 互に 努 

めて rr るの 度が 强い のであります、 或は 公益の 爲の 

寄付と 稱し 、或 ! i 個人に 對 する 冠婚葬祭の 禮磺 と稱 
し 種々 な ことに 於て 平素より 投票を 52 るの 準備を 爲 
す ことが 小選犁 岡に 於て ffi も 行は れ易 いので ありま 

す玆に •成金は 大選堺 M に 於て 運 励を する のに 便利 

であると 云 ふ 御 演説が ありました けれども- 斯の如 

きこと を爲 すのに 成金； S れの fill 利と する かと 申した 

ならば、 必ず 答へ て 日く、 小 選 舉區な る 哉と 申す で 

ございませぅ、 而し て選帘 の 自由を， 害す 6 ことが 

何れに あるかと 中したなら ば、、 即ち 他の 制 肘 干渉を 

受ける ことの 度の 强い 所に 於て 自由を 多く 害される 

と考 へる ので ございます、 小 ; I 舉區に 於て {3: 選 松の 

取 {r.v が界易 であると 申す ことほ、 PJ: 々當 H の說明 さ 

れる 所であります るが、 JR 締必 しも 容易な 〇 とは 私 

ほ 申し ませぬ •選 f-l-s 競 gf の 激烈なる 所に 於て は •競 

gf 激烈なら ざる 所より 取締に 闲 難を祕 ずる ことは 無 

論であります、 併ながら 姑く 讓 つて 钤察 の祺察 が 行 


1 e  くと か、 或は 収締が 付き 姑い とか、 或は® 締か f-J 
き ^ いと か 申す 說を可 なりと 致しましても、 それ だ 
けに 又 之を 害 W して 選擧 の干涉 を爲す と 云 ふこと も 
行 ほれ ^ いと 考へ るので あります、 選 擧の 干渉を 爲 
さんと 欲すれば， 何 そ必 しも 小 選 擧 M に 於て せん， 
大選舉 區に 於ても 干渉 行 (3: れ ざるに 非ず と 云 ふ 反對 
の御說 明であります、 なれ ども •何れ か 干渉 行 はれ 
易き やと 云 ふ 比較 論に なりました 時に ほ •小 選擧區 
行 (X れ 易しと 申す 外は 無い のであります、 單〇 政府 
者の 干渉 行 はれ 易き のみなら す， 其 土地に 於け る 或 
は 富豪と 云 ひ、 成は 地. 王と 云 ひ、 或 ほ 僧侶と 云 ひ， 
敎 M と 云 ひ •醫渚 と 云 ひ， 是 等の 人が 選擧區 民の 意 
思を 左右す る ことが 小 選 培 區に 於て は 出来 易い 場合 
が 多い と考 へます、 殊に 地主 小作人の 關 係の 如きは 
最も 利用され 姑い ことで & らぅと 考へ まする， 是が 
即ち 選擧の 自由を 害する のであります、 選擧の 自由 
にして 害される こと (3: •即ち 是亦阈 民 代表の 趣旨に 
悖る と考 へます、 內務 大臣が 言は る、 に， 大 選擧區 
は投蕻 の 分配が 甚だ 其 當を得 ざる ことがある と‘ 即 
ち 之を 詳かに 申しました らば， m 疵で 例へ て 申せば 
甲の 羝と 乙の黨 と ある， E- の 黛は 乙の黨 より ® つた 
勢力が ある* 此場 合に 於て 偶々 隧りた る黨 派から 3 
でた 候補者が >  非 常なる 人望を 有して 居つ て、 之に 
偏した る多數 の投巢 が - JR つたる 場合に 於て •而も 其 
投票と 云 ひ、 己の 黨 派の 人が 或る 一入に 對して 多數 
の投悪 を 入れた 場合に 於て、 殘 りの 投票を 他の 候補 
界が取 るので あるが 故に、 反對黨 が一 部の 投票に 偏 
しない 時に 比べたなら ば、 勢力が 褪れ るに 拘ら ず、 
出 だす 所の 當 選者 却つ て少 きこと ありと 言 はれます 
ので ございます、 是は私 も 然る 場合 ありと 認めます 

る、 併ながら 是ほ政 黨 と政黧 との 間に 於け る 選擧の 

掛 引に 存す るので ありまして、 候補者の 立て 方 如何 

が、 其 結果の 果して 唯今の 如き ことがあり や 否やと 

云 ふこと を 現は すので ございます、 斯の 如き 場合に 

於て 前後を 顧ず して、 或る 一人が 投翦を 貪りました 

ならば、 唯今 申した 如き 結果を 見る に 相 绳ほ ありま 

せぬな れど も、 近來 の選舉 ほ 谷 戧派に 於て 意を 致す 

こと iti た 深く  •斯の 如き 拙劣なる こと (3; 先づ 以て 致 

さない やうに： HI 擊を 致して 居ります、 縱し之 有りと 

する も、 然らぱ 小 選 擧區に 於て ほ 如何と 云 ふこと を 

考へて 見なければ なり ませぬ、 小選_ 區の 場合に 於 

て 或る 一 區 だけに 付て 申しましたなら ば， 其區に 於 


て® つたる 力を 有して K る黨 派が 勝つ と 云 ふことは 
是は 普通の 論で あらぅ と 存じます* 併ながら 甲の 區 
乙の 區 •丙 丁 巳の ® •通して 見ましたならば、 奇態 
なる 結果を 生ずる ことがある ので ございます， 甲の 
區に 於て 乙の 黨眠が 得ました る 所の 投票に 比して • 
即ち 屮 の M に 於て は 落選の 點數で ある、 それが 乙の 
區に 於て は 其 落選の 點數に 於て 常 選す る 場合が 半： ず 
るので あります、 一 區一區 に 於て 當選 ，落選を 定め 
ますが 故に、 候補者の 數如 何に 依りまして ほ 甲の 區 
の 落選 點數は 乙の 區の 當選點 數にな るので あります 
丙の 區の當 選點數 ほ 戊の 區の落 選點數 になる と 云 ふ 
が 如き、 洵に 奇怪なる 結果を 見る ので ございます、 
大選擧 M にして 投票が 一人に 集まる のを 若し 弊害な 
りと するならば， 私は 之を 弊害とは 認め ませぬ、 そ 
れだ けの 選擧 人の 鞀 を 得て 居る ので あるが 故に、 是 
が 多數の 投票を 得る ことは 當然で あると 申す ので あ 
ります なれ ども‘ 黨派關 係に 於て 郸 害で ある， 闲る 
と 云 ふなら ば 小 選 擧區に 於て は尙ほ 是 より 困る こと 
が あると 云 ふこと を* 茲に 明言を 致して 置きます、 
又選舉 人の 側から 見ます ると、 狹き區 域に 於て 立つ 
て 居る 候補者の 何れ かに 投票を しなければ ならぬ、 
大選擧 區に於 て ほ® 人の 候補者に 封し‘ 其 内の 一人 
を 選ぶならば 、比較的 己が 投票を せむ と 欲する 人に 
投票す る 機 會を搏 られ るので あります、 之に 反して 
小選彰 區に 於て {X 必す甲 若く は 乙に 投票し なければ 
ならぬ， 己の 欲せざる 二人の 候補者で ある 場合に 於 
て も， 何れに か 投票を しなければ ならぬ、 志に 背け 
る 投票を 爲 す の已む る ? II ざる 場合が 生ずる ので ござ 
います、 此 場合に 於て 投票を する か棄權 をす るか' 
其 一を 選ばなければ ならぬ ことになります、 又 一區 
に 於て 一人を 常 選せ しむる 時には、 二 人， 三人の 候 
補 者が 必す 平均して あります るが 故に、 落選者に 對 
する 投撰 の數 は大選 擧區に 比較いた して 頗る 多い、 
此旣往 の 例に® りまして •舊 法の 小 選 擧區と 新法の 
大選 擧區と 比較し、 又 新法の 中の 大選 擧區と 小 選擧 
區とを 比較いた しまして* 統計 上 明に 相 成つ て 居り 
まする が、 試に 大正 六 年 第 十三 回 總選擧 だけに 付て 
玆に數 字を 擧げ ま L て も、 小 選 擧區に 於て は 當選得 
票が 零 「コン ■マ」 五八 三、 落選 得票が 零 「コンマ」 
四 一七、 大選 擧區に 於て は當選 得票が 零 「コンマ」 
七 七 六、 落選 投票が 零 「コンマ」 ニニ 四と 斯樣な こ 
とに 相 成る ので ございます、 步合 が大 選舉區 に 於て 


一は 落選 投票がず つと 少い のであります •此 落選 投票 
の 多い と 云 ふことは 一區に 局限せられ て 居つ て、 さ 
うして 兩雄 、或は 彐 雄 相 立たない と 云 ふ 結果になる 
のであります、 即ち 此落 選者なる ものは、 代表者を 
帝國鹩 會に迓 る ことは 出来ない ので ございます、 斯 
の 如き ほ 成るべく 公平に 國民の 代表者を 致さし むる 
と 云 ふ 前に 申した 所の 原則に 悖る ことで あらう と考 
へます， 又選擧 人の 數の 上から 申しても、 今回の 如 
く 小 選舉區 に 致す の ほ 競爭區 劃に 依つ て 別つ より 他 
に 便宜の 方法が ありませ ぬ 故に、 人 n 九 萬臺を 以て 
一人の 議員を 出 だす 場合， 若く は 十九 萬 臺を 以て 一 
人を /- li /i す 場合' か あるので ございます、 九 M K を以 
て 一人の _ 員を 出 だす 所は 甚だ 幸であります が、 十 
九萬臺 を 以て 僅に 一人を 出 だす ものは 是は不 幸な り 
と 謂 ほざる を 得 ませぬ， 即 ち此點 に 於て は 公平を 缺 
く 所 ありと 申さ V- るを 得ぬ のであります、 又 選擧の 
費用の ことであります、 選擧の 費用の 增加 いたした 
ことは'  是ほ 物® の 騰貴 其 他 種々 の 理由 も ありませ 
うが、 選擧の 指 蹲 者と 申して 宜しい か， 中央に 於て 
中心と なる 人の 是は責 (:r: であると 考へ ます、 努めて 
選擧 費用を 多から しめたので あらう と考 へます、 併 
ながら それに 致しても 大選 擧區必 しも 費用 大 なりと 
斷言 致す 譯に は參り ませぬ、 內務 省より 示された る 
所の 表に 依つ て 之を 見る に 大正 四 年 三月の 選 擧に於 
て 市 郡 通じて Z 選擧區 、一 候補者の 費す 所の 選擧費 
用は 金高に 於て 七 千 二 百 三十 三圓 、其 内で 市に 於け 
る 平均 七 千 三十 九圓 、郡 七 千 四百 十圓 、島は 少くな つ 
て 居ります、 此 場合 ほ …… 三千 三百 圓 、大正 六 年 四月 
は 市 郡の 平均 七 千 七 百圓 、市が 七 千 三百 十九 圓 、郡 八 
千圓 七十 H 一圓 島 十圓 …… ぢや ございませぬ 一 萬 八 百 
六十 九圓 、斯樣 な 事になります、 此 上に 於て ほ …… 
此 表の 上に 於て ほ 小選舉 區稍々 此選犖 費用が 掛かる 
やうに 相 成つ て屛 ります， 此計算 は 內務 大臣 も 素よ 
り當 てに ならぬ と 云 ふ 御 斷りも あり， 本員 も是は 信 
ずべ からざる ものである 1 到底 ® 正なる 費用の 調が 
政府に 於て 出来る もので ない と 云 ふ 事は 明に 承知い 
たして 居ります なれ ども-併ながら 先づ 以て 大體此 
邊であ ると 考 へて 宜 からう と 思 ひます 選 擧の蜚 用の 
事は 抑々 末でありまして、 何れの 方法を 採る が國民 
代表の 趣意に 適 ひ 得る や ？ ,; やと 云 ふこと が 問題で あ 
ります るな れ ども、 假に 選擧の 費用 も 亦 考慮に 入れ 
て 然るべき ものと 致しました 所で 唯今 申 上げた るが 
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如き 計算に 於て 選舉法 を改 JE 致す たけの 必嬰 !?-. . 
認められぬ のであります、 又 il 擧の玛 用に 付き まし 
.て (i 或る 汊 度までは 之を 減少せ しむる 方法な 3- にあ 
らずと 考へ ます、 英 H の 昨年の 遝遨法 第二 十五 勝に 
於て •演說 の e に小舉 校の 使用を 許した るが 如き， 
又 其 第： 二 十 ii; 勝に 於て m J.a に 「オンス」 を 超えざる 
郵便物 (?. !通信を限つて無料ゼ丁ると云ふことがあ 
ります るが 如 *- / 是 等の 方法を 採りましても 尙ほ此 
他に も 考究を 致したならば 採る 方法な きに 非ず と考 
へます、 幾 部分 選 架® 用を 減少す る ことが m 來やぅ 
と # へる のであります， ^. 又大 選 ^ 區 にして 今回の 
如く 選 舉饳 を桢 張され ましたな らば， 通信 费の如 き 
演說に關する烈 )0 の如き公然たる 23 用ほ咐加いたし 

ましても， fs lffl に 於け る 言 ふべ からざる 费 用ほ 到底 

及ぶべからざる が 爲 に， 之を 费す ことが 闲難に 相 成 

るので あります-或 (3; 其 結果 ほ 節減を なし 得る かも 

知れ ませぬ •論者 ほ 潠擧 撾擴 張に 付て は 潠擧 M ほ 小 

くしなければ ならぬ と 云 ふ 者 ありと 雖も •本員は 寧 

ろ反對 1T 遝 擧 II を搁 張いた したなら ば •其 弊を 防 

ぐは 寧ろ 大選犁 K 制を 採るべし であると 考 へます* 

又 大選咕 E に 於て は 詰らない 候補者が 常 選す ると 云 

ふこと であります るが、 是は旣 に 先程 述べました 通 

り 小選擧 K に 於ても 荜 6 其 弊が 多い と 存じます •此 

內務 大臣の 所謂 地 鄉‘私 設潠 擧區 なる もの ほ、 是は 

自然 的の ものである、 然る 所、 此私設 潠 擧區 ，所謂 

地撼な る ものは 飛び地に ある 場合 もあります、 他 郡 

に 誇つて 居る 場 台 も ある、 之を 人爲 的に 必ず 或る 一 

定の 行政 K に 依つ て 限界を 致す ことに 相 成りました 

ときには， 其 候補者に 對して は 不自然に 區捌に 定め 

られる ことに 相 成りまして、 之が 爲に惜 むべき 鬪 員 

を將來 に …… 今後の 潠舉に 於て 失 ふこと が、 時に あ 

ると 云 ふこと (X 免れぬ ので ございます、 論者は 補缺 

選舉 のこと を 頻りに 說 いて 補缺 選擧の 煩累を 避ける 

は 小 選 擧隔に 如かぬ、 斯ぅ 云 ふので あります、 又 今 

回の 法案に 於ても 明治 四十 五 年の 時の 案と 等しく 小 

選擧區 になした るのを 機と して 補 缺選擧 に關す る規 

定を 改正され て 居る ので こざいます、 即ち 51 擧法第 

七十 條 、七十 八條の 改正の 如きであります、 何故に 

此の 如き 改正を 致された か、 本 S1 は 其理咁 を 解す る 

に 苦しむ のであります、 七十 條の 場合は 四箇 年間 次 

點者が 出る 場合であります、 七十 八條の 場合は 補缺 

潤 擧と稱 しまして 一年 以後に …… 選擧 後一 年を經 た 


る 後に 缺 fl を 生じたならば •補 缺選舉 を 行 ふ、 一年 
內な らば 次 點 者を 出す と 云 ふ 規定で あるので ありま 
す、 今回 (i 其 一年間に 次 S! 者を 出す と 云 ふこと を改 
めて、 初めから 補 缺選舉 を爲す と 云 ふこと に 改正 さ 
れ るので あります、 何の 必袈で 斯櫧に 改正され ます 
か、 其 說に 日く  •四 年 前の 選 擧と缺 員を 生じた とき 
の選犁 とほ 時を 異にして 居る に 依つ て、 其 時の 民意 
に 問 ふの が 至當で ある， 斯ぅ 云 ふ說 明であります • 
思 ふに 議員の ff: 期た る や 四箇 年、 是 (X 或 (3: 立法 拙 間 
とか 稱する 期間であります、 此 期間の 初めに 於て 衆 
議院の 構成が 定まる のであります ■其 時の R 意に 問 
ふて 譏 員の 當 選が 定まる のであります、 而 して 法律 
に 於て ~ 疋の 投票 數を锝 たる 者、 即ち 法定 數を 得た 
る 者の ' I' で 最も 多き 者から 當選 者を 採つ て 行く こと 
になつ て 居ります、 で 其當、 選者が 缺 員に 相 成り まし 
たと きに 一年間 ほ 法定 數を焊 て 居る に 依つ て 次點者 
が 出る と 云 ふの が 現在の 七十 八條で あります、 此意 
味から 申さ ば 金 部の 衆議院議員は 四箇 年問總 潠擧の 
時の 民意に 依つ て m て 居る ので ある、 偶々 補缺 議員 
に 限つ て、 其當 時に 於て 法定 數を 有した る 者 あるに 
拘らず •時を 異にした る 民意に 依つ て！！ 員に / JI でな 
ければ ならぬ と 云 ふこと ほ 補 缺選擧 の 制 ほ 何れの 國 
にも あるに 拘ら ず、 道理 上 本員の 如きは 寧ろ 次點若 
を 出した 方が 當然で あると 考へ るので あります， 若 
し 本員の 理由に して 是な りと するならば .一年間を 
變更 して I 七十 條の 場合と 同じく、 四 年間 次點 者を 
出す ことにしたならば •補缺 選 擧の 場合 ほ 大に 減少 
し 得る のであります >  尙 ほ此 外に 於ても 補充 員を 定 
むる の 方法 も ある、 其 他に 於て 種々 なる 方法を 攻究 

し 得る のであります、 補缺 il 擧の 現在の 法律に 規定 

が あるが 爲に 、他に 重大なる 關係を 有して 居る 所の 

選擧 K 制を 一變 いたさなければ ならぬ と 申す 理由 ほ 

甚だ 薄弱で あると 考 へます ので ございます、 凡そ此 

の 如き 理由に 依つ て區 制の 改正には 本員 未だ 同意を 

表する ことが 出來 ない のであります るが、 茲に小 選 

擧區必 しも 可な りとは 言は ざれ ども、 選 擧權擴 張な 

る ものが 大切で ある* 之を 不可分で あると するなら 

ば 小 選 擧區 制度に 反對 する が 爲に 選擧權 の撋 張の此 

好機 會を失 ふと 云 ふことは 遺憾で あるが 故に、 已む 

事を 得ず 小 ; I 擧區の 制度に 改める 事に 資成 すると 云 

ふ 方が あるので あります、 又 他の 人は 大小 選 擧區の 

制 も 考慮せ ざるを 得ぬ けれども •政府に 於て 小選擧 


區を 止める ことに ほ 到底 同意がない、 又衆湓 院との 
協議 も ^ まる 氣 m ひなし， かるが 故に 涙を 欣んで 之 
に 同意す る、 然らざ れぱ 人心の 励搖を 来す •溜 擧淄 
凍 ! is が 本年 通過し なかつ たと きに ほ 必ず 普通 選犁の 
波 is が 大きくな つて、 言 ふべ からざる 脚 害を 見る に 
至る に 依つて、 巳む ことを 得ず M 制の 改正に 幵成を 
すると 云 ふ 御 方が 現に 貴族院の 中に も 御 在りになる 
であらう と 想像いた すので あります、 本員 (3; 選 3 中 {1 
. 擺 張の fir 否 ほ 唯今 敢て 之を 論じ ませぬな れ ども、 今 
回の 横 張た る や 某 當を 得た る ものに あらず と考 へる 
のであります、 斯の 如き 改正を なせば 人心の 安定し 
て 居る 場合に 於ても 励 摇を來 すと 考へ るので ありま 
す、 若し 改正せ ざれば 励 搖を 致さない ものが、 此改 
正の 爲に動 搖が ：史 に 甚だしく 相 成る と考 へます、 若 
しも 此 改正に して 公平を 得て 居るならば まだ 可な 〇 
と考 へます るな れど も此 改正た る や 結果 甚だ 不公平 
に 相 成つ て 居ります* 國税 三圓 までと 申す ことほ、 
地租に 適用が 多くして 所得税に 對 して 甚だ 適用が 少 
く、 營業税 に ii つて 益々 適用が 少ない ので ある、 郡 
部に 於て 恩澤を 被る こと 多くして、 市部に 於て 甚だ 
比較的 少ない ので ある、 併ながら 少い だけなら 宜い 
が、 少 いものが 甚だ 不都合な _を煜 るので ありま 
す、 本 回の 改正に 依ります ると 國税 三圓 、之を 所得 
税に 付て 考 へます ると 斯樣な ことが & るので ありま 
す、 所得税 法に 依ります ると 戶主 家族， 此 場合には 
第三 種の 所得に 付て 申 上げます、 第三 種の 所捍ほ 五 
百圓 までの 年額 收入が あります るなら ぱ 、五 百圓か 
ら百 五十 [W を 引いて、 三百 五十 圓に 千分の 三 i を乘 
けて •最低 度十圓 五十 錢の .所得税を 納める ので ござ 
います、 是れが 戶主と 家族、 同居の 家族の 場合に 於 
て 谷 個人の 收 入を 合算いた して 五 百圓 となるな れば 
納税を 致さなければ ならぬ ことに 法律に ffi つて 規定 
されて 居ります、 此の 場合に 於て 合 »: 額が 五 百圓で 
あるが 故に 納税は する が、 其 納税は 所得に 按分して 
谷 個人の 納税になる、 斯うな つて 居る ので ございま 
す、 故に ：：： 而 して 其 家族と 戶 主と 同居し 居る 場合 
も、 亦 家族 同士 別居いた して、 別居の 所に 於て 家族 
同士が 同居して 居る と 云 ふ 場合 も 同樣で ある， 斯う 
なつて 居る、 故に 二 人 三人の 家族が 其 所得を 合せて 
五 百圓 になる 場合に 於て 一箇年 百 四十 三圓 、月額 十 
二 圓の收 入の ある 人ほ此 場合に 於て 三 圓 6 所得税を 
納付す るので ございます、 是は 選擧糊 を 得る ので ご 
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ざいます、* ® な 戶主ほ 探 立 c n ..: ';-- > . 

戶主で 家族に 收入 のな き：？ 合、 己〇收 人 だ ir r よ .,. > れ 
ば W •百 [0] が 1M 缺けて も 所得 说を納 めずに： t むと：！ 一: 
時に 選 場 础を 有しない ので ある， 之に .'' i して 居 U で 
あるが 爲め又 尻 晚の御 ES に 依つて 十二 P の rv u\ >:i を Jli 
つて® る 者が jl 舉础を 3 E るので あります、 法® 士が 
四十 11 の Ea 'IT に 初めて /! I ます-有識 階級で あ 〇 ます 
是ほ遝 舉搠を 得ないで 其 下の 十 1 1 取つて 居る 小 (ili 
ほ 選璘滞 を 有する ので ある、 本冋の 改正に te つて 有 
鼎 者の ^ 加す る こと 百 四十 :-/ 1: 萬 ：/ 1: 千) 1 1 W 二 十五 人、 
其 中で 唯今の 如き 所得稅 の爲に 若し 思 候 及 居候の 御 
蔭に 佐り 戶 主の 選 場 細を 有する 班が 三十 六 BS 三千 八 
百 二十 四 人であります、 驻だ不 都合な 規定と 考へま 
す、 斯う 云 ふ ものが 現行法と 相 成つ ては 治まりが 付 
かぬ と考 へる、 直ちに 改正を しなければ ならぬ と 云 
ふこと を 論ずる 者の 出る ことは 極まつ て 居、 b うと 考 
へます、 幸に して 心 付かずに 居れば 已 むを 得 ませぬ 
で 濟み ますが、 小 使が 投撰に 行く のに‘ 其 上に 尻る 
學士 の 13 官ほ行 かれない、 是は默 つて 居らぬ と考へ 
ます、 斯の 如き 選擧擗 锁張 を爲す ことほ 即ち 今後に 
於て 之を 改正す ると 云ふ聲 が 大に舉 がる 是が 肿 機で 
あらう と考 へます、 此 所までの 改正を 爲すな れば寧 
ろ 初めから 普通 選擧 のこと に 致されても M じで あら 
う •之を 改正す る 時は 是 よ〇狄 くは ならぬ •跋 くす 
るより 仕方がない、 斯の 如き 缺點 に te つて 法律の 改 
正を 耍求 する 者 あるに 當 り、 此次に 改正され る 時 ほ 
普通 選 擧を行 ふより 途はな いと 考 へます、 選 啡擗棚 
張に 依つ て 人心の 安定を 得る と 云 ふやうな ことは ^ 
も K 理由を 見 ざ るの みならず、 斯の 如き 11 張を JK り 
落す のは 惜 むべき であるが 故に、 不同意ながら 隔制 
の 改正に 同意を すると： K ふが 如きは 思 ほざる の甚し 
きものと 考へ ます、 K 制の 得失に 付きまして 論 若は 
何れも 外 國の例 云々 と 言は れま すなれ ども 外 國に於 
て も 新しき 法律、 即ち 千 八 百 九十 九 年に 白 耳義の 選 
擧 、日露 戰役 後の 露西亞 の 選擧法 の 如き、 大選 罂區 
の 制であります、 英國に 於き ましても 昨年の 法律の 
改正に 於て 貴族院は 大 選擧區 論に 一致いた して 居つ 
たのであります 、通に 申 述べました る 如き 理由に 依 
りまして 衆議院の 容れる 所と ならぬ のであります， 
佛關西 其 他に 於て 小 選 擧區の 弊に 鑑み、 大潠 擧區論 
を爲す 者が 漸次 咐加 いたして 居る ことは 諸君 御 承 却 
の 通りであります、 我國 幸に して 夙に 大選擧 區の制 
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度を 採つ て 居ります こと iT 以て 1!i 界に詩 るべき で 
あるに 拘ら ず、 之を 後に戾 して 今： Ml 小 遡 擧區の 制度 
に 返しまして ほ ® だ 逍憾 に考 へる のであります、 或 
ほ 衆 H 院の篛 員潠擧 法で あるが 故に •縦し 憩 法 上 !? II 
能 あ 〇 としても 德蕺上 之に 1¢ 見を： 一 まざる ことを e 
常と する が 如き 御 a 論 も ありました けれども f- , 是ほ 
ft 族院网 员 たるの 職分に 於て 言 ふべ からざる ことで 
あらう と考 へる のであります、 先年 四十 五 年潠擧 沾 
改正の 際に 於て 斯の 如き 竊論 がありまして、 當時に 
此 演壇に 於け る 大選擧 K 論者の 議論 ! X 衆議院議員の 
選 擧 沃 であるが 故に fi 族院が 公平なる 判 闱をド さな 
ければ ならぬ ので ある， 斯う 云 ふ 論であつた ので あ 
る、 衆議院 謎 fl ほ 甚だ 言 ふを 滞る 所で、 衆 識院_ 員 
に對 して 禮を失 ふこと であります るな れ ども* 或は 

世 RI1 に 己の 利 笛に 關係 する が 爲 に 公平なる FJ 論を 爲 

し 能は ずと 云 ふ ものが あるか も 知れ ませぬ、 其 議論 

の當否 ほ 木 fl の W ふべき 所では ありませ ぬ、 併な が 

ら设 族院ほ 公平なる 判 斷を 下し 得る と 云 ふこと ほ 社 

代 之を 認む るで あらう と考へ ます、 fi 族 院令は 设族 

院の決 m を經る ものである 、衆 辩院の 決 , m を經な い 

然るに 選 擧法に 限つ て！ s 院の協 賛を耍 する ので ある 

から、 ft 族 院令に 依つて 11 4'院獨り決讅を爲すと同 

時に 衆 謎院の 選擧法 に 付て ほ 聊か ^ ® して 然 りと 云 

ふ 御 論であります かなれ ども， 是は憲 法が 斯の如 く 

規定して pr るので あつて、 吾々 致 方がない 譯で あり 

ます、 f!: 族 院 ほ ?|: 族院令の定むる所に依0:|族>華 

族 及 勅 ff: せられた る戢 员 を 以て 組® すると 云 ふ此憩 

法の 规定 に對 して 吾々 が 如何と もす る ことほ 出來ぬ 

のでありまして、 K 族院 令は 本来 衆 謅院の 協賛を 要 

しない ものである ，押 族 院令第 十三 條に 於き まして 

將 來此勑 令の 條項を 改正し， 又 ほ 咐補 する 時は 貴族 

院の誔 決を 經 べしと あります るが S に、 改 J1: 佾 補の 

勅令を 公布 さるる に 先 だつ て， K 族 院の謖 決を 求め 

ら るるな れども •是れ とても 他の 法 fl{ の 如く 發案權 

などは 決して ft 族院 にある もので ほ ありませ ぬ •是 

ほ 特に 陛下ょり 賜 ほつ たる « 族院の _ 限で ありま 

す、 是は 他の 立法の 手 ?: 3 と 全く 阽 別して 見るべき 特 

殊の櫬 限であります、 之が 0 に 衆 ^ 院薄： 員 選舉法 に 

付て ほ 聊か m 論を m る 所がなくて はならぬ と 申す 道 

理 は 少しも 無い のであります 、趣り 日 木の ft 族院の 

みならず ぃ英阀 の 上院に 於ても _今哨 しました るが 

如 く 何等 trfi る 所な く、 選舉法 に 付て修 J1- を 試みて 居 


るので あります、 尙ほ S 則 及定 员 の增 加に 付き まし 
て も 論ずべき 脱が 多々 あります るな れど も， 餘り一 
人で 諸君に 御迷惑を 掛けます ことは 恐縮に 存じます 
故に、 是ほ止 めます、 要するに 憲法 附拗の 法律を 改 
正を なすと 云 ふことは 能々 巳む を ST さる 必要の 場合 
でなければ ¥¥ 易に 企つべき もので ない と考 へる ので 
ございます、 遴 場の 大勢に 於て斯 の 如く 論す る も 事 
益な しと ほ 信じます るな れど も‘ 卑見の 存 する 所を 
披瀝いた しまして 、浦 聽を汚 しました のは 嗶竟國 を 
憂 ふるの 微衷に 外ならぬので ございます。 

〇 水 野鍊太 郎君 有 松 ^ • の演說 の 中に 私の 責任 上 一 
言質して la かなければ ならぬ ことが in 來 ましたので 
御 許しを 願 ひます" 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます" 

〇 水 野鍊 太郞哲 有 松 君は 先き ほど 此謅 場內に 居る 
人で •而も 小 選 擧區 論者の 熟 心なる 者の 調べた 論文 
の 中に あると 云 ふこと を 引證せ られた のであります 
恐らく 是 け 私を 御 指しに なつた ことで あらう と 思 ふ 
のであります、 私 (i 國 家® 會雜 誌に 英 國選擧 法 評論 
と 云 ふ 論文を 3 したので あります、 先 ほど 有 松 射が 
此法 案を 否決すべき ffi 由と して 私の 論文の 一部を 引 
證 された のであります、 興 文句は 殆ど 私の 書いた 文 
句 通りであります から、 是ほ 恐らく 私の 書いた 論文 
のこと であらう と 思 ひます が、 果して 左 構な ことで 
ありま すれば •是は 是非 有 松 君に 質して 置かぬ と 世 
間の 誤解を 来たして ほ 恐縮いた します から •一言 私 
は 有 松 君に 承つて 置きたい •"  -I 有 松 君 ! 3: 私の 論文の 全 
部を 御 讀み 下さつ たので あるか， それとも 自分の 都 
合の 好い 所 だけを 御讀み 下さつ たので あるか， どう 
かと 云 ふこと を 承は りたい、 私の 書きました 中で 英 

吉 利の 選擧法 改 IH 案が、 昨年 大選 擧區 比例 代表 法が 

否決せられ た 理由の 中に ほ 有松哲 の 言 ほれた やうな 

こと も あるので あります が、 併し 其 主要なる 勤 は 大 

選 擧にな ると 云 ふと， 選擧 費用が 非常に 增す 、其咐 

す 金額まで ぢやん と 明かに 書いて あるので あります 

それから 第二には 補 缺選擧 の 場合に ほ 大選擧 K にな 

〇 ますと 云 ふと、 少數戧 の當 選を闲 難なら しめる、 

即ち 少數 代表者が 補 缺選犁 の 場合には 却つて 少くな 

る、 さう 云 ふやうな 理由' か 即ち 英吉利に 於て 大選一 , 

M 比例 代表 法を 否決した る现 由 の m もなる 點 であり 

ます、 然るに 其 事 ほ 一言 も 御引證 にならず して、 寧 

ろ 外の 點を 御引證 になつ たのであります が、 それ 等 


は 金 部 御調み 下さつ たのであります か、 さう 云 ふ 所 
は 御 省きに なつて 御 都合の 好い 所 だけを 御 引證に な 
つたので ありませ うか、 之を 一つ 確め て ia! きます。 
〇 有松英 義君是 こそ M の 御 親切であります が、 水 
野 君の 國家學 會雜誌 中に 御 論じに なつて 居ります る 
ことは 唯今まで 本 M が 述べました 所に 付きまして* 
其 M 躞 すべき 點は駁 is し 終つ たと 考 へて 居ります、 
唯々 英國の 下院では 英國の 上院の 議決を 容れな かつ 
た 時の 裏面の 事情は 斯 々であると 云 ふこと に 付て 一 
號 ょり艽 號 まであります る •其 第一 號は 比例 選擧な 
る ものは 小さな 國 、若く ほ 殖民 地に 行 はれ ， n. 又 其 
手踣 が煩雜 であるから 之れ を 採用し ない と 云 ふこと 
が 一 つで、 それは 私 {X 申し ませなん だ、 其 あとの こ 
とほ 水 野 君の 御 書きに なつて 居る 通りであります、 
之を 拜借 いたした のであります。 

0 水 野 鍊太郎 君 有 松 君の 御 辯 解であります が •そ 
れなら ぱ餘 ほど 事實が 違つ て 居る のであります、 私 
が 自身に 之を 詳しく 調べた のでありまして •有 松 君 
御， H 身の 御調べ でない、 私の ものを 拜 借した と 云 ふ 
御 辯 明であります から、 是 ほ 其 間に 多少の 誤解が あ 
ると 云 ふこと だけを 私は 公の 爲に 言明して 置きます 
〇 蘭 長 C 公® 德川家 達 君〕 VT 原素 六 君 = 

〔江 原素 六 君 演壇に 登る〕 

0 江 原素 六 君 最早 時間 も 大層 進みました から 極め 
て 簡 1 & に 一 W 申 上げた く 存じます ので ございます、 
私は 衷心ょり 今 ! 01 の 選擧 法改正に 付きまして 喜びを 
以つて 賛成を 致す のであります、 第一に {X 私 個人の 
先人 的 感情と して 此 案に 賛成いた すので あります、 
元 來此案 ほ 其 初め 自由 ' 1 と 云ふ黨 派が 何 處の縣 に 行 
きましても 片隅に 固まつ て 居ります、 それ故に 多數 
の 詔 員を 得る ことが 出来 ませぬ、 若し 之れ を 一縣一 
潠擧區 にして 速記に すれば、 時に 依る と 云 ふと 日本 
の 半分 位は 金 部. y 出 黛で 占領が せられる ので あつた 
のであります、 そこで 星 亨と云 ふ 人が 一 縣一選 擧區 
連記と 云 ふ 斯う 云 ふ 案を / 1] しました のであります， 
私は 星亨 其の 人の 知識と 云ひ學 問と 云 ひ 非常に 違 ひ 
ます R つ星亨 と 云 ふ 八の 始終 辯 護 者であつた ので あ 
〇 ますから- 敢て 表に 反對は 致し ませぬ でした が、 
共の 時 座談犰 に斯樣 な ことを 申した のであります* 
佛蘭： W では 千 八 百 七十 二 年に 或る 政治家が 大 選擧區 
制を 出しまして "其の 提 Lti 若の _ 論 とほす つかりと 
違つ た 方面に 修正され まして、 大選 擧區 制が 成功し 


た、 而 して 其の 結果 ! 3: 甚だ 面白から ずして、 次の 總 
選 擧 までに 佛關西 ほ 小 選 擧 區 に 改めた のであります 
さう して 其 改め 方は 日本の 行政 區劏 と佛蘭 西の 行 奴 
S 剧とほ 御存知の 通り 大曆 違つ て 居ります から、 其 
分け 方が 今回のと は 違 ひまして 選 擧 候補者 一人に fl 
て一選 擧區と 言つ て識 員を 標準と して それに 一 つづ 
、の 選擧區 を 與へ ると 云 ふやうな 法律で あつたので 
あります 、歸す る 所は 大潠 擧擷は 人物で も 金が 無け 
れば どうしても 出られ ませぬ ので •さう して 又投溴 
を W 用す る ことが 極めてむ づか しいので あります、 
何處の 村で 何 票 あると 言つても 何處の 郡で 何十 票 あ 
ると 言つ て もなか'^ それ ほ 分らない のであります 
其 時代の 人が 申した のに 桶の 中で® を 勘定す る やう 
な もので 間斷な く 動いて 居る から 決して 碗 實な る投 
票數が 得られない、 さう すると どうしても 投蔑を 確 
實にせ むと する に ほ 出来るだけたん と 取らなければ 
ならぬ、 大きな 勢力 ある 人が 動と もす ると 全部を •取 
らむ とする やうな 勢になる と 云 ふので 種々 樣々 なる 
反 S が ありました が、 事實は 矢張り さう 云 ふ 風に な 
つたので あります、 殊に 補 缺選擧 の 時に 非常なる 困 
難が 生ずる と 云 ふこと を 座談で 或 ほ 二 箇所 或は 三 箇 
所で 申した のであります、 私は 星 亨と云 ふ 人の 說に 
反抗す ると 云 ふ 意味で 言つ たので ほ ありませ ぬので 
あります、 然るに 代議士 總會に 於き まして 大選 擧區 
連記と 云 ふ 題の 出ました のに 偶然に も少數 で 僅な 多 
數を 以て 大選 擧區ほ 通過した ので ある、 3.J-. ハ當 時旣に 
どうも 大選擧 M と 云 ふ ものは 必ず 弊が あらう と 云 ふ 
ことを 認めた 趣意が 多かつた のであります、 それ か 
ら數间 の 選 擧に 於き まして 其 結果を 見ます ると 一つ 
の選擧 を經る 度に 必ずや 選 擧界の 腐敗は 益々％ 長す 
るので あります、 其 金の 嬰る こと 其 運 励の 面倒な こ 
と 非常な ものであるので あります、 期の 如くして 衆 
議院 _ 員の 選 擧場裡 が 閼敗 します ると 合せて 縣會戠 
員の 選擧 にも 影響を及ぼし、 郡會 _ 員の 選擧 にも 村 
會 議員の 選擧 にも 大小の 程度の 差が ある だけで、 悉 
く 選擧場 裡を閫 敗す る やうな rt 向を 生じて 參つた の 
であります •今日 ほ 大 ic の 後を 承け まして 世界 各國 
共に 財政の 改良を 要する と 云 ふ 時で、 其 財政の 改良 
ほ 政府の 努力 も 必要であります けれども. 國 民箇々 
の 自鼍と 云 ふ ものを 最も 耍 する 時であります、 而し 
て國 家は 法律上に …… 立法の 上に 存在す る 以上は 大 
小の 立法 機關 の阔る やうな ことでは、 決して 國家改 
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衆 ^ ？ -vc Fa il 吊 J: 中 1 I7H 法： 案— I'J! 一 r-l lr-7 の 


I 誇の 5 的を 達する ことほ 不可能で あらう と M ひます 
今日の 撰 fi 界ほ決 して 無 學の若 ほ 出られ ませぬ、 決 
して 知識の 無い もの Is /il られ ませぬ、 けれども 更に 
出 られな い …… W るの ! 3: 金が 無ければ 知識が あつて 
も 或 ほ 學問が あつても 出られない のであります、 金 
ぱ かしで も 決して 出られ ませぬ， 併ながら 學問が 無 
ければ …… 金が 無ければ どうしても 出られ ませぬ の 
で •さう L て 其 結果と して 候補者と 或 {X 選擧 人とは 
或 所に 行 3- まする と 全く 沒交涉 になつ て 居る 所が あ 
るので す、 或は 渡 候補者と 云 ふ 者が 出来た ので あり 
ます、 或る 有力なる 金 持で 而も 學 間と 人物の 秀でた 
人であります けれども， 或 時に ほ 某縣 で大賀 收大多 
數で以 て當 選し ます、 3't 次には 其の 縣でほ もう 翻つ 

て 見ない のです、 さう して 次の 縣へ 行つ て大 買收大 

多數 で當 選す る、 其 次には 又 其 次の 縣に 行く のです 

ずつ と縣 から 縣を數 箇所 渡て 步く渡 候補者な どが 出 

来ます、 候補 渚と 云 ふ 者 ほ 選擧 人の 辯 謹士で ほご ざ 

いませぬ けれども 或 點に 於き まして 一方には 國家の 

代議士 帥' 方には 選擧 民の 全權 公使た る やうな 資格を 

以て 矢張り 選擧區 の 改良 或は 進 步と云 ふ もの も 決し 

て 忘れて ほな り ませぬ のであります が、 大選 舉區に 

して 買收 のみに 依つて 得ました 代議士は 選 擧區 とほ 

殆ど 沒交涉 であるので •先頃 も 群 馬縣の 方に 洪水が 

ありまして、 其縣 から 出ました 候補者に どうか 貴方 

の爲 に大 w 骨折つ た 人の 家が 流れた から •ちょつ と 

寄つ て 何 か 慰めて 吳れ まい かと 言 ひましたら •俺は 

忙しい から 行けない、 な あに 選擧權 は 買つ たので あ 

る、 我々 ほ 南瓜を 買つ た 以上は 下女の 惣菜に しやう 

が 豚に 食は せ やうが 買つ た 者の 自由で ある >  賣つ た 

者に 何等 義理は 耍ら ない と 言つ て 大言壯 語を して 言 

つた 人 も あるので す、 さう 云 ふやうな 風に 此 選 擧場 

裡 •或 ほ 立法 部内が 隅 敗を 致しましたならば， 國家 

の 改善と 云 ふやうな ことは 甚だむ づか しからう と 思 

ふので あります， 自由黨 が 立てました 案 ほ 貴族院に 

於き まして 良く 修正され ましたので あります、 です 

から 何も 此案が K 族院で 最も 理想なる ものと して 御 

考へ 出しに なつた ので あるか どうかは 私 ほ當 時の 事 

0E に 遡つ て 少しく 疑 ふので あります 、詰り 此 或る 野 

心 家の 議論が それは ® れて さう して 其 外の 方面に う 

まく 修正され て 出来た のでありまして 根本的に 生れ 

たので (3: なから うと 思 ふので す、 丁度 佛關 西の 千 八 

百 七十 二 年の 時に も 或る 野心家が 「マック マ ホン」 


の 政策に 反する S に、 幾らか 目論んだ ことがあつ た 
さう であります、 けれども それ (3: 美 ijf に 失敗した の 
であるので す、 さう して 千 八 w 七十 四 年の 「へ ンリ 
丨ヒ チック」 と 云 ふ 人の ® I 機 論の 中に 其 事を 引證し 
て あるので す、 励 機の 有樑を 申して •動機 ほ 言語に 
現 (3; れ るのと 腹の 中と ほ 違つ た 事が ある、 或る 政 黨 
者が 一種の 野心を 滿た すが 爲に >  其野 心が 知れる と 
.頭から 壊される、 覺られ ないやう に 出ぬ と 何 所 かに 
あぶない 所が あると 云 ふので •遠 ts なく 修正され て 
提出者の 希望と 云 ふ ものが 社會 から 知られ もしな け 
れぱ容 れられ もしないで 終る と 云 ふ政黨 者の ことが 
此 動機 諭に 引いて あるので す、 それであります から 
日本の も それと 同じ やうな 有樣で 大選 擧區が 出来た 
のであります、 而 して 其 結果 ほ 益々 腐敗の 度合を 重 
ねる ばかりにな つたので あります、 若し 小 選 舉區で 
ありましたなら ば 全部 腐敗す る ことは ありませ ぬ • 
或 ほ 一 縣に一 選_區 、數縣 に， 幾選擧 區と云 ふ 風の 
必ずや 模範の 選 擧區も 出来まして、 さう し •*!: 各々 自 
暨 をして 進んで 自ら 選擧 區腐敗を直す事が⑴來るの 
であるので す •若し 大選 擧區で ございましたならば 
若 も 政府が 一旦 干渉を 致しました ならば、 どんな 偉 
い 候補者‘ どんな 大した 學者 と雖も 政府の 干渉を 受 
けましたならば 決して 當選 する 事 (X /Ji 來 ませぬ ので 
す、 それと 同時に どの やうな 詰らない 人で も 政府の 
援助 さへ あれば 必ず 當選が 出 來る_ であるので す、 
警察 部長' か 中央に 居まして、 また 足りなければ 何處 
から 何 票 1JX れ 、何處 から 何 票 取れと 言つ て 縣の 力を 
以て 諸方から 投票を 集めます からどん なにで も 投票 
が 出来る、 どんな 人で も 落選を させる ことが 出来る 

のであります のです、 此 干渉ぐ らゐ國 民の 精神を 憤 

らせる ものは ありませ ぬけれ ども、 どうしても 是は 

仕方がな いので あるので す、 若 も 小 選 擧區 で獨 立し 

て 居りましたならば， 政府が 假令 手段を 以て 襲 ひま 

しても、 確乎たる 選 擧區ほ 決して 操を 曲げる もので 

はない ので あるので す‘ 例へ ば 二 十五 年の 選擧 干渉 

の 如き 片岡 健吉 君、 林 有 造 君、 其 選 擧場裡 に 縣廳で 

ほ 嚴重な 竹矢来を して 一人 だけ 往来の 門を 捲へ て 誰 

を 入れる •片岡 健吉に 入れるならば 通行 相 成らぬ、 

誰々 を 入れろ と 云 ふので す、 林 有 造さん の 選擧區 へ 

行きます と 誰を 入れる、 林 有 造に 入れるなら ぱ此所 

ほ 通行 相 成らぬ、 誰々 を 入れろ と 云 ふ、 畏まり まし 

たと 云つ て® は 中へ 這 入つ て 或は 林 有 造 君、 或 ほ片 


岡 :; it dt 口 君と 云 ふ ものを 悉く 入れた のです、 铰 s< の 力 
も 何も 少しも 効力が なか -> たのであります、 而 して 
其 開 M の 時に 立會 人と 其 他の 役人が '! ig の 名を 呼んだ 
片 岡煺吉 君と 書 いて あつても 何でも 政府の ® 補 者の 
% 前を 皆 呼んだ のです、 林 有 造 君と ?1 J いて あつても 
政府の 候補者の 名を 呼んで， さう して 其 呼ばれた 入 
が當 選者と なり •片岡 君 並に 林 有 造 君は 落選者と な 
つたので す、 さう して、 其 開票が 濟むや 否や、 其投 
票 函をぱ 裏に 火を 燃して 置いて 火の 中へ 入れて 函を 
火葬に して 仕舞つ たのです、 さう 云 ふこと をしても 
政府が 干渉を すれば 或 者を 落す ことが 出来" 或 者を 
舉げる ことが 出 來 ると 云 ふので あ 〇 ますから、 小 選 
擧區で すら 其 位であります から 大選 擧區に 於て 若し 
政府が 干渉を しましたなら ぼ 其禍ほ 決して 容易な も 
のでは ございませぬ のです、 斯の 如く 旣に 腐敗の 極 
點に 達せむ とする 時に 其 改良の 策と して 小 選 擧區に 
回復す る ことは 頗る 時を 得た ものと 思 ふので ありま 
す、 成る ほど 來年 には 人口調査 も 終り ませう、 其 時 
まで 延ばしても 宜しい かも 知れ ませぬ •私共は 此に 
於て 考 へます •國家 ほ 生れて 来る ものに あらず、 死 
んで 去る ものに あらず* 永い ものであります から* 
そんなに 急ぐ ことは ない と！： 時に* ■急いで どうやら 
出来る ことなら ば 成る たけ 早くし なければ なるまい 
と 思つ て 居る のです-今日の 選 擧場裡 の 廓 淸の如 き 
は 極めて 急がねば ならぬ のであります、 何と なれば 
近き 將來に ほ 必ずや 普通 潠擧と 云 ふ ものが 自然の 結 
杲 として H 現にな 〇 ませう •其 時に 於て 今日の 腐敗 
の 儘で 普通潠 擧が行 ほれましたならば •殆ど 收 拾す 
ベから ざる 所の ものになる ことほ 期して 待つべき も 
ので あらう と 思 ふので す、 故に 今日に 於て ; 1 擧區を 
小さく 致して さう して 立派な 理想的の 選 擧界を 今日 
から 訓育す る こと {3: 日本の 前途の 爲に 極めて 缺 くべ 
からざる 所の 時期で あると 私は 信す るので あります 
決して 大選 擧區で は 選 擧區の 訓練と か淸 潔と 云 ふや 
うな ことを 實行 する ことは 殆ど： 个可 能で あるので す 
小 選 擧區 にします れば其 候補者 或は 縣會 議員 其他總 
ての 者が 相互に 申合せて、 相互に 競つて 風俗の 改良 
をす る ことは 決して 不可能では ございませぬ が、 大 
選 擧區で は 候補者と 選擧 民と 全く 沒 交渉の 所が 頗る 
多い のであります、 又 それと 同時に 最も 不都合なる 
ことは 入會地 が 出来る のです、 或 所に 政黧の 主將が 
あつて 一の 立派の 代 _士 たる 資格が あつても’ 運動 


_ ベベ 八 _ 

费が ない 爲に 立て ませぬ のです、 : • - 
ら其 所に 行つ て投撰 を H ふので あります、 S に 其 ^ 
は 投撰の 人會 H4 となつ て、 lit 次には 其 培の 人が 出 や 
うと M- つても 己 41 の 村から 出して は ,.', s らな いから 
成る たけ 候補者を /H さない やうに して 相 笱らず .,'v « 
をす るので す、 投票を® らうと 云 ふやうな 所 •か 旣に 
日本で ほ 七簡所 も 7V 箇所 も 出来て S る 〇 です、 さう 
云 ふ譯で ございましたなら ば、 どんな ことを しても 
此 職 後の 經營の 一大事 項と する 所の 地方.、 心 0 改良 
と 云 ふやうな ことほ 期すべからざる ものであるので 
す、 此頌も 思想の 問題な ども ございます、 亞米利 加 
に 於き まして ほ 昨年 十一月た しか 十一 日、 丁度 1 i 和 
條 約の 成 1 Tr の 日に 有 ii の 人が 「ホヮィトハウス J に 
集つ たのであります、 其 時に’‘ リーグ ボ ー アナン ヨナ 
ルユ ― テ 1J と 云ふ會 を } tf へて、 國 民の 思想. 或は 
公論と 云 ふ ものを 統一して、 さう して 發 表して iiL' 米 
利 加 全部の 人心 或は 思想と 云 ふ ものの 平衡を 論ずる 
と 云 ふ、 或 ほ 研究を すると 云 ふ會が 出来て 居る ので 
す、 即ち 我國ほ 益々 腿 後の 經營を 完全に 少しの 差別 
なく、 益々 發展 進歩す る 時に ほ ‘仙 方の 政治 M 进の 
改良と 云 ふこと ほ、 最も 急を 要さねば ならない 時で 
あるので す， 勿論い ろ<な る 所の 缺點 を誣 ふる 方 
があります、 或は 不公平と 仰し やる 方が あります が 
併ながら 政治 ほ 決して 本 當の公 平と 云 ふ ものは m ら 
れる ものでは ない ので、 ® め 出來揭 る 限り 公平に し 
まする のです* 何處 にも 不公平と 云 ふ ものは あるべ 
きで あるので、 科學 とほ 違 ふので す， 或は 租税の 如 
きも 決して 公平では ない ものです、 多少の 差が あり 
ます、 決して 毒 藥を 、「グレ ー ン J 秤で H 上げる やう 
な 風に， 細かく 隅から隅まで 平均す る もので ほない 
多少； 个 公平の こと •か あるのは、 是ほ 生物を 収扱ふ 社 
會 に當然 のこと であるので す、 であります から 今回 
出ました 所の もの も， 多少 理窟を 言へ ば 不公平が あ 
るか も 知れ ませぬ けれども、 政治 社會 には 多少の 不 
公平と 云 ふ もの ほ 幾年 經つて も •幾 百年 經つて も 決 
してなくなる ことほない のです、 公平 公平と 云 ふこ 
とを 言つ て" 時勢に 對して 非常に 必要なる ものを 延 
ばす と 云 ふこと ほ* ■何時 公平の 時が 來る かほ 殆ど 解 
らな いこと であるので， 殊に 競®' 者が 多い とか 少な 
いと か是等 もな に 人心の 段々 と進步 する に從 ひまし 
て， 程宜い 所に 歸著 する に 極つ て fr るので、 殊に 競 
爭 者の 少いと 云 ふこと が、 立憲 代 讖 政體の 思想では 
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あ 
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ま 
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者 
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本 
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か 
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公 

m 
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収 

〇 

に 

差 

m 

し 

ま 

す 

と 

す 

る 

諸 

君 

は 

山： 

色 

m 

を 

投 

票 

W\ 

に 

御 

投 

入 

を 

請 

ひ 

ま 

す 

m 

を 

開 

< 

ベ 

し 

と 

す 

る 

諸 

は 

白 

色 

票 

開 

< 

ベ 

か 

ら 

す 

屯 

存 

じ 

ま 
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他 

m 

)& 

b 

呼 

ふ 

多 
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子 

爵 
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輕 

伯 

m 

柳 
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m 

士 
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侯 
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侯 

爵 
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院 

侯 

爵 

德 

川 

雄 

南 

君 
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達 

君 

以 

季 

君 
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君 

言 
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君 

武 

雄 

君 

素 

介 

君 

正 

恒 

君 

英 

麿 
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義 

% 

君 

幸 

藏 

君 

護 

立 

君 

親 

家 

君 

賴 

倫 

君 

小 

松 

謙 

次 

郞 

君 

男 

爵 

村 

男 

爵 

高 

千 

穗 

河 

村 

m 

二 

薊 

君 

和 

田 

男 

爵 

山 

內 

黑 

男 

爵 

村 

上 

敬 

次 

郞 

君 

男 

m 

山 

男 

m 

杉 

松 

男 

爵 

山 

小 

野 

田 

子 

爵 

米 

子 

m 

大 

子 
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小 

笠 
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爵 

立 

子 

m 

淸 

子 

爵 

丹 

子 

爵 

野 

子 

爵 
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爵 

片 

子 

m 

秋 

子 

爵 

豊 

子 

爵 

大 

子 

m 

水 

子 

爵 

京 

子 

m- 

m 

子 

m 

井 

上 

匡 

(；i-i 

郎 

君 

子 

m 

森 

子 

pjii 

子 

m 

ji. 

子 

爵 

永 

子 

爵 

牧 

子 

爵 

靑 

子 

m 

松 

子 

爵 

毛 

子 

爵 

m 

子 

爵 

本 

子 

舟 

子 

m 

久 

留 

島 

子 

m 

京 

木 

岡 

根 

溪 

室 

中 

倉 

浦 

花 

岡 

羽 

村 

雄 

長 

君 

桐 

月 

岡 

給 

野 

極 

本 

田 

辻 

井 

野 

木 

平 

利 

口 

多 

橋 

極 

雅 

美 

君 

宣 

m 

い' 

会 

次 

郞 

君 

萬 

壽 

治 

君 

帶 

刀 

武 

公 

君 

具 

君 

致 

信 

儀 

君 

元 

: 

君 

昌 

達 

君 

兼 

君 

勁 

君 

種 

忠 

君 

長 

言 

君 

長 

德 

君 

益 

1 

貞 

央 

君 

m 

英 

君 

圭 

資 

君 

近 

孝 

君 

直 

君 

高 

義 

君 

武 

m 

君 

淸 

利 

定 

V； 

治 

仲 

君 

尙 

敏 

君 

忠 

m 

君 

信 

光 

君 

直 

平 

君 

高 

m 

君 

誠 

康 

君 

忠 

m 

遂 

賢 

君 

通 

簡 

君 

高 

德 

君 

男 

爵 

坂 

男 

爵 

西 

石 

男 

爵 

宇 

佐 

川 

柴 

荒 

川 

義 

太 

郞 

君 

江 

小 

男 

爵 

沖 

北 

里 

愛 

m 

君 

大 

阿 

男 

爵 

石 

淺 

子 

爵 

板 

子 

爵 

西 

子 

爵 

新 

子 

爵 

八 

子 

米 

子 

爵 

池 

子 

爵 

白 

子 

爵 

大 

河 

内 

子 

m 

伊 

子 

爵 

較 

子 

爵 

本 

子 

爵 

士 

子 

m 

今 

子 

m 

京 

子 

：h. 

子 

爵 

m 

矢 

路 

子 

爵 

櫛 

子 

m 

細 

子 

爵 

m 

院 

子 

爵 

酒 

子 

讎 

冷 

子 

爵 

松 

子 

爵 

坊 

城 

子 

爵 

稻 

子 

爵 

滕 

子 

爵 

勘 

解 

由 

小 

路 

資 

承 

君 

子 

爵 

本 

子 

爵 

松 

本 

村 

塚 

田 

木 

牧 

原 

山 

部 

黑 

田 

倉 

尾 

Eh 

條 

律 

田 

川 

東 

篤 

麿 

君 

多 

田 

城 

極 

條 

笥 

hi 

井 

泉 

平 

垣 

谷 

多 

平 

俊 

篤 

君 

精 

君 

英 

藏 

君 

正 

君 

家 

門 

君 

千 

之 

君 

r  I 

墨 

君 

光 

孚 

君 

綱 

昌 

君 

浩 

君 

忠 

蒽 

君 

德 

則 

君 

勝 

君 

忠 

方 

君 

直 

知 

君 

m 

正 

君 

政 

賢 

君 

政 

時 

君 

資 

君 

正 

敏 

君 

祐 

弘 

君 

忠 

鋒 

君 

淸 

風 

君 

定 

政 

君 

高 

君 

爲 

功 

君 

ztT 

君 

m 

督 

君 

立 

興 

君 

兼 

知 

君 

忠 

亮 

君 

爲 

勇 

君 

直 

德 

君 

德 

長 

君 

太 

祥 

君 

爲 

寬 

君 

實 

方 

君 

康 

民 

君 

佐 

藤 

友 

右 

衞 

門 

君 

八 

木 

久 

丘 

i 

君 

大 

坂 

金 

助 

君 

大 

村 

彥 

太 

郞 

君 

永 

田 

秀 

次 

郞 

君 

岡 

田 

文 

次 

君 

菅 

原 

通 

敬 

君 

安 

立 

綱 

之 

君 

室 

田 

義 

文 

君 

m 

部 

四 

郞 

君 

鍋 

島 

桂 

次 

郞 

君 

橋 

木 

_ 

君 

若 

槻 

禮 

次 

郞 

君 

加 

太 

邦 

憲 

君 

高 

橋 

琢 

也 

君 

鮫 

島 

武 

之 

君 

原 

保 

太 

郞 

君 

中 

島 

永 

兀 

君 

石 

并 

省 

郞 

君 

男 

爵 

高 

崎 

弓 

m 

君 

男 

m 

池 

田 

長 

康 

君 

男 

爵 

辻 

太 

郞 

男 

爵 

小 

畑 

大 

太 

郞 

君 

男 

爵 

藤 

村 

義 

朗 

君 

男 

爵 

横 

山 

隆 

俊 

君 

男 

爵 

楠 

本 

正 

敏 

君 

男 

爵 

長 

松 

篤 

m 

君 

男 

爵 

伊 

)']■ 

春 

雄 

君 

男 

m 

斯 

波 

忠 

丽 

君 
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千 

秋 

季 

隆 

君 

男 

爵 

若 

王 

子 

文 

健 

君 

m 

W 

i：；j 

橋 
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淸 

V； 

男 

m 

小 

早 

川 

四 

郞 
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男 

爵 

平 

野 

長 

祥 

；/? 

水 

野 

鍊 

太 

m 

君 

荒 

井 

賢 

太 

郞 

君 

男 

爵 

藤 

井 
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總 

君 

男 

爵 
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君 

男 

爵 
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供 
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男 

爵 

西 

紳 

~x^ 

£ 
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岡 

喜 

七 

郞 

君 
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雄 

君 

m 

伊 

野 

村 
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次 
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君 
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m 
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君 

市 

m 
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南 

安 

杉 

古 

山 

之 

內 

福 

永 

士 
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助 

君 
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本 
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[；：f 
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田 

男 

p 

岩 

男 

爵 

東 

男 

爵 

藤 

男 

m 

m 

爵 

安 

男 

爵 

淸 

男 

爵 

神 

男 

爵 

黑 

川 

幹 

X 

郎 

君 

男 

m 

安 

男 

爵 

北 

矢 

路 

男 

爵 

德 

男 

爵 

毛 

男 

m 

竹 

男 

爵 

山 

上 

山 

滿 

之 

進 

君 

男 

爵 

南 

岩 

.倉 

男 

爵 

山 

男 

爵 

内 

男 

爵 

田 

內 

古 

大 

田 

藤 

原 

來 

樂 

田 

賀 
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田 
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藤 
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敏 

君 
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君 
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眞 
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君 

平 

太 

郞 

君 

新 

君 

安 

君 

高 

成 

正 

君 
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君 

資 

治 

君 
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末 

M 
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君 

正 
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君 
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具 
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威 
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靖’ 
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八九〇 


田 中 源 太 郎君 
伊丹 翊太 郎君 
矢 口 長右衞 門 君 
藤本 閑 作 君 
土 田 S5 肋 君 
大森谡 次 郎君 
勝田鋇 次 郎君 
_ 山  章 君 
萵橋隆 一君 
成淸 信愛 君 
反對者 氏名 
侯 6? 佐 竹義春 君 
伯 If? 柳 澤保禺 君 
子爵 加 藤 高 明君 
有 松 英義君 

高 田 早苗 君 

湯淺倉 平 君 


竹 村 與右衢 門 君 
二階 堂 三 郎左衞 門 君 
中村圓 一郎 君 
高瞪源 次 郎君 
西 川 S 五郎 君 
田中淸 文 君 
平 尾 喜 三 郎君 
竹 內蹯兵 衢君 
三 木與吉 郎君 
糊 井伊 兵衞君 

侯爵 佐々 木 行 忠君 
山 脇  玄君 
高 崎 親 章 君 
男爵 阪井 重季君 

高 橋 作衞君 

鈴 木 摁兵衞 君 


0 侯爵 德川賴 倫 君 直ちに 第二® 會を 開かれむ こと 

を 希 ! 1 します。 

0' 平 山 成 信君燹 成。 

0_ 長" 公掼德 川 家 達 君) 直ちに 第二 li 會を 開いて 

御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (公 槪德川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 H ちに 本案の 第二 讀會を 

開きます 全部を 問題に 供し ます、 全部 原案に 同意の 

諸君の 起立を 誧 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 侯爵 德川賴 倫 君 Lt ちに 第三 is 會を 開かれむ こと 

を 希望いた します。 

0 平 山 成 信 君 賛成。 

0鹩長(公爵德川家達君〕直に本案の第三_會を開 

いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異 _な乙」と呼ふ者あり〕 

〇蠲長 (公爵 徳川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 (公爵； i 川 家 達 君) 第二 ifl 會の決 翳 通りで 御 

異存 ございませぬ か。 

〔「異 誔な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異_な いと 認めます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 報告を 致させます。 

〔成瀬辫記官朗讚〕 


本日 衆 菝院 ょり 左の 法律案を 提出せ り 
農 台 法 中 改正 法律案 

〇 諮‘ 長 (公 i 虹 川 家 達 君〕 此際 諸君に 申 上げたい こ 
とが ございます、 先刻 伊藤 男爵 ほ 特に 令息 伊 束 安吉 
君を して 議長を 訪問せられ ました、 今朝 黑田 侯爵の 
發憩に 係る 皇太子殿下の 御成 年式視 賀に關 する 動議 
に 際し、 同 男爵 ほ 所 勞の爲 め 議長の 宣告を 十分に 了 
解す る ことを 得 ざり し 結果、 表決に 當り 起立せ ざり 
しため、 黑田 侯爵の 動議を 全 ® • 1 致に て 決する を 得 
ざるの 結果を 招きた る {3: 甚だ 恐 ti の 至に 堪へ ませぬ 
全く 同 男爵の 本意に 非 ざり し 旨を 述べられました、 
此 事を 特に 御報吿 いたします、 此際 諸君に 御 諮り 致 
したい ことが ございます、 唯今 書記官を して 報吿を 
致させました 農 會法中 改正 法律案の 第一 ® 會を 議事 
日程を 變更 いたして 此際 開きたい と考 へます、 御異 
議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議^^と 認めます。 
農 會法中 改正 法律案 
右 本院 提出 案 及 S 付 候 也 
大正 八 年 三月！ 一十 五日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
農 會法中 左ノ通 改正 ス 

第一 條ノ 三農會 ノ經费 ハ 市町村 農 會 -1 在 リテハ 
會員 ノ負擔 トシ 其ノ他 ノ農會 -I 在 リテハ 之ヲ組 
織 スル 農會 ノ負擔 トス 

市町村 農會 / 經费ハ 滯納ス ル 者 アル 場合 — 於 テ 
市町村 農 會長ノ 請求 アル トキ ハ 市町村 ハ 市町村 
税ノ 例 — 依リ 之ヲ處 分 K 此ノ 場合 11 於 テ 市町村 

農 ® ■ ハ 其/徴収 金額 ノ百分 ノ四ヲ 市町村 M 交付 

スへシ 

前項 徵收 金ノ 先取 特權ノ 順位 ハ 市町村 •水利 組 

合 其ノ他 之-一 準ス ヘキ モノ ノ徵收 金-一次 クモノ 

トス 

附則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書 IB 官 

をして 報吿 いたします。 

〔成 齠書記 官朗 li 〕 

農會法 中 改正 法律案 特別委 負 

伯爵 廣澤金 次 郎君  子爵 松 平 直 平 君 


阿部  浩君 
原  保 太 郎君 
星 島 is ! 郎君 
高撟煃 一 君 
〇諉長 i: 公爵 德川家 達 君〕 


岡 田 良 平 君 
湯淺倉 平 君 
山 田  斂君 

會期切 迫の 際であります 
から 唯今 指名いた しました 特別委 員會に 於き まして 
は、 成るべく 速に 正副 委員長の 選擧 を行ほ れ蕺 長へ 
御 屆を願 ひます， 今日 ほ 大分 時間が 移りました から 
是で 議事 (3: 了ら ぅと 考 へます 次の 議事 日程、 即ち 明 
- 十六 日は 午前 十 時ょり 開會 いたします 、議事 日程 
は 決定 次第 御 通知に 及びます， 本日 13: 是 にて 散會。 
午後 八 時 八 分散 會 

- a n B mpll  _■■  ■ - 

0 大正 八 年 三月 — 十六 日 (水曜日〕 

午前 十 時 十四 分 開議 

議事 B 程 第二 十五 號 
第 I  請願 委員長 瓿告 

第 II 大正 六 年度 豫備金 支出の 件 (承諾を 求む 
る 件〕 (織 個院 ) 會議(霞 長) 

第三 大正 六 年度 豫備金 外に 於て 豫算超 過 及 豫 

算 外 支出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 (織 織 

付) 裏 ( 81 長)  i 

第 四 大正 六箄度 特別 會計 豫備金 支出の 件 (承 

諾を 求む る® ii gj 墓  一 H 一 
第 S 大正 六 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 
超過 及豫算 外 支出の 件 (承諾を 求む る 件) 
_ 院 ) 18 長) 

第 六 大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件！ i 'ti 費 支出 
の 件 C 承諾を 求む る 件〕 8^ _院) 會_ 

へ 委員長'!  if  ^ 

一報 吿 i 

第 - fc 大正 六 年度 蒂國鐵 道 特別 會計辍 立 金 支出 

の 俾 (承諾を 求む る 件〕 ii 樵 院) 窗議 
(礎 員 長)  v 5s f 、 

第八大正六年帯國_道特别會計辍立金外に於 

て豫® 超過 支出の 件 (承諾を 求む る 件) 

_ 院)— II 長) 

第 九 5 ^?長1(獅_1馳 #' ) 第一 讀會の 

¥ 案 (频 II 馳付) 第一 讀 

¥ 一 阿片 ^ - 改 i  (紐 蘭 關 1 付) 第 


-I の旦 H) 

第 十 11 大正 四 年 法律 第 十六 Is 中 改正 法！： s 案 
1 iiii 付:  一*^® n v— i*1 
第 十三 大正 五 年度 歲入歲 出趙 決算 •大正 五 年 
度 各 特別 畲計歲 入 鹿 出 決算 雜告旮 .s 

(嘌出 長) 

第 十四 遝 XJ 銀行 法 中 改正 法律案 (洗 谈院) 第 

-gl(3 

第 十五 金 祿公债 證恶 不足 額 下付に 開す 5 請 朗 

00 

第 十六 金祿 公锘 證甚 不足 Ibl 下付に 關 する 讅朗 

會議 

第 十七 金 祿 赏 典祿 下付に 關する 請願 會 li 
第 十八金 祿赏典 祿 下付に 關す る if 願窗 議 
第 十九 特别 用鹽 規則 中 改 E の讅 阔會 諾 
第 二 十三 本 松 區 裁判所 後 設の諳 願 gr li 
第 11 十 I  野 崎 郵便局に 菓配葯 務 開始の 請願 
會議 

第一 一十一 一 板 上 郵便局 桑 野 郵便局 間に 遞送 開始 

の K 願窗議 

第一 一十三 野洲 郵便局に 電信 並窠配 事務 開始の 

' I  00 

第 II 十四 家祿赏 典祿 下付に 關する 諮 關窗 議 
第 II 十五 11 讃連 絡鐵道 東 讚 線 数設 の謅 願窗 
議 

第 I 一十 六 上越 繊道 中高 崎漩川 間 H 事 速成の 諝 

願窗議 

第 ~ 一十 -fc 福 岡 縣三龆 郡 穴 野 島 村に 無 餡 配 郵便 

局設 題の 請願 錡 rl 

第一 一十 八 大正 ; V 年法惊 第 六號蓖 人 恩給 法 附則 

改正の ii- 願. 會議 

第 = 十九 東 太茛 郵便局に 第 配祺務 開始の 諮 願 
00 

第三 十 II 裁判所 管轄 II 域 變 更の諳 願窗議 
第三 十一 勝 山區截 判 所 出張所 設置の， 請願 會 

0 

第三 十一 一 伯備線 is 道 速成の 請願 會 _ 

第三 十三 興 部 枝 幸 間鐵道 敷設の 讅關會 議 
第三 十四 帯國 在鄕锾 人® 國鹿 補助の If 願會 

ii 

第三 十五® 岡大泉 間輕 便鐵道 敷設の 讅願會 


院族贵 會  帝 回一 十四 第 


議 

第 ■= 十六 白水 輕便锇 道数設 の if 願會 ii 
第三 十 -fc 北海道 上 川 郡 人 舞 村に 帶厲 E 裁判所 
.  出張所 設篋の 請願 會議 
第三 十八 5? 人 恩給 法 中 改正の 請願 會議 
第三 十九 0 尚 II 裁判所 狩 川 出張所 設 直の 請關 
會議 

第 四十 匿 人 恩給 法 中 改正の 請願 會議 
第 四十 I  町村 長 表彰 規則 制定に 關す る if 願 
會議 

第 四十 II 银室 港修雄 速成の 請闕會 議 
第 四十 一一 I 利银 江戸 両川浚 凍の 讅願會 議 
第 四十 四海 癍拽害 防禦に 關する 請關會 議 
第 四十 五 □本 住 也 吸 蟲病镓 防 撲滅 事業 費國鹿 
铺助 の讅 願會® 

第 四十 六 伯備鐽 龊 道 速 ® の讅 關會 議 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 より 諸般の 報告を 致さ 

せます。 

【長 辫記官 朗讀〕 

昨 二 十五 日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案 

は 即日 裁可を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ 

り  a 

高等 諸 學校 细設及 掖 張 ?? 支 辨に關 する 法律案 

大正 八 年度 歳入 哉 出 總瑰算 追加 案 c 第二 號〕 

衆蓊 院議 0 選犁法 中 改正 法律案 

同日 政府より 左の 訂正 m l'r を 受領せ 〇 

大正 六 年度 宵 有时產 咐滅與 励 報告 訂正 窗 

0 議長 (公昭 德川家 達 君〕 是 より會 議を 開きます 陸 

軍大 Ki より 猪 言を 求められました から 許可 致します 

一 國務 大臣 al 中 義一君 演壇に 登る〕 

〇國務 犬 (田 中 sg 1 君〕 私は 西 伯利亞 に 於け る狀 

况を此 伶 期 切 ia の 折 柄 皆棵に 報告を 申 上げます 必要 

が あると 思 ひます、 槪略 の狀况 を此 所で 申 述べます 

尙ほ此 詳細の ことに 付きまして は， 本日 中に 軍 膝の 

行動し ました 經 過を 圖に 描きました ものを 添へ て 皆 

樣の 御手 許に 提出す る ことに 致して ® きます、 御 承 

知の 通りに 昨年 八月 我が 堪隙が 出 励いた しました 以 

後， 我が 茧隊の 行 励は 極めて KC 速で ありました と 云 

ふことの 爲に 極 ill 露 如の 過激派は 漸次 沈默 の狀况 に 

なったのでぁります <<»- 乂沈默ぃたしますと共に過激 

派は 谷地に 分散いた しまして、 此 大部分は 我 軍の 合 

蹈乃 至包阳 に 抵抗す る ことが 出來 ずして、 遂に 大部 


分は 「ブラ ゴェシ チェン スク」 附近に 於て 全く 一時 
游伏を 致した ので あ 〇 ます、 3¢ 後に 於き ましては、 
我 軍の 總 ての fr 励を 統一し， 又此 軍事 關 係の 政務 乃 
至 運輸 交通に 關 する 事 明を 總て 統一的に 組織す る必 
要が あります 爲 に、 是 等の 業務を 擧げて 浦 踊 派遣軍 
司貪ぎ に屬せ られた のであります •又 それと 共に 第 
三肺團 、即ち 後 貝加爾 州に 出動して 居りました 第三 
師團及 第 七 肺 團 と共に 浦 ® 派 m 軍 f') 令 官の 指揮に 這 
入つ たのであります、 此總 ての 軍隊の 業務を 統一 指 
揮せ しめます ると 共に 更に 將來の 極東 露領に 於け る 
我が 軍事の 行動に 關すな 方針を 決定す ると 云 ふ 必要 
•R あつたので あります、 そこで 此方 針と 致しまして 
は、 浦® 派遣軍 司令官を して 漸次 分散いた して 居り 
ました 兵力を 必翦な 地 點に 集結を させまして、 而し 
て該地 方の 治安を 確 實に保 持せ ょと 云 ふこと に 指示 
された のであります、 又此 兵力を 集結いた しました 
地點 以外に 生じた 所の 過激派の 騷擾に 對 しまして は 
我 軍の自 衞上 必要で ある 場合に {3: 致 方がない ので あ 
ります が、 左 もなければ 成るべく 露國の 官憲を して 
之を IIF1 定せ しめる ことが 必要で ある、 若しも 此露國 
の宮憲 の 兵力が 足らぬ 場 八 tl に 於て ほ 適當の 措 it を 執 
つて 宜しい、 斯う K ふこと が 其 際に 於け る 我 軍の 行 
励の 方針で あつたので あります、 之を 他の 言葉を 以 
て 申し ますれば 露 國の蹬 健 分子を 援助して 治安を 維 
持す ると 云 ふこと を 以て 一般の 方針と 爲すと 云 ふこ 
とであります、 然るに 一度 四散 溶 伏いた しました 所 
の此 過激® は、 更に 隱微の 間に 於て W 擧の 計畫を L 
たやう であります、 其方 法と 致しまして は 先づ密 に 
谷 村に 代表者を 85 いて， 又主耍 なる 地 點 .には 此同主 
義の茭 部を 設けて、 さう して 密に 「トロッキ ー」 の 
名前を 以て 軍 除を 徴募した やうであります、 此狀况 

が 生じます ると 共に 谷地に 溶 伏して 居りまして、 衣 

食に 窮 して 居る 所の 過激派の 兵卒は 三々 五々、 何れ 

の 方面から も 逐次に 集つ て來た やうであります •而 

し て 叶 勢力が 段々 日に％ し m 加し まする と共に、 彼 

の 行動 も 亦 •小 穩の狀 態を 現は して 来たので あります 

遂に 「ブラ ゴヱシ チヱ ンス ク」 附近を 根據と 致し ま 

する 渦 激 派の 首 ? 1! たる 所の 「ム ー ヒン」 と 申します 

者の 指揮の 下で 集つ た 者が 最も 力が 强か つた やうで 

あります、 去りながら 此 「ム ーヒ ン」 の 指揮 下に あ 

ります る 者が、 此首領 の 節制に 從はず して、 一月 十 

日に 三 四百の 過激派の 兵力を 以て、 「ア レキ セ フス 


ク」 と 云 ふ 所の ^ 北方 約 十 m ばかりに 在ります 「マ 
ザ ノヮ」 と 云 ふ 所に 居ります 日本の 僅な 部隊を 急襲 
したので あります， 襲擊を したので あります •此製 
擊を したと 云 ふこと から、 端な くも 彼れ の 計 ® が 暴 
露した のであります、 我 軍が 彼れ の 計® を諜 知す る 
ことが 出來た のであります、 此 場合に 於き まして* 
各所に 潜伏して 居ります る 所の 浮浪の 徒が、 段々 又 
之に 附和雷同して" 遂に 良民の 財力を 掠める， 又 交 
通 線を 遮斷 をす ると 云 ふやうな 危險な 行動を 執つ て 
来たので あります、 又 折から 丁度 此際御 承知の 例の 
巴 里 會議に 於き まして 「ブリン セス」 島に 露 西亞の 
過激派を 招致す ると 云 ふこと が ありました 爲 に、 彼 
等は 米國が 過激派を 私 援をす る ものである かの 如く 
誤解を 致した、 此 誤解と 云 ふ ものが 又 一面 彼等の 氣 
勢を 昂奮せ しめたと 云 ふこと も ある やうであります 
玆に 於て 此栩 '吿 を受肢 りまして 陸： ホ 當局は 軍司令官 
に、 荀も 治安を )1 亂 する 目的を 以て 兵器を 携 へて 我 
軍に 抵抗す る 者は 之を 抑 K せょ と 云 ふことの 指示を 
與へた のであります、 然るに 此敵は 益々 兵力を 集結 
いたしまして-遂に 大擧 して 「ブラ ゴ H シチェ ンス 
ク」 を 屠らん とする やうな 狀况 になつ たので ありま 
す、 1I-H 場合には 我 -41 の 守備して 尻り まする 區域を 侵 
し、 或 ! 3: 鐵 道を 破 壞し 乃至 ほ 電線を 切 斷を して、 日 
日に 我 軍を 强迫す る やうな 露骨なる 行 励を 執る やう 
になつ たのであります， 然るに 露國 官憲の 兵力は 到 
底 之を 制 R をす る ことは 出来ない、 そこで 第 十二 師 
團長は 即ち 先刻 申 上げました 指示せられ た 所の 方針 
に從 ひまして 彼等に 玆で大 なる 打擊 を與へ なかつ た 
なら ぱ 、到底 黑熊 州の 治安を 維持す る ことが 出来ぬ 
と 云 ふこと から 「ブ / ゴヱシ チェン スク」 に 於け る 
所の 第 十二 師團 から 17 遺して 居ります る 山 田 少將の 
守備隊を して、 露 國の黑 龍 哥索克 から 成立つ て 居 〇 
ます 所の 所謂 黑龍州 六隊な る ものと 協 In] を 致し まし 
て 此 過激派を 掃蕩す ると 云 ふこと に從 事いた したの 
であります* 其 槪况を 掻 摘して 申 上げます ると、 二 
月 上旬 以來 「ザ ゥィ タヤ」 と 申します 土地の 附近に 
於き まして、 過激派が 蜂起を 致しました- 而して 良 
民を 掠 鸾 し、 又 我が 守備隊を 襲擊 せんとす る ことの 
企が ありました、 此 報告に 接しまして、 第 十二 師團 
の 高 橋 支隊が 「ブラ ゴェシ チェン スク」 に 居ります 
る 所の 山田少 將の茭 隞の 一部と 協同いた しまして、 
各所に 隱顯 出沒 する 所の 過激派を 掃璨 する ことに 著 


手を 致しました、 此際御 記憶で も ありませ うが、 二 I 

月の 十七 日に 「アンドレ フヵ」 と 申します 所に 於て： 

約 五 百の 敵と 衝突を 致しました， 玆で峨 闘を 一一 時間 
繼續を 致しました、 此二 時間は 時間は 短く ありまし 
たけれ ども、 隨分激 腿であります •此際 敵に 大なる 
損害を 與へ たる ものと 見えまして •過激派 ほ 此處に 
約 二百の 死 ia を 5a 粟して 退却を 致しました •其 際狄 
が 支隊に 於き ましても 堀 少佐 以下 將校五 人、 下士 以 
下 四十 名の 死傷者を 出した のであります、 又 山 PII 少 
將は 過激派の 狀况が 容易で ない と 云 ふこと を 察知い 
たしました 爲 に、 先づ 彼に 十分の 打擊 を與 へ、 此憂 
を大な らしめ ないやう に、 而し て露國 の 良民を して 
此 日本軍の 保護の 下に 安堵せ しめる と 云 ふこと が最 
も 必要で あると 考 へまして 、二月 二 十日に 「ブラ ゴ 
エン チヱ ンスク 」 を 出發 いたした のであります* 此 
山山 少將 の指拇 して 思り ます 支隊の 出 發し たのを 見 
まして 敵 ほ 漸次 北の方に 退却を 致しました •此時 に 
丁度 「ハバロフスク ーから 新に 到 著いた しました 所 
の « 中 少佐の 率 ひて 居ります 二屮隊 ょり 成る 大隙が 
此 所に 到 著いた しました、 其 所で 山 田 少將ほ 此田中 
大隊を 「ユ フタ 」 と 云 ふ 所に 派遣いた しました 時分 
は 「アレ キセ フス ク」 の 方から 漸次 敵を K 迫し、 此 
田 中 大隊を 以て 敵の S 路を 遮斷 すると 云 ふ 方法に 出 
たので あ 〇 ます、 此 所に 於て 此敵は 所謂 進退 谷 まる 
狀况 に陷 つたので •其 所で 退路を 遮斷せ ん として 行 
動いた しました 所の 田 中 少佐の 率 ゆる 方面が-比較 
的 兵力が 少ない のであります、 で 此方 面に 向つ て 敵 
ほ 重圍の 中ょり 脫出せ ん •ことを 企てた のであります 
是は 所謂 窮鼠 却て 猫を 嚙 むと 云 ふやうな 狀况 になつ 
たのであります* 此田中 大隊に 對戰 いたしました 敵 
ほ 約 二 千 以上の 敵であります、 此田屮 大隊は 僅に 二 
中 II であります •此田 中 大隊は 即ち 十倍 以上の 敵と 
對抗を したと 云 ふこと になる のであります、 遂に 此 
過激派 (3: 撬を 利用いた しました 爲に 敵に 包圍 された 
形に なりまして、 玆に 全隊が 實に 悲痛 壯烈 なる 戰死 
を 遂げた のであります、 此時に 二 中隊の 中で 負 侮を 
して 生殘 つた 者は ■に 九 名であります， 此敵 は田屮 
少佐の 大隊と 腿 闘を 交へ ました 後に， 更に 退却の 方 
向を 轉換 いたしまして } K 北方の 方に 退却を 始めた の 
であります、 去りながら 一方 高 橋 大佐の 率 ゆる茭 隊 
の爲に 急追せられ まして、 兎に角 何れの 地點 にも 停 
止す る 事 出来ず して 三月 二 日に 「パウロ フスコ ェ」 


西 伯利亞 の狀况 に睬 する 田 中 陸軍大臣の 演說 
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と 云 ふ 所に 逃げた のであります、 其 聚日： 史 に , ポチ 
カレオ」 と 云 ふ 方 rIB から 前進いた しました 高 描 大佐 
の 指揮す る 一部と 此数 を兩 方面から 夾繫 したので あ 
る* 而 して 殆ど 此敵に 全域 的 打， を與へ ました 爲に 
敵は 約 五 百の 死®' を 梁て、 m 亂を して 南方に 退却い 
たしました のであります、 又 山 EE 少將ほ 益々 敵を 念 _ 

追いた しまして， 三月 十日に 「ブ レヤ ，1 と 云 ふ 所に 
達した のであります， 此際 新に％ 加いた しました 第 
十二 肺 幽の田 所 大佐の 指揮して 居ります 所の 部隊、 

又 第三 肺 團 から 新に％ 加し ました 岡 田 大佐の 指揮し 
て 居ります る 部隊 並に 航空隊を 山 田少將 が 併せて 指 
揮す る ことにな りまして、 さう して 鐵道 線路に 沿 ふ 
て 北の方に 退却す る* 敵を 益々 急進いた しました， 

敵は 此退 却いた します 途中 停車場を 破壊し、 或は 鐵 

道 橋を 破壊 i- る、 乃至は 村落を 掠 起し、 或は 若い 靑 

年を 誘拐し 乃至は 婦女を 掠め ，… 婦女を ^ しめる と 

云ふ糅 な® めて 亂兹 狼藉の 行動を 執りました が、 我 

軍は 一日 も 休まず 之を 急追を いたしました 爲 に、 遂 

に 昨今は® 早 過激派は 到底 日本軍に 抵抗す る ことほ 

出來 ぬ* 所謂 戰_ の士氣 を 全く 喪失いた しまして 更 

に 兵器を 捨て、 鄕里に 隱れる やうな 狀態で あります 

から、 此方 面の 狀况も 不日 錨 定 する 事 だと 思 ひます 

槪略右 申し述べました 如く 我 軍が 早く 此 過激派の 計 

帘 を 承知いた しまして 之に 應ず る處 置を 取りました 

爲に此 過激派の 計 5!!: を 未 前に 防 遏 する 事が m 來まし 

たの ほ ® に 至大の 幸福と 思 ひます、 殊に 先刻 申 上げ 

ました 首領の r ムー ヒン」 なる 者 ほ ®? 西 iili 軍の 手に 

拙 へられ 遂に 銃殺され たと 云 ふ狀况 であります から 

先づ此 所に 此方 面の 一段落を 街げ る ことになるので 

あらう と 存じます、 要するに 我が 軍隊 ほ 此 極® の 場 

合に 於き まして 行動が 極めて 敏速を 要する と 云 ふこ 

とと、 又 地形に 不案内で ある @ に、 突然 敵に 襲は れ 

たと 云 ふことは ありました けれども 能く 艱苦 缺乏に 

堪へ嵆 _ 努力いた しました， 其 行 励は® に 賞 讚に 値 

する ことと 思 ひます、 依つ て 昨年 夏 以來备 地に 轉戰 

いたしまして 所謂 帝 ^ 軍の 威武を 發提 いたしました 

所の 第 十二 肺 ®3 は 其勞苦 も 亦 多大な ものであると 思 

ひます ので、 近く 他の 師函と 交代せ しむる と 云 ふ 計 

fls を 有つ て 居る のであります、 又 Ifs 七 肺 團は 旣に此 

戰 爭 前より 滿洲に 駐屯いた しました 軍隊であります 

駐 屯 期 も 旣に二 年を 經 過して 居ります、 それ故に 此 

第 七師幽 も 亦 近く 第 十六 M 團と 交代して 內地 に歸還 


せしめる ことにな つて 居ります 、第 E-: 師團ほ 遲く出 
励いた しました のであります るから、 今 ft ちに 交代 
はさせ ると 云 ふ 時期で ほない と 思 ひます が， 何れ 本 
年の 末 迄に {£ 此師國 も 亦 交代を さすべき もの だと 考 
へて 居ります、 右槪略 申 述べました 硪况 に應じ まし 
て、 我 軍の 大正 八 年 一月 以後の 死僞 者は 戰 死者が 三 
百 一名 >  負 傷者が 百 五十八 名に 達して 居ります、 唯 
今 申 上げました の ほ槪略 の狀況 であります るが、 何 
れ 先刻 申 上げました やうに •此 軍事行動を 尙ほ 詳細 
に 記述いた しまして、 且御 諒解し 易い 爲に 地： 一を 附 
けまして 皆さんに 提供いた します るから • 此&2 類に 
付て 御赀を 願へ ほ 尙ほ 詳細の ことは 御 諒解 下さる と 
信じます* 今回 我 軍の 行動いた しました 區域は r ブ 
ラゴ h シチヱ ンス ク」 方： ¢1 で 約 二百 五十 哩の區 域の 
所で ございます、 丁度 日本の 里數に 致します と 約 百 
里の 行励區 域であります， 此 時の 過激派の 兵力は ど 
れだ けで あつたら うかと 申します と、 的確には 分り 
ませぬ が、 少 くも 三千 以上の 兵力で あつたら うと 思 
はれます、 直接 此 掃蕩に 從事 いたしました 日本の 兵 
力は 千 六 百 位の 兵力であります、 附加 へて 申して 笸 
きます るが、 今日 我 軍の 守備して 居ります る區 域は 
約 四千 哩の 長さに 亘 つて 居ります、 日本の 里數 にし 
まする と 約 千 五百里 ばかりの 長さに m つて 日本軍が 
今日 治安を 維持して 居ります 狀况で あります、 之を 
附加 へて 申 述べて 置きます。 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 日程 第 r 請願 委員長 報 
吿 、細 川 侯爵。 

〔侯爵 細 川 ii 立 君 演壇に 登る〕 

0 侯爵 細 川 Iffl 立 君 第三 回の 御 報吿を 致します、 三 

月 九日より 三月！ 一十 五日まで 委員 會を一 — 回、 分科 會 

を 十一 囬 開きました、 文書 表の 報告を 二回、 特別 報 

吿を 三回いた して 居ります、 請願書の 受領 件數が 百 

二十 七 件， 三百 九十 五 通、 通 碧の 人名が 一 萬 三百 三 

十六 名であります、 審査の 經過及 結果を 申します と 

第二 回報齿 の 際に 文書 表に 掲載いた しました もの 1 

中で 港 査 未了の もの 百 三十 件、 百 九十 通 •及第 二 回 

報 吿後 文書 表に揭 載いた しました 件數百 五十 三 件、 

四百 六十 一通、 合計 二百 八十 三 件、 六 百 五十一 通、 

此中 院議に 付すべし と 議決いた しました ものが 三十 

九 件、 百 十二 通、 院議に 付す るを 要せず と 議決いた 

しました ものが 四十 七 件 •七十 二通、 審査 未了の も 

の 百 九十 七 件、 四百 六十 七 通 ございます 尙ほ 此會期 


を 通しまして 全瞠の 結果を 申します •委員 會九 回. 
分枓會 三十 四 回， 文 S 表の 報 缶が 九 回で、 特別 報吿 
が 八 回に なつて 居ります、 全 li の ?,". f 願文 e の 受領 件 
數 が 四百 二 十四 件， 八 百 七十 三 通 •連 S,、 名數が 三 
萬 四千 八 百 六十 八 名になります、 其 中の 詰 願文® 表 
に揭 載いた しました 件數四 W 十三 件， 八 百 六十 二通 
であります、 此結果 院議に 付すべし と 議決いた しま 
した， 即ち 採 擦を 致しました ものが 百 三十 件 •二百 
六十 九 通 •院議に 付す るを 要せず と _決 いたし まし 
た， 即ち！ f 採擰が 八十 六 件， 百 二十 六 通であります 
審査 未了の ものが 百 九十 七 件、 四百 六十 七 通に なり 
ます 文書 表に 未だ 褐載 いたし ませぬ 件數が 十一 件で 
十 I 通に なつて 居ります、 是ほ 阼 日の 午後 四時の 締 
切であります、 此段御 報 ff いたします。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 諸君に 於て 御 異議が なけ 
れぱ 日程 第二ょり 第 八 迄は 同 一 娶 員に 付託せられ ま 
したから 、委員長 報吿も 之を 一括したい と考 へます 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二、 大正 六华 度搜 
備金 支出の 件， 餡 三、 大正 六 年度 豫備金 外に 於て 镗 
算超過 及豫算 外 支出の 件 ■第 四、 大正 六尔度 特別 會 
計豫備 金茭 m の 件、 第五、 大正 六 年度 特別 會計拽 備 
金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外茭 出の 件、 第 六、 大正 
六 年度 大正 三年 臨時® 件豫 備費茭 出の 件、 第 七， 大 
正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 莢 出の 件， 第 八、 
大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て 1; 算超 
過 支出の 件 •承諾を 求む る 件、 衆議院 送付， 會議、 
委員長 報吿 、石 井 省一郞 君。 

大正 六 年度 豫備金 支出の 件 
大正 六 年度豫 備金 外に 於て 豫算 超過 及 Hi 算外茭 
出の 件 

大正 六 年度 特別 會計豫 備金支 出の 件 
大正 六 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 
豫算外 支出の 件 

大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 備費茭 出の 件 
+ 大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計積 立 金 支出の 件 
大正 六 年帝_ 鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て豫 算 
超過， 支出の 件 

右 承諾す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 锷 候 也 
大正 八 年 三月 二十四日 

右 特別 委員長 

石 井 省 一郎 


〔石 并省 一郎 君演拟 に 登る J 
〇 石 井 省 一郎 君 唯へ， ay に 上 ぼり ました 大正 六 年 
度预備金支出外六件、承諾を求むる菸案に付きまし 
て、特別委員會の經過及決费を御報 '7 .* こ..~.丁、 
此謹 案の 內容ほ 御 承知の 通り 九 省 一院に so まして 
其 件 ! la も 甚だ 少なく ありませ ぬ 次第であります、 II 
つ其茭 出金額は 一般 ir .ft 饨備金 特別 fr 計 預 fill ii?. > 5'- 
他國瞄 剰餘金 等を 合せまして 一億 六 千 六 百 二 ;! K ベ - P 
八 百 八十 六圓の 巨額で ございます、 之に 法 つて 姿 M 
會ほ去る二十日ょ0三回相開きまして、炤茁に蒞杏 
の 上 •各 主務 政府 委員に それ 苡問腮 答を i!!: •ねた 
る 後， 討論に 移 〇 まして、 液諉の 上一委 X4 ょり SC 見 
を 提出せられ ました. 其 怠 見を 申 上げます. 補充 科 
目に ® する 费途ほ 其 補充 科目た るの 爲に雅 算を 過少 
に 見積り 第 U 押 fi 金 C 交 出を 滋 くし、 第二 雅腧 金に 
付て ほ、 一二 不急の IJ-f 項に對 し 支出を 爲し たる もの 
あり 國庫 剩餘 金に 付て は 其 内容を 見る に、 恰も 第三 
豫備 金た るが 如き 翻 あり •豫備 金の咐 加に拘 らず -11: 八 
實擧が らず 、政府 ほ 一屏其 突出を 緊縮す るの 耍ある 
べし、 又 臨時 事件 費に 付て は 時局の 名の 下に 頻に宫 
史 の 外國派 遺を 企て、 其 他 名を 時局に 錯〇 •職 fl の 
增置 •事務の 擴 張を 行 ふ もの あり、 純然たる 臨時 a 
と 一般 歳入 支 辨の ものと® 同す る鼢 & りて •政府の 
注意を 要すべし >  然れ 共大禮 に 於て は ■ 眾諾 を 與へ 
て 然るべ しと 認む るが 故に、 唯今 翳 題と なりたる 間 
題は、 承諾を 與 ふべき ものと 決せられむ ことを 望む 
之に 付きまして 备 委員 諸君 も此意 M に赞 同を され ま 
して、 遂に 承諾を 與 ふること に 決定いた しました、 
此段御 報吿を 致します。 

o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 唯今 委員長の 報吿せ られ 
ました 七つの 承諾を 求む るの 案は、 一括して 問題と 
致した く 思 ひます、 御 異議 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 S 長 (公 樹德川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
皆 承諾を 與 ふること に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 
o _ 長 (公博 德川 家！ i 君〕 御 異讖な いと 認めます 此 
際 _亊 の 都合 上 休憩を 致します。 

午前 十 時 五十 四 分 休憩 

午後 一時 三十 八 分 開® 

〇 議長 C 公 樹德川 家 達 君〕 是 ょり 報吿を 致させます 


院族贵 會諮國 帝 冋一 十四 第 


r 成 瀬®: 記 官 朗讀〕 

本日 裸 *: 委員長ょり 左の 報吿霄 を 提出せ り 
大正 八 年度 成 入 歳 /. H 總預筧 沿 加 案 (第三 號〕 修 
正 報吿 W 

大正 八 年度 谷 特別 會計 歳入 歳 m Ji 算追加 案 (特 
第一 號) 可決 報告書 

拽 筇 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 (追 第二 號〕 内務省 所管 土木 费借 入金 利子 
補給 及大藏 省所脊 南 滿洲鐵 道 株式 會社 利益 配 當 
可決， 農 商務省 所管 帝 國開 _ 株式 會社 補助 否決 
報吿一 I 

大正 八尔度 歳入 歳 岀總殘 3?: 追加 案 (第 四號〕 可 
決 報吿書 


0 議長 C 公 捋德川 家 達 君〕 是 ょり 午後の 會議を 開き 

ます、 lit 際 日程を © : 史いた して 唯今 霄記官 の 報告い 

たした 大正 八 年度 ^ 入 歳出 總豫算 追加 案 第三 號 ，大 

正 八 年度 各 特別 會計 歳入歳出 預算追 加案特 第一 號， 

拽算外 國姐 の負擔 となる へき 契約に 關 する 件 追 第二 

號 、大 正 八 年度 哉 入歲出 總預算 追加 案 第 四 號の 會議 

委 fl 長 報 ff を 加 ふること に 御 Ef® は ございませぬ か 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 (公 li'F 德川家 達 料) 御異 謎ない と 認めます、 

付て は此 際拽算 委員長の 報 ff を 求めます。 

〔左の 報 $:許 は朗訟 を 經 さる も參照 のた め玆 

に is 鈴す 以下 之に 傚 ふ】 

一大 正 八 年度 谷 特別 會計歲 入 歳出 豫® 追加 案 

(特第 I 號> 

一大 JH 八 年度 歳入 歳 : II 總拽 33: 追加 案 C 第 四 號〕 

右 衆議院ょ 〇 送付した る 谷 案を 蒞査し 衆 11 院議 決 

案の 通 可決す へき ものな りと 蕺決せ 〇 依て 及報吿 

候 也 

大正 八 年 三月 二 十六 日 

预筇委 貝 長 淺田德 則 

貴族院 誘 長 公 防 德川家 達 殿 


一預 K 外國 wi の負擔 となる へき 契約を 爲 すを 要 

する 件 (追 第二 號〕 

右 衆議院より 送付した る 案を 審査し 一般 會計内 務 

省 所 宵 土木 K 借入金 利子補給 及大藏 省 所管 南滿洲 

鐵 ii 株式 斡 社 利益 res を 可決し S 商務省 所管 帝 國 

開 梨 株式 ir 社 補助を 否決せ り 依て 及 報 吿候也 


大正 八 年 三月 二十 六日 

豫算 委員長 淺田德 則 
貴族院 誘 長 公 辟 德川家 達 殿 


大正 八 年度 歳入歳出 總预 3? 追加 案 (第三 號) 


〔淺 田德則 君演梢 に 登る〕、 

0 淺田德 則 君 唯今 議長ょり 宣饵 されました 大正 八 

年度 哉 入 歳出 總豫算 追加 外 彐 件の ! 1 算案 に付き まし 

て、 玆に 其經 過と 結果を 御報吿 いたします、 一昨 二 

十四日 御 付託に 相 成りました る 谷 案 及 其 後 追加され 

ました 第 四 號を何 れも 一 括して 玆に御 報吿を 致す こ 

とに 致します、 豫筘 總會は 今朝 十 時に 開きまして 谷 

案に 付きまして 種々 質問を 致されました ので ありま 

す、 尤も此 各 案に 付きまして の內容 又其數 字の 說明 


右 衆議院ょり 送付した る 案を 審査し 別册の 通 修正 
せり 依て 及 報吿候 也 

大正 八 年 三月 二 十六 日 

豫算 委員長 淺田德 則 
貴族院 議長 公擗德 川 家 達 殿 

へ 行間 空な きものは 委員 會 の修) 

广 正*  . — は 同 削除の 符號な り、 


等は 過日 國務大 K ょり 本 議場に 於き まして 大體說 明 
を 致されました のであります るから •  f： 期 切迫の 場 
合で もあります る 故に， 玆に 詳しい 數字 等は 略す る 
ことに 致したい と 思 ひます、 で 此大數 のみを 擧げま 
すると 云 ふと •歳入の 臨時 部は 千 四百 七十 八 萬餘圓 
になつ て 居ります •是は 歳入、 即ち 歳出に 至り まし 
ては 綞常 部が 四百 五十二 萬 餘圓 ，歳出の 臨時 部が 千 
二 十六 萬 四千 餘圓 、歳出の 總計が 千 四百 七十 八萬餘 
圓 •是 は此 第三 號の 追加 豫 SC の ものであります •で 


此內容 は 旣に御 承知の 通りに# 察 費の 分擔费 、織物 
消費税、 或は 學校擴 張 費、 天災 水 災其他 2 復舊 費， 
軍人恩給 法の 改正 ■神戶 門 司の 築港 费 ，帝阈 開 ig 會 
社の 補助 費， 家祿賞 典 祿に關 する 费用 ，或は 大阪エ 
業 試 險 所の 器具 買 入費 •船 用品 檢杳： 所の 器具 M 入® 
等が、 是が主 もなる 费用 になつ て 居ります >  又 特別 
會計の 追加 ] 1 算に 於き ましては 專賣 局、 國愦 整理 基 
金， 其 他 朝 师總 督府の 臨時 手當 ，文部省の 學校圖 書 
館 の 費用 其 他， 大體 唯今 申 述べた やうな もので あり 
ます、 それから 此豫 算外國 庫 の負擔 となるべき 契約 
の 諸 件は 鳥戕縣 外四縣 の 土木 S3 の 借入金の 利 - f の 補 
給 •南 滿鐵 道の 利益 配 當の 割合の 變更 、帝 _ 開 18 株 
式會 社の 補給 2 件 •是等 の ものを 含んで 居ります、 
それから 第 四 號 大正 八 年度 歲入 歳出 總豫算 の 追加は 
內務 省の 史蹑 名勝 天然 ffi 念 物 保存に 關 する 法律 制定 
に關 しました る 所の 諸經費 •それから 農 商務省の 度 
量衡 法律の 改正に 付きまして 是が準 璐 の 費用 等で あ 
ります、 大體 唯今 申 上げました 各 費途に 關 する もの 
でありまして、 此 審議 ほ 午前の 中に 結了いた したの 
て あ 〇 まして、 其 委員 會 中には •矢張り 此 W 政の こ 
とに 關係 いたしまして ，丞員 の 中よりも 將來に 付て 
甚だ 追加 又 追加 •或 ! 5; 公 frf 又 公憤と 云 ふやうな 次第 
でありまして. 殆ど 際限な く 政府から ffi fji される. 
之に 付て 前途 甚だ 不安を 鸪 ずる i. 云 ふこと に 付て、 
大藏 大臣に 對 しまして 質問が ありました •で 之れ に 
對 しまして 大藏大 W よりそれ f 答 辯され まして. 
政府は それ 等の將 来の 財政の ことに 付いて は 十分に 
それ 計畫を 致して 居る ことで あるから して. 決 
して 其の 場合に 至つ て 頓挫を する やうな ことは しな 
い 積り であると 云 ふこと を 辯せられ て 居る ので あり 
ます， それで 種々 其の 他に も 或は 南滿の 鐵道會 社の 
補給の ことに 關聯 いたしまして、 都督 制度の 改革に 
付いて は將來 如何になる ，或は 其の 他 此の 帝國 開 18 
株式 會社 のことは 是は 別と 致しまして、 其の 他に 付 
きましても 稱 々の 質問が ありました が、 本日は 菡だ 
委員會 の 時間 も 短い 間であります るし、 又 之を 悉く 
整理いた します る 時の 餘地も ありませ ぬ 故に、 悉く 
之を 御 報 ff する のは 却つ て 煩 雜に宜 ります からして 
是れ は此 際に 略す る ことに 致しまして、 而し て r* 決 
に 入りまして 修正の 御意 見が / ii たのであります、 そ 
れは此 帝國 開 II 株式 會 社の 補給に 關する 件で ありま 


八 九 三 


預 3? 案大 JH 八 年度歲 入歲出 總預算 追加 案 C 第 ii 1 號〕 外 三 件 


(七 頁) 

I 

千 四百 四 拾 八 萬 六 千 參百五 拾九圓 

第 一條 大正 八 年度 遝 A S 出 追加 額 ヲ谷千 四百 七 拾八茁 六 千 參：白 五 拾 九 圓 卜定ム 其/ 款項ノ 金額 ハ 別 
冊 甲 M 歳入歳出 豫算 -I 據ル ヘシ 
C 九 頁〕 

甲號 

歲入臨 時 部 

千 參百 ra 萬 六 千 參百 3.: 拾 九 11 

第 十六 款  前年度 繰 入金  金 千 參百參 拾 四 萬 六 千參 lrl IJr 拾 九 圓 

千 參百四 萬 六 千 參百五 拾 九 圓 

第一 ? H 前年度 繰 入金  金 千 參 W 參拾四 萬 六 千參百 五 拾九圓 

千 四百 四 拾 八 萬 六 千 參百五 拾九圓 
送 人 臨 待 部へ 口計兪厂四百七拾八览六千參亞五拾九圓 

(一 四 頁) 

農 商務省 所管 

第. 一款  B 業獎 勵 费  金參拾 萬 圓 
第 十八 項  帝國 開墾 株式 會社 補助  金 參拾萬 圓 

(一 五 頁) 

萬 下  y 

農 商務省 所管 合計 金 參拾九 萬 千 5 拾八圓 
C1 六頁) 

九 百 九 拾 六 萬 四千 八 百 參 拾七圓 
歳出 臨時 部 合計 金 千 贰拾六 萬 II11- 千 八 |?-| 參 拾い 圓 

千 四百 四 拾 八 萬 六 千參百 五 拾 九圓 
歳 / ti 總計金 千 四 rr*l 七， 拾 <^六 ^§西_五^£圓 
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搜总案 大 IH 八 年度 £! 入 ® 出§.谨 -1?: 追加 案 (第三 號外三 件 


して、 之に 閱 しまして は 修正 S 見を 提出いた された 
所の 委負 の內 ょり、 何分に も此 重大なる 所の 問題に 
關 して 時日 切迫したる 今日に 於て、 之を 十分に 蒞笾 
すると 云 ふこと (i 不可能で ある. 旣に 政府が 之を 衆 
葯院に 洞 付いた されまして 衆 餞 院に於 かれても •殆 
ど 一週間に 瓦つて 是 等の irf に 付て 種々 5f5 遝を 致され 
た 結果、 昨日 本院に 廻つ たやぅな 次第で ある、 旣に 
本院に 廻され ました 上で、 本 議場に 於き まして 此件 
に付きまして ほ 數時 間の 討議を 辦され た 次第で、 左 
棟いた しましても‘ 尙ほ其 政府の 答 辯を 得 •又 議院 
の 質問を 致されました 所の 結果に 依りましても •未 
だ 決定を 見る 場合には 至らぬ 感想を 抑つ たので あり 
ます、 それ故に 是は興 く本豫 箅 ょり 削除を すると 云 
ふことの 意見であります、 尤も此 削除を すると 云 ふ 

ことの 愆 見に 對 しまして ほ、 他の數 名の 姿 M の 中に 

於き ましては •最早 此問 題に 關 して ! 3; 再考す るの 餘 

地は 無い、 此 際に 是は 直ちに 否決す る 方が 宜しい と 

云 ふ 意見 も ありました のでありまして， 其 意見 も縷 

々述べられた のであります るが、 結局 此帝 國開懇 株 

式 ir 社の 補給に 關 しまして ほ •冬 數の 諸君に 於 かれ 

ましては-其 歸莪點 は 之を 否決す ると 云 ふこと に 相 

成りました のであります、 即ち 豫算 外 K 庫の 負擔と 

なるべき 契約に 於き ましても 其 通りでありまして • 

是も此 場合に 於き まして It. 否決す る ことに 相 成り ま 

した、 隨 つて 13 ® に 計上いた されまして 居ります る 

數 字に 於き ましては 其 開 _ 株式 會社の 補給に 關 する 

分を 削りました 結果と 致しまして ほ、 それ </玆 に 

異励を 生じた のであります ことを* 茲に申 上げます 

る やぅに 致したい と 思 ひます、 即ち 農 商務省の 所管 

第一 款 、產 業® 勵費金 三十 萬圓 ，第 十. 八 項、 帝 國開 

_ 株式 會社の 補 肋 金 三十 萬 圆， 是の總 計に 於き まし 

て 三十 九 萬 千 四十 八圓 とあります のが 九 萬 千 四十 八 

圆と柑 成りました、 七 頁の 方に 於き まして •第 一條 

大正 八 年度 歳入 歳 W 追加 部を 谷 千 四百 七十 八 萬 六 千 

三百 五十 九 0 とあります のを •千 四 I'! 四十 八 萬 六 千 

三百 五十 九圆と 訂正いた します， 歳入 臨時 部に 於き 

ましての 十六 款 、前年度 繰 入金 千 三百 三十 四 萬 六 千 

三百 五十 九圓 ■之を 千 三百 四 萬 六 千 三百 ?/ (: 十九 圓、 

第一 項、 前年度 繰 入金 千 三百 三 十四 萬 六 千 三百 五十 

九圆 、之を 千 三 n 四 萬 六 千 三 W 五十 九圓 、合計を 歳 

入 臨時 部 合計 金 千 四百 七十 八 萬 六 千 111 西 五十 九圆、 

それを 千 四百 四十 八 萬 六 千 三百 五十 九圆 、斯樣 に改 


りました •尙 ほ此豫 s£ 外国 $ の負控 となるべき 契約 
に關 する 件の 内の •農 商務省 所管の 帝国 開 18 株式 fir 
社 補助、 此 分を 全部 削除に 相 成りました ので ありま 
す、 此削除 說に對 しまして if 委 M 會 ほ 大多數 を 以 
ちまして、 之を 寶 成いた しまして、 削除す る ことに 
決定いた しました のであります •此他 四 案を 總て题 
めまして 全部 是は衆 議院 送付 通りに 可決を 致した 次 
第であります から、 此段を 御 報告 申 上げます。 

「男爵 坂 本 俊 篤 君 演壇に 登る〕 

0 男爵 坂 本 俊 篤 君 私は 目下 進行 中に あります 所の 
巴 里 講和 會 翳に 關 連いた しまして、 軍事上 一二、 政 
府に 質問いた したぅ 存じます、 或 ほ 唯今 御 尋ねいた 
しますことほ、時機 ^ ほ少しく早きかと考へまする 
が、 今日 御 尋ねいた しませぬ 時には、. 遂に 時機を 失 
すると 考 へます から、 ®: て 御 尋ねいた す 次第で あり 
ます、 御 答 辯が 出来ます る IH 圍に 於いて 成る ベ 要領 
を 御 答へ 願 ひたいと 存じます。 今朝の 新聞に 對獨軍 
事條 件と 致しまして 二十 箇條 に苴 ります る 所の 條件 
が 報道され たのであります， 其 概要は 軍隊の 人數の 
制限で & ると か •或は 軍需品に 關 する 制限で あると 
か、 諸般の 事項に 宜つて 掲げられて 居ります が、 私 
の 主として、 御 尋ねいた したいのは 海軍に 關 係いた 
す 所の、 其 第 十七 條の 軍艦 製造に 關 する ことの 制限 
並に 第 十八の 潜水 艇の建 造、 及 所有を 禁ずる と 云 ふ 
ことの 件に 關しで 御 尋ねいた したいと 存じます、 御 
承知の 通り 獨逸の 有力なる 所の 軍艦は 休戰條 件に 依 
りまして から 旣に 聯合 與國に 引渡 濟に なつて 居り ま 
す 殘餘の 分と しては 殆ど 數 ふるに 足らぬ ので ありま 
す、 然るに 今 又 if 獨軍 事條 件と して 斯樣 な條 件が 課 
せられますると云ふことほ，遂には此獨逸の海軍と 

云 ふ ものは 將來世 界に 於て 殆ど 數 ふるに 足らない© 

弱な 海軍に なつて 仕舞 ふこと だと 存じます、 斯樣に 

なりました 後に、 此列國 の 海軍の 均勢と 云 ふ ものは 

如何になる ことで ありませ ぅか、 之を ■へて 見ます 

れぱ 、此 「テ ー ブル」 が 四 本の 脚で 支 へられて 居る 

ものが、 一本 脚が 無くなつて 仕舞 ふと すれ ぱ此 三本 

脚の 殘つ たもので 支へ ると 云 ふこと に 付て は、 如何 

に此； :. 本 脚を すげ 替へた ら 宜しい かと 云 ふこと が將 

来の 均勢を 保つ 上に 於て 重要なる 問題になる ことと 

考 へます、 定めし 帝國の 調和 委員に 於 かれても •此 

邊 のことは それ^-訓令を 體 されて 折 ® になる こと 

と考 へます るが、 世界の 海軍 均勢 上に 由々 しき 影 ®? 


を將來 に 及ぼす ことであります から e' 此點 に {-J- て 政 
府 の {10 所見を 伺 ひたう 存じます •次に ほ 軍器の 制限 
のこと でございます、 眾皭制 限！： 題 (i 验に 器 :' H 亞 
帝の 提唱に 佐つて 開かれました 所の 海. 牙の 第 | 平和 
會識に 於てから 谷 國の眾 擔を鞞 減す る 目的に 於 
て、 列 國 間に 會議が 開かれました が、 當時に 於き ま 
しては 所謂 偏武 主義なる 獨闱國 等 •か 列国に 加 (3: つて 
居りました 爲に 且又 列國の 趨勢 も餘 りに 斯樣な 間 題 
に對 しては 熟 心を 缺き ました 事柄より 致して、 遂に 
露國 皇帝の 提唱に 係りました 所の 茁備 制限と； K ふ 問 
題は 一の筘 闺案 を留 むる に 過ぎず して 了つ たので あ 
ります、 其 常時に 於き ましても、 軍備制限と 云 ふこ 
とが 出来なければ、 せめては 軍器の 制限で もして は 
どうで あらう か、 今日 造つ た 兵器は 今日は 廢物 とな 
り、 其爲に 人民の 負擔 する 所は 莫大と なつて •遂に 
軍費の. 負擔を 感じる ことで あるから、 出 來るな ら眾 
器の 制限 位は 致したい と 云 ふこと で會 _を 進め まし 
た 所が、 偖て 斯樣な 制限を 行つ た 所が、 將來 監督す 
る ことが どうして それが /H 來るで あらう と 云 ふ、 lit 
監督 問題に 突當 つて 遂に 軍器の 制限 も 行は れな かつ 
たのであります •然るに 時勢は 變 轉 いたしまして、 
唯今 巴 里. の 講和 會議で 進行いた して 居ります る 所の 
國際 聯盟 >  國 際 聯盟と 申します が 如き、 斯樣な 重大 
なる 問題は、 今日に 於て ほ 其 運命 さへ も 如何に 歸著 
する か 分らぬ 際に、 一圓の 死命を 繫ぐ 所の m 備 制限 
の 如きに 至つ ては、 是亦 容易に 協定を 見る ことは 出 
来ない ことで あらう と 存じます が •勢の 赴く 所、 軍 
器 制限と 云 ふことまで 位には 必ず 問題は 進んで 參ら 
うと 考へ るので あります， 此 時に 至りまして は國際 
聯盟と 云 ふが 如き、 隨分踏 込んだ 所まで 立 入て、 約 
束の !. II 来さうな ことであります るから、 此監瞥 と 云 
ふが 如き ものは 先年に 比較して 大に 容易に なつて 來 
るのであらうと存じますから、是は或ほ實現せられ 
る ことになら うと 考へ るので あります， そこで 此軍 
器と 申します ことは* 是ほ私 は廣い 意味で 申す ので 
今日 軍器と 申します 中には 軍艦 も 無論 這 人つて 居り 
ます， 此軍 器の 競茚と 云 ふが 如きは、 元來 誠に 愚な 
ことでありまして から、 甲の 國が造 れば 乙の 國も造 
る、 乙の 國が 造れば 丙の 國も 造る、 斯う 云 ふやうな 
工合でありまして、 互に 軍器の 競爭を 致す 結果と 致 
して 日露 戰爭の 際には 一 萬噸餘 の 軍 B は 今日 ほ 二 萬 
噸に なり、 三 萬噸 になり、 旣に四 萬 噸と 云ふ聲 を 聞 


I  八 九 四  _ 
くので あります、 又 大砲に 致しましても W 時の 十二 _ 
吋は - 1- 三 吋と なり、 十四 吋と なり， 十五 吋と な 〇 へ， 
や 旣に 十八 吋と 云 ふ ！ ie を 開く 位であります、 斯の如 
き 競争を して 參つた 時には 殆と 底 ih する 所を 知らぬ 
のであります、 されば それだけの 班 K が 三 iis Ja とな 
り、 大砲が 十六 吋に なつた から I  K の®! 力は 射した 
かと云ふと、ちつともそれは裉して居らぬのであ0 
ます、 甲の @3 が ^' せぱ 乙の 國も咐 し •丙の！ 一が 咐せ 
ば 丁の 阢も佾 す、 斯う 云 ふこと であります から、 召 
外 勢力の 比例と 云 ふ ものは 少しも 進んで 居らぬ ので 
あります、 日淸戰 争の 際の 我が 軍 眩 扶桑の 四千 餘一: 
の ものは、 今日の 三 萬 餘噸の ものと 勢力の 關 係に 於 
ては 外に 對 しての 比例と 云 ふ ものは 少しも 進んで 居 
らぬ 、同じ ことであります， 斯 くして 外に對 する 勢 
力の 關 係は 一物 も 加へ る ことなき に、 之が 爲に各 阀 
が 軍備の 增 進の 爲 に負擔 する 所の V5 用と 云 ふ ものは 
二倍に も 三倍に もな つて、 今日 一艘の 努級戰 艦を is 
るに、 今日の 相場を 以てします れぱ五 千 萬 11 ょり 六 
千 M m も 掛かる と 云 ふ有樣 でありまして、 斯棟な 趨 
勢に あつて is 裕 かなる 財政の 國で も容為 に 之に 堪へ 
る ことは 出來な いのであります •况や 財政の 裕かな 
らぬ國 に 於て (3: 、斯樣 な 競爭 にはな か<堪 へぬ の 
であります、 若し ILt 趨勢を 自然の 放 菜に fr: して 阖き 
ますと きは. 財政 裕かな る强 い國は 益々 强くな り、 
弱い 國は 益々 弱くなる、 斯う 云 ふ關 係になる と 存じ 
ます、 是は斯 樣に考 へます と、 此 軍器の 制限と 云 ふ 
ものが 問題に* りました 際には、 宜しく 考® すべき 
問題なる のみならず、 或は 進んで ® 戬 しても 梵しい 
條件 であると 私は 考へ るので あります 〔斯く 致され 
なければ" 世界は 强 きもの ほ 益々 强く •弱き ものは 
益々 弱く、 遂に 世界の 平和と 云 ものは 之が 爲に破 ら 
れることを恐れるのでありますから>平和 @ 譏の目 
的と 致しまして、 斯樣な 提議は M も 時機を 得た もの 
であらう と 私は 考へ るので あります、 それに 關聯い 
たしまして、 潜水艇 のこと であります-潜水 艇は將 
來 軍器と して 使用す る ことを 廢すと 云 ふやうな こと 
が 問題に なつて 居る らしく 聞え るので あります •是 
は 或は そんな ことが 問題になる か 知れぬ と 組 ひます 
第一の 平和 會識の 時 も 左樣な 問題が 出ました が、 列 
國の協 定を 得ず して 遂に 不成立に 終つ たので ありま 
すが、 今度 も 潜水艇 のこと に 付て 問題が 出て 居る や 
にも 聞きます が、 之に 對する 我が 政府の 御所 兑は如 
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何で ありませ うか 元 來此濟 水 ¢3 と 申します ものは 是 
は 防禦 的 武器であります ，從 つて 是は 平和的 武器で 
ある、 聞く が 如く ば 英米の 如き 大海 軍を 有する もの 
ほ 必 しも lit 提誘に 反對 しない やうに 聞え て！！ £ るので 
あります、 是は左 櫧で ありませ う、 立派な 大海 軍を 
持つ て 居つ て、 他の 追隨を 許さぬ 所の 大軍® を 製造 
もし •之を 維持す る こと も 出 來る國 であります から 
簿水艇 の 如き ものを 固より 顧る 必要は ない ので あり 
ます •大海 軍を 有せざる 所の 列國 並に 地理 上斯樣 な 
武器を 必要と する 國に収 りまして は、 誠に 大切な 武 
器で あ 〇 ます、 然るに 此 武器た る や、 攻蹈的 武器に 
あらず して 平和的 武器であります から、 此見 地より 
致して •此 武器の 使用と 云 ふこと を 保留す る ことが 
最も ! 1? 來の 平和を 維持す るに 足る ものであります、 
防禦 的 軍器と 致して 適當な も ^ である、 此 意味に 於 

て 平和 會鼓に 於て ：：•• 講和 會議に 於て は 十分 此 武器 

を 保留す る ことを. 辯 護す る ことが al 來る こと、 私 

は 考 へます、 以上の 要點 に付きまして 政府 當 局の 御 

所見を 伺 ひたく 此 壇に 登つ た 次第で ございます。 

〔國務 大臣 加 藤 友 一一 i 郎君 演攒に 登る〕 

〇國 猝大 IK C 加 藤 友 三 郎君 唯今 •阪本 男爵より 巴 

里の 講和 會該に 於き まして、 ET 下 群 誘 屮の問 題に關 

しまして 三點の 御 H 問が あつたので あります、 男爵 

の 0 頭に 御 述べに なりました る 通り、 此御 質問の 問 

題に 對 しまして は、 今日は 未だ 具體的 に、 進行 中の 

狀况並 に是 等の 諸問題に 關 しまして、 政府の 所見を 

公言いた すべき 時 |« に 達して 居らない のであります 

併ながら 其 屮申上 げ得べ き龆幽 内に 於き まして、 極 

めて 簡 m に 御 答へ いたしたい と考 へます、 第一に 御 

質間の軍睹製造の制限，或は獨逸へ課すべき制限と 

云 ふが 如くに も 聞え たのであります が、 何れに 致し 

ても此 問題は ^ 今 何等 具 體的に 決定いた して 居らな 

いのであります、 ® 逸の 有して 居ります 所の 艦艇を 

與國が 其 主 もなる ものを 収 上げまして 極く 無勢 力の 

ものが 殘 つて 居る と 云 ふ 御 話で ございます が •大體 

に 於て 斯蹂な る狀態 に 在る のであります* 併ながら 

與國が 獨逸へ 課しました 所の 總 ての 艦艇を 與國 に受 

奴 〇 ますこと に 於き ましては 未だ 終了せ ざる もの も 

あるので あります、 又 今後 獨 逸へ 課すべき 制限 問題 

に付きましても 多少の 謎 論は あります けれども、 如 

何なる 程度に 之を 課すべき やと 云 ふこと に付き まし 

ては、 まだ 具 if© 的に 申 上げる 時腌に 至つ て 居り ませ 


ぬ、 從 つて 此 問題に 關 しまして、 他の 國が如 何なる 
制限を 受くべ きかと 云 ふこと に付きましても， 今日 
は 何等 決定いた した ことは ございませぬ* 從つ て此 
問題に 付きまして、 我が 政府が 如何なる 所見を 有し 
て 居る と 云 ふことは 唯今 申 卜. げます る ことは、 帝 國 
に JR つて 不利と 考 へます からして 〔 此 以上は 申 上げ 
兼ぬ るので あります、 國際 聯盟 中に 加へ ましたる 所 
の 軍備制限 問題， 或は 之に 附帶 して 軍器の 制限と 云 
ふが 如き ことに 付ての 御 話 も ございました が、 是亦 
何等 具 踏 的に 進行いた して ® I り ませぬ， 多少の 間 題 
は あるので あります、 殊に 是 等の 諸問題は、 各 萬 門 
委員に 於き まして、 審 篛 中の もの も ございます、 最 
高會識 には まだ {-J- せられない もの も あるので ありま 
す、 從 つて 是亦 これ 以上には 何等 申 上げ 兼ぬ るので 
あります 湃水艇 の廢止 論 も、 或る 一 部には® に 上 ぼ 
つて 居る のであります、 是も專 門 委員 間の 具 體の問 
題と もま だ 正式には ならない 狀態に 在る ので ありま 
す、 此後 如何に 間 題が 進行いた します かと 云 ふこと 
は 唯今 ! i 測いた し 兼ねます、 此 問題が 帝 國に取 つて 
廢止が 宜い か、 惡 いかと 云 ふこと に付きまして は’ 
政府は！ 定の 意見を 有つ て 居ります、 旣に 委員の 方 
には 相 當 の內訓 が 致して ございます、 併し 此事 柄を 
唯今 公言いた します ことは ff く差控 へたい と考へ ま 
す、 それだけ 御 答を 致します。 

0 ■長 (公爵 徳川家 達 君〕 唯今 淺田 豫萁 委員長の 報 
吿 せられました 豫 » 案 全部を 一括して 問題と 致し 順 
次 採決を 致さぅ と考 へます、 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 徳川家 達 君) 別に 御 發言も 無い と考へ 
ますから 、採決を 致さぅ と 存じます、 先づ第 I に 採 

決 致します るのは 大正 八 年度 歲入 歳出 總豫算 追加 案 

第三 號 ，甲 號‘九 頁ょり 十六 頁までを 採決いた しま 

す、 委員 會の 修正に 同意の 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 0 <ム爵 德川家 達 君〕 過半數 と 認めます。 

〇謅謅 (公博 德川家 達 君〕 乙號 全部 原案に 御 異存 ご 

ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 

o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 次は 七 頁の 豫算と 云 ふ 所 

を 採決いた します、 是 も豫算 委員 會の 修正に 對 して 

御 異存 ございませぬ か。 


〔「 5?. 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 公爵 德川家 達君〇 御與議 ない と is めます。 
〇 載 長 (公爵 德川家 達 君〕 次は 大正 八 年度 各 特別 會 
計 歳入歳出 追加 案特 第一 號 •是は 全部を 問題に 供し 
ます、 全部 M 案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 S 踏 ) II 家 達 封〕 御 異議ない と 認めます。 
0_長( 公爵 德川家 at-;,) 此 朽 御 諮りを 致します が 
豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲 すを 要する 件 
追 第二 號は S に 議決に 相 成りました 大正 八 年度 歳入 
歳出 總豫 算 加 案 第三 號を 衆議院に 回付いた しました 
から、 衆議院に 於て 同意す る や 否や 未決で ございま 
すから、 衆議院から 通牒の あり 次第 藕す ことに 致し 
たら 如何で ございませう。 

c  f 異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 01 
〇 ® 長' 公爵 德川家 達 君〕 御 異議 ほご ざい ませぬ か 
然らぱ 御 異議がなければ、 左樣取 計 ひます、 次に 採 
決いた します のは， 大正 八 年度 哉 入 歳出 總豫算 追加 
案 第 四號 •全部を 問題に 供し、 全部 原案に 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異 薺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇馘長 C 公爵 徳川家 達 君) 御異 _ がない と 認めます 
〔山 脇 玄君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 山 脇 君は …… 

〇 山 脇 玄君是 からち ょつ と 穀類 收用 令の 委員 會を 

開きたい と 思 ひます が . 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 宜しう ございます。 

0 山 脇 玄君 それぢ や 此 法案に 關 係の 御 方 it どうぞ 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 九、 第 十 ほ 同一 委 
員に 付託せられ ましたから •御 異蕺 がなければ、 委 
員 長の 報告は 一括して 煩したい と考ヘ ます、 日程筘 
九、 都市 計畫 法案， 第 十 市街地 建築物 法案 ■政府 提 
出， 衆議院 送付、 第一 讀會の sr 委員長 報吿 、松 木 
伯爵。 

都市 計畫 法案  . 

右 可決す へき ものな りと 議決せ 〇 依て 及 報吿候 也 
大正 八 年 三月 二 十四日 

右 特別 委員長 

.  伯 協 松 木宗隆 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿— 

市街地 建築物 法案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報吿候 也 


大正 八 年 三月 二十四日 

右 特別 委員長 

伯爵 松 木 宗隆 
貴族院 議長 公餺德 川 家 達 殿 
〔伯爵 松 木宗隆 封 演壇に 登る〕 

〇伯莳 松 木宗隆 君 唯今 誘 題に なりました る 都市 計 
进法案 並に 市衔池 建築物 法案に 付きまして 委 M 會の 
經過 並に 結果を 御 報告いた します、 阳 案と も 重要な 
る 案であります るから •委員 會に 於き ましては 愼 ffi 
に 通 議を盡 した ことでありまして、 採決の 結果、 兩 
案と も全會 一致を 以て 可決に 相 成りました ので ござ 
います •便宜上 兩案を 束ねて 御報吿 を 致したい と存 
じます， 質問 腦答は 數多ご ざいました が* 逐條に 渉 
る 質問は 省略いた しまして、 唯 大體に 付ての 御 報吿 
を 致したい と 存じます 、此 都市 計畫法 案は 市 M 改正 
條例を 根本と して •改正して 制定され たので ありま 
する から、 其 改正の 重なる 點を 二三擧 けます れぱ* 
第一は 都市 11- 畫を 接續 町村に H つて 地域の 設定が / II 
来る こと、 なりました ，第二は 市區 改正 條 例に {X 買 
收の 場合には 特別の 便法が 設けて ありました 爲 に， 
之が 爲に 色々 無理な ことを 生じ、 ® 々 苦情を 生じた 
のであります から、 今 n の 時代に 於て 斯の 如き 便法 
を 取る と 云 ふことは 時代の 思想に 副 ひませ ぬからし 
て、 個人の 私 權を 保 li する 上に 於て 總て 土地 收用法 
に 依つ て收用 審査 會 の蒞査 を 純る と 35 ふこと に 改め 
られた のであります、 第三は 住 PT 地 商業地 •  H 業 地 
と 云 ふ 三 地域を 設定し、 又必嬰 なる 時 ほ 風致、 風紀 
の 地 區を 設定す る ことを 得る こと X なりまして， 即 
ち 束 京は 束 京ら しく 形造らる、 と 云 ふこと になつ た 
のであります、 第 四は 御 承知の 通りに 是 まで 市區改 
正の 道路 擴 張の 場合に ほ、 唯 買 上げる と 云 ふだけ に 
過ぎな かつた のであります るが •本案に te りまして 
沿道の 土地 又は 家屋 所有者に 對 して 建築 地を 與へる 
と 云 ふ 便法を 開かれた のであります、 以上が 改正の 
重 もなる 點で ございます、 そこで 委員の 質問に 對し 
まして 政府 委員の 御 答 辯に 依ります れぱ 、内務省に 
中央 委員 會を 設け， 今一つは 東京に 係は る 地方 委員 
會を 設けら る X ので、 即ち內 務 省に 中央 地方の 二つ 
の® 員會が 設けられ 、而 して此 委員は 關 係の 官衙、 
市の 當一 I 者、 學 術經驗 ある 市民を 參 加して 組織され 
ると 云 ふこと であります •而 して 地方 委 M 會 ほ それ 
f 又是の 例に 依って 組織され るので ありまして、 
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地方娄 M #? の 決 謎を 根本と して、 さう して 地方 委員 
會ほ 中央委 M 會の 認可を 受けて 進行して 行く と 云 ふ 
ことになる さう であります •又 或る 委員より して 軍 
琪 上に 付て 此都 市計进 の 考を跆 いたかと 云 ふ 質 間が 
ありまして、 それに 對 しまして •本案 制定の 時に 旣 
に 陸海 軍の 意見を 聽 いて 極めた ことで ある さう です 
其の 場合に 飛行機 も 間 題に なつた ことであります る 
が、 併し fAi ほ 都市 計蕺委 員に (3; 陸海 軍の 代表者 も 及 
建築家 も 這 入る ことであります るから、 是れ 等の 軍 
事 上の 點 に付きまして ほ ffl 當なる 考案を 案出せ らる 
& であらう と 云 ふこと でありました、 それから 或は 
委員より 何故に 此兩 案を 急ぐ かと 云 ふ 質問が ありま 
して、 此急ぐ ことに 付て は 詳しく 說 明され たので あ 

りまして、 元來此 計畫法 なり 建築 法な りは 旣に 谷國 

の 都會に 於て 良好なる 効果を 擧げつ i あるので あり 

まして 我國に 於ても 御 承知の 如く 近来 非常な 勢を 以 

て 都 ir の發達 •郊外の 發展し 来る ことであります か 

ら 、今日は 最早 議論の 上よりも 實 際の 上に 於て 此制 

定の 必要に 迫られて 居る と 云 ふこと であります、 そ 

こで 六 大都市の 人口の 增加 •戶數 の增 加、 又は 接 續 

町村の 人口 戸 數の增 加と 1K ふこと に 付て は 色々 と統 

計を 示された のであります、 殊に 東京府 の 如きは 大 

芷 七 年度に 於て 千 六 百と 云 ふ 工場が 新に 新設 せらる 

X と 云 ふ 形勢であります から， 今の 中に 於て 此地域 

なり 又は 建設 法な りの 制定を 急ぐ と 云 ふことは， 此 

K 况 から 已 むを 得ざる ことで あつて， 現に 六 都市に 

於き ましても 旣に此 下進備 を 整へ つ、 あるので あり 

ますから 、本案の 制定 發 布^^ 常に 希望して 居る 次 

第で あると 云 ふ 事で ありました、 次に 建 雄 物 法案は 

都市 計畫 法案と 雨々 相俟つて 都市 計 畫の實 効を 奏せ 

むと する ものであります から、 建築物と 地域の 關係 

建築物と 道路の 關 係、 建 雄 物の 構造と 云 ふやうな る 

點に對 して 細かく 規定を された のであります、 是も 

逐條 に亘 ります 質問は 省略いた しまして 、唯一. 一三 申 

上げたい と 存じます、 都市 計畫 法案 {3: 先づ 東京、 京 

都、 大阪 、磺濱 、神 戶と云 ふ 六つに 限られて ありま 

すが "-■■> 此建離 法案は 六 都市 以外に も 適用せ らる X の 

であります、 それは 例へ ば 新開地に 於き まして 非常 

なる 發展を 爲す 所に 於き まして •將來 の 爲に圖 つて 

適當な りと 考 へる 時に 建築 法 だけは 適用 せらる X こ 

とになる のであります、 又 委員の 一人より どう 云 ふ 

やうに して 此銳築 法を 改めて 行く かと 云 ふ 問に 對し 


まして、 無 肉 急激に やる と 云 ふこと (5: 財政 上 - 1; 可能 
のこと でもあります るし •唯 公安 上， 衛生 非常に 害 
を 及ぼす と S ふ もの だけ ほ 移 la せしめて •あとの 程 
度の 間 題であります がそれ 程で ない もの {£ 改築％ 铤 
の 場合を 一一つ て 漸次 谷地 區に移 11 をせ しむる と 云 ふ 
ことで ありました、 委員 會に於 きまして は數 多の 希 
望が 出た のであります 、第一に ほ 假に名 づけまして 
常識 委員と 云 ふやうな ことに 付て 希望が 出た ので あ 
ります、 其 委員の 方ょり r« 驗 上ょり して 此希 望が UJ 
たのでありまして、 それは 內務 省の裘 員の 方々 は是 
は 皆 常識に 富んだ 知名の 方々 であります るから 之を 
言 ふので なくして， 此委 負 S- の 決議を 實行 する 所の 
役員と 云 ふ ものが 往々 常識を 缺く 者が 多き 爲に ，是 
等の 者と 市民との 間に 於て、 市區 改正の 場合の 如き 
注々 苦情が 百出し、 さう して 人民 怨嗟の 聲多 しと 云 
ふやうな ことを K 々目 擊した ので ある-所謂 上意 下 
達せず、 下意上達せ ずと 云 ふやうな、 此實行 委員が 
常識を 缺くが 爲に 一 つの 障碍を 起す と 云 ふこと であ 
ります るから、 是等の 弊害に 鑑みて 將來此 都市 計 | 卸 
法なる 大事 業を 遂行せ むと する に 於て は是 等の 實行 
案は 宜しくもう 少しく 常識 ある ものを して叮 一 ■に 人 
民と 接觸せ しめ、 人民の 意思を 疏 通して 行き、 以て 
圓 滿に此 大事 業を 遂行せ むこと を 望む >  付 ては 何と 
かして 此假に 名 づけた る 常識 委員と 云 ふ もの、 方法 
を 講じて 貰 ひたいと 云 ふやうな 希望で ありました* 
政府 も此點 には 同感でありまして， 精々 注意を 拂ふ 

ことに . 市が 主と なること であるから 、市が それ 

等の 役人を 選任す る 場合に ほ 成るべく 此御希 望を 達 
する やうに 傳へ ると 云 ふこと でありました •次は 手 

續の 上に 付て 希望が 出た のであります、 それは * 類 

の手鈸 は 成るべく 簡便 法を 執つて、 今日の 時代 a 最 

早 繁文 褥禮の 弊害 ほ 旣に 何人も 認めて 居る ので ある 

からして 、迅速に 人民の 便利を 圖つ て、 殊に 經濟上 

の 活動を 妨げざる やうに 此手續 と 云 ふ もの ほ 最も 簡 

捷なる 方法を 執つ て 貰 ひたいと 云 ふ 希望で ありまし 

た、 政府 も 人民の 迷惑に ならざる やを 努めて 便利な 

る手續 に 依つ て、 例へ ば 細かい ことは 屆け放 しでず 

ん' ^涉 取る 方法を 執つ て 行く と 云 ふこと であり ま 

した、 今一つは 兎角 政府の される 方面には ，政府の 

方に 義務がない に •人民に 向つ て 命令す る ことは 甚 

だ 强く 執行せられ る けれども、 政府 所管の H 事な り 

又 建物な りに 付て は 甚だ 怠 S を 見る ので あるから し 


て •此： 劫 <3; 此際賒 锃政府 に 於ても 注 S をして M ひた 
い、 ST へて 見れば 神戶 の ® 中を： sill る鐵道 の ? (.1 き、 交 
通 上の 危 險を闶 みずして M 急行列車を 通す と 云 ふ •か 
如き、又例へば市屮に電柱：：常話の柱が市の交通 
や 美 翻を 顆み ずして 林の 5n く 勝手に 立てられる と 云 
ふが 如き， 是等ほ 人心に； f 愉快を 與 へ、 J1 つ 不公平 
と 云 ふ 念 ES を 抱かし むる ことで ある， 斯う 云 ふ 惡感 
を 抱かす と 云 ふことは 政 洽上考 ■をすべき こと i 信 
ずるから、 所謂 人を 正さむ とせば 己先づ 正しう せ ざ 
るべ からず であつ て、 此建築 法 第 十三 勝の 如く 個人 
に 向つ て e 々の 費用の 掛かる ことを 命令を して、 さ 
うして 實行せ むと するならば、 國家も 亦 N ら爲 すべ. 
きこと を 怠らざる やう、 即ち 其 pf 管に 屬する 建物な 
り 若く ほ 工事 なりに 付ても、 此際 一層 反省して 處置 
あらむ ことを 望む と 云 ふ 御 議論で， 且つ 最も 强い御 
希望で ありました >  政府は 此趣 意を 了承せられ まし 
て、 官廳の 建物 又は 工事 等に 付きまして は、 此計迸 
の 下に 矢張り 同じく やつて 行く 積り である、 御筘望 
は 漸次 副 ふやう に 努める 積り であると 云 ふ 御 答 辯で 
ありました、 さて 此 二つの 計畫ほ 誠に 立派で ありま 
して 何人、 が 之を 見ても 賛す るに咨 ならざる 所で あり 
ますが、 併ながら 果して 良好なる 効果を 奏する や 否 
やは、 一の 財源の 問題に 歸著 する のであります から 
谷 委員の 方には 此 財源の ® に 於て 色々 と 苦慮せられ 
た. のであります、 そこで 或る 委員の 方は 其閱歷 上よ 
りして、 例へ ば 河川の 整理 築港の 改築 等を なして、 
さう して | 方には 市民の 負 擔を輕 減して 住き、 又 | 
方には 强制 的に 勞働 保險 火災 保險 をな して、 其保險 
命を 援助に 依つ て 家屋の 改築の 資に 供す ると 云 ふや 
うな 御 話 も ありました •又 土地 增加税 入 市税と 云 ふ 
やうなる 御 話 もありまして、 此財源 の S に 付いて は 
色々 と 御 話が あつたので あります "併ながら 結局 都 
市の 力では 出来ない ことであります る、 のみならず 
此計畫 事業の 中には 國家的 性質 も 含まれて 居る ので 
あります からして、 政府に 於ても 此 事業に 向つ ては 
多大の 粘 力を 間接的な り •商 接 的な り、 物質的な り 
精神的な りに 於て、 さう して 此大 事業を 遂行す るに 
於て 政府が 十分なる 援助 努力を 與へ られ むこと を a 
む、 財源の 點ほ斯 の 如く 政府 も、 市民 も、 共に 是は 
一致して 掛からねば 此大 事業の 遂行 ほ 甚だ 懸念に 堪 
へない ので あるから して* どうか 政府に 於ても 最も 
奮發 して 力を 添 へられむ ことを 望む と 云 ふこと ほ、 
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.- 7U-H に , . リま した* そこで 政府は 此 
委 M 會の树 論に 副 ふべ く 出来 得る 限り 國阳 とも W 战 
をな し-父 其 他の 方面に 於ても. 出来るだけ 搜 助を 
なして* さう して 共に 此 成功を KS ると 2< ふこと であ 
りました*終りに此都市計进法第十 :7.: 敁に封しまし 
て、 委員 會の 決議と して 左の 希 ra 勝 件が •成. ...,. つた 
のであります る、 「第 十五 條 、土地 辟 制 整理 施行し だ 
る 土地の 地 fil ほ 勅令の 定むる 所に 依 〇 之を 定 む/ 之 
に 對 しまして 「右は 地租 勝 例 に te り 地 的の ^ 正を 要 
する iai 合に 限り 地胞を (!:5 正す るの ® r< を 以て 勒令を 
規定せられ む 事を ES む」 是が姿 員會の 決 謎 文で あ 〇 
ます、 それは 第 十五 條の 規定を 見ます ると 土地 M lui 
整理を 施行した る 土地の 地 tt-i は 勅令で 如何 やうに も 
決めら る、 やうに 見えます るから、 斯くては 地 ^ L tii? 
例の 規定に 反し、 他の 規定と 拙 衡を失 ふこと になり 
ます、 故に 地 傲に 關 する 一般 原則た る 地租條 例の 精 
神に 依 〇、 同條 例に 於て 地 似を ils IH する 必要 ある 松 
合に 限り、 地價の 修正を 爲すや うに 勅令を 決めて K- 
ひたいと 云 ふこと でありました， 此點 に (-J- きまして 
は 紆餘曲 折 質問を 重ねられた ので ありました が、 結 
局 政府は 此筇阐 を容 れられ て 此 通りに 爲すと 云 ふ 言 
明で ありました， 依つ て ? R 員會ほ 此 言明に 信賴 して 
さう して 本案を Hi 決と 云 ふこと に 相 成りました こと 
でございます、 lit 段 兩案 に付き 御 報吿 を ^ 上げます 
尙ほ御 質問が ありま すれば どうか 政府 委 M へ 願 ひた 
いと 存じます。 

〇 議長 (公 W 德川家 達 君〕 御 異議がなければ 兩案共 
に 束ねて 問題に 供し ます。 

〔「異議な し J と 呼ふ荠 あり〕 
o_ 長 C 公爵 德川家 達 君〕 兩 案の 第二 鼦會を 開く こ 
とに 御 異存 ございませぬ か。 ■/ 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます U 
0 男爵 阪谷芳 郎君 直ちに 第二 ® 會を 開かれむ こと 
^ . 

0 子® 掇本 武憲君 賛成 
〇 伯爵 松 木宗隆 君 賛成り 

o_ 長 C 公爵 德川家 達 君) 直ちに 兩 案の 第二 ii fr を 
開いて 御 異存 ございませぬ か" 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 嵙德川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 雨 案 全部を 問 isi に 供し ま 
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す •原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕 御 異議ない と 18 めます。 
〇 男 辟 阪谷芳 郎君 直ちに 第三 讀會 を® れむ こと 
を . 

〇子挝 探 本武脔 君 ® 成。 

〇 男 擗山屮 信 儀 君饺 成。 

〇謅 長 (公 擗德川 家達嵙 ) 商 ちに 兩 案の 第三 讀會を 
開いて 御興存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇誘 長 (公 ® 德川家 達 君〕 御異 ■ない と 認めます。 
0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 兩案 共に 第二 _會 の 決議 
通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇® 長 (公 辟 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 

此際都 合に 法り まして 再び 休憩を 致します。 

午後 一: 時 五十 五分 休憩 

午後 四時 十四 分 開 誘  - 

〇議 長 (公爵 德川家 達 君〕 報畀を 致させます。 

r 成 湖 ff 記 官朗諕 〕 

木 日 本院に 於て nj 決した る 左の 政府 提出 案は 直に 

裁 nr を 奏請し 又 可決の 旨を 衆議院に 通知せ り 

大正 /', 年度 各 特別 會計歲 入 歳出 預算 追加 案 (特 

第一 號〕 

大正 八苹度 歳入歳出 總雅 -3? 追加 案 0 S 四號) 

本日 本院に 於て 修正 議決した る 左の 政府 提出 案は 

商に 之を 衆 韆院に 回付せ り 

大正 A- 年度 歳入 歲出總 裸筇 追加 案 C 第三 號〕 

本日 特別委 員 0 に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

農會法 中改 JH 法® 案 特別委 員會 

委員長  伯 13 !ac 澤金次 郎君 

副 委員長  原  保 太 郎君 

本日 特別委 〇:長ょり左の報街書を提出せり 

司法代雷人法案町決報传霭 

借地 法案 ^，' 決 報传？ ：： 

本日 衆議院ょり 本院の 回付に 係る 左の 政府 提出 案 

は 本院の 修正に 同® し 奏上せ る 旨の 通牒を 受領せ 

り 

大正 八尔度 歳入歳出 總豫品 追加 _第三 號〕 

0 議長 C 公 时拉 11: h  是 より 先刻に 引續 きまし 

て開會 いたします、 諸君に 御 諮りを 致します、 先刻 


決 識 を 留保いた しました 拽算 外國 庫の 負擔 となる へ 
き 契約を 爲すを 要する 件 追 第二 號の會 誘を， 翳 事 日 
程を 變更 いたしまして， 此際 開きまして •御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異 if なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誘 長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
od i> . • 公似® 川 家 ii: 打，) 企 ；:!; を 叫® に 供し ます、 
全部 委員長の 報 吿に御 異存 ございませぬ か。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 丧 C 公爵 德川家 達 君〕 御 興 譏ない と 認めます。 
0_ 長 C 公爵 德川家 達 君) 阿片 法 中 改正 法律案、 政 
府 提出、 衆議院 送付‘ 第一 讀斡 の ^ 、 委員長 報告、 
兒玉 伯爵。 

阿片 法 中 改正 法律案 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報 吿候也 
大正 八 年 三月 二十 四 a 

,  右 特別 委員長 

伯爵 兒玉秀 雄 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
〔伯爵 兒玉秀 雄 君演® に 登る〕 

〇 伯爵 兒玉秀 雄 君 唯今 SI 題に なつて 居ります 阿片 
法 中 改正 法律案の 委員 會の經 過 並に 結果を 御 報告い 
たします、 政府の 說 明に 防り まする と 云 ふと. 帝國 
政府 ほ 阿片の 問題に 付きまして は、 維新 以前ょり 夙 
に 駸禁 主義を 執り 來つた のであります I 爾来 時勢の 
進 運に 腿 じまして、 度々 此 改正を 加へ て 其 取締の 方 
法に 改善を 加へ 來つた のであります るが、 今日 行は 
れて居 ります る 所の 現行法は 即ち 是で あります、 政 
W は W に 國內に 於き まする 阿片の 取締に 關 して 嚴禁 
主義を Ms 行し 来りました るの みならず、 千 九 百 九 年 
に 於き まする 上海に 於いて 開催せられ ましたる 國際 

阿片會議に於きましても，又千九百十四年の海牙に 

於き まする 第二 回 國際阿 片會議 に 於き ましても， 阿 

片嚴禁 の 主義に 賛成を 致しまして •就 屮 隣邦茭 那に 

於き まする 阿片の 生產 並に 消費を 根絕 すると 云 ふこ 

とに 付きましても •直接 又は 間接に 努力を しつ X あ 

つたので あります る、 殊に 最近に 至りまして 靑島並 

に關 贞 州に 於き まする 阿片 制度に 一大 變革を 加へ む 

とする 計盡の ある 事柄は， 潢 に總理 大臣の 宣明せ ら 

れ ましたる 所であります るので* 旣に 諸君の 御 承知 

の 通りであります、 此 阿片 法の 改正なる ものは、 阿 

片に對 します る對外 政策と 伴 ひまして、 近時 國內に 


於き まする 阿片に 伴 ふ 所の 脾 害を 除き 並に 是か 普及 
を 岡り まする が爲に 改正の 必要を 生じて 來た ので あ 
ります る* 委員 會に 於き ましては 阿片 政策に 對 しま 
する 大體の 政府の 意を 諒 としたので あります る •次 
いで 逐哓 に n りまして 此審議 を 進めた のであります 
る、 此時 局の 勃發 以來內 地に 於き まする 阿片の 捭 况 
は 一大 變化 を來 したので あります る、 それは 海外ょ 
り參 ります る 阿片の 輸入が 闲 _ になり ましたのに 伴 
ひまして、 阿片の 市價が 非常に 暴騰いた しまして、 
爲に B 術 並に 德生上 由々 しき 大事を 惹起して 居る の 
であります る、 のみならず 现 行 阿片 法の 不備に 乘じ 
まして， 不正なる 手段に tt りまして 密輸出 か 行は る 
、所の 形迹 の顯然 たる ものが あるので あります る、 
是 等の 弊害を 除きます るが 爲に ，阿片 法の 改正を 行 
ふの 必要を 認めた のであります る- 是れ單 り 國內に 
於き まする ) S 締の 必要から 生じた のみならず ，由来 
帝國 政府が 國際阿 片會議 に 賛同いた しまして 其 趣旨 
を© 重す る 上に 於ても 甚だ 遺憾に 感じました るのに 
原因す るので ございま する、 阿片 法の 改正の 要點は 
第一に 於き まして 原則と 致しまして， 阿片の 轍 / li を 
齡禁 したので あります る •第二に 於き まして、 從來 
弊害の 原因であります る 所の 藥 種 商、 藥劑師 、相互 
の 間に 行は れつ、 ある 所の 零 賣を禁 止した ので あり 
ます、 第三に 於き まして ほ 市 {n •の 暴騰を 防ぎます が 
爲に •價 格の 一定を 期した のであります ，第 四に 於 
きまして は、 是等 の條孭 に 違反す る 者の 制裁を® 重 
にした のであります る、 是 等の 改 IK を 施しまして、 
阿片 嚴禁 主義 即ち 阿片に 對 する 國是の 遂行を 期す る 
と 云 ふ 事柄が、 阿片 法改正の 精神で ございます， 逐 
條 に付きまして 質問 應 答を 重ねた るの みならず、 事 
外交に 捗ります る 事柄に 付きまして は、 特に 祕密會 
を 開きまして、 腹藏な き 意見の 交換を 遂げた ので ご 
ざいます る、 其 結果 委 M 會に 於き ましては、 本 改正 
は 誠に 時期を 得た る ものである、 滿塲 I 致を 以て 可 
決された のであります 右樣の 次第で ございます から 
どぅぞ 本案に 付きまして 御 賛同を 願 ひたいと 思 ひま 

J  〇 

す 

0 議長 r~- 公 K 德川家 達 君) ■別に 御 發言も 無い と 認め 
ますから 採決を 致します、 本案の 第二 讀會を 開く に 
御 異存 ございませぬ か， 

〔「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


〇伯脬 兒玉秀 雄 君 直ちに 二 讀會を 開かれむ ことを 
希 留し ます。 

0 男！ § 石 黑忠愿 君 賛成" 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 直ちに 本案の 第二 SW 會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 翳ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  全部を 問題に 供し ます、 
全部 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御異 載ない と 認めます。 
0 伯爵 兒：土 秀雄君 直ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 
を 希望し ます。  . 

0 男爵 石 黑忠恵 君 賛成。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 直ちに 本案の 第三® 會を 
開いて 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公 W 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 第二 謂 會の 決 P 通りで 御 
異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 13 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) 大正 四^ ¥ 律 第 十六號 屮 
改 芷 法律案、 政府 提 m, 衆 篛院 S 付、 第一 讀 會の績 
委員長 報 吿、 fcl 口子挝 。 

大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 
右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報吿候 也 
大正 八 年： 一 I 月 一一 十四日 

右 特別 委員長 

子 Kf 樋 口誠康 
貴族院 議長 公挝德 川 家 達 殿 
〔子爵 随口誠 康君演 壇に 登る〕 

0 子爵！ i CI 誠 康君喵 今 議題に 上 ぼり ました 所の 大 
正 四 年 法律 第 十六 號屮 改正 法律案の 委 ¢4 會の經 過 並 
に 結果を 御 報 吿い たします、 委員 會 ほ 一昨！ 一十 四日 
午後 正副 委員長の 選擧を 行 ひ 直ちに 開會 いたし まし 
た 五六の 質問の 後、 極く 簡單 なる 案であります から 
直ちに 全會 一致を 以て 可決いた しました、 其 質問 腺 
答の 要旨を 簡單に 綜合して 申 上げ ますれば、 大正 四 
年 法律 第 十六 號を以 ちまして •政府は 昨年 二 千 四百 
萬圓を 限り 五分 利公愤 を發 行いた して 一時賜金 とし 
てからに 靑島硪 役までの 見込 額を 以て 耍 求を 致し ま 
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し. た、 然る 所此 要求の 中から 四百 斑 阅ほ 剰餘金 に 剰 
つたので ございます、 而 して 今回の 總 額 <£ 其 後の® 
役功赏 に充 つる e に 金額を 要求いた しまして •是 ほ 
陸： 也に 於き まして 13; どぅ 云 ふ 奢に 充てる かと 申し ま 
すると Hi 征者 並に 内地の 勤務の 者 •それ ほ 昨年の 十 
二月 歸鄕す べき 者’ 又 本年の 末 滿期 になるべき 者 及 
ぴ豫 後 ^ 兵の 徽集 解除になる 者、 大正 三 四 年後の 守 
備勤務 の 者 Is 將 校に して 約 千 人 餘 •准士官 下士に 於 
て 四千 Jr: 百人餘 、兵卒に 於て は 十六 萬 六 千 餘人 合計 
陸軍に 於き まして ほ 十五 萬 一千 五 百餘 人、 此 賜金の 
總額二 千 九 百 六十 九 萬餘圓 になります、 又 海軍に 於 
きまして は 大正 六 年 二 月から 大正 九 年の 三 月まで 現 
役を 離れて 歸鄕 すべき 者に 給す るので ありまして、 
其 人員は 一 萬 九 千 人、 是が 賜金の 額は 四百 三十 五 萬 

四千 餘圓 になります、 此兩 省を 合計いた します ると 

三千 四百 萬 圓に なる のであります、 然るに 前 申 上げ 

ました 如く、 四百 萬 圓と云 ふ ものは 不用 額に なつて 

居り ■ますから. それを 今回 用ゐ まして 新に ii| 千萬圓 

を增 加した のであります、 即ち 本 法を 五 千 四百 萬圓 

と 改めた 次第であります、 右 _な|15® な 案で ござい 

ます， 故に、 又 今日の 場合 巳を 得ざる 案と 考 へます 

殊に 會期も 切迫いた して 居ります から 茲に私 が 諮 會 

省略の 励 議を 提出いた して 置きます、 御 賛成 あらむ 

ことを 希望し ます。 

0 子爵 稻垣太 祥君寶 成。 

〇子赂 靑木信 光 君 賛成。 

0 子爵 八條隆 正君暨 成。 

0 子 W 前 田 利定君 賛成。 

〇 子爵 伊集院 兼 知君锊 成。 

〇 子爵 西 大路 吉光君 賛成。 

〇 男爵 村 上 敬 次 郎君 賛成。 

0 加 太 邦憲君 賛成。 

0 男 餅 內田政 敏君 賛成。 

0 阪本釤 之 助 君 賛成。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) ® 會 省略の 動議に 同意の 

諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者 多數 

〇識長 (公爵 德川家 達 君〕 三分の 二 以上と 認めます 


0 議長 (公 餅 德川家 達 君〕 原案に 同意の 諸君の 起立 

を 請 ひます。 

起立 者 多數. 


0 議長 C 公爵 德川家 達 ^ 〕 過半 歧 と 認めます。 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君) 大正 五 年 歳入 P. 出 總決算 
大正 五 年 谷 特別 會計 歳入歳出 決算報告， 會議 、委員 
長 報告、 大木 伯爵。 

大正 五 年度 歳入歳出 總 決算、 大正 五 年度 谷 特別 
會計歲 入 歳出 決算報告 

大正 五 年度 歲入 歲出總 決算 並 大正 五 年度 备 特別 會 
計 歳入歳出 決算 及旣往 年度 檢赉 未確定 金額の 檢査 
確定した る ものを 審査す る'. に 
第一 

大正 35; 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 決 寡 大藏省 所 
管 帝國鐵 道收益 勘定 歳出 第一 款鐵道 作業費 第 
一項 事業 費 中 鐵道院 の 支出に 係る 件 
大正 五 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 決算 大藏省 所 
管 朝鮮 總督府 歳出 臨時 部 第 九 款鐵道 建設 及改 
良 費 第二 項 改良 費 中 朝鮮 總督 府鐵道 局の 支出 
に 係る 件 

大正 五 年度 各 特別 會計 歳入歳出 決算 大藏省 所 
管 K_ 總督府 歳出 臨時 部 第一 款 特別 事業 費 第 
一項 水利 事業 費 中臺灣 總督府 ，臨時 臺灣 總督 
府エ事 部 及阿餱 、臺 南兩廳 の 3: 出に 係る 件 
同上* ! @ 官設 鐵道 用品 資金 歳出 第一 款鐵道 用 
品 費 第一 項鐵道 用品 費中臺 灣總督 府鐵道 部の 
支出に 係る 件 

右は 政府の 措置 穏當 を闕 くものと 認む 
第二 

大正 五 年度 歳入歳出 總斑算 歲入經 常 部 第一款 
租税 第一 項 地租 中空 知銳 務署に 於て 徵收不 足 
に屬 する 件、 第二 項 所得税 中 館 林 税務署、 東税 
務署 、唐 津税務 碧、 札幌 税務署、 長 崎 税務 碧 

龜戶稅 務署 、廐 橋 税務署‘ 直 方 税務署、 米 子 

銳務署 、高 崎 税務 碧、 品 川 税務聚 及 熊 本 税務 

署に 於て 徵收 不足に 扇す る もの 十四 件 •板 橋 

税務署、 神戶 税務署、* 戶税 務署 、兩 國橋税 

務署 ■■福 鳥 税務署、 長 崎 銳務署 及 橫濱 税務署 

に 於て 徵收 過に 屬 する もの 七 件， 横濱 税務署 

に 於て 收入濟 額に 編入せ さりし 件、 神 田橋税 

務署に 於いて 徵收に 至ら さりし 件、 第三 項營 

業税中 熊 本、 長 崎、 臼杵谷 税務 《 に 於て 徵收 

に 係る 件 神 田 橋 税務署 及 板 橋 税務署に 於て 徵 

收過に 躍す る もの 二 件、 東 税務署、 神 田橋税 

務罴 、鳥 取 税務署、 沼津 税務署 及 永代 橋 税務 


署に 於て 镦收不 足に® すろ もの 六 件、 第 四 項 
相 緵稅中 南 税務署に 於て徵 收不 足に 辱丁 る 件 
幸 橋 税務署の 徵收に 係る 件 
大正 五 年度 歳入歳出 總 決算 歳出 臨時 部 農 商務 
省 所管 第 四 款國有 林野 經營费 第二 項 事業 费中 
秋 田大林 區署の 支出に 係る もの 二 件 
大正 五 年度 歲入歲 出總 決算 歳出 臨時 部遞信 省 
所管 第 四 款營綣 費 第一 項 新營费 、第五 款 電話 
交換 擴張費 第二 項 事業 費 中遞信 省の 支出に 係 
る もの 二 件 

大正 五 年度 备 特別 會計 歳入歳出 決* 大藏省 所 
管 帝 國鐵道 資本 勘定 歳入 第二 款鐵道 用品 及エ 
作收入 第一 項 用品 及 工作 收入中 鐵道院 の徵收 
に 係る もの 二 件 

同上 收益 勘定 歳入 第一 款鐵道 作業 收入 第二 項 
雜收 入、 同上 資本 勘定 歳入 第一款 鐵道 資金 收 
入 第三 項雜收 入、 第二 款鐵道 用品 及 工作 收入 
第二 項 雜收入 中 鐵道院 の 徵收に 係る もの 三 件 
大正 五 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 決算 大蔵省 所 
管 朝鮮 總督府 歳出 經常部 第 四款聱 務費 第二项 
廳 費、 第 四 項 留置 人 費、 第五 項衞生 及 防疫 費 
中 朝鮮 總督 府警 務總監 部の 支出に 係る もの 三 
件 

大正 五 年度 各 特別 會計 歳入歳出 決算 大藏省 所 
管 豪 B 總督府 歳出 經常部 第 十六 款專賣 局 第三 
項 事業 費 •歳出 臨時 部 第二 款 事業 費 第五 項 新 
營費 中臺灣 總督府 專賣 局の 支出に 係る もの 二 
件 

臺 S 總督府 に 於て 倉庫業 經營の 委託を 名と し 
官有 財產の 無料 貸付を £4 したる 件 
大正 四 年度 歳入歳出 總 決算 歳入 經常部 第三 款 
官業 及 官有 財 產收入 第二 項 森林收 入 中 靑森大 
林 區署に 於て 徵收に 係る 件 
大正 四 年度 歳入歳出 總 決算 歳出 經常部 農 商務 
省 所管 第三 款森林 費 第 六 項 事業 費、 同上 歳出 
臨時 部 農 商務省 所管 第 四 款國有 林野 經營費 第 
二 項 事業 費 中 靑森大 林區碧 の茭 出に 係る もの 
二 件 

右は 政府に 對し將 来の 注意を 促す へき ものと 認む 
第三 

其の 他 異議な し 
右 及 報吿候 也 


■  ■八 九 八 _ 

大正 八 年 三月 二十四日 

決龙姿 a 長 

fr'I ls? 大卞  f js!: 吉 
贵 族院蓊 長 公 辟 Mi 川 家 速 K 
〔伯爵 大木 遠吉封 演啦に 登る J 
0 伯 Kf 大木 遠 吉封 決算の 御 報吿を 中 上げます、 決 
算 委員 © ほ® 重に. 港 鹩を霜 ねまして •谷 分科に 於い I 
て も、 それぞれ 愤 m に 器 議を 致しまして、 結局® t4 
會總會 に 於き まして 分科の 報 ft- 通りに 可決いた した 
る 次第で ございます、 其の 内容 c 一::をは 扣 いた 
さう と 思 ひます、 要するに 此 大正： . 71: 年度 G 決骆に 於 
きまして ほ、 會計 檢査院 の指师 事項が 傾め て少 かつ 
たのであります、 不當 決讖の 如き 決 讖に甩 りたる も 
の 一件 もな きことは 御 同慶の 至りで あると 思 ふので 
あります、 併ながら 政府の 措置 穏當 を闕 くものと 認 
むと 云 ふ 決_が ありました のが 四 件ありまして •そ 
れで 、それは 大藏省 所管の 中鐵 道 院の茭 出に 係る も 
の、 ITO じく 朝鮮 總督 府鐵道 局の茭 出に 係る もの、 ? S 
戀總 督府 ，臨時 a S! 總督府 工事 部 及 阿餱硗 南 兩廳の 
支出に 係る 件、 同じく 毫段 總督 府鐵道 部の 支出に 係 
る 件>  此典 件が 政府の 措置 觀當 を闕 くものと 認めた 
のであります、 それから 政府に 對し將 來の注 窓を 促 
すべき ものと 認めました 件が、 大正 五 年度 經常臨 時 
部 及 特別 會 計、 大正 四 年度の 經常 部、 之を 悉く K 合 
いたして、 總計が 五十 三 件 あつたので & ります、 多 
くは 徵税の 不足で あると 云 ふやうな ものが 多い ので 
あります、 是は 措置 穩當 を闕 くものと 認むと 云 ふ ® 
條を 適用す るには 及ばぬ と 認めまして、 將來の 注意 
を 促すべき ものと 認 むと 云 ふ 決 ^ に .!' II 成つ たる 次第 
であります、 其 他は 異議な し、 斯樣な 事に なつた の 
であります •要するに 此決算 の 御 報吿は 甚だ 從來の 
例に 徵 しまして 極めて 違法 事件が 少い と S ふ 事を 御 
報 fr する 事 ほ 甚だ 欣 幸の 次第であります、 而して 其 
違法 事件の あります る 所の 所管 ほ大藏 省、 農 商務省 
遞信省 •此 三省でありまして、 殘る 所の 内務、 外務 
司法、 陸海 軍、 文部 是だ けには 會計 檢査院 の指陴 事項 
が一 件 もなかつ たと 云 ふ 事 ほ 甚だ 良好なる 成辍で あ 
ると 申さねば ならぬ、 斯樣に 漸次 指彈事 項の 減る 兆 
候が あると 云 ふ 事を 膘きす 'して、 決算 委員 會は 甚だ 
之を 喜んだ 次第であります、 併ながら 未だ 俄に 喜ぶ 
ベから ざる 事が あるので あります 、唯々 是だ けを 見 
まする と 甚だ 良好なる 成 緩で あつたと 云 ふやうな 觀 j 


際 族贵# 嵆阈帝 回 一十 四 第 


-念が 起り ますが 退いて つらつら 此會計 檢査院 の 報告 

の內容 を 熟視す るに 至つて 甚だ 尙ほ容 易に 安心す ベ 
からざる 事が あると 云 ふ 事を 發 ^ したので ある、 そ 
れは文部にも多少ありますが、農商務にも多少 …… 
大いにあります、 其 他 諸 所に あります 、是 等は 會計 
檢商院 が 未だ 檢赉が 未了で あるが 故に 後に 繰 殘した 
のでありまして 其 中に も 別して 農 商務 宵 所管の 屮に 
於て、 製 鐵 所に 於て 二 千 四百 七十 M 11 と 云 ふ S 額の 
ものが 未了の 儘 殘つた 次第であります 、山 來製鎭 所 
の sn き ほ 天下に 於て 伏魔殿の 綽钙が ある 位で ありま 
して、 是が檢 也の 結果 ;' t 法 雄 件が なかつ たと 云 ふこ 
との 報吿を 得ましたならば 初めて 玆に 於て： g ろ M す 
べき 傾向で あると 云 ふこと を 言 ひ {I るで ありませ う 
が、 此大 いなる ものを 檢査 未了の ® 殘つた 次第で あ 
ります から、 未だ 俄に 成 緩 良好を 以て、 政府の 常 局 

を頌 する ことは m 来ない のであります、 右は 決算 委 

員 ^ に 於け る經 過の fa 要で. ありまして •其 詳« は會 

計檢丧 院の報 吿®: に 詳細に 規定して あります るから 

敢て冗 辯を 费さな いのであります、 fi} ほ 付加へ て 申 

h/ けます るが、 是 ほ 例年の 例であります るから 事 新 

らしく 申す まで もない ことであります が、 常に 決算 

の m 類の 提出が 政府の 故 S か 遇 然か 知らぬ が 例時 も 

後れて 闲 るので ある、 相 成るべく ば ll-fc 豫 :li£ を 豫算委 

H 會に 於て 密赉 をす る 時に 其 決算の 成績 如何と 云 ふ 

ことが 闻る 參考に m する もので あらう に、 悲しい 哉 

決® の提 s は 何時も 科 期 切迫の 時に 提出され るが 故 

に、 以て 孜算の 群 査の 參考の 料に 資する 能は ざるの 

は W だ 商 ^ である ■殊に €r 期は 切迫して 法案の 頻出 

する 時に 於て斯 梯な ものを W される と 云 ふこと {X 藍 

し 故® では あるまい が 甚だ 以て闲 る 次第で あるから 

以來平 く 提出を する やうに と 云 ふこと を 委員 會に於 

きまして li 當 局に 請求し ました 所が、 其 席に 高 橋大 

藏 大臣が 列席して 居られまして ，以来 必ず 斯_ に 致 

さう と 明言せられ たのであります •併ながら 之を 私 

も 初めての ことであります から、 r 例を 能く JS 調べ 

て 見ました 所が、 昨年の 決算 委 员會 に 於ても 同摞な 

希 !?! が (11 たのであります •之に 對 しても 高 橋 大藏大 

臣が答 へられた やうな のと 殆ど 符節を 合する が 如き 

簡棋 に 其 同意を 表示され て 居る ので、 然るに も拘ら 

ず 年々 歳々 同一の 希薄を 繰返し、 同一なる 答 辯に 接 

すると 云 ふことは！ E る ia 憾に堪 へない 次第で ありま 

する から、 本年 以後は 必ず 辟 密に此 然諾を ® んずる 


ことを lit 席に 於て 深く® 荜する 次第であります •斯 
摞な 次第でありまして、 委 は 愼 寅冻 誠の 結果 右 
御 報 ^ 申 上げました る 所の、 fl 當を闕 くもの なりと 
認むと 云 ふ it •か 四つ、 其 他 五十 三 件に 對し て警吿 を 
發した のみで 後は 全部與 戬. -rj: しと 云 ふこと で 委員 會 
ほ 可決した 次第であります、 右 御 報传 いたします。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 本院 規則 第五 十二 條の但 
書に te りまして 會 謎の 時間の 延長を 宦传 いたします 
別に 御 ^ 言 もない やぅで ございます から 採決いた し 
ます、 決算 委員長の 報传に 同意の 諸君の 起立を 請 ひ 
ます。 

起立 者  多數 

〇篛 長 C 公爵 德川 家達愁 〕 過半數 と 謎め ます。 

〇 侯爵 細 川 獲 立君此 際識事 日程を 追加され まして 
仍地法 案の 特別委 M 會の經 過 並に 結果を 御 報告いた 
したいと 存じます。 

〇子辟 八條睦 正 - 2J- 賛成。 

〔其 他 I 寶 成」 と 呼 ふ 若 あり〕 
0議長(公辟德川家達封〕此際讅事日程を變更せら 
れ まして-借地 法案の 第 i 會の續 を 開く ことに 御 
異存 ございませぬ か" 

f 「異 謎な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 辟 德川家 達 君：} 御異 II I ない と 認めます 付 
ては 特別 委員長の 報吿を 求めます。 

借地 法案 

右 否決す へき ものな りと 篛決 せり 依て 及 報吿候 也 
大正 八 年 三月 二 十六 日 

右 特別 委員長 

侯昭細 川 護立 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
t 侯鸪細 m 護立 君 演稱に 登る〕 

〇 侯爵 細 川 護立 君 借地 法案 特別委 員# の 經過並 に 

結果を 此際 簡單に 御報吿 いたします、 旣に 明治 四十 

一年 三月 七日 衆議院 SI 員 磯部 四郞君 外 何 名ょ 〇此借 

地に 關 します る 法律を 提 m されまして 以来 借地 案の 

歷史は 實に 長いので ございます、 今年に 入りまして 

提出され ました 借地 法案に 至りまして 實に七 间と云 

ふこと でございます、 本案 提出の 理由は 先き に 司法 

次官が 此席に 於て 述べられました 如く  •尙ほ 委員 會 

に 於ても 詳細 承は つたので ございます、 而 して 委員 

會の速 記 錄も旣 に 七 回までは 過 R 柳 澤伯爵 の 御 質問 

に 私は 御 答へ して H きました 如く 出 來 ましたので、 


諸君 も 御熟讀 のこと、 存じます るから、 玆に 其說明 
と H 問に 付きまして (3: 全部 省略を 致します、 其 後の 
委 a 會に 於き まする 質 間 應苔も 内容に 於て はさした 
る變 りは ない ので ございます、 十數 回の 委負會 を經 
まして 今日 午後 二 時 頃に 至りまして 初めて 討鶸に 人 
つたので ございます、 へ/討議の 内容を 極く 簡單に 御 
?p 介を 致します 討議に 人り まして 1 ® 員より 此法案 
の數 箇條 に付きまして 甚だ 不完全： であると 云 ふやぅ 
な 意味を 列 擧 されまして 述べられた のであります が 
是は 委員長に 於き ましても 聽収 り @ きこと も ござい 
ましたから、 此點に 於て は 御 質問に 依つ ては、 或は 
其 姿 M より 御說 明が あつた 方が 宜いと 存じます から 
省略いた します ■次に 或る 一 委員より 否決の 意見が 
出た のであります、 其 意見を 玆に申 上げます、 政府 
に 於て 再 門 家に 依つて 調査に 調査を 加へ て 制定され 
た i 自稱 する 此法律 案 IX 大 體 に 於て は lit 法律を 設け 
ると 云 ふ 必要は 認める ので ある、 併し 十 S： 回の 委員 
會 に 於け る 質問 應答の 結果 外の 委員の 意 W ほ 知らな 
いので あるけれ ども •此 法案に 付て ほ 同意し 兼ねる 
と 云ふ翅 に 於て は 一致して 居る だら ぅと 云 ふこと ほ 
自分は 信じる のであります， 故に 是は 一先づ 否決し 
て 更に 當 局に 於て 委員の 1? 葉を 參照 され 修正され て 
更 めて 提 3 せられん ことを 箝望 する • «: 族 院に 於て 
之を 修 JH する ことが 出來ぬ と 云 ふこと ではない けれ 
ども， 此法 案の 如き (X 谷地 方 地方の 習 M を 重んじな 
けれ ぱなら ぬ •それが 爲に 政府 !- i f'.} ほ 其 習慣に 付て 
は 不十分なる 収調で あると 云 ふこと であります るか 
ら是等 も 十分に 調査され て、 政府より 提出され たの 
が 然るべきで あると 云 ふ 意見であります、 之には 政 
府に 於て ほ ffl 當の取 調瞵關 も あり 便宂で も あるから 
政府から 之を提 tli された 方が S: いと 云 ふ 意味で 否決 
の 意見を 述べられた のであります ' 次に 或る 一 委員 
も大膛 に 於て 其 意味に 同意す る、 それが 爲に 自分は 
否決の 意見を 述べる と 云 ふこと であります、 次に 或 
る委 も大體 に 於て ほ 前の 委 M の 諸君と 意見 も 一致 
して 居る， 理由を 簡單に 言へ ば、 第一に 此法律 案は 一 
勅令を 以て 其 施行す る 地 M を 定める と 書いて あるに 
拘らず 、政府は 確信を 以て 此法陆 を 施行す る 場所は 
東京に 限る と 云 ふやうな 答 辯を 得た ので ある. 而し 
て 其 他の 地區ほ 是 より 調査を して 何處に 施行すべき 
かを 決する と 云 ふやうな ことで、 是等 (3: 實に 甚だ 不 
完全で あると 云 ふやうな 意味で ありました、 それが 


爲に 再調査を 必要と すると 云 ふ 意見で ありました、 
第二點ほ凡そ斯かるものは立法政策を定めて之に甚 
いて 法案を 作る のが 順序で ある、 然るに 政府は 其 ®' 
序を 誤つ て 居る かの 如き 感じが する ので ある、 而し 
て此 -7JC 案を 立法の 趣旨 •目標 等が 甚だ 不明確で ある 
と 云 ふので あります、 第三 點に 於き ましては 此法文 
に 於て は 現在の 習慣と 異つた 所が ある、 又斯の 如く 
決する としても •種々 公平を 失する と認 むる やうな 
場合 も あると 思 ふと 云 ふので あります •第 四點は 民 
法との 關 係に 於て 此 法文の 意義が 明なら ず、 a つ 疑 
點も 多い と 云 ふので あります、 此四點 を 列 擧され ま 
して 其 委員 も 亦 否決の 意見を 提出され たので ありま 
す、 次に 或る 委 M は旣 に十數 回の 委 ® 會を 重ねて 大 
體に 於て tt 法案が 委員 會に 於て 徽迎 されて 居らぬ と 
云 ふことは 分 も 知つ て 居る， 而 して 委員の 說を聽 
くのに 此 法案は 池 主の 方から 見ても 借地 人の 方から 
見ても， 不完全と 見える と 云 ふこと を 承つ て 居る、 
凡そ 法 S を 作る のに 當 つて 何れの ® に 偏す る も 不可 
である， 兩方 所謂 借 池 人と 地主の 一;; 方の 利益を 保護 
する の耍は 疑を 容れぬ ので ある、 而 して 今日の 場合 
に 於て 相當の 程度に 於て 池. : J- と 借地 八の 利益を 如何 
にして 調和す るかが 問題で ある" 而 して * n 何に して 
調和す るかは •斯の 如き 法津に 依る ょり 外は 致し方 
がない と 思 ふ* 而して n 分 (i 此意 M を 決める には： Jii 
に 政府の 意見を 聽い て此 意見を 決めたい と 云 ふ 趣意 
であ 〇 ます、 茲に 於て 鈴 木 次官が 立つて 政府の 意見 
を 述べられた のであります 、政府の 意見は 今日まで 
質問を： M ねた 外 …… 其 W 問の 中に 於て 一二 意見を 敢 
つた けれども 參考 とすべき 意見の 多くは e かないの 
である， 旣に 政府に 於て 之を 提出した 場合に 於て ほ 
政府 ほ 完全と 思つ たが 故に 之を 提出した ので ある、 
併ながら 之を 全然 修正す る餘地 がない とは 自分は 唯 
今考 へて 居らぬ、 今日の 形勢に 於て 此 委員 會に 於て 
此法 案が S 決される と 云 ふこと ±r 贵族院 が 或は 法 
律 其ん のが 必要がない として 否決した ので あると 云 
ふこと を 世間から 思は れて も， 自分 共 も 甚だ jfi 憾に 
感ずる と 云 ふやうな 意見であります ，而 して 今日に 
於ても 尙ほ 諸君の 意兕 を聽 いて 之を 修正す る ことが 
出来れば 幸で あると 云 ふやうな 意見を 1® いたので あ 
ります、 それが 爲に 或る 一 委員は 懇談 的に、 然らぱ 
旣に 政府 もさう 云 ふやうな 意兑で あるなら ば. 之を 
撤回して 更に 修正を 加へ て 次の 議會に 提出す るな り 
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司法 代 li'f 人 法案 第一 劄铃 の la 
左様いた されて Ij 如何で あるかと 云 ふやうな ことで 
ありました が、 政府 8 員 ほ 今日の 場合 撤回す る こと 
ほ 得ない、 是 は 爲し得 ない と 云 ふ 答であります、 其 
次に 或る 一委 a は 旣に此 精神に 反對 して 居る ので ほ 
ない、 併し 今日の 場合 之を 此 所謂 梶 m します るが 
如き ほ 斷じ て収る 所でない、 是ほ 宜しく 今 延期の 意 
味に 於いて 否決す ると 云 ふこと が ir> も 適當と 思 ふと 
云 ふやうな 意見であります、 尙ほ I 委員ょり 是は此 
法文 {3; 多少 法文 i 多き に 過ぎは しない か， 是等を 制 
定 される 場合に 於て it 谷地 方の 習 憤を も參 酌せられ 
て而 して 法文 も少 く ' L て 明なる 法律を 提出 されん こ 
とを 希 si すると 云 ふやうな 意味であります、 甚だ 多 
い® 見であります るが、 是 等の 所謂 否決 論者の 大 體 
の 意見を 総合いた して 申し ますれば 本案の 如き 地主 

及 借地 人の 關係を 規定し 其權利 義務を 明に する 法律 

の 制定の 必要なる ことほ 委員 悉く 之を 認めて 居る と 

申しても 過ちない と 信じる のであります、 唯 此法案 

に 於き まして ほ 幾度 か 質問 應 答を 重ねまして、 或は 

懇談 的に 常 局の 意見を 聽き ました けれども、 尙ほ煩 

維であって 難解の 點 が 數點 あるので あります、 而し 

て此 法文を 一度 修 ：止 すると 云 ふこと になり ますれば 

此法案 を 全' 部を 根抵 から 淠 して 更に 立案し なければ 

ならぬ と 云 ふ 結果に 陷 ります、 尙ほ 一二 箇條を 修正 

するとなる と、 其爲め 全部が 減 却す ると 云 ふやうな 

賻が あるので あります、 故に 政府に 於て は 種々 の 調 

査機關 も あり、 更に 地方の 習慣 其 他に 於て 十分に 調 

茶を 盡され て審 鹩 された 結果、 新に 然るべき 法案を 

提出せられ むこと を 望む と 云 ふ 意味に 於て は、 否決 

論者は 一致して 居る と考 へる のであります、 採決の 

結果は 原案 赞成 者は 一人で ありました、 而 して 本案 

は 否決せられ たのであります， 尙ほ 詳しい ことの 御 

質問に 於き ましては ni 來るだ け 御 答を する 積り であ 

ります が、 全部 速記 錄にあ ると 申しても 過言で ない 

と 存じます* 此段 ffl 報 f; 申 上げます。 

〇 議長 (公 椅 徳川家 達 君 d 本案の 第二 if 會を 開く ベ 

しとす る 諸君の rc 立を 請 ひます。 

起立 者  少數 

〇餓長 (公 擗德川 家 達 君) 少數と 認めます、 故に 本 

案 ほ 否決せられ ました。 

〇 伯爵 柳 原義 光 君此際 日程を 變更せ られ まして、 

司法 代 軎人 法案を 上 ぼせられ ん事を 箱 望いた します 

〇 子爵 八 條蝰正 君 賛成。 


〇涟長 C 公 擗德川 家 達 君) il 事 日程を @ 更せ られま 
して、 此際 司法 代 雷 人 法案の 第一 讀會 の續を 開く こ 
とに 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

〇 菝 長 C 公爵 德川家 達 君： >  御 異議ない と 認めます、 
付て は …… 

〔伯爵 柳 原義 光君發 言の 許可を 求む〕 

W く 御 待ちを 願 ひます、 付て ほ 特別 委員長の 報告を 
求めます、 柳 原 伯爵。 

司法 代書人 法案 

右 可決す へき ものな りと 翳 決せり 依て 及 報告 候 也 
.大正 八 年 三月 二十 六日 

右 特別 委員長 

伯爵 柳 原義 光 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
r 伯爵 柳 原義 光 君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 柳 原義 光 君簡黾 に 司法 代書人 法案の 委員 會 
の 經過及 結果を 御 報吿申 上げます、 此案は 諸君 も 御 
存じの 如く 衆議院 提出の 案で あるので あります、 そ 
れで 最初 此案が 議場に 翳 題と なつて 現 はれました 時 
に、 政府 委 M は 出席して 1 £ られた にも拘らず、 此案 
に 向つ て、 勿 論議 M の 諸君の 中から 政府の 意見を 質 
される 所の 御 質問 ほな かつた のであります が" 政府 
が 進んで 此 案に 對して 何等 意見を 申 述べられな かつ 
たのであります、 其 後 議長から 委員に 私が 指名を 受 
けまして、 それで、 正副 委員長の 選 擧を其 後 行つ た 
のであります， 併ながら 右 申 上げました 如く 初めて 
此案が 議題と して 當 _ 場に 現は れま した 時に、 政府 
ほ 何等 此 案に 熱心で ある やうな、 此 案に 賛成で ある 
やうな 意見が なかつ. たもので あります から- 是は會 

期 切迫の 折からで も あるので 餘り政 府 ほ 此 案を 熟 心 

に 賛成せられ るので はない と 云 ふ 位に 私 ほ 考 へて 居 

つて •決して 怠慢で も 何でもな かつた のであります 

が 右樣な 理由に 法つて 今日まで 唯 正副 委員長の 選擧 

だけ 行つ て、 其 他 會議は 開かな かつた のであります 

然る 所 政府の 方から 此 案には 全然 同意を する ので あ 

るから、 會期切 迫の 今日であります けれども、 此案 

は 內容は 極めて 良い ので あるから して、 どうぞ 會議 

を 開いて 見て 吳れ ろと 云 ふ 希望が 實は あつたの であ 

ります、 今日 此 希望に 基き まして， それなら ぱ 開か 

うと 申して 此會 _ を 今. 日 午後に 至りまして 開いた 次 

第で あるので あります、 それで 唯今此 案の ことを 申 


上げる 前に 前後 ほす るので あります る •か、 |隈 政府 
に 私 ほ 將來 のこと に 向つて 注意して 置きたい と 思 ふ 
のであります、 それは 唯今 同僚で ある 所の 大木 伯 tfi 
が大聲 Bt 呼して 高 橋 大藏大 Ki に 言 ほれた 如き ことで 
はない のであります が、 私の みならず 柳渾 伯爵の 如 
き •常に 衆議院 提出の 案に 向つて ほ 成るべく ほ 政府 
が 賛否 何れ かの 意見を， 吾々 の爲 に參 考に扣 成る も 
ので あるから 述べて 吳れと 云 ふ 希望は 何時でも 申述 
ベて 居られる のであります. 殊に 賛成を 表せら る V 
案で あつたなら ば、 衆議院の 提出 案な りと 雖も斯 く 
の 理由で あるが 故に 賛成を 表する と 云 ふ 事を 言 
はれて、 さう して 滿 場の 諸君に 其 意義を 徹底せ しむ 
るの が、 是が當 然の 事で あらう と 思 ふので あります 
又 さう であつ たなら ぱ 今日の 如き 誤は 無かつた ので 
あります が、 前 申 上げました 如く 政府が 餘り御 熟 心 
でない と 思つ た爲 に、 會期 切迫の 折から わざ <委 
員會を 開く にも 當らぬ と 思つて、 委員 會の 會議を 開 
かなつ たのであります が‘ 政府 ii 非常に 禅： 成で ある 
と 云 ふこと であつ たのであります、 將來は 成るべく 
.政府 委員は 衆議院 提出の 案と 雖も 、賛否の 意見の 在 
る 所は 憲政 上の 德義 として 成るべくは 述べて® きた 
いもので あると 云 ふ 事は、 痛切に 此點に 於て 感じ ま 
する が 故に 司法 次官 一 人と 云 ふので はない ので ある 
政府 當局 者に 向つ て、 もう 少し 衆議院の 案に 向つ て 
親切に 賛否 何れ か 意見の 在る 所を 此鄹 場に 於て 表明 
して 戳き たいと 云 ふこと を 切望して 止まぬ ので あり 
ます、 此 案の 內容は 要するに 年々 請願と して 當院に 
も 現け れて來 るので ありまして、 司法 代書 入に 關す 
る 所の 法規を 定めて 吳れ ろと 云 ふ 請願 も 始終 現 はれ 
て來 るので ありまして， 當院に 於ても 是は探 揺して 
居つ たのであります、 で 又 政府 當 局の 意見 も鹧き ま 
した 所が、 政府 も 何とかして 此 司法 代書人の 取締を 
したいと 云 ふ 希望は 持つ て 居られた もの ださう であ 
ります、 それで 衆 _院で 初めて 此 案を 提出に 相 成り 
ました 時には 此內容 とは 少しく 異 りまして 恰も 辯 11 
士 法に 依つて 辯 _士 を 支配す るが 如き 法 » の もので 
あつた さう であります、 併ながら 政府は 其 儘では 之 
を 賛成し なかつ たのであります、 段々 懇談を 重ね ま 
した 結果、 此 修正すべき 所を 指摘して さう して 極め 
て此時 弊を 救 ふに 足る だけの ものに 衆議院に 於て 修 
正を 加へ て さう して 可決を して 現は れて來 たのが 此 
司法 代書人 法で あるので あります >  それで 唯今の 所 
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で ほ 代； £ 人と 申します 者は、 璁 て } {i M では 纪：玟 技の 
管輅で 之を 取締り、 其 他は 地方 官廳に 於て 相 常に 取 
締を して 居る ものである さう であります、 仲ながら 
此案に法りまして、司 51;- 代9:\0制を记めまして_ 
裁判所に 13 する 所の 司法 代 i'f \ <t 持に 司 i>c 代 ,1} \ L»C 
に 依つて 司法 省に 於て、 是の驭 締を すると 一 K .;. こと 
にしたい と 云 ふの が* lit 案を 提 S した 嵇 5 で ?. : つ 5 
うであります、 それで 段々 政府 當 局に ^ ねて 見 まし 
た 所が、 代書人に ほ 中々 咚軎が 多い ので あ 〇 まして 
時と 致します ると、 職務 上の 祕密を 混® したりなん 
かして、 油に 之を JI--C 締する こと •か 必耍な こと、 思 ふ 
のであります けれども、 前 中す 如く 總て是 は 束 ) A- に 
於て は 镂視廳  '地方に 於て は til! 方 長官に 於て.：， I を 収 
締を して 居る もので あ〇 ますが 故に、 地方 官憲と し 
て 之を 取締る ことほ 出 來な かつた ので 誠に 不便を 感 
じて 居つ たのであります が、 此案が 幸に して 成立す 
れば 之れ を 司法 代書人 だけは 収締る ことが 出 來るの 
で 誠に 都合が 好い と 云 ふ 司法 次官の 意見であつた の 
であります、 それで 父 內務 省の 側の 意見を 靜ね る必 
要が あります ので、 特に 弊 保 局長の 出席を 求め まし 
て 尋ねました 所が、 啓 保 局長に 於ても 此 案の 内容に 
は 同意を 表せられた のでありまして、 即ち 簡 m な 是 
だけの 條 文の 法律案では あります が、 是が 1$ 施 出來 
ますれば 相當に 取締り 得る 所の 効果は 確かに あると 
云 ふ 政府の 言明を 得た 次第でありまして、 採決の 結 
果全會 一致を 以て 之を SJ 決いた したので あります ► 
此 段簡 B に 御 報道を 致して 置きます、 尙ほ 詳細なる 
ことは 若し 御 質問が ございま すれば、 政府 委員に 詳 
しく 御 ■あらむ ことを 希望 致します。 

〔發 言の 許可を 求む る 者 あり〕 

0 翻 長 (公 Kf 徳川家 達 君) 唯今 柳 原 特別委 員 長が 司 
法代書人法案の特別秀員會の經過、結果を報忤する 
に當 つて •政府 提出 案に あらざる ものに 對 して 政府 
より 政府の 意見を 申 述べた と 云 ふこと を 御， M1 述べに 
なりました が、 是は 特別委 員 會の經 過、 結果には 何 
等 1!- 係の ない こと、 考 へます から、 將來 委員 會の綁 
過， 結果の 御 報吿の 際には 左樣な こと. V 御 陳述に 相 
成らぬ ことが {凡から うかと M ひます。 

1 :發 言の 許可を 求む る 者 あり〕 

而して 政府の 熟 心の 有無に 付て 委員 fr を 開く と：： ムふ 
ことは 成るべく 貴族院で ほ 避けられむ ことを 留みま 
す。 
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〇 伯爵 柳 ! 5( 義光君 私と しては 此案 に對 して 政府が 
熟 心で あつたなら ば 熟 心で ある だけ 賛成の 意思を 表 
せられた が 便宜で あると 考へ ましたから、 今 申し ま 
したので あります が、 其 以上は 谷々 の见る 所に te つ 
て 然るべき こと、 存じます。 

o_ 長 (公爵 徳川家 達 君〕 謎 長が 申しました のは、 
司法 代 » 入 法案の 特別 委員長の K 格に あらず して、 
御 自席で 其 御說を 述べになる ことは 一向 差 支ない こ 
と i 考へ ます。 

0 谷 森 B 男 君 本案には て 政府 委 0 :に質 問いた した 
う 存じます、 本案に 付て 是が可 決になります れぱ、 
_ 今委 M 長の 御報传 に ffi つて 相當 の収締 ほす ると 云 
ふ 御 說明で あつた やうに 承りました が、 此司法 代書 
人の 取締と 云 ふことは 餘程む づ かしい こと C あらう 

と考 へます、 是は もう 代 ff 人の あります ことほ 誠に 

何 利で あ 〇 ます >  併 ながら それになる 人の 人格の 問 

題と 云 ふ ものが 餘ほど 必要の 問題で あらう と考 へる 

のであります、 其设に 付て it 十分 政府に 於て 収締を 

なさる ことで ありませ うが* 動 4 すると 是は 甚だ 悪 

い 弊 再を 生じて 辯 1® 士にあ らざる 所の 昔 H-I した 三百 

的 代言と 云 ふこと になり はしない かと 云 ふ邨を 私は 

甚だ 恐れる のであります、 其！； s の収締 は 十分 御 m 來 

になる こと、 信じます が、 一應其 邊 の御考 をち よつ 

と 伺つ て S きたいと rr: じます。 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三郞对 沏攢に 登る〕 

〇 政府 委員 (鈴 木 喜 三郞君 〕 御 答へ 申 上げます、 唯 

今 御 質問 中に も ございました る 通り、 從來の 制度で 

あります と 云 ふと， -111: に 所謂 三百代言 的と 云 ふやう 

な もの、 収締ほ K 際出来ない、 今日 府縣若 くは* 視 

骹 に 法つ て 調 可を 受けて 居ります、 所の 代 » 入が 代 

S? の ?} f 務を胬 む 傍らに、 所謂 人民を 唆 かして 訴訟を 

提起せ しめる とか、 或は 自分の 依 賴を受 けたる 所の 

斟件の內界を柑手方に密街するとか云ふやうなこと 

の 多々 弊害が あるので あります、 所が 今日の 監督 關 

係に 於き まして、 栽 判 所に 於いて ほ 奈何に せむ-之 

に 向つて 何等の 訓戒、 何等の 韜責を も 加 ふること が 

出 來な いので. 本 法に te りまして 其 監督 等 も 十分 出 

來 やうと 思 ひます， 從 つて 代 f} 人の！ I 可を 與へ ます 

るに 付きまして は 十分 其 人の忭 格 •技能 等を 調査い 

たしまして 辟 密に認 許を 與 へる 考 でございます。 

〇 諸 長 C 公 W 德川家 達 君〕 兒 3t 伯 Iff は 喵今 議長が… 

何 か 御發 言に なりたい . 


〇伯擗 兒玉秀 雄 君もぅ _ 長の 先程の 御說 明で 了解 
いたしました。 

0 IS 長 C 公 辟 德川家 達 君〕 本案の 第二 讀會を 開く に 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「 異誘な し」 と 呼ふ老 あり〕 

C 議長 (公爵 德川家 達 討〕 御異 誘ない と 13 めます。 
0 伯爵 柳 原 a 光 君 商ち に 第二 s 會を 開かれむ こと 
と 朝 -^. ます J 

〇伯搿 松 平 賴； 一 君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o r4 長 (公辟德川家建 ?',- )遛ちに本案の第二讀會を 
開いて 街與存 ございませぬ か。 

〔「異 誘な し」 と. 呼 ふ 若 あり〕 

〇謅長 (公昭； ^川.：冬 ;-: /',' ,-御異議ないと認めます。 
〇識吳 (公辟德川家達君〕笫|條ょり終り迄を問題 
に 供し ます …… 原案に 御 異存 ございませぬ か。 

t 「異認 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇譎長 C 公® 徳川家 達 君〕 御異籤 ない と 認めます。 
〇 伯 邸 柳 原義 光 君 商ち に 第！ 一; ® 會 を 開かれむ こと 
を 望みます。 

〇子樹 束 坊城德 長 君 賛成』 

0 山 脇玄君 賛成。 

〔其 他 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (公爵 德川家 達 君〕 商ち に 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔■'異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕. 
o_ 長 C 公爵 德川家 達 君〕 御異_ ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第二 _ 會 決議 通りで 御異 
存ご ざい ませぬ か。 

C 「異 謬な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇諉长 C 公 财德川 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇 議長 (公® 德川家 達 君〕 農工 銀行 法 中 改正 法律案 

衆 ■院提 W、 第一 SI 科の 續 、委員長 報吿 ，片桐 子爵 

農工 铒行法 中 改正 法律案 

泊 nj 決すへ きものな りと SI 決せり 依て 及 報告 候 也 

大正 八 年 三月 11 十四日 

右 特別 委員長 

子爵 片桐 貞央 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

〔子爵 片桐 貞央君 演壇に 登る〕 

〇 子 辟片桐 S 央君唯 今 議題に 上って 居ります る 農 

H 銀行 法屮改 正 法 01 案の 委員 ir の經過 並に 結果を 簡 


單 に 御 報 吿中 上げます、 委員 會は 一昨 二 十四日 開き 
まして ^ 謎の 結果、 全會 一致を 以ち まして 可決いた 
しました 次第で ございます、 本案 <x 衆 _院绘 付 案で 
ございまして-政府に 於 かれましても 之に對 して 同 
意を されて 居る ので ございます、 本案の 大體の 要旨 
を簡 ® に 申 上げます れば 、小農 H 業者に 對 しまして 
資金の 贷付を 致し、 共 融通を 便利なら しめて 斯業の 
開發 、發展 を 益々 一一りたい と 云 ふので ございます、 
即ち 改正案は 第 六條 •第 五條に 於き まして 二十 人以 
上の 農業 者、 又は 工業 若 か 連帶 責任者を 集めまして 
借 入を 要求いた しました 場合に 於き ましては、 其 信 
用の 確 實 なる 者に 對 しまして は 定期 償還を 定め まし 
て、 それに 貸付を 致す ことにな つて 居る ので ござい 
ますが、 此二十 人 以上の 人を 集めます と 云 ふことは 
實際に 於て 困雜な るの みならず、 且又 信用 ある 者の 
みを 二十 入 集める と 云 ふことは 闲雖な ことで ありま 
して、 却つ て それが 爲に法 の 精神を 誤る やうな こと 
が往 々ございます ので •今 W は 十 人と 致しまして、 
却つ て 信用の ある 者を 集めまして， 確 實に其 資金の 
融通を 圖るや うにしたい と 云 ふので ございます、 又 
他の 一つ ! 3: 据置 年限の ことに 付て で ございまして、 
第 十三 條に 於き まして、 据置 年限を 一年 以上 五年以 
內と 定めて ございます が、 今回 ほそれを 五 年 以內と 
致しまして、 又 倩務 者の 資力に 應じ まして、 据置年 
限の 短縮、 又は 廢 止を 希望いた しました 場合には • 
其 意思に 任せまして 据 K 年限を 廢 止し、 又は 短縮い 
たしたい と 云 ふので あります、 尙ほ 又® 還 据置を 新 
に 設けまして、 それは 天災 地變 ■其 他 避く ベから ざ 
る 事故の 起り ました 場合に 於き まして、 債務 奢が 其 
資金を 返還す るのに 困 雑を 生ずる 場合が ございます 
ので、 それに 對 しまして •向更 ら椐阇 年限を 五箇 年 
以內に 於て 据置 年限を 置きたい と 云 ふので ございま 
す、 ¢1-. 實 例を 申し ますれば 、例の II 島 一件が 基に な 
りまして •斯う 云 ふ 案が 起つ たの ださう であります 
大體の 要旨は 唯今 申 上げます やうな 事情で ございま 
して、 委員 會に 於き ま L ては 二三の 質問が ございま 
した、 簡 W に 其 要旨を 申 上げます れぱ ，沂來 農 H 銀 
行の維持が«_のやうである"爲に勸業銀行と合併 
の 問題 も 起つ て 居る やうで あるが、 それに 對 して 政 
府は如 何に 考へて 居る かと 云 ふ 事であります、 政府 
は それに 對 して、 目下 調査 中で ございます ので. 具 
體的 にどう と 云 ふ 御 返答は 出来ない と 云 ふ 答 辯で ご 


ざいました •又 其 他勸業 銀行と 農工 銀行の 貸付に 對 
する 步 合の 差違は 如何、 又 農工 銀行の 現在の 資金は 
どの位で あるかと 云 ふ數字 上の 御 質問が 二 三 ござい 
ましたが、 是は數 字 上の ことに 渉ります から 玆では 
省きます* 以上 申 上げました やうな 次第で ありまし 
て 委負會 は 全會 一致を 以 ちまして、 原案を 可決いた 
しました 次第であります* 此段御 報吿申 上げます。 
0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 小 野 田 元 溯 

〔伯爵 大木 遠吉 君發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君) 小 野 田 君に 發 言を 許し ま 
したから >  骋 く 御 待ちを 馘 ひます。 

〔小 野 田 元 卿 I 君 演壇に 登る〕 

〇 小 野 田 元 酒 H 唯今 委員長ょ 〇 御報吿 になり まし 
た 農工 銀行 改正案に 賛成を 致します ので ございます 
賛成す ると 同時に 二つの 希望を 述べたい と 存じます 
今日の 場合斯 くの 如く 述べる ことは 甚だ 遺憾と 存じ 
ます けれども、 過日 兩院を 通過いた しました る 所の 
開懇助 成 法が 近日 公布になる ことと 考へ ます •是が 
公布になります と， どうしても 此希 望を 述べて 置か 
なければ ならぬ と 云 ふこと を考 へました が爲に 
く靜 lii を 煩は したいと 思 ひます、 其 二つ と 5 すのは 
此農 H 銀行の ことは 申 上げる まで もな く、 一一 i 十 年に 
創立に なりまして、 fl か 一二 縣を 除く の 外は 三十 年 
に 削 立に なつた ことと 記憶いた して 居ります 、爾来 
其 株の 三分の I は府縣 知事の 持 株に なつた ので あり 
ます •其 趣旨 ほ 申 上げる まで もない、 一縣に 一つ 設 
けまして‘ 地方の 農業 工業の 題 達を 岡る と 云 ふ 御® 
意に 過ぎない やうに 存じます、 其 S に、 當初は 十 年 
間と 云 ふ ものは 補助 法に 依りまして •府縣 知 W の 配 
當は 致さな かつた、 其 十 年間と 云 ふ ものは 農工 銀行 
に 交付して、 府縣 知事 以外の 株主に 皆 配 當 して 仕舞 
つた、 語を 換 へて 申します れば ，數多 銀行が ある 中 
で、 農 H 銀行の 株主に 限つ て阈 庫から 補助を 受けた 
と g ふこと になる、 然るに 尙ほ五 年間の 配當の 延期 
を 請求して、 矢張り 引 ffl いて 其 府縣知 事に 株主 配當 
をせ ずに、 農工 銀行の 株主に 配當 して 居る‘ 尙ほ五 
年間 延期を 願 ふた •今度は 補助 法を 改正いた しまし 
て Q1 あとの 五 年間は 農工 銀行の £ 備 金に 入れる と 云 
ふ j とに なつた、 其 金を 通計いた します と、 千 百 何 
萬と 云 ふ 金になります’ それは 現金 だけを 通算した 
ので 若し 之に 半期 毎 利子を 加へ ましたなら ば， 餘程 
多額の 金になります、 さう 云 ふやう に 農工 銀行と 云 
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運行 鍥 l?f 法 中 改正 法； &衮第 一贺旮 の m 
ふものは恩典を蒙つて居るにも拘らず-笸ヂ銀行と 
農 H 銀行と 協定の 上に §. 弟 銀行と 云 ふ もの ほ 三 萬 E1 
以上でなけれぱ贷付をしない、三萬圓以下 |3: 農丁：銀 
行から 借りん ければ ならぬ、 其 k に 例へ ば 農工 銀行 
では 八 朱、 ? a 菜 ^ 行では ■現に .H 分 等 大株 主の 
時分に、 同じ縣 の 地域の 耕地整理を 爲す 場合に も， 

三 萬 111 以下の 耕 )111 整理の 場所は 八 朱の 金を 借りて， 
それ以上の 所 ほ の 金を 借りて 仕事を したと 云 ふ 
事に なつて 居る^ 二十 年間 斯 くの 如き 所の 恩典を 蒙 
つて 唐つた のでありまして、 二十 年經 つて 初めて 府 
縣に 交付す る ことにな つた •其 交付し ました 所の 金 
がちょ つと 記憶いた しては 居り ませぬ やぅです が、 
大分 大きな 金が 今日 府縣に 入つて 居ります ので あり 
幸す， 七十 二 萬 圓と iK ふ ものが 今度 府縣 の歲 入に な 

つた、 其 歳入は 一般 會 計に 人れ て 使つ て參 ります、 

さぅ 云 ふこと になつ て 居ります ので ございまして， 

二十 年間此 保護を 受けた のであります から 最早 農工 

銀行と 勸業 銀行の 貸付の 制限 もな く、 又 利子 も勸業 

銀行 同！！ に 農工 銀行 {3: 貸付け て 居る ものと 自分は 考 

へて 居りました が 故に、 過日 委員 會に 於き まして 聞 

きました 所が、 ^ 張り 依然として 三 萬圓以 卜； は勸業 

銀行、 一一; 萬圓 以下は 農 H 銀行と 云 ふこと になつて 居 

る、 此 度開懇 助成 法案は 政府から 六 朱の 利子を 與へ 

て 開 II を獎勵 される と 云 ふに 拘らず 、尙ほ 農 H 銀行 

から 借りる 金が 高い と 云 ふこと ほ 甚だ 宜しく ある ま 

いと 思 ひます から、 第一の 希菌は 、農工 銀行と 勸業 

銀行を 合併し まして 今の 代理店の 名義を 支店に して 

合併した いと 云 ふ 希望であります、 此合併 が 俄に 出 

來ませ ぬ なれば、 今 申 上げました 所の 貸付金 額を、 

矢張り 農 H 銀行の 貸付 も勸業 銀行の 貸付 も 金の 制限 

を 取つ て 仕舞つて、 尙ほ其 上に 利息の こと も 矢張り 

勸業銀 行 同 _ i 割なら ば 一割、 同一の 貸付の 事に し 

たいと 云 ふ 事が、 是が 第一の 希望で ございます 第二 

は此 農工 銀行に 關係が ございませぬ が、 今府縣 に 配 

付して 居る 所の 七十 二 萬圓の 金を 農工 銀行の 補助 法 

にあります 所の府 縣知事 ょり 內務 大藏 大臣の 許可を 

得 ますれば， 町村に 配付が 出来る、 配付した 所で 僅 

か 百 萬 圓未滿 の 金で ございます けれども •御 承知の 

通り 町村の 經濟ほ 何れの 町村と 雖も一 萬 二 千の 町村 

で 敎育 費が 半ば 若く は 半ば 以上を 占めて 居る •のみ 

ならず 人口％ 殖と 同時に 就學兒 童が 咐し まして* 建 

咐 しに 建 m しと 云 ふ有樣 であります、 それの みなら 


ず 町村の 此 IE 敎 員の 不足を 告げます ことほ 御 承知の 
通り 二 萬 五 千 も ある •小學 校の 正敎 員と 云 ふ ものを 
學級數 に對 します ると、 十二 萬 八 千 人を 嬰し ますの 
みならず、到底正敎員を得ることが出來ませぬ爲に 
多く ほ 任用 敎 員を 以て 充てて 居る >  其 正敎 員の 不足 
と 云 ふ もの ほ M 萬 千 人と 云 ふ ものに なつて 居る •さ 
う 云 ふ 町村の 有樣 になつて 居ります が 故に， 府縣に 
配當 になります 所の 金は 農工 銀行 補助 法の 中に 明に 
明文が ある こと 故に、 法律 も 何も 要せず して、 大藏 
大臣の 御 訓令 I 本で 府縣 知事 •か 上申し まするならば. 
出来 得る ことと 存じます から， 之を 町村に 配布した 
い、 此二點 であり： す、 甚だ 會期 切迫の 所で 餘計な 
希望を 述べた やうで 御靜鸱 を 煩は して 相濟み ませぬ 
0 中 村 圆一郞 君 唯今 小 野 田 君の 御 演說の 中に 對し 

まして 少しく 伺 ひたいと 思 ひます が 宜しう ございま 
~  i  0 
寸力 

0 議長 (公 樹德 川 家 達 君〕 質問です か。 

〇 中 村 圓一郞 君 小 野 田 君に 對する 質問です。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 小 野 田 君に 對 する 質問で 
あります か。 

〇 中 村 圓一郞 君 小 野 田 君 か 若く は 政府 委員に 對す 
る 質問で あります。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君) 御 述べ 下さい。 

0 中 村 圓一郞 君 それは 勸業 銀行は 三 萬 圓 以上を 御 
貸付け になる、 其 以下は 地方の 農 H 銀行に 貸付け さ 
すと 云 ふこと になつ て 居る と 云 ふこと で ご. さい まし 
たが、 私は 左樣な ことは ない と 承知して 居ります" 

一 應 さう宏 ふこと が あるか 否やを 小 野 田 君 或 ほ 當局 
政府 委員の 御 方に 伺つ て 置きたい と 思 ひます。 

t 政府 委員 神 野 勝 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 C 神 野 勝 之 助 君) 御 答へ 致します、 勸業 

銀行が 自分の 資金を 以て 貸付を 致します 場合には 金 

額に 制限は ございませぬ、 唯 先刻 小 野 田 君の 仰せに 

なりました のは 大蔵省 預金 部から 低利資金， を 出す、 

其 資金に 付ての 御 話であつた かと 考 へます、 詰り 資 

金を m します 時に 三 萬 圓 以上の 時は ill 業 銀行から 直 

接 貸付を すると 云 ふこと に 大體極 めて 居ります、 三 

萬圓 以下の 分は 農 X 銀行に 代理 貸付を さすと 云 ふこ 

とに 大體 極めて 居ります， 場合に 依つ ては 例外 も あ 

る ことは あります るが、 先づ さう 云 ふこと に 極めて 

居ります。 

〔發 言の 許可を 求む る 者 あり〕 


0 嶷長 (公 1 : .镗 川 家 達 君〕 大木 伯爵に 御 約束して 遛 
きました。 

0 伯爵 大木 遠 吉君私 は 委員長に 質問を ■致したい、 
委員長の 報告の 中、 櫻 島 事件と 云 ふ 御言 葉が ござい 
ましたが、 一向 了解を 致し ませぬ から、 其 內容の 御 
說 明を 願 ひたい。 

0 子爵 片 桐貞央 君 ® 島煜發 に付きまして 請負 者 •か 
資金の 返還に 苦しみました 場合が ございます、 それ 
に付きまして 据置 年限-中間 据通と 云 ふこと がご ざ 
いますと 資金を 返還いた します ことに 付て 大變 便利 
を 得る のであります、 但し 利子 ほ 支拂 ふ、 それに 付 
て此 中間 据置 年限と 云 ふこと が 起つ た 次第 ださぅ で 
あります、 尙ほ 精し いこと が 何で ございましたら 政 
府 委員から 御聽 きを 願 ひたい。 

〇阪太 釤之助 君 私は 此 農工 銀行と 云 ふ もの ほ 常に 
:… と 申す のは 少し 語弊が あるか も 知れ ませぬ が、 
頗る 地方に 於て 弊害の 多い ものと 了解いた して 居り 
ます‘ 府縣 には 監理 官と云 ふ ものが ありまして 、縣 
廳に 監理 官が 居りまして ，常に 監理いた す ことにな 
つて 居ります けれども 、農工 銀行は 多くは 地方の 或 
る 勢力の 寄る 所と なつて 居ります るので、 兎角 此府 
縣廳 との 關係上 餘り嚴 格に 監理す る ことが 出来ない 
事情が 多い のでありまして、 兎角 貸 出 •其 貸 出の 爲 
に延滯 する、 此 銀行の 業務 上に 於て 事情が 非常に® 
綿す る ことが 多い のであります、 それで 私共 考 へま 
すと > 農工 銀行 法を 改正す るなら ば、 一步 々々厳格 
に 導く 方に 改正して 欲しい と 思 ふ、 -? r れに此 度の 改 
正を 見ます と寬大 にす る 方であります、 二十 人の 信 
用 貸を 今度は 十 人に すると 云 ふこと でございます か 
ら 、二十 人の 信用 ある 者を 寄せます のはむ づか しい 
から、 十 人に したら 信用 ある 者が 集まる と 云 ふこと 
は 誠に 堅 白 異同の 辯で ある、 二十 人なら ば 不信用な 
者が 多少 混つて 居りましても‘ 十 人より ほ 宜しい の 
である、 然るに 一一 十 人が 十 人に なれば、 ひどく 信用 
の ある 人が 集まる けれども、！ 一十 入では 信用の ある 
人を 集める ことは むづ かしい と 云 ふことは、 さつ ば 
り 了解し 兼ねる のであります、 餘り 細く は 論じ ませ 
ぬ、 又据置 年限の 如き も 兎角 延滞 勝になる、 弊害 あ 
る 銀行に 向つ て 更に 又据置 年限の 延長を 法律 改正に 
依つ て 見る が 如きは 甚だ 感服し 兼ねる やうに 存じ ま 
すが、 政府は 此 案に 御 同意に なつて 居る と S ふこと 
であります から、 農工 銀行の 弊害 及 將來に 於け る 取 


_ 九 0 二 

締ほ此 法 fit 案が 改正に なつて VV 大にな 〇 ましても， 
ょり 以上 取 ^ が ：!! 來 ると 云 ふ ^ 所 fii であ « かと 云 ふ 
ことを 一 腿 伺 ひたいと 思 ひます' 

「政府 裘® I 神 野 勝 之助哲 演报 に？ . W- る J 
〇 政府 委員 (神-野 rf 之 助 君) 二十 人を 十-^ と 致し ま 
すのは、 形の 上から 申します ると 宽大 になつ て • 収 
締が惡 いかの 如き 感を呈 する のであります、 仲な が 
ら 今日の ® 際 13: 二十 人の m 用 ある 人を 集める と 云 ふ 
ことほ事迓闲難であるのが、今日の事过でありまし 
て •强 ひて 二 十 人の 入數を 集める のに、 自分 達の 家 
族 親類を 集めて 二 十 入に すると か、 或は 使つ て® る 
者を 第め て 二十 人に すると か 云 ふこと をして* 唯々 
其 形 だけを 繕 ふと： K ふやうな ことが t-t 々あります の 
で、® 際 二十 入の 資力 ある A を 集める と 云 ふことは 
今日の 狀態 では 誠に 困 雛で あるので あります、 それ 
で 寧ろ 人數を 十 人に 致しても、 0 際 資力 ある 人が鴆 
まる 方が 信用が |5£ いと ^. まして、 此際十 入に すると 
云 ふのは 今日の 狀勢に 適して 居る ものと 考 へました 
のであります、 それから 中間 据蹬を 設けます の も、 
矢張り 是は從 來の經 驗に鑑 みまして 場合に te つて It 
起憤漭 並に 5 E 務 者の W 談の上 、五 年以 內の屮 間据趵 
に 付ける と 宏 ふことは. 其 必要に 腦じて 必要な こと 
と考 へまして、 政府に 於て は 適當と 認めて 居ります 
のであります。 

〇 阪本釤 之 肋 君 法律上の 解 釋は御 辯 明を 得ました 
が、 現在の 各地 方の 農工 銀行と 云 ふ ものは， 何れも 
誠に 整頓を 致して 居り、 弊害の 無い ものと 御 認めに 
なつて 居ります か、 之に 付て は 今日ょり 以上の 何 か 
御 取締を なさる と i ふ御考 があります か、 旣に小 野 
田 君の 申されました ® 業 銀行に 交付す ると 云 ふやう 
な ことな ども、 地方の 弊害を 認めて •斯 くな つた 方 
が 寧ろ 宜く はない かと 云 ふ 風に 考へて 居る ので あり 
ますが、 今日の 地方の 農工 銀行は 良い もの も ござい 
ませう、 良い もの も ございませう が、 隨分 中には 如 
何は しい ものが あります が、 それ 等は 此法 律の 改正 
如何に 拘ら ず. 十分 改良， 若く は 整理と 云 ふやうな 
ことに 付て 御 取締が 出来つ、 あり、 又御収 締をな さ 
ると 云 ふこと を 御注意に なつて 居ります かと S ふこ 
とを 伺 ひたいと 思 ひます。 

Q 政府 委員 (神 野 勝 之 助 君) 弊害が 若し ありと 致し 
ますれば それ 等の點 に付きまして は 十分 注意を 致し 
まして、 取締る 積り で 屛 ります。 


〇忒長 C 公 辟 德 川家淖 君〕 本案の 第二 讀會を 開く こ 
とに 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (公 辟 德川家 達 君：* 御 興 謎ない と 認めます、 
片洞子脬。 

〇子斿 片洞 貞央君 直ちに 第二 請 會を 開かれむ こと 
を 望みます。 

〇 子爵 八條隆 正 君 賛成， 

〇篛 長、， 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 本案の 第二 讀會を 
開いて， 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讁 -M (公 ra 德川 家 is 封〕 御異謅 ない と 認めます。 
0 譏 長 0 <ム时 德 川家迖 君〕 全部を 問題に 供し ます… 
… 全部 原案に 御與存 ございませぬ か。 

〔「 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇談長 (公爵 德川家 達 君〕 御 興 黐ない と 認めます。 

0 子 辟片洞 a 央 君 M ちに 第三 讀會を 開かれむ こと 

を 望みます。 

0 子 K 八條隆 正 君 寶 成。 

〇 議長 (公 協 始川家 達 討： >  直 ちに 本案の 第三 if 會を 

開いて‘ 御 異存 ございませぬ か。 

【 「異蕺 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (公® 德 m 家 達 封： >• 御 異議ない と 認めます。 

〇漭長 C 公博 德川家 達 君〕 第.： 11 會の決 鶉 通りで 御 

異存 ございませぬ か。 

〔「 異錢な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 掼德川 家 達 君〕 御 興 謹ない と 認めます。 

f 內 111 嘉吉君 發言の 許可を 求む〕 

〇葳長 (公 f3 德川家 達 君〕 内 田 君 (3; .:… 

0内 田嘉 TV 君 私は 誘 事の 經過に 付きまして 議長に 

御 尋を 致したい と 思 ひます が、 發言を 御 許しを 願 ひ 

ます。 

〇涵 長 C 公一 5 抱 JII 家 達 君) どぅ 云 ふこと で ございま 

-  i  〇 

す 力 

0内 田嘉吉 君多數 の 案件 も旣に 讅 f し 終りまして 

5 委 H 會の鹩 事に 付せられ ました 穀物 收用 令の こ 

とに 付きまして 何等の 御 報 ^ も ございませぬ やぅで 

あります、 之に 關 しまして 委員長よ 〇  ::: 

0鹩長(公辟德川家達君 ^ ちよつと御待ちを願ひま 

す、 其唞に 付て は 矢 C1 長右衞 門 君から 通 吿を得 て 居 

〇 ます。 

0内 田嘉吉 君 それでは 其方に …… 


〇 矢 U 長右衞 門 君 唯今 質 間を 致さむ と 思 ひました 
ことほ 先刻 どなたから か 言 はれました 穀物 收用令 其 
他 二 件の 特別委 M 會 の狀况 でございますが •是 は此 
案に 付きまして (i 數 回會を 開かれました こと も 本員 
は 承知いた して 居ります、 而 して 今日 問題に なり ま 
して、 唯今 此 特別 <6. .員會 の 來歷を 必ず 報 導され ると 
拽 期して 居りました が* si に 其御樣 子が ありませ ぬ 
のは 果して 此 案を ば 何等 (W 決を 與へな いので ござい 
ませう か， 又 それとも 少數 にして 委員 會を 開く こと 
も / 1} 來得な かつた ので ございます か、 耍 する に此問 
題は 世間の 人から 餘ほど 注目を 惹いて 居ります •衆 
識院 からして 浍付 になり まして •果して あの 問題は 
如何に 成 行く かと 云 ふことは 地方の 者に 於て は 殊に 
注意を 忍いて 居ります、 而 して 何等 此問 題に 付て 解 
決を 與へな いと 云 ふことは 大に其 意を 得ぬ と 思 ひま 
す* 隨分 _ 論 も ございませ うし* 又 委員と して それ 
\,-意 見 も ございませう、 果して 其 是非を 十分 明に 
して、 之を 決しない と 云 ふことは 本員の 甚だ 遺憾と 
する 所で ございます、 それに 付て 委員長よ 〇 其經過 
ほどん な 風で あつたか、 果して 今 U 開き 得な かつた 
の ほ 如何なる 事情で ありし か、 其邊を 明に 御 答を 願 
ひます。 

0 伯爵 柳 澤保离 君 私は 委 ® 長と して 唯今の 御 質問 
に 御 答いた します、 穀物 收用令 委員 會は儀 報に ある 
が 如くに、 旣に 今日で 二回と 心得て fr ります、 前回 
に 於て は 種々 の 御 質問が あり、 殆ど 一時間 か 二 時間 
位會を 開きました、 併し 其 時は 委員 諸君より 大臣に 
對する 御 質問が ございました 爲に 、又 大 r:': は 御 不在 
であつ たが 爲に會 を 開く ことが 出来ず して 第一 回は 
終つた ので ございます、 次いで 今日 其會が あつたの 

であります が、 私の 不幸に して 差 支が ありました 爲 

に 退席いた しまして、 副 委員長に 御開 他 あらむ こと 

を筘菌 する 旨を 書記に 申傳て 置きました 、私が 用を 

終つて 歸 つて 來 ると， 其 先き に 皆 樣で會 が 開かれて 

居つ たのであります、 今日の 委員 會の 如何にな つた 

かは 副 © 員 長より 御 ^ きを 願 ひます。 

〇 山脇玄 君 唯今 委員長から 申されました 通りで あ 

ります、 吾々 の 委託を 受けました の ほ Ili 件で ありま 

して ■:… ちよつ と 委員長に 今 代る と 云 ふことは 甚だ 

偕 越な 次第であります が、 大正 七 年 勅令 三百 七十 三 

號と 、それから 大麥 及小麥 粉の 輸入 稅減 免に 關 する 

法律案、 それと 穀物 收用 令の 三 件の 委員 會を 開いた 


のであります、 此 穀物 收用 令を 除けました 其 案を 數 
回 開會を 致しました •此 中の 二 案は 委員 會を 通過い 
たした 次第であります、 穀物 收用 令は 一番 最後に 殘 
つて， 唯今 委員長の 御報吿 になり ました 通りに、 本 
日 委員長 御缺席 の爲に 私が 代理を して 委員 會を 開き 
ました •所が 會期 切迫で， 本會も 大分 _ 案の甭 要な 
ものが あります し •又委 M 會も 他に 澤山 ありまして 
數 回此委 M を錯 めて 見ました 所が どうも 定數 に充た 
ずして、 遺憾ながら 會銕 終了に 至らず してし まつた 

のであります . 間違 ひました、 で 會議を 開く こと 

が .1 I; 來ず して 終つ たのであります •是 ょり 外には ど 
う も 御 報告を 申す ことは 出来 ませぬ 
0_, 長 (公爵 德川家 達 君〕 內田嘉 吉君に 伺 ひたいと 
思 ひます が •唯今 內田 君の 御 發言中 誘 長が 御 止め 申 
したやうな 譯で •甚だ 恐縮な 譯で ございます が、 矢 
口 君が 御 通畀 をな されて 居 〇 ましたから •矢 P S に 
發言を 御 許した のであります が， 同じ 御 質問で なか 
つた かと 思 ひます。 

0内 田 ^ 吉君其 通りで こざいます、 矢 口 君の 御 質 
問と私の方は冏一でございますから*取消します。 
0 翻 長 (公 辟 德川家 達 君〕 矢 口 君に 伺 ひます が、 唯 
今の 問題は もう 是で宜 _ うご ざいます か。 

0 矢 口 長 右衞門 君 宜しう ございます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 日程 第 十五ょり 第 111 十 ま 
で 請願 會議 ■ 

〔左の 意見書 案は 如 ! i を經 さる も參 照の ため 
玆に 載銬す 以下 之に 傚 ふ〕 

意見書 案 

金 祿公馈 證書不 足 額 下付に 關 する 件 
佐賀縣 佐賀市 大字 與賀町 士族 無職 業 江 藤 冬 雄 
外 十五 名 呈出 

右の 願は 請願 人 等は ^ 佐 賀藩士 にして 明治 七 年 
國事 犯人と して 處 rj せられ 除 族 沒祿せ られ たる 者 
又は 其の 家名 II 襲 人に して 憲法 發 布の 際 大赦の 恩 
典に 浴した る ものな り而 して 家祿赏 典 祿に對 する 
金祿 公 « 證 書の 給與を 受けた るも尙 其の rt: 高に 對 
する 不足 額の 追 給を受 くるを 得さる は甚消 憾なる 
を 以て 齊 -L く 之を 給與 する の 法律を 制定せられ た 
しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體 ほ 採！ E すへ 
きものと _ 決 致 候 因て 議院 法 18 六十 五條に 依り 別 
冊 及揆付 候 也 

大正 八 年月 □ 


貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總埋 大臣 原 似 殿 
意見書 案 

金祿公偵證軎：个足額下付に關する件 
佐賀縣 佐賀 I1J 大字 水ヶ ?|: 町 士族 著述 築 伊藤 祐 
穀外 三十 二 名 M 出 (二通〕 

右の 請願は 請願 人 等は® 佐賀潘 士 にして 金祿 公債 
證 書の 給與を 受けた るも尙 眞實 の祿 高に 對 する 金 
額との 差額の 給與 を受 くるを 得す 而して 該差額 下 
附の rlif 求は 誤て 明治 四十 二 年 法律 第二 十一 號の定 
むる 出訴 期限を 經 過した る爲 之を 爲すを 得す 甚遺 
憾な るを 以て 之を 救濟 する 法律を 制定せられ たし 
との 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 摺す へき 
ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 ?/ 1: 條に 依り 別冊 
及浍付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 
內閣 總理大 a 原 敬 殿 
意見書 案 

家祿賞 典祿下 5 :に關 する 件 
靑森縣 靑森市 浦 町 士族. 教員 山 內元八 外 三百 二 
十六 名呈 m 

右の Iff 願は 請願 人 等は « 斗南 藩士に して 谷 種の 事 
情に W り 明治 三十 年 法律 第五 十號及 明治 四十 二 年 
法律 第二 十一號 の發布 を 知らす 該法 律の 與 ふる 恩 
典に 洩れた る 者な り 然るに 大正 六 年 行政 裁判所の 
判決に 依りて® 斗南 藩 最後の 祿 制を 確認せられ た 
るを 以て 之を 救濟 する やぅ 法律を 改正せられ たし 
との 3 R 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 擇す へき 
ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十； :-/- 1: 條に法 り 別冊 
及潑付 候 也 

大正 八 年月 日 

ft 族 院議 長 公爵 德川家 達 
內閑 總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

家祿 賞典祿 下付に 關 する 件 
福 島 縣 若松 市 徒 之 町 公 H 松 本 時 正 外 二 百 十 右 
呈出 

右の 請願は 11 斗南 藩士 ほ 祿制處 分の 際 家 祿な しと 
認められ 明治 三十 年 法律 第 JI: 十號の 恩典に も 浴す 
る 能は さりし か 後明 治 四十 二 年 法律 第二 十一 號に 
り 行政訴訟 提起の 權 利を 與 へられた る も 各種の 


農工 銀行 法 中改 IF 法律案 第二 la 會第 三讀會  金祿 公債 If 書 不足 額 下付に 關 する 請願 外 三 件 


九〇一 一一 


院族 f 僧 顧 帝 回- H'ffl 第 


特別 用绕 規則 中 改正の 請願 外 十一 件 
事情に 因り 之 か m 利を ® 行した る 者全潘 の 三分の 
一に ^ せす 然るに 最近 行政 裁判所の 判決に 依りて 
诏 斗南 藩 M 後の稞 制を 確認せられ たるを 以て 未 出 
訴せ さりし 詩 願 人 等を 救 濟する やぅ 法律を 改正せ 
られ たしとの 旨 趣に して 貴族院 ほ 願意の 大體は 採 
擇す へき ものと 縫 決 致 候 因て® 院法第 六十 37. 條に 
依 り 別冊 及 绘 付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公 tfif 德川家 達 
內閣 總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

特別 用锞 規則 中 改正の 件 
靑 森縣靑 森 市 大字 大町 平民 松 森豊外 一名 呈出 
右の 請願 ほ 11 ほ 其 產額夥 しく 最食 用に 適す 然るに 

多く 食料と して 利用せられ さる {3: 甚 遺 憾と する 所 

なり 而 して 之を 國民の 食料に 供す るには 鐵道 輸送 

賃金の 割 !? [ と貯藏 用鹽馏 の 割 ^ I とを 行 ふを 以て 最 

急 要と 認む るか 故に 特別 用镅 規則 第 一條 第一 項 第 

七號 中に 鰊を 加 へられた しとの 3 FI 趣に して 貴族院 

ほ 願意の 大體は 採擇す 、へき ものと 議決 致 候 因て 議 

院法第 六十 ?//: 條 に te り 別冊 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族 烷織長 公爵 徳川家 達 

內閣 總理 大臣 原 敬 殿 

意見書 案 

三本 松區 裁判所 復設の 件 

香 川 縣大川 郡 三本 松 町長 岡 田 浩外九 名 呈出 

右の 請願は 香 川 縣大川 郡 三本 松 町は 近時 諸 會社勃 

興し 人口佾 加した る爲 裁判所 及 戸籍 * 1¢ 務 頻繁なる 

に拘ら す ^ に 三本 松區 裁判所を 廢 止せられ 遠隔な 

る 高 松 M 裁判所の 管轄に 搦せ しめられた るは 甚 埴 

j  . 憾な るを 以て 三本 松區 裁判所を 復設し 高松區 裁判 

所管踩 區域 ょり 適當な る 町村を 分離し 之を 管轄せ 

しめられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體 

は 採 揮す へき ものと 蕺 決 致 候 因て 1 i 院法第 六十 五 

條に fe り 別冊 及 送付 候 也 

大正 八 年 月 H 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內閣總 埋 大臣 原 敬 殿—  ^ ^ 

意見 BI 案 

野崎郵 t 局に 集配 事務 開始の 件 

栃木 縣那須 郡 野 崎 村長 蓮 見 佐 太郞外 三十 三 名 


呈出 

右の 請願 (S 栃木 縣那須 郡 野 崎 村 ! 3: 戸口 多く 地域廣 
澗に して 备 種の 產 物に 富む のみなら す 村內に 東北 
本線 停車場の 開設せられ し 以来 交通 取引の 要地と 
なりたる に 拘らす 野 崎 郵便局は 無 集配 局なる 爲 砑 
崎驛 にて 受渡す る 郵便物は 佐久山 局を 迂回して 集 
配せ ら る^ 1 に 依り 延滞 甚 しく： 个便不 利尠 からさる 
を 以て 野 崎 郵便局に 於て 集配 事務を 開始せられ た 
しとの 旨 趣に して 貴族院 ix 願意の 大體ほ 採擇 すへ 
きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及绘付 候 也 

大正 八 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

坂 上 郵便局 桑 野 郵便局 間に 遞绘 開始の 件 
岐阜 縣吉城 郡 國府村 公吏 岡 村 利 平 外 二 名 呈出 
右の 請願は 岐阜 縣 下坂 上、 桑野兩 郵便局は 僅に 四 
里を隔 つるに 拘らす 其の 間遞 S を 行は さる 爲郵便 
物は 河 合、 古川、 船津 、茂 住 •細 人の 各 局を 迂回 
して 發受せ られ 多くの 日子を 費し 地方 民の 被る 不 
便 不利 甚 しきを 以て 速に 兩郵便 局 間に 遞绘を 開始 
せられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 
採 揺すへ きものと _ 決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條 
に 依り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
IR 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

野 州 郵便局に 電信 並 集配 事務 開始の 件 
滋賀 縣野洲 郡野洲 町長 S 田 平 吉外四 十 名 呈出 

右の 請願 ほ 滋賀 縣野洲 郡は 小 郡に 過き さる も 近年 

農 _ 商工の 諸 業 大に發 達し 通信 事務 頻繁を 加へ し 

も是 等の 事務を 管轄す る 守 山 及 江頭兩 郵便局は 郡 

の 一隅に 僻在す る爲 不便 少から す而 して 野洲 町は 

郡の 中樞に 位し 交通 至便に して 貨客の 集散 頻繁な 

るに 依り 野 洲 郵便局に 電信 並 集配 事務を 開始 せら 

れた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 擇 

すへ きものと _ 決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依 

り 別 ' W 及 ; S 付 候 也 

大正 八 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 


内閣 璁理 大臣 原 敬 殿 
S 見 書 案 

家輓赏 典祿 下付に 關 する 件 
山 口縣阿 武郡萩 町 平民 福 田 卯 三郞外 一名 早 1;; 山 
右の 請願は 請願 八 又は 其 先代 ほ 嘗て 馑山 n 藩の 兵 
籍に 入り 功を 以て 赏典祿 を 賜りた る も 明治 三十 年 
國 事に 關 する 犯罪の 爲 之を沒 收せ られ後 大赦の 恩 
典に 浴した る 者な り 然るに 誤て 明洽二 十 - 1-: 年 法律 
第二 十 號の定 むる 出願 期限を 經 過した る爲 明治 九 
年 太 政 官第百 八 號布齿 に 依る 金祿公 憤證* を受く 
る ことを 得さる に 至 〇 たるは 甚遺憾 なる を 以て 適 
當なる 方法に 依り 之を 救濟せ られた しとの 旨 趣に 
して 貴族院は 願意の 大體は 採摞 すへ きものと 熟 決 
致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に ffi り 別册 及 送付 候 也 
大 JE 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 原 敬 殿 _ 

意見書 案 

阿 讚 連絡 鐵道東 讚 線 敷設の 件 
香 川 縣高松 市 古 馬場 町 平民 會 社員 鈴 木 幾 次郞 
外 六十 名 呈出 

右の 請願は 讚岐線 高松驛 ょり 香 川縣木 田， 大 川の 
兩郡及 德島縣 板 野 郡を 經て德 島 本線 德島驛 に 達す 
る鐵 道の 敷設は 兩縣の 交通を m 害する 峻嶺を 突破 
し四國 循環 鐵 道の 一行 程た ると 共に 沿線 地方の 富 
源を 開發し 商工業の 發肢を 促す ものなる を 以て 速 
に 之を 實施せ られた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願 
意の 大體は 採攞 すへ きものと 議決 致 候 因て 諉院法 
第 六十 五條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 八 年 月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

上越 鐵道 中高 崎龅川 間 H 事 速成の 件 
群 馬 縣高崎 市長 古木 秀太郎 呈出 
右の 請願は 上越 鐵 道の 敷設 H 事 中高 崎 方面 ! 3: 龅川 
沼田 間の H 事を 先にし 高崎龅 川 間を 後に せらる X 
由なる も 右は 高崎龅 川 間の 密接なる 經濟關 係を 無 
視し 地方 富 源の 開發上 遺憾なる のみなら す蹦川 沼 
田 間の 工事 用材 料の 輸送 等に 前 橋 又は 高 崎ょり S 
川に 至る 旣設 電氣鐵 道を 使用す るか 如き 事 あらは 
是 等の 地方の 交通は 一層 混亂 する に 至る へきを 以 一 
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て 速に 高 埼涟川 間の x sf に” V 卜... で .% 7: --- .  ir rr 
趣に して 貴族院は 願 .« の 犬 fis は 採 揮す へき ものと 
誘 決 致 候 因て 链 院法第 六十 3T 膝に 泫〇 別 1? 7 及 送付 
候 也 

大正 八 年 月 日 

ft 族院蕺 長 公！ s ^i 川 家 ii 
内閣 總理 大臣 原 敬 殿 
意見© ^ 

福 岡縣三 潴枇 大野 島 村に 無 集 削郵促 局設 K の 件 
福 岡縣 三潴郡 大野 島 村 士族 農 蒲 池 TE 規 呈出 
右の 請願 ほ 福 岡縣三 龆郡 大野 島 村 及 ft 贺縣 te 2 拙 
大託間 村は 境域 相 接し 地 側く 入口 多く 海產物 に W 
み 郵便 事務 頻繁なる も 郵便局を 1® る こと is く 下 f'i! 
尠から さるを 以て 兩 村の 中央に 位する 大野 . IT,'; 村- -/ • 
內 開に 無 集配 郵便局を 設匮せ られ たしとの 旨 趣に 
して 貴族院は 願意の 大體は 採 掙す へき ものと 鞔決 
致 候 因て 誘院法 第 六十 五條に ffi り 別冊 及邊付 候 也 
大正 八 年月日 

贵 族 院殼長 公擗德 川 家 達 
內閣總 理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

大正 六 年 法律 第 六號軍 人 恩給 法 附則 改正の 件 
鹿兒 島縣川 邊郡两 加 世 田 村 平民 農 中 M IH 幹 外 
二 十三 名 呈出 

右の 請願は 大正 六 年 法律 第 六號を 以て 軍人恩給 法 
を 改正して 恩給を 受 くるの 事 Pd か 明治 四十 四 年 三 
月 以前に 生した ると 同年 四月 以後に 生した ると に 
依り 支給額を 異にする の 不公平を 除せられ たる も 
尙 扶助料は 大正 九 年分より 退職 恩給 又は 免除 恩給 
は 同 十一 年分より 初めて 咐加せ られ たる 全額を 支 
給せ らるゝ は 物價 愚騰せ る 今日に 於て 受領 ffs 利 者 
の甚 苦痛と する 所なる を 以て 大正 八 年 一月より 十 
二月 迄の 分よ 〇咐 加せられ たる 全額を 莢 給せ らる 
、やぅ 同 法附则 第五 項 及第 六 項を 改正せられ たし 
との 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體ほ 採 揺すへ き 
ものと _ 決 致 候 因て 議法第 六十 五條に 依り 別册 及 
送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公 Rf 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿  . 

意見書 案 

東 太 良 郵便局に 集配 事務 開始の 件 


险族 貴® 露 K 帝间 -H 四 第 


鹿兒 島縣 伊佐 郡 菜 太 良 村長 時 任 市 熊 外； 名呈 

右の 請願は 鹿 5d 島縣忉 佐 郡 東 太 良 村、 西 太‘ U 村は 
菱川郵便局の渠 * 區域に屬するも同局の集齔區域 
は fsf 大 にして 兩村に 配達す へき 郵便物は 越しく ia 
著す るの みならす 兩村は 川 内 川を 以て 郵便局と 隔 
絕し一 ! 洪水の e に與 著を lill まる、 を 以て 東 太 良 郵 
便 局に 於て 集配 ® 務を開 始 せられ 以て 兩 村の 利便 
を 圖られ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體 
は 採 捲す へき ものと 議決 致 候 W て 議院 法 第 六十 五 
條に依 〇 別册 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

M 裁判所 管 |« 以域 變更の 件 

杌木縣抑パ介郡喜迎川町長淺沼成久外二名虽出 

右の 請願は 栃木 縣觸谷 邯 真 ii 川 町、 北 高 根 滞柯及 

熟 F-L1 村は ？ SI に 大田原 M 驳判 所の 躞 止に 伴 ひ 宇都 莒 

辟 裁判所の 符 輅に龆 し 多大の® 利を 得た るも大 田 

原 辟 裁判所を m 設せら る ゝに及 ひ 再 其の 管_ する 

所と なり 不 門不 利 言 ふへから さるもの あるを 以て 

管輅踔 域を 變吏 して 之を 宇 袖 宵 K 裁判所の 所 » に 

移された しとの 旨 趣に して K 族 院は 願意の 大體は 

採擇 すへ きものと 闢決致 候 因て 蕺院法 第 六十 五條 

に 法り 別冊 及 送付 候 也 

大正 八 年 月 日 

« 族院諉 長公脬 德川家 達 

內閣總 理大 [s rs 敬 殿 

0 譏 長 (公 Iff i:: 川 家 達 ?? 〕 是 等の rl!i 願は li!i 願 委員長 

の報吿 通り 採擇 いたして 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり J 

0 議長 (公 辟 r;; ' I ! 戈 達 君) 御 異费な いと 認めます。 

〇 議長 c 公 脬德川 家 達赵〕 日程 第：： 一十一ょり 第 四十 

六まで詔願锊頦。 

窓 見 ® 案 

防 山 席 裁判所 出張所 設 S の 件 

岡山縣 0 庭 郡 八 束 村長 立 田 糊 造 外 M 名 呈出 

右の 謂 願は 岡山縣 0 庭 郡 八 束 村、 川上 村 及 中和 村 

の 登記 事務は 勝 山 K 裁判所 湯 原 出張所の 宵 輅に搦 

する も 交通 不 便に して 特に 春 冬の 候 積雪に 際して 

は 闲難甚 しきを 以て 該三村 內適當 の 地に 勝 山 II 裁 
區裁判 所 f?l 鞞區域 變； 史の詔 願 外 九 件 


判 所 川 張 所を 設置せられ たしとの 旨 趣に して 貴族 i 

院は 願意の 大膛は 採 ^ すへ きものと 議決 致 候 因て 
議院 法 第 六- T- 3T 條に依 〇 別冊 及揆付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 調 長公樹 德川家 達 
IW 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

伯備線 鐵道 速成の 件 

岡 山縣 >. 房 郡 呰部 村長 杉圭三 九 外 十五 名 呈出 
(十六 通〕 

右の p 願は 山陰 本線 鐵 道の 風水害に ia ふや 破壊 劇 
甚を極 め 之 か復餚 容易なら す 國防上 類 弪證 に堪へ 
さるに & り邀 に ® 設を 決定せられ たる 伯備線を 南 
北兩 端ょり 同時に 起 H し 速に 之を 完成せ しめられ 
たしとの 菏 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 機す 
へき ものと 謎 決 致 候 W て 議院 法 第 六十 五條に 依り. 
別冊 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
内閣 總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

興 部 枝 幸間鐵 道 敷設の 件 
北海道 紋別郡 雄武 村 平民润 業米苫 地元 次郞外 
百 七十 一名 呈出 

右の 請願は 北海道 北 見 國興部 村ょり 澤木村 雄武 村 
幌内村 等を 經て枝 幸 村に 至る 鐵 道の 敷設は 沿線 地 
方に 於け る 林產雜 産の 開 發上並 「ォ ホー ック， I 海 
沿岸 一帶に 於け る 漁業の 發 鹿 上最 必要なる を 以て 
之を 速成せられ たしとの 旨 趣に L て 貴族院は 願意 
の大 瞪 は 採 捲す へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 

六十 ? T 條に依 り 別冊 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內 '[« _ 總理ホ 臣原敬 殿 

意見®: 案 

帝 國在榔 軍人 會國庫 補助の 件 

東京 市 麻布 1-S 飯 倉 町 五丁目 平民 薪炭 商 山 口 健 

洽郞外 三百 八十 七 名 呈出 

東京 市 下 谷區中 阪町 平民 公 9! 片山久 藏外百 四 

十三 名 呈出 

右の 請願は 帝 國在鄕 軍人 會は軍 人 精神の 鎞鍊と 軍 

事 智識の 枬 進と を阏 るを 以て 目的と し國防 上最重 


K すへ きものな るに 拘らす 其 經费は 主として 會 ¢1 
の 醵金に 俟た さるへから す斯の 如きは 同 # をして 
健全なる 發達 を遂 けしむ る 所以に あらさる を 以て 
同會に 封し 其の 基本 金と して 相 當の金 額を 國 庫ょ 
〇 補助せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 
大體ほ 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六 
十五 條に 依り 別册 及 ; S 付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德 川 家 達 
內閣 'M 理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

鶴 岡 大泉間 輕便鐵 道 敷設の 件 
山形 縣東田 川 郡大泉 村長 伊藤 拽治外 二 十七 名 
呈出  ■ 

右の 請願は 山形 縣西田 川 郡 鶴 岡 町ょり 同 縣東田 川 
郡 山 添 村を 經て 同郡大 泉村大 鳥に 達する 輕 ffi 鐵道 
の 敷設は 同地 方に 於け る 豊富なる 利 源の 開 發上並 
人文の 啓發 上 M 當を 得た る ものなる を 以て 速に 之 
を實 施せられ たしと 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 
體 は 採掙 すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 
五條に 依り 別冊 及 -S 付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 犬 I  Is 原 敬 殿 
意見書 案 

白水 輕便鐵 道 敷設の 件 

福 島 縣西白 河 郡 白 河 町 平民 藥劑肺 安田 平 助 外 
百 六 名 呈出 

右の 請願は 郡 山犬 宮間輕 便鐵 道の 將に 敷設せられ 
むと する は 關係 地方 民の 喜 ふ 所な りと 雖同鐵 道 線 
路 中棚& 大宮問 の 工事を 速成す るに 於て {i 旣設に 
係る 私設 鐵道白 棚 線 等と 合せ 白 河水 戶 間に 於て 班 
北 本線と 常 磐 線と を 連絡せ しめ 以て 沿線 地方を 開 
發せ しむへ きを 以て 速に 該 H 事に 著 手せられ たし 
との 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 揺すへ き 
ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別冊 
及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

北海道 上 川 郡 人 舞 村に 帶廣區 裁判所 出張所 設置 


の 件 

北海 ia 上 川 郡 人 舞 村 平民 商 中 田 兼藏外 十一 名 
呈出 

右の 請願は 北海道 上 川 郡 人 舞 村 屈 足 村 (3; 戶口 多く 
農業 繁盛に して 登記 事件 繁多なる も 之を 管轄す る 
帶廣區 裁判所を 跑 る こと 遠く ft 復の爲 多くの 日子 
と 費用と を 要し 不便： 个利甚 しきを 以て 人 舞 村字淸 
水に 帶廣區 裁判所 出張所を 設置し 前 IB 兩 村及鄰 村 
を 其の 管輸區 域と せられた しとの 旨 趣に して 貴族 
院は 願意の 大體は 採擇 すへ きものと 議決 致 候 因て 
議院 法 第 六十 五條に 0C り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月 口 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閗總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 *! 

軍人恩給 法 中 改正の 件 
熊 本縣飽 託 郡淸水 村豫備 役 陸軍 騎兵 大尉 長江 
虎臣 外 二十 一名 呈出 

右の 請願は 軍人恩給 法 ほ數 度の 改正を 經て殆 と 公 
平を 得た るも尙 明治 二十 三年 勅令 第二 十四 號に依 
り 特に 官等を 進められた る 者に して 其の 官等に 相 
當 する 恩給を 得さる は 文官 退職の 場合 若は 近來陸 
海軍 人の 現役を 去る 場合に 於て 礙 遇の 方法を 採ら 
るるに 比し ® 衡を 失する を 以て 彼此 厚薄な き やぅ 
同 法を 改正し 大正 八 年度ょり 之を 實施せ られた し 
との 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採摺 すへ き 
ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 31' 條に 法り 別冊 
及绘付 候 也 

大正 八 年月 日 

貴族院 議長 公 if 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

鶴 岡 區 裁判所 狩 川 出張所 設置の 件 
山形 縣東田 川 郡 狩 川 村長 奥山 良 平 呈出 
右の 請願は 前期 議會に 於て 山形縣 東 田 川 郡 狩 川 村 
大字 狩 川に 鶴岡區 裁判所 狩 川 出張所を 新設せられ 
むこと を 狩 川 村 -M 外四箇 村長の 連署を 以て 貴族院 
に f!!i 願し 旣に採 捲せられ たる も 未 之 か 設置を 見さ 
る (i 甚遺憾 なる を 以て 大正 八 年度に 於て 之を W 行 
せしめられた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大 
體は採 揺すへ きものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 
五條に 依り 別冊 及绘付 候 也 

九〇五  . 


院族貴 會鑛國 帝 回 一十 四 第 


眾人恩 铪法中 改正の 外 六 件 


九〇六 


大正 八 年 / 1 日 

資 族 院議 長 公 Kf 德川家 達 
へ： 大臣 原 敬 殿 

啟見再 案 

軍人恩給 法 中 改正の 件 

趿手縣 盛 岡 市 仁王 第 四 地 割 後備 役 陸軍 步兵少 
佐 佐 藤 伍作 外！ 一名 呈出 

右の 請願 ('3: 軍人恩給 法は 數 度の 改正を 經て殆 と 公 
平を 得た るも尙 明治 二 十三 年 勅令 第二 十四 號に依 
り 特に 官等を ? i めら れたる 者に して 其の 官等に 相 
等す る 恩給を 得さる は 文官 退職の 場合 若は 近來陸 
海軍 人の 現役を 去る 場合に 於て 協 遇の 方法を 採ら 
るるに 比し權 衡を 失する を 以て 彼此 厚薄の 差な き 
やぅ 同 法を 改正せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院 

は 願意の 大體は 採摺 すへ きものと 議決 致 候 因て 議 

院法第 六十 r/r 條に 依り 別冊 及 邊 付 候 也 

大正 八 ^ •• 月日 

貴族院 議長 公爵 徳川家 達 

內 閣總理 大臣 原 敬 殿— 

意見書 案 

町村 長 表彰 規則 制定に 關 する 件 

大阪府 Jli 成 郡 鯰 江 町 平民 農筧 半兵衞 呈出 

右の 請願は 町村の 事務は 複雜な るを 以て 町村 長の 

適否 ほ 地方. H 治の 發展上 至大の 關 係を 有す 然るに 

其の 待遇 十分なら さる か爲適 村を 得る こと 困難な 

るは 甚遺憾 なる を 以て 町村 長 表彰 規則を 制定し 功 

勞 ある 町村 長に 對し黝 位を 授與 せられた しとの 旨 

趣に して 貴族院は 願意の 大體は 採 揺すへ きものと 

議決 致 候 因て _院 法 第 六十 五條に 依り 別冊 及 送付 

候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 徳川家 達 

內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

意見書 案 

根 室 港 修築 速成の 件 

北海 51 根 室 郡 根 室町 平民 商 細 谷 與吉外 四十 六 

名 呈出 

右の 請願は 根 室 港の 修築は 北海道 拓贿 計考 4 の 一と 

して 企 ffi せられし と雖 近時 鐵道 速成 策の 憐牲に 供 

せられ 遂に 實 施を 見す 然るに 同 港は 航海の 要圃に 

位し海外輸山港として及北千島產業開發の策源地 

として 船舶の 出 人 貨物の 集散 益 多き を 加 ふるに 至 


り 之 か 修築は | 日を も ^ ぅすへから さるを 以て 大 
正 九 年度より 之を！ a 施せられ たしとの 旨 趣に して 
貴族院 ほ 願 窓の 大體ほ 探 捲す へき ものと 議決 致 候 
因て 議院 法 第 六十 五條に 佐り 別冊 及绘付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 _ 

意見書 案 

利根 江戸 兩川浚 渫の件 

千 葉縣東 葛 飾 郡 野 田 町長 齋藤倉 吉外百 四名呈 
出 

右の 請願は 利根 川 及 江戸川は 一府五 縣に亘 り 物資 
の 轍 送 土 唯 I の 水路と して 船舶の 航行 最 頻繁なる 
に拘ら す 利根 運河 西口 取手 間 及 松 戶關宿 間には 數 
十 箇所の 淺 瀬 あり 運輸 交通 上の 不便 尠少な らす爲 
に兩川 沿岸 地方に 於け る殖產 興業の 發達上 一日 も 
忽 諸に 付す へから さるもの あるを 以て 速に 該 箇所 
を 浚渫せられ たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 
大體は 探 機す へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六 
十五 條に 依り 別册 及 送付 候 也 
大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 
意見書 案 

海 嘯 被害 防禦に 關する 件 
東京 市 深 川區新 安宅 町 建築業 島 田 藤吉外 十四 
名 呈出 (二通)  . 
右の 請願は 東京 市の 東部は 南方 一帶 海に 面し 土地 
槪し て低濕 なる か爲 颱風 襲來 するとき は 怒濤 狂奔 
して 家屋の 倒潰 人畜の 死傷 其の 他の 損害 慘狀 名狀 

すへから さるを 以て 速に 國 費を 以て 海 嘯 防禦に 關 

する 適當の 根本 方策を 講せ られ たしとの 旨 趣に し 

て 貴族院は 願意の 大體は 探擇 すへ きものと 議決 致 

候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別冊 及邊付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 

內 閣總理 大臣 原 敬 殿 


意見書 案 

日本 住 血 吸 蟲病豫 防 撲滅 事業 費國庫 補助の 件 

山 梨 縣甲府 市 橘 町 山 梨縣醫 師會長 高 橋 g 碩外 

! 名 呈出 


右の 請願は 山 梨縣 甲府 盆地を 中央と 爲し 笛吹、 釜 
無兩 川の 沿岸 及兩 河川 間 一市 五十 一箇 村に 苞延し 
つ、 ある 日本 住 血 吸 蟲病ほ 縣 民の 保健 简生 上最怖 
るへ きものな るを 以て 同縣に 於て は 半官半民の 調 
査 研究 豫防 璣關を 設け 今や 調査 略 完成し 將に预 防 
實施 期に 際會 せむ とすと 雖 之に 要する 费用 多大に 
して 水齊後 疲弊せ る 地方 民の 負 擔に堪 へさる 所な 
るを 以て 同病 豫 防の 爲國 庫ょり 相當の 補助を 與へ 
られた しとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大膛は 採 
撰す へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 
依り 別冊 及 送付 候 也 
大正 八 年月 日 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 


意見書 案 

伯備線 鐵道 速成の 件 

岡 山 縣吉備 郡 庭® 町長 高 畠 多 七郞外 五十 三 名 
呈出 (五十 四 通) 

右の 請願は 山陰 本線 鐵 道の 風水害に 遒ふや 破壊 劇 
甚を 極め 之 か復 舊容县 ならす 國 防上頗 憂慮に 堪へ 
さるに 依り #. に 敷設を 決定せられ たる 伯備線を 南 
北兩 端ょり 同時に 起工し 速に 之を 完成せ しめられ 
たしとの 旨 趣に して 貴族院は 願意の 大體は 探擇す 
へき ものと 議決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 
別册 及 送付 候 也 

大正 八 年月日 

貴族院 議長 公 W 德川家 達 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 等の 請願 も 請願 委員長 
の 報告 通り 採擇 いたして 御 異存 ございませぬ か。 

.〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 識長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます" 
唯今 內閣 總理 大臣ょり 通牒を 受領いた しました から 
報吿を 致させます。 

〔成獅 書記官 朗讀〕 

大正 八 年 三月 二十 六日 

內閣 總理 大臣 原 敬 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

通牒 

本 月 二十 七日 貴族院に 於て 帝 國議會 閉會式 執行 被 
仰 出 候 


0螯長(公爵德川家達君)是にて ::,- -1-> : 

午後 五 時 四十 一分 散酋 


第 四十 一回 帝 國議會 貴族院 終 


院議 衆鈐蓊 P5] 帝 回 一十 四 第 


仙 政敏半  謙 正 

肋 明靖造  淸 烈郞憲 


八健淸 

次藏一 


譲孫洽 


四 

五 


竹 敬淸一 


—— 郞宏郞 貢 治 郞洽太 


敏 道正寓 
郞 一直 威 


曾 次郎 
勝 
H 

喜三郎 
直通 
三郎 
確三郞 
三 郞 

弘 

鎭次郎 

臑一郞 

詢三郞 

次久 

達之輔 

勝 太郞 
齊 

英太郞 
左吉雄 
才四郞 
隆吉 
© 作 
武 

雄輔 

英雄. 

義勝 


大藏 書記官 勝 
大藏 書記官 佐々 木 
大藏軎 記 官河田 
專賣局 長官 野中 
大藏省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

陸軍 次官 山 梨 
陸軍 中將淺 川 
陸軍 中 計總監 田 中 
陸軍 一等 主計 正 鶴 淵 
陸軍 错 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

海軍 次官 栃內 
海軍 主計 總監志 佐 
海軍 主計 大監久 ® 
海軍省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

司法 次官 法學 博士 鈴 木 
司法 省 法務局 長法學 W 士豊島 
司法 省 監獄 局長 谷 田 
司法 省 參事官 法 學 W  士山 內 
司法 醫記官 近 藤 
司法 省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
文部 次官 南 

文部省 ¥ 門® 務局長 松 浦 
文部省 普通 學務 局長 赤 司 
文部省 宗敎 局長 柴田 
維新 史料 編 慕 W 務 局長 黑澤 
文部 書記官 山 崎 
文部省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

農 商務 次官 犬 塚 
農 商務省 農務 局長 道家 
農 商務省 商工 局長 岡 本 
農 商務省 山林 局長 鶴 見 
農 商務省 鑛山 局長 崎 川 
農 商務省 水產 局長 村 上 
農 商務 書記官 中 井 
製鐵所 長官 白 仁 
製鐵所 理事 吉川 
特許 局長 鈴 木 
戰時保 險 局長 片山 
農 商務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
遞信 次官 中 西 
遞 ■信 省 通信 局長 中 川 
遞信 省電氣 局長 肥 後 
九〇七 


千 之 助 
鍈一 
眞一郞 
廉造 
竹二郞 
葛  身 
亨 
正 左 
三 吾 
伊三郎 
穆 

常 三 郞 
樂三 
宏 

偕 一郎 
武芳 
舜洽 
善 之 助 
彰 

實太 


勝 之 助 
元 

重 威 
俊六郞 
義一 


0 大正 七 年 十 11 月 二十 七日 (金曜日) 

午前 十 I 時 十八 分開諾 
④ 勅語 奉答 文の 件 

0_ 長 c 大岡 育造 君) 新に 議席に 著 かれた る 方を 紹 
介 致します、 御 姓名を IR 上げた ときに 御 起立を 希 si 
します、 德島縣 郡部 選出 議員 原 田 佐 之 治 君。 

〔原 田 佐 之 治 君 起立〕 

〔拍手 ifG る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 本日を 以て、 第 四十 一回 帝國 
蕺會の 開院 式を 舉げ させられ、 勅語を 賜りた るに 
依りまして 、奉答 文の 會議 を M きます、 奉答 文は 例 
に 抜て 起荩委 M を 設け、 之を 起荩せ しむる ことと し 

委員の ® ( は 十八 名、 議長に 於て 指名す るに 御 異議は 

ありませ ぬか。 

〔「異議な し與 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讁 長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 尚ち に指朽 

を 致します， 勅語 奉答 文 起草 委員 元田戢 f5- 、 戶狩 

權之助 君、 戶水 ^ 人嵙 、小 泉 策太郞 33- , 井上 敬 之 助 

君、 坪 田 十郞嵙 、竹 內明太 郎君、 若屉幾 造 君， 武富 

時敏 君、 大竹貫 ：君 、小 赤 謙吉 君、 佐々 木正藏 君， 

柵 恥 軍 之 «: 君、® 添宗三 君、 鈴 木 梅 四郞君 、肥 田激 

之 君、 余 杉英五 郎君 •花 井 is 藏君 ，以上 唯今 指名 致 

しました 委員 諸君は-商 ちに 議長 室に 參 S •せられ、 

委員長 及 理事の 互選を 行 ひ、 引 粒き 起荩に 著 手せ ら 

れむ ことを 希 S 致します、 r/ 時 休憩 致します。 

午前 十一 時！ 一十一 分 休憩 

午前 十一 時 四十 五分 開 諮 

0 謎 長 . 大岡 育造 君) 休憩 前に 引® き 會議を 開き ま 

す， 起荩 委員長の 報吿を 求め ま -5 - 元田蕺 君。 

〔元 田 遊君 登 fflj 

〔拍手 g る J 

〇 元 田 飛 君 諸君、 唯今 奉答 文 起草 委 a の 指 fi を 蒙 

りまして、 委 S は會議 室に 集りまして、 先づ 委員 提 

理事の：々 •選を 致しまして、 委員長に 不肯 ，理事に 花 

井 PS 士當選 致しました、 引 ® いて 會議を 開きまして 

愼爾蒗 議の上 に， 喵今朗 讚を 致します 所の 成案を 得 

まして ございます、 茲に 之を 朗讀 致します 

恭ク 惟- _ 

陛下 玆= 第 W 十一 回 帝 國蕺會 開院 ノ惑式 ヲ擧ケ 礙 


渥 ナル 裂 詔ヲ賜 フ臣等 感激 ノ至二 勝 ヘス 今ャ 
世界平和 ノ 曙光 ヲ 認 メ帝 國ノ任 益々 重ヲ 加フ臣 
等 謹 テ 聖旨 ヲ辭 體シ 傾 ® 蒞議上 
陛下 ノ隆 恩-一 對ヘ下 國民ノ 委託 ュ酬ム n ト ヲ期ス 
衆議院 il 長 2 大岡 育造 誠 恐 誠 Ki 謹 テ奏ス 
斯樣な 成案を 得まして ございます るので* どぅか 滿 
場 一致 御 賛成 あらむ ことを ? f; 望 致します。 

〔拍手 起る j 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 唯今 委員長 報吿の 奉答 文に 御 
賛成の 諸君は、 敬意を 表する ため 起立を 希望 致し ま 
す。 

總員  起立 

o_ 長 (犬 岡 育造 君) 滿場 一致 可決 致しました •奉 
答 文は 苒屮の 御 都合を 伺つ て 捧呈す る ことに 致し ま 
す、 明日は 先例に 依り 午前 十 時ょり 會議を 開き ま f 
當 日の 議事 日程は 別に 報 i!f を 致します。 

〔》 記朗 10 〕 

衆議院 議事 日程 第一 號 大正 七 年 十二月 二 十八 
日 (土曜日〕 午前 十 時開議 
第一 全院 委員 接の 選擧 
第二 常任委員の 選擧 
〇 議長 C 大岡 育造 君) 本日 ほ 是にて 散會。 

午前 十一 時 五十 分散 會 


0 大正 七 年 十一 I 月 二十 八日 (土曜日) 

午前 十 時 - fc 分 開謅 
議事 日程 第一 號 

第 I  全院赛 員 長の 選擧 
第 II 常任委員の 選 擧 

0 副議長 ( 濱田國 松 君) 本日は 議長 ほ 勅語 奉答 文 

捧呈の 爲に參 内中であります から、 本員 此席 を漬し 

ます - 諸般の 報吿 があります e 

〔霄 記 朗 ®〕 

一德岛 縣 郡部 選出 il 員 川 眞田德 三 郎君 死去に 付 其 

の補關 として 原 田 佐 之 治君當 選せられ たり 

一 去 二十 五 0貴 族 院 より 同院成 立した る 旨の 通牒 

を 受領せ り 

一 去 二 十五 日內 閣總 理大 R'; より 左の通り 發令相 成 

たる 旨の 通 51 を 受領せ り 


佐 

山 

鈴 

大 


河 內山 
下 村 


法制局 長官 傾 田 
法制局 參事官 馬場 
法制局 參事官 松 村 
拓萠 局畏官 法 學博士 古 賀 
鐵 适 院總裁 床 次 
鐵道院 副總賊 H 學搏士 石 丸 
鐵道院 理事 永 井 
鐵道院 理事 
鐵道院 理事 
朝鮮 總督府 政務 總監 
朝鮮 總督府 度 支部 長官 
朝 蛘總暫 府 參事官 
朝鮮 總 S 府事務 官 
臺爾 總督府 民政長官 
臺 W 總督府 財務 局長 末 松 
毫_ 總督府 事務官 菊 池 
關 東都 督府民 政 長官宮 尾 
關 東都 督府 事務官 永 山 
樺 太廳揭 官昌 谷 
@ 太廳事 務宫 
政府 委員 被 仰 付 

外務 次官 
外務省 政務 局長 
大使 tg 參事官 

總 領事 藤 田 
外務省 所管 事務 政府 姿 員 被 仰 付 
內務 次官 小 
内務省 神社 局長 塚 
內務省 地方 局長 添 
內務 省警保 局長 川 
內務省 土木 局長 堀 
内務省 衞生 局長 杉 
內務 書 IR 官池 
內務省 參事官 山 
北海道 廳 長官 俵 
北海道 廳 土木 部長 白 男 川 
内務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

.  大藏 次官 神 野 
大藏省 主計局 長 西 野 
大藏省 主税局 長 松 本 
大藏省 理財 局長 森 
大藏省 銀行 局長 小 


西 岡 

幣 原 
埴原 
松 田 


野 


勅語 帟答 文の 件  政府 委員の fr: 命 


院蒸衆 合 徽卩 I 帝 冋 一十 四 第 


上 內武高 田橫河 加加片 大本 早 岩石 今 隅 淸元毛 百 匹 志 島界 
村 藤 富 田 中 山 波 藤 藤 木 符田速 佐 川 村 田  田 里 顧 田 F1 田 田 


久須美 
山道 
牧口 
古屋 
藤 澤 
小 寺 
小 山 
淺 野 
齋 藤 
坂 口 
佐々 木 
三 木 
下 岡 
樋 口 
平 ,11 

森 

鈴 木 


全院委 M 長の il 怒  常 ff: 姿 in の 選 擧 


璦 信 省 t? 船 局長 若宮 貞夫 
爲 ©貯金局 長 天 岡 直嘉 
遞 信軎記 官中 西四郞 
遞信省 所 宵 事務 政府 姿 員 被 仰 付 

〔左の 報吿ほ 朗諝 を羥さ る も參照 のた め 玆に 
揭 ©す〕 

j 委員長 及理 银 左の通り 當選せ られた り 
開院 式 勅語 帟 答 文 起草の 件艰員 會 

委員長  元 田  K 君 
理事  花 并卓藏 君 
0 副議長 V® 田 國松君 d 是 より 會篛を 開きます、 日 
程 第一、 金 院® a 長の 選擧に 移ります。 

第一  & 姿 is 長の 選 绍 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 選 寧の 以前に 念の 爲め 手® 

を 申 上げます、 全院裘 員 長の 選擧ほ 總て 先例に 依り 

ます、 投票は 無記名投票、 諸君の 御手 許に 配付 致し 

てあります 用紙に、 被 選 入 一名を 御 記載の 上、 木の 

札の 名刺を 添えて 御 持參 あらん ことを 筘望 致します 

是 より 氏名點 呼に 移ります。 

〔書記 氏名を 15 呼す〕 

0 副 _ 長 (濱 田國松 君： >  最早 投票 漏は ありませ ぬか 

投票 漏は ない と 認めます —— 投票 函閉鎖 I 開®。 

〔書記官投觀の數を計算す〕 

0 副 蕺長 (濱 田國松 君) 投舞 總數は 二百 三十で あり 

ます、 名刺の 數も 符合して 居ります、 此 過半 數は百 

十六！ いであります - 投票の 點檢に 移ります。 

〔原 田 書記官 投票を 讚 上く〕 

〇 副議長 (a 田國松 君〕 投票の 結果を 書記官 長より 

報道 致します。 

〔寺 田霄記 官長 朗讀〕 

百 六十 一點  金 澤仁作 君 

六十 六點  橫 田孝史 君 

三點  尾 崎 行 雄 君 

〇 副議長 ( 镄田國 松 君) 衆議院 規則 第三 十 條に 依り 

金澤仁 作君當 選せられ ました。 

〔拍手 起る〕 

〔全院 委員長 投票者 氏名 左の 如し〕 


鳩 山  I  郎君 
生 原 忠右衞 門 君 


磯部  尙君 

磯野  S 

井 上 敬 之 助 君 

伊東  重 君 

生 田 和平 君 


今 井 今 助 君 

岩 崎  _ 君 

岩 崎總十 郎君 

池 田 龜治君 

井島 義雄君 


原 田 
萩 

西 村 
堀 切 
陣 

小山 田 
、  1 1 

大石 

N MU. 

奧田 
渡邊祐 
河上哲 
神 川 長 
米 田 
田邊熊 
龎  正 
高 橋 辰 
高 橋 本 


佐 之 治 君 
亮君 
正則 君 

善兵雪 

軍吉君 
新藏君 
平吉君 
五 郎君 
藏次郞 君 
榮之進 君 
策 君 
太 君 
久君 
_ 
一 君 
雄 君 
一. 一 君 
吉君 


屋淸三 郎君 
村 喜 平 君 
橋德五 郎君 
野 寅次郞 君 
峰與 一 君 
藤 金吉君 
野 松 次 郎君 
藤 卓豳君 
熊 谷 五 右衞門 君 
山 本涕二 郎君 
山內範 造 君 
前 田 米藏君 

丸山嵯 峨 一郎 君 

松 田 源 治 君 


福 井 

小久保 

兒玉 

寺 田 

赤 尾 

天 春 

阿部 

東 


三 郎君 

喜. 七 君 

好 熊 君 

省歸君 

彥作君 

文衞君 

武智雄 君 

武君 


秦 

八 田 

枋 

林 

西 村 
戸狩 
長 田 
尾 見 
小 田 切 
奥 田 
岡 田 
渡邊 
柏 谷 
川原 
吉植 
吉原 
寄 , ft 

高 岡 
田 中 
高見 
根本 
鳴 海 
中 村 
南 里 
中 西 
鵜 擇 
野 田 
熊 谷 
藏內 
八 木 
山 口 
牧山 
松 浦 

福 本 

古谷 

兒玉 

江 藤 

秋 本 

秋 山 

穴 水 

赤 間 

齋藤 


豊助君 
宗吉君 
毅陸君 
苜良君 
種禮君 
描 之 肋 君 
桃藏君 
濱五郎 君 
磐 太 郎君 
m 造 君 
榮君 
陳平君 
義三君 
茂 輔君 
¢ 1 郞君 
正隆君 
順 策 君 
唯 I 郎君 
隆三君 
之 通 君 
正 君 
文 四 郎君 
啓 次 郎君 
琢 一 君 
六 三 郎君 
總 明君 
卯 太 郎君 
直 太 君 
次 郞作君 
一 郎君 
M 太 郎君 
耕藏君 
五兵 衞君 

寅 松 君 

久綱君 

亮太郞 君 

哲藏君 

喜 七 君 

金 也 君 

要 七 君 

嘉之吉 君 

诖次君 


爾 藤 * E 1 君 
淸水市 太 郎君 
白 石 直洽君 
廣岡 宇一郎 君 
廣龆鎭 之 君 
望月 圭介君 
森 田 正路 君 
關矢儀 八 郎君 
鈴 木錠藏 君 

磯貝  S 

井戸 文 四 郎君 
井原 喜 代 太 郎君 


半 谷 
西 


大 

唐 

河 

橫 


森 

崎 

端 

崎 

西 

山 


淸壽君 
英太 郎君 
與 三次 君 
安之助 君 
淸太 郎君 
克君 
豊太郞 君 
勝 太 郎君 
賴母木 桂吉君 
竹 村良离 君 
高 橋久次 郎君 
長 島 律太郞 君 
紫 安 新九郞 君 
野 村 嘉六君 
山 口 俊 一 君 
正木 照藏君 
松 岡 勝 太 郎君 
降 旗 元 太郞君 


小 

小 

小 

安 

樱 

柵 

行 

三 


日 比 野 
平 島 
森 田 


泉 又 次 郎君 
林 嘉平洽 君 
西  和 君 
達 謙藏君 
井庄平 君 
軍 之 佐 君 
健 男 君 
哲雄君 
寬君 
松 尾 君 
茂 君 
和 知 君 


獺 

德 

隅 


九〇八 


淸兵® 君 
俊 雄 君 
藤彥君 
銳吉君 
淸治君 
保 太郞君 
蕺 © 
崙太郞 君 
豊吉君 
七 平 君 
又 八 君 
善 太 郎君 
整爾君 
恒之君 
高寬君 
政治 郎君 
政 之 助 岩 
定吉君 
荒次郞 君 
金 太 郎君 
萬 逸 君 
耘平君 
時敏君 
傳祿君 
耕作 君 
東 馬 君 
襄  i 
義矩君 
慶隆君 
幾 之輔君 
謙吉君 
松壽君 
順 平 君 
隆 夫君 
仁 一郎 君 
正藏君 
武吉君 
忠治君 
秀雄君 
岩彥君 
秀次君 

g i sipj a- 


伊東 知 也 君  犬 飼 ^ 太 8 忍 
西 村 丹せ 郎君  照 川 美 哉 君 
土并 攛 大君  大口 » 六 君 
大梱  孝 君  大内松 三 君 
® 過  昭君  神谷 41 § 
川口 木 七 郎君  髙松 正 i5 苗 
高 島 兵吉君  植原悦 ii 
野 添 宗三君  牧野 S 郎 fl 
前 川 虎造 君  藤 井 善 叻 君 
白 河 次 郎君  鈴 木 梅 四 郎君 
橋 本 太吉君  花 井 JS 藏君 
堀 尾 茂 助 君  小川 寅 六 君 
尾 崎 元 次 郎君  大林森 次郞君 
尾 崎 敬義君  若 尾 3¢ 八 君 
金杉英 五郎 君  金澤 t 作 君 
河 野 徹志君 
吉田 羊治郞 君 
津田毅 一 君 
松 井 文 太 郎君 
佐々 木 平 次 郎君 
北 井波 治 目 君 
石 原 正 太 郎君 
武市彰 一 君 
山 ®' 正 次 君 
秋 田  淸君 

森 本 是一郞 君  關原彌 里 君 
0 副議長 (潢 田 國松君 ) 少しく 御報吿 があります。 

〔書記朗齡〕 

一讖 員ょり 提 ai せられた る 議案 左の 如し 
決議案 

提出者 元 田骼君  小川 平吉君 
川原 茂輔君  山 本悌二 郎君.， 
小久 保蠤七 君  箕浦勝 入 君 
早速 整爾君  柴  四朗君 
下 岡 忠治君  野 添 宗三趙 
古島 一雄 君  若禺璋 八 君 
尾 崎 元 次郞君  佃 安之丞 君 
衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 

提出者 高木 益 太 郎君  野 添 宗三君 
楠 原悦二 郎君  白 河 次 郎君 
第二 常任委員の 選擧 

0 副 翳 長 (濱 田國松 君) 是よ 程 第二、 常任委員 


我 如 古 樂一郞 君 
版 井藤 四 郎君 
中 村靜興 君 
浦 與三郞 君 
田® 三 郞 S5 
田 ® 太 郎君 
平 四 郎君 
安之 丞君 
川  淸君 
m 龍彥君 


松 

匕 

平 

林 

佃 

古 

8 


院議 衆 會茲阀 帝 同一 十四 第 


野嬌® 兒  松 吉ェ小  m m 丸 


第 


半 近 

谷 藤 
淸 慶 


山 

田 

正 

年 

君 


中  川 南 高  平淺吉 


日 穴 渡  荒嗚小  鈴 天河 


石  磺尾中  川 藤 河  川 


伊  橫近  小 則  匹 森  山 高  河 渡  大飯  唐 岡  田秋橫  亘 井村  杉 今 中  大小 今  菊 生 


紫 井 北 
安島 井 


成 平 柏  松山吉 

田 田 原  田 本 田 


m 

澤 

總 

明 

君 


三 齋 

隅 藤 

哲 壽 

m 雄 
君 君 


森 赤 

尾 

秀 彥 

次 作 
君 君 


八 古  田牧 

田 川  邊野 

宗  熊鐵 

九 

吉淸  一郞 

君 君  君 君 


委 

員 

に  西 中 

選  村 村 

せ 

ら  正 喜 

れ 

た  貝 ij 平 

る  君 君 

諸 


九 

〇 

九 


山 煌 治 郎君 
田 茂君 
貝 洗 君 
第 六部 

川 寅 六 君 
藤 卓爾君 
植庄 一郎 君 
岡 勝 太 郎君 
第 七 部 
玉 右二 君 
邊祐策 君 
木 喜 造 君 
村嘉六 君 
第 八 部 


尾 崎 敬義君 
三 木 武吉君 
請願 委員 
第一 部 

高戶都 三 君 
柳 原 九兵衞 君 
上 村 耕作 君 
第二 部 

林  平 四郎 14- 
佐 藤 喜 八 fr 


長 尾 元 太 郎君 


長 島 律 太郞君 
第 九 部 


佐々 木 平 次 郎君 
小川鄕 太郞君 
元 田  蒙 君 
町 田 忠治君 
第 九 部 

鈴 木 梅 四 郎君 
佃  安之 丞君 
上田 瞰兵衞 君 
兒玉好 熊 君 
決算 委員 
第一 部 

神 谷 卓 男 君 
齋藤 安雄 君 
髙岡唯 一郎 君 
第二 部 

毛 里 保 太 郎君 
片木 政治 郎君 


第 四 部 
田 羊治郞 君 
野 順 平 君 
島 松 尾 君 
第五 部 

島 兵吉君 
里琢 一 君 
崎  克君 
第 六部 

村 靜興君 


野撤志 君 
春 文衞君 
木久 次郞君 
第 八 部 
橋 鍉三衞 君 
海 文 四 郎君 
川 ! 5; 貞君 
第 九 部 

邊陳平 君 
水 要 七 君 
田 久內君 


崎 安之 肋 君 

第三 部  . 

崎 助 太 郎君  赤 間 嘉之吉 君 

野 正 年 君  今 村 七 平 君 

村惇君 

第 四 部 

野 寅 次 郎君  熊 谷 直 太 君 

見® 五郎 君  前 田 卯 之 助 君 

山 金 太郞君 

第五 部 

原 IH 太郞君  關矢 儀八郞 君 


福 本 寅 松 君 
佐々 木 文 一 君 
第 七 部 


田 fl 平 君 
池 良 一 君 
第 六部 

井嘉宰 君 
川趿 次郞君 
森與 三次 君 
第 七 部 

川 隣 之 助 君 
井 今 助 君 
山 東 太 郎君 
第 八 部 
松 恒一郞 君 
坂 光暉 君 
理胤正 君 
第 九 部 
井藤 四郞君 
山 金 也 君 
中 善 立 君 
懲罰 委員 
第一 部 

田  霧 

端 淸太郞 君 
第一 一部 
田 精 一 君 
津淳一 郎君 
第三 部 
邊  昭君 
野 正義 君 
第 四 部 

鳥 順 作 君 
道 篛一君 
第五 部 

本是 一郎 君 
田銳吉 君 
第 六部 

元 LM IH 君 
山 松壽君 
第 七 部 

藤 達兒君 
山 勝 太 郎君 
第 八 部 

東 知 也 君 


阿部 武智雄 君 

陣  軍吉君 
西 )! 1 太 治郞君 

我 如 古 樂一郞 君 
志々 目跽 彥君 

高 松 正道 君 
寺 田. 省歸君 

西 村 丹 治郞君 
井戶文 四郞君 

中 西 六 三 郎君 

鈴 木 錠 藏君 

高見 之 通 君 

池 田 ® 治 君 

堀 尾 茂 助 君 

大石 五郎 君 

江 藤哲藏 君 

島 田 俊 雄 君 


波 治：：： 君 
義雄君 
新 九 郎君 


费 野傳 右德門 君 
IS 藤琺次 君 
高木 正 年 君 


中 君 
簡二郞 君 
源 治 君 


文 太 郎君 
健 太 郎君 
榮信君 


奧田龜 造 君 
小 林 嘉平洽 君 


一 宮房治 郎君 
本 間 三 郎君 


古谷 久綱君 
藏內次 郎作君 


大 藪 房 次 郎君 
S 翻 縐之君 


0 議長 C 大岡 育造 君〕 


長 ra 桃藏君 
高 睽久 次郎対 


武市 彰一 君 
川原 茂輔君 


課訪部 庄左衞 門 君 
河 波 荒 次 郎君 


の 選擧を 行 ひます、 諸君は 谷 部に 御 參 集の 各 常 
住 委員を 選舉 されまして、 其 結果を 毁 長まで 御 報 吿 
あらん ことを 希 留 致します、 尙ほ大 岡 議長は 唯今 奉 
答霄 捧呈の 爲め に參内 中であります るが、 後刻 其顚 
末の 報齿が あらぅ と 存じます、 常任 委 M ii 舉の 後に 
於き ましても、 諸君は 成るべく 院內に 御 留り あらん 
ことを 希 留致 します、 暫時 休憩を 致します。 

午前 十 時 四十 二 分 休憩 
午前 十 I 時 四十 二分 開議 

0 議長 (大岡 育造 君〕 休憩 前に 引！； き會議 を 開き ま 
す、 今 二十 八日 午前 十一 時 參內 致しまして、 陛下 
御風 氣の爲 め 出御 あらせられず 、鳳 M の 間に 於て宮 
內 大臣を 經て辩 答 書を 搾 呈致 しました、 E に宮 內大 
臣を經 て 勅語を 賜は りました、 起立を 希望 致します 

〔各 H 起立」 

朕 衆 II 院ノ 深 15 ナル 敬 禮ヲ嘉 ス 

常任 委 M ll m の 結果を 報带 させます。 

一爵 記 朗 讀〕 

一常任委 ^ の選轵左の通り當潠せられたり 

预算委 M 

第一 部 

有 森 新吉君  押 川. 方義君 

林  鉸陸釕  武藤 金吉君 

遠 藤 良 吉君  東  武君 

早速 整爾君 

第二 部 

川 口 木 七郞君  中 村 啓 次郞君 

淸水市 太 郎君  淸  签太郞 君 

尾 崎 行 雄 君  武富 時敏君 

片岡 直溫君 

第三 部 

高木 益 太 郎君  小 田 切 磐 太 郎君 

小 林 源—  加 藤 政 之 肋 君 

平 山 岩彥君  關  和 知 君 

鈴 木 富士镅 君 

第 四 部 

湯 淺凡平 君  理部  尙君 

三 輪 市 太 i  土屋淸 三郎岩 

坂 口 仁 一郎 君  正木 照藏君 

佐々 木正藏 君 

第五 部 

井 t 角 五郎 君  山 口  si 
常任 委 11 の 選擧 


院懿衆 矜讓國 帝 回一 十四 第 


出征 琨隊の 功 li!( に關 すろ 決 蓮 案 


君は 散 宵 後谷 委 M 室に 於て、 委 £1 長理 yi の 互選を 行 
ひ、 速に 議長まで 御留 あらん ことを 望みます。 

0 岩崎剧 君 漭 办 H 程 追加に 關する 緊急 肿 P. を 提出 
致します、 即ち 玆に元 田银君 外 十二 名 提出 決菝 案を 
鏟 題と なし、 提出者の 說 明を 求め、 J1 つ 其 詔 事を 進 
めら れんこと を翠み ます、 而 して 特に 提 /J5 者 全部の 
氏名 並に 其 議案 全文の 朗誔を 命ぜられん ことを 望み 
ます 

0 議長 (大岡育造趑)堆今の緊急動鹩に御與諉はあ 
〇 ませぬ か" 

〔「興 P なし J 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (犬 岡 育造嵙 ) 御 異議な しと 認めます •日程 
を 追加して 決 誠 案を 議題と 致し、 豁案 の朗諂 を 命じ 
ます。 

決 謬 案 (元 田 K 君 外 十三 名 提出) 
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本院 (X 酸に 決識 以て 我 か 出征 琪の 功勞を 感謝せ り 

爾來我 か J-P- は 聯合 谷國と 協同し 艦隊 ほ 遠く 世界の 

各方 面に 策励し 以て 與國の 作戰に 資し 陸軍は 兵を 

西扪 利に 進め 以て 西 隣の 秩序を 保ち 大に帝 國の威 

武を屮 外に 宣揚す 衆議院は 其の 壯烈 なる 行 励と 偉 

大なる 功樹と に對し 特に 院識を 以て滿 腔の 敬意を 

表す 

〇 元 田 S 君蕺長 。 

011 長 (犬 岡 育造 君〕 元 田 君。 

〔元 田® 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 元 田 W 君 諸君、 本員は 唯今 如 la になり ましたる 

我 海陸 軍の 將 士に對 し、 感謝の 意を 表する の 決議案 

提出の 理由を 述ふ ベく 登壇 致しました ，本 決議案は 

唯今 朗 in されました 通り、 一黨 一派の 提出に 非ず し 


て、 衆菡院 谷 派の 期— して 一致した る、 熟 誠の 上 
に 出で たる 案でありまして、 玆に其 提出の 理由を 說 
明す る ことは、 誠に 自分に 於き ましても、 光榮 に存 
ずる 次第であります、 御 承知の 通り、 本院は 翁に 四 
十謅會 の 劈頭に 於き まして、 一度 決簌を 以て 出征 將 
士の 功勞を 感謝す るの 意を 表示 致して ic きました、 
爾來我 帝 國の 海陸 軍は、 引紹き まして 海軍は 地中海 
方面まで 進んで、 多大の 任務を 盡 して 居りました の 
みならず-西 伯利騷 亂の 際に 至りまして は-沿海州 
方面まで 出 励 致し、 非常なる 艱苦と 鬪 ひまして、 能 
く邦功を奏して居ることほ、世界に明かなることで 
あります >  又 陸軍は 通に 膠 州灣に 於て 奮闘し、 獨禍 
を m 洋 ょり 絕 つて 仕舞つ たと 云 ふ 功績に 對し まして 
は， 旣に 感謝の 意を 表しました が、 其 後に 至り 西 伯 
利 出兵の 事 あるに 至り、 與國と 協調し、 共に 兵を 出 
す ことにな ^ 、 帝國は 最も 近き 國で ありまし で、 最 
も 重大の 關 係を 有する が 故に、 其 主力と なつて、 我 
陸軍の 軍隊 西 伯 利 方面に 出動 致しまして 能く 該 
方面の 秩序を 保つて 今 H に 至つ て 居る ことは、 是亦 
列國の 認識 致す 所と 存じます'  今回の 戰 亂 に付き ま 
して" 歐洲 方面を 見 ますれば •谷 方面 共に 非常に® 
闘 致して 居ります が、 實 に 10; 界の 耳目を 集中して 居 
る 場所に 於て、 晴の 戰 を 致す のであります から* 辛 
勞多 きと 同時に、 2： ら慰 むる 事柄 も 多々 あるで あら 
ぅと 考へ ます、 獨り 太平洋 方面の 治安を 維持し、 印 
度洋 方面の 秩序を 維持し、 進んで 地中海に 潜水 艇と 
戰ひ •或は 沿海州に rnj つて 奮 進す る 等、 我が 海軍の 
奮闘に 至りて ほ、 世界の 視 聽 の 上に ほ 寧ろ is れたる 
感が ある、 此隱れ たる 感 ある 所に 於て、 奮闘 努力し 
たる 我 11; 征軍. の 辛苦 功勞は ，實に 多大の もの ありと 

信じて 疑は ぬのであります (拍手 起る〕 歐洲® 亂不 

串に して 勃發 しまして 以来、 今日は 旣に數 年を 經過 

して ^ r るので あります が* 此間 に處 して， 白 耳義の 

如き ほ、 殆ど® の 全部を 蹂躪せられ、 尙 FI. 奮闘して 

止まず、 佛關 西の 如き、 伊太利の 如き、 何れも 接 境 

の 地でありまして、 是 等の 諸國の 兵士 人民が >  非常 

なる 熟 心 努力® 鬪を續 け來つ たことは、 吾々 敬服に 

堪へぬ 事であります、 又 英國が 人道の 爲、， 平和の @ 

に 出兵し， 尙 物資の 供給、 軍費の 提供 等、 國 力を 賭 

して 之を 援け たと 云 ふこと に 至つ ては •其 功の 多大 

なること、 今更 絮說を 要せざる 所であります、 續い 

て 米國 が獨澳 の 兇截を 憎み， 人道の 爲め 起つ て此世 


九 I 〇 


界の 大鼓を® 定せん とする の 誠 S を 披歷 し、 有ら ゆ 
る 方面から 努力 致されました ことに 至つ ては、 亦 吾 
々等しく 感謝 景仰に 堪 へざる 所であります •併な が 
ら詡つ て lit 界の 他の 方面、 即ち 太平洋、 印度洋、 束 
洋等の 一半の 方面を 見ます れば '何等 異常な く、 無 
事 安 fs の裡 に K 易 其 他 交通 往復を 致して 居つ たので 
あります が •抑々 是 ほ 何人の 力であります 乎 (拍手 
起る〕 吾々 帝國 臣民と して、 玆に是 を 言明す るは、 
聊か 自畫自 讚の 感が あるか {3: 存じ ませぬ が、 lip 間に 
處 しまして、 膠 州 海を 攻略 致して、 獨鍋 を苽洋 に絕 
て、 又 艦隊を 派遣 致しまして、 太平洋、 印度洋、 進 
んでは 地中海までの 通商 K 易、 若く は 軍資の® •送 等 
に 力を ■しまして •而 して 極東の 平和、 否、 獨り極 
東の みならず、 此の世界の 一半に 於け る 各方 面の 平 
和を 維持した と 云 ふこと ほ實に 我 帝國出 征 軍の 力と 
言つても、 決して 過言で ない と 信ずる のであります 
又 西 伯 利 問題の 起り し 時に 於き まして ほ、 英佛は 勿 
論の ことであります が、 特に 米國 通牒の 趣旨を 重ん 
じ、 多數の 兵士を 出して 「チェック、 スロ ー バック 
」 の援肋 に當 り、 加 之 西 伯 利 方面の 秩序を 維持す る 
如き も、 帝國の 主力を 以て 今日に 至つ たことは、 亦 
隱れな き 事と m ずるので あります、 斯の 如く 此大戰 
に參加 して* 帝國ほ 奮闘 努力 致しました が、 謂は ば 
本 舞 毫の歐 洲の 中原に 非ざる が 故に、 或は 瞳る， 帝 
國の盡 したる 任務 功勞の 多大なる ことが •それ 程 世 
界に現はれざるかと云ふ迆憾を私は荇んで居るので 
あります、 此戰 役に 帝 國が斯 の 如く 盡した と 云 ふ、 
其の 目的 ほ 何れに 在り や、 毫も 帝 國は獨 澳の 如く、 
侵略 主義に 出で たる もので ほない、 與 國に對 する 誠 
意を 重んじ、 正義 人道を 助く るが 爲め r 帝國の 全力 
を 注いで 此に 至つ たと 云 ふこと ほ、 斷言 する を ® か 
らぬ のであります (拍手 起る〕 今や 獨逸 方面 ほ 遂に 
屈伏 致しました が、 私は 是程 進んで 巾す ことは 少し 
く控へ やぅ かと 存じました が、 大正 三年に 此 戰 亂が 
勃發 した 以来、 若し、 帝國が 單に 中立の 態度を 執つ 
て 動かず と 云 ふこと であつ たなら ぱ •今日の 如き 結 
果を得 ると 云 ふことは、 甚だ 疑問で ある •膠 州 ® を 
根據 として 獨 逸の 艦隊 等が、 各方 面に 暴れ 廻る と 云 
ふこと に 至りまして は、 如何なる 形勢を 呈す るで あ 
らう か、 鄰邦 となつ て 居ります、 露 西亞の 如き、 固 
より 今日の 如き 潰亂 を來す 原因は •他に 在つ たか も 
知れ ませぬ けれども、 此戰亂 の 波動が 今日の 如く 無 


秩序 iit lt を 来す に 至つ たと 云 ふこと！ f  G l: て 楗は 
ぬのであります、 斯る世 界 の} 2動 を 起し 来つ たもの 
を、 遂に 我 帝國は 束 洋に 於て M 止 致しまして、 さう 
して 今 日ほ 歐 谣巴 方面に 於て ffc rls! !li5 約を 見る と 云 ふ 
ことに 至つ たのであります、 而 かも 帝 31 が 與 W と 共 
に帮闊 致した の it 、 全く 正 a 、 人 23 を JE んじ 、又 同 
盟諸國 に對 する ffi- 誼を 完う する に 外ならぬので あ 〇 
ます、 追々 平和 & 議等も 開かれる さう であります •か 
『 ゥヰル ソン」 大統領は、 人類の 爲 め、 正 a 至誠を 
傾け 正義を 執つて 励かぬ と 云 ふこと を •天下に S? 明 
して 居る ことであります、 必ずや 正 遇 人 迫に 拈かれ 
たる 所の 立派なる 平和 克復を される ことになる であ 
らうと、 吾々 は 期待して 居る 次第であります が， 斯 
の 如く 我 帝 國の偉 II を 世界の 上に 顯はす ことにな 〇 
功； S を 奏する ことにな つたと 云 ふ ものは、 全く 天 
島 陛下の 御稜 咸ほ 申す も畏 しで あ 〇 ますが、 出征し 
たる 海陸 軍 將士の 辛勞を 脱は ず、 死生の Rn に 出 人し 
て锻鬪 致しました 結果に 外ならぬと 思 ひます、 而し 
て尙 私 Is 其 背後に ある 帝 國の臣 民が、 能く 陛下の 
聖匕 日を 奉體 して、 滿腔の 誠 ® C を 搾げ て 後援を 爲した 
と 云 ふこと が、 即ち 此の 結果を 奏した ものと 確信す 
るので あります、 是に 於て 本鞔會 の 開かれた る 今：！！ 
に 於き まして >  先づ 以 つて 吾々 it 出征 海陸 3® の將士 
に對 して、 ■其の 功 勞を謝 する の 決 誠を 褪出 する の 至 
當な るを 認めて、 玆に 提出した 次第であります、 勿 
論 本院 谷 派の 一致の 提出であります から、 多言を ? 3 
す必耍 は '? i いのであります が、 以上の 次第を 述べて 
木案捉 出 の 理由と 致します、 而して 私は 最後に 望み 
ます …… 望む と 云 ふより 筚ろ 本案に 對 しまして は、 
全會 一致を 以て 可決せられ むこと を 信じて 降 ® を 致 
します。 

〇觀長 (大岡 育造 君) 御 異議はありません か。 , 

〔「 異識な し 異議な し」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異_ がなければ 起立を 求め 
ま^', 

〔總員 起立〕 

〇 翳 長 C 大岡 育造 君〕 滿場 一致 可決した る ことを S: 
吿 致します。 

.〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 田 中義一 君) 議長 …… 

0 議長 (太 岡 育造 君〕 田 中 陸軍大臣。 

〔國務 大臣 田 中 義一君 登壇〕 
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戰 時 利得 税法 中 改正 法® 案 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 C 承諾を 求む る 件〕 

穀類 收用令 (承諾を 求む る 件〕 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 谷 特 
別 會計歳 入 歳 / II 豫算案 

豫算 外國靡 の© 擔とな るへ き 契約を 爲すを 要す 
る 件 

(第一 號 、臨時 軍事費 豫算 追加 案 
(第 一號)大正八年度歳入歳出鞔豫算追加案 
(追 第一 號ン豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
爲 すを耍 する 件 

一內閒 總理 大臣より 左の 通〇發 令柑 成た る 旨の 通 
牒を 受領せ り 

內閣統 計 局長 牛 塚 虎太郎 
軍需 局長 原  象 一郎 

政府 委員 被 仰 付 

外務省 iis 商 局長 田 中都吉 
外務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

職 時 保險局 技師 伊藤 萬 太郞 
臨時 米穀 管理 部 事務官 河 合 良 成 
農 商務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
I 去 十二月 二 十八 日 貴族院より 同 院は明 二十 九日 
より 來 大正 八 年 一 月 二 十日 迄 休 會の旨 通牒を 受 
領せり 

r 左の 報吿 は朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
揭 載す〕 

一 委員長 及 理事 左の通り 當選せ られ たり 
豫算® 員會 


懲罰 委員 會 

委員長  中 西 六 三郞君 


OS 務大 fs c 田屮淡 一 君) " fe 今 ra 外に 出 励 致し まし 
た 陸軍に 對 する 御 決議に 對 しまして ほ、 木 大臣は 全 
陸 m を 代裘 して •深甚なる 感謝の 意を 表します •尙 
此の 御 決 is の 次第は、 商ち に 之を；！ 外に 出 励して 居 
ります る 部隊に » 達し •尙 全 '4i に 之を® へる と 云 ふ 
ことの 手續を 致します。 

»~~ \ 拍手 起る J 

〇阈 務大臣 f 加 藤 友三郞 君〕 識長 •…： 

〇狨長 C 大岡育 造？；) 加 藤 海 ig 大 [3 。 

C 國務大 I;' 加 藤 友三郞 対 登壇 一 
01 務大は (加 藤 友 三 郎君) 唯今 m  : 致を 以て 御 
決 fas になり ました 決雜 文に fl きまして は •海 II を 代 
表 致しまして、？ I 腔の 謝葸を 表します、 尙御決 _ の 
次第は、 最も 迅速なる 方法を 執りまして ，各方 面に 
於け る 艦 隙 指 饨官 に ® 達 方を 収 計ら ふ考で ございま 

す， 玆 に御禮 を 述べて 一言 御 挨拶を 1I-I K げ ます。 

f 拍手 起る〕 

0 議長 (太 岡 育浩 君〕 本齊期 屮先例 に 依り、 本會は 

火曜 U、 木曜日 •土曜 n、 委員 會は 月曜 n、 水曜日 

金曜日と 定めます、 緊急の 議事は 此限 りに 非らず と 

御眾知を願ひます、委員長理事の選舉は都合に法り 

ましては、 本 tr の n に 於ても 之を 行 ふこと と 致し ま 

す、 質問は 火曜日に 於て 之を はすこと に 致したい と 

思 ひます、 御现識 はあり ませぬ か。 

〔「 異謎な し異調 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 興 詡な ければ 質 明は 火曜日 

と 定めます、 最早 年末に 際しまして、 例に 依り まし 

て •明 二十 九日ょり 来る 大正 八 年 一月 11 十日 迄 休會 

する ことに 御 興 詡はあ 〇 ませぬ か。 

〔「異議な し異雜 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇述長 (大岡 育造 君  >  御異識 なければ 二十日 迄 休會 

する ことに 決し ま L た、 尚 報吿が あります。 

〔害 記 朗 S0 J 

一 謎 M ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 

家祿 -ii 典 11 處分 に關 する 法 f.1t 策 

提出者 川原 茂輔封  西 英太郎 君 

原 田 十衞君  山 tl3 珠一君 

柴四朗 君  山 根 正 次 岩 

淸水市 太郎沿  高 岡 唯一 郞哲 

•八 田 宗吉君  山 内 脑造岩 

河 波 荒 次 郎君  天 春文衞 君 

美 踊 龍痊君  小林兹 平 次 君 


西 村 正則 君  米 田 _ 君 
森 田 正路 » 

沒祿阑 分を 受けた る 者に 對 する 家 祿賞典 祿處分 
に關す る 法律案 

提出者 川原 茂輔君  西 英太郞 君 
原 田十衞 君  山 田 珠一君 
柴四朗 君  山 根 正 次 君 
淸水 m 太 郎君  高岡喵 一郎 君 
八 田宗吉 君  山 内 範造君 
河 波 荒 次 郎君  天 春 文衞君 
美彌 龍裔君  小林嘉 平 次 君 
西 村 正則 君  米 田® 君 
森 田 正路 君 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 次回の 議事 H 程は 公報を 以て 
御 通知 申します、 今 H は是 にて 散 會。 

午後® 時 A 分散® 


〇 大正 八 年 一月 11 十 I  B( 火曜！ 0 
午後 一時 十四 分 問 li 

議》 « 程 第二 號 

第一 會計檢 査院法 中 改正 法律案 第 一 
讀會 

第二 右 rl» 案の 審査を 付託す へき 委員の 選舉 
第三 第 I 回 國勢調 査 施行に 嬰す る 地方 經»國 
庫 X 辨に關 する 法® 案 (雛 晴 )( 弟— 

第 四 右讅窠 の蓉査 を 付託す へき 委員の il 擧 
第五 戰 ：§得税 法 中 改正 法律 5 撤 _)®l 
讀酋 

第 六 右 li 案 (7> 審査 £ 付託す へき 委員の 11 擧 
第 セ 大正 4 J 年 効 令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求 
むる 件〕 

第 八右讅 案の 審査を 付託す へき 委員の 選褽 

第 九穀 類收用 令 (承諾を 求む る 件) 

諮 十 右 讅茜の 蓉査を 付託す へき 委員の il 犖 

o_ 長 (大岡 育造 君) 諸般の 報吿が あります。 

【中 村® 記 宵 朗謅〕 

出征 陸海 軍部 隊 ょり 本院の 決 蕺に對 し 謝 雷を 受領 

せり 

一 政府より 提出せられ たる 議案 左の 4n し 

會計檢 迤 院法屮 改正 法律案 

第 勢 調赉施 行に 耍 する 地方 經費國 庫 支 辨 

に關 する 法律案 


調 fl 席次 
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筠政方針に關する |!5': 挖理大はの％說  外交 方針に 閱す る內田 外務大臣の 演說 _ _ _ 九 二 | 
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協同 陬 _ 國に協 する ff 國民の f? 氣 •耐忍 •組織力‘ 
及犧牲 の 精神に 基く もので ございます、 畢觉 正義の 
n 资が絕 大なる 威力を 有する ことを ie 明した 次第で 
ありまして、 是は 徇 に 欣快に 堪へざ る 所で ございま 
す、 惟 ふに 今间の 調和 锊蕺の 目的は、 m に 聯合 國と 
獨 埤 側の 間に 於け る 平和を 恢復す るに 止まり ませず 
世界 全 ® に II りまして •罡固 なる 平和の 基礎を 確立 
し、 今日に 於け る陬® •を 終熄す るの みならず、 永遠 
に It りて 職 平の 發生 を肪 止せん とする に 在る ものと 
倍 じます、 政府は 此の 信念を 以 ちまして、 講和 會議 
に 臨みまして、 此 目的に 貢 燃すべき 谷 般の 提案に 對 
しまして it •誠意 聯合 諸國と 協力 致しまして、 是が 
成立を 岡らん ことを 期す る もので ございます、 又 帝 
國と聯 合 諸 國 との 國交は 、互に 11 局の發 M に 利害 休 

戚を共 にした る 結果と 致しまして、 著しく 親密を 加 

へた 次第で ございます、 私は 此關 係に 於き まして、 

私は 斑 伏 見 宮殿 下の歐 米 御 渡航に 付、 一言す るの 光 

榮 を m たいと 思 ひます、 殿下に 於 かせられまして は 

英國阜 帝 陛下に 我 元帥 徴窗及 元帥 刀を 贈 進せ らるゝ 

大命を 奉ぜられまして® 時 海上の 危險 IH に酣な る 秋 

に 方り， 奮つ て 英國御 渡航の 途に 就かせられ 極めて 

御滿 足に Itt 大命を 果さ せられました のみならず 史 に 

佛關西 、白 耳義 、伊太利、 亞米利 加 諸 國をも 御 歷訪遊 

ばされ まして 各國 皇帝 及ぴ佛 國大 統铽 、米國 大統領 

との 御會 見， 並に戰 場に 於け る將卒 の 御 慰問 等の 爲 

め、 ® ( 简月の 久しき に 渉りまして、 極めて 繁忙なる 

御旅 行を 遂げさせられまして •到る 處熟 誠なる® 迎 

を 莩 けさせられた のであります •私は 殿下の 谷 國御 

51 訪が 、帝 f 聯合 諸國 との 親交を 敦く する 上に 於 

て •如何に 適切 IL つ 渖 大なる 効果が あつたかと 云 ふ 

ことを 恐察 致しまして、 唯々 感激に 堪へな い 次第で 

ございます， 次に 露！： 問題に 關 しまして、 聊か 說明 

を 試みたい と 思 ひます‘ 帝 國は昨 年 八月 米國 政府の 

提案に RE じまして、 n. つ 英 ，佛 、伊 及ぴ茭 那 とも 協 

調を 保ちまして 、斑 部 西 伯 利に 出兵す る ことにな り 

ましたが、 其の 常® の 主要 3的ほ-同地方に於きま 

して 「チ H ック、 K  ロバ ック J 軍隊が- 獨換 武裝俘 

限 及び！！ 換の 勢力 指沛に 服し まする 過激派 軍 隙の 壓 

迫を 受けまして， 形勢 危殆に 陷 ります のを 救援 せん 

とする に 在つ たので あ 〇 ます、 阢來帝 國眾 及び 列國 

派逍芾 ほ、 我阀 司令官の 最高 指撺の 下に、 沿海州 及 

び M 龍 JT 州 方面に 策動 致します ると 共に、 帝國軍 一 


部 隙が 後 貝 加爾 地方に 進出し まする や、 一時： €： 伯 利 
内地に 孤立 無援の 狀態に 在りました 所の 「チ H ック 
」 軍は 、忽ち 其 同胞 軍隊 及び 友軍との 聯絡を 恢復 致 
しまして 「チ H ック」 軍の 存在を 脅 威した る 危險を 
玆に 排除せられ まして、 西 伯 利に 於け る 我 軍事行動 
の 主要 目的は、 達成せられ たので ございます、 唯 だ 
此際に 於き まして •直ちに 余 部 撤兵を 行 ひます 時に 
於ては>地方秧序の維持に及ぼすべき影嚮甚しくあ 
〇 まして、 © 厳すべき ものが あります. 故に 尙ほ當 
分 若干の 兵力を‘ 取 部 西： 3 利 各地に 駐屯せ しむる 外 
ない 次第で ございます， 其 兵 數は事 態の 發展に 伴 ひ 
まして、 絕對的 に 必要なる 限度に 止め、 苟も lit 限度 
を 超過す る ものと 認めら る、 兵員は、 著々 3S 還す る 
ことに 致しました 次第で ございます、 政府 '! i 露國が 
陬 f? の 初に 於き まして、 聯合 諸國と 共同 目的の 爲め 
に勇戰 嵆阔 致しまして、 莫大なる _ 性を 供し、 獨逸 
の 谷 方面に 對する 軍事的 活励を 牽制 致しました る， 
赫々 たる 功 緩は 忘る X ものでは ございませぬ、 不幸 
に 致しまして 大戰摘 央ばな る 時に 際しまして， 突然 
露國內 部に 勃發 致しました る gf 亂は 、遂に 同國 をし 
て、 對獨戰 爭 ょり 脫退 する の 止むな きに 至らし め ま 
した ことで ございます けれども、 露 國_民 の 地位は 
宴に 同情に 堪 へざる ものが あります、 政府は、 露國 
に 於て 統一 B. つ 秩序 ある 政府を 樹立せ ん とする、 谷 
方： 曲に 於け る愛國 者の 努力が 其 功を 奏しまして、 露 
國が 再び 大國の 一として、 世界の 進步 •文明に 貢！！ 
する に S らんこと を 切望す るので ございまして、 是 
が爲 には 應 分の 助力を 提供す る ことを 辭せ ない® 悟 
e ごさいます、 固ょり 政府は 露 國の內 政に 何等 干渉 
する 意思は 毛頭 有し ませぬ、 况や露 國の國 難に 乘し 
て 領土 倭 略、 又は 利益 18 斷を圖 るが 如き 政策は •政 

府の斷 じて 執らざる 所で ございます >  次に 私は 3r: 那 

問題に 關 して 玆に 一言 致したい と 思 ひます、 政府 ほ 

支那に 於き まして、 所謂 南北 兩派 乖離の 狀態 久しき 

に M りまして、 爲 めに 同國の 康寧を 害し、 列 國の利 

益を 損傷す る こと 鮮 からざる ことを 憂 ひまして* 英 

佛 、米， 伊， 諸國 政府の 賛同を 得まして、 昨年 十二 

月 一一 日を 以て， 南北®! 方に 對 し、 友交 的 勸吿を 致し 

ました‘ 其顚 末は 當時 政府より 公表 致しました 通り 

でございます、 尙ほ 以上の 如き 內訌の 現狀に 鑑み、 

對茭 借款 ほ、 動々 も すれば 内外の 誤解を 惹き 起し、 

延てほ 支那 統一の 促進を W 害する やうな こと 無い と 


も 計られ ませぬ、 結局 日 支 兩國 政府の 〇 め 不利を 生 
する の廣が ございます から， 政府は 支那 國內の 政局 
に 紛糾を 加 ふるやぅな 惧ある 借款、 其の 他财政 上の 
援助を 差控 ゆる ことに 決定 致しました、 尤も 支那に 
於け る我國 民の 財政 經濟 上の 企畫 にして， 隣接 友交 
國 間の 特殊 關 係に 基き まして" 當然 にして 正當な る 
成果た る もの は， 政府に 於て 之を 阻止す るの 措置を 
執るべき もので ありませ ぬ、 其後茭 那 南北 鍵 方 共に 
干戈を 戢め 、速に 和平 會 11 を 開催す るの 議 •漸く 熟 
する に 至りました のは、 淘に祝 すべき 傾向で ござり 
ます、 政府は 支那 谷 方面の 政治家が、 區々 たる 感怙 
の 見地を 捨てまして、 法律 論の 末節に 拘泥す る やぅ 
な ことなく' 一に 四 億の 民衆 全體の 幸福を 念と 致し 
まして‘ 世界 大勢の 赴く 所を 察し •之に 順 應 せんが 
爲め ，速に 國內の 統一 和平を 確立し、 以て 友邦の 期 
待に 背か ざらん ことを’ 切望せ ざるを 得ない ので ご 
ざいます、 我が 對支 方針に 關し ましては、 往々 にし 
て 生す る 無稽の 風說 あるに® みまして、 特に 玆に明 
白に 致したい 事が ございます、 即ち 帝 國ほ 隣邦茭 那 
に對 しましても •毫も 領土 的 野心を 有せざる は 勿論 
有形無形と もに、 支那の 正當な る國利 民福の 發達を 
阻害す るが 如き、 何等の 行動に 出 でんと する もので 
ほこ ざい ませぬ 帝國は 從來幽 々骼明 致しました 如く 
支那の 獨立及 領土保全を 絕對 に® 重 致しまして、 商 
工業 上の 機會 均等、 門戶 開放 主義を 格 守す ると 共に 
日 突 兩國の 永遠に して、 nL つ® 實なる 諒解 親善を igf 
すべき、 公 Jn 共益の 方針を 基幹と 致しまして、 鄰邦 
に對 する 我 友誼を ■し、 支那が 光輝 ある 發達を 遂げ 
國民 全般の 幸福を m 進す る ことに、 力を 致さん こと 
を 期して 居る 次第で ございます 、隨て 又歐洲 講和 會 
議に際 しましても •帝國 は 公正 友好の 精神を 以 つて 
莢 那關係 問題を 措置したい と 云 ふことは •最も 深く 
顧 念して 居る 所で ございまして， 彼の 膠 州® 租借地 
の 如き も、 帝 國政府 に 於て、 追て 獨逸國 ょり 其 自由 
處分權 を 獲 偽す るに 至りましたなら ば， 大正 四 年 五 
月 二十 五日、 山 東 省に 關 する 日 支條 約關係 交換 公文 
の條 項を 遵行 致しまして、 該 租借地を X 那國に 還付 
する ことは 勿論の 次第で ございます， 將又 政府 (X 其 
經濟的 生存 上、 直接 間接 交 那の費 富なる 資源に 俟た 
ねばならぬ ものが 多々 ありまして、 此點 に付き まし 
ては、 支那 朝野が 我 邦との 鄰接 友好の 關 係を 尊 茁 致 
しまして、 特別 懇切なる 援助を 咅まな いことは 私の 


確信す る 所で ございます、 是と问 時に 支那 一般の 康 
•寧 福祉の 爲め ，必要な 財政 純 濟 上の 援助は 勿論 •其 
他事 件の 大小 性質の SII 何を 間 ひませ ず、 荀も茭 那全 
般の 利福に 貢獻し 得べき •支那 國 民の 正當な る 希 31 
は、 帝國に 於て 率先 是が達 成に 助力す るに 薦踡 致し 
ませぬ、 終りに 國際 政局の 大勢に 關 する *4 の 所感を 
一言 致しまして、 諸君の 御 考慮を 求めたい と 思 ふの 
でございます、 今や 獨澳 勢力の 潰滅と 共に、 世界は 
一大 革新の 道程を 進みつ、 ありまして、 此 運動の 根 
抵たる 理想が、 所謂 正義に 基く 恒久の 平和を 確立せ 
ん とする に 花る ことは* 敢て 多言を 要しない こと、 
考 へます が， 是ほ實 に 帝國 傳來の 國是に 合致す る も 
ので ございまして， 元 來帝國 は 正義と 平和の 公道に 
依りまして、 國 家の 自由なる 生存 發 達を 遂げ、 世界 
の 門戶が 帝國の 適法 且つ 正當 なる 活 P に 向つ て •開 
放せら れんこと を 求む るの 外、 何等 他意 ある もので 
は ございませぬ •公平に 帝 國の歷 史を翻 察する もの 
は、 必ず 前述の 根本主義が、 終始 帝 @ 外交の 方針を 
支配 致して 居ります ことを •認識す るに！ i si しない 
もので あらぅ と 信じます、 國 家の 蓮 命は 永遠の もの 
で ございまして、 侵： I r 主義 又は 權謀 術數的 政策は、 
結局 國家 百年の 長 計に 大害 を貽 すに 止り まして、 國 
家の 威信を 永遠に 發揚 する 所以の ものでは ございま 
せぬ、 此 故に 政府は 此確 信を 以て、 公平なる 對外政 
策を 遂行せ んと する もので ございます。 

〇議畏 (大岡 育造 君) 高 橋大藏 大臣 リ 
〔國務 大臣 男 辟 高 橋 是淸君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 男 搿高 橋是淸 君) 諸？ T 私は 茲に 大正 
八 年度 歳計 豫算 に關 し， 其大 悪を 説明す るの 光榮を 
有します、 御 承知の 如く 現 內閣は 昨年の 秋に 成立 致 
しました 、然るに 當時 大正 八 年度 豫算ほ .旣に 谷 省 
より 要求 •か ありました る 後でありまして •新に 諸般 
の 方面に 捗りまして、 調査 攻究を 遂 ぐるの 時日が あ 
り ませなん だ、 それ 故 大正 八 年度 豫算ほ ，先づ 大體 
右の槪 算を 基礎と 致しまして 、休 戰條 約の 締結に 伴 
ひ、 宇内の 形勢に 一大 變化 を來 すべき 事情に 鑑み ま 
して、 將來 の經營 に 資すべき 財政 上の 根 抵を跫 固に 
する を 念と 致しまして、 次の 方針に 依つ て 是が 編成 
を 致した る 次第で ございます、 即ち 永久に 多大の 經 
費を 要すべき 施設に 就きましては、 時局の 推移に 伴 
ひ、 徐ろに 其計畫 を定 むる こと X 致し、 唯 だ國 防の 


財政 方針に 關 する 高 橋大藏 大臣の 演說 
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る 機 政せ 力べ あや 國來 相は 耍此り る ま り 億た 貨の以 る 買 達 上た け 差？/: 外 [印 十 ['3 額 末に 、 、勢， こ 
巧を 府ね ときる 、運 ま 違 、す 過 ，發す 、五る の大 てに戾 しにる る 引 十 關よ二 _ はに 之 多大 〇 至 
J 誤 當ぱ經 のべ 言の せ あ 將る 瞍一展 ，十 千を 蓄勢國 拘及ま 於を H  2 六 係り KS に 約 至を 大體必 〇 
併ら 局な 驗 みきを 進ぬ り 來の期 般を比 二 餘以秸 を 際ら 對 しけ 以易⑴ 億に み： 九 及 五る H つに 这 * 
L ざ にら とな 财俟 鹿け まので に 經遂較 億 萬て 及 持爲ず 外た る ち 外葫千 就 倍 「 ぴ十钓 字㈡ 於に' ベ 
其ら 於ぬ をら 界 たにれ せ貿あ 於濟げ 的三圓 、國續 替我放 、受 まの 過餘 て五餘 1 億 四に 達て 剌に 
麥 ん ての 利ず のぬ 資 どぬ 易り て 界た此 千な 政 際しの 國 k 其肢 し 收十萬 之 千 萬 銀圓箇 a を 我® 歐 
本 こは で 用 、變 所す も 、上 ま 1 がる 短 餘り府 命た 關對は 結 勘て 入 w  M を舲 lUi  f 卩 を 年す：.） W で 

2 と 細 あし 進 動で ベ •其經 す 官戰 次き 萬 し 及 融の係 外 、災定 ，门 W  、 （1 パぺ  、•濟 < 

和を 心 りてんを あき 我結濟 、民 時 笛 歲圆も 1』 ので も贷十 政 ほ硪過 六 a ま m. -沒 し 〇 にら 
決 期の ま 、で •り 基 國果上 勿 共 よで 月の の 木 調 あ 亦 借 二府 、時が 千 人す にり 金、 い 、に （i てく 
はず 注す 將ほ出 ま 礎 民は に 論に 0 あの％ が 銀： i:i り随關 位- 並 过屮 、 fiU れ け、 に Tf  k ャ：、 、 • 

.. る 意 、來 此來す 的と 今 重 常 新 平る 間 加 、行に ま て 係 七に にに 十 S 韶ぱ ね 又 二い .M こ ル： ㈧ r •'ミ 
寧は を 而益戰 得 •準し よ耍 にた 時が にを 十 保 力す® ほ 千 以二於 三 W 四 ，し：::!'; 十 口 於 ：マ に：:、 
ろ 、用し々 爭る同 ffii てりな 開な 狀 故、 示：-/, :符 め而 調右餘 [⑴ 十け 位に 十 開た 他 ts  d い 年 < 
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N 民 一般の 自發的 努力に 待つ 所 多し と 謂は ねばなら 
ぬのであります、 mi して 益に 全 H 六 大都市の 銀行が 
ffl 約して、 预金审 想の邨 を 矯正 せんとして， 既に 預 
金利 率の 協定に 關す る谀行 的 成案を 得た る 如きは、 
此自發 的 努力の 一 例を 3 C 現した る ものでありまして 
本 ¢1! 經濟界 の S め 辟 賀措 かざる 所であります 、終り 
に 臨んで， 私は 諸 V-;' が 御 港 81 の 上、 速に 本預算 案に 
協賛を 與へら れんこと を 閑み ます。 
r 拍手 起る〕 

0 議長， 大岡 育造 君) 國務 大臣の 演 說に對 して 質疑 
の 申 ai があります、 順序 ' l- te て 許可 致します — 片 
岡 ift ia 君。 

〔 片岡ハ Irl. 溫 e 登®. 一 
〔 拍手 起る j 

〇片 岡 直 溫对諸 沿、 私は 唯今 Slif 大 15 、 外務 大 E 

大藏 大臣の 御？ m 說を拜 鸱 致しました、 其 御 演說 に對 

しまして •少しく 御 質 間を 致して 見たい と 存じます 

先づ以 て 外交 方® に a りまして 御尋を 致す ので あり 

ますが、 是は總 理 大臣より 御 答 下されます ものと、 

外務 大 |'-;1 より 御 答に 相 成ります ものと、 或は 陸軍 大 

臣 より 御 答になる べき もの も あるかと 存じます-何 

れ より 御 答 下されましても 宜しい のであります •第 

一に 於き まして- 锊 ほ 總 钾 大臣 以下の 御演說 に對し 

まして ほ •甚だ 失望を 致した のであります、 現内閣 

は ra 民の 基礎の 上に 立てられた ものでありまして、 

所 P! 民意に 基き 阀政 を處理 せらる、 と 云 ふことは、 

原 内閣 fl 諸 公の 一の 信條と 信じて 居つ たので ありま 

す、 それ故に 此 施政の 方針を 御 演說 に柑 成る に當り 

ましては、 必ずや 講和 會 譏に 於け る 問題 等に 就き ま 
しても. 我 國 より 要求す る 間 題は 勿論. 列國の 間に 
永遠の 平和 確保の 上に 於て、 貢献を せらる k 所の 抱 

負を 述べられ、 さぅ して 國 民の 意志を 作興し、 之を 

統一 せらる V ことに 努めら る、 ものと 信じて 居つ た 

のであります、 圖 らざ 〇キ / 唯今 御 ^ • 說を 承つ て 見 

まする と、 私の 殊期に ほ 副は ぬ 所の ものが 多い ので 

あ 〇 ます、 それ故に 先づ 箇條を 分けて 御尋を 致して 

見たいと思ふ，彼の倫敦 5-3: 言なるものに法りますれ 

ば， 宣言 加盟 谷 ^ 中の、 1 P] でも 同® をせ ざる 場合 

に 於て は、 敵側と 何等 條約を 締結す る こと 能 (t ざる 

$ は、 昭々 として 明文 あると 思 ひます、 然るに 昨年 

休 破 後 商ち に英 、佛 、伊の 諸阈に 於き ましても. 講 

和の 基礎 條 件に 就て 絕えず 意見を 交換して 居つ たや 


うに、 其 攒ばが 外 ,. 1 の 報道に 依つて 明かなる もので 
あります、 然るに H 本と 英、 佛 •伊と •是 等の 間に 
於て 交渉の あつたと 云 ふことは， 一向 聞へ なかつ た 
のであります， 日本の 全 M が 之に 參加 して、 交渉を 
致すことに相成つたと云ふことほ、本年本月十三日 
に % ける 巴 里會_ が、 初めての やうに 思 ふので あり 
ます、 果して 是 等の 事 1? に 就て は 如何であります か 
講和 _ として 日本 - ¥. 獨に 要求を 致すべき 所の もの 
は、 さう 數は 無い と 思 ひます、 殆ど 旣定の 事と 申し 
て も 宜しう ございます、 左まで 難問題と も 思 ほぬの 
であります、 併ながら 谷 ^ 共通の 問題に 至りまして 
は、 將來阈 際 關係を 或は 一變す るが 如き、 最も 重大 
なる ものが あり ほせぬ かと 思 ふので あります、 玆に 
例を 舉げて 申して 見 ますれば、 國際 聯盟の 如き もの 
此 H 際 聯盟の 如きは、 世界の 永遠の 平和を. 一保す る 
所の、 所謂® 際 聯盟の 主義であります れぱ 、主義と 
しては 何れの 國と雖 も •不同意を 申す 所の 道理は 無 
いと 思 ひます、 併ながら 事 實に 於き まして、 永久に 
其® 爭を 根絕せ しむる と 云 ふ 方法に 至りまして は， 
隨分而 a な 事では ないかと 思 ひます、 是 等に 對 する 
現內閣 諸 公の 廟詨胸 算は 如何であります か •今一つ 
之を 碎いて 申して 見ます ると、 國際 聯盟を 有効なら 
しむる の 方法と しては、 今日 旣に現 はれて 居ります 
る 所の 一を！ ■げて 見ます ると、 軍備制限の 如き もの 
であります、 或は 徴兵の 制を 撤陂 すべし 杯と 云 ふ 趣 
旨を、 公け にして 居る 主張 も ある やうであります、 
此眾備 制限の 問題の 如きに 對 しては、 現内閣に 於て 
は、 如何なる 意見を 御 決定に なつて 居り ませう か、 
今や 聯合 諸國の 政府 當局者 ほ、 率先して 講和 問題に 
關する 意見を 發表 して、 さう して 谷國 民の 意 兄を 作 
興 統一す る ことに 努めて、 所謂 國民 外交の 實を钽 は 

さんと する ことに 努めて 居る と 云 ふことは-御 承知 

の 通りであります、 我 政府に 於き ましては •此 講和 

問題に 對し て、 未だ 御意兑 を發 表せられた やうな 事 

を 承知 致し ませぬ、 前 申 上げました 如く、 現内閣は 

民意に 基いて 國 政を 缀理す ると 云 ふ 御 信條を 持たれ 

て 居ります 以上は、 默々 の 間に 於て、 如何にして 民 

S の歸 する 所が 知れる ので ありませ うか、 勿論 全 I® 

委員は 旣 に出發 をされ、 講和 會議に 赴かれる 所の 途 

中に も あり、 先發 された 方 も ある やうであります、 

然ら ば是 等の 事に 就きましては >  廟議 は旣に 定まる 

ものが あるに 相違ない と 思 ひます、 然ら ぱ獨り 日本 


に® 接の 關係 のみならず、 世界の 平和に 貢獻 すると 
云 ふ 御 抱負 か あり、 又 lit 界强國 の 五箇 國の 一として 
永遠に 此 戰爭 の根絕 する やうに 努める と 云 ふことは 
當然 の貴務 •此 W 務を盡 して 以て 我® 威を 發揚 する 
と 云 ふことは、 絕 好の 機會で ある、 然ら ぱ此際 何故 
に 其 1C 見を 御發 表に なつて、 國 論を 指導し、 統一す 
る ことに 御 努めに 何故ならない ので ありませ うか， 
願く ほ 是 等に對 する 御所見を 伺 ひたいと 存じます、 
次に 西 伯 利 出兵 問題に 就て 伺 ひます、 睢今 外務大臣 
よりも «Jf 說 明に 相 成つ たのであります が、 それに 拘 
らず 御尋を 致さなければ、 氷解し 難い i!i が あるので 
あります •阼年 八月 確办二 日と 思 ひます るが、 發表 
されました 所の 政府の 西 伯 利 m 兵の 宣言に 依ります 
れぱ’ 我 兵を 浦 潮に 派遣す ると 云 ふ 事は 「チヱ ック 
ス a パック」 救援-今 此救援 の 趣旨は、 外務大臣よ 
〇 も 述べられた のであります、 而し て此事 は 米國の 
提 11 に應 じて 其 友好に 酬い、 聯合 列强 に對 して 步武 
を齊 うし ■所謂 腹 信の 實 を擧げ る、 斯う 云 ふ 事に 在 
つて.！ f も 他意 無き ことは 明白な事で あらう と 思 ひ 
ます、 それ故に 世間 當 時の 傳ふる 所に 依り ますれば 
我 / J1 兵の 數は 、米國 の m 兵數と 略 ぼ 同一の もので あ 
らうと 云 ふこと を傳 へて 居つ たもので あります、 然 
るに 幾 干 もな く 八月 十三 日 — 十三 日に 於き まして 
は 支那 領土 内に 於て、 獨換俘 虜 の率ゐ て 居る 所の 過 
激派が 侵入す ると 云ふ處 が あると 云 ふこと に 名を 付 
けて、 所謂 侵 人す る 慮 ありと 稱 して、 滿洲 駐屯 軍を 
滿洲 里方 面に 移 勧せられ て ‘丑 又 名 古 屋師團 の 如き 
も、 其當 時の 前後に m 動した と 思 ひます •又 我國に 
於け る 谷 師團の 中から， 小 部分つ X 出兵を された や 
うであります 、結局 出兵の 數は 、米 國の出 兵數の 約 
十倍 —— 十倍す る 所の 大兵を 西 伯利亞 に 派遣され た 
やうに 思 ひます、 與國と 協調を 保つ の 外に 毫も 他意 
無しと 稱 する ものが、 我國に 限〇斯 く多數 の 兵を 出 
さなければ ならぬ、 斯う 云 ふ 事に 相 成つ たもので あ 
ります か 固より 我 陸軍の 精銳 は、 氣 候の沍 寒と 鬪ひ 
運輸の 不便と 圈 ひ- 是 等の ものと 鬪ふ ことは 事 K! 相 
違 ありませ ぬが、 其 外に 敵が 何處に 在つ たので あり 
ませう か、. どう 云 ふ戰を したので あります、 別に 敵 
は 無 かりし やうに 思は れる 、左れば こそ 派遣軍の 殆 
ど 三分の 二が、 今日 召還され て 居る では ありませ ぬ 
か、 此派遺 軍の 艱難 辛 -^- は、 如何にも 同情に 堪へな 
いと 私 (3: 思 ふので あります、 斯の 如き 大兵を 動かす 


ことの 必要 ありと すれば， 當時臨 時 議會を 開いて 國 
民の 賛 M を 得 •國 民を して 其必耍 を 知らし めて、 m 
兵す る ? f も 勇んで 出て 行く、 斯う 云 ふこと になら な 
ければ ならぬ 事柄で あつたと 思 ふので あります， 然一 

るに fl- 肺 ra ょり ぼつ < IC (を 出され- 甚 しきに 至つ 
ては、 途中の 停車場で 兵隊の 乘 つて 居る 列車 は， 通 
常の 容車と 行 遇 ふて， 兵隊の 方から 萬 歳の 聲を 擧げ 
而 して 1:1; 方の 方は 何處へ 行く 兵 やら 知らぬ ので、 一 
向 之に 應酬 しない、 而 して m て 行つ た满 は、 沍寒と 
鬪 ひ，® 送の： 小 便" 闘 ふ、 如何にも 氣の毒 千 萬で あ 
る • » に滿 腔の：！： 情に 堪へ ざる もので ほ あ (r ますが 
何故に 斯の如 き 大兵を 議會の 協賛 も經 ず、 經 るの 機 
會が ありながら •それの 事を もせず、 斯の如 き 處置 
を 執る の已 むを 得な かつた と 7C ふこと が ありませ う 
か、 私は 今 尙ほ 十分に 了解を 能う 致さぬ ので ありま 
す、 固ょり 是 等の 事 ほ 前 内閣の 事であります (「 然 
り と 呼 ふ 渚 あり〕 現 內閣の 事では ありませ ぬ 
去りながら現首相ほ，當時外；父調査會に列せられ、 
是 等の 事には 參與せ られた ものであると 思 ふので あ 
ります、 然れぱ 其 事に 對して は、 十分な 御說 明を 御 
與へ 下さる ことが il.i 來や うと 思 ひます、 願く ほ 御說 
明を 詳細に 願 ひたいと 思 ひます， 今一つは 派逍 軍の 
大部分は 旣に S 返し、 又 今 外務大臣の 御說 明に 依り 
ましても， 引返す の 御 方針 ほ 明かに なつた ので あり 
ます、 併ながら 此殘留 して 居る 所の 兵 も 未だ 大分 あ 
る やうであります、 而 して 其 兵は 唯今の 御說 明に 依 
ります と、 西 伯 利 秩序を 維持す る 必耍が あると 云 ふ 
ことで ある、 他 國の秩 序を 維持す るの 必要 ありと し 
て •兵を 出さぬなら ぬと すれば、 支那に 事が あれば 
日本から 兵を 出さぬ ければ ならぬ と 云 ふこと になる 
ので ありませ う、 之を 西 伯 利に 限つて 秩序を 維持す 
る爲 めに、 m 兵の 中の 大部分を 殘さな ければ ならぬ 
と云ふことほ、列國即ち與國 I 與國と 協調の 結果 
斯の 如くな して 35 るので ありませ うか、 又 如何にし 
て、 其 秩序を 維持す ると 云 ふ 御 方針で あ 〇 ませう か 
聞く 所に 依ります れぱ 、西 伯 利 方面に 於て は、 幾つ 
もの 政府と ほ 申し ませぬ が、 幾つ もの 勢力 か ある や 
うで ある、， さう して 甲の 國は其 中の 一部を 應援 し、 
乙の 國は又 其 他の 勢力を 應援 する、 斯う 云 ふやう に 
致して 居る 奇觀を も呈 して 居る かの 如く 承つ て 居り 
ます、 斯の如 き 現 狀と 致し ますれば •我國 として ほ 
如何にして 其 秩序を 恢復せ らる 、御意 見であります 
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施政、 外交、 財政 方針に 關する 片岡商 溫 の演說 


院蓀衆 會讓國 帝 冋一十 K 焚 


施政、 外交、 財政 方針に 關 する 片岡商 溫の演 說 


るか、 此二點 1- 就て 街 說明を 傾したい と 存じます、 
次に 裸 »: に 就て 伺 ひたいので あります、 今大菝 大臣 
の 御說 明を 承ります れば 、内閣 m 琺當時 に 於き まし 
て、 前 内閣 豫算見 租界 等が 額つ て 居る 時に して， 到 
底 十分の一: 狩を 現す の 時が 無かつた、 餘浴が 無 かつ 
た > rl つ 限 串の 終り、 即ち 平和 克 ra 後に 於ての 狀態 
の ^ 化， 經济界 の 安定を 待つて， 更に 永遠 s 計逬を 
立つ ろの 御樹 りの やうに 承知 致した のであります、 
此點 に對 しては、 强て 異論を 挾む もので ほ ありませ 
ぬ、 日淺 くして さう 輙す く計夼 に 現 (3; すと 云 ふこと 
は、 S 來杩 ない ので ありませ うが、 去りながら 經綸 
抱負の 點は 、此 際に 於て 伺 ほれる 害で あらう と 思 ふ 
のて あります (拍手) 若し 大正 九 年に 至つ て 經濟界 
が 果して 安定す る や 2? や >  何人と 雖も保 證し難 いの 

であります、 今日の 經濟界 の 趨勢を 以てすれば’ 寧 

ろ 本年ょ 〇明华 は 緙濟 界の狀 態が、 餘程闲 難を 呈す 

るに 相違ない、 寧ろ 見樣は 斯う 見る のが 相當 であり 

ます、 然れば 明年に 至つても， 未だ 財源が 無い から 

永遠の 事は 致さない とし、 結局 現 政府に 於け る 抱負 

緙綸 なる ものは •高閣に 束ねて、 民間に 御 示しに な 

らず して 終る と 云 ふこと になる と 思 ひます (拍手) 

此際に 於て 此豫算 外に 於ても、 將來ほ 斯く <致す 

と 云 ふことは 何は れぬ ので ありませ うか、 幸に 御 抱 

負を 伺は れ、ぱ 、國 民は 深く 滿足 致す と 存じます、 

而 して 私の 31 © 其 ものに 就て 御尋を 致す 所の ものは 

餘 り其內 容に 入る のでは ありませ ぬ、 大體に 於き ま 

して 本年の 豫算は 、其 見 積 方が 放漫と 云 ふて ほ 些と 

失禮で あります が、 或は 樂觀に 過ぎ ほ 致し ませぬ か 

言 ひ換れ ば豫 算 執行 不能に 終りは せぬ かと 思 ひます 

之を 一二 si を擧げ て 申して 見 ませう、 大正 八 年の 租 

税の收 入豫算 に 依る と、 四 億 九 千 二 s' 八十 餘萬圓 で 

| あります ，大正 七 年の 豫 3¢ を 見ます と* 三 億 六 千 八 

百 三十 餘萬 _で あります、 此 間に 於て 旣に 一億 二 千 

11 :百五 十 萬 圆の％ 加に なつて 屏〇 ます、 若し 之を 大 

正 五 年， 六 年、 七 年の 三箇 年に 平均して 見る と、 其 

平均 額は 三 億 四千 百 九十 三 萬 餘_ であります.、. 成程 

大正 七 年度は、 先づ 我國 の經濟 界民 間の 實狀に 於て 

絕顶の 時で あつたと 思 ひます、 それ故に 必す 大正 七 

年の豫 筘が 相當で あつて、 此八 年は 幾分の 佾加を 加 

ふべき ものに 非ず と IX 申し ませぬ、 併ながら 一億 二 

千 四百 四十 五 萬圓 も ^ 加す ると 云 ふことは、 是は見 

込で ありませ う， 或は 水掛 論になる か 知れ ませぬ が 


餘 りに樂 S である、 而 して 其 内容を 何つ て 見ます る 
と •それ  <豫 -» の說明 其の ものは 出來て 居 〇 ます 
併ながら 嵇分絕 頂まで 來て 居る、 此 事を 此豫算 通り 
に 仕遂げせ うと 存じます ると、 實際に 於て， 租税 誅 
求の 聲を P3 かなければ ならぬ ことにな り ほせぬ かと 
私は 越れ るので あります、 現に 今日 旣 に大阪 方面 等 
に於てほ、營業税の改廢を主張致して居る、其改躞 
を主張して居る所のものほ、收稅官吏の處置と當業 
者の 意見と、 甚 しく 懸隔を 生じて、 其 結果が 所得 稅 
に及ぴ 、戰事 利得 税に關 係す ると 云 ふやうな ことか 
ら八 釜し いのであります、 固ょり 現 大蔵大臣は •誅 
求を なされる と 云 ふ 御 精神の ある こと k 私は 考 へま 
せぬ が、 兎角 部分 部分の 局に 當る 者は 當局 者の 意思 
を迎 へ、 所謂 迎合して 之を 努む ると 云 ふことは •避 
くべ からざる 實情で ある、 其 結果 甚 しき 怨嗟の 聲を 
聞かなければ ならぬ ことに、 陷りは せぬ かと 思 ふの 
であります、 又 官業 收 入の 上から 見ましても •大正 
七 年に 比較して、 六 千 六十 三萬餘 圓の增 收を御 見込 
になつて 居る、 大正 七 年 其 ものは 如何にも 好景氣 の 
時であります、 大正 八 年に 至つ てけ、 さう は 參りま 
すまいと 思 ひます、 例へ ぱ此 中で 見ます ると、 製鐵 
所の 如き， 此製鐵 所の 鐵の價 其 ものを、 今日の 米國 
に 於け る 所の 價 等に 參 照して 御 ！ ia になり ますれば、 
此豫算 を 御 編成を なさつ た 時とは、 資際 今日 旣に違 
つて 居りは しませぬ か、 詳細の 事は 豫算 委員 會に靉 
るべき ものであります が、 之を 要するに、 官業 及官 
有財寵 の收入 も、 租税の 收入も •餘 りに 增 加を 御 見 
込 過ぎに なつて 居る やうな 感じが 致す、 其 上 公債を 
募集な さる iyi に 於て、 公 偾 並に 借入金の 已むを 得 ざ 
る 所の ものを 見ます ると、 電話 交換の 擴張 >  帝 國鐵 

道の 建設 改良、 朝鮮 事業 費、 臺灣の 事業 費 ■樺 太の 

事業 費、 それから 臨時 事件 費 •臨時 事件の 豫備 a, 

斯う 云 ふやうな ものを ずつ と數 字を 擧げて 見まして 

さう して 大正 七 年度に 於いて 豫定 せられた 所の 六 年 

度の 分に して、 臨時 軍事 H 中 未だ 募集の 出來て 居ら 

ぬ ものが 二 千 萬圓程 ある やうに 思 ひます、 それから 

七 年度に して、 七 年度の 臨時 軍事費 中 募集の 出来て 

居らぬ ものが、 約 三千 百 九十 五 萬圓程 あると 思 ひま 

す、 それから 七 年度の 分に して >  臨時 軍事費に 關す 

る 本年 二 月 三月に 對 する 費用を、 公債 財源に 御 求め 

になるべき ものが、 約 五 千 萬圓程 ある ぢや ないかと 

思 ふので あります、 一々 數字は 述べ ませぬ が、 之れ 


を 合計して 見ます ると >  三 億 六 千二西 六十 五® 八 千 
圓>其外臨時国瓯の證券 0 發行兑込額は三 £3 茁_, 
さう すると 本年 中に 於いて 鉍集 せらるべき 公 ffi s*5 六 
億 六 千 二 百 六十 五 萬 八 千 M で •隨分 大きな もので あ 
る、 尤も 此 中に 於て 三 億 萬圓 の國眼 證券の 如きは、 
多く M 县の 調節 上 必要の ものと 思 ひます が、 左 すれ 
ば 本年の K 際に 於いて、 下半期に 移る に從 つて 輸入 
が 殖えて， 轍 出が 減殺され ると 云 ふやうな 傾向 も 免 
れま すまい、 然らぱ 此の 三 億圓を 悉く 發行 されな け 
ればな らぬ とほ 思 ひませ ぬ、 又 手前の 三 億 六 千 二 百 
六十 五 萬 八 千 圆も •悉く 本年度 内に 齬 集に ならな け 
れぱ >  豫算 の實 行は 忽ち 差 支へ て 行く と 云 ふ 程に も 
思 ひませ ぬ、 此中 明年に 延べて 構は ぬ もの も 含まれ 
て 居ります、 去りながら 六 億 六 千 二百 六十 五 萬圓の 
中、 其の 大部分は 無論 本年 募集し なければ ならぬ， 
若し P 集が 出來な いで、 來 年に 多く 繰延べられて 
構は ぬと 云 ふなれば •來 年に 其 ものが 殘 つて 行つて 
來 年又鉍 集す ると 云 ふ 必耍が 付いて 廻る、 是も 亦 ® 
際豫算 實行不 能の 虞を 私は！ 一 いて 居る ので ある、 此 
處を 懐いて、 玆に 之を 氷解す る やうに 御說 明を 請 ひ 
たいと 存じます る 根元は、 此戰萌 始つて 以来、 宵 際 
民間に 於け る 所の 事業は、 非常に 膨脹 致し 来つ て、 
是は 先刻 大蔵大臣 も 五十 億圓 と御述 になり ましたが 
如何にも H 本 限 行の 調査に 依りましても， 五十 四 億 
四千 百 五十 萬 九 千 五 百 : vn 十圓に 達 L て 居る と 思 ひま 
す >淘 に 一面から 見れば 喜ぶべき 現象で ございます 
が、 此中 大正 六 年 1 大正 七 年の 兩 年に 於て 新設せ ら 
れ ，又擴 張せられ たる 此 金額の 二 年分を 調べて 見 ま 
すると， 四十 二 億 三千 九 百 四十 三 萬 千 三百 圓にな る 
のです、 此二 年間の 事業 は>  少なくも 其 半分 程は、 
未だ 其 基礎を 固めて 居る ものとは 思 ひませ ぬ、 是か 
ら 經濟界 の甚 しき 變 態を 見る ことなくして 行けば • 
豫定 の S. 的を 達せら る X ものが 大部分で ありませ う 
若し 經濟 界を隨 迫す ると 云 ふが 如き 事が ございます 
れば ，此 事業の 蹉 躓を 免れぬ と 云 ふことは、 覩县き 
ことで ありませ う、 即ち 今大藏 大臣が 述べられ まし 
た 御 趣意と •相反す るの 結果に 終る と 云 ふ 魔を 持ち 
ます、 固ょり 此中 には 從來の 仕事を 擴 張した 4 の も 
ある、 擴張 した ものは、 比較的 基礎の ある もの、 上 
に擴 張した のであります、 四十 二 億 三百 餘 M 圓が、 
悉く 其 部分に 屬 する ものと ほ 私は 言は ぬので ある、 
併ながら 現在に 於き まして どうであります か、 關に 
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十二 固 五十 錢拂 込が •或は 二十 [fil 三十 [fi I したの が* 
今日 旣に五 圆 にも H れぬも 0  ■./ . 汴 山出來 て !: •■ .‘る では 
あ0ませぬか，斯桴なものが段々出米て袞0ますと 
他の ^: 议なる祺菜まで肜發を 75: ぼし.延て ;.;-: 怖心を 
起し、 或は 世界の 歴史に も 見る が 如く、' 我國に 於て 
はさう 澤山 ありませ ぬが、 世界の 歷史を 見ます れは 
甚し く瞇脹 致した I 金で も 入つて 膨 眼 致して、 其 
終りに 恐慌を 来して、 非常な 慘狀を 見た と 云 ふこと 
ほ、 明かな 事 迸で ある、 さう すると 我國に 於て、 a 
は 二 年間に 四十 二位 圓程な K 本を 卸す と 云 ふが 6n き 
ことに 相 成ります る ことは、 少々 不用 SS な 致 方で あ 
る、 然らば 何等かの 励 機に 依つ て 恐怖心を 起し、 恐 
慌を免れぬと云ふことほ、避くべからざる事かも知 
れ ませぬ、 斯樣な 一方に 於て 扶銶 して 以て 成就せ し 
めなければ， 國力咐 進の 上に 大關 係を 持つ と 云 ふ ^ 
K が 旣に 出來て 居る •此 時に 當 つて 財政 計 31E ほ、 是 
等の ものに 向つて 懸念を 生ずる ことの 無い やうに な 
さらなければ ならぬ 筈と 思 ふ、 此 趣旨に 唯今の 御說 
明と 豫算某 もの k ia H とが-副は ぬ やうに 私は 考へ 
る、 若し此 豫 算 執行 不能には 陪らぬ 、諸税 は 決して 
訣 求の S? を 閗 くこと なしに 行ける と假 定数し まして 
明年の 事を -^ へて 見る とどうな ります* 申す まで も 
なく、 國 庫の 上には 多少の 剩餘 金を 包 擁し、 其 剰餘 
金を 以て 臨時に S? する S5 用 •或は 追加 预 35 等の 財源 
に 充てなければ ならぬ と 云 ふことは、 私が 申す まで 
もない 事で ある、 筒 一杯に 預算を 組んで， 剩餘 金の 
生ずる 所 もない やうに 致したなら ぱ>  明年の ® 際に 
於て 困 一を 見る と 云 ふこと も •亦 避け 雛い と 云 ふこ 
とが 伴うて 參り ませう， 本年 執行 不能に 陷らぬ とし 
て も、 明年度 即ち 前の 御 說明 中、 經濟界 の 安定を 待 
つて 相當 の經綸 抱負を 御 示しに ならう と 云 ふ 時に 當 
つては、 業に 旣に餘 地は 無いで ほない か、 今一の 玆 
に 事 實を 以て 申して 見 ませう、 普通の 此 一般 會計等 
は 姑く 措きまして、 S 續 费の將 來を 見ます ると •大 
正 八 年 以後に 於て、 一般 會計 並に 特別 會 計の 旣 ‘Z 疋の 
費用、 十四 億 五 千 三百 七十 一 萬 五 千 三十 四 0 である 
是は 或は 是 ょり まだ 餘計あ るか も 知れ ませぬ、 是は 
昨年の 预算の 綱要に ® いて あつた 所の ものを 取上げ 
たのであります、 本年 之に 追加され た 所の ものが、 
鐵道 だけにして 三 億 三千 五 百 八十 二 萬 八 千 S 百 八十 
六圓， 敎育 費の 方に 於て 之に 加 ふるものが 四千 四百 
萬 圓 、海軍の 充實な ど i 云 ふ もの、 擴張な どと 云 ふ 
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こと •陸軍の 整備な どと 云 ふこと を、 すつ かり 度 外 
•に 措いた 旣定の 本年の ものを も、 昨年までの 旣定の 
分 も、 本年 今までに 現れて 居る ものを 加へ ました 所 
で、 十八 億 三千 三百 五十 三 萬 三千 四 西！ 一十 W となる 
此 外に 本牢 十億 18 許りの ® 人 歳出の 中に 於て、 約 二 
{U 萬 M 程の ものは、 物 偕 騰貴に 伴 ふたものと 私は 見 
まする が， 今日の 趨勢を 以て 行きます れば 、甚 しき 
不毋氣 を來せ ば、 今の 新 # 業な どは 大打擊 を 受ける 
不景氣 を來 さぬ やうに して 行く と 云 ふ 方法を 無理に 
採ります れぱ 、流通 貨幣は 彌が 上に 增加 する、 然ら 
ぱ物價 の 騰貴は 段々 進む、 物 ® の騰 «: が 進んで 来れ 
ぱ 、經常 費に 於ても 增加 を耍し •繼續 K に 於ても 咐 
加を 要し、 此上に 海軍の 旣定の 事業を 遂げる 上に 於 
て、 所謂 海陸 —— 水陸の 設備費で あります、 是等は 
其當 年頭を 出す 時に ずつ と繼 續费を 持つて来る ，又 

此次に 頭を m す 時に、 遐續费 を 持つて来 ると 云 ふ、 

是は趟 り 方で ある、 所が 斯う 云 ふ もの も 段々 加へ て 

考 へま すれば、 非常な 盗を 要する のであります， さ 

うすると本年禊算執行不能に陷ることはないと致し 

ましても >  明年に 於ての 財源には 甚 しき 苦痛を 免れ 

ぬ、 斯く 論じ 來 つて 見ます ると、 一つ 玆 に御尋 をし 

なければ ならぬ ことが 到来す る、 それは どうかと 云 

ふと ■左樣 に 相 成る に 就て は、 明年に 於て は 咁税を 

計进す るので ある、 斯う 云 ふ 御 抱負が あるので あり 

ます か、 それが あれば 辻 樓が合 ひます が、 それが な 

いとすれ ば、 是は 一日 送りの ia 方の やうに 思 はれる 

一日 送りの a» 方も已 むを 得ぬ 時には B むを 得ぬ が、 

是が爲 に延 て經濟 界に粜 を 及ぼす 由々 しき 大事で あ 

ると 思 ふ* 若し ^ fft をせ ぬと 云 ふが 如き ことは 有る 

か 無い か， 知り ませぬ が、 或は 巳む を 得ぬ かも 知ら 

_ぬ と 云 ふこと を考へ て 見ます ると、 增 si などと 云 ふ 

ものは、 經濟界 の闲 難なる 時に 1® 行 致さうな ど、 云 

ふことは、 私 ほ 甚だ ® I い 班 ぢやな いかと 思 ふ、 それ 

故に 昨年に 於て 國 家の 必要と する 所の 計 5!E に對 して 

增稅を 要するならば、 今が絕 頂の 好機 ir である、 若 

し佾稅 は 巳む を 得ぬ としても •經濟 界 の沈衰 した 時 

に 決して 出来べき もので ない と 云 ふことは、 當席に 

於て 明かに 申した 稍り である、 殊に 昨年の 操 算に就 

て、 時の 政府の 計诳 に對 して、 減 似 基金 二 千 萬圓を 

借人して やり さへ すれば、 政府の 庶幾す る 所の 仕事 

には 妨を 及ぼさぬ、 即ち 本年に 至つ て已む を煜ず ん 

ば •財政の 根本から 一つ 改めて、 衔税 の已 むを 得 ざ 


る 所の ものは、 阈® の負攒 均衡を 保つ やうに 致して 
一 擧に解 決する が -H: しい、 斯う 云 ふ 意見を 述べた の 
でありました が、 當時 諸君の 多數ほ •御 賛成が なか 
つたので あります、 さう して 小 部分の 增税を 御 賛成 
になつ たのであります 、阼牢 增税を やつて ® いて、 
又 明年 もやるな どと 云 ふことは、 M 際： U むを 得ぬ と 
致しても、 是は 頗る闲 _ である、 然れ ども此 闲雛を 
排 してやる と 云ふ考 が 有る か 無い か、 是は 決して 無 
いと 云 ふこと であれば、 今の豫 算執行 不能に 陷 るの 
廣は斷 じて ない と 云 ふ 事 S を •具體 的に 御 説明 下す 
つて、 私の 疑を 氷解す る ことが 出来ましたなら、 我 
國 民の 上に 於て、 甚 しき滿 足と 思 ひます、 而 して 明 
年の 計 ® に對 する 御 抱負 も、 併せて 御述 下す つて、 
國民 をして 安心せ しむる と 云 ふ 態度に /!'. でられん こ 
とを、 切に 私 ほ 箱 望して 置く のであります， 今一つ 
C 「簡單 々々J と 呼 ふ 者 あり〕 是は屮 々簡 W には 行 
かぬ、 今日の 國家 として 重大なる 事柄で ある (「生 
意 氣を言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり〕 それは 社會 政策に 關 
する 問題であります、 今回の 戰爭に 依りまして、 國 
民の 思想の 上に 種々、 の 影 @ を 及ぼし 來つた と 云 ふこ 
とは、 今 M 私が 申す まで もな く、 將來に 於き まして 
極めて 紛雜 を來 し， 極めて m 大な關 係を 持つ 所の も 
のは、 資本家と 從 業者との 此關 係で あると 思 ひます 
其從 業者の 中に 於ても、 多く 勞働 者に 關する 所の も 
のが、 極めて 重大な 事で あると 思つ て 居ります、 而 
して 凡そ 事業 其 ものは 資本と 勞卿と 不可分 性を 私は 
持つ て 居る ものと 思つ て 居る、 幾ら 資本が あつたか 
らと 云つ て， 之に 卿く 者が 無ければ、 利子を 生ずる 
もので ない、 資本が 無ければ 亦勞働 者は 働 口に 闲る 
是は 勿論の 事で ある •併ながら 利害の 關係 から 云へ 
ば、 常に 相反す る ものである、 資本家は 其收 益の 多 

からん ことを 胡み、 從業荠 も 亦 己れ の收 入を 多から 

しめん ことを 胬むと 云 ふことは、 是は實 際の 事 實で 

ある， 故に 之を 程ょ く 解決して、 勞磡 者の 今日の 生 

活狀煻 の 上にまで も 改善を 施して、 資本家との 間に 

於け る 協調を 程ょ く 取らし める と 云 ふことの 方法は 

是は國 民の CE 費に 待つ ものが 多い とは 云 ひながら、 

爲政 者の 立媞 として、 等閑 視 する 事の 出来る 問題 ぢ 

やない と 思 ふ •而 して 今 職 X だけの 狀况を 見ます る 

と， 時局 以前に 職工の 男女の 數は 、三十 一 萬 五 千 三 

百 九十 六 人、 此 時局 後に 於て咐 加 致した 所の ものが 

十四 萬 六 千 二百 四十 一人、 それから 工場の rr 設せら 


れた所 の もの i 職工の 數は 、二十 六 萬 三千 二 百 四十 
七 人で ある •即ち 時局 以前の 職工と、 時局 後に 於け 
る 職工と を 比較して 見ます と、 其增加 した 所の もの 
が 四十 萬 九 千 四百 八十 八 人、 現在の 職工の 總數は 七 
十二 萬 四千 八 百 八十 M 人で ある、 是 等に 對 する 勞働 
者の 未だ 安全なる 方法は 何にも 附 いて 居ない， 或は 
一部分 《々々で 組合 IU 轍な どを 桁へ て 居る もの も、 
小 部分は あるか も 知れ ませぬ が、 大部分 ほ 今後の 經 
濟界の 推移に 依つ ては、 甚 しく 不安定の ものである 
併ながら 是 等の 事は、 餘程 調査 研究を 致さなければ 
其實 際の 問題を 解決す ると 云 ふことは 困難で ある、 
決して 机の 上で 聲を 大きく した だけで 以て、 解決の 
m 來る 問題では ない、 即ち 之を 調査 研究す ると 云 ふ 
ことは 今 E 一日を 忽せ にすべからざる 事で あると 思 
つて 居る- 此 大部分に 對して 最も 應 Iti し 得 易い もの 
は， 所謂 勞働 保險 、廢疾 保險 、是等 の ものである、 
或は 疾病 保險で ある， 是 等の 事は 昨年 旣に建 親書が 
出て、 當時の 農 商務 大臣は、 必ず 之を B 行す る こと 
に 努める と 云 ふこと を 明に して 居る ので ある、 固ょ 
り® 洋各國 に 行は れて 居る 所の 勞磡 保險に 付て は、 
多少の 弊害 もあります、 故に 之を 丸吞 に玆に 移す と 
云 ふことは 出来 得ない が、 相當の 調査を 致して 以て 
此 問題を 解決す ると 云 ふことは、 極めて 急ぐ ことで 
ある、 要するに 是 等の 問題を 解決せ んと 欲すれば、 
相當の 調査を 要する、 調査は 只では / 1! 来ますまい、 
即ち 調査® を設 くる 位の ことは •現 政府に 於ても 爲 
され さぅな ものである •仄に 聞く 所に 依れば •旣に 
或 答ょりは 調査 費を 請求 致した が大藏 大臣は 之を 削 
除した と 云 ふこと を傳 へて 居る が、 果して 是は 事 W 
か、 事實 でない か、 其 事を 私は 確め る 必要 IX ありま 
せ、 U が、 要するに 此 問題を 解決 せんとす る 所の 爲め 
には 或は 組合 標準の 如き ものを 排へ ると 云 ふこと も 
一つの 研究 問題で ある、 勞働 保險を 具體 的に すると 
云 ふこと も是も 一つの 問題で ある、 其 他 種々 方法が 
あると 思 ふ、 其 種々 の ものを 研究して •之に 據 らし 
むる やぅな 方法を 執る と 云 ふこと を •現 內閣に 於て 
何故 執られぬ ので あるか、 又 K の 費用は 別に 調赉費 
を 置かず とも 斯樣 にして 解決す る 積り であると 云 ふ 
御所 信が あれば、 伺 ひたいと 存じます‘ 以上 御尋を 
致した 所の 項目に 對 して、 御說 明を 望みます る 次第 
であります。 

〔拍手 起る〕 


〇 議長 (大岡 育造 君〕 原 内閣 總 理 大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇 J 

1 : 拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君： >  唯 今片岡 君よりの 御演說 に 就 
きまして、 大體私 が 御 答す る 方が 便利と 考へ ますの 
で， 私より 御 答 致します が •最初の 御 質 間は、 歐洲 
大戰爭 の 休戰 になる 際に、 日本が 其 相談に 加は つて 
居らない やうで あるが、 と 云 ふ 御 K 問であります が 
是は左 •■では ござり ませぬ、 講和 會議な る ものは， 
今 H 豫備 會議が 十三 日から 始まりました が、 其 以前 
に 方つ て ほ、 各 國の 間に 非公式に 相談を したので あ 
〇 ます‘ lit ffl 談には 日本 も 加は つて 居ります から、 
是は御 聞 及んだ 所は、 關係な いやう に 御 聞 取に なつ 
て 居る か 知り ませぬ が、 左 ^ では ございませぬ、 ( 
片 岡直溫 君 「甚だ 相濟み ませぬ が 成るべく 一つ 聲を 
大きく 願 ひたい、 少し 聞え ませぬ」 と 呼 ふ〕 それは 
困つ たもの だが 私は …… それから 講和 條 件の ことで 
あります、 是は 何故 發表 しない かと 云 ふ御說 であり 
ますが、 各國 共に 講話 條件 は發表 致して 居り ませぬ 
又旣に 講和 會議を 聞く ことに 相 成つ て豫 陆 會議も 開 
いて 居る のであります から •此に 至つて 日本が 斯樣 
なる 事を 提議す る、 谷國 の提_ が斯樣 であつ たら、 
斯く 致す と 云 ふやうな る 事は， 廟議は 取 極めまして 
全_ 委員は 之を 持つ て 出張 致して 居ります けれども 

之を 公表 致す と 云 ふことは - 對 手の ある ことで あ 

ります、 敵國の ある ことであります、 之を 公表す る 
ことほ， 甚だ 國 家の爲 めに 不利益と 考へ ます (拍手 
する 者 あり) 私は 成るべく 民意を 重んじ、 國 民に 知 
らしめ て 宜しい 事は •知らし めたい ので ?, 〇 ますけ 
れど も、 蓋し 國民は 斯 _ なる 不利益なる 事を 來すこ 
とを 希望して 居るまい と 思 ふ (拍手す る 者 あり 「の 
う<」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 西们利 問題の 事で 
あります、 西 伯 利の 兵を 減じました ことは、 現内閣 
になつて 減じた のであります、 第一に 一 萬 幾ら •今 
冏 は 更に 多く 三 萬 以上の 數を 減じました が、 其 兵を 
減じた る ことに 付て は、 先刻 私 並に 外務大臣よ 〇 申 
した 通りに、 「チェック、 スロ バック」 の 救援* 並 
に澳® 勢力を 掃蕩す るの 目的を 達すれば、 日本が 撤 
兵す るの が 最初の 宣言 趣意であります けれども、 彼 
地に 於け る 秩序は、 全く 兵を 置き ませぬ ければ， 紊 
る、 であらう と 云 ふことの 心配より、 日本の みなら 
ず、 列 國 共に 多少の 兵を K 伯 利に 置く のであります 


施政方針の ? f 問に 對 する 原 總现大 问 の 答 辯 


九 一七 


院露 衆铃篛 阕帝回 一 十四 第 


外交方針 '0 |'---/ |':, ?に對する内 |114 外務大 |,;': の答辯  財政 方針の 質問に 對 IT る 高 搐大汊 大臣の 答芎 


R 本 も是 等の 必要よ 〇 , 守 £： に 必要なる 兵を S いた 
のであります* それを 留めて あと {3: 送還 致した •そ 
れから 外交 ^ ^ 分に K つたから •當時 兵を m した 時 
の ? If m ほ 知つ て 居る だら うと、 知つて 居る 事 あり、 
知らざる 事 あり、 政府より 相談 受けた る 事 あり、 受 
けざる 取 ありであります、 此 外交 調査 會の內 容 を 申 
す 事は， 色の 性 K として 出來ぬ 事 になつ て 居ります 
から、 私より 之を 委しく 巾す 譯には 參り ませぬ けれ 
ども、 私の ？-. C 任に 歸 して 居る 事なら ば •どの 事で も 
御 答 致します が、 知らざる 斟 を 私が 茲に答 辯を 费す 
ことは 出來兼 ねます、 それから 唯今 他の 國の 秩序を 
維持す るに、 何で 丘 (を 遛いた かと 云 ふこと であり ま 
すが、 是ほ唯 今 申した 通り、 列國 共に 彼_ の 秩序を 

維持す るに 足る だけの 與を蹬 くこと になつ て 居る、 

過激派が 起り まして、 1 g 西 ifli の 一 體の狀 態が 安定を 

致して 居り ませぬ から、 是が爲 に 列國共 に 多少の 兵 

を Iffl くこと になつ て、 日本 も 置きました‘ それで 御 

了解を 得 ませう と 思 ひます •それから 財政 計！® に 付 

て®々 の 御 質問が ありました が、 數字 等に 莨り まし 

た 事に 付て は •或は 御 都合に 依つ ては， M に大藏 大 

r:i より 答 辯を 致しても 宜しう ございます が、 l>i 御 質 

問 中に咐 税を する かしない かと 云 ふ 御 話で ありまし 

た、 是は 私より nj] かに 申した 方が 宜い、 ％ 税と云 ふ 

ことは、 金が 足らない から、 直ちに % 税す ると 云 ふ 

譯には 參 りますまい と 思 ひます、 已 むを 得ぬ 時には 

枬税を 致さなければ なり ませぬ、 又 必耍 のない 時に 

咐税 しないと 云 ふことは 勿論であります が， 咐税は 

避け 得られる だけは 避けなければ ならぬ、 如何に 祖 

税 /,- >避けましても-他に方法がない時に、初めて國 

民の 負 擔に訴 へる のであります から、 今日 金が 足ら 

ないから、 直ちに %. 税を すると 云ふ考 は 持つ て 居り 

ませぬ、 眞に已 を 得ない 時に •初めて 阈 民の 負擔に 

訴へや うと 思 ひます、 それから 勞卿 問題、 是は 政府 

に 於て 色々 考 へて 居ります、 併し 是は 諸般の 問題に 

苴 つて 居る 事でありまして、 唯 I 端を 擧げて 懈 決の 

m 来ぬ 問題であります から、 餘 程の 調 « を 致さな け 

れば 、解決の 六ヶ敷 い 事であります、 费用は 何故 耍 

求し ないか、 費用は 別に 入用が ありませ ぬ •費用 無 

しと 雖も 、谷 當局 in 廳に 於て 出来る のであります か 

ら 、其 調査を 進めて 居る と 云 ふこと で 御 了解を 願 ひ 

.たい •尙ほ 委しい 事を 御 希 5? であります れば 、當局 

大 R'l より 御 答 致します。 


〇片岡 直溫君 一寸 今の 總理 大臣の 御 答の 中、 一項 
御尋 したい …… 

〇 謎 長 0 K 岡 育造 君〕 内 田 外務 大！ nr 
t 國務 大臣 子爵 内 田 康哉君 登®〕 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君) 外交 上の 問題に 關し 
まして、 唯今 片岡 君の 御 質問に 對 しまして は、 總理 
より K- の 大要を 答 辯せられ ました 次第であります、 
尙ほ私 ほ 職 賀上其 の 成 行を •一一 一 御參考 までに 申 上 
げたいと 思 ひます、 第一の 御 質問の 此の 講和 談判 
に、 日本の 委 M が 初めより 參加 をして 居つ たので あ 
るか、 ない ので あるかと 云 ふ 御 質問であります、 是 
れほ片 岡 君の 御演說 の 通りに、 倫敦 の單獨 非 講和 
條 約に 依ります れぱ •彼の 條 約に 加盟して 居る 國は 
初めより 此の 謡 和に 參 加すべき 權利を 持つて 居り ま 
す、 固より 日本の 委員は 完 金に 其の 參加權 を與 へら 
れた もので ございます、 唯々 其 所までに 行きます 成 
行を 少 々御 話を 致したい、 御 承知の 通りに、 まだ 戰 
さが 酣 なる 頃には、 巴 里に 於いて 最高 軍事 會議と 云 
ふ ものが ありました、 是れに ほ 當時戰 闘に 實際從 事 
して 居る 國 、即ち 英-佛 、伊、 それから 亞米利 加が 
戰爭 に參加 致しました 以後は •亞米 利 加が 之れ に 加 
つて、 最高 軍事 會讖を 開いて 居 0 た 次第で ございま 
す* 日本 も地屮 海 方面に 艦隊を 派遣いた しました 結 
果と 致しまして、 海戰の 事に 付て は， 日本の 委員は 
其必嬰 の ある 場合には 參加 して 居ります、 併し 此最 
高 軍事 會議の 目的は、 主として 所謂 陸 戰 の 敏活を ! ai 
る爲 めの 會議で ありまして、 日本と しては 一兵 も歐 
洲 の戰塲 には 绘 つて 居ない 位であります から、 陸戰 
の 方の 側には 一々 參 加を 致して 居り ませぬ、 然るに 

先刻 も 申 上げました 通りに， 九月 末に 勃 牙 利が® 獨 

休戰を 致しました 結果と して 歐洲 の戰况 に大® 化を 

來 しまして、 十月 初めに 至りまして は、 搦塽 1111] より 

遂に 米國 大統領に 向つ て、 休戰の 周旋を 申込んだ の 

であります、 其 交渉の 爲 めに 約 一箇月を 費し ました 

此間は 全く 亞米利 加 大統領と 搵澳 側との 交渉で あり 

まして、 英 、佛 、伊 等も參 加を 致して 居り ませぬ、 

T 月末に 至りまして， 其 相談が 略々 決まりました か 

ら 、其 趣を 以て 米國 大統領より 谷 聯合 國に交 渉を し 

て來 たのであります •是ほ 日本 も 同時に 其 交渉を 受 

けた 次第であります、 即ち 米國に 於て は、 我 駐在 大 

使に 交渉の 始末を 通吿 し、 又當 地に 於て ほ、 當地駐 

在の 米國 大使より 其 趣を 申して 来た 次第で ございま 


す •其 結果と して、 遂に ® 塊に 向つ て 汴 3 を 許す か 
許さない かと 云 ふ會議 が 始まつた、 此會忒 も 重大の 
會議で ありまして、 日 木 も 之に 參 加すべき f« 利が あ 
る 次第であります から、 巴 里 駐在の 我 大使に ill 令を 
致しまして 其 事を 申込 ましめ ましたと 行 違に、 向 ふ 
よりも 參 加を 希望して 來た 次第であります、 それよ 
り此休 戰條 約に 關す る會議 、即ち 糙か 十一月 I 日と 
暨 えて 居ります が、 其 時に 會_ に參 加した 次第で ご 
ざいます、 其 結果 十一月 十一 日に、 遂に此 休© 條約 
を 見る ことにな つた 次第で ございます •其 後 米國よ 
りは 大統領が 出張す る ことにな りまして、 初めの 間 
ほ 大統領の 各國 訪問 や、 或は 首相 外相の 間に 非公式 
の 交渉が 行は れた 次第で ございます、 又 日本の 大使 
も、 或 場合に 於て ほ 其 非公式 交渉に 應じた 次第 も ご 
ざいます が、 申さ ば 非公式の 事であつて、 何も 表立 
つた 次第では ありませ ぬ、 其 後一 月 十三 日に 至り ま 
して •初めて 講和 會議 •或は 豫備 講和 會_ と 申した 
方が 適切 かも 知れ ませぬ が •それが 始まりました • 
是には 最初より 日本の 委員は 參 加した 次第で ござい 
ます， 御 承知の 通り 此會 _ほ 十三 日に 始まり， 十五 
日 十七 日と 三回 綾き ました  >  英 、米、 佛 ，伊 •日本 
と 五箇 國から それ  五名 づ 、の 委員を 出す ことに 
なりました、 是 で會議 を® めました 結果、 十八 日に 
他の 參戰國 も 誘ぅて 會議を 開く ことにな つた 次第で 
ございます、 斯る 次第で ございます から、 日本は 初 
めより 講和 會謅に ほ 參加 をして 居る 次第で ございま 
す 左様 御 承知を 願 ひたい、 尙ほ 講和 條 約の 事に 關し 
て 御 質問が ございました が、 是は片 岡 君の 仰せの 通 
り、 我が 特別 耍求條 件と 致しまして は、 誠に 明確な 
ものが あると 思 ひます、 其一點 は 旣に 先刻の 私の 演 
說中 にも 申 述べた 次第で ございます、 其 他 共同 —— 
各國 共同の 問題と して、 例へぱ 11 費の 賠償を 請求す 
ると か、 或は 個人の 損害を どぅと か 云 ふこと ほ>  是 
は 各國 共通した 問題であります、 尙又 日本に 直接 關 
係の 無い 問題 もあります、 殘 ります るの ほ、 矢 張 御 
質問に 御 話の あつた 通り： ■誠に 重大なる 問題が 殘つ 
て 居ります、 即ち 國際聯 盟問題 •軍備縮小の 如き、 
若く は 海洋の 自由の. 如き 問題であります、 是は諏 に 
重-犬なる 問題で あつて、 國家 百年の 利害の 爲 めには 
最も 愼重 なる 考慮を 費さなければ ならぬ 問題で あり 
ます、 政府は 我國に 於け る 言論 界の 諸說も •十分に 
注意を 致して 居りまして、 且つ 日本の 立場と 致し ま 
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しては、 斯る 問題に 對 しまして は、 歐米と 或は , ii M 
を 異にすべき M1! が 多々 あると 思 ひます、 Ift gi に；： . -J き 
ましては、 最も 傾 ® なる 考哦 を拂 ふべき こと V 思 ひ 
ます、 それ 故 是等の 點 に： 5;しましてほ、十分なる剀 
令を 與へて もあります し、 是 よりも 與へ る ! fl りで ご 
ざいます， 唯々 其 具 的 的 案件に 付きまして は •未だ 
何處 の國 よりも 提出した もの •か ありませ ぬ、 so 我 
國が此 際 斯の如 き i-l 大なる 問題に 對して 、具 fc 的 案 
を 提出いた します る こと ほ* 驻 だ 早まり 過ぎた JI); と 
思 ひます、 我に 於て 大に 研究すべき こと ほ 勿論で あ 
ります けれども ，行 國の此 間 題に 對 する 態度 も、 能 
く 研究を 要する こと k 思 ひます、 其 次に 西 伯 利の ?} J 
に對 して 御 話が ありま」 た、 之に 對 しては、 唯今 總 
理大防 よりの 御 話 以外に 屮上 げる唞 はあり ませぬ、 
西 伯 利に 於け る 谷 種 勢力の P の ijf に 付ても、 御 , S 問 
が ありました から、 其點だ けを 申 上げたい 、四 伯 利 
に 於き ましては、 最初 色々 の 勢力が 對 立して 居り ま 
した、 九月 三十日に 至りまして" 「オムスク」 に 於 
ける r ゥオ 〇 ゴド スキ—」 の 政府と* 極東の 長 , tj- で 
あります る 「ホル ヮット」 將 軍との 間に 妥協が 成立 
ちまして* al も 角 も 西 伯 利に 於け る 絞 I した 政府が 
「オムスク」 に出來 ました、 それに 引 級き まして、 
十一月 三日に 至りまして r ゥー ファ」 と 申します、 
歐露に 於け る 「ァゥ クセン チェフ」 と 云 ふ ものの 首 
班を 致して 居ります 政府と、 西 伯 利の 「ゥオ ロゴ ド 
スキー」 の 政府と が 合併を 致す ことにな <;' ました" 
然るに 此兩 者は 到底 融和を する ことが 出 來ませ ぬ、 
十一月 十七 日に 至つ ては 政！！ がありまして 遂に 「ァ 
ゥクセ ンチェ フ」 に 追は れ て、 「n ル チ ヤツ ク J と 
云 ふ 海軍の 將 官が獨 裁官 となりまして、 是れが 今日 
西 伯 利 全 體 を 統一して 居る ことにな つて 居る 次第で 
ございます、 今日は 此搠 力を 各方 面で 認めて 居る こ 
とに なつて 居ります (「能く 分りました」 と 呼 ふ 者 
あり) それだけ 申 上げます。 

〔拍手〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 高 橋大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男樹高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋 是淸 君〕 先刻 片岡 君よりの 御 
_ が ありました、 流石は 財界の —— 財政 經濟に 精通 
せられる 片岡 君、 此學 識見 地より ® 々 御調 論が 多く 
ありました. 其 中に 於て 私に 對 しての 御尋 の耍點 を 
捕捉す る ことは •中々 六ヶ敷 ぅご ざいます •併し 謹 
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んで 伺つ て 居りました 中に、 私の 演說を 間違つ て 御 
g •になつて 居る 點も あります (「高 骼に願 ひます」 
と 呼 ふ奔 あり) 私は 經济界 の 安定を 持つ て經綸 抱負 
を 立てる と 云 ふことは 一言 も 言つ て K- らぬ (「そん 
な 事 13: ない」 と 呼 ふ 者 あり) 速記 錄を御 赀な さい、 
それは 此官史 の 所謂 手當と 云 ふやうな ものは、 經濟 
界の安 定を待 つ て、 此物價 騰贵 にも te るで せう し、 
安定を 侍つ て 定める が 至當 であるから， 今は 應急に 
吏 給を して 居る と、 斯う 云 ふ 風に 申した、 又 純綸抱 
負 —— 政府の 經； 一 1 抱負が、 擧げて 全部 Ij M!; 數字に 現 
はれて 居ない、 私は さう 云 ふこと を 言つ たことは な 
い、 併し 斯う 云 ふ 時勢であります から、 永久に 多大 
の锊费 を 要する ものは， 是は 時局の 推移に 伴つ て、 
徐ろに 計 SE を. 3£ める と 云 ふこと にして、 而 して 最も 

急 施を 要する 铤 S き _い 所の ものは、 豫算の 許す 範 

間に 於て、 國防 の充® 、敎 育の 進步 、產 業の 獎勵， 

交通 通信 機關の 整備と 發跋 を阏 る、 斯う 云 ふので、 

t 拍手 起る〕 それから 预览の 見 積 方に 付て 樂觀だ と 

仰し やる、 是は 貴方の 仰し やる 通り 水掛 論に なり ま 

す、 是は委 M 會に 於て、 根摊 ある 稍り 方で あると 云 

ふことの 說明 を， 十分に 私ょり 精し い 主任者ょり 致 

させます、 それから 餘り餘 計 積つて 居る から， 遂に 

是 •か 租税の 誅求 になる と 云 ふ、 租税 諛 求と 云 ふこと 

は， もう 待 年々々 其 ! js が 現れて 居る ので •何も 今年 

計りで なから うと 思 ひます、 それから 此操算 の爲め 

に、 故ら に 其誅 求の 聲が 多くなる とかなら ぬと か 云 

ふ、 是は銘 々の 考次第 で、 それから 企業の —— 民間 

琪荣 の 事に 付て 云々 と 云 ふ 御 話が ありました が、 彼 

れは です、 公稱 K 本と K 際拂込 んだ寶 本との 差は 澤 

山に あつて、 何れの 年と雖 も， 目論見た 仕事が 裸 定 

の 如く 行は れず して、 或は 減資を すると か、 名 ばか 

〇翠げ てあつて 物に ならない と 云 ふのは、 今年 rF り 

でない •何時でも ある •それから 豫算の 實行不 能と 

云 ふ， 是は 今日の 財政は 非常に 闲雛な 立場で あると 

云 ふこと に、 深く 御 同 fp'r 御 心配 下す つた 事と 考 へる 

併し 荀も 財政の 局に 常る 者が 预算を 立つ るに 當 つて 

行 ふことの 出來な いやうな 事を する 氣遺は ないから 

沉 安心を 願 ひたい、 それから 公 tfi が 多い、 成程 公 ffi 

は 多いです、 成た け少 くしたいです、 併し 少く した 

いからと 云って、 大に税 を 取る か、 或は それ もい け 

なければ •政府は 門 を 閉めて 仕事を せずに 居る. 斯 

う 云 ふこと に歸 著す る •如何にも 多い けれども* 何 


も 必ずしも 經濟界 の狀態 が、 長期の 公 ffi の 引受を 許 
さぬ 場合に 於て は* ra 期の ものです ると 云 ふことは 
是は各 國何處 でも やつて 居る、 其 御 心配 も 御 無用で 
ある， それだけ 御 答 致します。 

〇 片岡直 溫君 今大藏 大功の 御說 明に 就て は， 豫算 
委員 會に讓 ります が •今の 公債を 短期に する が 如き 
ことは、 谷 ® 皆 やる 事で あると 云 ふ， 如何にも 其 通 
りで ある、 我國に 於ても E 々やつて 居る •旣に 昨年 
やられた 公債に しても、 大抵 六 年で ある I 六 年間 
であります、 鐵 道の 代金を 拂ふ とか 何とか 云 ふ 公憤 
で 御 拂な さるものは 五十 年で あるが、 募集す る もの 
は 大抵 六 年で ある 昨年で も —— 而して 昨年 御 P りに 
なつた 公 ffi は •たつた 彐 億 一千 萬圓 しか 出来て 居ら 
ぬでは ないか、 昨年の やうな 綷濟 界の絕 頂の 時で さ 
へ 出来て 居らぬ， 而も 六 年で ある、 之を 今年 やれば 
三年 位になる- 一年〇ゃると云ふことも出來ぬこと 
はない かも 知れぬ が、 それは 經濟界 の 安定を 求める 
方法では ない、 短期に すれば 出来 もし ませう が， そ 
れも 程度で ある、 昨年の 如き 好絕 頂の 時に 三 億 一千 
萬圓 しか 募れて 居らぬ ものを， 本年 六 億 六 千 萬圓の 
御 計 蜜になる に 付て は， 不安 ほ 當然 起る ことで ある 
もう 少し 親切に 私 許 〇 でな く， 國民 全體の 不安を 玆 
に 氷解す る ことが 極めて 必 姿 と 思 ふから •それで 御 
尋す るので あります、 もう 少し 親切に 御 答を 願 ひた 
い C 拍手 起る) 

0 _ 長 (犬 岡 育造 君〕 大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男將 高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國 務大 K  (男® 高 橋 是淸君 ) 先 刻 述べました 通り 
昨年 ほ、 經濟 界も顶 ® に 達しまして、 金融 も 緩漫で 
ある、 隨て诹 爭以來 我 fey の 資本が、 海外に 放 資せら 

れた ものが 旣に 十二 億 以上 ある， 今年 IX それ 程に 行 

かぬ と 云 ふこと も 明に 分つて 居る、 併し 國民 が、 經 

濟界が 安定す ると か、 或 (3; 不安心 だと か 云 ふことは 

どう 云 ふこと で 御考が 及ぶ のか、 所謂 長期の ものを 

經濟界 が 引受けられない 場合に 於て、 之を 强て 政府 

が 長期の ものに やらう と 云へ ば、 それ こそ 經濟界 を 

K 迫して 迷惑す る •經濟 界に心 持 好く 受 入れられる 

だけの 分 a; 、 其受 入れる に 便利な. る 期限に 於て、 之 

を 調達して 行き fr るので ある、 決して 經濟界 をして 

不安なら しめ、 金融界を ^ 迫す ると 云 ふことは ない 

ので ある、 ® も 5BI ける ので ある、 而も 我國の 金融界 

は、 御 承知の 通り W 金爭 恋の 弊が あつた 爲 めに、 金 


融界の 基礎と 云 ふ ものは 無かつた ので ある， 然るに 
幸なる 哉、 銀行 者が そこに 氣が 付いて、 自發 的に 先 
づ以て 預金の 利子の 爭恝の 弊を 除く  ■是は 即ち 基礎 
の 一角が 出来た、 是から 後には 是れの 標準が 出來ま 
した-さう すると 御 承知の 通り、 英米の 如く 銀行の 
預金と 云 ふ ものは I 預金を する 人が 公債を 持つ と 
か 株券を 持つ とか、 利 廻りの 好い ものに 是が 移つ て 
行く、 現に此 銀行の 預金の 協定が m 来た 結果と して 
著しき 功を 擧げ たる ものは •昨年 預金 部に 於て 國庫 
設券を 一錢六 厘の 安い 利息で 預金 部で 引受けた >  是 
は 私共 民間では 引受けない と 思つ て 居つ た、 焉ぞ知 
らん、 最早 現に 四千 萬圓 皆な 賣れて 仕舞つ て， 尙ほ 
あとが 欲しい と 云 ふやうな 狀况 である、 是 は 詰まり 
此预 金の 利率の 協定が 出来た 爲 めに、 地 * ■ の 銀行が 
今まで 大阪や IE 京の 大 銀行へ 高い 日 步で預 けて 居つ 
たのが、 協定が： 3 來て預 る 者が 無くなつ たから， 國 
庫 證券に け良す る やうに なつて 来た、 斯う 云 ふ 順序 
に 行きます と， 遂には 矢 張 長い 公 W も發 行す る氣運 
が 向いて、 來 るので あります、 さう 私は 無暗に 樂 翻 
して 居る のでは ない、 心配 もす るが、 前途 闇黒で ほ 
ない (拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 封〕 西 村 丹 治 郎君。 

〔西 村 丹 治 郎君 登壇 J 

0 西 村丹洽 郎君 私は 極く 簡單に 二 三の 質疑を 致し 
たいと 思 ふので あります、 先づ 第一に 御尋 いたした 
いと 思 ひます のは、 西 伯 利鐵道 共同管理に 關 する 事 
柄であります、 申す まで もな く 東亞 大陸に 對 しまし 
ては、 我 帝國は 主 励の 地位に 立たねば ならぬ と 云 ふ 
事は、 恐らく 何人も 異議の ない 所で あらう と 思 ふの 
であります 、是は 條約 若く は 協約の 有無に 依るべき 
ものでは ない、 協約條 約 無しと 雖 も、 我 帝國は 東亞 
大陸の 方面に 對 しては、 主動の 地位に 立たねば なら 
ぬ、 特殊 的 地位に 立たねば ならぬ、® 越 的 地位に 立 
たねば ならぬ と 云 ふことは •論を 俟たぬ ことで あら 
うと 思 ふので あります、 其 見地より 申します るなら 
ば， 此 度の 將に確 定的事 實と なつて 現れん として 居 
る 所の 西 伯利鐵 道の 共同管理， 此 意味は 私は 彼我 平 
等で あると* 斯う 解 釋して 申す ので あるが、 所謂 彼 
我 平等、 西 伯利鐵 道 共同管理と 云 ふことは、 我帝國 
が K 亞 大陸に 占めねば ならぬ 所の、 此 ® 越 的 特殊 的 
地位、 確に 非常なる 所の 11? 損を 加へ る ものでは ない 
かと 云 ふ 疑を 持つ て 居る のであります、 殊に 西 41'| 利 


出兵に 付きましても、 我 帝國は 聯合 與國の 多き 者に 
向つ て も 十倍 •少き 者に 向つ ては、 數 十倍の 多くの 
兵を 出して 居る と 云 ふ 關係も あるので あります、 斯 
る點 から 申し ますれば* 共同 出兵と 云 ふ 事で すら一 
共同管理と 云 ふ 事で すら、 帝國の 非常なる 所の ® 利 
地位に 毀損を 加へ たもので はない か、 一大 _步で は 
ないかと 思 ふので あります るが、 其 上に 聞く 所に 依 
れ ば‘ 共同管理は 唯々 表面の 名のみ にして、 事實に 
於て は 亞米利 加の 或る 技術 家、 所謂 亞米利 加 人が、 
西 伯利鐵 道經營 の實哺 を 握つ てし まふと 云 ふこと を 
聞いて 居る のであります、 共同管理す ら 、帝國 の © 
越 的 特殊 的 地位に 非常な 損傷を 與へ ると 思 ふ、 尚 ほ 
其 上に 持つて行 つて、 共同管理は 名のみ にして、 事 
實は 全く 亞米利 加の 管理 經營 に歸 してし まふと 云 ふ 
が 如き、 事 實に 陷〇ほ せぬ かと 云 ふ風說 を 耳に 致す 
ので あ -0 ます、 唯々 我は P 踹の 任に 當り 、旨い汁は 
亞米利 加が 嘗め、 我は 唯々 番犬の 役を 務める のでは 
ないかと 云 ふやうな 風說を 聞く のであります が、 私 
事實は 決して さう でない と 思 ひます-併ながら 世間 
傳 ふる 所に 依れば、 斯る 事を 耳に 致す のであります 
るが， 之に 付て は、 未だ 全く 其 交渉 結了した りと 云 
ふこと を 聞き ませぬ、 まだ 其 進行 中に 在る ものと 思 
ひます るが、 差 支ない 限りに 於て、 之に 對 する 御說 
明を 願 ひたいと 思 ひます、 又 若し 私の 聞く が 如き 形 
勢に なりつ、 あると 致 1- ましたなら ば-何等か 之に 
對 する 救濟手 段は、 今日ょり 講ぜられた いと 云 ふこ 
とは、 私の 是は 希望であります、 次は 食料 問題に 付 
て、 簡 B に 御® 申したい と 思 ふので あります、 主と 
して 米の 問題 •世間 非常に 悲翻 的に 考へて 居る 者は 
本年の 端境期までに 今日の 狀況を 以て 推移つ たなら 
ば、 殆ど 一千 萬 石の 不足を 生じは せ 2 か、 是れは 非 
常な 極端なる 悲觀 論者の ことであります る けれども 
が餘程 樂觀 的に 見る 人で も、 尙且つ 六 七 百 萬 石の 不 
足 ほ 生ずる であらう と 云 ふ 事を 申して 居る ので あり 
ます、 私の 推算す る 所に 依りましても， 確に 六 七 百 
萬 石 乃至 七 八 百 萬 石の 不足は 生ずる であらう と 思 ふ 
臺灣 •朝鮮、 或 ほ 印度 方面ょり して 輸入に 仰ぐ もの 
可能性を 料す る もの 七 八 百蓖石 ありと 致しました な 
らば、 何等 憂 ふるに 足り ませぬ けれどもが、 如何に 
多く 見積りましても、 是 等の 地域より する 所の 輸入 
米穀は、 四 五 百 萬 石を 出で ぬのでは ないか、 然らぱ 
其餘に 不足す る 所の 三 四百 萬 石の 米は、 果して 6n 何 
九 一九 
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なる 手段 方法に 依つ て、 之を 補は んと致 される ので 
あるか、政苻は食料間超に對してほ，今日の成行‘ 
今日の 有 樣に放 任して® いても、 更 に 逛 ふる 所な し 
と 申される ので あるか •此の 事柄に 付いて 御 辯 明 
を 願 ひたいと 思 ふので あります •次 ほ 物 價 の 調節 問 
題に 付いて 御尋を 申したい と 思 ふので あります 、物 
沿の5沛と云ふ間題ほ，實 ('3; 本院に於きましてほ、 
常 院に 於き まして ほ、 昨年の 翳 會に 於いて •金 院一 
致の 意觅 として、 政府に 建議 致された 問題で ありま 
す、 故に 物 僧 調節と 云 ふ 事柄に 付て ほ、 恐らく - 人 
の 本院に 異翳の あるべき 人 ほ あるまい と 思 ふので あ 
ります、 政府 ix 物 借 調節に 對 し、 3t 成立 以来 日尙ほ 
淺し と雖 も、 之に 對 して 今日まで 何等 大に認 むべき 

もの、無いのほ、私の頗る遣憾とする所であります 

時として ほ、 自由放任の 主義を 執らん とすと 聲明さ 

れ 、時として ほ、 干渉の 手段に 出で ら れんと する， 

自由 か 干涉 か、 殆ど 其歸 著す ると ころを 知らず と 云 

ふの が、 過去 數箇 月間に 於け る 現 內閣の やられた る 

事 柄で あらう と、 私共 考へ るので あります、 米價調 

節 其の 他 一般 物價の 調節に 關する 大方 針， 大經 論， 

必ずや 旣に 定まれる もの ありと 私考へ るので ありま 

す、 又 無くて はならぬ 箬で あると 思 ふので あります 

それ故に 物價調 節に 斟し ては、 如何なる 考を 持つ て 

居らる るので あるか、 徹底した る 大方 針大緙 綸を承 

りたい のであります、 今日 一面には 物價は 非常の 暴 

騰を 致し、 一面を 見れば •平和の 聲 ょり 来る 內地エ 

業の 打 蛾の 爲め に、 又 打擊を 受けん とする の 心配の 

爲め に、 谷地に 失業 問題が 起らん として 居る 今日の 

槪 _ であります、 一面に ほ 物價 は大 暴騰を なし‘  I 

面に 勞 卿 者の 職を 失 ふ 者、 前途 非常な 數に 上らん と 

すると 云 ふ此 場合に 於て， 私は 物價を 或る 程度まで 

下落せ しむる と 云 ふことの 政策を 執る と 云 ふことは 

當然爲 すべき 事柄で あらう と 思 ふので あります、 所 

.謂 之が 爲め に、 國民 生活の 上に 非常な 不安、 非常な 

る危險 の 思想が 起り ませう、 此時 に當つ て國民 生活 

の 安定を PV, ると 云 ふことは 、申す まで もな く 政府の 

實任で ある， 而 して 之を 爲す 第一 裁の 手段は •先づ 

以て 此 際物價 の 下落を 阚 る、 物 {M の 調節を 爲すと 云 

ふこと ほ、 先づ第 一にし なければ ならぬ 務 であらう 

と 思 ふので あります. 之に 就て 勿論 物價の 暴騰を 來 

したには、 色々 の 原因が ありませ うけれ どもが、 私 

は 其 原因の 中に 通貨の 膨脹. 今日の 大 膨脹 —— 今日 


の大膨 脹 は、 確に 一般 物 似の 大峩 瞬を 来した 所の 主 
もなる 原因と して、 算 へねば ならぬ ものと 思 ふので 
あります、 然らぱ 物價を 下落せ L むる 所の 徹底的 手 
段と して 主要なる 手段は、 通貨の 收縮に 在り、 期く 
私共 ほ考 へて 居る のであります、 旣に 昨年の 十二月 
末日に ほ、 殆ど 十二 億に 垂ん とする 兌換券が 發行さ 
れたと記憶して屛ります、此通貨の大膨脹、勿論今 
日は 旣に 八億圓 H に 下つ て 居る ので ありませ うけれ 
どもが、 兎も角 今日の 物價 の大 暴騰を 來した る 所の 
主要 原因は、 通貨の 膨脹に 在り、 然らば 先づ 第一 著 
に 通貨の 收 縮を 圖 ると 云 ふこと が •先決問題で なけ 
れば ならぬ、 又 之が 徹底的の 物價 調節 策で あらう と 
私共 考へ るので あります" 或は 通貨の 急激なる 收縮 
は、 一面 需要の 上に 非常な 打擊を 興へ る、 斯う 云 ふ 
論者 もあります るが、 成程 急激の 通貨の 收縮は 、一 
面 非常なる 打 擊を與 へ， 一面 經濟界 に 非常なる 所の 
害を 起す と 云 ふこと ほ、 私共 承知 致して 居ります、 
併ながら 其 通貨 收縮 にも、 其方 法 手段 宜しき を 得た 
ならば、 一面 事業の 上に、 經濟界 の 上に、 何等の 痛 
苦、 何等の 反動 も與へ ずして 濟 むと 云 ふやうな 極端 
な ことは 申し ませぬ が、 兎も角 其收縮 宜しき を 得た 
ならば 1 -收縮 方法 宜しき を 得さへ したなら ば， 
さう I 面に 澤山な 打擊と •澤 山な 痛苦を 與へな くて 
も>  此 收縮は 爲し得 ら るると 思 ふので ある， 今日の 
如く此 膨脹した る、 此 | 時に 成金 國に なつた 所の 日 
本 國の此 財界を、 健全なる 狀 態に 導かん とする 其 過 
渡 期に 於て は、 必ずや 一面に _牲 を拂 ほねばなら ぬ 
一面に 痛苦を 忍ばねば ならぬ と 云 ふことは •當然 な 
事柄で あらう と 思 ふので あります、 今日此 場合に 於 

て 何等の 輟性 を拂 はず、 何等の 痛苦 も 感ぜず して， 

此過渡 期を 過去ら うと 云 ふが 如きは、 以ての外の 誤 

りで あらう と 私は 思 ふ、 唯々 其 程度を 少なから しめ 

唯々 其 影響を して 大な らしめ ざる こそ、 爲政 家の 責 

任で あるので ある、 故に 私は 通貨 收 縮ょり 來& 所の 

一面の 打擊は 、方法 如何に 依つ ては、 さう 恐るべき 

ものでは ない と 思 ふので あります、 又爲政 家と して 

は* 必ずや 其方 法 宜しき を 得る やうに 致さるべき も 

ので ある、 斯く 致しましたなら ぱ ，私は 一面に 於て 

物價蟲 騰、 勞働衮 の 失業、 生活の 安定、 非常に 危險 

な 狀 態に 推移りつつ ある もの も、 玆に 始めて 是が解 

決を 見る ことが m 來はせ ぬかと 思 ふので あります、 

兎も角 此物價 調節 問題に 付きまして の 御 抱負、 御 方 


針を 承りたい のであります、 それから 今 I つは 大正 
八 年度に 於け る 募 值計 芄、 是ほ旣 に片岡 君よ りして 
豫 算 執行 不能に 終りは せぬ かと 云 ふ 御言 葉を 以て 評 
されました が、 1 14 も 殆ど 片岡 君と 感を 同じう する も 
のであります、 委しい ことは 無論 片岡 君が 申され ま 
したから、 私が 申 上げる 必要は ありませ ぬが、 兎 も 
角 大正 八 年度、 所謂 大正 九 年 三月 三十 一日に 至る ま 
で •今日より 此十數 箇月の 間に、 募債 若く は 借 入す 
べき 金が、 私の 計算す る 所に 依れば， 殆ど 六 億 四、 
五 千 萬圓の 多き に 達する と 思 ふので あります、 果し 
て是だ けの ものが 募り 得られる や 否や、 是に 於て 私 
は斯る 事を 大藏 大臣に 御尋 したい、 本年度に 於け る 
國債 貸借を 如何に 見て 居られる か、 もう 一 つ 言葉を 
換 へて 申しますならば、 正貨の 收茭關 係を 如何に 見 
て 居られる かと 云 ふこと を、 御尋 したいので ありま 
す、 本年度に 於け る國債 貸借が 如何になる もので あ 
るか、 正貨の 出入が 如何になる ものである かと 云 ふ 
ことを、 御 尋ね 申したい のであります、 それから 今 
一つ 最後に 御尋 申したい のは、 唯今 大藏 大臣の 御說 
明に 依つ て 見ます ると、 大正 六 年度の 剩餘 金と 云 ふ 
ものは、 殆ど 侦ひ 果してし まつて、 大正 八 年度の 財 
源に 充 つべき ものが、 剩す 所な しと 云 ふこと を 申さ 
れた のであります、 今後 將に 出ず ベく 薄 期して 宜い 
所の、 大正 七 年度の 追加 豫算 ，並に 大正 八 年度の 追 
加豫算 の 財源は、 何に 據られ るので あるか、 大正 六 
年度の 剩餘 金旣に 皆無な りと するなら ば、 大正 七 年 
度の追加豫算、大正八年度の追加豫算の财源は、何 
に 依つ て 之を 支 辨せん とせられ るので あるか、 公債 
に 依る ので あるか、 借入金に 依る ので あるか •よも 
や 公 偵 借入金には 依られまい と 私は 思 ふ 必ずや 私は 
斯う 云 ふこと を考 へて 居られる のでは ないかと 思 ふ 
大正 七 年度に 於け る實收 超過額を 豫 見して ！ 大正 
七 年度に 於け る實收 超過額を 豫 見して、 之を 財源と 
して， 今後の 追加 豫算と 云 ふ ものを 出される のでな 
いかと 思 ふので あります、 ! I はば 今後の 收 人に 厫す 
る もの、 不定 所謂 不確定の ものである. 若し 果して 
さう であるな らば、 現内閣 成立 以來、 E 々聲 明され 
たる 所の、 財政の 基礎を 繫固 にす る— 財政の 基礎 
を S 固に すると 言は れた •此聲 明に 矛 IrT する 所な き 
や、 今後の 收 人を Ti 期して •追加 豫算を 出す と 云 ふ 
が 如き、 或は それを 追加 豫算の 財源と すると 云 ふが 
如きは，洵に私は不確實なる豫算の編成方法ではな 
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いかと 思 ふので 一め ります、 若 L 私の 想 供す るが. -' 、 
七 年度の 1? 收超過 額では ない、 他に 何 か W IS が ある 
のなら ば* それを 御明 示を 願 ひたいと 思 ふので あ 〇 
ます、 私の H 間せ んと 欲する 所は •阡數箇 の® 肢で 
あります、 どぅか fiTi 明に 御說 明を 願 ひたいと 思 ふの 
であります。 

〇篛長 C 大岡 育造 君〕 內田外 務大 臣。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 子爵 内 田康哉 君〕 唯今 西 村 君より 御 H 
問 中、 西 伯 利 鐵道管 理 問題に 付きまして、 私より 御 
答 辯を 致します、 本 間 題は 今尙關 係諸國 と 交渉 中で 
ございます から、 木 席に 於て 未だ 御 答 辯す る鄴 に參 
り ませぬ、 唯々 一言 申したい のは、 亞米利 加 又は 亞 
米 利 加 人の 態度に 關して 御 質問が ありました が、 我 
が 最も 親交 ある 亞米利 加に 關 する ことであります る 
に 依り、 之を 聴 流しに 致す ことは、 ©; の 職責が 許し 
ませぬ ので ございます、 一言 申 上げます、 御 心配の 
如き 點は 毛頭 無い ことを 明言 致します、 亞米利 加 ほ 
何 所 迄 も 我に 對 して、 友好的 好 情 的 精神を 以て、 本 
問題に 接しつつ ある 次第で ございます， 左 _御諒 承 
を 願 ひます。 

0 翳 長 C 大岡 育造 君) 山 本 農 商務 大 K。 
〔國務大臣山本達雄君登擅」 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達雄趙 ) 唯今 西 村 君より 米 ®' の 5Jf 
に付きまして、 御 質問が ありました のに 付きまして 
大體の 御 答を 致します I 致します が、 兎角 現 政府 
の 米 價に對 します 遺 方に 於て、 自由で ある、 放任で 
あると 云 ふ 如く、 世の中に 吹矓 されまして、 何やら 
それに 付きまして、 緩漫 に. 付して 居る 如き 語氣に 見. 

える ので ございます、 故に さぅ でない と 云 ふことの 
事實を 申 述べる のに 付きまして ほ、 聊か 是迄の 成 行 
を 申 述べなければ 相 分り ませぬ、 故に 少しく 冗長に 
苴 ります か 知り ませぬ が、 其邊は 御免を 蒙つ て 匿き 
ます、 現内閣は 昨年 九月の 末に 內閣が 成立 致し まし 
て、 其 前の 八月に 於て は 米價 暴騰の 爲 めに、 谷府縣 
に 暴動が 起きまして、 容易なら ぬ 事が あつて、 而し 
て 九月の 末に 當つ て此 內閣が 成立した ことで ありま 
す、 私は 之を 農 商務 大 I:';': に 受けまして 以来、 常に 此 
事に 於き ましては、 非常に 心頭に 掛けまして、 出來 
る だけ 最善の 途を盡 したいと ffi 夜 心得て、 それに 向 
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つて當 つて 居る 次第で ございます、 其當 時に 於て， 
ど 5 云 ふ 事を 前 内閣に 於て S して 居る かと 申します 
と、 * は lit 昨年の 四 乃に 於き まして、 外米符 理 令を 
布 かれて、 普通の 商人の 外米の 輸入を 禁じて、 政府 
が卻 埘 制度に 依つ て やる と 云 ふこと に 相 成りまして 
而して 其以來 、政府に 於て 外米を 買 付けました こと 
が 三百 三十® 石 買 付けました、 而して 其 三百 三 -! - 萬 
石に 付て、 政府の 國费 を费 したる ことが 二 千 二百 萬 
冇餘と 35 ひます、 さ 5 してやりまして、 段々 來 まし 
たが、： J 度 四月 7T 月 W 來段々 騰貴 致しまして、 遂に 
四十 1BI- 以上に も 上つ たので ございます、 其 間に 於て 
一方で ほ 此 八月の 末で ありました が、 穀物 收用 令を 
布 かれました、 又 一方で ほ 暴利 令を 以て JR 締をゃ 〇 
ました、 而 して 其 暴利 令 も、 K もに 此 米の 定期に 向 

つて 爲した ので ございます、 定期に 向つ て 暴利 令を 

布 かれた e めに、 定期は 上に 向つて 買 はんと 欲して 

常に 抑 へられて 居りまして、 段々 上つ て (3; 參り まし 

たが、 二 十七、 八 _位な 所を ffi is して 居る と ij ふ 有 

揉で あつたので あります、 併ながら 現物、 實際の 現 

物 S M に 至りまして は  >  四十 0 を 越しまして、 つい 

四十 二、 三圆 にも 達する と 云 ふやうな ことで ありま 

した、 旣に此 九月 内閣の 更 ります 前途に 於て は、 定 

期の價と宵際の米の相場と云ふものほハ十園以上も 

開いて 居る と i;- ふやうな ことにな りました、 そこで 

多く 買 占で あると か、 或は 賣惜で あると か 云 ふこと 

に付きまして、 非常に 力を 35 しました 爲め に、 其 効 

果ほ 定期に 現れて、 ff 際の 賣買 と此 定期 相場の 賢 買 

と 云 ふ もの ほ， 十圓以 上 も 多き it ^- 間に 隔りが 起り 

又 常に 七、 八 ¢0 の隔 りを 持つ て 居つ たと 云 ふことは 

諸君の 御 承知で あ 〇 ます •それ故に 折角 定期を して 

其 定期に te つて 米を 迓る •或は 必要な もの ほ 買は う 

として 來て屏 る ものが 四、 五、 六、 七、 八. 九、 十 

六七牌 月の 問と； K ふ ものは、 柬 京を 始めと して 大阪 

殆ど 月末に 入つ て、 此現 物の 受渡の 無い と 云 ふ 如き 

有 ^ になつ たのであります、 そこであります る 故に 

私に 於て ! 3: 斯 く 暴利 令で 以て 取締を しても、 現物を 

抑へ ると 云 ふことは、 中々 闲雖 であるの みならず， 

定期を 餘〇 抑へ ると 云 ふと、 m M 大阪始 めと して、 

都市に 米の 出て 来る 事の" 却て 障礙 となると 云 ふこ 

との iJJ FT を 見た ので ございます、 それ故に 此 物は 彼 

此 暴利 令で 以て 収締 るよりも < :先づ 其方 ほ 緩めた 方 

が、 自然の ものに なりは しまい かと 云 ふ 2Jf を考へ た 


又 穀物 收用 令に 於き ましても、 為 励 後に 政府が 穀物 
收 用 令を 布 かれました、 是れは 如何にも 時勢に 於て 
必耍な 琪 と 私は fri じて 居ります、 信じて 居ります が 
此の 穀物 收用 令、 價を 定めて さう して 之れ を 買 入れ 
ると 云 ふこと ほ 容易なら ぬ 事で 有まして •例へ ば 五 
十 M する ものを 三十 一一 i 圓で買 ふと か、 或は 三十 圓で 
出せと 云つて、 之を 法律の 上に 於て强 ひると 云 ふ 事 
は、 餘程 «雖 なる 事で、 まだ 其 時に 於て 13: 斯の 如き 
非常手段を 用 ひる 時機に 非ず と 私は 考へた ので 有 ま 
す、 現に 又 現 政府に 於ても 此 穀物收 用 令を 布 かれ ま 
したが 唯の 一度 も 之を 用 ひなかつ た •其 時に 於き ま 
して、 收用令 が 發布 されました る當 時に、 ®: 縣の縣 
ょりは どうか 收用 令を 以て やつて 吳れと 云 ふ 事の 請 
願な どが 主務 省に 出ました けれどもが、 其當時 に 於 
て も 法律 li 布 かれました が、 矢張り それは 一度 も 施 
行し なかつ たのであります、 さう 云 ふ 場合で 有ます 
るが 故に、 私 (3: 是は 先づ 必要な ものである， 已むを 
煜 なければ、 どうしても そこまで 行かなければ なら 
ぬので あるが、 其 時に 於て はま だ それに 據 ると 云 ふ 
事 if 時機に 非ず と 思 ひました 故に、 是も用 ひませ 
ぬ •而 して 其當時 に 世間に 對 しまして は、 穀物 收用 
令 も 必要で ある、 暴利 令 も 必要で ある-併ながら 是 
ほ 容易に 用 ふべき ものでは ない、 殆ど 是は 大切なる 
正宗の 刀、 锊刀 とすべき ものである、 故に 私は 之を 
鞘に 收め て、 さう して 容易に 拔 きませ ぬ、 併し 拔か 
ぬと 云へ ば， 必要 已むを得ない 時が あつたなら ば そ 
れに據 〇 ます、 それ故に 先 づ是ほ 收めて 其 時の 来ら 
ぬ ことを 锘む 、若し 來つた ならば 拔き ませう と 云 ふ 
意味に 於て、 之を 止した 次第で ございます、 それ か 
ら下つ て 此關税 撤廢 を、 緊急 勅令に 於て 十一月に 發 

布され ました、 それは 政府に 於て 貿易商の 米の 取扱 

を 禁じて、 而 して 政府が 自ら收 用 令を 以て 指定 商人 

をして やつた、 併し 其 間に 付て 三百 三十 萬 石、 金を 

费す ことが 二 千 二百 萬 餘 費した が、 矢 張 米が 高くて 

騷励を 起す やうな ことが 起きた ので、 其 後に 於ても 

安定を 來さな いので ある •そこで 其 時に 內の 米の 狀 

態は 如何に あるかと 云へ ば、 十月の 調べに 於て 第一 

回の 調べが 五 千八百 九十 萬と 云 ふ I 谷 府縣の 報告 

に 依つ て 表を 作りました のに、 古今 —— 今まで 曾て 

無い 如き 農作の 報 吿が參 りました ので ございます、 

其 後 九月の 二 十日 前後に 於て 二回の 暴風雨が ありま 

した、 殊に 氣候が 冷氣 でありまして、 さう して 今度 


第二 回の 谷府 縣の豫 想に 於て if 此物が 五 千 五 百 七 
十 萬と 云 ふのに 相 成りまして •第一 回の预 想より 減 
ずる ことが、 約 三百 萬 石の 減 收を來 したと 云 ふ 第二 
间の 報告に なりました ので、 それ ! 3; 此關税 を撤廢 致 
します る 前後で ございます、 併し 第二 回の 時に 至り 
ましても "'五 千 五 百 七十 萬と 云ふ數 であります るが 
故に" 平生の ものよりも まだ 收獲が 多い ので ありま 
す、 で 內に 於て は斯の 如く 米が 先 づ収れ る、 減少し 
たと 雖も ，まだ 普通より 4 多い 狀態 であつ たので あ 
〇 ます、 それから 外に 向つ て ほどぅ 云 ふ ものである 
かと 云 ふと、 是まで 外國 米を 常に 我國に 於て ほ 入れ 
て 居 〇 ますが， 其 人れ て 居る 所 ほ、 多くは 蘭 貢、 柴 
棍 • 苽 京であります， 此關 貢よ 0外 國に 輸出され ま 
する 米は、 日本の 石數 にして 約 千 五六 百 萬 石が 今 ま 
で /. ti て 居ります、 其 他 東京、 柴棍 、遥羅 あたりに 於 
きまして 綜合して 見ましても 是亦千 五六 百 萬と 云 ふ 
もの ほ、 年々 外 國に出 て 居る のであります、 都合 三 
千 萬 餘 りの 米は、 外國 より 或 ! X 新嘉 坡方而 に 於け る 
爪哇に 於け る、 或は 英領、 蘭領印 度に 於け る、 是が 
皆な 擴 つて 来る のです、 其 中より 我 國の不 足す る 約 
四百 萬 五 百！ £! と 云 ふ 高を、 此三千 萬 石 以上より 日本 
に 持つ て 来る ことは、 敢て 六ヶ敷 い 事では あるまい 
斯の如 く 日本が 米が 高い 故に、 商人に 委ねて 居つ た 
ならば、 算盤の 上に 於て， 是は 持つ て來煜 る 算盤が 
出ます 故に、 三千 萬 石の 中から 四百 萬 五 百 萬 石を 得 
る ことは 六ヶ 敷く あるまい， 又 現に 年々 T' 足す る 中 
に 於て、 日本に 五 百 萬 乃至 五 百 五十 萬 も 入つた こと 
は 是まで あります、 自然に 抛つ て 置いても —— 日本 
の 米が 斯く 高い ことは •是 まで 曾て ありませ ぬ、 其 
低い 時に 於て、 其 中から 五 百 萬 以上の 外米が 入つて 
居 〇 ました 故に、 是は 入る ことは 敢て 難く ほ ある ま 
い、 のみならず 朝鮮に 於て は、 平年より 豊作で あり 
まして、 先づ總 督府の 報 吿に依 ります と、 約 昨年よ 
り も 百 五六 十 萬 石 ほ餘計 出來た と 云 ふこと であり ま 
する 故に、 之に 於ても 半分 若く は 百 萬 石と 云 ふ 如き 
ものは、 自然に やつて 居つても， 朝鮮より、 平年よ 
り もより 多き 米が 百 萬 石 位は 入る であらぅ、 斯の如 
き狀態 であります るが 故に、 却て 政府に 於て (S 岡 人 
の B 然の算 & に flc つて 貿易に 委ねて、 而 して 政府 ! i 
此關税 を撤廢 し、 又は 船が 無ければ 船を 成た け 便利 
を 付けて、 さう して 交通の便を 付けて •金融に 於て 
は 正金銀行 臺灣銀 行を 首め として， 外® に關 係の あ 


る 銀行に 於て、 十分な 爲替の 便利を 付けさせ、 而し 
て 成る たけ 障碍 物を 取つ て來た ならば， 米は 自然に 
剩 ると 云 ふこと が來 るで あらう、 斯 くした 方が 餘り 
政府が 之れ を 干渉して 行く よりも、 今の 如き 見込を 
執つ たなら ば、 却つ て 米が 來て 安定を 來し はすまい 
か、 又來 すで あらう と 云 ふこと を 信じた ので ありま 
す， それ故に 今 申す 方針を 執つ た！ $ で ございまして 
是が斯 くな つた 故に、 自然に 放つ て 高から うが 安 か 
らうが •政府は 自然に 委せて、 知らないと 云 ふ 如き 
ことに 誤解され た 所以で ございます が、 決して さう 
ではない、 唯々 斯の 如くした 方が 便利に して、 却つ 
て ? C 定を 來す途 になる であらう と 確信した ので あり 
ます •是が 前の 如く  •或は 暴利 令を 以て 買 占を 制し 
又收用 令に 於て どうす ると 云 ふこと をし ましても， „ 
それが 大に 有効な りと 云 ふこと を考へ 、又 それが 僅 
かの 實驗の 上に 於て 證跡 が擧つ たなら ば、 吾々 は 前 
より 以上の 干渉 や if 迫は 決して 辭せな い， 國民の 安 
定を來 す ことは 5n 何なる ことを も 忍んで やる •決し 
て辭せ ない、 併し 斯く すると 惡い 、目的を 達すまい 
と 云 ふこと を 確信を 以て やつた ことであります、 決 
して それが 放任で ない と 云 ふこと を 申 上げる、 それ 
から 今日 米は 幾ら 足らない か •或は 千 萬 石と 云 ひ、 
或は 七 八 百 萬 石と 云 ふ 話であります が、 今 申す 通 
り豫 想でありまして 未だ 本當の 調べが 參り ませぬ 併 
し 年々 の 例に ffi ります ると 第三の 報 街は 3 收 しまし 
て、 其！ £ 收に 依つ て 谷府縣 より 農 商務省に 報吿が 集 
りまして、 而 して 初めて 實收の 豫想ほ 是れで あると 
云 ふこと が 判る のであります、 それは lit 月末 若く (i 
来月の 初めに 於て ほ、 大凡の 其 見込が 判る 次第で ご 
ざいます、 而して 斯く ffl 成りましたならば、 それに 
依つ て又實 際に 近い 數字を 得る ことが >  出 来る であ 
らうと 思うて 居る 次第であります* それから 米は 今 
の 通りに して 來るか 來な いかと 云 ふこと で ございま 
すが、 昨年の 十一月の 此贸易 商の 自由の ものに 委ね 
まして 〔さう して 政府に 於て は關税 を 撤廢 して 見て 
居る、 {)!•• し此管 理令は 何 所まで も 持つ て 居ります、 
成た け 自然に 委ねて pr つて、 愍 々之に 付て 安定を 來 
さない と 云 ふなら ぱ 、何時でも 政府に 於て ほ、 管理 
令を 以て 之を 實行し 得る ことに 相 成つ て 居りまして 
是は廢 して ほ 居らぬ のであります •そこで 今まで 來 
たものに 付て ほ、 是 より 船腹の 用意で 以て、 遞信省 
に報吿 をされ ました 高は、 今：！！ に 於て 十一月、 十二 
九 二 一 


施政方針の 竹 問に 對 する 山 本 農 溜 務大 e の 答 辯 
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) 3 :切 に 封す る 商 揺大藏 大臣の 答 辯 _ 施政方針に lili する 下岡忠 治の 質問 


CT 一 月と 云ふ此 間に 於て， 百 二十 數萬 石の 米' か 商 
人の 手で 參つて 屏〇 ます、 尙ほ 今日 も 色々 約束し つ 
、あると 云 ふので ございます、 唯々 茲に 甚だ 其 時よ 
り闲 難なる 事 ほ 肝腎な 今 申す 關 貢の 處に 於き まして 
印度が 不作の S- め、 其 他に 依つて 轍 出の 禁止を して 
居ります， 是 {3: 一時の 事で あらう と 思 ひまして 來た 
所が， 外國米 ほ 御 承知の 如く •此 一月 末から 二三 四 
五月， 凡そ此 間に 米の 励く のが 例に なつて 居ります 
其 新米の 出る と 云 ふ 今日に 於き まして、 尙ほ其 轍 出 
禁止が 解けない ので、 それ故に 政府に 於き ましては 
外務の 手を 以ち まして、 それ <關 係の 政府に 掛合 
つて、 何卒 之を 解く やうに と 云 ふこと を •それ'^ 
掛合を 付けて 居る 次第であります、 佛閟 西に 於て は 

此 柴棍 •或は K 京で ありました か、 之に 於ても 政府 

より 掛 合を 付けて、 數日前 新聞に あります 如く、 佛 

間 西 政府に 於て は •成た け" 日本に 逍 る、 交趾茭 那 

或は 東京の 輸出に 付て ほ、 便利を 圖 らうと 云 ふこと 

の &' 事が 參つた やうな 次！ S であります、 それで あり 

ます 故に、 先づ此 外米の 励き と 云 ふ ものは、 11 三 四 

艽月と 云 ふ 時期に 於て 励く ものであります から、 先 

づ 今日から 言 ふたなら ば、 相當な る 米は 入つて 來る 

而 して 之を 徐ろに 見て 居りまして、 それが 愈々 思 ふ 

やうに 入らず、 物資の 供給が 不足と 云 ふ 如き ことが 

起り ましたな らば、 例の 管理 令を 以て、 何時でも 之 

を ® f 行す るに iis らぬと 云 ふ考を •今日 有して 居る 次 

第であります* 此邊で 御 答を して 置きます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 高 橋 大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 先刻 西 村 君より、 物 

惯調 節に 關する 御 質疑が ございました、 而 して 自分 

の見込は>通貨膨脹が物價騰赀の主たる原因である 

からして 物 fri を 調節す るに ほ、 通貨を 收縮せ ねばな 

らぬ 、今日の 有樣は 物價は 絕頂に 上り、 又 他面に 於 

ては、 不* 氣の爲 め 段々 失業者の 數が增 し て 来る、 

是に 於て 益々 通貨を 縮小して， 物價を 下落せ しむる 

事が 必要になる、 斯う 云 ふ 御意 見での 御靜 であり ま 

す、 物 m 調節と 云 ふことは、 幾_ にも 解 ir か出来る 

ことであります、 下つ たものを 高く する の も 調節で 

ありませ う、 併し 此御 質疑は 下げろ、 下げる 手段と 

して 通貨を 收縮 すべきで ある* 何故 政府 ほ收 縮し な 

いか、 或は 收縮 する 手段が あるかと 云 ふ御尋 かと 私 


は 考へ る、 是 は 現今？ K 米に 於ても， 今日の 物馈 瞇贵 
即ち 硪時 中の 物 fit 眯 K に 付て (3: 、 l:f 菜 家 或 (3: 學 者の 
間にほ、種々の恝見があるのである-评ながら耍す 
るに 物 倒の 變動ほ 、需要供給の 釣合 如何に 依る と 云 
ふこと ほ 皆！ 致して 居る ので， 戰爭の 爲 に、 ® に备 
種の 製造 工業が 軍事上 必要に なつて、 事業が 勃興し 
たの ほ、 * (3: 世界中の 有樣で ある、 何れの 國 でも* 
製造 工業の 爲め 事業が 俄に 著しく 發達 をす る 場合に 
於て (5: •其阈 の 或は 1!!: 界中 の廣き 意味に 於け る 農業 
が、 共に 連れて 發達 をし ない と 云 ふと •物資の 倒の 
高くなる と 云 ふこと ほ、 普通の 事で ある、 我国の 如 
き ほ 世界の 所謂 物資に 對する 需要が、 著る しく 俄に 
激唞 した 爲 めに、 我國の 物資を 他の 國が 需要す る こ 
とも、 亦甚 しく 多くな つて 来たので、 それに 臊ずる 
我國の 製造 工業の 事業 も •非常に 急激な 發 達を 爲し 
た， 隨て內 地に 產 する 所の 農產 物の 價は 上る ことは 
勿論、 他から 仰ぐ 所の 原料 も、 亦隨て 非常に 騰貴を 
した、 左樣な 結果と して 信用 も 非常に 擴 大したので 
賃銀 も 非常に 騰貴した、 而 して 此盛 况を呈 して 来た 
經濟界 に順應 して 何れの 國も其 通貨は 膨脹した ので 
ある、 旣に 昨年の 七 八月 頃の 日本銀行 あたりの 此七 
年の 末に 至つ ての 兌換の 發行 高は、 幾許になる やと 
云 ふ 事を 調査した 是は 半期 半期に 必ず 中央銀行は 豫 
想を 立てる 丁度 米の 收瘦に 際して 政府が 豫 想を 立て 
ると 同じ 譯で ，矢 張豫 想を 立てなければ ならぬ、 其 
時には 昨年の 歳末には、 其 時の 調子で 總 てのものが 
進んだならば •十三 億圓 にもなる であらう と 云ふ豫 
想であつた、 ^ るに 昨年の 十月の 初めょり、 從來橫 
濱 正金銀行が 立て X 居つ たる 不自然なる 爲替 相場を 

改めて， 成るべく 自然に 近寄らし むる 所の 方針を 立 

て •又 銀行 者の 間に、 先刻 述べた 預金の 利. M- の 競 上 

げ と 云 ふやうな 弊風を 矯正す る ことに 努力し、 又 日 

本 銀行に 於て は 割引 步 合の 引 上を 行 ひ、 斯の如 くし 

て 段々 財界に P 戒を 一般に 加へ つ k あつた 所へ、 俄 

に休戰 と 云 ふこと になつ て、 それが 爲 めに 徒 來 進む 

一方で あつた ものが、 或は 控 へ、 或は 退く と 云 ふや 

うな 今日 (3; 狀態 になつた、 其 結果 昨年 末の 兌換の 發 

行 高は、 豫 想と 違つ て 十一 億 四千 萬 圓臺 まで 進ん ' C'. 

而も 其冋收 の 速 かなりし ほ、 一月の 半に 於て は、 八 

億 九 千 萬 M の發行 高が あった のであります‘ 故に 時 

勢が 一番 調節の 力は 强ぃ ので、 時勢の 力が此 に 至つ 

て、 今日は 物價も 上る 勢は なくなつ た、 稍々 下らん 


とする 傾向を 現した、 すると 同時に 一方に 於て は 失 
業者が 澤山 起る と 云 ふ、 玆に發 を 生じて 来たので、 
是に 於て 通貨を 收縮 すると 云 ふこと ほ、 人に 信用と 
金と を 成べ く砌 かせない やうに しなければ •其 望を 
達する こと ! 5: m 來な いのであります からして* lit 不 
景氣 になり 掛つ て來た 勢を •一層 人爲を 以て 景氣に 
赴かし むる と 云 ふょり 外に、 此上 人爲で 以て 通貨を 
縮小す ると 云 ふことは 不可能で ある、 此 上入爲 を以 
.て 故ら に 通貨收 縮の 政策を 執らず とも， 自然の 力が 
今や 通貨を 收縮 する 方に 傾いて 來て 居る， 隨て 一方 
失業者が 出来て 來 ると 云 ふこと で、 失業者の 出來る 
ことほ 宜い * でない、 併し 之を して 無から しむるな 
らば， 益々 製造 工業を 發 達して •入々 に 職業を 與へ 
ると 云 ふ 方に 方針を 執らねば ならぬ、 是も亦 人爲で 
故らにさう云ふことをやると云ふことほ、目前の變 
化 ほ 來るが 、永遠には 失敗す る ものである、 今日に 
於て は 政府 ほ、 故ら に 此の 時勢に 人 爲を以 つて不 自 
然の 通貨を 收縮 すると 云 ふやうな 考ほ 毛頭ない、 そ 
れ から 公 偵 借 入の 事に 付いての 御 懸念は •先刻 片岡 
君に 御 答した ので、 更に 加へ る 事は ないやう であり 
ます •多い に (X 違 ひ ありませ ぬ、 一時に 之を 今 募集 
は 出来 ませぬ、 併ながら 公債 若く ほ 借 入と 云 ふこと 
になつ て 居ります •此國 政の 運用には 行 詰る やうな 
ことは 致し ませぬ から， それは 御 安心を 願 ひたい、 
公债 に關聯 して 將來 我國の 國債贷 借 關係ほ どう 見て 
居る かと 云 ふ御尋 ，是れ は …… (西 村 丹治郞 君 「本 
年度ので す」 と 呼 ふ) 八 年度 …… t 西 村 丹 治 郎君 「 
左樣 でございます」 と 呼 ふ〕 即ち 今年度 •今年度の 
國債 貸借の 關係は 、見る 人に® つて 異〇 ませう け •れ 
ども、 私の 見る 所では、 貿易 其 他の 關 係に 於て、 我 
國の取 勘定と なる ものが 四 億 乃至 五 億 あらう と考へ 
ます、 是は併 し 中らぬ かも 知れ ませぬ が …… (笑聲 
起る) 分らぬ 事です けれども •我 國の是 まで 進んだ 

- 發淫 した 輸出 貿易が 玉石 混 箱に 終る と 云 ふこと 

はない" 伸びる ものは 益々 仲び るに 違 ひない、 見込 
のない やうな ものは、 退かなければ なりますまい、 
此處が 即ち 國 民に 對 して 最 4 努力を 希望す る 所以で 
ある •又 貿 县以 外に 於て、 我 國の取 勘定と なる 所の 
運賃 保險料 等が あります る、 是も七 年に 於け る やう 
な 盛况 を呈 する ことは 無論 / J1 來ませ ぬ、 併し 官民の 
間に 於て 戰爭 中に 於て 海外に 放 資した 形に なつて 居 
る ものが 十二 億餘 、前 刻 申した 通り 十二 億 あるので 
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ある、 是等が 先つ ® いて-即ち It 木に ^ する 利 ': I と 
して、 我 a の 取 勘定になる も 〇 である •さう 云 ふ 小 
を考 へて 見ます と、 ■八 年に：、、：、 勘定 li 四 « 乃至 
五 值ほ あらう と 私 ほ 考 へて 居る ' ,.-, ■ :J'i :; f:y c. '.: ク '■■■ .: 
左樣に考へて居〇ますからして、我國の正货0収茭 
に 於ても 亦左樣 に考 へて 居る， 同じ ?) f です それから 
追加 7® 算に 付て 六 年度 〇 剰餘 金が 色た に 使 はれて、 
餘〇 多く 殘 つて 居らぬ と 云 ふこと を 申しました 爲め 
に、 定めし 追加豫 筘には 七 年度の 佾收を 使 ふので & 
らう •財政の 基礎を 策 固に すると 云 ふ路明 をして© 
ながら •それで ほ 其聲 明に 反する で ほない かと 云 ふ 
御尋の やうに 伺つ た、 一應 御尤で ある、 併し 七 年度 
に增收 の ある ことは、 今日は 無論 分つ て 屛る 、併し 
其％ 收が あるから、 それを W. 越して 皆咫ふ と 云 ふや 
うな、 左 樣な危 險な計 迸は 立てない ので ある、 ま •た 
是は 提出に なり ませぬ が， 近日 提出し ますから、 追 
加豫算 は …… それに 依つ て尙ほ 御 承知 下さる が 宜し 
其 時に 尙ほ說 明 も 致します が •玆に 翔め 申 上げ 得る 
事は、 彼の戰 時利煜 税 です、 是は 政府が 其 當時 提出 
した 時ょり、 諸君の 間に 於て は， 政府の 見獼り 方が 
如何にも 少い ではない かと 云 ふ 非難の あつた ilf は、 

K も 承知して 居りました が、 果して yf K に 於て は、 
政府の 豫想 とは 大なる 違が ありまして、 艰收が ある 
現に …… 、而 して此 職 時利煜 税は 、所謂 臨時 ? If 件の 
爲めに 設けられた ものであります るから、 lit 咐收を 
追加预算に計上して，成べく公依仍入金を少くする 
と 云 ふ計珣 を 立てた と 云 ふことは、 玆に申 上げ 得る 
のであります 1 私に 對 しての 御尋は それだけと 考へ 
まする、 で それだけ 御 答 致します。 

r 拍手 起る〕 • 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 下 岡忠治 君。 

〔下 岡 忠治君 登®〕 

0 下 岡 忠治君 私は 食料 問題に 付きまして、 惟 今 西 
村 君ょり 御 問が あ ク て、 農 商務 大 II': 之に 御 答 辯が あ 
りました けれども、 それに ほ 滿足 する ことが 出來な 
いのであります るから、 更に 其點に 付て 御 問を 申す 
積り であります、 我國の 食料 問題を 根本的に 解決 致 
さう と 思 ひま すれば •第一には 恒久的の 方面、 第二 
には 應急 的の 方面 >  此兩 者に n: つて、 論究 致す 必要 
が あるので ございます， 而 して 大正 八 年度の 預算に 
現れて 居る 所を 見ます ると、 現 政府が 此恒久 的方闻 j 
に關 して 經綸を 有する 所の ものが、 H に 貧弱を 極め | 
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て屛 ると 私は， ig める ので ございます るが、 併し 此點 
に 付て は、 又 別の 機 ® に 於て、 政府に 論難を 致す 積 
りで 居ります から， tt 處には m に 我々 の 焦眉の急に 
迫つて 居り、 一日 も忽せ にす る ことの 出來な い 腯急 
的 方面の 事に 付て、 政府に 御尋 をす る考で あるので 
ございます、 之を 約言を して 三つに 分ち ますろ から 
先 づ質問 の 嬰 項を 申します、 第一、 政府は 現 時の 米 
價を 以て、 ! 1 民 生活 上に 不安を 與 ふるものに 非ず と 
認む るか、 若し國 民 生活 上に 不安を 與 ふるものな り 
とせば， 何故に 此 不 安を 除去すべき 適切 有効の 手段 
を 講ぜざる か是が 第一であります、 第二、 政府は 現 
に 執りつ、 あるが 如き 姑息の 手段に ffi り‘ 本年度に 
於け る 食糧の 絕對的 缺乏 難に 陷 るの® なしとの 確信 
あ 〇 や、 若し lit 確信 ありと せぱ •是が 具體 的の 說明 

を 求む、 是が 第二であります、 第三、 政府は 米 問題 

に：： 2、 峁に睜 明せ る 自由放任 主義の 非を 悟り、 旣に 

其 政策を 一變 する の必耍 を 認めた るか >  若し 其 必要 

を 認めた る 以上は， 何故に 其 責任の 所在を 明かに し 

速に 積極的 大英斷 を 遂行す る ことを _踡 する や (拍 

手 起る〕 此三點 に 付て 申したい のであります •尙も 

ぅ 一件 哨今農 商務 大 K の 御 答 辯の 中の 言葉に， 甚だ 

明 |{« を缺いて25る點がありますから、それも ^ きた 

い、 と 云 含 は 兎角 世 問では 混雜 をし ますから r 能 

く區 別して 申さなければ なり ませぬ が、 前 内閣の 時 

に 色々 の 法令を fl: しまして、 所謂 蕺利収 締令 、穀物 

收 HJ 令 •もぅ 一つ 外米 宵 理令 ，此 三つ あつたので あ 

ります、 昨年 十 乃に 此米 の關税 の 一時的 撤躞を 行は 

れると 云 ふ 際に、 農 商務 大臣が 天下に 骼明 をして 居 

られ るので あります、 其陴 明に te れば ，暴利 取締 令 

と 穀物 收用令 ほ、 是は啡 家の fi 刀と して •正宗の 刀 

を 鞘に 收 めて 尻る ので、 滅多に 使は ぬの だと 云 ふ、 

吾々 から 云へ ば、 極く P 味な 甚だ 不 眞 面目な 言葉と 

思 ひます、 適用す る 積り であるの か 無い のか 一向 分 

らな いから •甚だ 不 « 面目な 言篥と 私は 信じます け 

れ ども、 兎に角 肢して しまつた のか* 閟 してし まは 

ぬの か 分らない と 云 ふこと で 先づ 世の中を 誤魔化し 

て ある •所が、 外米狞 理令の 方を 明かに 陂め ると 云 

ふこと を ^ 明して 屏 られ るので あります、 明に — 

まだ 勅令は 其 儘に ? JI して S く、 其殘 して la くと 云 ふ 

ことは、 残務の 整理が ある 府が自 ら 外米を 管理 

したから して •殘務 の 整理の 爲め に、 是 ほ 棟ろ なく 

殘 して @ く けれども， 殘務 さへ 濟む ならば* 勿論 外 


米 管理は 宜くな いと 思 ふ、 それょり ほ 自由放任 主義 
が宜 いので あるから •是は 胺め るので あると 云 ふこ 
とを、 明瞭に 言うて 居る のであります* 大 K の 言責 
と 云 ふ もの if 餘程 大切な ものである •唯今の 西 村 
君に 對ゴる 御言 葉の 樣子に 依つ て 見る と、 何だか 外 
米 管理 令を つい 近頃に なつて は、 又 或は 行 ふか も 知 
れぬと 云 ふやうな、 御言 葉が 今 あつた やうに、 承つ 
た、 私は 過去の 非を 覺つ て、 斷然此 際 (3: 外米 管理 令 
を 適用す る 必耍が あると 云 ふこと を 言は れゞぱ ，何 
を か 言 はん I 何を か 言は んでほ ない、 私 ほ 是非 そ 
れを 決行して 貰 ひたいと 云 ふ考を 持つて 居ります、 
昨年 十月 S? 明せられ たる 所は 誰も 分つて 居る •天下 
公知の 事 實であ ります、 其 事 實に依 つて 見れば •今 
申す 通りに 外米 管理 令と 云 ふ ものは 廢め るので ある 
唯々 在米 —— 殘務の 整理の 爲 に、 當分 之を 殘して 置 
くのほ，已むを得ないのだと、斯う言はれて居るの 
であります、 其點が 芮だ 御言 葉が 少しく 分り 兼ねる 
15 があります るから、 それを 第四點 として‘ 御尋を 
致したい のであります* 此各點 に 就きましては 槪要 
の說 明を 致します るから、 暫く 御 淸聽を 請 ひます、 
元來寺 內內 閣の例 れま した 直接の 原因が‘ 此 米騒動 
に 在つ たと 云 ふことは 是は疑 ふことの 4 ない 所で 
ありまして、 是が後 網 奔たる 現 內閣は 、私の 考では 
其 成立と 同時に 何は 谐 措き ！ 鼠 的に 何は 扱 措き、 
米 問題に 關 しまして、 鮮 かなる W 決 方法を 以て 天下 
に 臨み •以て 國民 生活 上の 不安を 一掃して 民心を 新 
たにす ると 云 ふの が、 現 rt 閣の 一大 使命であつた と 
私は 承知して Sr ります、 然るに 現內閒 成立 後 四 箇月 
經つて 居 〇 ます、 大變御 心配に なつて 居る と 云 ふ 話 
は 聞きます るが、 是は 日夜 御焦隱 になつ て PT ると 云 

ふことは 結構で あるけれ ども、 外面に 現れた る 政府 

の 施設と 1 K ふ ものは、 私を して 言は しむれば， 隨分 

姑息な もので、 所謂 蹦縫 姑息であります、 先刻 貴族 

院に 於て 農 商務 大臣は， 四十 二 圓 、三 圓し て® つた 

正 米が、 先づ 四十 圆位 になつて 居る からして 詰まり 

少しく 下つ たでは ないか、 定期 米は 二 十七 八 圓のも 

のが 三十 七八圓 になつ て 騰 つて 居る， 詰まり 自分 等 

の 政策 宜しき を 措た が 爲 めに、 正 米と 定期 米と が斯 

う 近寄つ て來た 、定期 米と IH 米と が 非常に 開いて 居 

る やうな ことでは 闲る けれども 、近寄つ て來た 、成 

程 定期 米は 三十 七 八 M と 云 ふ 風に 高くな つた けれど 

も、 正 米は 下って 居る、 たつた 二 圓で す ] S に 角二圓 


下つて 居る ので あるから と 云 ふ 風に、 大分 現 政府の 
米に 對する 施設に 効能が あつたが 如き やうな •御言 
葉が あつたので あります、 併ながら 兎に角 まだ 新穀 
の 出盛の 時と 言は んなら ぬ 今日に 於て •米 倒が 三十 
七八圓 に、 動もすれば 四十 圓を 突破す ると 云 ふが 加 
きことは •實に 由々 敷き 事で ある •一般の 人心は 兢 
々として 其堵に 安ん ぜざ る狀 態でありまして* 私は 
現 政府は、 其 大使 命を 是で完 うし 得て 居る もので あ 
るか 否や、 餘程 疑な きを 得ない ことで あらう と 思 ふ 
のであります、 一體 寺內内 閣の 時に、 無暗に 干渉 政 
策を やつた、 是ほ大 なる 間違で あつて、 吾々 は 現 山 
本 農相と 同じく 此の 干渉 政策 —— 極端なる 干 淡 政策 
と 云 ふことは、 確に いかぬ と 云 ふ、 是ほ元 來同論 な 
ので ある、 例へ ば 暴利 •収締 令， 無暗に 之れ を 振 廻は 
して 商人を 窘めて 見た所で 隨て ，制すれば 隨て 反撥 
する， 是れは 必然の ことで， 所謂 經濟界 に 於け る需 
給の 大勢と 云 ふ ものを* 殆ど 無視した 遣 方を した も 
ので&りまするからして、寺內內閣の米價に對する 
政策が 失敗に 終つ たと 云 ふことは •是 ほ當然 のこと 
であります、 是れは 山 本 農相 あたりと •吾々 同意見 
であるので あります、 隨 て御氣 の fg では あるけれ ど 
も •非常に 勉强 をせられ たと 云 ふことは、 吾々 は 敬 
意を 拂つて 居る けれども 、前 仲 小路 農相は、 實は米 
問題に 付いて 現 政府を 非難す る 資格 ほ 無い と 私は 思 
ひます (「ひや' と 呼 ふ 若 あり) 是は 同じ 考を 
持つ て 居る 併ながら —— そこです 極端なる 干 涉 政策 
を 非難して 居つ た、 此山 本さん ほ 所謂 羹に 懲りて ei 
を 吹く と 云 ふ 所まで 行つ た、 極端なる 是ほ 自由放任 
と 云 ふ 事を やらう とした 是が 抑々 失敗の 初 まりなの 
である C 「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 私は 昨年 
十月 山 本 農相が 其 K 明を 爲され た 時に、 是は屹 度 や 
り损ふ •時事 新報に 其 事を 言うて 置きました、 成程 
米の 關税 の撤 ST と 云 ふことは 結構 だ， 併ながら 是だ 

けです， - 是だ けで a も 外米が 澤山 入つ て來 ると 

云 ふやうな 見込が 決して 無い ので ある •外米が 假り 
に 一石が 十 圓か 十五 圓の 時代であります ると、 I 一圓 
五十 錢 の關税 の撤躞 と 云 ふことは、 是は隨 分利き 目 
が 多い と 云 ふ 想像が 付く けれども、 今日に 於て は 外 
米の 値段が こちらへ 持つ て來 まする と >  1 石が 三十 
二圓も 三十 三圓 もして 居る， 乃至は 場合に 依れば、 
三十 五圓 にも 行かう かと 云 ふ 趨勢を 有して 居る 際に 
二圓五 十錢 の關稅 を撤睃 すると 云 ふこと だけに W つ 


て、 是れで 外米が 思 ふやう に、 流入して 來る であら 
うと 云 ふ 想像は >  誰が 考 へても ai 來な いことは 分り 
切つて 居る、 其當 時い や 米が 五 千 八 百 萬 石 も 瘦れさ 
うな、 稀 有な 大 豊作で あると 云 ふやうな 御考も あつ 
た； K 々と 云 ふ 御 話で ありました が •併ながら 第一 回 
豫想と 云 ふ ものは I 農 商務省の 第一 回 翔 想と 云 ふ 
ものは、 何時でも 必ず 多い、 いつの 時で も 多い、 必 
ず 第二 回の豫 想に なつて (X 下り、 實收撻 に 至つ たか 
ら三百 萬 石少 くなる か 五 百 萬石少 くなる か、 もう 前 
からさう 云 ふことは 極り 切つ て 居る、 其 第一 回の預 
想を 基礎に して、 此 政策を 確定した と 云 ふが 如き こ 
とは、 實に是 は 輕忽千 萬な 事であります が、 是が抑 
抑の 誤りであります、 第一 著を 誤つ たもので ありま 
すから して、 遂に 今日に なつて は 實に 二進も三進も 
動けぬ やうに なつて 居る と 私は 想像 致します、 過去 
の 政策を i する に 非らず んぱ です I まだ 併し 今 
日なら 其 過を 改むる ことの 出来る 時擷 が & ると 思 ふ 
兎も角も 外米の 轍 入と 云 ふこと を •關税 の 一時的 撤 
廢に 依つて、其目的を達しやうと云ふことほ、抑々 
無理で あつた、 又 昨年の 暮 になつ てから、 此 外米の 
奴 引 所に 於け る 代用 制と 云 ふこと を 行は れ ました、 
私共は 是も 賛成な のであります、 是非共 之を やつて 
貰 ひたいと 云 ふ考を 持つ て 居る 一人で、 此點に 付て 
は 農相と 同意見を 持つて 居ります けれども、 併な が 
ら 之を 行 ふと 同時に — 之を 行 ふと 同時に， 外米の 
入る 上に 於て 色々 の 故障を 除く ことは 勿論、 場合に 
依つ て ほ、 此輸入 促進に 對 する 適 當なる 施設を 講ず 
ると 云 ふこと を やらず して、 m 純に IR 引 所に 於け る 
代用 制の 命令を 御 下しに なつた 所で、 所謂 形を 造つ 
て 魂を 入れぬ のと 同樣で あるから •恐く は c  r 大隈 
內閣の 時は どう だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 恐く は 之に & つ 
ては •何等 大した 効果が 擧ら ぬと 私は 考へ るので あ 
ります、 一體 米が どうなる であらう •足りる ので あ 
らう か、 不足す るので あらう か、 此點に 付て 考 へて 
見ます ると、 私は 細かい 數字 を擧げ て、 此處で 言へ 
ならば、 確實な る 基礎と 信ずる 物を 持つて 居ります 
けれども、 それは 煩雜で あるから 申し ませぬ、 恐く 
は 米は 非常に 足りない、 西 村 君の 唯今 御 話に なつた 
如くに， 千 萬 石 も 足りぬ とか、 さう 云 ふこと ほ 決し 
て 無から うと 思 ひます •併ながら 足りない 事 ほ 事 實 
なのであります 、此 大正 七 年度の 產 米の 比較的 少な 
かつた、 良くな かつた •或は 昨年よりも 酷く 少ない 
九 二三 
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か 知らぬ が -* ■• 先づ 昨年 以上に 上る ことは 六ヶ 数いだ 
らうと云ふことほ、殆ど玄人の定論であります、そ 
こへ 持つて 來て 去年の 所諧端 境 期に 於け る 米の 不足 
と 云 ふ ものは、 何人も 想像し 得る 唞で あります、 あ 
あ 云 ふ ■動の 起つ たと 云 ふ 位な ことで あるから， 少 
くも 年々 の 端境期に 於け る 持 越した 米ょり ほ， 二三 
百 萬 石 足らな かつた と 云 ふこと ほ •殆ど 何人も 想 傑 
し 得る 事であります から、 此刚點 だけ 考へて 見 まし 
て も、 隨分澤 山 外米の 轍 入の 必要と 云 ふことは， 自 
然考へ 得る 事であります •先刻 農相は 三百 三十 萬 石 
の 外米が 入つ たと 云 ふ 御 話で ございました が •私の 
昨年 調べた 所に 依ります と、 一昨年の 端境期から 昨 
年の 端境期に 於け る 外米の 輸入せられ た 高が、 三！ s 

八十 萬 石、 約 四百 萬 石 ある、 そこへ 持つて来て 古米 

の 持 越した ものが 大分 昨年ょ 〇 は 少 いと 云 ふ點 から 

考へ ましても、 どう 考 へて 見ても、 五六 西 萬 石は 外 

米を 輸入し なければ 辻 裱が 合は ぬ、 需用 供給の 上 か 

ら考 へましても* それだけの 物が 要る と 云 ふことは 

明かなる 事で あると 思 ひます. 朝鮮の 豊作 云々 と 云 

ふ 御 話が ありました が、 併し 是 とても 唯今 御 話の や 

うに、 百 五十 萬 石 も 多く 入る や 否やと 云 ふこと に 付 

ては、 大分 疑問が あると 私は 聞いて 居ります •之を 

別と して、 要するに 五六 百 萬 石の 外米を 31! 入し なけ 

れば 、辻 褪が 合は ぬと 云 ふことは、 明かな 算鹧 から 

m る 所であります、 相場は 正直な もの、 そこへ なつ 

て來 ると、 どうしても 米の 下らぬ と 云 ふ 理由は、 時 

としては 奸商 の奸 策に 依り、 或は 一時の 賣惜 、或は 

買 占と 云 ふやうな 事の 爲 めに、 相場が 一寸 一時 縢る 

と 云 ふやうな ことは ありませ. うけれ ども、 lit 大體の 

大勢と 云 ふ ものは、 中々 二 三の 奸商 者が 手を 入れる 

位では 動かす ことが /] 1 來な い、 今日 前 申した やうに 

尙ほ 新穀の 出盛らぬ 時に 於て、 一般に 米が 三十 七圓 

の八圓 の、 或は 四十 圓を 突破す ると 云 ふやうな 狀態 

に 在る と 云 ふことは •詰まり 米が 足りない と 云 ふ 事 

を>  明 かに 相場が 證 明して 居る、 米價が 其 事 實を數 

字を 以て 現して 居る ものと 認めて 差 支ない ので あり 

ます、そうして見ると、詰まり足りない、触|は有を 

中' ずる ものでは ありませ ぬ、 足りない 以上は、 是ほ 

外から 入れなければ ならぬ、 扨て 翻つ て 外 國の狀 態 

を 見ます ると、 決して 是は 樂觀を 許さぬ 狀態で あり 

ます、 日本に 是まで 米を 入れて 居る關 貢 方面、 此方 

面の 解禁と 云 ふ ものが 未だ 出来て 居らぬ が* 願く は 


一日 も 早く 解禁せられ て、 次第に 米が 日本に 流入し 
て來る ことを 希望す るので あります けれども* 果し 
て 之が 出來 るか 否やと 云 ふ 事 も餘程 疑 faj で. ある、 縱 
んば是 が 解禁せられ た 所で 蘭 貢一帶 、印度 方面は 昨 
年 {3: 非常に 凶作で あるから、 其 結果、 果して 日本へ 
どれ だけの 輸入が 出 來 るかと 云 ふこと に付きまして 
も、 餘锃进 ほ 疑は しい 點で あるので ございます* 而 
して 柴棍 方面 ほ 先刻 御 話の あつた 通り •相當 に 日本 
に 米を 輸入し 得る！！ 出力 (X 持つ て 居る ので あるけれ 
ども •一方から 申します ると、 此 糧食の 缺乏と 云 ふ 
ものは •獨り 日本 だけで ない、 南洋 各方 面に 於ても 
足りず、 歐羅巴 方面に 於ても •隨分 糧食 缺乏 の聲が 
聞え て 居る 事で ございます から* 若し 彼此して 居る 
と •折角 柴棍 方面 あた 勺に 在る 米と 雖 も‘ 他の 方面 
に 買 付けられて しま ふと 云 ふ 事が 起る と 云 ふ® がな 
きにし も あらず、 平常の 場合なら ぱ>  或は 値段 さへ 
高ければ •日本に 入れる と 云 ふこと も 出 來るで ござ 
いませう* 併ながら 本年の 狀態を 申します ると， 私 
の 見る 所に 依ります ると* 決して 樂觀 する ことが 出 
来ない、 若しも 之を 商人の 自由に 一任す ると 云 ふや 
うな 事を して 置きます ると， 恐らくは なる 高い 
直 段を m しても、 買 ふこと が 出來 ない と 云 ふやうな 
危險な る 事に 陷らぬ とも 限らぬ のであります* どう 
しても 一日 も 早く 積極的に こちらが 何 か 方法を 執つ 
て 行かなくて はならぬ、 相場が 高い と 云 ふことは‘ 
詰まり 矢張此 點に對 する 11 念が あるから である、 假 
りに 此所で 一一 百 萬 石なら ば、 二 百蓖 石と 云 ふ ものが 
確に 外米と して 入り 得る 事實が 明瞭で あつた 場合は 
私が 恐らく 今日の 米價は 適當 なる 程度に 下る だら う 

と 思 ふ、 下る に 決つ て 居る、 所謂 弱氣の 材料が 欲く 

て も 無い、 或は 此儘で 行く ことにな つたなら ば、 七 

八月 頃に なつたなら ば、 どんな 事が 起り はしない か 

と 云 ふ 想像の 出来る のは 已むを得ない、 所謂 人心の 

恂 々たる 所以は 此に 在る と 思 ふ、 此 故に 私は 過去の 

ことは 過去と して、 是は 別問題で 確に 農相の 自由 放 

任 主義と 云 ふ ものは 遣 損つた、 遺 損つ た 以上は Hi 損 

つたと 云つ た 事を •責任を 以て 明かに して、 一日 も 

早く 外米の 管理 令 適用と 云 ふ 事を やる か、 縱んば 外 

米 管理 令の 適用まで 行かぬ でも、 或る 程度の 補給を 

やる 岡 人に 對して 危險の 保障を すると 云 ふ 方法を 執 

るの も、 一つの 案で あらう •其方 法は 何に 據る とし 

て 見ても、 兎に角 消極的の 施設に 止めず して、 積極 


的なる 方法に 於て、 此際外 米の裕 に 入つ て 來る方 法 
を 講ずる のが、 最も 必要なる 事で あらう -t 私は 思 ふ 
て 居ります、 要するに 私の 見る 所に 於て ほ、 此 {S に 
推移に 推移す ると 云 ふ 事が あれば、 他日 日本の '/! I vy 
が、 或 li 絕對的 に 不足が 起る と 云 ふやうな 不幸を 見 
ざる S なきに しも あらず であるから、 今日 一日 も 早 
く 之が 補給の 途に 付て、 政府が やられる 必 W が ある 
それを やる に 付て は、 其 手段 方法は 此際 御考ほ どう 
.云 ふ點に 在る か、 其點に 付ても 委しい 事を 一つ 御說 
明 あらん ことを 希望す るので ございます、 大體私 の 
質問の 趣意は 是 であります。 

〔拍手 起る〕  • 

〇 國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 議長。 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 山 本 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登 擅〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君：} 唯今の 御 質問に 向つ て 御 
答を 致します、 唯今の 御 質問に 於き ましては、 私は 
意外の 感に 打たれた ので ございます、 私が 執るべき 
方針に 付きまして は、 下 岡 君は 兩 手を擧 げて 賛成を 
して 下さる こと だと、 今日まで 信じて 居つ たので あ 
ります、 それは 何故かと 云 ふと、 昨年 八月の 暴動が 
起きた と 云 ふ 其 後に 於て、 諸 新聞に 載つ て 居る 所を 
見受ける と、 政府の 暴利 取締 令、 收用 令の 如き もの 
の 干渉 ほ 甚だ 宜しくない‘ 何故に 關税 を撤躞 して 自 
由の ものにして 、さう L て 一方では 外米を 代用品に 
何故 掛けない か、 さう すれ ぱ是は 宜しい のに， 何故 
しない かと 云 ふことの 趣意に 於て、 新聞に 述べられ 
た 所を 諸 新聞で 拜見 致しました‘ 私は 當時鎌 倉に 居 
りまして、 其 新聞を 見て、 誠に 我意を得た もので あ 
る (「ひや^ 〕 斯く相 成べき ものであると して 
其 事を 賛成して 其 說を拜 見して 居りました •其 後 御 
目に 掛つた 時に 於て 君の 說を拜 見した が 誠に 吾 喪 •の 
考と 同じ ものであると して、 それに 讚辭 を呈 した こ 
とを 承知して 居ります、 斯の 如き 有樣 であるのに、 
今更此 人より 斯の 如き 攻擊を 受ける と 云 ふことは 夢 
さら 思は ない C 拍手〕 而 してです、 何 か 山 本が 變說 
改論 をした、 斯う 云 ふこと を 仰し やりました が、 何 
を 以て 斯の 如き ことを 仰し やられて 居る か、 それを 
私は 承知したい、 私は 此 管理 令を 廢 して 自由にして 
しまつて、 一切 放任し なければ いかぬ と 云 ふこと ほ 
曾て 言つ たこと がない、 故に 初めに 於き まして、 干 
渉壓 迫は しな. いが、 斯うしたならば、 却て 此方が 物 
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めて した 次第で ございます、 而 して 何 か 私が 
聲 明して 居る 所に te つては、 ^ 理令 を玆 すると 云 ふ 
ことを 言つ たと 云 ふが、 私は 茲 て 其 fs な ことを： rl つ 
たことは あ 〇 ませぬ、 定めて 此第 11 回の 新開に 出て 
居ります る關税 撒 廢に 付て 山 本 SI 商務 大 1:' 

云 ふ 事が 昨年 ありました、 之を 見ての 御 ; rg と 思 ひ*.: 
す、 其 一節の 先き に 於き まして 斯の 如き ? if は 容易な 
らぬ事 であります る、 故に 私は 其 荩稿 を此處 に 持つ 
て 居る、 其 末 文に 日く 「外米 輸入の 途を 自由にせ 〇 
此際 外米 轍 入に關 する 管理 部 , B- 制を 胶 止 せざる は 一 
見 矛盾の 如くなる も 旣に買 付 ある 外米の 挺 分 殊に 卜 
一月 中に 到達すべき 外米 約 十 萬 石を 處分 する 上に 於 
て 必要 ある 爲 にして 更に 將來に K つて 此 規定を 活用 
する の 意に あらず」 と 云 ふこと を ® いてあります、 
(拍手〕 是で あらう と 思 ひます c  r 其 通り」 と 呼 ふ 
者 あり〕 是は 私は 其 管理 部の 此取 扱に 付て、 商 ® 人 
が 一切 貿易 —— の 米の ) IX 扱を 指定 商に 非 ざれば 爲し 
得ない と 云 ふこと、、 さう して 其 宫 制の 一部の 役人 
を 匿いて 居る と 云 ふこと が •是で 一時 止まれば 必要 
の 無い と 云 ふことの 爲 めに •其 解 釋 をした ので あり 
ます、 外米 管理 令と 云 ふ ものは、 勅令に te つて 御 承 
知の 通り 出て 居ります、 是は何 所まで も S くと 云 ふ 
精神で 其 時 やつた のであります、 何故かと 申します 
と、 此關銳 を撤趿 する、 政府 許り 外米を 扱つ て [K い 
て關税 を撤躞 して 見た所が、 一方に 於て は 政府に 關 
税を 納め •一方に 於て 政府が 買つ て ili すと 云 ふので 
は、 同し 金阳に 出入を する ので あつて、 關稅 を撤陂 
すると 云 ふ 意味を 成さない、 故に 何故に. ia 粢 者に 向 
つて 米の. 収扱 商賣を 止めなければ ならぬ かと 云 ふと 
今日の 時世は 實に 米が 高い、 又 一方では 不足で ある， 
然れば 假令少 々の ものな りと も、 日本に® 入す る 所 
の途が あれば* 是 ほ 何人が やる としても 1)! 迎を しな 
ければ ならぬ、. 餘〇 米を 入れられて ほ 闲 ると 云 ふこ 
となら* 政府が やらなければ ならぬ、 商 寶人が やる 
ことは ! .1! 来ない と 云 ふなら 分つ て 居る が、 今日 米が 
高い、 成べ く 物資の 供給を したい、 然らぱ 何人と 雖 
も 貿易で も 以て 取つ て 來られ るなら ば、 一俵の 米 ' e 
も収つて來て貰ひたいと云ふので & ^>ます、それ故 
に 商 H 人に 貿易を 自 L-hl に 許す、 質 易を 31 由に 許す と 
云 ふこと に 付て どうしても 關税の 一石 二詞 五十 
錢 の關税 を臌 して •而 して 成る たけ 融 iffl を 付け、 船 


院議 衆矜議 周帝间 一十 四 第 


la も 供給して 來たな らば、 宜か らうと 云 ふこと で や 
つたので あります、 そこで 關税 を撤暖 する 上に 於て 
ほ、 斯 くしなければ 意味を 成さない、 故に撤 腿した 
然らば 政府は 之を 勝め て やらない かと 云へ ば さう で 
ない、 商 費 人の 手に 委ねて 數百萬 の ものが いける で 
あらう、 成 V  くいくならば-之に 委ねて やらせたい 
若し 然して それが いけぬならば* 結局に 於て は， 政 
府が此 外米 管理 令を 以て 自ら やる ょ 0外 仕方がない 
故に 是 (X 何處 まで も廢せ ずして、 さう して あとに 持 
つて M る、 さう して 普通の K 易 商の 外米 取扱の 有樣 
實况を 能く 見て •さう して 政府が 手を 出さずに 濟む 
ならば、 成 だけ 彼等の 手で や 〇 たい、 若し 其 時に 於 
て、 彼等に 委せて 居つ ては 蕋だ 不安定で、 十分なる 
供給が 出 來な いと 云ふ曉 に 於て、 始めて 政府 ほ此管 
理令を 以て 米を 自ら 買 ふか、 5S は 補償 制度に 依る か 

即ち 管理 令の 第一 號 第二 號と云 ふ、 此二 つに 依つて 

どの 途執 るょり 仕方がない、 故に 是 は何處 まで も 矢 

張 持つて 居て、 愍 々と 云 ふ 時に 至つ たなら ば、 之に 

依つ て 政府が- 貞 入、 若く は 補 © を與 へる と 云 ふこと 

に 於き まして、 最切ょ 〇是は 存 して S くと 云 ふ 精神 

で やつた のであります、 隨 つて® て 私は 之を 媵 めて 

しまつて、 人民の 手に 何處 まで も 委ねて、 政府は 決 

して 之に觸 れな いと 云 ふことは •言つ たこと も 無け 

れぱ ，思つ たこと も 無い、 而 して 今 申す ときに 於て 

頻りに 樂® を樂觀 をと 言 ひます が、 何を 以て 樂® と 

仰し やる のか、 是も 言つ たこと もなければ 何もない 

常に 米を 安くして、 安定を 來 すと 云 ふこと に 於て は 

S? 食を 忘れて やつて 居る ので ございます、 曾て どう 

も それに 就て 放任を したと 言つ たこと もなければ、 

又は 樂® をして 居る と 言つ たと 云 ふこと もない ので 

あります、 恐く は 其點に 至りまして は、 十分なる 心 

配と 考® を 有つ て 居る 次第であります、 此邊は 幸に 

御 安心を 一! ひたいので あります、 又 米の 第一瑰 想 • 

第二豫 想と 云 ふ ものに 就て •是は 違 ふのは 當り前 だ 

- _ 論當〇 前であります、 常り 前であります が、 

第一 豫 想と 第二 辣想 とに 於き まして* 僅か 一 ® 月の 

間に殉 想が 三百 萬 石 前後 も 違つ たと 云 ふことは、 統 

計に 於て I つもない、 货 に容舄 ならぬ 違が ある、 昨 

年 九月 迄には 非常なる 氣候が 順 當で 、米が 出来て 九 

月の 二十日 前後に 於て 二回の 暴風が 起り， 隨て其 後 

に 於て It 常に 冷氣を 催して、 一箇月 後の 十一月に 於 

て、 今 申す 如き ^ が來 たのであります るから して、 
施政方針に 關する 押 川方遙 の 質問 


是は 見込が 違つ たと 云 ふことは、 私 も 之を 以て 何處 
まで も斯 くなる とは 思 ひませ ぬが、 何しろ 大體に 於 
て さう 云 ふ 違が 起つた、 斯う 云 ふことは 未だ 曾て 無 
いので ある、 それから 又 米が 五 千 八 百 九十 萬 石 あら 
うが、 或は それが 五 千 五 百 萬 石 若く は 其 以下に 減ら 
うが、 それが 少なくな つた e に， 大變な 方針の 遺 方 
を 違へ たと か、 どうと かと 云 ふこと ほ、 其 時に 於て 
は 無い のであります、 唯々 先刻 申す 通りに. 外國に 
於て 三千 萬 石餘も 動く 米が あるが 故に •それの 中 唯 
唯 四百 萬 石 か J1: 百 萬 石の 米を 取る ことは •商 賣 入の 
手で® て ® くないので あらう、 又 算盤に 於ても 十分 
なる 採算が あるので あります るが 故に、 それが 行く 
であらう と 云 ふこと で やつた、 唯々 今日 蘭 貢に 於て 
輸出 禁止を されて 来ない に 依つて、 先刻 も 申す 通り 
政府 も 心配を しまして •ど， つか 輸出の 禁止を 解く や 
う 1C と 政府に 掛台つ て 居る 次第であります、 さう 云 
ふ 場合であります る 故に、 然らば 今日 政府が やれば 
是 •か 解ける， 又 政府が やれば どれ だけ 取れる かと 云 
ふこと に 就て は、 餘程實 際を 調べて 考へ ない と •是 
は 謝 言が 出來な いのであります、 何故な れば •今日 
米が 商人の 手で 旣に 先刻 言 ふ 通り， 百 二十 萬 石は 二 
た 月餘 りの 間に 約束が 出来て、 今日 來つ 、ある、 其 
の 中の 四十 萬 石 以上は もう 來て 居る、 それで 是ほ段 
々來つ 、あるので ある •尙ほ 又 約束し つ V ある 有樣 
であります るから して •此後 二、 三、 四、 五の 此出 
る 時に 於て は、 相 當 とる ものが ある、 若し それに 就 
て 思 ふやう に 行かなければ、 今の 管理 令を 以て， 政 
府は 一號に 依る か、 二 號に 依る か、 やりたい と 云 ふ 
頭を 持つ て 居る 次第であります と 云 ふ 事を 御 答した 
のでありまして、 最初ょ 〇說を 變ず ると か， 或は 換 
へる とか 云 ふやうな こと は， 一向 私は 考へて 居り ま 

せぬ、 斯の 如く  (「明瞭々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 米を ど 

うすると云ふことは*主義政策としてょりも、唯々 

其の 手を 下し* どうかして 物資の 供給を したいと 云 

ふ考を 以て、 其 時の 變化に 於て 應急 の途を 講 ずる 事 

が、 適當な る處 置と 心 S て 居ります (拍手 起る) 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 狎 川方義 君。 

〔押 川 方 義君登 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 抑 川 方 義君私 は 今日 單に敎 育 問題に 就きまして 

總理 大臣と 文部大臣の 御 答 辯を 願 ひたいので ありま 

す、 文明 國家を 以て 任じて 居ります る 所の 邦國ほ 、 


何れも 此敎 育の 事を 極めて 重大に 考へて 居ります る 
小中大 の學 校が 適當 なる 聯絡を 取りまして、 統一を 
せられました 敎 育が 國 民に 施されて …… 

〔議 長大 岡 育造 君 退席、 副 _長濱 田 國松君 議長 
席に 著く〕 

〇 抑 川 方義君 同時に 又學 校が、 自ら 働く ことの 出 
來る_ 能を 具へ ると 申します る ことは、 敎育 上に 極 
めて 大事な ことであります る ことは、 諸君の 皆 御 承 
知の 事であります、 又 併ながら 之を 能く 實施 致し ま 
する 所の 國家は ，今日で 申しましても* 殆ど 無い 位 
面倒な 問題であります やうに 考 へます、 今度 文部省 
の 計 道に 依ります ると、 高等 敎育 の犓 張に 就き まし 
て、 八 年度 以後 七 八 年に 亘 りまして、 我全國 に 三十 
有 位の 新學 令に 基いた 所の 高等 學 校を 增設せ られま 
す こと •それに 就きまして 當局 者の 最も 心を 用ゐま 
したる こと， 又 歷 代の 內閣が 企てましても. 敎育界 
の 改正 も 無かつた 爲め でも ございませう が， 容易に 
斷行 する ことの 出來な かつた 事件であります のを* 
之を 現 內 閗 の當局 者が 斷行せ られ ました ことは、 英 
斷と柯 する に 足り ませう、 又其盡 力は 多謝すべき 事 
であります、 去りながら 果して 今日の 日本の 事情が 
文部省が、 今 計 S を 致して 居ります 所の 高等學 校 « 
設の琪 を 以て、 現狀に 適した る 所の 施設で ありませ 
うか 其_ 力は 甚だ 宜しう ございます， 併しながら 施 
設 若し 宜しき を 得 ませぬ で ございましたならば、 國 
蒙を 誤る こと 極めて 重大なる こと、 思 ひます、 今 高 
等學 校に 於き まして、 最近の 調査に 依ります ると、 

一 萬 百 八十 七 人の 一年の 志願者が ありまして、 漸く 
入學を 許された 所の 者が 一一 千 百 二 十一 人と 云 ふこと 
が 出て 居ります、 然れぱ 五分の 一の 入學 外ない 所へ 
持つ て來て 、是非 高等 敎育の 增設を 必要と 考 へられ 
たことは、 極めて 御尤な 事であります、 併ながら そ 
れと 同時に 國民敎 育の 基礎と なるべき 初等 敎 育の 狀 
態を 考 へます るなら ば、 更に 必耍な 事が ありは しま 
すまい か、 今日 英米 始め 备 文明 511 國に 於て は •昨今 
故ら に 初等 敎 育に 非常に 力を 盡 して 居る、 原 内閣は 
人民の 內閣で ある •人民の 爲 めの 政府で ある， 斯う 
自ら も 思うて 居られます るし， 又 我が 國民も 多く 之 
を 希望して 居る のであります、 そこで 今日 政府 か敎 
育の 施設を 爲 します る 一番の 幕 開は 何で あるかと 申 
しま すれば、 高等 學校增 設 であります、 是 ほ 事情が 
許しますならば、 それは 國民が ffl 手を 擧げて 賛成を 


致し ませう、 結構で あると 申します 事は 言 ふまで も 
ない ことであります、 併ながら 若し それよりも 尙ほ 
大切な ものが ある にも拘らず、 偏 爾偏輕 の 事を 致し 
ましたと 申します るなら ば >  國 民 ii 失望 致します， 
それで 今日 官立 •公立、 私立、 其 谷小學 校の數 は 二 
萬 五 千 六 百 十三 ある、 其 中の 兒 a が 一年に 就 學を致 
して 居ります る 所の 者は、 七 百 六十 五 萬 四千 四十 七 
人あります， 其 中卒 業 致しました 者の數 が、 百 二十 
i 萬 一千 五 百 六十 四 人あります* 其 卒業 者 中から 尋 
常小學 校よりも， 更に 高等なる 谷 ff の學 校へ 入學致 
しました 所の 者の 總數が 、八十 二 萬 七 千 九 百 四十 ニー 
入あります、 其 中で 入學 致し ませぬ 所の 者が、 三十 
八 萬 三千 六 百 二十 M 入あります、 是は 唯々 尋常 小學 
校を 終りまして •どうな りました か學業 上に 就て ほ 
踪 跡の 分らぬ A. であります、 斯う 云 ふ 事は •一國 の 
敎育を 掌り まする 所の 文部省が 無論 知つ て 居り ませ 
う •知つ て 居ります るなら ぱ 、此彐 十 有餘萬 •殆ど 
四十 萬 人の 學生ほ 、男女を 併せまして 此學 生は どう 
なつた か、 學業 上に 於て は 分らぬ 位であります、 成 
程 高等 學校 の敎育 も 極めて 大 ■«: で. あります、 併な が 
ら是は 一年の 志' g 者が 一 萬 有餘 人であります、 一 萬 
有餘 人と 四 - 1- 萬 人とは 相較 ぶる ことほ 出来ない、 而 
して 此敎 育を 掌つ て 居る 所の 小 學 校の 敎員と 申し ま 
す 者の 數ほ 十六 萬 六 千 六十 二 人 あつて、 其 中に 俸給 
の 五十 圓 より， ■?! 五 圓まで 取れる 所の 人は 千 三百 十三 
人あります、 それから 十艽圓 より 二 十 H の 俸給を 収 
つて 居る 若は 四 萬 五 千 二 西 六 人あります 、そこで 敎 
員の 中で、 是 ix 正常の 敎 員では ありませ ぬが、 敎授 
を 致して 居ります 者の屮 に、 五 圓未滿 の 者が 三千 二 
十二 人あります •それで 去年の —— 七 年 三月 十六 日 
までの 敎員が 受けて 居ります る 所の 月俸は、 平均 二 
十圓 十四 錢 七厘であります‘ 去年 議會 •か 協賛を 致し 
まして、 一千 萬 圓の 補助金を 出しました が爲 めに* 

七 年 三月 十七 日 以後は、 敎 員の 俸給の 平均が M 十四 
圓 七十 一錢一 厘と なりました、 生徒の 現狀と 小學敎 
員の 狀態 とは， 喵今最 近の 統計で _み ました 通りの 
狀態で あります、 是は 文部省の 能く 御 承知の 所で ご 
ざいます‘ 御 承知の 所であります るが、 今日 小學校 
敎員が 一一 十四 五圓の 金を 以て 妻子を 持ち、 或は 兄弟 
を 持ち、 兩 親を 持ち、 一體 生活が 立つ ものである か 
立つ もので ないかと 云 ふことは 考へな ければ ならぬ 
小學敎 員には 隨分嚴 格なる 所の 命令を 施して、 職務 
九 二 五 
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施政方針の 質 !,, n に 對する 原 怒理 大臣の 答 辯 
に從事 させて 居ります、 此小 學校敎 員に |£ •日本 全 
國の 所謂 小國民 が 預けて あるので •こざいます、 是が 
十 年 か 十五 年 致します るなら ば、 日本の 國 家を 背負 
13; なけれ {t: ならぬ 所の、 重大なる K 任を 有つ て 居る 
者であります-人民の 爲めの 政府 —— 人民の 政府と 
も 言は る k 所の 現 内聞が， 此事を 等閑に なさる 窖は 
ない、然るにも拘らず高等學校にほ、承る所に依り 
ますれば、 御內帑 金まで も 加へ て 殆ど 四千 萬 [Ml の 金 
を费 す、 我輩 (3; 決して；' f 資 成で {3: ない、 結栴で あり 
まする が、 事 M がどぅであります、 其 主義 方針は 縱 
しや 宜 いものと した 所が、 施設の 方法を 誤りました 
ならば， 如何なる 結果を 爲 します， 第一 小學 校敎員 
の 身の上に 己れ を當篏 めて 考へて 見ますならば •兩 

親が あり、 S? 子が ある 所の 者、 又 某 子供は 自分が 敎 

育して 行かなければ ならぬ、 其 奢が 僅に 二十 二三 11 

の 金を 以て、 此物似 勝 a の 時に、 生活が 安全に 出来 

ると 考 へられます か 如何です、 今 英國に 於き まして 

は、 國家 が小學 校の 爲に 補助 致します る こと 四 割 二 

分であります、 百を ^ と 致します るなら ば _ .四十 二 

圓で あります、 佛國が 國庫の 補助を 致して 居ります 

る ことほ‘ 六 割 八 分であります、 獨逸が 戰前 まで 小 

學 校の 補 肋を 致して 居ります る ことは、 三 割 一分 五 

厘であります、 我が 日本 ほ 從來は 八 W 分の 四十 六で 

あります， 去年 初めて 一千 萬 圓の袖 助を 爲 すと 云 ふ 

ことにな りまして、 或は 二割 位の 補助になる かも 知 

れませ ぬ。 

〔副 議畏链 田國松 君 議長 席を 退き 議長 大岡 育造 

君 著 席〕 

〇 押 川 方 義君然 るに 獨逸で は、 敎 員の 最低 佐 給と 

申します る ものが、 八 百 馬克であります 1 最高 俸給 

は 四千 九 百 馬克であります 、日本の 最高 給は 百 五 圓 

であります 、東京の 日本 橋に 於き ましての 一つの 學 

校で、 月俸 百 十五 六圓拂 つて 居ります る敎 員が 一人 

あります けれども、 是ほ 玆に數 へました る 所の 十六 

萬 六 千 何人の 屮の 、唯々 一人の 敎師 であります、 百 

_ 以上 - 百 十五 圓受 けて 居る 者 ほ， 小 學校敎 員の 

十六 萬 入 以上の 中に 唯々 一人であります、 然るに 亞 

米 利 加に 於き ましては 、「ニ ゥヮル ク」 などでは、 

i 人の 小學敎 員に 三千 五 百 弗拂つ て 居る •是ほ 七 千 

圓で あります、 此位 日本と 文明 各 國の敎 員の 待遇の 

違つ て 居ります る 事を 考へ まするなら ぱ-敎 育の 結 

果に 於て 色々 の缺陷 を 生ずる 事は、 是は言 ふまで も 


ない 事で ありませ う、 私 ほ 現 內閣の 諸 公が 思を 敎育 
に 致されて 居ります る 事は、 政锅の 中の 一つに も あ 
ります が、 非常に 心を 御用 ゐに なつて， 日本 全國の 
子弟の 敎育 に付き 支して は、 心 思を 勞され る こと、 
吾輩 (3: 信じて 居る •又 之を 希望して 居ります、 併な 
がら 今日 豫篮案 若く ほ 追加 案に 出ました る 所な どを 
承ります ると >  さう 云 ふ 形跡 ほ 少しも 無くして* 現 
場の 儘で 捨跬い ■て ある やうであります* 然れ ば此人 
民の 爲 めの 政府 if 小學敎 員 ほ 二十 四 :/ r 圓を 平均 ? X 
らせ ，一切の 收 入 ! 3: 無くして、 契 子 あらう とも、 兩 
親 あらう とも、 朝から 晚 まで 子弟の 敎育が 出来る も 
のと、 斯う 思つ て 居なければ ならぬ のであります、 
今日 電車の 車掌が、 二 三 週間の 修業を 致しまして 初 
めて 履 込まれます •時に、 月俸 ほ 三十 圓収 ります、 
(笑 聲 起る〕 實に是 は 吾® ほ嚴肅 な 問題と 思 ふです 
國 家の 爲めに 斯う 云 ふこと を此 儘で 捨 置きまして に 
人民の 爲めの 政府と 云 ふこと ! 3: 何等の 意味を 成し ま 
すか、 此間 有力なる 所の 敎員が 集まりまして、 さう 
して 國民 思想 歸嚮の 統一と 云 ふこと を 非常な 大事な 
こと、 言は れた 、糙か 政府に 建 g までせられ たと 承 
つて 居ります が、 一體八 民 思想の 歸 樹を統 一 す ると 
云. ふことは* 何の 事であります か. 恐く IX 諸君の 考 

は 民本主義 - _: ア モク ラシ—」 と 云 ふ 事が 追々 日 

本に 這 入つ て來た •それ故に 此 r デモ クラシ ー」 の 
勢を 防がなければ ならぬ、 或は 之を 排斥し なければ 
ならぬ、 それ (3; 日本の 心得 ある 所の 者は、 上下 心配 
をして 居る， 非常な 心配を して 居る， 併ながら 「デ 
モク ラシ—」 と 申します る ものが、 其樣な 恐ろしい 
もので ありま 1' るなら は 「アリス トク ラシ—」 Is 安 

全な ものであります か、 世界の 歷史に 於て 「アリス 

トク ラシ ー」 は どんな M い 事を 致しました か 「デモ 

クラシ！」 の惡い 事を 致す ことを 若し ありと します 

れぱ 「アリス トク ラシ ー」 の惡い 事を した ことは 更 

に大 なる ものであります n アモク ラシー」 は 亞米利 

加で 最も 盛んであります、 英吉利で 最も 盛んで あり 

ます、 決して 文明と 兩立 しない ものでは ありませ ぬ 

此 「デモ クラシ ー」 を 逆用 致します れぱ 露西亞 にな 

り ませう、 或は 獨逸が 起り ませう けれども 「デ モク 

ラシ ー」 を 逆用して 反 ® を させた 所の ものは 「アリ 

スト クラシ—」 であります 露 西亞が 倒れた のは 「デ 

モク ラシ--」 が 倒した と 申します けれども 「デ モク 

ラシ I」 を 招いた ものは 誰であります か、 獨逸も 亦 


然りで あります、 佛閹 西と 英吉利と 亞米利 加は 非常 
の 文明 國だと 申します るが、 是 ほ 一番 「デモ クラ. ゾ 
IJ の 盛んな 所であります 0 '何んだ W 問の 要旨 は _ 
と 呼 ふ 者 あり〕 それ故に 日本が 敎 育の® 本を 定め ま 
して、 此小學 校の 敎員が ，若し 四 五 年の 間 子弟を 敎 
育す る ことの 出 來るや うに、 殊に 小蕻 校の 校長に，、 
物を 擧げ煜 られる だけの 待遇を 爲 します る途を 開き 
まして、 さう して 十ー ニ 歳になります までに、 完全 
なる 精神 敎 育を 施しましたなら ば、 日本 八の 中に 這 
入ります る 民主主義であります、 是れ ほ ® に 大切な 
る 所の ものが 現は れ來 ると 云 ふこと を 信じて、 疑が 
無い_でありますまいか、今日ほ實に敎育上の危機 
であります、 其 危機と 申します る ものは、 小 學敎負 
が 成べ く 外に 職業を 求めつ k あるです、 彼 ほ 精神が 
不安であります、 神經 質になります (笑 聲起 る) 彼 
等 ほ 色々 なる 所の 妄念を 懐いて 居ります •それ ほ 其 
筈であります、 生活難が 迫つ て 居る のであります、 
小 學敎員 も 亦 人であります (笑 聲 起る〕 諸君は 斯う 
宏 ふ 問題が 可笑しいです か， さう 云 ふ 大切な 問題が 
可笑しいです か (「可笑しい 」 「謹 聽々 々J と 呼 ふ 者 あ 
り) それ 位の 事で ほ！： 家の 事に 付て 非常に 憂 瞪致し 
ます c li 廳 j と 呼 ふ 者 あ 〇) 非常に 憂 ®. 致します、 
敎育 問題は 日本 全國に 於て 可笑しい 問題では ないで 
す (「ひや^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 實に 大切な !' nl 題で & 
ります、 諸君が 小® 敎員 になつ て —— 己れ の 身を 小 
g 敎 員に 入れて 見るならば 分る です C 「餘〇 冗長に な 
るから だ」 と 呼 ふ 者 あり) lit 小 屘 敎員を 安全なる 位 
地に 置きます る こと ほ， 吾諶は 現內閣 諸 公の 最も 重 
大なる 間 題と 思 ひます る、 故に lit 私が 申しました る 
事は 實に 平凡な 議論であります 平々 凡々 であります 
併ながら 此平 々凡々 な 議論が、 今日の 敎育 問題で ほ 
S に 大事な 問題であります (「さう 云 ふ 事は 皆な 知 
つて 居る よ」 と 呼 ふ 者 あり) 知つ て 居る 故に 願く は 
之を 實施 して 貰 ひたい、 どうか 小學 校の 敎員 を、 も 
つと 優遇す るの 途を 開いて、 彼等を 安全に して、 殊 
に 校長が 一つの 學 校に 於て、 十分なる 敎 育の 擔 任を 
し、 得られる だけの、 待遇を 得る 所の 途を 開く 必要 
はありますまい か、 此 事に 付て 總理 大臣と 文部大臣 
が 明確なる 御 答を なして 下さる ことを 願 ひ ます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 原內 閣總理 大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇 J 


九 11 六 
〔拍手 起る 一 

〇國務大臣〇原敬^〇唯今押川君 〇 御玫問- '.: :  ' 
します が、 小 學敎員 礙 遇の ことに (-1 きまして ii * 光 
年 §? 會 の 趄謅に 法0、一千茁 »1 ^砥ょ0茭出する 1: 
云 ふこと も 成立 致した ので あ 〇 ます* 是は | 而に .は 
町村の 負 捜を 減じ、 一面には 敎 0 ;0铤 遇を する •而 
して 又是 等の 事を、 現內閣 の 決して 等閑に W して 居 
るので はあり ませぬ けれども •左 棟な yf が $> つたと 
云 ふことは、 國民の 記 慌に 新たなる 琪で 、決して 之 
を 等閑に 扱つて 居らぬ と 云 ふことは、 是 等に 依つ て 
も證 明せられ る、 併ながら 敎 育に 限りは 致し ませぬ 
けれども、 先づ敎 育 問題と して、 M 々なる 施設を 耍 
する こと あるので あります、 之を 一時に 悉く K 行す 
る ことほ， 財政 經済の 許さ ^ る 所で ある •故に K- も 
不足を 感 する >  急 に 迫つ て 居る と 云 ふ yf を、 先づ 12 
行 致さなければ ならぬ のであります、 義務 敎育も 長 
い 間 實行致 しました 今日は 學齡就 學兒窗 ほ、 殆ど M 
分の 九十 九に 達した 地方 も 多い 位であります が 斯く 
就學 致して 薛務敎 育を 終つ た 渚が、 固ょり 悉く 高等 
■の敎 育を 受 くる 者では ありませ ぬから、 先刻の 御 演 
說中 にも ありました けれども •何十 萬の 人は 多く 小 
學 •たけで 終る のであります、 併ながら 是 ょり 進んで 
中學に 入り、 中® を 終つ て RL に 高等の 敎 育を 受け や 
ぅとす ると、 其 機關が 基 だ 乏しい ので、 あります、 故 
に 年々 何 萬の 者が 人學 する ことが 出來な いこと に 立 
至りました、 是に 於て 高等の 敎育 機關 を咐設 する こ 
とが 第一の 急務な りと 考へ 、其 他 ^ 科 E に 付て 修正 
を 加へ、 稲々 なる 事が あります が、 兎に角 如 fnj に學 
制を 改正を 致しましても、 高等 敎育 機關が 不足では 
如何と も 仕方がない のであります から、 之を 今回 企 
て增設 する 事に 致した のであります、 それに 付て は， 
高等 學 校と 許り 仰せで ありました が、 左樣で はあり 
ませぬ、 大 學の擴 張を する、 分科 大學を 造る、 高等 學 
校は 勿論の 話、 尙ほ谷 稀 高等 » 業學 校、 又專 門學校 
是 等の 事を 今回 計 ® 致しまして、 高等 敎育機 關の不 
足を 感じない やぅに 致す のであります. 併し 是のみ 
を 以て、 敎育 方面の 事足れり とする かと 云 ふと、 無 
論 足れり とは 致し ませぬ が、 先づ 最も 急を 要する も 
のを 先き にしなければ ならぬ と考へ て、 左 樣に致 し 
たのであります、 併ながら 此事に 付ての 御 答は 之に 
止めたい のであります、 と 中す のは、 未だ 議會 に 1$ 
算 も 提出 致して ありませ ぬ、 法律案 も 提出 致して あ 
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り ませぬ、 遠から す 法律案を 提出 致し、 追加 豫算を 
提出す る 積り であります から、 其 時に 於て 十分なる 
御 港 杏を 仰ぎ、 十分なる 說 明を 致したい ので ありま 
すから、 御 答は 是 にて 止めたい と 思 ひます。 

0 岩 崎勸 君國務 大臣の 演 說に對 する 質疑の 通 色 者 
は、 尙 ほ十數 名を 殘 して あるので あります、 故に 本 
日は 此 質疑を 以て 日程と 共に 之を 延會 し、 明 二十 二 
日 例刻より 開會樾 52 せられん ことを 希 菌致 します。 

〔「賛成々々」 「異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (大岡 育 is 君〕 岩 崎 君發議 の 通り 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異 該な し」 と 呼 ふ 者 あり 一 
0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がない ものと 認めます 
仍て 明日は 定刻よ o llt 曾を 鹋緒 致します、 本日は 是 
にて 散會。 

午後 S 時 四十 五分 散窗 


〇 大正 八 年 一月 II 十一 一日 (水曜日〕 

午後 一時 +- 四 分開議 

辕 事 B 程 第三 號 

I  圉務 大臣の 演說に 割す る H 疑  C 前會の 
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第 


會計 檢资院 S 中 改正 法律案 (讀腑 ) 第 I 

讀會 

第 II 右 議案の 苒査を 付託す へき 委員の 選擧 

第三 第 I 囬國勢 調査 施行に 要す * 3 地方 經費國 

庫 支 辨に關 する 法律案 (継 1 ) 第- Is 會 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 舉 

第五 SE 時 利得 税法 中 改正 法 1 搬贿) 第 I 

SS 會 

第 六右鉍 案の 蓉査を 付託す へき 委員の ill •擧 

第 七 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 = 號 (承諾を 求 

むる 件) 

第 八 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選舉 

第 九 a 類 收用令 (承諾を 求む る 件) 

第 十 右 lli 案の 審 査を 付託す へき 委員の 選擧 

第 十一 家祿 寅 典祿逛 分に 關 する 法律案 irll 狼 

4 ;  -  it  r,  \ s 飼 


羁 六' 


第一 lg 會 


第 十 — 沒祿挺 分を 受けた る 者に 對 1-r る 家！® 寅 

虫— 分に 關 する 法 _(| 顿艰销 願 

J1 第 | 讀會 


〇篛長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿が あります。 

〔原 田 ® 記 官朗譖 〕 

一議 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
濃 越鐵道 速成に 關する 建議案 

提出者 匹 田 銳吉君 熊 ? f 五 右 衞門君 
柳 原 九 兵衞君  描 井藤 四 郎君 
松 井 文太郞 君 

一 誘 員より 提出せられ たる 質 間 主意 書 左の 如し 
公娼 制度の 存廢 に關 する 質 間 主意 » 

提出者  橫山勝 太 郎君 
〔左の 報 吿は朗 讀を經 さる も參 照の ため 玆に 
之を 揭載 す〕 

出征軍に 對する 感謝 狀の件 通牒 
大正 八 年 一月 十日 

陸軍大臣 田 中 義一 
衆議院 S?. 長大 岡 育造 殿 

額に 丹. 院に 於て 決_柑 成 候 感謝の 趣は 早速 出 
征 部隊に fiif 達 致 置候處 今般 別紙の 通 謝 辭轉達 
方 來電有 之 候 間 此段及 通牒 候 也 
別紙 

浦 掬 派遣軍 司令官 

我軍將 士に對 し, 篤なる 謝 電を辱 ふし 感 佩の 
至に 堪へ す玆に 磨 下 一同を 代表し 深甚なる 謝 
意を 表す 

第三 師團長 

贵族院 及 衆議院より 當師團 に對し 深厚なる 感 
謝の 辭を辱 ふし 一同 感激に 堪 へす 益々 顆勵以 
て 其 任を 全 ふせん ことを 期す 

第 七 師團長 

貴院か 我 ili の 行動に 關し 多大なる _辭 と 深厚 
なる 謝意を 寄せられた るは 本職の 光榮 とする 

所な り 

寒 日々 峻烈な りと雖 部下將 卒體 軀强煺 志氣旺 

盛に して 熟 誠 奉公の 實を擧 けつ > あり 將來益 

々恋 勵 努力 以て 貴院の 希望に 副 はんこと を 期 

す 

第 十二 師團長 

我 か 師團隸 下 部隊に 封し 貴院の 決 il に 依る 感 

謝の 辭を忝 ふした るは 將卒 一同の 感激 措く 能 

はさる ところな り將來 益々 奮® 努力し 國 民の 

眾 倚に 副は んこ とを 期す 

關東 都督 


關 盥 都督隸 下部 隊將士 に S して 鄭重なる 感謝 
狀を辱 ふし 感激に 堪 へす 玆に 深甚なる 謝 窓を 
表す 

(去 十二月 三十日 著電) 

衆議院の 娜 m なる 決識に 接し 感銘の 至に 堪へ 
す茲に 麾下 一同を 代表し 深 1¢ なる 謝意を 表す 
右可然 御 披露を 請 ふ 

第一 特務 艦隊 司令官 千 坂 智次郎 
大岡 衆議院 _ 長 M 下 
(本 月 二日 著 電) 

再 ひ 衆議院の 決議され たる 鄭 m なる 感謝に 對 
し麼下 一同を 代表し 謎ん て 深厚なる 謝意を 表 
す 然る 可く 御 披露を 乞 ふ 

第二 特務！！ 隊司 令官 
大岡衆 i? 院議 長 閣下 
C 去 十二月！ 一十 九日 著電) 

衆議院の 鄭重なる 決議に 對し麾 下 一同を 代表 
し 深厚なる 謝意を 表す、 尙ほ 益々 奮 g 興 ^ に 
副は ん 事を 期す 右 然る fa く 御 披露を 乞 ふ 
ffl 井 第三 se 隊 司令長官 
大岡 衆議院 議長 聞 下 
(去 十二月 二 十九 日 著 電) 

出征 艦隊に 對する 貴 院の 深厚なる 決議を 傳承 
して 感激に 堪えす 乘員 一同を 代表して 玆に感 
謝の 意を 表す 

淺間 艦長 古川  弘 
大 衆議 院議 (S 閣下 

〇 議長 (大岡 育造 君) 會議を 開きます、 左の 議員よ 
り 請暇の 申出が あります、 病 氣に付 昨 二 十一 日より 
向 ふ 二週間 大 谷高寬 君、 病 氣に付 昨 二 十一 日より 向 
ふ 二 週 問 鈴木久 次 郎君、 許可す るに 御 異議は ありま 
せぬ か。 • 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 ( 大岡 育造 君) 御 異議なければ 許可 致します 
國務 大臣の 演說に 對 する 質疑、 菌月小 太郞 君。 

〔望月 小太郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

〇留 月 小 太 郎君 本員は 外交問題に 關し まして、 今 
一層 徹底的に 了解 致したい 爲め に茲 に說 明を 求め ま 
す、 宵は 政 黨內閣 の 成功を 衷心より 祝福す る！ 人と 
致しまして、 本員は 此政黨 内閣の 外務大臣た る 者は 
定めて 國 民の 前に、 赤裸々 に 外交 上に 關 して、 十分 


なる 御說 明が ある こと、 斯樣に 期待 致して 居り まし 
たるに 拘らず 、昨日 外務大臣の 外交 方針に 關 する 御 
演說を 承ります れぱ、 遨榨 ながら 忌 trl なく 之を 評し 
ますれば、 洽 も小學 生徒の 卒業論文に 對 する やうな 
遣憾を 感じました ，殊に 此甫大 なる 世界 改造の 時局 
に當て 、政 黨內閣 の 外務大臣と しては. 如何にも 
徹底せ ざる 所の 御 fal 說と斯 糅 に 存じまして •茲 に說 
明を 願 ふ 次第であります 、勿論 寺 内 前 内閣 M 政 W 出 
の 後を 繼承せ られた る 現内閣が、 外交 上 多 ill の 地位 
に U: たれて 居る と 云 ふこと ほ、 本 M も 想像に 難くな 
いのであります、 n. 又 成立 後 僅に 三 四 © 月の 其 外交 
上の攒 路に 向つて、 餘り 多くを 求め、 又餘り 多くを 
咎める ことは 無理で ござり ませう から、 此點は 本 W 
外務 大； ii に滿腹 の 同情を 持つ て， 此際 外交 上の 經過 
事實 、及び 世界が 注：：！ 致して 居ります る 日本 國の平 
和に 對する 所の 條 件に 關し まして •聊か 茲に 本員の 
質疑を 提出 致しまして-明細なる 御說 明を 煩し ます 
先づ胃 頭 第一に 申 上ぐべき 事は、 現內閣 の 首班た る 
原總理 大臣が、 內閣 組織と 共に®々 聲 明せられ たる 
民意镎 重， 並に 殊に 總理 大臣が、 其 在 朝の 時と 在野 
の 時に 從 つて、 意見を 二 ill にす る ものに 非ず と 云 ふ 
ことを •盛んに 聲明 なされました る此 一事は、. 總理 
に對 して 太 員 敬意を 表します、 殊に 此總理 大臣が， 
識見の 一貫を 尙ぱれ る 其 自信 力と、 言責を 重んぜら 
. れ る其德 義心と に 至つ ては、 外交問題に 闢聯 して， 
本員は 更に 一層 無限の 感慨を 懐く ものであります、 
即ち 現苢相 ほ 其 在野の 當時 、日獨 開戰の 初に 當つて 
ほ 頻りに 外交の 事 憂慮に 堪へ ずと 仰せられ 而して 其 
憂 tt. の 目的たり し 所の！！ 逸の 戰敗 に ® つて、 原 內閣 
の 時に 至ります ると、 同 君 在野 當時憂 慮 病の 心配 ii 
玆 に， 全く 一場の 夢物語と 消え去つ たこと ほ •首相 
識見の 變灌 ，及 其 言質の 如何は 兎も角も ■國 家の 爲 
めには 御 同慶の 次第で ある (「のう 見 當違 ひ」 
と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る) 而 して此 獨 逸の 敗北に 依つ 
て、世界の外交には恰も天地の一新致した如き大_ 
動を 生じまして， 凡そ 從來 の祕密 陰險な る 政策は 總 
て 一掃せられ •信蕺 と 率直と を 以て、 國際間 の標目 
と爲 しつ、 ある ことは、 本員の 多言を 侠たず、 當局 
者 も 御 同感で あらう と 信じます •此 新しき 外交の 精 
神た る 信義と 率直と が、 即ち 本員 質疑の 出 發點 にし 
て、 各國國 民が 此 信義 率直に 向つ て銘々 谷々 其 國民 
的 希望を 世界に 高唱 しつ、 あります 今日、 願く は 帝 


外交 方針に 關す る留月 小太郞 の 質問 


九 二 七 


院黎衆 锊黎國 帝 回一 十四 第 


外交 方針に 関する 望月 小 太 郞の 質問 

國 政府 if 1 面 益々 此 信義を 1¢ 界に披 瀝する 手段を 
執られる と共に、 他面には 事 苟も 執つて 以て 正義と 
信ずる 所の 其 意見は、 率直に 之を 世界の 正 ^ 心に 您 
る やう、 先 づ豫め 我國 民を して •其 外交の 轾 過 JK JS 
及び 政府の 所見を 周知せ しむる やう、 常に 固 民 的 後 
援を 背毋と せられて， 初めて 此照大 なる 世界平和 會 
諉に 臨み 得られ やうと 斯樣に 信ずる のであります、 
隨て當 局 外務大臣 ほ、 今までの 彼の 陰欝なる e ヶ關 
の鐵條 門を 撤噬せ られ て、 茲に 本員の 伺 はんとす る 
所の 事 ® 問題に 付て •吳々 も 詳細 A つ 懇切なる 御說 
明を 願 ひます、 本 負 H 疑の 耍點ほ 之を 三 項に 別ち ま 
して、 逐次 申 述べます、 第一 ほ 對茭 政策であります 
過去 數 年間 日 支 兩 國の關 係は* rl 憾な がら 一言に し 

て 之を 評すれ ぱ 、唯々 是れ不 信と 猜疑の 記念物の み 

と 申 上げて 宜しい、 而し て此不 信 猜疑の 原因に 對し 

ては、 現 外務大臣の 如き も. 確に 其 種蒔きの 一入で 

ありし と 云 ふ 事 Kir 民阈 第一 年の 時に 於て、 現 外 

務 大臣は、 其當時 將に 滅びん とする 愛親 费羅 氏の 勢 

力を 過大視な され、 南方に 起つ た 所の 革命の 氣運に 

逆行せられ たことは •今尙 ほ 御 記憶に 新たなる 所と 

信じます、 (拍手 起る) 去りながら 本員は 敢て 過去を 

申し ませぬ、 今日は 吾々 日本 國民 は、 官民 一致して 

支那に 對す る此不 信 猜疑の 原 W を 除却す ると 云 ふこ 

とに 付て、 所謂 擧國 一致の 賢を 擧げた いので ある、 

此點 に對 します れば •現 內閣は 其 就職と 共に、 寺內 

前內閣 の對茭 政策を 一擲せられ たことは、 誠に 結構 

である、 而して 其 手段と して、 外務大臣は 第一に 祕 

密 政策の 抛棄" 第二には 支那 借款の 打 切、 第一 一一には 

支那に 對し 南北 妥協の 勸吿 、斯る 事を餒 明せられ、 

又 行 励され つ、 ござる、 此三點 ほ 誠に 主義と して、 

本員 賛成に- 1 踡 致し ませぬ、 去りながら 唯々 其聲の 

み 大きく して ，事實 之に 伴は ずん ば、 數年來 痼疾と 

なつた 所の 支那 人の 猜疑と 不信とは •如何にして 之 

を 一掃し 得られ ませう か、 是が 即ち 本員が 具體 的に 

玆に當 局の 說阴 を轺む 所の 耍點で あります が、 第一 

に現内開ほ、支那に對する隱密政策を抛棄すと言ほ 

れた以 上， 玆に伺 ひたいのは、 前 寺 內內閣 當 時に 於 

て 締結せられ たる 軍事 協約なる ものが、 今日 も尙ほ 

日 支の 間に ® 存せ られ •而 して 此 m 事 協約の 爲めに 

日本は 痛くない 所の 腹を 疑 はれ、 世界 萬 國 よりして 

支那に 對 して、 何物 か 野心 あるかの 如き 不信 猜疑の 

原因を 殘して あると 云 ふことは、 細かく 申す まで も 


ない 次第 あるが、 旣に耪 密政 策を 抛 奥せられ たる 現 
內閣 は、 此眾事 協約 •即ち 日獨硪 爭に對 し、 日 支 協 
同すると云ふ共收氓の日的の濟んだ今日に於てほ、 
之を 公開 致して、 日 木の 誠意を 支 ; Ji; 及 諸 固に 表明す 
ろと云ふことほ.锅めて钩访の時璣と信じますが、 
之に 對 して 外務大臣は 如何に 御 感じになる か、 是が 
一简條 、次に ほ 借款 間 題に 付て 卑見を 申 述べて 御說 
明を 煩したい、 成程 寺 內前内 閣が 、經濟 及 政治に 苴 
つて、 支那に 對 して 無 鹿 十 數 種の 借款、 其 細目 ほ 追 
て豫算 委員 會 に S ります •か、 要するに、 是 等の 借款 
ほ 今日に 至る まで， 其 契約 全部の 内容の 隱密 に附せ 
られて 居る が爲 めに、 是亦 重大なる 猜疑 不信の 原因 
となつ て 居ります、 此 借款の 内容を 現内閣は 其對支 
政策を 刷新 せらる、 上に 於て は •どぅしても 之を 公 
示す る ことが、 極めて 適 當と思 ふの みならず、 公示 
する ことが、 民意を ® ' m せらる \ 所の 現內閣 の 責任 
であると 、本員は 斷言 する 事 實が ある、 f 拍手 起る〕 
何とな れば 原總理 大臣を 始め、 其當 時に 於て 吾々 御 
同 糅 が、 四十 謅會に 於て 通過 致した る、 彼の 興業 債 
券の 如きは、 即ち 日本 國民が 支那に 對 する 借款の 元 
利 保障を 御 同樣が 背負つ て 居る、 而も 前內閣 は 此興 
業 債券の 中から、 滿洲に 對し山 東に 對 する 鐵 道の 前 
渡 金を 支 拂ひ 、進んで は國 庫の 預金 部 中ょ 〇參戰 借 
款の 一部、 並に 交通 銀行に 其 金を 貸付て 居られます 
る* 斯る 次第で あるが 爲 めに、 此 借款 全部の 内容を 
國 民の 前に 披歷 すると 云 ふこと ほ、 即ち 政 黨內閣 と 
しては、 誠に 現 內閣の 御 責任で あると 云 ふ論據 であ 
ります、 玆に附 加へ て 申したい 事は、 參戰 借款の 一 
條で ある-抑 も參® 借款の 目的た る 日獨隞 爭は 一段 

落とな りまして、 參戰 借款なる ものは、 今日は 事 H 

不用に なつて 来たので ある •幸 ひ 支那 人の 名に 於て 

こそ W けて あります もの、、 其 金高の 中 一 千 六 百 萬 

圓は 、尙ほ 我國に 保留して 居られます から、 玆に私 

は當 局に 伺 ひたいので ある、 旣に 參峨 借款 其 物の 目 

的の 消えた 以上、 我 帝 國 政府は、 何故に 支那 政府に 

向つ て、 此 日本に 预け殘 つて 居る 金を 返さして しま 

ひ、 而 して 支那が 事 實上囲 伯 利に 出兵して 居る數 は 

唯今 やつと 二 千で ございませぅ から、 此軍费 に » 際 

缺 乏して 居る と 云 ふこと ならば それは. 改めて 日本が 

其 目的に 限定して 之を 貸付け る、 斯樣に 致したなら 

ば， 茭那の 疑を 解く 上に 於て 多大の 便宜は なから う 

か、 何ぜと 申せば 我國に 於て こそ 參戰 借款と 言 ほれ 


ますが、 今日 支那で if 彼の 寺內前 内閣の 技け たる 
段 錤瑞が 中心と なつて、 此參： 袖 借款は R 防 借款と 名 
づけ、 段錤瑞 自身が 其督 軍の總 ： K となつて、 而かも 
彼の 部下の 伶® 錚 、及、 ? f 雲 B の 二人 ii 此參戰 借款 
と 申した 其财源 ょりして 新たに 師幽を 作り、 而も 北 
京 附近 即ち 北方の 中堅と なるべき 此方 面に 於て、 是 
に (3: 我が 將校 も參加 致して、 玆に 新しき 陸堪 を rp つ 
て 居ります、 事實が ある、 故に 現內閣 が 對茭 借款 打 
切を 聲明せ られた 後の 去る 十一： 月に 於ても、 此參戰 
借款の 中から 三百 七十 萬 圓茭那 は 引出して、 之を 以 
て師團 養成の 費用に 充て、 又 近き 回 前に 於て、 尙ほ 
三百 萬 圓を嬰 求して 來る >  所の W? 實を 本員 (X 信ずべ 
き 理由が あります 、斯う 云 ふ 事に なりましたならば 
折角 御同樣 が 寺 內內閣 の對茭 政策 ほ、 日 支 親善を 害 
する ものであると 言うて 之を 打 切つ て， 南北 妥協を 
勸めて 見ました ところが、 南方から 見 ますれば、 現 
原 內閣は 事實上 に 於いて、 矢 張 寺內内 閣の援 北 主義 
即ち 北方 軍閥 派を 援 ける ものでは ないかと 云 ふ 嫌疑 
を 諸君の 內閣の 上に 箇らせ 、而 して 我等 國民が 又 其 
の 疑惑の 仲間 入を しな けれは ならぬ と 云 ふ、 (拍手 起 
る) 此の 事に 付いて、 是亦當 局は 如何に 御處置 なさ 
らうと 云 ふ御考 であるか， 其の 御意 見を 御 說明願 ひ 
たいので あります る、 第三は 妥協 勸告の 事で ござり 
まする が、 誠に 其の 目的 ほ 結構であります る •去り 
ながら、 此の 妥協® 吿の 結果、 及經 過に 對 して、 昨 
日 來總理 大臣 及 外務大臣は、 頗る 之を 樂翻 せられて 
居ります るが •本 M. 聊か 所見を 異に 致す を 以て、 茲 
に 更に 御說 明を 煩したい 元々 南北の 妥協とは， 南北 
を 融和 させて 上海に 集めさせ、 之に 依つ て 以て、 支 
那 中央 統一 政府を 作らし め やうと 云 ふ御畫 策で あり 
まして-其 目的は 結構であります •即ち 此 目的の 爲 
に 御 勸吿 をな されました だけで ありませ うが、 唯々 
御座な く 位の勸 吿に ては， 此 目的は 中々 達せられぬ 
と 本員は 思 ふので ある、 と 申す ことは 抑 も 南北の 爭 
は、 申す まで もな く 北方 軍閥 主義と 南方 民本主義の 
爭にて 、而 かも 其 北方： 班 閥 主義の 中堅は、 實に 各省 
督 軍の 有つ て 居る 所の 其 兵力で ある、 故に 我國は 南 
北 妥協の® 吿と 共に、 一 步 進んで 此茭那 改造の 大根 
本た るべき 督 軍の K 力を、 中央政府に 集中せ しむる 
こと、 怜も 德川將 軍を して 政 fi を 奉還せ L めた るが 
如く  •各省の 督 軍に 向つ て、 我國は 率直に 自己の 意 
見を 披 (1 致し、 而して 英吉利 •亞米 利 加、 佛關 西、 
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伊太利 等と 共に® 眾〇兵 力を 中央に ^ のさせ、 iff く 
南北を して 丸腰に して こそ* 初めて 什 ^ 一の 目的 (■-: 
達せられ やうと fff ずるので あります、 現に A> 近 南北 
が 上海に 於て 妥協せ ん とする lit 時に乘 じて、 北方 十 
I 人の璁 大將た る 所の 朱 啓 鈴 氏は、 現在 徐矽打 に 向 
つて、 北方 軍閥 派の 勢力を 削除す るが 如き 55 見を & 
1南方が提出する場合にほ、妥協の同总出來ぬぞと 
云ふことの示威述励をして居ること、是亦外務大以 
御 承知の 害で ある •故に 木 A は、 我 囲が X 那に對 し 
て la の 野心な く、 誠心 誠 总 、總珂 大 t:i c u (-J: れる 
如く、 此鄰 邦を 飽まで 我等 同 <i! に S3 いて 行く と 云 ふ 
此至 誠を 披滕 する 上に 於て は、 願く は 帝 國政府 は '' if 
に此勸 吿に 一 步を 進めて、 本員の 咋し たる 此各省 笆 
軍の 兵力を 中央に 集める 點に付 て， 今少し 活 E/J 的の 
御行 動 あらん ことを 希 朝 致します が、 此點 に fj' ての 
御意 見を 承りたい、 第 四 (i 斯の 如く 日茭問 に 描つ て 
居ります る 不信 猜疑の 原因を 除却す るに 於て、 殊に 
總理大臣及外務大臣の深き御考撖を煩したき事は> 
寺內 伯後隗 男を 外交 調 杏# に 推薦せられ たる 其 影！？ 
である •申す まで もな く 寺內 後藤 二君が、 is 近に 於 
ける 日茭不 親善の 國惡 の® 蒔 人た る ことは 多言を 要 
せぬ (拍手 起る〕 而 して 此 ！一对 の 誤つ たる 政策を 改 
める 所の 此内 開が >  而 も國家 最萵の 外交監 籽機關 と 
も 申すべき 此 外交 調査 會 I ぬに 一言 附 加へ て申述 
ベたい 事は 現內閣 大臣 中には、 外交 調査 曾を 以て、 
一の 諮問 璣關と 心得て 尻ら れると 云 ふ 御 方が あると 
云 ふこと であるが 、是は 大なる 誤りと 本員は 信ずる 
御 詔勅に 朕 時局の ® 大に 鑑み 朕 か 側近に 外交 調 
査會を 設け 以て 應機啓 沃の任 に 當 らしむ、 此腮機 啓 
沃 、とは 即ち 機會の あらん 海、 事件の 起る® に， 
陛下に 對し 奉つ て 啓 沃の任 を完 うする の 機關が 、此 
外交 調査 會であ る， 而して 啓沃 とは 汝の心 を 啓いて 
朕の 心に 沃げょ •であると ころの 此 K 大な る國家 
最高の 外交 機關 に fnl つて、 而も 日支不 親善の 其 根本 
人た る もの、 中 さば 其 元兇と も 謂 ふべき 寺 內後腿 の 
二君を 此 中に 入れた と 云 ふに 至つ ては’ 假令茭 那に 
向つ て、 前 内閣の 對茭 政策を 一 卿す ると 如何に 現 內 
閣が聲 明な されても、 支那 其 者から 見れば、 現内閣 
も 依然 前 内閣の 其 衣鉢を 相 緖 する ものでは なから う 
かと 云 ふ 疑を 持たざる を 得ない ので ある、 (拍手 起 
る〕 故に 此兩 君の 處 置に 付て、 外務 大 K は 少く とも 
如何に 之を 御 感じになる か、 此點に 付ての 御® 見を 
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承りたい 、第二 項は 露 國の救 濟及两 伯 利 問題で あり 
ます、 露 國の現 狀が殆 ど亂麻 の 如く、 而も 穩煺 忠實 
なる 共國民 が、 彼の 虎狼の 如き 過激派の S めに、 生 
命財產 までに 危害を 受けつ、 あるは •如何にも 间情 
に堪へ ぬ 次第で ある、 隨て與 國の踩 國救濟 の 熟 情は 
彼の 掏 逸を 救ひ埤 地 利 匈牙利を 救 ふ、 其 救 濟の熟 情 
ょ 〇 一 段 高く あるべき 筈なる に拘ら ず、 太 員は 疑 ふ 
露 國の實 際 勢力に 關する 與國間 には、 其 意見の 一致 
する 所があります るが >  獨〇 此一 致した る 興 國 間の 
意 a が、 我が 外務大臣の 心理 狀態 に fnl つては、 何と 
なく 與國 から 見ます れば 、共鳴せ ざる やの 疑を® い 
ては PT らぬ かと 云 ふこと である、 抑 も 英吉利は 當初 
ょりして、 過激派に 對 して、 絕對的 反 對の 態度を 執 
つたことは 御 承知の 通り、 又 米國も 後れたり と (i 云 

へ、 胙年 七月 【チ ヱツ ク 、ス ロバ ツク J 族 援助の 爲 

めに 出兵を 致して •玆 に斷然 露阀 過激派に 對 して， 

絕對的 反抗の 地位を 執つ てること も 御 承知の 通り、 

進んで は ® 近 十二月 二十 九日に 於て、 佛國 葳 會に佛 

國の外 務 大臣 -; ヒシ ヨン」 氏は、 聯合 國の 意見 とも 

is むべき ことを 除 明せられ て 居る、 彼は 日く— 聯 

合 g I に 御注意を 願 ひたい、 敢て 佛國と 云は ず、 

即 ち 聯合 國は 過激派に 反對 して、 露 西 JiK の® 金 分子 

を 保全せ んとす る ものな り 云々、 如何なる 人 も 余に 

向つ て •此 過激派と 絶 綵す べき ことを ffll 吿せ ざる も 

のなし>故に露國の秩序怏復の爲めに列國 —— 敢て 

佛國 >云はず、 列國に 於て 干涉 する ことほ 已む を煜 

ざるな り 云々、 此佛闕 西 外務大臣の 意見は、 而も佛 

閟四の 外交 政策に 關 する、 其 信 fr: 決議の SI 案の 現れ 

たる 其 謎 席に 於て 說 明せられ たる ことで •之を 唯今 

申した 其 聯合 國と云 ひ* 列 國と云 ふ此 文字から 見 ま 

しても、 單 に佛國 外務大臣 一人の 意見で ない と 云 ふ 

ことは、 斷 言して！ g らな いと 思 ひます、 况や 前段 申 

述べた ろ 英國及 米國の 對過激 派 態度を 見ましたなら 

ば、 即ち 與國诎 の 意見は 此に 於て 一致 L て 居る もの 

であると， 斯様に 本員 |± 推察す るので あります、 然 

るに 我 外務 大 is の踩國 過激派に 對 する 所の® 察は、 

此英 、佛 ，米の 其 感情と* 玆に 現時尙 ほ 西 伯 利に 苦 

寒 積雪と 鬪ひ .•闲 苦缺 乏と戰 つ k ある 我 出征軍の 熟 

烈なる 過激派 掃逛の 其 感情と •此 外務大臣の 感情と 

は ® i に 興 處に冷 熟の 差を 異にして 1 K ると 云 ふ 疑を 本 

fl ii 抱く ので ある、 此 疑に 對 しては 本員 li 相 當の理 

由 及 事 K があります から、 之を 外務大臣に 申 述べて 
外交 方針に 關 する® 月 小太郎 の 質問 


見たい、 昨年 三月 下旬 現 外務大臣が、 厲 國駐劄 大使 
となつ た 時 •倉皇として 露 都を； S 揚げられた 際- 哈 
爾賓に 於て、 签 山に 於て、 內田 君は —— 我大 新聞と 
謂 ふべき 時事 •朝日、 國 民、 此諸 新聞の 三月 二 十一 
日ょり 三日に 一口 一る 記事を 御 參考に 供し ます、 此新聞 
に 向つて 盛んに 過激派の 首領 「レ- 1 ン J 「トロッキ 
1J 氏の 人物を 稱撝せ られ > rl. •つ 日く、 認國の 過激 
派は 日本に 向つ て 同情を 有する ものである >  而も此 
當 時に 於て、 其 處の 四番 目に 列席せられ て 居る 加 藤 
海軍大臣の 如き も、 列 國と協 定の 結果‘ ilrl 翻に 我 軍 
艦を 派遣せられ たる •其 軍 ® の 派 遺に 封しても •內 
田 君は 此 場合に 一 稲 の 非 » を 申 述べられて 居り まし 
た、 且つ又 其 當 時ょり 列國 間に 西 伯 利 出兵の 議の將 
に 熟せん とする、 其 西 伯 利 出兵 問題に 對して も、 當 
時の 露國 大使 內田沿 は 斯樣に 言つ て 居られる ■日く 
獨逸の 勢力の 東漸は あり 得べ しと 思は ざると 共に， 
列國派 逝の 西 伯 利 出兵 談には •自ら 不賛成の 意を 洩 
された ので ある、 更に 進んで 日本の 新 間が 過激派 攻 
幣の 事を 愼しむ ベく、 又 最後に 斯樣に 言 はれた、 即 
ち 過激派は 曲り なりに も 露 國の實 際 勢力を 裳 握して 
居 る 以上は >  之を 承認す る こと も， 相當に 認めて や 
らな ければ ならぬ •斯樣 に 內田嵙 ほ 圓滿な る 言葉を 
以て、 過激派の 爲 めに 太鼓を 叩かれた と 云 ふことは 
當時 中外を 贽 かした 所の 事 實 である (拍手 起る〕 加 
之 去る 七月 內田 君は 時の 外務大臣 後藤 男に 向つ て、 
自分が 露 國に歸 住する に 付て は、 現在せ る 所の 露國 
過激派の 勢力は 之を默 認 して、 而 して 日本の 領事を 
谷 方面に 出して は 如何で あるか、 それを 政府が 容れ 

ない ^ は - 即ち 渦 激派 を默認 すると 云 ふ 態度を 日 

本 政府が 執らざる 以上 ほ、 自分は 歸任が 出 來な いと 

して 御辭職 なさつ たので ある， 斯ぅ 云 ふ 事 實が ある 

是が 即ち 本員 疑惑の 存する 所であります、 諸君 我內 

田 外相の 此過激 派に 同情ら しき此 態度、 及 其 言質、 

遡つ ては 諸君の 御 記憶の 如く， 寺 内 前 總理 大臣 ほ、 

日獨 同盟の 說さへ も 誤つ たにしても 之を 述べて 居る 

更に 遡つ ては 夢と こそ 消えた れ ，原 現總理 大臣の 憂 

憩 病、 之を 思 ひ 彼を 較べて， 聯合 與國の 其 心理 狀態 

に 影響に 影響す る、 我 國家 露國 過激派に 對 する 感想 

は 果して 如何に 映り ませう (拍手 起る〕 現に 昨日 も 

外務 大 K は 露國 の ffi 活に對 して、 應 分の 盡 力を 提供 

する 迓悟 であると 云 ふこと を仰兮 られた 、洵 に結捣 

な 事で ある、 併しながら 露國 を } y 活す る爲 めに 腿 分 


の盡 力を するとす るには、 先 づ第 一に 過激派に 對し 
て、 徹底的の 方策を 講ずる に 非ら ざれば 出來な い 事 
である、 然るに 右 申しました 如く、 外務大臣の 對過 
激 派の ® 3 察が 生溫 いこと であつ たなら ば、 此 N 的は 
唯々 言葉の みに して 事實に 行 はれない、 故に 右の 如 
く 本員の 推察が 若し 誤れり として R るなら ば、 誠に 
國家の 慶福で ある、 又 内 田 外務 大 R を 初め 現 內閣が 
露國の 過激派に 對 して 徹底的 政見が あると 云 ふこと 
であるな らば >  外務大臣の 技 ft 發沛の 場合は、 斯る 
好機會 ifw ぴ ありませ ぬぞと 云 ふこと を 申し述べる 
(拍手 起る) 宜しく 國 民の 前に、 帝國 政府は 此 過激 
派に 對 して、 斯樣々 々の 徹底的の 意見を 以て、 聯合 
與阈と 協調を 保つ て 居る と 云 ふ其轷 過 及货 際の 有樣 
を‘ 吾々 國 民に 說 明して @ きたいので ある， 第二は 
西 伯 利 亞の鐵 道 間 題であります が， 昨年 七月 十日 米 
國の 提議に 應じ て、 我國が 浦® に 出兵を 致して •引 
續 いて 我國は 自 發的 行動と も 見るべき 第二の 兵力を 
/L! しました •遂に 西 伯 利 鐵道全 線に 苴つて 出兵を 致 
した、 其數は 實に七 萬 三千 五 百 人で ある， 然るに 英 
吉 利、 亞米利 加 •伊太利 ほ、 三 國 合しても g に i 
と 少しで ある、 本來英 、米、 伊の 三國 が、 當時西 方 
戰 場に 於て 一兵 •たも ^ ほ 割く ことの 出來な い 場合に 
此 兵力を 極東に 分 遺 致した ことは、 確に 前內閣 拙悪 
の 外交の 結果であります が、 去りながら 此我 出征軍 
の爲 めに、 現在に 於ても 「ィルク ック j 以東の 治安 
なる ものは •我が / li 征 軍の 手に 依つ て 維持せられ て 
居らる、 こ -21 は • 常 局 も 御 承認な さつて 居る 事實で 
ある、 所で 此西伯 利金 鐵 道中、 「ィルク ック」 からし 
て、 浦鹽に 至る までの 此鐵道 線路 中には， 我歷 史的 
の 接 11 地と も 申すべき、 重大の 關係 ある 所の 東 淸鐵 
道が あります、 而 して 此 東淸鐵 道の 運轉 開通の 其 管 
理 _ の 事に 付て •昨日 確か 西 村 君の 御尋 に對 して、 
外務大臣は 與國 間に 問題 協議の 進行 中で あるから、 
答 辯す る ことが m 来ない と •斯 _に 冒は れて 居る が 
本員は 外務大臣に 改めて 御尋 する、 確に 與國 間の 中 
には、 形式に 於て こそ 未だ 調印 未了で あると 云 ふ も 
實質は 殆ど 最早 一種の 了解を 得て 居る やぅに 信す ベ 
き 理由が あります、 而 して 其 I 致の 意見とは 何事 か 
と 云へ ば、 當初 米國は 两 伯 利® ; 1 即ち诳 淸鍅道 を も 
人れ て、 悉く 彼の 手に 於て、 是が 開通 運轉の 管理 權 
を耍求 致した、 然るに 我國は 之に 向つ て、 抑々 東淸 
鐵道は 曾て 前々 內閣の 時に 於て、 其鐵道 一部を 日本 


に 向つ て讓趣 の 談判 も 進んで 居り、 n. 又 si 亞の接 壊 
地と 致し， 且は 治安 維持の 要點と 致して、 此束淸 鐵 
道 だけの 開通 運 0 は 之を、 日本に 一任 あつて 欲しい 
と、 斯樣に 一旦は 提議せられ ました もの、、 遂に 最 
近に 於て、 之を 聯合 管理の 名の 下に、 外國 人を 技 肺 
長と 致して •東 淸鐵道 全部の 運轉 交通の 其 金 褪迄も 
之を 外國に 委任す る、 即ち 我が 一旦 提供した る 所の 
其條 件を ' ) 0 回した と 云 ふ 事に 本員は 信ずる ので あ 
る、 若し 本員の 疑が 事實 でな かつたなら ば、 誠に 結 
擀で ある、 去りながら 本員が 此問題 が 進行 中で ある 
と 云 ふ 其 外務大臣の 言葉を 信賴致 して， 進行 中で あ 
れぱ 、吾々 國 民の 代表者た る ものが •此 場合に 於て 
こそ •少なくとも 國民 中の 意見を 此公 開の 席上に 申 
述べて、 與國の 參考に 供し、 II は 當局界 の 後援に な 
りたい ので ある、 (拍手 起る：} 此 誠意は 十分に 御 同感 
を 願 ひたい、 今 例へ ほ 米 國に向 つて 彼の 米國の 南の 
下 「ヵリフォルニア」 州の 鐵道 •若く は 墨 西 哥に臨 
む 所の 「ヱ ル パ サ」 の鍅逍 を 若しも 他國が 是れの 開 
通運 轉の 管理を 望む と 云 ふ 場合に 至つ て、 米國 人が 
如何に 思 ふかと 云 ふこと X 同樣 に、 我等は 此思 m 深 
き 所の 柬 淸鐵 道に 對し て、 友愛 親密 日に 益々 其 度を 
加へ る 所の假 令米國 と雖 も、 此鐵 道の 技術 上の 名で 
すら も. 之を 日本 以外の 手に 委ねる と 云 ふことは* 
誠に 本員と しては 堪へ難 いやぅ に 感ずる ので ありま 
す、 c 拍手 起る〕 何と なれば 前段 申した 列國と 較べて 
見れば、 六 七 倍の 努力と 德牲 とを 提供し つ、 ある 日 
本、 rL つ 出征軍 費を 見ましても、 大藏 大臣 御 承知の 
如く、 今年 一月までに 一億 萬 圓：说 暮まで に 一億 八 
千 萬 圓 ，約 三 億の 金を 費して、 而かも 露國の 復活す 
るまで-東亞の 治安が 確實に 維持せ らる 、まで •向 
ふ 何時まで 我 出征軍を 此西伯 利 方面に 置かなければ 
ならぬ， 其 東淸鐵 道に 向つ て、 唯々 日本が 此開 通運 
II の fl 利 丈を 日本の 手に 一任して 下されと 云 ふこと 
を！： 執す るに 於て、 加 何に して 日本の 信義を 列國に 
疑 はれませ ぅ， 別けて も 玆に御 記憶を 願 ひたい 事は 
束 淸鍅 道なる ものは、 今ょり 二 十二 年 前、 李鴻章 氏 
が 「ゥ ヰッテ ー氏と 共に 露 淸共辨 の 名の 下に、 即ち 
今日の 所謂 列國 共同管理の 美名の 下に、 露 國の爲 め 
に 致された 鐵道 である、 日露 職 爭に 於て、 長 春 以南 
は 我 手に 歸し たもの の、 日獨戰 串の 起らざる 前* 又 
露國の 崩壊せ ざる 前， 露國は 此 東淸鐵 道、 即ち 北滿 
洲の中 股を 陆切つ て rr る 約 一千 哩 の此鐵 道を， 管理す 
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外交 方針に 閹すろ 望月 小 太 部の H 問 
るは 勿論， 更に 烏 藤 里槐 の . 7K 西 九十 四 gr 璁計 一千 
六 ri 七十 五 |?« は、 此苽 淸玆 道が 事 K 上 管理して 居つ 
たので ある •而 して此 束 淸筠道 ほ、 單純な る 鐵道營 
業の 外、 殊に 外務 大 s li 御 熟知で ありませ うが、 戣 
ill 附龆 地の 行政、 裁判、 释 察， 通信、 軍 yf の全陳 を 
有して 居らる 故に 其 鐵道鹋 内に ほ 技術 部、 行政 
部、 決 律 ; •. I 問 部 •陸軍 部 •電信 課、 工廠 部， 船舶 部 
新冏社，學校>病院，斯う云ふ風の大組織の規校を 
持つ て 居る •即ち 名は } fr 淸 鐵道會 社と 申しながら* 
© は 堂々 たる 北滿洲 政府で あると 云 ふ 事 a である、 
故に 鐵适の 收入だ けで 其 行政 © に 足りない が 爲 めに 
守備兵の 爲 めに 一千 萬 留 、民政の 爲 めに 二 三千 萬留 
づつを 露國 大藏 省から 支 柳 はれて、 さう して 此綷费 

を 維持した 所の 此 ffi 大な る贞 淸鐵菹 •然るに 此菜淸 

鐵 iri を 他の 西 伯利鐵 道と 一律 一體 に列國 委員の 共同 

管理に 一任 し、 外國 八を して 之が 技 肺 長と 云 ふ 名の 

下に 於て、 我等 國民が 其 Je 淸鐵 道の 運轉 開通の 其 下 

に 使役せ らる 、が 如き ことほ.， 何としても 本員は、 

日本 國民と 致して* 我 努力に 對 して-今少し 徹底的 

に 當局 大臣が， 我幽の 誠意、 即ち 日本 (X 何物たり と 

も 露 國に 向つ て 望む 所は ない、 唯々 露 國の 復活 • «!: 

亞秧序 の 維持、 それが 爲めに 日本が 現在 日本の 勢力 

の中樞 地た る 所の 此 東淸鐵 道の 1 r 理だけ ほ-日本に 

全 1-E せよ と IK ふこと を、 何とて 固執して 戴かない か 

と 云 ふこと を饲 ひたいので あるノ ： 拍手 起る〕 成程 車 

_其他の鐵道材料に至つては、米國及英阈から之を 

提供せられ て 居ります、 去りながら 平和の 今 a に 至 

つて、 是 等の 諸 材料を 與國た る 日本の 手に ® 買受授 

し、 若く は 露 國の復 活す るまで、 共同管理の 支 辨の 

名の 下に 移さす と 云 ふ •是 等の 腐 理たる 誠に 容易し 

い 事で ある、 唯々 恐るべきは 列國 管理の 美名の 下に 

此ボ 滿洲 政府の 實 際の (1 力が 果して 誰の 手に 移る か 

と 云 ふことは、 本 £i 聊か 祀逛で ありませ うか 知れ ま 

せぬ が、 常 局に 向つて 露骨に 國 民の 聲 として 訴へた 

いので ある、 C 拍手 起る) 凡そ 據る所 久しければ 勢 ひ 

之に 伴 ふ、 先年 米國 は滿洲 に 何の 據る 所な くして す 

ら 、尙 a 突如と して 滿洲鐵 道中 立 問題を 提議せられ 

たことは， 今尙御 同樣の 記憶に 新たなる 所で ある* 

今 夫れ 列 國の六 七 倍の 努力を 拂つて 居る 此 日本、 而 

も歷史 的接醒 地、 其 國防 第一の 要點 とも 謂 ふべき 此 

東淸辩 道を、 日本が 露國 復活まで 之を 開通 運轉 致す 

と 云 ふこと を 固執す るに 於て、 何が 遠慮す る ことが 


ありませ う (「ひやひや」 と 呼 ふ 者 あり) 否 •若し 與 
國中此 努力， 此苦 心に 對 して 尙 l つ 日本を 疑うて • 
此東 淸鐵道 開通の 權利 も列國 委員に 任せる と 云 ふ 者 
が あつたな らば •それ こそ 其國は 却つ て 日本に 向つ 
て •不公平を 强 ゆる ものでは ございますまい か、 ( 拍 
手 起る) JL 又 東淸鐵 道 ii 前段 申した 如く、 遝淸の 主 
簡 利益の 存在す る 所で ある* 而 して 時局 以来 支那の 
東淸總 辨も又 復職され て 居る 今日、 日本 外務大臣 ほ 
與國と 協議と 云 ふ 上に 於て は、 必ずや X 那の 主權及 
利益を 擁譴 する 暨悟を 以て、 御 交渉な すつ て 居られ 
ませう， 是 等日茭 共に 打つ て一國 となつ て 其 主張を 
固執す る 上に 於て は、 與國ほ 必ず 最後の 考魔を 興へ 
やうと 思 ひます •之に 付て 承る 所に 依れば、 米國政 
府は 公文書を 以て. 日本の 東淸鐵 道に 於け る 所の 地 
位には、 深く 考慮を 拂 ふと 云 ふこと が ■我 政府に 提 
出し ある やに 信すべき 理由が ある、 此米國 の 公文書 
中には •果して 取 淸鍅道 開通 運轉の 一切に 關 しては 
米國は 一言 も 申しますまい、 即ち 假 りに 米國 人が 聯 
合 管理の 下に 於いて 全 技師 長と なつても. 事 實上東 
淸鐵追 丈 (S 日本に 一任す ると 云 ふ， 斯樣な 意味が 明 
晰 分明に 其の 公文 B 屮 にある や 否や、 此の點 は 切に 
本員の 誤 ® として 姑く 國 家の 爲めに 詳細なる 說明 
を 外務大臣に 煩したい 所以で ある、 最後 即ち 第三 項 
は 講和 會_ に 封す る 我 特殊の 耍求條 件であります、 
此點 に關 して 昨日 總理 大臣は 同僚の 質問に 答へ て、 
講和の 方針は 之れ を 發 表し 能は ざる もの あり、 今 之 
れ を發衷 する ほ 國 家の 不利益な り、 斯樣に 仰せられ 
た、 一 應御尤 であります が、 方針は 偖 措いて 條孭の 
主なる 位の ものを 發 表する ことは •私は 國家 の爲め 

に 却て 有益と 信じます る， 之れ には 外交 上の 根據が 

あります る、 總理 大臣は 御 記憶 あられ ませぬ かは 存 

じ ませぬ が、 抑 も 我が 政府は、 大正 六 年 | 月 十日 聯 

合與國 間に 於いて、 佛阔を 經て講 和條 件の 基礎と も 

なるべき ものを •米國 大統領に 提出して ある* 而し 

て此 事は、 本 野 前 外務大臣が 政府を 代表して •國民 

の 前に 公然 披瀝して ある、 即ち 聯合 與國は 唯今 申し 

ました、 此 大正 六 年 一月 十日に 講和 條件五 箇條を 基 

礎と して、 是が 米國 大統領の 十四 箇條の 條件 となり 

又 同盟 英吉利の 總理 大臣 「ロイド ジョ ージ」 氏は 大 

正 七 年 一月 五日 兵力 補充 問題 協議 會に 於て、 是れ亦 

十五 箇條の 講和 條 件の 基礎た るべき ものを 發表 され 

て 居ります、 其 他の 伊太利に しましても •祕 密條約 


の 其 内容まで 打開け て •彼の 祕馆條 約 以外の |卜= 
エス ト J 及- 「トリ ッ -I 1」 地 fe? 以外に 「ァド リヤチ 
ック I 海の 沿岸に 於け る 伊太利 民族の 住んで 居る 其 
土地 ほ、 之を 悉く 伊太利に 併 < || したいと 云 ふこと を 
耍求 しつ、 あると 云 ふこと も、 是亦 明白に 唱翦 して 
居る， 又佛蘭 西 (S 五十 年 前の 「ァル サス、 P 1 レン 
J の 恢復を 首め とし. 有 ゆる 條 件を 提供して 居り ま 
す、 然るに 此總理 大臣が 我 希望すべき 平和 [111 件の 方 
針等も之を玆に說明するほ、國家の不利益であると 
云 ふ 言葉 ほ •私の 誤解で ある ことを 切に 希留 する、 
之に 付て SI 理 大臣は 姑く 措いて 外務大臣の 御意 見を 
伺 ひたい、 外務大臣は 昨日 我 講和 條件に 提出すべき 
一箇條 として •膨 州鎵還 付の ことを 聲 明せられ た、 
誠に 結構な 事で ある、 併し 此外 日本の 提供すべき 條 
件に 付て は 何事 も 言 はれませ ぬが、 少なくとも 南洋 
に 於て、 我 國の占 領した もの、 彼の獨 逸 群 岛を 日本 
に 所有すべき ものであると 云 ふやうな 條件は 、如何 
に 御 人 好し の 外務大臣と 雖 も-必ずや 御腹 案 中に あ 
らう、 斯樣に 私は 確信す る、 而 して 私の 伺 ひたいの 
ほ>  即ち 此二條 件 だけで 吾々 國民が 滿足を 來すや 否 
やと 云 ふこと ほ ■玆に 外務大臣に 向つ て御考 瞪 を 願 
ひたいので ある、 我々 國民 側から 見ます れぱ 、少く 
とも 尙ほ 更に 二箇條 の條 件を 提出 致して 差茭な いや 
うに 思 ふので ある、 其 一は 露 國救濟 地域の 協定と 云 
ふこと である 簡明に 申せば、 日本の 武力を 以て 全 露 
國を 救濟 する ことは、 到底 不可能で あるが、 前段 申 
した 如く、 我 出兵 軍が 居る を 幸 ひ 「イルク— ック J 
以東の 秩序は、 全く 日本の 手に 依つ て 維持され て 居 
ります が 故に、 此露 國救濟 をす る爲 めに 日本は 與國 
間に 向つ て 「イルク ー ック」 以西 歐羅 巴露領 に 至る 
間は、 英吉利、 佛關西 •伊太利、 亞米利 加、 是が救 
濟の 主導者と なり 「イルク ーッ ク」 以東、 卯ち 極 91 
全土に 於け る、 露領の 救濟は 、日本が 是が主 導 者と 
なると云ふことの地域の協定を、平和會議に提供し 
て 戴きたい ので ある、 此事は 現在 惟 今 我が / 1-, 征軍が 
事實や つて 居る ことで ある、 况や現 內閣が 1 : 明した 
如く、 日本は 露 國に對 し 領土 的 其 他 政治的 跸 心が 無 
いと 云 ふ 明白なる 心事であります から、 此地域 の 協 
定を 致したなら ば， 初めて 日本の 資產家 及 其 他の 人 
人が、 露 國救濟 に 金力を 盡す 所の 地域が 分明して 始 
めて 方針が 定まる ので ある、 最近 外務 大 K 及 高橋大 
藏 大臣を 首め 其 他 西 伯 利 救濟委 M の 人々 が、 束 亞 「 
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シンジ ゲート J 即ち 遂國 救濟の S め 全！！ の n^ *: ' 
集められました が •御 記 位 も s> り ませう が、* 迄 8 
5 ； に 貸付け た 所の璁 て VT 菜 求から 出した 金は、 約 二 
偾 に 達して 居 〇 ます. 其 金の 匡濟 方法 も 今 w . i f ' へ 
定の 今日、 世界 C 六 大陸 - K 全部に 渉つて 〇 孩 K 救： £ 
と 云つ て 見た所が、 如 M に 外務 大 K •か 七㈣ 八阏 ! - lit 
苦心な すつ て も •此地 域が 確定し ない 間は •  救 
濟の 目的は 恐らく 達しますまい、 之に 由つ て此 is 
條を 平和 會菸に 率 K に提 誘せられ て 如何で あると i;- 
ふこと を ■木 員玆に 木 A の 意見を 5 .述べて 御高 見を 
伺ひたいのである、第二にほ世界に於ける我阀尺的 
待遇の 平等と 云 ふこと を、 平和 會蓀に 提出したい の 
である、 抑々 今 N の 腿 吊 終局の H 的 if 個人と M 人 
との 間に 於け る 平等主義を 11 張して •之を 國際 l;tl Li 
實行 しやう と 云 ふ 其 目的を 遂 ff する， 是が即 ち 平和 
會_ の 大目 的で ある， 言ひ拗 へれば 函際的 「デ モク 
ラシ ー」 である (拍手 起る) 此國際 的 「デモ クラシ 
1J を 出發點 として、 玆に谷 國の总 見が 表れて 所 IS 
國際 聯盟と なり、 海洋の {E Fi'l となり， 诺備 制限と な 
り， 小 弱 國 の救济 となり •進んで は K 族.： m 決 主 a と 
云 ふ、 斯う 云 ふこと が 生れつ、 あつて ■是が 悉く來 
るべき 平和會 議の討 親 問題であります、 而 して 我. 一 
の戰爭 の 初めょり lit 國際的 「 デモ クラシ ー」 主蕺- V. 
谷國民 間に 向つ て 平等に 打 立てる と 云 ふ 其 平和の 大 
根本 目的に 向 ひ、 海に 陸に 最大の 努力を 爲 して、 何 
事 も一點 野心が 無い と 云 ふことは 列 國の 外務 犬 1:( は 
勿論、當時參謀次長たりし现陸軍大 |::': 、及ぴ海坩大 
臣の 各方 面と 共に 我國 民が —— 海に 陸に 多大の 努力 
を貢獻 して 居る ことは、 列國に 於ても 之を 祇 M し、 
且又 先般 宵 殿下 御 巡 歷の時 に 於ても •行® が 共に !! 1-. 
事に In] つて 讚辭を 提出して 居る 次第で あるから 我 阈 
は 此國際 的 「 デモ クラシ— 一の It 際 的 解決 方法と し 
て、 我 國民が 海外に 於け る K 平等 的 待遇を 求む ると 
云 ふことは、 彼の 高遠なる 理想を 111: 界に唱 導 致して 
居る 米國 r ゥヰル ソン」 大統領の 意 見と 一致 致して 
此 以上の 好 題 H はなく、 又是 を提川 する は 極めて 適 
當なる 要求で あると 信ずる ので ある (拍手 起る〕 W 
ち先づ第一に同盟國たる英闕の厫如地に向つては、 

我 移民 制限の 緩和 法を 求む るが 如き、 更に 進んで !' 3: 
過去 十 年間 日米 間に 存在す る 彼の 紳士 協約を ば、 n 
本は tft l 實に 之を S 行 致して、 臀て 一度 も此紳 士協 |1;-| 
に 背く やうな 行 励は 少しも 執らない が、 併ながら 诎 
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米利加の阀民中にほ、尚ほ此琪の分らぬと云ふが如 
き 不 平等なる 此待 581 法は、 殊に 米 W に 向つ て 之を 撤 
一; する やう、 公然 平和 符 謎に 御 提出に なつて は 如何 
である (拍手〕 最後に 御 ^ 致した きことは、 國際聯 
盟に關 する 政府の 意見であります •外務大臣は、 rl; 
日 講和 條件 中、 國 際 聯盟 •海洋 n 由 等の 大問題 に 付 
ては、 政府は まだ 何等 一定の 意見がない 故に、 芥國 
の 形勢に 應 じて、 是が 釋 否を 決し やうと 云 ふやに、 
太 員は 誤解で あるか 知り ませぬ が 承つて 居る _ 是 ほ 
誠に 怪しから ぬ 御言 葉と 存じます、 今日は 米 ® の 「 
ゥヰル ソン」 氏は 申す に 及ばず、 英國の 「ロィド ジ 
m 丨ジ」 氏に佛 の 「クレマン ソ ー.1 氏に 又 伊太利の 
「ソン ニ—」 氏で も、 皆な 悉く ® 際 聯盟と 云 ふこと 
は、 lit 界 平和 永久の 大計と 致して， 赴 非 共 之を 成就 

致したい、 進んで は 其 提案 さへ も fr 國に 於て は 之を 

攻究 致して 辟る 所の 今日に 當つて 而も 此世界 の大改 

浩 の 主人公た る JT: 人の 英吉利、 佛_ 西、 亞米利 加、 

伊太利、 日本、 其 吾々 の 友人た る 他の 四 主人公は、 

公然 此 意見を 發表 する に當 つて、 其 五 人の 主人公の 

一人た る 帝阀 政府は、 國際 聯盟に 關 する 可否の 意見 

すらを も 言は ぬと 云 ふことは、 諸君 何たる ia 憾の事 

であ 〇 ましよう (拍手〕 此點に 付て は 特に 私は 當局 

の 御 注 ; S を 煩したい、 荷 も國怍 聯盟 問題 さへ 解決す 

れば •其 他の 海洋の 自由、 眾 脆 制限 •小 弱 國 救濟、 

民族自決、 是 等の 問題は、 刀を 迎へず して 底ち に 解 

決し 得らるべき 問題で ある、 然るに 我 外務大臣が 他 

國の 母 . a を 窺うて、 我膀 度を 決め やうと 云 ふ lit 外務 

大 K の 識見の ft 弱なる と 云 ふより if 嗯ろ現 内閣 ほ 

此點に 向つて、 政府の 定案な る ものが 無い •隨て 外 

務 大臣の 識見の 貧弱と 云 ふよりは、 寧ろ 此外務 大臣 

の 識見の 空 虛なる H が、 遂に 現 内聞を して lit 問閧に 

言明を tis らしめ たもので ほ なから うか、 之を 嬰す る 

に 外務の 諸君 iT  K 務に常 つて， 常に 英米 諸 國に對 

して 細心の 件'® を 柳は れる iT 誠に さる 事ながら、 

餘〇 注意を 拂ふ結 果 、吐 111: 界大變 励の 新 外交の 御 方 

針す らも、 ®: へながら も 矢張り、 賴式 外交の 雰圈氣 

中に 育てられた る、 其 病は 所 |}*| 讶 W に 入つて、 我 正 

義と 信ずべき 所の 國民的 要求す らも、 戰 々兢 々とし 

て 之を 111: 界に 公表す るのを •躊躇な すって B ら る、 

のでは なから うか •吾々 の 友人た る 英吉利 •佛 №1 西 

亞米利 加、 伊太利， 悉く 其 S 見を 公表す るのに w fiTI 

一同 列の ^ 格の ある 日本の 外務 大 cif 餘り神 純 的 


過勞の 結果、 夫 等の 事に 付て W 明し ない、 他の 明 友 
の 四 ra は 男性的なる に :-' 我 外務大臣は 獨り 女性的な 
るのは、 寧ろ 時代の 錯誤と 致しまして、 木 員は _ 家 
CDN S めに それ こそ遐 避に 堪へな い 一人で ございます 
(拍手 起る) 抑々 今日の 外交 ほ 國 民全體 の 所有物に 
して、外交の當局奔なるものほ、僅に其一番頭に過 
ぎない ので ある、 昔 ほ 嘗て 此番頭 の爲 めに、 主人た 
る 我々 國 民が 外交を 指 ■せられました ことがある が 
今日 吾々 國民は 、外交 當 局と 云 ふ 番頭に、 國民的 外 
交を 指導すべき 時期で ある (拍手 起る) 此場合 に 於 
て 我國の 平和會 S に 提供す る 意見は、 ffi に 膠 州® 還 
付の 問題、 南洋 占領 群島の 處 分、 此！ 一つ 位の ことで 
あるなら ば、 何も 七十 老齡の 西 園 寺 侯を 煩して， 萬 
里の 波濤に 雪月花の 大 旅行を 企てし める 必要は ない 
ので ある (拍手 起る〕 太 員の 訴 へんと する 所は、 惟 
ふに 現 © 政 璐內閣 に 向つ て、 國 民の 期待した 所の 疑 
問で あると 斯様に 信ずる， 願く ば 本員の 足らざる 所 
には、 所謂 民意® m の 意味に 於て、 總理 大臣 及 外務 
大 K の 十分なる 補足を なされて、 國民 をして 徹底的 
に 了解せ しむる やう、 以上 三 項赞 侃 脩に 亘 つて、 丁 
寧 綿密なる 御 答 辯を 煩したい、 若し 其 御 答 辯が 尙ほ 
不徹底で あれば、 簡單な がら 自席より 更に 再 言を 提 
/ti すると 云 ふこと を 保留 致して、 此壇を 降ります。 
(拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 議長。 

0 謎 長 (大岡 育造 君) 原內 閣總理 大臣。 

〔阔 務 大臣 原 敬 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

ora 務 大臣 (原 敬 君) 唯今 望月 君より 數萬 言を 費し 
…： c 「聞え ませぬ からどう ぞ御 高 SS に 願 ひます」 と 

呼 ふ 者 あり〕 性質た から 仕方が ありませ ぬ、 どうぞ 

私は 音 聲が 低い の だから 靜に御 _ 下さい (「靜 にして 

居ります」 と 呼 ふ 者 あり) さう すれば 聞え る、 筚月 

君は 長い 御 职 說をな さいました が、 其 中 大變御 議論 

も ありました •御 希望 も ありました、 御 議論 や 御 希 

菌には 御 答す る必耍 は 無論 ありませ ぬ， 其 他の 事に 

付て 御 答して 宜しい 事は、 私 並に 外務大臣よ 〇 御 答 

致さう と 思 ふ、 其 最初に 方つて、 外交の 事を 憂 Is; し 

たが 云々 など、 言 li れ ましたが、 確に 私 ほ 憂慮した 

る 一人で、 當時の 外交の 有樣は 如何で あつたか、 當 

時 大隈內 閣の 外交を 辯 li なさる ゝ 菌月哲 は •完全な 

る ものと 13 めら れたか 知らぬ が、 私は 此 外交を して 


誤れる 外交と 致し， まして、 彈劾 決議を 提出した こと 
も ある (拍手〕 而して 其 一端は 前內閣 が祕密 會に於 
て、 其 一端を 暴露 致して、® 時 誘 席に 列した る 諸君 
は、 6n 何にも 誤れる 外交を したと 云 ふこと を 知つ て 
居られる c 「のぅ 「ひや-^--」 と 呼 ふ 者 あり〕 
故に 私は 期 _な る 問題に 付て は、 再び a 月 君の 口よ 
り 御 _ 論を 承る こと、 は 思は なかつ たのであります 
何ぞ圖 らん •今日 又 之を 繰 返す、 斯樣な る 事に 付て 
は、 私 ほ 喋々 の 辯を 費す 必要 もな く、 多くの 諸君は 
皆な 常時の 外交 誤れり、 心配す るに 足る か 足らない 
か、 了解して 居る、 それから 外交 調査 會委 M に 赤 內 
伯 後藤 男を 推薦 致した ことに 付ての 御 議論、 是は實 
は 他の 諸君より 承れば 兎に角、 望月 君より 承る のは 
意外で ある •望月 君 等は 外交 調査 fr 其 ものを 以て 違 
憲な りと して、 非常なる 御 議論を なされた、 違憲な 
りと して 根本的の 御 議論 ある ものに、 之を 推薦した 
人が 當を煜 て 居る とか 居らぬ と 云 ふ 御 議論を 承る の 
は 不思議で ある (拍手 起る〕 併ながら 此 議場に 於て 
ほ (「三百代言の 法廷では ない ぞ 」 「亂暴 だ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 

011 長" 大岡 育造 君：} 靜肅に …… 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 併ながら 此_ 場で 御 答して 差 
支ない (「少しく 眞面 E にやり 給へ 」「 眞 面目に 聽け 
」 「三 百 代言 法廷では ない ぞ J と 呼 ふ 者 あり〕 三百 代 
言とは 何事で あるか、 私は 眞面 E に 御 答して 居る、 
之を 御 答して 差 支ない と 今 申した ので ある (「堂々 と 
答へ ろ」 と 呼 ふ 者 あり) 堂々 とやり ます、 何故に 寺 
內伯 、後藤 男を 推薦した のが 御 諒解に ならぬ ので あ 
ります か、 當時 外交 其 他の 局に 當つた 人の 智識を 集 
むる ことは、 外交 調査 會委貝 其 ものに 於て 當然の 事 
である、 賛成す る 同じ 意見の 人を 集めて 調査 fr 委員 
を 作る 必要は ない、 是 等の 人を 集めた と 云 ふことは 
當然の 話と 私は 思 ふて 居る、 况や此 事 IX 根本的に 憲 
法 違 K であると 云 ふ御鹩 論を なさる、 其 人に 對 して 
推薦した 末節を 爭ふ 必要は ない と 思 ひます、 併し 折 
角の 御尋 であります 故に， 勘く 御 答す るので ある、 
K 他 11 和 問題に 付て 方針を 示した 示さない と 云 ふ 御 
_ 論、 私は 此會議 に 臨む 方針を 昨日 申した ので ある 
其方 針は 何で あるか、 無論槪 括 的の 事柄であります 
が、 私は 公明正大の 態度を 以て、 何等 野心を 有せず 
して 此會議 に 臨む と言うた ので ある、 然るに 色々 の 
御 希望が ある、 御筘圍 は銘 々の 御 希望であります、 


及符阈政治家ほ色々意見を發表して屛る<もありま_ 

する が、 谷 yi の 政治家が 意見を 發 表した から， 日本 
も 其 通り 發 表しなければ ならぬ とも、 私は 思は ぬ 併 
ながら 谷國 何れの 國に 於て，？ —— 何れの 國に 於ても 
未だ 此會 議に提 川すべき 條項は 發 表して 居る 國はあ 
り ませぬ、 故に 日本に 於ても 此會譎 に 臨む 條項 は、 
それ < 訓令を 與 へて 居ります る けれども、 此條项 
を發 表する ことは、 國 家の 不利益と して 出来ない と 
申した ので あ 〇 ます。  , 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 內田 外務 大； 2T 
【國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登壇〕 

〇网務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 唯今 望戶 君ょり 数多 
の 御 質問が ありました が、 或は 中に ほ 聽落 した 事が 
あるか も 知れ ませぬ、 先づ 順序を 遂ふて 御 答 致し ま 
す、 B 支 軍事 協約の ことに 付いて 御 質問が ありまし 
たが、 是は日 交 兩政府 間に 於て、 其條 文を 公表し な 
いと- K ふこと になつ て 居ります、 それ故に 私 ix 牝問 
題に 對 して、 玆に 何等 御 答を 致す 自由を 有し ませぬ 
其 次には 借款 打 切の 事に 關 しましても 御 質問が あり 
ましたが、 成程 前 内閣の 時に、 三 四 種の 借款が 成立 
つて 居ります， 即ち 山 li に 於け る鐵道 借款、 滿蒙四 _ 
鐵逍 借款と 稱 する もの もあります 、又 吉會鐵 道に 關 | 
する 借款 もあります、 吉林黑 龍 江 省の、 森林 及鑛山 
に關 する 借款 もあります、 是等は 皆な 日本の 銀行と 
支那 當局者 間に假 契約が 成立つ て 居ります、 確か 前 
内閣の 時に、 それは 發表 になつ て屛る こと、 思 ひま 
す、 けれども 吉林 、黑龍 江 省の 借款を 除く の 外 ほ， 
未だ 所謂 假 契約でありまして、 卜 本契約を 締結し 
つ i ある 次第であります •尙 又參鸱 借款の 事に 對し | 
て 御 質問が ありました が、 是も我 銀行と 支那 政府の 
間の 借款であります、 其 次には 南北 妥協の 事に 關し 
て 御 質問が ありました が、 南北 妥協に 對 して •日本 
が谷國を誘ふて勸吿を致した事ほ、昨0旣に本席に 
於て 述べて あります、 其 以上に 付加へ る 事は ござい 
ませぬ'  幸に 南北 妥協の 機運は 日 と 熟して 行き 
つ、 ある やぅであります、 旣に是 まで 代表者を /I! す 
ことに 闲 雛を 感じて 居つ た 南方 も、 代表者を 定めて 
其 一部は 旣に 北上し つ、 ある 次第であります >  此 南 
北 妥協の 事に 關 して •何故に 今一 步踏 込んで やらぬ 
かと 云 ふ 御 質問が あつた >  日本は 支那に 對 して 友好 
的 勸吿に 致しました けれども •支那の 内政には 毛頭 
干渉を しないと 云 ふ 積り である (拍手 起る〕 况や督 
九 三 一 


外を 方針の H 問に 對する K> 總 珂 大臣、 内 rl-i 外務 大 l:f の 答 辯 
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施政方針に 關する 木 下 謙 次 郎の質 問 
軍の® 3i を 定む ると か、 兵隊の 處分 をす ると 云 ふが 
如き (3: 支那の 事！ £ で 之に 立 入つて 日本が すると 云 ふ 
の U 、 即ち 內政干 捗を 啓く のであります、 其 次に II 
國 問題、 西 伯 利 問題に 對 して 色々 御 質 間 御意 見が W 
ましたが 、中には 私が 昨年 彐月歸つた時の羾、及七 
月 露！！ 駐劄 大使を 辭 任した 事を 御 引 m しにな つて、 
其 時の 新 [51; 紙の 事 も 御 話が あ 〇 ましたが、 私は 其 新 
聞を 宵は 筘んだ ことがない ので ある、 新聞の 記事に 
付て 私 If. 此處 で K 任を 負 ふて 御 答す る ことは 出来な 
い、 况や 過激派に 對 して、 私が 何等の 感想を 持つて 
居る かと 云 ふこと ほ、 此處で 喋々 と述 ぶる 必要 ほな 
い 事で ある、 又 何等の 益 もない ことで ある、 唯々 申 
し 上げたい のは 〔過激派が 如何なる ものである かと 

云 ふこと を 知つて 居る 勤に 付いて は， 恐らく 私は 諸 

君に讓 らない 積り である (「當 然な事 だ」 と 呼 ふ 者 あ 

りン 唯々 此の 問題に 關 しては 御 質問 中に、 列 國の露 

西亞 に對 する 意見が 定つ て屛 るか 居らぬ かと 云 ふ 御 

質問 も ありました が、 之に 對して 御 答を 致します- 

之れ に 劉して 列 國の間 に定 つて 居る 意見は 二つ 程 あ 

ります、 即ち 厲國に 於いて 健全 分子を 何 所まで も援 

助す ると 云 ふこと が | つ、 是れも 昨日 申 上げた 積り 

である、 其 他は 矢 張 先刻 支那 問 開で 申しました と 同 

11 に、 露 西 亞の內 政に 干渉し ない と 云 ふ 事は 一致し 

て 居る、 其 他に 對 しまして は •露 西亞の 問題 ほ 誠に 

重大なる 問題で ある. 殊に 日本は 接 讓の地 であり ま 

すれば •尙更 其 必要の 重大なる ことを 感じて rr る 次 

第で ある、 之に S しては、 誠に 細密なる 愼 m なる 考 

防を 费 しつ-' ある 次第でありまして •恐らく 列國も 

同樣な 事で あらぅ と 思 ふ •然れ ども 不幸に して 問題 

が 重大であります 故に (まだ 徹底的に、 如何にして 

露國の 再興を 窗際 的に 行 ひ 得る かと 云 ふこと に 付て 

は、 不幸に して 朱 だ撤底 的の 案を 得ない 次第で あり 

ます， それから 西 伯 利の 鐵道 問題に 關 して 御 質問が 

ありました が是は 昨日 西 村 君に 御 答を 致しました 事 

を繰返すょり外はありませぬ、其他筘彐項とせられ 

て、 平和 會議の 事に 付て 御 話が ありました (「東 淸 

鐵 道」 と 呼 ふ 者 あり〕 東淸鐵 道は 唯今 答へ ました I 

此點に 付て は 唯今 總理 ょりも 述べました が、 御 質問 

よりも 御 JE 見 御 希 a と 私は 聽取 りました、 參 考の爲 

めに 御演 說の點 は 記憶に 存して 置きます (拍手 起る〕 

〇 望月 小 太 郎君 簡明に 御尋 致したい、 唯今 總理大 

R の 御 答 辯は、 一言に して 申せば" 誠に 私の 質問に 


對 して ほ •要領を 得ない と 云 ふこと を 以て 之を 葬り 
去つて、 何れ 委員 會に 於て 更めて 見參致 す ことに 致 
します (笑 聲 起る〕 そこで 外務 大 Ki に 向つ て ほ、 兹 
に 御注意を 申さなければ ならぬ 事が (「注意は 止し 
給へ 皙問 にし 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 質問に 致します 
(「質疑々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 質疑 致します (笑 聲起 
るソ 第一 外務大臣の 御 答に、 茁事協 約 ほ、 日 支兩國 
の rnr に 於て 公示し ない と 云 ふ 約束が あると 云 ふこと 
は、 如何にも 本員 も 心得て 居ります、 それ故に 帝國 
政府は 茭那 政府に 勸め て、 之を 公示させる 方法を 執 
つて 戴きたい ので あるが、 それに 付て は 如何で ある 
それから 借款に 付て は、 寺 內內閣 の 時に 發表 せられ 
て 居る と 言は れま すが、 それは 誤つ て 居ります、 大 
要 だけ 發 表した のであります、 御 必要なら 參考 書を 
御 貸し 申し ませう か、 唯々 寺 內前內 閣の發 表せられ 
たる ものに ほ 內容が 入つ て 居ない， 殊に '^ 務大臣 ほ 
重大なる 本員の 質問の 耍點を 御 記憶から 週して 居り 
ます、 即ち 四十 議會に 於て、 吾々 ほ 興業 債權の 元利 保 
證の 任に 當 つて 居る 嵇 利を 持つ て 居る から 借款の 內 
容を •國 民の 前に 政府が 之を 公示す る 義務が あると 
云 ふこと である、 何事ぞ 特殊 銀行と 契約を して ある 
から •政府が 知らぬ と 云 ふが 如きは" 外務大臣 まだ 
阼今御 就職 勿々 と 見えて， 支那 問題は 一段の 御 研究 
を 願 ひたいので ある、 此の 點だけ を 御注意を 申し， 
且つ それに 付いて 御意 見を 承りたい ので ある‘ それ 
から 支那 南北 妥協を 一步 進めた る勸缶 に 劉して 私の 
申した ことを、 干渉と なると 云 ふこと を 仰せられる 
が、 形は 如何にで も變 へて 行く ことが 出来る、 唯 形 
式 上 之を 以つて 干渉と 云 ふが 如きは、 之を 以て 三百 

外交と 申さ ゾ るを 得ない •此點 に 付ても 更に 一歩 進 

めて 御說 明を 願 ひたい、 又 過激派に 對 する 感想が、 

即ち 列國 協調の 其 重大なる 根本 間 題であります る 故 

に、 外務 大 S は 過激派に 對 しての 感想を 爱に 述べら 

れる ことは、 此機會 が 最も 好い 時と 信じます るから 

尙ほ 重ねて 御 考慮を 煩しながら 御 答 辯を 要する。 

〔「無用々々 」 r 答 辯の 價値 なし」 と 呼 ふ 者 も あ 

り〕 

〇阈務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 此 席ょり 御 答 致し ま 

す. •唯今のは 大曆御 忠告の やうで ございました c「 議 

長の 許 frr を 得ぬ で發 言す るとは 何事です か」 r 默れ 

<」 「議長 どうした 一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 外務大臣 …… 


〔「やり直し .1 と 呼 ふ 者 あり、 笑餒 起る J 
〇國務 大臣 (子爵 內 田 康哉 君) 唯今數 箇晓の 御 怠 見 
が ありました が， 是は 何れも 御注意と 贈 取 〇 ます， 
一々 御 答を 致し ませぬ から 左樣御 承知を …… 

〔望月 小 太 郎君 r 何れ IS 3? 會議に 於て」 と 呼 ふ〕 
0 議長 c 大岡 育造 君〕 木 ド 謙 次 郎君。 

〔木 下 謙 次 郎君 登壇 j 

0 木 下 謙 次 郎君 私は 極めて 萌單な る 事柄に 付て、 

一. 二御尋 をして 見たい と 思 ふので あります るが、 講 
和 談判に 關 する 帝國 政府の 方針は、 昨日 總理 大臣の 
御 話に 依れば、 明言す る譯 には 行かぬ と 云 ふ (「も 
つと 大聲 にやり 給へ 聞えない」 と 呼 ふ 者 あり〕 こと 
であります からして、 强て御 導す る譯で はない ので 
あります るが、 唯々 此 _ 和 談判に 關 する 大體の 方針 
として、 其 一端を 捉へ得 たかの 如く 感じます る こと 
は、 牧野 全随 大使が 亞米利 加に 於て 明言され ました 
言葉 ほ， 帝國 政府は 平和の 主義を 以て、 此 講和 談判 
に菌 むと 云 ふ 事を 明言され て 居ります、 而 して 其 明 
言に尙 ほ附 加へ て帝國 政府の 方針は 根本に 於て 旣に 
一定を 致して 居る ので あるから して， 帝國 政府は 四 
十一 議會に 於て、 平和主義を 以て 講 S 談判に 甬 むと 
云 ふこと を、 明言す る ことにな つて 居る と 云 ふこと 
も附 加へ て あるので fe o ます、 昨日 外務 大 匣の 御演 
說の 中に 斯ぅ 云 ふ 御言 葉が ありました 「 tf[i ふに 今回 
の講阈 和 會議の 目的は 單に 聯合 國獨塽 側の 間に 於け 
る 平和を 恢復す るに 止ま 〇 ませず 1IJ: 界全體 に 百 一 〇 ま 
して 鞏固なる 平和 基礎を 確立し 今日に 於け る 職 爭を 
終熄す るの みならず 永遠に 亘 りて戰 爭の發 生を 防止 
せんとす るに 在る ものと 信じます 政府は 此信 念を 以 
ちまして， 講和 會翳に 臨みまして 此 目的に 貢 ^ すべ 
き 各般の 提案に 對 しまして は 誠意 聯合 諸國と 協力 致 
して 是が 成立を 圖 らんこと を 期す る もので ございま 
する」 と 云 ふこと を 昨日 明言 致して 居ります、 して 
見れ ぱ總理 大臣 並に 外務大臣 5 r 積極的に 講和 談判 
に關 する 方針は* 明言を 致して 居られ ませぬ けれど 
も、 其の 言葉の 上に 於て は。 明に 平和主義を 以て此 
講和 談判に 臨み、 世界の 聯盟と 云 ふこと に 賛意を 表 
して 居る と 云 ふことは、 證明が 出來 るので あります 
此 政府の 意見を 基礎と して、 私は 此度 政府より 提出 
になり ました 豫算 案を 拜見致 しました のであります 
るが、 陸海 軍の 設備の 上に 現れた る豫算 の 表面に 於 
ては 甚だ 輕忽な る 批評と 云 ふ 御 非難が あるかは 存じ 


九 三 二 

ませぬ が" 如 W にも 我 帝 S ほ * ai ffi o 捫 斟 1 V - c sg iu の 
上に 加へ て 1 早手捫 しに 政府が、 旣に： 4 诵の制 M を 
莨 行 致して 居る もの かの 如きの 形 1 > . 

あります、 何故に 私が 斯の 如き ことを M ふかと ic ふ 
に、 諸君 も 御 承知であります るが、 K vv i ,r :. ' : . :'; ■'> 
充宵と 云 ふこと It 、 數十 年来の 旗幟であります、 政 
辋の 第一に なつて 居ります 而も 昨年の 認 に 於て は 
どうで ありました か、 床 次 内務大臣、 常時は FR 次代 
誘 士で あります るが、 政 友 # を 代表して、 時の 緦埋 
大 K1 に對 する 饤 問の 主耍な る耍點 は、 國防 C 充讨と 
云 ふこと を偷 快に 論篛 をされ たのであります る、 而 
して 此麻に 御出でになる 所の 野 田遞 信大！ JT 常時は 
野 田 代議士で あ 〇 まする が、 (笑蹓 起る) lit 陸海 1U 
の豫算 委員 會に 於て、 此處に 御 在になる 所の 加 茂 m 
、軍 大臣に 對 して、 何故 八 八 艦隊を 今 提出し ないかと 
云 ふこと を 御 迫りに なつて 居つ たのであります、 赴 
は 明に 政 友會の 政綱を 代表して 居る 鼷論で ありまし 
て だ、 加 之此婼 に 御 在になる 所の 田 中 陸 雄 大臣、 是 
は 御 承知の 通り 有名な 敏腕なる 御 方であります るが 
殊に 又眾 備掖 張と 云 ふ 事に 付て は >  世 間に 通つて 居 
る 御 方で あるので あります、 故に 原 政友會 内閣に 人 
閣 をされ た 時の 111: 間の 評判は、 必ず 軍 肫搵 張に 付て 
條件附 に原總 理 大臣との 間に 約束が あるで あらう と 
云 ふこと を •世間は 認定を 致して 居つ たので ありま 
す ハ 「K 通 と 呼 ふ 者 あり) 隨て 吾々 世 11 ほ、 四 
十一 議會 に馄出 を さるべき 豫宽の 上に 於て は、 in 何 
にも、 陴海軍 の 御 設備の 上に 於て は m くべき 抱負と 
經綸が 現れる ことで & らうと、 待設けて ir つたので 
あります るが、 事實 は伞； く ? t 々の 想像を 興 切 つたの 
であ 〇 ます、 私 ほ 事寶が 吾々 の 想像を 裏切つ たこと 
を、 政府の 無爲 無能で あると 云 ふ 理由に 成つて、 政 
府に 質問を 試み やうと する 者では ない のであります 
斯の 如き 罟 々の 想像、 政 友會の 年来の 主張に 背いて 
斯の如き無爲無策な陸海軍の豫算を出した所以のも 
のは 理由は 何處に 在る か、 其 理由を 無 P1! に 求めるな 
らば •或は 突飛な 批評、 輕率な る 批評、 無責任なる 
批評と 御 笑になる か 知らぬ が、 此 政府は 講和 談判に 
對 する 方針を 未だ 豫言せ ざる 上に 於て、 軍備の 制限 
ほ、 旣に R 行 致されて 居る t 云 ふこと を斷 言したい 
のであります、 然るに 國際 聯盟の 本家本元で ある 所 
の亞米 利 加は どう I 2C ふ 事を 致して 居る か、 海軍の 大 
顿張ほ 諸君の 御 承知の 通りであります， 而 して 其 棚 
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張され たる 泡 m は、 如何なる 方面に 用ゐら るべき も 
ので あるかと 云 ふこと へ、 諸君は 御 承知であります 
此新 たなる 大艦險 が 太平洋に 於いて 游弋 する 際に 當 
つて、 太平洋の 亞米利 加の 軍事の 擗張は 如何 やうに 
なつて 居る か、 私は 素人であります るから、 軍事の 
摘 iifl は 能くは 分つて 居り ませぬ、 併ながら 私が ー ニ 
聞いた 所に 依れば， 小 笠 原 S の 南に 當 つて 日本 本洲 
を f-fj る こと 約 二 千 哩位な 跑 離で あらう と 思 ひます が 
「ガム j と 云 ふ 島が 在る のであります •是 ほ 諸 対 も 御 
承知の 通りであります， 其 「ガム」 と 云 ふ 島は 米國 
の 領地でありまして、 其 島には 堅牢なる 砲 臺を 築き 
银牢な る 要塞を 築き 乂間る 大規模なる 軍港を 設けて 
あつて 潜航艇の 根據 地に なつて fr る， 是も 恐く ほ 諸 
君は 御 承知で ありませ うが 唯々 島の內 部の 換櫧は 如 

何 やうに しても 日本人ょり 覗き見る 事が 出來な いの 

である、 亞米利 加 人は 絕對に n 本人の 上陸を 禁じて 

居る のであります、 其 島に ほ 數十 年来 fl: 馴れて 居る 

屮村 某と 云 ふ 長 崎 人が あつて、 相 常な 成功を 收めて 

居る のであります が、 其 島を 一歩 も 動く ことが 出来 

ない、 動いたならば •其 人の 財產 を沒收 すると 云 ふ 

ことにな つて 居りまして 結局 日本人は 其 島に 監禁 

されて！ E るので あります、 外部との 交通を 禁絕 され 

て居ります、島の內部の模椋は窺ふに山ないけれど 

も •其 外部に 現れた 棟 子は、 曙牢な る 砲 犖と •堅牢 

なる 要塞を 築き、 又 强大な る 軍港を 築いて、 而も 之 

が 潜航艇の 根據地 である， 此游航 艇の 根據 地を 何故 

其處に闶くかと云へば，直ちに北を指せぱ遨ぐ陨谘 

に來 るので あります、 さう して 潜航艇が 51 つて 来る 

に‘ J 度 砲當な 場所が ある， 是 ょり 南には 色々 群島が 

在 〇 ますが、 是ょ〇 南に 下つて は 陆滔 に對 して 潜航 

艇の ff-: 役の 旅程に ffl!' 利が 惡る い、 是が 「ガム」 が 捋 

ばれで 尻る 所以の ものであります- 而も此 「ガム」 

の.：！ の •ホ 港は， 比钳賓 の亞米 利 加の 軍港に 聯絡して 

居る —— 西の方は 比 律賓の 軍港に 聯絡して 屛 る-柬 

はどうであるか「サンドヰッチ」の軍消、或は布哇 

の 軍港 「ヱ ー ク」 と 云 ふ £- •斯の 如く 悉く 海軍を 以 

て 聯絡を 執つ て 思る •新たに 锆る 所の 亞米利 加の 大 

E 隊が出 來上れ げ^ 比 ? 4!: 貧 •布 ® 、 「 H 丨ク」 此線 

路を 遊弋す る大 艦隊で ある、 此線路 を 艦隊で ある， 

此抑路 を® 除が 遊弋し ましたな らば、 我が 帝 國の位 

sir とうで あるか、 東南の 玄關は 、亞米 利 加の 82 隊 

を 以て 包 岡せられ たる 結 -^ に陷 るので あります、 西 
施政方針に 關 する 木 下 謙 次 郞の質 問 


北の 輿 門は どうで ある、 西 伯 利の鐵 逍はど うで ある 
是は 先刻 來 M 々問題に なつて 居ります が、 西 伯利鐵 
道の 管理 ほ、 列 國 共同の 名義の 下に、 亞米利 加の 勢 
力の下に支配されて£5るの !3: ,諸君の御承知の通0 
であります、 諸君、 ®: 南の 玄關は 、亞米 利 加の 艦隊 
に 依つ て 包 園され •西北の 製 門 ほ亞米 利 加の 力に 依 
つて 其 咽喉を 握られて K ると するなら ば、 我が 帝 國 
ほ in 何にも 袋の 中の 鼠に 似た、 泡に 憫れな る 島 阈で 
ある やうに 私は 感ずる のであります、 諸君、 私は 帝 
國政府 が 平和の 主義を 以て 講和 會 _ に 臨む •私は W 
方針に 付て 異議は 無い のであります、 又國際 聯盟に 
共鳴す る 私は、 其 主義に 異 _は 無い のであります が 
帝_政 府は 牧野 委員の 明言せ し 如く， 外務大臣が 昨 
日演說 の 中の 御言 奥に ありし 如く， 國際聯 盟に果 し 
て间 意を し-果して 共鳴を し •陸海 軍の 軍備に 制限 
まで !1 いて 一之に 共鳴す ると 云 ふことの 實際を 示し 
た 以上は、 喵 々希 ふ 所 if 太平洋 一般、 即ち 円本の 
束 南の 玄關に 於け る 『ガム」 の 軍港の 始末は、 如何 
やうに なさる 御 決心で あらう か、 此解決 の 著いた 曉 
ならざる 以上は， よも や 國際 聯盟に 同意を され やう 
と 云 ふことは、 想像 致して 居り ませぬ が、 政府は 旣 
に 此決心 を 持つて 居つて、 多少に も 陸海 軍の 軍備の 
上に すら も、 斯の 如き 形々- 現した る 以上は、 「ガム」 
の 島の 解決 位の 事は 恐く ほ 御 出來 になる か、 又 m 來 
て 居る と 云 ふ 御 決心の ある こと、 考へま する が、 願 
くは 此點 に付きまして、 御 差 支の 無い 範圍に 於て 御 
說明を 願 ひ、 私共の 祀# を 解く ことが ! J1 來ま したな 
らば •洵に 仕 合せと 感ずる 次第であります、 第二は 
敎 育の 設備に 關 する 事が あります が、 去る 十二月 二 
十日の 豫 3:¢ の內 示會に 於て、 總珣 大臣は、 高等屮 學 

並に 商工業 斟門學 校の％ 設の 計 ffi を 發 表に 相 成り ま 

した、 洵に其 規模の 大な る、 其© ■の 多き こと， 我が 

敎育會 に Is つては 破天荒の 事業であります >  其 事業 

の 頗る 大計 Jif であり、 又 行 g の 甚だ 大英斷 であつた 

事は 私は 賞 讚す る ことに _躇 しないので あります が 

併ながら 斯の 如き 大規模の 計畫 を， 今此 時機に 行 ふ 

と云ふことほ、果して機宜に適したものであらうか 

如何で あらう か、 私は 敎育 家で ありませ ぬから 委し 

い 事 13: 存じ ませぬ が、 唯々 素人 流で 如何な もので あ 

らう かと 云 ふ 疑點 •か あるので あります、 總理 大臣の 

御 演說 に te れぱ ，年々 帝 阈靑 年は ^ 校 無き が 爲 め、 

五六 萬の 入 は其 方向に 迷うて 尻る， 方向を 失って 居 


る、 此五六 萬の 方向を 失つ て 居る 靑年を 救濟 する こ 
とも、 -r£ なる M 由の 一つで ある、 斯の 如き 說明が あ 
りました、 それに 付ても 私 {3; 少しも 異議は 無い ので 
あります が、 阼日押 川 君の 御演說 でありました、 押 
川 君の 御演說 は、 一 萬 二 萬の 靑 年を 救 ふ、 それに 異議 
は 無い が、 併ながら 其處 まで 行かない 前に、 學 業の 途 
を 失つ て 居る 四十 萬 人を 見殺しに して 51: しいかと 云 
ふ 御 議論が あつた、 其 意味に 於ても 私は 同感で ある 
同感で あるが、 今 私の 論せ ん とする 所は 原總理 大臣 
if 五六 萬の 靑 年を 救濟 t る 事 ほ 宜しい それは それ 
で 宜しい が 救濟 した 結果、 此五六 萬の 年々 學 校を 卒 
業す る I 恐く は 今の 卒業生の 或は ? 5; 倍 十倍の 數に 
咐すで ありませ うが •此五 倍 十倍の 敷に 上つ た 卒業 
生に、 それ < 適當な 職業を 與 へ、 谷 適 處に 就て 自 
分の 生活が 出来るだけに、 我が 帝 國の 事情は 發達し 
て 居ります るので ありませ うか 如何で ありませ うか 
若 t 學校 卒業生、 即ち 敎育 ある 人に して 其 職業を 得 
ず、 或は 不平の 思想を 起す と 云 ふ 事に なれば、 危險 
思想の 媒酌と 云 ふか、 或は 危險 思想の 塥動と 云 ふか 
危險思 想は、 多 •く敎 育 あり 而 して 職業を 得ず、 而し 
て 不平の 境遇に 在る 人より 媒介せ ら る、 と 云 ふ 事は 
世 界谷國 の 事情を 調べて 見ます ると、 極めて 明白で 
あ 〇 ます、 私は 五六 , m の靑 年を 救 ふこと には、 御 賛 
成 申 上げます、 併ながら 救 ふた 靑 年の 跡始末に 付て 
は •十分の 御考窳 ある こと、 思 ひます が、 若し 其 御 
考慮を 承り 得る ものであるな らば* 75 る ことを 得 ま 
すれ ぱ 、甚だ 仕 合に 思 ふ 次第であります‘ 併ながら 
私此 問題に 付て 議論す るのは、 其點に 付て 議論す る 
のでは ない のであります、 私は 言 (X ん とす ?. • 所は 此 

大計 畫の - 大計 ft を爲 さる、 に 付ての 資金 即ち 金 

の 問題であります が內 示會 での 說明で は、 御手 許 金 
を拜受する、不足の所ほ，借金と地方の寄附金とに 
依 り、 支 拂 すると 云 ふ 計 St に ffl 成つ て 尻る さう であ 
ります が、 御手 許 金に 付て ほ 畏れ 多い 次第で ありま 
すから、 彼此 申 上げる 譯で ありませ ぬが， 借入金を 
以て 學校を 訊 設する 借金を 以て 學 校を 靴 設 する、 其 
點は 甚だ 私 不思議に 感ずる， 私は 財政 上の 事は 存じ 
ませぬ が、 併ながら 借金を 以て 政府の 事 菜を すると 
云 ふことは、 一定の 利益の r/ 入の あるべき 專槊 の、 r 
費用に 限って 居る もの かの やうに 承つ て 居る、 或は 
緊急 已むを 得ざる 事に 付て、 即ち 軍事に 關 する もの 
は、 公 M で 突 辨 すると 云 ふこと を 承つ て 居る、 併な 


がら 借入金を 以て 學 校を 建設す ると 云 ふことは、 日 
本の 財政の _史 の 上から、 吾々 は 未だ 嘗て 聞いた こ 
とほ 無い のであります、 さう 云 ふ 例を 見た 事は 無い 
のであります、 疑 もな く學校 建設の ilt 度の 資金 問題 
は、 財政の 先例を 破り r-' •• 又 財政の 原則を 打 毀す もの 
であらう とも 信ずる、 又 地方の 寄附 金に 仰ぐ、 是は 
如何 やうな もの かほ 存じ ませぬ が、 阼年寺 內內閣 の 
時分に 當 つて、 高等 學校を 四つ か 五つ 殖 すと 云 ふ 際 
に當つ ては、 ff 地方 非常に 競爭を して、 八十 萬 圓西 
萬圓の 金を m す ことは 何でもな かつた のであります 
が、 原 内閣の 計® の 如く、 三十 四十の 學校を 一時に 
建てる と 云 ふ 事になる と、 三つ か 四つの 學 校を纽 て 
る 時 程、 珍ら しく も 11 有く もない のであります、 而 
も 文部 大 ffl は、 各地 方 長官に 電報を 以て 上京を 命じ 
て、 お前の 所に 學 校を やる か ら出す か、 若し W 
さなければ、 他に 筘望 者が あるから 此方へ 移す ぞ、 
如何にも 學 校の 建設を 競爭 入札を 以つて 決める と 云 
ふ 結果に 相 成つ て 居る 谷地 方 長官は 文部 大 [ti の 召 電 
に應 じて 上京した 以上は、 文部大臣の 是れは 御 相 ,^ 
かも 知れ ませぬ が、 實 際に 於いては 恐らく 命令と lf.j 
_ 効力が あるので ありませ う， 之を 引受けなければ 
敎育 事業に 熟 心で ない と 云 ふ反證 を 見せる 意味に も 
なります 爲 めに、 兎に角 引受けて 歸つた 縣知 事が 多 
かつた ので ありませ うが、 引受けて 歸つた 縣知 事の 
現在の 狀况は どうで ある、 是は 文部大臣に 於ても 御 
承知で ありませ うが、 今 帝 ® には 雷 車 も あれば 鍅道 
も ある •何も 隣の 縣に 行く に、 十 時間 二 十 時間の 時 
間を 要する のでは ない のであります、 隣り の縣 へ參 
つて 學校へ 入る も 宜しい、 自分の 縣に 是非共 學校が 
無ければ ならぬ と 云 ふことは ない、 W 利が 達すれば 
それで 宜しい ので ある、 其 意味から 見れば， 或は 八 
十 萬 11 百 萬 圓 —— 此地 方の 財源の 乏しい 時に、 或は 
百萬圓 、或は 八十 萬 圓 、高い のは 百 三十 萬 111 "斯の 
如き 大金を 募つ て學 校を 貰 受ける と 云 ふことは、 其 
内心 丼 だ 迷惑に 感じて 屏る 地方が 少く ない と 云 ふこ 
とを、 私は m つて 居る ので ございます るが， 唯々 玆 
に申上げたい事ほ、希くは斯の如き意味に於て>地 
方の 迷惑に 構は ず學 校を 押 付ける と 云 ふこと をし な 
くても、 又 財政 上の 原則を 破つて， 借入金を 以て 學 
校を ® i てること をし なくても， 若し 總理 大臣の 中 さ 
れる 如く、 學 校の褙 設が斯 の 如く 必要なる ものなら 
ば •斷然 租税を 以て —— 國 家の 費用 Gn ち 租税を 以て 
九 三 三 
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施政方針の I rs 問 I |_ 對する 原 綍理大 M の ^ 
建設して、 I 向 差 支ない 事であります， 幸に 未だ 法 
律 案 豫赵案 も 出た 譯であ り ませぬ ので、 今から 内輸 
の變 §£ は 如何 やうに も 付く こと V 考へ ますから •筘 
くは 臨 捲の 處 PC を 執つて •借入金 或 (i 寄附 金の 如き 
ものを 以て •官立の 學校を 作 地方に 競爭 入札に 附し 
て 場 ^ を 決める 如き •不見識な こと (5; 御 止めに なつ 
て、 堂々 と 租税を 以て、 褙稅を 以て 學 校を 建設し、 
文部省 13: 敎 育の 方針に 佐つて 設定すべき 地方に 學校 
を 設定し •設定すべからざる 地方に ほ、 如何に 政 友 
ir M の 運 励が あらう と、 政鹩 員の 話が あらう と •さ 
う 云 ふことは 斷乎 として 排 して. 敎育の 方針を 以て 
建てべき 所に 學校を 建設す る ことに 御 決定に なつた 
ならば ^* 御 下賜 金に 對 する 原 內 閑の 感謝の 意味 も > 

自ら 分る ことに 相 成りまして、 國 民に 於ても 甚だ 喜 

ぶこと V 考 へます から， 此邊 に對 する 私の 議論に 付 

て、 若し 御 同意 下さる ことが m 來ま すれば、 極めて 

仕 合に 存じます が、 又 御同蕙 が 出来ない とすれば， 

其 理由に 對 して 御 答を 承りたい と考 へます、 私の 質 

問の 要點は 以上 申 上げた 如くでありまして、 甚だ 粗 

維な 質問でありまして (「其 通り 一と 呼 ふ 者 あり) 

皆櫧に 御迷惑を 掛けました 段は、 甚だ 恐縮に 存じ ま 

す。 

〔拍手 起る〕 

〇籙長 (大岡 育浩 君〕 原總理 大臣。 

〔國猝 大臣 原 敬 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今 木 下 君の 御演說 を 拜髖致 

しました が、 少し 要領を 得 兼ねました けれども 耍す 

るに 講和 問題に 就て、 斯樣な る 事を 提_ したら 如何 

かと 云 ふやう に 聞え ました、 殊に 或 島 なぞに 就ての 

御演說 も、 其 中に 入つ て 居つ たやう であります が、 

此 講和 問題に 就ての 事は、 御 希望と あれば 承る だけ 

の JJ とであります けれども. 斯樣に 致す、 此事ほ 提 

議する「，'此事は提議しな .\<' 、どの地方は斯_に致す 

と 2 ふこと を、 玆に申 上げる 翳に 行き 兼ねる、 甚だ 

51 憾で あります けれども、 左 樣に御 承知を 願 ひます 

それから 高等 敎育機 關の擗 張 問題に 就ての 事で あり 

ましたが、 多くは 御 希望の やうに も ありました から 

何れ 法案 又は 豫算を 提出 致しました 時に、 十分に 御 

意見 も 承り， 說明も 致したい と 思 ふので あります が 

此點に 於て は、 昨日 押 川 君に 御 答した と 同じ 事で あ 

ります >  唯々 法案 も 提出 致さぬ のであります、 豫算 

も亦然 りであります が， 計® に 就て 何れよりか 御 聞 


施政方針に 關 する 窗 i^ 隆 夫の 質問  I 
及の 事が 誤つて 居つ たやう に 問えます、 豫 W 内示 會 
に 於ても 言明 致し •又 此憝場 に 於ても 私は 說明 致し 
た 積り であります が、 高等 敎育 機關は 如何にも 不足 
であります ，大學 、高等 學 校、 H 業學校 •谷 種專門 
學 校が 不足であります から、 是が爲 に 毎年數 萬の 生 
徒が、 是 等の 所に 入る 途が なくて、 甚だ 闲難 致して 
居る 爲 めに 計 迸 致した のであります、 無論进 は國费 
を 以て 計袈 致す のは 當然 であります が、 增税を 致し 
てまで ほ 如何で ありませ うか" 兎に角 國 費を 以て 致 
すの が當然 であります、 けれども 今日の 財政 狀 態に 
於て は、 此何千 萬と 云 ふ 費用を 一時に 支出す ると 云 
ふこと ほ、 出来ぬ のであります 恐らく 是は歷 代の 內 
閣も闲 難 致して 居つ たので ありませ う、 併な 力ら 學 
校を 建設す ると 云 ふことは 一時的の 費用であります 
全く 臨時の 費用であります、 故に 其 費用 ほ 公債 又は 
借入金を して 支 辨 致して 差 支ない ことで ある、 國民 
の 負 擔も是 が 爲に增 さず、 而 して 年々 何 萬の 生徒の 
入るべき 機 關も玆 に備へ る ことが 出来て、 是は 公債 
又は 借入金を 以て 支 辨す るが、 適當 であらう と考へ 
たのであります、 然る 所此事 上聞に 達して 御 下賜 金 
も あつて •洵に 恐懼の 至りであります が、 さう 云 ふ 
趣意で 成立つ たのであります、 地方の 寄附の 如き、 
寄附が あれば 之に 越した ことは ありませ ぬが、 寄附 
が 有れば 建てる、 寄附が 無ければ 建てない と 云 ふこ 
とに 至つ ては 此機關 の 不足を 補 ふことは 到底 出来 ま 
せぬ から、 私は 公債 又は 借入金を 以て 支辨 する こと 
の 案を 立てた のであります、 祝 や 大學 になり ますれ 
ぱ 、寄附の みを 待つ て 居つ ては、 到底 完全を 期す る 
ことは H 來ませ ぬから 斯樣な る 計 書' を 立てた ので あ 

ります、 是 等の 計畫に 就て 詳細の 事は、 豫算 又は 法 

律 案の 提出の 時に、 當 局の sf ょりも 說明 致し ませう 

が、 大體の 趣意は 斯う 云 ふ 趣意であります から、 此 

趣意に 誤解な からん ことを 希望 致します。 

0? 一長 C 大岡 育造 君〕 齋藤隆 夫君。 

〔齋 藤隆 夫君 登壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 齋藤隆 夫君 昨日 以來內 治 外交に 關 する 種々 の 質 

問が 現れまして 之に 對 する 政府の 答 辯は 謹んで 承つ 

て 居ります •本員は 國民 思想に 關する 問題に 就き ま 

して、 此際 政府の 意見 •殊に 總理 大臣の 御意 見を 承 

つて 見たい のであります、 K めて 申す まで も ござい 

ませぬ が、 此 度の 歐羅巴 戰爭は •世界の 有 ゆる 方面 


に 向つて、 有 ゆる 彩 S を 與 へて 居ります、 物質 界に 
於て然 り、 精神 界に 於て 亦 然 りであります、 而 して 
我國も 固より 其 影 待を 受けまして •近時 国民の 思想 
の 上に、 著しき 變化が 起り つ、 ある ことほ 事® であ 
ります、 此事ほ 國 家の 爲に慶 ふべき 事で あるか、 又 
悲しむべき 事で あるかと 云 ふこと if 姑く 惜 いて 論 
じ ませぬ が、 何れに 致しましても、 此事ほ 近時 我 ® 
に 於け る 所の 確に 一種の 問題であります、 政治 上よ 
り 見ましても、 其 他 一般の； よ 〇觀 察を 致し まし 
て も. 確に 一種の 大 問題で ある、 是 より 此議會 に 於 
て 盛んに 討議され ます 所の 內治 外交、 有 ゆる 政治 問 
題よりも、 更に 重大なる 問題で あると 思 ふて 居り ま 
す、 それ故に 此 問題 ほ 近頃 在野の 識者の 間に 於て 盛 
んに 論議され て 居ります のみならず， 政府の 機關た 
る 高等 敎育會 翳に 於き ましても、 此問 題が 討議せ ら 
れ まして、 一の 建議案と なつて 世上に 表白され て 居 
る 事は 御 互に 諒 知して 居る 所の 事實 であります、 そ 
れ 故に 政府に 於 かせられましても、 此 問題に 就て は 
相當に注意を拂つて居らる、に相違ない、注意を拂 
はる、 と 同時に、. 十分なる 考を 定めて 居らる X に 相 
違ない と 思 ふ、 此の 時機に 於き まして、 新 內閣の 首 
相が 此議會 の 壇上に 現れて， 施政の 方針を 述べら る 
X に當 りまして、. 少なくとも 此 問題に 言及せ ら る、 
ことを ば， 本員 心 窃に 期待を 致して 居りました、 圖 
らざ りき、 一言 之に 及ばれず 、本員の 期待が 全く 裏 
切りせられ たことは 遺憾の 至りであります、 それ 故 
此機會 に 於き まして、 i-t 問題に 對 する 所の 政府の 御 
意見を 承つて 見たい のであります* 御斷 りを 致して 
置きます るが、 本員は 或る 事柄に 關 する 事實を 承ら 
ん とする のでは ない、 意見を 質さん とする ので あり 
ます、 他人の 意見を 求む るに 當つ ては、 勢 ひ 自分の 
意見を も 述べねば なり ませぬ、 政府の 見る 所と 本員 
の 見る 所と 一致して 居る か 居らない かと 云 ふ 事を も 
質さなければ ならぬ、 質問に 名を 藉つ て、 無關 係な 
る 所の 議論を 試む る もので ありませ ぬから、 此の點 
は 豫め御 承知を 願つて 置きます、 特に 大岡 議長に 對 
して 御 承知を 願つ て 置きます， 又此 問題に 就 S- まし 
ては、 本員は 最も 言語を 愼む 積り でございます けれ 
ども、 若し 過が ございましたならば、 靜に 御注意を 
願 ひたい、 謹んで 拜受 する 積り であります、 先づ總 
論より して 谷 論に 移りたい と 思 ひます が、 一口に 國 
民 思想と 申します と 云 ふと •頗る 漠然として 捕捉す 


九 三 四 

る ことが f-M iiE で IX あ^' ますが、 太 ii が. ? 1- として ul ->i 
を 致したい 事と if 大 5§ 二つ で ^ ります， 第一は？ 
思想の 發達>及铳一に關する琪であります、翌一は 
所 說危 ['H .W 想 〇 港 防に 關 する 事であります、 KK M 
想の 發達 •即ち 健全なる 國民 思想を 菜 成して、  1 
得る 限り 之を 統一す ると 云 ふこと ほ、阀玄の '!- ... ::' .,乂 
發 達の 一大 嬰 件で ある こと if 今更 申す まで もない 
然るに 近頃 幻々 ^ 人せられ る 所の 外來思 想、 此 〇 外 
來思 想は、 我國家 社 會の爲 めに 有益なる ものである 
か、 有害なる ものである かと 云 ふことは 姑く 論じ ま 
せぬ が-何れに 致しましても、 此外來 思想の e に、 

現 時 我國民 思想の 上に 於て、 一 稲の 励 描が 起り つゝ 
ある ことほ 事實で あります、 此秋に 方つ て 政 W は M 
の 施す 所な く > 全く 自由放任 主義を 採る 稍り である 
か、 或は 進んで 之を 1? ■する が 爲 めに、 m 極 的に 或 
手段を 施す 積り であるか、 之を 戒りた いので ありま 
す、 思想の 自由放任、 王 義を採 る ことは、 是は確 に 一 
說で あるに 相 ';'' _( ありませ ぬ  >  即ち 思想界を ば 金く 開 
放して、 思想の 自由 競爭に 一庄 をす る、 Q 由 競爭の 
結果、 不 缒 金なる 所の 思想が 亡びて、 煺全な る 所の 
思想が 殘る 、即ち 思想 W に 於け る ffi 勝 劣敗、 H 然淘 
汰の 原則に 放任す ると 云 ふこと も、 確に 一つの 策で 
あるが、 政府は 此方 針に 向つ て 進む 積り であるか、 
或は 又是で は 不安心で ある、 政府た る ものは、： M に 
より 以上の 任務を 有する ものと 心 m て、 所謂 此思想 
を ば 善 3 する が爲め に、 稻極的 に 或 手段を 執る 稍り 
であるか、 若し 進んで 或 手段を 執らん とするならば 
此 手段とは 抑々 如何なる ものである か、 之を 承りた 
いので ある、 鼎に 敎育會 _に 現は れた 意見と 稱する 
ものを ば 見ます と 云 ふと、 先づ 第一には 國 K の 本 a 
を闡 明す るが 宜しい、 第！ 一には 敎育 勅語の 普及を 一！ 
るが 宜しい、 第三には 敬神 崇祖の 念を 盛んにす るが 
宜しい、 第 四に ほ 日本 S 阈是を ば、 遍く國 民に 知ら 
しむる が 宜しい と 云 ふやぅな 事が ありました、 至極 
尤な 事であります， 何 \と雖 も 之に 向つ て 反對 する 
者は ありませ ぬ、 併ながら 本 M の 見る 所に 依ります 
と 云 ふと. 是等の 事柄と 云 ふ もの ほ 旣に阴 々，H々、 
今更 事新しく 申立てる 程の 事では ない、 從 來我國 民 
の. 間に 於き まして ほ、 自然に JL つ 十分に 了解せられ 
て 居る 事柄であります、 それ 故 (C 是 等の 事柄を ば、 
從來の 如き 方法を 以て、 今後 も 相變ら ず 繰 返す のみ 
を 以て、 果して 今日の 國民 思想に 滿足 を與 ふること 
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が 出来 得る かどう か、 有 ゆる 外来 思想を ii 逐 して、 
若く It 之を 調和して， 國民思 想の 動搖を 防ぎ、 * が 
安定 •是が 健全なる 發達を 期す る ことが m 來煜 ると 
思うて 居られる ので あるか、 或は 他に 新しき 考を持 
ち、 新しき 手段を 施さん とする 積り であるか* 先づ 
此 點 に關 する 所の 大體の 御 方針を 承つて 見たい ので 
あります， 次に 危險思 想の豫 防に 付きまして は、 聊 
か 論じねば ならぬ 事が あります、 今日 我 W 法の 上ょ 
〇见 まするなら ば* 思想の 自由は 原 HIJ として 許され 
て 居ります •唯々 是が 外部に 現る る榀合 に 於き まし 
ては、 法律を 以て 或る 種 £ ■の 制限を 加へ て 居る ので 
ある、 所が 勝 •代 政府の e す 所を 見ます と 云 ふと 政府 
當局 者は、 rl't に此 法律を 適用す るの 一事に 沒 頭して 
殆ど 其 他を 糊み たる 所の 形跡は 無い のであります、 

又 lit 法律を ば 適 ^ する に當 りましても、 腿 丸 其 運 W 

を 誤り、 一般の 社 f? が 認めて 以て 危險思 想に 非らず 

と稱 する もので も •或は 時の 政府 自身の 安全を N る 

が爲 めに、 或は 政府 常 局奔の 固陋 僻見の S めに、 之 

を ぱ危險 思想な りと 妄斷 をして、 之に 向つ て 法の 制 

救を 加へ、 M 想の 粘 迫を 試みた る ことは、 殆ど 数へ 

る ことが 出来ない 程であります、 若し 國民思 想に 對 

する 政府 木 来の 任務と 云 ふ ものは， 喵 に 法律を 適用 

する の一琪 に 在り、 現れた る 事 寅に 向つて， 人 定法 

を 適用す るの； 茁に在 つて、 此 外には 何物 も 無い と 

云 ふなら ば 率 ざ 知らず、 政府の ffi 務と云 ふ ものは、 

それ 許りで ない •更に 遡つ て危險 思想の 由つ て 起る 

原因を 究め •此 原因を 排除す るが 爲 めに •最善の 注 

意， 倚 善の 努力を 致す こと も、 是亦 政府 木 來の任 務 

であると 致しましたならば、 歷 代の 政府は 此點に 付 

ては、 碗に . tr. t§ の 黄を 免れぬ ので あ 〇 ます、 現内閣 

は 何 れの 方針に 向つ て 進まん とする か、 ffllf らず歷 

代 政府の 執りた る 方針を 踏 幽せん とする S3 であるか 

或は 新しき 方針に 向つ て涯 まんと する か、 即ち 現れ 

たる 事？： に 向つて、 m に 法 钳を 適用す るの 一 事に 止 

り •其 原因！- 向つて ほ， 何等の 攻究を ば 致さぬ 積り 

であるか  し 其 原因に 向つ て 救 濟を施 さんと する 

ならば •其 原因と ほ 抑々 sn 何なる ものである か、 我 

國家 社 ^ の 何れの 所に 在りと 思うて 居られる ので あ 

るか， 又 之を ぱ収 除く が e めに、 如何なる 手段を 施 

す租〇 であるか、 此 撕 に fj- きましても* 御意 A あら 

ば 承って 見たい のであります •是 より 少しく 本 fi の 

所 W を 述べまして、 政府の : CE 見と 一 致す る や ? f やを 


質して 見たい と 思 ひます、 木 S の 見る 所に te o ます 
ると 云 ふと、 過去 現在 我が 國內に 於き ましては、 到 
る處に 於て" 危險思 想の 種が 播か れつ、 あるので は 
ないかと 思 ふ、 f&i 令 危險思 想とまで には 行かず とも 
少 くと も國 民の 思想を ば >f-: 健全に 翦 く 所の 原 W は • 
我 國內の 到る® に 伏在して 居る ので ! 3; ないかと 思 ふ 
のであります、 而 して 其 eg も K しきものは 何れに 在 
り やと 云へ ば •本 貝は 我國 C 政治 界に 在る と 思 ふの 
であります •政治 界に 於き ましては、 第一には 憲政 
の 運用に 關する 事， 第二には 行政® の 運用に 關する 
事、 第三には fr] 法 嵇 の® 用に 關する 事、 是 等の もの 
が 最も 主なる ものであります、 此中憲 政の 蓮 用に 關 
しまして は、 six rl 々が 今更 辯を 费 すの 必要は 無い、 世 
間旣に 定論が あります， 詰まり 吾々 は 阈内に 於け る 
所の 民本主義の 確立、 即ち 封 民 同 治の 理想を W 現せ 
んが爲 めに 努めて 居る 者であります、 君民 同洽 の理 
想は •獨り 君主 立憲の 本義であります るの みならず 
實に我 建® の大精 神で ある ことを 確信 致して 居り ま 
す、 又 民本主義は 今日 世界 思潮の 大勢であります、 
此大势 に 順 ふ 者 ix 興り、 此大 勢に 逆 ふ 者は 亡びる の 
であります、 近時 两歐 諸國に 現れました 所の 幾多の 
紐 {革は， 吾々 の 目前に 於て 活きた る證據 を 示して 居 
るので ある、 又 民本主義は 今日 外交 上の 一大 要件と 
なつて 居る ことを 確信す る、 來 るべき 調和 會戢に 於 
て •問題と なります る 所の 彼の 國際 聯盟なる ものは 
抑々 如何なる 性質の ものである か、 國際 間に 於て 民 
本主蕺 を 確立せ ん とする 事が， 即ち 國際 聯盟の 結局 
の 目的であります •然るに 國內に 於て 民本主義の 確 
立を 見ず して、 如何にして 國啞 間此 主義の 確立を 見 
る ことが 出来る か、 今日 世界 列 國は國 婷 聯盟に 入る 

に 先たち まして、 先 以て 國內に 於け る 民 本、 ？ H 義の確 

立を 暗示して 居る、 若くぱ 明示して 居る ことを 確信 

致して 居ります、 現に 數 日 前の 外國 m 報に 現れ まし 

た 所を 見ましても •佛闊 西に 於け る國際 聯盟 會 ，此 

會 頭の 名を 以て、 國際 聯盟 加入の 前提 條件 なる もの 

が 現れて 居ります、 其 中に 於て 締盟 國は 、先 づ國際 

聯盟に 入るべき 前提と して、 國內に 於け る 民主的 機 

關 、吾々 の 言 進を 以て 言へ ば 民 本 的機關 ，及 責任 內 

閣の 設立を 要する と 云 ふ琪を ば" 其屮の 一項に 加へ 

て 居る ので ある •斯 の Sri く 之を -lit 界の 大勢より 見 ま 

しても、 又 之を ば 我國の 歴史， 國體 ，政！ r 其 他 有 

ゆる 事情より 見ましても、 民本主義の 確立は 今日の 


急務で ある、 同時に 我國 民が 國 家に 對し ，政府に 對 
し、 彼等 自身に 對する 所の、 一大 要求で ある ことを 
確信 致して 居る のであります、 それ故に 此 要求が 容 
れら るれば 宜し、 若し lit 要求が 容れら ない のみなら 
ず、 却て 之を 擊退 する が 如き (l?i 向が 現れます るなら 
ば、 ia 憾な がら 國 民の 危險思 想なる ものは， 此に胚 
胎する ものである. 然るに 今日 我が 國內 、我が 政治 
界の 一角を 見ます ると； K ふと •今 尙此 主義に 向つて 
反對 をす る， 此 主義の 實現に 向つ て、 極力 妨害を 試 
みん とする 所の 或る 勢力が 殘存 して！ £ る こと ! i 事 實 
であります、 原 首相 (X 今後 此 勢力に 對して は 511 何な 
る Re 度を 執られん とする 積り であるか、 此勢 力を ば 
放 ffi せらる ゞ精 りで あるか、 之を ば 排斥 せらる、 積 
りで あるか、 或は 又是と 結合せられ ん とする 桢 りで 
あるか、 此點 に關 する 首相の 態度を 笊つ て fis きたい 
ので ある、 例へ ば 前內閗 の 寺 内 伯、 此人元 來如何 なる 
思想を 持つて 居る 人であります か、 本 S の 見る 所に 
依れば 確に 民本主義に 反對 をす る 人であります、 若 
し 之を 疑 ふ 人が ございます るなら ぱ 最も 分り 易き 一 
例を 玆に 提供 致し ませぅ •前 內閣當 時 寺 內伯ほ 如何 
なる 事を 明言 L たか、 吾等は 天皇の 信任に 依つて 此 
職務に 在り、 國 K の 意嚮に 依つて 進退すべき もので 
はない、一度ならず二度ならず自ら明言し、又人を 
して 明言せ しめたる ことは •御 互の 記憶に fi1.] ほ存し 
て 居る 事であります、 凡そ 立憲 治下に 於て 是程 危險 
なる 所の 思想は 無い、 即ち 君 意 民心の 離隔を 圖らん 
とする 所の 思想 •國 家に 對し 皇室に 對して 、是 程危 
險なる 所の 思想は 無い のであります、 昨年 現れ まし 
た 所の 彼の 米騷動 ほ、 何に 原因して 起つ たもので あ 
るか" 前 內閣の 首相が 懐ける 所の 此思 想に 對 する 所 
の 反動と して 起つ たもので ある、 即ち 一の 危險 思想 
は ai に 他の 危險 思想を 生み、 群衆 心理の 作用に 依つ 
て， 遂に 彼の 暴動と なつて 現れた ものであります、 
然るに 原 首相は 渦 去に 於け るが 如く， 現在に 於ても 
此人 格と 政治 上に 於け る 結合を 保. つて 居らる、 ので 
ある、 此 思想と 結 付いて 居らる、 ので ほない かと 云 
ふこと を、 本員は 疑つて 居る のであります、 政治 界 
の 要 部に 於て 斯る 現象が 現れて 居る と 云 ふことは、 
一般國 民の 思想の 上に 何等の 影® は 無い か、 此點に 
付きましても 若し 御考が あるなら ば. 承つ て 匿き た 
いのであります、 尙ほ 之に 關聯 して 述べたい 事が ご 
ざいます るが、 それは 外の 事では ありませ ぬ、 歷代 


の 政府 中に 於て、 動もすれば 畏多 くも 皇室の 御 下賜 
金を 振 廻して • 阈 民に 臨む と 云 ふこと である* 前 內 
閣に其 適例 あり、 現内閣に 於ても 亦 之に 近き ものが 
あるので あり ます， 米 騷 動の 原因は、 總て 悉く 前內 
閣の失 政に 在ります、 然るに 昨年此 事の 起る に 方つ 
て や、 前 内閣は 周章 狼 ffl して 爲す 所を 知らす、 御 下 
賜金を 仰いで 之を 以て 国民に 花み-# 動を 栩 撫せん 
とする 企を 爲し たる ことは-® はんと 欲して 蔽 ふこ 
とが出來ないので&0ます、現に關两地方に於きま 
して， 或る » 察 署長は、 群衆に 向つて 如何なる 事を 
申した かと 云 ふと、 皇室より 御 下賜 金が あつたに 依 
つて， 汝 等 13: 鎭 まるべし と 命令した •群衆の 中より 
如何なる 言が 放たれた かと 云 ふことは 本員は 申し ま 
せぬ， 斯の如 く 己れ の 失政に 對 して 自ら 處 決する 所 
の途を 執らず、 却て 皇室の 名に 佐つ て 其 責任を 彌縫 
せんとす るが 如き 政府の 行 励が ■國民 の 思想の 上に 
何等の 影響は 無い か、 又 現 內閣も 高等 敎育 機關を ば 
設備す るが 爲 めに、 此度 皇室より 一千 遛_ と 云 ふ 
大金の 御 下附を 受けて 居る ので ある、 吾々 臣民た る 
者は、 宴' に 恐 ti の 至りに 堪へな い 事であります •併 
ながら 翻つ て考へ て 見ます ると 云 ふと >  敎 育 機關の 
設備 抑々 如何なる 性質の ものであります か ■申す ま 
でもな く是 等の 事 13: 、國 家の 經費を 以て 支 辨す べき 
所の 事業であります、 國家 の經 費を 支辨す るは 國民 
の 義務で ある、 立憲 國民 は此 義務を 荷 ふと 同時に、 
他の I 方に 於て は， 國 家に 對 して 權利を 有して 居る 
のであります •此襯 利蔻 務の關 係を 明に する 國民に 
對 しては* 權利 思想を ば 注 人す ると 同時に、 義務 蝕 
念を ば 自 覺せしむると云ふことほ、國民に向つて自 
洽的. 袖 神を ば 奮起せ しむる に 就て、 最も 必要な 事で 
ある、 E 治の 精神な き 國民 は， 立憲の 民た る ことほ 
出来ない のであります、 殊に 我が國 民は 國 費の 分 擔 
と 云 ふこと に 就て 如何なる 考を持 つて 居る か、 惟 ふ 
に 必要なる 所の國 費に 向つ ては、 決して 納税を 厭 ふ 
者では ございますまい、 了解せられ たる 所の 國費に 
向つ ては、 決して 納稅 を JU む 意志は ありますまい、 
是 等の 事は 原 首相と 雖も 、十分に 辨へて 居らる X こ 
とで あらぅ と 思 ふ、 殊に 翻つ て 國 内の 或る 方面を 見 
渡します ると 云 ふと、 今日 國 家の 力の 及ばざる 所に 
於て* 國 民の 力の 及ばざる 所に 於て、 或は 天災 地！！ 
の爲め に、 或は 社 會 的 E 迫の 爲めに 、 陛下の 赤子 
たる 所の 吾々 同胞が、 日常生活の 苦痛に 泣いて 居る 
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旌政 方針に 関' すろ 资蕻隆 夫の Iff 間 
のは、 幾 萬 人 幾 十 萬 人 あるか 分り ませぬ、 現に 昨年 
九月に 起り ました 所の 山陰 道に 於け る 天災， K に 古 
今未抒 有の ものであります、 夥多の 村落 ほ 全く W 
の狀 態に 镋され て 居ります、 la 千 數萬の 住民 ほ、 飢 
と 寒さに 泣いて 居ります、 是は 決して 山陰の の 
みで ほ ありませ ぬ、 近来 物 m 愚陴 の爲め に， 社 #? の 
下奸に於きましてほ、洵に憫むべき所の慘狀、潤む 
べき 所の 悲劇が 起り つ、 ある ことは 事實で あります 
原 首相 ほ 是 等の ® に 就て ほ、 十分に 目を 注いで 居ら 
れますか、彼等の叫に向つてほ、十分に耳を傾けて 
居られます か、 若し 果して 左樣 であるなら ば、 何が 
故に 是 等の 方面に 向つて、 更に 一 府の注 意を 施され 
ない ので あるか” 常 然國 民の 負擔 に歸 すべき 所の 經 

费 、國 家 ifn. 常の 政策を 行 ふに 當 つて •畏 多く も 皇室 

の御斟 を 受ける 所の 餘裕 がありますなら ば， 何が 故 

に憫れ むべ. き 是等の 同胞を 救 ふが 爲め に、 君 德をば 

補 弼し 奉る 所の 责任を 執らない か、 國 家の 力國民 の 

力の 及ぷ所 ほ 姑く 之に 任せて 可な 〇、 國家の 力、 國 

民の 力 も尙及 ば ざる 所に 向つ て、 帝 德の 光を發 揮せ 

しむる と 云 ふことは、 一阈 宰相た る漭の 常に 力む ベ 

き 所で ほない かと 思 ひます、 本員は 直； H 致します、 

昔は 袞龍の 袖に 隱れ て、 政敵を 狙 iii せんとす る 所の 

政治家が ありました、 今日は 泉 室の 財產 ‘否 畏 多く 

も皇 •一の 御惠に 依つ て、 己れ の 失政を 蔽 ひ、 己れ の 

责 任を 免れん とする 所の 前 内閣の 如き ものが ある‘ 

又 皇室の 御 下賜 金を 仰いで、 己れ の 政策、 而も 平凡 

なる 所の 國家沛 常の 政策を 行 (3: んとす る 所の 現 內閣 

の 如き ものが ある . (「のう'' 「氣を 付けろ」 

「默れ 」 「馬 陴な ことを 言 ふな.」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に …： 

〇齋赌 隆夫 君是 等の 事は 國民の 思想の 上に 於て、 

如何なる 影 禊を 及ぼすべき であるか (「大 浦は どう 

だ」 と 呼ふ莕 あり〕 原 首相た る 者、 此 點 に 就て は、 

諦んで 自家の 所見を 披瀝し， 以て 國 民の 疑惑を 解か 

れるが 宜か らうと 思 ふ (「何の 疑惑が あるか」 と 呼 ふ 

者 あり〕 更に 行 ! P/ 權の 運用に 就きましても 述べたい 

事が 澤山ご ざいます が、 是 ほ 姑く 後日の 機會 に il り 

ます、 進んで 司法 權の 運用と 阀民 思想の 關係に 就き 

ましては、 更に 論じなければ ならぬ ものが あります 

司法大臣を 兼務せられ る 所の 原總 rln 大臣 ほ、 御 承知 

かほ 知り ませぬ が、 今日 司法 權の 運用に 就きまして 

は， 我が 國 民の rn1] に 於て 大なる 不平が あります (「太 


浦は どう だ. I と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 平生 司法 權の 運用 
に 參與 し、 夥多の 事 K に接觸 致して 居ります 所の 在 
野 法 W の 間に 於き ましては、 大なる 不平が あります 
此不 平は 從來 夥多の 機會に 於て、 夥多の 方法に 依つ 
て社會一般に公表されて的ります、又司決當局者に 
向つ て 注意を 促して 屛 ります、 然る 所が 今日に 至る 
まで •其 希轺の 一端を も實 現す る ことが 出来ない こ 
とほ 甚だ 造 憾の 至りで ある、 是は 抑々 何に 原因す る 
もので あるか、 司法制度の 罪で あるか、 司法 糊を 運 
用す る 所の 人の 罪で あるか、 或は 又 司法® の fcg らに 
ある 所の、 或る 勢力の 罪で あるかと； K ふことは 存じ 
ませぬ が •何れに 致しましても、 渦 去 現在 我 國の司 
法 tl が 其 運用を 誤つ て、 國 民の 怨府と なり (「過去 
に 於ても 誤つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 是が爲 t 國民 
思想に 向つ て惡影 響を 及ぼして 居る ことは、 看過す 
ベから ざる 所の 事 實で あります、 固ょり 歷 代の 司法 
當局濟 に 於き ましても 、此點 に 就て は 十分に 注意を 
致されて 居る に 相違ない、 又 十分なる 努力を 致され 
て 尻る に 相違 ありませ ぬ、 本員は 司法 當局 者に 對し 
て 敬意を 拂ふ が爲め に、 一應斯 の 如き 推測を 下して 
fgc きます， 併ながら です、 今日に 至る まで 其 努力 其 
苦心の 結果が 現れない と 云 ふこと ほ ■どう 云 ふやう 
な P であるか、 本員 ほ 常に 之を 疑うて 居る ので あり 
ます、 本員は 最も 無遠慮に 申します、 今日の 我國に 
司法® の獨立 あり や、 今日の 我國に 於て、 法律の 威 
信を 保つ ことが / ti 來る かと 云 ふこと に 付て は •本員 
に 取つ ては 犬なる 疑問であります C 「 大隈內 閣の當 
時に 於て」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 疑問を ば 例 證 致します 
る爲 めに、 幾多の 材料で も爱に 提供す る ことが 11; 來 

ますが、 左樣 なる 煩し い 事は 止めまして •唯々 最近 

現れた る 一つの 事例を 示して、 如何に 我 司法 部內に 

怪む ベ ■# 疑 ふべき 所の事情' か 伏在し C 居る と 云 ふこ 

とを 申 上げたい と 思 ふ、 他人の 名# を 重んずる が 爲 

めに、 ® く 名は 申しますまい、 或 地方に 於け る 所の 

或る 新聞であります、 此 新聞は 多年 官僚. - 1-. 義に 反抗 

し、 隨て 前內閣 成立 當 時ょり 瓦解に 至る まで， 極力 

之に 向つ て 反抗の 筆を揮つ て 居りました、 前 內閣も 

是には 餘程 痛みを 感じた ものと 見えまして ，聞く 所 

に 依れば、 或 人を 介して 或 事を ば 申込 ましめ たけれ 

ども、 遂に 成立た なかつ たかと 云 ふこと である •所 

が 昨年の 米騷 動の 際に 當 りまして、 新聞社の 爲めに 

は 不幸、 前內 閣の爲 めには 幸 ひ、 此當 時に 當り まし 


て 甚だ 未熟なる 所の 一 靑年 記者が、 一時の 感情に 激 
せられて •つい 策を 上らして >  一 に e かならざる 文 
句を 並べた 事が あります、 聞く 所に te れぱ 、是も 或 
方面よりの 廻し 者で あると 云 ふこと であるが、 其說 
の眞 否 It 本員の 知る 所で ほ ありませ ぬ、 何れに 致し 
ましても •一時の 感情に 激せ られた ので あつて、 決 
して 何等 惡意が あつた ことでは ありませ ぬ、 (「そん 
な 無責任な 事を 言 ふな j  r 新聞の 名を 言へ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 然るに 前 內閣ほ 茼 ちに 此の 事實を 捉 へて、 機 
乘ず べしと 思ぅて、 司法 權の發 動を 求め、 求めた と 
云 ふよりも 寧ろ 命じた のであります、 傍聽を 禁止し 
たる 所の 法廷に 於き まして、 檢事 は M 行 禁止 •機 W 
金 部の 沒收 を論吿 したと 云 ふこと である、 新 間 社に 
對 する 所の 發行 禁止 •是は 確に 新聞社に 對 する 所の 
死刑の 宣： $1 であります， 幾 十年傳 りました 所の 如何 
なる 大 新聞で も， 一區 裁判所 判事の 手に 依つ て、 死 
刑の 宣吿を 受けねば ならぬ と 云 ふこと が •今日 現行 
法の 規定で ある、 其 後に 現れた る 所の 幾多の 事 實， 
幾多の 壓 迫、 幾多の 變 51 に付き ま ' L ては 私 ほ 申 述べ 
ませぬ， 聞く 所に 依れば 原 司法大臣の 名に 依つ て、 
新聞社 長を ぱ 東京に 召喚し， 密議を 凝され たと 云 ふ 
こと も 承つ て 居ります が* 是も 申しますまい、 結局 
に 於て ほ、 是が爲 めに 新聞社の 內部は 全く 蹂醐せ ら 
れて ，今日 ほ 殆ど 見る 影 もない、 一種 同情すべき 姿 
となつ て 居る ことは in: 實 であります， 多年の 間全國 
に 向つ て 非常なる 勢力を 有ち、 新 問 界の 大王と 云は 
れて 居つ たもので も-一た び 官憲の K 迫に 會へば 、 
斯の 如き ものであります、 IT に此 事件に 關聯 して 起 
りました 所の >  他の 犯罪は どぅな つて 居る か、 白晝 
公然 名譽 ある 社長、 名譽 ある 紳士に 向つ て 暴行を 加 
へ、 身體 に生疵 を 負は した 所の 犯罪 人は、 執行 猶豫 
の 恩典を 受けて 居ります、 又 金 國に 跨つ て、 此 新聞 
社に 封して 盛んに 非賣 同盟を 皸 吹し •刑法 上より 見 
ますれば 一 種の 犯罪で あるか 知れ ませぬ、 營業 妨害 
罪を 構成して 居る かも 知れ ませぬ、 更に 新聞紙 法 第 
四十 幾條に 依つ て， 朝憲 紊亂を 尚と して、 法廷に 於 
きましても‘ 絕對 祕密を 守つ て 居りました 所の此 事 
實をぱ 、憶 面 もな く 言論 文章の 手段に 依つ て、 社會 
に 流布して 居る ので ある •是 等の 事に 付て、 司 決 官 
憲は 何を して 居る、 行政 官憲は 何を 爲して 居る かと 
云 ふと、 何等の 手段を 執らず して、 全く fl- 過して 居 
るので ある、 或は 裏面から 之を 煽動して 居つ たか 分 
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らな いのであります 、更にです、 昨年 0 米 1': 勅に 兄 
係を 致しました 所の 犯 ') r- \ 、是は i/] y< 部内 .: 一 h ハ 
若が、® 剖 主 蒸を 執るべし と 云 ふこと を 明 u 致し ま 
した、 其 結果と して、 或 者の 如きは、 十 年、 ぃ. 

二十 年と 云 ふ ® 刑に 處せ られ 居る のであります" ■'K 
騷励 の ? n A は 無論 ^ い. W である、 吾々 と 雄 も、 斯る 
事柄の 將來 現れ ざらん 事を 希望して 居ります、 併な 
がらです、 此犯 罪に 向つ ての 原 励 力を 與へ た ? f li 何 
苦で あるか、 言は ずして 前 内閣の 失政であります、 
春秋の 筆法を 以て 論ずるならば •前 內闐ほ 確に 此犯 
罪に 對 しては、 敎唆者 の 地位に 在る ものである 、然 
るに 彼等は 法律 k に 於て ほ 言 ふに 及ばず， 政治 上に 
於ても、 社 & 上に 於ても •何等の 制裁を 受けて 居ら 
ぬ、 然るに 111: 原 肿 力に 動かされて、 一時の 出來 心に 
依つ て輕卒 な 事を 致しました 所の 彼の 犯罪 人 等は 殆 
ど 死刑に 近き 所の 宣告を & ■けて 居ります、 以上の ¢11 
き 勃. 判を ぱ比較 致しまして、 果して 今日の 我阀に 公 
平なる 所の、 獨立な る 所の 司法 細の 運用 あり や i1? や 
本員が 之を 疑 ふの ほ、 決して 理凼の 無い 事で ありま 
せぬ、 或は 司法 獺の 輿に ほ、 或 勢力が 控へて pr るの 
で ほない か、 或る 影法師が 面を 被て、 自由自在に 糸 
を 蜜いて 居る のでない かと 云 ふこと を 疑 ひます、 0 
法 第五 十七 條には 何と® いて ある >  「司法 拙 ハ 天 
皇ノ 名- 1 於 テ 栽 判 所之ヲ 行フ」 上は 大 t« 院 より 下は 
一屙 裁判所に 至る まで、 彼等が 與 へる 所の 勤 判は • 
皆是れ 悉く 天皇の 御名に 依つ て 行は れる ので あり 
ます、 然るに 其耙判 に 間違が ある 其 裁判に 不公平な 
る 事が ある、 剩へ 憲法に 認められて 居 名所の、 司法 
權の獨 立 すら 維持す る ことが / .U 來な いに 至つ ては、 
國民の 不平 ほ 何れの sa に 向つて 進む ので あるか、 ®! 
民の 思想は 如何に 變化 する ものである か、 本員は W 
に 之れ を 題へ、 常に 之を 恐れて 居る 渚であります、 
之を 要するに 今日 司法 權の 運用に 付ぎ ましては、 我 
國 民の 間に 於き ましては、 大なる 疑、 大な る： 个平が 
あります、 司法 大 K を 兼務せられ る 所の 原苜 相 に 於 
きまして は、 是等 の點に 必ず 氣が付 いて 居られる に 
相違 ^' い、 若し 氣が讨 いて 居られるならば， 是に rnj 
つて 如何なる 救濟を 施さん とする か、 如何なる •'I'': 新 
を 加 へんと する ので あるか、 まさか 此阽に 放任して 
成 行に 任せて ia くと 云 ふが 如き 所の 御考は 、毛頭な 
いで あらぅ かと 思 ひます、 又此點 に付きまして は. 
政 友 ir の 諸君 も •徹 頭徹跑 本 W と •邦 感を M じくし 
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て 居らる、 に 相埯な い、 又 (T?) じくせられ ねぱ ならぬ 
所の 理山が あります、 今より 八 九 年 以前 第二 十六 1§ 
會に 於て， 陪漭 制度の it 識案な る ものが、 政 友 a の 
手よ 〇此 S& に提 川せられ、 大多數 を 以て 通過して 
居 〇 ます、 陪沲 制度と ほ 抑々 如何なる ものである か 
詰まり 司法 部の 根抵に 向つ て， 社會的 勢力を ば 注入 
する、 別言すれば 司法 部の 根抵に 向つ て •一大 革新 
を 加へ る •一大 革命を 加へ んと する のが 陪群 制度の 
趨 S- であ 〇 ます， 固よ 〇 今日歐 掘 巴 諸國に 行は れて 
居ります る 所の Fs ^ 制度、 之を •は 其 儘：：： 本に 輸入し 
て、 果して 今日 司法 部内の 缺陷を 補 ふこと が 出 來る 
や 否や 之に 付きまして は， 本員は 別に 說が あります 
併ながら 是は 今日 言 ふべき 場合で ほない、 孰れに 致 
しましても、 斯の 如き 大苯 新大革 命を 加 ふるに 非 ざ 

れぱ 今日の 我 司法 部内は 革新す る ことが 111 來な いと 

云 ふの が、 政 友會 多年の 主張であります、 然るに 此 

主張は 今 何處に 在り や •政 友會が 政 拙を 掏る こと 前 

後 三 回、 幾度 か 其 機 a- あるに 拘ら ず、 今日に 至る ま 

で、 其 主張の 一端を も實現 する ことが ! 1! 來な いで IX 

ないか •又 之に 向つ て 何等の 努力 致した る 形跡を 認 

める ことが 出 來な いで (3: ないか、 本 M it 政 友 會の爲 

めに惜 む (「何 C 質問 か」 と 呼 ふ 者 あり) 政 友 會の爲 

めに 惜む のなら ず、 E! に rfj 法權 の爲 め、 又國家 の爲 

めに 之を is むので あります、 併ながら 時代は 之を 許 

さない のであります (「質問では ない」 「簡眾 にやれ」 

と 呼 ふ 者 あり) 何とか 適 常なる ところの 方法を 講じ 

て (「要旨は 分つ た」 と 呼 ふ 港 あり) 此司法 部内の 弊 

害を 一洗す るに 非 ざれば、 司法 權の® 立 ほ 維持が 出 

來ませ ぬ， 國民思 想の 安定を 1®] る ことは / I', 來 ませぬ 

此激 に f-J きましても、 傾 首柑に 御 考があ るなら ば 承 

りたい のであります、 是等の 班を 申し 列ぶ れぱ限 り 

がご ざい ませぬ に 依つ て、 是で 止め ませぅ、 止め ま 

する が、 最後に 一言 致して K きたい きがあります* 

(「もつ とやれ」 と 呼 ふ 者 あり〕 先程 申しました るが 

如く， 國民思 想の 問題は， 今日 最も 寅 大なる 問題で 

あります 家 社會の 根抵に 觸れて 居る 所の 大 問題 

であります， 又此 問題は、 國 家社符 の 有らゆる 方面 

に關 係を 持つ て 居ります、 決して 政治 界許 りでは あ 

り ませぬ、 決して 經濟界 許りでは ありませ ぬ、 世上 

現はる、所の一切の茁 1? ,1切の狀態、悉く國民思 

想に 關係を 持つ て 居らぬ もの ほ ありませ ぬ、 それ 故 

に lit 問題の 解決 ほ， 決して 政府の みの M fc であると 
施政方針の , 01 問に 對する 原 總理大 riil の 答 辯 


ほ 申さぬ、 在 削 在野 社 0- 一般が 共 寅 任を 分たねば な 
らぬと 云 ふことは， 木 W と雖も 十分 辨へて 居ります 
併ながら です •國内 に 於け る 政治 狀態 及經濟 狀態ょ 
り 起る 所の 國设思 想の 影響に 付きまして は、 政： £ た 
る ものは. 最も ffi 大なる 貴 ' [.C ある ことを 悟らね ぱな 
らぬ 、それ故に 本員 {i 之を 質す るので あります， 願 
く ほ 本員が 述べた る 所の随 かなる 所の 事例には 囚は 
れず •政府 全般の rt 任に 屬する 所の 範圍に 於き まし 
て、 現内閣の 苜相た る •殊に 政 黨 2 閣と稱 せられる 
內閣‘ 其 内閣の 宵 ffl たる 原 敬 君 閣下の (笑 璲起 る〕 
明白なる 御意 見を 承りたい のであります (拍手 起る〕 
〇 議長 (大岡 育造 君) 原 總理 大臣。 
t 國務大 K 原 敬 君 登壇〕 

0 國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今の 齋藤君 の 御 質問に 御 答 
致します， 齋藤 君の 最初の 御 質問は、 危險思 想に 關 
して 取締の 如何を 御尋と 記憶 致します が、 危險 思想 
を収締 ると 云 ふ 事に 付きまして ほ 殆ど 問題で ある ま 
いと 私は 思ぅて 居る ので ある 何故と 申せば n 木の 國 
體に 依つて 日本の 興 論に 依つ て 有らゆる 點 ょ〇考 へ 
まして、 危險思 想を 取締る 事は 當然の 事であります 
故に 私は 是 等の 趣 & に 基いて 危險 思想は 十分に 取締 
をす る 積 〇 であります、 左樣に 御 諒承を 願 ひたい 又 
輸入す る 書類 等に 付ての yf であります が、 是 も當然 
の 譯で あります 収締 をす ると 言へ ば、 それ 等の 事に 
も及ぽ さなければ なり ませぬ、 尤も 是も 餘程愼 重に 
致し ませぬ ければ、 或は 其當を 失して、 差 ? C ない も 
のを 輸入を 止めた など、 と 云 ふこと に 於て は •國民 
に 甚だ 不利を W へます から、 斟酌 致さなければ なら 
ぬ、 愼 重に 調査 致さなければ ならぬ けれども、 左樣 
な 事 も 無論 収締ら ねばならぬ のであります.， 殊に 色 

々の 影 漣を ^ けて •今日は 思想の 變 遷 を 來さん とす 
るかの 5(1 く 見える のであります、 旁々 以て 此戕締 は 
等閑に 附せな い 積り であります から、 左樣御 諒承を 
願 ひます、 次は 御 下賜 金の 事の やぅで ありました が 

之を 當 議場に 於て 御 互に 論ずる ことは， 甚だ 私は 好 

まぬ のであります、 殊に 前 内閣の 事に 付て 云々 は、 

實は責 ft も 無い のであります、 併ながら 大體に 於て 

私 ほ 決して 齋藤君 の 言は る、 が 如く、 袞龍の 袖に 隱 

れ まして、 貴 任を ii る、 などと 云 ふ考は 毛頭 持つて 

居り ませぬ、 旣往に 於て は 左 樣な政 治 家が あつたか 

も 知れ ませぬ、 齋藤対 などは 御 承知 かも 知れ ませぬ 

(拍手 起る〕 私は 左様な 事 li 致し ませぬ、 故に 今回の 
財政 方針に 關する 村 松 tsl 1 郎の® 問 


御 下賜 金に 付きましても、 固ょ 〇國迆 を 以て辨 じて 
差茭な いのであります、 併ながら a 室に 於 かれ まし 
て •國民 一般の 幸福の 爲め 、所謂 公共 若く は 慈 ?? の 
爲めに 御 下賜 金 等の あると 云 ふ大御 心は、 國民 が實 
に 感謝す る 外 ii なから うと 思 ひます (拍手 起る) 何 
事に 付きましても —— 山陰 其 他の 災害の 事に 付ての 
御 話 も ありました が， 是も それ 〇 御 下賜 金は あり 
ますが、 併し 是も國 費を 以てして 宜いで はない かと 
云 ふ •議論 一方で 參 りますならば  >  國 費で 出来ぬ こ 
と it ない のであります、 無論 大部分は 地方 M 若く は 
國費で 突 辨 して 居る のであります、 併ながら 大御心 
が是 にも 注がれまして* 相 當なる 御 下賜 金の あると 
云 ふことは、 日本の 國體の 精華と 申しても 宜しい と 
思 ひます、 (拍手 起る〕 決して 吾々 は 一千 蓖圓の 御 
下賜 金を 仰いで， 仍て以 て此 高等 敎育 機關 を撋張 致 
さう なぞと 考へた のでは ありませ ぬ、 併し 難 有く も 
此事上 聞に 達して、 御 下賜 金' かあつた のであります 
るから >  是ほ 國民 と共に、 碭渥な る 思 召を Iti 有く 感 
謝しなければ ならぬ と 思 ひました から、 豫 * 内示 會 
又當 議場に 於ても， 之を 諸君に 御報齿 致した ので あ 
〇 ます、 左 樣御承 知を 願 ひます， 又 司法權 の 事に 付 
て 色々 御說が ありました が、 無論 司法 行政 其 他に 付 
きまして 改良すべき 點が あれば •少しも 改良を . -t. ら 
ぬ 積り であります、 世間に も 色々 翳 論が あると 云 ふ 
ことであります るから， 是も參 考に供 して、 相 當 な 
措置は 無論 執る 積り であります が •併ながら 如何に 
も 今日の 司法 濯が 亂雜な るが 如き 御 議論には、 敬服 
する ことは 出来ない、 殊に 裁判が 當を 得て 居る 居な 
いと 云 ふこと に 付て は， 裁判 獨 立の 今日に 於て、 是 
は 何とも 申し やう も ございませぬ、 當と 見る 人も不 
當と 見る 人 も ある •是が 爲め には 大群 院あ り、 控訴 
院あ〇 でございますが、 それでも 尙ほ} f 當なる 勁. 判 
なりと 云 ふことは、 是はど う も 見る 人の 見る 所で あ 
ります、 決して 裁判所は 左樣な 不當な る 事を 致して 
居る とは 信じ ませぬ、 併し 是は 行政 ffi の發 励に 依つ 
て どうか 出来る ことでありますなら ば、 其 等の 改良 
を 致す ことを 少しも _躇 せぬ のであります、 それ か 
ら 唯今 新聞社に 付て 云々、 或は 其 社長を 喚んで 云々 
と 云 ふ 事であります が、 其 新聞社の 起訴を 爲し たと 
云 ふこと ほ、 無論 現内閣では ありませ ぬ •併ながら 
現内閣の 組織 間もなく 裁判の 宣吿ほ あつたので あり 
ます、 之に 先 だち まして、 此新聞 社が 將來 執る 所の 


方針を 公表 致して 居りました* 併し 唯々 紙上で 其 公 
表を 見た のみでは 如何 かと 思 ひました から、 國 家の 
貴 It を 執つ て 居る 私共と 致しまして、 親しく 其 社長 
ょり 責任 ある 言葉を ！ li きたいと 思 ひまして、 上京を 
命じて 承つ たのであります 、無論 之に 付て 相談を 致 
したので も 何でも ありませ ぬ、 彼の 住 意の 陳述を m 
つたと 云 ふこと ほ 事 K であります、 又斯く 致す こと 
は、 何等 差 支ない 事で ある >  彼の 意見を 赔 くと：. ムふ 
ことほ*國家企體ょり考へまして適當なること、私 
は 思うて、 之を 承つ たに 過ぎない、 是は色 々の 事實 
が 世間に 傅つ て 居る か 知れ ませぬ から、 序ながら 此 
事を 申 上げて S きます、 而 して 此新間 は •どうな つ 
た 斯うな つたと 云 ふ 御 話で ございます が、 之に 付て 
は 私は 今日 玆に 責任の 無い 言葉を 以て、 彼此 答 辯す 
る 必要は 無い と 思 ひます、 大體是 にて 齋藤 君の 御 質 
問には 答 辯し杩 たと 思 ひます， 尙ほ 遺漏が あれば m 
ねて …… 

〔拍手 起る j 

〇 議長 c 大岡 育造 so 村松恒 一郎 君。 

〔村 松 恒一 郎君 登壻 j 
r 拍手 起る〕 

0 村 松 恒一郞 君 今日 (3: 質 間の 通吿者 も多數 にある 
のであります るから-私は 故ら に 辯を 好む が爲 めに 
登壇を 致した のでは ない のであります、 唯々 二 三の 
重要な 問題に 付きまして、 政府の 御意 見を 伺つ て， 
其 御意 見の 次第に 依つ ては、 何等かの 提案を する 場 
合 もない とも 限らない のであります るから、 極めて 
簡單に 御 導を 致します るが、 御 答は 成べ く 明白に 願 
ひたいので あります、 第一に 御尋 致したい のは 行政 
及 財政の 整理、 特に 税制の 整理と 云 ふこと に 付て、 
政府の 御意 見を 伺 ひたいと 思 ふ、 凡そ 是れ 等の 問題 
は 政界 多年の 懸案で ありました が， 今日まで 何れの 
內閣も 徹底的に 之を 決行した ものは 無い ので ありま 
す、 で それは 內閣の 形式、 組織が 不完全で あるから 
今までの 內閣 では それ ほ 出来な かつた、 今回 li 幸に 
純然たる 政 黨內閣 が /) i 来たので あります から、 此機 
锊 に 於き まして >  此 行政 及 財政の 整理、 特に 此税制 
の 整理と 云 ふ 事を 行 IX れて .さう して此 天下の 人心 
を 新に せらる V と 云 ふ 事は'  必ず 御考の ある 事で あ 
らうと 本員は 信ずる のであります るが •今日 此 行政 
の 整理と 云 ふこと に付きましても、 旣往に 於て は 主 
として 政 費の 節約と 云 ふこと が •主 腿で あつた やう 
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財政 方針に 關する 村 松 Ifn 一部 の In 問 I 
であります る けれども， 今や 此時 勢の 進 運に 伴つ て 
必す しも 政 S の 節約を 主眼と する のみでは なから う 
と 無論 思 ほれます、 隨て必 要なる 官衙 の％ 設 、或 13: 
茂 を 進めて 局と 揉す と 云 ふやうな こと も必耍 であら 
うと 思 ふ、 現に 本年 K の 稗 ^ の屮 にも， 二三 左 探な 
3f も 現れて 居る のであります るが、 同時に 時勢の 變 
化に 依つ て •從 來存 して ある 所の 官衙 を廢合 すると 
1K ふこと も、 亦 出來得 る iji であらう と 思 ふ、 又 人員 
の 上から 申しましても， 從來 官僚政治 家 ほ、 所謂 形 
式 政治を 行 ひ、 隨て繁 文 ^ 禮の 結果、 人の 爲に 人を 
要する と 2 ふやうな 事から して •多くの 冗員を 耍し 
隨て琪 務の 進行を 却て 妨げる と 云 ふやうな 今までの 
狀鸱で あるので す、 若しも 適材を 適 處に la いて、 ffl 

當なる 待遇を 與 へて、 さう して 事務の 進行を！ 一り ま 

すれば •恐く ほ 今日の 人員の 三分の 一を 減じても、 

まだ 今日ょりは。 

〔議長 大岡 育浩 君 議長 席を 退き 副議長 濱田國 松 

君 著 席〕 

〇 村松恒 一郎 君ょり 以上に 事務の 進行を 阃る こと 

も 出 來るで あらう と 思 ふので ある、 それに 付き まし 

ては、 彼の 文官 任用 令、 此任用 令の 改正の 如きは 最 

早 問題では ない、 现内開 に必す 近き 將來 に 1? 行され 

る ことを •吾々 は 確く 信じて 居る のであります るが 

此任用 令の 改正の® 行， 同時に 此 行政の 整理を 行 ふ 

と 云 ふこと になつ たなら ば、 確に此 E 的を 達する で 

あらう と 思 ふ、 此 ill: ほ 今の 內閣の 最も 行 ひ 易い 事柄 

であると 信じます るが、 果して 其 御考が あるか 否や 

又 財政の 整理、 此時局 發生 以来、 非常に 我が 財政は 

膨脹を 致して /,';- ります ると 同時に 此 時局の 終結を 吿 

げた 以上に ほ、 又大に 之を 整理し なければ ならぬ、 

是は 勿論 問題で ほない、 此姐は 强て御 導を する 必要 

はない のであります るが， 特に此 税制の 整理 •今日 

我 國の租 稅の如 く、 種類の 多い、 税目の 多い 處ほ、 

恐らく 世界に たんと あるまい と 思 ふ、 其屮 には 隨分 

煩 維なる 税 E も澤山 あるので •徵收 する 方 も 不便で 

あり、， 徴收 される 方 も 不便で あると 云 ふ 租税 も、 幾 

らも 街る のであります、 斯の如 きものを 整理して、 

成るべく 負 ® の 公平なる 主なる 銳目に 之を 合せる と 

云 ふ 事は、 是は础 に 必要な 事で あらう と 思 ふ •又 現 

在所 得 税の 如きは、 法人所得と 鸺 人 所得との 間に權 

衡の取 れな い 5S に M 人の赞 業者が 形式を 法人に 藉り 

て、 さう して脫 脫 を 謀る と 云 ふやうな 事實は 現在 あ 


るので ある、 さう して 中流 以下の 者 (3; 税吏の 目に 入 
り 易い ので あるから 自ら 苛斂 誅 求に 陷ち ，中流 以上 
の者に在つてほ、容易に調べが著かないと云ふ爲め 
に、 常に 多くの 脫税 を爲 して 居る、 况や其 形式を 法 
人に 藉 りて、 脫税を 謀る と 云 ふやうな 今日の 有 樣で 
ある •即ち 下に 酷に して 上に ] g なりと 云 ふが 如き 税 
法 ほ、 確に 是 は 改めなければ ならぬ もので あらう と 
思 ふ、 若し 之を 正しく 改めましたなら ば. 收 入の 上 
に 於ても、 確に 私 ほ % 加す るで あらう と 思 ふ、 さう 
して 一面に 於き ましても、 現在 免除の 制限は 五 百 [1 
以下と 云 ふこと になつて 居ります るが、 當時其 法律- 
の  制定せられ た 當時と 今日とは、  總て  LI'h  經濟界 の  有 
樣 も一變 致して 居る、 當 時の 五 百圓と 今日の 千 圆と 
相對 する 位の ものである •或はより 以上と 思 ふ 位で 
あります から、 此 免除の 制限の 如き も、 千 圓以 下は 
之を 免除す ると 云 ふ 位な ことは 致しても 宜から うと 
吾々 は考へ るので あります が、 是 等に 付ての 政府の 
御考ほ 如何で ありませ うか、 參 考の爲 めに 之を 一つ 
伺つ て ® きたいと 思 ふので あります、 それから 次に 
は 物價 調節の 問題であります が、 是は 昨日 以来 兩院 
に 於き まして、 段々 政府の 御說 明が ありまして •大 
體私共 之を 承知 致した のであります が、 唯々 今日 ま 
で 吾々 の 伺つ た 所では、 目前の 應急 策に 付て は" 多 
少御計 書を 洩 された のであります けれども、 將來に 
苴つた 根本 政策の 上に 付て ほ、 餘り 十分に 伺 ふこと 
の 出来ない のは、 甚だ 遺憾と する 所であります、 是 
は 私 昨年 物價 調節の 建 a を 提出 致しました 關係 上、 
尙ほ 進んで、 少しく 御意 見を 伺つ て 置きたい と 思 ふ 
のであります、 それは 何故で あるかと 申します れぱ 

今日まで 外面に 現れた 所 >  並に 政府の 御說を 伺つ た 

所でほ、昨年此議場を滿場一致を以て通過致した所 

の、 物 僧 調節の 建議案の 趣意には、 まだ 少し 遠くは 

あるまい かと 云 ふ 感じを 持つ て 居る のであります、 

之に 就て 少しく 伺 ひたいと 思 ふので あります、 それ 

で 昨年の 此議 場を 通過 致しました 調節 建議案なる も 

のは、 應急 策と 根本 策と、 二つに なつて 居る ので あ 

ります •參 考の爲 めに 極く 短い ものであります から 

朗讚を 致して 見ます が 「物 價の 暴騰 暴落を 防き て 常 

に 其 平準を 保ち 國民 生活の 基礎を 安定す るは 爲 政の 

要訣な り 然るに 近時 物價の 暴騰 益々 激しく 國 民の 生 

活に 苦痛を 感せ しめ 且つ 牛： 產 工業の 某： 礎を 危く する 

に 至る 政府は 宜しく 各般の 事情を 斟酌し e 出品の 制 


限若ほ禁止海陸運鲩力0设活、關段及 51 貨等の按拂 
を阖 りて 之 か 調節を 行 ひ 更に 將來に 渉りて 物： ii-i o 平 
準を 保つ に 必要なる 政策を 定め 速に 之を 15 行す へし 
」 是 が 建議の 全文であります か •之に 付きまして は 
前 2 閣に 於ても ffl 當に考 慰 を！； され， 相當に 努力を 
致された やうであります けれども* 不幸に して、 ま 
だ 十分の 滿足な る 結果を 杩な かつた のであります、 
然るに 現 內閣に 相 成りまして， 山 本 農相は 又 迸 夜® 
食を 忘れて、 此事 に御盡 力に 相 成つ て 居る ことは、 
昨日 來 伺つた ので も 明かに 分つて 居る のであります 
が， 唯々 其 御 答の 樣子で 見ます ると， 今日の «: 食龆 
の 不足に 付て、 外米の 輸入と 云 ふこと を 計 ai して 居 
ると 云 ふ •唯々 それだけの 事の やうに あるので あり 
ます けれども 、唯今 朗賴 致しました 通り I 此吾々 の 
建議の 趣意は， 唯々 目前の 應急 策では ない、 將來 .に 
亘 つての 根本 策を 立て、 戴きたい と 一 K ふこと が、 旣 
に前內 閣に對 しても 建 _ を 致した 次第で ある， 此建 
議ほ 昨年の 委員 會に 於き まして、 政 友 會 、憲政 會、 
國民黨 ，の 三 派の 建 ii の 趣意を 折衷して 作つ た 所の 
ものでありまして、 其當時 小委 員會を 設けまして、 
随田千 之 肋 君、 降 旗 元 太 郎君、 不肯 私の 三人が 委員 
となりまして、 作成した 所の 案であります が、 此中 
骨子は， 實は 主に 政 友會の 案を 採つ たのであります 
就中 輸出品の 制 版、 若は 禁止、 海陸 蓮輸 力の 敏活‘ 
關税及 通貨 等の 按排を 阏ると 云 ふ， 此具體 的の 文字 
ほ >  政 友會の 案を 其 儘 採つ たもので あります、 其 政 
友會 は餘程 此物價 調節に 重きを 置かれた と 云 ふこと 
は、 其 常時の 提出者の 御顏觸 を 見ましても、 元 田 _ 
君、 岡 崎邦輔 君、 床 次 竹 二 郎君、 野 田 卯 太 郎君、 中 
橋德五 郎君、 詰まり 政 友 會の錚 々たる 領袖 諾君 が、 
提出者 ■に 御成り になつ て 居る ことを 見ましても •餘 
程 重きを 置かれて 居る， 又政艾 會の 四十 議會 の報吿 
書を 見ましても ，餘 程 m きを 置いて 此事を 御 書きに 
なつて 居る やうな 次第であります から、 政友會 とし 
ては 是 等の 事に 付て、 必ずや 十分の 御成 案が ある こ 
とで あらう と 私 ほ 信す るので あります、 就きまして 
は、 山 本 農相 ほ此 提出者の 中に 加は つては 居り ませ 
ぬが、 詰まり 同じ 政 友會の 山 本 農相 ほ、 必ずや ll't 輸 
出品の 制限、 若く は 禁止、 海陸 運 © 力の 敏活、 關税 
及 通貨 等の 按排を H ると S ふこと に fj ては •それ そ 
れ具體 的の 御成 案が あらう と 本員は 信す るので あり 
ます、 是等に 就きましては、 今日まで 御述 になつ た 
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所よりは、 もう 少し詳 jin に® s ii を ;- j ふこと が 出 1£ 
るなら ば •吾々 は 甚だ 滿 足を 致します 次第で あ 〇 ま 
す、 例へ ば關税 及 通貨の 按排 I 此按抹 と 云 ふこと 
は>  1K どう 云 ふ 意味で あるか、 昨年 委貝倉 の 時分 
にも & 間が 出ました が、 常時 政 友 ^ を (<: 表して ^ 叫 
された 堀 切 誇 兵 衞君は 、此 按排は liil ち 按排で あると 
云 ふやうな 御 答で、 明瞭な 御 答が 無かつた ので あり 
ます、 唯々 關税の 按排を どうす るの かと 言へ ば、 恐 
らく 矢張褊 入稅輕 減の 意味で あらう と 思 ふ、 米 *? 粒 
入税に付ての事は、昨冬に勅令で御發しになつたの 
であります が， 例へ ぱ其 外に雜 餃の糙 入税の 免除と 
か 云 ふやうな ことは-確に 是は 必耍な 事で あら 5 と 
思 ふので あります が、 是に付 ては 政府は どう 云 ふ 御 
計畫を 爲 さつて 御 在になる のであります か、 それを 
伺 ひたい、 又 此 通貨の 按排 I 此通貨 の 按排と：： ムふ 
ことは、 是はど 6 云 ふ 意味の ? J1: であ 〇 ませう か、 iis 
貨の收 縮と 云 ふこと に fj- て iT 阼日大 P ■大 I;': は 是は 
出来ない と 沄 ふこと に 御 否認 爲さ つたので あるが、 
此政 友 ir 案の 所謂：： 一 貨の 按排と 云 ふこと に付き まし 
て、 御說明 を 一つ 願 ひたいと 思 ふので あります、 尙 
ほ 伺つて 置きたい のは、 米價の 調節と 云 ふこと も 無 
論是は 大切な 事で， 吾々 も 希 璉 する 所であります が 
若し wi に 米 似の みの 價格 を c;l 下げた としましたなら 
ば  >  1 面に 於て は 又 農家 ほ 非常に W 雛を 感ずる y£ ら 
う、 何とな れぱ 、今日日 用必耑 ： ： |1;| ほ 總 C 非常な 高 似 
に 上つて 居る のに、 他の物 品は 下落せ ず、 獨〇 米 ft? 
が 下落した と 云 ふこと になれば、 是は又 農村の 非常 
なる 打 P に 相 成る であらう と 思 ひます から， 吾々 の 
箱 望す る 所は、 單 に米價 のみならず、 總て 一般の 物 
價の低 落と 云 ふこと が‘ 吾々 の 最も 希 ^ する 所で あ 
るので あります、 之に 付きまして 昨日 高 橋贼相 は、 
S- 然に 放任して 置けば、 旣に 下落の 徴 S を 現して 居 
るから、 必ず 近 ■§• 將來に 下落す ると 云 ふ" ? J1 話で あり 
ましたが、 成 辟. 時局 關係の 品物、 例へ ば 鐵で あると 
か、 染料 e あると か、 藥品で あると か 云 ふ 物は、 幾 
分 下落した のであります が、 現に 十二月の 日本銀行 
の 調査に 依ります ると、 米で あると か、 小麥で ある 
とか、 大麥 であると か、 麥粉 であると か 云 ふ主耍 食 
糧品 は、 非常に si 貴して 居る と 云 ふこと であります 
其 他日 用品の 必耍な る 物は、 大分 まだ 騰 设 して 居る 
と云ふことであります、鼠に時局に關係の物が规分 
下落した に過ぎない、 是は茲 だ 國 民の 不安を 感ずる 
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所であります から、 lit 一般の 物 fa の 調節と 云 ふこと 
に付きましても* もう 少し 御 親切なる 御說明 を 得た 
いと 思 ふので あります 、又 ! KF 來に A る 所の 根本 政策 
詰まり 物 ft'? 調節の 根本 政策 是が ® は 建議の 主にな つ 
て 居る、 物 ® の 暴 瞬 暴落を 防ぎて、 常に 其 平準を 保ち 
阀 K 生活の 堪礎を 安定す る ほ、 爲政の 要訣な りと 云 
ふの が W 頭に ある、 其 終りには、 更に 將來に 渉りて 物 
惘の 平準を 保つ に 必要なる 政策を 定め、 速に 之を 實 
行すべし —— 此 將來の 物 僧の 平準を 保つ と 云 ふ 事に 
付て は、 どう 云 ふ 御 計 i!£ が あるので あるか、 之を 伺 
ひたいと 思 ふので あります、 又 貪 Is 、 單 に食糰 問題と 
致しまして ±5® 府は 自給 主義を 御 執りになる ので あ 
るか 否やと 言 ふ 事を 伺つ て a きたいので ある 今日 ま 
で 政府の 御意 見を 伺 ひます ると， 現在 三百 斑 石 以上 

の 不足に 付て は、 外米の 輸入を 以て 補塡 して價 格の 

調節を 致す と 云 ふ御說 明であります るが、 此事 たる 

若し 是が滿 足に 行 ! 3: れる時 は 誠に 結 鼎で ある •か、 外 

國の 食料を あてと 致して、 さう して 現在 今日の 如く 

世 界の總 てが 食料の 缺乏 を拽 して 居る と S ふ 場合、 

即ち 一時は 閛貢 にしましても、 柴棍 にしましても • 

東京に しましても •皆な 轍 出 禁止を 致して 居つ たと 

云 ふやうな 有 樣で 、若し 將來 も外阈 の 輸入 米を 賴み 

まする と 云 ふ 事で あれば、 平和の 時代に 於ても、 非 

常なる 不利益を 受ける ことがあらう、 即ち K- 外國の 

農作 地が 凶荒で あると か、 或は 其の 他の 理由に 依つ 

て 輸出 蔡化 をす ると 云 ふ 時に if 非常なる 困雖 を r« 

ずるので あります るから、 出來得 ベ くん ば、 食® は 

自給 主義に ffi ると 云 ふこと でなければ ならない、 で 

無論 此食 の 省 破を！！ ると 云 ふこと に 付て、 或は 未 

開 地を 開拓す ると か、 或は 米の 種類を 改良す ると 云 

ふやうな こと も 必要で も ありませ うが、 其以 ヒ不 足 

の碭 合には， 外米に 依る と 云 ふこと と、 絕對に 自給 

主 a に f/c ると 云 ふこと では、 其 施設 經營の 上に 非常 

なる 相違が あらう と 思 ふ、 で 是等に 付て 政府は 如何 

なる 御 考を御 持に なつて 居る のであります るか、 最 

近 政府 (i 地方に 多くの 人を 出して、 食 糊 咐殖 のこと 

に 付て、 色々 御調 杏を 爲さつ て 居る やうであります 

が、 其 御 方針は 即ち lit 自給 主 a の e めに、 其 自給 主 

義を 確立す る £2 めに 調査を なさる ので あるか、 唯々 

K に 貧-； 一の 出 來るだ けの 佾 加を閊 ると 云 ふ 趣意で、 

御調 布 •を 爲 さつて K るので あるか， 是等が 餘 程將來 

の 施設 一一资 に 異なる 所が あらう と 思 ひます から、 そ 


れに 付ても 少しく 御意 見を 伺 ひたいと 思 ひます、 要 
する に此 現在の 米 僧は 容易に 未だ 下落の 樣子が 見え 
ない 殊に 全® の 米穀収 引 所 聯合 0- の 意見 霄を 見ても 
彼の 外米の 代用の 如き もの 許りでは いけない と 云 ふ 
意味を ずつ と 書いて 居りまして、 さう して 「政府は 
外米 代用 制度の 實施 と共に 外 國米及 雜穀の 輸入 獎勵 
酒造 制限 其 他 消费の 調節 代用食の 勵行雜 穀の輸 出 制 
限 等 必要なる 根本 政策を 樹立し 之が 決行に 努めら る 
べきは 信じて 疑は ざる 所な り 若し 夫是 等の 根本 政策 
を 閑却し® り外阈 米 代用の 制限に 多大の 期 侍を 囑せ 
ら る、 が 如き こと あらん か 食 ffl 問題 就中 米價 調節の 
ことに 付て は 却て 意外の 結果を 生ずる の惧 なきを 保 
せず」 斯う 云 ふやうな 意見書を 出して 居ります、 是 
も大體 に 於て 私 ほ 同感であります、 是 等の 意見に 付 
ては、 政府は どう 云 ふ考を 御 持ちに なつて 居る ので 
あるか、 是も併 せて 伺 ひたいと 思 ひます、 其 御意 見 
を 伺 ひました 結果に 依りまして、 或は 吾々 は 何等か 
の 提案を 致す 場合 も あるか も 知れ ませぬ ので、 成た 
けどう か 御 懇切な 御說 明を 願 ひたいと 思 ふ。 

〔拍手す る 者 あり〕 

〔副議長 谫田國 松 君 誘 長 席を 退き 誘 長大 岡 育造 
君 著 席〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 高 橋大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男 K 高 橋是淸 君 登壇〕 

OS 務大臣 (男 S 高 橋 赴 淸爵〕 唯今 村 松 君ょり 御 質 
疑が ありまして、 其 中 税制 整理 財政 整理と 云 ふやう 
な ことで 萬ら 此所得 税の 事に 就て 御意 見が ありまし 
た、 誠に 貴重な 參考の 材料な りと して、 記憶に 存す 
る 積り であります、 常に 當 局に 於き ましても •税法 
の 改正と か、 或は 徴税の 手續 とか 云 ふこと に 付て は 

成べ く 迷惑の 掛らな いやう に、 簡便になる やうに と 

云 ふことは、 研究は 常に 怠らないで 居る ので、 それ 

故に 御述 になつ た 事柄は、 參考 として 確に 記憶に 存 

します、 又 此物價 調節の 事に 付きまして は、 此建諉 

案の 言葉の 意味 等に 付て、 どう 云 ふ 意味で あるかと 

云 ふ 御 尋ねが ありました が、 是は付 松 君は、 此建議 

案の 提出者の 一人と 云 ふこと を 御述 になり ました か 

ら 、此 建議案の 意味を、 政府に 向つ て說 明せ ょと 云 

ふ 御 趣意では ないだら うと 考へ る、 此建 議案に 就て 

政府は 如何に 考へて 居る かと 云 ふ 御 趣意と 考へ る、 

此建議 は 物價の 暴騰 暴落を 防ぐ と 云 ふこと が 胃 頭に 

ある、 物俏の 暴騰 暴落を 防いで 常に 其 平準を 保ち 國 


民 生活の 基礎を 安定す るは 爲政の 要訣な り、 是は先 
づ此戰 爭の 間に 於て、 如何にも 總ての 物品の 價が騰 
貴して PT る •さう 云 ふ 場合に 於て、 斯う 云 ふ 必要を 
感ぜられて 建議を された ので ありませ う、 此戰爭 の 
經驗に 依りまして、 多くの 物が 生產 高を 制限され、 
或は 其價を 限定せられ たと ic ふ 例 if 歐 米に 多い の 
てあります、 是は 即ち 時局の 爲 めに，® 人の 利益は 
國 家の 爲めに 犧牲 にす ると 云 ふこと からして、 國の 
力を 以 つて 行つ たこと である、 其 經驗の 後、 今日で 
も骰爭 が濟ん でも、 或 物は 矢張り 國 が經營 した 方が 
都合が 好い と 云 ふやうな 說を 、盛んに 述ぶる 者 も あ 
るので ある、 併し 多くは 矢 張戰爭 が 濟めぱ •戰爭 前 
の 如く、 各人の 營業 •各人の 自由の 競 爭に委 すが 宜 
いと 云 ふ說が 、矢 張 多い のであります、 凡そ 物 惯の 
峩騰暴 落と 云 ふことは、 人智が 進んで 發明が 著しく 
なる に從つ て •防ぐべからざる 事で あるので ある、 
或 時には 急激に 来る 場合 も あるので す •機械の 新發 
明、 或は 化學其 他の 方法の 新發 明と 云 ふやうな もの 
がありまして. 從來の 機械 •從來 の 方法で 造つ て 居 
るよりは、 著しく 安く 出来る とか 云 ふやうな ことが 
往々 あるので あります •寧ろ 平時に 於ての 發 明の 進 
步ほ ，實 物を 安くす る 方であります が、 又 一面に 於 
ては， 富の拊 進と 共に 人の 欲望 も咐 して， 或 時は！ 
時に 或 特殊の 物品に 向つて 需要が 盛んにな つて、 一 
時 非常な 騰貴を すると 云ふ變 動が 間々 ある、 併し 爰 
にあります の (S 生活 上 必要品に 付て、 成るべく 暴騰 
暴落の 無い と 云 ふ 希望から 成立つ た 建議案と 思 ほれ 
ます •例へ ば 我國に 於き ましても、® は 政府の 專賣 
になつて 居ります、 官營と 云つても 宜しい、 此隞爭 
中 他の物 價ほ 非常に 暴騰した にも 拘ら す、 鹽の 如き 
或は 政府の 經營に 係る 所の 煙草の 如きは、 割合に 他 
の 物と 同じ やうに 高くなら ない、 s の 如きは 殆ど 昨 
年は 其 天候の 爲め不 足を 生じた、 種々 の 苦情は あり 
ました けれども、 ffii に 於て は 他の物 品の 如き！！ 動は 
しない、 斯う 云 ふ點に 於て 官營が 良い と 云 ふやうな 
說は 、歐羅 巴の此 戰爭 の實驗 に 依つて、 段々 國營を 
した 經驗 上から して、 さう 云 ふ 論を 立てる もの も あ 
るので あります、 併し 矢張り M 人の 自由に 委す が宜 
いと 云 ふ說が 多い やうであります、 それから 此 通貨 
の 按排と か 云 ふやうな 事に 付て、 どう 云ふ考 を 持つ 
て 居る かと 云 ふ御尋 であつ たやう であります、 通貨 
の 按排と 云 ふ 事が 物 (a に關 して 申します ると 例へ ぱ 


銀行の 贷 付の 方針と して、 若し 放漫に 流 るれ ぱ危險 
な 仕事 も 起る、 投機の 風を 促す と 云 ふやうな 譯で、 
それが 問 接に 乂物價 に： 个必裝 な 影響を及ぼす、 さう 
云 ふ 事は 愼まな ければ ならぬ、 戒めなければ ならぬ 
是ほ或 場合に 於て 2 r 國 として 餘 りに 其國に 通貨が 
即ち K 本が 多くて 資本が 安くな つて、 資本を 粗末に 
使 ふと 云 ふやうな 傾向の ある 時には-證券を 發行し 
て 其 遊んで 居る 資金を 市場から 吸收 し、 以て 資本の 
濫費することを豫め防ぐと云ふやうなことほ、從來 
獨逸 あたりで ほ 熾ん に實 行して 居つ た 方法で ありま 
す、 通貨が さう 云 ふ點に 於て、 物 價と關 係が 無い と 
云ふ譯 では ありませ ぬ、 通貨 按排と 云 ふことの 御 不 
群で ありました が、 其 意味は 蓋し 此に 在らう と 思 ひ 
ます、 果して さう であり ますれば* 現 政府は 矢 張 市 
場の 金融を 調節す る 上に 於て ほ、 十分 意を 用ゐて • 
資本の 濫費され ぬ やうに 汗' 意 致す のであります， そ 
れか ら此 物價の 根本 政策に 付て 御尋で ありました が 
是れは 御 演說の 前後を よく 考へ ますと、 主に 米の こ 
との やうに 承りました， 矢 張 米の ことであります か 
(村 松 恒一郞 君 f ほい」 と 呼 ふ〕 此 米の 事に 付き ま 
しては、 昨日 も 農 商務 大臣から 縷 々政府の 所見を 述 
ベら れま したが、 此 自給 主義を 執る とか-或 ほ 輸出 
の 制限 主義を 執る とか 云 ふこと に 付ての 問題は、 私 
より 農 商務 大臣から 御 答した 方が 御 滿足だ らうと 考 

へます、 是で 私は . 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登壇 j 
〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 私の 立場より して、 御 質 
問に 對 しまして 御 答申し ますこと ほ* 物 僧 調節と 申 
します るよりも、 寧ろ 米價 に關 係の ございま する こ 
とであります、 故に 其 事に 付て、 御 答 致して 置いた 
ことで ございます、 而 して 米 僧の 上に 付て、 永久 的 
或は 今日に 應ずる 一時的. 斯う 云 ふこと で ございま 
すが、 今日は 如何にも 米が 不足で ございまして、 且 
つ 高い ので ごさいます 故に 外 國 より 輸入を 仰 <• と 
いふ ことほ 勿論の ことで ございまして、 それに 付き 
ましても、 色々 苦心の 狀態を 申 述べて 置いた 次第で 
ございま T •併し 外國 より 唯々 輸入す る ことを 以て 
專 一とす るかと 中し まする と* それ も 固より 心配し 
なければ ならぬ が •又 内に 於ても 大に 自制し •又 政 
府の爲 し 得る だけの ことは、 此 米の 不足を 補 ふこと 
の途を 取らなければ ならぬ と； K ふ考を 持つ て 居り ま 
す、 隨 ひまして 此 近き 間に 於て、 米 及 麥の關 税撤陂 
九 三 九 


財政 方針の r/ 問に 對する 高 橋 大藏大 E、 山 本 農 商務 大： £ の 答 辯 
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施政 外交 方針に r み 丁ろ IJH 木 照 及の K 問 I 
の 事 ほ， 車 後 承諾を 求める と 云 ふこと になつ て /?} り 
ます， それと 同時に 又雄孩 ，大麥 、小麥 ，粟 其 他に 
付ての 雄穀 等が， 此際に 於て (5; 關税 を撤傻 して •外 
國 より 成るべく： 這 入つ て、 さう して 米の： 个 足を 直接 
間接に 補つ て 行く と 云 ふこと をしたい もので & ると 
思うて、 是も 諸君に _熒 を 仰ぎたい と 云 ふ 心得で 
あります、 それから 又 全 gs の 自給に 付きまして、 根 
本に付きまして |3; 、何しろ我國は人口が著しく％し 
て參 りまして， 今日 年々 七十 萬 有 餘の 人口が 殖える 
のであります、 是に伴 ふだけ の考ほ 、開 18 事業、 食 
糨品の供給を阖ることに付ては，御互に努めなけれ 
ぼなら ぬので ございます、 それ故に 此度 此開懇 事業 
は 1 我國に 於き ましては 、未開 is 地が 約 二百 ;® 町 

歩 程 あるので ごさいます、 故に 此屮で 成べ く 開墾の 

便利の 法を 設けまして、 さう して 開 ■事業を 盛んに 

したいと 云 ふ 心 煜で ございます、 是も 諸君の 御 同意 

を 得て、 國庫 より 補助を 致し， さう して 開 ii 事業を 

獎勵 致して 行きたい と 心得で ございます、 斯 •< して 

參 りまして、 官民 共に 相 努めて 參 りましたなら ば、 

十數 年の 間には、 ffl 當なる 未開 is 地より、 米 及 食糧 

品と なるべき 物が 裕かに 出來て • 向 給の 途を 立てる 

ことは* 餘り 六ヶ趿 くない こと、 思うて 居ります、 

是も 近日 御 協 質を 仰ぐ ことに 致します ので ございま 

す、 其 仙が 商務省と しては、 食 &' 品の 自給を 圖るこ 

とに 付きまして は、 色々 耕地整理を 改良す ことに 付 

きまして、 或は 畜產 を獎® する ことに 於き まして、 

色々 諸君に 向つ て 御 賛成を 願 ひたいと 思 ふて 居る 次 

第で ございます から、 其 場合に 於き まして、 尙ほ說 

明を 申 上げる こと、 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 f 大岡 育造 君) 正木 照藏 君。 

〔正木 照藏君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 正木 照 M 君主と して 交通の 事に 付きまして， 四 

五 點 政府の 所見を 伺 ひたい 事が ございます、 時間 も 

切迫して 居ます ので ございます から， 成べ く簡單 に 

述べる 積り て ございます、 御 承知の 通り •交戰 狀態 

も 事 ® 上旣に 終 m 致しました 形に なりました に付き 

ましては、 職 爭の爲 めに 極めて 必要と 致して 居り ま 

す 船舶の 必要に 付て •大分 緩みが 生じて 參つて 居り 

ます、 旣 に我國 より 米國 に對 して 貸匮き ました 所の 

十五 萬 噸の船 も、 先方から 返して 參 ると 云 ふこと に 


なつて 居る やうに も 承つ て 居る、 又 最近の 外國 電信 
に 法つて 御 承知の .5® り、 英吉利に 於き ましても、 外 
國 人に 對 して 造船の 禁を 解き、 又國 有の 船舶の 處分 
も 始めて 居る、 米國に 於ても 同斷 、澤 山の 中立 國等 
の 船を 傭つ て 居つ たもの も 追々 解 傭し つ、 ある •又 
國 有の 船舶の 處分も 始めて 居る と 云 ふやうな 次第で 
ございます >  內 地に 於き ましても、 追々 と 船の 價が 
下つて 參り 、一時 ほ 一噸に 付て 九 百 圓千圓 迄 唱 へて 
居つた ものが、 今日は 或は 四百 圓三百 圓 にも 下つて 
居る、 傭船 料 運賃の 如き も •一時ょり 半額 以下に 下 
つて 居る と 申す 形に 相 成來つ て 居ります が、 之に 反 
して 造船の 業は、 矢 張 依然として 盛んに 相當に 繼續 
して 居る、 年々 五十 萬 嘲 乃至 六十 萬噸の 船が m 来つ 
X あると 云 ふこと になつ て 居りまして、 差 引致し ま 
した 所、 追々 船は 餘 つて 来る 形に なり 來 つて 居り ま 
すが、 此際 政府は 尙ほ此 船舶 管理 令 I rs 時 中に 定 
めました 船舶 管理 令を* 其 儘に 存續 すると 云 ふこと 
を 必要と せられる か 如何— 彼の 管理 令には、 諝 和條 
約 調印の 後 一箇年 間 有効で あると 云ふ條 が附 いて 居 
る、 其 儘に 置いて 置けば‘ 講和條 約 調印の 後， 一箇 
年間 効力の ある ものと なる が、 斯の 如く 狀勢 が變化 
して 參つて 居る に拘ら ず、 政府は 矢 張 之を 其 儘に 存 
續 して 置く と 云 ふこと を. 必要と せらる、 か 如何と 
云 ふこと を 承りたい、 或 ほ 法文は 其 儘に 置いても、 
是れの 活用に 方つて、 手心を 用うれば 宜いで ないか 
と 云 ふ說を 做す 御 方が あるか 知れ ませぬ けれども、 
斯の 如き 事は 所謂 官僚 式の 事で ございまして •甚だ 
取らぬ 所で ある， 要らぬ もの is 早速 II しなければ、 
當 業者が 要らぬ 迷惑を 被る ことがある’ 政府は 願書 

が 来れば， 相 當の處 分を しな けれ (3; ならぬ、 無用の 

官吏を 養は ねばならぬ と 云 ふ 結果になる， 政府の 御 

考は 如何 か、 一言 之を 承りたい、 其 次は 遠洋航路 補 

肋の 事で ございます が、 是は現 命令 唯今の 契約は‘ 

本年 十二月 三 十一 日を 以つて 完了す るので ある、 即 

ち來 年から 命令が 無くなる 1 であるから 政府 ほ 之れ 

に對 して、 豫 算外國 庫の 負擔 となる 契約と して 二 箇 

年間の 案を 出されて 居る、 航路 使用 船舶 補助金 等の 

額 も、 殆ど 現行の 儘に 定め 阖 かれて 居る、 其の 現行 

の もの ほ 何時® へた ものである かと 云 ふと 五箇 年以 

前に 招へ たのであります >  五 箇年 前に 捲へ た 案を 其 

儘三箇 年繼續 せんとす る御考 であるか 如何で ある、 

通常の場合に 於ても、 五箇 年 經てぱ 命令の 改廢 整理 


等は やらな けれ ぱなら ぬ、 况や此 四 五 年の 間は、 申 
すまで もな く大莒 な 世界の 形勢が 留化 して 居る 今日 
である、 それに 五箇 年 前に 描へ たものを 其 儘 用ゐん 
とする 御 趣意は 如何 •而も 二箇 年間 用ゐん として、 
是で 世界の 形勢に 順應が 出来る か 如何、 現內開 は 交 
通の發 達と 云 ふこと を 政綱の 一つと して 居る、 交通 
の發達 ほ鐵 道の 普及に 止る もので (3: ない、 遠洋航路 
の發 達の 如き、 最も 講じなければ ならぬ ので ある、 
斯の 如き 場合に 五箇 年 前に掊 へた 法を、 更に 1 一箇年 
間 之を 其 儘に やらん とする 御 趣意は 如何で ある •是 
で 111 界の 形勢に 順應が 出来る と 云 ふ 御考で あるか ど 
うで あるか 承りたい、 殊に 又此 事に 付きまして •遞 
信 次官が 新聞に 話された 記事に 依り ますれば 、二 箇 
年と 書いて あるけれ ども、® は 一箇年で も宜 いと 云 
ふこと を 仰し やつて 居る、 斯樣な 掛 値の ある 案 か 如 
何、 政府は 二箇 年と 云 ふこと に 付て， 確信を 持つ て 
居る のか 持つて 居らぬ のかと 云 ふ 事を 承りたい、 其 
次 <3; 造船 獎脚の 事で ございます が、 是は 現行法 律は 
中止され て 居る 形に なつて 居ります が、 其 儘に 置き 
ますれば* 當 年の 十二月 三十 一日には 滿 了して しま 
ふ， 無くなつ てし まふ 法律で ある、 其 以後に 政府は 
斯の 如き 造船に 對 する 獎 勵の途 を、 謙 じなくて 宜い 
ものと 云 ふ御考 であるか どうで あるか、 私が 昨年議 
會に 於て 軍事 工業 動員 法案の 委員 會に 於て、 戰爭の 
爲 めに 色々 特別の 船が 要る が、 之に 對 して 御考は ど 
うで あるかと 申しましたら、 其 時の 遞信 大臣は、 造 
船獎勵 法を 改正して 其途を 付ける と 云 ふ 御 答て あつ 
た •軍事 H 業 励 員 法 ほ 通過して、 それ  <著 手され 
て 居ります* 此點 から 考へ ましても どうしても 造船 
獎勵 に對 しては、 相當の 御考が 無ければ ならぬ もの 
と 私は 考 へる、 或は 當議會 に 於て、 政府は 相 當の案 
を 立て、 協賛を 求む る 御考で あるか 如何で あるか 承 
りたい、 其 次は 是は 少しく 交通問題とは 違 ひます が 
「ゥヰ ル ソン」 大統領の 提議され て 居る 第 十四 箇條 
の 中に、 海洋の 自由と 云 ふ 問題が ある やうに 承つ て 
居ります、 外務大臣 も 其 事を 御 話に なつて 居る、 是 
は 極めて 海國の 日本の 爲め には 重大なる 問題で ある 
此海洋 の 自由と 云 ふ 問題に 付て は、， 解 釋が 色々 にな 
つて 居ります、 今の 政府は 之に 對して 如何なる 解 釋 
を 下して 居らる、 か、 進ん て 御意 見 も 承りたい ので 
あるけれ ども、 此 意見は 言 ふ 事が 不利益で あると 云 
ふ 昨日 以来の 御 答 辯であった から、 是は 求め ませぬ 


九四〇 

•か、 此 問題に 付て は、 旣に 外！ 2 诏 信に も -5- しく あ 〇 
ます 通りに •英 、米、 佛、 此三茵 » の 間 埋に な 〇 て 
居る 「クレマン V 1.1 の 如きは、 即ち 伶 ! V.' 西の 淡 分 
に 於て 其 事を 言うて 居る •彼等の 間に 於て は， 色々 
の交涉 が 成立つて 居る こと X 私は 信ずる ので ある， 

是 は 別に 政府の 御 总見を 间ふ ので ほない、 即ち 4n . M 
なる 消 . a になつて 居る かと 云 ふ 事に 付て e きたい 外 
務の當 局 ほ 定めて 御 承知の 事と 思 ひます から 御 e 申 
したい、 非常に 必要なる 間 題で あるから、 どう 云 ふ 
やうな 狀况に 立 至つ て 居る かと 云 ふ 班を 承りたい の 
である、 今一 點は 沿岸 K 接に 關 する 事で ある、 是は 
先年 日本の 船が 印度に 向つて 航海を 開いて •蘭 n か 
ら 「カルカッタ J に 至る 間に 於て 貨物 等を 述按致 し 
たと きに、 圖らす も英 -*- 利の 船との 間に 競爭を 起し 
て、 彼等は 日本 0 身に 於て は 沿 择貿晶 を 禁じながら 
-K- 日本の 國の 船、 而も 有力なる 政府の 補助 23 を 受け 
て 居る 會 社の 船が 參つ て、 印度の 沿岸を 荒す と 云 ふ 
事は 甚だ 不公平で ある， 不當 であると 云うて、 英國 
翳會の 問題とまで 相な つて 居つ た、 蓋し此 度の 講和 
會議に 於いて 經濟問 題の 出ました 時には •必ず 此の 
問題が 再發 する 事で あらう と 信ずる •神 戶大阪 あた 
りの 當 業者は、 旣に 其の ことを 調和 大使の 隨行 W に 
御 話を 致して 居る、 之れ に對 して 政府 ほ 如何なる 考 
を 御 持になる か 承りたい、 それから 其の 次は m 話 m 
信の ことに 付いて 何 ひたい、 近來電 話 m 信の 機 關が 
甚だ 圓 滑を缺 いて、 昨年の 秋から 冬に 掛けて は‘ m 
信を 汽車に 乘せて 運送す る ■至急 電信で も 汽車に 乘 
つて 配達す ると 云 ふやうな 狀况で あつた ことは、 諸 
君 も 承知で あらう と 思 ふ、® 話の 如き も 中々 至急 常 
話を 掛けても 通じない、 朝 掛けても、 Ifi l-'JC まで 掛かる 
と 云 ふ狀况 であつ た、 現遞信 大臣 御 ！; it: 任の 初めに 於 
いて、 第一に 於て 救 濟の途 を 講ぜられ •四百 萬 [il で 
ございました か 幾 萬圓で ございました かの 大金を 國 
庫から 支 m して  >  懸賞 的の 方法を 以 つて ® かせる、 
能率を 進める 方法を 御 執りに なつた と 云 ふことは、 
諸君 も御眾 知の ことと 思 ふ、 それに 依つ て 大分 狀况 
が 改まつ て參つ た •即ち 平素で あつたら 朝 遲 く /- 1! る 
人間 も 早く 起きて 来る •風邪を 引いて 休む 人間 も 休 
まずに 出て 来る、 大變 能率が 進んだ と 云 ふこと を衹 
つて 居ります が、 私は 之に對 して、 日本の 電信 電話 j 
に從 業して 居る 八 間 •多くは 役人で、 ■判任官， 奏任 | 
官と云 ふ 者は、 斯の 如き 卑劣な 品性を 持つ て 從榮し j 
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て 居る かと 云 ふこと を 疑 ふ •鸹だ 悲む ので ある 或は 
遞信 大臣は、 一時の 方策 21 して 其の 効が あつたか も 
知れ ませぬ が、 斯の 如き ごと {i r;< けて やる もので も 
なく， 紐け て やるべき 性質の ものでは ない と 思 ふ、 
今後 果して 遞信大 K ほ、 斯様な 方策を 續 けて 御 執り 
になる 御 考で あるか、 果して 然ら ば、 電信 電話の み 
ならず、 羝 道 等の 即ち 官業の 從業员 にも， 皆な 其方 
法を 及ぼさん と 十る 考で あるか、 r ホヶット j に 金 
を 入れて •さあ g けと さう 云 ふやうな 方法を 御 執り 
になる 御考で あるか" 如 何 であるか 承りたい、 今一 
箇條は 外米 運搬の 取で ある、 農 商務 大 K は 外米 , if 理 
令を 躞し たのでは ない、 必要が あれば 使 ふので ある 
斯う 云 ふ 御 ！?: • であつ たやう であるが、 何時頃から 使 
ふので あるか 例へ ば 百 萬 石の 米を 運搬す る、 三百 萬 

石の 米を il 搬 すると 申しても、 つい 大阪 から 神戶に 

持つ て 來るや うな 譯にほ 行き ませぬ、 ' W 萬 石を 運 揿 

する には、 三千 噸の 船が 三十 艘だ け： 嬰り ます、 關貢 

から 來れぱ 二 箇月 も掛 る、 愚 圖々々 して ii くな れぱ 

間に合ひませぬ、何時頃から之を御迆りになるか、 

運搬に 付て は 如何なる 御 考が あるか， 是が 承りたい 

限！ 一々々 して 居る と、 或は 米を 買 付けても 持つ て 來 

る ことが 出来ぬ と 云 ふこと を ® れ る、 此事に 付て 農 

商務 大臣 ほ、 運送 上に 付て 如何なる 御 考が あるか、 

それを 承りたい* 私の 問題は 以上に 止めます。 

0 謎 長 (大岡 育造鸦 〕 野田 践信大 L5 」 

f 國務 大臣 野 田 卯 太 郎君 登壇 一 

0S 務 大臣 (野 田 卯太郞 君〕 唯今 正 太 君ょり 御 ff 間 

が ありました が、 第一に 脊理 令であります、 是は今 

商ぐ に腌 する 意思 {3; ありませ ぬ、* が 第一、 第二は 

遠洋航路の 補 肋を 是まで の 通りに して 置けば •谷國 

との 競爭云 々、此 邊の琪 が 能く 分り ませぬ が、 正木 

君は lit 上に まだ 金を 餘計や つて 宜いと 云 ふので あり 

ます か。 

0 正木 照 藏君 左様な 考で ございませ ぬ， 金を 出す 

こと も ある、 或は 新に 航路を 開く 途も あらう， 二 箇 

年 も 其® にして S いて -Li いか、 3J; 百 萬 [1 の 金を‘ も 

う 少し 減らす ことは 出来 ませぬ かと 云 ふ考も 含んで 

居る。 

〇國務 大臣 C 野 田 卯太郞 封〕 是は正 木 君は 御 承知で 

あらう と 思 ふ、 殊に 船の 琳には 委しい 事で あるから 

旣饨五 箇 年間 云々 と 言 はれる が、 運賃は 如何です か 

此 鸱爭で非常に遝《が上った時、四分ノー位で命令 


して 積ませて 居つ た、 今の 運賃に 比する と. 命令 航 
路は まだ 安い 譯であ るから、 さう 無駄に 金を遣る も 
のでは ない と 思 ふ、 而 してです、 正木 君の やうな 人 
であれ ぱ 、さう 一 K ふ 事を 言は れる譯 はない と 思 ふ、 
命令 航路を 改める と 今 云 ふなら ば， lit ® が濟 んで講 
和が 出来て、 而 して 後 やる のが 適 常な りと 思 ふ、 そ 
れで是 は 二箇 年間 繼績 する 積り で 居ります、 次官が 
新聞で 云々 と ありました が、 是ほ さう 言つ て も 政府 
は 二 箇 年間 御 協 骹を經 なければ ならぬ と 思 ふ， それ 
から 第三に 造船 獎 励繼_、之を繼绍する意見ありや 
否やと 云 ふこと でございますが、 是は 本年で 法律 ほ 
消滅し ますが、 E に 之に 付て は考 へて 居ります ' 併 
ながら 如何に 考 へて 居る やと 云 ふ御尋 が あつても、 
今日は 肋 言し 兼ねます、 さう 御 承知を 願 ひたいと 思 
ひます、 それから 船の 事が もう | つ ありました な、 
沿岸 航路、 是は 正木 君の 言 ほる る 通り， 今度の 講和 
の 問題に もな り ませう が. 少し 狀勢を 見る 稿り、 是 
が爲に 海運業 奢から， 今度の 講和に 付て (i 近 藤 君が 
川 張され て 居る、 餘所が 總て 御 5: で やらう と 云 ふな 
らば 解放して 宜い積 り、 其 狀勢を 見る までは、 今日 
存躞の 事は 遺憾ながら 御 確答 / II 來ませ ぬ、 それから 
1 E ■信 電話の ことであります が、 是ほ御 承知の 通り 少 
少無理 かも 知れ ませぬ が、 身 膛を損 する やうにまで 
ひどく やる 積り で ほ ありませ ぬ、 FJ 賞と 云 ひます か 
ら非 常に 無理に 使 ふやう に , W ほれる ぢや らう けれど 
も、そんな事ほ&0ませぬ、又總ての鹋械が整備す 
れぱ此 法を 改む るか も 知れぬ、 要するに 長く やる 積 
りで ございませぬ から、 左様 御 承知 下されん ことを 
希 菌 します。 

〔拍手 起る〕 

〇國 務大 KC 子 fs 内 田康哉 君〕 議長。 

0 議長 C 大岡 育浩 君) 内 田 外務大臣。 

〔國 務大 K 子爵 内 田 康哉君 登壇〕 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 唯今 正木 君ょり、 海 
洋の 自由の 事に 付て 御 質問が ありました が •此 問題 
は 未だ 正式に 提議され て 居 ませぬ" 如何なる 形で 此 
問題が 出る かと 云 ふことは、 此處で 申 上げ 兼ねます 

此問 題は 正木 君の 申されました 通りに、 誠に 重大な 

る 問題で あつて、 國 防の 上に も >  通商 の 上に も、 至 

大の關 係を 持つ て 居る 話であります •それ故に 歐洲 

に 於け る 谷 國の 今度の 調和に 參 列すべき 者の 間に も 
非公式の 話は ありつつ ある ことと 思 ひます、 多少の 


情報 も焊て 居ります、 是は 先方の 許しを ST さる 限り 
は、 爰に 公言す る こと も 出来 ませぬ、 左櫧御 承知を 
::: (拍手 起る) 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 山 本 農 商務 大臣。 

〔國務大臣山本達雄君登 « 〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 私よりも 御 答を 致します 
唯今 政府に 於て は、 管理 令が 活 きて 居る， 故に 若し 
必要が 起つ たなら ば、 其 管理 令を 以て 政府が 或は 米 
を 買 ひ、 或 (3- 外へ 出す と 云 ふこと を 昨日 申 述べ まし 
た、 所で 米を 運搬す るのに 付て は、 大 @ な 時が 掛り 
噸數' か掛 る、 故に 何時 必耍が あるかと 云 ふ御尋 で、 
意外なる 御尋を 受けた のであります が、 私が 昨日 申 
述べて 置いた のには、 必要が あれば それを やる ので 
ございます る、 今日は まだ 必耍を 見出し ませぬ と 云 
ふ 意味に 於 -t 申した ので ございます、 必要が あつて 
それを やりますなら ば、 其 時に 於て 初めて 船の 用意 
一と 云 ふ ものが 出来る ので ございます， 其 船の 用意な 
i る ものは， 私よりも 遞信 大臣の 方が 主な 事で ありま 
; す る 故に、 其 事を 以て 手段を 作る ので ございます， 

I 併し 唯々 私が 爰に 申して 置きます のは •成程 蘭 貢 あ 
I たりより 米を 持つ て來 るのは、 中々 容县 ならぬ f@ 數 

の 船を 5? する - 要する であります が、 〇^'^ 年 前 政 ^ 

に 於て 行 ひました る* 管理 令を 以て 行 ひました る 月 
は、 四月の 末からで ございます •四月の 末から 持つ 
て參 りまして、 政府 許りで 三 百 三十 萬 石の 米を 持つ 
て參 りました、 而 して それほどぅ 云 ふ 時で あるかと 
云 ふと •最も 船腹の 不足な 高い 時分で ございます、 
此不 足な 高い 時分に >  四月の 月に 入つて 段々 やり ま 
したの が 三百 三十 萬 石、 今日は 其 時より 餘程噸 も 空 
いて 參つ て、 運賃 も 安くな つて 居る と 云 ふこと ほ、 
數十年 船に 御經驗 になります る 正木 君に 於て は、 十 
分に 御 承知で なければ ならぬ 窖と思 ひます、 玆に… 
〔拍手 起る〕 

o_ 長 C 大岡育 造 君〕 北 井波 治 目 君。 

〔北 井波 治 目 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 北 井波 治 目 君 昨日 來國務 大臣に 對 します る 質疑 
瞧答が 數多 ありまして、 私の 承は らうと 云 ふ 點も略 
略 判明した 點が ございま する、 K つ 時間 ^ 移って 居 
ります るから， 極めて 御尋の 趣意を 簡單に 申 上げて 
伺 ひたいと 思 ひます、 第一に 內 閣總理 大臣に 承りた 


い® は、 文官 任用 令の 事で ございます、 先づ御 尋申 
す耍皆 を 申します れば •文官 任用 令を 政府は 改正す 
る 必要 ありと 御 認めになる か 否や、 或 ほ 全廢 すると 
云 ふ 御意 思は 有る や 否や、 若し 改正の 必要 ありと す 
れぱ 、其 改正すべき 範園ほ ，如何なる 程度に 擷張さ 
れる御 趣意で あるか、 又 何時に 御 改正になる か、 lit 
三點に 分けて 總理 大臣の 御說 明を 願 ひたいと‘ 申し 
まする のは、 現内閣の 成立は、 過去 數多內 閣の成 立 
ょりも、 餘程其 趣を 異にして 居る やうに 私は 考へま 
する、 從來の 內閣と 異に 致しまして、 所謂 政 黛を 基 
礎と する 所の 內閣 であり まし て •多年 在野に 於 かれ 
まして 政 黛 政治を 主張し， 主張 政策を 高唱 されて 居 
つた、 されば 今日 此內 閣の變 動に 付きまして、 現 政 
府が 成立す るに 付きまして は •吾々 始め 國民 の多數 
if 現 政府に 向つて 多大の 希轺を 持つ たので ありま 
す、 惟 ふに 此 政府 (t 幾多從 来の 宿弊を 一洗して， 必 
ず 谷 方面の 政治 —— 政務に 於け る廊淸 を 遂げてから 
に， 人心を 新に する であらう と 云 ふ 事を、 吾々 は 期 
待した のであります、 而して 成立 後 旣に四 箇月 餘、 
未だ 本員は 是と 申して， 現 政府が 國 民の 人心を 新に 
する 程の 大政 策を. 行つ たこと を 見ぬ を iH fe とする 
のであります、 惟 ふに 如何に 現內閣 諸 公が 有爲 手腕 
がありまして も、 其 閣僚の ffi に 十 名內 外、 若く (3: 特 
別 任用 令の數 輩の 方' か內閗 に 居られて、 政務の 局に 
當 つて 尻ら れても ■多年の 事務を 十分に 貫徹す る や 
うに 行 ふに 付て は、 此 人達の みを 以て 行 ふことは W 
來ぬだ らうと 思 ひます、 如何に 法律 規則が ありまし 
て も、 主義 政綱の 宣言 等が ありましても、 之を 行 ふ 
べき ものは、 要するに 入に 在る のであります、 敢て 
政府の 事業の みと 言は ぬ、 民間の 事業に 於ても 亦 然 
りであります •果して 然らぱ 先づ 以て 何故に 政府は 
第一に 文官 任用 令の 御 改正を なさらぬ ので あるか、 
或は 之を 全廢 し、 若く は 其® 圍を擴 張して、 而 して 
數多 有 S の 同志の 人材を 御 登 _ になつ て、 备 方面に 
之を 入れまして、 而して 政務の 刷新を 爲さら ぬので 
あります か、 惟 ふに 多年 先輩の 政治家 ほ、 此 主義を 
以て 主張され て 居りまして、 政黨 內閣で は、 此事 ほ 
行は れ ると 思つて 居つ た， 國 民は 之に te つて 長らく 
の 藩閥、 若く は 官僚の 弊を 一掃す る ことが /ii 來 ると 
思った のであります、 然るに 何の 見るべき ものが な 
い、 如何にし ましても、 此點を 本員は 甚だ 遺憾に 思 
ふので ございます、 故に 願く は此 改正の 範圍は ，言 


施政方針の r. 問に 釣す る 野 田 遞信 大臣、 山本餒 商 矜大； 2 の 答 辯  外交 方針の 質 間に 對 する 內田 外務大臣の 答 辯  施政方針に 關 する 北 井波 治 目の 質問  九 四 


院 累 衆侍眾 罰 帝冋 一十 四 第 


施政方針の H 問に 對す る览總 理大臣 の 答 辯 _ _ _ _ . _ 九 四 こ 

ふまで もな く， K 等 访三等に何年間在らずんぱ’高 
筚官 M 等に なろ ことが lii 來ぬ 、其 他の 斯く窮 屈裎ま 


ろ、所謂從來0语間若くほ官设の技壁とも諧ふべき 
文官任用令に對してほ>何故に現政府ほ先づ以て之 
に改 JH を 加へ ぬのであります か、 m 路 聞く 所に 佐れ 
ば* 政府 亦 此改 JH の必嬰 を M めて， 調赍 研究され る 
と 云 ふこと を 本 fi 亦 耳に する. 去りながら 調査 研究 
と 云 ふこと if® 々從來 の 官僚 政府が W つて 居る、 
何 か 尋ねれば 調査 研究の 上 •而 して 一時を 遁れて 一 
年 二 年 ii: 年を 經つ て、 其 事が 御 流れになる ことは、 
數 多 例が あるので あります •政 友 fr — 大政 ^ を. Si 
礎とした此內閣に於てほ、此文官任用.令に付てほ> 
常に 從來に 於て 御 研究 御調 査にな つて 居 >', と 思 ふ、 
何が 故に 速に 此事を 御 ® 行に ならぬ か、 故に 改 正の 

必耍はあると云ふが如き御答辯では.，本員甚だ滿足 

しない、 何時 如何なる 範國に 於て さるる と 云 ふこと 

に 付て 承る ことを 得たなら ば、 自分の 光榮 とする 所 

であります、 是が 總理 大臣に 釾して 伺 ひたい 一 勘で 

あります、 次には 內務 大臣に 伺 ひたい、 一應 御© 申 

す 嬰 旨を 申します から、 其 S だけを 簡明に 答 辯を 得 

ますれば ®: しう ございます、 [^r: 年 起り ました 米騷励 

事件の 原因は、 現內務 大臣は 其 理 m を 如何なる s に 

在る と 御 認めに なつた か、 而し て斯の 如き 騷励ほ 、 

將來も 起る やうな ITS ない と 思 召す かどう か、 現 時の 

狀態に 於き ますれば， 彼の 當時 ょり 米 も 高く， 殊に 

世 界戰 疏 の 結果と 致しまして、 生活難を 来しました 

乙、 思想の 變 化が數 多あります から、 事が 起つて か 

らでは 什 方がない、 事が 起つ て 御手 許 金の 下賜、 富 

環の 寄附-或 ほ 制度の 調査 研究、 是ほ 甚だ 手緩い の 

であります、 晚い のであります、 故に 當時 の米騷 動 

に 於き まする 股 因 は>  今. の 政府は 如何なる 理由から 

起つ たもので あるか、 言ひ換 へれば 米が 高く、 窮民 

が 生活 ® の爲 めに 起つ たものと 思 召す か、 尙ほ是 ほ 

他に 原因が あるので ほない か、 大に 思想界に 原因す 

るので ほない か、 若し 米が 高い 爲めに 起つ たものと 

すれば. 今日の 一府 高い 時に 何故 起らぬ ので あるか 

政府は 惟 ふに 此事 に付きまして は， 充分 御 研究に な 

つて pr ると 思 ふ、 當時 S の 水 野內務 大臣に 本員は 承 

つた 時分に、 日く、 原因 ほ 未だ 不明で ある， 專ら豫 

群 中で ある、 裁判 中で ある、 斯う 答 へられた ので あ 

ります が、 今日は 各方 面の 米騷励 ♦の 事件 も、 大略 濟 

一んだ やうに 承つ て 居ります から、 今日に 於き まして 


ほ、 其當 時の 原 21 は 如何なる もの •たと 云 ふこと を， 
吾々 國民ほ ■きたいので あります、 以て將 來を斧 め 
たいので あります >  而 して 斯の 如き 問題 13; 再び 生ぜ 
ざる 爲め に， 是 ほ 第二の H 問であります、 斯の 如き 
問題の 起らぬ 爲め に、 政府 ほ 今 如何なる 方策 若く は 
手段を 御 執りに なつて 居る か、 斯う 云 ふ W を 承りた 
い、第三に於きましてほ’萬一斯の如き手段を御執 
りに なつても" 或 ほ 何時 不祥な 事が 起らぬ とも 云へ 
ぬ •今日 世界の 狀態國 民の 狀態 物價蟲 勝の 狀 態から 
.見 ますれば 、如何に 政府が 御 努力に なつても， 如何 
なる 事が 突！： せぬ とも 云へ ませぬ が， K 際に 於き ま 
して ほ* 如何なる 方法を 以て？ S 撫す るので あるか" 
此點に 付て 前 水 野 大臣の 答 ! 3: 斯う 云つて 居る、® 察 
は 群衆の 蜂起して 來た 時分に 於て は、 到底 之を 謹® 
する ことが 出来ぬ、 警蔡は 平素の 治安を 維持す るに 
足る のみであります から， 群集が 蜂起した 時分に ほ 
軍隊を 以て 之を 镅壓 する ょり 仕方がない、 僅かの 群 
集の 蜂起した 爲 めに 悉く 軍隊を 以て 之を 治む る こと 
は、 甚だ 吾々 國民は 好まぬ のであります が、 併な が 
ら 彼の 米騷 励の 時を 想起 致します れば 、軍隊を 以て 
やる ょり 仕方がない、 今の 內務 大臣は 若し 事 あつた 
時分に ほ、 如何なる 手段 方法を 以て 之を 鐵撫 される 
方針で あるか、 是ほ 吾々 ほ 承りまして、 國民 として 
安心を 得たい のであります、 若し 此の 點に 付て 充分 
なる 手段 方法 等を、 今日に 於て 御計畫 抱負が 無い に 
於きましては、吾々國民は、惟ふに安心することが 
川 來ぬだ らうと 思 ひます、 此三點 に 付て 伺 ひまして 
何卒 内務大臣が I 前のを 繰返して 中し ますれば、 
米騷 励の 原因 ほ 斯う 云 ふ_で ある、 而して 現 時は 斯 
う 云 ふ 方策を 執つ て P;- る •事の 起つ た 時分には  >  斯 

の 如き 方法を 以て ® 撫 すると 云 ふこと に付きまして 

此識 場に 於て 宣 明を 得たなら ば、 國民は 安心す る だ 

らうと 思 ひます から、 此點に 付て 質問 致します、 次 

には 陸軍大臣に 極く 要領の みを 申します るが 伺 ひた 

い、 それは 西 伯 利 出兵の 事であります るが、 西 伯 利 

出 ^ の 是非の 事は 申し ませぬ が、 其方 法であります 

今回の 出兵は、 以前の 日淸 若く は 日露の 事件とは 異 

りまして、 其 出兵の 方法を 見ます ると、 先刻 露領出 

兵の 經 過と 云 ふ ものを 脚 廻し 下す つて、 先刻 見 まし 

たが、 三 箇師幽 許りでありまして 、七 萬 幾らかが 出 

_ て 居る、 而 して 今 還しつつ あるの ほ 斯うで ある、 斯 

う 云 ふ 風に なつて 居ります が、. 本員が 谷 方面で 聞く 


所に 佐り ますと •今度の 出兵の 方法と 云 ふ ものに 付 
きまし セ、 第 | に 伺 ひたいの ほ、 谷 師幽の 全國の 管 
區か ら樣々 に随か づつ 取つて、 之を 絹 成 •された やう 
な 形跡が ございます •是 は どう 云 ふ譯 であり ませう 
か、 故に 或 村に 於き まする と、 成 兵員が あります， 
其 中 十 人の 中 一人、 二 十 人の 中二 入と 云 ふやう に， 
抜き <に 取つ て 編成 さるる、 例へ ぱ小倉 師國に 吾 
々の 知つ て 居る、 東京の 第二 1[ 戊 病院の 衞生隊 を附 
けて やる、 拔き に在鄕 軍人を JK りました もので 
あります から、 入 民が 疑 ふので あります、 是ほ 併し 
何 かの 政府の 御 都合に 依る ことで ありませ うが、 此 
村に 十 人 11 十 人の 在鄕軍 人が 居る のに、 一人 二人 取 
る、 甚だ 其點に 付て 疑惑を 懐きます、 何故に 斯う 云 
ふ 召集 力 法を 執られた か、 さう せず して 師團々 々に 
於いて 全部 御収 りに なつて、 さう 全國 から 妙な 方法 
で 御 取りに ならない 方が 宜か らうと 思 ふ、 道路 之れ 
を 云 ふ、 是れほ 休 職の 將 校を 慰安す る爲 めに >  斯 の 
如き 結果を 生じた と 云 ふので あります が、 斯の 如き 
ことは あり 得べ ■からざる ことと 思 ひます が、 如何な 
る 理由に 依つ て、 各師團 の管區 ょり 區々 に 取つ たの 
であります か、 申す まで もな く、 丘 (役の 義務 ほ 租税 
に ® る 血 8¢ であります、 若しも 其の 點 に付きまして 
一步 でも 誤りましたならば 、或は 召集の 必要が 無い 
のでは ないか 或は 召集の 方法が 多少 偏頗に 流れ、 公 
平を缺 く 如き 事柄が" 一般 國 民の 疑惑を. 懐かしめた 
ならば •出 丘 (軍人の 士 氣に關 する ことであります か 
ら 、何卒 此點 に付きまして ! 3; 御 懇切に 承りたい、 其 
の 次は 今回の 出動に 付いて は、 申 上げる まで もない 
fi かの 丘 (員で、 三 箇師團 であります から、 多 數の兵 
であり ませぬ ■然るに 豫後艄 を 大分 御 取りに なつて 
西 伯 利 方面に m 丘 (して* 目下 其 寒 氣と鬪 はして 居り 
ます、 御 承知の 通り 豫備 後備は、 彐 十 歳から 四十 歳 
近い ものであります 、悉く 妻子を 有する I 家の 中心 
人物であります、 其 者を 動員令に 依つ て拔く •其屮 
には 業を 龍め、 職を 廢 し， 中に 離散す る 者 も ありま 
すが， 丘 (役は 國家に 毀す る 義務であります から >  如 
何なる悲慘にでも忍びませうけれどもゝ此點に於て 
は、 餘程當 局 者と しては 餘儀な い 時分で なければ 行 
ふ もので ない" 我國の 常備軍を 見ます れぱ ‘隨分 多 
數 ある、 今回 西 伯 利に 出した 數 萬の 兵の 爲め に、 豫 
後備の 如き、 殊に 後備の 如き 齡の 行つ た 者を 澤山送 
つて 寒氣 と鬪は せて、 日々 凍傷 凍死を 生ずる のは 事 


a である、 其錢 つた 第一に 家族 及 其 ^ 係 人が， 如何 
に內 部に 於き まする 悲 « の狀况 に 在る かは •申す ま 
でもない 事であります、 私は 陸祺當 局 -vf は 何故に 現 
役を 先づ迆 つて、 雅 龆 後® を 内地に E1 く 方法を VA O 
ことが 出来 rx かつた か、 或は 種 . -V な 氓 M がご ざい ま 
せう が、 それで 足るなら ば， 是非 さう して ® いたな 
らば、 國 民の 兵役の a 務が 圓滿に 行きは しなかつた 
か、 我 國の國 民の 忠勇なる， 決して： 也 yf に 就て は W 
ひませ ぬ、 本員の 言 ふのは B しいので あります， OF 
ながら 出征 ill 八の 後ろに 於き ましては、 a 多斯の 如 
き骼を 吾々 は 聞く のであります、 是は將 來の爲 めで 
もあります から、 是非共 さう 云 ふ 方法に M- きまして 
ほ 、承つて® きたいと 思 ひます、 現在の 预後 fi は、 
承る 所に 依 ると、 西 伯 利 出兵の 半分 以 J- 行つ て K る 
と 云 ふこと を 聞いて 居ります、 其 事に 就きまして 陸 
軍 召集令を 見ます と、 第三 陆にほ 、肺幽 長が 之を 利 
集， すると 云 ふこと になつ て 居ります、 動員令に 於き 
ましても‘ 充員 動員、 或は 演習 励 員、 或は 臨時 召集 
悉く 肺 11 長に 在る のであります、 故に 師圈 長が « 集 
すべきものならば、師闽々々でやるべきものである 
それを 金國 の管區 から 裸 後 脱を 集めて やる と 云 ふこ 
とは、 此間に 哞 軍に 於て 餘锁な き 事情が あつたと 思 
ひます が、 何卒 lit 驱に付 て 扱き々々 に 召集して 集め 
た 理由、 及豫 後 fi を 直ちに 斯の 如き 處 に / 11 兵せ しめ 
て、 現役を 內地 に ® くと 云 ふやうな 方法の 御 採りに 
なつた 理由に 付きまして、 國 民の 安心す る やうに— 
想 ふに 陸軍に 於て ほ 柑當 理由 ある祺 と 思 ひます から 
此點を 承りたい、 私の 質問は 此數點 であります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 原總理 大臣。 

〔阈務 大臣 原 敬 君 登壇〕  , 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今 北并 君ょり！ 一三 點の 御 S 
問が ありました が、 其 中 任用 令 * 正の 事は‘ 私ょり 
御 答す る やうに と 云 ふこと であります から、 之に 御 
答 致します が • (:: 用 令は-政府に 於て ほ 改正し やう 
と 云 ふこと を考 へて 居りまして、 EI 下 調査 中で あり 

ます、 併し 如何に 改正す るかと 云 ふことは 今日 - 

調裔 致して 居る 今日に 於て は、 具體 的に 爰に申 上げ 
兼ねます" 又 何が 故に 眞先に 改正し ないかと 云 ふ 御 
議論であります が、 隨分や らなけ れぱな らぬ事 が 澤 
山あります、 どうも 僅か 此所二 三 箇月の 間に、 種々 
なる 事を 同時に やる ことは 出 來ませ ぬから、 改正す 
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ると 云 ふ 方針は lai] から 決めて R る けれども、 是が調 
査を 致 S せまして、 此案な らば 適 當と云 ふこと に 決 
めます には* 多少 時を 要する と 云 ふこと を 御 諒承を 
願 ひたい、 併し 是は何 れ にしても， さう 久しから ぬ 
中に 相 當なる 改正を 致さう と 云 ふことは、 爰に申 上 
げて 5i しいと 思 ひます。 
r 拍手 起る〕 

〇 譏 長 (大岡 育造 君〕 床 次 內務 大臣。 

1 :國務 大 |1< 床 次 竹 二 郎君 登壇】 

OW 務大 K (床 次 竹 二次 君〕 北并 君に 御 答 致します 
が、 米騷動 の 原 M は 何で あつたか •是は 今まで 八を 
出して 其设 命に 依つ て 御 答す る！ 1 です が、 それ も 今 
日は ！ ii 類を 持つて 居り ませぬ から、 私記 m 致して 居 
らぬ ので 委しく は 御 答が 出來ま せぬ が、 記憶に 殘つ 

て 居る 所の 大體を 申 上げます •  K 接の 原因と 認める 

事は —— 認めら る、 5¢ は、 米價が 肤 に 高うな つて、 

半： 活 上の！ f 安を 感じた と 2C ふことの やうです、 それ 

から 世に！ i ふ 成金の - K の 我儘なる 行 励が： 个滿を 感ぜ 

しめて、 反抗 心を 刺戟して 居つ たらう と.- K ふの が一 

つ、 それから それ 以外に 段々 哦時歐 賊 巴に 於け る狀 

况な どが 頭に 入つ て 居つ て、 旁々 l]-fc 階級 的に 反抗す 

る 思想が あつた 所に、 今の やうな 事に なつた もの だ 

から、 是も 刺戟した 一つでは ないか、 それから 特殊 

部落と 世に 中す ):9 の處で は、 預て此 I 種の 僻んだ 思 

想を 持つ て K る、 それが 此際勃 鼓した のでは ないか 

又 一つに ほ 單に 生活の 問題 許りでなく ，棟て 自分 等 

の 位 s f# 遇 上等に 付て 不滿を 抱いて 居つ たのが， 原 

因と なつた のでは ないかと 云 ふこと であります、 必 

ずし も是が 的確に 唯一の 原 W であると 云 ふことは 申 

さぬ やうです >  處に依つて琪悄を與にして居ります 

から 事情を i'4 にした 所から 推察した 今のは 議論 

であります、 將來は どうか、 今の 棟 子で 斯の如 き 事 

が 再び 起ら うとは 考へて 居り ませぬ、 起つ た 時は ど 

5 する か、 起ら うと 今考 へて 居り ませぬ から-直ち 

に斯 の 4rl き 事を 以て 斯う® 締を 致さう と 云 ふことは 

今 御 話す る ことは m 來 ませぬ、 併し 要するに 期の 如 

き Iff は、 唯々 w 連の 力を 以て 収締 つて 何とかし やう 

と 云 ふことは， 抑々 末の 話で あらう と 思 ふので あり 

ます、 fr 々國 民が 上下を 通じて 自ら 寶任を 感じ、 自 

ら自 m 自制を して 參つ たこと ならば、 恐らく 官憲の 

厄 締と云 ふやうな ことは、 無くても 宜しい もので あ 

ると考 へて 屛る (拍 手〕 苟も 1S3 民が 自ら W 任を 感ぜ 


ず* 自重 自制の 念が 無かつた 日には-さ うして 遂に 
軌逍 を脫す る 行動を した 時には、 如何なる 力で も 恐 
らく 収締ほ 付きますまい、 そこで 是は 政府 者に 於て 
も、 北 井 君の 御 話の 如く， 其 原因と 認むべ きものを 
調査して •將來 さう 云 ふ 事の 洒 いやう に 努める と 共 
に、 國民 一般に 於ても、 荀も軌 道を 外れた 行 励を し 
て、 以て 御 / A に 世の >1' を 紊つて K しい ものであると 
云 ふさう 云 ふ考の 起らぬ やうに、 是は しなければ な 
らぬと 思 ふ •是が 一番 宜しい !;• 防 法 だら うと 思 ひま 
す。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君〕 田 中 陸軍 大&。 

【國務 大臣 田中義 一 君 登 W 〕 

〇國 務大 中義 一対〕 唯今の 御 質問に 付き まし 
ては、 昨日 も 片岡君 もさう 云 ふやうな 御言 葉が 有つ 
たやう に 思 ひます から， 此 所で 一 膘 明細に 御 答して 
置きます、 今度の 出兵は、 成程 芯 前 ほ 三® 肺® であ 
〇 ます、 併ながら 其 屮の第 七師阐 と 云 ふ ものは， 名 
稱こそ師_でありますけれども、滿洲に居りました 
平時の 師幽を 其 儘 出した ものであります から， 其師 
團と 申しましても、 他の 肺 團に較 ベる と 其 兵力と 云 
ふ もの ほ、 約 三分の 一位の ものに 相當 して 居る ので 
す、 扨 御 質問の 耍旨 として •全！！ からち び  <兵 を 
収つた ぢや ないかと 云 ふ 御 質問で あるが、 決して さ 
うで ありませ ぬ、 凡そ 肺 _が です* 活動を します の 
には、 師團が 豫定 して ある 編制の 外に、 今日の 狀態 
の 如き ほ、 臨時に 鐵道隙 •電信 隊 、又 第 七 肺 團の如 
き if 金く 平時の 編制から 急遽に 位置を 轉じ たもの 
であります から、 後方の 衞生隊 乃至は 輸卒隊 と 云 ふ 
附 if 物が、 玆に渾 山 あるので あります， 此附屬 物は 

即ち 師團 固有の ものに 非ず して、 他の 師團 から 之を 

取つ て 附 けて やらなければ ならぬ ものであります* 

而 して斯 樣な 部隊は、 各 師團が 皆な 動員 準備と して 

持つ て 居る ものである、 それであります から、 何の 

肺 M から 何の 部隊を 収つて 何 處に 配合す る、 何の 師 

團から 何の 部隊を 収つて 何 處に 配合す ると 云 ふこと 

をす るので ありまして、 故ら 全國 の師幽 から， こそ 

こそ 兵を 人の 目に 見えぬ やうに 出した と 云 ふ 意味で 

は 決してな いので ある、 其 御 含で 御 願 ひ 致します、 

又 唯今の 現役の 兵を 以て 皆な やつたら 宜 いぢ やない 

かと 云 ふ 仰せであります、 是ほ 未だ 能く 御 事情の 御 

分りに ならぬ 方は、 一聰 御尤の 御 f!!J の やうに 聞え ま 


す、 是も此 際 申 述べて 置く 必要が あります、 全體師 
國の励 員と 云 ふ ものは •皆な 師 W 内で 励 員す ると宏 
ふの が、 日本の 動 M の 越 前にな つて 居ります、 隨て 
此動貝 と 云 ふ ものには 、現役 Jn (と 豫 後® 兵の 割合が 
ち やん と 決めて あります* 若しもです、 此豫 定計畫 
を そつく り fi して 一の 肺 團を 編制す るのに、 三つ も 
四つ も M 圈の現 役 兵を 皆な 此處に 集めて 来たなら ぱ 
日本の 励 fl 計 ft は 根本から 壊れて しま ふ、 三 箇の師 
團を假 りに / 11 すと すれば， 日本の 十 箇肺團 は 悉く 破 
壊を しなければ ならぬ のであります、 扨 師團は 內地 
から m したのは 二つ 許りであります が、 it 狀况の 變 
轉に應 じて、 幾師團 出さなければ ならぬ 狀 况に變 化 
する かと 云 ふこと ほ-軍事 當局 者と しては 深く 考へ 
て 居らなければ ならぬ •隨て 一箇の 師團を 編制す る 
のに、 三 @ の 肺 _ の 現役 兵を 悉く 打 壊して 作る やう 
な 拙い 遺 方は •軍事 當局 者と しては m 來ませ ぬ、 其 
過は 能く 御 了解を 下さる やうに 願つ て 置きます (拍 
手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) H 玉 右二 君。 

3 几 玉 右二 君 登壇 J 
f 拍手 起る〕 

〇兒玉 右二 君 至つ て簡單 にやり ます， 昨日 來色々 
御 質問が ありまして、 私共 後進の 言 はんとす る 所は 
旣に 先輩に 依つ て 語り 盡 されて® ります、 併し 洵に 
穏健 著實で 、昨日 以来 貴族院の やうな 心 持が 致し ま 
す、 私は 至つ て簡單 にやる ことが 私の 幸福と 思 ひま 
すから、 至つ て簡钽 に 致します が、 难簡 に！ 一藤隆 夫 
さんの 御 話の 思想 問題 •是は 私 も 矢 張 思想 問題を 伺 
はう と 思つ て 居りました、 至つ て 進步せ る 御 翳 論で 
「デモ クラシ—」 の 意見と して ほ、 泡に 切 實なる 御 
意見な りと 深く 謹_ を 致しました •去りながら 彼の 
_ 論 が 遠 盧な く此處 で 公言 さる、 と 云 ふこと が、 日 
本 現在の 思想界に 善い か惡 いかと 云 ふこと を、 私は 
多大の 疑念を 抱く ものであります、 私共は 此事に 就 
て ■•總 瑚 大臣 閣下に 少し 極く 簡潔に 伺 ひたいと 思 ひ 
ます、 私 も齋 藤さん の斷 定論の 如く、 之に 就て 極く 
簡單に 私見の 一端を 述べて 見たい と 思 ふ、 私共 少年 
の 棚り ;' S 國 sli を 讀んで 「クロムゥェル」 が 「チヤ— 
ルス」 一世を 殺し、 佛闊 西の 革命 史 を ® んで 、路易 
十六 世を 斷頭臺 に 上せた と 云 ふ 事實に 付て、 私の 感 
想と しては、 其當 時の 英國國 民 も， 佛 _ 西の 國民も 
何事もなく® 呼して、 此 天皇を 殺した と 云 ふこと を 


迎へ たと 云 ふ‘ 其 思想の 我國に 容易に 見られぬ 思想 
であると して •私は 之を 非常に： 个 思_ に 思つ たので 
あります、 Irl] して 近時 過激派の 思想が 段々 と 世界に 
獅蔓 して、 遂に 過激派の 思想には、 婦人 國有な どと 
云 ふやうな 思想まで も出來 上つ た、 私共 &'! かなる 者 
の 感じを 以てして は* 今日の 文明の 根 抵の破 _は- 
是 より 生ずる ものでは なから うかと 思 ふ 感じ すら 持 
つもので ある、 此頃私 は 或る 大學 の 1® 士が演 說を爲 
さる、 に 就て、 靑尔會 館に 聴きに 行きます ると •其 
人は 乃木將 軍と 女® 松 井 某の 死を 比較して- 是は同 
一の もの だと 斷定 をされ た、 私は 是は 如何に 「デモ 
クラシ 1J でも、 如何に 最新の 思想で も、 此國 家に 
忠實な る •國 民の 爲 めに ® つた 其 赤誠の 士に對 して 
如何に ffl 士が 新規を 街 ふとは 云 ひながら •自由の 批 
評、 學 問の 見地より 獨 創の 意見とは 云 ひながら、 是 
は！ f 謹愼 なる 議論と 深く 慨歎した のであります、 そ 
れから 又 私は 大學の 而も 敎授 ，其 博士の 意見を 聽き 
まする と、 斯う 云 ふ 事を 言 ふ、 是は實 に 私は 驚いた 
某 侯爵が 今度歐 羅 巴に 特使と して 行かれる、 それの 
御供に 女中が 一入 あるが、 是れは 【ゴルキ-」 の 伴 
れて行 つた 女と •同一の 意義で あると 机を 叩いて 斷 
定した 、私 ほ 斯樣な 意見が 是程 人心に 彌蔓 して ほ、 
齋藤 さんの 御 憤慨の 如く  •成 挂國 家の 爲 めに 憂 ふべ 
き 次第で あると 信ずる のであります、 之に 對 する 當 
局の 御 施設、 之に 對する 現内閣の 御意 見は どんな も 
のであります か (笑 聲 起る〕 私は 斯 11 なる 事は， 決 
して 笑 事では なから うと 思 ふ •斯う 云 ふ 風な 意義に 
就て， 一體 政治に 權 力を 失つ た 人、 或る 詩人の 言う 
た 通り、 橋の 下に 居る 者が 社會 主義を 唱へ ると 云 ふ 
やうに、 往々 にして 危險 思想は 失意の 人から 出る、 
私は 思想 上の 現在に 付ても、 斯の 如き 人から 危險思 
想が 出て， 斯の 如き 八から 燒 打の 敎唆が 出 やしない 
かと、 心 窃に悔 んで 居る のであります 、私は 此 現在 
の 日本の 文明の 進化を 見る のに. 同じく  r エ ル サレ 
ム」 より 出た 文明が、 西へ 廻つ て亞米 利 加に、 日本 
に 移り、 錫 蘭を 出て 支那を 通つ た 文明が、 Jfi 潮して 
我 日本 帝 國に來 つて •浦賀 「ベル リ」 の曉 鐘と 共に 
柬西の 文明が II 突して 日淸戰 ff となつ た、 是に 至つ 
て 我 日本 帝 國は见 西の 文明を 調和して 居る 所の 天職 
を 持つ て K る ものであります、 又 其 次には 「カタ- 
ナ」 二世 頃から 來た西 伯 利の 文明が、 我 日本 帝國に 
來つて 日露戰 --if となつ て、 lit 文明に 向っても 日本 帝 
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sii F? 和した、 JIC 逸の 森林から / ii た 文明が 靑岛 の is 
に 依つて 3;) 6'和されたと謂つて宜い，我帝 ^ ほ文明の 
調和を して， 三大 文明の 調和 者， 三大 文明の 獨 创 的 
見 益を 以て， 全： 世界に 日本の 文明を ^ 敎す ると 云 ふ 
天職が 無ければ ならぬ と、 深く m ずる 者であります 
私 ほ 此 n :s に 於て •我 思想界の 將米は 決して 茲 ふる 
に 足ん ぬ、 思想界の 前途に 對 して 危險な る 議論を 吐 
く K- 人に 於て、 深く 考 ■しなければ ならぬ と 思 ふと 
同時に •我 日本 帝 國の 國體の 現狀を 深く 知る 者は、 
前の ? a 理大臣 の 御 答 辯と 同じく、 決して 日本の 國體 
其 物 ^ 鉍ふ るので ない、 人心の 發作に 依つ て 現在に 
起る 其發 作の 間の 罅 隙を、 吾々 ほ 裂へ なければ なら 
ぬと 信じて 居る 漭で あります •是は 唯々 前に 齋 藤 さ 
ん の御葸 見が ありました から、 私 も 斯う 云 ふ 意見を 

持つ て 居る と 云 ふので あります、 其 次に 甚だ 此摁ょ 

り申するのほ、私は不遜僭越であるか知らぬが、私 

は 前 內閣が 袞 M の 袖に 隱れた ，或 は 前 内閣が 非常に 

背德非 倫なる 事を したと 云ふ齋 藤さん の 御言 葉に 對 

しては、 最も 深く 遣 憾と して 居る 者であります-決 

して 統治 機關の 主體が 何で あると かと 云 ふ >  さう 云 

ふ 遇 法 上の 謅 論で， 寺內 さんが 思つて 尻ら れた ので 

はありますまい、 唯々 誠忠 無二、 至誠 以て 國に當 る 

と 云 ふ 窓 見を 持つ て 居られた ことを 信じて 居ります 

是 ほ 民論の 上に 何等 私は 沒交渉 であり ませぬ (「そ 

んな こと it 要らぬ j と 呼 ふ 者 あり 笑； 滕 起る) 

〇 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に ，…： 

〇 兒玉 右二 君 左樣に 思 ふ、 其 次に 私が 伺 ひたいの 

は'  選擧 法の 精神であります、 是は私 共は 必ずしも 

日本 帝 ! 11 の 現在が、 亞米利 加の やうに 醜業を 營む者 

の 税金を 罰金と 稲へ て、 納税の 義務と 云は ずして、 

納税の 特 g と 云 ふ 位に、 國 民の 權利 思想が 進んで 居 

ります れぱ卒 ざ 知らず、 決して 小 il 擧區で あると か 

或 選舉 M であると か 云 ふ 意見で ない、 咄 々現在の 社 

位 の狀 態は， 何と 云つても 矢 張民權 的に 進んで 居る 

が 故に、 選擧法 の 精神は、 現 內閣の 首班た る 原總理 

大臣 閣下は、 普通 選擧を 以て 善き ものと 認めら る \ 

や 否やと 云 ふこと を 伺 ひたい、 其 次に 伺 ひたいの ほ 

遨 法の 三十 年祭が 將に來 らんと して 居ります、 前の 

やうに 色々 な 憲法 上の 御 謬論、 齋 藤さん の やうな 憲 

法の 能く 御 分りになる 方が、 色々 「デモ クラシー」 

を 云々 して、 御 說明も ありました が、 私は 原 首相 閣 

下は、 國家 組織の. 王 瞪、 即ち 此 人民の 團體を 以て、 


統治 權 の主體 と S はれる か 否やと 云 ふ、 遨 法 上の 御 
解釋を • /!'. 來得 るなら ば 願 ひたいと 思 ふので ありま 
す、 3-I:- 次は 「ゥヰ ル ソン. I の 講和 勝 約の 第 十四 箇條 
の 初めの CIJ ち 秘密 外交 •是 ほ 千 九 百 十 年に 「n ッべ 
ンハー ゲン」 の 萬國社 會戧の 大會の 時の 決議 •千 九 
百 十五 年の 倫 敦の葸 國社會 戰の 大會の 決議， 其 次の 
四月の 獨逸に 於け る 萬 國 社會错 の 決議に 依つ て、 此 
祕密 外交と 云 ふ もの k 外‘ 七箇條 を 決議され て 居り 
ます、 此祕密 外交の 決議に 對する 外務大臣の 御 感想 
は 如何， 矢 張祕密 外交を 以つて やる と 云 ふ 御考で あ 
ります か、 まさか さう で ほあります まい、 此の 「ゥ 
4-. ル ソン」 十四 箇條の 第一 節に 於け る祕密 外交を 絕 
對に 排斥す と 云 ふこと に ほ 御蹵 成で あるか 如何、 之 
れを伺 ひたいと 思 ひます-もう 一つは 桑 港で 立法 學 
防 士— 「タテ」 と 申します か* 私は 能く 知り ませぬ 
が 彼 人が 明言され て 居る ところに 依る と、 人種問題 
などを 八签 敷く 言つ てはいかぬ、 人種 間 題な どは 是 
れほ言 ふべき ことでは ない と 云 ふやうな 御 議論が あ 
ります、 亜米利加 人に 媚ひた 御 議論と するならば、 
場當 りと して 或 ほ 宜い かも 知れ ませぬ か、 是れが 
少なくとも 日本 帝 國 外交 上の 使臣の 顧問 相談役と し 
ての、 W 士 の立塌 から 斯様な こ ■とを 言 はれる とする 
ならば •是れ ほ K に 恐るべき 事で あらう と 思 ひます 
が 故に、 之れ に關 する 外務大臣の 何 か 御 聞込の 15 が 
あるなら ば 何 ひたいと 思 ひます、 それから 陸軍大臣 
に 御 伺し ますが、 陸軍大臣は 近頃 國家總 動員と 云 ふ 
ことを、 頻りに 新聞記者、 或は 世間の 人に 御 話に な 
る やうであります、 國 家の 總 動員、 或は 工業 動員と 
か、 或は 何 励 員、 其の 甚だしき に 至つ ては、 精神 動 
員 も ありませ う、 是れは 官僚と 云 ひ 軍閥と 云 ふ 陸軍 

の當局 大臣と しては、 至極 結構で ありませ う 1 民心 

に 至る まで - 矢 張 動員 的に 國民の 人心を 調和す る 

と 云 ふ 定めし 御 方針で あらう と 思 ひます、 是れは 和 

の 解 釋が 果して 其の 通りで あるか 否や、 是れも 御 說 

明を 願 ひたい、 其 次に 申 上げます 問題、 是か 最後で 

あります、 是は私 は 甚だ 不利益なる 辯を 弄する もの 

であります、 私は 歳費の 問題を 總理 大臣 閣下に 御尋 

したいと 思 ふ •嘗て 政 友會の 英雄 星亨 先生が 歳 a を 

咐 加され た、 私は 歳費 增 加の 爲め に、 星さん を 謳歌 

する 者では 決して ありませ ぬ、 恒寵の 有る 者は 恒心 

が あると S ふ _ 論は 噓で ある、 金を 持つ て _ M が必 

ずし も 節操が あると 云 ふの ほ、 飛で もない 間違で あ 


る •新聞記者より 出た 代議士  •或 ほ 辯篚士 より 出た 
代 蓊士 ，多年 政争の 間に 立つて、 己の财 產.- 乂家財 を 
抛つた 代議士、 是等の 人が 本當の 苦節 節操が 伴つて 
居る やうに 私 (3; 思 ふ、 金 持を 侮辱す る譯 では 決して 
ありませ ぬ、 故に 私は 現在の 狀態 ，現在の 總ての 社 
會の 組織 制度の 上に 於て、 現在の 歳 费ほ 少ない と 思 
ふので あります C 「燹 成」 と 呼 ふ 者 あり、 笑餒 起る〕 
私 (3: 議員の 人格に 於て、 衣食 足つ て禮 節を 知るな ど 
と 云 ふ 無禮な ことほ 決して 申し ませぬ-唯々 此 間に 
於て、 此時に 於て、® に國 家の 選良と して 盡す者 ほ 
讓長な ど ほ 矢 張 大臣 待遇、 それ以上の 俸給が あるの 
が 宜か らうと 思 ふ、 此點に 付て 私が 忌 t® なく 言 ふ、 
此一言 は總理 大臣 閣下は 如何に 之を 御 贈 取になる か 
御 答 辯を 願 ひたい、 之を 以て 終りと 致します。 

〇 議長 e 大岡 育造 君〕 原總理 大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇〕  . 

〔拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 C 原 敬 君〕 唯今 兒玉 君の 御 質問で ありま 
したが、 最初 ほ 齋藤 君と 同感で あると 云 ふこと を 唯 
唯 述べられた に 過ぎぬ やうに 聽取 りました、 果して 
然らぱ 私より 何等 申 上げる 必要は ありませ ぬが、 私 
も 左樣な る 入の 色々 なる 急激の 突飛の 議論を する こ 
とほ， 基 だ 歎息して 居ります が、 是は單 に 御 同感を 
私が 表した に過ぎない 積り であります、 之に 對 して 
所謂 危險 思想 等の 取締な ど k 申す ことは、 先刻 御 答 
致した やうに、 政府は 政府の 出来 得る 限りの 取締を 
致します， 無論 是は 取締の みでは、 一般の 思想を 如 
何に すると 云 ふことは 恐らく 不可能で あるが、 併し 
政府 ほ 政府の 職分は 十分に 盡 します、 それから 選擧 
法の 御尋で ありました、 普通 選擧を 是れな りと する 
や 否や、 感想を と 云 ふこと でありました が、 どうも 
宵 ■務 に觸れ ざる、 或は 學理で でも あるかの やうな、 
實務を 離れた る 感想 ほ 私 述べたくない、 併ながら 近 
日選擧 法改正 案を 提出 致したい と考 へて 居ります る 
から、 其 時には 能く 御說も 承り、 愚見 も 述べ やうと 
思 ひます るが、 唯々 其 主義 學說に 類似 致した 所の 感 
想は、 遺憾ながら 述べ 兼ねます、 左樣御 承知を 願 ひ 
ます。 

〔兒玉 右二 君 「歳費の 問題を 伺 ひます J と 呼 ふ〕 
0 議長 (大岡 育造 君) 原內 閣總理 大臣。 ■ 

〔國 務大 E 原 敬 君 登壇 J 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 何 かあつた やうに 思 ひました 


九 四 四  _ 

が、失念致して恐 1:' 致しましたが、 * « 0 間 ^ であ 
ります、 御 尤であ ります、 歳 S3 を Itt す こと K に K S 
が ありませ ぬが、 併ながら 是は 他日の 問埋で ありま 
す、 今回 推 - }?: を 提出 S しました のは、 官吏 手 S であ 
ります、 是ほ物 似 高 ® の 爲め に、 多少 支給を％ しま 
せぬ けれ ぱいかぬ ので、 K-; 時に 一時的の 給 與を 致す 
と云ふ宫史の手當を羰鉍を以て請求致した次第であ 
ります、 蓊 A の拨费 it lfe 然 是と異 ります、； g la K il'i 
の 譯を以 て、 一時の 手當 を i? 員に 支給す ると：： - -N ,'. 

に ほ 參り ませぬ、 是は法 津の關 係に 於て、 他日 改正 
すべき 場合に 於て ほ 改正を 致しても 宜しう ございま 
せう が、 今日喵 今の 問題で ほない と 云 ふこと に御諒 
承を 願 ひたい。 

0 載 長 (大岡 育造 君〕 內田 外務大臣。 

〔國務大臣子辟內田康哉对登掂〕 

0 國務大 尚 (子！ S 內田康 哉 君〕 喵 今 「ゥ 4 ルソ VI 
大統領の 十四 箇條の 中の 祕密 外交の yf に 付て 御 一 M 間 
が ありました、 是ほ 若し 世の中が 進みまして、 總て 
の 祕密條 約を 躞 する やうな 战に 達する ことは、 恐ら 
く 誰でも 希望して 居る 事で あらう と 思 ひます、 唯々 
今日に 當 りまして 「ゥヰ ル ソン」 大統領の 提謎 され 
まする 祕密外 交と 云 ふ ものが、 如何なる ものである 
かと 云 ふことは まだ 明確に 分らない、 現に 此祕密 外 
交と 云 ふ ものは、 祕密條 約を 指す ものである か、 若 
くは 總て の條 約を i するとき に、 公開で しな けれ 
ばなら ぬかと 云 ふこと ほ、 旣に亞 米 利 加で も 間题に 
なつて 居る やうな 話であります、 主義と 致しまして 
祕密 的の 外交が 無くなる と 云 ふこと if 誰も 希 轺す 
る ことで あらう と 思 ひます けれども .具 ® 的に 今 H 
の 場合に 於て、 如何なる 程度まで に K 事が 行 はれる 
かと 云 ふことは、 更に 調和 會懿に 於て 提案され ます 
所の 祕密 外交の 提案を 見なくて は、 lit 處で此 上に 申 
上げることは出來ませぬ、更に又立邱士が亞米利加 
に 於て 何 か 話を したと 云 ふこと に 付て、 何 か 報吿が 
ないかと 云 ふ 御尋で ありました が、 之に 付て は 何等 
の報罟 も來て 居り ませぬ、 それだけ 御 答 致します" 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 最早 時刻 も随に 六 分 程を 餘す 
のみであります、 尙ほ二 人の 通吿 が踐 つて 居ります 
髙木益 太郞 君、 松 本 誠 之 君 —— 時間を 延强 して 御兩 
君の みを 續 けます か、 別に 要求がなければ、 はや 時 
刻が 迫りました から、 明日に 引續 きたいと 思 ひます 
〇 岩 崎 ® 君 時間 御 延長を 詰 ひまして、 次の 通 街 者 
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の 質疑 全部を 終られん ことを 希瓖 致します。 

〔「賛成々々 J と 呼ふ界 あり〕 

01 IMC 大岡 育造 忍〕 然らぱ 時間を 延長 致します一 
I 高木 益 太 郎君。 

〔高木 益 太 郎君 登 壇〕 

0 高木 益 太 郎君 私は 玆に轉 敬す る 衆 讁院の 同僚 中 
からして •總理 大臣の 榮職 に當 られ まして、 然籍は 
興に して 居る 次第であります が •洵に 欣喜の 至りに 
堪へぬ のであります、 世間は 平民 內閣 と梆 へ、 民意 
を 代表す る 善政を 御槊げ になる と 云 ふこと であれ ぱ 
其 だ 不肖ながら、 吾々 も 亦一腎 善政 美 治に 對 しては 
協 钕を表 すると 云 ふこと に 決して 咅なる 者では ない 
又 吾々 は 徒らに 攻幣を して •此國 家 多事の 際に 政府 
を惱 ますと 云 ふ 精神で ない と 云 ふこと も- 諒と して 

願 ひたいので あります、 併ながら 乳臭の ことで あり 

まする から、 或は 野人 禮に嫻 ほず、 言葉が 不謹愼 な 

ことが ございました らば、 是は飽 まで 御詑は 致して 

置きます が、 衷心は 矢 張 政府の 件 位と 同樣 に、 (S に 

g 家 國民を 本位と して、 其 立場から 聊か 質問を 致し 

たいので あります、 旣に 現内閣が 民惹を 代表す る 平 

民內閣 である， 又 唯今 床 次內務 大臣の 仰せに 嵌る と 

云 ふと， 今度の 騷揆 事件の 原 W と 云 ふ もの V 1 つは 

確に 階級 的の 間に 於て 不平を 抱く 者が あると 云 ふこ 

とも， 数へ なければ ならぬ と 云 ふこと を 仰せられた 

果して 然らぱ 此階級 打破と 云 ふこと に 付て、 どう 云 

ふやうな T. 合の 政策と 云 ふ ものを •は 御 執り 遊ばす 次 

第で あるか、 新 平民と 云 ふ ^ に 付て 御 憂 做に なり ま 

した けれども •國 _ 民の 中に 華族. 士族 •平民， 斯う 

云 ふ 階級が ある、 是が W に歷 SI2 上 若く it 社交 上に 於 

て 稱 へる ことで あれば、 佛姻 西の 共和 國に 行つても 

誰 族が あるから 致 方は ない ので あるが、 併ながら 此 

政治の 上、 法律の 上に 於て 檑々 なる 階級の あるが 爲 

めに、 ill はしい 手 松を 要する •若く は 収扱が 違 ふ， 

掏く 小さな 事柄が、 戶 锘 法の 上に 於て 身分を 表示す 

る 場合に、 lr 京 府 平民と か、 東京 府 士族と か、 或は 

又 華族 世 盛 財库法 の 規程で あると か、 其 外公權 の 上 

に 於て 特殊なる 色々 の 規程が あるので あります、 是 

等の 市 柄と 云 ふ ものは， 立憲 政府の 翅素は 何で ある 

かと 云 ふと、 人は 法律の 上 政治の 上に 於て は 平等で 

ある、 維新の 革命の 御 詔勅の 中に も、 此 趣意と 云 ふ 

ものは 確に 含まれて 居る のであります から •隨て 今 

日の 時代に 於て は 階級 政治を 打破す る、 斯う 云 ふ 事 
施政方針に 關する 高木 益 太郞の 質問 


柄に 付て、 十分 私は 御 心配を 願は なければ ならぬ 事 
柄であらうと思ふ、又一面に宫©民卑，官 (« の弊風 
を 一洗す る、 斯う 云 ふ Iff 柄に 付て は. 非常な 御 奮發 
を 願は なければ ならぬ と考 へる. 先刻 吾々 の 同僚 か 
ら 、總理 大臣に 對 して、 文官 rr: 用 令の 撤廢 ，若し 撤 
廢が 出來な いと 云 ふこと であれば、 改正の 程度 如何 
斯う 云 ふ 御 質 間が ありました が、 私 等は も一步 進ん 
で •動もすれば 國 民の ff/! 利 仲 張に 關 する 大切なる 事 
柄で、 何時も 徹底を 缺くや うな 根本に 向つ て •國民 
は餘程 努力を 嬰す る ことでは ないか、 文官 fr: 用 令の 
改正は， 差當 つての 問題で あるが、 如何なる 場所に 
於いて 之を 阻 碍す るので あるか、 此 問題に 論及 すれ 
ば、 即ち 樞密院 の 改善 fin 何であります、 總理大 はと 
しては、 宮中の 私事を 除く の 外は 總 ての國 事に 付て 
戯策 補弼の 貴 ffi に 常ら れて居 るので あるから、 國民 
全體 の希闺 が 文 , A- 任用 令の 改正に 在る， 若く ほ 文官 
任用 令の撤 躞に 在る、 训ち 人才を 擧げ 適材を 適處に 
置き、 大に 門戸を 開放す ると 云 ふこと が、 六 千 萬 同 
胞の 與論で あつたなら ぱ ，之を 妨げる の ほ、 何 處で 
あるか、 其 妨げる 機關に 向つ ては， 一大 刷新を 加へ 
る ことが 必要では ないか、 是は 一つ 私 (X 大に總 理大 
臣に御 心配を 願 ひたいと 思 ふ、 吾々 4 及ばず ながら 
總 理 大 K の 腰は 何處 まで も 押し‘ 國 民の 要求は 徹底 
しなければ ならぬ、 又樞密 院の 改善は 勿論で あるが 
是と同 時に ft 族院の 方面に 至つ ては、 衆議院との 間 
の 意思が 連絡 疏 通して •我が 衆議院が 國民を 代表し 
て 必要な りと して 謎 決した る 事柄は •赀 族院が m 來 
る だけ 讓つて 之を 採 nj すると 云 ふやう に 願 ひ、 貴 衆 
雨 院の 間の 意忠 の疏通 方法に 付ても、 私は 貴族院 諸 
公の 御嵆發 を 願 ひたいと 思 ふので あります、® に 一 

院のみ の 決議を 以てして は， 其 効力が 微 'II なので あ 

ります から、 H 族 院諸公 も® 毀を 願 ひたい、 少 くと 

も 現在の 譏 K 法に 於て は、 貴族院の 議員は n 己の 提 

案に 就て、 衆 諮院に 於て 辯 明す る こと 能は ず、 衆 Bg 

院議 a は、 0 己の 提案に 就て 貴族院に 行つ て 辯 明す 

る ことが 出來な い、 政府の 方は 出来る •此方は 出来 

ない と 云 ふやうな 工合で あるから して、 本會の 議場 

に 於て 議決に 參與 すると 云 ふことは いかぬ が、 委員 

會に 行って 互に 話 合 ふ、 さう して 兩院の 意思の 疏通 

を 岡る と 云 ふ 位の 改正を 政府に 向って 要求す るの ほ 

當然 である、 さう して 互の 意思が 能く 疏通 して 阈民 

の 要求す る 所が 能く 解つ たら、 兩院相 K に踩隔 する 


やうな ことは 無から うと 思 ふ、 此 議院 法の 改正は、 
微弱なる 私の みの 提案に 依つ ては 容易に 成功し ない 
政府と 手を 槌 へて兩 院の 意志を 疎通す る 方法を 講ず 
る ことが 必要では なから うか、 此點 に對 して 現內閣 
はどう 云 ふ 御考を 御 持ちになる ので あるか •又 先刻 
同僚の 村 松 君から 總理 大臣に 對して 、行政 及 財政の 
整理、 並に 廢減税 の 問題に 付て 御尋を 致した のです 
是ほ實 に 總理も 御 苦心で ありませ う" 吾々 議貝 も、 
此點に 於て は 一刻と 雖も忘 る、 ことの 出來な い 所の 
問題， 研究を 忽せ にす る ことの 出來な い 間 題で あり 
ます、 何分 # T 期が 短く して、 例へ ば 通行税の 改正に 
手を 掛け やう か、 營業税 に 手を 掛け やう か、 或 IX 地 
租に 手を 掛け やう か、 或は 今日の 如く 國民が どうも 
奢侈に 流る、 やうな ことで あれば、 奢侈 税と云 ふ も 
のを 新設し なければ ならぬ か、 其 他社 會政 策の 卜： か 
らして •各 -Ig の 研究を しなければ ならぬ、 是ほ 重大 
な 事柄で あつて、 随 か 二 箇月 か 三 箇月の 會期 中に 於 
て， 輕 々に 之を 調査す る ことは 出 來ない •併ながら 
此點 に付國 民の 要求は 時々 刻々 に 迫つ て K る、 何と 
か是は 解決を 付けて やらなければ ならぬ、 政治の 主 
なる 問題は 國 民の 生活で ある、 國 民の 生活を 離れて 
殆ど 政治の 問題は 無い と 謂 つても 宜い 位で ある •然 
らば 現在の 議院 法の 運用に 俠 つて、 國 民の 希閣 を充 
たす ことが 出来る か 出來な いかと 云 ふこと を •政府 
に 於ても 御考 憩を 願 ひたい、 又 吾々 も 研究を して 見 
たいと 思 ふ. さう すると どうかと 云 ふに， 議院 法の 
第二 十 五條に 依て、 谷 議員は 政府の 要求 又は 其 fro 意 
を經て •議 fr 閉會の 間 委員を して_ 案の 審査を 繼續 
せし むる ことを 得と ございます から、 行政 整理、 財 
政 整理、 廢減税 問題と 云 ふやうな ことを 實行 する に 
就て、 吾々 の 方から 玆に 行政 整理、 財政 整理、 又は 
没の 改 暖に關 する 案を 出しましたならば、 政府 IX 繼 
績® 員の 設置に 就て、 御 同意を 願 ひたいと 思 ふので 
あります、 是は 中々 どうも ® 大の 事で， 二十 三年 識 
會を 開いて 以来、 繼續 委員 ほ一 回 も 設けた 事がない 
私は 甚だ 殘念で ある >  旣 に樞密 院に向 つても 改善を 
求め， 貴族院に 向つ て も 奮 發を 求めた 以上は、 衆 S 
院自 らも 犬に 緊張し なければ ならぬ •大 に勉强 しな 
ければ ならぬ、 然らぱ 議院 法の 許す瞄 圍內に 於て、 
繼續 委員を 設けて 十分 親切に 是等 問題を 研究して、 
國 民の 期待に 背かざる 樣 にしなければ ならぬ， 是は 
政府 及 吾々 の 責任 だら うと 考へ る， 然らぱ 行政 财政 


の猥理 •及 租税の 改躞の 問題に 付て は、 案が 出た こ 
とで あれば 政府は 繼續 委員の 設 S に 賛成せ らる 、や 
是ま では 反 對して 居つ た 官僚 內閣は 、謅院 の. 權力を 
進める と 云 ふことは 何時も 欲しないで、 勿論 非公式 
であります けれども、 何時も 此點に 付て 交涉 すると 
反對 をす る， 是は 甚だ 立憲政治の 上に 於て 遺憾 千 萬 
であると、 吾々 13; 感じて 居つ たので あり -* : すが、 今 
回の 議會に 於て は、 多年 在野 黨で苦 心 遊ばした 原 31 
理 大臣の ことであります からして •必ずや 私は _院 
の 要求に 對し て、 御 同意を 願 ほれる ことでは なから 
うか、 此の 點に 付て 總理 大臣の 思 召は 如何で ありま 
すか、 御意 見を 伺 ひたいので あります、 尙ほ私 は甚 
だ 遺憾と して 常に 感じて 居る のは •議院の (1 きと 云 
ふ ものが、 何時も 議院 內に 止つ て、 實地に 臨んで 調 
査を する ことがない、 故に 陸軍で 言つ て 見る と， 百 
萬圆の H 事に 付て、 請負人が 六十 萬圓も 儲けて 居る 
やぅな 事柄が あつた、 若し 是が實 地に 就て 細かに 研 
究を したなら ば， そんな 馬鹿 氣た事 の 起る譯 はない 
然るに 決算 審査の 結果、 さぅ 云 ふ 事實か 現れて 來た 
ことがある， 故に 學理 上の 問題で あれば •  _院 へ 日 
本の 「ォー ソリチ ー」 の學 者を 呼んで 來る 、是 から 
飛行機の 事で あると か、 或 (3: 無線 锦信 のこと である 
とか •今まで 議員の fv 識に 於て 多少 缺たる 所の ある 
新しい 間 題が 現れたら、 それの 適切なる 解 /.1 C をす る 
には， 議會に 「ォ ー ソリ チ—」 の學 者を 呼んで 其 意 
見を e き、 又 それに 反 對する 意見が あれば、 其反對 
の學 者の 意見を 1! き •又實 際に 臨んで 調べて 見る、 
丁度 此 間佛關 西で 兵隊の 食糧に 付て 問題が 起つ て、 
势員は 兵營に 行つ て、 さぅ して 一 週間 許り 兵隊と 共 
に 一緒に 起居して •さぅ して 其 食事が どぅで あるか 
と 云 ふこと を 研究した と 云 ふ. 議員の 中から r コミ 
ッチ ー」 を » へて •さぅ して ® 會に 報告 さへ すれば 
其 目的は 遂げられる >  其 報吿が あれば 適當な る 議決 
をす る ことが 出來る •詰り 衆智を 集める と 云 ふ 方策 
を 執る-さぅ して款 會が誠 意を 以て 研究した ことで 
あるなら ば、 必ず 事を 適當に 解決を する ことが 出來 
る、 外交で も 何でも 物を 知らぬ から 誤る， 人間は え 
らく 遠 ふ もので ない、 事實を 知らぬ から 誤る ので あ 
るから、 知る 道を 開く と 云 ふことは、 今日の 時代に 
於て 必要で ある、 三十 年 前に 出來た 古い 議院 法に 法 
つて やる と 云 ふことは、 大 間違の 事であります、 fl 
に 八 千 萬圓內 外の 豫® を窬議 して 居つ たのに、 今日 
九 四 五 
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sa 方： I£r に関する 高木 益 太郎の 質問 I 
は 歳入 歲 Hi で 以て 二十 六 七 億 位の —— 特別 會 計と 共 
に W 溝 •しなければ ならぬ と： X: ふこと であるなら •は、 
餘程誘替も嵆發しなけれぱならぬ、向然國民の感じ 
と云ふものも餘程琦ふだらうと思ふ>之に付ても議 
會も 一 つ勉强 する SJ りであります から、 政府 (3; どう 
云 ふ御考 を 持つて 居られる か、 互に 一生懸命に 立憲 
政治に 盡す 、斯う 云 ふこと を やりたい と 思 ふので あ 
ります が、 それ ほ 政府の 方に 於て は、 どう 云 ふ 思 召 
を 持つ て 居る ので あるかと 云 ふこと を 何 ひたい、 次 
に 御 尋して 訝きたい の ほ、 從來 官僚政治に 於て は 官 
拽民卑 の擗 'i.i が 饿ん で、 民意を 抑 K して 居た、 然も 
此秫々 なる 階級 制度と 云 ふ ものが ある、 現に 一例を 
擧 げれぱ ，總理 大臣 ほ 司法 大 圮 を 御 兼職 遊ばして 居 
るので あるが、 司法 大 K の 所管に 龆 する 事柄で 例へ 

ば、 或 特殊なる 身分を 持つ て 居る 者、 則ち 勅任官 有 

爵 者、 從四 位、 働 三等、 功三 級 以上の 者 ほ、 同じ 國民で 

あつて 犯罪が •あつても 降下の 御 ffl irr を 煩は さなけ 

れば 、共 人間に 對 して 起訴を する 事が 出 來ぬと 云 ふ 

事で、 离だど う も 恐 入つ た si であります 國務 大臣は 

一切阈 務に付 て K 任を 負 ひ、 愼 重に すれば 宜しい 

陛下の 御 許を 受けなければ 起訴が 出来ない、 起訴 當 

否に 付て 甚だ どうも 恐 入つ た 事柄が 無い とも 云へ な 

いと 思 ふ、 然るに 其 被告人が 國務大 K であり •其 人 

間が 勅任 宵で あると 云 ふ 事で あれば です、 或は 連判 

狀を 作つ て 澤山議 負を 買 收 して rfn して 是が 司法 上の 

問題に なつて •其 媒介 者まで ほ 捕 へられる、 周旋し 

た界までが捕へられ 6 、豫審判事の手に其連判狀ほ 

fif へられて、 天下 公知の 事實 になつ て 居る、 それを 

國務大 R であると 云 ふ 爲め狎 へられな いと 云 ふ 事は 

立憲政治の 上に 於いて 國民が 如何なる 感じを 持つ か 

或る 特殊なる 身分 ある 人 ほ 惡い ことを しても、 明治 

三十 五 年 九月 一日の 達の 爲 めに 起訴す る ことが 出 來 

ない、 判事が 规ら樹 ぎしり を やつても 何とも 仕方が 

ない、 御聖斷 の 無い 限りは 手を 著け る ことが 出来な 

いなぞと云ふことほ、今までの官僚政治の時代なら 

ば已 むを拇 ない が、* からの 時代に 斯う 云 ふ 事が あ 

つた 日には、 是ほ國 民の 不平を 起す 本で ある， 又 或 

寺院の 帳緙を 見る と、 某 大官と 云 ふ ものが 賄胳を 取 

り、® ほ甚 しきに 至つ て ほ 現金を 取り 貴重品を 貰つ 

て 居る と 云 ふこと が 其 帳® に 書いて ある、 然も 奥 田 

司法 大 &: の 手許に ある 所の 書類に も歷々 擧つて 居る 

其 人間が 大宮で あるが 爲めに 檢擧を 免れて 居る* 又 


或縣知 事 <3: 共 官邸に 備付け の： ' r,: 風を 自分の 平常 出入 
する 某 元老の 所へ 進物に 持つて行つ て、 是が 領罪 
だと 云 ふ大問 題に なつて、 结局 進物を Jli 戾 し、 樞密 
顧 |;11 官を辭 し、 K- 儘 免れて 居る と 云 ふので す、 一年 
に當り 前の 人間が 罰せられる こと is; どうしても 六十 
萬から 七十 M > » 察 犯 腐 罰 令を 除いて 罰せられて 居 
る、 細民 ほ 遠 [1 會稃な く 罰せられて 居る "然るに 國 
務 大臣で あると か、 成 ほ 其 他の 特殊なる 身分、 勒任 
官 で ある、 有爵 者で あると 云 ふやうな 爲め に、 呑 舟 
の 魚を も 漏らす と 云 ふやうな 事で-此の 天下の 治安 
を 維持す る ことが 出 來る 次第で あるか どうで あらう 
か、 必ずや 原 兼任 司法大臣 ほ、 此三 十五 年 九月 一日 
の 達を 御 取消になる ？? あらう と 思 ふ* 是は どうも 藩 
閥 官僚 時代の 惡い 法令で ある、 御 取消に なつて 然る 
べき 事で あらう と 思 ふので あります が、 さう しない 
と國民 が 非常に 不平を 懐く 事になる 立憲政治の 上に 
於て あるべき 事で ない、 往々 にして 或 地位の 爲めに 
犯罪を する の も‘ 勝手次第で あると 云 ふやうな 誤解 
を 懐く やうな 事が あつて は 先刻 床 次さん の 御 心配に 
なつた、 所謂 國 民の 階級の 間に 於て 非常なる 偏頗 不 
公平の 感じを 持ち* どうも 憂慮すべき 事であります 
此點に 於て どう 云 ふ 御 政策を 御 執りになる 事で あら 
うか •又もう 一つの 例を 擧げて 見れば 官吏で あると 
云 ふと、 人民を 恐喝し、 人民に 對 して 詐 言を 構へ て 
も fflj する 法律が 無い、 人民の 方は 人を 恐喝す れぱ脅 
迫 fu を 以て 罰する し、 詐 言を 言へ ば 場所に 依つ て ほ 
僞證 罪、 又 響 察 犯處罰 令に 依つて、 官吏に 對 して 虛 
僞の 供述を したと 云 ふので 罰せられる、 然るに 官吏 
と S ふ 地位の 重い、 M も 其 職務の 執行に 謹愼 しなけ 
れぱな らぬ 者が、 人民に 對 して 恐喝し 詐言 をしても 

罰する 法律が 無い、 斯んな 不對 等の 事が あるべき で 

ない、 立憲政治の 上に 於て 決して 許すべき もので ほ 

ない、 斯う 云 ふやうな 點 ほどう 云 ふ 御考を 持つ て 居 

らる 、ので あるか、 特殊な 身分を 持つ て 居れば* そ 

れに 依つ て 横暴を しても 構は ぬと 云 ふことは、 憲法 

政治の 上に 於て 許すべき 事では ない と 思 ひます 是等 

は 第 I 著に 改善を 加へ なければ ならぬ 點でほ なから 

うかと 信じて 居る のであります が、 其點 に對 して ど 

う 云 ふ考あ るで ありせ うか、 次に 御意 見を 拜聽 した 

いの ほ、 元來 官僚の 政治の 弊害の 最も ひどい ことほ 

澤 山あります けれども、 官僚を 養成す る 所の 學 校に 

就て 申 上げます、 學校ほ 官學 、私 學と 分れまして、 


此間 に M 々なる、 不平等 ri 間なる yf •か 行は れて居 〇 
ます、 官立 學校 から 出た る 人 ほです、 / i! まする と 云 
ふと 例へ ぱ 司法官に なりましても •其 待遇と 云 ふ も 
の ほ 非常に 厚く して 即ち 東京 帝 國大學 から 出た 者 ほ 
司法官 試補に なつても 月給が 非常に 联い 、私立 大學 
から 出た る 所の 者は 俸給が 低い ので ある、 今 n 實際 
の有_ から 見る と 云 ふと •帝 國大學 の 卒業生と 云 ふ 
者が 司法 部に 来る には、 大低 七十 點內 外の 人で あり 
ます、 必ずしも 第一 疣の 险秀の 人 許 〇 司法 部に 來る 
ので ほない、 此頃ほ 行政 部の 方の 銀行 龠社や 何 かに 
取られて 必ずしも 第一流の 人が 來 ると 云 ふ_で もな 
い、 試驗 の點數 の 上から して 明かに 言 ふこと が 出来 
ます、 然るに 私立 大學 から 出る 者に ほ、® 秀の人 も 
隨 分あります、 人に 依つ て 區 別を 設け、 其 人の 技倆 
に 依つ て 區別を 設けるな らば 宜い ，即ち 私立 大學の 
者で も、 優秀な 者 ほ 相當の 俸給を 與へ て宜 からう と 
思 ふ、 然るに 人に 依つ て 區別 をせ ずに、 學 校に 依つ 
て區 別を 設ける* 彼れ は 帝 大の 卒業生で あるから し 
て 厚い 俸給を やる、 是は 私立 學校出 身で あるから 薄 
い 俸給を やる、 どうも 學閥の 弊の 甚だしい もので あ 
ります、 それから 役人に なつた 上に どうで あるかと 
云 ふと， 役所に 依つ て 必ずしも さう 云 ふこと ほ 無い 
やうで あ 0ますが、帝大の卒業生ほ、判任官でも高 
等 宫 の 所に fr つて辨 當を 食つ たり 何 かする、 甚だ 何 
でもない やうで あるが、 人の 心 持を 非常に 悪く する 
私立 學 校の 方 ほ 判任官の 所で 辨當を 食は なければ な 
らぬ 、原 內閣 になつ て ほそん な 事は 爲 されな からう 
と 思 ふが、 今まで ほ 確に あつたに 相逋な い、 どうも 
實に學 閥の 弊で ある、 矢 張 官立 大學は 官僚 養成 所で 
ある、 彼等は 横暴を やつて 居る， それからして 其 役 
人の 任地を 見る と，. 官立 大學出 身の 者は 多く 中央の 
好い 場所に 置く、 私立 大學 出身の 者は 田舍 にやら れ 
てし まふ、 田舍 にやら れて薄 週を 享け る、 其 上隄秀 
の 人が やつて来ても、 荀も 官立 大學の 者と 競爭 をす 
ると 云 ふこと になれば， 往々 休職 退職を 食 ふので す 
是は 吾々 の 能く 友人の 爲めに 奔走を して 次官 や 何 か 
の處に 行つ て 親しく 話を 聞いて 居る， 彼の 男な ど ほ 
是ほ 極つ て 居る から、 彼の， 私立の 者 ほ 首を切らな け 
ればな ら ぬと 云 ふ 工合で、 休職 退職を 食って 居る、 
如何にも どうも 私 ほ 憤慨に 堪へ ませぬ、 成程 彼等は 
或點に 於て、 語 學の才 は あるか も 知れぬ が、 私立 大 
學でも 語 學ほ 研究して 居る、 語 學の方 ほ 長け て 居る 
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かも 知れぬ •か， 社 e- 上 〇 活きた .'Jf a に rnj つて •即ち 
國 民の , isf 際 生活の 9S に 向つて ほ；， に 私立 大 .■'•l r; 方が 
一日の長で. V -.? ? ' 親 〇 雪 11 に 莢 許り 垂れ -.-: :. 
なくして H に 努力して 勉^して K る 人 pn'l が 多い ので 
ありますから、他流化合で (3: 成功する者が多い、 /1 1 
士と か®  士とか 云つて 今 H .,' 1'5 士な る莕 ii 大战 に； 5 
て どの位の 木を 調んで ® るか 大抵 分る、 或る 大堞〇 
1二の巨頭に頭を下げさへすれぱ宦い、多くは迅励 
に te つて やる ので、 論文で やる のは 少ない、 又 其 諂 
文に しても 其 先生に 向く やうな 說を言 ほなければ、 
及第が 出来ぬ と 云 ふやうな® 况であ る c 「ひや 
と 呼 ふ 者 あり〕 何たる 事で ありませ うか、 是はど う 
も國 民の 間に 色々 の 不平と 云 ふ ものを 生ぜし むる 原 
因で (X ないか， 海を 隔てた る lib: 米 利 加を 見る に、 華 
盛 頓大學 にしても、 市 俄 古大學 にしても 、「ハ ーバ 
1 卜」 火 學に しても、 「H  — ル」 大學 にしても、 皆 
な 私立 大學 ではない か、 亞米利 加に どうも n 本の や 
うな 官立 だの 私立 だのと 云 ふ 工合に、 待 週 上 M 別を 
設 くると 云 ふことは 無い、 「ゥ牛 ル ソン」 ほ 何處か 
ら出 たので あるか、 「ブリス トン」 大學 から 出た で 
はない か 又 英吉利に 行つ て も、 倫 敦大學 にしても 私 
立 大學で はない か、 日本の 蒽府 時代は どうで あるか 
昌平 鏺と云 ふ もの ほ 德川時 代の 官立 大學で ある， 明 
治 二 年まで あつて •それが 今の 帝 國大學 になつ たの 
である 昌平 ® からどん な 人物が 出て 居る か、 松 下の 
私立 村 熟から どんな 人物が 出て 居る か、 西鄕や ，'木 
戸 や、 大久 保は どう iK ふ處 から 出た ので あるか、 ? i 
だ 恐縮の 次第で あるけれ ども、 原總 理大 e 閣下と 雖 
も、 司法 省の 學 校を 卒業に ならぬ で， 中途で 御 腿め 
になつ たので ある， 今日の 谷 大臣で も、 文官 任用 令 
高等 文官 試 驗規则 で 以て やる と 云 ふこと になる と甚 
だ 失禮で あるけれ ども、 文部大臣と 雖 も， 大學の 別 
科出身なんである、自分でも六ヶ敷い事をば後來日 
本人の 若い 人間に 向つ て 要求し、 其發 達を 阻碍 する 
と 云 ふ 事柄は 現 內閣は 必ず 爲さら ぬ ことで あらう と 
思 ひます、 さう すれば 之に 對 しては 十分 同情を 持つ 
て此 官僚の 發 現地た る 官學の 跋扈と 云 ふ yf に 付て は 
斷乎 たる 刷新を 加へ て 戴かぬ と 云 ふと、 私は 此 間に 
不平が 起る 一方は 腕で 以て やつて 行かう、 一方は 傅 
士 であると か學士 とか S ふ、 金看板を 以て や •つて 行 
かう と 云 ふ 所謂實 際と * れたる 人間が 出来る、 私立 
大學と 雖も例 へば 中央 大學 にしても 皆な 學 風と 云 ふ 一 
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ものが ある 中火 大彤は 其 前身 英冉利 法 fl5 學校で 、朵 
は 英 t1,-- 利 K nt の K 際 s 用 判決 例を f.'.J んで法 钳 の ei m 
と i z\ ふこと に讯き を if き 明治 大學 とか、 法 政大堞 と 
云 ふ もの ! 3: 「ナボレ ォ ンコ I ド j に ^ つて 條 文の 解 • 
辟に m きを S く‘ 鹿 喁ほ 慶腮ノ  f 十 稻 wifv ffa Fil 、 谷 
，校の 特色 あるが 官立 大® の 如く 石 花 采を 突出す や 
うに 同じ ? P! で 秘横 さんの 惑 決で 行かなければ 及第が 
m 來ぬ とか 上 杉の 憲法で 行かなければ ならぬ と；： ムふ 
やうな T. 合では ない、 他流 仕 合を 許されて 居る， 何 
處 にても 自 出 討究を やつて 居る、 學 問の 本 統の味 を 
研究して 居る •そんな 狹い ものでは ありませ ぬから 
して、 是ほ餘 程 御 注 S を 願は ぬと、 不都合の 事が 起 
〇 はせ ぬかと 思 ひます、 幸に 今回は 現内閣の 御 iii 力 
で、 誠に 敎育社 會に 、殊に 高等 敎育の 機關に 付て 國、 

贝として科に堪へない事捫がありました、资に是は 

御叼段の至0であ0ます、就きましてほです、文部 

大 K に 伺 ふので あります が、 阼 年の B 大學令 及 高等 

吊 校 <? と 云 ふ ものを 御發布 になり まして. 其 御 ® 布 

になつ たこと に 付て •私立 大 學の關 係 ^ の 中に です 

ま •た 能く 御 趣® の 分らぬ 爲めで あ 〇 ます か、 稲々 心 

配を して 居る 渚が ある やうであります、 lit 法令と 云 

ふ もの ほ 私立 大學 に對 して 一大 打擊で ある、 斯う 云 

ふこと を 言つ て 居る 者が あります、 是はど う も 私は 

文部大臣の 卿き 一つで 以て、 どうで も 旨く 解決が 付 

く 次第では なから うか、 是まで の 私立 大® と 云 ふ も 

のは、 中々 社 ^ に K 激して pr る、 謎 i4 を 始め、 銀行 

會 PI: :::、 , ■•• ki 圯の萊 成， 其 他 R 本の 社 疴に向 つて •政 

治 锊济 上 •法 茚上の 思想と 云 ふ ものを 養成した 

と 云 ふこと に 付て は、 私立 大學の n 獻 する 所 大なる 

ものである、 それで あ 〇 ますから、 今までの やうな 

V;- 立 だの 私- V: だのと 云 ふやうな、 w f« 全 辟 時代とは 


上の裨 本 金を 供託す ると 云 ふこと ほ •大變 の 話で あ 
ります、 それ故に 是は 何とか 私は 御 心配を 願 ひたい 
と 思 ふので あります が、 大 以 の御考 ほどう. i 2> ふ御考 
を 御 持ちに なつて 居る ことで あらう か •今日 私立 大 
學で 五十 萬 _ の 金を ffi'j- へろ と 云 ふこと であれば、 ど 
うしても 筲瀠の 寄附で も 仰がなければ •容菇 に 出來 
る もので (3: ない、 詰まり 今：：： の 政治 方針は、 此富縈 
閥を 征伐し なければ ならぬ と 云 ふこと になつ て 居る 
隨つて 富！ 一の 力、 富 袞 の 寄附に 依つ て やる と 云 ふ 事 
はいかぬ と 云 ふこと を 皆な 論じて 居る， 其 場合に 於 
て 富豪の 力に ffi らな ければ、 政府の 命令した る 所の 
舉 校の 基本 金を 調べる ことが 出 米ぬ と 云 ふこと であ 
れば 、其 富 蕺の 力を 藉ると 云 ふこと 2 T 確に 時代 錯 
誤で あるので す、 此 故に 此聲校 の 基本 金 問題に 付て 
は、 場合に 法る と 私立 大學存 廢に關 する 問題で あり 
ますから して、 何とか 現在の 大學の 存立が 出來る や 
うに、 現在の 大 舉の旣 得 ® を® 重す る やうに •御 心 
配を 願 ひたいと 思つ て 居る のであります が、 文部 大 
臣ほど う 云 ふ御考 を 御 持ちで ありませ -r か、 それ か 
ら ¥任 敎授と 云 ふこと も餘程 苦んで 居る のです、 中 
々朝から 晩まで 葯 法の 講義を して 居る 譯には 行かぬ 
のでありまして、 えらい 學者程 方々 から 引 張られる 
のであります から， ¥任 敎授を 掊へ ると 云 ふこと ほ 
私立 大 學の爲 めに ほ 非常に 迷 盛でありまして、 それ 
から 又 S 際 必嬰が ない のです、 一週間に 二 時間 か 一一 一 
時間、 法な り 民法の 講義を すれば 5*£ いので あつて 
其 人が 其 舉校 許りに 居て >  外に 兼職を 許さない と 云 
ふ琪を 命ずる のは、 實際の 上に 於て 何等 必要は ない 
のであります •是も 何とか 調節を 付けて 戴きたい と 
恩 ふので あります、 それから 最後に 一千 萬闾の 御 下 

賜金です、 官立 大學は 旣に國 家が 始終 費用を 支出し 


に 調査を ^ する 1JT 柄は 別であります が、 どうも 此行 
政 官廳典 他の 役所に 於て、 事務が 延滞を すると； K ふ 
ことは、 某 だ 面，：！！  くない 祺で あります から、 * は. 31 
京府 許りでなく， 總 てに 及ぼしたい、 立憲 内閣と S 
つて 民意に 副 ふと 云 ふ 以上 if 總 ての 形式を 捨て k 
人民の 便利を [®i ると 云 ふこと ほ 當然の 事であります 
から •もう 少し 事務を 簡便に したい、 それから 此役 
入の 出勤時間 もです、 必ず 此議會 と 同 樣に 時間を 励 
行したい、 _會 ほ 午後 一時と 云へ ば、 明治 二十 三年 
以來 必ず 午後 一時に 開いて 居る、 是は國 民に 對し時 
間の II 行の 事に 付て は 誇で ある 社交 や 何 かも 之に 傚 
はしたい …… (「犬 隈內閣 の 時に 一時 半に なつた こ 
とがあります、」 と 呼 ふ 者 あり〕 それ故に 是 等の 點 
に付きまして、 眞に 緊張した る考を 以て •事務の 刷 
新を 阖 つて 戴きたい と 思 ふので あります、 是ほ 何れ 
御考も ある ことで ありませ うが、 矢 張國 民を 代表し 
て 吾々 が 要求を 呻 上け た 方が 御 命令 遊ばし 監督 遊ぱ 
す 上に 於いて 御 便宜で なから うか、 國民が 斯う 云 ふ 
要求を して 居る ので あるから 貴® ¥ く 3 ろ (笑 S? 起 
る) 斯う 云 ふやうな 工合に 御 命令 遊ばす のに、 或は 
御 便宜で ほな からう か、 其 外 まだ 原稿に 致します と 
十枚 許り 申 上げたい 事が あるので あります が、 今議 
長から 時間の 都合が あるから と 云 ふ 御注意が ありま 
したから、 質問 ほ爱に 止めて、 後の 質問 {x m- 算 委員 
會に 之を 謎りたい と 思 ひます。 

r 拍手 起る j 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 內閣 總理 大臣。 

〔國務 大 K 原 敬 君 登壇〕 

〇國 務大 RC 原 敬 君〕 f ■今 高木 財の 御 質問に 付き 簡 
K に 御 答 致します が、 樞密院 、貴族院 等に 付ての 御演 
説が ありました が、 御® 意は 十分に 了解 致し 兼ね ま 


は あ 〇 ますまい と 私 ほ 了解して 屛〇 ます* 又！！ 續委 
員の 事であります が、 之に 付て は 成程 法 g 規定が あ 
ります が、 未だ 曾 ' r 置いた ことが 無い のであります 
併ながら 彼の 法律 ほ、 或る 法案が あつて 之を ：拆杏 す 
る ® めに 1 繼績委 M を 置く やうに 出来て： iS ると •私 
は 此處に 法律は 持つて 居り ませぬ けれども 了解して 
居ります が、 法律を 作る が爲 に繼 續委 M を 設ける と 
云 ふ ^ 意に ほな つて 居らぬ と 思 ふ •そこで 税制 整理 
等の 問題が 出まして 1 法案で も U5 まして. 之を 審 
査 する e めに さう 云 ふ 必要が あれば、 今後に 於て m' 
来る かも 知れ ませぬ が •其稅 制を 整地す ると 云 ふこ 
とであります れぱ 、繼續 委員を 設ける 法律の 趣意と 
は 少し 違 ふやう に考へ ます、 併ながら 是は實 際に 於 
ては 行つて 居る， 法律の 示す 所の 議院の 繼紡委 員で 
はあり ませぬ けれども、 先年 行 1KC 整理を やります 時 
に兩 院の議 M ょり® 員を 出しまして*® 杳致 しまし 
た、 是等 法案を 拖議 する， 或 ii; 是等 法案を 港 査 する 
爲 めに 兩院 議員の 委員を 設け、 當時の 政府 —— 西 ® 
寺 內閗に 於ても 數 fH] やつて、 吾々 も參與 して 記憶し 
て 居る 所であります， 法律に 示す 所の l!g 續委 負は 置 
いた ことは ありませ ぬけれ ども、 整理と か 何とか さ 
う 云 ふやうな 問題に 付ての 時には、 兩院 議院ょり 委 
員を 出して •審査を 鉍 して 居りましても， 實際に 於 
ては 兩院沒 交渉で 居らない やうに やつた 慣例は 澤山 
あります から、 向後に 於ても さう 云 ふやう に 必要が 
起り ますれば 111-. 手段を 執つ て 何等 差茭な いと 思 ひま 
する が、 要するに 繼綏 委員 云々 の 御 話は •私の 解饈 
に 依れば、 法案の あつた 事と 思 ふので あります、 そ 
れから 位階 動 等 云々 の 事であります が、 それ (3; 位階 
_ 等 ある 者に 對 する 特權设 遇と 云 ふ ものは 存在 致し 
ますから •場合に 依て ほ 是 等に 對する 其 前に 當つて 
相當な 手續 をし なければ ならぬ ことほ 無論 あるので 
あります が、 併ながら 位階剧 等 ありと 雖も .若し 5 
すべきと ころの 罪科 ありと 致せば、 之れ を 其の儘に 
放任して 置く 考は私 共 持つて 居り ませぬ、 それから 
官私 立學 校の區 別に 付いての 段々 御 話で ありました 
が、 若し 左糅な る 事 ありと すれば •私は 極めて 御 同 
感を 表します が • !« 際に 於て ix 成程 官立 學 校の 卒業 
者、 私立 學 校の 卒業 者 —— 同じ 官立 學校で .色々 違 
ひます、 何處の 卒業 者に 何の 位の 佑 給を 與へ ると 云 
ふことは， E JI< 初 採用す る 折に (3; 民 FJ1 にも ある ことで 
あります， 官廳 にも 幾分 か 左 厳な 部分がない とは 限 
九 四 七 


逆 ひまして、 平民 內聞 である 以上 ほ、 此私立 大® に 

向 つても 十分；！ 情を 持つ て 頂きたい、 物は 小さい 者 

でも 之を WJ ける と 云 ふと 十分に 發途す る、 一つの 學 

校を 新しく 桁へ るょ 〇ほ、 從來 在る 所の 學校に 向つ 

て 之を WJ 找する 、補助す ると iK ふ 政策を 執つ て ] a へ 

ば •確に - >v. 派な 什 ? Jf が (|'| 來る であらぅ と 思 ひます、 

それに 付きまして 此頃 K 等 學校に 、五十！ SIP の ait 本 

命を sli すると 云 ふこと を 御 规 5C になつ て 辟る やぅで 

あります 若し 現在の ® J、v 稻田と 云 ふやうな 私立 

织校 の KJ 拙を 棍 つて 居る 學校の 御 都合 ほどう か 分 〇 

ませぬ が、 其 外の m 校に なつて W ると、 五十 萬 圆以 
，施政方針の K l;!il に對す る Kl feal 珂大 [11  I の 答 辯 


て 居る ので ある、 此恩 賜金の 分配は •文部大臣の 御 

職® を 以て e T ことが 出来る 事柄で あらう と考へ る 

のです、 さう すれば、 明治 以来 私立 大學が 社會に 貢 

HL たる 事柄、 及び 其 歷史 等を© Ig せられて、 私立 

大學の 方に も 十分 思 召の 霑 ひます る やうに、 御 心配 

を 願 ひたいと 思 ふので あります が、 文部大臣の 御考 

ほどう 云 ふ御考 を 御 持で あらう か、 それから 行政 事 

務節拢 の琪に 付て FI-I 上げる のであります •か、 此頃 XK 

京 府知亊 の 訓示を 見ます ると， 今度 東京 府廳で 受付 

けたる 事柄は， !., [] 日 決定を しろと 云 ふ 訓示が 出 まし 

た •如何にも 私は‘ U い 訓示で あらう と 思 ひます 特別 


した けれども、 何となく 是 等の官 衙が 、今の 進歩を 
妨げる であらう かと 云 ふやうな 御 推定の やうに 聞え 
ましたが、 若し さう であれば、 決して 樞密院 * 貴族 
院と云 ふ處 が、 今日の 進 步を妨 けて 居る のでは ない 
と 御 諒承を 願 ひたいので あります 、佚して 左樣な る 
意思が ある やうには 私は 了解して 居り ませぬ •又 贵 
族院 衆議院の 關係に 付ての 御 話で ありました が、 是 
は 成べ く 圓滿に 行く ことは 希望 致します が‘ 併な が 
ら兩院並立致して居る以上にほ、關係の親密ほ希轺 
致します るが、 之を 其 領域を 撤回して 混同す ると 云 
ふ譯 にも 參らす 、唯々 自ら 意思を 疏 通して 置く の 外 
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旌 政 方針の 打 問に 對 する 中 橋 文部 大 i-s. の 答 辯  外交、 財政、 施政方針に 31 する 松 本 誠 之の 質問 
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りますまい が、 併ながら それは 最初に 採用す ると き 
のこと、 それから 段々 進んで 行きます れぱ ，決して 
何等 官公私 立學 校の 出身に II 別が ありませ ぬ、 故に 
私立 學校 出身の 知 琪が 、官立 學 校 / li 身の 知事より 体 
給が 少ない ことほ 無論ない のであります、 其 人の 技 
銪 に 依つ て、 官立 も 私立 も 同じ 事、 唯々 最初 採る と 
きの 御 話で あらう と 思 ひます が、 最初 採る ときに (3; 
同じ 官立で も is ひます から 必ずしも 之を 一 _ にす る 
と云ふ事ほ、斷言する事ほ出來ませぬけれども、私 
ほ 其 人の 技倆を 見る が 爲 めに， 相 當な る rit 衡を 致す 
も S: しう- こざい ませう けれども. 其 / U 身に te つて 依 
給などを區別する考ほ持つて尻りませぬ、それから 
後と 13: 文部大臣に 御© でありました から， 私より 申 
す 必要 13: ありませ ぬが、 此琪 務の簡 捷の 事、 繁文搏 

禮を 除く と 云 ふ 御趣总 の 事 ほ、 極めて 御 同感で あり 

ます、 先年 私 {j; 之を K 行した ことがある， 是 ii 時々 

やらなければ* f? ほ 後庹 りを 致す ものであります か 

ら 、私 ほ 此事に 就て 刷新 改良を 加へ たいと 思つ て 居 

ります が、 併ながら 是 ほ 矢 張 餘稅 時を 要する、 此前 

に 察 理をや ると きに も ' I1 々日子を 要した* 何千 件と 

集ります から 急速に 行 S- ませぬ が‘ 併し 兎に角 是は 

御 趣意は 御 尤の話 、吾々 は 今日の 場合に 於て は、 大 

にさう 云 ふ 事に 努めて 見たい と考 へて 居ります、 左 

樣御承 知を 願 ひます" 

〔拍手 起る〕 

01 務大臣 e 中橋德 五郎 君〕 議長。 

〇 踊 長 < ，大岡 育造 君〕 中 橋 文部大臣。 

〔國務 大臣 中 橋德五 郎君 登壇 j 

〇國務 大臣 C 中 摘 德五 郎君〕 高木 君の 御 質問に 御 答 

を 申 上げます， 此 度の 敎育 機關の 聩 張に 付て 御 賛成 

を 得て-御 同情 下さつ たこと に對 して 先づ 御禮を 申 

上げます それに 付て 多少此 官立 學校と 私立 學校 とに 

E 別を する やうな 御 話が あつた やうに 伺 ひます が、 

是 ほ 卒業 者の 側に 付ての ことは、 今總现 大臣より 御 

答が ありました が， 學校其 物に 付きまして は-一切 

M 別を @ かない 積り であります、 私共 就 fr: 當時か ら 

して、 私立 學校 にも 出まして 其 趣意は 申 上げて、 ど 

うか 出 來るだ け 奮發 して 貰 ひたい、 官立 同樣 にした 

いと； K ふやうな 事を 申 上げて あります から、 此點は 

どうか 御 安心を 願 ひたいと M. ひます、 併ながら 成立 

| が 違 ふ ものであります から、 此度 長く 敎育界 に 於て 

| 問題と なつて 居りました 所の 學令 —— 大學 令、 高等 


學校 令、 隨 て中帮 校 令， 小珙校 令 も 改正に なり まし 
たが •其 結果と 致しまして •怒々 今日の 所謂 私立 大 
學と稱 する ものは ¥ 門學 校であります、 大學 でない 
のであります から I 學 令に 云 ふ 所謂 大 ^ でない、 
それを 一 菝 上せて 大學 令の 所謂 大學 にし やうと する 
ときには 資本が 要る， 資本の 供託が 要る、 斯う 云 ふ 
規定に 今度な つた、 是ほ洵 に御氣 の 毒な 事と 私 ほ 思 
ひます、又其次の高等學校令の 1? ::|に付きましても 
若し 私立に 於て 高等 學校若 ほ 大學豫 科と 云 ふ ものを 
桁へやうとするときにほ-相當なる資金を要する， 
學 校の® 礎を 先づ筮 くす るには、 相當な ものが 要る 
と 云 ふこと に •今度 規定が なつた のであります けれ 
ども、 又 一面 唯今 申 上げました 通りに、 官立と 私立 
とは 同等に 視た い、 况や 今日までの 私立の 中に も， 
高木 君の 御述 になつ た 通り、 非常に 功績の ある 學校 
が ある， 大變な 公益を 與へて 居る 學校が 多い、 非常 
なる 卒業 者 も / 11 して 居る 學校が 中々 多い、 さう 云 ふ 
ものに 對 して {S •何 か 補助 獎勵の 方法が 無から うか 
と 思つ て， 當 局に 於て は 唯今 考へ 中であります、 又 
一般の 私立 學 校に 付ても 何 か 方法が あれば —— 多少 
の獎勵 の 方法が 無から うかと 云 ふ 事は 今考へ 中で 居 
〇 ます、 それから ® 任 敎授の 事が ありました が是ほ 
餘 程本當 に大學 令に 依つて， 大學 校を 御 桁な さらう 
とする には 苦痛であります、 今日の 私立 ¥ 門 學校が 
變じや うとす るには •之には 多少の 緩和す る 方法が 
あらう と 私は 思つ て 居ります、 又 御 下賜 金の 御 話が 
ありました が、 是ほ どうか 近日 高等 敎 W 機 關の頫 張 
案 •並に 通 加 豫算 案を 提出したい と 思 ひます から、 
どうぞ 其 時機まで 御 待を 願 ひたいと 思 ひます が •■但 
し 私立 學 校に (i 六ヶ敷 うご ざいます、 是だけ 御 答 致 

します (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 此 次に まだ 通吿 があります が 

明日に 急ぐ 案件が あります から、 此處で 御 諮りを 申 

して 置きます、 第 六部 選出 決算 委員 今 井 喜 平 君、 第 

二部 選 m 豫算 委員 尾 崎 行 雄 君、 第 四 部 選出 豫算委 M 

坂 口 仁 一郞君 、第 四 部 選出 請願 委員 平 島 松 尾 君、 右 

常任委員 辭任の 申出が ありました 1 許可す るに 御異 

議あり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり 〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ 何れも 許可せ 

られ ます、 成べ く 速に 其 部に 於て 補 缺選擧 を 行 はれ 

て 御屆け あらん ことを 希望 致します、 尙ほ 豫算 委員 


會 は 前例に 法り まして、 本 a- 議 中に 開 色す る ことを 
鸨め 許可を 受けたい と 云ふ雅 算委員 長からの 申出 •か 
あります、 其 時に 許可を 得ず して 豫め 許可を 得たい 
と 云 ふこと •之を 許可す るに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 其 旨を nj 決し 
たと 云 ふこと を宣吿 致します - 松 本 誠 之 ^ 。 

〔松 本 誠之赵 登壇〕 

0 松 本 誠 之 君 私 如き 後進に して 微力なる 私の 爲に 
貴重なる 時間を 御 延ばし 下されまして 、内閣 諸 公を 
始め 滿觉 諸君が 御 辛抱 下されて 御鹺 き !-" さる ことは 
恐縮の 至りで ございます が、 深く 感謝 致します、 而 
して 私が 政府の 諸 公に 御尋を 致さん と 欲する 事は、 
總て西 伯 利 問題の 事であります、 それは もぅ 極く 時 
間 も 延びて 居ります から、 簡單に 私 {3: 御尋を 致す の 
でございます、 それで 五 項に 分ち ましたので' こざい 
ます、 第一は 憲政 會の菌 月 小 太郞苕 が 最も 强い 最も 
熱心なる 感謝に 堪へな い 所の 西 伯 利鐵道 問題、 殊に 
東 淸鐵道 問題 等に 付て 御尋 になり ました、 其 次には 
又 西 村 丹 治郞 君よりの 御尋も ありました が、 私も此 
.S に 付て 質問を 試む ると 同時に、 聊か 希望を 述べて 
置きたい 事 も あるので あります、 それから 第二に ほ 
目下 全 露を i 文 配 せんとす る 所の 「オムスク」 政府の 現 
狀に 付て、 之を 外務大臣に 御尋 致したい ので ありま 
す、 それから 第三は 露西亞 の國の 貨幣の 事に 付て、 
大藏 大臣に 御尋 致したい、 第 四は H 露語の 獎 ra 研究 
に 付て 御 & 致したい、 第五は 西 伯 利 即ち 哈爾賓 、滿洲 
里、 彼の地 方に 於ての 郵便® 信の ことに 付て、 ii 信 
大臣に 御尋 致したい 、是だ け 極く 簡單に 私 ほ 御尋致 
します、 私は 決して 現內閣 に對 しては、 攻擊的 或は 
批評 的の 言を 弄して、 此 質問を 致す 者ぢや ありませ 
ぬ、 衷心より 此の 内閣の 成立を 撒 迎 致し •好意を 持 
つて 居る 一人で ございます、 n 分は 一昨年 來 より B 
々西 伯 利 地方を 旅行 致し、 殊に 又 今回 哈爾賓 に 於き 
まして， 私は 微力ながら 日露 兩 文の 一つの 新聞 5 發 
刊し 、經營 を やりました 爲め に、 一昨年 來 より數 回 
彼の地に 旅行 致しまして、 多少 實 際に 就て 踏赍 研究 
を 致した ことに 付て •將來 我 帝國が 北に 向 ひ、 西 伯 
利に 向 ひ， 經濟 上から なり、 商業 上から なり >  貿易 
上から なり" 教育 上から、 思想 上から やらなければ 
ならぬ と 云 ふこと を 深く 感じました が e めに、 此五 
つの 目を 擧げて •當 局の 諸 大臣に 質問を 致したい の 
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であ 〇 ます、 此西伯 利® ia o 問 vy に 付て は、* は !?! 
月 君が 十分に 御 話に なりました が、 私は K に® に 
之を 一つ 御结を 致して S きます、 申す まで もな く 我 
國の 兵が 彼の 不毛の 土地に 於て戰 ひ、 S 氷期 烈と® 
つて 辛苦 艱難を 辟め て. 斯の 如く 雄大なる 一を しつ 
i あつて、 而 し て 彼の 過激派なる 彼等の 即ち ^ 

る 所の 勢力を 挫いて、 器 西亞 の國 民を して、 1K 部 西 
伯利の安寧を保たしめたと云ふことは、我帝阀の疋 
隊の成 力の ある 所に 相違ない ことほ、 是ほ 明なる 取 
a である- 而 して® みて 兑ま すれば、 明治 二十 七 八 
年の 日 淸の硪 ょり 明治 三十 七 八 年に 於け る □花 C© 
ょり 其 歷史の 上から 考 へ， K 日本と S 西亞 との 地 利 
の關係 上から 考 へて 見まして、 又此 度の 眼 逝® 人の 
上から-其 功を 奏した 點か ら考 へて 見ましても、 ど 
うしても 斯うしても 西 伯 利の 鐵道 に對 して、 せめて 
は m /i!r 鐵道だ けに 於ても  >  我國 が亞米 利 加の 忍 a に 
從ひ 、亞米 利 加の 尻 馬に骓 る やうな ことなくして、 
首腦 となつ て 此 東淸鐵 道の 管理 權 ほ、 我 國が 必ず 之 
を 掌握し なければ、 將來我 帝 國ほ 北に 向 ひ 西 伯 利に 
向つ て 事を 爲す 上に 於て， 此 管理 權を 首脳と して 32 
るに 非 ざれば、 我國 百年の 大計と 云 ふ ものは， 西 伯 
利に 於て 失つ てし まふ 動機と なると 云 ふこと を. 私 
は 深く 信ずる のであります、 所が 此聯合 國の協 調に 
依り >  聯合 K の 協同に te つて、 此西伯 利鐵逍 或は aji 
淸鐵 道の 管理 ほ •今 それ (3: 蒞謎 中で ある、 ffl 談屮で 
あるから >  此 內容に 付て は、 何とも 今 明に 御 答す る 
事が m 来ぬ と 云 ふ 所の 外務 大以の 御 話の やうに 纸つ 
て 居ります るが、 萬 一 でございます、 帝國 が斯の 如き 
歷史の 上から 考へ 、或は 土地の 接 ■の 上から 考 へ、 
今回の 派 遺の 軍人の 雄大なる 功を 奏した 上から 考へ 
て もです、 せめては 此東淸 鐵道だ けは 首腦 となつて 
隧越權 を 有つ て 居る ものであります るが 故に、 此管 
理 ほ 必ずしも 日本が やらなければ ならぬ、 之が 爲に 
私は 哈爾賓 ，滿洲 里 地方へ 參 つて， 我 帝阈 陸軍 武官 
の —— 高級 武官の 人々 を 訪問 致し、 或は 兵卒な どに 
も 就て 色々 意見を 間うて 居ります が、 其の 武官た る 
大佐 中佐 或は 少將 、是等 の 人の 名前は 中し ませぬ け 
れど も、 我々 が此西 伯 利に 來て此 秩序を 保たし め、 
西 伯 利阈 民を してから に •枕を 高う せしめた 上から 
考へ 、二十 七 八 年、 三十 七 八 年の戰 爭 の歷史 から 考 
へ、 土地を 接する 上から 考 へて 見ても、 せめては 此 
東淸鐵 道を 日本が 掌搌 する に 非ず んば 、何が 爲に我 
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等が 來て居 るの だ、 苟も 君 S5 られ たなら ぱ ，此 yi を 
帝 ra 議會の 代 諮 士 :^ 君に 諮つて、 此災淸 鐵 道の符 理 
は 我闽 が捤ら なければ ならぬ と 云 ふ 事は •飽くまで 
阈民を 皸 舞し* 興 論を 8¢ 起して やつて 貰 ほなければ 
ならぬ と 言つ て 居る、 而し て哈 賙賓に 於て は， 今日 
我國の 在留民 男女 合して、 殆ど 六 七 千 人に 達して 居 
ります、 ■者の 数で も 去年の 中に 行つ た 時には 八十 
人 許りで あつた' か， 今度 冬から 掛けて 正月に 參つて 
見れば 百 七 八十 人 も 行つ て 居る、 滿洲里 地方と 云 ひ 
知 多 地方と 云 ひ、 我 帝國 の國 民は、 ぐん <と 進む 
一方で、 彼の 寒氣 縻烈を も ® みずして 進んで 行つ て 
居る、 何でも 行かなければ ならぬ、 犬で も 豚で も 益 
々羚計 西 伯 利に どん  <我闽 から 行かなければ なら 

ぬと 云 ふやうな， 私は 此 現象が 大切で あると 云 ふこ 

とを 感じて 居ります、 どう 云 ふ 風に 此 诳 淸鐵 道が な 

るか 存じ ませぬ けれども. 萬 I 亞米利 加の 人々 が 首 

腦とな り、 亞米利 加 人が 主 _老 となつ て、 日本が 恐 

らく K- 尻 馬に從 ふと 云 ふこと が 假り にある としたな 

らば、 北滿に 於け る 所の 我 Isl lla 兄弟、 或は 哈爾 賓、 

滿洲 里、 知 多、 西， 们 利に 向つ て H 易を 爲さん とする 

H 品 業者、 商業 者、 或は ! 5 本家、 或 ほ 即ち 八 JR 業 家、 

避れ 等の 人々 が 皆な 失望 落 ri をして しま ひまして， 

而して 西 伯 利に 於いて K 易 業に 大なる 働を 爲す 、商 

槊 上の® 辟を なし •經济 上に 手を 伸ばさう と 云 ふ 者 

は* 失 5! 落 80 の 於り •或は 日本の 不利益に 歸 してし 

まつて、 轺を失 5 て* 其 力を 仲 ばす と 云 ふこと が 出 

來な いと 云 ふやうな 垠柄に 立 至る や も 分らぬ と 私は 

思 ふ、 而 して 又我阀 内地の 國 民に 於ても， せめては 

苽 溃錄疽 位 ほ f? 理する ことが 出来る と 云 ふこと け 

阀民が 侍な 期 f$ して K る ものと 思 ふ， 若しも 是が出 

來な かつたならば •或は® る、 M 論の 沸騰 如何と 云 

ふこと を 私は ffi る、 のであります •希く ば 現内閣 諸 

公に 於 かれまして， 殊に 外務 大 K 內田閣 下に 於 かれ 

まして if 十分に | つ此邊 の 所を ば 御 了解 下され ま 

して •せめては 此诳浈 鐵道だ けで も、 我® が 掌握す 

ると 云 ふこと に 御 ^ 力 あらむ ことを 希 0 ? 致します* 

同時に 今鐵 适 問題に 付て， もう 一 胃 申して® きます 

が、 彼の 黑河と 哈硪賓 と £/1 間の 鐵逛 であります •黑 

河と 哈爾賓 間の 鐵 道の 如きは 是ほ 如何であります か 

是は ，日本 帝國が 綽營 しなければ ならぬ， 日 木 帝 國 

が 露西亞 入と 經營 して、 早く も 手に入れて 日本 帝！ I 

が 此經營 の 任に 當らな けれ ぱなら ぬ 筈であった ので 


ある、 然るに 亞米利 加の 人間に 藓収ら れて しまつた 
亞米利 加の 人間が 黑 河と 哈爾賓 間の 鐵迫の 敷設を や 
るでは ありませ ぬか 是 等に 付て ほ 如何で ございます 
か、 帝 國政府 は 露 西亞 の國 から 何等かの 交渉が あり 
ました か、 何 か 御 相談で も ありました か、 之を fnj ひ 
たいので ある、 殊に 御 承知の 如く 長 春までは 我が 滿 
鐵 の經營 になつて 居ります' か 爲 めに、 總 ての 事に 付 
て 貨物の 輸绘 上、 或は 乘 客の 旅行 ほ 實に 安心で ござ 
いますが •長 春から 哈爾賓 の 間， 僅か 日本の 里數に 
致し ますれば 六 七十 里 そこ •であります、 哩數に 
致します れぱ百 五六 十哩 許りの 間と 云 ふ ものは、 實 
に亂脈 極つ T: 居る， 長春哈 爾賓 間の 札を 買は ぅと 思 
ますには、 まるで 喧嘩腰に なつて 買 ほなければ なら 
ぬ、 それから 汽車に 乘 つても、 ぅつかり して 居る と 
靴で も 何でも 自分の 荷物を 一等 列車の 中に i 寢臺 
に 入れて 置いても、 安心して 居る 譯に 行かない、 便 
所へ 行く にも 何時 海は れる か、 持つて行かれる か、 
盗まれる か 知れない と 云 ふ、 實に亂 脈 極つ て 居り ま 
すが， 其 輸送 上の 不完全： なる、 汽車の 中の不 秩序な 
る、 是 は 宜しく 西 伯利鐵 道は 管理し なければ ならぬ 
秩序を 保たし めなければ ならぬ と 云 ふことは •最も 
必要な ことで ございます， 故に 此東淸 •西 伯 利鐵道 
の 管理 問題に 付て は、 私が 希望を 述ぷ ると 同時に、 
我 帝 W の 腕を 此所で 揮つて 戴かなければ ならぬ 事を 
希望 致して B まぬ のであります、 それから 第二には 
「オム K ク j 政府の 現 狀に 付て 御尋 したい C 「成べ く簡 
簞 に 要領を E!)1 ひます J と 呼 ふ 者 あり} 承知 仕りました 
丁度 彼 地へ 參 つて 居りました が •昨年 十一月から 十 
二月に 掛けて、 御 承知の 如く 「コルチ ヤッ ク J と 「セ 

ミョ— ノフ J と 彼の 諍 ひ、 遂に 妥協が 英 、佛 ，日の 

三國に te つて、 其 仲裁に 依つ て 妥協が 出来ました、 

幸に 金 露 の統裁官として (3: 、「コルチヤック」が其 

任に 當 ると 云 ふ 風に 立 至つて 居りました 所が •之を 

考 へて 見ます と •束 部 西 伯 利， 西部 西 伯 利の 秩序が 

多少は 恢设 して 居ります けれども •まだ < 其 過激 

派 I 「レ ニン」 政府 •それ 等の 空氣が 幾分 あちら 

こちらに 齙漫 して 居ります、 萬 一の 事が あつたなら 

ば， 西 伯 利 m 西に 於ても •或は 段々 過激 !! K の 空氣が 

再燃し やしない かとい ふ 憂が あるので ございます* 

而 して 此 , オムスク」 政府の 現狀は 目下 如何なる 狀 

態に なつて 居ります か、 此全 露の 統裁官 として 此 「コ 

ル チャック」 なる 者が、 將來 果して 此統 裁の 任務を 


完 うして、 威力 ある 所の 卿を 爲し ，秩序を 保つ と 云 
ふことほ，外務大臣に於ては，是は十分御認めにな 
つて 居ります か， 如何で あるかと 云 ふ亊を 第二に 御 
尋した い、 それから 第三に 付きまして は、 露 西亞の 
貨幣の 事で ございます、 是 ほ 私は 參考の 爲め露 西 亞 
の留を 十 枚 許り 持つ て歸 りました、 此留 には 露 西 亞 
帝 國の —— まだ 露 西亞前 畠 帝が 存命中に 發行 致し ま 
した 留紙 m もあります、 或は 「ヶレン スキ ー」 內閣 
の 時分に 出した 貨 m も 是に涅 つて 居ります、 それ か 
ら 過激派の 「レ-- ン」 が發行 致した 札 も此處 にご ざ 
います •西 伯 利 政府が 出しました 札 も此處 にご ざい 
ます、 斯の 通りに 西 伯 利 地方に 行きましたなら ば* 
貨幣が 此 通りに 違つ てし まふ •而 して 第 一番に 信用 
ある 所の 貨幣が どの 貨幣で あるかと 云へ ば •彼の 慘 
酷なる 最期を 遂げられました る、 露 國前帝 時代に 發 
行され ましたる 紙幣が j 番に 信用が ありまして、 其 
兩替を 致します る 上に 於て、 値 打が 一番 宜い ので あ 
ります、 それから 過激派の 札に 至つ て ほ、 今 非常に 
下落して 東部 西 伯 利， 西部 西 伯 利 35 けれども 「べ卜 
ロ クラ ー ド」 へ參り ますれば •過激派の 金が 相場は 
どんと 高くな つて 居る， 斯う 云 ふ 風に哈 爾賓 、知 多 
地方で も. 幾 種と なく あちらこちらに 散らばつ て 居 
る •日本の 貿易業 者  >  商費 人 等が、 传な 此の 貨幣の 
不統一なる ことに 迷うて しま ひまして •十分なる 金 
を 投じて ことを やらう としても •或 (3: 貿 ^ 菜の 上に 
於いて 働を 爲し •商賣 の 上に 於いても 十分の 活動を 
して 見たい と 思 ひましても •何分 貨幣が 不統一の 所 
ょり-どれを 取つ て 置いて 宜い か、 どれを 受取つて 
置いて 宜いか •どれを 以つて 取 引を したが 宜いか 迷 
うてし まひまして、 今や 西 伯 利の 現狀は •我 帝_ の 
貿易業、 或 ほ 商業の 上に 於いて、 經濟の k に 於て、 
多少 差控 をす ると 云 ふやうな 現狀 になつ て 居り まし 
て、 さう して 彼の 三 井な り、 或は 久原鑛 業 株式 會社 
なり、 神 戶の鈴 木 商店な り_ 大倉 組な り、 是 れ等大 
商店、 大企業 家に 於て ほ、 或は 調査 實孜と 云 ふやう 
な I 調査 若く ほ 研究と 云 ふこと に 目下 止めて 置い 
て， 不十分なる 貨幣の 不統一の M め‘ 活励 する こと 
が 出 來な いと 云 ふやうな 狀態に 在る のであります、 
此貨幣 なる もの ほ、 果して 將來秧 序を 保ち. 能く統 
一を 保ちまして、 日本 帝國の 在留 邦 民を して •此經 
濟の 上に 於て 安心を させて、 商業 上、 貿易 上、 凡て 
經濟の 上に 活動せ しむる 機運が 何れの 時に 來る か、 


或； i 此統 一が 立派に 保つ ことが 出來 るか 否やと： K ふ 
ことに 付て •大藏 大臣の 御意 見は 如何で あらう かと 
私は 伺 ひたいので あります • »;' それから 第 四で ありま 
す、 第 四に 付て は 我 帝 國は 從來茭 那に對 しまして は 
支那 問題々々々々 で •隨分 朝野の 人々 が 研究され ま 
して •彼の 上海には 同文 學院な る もの も 設立が あつ 
て、 而して 日本人と して X 那語を 研究 致しまして、 
海外 或は 帝 國に許 多 居る 者 もあります が， 段々 平和 
ir 議が濟 みました 上に 於て は •どうしても 日本の 國 
ほ 北に 向つ て、 束 部 西 伯 利 西部 西 伯 利を 對手 に、 而 
して 哈爾賓 を屮心 として •西は 滿洲里 •知 多， 「才 
ムス ク」 等に 進み 而し て大 にやらなければ ならぬ と 
云 ふ 事で ございます、 それに 付て 第 一番 ほ、 露語の 
研究が 最も 必要で あらう と 云 ふ 事を 深く 私は 感じ ま 
した •此露 西亞の 研究を 爲し •又 露西亜 入を して 日 
本の 言葉を 知らし め、 此日趨 の兩語 を 十分 @ 方 共 研 
究 さして、 話 合を する 上になります れば 、益々 日露 
兩 國の 意思疏 通されまして 、遂に 互に 國民 性を 理解 
する ことに 相 成ります、 又 貿易の 上に 於ても， 經濟 
の 上に 於て •何等の 上に 於ても， 日露兩 語の 研究と 
云 ふこと は、 目下の 急務の みならす、 將來 我國が 北 
に 向つ て 發展せ ん とし. 腕を 仲 ばさん とする 上に 於 
て、 最も 大必耍 であらう と考 へます が •文部大臣は 
此の ® i に fl ては 如何なる 考でご ざる か 承つ て 置きた 
い、 それから 第五には 郵便 電信の 事で ございます， 
簡 W. に 野 田 遞信 大臣に 御靜 をして 是で 終りに 致し ま 
すが、 蓖國 郵便 條約 とか 協約なる ものが 在る あつて 
哈 g 賓には 我國の 郵便 電信局が 無い のであります、 
蒋 にどう も 其 郵便 ® 信の 不仙な る、 御 承知の 適り 束 
京から 哈爾賓 、北 滿洲里 地方に 電報を 飛ばして 長 春 
の 郵便 II 信 局で 受けて 奥れ る、 それから 東 淸鐵 道の 
輸送 不完全な 運轉 の不秩 序、 汽車 中には 泥棒が 粒 多 
乘つて 居る •其 上に 危險極 まる、 亂脈 極まる 菊 淸鐵 
道 の 汽車に 託して •さう して 其 郵便な り 電信を 哈爾 
賓に 送る， 尙ほ Q 本の 郵便局 員， 1S 信 局員は 哈爾賓 
に 二 名 か 三 名 出張して 居ります、 出張して 居ります 
が •扨 哈爾賓 の 彼邊に 日本の 內地 から ® 報を 浍 る、 
通信を する. 皆な 長 春驛で 受付け て、 其 長 春に 集つ 
たものを 哈爾賓 長 春 間の 鐵 道 に乘 せて 来る， 郵便局 
に數多 集めて 哈爾賓 に 持って 歸って I 哈爾賓 に 持 
つて ! HS つて どうす るか、 一々 在留 日本人の 住宅に 配 
達を して 吳れ ます かと 云へ ば •決して さう でない、 


外交、 财政 、施政方針に 關する 松 本 誠 之の 質問 


九 四 九 


院蓊衆 會議國 •::? 回 一十 四 第 


外交 方針の f^ llni に 對する 内 田外秘 大 K の 答 辯— 財政 方針の 質問に 對す る萵 橋大藏 大臣の 答 辯— 郵政 方針の S 5? に 封す る 野 田 ^ 信 大臣の 答 辯 


九 五 0 


配達を して 吳れな い •三日 摔 つても 四日 轾つて も 打 
捨て、 S いて、 一方に 函が それに }# へて ある、 其函 
にもぅ m 報が 來て 居る 糅子だ 、浦 餿から 內 地の 汽車 
: くした， 滿洲 里の 汽車が 何時に 著した 長 春から 何 
時に 著した •電報が 家から 來て 居らぬ か、 郵便が 來 
て 居らぬ か、 さあ 丁稚 ig りに 行つ て來 いと 言へ ば、 
其郵便筑岱を収りに行くと云ふ有樣になつて居る、 
六 七 千 人の H 木 人が 哈爾賓 に 行つ て， 大なる 仕事を 
する 際に 方つて， 此一事 を 以て 我 在留邦人が 郵便 電 
信の 爲め I. X んて 居る、 又 其 不便を 感じて 居る と 云 
ふことは、 諸 打 も 御 承知の 通りで あらぅ と 思 ひます 
將來此 平和 會議の 結果に 於て •西 伯 利 問題を 解決し 
露 西亞を 救 济する 上に 於て、 日本人の 力を 伸ばす 上 

に 於て、 此哈 爾賓即 ち 東部 西 伯 利、 西部 西 伯 利に 於 

ける 所の 郵便 電信の 施設 方法に 付て、 遞信 大臣は 如 

何なる 考を 持つ て ござる かと 云 ふこと を 伺 ひたいの 

でございます •私の 唯今 申 上げました 事は、 以上 斯 

の 通りで、 此 五箇 勝で ございます が、 前段 申し まし 

た 通り、 自分は 決して ® 1 内閣に 對 して 攻 氅 的 批評 的 

賭 度は 更に 持ち ませぬ、 飽まで も 好意を 以て 迎 へて 

居る ので ございます が、 筒に 自分が 彼方へ 參り まし 

て、 探 地 研究を 致し， 踏査を 致した 結果 •將來 帝國 

が やらなければ ならぬ、 此方 法を しなければ ならぬ 

と 云 ふこと を 痛切に 感じました が 爲 めに、 微力な が 

ら 此演垧 に 立つて 質問した のであります。 

〇國務 大臣 c 子掼内 田康哉 君〕 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 內田 外務大臣。 

〔阈務 大 Is 子爵 內田 康哉嵙 登堉： J 

〇阈務 大臣 (子爵 內田康 哉 君) 唯今 松 本 君ょり 質問 

の東淸 鐵 道に 關 する 件に 對 しまして (3: 、巳に 西 村 君 

及謅 ;J 君の M 間に 御 答を 致して あります、 之を 三度 

繰 返す ょり 外 ありませ ぬ、 唯々 或は 此 問題に 對して 

誤解に なつて 尻る 點が あり ほしない かと 思 ひます か 

ら 、一言 申 添へ たいので あります、 此柬 淸鐵 道なる 

もの ほ， 11 西 亞と支 那と の合辨 の鐵 道で あるので あ 

ります、 (「それ ほ 存じて 居ります」 と 呼 ふ 者 あり 

) それ 故に 此鐵道 は 他國が 來て犟 握を すると か、 管 

理を すると 云 ふことは 出來ぬ 性質の ものであります 

今日の 問題 ほ 露西亞 の 政變に 際して、 運行が 甚だ 不 

完金 になつ たのを •如何にして 回復した か、 詰まり 

列國が 西 Ir 利 方面に 兵を 出して 居ります •是 等に 對 

する 供給 もしな くち やならぬ、 n: つ 西 伯 利 地方に 於 


ける 人民の 闳苦も 救 ほうと 云 ふに ほ， どうしても 銥 
道の 運行の 敏活を 圖らな けれ ぱなら ぬ 勤であります 
が、 列國に 共通の 此便 利を 如何にせば ' li からう と 云 
ふこと に對 して、 協議を して 居る 次第で ございます 
尙又黑 河より 哈爾賓 に 至る 鐵道 のこと に 付て 御 話で 
ありました が、 此鐵道 ほ 開戰 前より 露西亞 側に 於て 
敷設 借款 s を 得て 居る ものであります >  今日 も 其 通 
りで ある、 決して 亞米利 加が 此鐵 道に 關 係して 居る 
と 云 ふことは 事實で ありませ ぬ •第二の® 即ち 「ォ 
ムス ク ーに 於け る統 裁官で ある 「コルチャック」 に 
對す る考 ほ どうで あるかと 云 ふこと であります が、 
此 「コルチャック ー ほ 今日まで まだ 列國に 於て 認む 
る 程度に 行つ て 居り ませぬ'  然れ ども 尙ほ露 西亞に 
於け る 政府の 中では、 最も 有力なる 政府で あり、 且 
つ 有望なる 政府であります から 此 「コルチ ャッ ク 」 
の 政府が 益々 確 ® になつて、 列國に 於ても 之を 認む 
る ことの 時期の 早く 來らん ことを 望んで 居る 次第で 
あります •其 他 三 S あります が、 是ほ 特に 各 大臣に 
御所 望の 事であります から、 何れ 他の 大 K より 御 答 
があります こと 思 ひます が、 其 中 第 四番 目の 日露 
語の 研究の 事に 付て、 一寸 私の 方に 關 係した 事が あ 
ります から 申 上げます が、 此 露語の 研究を 我が 子弟 
をして 益々 從事 せしめ、 J1 つ 露西亞 人を して、 日本 
の 語學を 修めし める と 云 ふことは 洵に 必要な 事で、 
是 より 先は どうしても 日本と 露西亞 は、 益々 親密に 
なつて 行かなければ ならぬ ことは 申まで もない こと 
であります、 其 最も 有力な 媒介 ほ、 互に 語學 をす る 
と 云 ふこと である •無論 日本に 於き ましても、 露 西 
亞語 のこと に付きまして は •是 まで も 出來得 る だけ 

の 事は 致して 居る こと X 思 ひます， 尙ほ それでも 間 

に 合 ひませ ぬから" 追て は 哈爾賓 に語學 校を | つ 起 

したいと 云 ふこと で* 其 筋々 で 目下 協議 ' H であり ま 

すから、 多分は 完全なる 學 校の 設立を 見る に 至る こ 

と X 期待して 居ります 是だけ …… 

〇國務 大臣 c 男爵 高 橋是淸 君〕 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 高 橋大藏 大臣。 

f 國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今 西 伯 利に 於ての 

备 種の 留 紙幣が 出て、 商取引に 甚だ 困難で あると 云 

ふ 事情に 付て は、 委しく 御 述べに なりました が、 其 

終りの 大藏 大臣に 間 ふと 云 ふことは、 能く 私には 聽 

取れ ませぬ でした、 其 混 雜 して 居る 狀况に 付て どう 


考へ るかと 云 ふ 御 尋で すか， そこを 承りたい。 

〇 松 本 誠 之 君 先刻 私が 申しました 通りであります 
が， 此統 一は 必ずや 近き 將來に 於て 保つ ことが 出來 
ると 云 ふ、 御 見込で ございます か 如何で ございます 
かと 云 ふこと を 御尋 したので あります。 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 分 〇 ました、 近き 將 
來と云 ふこと ほ 私は さう 考 へませ ぬ、 併し 何時と 云 
ふこと 13; 是は 測り 難い、 先づ 以て 露 ^ 其 ものが 統一 
されて •然る 後でない と、 さう 云 ふことは 著 手が 出 
來な いのであります、 私に ! 3; どうも 分り ませぬな。 
〇蘧長 (大岡 育造 君〕 野 W 遞信 大臣。 

r 國務 大臣 野 田 卯 太 郎君 登壇】 

〇國務 大臣 c 野 田 卯 太 郎君) 唯今 松 本 君の 御 質問が 
ありました が、 私 も 一寸 反問せ ねばならぬ、 遞信大 
臣ほ どうす るかと 云 ふこと でございますが-彼 處は 
支那の 內で あらう と 思 ふので す、 露 西亞の 領分で あ 
るまい かと 思 ひます、 外國で あります から、 私が 直 
ちに 電信局を 造る 譯に 行き ませぬ、 •外交 上から I 
又餘 所に も 他 國に直 _ で 造つ て 居る 所は ありませ ぬ 
今の 電信は 彼れ ほ 陸軍の 野® 策 信で、 是は御 承知 だ 
らうと 思 ひます、 a 方が たが 哈爾 貧に ござる から特 
に 世話を して 居る と 思 ふ、 遞信 省の 人間で 幾らか 行 
つて 居ります が 陸軍の 管轄であります、 左樣御 承知 
ありた う ご ざいます。 

〇 松 本 誠 之 君 一寸芮 だ 失禮で あります が、 勿論 そ 
れは 東部 西 伯 利、 西部 西 伯 利は 他國の 領土で あると 
云 ふことは 存じて 居ります が、 さう 致します と* 哈 
爾賓な る ものは 露西亞 が 租借して 居る が、 支那の 領 
分で ある ことは 分つ て 居ります が •哈 爾賓 には 內證 
で 內地の 郵便局 員が 來て ，さう して 長 春の 方へ 汽車 
に乘つ て來て 、其の 郵便を 取 集めて 哈爾賓 へ 持つ て 
歸 る、 又 哈爾賓 から [U す 所の 郵便 電信 ほ、 其 內地か 
ら 派遣され て pr る 郵便 電信局 fl が 取 集めて 長 春へ 持 
つて 来る、 事實 斯う 云 ふ 風に なつて 居る •それは 知 
多、 滿洲 里 1111 方に 於ても 將來此 平和 會議の 結果の 後 
に 於て ほ、 斯う 云 ふやうな 御 方針を 御 執り 遊ばさる 
るので あるか， 如何 かと 云 ふ 事を 御尋 L たので あり 
ま づ 

〇國務 大臣 (野 田 卯太郞 君) さう です か、 そんな 事 
はま 些と 先き でなければ 分らぬ、 今聽 くべき 事で も 
あるまい が、 答へ るべき 事で もあります まい、 どう 
ぞ 電信の 事は 大體 にして 置いて 下さい。 


〇諶長 C 大岡 W 造 君〕 中 晞文 部大 |:>: : 

〔 國務 大臣 中 携德五 郞封登 搜 一 
〇國 務大 KC 中搭 治 五郎 君〕 御 ^ 致します が、 先® 
外務 大 S の 御 答 辯で •大抵； € みましたら ぅと 思 ひま 
すが 如何です か。 

〇 松 本 誠 之 S 宜しぅ ございます。 

〇國務 大臣 (中 橋德 五郎 君) あちらは 文部省の 忏 S 
であ 〇 ませぬ、 外務省の 管 ^ であります から。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是 にて K 間の 通吿は 全部 終り 
ましたが、 明日 13: 會議 の 定日で あります* 日程は 今 
日の 日程の 通りで 例刻より 進行 致します •之を 以て 
今日の 散會を 街げ ます。 

午後 七 時 二十 五分 散會 


〇 大正 八 年 一月 II 十三 日 (木 33 日) 

午後 I 時 十 11 分 開 ii 

議事 日程 第四號 

第 I 會計 檢査一 法 中 改正 法律案 第 


諺 會 


第 II 

第三 


右議续 の 蓉査 £■ 付託す へき 委員の 選舉 
第 I 囬國勢 調査 施行に 要 - r る 地方 輕費國 
1 g に 關す i 律 案 (輙 1  )gli 
第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
第五戰 時 利得 税法 中改 i£ 法！：！！ 案 (■崎) 接 I 
譴會 

右 議案の 審査 £ 付託す へき 委員の 選擧 
大正 七 年 勅令 第三 百 セ 十三 號 (承諾を 求 
むる 件〕 

右 議案の 蓉査 £• 付託す へき 委員の 選舉 

穀類 收用令 (承諾を 求む る 件〕 

右 議案の 薛査を 付託す へき 委員の 選 曝 
{i 賞 典 祿處分 に關 する 法律 窠 (酬 ■ 

1 觀計六 ) m 一 iff 窗 

第 十 = 沒 祿處分 を 受けた る 者に 對 する 家 祿贺 

'* 祿 f に關す .§ 法® 案 (I 顿骑鋪 裙 
出) 荔 一譖會 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿 があります。 

〔原 田 書記官 朗讀〕 

一 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
作業 會計法 中 改正 法律案 
海軍 H 廠資僉 會計法 中 改正 法律案 
國愦 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 


第 六 

S 

第 八 
第 九 
第 十 
第 十 


院 m 衆 會蒸國 帝 回一 十四 第 


事業 公 值金特 別 會計法 案 
臨時國 庫 證券 法屮 改正 法律案 
朝鮮 事業 公 f« 法 中 改正 法律案 
毫濟 .事業 公 倩 法屮改 正 法律 菜 
一議 員より 提 U! せられた る 議案 左の 如し 
敎育振 興に 關 する® 議案 

提出者® 口 秀雄君  大津淳 一 郎君 
井原 百 介 君  荒 川 五郎 君 
一 籙貝 より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
毫锊 總臀府 の 鰹 漁業 取締に 關す る符問 主意 書 
提出者  唐 端 淸太郞 君 
一內閣 總理 大臣より 左の通り 發令あ りたる 旨の 通 
牒を 受領せ 〇 

農 商務® 記 官副島 千 八 
農 商務省 所管 事務 政府 委員 被仰付 

〔左の 報 № 13: 朗讀 を經 さる も參照 のた め玆に 

掲？〕  ♦ 

一議 M 席次の 變史 左の 如し 

二 七 11  井原 百 介 君 

三 四 九  小山 東 助 君 

三 六 二  河 野 正義 君 

一 常任委員 補闕潠 舉の結 果左の 如し 

第二 部 

拘算委 員菌月 小 太郞君 (尾 崎 行 雄 君 補闕) 

第 四 部 

豫算委 3 : 下岡忠 治 君 (坂 口 仁 一 郎君 補闕〕 

請願 S. M 小 池 {-: 郎君 (平 島 松 尾 君 補闕〕 

第 六部 

決算 委員 赤 木 龜一君 (今 井嘉幸 君 補 闕〕 

〇潢長 大岡 育造 君) 會議を 開きます、 御 諮り 申す 

事が あります、 臼 卯 哲 夫君より 病氣に 付， 昨 11 十二 

日より 向 ふ 二 週 問 請暇の 申出が あります、 許可す る 

に御異 謎が ありませ ぬか。 

L 「異議な し」 と 呼ふ荠 あり〕 

〇 謎 長 (太 岡 育造 君〕 御 興 諮なければ 許可 致します 

第 七 部 選出 決算 委 M 屮川隣 之_竹 常任委員 辭 任の 申 

出が あります •許可す るに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 議 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡育 造 君) 御 異議なければ 許可す るに 決 

します、 而 して 速に 其 部に 於て 補 闕選擧 を 行ぅて、 

御 屈 IM あらん ことを 希望 致します、 n 程 第一、 會計 

檢：企 院法中 改正 法律案の 第一 III 會を開 きます I 馬 


場 政府 委員。 

第一, 


會計檢 査院法 中 改正 法律案 (政府 提 
出') 第 一 _ 會 
會計檢 査院法 中 改正 法律案 
會計檢 査院法 中 左ノ通 改正ス 
第二 條屮. 「副檢 査官專 任 十四 員」 ヲ 「副 檢 査官專 
住 十七 員」 — 改ム 
附則 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一 日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〔政府 委員 馬場 鍈 一 君 登壇〕 

0 政府 委員 (馬場 鍈 一 君〕 總理 大臣 並に 法制局 長官 
差 支が ございまして、 出席を 致し 兼ねます ので •私 
ょり 本案の 提出の 理由を 簡 m に 申 上げます、 御 承知 
の 如く遝 計の 年々 膨脹し まする に 伴 ひまして、 會計 
檢査の 事務は 一層 繁劇を 加へ て參 るので あります、 
隨 つて 其 事務を 整理 致します ると 共に， 會 計檢奄 事 
務の 一層 周到を 期す る爲 めに、 副 檢査官 を 三 名 增員 
せんとす るので あります、 是ほ 至極 簡 » な 法律で も 
ございます から、 速に 御 密議の 上 御 協賛を 與へ られ 
んこ とを 願 ひます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 質問は ございませぬ か I 日 
程 第二、 右 議案の 審査を 付託すべき 委員の 選 擧を議 

第一  ri tji ll ^i , の' ! へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 is 君 本案 姿 員の 數を九 名と し、 議長に 於て 
指名せられ ん ことを 胬み ます。 

0 議長 f 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 提議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 a なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 異議なければ 本案は 議長 指名 

九 名の裘 員に 付託す るに 決します I 日程 第三、 第 

一回 國勢 調査 施行に 要する 地方 經費國 庫 支辨 に關す 

る 法律案の 5 S 一讀锊 を 開きます 1 牛 塚 政府 委員。 

第三 第一 囬國勢 調査 施行に 要する 地方 經 

費 @ 庫 支 辨に關 する 法 ® 案 (政府 提 

出〕 第一 讀會 

第一 回國 勢調赉 施行 — 要 スル 地方 經費國 庫 

支 辨 U 關 K ル 法律案 

第一 回國 勢調奄 施行 ノ爲 市區 町村-一 於 テ 要 スル 經 

費-一充 テシ ムル 爲國阳 ハ 百 五十 五 萬 2;; 千 四百 八十 

八 圓ヲ限 リ之ヲ 道 府縣 = 交付ス 


前項 ノ 規定- 1 依 リ交付 スル 金額 ノ割合 ハ內 閣總理 
大臣 之 ヲ定ム 

〔政府 委員 牛 塚 虎太郎 君 登壇〕 

0 政府 委員 (牛 塚 虎太郎 君) 本案に 付きまして、 私 
より 便 K 代つ て簡黾 に 御說 明を 申 上げたい と 思 ひま 
す、 明治 三十 ? n 年の 法律 第 四十 九號に 依ります ると 
國勢 調査に 要する 費用は、 國 庫と 地方と 兩方 分擔と 
云 ふこと に 趣意が 定 つて 居る のであります、 然るに 
第一 回の 國勢 調査に 限りまして、 市町村に 負擔 をせ 
しむる のは、 時節柄 宜しくな いと 云 ふこと を考 へま 
して， 第一 回國勢 調査に 限りまして、 全 國一萬 二 千 
有餘の 市町村で 要する 經 費を、 全部 之を 國庫 から 支 
出す る 必要を 認めまして •爰に 本案を 提出 致した 次 
第であります、 案 其 物は 至極 簡單で あります、 どぅ 
ぞ相當 御 審議の 上 御 協賛 あらん ことを 希望 致します 
0 議長 (大岡 育造 君) 日程 第 四、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を 誘 題と 致します。 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委 M の 選 
擧 

0 岩崎勸 君 本案は 委員の 敷を 九 名と し， 議長に 於 
て 指名せられ ん ことを 望みます C 
0 議長 (太 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇顏長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議なければ" 本案は 議長 
指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました、 日程 
第五、 戰 時利煜 税法 中 改正 法律案、 第一 讀會を 開き 
ます - 高 tl 大藏 大臣り 

第五 戰時 利得 税法 中 改正 法律案 (政府 提 
出〕 第一 讀會 

戰時 利得稅 法 中 改正 法律案 
/ 本案は 本 卷六九 八 頁 貴 . ifs 院議 事中ン 
广に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く、 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋 是淸 君〕 本案 提出の 理由を 簡 
單に設 明を 致します 、現行 戰時 利得 税法 中 法人に 對 
する 課税 期間に 關 して、 法人の 事業年度が 曆 年末と 
一致す る ものと， 一致せ ざる ものとの 間に 於け る， 
課税の 搠衡を 計る の 必要 あるを 認めまして、 本案を 
提出 致した る 次第であります から， 何卒 ^ 議の上 御 
協賛 あらん ことを 望みます。 

0 議長 一大 岡 育造 君) B- 程 第 六、 沿 議案の 審査を 付 


託すべき 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第 六右錢 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩崎勵 君 本案は 委員の 數を九 名と し、 議長に 於 
て 指名せられ ん ことを 望みます。 

0 翳 長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ •右 議案の 
審査を 付託すべき 委員は、 議長 指名 九 名の 委員に 付 
託する ことに 決定 致します、 日程 第 七 •大正 七 年 勅 
令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む るの 件を 議題と 致し ま 
す I 高 橋 大蔵大臣。 


第 七 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾 
を 求む る 件〕 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 

朕玆 -1 緊急 ノ 必要 アリ ト認 メ樞密 顧問 ノ 諮詢 ヲ經 

テ 帝國 憲法 第 八條第 一項 二 依 リ米及 籾/輸入税 ノ 

低減 又 ハ 免除 M 關ス ル件ヲ 裁可 シ之ヲ 公布 セ シム 

御名 御靈 

大正 七 年 十月 三十日 

,  內 閣總理 大臣 兼  玫 
司法大臣  帛  敬 

海軍大臣  ■加 藤 友 三 郞 

外務大臣 子爵 內田康 哉 

大藏 大臣 男爵 高 橋是淸 

陸軍大臣  田 中義一 

農 商務 大臣  山 本 達 雄 

內務 大臣  床 次 竹 二 郞 

文部大臣  中 橋 德五郞 

遞信 大臣  野 田 卯太郞 

勅令 第三 百 七十 彐 號 ~ 

政府 ハ 當 分/ 內 勅令 ヲ以テ 期間 ヲ 指定 : V 米 及 籾ノ 
輸入税 ヲ 低減 又 ハ 免除 スル コト ヲ得 
附則 

本 令 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之 V 施行ス 
〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國務 大臣： 男爵 高 橋是淸 君) 本案 提出の 理由を 簡 
單に申 上げます、 昨年 夏以來 米價が 著しく 騰貴し ま 
して、 國民 生活 上 不安を 解ず る やうに なりました、 
其 調節の 必要 上、 外米の 輸入稅 を撤廢 して、 其 外米 
の輙 すく 輸入す る やうに 致さん が爲 めに、 憲法 第 八 
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第一 回 國勢調 杏 施行に 要する 地方 碑 費 國庫支 辨に關 する 法律案 第一 1® 會 
大正 七 年 勅令 第三 西 七十 一 一一 號 承諾を 求む る 件 


九 五 


院諮衆 宵笾^ 帝 问 一十: T-1 第 


發類 R 用 令 承諾を 求む る 件  家錄 當典祿 處 分に 關する 法律案 —第一 !?? ©— 沒铥處 分を 受けた る 者に 對す る家祿 賞 典祿鹾 分に 關 する 法律案 第一 讚 會 


九 五 二 


烧第 |項 に 依りまして、 此緊急 勅令 ほ 公布せられ た 
ので ございます、 而 して將 來尙ほ 本 令の 効力を 存 la 
せし むる の必耍 がご ざいます ので、 遨法第 八條の 第 
二 項の 規定に 從 ひまして、 帝國 議會の 承諾を 求む る 
爲 めに、 茲に 之を 提出 致した ので ございます、 御審 
彭 ■の 上 御 協 转を願 ひます。 

〇遂長 0K 岡 育造 君) 日程 第 八、 右 誘 案の 審査を 付 
託すべき® a の 選擧を 議題と 致します。 

第 八 右 議案の 群 ？?. を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 岩 崎 ® 君 本案 {X 委 M の la ほ 特に 十八 名と し、 議 
長に 於て 指名せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 翳に 御與議 ありま 

せぬ か。 

t 異議な し 異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇駿長 c 大岡 育造 君) 御 異議なければ 本案を 付託す 

べき 委員 ほ 十八 名と し •議長 指洛に 決しました* 日 

程 第 九、 穀類 收用令 承諾を 求む る 件を 議題と 致し ま 

す —— 山 本 農 商務 大臣。 


第 九穀 類 收用令 (承諾を 求む る 件〕 

穀類 收用令 

朕 穀類 ノ 需給 ヲ調節 シテ 穀價ノ 暴騰-一因 ル國 民生 

活ノ 困苦 ヲ救濟 スル ノ 緊急 ナル ヲ認メ 樞密 顧問 ノ 

諮詢 ヲ經テ 帝 國 憲法 第 八條 第一 項 M 依リ 穀類 收用 

令ヲ 裁可シ 茲- 一之 ヲ 公布 セ シム  * 

御名  御 B 

大正 七 年 八月 十六 日  . 

內 閣總理 大臣 伯爵 寺 內正毅 

外務大臣 男爵 後藤 新 平 

海軍大臣  加 藤 友三郞 

陸軍大臣  大島健 一 

司法 大 臣 讎 §1  a 

文部大臣  岡 田 良 平 

遞信 大臣 男爵 田 健治郞 

農 商務 大臣  仲 小路 il 

大藏 大臣  勝 田 主計 

內務 大臣騰 5 水— 太郞 

勅令 第三 百 二 十四 號 

穀類 收用令 

へ 本案は 本卷七 一 七 頁 貴族院 議事 中ン 

一に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く/ > 


〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登壇〕 

〇國 務 大臣 (山 本 達 雄 君： 一 唯今 議題と なりました る 
毀 物收用 令 ほ、 昨 大正 七筇の 八月に 於き まして >  米 
ffi が 暴 si を 致し •需要 供 拾に 於て 大に 釣合を 失して 
居ります る ことで 不安の 念が 生じまして-御 承知の 
昨年の' 墨 動の 後で ございまして、 そこに 至りまして 
緊急 勅令を 以て 發布せ られ まして、 其 後 今日に 至り 
ましても、 御 承知の 米穀の 狀態 でございまする 故に 
此 後に 於き ましても、 •之を 適用す るの 必要がない と 
も 知れぬ やぅな 狀態で ございます からして •今後に 
於ても 効力を 持たせたい と 思 ひます、 故に 當議會 に 
提出した 次第で ございます、 どぅか 御 承諾 あらん こ 
と を 願 ひ ます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第 十、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第 十 右議築 の ^! 査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 ®,) 君 本案 ほ 日程 第 七、 大正 七 年 勅令 第三 百 
七十 三號眾 諾を 求む る 件と 同一の 委員に、 併せて 付 
託せられん ことを 望みます。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異翳 ありま 
せぬ か。 

〔「異 Si なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 岩 崎 君の 励 
g の 通 〇 に 決しました ，日程 第 十一、 第 十二の 議案 
ほ 同種の 關聯せ る 議案なる を 以て、 一括 議題と する 
こと r- 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 一括 議題と 致 
します I 提 !/:]! 者 川原 茂輔 君。 

第 十一 家祿賞 典祿處 分に 關する 法律案 

C 川原 茂輔君 外 十六 名 提出) 第一 

_ 會 

家 祿賞典 祿處 分-一 關スル 法律案 

へ 本案 ほ 本 卷七 一一 頁 貴族院 議事 中ン 

ハに 掲載せ るを 以て 再 揭の 煩を 避く〉 

第 十二 沒祿處 分を 受けた る 者に 對 する 家 

祿賞典 祿處 分に 關 する 法 ® 案 (川 

原 茂輔君 外 十六 名 提出〕 第 I _ 

會 

沒祿處 分 ヲ受 ケタ ル 者 一一 對スル 家祿赏 典祿處 

分 二 關 K ル 法律案 


へ 本案 ほ * 卷七 一一 頁 貴族ぶ 蓊事 中ン 
广に揭 載せる を 以て 再揭の 煩を 避く) 

〔川原 茂 _ 君 登壇〕 

〇 川原 茂輔君 諸君、 家祿 'K 典 錄處 分に 關する 法律 
案外 一件 ほ、 本院に 提出 致します る こと も、 S に數 
回の 多き に 及んで 居る のであります， 而して 何時も 
本案は I 人の 異議 者な くして 通過し、 政府の 反對に 
依り、 貴族院 ほ 遂に 握 潰しの 不幸に 陷つて 居ります 
が、 其 政府が 反 IS せらる、 所の 理由 ほ 色々 あります 
けれども •其 中に 此 法案が 此儘 行 ! X れる 時に 於て ほ 
明治 三十 年 法律 五十 號に 依て 處分を せられ、 其 同じ 
ものが 再び 又此 法案に 於て 願 出で、 手數を 煩す と 云 
ふことは、 甚だ 取扱 上に 困難で あると 云 ふことの 一 
項が、 主なる 反對の 理由であります、 それで 私共は 
本案を 出します 當 初ょり、 即ち 三十 年の 法律 五十 號 
に 依つ て 願 m 遲れ しものに 對 して、 特に 今回 限り 期 
間を 定めて‘ 今 | 回濟 救し やうと 云 ふ " CD 趣意に 外な 
らぬ のであります、 そこで 此 法案の 書 方に 付ての 異 
論であります から‘ 本年 提出 致しました ものは >  明 
治 三十 年 法律 第五 十 號家祿 賞 典 祿處分 法、 此の所の 
r 第 四 條ノ 期限 內 -1 願 出 サル モノ-- シテ同 法」 と此 
ィ 九 字を 入れた のであります、 さう します と 例年 說 
明を します 通り、 三十 年 法律 五十 號に 依つ て 願 出べ 
き權 利を 失つ た 者に 對 して •救濟 すると 云 ふ 意義が 
明瞭になる のであります から、 相變ら ず滿場 一致の 
御 賛成を 得たい と 思 ふので あります、 沒祿處 分を 受 
けたる 者に 關する 問題は‘ 前年 出しました のは， 一 
二、 三、 四條 であります が， 其 第四條 ほ 即ち 懸案の 
ものが ありました 故に、 此四條 を 入れて 置きました 
のが、 是が又 却て 政府の 反對の 因を 爲 しました から 
即ち 四條は 之を 削除した のであります、 四條を 削除 
し •それから 家祿賞 典祿の 方に 於て ほ， 右 申 上げる 
やうに 法案の 意義を 明瞭に 致しました から、 之を 提 
出す る 所の 理由は、 數回此 演壇に 於て 諸君の 御 耳に 
徹して 居る こと V 信じます る、 大體は 申 上げ ませぬ 
から、 此 本案の 意義を 明瞭に し、 相變ら ず滿場 一致 
の 御 賛成を 得まして 、本年 ほ 貴族院 も 必ずや 同意せ 
られん ことを 切に 希圍 致します •斯の 如き ものが 永 
く 懸案と なつて’ 年々 歳々 谷 藩の 士族が 東京に 集つ 
て 運動を するな ど k 云 ふことは、 是 は 決して 好い 事 
では ありませ ぬ、 斯う 云 ふ ものは さつ さと 片付けて 
しまつて、 民意の 存 する 所に 從つて 遣られる 內閣で 


あれば、 本年は 多分 街 S 成せら れるも c と fti じます 
どぅか 宜しく 御 願し ます (拍手す る ^ あり〕 

〇 岩 崎 sa 君兩 案を 一括し、 發長指 名を 以て 九 名 〇 
委員に 付託 ,, ti - られんことを項みます.- 
〇 議長 (太 岡 育造 君」 岩 崎 君の !?!; ?s に PC 異热 :〇 〇 ま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異蕺 がなければ 兩案を 一括 
し •議長 指名 九 名の 委員に 付託す るに 決します I 
是にて 他に ほ 日程 も ありませ ぬに 依り、 本日 ほ 是に 
て散會 致します、 次回の 日程は 公報を 以て 御 通知 致 
します。 

午後 I 時 三十 一分 散窗 


〇 大正 八 年 一月 二 十五 Q (土 晞日〕 

午後 一時 八 分 開議 
議事 H 程 第五 號 

0  _  作. is 計 法中改 i ^i i) 第 I 讀 
會 

第 11 右一 案の 審査を 付託す へき 委員の 選埏 
第三 海 黄 土 廠資 金會計 法中改 正 法律案 (S} 

.第 

第 四 右 議案の 蓉查& 付託す へき 委員、 il 銨 
第五 國债整 理 基金 特别會 計 法中改 1E 法律案 

(撇娜 ) 筠一讀 金 

第 六 右.. Eit-I 绝 の蓉査 を 付託す へき 委員 G- 選铤 
第 七 事翦公 債 金 特別 會計 法案 第 I 讀 
0 

第 八 右 議案の® 査 £• 付託 T へき 委員 -® 選® 

第 九 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 (瓶 腑) 第 
一讀會 

第 十 右 議案の 審査を 付託す へき 委員 .® 選® 

第 十！ 朝鮮 事毅公 債 法 中改 .TE 法律案 (■鳴) 
第一 讀會 

第 十二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員 •.» 選 擧 
第 十三 臺 _ 禀業 公債 法 中 改 IE 法律案 
第！ 讀會 

第 十四 右 議案の 葚査を 付託す へき 委員の il 擧 

〇閾長 (大岡 育造 君〕 報吿 があります。 

〔原 田 書記官 朗闞 J 

一 政府ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
(第一 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫® 追加 案 


院議 衆會 51 國帝 回一 十四 第 


一議 M ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
食糧 政策 及 小作農 保護に 關 する 建議案 

提出者 土 井® 大君  中 川 幸太郞 君 
決議案 

提出者 元 田  肇君  岡 崎 邦輔君 
小川 平吉君  江 藤哲藏 君 
川原 茂輔君  武富 時敏君 
藤澤 幾之輔 君  早速 整 ill 君 
下 岡 忠洽君  野 添 宗三君 
古島 一雄 君  金 杉英五 郎君 
花 井卓藏 君  山 根 正 次 君 
柬 方調赉 局 設置に 關 する 建議案 
提出者 伊東 知 也 対 

一議 負ょり 提出せられ たる 質 間 主意 書 左の 如し 
滿洲に 於け る 土地 商 租に關 する 質問 主意 書 

提 m 者 伊東 知 也 ? 5 

私 學奬勵 に關 する 質問 •王 意 書 

提出者 樋 口  秀雎君 

〔左の 報告 (i; 朗讚 を經 さる も參 照の ため 玆に揭 

載す〕 

一昨 二十四日 常任委員 補闕 選擧の 結果 左の 如し 

第 七 部 

決算 委員 秋 田 寅 之 介 君 (中 川 隣 之輔君 補闕) 

一昨 二十四日 委員長 及理琪 互選の 結果 左の 如し 

會計檢 査院法 中 改正 法律案 委 a 會 

委員長 S 邊  昭君 

理事  大石 五郎 君 

第一 冋國勢 調査 施行に 要する 地方 絆 費阈庫 支辨 

に關 する 法律案 委員 會 

委員長  根本  正 君 

理事  秋田淸 君 

戰 時 利得 税法 屮改正 法 鉗 案 委員 會 

委員長  井上 敬 之 肋 君 

理事  大口 喜 六 君 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求む る 件〕 

外 一件 委員 會 

委員長  鹈澤總 明君 


理事 


1 = 元薩 

【石 原 正 太 郎君 


家 祿 賞 典 祿處 分に 關 する 法律案 外 一件 委員 會 

委員長  松 井 文太郞 君 


理事 


八 田宗吉 s 


〇 議長 (大岡 育造 君〕 fr 載を 開きます、 諮問が あり 
ます、 常仟 委員 第三 部 選出 豫算 委員 平 山岩彥 君、 右 
常任委員 辭 任の 申出が あります、 許可す る ことに 御 
異議は ありませ ぬか C 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 
ます、 就て は 其 部に 於て 速に 補缺 潠擧を 行 ひ屆出 あ 
らんこと を 51 みます、 尙ほ其 他の E 員より 請暇の 申 
出が あります、 病 氣の爲 め 今 二十 五日より 向 ふ 八日 
間 櫻 井庄平 君、 病 氣に付 今 二 十； 土日より 向 ふ 二週間 
小山 東 助 君 •許可す る ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 BI なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 犬 岡 育造 君〕 御與議 がなければ 之を 許可す 

る ことに 致します - 內 閣總理 大臣の 演說を 許可 致 

します。 

〔拍手 起る〕 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇 一 

〇阀 務大 Is (原 敬 君〕 諸 封、 旣に御 聞 及に 相 成り ま 
した こと、 存じます るが •此度 李 太 王 殿下 薨去に 相 
成りまして、 洵に 哀悼の 至に 堪へぬ 次第であります 
之に 付きまして， 從來 合併 以前に 在りまして、 日鮮 
交際の 極めて 親密なる ことに 鑑み、 又 合併 後の 今日 
に 於て は、 我 a 室に 於 かれまして、 皇族に 準じて 優 
遇せら る X と 云 ふこと に 顧みまして、 政府に 於き ま 
して ほ， 杢太王 殿下の 御 葬儀 ほ、 國葬を 以て 營むこ 
とを 適當と 思考 致します、 仍て 本日 之に 關 する 豫算 
案を 提出 致しました のであります、 唯今 巾す 如く 從 
来の 歴史に 鑑み、 又 今 H 我が 皇室 御 梃 遇の 御 趣意に 
顧み、 尙ほ旣 に 李 王 世子 ほ、 我が 皇族と 御 婚儀 も 結 

ばる、 と 云 ふこと に 相 成って 居る のであります、 是 

等 種々 の點を 綜合 致しまして、 適當な りと 思考 致す 

のであります から、 諸君に 於て は 御 審査の 上、 願く 

ば滿場 の 御 一致を 以て 此案に 御 賛成 あらん ことを、 

深く 希 a する 次第であります (拍手 起る) 

〇齋藤 珪次君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 齋 藤 珪次 君。 

〇 齋藤珪 次 打 唯今總 理大臣 の 御 演說に 法り まする 

と、 李 太 王國葬 費の 追加 豫 茲 は 緊急 議 すべき ものと 

存 します ので、 是 より 豫算 委員 會を 開きた う 存じ ま 

すから、 御 許可を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します， 成べ く 速に 御 


群査の 上、 御 報® を 希望 致します。 

〇齋 藤珪次 君而 して 神 算 委員の 諸君は 直ちに 御參 
集を 請 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第一ょり 第 十三までは、 
便宜上 一括 議題と 爲すに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が なけれ ぱ 、一括して 

議題と 致し ま - 第一 作業 會計法 中 改正 法律案、 

第三 海軍 工廠 資金 會計 法中改 IF. 法律案、 第五 國債整 
理基金 特別 會計 法屮 改正 法律案、 第 七 事業 公債 金特 
別會計 法案、 第 九 臨時 國庫證 券 法 ^ 改正 法律案， 第 
十一 朝鮮 斟_ 公債 法 中 改正 法律案、 第 十三 ® _ 事業 
公債 法 中 改正 法律案、 是だ けを 一括 議題と 爲 し、 第 
一 讀會を 開きます、 神 野 政府 委員。 

第一 作業 會計法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

第一 讀麵 

作業 會計法 中 改正 法律案 
作業 會計法 中 左 ノ通改 正ス 
第 一條 中 左 ノ 加 ク改ム 
第 四海 軍 火 藥廠 
第二 條第一 一一 項 ノ次二 左ノ ー項 ヲ加フ 

海軍 火 ii 廠据 置運轉 資本 ハ ニ百 萬 圓トシ 漸次 一 
般會計 ヨリ綷 入ス 
附則 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨ y 之 ヲ 施行 ス 

第三 海軍 工廠 資金 會計法 中 改正 法律案 (政府 
提出〕 第一 ffl 會 
海軍 H® 資金 會計法 中改 JE 法律案 
海軍 工廠 資金 會計法 中 左/通 改正 ス 
第二 條 海軍 工廠 資金 ハ ニ 千萬圓 トシ 漸次 一般 會 
計 H リ繰 入ス 
附則 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨリ 之ヲ 施行ス 
第五 國 ，愤 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 _會 
國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
國債 整理 基金 特別 會計法 中 左/通 改正 ス 
第二 條中 「一般 會 計」 ノ下- 二 ■又 ハ 特別 會 計」 ヲ 
「借入金 J  ノ下 -1 「並 臨時 國庫證 券」 ヲ加へ 「他 
ノ 特別 會計ョ y 繰 入 ルル モノ ヲ併セ テ」 ヲ削ル 
附則 


本 法 ハ 大正 八 年度 H リ之ヲ 施行 ス 


第 七 事業 公債 金 特別 會計法 案 (政府 提出〕 

第一 |« 會 

事業 公債 金 特別 會計 法案 

へ 本案 ほ 本卷六 九九 頁 貴 4^ 院 議事 屮ン 
广に揭 載せる を 以て 再 揭の 煩を 避く) 

第 九 臨時 國庫證 券 法 中 改正 法律案 C 政府 提出〕 
第一 讀會 

臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 
臨時 國庫 證券 法 中 左/通 改正ス 
第一 條屮 「便-ー スル 爲 J ヲ 「便 f ゾ其ノ 他 聯合 國 
ノ W 政ヲ 援助 スル 爲」- 一改ム 

第二條中「五億圓」ヲ「八億圓」二改ム 
cv  ny 

时  貝  * 

本 法 パ 公布 ノ日 ヨリ 之 ヲ 施行ス 

第 十一 朝鮮 事業 公債 法屮 改正 法律案 (政府 提 
出〕！ S  一_ 會 
朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 
朝鮮 事業 公債 法 中 左ノ通 改正ス 
「一億 六 千 八 百 萬 圓 J ヲ 「一億 七 千 八 百 萬圓」 一一 

改ム  ，，！  _ 

第 十三 臺隱 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政府 提 
出〕 第一 讀會 
臺灣 事業 公 偵 法 中 改正 法律案 
臺灣事 業 公 傲 法 中 左ノ通 改正 ス 
第二條 中 「七 千 三百 五十 萬圓」 ヲ 「九 千 二 百 五十 
萬_」11改ム 
第三 條 削除 
第六條 及第 七 條ヲ削 ル 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ  P ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本 法 施行 前鉍 集シ タル 臺 海事 業 公債/元金/消滅 
時効 M 付 テ ハ 仍從 前/例- 1 依 ル 
〔政府 委員 神 野 勝 之 肋 君 登壇〕 

0 政府 委肖 C 神 野 勝 之 助 君〕 作業 會計法 中 改正 法律 
案の 改正の 理由に 付て 申 上げます、 本案は 政府に 於 
きまして、 大正 七 年度 中に 平 塚の 日本 爆發物 製造 株 
式會 社を 買收致 しました る 結果と して、 新に 海軍 火 
藥廠を 設けまして、 其收茭 は 之を 特別 會計 として 經 
營す るを 至當と 認めまして、 作業 會計法 中に 改正を 
加へ やうと する のであります 第 j 條に 「海軍 火藥廠 J 
と 云 ふ 文字を 加へ、 第二 條三 項の 方に 其運轉 資本の 


作業 會 計法屮 改正 法律案 外 六 件 第一 譖會 
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す證國 はる し 金點の 券と 理一ま 繰で る 正 定本 入れ ま轉で 倍に 砑兵 九て エを しかす る勑般 し据お 
、券 债大 とて 融で 百と 沄基般 し 入あ資 法で 會れま し 上 あ 位相 加 事 百 ’廠二 てら 御 益ほ會 て篮シ 
そと fff 藏云  >  上 ご'  十 云 ふ金會 たれ <J 金 律 ご 計 や して 闲り に 伴 致 業 五 其- K 千 ほ 次 范金九 計 _： 沖： 決 
れ同還 省 ふ 國のざ 六 ふのに 計の ままと 案 ざ かうて 、難 ま佾 うしの 十 K 金 萬 、の 々年よ： ^  r; め 
かじ 額證も 債 種い を もが 繰を です す一 、いらと 、大 をす して ま 膨茁金 會圓是 海の 以哕 り 资ぅ 
らく の 券のと々 ま 繰の一入 經 あるが 般是ま 生 云 其正感 かて 著し 脹圆 は 計には';，： 上て 以致ム 木う 
事 其 萬 等では のす 入を 點れ 由り に 、會 ほす ず ふ 殘八じ ら來 したを に 明 法 吩從工 御 之 降 し1^ 新と 
業 外分とは 云 目 、れ 、で やせ ま 1 從計御 、るの 額 年 ま 、まく  •來な 治 ほ 如來® 協を 、ま；?； はす 
公に の 同な ふ 的と る大 ごうず す一 來よ承 次 益では 度す 現し％ 又し り 四 •し 九资抒 筠漸し f  — る 
置 百 じい もに 云と 藏 ざと に、 般ほ り 知に 金あ大 にか 在た 加 造 まま 十 明 や 百 金 あ 入 次て 仝 年の 
金 か 十 性の の 發ふ云 省い 云 、今 會特 繰の 國 をり 正 はらの の 致 船し し 二 治 う 五 锊られ 其 七 f にゾ 
特 う 六 質で 、行の ふ證 まふ 直 度 計 別 入如愤 以 ま 九一 •据 でし 造 てた 年 三と 十 計ん て 火 十 上 三 あ. 
別との の あ 、致は 計 券す 爲ち豫 を 會 れく 整て す 年 般之置 あま 兵 •  * 度 十 云 萬 法事 行藥茁 S 四り 

會云中 もり 國し 臨算と 、めに®: 經 計る 、理、 、度會 を 運り し 事資然 に 八 ふ _ 中を く廠 M 大回ま 
計 ふに のまの ま 時の 同 次に 特の由 か 資特戥 繰而以 計二轉 まて 業 金る 至 年ので 改筘 との シ正剕 す 
法 趣 加 でし 歳す 國外 じの 、別簡 しら 金 別 金 人し 降よ 千 資す 、费 のにり ので ご 正 溪 云特繰 八！!；* 
、意へ あて 出る 庫に や 點改會 明て 國 と 會特れ てに り 萬 本 •共 豫收近 ま 公 あざ 法 致 ふ 別人 年す 之 
是 なな 〇  、事 も 設置う は 正 計を 繰 值あ計 別 や 其於打 圓額斯 に 3? 支 年 し 布り い 律し 務 f'r れ 度る に 
はんい ま 矢 椠の券 かに 臨を か阖入 整り か會 う 財て禺 ににう 二け 額 海て に まま 案 ま定計 まに 者边 
新で 、す 張® ではう ■時 致ら りれ 理 まら 計と 源 、 1M1 增て云 倍 、は 軍 、係す しにす でよ し 於と し 
に あ大か 其に あ 、と 此國 し® まて 基す 繰 法 云は 漸を 加は ふ 乃 是著造 現り  'た 付 * ありて て認ま 
此り藏 ら性充 り 唯 云 萬 庫た 债し居 金る 入 屮ふ矢 次 繰 致 ’狀至 亦し 船 在 ま 海  'きそり 生 其 、めす 
事 ま 省 、質て ま々 ふ 分證い 整て りに のれ 改豫張 繰 入し 運 態 三 之く 造の し 軍 之 まれまず 殘一 まる 
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第 

〇  審〇 御正 日® でのの 加る しす 道 事 や 公算 於す 行 五 又 爲に聯 正意 法 計 ま 入す 立 ま 金 別の 5  m 

岩  査翳協 致の 法 あを 發す鐵 て  >  を 業う 愦 にき 、の 億 第め す 合法な 、法し とかつ し 收&收 と 公 

崎 右を 長賛し 事は り 、行る 道 '聞複 公と 限 計 ま 次目圓 二と る國 律の 並を て 云ら てて 人 計 入す 佔 
勵鶄付 2 あた 情 早ま 九限必 事 咽え 線 債 云 度 上す に 的 を點 云と に 案で に 設 ‘ ふ '  m  'ほ 法 ほる 4 
轰 •案 託 為らい にきす 千度 耍業 喉な に 法 ふの しる 朝を 八は ふ 云®  * ご 事け 統も 今る 谷'  と  'のを 
のす 認ん  'と 適以 、二に かの が. い 致中改 額て 海鮮 十億 三 こふ し 是ざ業 ま一 の 度の 特事云 朝で 収 
議審べ .f こ 云 し 前 そ 百 加ら 發惡 ^ さ 改正に ご關 事分圓 億と こて ほい 公 しを は 之で 別業 ふ 群 ご 入 
長査き 填と ふなにれ 五へ 致展 うと う 正 案 加 ざ 工業に と圓 にと 輸第 ま® て圖 •を あ會 公の の ざ 致 
。を委 為を のい 制 か 十 ま しに ご 呼と 法で へい 事 公致 致を 目の 出一 す 金 1 り此統 〇計债 が 事い し 
付 員  願で 箇定ら 萬し ま 伴 ざ ふ 云 律 あま ま 費 債し し發的 外す 點 '特一 た —— ま 公基 ご 業 まま 

託の 日 ひご 條せ 他圓て しひい 者 ふ 案る しすの 法た ま 行を にる は そ 別 方い つ 致す 依 金 ざ 公す す 
す潠程 まざ がらのと 1 てま まあ ハ •のて 通％ 中い し 限擴、 、其れ 會 にとの し 、金特 い 位* 一 
へ, 擧 第す いごれ 點改 七、 しすり 是 で、 り 加改 とて 度め 聯軍目 か 計 於 云 特—ま 誠 毎 別 ま 金 現つ 
きを 二 。まざ まに め 千 約て かり もは あ一 •に 正 云 •にた 合需 的ら 法て ふ 別し にに# 7 すは 在の 
委 _ 乃  すいし 於た 三 二 'ら 風う 臺り億 約 伴 法ふ此 止い 國 品の 臨は 現 趣會て M  、 計'  、ほ特 

M 題 至  、またき い 百千鐵 •邪少 _ ま 七一 ひ 律 趣 臨めとの の 範時廢 在 旨 計 、々別と 又 朝 特別 

のと 十  何す もまと 五 萬 道 豪を しにす 千千 ま 案 旨 時 ま 云 財 代圍國 しの かに 事に々 云杂詳 別 w 

選 致 四  卒か のし 云十圆 の® 引大於 •八 萬し 、な國 しふ 政 金を 庫た 朝ら 皆 業な に ふ 矜 亊 f7 計 

擧 し、 御ら でて ふ 萬 近 建に い氍き 其百圓 て是ん 庫ての をの 擴證 い鮮 ‘な 公つ 特 のの 業 計 任 
ま 右  審 、•はの 圓く設 於て に ま 次 萬を 今 ほで 證 、が援 決め 券と 特此 收愷て 別が 方 公のを 

す 翳  議之稍 * が とを 費き 居 願す の 圓現年 朝 あ 券 現 一助 濟ま法 云別特 入金 居會 ごの 馈 公設 

。案  のを々 此一云 現を まり ひる 臺と在 度鮮〇 の 在つ すを し 中 ふ會別 致の 0 計 ざ 公金 偾け 

の  上改 今公點 ふ在增 すま ま 鐵  しの 豫に ま發 のとる 便て 改趣計 會し收 まがい 值特金 や 
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0  に以 り殿委 ざに す 出 〇  000  〇  の 0 みしを 下 之豫出 000 十 〇  ま 〇ん委 00 

岩  及て ま 下 員い 付' 總齋  議齋翳  議  と _ まて 求 哀を算 致 岩 議岩八 諮  せ 誘 こ 員岩諼 

崎 ^ び  'すの 會 まき 本 豫藤 長 藤 長  長 ^ 認 長す 決め 悼審 追し 崎 長 崎 名 長^-. ぬ 長と’ 

勵拍ま 金 、卒 はし 、案® 珪拍齋 孚 珪 $  $  s め $  。議 、に議 加ま剧 Q 動の $  -5 か 2 を數勃 $ 

君 手す 部爲然 本て 國は追 次 手 藤 岡 次 岡  第 岡 jg ま 岡  案 且關し 案*!? う 岡 君 S  —  _  _  ix 君 阳 

起 。原に 薨案 .葬 御 加 君起珪 i 君 s  — •焚す 塑 のつ す、 を*  m  員 恕嗳 鸣み特  s 

本る  案 稗 去を 之 費 承 案  る 次 1  1  號 | .昆 f  、 1  全 之る 次議即 菝晷議 に. 益’ 广  1 まに 日 5 

案 w  の算せ 翳を 十 知の 本 ^ 君 p 議雲  罢盏御 碧 文を 決に 題ち 事 簑 長 付赛を 尹す 十 程 笋 

ほ  如 委らす 政 萬の 此員  登 5 長 5 決 大号 s 異 S  は 群 _ 元と 玆日 s  。託 5  。八 第 3 

委  く 員れ る府圓 如審は  壇  °  _ 正： ®  m  特議 案田し に 程  す  f：  名一 

員  決會 しによ をく 査玆  し齋  豫案 七： 即 f は 岩  にせを 肇 、第の 岩  る 御 f  岩  と 乃 岩 

長  定 にこ 於り 耍 にのに  藤  算穿 年： ちと あ 崎  朗ら追 君 委一追 崎  こ異と  崎  し至呤 

報  を此 とき 提 す4 報 第  珪  委臣度 1 日と り 君  讚れ 加 外 員 號加君  と該 'と  君  、十 w 

吿  致 誠を ま 出る 大带一  次  員 g 歳: 程 呼 まの  をん 上 十 長大に。 にが 呼  〇  级四 

の  し 意 哀し 致と®) を號  君  長 雲 入は ふす 動  命 こ 程 三の 正關  決な ふ  励  長の 

通  まを 悼て さ 云 位致大  °  の お 歳 i 追 者ま議  ぜ とし 名 報 七す  しけ 者  m  に 七 

り  し 表 痛 *れ ふ 李す 正  報！^ 出！ 加 あいに  ら を、 提吿 年る  まれ あ  に  於 案 

'  たす 惜金 まこ 太 こ 七  吿丄總 1 さ 〇  ° 御  れ望 提出を 度緊  しばり 

全  、る 致 員し と 王と 年  -を 妄豫れ ^  異  んみ 出、 求歲急  た餓 ^  晁  指一 

會  右の す此 たの 殿を 度  求 為 算 ま  議  こま 者 李め 人 動  ° 長  m  名 括 

—  御意の 李， 案下 悲歲  め^! 追し  な  とすの 太， 歲議  指  は  せし 

致  報 思 で 太 豫で薨 み 入  ま 出 加た  き  を' 說王且 出を  名  あ  らて 

'  吿を あ王算 ご 去 ま 歳  す  案。  も  望而明 殿つ 總提  '  り  れ、 

我の な 申 王 澤す而 多淸枚 殿に 二を るの 大悼〇  000  吿〇  君〇即 

がで るす 殿に るし 年 日擧下 千日 祈べ 報® の 元  議元議 至 衆  決  致誔  の钱呍 

帝 あ 御 ま 下 浴 事て 御 露には 歲遂 りき 傳位決 田 n  P 長 田 長に 議  誘 1 し丧  起 長 可 

室り® でのす を特 深の 遑 天のに 奉 こ （J 李 敦蕺拍 元： 2 翳 $ 勝院  案 原 ま $ 筘 立 +決 

に ま 助 も 御る® に 盧兩あ 資恨藉 つとま 太 案 君 手 田 為 君 盗へは  提  田す 益® をゐせ 

於す 亦な 英の念 東 あ 役ら 英事 去た をす 王 •  起聚！ 製す 大  出  、 d 立 希 ul ら 

か、 與き斷 今 あ洋ら にす 明、 あ 譯 信る 殿提 諸る 君 1 理 晷玆勸  者  記決猛  沼. 4 .れ 

せ斯つ 事に 日ら のせ 於と 仁 哀らで じ や 下 出 君 ^ 登 昇 由銎に 位  官 m 货  致 君ん 

らの てと 出 あれ 平らけ 承 慈 悼せ あま * 本の 、 壇 s を 愚 本 李花 古 下 藤 川 小 元  朗 案；! 3 

れ 如多存 でる ま 和れ るつ に悲ら りし 本 月瑚本  ^  說  院太井 岛岡澤 原 川 田  18 の  ま  と 

まき 大じ たにしを た 盟てあ 痛れ まて 員 二 由 員  御明 元の 王  幾  ^ 朗滿  す 矜 を 

し 次な まこ 至て 保る 約 居らに たし、 等 十 をは  登す 田決般 卓 一忠 之 茂 平  賴 枵  。： V: ' 

て 第る す とら 、維は 締 るれ堪 るた 其は 一 叶3 喵  搜る歌 蕺下缺 •排治 蚓輔 吉诳  を - 

もで こがの し 遂し較 結の まへの が一 必日述 今  を爲 君を 遛君君 君 君 君 君 君  命 致 

• あと* 多め に •著を でしな 報、 日 守 病べ 朗  望め。 以去  じ 可  長 し 

特 りを 李き ま 能 朝の 首 あてい に 其 も 御に た筘  みに  ての  ま 決 

別 ま 信 太に しく 鮮 事め 〇  ‘  次接屮 速 快 罹い に  ま 登  恭報山 金 野 平 武江岡  すし 

なす じ 王 よた 泰の K とま 御 第し 斐 か 方ら とな  す 柏  くに 枳杉添 速 富跋吩  。た  M 

るるて 殿る こ 平 福で 致す 仁で まもな にせ 作り  。致  中 接  英 

辦が疑 下 こと 蝰利 あし 、政 あしな ら 向ら じ ま  し  总 し TH 五宗电 時 K •邦 

辦故 はのと は昌 をり ま 彼のり て くん はれまし  ま  を哀次 郎三阳 &鈦咄  と  成 

遇に な英は •の咐 ましの ま 、二 こせた すた  す  表 悼 君れ？! •君 君 君 W 

あ 1 い 明、 李德 進す て 日は す洵十 とらる •哀  °  すの 

九 

五 
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I らせら れる こと--' 拜察 する のであります， 李 太 王 殿 

下は、 御 退位 後は 德壽 K に餘世 を 送られまして" 風 
月 を 侶と されて 在らせられた ので あ 〇 ますが， 其 後 
世 子 殿下の 御 就 學の琪 あるに 及びまして 、一日千秋 
の 御 思に て 御成 長を 待たせられ、 客年 久々 にて 御對 
面に なりまして、 世子 殿下の 文武の 道に 御 練達 あら 
せられた る 其 御 雄姿を 御 認めに なりまして 、御喜び 
も 一 層 で 在らせられた と 云 ふこと を 吾々 は 承つ て 居 
ります、 此頃ほ 乂 梨本涔 女王® 下の 御 鹿 事の 御 勅許 
を 賜りまして、 不日 御 式 事を 舉げ させら るべき 御 運 
びと なり， 李 太 王 殿下の 御 滿悅は 想 察し 奉る に餘〇 
ありし に •何事で ありませ う、 俄に 病に 罹らせられ 
まして S1 去の 報に 接する に 至らん とは、 李 王家 件 殿 
下の 御 悲歎 ii 如何許り であり ませう、 又 梨 本 宮殿 下 
の 御悲み は 拜察 に堪 へぬ 次第であります、 上 陛下 

の 御 思 召の 程 も 誠に 恐 塯に堪 へぬ ことに 存じます， 

本院は 旣に E 葬 25 に付きまして， 先刻滿 場 一致の 誠 

意を 披 きまして •協 f? 致した 次第で ございます が、 

尙ほ 哀悼の 至情を 披歷 致しまして、 敬 叩の 意を 表す 

る 事が 至當で あらう と 存じ、 行 派 期せず 一致の 意見 

を以 ちまして •玆に 本 決 雜案を 提出す るに 至つ た 次 

第で あ 〇 ます、 私は 長く 多 辯を此 間に 挟む 必要は な 

いと 存じます， 誠に 哀悼 悲痛に 堪へな い 次第で あり 

まして、 以上 本 決 il 案 提出の 理由を 述べまして、 滿 

場 一致の 御 ?? 成 あらん ことを 期待いた して 降 増 致し 

ます。 

〔拍手 起る〕 

〇巔長 c 大岡育 造 君) 決を 採ります、 決 _ 案に 賛成 

の 諸君の 起立を 求めます。 

總 起立 

0 男 長 (犬 岡 育造 君) 滿場 一致 可決した る ことを 宣 

茜 致します、 尙ほ玆 に 御 諮り 申す 事が あります、 弔 

S が 表する 爲 めに， 本日は* より 休會 、尙ほ 御 葬儀 

當日は 休 fr する ことに 致して は 如何であります。 

tr 異漭な し 異議な し」 の脬 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御異 S なけれ ぱ是亦 御 起立を 

筘望致 します。 

總 起立 

〇漭長 C 大岡 育造 君： >  滿 場 一致 可決 致しました、 本 

日は 是 より 休會 、尚 ほ 御蓰锁 當日も 休 會する 旨を 宣 

吿 致します。 

午後 I 時 H 十九 分散 會 


〇 大正 八 年 一月 II 十八 B C 火曜日〕 

午後 I 時 十四 分 開 議 
議事 B 程 第 六號 
質問 

I 公娼 制度の 存廢 に關 する ® C 問 (臟翊 娜狀) 

II 裏 fi 網 督府の 鰹 漁業 取綠 に關す る 質問 

へ 端 淸太ン 

广郞君 提出)  ^ 

三 满洲に 於け る ±地 商租 に關 T る 質問 (卽 

知ル 7!- ) 

四 私 i 越 勵に關 す 5 質問 (lg 辟 雄) 

第 I 衆 HI 院 S 員 選® 法中改 i 案 (傾 妹 臨 

SS 名) 第 1 

〇 副議長 c. m 田國松 君) 諸般の 報告を 命し ます。 

〔原 田 書， IP, 官朗 讀〕 

一議 M より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
衆議院議員 選舉法 中 改正 法律案 

提出者 武 富時敏 君  藤澤 幾之輔 君 
下 岡 忠治君  早速 整爾君 
加 藤 政 之 肋 君  柵 ii 軍 之 佐 君 
齋藤隆 夫君 

一 貴族院は 本院の 浍 付に 係る 左の 政府 提出 案を 可 
決した る 旨同院 より 通牒を 受領せ り 
(第一 號) 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
一 内閣 總理 大臣より 議長 宛 左の 通發令 ありた る 旨 
の ; ¥1 牒を 受領せ 〇 

司法 省參事 官販 島喬平 
司法 省 所 1; 事務 政府 委員 被 仰 付 

文部省 岡 B 監査 官渡部 黄 之 介 
文部省 參事官 武部欽 一 
文部省 所管 事務 政府 委 a 被 仰 付 

〔左の 報吿は 朗讀 を經 さる も參照 のた め玆に 

掲載す〕 

一 去 二十 3}: 日 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號外 一件 

委員 町田忠 治 君、 內藤傳 祿君辭 fr: に 付 其 補闕と 

して fs 山 金 太 郎君、 小 林 嘉平洽 君を、 e 時 利得 

税法 中 改正 法律案 委員 小 林 嘉平洽 料、® 山 金 太 

郎君 辭 {r: に 付 其補闕 として 西 英太郎 嵙， 武藤嘉 

門 君を 孰れ も 議長に 於て 撰 定 せり 

I 昨 二十 七日 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號外 一件 

委員 傾 山 金太郞 君辭 任に 付 其補闕 として 横 山 勝 


太郞 君を 議長に 於て ia 定 せり 
一 ^ 二十七日常任委員補闕選擧の結果左の如し 
第三 部 

豫算委 負 山 田 珠一君 (平 山 岩彥君 補闕) 
一昨 二十 七日 委員長 及 理事： 4 : 選の 結果 左の 如し 
作業 筲 S 中 改正 法律案 外 六 件 委員 會 

委員長  粕谷義 三 君 

f 匹 田 銳吉君 
理事  田 中 善 立 君 
ヰ 秋 田 寅 之 介 君 

一昨 二 十七 日豫算 委員 會理事 補闕選 擧の 結果 左の 
如し 

豫算 委員 

理辦 >. 田蝴 兵衞君 (理事 北并肢 治 目 君補闕 〕 
〇 副議長 c 濱田國 松 君) ■是 より 會議を 開きます， 諸 
君に 御 諮りを 致します、 仙 石 貢 君より 病 氣に付 本 二 
十八 日より 十日 間 謂 暇の 申出が ありました、 許可す 
るに御異誘&〇ませぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議がなければ 許可す る 
ことに 致します、 是 より 日程の 議に 入ります、 質問 
第一、 公娼 制度 存廢 に關す る 質問、® 山 勝太郞 君。 

一 公娼 制度の 存 廢に關 する W 問 C 橫山勝 
太 郎君 提出〕 

公娼 制度の 存 廢に關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 一月 二十 一日 

提出者  S 山 勝 太郞 

賛成者  島 田三郎 
外 三十 一人 

公娼 制度の 存 廢に關 する 質問 主意 書 
第一 政府は 現下の 公娼 制度 並 斯界の 實狀 は國法 
に W 觸 する 所な しと 信す る 乎 政府は 明治維新の 
始に 於て 夙に 人身 賣 買の 制度を 否認し 全 國の娼 
妓を 解放し 人權 ©重の 義を 明かに したりと 雖依 
然として 人身 賣 買の 事 行 ほれ a 来の 陋習 依然た 
り 更に 柑當の 政策を 必要 •?; せ さる か 
第二 政府 ほ 公娼 制度を 以て 國 民の 活力を 害し 國 
家の 面目を 損壞 する ものと ほ 認めさる 乎 公娼 制 
度は 國民を 奢侈 遊惰に 導き 其生產 力を 害し J1 文 
明君 子 國の體 面を 害する こと 甚た大 なりと 信す 
政府の 意見 如何 

第三 政府は 現下の 公娼 制度を 存續し 斯界の 現狀 


を 是認せ むと する 乎 公娼は 居住 移轉の 自由を 有 
せす 又廢 業の 自由な し 宛然 牢獄に 投せ られた る 
奴隸の 如し 其の ® 狀 言語に 絕す 是れ 憲政 治下の 
一大怿 事に 非す や 

第 四 若 政府に して 公娼 制度を 廢止 する 能は すと 
せは 從來の 密集 制度 營 業所赞 業 方法に 關 しては 
大に 改善の 實を 行は さるを 得さる もの あり 之を 
抛嘟 する は 政辨內 聞の 實に 適は さるものな りと 
思料す 政府の 意見 如何 

第 21: 若 公娼 制度を 廢止 する ものと せは 賣 笑行爲 
に關 して 如何なる 政策を 採らむ とする 乎 賣笑行 
爲は不 德な りと 雖或 程度 迄 之を 放任す るの 必要 
なき 乎 

右 及 質問 候 也 

〔横 山 勝 太 郎君 登壇； I 
〔拍手す る 者 あり〕 

〇. 描 山 勝 太郞 君此 問題 ほ 神聖なる gl 場に 於て、 發 
言す る ことが どぅで あらぅ かと ■"聊か 禱 躍した 點も 
ございます、 併ながら 感ずる 所 あり •幾 萬の 窮民に 
代つ て、 聊か 政府の 所信を 質して 置きたい と 思 ひま 
す、 で 御 承知の 如く •明治維新の 際に、 先帝は 11 
来の 陋習を 破り、 天地の 公道に 基くべし との 勅を 降 
し 給 ふたので あります 、，誠に 此 ffi 旨は 宏遠で あつて 
萬 民 保全の 大道で ある、 又 不朽の 國是 であると， 斯 
ぅ考 へて 居る のであります、 で 我國が 一躍して 文明 
の强國 の 位地に 列した と 云 ふこと も、 大に此 聖旨に 
負 ふ 所 多し と 信じて 居ります 、然るに 從來の 我 國の 
爲政者 iT 甚だ 公明 中正を 缺いて ，此 SM 日を 奉ずる 
ことの 實が 甚だ 乏しい と 云 ふことは* 洵に國 民の 遺 
憾 とする 所であります、 で 維新 以来 漸次 焊來の 陋習 
を 破つ て、 色々 文物 制度の 上に 改善を 致して 參りま 
した、 併ながら まだ 幾多の 陋習なる ものが •我國 の 
制度の 上に も、 習慣の 上に も殘つ て 居る と 云 ふ 事柄 
は國 民の 齊 しく 認 むる 所であります、 現に 此 公娼 制 
度の 如き もの も、 舊來の 陋習に して* 未だ 破る こと 
の 出来ない ~ つの ものと 認めて 居る のであります、 
現に 此 一例を 取つて 見ます ると 云 ふと、 最も 手近な 
所に 在ります る 新吉原 の 如きは •元祿 年間には 約 二 
千 人 あつた、 それから 天明 年間に も 二 千 二三 百 人 あ 
つた、 安政 年間に も 二 千 七 八 百 人の 者が 居つ た •所 
が 大正の 御代に なりまして から も •矢 張 公娼が 減少 
する ことなくして、 大正 三年 度に 二 千 四百 八十 八 人 


李 太 王 殿下 ^ 去に fj- 休會の 件  公奶 制度の 存廢 に關 する 質問 並® 山 勝 太郞の W 問 演說 
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公娼 制度の 存發 に關 する Ini 山 勝太郎 の 質問演 說 


大正 四 年度に 二 千 四百 九 人、 大正 五 年度に 二 千 三百 
六十 11 人、 大正 六 年度に 二 千 四百 五十 五 人、 八 年度 
に 於て 少しく 減じても、 まだ 二 千 三百 五十一 人と 云 
ふ 人間を 殘 して 尻る のであります、 而 して此 公娼 制 
度を最も盛んにやつて屛ります所ほ、我日本に於き 
まして ほ 大阪で あります •大阪 の 統計 も 手許に 持つ 
て rr ります が、 大體 rl 京 市に 於け る 統計と 大差 ほな 
い、 他の 處に 於き まする 例は 姑く 之れ を 省略して、 
兎に角に 大都市の 現狀が 今 申す やぅな 有櫧で あり 
まして •少 くと も 公娼 制度に 付いて は、 元 祿年間 ょ 
り も 我 日本は 退步致 して 居る、 菘府 時代の 無 宵 文盲 
の 時代に 於いて、 傾に 千 九 百 人 か、 二 千 人に 過ぎな 
かつた 者が、 此の 文物 制度の 進步 したる 大正 七 年度 

に 於いて、 尙ほ二 千 數百 人の 公娼を 吉原 のみに 於い 

て も 存在して 居る ことは、 少く とも 公娼 制度は、 日 

本國 民の谪 德と云 ふ ものが、 退步 して rr ると 私は 考 

へて 居る ので ございます ■■斯 の 如き 事 愦 に付き まし 

て、 數點政 府 に御尋 したいと 考へ ます 點は 、第一に 

今日の 公娼 制度、 並に 公娼 界の 52 '狀と 云 ふ ものは、 

果して 我 帝 國の國 憲 に、 牴 觸 する 所な しと 認めて 居 

るか どぅかと 云 ふ ! fl1! であります、 私の 見る 所に 依れ 

ば、 今日の 公娼 制度は、 憲法の 條文 にも 反する し、 

又 娼妓 取締 規則なる 內務 省令の 規程に も 背反して 居 

る ものと 考へて 居ります、 政府は 明治維新の 初に 於 

きまして、 夙に 人身 ^ 買の 制度を 否認せられ た 事柄 

は、 明治 五 年、 又 明治 八 年度に 於き まする 谷 布 苦に 

依つて 明® であり . -t する、 而し て此各 布告に® つて 

公娼 制度を 禁じた と 云 ふことは —— 公娼 制度に 非ず 

人身 燹買を 禁じた と 云 ふことは 明瞭であります が、 

依然として 此贷座 趿 營業と 云 ふ 名の 下に、®; 由 契約 

に 依り 貸借と！ K ふこと に 名を 藉 りて、 其實は 人身® 

買の 1¢ を 行つて 居る- 醫 へて 申します れぱ 、前借金 

のこと を 身代 金と も 申します、 身代 金と 云 ふことは 

即ら 人身迓 K の 代金と 云 ふこと であります •法律の 

上には 人身 a 買を 禁じ、 又內務 省令の 上に も •多少 

娼妓の .H 山なる ものを 認めて 居ります、 けれどもが 

之を 四圆の 情 况に考 へて 見ます ると 云 ふと、 is 今の 

公娼なる ものは、 殆ど 牢獄に 投 ぜられ たる 奴隷の 如 

きものであります、 彼等は； 2； 務省の 省令の 命ずる 所 

に 依り、 自由 廢業 を爲 さんと しても、 容易に 自由 廢 

業の 目的を 達する ことが 出 來な い、 或 ほ權 主よ 〇 し 

て 甘言 以て 其身體 を拘朿 せられ •或 ほ俠客 などの 手 


に 依つて 暴力を 加へ る、 或 (£ 婷察 官が 密室に 费んで 
自由晓 業の 不可なる ことを 梨々 と 論 示す る. さう 云 
ふ睃 立つ た 事を しないで、 拯主と 能く 協議した がょ 
い、故に今日は一應哩に@つて相談したが宜からう 
一度 元の ® に歸れ ば 燄 弱 き 婦人の ことであります か 
ら 、敢然と して 自由 廢 業の 初志を E 徹する ことが 出 
來な いと 云 ふことは、 是ほ 申す まで もない 事柄で あ 
ります、 それから 此 公娼なる ものが、 病院に 行き ま 
す 際に も •矢 張 さう であります、 外出の 自由 も 無け 
れば 、自分の 樓に歸 つて 来る 自由 も 無い、 矢 張囚ほ 
れた る牢の 如き 狀 態に 於て、 殆ど 監禁 同 樣の目 •に 遇 
つて 居る のであります、 それが 爲め にです、 諸君 も 
最近の琪钙であるから御承知でありませうが、本年 
一月 匇 々に 大阪な る 松 島 遊廊の 娼妓 九 名の 者が、 病 
院の 或る 所に 火を 放つ て、 さう して 病院から 脫走す 
ると 云 ふこと を 企た ことは、 新聞に 出て 居りました 
是等 4 です、 娼妓が 憲法の 保障に 依つて、 身 體の自 
由を 有して 居り ますれば、 何を 好んで 彼等は、 此恐 
るべき 放火 犯の 大罪を 犯す であり ませう、 萬已 むを 
得ぬ から、 彼等は 最終の 手段た る 放火に 出で たもの 
と 私は 考 へて 居ります、 現に 斯う 云 ふやうな 事柄は 
放火 犯と して 現れた と 云 ふことは、 自他 共に 不幸に 
感ずる 點で あります るが、 言葉の 上で ほ®々 現れて 
居る のであります、 現に 最近に 公娼の 事に 付て 著し 
た 著書の 中に 斯う 云 ふ 事が 書いて あります、 矢張大 
阪に 居る 娼妓が 不平を 洩して 居る 所の 言葉の 一端を 
歌に 唄つ て 居る のであります， 其 俗謡に 依ります る 
と 「新地 流れて 病院 燒けて 親方 「ペスト」 で 死ねば 
宜 い」 (「もう 一遍 どうか 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり 

〕 是ほ 極めて 學 問の 素養の ない 婦人の 言葉で ありま 

すから、 歌に なつて 居る かどう か 存じ ませぬ が、 誠 

に 其 心情 ほ 同情すべき ことと 私は 考 へます、 此 無智 

の 窮民を して、 斯の 如き 俗諦を も 唄は しむる に 至つ 

ては 私は 制度の 罪で、 又樓 主の 罪で、 彼等 {3: 決して 

憲法、 法律の 保障を 受けて 居らぬ と 云 ふ 私は 活きた 

る Is 據と考 へます* 斯樣な 次第でありまして、 內務 

省令の 規定に 依つ て 娼妓は 確に 自由を 有して 居り ま 

すけれ どもが、 實 際に 於て 廢 業の 自由を も 得て 居な 

いのみなら ず、 居住 移- S の 自由 も 無い、 是が 事實上 

から 見て、 私は 彼等は 甚だ 不自由で あると 云 ふ點を 

諸君に 訴へ て® きたいので あります、 それから 何が 

故に 憲法の 規定に 反する かと 云ふ點 を一應 申 上げて 


E3 きたいので あります、 內務杳 令の 第 七條に 依り ま 
すると 「娼妓 ハ 鹿 府縣令 ヲ以テ 指定 シク ' L 地域 外- 1 
住居 スル コト ヲ泻ス 娼妓 ハ 法令 ノ 規定 若 ハ 官歷ノ 命 
令-一 fe y 又 ハ Is 察官题 出頭 K -1- 爲外出 スル 場合 ノ 
外瞥察 官著ノ 許可 ヲ受 クル- 1 非 サレ ノ外出 スル コト 
ヲ得グ こ 詰まり 娼妓なる 者 ほ， 行政命令を 以て 指定 
したる 地域の 外に 01 る ことが /hs r 丁、 又 居住す る こ 
とも 出来ず、 又辔 察官の 命令 あるに 非ず んぱ 、許可 
あるに 非 ずん ば 外出が 出来ない、 是が身 E2 自由に 關 
する 内務省の 規定であります から、 翻つ て 憲法の 規 
定を 調べて 見ます るに、 御 7S; 知の 如く 其銷 二十 二條 
に 「日本 臣民 ハ 法律 ノ範園 內 -I 於 テ 居住 及 移轉 ノ自 
由 プ有ス 」 斯の 如く 保障を 與へ られて あるので あり 
ます、 然るに 法律に 依らず して、 內務 省令なる 一 筒 
の 行政命令を 以て、 此國 民の 居住 移轉の 自由を 剝 _ 
すると 云 ふこと ほ、 憲法の 規定に 反する、 是が私 の 
政府に 問 はんとす る 第 I 項の 趣旨であります、 第二 
に 承つ て 置きたい と考 へます 點は 、それは 公娼 制度 
を 以て 國 民の 活力を 害し、 國 家の而 目を 損傷す る も 
のと 認めざる かと 云ふ點 であります、 私の 信ずる 所 
に 依れば、 公娼 制度なる ものは、 國 民を 驅 りて 奢侈 
遊惰に 導き、 其生產 力を 害し •兼ねて 我 帝 國の體 面 
を 害する ものであると 云 ふこと を， 深く 信じて 居る 
者であります、 御 承知の 如く 我が 日本 國に は、 今日 
公娼が 約 五 萬 人 居ります， 而し て此五 萬 人の 婦人に 
劉して、 男子が どれ 位の 遊興 SS を 使 ふかと 云 ふこと 
を 調べて 見ます ると、 是は 全國の 統計は 私は 分り ま 
せぬ が 京の みの 遊興費を 調査して 見ます ると 云 
ふと、 大正 五 年度に 於て 二百 七十 萬 圓 •六 年度に 於 
て 四百 萬圓 、大正 七 年度に 於て 五 百 二十 五 萬 圓 、是 
は堪に 新吉原 に 於け る 遊興費の みであります、 是は 
日本 全 國の谷 公娼 所在地の 遊興 @ を 調査 致しました 
ならば、 莫大の 金額に 上る と考 へます、 靑年 有爲の 
者が 其 活力を 害する と 云 ふことは、 衞生 上から 考へ 
て 見ましても 論の 無い 話、 此新吉 原の みに 限つても 
幾 百 萬 W の 金を 壯 年の 者が 游興 費に 捨てて 居る と 云 
ふ 事柄は、 國家 の生產 上、 由々 敷 大事で あると 私は 
考へて 居ります、 而 して 此我國 の女學 生は どの位 在 
るかと 云 ふこと を 調査して 見ます ると 云 ふと* 約 八 
萬 入女學 生なる ものが 居ります、 小學 校の 女敎 員な 
る 者が、 約 五 萬 人 居ります、 藝者が 五 萬 三千 人 許り 
居ります (笑聲 起る〕 酌婦なる 者が 四 萬 五 千 人 許り 


九 l?r 六  . 
居ります、 而 して 此娼妓 が 五茁 \、 此比 H を Ji< つて 
見ます ると 云 ふと、 果して R 本 01 g 人なる 者が、 如 + 
何なる 地位に 在る ものである か. i.' c i.'I き； 2 \ の ?: ^ 
が あると 云 ふ 事柄は、 果して ：：：本国 〇 名 ^ で ^ 〇 か 
どうかと 云 ふこと を 私 ほ 非常に S ふるもので. 一 .' •J o 'i 
す今回歐洲戰爭の结果を諸君は御钱になつて丙〇ま 
する通り、规千萬の男子が出征を致しました結- -.,|- - 
殆ん ど總 ての 後方 刺 務と XC ふ もの ほ、 大骹 大小 
となく  •婦人に te つて 功 紐を in されて 居ります •後 
に殘つ て 居る 男子と 云 ふ ものは 老人で & るか、 病人 
であるか、 子供で あるかで ある、 此の 老人な 〇, 涡 
人な り>  子供を 助けて， 而 して 或 ほ 郵 0! に、 或は 讯 
信に、 或 ほ TR JP に， 或は 兵器 糊 藥 に、 總ての 後方® 
務を 背負つて 立つ た 转ほ ，悉く 婦人で あると 云 ふこ 
とを 斷 言して tru らぬと 云 ふ «i 柄 ほ、 諸君の 能く M 承 
知に なつて 居る 所であります、 翮 つて 我が 日 木 151 に 
於て はどう かと 云へぱ •宵に 五® 有餘の 奴 a を - fl つ 
て 居る  >  最も 年若き 良き |!§ 格を 有して 居る 所の 五 ,® 
人の 婦人と 云 ふ 者は •殆ど 奴 銶同櫧 の 境遇に 在る と 
云 ふ Iff 柄は、 私 ほどの やうに しても 看過す ベから ざ 
る 現象で あつて、 是 ほ 獨〇 婦人 其 者の 個性の© 駐を 
害する こと 甚 しきの みならず， 过に國 家の 大拟蒂 で 
あると 私は 考へ るので あります、. で 諸君と 共に 恐 ® 
に堪へぬ事柄ほ、先頃皇室ょりして救世堪へ御下賜 
金の 點で あります、 此救世 •雄へ 御 下賜 金に なり まし 
た 事柄に 付て は、 洵に觀 恩 洪大に して、 吾々 S 民は 
殆ど 言 ふ 所を 知らぬ のであります る、 而 して 又其聖 
意を 推察し 奉る ことは、 * だ 恐懼の 至りであります 
るが、 唯々 吾々 は 諸君と 共に 考へな ければ ならぬ 事 
柄は •救世軍は 何を して 居る かと 云 ふ S であります 
救世軍の 定款を 持つ て 居り ませぬ からして、 能くは 
分り ませぬ が、 併ながら 救 -lit 眾が其 事 槊の 一として 
非常に. a 由 廢築 に盡 力を し、 又 ほ 公娼 殿 Jh の i5n 励に 
盡力 をして 居る と 云 ふ 事實ほ 、看 渦すべからざる 點 
であります、 救世軍が 誇 事を 爲して 居る か、 悪事を 
爲 して 居る か 存じ ませぬ が、 兎に角 公娼 問題に fj' て 
非常に 盡力 をして 居る •而 して 之が 救世： ill の 一の 机 
業で ある、 其 救世軍に 對 して、 上皇 室ょり 御 下 lly 金 
が あると 云 ふ 事柄は- K に 臣民と して 餘程考 へねば 
ならぬ 點で あると 考 へます、 殊に 此 公娼 腿 止の 問 ! a 
. — •此 公娼の 善恧問 題が •救 111; 璀な る外國 人の 計 5!;; 
する 團體 I 外國 人の 出資を 致して 居る M K の 力に 
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氓 つて、 纔に □本に 唱へ られつ、 あるに 過ぎぬ と 云 
ふことは、 吾々 國民國 家 共に、® に不名 響で あると 
考へ なければ ならぬ 點であ ります、 此點に 付て、 政 
府 ほどう 云 ふ考を 持つて 居る のであります か、 切に 
私の e かんとす る點 でございます、 第三に 承つて 置 
きたいのは、旣に公娼制度は斯の如きものでありま 
すが、 政府は です、 現下の 公娼 制度を 此儘に 存續し 
て K いて、 fra して 今日 先刻 私が 一言 致しました やう 
な、 公娼の 有阀を 邦 儘に 看過す る 方針で あるか どう 
かと 云 ふことは 鸱 いて 置きたい のであります、 此公 
娼制 度が 在る と 云 ふ 事柄が、 善い か惡 いかと 云 ふ a 
は、 是は宗 敎家 とか、 或は 其 他の 道德 家に 依つて， 
® 々論ぜられて あります るが、 それは 私が 深く 關す 
る 所では ございませぬ •唯々 吾々 は國 政の 運用を 議 
する 上に 於て， 考へな ければ ならぬ と 思 ひます る點 

は、 彼の 大 ® 高 ffi に te つて、 此 公娼の 業を 營んで 、 

而して 公然 國家が 之を 許して K ると 云 ふ 事柄は、 一 

面から 考へて 見ます ると 云 ふと •男子の 不品行を 政 

府が免 許を W へた やうな 譯にな ■ると 私は 思 ふ、 何と 

なれば 税金を 収 つて、 公娼 制度を 設けて 賣炤 行爲を 

許して P} るので あります るから して、 どん 日本 

國民が 彼 處へ往 いて、 不品行を しても 宜しい、 差 支 

ない、 斯う 云 ふ 事柄を 國法 上に is めて 居る と 云 ふ 事 

柄は、 是は餘 裎考へ ねばならぬ 點 であると 思 ふので 

あります、 而 して lit の 公娼 制度を 廢した ならば、 之 

れが爲 めに 斯業に 關 係の 若が 非常な W 害を 被る、 之 

れを どうす る考 であるかと 云 ふやうな 事柄を •常に 

反問され るので あ 〇 まする が、 成程 是は 一顧の 惯 ffi 

の ある 反對論 であると 考へ ます、 私の 調 ? t する 所に 

依る と金 阈約五 萬の 公娼に 付いて， 如何なる 數 字の 

入 間 •か 衣食して 居る かと 云 ふこと を 調べて 見ます る 

と 云 ふと 一人の 八ム娼 に對 して •約 五 人の 者が 衣食し 

て 居る •曾へ て 見れば 女の 髮結で あると か、 或は ifl 

手で あると か ■妓 夫で あると か、 車 挽で あると か， 

小 問 物 培で あると か、 斯う 云 ふ 者を 計 3?; し來 ります 

ると 云 ふと、 一人の 娼妓に 付いて 約 五 人の 衣食を 致 

して 居る 者が あると 云 ふ 事柄は、 是れは 祸 めて 間違 

の 無い sa 字で あると 云 ふこと であります、 さう する 

と •此 一人の 娼妓に 付て 衣食して 居る 者が 五 人で あ 

ると 云 ふ 事 f!*] になります と ？ T. 萬 人の 娼妓に 對 して 約 

二十 五 萬 人の 日本 國民が 是れに 依つ て 衣食して 居る 

と 云 ふ 薄 ^ になります、 さ^' する' と 此の ？ r 萬 人の 娼 


妓を解 放す ると 云 ふ 事柄は、 五 萬 人の 婦人の 生活 問 
題に 關係 すると 同時に、 是れ に (S つて 衣食して 居る 
所の、 約 二 十五 萬 入の 生活 問 做に 關係 する 事柄で あ 
ります るから して、 是は 一の 社會 問題に 歸著 する 事 
柄で あると 考 へます、 併ながら 是は私 の 見る 所を以 
て すれば、 殆と 論ずる の惯植 なきものと 考へ るので 
ございます •何と なれば 今日の 有 棟 ほ、 大概 新聞 雜 
誌に 依つて 御 承知で も ございませう が、 公娼を 營ん 
で 居ります る K 座 趿 業者なる 者 ほ •實 に數十 萬の 富 
を 成して 居る 者が 澤山 あります、 數萬の 富を 持つ て 
居る 者 も澤 山あります、 ffi か 公 # i 制度の 撤廢に 依つ 
て 五 人 か 十 人の 娼妓を 解放させる ことに 法つ て 被る 
所の 損害の 如きは •彼等に 収 つて (3; 何等の 損害では 
ない、 唯々 之に 依つて 損害を 感ずる 者は、® に 貧 W 
なる 貸 座敷 業者で あると か、 又 甚だ 性格の 宜しくな 
い贷座 敷 業者で あると 考へ るので あります •例 令資 
產は無 しと 雖も •善良なる 道饱を 解す る 貸 座敷 業者 
であるな らば、 喜んで 國 家の 命に從 ふ ものと 考へま 
す、 此點に 付て 一つ 御 參考に 政府に 申 上げて 置きた 
いのは、 公娼 制度に 付て 直ちに 此 制度を 撤廢 すると 
云 ふ 事柄 は>  唯今 申しました やうな 一つの 社 ®' 間 題 
を 惹起す ると 云 ふやうな 色々 議論 もあります けれと 
も、 又 I 面に 於て 考へ なければ ならぬ 事は、 我が 政 
府は此 私娼 問題に 付て、 どう 云 ふ 態度を 執つ たか" 
御 承知の 如く 菜 京 市の 私娼 制度は •其 名前 ほ 公娼で 
ほ ありませ ぬ、 私娼で ありました けれども. 其 家屋 
の 構造から、 檢 徽 制度から、 毫も 公娼 制度と 採ぶ 所 
が 無かつた のであります、 詰り 官許を 得て 一つの 賣 
笑 業を 管んで 居つ たのであります， 其 私娼に 對 して 
一朝 Is 祓廳の 方針が 變り まする と 同時に、 悉く 此躞 
業を 命令 致しまして、 さう して 私娼 •か 他に II 業す る 

事を， 强 制と 云 ふか 嚴 重なる 處分を 執つ て やつた の 

であります、 之が 爲め にです •私娼 其 者が 生活に 迷 

ひ、 私娼を 持つ て 居つ た 所の 私娼 業者 も 非常なる 損 

害を 被つ た、 そこに 關係を 持つ て 居つ た 所の 日用品 

を 供給して 居つ た 商人、 地主、 家屋の 家主 も 非常に 

迷惑を したと 云 ふことは 事實で ありました、 併し 是 

とても 毫も 我が 日本 政府は 顧みず、 敢然と して 私娼 

撲滅 策を 斷 行した のて あります •是 等の 事例から 申 
します れぱ 、公娼の みに 對 して、 國家が 特殊の 恩惠 
を與へ なければ ならぬ 理由は 無い と考 へる、 是故に 
先刻 申 上げました 次第であります から、 公娼 制度 ほ 


之を 全 •躞 する 事を 以て 得策に 非ず やと 斯 < 信ずる の 
であります >  第 四に 御尋 して 置きたい のは、 若し 政 
府に して 此 制度を 躞止 する 事が 出来ない と 云 ふ 事で 
あれば 從來 の密雄 制度の If 業 方法に 關 しては， 犬に 
改善を 加 ふるの 必要 ありと 私は 信じて 居ります が 政 
府は 此點に 付て 如何なる 方策を 御 持に なつて 居り ま 
すか 之を 伺 ひたいので あります •密集 制度の 可否に 
付て は 是亦 有識者が 論じて あります ので， 事新しく 
此處で 私が ^ 重なる 時間を 費して 申す 必要は 無い と 
考 へます •其 營 業者の 如き も 矢 張 又 さぅ であります 
善良なる 國说は •言 ふに 堪へな い 所の 陋門低 擔に衣 
食して 居る にも拘らず、 不道德 なる 醜業を 赞む貸 座 
敷 業者が、 彼の 大厦 高樓に 住んで， 此 賣 笑 行 爲をや 
ると 云 ふことは •國民 道 德上大 に 考 へねば ならぬ ® i 
であると 云 ふことは、 是は 論は 無い のであります、 
又此營 業 方法に 付て 申します れぱ、 511 何にも ffi 主は 
暴利を 貪る •是も 餘程考 へね ぱなら ぬ 點で あります 
其 次に 此 娼妓の 前借 問題であります、 此前 借問 題を 
政府が 法令な り 或は 官憲の 力を 以て 此 儘に 解決して 
やらな かつたならば •到底 此 娼妓なる 者は、 浮ぶ ■ 
がない と 云 ふ事實 が橫つ て 居る のであります、 其 煩 
を 忍んで 私は 前借金の 辨憤せ らる 、隙 樣に付 て、 一 
寸一二 の 例を 申 上げて 置きます、 一の 例を 申します 
ると、 五 百 _ の 前借を 致しまして、 一年 二 箇月 間 稼 
いだ 所の 者が •四圓 五十六 錢しか 辨濟が 出 來な い， 
二百 圓の 前借を した 渚が 三年 六 箇月 稼いで、 僅に 一一 
十 11 の辨濟 しか 出来ない 、それから 百 八 -1- 圓 借りた 
者が、 一年 稼ぎまして 僅に 四圓 の辨濟 しか 出来ない 
それから 一つ 申 上げたい と 思 ひます る點は •二百 八 
十圓の 前借を 致しまして •比較的 長く K 年 十® 月、 
裕に五 年間 稼いでも、 七十 九圓八 十八 錢 しか辨 濟が 
出來ないと云ふやぅな悲慘な事實もある，之に反»_ 

の 例を 申します と、 百 五十 圓借 りまして 三年 六 箇月 
稼いで、 三十 圓 前借金' か 殖えた、 五 百 四十 圓 借りて 
四 年 四 箇月 稼いで •二 十四 圓增加 して 居る >  それ か 
ら 四百 圓 借りて 四 年間 稼いだ 者が 八十 五 圆 六十 七錢 
增 加して 居る、 二 百圓 借りた 者が 三年 四 箇月 稼いで 
十六 圓疝 えて 居る 三百 七十 圓 借りた 者が 二 年 六 箇月 
稼いで. ■五十 圓殖 えて 居る •斯う 云 ふ 例が あります 
ど 5 しても 辨濟は 出来ない、 なん ぼ 稼いでも それで 
救世軍の 手に te つて、 自由 廢築の 目的を 達した 七十 
一名に 就て 調査して 見ます ると •七十 名の 中で 兎に角 


前借金の 幾分で も辨濟 した 者 ほ， に 一,1 一十 二 名で あ 
る •それ 以外の 三十 八 名と 云 ふ 者は、 前借金が 寧ろ 
殖えて 居る と 云 ふこと になつ て 居ります* 是等は ど 
う 云 ふ譯で あるかと 云 ふこと を ijg く e いて 見ます る 
と •客 一人に 對 して 五十 錢 の手數 料を収 ります 所の 
者は、 彐十錢 を樓 主に 取られる， 若く ほ 一一 十五 錢を 
取られる-若く は 二十 三錢 を収 られ る、 そこで 其 中 
で 娼妓の 収る 所の ものは 肢 に 二 - 1- 五 錢-成 は 二 十錢 
二十 七 錢であ ります が， 其屮五 錢か 六錢 しか、 娼妓 
が 完全に 使 ひ 得る 金は 無い のであります， あとの 金 
は 前借金の 中に 入れる と 云 ふので あります‘ 前借金 
の 中に 入れる けれども， 少し 流行る 所の 公娼に なり 
まする と •樓 主の 方から 彼等の 虛榮心 を嗾 つて 或は 
指環を 買つ て與 へ、 或は 羽織を 買つ て 與へ 、或は 下 
駄を買 つて 與へ ると 云 ふやうな 事柄で、 前借金を 殖 
す 方法を 講ずる、 それで 自分は 一人の 客に 對 して W 
當なる 勤 勞を 致す に 拘らず 得る 所の もの ii :/.: 錢か十 
錢で あります から、 どうしても 借金が 殖えて 來 ると 
云 ふこと になる のであります •要するに 彼等 貸 座敷 
業者と 公娼との 間に 受授 されて 2b ります 契約の 内容 
と 云 ふ ものを 調 奄 して 見ます ると •此 儘で 官歲な り 
法律が 干涉 致し ませぬ かつたならば， 殆ど 從來 同樣 
に、 公娼と 云 ふ 者は 百年 稼いでも 前借金が 無くなる 
と 云 ふことは ない、 前借金が 無くならねば、 其處に 
何時までも 此業務 を 營んで 居なければ ならぬ と 云 ふ 
ことになるので あります •婦人と して 最大の 誠意を 
表する 勤勞 に從事 した にも拘らず •僅に 得る 所は 今 
申す やうな 次第で、 到底 此 前借金を 返濟 する 見込が 
ない と 云 ふに 至つ ては、 私は 悲慘も 亦 糊 まる もので 
あると 考へ るので あります、 此點に 付て 政府は 旣に 
御 調査に なつて 居る こと、 考 へます から、 若し 公娼 
制度を 躞止す る ことが 出來ぬ と 云 ふこと であります 
ならば、 此點に 付て 大に干 渉を 加へ る 必要が あると 
私は 存 f るので あります、 終りに 第五 點 として 御尋 
をして 置きたい のは •此 質問書には、 r 若し 公娼 制 
度を 厳 止す る ものと せは」 と 云 ふ 前提の 下に 御 尋を 
致して 置きました が、 之を 少し 變更 致しまして •若 
し 公娼 制度を 廢止 する ものと する も、 亦 腿 止せざる 
ものと する も* 民間に 行は れて 居ります 所の賣 笑 行 
爲に關 しては 如何なる 政策を 執らん とする かと 云 ふ 
點に付 て 私は 伺 ひたいので あります が、 此點に 付て 
も •文學 者な り、 或は 宗敎家 なりに te つて、 可な り 
九 五 七 
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多くの 諮詢を 费され て 居ります から* 私は 別に縯 _ 
は 致し ませぬ、 併ながら 今日の 人智の 程度 •今日の 
人倫 •今日の 5H 德の 程度から 考へ ますと、 どうして 
も 或る 程度まで ir w 笑 行爲を 放任せ なければ なら 
ぬと 考へ ます、 或る涔 察の 如く .* P 祭の 金力を 擧げ 
て此私 娼拐滅 に諶 力を して、 それが 爲めに 他の 放火 
や、 强盗 や、 泥榨が ■'喜んで 犯罪を 逞 うしす る やう 
な 間遠 づた 政策を 採つ て (3: いかぬ と 思 ふので ありま 
す、 私 ¢1 撲滅に P する 歷史ほ 、幾多の® 籍 にも ® い 
てあります が、 此の ® 笑 行 爲を 撲滅 せんとして 成功 
した 者 13; 一人 も 無い、 悉く 此撲滅 を やらん としたる 
政治家と 云 ふ ものは 失敗した と 云 ふ 事' s ほ， 顯著な 
る 事 ,® であります、 私の 考では 、或 程度までは 個人 
の® 嚴を 維持し •或る 程度までは 性行の 自由を 認め 

て、 さう して 公娼 以外に も 一種の K 笑 行 爲を認 めて 

之に 對し て膂察 が 多少の 干渉を 加へ る， 或學 者の 如 

く、 半： 存條 件の 一點 として 認める とまで 極端の _諭 

は 致し ませぬ、 それ 程まで 貴 *: な ものと ほ 思 ひませ 

ぬけれ ども、 或 稲の 社 會に對 して、 或る 程度までは 

此迓笑 行爲を 放任す るの も、 私は (SB 利で あると 考へ 

る 者であります、 金 然之を 禁止す ると 云 ふ 事は いか 

ぬと , a ふので あります， 是は公 娼 制度を 廢止す ると 

否と に 拘らず •今日 焦眉の急に 迫つ て 居る 場合で あ 

ります、 どの やうに か 政府は 方策を 講じなければ な 

らぬ ?f と 私は 考へ るであります •之を 要するに、 私 

の考 では、 今日 諸君 も 御 71!: 知の 如く、 普通 選 擧をや 

らな ければ、 世界の 大勢に 順鹏 する ことが 出来ぬ と 

言 ふ 先蓣 ■もあります、 私は 此 議 論には 全然 敬服 致し 

て 居る 一人であります が 普通 選 擧以前 に， 參政權 を 

與 へる 以前に， 奴隷の 如き 境 週に 在る 五 萬 人の 婦女 

子を 解放す ると 云 ふ 事柄が* 私 ほ 急務で あると 考へ 

ます、 五 萬 人の 人權の 自由を 筏 重す るの 大義を 明に 

すると 云 ふ 事柄は •憩 法 政治を M 滿に行 ふ 所の、 大 

なる tr 提 炫 件で あると rai 信す る 者であります、 どう 

か 政府に 於 かれまして は、 此の S に 付て 親切なる 御 

答 辯 あらん ことを 箱 菌致 します (拍手 起る) 

〇 副 誘 長 (濱田 國松君 ： >  小 橋 政府 委員。 

r 政府 委 負 小 橋 一太 君 登 》〕 

0 政府 委 M (小 橋 一太 君〕 本日 ほ內務 大臣が 不在で 

あります から、 追て 書面を 以て 御 答 辯 致します。 

〇 副議長 一 濱田國 松 君) 質問 第二、 總督府 の 鰹 

润業 取締に 關 する 質問、 唐 端 淸太郞 君。 


二杂 因 總普府 の® 漁業 取締に 閲す る® 問 
(唐 端 淸太郞 君 提出〕 

莰 S 總蒈府 の 鰹 漁業 取締に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 一月 二十 二日 
提出者  唐 端淸 太郞 
寶成者  賴澤宇 八 
外 三十 一人 

蓺罔總 督府の 鰹 漁業 取締に 關 する 質問 主意 書 
一 崧闵總 督府は 其の 漁業 取締 規則に 於て 沖合 漁 
業に 15 する 鰹 漁業を 許可 漁業と 爲した るは 如何 
なる 理由に 基く や 

二 » 闺總督府は鰹漁業を許耵するに當り從來の 
例に 依れは SS 闰に 在る 私設 水產 ir 社に 限り 之を 
.許可し 他 府縣 より 出願 . 1- る 者 ある も總て 之を 排 
斥し 許可を 與 へさる ものは 如何なる 理由に 依る 
や 

三 前期 議會 特別® 員會に 於て 本件に 關し 本員は 
擬 尚 務 大臣より s ?l 總督に 交渉し 其の 許可の 方 
針' を 改めし むへ く箝 望し 置きたり 爾來總 督府は 
同省の 交渉に 應し 其の 方針を 改めたり や 否若改 
めたり とせは 之を 谷 府縣に 通知し 當 業者に 周知 
せし むる の 必要 あり 總督府 ほ 其の 手 續を爲 した 
り や 否 

右 及 質問 候 也 

〔唐 端 淸太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 唐 端淸太 郎君 私は 臺阕 總督府 の 鰹 漁業 取締法に 

付て、 總督府 に 御 導を したいと 存じます、 豪 H 總督 

府は 、鰹 •/! 業を 漁業 取締 規則 中に 許可 漁業と して 編 

入して あります 、元来 沖合 ' zfli 業で ある 所の 此漁 業を 

漁業 取締 規則 中の 許可 漁業に 編入せられ たの ほ、 ど 

ぅ 云 ふ理甶 であらぅ かと 思 ひます、 御 承知の 通り ffl 

漁業は、 處に依 りまして は、 沿岸より 二 三 哩から 稼 

ぎます が、 大抵は 十哩 若く は 二 三十 哩の 海洋に 出る 

のであります、 殊に 此 の 主なる 漁 塲>  與 那國邊 

に參 ります と、 其 海は 寧ろ 琉 球の 方に 近いと 思 ふ、 

斯る 海洋に 於て 稼ぐ 漁 築であります から、 必ずしも 

總督府 の 許可を 受ける 必要 ほない と 云 ふ說も ござい 

ませう が， 漁業には 根據 f が 要る ので ある >  其根據 

地と 云へ ば JS B に 設けざる を 得ないで あります、 故 


に 沖合で. 稼いで 參〇ま して •沏 S 抝を 根 ?' § 辿へ 持つ 
て來 ると， 總督府 ほ 許可を 受けて 居ない と 云 ふので 
以つて ■之を 處分せ らる 、ので ある， 故に 沿岸 滴 菜 
と 沖合 漁業との 區別な く、 一般に 取締 規則の 支配を 
受けて 居る ので ございます、 是れほ 或 人の 說では 、 
沖合 漁 r; を 制限す るので あると 云 ふこと で ございま 
す 沖合 溯 梁を 制限 せんとす る ことほ 大なる 誤 ig であ 
る 此の 誤つ たると ころの 舊思 想を， 今の總 督府が 持 
つて 居られる と 云 ふことは •吾々 {i 信ずる ことが 出 
來な い、 是れ には 必ず 相當の 理由が ある こと ゝ思ひ 
ます、 其の 理由を 承りたい のであります、 又總 督府 
は 此の 漁業を 許可す るに 當〇 まして 之れ を 臺恝 に 在 
ると ころの 水產會 社に 限つ て 許可を 與. へて ある、 他 
府縣は 漁業 者ょり 如何に 出願 致しても •一切 採用を 
しないので ある、 宮崎縣 の 如き、 愛媛 縣の 如き ■態 
々縣の 水產 技師を 派 遺し總 督府に 要請した にも 拘ら 
ず、 總督府 ほ 斷乎 として 受付け ない、 殊に 愛媛縣 の 
如き ほ •當 業者が 漁船まで 持つ て 行つて、 多くの 費 
用と 時日を 費して、 何等 得る 所な く、 空しく 歸縣し 
たと 云 ふので ある、 山口縣 から m たもの ほ 水 產會社 
の附廳 船と なつて 附厨 船の 名義で 出願したのにほ、 
總督府 ほ ®: ちに 之れ を 許可され た、 其の 許 SJ に 依つ 
て 稼いで ほ 居ります が、 元來 が附厫 船と 云 ふ 名で あ 
るから >  沏換 の 利益の 大部分は 酋 社に 肢られ てし ま 
ひ、 肝腎の 稼ぐ ところの 本人 ほ 格別 難 有 味がない と 
云 ふこと である、 又附跑 船と 云 ふ 名を 附けれ ば、 直 
ちに 之れ に 許 BJ を與 へる と 云 ふなら ば、 別段 船數を 
制限した と 云ふ_ でない と 云 ふことは、 明に 分る、 
或 人が 說を爲 して、 是れは 水產會 社を 保 ii する 爲め 
であると 云 ふこと であります、 斯る 方法を 以つて 私 
設會 社を 保 ii する が 如き ことは、 穩かな らぬと 云 ふ 
ことは 申す にも 及ばぬ ことで ある、 政府は 前期 議會 
に 於て 遠洋漁業の 獎勵法 を 改正して、 之を 擴張 して 
又 其獎_ 金 も 三十 萬 圓に佾 加した ので ある、 回下戰 
後の 經營 を爲 すに 當り 、水 產 業の 發展 ，其 海外 貿易 
の增 進を 圖る 上に 於き まして ■遠洋漁業の 獎勵は 、 
洵に忽せにすべからざる事と考へる>然るに » 灣總 
督府は 南洋に 出漁す る 第一 關門 である、 «筠 に 於て 
沖合 漁業の 鰹を 許可し ない •是は 明に 政府の 意に K 
いて、 遠洋 ' zi 業の 發醒を 妨げる ものであると 言は れ 
て も差茭 ない のであります、 此の 如き 取締を せられ 
るのは、 必ず 已 むを 得ざる 事情の ある こと、 存じ ま 


九 五八 

すから 其 事情を 诋〇た い 〇 であります X 本件に r 5 : ? 
まして* 前期 薄會に 於き まして* 特別 g 會 C 
太 員より 農 商務 大臣に 法 餌 致しまして •農 商務 大臣 k 
から at 事を** 雄 督府に 交渉して •速に 許可の 方針 
を 改める やうに te ia を 致して Ivi ll:f きました. ,;;' U  く 所に 
依 る と、 形式の 如何は 存じ ませぬ が、 s ,;: :s 大 I:': ii 
之を 總® 府に 交渉を 遂げた と 2< ふこと である •仲し 
總腎府 が 之を 承諾せられ たる や 否やは 知らない， 卟 
年の 十月 頃と 思 ひます、 勘 督府は 宮 1 '鉍 の fill 潘の咨 
に链漁 業 31 鎪 を rr- 可せられ て 居る、 是ほ即 ち 水 鹿 v^r 
社 以外に 許可を 與へ た嗌 矢であります、 是よ〇 推し 
て 見る A1. 水產會 社 以外の 者と 雖 .即ち 件 府縣の 出 
願 者に 對して 、許可を 與へ られる 方針を 改められた 
ものと 認めて 宜しい のであります が、 1 此 五舺 の 
許 OT を 受けた 渚は 日く、 此許可 を fu るのに li M に罟 
心 慘擔で あつたと 言 ふ、 然らば 今後 も 出願す る ^ も 
亦 苦心 慘隐で ある、 若し 總锊府 が 其方 針に 改めない 
とすれば、 此 許可を 受けた 素 ir 其 漁 ^ 椴を 數 千 y 
の 多額を 以て 費 買す る ことが ，, II 來る ので •若し 乂總 
督府が 此方 針を 改められた ものと すれば、 其坩を 谷 
府縣當 業 渚に 煳知せ しむる の 方法を 執らなければ な 
らぬ 、當 業者が 知らなければ ，折角 改められても、 
實際に 於て 効果が 餘り無 いと 言 if. なければ ならぬ、 
總督府 は 果して 之を 改めて、 又 之を ) i'3 知せ しむる の 
手緻を 執られた ので ある や f?.f や、 是も衹 つ' て a きた 
い 2: 思 ふ 要するに 此 W 問は、 永らく 常 is 渚の rf!j に- M 
かれて 居る 疑を _ らす爲 めで ある， 當 _ 者の 中に ほ 
臺 灣總 督府 ほ 故ら に 鰹 漁業を 許 BJ 'M 業と 爲し 、而し 
て 其 許可は、 茲 S に 在る 水 產 ff 社に 限つ て 之を 興へ 
る、 即ち竊 飼 近海に 於け る ffi 紡なる ffi 漁 楽の 利益を 
一會 社に 獨占せ しむる ものである‘ 11-h ld 占と M 時に 
水產會 社と 總督府 の 或 渚との 間には、 1:1 く 言 ひ雖い 
約朿で も あるので はなから うかと 姐 ふ 疑が あるので： 
ある、 故に 總督府 ほ此 質問に 對 しては も 詳細に 
rl. つ 明瞭に 說明 をして、 以て 常 槳者の 懐いて 的る 此 
疑を 解かるべき 要が あらう 11 思 ふ、 幸に 其 心して 御 
答 辯 あらん ことを 希望 致します。 

r 拍手 起る〕 

0 副議長 (濱田國松君〕下村政府委負。 

〔政府 委員 下 村 宏怼登 

0 政府 委員 9 村宏君 〕 唯 今の 唐 端 S の 御 質 間に 御 
答を 致します、 竅灣の 漁業は、 御 承知の 511 く、 極め 
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二」 從來 より 幼稚な ものである I 沖合の 漁業に 至つ て 

は、 從來 全く 無 かつた の. であります、 明治 四十 二 年 
或 ほ 三 年頃と 記® 致します るが‘ 沖合の 漁 椠 として 
as の m 業が 始り ました、 唯今 御 話に なつた 水薛會 
社 if 其 常時 所謂 創業 後 苦心を 筲 めて 来た ^ 社の こ 
とを 御 指しになる であらう と 思 ひます、 S2 時總齊 府 
で 許可 漁 il を 認めて 居る ものは、 之に 限り ませず、 
規則では 十五 ® 條 十五 ? fi に 分つ て 居ります、 何れも 
其 魚族の 蕃殖を 根絶し ないやう にと、 それ <理窟 
があります が、 鰹 漁を 許 MJ 漁業と 致しました る 主旨 
は， 是 等の 漁業を 赞む莕 の 相互が、 漁場の 關係 又は 
轍 送の 關係 等に 依つ て •共倒れに ならぬ やうに と 云 
ふ •王 旨であります、 隨て »((1 今は •此 水產 ir 社の みに 
搵 占を させて 居る やうな 御 話であります が、 私の 承 

知して 居る 所では、 現在 許可を して 居ります のは 二 

十八 隻の船 籍中 •四つの 會 社に 許可して 居る ものが 

十二 隻 •他の 十六 建は 皆な 肭 人に 許可を して 居り ま 

す 一昨年 來 自分の 經驗 して 居る 所では 無；！ 内地と 限 

らず •島内に 於ても 右 樣のキ 旨で、 此葙隆 万 面の 漁 

場に 新に 割込む 者に 就て は、 均しく 許可を せぬ 例が 

幾多 ございます、 又 反對に 基陡 方面 以外の 漁場が 新 

に 開拓せられ まして、 其方 面に 近く 許す のは 確か 矢 

張 内地の 漁業 家であつた かの やうに 記憶して 居り ま 

す、 是 ほ まだ 碰と 承知して 居り ませぬ 要するに 右 ^ 

の 次第でありまして、 內地 からで あるから 許可し な 

いと か會 社で あるから 特に 許 01 をす ると 云 ふ 差別は 

總督府 ほ 持つ て 居り ませぬ、 で 康端君 より S 商務省 

を經 ての 御 話もご ざいました が是は 昨年 總督府 の 水 

節 技師が 農 商務省に 来ました 時に 右の 事情を 能く 說 

明を 致しまして、 其 間に 事情が 疏 通した と 云 ふやう 

に Ii8 いて 居ります、 尙ほ 將來 に付きましても， 臺圈 

•= &§ は！： より 南方 方面に 掛けて •水 策 業は 一肢 の發 

K を 期せねば ならぬ と 思 ひます、 徒らに 抑 ■も 致し 

ませぬ が •又问 時に さう 云 ふ 新たな 場所に 行つて 色 

々 gf 菜を 開始す る 者には、 ffl 常の 保護 誘 沿 も必袈 で 

S らうと 思 ひます、 將來 漁業は 獨〇鰹 漁業に 限らず 

どうか 其 他に 付きましても、 内地の 谷府縣 に 於て、 

此方 面の 水齑開 發に付 て 御 尨 見が あれば， 吾々 の 方 

で內 地に Jli 上さす ときに、 ®: 門の 技 肺を それ それ 寄 

せても K しい、 又 打合せて 御 越し 下さ つても S しい 

內地 であると か、 毫 S であると か 云 ふ 意味で なしに 

どうか 私は 南洋 方面に 於け る將來 の水脔 業は、 一層 


の 開發を したいと 思 ふて 居ります、 其 順序な り 方法 

には， 或は 御意 見 も あると 思 ひます、 今 申す やぅな 

會社 とか 個人と か、 或は 内地で あるから、® 罔で あ 

るから と 云 ふ 差別は 一切 収 つて 居り ませぬ、 左樣御 

承知を 願 ひます。 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 質問 第三、 滿洲に 於け る 土 

地 商 ffl に關 る 質問 —— 讲 東 知 也 君。 

三滿洲 に 於け る 土地 商 租に關 する 質問 (伊東 
知 也 対 提 m) 

滿洲に 於け る 土地 商 fit に關 する fl 問主恝 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 一月 二 ■十五 日 
提出者  伊 束 知 也 
賛成者  鈴 木 梅四郎 
外 三十 二 人 

滿洲に 於け る 土地 商租 に關 する 質問 主意 書 
一 滿洲に 於け る 土地 商 租權の 解 r に 就て 從來我 
か當局 者と 支那 當局者 との 間に 大な る刚齬 あ 
る ものの 如し 現 政府の 之に 對 する 解 釋如何 
二. 右 商 租 fl に關 する 附帶 細則は 當然 旣に發 表す 
へき ものなる に 拘らす 其の實 未た 規定を 見さ 
る もの V 如し 政府の 之に 關 する 理由 如何 
三 滿洲に 於て 右 商 ffl® の 設定を 得た る もの 少か 
らさ るに 拘らす 支那 當局 との fa に 常に 紛転を 
極め 殆と 其の fi 利を 行使す る 能は さるもの、 
如し 我 か當 局 {3: 如何なる 方法を 以て 此の 解決 
を爲 さむと する や 
右 及 質問 候 也 

〔伊 IK 知 也 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 伊東 知 也 君南滿 洲に 於け る 土地 商租 _ に關 しま 

して、 政府に 質問を 致したい と 思 ひます >  1 體此滿 

洲の商 租と云 ふことは >  其 言葉が 現に 曖昧な 言葉で 

あります 、是は 現 政府に 向つ て 御 W する こと ! X 出 來 

ない のであつて、 寧ろ 大隈内 閣當 時に 遡つ て 詰責す 

る 必要が ある、 彼の 諸君 も 御 承知の 通り、 不徹底な 

る 日 支 交涉 事件が、 大隈 內閣に つて やられた 際に 

滿洲の 土地の 永代 租借 檝を得 やぅと したので ありま 

す、 然るに 交 那は粗 借權と 云 ふ ものに 付て、 色々 な 

紛擾が 起る ものであります から、 非常に 其 租借の 名 

を 嫌うて 之を 避け やうと したので あります、 そ •れで 

幾度 か 交 捗の 結果、 遂に 商租と 云 ふ 新しい 文字を ffi 


へて、 之を 獅縫 する ことにな つたので あります、 而 
して 商. 租とは 支那 側の 言 分に 依ります と， 商り 借り 
る、 能く 相談した 上に 於て、 土地を 貸す と 云 ふこと 
の 解 釋にな つて 居る のであります、 俳し 日本側の 之 
に對 する 所の 解釋ほ 、永 K 租借 褪の 唯々 變名 である 
のみで ある、 而 して 商 粗には 三十 箇 年の 期限を 附し 
て t ます、 三十 箇 年の 期限を 附して あるが、 無 條 
件に して 更改す る ことが 出来る •三十 箇 年の 期限が 
過ぎれば、 直ちに 何の 條件 もな く 「又 之を 改めて 三 
十 C5I 年 延ばす、 三十 箇 年と 云 ふ 期限は あるけれ ども 
何百 年で も 場合に 依つ ては， 永久に 之を 延ばす と 云 
ふことの 條約 であるか らして、 我當時 の當 局は •永 
代 租借 fiw と 同一で あると 考へ たのは 無理 ix ない ので 
あります、 それを 支那 政府は 承認した ので ある 而し 
て>  支 那 政府が 何が 故に 期の 如く 永代 租借と 云 ふこ 
とを 嫌つ て、 商 粗と 云 ふ 新しい 字句を 描へ て、 其 相 
談をしたかと云ひますと、矢隁_會均等であるとか 
日本に のみ _ の 土地を _ 渡す とか、 或は 租借 させ 
ると 云 ふこと を やります ると， 他の 列 國に向 つても 
許さなければ ならぬ と 云 ふ 事と >  國 民に 對 して、 南 
滿洲は 殆ど 日本に 占領され たと 云 ふやうな、 非常な 
疑 t-i 心を 懐かしめ ると 云 ふ 恐から して'- 商 粗と 云 ふ 
文字に改めてやつたのであります、然らぱ其商租な 
る もの ほ， 果して 完全に 行は れて 居る か、 圓滿に 其 
商 粗 ® を 我 同胞は 利用し つ 1 あるか どうかと 云 ひま 
すと、 殆ど 言語 道斷で あつて •唯 支那 側の 瞞 著の 下 
に、 今日に 至る 商租權 の實 行と 云 ふ ものは、 殆ど 無 
いと 云 ふ も T1: しいので あります、 幾度 か 商 租の 契約 
をした 人は あります けれども >  少しも 其實 行は 出来 
ない、それは支那側でほ駔に三十箇年と云ふ間，日 
本人に 貸せば 宜しい と 云 ふ 名目の 下に、 成べ く 之を 
胡 魔 化して しま ふ 方が H しいと 云ふ考 を 持つ て 居る 
のであります、 我當 局は 眞面 E に 之を 受けて、 永代 
租借 權と 同じ やうな、 又 殆ど 所有 fi と 同じ やうな 寶 
買 契約と 認めても 宜しい と 云 ふやうな， 解 釋を 初め 
は 持つ て 居つ たので ある t それが 少しも 實 行せられ 
て 居り ませぬ， 是は 大隈内 閗時 代から、 引續き 前 内 
閣 、及び 今日に 及んだ のであります が， 現 內閣 は果 
して 之に 對 して •如何なる 解釋を 興へ て 居られる で 
あらう かと 云 ふこと を •私は 質問した いので ありま 
す、 而 して 此商 粗の 實行 に付きまして、 細かな 事の 
手紹淇 他に 付て ほ、 細則を 柿へ る 約束を 其 當時 結ん 


で 居る、 もう 當然 今日 頃は ■其 細則の 發表が 出来て 
居らなければ ならぬ、 制定を して， 協約を 經て發 表 
しなければ ならぬ に拘ら ず、 今日と 雄 も尙ほ 少しも 
細則の 發表 がない のであります、 之に 對 して 現 政府 
は、 如何なる 御考を 持つ て 居らる、 ので あらう か- 
-細則に 付きまして は、  支那 政府と 協定して 當然缺 點 
の 無い、 完全な ものを Rf へるべき ものであるに 拘ら 
ず、 日本 政府は 安閑と して 默つて 居ります が、 支那 
側に 於て は、 其 細則に 類す る ものを 大正 五 年に 描へ 
て、 滿洲の 奉 天 省 •吉林 省の 谷 知 縣知府 其 他の 地方 
官に 之を 配付し、 さう して 其 商 租の實 行を 妨害す る 
方針を 執つて 居る のであります、 十四 箇條 ありまし 
て、 其箇條 々々悉く 皆な 我國 民の 彼の 土地に 於け る 
商租 の實 行を 妨害せ ん とする 方針を 執つ た 細則で あ 
ります •それは 「商 租地畝 須知附 解 釋； と 名 づけて 
あります、 其の 第一 箇條 には 「商租 に關 する 事項 (3; 
條 約の 規定に te り 地方 官吏は 正に 左記 谷條に 照して 
注意 辨理： すべし」 と 云ふ條 項であります が、 其 後ろ 
へ 持つて来て >  是ほ 表面は 斯うで あるが、 裏面に (3: 
條 約に まだ 明文が 無い と 云 ふこと を楣 に収 つて、 成 
るべ くなら ば 商 租をや らせな いやう にす るが 宜しい 
と 云 ふこと を、 地方 官に 訓令して 居る のであります 
十四 箇條 ょり 成つ て 居ります るが、 是は 一々 18 上げ 
るの も 煩し いから 何れ 速記録の 方に 御揭賊 を 願 ひた 
いと 思 ひます、 大正 五 年に 旣に斯 う 云 ふやうな 細則 
を 支那 側に 於て は 作つて 居つ て 日本の 我が 同胞の 彼 
地に 於け る 所の 商租 ■ の妨畀 をしつつ あるので ある 
然るに 現內閣 とほ 私は 屮 しませぬ >  まだ 現 內闐に 向 
つて 責める P には 行かぬ が、 大隈内 閣及寺 内内 閣と 
云 ふ もの ほ、 殆ど 之に 對して 何等の 手段 方法を も講 
じない 時に 窣天總 領事を して、 抗議 位は 申込 ませる 
ことは あるか も 知れぬ けれども、 そんな 事は 彼の 面 
の 皮の (9: い 張作霖 の指邱 に從 つて やつて 居る ベ 間に 
ほ、 何等 感じは 無い ので ある、 その 間に 於て 外務省 
の 方々 は、 唯々 形式の 手段 ix ii じて 居る かも 知らぬ 
けれども、 少しも 効能は 無い、 現内閣で もま だ 何も 
やつて 居らぬ やうで あるが、 今後 之に 對 L て、 如何 
なる 御 方針を 執らる、 御 見込で あるかと 云 ふこと を 
伺いたい のであります、 茭那则 に 於て は、 大正 五 年 
に斯る 細則を 桁へ て、 さう 云 ふ H 合に 地方 W に 訓令 
を 出して、 土地 商租に 妨害を しつ、 ある、 又 一 面に 
莢 那は K 國六 年の 十二月、 一昨年の 十二月に なり ま 
九 JT:! 九  . 
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3州に於ける土地茳租に閥する伊東知也の竹問. |;-4 设 


す、 其 時 奉 天 省の 商 ^ に ——商菜 f7 謎 所で あると か 
—— 商 锊と 申します と •我國 の府縣 會のや うな もの 
である、 其 速 中が 第つ て 矢 張 商租を 禁止せ しめな け 
れば いけない、 支那の 國の爲 にならぬ と 云 ふことの 
決 S5. をして、 之を 督堪の 張作躱 に 出して •張 作 踩ほ 
之を la 行す る e めに、 處々 方々 に 貼 札を して •人民 
に此 事を 知らせた のであります 、期の 如き 事は 茜し 
き條約 違反で あつて、 當然激 烈なる 抗篛を 申込んで 
も 宜しい ので あるけれ ども •之に 對 して 相 當の 手段 
if 今日まで 我が 當局は 執つて 居らぬ ので ある、 斯 
の 如く 少しも 滿洲に 於け る 商 租 ® の钗行 と 云 ふ もの 
は 今日まで 見る 事が 01 來な い、 行 はれて 居らぬ ので 
ある •此 前の議 會に 於ても、 私は 寺 內內閣 に 向つて 

此 點 に 付て 少しく 質問を 致しました が •完然 に 行は 

れて 居る •又 進行 屮で あると 云 ふやうな 事を 御 話に 

なつて 其 後你ほ 私は 度々 支那に 出掛けて 調べて 見 ま 

したが 少しも 行 はれて 居らぬ、 やり 掛けても 妨害を 

せられて 實行が m 来ない >  其 結果と して 今日に 於て 

は、 商 粗を 願 出る 日本人 も 無ければ、 支那 人 も 之に 

晒ず る 者が 無い と 云 ふやうな 有樣 になつ て 居ります 

さう して 官 涵 は， 若し 支那の 農民な り 何なりが 此商 

租權を 承諾して、 日本人と 契約を すると 云 ふと"" 非 

常なる K 迫を 加へ る、 其 家屋 其 他を 封し 込んで、 さ 

うして 其 地方から 追拂 ふと 云 ふやうな 方針を 執つ て 

居ります >  现 に窣 天の 知事の 朱 佩 lii と 云 ふ 奴が ある 

是は盛 んに其 商 ffl 糊 及 日本人に 土地を 賣る ことに 付 

て 反對 をし まして* 日本人と 契約を した 地主の 數名 

に對 して， 家族を： 3 出して しまつて、 入口は 釘 付に 

して、 零下 何十 度と 云 ふ 所へ 入れて、 家族を して 凍 

死. せしめる と 云 ふやうな 方針を 執つ て 居る ので ある 

其證據 は 細かい 事は、 本年の 一月 九日の 奉： 犬の 新聞 

に、 事拷を 列 ip して 褐戥 してあります から、 是も參 

考の爲 めに 速記 錄に 御揭戳 を 願 ひたいと 思 ひます、 

其 他 私 C 知つ て 居る 者で、 土地 商租を やつて 居つ た 

迎 屮な どの 陳情書の 如きを 見ましても、 洵に 不法 極 

まる 方法 手段を 以て、 猫 洲に 於け る 商 租權の 妨害を 

支那の 官憩は 企て、 居る ので ある、 私は 商 粗 SI なる 

ものが ' 15 行され て 居る と 若し當 局の 御 方が 仰し やる 

ならば 何 郡の 何 村に 於て ほ 斯う 云 ふ 商 租權が 圓滿に 

行は れて 居る と 云 ふ 的確なる 例を 擧げて 御 答に なら 

なければ 滿足は 出 來ませ ■ぬ、 喵々 條 約に 從 つて やり 

つ、 ある、 是から やらう と 思 ふと 云 ふやうな 答では 


到底此商租褪なるものは，圆滿なる解決ほ煜られま 
せぬ のです から •今日 直ちに 御 答 辯に ならなくても 
私の 是れに 提供し ました S 類を 御贤 になつ た、 的確 
なる ® 例を 舉げて 御 答 辯を 願 ひたいので あります、 
此の間の 總理大 K 及 外務大臣の 御演說 ，及應 答 質 l»J 
に 依つ て 見ます ると 云 ふと-日 莢 親善 •大變 支那と 
日本の 間が， 關係が 宜しくな つて 居る と 云 ふやうな 
御說 明で あるけれ ども •私共の 目から 見る と、 少し 
も 宜しくな つて 居らぬ •それは まだ 內閣を 組織せ ら 
れ てから 日も淺 いので あるから、 現内閣を さう 無理 
に攻權 する ことは 出來な いけれ ども •苟も 責任を 負 
うて 其の 內閣を 組織した 以上、 現 內閣諸 公は 自ら 責 
任を 負うて •其の 對茭交 渉に 當らな ければ ならぬ、 
日茭 親善と 云 ふ 言葉が 旣に可 笑いので はあり ませぬ 
か •日 支 親善 I 何 處の國 に、 不 親善と 云 ふ 國際關 
係の 表明が 出来る 國際關 係が ありませ う、 日英不 親 
_ 、日米 不 親善と 云 ふ 國際關 係 •か ある 譯の もので な 
い、 殊に 支那に 向つ て 親善と 云 ふ 言葉を 附 ける こと 
が旣に 蛇足で ある、 何の 爲めに 親善な どと 云 ふ 言葉 
を 言 ほなければ ならぬ ので あるかと S ふこと を. 私 
は 疑 ふので あります、 それから 又歷 代の 內閣が 皆な 
言 ふこと であるが、 列國と 協商の 上茭 那に對 して ほ 
云々、 所謂 同盟の 英國で あると か、 或は 米國 である 
とか、 色々 谷國 と共に 斯う <云 ふ 抗議を 申込んだ 
斯う  <云 ふ 註文を したと 云 ふこと を 能く 言は れま 
すが、 是は 不心得で あらう と 思 ふ， 列 國の關 係と 日 
本と茭 那 との 關 係と 云 ふ ものは、 格段なる 違が ある 
ので ある*® へて 見れば 支那と 日本と 云 ふ ものは、 
隣合せ て 居る やうな もので あつて、 亞米利 加と か、 

英吉利と か、 歐羅巴 諸國の 如きは、 川 向 ふの 關 係と 

言つ て ®: しいので あります、 然るに 隣合で 居る 所の 

支那の 內では 、始終 兄弟喧嘩を して、 洋燈を 引 繰 返 

す やら* 或は 火鉢を 飛ばす やらして、 將に 火事で も 

出さん としつ、 ある 狀態で ある、 隣の 日本では それ 

を默つ て 齦て 居つ たなら ば. •隣から 火事を 出された 

ら 、類燒 の 厄を 免れる こと (X 出来ない ので あるから 

どうしても 此喧 _ は 止めなければ ならぬ と 云 ふこと' 

は、 支那の 爲めで はない、 我國の 存立 問題と して、 

默つて 居る ことは 出来ない ので ある、 然るに 川 向 ふ 

の 者と 相談を して、 隣の 喧嘩を jh めるな どと 云 ふ 馬 

鹿氣た ことは ないで はあり ませぬ か、 斯う 云 ふこと 

ほ、 賣 任を 避ける 積り で 言 はれる のか 知り ませぬ が 


甚だ 無责 任® まる 1IJ と 私は 思 ふので あります、 又此 
間 も 斯う 云 ふこと を 言は れた 、是 ほ 總理 大臣 も 言 ひ 
外務大臣 も 言 はれた やうであります が、 南北 妥協に 
付て 忠告を した、 併し それ以上の 事を 言 ふと 沄ふこ 
とほ、 隣 國の內 政に 干涉 する ことになるので あるか 
ら 、それは 言 13; ぬと か、 何も やらぬ と 云 ふこと -r 言 
ほれた ことを 私 ほ e いて 居ります、 隣 ya の內政 に 干 
渉す る ことが 絕對 的に いかぬ とするならば， 兩北妥 
協 交渉に 注意を 與へ ると 云 ふこと が， 旣に是 が 干渉 
の 端で ある. 干涉で ほない か、 さう 云 ふこと を 言つ 
て、 五十 步を 以て 百步を 笑 ふょり、 尙更 矛盾 極まる 
事で あらう と 思 ふ、 南北の 妥協を 完全に 行は しめな 
かつたならば、 我が 日本の 存立に 犬なる 影 IT か ある 
と 信じたなら ば、 徹底的に 妥協を 成立せ しむる まで 
行つ てこ そ、 初めて 妥協の 忠吿 をした 効が 現れた と 
云は なければ ならぬ、 然るに 忠吿は した けれども、 
後は どう だか 知らぬ と 云 ふ 不徹底の ？ i 吿は 、此茭 那 
に對 する 大方 針では ありませ ぬ、 甚 しき 矛盾 細 一一 あ 
る ものと 私は 見なければ ならぬ のであります、 何時 
でも さう である、 滿洲 問題の 如き、 東 蒙古 問題の 如 
き、 外務省の 方針と 云 ふ ものは、 恐らく 何時でも 不 
徹底で あつて >  單 に 形式に 流れる と 云ふ眯 害は、 私 
は 常に 認めて 居る のであります、 もう 少し 徹底的に 
御 遺り になら なかつ たなら ば、 此歐 羅巴戰 争の 結末 
後、 直ちに 東洋に 殺到す る 所の 彼等歐 米 諸 國の連 中 
の>  安 那に 於て 爭ふ所 の 活舞臺 に 向つて、 我が 帝國 
の 立場と 云 ふ ものは、 どう 云 ふこと になる かと 云 ふ 
ことを 考 へましたならば、 ! S に 憂慮に 堪へな い 次第 
であります >  單 に 滿洲の 土地 商 粗の 一 小 問題で すら 
も、 斯の 如く 不徹底 不明瞭で あるの みならず、 始終 
ごた < 許りして 居つ て、 我國 民の 先驅 として 彼の 
地方に 渡つて 行つて 居る 連中が、 折角 土地を 取つ た 
となると 思へ ば. 色々 な 詰らぬ 妨害の 爲め に、 利益 
も 何も 皆 ふいにす ると 云 ふやうな 有樣 に陷つ て 居る 
のて あります から、 先 づ 小さな 此商租 問題で も、 撤 
底 的に 御 遣りになる 御 見込 か、 又 どう 云 ふ H 合に 依 
つて、 先刻 來私が 申 述べた 事に 付ての K 例が 御 有り 
になる か、 唯々 單に 滿洲に 於け る 商 租權 は、 大に日 
支兩國 協商の 上、 圓滿に 進行し つ、 ありな どと 云 ふ 
御 答で ほ、 滿足が 出来 ませぬ， 再 質問 再三 質問 もや 
つて •私は 徹底的に 承らなければ 承知が 出来 ませぬ 
から、 先 づ圓滿 に 行つ て 居る と 云 ふ 例證か あるなら 


九 六 IO 

ば、 何縣何 村の 何々 より* 日本人の 3 艾 が 肋 5 云 ふ | 

工合 :- . •..: 焊 て 居つて、 是が穿 .、  て & 臺 

と云ふ货例を列舉せられて御^明 .% 0 んことを*私 

は 切に 外務 當 局の 方々 に 向つて 街 fcl 致します，' 

〔拍手 起る J 
f 參 照 J 

土地 商 租心得 (大正 五、 七、 i I'H 滿 日所报 J 
支那 官憲 か 先 55 地方 官憲に 頒布した る 商 ' p.t に阅す 
る肢扱 心得 ほ 左の 如くなる か 素よ OU 本 側の 姑 定 
を經 さるものに して lit ちに 以て 邦人の 服從 すへ き 
ものに 非 さるは 勿論なる か 亦 以て 支那 側か 庇 約 上 
旣煜の 土 池 而租糊 に關し 如何に 解！ S し 如何に Jli 扱 
んと しつ、 あるかを 見る に 足る へきを 以て 左に 全 
文を 掲載す 

土地 商 租心煜 

一  土地の 商租 に關 する 琪項は 條約 の规定 する 
所に 依る m 方 官吏は 腿に 左 託の 各 條に從 ひ収 
扱に 注意す へし 

二 商租 は單に 土地の 使用 收益 のみを 許す もの 
にして 典 押 © 買の S 義を 含ます 故に 出租地 の 
所有撖 ほ 依然として 地主に 在〇纸 租 人の莩 冇 
する を 得さる ものと す 

三 商租 とは 平和に 商 M して 地主の 同意を m. る 
の 謂な り强 迫の 結果に 3 てし ものは 之を 商租 
と稱 する を 得す 

四 商租期 間は 當事渚 間に 於て fr: 总的 約定す る 
ことを許す但し三十年を以て之か般丧期間と 
なす 期間 終了した る 場合に 地主に して 其 契約 
の 更新を 欲せ さる 者は 解約の 自由を 有する も 
のとす 

五 土地 商租は 商工業の 爲め にす る 家屋 工場の 
建設 又は 農業の 經營を 目的と する ^ 合に 限り 
ての み 之を 許す ものた 〇而 して 商 ffl せし むへ 
き. 土地は 夫々 前記の e 的に 必要なる 程度の i'iu 
積を 以て 限度と すへ く 之を 超へ て餘 分に跋 大 
なる 土地を 租與 する ことを 得す 
林業 及 漁業は 前項の 農業 内に 之を ^ ます 

六 自己 所有地を 商租 せんと 欲する 渚は 所 ^ 地 
方官 より 塡報租 用地 畝 用紙を 領収して 商 租事 
項の 書 入れを なし 再 ひ 之を 該官磐 に 屈 出て、 
檢證を 請 ひ該官 磐より 商 ffls 約 ® (羾 契) の 
發 給を 受く へし 
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七 土地を 商租せ んと する ものは 別に 定むる 所 
の 契約 B 及租 池 用紙を 使用し 收人印 紙を 貼 W 
すへ し 

八商租池は地主の所有な〇と碰も其國家に交 
納すへ き 一切の 課税は 承租 人を して 法令に 從 
ひ 地主に 代りて 納 人せ しむへ し 
但し 承租 人の 代納した る稅 額は 之を 地主に 給 
付す へき 小作料ょり 控除す るを 妨す 
九商租 地の 地主に して 絕戶 となりた る 場合は 
國家は 該所轉 地方 宫に命 して 其 土地の 調査を 
行 ひたる 上 之を 國 有に改 むへ し 
若し 諸 地の 商租 人に して 商 租期間 終了の 際： 史 
に 其 土地の 商租を 更新 せんと 欲する 者 ほ 本心 
得 第 十 一 _ の 規定に 準據 すへ し 
十 己に 孤 押 棚、®®  (地上 權  >  貨 借權及 永 小 

作 權を今 r む) 又は 典 權等 の權 利を 設定した る 

土地の 地主 か B?f 回を 行 ふに 非れ は 1¢ 之を 商租 

の R 的に 供す る ことを 得す 

十！ 宵 有 地を 商 租せん と 欲する もの ほ 其 旨を 

具して 所 ^ 地方 官に 願 / 11 すへ し該塊 方官は 此 

等の 出願 あるときは： K を® して！ S 地を 調査し 

若し 他に 其 土地を 使用す へき 必要な き 時は 之 

か 商 粗を 許す へし 若し 農業 上の 官荒吔 (意味 

不詳) に 係らす 地方 官は碗 宵 調 赉し a を 派し 

て測 ^ 1たる上之を和與すへし(測毡には農 

商 部 所定の 尺を 用 ひ 外 E 尺を 附記す) 此 場合 

商租 人は 小作料 外に 成 規の測 兌 鞞费 を納む へ 

し 

十二 前淸 皇室の ? A 產及 王公 府 の旗產 にして 小 

作 人附隸 し 地主の 佾租軺 佃を 許さ さる 惯行あ 

る 地 li 小作人ょり 小作 契約の 解除を なすに 非 

らされ は 地主は 之を 商租の 目的に 供す る こと 

を 得す 

十三 商租 地に ^ 設し たる H 作物に 關し 注意す 

へき 事項 左の 如し 

甲 土地を ffi al して 家 M を 祁設 する 者は 豫め 

協 m の 上 地主の 同意を 得へ し ! W 間 終了の 際 

其 家 M は 地方の® 習に 從 ひて till 主の 所有に 

歸する ものと す 

乙 土地を 商租 して 家 M を 纽設 する 者 及 家屋 

を 商租 して 修理を 加 ふる 老 ほ 裨め協 讅の上 

地キの 同 ® E を 得へ し 期間 終了の 際 其 家屋 及 


其 修理した る 部分は 商 租界に 於て 其 土地を 
原 狀に冋 设し たる 上 放 去す るを 許す 但し 地 
主にして 其 X 作物の 引受を 希薄す ると きは 
其 意思に 從ふ へし (本 項の 前段は 前項の 場 
合と 金 然 M 1 なり 而 して 其 建設 家屋の 處分 
を坶 にす るは 果して 如何なる 理由に 依る や 
不明な 〇〕 

丙 地主は 期間 終了の 際 必要と 認むる 時は 農 
工業の 目的を 以て 商租地 に趄設 したる 商租 
人の 家屋 井戸 橋梁 堤 堰等を 當事者 餓 方ょり 
i?l 5e したる 評 價 人の 評 ft'J に從て 買 取る こと 
を m 但し 地主に 於て 其 地に 關係な しと 認め 
たる 場合 及 買 取を 欲せる 場合に 於て は 商租 
人は 其 買 收を强 要し 又は 任意に 其 工作物を 
琪毁 する ことを 得 

丁 農業に 關 する 谷 種 工作物の® 設は隣 地の 
耕作に 妨害を 及 ほさ さる ことを 要す 
十四 以上 規定は 商租契 約を M 新す る 場合に も 

亦 之を 適 _ 

奉 天 省 議會議 案 咨請 

省公裝 經省長 訓令 華 天各縣 知事 轉令 谷地 方捣 域禁 
止 民人 商 K 自民 國七年 一月 七日 起不准 商 民人 等以 
土地 私租 外人 或 用地 照 等 證據私 自 借用 外 ® 如經査 
锃 即以盗 土 私 借 外 fi'i 治 罪 
民 國六年 十二月 
陳情 雷 

敬 啓 者 小生 商 租地 撫順縣 古石 溝の 件に 就て は從來 
不少御 配 傲 御手 數を炤 はし 恐縮に 不堪 候 本 月 七 b 
該所在 駐在 事務員 日本人 三苫 、長 橋、 篠 田及茭 那人 
柳 春 城 か該商 租地內 巡視 中古 Tr fis 暴民の 爲 めに 殿 
打 負傷 凌辱せられ たる 事件に 就て は當時 直に 撫順 

警務 支署に 御 報 冉 何分の 御 處置相 仰 度 次第に 御座 

候 處茭那 官憲 (i 今日に 至る 迄 何等 處置 をな ささる 

爲め該 所# 民 等 It 益々 暴慢 不 ■の 態度を 佾 長し 日 

支 事務員 等は 極めて 危惧の 念に 製 はれ 居る 有樣に 

御座 候 元 來該鹿 土地 商 租に 就て は 昨年 七月 契約を 

締結せ し當時 小生は 地主果 權撙常 等と 共に 撫順知 

縣衙 門に 出願し 契約の 成立せ る ことを 屈 出て 其內 

容 次第を 說明 したる 後 現場 所に 赴き 境界 區域の 踏 

査を爲 したる 際 古石 P の 暴民は 多數 にて 地主 果權 

恩 常 外 一 \ を 殿 打 負 m せしめ 凌辱 狼藉を 極め 候 故 

當入等 及 小 y-: ほ K ちに 知 縣張氏 に而 #し现 しく 狀 


况を 具陳して 犯人の 魅 w を盟 求し 一面 日本 官憲よ 
り も 御 交渉を： 3ほ したる 次第に 御座 候 然るに 支那 
當局 者は 犯 入に 對し 何等の 處分を *i さす 礙昧の 内 
に 時 □を經 過し： 个 問に 付して 圈み さる 爲め 暴民 等 
は 其 後 旭々 口 支 事務 M に對 して 迫害を 加へ 甚たし 
きに 至りて は 木 年 一月 二十 九日 該處 事務員 か該處 
地域 内の 土地を 測量 屮該處 附近に 在りし 十數 名の 
保® 團兵は 故意に PI 诹を發 射し ! 1? に 危害を 加 へん 
とせし か 如き 事件を 惹起す るに 至 〇 候 右の 如く 小 
生 商租 地に 對 する 地方 官憲の 態度は 最初より 誠意 
を缺き 暴慢を 極め tl£ らに 地方 暴民の 犯行 亂暴を 看 
過して 問 li さるの みならす 前任 知事 謝 II 先の 如き 
は 地主 果權か 遙に 北京に 滯 在中な りしを 召喚し M 
初は 甘言を 弄し 尙 K 々酒 食を 饗して 小生との 商租 
契約を 収消 すへ きを 慫慂し 加 之國權 か該 契約 ほ 小 
生と 双方 rn-J 意の 上日茭 晓約 に準據 し正當 の手紉 に 
より 締結せ し 者 故 今更 之れ を 取消 ささる を 明言す 
るに 及 ひ 遂に 彼を 威嚇して 其 取消を 迫りし か 如き 
地方 官憲の 態度と しては 極めて 許容す へから さる 
次第に 御座 候 目下 該商租 地域 內 小作人の 大部分は 
果權恩 常の 從來 の ffl 利を 承認し 商租契 約の JH 當な 
るを 認め 巳に 宣誓を 爲し證 書を 差 人れ しもの も 約 
半數に 達し 居る も 地方 官憲の 態度 ほ 前陳の 次第に 
有 之 も 古石 溝 一部の 暴民は 魅々 暴慢の 態度を 恣に 
し 該處日 支 事務員の みならす 小生の 商租を 承認し 
居る 從順 なる 小作人 迄を も 迫害し 居る 實 情に 有 之 
候 夫れ 商租は 日 茭條 約の 結果 帝國 臣民 旣得 の權利 
たると 共に 南滿洲 居住 ? <• 那 人の JP 當なる 行爲に 有 
之 候 然るに 小生 商租地 に 就て ほ 前陳の 次第にして 
右は 小生 等 契約當 事 者の ffl 害 迷惑なる のみなら す 
吾 帝 國の威 信に も關 すへ きと 共に 最近 日 支 事務員 
に對 する 地方 暴民の 暴行毆 打 負傷に 對し彼 地方 官 
の爲 すか 儘に 放任す るに 於て は 由々 敷國家 の 問題 
とも 相 成へ きかと 被存候 何卒 至急' F 然御處 圊相願 
度 事務 « 芳賀 悟朗より 報 吿書相 添へ 此段及 陳情 候 
也 

大正 六 年 十月 三十日 

原 口 聞 一 

在 奉 天日 本總 領事 IB 
總領事 赤 塚 正 助 殿 

右 事件に 關し其 以後 支那 官憲 ほ 何等 處分 を爲 さす 
日 本官 憩 か 唯一 二回 公文を 送りし のみに て 其 儘に 


曖昧に今日に至り居候然るに支那官憲は昨年十1| 
月 地主 果權 を撫顺 地 知 縣衙 門に 召喚して 之を 拘禁 
せし 故 領事 鉈 より 交涉 漸く 取 戾し たる も 犯人の： - 1' 
所 罰 及 商租地 未解決は 依然に 御座 候 

在 新開 堡芳賀 悟朗 
原 口 聞 一 殿 

拜啓本 月 七日 常 所 使用人 日本人 三苫 、長 橋-摘 田 
及 支那 人 柳 春 城 か 商 租 池 巡視 中古 石 溝 暴民の 爲め 
毆打 凌辱せられ たる 事件の 顚末 は當 時報 吿申上 候 
通に 有 之 奴 當 H 打 鶯咀子 派遣 所 巡查高 橋；：！ 太郞氏 
現場に 出張 事件 -H 謀 者の 一 人なる 古石 溝鄕長 馬悅 
恩を 拘引 翌八 日撫順 1? 務支署 に 引致 同行せ る三苫 
及 柳と 共に 該茭署 に 於て 訊問 致され 候 小生 當日茭 
署に 赴き 上* 支辑 長に 科 a し 古石 P 處一帶 七 屯 千 
八 百 餘町步 の 地主 果權 ⑸： 常 か 貴下 名 下に 商 租 する 
に 至りた る 理由 及 其 後 經過茺 那官憲 の 態度 谷 fill 戶 
の狀况 等に 就き 委細 具陳し 這 回 古石 P の 暴民 か 巡 
一一 中の 所員を 耍 g し岛 數を賴 みて 凌辱を 加へ たる 
事實に 就て は 支那 官憲 か 首謀者なる 馬 殿 鳳、 馬 殿 
榮 、馬 殿閣、 馬 殿 文 等を 引致して 相當處 分を 爲す 
_ 支 磐 長より 餞 重に 通達せられ、 昨年 七月 中の 同 
樣なる 事件の 如く 曖昧 横 糊の 間に 葬り去られむ こ 
となき を 期せら れ度を 卸 ひ 候 之れ に 對し上 床 萬 長 
は 當 方の 言條 を諒 とせられ 直ちに 龄重 通達し 若し 
拘順縣 に 於て 相 常時 日經 過の 後猶 何等當 方 通達 要 
項を ® 行す る ことなき か 如きに 於て ! 3; 當 方に 於て 
强硬な る處遛 に 出つ へき 旨を W 明 致され 候 c ra u 撫 
順 警察 事務所の 某 通 譯來〇 切りに 馬 悅恩を 支那 rf 
察に 引渡されむ ことを 雜請 せる に對し 支署に て も 
該人は 我 » 察に 於て 强て 拘置す へき 性質の ものに 
あらされは 訊問の 終結 次第 支那 彆察に 引渡す へき 
を 言 ® さる 當夜茭 署 より 支那® 察に 引渡された る 
由に 候 然るに 翌 九日茭 那發 察は 何等の 临件 を附せ 
す 事件 解決に 一指を も 染めす しかも 鄕長 にして 暴 
行の 宵 謀 者た る 彼を 放 還 致し 候 
八日より 十五， 六日 頃 まてに 馬 殿閣、 馬 殿 文、 馬 
殿 鳳 等 各自；： 壬詞を 撫順縣 に 提出して 自家の 非行を 
覆は ん とせる に對し 知事 ! 3: 彼等の 言條の 實否㈣ 僞 
を も 確め す 其呈詞 ある 都度 一時を 糊途 する 批を貼 
示して 彼等 暴民の 非行に 對し我 官憲の 巖重な る 通 
達に 對 しては 一步 を jlR めす 恬 として 知ら さる か 如 
き 態度に 狩 之 候 聞く 鹿に 據れは 支那 官憲は 我官遨 


滿 州に 於け る 土地 商 粗に 關す る 0> 柬知 也の 質問 演説 


九 六 
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私 學负鉍 に 関すろ K 問 並®  口秀雄 の 宵 問演說 
に 封し 暴行 首 励 者た る 某々 は 旣に縣 に召獎 して 調 
杏を 遂け たりと 言明した る 由に 候 
然れ とも 事件の 發 頭 人た る 馬 殿 M の 如き 日本 官遨 
の 無能を 叫ひ洋 鬼 何事を か爲し 得ん と 揚言し 未た 
I 度 も ? s lia 縣の 召喚に よ 〇登廳 したる 形跡 無 之 彼 
自ら も 知事 (?. 吾等の 意 ffi: 通りな りと 壯 語し 居り 候 
恐らく 13: 撫！ 5 縣か 彼等を 召喚せ る事實 なきものと 
思惟 致 候 彼 知事の 言 ふか 如く 彼等の 召喚 調査せ り 
とい ふを® とする も我官 通の 通達せ る. 驳項を 遂行 
せす 解決に 一指を 觸れ すん ほ 彼等を 召噢せ る 何の 
意なる や 不明なる 義に候  一 
最 近 馬 殿 M の 提出せ る 呈詞に 沈 盗 三日 人を 勾 m し 
て鄕 民を 害せむ と圖る 云々 に對 して 沈 益 三を 召致 

調査す へしと 批せ〇 何 か 故に 沈を 召致して 調査を 

爲す ことの 要 あらむ 鄕民 即ち 各 佃 戶は盡 く 馬 賊に 

依りて® 年累を 被りし や 幾何なる を 測る へからす 

宜な り當方 土地辨 法 一度 披かれ てより 佃戶 等の 谷 

意辨理 せる もの 陸 © たるに あらす や 

馬賊 こそ 鄕 民を 害せむ と！！ る ものに 候 事件の 發生 

より 今日に 至る 三 週日 知事は 慢 然として 何事を も 

爲さす 其 常获 手段た る 只管 時日の 遷延を 念と して 

一時を 糊塗し つ ゝ頤 昧裡に 残 了し 去らむ とする も 

の、 如くに 候 斯くて 古石 P 村民は 當 所員を 耍繫す 

る ことに 常に 準備し 甚た しきは 該村 出の 匪徒を 招 

俅 して 日本人を 散盡す へし 等と 豪語 致し 居り 候斯 

の 如くに 候 偽は 今や 該 事件を 一地 方 事件と して 解 

決せむ こと 到底 詔な き 樣被存 八  >後 如何なる 處 置に 

/II つる こと：^ 然に候 哉 御高 配を 賜 度 懇願 候 

右 4f 件發 生後 經過の 大略 御 報 i1? 中 上 事 如 斯に御 

萌候 

大正 六 年 十月 二十 八日  不  宣 

日 支 親善を 妨 くる (大正 八 年 一月 九日 奉 天 

新 S 所賊) 

排日 知事 朱 佩 蘭 

惡魔の 如き 橫親は 罪な き 人を 拘禁し 

家人を 追 m し 無法の 立 退を 要求す 

瀋 陽知事 朱 佩關 か日茭 關 係の 最も 密接なる 奉 省の 

民 治を 荷 ふて 益々 兩國の 親 ■を 增進 すへ き 位置に 

在りな から 3'- 行 ふ處ほ 飽迄も 排日 的に して 從つて 

種々 なる 問題を 惹起し 在留邦人の 利益を K 害せし 

むる 事 一再なら す # に 本紙に 依つ て 一大 痛 P を與 

へられた る當 時の 如き ほ 其 位置の 危險に 恐て 百方 


辭を 設けて 辯疏し 漸く 椅子を 収 留めた るか IS 來彼 
の 態度 (3; 何等の® 化な く 唯 夫れ 言 辟の 上に 親善を 
唱ふ るの み 宵 質 ほ 依然として 排日に 在り 利嵇の 回 
收に在 〇 と 所有 手段を 講 して 排日に 勉めた るは 疑 
ふへ くもなく 之を 最近の 事 實に 見る に 城 南胆 、吳 
家 荒、 閻家 荒、 羅家荒 、砂 崗子 、南北 陳家 荒、 潛軍屯 
撝子 屯の 谷 部の 土 池 商 租 問題に 對し朱 知事は 無法 
にも 以前の 地主 等數名 を 拘禁し 其 他 不在 者 ほ 家族 
を 追 出し 入口は 釘 付と し 零下 幾 十 度の 寒天に 號泣 
せし むる の® 劇を 行 ひ M に 同所に 於て 農業に 從事 
する P 人 三 四百 名に 對し 即時 立 退きを 命した るの 
みか 我 警官 派出所を も 撤退す へしと 要求し 来れり 
而して 家族を 追 出せる 家屋に ほ 縣署の 封印を 貼 1-J- 
したる か 更に 七 H 我總 領事館に 對し右 立 退 方を 迫 
り來れ るか 抑も該 土地 問題なる 者は-: K 知事 か 拘禁 
せりと 云 ふ 地主 等より 王寶亭 、張 新甫 等 か S 受け 
更に 同人 等より M 宮 氏との 間に 商租契 約 成立した 
る ものにして 假 りに 支那の 法律上 外人との 賣 買を 
許さず とする も 前 地主 等に 罪 ある 理由； f も ある ま 
し 然るを 殊更に 前 地主 等を 拘禁 投獄す る 所以の 者 
は 邦人の 事業を 妨害し 利益を 蹂_せ んか 爲の聩 暴 
手段に 外なら さるは 勿論 一面より 見れ は 該土地 は 
漁に 張 新 南に 依つ て 解決され し_原 農場 問题 に對 
する 代償 的 意味 も 含まれた る 者に て 朱 知事 就任 後 
王張兩 人より 五 千圓 提供の 箸な りし も 張は 其 後 履 
行せ さる 結果 遂に斯 る復 W 手段に 出て たりと も 想 
はる、 事情 も ありた れと 何れにしても 邦人との 關 
係を 阻害す るの 目的に 出て たるは 爭ふ の餘 地な く 
更に 過般 發 表されし 鐵道 附屣地 編入の 攬 gi: 屯 六 萬 

坪の 土地の 如き も 其 地主は 朱 佩關の 爲に捕 へられ 

十箇 年の 苦役を 科せられ 今は 獄舍の 中に 在る も 亦 

是れ日 人と 商 租を爲 せる の 罪に して 日 支 協約の 精 

神に 反する の行爲 なる か 更に 驚く へき ほ 城内 松 鶴 

軒の 向 側に 肅親 王家の 所有 土地 あるを 以て 有志は 

之を 借 受け俱 樂 部を 建設す へく 協 II 熟した れは直 

に肅 親王 家の 承諾を 求め憨 々實规 せんとす る 際 朱 

知事は 又もや 同 土地の 支配人を 拘禁し 横領の 罪人 

として 抆獄し 以て 該計晝 を 根底より 破壊す るに 至 

りし {S 最近の 出来事な りし 而 して 彼は 尙も 飽き 足 

らす邦 \ 原新吉 氏から 商租 し滿鐵 との 關 係を 結へ 

る 公大 堡の 土地に 就ても 地主 等を 拘禁し 同地に 於 

て 農業 從事せ る 五百餘 名の 鮮 A に對 して 立 退きを 


迫る か fcl き 横暴の 手 y に 出て つ、 ある {t 5n 何なる 
言辭を 弄する も其迓 K に 於て 明に 排日 行® たる ほ 
勿 釣な 〇 想 ふに 朱 知事の 卜：官は省長にして其行勁 
ほ上長の命を含みしや否やほ不明なるも彼か所涵 
を 是認す る 以上 省 長 亦 排日莕 と斷し 共に 之を II ら 
すん ほ 窣 省に 於け る 日 支の 糾 善事 梁の 發達は 思 ひ 
も 寄ら さる 事と 云 ふへ し 曾て 聞く 日 支 協約の 成立 
當時 故袁 IPJ 城 氏は 國力齒 弱なる か 故に 巳むな く、 日 
本と 屈辱的 協約を 成立した 〇 左れ と 地方 宵 憲ほ如 
何なる 手段を 用 ゆる も此協 約を して 効を發 せし む 
る 勿れと 悲痛なる 文字を 以て 綴れる 極祕 訓令を 下 
せりと 云へは 朱 知事の 如きは 今尙此 密令を 墨守し 
期く は 邦人の 利益を 妨 くる ものな れほ此 際 速に 彼 
を 奉 省 官界より 除く 處 置を 謂す るの 必要 あるへ し 
〔政府 委員 幣原喜 m 郎君 登 ■壇〕 一 
〇 政府 委員 c 幣 原 喜 重 郎君〕 滿洲に 於け る 商 租權の 
問題に 關 して、 唯今 伊東 対よりの 御 質問の 御 趣意は 
明瞭に 了解 致しました’ 是は込 入つ た 問題で ござい 
ますから、 追て 書面を 以て 答 辯を 申 上げます。 

〔伊東 知 也 君 「どぅぞ 實 例を 的確に 御擧げ にな 
らんこと を 希望 致します」 と 呼 ふ〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 皙問第 四、 私 學獎勵 に關す 
る 質問 —— 樋 口秀雄 君。  I 

第 四 私 學獎勵 に 關 する 質問 (熥口 秀雄君 
提 |11 〕 

私 學獎 励に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大 JE 八 年 一月 二 十五 日 
提出者 励 口秀雄 
賛成者 武 富時敏 外 三十 二人  • 
私學獎 ra に關 する 質問 主意 sr 
今回 高等 敎育璣 關の擴 張に 際し 我 か 皇室より 多 
大の 御內帑 金を 下付せられ たる ほ國民 一般の 感銘 
措か さる 所な り 謹て 惟る に 我 か 皇室は 由 來國民 
を 以て 赤子と して 一 視 同仁の 大御 心を 以て 之に 臨 
ませ 給 ふ If; ふに 聖意の 在る 所を 一 般國民 に 徹底 
せしめ 遍く 聖恩に 浴せ しめむ か爲 には 御 下賜 金 
を 以て 獨〇官 學の擴 張の みに 私すへ きに あらす 多 
年奎 運は II 興に 貢 ® せる 私 學の 高等 敎 育機關 にも 
亦 之を 頒 つを 以て 至當な りと 考 む 此點 に對 する 政 
府の所 見 如何 
右 及 質問 候 也 


九 六 二  _ 

〔励 CI 禿 雄 君 登 ^ i 

〇阔 口秀雄 封 私に 本日 文部 大 sr iii: 出で -, ,: らば® 
理大臣に向つて、今回 0 矜裔に對する；3下胆金0間 
題に付て、苡問を試みたいと挝ふのであ0ます*> 
回 政府が 高等 矜育 搏閱〇 佾設を さる、 >  «だ ::. ;!ぽな 
企でありまして、 此企 ての あるのに 對 して* s- れ 多 
くも 陛下は 一千 SS K1 と； K ふ 多額の 御内 帑金 を. til 下 
賜に なりました、 吾々 ほ 國民 として、 15 に 架 以 〇 设 
渥なる 感泣 致す 所であります 、由来 日本の 皇室は、 
立 國の始 め以來 、百 i'l:' を 以て 赤 -] - の 如く 御货あ らせ 
られ まして、 W の 民 木 主雜を 以て 0 を m めら れたも 
のであります から、 此思 召の 在 〇 ます 所を 恐 g? 致し 
まする に、 其 御® S- の 所を、 常 局は ^ も 能く 普く til 
民に 徹底せ しめて、 國民總 てを して、 架 恩の 難 冇き 
に 感泣せ しむる たけの 手段を i m 來 52 る だけの 刀 
法を 執つ て戬 きたいと 私は 存じて 居る、 左 すれば 今 
回の 御 下賜 金を、 獨〇 官立踢 校の 桢强 のみに ) IJ ゐま 
して、 他の 方面 —— 官立 高等 敎宵牌 關のみ に 111 ゐて 
他の 方面にまで 及ぱ ぬと 云 ふことは、 聊か 御 染总 の 
在る所と、相反しはしないかと云ふ疑を持つて罟り 
ます、 «f 上御一人の 御意 思に 保る ことであります か 
ら 、私は 愼 1R に考 致しまして、 叶 御 趣旨の 在る 所 
を國 民と 共に 討究 致して、 此御勘 意に 反 かざらん こ 
とを 期 侍する 爲め に、 此 W 問を 提 /11 した 次第で あり 
ます ■先づ 第一に 當 1 E に御靜 を 致したい 艰 は lit 御 下 
賜金と 云 ふ ものは、 性質 上 高等敎 育_ 關の桢 版の み 
に 用ゐ べき ものと、 御 解， £ になつ て pr る や： ;^.; やと 一： ム 
ふ 點で あります、 先日 來本翳 場に 於て 玆に 饨 :11: ^ '..' 關 
の 席上に 於て >  苜柑 並に 文相からの 御 答 辯に te り ま 
すると、 政府 ! X 高等敎 育の 機 關の擗 張の みに、 此御 
下賜 金を 頭つべき ものと —— 流用すべき ものと 御 K 
釋にな つて 居る やぅで ある、 私は 之に 付て は W か 疑 
が ある、 原總理 大臣は、 先日 豫 » 會謎の席上、 -!||: _上 
に 於て、 今回の 御 下賜 金を 一般 敎育 の爲 めに 御 下賜 
になつ たかの やぅな 風說の ある 事 ほ >  承知して 码 る 
と 云 ふこと を 言明され て 居る、 其 總 0! 大臣の 言明に 
なりました 通り、 世上に 於て は 事 宵 屮の 事、 ra ょり 
瑞靡憶 ■を ば 許し ませぬ が、 世上に 於て は 陛 T の 
今回の 聖意を 以て 下されました 所の 御 下賜 金なる も 
のは、 一般 敎 育の 振 pr の爲 めに 御 下賜に なつた やに 
傳 へられて 居る のであります、 果して 然り とすれば 
獨り 官立 高等 敎育機 關の擴 張の みに 用ゐ べき もので 
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はなくて、 墩ろ 或は 貧 坨敎 育で あると か、 或は 特殊 
の敎育 —— 育啞敎 宵の 如き 特殊 敎 W の ものであると 
か、 成べ く汎 く國 « 一般が 其 に 浴すべき 方向 i- 
對 して、 此御下 賜金を 流用 さる、 が 至 當であ ると 私 
は考 へる •併ながら 原摁理 大 K は、 斯う 云 ふ 風に 當 
時の 御 ® ; 旨を 說明 されて 居る、 今回 高等 敎育 機關撋 
張の 謅ある 聞 食され て 御内 帑金を 賜つ たと 云 ふやう 
な ^ 味の 御 ffl ; 旨が あつた、 斯う 云 ふ 風に 御 說明 にな 
つて 居ります、 其 聖旨の 通り —— 首相の 口から 承り 
ました 所の 御 yy 旨の 如く 解 糙致 して 見ましても •高 
等敎育 _ 關の掖 張と 云ふ舉 が あつて、 敎育 上の 事に 
政府が 比較的 闲難な る 財政の 中に 於て 多額の 金を 支 
m して掖 張を 企てる —— 美擧を 企てる と 云 ふこと が 
上阳に 達して、 御 下賜 下さつ たと 云 ふことは、 必ず 

之を { K 設高等 敎 育の 機 關 の>  擗 張の みに 使用せ ょと 

云 ふ 御 思 召で あるか どうかと 云 ふことは •是は 政府 

が 最も 考銳を せらるべき 翻では なから うかと 思 ふ、 

假〇に 高等 敎 育機關 の 掏 張と 云 ふ 事を 聞 貧され まし 

て， 御 下賜 下す つた 御金であります から、 是は 高等 

教育 機 關の貤 張の みに 用ゐ ると 云 ふ 政府の 御考が 決 

つて 居ります るなら ぱ ，又 御 聖旨の 趣总が 果して 斯 

の 如きで あると すれば 吾々 は 一言を 揷 むべき 問題で 

ない、 所が 高等 敎育 機關 の锁張 に 御 下賜 金を 頒つと 

しましても、 何故に 官立の 高等敎 育機關 、國 民 當然 

の國费 を 以て 負控す べき 高等 敎育機 關の撾 張 费 にの 

み、 此御 下賜 金を頒 たなければ ならない か、 高等 敎育 

搏關の中に !3- 、許多の私立髙等敎育摁關がある，我 

文部省は、. [II 來搞だ 其 稚 3?: に 於ても 貧弱なる 分 前を 

持つ て 居つ た 将で ありました が、 W 昨年 以 來此时 政 

の好况 向 ふに 伴れ て、 文部 箱の 經费ほ 多 如に 膨脹を 

來し た、 是 れ文敎 の爲 めに 莊だ欣 ぶ 所であります が 

其 文部省が 髙等敎 育捭關 を 十分に M 張し 得す、 多 數 

の is; 等敎 育を 受けん として、 希 沼して Ir ります 所の 

國民を •收祥 する に 足りない 程微％ が あつた 當 時、 

K 歷史を 申し ますれば、 三十 年 以上に a る 所の 私立 

堞 校が 数多 ある、 常 今 裸 門學校 令の 下に 私立 大學の 

名を 以て 高等 敎宵 の e めに 盛し、 私立 CO 高等教育 機 

關 として •多年の 間 文 il に H 獻した 所の 母 多の 學校 

が 在る， 然るに 今回の 學制築 の 改革に 際しまして • 

擷密院 に 於て， 此 私立 高等 專門學 校 程度の 擧校 、此 

筚校の 基本 金に 對 し， 及 其 ® fr: 敎 授に對 して， 稍々 

酷なる 制限を 附せ られ たる 爲 め、 lit 三十 年来 乏しき 
私 吊 wl ^ll に 關す る！ i rl I 秀雄の 質問 演説 


を 忍び •國家 の 文運の 爲 め貢獻 したる 多數の 私立 敎 
育 機關 なる ものが、 今や 其 存立を 危まれ る 程度に 至 
つた， 莛だ危 機に 際して 居る、 斯の 如き 機 關に向 つ 
て， 何故 挺 渥なる 聖旨の 一端を 洽か らしむ る 方法を 
文部 當局は 執られな かつた のであります か、 先日 屮 
橋 文部大臣は、 此の 意味の 識 M の 質問に 答 へられて 
恐らく 不可能で あると 云 ふ 御 答 辯が あつた やうに 私 
は 記憶して 居ります， 何故に 不可能で あるか、 例へ 
ば 御 如 5 日に 基き、 高 争 敎育 機關掼 張を爲 すと 云 ふの 
である， 其爲め に 御 下賜に なつて 居るなら ぱ 、少く 
とも 高等敎 育の 爲めに 用ゐ るの が 當然で ある >  獨 り 
官設の 高等 敎育機 關の擷 張に 限らなければ ならぬ と 
云 ふ 理由は、 抑々 何れに 在る か、 私は 其の點 に對し 
て 理解に 苦んで 居る、 私は 强て事 を 好んで 當 局に 御 
尋す るので ありませ ぬが、 此 多 ©: の 私立 高等 敎育機 
關が 、從來 忍び 來つた 所の 苦痛， 其 我が 文運に 貢獻 
したる 所の 功 勞、 是 等を K に 眼中に 置かぬ と 云 ふこ 
とほ； u 此 今回の 挺 渥なる 御 聖旨を 傲 底せ しむる 上に 
於て、 確に 缺陷が あると 私は 飽まで も解釋 する ので 
ある、 况や 最近に 於き まして •御 內帑金 一千 萬圓御 
下賜の 御沙汰 •か 發表 になり まして 約 一箇月、 最近に 
於き まして、 私立 高等 敎育 機關の 一た る國學 院大學 
に對 して、 殊に 费用 として 御内 帑金十 萬 ! 1 の 御 下賜 
が あつた， 是は 文部大臣は 抑* どう 御覽 になつ て 居 
ります か、 吾々 日頃 信じて 居る 敎育渚 の屮に ほ、 
陛下の 御 思 召は 恐らく 一千 萬 圓と云 ふ ものは、 國學 
院大珙 に 及ぶべき ものと 云 ふ 御考が あつたら 5 か 知 
らぬが 、然るに 政府の 協 柔不斷 なる， 之を 私 學にま 
で 均霑せ しむる ことがない e めに、 更めて 御 下賜に 
なつた ので ある、 恐 多い 事で あると， 敎育社 锊ほ 殆 

ど 口にせざる 者は 無い 位で ある， 此事實 は 文部大臣 

は 如何に 御考 になる、 阀擧 院大學 には •成程 皇典 諝 

究防 等が 中に 在つて、 特別 關係が ある、 此一箇 の 私 

立 高等 敎育 機關で ある、 之に 對 して 特別の 御 下賜 金 

が ある 所を 以てし ますれば •他の 私立 高等 敎育 機關 

に對 して、 此御 下賜 金を 頭つ は、 最も 璧墩 に 副は ざ 

る ことのない のみならず、 寧ろ 其聖 厳の 在る 所に、 

能く 適合す る處 置で なから うかと 私は 信ずる、 然る 

に 文部 大 E は、 恐らくは* は 不可能で あると 云 ふ 御 

話で あるが、 不可能と 云 ふは、 どう 云 ふ 意味で 不可 

能で あるか、 此點は 明瞭に 伺 ひたいので ある、 况や 

今回の 官設 高等 敎育 機關 高等 學 校であります とか、 


高等 商業® 校であります とか、 高等 H 業と 云 ふやう 
な 學校 を、 全國 に多數 創立す る ことは、 宴に 結構な 
事であります が、 不幸に して 之に 關 して 稍々 面白 か 
らざる やうな 風評 も* 多少 ある やうに 私 ほ 承知して 
居る、. 先日 貴族院に 於き まして、 阪本釤 之 助 君から 
政府に 對 して 御尋 になつ た 質問の 如きは、 其 意味を 
稍々 表は して 居られる かと 思 ふ、 まだ 案が 出 ませぬ 
から、 斷じて 申 上げる 譯には 行き ませぬ が、 ハ餒明 せ 
られ たる 所に 依れば、 此御 下賜 金の 一千 萬 圆の 外に 
約 三千 四百 萬 圓と云 ふ 多額の 砰 費、 然も 此 三千 四百 
萬圓は 借入金で ある、 此合せ て 四千 四百 萬圓の 多額 
の a 用を 投じて、 官設の 高等 敎育 機關を 造らる、 所 
が、 是は 從來の 慣例であります から， 私は 其 iii だけ 
は 咎める ので ありませ ぬが、 今回 も 例に 依つ て 谷地 
に 於て 創立 費と 云 ふ ものが 寄附 さる、 •經 費なら ざ 
る 所の 臨時 智たる 創立 费が ，全部 寄附 さる ゝ方 針に 
なつて 居る やうで ある •或縣 に 於て は 七 八十 萬圓と 
か、 或縣に 於て は 一 百萬圓 とか 云 ふ ものを、 來るべ 
き 官設 高等 敎育 機關 設立の 爲め •政府に 獻納 すべく 
勸誘せ られ て、 又 彼等 自身と しても、 進んで 運動し 
て 居る 所 も ある、 是は競 爭 して 取る ので {3: ない、 此 
意味に 於て 反對の 意見を 持つ て 居る もので ありませ 
うか >  從來 の 慣例 通り、 斯 くして 寄附 金を 以て 創立 
致します れば 、三千 四百 萬 圓と云 ふ豫算 の 詳細を 見 
せます から、 斷言は 出来 ませぬ が、 殆ど 全部 民間の 
寄附 金に 依つて 爲し得 る 仕事で ある •それに 對 して 
御 下賜 金を* どう 云 ふ 風に してされ やうと 云 ふので 
あるか、 爰に 疑問が 一つ ある， 又 高等 敎育機 關の設 
立を 希望 致しまして、 各地が 運動 致します るのは、 
從來の 慣例であります、 然るに 此競爭 には、 同縣下 
に 於ても、 非常な 競爭が ある •隣接 諸縣に 於ても— 
府縣に 於ても 甚 しい 競争が ある、 然るに 今回 恐 多い 
御 下賜 金まで も 加へ て、 擴張せ ら るべき 高等 敎育機 
關の 設立を 爲 すに 力り て， ■其 設阊 場所を 定める に 方 
つて •又 谷 他に 競争が ある、 入々 の 口にする が 如く 
私は 斷じ てとは 申し ませぬ が、 口にする 者が ある 如 
く 之を 黨勢撋 張に 利用 さる V 場合が あつたら どう 考 
へます、 あつたとは 申し ませぬ、 あり 得る ことで あ 
るか も 知れぬ、 加之當 局は、 殊に 中 橋 文相の 如き" 
日頃 私が 敬服して 居る •極めて 隱健 公平なる 當局者 
が 居られます から、 私は 斯る祀 凝は 懐き ませぬ が、 
此多數 の 世間の 人の 口であります から， 如何なる 事 


を 申す かも 知れず、 例へ ば 原總理 大臣の 御 答 辯の 中 
には、 總て 寄附 金で やる こと (?. 必ずしも 定めて 居ら 
ない、 狀况に 抜つ ては 寄附 金な しで やる 積で ある、 
其樣に 裸 算を編 成したい と 云 ふ 事を Ti 算會で 言 はれ 
て 居る、 然らぱ 中 橋 文相の 如き 一; 健なる 當 局の 公平 
なる 考を 以て、 此 設置 場所 も 設定せ らる i としても 
或る 府縣に 於き ましては 土地の 狀况 から 極めて 必要 
であるが， 其府縣 は 貧弱に して 寄附の 負擔 に堪 へぬ 
と 云 ふが 爲め 、斯うした 箇所が、 I 一箇所 三 箇所假 りに 
あつたと する、 さう して 其 土地が 現 政府た る 即ち 政 
友 會の地 盤で あつたと したら ■世間は 如何に 考 へま 
す、 私は 中 橋 文相が 斯る事 を爲 さるとは 決して 申さ 
ぬ" 信じ やしない けれども、 公平に された 事が 斯る 
誤解を 受けた と 云 ふ 場合に どうな さる •それは 獨り 
現 政府 並に 政 友會の 立場の みから と 云 ふ御說 明が あ 
つても 勝手で あるが、 斯 くして : € 勢擱 張に 利用され 
たものと 世間から 見られて、 其擴張 事業に 御 下賜 金 
を 全部 投 -f ると 云 ふこと が 至® に對 して 果して 御 
思 召に 副 ふ 致 方で あると 御考 になる かどう か、 此點 
を 詳細に 伺 ひたいので あります、 そこで 私は 此屮橋 
文相の 人格を 信じまして •唯今 申 L たやうな 事は、 
全然 祀憂で あらん ことを 希望し 又 信じて は 居ります 
るが、 世人の 口の端に 、動もすれば 斯の 如き 事が 上 
つたと きには •是れ 一大事 だ 陛下の 御 思 召に 舞し 
て、 甚だ 恐懼に 堪へぬ >. 思 ふ， 斯る 意味から 言 ひま 
しても、 獨り斯 の 如き 大競爭 の ある 所の —— 設置 場 
所に 付て 競爭が あつて、 励 も すれば 如何し い 目的の 
爲めに 利用され たと 云 ふやうな， 世間から 誤解を 受 
けぬ 所の 方法、 而も 多年 我が 文運に 貢！ 一して 居つた 
所の 谷 私立の 大學の 如き もので、 其 資格を 十分 審査 
致しまして、 其 功勞を 認め •其 成績を 認めた ものに 
對 して、 lit 御 下賜 金を 頒つと 云 ふこと ほ、 洵 に至當 
の 事では あるまい かと 思 ふ， 此御 下賜 金が 高等 敎育 
機關 の％ 設以 外に 使 はれぬ かと 云 ふことは、 不明で 
あります るが 故に、 私の 質問 趣意書に も 「私 學の高 
等敎 育機關 J と •殊に 高等 敎育 機關と 記して ある ■ 
少く とも 之に 對して 御 下賜 金を 頒つと 云 ふこと ほ 決 
して 御 思 召に 反かざる のみならず 寧ろ 御 思 召に 副 ふ， 
ものと 私 ほ 考 へます るが、 政府の 御考ほ 如何で ある 
か、 若又是 ほ獨〇 高等 敎育 璣關 のみに 非ず して， 他 
の 方面 —— 一般教育 •殊に 國民 多 ®! に 恩恵を 及 ほす 
べき 所の、 敎育 _ 關の擴 張な り 何なり 此の 御 下賜 金1 
九六彐 
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を 使つ たなら ぱ，更 に 一 辟國 民が 聖恩に 感佩 する で 
あらう と考ヘ まする が、 以上 述べました 四點に 就て 
中 橋 文相の 明白なる、 御腹 藏なき 所の 御意 見を 承り 
たいと 思 ひます C 拍手 起る '-; 

0 副 链長 C 濱田國 松 封〕 中 橋 文部大臣。 
f 阈務大 ほ 屮橋德 五郎 封 登 Ja J 
〔拍手 起る〕 

〇國 務大 E r- 中 橋德 艽 郎君) 唯今 御說 明に なり ま L 
たる、 此私 學獎励 に關す る® 問 趣意 爵のな んに對 し 
まして ほ、 總理を 御召しに なつて 御 下賜に なり まし 
たる、 此御 下賜 金の 事に 關係 致します から、 其 部分 
は總理 ょり 致して 御 答す る 方が 順序 だら うと 思 ひま 
すが、 丁度 今豫览 委員 會で 總理 が W 問に 逢つて 居る 

譯で 一寸 手が 拔 けられ ませぬ から， 全體 に對 して 私 

から 御 返事を 致します、 此 質問の 出ます 御 疑 ほ 御尤 

であります、 色々 其 中に 箇條を 別つ て 御尋 になり ま 

したから、 之に 對 しまして 簡單に 御 話 —— 御 返事を 

申したなら ぱ 、大抵 御 推測が 行く だら うと® ほ 思 ひ 

まする ので ございます、 と 言 ひます るの it 、 是 4 度 

々貴族院で も 此方で も、 總理並 に 私ょり して 御 返事 

を 申 上げた 箸であります るが、 其の顺 序を 申します 

ると 云 ふと、 現內閣 が 成立し ます や 否や、 直ちに 此 

敎育 上の 缺陷に 付て 心配を 致しまして、 其 一番 今日 

の 時弊の ある 缺陷の 大きい ものは、 どうしても 是ほ 

救 rf しなければ ならぬ と 云 ふ考を 起しまして、 此高 

等敎育 機 關の擴 張を しやう と 云 ふ 計 迸、 調査が 進行 

しつ、 あつた 譯で あります、 其 時 丁度 其 事柄が 上聞 

に 達しまして、 總理に 御內帑 金の 御 下賜が あつた、 

斯う 云 ふ顺 序であります、 其 御內帑 金の 御沙汰 書の 

寫を朗 譖 致し ませう、 さう したら 大抵 御 r 解に なり 

はせ ぬかと 思うて 居ります、 「高等 敎育 機關擴 張の 

計 迸 有 之 趣被閗 食 思 召を 以て 内帑金 一千 萬 圓 下賜 候 

旨 御沙汰 被爲在 候」 是が總 理に對 する 御 達で あるの 

で & 〇まず。  . 

一 副議長 •/?! 田 國松君 退席 議長 大岡 育造 君 議長 席 

に 著く  J 

〇阈務 大臣 (屮 橋德艽 郎君〕 斯う 云 ふ _で あります 

で此御 達が 川ました に付きまして、 私共 も憨 々熟 心 

に 御 趣意を 奉體 し、 恐® して 其 御 趣意を 遂行したい 

と 云 ふこと になつ た譯で あります、 計 蛮は 政府に K- 

j て、 通に 旣に此 谷官學 の —— 官立の 學校 のなん に 於 

| て、 急に 之を 佾設 しなくて ほいかぬ と 云 ふ 計® を 立 


てた 譯であ ります、 斯う 云 ふ譯で あります から、 私 
立の もの ii 其 中に 入つて 居り ませぬ、 私立 學 校の 功 
銥 等は、 衆議院でした か、 貴族院でした か、 先日 私 
が 申 上げた 通り、 非常に 敬服して 居る、 實 ほ 私 も S1 
口さん の 御 承知の 通り、 一二の 學校 に關 係して 居る 
者の 一人であります、 殆ど 三十 年も關 係して 居る の 
であります、 是 ほ 此 度の 中に ほ 入つて 居り ませぬ、 
是も 度々 申 上げます る 通り、 官立と 私立との 間に、 
少しも 區 別を 置かぬ のみならず、 若し 出来 得るなら 
ば、 私立の 立派な ものが 出来る ことを 希菌 する、 で 
どうか さう 云 ふやうな ものが 世間に 澤山 出來て 貰 ひ 
たい I 亞米利 加の 如く 出来て 貰 ひたい、 斯う 云 ふ 
ことの 希望を 有つ て 居る 譯で あります、 けれども 我 
國でほ さう 云 ふ 調子には 行き ませぬ から、 別に 此私 
立學 校の 補助 獎 励の 方法は 考 へつ、 あります るから 
何れ 計 迸を 立てたら ぱ 、他日 御 相談に 及ぶ こと も あ 
らう かと 思うて 居 〇 ます、 其 他 國學院 に 御 下賜 金 等 
の 事 も御述 になり ましたが、 私 ほ 唯今！ 一口さん の 御 
述にな つた 正反對 を考へ て 居る のであります、 近來 
谷 種の 「ィンス チチユ ー ショ ン j に 向つて 御 內帑金 
を 時々 御 下賜になる のであります から、 國學院 も 私 
立學 校であります から、 今後 又 私立 學 校に 毀して、 
御内 帑 金の 御 下賜になる ことがある かも 知れ ませぬ 
我が 帝室 ほ 先程 御述 になり ました 通りに、 敎 育に 付 
ては、 歷代御 熟 心の 帝室であります るから、 段々 各 
種の 事に 御 著 手になる こと X 信じて 居る ので ありま 
す、 尙ほ 詳細の 事に 付きまして は、 何分に もま だ 機 
關擴 張の 本案 其 ものを 本院に 提出して 居らぬ と 云 ふ 
譯で あります から、 何れ 近日 追加 豫算 、並に 之に 關 

する 法律案を 提出 致しまして、 皆さんの 御 協賛を 經 

たいと 思うて 居ります、 其 時に 尙ほ 委しく 御說明 申 

上げた 方が、 御 話が 具體 的に なつて 宜か らうと 思 ひ 

ますから、 今日は 是だ けに 止めます (拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 日程 第一、 衆議院 _ 員 選擧法 

中 改正 法律案の 第一 ip 會を 開きます ^ ^植原 君。 

第一 衆觳 院_ 員選舉 法 中 改正 法律案 (高 

木 益 太 郎君 外 三 名 提出〕 第一 讀會 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 

右成 規に據 り 提出 候 也 

衆議院 讖負選 擧法中 左ノ通 改正ス 

第 八條第 一號中 「二 十五 年， I ヲ 「二十 年」 二改ム 

同 條第 三號ヲ 左ノ如 ク改ム 


P I&T 

選 雄 人名簿 調製 ノ期日 前 滿 一年 L-1 上茛 接阀税 二 
圓以上 ヲ钠 メ仍 引 la キ納ム ル 者 又 ハ 師範 學 校、 
屮舉校 若 ハ 文部大臣 -I 於 テ 中學校 ノ學科 程度 卜 
同等 若 ハ 同等 以上 卜認 メタル 學校ヲ 卒業 シ又ハ 
之卜 同等 ノ學カ プ有ス 1. モノ ト險定 -L- ラレ タル 
者 又 ハ 陸海 軍ノ 現役 ヲ卒へ タル ^ 

第九條 中 「中 斷セ ラ^ •ル コト ナシ J  ノ下 -- f 其ノ 
納税- 1 關 ス、 ル モノ ハ 選舉 人名簿 調製 ノ 期日 後 異動 
.ヲ生 スル コト アル モ該 名簿 一 l te y テ 行 ハル >u 選 舉 
-I 限リ 選®- 媸 ヲ失フ コト ナシ」 ヲ加 7 
第 十條中 「三十 年」 ヲ 「I 一十 五 年」 — 改ム 
第 十 一條 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

三 六 年 以上 ノ m 役 又 ハ 禁錮 ノ 刑-- 處セ ラレ タ 
ル 者 

四 六 年 未満/懲役 又 ハ 禁錮/刑 ノ宣吿 ヲ受ヶ 
其ノ 確定 ノ-時 ヨリ 其ノ 執行 ヲ終リ 又 ハ 執行 
ヲ受 クル コト ナキニ 至 ル 迄ノ者 
第 十三 條第二 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

政府/特別 ナル 保護 若 ハ 監督 ヲ受 クル 業務 ヲ營 
ム者又 ハ 之卜 同ー ノ 性質 ヲ帶フ ル 銀行 若 ハ會社 
ニ シテ勅 令 ヲ以テ 指定 スル モノ ノ 無限責任 社員 
重 r/ 及 支配人 ハ 被 選擧擗 ヲ有 セス 
政府/請負 ヲ爲ス 者 及 其ノ茭 配 人 又 ハ 主 トシ テ 
政府 ノ 請負プ 爲ス 法人 ノ 無限責任 社員、 重役 及 
支配人 ハ 被 選舉權 ヲ有セ ス 
第 十五 條官 Sr ハ 任用 ノ 資格 ヲ要 セス R: 分限 ノ保 
障ナキ モノ ヲ除ク ノ外讖 員 卜相兼 ヌル コト ヲ得 
ス但シ 退職 若 ハ 退役 ノ者 ハ此ノ 限-一 在 ラス 
第 十六 (111 削除 

第 十八條 第 四 項 中 「官位、」/ 下- 一 r 兵籍、 學歷、 」 
ヲ加へ 【 生年 月、」 ヲ 「生年月日、」 二改ム 
第 十九 條-一 左/一項 ヲ加フ 

選擧人 第八條 第三 號ノ 學歷ヲ 具備 スル トキ ハ 毎 
年 十月 五 H 迄 — 證憑ヲ 具シテ 其ノ 住所 地ノ 市町 
村長-一 屈 出ッ ヘシ 其/期日 迄 .-- 屆出 ヲ爲サ サル 
トキ ハ 選擧權 ヲ有セ ス 

第三 十八 條自ラ 被 選 擧人ノ 氏名 ヲ書 スル コト 能 

ハサ ル 者 ハ 投西 K ヲ爲ス コト ヲ得ス 

第 四十 一 一條 中 「立會 入」 ヲ 「投票 立會 人」- 一改ム 
第 四十 四條中 r 選擧 長」 ヲ 「地方 長官」- 一 改ム 
第 七十條 第五 項 中 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」-- 改 

ム 


九 六 四 

第 七十 A 條 -I 左 ノー  項ヲ加 フ 

蓊 負 ノ闕 員ヲ生 スル コト アル モ其 ノ焫 n -一 對シ 
當選 訴訟 アリ タル 3 ^口--於テハ其ノ裁判莳定ス 
，•二 非 サレ ハ 本陆 ノ手拉 ヲ行フ コト ヲ冯ス 
第 八十 二條二 左/一項 ヲ加フ 
當選 訴訟 ノ鉀判 確定 前當選 \ 死 亡. ゾタル トキ ハ 
檢亊プ 以 テ被传 トス 
第 八十 六條中 「十 圆 以上」 ヲ削ル 
第 八十 七條 第一 項 中 「一月 以上 一年 以下」 ヲ 「一 
年 以下」- 1  r 十圓 以上 百圓以 下， ーヲ 「百 回 以下」 

-- 改ム 

同條 第一 號 ヲ左ノ 如ク改 ム 

選舉 -I 關シ商 接 又 ハ 間接 — 金錢 、物品、 手形 其 
/ 他ノ 利益 苦 ハ 公私 ノ職 務ヲ 選擧人 又 ハ 選 堺述 
動 者 = 供與シ 若クハ 供與ス >L. 爲 交付シ 又 ハ 供與 
若 ハ 交付 - fe ム コト ヲ 申込 ミ タル 者 又 ハ 供與 l': tl ハ 
交付 ヲ受ケ 若 ハ其ノ 申込 ヲ承 諾シ タル 者 並 供 與 
若 ハ 交付 ヲ受 ケム コト ヲ 申込 ミ 又 ハ 其ノ 申込ヲ 
承諾 シタ >1. 者 

同條 第三 號ノ 次-一 左ノニ 號 ヲ加フ 

四 議員 候補者 ヲ辭退 セ シム >1- 爲乂ハ 譏 fi 候補 

者 II シテ其 ノ辭退 M 關シ 本條第 一 號又ハ 第 
三號ノ 規定-- 該當ス >1- 所爲 アリ タル 者 
五 前各號 -1 該當ス ル 所爲 -一關 シ周 旋勸 誘シタ 
ル 者 

第 八十 八條第 一項 中 「二 月 以上 二 年 以下/ _禁錮 
-1 處シ 7/r _ 以上 百 0 以下 ノ 罰金 ヲ附加 ス J ヲ 「二 
年 以下/禁錮 又 ハ 百圓 以下 ノ罰 金-一 處ス J 二改ム 
第 八十 九條中 「二月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮-! 處シ 
五圓 以上 百 圓 以下 ノ 罰金 ヲ附加 K」 ヲ 「二 年 以下 
ノ禁錮 -- 處ス」 -1 改メ 左ノニ 項 ヲ加フ 
選擧 一一 關シ 官吏、 吏員 故意- i 其ノ職 務 ノ 執行 ヲ 
怠 リ又ハ 職權ヲ 濫用 シテ選 擧ノ自 由 y 妨 1 1 11 シ若 
ハ 偏頗/措置 ヲ爲シ タル 者 ハ ニ 年 以下 ノ费 銅-一 
處ス 

官吏、 吏員- i シテ選 擧\  M 對シ其 ノ投蔑 セム ト 
シ又ハ 投票. ゾタル 議員 候補者 ノ 表示 プ求 メタル 
トキ ハ ニ 年 以下 ノ 禁錮 — 處ス 
第 九十 條第 一項 中 「一月 以上 一 年 以下」 ヲ 「一年 
以 ド」 二、 「十 _ 以上 百 圓以 下」 ヲ 「百圆 以下」 二 改ム 
1 s 九十 一條馆 一項 中 r 四月 以上 四 年 以下」 ヲ 「四 j 

年 以下」- 一改メ 第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 
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一人  郡部  九 人 
一人 

一 人  函誼區  一人 
一 人  旭川 區  一 人 
一人 

宗 谷、 上 川、 空 知、 室 蘭、 浦 河 
九 A 

後志 谷 支 廳管內  二 人 
河 西、 網 走 各 支 廳管内 二 入 


米澤市  一 人 


吳市  一 . 人 
福 山 市  一 人 

* 

郡部  八 人 


門 司 市  一 人 
大牟田 市  一 人 
小 貧 市  一 人 
郡部  十二 人 


多 衆 聚合シ テ前孭 / 罪 ヲ犯シ タル 者 ハ 刑法 第 W 
六條ノ 例 — 依 リ嗎 斷ス 

第 九十 二临第 一項 屮 「多 衆 V® 聚シ タル 者 ハ 六月 
以上 ili 年 以下 ノ輕禁 錮- 一處ス 其ノ 情ヲ知 テ ® 聚ユ 
應シ 勢ヲ助 ケタ ル莕ハ 十五 日 以上 三月 以下 ノ輕禁 
錮二處 <」 ヲ f 多 衆聚合 シタルト キハ酋 魁 ハ 三年 
以下 ノ 禁錮-一 處シ 其/他 ノ者ハ 五十 圓以 下ノ 罰金 
又 ハ 拘留 若 ハ 科料- 一 處 - 一改メ 第二 項ヲ m ル 
第 九十 三條 第一 項 中 「選 擧人 、謎 負 候補者 及選擧 
運動 者- 一 . ゾテ」 ヲ削リ 「二 年 以下 ノ ® 禁錮 又 ハ 五 
圓以 上」 ヲ 「二 年 以下 ノ禁 錮乂 ハ」-- 改ム 
1 s 九十 四 條中 「前條 ノ例- 一 & リー 等ヲ 加フ」 ヲ 「三 
年 以下 ノ 禁錮 又 ハ 三百 W 以下 ノ剖 金-一 處ス J  -I 改 

ム 

第 九十 五條 中 「十五 日 以上 六月 以下/ 輕禁 銅-一 處 

シ又 ハ ryr 圓以 上」 ヲ 「六月 以下 ノ禁 錮乂 ハ」 二 改 

ム 

第 九十 七條演 說乂ハ 新® 紙、 雜 誌、 引 札、 張 札 

其ノ他 何等 ノ方法 ヲ以テ K  a  -1 拘ラス 選舉ノ 期 

日 公布 若 ハ吿示 後 投票 終了 前選舉 M 關シ選 擧人 

誘 n 候補者 乂ハ 選舉運 動漭ヲ 誑 惑シ又 ハ 妨害 ス 

ル ノ 目的 ヲ以 テ虛 僞ノ琪 項 ヲ 公- 1 シタル 者 ハ ー 

年 以下 ノ禁錮 又 ハ ニ百 W 以下 ノ ffj 金-一 處ス 新聞 

紙、 雜誌 -I 在リテ 前條 m fj ノ例 二 依 >u 

第 九十 八條屮 「一月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮-一 處シ 

十 [fll 以上 百 圓以 下ノ饷 金ヲ附 加 ス j ヲ 「一年 以下 

ノ蔡錮 乂ハニ 百圆以 下ノ剀 金- 一處ス j  -I 改ム 

第 九十 九條中 「艽 圆以上 j ヲ削ル 

第 西 一條 中 「刑-こ ヲ 「罰 命 以上 ノ刑- こ-一 改ム 

第； s 六 ^ 第一 項 中 1 擊ル」 ヲ 「掌 リ町 村役場 トア 

ル ハ戶長 役場 又 ハ 之-一 维ス ヘキ モノ-一 該當 K」 二 

改メ第 二 項 及第 三 項ヲ 左/ Sri ク改ム 

郡長 ヲ S カサん 地- 1 於 テ ハ 本 法 n 規定シ タル 郡 

長ノ瞰 務ハ 北海道 支廳長 島司 又 ハ 之-一 维 スへキ 

モノ — 該當ス 

市制 第 六 條ノ 市ノ區 及 北海道、 沖繩縣 ノ區ユ 於 

テ ハ 本 法 中 市 トアル ハ 區 、市 fj トアル ハ K 長、 

市役所 トアル ハ區 役所-- 該當ス 

第 百 十 一條 本 法 ハ 次ノ總 選 舉 ヨリ 之ヲ 施行 ス但 

シ 北海 ila 根 室支掖 锌內千 島-一 ®) スル 諸 郡 及 東京 

府小笠 原 島-一 付 テ ハ 勅令 ヲ以テ 施行 ノ 期日 ヲ定 

ム 


人 


一人 
十三 人 

一人 

一入 

一人 
十三 人 


別表 中左ノ 如ク 定ム 
柬京府 

東京 市  十五 人  八 王子 市  一 人 
京都府 

京都市  五 入  郡部  五 人 
大阪府 

大阪市  十一 人堺市  一人 
郡部  八 人 
神 奈川縣 

膝 倒 市  三人  傾 須賀市 
郡部  六 人 
兵 面 縣 

神 戸市  三人  姬路市 
尼 崎 市  一入  郡部 
長崎縣 

•長 崎 市  一 人  佐 世 保 市 
郡部  六 人  對馬 
新潟縣 

新 潟 市  一 人  長 岡 市 
.  高 田 市  一人  郡部 
佐®  一人 
埼玉縣  十 人 
千 葉縣  十一 人 
茨城 縣 

水戶市  一人  郡部  十 人 
栃木 縣 

宇都 宮市  一人  郡部  八 人 
三重 縣 

津市  一人  四日 市 市  一人 

宇治山 田 市 一人  郡部  七 人 

愛知 縣 

名 古屋市  三人  豊橋市  一人 

岡 崎 市  一人  郡部  十！ 一人 

靜岡縣 

靜岡市  一 入  濱松市  一 人 

郡部  十一 人 

岐阜 縣 

岐阜 市  一 人  大垣市  一 入 

〇 郡部  八 人 

長野縣 

長 野 市  一 人  松 本 市  一 人 


郡部 
福 島縣 
若松 市 
郡部 
巖手縣 
盛 岡 市 
靑森縣 
弘前市 
郡部 
山形 縣 
山形 市 
郡部 
秋 田縣 
秋 田 市 
岡山縣 
岡 山 市 
廣島縣 
廣島 市. 

尾 道 市 
郡部 
山口縣 
下關市 
愛媛 縣 
松 山 市 
福 岡 縣 
福 岡 市 
八幡 市 
久留米 市 
若松 市 
大分縣 
大分 市 
鹿 兒島縣 
鹿兒島 市. 
大島 
北海道 廳 
札幌區 
小 © 區 
室關區 
札幌 、留 萌、 
各 支廳管 內 
函館 、椅 山、 
根 室、 釧路、 
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十 一人 

一 人  福 島 市  一 人 
九 人 

一人  郡部  六 人 

一 人  靑森市  一 人 
五 人 


晶賴籍 ?三 人 


沖揶縣 

那勘區  一人 

〔植 原悅二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇植 原悅 二郞君 私は 唯今 爱に 議題と なつて 居り ま 
する 選 擧法中 改正案に 就きまして •提 出 者に 代つて 
簡單に 提出の 理由を 説明 致します、 ® くの 間 御淸踣 
あらん ことを 希望 致します、 で 明治 三十 一一 年に 改訂 
せられました 現行の 選擧 法は、 我 國の現 在の 憲政の 
發 達と、 時勢の 進 運に 適合せ ざる ものであると 云 ふ 
ことに 付きまして は， 何人も 異議な き 所で あると 信 
じて 居ります、 此 改正を 必耍 とする ことに 付き まし 
てほ、國民一般の興論の歸する所、又衆議院に列な 
る 所の 三百 有 餘の諸 封に 於ても •此 必耍を 認める 點 
に付きまして は、 何人も 異論な き iA であると 確信し 
て 居ります、 勿論 各 政 黛 及び 谷員國 家の 問題 も あり 
ますし、 個々 の選舉 區の關 係 もありまして •之を 改 
正す る 所の 程度 範圍に 於て は 幾多の 議論 (3: あらぅ と 
思 ひます、 併し 改正が 必要で あると 云 ふ點に 付て は 
何人も 疑は ない* 我黨 が茲に 提出し ました 所の 改正 
案は、 現 時に 於け る 所の 日本の 憲政の 發達の 程度と 
時代の 要求と •世界の 大勢に / K 應する ものであると 
認めまして、 今日には 是が 最も 適應 する ものである 
と 云 ふ I 提出した 案は， 旣に諸 若の 御手 許に 配付 
されて 居る ことと 承 -).11 致して 居ります、 で 改正の 要 
旨は 第一に 選擧 權の擴 張であります、 第二には 選 擧 
人 被 選 一-人の 年齡の 低下であります、 第三には 罰則 
の 改正であります、 第 四には 人 P の咁 加に 伴 ふ 所の 
衆議院の 人員の 自然の 佾加で あります， で 此四點 が 
改正の 主なる 要項であります •而 して 第一の 選 擧權 
掘、 張の 間 題に 付きまして は •幾多の 81 論が あるで あ 
らぅと 推測いた します、 言 ふまで もな く 立憲 政體に 
於き まして、 潠擧權 の 問題に 付ての 論理的 &J 結 ほ、 
普通 潠擧で あらねば ならぬ、 如何なる 國 家に 於き ま 
しても、 一た び 立憲 政體の 建設を 爲し た曉 には" 早 
晚必ず 普通 選擧 まで 到達し なければ •.憲政の 健全な 
る發 達を 拙す る こと も 出来な けれ ぱ 、又 憲政 政治の 
精神を 徹底的に 實行 する こと も 出来ない、， 之に 付て 
は 諸君に 於ても 異議な からう と 信じて 居ります、 併 
ながら 私共は、 國 家の炖 全なる 發 達， 國 民の 利福の 
增 進、 又 憲政の 健全なる 發達 を考轍 致す に付き まし 
ては、 歷 史上の 事實 を も 無視す る ことが 出来ない と 
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信じて 居ります、 故に 普通 選擧 は 立憲 政 §5 の 論理的 
筠结 である •必ず 此に 到達し なければ ならない もの 
であります け n ども、 我國の 現在の ？ Jf 情 も考厳 致し 
又我阈 の遨政 の 發速を 考闲 致しまして 、我 K 提出の 
潠擧埔 11 張 if, 第一 に 現在の ®: 接國税 十 Ml を！ 1 IM ま 
で 低下 致. したので ございます、 一體 立憲政治の 根本 
の错 S1 から 申し ますれば、 政治と 云 ふ もの ほ國 民の 
爲めに 行 ふ ものである、 又國民 自らの 利福を 佾 進す 
る ことに， 國 K 自ら 努めなければ ならない もので あ 
る、 尙更 我國に 於き まして (i 建 國の 精神、 日本の 國 
民は 四民 平等 一視同仁、 此間に 差別 あるべき 箬 がな 
い、 若し 果して 日本の 建 國の 精神が それで あり、 又 
立憲 政 踏の 趣 J I-1 精神が そこに 在る ものであるな らば 
日本 國民全 體が ' 潠擧 拙を 有する ことが 至當で は ご 

ざいます けれども •踊 史的に 多少 財產に 制限を® い 

た 制度が、 谷 立憲 國に 於て 採用され て 居る のみなら 

ず、 我國に 於ても 採用され 、尙ほ 今日 それが 實行さ 

れて居 る、 で 之を f 時に 激蜓す ると 云 ふことは、 ® 

全なる 發 達を 爲 すに 如何 かと 云ふ點 に 付ても •十分 

の考跹 を 致した ので ございます、 加 之堅實 なる 發達 

を爲す こと 4 必耍 であるが、 それと 共に 一日 も ¥ く 

遨 政の 發 達を 希 朝す るなら ば， 立憲 政體の 論理的 S 

結に 到達せ なければ ならない、 其 意味を 十分に 考 ■ 

致しまして、 潠擧權 の撋 張、 暫くの 間财產 の 制限 ほ 

歷史的 の恝義 に 於て 必獎で あると 云ふ點 で -- > 十圓を 

二圆に 低下した のであります •更に 潠擧拙 の 掘 張に 

付きまして >  中學校 或は 是と同 等の 學校を 卒業せ る 

學識を 有する 者， 若く は 其 卒業 者と 同等の 學識を 有 

する ？ ¥ に. •選 擧蝴 を與 ふること に 致した ので ありま 

す、 で 我國に 於き まして、 潠擧蝴 擴 張の 問題に 付て 

©: 問題になる ことは、 我 國の國 民全體 は、 まだ 政治 

的に 能く 敎蕕訓 練され て 居らない、 故に 普通 選擧は 

尙早 であると 云 ふやぅな 議論 もあります •是 も一應 

御尤な 翳 論で あると 思 ひます r' 一體 財產 とか、 或は 

敎育 とか 云 ふ もので、 政治 上の 擗 利が 左右され べき 

ものでは ありませ ぬけれ ども、 是も矢 張歷 史上の 立 

場から 考厳 しなければ ならない、 然ら ざれば. 國家 

の 堅 ® なる 發達を 一一る ことが 出来ない と 云 ふ 理由の 

下に、 中 學卒 業の 者、 或は 是と 同等の 學識を 有する 

者であるなら ば、 政治的の 敎鍪が 缺けて 居る 者と、 

今日の 日本の 狀態で 見る ことは 出来ない、 少 くも 國 

民の is 務敎 育を 終つ て、 更に 五箇 年 以上の 敎 育を 受 


けたる 者， 是 等に 潠擧 ffi を與へ て、 ！ l!i 次國 民を 政治 
的に敎 莽訓 育す る ことの 必要で あると 云 ふ ! S5 から、 
之に も 選 擧權 を與 ふること に 致した のであります _ 
次に 潠擧_ ■の 擴張 に付きまして、 もう 一つ 我黨が 附 
加へ た 項は •兵役の 義務を 了つ たる 者であります" 

一 膛 一 國の國 民と して、 兵役の 義務ょり 重大なる 義 
務ほあ り ませぬ、 一 國の國 民と して 國家の 重大なる 
所の 任務に 當り得 る 者が、 政治に 參 與し焊 ざると 云 
ふ 理由 ほ、 何 所に も發 見す る ことが 出来 ませぬ、 如 
何なる 選擧權 11 張に 反對 する 入で あつても 、一つの 
國 家に 對 して、 國家 最大の (T: 務に當 り 得る 總 ての資 
格を 備 へて 居る 者に、 政治に 參與 する 所の 權 利を 拒 
絕 する ことは、 出來な いこと だと 信じて 居ります、 
此意 味に 於て 兵役の 義務を 了つ たる 者に、 選 擧權を 
與 ふること に 定めた のであります ，第二には 年齡で 
ございます •從來 の選擧 法、 即ち 現行の 潠擧 法に 依 
り ますれば、 被選擧 人は 滿三十 歳 以上、 選擧 人は 滿 
二十 五 歲以 上と 規定され て 居ります ，で 兵役の 義務 
に當る 者で すら、 滿 二十歳 以上で 足りる ので ありま 
す、 又 二十歳 以上の 者は、 法律上 總ての 個人の 行動 
に對 して •責任を 負は なければ ならない、 此 責任を 
負 ふことの 出来る 資格の 年齡に 到達して 居る 者が、 
國家の 政治に 參與 する、 否、 國 家の 政治 >  即 ち 自分 
等を茭 配す る 所の 政治に 參與し 得ざる と 云 ふ 理由は 
無い と、 私共は 確信して 居る のであります、 それの 
みならず、 世界 谷國の 議會に 於け る 所の 議員の 年齡 
を 見ましても、 恐らく 我が 帝 國議會 に 於け る 議員の 
年齡 程、 平均 年齢の 老齡に 達して 居る ものは 無から 
うと 信じて 居ります、 今囬 の歐 洲戰亂 に 依りまして 
谷 國民競 5 て、 其國 民の 能率を 最高 度に 發 揮した 事 

實 .から 細密に 調査し ましても、 國家或 ほ 社會の 事に 

最高の 能力を 發揮 する 所の 年齢は、 少 くも 二十 五 歳 

以上、 四十 五六 歳、 五十 歳 以下であります、 此年齡 

の 人を 最も 多く 議政 壇上に 當選せ しむる やうに する 

には、 どうしても 第一に 潠擧 人の 年齡 資格を 二十歳 

に ffi 下しなければ ならない、 次に 被選擧 人の 年齢を 

二十 五 ® に 低下す る 必要 も あると 認めまして •爱に 

改正を 加へ たのであります •第三には 罰則の 改正で 

あります、 罰 則の 改正は 隨分 多數の 項目に 渉ります 

が、 現行の 潠擧 法の E 則の 規定が、 其 後 刑法が 改正 

されて、 之に 適合せ ざる 箇條が 澤山 ございます 、是 

等を 第 I に 改めた のです、 第二には 官吏の 選 擧に干 


渉し、 或 li 選擧民 の選擧 の 自由® 思を •直接 或は 間 
接に 干涉 して 妨害す ると 云 ふやうな 者を 2 E すべき K 
則を 定めた のであります •是ほ 選舉 に當 りまして， 
何人も 問 接 直接に 有り得べ からざる 事で (i あります 
が、 事實 官吏が 干渉して、 甚 しい 選舉 の自甶 を 妨げ 
ると 云ふ實 例が あるが、 從來 之を ifil すべき 完全の 罰 
則の 規定が 無かつた •此點 に 於いて 新たに 罰則の 規 
定を 作つ た、 是が 罰則 改正の 上の 主なる 點で ありま 
す、 第 四に ほ 入口の 增 加に 伴 ふ 所の 自然の 議員 定數 
の％ 員であります、 是は從 来の 都市に 於て 十四 名、 
新たに 獨立 選擧區 になる ものに 於て 二十 一一 名、 郡部 
人口の 增 加に 伴 ふ 所の 增員 四十 四 名、 合計 八十 名の 
垧員を 致す ことに 改めた のであります が、 是は 人口 
の％ 加に 伴 ふ 自然の 結果であります、 此 別表の 改正 
に付きまして、 簡單に 申さなければ ならない 一事は 
選擧區 制の 問題で あらう と 思 ひます‘ 第 四十 議會に 
於き ましても •大選 擧區と 小 選擧區 との 議論が 盛で 
ありました、 併ながら 現在 我國の 憲政の 實狀に 照し 
て、 大選 擧區が 宜しい か、 小選擧 K が 宜しい かと 云 
ふ 問題に 付て •第一に 考 厳しな けれ ぱなら ない 點は 
何れの 選擧區 制が、 現在の 選 _場 裏の 腐敗を 矯正す 
るに、 最も 有利で あるかと 云 ふこと であります、 恐 
らく 我國の 憲政の 健全； なる 發 達を 念 ふ 者に L» て， 我 
國の 現在の 選擧場 裏の 狀 態に 對 して、 悲觀せ ざる 者 
は 無から うと 思 ひます、 眞に國 家を 念 ひ、 我 風の 憲 
政の 發達 を希轺 する 若で あつたなら ば、 我 國の懲 政 
の 健全： なる 發達を 念 ふに 付て、 第一に 廓淸 しな けれ 
ばなら ない ものは •此 選擧場 裏の 腐敗を 一掃す る こ 
とで ある、 之に 付きまして 大選 擧區が 宜しい か、 小 
選 擧區が 宜しい か、 即ち 谷國 何れの 國に 於け る 所の 
選 擧界の 歷史を 精細に 檢閱 しましても 選擧の 腐敗を 
改める と 云 ふことは、 如何なる 手段 方法を 以て も、 
選擧 民を 買收 する ことが 出来ない、 唯々 言論に 依つ 
て 選 擧を爭 ふ 途を作 るより、 如何なる 法律を 作つ て 
も、 選擧界 の 廓淸の m 来たと 云 ふ 事 實ほ ありませ ぬ 
日本は 特別で ありませ うが、 同じ 制度を 用 ゐる もの 
であり、 同じく 人類の 一部で ある 以上は. 即ち 各國 
に 於け る 所の 此經驗 を 無視す る ことは 出來 ない と 確 
信して 居ります-若し 假 りに 小 選擧區 にして、 有權 
者の 數が少 ければ 少い 程、 選擧の 腐敗を 肋 成し‘ 誘 
致す るに 好都合で あると 云ぶ ことは、 如何なる 入で 
あらう とも 疑問を 懐く ことは m 來な いと 信じて 居り 


九 六 六 
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ます、 此 意味に 於て" 私共は 此遘舉 界の 明淸に 必霣 
なる 第 I の 要項と L て、 火 進 萆 K h を 姐 f/ する ので 
あります、 第二に 立遴政 趙 に 於て、® 一に 希堵 しな 
ければ ならない JJf は、 有撖泝 の數を —— 有湘艿 
票 ！ 0: を. 成るべく 多く e ^ に 代 赉 せし むる と ：ム ふこ 
とであります、 之が 爲め に歐 米の 谷 l-il に 於て •比 M 
潠擧法 を 採用して 居る 處 もあります、 比例 選 窣 
成べ く 有 fsl 者の數 を •多く 謎會に 代表せ しむる と 云 
ふこと であるに 他なら ない のであります、 第一 问 よ 
り 第 六 回に 至る所の 日本が •小 選 舉 M を 採用して© 
つた 時の 常 選者の 得 紫 數と 、それから 落選 莕の得 1 心 
©とを 較べて 見ます ると 云 ふと、 當 is 者の ® s-i sft に 
比して， 落 速 者の 得票 數の 割合 li > M 商が 九分 一 ® 
でありまして •最低が 二 分 四 if であります、 然るに 
大潠 擧區 制を 採 M] してからは、 rl. Jl< 萵が四 分 IHIT 鉍 
低が 一分 七厘に なつて 居 〇 ます、 此點 のみに 付いて 
考 へます る も、 大潠擧 M 制が 成べ く 多くの 有 棚 力の 
意思を、 議會に 代表せ しむる と 云ふ ことを 徹底せ し 
むる ことは 明かであります、 又 過去の 純 驗に庆 〇 ま 
するも>世界备國の實例に依りまするも、火遝舉區 
の 方が、 比較的 有爲の 人物を 讖政咐 I: に 送る に、 ® 
多の 便 K を 有つ て 居る と 云 ふことは、 之を ? i 認すこ 
とは 出 來な いと m じます、 是 等の si に付きまして、 
私共は 現在の 大選 擧區制 を 維持す る P であります、 
右 述べました 通り， 改正案の 主なる 嬰 點は 、潠舉 糊 
の擴 張と •被潠 舉 人、 潤 擧 人の 年 齡の 程度、 11] 則の 
改正と、 人口の 咐 加に 伴 ふ 所の H 然の咐 員で ありま 
す、 議案は 旣に 諸® 御手 許に 配付され て K る譯で あ 
ります から、 十分に 御 研究 下さいまして-世界の 進 
運と •時勢の 大勢と •我 國の 憲政の 發建 とに 十分 考 
慮して、 日本の 國 情に 鑑みましたなら ば、 我黨 の提 
出した 所の此 潠擧法 中 改正案に、 諸君は 必ずや 御数 
同 下さる こと、 存じます、 どぅか 十分に 御 研究 下す 
つて 御 一同で 御 協賛、 而し て是 が實際 の 法律と して 
成 1 Tr する やぅに 希望して 已ま ざる 次第であります。 

! 拍手 起る J 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 今 井 嘉幸 君〃 

〔法 學 W  士今 井嘉幸 君 登 « 〕 

〇 法 學博士  C 今 井 慕 幸 君) 簡單に 質問を 致します、 
國民黨 の 提案 も、 憲政 ir の 案と 稱せら れて新 間の ® 
へて 居る 所 も 亦 政府の 提案と ! la ? せられる 所の もの も 
私は 皆な 之に 對し て不滿 足を 表する 莕で ある、 私の 
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I みならず、 恐らく 國民の 大多數 は 同 gg の 感じを 持つ 
_て铒 るで あらう と 思 ふ、 故に 私の H 間は、 M なる 一 
の 今 井の 質問に 非ず して， 國民の 大多数の 質問で あ 
ると 云 ふ 御考で ，御 說明を 希 Eg 致したい、 國民が 選 
擧擗 の擴 張を 要求して 居る 所の 理由と 致しまして は 
第一に 選擧觇 の 本質から して •大に 根本的の 掖張を 
しなければ ならぬ と 云 ふ 事、 それから 第二は 今日の 
lit 界の 大勢に ®! ® して、 根本的の 改正を しなければ 
ならぬ と 云 ふ 事、 それから 第三には 今日 政界に 於け 
る 現狀を 見て、 之に 對 して 一大 刷新を 加へ なければ 
ならぬ と 云 ふこと からして* 根本的 改正を しな けれ 
ばなら ぬと 考へて 居る， 此 三つの 事に 付きまして • 
他の 二つは 國民雜 に 於て ほ 多少の 說明も あるし、 特 
に 質問を する 必耍 はない と 思 ひます が、 第三の 問題 
に 付て は >  國 民激 の是 までに 於け る 態度に 照して， 

其 提案と 云 ふ ものは 非常に 不撤 底で ある やうに 見え 

ますから、 其點に 付て 質問 致したい と 思 ふ . •> 國民热 

の 諸君、 殊に 犬 養 君を 首め として、 從來 諸方に 於て 

唱へ られた 所の 潤 擧權搬 張の 必要の 一番 眼目と V た 

所は 何で あるかと 云 ふと •今日 政治 界に 於け る此閼 

敗して 居る 所の 狀態 を、 W 新しなければ ならぬ と 云 

ふこと であつ たので ある、 即ち 今 Q の 4n く 制限せ ら 

れたる 潤 擧 法の 下に 於て は、 それは 必然の 結果と し 

て 買 收と云 ふ ものが 行は れ る、 又 請託と 云 ふ ものが 

行 はれる， さ -5 云 ふやうな 下に 於て は、 到底 國 民の 

選良と 云 ふ 若を 出す ことが 出來な いので ある、 故に 

下らない 所の 代 誠士も 現れて 來 るので ある、 又 3¢ 代 

誘士 に te つて 紐 ^ せられて 防る 所の 政 戴と 云 ふ もの 

も、 大部分は 下らない ものである， 斯う 云 ふやうな 

現狀 であるから して、 , K- of と 云 ふ もの も跋® する の 

である、 是 13: 國 民 m 諸君が 到る 處に 於て 叫ばれた 所 

の ものである、 此 有® に對 して 一大 刷新を 加へ るに 

:! T 何が 病 源で あるかと 云 ふと、 其 病 源た る！： 擧權 

の 制限せられ たる 此狀 態に 對 して大 改革 I 根本的 

の大 改革を 加へ なければ ならぬ と 云 ふの が •國 民攤 

の 諸方に 於て 叫ばれた 所の 誔 論の 主耍點 であつ た、 

而 して 國 民の 大多数 も 之に InJ つて ほ 共鳴して 居る、 

斯く 申す 私 も それに 對 して， 非常に 敬 ubl の念 を 以て 

それに 接して 居つ たのであります、 所が 今日 國民雜 

の 提案せられ た 所の此 案を 見る と 云 ふと、 果して 其 

希 a に 副 ふこと が 出来る かどう か、 實に不 徹底 極ま 

る 所の 案と 見なけ れぱな らぬ ので ある •納税額 十圓 


を ri に 二 圓に 下げる、 一寸考 へる と 十倍に もなる や 
うに 考へ るが、 實 際の 數は決 して さう 云 ふ ものでは 
ない、 ffi に 二 倍 か 三倍の 咐加 にし かならない、 又 そ 
れに對 して 兵役の 義務を 終へ た 者に 選擧權 を與 へる 
と 云 ふこと にしても •今日の 現狀に 於て は、 多數の 
選擧褪 の擗 張と 云 ふ 事には ならない、 想 ふに 期の 如 
き _張 が假 りに 通過した と 致しましても、 恐らく 我 
國の今 Q の ; SI 擧權界 の數が ，僅に 三倍が 四 倍 かにな 
る 位の ものになる だら うと 思 ふ， 所が -lit 界の 大勢と 
iK ふ ものは どうで あるかと 云へ ば* 支那と 土 耳 古を 
除くの外ほ、總て普通選擧、斯う云ふやうな狀態に 
皆な 達して 居る、 普通 選 擧の狀 態に 達したならば 十 
倍に もなる、 三倍 PLI 倍と •それと 比較す れぱ 非常な 
相違で ある， さう 云 ふやうな 大 々的 撤底 的の 擗張を 
やらなければ， 國民黨 の 諸君が 諸方に 於て 叫ばれた 
やうな 政界の 一大 刷新と 云 ふことは、 到底 出來 まい 
と 私 ほ 考へ るので あります が、 斯う 云 ふやうな； f 徹 
底なる 遣 方で 以て、 尙ほ此 一大 刷新と 云 ふこと が 出 
来る かどう か、 其 勘に 付て、 植原 君の 說明が 徹底し 
なかつ たやう に 私は 考へ るので ある、 詰まり 今日に 
於て 國民黨 の 諸君は、 今の 御說 明に 於き まして、 何 
等此點 に 於ての 說明が 無かつた が、 まだ 此 政界の 現 
狀に對 して、 刷新を 加へ る必耍 が あると 考へて 居る 
かどう か、 それが 分らない、 又 刷新を 加へ る必耍 が 
あると 假定 したなら ば* 斯う 云 ふやうな 不徹底なる 
所の 案で、 其 目的が 達せられる かどう か、 私は 以前 
に 於け る 所の 國民黨 の 態度と •今日に 於け る 所の 國 
民詉の 賭 度に 對 して、 誠に 今昔の 感なき 能は ずで あ 
る •以前には 民本主義 —— 今日の 言葉で 言へ ば、 民 
本 主義の 鼓吹者と して、 急先鋒と して， 非常に 國 K 
の 輿望を 擔 つて 居つ たので ある •所 •かどうで あるか 

前 2 閣に 於て 寺內 官僚 内閣の 援助を し、 それから 又 

此 間の 國體 擁護と 云 ふやうな 此 日本の . — 照らす 

日本に 於て、 白® 公然 提燈を 振 廻す やうな， さう 云 

ふやうな 舊思 想を 唱 へて 居る、 以前は 民本主義の 元 

祖 であつた 所の 國民雜 が、 今日に 於て は 頑冥 主義の 

張本人と 呼ばれる やうに、 何 か 世の中から 疑 はれて 

居る， 選擧 _ の擴張 問題に 付きましても •其 程度が 

非常に 可笑しい， 徹底的の 擴張を やらなければ なら 

ぬので ある、 國民您 の從來 の 膝 度に 照せば、 今日の 

やうな -tit 界の 大勢に なつて 居る 場合には、 どうして 

も 普通 潠擧と 云 ふ 所に 行かなければ ならぬ ので ある 


私 は 必ずや 國民黨 は 普通 選 擧の 提案を 以て、 現れて 
来る こと  期待して 居つ たので ある、 此期 侍に 反し 
たこと を 非常に 遺憾と する、 是は 唯々 一 今 井の みな 
らず 、國民 多数が 斯の 如き 期待に 反した 所の 失望を 
持つ て 居る のであります、 此點に 付て 徹底的の 御說 
明を 希望す る。 

G 伊 朿知也 君 議長 •議事の 進行に 付て ：：： 

〇穀長 C 大岡 育造 君〕 伊東 知 也 君。 

〇 伊 取 知 也 岩 唯今 今 井 君の 御演說 中に、 現在の 選 
擧法が 下らない 爲 めに •下らない 議員が 出て 居る と 
云 ふ 御言 葉が あつた ことを 的確に 記憶して 居ります 
然らぱ 現在の 我が 三百 八十 一人の 議員 中に 下らない 
人が あると 云 ふこと を •今 井 君は 認めて 居る と 云 ふ 
ことを 認定して 差 支な からう と 私は 思 ひます、 其 御 
言葉は 甚だ 不穩當 であり ませう •果して 今 井 君 ほ 下 
らない 代議士が •此 間にあると 云 ふこと を 御 認定に 
なる ので あるか、 無い かと 云 ふこと を， 一言 今 井 君 
に 向つ て 伺つ. て 見たい のであります、 御 返答に 預り 
たぃ。 

〇法學溥 士 今井嘉 幸 君 是は私 が 下らない _員 が 出 
たと 言つ たの ぢやな い、 國民黨 の 諸君が 到る 處に於 
て， 此前 の總 選舉の 時に， 方々 に 行つて 叫ばれて 居 
る、 總選 擧の演 說の時 に 叫ばれた ことを 言つ たので 
私が 認めて 居る と 言つ た譯ぢ や ありませ ぬ。 

0 伊 ® 知 也 君 今の 今 井さん の 御 說明ほ 要領を 得て 
居り ませぬ 認めて 居る か 居らぬ かと 云 ふこと を、 私 
は 伺つ たの ぢやな い、 下らない 翳 負が 出て 居る と 云 
ふ 事を 言 はれた、 それは 速記 錄 にも あり、 皆な も聽 
いて 居れ、 國民慜 が ^1つ たと か、 言は ない とか、 そ 
んな こと ぢやな い、 果して 下らない 議員が m て 居る 
と 云 ふこと を 言つ たか、 言は ないかと 云 ふこと を 仰 
せに なれば、 それで 宜い 、言つ たか 言は ないか 二つ 
に 一つの 返事を しなさい。 

0 法 學 邱 士 今井嘉 幸 君 私は 認めて 居り ませぬ、 併 
ながら 國民黨 諸 若の 中に、 さう 云 ふ 演說 をした 者が 
あると 云 ふこと を 私は 認めて 居ります。 

〇 村松恒 一郎 君 唯今の 今 井 君の 御說に 依ります と 
國民黨 が 現在の 選擧 法の 不完全で ある 爲 めに、 下ら 
ない 議負が 出て 居る と 言つ たと 云 ふやうな ことを 言 
はれました が、 今 井 君は 何に 依つ て， 何人が 斯樣な 
事を 演說 したと 云 ふこと を 明言せられ たので あるか 
此事を 議長から 御尋を 願 ひたい。 


0 議長 (大岡 育造 君) 今 井 君， 唯今の 御說の 根據を 
御 示しを 願 ひます。  . 

〇法學邱 士今并 嘉幸 君根據 は此前 の總一 f 擧の 時の 
演說 に， 到る 處で e きました。 

〔「何 處で 誰が した」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 何と 云 ふ 入が しました か。 
〇法學 博士 今井嘉 幸 君 それは 確には 記憶して 居り 
ませぬ。 

〔「さう 云 ふことは 餘 り追窮 するな」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 贈の 通りであります。 

0 村松恒 一郎 君 さう すると 誰が 何處で 言つ たかと 
云ふことは分らないが、單に今井君の耳の底に左_ 
な 響が したと 云 ふので すか 尙ほ其 以上に 何 か證 明の 
途は ありませ ぬか。  、 

〔「そんなに 追 窮し給 ふな」 「追窮 に及ぱ ず」 と 
呼 ふ 者 あり〕 

〇法學 博士 今 井 嘉幸君 何か證 據を 舉げる 方法を 講 
すれば， 長き 年月の 間， 時に 制限を 付けない 以上 ほ 
擧げ ます。 

0 村松恒 一郎 君 今 井 君と して， 甚だ 無責任な こと 
を 仰せられました、 今 現在 此議 場に 於て、 自己の 質 
問の 材料と して 述べられた 事に 付て、 年限の 長い間 
には 1(? 明す る こと も あらうな ど、 言 ふことは、 ffi だ 
無責任の 言葉と 思 ふ、 苟も 帝國議 曾の 議場に 立つ て 
他 黨の 言動に 就て 批評せられ る 以上は、 正確なる 根 
據に 依つ て， 十分なる 證 明の 途が 無ければ •恐らく 
紳士と して 公言せられ る ことは 出来まい と 思 ひます 
今一 應今并 君に 御 確め を 願 ひたい。 

〔「ひや と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 0 K 岡 育造 君〕 今 井 君 どうです か。 

0 法學博 士今并 嘉幸君 それは 直ちに 證明す る こと 
ほ 出来ない と •いけない と 云 ふ 事なら ば 取消します 
〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 取消に なりました、 今井嘉 
幸 君の 不穩の 言は 取消され ました。 

〔拍手 起る〕 _ 

0 楠 原悅二 郎君 今 井 君の 質問に 御 答 致したい と 思 
ひます •簡單 ですから 自席で 御 許を 願 ひます C 
o _ 長 (大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

〇舶原 悅二 郎君 唯今 今 井 君の 我黨 提出の 選擧法 中 
改正案に 對して 質問が ありました、 其 大要は 今 井 君 


衆議 院議 a 選擧法 中改 正 法律案 c 高木 益太郞 提出) 第一 Ig 會  九 六 七 
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の 自己烫 斷の御 議論で あると 思 ひます •今 井 君の 御 
議詾に 封して 御 答す る 必要 if ない が， 唯々 一點 我黨 
で 提出して ある 所の 選擧法 中 改正案が s gi せられる 
曉に 、政界が 現在ょり ほ 刷新され るか どぅかと 云 ふ 
ことほ* 其 通りで ございます、 刷新され ると 確信 致 
します、 それで 御 答 (1 盡きて 居ります。 

0 岩 崎 勁® 本案 ほ 議長 指名を 以て、 特に 三十 六 名 
の 委員に 付託せられ ん ことを ! 1 みます。 

〔「賛成々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がない と 認めます、 仍 
て 本案は 議長 指名 三十 六 名の 委員に 付託す るに 決し 

ました、 日程は 是 にて 終了 致しました、 次の 日程は 

公報を 以て 御 通知 致します、 本日は 是 にて 散會。 

午後 三時 三十 五分 散會 


〇 大正 八 年 I 月 三十 B (木曜日) 

午後 I 時 十一 分 開議 

議事 B 程 第七號 

第一 淫越鐵 道 速成に 關する 建議案 (麵钿 臟 

四 名 一  VHn p 夕 

第一 一 敎育振 興に 關 する© 議案 (■一 Izln ll ii 腿) 

第三 食糧 政策 及 小作農 保護に 關す る 建議案 <, 

/  土 井 權大右 ン 

クタ ー名 &出  一  / 尹 

第 四 - 1S 方 調査 局 設置に 關 する 建議案 (健 魏齡 

i 清®— に關 する ® 議案 (顺 1 Hrn 微 ■§) 

0_長( 大岡 育浩 君〕 報吿が あります。 

〔齊記 朗 10 〕 

一 政府ょり 提 m せられた る 議案 左の 如し 

道路 法案 

北海道 薄 土人 保雜法 中 改正 法律案 

開墾 助成 法案 

c 第二 號^大 正 七 年度 歳入歳出 總豫箕 追加 案 

c 第二 號) 臨時 ili 事® fa 算追加 案 

裁判所の 設立に 關 する 法律案 

大正 一一 年 法 》 第 九號中 改正 法律案 

不動 窗登 記 法 中 改正 法律案 

一 翳 員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

淸津 築港に 關 する 建 _ 案 


提出者 奥 田 龜造君  江 藤哲藏 君 
牧 山耕藏 君  松 田 源 治 君 
朝薛 神社に 素盞 嗚锊 奉祀に 関する 建議案 
提出者 高木 益 太 郎君  伊東 知 也 君 
日 肥鐵道 建設に 關する 建議案 

提出者 長 峰 與一君  陣軍嘉 
井島 義雄君  原 田 十衝君 
I 議員ょり 提 m せられた る 質問 主意 雷 左の 如し 
國民組 想 問題に 關 する 質問 主意 書 
提出者 伊東 知也哲 
一 政府ょり 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
大正 八 年 一月 二十 九日 

內 閣總理 大臣 原 敬 
衆 翳 院議 長大 岡 育造 殿 

衆 SI 院議 員橫山 勝 太 郎君 提出 公娼 制度の 存 廢に關 
する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆 翳 院議 員橫山 勝 太 郎君 提出 公娼 制度の 存 
廢に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
公娼 制度は 現下の 情况に 徵し尙 之を 存續 する の已 
むを 得さる ものと 認む而 して 之 か 改善に 付て は 政 
府の 常に 留意して 忽にせ さる 所な り 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 一月 二 十九 日 

內務 大臣 床 次 竹二郞 

〔左の 報吿ほ 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 二十 八日 家 祿賞典 祿處 分に 關 する 法律案 外 I 
件 委員 西 川 太 治 郞君辭 任 に 付 其補闕 として 行德煺 
男 君を、 作業 會計法 中 改正 法律案 外 六 件 委員 石 川 

又 八君辭 任に 付き 其補闕 として 平 山岩彥 君を 孰れ 

も® 長に 於て 選定せ り 

一昨 二十 九日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 

衆 誘 院議 負 選 擧法中 改正 法律案 委 M 會 

委員長  小川 平吉君 

へ 松 田 •源洽 君 

\中 西 六 三 郎君 

理 K  M 田 毅一君 

S  «  〃齋 藤隆 夫君 

/ 松 永 安左衛門 君 

一 植原悅 二 郎君 


0_長( 大岡 育浩 君〕 會議を 開きます、 諮問 事項が 

あります、 第 六部 選出 決算 委員 西 川 太治郞 君、 第三 


部 選出 IW 願 委員 山 田 正 年 君、 右 常任 委 M 辞任の 申出 
があります、 許可す るに 御 異議 ii ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 
ます •其 部の 諸君 ほ 速に 補 闕選擧 を 行 ひ、 御® 出 あ 
らんこと を菌み ます —— 高 橋大藏 大臣の 發言を 望み 
ます。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 諸君， 政府は 大正 七 
年度 第二 號 追加 豫算 案を 提出して 置きました、 中に 
は 憲法發 布 三十 年 IR 念 祝賀 會 補助の 如き もの も ござ 
いまする、 成べ く 速に 御 群議 あらん ことを 希望 致し 
ます、 此段御 紹介 致します。 

〇 高木 益 太 郎君 議長 …… 質問が あります。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 高木 益 太 郎君。 

〇 高木 益 太 郎君 唯今 大一; 大臣ょ 〇、 憲法 發布 三十 
年 IE 念 祝典 御擧 行に 付ての 追加 豫算 案を 提出に なり 
ました、 吾々 は 憲法 政治の 爲 めに 多年 盡され たる 先 
聚 諸君の 御蔭に 依つ て、 國 民の權 利を 大に 伸張した 
る 事は 喜ぷ のであります が、 併し 又此 座席を 占めて 
居る 者から 見る と、 內に國 民に 對 して 大に慚 愧に堪 
へぬ やうな 點も あるので あります 兎に角 斯る 御大 典 
を御擧 行せ ら る、 に 付て、 今日の 新聞紙を 見ます る 
と、 或 ほ 恩赦の 御沙汰が ある， 或は 院の内外を 問は 
ず、 立憲 政 體の親 設の爲 めに 盡 された る 方々 に對し 
て、 相當 なる 御沙汰が あると 云 ふことの 記事を 見 ま 
して、 私は 頗る® びの 念に 堪へ ぬのであります、 就 
きまして は 今までの 內 閣 と 違 ひまして、 現 內閣ほ 吾 
吾の 同® の 先 SS が ffl 織せられ た 所の、 平民 內閣で あ 
ると 世間が 申します、 從來 から 励 もす れば 立憲政治 
に關 係す る 人々 に對 する 待遇が， 官吏の 後に 付く と 
云 ふやうな 事柄が あるので あります、 例へ ば 京都の 
御大 典に 臨みましても、 副 參政官 のず つと 後に、 一 
政黨の 首領が 付いて行く と 云 ふやうな 奇與 の觀が あ 
りました •英 、米、 佛の 議會を 見る と、 國 民の 代表 
者と 云 ふ 者は、 皇室な り 大統領な りに 直接に 近接す 
る ことが 出来る、 立法府は 獨 立して 居る、 行政府は 
立法府の 命令を 受ける ものである、 立法府は 行政府 
を 監督す るので ある、 其 監督者が 被 監督者の 後に 付 
くと 云 ふことは •假令 形式の 問題に しましても、 甚 
だ 面白く 思は ぬのであります、 或 は 衆議院 _員 と 云 


九 六 八  _ 

ふ 若が、 古手 郡長と 同 ® 〇 肢代、 或 は 其 r- ^ が ,..,] fr: 
官と奏 fr: 官の間 に 入る と 云 ふことは. 何たる ] 1( であ | 
るか， 歐米の 如何なる 21 に そんな ことが ちります か 
& は： ¥j 々が 侮辱せられ たので なく  •阀 民が 梅 ^ せら 
れた ので ある， それ故に 斯う 云 ふ 胜 に 於て は 十分に 
意を 用ゐ て H ひたい、 吾々 の f.li ずる 所に 依る と、 立 
法府ほ 獨 立して 居る、 立法府は 自治で なければ なら 
ぬ、 憲法の 解 鞣 として、 憲法 起 荩裘员 の 著 ；, f を 見る 
と、 防 議を迓 行す る 溝 長の 上奏 鼎に 付て は、 何等 0 
制限は 無い" 院は院 で 以て 自治で ある、 成程 其 水 柹 
の 執行は 或は 赏剧局 や 何ん かに させても . Is しい、 ' S 
法 起草 委員の STC 見® を 見る と、 衆 戠院謎 長の 上奏 拙 
と云ふものほ、何等の制限ほ無い、何でも /» 米る、 
院內に 於て 功 勞の冇 る 人は、 院の決 譏を 以て 之を 表 
釤 する、 又 院外に 於ても、 例へ ば 板 M 伯の やうな 立 
憲政 洽に盡 された 方には、 院の 決 SS を 以て 之を 表從 
すると 云 ふこと に 付て は、 制限を 受ける ことほ 無い 
と 云 ふこと を、 ® C 法 起荩 者の 說に言 ふて 居ります、 
どうぞ 從來の 邨を 去つて、 三十牢 の視典 に 5 :ては 
精神的に 立派な ことを やつて H ひたいと 思 ひます、 
政府は 十分 其 意を 體して やつて H ひたいと 思 ひます 
が、 政府の 意見 ほどうで あるる か、 之を 伺 ひたい。 
0 議長 (大岡 育造 君) 高 橋大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男 辟 高 橋 是淸君 登 增一 
〇國 務大 RC 男 商 高 橋是淸 SO 惟 今 高木 君の 御 H 間 
に對 しまして は、 總理大 R が fir られ ますれば 總现大 
臣から 御 答す るの が 敬意を 表する 次第と 考 へます、 
併し 此 度の 憲法 發布三 十 年 記念 視赀© と 云 ふのは、 
兩 議院の 他し に 係る ものである、 國の 祭典と か ^ ふ 
やうな ものとは 違 ふので あります r 「高 gs に 願 ひま 
す」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 而 して 此御 大典 等に 當つて 、識 
員の 席順な どの ことに 付ての 御意 見を 御述 になり ま 
したが、 それは 政府に 於て， 一 の firi ある 參考の 資料 
として 承つ て 置きます、 是だけ 御 答 致します。 

011 藤珪 次君是 ょり豫 算委 員 fr を 開きます から、 
許可を 願 ひます。 

0 議長 (犬 岡 育 ii 君) 許可 致します。 

〇齋 藤珪次 君 どうか 豫算 委員 諸 対の 御 參 M を 願 ひ 

ま^ TT> 

〇識長 C 大岡 育造 君〕 日程 第 > 濃越鐵 道 速成に 關 
する ift 議案を 議題と 致します、 描出 者 匹 m 銳 T1? ® 

第一  ©越 釾遊 速成に 關 する趄 識案 (沔 田 


院議 衆 會讓阈 帝 回一 十四 第 


銳吉君 外 四 名 提 3〕 

濃 越鐵道 速成に 關す る妞謅 案 
濃 越鐵道 速成に 關する 建 il 
目下 ? ft 設 工事中の 岐阜 太 田 間 鐵 道 線路より 分岐し 
北 美 ® の 中心 m 街 地た る 八幡 町 及 越 前 國大 蚜 町を 
經て北 陸 線 福 井に 連絡す る 木 邦 陆斷線 は經符 上 及 
國防 h fiB めて IR S? なる 線路に して 北 美 濃 一帶 より 
飛 P 越 前に R る 林 產物 及鑼產 物は 殆と 無盡隧 と稱 
せられ 加 ふるに 美 濃 紙 繭 烷絲茶 及 鮎 等の 特殊 物 產 
あり 殊に 該地 方に 於て は 多年の 膜 史を有 する 有名 
なる 面 谷 鉞山畑 佐鑣山 等を 始 とし 侃 近 中央 製鐵會 
社の 企業に 係る 水澤 上鐵山 等の 在る あり 之に 對し 
て 未た 交通 _關 の ffi はらさる は國 家經济 上 一日 も 
忍 ふ 能は さる )! rr なり 故に 相當 の計进 を 立て 速に 之 

を砰設 せむ ことを 0? む 
右 ffi is す 

〔匹 田銳吉 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 匹田銳 吉君 交通 S： 關の 普及 發達と 云 ふことは 現 

內閣の 政策 屮 最も II 嬰なる ものと して ®: へられて 居 

る ものであります、 現に 今回の 蕺會 にも、 相當の 計 

诳 を 立て、 御 提案に なつて 屛る 次第であります、 併 

ながら 未だ 之を 以て 十分な りと 誠む る ことの 出來な 

いと 云 ふこと ほ， 總理 大臣 も辣 3? 委 M 0- 等に 於て、 

御說 明に なつて 尻る illi りで あると 思 ふ、 現に 本 fl が 

玆に 誘せ んとす る錄 道の 4a きも、 確に 其 一つの も 

ので あ 〇 ます、 本員の 建議せ ん とする 鍅 道は、 目下 

工事中の 岐阜 太 田 間より 分岐して， 北 美 濃の 中心 八 

幡町と 云 ふ處 を經 まして、 越 Ha 街 迫に 沿ぅて 越 前に 

入つ て， 北陸 線の； 一 井に 入つて、 北陸 線と 聯絡す る 

と 云 ふ 線路であります、 此鐵 道の 第一の {W 値は •日 

本海沿岸と太平洋沿玲とを聯絡する所の陨既線にな 

るので ありまして、 阀 防 上に 於ても 經济 上に 於ても 

極めて® 要なる 描 斷 線であります、 殊に 此日當 りの 

惡い裘 日本の 日當 りを 好く する 爲め には •成た け 多 

くの 窓を 開ける と 云 ふ 必要が ある、 此の 裏日本に 對 

して 最近に 開けられた る 窓は、 即ち 飛 1® を 綷由 する 

所の 緣道で あります、 而して 此飛驟 方面の 窓と 米 原 

方面の 窓との JC- 中央に 於て •越 前と 美 ® との 間に 一 

つの 窓を 開けて、 裏 n 本の 日當 りを 好く すると 云 ふ 

ことは、 最も 今日に 於て 必耍な る ことで あると 思 ふ 

のであります、 而已な らず 、此 美酒と 越 gil の 培 及 飛 
敎： P 振興に 睬する 建 諮 案 


11 に® る 所の 境に 於き ましては、 鑣商物 及 林 產物が 
殆ど 無 ^ 藏と稱 せられて 居る 處で ある、 現に 其方 面 
には、 有名なる 面谷鑛 山、 畑佐鑛 山と 云 ふやぅな 鑛 
山が 經營 されつ i あります、 又 最近に 於き ましては 
中央 製鐵會 社と 云 ふ 製鐵會 社が 出來 まして、 大規模 
を 以て 製鐵 所を 設けて 尻る のであります、 現今 鐵の 
自足 自給と ic ふことは、 國策 として 最も 重きを It か 
れて fr る， 今日 殊に 戰爭が 終を 告げて、 鐵の 値段が 
安くな つて、 製 鐵事業 が 憨々 國 家に 對す る、 一つの 
■牲 を拂は なければ ならぬ 事業と なつて 來て 呙 る 今 
日に 於き ましては、 此製鐵 業者に 對す る國 家と して 
の 保護と 云 ふことは、 最も 必要なる 事で あると 思 ふ 
是 等の 意味に 於ても、 此鐵 道は 最も 速に 架けな けれ 
ばなら ぬ鐵道 であると 思 ふ* 以上 申 述べた やぅな 理 
由に 依りまして、 lit 方面に 鐵道の 無い と 云 ふことは 
一日 も忍ぷ ベから ざる 所で あるので あります から、 
速に 相 當の計 斑を 立て、， 建設に 著 手 されん ことを 
望む のであります、 願く IX 滿場 一致 御 賛成 あらん こ 
とを 希望 致します (拍手 起る) 

〇 議長 C 大岡育 造 君〕 岩 崎 動 君。 

〇 岩 崎 勵君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付. 託せられん ことを 菌み ます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 剧嵙の 励 11 に 御異翹 あり 
ませぬ か。 . 

〔「與 蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議なければ， 議長 指名 九 
名の 委員に 付託す るに 決します、 日程 第二， 敎育振 
興に 關 する 建議案を K 題と 致します、 熥口秀 雄 君。 

第二 鈐育振 興に 關 する 建議案 (熥 口秀雄 
君 外 彐 名 提出) 

敎育 振興に 關 する 建 載 案 

敎育振 興に 關する 建 懿 

國 運の 進展に 伴 ひ 敎育制 度の 改善を la るへ きもの 

一にして 足らす 高等 敎 W 機關 の擴 張充資 の 如き 固 

ょり 必要な 〇と雖 歐洲大 亂の後 を 承け 111: 界的 思潮 

の 動 摇甚 しく 延て我 か國民 思想の 上に 多大の 影響 

を 及 ほす へき 今の 時に 於て 殊に 國民敎 育の 上に 最 

善の 努力を 致さ さるへから す 此の 目的を 達せむ か 

爲にほ 

一 小® 校敎負 係 給 毀と して 更に 一千 萬圓を 支出 

する こと 

二 中等 敎 fl 你給の 一部を 國 庫 より 補助して 其の 


礙 遇を 期す る こと 

三 中等 敎 員の 年功加俸 制度を 設 くる こと 
四 中等 敎員 退職 給 制度を 確立す る こと 
五 郡 市 M 町村 立 實業學 校 敎員俸 給費の 一部を 國 
fiB ょり 支出す る こと 

六 海外 居住 苒の 子弟 敎育に 一層の 力を 盡す こと 
七大 屮繆 校を 始め 谷 種の 學校を 監視 督励す るの 
機關 を！ 一 兀金な らしむ る こと 
等 ほ 現下の 狀勢 に 81 み 最大 急 要なる ものと 認む政 
府は宜 く 速に 之を 實行 して 遺憾な きを } tfl すへ し 
右 建議す 

〔励 口秀雄 君 登壇】 

〔拍手 起る〕 

o_ n 秀 雄君國 蓮の發 K と共に、 敎育 機關の 諸般 
の設膪 の 上に も、 多大の 改善を 加へ なくて はならぬ 
ことは •旣に 世上 識者の 議題と なつて 居る 問镅で あ 
ります、 現に 政府に 於 かれましても、 今回 高等教育 
機關 の爲 め、 多大の 經費を 投じて 大擴 張を される の 
であります、 其 御 趣意に 於て ほ、 吾々 甚だ 喜んで 居 
る 次第であります、 併な から 此歐洲 戰亂の 結果、 御 
承知の 如く、 多 數の國 民の 思想が 非常に 動 搖を 致し 
まして、 歐洲の ー ニ 强國の 如きは、 此 思想界の 變励 
の爲 めに、 國の 瓦壞に 瀕して 居る やぅな 狀態 になつ 
て 居る、 之を 考 へましても- 此世界 思潮の 變 遛 と 云 
ふ ものが、 我が 國民 思想の 上に 至大の 影罂を 及ぼす 
ことは、 ® の 疑を容 れぬと 信じて 居ります、 隨て此 
歐洲 諸國に 於け る 殷鑑に 鑑みましても、 比較的 國民 
敎育 普及の 程度に 於て 劣つて 尻り ました 所の 露國が 
—— さし も歐洲 北方の 强を以 て 任じて K つた 其 大國 
が、 一朝 ir. して 瓦 壊 致しまして •收 拾すべからざる 
狀態 に陷 りました のと、 獨逸が 大戰の 結果 敗 腿を 致 
しまして、 城下の 盟以 上の 恥辱を 招いで •隨 て國內 
に 大動亂 を 來した にも拘らず、 其 社會的 秩序の 維持 
と 云 ふこと に 付て は、 露國に 比して 遙に 堅實な る 基 
礎を 持つ て 居る やぅに 見える. 斯る點 を 考 へまして 
も、 我が 國民敎 育、 少 くも 小學敎 育、 並に 中等 敎育 
と 云 ふ •か 如き、 國民 思想の 根 ffi を 形造るべき 敎 育に 
於て、 更に 一層の 努力を 致さなくて はならぬ と 云 ふ 
ことは、 諸君の 御認 下さる 所で あらう と 信ずる ので 
あります、 左す れぱ此 初等 並に 中等 敎育の 完成を 期 
する が 爲 めに、 如何なる 施設が 最も 必耍で あるかと 
申します れば 、一々 傲 指す るに堪 へぬ ことで ほ あり 


まする か， 其 中 私共の 見る 所を 以てします ると K ふ！ 
と‘ 最も 急務の 施設を 要する と 信ずべき ものが， 六 
七箇條 あるので あります-即ち 茲に 提出 致しました 
建議案に 於て 列擧 して あ〇ま する が、 第一は 小學校 
の 敎員俥 給費と して、 更に 一千 萬 圓の茭 出を したい 
と 云 ふこと であります、 御 承知の 511 く 先年 全院 一致 
の 建議案と して、 小學 校の 敎員 費の 約 半額 即ち 二 千 
萬 圓を 、晚 かれ ¥ かれ a- 出を して 賊きた いと 云 ふ 建 
誘 案 も / J! て 居つ たのであります* 所が 昨年に 於て 其 
一半、 即ち 一千 萬 圓の國 S 負 擔と云 ふ ものが 戧決さ 
れ て、 其 恩典に 今や 浴して 居る 次第で (3; あります る 
が、 此物價 騰貴 其 他 諸般の 經濟 上の 狀况 から 鑑み ま 
しても、 lit 1 千 萬 圓の 補助 費と 云 ふ ものは、 未だ 以 
て 小學敎 育の 當事 者を して、 生活の 上に 安心を 得せ 
しめる に 足る 程度に なつた とは 信じられない、 そこ 
で 先日 來豫算 會議其 他に 於て •中 橋 文部 大 K から、 
政府に 於て ! 3: 出来 得る 事なら ぱ小學 校敎員 費の 金 部 
を も負擔 したいと 思つ て、 種々 畫策 する 所が あると 
云 ふ 言明を 5 E まして、 甚だ 喜んで ii 居ります が、 本 
年の 豫算に ほ •其 一部 も 未だ 提出に なつて 居り ませ 
ぬ 所を 見ます ると 云 ふと、 現 時の 財政 狀况 •或 (3; 其 
全部の 負攒ほ 實現ほ 出来ない か 知らぬ、 或 (3: 前途 遼 
遠 卜 あるか も 知らぬ と 云ぅて、 之を 抛擲すべき 問題 
であり ませぬ から、 先年の 建議案の 通り、 少く とも 
一千 萬 ill の 支出と 云 ふこと ほ •急速に して 鉞きた い 
と 云 ふの が 第一 箇條 であります， 第二は 屮學 並に 之 
に. 準 i'- べき 中等 敎 育の 待遇であります， ® に 中等 敎 
員 挺 遇の 建議案を 提出し まして •金 院の御 賛同を 得 
て、 種々 なる 精神的の 方面に 於て ほ 兎に角， 梃 遇の 
途が 開けた のであります けれども •前に 申しました 
やぅな 經濟 上の 變動其 他の 狀况 から、 現 時に 於け る 
中等 敎員は 、是亦 小 學校敎 員と 同様に、 生活 上 一種 
の 憂 惧に駿 はれて 居る •そこで 此中 等敎 員の 俸給の 
一部を、 國 庫から 支出して 貰 ひたいと 云 ふが 第二 條 
であります- 此 點 に關 しまして は. 同じく 中 橋 文部 
大臣が、 豫算會 議の 席上、 政府に 於ても 相當考 嵐す 
る 所が あられて‘ 或は 府縣税 の附加 税と云 ふ ものを 
緩和して、 之に 依つて 方法を 立てら る、 やの 言明が 
ありました、 其方 法に 就て ほ 種々 なる 案 も あるに 相 
違ない、 併ながら 小 學校敎 員の 俸給に 付きましても 
諸君の 御 承知の 通り、 俸給 令に 於て ほ 確定して 居る 
もの も •地方の 經费 till 方 費の 負® が 多額の 爲 めに、 

しし、 し 
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敎育 振興 II-: 男す ろ 杻遇案  I 
例へ ば 二 十圆 铪與 すべき ものを， 其 中三圆 ほ 町の® 
めに 寄附して 吳れと 云 ふやうな ことを して、 此薄给 
に 甘ん ぜし むる やうな 仕方が あつた、 斯る 弊害が 全 
國を 通じて 谷處に 在つ たのであります から、 同じき 
やうな 弊が、 又 地方 费の 附加税 咐 加に 依つて， 地方 
に 一任す る ことに 佐つ て、 或は 伴は ぬと も 限らぬ、 
勿 諭 吾々 の 目的 ほ、 其滋 遇の 途 さへ 達すれば 宜しい 
のであります から、 必ずしも 其方 法には 岡 執し ませ 
ぬが、 今 申 述べた やうな 弊害 無から しむる 爲 めに ほ 
其 一部 {3: 國庫 の負擔 にす る、 例へ ば 中 m 校 並に 之と 
同等なる 敎 員の 中で、 其 校長の 修給 全部を 國 靡の 負 
擔に すると 云 ふが 如き も 一案でありまして、 其 額は 
若し 此 案に 依ります れ ば、 約 八十 斑 圆位な ネので あ 

らうと 思 ふ 現に 承る 所に 依り ますれば ，本年度に 於 

て 文部省で ほ •此 經费の 中等 敎育 に ia する 中で、 中 

學校 校長 费の國 鹿茭比 と 云 ふ 案を 提出され たさう で 

あります が、 不幸に して 豫算 面からは 削除され たと 

承つて 居る‘ 其® 僞如 何は 今 問 ふ 所で ありませ ぬが 

兎に角 斯の 如き 趣意に 於て、 中等 敎員 俸給の！ 部を 

國庫 から 突出して 戴きたい と 云 ふの が 第二で ありま 

す、 第三は 中等 敎員協 遇の 他の 一法と 致しまして、 

年功 加傣の 制度を 新たに 設けたい、 此 年功加俸 制度 

ほ、 小 學校敎 員に 舞して は旣に 設けられて 居ります 

が、 中等 敎 員に 對 しては 是が缺 けて 跨ります るから 

新たに 此 制度を 設けて 戴きたい と 云 ふ 趣旨で ありま 

す、 第 四に 中等 敎 員の 退職 給 制度を 確立して 貫 ひた 

い、 今日まで 中等 敎員 に對 しまして、 所謂 退 隱料な 

る ものと、 一時の 退職 給與 金と 云 ふ 二種が あります 

併ながら 其退隱 料な ろ もの も、 之を 小學敎 員に 比し 

ますれば、 遙に 率が 下つて 居る、 又翻緻 十五 年未滿 

に 於て 退職し まする 所の 敎 員に S する、 一時の 退職 

給與 金なる もの も， 其 だ 制度が 不完全で あつて、 現 

在に 於て ® 秀な る 屮學敎 員 ゃ 長く 敎育 界に留 らしむ 

るには、 ® 遇の 途が 餘程缺 けて 居る と 信ずる ので あ 

ります、 隨て此 在来あります 所の® 隱 料の 率を 高め 

退職 給與 金の 制度を 更に 定めて、 さう して此 M 遇の 

途を 講じて 戴きたい と 云 ふの •か 第 四であります， 第 

五 ! 3; 郡 市町村 立 實業學 校の 敎 員の 俸給 費の 一部を も 

國庫 の茭出 にしたい、 言 ひます るのは、 旣 に ® 業敎 

育獎勵 费なる ものが ありまして、 甲種の 實業學 校 等 

に 就きましては 國庫 から 補助す る 制度に なつて 居り 

ます、 其の 年限 も 三年を 以て 一期と して 居る ので あ 


ります が、 それ 以下の It 業 敎育 、即ち 夜間の 補習敎 
育の 如き 方法の 下に 行 ほれて 居ります る 所の、 實椠 
敎負と 云 ふ もの、 俸給は、 僅に 手當 として 二 圓を铪 
すると か、 三 圓を給 すると か 云 ふやうな 慘めな 待遇 
でありまして •之が 爲めに 其方 面に 最も 必要で ある 
べき、 敎 育の 振興を 害する ことが 甚だ 多い と 信じ ま 
すから， 此 郡市區 町村 立實 菜學 校の 敎 員の 俥 給費の 
.一部、 少く とも 其 半ばに 致しました 所が、 全經 費は 
百萬圓 乃至 百 二十 萬圓 に過ぎないの であります から 
今の 財政の 現狀と 致して、 斯 許りの 經 費を 支出して 
も、 此敎育 振興の 爲 めに 盡 して 戴きたい と 云 ふ 趣意 
であります、 第 六は 海外に 居ります 日本の 臣民、 海 
外 居留地に 於け る 居留民、 及 海外の 任地に 赴いて 居 
りまする 1- 吏等が最も苦んで居りまするの (3: 、其子 
弟の 敎育 問題であります、 義務 敎育た る 小學敎 育を 
受けし めます るのに、 或る 土地に 於て は 適當の 設備 
なく、 其爲 めに 遙に兩 親の 膝下を 辭せ しめて、 他人 
に 托して， 本土に 於て 敎育 すると 云 ふ 方法を 執る 外 
はない、 又多數 の 居留民は、 財政 上 之を 許し ませぬ 
者は、 不完全なる 義務 敎育 を授 くるに 過ぎない と 云 
ふ 狀况で あります から •此 點に關 して 政府は 一層の 
努力を 致されて、 海外 在住者を して、 安 じて 其 子弟 
.を 敎育 せし むる ことが tH 來るや うに、 便宜を 圖 つて 
戴きたい と 云 ふの が 第 六であります、 第 七は 殊に 說 
明を 致す まで もな く、 上は 大學 ょり 下 小學に 至り ま 
する までの、 谷 種の 敎育 機關を 監視 督_す る 制度、 
即ち 視學 制度と 云 ふ もの、 完成を して、 さ 5' して 敎 
育 振興の 實を擧 げたい、 此事 に關 しましても、 承る 
所に 依れば •本年度の 文部省の 豫* に 計上せられ て 

あつた さう であります が、 財政の 御 都合 上、 不幸に 

して 削除され たと 承つ て 居る、 甚だ ifi 憾に 存じます 

から- 是も 速に 實現 をして 戴きたい、 尙ほ此 他算へ 

上ければ 多々 あるで ありませ うが、 i の 施設は 現 

在 最も 必要なる 瞬 民敎 育の 振興の 爲 めには、 極めて 

急 要. の ものと 信じます るが 爲 めに、 此建 議案を 提出 

した 次第であります ，何卒 全院 一致を 以て 御 賛成 下 

すつて、 政府を して lit 實現に 努めら る、 やうに 御 協 

質を 願 ひたいと 思 ひます。 

0 小久保 喜 七 君 私は 本 建議案は、 事 文部省に 關し 

た 事であります るが、 現內閣 は、 敎 育の 振興を 以て 

政綱の 一と 致して 居られる やうであります、 且つ 重 

大なる 事と 信じます が 故に、 總理 大臣の 御 出席を 請 


うて 質問を 致したい と 思 ひます、 總理 大臣の 御 出席 
を 願 ひます。 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 總理 大臣の 出席を 御 求めです 
i  〇 
力 

〇 小久保 喜 七 君 左様です。 

0 議長 (大岡 育造 君) 御異諉 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し， 一と 呼 ふ 者 あ 01 
0 議長 (大岡 育造 君} それでは 早速 其 事を 通じます 
― ~ 小久保 喜 七 君。 

〇 小久保 萬 七 君 本 建議案に 付て 御 伺 ひ 致します る 
が、 此 中の 大瞠は 、敎育 調 否 會に 於て 決議 致して 居 
る もの、 やうに 思 ふ， 又 今日の 時勢に 於き まして、 
是 等の 事は 普通 一般の 內 閣と雖 も*' 尙 且つ 等閑に 付 
する ことの 出來な い 事で あらう と 思 ひます、 現內閣 
は敎 育の 振興を 以て 政綱の 一つと して 居る 內閣で あ 
ります、 ■是 等の 點に 付きまして は、 無論 相當の 御成 
算が あると 私は 信ずる のであります、 若し や 相 當の 
御考が 無い とするならば、 是は怪 からぬ 事で ありま 
す、 之に 付きまして 總理大 S の 御 答 辯を 願 ひます。 
〔國務 大臣 原 敬 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 「原 敬 君〕 敎育 振興に 關 する 建議案に 付 
ての 御 質問であります が、 此 案は 一讀 致しました 所 
では、 臨時 敎育 會_ に 於て、 決定 致した 事柄の 中を 
列擧 されて ある やうに 見えます •臨時 敎育 t- _な る 
ものは、 內 閣總理 大臣の 監督に 屬して 居ります >  即 
ち 私の 監督に M して 居る のでありまして >  此 監督の 
下に 在る 所の 敎育 會議に 於て、 決定 致して 申出た 箇 
條で是 があります、 故に 私は 此 臨時 敎育 會_な る も 
のを 極めて 重し と 致して 居ります、 是には 意見を 交 
換して 居る こと も 多い のであります、 故に 列擧せ ら 
れた る箇條 は、 政府は 敎 育の 振興を Ill るが 爲め に、 
皆な 考爾を 費して 居る 問題であります、 自分の 監督 
に搦 する 所の 機關に 於て 調査を 致した のであります 
から、 無論 私は 出来るだけ 之を 參考と 致し •唯今 考 
厳 中に 踊す るので あります、 大體左 樣に御 諒承を 願 
ひたいので、 臨時 敎 育の 決定に 皆な 在ります ので、 
小學 校の敎 員 俸給 費と して、 更に 一千 萬 圓を增 す こ 
とも、 財政が 許すなら ぱや りたい ものと 思うて 居り 
ます、 それから 中等 敎員係 給の 一部を 國 庫より 補助 
すると 云 ふこと であります が、 是も考 慮 中で ありま 
す、 多少 原則 論 もあります から、 H ちに 結論 も 見 ま 
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せぬ けれども、 考趙 中で ある、 其 他 皆な さう 云 ふ 3SI 
であります、 中には 少し 不明なる の も あ 〇 ます、 * 
は 前年 法律が 制定せられ て 居 〇 、 «杈 —— で it 
ない、眾複になつて居る所もあ0ます、 '& «* )>1 ^ は 
調 奄せ しめ、 II つ考撖 中の もので s> ると 云 ふこと を 
御 答 致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 大渾淳 一郎 君。 

〔大 津淳 一郎 君 登 扨〕 

〔拍手 起る〕 

〇大津淳一郞君唯今謎題になつた趄涵案に付きま 
して、 原總理 大臣ょりの 唯今の 御 說明は 、吾々 の 滿 
足す る 所であります、 併ながら 此扭謎 案は、 悉く敎 
育會議 の 諮問の 結果に ffi つたる もので ない ので あり 
ます、 又此妞 蕺案捉 ni の 理由は、 自ら 教育 锊淄 とは 
異 つて 居らう と 信じます、 併ながら 111: ® 鶸 案の 趣旨 
を 總て御 賛成に なつて、 政府は 近き將 来に 於て， 此 
建諉案の趣旨を御實行爲さる、と云ふので&ります 
れぱ 、吾々 は 誠に 滿 足の 次第で あつて、 此上 無い 欣 
と 思 ひます、 併ながら 之を 敎育會 親の 決定で あると 
云 ふこと には 參らな い、 又 其 趣旨に なつて 見ます と 
吾々 の 之を 提出 致しました のは， 今日 國家 が敎 育に 
盡す べき もの ほ、 阈民敎 育， 即ち 初等 敎 育と 5-< ふ 方 
に 重きを® いて H はなけ れぱな らぬ 、現在の 初等 敎 
育 ほ是で 普及 完全なる ものと 見たならば* 大なる 誤 
である、 其 内容の 改良 等に 至つ て if 頗る 注® して 
改良し なければ ならぬ 所が ある、 又 谷 國は 悉く 外國 
の 例に 傚 ふので ありませ ぬけれ ども •何れの 國に於 
て も， S 務敎 育は 八 ^ 年敎 育に なつて 居ります が、 
我國は 商 ちに 之を 八箇年 以上の 謂 務敎 育に しやう と 
云 ふので はあり ませぬ けれども、 俳ながら 段々 之に 
引受ける 方向には、 今一 辟 餘計敎 育に 力を盡 さなけ 
ればな らぬ、 R: つ 1? 々の 承つて 居る 所に te れぱ， 臨 
時敎 育會議 の小學 校に 對 する 支 m 金は >  一 千 萬圆以 
上と 云 ふこと になつ て 居ります けれども、 其 額は 決 
定して 居る のでない のであります •吾々 は 其趣惹 に 
於て、 ? fi くは 國民敎 育たる、 . IJI1 ち . 

〔「議長、 あれは 何です か」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 質問であります。 

〔「質問に なつて 居らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 大津淳 一郎 君 初等 敎育及 中等 敎 育に 力を 人れ て 
高等 敎 育と 相俟つて 敎 育の 完全を 111 りたい と 云 ふの 
であるが、 现 在に 於て は、 高等 敎育機 關 も必耍 であ 
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らぅが、初等敎育と云ふものに對してほ、蒔だ未だ 
不完全を 感ずる， 殊に 中等 敎 育の 不完全： を 感ずる と 
云 ふ 趣意から 起つ て 居る のであります、 併ながら 趣 
意は lit 通りであります けれども、 吾々 の ^ 翳 案を 御 
採用 下さる と K ふなら ぱ •吾々 に 於て は 此上も 無い 
滿足で あるが、 唯今 總理大 K の 御 演說 if 實行 する 
考で調 班して 居る と 云 ふこと であります が、 扨此 H 
會に 吾々 の 希 荜 する が 如き、 此 案の 豫® 等を 提出せ 
ら る、 思 召で あるか 否か. と 云 ふことの 今一應 一^ 
明を W したい •唯々 調査々々 で® た 數年を 延期せ ら 
る、 と 云 ふので は •其 だ 吾々 ほ 心細く 存じます、 是 
は 前例が 有る のであります •從來 の 文部省は、 ® 々 
調査 調査に 於て 五 年 も 七 年 も —— 大學 令の 如きは、 
十 年 も 延期 心て rr つたと 云 ふ 例 も ^ るので あります 

から， 唯今 總 0! 大臣の 御演說 は 滿足に 存じます るが 

扨當 議會の 中に 於て、 小學校 に對 する， 中學 校に對 

する 等の、 及學 校の 監視 督 ra と 云 ふやぅな 法案 ほ、 

豫 3?- の 上な り 何れ かに ffl れて出 るので あります か、 

何時 御 ?!, 行になる ので あるか、 其 點を今 一 聰御說 叨 

を 煩した く 存じます t 拍手 起る〕 

〇 譏 長大 岡 育浩 君) 內 閣總现 大 rii 。 

〔g 務 大臣 原 敬 f! 登 垌〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 対〕 !>«: 今の 御 質問 if 最初の 御 演 

說と 結論の 所とは、 少し 分り 兼ねました が >  此 建 e 

案に ® いて ある flf 柄は、 私の 監 ff の 下に 在る 所の 臨 

時敎 育 fr gl に 於て、 決定して 上申した 事 捫 であり ま 

する から、 成べ く斯铙 なる 事の 善き ものは 採つて 用 

ゐた いと 云 ふ考が ありまして. 之を 考礅 して 居る と 

斯樣に 申した のであります •まあ 露骨に 中せ ぱ •建 

議 を 待つ まで もな く、 吾々 は 考へて 居る、 併し 之を 

調査 調査に 名を 藉 りて、 K 行し ないかと 云 ふこと で 

あ 〇 まする が、 物に 依つ て ! 3: 商ち に K 行の 出來な い 

物の ある こと 是は御 承知の ii りで •併ながら 臨 

時 敎育會 議に 於て 決定 致した ものに 付て は •旣に 勅 

令と して發 布せられ たる もの 擇山あ るので あります 

大學 令、 高等 學校令 ，中 ^ 令、 小學 4 F, 皆な 決議に 

基いて 勅令を 發布 致しました 故に、 調 ？ t 々々に 名を 

藉 りて* 其畤を 送つ て 居る のでない と 云 ふことは， 

是 でも 證據 立てられる と考へ る、 併ながら 此_會 に 

出す か S さぬ かと 云 ふやうな る 問題に 付て ほ、 是は 

十分 財政 其 他を 考闹 しなければ ならぬ、 さう 云 ふ 御 
教育 严興 に関する 研 諮 案 


約束は 出来 ませぬ けれども、 此調喪 會 の 調査 ほ、 私 
は 重んじて 居る と 云 ふ iif を 申した のであります、 け 
れども 調赉に 名を 躇りて 等閉に 付す るで ない と 云 ふ 
ことは、 旣に發 布せられ たる 勅令に te つて —— 勒令 
を發 布した ことに 付ても* 御 了解 か 出來や うと 思 ふ 
但し 之を 何時頃から やる かと 云 ふこと に 付て は、 是 
は 政府と しては 迚も 明言の 出來 ない 事で ある、 漸を 
逐うて 段々 財政 其 他を P みて •實 行すべき ものは 漸 
次實 行す ると 云 ふこと が當然 な 事であります (拍手 
起る〕 

0 岩 崎 動 君議 畏、 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎 ® 君 太 建議案は 喵 今總理 大臣の 言明せ らる 
、通り， 旣に 建議を 待つ まで もな く  C 笑聲起 〇 「の 
う^--」 と 呼 ふ 者 あり〕 實 行され つ、 ある もの、 み 
であります- 甚 しきに 至つ ては、 其 51 目の 中には， 
旣に 法律に なつて 居る もの も あるので あります 、そ 
れ 故に 吾々 は此 建議は •建議の 必耍 無しと 云 ふ 理由 
の 下に、 即時 否決せられ んこ とを 望みます C 拍手 起 
る〕 

〔「のう <」 「戴 派 心を 去るべし」 と 呼 ふ 者 
あ 〇〕 

o¥ 速 整爾 坍 議長。 

〇 穀長 C 大岡 育造 君) 早速 整爾 君。 
o¥ 速 踏 爾哲 重大なる 建議案で あります し、 之を 
直ちに 此處で 決定を せらる V と 云 ふこと ±f 甚だ 其 
意を得ないので あります、 總て 下らぬ 建議と 思は る 
る やうな もので も •從來 委員 會に 於て 政府と 折 II を 
する •何 所まで も 其 群 査を 遂げる と 云 ふこと が、 長 
い 間の 議會の 慣例で ある (拍手 起り 「ひやく」 と 

呼 ふ 者 あり) 然るに 此 重大なる 建議案に 對 して、 何 

を 苦んで 此 議場に 於て 直ちに 即決を しなければ なら 

ぬと 云 ふこと かあります か (「何も 苦んで は 居 ほし 

ない」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る) 是は 無論 重耍な る翅 

議案と して、 委員 會に 付託して 十分に 審査せられ て 

適當な る 決定を せらる、 のが 當然 である (「群議の 

必婴 無し」 と 呼ふ辨 あり〕 私は 政友會 の 諸君に 御 反 

省を 求める •期の 如き 甭大 なる 建議を. 唯々 總理大 

臣の答 辯 —I 總理 大臣の 答 辯 も 甚だ 曖昧で、 考傲中 

であると 言 はれる、 建議を 待つ まで もな く » 行す る 

と 申されない、 國民 として、 此建 _案を 密査 せずに 

即決す ると 云 ふこと ほ、 滿 足を 表する ことは 出来な 


いと 思 ふ， 14 は il 長 指名の 委 M に 付託して、 審査せ 
られん ことを 希 £0. 致します。 

〔「寶 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔大 津淳 r 郞赵 「議長々々」 と 呼 ふ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 早速 君の 委員 附託の 動議が 先 
決 問題であります、 故に 此案を 委員 附託に する や 否 
やを 決します* 早速宕 の委 M に 附託すべし と 云 ふ 励 
_に 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 若  少數 

OS 長 (大岡 育造 君) 少數 であります、 否決" 

. 〔「多 數々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〔大津 淳一郎 君 「議長 委員に 附託せ ぬと 云 ふこ 
とに なりましたなら ば、 討論を 開く のが 當然 
と 存じます (「のう と 呼 ふ 者 あり) 私 
は 之れ に對 して 意見を 述べた く 存じます」 と 
呼 ふ J 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 許可し ます。 

〔大 津淳 一郎 ft 登壇〕 

〔拍手 ffi る〕 

〇 大津淳 一郎 君 政府は、 敎育の 振興を 以て 施政の 
方針と 致して 居られます ると 云 ふことは* 今日の 時 
勢に方つては>敎育の改良進步を圖ると云ふのほ、 
全く 我國の 今日 急なる 事と 存じます、 併ながら 敎育 
の 事は、 初等から 高等に 至る までの 間は、 自ら 其 順 
序を 以て 進まないで はならぬ と存 ずるので あります 
高等 敎育 _ 關の咐 設と云 ふ 事を‘ 現內 -M が 圖 つて il 
られ ると 云 ふことは、 洵に 喜ばしい 事であります、 
現在 屮學を 終つて 高等 禺 校に 入らう と 云 ふ 生徒 幾 萬 
人に 對 して、 入學し 得る 者が 二 千 人と 云 ふやうな 有 
樣で あります るから、 高等 敎育 機關の 必要は •吾々 
も 認めて 居ります、 されば とて 然らぱ 中 it 其 他の 中 
學 程度の 學 校の 樽樣は 如何で あるかと 2;- ふに、 肺 範 
學 校を 始と して •まだ 入學奢 は 半分を 收容 する こと 
が 出 來な いのであります、 殆ど 三分の 一し か收容 す 
る ことが 出来ない と 云 ふの が •現在の 狀態で ありま 
す、 敎 育機關 の增設 は， 高等 學 校の敎 育機關 —— 高 
等敎 育の 機關 增設の 必要 もあります けれども、 又 割 
合に 中等 敎育璣 關の增 設と云 ふ 事 も、 無碍に 顧みな 
いで 措く ことが 出来ない と 云 ふ狀態 になって 居り ま 
す、 而 して 今日 敎 育の 中 最も 必嬰な りと する もの ほ 
初等 敎育 'の 即ち •國 家の 基礎と なる 國 民の 基礎と な 
るべき 敎育と 云 ふこと に、 力を 盡す のが M も 必要な 


のであります、 是ほ 外國の 例を 濫りに 引く では あり 
ませぬ けれども、 阼 年 八月に 初等教育に 對 し、 英吉 
利の 發 布した る 法律に 依つて 見ても、 初等 敎 育に 力 
を盡 すと 云 ふこと が、 是は 世界の 今日の 大勢に なつ 
て 居る、 時局の 影響は 即ち 此に 至つ たのであります 
然るに 我國の 中等 敎 育、 初等 敎 育に 對 しては. 市町 
村 若く (3; 府縣に 一任して. 敎育ほ 自治 體に 一 任して 
而 して 顧みず と 云 ふやぅな、 殆ど 似寄つ た 態度に 居 
らる k 日本の 敎 育の 遺 方であります， 而 して 府縣及 
町村が‘ 何程此 中等 敎育 •初等 敎 育に 費用を 費して 
居る かと 云へ ば •大正 ?/ >: 年の 調で 殆ど 七 千 萬圓 、今 
日は I 億圓の 金を 費して 居ります •府縣 町村には I 
億の 金を 費して 居つ て、 而し て國家 ほ 此國 民の 基礎 
たるべき 初等 敎育 に對 しては •如何なる 獎勵 を爲し 
て 居る かと 云 ふと， 國費は 漸く 昨年度に 於て >  一千 
萬圓の 金を 支出した だけの 話であります、 それから 
此 高等 敎 育機關 なる ものは、 如何にしても 是は 富豪 
貴族の 學校で あります， 今 我 國の直 接國税 百圓 以上 
を 納める 入 間は 何程 あるかと 云 ふと、 是は W 萬 人に 
足り ませぬ、 七十 七蓖 人位の 算當 しか； A T-I 々が 見て は 
立たない のであります、 ! t 接國税 十圓以 上を 納める 
即ち 衆議院 _ 員の 選擧 濯を 有して 居る此 國民は 何程  ■ 
あるかと： K ふと •是 も殘ら ず 一家 五 人に 計算して 行 
つて 見た所が， 六 百 萬 人であります —— 七 百 萬 人足 
らすで & ります、 而 して 我 國の國 民は 五 千 萬 人、 然 
らば 十圓 以上の 税金を 納める 事の m 来ない、 それ 以 
下に 居る 者が 四千 三 百 萬 人、 而 して 十圓以 上の 商 接 
國税を 納めて 居 - 6 者が 六 百 萬 人、 七 百 萬 人と 云 ふ 程 
度に 在る のであります、 直接 國税十 圓 以上を 納める 
ことが m 来ないで、 如何にして 此高等 敎育機 關の恩 
惠に與 る ことが 出來 ませぅ か、. 一人 高等 學校及 大學 
までの 學生を 養 ふと 云 ふのに は、 必ず 一箇年 六 七 百 
圆の 金は 要る のであります‘ 之を 六箇 年繼續 すると 
四 五 千圓の 金が 要る ので ある、 四 五 千 圓の 金を 學生 
生活に 與へ ると 云ふ國 民は、 如何にしても® 接國税 
十圓 以上を 納める 者の 子弟で なければ m 來ませ ぬ一 
-十圓 以上の 者で も出來 ませぬ、 rl 圓 以上の ものを 
納める 子弟で なければ， ； li 來な いと 見なければ なら 
ぬ、 然らば 高等敎 育機關 なる ものは、 富豪 •貴族、 
全く 國民六 百 萬 人中の 敎育 機關で 、而 して 四千 三百 
萬 入と 云ふ國 民の 敎育 機關で はない のであります、 
此敎育 機關 たるべき 初等 敎育 I-II 等敎 育に fn] つては、 
九 七 一 
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全く 一® 阅の突 m を 町村 及 府耗 の n 挖 に 坟任 して， 
國家ほ 之を 顴みず と 云 ふので ( 3; ありませ ぬけれ ども 
潮く 昨年度に 於て 一千 茁_ の 支 m をした、 唯々 一千 
萬 圓の茭 出が、 如何なる 効果を 迓 際に 現して 居つ た 
かと 云 ふと •社 打 物衍の 變遷 •筠 ての窃 11 から 見 ま 
したなら ば、 更に 此 一千 萬 K1 の茭出 ほ 効力を 現して 
居らぬ と 云 ふの が 現在の 狀態 であります* 如何にし 
て も 高等 敎 育機關 の增設 を必嬰 な 〇 として、 之を 完 
成す ると 云 ふ 場合に 當つ ては、 即ち 中產 階級、 下產 
階級の 四千 萬 以上の 國 民に 對 する 敎 育の _ 關に對 し 
て、 國家が 今少し 力を 盡さぬ ではならぬ •即ち 是は 
國民基 礎 敎育で あつて， 國 家の 土强 であると 云 ふこ 
とを 考へな いぢ やならぬ (拍手 起る) 故に 政府の 高 
等敎育 璣關 の％ 設す るまでに 御 ! S 發を T さつて、 之 

を 政綱の 一とせられ たこと ほ、 吾々 は大 に® 迎を致 

します る、 然らば 同時に 中產 階級、 下薛 階級の 子弟 

の學ぷ べき 初等 敎育 中等教育に fnj つては、 速に 法を 

立て、 國民齊 しく 敎 育の 恩 .® に 依らし むる と 云 ふこ 

とほ、 施政 者の 最も 努む べき 事で あり、 今日の 最も 

急務で あると 吾々 は 信ずる ものであります (拍手 起 

る) 况や諸 外 國の狀 態を 見ても， 決して 日本の やう 

な 状態の 處は ありませ ぬ、 佛關 ffi は 初等 敎 育に华 額 

以上の 經 a を國庫 が 負擔 して 居る、 又 英吉利 も 三分 

の 一 以上を 國硝が 負擔 をして 居る、 又 昨年 八月 發布 

したの ほ、 八® 年 義務 敎 育を尙 ほ延 して、 實築 補習 

敎 育まで も、 義務 敎 育の 中に 入れ やうと 云 ふやうな 

狀態 になつて 居ります、 然るに 我國は 僅に 六 歳から 

十二 歳までの 義務 敎 育を やらして、 是で國 民が 完全 

に 出来 上つ たと 云 ふことは、 宴に 遺憾な 次第で あり 

ます、 如何にしても 是ほ義 務敎 育の 年限 も， 直ちに 

延長し ろと 云 ふので はあり ませぬ けれども、 今少し 

初等 敎育に 向つて 國家が 力を 注いで、 近き 將來に 於 

て、 八® 年の 世界 同一なる 義務 敎 育の 延長と 云 ふこ 

とほ、 時勢の 促す 所， 斯 くしなければ •決して 立派 

なる 國 民の 敎 育と 云 ふこと が 出来ない と 云 ふことは 

是 は當然 な 話 だ ■さう 云 ふ狀 態に なつて 居る のに、 

唯今 總理 大臣の 御說 明は、 誠に 恭く 拜聽は 致します 

けれども、 何時 爲さ るので あるか、 是は 取調べて 何 

時 やる と 云 ふことは 出 来ない と、 斯う 仰し やる •高 

等 敎育機 關の擗 張よりも •寧ろ 此 初等 敎 育 '- |-> 等敎育 

の 機 關を擴 張し •及 其 內容を 改良し、 之に 向つ て國 

家が 多數國 民の 敎育に 向って 國 庫の 負 擔を 今少し 增 


大して行くと云ふこと； 13: 、貧富階级の反目嫉_を防 
ぐ 上に 於て^: 最も 急なる ものと 謂は なければ なり 
ませぬ (拍手 起る) 斯樣 な狀 態より、 政府の 高等 敎 
育 機 關の岈 設を 賛成し、 之を 有効なら しめ、 国民に 
於ても 之に 滿 足の 意を 表する に ほ， 如何にしても 同 
時に 初等 敎育 中等 敎 育に 向つて、 國庫が 今少し 嵆發 
をし なければ、 決して 國 家の 敎 育を、 完全に 不公平 
なく a 行した ものと ほ 申す ことが 出来ない と 云 ふの 
が、 此 案の 成立ちであつて、 其 一 箇條 々々々の 細目 
に至つてほ，是は實ほ委員會等に於て、私共は細か 
に 調査した ものを 以て 1 政府 及 « 他の 委員 諸君と 御 
協議の 上， 適當な る 方法を 立て、、 現 內閣の 敎育改 
良 進歩の 御 政策を 御援け 申したい と 云 ふ、 衷心より 
出で K る此 案なる ことを 能く 御 諒承 下されん ことを 
吾々 は 希諾 する のであります。 

〔拍手 起る〕 

〇貤口 秀雄君 議長々々 . 

0 議長 (大岡 育造 君〕 樋 口秀雄 君より、 議事 進行に 
付て 發 言を 求められました. 實は 反對 者の 通告と し 
て、 小久保 喜 七 君より して 通告が あります が、 議事 
進行に 關 する 事に 付て であります から •此 場合に 許 
します C 

〇 腿 口秀雄 君 簡單 ですから 席上から 申します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 簡單に 其 席から 御說 明を、 宜 
しう ございます。 

0 樋 口 秀雄君 唯今 岩 崎 君が 御 動議を 提出され まし 
た 中に も、 此吾 々の 提出し ました 敎育 振興に 關 する 
建議案の 七 箇條中 •法律に なつて 居る もの も あると 
云 ふ 一言が あつた， 又 原總理 大臣の 御 答 辯の 中に も 
旣に 法律と なつて 居る ものと* 重複す る やうな もの 

が あると 云 ふ 御 話であつた •私は 此 問題に 付て は、 

今說明 中に 申 上げて あるので あります るが、 果して 

さう 云 ふ 御意 見なら ば、 どの點 が 法律に なつて 居る 

かを 伺 ひませ ぬと ：：•  C 『質問 か」 「_ 事 進行で {3: 

ない」 と 呼 ふ 者 あり〕 私 並に 賛成 渚が 賛成の 趣旨を 

述べる 上に 於て •甚だ 不都合で ある， 其點を 伺 ひた 

い (「議事 進行で ない」 と 呼ふ莕 あり〕 是が 明かで 

なけれ ぱ 討論が 出来 ませぬ。 

0 誘 長 (大岡 育造 君〕 小久保 喜 七 君の 登®! を 促し ま 

す (拍手 起る) 唯今 樋 口 君の 發言 if 議事 進行に 關 

する ものとは 認め ませぬ (「ひや-'^ j  r のう 

」 「答 辯が 出来ない の だ」 と 呼 ふ 者 あり) 


〔小 久保喜 七 君 登 捜〕 

〔拍手 起る〕 

〇小久 保 喜 七 君 私は 岩 崎 君の 御！ F *-X 1E に S 成を 致す 
者であります、 唯今 大津 君が 熟 心に 御 演說が ありま 
したが、 大津君 の II 々の 御演說 ほ、 岩 崎 君の 發戠に 
反對を 致す 理由に ほなる まいと 思 ひます" 岩 崎 君の 
發議と 云 ふ もの ほ， 政府が 旣にや ると 云 ふ 以上 ほ、 
建議の 必要は 無いで ほない かと 云 ふので あります、 
而して政府ほ實行の方針を以て、考礅 '|' であると云 
ふ 以上 ほ， 何も 大津 君が 彼の 樣に 長い 御演說 を爲さ 
る 必要 ほ あるまい と 私は 考 へます から、 大津 君の 御 
演說に 付て (3: 見當違 であると 云 ふこと を 私は 認めて 
居る から、 別に 反駁 等は 致し ませぬ、 (「ひや < 
J 「のぅ <」〕 直ちに 私 ほ 岩 崎 君に 賛成の 理由を 
申 述べる 積〇で あります が、 凡そ 物を ® 々 すれ ぱ輕 
んぜら る、 此 建議撾 の 如き も、 之を 度々 輕く 用ゐれ 
ば、 其 効力が 薄くなる と 思 ひます、 若し 時勢の 要求 
が ある 場 合 に 政府が 氣が 付かない とか、 或は 政府が 
反對 であると 云 ふ 如き 際には •即ち 此 建議 權を 用ゐ 
ると 云 ふことは 必要であります が、 政府が 旣にや る 
と 云 ふこと が 明かに なつて (「考慮 屮 だ」 と 呼 ふ 者 
あり) 居る ものを、 之に 向つ て、 建議案を 提出す る 
と 云 ふことは、 必要 ほ 無い と 思 ふので あります、 そ 
こで 此纽 議案を 段々 拜見 致します るに …… 

【此 時發言 する 者 多く 翳 場騷然 J 
〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に ：… 

0 小 久保喜 七 君 段々 拜見 する に、 敎育 調査 會に於 
て 決議され た 事項が 犬い のであります、 而して 此の 
決議した 事項に 付きまして は總理 大臣が 先刻 諸哲に 
申 上げる 通り、 旣に實 施し 得られる ものは ® 行した 
と 云 ふので あります、 故に 政府 ほ 之を 實行 する 方針 
を 以て 考盧 すると 云 ふ 以上は‘ 是は 十分に 吾々 は 安 
心が m 来る のであります， 諸君、 況や 提出者の 大津 
君の 御說 と嗵口 君の 御說 とほ， 矛 ®' して 居る、 此趄 
議案を 見 ますれば、 何時でも 宂 しいと 云 ふ 意味で あ 
るのに、 大津君 の說 明に 依れば •何故 今年の 中に や 
らぬ かと 云 ふに 至つて >  實 に 私は 驚く のであります 
(拍手) 同じ 提出者に 於て、 說 明の 理由の 違 ふと 云 
ふこと を 私は ® くので あります、 私共は 此 政府を 信 
じます、 此 政府は 敎育 振興を 方針と する 政府に して 
總理 大臣 ほ實 行の 方針を 以て 考憩 中で あると すれば 
建議の 必要なしと 私 it 存ず るので ある、 諸君、 凡そ 


政治家 if 漶 ぷ を 知らな けれは ならぬ、 内た ' ffi 好* が 
反對薄 の 政府へ 探りを 人れ て、 其 中 一番 朽へ (1 0 {几し 
いで あらう と 思 ふ I S 民 〇 好み さうな 間 Eil を 15 行 
すると 云 ふこと を 探り 得る と、 尚ち に 之を 御 a 案と 
して 提出し、 自分の 建狨に 依つ て 政府が やつた など 
と 言つ て C 「のうく  J 一 ひやく  I 其 他,！： する 
者 多し) M 勢撾 張の 具に 供す る 卑劣に 至つ て {t s く 
の 外は ない、 此 甫要なる間題を嫌派の链牲に門 
とは 何事で あるか、 政府が 此決 心を 以てする と 言 ふ 
以上には 、十分： ? f 々は 政府を 信任して 、政府に a 行 
せし むる と 云 ふ 方針を 執る のが、 是が常 然であ つて 
建議 權の濫 用と 云 ふ ものは、 建議 糊の 効力を K から 
しむる 間 題と 私共は 信じます る， 政治家の 德 a に 疑 
の ある 本案の 如きは、 御 止めに なつて 御 撤回に なつ 
たら 宜か らうと 云 ふこと を勸吿 致します、 それ 1 V 腔 
かないな れぱ 否決す るの 外は ない。 
r 拍竿 起る〕 

0 岩 崎勸君 討論 終結の 動議を 提出し ます ( 「S 成 
賛成 J 「反 對」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 議長 (大岡 育造 君) 總理 大臣から 發 言の 通告が あ 
ります から、 此 場合 之を 許して、 岩 崎 おの 動議は あ 
とから 決を 採ります、 總理大 K。 
t 國務 大臣 原 敬 哲登捎 J 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 大律 君の 御演說 も 承りました 
•か、® だ 異様に 感じます る 御言 葉が あるので ありま 
す、 高等 敎育ほ 富 綮敎 育の やうな® が ある V) 云 ふ 御 
演說で ある、 是は御 間違で ありませ う。 

〔此 時發 言す る 者 多く 議場 騷然〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 敎 育に 從事 する 所謂 敎 員に 對 
する こと、、 之を 學ぶ 所の 學生 に對 する こと、、 二 
樣の別 ある ことは 御 承知の 通りで ある、 此建 議案 ほ 
敎 M の 俸給、 中等 敎 員の 年功加俸、 屮等敎 員の 退職 
給 •皆な 敎 員の 事が B いて ある (「 敎 員の 改善は ® 
て敎 育の 改善になる の だ j  r 默れ <」 其他發 言す 
る 者 多し〕 敎 員に 多くの‘ 茭給 をす ると 云 ふことは、 
決して 惡 るい 事では ない、 敎員も 多く 金を 遺つ て 俥 
給を 裕か にす る ことは、 更に 差 支ない 事で ある、 財 
政の 許す 限りに 於て は、 原則として 何人も 異論の な 
い 事で ある、 併し 敎 員に 俸給を 多く 支給す れぱ 、多 
くの 生徒が 學ぴ 得る と 云 ふ 次第で ほない、 故に 高等 
敎 育機關 を攒 張す る 必耍は 、小學 校には 小學 校に 入 
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貪： 3： 政策 及 小作 s lffi M に 關ナろ 建 漭粢 
料联締 法、 米 麥品種 改良 規則 •又木 日 政府から は、 
開染 '助成 法案なる ものが 提出され ました •斯の 如く 
生產咐 加と 云 ふこと に 13: •色々 の 制度が あります が 
米麥生瘁後に於ける所の制度に至りましてほ、國家 
として、 何等の 制度を 設けて 居らぬ のであります、 
又 何等の 施設 H 無い のであります 、由来 米 麥收拯 後 
の 制度 if 御存じの 通り 第一 米 麥の乾 燥 其 宜しき を 
得なければ なり ませぬ、 第二 ほ 調製 其 宜しき を 得な 
ければ なり ませぬ、 第三 ほ 荷 造 其 宜しき を煜な けれ 
ばな り ませぬ、 進んで ほ 保管 並に 輸送に 關 し、 雨 ii 
であると か、 濕氣で あると か 云 ふ 事の 注 - 1C を 致し ま 
して、 飽まで 米裘の 減損を 防止す る 所の 方法を 考へ 
一なければ ならぬ ので ございます， 若し 是 等の 注 1C を 
致しましたならば •變 質で あると か、 或 ほ 腐敗 •蟲 

害、 脫漏に 原因 致します 所の n rlll 痛で あると か、 升 減 

と 云 ふ 事 (X 無い のであります、 然るに それ 等に 付て 

何等の 考を御 持ちに なつて 居り ませぬ、 何等の 制度 

も ありませ ぬ、 若し强 て我國 に斯の 如き 制度 ありと 

するならば， 農業 倉 ® 業 法の 施行で ありませ う、 若 

く (3: 一道 二 府 E£ 十六 縣に苴 つて、 府縣令 若く は 同業 

組合の UI? 用に 依つ て 設けられて ある 所の、 穀物檢 査 

法で ありませ う、 併ながら 之を 實際 に徴 しました な 

らば、 悉く 缺點が あるとは 申し ませぬ が、 槪ね總 て 

の 多くは 缺點 並に 弊害が 伴 ひまして、 何等 其 米麥の 

收播 以後に 於け る 減損 防止の 目的を 達して 居らぬ の 

であり i す， 其 一二 CD- 例を 擧げ ますなら ば、 農業 倉 

庫 ほ 御存じの 通り、 其の 普及は 十 年を 待たな けれ ぱ 

完全に 1 n 及 (X 出来ない と 云 ふ 事に なつて 居ります、 

| 其農槳 倉庫の R 的中に、 或は 調製、 或は 荷 造 •或は 

保存と 云 ふ 事の 獎 g も 出来て 居ります が、 併ながら 

米 麥の減 損を 防止す る 根本 手段で ある 所の、 乾燥 其 

{几し きを 得る と 云ふ點 に 於て は、 何等の 獎励 方法が 

農業 倉庫の 中には ありませ ぬのであります， それが 

爲め に假令 農業 倉庫が、 十 年後に 於て 我國に 普及 さ 

れる ことがありと 雖も 、減損 防止の 根本た る 乾燥 其 

宜しき を 煜 ると； K ふ 事には、 何等の 効果は ありませ 

ぬ、 翻つ て 全國各 府縣の 穀物 檢査 の實狀 を 眺め まし 

たなら ば •如何 やうなる 狀態で あるかと 申しました 

ならば、 全 國に亘 つて 此 穀物 檢査を 統一 節制す る 所 

の 中央 機關が ありませ ぬ、 それが 爲めに 谷府 縣に亘 

り •區々 まち  <な る 取締の 方法を 立てて 居ります 

爲 めに、 生 產 者、 販賣者 •消费 者に®々 なる 不利不 


便を 與 へて 居ります、 又 2 r 治璣關 の 常と しまして‘ 
御存じの 通り 鸨找 削減を 以て 能事 舉れ りと する 風が 
我國の 自治璣 關には 多い ので •こざいます、 それが 苜 
めに 果して 是が 生產的 經费な り や、 不生產 的羥费 な 
り やの 區 別す らも 致さず して、 徒らに 此 米穀 檢资に 
耍 する 费用を 削減す る府 縣が澤 山あります， それが 
爲め に檢査 法と 云 ふ 形骸の みは 殘つて 居りまして、 
其 內容ほ 極めて 不完全なる ものが 多い のであります 
又 自治 制の S 決機關 は、 御存じの 通り 極く 議員の 數 
が 少ない が 爲め に、 一時の 感情に 支配され ると か， 
若く ほ 一時的 利害に 支配を されまして、 彼等 議決 機 
關に與 つて 居る縣 會_ 員で あると か、 若く は 同業 組 
合の 代議員で あると か 云 ふが 如き 所の 人が、 檢查從 
業 員に 種々 なる 干渉を 加へ ます， それが 爲め に檢査 
從業 員は、 常に 郡會鞣 員で あると か、 或は 同業組合 
の 代議員に 製 肘を されまして、 忠實其 業に 服す る こ 
とが m 来ない と 云 ふが 如き、 狀 態に 相 成つ て 居る の 
であります、 それが 爲 めに 產業 P 察と も名づ くべき 
實 に 貴い 所の 檢査 事業を して、 徒らに 一部の 野心家 
の 玩弄物たら しめて 居る 府縣も •注々 見受ける ので 
ございます、 更に 重要なる 幟 送 保管に 關 しまして は 
何等 我 國に統 .一 ある 取締が ありませ ぬ、 それが 爲め 
に 雨 漏で あると か、 又は 濕氣で あると 云 ふやぅな 害 
ょり 致しまして、 御存じの 通り 米が 變質を 致し、 腐 
敗を 致し、 或 ほ 蟲が 著く と 云 ふやぅな ことがあり ま 
して， 莫大なる 原料を 收撻 後に 於て 減じつつ ある 次 
第であります、 以上の 如く 米麥收 極 後の 制度と 云 ふ 
ものは、 我國に 於き まして ほ 極めて 不完全で ある、 
，極めて 不親切で あると 云 ふ現狀 であります、 然るに 
之を 世界の 農業 國に 眺めます るに、 御存じの 通り 米 

國 加州に 於き ましても •亦 加奈陀に 於き ましても、 

それ 〇 穀物條 例なる ものを 發 布し‘ 穀物 法なる も 

のを 實施 致しまして、 統一的に 穀物の 品 痛、 桝 減、 

それ 等の 豫 防と 云 ふこと に 十分に 注意を 致して 居り 

ます、 若し 夫れ 我國に 於き ましても， 此 統一的に 穀 

物の 檢査 並に 其 他の 減損 防止の 制度を 執り ますれば 

莫大なる 利益が ある ことは 明かであります、 假 りに 

私が 調べました 調査に 依ります ると、 或縣で ありま 

す、 某縣の 穀物 檢査 所に 於き まして、 比較的 完全に 

穀物 檢査を 致して 居ります 縣の統 計を 見ます るに、 

穀物 檢査の 施行 前より 施行 後の 比較を 致します ると 

即ち 施行し ない 以前と、 施行した 以後と を 比較 致し 


ますると、八分三厘六毛の |1 .?痛，桝喊を豫防して居 
る 宵 辑を得 たのであります* 檢赉を しない 以前と 以 
後と を 比較 致します ると、 檢齊 .施行 後 li 桝減 、品 痛 
と 云 ふ ものが 八 分 三 厘 六 毛 少なくな つた、 斯う 云 ふ 
やうな 統計を 得た のであります ,-' 果して 然らぱ 、若 
し 我國に 於て 統一的に 完全に 收撻 後の 制度を 具備 致 
しましたならば、 昨年の 米作 約 ?/ J: 千 五一 2 萬 石と 致し 
ましても、 其 八 分 三毛 六 毛 ほ 幾らになる かと 申し ま 
すれば、 四百 五十 九 萬 八 千 石と なります、 先づ 一石 
.を 四十 圓と 見まして、 一億 八 千 三百 九十 二圓 •是だ 
けの 國益佾 進が 出来る ので あ 〇 ます、 險査 だけで そ 
れだ けであります I 統一した る檢査 だけで それ だ 
けの 利益が あります、 况や 米麥の 保存 輸绘 の驭締 3!;- 
宜しき を 得ました な. らば •食糧不足で あると 云 ふ 今 
日に 當 りまして、 其 食糧： f 足 も 補 ふこと も m 来る だ 
らうと 思 ひます、 FL つ 其 費用の 如きに 至りまして ほ 
幾ら あつたなら ば それだけの 仕事が 出来る かと 申し 
ますと、 本員の 取調べる 所に 依 〇 ますと、 年額 約 三 
百 萬圓を 以て、 米 麥收撥 後の 乾燥 調製 荷 作の 肢締が 
完全に 著く と 云 ふ 調査を 得た のであります、 此僅々 
たる 費用、 即ち 三百 萬圓を 以て、 其 六十 一倍 以上の 
收權 一億 八 千 三百 有 餘圓の 莫大なる 利益を 撥 得する 
ことが 出来る のであります、 併ながら 國費 多端の 折 
柄であります るが 故に、 私は 決して 國費を 以て、 全 
部是 等の 事業を 爲す べしと 云 ふが 如き ことは 言 ひま 
せぬ、 其 費用の 一部分 ほ 國家に 於て 負擔 し、 大部分 
ほ 府縣に 命じて BI なりと 信じて 居ります、 其 他 檢査 
手數 料の 名目に 依りまして •形式に 依りまして 地主 
販賣 者よりも、 それ 等の 费 用を 出さす 事が UI 來 ると 
思 ふの みならず 、米の 檢查を 致します れば 、地主 販 
賣 者を 利益す る ことが 多大であります るが 故に、 彼 
等は 喜んで それ 等の 費用を 出す ものな りと 私は 思 ひ 
ます、 又實緝 上さうな つて 居ります、 故に 費用と し 
て も 何等 恐る るに 足らず、 且つ 食糧 增 加に 偉大なる 
効 |:| :へを與へるものと確信して居ります>所が玆に最 
も 注意すべき (i: 何で あるかと 申します ると* 地主と 
小作人との 關係で あります、 即ち 假 りに 米 收 一! 後の 
檢査を 施行 致します れぱ、 _ 善良なる 年貢米を 地主が 
受取る 價が 高くなる、 地主は 非常に 喜ぶ ことにな り 
ますが、 其 善良なる 米を 製作す るに 付て、 勞力を 費 
した 所の 小作人 ほ、 何等の 分配に 與つて 居らぬ、 是 
に 於て か往々 米 麥の檢 査を勵 行 致します る 場合に 當 


_ f 七 六  _ 

つては、 小作人を 目的と T る 土 Jla I? if {,'f c ':'s : ff に！ 一| 

し、 彼此 爭蕺を 起して 居る 堪が 多い 。であります、 
斯の如 きは 迓に 社 a- 政策 上 •見 S す こと 0 ;!', 來ない一 

間 題であります、 又 農業 保 謎の 上から 見ましても、 
徒らに 池 主の みに 利益を 與 へて、 小作- ^ VS しむる 
と； ZS ふことは， 追て ほ 地主の 困る ことになる 〇 であ 
ります •小作人を 保 1¢ し、 小作人を 大 也に 致して ® 
きます れば 、地主 も 自然と それが 爲 めに、 己れ の 土 
地の 小作 者が あると 云 ふ 所ょ りして、 利益を 得る 次 
第であります、 是 II 兩々 相俟つて、 而も 今日に 於て 
ほ、 小作人 保 sg をす ると 云 ふこと が、 最も 農 菜 保；； sit; 
の 上から 論じましても、 社窗 政策の 上から 考 へまし 
ても將 た收酸 後の 減損 防止の 方法から 考へ ましても 
必要な 〇と考 へる 次第であります、 况や 近時 小作- S 
ほ、 先刻 申 上げました が 如く、 各種の 工業が 勃興 致 
しました に 伴ぅて、 彼等 ほ 轉 業しつつ ある® 向が あ 
るので あります、 特に 小作人の 子弟の 如きに 至 〇 ま 
して ほ、 他の 事業に 轉 業しつつ ある 阐向が ある こと 
は、 背 樣 御存じの 通りであります、 故に 是等の 防止 
の 上から 見ましても、 小作人 保 憩 政策 樹立の 必要 あ 
りと 存じます、 ! 1. 又 食 ® 問題の 解決 上、 S 業 勞 力の 
保護を 以て 一大 要件な りと 確信す る 次第であります 
以上の 理由に 依り、 此際 政府に 於て、 食® 政策と し 
て、 米 麥收撻 後に 於け る 減損 防止の 方法を 調ず べし 
更に 米 麥收® 後に 於け る 減損 防止 獎勵 、及 小作® 轉 
業 防止の 爲め 、小作農 保 謹の 方法を 調ず べし、 斯ぅ 
云 ふ ai 議 であります •勿論 唯今 申 上げました る說明 
屮 、統計 及數 字の 根據 、並に 建 _货 行方 法は、 幸に 
委員 會に 付せ ら るる 光 榮に 浴し ますれば、 其 時に 於 
て* 委しく 說明 致す ことに 致したい と考 へます、 滿 
場の 御 賛成を 希菌 致します。 

〇萵田 耘平君 質問が あります ^' 本 問題 も 米穀 保存 
上 必要の 問題で ございます から‘ 多分 農 商務省の 當 
局は、 長く 考慮し つ X ある こと、 存じます、 農 商務 
大臣が 居 D ませぬ が •煶務 局長が 唐り ます、 大臣の 
出席を 煩す まで もな く、 農務 局長に 於て、 lit の 問題 
ほ 今日まで 更に 考 隞 した ことがある や 否や、 現在考 
盧中で ある や 否や、 更に 研究せ ざる や 否やと 云 ふこ 
とを 質問し ます，、 

〔政府 娄員 道家 齊君 登攒〕 

0 政府 委員 C 道家 齊 君〕 唯今 議題に なつて 居ります 
る、 米麥 の收麵 後の 減損に 對する 保存の 方法は， 農 
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商 S 省に 於て 攻究して： £ るか どうか、 斯う 云 ふ 御 尋 
と考 へます •是は 逑 諮 渚の " fli 今 御 述にな りました 通 
りに、 佾殖 と共に 收撻 後の 減 © を 防止す ると 云 ふこ 
と li 最も 大切な 事であります、 それ故に 乾燥 調製に 
付きまして、 大體の 上に 於て， 其方 法は 地方々々 に 
依て n 下 攻究 致して 居 〇 ます， 即ち JK 北であります 
とか、 或は 關西 地方であります と 云 ふと、 ® 候が® 
稲異 つて 居ります から、 其 地方々々 に 適 常なる 方法 
に fe つて、 是に 於て 大體乾 燥 調製の ことは 攻究 致し 
て屛 るの みならず、 又 唯今 05 議 者の 御 述にな り まし 
た 通り、 米穀 檢査 所と 云 ふ ものを 設けて 居ります、 
それが 即ち 一方に 於て は、 米穀の 乾燥 調製 等を 致し 
ます、 即ち 檢査 所で 是 等の 方法を 設けて 居ります、 
又 農業 倉 BB も 同じ やうな 趣意で、 一部分に 於て は 矢 
張 乾燥 調製を 見まして、 等級を 付す ると 云 ふこと に 

相 成つ て 居ります、 大 ga の 上に 於て 今日の 狀態と 云 

ふ ものが、 十分に 行 屈いて は 居り ませぬ けれども、 

大嬰今 申 上げる やうな 次第で、 乾燥 •調製、 其 他 取 

引、 運送 上に 付ても， 相 當に出 來るだ けの 注意を 致 

して 居ります*  (「 考硪は しないので すか」 と 呼 ふ 

者 あり) W ほ 今日の 狀態に 於き まして， 十分な りと 

は 考へて 居り ませぬ が •益々 進んで 朵れは 攻究 致し 

ます。 

0 岩 崎 勃 哲此案 ほ 謎 M 指名を 以て 九 名の 委員に 付 

託せられん ことを 轺み ます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇:: 一木 武吉君 ® 兄が あります。 

〇 謎 長 c 大岡 育造对 〕 r( 見が あつても， 立つ た 人の 

順序を 見まして、 先き に 立つ た 人を 許した ので あり 

ます。 

〇 三 木武吉 君委 M 附託に 付て S 見が あります U 

〇謐長 r 大岡育 造 封〕 委 fl 付託が 先決問題で ありま 

すが . 

〇 三 木 武吉岩 委员 付託に 付て SS 見が あるので す、 

唯今 常 局の 御說 明を 伺 ひます と， 本案に 付て は 政府 

は 其必 嬰を 感じて、 目下 攻究 屮 であると 云 ふ 御 意見 

であります、 本 M ほ 此 前に敎 ft 振興に 關す る as 謎 案 

に 付て、 我激 提出者が 其 案に 對 する 政府 並に 與黨の 

33 見を 拜煦 致します と 以前 是と類 を 同じう 致し まし 

たものに f-J て考牌 中なる が 故に、 委員付託と なすの 

必姿な く  •即決 否決を e すべし との 御狨 論を 正當な 

〇 として* 決定せられ たる 蓀堪 であります から、 そ 


れと沾 神を！： くし、 それと 狀態を 同じく する 本案に 
對 しても， 亦 即決 ?,' 決を 爲す のが 正當で あらぅ と 信 
じます から、 反對激 の 諸君 並に 政府の 御 反省に® へ 
或 ほ 政治 ii 總に魈 へて、 即決 否決せられ ん ことを 望 
みます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 先づ委 M 附託が 先決問題で あ 
ります から、 委員 附託が 否決され， 成立たない とき 
には 本 問題に 付て 可否を 採ります、 順序と して 岩 崎 
剧 君の 励 謖 に S 成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (大岡 育造 君： >  多數 であります、 仍て 本案は 
謅娱 指名 九 各の 委 M に 附託す るに 決しました I 日 
程 第 四、 東方 調査 局設阖 に關 する 建議案を 識 題と 致 

します - 伊東 知 也 君。  _ 

第 四 東方 調査 局 設置に 關 する 建 蕻案 (伊 
東 知 也 君 提出) 

東方 調査 局設笸 に關 する瑰 _ 案 
東方 調査 局設蹬 に 關する 建 _ 

東方の 國悄 調査に 關 する 特別機 關を 設け 在 朝 在野 
を 問は す 厢く 其の 事情に 精通せ る 人士を 集め 完全 
なる 調赉 機關を 設け 以て 我 か 阀對 3i 方 政策の 根抵 
を 確立せ むこと を si : む 
右 建議す 

朿知 也恝贷 壇：！ 

0 伊 柬知 也 ?} ■ 本案 IX 多年の 間滿場 一致を 以て 本議 
場を 通過した 案で ございます から •委しい 説明 ほ 要 
らぬと 思 ひます、 隨て 政府は 常に 考盧 中の 間 題で あ 
ります •考阐 中で あるけれ ども >  實 行し ないから 建 
議 しなければ ならぬ と 云 ふ 立場に 至る のです、 故に 
憲政 會の 諸君 も、 其 御意 思を 以て 御聽収 あらん こと 

を 希 菌 致します、 約 十回 も 本 誘 場を 通過して 居り ま 

すが、 政府 ほ 一回 著 手され て 居らない のみならず、 

此歐掘 巴の戰 萌の 結果 *做 に iic は m みました けれど 

も、 今後 彼等の }} I 方に 殺到す る有樣 、或は 支那の 混 

亂狀態 等の 狀况に 照し まして •どぅしても 今回 ほ、 

本 鹋關の 設立を 希望し なければ ならぬ と 云 ふ狀態 に 

なつて 居ります •其 理由を 誶 しく說 明 致します れぱ 

恐らく 三時 間 も四畤 間 も掛〇 ますが、 賢明なる 諸 e 

而も lit 僧氣滿 々たる 議場に 御殘 りに なつて、 私の 提 

案の 理山を 御 e になる 方々 に； jt 說 明の 要 (3: 無から 

うと 思 ひます が、 極く 簡單に 申 上げます のみならず 

政友會 の 諸君 ほ、 常に 本案に 對して 御 賛成 下さい ま 


して、 何時も 滿場 一致： v 以て 通過して 居た ので あり 
ますが、 今度 こそ 政 友會の 方々 が、 我黯内 閒を御 組 
織に なつて 居る ので あるから， 當然 本案が 成立され 
る やうに-御 ■力 & る ことほ 當然の 事で あらう と 信 
じて 疑 ひませ ぬ、 唯々 外務 當局 、或は 總理大 K を 首 
め， 外務 大 E が 先 U 來說 明され た 事を 承 〇 ますと、 
甚だ 疑惧に 堪へな い點が ある 支那に 對 して 妥協の® 
吿は した， 此間も 滿洲の 土地 商 租の問 題に 付て 質問 
した 時に、 多少 申 上げました が、 現在 妥協 だけの® 
吿は したが、 それ 以上は 知らぬ と 云 ふやうな ことは 
甚だ： 个 徹底で ある、 妥協したら、 果して 日 支 親善の 
實が擧 るか 否や も考へ なければ ならぬ、 然るに 支那 
現在の 混亂狀 態と 2 ふ ものは •果して 南北を 妥協せ 
しめて， 圓滿な る 解決を 遂げる か、 圓滿に 統一して 
我 日本と 眞誠な る 所謂 近頃の 流行言葉なる、 日 支 親 
善が 行は れる かどう かと 云 ふこと を 究めなければ な 
らぬ 、私の 考では ，單に 日 支 親善と 云 ふやうな •漠 
然たる 言葉 CD- 下に 對支 政策の 根 本義を 定む るな どと 
云 ふは •實に 憂 ふべき 事で あるので あります、 而も 
其 政策の 第一 著 手と して 單に 南北 妥協を 勸吿 する、 
成程 それ ほ 宜しい、 而も 列 國を迪 ねて 支那に 勸吿し 
たので あるから、 支那の 現在 南北の 當局者 ほ 應ずる 
かも 知れ ませぬ、 應じつ 、ある やうな 形勢に 向つ て 
居る と 先！：！ 外務 大出も 言 ! X れた 如く、 妥尬 の狀况 が 
非常に 進步 して 居る らしい 椹樣 である •併ながら 南 
北 妥協した 所が、 果して 當 局の 言は れる 如く、 日 支 
親善が 實 際に 行 はれる かどう かほ 考へな ければ なら 
ぬ， 能く 世間に 夫婦喧嘩の 中に 入つて、 夫婦喧嘩 ほ 
濟んだ が、 後と で 却て 中に 入つ •た 人間が 怨まれ ると 
云 ふことは 世の 俗事に ある ことであります、 恐らく 
南北 妥協を fi rr した 我國も •夫婦喧嘩の 中に 入つ て 
後と で怨 まれる と 云 ふ 結果に 陷り ほせぬ かと 云 ふこ 
とを 疑 ふので あります、 然るに 我 當局ほ 如何なる 考 
を 持つ て 居られる か 知らぬ が、 南北 妥協と 云 ふこと 
に 付て 南方 側の 速 中、 及 : It- : 方 側の ai 中が 如何なる も 
ので あるか" 此妥協 に 付て 如何なる 者が 賛成を 表し 
如何なる 者が 反對を 表した か、 全 體の支 那の 形勢は 
ど 5 云 ふこと になつ て 居る かと 云 ふこと ほ 恐 1-> く 外 
務« の 方に ほ、 どう 云 ふ 翻 察で あるかと 云 ふこと を 
疑 ほざる を 得ない のであります、 近頃 私の 得ました 
所の 情報に 依ります と、 此妥協 に 付て わい< 言う 
て 賛成す る 連中 —— 南方で も 賛成す る 連中は、 地方 


的 勢力を 有しない 、連中で ある* さう して 北では 除： 
世昌で あると か 或は 其 他の 連中* 南方で も 色々 の わ 
い <騷 く 孫 逸 仙 一派、 其 他の 連中が あります けれ 
ども， それは 本當の 表面の 賛成者で あつて， 眞に此 
妥協に、 現在の 支那の 地方の 關係 を謌 ベて 見ます と 
地方 的 勢力を 有して 居る 連中は、 皆々 各々 地方に 歸 
つて、 割據獨 立の 準備を 爲しつ i あるので あります 
雲 南に 於け る 唐 繼堯で あると か、 或は 關西に 於け る 
陸榮廷 であると か、 其 等の 通 中は、 彼等の 廣苽に 於 
ける 政府の 連屮が 疲れ果て、 妥協に 锊成 する けれど 
も， 彼等の 地方 的 勢力を 有して 居る 連中は， やるな 
らば やつて 見ろ と 言つて 居る •北方に 於て 段祺端 一 
派の 如き ほ、 即ち 此方 針を 執つ て 居る ので ある、 是 
等の 事を 能く 綜合して， H に 妥協と 云 ふ 一 小事で あ 
つても •餘程 攻究し. 調査す る 必要が あるので あり 
ます" 又 西 伯 利に 於け る 所の 亞米利 加の 彼に 對 する 
有獄其 他に 付ても， 諸君 も 隨分御 研究の 御 方 も あり 
まする が、 一度 限を 轉じて 大陸の 狀况に 及んだなら 
ば •どうしても 此儘 にして* 晏然 として®^ 平の 夢を 
貪る ことが / li 來ぬ のであります、 外務省に それ< 
の械關 もあります から、 十分 御調 3S も ありませ うが 
此千載 一遇の 睽關 のみならず、 將に歐 細 巴戰爭 の餘 
沫を 受けて、* 等の 歐米 諸国の 勢力が 東洋の 全體に 
殺到し 來 らんと する 今日では、 今までの やうな 工合 
にはい かぬ ので あるから、 此 位の 調査 機關は 當然御 
設けに なつて、 上下 一致、 國民 共に 將に來 らんと す 
る 所の 怒濤 狂瀾に 備へ なかつ たなら ば、 我國 家の 前 
途を 奈何 せんと 私 ほ 考へ ざるを 得ぬ のであります、 
願く ほ 諸君、 滿場 一致を 以て、 前例に 從つて と W う 
て ! X 甚だ 語弊が あるか 知れぬ が、 前例に 從 ふのは 當 
然で あります が、 前例 以上に I!-h 度は 是非共 諸君と 共 
に、 當咼に 於て 設立させる と 云 ふ 御考の 下に、 御賛 
成 あらん ことを 希望し ます" 

〔拍手 起る〕  ^ 

0 岩 崎！！ 君 本案 ほ 議長 指名を 以て •九 名の 委員に 
附託せられ ん ことを S3 みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 11 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 本案は 議 
長 指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 致します。 

0 岩 崎勸君 日程 第五に 對 して、 延會の 動 K を 提出 


觅方調 有 局設 S に關 する 迚識案 
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九 七 八 


致します。 

0_ 長 .-,* 大岡 育造 君〕 日 si 第五に 對し延 會の動 _ が 
出ました、 延锊に 御異适 ありませ ぬか。 

【r 異漭な し異蓊 なし. 一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 ■長 (大岡 育造 君〕 異_な しと 認めます、 日程 第 
五 ほ 延 fT に 決します、 乃ち 日程 ほ 是にて 議了 致し ま 
•した、 次回の 日程 (3: 公報を 以て 報告 致します、 今日 
ほ 是 にて Tf< 會。 

年後 三時 三十 四 分散 畲 


〇 大正 八 年 二 月 一日 一土曜日〕 

午後 I 時 九分 開議 
議事 日程 第 八號 
第 I 道路 法案 第 I 請 會 

第 I! 右 議案の 蓉迓を 付託す へき 委員の 選舉 

第三 北海道 茜 土人 保 蘧法中 改正 法律案 

第一 ^ 會 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の il 墩 

Ms 開 12 助成 法案 (微腑 ) 第！  _會 

第 六 右 fi sg の 蓉査を W 託すへ き 委員 .© ia 擧 

第 セ 裁判所の ie n に 關 する 法律 ul) m 

I 讚畲 

第 八 右 議案の 蓉瓷 を 付託す へき 委員の 11 舉 

第 九大 正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

第 |讀 會 

第 十 右 議案の 審査を 付託す へき 委員 ' © 選 接 

第 十 一 不動產登記法中改正法律案(一撇_)第 

I 讀齒 

第 十 二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 

第土一11敷設法中改正法律案(龇腑)第| 

讀會 

第 十四 右 11 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 擧 

第 十五 北海道 錯道 敷設 法 中 改正 法律案 s ^, 

第 I 讀會 

第 十六 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 11 擧 

第 十七 it 幣局据 M 運 1 : 資本 增加及 設備 擴張甓 

に關す « 法律案 (撇腑 ) 第| 

第 十八 右 議案の » 査 を 付託す へき 委員の 11 擧 

第 十九 次 正 i 法律 第 四號中 改正 法律 •!§ (雜 

_一  第 5 會 

第 II 十 右 議案の 窸査 £ 付託す へき 委員の 選擧 

第一 一十一 帯國 大學特 别會計 法 中 改正 法律 第 


ii 腑 )  5 讀畲 

第 II 十二 右 議案の 蓉查 £ 付託す へき 委員の il 

.  m 

第 11 十三 東京 蒂國 大學及 京都 辞 国大 學臨 時改 

府支 出金に ¥る 法律案 (微腑 ) 第 
一讀會 

第一 一十 四 右 議案の 審査 を 付託す へき 委員の 11 

© 

第 II 十 S 大正 T: 年 法律 第 四 號中改 正 法律案 

(撇 _) 第一 讀會 

第一 一十 六 右 K 案の _査を 付託す へき 委員の 選 
擧  , 

第 — 十 セ 溃_ 築港に 關する 建 11 案 (翻 _ 綿 
提) 

出) 

0 議長 (大岡 育造 君 d 報告が あります。 

〔原 田 書記官 朗讀〕 

一 去 三十日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
鐵道敷 設法中 改正 法律案 
北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 
造 i 据置 運轉 資本 增加及 設備 撋張 費に 關 する 
法律案 

大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 
東京 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金に 
關 する 法律案 

大正 七 年 法律 第 四號屮 改正 法律案 
一 去 三十日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
野 岩 羽鐵道 速成に 關する 建議案 

提出者 八 田宗吉 君  小 林 源藏君 

田 村 順 之 肋 君  堀 切 善 兵衞君 

高 岡 唯一 郎君  石 射 文 五郎 君 

渡 邊陳平 君 

會計士 法案 

提出者 近 藤 達兒君  高木 益 太 郎君 

一昨 三十 一日 議員より 提出せられ たる _ 案 左の 如 

し 

朝鮮 平 元鐵道 急設に 關する 建議案 

提出者 牧 山耕藏 君  江 藤 哲藏君 

頭 本元 S 君  奧田 >  龜 造 君 

松 田 源 治 君  上埜安 太郞嵙 

葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下 附に關 する 起 il 案 


提出者 高田耘 平 君  大津淳 一郎 岩 
一昨； 11 十 |  H 議員より 提出せられ たる H 問 主® 害 
左の 如し 

公娼 制度の 存廢 に関する 再 H 問 主意 B 
提出者 橫山勝 太 郎君 
勞测 政策に 關 する 質問 主意 書 
提出者 小山 松 R- 君 

一昨 三十 一日 貴族院よ 〇 受領した る 政府 提出 案 左 
の 如し 

大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 
輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 
一昨 三十 一日 內閣 總理 大臣より 去 二十 五日 绘 付し 
たる 本院の 決議に 對し李 王 職 長官より 左の 雷 報 
ありた る 旨の 通牒を 受領せ り 
大 勡 位 李 太 王 殿下 薨去に 付 衆議院は 深厚なる 弔 
意を 寄せられた る 旨 決議 御傳 達の 趣拜承 直に 李 
王 殿下に 言上した るに 衆 il 院の 好意に 對し 深く 
感謝せ らる 

右 然るへ く 御 挨拶を 希 ふ 

〔左の 報告は 朗 _ を經 さる も參 照の ため 玆に 
揭載 す〕 

一 去 三十日 il 時 利得 税法 中 改正 法律案 委員 西英太 
郎君 辭任に 付 其 補 闕 として 小 林 慕 平 治 君を 議長 
に 於て 選定せ り 

一昨 三十 ■一日 食 躐 政策 及 小作農 保護に 關 する纽 議 
案 委員 原 田 十衞君 辭 任に 付 其補闕 として 原 田 fe 
之 治 君を 議長に 於て 選定せ り 
一昨 三十 一日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
食糧 政策 及 小作農 保護に 關 する 建議案 委員 會 
委員長  販田 精一 君 
理事  赤 間 嘉之吉 君. 

濃 越鐵道 速成に 關 する 建議案 委員 會 

委員長  匹 田 銳吉君 
理事  松 井 i 響 
東方 調査 局 設置に 關 する 建議案 委員 會 
'委員長  伊東 知 也 君 
理事  一宮 房 霞 君 

一昨 三十 一日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 

垂 一部 

請願 委員 日 比 野寬君 (山 田 正 年 君 補闕〕 

第 六部 

決算 委員 內藤 傳祿君 C 西 川 太 治 郎君 補闕〕 


0 議長 (大岡 育造 君) 尙ほ 報吿 すべ. きがあります 
日程の 第 十三より 第二 十五に 至る ii 案は、 政府より 
緊 fft 事件と して 要求が ありました か 1', 、 定圯 C 時 ':;' 
を經 ませぬ けれども 、先例に 依って 本 nc n 程に 組 

a みました、 此段御 報 iir 申して はきます - * よ/ 

會議を 開きます、 諮問 事項が あります" 左の 淡 n よ 
り 請暇の 申出が あります、 病 氣に付 本 一日より 向 ふ 
二 週間、 半： 田 和平 君 I 許可す る ことに 遇與淡 あり 
ませぬ か" 

〔I ‘異議 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謬 長 (大岡育造哲)御異議がなければ之を許可致 
します。 

0 岩 崎 ®！ I 君 誘 長。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 岩畴 激む。 


0 岩 崎 動 君 日程 變 更に 關 する 緊急 励 謎を 提出 致し 
ます、 即ち 此第 二號 大正 七牢度 歳入 歳 m 總預筇 追加 
案、 及第 二號 臨時 軍事費 追加 案を 議題と し、 委員長 
の 報告を 求め、 il つ 之を 密議せられ んこ とを 渚み ま 
す 0 

〔「薺 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 日程®! 更に 御異讓 ありませ ぬ 

>  C 

力 S 

〔「異 _な し 異議な し J と 呼ふ漭 あり：！ 

〇鬪長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 日程は 1 !更 に 

決しました - 委員長 1® 藤 if!- 。  1 

第二 號大正 七 年度 歳入歳出 總雅算 追加 案 
第二 號臨事 軍事 费豫翦 追加 案 
〔齋 藤珪次 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇齋 藤珪次 君爰に 第二 號 大正 七 年度 歳入歳出 總预 
»: 追加 案 及第 二號臨 時 軍事 费预® 追加 案の 經過及 結 
果を 報吿申 上げます、 第二 號 大正 七 年度の 總豫算 追 
加 案は、 御 承知の 如く 其 金額は 七 千 八 百 餘蓖圓 であ 
ります、 併ながら 其內容 に豫算 の 不足、 或は 時局に 
順應 する 施設の 爲に要 する もの、 或は Jli 事局の 設 £5 
若く は 軍需工業 動員に 關 する 調査の 費用、 又 臨時 事 
件の豫 備 費の 追加、 及 臨時 軍事費の 追加の 財源、 是 
等の ものを 以て 前記 七 千 八 百 餘萬圓 の 追加を 要求 さ 
れて 居ります、 それから 第二の 臨時 軍事 费预® 逍加 
は、 歳入歳出 六 千 五十 萬 餘圓で あります、 是は 即ち 
臨時 軍事 Ki の 必要 上、 追加と して 要求 致されました 
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右二 案に對 しまして 豫 £c 委 は 幾多の 質問 も あり 
政府 之に 答 ふる 所ありまして、 其 結果 裸 算委員 會は 
何れも 必要 缺く ベから ざる ものと 云 ふ 論定で あ 〇 ま 
した、 委 M 符は 一人 も反對 無く、 全會 一致を 以て 兩 
案と も 原案 通り 決定 致しました、 右 御 報吿に 及び ま 
す (拍手 起る〕 

0 岩 崎 黝君 議長。 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕 岩 崎 勤 嵙。 

〇 岩 崎勵 君兩案 一括して、 委員長 報 苦の 通り 即時 
可決 あらん ことを ^ みます。 

〔「質 成々々」 と 呼ふ衮 あり〕 

〇狨 長 (大 岡 育造 君〕 兩案 一括して、 即時 可決に 與 
議 ありませ ぬか" 

〔「異議な し異狨 なし」 と 呼 ふ密 あり〕 

0 誠 長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 

兩案 とも 可決せられ たる ことを ) g: ff 致します、 日程 

第一、 ia 路 法案の 第 |讀 會を 開きます。 

〔 武藤 金吉君 「® 長是 ょり 分科 會を 開きます 」 

と 呼 ふ〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔淸签 太 郎君 「是 ょり 分科 會を開 きます」 と 呼 

ふ〕 

Oif 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔武藤 金 : i..* l I 君 「拽 3;¢ 第 !/ 1: 分科の 委員 諸君は 委員 

室に 御 參壤を 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

第一 道路 法案 (政府 提出〕 第一 1H 會 

范路法 案 

第 i 總則 

第一 胳本法 -1 於 テ 道路 卜稱 スル ハ ー般 交通 ノ用 

-I 供 ス S 路ニシ 千 行政 f 於 テ 第二 章 S ル 

認定 ヲ爲シ タルモ / ヲ謂フ 

第二 临左- -揭 クル モノ ハ 道路 ノ附艇 物 トシ 道路 

-I 關スル 本 法/規定- 一 從フ但 シ命令 ヲ以テ 特別 

ノ定ヲ gK  n トヲ m 

一 疠 路ヲ接 紐 スル 拐 梁 及® 船 場 

二 道路-一 附盥ス ル 溝、 並木、 支 壁、 柵、 道路 

元控、 ffi 程 E! 及 31 路標 識 

三 m 路 接- < n.- ia 路修 1H! 用材 料 ノ常阖 場 

四 前 谷 號ノ外 命令 ヲ以 テ菹路 ノ附屬 物卜定 メ 

タルモ / 

第三條 本 法-一 於 テ 橋梁 又 ハ 理船 場卜稱 スル ハ 前 

條第 ーノ橋 梁 又 ハ 渡船場 ヲ謂フ 

箔路法 案 第一 請 愈 


本 法- 1 於 テ 独 船 場卜稱 スル ハ ?® 船 ヲ 包含 ス 
第 四條木 法-一 於 テ 他 ノエ 作物 卜稱ス ル ハ 堤防、 
堰堤、 11 痒、 鐵道 用 ® 梁 其ノ他 命令 ヲ以テ 定ム 
ル H 作物 ヲ謂フ 

第五 條本 法-一 於 テ 道路- 1 關 スル H 事卜稱 スル ハ 
道路/新設、 改築 及修結 -1 關 ス ル エ事 ヲ謂フ 
第六條 道路 ヲ構成 スル ® 池 其 ノ他ノ 物件-一 付 テ 
ハ 私 權ヲ行 使 スル コト ヲ得ス III シ所 狩 權ノ稔 轉 
又 ハ抵當 fi ノ設定 若 ハ 移 轉ヲ 爲スハ Itfc ノ 限-- 在 
ラス 

第 七條 道路、 沿道 又 ハ 道路 ノ附屬 物-一 關スル 本 
法ノ 規定 ハ 命令 ノ定ム ル 所-- 依 リ 新 — 道路、 沿 
道 又 ハ 道路 ノ附龆 物卜爲 ル ヘキ モノ — 關シ 之ヲ 
维用 K ル コト ヲ得 

第二 章 道路/ 稱 類、 等級 及 路線/認定 
第八條 道路 ヲ分チ テ 左ノ五 種 トス 
一國迢 
二 府縣道 
三 郡 道 
四 市 m 
五 町村 道 

第 九條 道路 ノ等級 ハ 前條 記載 ノ 順序 M 依 ル 
第 十條 國道ノ 路線 ハ 左ノ 路線-一就 キ 主務大臣 之 
ヲ認定 ス 

一 東京 市 ヨリ 神宮、 府縣廳 所在地、 師團 司令 
部 所在地、 鎭守府 所在地 乂ハ樞 要ノ 開港 二 
達 スル 路線 

二 主 トシ テ 軍事 ノ 目的ヲ 有 K ル 路線 
第 十一 條府縣 道ノ 路線 ハ 左ノ 路線- 7. ゾテ 府縣內 
ノモノ  -I 就 キ府縣 知事 之ヲ 認定 ス 
一 府縣廳 所在地 ヨリ 隣接 府縣廳 所在地- 1 達ス 

ル 路線 

二 府縣贼 所在地 ヨリ 府縣内 郡 市役所 所在地 二 

達 スル 路線 

三府 縣廳所 在 地ヨ リ府縣 内 樞耍ノ 地、 港津又 

ハ 鐵道停 1 ^ 場 M 達 スル 路線 

四府 縣內樞 要/地 ヨリ 之卜密 接 ノ關係 ヲ有ス 

ル樞耍 ノ 地、 港津又 ハ鐵道 停車場- 1 達 スル 

路線 

五府縣 內樞盛 ノ港津 ヨリ 之卜密 接ノ關 係ヲ有 

スル樞 要 ノ地 又ハ鐵 道 停車場-一達 K ル 路線 

六 府 縣內樞 要/ 鐵道停 車 場 ヨリ 之卜 密接 ノ關 


係 ヲ有ス ル樞耍 /地又 ハ 港津 II 達 K ル 路線 
七數郡 市ヲ連 結 スル 幹線- 1 シテ 其/沿線 地方 
卜密接 ノ關係 ヲ有ス ル樞迆 ノ 地、 港津又 ハ 
鐵道 停車場-一達 ス ル 路線 
第 十一 一條 郡 道/路線 ハ 左ノ 路線- 7. ど ア郡 内ノモ 
ノ- 一就 キ郡 長之ヲ 認定 ス 
一 郡役所 所在地 ヨリ 隣接 郡 市役所 所在地 M 達 
スル 路線 

二 郡役所 所在地 ヨリ 郡 内 町村 役場 所在地-一達 
スル 路線 

三 郡役所 所在地 ヨリ 郡內 樞耍ノ 地、 港 津又ハ 
鐵道 停車場 M 達 スル 路線 
四 郡內樞 耍ノ地 ヨリ 之卜 密接 ノ關 係ヲ有 スル 
樞耍ノ 地、 港津又 ハ 鐵道停 車 場-一達 スル 路 
線 

五 郡內樞 耍 ノ港津 3 リ 之卜 密接/ 關係 ヲ有ス 
. ル 樞要ノ 地 又 ハ 鐵道 停車場- 1 達 スル 路線 
六 郡 內樞要 ノ鐵道 停車場 ヨリ 之卜 密接/ 關係 
ヲ有ス ル 樞耍ノ 地 又 ハ 港津 -1 達 K ル 路線 
七數 町村 ヲ連結 スル 幹線-ー シテ 、其ノ 沿線 地 
方卜 密接 ノ關 係ヲ有 スル 樞要ノ 地 •港津 又 
ハ 鐵道停 車 場 二 達 スル 路線 
第 十三 條 市道 ノ 路線 ハ 市內ノ 路線-一就 キ 市長 之 
ヲ 認定 ス 

第 十四 條 町村 迫 ノ 路線 ハ 町村 內ノ 路線 -I 就キ町 
村長 之ヲ 認定 ス 

第 十五 條 市町村 長 ハ 市町村 ノ爲特 M 必要 アル 場 
合-一 限リ 市町村 外/路線 M 就 キ 地元 市町村 長ノ 
意見 ヲ聞キ 路線/認定 ヲ爲ス コト ヲ得 
前 明 ノ 路線-ー シテ 市長 ノ認 定シ タルモ ノハ 市道 
ノ路線 、町村 長 / 認定シ タル モノ ハ 町村 道ノ路 
線 トス 

第 十六 條上 級ノ 道路 卜下 級ノ 道路 卜 路線 力 重複 
スル 場合-一 於 テ ハ 其 ノ重松 スル 部分 ハ 上級 ノ道 
路トス 

第三 章 道路 ノ管理 

第 十七 條國道 ハ 府縣 知事、 其 ノ他ノ 道路 ハ 其ノ 
路線/認定 者ヲ以 テ 管理者 トス 但シ 勅令 ヲ以テ 
指定ス A 市-一 於 テ ハ 其ノ 市内/ 國道及 府縣道 ハ 
市長 ヲ以テ 管理 トス 

第 十八 條道路 -1 シテ 行政 區劃ノ 境界-一 係 ル モノ 
ハ 命令 ヲ定ム ル 所-一依 リ 前條ノ 規定-一依 ル 管理 


者 タル 關係行 政 廳ノー ヲ以テ 管理者 卜爲ス コト 
ヲ泻 

道路 卜他 ノエ 作物 卜効 用ヲ兼 ヌル 場合- 1 於 テ ハ 
其/道路 及 H 作物 ノ 管理 ュ 付 前項 ノ 規定 ヲ 準用 
ス但シ 私人 ヲ管理 者 卜爲ス コト ヲ得ス 
第 十九 條道路 ノ區域 ハ 管理 莕之 ヲ定ム 
第二 十條 道路 ノ 新設、 改築、 修繕 及 維持 ハ 管理 
者 之 ヲ爲ス ヘシ 

第二 十 一條 道路 卜他 ノエ 作物 卜効 用ヲ兼 ヌル 場 
合- 1 於 テ ハ 管理者 ハ其ノ H 作物 ノ 管理者 ヲシテ 
道路-一 關スル エ事 ヲ 執行 セ シメ 又 ハ 道路 ノ 維持 
ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得但 シ河川 法 第十條 第一 項 
ノ 規定 — 該當ス ル 場合-一 於 テ ハ 其ノ 規定-一依 ル 
第二 十二 條他 ノエ 事 又 ハ行 爲ノ爲 必要 ヲ生シ タ 
ル 道路 — 關スル H 事 ハ 管理者 其 ノエ 事 執行 者 又 
ハ行 爲 者ヲシ テ 之ヲ 執行 セ シムル n トヲ得 
第二 十三 條前 二條ノ 規定-一® ル 場合 ノ外 特別 ノ 
事由 ァル 場合-一 於 テ ハ 管理者 タル 行政 廳ハ 下級 
行政 廳又ハ 私人 ヲシテ 道路 ノ修繕 -1 關スル エ事 
ヲ 執行 セ シメ 又 ハ 道路 ノ維持 ヲ爲サ シムル コト 
ヲ得 

第二 - H 四條 管理者-一 非 サル 若 ハ 管理者 ノ許可 又 
ハ 承認 ヲ 得 テ 道路-一 關 スル エ事 ヲ 執行シ 又 ハ 道 
路ノ 維持 ヲ爲ス コト ヲ得  . 

第二 十五 條 道路-一 關スル エ事 ノ 爲必耍 ヲ生シ タ 
ル 他 ノエ 事 ハ 管理者 道路-一 關スル H 事 卜共二 之 
ヲ 執行 スル rj トヲ得 

第二 十六 條犄 理者ュ 非 サル 者 ハ 管理者 ノ 許可 又 
ハ 承認 ヲ得テ ー定 ノ 期間 橋 錢又ハ 渡錢ヲ 徵收ス 
ル R トヲ煜 ル 橋梁 又 ハ 渡船場 ヲ設 クル コト ヲ得 
前項 ノ 許可 又 ハ 承認 ヲ得 タル 者 ハ徵收 期間 內橋 
梁 又 ハ 渡船場 ノ 維持 及 修綣 ヲ爲ス ヘシ 
第二 十七 條 管理者 ハ 特別 ノ 事由 ァル 場合-一 限リ 
橋錢乂 ハ 渡船 ヲ徵收 スル 橋梁 又 ハ 渡船場 ヲ設ク 

ル コト ヲ ^ 

第二 十八 條管理 者 ハ 交通 ヲ妨ヶ サル 限度-一 於 テ 
道路 ノ 占用 ヲ 許可 又 ハ 承認 スル コト ヲ得 
國ノ 事業- 1 付 テ ハ當該 官廳ハ 主務大臣 卜協 議シ 
テ前項道路ノ占用ヲ爲スルコトヲ得 
前項 ノ 規定-一依 ル 主務 大 K  ノ職 權ノ ー部 ハ 之ヲ 
地方 長官-一 委任 スル コト ヲ得 
管理者 ハ 道路 ノ 占用-一 付 占用 料 ヲ徵收 スル n トー 
九 七 九 
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道路 法案 第 I  へ I "( . 
ヲ枵 但シ前 二 項 ノ 規定-一 佐 ル 占用 — 付 テ ハ 此ノ 
'限 二 在 ラス 

第二 十九 條前婼 第 I 項ノ 規定- 1 依 ル 占用 力 法令 
•I 依 リ 土地 ヲ收 W 又 ハ 使用 スル n トヲ得 ル 公共 
ノ 利益 トナ ル ヘキ 事業- 1 係 ル モノ ナル 場合 二 於 
テ ハ赞理 者 JR 當ノ事 由ナク シ テ其ノ 許可 若 ハ 承 
認ヲ担 ミ 又 ハ不 相當 ナル 占用 料ヲ定 メタル トキ 
ハ 主務大臣 ハ 事 m 者ノ 申請 = 依 リ 占用 ヲ 許可 若 
ハ 承認 シ又ハ 占用 料 ヲ定ム ル コト ヲ得 
第三 十條 管理者 ハ 其 ノ管理 -I 蹯スル 道路 ノ臺帳 
ヲ 調製 ス へ シ 

« 帳 = 記 載 スへキ 事項 ハ 命 4r ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第三 十 一條 道路 ノ搆 造、 維持、 修繕 及 X 事 執行 

方法 m 關シテ ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第三 十二 條道 路ノ 管理 ノ爲 必要 ナル 吏員 ノ 設置 

及 其/職務 權限 -1 關シテ ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 四 章 道路-一 關 K ル® 用 及 義務 

第 三士 二 條主務 大臣/指定 スル 國 道/新設 又 ハ 

改築-一 要 ス ル 费用ハ 國庫 ノ負擔 トス 

前項-一 規定 スル モノ ヲ除ク 外 道路-一 關 スル 費用 

ハ 管理者 タル 行政 廳ノ統 轄 K ル 公共 團體 ノ負擔 

トス 但シ行 政 M 頭ノ境 界-一 係 ル 道路 M 關 スル 費 

用/負 擔 -I 付 テ ハ 關係 行政 廳ノ 協議- •一依 ル 協 ■ 

調 ハサ ル トキ ハ 主務大臣 之ヲ 決定ス 

第三 十四 條前條 / 場 台 n 於 テ 道路 卜他 ノエ 作物 

卜効用 ヲ兼 ヌル モノ ナル トキ ハ 其ノ 費用 ノ負擔 

-一付 テ ハ 前條 第二 項 {!-! 書ノ 規定 ヲ 準用ス 但シ河 

川 法 第！ 二十 條ノ 規定-- 該當ス ル 場合-一 於 テ ハ 其 

ノ規定 -1 依 ル 

第三 十五 條第 三十 三條 第二 項-: 規定 X ル 費用-一 

シテ 國道ノ 新設 又 ハ 改築-; 要 スル モノ ハ 其 ノー 

部ヲ國 wi ョリ 補 肋 スル コト ヲ得 特別/ 1JJ 由 ァル 

場合-一 於 7- 府縣道 以下 ノ 道路 ノ 新設 又 ハ 改築  一 I 

嬰 スル 残 用-一 付 亦同シ 

第三 十六 條第二 ，十四 (L1S ノ 規定-一依 ル 道路 二關ス 

ル エ事 若 ハ 道路 ノ維： 一  要- <  ル 費用 又 ハ 第二 十 

六條ノ 規定 n 依リ設 クル 橋梁 若 ハ 渡船場 — 關ス 

ル费用 ハ 許可 又 ハ 承認 y 得 タル 者 ノ負擔 トス 

第三 十七條 他 ノエ 事 又 ハ行 爲ノ 爲必 要ヲ 生. ゾタ 

ル 道路-- -關ス ル エ事 ノ费用 ハ 管理者 他ノ H 事 又 

ハ行 爲 -I 付费用 ヲ負擔 スル 者ヲシ テ其ノ 全部 又 

ハ ー部 ヲ負擔 セ シム 


第三 十八 條特 別ノ事 由 アル 場合-一 於 テ ハ 第二 十 
三 條ノ 規定 M 依 ル 道路 ノ修 繕- 1 關スル エ事 又 ハ 
道路 ノ 維持- 1 要 スル 費用 ハ 管理者 同 晓ノ 下級 行 
政廳ノ 統轄 スル 公共 幽體乂 ハ 同條ノ 私人 ヲシテ 
其ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ負擔 セ シムル コト ヲ得 
第 n 一十 九條 道路-一 關スル エ事- 1 因 リ著シ ク 利益 
ヲ受ク ル 者 アル トキ ハ 管 1!!! 者 ハ其ノ 者ヲシ テ 利 
益 ヲ受ク ル 限度-一 於 テ 道路 一一 關 スル エ事'  費用 
ノー部 ヲ負擔 セ シムル コト ヲ得 
第 四十 條船二 道路 ヲ 損傷 スル 原因 卜爲ル ヘキ 事 
業 V 爲ス者 アル 場合 — 於 テ 管理者 ハ 之力爲 = 耍 
スル 道路 ノ 維持 又 ハ 修繕 ノ 費用 ノ ー部 ヲ其ノ 事 
業者 二 負 擔セシ ムル コト ヲ得 
第 四十 一條 道路- 1 關スル H 事ノ爲 必要 ヲ生シ タ 
ル 他ノ H 事ノ 費用 ハ 管理者 特別/事由 アル 場合 
-1 於 テ 他 ノエ？ 付 費用 ヲ負擔 スル 者ヲシ テ 其 
ノ 全部 又 ハ ~ 部 ヲ負擔 セ シムル 場合 ヲ除 クノ外 
道路 一一 關スル エ事 ノ 費用 ヲ負擔 ス ル 者ヲシ テ 之 
ヲ負擔 セ シム 

第 四十 二條本 法 若 ハ 本 法 二 基キ テ發 K ル 命令 又 
ハ 之-一依 リテ爲 ス處 分- 1 依 ル 義務 ヲ 履行 スル 爲 
必要 ナル 費用 ハ 法令- 1 別段 ノ定 アル 場合 ヲ除ク 
ノ外 義務 者ノ 負擔卜 .ス 

第 四十 三條 道路-一 關 K ル 費用 ノ負擔 金 ハ 費用 負 
擔者力 道路- 一關ス ル エ事 ノ 執行 又 ハ 道路 ノ 維持 
ヲ爲ス 場合 ヲ除ク ノ外 第三 十三 條第 一項 ノ國道 
ノ新設 又 ハ 改築-- 要 スル モノ-- 在リテ ハ國庫 、 
其/他 ノモノ  M 在 y テ ハ 管理者 タル 行政 廳ノ統 
_ス ル 公共 團 體ノ收 入 トス 
前項 ノ 費用 負 擔者力 公共 團體 ナル 場合-一 於 テ 之 

ヲ 統轄 スル 行政艄 又 ハ行 政廳 タル 管理者 力 道路 

-I 關スル エ事 ノ 執行 又 ハ 道路 ノ 維持 ヲ爲ス トキ 

ハ 前項 ノ 規定 ノ 適用-一 付 テ ハ 費用 負擔者 之ヲ爲 

スモ ノト 看做 ス 

第 四十 一條 ノ 規定-一依 ル 負 擔金ハ 前！ 一項 ノ例- 1 

依 リ國庫 又 ハ 公共 團體 ノ收人 トス 

第 四十 四條 道路 ノ 占用 料 其ノ他 道路 ョリ 生 スル 

利益 ハ 管理者 タル 行政 廳ノ統 II スル 公共 團體ノ 

收入 トス 但シ 第二 十六 條ノ 規定-- 依リ 許可 又 ハ 

承認 ヲ得テ 徵收ス ル 橋錢又 ハ 渡錢ハ 其ノ 許可 又 

ハ 承認 ヲ得 タル 者 ノ收入 トス 

第 四十 5rr 條 道路-一 關スル エ事 ノ爲 必要 アル トキ 


ハ 管理者 ハ 沿道/土地-一 立 入 リ又ハ 其 ノ  土地-- 
1 畤 材料 置 場 トシ テ 使用 スル コト ヲ煜 
前項 ノ 規定-- 依 ル 立 入 又 ハ 使用 ヲ爲 サム トス ル 
トキ ハ 已ムヲ m サル 場合ヲ 除 タノ 外 5* メ 土地 ノ 
占有 者-一通 知 スル コト ヲ要ス 
第 四十 六條 非常 災害 ノ爲 必當 アル トキ ハ 管理者 
ハ 道路 附近-一 居住 スル 者ヲ使 役 シ 、道路 附近 ノ 
土地 ヲ I 時 使用シ 又 ハ 土石、 竹 木其ノ 他物 品ヲ 
使用 若 ハ 收用 スル コト ヲ得 
第 四十 七 條前二 條ノ 規定 M 依 ル 立 入、 使用、 使 
役 又 ハ 收用 -1 因リ 損害 ヲ受ケ タル 者 ハ 立 入、 使 
用、 使役 又 ハ 收用 ノ後三 月內二 管理者-一 對シ補 
償ヲ 請求 スル n > ヲ煜 

第 四十 八條 沿道 ノ土地 、竹 木 又 ハ エ作物 ノ 管理 
者 ハ 其ノ 土地、 竹 木 又 ハエ 作物 ノ道路 -I 及 ホス 
へ キ 損害 プ豫防 スル 爲 必要 ナル 施設 ヲ爲 K へ シ 
第 四十 九條 道路 ノ使用 又 ハ 道路 若 ハ 其ノ 交通 ノ 
保全-一 關スル 規定 ハ 命令 V 以テ之 ヲ定ム 沿道 ノ 
土地- 1 於 ケル エ作物 ノ 建設 其 ノ他ノ 作爲又 ハ 不 
作爲ノ 制限-ー シテ 道路 又 ハ 其ノ交 通ノ 保全 ノ目 
的ヲ以 テス >b モノ- 1 付 亦同シ 
第五 十條 沿道 ノ區域 ハ 管理者 之 ヲ定ム 

第五 章 監督 及 罰則  \ 

第五 十 一條 左-一 揭クル 場合-一 於 テ ハ 管理者 ハ 本 
法 若 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令-一依 リテ 其ノ爲 
シ タル 許可 承認 ヲ 取消シ 其ノ 効カ ヲ停 止シ若 ハ 
其ノ條 件ヲ 變更シ 、道路-一存 スル エ作物 其ノ他 
ノ 物件 ヲ改 築 除却 セ シメ 若 ハ 之-一因 リ テ生ス へ 
キ損 害ヲ豫 防 スル 爲 必要 ナル 施設 v 爲ナシ メ又 
ハ 京 狀囬 復ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得. 

一 道路-一 關 スル 法令/規定-- 違 fc シタルト キ 
二 道路-一 關スル 法令 ノ 規定- 1 依 ル 許可 又 ハ 承 
認ノ條 件-一 違反 シタルト キ 
三 詐欺 ノ 手段 ヲ以テ 道路-一 關 スル 法令/規定 
-1 依 ル 許可 ヲ煜タ ル トキ 
四 道路-; 關 スル エ事 ノ爲必 嬰 アル トキ 
五 公益 上 必要 卜認ム ル トキ 
前項 第五 號ノ 場合-一 於 テ 損害 ヲ受 ケタ ル 者 アル 
トキ ハ 管理者 ハ 道路-一 關スル H 事ノ 費用 ヲ負擔 
スル 者ヲシ テ其ノ 損害 ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ 補償 セ 
シムル コト ヲ得 

前 二 項 ノ親定 ハ 主務大臣 力 第二 十九 條ノ 規定ュ 


_ 九べ 0 

依 y テ 其 ノ苜シ タル 許可 若 ハ 承.：- V.;'.. - V.、 3C 
ノ 効カヲ 停止 シ又ハ 其 ノ l-^ ft- ヲ變更 スル® 合-一 
之ヲ 準用 ス 

第五 十 I 一條 左- 1 揭ク ^ yjf rli 又 ハ 其ノ短 ：史 较止若 
ハ 取消 ハ 第一 號 -- 在リテ ハ行 政匾 -I 於 テ、 其 ノ 
他- 1 在 リテハ 管理者- 1 於 テ 監督官 超ノ SS -.-1 
クへ シ但シ 主務大臣 ハ輕易 ナル 事件- 1 限リ 命令 
ヲ以 テ Is 可 ヲ受ヶ シメ サルノ 定ヲ爲 ス コト ヲ杩 
一 國道 以外 ノ道 路ノ 路線 ヲ 認定 スル コト 
二 道路 又 ハ 沿道 ノ區拽 ヲ定ム ル コト 
三 道路 ノ新設 又 ハ 改築 ヲ爲ス コト 
四 第二 十 一條 乃至 第二 十三 條ノ 規定 二 氓リ适 
路 -1 關スル H 叫 ヲ 執行 セ シメ 又 ハ 道路 ノ維 
持 ヲ爲サ シムル n 卜 

五 第二 十四 條乂ハ 第二 十六 條ノ 規定- 1 依 ル 許 
可 又 ハ 承認 ヲ爲ス コト 

六 第二 十五 條ノ 規定-一® リ他 ノエ 事 ヲ 執行 ス 

ル コト 

七 第二 十七 條ノ 規定-一依 リ橋錢 又 ハ 渡 錢ヲ徴 
收スル 橋梁 又 ハ 渡船場 ヲ設 クル コト 
八 第二 十八 條ノ 規定-一依 リ 道路/占用 ヲ許可 
若 (承認 •ゾ又 ハ 道路 ノ 占用 料ヲ徴 收 スル コ 

九 第三 十七 條 乃至 第 四十 一條 ノ 規定 — te リ费 
用 ヲ負擔 セ シムル コト 

十前條 第一 項 又 ハ 第二 項 ノ規定 -1 依 ル 處分ヲ 

爲ス コト 

第五 十三 條監 督官廳 ハ監餐 上 必要 卜認ム ル トキ 
ハ 前條ノ 行政 廳乂ハ 管理者-一 對シ 前條 符號 -1 揭 
クル 事項 又 ハ 其 ノ變更 酸 止 若 ハ肢消 ヲ命シ 其ノ 
他 命令ヲ 發シ又 ハ處分 ヲ爲ス コト ヲ得 
第五 十四 條 行政 執行 法 第五 條及 第六條 / 規定 並 
之-一基 キテ發 スル 命令 ハ 本 法 若 ハ 本 法-一基 キテ 
發スル 命令 又 ハ 之-一依 リ テ爲ス 處分 -I 依 リ 私人 
ノ行フ へ キ作爲 又 ハ 不作 爲ヲ 管理者 力强制 スル 
場合-一之 ヲ 準用 ス 

第五 十五 條本法 若 ハ 本 法- 1 基キ テ發 スル 命令 又 
ハ 之-一依 リテ 爲ス處 分-一依 リ私 人ノ 義務-一 餛ス 
ル負擔 金、 占用 料、 橋錢 、渡 錢其ノ 他ノ® 用 ハ 
管理者 國税 滞納 處分ノ 例-一依 リ之 ヲ徴收 スル コ 
トヲ得 

前項 ノ 規定-一依 ル 徵 收金ノ 先取 特 權ノ顺 位 弛 其 | 


院 r 衆 ば 帝 回 一- 1  .四 第 


/ 追徴 S 付 及 時効-一 付 テ ハ 管理者 タル 行政 廳ノ 
統_ スル 公共 阐 fi® / a 收金ノ 例-- 依 ル 
第五 十六 條 私人 左ノ 各號ノ ー-一 該當 スル トキ ハ 
一年 以下 ノ趑役 若 ハ ニ 百 W 以下 ノ罰金 又 ハ 科料 
二處ス 

一 許可 ヲ得 X シテ逍 路若ハ 其 ノ附龆 物 M 關ス 
ル エ事 ヲ 執行シ 又 ハ 道路 若 ハ 其ノ附 S 物 ヲ 
占用 シタルト キ 

|一 許可 ヲ得  <シ テ 橋梁 X ハ 渡船場 ノ使 用- 1 對 
シ橋錢 、渡 錢其 ノ他ノ 財物 ノ交 付ヲ 請求シ 

タル トキ 

三 道路 ノ使用 = 對シ 路錢其 ノ他ノ 財物 ノ 交付 
ヲ 請求 シタルト キ 

四 詐欺 ノ 手段 ヲ以テ 許可 ヲ得 タル トキ 
五 正 當ノ斟 由ナ クシ テ 第 四十 六條ノ 規定-一依 

ル 管理者 ノ命 -I 從ハ サル トキ 

六 第 K 十八 條乂ハ 第二 條及第 四十 八條 /規定 

= 違 k シテ 道路 又 ハ 其 ノ附艇 物-一 及 ホスへ 

キ損害 ヲ豫防 N、 ル 爲必耍 ナル 施設 ヲ爲サ サ 

ル トキ 

第 六 章 訴闢及 訴訟 

第五 十七 條本法 又 ハ 本 法- 1 基キ テ a スル 命令-一 

規定 シタル 事 明- 1 付. 3-: 務大臣 又 ハ 管理者 ノ爲シ 

タル 處分 M 不服 アル 者 ハ 訴願 スル n トヲ掲 

本 法- Iffiy 行政 裁判所- 一 出訴 スル n トヲ得 ル 場 

合-一 於 テ ハ 主務大臣 M 訴願 K ル n トヲ得 

第五 十八 临本法 又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 — 

規定 シタル 事項 M 付 主務大臣 又 ハ 管理者 ノ爲シ 

タル 違法 處分- 因リ權 利ヲ毁 Ifl セラ レ タリ トス 

ル莕 ハ行 政 裁判所 = 出 訴スル コト ヲ得 

第 31: 十九滕 第 四十 七條ノ 規定-一依 y 補償 ヲ受ク 

ヘキ 者 補® 請求 後 三月 內 -I 其 決定/通知 ヲ受ヶ 

タル 場合- |於テ補惯-|不服アルトキハ通知後六 

月內 =、 補 fri 請求 後 三月 內 -I 其ノ 決定 ノ通知 ヲ 

受ヶサ ル 場合 = 於 テ ハ 其ノ 期間 經過後 六月 內二 

通常 裁判所-- 出訴 スル コト ヲ得 lit ノ 場合 M 於 テ 

ハ 訴願 シ又 ハ行 政 裁判所-一 出訴 スル コト ヲ焊ス 

第 七草 雜則 

第 六十 條本法 屮府縣 、府縣 知事 •府 縣廳乂 ハ 府 

縣道 -I 關スル 規定 ハ 北海道- 1 付 テ ハ 道、 21 膣 長 

官 •道 腠乂ハ 地方 費 道- 1 關シ 市、 市長、 市役所 

又 ハ 市道- 1 關スル 規定 ハ 北海道 及 沖 棚縣 M 付 テ 


ハ 區，® 長、 ® 役所 又ハ區 沿 二關シ 郡役所 二關 
スル 規定 ハ 北海 11 — 付 テハ茭 廳 ，島 M 付 テ ハ 島 
廳- 一關シ 之ヲ 適用 ス 

第六十一條北海道-|付テハ道路/槌類、等級及 
路線 ノ 認定 並 第三 十三 條 乃至 第三 十六 條 、第 四 
十三 條 、第 四十 四條 及第 五十二 條 / 規定-一 關シ 
沖繩縣 -一付 テ ハ 郡 道-一 關シ勅 令 ヲ以テ 特別 ノ定 
ヲ爲ス n トヲ得 

第 六十 二 條 道路ノ 路線 ノ認定 ノ變更 廢止 其ノ他 
ノ 場合 M 於 テ 不用-一 歸シ タル 道路 及 其 ノ附顧 物 
ヲ擗 成シ タル 物件 並 材料 器具 機械 等ノ 管理 及處 
分 M 付 テ ハ 勅令 ヲ以テ 特別 ノ定 ヲ爲ス コト ヲ得 
前項 ノ變更 躞止ノ 場合- 1 於 テ 道路 及 其 ノ附屬 物 
ヲ 11 成シ タル 物件 ハ 勅令 ヲ以テ 定ムル 期間 ノ滿 
了 スル 迄 第 六條ノ 規定 ヲ之 -I 準用シ 土地 收 用法 
中 第 六十 六 條ノ規 5E 及之ヲ 準用 スル 規定 ノ 適用 
-I 付 テ ハ 不用 二歸セ サル モノ ト 看做 ス 
第 六十 三條 左-一 揭クル 法令 ノ 規定 ハ 本 法- 1 依 ル 
道路-一 關シ 之ヲ 適用 セス 
一 明治 四 年 十二月 十四日 布 42 治水 修路 架橋 等 
運輸 ノ便利 ヲ興ス 者 — 税金 E 立方 許可 ユ關 
スル 件 

二 明治 十一 年 七月 二十 二日 達郡區 町村 編制 府 
縣會 規則 地方税 規則 施行 順序-一 關スル 件 第 
十二 項 

1 二 明治 十二 年 二月 二十 七日 達 河港 道路 堤防 橋 
梁 费ヲ fflm-l 因リ茭 辨シ 得 ル 件 
四 陸地 測量 標條例 第二 條 
五 水路 測量 標條例 第二條 
六 電信 線 電話線 建設條 例 第 一條、 第四條 及第 
五條 

七 軍用 電信 法 第 四條第 二 項 ノ規定 -I 依リ 準用 

スル 電信 線 電話線 建設 條例第 一條、 第四條 

及第 五條 

八 河川 法 第十條 第二 項、 第 十 一條 及第 三十 二 

條 

九 砂防 法 第八條 及第 十六 條 

十 私設 鐵 道 法 第 四十 二條 

十一 輕便鐵 道 法 第五 條ノ 規定-一依 リ 準用 スル 

私設 鐵道法 第 四十 二 條 

十二 電氣 事業 法 第 九條 

十三 大正 三年 法律 第三 十七 號 


附則 

第 六十 四 條本法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 六十 五條 左 -I 揭クル 法令 ハ 之ヲ 廢止ス 
一 明治 五 年 第三 百 二十 J.. 號布告 
二 明治 六 年 第 百 四十 六號 布告 
三 明治 六 年 第 四百 十三 號達 
四 明治 九 年 第 六十 號達 
五明 治 十八 年 第一 號布達 
六 明治 二 十 年 勅令 第二 十八 號 

第 六十 六條本 法 施行 前爲シ タル 處分及 之-一 附シ 
タル 條件ハ 本 法 又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令-一 
1 : :觸セ サル 限リ本 法-一依 リ爲シ タル 處分及 之 二 
附 .ンタ ル條 件卜 看做 ス 

第 六十 七 條本法 M 依 y 管理者 ノ許 可 X ハ 承認 ヲ 
受ク ヘキ 事項 M シテ本 法 施行 ノ際 現- 1 存ス ルモ 
ノハ本 法 — 依リ管 理者ノ 許可 又 ハ 承認 ヲ受 ヶタ 
ル モノ ト 看做 ス但シ 管理者 ハ 本 法 施行/日 3 リ 
三月 內- 一六 月ヲ下 ラサル 期間 ヲ指 定シ 其ノ 期間 
經過後 ハ 許可 又 ハ 承認 ノ 効カ ヲ失フ ヘキ 旨ヲ吿 
示 スル コト ヲ得 

第 六十 八 條本法 施行 前爲シ タル 處分 M 關スル 訴 
願 又 ハ 行政訴訟 二 付 テ ハ仍從 前 ノ例二 依 ル 
〇諉转 C 大岡 育造 君〕 床 次內務 大臣。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君) 諸君、 道路に 關 する 法 
規の 制定は 多年の 懸案で ございました が、 是 まで® 
々計 畫され た にも拘らず、 今日まで 未解決に なつて 
居る 次第であります、 道路の 現况 並に 將來の 必要に 
付て 考厳を 致し ますれば •今日は 最早 本 法制 定を耍 
する 時期と 考 へます のであります、 道路に 關した 法 
令は、 今日までは 明治 九 年 太 政官達 第 六十 一號 ■外 
一二の 培 行 法令 あるの みで ございます、 同より 其規 
定 頗る 不完金 の もので、 遺憾の 點少 くないので あり 
ます、 然るに 道路の 管理、 維持， 及 費用 負擔 等に 關 
する 規定 ほ. 判明を 缺いて 甚だ 適切なら ざる ものが 
あるの みならず、 不備なる 點が 多い のであります、 
仍て此 法案に 於き ま L て、 是等 の點を 明確に 適切な 
らしめ， 以て 道路の 制度を 完備し、 鐵道の 建設 改良 
と 相俟って、 交通 施設の 整然を 期したい と 思 ふので 
あります、 何卒 御 協賛 あらん ことを 望みます。 


〇 丸山嵯 峨 一郎 君議 s- り 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 質問は 通告 順が あります、 大 
口 喜 六 君。 

〔大口 喜 六 君 登壇〕 

0 大口 喜 六 君 本案を 提出せられ ましたに 付き まし 
て、 此際 本案の 根本の 主義に 付て 政府に 質問 致した 
いと 思 ひます、 唯今、 內務 大臣の 御說 明に 依り まし 
て、 本案を 提出され ました、 大 體 の 御 趣意は 了解 致 
しまして* 至極 御 同感に 存ず るので あります、 併な 
がら 本案を 一通り 拜見 致します と， 此 道路なる もの 
は、 五 稲 類に 分 たれて 居りまして， 其 五 種類の 道路 
と 云 ふ ものは •何れも 國家 直接の 營造 物と 看做され 
て 居る やうであります， 國道 ほ 國家が 直ちに 之を 管 
瑚 致します るし、 府縣 道は 府縣で 之を 管理 致し， 郡 
道は 郡で 之を 管理し， 市町村 道は 市町村で 之を 管理 
すると 定めて あります が， 此管理 者なる ものは、 自 
治體を 代表して 居る 所の 人で (3: ない のでありまして 
即ち 國家 直接の 事務を 扱 ふ 所の 市町村であります る 
し、 國 家の 管掌 事務と して 之を 扱 ふので あります、 
故に 假令 市町村が 管理 致しても， それは W 家の 管理 
と 同じ 事務に 於て 之を 管理して 居る やうに 思 ひます 
即ち 國家 が if- 接に 道路を 營造 物と 致しまして、 市町 
村 等に 至る まで も" 國家が 之を 直ちに 管理して 、而 
して 其 費用 だけ ほ 何 處 から 出させる かと 云へ ば •是 
は 市町村と もに 郡府縣 と 云 ふやうな 自治 體に 負擔せ 
しむる ことにな つて 居る のであります、 即ち 此 自治 
團體の 方の 立場から 見ます と、 道路は 國家が 自由に 
之を 定める、 又 自由に 之を 修繕す る、 而して 費用 だ 
けは 自治 if が 之を 負は なければ ならぬ •財務 だけは 
國家 から 委任され る、 y 治體 から 見ます と、 何等の 
管理な くして 獨り费 用 だけ 負擔 する •國 家から 財務 
のみを 委任され る， 斯う 云 ふ 事に なつて 居る やうで 
あります、 私共 熟々 考へ ますと‘ 國 家の 基礎を 繁固 
にす る 所以と •一面に 於て は 選 擧 _ 擴張の 如き も必 
要であります が、 一面に ほ 又 自治 體の發 達と 云 ふ 事 
も 望まなければ ならぬ と 思 ふので あります、 然るに 
近来 政府の 遣 方を 見ます と、 次第々々 に 自治 體の持 
つて 居る 權利が 縮小され て、， 中央に 集めら る X やう 
な 形が ある やうに 私共 思 ふので あります、 * ほ 甚 •た 
遺憾な 事で あると 常に 思つ て 居ります が、 唯今の 內 
務大 ^: は、 曾て 內務 省に 居られました 頃から、 私共 
と 殆ど 同じ 御意 見を 持つ て 居らる、 御 方の やうに 私 
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共 ! r. 承知 致して 居りました 、頗る 是には 8? を 錨して 
居る 次第であります が、 此 道路 法案の 上から 見ます 
と •依然として 自治 5§ と 云 ふ もの-' 描® を 縮められ 
て、 殆ど 自治 fs ほ 5a 路に對 して 何等の fl 限 も 持たな 
い、 唯々 財務の みを 委任され て、 國 家の 言 ふが 儘に 
SC 用 だけを 負擔 しなければ ならぬ と 云 ふこと になる 
の if 蓋 し R 治の 發 達を 阻 碍 する 所以では なから う 
かと 深く 逛ふ るので あります、 併ながら 是にほ 理由 
が あつて 御提 m になつ たこと、 思 ひます が 故に、 其 
邊の 根本の 思想の 在る 所を 伺つ て證き たい、 斯樣に 
信じます 爲め に- 此點を 質問す るので あります..- 
t 國務 大臣 床 次 竹二郞 对 登壇；！ 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 御 答 致します、 大體地 

方の播 '限を 引上げて ，中央に 成べ く 持つ て來ぬ やう 

にと 云 ふ 御 話 ほ、 私 も 御 I..-J 感に 存じます 、今度の； ii 

路法 案に 於て‘ 道路を 阈の營 造 物と 見た と 云 ふ 事に 

付て は、 今 御 話の 如き 問題を 惹起す だけの 事柄で - {i 

な. いと 思うて 居ります、 喵 今でも 御 承知の 如く、 道 

路は それ  <地 方 公共幽 體 の負擔 になつ て 居る ので 

ありまして、 今度の 法律に 於ても， 其點 には 一向 變 

りは ございませぬ、 唯々 道路 其 物は 國 の營锴 物で あ 

ると 云 ふこと を 決めた だけの 事であります、 丁度 學 

校 等が 國の營 造 物であつて、 而して 地方 公共 團體が 

之を 經營す ると M じ 事であります。 

〇 議長 C 大岡育 .造 君〕 小山 松壽 君。 

〔小山 松壽君 登®〕 

0 小山 松 輝 君 唯今 內務 大臣の 御 答 辯に 依りまして 

本案 提出の 大體の 趣旨を 了解 致しました が、 尙ほ本 

案に 付て 三 四 質して 見たい と 思 ひます、 道路の 種類 

を 定めまして 之を 明に 整理 統一して、 現行の 法規の 

缺陷を 補 ふ 其 3T 的を 遂行す ると 云 ふ 事に 於き まして 

は、 產業 上から 考へ ましても、 又 軍事上から 考 へま 

しても. 此 法規の 制定を 見ん とする ことに 於て、 其 

必耍な る點に 於て は 同感であります、 唯々 第一に 質 

して 見たい と 思 ひます のは、 道路の 等級 ほ 種類 記載 

の顺 序に 依りまして •國 道を 馈 とする、 而し て國道 

の 路線は、 第 十條の 規定に te り まし. て •即ち 「一 東 

京 ヨリ 神宮-一至 y 云々」 それから 二 は 「主 トシ テ 軍 

事ノ 目的 ヲ有ス /U 路線」 斯樣に 示して ありまして、 

主務大臣の 認 許を 規定して あります ，此點 に 於て 更 

に 第二の 質 間に 移る のであります が、 道路に 關 する 

费 用 及び 義務の 負擔に 於き まして、 之を 明に して g 


くの 必要 ありと 謎む るので あります、 即ち 第三 十三 
條 「主務大臣 ノ 指定 スル 國 道/新設 又 ハ 改築 二 要 ス 
ル 费用ハ 國庫 ノ負擔 トス」 とあります、 其 指定 (X 第 
一問に 於て 致しました る、 第十條 の 路線の 範圍內 に 
在る ものと 認められる のであります、 果して 然 りと 
致します れば ，其 指定の 範圍 及び 方針 ほ、 如何なる 
御考を 有せら る X もので ありませ ぅか、 唯今 內務大 
臣の御 答 辯 中に も ありました 通り、 本案は 聞く 所に 
法り ますれば、 內務 省に 於ても 數 年来の 懸案に 係 〇 
頗る 愼 重に 研究 調査を 重ねられた と 云 ふこと であり 
ます、 旣に 道路 法規に 對する 缺陷を 補 ひます る爲め 
に、 特に 本案の 如き、 進步 的の 法規の 制定を 必要と 
したので ので ありました と 云 ふこと であります るが 
喵 々玆に 至大の 關 係を 有します るのは •其 範圍 及び 
程度と 云 ふことの 問題に 關 しまして、 事が 大藏 省の 
所管と 至大の 交渉 關 係を 有する ことで あつたと 云 ふ 
ことで 本案が 今日まで 遷延し 来つ たので あると 聞い 
て 居ります •故に 此點 に對 しては、 明瞭に 御 答を 得 
て ® きたいと 思 ひます、 而 して 旣に御 提出に なり ま 
した 以上 ほ、 必ず 此十數 年来 懸案に なつて 居り まし 
たる 所の 研究の 結果 ほ、 御 解決に なつて 居る 事と 思 
ふので あります、 故に 此御 方針と 範圍と 其 程度と 云 
ふこと ほ、 帝國 財政の 上に 至大の 關 係を 有する 事で 
であります から、 重ねて 此 事を 申 上げて 置きます、 
それから 第三に 萎 務 の負擔 に關 する 事であります る 
が、 是は 第三 十九條 「道路 — 關スル エ事-一因 リ著シ 
ク 利益 ヲ受 クル 者 アル トキ ハ 管理者 ハ 其ノ 者ヲシ テ 
利益 ヲ受 クル 限度-一 於 テ 道路-一 關 K ル エ事 ノ 費用 ノ 
一部 ヲ負擔 セ シムル コト ヲ煜」 とあります >  其 次の 

第 四十 條に 「特 -I 道路 ヲ損傷 スル 原因 卜爲ル ヘキ 事 

業 ヲ爲ス 者 アル 場合- 1 於 テ 管理者 ハ 之力爲  >1 要 スル 

道路 ノ 維持 又 ハ 修繕 ヲ 費用 ノ ー部 ヲ其 事業者 M 負擔 

セ シムル 3 トヲ徨 」 と あります. 此點は 第一の 場合 

に 於き まして、 即ち 三十 九條 、此 場合に 於て は 其 道 

路の 新設 若く は 改築に 當 りまして、 其 市町村 若く は 

公共 團體 が、 之に 依つ て 直接の 利益を 受 くる 場合を 

想像し、 若く は 其 道路の 新設 若く は 改修に 依り まし 

て、 其 道路に 沿 ふ 所の 直接の 利益を 受 くる 者の 場合 

を 想像した ものと 思 ひます、 若し さう であつ たと 致 

しましたなら ば、 此三 十九 條に 依りまして、 其負擔 

をせ しむる ことを 定められた る ものであります るが 

之に 對して は 如何なる 方法に 依つ て、 其負擔 をせ し 


めら れ るので あるか、 固よ り 「セ シムル コト ヲ」 と 
あります るから、 させる 場合 も あり、 させぬ 場合 も 
あると 解釋 する もので あらう と 思 ひます るが、 主と 
して 此負擔 をせ しむる ことの 御 方針で あると 云 ふこ 
とほ 疑ない と 思 ひます、 是 は 如何にして 負擔 をせ し 
めら れ るので ありませ うか、 而して 次の 第 四十 條、 此 
場合に 直接の 例を 擧げて 御 質問を S す 方が 明瞭で あ 
らうと 思 ひます、 例へ ば電鐵 を # 設 し-若く は 自動 
車の 運轉を 許可 致しました 等の 場合に 於て、 著しく 
其 道路の 損傷を 爲す ものであります が、 之に 對する 
其負擔 費用を 負擔せ しむる 御 方針で あらう と 思 ひま 
す是ほ 如何なる 方法に 依り、 其 費用の 負擔を 要求せ 
られる 事で あらう と、 其 御 方針を 承つ て ffi きたいと 
思 ひます、 それから 第 四 道路の 等級 順序に te り まし 
て 定められた る 所の 第 1 n 郡 道、 此郡 道の 新設 若く は 
改築に ffi ります る 所の 支辨の 方法に® します る こと 
であります るが、 從來縣 費 支 辨を以 て 致して 居り ま 
する 地方が 多々 あらう と 思 ひます、 若し 本案 制定に 
依りまして、 此 路線に 依る 所の 順序に 依りまして， 
其 管理者に 於て 其 支 辨を爲 すと 云 ふことの 方針に な 
り ますれば •從 來縣 費の茭 辨に 依つ て爲 して 居り ま 
したる 所の 郡 道の 新設 若く は 改修と 云 ふこと に 於き 
まして、 其 郡の 負擔上 到底 堪へ 得らざる 場合が 多々 
あらう と 思 ひます、 此 場合に 於て、 結局 其 郡 道の 新 
設若 くは 改修は、 不可能に 終りは しまい かとの 1® を 
有する のであります るが 此點 に對 しては、 如何なる 
御 方針を 御 執りになる ので ありませ うか、 此事を 明 
瞭に 致して 置きたい と 思 ひます、 是 ほ 今後 實際 に此 
法律を 施行す る 場合に 起る 所の、 問題で あらう かと 
考へ るので あります、 以上 四點 に付きまして 明瞭に 
御 答を 請 ひます (拍手 起る) 
o_ 長 c 大岡 育造 君〕 床 次 内務大臣。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇 j 
〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 小山 君の 御 質問、 第一 
は國道 I 國 道の —— 一寸 失禮 です が國 道の 何で あ 
ります か、 第一は . 

〇 小山 松壽君 第一に 國 道の 種類を 定められて， 而 
して 其 路線に 付て 主務大臣 之を 認定す ると 十條 にあ 
るので あります、 此 認定され ると 云 ふ 事が •纏て 第 
二 問に 移ります 所の 認定と， 其範圍 程度に 關 係を 有 
する ものであります から* 先づ其 認定す ると 云 ふ 其 
一二に 掲げられた る 所の 事 ほ、 總て國 庫の 支 辨に依 
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ると云ふことの御方針 〇 範阳内に在るも〇であるか 
どうか、 それから 第二 問に 移 〇 ます、 脚 分り K: なり 
ました か。 

〇阈 務大  RC  床 次 竹 二 郎君)！ s 5a if i- fij 大 1  :■: が : J sii 
致します るのは •即ち 第 十 勝の 一項 二 項と に 55 げ て 
あるので ありまして* 尤も 全く 新に is る 譯であ り ま 
せぬ* 今日 旣に國 道と 名稱 されて 居る ものが ありま 
す、 先 づ大體 は それが 認定され る譯と 御考 下さって 
究 しう ございます、 而して 费 用の 負擔 ほ、 阈适 にな 
れば H ちに 國庫 の負擔 であるかと 云 ふ 御 疑 [aj であり 
ますが、 それ ほ 左様で ありませ ぬ、 第三 十三 條に 「3 
道 ノ 新設 又 ハ 改築-一 耍スル ?5 用 ハ 國 ！1 ノ負控 トス」 
— ^  r 主務大臣 ノ 指定 スル 國道ノ 新設 又 ハ 改築-一 要 
スル 費用 ハ國庫 ノ 負擔卜 X.I 特に 内務大臣に 於て 指 
定 致します れぱ 、其 道路の 新設 改築は 國 BU の 負 } 8 と 
する 積り であります、 併ながら 然ら ざる ものは 總て 
府縣を 管轄 行政 廳 として、 即ち 其府縣 の負擔 に歸す 
る 積り であります、 是は 今日と 敢て 異らぬ ので あり 
ます、 それから 郡 道の 御 話でした な I さう でした 
らう、 それから 先へ 御 答し ませう。 

〇 小山 松 _ 君 御 答 辯 中であります が •郡 道は 第； 一一 
問であります'  唯今の 御 答 辯 だと、 極めて 重要な こ 
とが 拔 けて 居ります。 

〇國務 大臣 (床 次 竹！ 一郎 君〕 何で ありました か。 

0 小山 松壽君 第一 問の 國 道の 線路の ことは 分り ま 
した、 第二 問に 於き まして， 道路に 關 する ® 用 並に 
義務の 負擔 ，其 事に 付て 重大な 事であります から 明 
瞭に申 上げます、、 務 大臣の 指定す る國 道の 新設 又 
は 改築に 要する 费用は 、國 庫の 負擔 とする こと (3: 唯 
今 御 答 辯の 通りであります、 其 御 指定になる と 云 ふ 
其範圍 、及 方針は どう 云 ふ 御考で あるか、 言換 ひま 
すれ ぱ 第十條 に 掲げた る 所の 線路の 範圍 のことは 分 
りました、 而 して 其 中に 於き まして、 主務 大 e が 指 
5F すると 云 ふことの 御 答 辯は 了 W しました が、 m し 
其範圍 內の御 指定 爲 さる 所の 程度は、 どれ だけに ま 
で 御 指定になる と 云 ふ 御考で あるか、 其 御 方針を 承 
ります る 事は、 « て此國 庫の 茭辨に 要します る 所の 
財政の 狀 態に 關 係を 惹起す のであります、 其點を 御 
尋し たのであります。 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 分りました •御 答 致し 
ます、 極く 大體を 申 上げます るが、 凡そ 斯の 如き も 
ので ある 國道 にして 國 ょり 見れば 極めて 必要な もの 
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であるが、 併し 地方 的から すれば 格別 必要が 無い、 
さう 云 ふやうな もの ほ、 國の® 用に する 外 あるまい 
かと 思 ふので す、 それから 例へ ぱ眾事 上の 目的から 
必要なる ii 路で も、 地方から 見れば 餘り 利害の 關係 
は 無い が、 國から 見れぱ 摘めて 大事で あると 云 ふや 
うな 類は、 自然 lit 三十 三條に 依らなければ なるまい 
と 思 ひます、 大略 其 樣な ことで、 尙ほ 精し きことは 
委 M 會で御 話 致し ませう、 それから 郡 道でした な。 
〇 小山 松 iii 君 三十 九條。 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 是も 委員 會で御 答して 
宜か らうと 思 ひます けれども •併し 一寸 申 上げて 置 
きます が、 例を 舉れぱ 例へ ば ii 路が 改築せられ たる 
が 爲 めに、 鑛山 業者が 其 製品 搬出に 著しく 利益を 受 
ける が 如き 場合は、 本條を 適用を する、 又 新に il 路 

を 築造せ る爲 めに、 之に 併行す る 堤防の 改築を 嬰せ 

ざるに 至る が 如き 場合， さう 云 ふ 類が あります、 委 

しくは 委事會 の 方が 宜 からう と 思 ひます、 大體右 _ 

な ことであります、 それから 郡 道の 指定を 致す に 付 

きまして は、 御 心配の 如き ことは、 極めて 深き 注意 

を 致して 指定し なければ なるまい と 思 ひます、 併し 

今日に 於ても 郡 自ら 道路 H 事を やつて 居る 所 も あり 

ます、 共し く 御 心配になる やうな ことは あるまい と 

考へま す 0 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 丸 山嵯峨 I 郎君。 

0 丸 山嵯峨 一郎 君簡 M ですから、 是から 質 間を 致 

します。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 登壇を 願 ひませ う。 

〔丸 山嵯峨 一 郎君 登 檀〕 

〔拍手 起る〕 

〇 丸 山嵯峨 一郎 君 從來 は此® 縣道 のこと に付き ま 

しては、 笾い 規程を 適用せられ て、 それが 爲に隨 分 

不都合な 事が 多い のであつた ので、 幸に 今回 此 道路 

法が 提出され たのであります るが、 私は 唯々 滞かな 

點に 付て 77 問を 致して £¥ きます るのは、 此 适 路法屮 

の m の稱 類を 五 種に 別つて 居つ て、 其 列記して ある 

所を a まする 所が、 まだ 鸬だ 逍 憾な KS が あるので あ 

ります、 それ It 御 承知の 通り •國道 及 府縣道 、國迫 

の 方は 明白に tt 質が 分つて 居ります 、狩 縣 疽 及 郡 道 

と 云 ふ ものになります ると、 どうも 內容が 錯雜 して 

例へ ば 府縣廳 所在地から して、 府縣內 の樞要 の 地と 

斯うあります る けれども、 郡 も 亦 府縣内 であります 

から、 郡 内 fis 要の 地から して —— 郡役所 所在地より 


郡 内 樞耍の 地と 云 ふやうな 場合は、 « だ 其 資格を 區 
別す るに ほ W P であらう と M ふので あります •唯々 
或 ほ 其 道路の 道 幅と か 或は H 事の 程度で 制限を 立て 
るかは 知らぬ けれども •是で は 必要な 程度に 應じた 
道路を 定 むる、 之が 標準には ならぬ と 思 ふので あり 
ます、 寧ろ 私の 考で は、 もう 少し 郡 道と 云 ふ 方を 明 
かなる 標準を 立て、* 府縣 道の 方を 廣 くして 置いた 
方が 宜しいで はない かと 云 ふ 私は 考を 持つて 居る の 
であります、 其の點 に 付いて 一應 質問 致します、 も 
う 一つは 此の 限られた る 道路の 外に、 地方に 依つ て 
は、 半： 產上 必要なる 道路が 多々 あるので あります、 
今 H 府縣會 などに 於て、 隨分騷 がしき 議論が 起る が 
多くは 此 府縣廳 所在 池ょり 樞耍の 地と 云 ふやうな こ 
とに 當篏 まらぬ 處で 、池 方の 生產に 向つ て、 必要な 
道路が 澤山 あるので あります， 此大體 を 見ます ると 
云 ふと、 全く 生產 上の 關係を 除却して しまつて、 唯 
唯 道路の 種類を 限つ て ある やうに 思 はれます るので 
甚だ 此點 は逍憾 であります るが、 是から 先き の 道路 
と 云 ふ ものは、 今 R までは 此大隐 の 51 路が its 来て 居 
ります から、 此上は 先 づ主 に此 生產 上の fs めに 必要 
なる 道路を 開隳 する のが， 最も 注意すべき こと -e あ 
らうと 思 ふのと， もう 一つは 停車場に 達する 線路が 
大分 萍 山あります けれども、 鐵 道の 敷設して ない 場 
合には •殆ど 府縣郡 道を 造る 處が 無い のであります 
是 等の點 を 補 ふには、 如何なる 方法を 以てする ので 
あるか、 一聰 御 說 明を 願つて 置きたい のであります 
0 謎 長大 岡 育造 君) 床 次內務 大臣。 

〔國 務大： 5 床 次 竹二郞 君登攢 J 
0 國務大 f:i c 床 次 竹 二 郎君) 丸 山 君の 御 尋ほ •主と 
して 路線の 撰 定 方に 關した 御說で あります が、 是は 

自然 逐條審 諉 のとき に 能く 承りまして、 漏れた 所が 

あるなら ば •追加 致す も宽 しう ございます が、 併し 

唯今 御 話の 如き ことは、 唯今の 箇條で 十分 出来る 積 

りであります。 

0 議長 (大岡 育造 君) 質問の 通告は 是で 終りました 

日程 第二に 移ります、 右 誇 案の 抱 査を 付託すべき 委 

員の 選 擧を諮 題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

0 岩 崎 勁 君 委員の 數は 特に 二 十七 名と し、 誘 長に 

於 C 指名せられ んこ とを 留み ます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 


せぬ か。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (犬 岡 育造 君) 御 異議がなければ， 議案を 付 
託すべき 委 M を 二十 七 名と し、 議長 指名と 決します 
日程 第三、 北海道 W 土人 保 讁法屮 改正 法律案 •第一 
讀會 を a 題と 致します。 

第三 北海道# 土人 保護 法 中 改正 法律案 
(政府 提 m〕  第一 讀會 
北海道 藝 土人 保 謹 法 中 改正 法律案 
北海道 H 土人 保 li 法 中 左 ノ通改 正ス 
第五條北海逭鶬土入-|シテ傷痍ヲ受ヶ又ハ疾病 

― 罹リ 自費 治療 スル コト 能 ハサ ル 者 ハ 之 ヲ救療 
•ゾ又 ハ 之 二 藥價ヲ 給 スル 3 トヲ得 
第 六晓甲 「疾病」 ヲ 「傷痍、 疾病」- 一改ム 
附  則 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 床 次內務 大臣。 

〔闽 務 大臣 床 次 竹 一一 郞君登 壇〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 北海道 M 土人の 爲 めに 
は、 特に 保- P 法が 制定せられ て， 種々 保護の 途が加 
へられて 居る ので ございます るが、 何分衙 生の 思想 
に 乏しい、 生計の 程度 も 低く、 又 餞 療 II 關 4 十分で 
ない 爲めで ありませ う. 全國に 比較して 見ます ると 
W 土 八に 於て は 死亡率が 高い のであります、 殊に 肺 
結核 患者が 多い のであります、 之を 今日の 儘に 放任 
し 置く 譯に 參らぬ と考 へます るのと、 又 其 儘に 致し 
て 置きます ると •其 病毒が 一般に 傳播 する 虞 も あり 
ますので、 此度此 改正を 致しまして、 « 土人の S め 
に、 簡姑の 病院を 造つ て 治療の 途を 開き、 又 傷痍を 
受けた 者であつて、 自費の 治療の 出来ない 者が あれ 
ば， 救療 或は 救助の 途を 開いて、 保護を 全くしたい 
と 思 ふので あります、 どうぞ 御 協賛を 望みます。 
o fif 東 知 也 君 誘 長。 

0 諮 長 C 大岡 育造 君：} 通告が ある やうです、 小 西 君 
0 小 西 和 君簡單 ですから 此 席ょり …… 

0 議長 (大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

〔「登壇々々. I と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 十分 聲は撤 すると 思 ひます。 
0 小 西 和 君此 北海道*  土人 保護 法 中 改正 法律案 ! i 
現行の 法律に 一步を 進める もので ございます から、 
其 趣意に 於て li 誠に 結構の 事柄と 思 ひます、 併な が 
ら單に 一步を 進める に過ぎないので ありまして •私 


の 見る 所を 以て 致します れぱ 、土人の 保護は もう 少 
し 徹底的に、 根本的に ありたい と 思 ふので あります 
御 承知の 如く 北海道の » 十： 人は、 有 ゆる 方面から 壓 
迫を 被つ て 居りまして、 極めて 悲慘 の狀 態に 陷 つて 
居る のであります、 所が 此 a 土人は、 我 國歷史 の 上 
ょ 〇 見まして、 極めて 大切な 補 族であります、 又 人 
類學考 古學の 上から 見ましても、 捨て置き 難き 種族 
であります、 此 理由に 於て、 土人を 徹底的に 保護し 
永久に 彼等を 保存す るの 途を 立て、 置く 必要が ある 
と 思 ひます-殊に 人道の 上ょり 見まして、 彼等を し 
て 今 H の やうな 狀態に 置く と 云 ふことは* 最も 日本 
の國 民と して、 甚だ 遺憾に 思 ふので あります、 政府 
は拫本 的に 彼等 陪 級の、 安全に 愉快に 牛： 存し撙 る だ 
けの 保 |« 法を 講ずる 御考が ある や 否や、 此點を 伺 ひ 
たい、 又此機 ©に 於て 今一つ 伺つて ia きたい 事は 北 
海道の » 土人と 殆ど 同じ 關係 N じ 狀態に 在る 所の陣 
太の » 土人は、 如何に 爲 さる 御 積り であります か _ 
太の » 土人、 それは 「アィヌ」 其 他 r ギリ ャ ー ク 」 
「ヮ リャ— ク」 此三 種族が あります、 此 種族が 我國 
の 領土に 復歸 致しまして 以來 、業に 旣に餘 程 生活 上 
の 慰安を 奪 はれ， 危惧の 念に 陷つ て 1;- る やうに 見 ゆ 
るので あります、 之に 對して も 又 適 當の方 法を 採る 
必要が あらう と考 へます が* 政府の 此邊に 付ての 御 
考は 如何で あらう か、 承りたい と 思 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 床 次內務 大臣。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 唯今 小 西 君から、 徹底 
的の 保 li 法を 立てたら どうかと 云 ふ 御尋で ありまし 
たが、 其 御 答を する 前に ./' 3 唯今 やつて 居る ことを、 
此處で 御 承知の こと、 思 ひます けれども 申 上げ 置き 
ます、 土地の 無償 下付、 農業に 從事 する 者， 又は 從 
事せ んと する 者に 對 し、 一 戶に付 一 萬 五 千 坪 以內を 
無償 下付す る こと， それから 農具 種子の 給與を 致し 
て 居ります、 それから 今日まで も藥價 の 給與を 致し 
て 居ります (「そんな ことは 存じて 居る」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 御存じなら ぱ 申さぬ でも 宜しい が、 序です から 
申す と、 救助 米、 埋葬 料の 給與 、授業料の 給與、 小 
學校 維持 及 建設と 云 ふやうな もの， 彼® な もので 保 
護を 加へ て 居る 次第であります が、 是で はま だ 足ら 
ぬと 思 ふので、 今度の 改正を 出した 次第であります 
それ 以外に 今當局 者は 考を 持って 居り ませぬ が、 此 
外に 徹底的の 案が ございますならば、 委員 會に 於て 
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篤と 拜踣 したう •こざいます、 _ 太の 方は 本案に 關係 
がご ざい ませぬ から、 何れ •王 務 大臣から 更に 御 答 致 
します。 

0 伊 31 知 也 君 議長。 

0 袋 長 (大岡 育造 君) 伊東 知 也 君。 

〔「登 捜々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 伊東 知 也 君 簡單 でございますから …… 
〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 諉畏 (太 岡 育造 君〕 許可 致しました。 

0 伊東 知 也 君 聲は撤 底し ます 「傷痍 者 又 疾病」 と 
云 ふこと が ある、 是れほ 矢 張 地方 長官が、 何 か檢査 
官 でも @ いて 調べた 上に、 御 許になる 御 方針で ござ 
いませう か、 如何な もので ございませう か、 又 小 西 

君の 御 質問 中に、 私 ほ® だ 解し 難い ことがあります 

から、 一 踊 小 西 君に 御鸱 したいと 思 ふ、 初めは 人類 

學上 の參考 品と して、 保 li しなければ ならぬ と 云 ふ 

文句が あるかと 思 ふと、 今度は 人道 上の 問題で ある 

から 助けなければ ならぬ と 言 ふ、 どうも 帝國の 臣民 

は， 縱しや 「ァィヌ」 であ つても •人類 學 上の 參考 

品と して 保護す るな ど、 言 はれる のは •甚だ 奇怪に 

思 ふので あります、 此の點 は 小西趙 は 聊か 御 反省に 

なつたら 如何 かと 思 ひます、 そんな ことは 更 めて 答 

辯には 及び ませぬ が、 御 互に 注意す る ことで ござい 

ます、 政府は 疾病 傷痍の 診査其 他の 方法に 付ての、 

御成 案は 無い のであります か、 簡單で ございます か 

ら •其 席から 御 答を 願 ひます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〇阈務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 御 答 致します、 北海道 

廳に 於て ® ら 世 話を 致します が、 K 際に 於て は 町村 

役場で それに 當つて 居ります、 それなら 間違ない 積 

りであります。 

〇伊苽 知 也 君 細則は ありませ ぬか ゥ 

〇阈務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 別段 細則は 耍 しませぬ 

0 議長 /-~~ 大岡 育造 君〕 日程 第 四、 右謅 案の 審査を 付 

託すべき 委 M の 選 擧を翳 題と 致します。 

第 四 右 議案の 盗 査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

〇 岩 崎® 君 本案は 委員の 數を九 名と し、 議長に 於 

て 指名せられ んこ とを 韹み ます。 

0 調 長 C 大岡 育造 君 崎 君の 動蕺に 御 異議は あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇邁長 (大岡 育造 君〕 御異謖 •かなければ 議長 指名、 

九 fi の 委員に f-J 託する ことに 決します - 日程 第五 

開黎 助成 法案の 第一 誼 ® を 開きます。 

第五 開懇 助成 法案 (政府 提出) 第一 譖會 
開墾 助成 法案 
開懇 助成 法 

第 一條 土地 ノ 農業 上ノ 利用- プ褙進 スル 目的 ヲ以 
テ 左-一 揭クル •事業 ヲ行フ 者-一 對シ 、王 務 大臣 ハ豫 
算ノ 範圍內 -I 於 テ 助成金 ヲ 交付 スル コト ヲ煜 
一 開 ■, 湖海 ノ埋立 若 ハ 干拓 又 ハ 開 田 
二 前號 -1 揭クル 事業- 1 伴フ 濯溉 排水- 1 關スル 
施設 又 ハ 道路 堤塘ノ 新設 若 ハ' 變更 
第二 條 助成金 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リエ 事 開始 
ノ年ョ リエ 事 終了後 四 年-一至 ル 期間 內 = 於 テ 之 
ヲ 交付 ス 

前項 助成金/年額 ハ 命令 ノ定ム ル 所 二 依リ 事業 
ノ 爲其ノ 交付 ノ日迄 -I 支出 シタ ル總 金額 ノ百分 
ノ 六以內 トス 

第三 條 助成金 ノ交 付ヲ受 ケタ ル 者 ハ 命令 ノ定ム 
ル 所， 一依 y 最後 ノ 交付 ノ 年/翌年 3 リ起 算； N11 
十年內 -1 於 テ 其ノ受 ケタ ル 助成金 ヲ 返還 スへシ 
第四條 助成金 返還 ノ 義務 アル 者 助成金 交付 ノ土 
地、 事業 又 ハ 事業-一依 リテ 生. ゾタル 設備 ヲ_瞍 
セム トス ル トキ ハ 命令 ノ定ム ル 所 — 依リ 主務 大 
臣ノ 認可 ヲ受ク ヘシ 但シ國 -I 讓渡 スル 場合 ハ此 
ノ限二 在 ラス 

第 五條. 助成金 交付 ノ土地 •事業 又 ハ 事業-一依 リ 
テ生シ タル 設備 ノ移鞞 アリ タル トキ ハ 移 II 前 二 
交付 アリ タル 助成金/返還 二 付 テ ハ 命令 ノ定ム 

ル 所-一依 リ承繼 人前 者卜連 帶シテ 其ノ 返還 ノ義 

務ヲ負 フ但シ 國力 承繼人 タル 場合 ハ 此ノ限  一 I 在 

ラス 

第 六條 主務大臣 ハ 助成金 ノ 交付 ヲ受ク ル 者 又 ハ 

助成金 返還 ノ 義務 アル 者-一 對シ 助成金 交付 ノ土 

地、 事業 又 ハ 事業 — 依リ テ生シ タル 設備- 一 關シ 

報吿 ヲ命シ 、當該 官吏 若 ハ 吏員 ヲシテ 書類 會計 

物件 若 ハ H 事 ヲ檢査 セ •ゾメ 又 ハ 監督 上 必要 ナル 

命令 ヲ發シ 若 ハ 處分 ヲ爲ス コト ヲ得 

第 七條左 ノ谷號 /ー ニ 該當 スル トキ ハ 主務大臣 

ハ 助成金/交付 ヲ受 クル 者 又 ハ 肋 成金 返還 ノ義 

務 アル 者-一 對シ 助成金 ノ 交付 ヲ 停止 シ若 ハ廢止 

シ又ハ 助成金 ノ 全部 若 ハー 部ノ 即時 返還 ヲ命ス 


ル n トヲ Jg 

一 本 ar 若 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 又 ハ 之- 1 
依 リテ 爲シ タル 處分 1 1 違反 シタルト キ 
二 事業 ノ全部 又 ハ ー部 ノ 停止 又 ハ 陵止ァ リタ 
ル トキ 

三助 成金 交付 ノ  土地 又 ハ 事業-一 依リテ 生シタ 
ル設 IW ヲ 農業 上-一利 用 セ サル-一至 リタ ルト 
キ 

四 肋 成金 交付 ノ條 件-一 違反 シタルト キ 
五 詐欺 ノ 手段 ヲ以テ 助成金 ノ 交付 ヲ受ヶ タル 
トキ 

第 八條私 人ノ 助成金 返還- 1 付 テ ハ 國税滯 納處分 
ノ 例 — 依 リ之 ヲ徵收 スル コト ヲ 得但シ 先取 特權 
ノ 順位 ハ 國税 -1 次ク モノ トス 
第九條 主務大臣 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ本 法- 1 
依 ル 職權ノ ー部 ヲ 地方 長官 — 委任 K ル n トヲ煜 
附則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
本 法 ハ 北海道-一之 ヲ 施行 セス 
〔國 務大 EI 山 本 達 雄 君 登壇〕 

〔拍手 起る」 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 議題と なりました 開 
墾 助成 法案に 付て、 提 3 の 理由を 大體申 述べます、 
國民 食料品の 需耍 に對 しまして は、 將來安 金なる 供 
給の 方法を 立てます る ことは •國 民の 生計、 國 家の 
存立 上缺 くべ からざる 事項でありまして、 是が 供給 
の 根本は、 生 產の增 加に 在る ことは 申す まで も あり 
ませぬ が、 就中 耕地の 擴張か Li し、 地盤の 面積を 擴 
張す る ことが、 最も 重要なる： №1 係を 有する こと、 存 
じます、 政府は 旣に 大正 七/ rlr .! ょり 土地利用の 調査 
計畫に 著 手 致しまして、 開墾の M 込の 地に ほ •是ま 
で 技術者を 派 遺して、 開發の 方法 等に 付て 十分の 調 
査を しつ、 あるので ございます、 併し 是 等の 調査を 
利用して ，開 II の 事業を 確實 に現實 にせん とする に 
は、 開懇當 初收益 未だ 十分なら ざる W 當 年限 問、 投 
入 資本に 對し まして、 不足 補給の 趣旨を 以て、 相當 
助成金を 交付す ると 云 ふことは、 最も 有効に して 適 
切なる 獎 B 方法と 認める 次第で ございます、 是に依 
りまして 速に 相 當の新 耕地を 開墾して、 他の 施設と 
相 侍つ て、 國民 食糧の 供給を 濶澤な らしめ、 併せて 
農村の 振興に 資せん とする 次第で ございます、 之が 
提出の 大體の 理由であります る 故に、 願く は 愼重審 
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議の上 御 協 铰あら ん ことを 沼み ます C 
〔拍手 起る〕 

〇議 長大 岡 育造 君) 田 中 SS 逸 君。 
c 田 中 萬 逸 君 登®〕 

0 田 中 萬 逸 君 現今 間 題と なつて 居ります る l:i: へ : -i Kl 
の 潤 澤 、言葉を 換 へて 申します れば 、產 米の％ 加を 
岡るべき 此開墾 助成 法案を 提出に なりまして、 其提 
出 の 理由の 大體 ほ、 唯今 拜腔 致しました、 類る tT 効 
にして 適切なる 施設で あるとは 存じます が、 扨 rr- 細 
に此法 案を I 赀 して 見ます ると、 K だ不撤 底、 又甚 
だ 姑息で あると 云 ふ 感じを 致す のであります、 其 E 
も 私の ifi 憾に 存じます 點は 、此肋 成金の 交付に 就て 
百 分の 六以內 に 限られた ことであります、 此百 分の 
六は 一町 步に 致しまして 雔か九 圆の 助成金に しかな 
らな い、 而も 之が 五十 町 以上の 土地に 限られて 居る 
此御 方針 ほ 甚だ 私 等は 了解に 苦しむ のであります、 
今日日 本の 農業を 見ます るのに、 小農 殊に 此 自作 S 
の獎勵 を圖 られ ると 云 ふことは、 最も 的確に 產 米の 
多量を 期せら る、、 最良の 方法で あると 私は 確信し 
て 居ります、 然るに ® に I 町 步に對 して 九 ■ の 肋 成 
金を 與 へて、 3T 十 町歩 以上を 開 懇す るに 非ず んば此 
本案の M 典に 浴す る ことが tli 來な い .と 限られて 居る 
のは、 如何で あらう かと 思 ふので あります、 私から 
見ます れぱ 、百 分の 十、 百 分の 十五、 是位で も 尚 ほ 
少なし と 思 ふので あります、 此點に 付て 明瞭に 御 答 
を 願 ひたいと 思 ひます、 それと 從來斯 る 法案に 類似 
の ものには、 地方 费 より 保護され る ことにな つて 居 
ります が、 此案ほ 地方 费 より 更に 保 謎させる ことに 
S さるので あります か、 如何であります か、 此點に 
付て 御 答を 願 ひたいので あります、 それからもう 一 
つは 此勞 力の 關係で あります、 今日 工業が 非常に 發 
達 致しまして* 國 家の 爲めに 誠に 喜ぶべき 現象で あ 
ります る けれども、 農村に 居住して 居ります る 者よ 
〇 見たなら ば、 此 工業の 振興の 爲め に、 農村に 於て 
勞力に 非常に 拂 底を 致して 居ります、 自作農で ある 
とか、 小作農と か 云 ふ ものは、 滔々 として 此 工業 方 
面に 走つ て、 農村に 於き ましては、 勞力が 非常に 拂 
底を 致して 居る、 それが 爲め に從來 一段 步 より 一石 
若く は 二 石 位の 收 酸の あつた 所は、 三 割 四 割の 減少 
を 見る と 云 ふやうな ことで、 產 米の 高 か、 是 等の 關 
係より 非常に 減じて 居ります のみならず、 或 地方に 
於き ましては、 小作農 者の 如き ほ •一日 二 圆の勞 銀 
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を 丁： 槳に 依つ て 得られる けれども、 農作を 致した な 
らば  >篼 か 四 五十錢 にし かならない、 それが 故に 相 
_ひ て：— 業 方面に 走つ て、 耕耘稱 培の 事は 閑却して 
居る、 さう して 收稻 米の 少な かつた 曉に は、 地主に 
迫つ て I— 力を 以て 地主に 迫つて 之を 免除し •若く 
は 輕滅 させれば 宜しい と 云 ふやうな M 傾向が ありま 
して、 それが 爲めに 延て產 米が 非常に 減少を 致して 
居る と 本 M は 見て K るので あります、 强ち 耕地の 增 
加を せられる と 云 ふこと が、 今日の 狀態ょ 〇 見て、 
產米を m 加す ると： k ふ 適切な 方法で あると ほ 存じ 煜 
られな いのであります、 此 耕地の％ 加と 共に 勞力を 
■按排して* 而 して 小作農と 地主の 間の g 滑を 圖 ると 
か、 @ 作 農の 獎勵 をす ると 云 ふこと 1- 付きましても 
何 かの 考闹 をせられ て宜 からう と存ず るので ありま 
すが、 此點 に付きまして 明瞭に 御 答を 願 ふので あり 

ます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登 搜 J 

〇阈務 大臣 C 山 本 達 維 君〕 此 案の 中に 六 朱の 補助を 

すると 云 ふこと に付きまして 餘〇 .補給が 少 くつて、 

之を 一 ® 若く は 一割 五分と 云 ふ 如き ものに、 何故し 

ないかと 云 ふこと であります、 先づ開 懇 に付き まし 

て 常に 苦しみます る ことは、 御 承知の 如く 開墾なる 

ものは、 直ちに 收益が 收らぬ のであります、 之に 就 

て 自ら 開 梨を 致し ますれば、 或 年限の 間 ほ 資本を 下 

して、 而 して それに 付て は 利子が 生じない と 云 ふこ 

とが 生れる ので ございます、 故に此 開 梨は 非常なる 

苦痛を 感ずる ので ございます、 併し此 法に 依ります 

ると、 先 づ開 18 をして 後 四 E?3 年の 間は、 六 朱の 補助 

を 與へ ると 云 ふこと になつ て 居ります、 故に 其 開 18 

の 間 —— 四年艽 年と iK ふ 開 18 の 間、 其 上に 尙ほ W 箇 

年の 間 六 朱の 補給を すると 云へ ば、 丁度 七 八 年の 間 

は 何等の 利子を 入れず、 無利子の 資本を 以て 開墾を 

する ことに ffl 成ります、 故に 此 位の ものなら ば 適當 

であらう と 云 ふこと で、 六 朱と したので ございます 

此六朱 なる ものは、 御承矧 の 通りに， 普通の 公愦が 

五 朱で ございます、 又は 確 宵なる fI3 券の 如き もの も 

六 朱 前後の ものが 多い ので ございます、 故に 先づ此 

所 等 あたりが 適當 であらう かと 云 ふ考へ 、それから 

小農に 行かず して、 先づ 五十 町步の 如き ものを やる 

と 云 ふ考 であります ことは、 小さな 開 18 であります 

ると、 小農が 自然に やる ので* こざいます るが* どう 

も 大開懇 になります ると、 兎角 S 本が 餘計耍 り まし 
開懇助 成 法案 第 i If?l 會 


て、 是 まで 未開懇 の ある 場所は， 多く 坪 數の 多い 所 
があります、 故に どうか さう 云 ふ 所の 官有 地， 或は 
公有地な どに 付て、 約 十五 箇 年の 間に 二 十五 萬町步 
を當 てに しまして、 やりたい と 云 ふ考 でございます 
る、 故に斯 く 決めた 次第で ございます、 それから 此 
補助なる ものは 地方 S で やる か 或は 中央 費 かと 云 ふ 
御 質問であります が、 是は 地方 费には 依 らず して、 
中央政府より 補助を 爲 すと 云 ふ考で ございます、 第 
三には 兎角 地方には 勞力 缺乏で あつて、 甚だ 產米の 
如 3- 物が 少くな る 傾が あると 云 ふ 御 質問で ございま 
すが、 成程 地方に 於て、 勞力が 次！ S に 減少の ® を 持 
つと 云 ふことは、 是は 工業 發 達の 如き、 或は 鍵 山の 
如き 自然に 進步發 達を 来す と 云 ふ 上に 付て は， 已む 
を 得ない® 向であります が斯の 如き 事は 防ぎ 得るな 
らば、 成た け 防ぎたい と 云 ふ考を 持たな けれ ぱなり 
ませぬ* 乃ち 此開 is 助成 法の 如き ものを して、 さう 
して 開 ■を 政府よ 〇獎 動す ると 云 ふことは、 地方に 
於て 成た け此 農民が 都會に 出， 色々 變 化する やうな 
る ことを 成た け 防いで、 さう して 御 質問の 產 米を 成 
たけ 餘計 にし， さう して 勞働 者が 地方で 斯の如 き 開 
懇 をして、 成た け 地方に 足が 留まる やうに と 云 ふ 方 
の途を 執る 次第で ございます、 而して 此勞 力に 付て 
之を 地方に 留める と 云 ふ 方に 付て は、 外に何か 考も 
無い かと 云 ふ 事で ございます が、 此 所に 於き まして 
は、 此開 ■助成 法 だけの 6rJ き說 明を 申 上げて 置き ま 
す。 

0 高 田 耘平君 議長。 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 順序が あります —— 藤 并善肋 
君。 

0 藤 井 善 肋 君簡® であります から 此處で …… 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇 藤 井 善 助 封 唯今 政府の 御說 明に 依りまして、 目 

下の 急務た る 食糧 問題を 解決すべき！ E 久 的の 施設と 

しては、 本案の 如き ものは 頗る 必要を 認める ので あ 

ります、 斯 の !! (n き 必要なる 目的を 遂行す る 上に 於き 

ましては， 其方 法の 設定に 付て、 萬 遺憾な き 考慮を 

拂はな ければ ならぬ と 思 ふので あります が、 今此法 

案を 一 讀 致します ると >  第 一條の 目的、 即ち 開 _ 湖 

海の 埋立 、若く は 干拓 又は 開 田、 是 等の 事業を 爲す 

者に 對 して 補助 命を 與 へる - 助成金を 交付す る、 

是が 本案の 趣意に なつて 居る のであります が、 過去 

及 現在の 是等 事業の 狀况の 上から 見ます ると •開 ii 


事業に 付て は、 此事 築を 施行し まする 鄰接地 主の InJ 
S, 又は 湖海の 埋立 、若く は 干拓 事業の 如きは、 或 
は 治水の 關係 ，若く は 水產 業者の 現在 52 て 居る 利益 
を 喪失す る 報償、 或は 漁 槳權莕 、殊に 定置漁業な ど 
を やる 所の 定置. €業權 者な どの、 是等 に對す る 支障 
の 案' 件 等が、 自然に 斯の 如き 事業 遂行の 上に 付き ま 
しては 故障と なつて、 是等の 事業の 目的が 達せられ 
ぬ 事實 が、 往々 にして 過去 及现 在に 於て あるので あ 
ります、 本案に 於て は •唯々 僅かの 助成金を 交付す 
ると 云 ふこと に 依つ て、 開墾を 肋 成し やうと 云 ふこ 
とに， 本案の 趣意が なつて 居る のであります が、 唯 
今 申 述べる が 如く、 水產 業者の 故障を 排除す る， 若 
くは 鄰接 地主の 同意を 要する が 如き、 或は 土地 收用 
令に 準據 したる ものを 適用す るが 如き •若く は 水產 
漁業 者の 如き 者に 對 する 報償金を、 政府は 是 等の 事 
業 施行 者 等の 間に 介在して 報償金を 査定す るが 如き 
斯樣な 事業 施行の 上に 對する 支障を 排除す ると 云 ふ 
點に は、 政府は 考盧 を拂 はなかつた ので ありませ う 

か、 此點 に對 して 御 答を - 序ながら もう 一つ、 此 

「又 ハ 開 田」 開 田と 云 ふ 文字が あります が、 P'1 地 整 
理な どの 過去の 事業の 上に 於て、 見馴れぬ 聞 馴れぬ 
文字であります が •此開 田の 意味を {HJ ひたい。 

〔國務 大臣 山 本 達 維 君 登壇〕 

OS 務 大臣 (山 本 達 雄 君) 唯今の 第一の 御 質問は 御 
尤で ありまして、 政府に 於き ましても、 此邊 の妨に 
なること ほ、 是 まで K 々それに 關係 しまして、 どう 
かしたい と 云 ふこと でございます、 此 K 耕地整理の 
法. 律の 改正案を 川 します が、 此 耕地整理の 改正案に 
付きまして は、 其 事は & て収 除ける 意味を 以て 改正 
案を 出す ことにな つて 居り ■ます、 それで 御 承知を 願 
ひます、 それから 第二の 開 田 ■是は 畑を 水田に 直す 
と 云 ふ 意味であります。 

0 議長 C 大岡 育造 君 5 秋 田 寅 之 介 封。 

〔秋 田 寅 之 介 君 登壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 高 田 耘平君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 唯今 秋 田 君に 發 言を 許して あ 
り ま f  〇 

0 秋 田 寅 之 介 岩 唯今 議題と なつて 居ります 議案は 
國民 必需の 食糧 問題でありまして、 至極 同感す る 次 
第であります* 之に 付きまして •少し 政府の 所見を 
伺 ひたいので あります、 兎に角 勞働 者の 都市 集屮ほ 


人口の 坍 加に 付て、 家屋の％ 設と ffl 反して、 年々 田 
畑の 減ずる ことは、 全 ^ を 通じて 僅少で ない と 思つ 
て 居る のであります、 然るに 政府の 發表の 米產额 豫 
想 表は、 毎年 五 千 四 五 百 萬 石 内外で ある、 固より 農 j 
業の 研究 改良 等に 依つ て、 多少の 咐收 等は あると し 一 

て も •一面には 農を 捨て、 H 商に 走り、 今や 山間 僻 
地まで も、 將に愍 々荒れん とする 析抦で あります、 
尙ほ此 際に 當つ て、 政府は 矢 張同樣 の 結果の 報吿を 
して ある やうです が、 政府は 田畑の 漸減の 事 實を調 
査せ られて 居る か、 どうで あるかと 云 ふこと を 第 | 
に聽 きたい、 若し 調査して あるなら ば •全 國に亘 つ 
て 年々 此減 損しつ、 ある 段別、 及 其 程度は どの位に 
なつて 居る か、 各 府縣に H つて 明細なる ものが あ ひ 
ますれば、 之を 承りたい のであります、 萬一此 調査 
が 無い とすれば， 抑々 政府は 如何なる 根據に 依つ て 
幾許の 段別に 依つ て此豫 想 表を 作り 得られる ので あ 
るか、 又 田畑の 減損は 無い ものであると 思 召に なつ 
て 居る ので あるか、 此點を 伺 ひます、 固より 豫 想の 
事であります から* 正 額は 期し 難いと 致しましても 
田畑が 年々 減損し つ V ある 事 K が 明かなる 以上は、 
實際の 段別 減損を 調査せ ずして， II に產 額の 豊作と 
か、 或は 平年作と か、 又 if 何 割 減と稱 しても •實際 
收 撞の鸨 定は 、之を 作り 得ざる ものと 考へて 居る の 
であります、 恐らく 政府は 愼重に 御 調査の 上で ある 
と 云 ふことは、 本員は 信じて 疑は ぬのであります が 
萬 一周 到なる 調査' か 無くして、 辟に 收瘦 の豫 想を 以 
て 食糧 問題の 計畫を 立てられ ると 云 ふこと ならば • 
之に 依つ て 生ずる 國 民の 食糧 問題は、 大な る細齬 を 
來たす ものでは ないかと 思 ふので あります* 第二は 
開墾の 助成金であります が、 fi に 田 中 君 も 述べられ 
ましたが、 百 分の 六と 云 ふこと であります るが 是 {3: 
無い よりは 無論 優つ て 居る と 云 ふことは 論を 俟たぬ 
話でありまして、 又 實に好 案で もあります、 併な が 
ら 此 饉 少な 額の 助成 案が， 果して 効果が あるので あ 
り ませう か、 否な 本員は 頗る 此の 効果の 有る か 無い 
かと 云 ふこと を 疑 ふので あります、 更に 食糧 問題は 
今：！！ 社會 問題 中、 最も 大なる ものなる ことは 申す ま 
でもない 事であります るが、 自給自足の 必要は、 世 
界 の大戰 に 依つ て、 苦き 經驗を 得て 尻る 一大事 例で 
あります 然るに 我國の 現狀を 顧みます るに， 人口は 
愍々 增 加し •此 唯一の 供給者た る 田畑は、 谷 種の H 
業 及 鑛山業 等の 發 達に 伴つ て、 是等に 要する 工場 敷 
I  九 八 五 


院蓀衆 帝间一 十四 第 


開墾 助成 法案 af5 I IK1 & 


九 八 六 


地 及 家屋の 佾設等 にて、 年々 減少す ると 云 ふこと (3: 
何人も 認 むる rff であると 考へて 居る •殊に 米產 地を 
以て 任ずる、 又 多大の 產出 地た る 九州 及 中國に 於て 
減損を見ることが甚しいのであります、又小作熳業 
者 ほ， 次第に 農を 捨て V エ 商に 走つて 居る のです， 
此時此 (S 放 (T: する やぅな ことがあつ たなら ば、 我國 
も 亦 英國と 同じく、 食！！ に 於て 著しき 苦痛を 感ずる 
に 至りは しない かと 思 ふので あります、 又 一旦 有事 
の 際には •由々 しき 不幸の 一大 W を 生ずる ことでは 
ないかと 挺- S する 者であります、 否 現在に 於て、 鄰 
國 支那は 防穀 令を 布いて 居る のであります、 况や戰 
時に 於て 如何なる 事を 致す か、 又 政府 當局は 關 貢、 
西貢 等の 輸入 も 御計进 ほ 固ょり あるで ありませ ぅが 

平時に 於て すら* 支那 政府は 防穀 令を 相いて 居る の 

であります、 况や 西貢、 蘭 貢 等に 於て、 此戰 時に 於 

て 如何なる 事を 爲す か、 乂 平時に 於ても 防穀 令を 出 

さない と 云 ふことは、 測り 知るべからざる もので あ 

る、 それで 私は 農業 も 丁： 業に 劣らぬ、 拮抗せ ん とす 

る ことを 企てる と 云 ふことは、 爲政 者の 最も 肝要な 

る 事であつて、 農業が 動もすれば 工業に 壓 迫され つ 

つ あるときに， 政府が 本案を 提出され ると 云 ふこと 

は、 洵に 機宜に 適した る ものと 本員は 同感に 禁 へぬ 

のであります'  と 同時に 自給自足の 一端と しては、 

荒蕪地を 開き、 湖海の 埋立 、並に 干揚地 等を 埋立て 

進んで は 山間 僻陬に 至る まで汎 く開懇 を 爲 すは 目下 

の 急務で、 是が獎 励は、 一日 も忽 にすべからざる も 

ので あると 深く 信じて 居る ので ある、 然るに 商工の 

盛んにして 農業の 不利なる 今日 •本案の 如き®々 百 

分の 六 位の 助成を 以て、 而も 其 助成た る や、 一例を 

擧 くれば 彼の 航海 補助の 如く， 其 他の 補助金の 如く 

政府が た ゾ之 を與 ふる、 のでな く、 K に 二十 節 年間 

貸付を してやる と 云 ふ 事で ある、 而 して 其 貸付金は 

早晩 返還せ ねばならぬ •期る 助成 法に 依つて、 果し 

て 政府は 此 目的を 達し 得る と 云 ふ御考 になつ て 居る 

か、 此點に 付て 聰きた いのであります， 政府の 精神 

の 在る 所は 最も 賴迎 する 者で あるが、！ 其實 現の 

方法に 於て 本 M は 疑 ふ 者であります、 仍て政 府ほ今 

日社會 重大問題を 決する に當 つて 將來 を ES り、 此際 

一大 英斷を 以て 唯今 提案され て rr るより 以上の 補助 

金を やる、 其 上に 肋 成を 爲 して、 目的を 貫徹せ しむ 

ると 云 ふ 御考か 無い かと 云 ふこと を 承りたい、 而し 

て 此 助成 法の 理由 書に 「北海道-一 施行 セス」 と あり 


ますが、 固ょり 北海道に 施行せ ' f とあります から、 
朝 鲜强闰 には、 當然此 令は 施行せ ざる ものと 考 へて 
居ります が •是 は 左様 心得て 間違が ありませ ぬか、 
又 同様の 必要が あると 政府は 御考 になつて 居る かど 
うか、 それから 是 ほ 一寸 之に 關聯 する 事であります 
が、 農相に 聽 •< のはなん です が、 此 開墾を やる と 云 
ふこと に付きまして、 資金の 固定す ると 云 ふことは 
是れ亦 何人も 承知して 居る 所であります が、 是れ等 
は 特殊 銀行 即ち 農工 銀行と か、 勸業 銀行が 相 當の便 
宜を與 へる ことで なければ、 迚も 民間に 於て、 簡に 
農相から 御 答に なりました 御 話中に、 十五 箇 年に 二 
十五 萬 町步を 開拓す ると 云 ふ 仰せに なつた やうに 承 
りました が、 是ほ 私が 聽 誤つて 居る 點が ある や も 知 
れぬ が、 斯る大 町步の ものを 作ります のに、 迚も 個 
人の 手で 容易に 是等が 行は れ ると 云 ふことは、 政府 
に 於て は御考 があります か 知れ ませぬ が ♦我々 の考 
へる 所では、 是亦 甚だ 疑 ふ 所であります、 それで 是 
等に 付て は、 政府は 其 特殊 銀行に 向つ て、 相 當の便 
宜を與 へる やうに、 御 命令で も爲 さる 御考が あるか 
と 1K ふこと を 承りたい のであります， それから 次に 
此 段別が 此 法案には 書いて ありませ ぬ' か、 段別の 大 
小を 問は ず 助成になる と 云 ふ 御考で あるか、 併せて 
承りたい のであります。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 御 答 致します が、 第一の 
近年此 H 築 製造 か 盛んになります に付きまして は、 
兎角 都會 に勞 力の 集中が あつて、 隨 ひまして 地方の 
是 までの 田地が 段々 減ずる と 云 ふやうな る 傾が ある 
が、 調査して 居る かと 云 ふこと であります が， 丁度 

政府に 於き ましては， 大正 五 年に 於て 一通り 調査を 

致しました •其當 時に 於き まして、 大正 五 年に 於て 

約 七 千 町步程 減ずる ことにな つて 居る、 併し 又 其 減 

ずると 同時に、 一方では 開 18 が 殖えつ X あります、 

故に lit 減ずる ものと 殖える ものと を 差 引きまして、 

約三蓖 町步餘 は •矢 張 開 iT か 殖えて 行く と 云 ふこと 

になつ て 居る ので ございます、 先づ差 引き ますれば 

約 こんな 本ので あらう と 云 ふこと で ございまして、 

尤も 是は 大正 五 年に 於て 調べました ので ご •さい まし 

て 其 後年々 增 加せられ て 居る と 云 ふ 事に 相 成って 居 

ります、 それから 開 11 に 付ての 六 分と 云 ふこと に 付 

ては、 甚だ 薄い ものである、 故に 此 外に 補助を 與ふ 

る ことは どうかと 云 ふ 御 質問で ございます が、 此補 


肋を 與へて 如何にす るかと 云ふ琪 は、. Mif 案が 出て 
居り ませぬ が、 他に 考 へる 事 も あつて 今 丁度 調奄中 
でございますが、 之に 付て は 唯々 開墾の 助成 法に 於 
て •六 朱を 與へ ると 云 ふこと になつ て 居ります、 そ 
れに付 きまして、 銀行な どに 付て 融通を 命ずる 如き 
事は あるか どうかと 云 ふこと であります が、 是は政 
府 ょり 別に 之に 貸せと 命ずる 譯に參 り ませぬ が、 併 
し 開墾を する 地方と しては、 旣に六 朱は 得られる こ 
とであります が 故に、 銀行なる もの ほ， 此 資本金を 
«- せ ば、 假令其 田地が、 又 耕地が 耕されなくても、 
是は六 朱は 拂ひ 得る と 云 ふ 見込が 付きます、 故に 銀 
行に 於ても 此 開墾 業者に 融通す ると 云 ふことは、 餘 
程 便利に して •さう して 安心して、 斯る途 を 以て そ 
れ 起る ことで あらう と 思 ひます、 又政苻 に 於て 
は.、 出來得 る だけ 其方の 途を 以て 勸 むる 精神で あり 
ます、 それから 段別の 事であります が、 是は 先刻 御 
質問で、 約 五十 町步 位の 所を 先づ 程度と してやつ た 
ならば 宜か らうと 考へて 居ります、 其 他 御 質問が 一 
寸 記 憶し ませぬ が C 秋 田 寅 之 介趑 、「臺 « 、 朝鮮と… 
…」 と 呼 ふ〕 此方は 矢 張 御 承知の 通りに •北海道の 方 
に 於て は、 十七 年 計畫で 開 _ の 方が 出来て 居ります 
故に 施行 致し ませぬ が、 矢 張 « _、 朝鮮に 於き まし 
ては、 是は 施行す る考が .ありませ ぬのでして、 本土 
に 於て やりたい と 云 ふ考で す。 

〇 秋 田 寅 之 介 君 今一つ 農相に 伺 ひます が、 唯今 御 
話中に 大正 五 年度の 調べに 依つて •減損した ものと 
開 is した ものとの 差 引が、 三 萬町步 增 加して 居る と 
仰せに なつた やうに 聽いて 居ります が、 さう であり 
ます か。 

〇 國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 さう でございます。 

0 秋 田 寅 之 介 君 さう すれば 私は 玆に質 間が 一つ ご 
ざいます、 十五 年間に 二 十五 萬 町步御 描に なつて 百 
分の 六 出される、 今 大正 五 年度に 於け る 三 萬 町步と 
申します と •描かの 間に 三 萬町步 增 加して 居る と 云 
ふこと であります から、 十 五箇 年 すれば、 四十 五 萬 
町步の ものが 殖える と 云 ふ 意味に 考 へます が、 左す 
れぱ此 助成 法案なる ものは、 先づ 前に 申しました 如 
く、 無い に礙 る、 無い ょりは 無論 宜しい ので ありま 
すが、 此三萬 町 步と云 ふ ものは、 三千 町 步の御 間違 
であり ませぬ か、 又 一箇年 間に增 加して 居る のです 
か、 それを 聽きた い。 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 一寸 大正 五 年に 於て 調べ 


ましたる 所で ほ. 減 - f る 段別が - L T- 町 步で 、さ うし 
て それを 差 引いて 約 五 SS 町步位 は舫 える と 2;- ふこと 
:こざ いました - 
0 秋 田 寅 之介哲 一箇年であります か。 

〇 困 務大； GK 山 本 達雄哲 )今御 ¥7: 問 0 二十艽见町」：少 
と 云 ふ ものは >  其殖 える と 云 ふ 三 as 町步 •か 此 中に 人 
つて 居る のでない ので、 それは 是 までの 自然に 委し 
て Sr いて、 今 申す 如き 結果を 生じて fr るので ござい 
ます •尙ほ 其 上に 之に te つて 進めたい と 云ふ考 で や 
つて 居る のです (「 委 M 會」 と 呼 ふ ? f あり) 而 して 如 
何にも 小さい やうであります が、 娃は 十五 箇年 にな 
〇 ■ますと 云 ふと、 政府の 補 肋と して 出します 金に 於 
て、 丁度 補給 致します る 其 金の 高が 四千 五 百® 卿に 
なる (秋 田 寅 之 介 君 「分りました」 と 呼 ふ) 初めは 洵 
に 小さい やうに 思 ひます が、 段々 大きくな つて 行き 
ますから して、 是が 若し 迓 行され ましたなら ば •相 
當なる 効果を 得る こと、 信じて 居ります'、 

〇 小 林源藏 哲是 ょり 分科 會を 開きた うご ざいます 
から、 御 許しを 願 ひます。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 許します。 

0 高 田 耘平君 識 長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 高 田耘平 君。 

0 高 田耘平 君 自席で 申した うご ざいます。 

0_ 長 C 大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

0 高 田 耘平君 私 も 唯今の 開 絮助成 法に 付て I 寸苡 
問 致したい、 此問 題は 我 帝 國の 耕地 段別 五 百 九十 3£ 
萬 町 步に對 する 約 二 十分の 一、 即ち 二 十五 六 萬 町步 
を 開 is すると 云 ふ 案で ございます、 容易に 私が 此判 
斷に苦 しむので ございます、 私は， 今日 こそは 米 {11 
が 非常に 暴騰して 居りまして ，需要 ？ f が W る 場合で 
ございます けれども 今日までの 猓 _ の 米穀の 高下の 
沿革ょり 申しまして、 近き 將來に まだ < 大正三 四 
年の 如き 非常な 事件が、 米穀 下落の 結果の 到来す ベ 
き 時機が あるに 非ざる やと 懸念す る 者で ございます 
而 して 何人も 亦絕對 に 近き將 來に 於て、 米穀の 値段 
が 必ず 下落す ると 云 ふこと が 無い と保證 する 者は 無 
からう と 思 ひます、 さう 致します れば 、全 國现 在の 
耕地 段別の 一一 十分の一の 開 ii 地を、 政府の 力を 以て 
獎勵 すると 云 ふことは 、既成の 田畑を 耕して 居る 所 
の 農民に 取つ ては、 中々 容易なら ざる 大 問題で ある 
と 私は 信ずる ので ございます、 私は此 問題に fj- きま 
して* 唯今 申 上げました 通りの 所謂 ® ® をして 居り 
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ますから、 伺 ふので ございます けれども、 若し 大正 
三 四 年の 如く* 非常に 米穀の fll'i 段が 下落 致しまして 
一般 農民が W 励の 狀况に 立 至りましたならば、 農民 
側から 此開 if 助成 法は、 铅 に： A 十 町歩 以上に 限る 大 
農を 保 P する もので あつて、 是 以下の 段別 一段 步、 
二段步、三段歩と云ふ小段別を開藥する者に向つて 
は、 何等 保護 獎蚴 の途が 無い 所の、 所謂 大農を 保 _ 
獎動す る 所の 案で ございます、 さう すれば どう 云 ふ 
結果になる か、 若し 大正 三 四 年の 如き 米穀の fl-*i 段が 
非常に 下落した 場合に 於て、 農民と 致しまして 一 . 
而して 旣 成の 田畑を 持つ て 居る 農民と 致しまして は 
政府が 本年度ょり 八 £53 年間に 三百 三十 萬 M も 金を 111 
して •二十 五 萬 町步の 開墾を しては、 米穀の 値段が 
其爲 めに 一層の 下落を 来して 吾々 が 米穀の 下落に 依 
つて 闲憊 する の (3; •政府が lit 助成 法案に & つて， 大 

農を 保 li したる 結果で あると 云 ふこと に 立 至る もの 

である •是は 必ず 近き 將來に 於て、 現出すべき もの 

と 私は 信じます (「御 心配に 及は ぬ 年々 人間が 殖 へ '? > 

j と 呼 ふ荠 あり〕 私 li 斯様な 凝 厳を 持つて 居る 者で ご 

ざいます、 若し斯 る 場合が 出来ました 時に 於て は、 

政府は 如何なる 考を以 て此問 題を 處する 積り で ござ 

います か、 米 fti li 何程 下落しても、 農民 は 何程 W 憊 

しても、 尙ほ此 肋 成 法の 如き ものを 以て、： ； rt 十町步 

以上の 開墾を 爲し m る、 大地 主を 保 謎す る 怠 , W を 繼 

綏 する 見込で ある や S やと 云 ふこと を 伺 ふので ござ 

います、 大 Is 御 分りで あらう と 思 ひます、 尙ほ御 分 

〇 になり ませぬ ければ •何度でも 御 尋 します。 C 「委 

員會で やれ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔一: 務大 K 山 本 達 雄 君 登壇〕 

〇阈務 大臣、 m 本 達 雄 君〕 一寸 御 资 問の 要領を 承知 

し ませなん だが 大正 四 年の 如く 米が 十二 圓三圓 と 云 

ふ 如く 米が 下落す ると 云 ふと 農家は 甚だ W る、 故に 

今日斯 の sn き 開 期 の ilf 菜を 爲 して、 さう して 米の 餘 

計 出 來るや うな ことは 農家に 付て 苦痛で ある， 故に 

{凡し くないで ないかと 云 ふ 御 質問で ございます か。 

0 高 田 耘平君 少し 違 ひます、 さう 云 ふ 意味で あり 

ませぬ。 

og 務 大臣 C UI 本 達 雄 君) どう 云 ふ 意味です。 

〇 高 田耘 平君斯 5 云 ふ® 味です、 若し 大 JE 三 四 年 

の 如く 米 {f'i が 卵 常に 下落した 場合に 於き まして、 今 

後 農民 側から 云へ ば、 殊に 此開輞 助成 法の 力に & ら 

ずして、 旣成の 田畑を 持つ て 居る 農民から 云へ ば、 


開 _ 助成 法が あつて、 二十 五 萬 町 步以 上の 耕地が 殖 
えた 爲 め、 尙ほ一 暦 米穀の 値段が 低下を 甚 しくした 
と 云 ふ考を 農民が 持つ， さう 云 ふ 場合に なれば、 成 
程 今 H こそ、 米俏 暴騰の S め 非常に 世間が 八 釜し い 
が、 米價 下落の 爲め に尙ほ 一暦 の 間 題を 来して、 此 
肋 成 法 等を 成立す る ことの 出来ない 場合に 立 至りは 
しない か (此時 私語す る 者 ありし 
0 翳 長 (犬 岡 育造 君) 靜肅に ：：： 

0 高田耘 平 -?! • 若し 斯う 云ふ坳 合に 13: 政府は 如何に 
する か， 斯う 云 ふので す。 

〇國猝 大臣 (山 本 達 雄 君) 今日は 成程 —— 大正 四 年 
の 時は K だ 米が 安くな りまして、 大隅内 閑に 於て 態 
々米の ffi を 高く する 爲 めに、 買 入れる と 云 ふ 心配を 
した ことがあ 〇 ましたが、 是 ほ實 に 稀 有の 事で あり 
まして、 年々 の 統計を 見ました 所が •常に 外 國ょ〇 
米を 輸人 すると 云 ふこと が 多い ので ございます •平 
均して 見ます ると 云 ふと、 食糧 品が 兎角 不足す ると 
云 ふ 向を 持つて 居る ので •こざいまして、 此 儘に 捨 
置きます れば 、益々 食糧の 減少を 見る と 云 ふ 虜 が あ 
ります る、 故に 將來の 事を 考へれ ば、 何とか 開 i {事 
業を 獎 励して、 而 して 食 ffl の 不足 無き ことにしたい 
と 云 ふ 精神で 出した ので ございます •其 故に 此開 18 
の爲 めに 米が 多くして、 遂に 米が 安い 爲 めに 農家が 
闲ると 云 ふやうな 事が 起り ましたなら ば、 其 時に 於 
て 乂 應急の 手段を 講じなければ なり ませぬ が、 併し 
食糧 品が 安くなる と 云 ふやうな る 事が 起り ますなら 
ば、 幸に此 開 is 事業の 目的を 達した ものと して、 洵 
に 私は 幸に 存じます る (拍手 起る〕 

〔岩 崎 1IJ 君 「議事 推 行に 關 する 動議が あります」 
と 呼 ふ〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩崎勸 君。 

0 岩 崎 1JJ 君 政府 提案 (i 議事 規則の 明示す る 通り、 

委員會 に 付せ らる 、 ものであります、 其 故に 是れ以 

上の 質疑は 委員 lr に 11 りまして、 之を 以て 本 會の質 

問は 終結した いと 云 ふ 動 SI を 提出 致します。 

〔r ffi 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誘 長 c 大岡 育造 君) 尙ほ 一名あります けれども、 

岩 崎 S の 動議を 先決す るの •か 順序であります、 岩 崎 

君の 励 議に御 異議 ありませ ぬか。 

t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議なければ 此 程度を 以て 

本會の 質問を 終りまして、 委 M 會に 付す る ことに 致 


します、 日程 第 六、 右 議案の 蒂奄を 付託すべき 委員 
の選擧 を 議題に 致します。 

第 六 右 s 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 岩 崎 ® 君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 動 君。 

0 岩崎勸 君委 M の 數 は 特に 二十 七 名と し， 議長に 
於て 指名せられ んこ とを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異誘 ありま 
せぬ か。 

〔「異 _なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議なければ 委員の 數は二 
十七 名と し •議長 指名に 依つ て 決します 1 御異藕 
なければ 右の 如く 決定 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 n 程 第 七 •第 九、 及第 十一は 
便宜上 一括 _ 題と爲 すに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 Is 造 君〕 御 異議なければ 一括 議題と 致 

します - 鈴 木 政府 委員」 

第 七 裁判所の 設立に 關 する 法律案 (政府 
提出) 第一 IR fr 
裁判所の 設立に 關 する 法律案 

へ 本案は 本卷七 ◦二 頁 K 族院 _事中\ 

广に揭 載せる を 以て 再 掲の 煩を 避く) 

第 九 大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
(政府 提出) 第一 if 會 
大正 二 年 法律 第九號 中 改正 法律案 

へ 本案 ほ 本 卷七〇 二 頁 貴族 浣鼐事 中ン 
一に 掲載せ るを 以て； 冉报の 煩を 避く、 

第 十一 不動 產登 記法 中 改正 法律案 (政府 
提出〕 第一 _會 
不動 產登 記法 中 改正 法® 案 
不動 產登 記法 中 左ノ通 改正ス 
第 八條ノ ニ 司法大臣 ハ ーノ登 記 所ノ 管轄-一 區ス 
ル 事務 ヲ他ノ 登記所-- 委任 スル コト ヲ煜 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
〔政府 委員 法 學！ a  士鈴木 喜 三 郎君 登壇〕 

〇 政府 委員 c 法學博 士鈴木 喜三郞 君) 唯今 議題に 上 
りました 三 案に 對 しまして •其提 川の 理由を 申 上げ 
まする、 大正 二 年 行政 整理の 結果 廢止 せられました 


る區 裁判所 中 六十 四 箇所は、 昨年までの 議會に 於き | 
まして 御 協賛を 得まして、 旣に 復活した ので ござい 
ます、 併ながら 未だ 是の みを 以ては、 民衆の 便利を 
完ぅす る ことが ili 來ませ ぬから、 玆に 三十 一箇所を 
擇ぴ まして、 本案を 提出 致しました る 次第で ござい 
ます、 而 して 斯く區 裁判所を 復活す るの 結果， 管轄 
區域 を變更 致さなければ なり ませぬ から •大正 二 年 
法律 第 九號の 改正案を も提 (11 致しました、 而 して 區 
裁判所を 復活 致します ると 云 ふと、 不動 產 登記を 致 
します る 出張所に 付きまして は、 却て 遠隔の 場所を 
生じまして、 區裁判 所の 復活 ありし が 爲め に、 却て 
登記 事務に 付て は 不便を 来す と 云 ふやぅな る 結果を 
見る ことがあります るから して、 爰に不 励產 登記 法 
の 中に 一箇 條を 加へ まして •一の 登記所の 管轄に 屬 
する 事務を 他の 登記所に 委任す ると 云 ふことの 法律 
を 設けまして、 其！ f 便を 補は ぅと 考へた 次第で あり 
ます、® 案の 理由 旣に斯 の 如くで ございます から、 
何卒 御 密議の 上 御 協賛を 希 sg 致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 前 川 虎造 君。 

〔前 川 虎造 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 前 川 虎造む 裁判所 復活の 事；！ T 唯今 司法 當 局の 
御 話の 通り、 どつ ちか ど 云へ ば議會 全腭 が®々 要求 
した 結果で ありました、 私共 洵 に此點 は 時宜を 得た 
ものと 思 ふので あります、 併ながら； 一!々 前 二 回に a 
つて 六十 四 箇所の K 裁判所を 置かれた 際に、 委員 會 j 
に 於ても 腿々 當 局の 意見を 聽 きました 事柄が あるの 
であります、 それは 何で あるかと 云 ふと、 此提出 の 
理由に 依ります と、 土地の 狀况 交通の便 否に 鑑みて 
是だ けの ものを 置く の だと 云 ふこと が あるので あり 
ます、 如何にも 吾々 の 要求した I K 裁判所 咐設を 
要求した 趣意 も そこに 在る のであります •併ながら 
置かれた 區裁判 所の 位置を 見ます ると 云 ふと、 土地 
の 狀况に 甚だ 反し， 又 交通の便 否に 甚だ 副は ない 箇 
所が、 是まで の 中に も 現に 在る のであります、 一例 
を ti げます れば 、兵 庫縣 下に 於て 明 石 M 裁判所が 復 
活され た爲め に、 兵 庫 縣の美 酸と 云 ふの が I 美囊 
か 加 東 郡 か 一寸 記憶し ませぬ が、 T 一 郡此明 石の 區域 
になつ て 居る のであります、 元と 是が 復活せられ ぬ 
前に ほ •姬路 の 管 S になつ て 居つ たのであります、 
姬路區 裁判所の 方には、 電車が 通じて 居る ので あり 
ます、 それから 明 石に m るには 全部で ほ ありませ ぬ 
九 八 七 
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が* 遠い 所は 三 四 里も步 いて 往かに やならぬ と 云 ふ 
有㈣ になつて 居る、 それで 此 地方の 人達は， 却て 元 
の姬路 に往く 方が、 餘程 便利で あると 云 ふやうな 考 
を 持つ て 居る のであります、 是は交 通の ® 否と 云 ふ 
方です、 それから 土地の 狀况の 方から 言 ふと どうな 
つて 居る かと 云へ ば、 一例を 擧 ぐれば 岡 山縣 下で あ 
ります、 岡山縣 下の 地方裁判所は 何 所に 在る かと 云 
ふと、 備 前の 西の 端に 在る のであります、 備 前の 一 
番 西の 端の 一一 一律 郡と 云 ふ 郡に 在つて， 其 直き 隣が 備 
中に なつて 居る のであります、 備中は それから 西 ほ 
備 後に 對 してず つと 擗つて 居る、 擴つて 居ります が 
備中の 方に ほ 區 裁判所が 旣に三 箇所® かれて 在る の 
であります、 然るに 此” M 前に ほ、 地方裁判所の 內に 

屙裁判 所を 併 題され て 居る が 爲め に、 備 前には 一 の 

區 裁判所 も 無い のであります、 臀て 此和氣 郡の 片上 

町と 云 ふ 所に區 栽 判 所が 置かれて あつた、 是が 大正 

二 年の 政 費 節減の 以前に、 此區 裁判所と 云 ふ ものは 

有名 無 ® になつ て 居る と 云 ふこと を 聞いて 居る ので 

あります、 所が 此脯 前には 六 郡ありまして、 俗に 極 

東 四 郡と 申しまして、 和氣 •赤 磐、 それから 何とか 

四 郡 管 Is して 居る のであります - 邑久 、上 31 - - 

邑久 郡に 上 道 郡， 是等は 丁度 備 前の 海に 面した 方に 

なつて 居りまして、 岡 山の M 裁判所へ 出る と 云 ふこ 

とは 非常な 困難で ある， 却て 備 中の 玉 鳥な どと 云 ふ 

區裁判 所は •鐵 道に 乘 つて 来れば 僅に 十五 分か 二十. 

分で、 岡 山の 地方裁判所に 出て 来る ことが 出來 ると 

云 ふ 便利を 有して 居る のであります、 斯樣 な_で あ 

ります から、 土地の 狀况 、交通の便 否に 鑑みる と 云 

ふ 事には 甚だ 副は ない と 私共は 信ずる、 此外 にも 谷 

地に 色々 さう 云 ふ 例が ある、 是は さう 云 ふ 例が 出る 

のが 當然で あつて、 司法 當局は 復 a であるが 故に、 

是まで あつた 場所に 置く、 併し 追々 裁判所が 成立し 

て 十分に 出来 上つた 上には、 相當の 時間を 假 つて 其 

間に 整理を すると 云 ふこと を 言は れて 居る、 是は委 

員會で さう 言 はれて 居る、 其 特別委 員會に 於て、 ど 

うせ 輅理 されるならば、 置かぬ 先き に 整理を 爲すつ 

て、 一年間と 云 ふ考獻 の 時間が あるので あるから、 

再び 又 面倒を 見ない やうに、 今度 新設され る 分 ほ、 

どうか それら も 加味して W ひたいと 云 ふ 事を 要求し 

たが、 出来 得られる だけは やる と 云 ふ 御 話で あつた 

所が 一つ も是 には 加味され て 居らない、 併し 是は時 

間 も 短かった から、 さう 云 ふ 事を やる 暇がな かつた 


と 云 ふなら 宜しい が、 將來是 等の 土地の 状況 及 便 否 
と 云 ふこと を 十分 御 審査に なつて、 此置 かれた 所の 
九十 五箇 所の 區 裁判所 ほ、 適當に 今後 整理な さる 御 
考が 有る か 無い かと 云 ふ 御 答を 承つ て 置きたい と 思 
ひます、 もう 一 箇條 序に 承りたい の ほ、 國民が 區裁 
判 所の％ 設を耍 求した と 云 ふ 意味は、 强ち 土地の 狀 
况 M 否 ばかりでは ない ので、 裁判 事務の 龆滯と 云 ふ 
ことを 恐れて、 成べ く 速に 裁判 事務を 進捗して 貰 ひ 
たいと 云 ふの も、 此 事に 含まれて 居る のであります 
然るに 近来 潠擧 法な どでは、 略式と か 何とか 云 ふ 方 
法で 敏捷に 御 取扱になる が、 其 他 僅かなる 犯罪に し 
て も 同一で あつて。 裁判 ほ 成べ く愼 重に 爲さら なけ 
れば ならぬ と 云 ふ 事は 同一で あら* つと 思 ふが、 然る 
に 近来の 裁判 事務の 進埗を 見ます と、 どうせ 有罪 無 
罪に 拘らず 、随 かな 事柄に 三年 も 引 張れて 居る とか 
甚 しきは 三年の 後に なつても、 まだ 解決し ない と 云 
ふ 事 も ある、 是は 色々 法律上 面倒なる 事件が あつて 
さう 云 ふ 事件に 依つて 長引く か 知り ませぬ が、 極く 
簡 W にして 極く 明瞭な 事 すら、 中々 運ばぬ ので あり 
ます、 是は裁 判 所の事情から 申し ますれば、 判事が 
思 ふやう に 出来ない とか、 或は 檢事が 思 ふやう に 得 
られぬ と 云 ふやうな 事 も あるので ありませ う、 併な 
がら 爰に 裁判所と 云 ふ ものが 此位に 完備して、 之に 
伴 ふ 內容が 、或は 裁判所は 出來 たけれ ども、 事務を 
仮 扱 ふ 入が 無い とか、 判事が 缺 乏して 居る から、 相 
當に 配置が 出来ない と 云 ふやうな 事情が 之に 伴 ふこ 
とになります れば 、恰も 國民は 裁判所の 門 だけを 眺 
めて、 さう して 徒らに 嘆 S5 を 漏らさねば ならぬ と 云 
ふ結采 になら うと 思 ひます、 是は 甚だ 遺憾で ありま 

すから、 どうか 行政 事務に 付ても、 現 政府は®々 行 

政 事務の 簡捷と 云 ふこと を 云は れてゐ るから 裁判所 

の 事務 も簡拢 と 云 ふこと に 御 考慮を 煩され、 將來斯 

樣な 事の 無い やうに、 成べ く 事務を 進涉 される と 云 

ふ 事に 御注意 下さる かどう か、 さう 云 ふ 御意 見を 持 

つて 居らる、 かどう か、 それから 序で* こざい ま T が 

一體 裁判官は 終身官で ある、 故に 進退の 保障が 著い 

て 居る から 中々 長く 居らる、、 長く 居らる、 から 相 

當な 場所へ 皆な W い 人が 占領して 居つ て、 若い 新進 

氣銳の 手腕 ある 人が 判事に なつても、 進級の 途がな 

い、 是等が 抑々 一の 支障と 相 成って、 相當な る 判事 

及檢 事を 得る 事が 出来ない と 思 ふ、 故に 之に 對 して 

は 何とか 考盧を 煩され て どん^^ 新しき 新 知識を 續 


第一 1^ 會 

々御 登庸になる と 云 ふ 事に 相 成つ たなら ば、 判事 檢 
事 ほさう 不自由な き やうに 御 持になる 91 が、 出来る 
時代が 來 ると 思 ひます、 此點に 付ても 司法 當局ほ 御 
考圃 になつて 居る か、 此三要 點に 向つて 此の 場合に 
明に 司法 當 局の 御 意嚮を 承つ て 置きたい と 思 ひます 
〔政府 委員 法學溥 士鈴木 喜三郞 君 登®〕 

〇 政府 委員 c 法 學博士 鈴 木 喜 三 郎君〕 前 川 君の 御 質 
問に 御 答 致します、 第一の 御 質問に 付きまして は、 
昨年の 議會 にも 承りました 問題で あむまして、 其當 
時 私から 詳細 御 答申して 置いた 筈であります、 現今 
の 地方裁判所の 配置、 若く は區 裁判所の 配置に 於き 
ましてほ、地理上の關係、或は事件關係、便否の關 
係、 經濟 上の 關係 等に 付きまして、 全く 其 完全を 得 
て 居る ものな りと 斷言す る ことの 出 來な いのは、 前 
川 君の 御說の 通りであります、. 此 S に付きまして は 
兎に角に も 配置せられ たる 區 裁判所を 復活した る 後 
事情の 變化が 能く 定つた 曉に 於て、 整理し なければ 
ならぬ ものであると 政府は 考 へて 居る と 云 ふこと を 
昨年の 議會に 於ても 御 答申 上げて 置いた 次第で あり 
ます、 今日に 於き ましても、 尙ほ 其考は 持つ て 居る 
ので. こざいます、 區裁判 所 復活 事業が 一度 完了し ま 
した 曉は 、.其 經濟 上の 異動の 有樣を 見、 事件の 工合 
なり、 又 交通の 事情 等を 考へ まして、 或 場合に 於 '' r 
は 二つ の 區裁判 所を 廢 止して、 其 中央の 場所に 一箇 
所の 區裁判 所を 新設す ると 云 ふこと も ありませ うし 
或は 更に 區 裁判所を 新設す ると 云 ふやうな こと も あ 
り ませう し、 或は 地方 栽 判 所の 位置の 變更を 加へ る 
と 云 ふこと も ありませ う、 是 等の 事柄は 暫く 事情の 
推移を 見まして、 其 整理を する 積り であります、 そ 
れから 第二 點と 致しまして は、 裁判 事務の 進捗に 付 
て、 何 か 留意して 居る 所が ある や 否やと 云 ふ 御尋で 
ありました が、 其點 >c 付て は、 即ち 當局 としては 日 
夜 苦® して 居る 所の 事であります、 其 原 W は、 單り 
裁判所の 責にの み歸 すべき もので もなから うと 思 ふ 
のでありまして、 其 原因は 他に も あらう と 思 ひます 
併し 裁判所の 側から 申します れば 、事件の 割合に 對 
して、 職員の 數と云 ふ ものが 誠に 少い 、即ち 一人の 
平均 能率が 今日に 於て ほ 過重で ある、 是は どうして 
も 入を 殖 して 之を 補って 以て、. 事件の 處理を 早く 進 
ませる と 云 ふ 事に しなければ ならぬ と 云 ふこと を考 
へて 居ります、 然るに 其 人を 得る に 汲々 苦心を して 
居る ので ございます が、 未だ 其 全きを 得ない のは 甚 
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だ 5a 想と する 所で ございます、 併ながら 昨年 一昨年 
以来であります が、 昨年から 今年に 掛けまして、 追 
々其 人を 充 理す る こと •か出来ます るから して、 - c ia 
撼 とする 點は随 て 補 ふこと が 出來 まする ので、， -r: . f^ 
御 承知を 願 ひたいと 思 ひます、 決して 此點 にけ て、 
司法 當局ほ 忘れて 居る とか 怠つ て 居る と 云 ふ 次第で 
はあり ませぬ から、 左樣 御諒祇 を 願 ひたい C C- ちり 
ま亍、それから第三として司法官の昇進は何故に遝 
い、 所謂 出世の 途が 後れる か、 此點に 付て 何か考 を 
持つて 居る か、 斯う 云 ふ御尋 と 承知 致しました が、 
今日の 司法官の 進級が 遲々 として 進まず、 他の 行政 
官に 較べまして、 誠に 進 步の遲 々たる ことを 見ます 
るのは、 遨憾千 萬の 次第で ございます るが、 此點は 
必ずしも 終身官なる が 故に、 司法官の 進 步と云 ふ も 
のが 後れる とは 見ない ので ござります、 成程 終身官 
であるから、 上の 方が {!§ めなければ、 下の 若が 進ん 
で 行く ことが 出来ない と、 斯う 云 ふ 事が 一寸 一理 由 
の やうに 思 ひます る けれどもが、 今日の 俸給 令 制度 
に 致しましても、 まだ <澤山 昇り 得る 餘地が ある 
のです、 昇り 得る餘 地が あるので あ 〇 まする が、 如 
何せん 之を 昇らし むる 所の 金が無い、 即ち 预箅が 無 
い、 斯う 云 ふ 事が 一大 原 W を爲 して 居る、 此點に 付 
きまして ほ 夙に S ふる 所がありまして、 毎年 皆さん 
の 御 協賛を 願つて 居る 次第で ござります、 本苹も 多 
少では あります る けれどもが、 幾分 かの % 額の ^ 3,1 
を 提出して 居ります るから して、 何卒 此點に 付て は 
御 協賛を 希望す る 次第で ござります るが (笑 膝 起る) 
で 此豫算 に 向つて 私は 滿足 致し ませぬ、 尙ほ 益々 此 
點に增 加を し 加へ まして、® 秀なる 入を 集めて さう 
して 先程 申しました る 所の 事件の 密理を 進ませて 行 
かう と、 斯う 云 ふやうな 考を 持つて 居る ので ござり 
ますから して、 左樣 御 IR 承を 願 ひます。 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 右三 案の 群査を 付託すべき 姿 
員の 選犖を 議題と 致します。 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
0 岩崎勸 君 三 案を 一括して、 委員の 數は特 に 十八 
名と し、 議長に 於て 指名せられ ん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 黐に 御 興 識はあ り 
ませぬ か。 

〔「異 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 御 異議がなければ 委員の 數を 
十八 名と し、 翳 長 指名に 決する ことに 致し ま ■一 - 
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日程の SS 十 彐、第十五は、促货上一括誠題と 0 すに 
御 異議 ほ あ 〇 ませぬ か。 

〔「 異餓な し異 _ なし」 と 呼ふ濟 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 興 調なければ 一括 議題と 致 
します、 鏺道妫 設法中 改正 法律案、 北海 ia 鐵 道 敷設 
法 中 改正 法律案。 

第 十三 鐵道敷 設法屮 改正 法律案 (政府 挺 
S  第 5 會 


鍅逍 敷設 法 中 改正 法律案 


第 十五 北海道 鐵道尠 設法中 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 讚會 
北海道 鍅迫歟 設法中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷七 〇 一 頁 ^ 族 院議 事 中) 

一に 掲馘せ るを 以て W 揭の 煩を 避く/ 

0 政府 裘 fl (床 次 竹 二 郎君〕 翳 長。 

0 謎 長 (大岡 育造 君〕 RC 次鐵迫 院總 裁。 

r 政府 委員 床 次 竹二郞 哲登 壇〕 

〇 政府 姿 員； 床 次 竹 二 郎君〕 鐵道の 改良 並に 鍅 道 の 

普及 及 速成と 云 ふことは、 今日の 時機 國 運の 继展を 

岡る 上に 於て、 般も 必耍な る琪柄 と考 へる ので あり 

ます、 それ故に 旣に御 承知 下さる 如く、 鐵道 T* 算を 

以て 大正 八 年度 以降 十八 年度に a つて、 旣定額 と 合 

せて 總轺七 倥 M -P 四 西 餘葸 _ の、 建設 並に 改良に 關 

する e 額の 御 设饺 を 仰いで 尻る 次第であります、 右 

の屮鐵 道の#: 及 並に 速成に 要する IE 設费 が、 追加に 

な 〇 まする 高 一億 四千 四！ a 苽 g であります るが、 右 

申す 普及 並に 速成の 拽葸 ょりして、 旣に H m •著 手中 

の ものの 屮で 「 敦 ?Jf 新 舞 ® 間」 「今 市濱 田 間」 「濱 

田 山 口 及 益 111 萩 間 J 村 上 秋 田 間」 「川 之 江 W 條間 J 

「宮崎 ル伯肋」伯陥線肥薩 50 二長岡高崎間」「西條 

松 山間」 「岐阜 商 山間 一 の鐵道 及び 棘 便鐵 逍 等の 旣 

定年 割 額の 中、 大正 十二 年度 以降に 搦する 額 千 六 百 

九十 餘萬 g を、 大正 八 年度 以降 四 肺 年度 即ち 十一 年 

度までに 繰 上げまして、 それに 合せて 新たに 「琴 平 

池 田 山 til 勘」 「和歌 山 相 可 間」 f 長 萬 部 輪 西 間 j 「久 

5 E 米 大分 間 '— 「松 田 勝 浦 間」 「高山 常 山間」 「釧路 

網 走 間 一の 本鐵 si 七 ST 其 延長 五 百 四十 六 1 i、 之に 合 

せて P 便 鍈菹 十一 線 其 延長 三百 三十 一哩， 合計 八 百 

七十 七 哩 •此 線路を 潠定 致しまして” 其 费額は 一位 

四千 四百 阼萬 g になります が" 之を 大正 八 年度 以降 


十八 年度に 一 a つて 追加 嬰 求を 致した ことは、 旣に御 
承知 下さる 通りであります が、 即ち 此木鐵 道 I 新 
に 追加 致しました 木鐵 迢 七 線 •本州に 於て 五線、 北 
海道で 二 線であります、 llt J/T; 線 並に 二 線を それ < 
鸿加せ んが爲 めに， 鐵迫敷 設法 並に 北海 逍鐵 S 敷設 
法 中に 追加を 致さん が爲 めの 改正案であります。 

t }rl -T; 起る〕 

0 三輪 市 太郞対 謅長三 輪 ，…： 

〇議丧 C 大岡 育浩 君」 三輪 封。 

0 三 輪 市 太 郎君 此 場合 政府に 質問を 致したい こと 
があります。 

0 議苌 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔三輪 市太郞 岩 登壇〕 

〇三 輪 市太郞 岩 議題と なりました る鐵 逍鞞設 法 中 
改正 法律案 中の 第 七條 に關聯 致しました る 所の、 名 
古屋富 山間に 於け る鐵道 敷設の 政府の 御 方針の 在る 
所を •此 機會に 質問を 致 L たいと 思 ふので ございま 
す、 諸 rv 御 承知の 如く， 此名古 M 富 山間に 於け る鐵 
道の 数 設妞 議案 ほ、 私共ょり K 々提出を 致しまして 
毎度 滿坳 一致の 御 協賛を 得て ある 所の 線路で ござい 
まして、 其 中 四十 誠 ir に 於き ましては， 太 田 高山 間 
を 協 S を 與へ 、其 接 ^ たる 所の 太 田 , « 山間は、 今大 
FS が 說明せ られ たる 如く‘ 此 _會 に 提案を された の 
で ござ 〇 まして •菇が 通過を するなら ば •名 古 屋 is 
山間と 云 ふ 線路の 殆ど 八九分 通りは、 吾々 の 意見を 
?? れられ たもので ござりまして •此點 に對 しては、 
先づ以 て 感謝の 意を 表する ので ござります、 然るに 
其 太 田 名 古屋間 の 一 小 部分が、 今 W ほ 提案を 見る に 
至らない ので ございます るが、 是れほ 諸鸦御 承知の 
如く、 四十 諺 會に 於て l]'h 提案を 見ない が 爲 めに、 政 
府の 方針 ほ那邊 に 在る かと 云 ふこと を>  私 は 非公式 

ながら 常 局 者に 問 ひ 質した ので ございます るが、 當 

局の 日く、 晶に豫 定線 になつて 居る 所の 岐阜 多 治 見 

間を 四十 議會に 提案を 爲した る爲 めに、 其 中間 驛の 

太 田ょり 先 づ以て 高山までの 聯裕が 取れる からして 

早 W 名 - r'r 屋を 起 ia とすべき の 時期は ありと 雖 も、 今 

は 左程 急ぐ 問題で なから ぅと 思つ て 四十 議會に ほ 提 

案を しな かつた と 云 ふ 政府 當 局の 御 說明で ございま 

した、 併しそこほ ¥5 々の見る所ほ、其當時の當局と 

意見を 異に 致して 居りまして •太 田 以北の 此 線路の 

工事の 材料を 運搬す る 等の 上より 見る も， 名 古 M を 

起點 として 名 古 屋よ 〇運邊 すれば、 此ェ 事の 經费の 


上に 於ても、 約 百 J1: 十 萬圓 乃至 二： C 舆圆の 減額を 見 
られる •而已 ならず、 太 田 名古屋 間に 線路を 敷設す 
ると 雖も 、諸 ? t 御 承知の 如く， 彼の地 方は 平坦に し 
て 何等 II 道の 一箇所 あるで ない、 僅かに 木曾川の 一 
川 ありと 雖 も、 是亦 幸に 其 架橋を せんとす る 場所で 
は •僅に 百 一一 十 間 若く は 其 上流に て 行へ ば、 六 七十 
間の 幅員ょ りない ので ございまして 、工費は 如何に 
も 飛！ 1 線の 如き •多額の 費用を 要する 線路と 比較 致 
して 見たなら ば、 實 に fi かな 金で m 來 るので ござい 
まして、 赴は 吾々 素人の® 算から 見れば、 三 酉 萬 IMI 
多く も 四百 萬 圓の經 費と 見 積つ て 居る ので ございま 
す、 そこで 政府に 於ても 稍々 了解が lli 來 まして •然 
らば 議場に 於て 諸君' か 同意を 致すなら ば、 來 るべき 
議會 にで も 提案を 致さう と 云 ふこと に 略々 交渉が 成 
立ちまして-そこで 本會に 妞議 を SS めて 致した ので 
あります、. 所が lit 甜 議案を 提 m L たる 後 •即ち 是が 
議題になる べき 前々 日に、 憲政 會の田 中 善 立 君と M 
所に 於て 行會 ひまして、 此 案の 提案を 致した る こと 
を 交渉して， 田 中 君の 當 時日く， 政府は 甚だ 怪し か 
らぬ からして •質問を 爲 さんと する •か、 どうで あら 
うかと 云 ふ御扣 談が ありました が， R に 地方の 利害 
を嵙考 へるなら ば、 此場合 政府 も 稍々 了解を 得て 居 
る 事で あるから して、 さう 云 ふ 質問は 思 止つ たら 宜 
からう と 云 ふこと を 御 相談して •田 中 君 も 其 意を Is 
として •私との 間の 私 交 上 親密の 關係で ございます 
から、 必ず それでは 質問し ない と 云 ふこと を 誓つ た 
ので ございまして、 私は 紳士と して 彼の 言葉を 信じ 
て 居りました 所、 當_ 場の iri 題と なります ると、 皆 
11 らん や 常 局に 向つ て彈劾 的の 質問を 發した ので ご 
ざいます， 殆ど 挑 © 的の 質問を 發した ので ございま 
す、 前總裁 ，當 時の 副 總裁た る 中 村是公 君は， 御 祇 
知の 氣 性の 爲めに •遂に 政府は 其 線路の 必要は ない 
と 認めます ると 云 ふこと を， 此演 壇に 於て 放言を さ 
れた ので ございまして、 實に私 は 意外の 惑を 持ち ま 
した、 此中村 君の 答 辯の 爲 めに •議場の 形勢 ほ 一變 
致して •其 ® 議案 ! i 否決され るかと 私は 祀遛を 致し 
たる 所， 却て 此線路 の 必要なる ことは、 愼重審 識 の 
結果’ 是亦滿 SM 致で 通過を 致した ので ございます 
其滿場 一 致の 協賛を 得ました るのは、 即ち 其 以前に 
幽 々提案を 致しました る 趣旨、 此線路 は 東海道と 北 
陸 線との 聯絡の 要路 線でありまして、 而も 我が 本土 
の 中部を 横 斷し 、最も 必要なる 軍事上 及 蓆椠 上より 


1 Q も忽 諸に 附すべ からざる の 線路なる が 故に、 斯 
る當局 者の 放言され た にも拘らず、 其 案が 通過を 致 
したので ございます、 所が 此度又 提案を 姑ない の ほ 
甚だ 意外とす る 所で ございます るが、 * は 察する 所 
或 ほ 私の 見當が 違う のか も 知れ ませぬ が， 前の 屮村 
是公君 に對す る 情誼 か， 將又 財政 上の 都 < u か •其 他 
何 か 理由の ある ことか も 知れ ませぬ が-其 媞 は敢て 
問 ふ 所では ございませぬ が >  どうしても 此名 古屋を 
起 S とすべき ことは、 御 承知の 511 く大 垣には 機關琢 
の 給水の 關 係の 爲め一 T 急行列車 も 停車な さざる を 
得ず、 然るに 其 中間の 岐阜を 起 點と 致したなら ば、 
矢 張 ®: 行を 停 ¥ しなければ ならぬ •僅かの 距離の 問 
に 於て、 三 停車場 も 急行列車が 停車す る 如き ことは 
全く lit 鐵道 に從 事して 居る 人々 と雖 も、 到底 11-1 来な 
いこと である、 是は どうしても 名 古屋が 起點で なけ 
れぱな らぬと 云 ふことは、 何れも 認めて 居る 問題で 
ございます から、 幸に 現 內閣は 前の 行掛も ありませ 
ず、 殊に 今日では 副總 裁の 如き 最も 前の 關係も あら 
せられず、 多年 鐵 道に 經驗 あらせら るる 所の 副 總裁 
を 戴いて 居る 所で ございます で、 公平なる 見地ょり 
此名古 屋太田 間の 線路 ほ、 至急 敷設せ ら るるの 必铋 
あり や 否やの 御意 見が；！ ひたいので ございます、 或 
は 何年 度と 云 ふことは •色々 の鹋關 も 由せられ な 
ければ ならぬ からして、 此點に 付て ほ 御迷惑 かも 知 
れませぬが，吾々の見る所ほ、今申す如く太旧以北 
に此鐵 道の 材料を 運搬す る 上に 於き ましても、 又 名 
古屋は 物資 上の 集散地でありまして、 どうしても 是 
ほ 時期の 問題で、 名 * 屋 に ®: 通を しなければ ならぬ 
線路なる が 故に/ 此太田 以北に 著 手 せらる るの 以前 
に 起工す るか、 遲 くも 太 田 以北に 著 手と 同時に 起工 
せらる る ことを 望む ので ございます が、 唯々 一言で 
宜しい、 多く 承らぬ でも 宜しう ございます が、 本員 
と 同じき 考を 持つ て 居らる るか 否やと 云 ふこと を， 
どうか 政府の 御 辯 明を 願 ひます、 總裁で も 宜しい が 
却て 或は 副 總 裁の 方が 能く 御 分りに なつて 居る かと 
思 ひます から、 どうか 御說 明を 願 ひます" 

【拍手 起る〕 

0 政府 委員 C 床 次 竹 二 郎君〕 調 長。 

〇議 長 r 大岡 育造 君』 床 次 鐵道皖 總 裁。 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郞君 登壇〕 

〇 政府 委員 t 床 次 竹 二 郎君〕 御 答 致します、 今の 三 
輪 君の 御 希望の 線路は、 敢 て必势 なき 線路と ほ 無論 
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思つ て 居り ませぬ、 外に もま だ 物 設 致したら 然ゐべ 
しと 思 ふ 紋路も 多々 •こざいます のです けれども、 «: 
度の ii 定 にほ厢 れた ので ございます 、左様 御 承知を 
願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君： >  丸山嵯 峨一 郎君。 
r 丸山梯 '峨 一郎 君 登 ® J 

〇 丸 山嵯峨 一郎 君此度 政府から して •鐵道 敷設 法 
の 改正案が W ました、 それ (3; 說 明に もあります 通り 
に、 地方の 開 發及系 裕 上豫定 線 及第 一期 線 中 追加 改 
訂を耍 する ものが « ると 云 ふ •斯う 云 ふ御說 明に な 
つて 居ります、 此地 方の 開發と 云 ふこと に付き まし 
てほ、旣に昨苹新線の提椠せられたる時にも、胆々 
承つて 居つ た 理由であります、 本員 等 も 悉く 其 意に 

寶 成を 致して 居る 次第で ある、 それ故に 吾々 は國家 

の爲 めに 最も 有利に して、 fl つ 結局 政府の 負擔 の輕 

くなる やうに したいと 云 ふこと からして、 昨年より 

lit 上越 線の 比較 線を 見出しまして、 之に 就きまして 

比較 調奔 をして 吳れと 云 ふこと を 御 願 ひを して 置い 

たので ある、 其 次第は 元 來旣に 腿々 本議に 上つた 通 

り、 信® 及 越後に 關聯 した 所の 場所で、 信越 五 郡の 

人が 最も 切菌 する 所の 利害 關 係の ある 線路で ござい 

ます、 鐵道 網に も旣に 河 東 線と 云 ふ ものを 敷設す る 

ことに 相 成つ て 居. る， 此河東 線と 云 ふ ものに K 接關 

係を 有つ て 居る のであります、 私の 質問は、 此 信越 

五 郡の 者より、 殆ど 國會の 開設せられ た 其 時から し 

て 要求して .居つた 鐵 道と 云 ふ ものが、 今日に 至る ま 

.で 尙ほ顯 みられない ので ある、 地方の 開發と 云 ふな 

らば* 先づ 第一に 此邊に 著 目 せらる るで あらう と 思 

ふの が、 今日 更に 新 線の 追加が あるに 拘ら ず， 此地 

方に 一指 だ も 染めない と S: ふのは、 果して 此地 方の 

改善の 爲め に" 根本の 標準を 立てて 居らる るので あ 

るか どうかと 云 ふこと を.'  私は 承りたい と 思 ふので 

あります、 言葉を 換へて 申し ますれば、 吾々 の 要求 

する 此河束 線に 利害 關 係の ある 地方と 云 ふ ものは、 

政府に 於て、 池 方の 開發を 要求せ ざる 場所で ある や 

否やと 云 ふこと を聽 きたいので ある •もう 一は 私が 

承つて 置きたい 事は， 此鐵道 計 斑に 付きまして、 果 

して 此地 方の 便宜と か、 或は 必要と 云 ふ 事が 基礎に 

なつて 居る だら うか、 或は 又 其 地方から 選出せられ 

たる 議員の 頭に 依つ て、 決定せ らるべ きもので あら 

うかと 云 ふこと が 頗る 疑は しいので ある、 私が 先程 

申します る 通りに、 上越 線の 一部に 就て 比較 調査を 


願 ふた 其 結果と 致しまして、 吾々 ほ 當然に 此比較 線 
の 方を ■採つ て 吳れる もので あらう と 云 ふこと を钱 
期して 居りました、 即ち 吾々 が 年 來希菌 する 所の 河 
東 線と 云 ふ ものと、 及 上越 線と 云 ふ もの ほ、 一に 此 
比較 線に 依つて 二つ の 効用を 收め ると 云 ふこと が 出 
來や うと 云 ふ 勦から、 政府が 此 河 m 線に 向つて 莫大 
の费 用を 费さ ぬで も、 糙に其 効用を 收 むる 鐡道 敷設 
が 出 來 ると 云 ふ 見地から、 頗る 政府に 期待して 居つ 
た所が、其比較線と云ふものに付てほ、吾々の信ず 
る 所ょ 〇も餘 程萸大 なる 計算を 以て •政府 ほ 報吿せ 
られて 居る、 即ち 一千 萬圓の 巨額の 费用 を增 すに 依 
つて、 此比較 線 ほ 採用が 出来ない と 云 ふこと で、 上 
越の 幹線を 南 魚 沼の 谷の 中へ 葬る の 政策を 執つ たの 
である、 吾々 ほ 今 其 利害を 此處で 研究す る 必要は あ 
り ませぬ、 唯々 質問に 止めて 置きます が、 政府は 此 
比較 線に 付て ほ、 當 年に 於ても 請願書の 出て 居つ た 
ことは 御存じで ある、 其 請願の 經 過を 申します れば 
分科に 於て ほ、 請願は 滿場 一致を 以て 通過して 居り 
ました、 然るに 請願 委員の 總® に 於き ましては、 何 
等 かの 消息が 其 間に 伏在して 居る かも 分り ませぬ け 
れ ども、 何 か 鐵道院 からし. て、 延ばして 置く 方が 宜 
からう とか、 それを 通せば 反對 すると 云 ふやうな 事 
から 延期になつ たさ 5 であります、 其 事は 私に 於て 
知らなければ 則ち 已んで 居ります る けれども、 此 _ 
院の 請願耍 員 會と云 ふ ものを 外 間から 指圖 して、 さ 
うして 之を 延期す ると か 否決す ると 云 ふことは、 甚 
だ 怪しから ぬ 事と 私は 思 ふので ある、 而も 其 分科に 
於き ましては、 異議なく 決定を 致した 所の 請願で あ 
ります、 興 同じ 請願を 捉 へて、 總會に 於て 之を 延期 

すると か、 或は 否決し なければ •是に ほ 政府 {S 反對 

すると 云 ふが 如き 理由は、 何れから 果して 其 事が 生 

じて 来て 居る ので あるか、 甚だ 以て 本員の 怪しから 

ぬ 事で あると 思 ふので ある、 又もう 一つ 私は 甚だ 此 

處で申 上げる のは、 心に 於て 安ん ぜ ざる 所が ありま 

すけれ ども、 分科に 於て 此請 願が 異 1 g なく 可決され 

た 時に、 政府 委員 ほ 私に 向つ て、 斯樣な 案が 通過す 

る 以上は、， 輕便は 之を 否決す る、 斯う 云 ふ 事を 私に 

言は れた 、成程 此 請願が 通過を 致し、 政府は 院議を 

重んじて 之を 採用して、 更に 之を 實行 する ことに 相 

成つ たなら ば、 中 魚 沼の 輕 便を 否決 若く ほ 取消す と 

云 ふこと になら うが、 彼れ は 決 L て 差 支ない、 併し 

ながら 地方の 開發 とか、 十； 地の 必要 あるに 依って 鐵 


道 ix 敷設す る ものであります、 然るに (£ ら に此鐵 逍 
を 利用して 私を 爲 すと 云 ふこと ほ， at だ SK に對し 
て 相 浒まぬ ので ある ■鐵 道と 云 ふ もの if 政府 〇 方 
針 通りに、 地方の 開發に 必要と か、 或は 海陸 聯絡と 
か 運輸 交通 上 必要なる 所に 向つて # 設 すべき もので 
ある-然るに 本員が 其の 請願を 通過せ しめんが 爲め 
に 其處へ 出て 說 明を 致した， 然るに 其の 請願 4 通過 
せしめる 一面に； tr 輕便が 否決 さるべき もので あら 
うかな からう か、 此の 點に 付いて は、 餘程 諸君 も斯 
樣な 例が®々 あると 云 ふことは 、間る 危險な 事で あ 
ると 必ず 考へ るので あらう と 思 ふので あります、 吾 
々ほ政府の政策ほ、此の說明の以外に於いて、地方 
の 開 發又鐡 道の 聯絡 上、 尙ほ 理由 以外に 於いて 之れ 
を 出したり 引 込めたり、 隨分肯 かぬ 議 M が 其 土地 か 
ら 生れて 居る とか 關 係した とか 云 ふ 時に、 其鐵 道を 
敷設す ると 云 ふやうな 方針を 執つ て 居る かどう か、 
甚だ 奇體な る 質問であります けれども、 併ながら 此 
議院の 神聖なる 場所に 於て は， 政府 ほ 必ず 此點に 付 
て、 明白なる 答 辯を しなければ ならぬ と考 へます、 
私は 此場 合此河 東 線なる ものは， 政府に 於て、 今日 
尙ほ其 必要を 聊かたり とも 認めて 居ない かと 云 ふこ 
との 質問と‘ 及 唯今の やうな、 人に 依つて 鐵道は 架 
ける ものである か、 地方の 必耍 に應 じて 架ける もの 
であるか、 明白に 爰に 言明せられ たい、 隨て其 結果 
としては. 私に 向つ て 私憤を 漏らした ので あらう か 
どうか (3; 知らぬ けれども、 此 請願が 通つ た •ならば、 
お前の 好む 所の 輕便 線は 否決す ると 云 ふやう ひ ガ針 
ほ、 全く 無意味に 屬 する 事であります から、 F' l. zl£ 
樣な 事は 信じない、 何 所まで も 堂々 として 自分の 所 
信を 遂げる ことが m 來 ますから， 此點に 付て 政府 か 
ら立 派なる 答 辯を 願つ て 1C きたい、 殊に 左樣な 私事 
に關 し、 政府と して 鐵 道を 架けたり 取消した りする 
意思の 無い ものであると 云 ふ 以上は •吾々 は 條理に 
依つ て、 十分に 自分の 思 ふ 所を 主張す る ことが 出来 
ますから、 此點に 付て 特に 政府の 御 答 辯を 願 ひたい 
〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

0 政府 委員 C 床 次 竹 二 郎君) 丸 山 君に 御 答 致します 
鑤 道は 丸 山 君の 申さる、 如く  •國 の爲 めに 敷設す る 
ものでありまして、 地方の 開發上 杯より 見て‘ 國利 
を 起さん 爲めに 敷設すべき こと、 思 ひます、 決して 
人 や 情 實の爲 めに、 引 込めたり 出したり する もので 
はない と考 へます， 今 御 話の 中に、 輕便線 等の 御 話 


.  九九 0 

•か あ 〇 ましたが 、 15 は それ ぽ 能く 了解し ませぬ から 
それに 隨分込 人つ た 御 話の やぅであります から、： y 
ほ 能く 委 0 :位 に 於て 問答を 致した 方す v .'Jf M が 明 K 
になる だら ぅと 思 ひます から •委 M 伶に ^ る ことに 
致しまして、 大婭羧 迫を 数設す るには、 私を 以てす 
べき もので ない と 云 ふ yf に 付て は •全然 御 同蚝； 
ります から、 其 點 ほ 合せて 御 答 致します。 

C 拍手 起る〕 

0 淡 長 (犬 岡 育造 君〕 右兩 案の審 赉を付 託すべき 姿 
員の 選 舉を？ I 題と 致します。 

右 謎 案の 群 ? t: を 付託す へき委 M の Ji' 犁 
〇 岩 崎 勸君兩 案を 一括して 、委员 の lr( は 二十 七 名 
とし， 議長に 於て 指名せられ んこ とを §] みます。 
0S 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 哉に 御 異議は あり 
ませぬ か" 

〔「異議な し異該 なし J と 呼ふ湃 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 異議なければ 娄員 の數を 二十 
七 名と し、 議長 指名に 依つて 決する ことに 宣言 致し 
ます I 日程 第 十七， 第 十九 ほ， 便宜上 一括 謎 題と 
爲す に御異 翳は ありませ ぬか。  * 

〔「異議な し異蕺 なし ' と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一括 邋 題と 
致します、 第 十七 造幣局 抿置運 锄 K 本％ 加 及 設備 揿 
張费 に關 する 法律案、 第 十九 大正 五 年壮： ： a 號屮 
改正 法律案、 右一 括 黷題と致し第一謫會々| -,- 、ます 
第 十七 造 ml 局® iai 運 轉資 本杻加 及 設備 ffi 
張费 に關 する 法律案 (政府 提出) 
第一 讚 ir 

造幣局 据 置運轉 資本 咐加及 設備 祯張费 -一 關ス 
ル 法律案 

大正 八 年度-一 於 テ 造幣 尚 据 [S 運轉 資本 — 百 2E 十 萬 
圓ヲ艰 加ス 

前項 資本 增加及 大正 八 年度 乃至 大正 十坧度 ニー tx リ 
造幣局 ノ設備 擴張ュ 要 スル 經 费二 充用 •スル 爲浩幣 
局資金ノ內；： || ?\ 十一萬四千九百五十二圓ヲ限リ 
一般 會計 -- 繰 入 ルル コトヲ 渴 

第 十九 大正 五 年 法律 第 四 號中改 正 法® 案 
c 政府 提出) 第一 諮 ir 
大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 
大正 五 年 法律 第 四號中 左ノ通 改正 ス 
「八 千 八 百 萬 圓以 内」 ヲ 「三 億 二 千 萬 圓以內 J  -I 
改ム 


院漭衆 a 諉國帝 回一 十四 第 


附  則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行ス 
〔政府 姿 a 神 野 勝 之 助 君 登®〕 

〇 政府 委員 c 神 野 勝 之 助 君〕 造 m 局据 it 運 鞞 資本は 
現在 二 百 五十 萬 W1 であります 、然るに 近來豫 納 致し 
まする 地金が 佾加 致しまして、 之に 要する 秘製 に耍 
する K 木地 金と 云 ふ ものが •不足 致して 来ました の 
であります、 隨て 規定に 定めて ある 日限 内に •其 精 
製を した 地金を 預納 人に 返す ことが 六ヶ趿 くな つて 
參〇 ました V それ故に 今 Inl al に； a 五十 萬 M 据 ilf il 轉 
資本を 佾加 致しまして-造幣局の 精製 作業に 差 支な 
いやぅ に 致したい と 云 ふの が 一つであります、 次に 
近來 製造す る 貨幣の 高が 增加 致しまして、 現在の 設 
備では 不足に なつて 參 りました、 それ故に 其 製造 力 
を 二洁 に 致す 計 迸を 以て 大正 八 年度に TT. •る 三箇 年の 

猫： 紐 ?, i と 致しまして •百 十一 萬餘圓 と 云 ふ ものを 計 

上 致しました、 此百 五十 萬 W と 百 十一 萬圓と 合せて 

二 百 六十 餘 葸§ と 云 ふ ものを、 造幣局の 資本の 中 か 

ら繰人 れて此 設师を 致したい と 云 ふの が、 造幣局 据 

s il ^K 本％ 加 及 設備 搁張費 に關 する 法律案の 趣意 

でございます、 次に 大正 五 年 法律 第 四號は 、大正 三年 

臨時 事件に 關 する 經费 支辨 に關す る 法律案で ありま 

す、 是ほ現 在 八 千 八 百 萬 M 以內は 、公 僙 の發行 及 借 

入金を e す ことを 得と 云 ふこと になつ て 居ります が 

事件は f^ ほ 現に 繼緒 致して 居りまして、 隨て 之に 要 

する 純 25 も 亦必耍 であるので あります、 臨時 軍事 费 

豫® と 致しまして、 旣に 11 億 六 百餘蓖 晴と云 ふ もの 

を拽 37- に 計上を して あるので あります" 又 其 他に 臨 

時 ? If 件 推 備费 として、 大正 八 年度に 二 千 二 百 萬 圓と 

云 ふ ものを 計上して fr ります •之を 合計 致しまして 

約 一; 一位 千 六 百 茁 Ifo 許り、 公 frt 並に 借人 金. に 依る 制限 

轺 を擗 張す るの 必 赳 が あるので あります， 何卒 御 協 

资あら んこ とを 希 朝 致します。 

〇淄長 C 大岡饩 造 君〕 右 兩 案の 薄 赉を 付託す へ キ委 

员の 遝擧を 議題と 致します。 

右 議案の* 杏を 付託す へき 维 W の選舉 

0 岩 崎 e 冇兩 案を 一括して、 作業 會計法 中 改正 法 

律 案外 六 件の 委 fl に 付託せられ ん ことを 薙み ます e 

0 謎 長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 謅に御 與篛 ありま 

せぬ か。  • 

〔 r 異篛 なし -, /4 興な し. 一と 呼ふ漭 あり〕 

0 装 長 (大岡 育造 財〕 御 異議なければ 岩 崎 羿 動 II の 


如く 決します —— H 程 第二 十一、 第二 十三、 第二 十 
艽ほ 、侦 it 上 一括して 識題 と爲 すに 御 異議 ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し 異議な し.」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異識 なければ 一括 _ 題と 致 
します、 日程 第二 十一 帝 國大學 特別 會計 法 ' I' 改正 法 
律 案 •第二 十三 東. ； JC 帝國大 舉 及 京都 帝國大 m K 時 政 
府茭 出金に 關 する 法律案、 第二 十五 大正 七 年 法律 第 
四號中 改正 法律案， 以上 一括 議題と ■し、 第一 讀會 
を 開きます。 

第二 十一 帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律 
案 (政府 提出〕 第一 ! i 會 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法律案 
帝 國大學 特別 會計法 中 左ノ通 改正 ス 
第二條中「金百五十六蓖_」ヲ「金百六十七萬七 
千 三百 二十 圓」 二、 「金 九十 七 萬圓」 ヲ 「金 百 三 

萬 五 千 百圓 J — 改ム 
Mu 

时  貝 

本法ハ大正八年度ョリ之ヲ施行ス 

第二 十三 束 Ml 帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨 
時 政府 支出 金に 關 する 法律案 
〇 政府 提出〕 第一 讀會 
诳京帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金 
-一關 7. ル 法律案 

東京 帝 國大學 T. 學 部/ 撋張 ヲ爲ス ノ 費用に 充 ツル 
爲總額 金 百 五十 萬 111 ヲ 、京都 帝 國大 學エ學 部及理 
學部ノ 11 張ヲ爲 K  ノ 費用 M 充ツ >1- 爲總額 金 八十 三 
萬 千 二百 七十 一圆ヲ 大正 八 年度 乃至 大正 十一 年度 
二 苴リ帝 國大學 特別 會計法 第 I 一條 ノ 金額 ノ 外 S 年 
度豫算ノ定ムル所 _ 依リ1般會計ョリ當該帝國大 
學特 別會 計-一 繰 入 ル ヘシ 

第二 十五 大正 七 年 法® 第 四號中 改正 法律 

案 (政府 提 m)  第一 讀會 

大正 七 年 法钳第 四號中 改正 法® 案 

大正 七 年 法律 第 四 號屮 左ノ通 改正 ス 

「時局-一基 因シ判 任官 其ノ他 ノ者 M 對シ 臨時 手當 

ヲ 支給 スル 爲 J ヲ f ，.時局-一基 因シテ 生 スル 經費ノ 

不足 ヲ 補充 スル 爲」 二改ム 

附  則 

本 法 ハ 大正 八 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

t 國務 大臣 中 rs 德五郞 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (中 橋德五 郎君) 唯今 議題に なりました 


る 第二 十一、！ 一十三、 及 一： 十 . 7n の 日程の 讅 案の 提出 
の說 明を 致します •此三 案は、 共に 總豫算 の 實行上 
必要と なつて 提出した ものであります、 即ち 二 十一 
帝 國大學 特別 會計法 中 改正 法 ® 案、 是は御 承知の 通 
りに、 帝 國大 學の會 計は 特別 會計 になつ て、 其收入 
支 / 11 が 金額の 總額を 規定して あります るで •之に 咐 
額を する 時には* 其 時々 法律案を 改正し なければ な 
らぬ ことにな つて 居ります で、 是まで も 時々 改正案 
を 提出して 居る やうな 譯で あります、 今回 敎授及 助 
敎授 等の 如き 者の 俸給が 薄い ので、 其％ 給を 致し ま 
する 案が 總豫算 の 中に 組んで あります 是が可 決に な 
ります ると 其 金を 以て 此特 別會 計の 方へ 組 入れな け 
れぱ ならぬ 事に なり ま ナから ，それが 爲に此 法律の 
改正を 耍す る譯 になつ て來た のであります， それに 
二十 三， 1 b 矢 張 同樣の 理由でありまして、 總掏算 の 文 
部 省の 臨時 部に、 今回 H 科 理科 等の脗 張を 致します 
る爲 めに、 二百 萬 圓餘の 金を 繼續 として 提出して あ 
ります、 是が 決します ると •矢 張 之を 特別 會 計の 中 
に 組 入れなければ ならぬ 事になります から， 之が 爲 
めに 此 改正を 要する 譯にな ります、 今一つ 二十 五は 
今回 一體 に官史 の 臨時 手 當と云 ふ ものを 支出す る こ 
とに >  豫 滇の 形式が なつて 居ります るで， 是 等の 臨 
時 手當の 金額を 共に 特別 # 計に 組 入れる 爲 めに、 矢 
張此 法律の 改正を 要する 譯 であります 、手 la 上の や 
うな 事. であります るで •極めて 簡 培 なる 法案で あり 
ますから ■どうぞ 適 當の御 {港 議あ らんこと を 希望 致 
します。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 三 案の 審査を 付託す へき 委員 
の 選擧を 議題と 致します。 

右 議案の 群 査を付 託すへ き 委員の 選 擧 
〇 岩 崎勸宕 三 案を 一括して 委員の 數を九 名と し、 
議長に 於て 指名せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 謅 に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔 r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ、 本案は _ 長 
指名 九 名の 委員に 付託す るに 決します、 日程 第二 十 
七淸 m 築港に 關する 建議案を 議題と 致します I 奥 
田 fill 造 君。 

第二 十七 淸津 築港に 關する 建議案 (奥 田 
ffi 造 君 外 一 — 名 提出〕 

淸® 築港に 關 する 建議案 


淸津 築港に 關する 建 Be 

朝鮮 成 鏡 北道淸 津港は 本土と 北部 朝鮮と を 聯絡し 
啻に ffls の 交通 及 朝鮮の 開發上 實に 看過す へから 
さる 要 樞の 地た るの みならす 將來 吉會鐵 道の 開通 
と共に 北滿洲 方面に 對 する 物資の 呑吐 港と して 將 
又國際 交通 上の 關 係に 於て 最 重要なる 港 « なり 故 
に 之を 修築し 之に 適應す るの 設備を 施す は眞に 刻 
下の 急務な りと 認む te て 本院は 政府 か 速に 其 計 ffi 
を 立て 以て 同 港 諸般 設備の 完成を 期せむ 事を 望む 
右趄 _ す 

〔奥 田龜造 君 登壇〕 

〇 奥 田 ® 造 君 淸津港 築港に 關 する 建議案の 說明を 
致します、 此の 案件は 頗る 重大な 案件であります か 
ら成べ く 詳細に 說明 をしたい と 思 ひます から、 御淸 
聽を願 ひます、 淸津 港は 朝鮮の 咸鏡北 道 北緯 四十 二 
度に 在る 港で ございまして 、北は 百 二十 海里を 隔て 
、露 西 亞の浦 鹽に 聯絡して 居ります、 南は 元 山を 經 
て 釜 山に 至り、 更に 日本海を 隔て、 裏日本の 中部た 
る敦賀 港と、 日本海 磺斷 航路に 依つ て 相 願 じて 居り 
まして •國際 交通の 要路に 當 つて 居る •最も 國家重 
要の 良港 H でございます、 淸津 港は 明治 四十 一年 四 
月に •初めて 萬國 交通の 通商 港と なりまして 開港し 
ましたが、 其の 當時は 別段に 見るべき ものが 無く， 
年 庫 額が 僅に 四百 萬圓內 外で ございました が、 一昨 
年の 六月に 淸泼 と會 寧の 間に 鐵 道が 開通 致し まし 
た •此の 會 寧の 向 ひは、 豆滿江 を 隔て、 間 島で ござ 
います、 間 島の 沃野から 出る 穀類、 材木、 及 鑛石等 
が、 皆な 悉く 此の 淸津 に擗出 される のであります. 
それから 淸律 の两四 里の 處に羅 南が ありまして、 
羅 南には 一個 Din 團が 常設して あります 此處の 物資の 
供給 も 悉く 淸津 から 送つて 尉り ます、 一昨年 日本海 
瞜斷 航路が 出 來ると 同時に， 年產額 I 貿易 額が 一 
躍して 一千 七 百 萬圓に 上つ たやうな 次第で ございま 
す •貿易は 日に 月に 進んで 來て 、今日の 現狀の 儘に 
致しまして は、 陸上の 設備が 何等 ありませ ぬから、 
貨物を 藏置 すると ころの 餘地も ございませぬ し •路 
傍に 積® いて あると 云 ふやうな 狀態 でございます、 
それが 爲 めに滯 貨が一 萬 五 千 ® を 稱 へて 居る と 云 ふ 
やうな 次第で ございまして、 甚だ 殷盛を 來して 居り 
ます、 併しながら 陸上と 海との 間の 連絡が 付いて 居 
り ませぬ から、 貨物を 本船に 積む 上に 付いても • ；个 
菔な る經费 を拂 はなければ ならないで •貿易 上の M 
九九 一 
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害を 致して 居る ことが ite しいので ございます、 ¥1 へ 
て兑れ ぱ合 寧と 淸雄間 の鉉 道の 運 K が 十七 錢四 厘で 
あります 、是れ ほ is 類 一石に 付ての 標维で ございま 
すが、® 斷统路 の敦 H までの 間が 四百 五十 II ありま 
して、 同じ 一石に 對して 八十 五 錢で あります、 それ 
だのに 淸律 の P から 船に SS 入れる のに、 二十 艽錢を 
要する やうな 次第で-こざいます、 ^ 寧 淸潘 間の 鐵道 
の 運 貫ょりも、 約 五 割 多くを 拂は なければ ならぬ、 
或は R1 斷 航路の il K の 約 三分の 一を拂 ふと 云 ふやう 
な 次第で ございまして、 金く 海陸 速 絡の 不便 不利と 
云 ふこと が、 是れで 御 分りになる であり ませう， 斯 
る 不便 不利 にも拘らず、 我が 帝 國 の經濟 的 勢力 ほ， 
次第に 北方に 锁大扶 楠して 居ります から 北鮮の 耍地 

に 位して 居る 所の 此淸律 港 ほ、 益々 殷盛を 來 して洵 

に 喜 ふべき 現象を M して 居ります， 然ら ば此淑 e を 

唯々 自然の 儘に 發達せ しめて 宜しい かと 申します れ 

ば、 決して さう ではない ので ございます、 最も 緊急 

なる 重大なる 耍旨が あるので •是が 即ち 私共 提案者 

が 本案を 提出して、 諸君の 前に 御资 ■成を 御 願す る 所 

の 問題で ございます、 此 問題は 何で あるかと 云 ふと 

諸君 御 承知の 吉林會 寧の 鐵 道の 建設と ■それから 此 

淸津港 の雜港 と、 此問 題で ございます、 此二 問題は 

大陸 交通 政策の 見地から 云 ひましても、 敷設の 最も 

急 を 要する 次第で、 一 日 も忽 にす る ことの 出 來ない 

ものなん でございます、 若しも 之が 施設を 一日 遲れ 

たなら ば、 それだけの 利害 消長は、 帝 國の將 來に向 

つて 蒙る 次第なん でございます、 今淸津 築港を 論ぜ 

んと しま すれば、 勢 ひ 大陸の 交通 狀態 と， 及吉 林會 

寧 間の 鐵道の 經濟狀 態とに 論及し なければ ならない 

ので ございま T  (「謹 聽 J と 呼 ふ 者 あり〕 試に 極東 

の 地 阚を披 い •て 御蹵な さい まし、 第一に 眼に 映ず る 

ものは 西 伯 利の 大陸で ございませう， 廣 大無礙 なる 

陸地で ございます、 其 中間に 蟠 居して 西に 東に 南に 

蜿蜒 長蛇の 如き 三大鐵 道を 集約して 居る のは 哈爾賓 

で ございませう、 苽は滿 洲 の海濱 浦鹽に 出で 西は 遠 

く 烏 拉爾 山脈を 越えて， 歐羅 巴 II 西 ' lli に 通じて 居り 

ます、 南は 長 春 奉 天を 通じて 大 連に 至る もの、 之が 

即ち 露 西 亞の緙 營 せる 大鐵 道で ございます fs-* 其 延長 

幾千 哩な るを 知らず •さう して 雄大に して 親 横の 宏 

遠なる ことは、 盛んな りし 往時 露 西 亞の計 蜜の 此雄 

犬なる ことを 思へ ば 轉た獠 歎に 堪へな い 次第で ござ 

います、 ® みて 大陸に @ を 有する 我が 帝 國の此 間の 


施設は どうで ございませう、 釜 山 奉 天 間の 鐵道 ほ、 
稍々 長路 離で 誇る に 足ります けれども 是亦地 方 的で 
ございます、 到底 fffi 大なる 東淸鐵 道の 幹線に すら 比 
する ことが 出 來な いので ございます •更に それ 以上 
の範 ® に 眼を 注いだなら ば、 廣袤 限り無き 實に 大陸 
が® 茫 として 居りまして、 若し 日本の 今日 經營し 
て fr る 所の ri 道 政略と 對 比し ますれば、 日本の 如き 
海 通の 一小旆 設 に過ぎないので ございます、 將來我 
が 帝 朗が 柬洋の 面に 活動せ ん とする に， 此の 如き 交 
通 機關を 以て 滿足 をす る ことが m 來ませ うか、 甚だ 
貧 弱の 感が あるので あります、 されば と 云つて 十分 
なる 施設を 爲さん と 致せば、 莫大なる 經費が 掛〇ま 
す、 隨て事 が 外 國に關 係し ますから、 速に e 行す る 
と 云 ふことは 出来ますまい が、 是に 於て 私は 思 ふの 
であります‘ 我が 帝國は 幸に して 極東の 沿岸に 於て 
廣く 海洋の 自由を 有して 居ります、 故に 極東の 沿岸 
に 不凍港を 求めて、 之を 我が 北方 進展の 策源地と し 
て此處 ょりも 陸に 進む、 又 陸に 於ても 成べ く輕便 で 
成るべく 經濟 的なる 鐵道を 設けたならば ，是が 一番 
我等の 目的を 達する 捷徑で ほない かと 思 ふので ござ 
います、 然らば 大陸の 沿岸に 於け る 我が 帝國の 領海 
内に、 不凍港は 何れに 在る かと 云へ ぱ我 輩は 是に於 
て斷言 致します、 此我 M 共が 提案して 居る 所の淸 津 
港であります >  淸津 港 以北に 至りて は、 冬に なり ま 
すと 寒流が 沿岸を 洗 ひます から、 海水 結氷して 到底 
航海が ti-i 来ない のであります、 此點に 於て 淸津が 獨 
り 天與の 幸福を m て 居ります から、 冬に なりまして 
も 海水が 凍り ませぬ、 さう して 之と 相對應 して、 曾 
て 吾々 國民が 計畫 して 居る 所の 此 吉會鐵 道と 連接し 

たなら ぱ •大に 將來に 向つ て 我等の 目的を 達する こ 

とが 出来る だら うと 思 ふので あります， 吉會鐵 道， 

此 吉會鐵 道、 會寧 と吉 林との 間は 僅に 二 百 七十 六哩 

しか ございませぬ、 實に 短距離で ございます、 此舌 

會馘道 に 付て は、 旣に 諸君 も 御 承知の 如く、 我が 興 

業、 朝鮮、 臺灣- の 三大銀 行が 代表 致しまして 、支那 

の 政府と， 昨年の 六月に 借款 豫備契 約を 締結した 譯 

なんで ございます •其 時には 此敷設 費に 於て 若干の 

前 貸を 致して 居ります、 故に 本契約を 爲す こと も 近 

い 中で あるで ございませう さう なれば 五六 年の 後に 

は、 遲 くも 開通を 見る ことになるで ございませう、 

吉會 線の 開通せられ た 上は、 國 家的價 値 ある ことは 

旣に 御存じで ございませう が、 私は 往時 此方 面を 漫 


遊 致しまして、 能く 此方 面の gf 情に 精通 致して 居り 
ますから、 尙ほ 經濟的 一言を 申 上げたい と 思 ふので 
ございます、 吉會 線の 預定 線は 吉林 から 3£ の額术 敦 
化、 それから 間 島の 局 子 街 能 - Jr- 村 •さう して 會寧に 
通ず るので ございます、 就中此 額 木及敦 化の 兩縣は 
土地 非常に 肥えて 居りまして 沃野 數 千里 山を 見る iff 
がご ざい ませぬ、 農產 物と して 13: •大豆に 1 小麥に 
或は 白 豌豆に 隨分 夥しく 產 m します、 到底 日本人が 
日本で 思つ て 居る やうな ことで ほ ありませ ぬ、 預想 
外であります、 其廣い 面積に 對 して 人口が 頗る 稀郎 
でございます、 此兩縣 は 谷 一千 方里 位は ございます 
が、 人口が 約 五 萬 人を 超えず、 十 里の 間 人煙を 見ず 
と 云 ふやうな 有摞で ございます、 併し 開墾され て あ 
る 所の 土地が 全面 積の 僅か 五分の 一で ございます、 
五分の 四は、 蓬々 たる 草 生地であります、 それから 
戀 々蒼々 たる 數十 里に H る大 森林が ございます (笑 
聲 起る〕 御 笑に なつて はいけ ませぬ、 實 際で ござい 
ます、 それから 礦物 としては 銀、 銅、 石炭の 如き 物 
實に 豊富で ござい. ます、 若し lit 線路が 一朝 開通した 
ならば、 非常なる 物資が 出る と 云 ふことは 今よ 〇 想 
像が UI 来ます、 姝に第 一番に 開拓 さる、 ものは 農業 
及 それに 附隨 して 製粉業で ございます、 或は 礙 山の 
仕事 か 或は 木材を 主として 居る 工業 等 •隨分 四方 か 
ら移 民が 襲来して 来て、 兩三 年を 出で ずして* 殆ど 
無盡藏 とも 謂 ふべき 物資が m るで あらう と 信ずる の 
であります が、 殊に 一度 此地に 至れば， 必ずや 或 種 
の 衝動を 感じ、 一日 も 速に 敷設® 現に 努力せ ざるべ 
からざる を覺 ゆる ものであります •朝鮮 總督府 農 商 
エ部 長官 小 原 君 ! 3: 先年 此鐵道 沿線を 調査 せられて 歸 
つて 日く、 吉林の 一箇年に 収扱ふ 所の 物資で も 一億 
萬と 唱 へて 居ります、 勿論此 鐵道が 開通し ますれば 
吉林 以西の 貨物は 此鐵 道に 吸收 せらる k ことは •自 
明の 理數 であらう と 思 ふので あります、 更に！ 一一 沿線 
の 貨物が どし  < .出る やうになります れば •此 貨物 
は 皆吉會 線に 依つて 淸津に 搬出す る ことは 無論 當り 
前で ございます、 然るに 淸津の 現狀は _ にも 申 上げ 
たやうな 次第で、 陸上に 何等の 設備が ございませぬ 
から •現在に 於ても！ f 利 不便、 貿易 上の 障害を 爲す 
ことが 甚 しいので ございます、 若しも 吉會線 が 開通 
して、 淸津の 築港が 完成し ないなら ぱ どうで ござい 
ませう •滿洲 鐵 道の 中 野 某と 云 ふ 人は、 彼邊を 調査 
して 歸つ て來た 話に •若し 吉會 線が 開通した 場合 ほ 
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淸津 には 溢に 一箇年 三百® %] の t-f J 1.: -/- 出る と 云 ふこ | 
とを 稱して 居 〇 ます， 丁度 陸に 一大 » 渠を作 つて、 
排泄物が 無い と [5J じ やうな 状態であります、 又 it 7*f 
林 鍅 UJ 及淸津 築港 ほ、 別に m 犬なる sc a o ある こと 
を御承知にならなけれぱならぬのであ〇ます、 ^ ::: 
世界の航海から論じますと太西洋から出る55 /-.' 」巴 
奈馬を 越え、 桑 港に 寄り- 「シヤ ー トル」 ょ o w m 
に來 るので ございます、 然れ ども 潮流 〇 關係ぐ 定期 
風の 關係で 、 ll't w ffl に 來る船 が、 殆ど = 本の千 B に 
近い 處まで 流される ので ございます、 «i に 恋 流に te 
つて 「っ 1KJ を 挺へ て、 三 陸の 方而に 沿うて 顷淇 
に 入る ことは、 諸君 も 御 承知で ございませう、 * は 
航路 表を 見れば ra く 分る のであります 、若しも lit 船 
にして 津輕 海峡を 通過し、 日本海を fui 斷せ しめて、 

極 取の 港, から 西 伯 利を 通つ て歐羅 巴に 行く やうに 
したなら ば •是が 世界の 第一 等の 交通路で ないかと 
私は 思 ふので あります、 然らば 極東の 沿 侍に、 春： & 
秋 冬 何れの 時で も 碇泊す る ことの m 來る不 凍 港を 求 
めなければ ならぬ ので ございます、 是に 於て 私は 此 
淸津が 第 is 格が ある ものと 斷 言して 憚らぬ ので あ 
ります、 若し 此の 如く 世界の 航路が、 日本海に 佐つ 
て內 地と 接續 する ことが 出來る やうになります れば 
今日まで 諸君は、 日本海 方面は 製 日本と 稱して 250 
ました けれども、 決して 舆 日本で ない、 表日本に 爲 
るので ございます、 是は 世 界の 今日耍 求し つ、 ある 
問題で、 又 之を 促進せ しむる のが、 我帝國 臣民の m 
大使 命で ないだら うかと 私は 思 ふので ございます、 
是が 一つ それから 又國 防に 付ても、 若しも 日本の 軍 
隊を滿 蒙 方面に 出師す ると 云 ふやうな 場合が ありま 
すれば、 其 進退が 容易であります から、 ® に 二 箇師 
團の 常備 丘 (を殖 したと 同樣で あると 云 ふ 事は、 軍事 
當局 者が 常に 稱 して 居る 問題で ございます、 是は屮 
中忽 にならぬ 事で、 無形 的であります けれども、 年 
年 日本の 得る 利益は 莫大な もので ございます •それ 
から 又 海上 交通の 經濟 的から 云 ひます と、 0* 木の 中 
腹た る 敦貿を 基點 として、 櫛 斷 航路が 開かれて 居り 
ますが、 若し 此 航路を 東西に 擴 張したならば •どれ 
だけ 甚大な 利益を 得る ことが ui 來るで ございませう 
か、 先づ 東の 方 七 尾を 通つ て、 伏 木まで 之を 延ばす 
と假定 して 御 H なさい、 先 づ能越 貨物が 此兩 線に ffi 
つて 搬出が 出来る、 それから 樺 太 北海道の 荷物は、 
常に 此伏木 港を 以て 集散地と 爲し 、分布 地と 爲 して 


院遘 衆贷苏 1 5； 帝冋 一十 叫 第 


居る のであります、 然らば 樺 太 及 北海道と 北朝鮮と 
の 聯絡を、 是に 於て 肢る ことが W 來るで ございませ 
ぬか、 又 西の方 面は 舞 ® 及 椏 港まで 延長して， 阪神 
間の 貨物 及 山陰 山陽の 貨物、 即ち 是 等と 北朝鮮との 
間を 接 紡して、 將來我 日本の 貨物を、 一番手 近に 西 
们利及蒙古’北海通ゝ滿洲方面に輸山することの利 
益が あるで ほご ざい ませぬ か、 それから 一例を 擧げ 
れば 、大阪 と 長 春との g •離を、 此簡 方の 航路に 依つ 
て 比較して 見ます れば 、大阪 よ 〇大迪 を 經て長 春に 
至る の 甩數及 運賃は、 效 I 只を 經て -* 會線に 依つ て 長 
罪に W づる 里數及 運 « は、 後者の 方は 約 五！ c 哩位經 
濟にな るので あります、 五一 E 哩 の經濟 と； 連 賃と 時間 
の (nc 減は、 是亦® 大で ございませぬ か、 故に 政府は 
大に此 海陸跸 资 、國際 交通との 大計に 鑑みて、 速に 

此計盡 を 立て、” 淸津 港を 築港して 我 帝 國 本土 進展 

の 策源地と する ことは、® に 闽 家の 急務で ございま 

せぬ か、 遲く とも 淸律 港の 築港を 完成して、 吉會線 

の 開通と 對膘 して、 其 設備を 完か らしめ なければ な 

らぬと 私は 思 ふので ございます、 昨年 春 頃の 話で •こ 

ざいます、 英國 政府は 露 西亞の 政府と 相 協商して、 

北の 寧哈 塔より 額 木の間に 鐵逍を 敷き、 額 木より 父 

吉林 まで、 是は西 の 方面、 東は jg! 春を 純て 「•ホセ ッ 

卜 J 两 に 行く 間に 鐵道 を ® T 設 する蕺 がご ざいまして 
是は 新しき 斟資で ございまして、 諸 沿が 衆議院の 岡 
畀鉈 の 上に 於て、 極 ili の 地 ^ を 御 K: になつても 分り 

ますが、 旣に是 は 地 岡の 上に 線を !! S されて あるので 

ございます、 若しも 是等の 問題が yi a に 現れたなら 

ば 如 M で ございませう、 帝 ^ の 東洋 政策 上に 於て、 

r-f. m の 次第で あらう と 私は 思 ふので ございます、 是 

は a に 由々 しき 琪柄 であらう と 思 ふので ございます 

故に® 民は 此淸渾 築港に 關 しては ffi 大砌 して 一日 も 

速に 娃が抓 設を爲 す ことに 怠つ ては ならぬ と 思 ふの 

でございます •若し 此 T*f 林 鐵 511 及淸雄 築港が 完成を 

したなら ば •來ほ 淸津港 より •西は 大 迎 に 至る 間， 

鐵 ia に te つて 一大 輪廓を 作る ので ございます、 我 帝 

國が 、大陸に 向つ て 政策を 立てた 第一 步を完 からし 

むる もので ございます、 隨て此 圈内に 在る 所の 礙秀 

なる 勢力は、 是に 於て 確立す る ものと 私は 信じて！ g 

らぬ のであります、 滿 場の 諸君よ、 我等が 提出して 

諸君に 御 賛成を 乞は ん とする 所は 此 意義で ございま 

す、宜しく此总義を御了解になって、御賛成ぁらん 

ことを 希望 致します。 


〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勸君 本案は 騎長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 薙み ます。 

〔「资 成々々 j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 議に御 異議 ありま 
せぬ か。 

t「 異諉 なし 異翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (大岡 育造 君〕 御異 諶 なければ、 本案は 議長 
指名 九 右の 委 M に 付託す る ことに 決します、 本日は 
是にて 散®:。 

午後 四時 二十 四 分散 齒 


〇 大正 八 年 二月 四 □ (火曜日〕 
午後 I 時 九分 開 Ei 
議事 日 ? S 第 九號 


I 

第 I 


質 間 

勞働 政策に 關 する 件 (削 ffiw 嫌 壽) 


第 二 


大正 七 年 法律 第 二 十四 號中 改正 法律案 

( 11 8S 付) 第 5 會 

右 ! £ •案の 審査を 付託 T へき 委一: の 選擧. 
第一 II 輸出 羽二重 精練 英法 中改 1E 法律案 (I 调 
81 院) 第  i  r— 
第 四 右 謹 案の 睡査を 付託す へき 委員の 選墩 
第五 衆議院議員 選舉法 中 改正 法律案 a 韻 1 
P)  2 讀窗 

i ハ 日肥鐵道 寧 設に關 する 建 li 案 •(银 梅 J 6- 
脱) 

第 セ— 羽 1 に關 する ® li 案 (訊 細 脱 


11) 


第 八 朝 辩平 元鐵道 急設に 關 する 建® 

名 提出) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報吿が あります。 

〔原 田 W 記 官朗諝 〕 

一 去 一日 議員ょり 提出せられ たる _ 案 左の 如し 

北鮮 裘 日本 聯絡 航路 延長に 關する 建議案 

提出者 上链安 太郞君  西 村 正則 君 

营野傅 右 衞門君  戶水寬 人君 

廣瀬 II 之 君  米 田 ® 君 

高見 之 通 君  石 原 正太郞 君 

輿 田龜造 起  收山耕 藏君 

玄米 食獎勵 に關 する 建議案 


提 [!! 者 荒 川 五郎 君  井原 百 介 君 
小林嘉 平 洽君  田 中 善 立 君 
田 中 萬 逸 君 

一昨日 議員より 提出せられ たる® 案 左の 如し 
織物業 組合 及 葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 
する 建議案 

提出者 小 林 源藏君  兒玉好 熊 君 
武藤 金吉君  根本 正 君 
秦  豊肋君  生 田 和平 君 
河 上 rr 太 君  岩崎剧 君 
隅 田、 豊吉君  八 田 宗吉君 
長 田桃藏 君  渡 邊陳平 君 
八 木 逸郎 君  赤 ® 彥作君 

一昨 三日 謅 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 
如し 

小 學校敎 員に 給す る 臨時 手 當に關 する 質問 主意 
書 

提出者  高田耘 平 君 
講和 問題に 關 する 質問 主意 書 

提出者  武富 時敏君 
一昨 彐 日 内閣 總理 大臣より 左の 通發令 ありた る 旨 
の 通牒を 受領せ り 

農 pr?i 務 技師 有 働 良 夫 
農 商務省 所 狩 事務 政府 委 S 被 仰 付 

〔左の 報带は 則© を 3 さる も參 照の ため 玆に揭 
載す〕 

一 去 一日 作業 會計法 中 改正 法律案 外 六 件 委員 加 藤 
定 吉君辭 任に 付 其の 補闕 として 唐 端 淸太郞 君を 
議長； 2 於て 選定せ り 

一昨 三日 道路 法案 委員 岡 田 榮君辭 任に 付 其 補 闕と 
して 尾 見濱五 郎君を， 開墾 助成 法案 委員 井坂 光 
盹君辭 任に 付 其補闕 として 井 h 敬 之 助 君を 孰れ 
も 議長に 於て 選定せ り 
一阼 三日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
道路 法案 委員 會 

_  委員長  廣岡 宇一郎 君 

f 氣賀勘 重 君 
j 磯部  尙君 
理事  一 金澤 t 作 君 
i 高 E! 耘平君 
'大口 喜 六 君 

北海道 質 土人 保護 法 中 改正 法 fl? 案 委員 會 
委員長  佐々 木 平 次 郎君 


理事 

開 SS 助成 法案 委員# 
委員長 


陣 


軍吉君 


田中隆 三 君 

f 三輪 市 太 郎君 
寺 田 省歸君 
理事  A 小 鹽八郎 右 衞門君 
秋 田 寅 之 介 君 
一村 松恒 了 郎君 

裁判所の 設立に 關する 法律案 外 二 件 委員 會 


委員長 

理事 


政 尾藤吉 君 

f 八 木 逸郎 君 
一外 川 寅 六 君 
一 近 藤 達兒君 

鐵道敷 設法中 改正 法律案 一件 委員 會 

委員長  江 藤哲藏 君 

f 中 村 啓 次 郎君 
匹 田 銳吉君 
理事  {佐々 木 平 次 郎君 
i 津末良 介 君 
一前 川 虎造 君 

帝國 大學 «: 別 會計法 中 改正 法律案 外 二 件 委員 會 
委員長  木 下 謙 次 郎君 
理事  牧 山耕藏 君 

淸津 築港に 關 する 建議案 委員 會 

委員長  米 田  _ 
理事  我 如 古 樂一郞 君 
0 議長 (大岡 育造 君) iri 議を 開きます、 諮問 事項が 
あります、 左の 議員より 請暇の 申 (J-i が ありました、 
病 氣に付 去 一日より 向 ふ 二 週間 白 石 直 治 君、 病氣に 
付 去 一日より 向 三 週間 磯野 敬 嵙 、病氣 に fl 今 四 U よ 
り 向 ふ 十 ?/ t: 日間 志々 目藤彥 君、 病 氣に付 今 四日より 
二週間 1® 訪部 ffi 左衞門 君、 右 請暇を 許可す るに 御 異 
議あ〇 ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 沿〕 御異誘 がなければ 之を 許可す 
る ことに 決します、 第 七 部 si 出 決算 委員 志々 M 藤® 
君より、 常 ffi 委員 辭 任の 申出が あります、 許 HJ する 
に御異 鹩 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡育 造 岩) 御 異_ がなければ 之を 許可 致 
します、 同 部の 諸君は 速に 補闕 選擧を 行 ひ屆出 あら 
ん ことを 望みます。 

〇 樋 口秀雄 君, 長。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 趣 口秀雄 君。  — 

〇 樋 〇 秀雄君 議事 日程 變更 に關 する 緊急動議を 提 
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a 和 q 題！ J 诏す ろ H 間 並 武富時 泣の a 問 氓 說  同上 京 " 3 理大臣 の 答 辯 


出 致します、 昨日 武富 君から 提出に なりました 質問 
に 只す る 政府の 答 辯を 得る と 云 ふことは、 國民の 調 
和 問； 5 一 |£ 對する 安心を m る S めに 緊急の 間 題と 思 ひ 
ますから、 本日の 日程を® 更し て、 第一に 此質間 を 
上議せられ んこ とを 菌み ます。 

〔「 寶成々 々」と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 勤 君 fel u 君の 日程の 装 更の動 議に荇 成の 意 
を 表します。 

0 議長 C 大岡 育造 君：'  別に 御異篛 ほ ありませ ぬか。 

〔「異_なし異議なし」と呼ふ者あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 日程 ほ 疑 更 
せられました！ 一 武富時 敏 君。 

講和 問題に 關する 質問 (武 富時敏 君 提出) 
諝和冏 題に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り提 /]-.! 候 也 

大正 八 年 二月 三日 

提出者  武 富時敏 

賛成者  島 田三郞 

外 三十 人 

講和 問題に 關 する 質問 主意® 

一 講和 會議に 提出す へき 帝 獨關 係の 問題 中 南 

洋諸島 の 鹿 分に 關 しては 從來 列國に 於て 異議な 

き 所な りと 思惟せられ たるに 拘らす 最近 外電の 

報す る 所に 依れ ほ 帝 國に 1 f 利なる®々 の 異論 發 

生した る もの、 加し 此の際 政府は 其の 0 相を 明 

にして 國 民の 疑惑を 一掃す へき ものと _ む 

〔武富 時 敏君登 壇〕 

〔拍手 ?/ fi る〕 

〇武富 時敏君 吾々 が提 m を 致しました 質問の 趣意 

は、 極めて 節 ® でございます、 別に 多くの 說 明を 俟 

たずして 明瞭なる こと、 存じます、 併し 幸に 原總理 

大臣の 御 ； li 席を 得ました のであります から、 爱に簡 

鼠 に此 質問の 趣意を 說明を 致して 置きます、 今般 講 

和 #? 議に提 出せら るべき、 列國共 通の 利害に 關 係を 

致します る 問題 ほ、 例へ ば國際 聯盟の 如き、 或は 海 

洋の S 由の 如き， 或 ほ 3K 備の 制限と 云 ふが 如き 問題 

は fl- 國の私 寄 が 互に W 姻突 する 15 も 多々 ございます 

るので、 補々 の 異論を 生ずる と 云 ふことは、 勿論の 

事と 何人も 是ほ豫 期す る 所で あつたので ございます 

るが、 我が 帝 國 の® 獨の 要求に 係る 問題、 例へ ば靑 

島の 處 分の 如き •又は 戰時屮 帝 國の 占領して 居り ま 

した 所の 南洋諸島の 處分の 如き、 是 等の 問題に 關し 


ましてほ、政府常局の間に；^業に旣に確定致した 
る 窓 見 も ございました し、 又 略々 聯盟 諸 國 との 領解 
も 著いて 居つ たので ございます るから、 此 講和會 議 
中に種々の異論を生じやうとほ，吾人俱に思ほなか 
つたので あります、 此 意味は 先般 來娀 々當 局の 口 か 
らも ® れたや うで ございます るが、 又 世間 一般に 此 
南洋の 處分 問題の 如き ほ、 他 國の異 議を揷 むべき 問 
題では ない と、 世間 一 殺に 信じて 居つ たのて ありま 
す" 旣に此 搦 逸の 殖民 地を 極 逸に 還付すべからず と 
方針が 決定 致しました 以上、 元獨 逸の 殖民 地に 係る 
ものは、 备々 其 占領 國の 領有に 歸す べきは、 國際公 
法の 精神から 考 へましても、 當然 之に 異論の あるべ 
き 筈は ない と 吾々 {t 信ずる のであります、 然るに 近 
日外國 電報の 報ずる 所に 依ります と、 總 て元獨 逸の 
殖民 地 ほ 國際脊 理に すると 云 ふ 翳が 決しぬ と 云 ふ說 
を傳 ふる 者 もあります し、 又々 國際 管理の 名の 下に 
其 占有 國の 委任 統治に 歸 すべし との 議が 決せられた 
と 云 ふ 說を傳 ふる 者が あ ¢3- ます、 又 或は 國際 管理の 
名義の 下に、 其 占領 國の 委任 統治に 歸 する ことは 歸 
しても、 其 占領 國の 如何に 依つ て、 差別を 立て、， 
此 委任 統治の 權 限の範 11 を 定める と：；， t ふが 如き こと 
を 報ずる 者 もあります、 果して 事 實の眞 相 如何で あ 
り ませう か、 又 近日 傳ふる 所の 電報に 依ります れば 
此 占領地を 國際 管理の 下に 置く と 云 ふこと に對 して 
は、 帝 國派 遣の 全權 委員 も、 之に 調印を したと 報ず 
る 者 も ある* 又 其 場合には、 否な 然ら ずと 傳 ふる 者 
も ある、 是 等の 11 報、 毎日 外國 ょり 達する 所の ® 報 
は、 谷々 異なる 意味を 傳へ るので ございまして、 吾 
々は 果して 孰れを 信ずべき か、 孰れを 信ずべ から ざ 

るか、 其 採 揺に 惑つ て 居る のであります， 唯々 吾々 

が 惑つ て 居る のみならず、 國民 一般の 者が 惑つ て 居 

らうと 思 ふので あります， 國 民の 疑は 即ち 是 ょり 起 

るので あります、 殊に 帝國の 面目と して、 頗る S 大 

なる 事件で ございます から、 國民は 又 甚だ lit 外國電 

報の 傳 ふる 所に 疑惑を 懐いて 居る、 事實 の眞 ffl 甚だ 

明瞭を 缺 くので ございます •凡そ 外交の W たる、 國 

民の 有力なる 後援を 得て こそ、 始めて 其 効用を 完う 

する ので ございまして、 殊に 今般の 講和 會簌の 如き 

は、 各國の 委員 皆な 其國 民の 後援に 依つ て、 始めて 

其 力を ii しう する ことが 出 來 るので ございます から 

(拍手 起る〕 我 政府は 此際 事の R 相を 明に して、 國 

民の 輿論を 喚起し、 指導し* 而 して 之を 後援と して 


列國會 〇 に 臨む こと •極めて 罔 家に 必要なる 事と 考 
へる (拍手 起る〕 勿論 外國宵 報の ® ふる！ £  •吾々 必 
ずし も是に 信をぽ く 謀で ございませぬ、 併ながら 劲 
れを 信ずべき か、 孰れを 信ずべ からざる か、 事の B 
相 果して 如何にな つて 居る か、 今日 巴 里に 開かれて 
居る 所の 列 國會議 なる もの it 、 新 filj の傳 ふる 如く 所 
謂豫備 會諉で ありまして、 此诗 備會識 に 於て 決する 
所は、 勿論 確定と 謂 ふべき もので li なく、 正式の 講 
和の 本會諉 が 開かれて、 其 決定す る 所が 即ち 確定 諉 
でありまして、 其 間に まだ 此抟備 會議 i 如何に 決定 
しやう とも， 本 會議の 決定まで {S 十分 外交の® を爲 
す餘 地が あるの e あります るか‘ 或は 今日の 會議は 
豫 備會議 とは 云 ふ もの ゝ列國 の全_ 姿 M が 其 意見を 
集めて 決定した 事は、 本 會議に 至つ て も. 尙ほ 極め 
て 有力なる 確定 案と なつて 現れる のでない か、 其邊 
の 事情は、 勿論 列國と 交渉 中の 案件を 此 公開の席 上 
で 政府が 公表せ らる 、ことほ、 頗る 困難で ありませ 
うが、 今日の 狀况 、日本の 面目に 掛けて、 頗る 重大 
なる 關 係を 有する ので ございまして、 國內の 人心は 
隨つて 此外國 の 電報に 疑惑を 懐いて、 殆ど 兢 々たる 
有樣で あります から、 事の 犬 5? を IW にして 國 民の 疑 
惑を 釋 き- 而 して國 民の 興 論を 統一して、 此 統一し 
たる 輿論の 勢力を 後援と して、 外交の 働を 逞しう せ 
ら れんこと を、 吾々 は 切に 政府の 常 局に gl むので あ 
ります (拍手 起る) 此意 を諒せ られ て、 原總理 大臣 
より、 何卒 明快なる 御 答 辯を 煩さん ことを 望む ので 
ございます (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 原總理 大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇 一 

〔拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 C 原 敬 君？ 唯今 武富君 より 質問の 趣意を 
御演說 に 相 成りました、 能く 質問を 提起せられ たる 
■御 趣意は 了解 致しました、 此事は 私 も武富 君と 御 同 
感で 、極めて m 大なる 事柄と 考へ ますが、 今日の 時 
代に 於て、 外交 上 其 他の 關係に 於て 御 答 辯し 得る 限 
りは、 玆に私 は 御 答 辯を 致さう と 思 ふ、 それに 付き 
まして 少しく 大體 より 申さなければ、 御 了解を 得る 
こと 困難と 思 ひます が、 此諝和 會議な る ものは、 一 
兩度 新聞記者 等の 傍 聽をも 許して、 會議を 開きた る 
ことがあります、 それは 其狀鹋 其有樣 、固より 傍 聽 
を 許します から 公表 致した のであります、 其 他の 會 
議は艽 大國 の 豫備 會議 であります •此 五大 國の豫 備 
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會蕺なるものほ公表致しま .-- .' :.'' 、其 '|' -\ で々'.ゲ)て范 
茭 ない と 一: ムふ事 ：S は、 各 ：ムさ ずして、 » 
國に 於て ; > を铉 仟致して公丧致して甲-る〇であ〇ま 
す、 故に 此 抟阀疴钱 の 有 棟は •何れ cu .c &、 -c ..、i 
表 致し ませぬ、 §3 て 我 國に 於ても 之を 公 恥 する こと 
は 出來 兼ねます が、 之を 公表 致さない S めに •柿々 
の說 が# 新 即 紙 等に 依 つて傳 へられる ので あ 〇 ます 
公表 致す ことが 出来れば、 是れ等 浮 說流言 の 起る こ 
とも 自然 減 /;,' N 致し ませう けれども •公表 致さざる 15 
めに 是は 起り ます、 けれども 此會戠 の 內容を 公表 致 
さぬと沄ふ事は、列國の申合でござりますから、逍 
憾なが ら之を 公表す る譯 には 參〇 ませぬ、 去りな が 
ら玆に 私 ほ 大體の 事を EH して 岡き まする が、 國際聯 
盟と云 ふことは 此の 會 P. の 問題の I であります が、 
是れほ 何等 決定 致した る 琪ほ ありませ ぬ、 随て 如何 
なる 形に 具膛 的に、 如何なる 案件に 國際 聯盟なる も 
の ほ 成立 致す や 否や、 全く 未定であります、 それ か 
ら谷 占領 致した 所の 領土に 關する 問題であります る 
が‘ 此 JJf に 付て は 如何 やうに ffl 成つ て； £ ると 云 ふこ 
とは、 內答 に亘 ります から 申皱 ねます けれども、 問 
題の 性質は 斯樣な る ものであります、 土 耳 其の領 :!-. 
を苜 めと 致しまして、 敵 阈の 領土、 歐阅 にも あれば 
阿弗利加， 南洋諸島に 散在 致して 尉る ことは 御 承知 
の 通りで ある •之を 如何 やうに 鹿 分 致す かと 云 ふ 事 
に 付て は、 今日 決定 致して ほ KO ませぬ が， 之に 對 
する 一の 問題は •國際 聯 if の 委託に te つて、 各！！ に 
於て此 委託を 受けた る 所謂 受託の 國 々に 於て •之を 
統治す るが 宜か らうと 云 ふ 案が 一つ m て 居る ので あ 
ります、 此案は 未だ 決定 致して 居り ませぬ •之を 嬰 
する に國際 聯盟の 問題 も 全く 決定を 致して 居 〇 ませ 
ぬから •其. H 瞠如 何なる ものに 相 成る と 云 ふ iJJ を、 
玆に豫言することは出來兼ねる狀態で&0ます、又 
此國際 聯盟の 委託に 依つ て， それ <國 々に 於て 受 
託の 名 儀に 依つ て 統治す ると 云 ふ 案は あります けれ 
ども、 此案が 未だ 決定 致して 居り ませぬ， 是だ けの 
事 ほ 列國申 合の 脑圍 にも 觸れ ませず、 又 世間に 公裘 
致して、 國 民の 了解を 3 J て 差茭な いと 思 ひます から 
是 'たけの 事を 御 答 致します、 要するに 是 等の 問題 (X 
種々 に 決定 致した 如く® へます けれども •問題の 13 
相は 唯今 申した 通り、 未だ 是が 決定 致して 居らぬ と 
云 ふこと を 申して 置き X す。 
r 拍手 起る〕 
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〇 小 林 源 藏君是 より 分科 ^ を 開きたい と 思 ひます 
から、 御 許を 願 ひます。 

〇屮村 啓 次 郎君 是 より 第三 分科 # を 開きた うご ざ 
います か. ら . 

〇武藤 金 吉君是 より 分科 會を 開きた うご ざいます 
から . 

〔「 是よ〇 分科 # を 開きた うご ざいます から」 と 
呼 ふ 者 あり〕 

〇 顔 長 C 大岡育 造 君) 許します I 次は 努働政 策に 
關 する 質問 •小山 松} 1 君。 

一 勞磡 政策に 關 する 質問 (小山 松 g 君提 
出) 

勞 g 政策に 關 する TT 問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 一月 1 1! 十一 日 
提出者  小山 松 g 

荇成者  武 富時敏 

外 H 十五 人 

勞働政 策に 關 する ? 7 問 主® 書 

講和 璁 科 譏に 於け る阀際 聯盟 並 勞蚴 問題の 決議案 

は 我 か 日木委 H m 席し 全 M 一 致を 以て 可決せられ 

日、 英 、米， 佛 、伊の 五大 國 代表者を 以て 委員 會 

を 姐 織す へきを 決議し 5? 卿 政策は 四 際 的に 重大の 

意義を 爲せ 〇而 して 巳に 我 か國は 五大 國の 一員 と 

して 1U: 界指 導の 位 ® に 在り 之 か K 行に 付き 政府は 

果して iu 何なる 所見を 有する や 

〔小山 松薛君 登®〕  . 

〔拍手 起る〕 

〇 小山 松 ^ 君 諸君、 私は 玆に勞 卿 政策に 關する 質 

問の 趣旨を 述べまして、 政府 當 局の ffl! 答を 得たい と 

存じます 、社 ^ 政策の JIf に付きまして ii •近時 谷 方 

面に 論議を 盡 されつ、 ある 所の 間 題でありまして、 

此問顆 ほ 谷 政滅政 派の 間に 於き ましても •或は 政策 

となり、 或は 其 主張と なり、 殆ど 統一した る 問題と 

して 取扱は れて 居ります のみならず、 又學漭 迓 業 家 

の 方面に 於ても •日 1R と此 S 論が 高まつ て參る や 

うな 傾向に なつて 居ります、 殊に 去ぬ る 四十 顗會の 

常時の 議矜 の內容 と •今回の 四十 の此常 識會 

の 空 M とを 比較 致して 見ましても、 社會 政策に 關す 

る 所の 之に 關聯 する 所の 謎 論は， 頗る 高調して 參つ 

て 居る のであります、 例へ ぱ選舉 權 の 問題の 如き も 

四十 ils fr に 於き まして ±r 其 程度 論と か、 或は 五圓 


と 云 ひ、 或は 七圓と 云 ふが 如き 議論が ありました が 
一躍して、 二圆若 くば 三 圓と云 ふやうな 程度の 問題 
にな 〇旣に 普通 選擧 さへ ^ 政- M 政 派に 高調して 來て 
居る と 云 ふやうな 狀態に 鎰 みましても •殊に 勞働間 
題の 如き 思想 上の 問題 •經濟 上の 間 題に 觸 るゝ蓀 論 
は •尙 ほ一府 今度 其 熟 度を BJ めて 來る こと V 思 ふの 
であります、 是 等の 事は 錐 党 致します に、 世界 戰亂 
の綁濟 上に 及ぼしました る 影妈 として、 殊に 國民生 
活 上の 直接の 間 題と 致しまして、 斯の 如き 大勢を 爲 
し來 つたこと、 思 ひます ことは、 疑ない ので ござい 
ます、 故に 原總理 大臣 も， 今春の 議會の 劈頭に 於て 
其 施政方針を 演說せ ら る、 に 方り まして •平和 克復 
の 後に、 國力の 恢復に 列國經 濟 上の 競 爭の 激甚を 豫 
測し、 食 糊 問題 等を 處理 する ことに 努力す ると 云 ふ 
ことの 御 演説 も ありました、 是は洵 に 御 同感の 事で 
あ 〇 ます、 而 して 國 力の 恢復、 隨て 綷 濟 上の 競苹‘ 
此事の 結果は、 事業 上に 於け る 所の 組織の 變革を 伴 
ひ來 ると 云 ふことは 當然 であらう と 思 ひます、 組織 
の璲 革の 伴 ふ 所には •而 して 戰 後の 經營 を爲 すべき 
所には、 必ず K 本 及 企業の 集中と 云 ふこと が， 當然 
起きて 參る こと、 信じます、 資本の a 中と 企業の 統 
一され ました 結果と 致しまして は、 小 工業は 大工 業 
に 併呑せられ、 茲に 事業 上の 內容 に變 化を 来します 
ことは、 恰も 近年 I 數 年来 大地 主の 下に 中 地主が 
併合せられ まして、 中產農 家が 年々 萎靡 衰 _ すると 
云 ふことの 事情と、 丁度 同じ やうな 結果を 生じて 參 
ると 思 ひます、 斯の 如くな つて 參 ります と、 玆に資 
本と 勞脚の 必ず 鬪承を 惹起す と 云 ふことは •疑ない 
事と 思 ひます、 是に 於て 勞働 政策 上 最も 必要と 致し 
まする のは* 資本と 勞働の 調和を 阃 ると 云 ふこと が 
極めて 焦眉の 事で ある、 而 して . H. つ經濟 上の 前途に 

對して 、極めて 必要に して 適切なる 事と 思 ふので あ 

ります、 本年 一月 二 ' f- 五日 彼の 講和 會議 地に 於て 開 

かれました る 諝和總 會議の 場合に 於き ましても •唯 

今 原 首相ょり 大要 御說 明に なりました 國際 聯盟、 此 

重大なる 諉 案と 共に、 產 業及勞 咖 に對 する 所の 決 翳 

案を 提議せられ まして、 我が 帝 國 ょり 珍 田 落 合の 兩 

委 S 出席 致して 居りまして ，滿場 一致を 以て 此勞磡 

政策、 即ち 國際勞 働 立法に 關 する 制定の 決議を 見た 

のであります るが、 此事ほ 固より 谷國 の © 後 綷營の 

第 I として、 各々 其 研究を 爲 して 居る こと、 思 ひま 

する、 而 して M に國際 勞砌 立法の 制定に 付きまして 


は、 我 國よ〇 は 岡 前 商工 局長、 及落 合和閱 公使の 兩 
氏が、 此委员 に 任命され て- K る ことほ、 外電が 之を 
it へて 居ります、 此 國際勞 卿 立法の ^ に付きまして 
政府は 固より 委員の 任命を も 見た ことであります る 
から、 吸 後經營 の 一事 業と 致しまして、 果して 如何 
なる 御所見を 有せら る、 もので ありませ うか、 必ず 
之に 對す る對 案を 有せら る、 こと、 思 ふので ありま 
す、 是れ耱 て 我が国 内に 於け る勞脚 政策 上の 問題を 
論議 致します る 上に 於き ましても. 極めて， 重耍な 
事と 思 ふので あります、 諸君 も 御 承知の 如く、 申す 
まで もな く我阈 の 人口は‘ 年々 五十 萬 乃至 七十 萬の 
間を % 加 致して 參 りまして、 日 淸の戰 も 日露の 戰役 
も 皆な 悉く 是れ 人口增 加の —— 三 四十 年 前の殆 と 倍 
数に も 達した る 人口 增 加の 將 來の國 策を樹 てる 卜に 
於て 所謂 缺く ベから ざる 手段と して 執つ たので あり 
まする と 同時に •又 我國の 立國の 政策と しては 工業 
立 國 策を 執る と 云 ふ 事 ほ 是は 當然で あります. •是に 
於て 益々 唯今 申 h lf まする が 如き 勞働 問題、 是 等に 
對 する 政策の 必耍 を、 痛切に 感じて 參 るので ありま 
する が、 昨今傳 ふる 所に 法り ますれば、 資本家の 自 
赍と云 ふ 事が 漸次 促されて 參つた と 云 ふこと に 由り 
まして、 或は 資本家が、 溫愦 主義と 云 ふやうな こと 
を唱 ふるやう になつ たやう であります、 併ながら 是 
は 現在の 勞働間 題を 解決す る 上に 於て、 極めて 幼嵇 
なる， 資本の みの 利益の 立場より 考へた る ものと 私 
は 思 ふので あります、 何故な れぱ溫 情 主義とは、 大 
地主 小作人との 間に、 從來 我國の 一種の 美風と して 
傳 へられて 參つた 所の 其 儘の 習慣、 其 儘の 慣例を、 
直ちに 此 工業界に 及ぼさう と 云 ふことの 考で あらう 
と 思 ひます るが、 工業の 政策が 前 申します る 通り、 
漸次 小 工業を 大工 業に 併呑 致して 參 ります れぱ 、溫 
情 主義 ほ 家 內 工業 若く は 固定 工業に ほ •或は 之を 適 
用す る ことが 出來 るか も 知れ ませぬ けれども 、大工 
業 機械工業の 發達 致して 參 ります ると きには， 此溫 
情 主義を 以て 臨みましても、 到底 是 等は 痴人の 夢を 
說くが 如き 類と 私は 思 ふので あります、 殊に 戰時中 
の 事業界の 好 况に從 ひまして 濫發せ られた る 事業が 
漸次 統一 整理せ らる 、こと、 思 ひます るから、 旁々 
此溫情 主義と 云 ふが 如き 事は、 到底 其 目的を 達する 
ことは 出來ぬ と 思 ひます、 殊に 勞 ® 者の 自覺 、權利 
の 思想、 是 等の 問題 ほ 近事 極めて 其 意義と 勢を 强め 
て參 りまして •過日 床 次 内務大臣が、 米 暴動に 對す 


る 其 原因 翻と 云 ふ 4 のを‘ 議 rt よりの 質問に 對して 
答 辯せ らる 、所に fA ります れぱ 、直接の 原因と して 
は， 米俏の 昂騰と 生活の 不安に M る ことは 勿論で あ 
るが、 更に 間接の 原 凶と しては- 济綦 階級の 我儘な 
る 放縦の 態度、 及 lit 界の！ i 亂と其 影響より する 所の 
思想の 變 革に 因る 階級 翊爭の 結果で あると 云 ふこと 
を 原因の K なる ものと して 明答され て 思る ので あり 
ます、 斯の 如く 米 騷動の 原因は •明に 思想の 變革に 
因る 階級 ra 爭の結 果で あると 云 ふこと を 見ます ると 
同時に、 此權利 思想の 發達が •確に 是 等の 問題を 伴 
ひました る ことを §ij にす るので あります るが* 是に 
於て 私は 資本家 側の 溫情 主義と 云 ふこと に、 更に 一 
步 を 進めて 勞 資共冏 經營の 方針に 對 して* 政府は 如 
何なる 意見を 有せ， らる 、ので あるか、 勞資 共同の 經 
營と if 資木家 側と 勞働者 側との、 即ち 資本と 勞働 
との 共同 經營に 相 須つ て、 利益の 分配を すると 云 ふ. 

ことの 制度であります 、例へ ば 米 ffl の 暴騰に 對 しま 
して、 近年 地主と 小作との 間に、 此結果 より 生ずる 
紛謅ほ 隨處に 在ります、 米 價の昂 騰の 結果、 典 利益 
を享 くる 者 —— 主たる 利益を 取得す る 者は 大地 主で 
ある， 小作 ほ 何等 此米價 臉 貴に 關 する 所の、 利益の 
分配に 與から ぬと 云 ふことの 爲 めに、 此 利益 分配の 
精， S 上より 致しまして、 隨處に 其 紛_ が 起り つ、 あ 
ります‘ 又 彼の 昨年 九州 一圓に 宜つて 起り ましたる 
炭坑 暴動の 如き も、 是 は 唯今の 小作人の 精神 狀態と 
同_な ‘ 決して 生活の 不安， 若く は 生活の 窮迫と 云 
ふことの 結果より 来たので はなく して •其 莫大の 利 
益を 其 資本主義、 若く は 其會 社の 專 有に 委 すると 云 
ふこと に對 しての 不平、 及 其 利益の 分配、 權利思 想 
の發 達と 云 ふ 事に 在ります る ことは、 他の 米騷勸 と 
全く 其 原因を 異にして 居る のであります るから して 
其 利益 分配、 即ち 勞資 共同緙 资の 方針、 此 利益 分配 
を爲 すと 1K ふことの 方針に 對して 、政府が 是等 に對 
する 何等かの 考 ■を 持つ て 居らる V や 否や 是は 極め 
て 適切なる 事と 思 ひます から* 此 點 を 伺つ て 置きた 
いと 思 ひます、 更に 政府は 勞磡 問題の 解決に 付て、 
放任主義を 執らる k やぅな 風に 思は れま す、 治安警 
察 法の 精神 及 其 解 耧に 付きまして、 内務省 內の锊 _ 
に 於て 決定され たる 所の 方針な りと 傳 ふる 所の もの 
に te り ますれば、 積極 方針と して、 勞働 組合に 對す 
る 態度を どうす るか， 其 一案は 今後 起らん とする 勞 
11 姐 合に 對し >  治案法 第 十七 條を 適用し， 極端に 之 
九九 五 
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自己の 稲 利を 主張す ると 云 ふやぅな 傾向に なつて 來 
て 居ります が、 床次內 相が 昨日の 分科 會に 於て 御 答 
辯に なつた 所に 依ります と， S 行 法の 下に 在りて、 
禁止 もせられ なければ 又 認められても 居らぬ、 政府 
として (3: 、 al に 之を 促進す るの 必要 も 無 かるべ く、 
然に 委せて 置く と 云 ふことの 御 答 辯であります、 
更に 治安 法 も， 時代の 進 運に 伴 ひ、 從 業者が 暴力に 
訴 ふるに 非ず して、 穩當な る 方法に 依り 自己の 主張 
を 唱へん とする が 如き 者に 對 して ほ •壓 迫を 加 へん 
とする ものに 非ず との 御 答 辯が ありました、 川 村 P 
保 局長は、 治安 法の 爲め に， 勞働 組合の 發 達を 阻 6# 
する もので ない と 御 答 辯に なつて 居ります、 併な が 
ら政府 が 所謂 三 案の 中、 其 中 IM 案を 採る として、 又 
此御答 辯に あるが 如く， 勞働社 會 の ® 利 思想の 發達 
を 認めて， 此團體 を 助成す ると 云 ふ 方針で もな けれ 
ば* 其 儘 にして置くと 云 ふ 御意 見で あると 致します 
れば 、更に 其 御 答 辯の 中に、 勞 § 者の 團結が 平穩に 
而も 一 工業 會社內 に 於て 發 達する と 云 ふ 事で あれば 
之を槪 迎 すると 云 ふ 如き 御言 葉が 何 所 かに あつた や 
うに 思 ひます、 若し 其勞磡 者の 團體 組織を 勸迎 さる 
ると 云 ふ 事であるなら ば •此 團體 の發 達を 肌碍 する 
所の 治安 法の 如き ものに 其儘存 すると 云 ふこと に 於 
て、 其 御 方針と 確に 矛盾 撞 著が 其 間に 起り はしない 


かと 私 {£ 疑 ふので あります、 原 首 ffl も 先日の ft 族院 
の 施政方針の 御 演說 のとき に、 山 脇 君で ありました 
かの 問に 對する 御 答に、 勞働組 合は 決して 危險 とも 
認めない、 又 今日 危險 の Is ありと も 思 ほない、 平 0 
に 其 組合の 出来る と 云 ふこと であるな らば、 是は其 
儘に 差 置く と 云 ふことの 御意 見 も ありました、 此意 
見と 及 床 次 内相、 川 村 局長 等の 御 答 辯から 見まして 
も •確に 治安 法を 其 儘に 差 置いて， 而も 一方に 其 組 
合を 發 達せし むる と 云 ふこと ほ， 確に 矛盾が 其 間に 
起ら ぅと 云 ふこと を 私は 信ずる のであります、 此點 
は 政府に 於て •尙ほ 矛盾 無しと 考へ られ るので あり 
ませぅ か 否や、 此點も 伺つ て 置きたい と 思 ひます、 
之を 要するに 帝國の 今日の 位置 ほ 外に 在りまして は 
唯今 首相の 講和 問題に S する 御 答 辯 中に もあります 
るが 如く  •我國 は 文明 •人道、 正義， 之を 唱ふる 所 
の 所謂 列强に 伍し まして、 五大 國の 一員と して 世界 
を 指導す るの 位置に 在り、 而 して 今其豫 備窗 にも 加 
はつて 居る と 云 ふことの 事實で あります るから •殊 
に况や 國際勞 働 立法の 制定に 對 しては 我國 ょりも 委 
員を も 派遣して 居る 譯 であります. 而 して SI に此國 
際 勞_ 法は、 全く 世界 改造の 基礎 中の ' II 要なる 一 項 
として-最も 注目すべき 問題で あり •各國 は 之に 對 
して それ f 代表者を 出し PJ るに 拘らず -我國 は 此 


勞 g 者の 代 衷を 出- T Jlf に 於て、 , U して « ?!! ,> を 扶一 
して 出すべき の A 拘あ るか ど-つか 安本 ,^ 阳 に 於て は 
近跋敁 平 男の 如きは 旣に巴 M に 迮0ますが、や：1诉 
側を 代表すべき 委 M を 如何にして 出す か vj  :K ふ -' Jt に 
(■J- て、 大使ょり 通知が あつたな らば 何とす るかと 云 
ふ祺は 內務 省の參 琪宫河原田氏が、之を新 113 祀芳に 
向つて 談話を して 居る 一® に 就ても 見える ので あり 
ます、 斯の 如く 內に 於て ほ 我國の 現狀が 勞砌 者を 代 
表する —— 如何なる 餺關に 依つ て 代表す るかと 云 ふ 
今日 - lit 界改 造の 時期に 常つて、 其代衷 若を も 見る こ 
とが /: 1! 來な いと； K ふことの 狀態 であります、 同時に 
思想 上に 於ても、 又產業 上に 於ても、 眾辦 上に 於て 
も、 金く 門戶は 閉鎖せられ て 居りまして、 摁锊は 均 
等に せしめられず、 有 ゆる 社 會の改 造を耍 する 時に 
當 りまして、 尙 .11. つ斯の 如き 爵思 想の 一 部少數 
僚 思想に 囚へ られた るが 如き、 此熒卿 法を 見る と 云 
ふことは、 甚だ ia 憾に思 ふので あります、 現 政府は 
所謂 政濺を 基礎と し、 民 本 的に 其 政治を 行 ふと IK ふ 
大な る國 民の 期待の 上に 立つて 居る のであります る 
から、 喵今申 上げました 數 點 に對 して、 政府は 懇切 
r 寧に、 殊に此 問題は 思想 上に も 重大なる 關係を 及 
ぼす ものであります から、 御 答 辯 あらん ことを 玆に 
特に 希 留 致して fa きます (拍手 起る) 


(參照 ) 


0_ 長 (大岡 育造 君〕 唯今は 答 辯は 無い さう であり 

ますから、 日程に 入ります— 日程 第一、 大正 七 年 

法律 第二 十四 號中 改正 法律案の 第一 is 會を 開きます 

田 中 陸軍大臣。 


第一 大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律 
案 「政府 提出 貴族院 送付〕 第一 讀會 
大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法 津案 


へ 本案は 本 卷六七 七 M 迓族 ai 識事屮 ン 
广に揭 載せる を 以て 再 掲の 煩を 避く) 

〔國務 大臣 田 中 義一君 登壇〕 

〇國務 大臣 c 田中義 I 君〕 今 [T1I 政府より 提 m 致し ま 


大正 七 年 ly: 律 llrs 二十 四諕屮 改 ITF 法 lm 案 ？ 
を 取締るべき か、 第二 案は 將た K 對 に其發 達を 助長 
すべき か、 第 5£ ほ 或 ほ 其 中 研を 取り、 極端に K 締も 
加へ ず、 助長 もせず、 旣成の 組合 又 {i 自然に 起り 來 
る ai fr を 善 ^ すべき かと 云 ふ 事の •三 案であつた や 
うであります が-其 結果で あらう と 思 ひます、 保 次 
内務 大 R が搜览 W 包に 於け る 所の 御 答 辯， 又 其 他 分 
科會 等に 於け る 御 答 辯 等を 見ます と、 此中龆 案に 對 
しての 御 答 辯と 承知す るので あります が •藍し 其 怠 
ほ 傍 翻 力 針を 執る と 云 ふことの 御 ® C 見で あらう と 思 
ひます、 然るに 勞働 者の 自饺と 云 ふこと に、 前 申 上 
げ ました 通り、 各 補の 事 S に 現れて 參つて 居ります 
が、 治安 r? 察 法 ほ 御存じの 如く、 明治 三十 三苹の 制 
定に 依る ものでありまして、 其 十七 條は傭 主 及勞働 

者 ffl 方に 對 し、 同盟 解 傭 又は 同盟罷業の 勸 誘を 制止 

し、 II. つ勞働 報酬に 關 する 共同の 國結を 防止す る も 

のでありまして、 一見 甚だ 公平の 如くに 考 へらる、 

のであります けれども. 傭 主 側の 同盟 解 傭、 若く は 

同盟 勞務 の -3M 制と 云 ふが 如き 事は、 殆ど 事 H の 上に 

必要 {3: 無い のであります、 即ち 取 實に 於て は、 勞 is 

奔 側の 同盟罷業 及 報酬 强制 に關 する 禁壓と 見るべき 

ものでありまして、 其 法令 あるが 爲め に、 勞働者 側 

の 正 當 にして 穩 健なる 主張を 述べ ざら しむる と 云 ふ 

事に 對 しては、 更に 其 妨を爲 す ものと 私 ほ 思 ふので 

あります、 此最 近數年 間に 於て 勞働界 の現况 を 見 ま 

すと、 此處に 統計表が あります が、 是は 煩を 省き 朗 

譖を 省略し、 懿 長の 許可を 得て， 是 は參考 に揭げ る 

こと X 致します •此 表に 依ります と、 略言 すれば 大 

正 三年には 五十 回の 同盟 罷榮の ありました ものが、 

四 年には 六十 四 回と なり、 五 年には 百 八 回と なり、 

六 年には 三百 九十 八 回と なり、 七 年 八月までに は 三 

百 七 回と なりました、. 其 人員 も 大正 三年には 七 千 九 

百 人であつた ものが、 六 年には 五 1; 七 千 人となり > 

七 年 八月までに 於て 旣に四 萬 五 千 人に 上つて 居り ま 

す、 而して 是 等に 對 して ® 保 局の 翻 察に 依り ますれ 

ば、 其度數 の 倍加せ る 事、 罷業 人員の 多數 になり し 

事 •漸次 ffl 織 的と なり、 又 持久 的と なりし 事 •社會 

主義者 等の 煽 励に 依る ものに 非ず して、 總 て勞磡 者 

身の 發意 に [1:1 でた る 事-暴力に 訴ふ るな くして 平 

和 的の 解決 手段を 執れる 事、 賃銀 要求の® 利 要求に 

轉じ たる 事、 即ち 勞働 者の 思想 的 自費に 生じた と 云 

ふやうな 事の 御 調査に なつて 居ります、 斯の 如く 勞 

111 問題は 漸次 其 國 結の 組織的と なり、 而 して 平 e に 
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した、 法® 第二 十四 號中改 正の 理由に 付て 說明を 致 
ます、 今回の 改 11* は、 過般 大學及 高等 學校の 吊 制が 
改正に なりました、 之に 伴つ ての 改正であります る 
から、 極めて 其简條 は 簡 S な ものであります、 それ 
は 同法钳 の 第 十三 條 中の 改正と、 第二 十三 條屮の 一 
部の 改正に 止まる のであります 、本来 一年 f IT'r> 願 兵た 
る 苦の 资格 に關 しまして は、 元と 中學校 程度 以上の 
學校を 卒業した る漭に 限る と、 斯ぅして あつたの て 
あります、 然るに 此學制 改正に 伴 ひまし. て、 假令屮 
學校は 卒業せ ぬで も、 中學校 程度 以上の 課程を 修了 
致しました 者には、 其 資格を 與へ ると 云 ふこと に改 
正を したいので あります、 是 ほ 御 承知の 通りに、 高 
等學校 高等科 第 一 學年 、又 修業年限 三年の 大學豫 科 
第一 學年 、之を 修了 致しました 若は、 即ち 屮學校 卒 

業者と M 等の 學力あ る 渚と 認める のであります、 そ 

れ故 に此 者に 一年 志願兵た る ことの flil 利を 與へ ると 

云 ふことは、 是亦當 然の事 であらぅ と考へ ます、 次 

には 第二 十一 一; 條 中の 改正であります、 今 中 上げ まし 

た 吊 制の 改正に 伴 ひまして、 高等 學校の 在學者 に對 

しまして は、 同時に 一年 志願兵と しての、 入赞 延期 

の 資格を も 亦 之に與 へる と 云 ふこと も、 lit 學 制に 伴 

つた 當然の iK だと 心 偽ます、 即ち 第 十三 條 中と 第二 

十三 條屮の 一部の 改正を 致す ので、 是は 全く 學制改 

正に 伴 ひました 改正であります、 以上が 提 比の珣由 

で* こざいます。 

〇 荒 川 :-/ t: 郎冇 謎 長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 荒 川 丑 郎君。 

〔荒 川 五郎 君 登®〕 

0 荒 川 五郎 君 lit 徴兵 令に 關して 、私は m 要と 思 ふ 

四點を 御尋 致します、 唯今の 御說 明で 诋れぱ 、此改 

正 は 唯々 二 點で 、中织 校卒荥 奔でな くと も、 中等 程 

度の 學科を 修了した 者を 加へ るのと、 一つは 一年 志 

願 兵の 召集 延期に 「高等 氓 校」 と 云 ふ 文字を 入れる 

此！ 一胜 の 改正と 承ります が、 中等 程度の 修了 漭と云 

ふことは、 昨年 lit 徴兵 令 改正案が 謎 矜に 提出せられ 

ました 常時、 fi 族 院 でも、 江 木 千 之 君から 此 文字を 

人れ た 方が K から 5 と 云 ふ 意見が 出て、 又 衆 謎 院で 

も 私が 此琪を 述べた のであります、 併し 常 局 者は 採 

用がなかった、 大學令 商 等 ^ 校 令 等の 學制改 1E の 事 

は、 常時 臨 畤敎 育 ^ 誘で も 決って 居りまして 其 必要 

は 明 iC な 115: であつ た、 假令其 法令は 出ない とも、 同 

程度を 修了した 渚を 加へ ると 云 ふことは 當然の 事で 


ある、 凡そ 法令を 作る には、 斯る豫 M し 措る 棟 想し 
得る 事は、 之を 規定して® くの が 當然で ある、 此學 
制 改正の 法令が 發布は 無くと も、 斯る 事は Jt 見し 5 $ 
る 事で あつたので、 「 此修 了シ タル 者」 と 云 ふこと を 
入れた が 宜 いと 云 ふこ ど、 斯 く兩院 に說が /U たに も 
拘ら ず、 採用せられ なかつ たが、 併し 當時私 は 斯様 
な こと は 先づ常 識の 判斷で 、修了 者を 同 樣に 認める 
と 云 ふことは、 何れ 施行 法で 定められる ことで あら 
うと 思うて 居つ た、 殊に 此の度 罚 集 延期に 「高等 學 
校」 の 文字を 入れる と 云 ふこと も 同じ 事で ありまし 
て、 高等 學校は 專門學 校と 同等 以上と 云 ふことは、 
別に 法文を 要しないでも 分る と 思 ふ、 然るに 昨年 此 
の徵典 令を 改正して、 まだ 實施す るかし ないかに、 
又 斯う 云 ふや Y に 改正す ると 云 ふこと ほ、 餘り小 
節に 拘 つて 法を 弄ぶ 嫌がない かと 思 ふ、 是れ 等は 施 
行 令に！！ つても 宜しくは ないか、 唯今 御說 明の f 學 
校ノ課 程 V 修了 シタル 者」 と、 斯ふ云 ふ 文字を -A れ 
て も、 其の 文字が 大 學の豫 科の 一年を 修了した 者、 
高等 學校の 一年を 修了した る 者、 と 云 ふこと には、 
此の 文字では H ちに 知る ことが 出 來 ぬのであります 
何れ 是れ 等は さう 云 ふこと を 認める 施行 令が 要る 譯 
であらう と 思 ふ、 餘り 小さい ことにさう 改正に 拘泥 
せられて は、 却て 重箱の 隅を 楊 技で ほぢ くつて、 却 
て 其の 途を剝 す やうな 嫌がない か、 之れ が 第一 點で 
あります、 次には 壯丁税 又は 兵役 税 のこと であり ま 
す、 今日 此の 徴兵の 實况を 見ます のに、 華族 富豪の 
子弟 ほ、 槪 して 體が 弱くて 徴兵に 合格し ない 者が 多 
い、 下級 勞® 者や蔻 村の 靑年等 ほ、 大抵 强健 にして 
骨格 逞 ましく 不合格が 少ない、 其 下級 小 前の 者は 身 
體が 資本で ある、 勞働が 財產 である、 其 資本 其勞繼 

を .": : 年 も 取上げら る、 事は、 實に 一家に 取つ ては 大 

なる 打 g 4 、大な る 苦痛であります、 之に 加 ふるに 兵 

士の 給與は 常に 不足でありまして、 留守 家族から 補 
給を しなければ ならぬ と 云 ふ有樣 であるのに、 然る 
に 富豪 ift 族 等は、 多く 免れて 恬 として 思る 有 樣であ 

る、 今や 此時 運に 伴 ひ、 大に强 健に して 活 励の 資質 

に 富む 阈民を 造らなければ ならぬ 時に、 體が弱 けれ 


やうに 驿勵す る必耍 が あらう と 思 ふ、 其の 必要が あ 
ると 同時に、 一方には 兵士の 給與 を裕 にし •又 留守 
家族を 賑恤 する 方法を _ ずる 事が 必毋で あると 思 ひ 
ます けれども、 斯棟な 事を 致す には 隨分 阀费を 要す 
る、 そこで 其 財源を 富豪 や ® 族 等の 赚弱 子弟を 造つ 
て 合格し ない 者に、 所謂 兵役 8J: 或は 壯 了税とか云ふ 
もの ■を 課して、 其の稅 を 以て 之に 充 行うたならば、 
所謂 一擧兩 得、 剛健の 國 民を 獎勵 する 利益は 大にあ 
らうと 思 ふので あります、 政府は 壯丁税 又は 兵役税 
なる ものを 起し •又 一方には 兵士を 協 遇し •家族を 
賑恤 する 考は 無い かどう か、 或は 兵に 出ない 銳 —— 
兵役 稅は 兵に 出ない 税で 、國民 皆兵の 趣意に 合は な 
い、 甚だ 軍人 精神の 趣意に 悖る とか 云 ふやうな 意見 
が、 政府に あると か 云 ふ 事を 聞きました が、 併し 現 
行 法令で •旣に 費用を 出した 者は 一年の 兵役、 即ち 
一年 志願兵に なり 得、 同じ 資格が あつても 費用を 出 
さない 者は、 一一 年の 現役に せらる、 と 云 ふ 現に 實例 
が あるので あります、 であります から 私は 此際狐 疑 
せず、 速に 此 一方に 兵役 税の 立案を 致し、 一方に 兵 
士の礙 遇、 留守 家族の 救恤の 上に 一段の 考 ■ を 加へ 
ると 云 ふことは •最も 必要な 事と 信じます るが、 政 
府の考 はどうで あるか、 第三は 一年 現役 兵の 事で あ 
ります、 一年 志願兵は 豫後 備將 校と なり、 在鄕 軍人 
の 幹部と なること が 出来ます るのに、 一年 志願兵と 
同じ 資格が ある 者から 採る 所の 一年 現役 兵、 其 一年 
現役 兵は、 拽後備 の將 校と なる 事が 出 來ませ ぬ、 是 
も 前に 申した、 黾に 費用を 取る K ら ぬと 云 ふ 事に 51 
する やうに 思 ひます が、 此 一年 現役 兵を 一年 志願兵 
と同樣 に 扱う と 云 ふことは、 最も 必要と 思 ひます、 
其 影響す る 所は 極めて 重大と 思 ひます、 今や 靑年團 
の 事に 關 しては、 政府 も大に 力を 用ゐて 居ります が 
其 地方 靑年團 の首腦 幹部と なる 者は、 殆ど 悉く 小學 
校長 若く は 敎 員であります、 然るに 此地方 靑年團 と 
同心 異體 である 所の 在鄕 軍人の 幹部には、 それが な 
いないと 云 ふ 事は、 地方 靑年團 、在郷軍人 會 、是 等を 
指 ■する のに 非常な 扞 格を 生じ、 不便 不利を 感じつ 
、あるので あります、 從來 師範 卒業生の 敎員は 、唯 


ば 却て 課役を 免れ •苦痛を 免れる ことにな つて、 消々 僅に 六 週間の 現役 兵で あつたので あります >  で あ 


極 的に 虛弱 者を 誘 ふ 結果を 生じ ほしない か、 大國民 

の氣性 を莠 ひ； ■，犬に 興 國の氣 運を 造る には、 競うて 

徴兵に 合格す る やうな 强健 勇武の 人を 造らなければ 

ならぬ、 それに 安 じて、 n. つ 勇んで 徵 兵に 入り焊 る 


ります から 是は 已むを得ないと して 居りました が、 
昨年の 改正 徵兵 令は， 其 六 週間を 九 fis 殆ど 十倍 も 進 
めた 一年 現役 兵と 云 ふ 事に せられて、 而も 此 一年 現 
役 兵を 一 年 志願兵と 區 別して、 一年 現役 兵と 云 ふ 名 


を 付けて さう して 51 後備の 將校た らしめ ない と 云 ふ 
のは、 地方 靑 年の 指導 振興の S めに 甚だ 遺憾で ある 
現 田 中 陸軍 大； £ は、 靑年團 の 事には 常に 心を 注がれ 
つ V ある ことは、 常に f=4 共の 感謝し 敬意を 表する 所 
で •こざいます、 此所 一段の 御英斷 を 以て、 進んで 此 
一年 現役 兵を 一年 志願兵と 同一の 取扱に せらる、 や 
うに、 切に 希 朝 致す ので ある、 國 民の 幹部た る 地方 
靑 年の 指 S 振興の 爲 めに、 切に 祈る 次第であります 
殊に 此事は 啻に 靑 年の 指 S のみならず、 國民敎 育の 
上に BT 大な る關 係が ある、 それは 近頃 肺® 學 校に 入 
る 者が 非常に 數が 減り、 其 上質が 悪る くな つたと 云 
ふこと である、 是は實 に國滅 敎育 の爲 めに 由々 しき 
大事で ある、 それは 色々 原因 も ございませう が、 肺 
瞄學 校を 卒業して 一年の 現役を 勤め、 而も それが 軍 
人 # の 幹部に もなる ことが 出來な いと K ふこと から 
此有爲 有 詔の 靑年 を驅つ て、 此大切 な 國民敎 育の 方 
面に 入れる ことが 出来ない 譯 もあります、 若し-一年 
志願兵と 同じく  •一年 fli 役 兵の 者も豫 後簡 の將 校と 
なり 得る に 至つ たなら ば、 屹度 師範 入學 者は 咐 して 
有® の 人物を 招 寄せる ことが /: l-i 來や うと 思 ふ、 此一 
の英斷 は、 大に靑 年 團在鄕 軍人 會を 益す るの みなら 
ず、 全國敎 育發展 の 上に、 大に 効果 ありと m ずるの 
であります、 終りに 今一つ I 第 四は ES 鄕 兵の 被服 
の 事であります、 此被服 を 一々 退營に 際して 給與す 
ると すれば、 四百 萬圓 からの 費用 沢 要る から、 實行 
が 六ヶ 敷い と 云 ふことは、 豫算委 M 會 でも 御說明 が 
あつた やうであります が、 私の 考に依 ると、 別に 費 
用を 要さず してやれる 方法が あると 思 ふ、 此骹 服を 
一々 之を 兵士に 與へな いで も、 其 準備 用意は 平素 か 
らして 置かなければ ならぬ、 隨て 被服 廠被服 倉庫と 
云 ふ もの も 要ります、 又 被服を 整理し 保管す るに 付 
て ■常に 相當の 入が 要ります、 然るに 之を 【著 づ、 
退營 軍人に 貸 渡して 置いたなら ぱ ，中には M 次 著て 
著 破り、 早く 破損す る だら うと 云 ふ 虞 も ありませ う 
が、 それには 被服に 保存 期限を 附 して ■其 期限 內に 
破损 した もの ほ 之を 辨償せ しむる と 云 ふ 事に して 貸 
したなら ば， 皆な ffl 當に 之を 鄭重に 扱つ て 保存す る 
と 思 ふ、 さう して 軍人會 や 召集 勤務な どに 著 用せ し 
むる ことにしたならば •非常に 便利と 思 ふ、 軍人浍 
迎の 場合と か；；. 軍人 會で も規钳 を 要する •又 軍人た 
るを M 別す るを 要する 時に、 和服では 意義を 爲さな 
い、 故に 之を 保存 貸に したなら ば、 別に 費用を 要さ 
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ない のみなら ••丁、 召集の 度 毎に 一々 之を 渡す と 云 ふ 
而倒 もな く.® る 時に 又 一々 之を® 收 める 手数 も 省 
ける ので あろ、 又 介 BE に 保 於 の 手数と か、 保管の 人 
M > 保管の fr Iill も 省く ことが 出来ます から、 啻に 费 
用を 耍せ さるの みならず、 却て 便利に して 费用 を滅 
する ことが 出来る と 思 ふ、 是亦陸 軍 大臣の 速に 英斷 
あらん ことを 望みます、 以上 四點の 御 答 辯を 菌みま 
す (拍手 起る) 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕 田 中 陸 * il 大臣。 

C 國務 大臣 田 中 義一君 登 捜〕 

〇阈務 大臣 (田 II' 義一 君： >  唯 今の 御 質問に 付き まし 
ては、 第 I に 今回の 事 あるを 豫見 して、 昨年 申 述べ 
て K いたので あるが、 是に 同意し なかつ たと 云 ふの 

が 第一の 御 問であります、 前任者が 豫見 をし 得な か 

つた かどう かと 云 ふ 事は、 是は私 ほ 申 述べる 限で ほ 

ありませ ぬ、 去りながら 中學 校を 卒業す ると 云 ふ 事 

と" 屮學 校の 四 年 級から 他の 學 校に 移つて、 一年 經 

過した 者と に 於て、 其 者 ほ 果して 中學校 卒業 者と 法 

律 上 看做し 得る かどう かと 云 ふこと ほ* 是は大 なる 

疑問で あらう と 思 ふので あります •それ故に 此事を 

明確なら しむる 爲 めに 改正した のであります、 次に 

兵役 制の 事に 付ての 御尋 ，成程 私共 も、 地方の 兵役 

に 服して 居ります 者の 事情 も 能く 了解 致して 居り ま 

す、 又 今 御注意の ありました 服役 若の 給與 を裕 にす 

ると 云 ふ 事 も •又 彼等の 家族に 苦痛を 與へ ないやう 

にす ると 云 ふこと も、 至極 御尤の 事であります* 是 

等は 私 も 財政の 許す 限りに 於て ほ、 努力を 致す 積り 

であります、 去りながら 私と しては， 此 兵役 制と 云 

ふこと に 直ちに 御 同意を 致し 兼ねます •今日の 狀態 

に 於き まして、 國民 が擧 つて 國家 を EI ると 云 ふ 意義 

から 兵役に 服す ると 云 ふことは •國 民の 義務で ある 

と 同時に、 、是ほ 擗利 であるので あります が、 此 義務 

と 糊 利の綻 合した ものを •物質を 以て 是に 代へ ると 

云 ふことの 意義に 於て •陸軍 當局 者は 反對を 致し ま 

す、 次に 一 年 現役 兵の 事に 付て V' あります、 是は一 

腿 御尤で ，又 今日 旣に 一年 現役 者で、 豫後備 の將校 

になり 得る 途を 開く 爲 めに 研究し つ、 あります、 併 

し是は 金 部で 13: ございませぬ. •是に 於て 皆さんに 私 

ほ 申 述べて 岡く 必要が あると 思 ふのは、 戰 時には 總 

ての 教育 機關 を、 悉く 閉鎖す るかし ないかと 云 ふ 問 

題が 起つ て來 る、 若しも 國民敎 育に 任して 居る 是等 

の 人々 を铧 後 役に 服 さしめ て、 さう して 之を 戰時 


に 悉く 召集し ましたな らば •敎育 踌關と 云 ふ もの ほ 
之が 爲めに 非常に 頓挫を 来す のであります、 で 是 ほ 
豫後備 役者に しない やぅに、 即ち 戰 時に 之を 召集せ 
ぬ やぅに、 すると 云 ふこと ほ、 陸軍 常 局と しても. 
又 國民敎 育の 上から 考 へても、 考 ■すべき 事柄で あ 
る、 是 {T. 旣に 今回の 大戰爭 に 於て、 佛闊： 四で も、 獨 
逸で も、 此 事に 付て i.i 特に 考撤 したので あります、 
併し 其 中に 絕 對に豫 後備 將校 になり 得ぬ と 云 ふこと 
では、 此 人の 名 譽の關 係であります から、 其 中の 一 
部分の 人は、 豫 後備 將校 になり 得る 途を 開いて 置く 
と 云 ふこと ほ、 唯今 荒 川 君の 述べられた 意味 も あり 
ますから、 其途 に對 して li 今 研究を 致して 居ります 
次に 被服 貸與の 件、 是も私 共 ほ 大瞠の 主義に 於て は 
大に 賛成を する のであります、 殊に 是が國 民 問に 於 
ける 一の 被服 倉 B}l で ほない かと 云 ふ 御 趣意に 對 して 
ほ1 1 入御 賛成を 致します が、 是には 直ちに 經 費の 
關係が 來 るので 之を ® 行 すると 云 ふこと を、 此所で 
申 述べる ことは 置 憾な がら 出来 ませぬ が、 陸軍大臣 
としては， 此御 賛成 申した 意義を 現實な らしむ る 上 
に、 將來 努力を 致す 考で あります。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 日程 第二‘ 右 議案の 審査を 付 
託すへ き 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎® 君 委員の 數を九 名と し、 議長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 本案は， 議長 指名 九 名の 委員 
に 付託す るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異識な ければ 可決 致し まし 

た、 日程 第三 轍 出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案の 第 

l li 會を 開きます — 山 本 農 商務 大臣。 

第三 輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 

(政府 提出、 貴族院 達 付) 第 一 _ 會 

© 出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法律案 

輸出 羽二重 精練 業 法 中 左ノ通 改正ス 

第 十四 條中 【 輸出 紋娃 及 rii 出 薄絹」 ヲ 「輸出 薄絹 

輸出 縮緬、 ® 出 壁、 轍 出 桂 絹 及生絲 ヲ以テ 製織シ 

タル 輸出 ii 子， I  -1 改ム 

附  則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以 テ 之 ヲ定ム 

本 法 施行 ノ際 現-一 輸出 縮緬、 輸出 壁、 輸出 紋桂ヲ 


除キタル翰出洼紹又ハ生紡ヲ以テ製崧シタル皖出 
燸 子ノ楮 練 業 ヲ營ム 者 ハ 本 法 筘行 / 日 ヨリ ー年 內 
許可 ヲ受ケ スシテ 其 ノ業ヲ li .yK ル コト ヲ煜 
〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登®〕 

〇國務 大臣 (山 本達排 君' ^ 出 羽 二 m 精練槊 法 if 
明治 三十 九 年に 制定に ffl 成りました、 其當 時に 於き 
ましては 、輸出 縮緬、 輸出 壁、 輸出 鞋 絹、 及 生絲を 
以て 製織を 致しました る 轍 出糯 子、 此 四つの ものは 
產額が 極めて 僅少で あつたので あります、 然るに 本 
邦 絹織物 業が 段々 進步 すると 共に、 海外に 於ての 需 
要も大 に咐 して 參 りました、 然るに 此 精練 品質に 至 
りまして、 大に 非難の 聲が 高い ので ございます、 故 
に 之を 現状の 儘に 棄て 、置きます ると、 是まで 顳ち 
得た る 聲價を 謹す 虞が あります、 故に® 出 羽二重と 
同一 系統に 在る 是 等の 織物を ば、 ® I m 羽二重 精練 業 
法 中に 改正を 加へ まして、 さぅ して それと 同 ^ なる 
施設を 爲し たいと 思 ふので ございます、 是が本 改正 
法律案を 提出した る 所以で ございます、 願く は 御蒞 
議の上 御 協賛 あらん ことを 願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 四 委員の 選擧を 議題と 
致します。 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩崎勵 君 委員の 數を九 名と し、 篛長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員は 議長 指名 九 名に 決する 
に 御 異議は ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 御異 _な しと 認めます •仍て 
決しました。 

0 岩 崎勸君 議事 日程變 更に 關する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 玆に會 計 檢査院 法 中 改正 法律案の 第 
一讀會 の續を 開き、 委員長の 報吿を 求め、 II つ其審 
議を 進められん 事を 望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり： I 
0 議長 (太 岡 育造 君〕 日程 變 更に 御 異議は ございま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます， 仍て 
日程は 變更 せられました。 

會計檢 查院法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 


〇渡 邊昭君 漭 長。 

P® 沿 昭君 本員は 位 rl- 檢査院 法 屮改正 法 铒货 に 付 
きまして 、委員 0- 0 锊過妆 に 結采 に (-J- て 御 報 ff 中 上 
げ ます， 本案 ほ 極めて 節 m なる 法 钳案 であ 〇 まして 
政府 提案の 理 111 は， 會計 檢资院 法 中 第二胳 の 副 檢 VC 
官离住 十四 員と あります のを、 十七 M に m 加を 致し 
たいと 云 ふので あります， 其 ？ n 山と する 所は、 哉 ft 
の膨 脹に伴ひまして、衿 (;!- 檢赉の琪務の繁朗を加へ 
ました 爲 めに、 是が進 捗を 岡る 爲め 、一而に ほ： 史に 
一層檢 査の 周到 改善を 岡りたい と 云 ふ 趣 sic に 過ぎな 
いので あ 〇 ます、 御 承知の 如く 釘 計檢进 院に 於き ま 
する 職員 組織の 規定 ほ、 同 法の 第二 條に 於て 規定 さ 
れて あるので あります、 即ち 院長 一名、部長二名、 
檢查官 八 名を 以て 會計 の檢杏 に當 るので あります、 
更に 書記官 專任 一名 •副 檢査官 專任 十四 名、 及 e llll 
技手を 以て 組織され て あるので あります、 此 副 檢进 
官恶任 十四 員と あります のを 十七 員と 云 ふこと に 致 
して、 三 員の咁 加を 致したい と 云 ふので あります、 
黍 員 會ほ W 間 應 答を 10 ねまして、 赛讖の 上 我 帝 ^ 氓 
計の 现狀に 鑑みまして、 政府 提案の 三 ^ MIJ 檢 ^ 打 ^ 
加の 必耍 ありと 認めまして， 全 Ml 致を 以て 可決. 致 
しました、 此段御 報 ff Efl 上げます (拍手 起る) 

0 岩 崎 ®) J 君 本案 ほ ia ir の 順序を 省略して 委負長 祁 
吿の 通り 可決 確定 せられん ことを 朝み ます'' 
〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 翻に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 御異 翳な しと 認めます、 仍て 
11 會を 省略して 可決 確定した る ことを 宣吿 致します 
日程第五衆議院議員選擧法中改正法律案の第一說會 

を 開きます — 藤 澤 幾之輔 君」 _ 

第五 衆® 院議 員 選 舉 法 中 改正 法 鉗 築 (武 
富時敏 君 外 六 名 提出〕！ S 1 譖會 
衆議院議員 選擧法 中 改正 法律案 
衆議院 _員選 擧法中 左ノ通 改正 ス 
第 八條 第二 號中 「一年 以上」 ヲ 「六® 月 以上」- 一 
改ム 

同 1® 第三 號 ヲ左ノ 如ク改 ム 


院議 衆灼  帝冋一 十四 第 


人  入  人人  人人  人人  人 


人 


一  十七 一  十一 •  ~ • 

人  人人 人  人人 人人 


一  一二  五 二  七 T 


八  A 


八 人 


八  A 


A  人 


挑 市 


人 


描 須賀市 


A 


姬路 m  一  人 
郡部  十二 人 

佐 世 保 市  一 人 
對馬  一人 


長 岡 市 
郡部 


高 崎 市 


濱松市 


一人 

十二 人 


A- 


郡部  九 人 

郡部  七 人 

郡部  一入 

四日 市 市  一 人 
郡部  七 人 

豊橋市  一 人 
'郡部  十一 人 


人 


郡部  四 人 
郡部  五 人 
郡部  八 人 


三 濁 瓒入 名翊調 製ノ沏 日 前 滿 一年 以上 商 接國 
税： ：圆以 上 V 納メ仍 引 姑 キ納ム ル 者 又 ハ 中 
m 校 •師範 學校若 ハ 文部大臣 二 於 テ 之卜同 
等以 J-. 卜認 メタ >1/ 學校ヲ 卒椠シ 又 ハ 之卜同 
笠 ノ學 カヲ有 スル モノ ト檢定 セラ レ タル 者 
-I シ テ n. ® 立ノ生 計ヲ營 ム者 
家督相紹-|依リ財產ヲ収焊シタル者ハ其ノ 
財產 -I 付 被 相 絞 人 ノ爲シ タ >1. 納税 ヲ以テ 其 
ノ 者'' 納税 シタ ルモ / 卜看做 ス 
第 九條中 「中斷 セラ ルル コト ナシ」 ノ下二 「其ノ 
納税-一 關スル モノ ハ 選擧 人名簿 調製 ノ 期日 後 異動 
ヲ生 スル n ト アル モ該 名 ？® -I 依 リ行フ 潠擧 -1 限リ 
31 擧晡ヲ 失 ハサ ル モノ トス」 ヲ加フ 
第十條 中 「三十 年」 ヲ 「二 十五 年」 — 改ム 
第 十 一條 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

三 六 年 以上 ノ篇役 又 ハ 禁錮 ノ刑二 處セ ラレ タ 

ル 者 

四 六 年未滿 ノ菇役 又 ハ 禁錮 ノ刑 ノ宣吿 ヲ受ケ 

其/確定 シタルト キヨ リ其ノ 執行 ヲ終リ 又 

ハ 執行 ヲ受ク ル コト ナキニ 至 ル 迄 ノ者 

第 十三 •一 第二 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

政府 ノ特別 ナル 保 1® 若 ハ 監督 ヲ受 クル 銀行 又 ハ 

會社ノ 無限責任 社員、 ffi 役及茭 配 人 ハ 被 選舉 權 

ヲ有 セス 其ノ 銀行 及 會社ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

政府/謂 負 ヲ爲. <  者 及 其ノ茭 配 人 又 ハ 主 トシ テ 

政府 ノ謂 負ヲ 0K 法人 ノ 無限 H 任 社員、 m 役 及 

支配人 ハ 被 選舉 搠プ有 セス 

第 十四 條 官吏 ハ 勅令 ヲ以テ 指定. ゾ タル 者ヲ除 ク 

ノ外莳 選舉 嵇ヲ有 セス GI シ退職 者 ハ 此ノ 限-一 在 

ラス 

選舉茁 務 -1 關係 アル 官吏、 吏 fl ハ 其ノ潠 舉 M 內 

-1 於 テ 被 消 擧 搠ヲ 有 セス 其 ノ之ヲ 罷メ タル 後 三 

箇月 ヲ經過 セ サル 若 亦同シ 

第 十五 條削除 

第 十六 條削除 

第 十八 條第四 項 中 「官位、」 ノ下二 「堞 歷、」 ヲ加へ 

「生年 月、」 ヲ 「生年月日、 J- 一改ム 

第 四十 二 勝 中 「立 0- 人」 ヲ 「投票 立 ir 人」- 一改ム 

第五 十肢 SSV 左ノ 如ク 改ム 

fll シ投槊 符 理 者投槊 所ノ 秩序 ヲ紊 スノ C5 ナシト 

認ムル 場合- 一 於 テ ハ 投 Bk、 ヲ爲 サシ ムル コト ヲ妨 

ケス 


第五 十五 條第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 
開票 特理者 ハ 開篇立 會人卜 共 = 谷 投票所 ノ投蕻 
ヲ谷別 二點檢 K ヘシ 

第 七十临 第五 項 中 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」 二改ム 
第 七十 八條第 二 項ヲ 左/如 ク改ム 

前項 ノ 場合- 1 於 テ當潠 人ナキ トキ 又 ハ 選 擧ノ日 
ヨリ ー箇年 以後-一 同一 選 擧區 -I 於 テ 議員 定數ノ 
三分 ノ  ー 以上 闕員ヲ 生 シタルト キハ 地方 長官 ハ 
内務大臣 ノ命 -I 依 リ其ノ 命ヲ受 ケタ ル 日 ヨリ ニ 
十日 以内-一 補闕潠 擧 ヲ行フ ヘシ 
同條 M 左/一項 ヲ加フ 

議員 ノ闕員 ヲ生 K ル n トアル モ其 '議員-- 對シ 
當選訴 訟ア リタ ル 場合- 1 於 テ ハ 其ノ 裁判 確定 ス 
ル- 1 非 サレ ハ 木條ノ 手 la ヲ行 7 n トヲ得 ス 
第 八十 二 條 -1 左ノ ー項 ヲ加フ 

當選 訴訟 ノ裁判 確定 前當 潠人歼 亡 シタルト キハ 
檢事 ヲ以テ 被告 トス 
第 八十 六條中 「十 II 以上」 ヲ削ル 
第 八十 七條 第一 項 中 「一月 以上 一年 以下 ノ輕 禁錮 
-1 處. シ又ハ 十圓 以上 百 圓 以下」 ヲ 「一年 以下 ノ禁 
錮又ハ M 百 圓 以下 J  改ム 
第 八十 八條第 一項 中 n 一 月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮 
-I 處シ五 圓 以上 百圆 以下 ノ罰 金ヲ 付加 ス 」 ヲ 「二 年 
以下 ノ禁錮 又 ハ ニ百 圓 以下 ノ 罰金-一 處ス」 二改ム 
第 八十 九條中 「二 月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮 二 處シ 
五圓 以上 百圓 以下 ノ㈣ 金ヲ 付加 ス」 ヲ 「二 年 以下 
ノ禁錮 -- 處ス 」 -1 改ム 

第 八十 九條ノ ニ 潠擧 -I 關シ官 史、 吏員 故意ユ 其 
ノ職 務ノ 執行 ヲ怠リ 職 糊- ヲ 濫用シ 威 迫ヲ 加へ 又 
ハ 偏 ® ノ 措® ヲ爲シ タル 者 ハ ニ 年 以下 ノ禁 錮ユ 

處ス 

第 八十 九 條ノ三 通信 官吏 選擧 -I 關スル 電信 又 ハ 

郵便物 ヲ開披 、抑留、 毁損若 ハ 抛棄シ タル 者 ハ 

三年 以下 ノ 禁錮-一 處ス 

第 八十 九條ノ 四 第 十四條 -1 依 リ勅令 ヲ以テ 指定 

シタル 者 及 退職者 ヲ除 クノ 外 , R- 吏 ハ 選擧 人ヲ勸 

誘シ其 ノ他選 擧運動 ヲ爲ス n トヲ 得ス之 11 違反 

シタル 者 ハ 五 百圓以 下ノ 罰金-一 處ス 

第 九十 條第 一項 中 「一月 以上 一年 以下 ノ輕 禁錮 — 

處シ又 ハ 十 11 以上」 ヲ 「一年 以下 ノ禁 錮乂 ハ」 ュ 

改ム 

同條 第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 


投絮ヲ 取 出シ タル 者 ハ 三年 以下 ノ禁錮 -1 處 ベ 
第 九十 一 ^ 第一 項 中 「四月 以上 四 年 以下 ノ輕 禁錮 
-I 處ス」 ヲ 「四 年 以下 ノ禁銅 二 處ス」 -I 改ム 
同條第 二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

多衆聚 合 - >• テ 前項/罪  >  犯シ タル 者 ハ 刑法 第： 白 
六條ノ 例 — 依 リ處斷 ス 

第 九十 二 條 第一 項 中 r 多 衆ヲ嘯 聚シ タル 者 ハ 六月 
以上 三年 以下 ノ輕 禁_-1 處ス」 ヲ 「多 衆聚 合シタ 
ル トキ ハ 首魁 ハ 三年 以下/禁錮-一 處シ其 ノ他ノ 者 
ハ 7.: 十圓 以下/ .罰金 又 ハ 拘留 若 ハ 科料 = 處ス」 -1 
改ム 

同條 第二 項 ヲ削ル 

第 九十 三條 第一 項 中 「選 舉 人、 is fl 候補者 及選擧 
運動 者-ー シ テ」 ヲ削リ 「二 年 以下 ノ輕 禁錮 又 ハ 五 
圓 以上」 ヲ 「二 年 以下 ノ 禁錮 又 ハ.」-- 改ム 
第 九十 四條中 「前 條ノ 例- 一 依リ ー等 ヲ加フ 」 ヲ r 
三年 以下 ノ 禁錮 又 ハ 三百 W 以下 ノ 罰金-一 處ス」 -1 
改ム 

第 九十 . 7J: 條中 「十五 ■日 以上 六月 以下 ノ輕 禁錮 — 處 
シ又ハ 五 圓 以上」 ヲ 「六月 以下 ノ 禁錮 又 ハ J-I 改ム 
第 九十 七條 演說 、新聞紙、 雜 誌、 引 札、 張 札 其 
ノ他 何等 ノ 方法 ヲ以 テス ル-一 拘ラス 選擧- -關シ 
選擧 人、 議員 候補 若 又 ハ 選 擧運励 者ヲ誑 惑 スル 
ノ 目的 ヲ以 テ虛僞 / 事項 ヲ流 布シ タル 者 ハ ー年 
以下 ノ 禁錮 又 ハ ニ百 圓以 下ノ  _ 金-一 處ス 新聞、 
雜誌 M 在リテ ハ前條 但書 ノ例 -1 依 ル 
第 九十 八條中 r 一 月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮 一一 處シ 
十圓 以上 -SI 圓以 下ノ罰 金プ付 加 一へ」 ヲ 「一年 以下 
ノ禁銦 又 ハ ニ百 圓以 下ノ 罰金-一 處ス」 -1 改ム 
第 九十 九條中 「五 圓 以上」 ヲ削ル 
第百條 削除 

第 百 一條 中 「刑-こ ヲ 「罰金 以上/刑-こ 二 改ム 
第 百 十 一條 本 法 ハ 次ノ總 選擧ョ リ之ヲ 施行 ス -m 
シ 北海道 根 室 支 廳管內 占 守 郡、 新 知 郡、 得 撫郡 
及 色 丹 郡 並 東京 府小笠 原 島-一 付 テ ハ 勅令 ヲ以テ 
施行/期日 ヲ定ム 
別表 
東京府 

東京 市  十五 人  八 王子 * 

郡部— トモ 八 人 
京都府 

京 ® 市  一一 ー  ノ  君 ^ 


人 


五 人 


大阪府 
大阪市 
郡部 
神奈 川縣 
市 

郡部 
兵 B8 縣 
神戶市 
尼 崎 市 
長崎縣 
長 崎 市 
郡部 
新 潟縣 
新 潟 市 
高 田 市 
佐 渡 
埼玉縣 
群 馬縣 
前 橋 市 

KH  nv 

君 gf 
千 葉縣 
茨城 縣 
水 戶市 
梆木縣 
宇 ® 宮市 
奈良縣 
奈良市 
三重 縣 
津市 
宇治山 田 市 
愛知縣 
名 古屋市 
岡 崎 市 
靜岡縣 

靜岡市 

B  rv 
君 St 

山梨縣 

甲府市  - 

滋賀縣 

大津市 

岐阜 縣 

岐阜 市 
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人人  入  人人 人  人  人人  人  人人  入  人人  人人  人人  人 


松 本 市  I  人 

郡部  六 人 
福 島 市  一人 

郡部  六 人 
靑森市  一人 

米澤市  一人 

郡部  六 入 

郡部  四 人 

郡部  五 人 

高 岡 市  一人 

都 部  三人 

郡部  五 人 

郡. 部  八 人 

尾 道 市  一人 

福 山 市  一人 

郡部  七 人 

郡部  五 人 

郡部  五 人 


長 野縣 
長 野 市 
郡部 
宮城 怒 
仙 祭 市 
福 島縣 
若松 市 
郡部 
鈒手縣 
盛 岡 市 
靑森縣 
弘前市 
郡部 
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山形 市 

郡部 
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隱岐 
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廣島縣 

廣島市 

吳市 

郡部 

山口縣 ■ 

下關市 

和歌 lli 縣 

和 11 山 市 

德島縣 

德島市 
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院議 衆 齊蒸國 帝 冋一 十四 第 


一す。 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 萩亮君 議長。 

0 譏 長 rN 大岡育 造 君) 萩亮 君。 

〔萩 亮嵙登 攒〕 

0 萩亮君 唯今の ;1 擧法改 正 案に 付きまして、 御提 
案 者に H 問 致します、 1-ffi 今 藤澤逬 から 御說 明に なり 
まして、 此潠擧 法改正の 御 趣 窓は 大體 分りました が 
此澤 UI 改正の 點を 御述 になり ました 中に、 最も 重要 
なる 點と 信ずる L® に 付 C 御 ^ します、 第一に 選擧 K 
割 には 改正案は 觸れて 居らぬ と 云 ふ御說 明で ありま 
したが、 如何にも 其 通りに 見えます、 第一 私は 此 M 
捌に 付て 御 提案 渚に 伺つて . 1: きたいので す •選擧 に 
付て 何 か 一番 大琪な もので あらう か、 何 か 一番 選 擧 
と 云 ふ もの、 根本主義を 成して 居る ので あらう か、 

是は私 が 申 h げませ ぬで も、 諸君 ほ 能く 御难知 の 事 

であるので す ，即 ち 選 頌に 於て、 選堺 人の @ 由 意思 

と 云 ふこと が 根本の 問題で あらねば ならぬ、 我® の 

鸿舉法 を 首め、 歐 米列國 の is 舉法に 於き ましても、 

如何に 選擧 人の 自由 意思を 保 謎 せんとして、 種々 の 

規定を設けて居るかと云ふ事ほ、能く諸君の御承知 

の 通りで ある、 手近な 我阈の 法制を 見ましても、 彼 

の 無 記 rl —— 無 記 f-i と 云 ふこと ほ、 元來 選窣に 於て 

は， 是が 正々 堂々 とやるならば 記名で なければ なら 

ぬ、 併ながら 無記名の 制度を 採つ た 所以の ものは、 

即ち 潤 舉 人の® 由 S 思を© ぷに 外ならぬので ありま 

す、 それから 第二に ill 舉場裡 の 取締と 云 ふことは 嚴 

密に致 して 尻る、 是も 即ち 選 舉す る坳 所を 他から 窺 

見る ことの Ml 來ぬや うにして 居る の if 取り も 直さ 

ず 是も 潠舉 人の 自由 % 1E 思を© ぷ法 制に 外ならぬと 信 

じます、 それから 母 多の 罰則を 設けて、 或 (3: M 收、 

暴行，脅迫、有ゆる不法の事を禁じて居るのも、畢 

觉 する に 潤 舉 入の 自由 意思を 保 連す るに 外ならぬの 

であります、 jtrr う 云 ふ sf は、 精し く 申 上げぬ でも 御 

案内の 31f であります から 此位に 止めて H きます が、 

併ながら 是等の 自由 意思を 保髏 すると 云 ふことは、 

元來自 由总思 なる ものが 成立つ た 後の 話であります 

自由 意思 者から 見る と、 即ち 枝葉末節に 過ぎない の 

e ある. 又大 潠舉 H 小選擧 洱と云 ふ ものが、 即ち 此 

の 撰 擧人の 自由 意思の 成立に， 非常な 關 係を 有つ て 

居る ものと 信じます、 今日の 我國の 文化の 程度、 並 

に 交通 機 關の發 達の 點から 見ます と， 一郡 多く も 二 


郡 位から 候補に 立つ 入で あると •其 選 擧の場 台に 於 
て •睽 補莕の 如何なる 入で あるか、 如何なる 智識を 
持つて 居る 人で あるか-如何なる 純 蜮 を 持つ て rr る 
か、 其 人格 即ち 爲人は 、どんな 入で あるかな どゞ云 
ふ 事は 能く 分ります、 •併し 今 日 の 現行法の 如く  •是 
が 大選擧 區 であると S ふと 殆ど 分らない、 候補对 の 
爲人は 扨 措いて、 そんな 人の 存在 も 認めな VV C 「君の 
如し」 と 呼 ふ 者 あ〇〕 又 ほ 澤山 あるので ある (r 謹聰 
々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 是 i:c 選擧 M が 大きくな るに 從 
つて、 其# M は 益々 加は るので す、 選 擧入ほ 、殆ど 
候補者の どんな 入で あるかと 云 ふこと が 分らぬ から 
二人の 候補者が ある 時分、 執れの 候補者に 投票して 
宜 いか、 自由 意思 ほ 成立たぬ ので ある (笑 隧起 る) 
御 笑になる ことでないです、 實際 吾々 は 昨年の 三 四 
乃 後に 谷府縣 に 補闕潠 擧が ありました が、 吾々 が 其 
補闕 選 擧に 臨んだ 時分、 -:'; B 舉 民の 意思を IM! くと、 先 
づ第 I に 聴く のは 候補泝 は どんな 八で ある、 如何な 
る 人格の 人で ある、 斯う 云 ふの が 第一に 来る ので あ 
る 選 擧八ほ 全く 知らずに 投壊 して 居る と 云 ふの が、 
實 際の 今：！！ の狀 態で あるので あります、 それで ® り 
我！！ のみならず、 歐 米の 先進 國が 悉く 小潠 擧區の 制 
度を 採つ て 居る の ほ、 何れも 是 等の點 に 深く 注意を 
拂つて 居る ので ある、 或は 歐洲の 列 强と云 ふことは 
出 来ぬ が>  歐 洲の 小さい 國 ，例へ ば 西班牙、 普 漏 西 
の 如きは、 大小 11 擧 M の 併用に なつて 居る やうです 
,H 耳義 と瑞典 、露 西亞の 如き (3: 大潠 擧區 であります 
併ながら 之を 能く 術 味して 見ます と、 白 耳 義の大 選 
擧區 とは どう 云 ふ もの かと 云 ふと、 一區が 四 萬 人に 
付き 一人の 議員を 川す と 云 ふ 制度に なつて 居る、 我 
國の 十 — i 萬 制度と 大變な 相違が あるので す、 それ か 
ら瑞典 の 如き •大 選擧區 と 云 ふけれ ども 其 一 選 擧區 

の 入口 十 萬に 過ぎない のであります、 是では 名 (3-. 大 

選擧區 であるか 知らぬ が、 我國 の選擧 法ょり まだ 人 

口の 割 當は少 ない ので ある、 斯う 云ふ狀 態で ありま 

すから、選擧人は、候補转が如何なる人であるか、 

如何なる 入を 撰 掙 すべき やは 能く 分る ので ある、 世 

界列强 で 露西亜を 除いては、 日本の 如き 大選 擧區制 

度は 私は 無い と 信じます、 然るに 憲政 ir 所謂 多士濟 

々たる 憲政 會 諸君は、 何を 苦んで 此大 選擧區 制を 維 

持せ ら るので あります か、 我黨と 憲政 會は 、餘り 其 

成立に 於て 相違が 無い 又黨の 事情と しても 餘り異 つ 

て 居らぬ の C- す、 然るに 此 制度を 維持せ らる 、は ど 


う 云 ふ jii であるか、 此潠擧 人の 自由 意思な ど 云 ふ も 
のは、 il 舉に必 嬰ない ものと 信ぜら る、 ので あるか 
若し さう でない とせら る、 ならば、 今 H の ® 際に 於 
て、 大選擧 區 の 下に 其 果して 能く 多數の 候補者の 爲 
人、 學識 、經驗 、人格と 云 ふこと を、 能く 知つ て 居 
ると 認めます るので あるか、 此の 點を何 ひたい、 是 
が 一點で あります、 第二 點ほ 議員 選舉 に關 する 新た 
なる 規定、 唯今 藤澤 君の 御說 明に なりました 通り、 
此脔 政會の 提案に 依る と、 定員 三分の 一 以上の 闕員 
がなければ、 補闕潠 擧はせ ない と 云 ふ 事に なつて 居 
るので ある、 吾々 の 信ずる 所に 依る と、 荀も 定員を 
定めた 以上は、 此 定員は 絕對 的に 必要なる ものと 信 
ずるので ある、 然るを 三分の 一 以上の 缺 員までは— 
—三 分の 一 以下の 缺 員まで ほ 其 儘に 措く と 云 ふこと 
ほ 抑々 何の 理由に 依つ てこん な 事を 制定せ ら るので 
あるか、 恐らく 是は 憲政 會 諸君 も 腹の 中では I 頭 
の中でほ、大選擧區制の弊害を認めて居るのである 
大選 擧區 制の 遂に 今： n に 維持すべからざる ことを 知 
つて 居る、 それ故に 斯の 如き 窮策を 設けて、 大選擧 
區 制の 弊害を 緩和せられ んと する に 出で たこと ほ 明 
かで ある . 

〔「補 闕潠擧 ばかりに 非ず」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に …… 

0 萩亮君 併ながら 斯の 如きは、 詰まり 卑俗に 謂 ふ 
角を 矯めん として 其 牛を 殺す ものである、 他の 例を 
以て 言 ふなら ぱ 、元来 選 擧區に 配當せ られた 十 名な 
り 五名な りは 絕對的 必要な ものである、 それを 三分 
の 一までは 差茭な いなどの 如きは、 ® に 亂暴 極まる 
法制と 信じます •(「ひや <」 r 人民を 侮辱す る 
ものな OJ と 呼 ふ 者 あり) 元来 人に 向つて、 ft 樣の 
三分の 一までは 殺いても 差 支ない、. 我慢し ろと 云 ふ 
やうな法制があつたら、果して能く憲政訶諸君ほ之 
を も 忍び 得る ので あるか、 吾々 はそんな 亂暴な 法制 
を 設けなくても、 差 突ない 法制が あるに 拘らず 此方 
法に 出で られ るのは、 畢竞從 来の 行懸 に囚は れた結 
果で なから うかと 存じます (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 詰まり 憲政 會 諸君 も、 本當に 頭の 中では、 吾々 
と 同感で あるに 相違ない、 已むを 得ざる の 規定を 爲 
して 辟る と 云 ふこと ほ、 畢竟 憲政 會の法 案に 於て、 
法案 自身が 大選 擧區制 の 遂に 採用す る ことの m 来な 
いと 云 ふこと を 19 明して 居る のが、 lit 補闕選 擧の制 
度で ある、 併ながら 尙ほ此 點に 付て さう でない と 云 


ふ PS 山が ありますな らば、 さう して 私の 蒙を ^ くこ 
とが m 來る ならば 洵に 幸であります (「大 に 蒙を 啓 
いて やる」 と 呼 ふ 者 あり〕 第三 ほ 此知識 階級の 選擧 
灌で あります、 是は I 應ほ 御 t: な 規定で ある-併な 
がら 此點に 付て 伺つ て 11 ? ますが (「 早く やり 給へ 
もう 一遍 見直して」 と. 呼 ふ 者 あり) 今日 (X 憲政 ©■ 諸 
君の 提案 も •國 民黨の 提案され たの も、 詰まり 矢 張 
財 產の點 に 於て 二 圓と云 ふ 制限を 設けて あります、 
併ながら 最早 今日の 時は、 殆ど 普通 選 擧を 要求し つ 
つ あるので ある， 是は 能く 御 提案济 も 御存じの 事で 
あります、 それ故に 吾も费 からず さうなら うと 考へ 
て 居る、 此 時勢に 於て、 吾々 ほ 財產に 於て 制限を す 
るから、 旣 にもう 時代 , y. 潮に 後れつ、 あると 信ずる 
然るに 更に 玆に 知識階級と 云ふ此 一階 級を 設けて、 
平等た るべき 人間に 階級を 設ける と 云 ふことは ，果 
して 今日の 時代思潮に 副 ふ ものである か 否や、 甚だ 
疑は しいので ある、 結局 さう 云 ふ 一度 階級を 設け ま 
すと 云 ふと、 之を 除く と 云 ふことは 中々 容 ^ でない 
憲政® 諸君の 中に も 普通 選 擧を絕 叫せ ら る、 方 も あ 
るが、 中々 それが 容易に 行かぬ、 知識階級で も旣に 
玆に 制度を 設けた 以上 ほ 之を 打碎 くと 云 ふことは 中 
中 一朝一夕に 行かない ので ある、 是は平 粜 の 憲政 會 
諸君の 持論に 副は ぬでは ないかと 存ず る" 尙ほ 之に 
如 當の 理由が あれば 承りたい ので ある、 それから 此 
檢定云 々と 云 ふこと があります が、 是は恐 らく ® 校 
敎 肺の 檢定試 驗と云 ふの があります から、 何れ 其檢 
定試驗 のこと ^. 考 へます  >悱 ながら 若し さう である 
とするなら ぱ 、檢定 試驗を 受けない 人は どうす るの 
であるか、 さう であると すれば、 詰まり 此 規定は 不 
徹底な ものでは ないか、 若し 又® に此 衆議院 議 s 選 
擧權 者に、 檢定 試驗と 云 ふやうな もので も御設 にな 
つて やる と 云 ふこと ならば、 一應間 えて 居る が、 そ 
れほ中 々容品 ならぬ 事では ないか、 何れに した 所で 
甚だ 感服し ない のであります、 (笑聲 起る〕 要する 
に 以上 一ー ー點に 就て、 明快なる 御 答を 承りたい ので あ 
りま^ >o 

〇 藤 澤幾之 輔君誘 長。 

01 長 c 大岡 育造 封〕 藤澤幾 之輔 君" 
t 「登 檀を願 ひます」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 藤 澤幾 之輔君 第三. までの 御 質問で ございます が 
要するに 何れも 苦な 萩 君の 御意 見で ある、 第一の 點 
の 御尋の 場合に 於き まして、 自由 意思に 關 する 御 說 

-00- .  . 
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一明などほ、唯今一寸考へました所でほ、筠切な答辯 
を 致します に 苦まざる を焊ぬ 、却て 御述 になつ たや 
ぅな 理由なら ば、 寧ろ 其 結果と して、 大選擧 K 制に 
御齊 成になる 箬 でない かとまで 思は れ るので ある、 
けれども 今 左様な 問題に 付て. •此 所で 爭 ふこと も 如 
何かと 思 ひます から， 委員 會で尙 ほ 十分に 御® 見を 
承つ て 御挨 桜を したいと 思 ひます、 それから 補闕選 
擧 のこと， 是も 色々 御 3S 見が ありました が、 是も全 
く 御 議論でありまして 、取て 此所で 答 辯す る必耍 も 
ない、 第三の 御意 見に 付きまして は、 私共 傾 聽致し 
ました、 どぅか 萩 君 並に 萩 君の 御友 人 等は、 唯今 萩 
君が 御述 になつた 事に 對 して、 御 貫徹に 御 努力 ある 
ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎剧君 本案は 齒に委 M 付託に なりたる 高木 益 

太 郎君 外 三名提 S, 衆議院議員 潠擧法 中 改正 法律案 

の 委員に •併せて 付託せられ ん ことを 菌み ます。 

〔「燹 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し與議 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 謅長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ 動議の 如く 決 

しました I 日程 第 六日 肥鐵道 建設に 關 する 建議案 

を 議題と 致します、 長 峰 與一 君" 

第 六 日 肥鐵道 建設に 關する 建議案 C 長 峰 

與 I 君 外 三 名 提出〕 

日 肥 筏 道 建設に 關する 建議案 

日肥鐵道雜設に關する__ 

一宮 崎縣 下耍輕 便 線路 終點® 町に 起り 杉 安、 越ノ 

尾、 村 所 及 熊 本 縣 下湯 前、 多 良 木を 經て 人吉町 

に 至り 九州 線に 聯絡す る鐵道 

本鐵 道は 犛 業の 發肢に 資し 交通の 不備を 補 ふ爲急 

設を 要する ものと 認む依 て 政府は 速に 本線の 親設 

に 著 手せられ むこと を 望む 

右 建議す 

〔長 峰 與一君 登 捜〕 

〔拍手 起る〕 

〇畏 峰 與一君 極く 簡 m に說 明を 申 上げます、 說明 

の 先づ 順序と 致しまして、 宮崎妻 輕便鐵 道の 由来を 

述べまして、 其 本 諭に 入らん とする のであります が 

宮崎縣 は 天 惠の富 源は， 他の 何れの 地方に も 劣らず 

して、 寧ろ. @ 秀なる 地方で あるので あります るに 拘 


らす 、文明の 機 關に 浴す る ことが 出来ず して、 冯路 
の I 線を も 得る こと 能は ざるを 縣民 深く ts しまして 
貧弱なる 縣經 済を以 ちまして、 多額なる 縣 愤 を 起し 
て •宮崎 を起點 と 致しまして 、妻に 至る 鐵道 線路を 
拉設 致した のであります、 而して 其の 終點を 妻に 致 
しました るのは， 所謂 「メラ」 山と 稱 します る、 千 
古 斧鉞を 入れざる 大 森林を 控へて 居りまして、 製材 
に、 板材 •  ® 產 物に、 其 豊富なる 財源を 開 毀せ んと 
したる 次第で ございます、 而 して 縣 の經營 として、 
以後 相 當なる 成 積を 擧げて 居りました が、 日豊 線の 
建設の 費用が 政府に 依つ て 計上せ らる 、ことにな り 
まして、 其 線路 (3; 政府の 買 上と なりまして、 今日に 
於て は、 政府 即ち 鐵道院 の經營 となつて 居る ので あ 
ります、 で 本件 建 _ 案の 趣旨は、 此終點 たる 妻 町を 
延長 致しまして、 杉 安 •越ノ 尾、 村 所、 及 熊 本縣下 
湯 前、 多 良 木を 經て 、さぅ して 人吉に 至つ て、 九州 
本線に 合したい と 云 ふ 希望であります、 乃ち 其 線路 
の 延長 {3:. 約 五十 哩の 短距離であります、 で 此妻 町を 
以て •終 i!i と 致します る 如きは、 宮崎熊 本との 兩縣 
境界の 富 源を， 纔に其 門戸を 窺 ふと 云 ふ 次第で •こざ 
いまして ，未だ 其 堂奥に 達して 居らぬ のであります 
で兩縣 下の 富 源を 開發 すると 云 ふこと に付きまして 
此妻 町を 以て 終點 として 了る と 云 ふことは 從 前の 縣 
經 済を 以て 建設を 致して 居りました る 時代に 於て は. 
或は H むを 得ざる 時期で あつたら ぅと 思 ひます るが 
併ながら 今日 政府の 力を 以て-政府の 經營 となつ て 
居ります る 以上 ほ、 殊に 今日 國 運の 進展、 地方 產業 
の發 展に稽 へます ると きは •之を 許さない ので あり 
ます、 况や其 沿道に 於き ましては、 林 產物 のみなら 

ず、 其 他 m 要の 遺 利は 開發を 侍ちつつ あるので あつ 

て、 殊に 此 本線に 當 ります る 湯 前ょり 人吉に 至り ま 

する 地方の 沃野は、 廣濶 に亘つ て 居りまして 農產物 

に 富み、 其 利益 線た る や、 敢て聱 言を 要しない と 本 

員は 思 ふので あります、 で此 線を して 開通せ しめ ま 

したなら ば、 九州の 中部 橫斷 線と して 其價 値を 發揮 

しまして 交通の 至便 ほ 勿論、 九州 中部の 富 源を 開發 

して •東に 於て は 福 島に 於て 分岐 致しました る日豊 

線の營 養 線と なり、 西に 向つ ては 九州 本線の 營養線 

となりまして は、 若 夫れ 八嶽 線の 將 來を考 ふるに 至 

りまして は、 益々 本線 鐵 道の 建設を 必要と する 次第 

でございます、 願く ぱ滿 場の 諸君、 多 數の御 協賛を 

得 たい 次第で ございます る。 


〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勤 君 議長。 

〇 議長 (.大 岡 育造 君) 岩 崎 動 君。 

〇 岩 崎 is 君 本案 ほ 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ むこと を a みます。 

〔謬 長大 岡 育造 君 退席 副議長 滔田國 松 君 靆長席 
に 著く〕 

0 副議長 c 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 動 諮に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 御 異議がなければ 岩 崎 君の 
動議の 通り 決定 致します、 日程 第 七 野 岩 羽鐵道 速成 
に關 する 建議案 —— 提案者の 辯 明を 求めます、 八 田 
宗吉 君。 

第 七 野 岩 羽鐵適 速成に 關 する 建議案 (八 
田 宗吉君 外 六 名 提出〕 

野 岩 羽鐵道 速成に 關する 建議案 
野 岩 羽鐵道 速成に 關 する 建議 
一柅 木縣下 今 m' より 分岐し 福島縣 下田 島 若松を 經 
て 山形 縣下 米澤 に接續 する 鐵道 
右は 奧羽線 及 磐 越 西 線より 東京に 至る へき 線路を 
矩 縮し 栃木 福 烏 山形 三縣に 於け る 森林 鰯 物の 開發 
上最 急を 要する ものと 認む 依て 政府は 速に 相當の 
措置を 採り 建設に 著 手せられ むこと を 望む 
右 建 翳す 

〔八 田 宗吉君 登®〕 

〔拍手 起る 〕 

〇 八 田 宗吉君 諸君、 本 建 _案は 昨年 第 四十 議會に 
於き まして、 諸君の 御 協賛に 依り、 滿場 一致 可決せ 
られ たる ものであります る、 然るに 今设た 此 案を 出 
して 諸君を 煩は し •諸君の 御 同情に 魍 へて •速に 政 
府を して 本鐵 道の 速成に 著 手せ しめざる ベから ざる 
事情に 在ります る ことを .潰 憾と する もので ありま 
する、 本 鐵道ほ 栃木 縣今 市より 起つ て、 福 島 縣會津 
の 平野を 經 て， 山形 縣米澤 市に 至つ て、 奥 羽 線に 合 
する もの T? あります、 從來此 案に 付きまして は > ® 
津を 中心として、 栃木 縣 ，山形 縣二縣 の 有志に ffi つ 
て 熟 心に 提唱され、 議會の 度 毎に ほ 沿道 人民より 請 
願書を 出して、 貴 衆 兩院に 於て は、 毎回 探擇せ られ 
て 居る ものであります る‘ 而 して 第三 十 一議 會の時 
に、 議員 日下義 雄 君に 眩つ て， 建議案と して 通過し 
て 居る、 歷史 ある 建_ 案であります る、 本 線路 敷設 


に-^' ま. すれ^* 奥^ H よ*' 東京 K1I 參〇 まする 路 麵 
と、 新 ja 市よ 0班京に ?5 0まする路璲は、非常に短 
縮 致して 參 ります るし， XI つ 切斜が 頗 る ^ si 斜 であ 
ります る爲 めに、 輸送力に 非常なる 好 成 ii1 を. «! しま 
する 爲 めに、 此國防 上よ 〇 申しましても* 必嬰な る 
線路と なります る こと は- 木 a の絮說 を沏た ざる 次 
第であります る •此 線路の 通過し まする as 中は、 全 
く Itt 柬北の 中央を 链 -K 致して 居ります る爲 めに、 森 
林鐲物 、斯樣 なる 物には 非常に is んて 居ります、 乃 
ち太平洋に二十五里、日本海に二十五进、斯樣なる 
中を 通つ て 參〇 まする 全くの 縱斷 線であります、 殊 
に此田島を中心と致しまする南色雎郡ほ綿島縣 〇 一 
大資庫 であると 斯ぅ 稱せ られて 居る 隨で ありまして 
一郡の 面積が W 六十 餘 方里、 香 川 縣よ〇 も、 佐 W 縣 
よりも •神奈 川縣 よりも 其而稻 の 大きい 大郡で あり 
ます 隨て此 停車場に 遠い、 一 番 近い 處で十 四 里、 遠 
い處に 至ります ると 三十 二 里 も ある、 3 :車場 に 達す 
るのに 斯樣 に隔 つて 居る 處で あります、 迓に其 不幸 
其 不便 •同情に 堪へ ざる 次第であります >  食糧問 題 
は 今や 國 家の 大 問題と なつて 居ります、 而 して 現 政 
府は銳 意此點 に 力を 注がれ、 開 ■助成 法案の 如き、 
其 解決の 一策と して 御 提出に なりました ことは、 本 
員 等の 大に賴 ぶ 所であります、 就きましては 此南酋 
律 郡の 如き、 又 山形 縣に 接して 居ります 耶臃郡 の 如 
き、 廣漠 たる 所の 土 池には 速に 交通 機關を 設けて， 
開墾すべき 餘地 ある 處に 向つ て 入 民を 送り、 資本家 
を 向けて 拓殖せ しむる ことは、 確に 急；® たる ことを 
感ずる ものであります、 本員 等は 朝鮮、 滿洲 •北海 
道、 或は 斯樣な る 殖民 地に 依りまして、 其 交通 機關 
の 頗る 整つ て 居る ことを 非常に 喜ぶ ものであります 
が、 併ながら 此內地 に 於て、 斯る僻 陬の地 に 先祖 代 
代 忠君 愛國の 思想を 以て 國家に 貢献し、 綴 牲の糈 神 
に 富んで 居る 人民が 住んで 居る に拘ら ず、 斯様な 所 
に對 しては、 政府は 益々 此 國有鐡 道の % 5C 味を S 现し 
て、 一層 文明 的の 交通 機 關の ffl に 浴せ しむる ことに 
する 急務なる を 感ずる ものであります、 どぅぞ 諸趙 
の 御 同情に 依りまして、 本案の 目的を 貫徹 致したい 
と 存じます。 

〇 岩崎勵 君 本案は 韻 長 指名を 以て、 九 名の 委負に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 _長( 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 励 議 に御異 識はあ 
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り ませぬ か。 

〔「異 織な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 議丧 C 渭田國 松 君〕 御 異 _がな ければ 岩 崎 群の 
励 誠の 如く 決します。 

〇 岩 崎 動 君 謎 長。 

〇 副 諮 長 C ?B 田 國松君 5 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 勤 君 日程 第 八に 對 して、 延會 の oa 議を 提出 
致します.' 

CTir 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 rara 松 君〕 岩 崎 ？- S- の 励！！ に 御與謅 は あ 
り ませぬ か C 

c 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱田阀 松畀〕 御異識 がなければ 延窗と 致 
します、 日程は 是にて 終りました 次 會の 日程は 公報 
を以て御通知ぃたします、今日は是にて散會ぃたし 

ます。 

午後 三時 二十 四 分芮會 


0 大正 八 年 二月-ー ハ 日 (木曜日) 

午後 I 時 九分 問 謅 

議 事 □ 程 第 十號 

第 I 大麥 、小麥 及 小麥 粉の 輓入稅 減免に 關す 

る 法律 版) 第一 ほ 啻 

第 II 右 Is 案の 密査一 tr 付託す へき 委員の 選舉 

第三 朝鮮 ! Is 院及濟 生院 特别酋 計 法 中 改正 法律 

案 (㈣删 ) 第|13 

第 四 右 fi sg. の 蒂査 を 付託す へき 委員の 11 轉- 

第五 第 I 囬1! 塾 調査 施行に .® ; する 地方 經費国 

庫 支 細に ^ する K 律 案 (棚 f) 第 I 讀會 

の晶 !| '政府 ノ 

第 六 大正 五 年 法律 第 四號 中玫正 法律案 

第— 嫌 9  提 

第 七 算士 法案 a il 観 1 ) 第 I  ■丨 

第八朗 辞 平 元銪道 急設に 關する 建議案 {做 姐 

君 外 五' \ 

名 提出) 

第 九 葉 煙草 耕作 紐 合に 交付金 下付に 關する 建 

l« ^ :〖K 田 転 平； 

» S H 外 一 名 提出) 

第 十 北 s^ 、 »• £.. 本枳終 航路 延長に 關する il li 

> ^ 卜 1*' .{女太虹 -^ 一 

备一 外 九 名 提出) 

第 十 I  W 米食 © @ に關 す— 議案 (糊 知 

職) 


第 十 U 锔物奘 組合 及 葉 tf 草 耕作 紐 洽 に 交付金 

T 付に 11  (刊 一 II 韻 1外) 

〇齡長 (大岡 育浩 君〕 諸般の 報 吿を命 じます。 

〔原 田 » 記 宵 朗 I3 J 

一昨 ? i; 日 政府より 提出せられ たる 誘 案 左の 如し 
大麥 、小 麥及小 港 粉の 糙入税 減免に 關 する 法律 
案 

朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 屮 改正 法律案 
一 去 四 m ^ a より 提 »] せられた る 質問 主意 書 左の 
如し 

林 原 制限 地 開 si に關 する 質問 主意 書 

提出者  森 本 是一郞 君 
靑年指 si に關す る 質問 主意 書 

提出者  田 中 萬 逸 君 
國民思 想の 善導に 關 する 質問 主意 書 

提出者 Ft! 中 善 立 君 
一 去 四日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
大正 七 年 法律 第三 十七 號屮 改正 法律案 
提出者 漆  昌趿君  牧 山耕藏 君 
一昨 五日 P. 員より 提出せられ たる 謅案 左の 如し 
未成年者 飲酒 収締法 案 

提 IH 者 根本  正 君  高見 之 通 君 
1 木錠藏 君  齋藤壽 雄 君 
〔左の 報告は 1 讀を經 さる も參照 のた め 玆に褐 
載す〕 

一昨 五日 委員長 及 理事 K 選の 結果 左の 如し. 

日 肥 鐵 iM 建設に 關 する 建議案 8 員會 

委員長  原 田十衞 君 
理事  長 峰 與一君 
輸出 羽二重 精練 業 法 中改芷 法律案 委員 會 

委員長  松 井 文 太 郎君 

理事  西 村 正則 君 

大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 委員 會 

委員長  中 川 幸 太 郎君 

理事  八 田 宗吉君 

野 岩 羽鐵道 速成に 關 する 建議案 委負會 

委員長  戶狩 fi 之 助 君 

理事  近 藤 達兒君 

一昨 五日 作業 會計法 屮 改正 法 津 案外 六 件 委員 生 田 

和平 君、 南澤 宇忠洽 君辭 任に 付 其補闕 として 隅 

田 豊吉君 、河 上哲 太嵙 を、 鐵道 敷設 法 中 改正 法律 


案外 一件 委 員三土忠造君，寺田省歸君、柵湖眾 
之 佐 君辭任 に 付 其補闕 として 林 毅陸 君、 東武君 
樱 井 IH 平 対を ■帝 國大 m 特別 會計法 中 改正 法律 
案外 二 件 委 Mil 訪部 .H 左衞門 君辭住 に 付 其補闕 
として 菅野傳 右衞門 君を、 大正 七 年 法律 第二 十 
四號中 改正 法律案 委員 毛 里 保 太 郎君 辭任に 付 其 
補 闕 として 南 里 琢一 君を、 野 岩 羽 鐵道速 成に 關 
する 建議案 委 M 石 射 文 五郎 君 辭任に 付 其 補 PJ と 
して 八 田 宗吉君 を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 
〇謅長 C 大岡 育造 君) 日程 第一 及第 三は、 政府より 
緊急 事件と して 要求が ありました、 仍て時 日を 繰 上 
げて 本日の 日程に 載せました、 此段御 報告 申します 
是 より 會蕺を 開きます、 日程 第一、 大麥 ，小 麥及小 
麥 粉の 轍入稅 減免に 關する 法律案の 第一 讀會を 開き 
ます。  • 

第一 大 麥、^ 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關す 
る 法律案 (政府 提 m)  第一 If 會 
大麥 、小麥 及 小颈粉 ノ輸 入税 減免-一 關ス >u 法 
律 案  - 

政府 ハ當分 ノ內勅 令ヲ以 テ 期間 ヲ指 定シ大 幾、 小 

麥及小 麥粉ノ 輸入 稅ヲ低 減 又 ハ 免除 ス ル コト ヲ得 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 3 リ之ヲ 施行 ス 
「政府 委員 松 木® 威 君 登壇〕 

〇 政府® 員 (松 本 m 威 君〕 唯今 日程に 上りました 法 
律 案は、 食料の 需要供給を 調節せ しめます 爲 めに、 
大麥 、小麥 •小麥 粉の 輸入 稅を低 減し、 或は 免除し 
て* 輸入の 便利を 圖 らんと する 趣旨で ございま する 
何卒 御 審議の 上 御 協賛 あらん ことを 希望 致します。 
〇議 長 c 大岡 育造 君〕 質問の 通吿が あります、 順序 
に 依つ て 許します、 武 藤金吉 君。 

0 江 藤哲 藏君是 より 鐵道敷 設法の 委員 會を 開きた 
ぅご ざいます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔武 藤金吉 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇武 藤金吉 君大麥 、小麥 、小麥 粉の 關税の 低減 及 
免除の 法律案に 付きまして、 二 三の 疑を 質して 置き 
たいと 思 ふので あります、 第一に 當 分の 內 期間を 定 
め、 勅令を 以て 之を 低減 免除す ると 云 ふ， 其當分 の 
內と S ふ 期間は 何月 何日まで あります か、 それを 紙 
りたい、 第二には 其關税 定率の 中で， 第二 類に 屬し 


て覎りまする穀物，穀粉、澱粉の嵇類でありますが 
米 及 籾 ほ 旣 に關稅 を M 廢され てあります、 lit 度大麥 
小麥及 小發粉 を 免除し、 若く は 低減す ると 云 ふこと 
であります、 此® 減の 範圍ほ どう 云 ふこと になる の 
であります か、 關稅 定率を 見ます れぱ .大麥 は 百 斤 
に 付て 四十！ 一錢 ■小麥 ほ 六十 五 錢 、小麥 粉は 一圓 六 
十五 錢に なつて 居ります •此 中で 小麥と 小麥 粉の 差 
は、 之を 割合に 致します れば 、從價 約 一割と 一一 割 五 
分に 當 つて 居ります •此差 は 洵に 大切な 差で あ 〇 ま 
して， 此差 はどう 云 ふ！！ 準を 以て 低減 若く ほ 免除を 
せられる ものであります か， 明 1.. 承つ て 5 g きたいと 
思 ひます、 更に 大麥 •小麥 の® 入の 關税を 低減 兔除 
する に當 りまして、 此大麥 を 米の 不足の 場合に 食 a 
と 致します に付きまして は、 隨て 馬糧に 他の物を 用 
ゐな ければ ならぬ、 旣に 陸軍省に 於き ましては， 馬 
糧に高 梁を 用ゐて 居る、 又 玉 蜀泰も 用ゐて 居る さう 
であります が、 是 等の 關税 に付きまして は、 政府は 
研究を e された のであります か、 研究な されても， 
是 等の 關税は 低減 免除の 必要なしと 考へ られた ので 
あります か、 承つて 置きたい、 更に 小麥と 同種類の 
物でありまして， B 粉 若く は 穀粉の 中で 「才— トミ 
|ル」の如き>若くは「コンミール」の如き、又は 
「タピ オ ヵ」、 「マニ オヵ」、 是等の 穀粉、® 粉に 
鄴 して、 其 儘に して 置く 御考で あります か、 是等ほ 
雜穀 の © 入 税を 撤廢し •低減す ると 云 ふこと に付き 
ましては、 其 均衡を 得， 又 其 必要に 於て 最も 攻究を 
要する 點で あります が、 唯今 政府 委員の 御說 明に 於 
て ほ， 一向 其耍領 を 得 ませぬ から、 願く は 大切な 問 
題でありまして ，殊に 食 ■問題に 關聯 して、 現 時に 
於き まして 八 釜敷き 間 題と なつて 居ります、 朵 等の 
御說 明は 能く 議場に 徹底す る やうに 明細に 御 辯 明 あ 
らんこと を 望む 次第であります。 

〔拍手 起る J 

0 田 中 隆三君 開 S8 助成 法の 8 員會を 開'ざ たう ござ 
いますから 御 許を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 許可す るに 御 異議 ありませ ぬ 
か。 

【r 興 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 許可す る ことに 致します。 

f 國務 大臣 山 木 達 雄 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 此案ほ 御 承知の 如く 大藏 


大麥 小戏及 小麥 粉の 輸入税 減免に 關 する 法律案 第一 讀會 


一 〇〇三 


院議 衆贫議 國帝冋 一十 四 第 


大 麥小麥 及小麥 粉の笱 人 8i 減免に 關 すろ 法律案 第 I S Q 


〇〇四 


省が •王と なつて 居る ので ございます が" 大臣 病 51 の 
爲め に缺席 を 致して 居ります る 故に、 農 商務省に 大 
關 係を 有する 2¢ であります 故に、 私ょり 說明を 申 上 
げま す、 第 一 の大麥 、小麥 及 小麥 粉の 撤廢 若く ほ 輕 
減に付きましてほ、時でございますると，當分の內 
期間を 定め 勅令 n- 以て 云々 とあります るが、 昨年の 
十月の 末に 於 3- まして、 米 及 籾に 付きまして、 緊急 
勒令を 以て 撤隧を 致しました が、 其 期間 ほ 来る 十月 
の 末にな つて 居ります、 それで 同樣に 今日 米の 供給 
を 潤 澤な らしむ ると 云ふ爲 めに 元と 起つ たもので* 
それに隨伴致しまする大麥，小麥、小麥粉の減税若 
く {3: 撤躞 をす ると 云 ふ 案で ございま する 故に、 矢 張 
其 主 膛とな つて 居ります る 米と 同 ^ •本年の 十月 末 
新米の 出来る 頃までに、 之を 撤躞 若く ほ 減税を した 

いと 云 ふ 精神で ございます る、 それから 其 小麥及 小 

麥粉 の此 減税 及 撤廢の 割合で ございます るが、 政府 

に 於き ましては •小 麥に對 しましての 百 斤 七十 七錢 

の ものは 金 廢を すると 云 ふ 積り でございまする* そ 

れか ら小麥 粉の 百 斤に 付て 一圓 八十 七錢 になつ たと 

記憶して 居ります るが， 是ほ 小麥と 凡そ 比例の 取れ 

る 程度に 於き まして、 減税を したいと 云 ふ 積り で ご 

ざいます、 それから 陸： 康省に 於て 大裘に 代 ふるのに 

高 梁を 以てする と 云 ふこと で ございまして* それに 

付て は 高 梁 其 他 雜穀に 付て まで 其 儘 かと 云 ふこと で 

ございます るが、 政府の 主と 致します る 所 ほ •成程 

ft 間接に ほ 食糧を 助ける 物は、 雜穀の 中に 於て まだ 

外に 粟の 如き 又 高 梁の 如き 物に 於き ましても、 又 豆 

の 如き 物に 於き ましても あります るが、 成べ く 直接 

に食糨 となつ て、 米の 不足を 助ける と 云 ふ 物に 局限 

をして 行きましたならば* 宜しから ぅと 云 ふ 積り で 

•こざいまして、 其 外の 物に 於き ましても， 成程 間接 

に ほ 食糧と なるべき 物 もあります が、， 其 Is 人の. 數に 

於き ましても、 餘り 大きな ことが 見出し ませぬ、 故 

に 先づ此 位な 程度に 於て やつたならば 適當 であらぅ 

と 云 ふ考に 於て， 今の 三種 類に 定めました る 次第で 

ございます、 御 答を 申 上げます (拍手 起る〕 

〇武藤 命 吉君尙 ほ 一つ 承りたい のであります るが 

粟、 高 梁 •玉 蜀黎 、其 他の 澱粉 穀粉に 付きまして は 

.それで 宜しい と 致しまして、 此麥 麩 (3: どうな さる 御 

考 であります か、 麥麩は 小麥 を小麥 粉に する 間の も 

のであります が、 麥麩は 是 は關税 の 中で 稲 類が 別の 

所に あります が、 百 斤に 付て！ 一十 錢 課税せられ て 居 


ります 麥麩ほ それで li 抛つて S  くと 云 ふ 御意 思で あ 
ります か、 是は 小麥 と小麥 粉と に關 係を 持つ て 居る 
ものであります から 念の爲 めに 伺つ て S きます。 
〇錢長 (大岡 育造 君) 山 本 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君登壻 〕 

〇國 務 大臣 (山 本 達 雄 君：} 麥麩は 主に 馬糧と なる ベ 
きものでありまして、 成程 相當の 輸入 ほあります が 
先づ此 所まで {i 及ばぬ でも 宜 からう と 云 ふ 積り で、 
之を 除きました る 次第であります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 川 崎克 君。 

〔川 崎克君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇川崦 克君 唯今 御 提出に なりました 大麥 、小麥 小 
麥 粉の 轍 入税 低減 若く ほ 免除に 關する 法律案に 就て 
二三 質疑を 致して 見たい と 思 ふので あります •第一 
に御靜 致して 見たい と 思 ひます のは、 此 今度の 減免 
税の 種類を 單 に大裘 、小麥 •小麥 粉に 限られた る理 
由 ほ、 どう 云 ふ譯で あるか、 唯今の 農 商務 大臣の 御 
說 明に 依ります と、 他の物は 比較的 輸入が 少い から 
其 額に 於ても —— 金額に 於ても、 數 量に 於ても、 少 
いからと 云 ふ 理由の やうに 承つ たのであります るが 
大豆の 如き ほ、 其 金額に 於ても、 其數 量に 於ても、 
大麥 、小麥 の 如き 物に 比して、 數 量、 金額、 共に 多 
いのであります るのに、 之を 御 除きに なつた 理由は 
單に數 量の 高 以外に 在る ので あるか、 それを 承りた 
いのであります、 單に 大麥と 云 {S ず、 斯る 食料品の 
補充を 爲す 問題 ほ、 一般的に 普遍的に 御 遺り になつ 
た 方が 宜くは ないかと 思 ふので あります るが、 單に 
是だ けに 限られた る 理由を •先程 御說 明に なつた だ 

けでは 滿 足が出 來ぬ のであります るから、 更に 承り 

たいので あります、 第二に 御尋を 致したい のは、 小 

麥粉の 減税を せらるべき 程度であります るが 是は小 

麥粉は 小麥に 比して •從來 の 割 4 1-1 に 依る と 云 ふこと 

の御說 明を 今 承つ たのであります るが、 從來の 例と 

申します ると、 明治 三十 二 年以來 、小麥 の小麥 粉に 對 

する 割合は 小麥 に對 して 小麥 粉は 約 倍額の 税金に な 

つて 居る のであります、 唯々 三十 九 年に 於て 小麥の 

關税 定率 約 一割 五分に 對 して ■小 麥粉は 二割 五分に 

なつて 居ります る、 近来に なつて 此小麥 の 一割 五分 

に對 して 小麥粉 ほ 三 割にな つて 居ります るが、 此定 

率 法の どちらを 御 採りになる 御考で あるか、 之を ほ 

つきり 伺つ て ! 53 UH. きたいので あります* 之を 伺 ひます 


る 理由 ほ 申す まで もな く 小麥は 小麥 として 需要 者の 
需要を 滿足せ しむる 事 (i 出来ない ので あつて， 小麥 
粉と なつて 現れなければ ならぬ 關係 上、 製粉 能率の 
上に 犬なる 關 係を 有する 間 題であります が 故に、 特 
に此點 をはつ きり 伺 ひたいので あります、 第三に 御 
伺 致したい と 思 ひます の ほ 今度の 大 麥小麥 特に 小麥 
粉に 付て 減 免税を 爲され た 御 趣意は、 生 產地で ある 
濠 洲 、若く ほ 支那の 小麥 、小麥 粉を鲩 入せられ る 御 
方針で あると 思は る k のです が、 特に 潑洲ほ 千 九 百 
十五 年 以来、 英吉利で 輸出を 禁じまして 以来、 千 九 
百 十八 年までの 間に、 約 三千 三百 萬 石の 小麥 を貯藏 
して 居る と 云 ふ 事で あり、 毎年 二 千 萬 石 足らずの 小 
麥を產 出す ると 云 ふ 事であります から、 療洲 には 澤 
山な 小麥の ある 事 ほ 明かで ある •又 支那の 山 東 省に 
於て は、 年々 一千 萬石內 外の 小麥を 出して 居ります 
るから、 之を 目的と して 是 ょり 輸 人 する の 目的の 爲 
めに 1 此 法律案を 出された 御 趣意と 諒解を する ので 
あります るが、 靼 に關税 の 低減 免除の みに して、 此 
小麥 及小麥 粉を 內 地に 運びます に 付ての、 運賃の 上 
に 便利を 得べき 船舶 宵 理 令を 御 適用になる の 御考が 
ある や 否や、 若し おありになる とするなら ぱ 、どれ 
だけの 程度に 於て おやりになる ので あるか、 それを 
承りたい、 若し おやりに ならぬ とするならば、 何等 
か 他に 補給の 方法を 御考 になつ て 居らる、 や 否や、 
是も 併せて 承りたい のであります、 最後に 承つて ® 
きたいのは、 此 法令の 効力を して 有効なら しむる 點 
に 於ても、 斯の 如き 意味に 於て 御 提出に なつた 趣意 
から 考へて も、 兎に角 之に 依つ て 原料は 豊富に なり 
製粉は 潤澤 になる と 云 ふことの 道行 だけは 来る ので 
あります るが、 其 結果と して、 果して 普通の 純理 か 
ら 行けば、 潤澤に 供給 せら るれば >  伴 ふて 値段が 安 
くなる と 云 ふことは 當然 であります る けれども •特 
に 製粉に 付いて は 必ずしも さぅ 限定の 出来ない 事實 
が 今まで 澤山 あるので あります、 是れは 何が 爲めに 
斯の 如き ことがある かと 云 ふことは •主として 公定 
市場の 今日まで 無い 結果で ないかと 思 ふので ありま 
す、 公定 市場が 出来て、 取引の 公定 安全が 保たれた 
ならば 今までの 例の やぅな 不正なる 製粉業 者を して 
恣に 値段の 上下を 爲 さしめ ず、 仲介 業者を して 假需 
要假 供給を 恣にな さしめ ず、 眞に 公正なる 肢引が 行 
ほれなければ ならぬ のであります る けれども、 從來 
の 例に 依れば 明に 昨年の 二月の 如き ほ、 寺 內內閣 の 


下に 行は れ :■' 所 〇 小麥 〇 肮 段 G sn きは、 某 -!:； 店の H 
占行爲 の爲 めに、 一昨年 〇 九月に 三 0 五六 十玆の 小 
麥 •か 昨年の 二月は 六 [0] 以 t になつた と 云 ふが 如き、 
噬に半年にして八剧內外 〇 萵低相玛を兑たと云ふこ 
とほ、品の不足 0 爲めに生じたに非ずして、巩間に 
買 占行爲 を 爲す者 あり >  公 正なる 取引 市松 〇 無 かつ 
たと云ふことは、大なる原因であると思ふ £0 であ〇 
ます、 啻に 內地 間の 収引だ けに 止まらず して.' 先物 
の肢 引を 爲す必 要の 上に 於ても， 外國 との Jri 引を 結 
ぶ 上に 於ても •公正なる 肢 引 市場が 有つ たなら ば、 
先物の 見据が 著き ますから •外 國 商人 も 安心して 取 
引を 締結す る ことが 出来る ので あつて、 此 法令の 精 
神を して實 行 力 あらしむ る ものと する には、 どうし 
て も 公設市場を 必要と しなければ ならぬ •之を 附帶 
案と しなければ ならぬ と， 斯櫧に 思 ふので あります 
先程からの 御說明 に 於て ほ、 此 13 に 論及せられ なか 
つたであります るから、 如何なる 御 # であるか、 そ 
れを 承りたい、 單に此 儘に して 減 免税を 爲 されても 
取引の 公正を 保たざる 以上は 龍を ! E いて 眼を 入れ ざ 
る 嫌を 免れぬ、 願く は 此點に 付て 當局 大臣の 齦 切な 
る 御 答 辯を 要求す る 次第であります。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 山 本 農 商務 大臣。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登 iff 〕 

0 國務大 fs (山 本 達 雄 君〕 御 答 致します、 此 !1 入撤 
廢 又は 減税に 付きまして、 大 麥小麥 粉に 限つ て、 そ 
れ より 尙は餘 計に® 入の ある 大豆の 如き 物を 除いた 
のは、 何等の 理甶 であるかと 云 ふ 事で ございます が 
是は 唯々® 入が 少ない 爲めに 除いた" 轍 入が 多い が 
爲 めに 之れ を 入れた と 限定す るよりも •寧ろ 直接に 
米の 不足を 補 ふと 云 ふこと に 付ての、 K 食® に 近い 
ものに 於て、 成た け 限定した いと 云 ふので、 此 三種 
に 限りました る 次齡で あります 、成程 大豆の 如き 物 
は、 滿洲 より 多額の 輸入が あります るが、 其 喻入な 
る ものは、 多く ほ 或は 製油 •又糟 として 肥料の 如き 
ものに 於て、 多く 轍 入す るので ありまして、 其方の 
もの ほ 故ら此 所で 關税を 励 かさなく とも •相 當に入 
る ものであると 云 ふ 見込で ございます、 それで 其大 
豆を 供給す る 場所の 違と* さう して 今 申す 如き 事で 
あります、 故に 故ら に關税 を 動かさな くつて 宜から 
うと 云ふ爲 めに 限りました ので ございます、 それ か 
ら其 割合に 付きまして ゞござ いますが、 武藤对 の 御 
質問に 答へ ました 如く， 小豳に 於て は 現行に 於て 百 


斤 七十 七錢 になつ て B ります、 小麥 粉に 於き まして 
は、 百 斤に 付て 一阋 八十 五 ^ になつて 居ります 、元 
と此 差等を 斯く著 けました と 云 ふことの 源に 遡り ま 
すと 成べ く 製粉業の 如き もの、 發達 を阖 りたい と 云 
ふ e めに、 Itrf く 差等が あるので ございます、 それで _ 

あ 〇 まする 故に、 今日 此一 一つの 物を 瞇減稅 を爲 すに 
付いても、 矢 張 小麥 の關税 を 撤躞 する、 それと 同時 
に 此の 小 幾の 粉に 於ても 撤臌は せず して、 凡そ 小麥 
の 其の 撒 廢に 比例して、 さう して 小 浆の籾 の 製造に 
害を e さない 程度に 於いて やりたい と 云 ふ 稍り であ 
ります、 それから 此の 小麥 を此 所で ffs 廢致 しま すれ 
ぽ 、今 =： は 支那に 於き •又 殊に 琛洲 あたりは、 段々 
小麥が 大分剩 餘があ ると 沄 ふやうな こと も 耳に 致し 
て 居 〇 まする が 故に斯 く 致したなら ば、 小麥の 粉が 
相 當に 入つ て 來る であら 5、 而 して 今日の 日本の 製 

灼業荠 ほ、 御 承知の 如く 隨分餘 計ありまして、 總て 

の 防 賊を此 所で 運 19 しま すれば， 二 千 萬 斤 程 も 製造 

し m る 力が あるので あります が* 今 n は どちら かと 

云 ふと、 それが 五 割 六 削 位 程の 迤轉で あつて •十分 

に 此の 擷械 の運轉 を 爲さな いと 云 ふ 如き 狀態 であり 

まする が 故に •斯く 致したなら ば、 其の 方に 付いて 

も 十分なる 製 is が 出來 拇 る ことで あらう と考 へる 次 

第で ございます •而 して 又小赉 の 粉 ほ、 内に 於いて 

斯く m 來るが 、今度は 外に 向つ ては どうかと 云 ひま 

すると， 御 承知の 如く 省令に 於いて 米、 籾、 小浆粉 

は 陆 H の 制限を して 居りまして* 一々 政府に 向つて 

屈け なければ、 之れ を 外® に 輸出す る ことが m 来な 

いこと に 相 成つ て屛 るので •こざいます、 それ故に 小 

麥が 人つ て 參〇ま すれば， 製粉の 方が 段々 盛んにな 

る、 盛んにな ると 同時に 外に 111 るかと 云へ ば、 今 申 
す 如く 制限が あつて、 1 2 の (H を 下げる ことに 於て， 

大に 効力が あらう と 思 ふので あります、 而して 昨年 

頃此製 粉に 於き まして 非常なる 励 搖があ つた、 其 動 

抒‘の あつた ことは •公定 市場が 無い爲 めで あらう と 

云 ふこと で， それが 爲 めには 如何なる 考かと 申す の 

でございます， 一應御 尤な御 K 問であります が、 之 

に付きまして は、 强ちに 公 SE ffl 場が 玆に市 楊の 無い 

爲め に、 斯の 如くな つたと、 總 てのものを 之に 歸す 

ると 云 ふこと I i fin fnj であらう かと 思 ひます る、 併し 

それは， 兎に角 今日は 今 申す 如く、 外國に /ii る 方は 

制限を して转 るので ございます るが 故に、 斯く 致し 

ましたなら ぱ餘〇 酷き •外 國に出 ると きと间 じ やう 


なる 事 (j: 、 必ず 起きまい と 思つ て 居ります が、 此小 
麥の 市場を 立てます る ことに 付きまして ほ •外から 
も 其 相談 も ある やうな 事で r ざいます からして、 今 
日は 考 It の 中に ii£ いて屛 る 次第であります、 此 段… 
〇 川 崎克君 先程 御尋 致しました 中の、 第三® の 船 
舶管理 令の 事に 付て、 御 撤去になる か 否やと 云 ふこ 
との 御 答 辯が 無かつた やうであります。 

〔國 務大一 S I-II 本 達 雄 封 登壇〕 

0 國務大 K (山 本 達 雄 君〕 是は 關税 を撤廢 若く は 減 
免を 致しましたなら ば、 故ら に 船に 於て 運賃を 低減 
しなくても 宜か らうと 云 ふ考で ございます、 それ 故 
に 其方 ほ 別段 管理 令を 以て 低減す る考は ありませ ぬ 
〇 議長 (大岡 育造 君) 日程 第二、 右 _ 案の密 査を付 
託すへ き 委員の 選 擧を 議題と 致します ! 〇 

第二 右 謎 案の 蒗赉を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 動 君 本案は 彀に 委員付託に なりました、 大 
正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 承諾を 求む る 件 外 一件の 
委員に、 併せて 付託 せられん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 - B の 動 誘に 御異 難は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 封〕 御 iM 讖がな ければ 動識の 如く 
決しました I 日程 第三 朝鮮 醫院及 濟生院 特別會 計 
法 中 改正 法茚 案の 第一 ii 會を 開きます I 古賀 政府 
委員。 

第三 朝鮮 醫院 及濟 生院 特別 會計法 中 改正 
法律案 (政府 提出〕 第一 it 會 
朝鮮 释 院及濟 生院 特別會 計 法 中 改正 法律案 
朝鮮 醫 院及濟 生院特 別 會計法 中 左/通 改正ス 
第二胳中「四十五萬圓」ヲ「七十一蓖_」-1改ム 

附則 

本 法 ハ 公布'  日 3 リ之ヲ 施行 ス 

〔政府 委員 法學 W  士古賀 菔 造 君 登®〕 

〔拍手す る满 あり〕 

〇 政府 委員 C 法 學！ g 士古贺 廉浩 君〕 本案は 大藏省 所 

管であります けれども、 擔當の 政府娶 員 病氣缺 席で 

あります、 私ょり 一應 本案の 說明を 致します、 朝鮮 

醫院 並に 濟生院 の 設立 以來 、大分 患者が 坍加 しまし 
て、 延人員が 餞 院に 於ても 百 萬 人に 增 加し、 又濟生 

院に 於ても 六 七十 萬 人の咐 加が あります、 殊に 近年 

物價の 騰貴に 伴 ひまして、 非常に 經費 を耍 する 次第 


になつ て、 到底 今日までの 四十 五 萬 圓の經 費を 以て 
此維持 が m 來な くな りました から、 已むを 得ず 今回 
二 十六 萬 阊の咐 加を耍 求した 次第であります、 何卒 
御 ^ 議の上 御 協 齊あ らんこと を sa みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員の 選 擧を 議題と 致します 
第 四 右 議案の 審査を 附託す へき ^ 员 の 選 
擧 

0 岩 崎 勸君娄 員の 數を九 名と し、 議長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

〇諉 長 (大岡 育浩 君) 岩 崎 君の 動_ に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 議長 指名 九 
名の 委 M に 付託す るに 決しました I 日程第 37: 、第 
一回 國勢 調赉 施行に 要する 池 方 經 费阈 庫 支辨 に關す 
る 法律案， 第一 讀 會の續 きを _ 題と 致 ' L ます —— 委 
員 長 根本 正 君。 

第五 第 一 回國 勢調杳 施行に 要する 地方經 
.費 國庫 支辨 に關 する 法律案 C 政府提 
出 一 第一 1E 會の © ( 委 M 長 報吿 y 確 
定議) 

〔根本 正 君 登壇〕 

〔拍手す る ^ あり〕 

0 根本 正 君是 ょり 第一 回國勢 調査 施行に 要する 地 
方經費 E1 庫 支 辨に關 する 法律案の 委員 會の調 査及結 
果を御 報吿 致します、 委員 會ほ 都合 三回 開きまして 
政府 委員 も 其 都度 出席せられ まして， 十分なる 審査 
を經 ましたが 此法律 案 ほ 帝阈に 於き まして 初めての 
事槳で ありまして、 即ち 諸君の 御手 許に 在る 案の 通 
〇、 此费用 ほ 國庫で 持つべき ものと、 池 方 費で 持つ 
べき ものと、 一{ 方で 持つ と 云 ふこと が、 明治 三十 五 
年 法律 第 四十 九 號を以 て 決定され て 居る 所の 問題で 
あります •而 して 國庫で 持つべき 所の 二 £3 五 h 萬 圓 
と 云 ふ ものは、 旣に 前議會 に 於て 決定され ました、 
此 度の 結果は 地方で 持つべき 所の 經 費を 國庫で 持つ 
やぅに する、 即ち 百 五十 五 萬 五 千 四百 八十 八圓を 限 
り 之を 道 府縣に 交付す、 斯ぅ 云 ふ 法案であります、 
是は 十分 調査を 致しまして、 此第 二條に 在ります る 
即ち 地方 费の事 に 付て は、 どう 云 ふ 事を 調べる かと 
云 ふなら ば、 先づ 以て 此 人口に 關 する 所の 八 項目を 
主として 調べる と： K ふこと でございます、 是は第 一 
に 氏名、 第二に 世 帶に 於け る ill! 位、 第三に 男女の別 


第 四に m 生の 年月日、 五に 配偶の 關係 、六に 職業 及 
職業 上の地位， 七に 出 牛； の 地位， 八に 民 籍又 は國锘 
別、 斯う 5C ふ项 目を 調べる ことにな つて 居ります る 
此國勢 調査の 經費を 先 づ此度 ほ 初めての 事で あるか 
らして、 成べ く 地方 費を 輕減 する 爲 めに、 此 所 -tc 限 
つて 國庫 から 支辨 する ことで あ 〇 ます、 是に付 て 種 
々質問を 致しまして、 此 度 ® りで あるか、 又是 から 
も 矢 張 斯う 云 ふやう になる かと 云 ふこと も 質問が あ 
りました が、 兎に角 第一 回の 調査を 結了し まして， 
其 撰 樣に依 つて 後 來の事 を 定める と 云 ふこと であり 
ました、 故に 此 調査を すると 云 ふこと に 付て は、 三 
十 ?/ r: 年 法律 第 四十 九 號の法 文に 0C つて 屛 るので あり 
ます此 市町村に 要する 經 費の 外に >  府縣 或は 郡 杯に 
要する 金 も 要る と 云 ふこと である、 此法 案を 見ます 
ると 云 ふと、 市町村と 云 ふこと になつ て 居ります る 
が、 矢張此 度の 百 五十 7r 萬 何千 [H と 云 ふ 中に 2 T 市 
町村の みならず、 縣に 於ても、 或は 郡役所に 於ても 
之が 爲めに 費す 所の费 用は •自ら 之に A つて 居る と 
云 ふ 答 辯に なつて 尻る のであります、 即ち此 地方に 
關係 する 所の K 用と 云 ふ ものは ■金 部此 费 用に 入つ 
て 居つ て， 地方 S として ほ 更に 徵收 する ことを しな 
い、 此 調 a: の 仕方に 於て、® に此 人 r-l のみ 調査した 
のでは •甚だ 簡 にして 不卜 分で あるまい かと 云 ふ 質 
問 も ございました、 亞米利 加の 如き ほ 殖產 興業 ほ 無 
論の 事、 總て衞 生經濟 或 ほ 農業 I 農業 杯に 付き ま 
しては、 地主 或は 小作人、 或は 自作 人と 云 ふやうな 
方法が m 来て 居つ て、 先般 二百 五十 萬の 兵を fl-1 すに 
付ても、 ii に數 月間に 11 ての 準備が 整 ふて 居る と 云 
ふやうな 事は， 實に亞 米 利 加の 國に 於て は >  他の英 
士！： 利よりも、 佛 闞 西よりも 礙 つて， 此國勢 調査 會と 
云 ふ ものが 能く 出 來て 居る のであります、 隨て其 費 
用 も 莫大に 費し まして、 亞米利 加に 於き ましては， 
旣に 百數十 年 前より 始まつて、 三十 年 前には 一箇年 

の 費用 か 八 西 萬 ! 1 でありました が、 過ぐ る - 費用 

の 如きは 三千 二百 萬 圓と云 ふ 大金を， 之が 爲めに 費 
して 居る のであります， 我國に 於き ましては 四百 萬 
圓と云 ふこと である、 他の 國ほ 皆な 此調赉 と 云 ふ も 
の' か， 亞米利 加の やうに 屆いて 居らぬ 故に、 總 ての 
事が 亞米利 加の やうに 經濟の 途に 於て 行 E かないと 
云 ふ 事は、 國 勢調赉 が SII 何に國 家に 對 して、 効力が 
ある ものである かと 云 ふこと' か 能く 分る 事で ありま 
す斯の 如く 致しまして、 後來に 於き ましては >  此 度 
一 〇〇五 
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の 人口， y 否の みならず、 尙 ほ 十分なる 調査を したい 
と 云 ふこと も、 委员の 諸君より 御 質問され まして、 
之に 付て は 政府 常 局よりも、 それ 13: 後 来に 於て は、 
十分なる 計 ® を 立てる やうに しやう と 云 ふやうな 答 
辯 も あつた 譯であ ります、 それで 此の 調査に 付き ま 
して、 本年 一月 十三 日の 閣令第 一 號を以 つて、 51 需 
励 M に閱 する 丁： 場 及 SJf 楽 媞を 臨時 調査の 件を發 布 さ 
れた ことであります、 是れ 等を 同じ 一つの 政府の 下 
に 調 ? i をす るに、 陸軍省は 陸軍省です る、 或は 農 商 
務省は 農 商務省です ると 云 ふのは 甚だ 不都合で ある 
眾需 に關 係した もので も、 矢張亞 米 利 加の 如く、 皆 
な 此 統計 局で 調べた 方が 宜くほ あるまい かと 云 ふや 
うな ft 問 も ありました、 然るに 是は 未だ 國勢調 査の 
事 K も 擧らぬ ことで あるから、 常 分已む を煜ず さう 

云 ふ 風に して あると 云 ふやうな 意味 も 答 辯され た 事 

であります、 之に 付きまして •人口の 調査の 方法で 

常住の 人 P 或は 定住の 人口、 之を 二つ に 調べな けれ 

ばなら ぬと 云 ふやうな 御說も 出た のであります、 此 

法案に 依ります と 云 ふと， 大正 九苹 十月 一日 午前 零 

に 居つ た 所の 現在の 數を 以て 日本 帝國の 人口と 定 

める 所の 法の 如くな つて 居る のであります、 然るに 

委 負の 中に ほ、 それの みでは 甚だ 不完全で あるから 

定 fli と 云 ふ 必ず 其 土地に 住んで 居る漭 も 調べな けれ 

ば， lie は ; 1 舉或は 其 他の 爲め に、 不都合で ほ ある ま 

いかと 云 ふやうな 御 質問 も ありました •是も 政府に 

於て 大に考 へる 一つの 材料と しやう と 云 ふやうな 事 

になつ て、 其參考 になつ た譯で あります、 其他此 .國 

勢 調 ? ii 員は どの位 あるかと 云へ ば •三十 萬 人 も m 來 

る_で あります、 之を 谷 市町村に 割 振つて 見ます と 

先づ 一村に 二十 三 •四 人出 來る 11 になつ て 居る ので 

ある、 而 して 此 職と 云 ふ もの ほ、 外國な どで ほ 非常 

な 名 啓な 職と して ある •故に 別段 俸給 ! 3: 出さない. • 

即ち 名膂 職と 云 ふやうな 謅で あつて、® に此 辨當料 

を 渡す と 云 ふ 位な 事に なつて 居る のであります、 併 

し 其辭 令は 普通の 縣知事 或は 郡役所 杯で なく、 內閣 

より 1¢ 接に 其 辭令が 參る ことにな つて 居る ので あり 

ます、 それの みならず 此 命を 受ける 者 ほ、 徽章を 內 

閣 より 渡す、 即ち 其微截 は 純銀で 以て、 誠に琊 重な 

る徽 lf£ を與 へる ことにな つて 居る さう であります、 

斯の 如き 理由を 以 ちまして 十分なる 調査を 遂げて、 

本案は 原案 賛成と して、 尙ほ 委員 會に 於き ましては 

此度は 第一 回の 國勢調 杏で あるから 是で宽 しいが > 


後來は 尙ほ 一屛 殖產 興 SI 或は 其 他の 事に 付ても， 十 
分なる 調査を する やぅに したいと 云 ふ 希望を 以て、 
原案に 賛成した のであります、 どぅか 御 S 成 あらん 
ことを 望みます (拍手 起る〕 

0 岩 崎 動 君 本案は 諮 # の 順序を 省略して、 委員長 
報告の 通り 可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

01 長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励_ に 御 異議 13; あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し異隳 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 讀會を 省略し 

て 可決 確定した る ことを 宣吿 致します - 日程 第 六 

大正 五 年 法律 第 四 號中 改正 法律案、 第 會の續 を 

開き ま， 5 - 委員長 粕谷義 三 君。 

第 六. 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 ( 
政府 提出) 第一 ^ 會の _  (委員長 報 
吿 ) ( 確定 譲〕 

〔粕餘 義三君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 粕谷義 三 君 簡單に 御 報 吿を申 上げます、 此 大正 
五 年 法律 第 四號ほ 、旣 に御眾 知の 如く， 大正 三年の 
臨時 事件に 關 します る、 其經 費の 財源に 充てる こと 
に關 する 法律であります が、 現行法に 依ります と 云 
ふと、 此財源 に充つ る 爲め に、 公愦 又は 借 入を 爲し 
得る 所の 程度が、 八 千 八 百 萬 圓と限 定され て あるの 
であります が、 併ながら 時局は まだ 終局に 至り ませ 
ぬで、 尙ほ 多額の 3C 出を 要する 次第でありまして、 
之が 爲めに 更に 二 億 數千 萬圓を m 加して、 八 千 八 百 
萬圓の 制限を、 更に 三 億 二 千蓖圓 までに 增 額したい 
と 云 ふ 改正案であります、 旣に 先頃 當議 場を 通過し 
ました 追加 豫算に 於ても、 五 千 萬圓の 公憤 募集の 事 

が 含まれて 居ります るし、 尙ほ 今豫 算娄負 會に 付せ 

られ てあります る 所の ® 多の 追加 豫算に 於ても、 二 

億內 外の 公債 募集 金を 財源と する 所の 計畫 になつ て 

居る のでありまして， 此增額 ほ 洵に已 むを 52 ざる も 

のな りと 認めまして、 委員 會は 全會 一致を 以て 可決 

を 致した のであります、 此段御 報吿を 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 1IJ 君 本案は © 會の 順序を 省略して、 委員長 

報告の 通り 可決 確定せられ ん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励議に 御 異議は あり 

凉 せぬ か。 

【「Ef 議な し異！ 1 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 議長 广大 岡 育造；！；？〕 街 異議なければ 本案は ii 合 の 
順序を 省略して、 可決砬 定した る ことを 51: •吿 致し ま 
i - 日程 第 七、 會計士 法案 —— 提出者 近 藤 達兒君 

第七會 計士 法案 (近 藤 達兒君 外 一名 提出〕 

第一 讀會 

會計 士法浆 

/ 本案 {X 本 卷八〇 七 頁 貴族浣 證 事 中ン 
一に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 

〔近 藤 達兒君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 近 藤 達兒君 本案 ほ # に 本院に 於き まして 滿場一 
致を 以て 可決 致された 案であります， 此度 再び 玆に 
提出を 致し ま L たが、 本案 ほ 會 計に 學歷 經驗の ある 
所の 者を 公認 致しまして， 會計 檢査の 任務に 當らせ 
る ことを 以て 目的と 致す 法律案であります、 御 承知 
の 如く 近時 我國の 繂濟狀 態は 著しく 發 達を 致し まし 
て、 會計事 務ほ 益々 煩瑣に 赴いて 參って 居る ので あ 
ります、 此時に 當 りまして は、 此 法律案の 如き もの 
は、 最も 緊要なる 案の 一つで あらぅ と考 へまして* 
玆に提 /!', 致した 次第で , & ります から， 何卒 滿場 一致 
を 以て 御 可決 あらん ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 岩 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 望みます。 

〇 識長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 S なし 異議な し j と 呼 ふ 者 あゅ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ、 議長 指名 

九 名の 委 M に 付託す る ことに 決しました - 日程 第 

八、 朝鮮 平 元鐵道 急設に 關 する 建® 案を 議題と 致し 
ます —— 牧 山耕藏 君。 

第 八 朝鮮 平 元 鐵道急 設に關 する 建議案 
(牧山 耕 藏君外 五名 提出〕 

朝鮮 平 元鐵道 急設に 關 する 建 _ 案 
朝鮮 平 元鐵道 急設に 關する 建議 
一平 讓 ょり 元 山に 接續す る鐵道 
右 ほ 西部 朝鮮に 於け る大 商工業 地た る 平 譲と 東海 
岸の 要港た る 元 山と を 連絡し 日本海 橫斷 航路を 介 
して 內地 朝鮮 滿洲 間に 於け る 新なる 一大 幹線を 設 
くる ものにして 之 か爲 めに 母國 中部 對滿洲 間の 交. 
通 距離 ほ 著しく 短縮せられ 同時に 內地 及鮮滿 間の 
交通 上 平 ii 以. 南に 於け る單 線鐵 道鹼邊 力の 不足を 


10 〇六 

補 ひ 釜 山經由 掠と 相俟 て祓採 作用を© す ものと す 
尙 本線は 西に 於て 平 南® に 依りて 西部 期鮮唯 一の 
良港た る 鎭 南 浦を 2j 絡し 黄海を 隔てて 遙に 支拥山 
束 省に 呼 腿し 又§は 遠く 沛 »! 港に 對し 5-? に W 段 
線を以て露支闷ねに：：すへく朝鲜の開發並览. 
綷濟交 通 上 其の 急設を 要する ffi «i 線路と：：〕 むる を 
以て 政府は 速に 之 か 05 設に關 する 方策を as し 本 IB 
諮の 主旨を 速成せられ むこと を鞀む 
右 建讅す 

〔枚 山耕藏 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇牧山 耕 藏君 本 M は 朝鮮 平 元 銨道急 設に關 する 纽 
識 案の 提出者と 致しまして、 簡單に 提出の 理 FU を 屮 
述べたい と 思 ひます、 平元鐵 通 と 申します れぱ •諸 
君 御 承知の 如く， 西部 朝 P に 於け る 一大 商 H 業 地と 
して、 近時 非常なる 進步發 達を 遂げました る、 彼の 
平 ■と 束 海岸に 於け る 要港で ある 元 山と を 通 絡 致し 
まして、 日本海 隙 斷 航路を 介して、 日本 內地朝 鮮滿 
洲の 間に 一大 幹線を 設けん とする のであります、 Q 
木と 滿洲 との 間に 於き まして、 最も 短胆 一. の 通路を 
設けます る ことは、 我 か 大陸 經營の 根 本義で ありま 
して、 實に 刻下の 急務な りと 信ずる のであります、 
國防 卜： より 見た る 平 元鐵逍 の {11 値は 姑く 措きまして 
平 元 線の 經濟的 價値の 絕大な る ことは、 到底 一朝 一 
夕に 述ぶる ことは 出來 ぬのであります、 鼠に 平 元 沿 
線に 就て 見ましても •其 物 K の戲 富なる ことは 非常 
でありまして- 此沿 線に 於き ましては 、森林 あり、 
無 盡藏の 石炭を 藏 して 居る のでありまして、 其 他 幾 
多の 特產 物が 此鐵道 に 依つ て開發 される ので ありま 
す* 又 内地 朝鮮 滿洲を 通 甥 致します る最褪 路 として 
の 平元鐵 道の® 命に 至りまして は、 更に 大なる もの 
が あると 信ずる のであります >  日本内 池の 方面から 
見ます れ ば、 滿蒙に 於け る貿县 の 湖 棚を fei つて 居り 
ますのは、 本員が 更 めて 申す まで もな く， 諸君 御 71: 
知の 如く、 大阪及 神戶方 M で， 之に亞 ぎまして 名 古 
屋 方面であります、 又 北陸 各地、 苋北 、北海道 等よ 
り 致しまして、 其 商取引が 轍 送 徑路の 最も 短い 平 元 
鐵道に 依りまして、 商肢 引の 敏活と 圆滑 とを 期せん 
と 致します る ことは 見覩き 道理であります、 又 之を 
滿洲の 方面から 觀察 致します れば 、近時 滿 洲開發 の 
進埗 と共に、 多大なる 物資が 彼の 方面より 吐出され 
るので あ 〇 まする が、 此 S 大なる 物資 ほ， 喵 A- 單 に！ 

II  - - 
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I 大迪 港に te る 南 滿鐵迫 と、 签山 港に ffi る 朝鮮 蹤 K 鐵 
一道の みを 以て 致しまして は、 到底；！ 兀全な る ® 浍を爲 
す ことが 出來 ぬのであります、 第 四十 議會に 於き ま 
して 帝 ^ 認分の 協 燹を經 ’國庫 補助の 下に 朝鮮 郵船 
會社が 日本海描斷航路を開始したのほ、諸射御承知 
の 通りであります、 然るに 朝鮮 鍅道 及南滿 鐵 迢 の輸 
送 力が 不完金 なる か爲 めに， 態々 St 城を 迂廻 致し ま 
して、？ ip の 枸 資が元 山を 經 由して、 日 木 海 襁斷航 
路 に te つて 捌かれて fr ると 云 ふことは， 御 承知の 通 
〇 であります、 此一點 を 見ましても、 大陸に 於け る 
交通機関が 茜 だ 不完全 •であると 云 ふこと が 分る ので 
あります 、卯ち 平 元 鏺逍 の H 通に 依りまして、 內地 
中部 及び？ gffl 間の 交通 ¢.13 離と 云 ふ ものが •非黹 に 短 
縮せられ まして、 同時に 内地 及 朝鮮 滿洲間 2 交通 上 

平 gs 以南に 於け ると ころの 鍅道は 、即ち 今日の 朝鮮 

縱 H: 一 iM if m 紋であ 〇 まする が 故に、 平 a 元 山間の 

筏 ia が © 設され ，裏日本との 交通が 開け ますれば、 

所謂 平 ® 以南の 線路に 對 して、 抱 線の 作用を 爲 すの 

であります、 租に是 のみでは なく， 平 ® より 平南鍅 

道に 依つ て、 西部 朝鮮に 於け る 唯一の 良港で ある _ 

南} i を 介し まして、 支那 山 314: 方面に 聯絡を 保ち •又 

元 山より 浦 瞬 方面に 達し、 ar に 元 山より 目下 敷設 中 

の 成 鋇鐵 道に 依つて、 踩支國 境に も 通ず るので あり 

ますから •此錄 道は 極めて 重大なる 意義を 有する の 

であります、 之を 要するに， il 後 帝 國 l •於け る 幾多 

の經濟 的 施設 中、 ® も 笛 嬰なる ものの 一つ ほ， □本 

海の 利 ffl 並に 平元鐵 道の 活用であります、 而 して 元 

山の 築港 H 事は、 今 大正 八 年度に 於て 完成 致す ので 

あ 〇 ます， lit 璣會に 於て 平 I 兀 線の 急設を 見ます る こ 

とは >0 に絕奸 の 辟 會な りと 信ずる のであります、 

木 K に 提出せられ まする 幾多の 鐵道敷 設に關 する 建 

$ 案 li •何れも m 要なる ものである ことほ 申す まで 

もない のであります が、 僻に 本案は 瓱に 新たに 帝國 

の 切 域に 加 へられました る -': •:!! 鮮の 開發 、並に 東亞の 

經济交 通 上に 於て、 緊急 PL つ 必要なる 铴 迫な 〇 と 思 

惟 致します るが 故に >  何卒 諸君に 於 かせられまして 

は、 n« 腔の 同情を 表せられて， 本案に 御 « 成 あらん 

ことを 切に 希® する 次第であります、 尙ほ詳 細なる 

點 ほ、 幸に 木 案が 特別委 a に 付託蒞 謎せ ら るるの 光 

榮を得 ますれば、 其 席上に 於て 詳密に 陳述 致したい 

と 思 ふので あります。 

r 拍手 起る〕 


0 岩 崎 蒯 e 木 案 ほ r$ ' -M 指名を 以て、 九 各の 姿 員に 
付託せられ ん ことを 2S みます。 

〇殽 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励議に 御異誦 はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
木 案は 謅長 指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました 
—— 葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關する 建 調 案を 
議題と 致します、 高 EI こううん 君。 

〔笑餒 起り 「違 ひます」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造赵 ：} 高 田耘平 君。 

第 九 葉 煙草 耕作 紐 合に 交付金 下付に 關す 
る纽懿 案 (高 田 耘平君 外 一名杩 出〕 
葉 溜 草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建議案 
葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する® 誘 
政府は 葉 煙荩 耕作 組合に 相 當の交 付 金を 下付せ ら 
れ むこと を 望む 
右 建議す 

〔高 田 耘平君 登®〕 

0 高田耘 平 君 本 問題は 昨年 私ょり 提案 致しまして 
數间 委員 會を 開きまして、 各 ?® の 質問 等 も爲 しまし 
たのであります、 然るに 溃憾な •から 最後の 委 M 會の 
日に 於き まして、 委員長 松 浦 君 其 他 多 數 の御缺 席が 
ございまして、 密議を 了らず して 其 儘に 終つ た 所の 
議案であります， 詰まり 表面から 言へ ば、 會期切 迫 
と 云 ふ 理由を 以て 未了に 終つ たのであります、 併な 
がら 本 問題 提出の 理由は、 尙ほ 一層 急 要を 吿げ まし 
たので， 其大 體 を 申 上げ やうと 思 ひます、 昨牢 申し 
たと 同様の 事は 諄 /% • しいから 申 上げ ませぬ、 殊に 又 
後の 日程と して、 小 林 源 藏君外 十三 名ょり、 殆ど 是 

と 同一の 意味の 御 提案が ございます から’ 委しい 事 

は 何れ 小 « 君から 御說 明が あらせられる ことと 存じ 

ますから 是は略 します、 御 承知の 通り 煙草 專賣に 依 

る 我 _ の 收入ほ 、略々 七 千 萬 圓で ございまして、 歳 

入 經常部 八 億 四千 萬 EI の一 二分の 一に 當る 所の、 我 

國に 於け る m 嬰なる 財源と 信じます、 而 して 其收入 

の®' 礎は 耕作す る 二十 二 三 萬の 人、 及 三 萬 一千 町步 

餘の 畑で ございます 、此耕 作 組合なる ものが 如何な 

る flf をす るかと 云へ ぱ •申 上げる まで もな く、 其 細 

A は 多々 ございます けれども •煙草 耕作の 改良 發逆 

法令 違反の 豫防を 岡り、 併せて 耕作 及 納付 上の 便宜 

を阔 るを 以て R 的と して ございます、 故に 政府 も 業 


に旣に 十數年 前ょ 〇是が 必要を y めまして、 其 _ 則 
を 定めて 全阈谷 組合を して、 之に ¢1 らしめ て 居る 次 
第で ございます •全く 今日に 至つ ては 煙草 專賣業 上 
一日 も 必要 缺く ベから ざる 赌關 となつ て 居る 次第で. 
ございます、 以上の 如く 最も 必要なる 所の _關な る 
に拘ら ず， 其の 政府の 殆ど 金 部 —— 其の 費用の 全部 
ほ 耕作 人の 負擔で ありまして、 政府ょり 一錢一 厘の 
補助 も 無し， 交付金 も 無い のであります、 是れほ 甚 
だいかぬ 次第であります •是非とも 組合と して 活動 
する に必耍 なる 經費だ けは， 此の 組合に 向つ て 交付 
する ことが 適 當の處 置で あると 云 ふこと を 簡單に 申 
上げて 置きます、 是れが 大體の 理由で ございます、 
附加 へて 此の際 申— げる 理由 if 昨年 此 委員 會に於 
きまして* 專 M 局當局 者と 再々 質問 もし， 尙ほ此 の 
問題に 付きまして ，非公式に 萬 H 局の 當事 者と 吾々 
が數冋 話しを 致しました、 其の 話しを 致しました 間 
に 於け る專賣 局の 當局 者の 窟を 綜合 致し ますれば、 
二つ の 反 對 らしい 理由を 持つ て 居る のであります、 
それ ほ 第一 ほ 耕作 組合 (X •耕作 人の 便宜を 主と する 
ものであるが 故に 其の 費用は 耕作 人が 當然 負 » すべ 
きもので あると 云 ふこと を 主張して 居る、 第二 (3: 現 
在の 組合は 甚だ 不完全で ある、 故に 完全なる 組合の 
出来る まで 交付金を 下付す る ことは 非な り、 斯う 云 
ふ 事 も 申して 居る やうであります、 併ながら 是 (X 專 
賣局當 事漭の 表面の 理由で ございまして、 其 內實に 
至りまして は、 專賣 局の 當事 者と 話しを します と 其 
冥々 の裡 1- 於て は •尙ほ 谷地に 於け る ® 賣 局の 官 班 
と 吾々 が 話しを する 場合に 於き まして ほ •彼等 ほ 皆 
な！ 齊に 交付金 下付の 必要なる ことを 要求して 居る 
ので ごさいます、 *4 は此 第一 第二の Ms に 付て 私の 
意見を 申 k げて 置かう と 思 ふのは、 第一の 耕作 人の 
便宜を 主と したる ものなる が 故に、 交付金 下付の 必 
要な しと 云 ふ 事に 付て は， 是ほ 委しく 申 上げる まで 
もな く， 大正 七 年 十二月 二十 七日 政府が 豫算 超過の 
支出と して •煙草 耕作 補助金と して 金 三十 九 萬圓を 
責任 支出を 以て 昨年 十二月に 支出した ことで ござい 
ます、 此事は 明に 耕作 組合が 政府の 機 關で あると 云 
ふこと を •自然に 認める と 云 ふ 結果を 來し たので ご 
ざいます から 第一の 反對の 理由は 自然に 消滅す る こ 
と、存じます，第二の理由即ち耕作姐合が不完全な 
るが 故に、 其 完全なる を 待つ て 交付金を 交付すべし 
との 議論は、 私 甚だ 感服す る ことが 出来 ませぬ、 私 


共の 考で は* 成程 全部の 耕作 1 口が 完全-して 居る と 
は 申し -i せぬ、 併ながら 其 不完全なる 理由 ほ 其 要す 
る經费 が 耕作 人の 負擔で あつて 中々 其 金を 集む るの 
に 困雜 なる が 故に •即ち 組合と して 活動すべき 經 25 
が 不足なる が 故に、 完全なる 組合と なること が m 來 
ない ので ございます* 故に 若し 政府が 之に 向つ て必 
要なる 經 費を 出しましたならば、 立ろ に完 金なる 組 
合が 出来まして •一方 政府の !* 期す る 通りの 政府の 
補助 機關 としての 函を 達する と 同時に、 他方に 於て 
確に 專賣局 吏員の 或 一部を 減らす ことが m 來ゃ うと 
私は 信ずる ので ござい i す、 斯樣の 理由が ございま 
すから して、 組合の 不完全なる が 故に •交付金を 支 
出すべからず と 云 ふ 議論は、 自然に 消滅す る こと、 
存じます、 さう 致し ますれば、 詰まり 他の 交付金の 
問題、 即ち 小 林 君が 御提 2 H になり ました 所の 織物 組 
合に交吋金を下付すると云ふ問題或は之に類似する 
所の 他の 問題との 均® 問題が 政府 部內 にある かも 知 
り ませぬ、 併ながら 織物 組 <= に對 して 補助金を 出し 
まする 事 ほ、 第 四十 議會に 於き まして •政府が 之を 
提案 致しました 位で ございます、 m し 他の 案と 共に 
是は 否決され ました けれども •兎も角も 其 時の 政府 
の 意思は、 織物 組合に. r-'J つて 交付金を 出す と 云 ふ 事 
は發案 されて あつたので ございます、 それの みなら 
ず 今阅小 林 君 外 十三 名より、 所謂 多數黨 の 諸君より 
妞 議案が 提川 さる、 次第で ございます からして、 確 
に 民意を 容 る、 に咅な らず と稱 する 所の 現 內閣が 、 
此纈 物 -si I 織物 組合に 向つ て 相 當の金 を m す こと 
になる だら うと 思 ひます、 さう すれば 織物 組合との 
均衡 問題 ! 3; 是で破 れま す、 殘る 所は 他の ® 々 たる 交 
付 金 問題で ある、 併ながら 他の ® 々 たる 交付金 問題 
は 第二と 致しましても* 兎も角も 先程 申しました 通 
り、 煙草 萬賣 事業 ほ、： 我 經常歲 入 八 億 四千 萬 圓の十 
二 分の 一を 占む る 七 千 萬 圓に近 い 歳入の ある 所の 大 
問題で ございます からして、 他の 些々 たる 間 題との 
均衡は 第二に 致しまして、 私は 此事 の實 行を 切に 希 
望す る 次第で ございます、 さう 致します れぱ •殘る 
所の問題ほ、金の問題'財源を如何にすべきかと云 
ふ 問題に 歸著 しやう と 存じます、 私が 考 へます 所に 
依れば、 現狀 より すれば 一段 步に付 一圓を 支出 すれ 
ば 十分と 思 ふ、 さう すれば 大正 八 年度の 預定 段別が 
略々 三 萬 一千 町步で ございます から、 三十 一 萬圓の 
金を W せ ば 十分になる 次第で ございます、 所がです 
一 〇〇七 


澳燁 W: 耕作 紐 合に 交付 <12 .下付に 關 する 建 , M 案 
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北薛 裏日本 薇 络钪路 延長に 閱する 纽邁案 
| 吐 ? n fn vljl 築なる もの { i I 街 承知の 通り 其 l : a I 4M 菜の 歳 
出が 殆ど 一 {12 二 千 餘茁圆 の 金に なつて 居る、 一 倥 ~ 
千 S-; E1 の 金の 中で 是 程必耍 が ぁると すれば •私共 i 3; 
豫览の 立て やうに 依つては ■何とか 三十 一 萬 ttl 位の 
金の 出し やうが 確に 出 來や うと 思 ひます、 若し 又 到 
底 特別 f/- 計の 中で、 今日の 儘で {i 三十 I S5 M の 金を 
出す ことが 出來な いとすれ it: 、 上等 社锊の 人の 喫 用 
する 煙 萆 、即ち 上等の 煙草に 向つ て‘ 或る 程度の 値 
上を なし •其の 金を 以つ て此 交付金に 充てる と 云 ふ 
ことに 致しました ならば、 事 至つ て簡 M で ございま 
して、 ?? 易に 出 來得る こと、 信す るので ございます 
是が财 源に 付ての 私の 考で ございます、 尙ほ 一寸 誤 
解の 無き 爲めに 申 上げて @ きます る 事は、 先程 申 上 
げ ました 所の 豫® 超過 支出の 問題で ございます， 是 
は 大正 七 年 十二月 二十 七日を 以て、 數 多の豫 芻 超過 

支出の 上で、 專； M 局 事業 S として 一千 六 百 八十 八 萬 

八 百 九十 五圓 の豫筇 超過の 支出を 爲 し、 其內の 三十 

九 萬 11 を 葉 煙草 耕作 組合 補助 ff として 支出した ので 

ぁります、 是は 雜费の 中ょり 出した ので ございます 

即ち 見込 段別 三 萬 一千 町 步に對 し、 前年度までの 耕 

作に 付きまして は、 一段 步 に付き 一圓、 大正 八 年度 

新しく 耕作すべき ものに 向つ ては、 一段 步 に付き 二 

圓と云 ふ 割合を 以て 支 m したので ございます、 此茭 

11.1 の 前年度の ものには 一段 步に付 一圓、 新しき もの 

には 一段 步に付 二 圆と云 ふやうな ことは、 何等の 根 

據から 出た かは 知れ ませぬ けれども、 兎も角も さう 

沄 ふこと でございます、 是は 政府が 何の 爲め に斯樣 

な 手段を 執つ たかと 云へ ば、 政府が 葉 煙草 賠憤 金の 

値上の 時機を 失しました が 爲め に、 大正 七 年度に 於 

きまして は 三 萬 町 步の豫 定に對 して、 殆ど 二 萬 四千 

町步 位の K 際の 耕作 段別 以上 得られな かつた 結果、 

若し 大正 八 年度に 於き ましても •耕作 段別が 不足し 

た 場合には、 煙草に 危 險を來 すと 云ふ處 が 明に 見え 

ました 爲め に、 政府は 周章狼狽の 結果， 斯の如 き責 

任 支出を なした ものと 私は 信じます* 併し 是も急 場 

.の 場合の 事で ございまして、 或 ほ 巳む を 得ぬ で ござ 

いませう けれども、 是は 遺憾ながら j 苹 限りで ござ 

います、 私 ほ 希 菌は否 建 ® は、 之を 一年 限りと せず 

して 永久の ものと 致しまして， 專賣 局の 經常費 を以 

て 年々 之を 支出せられ んこ とを 希 li する ので ござい 

ます、 御眾 知の 通り 政府が 前 内閣の 物惯の 騰貴に 伴 

ひまして、 直ちに 煙草 賠償金の 値上 及® 賠償金の 値 


上等を It 行すべき に拘ら ず、 甚だ お 先眞 暗なる 政策 
の爲 めに、 壊 草 耕作の 賠 沿金の脰上を怠り、或ほ鹽 
の賠 似 金の 値上を 窓つ たが 爲 めに、 到る 處鹽 及！ 5 草 
の 不足を 生じて pr ります、 束 京 ほ 知り ませぬ •か、 地 
方に 參 つて 見る と 味噌 醬 油を 造る 爲めに IT かご ざい 
ませぬ ( 「簡單 々 々 J と 呼 ふ 者 あり' >尙ほ 煙草 も ござい 
ませぬ、 吾々 の 地方な どへ 行く と •今日 卷焯 草は 少 
しも ございませぬ 斯う 云 ふやうな 現 狀を呈 して 居る 
ことは 甚だ is 憾で ござい f す、 どうぞ 現內閣 の 諸 公 
ほ， 前內 閣の是 等の お 先眞 暗な 所の 政策に 鑑み まし 
て、 何とかして 鹽煙草 位は 十分に 人民に 供給す る こ 
とに 御 願 致したい ので ございます、 而 して 此 煙草 耕 
作 組合に 交付金を 下付す ると 云 ふことは， 此鹽及 煙 
草 等を 十分に 人民に 澤山 供給す る爲 めの， 一種の 政 
策と なる 次第と 存じます、 此 問題 (3: 明に 政府が 考慮 
中に 置かれた 問題であります、 础 に考攛 して 居る と 
云 ふことは， 二三 年來 明かなる 次第で ございます、 
私共、 內閣な る もの ほ國家 諸般の 問題に 付きまして 
常に 考 It を 深く する ものと 信して 居ります、 私共の 
耍求 する のは •'其 考 慮 であり ませぬ， 其實 行で ござ 
いま •どうぞ 諸君に 於 かれましても、 考盧で なく 實 
行を 求める と 云 ふ 意味に 於て、 本案に 賛成 あらん こ 
とを 切に 希望す る 次第であります。 

0 岩 崎® 君 議長 U 
0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎® 君。 

0 岩 崎® 君 本案は S 長 指名を 以て" 特に 十八 名の 
委員に 付託せられ ん ことを 希望 致します。 

〇题長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 異議 ありませ 
ぬか。  . 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ •本案は 十 

八 名の 議長 指名の 委員に 付託す る ことに 決しました 

—日程 第 十 北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關する 建議 

案を 議題と 致します。 

第 十 北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關する 

建議案 (上埜 安太郎 射 外 九 名 提出〕 

北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關 する 建議案 

北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關する 建 P 

政府は fi に 北鮮、 裏日本の 聯絡 航路 補助® を 茭出 

し 淸津 、元 山、 敦賀 間の 航路を 開始した るに 日に 

盛 况を呈 し 前途 益 有望と なれり 依て 此の際 更に 進 

むて 裏日本の 中樞た る 伏 木 及 七 尾 迄 該 航路を 延長 


せむ ことを 0? む 
右妞議 す 

〇謅長 C 大岡 育造 君) 上埜 安太郎 君— 高見 之 通 君。 

〔高見 之 通 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 高見 之 通哲 諸君、 本案は 昨年 第 四十 璲會に 於き 
まして、 同じく 建 讖案 として 謎 題に 上りました が、 
委員會に於きまして質疑應答の中、61期切迫の故を 
以 ちまして、 不幸 流會 になつ たのであります、 吾々 
之を 以て洵 に it 憾 として 居つ たのでありまして、 今 
年再ぴ 此建 議案を 提 m する ことにな りました 本案は 
朝鮮の 淸津 、元 山と 敦賀と 云ふ此 三角 航路が 現在 北 
蛘 航路と して 開始され て 居ります が、 此線を 石 川の 
七 尾と 富 山 縣の伏 木まで 延長す る ことの 希望の 連 諉 
案の 性質であります、 而 して 此建翳 案の 趣意を 說明 
する に付きまして ほ、 現在の 此實 施されて 居る、 北 
鮮 航路の fl? 値 如何と 云 ふこと を 研究す るの 必要が あ 
らうと 思 ひます •此 航路は 昨年の 四月から 開始され 
たので ございます が、 航路を 起す の 始りほ 、元 山の 
發達 、即ち 京 元 鐵逭が 敷設され て 元 山が 非常に 發達 
したと 云 ふことの 理由と、 淸淸會 寧 間の 鐵道が 出来 
まして、 淸津 港の 發 達を 喚起した と 云 ふことの 關係 
上から しまして、 朝鮮 總督府 は 朝鮮 郵船 會 社に 年額 
二 十 有餘萬 の 補助 費を 給し まして •年 三十 有 回の 定 
期 航路を 開く ことにな つたので あります* 其 航路を 
開始され る 時に 於き まして、 朝鮮 總督 の當局 者に 於 
きましても、 此航路 は 果して 直ちに 成績を 擧げ 得る 
ことが 出来る か 否やと 云 ふことは. •實は 幾分の 杷憂 
を 持つ て 居られた やうであります 、此 事は 昨年の 此 
委員 會に 於て、 朝鮮 總督の 當局者 も左樣 に杷 憂を懷 
いて 居られた 事 ほ 明かであります、 然るに 成績 ほ 意 
外に 好くな つたので あります、 大正 七 年 —— 昨年の 
四月 頃 開始され てから 上半期の 成績を 申します ると 
會 社の 收入は 十一 萬 三千 圓 、支出は 十五 蓖圓 であり 
ますが 補助金 十！ n 萬圓を 之に 充當 致します ると 差 引 
八 萬 圓の 利益を 擧 ぐるに 至つ たのであります、 さう 
して 貨物は 非常に 澤山 殖える のみならず， 乘 客の 如 
きも、 此線路 を 取る ものが 漸次 增加 しまして、 日に 
益々 盛况を M する 狀態に 至つ たのであります、 去り 
ながら 此線路 の當初 開始され たる 主たる 目的は、 此 
北陸地方を 專ら としたので ありませ ずして， 京阪 名 
古屋 方面の 貨物が、 門 司を 經て釜 山を 通つ て 京 城に 


_ 1 8 八 

出る 所の 線を 短縮す るの %; C 味に 於て、 莩ろ 京阪 Ji 中 
京の货 物を 堪ら として 居つ たのであります、* に 於 
で 若し 北陸 方面に 於け る 諸般の 物資が 此級路 を 十分 
に 利用す るの 掸會 を與 へたなら ば •どれ 程の 發提を 
すると 云 ふ *: が S に 分つ たなら ば、 多くの EJ を K さ 
ずして 吾々 が 提出した る 建 逑案ほ どれ 程の 11 山が あ 
ると 云 ふ a; ほ 明瞭と 信じます、 北陸 方而 G 中心とし 
て、 石 川 縣及常 山 縣の此 縣外に對する所 〇 们姐如何 
と 申します れば 、特に 諸君の 御 記 tl を iKi 起して 申 上 
げたいと 思 ひます 事 ほ、 北海道の 方面な どへ 出て 行 
つて、 今日の 北海道を 開拓した 事の 最も 功娀 の大な 
る ものは、 石 川縣富 山 縣の二 縣 下の 人間が K も 好 成 
綴を 翠げた のであります、 特に 著しき は、 此 二 縣の 
人間は 寒 氣に耐 へ、 闲苦 に耐ゆ ると 云 ふ 特性を 有つ 
て 居る のであります、 此 者を 以て 若し 北鮮， 殊に 今 
日此淸 津 の 方面から 會寧 >  進んで 吉長 線に 於て 漸次 
北滿の 方に 向つ て 色々 の 事情が 起る、 此方 面に P.J け 
たなら ば 多大の 成續 を擧 ぐると 云 ふ 事の、 碗 K なる 
過去の 歷史を 有つ て 居る 事が 第一 15 で & ります、 其 
他 第一に 富 山縣の •方面を 見ます と、 諸对 方に 特に 脗 
いて 戴きたい の ほ •全 M に 殆ど 所有の 水力 银氣の 馬 
力は •約 二百 有餘萬 馬力あります が 其 中の TT 有 餘 茁 
馬力と 云 ふ もの X 潜勢力 ほ 我が ? S 山縣に 在る ので あ 
ります •是 等の 水力 電氣が 漸次 H 現される と 典に、 
最も 開拓 さる、 のは 富 山 縣の伏 木 港の 附近で ありま 
す、此現在出來て居る所の諸般の會社、殊に此锯力 
を 腦用 する 文明 的の 會社が 非常に 澤山出 来て 居る の 
であります >  是 等の 物資が ですな、 若し 北鮮の 航路 
に 連絡を 得る ことが m 來たと 致しましたならば* 多 
大の價 値を 上げる のであります \ 现在で も 伏 木を 出 
て 各方 面に 移出す る 所の 金額 ほ、 年分 少く とも 千 五 
六 百 萬圓は 出て 居る と 云 ふ狀况 であります、 又 特に 
石川縣 七 尾 港の 價値に 就て 申します ると 云 ふと， 軍 
事 上に 於て 全國を 幾 個 かの 區に 分けて 見ます ると 云 
ふと、 北陸の 方面に 於て 將來 軍事 計 ® を爲す と 21 ふ 
時に 於て、 石川縣 の金澤 m を 中心に すると 云 ふこと 
は、 最も 明瞭なる 事であります、 今 H の 時勢は 昔と 
違 ひまして、 此奉天 及 哈爾賓 までの 何 かの 問題が 起 
つたと 致しましたならば- 此 一旦 緩急 ある 秋に 於て 
之に 對 して 直ちに 活躍の 脈絡の 基礎を 爲す べき もの 
は •惟 ふに將 來 北陸の 方面で あらぅ と 思 ふので あり 
ます、 若し 夫れ此 線路が 開始され て、 さぅ して 一年 一 
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に 數 十 M の ffi 斑が 出來た と 致しましたなら ば， 七 尾 
と金澤 との 關係が 、遠く 北滿 との f!n に 軍事上 有力な 
る i'y 絡を 爲すと 云 ふことは、 私が 多くの 言を 锷 さず 
とも •  R 本の 地阏を 少し！！ いた 人 if ifi ちに 了解が 
fis 來る だら うと 私は m ずるので あります、 iu ilf 上の 
方面から 翻ましても、 又經濟 上 〇 方面から 觀 まして 
も 石 III 縣及富 山 縣の是 等北滿 に關係 し •又 北鮮の 方 
面に 偉大の 關係が 有る と 云 ふことは、 御 了解に なつ 
たと 思 ひます るが** 然らぱ です， 是 等の 問題を 解決 
する に 幾許の 補助金を 要する か、 斯う 申しました な 
らば K に微 々たる ものであります、 現在 朝鮮 郵船 會 
社は 朝 P の 各方 面の 近海の 航路を 引受けて 居る ので 
ありまして、 尔額の 補助金 額は 約 八十 萬圓 程収 つて 
居る ので あ 〇 ます、 而し て此淸 律よ 〇 元 山、 元 山よ 

り敦賀 、此間 の浬數 は 總計 合せて 六 西 七十 餘 浬 あり 

ます， 而し て敦贺 より 七 尾に 至る所の 浬數は 、漸く 

百 八十 浬であります >  七鹿 と 伏 木 ii 目と 禺 との 間に 

在りまして二十六涯、耍するにですな、元山淸津敦賀 

との 間の 11 數約七 百 浬と 云 ふ ものに 對し 、二十 有餘 

萬 M の 金を 费して 思る ので ございます るから して 其 

三分の 一に も 常らない 敦 K と 七 超と 伏 木との 間に漸 

く二百浬、之に年額七萬 0 若くは八茁_の補助金を 

與へた ならば、 充分なる 成樹 を！ •ける だら うと 私は 

信じて 居ります •而も 以上 申 上げた やうな 多大の 利 

益， 多大の 成 紹を 犖げ焊 る 理由 ある にも拘らず、 随 

か 七 萬 阊 若く ほ 八茁間 の 補助金々 與へれ ば 斯の如 き 

事が 出来る のに 今日まで 之を 打 捨て K いたと 云 ふこ 

とほ， 殆ど ® C 味を 爲さな いと 私は 思 ふので あ 〇 ます 

殊に 尙ほ申 上げて ra きたいの if 此伏 木と 北海道と 

の間の袈日本の沿岸ほ、全部伏木を中心として居る 

のであります ゾ それ故に 若し 此航路 を 開く ことにな 

〇 まする と； K ふと I 漸く 年額 八 九 萬圓の 金を 投じ 

て. 此に 定期 航路を くと 云 ふこと に 至り ますれば 

此結果 に te つて •北海 m より 秋 田縣を 經‘新 潟縣を 

經 て 此の 富 山縣に 至る所の、 長い間の 迎絡が 直ちに 

取れて 來 ると 云 ふ 多大の 附帶 する 利益が 有る ので あ 

ります、 以上の lif 行に 於き ましても 斯の 如き II かの 

金で さう して 朝鮮 郵船 a 社の収 つて 居る 年額 ほ、 今 

申 上げた 八十 有餘啟 圓の補 肋 金を 受けて 居る ので あ 

ります から •是 だけの H!- かの 金、 それに® りに 多少 

の® 失が あつたと して 所が、© 社の 維持が m 来ない 

と 云 ふ您と 云 ふ もの ほ あるべからざる 琳で あります 
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况や 昨年の 四月 此航路 が 開始 —— 北鮮 航路が 開始 さ 
る、 少し 以前に 朝鮮 常 局奔は 、果して 是が相 當の利 
益を舉げるであらうか、どうかと云ふことを祀 © 1し 
て 居つ たに 拘ら ず、 | たび _始 すれ ! t: 是だ けの 利益 
が 翠つ たでは ありませ ぬか、 之に 餓か八 萬 圓若 くは 
九 萬 11 の 金を 投じて* さう して 此 航路を 開始した と 
致しましたなら ば、 多大の 利益を 生ずる と 云 ふこと 
ほ、 私は 以上の 理由を 以て、 昭 A- として 火を ng るよ 
〇 明かな りと 信じます、 元 山及淸 渾に關 する 所の 價 
値ほ、奥田君なり或は牧山君な0の言に依つて、充 
分に 誑 明され て 居ります から、 是等 の發展 は 日に 益 
々盛んで ありませ う、 又 今 申 上げた る 石 川 縣及富 山 
縣の將 來 の繁榮 ほ， 今 申 上げた る やうな 理由を 以て 
充分 御 了 策に なつた ものと 思 ひます、 斯の 如き 碑： 由 
の 上に 立つて、 r'yi かの 金で 此航路 が 開かれて、 さう 
して 多大の 功績が 绍ると 云 ふこと であります る 以上 
は、 商ち に 朝鮮 總膂府 は 之を！ r 行され て 53: しい 4 の 
と 私 {i 信じます、 以上の 理由を 以ち まして、 是非 此 
案に 御 一同 諸君 ほ 御 賛同 下さらん ことを •幾重に も 
御 願 致します 
〇 岩 崎 S/J 君 議長。 

〇篛長 (犬 岡 育造 対) 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 励 君 本案は 議長 指 芯を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられん ことを ^ みます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御與謅 なしと 認めます 仍て本 
案 JX 議長 指名 九 糸の 委員に 付託す る ことに 決し まし 
た I 日程 第 十一 玄米 食獎 勵 に關 する 建議案を 議題 

と 致します、 荒 川五郞 君。 

§•5 十一 玄米 貧 興 S に關 する 建議案 (荒 川 

五郎 君 外 四 名 提出〕 

玄米 箕 獎勵 に關 する 建議案 

玄米 食览 _ に關 する 建議 

食 糊 問題 (X 國民 刻下の 喫緊 急耍 問題に して 速に 之 

か 適當の 解決を 爲し 以て 國民 生活の 安固を 圖らさ 

るへから す而 して 今や 政府 及 民間に 於ても 之 か 根 

本 的 及應急 的の 兩 方面に 涉り 種々 の 方法 講究せ ら 

れつ、 ありと 雖最簡 單 にして 最 有効に n. 速に 實施 

して 容益に 其の 目的を 達し 得へ きは 玄米 貪の 普及 

に 在り 玄米 食 ii 其の 捣精の 減耗と 淘 洗の 流失と に 


法り 約一劑 五分の 損失を 利 剩し得 る 而已な らす捣 
精® を筲 くの 利 も亦尠 からす 1-1 玄米は 營養 素に 富 
み 保 (ii 衞生上 多大の 効 ) li ある 事 白米に 比して 分析 
上 實 際 J-. 旣に 業に 明白に して 入腊谷 部の 發育 を完 
全に し S 能を 增 進す るに 最 有効な りと 認めら る 故 
に 政府は 速に 玄米 食獎勵 普及の 途を諝 せられむ こ 
とを 菌む 
右纽議 す 

C 荒川艽 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 荒 川 五郎 君 諸君、 凡そ 衞生 的の ものは 經濟 的で 
なく、 經濟 的の ものは ti 生に 適せない のが 普通で、 
衞生 經濟兩 ながらに すると 云 ふことは 稀であります 
然るに 此玄米 sir 人體に 適した 營養 素に 富み、 極 
めて 衞生 的で あるが 上に、 國 家の經 濟 ょり 見ても， 
M 人の 經濟 ょりて 見ても、 非常に 利益が 多い から、 
國民 生活 上の 脅威を 受けん とし、 刻下 喫緊 急 要 問題 
として •食糧 問題が 朝野に 叫ばる、 今日， 此簡鼠 に 
して 實 施し 得られ •且つ 最も 有効 有益なる 玄米 食を 
國民 一般に 普及 獎励 する ことは •極めて 必要 大切な 
る こと-^ 思 ふので あります • 今 之を 國家 經濟 上の 利 
益 •個人 經濟 上の 利益， 及び 保健 德生 上の 利益の 三 
段に 別つ て、 槪略說 明 致します、 第一 國 家經濟 上の 
利益の 主なる ものは 約 三つ、 其 一つ、 米は 舂いて 之 
を 精白に する •其 舂減ほ 米の 種類 乾燥 等に 依りて 違 
ひます が、 少ない のは 三分 減 多い のは 一割に 及ぷも 
のがあります、 之を 平均して 六 分 減と 致す、 是に米 
を 炊ぐ ときに 洗 ひ 流す 糠 小 や 米 等を 加へ ますれば、 
殆ど 一割 半に も 及ぶ のであります、 目下 全國 民の 食 
用 五 千 六百蓖 石と 致せば， 其 一割 半は 八 百 四十 萬 石 
にも 及ぶ のであります、 之を 若し 總て國 民 か 玄米 食 
を砥 ると せ ば、 此八百 四十 萬 石は 浮いて 來る割 合で 
あります から、 此 場合 外米 輸入に 腐心し 心配す る必 
耍 も耍ら ない ことになる、 國家 非常の 利益では あり 
ませぬ か、 其 二、 米を 春く に 費す 勞力 動力 等は、 中 
々少 くない、 田 尻 北 fl 博士が 雜誌 「武 藝」 に 於て 說 
かれた 所に 依ります と、 精白の 爲 めに 四千 七 百萬圓 
からの 勞銀が 要る と ありました が、 是は足 舂の爲 め 
であらう と 思 ひます、 實 際の 調査は さう までは 要ら 
ない、 又 日本 齒科餚 學 專門學 校の 中原 校長の 說には 
精白 費 二 千 五 百 三十 二 萬圓 要る と 云 ふこと である、 
.兎に角 隨分巨 額に 上ります、 故に 之に 精米 機械 や 精 


白 工場 等に 要する 固定 資本を 合せます と 果して どれ 
だけにな 〇 ませう か、 之を 省く ことを 得たならば* 
契 利益は® うない、 其 一一;、 白米 IX 搗粉 の 外 普通 ±' げ 
粉と 申しまして， 白い 土を 撒布して •之を 白く 外® 
を 美しう 致し、 又 ® 分 ほ 米の 容積を 咐すや うにして 
居ります、 此白土 「クレィ」 と 申す もの ほ， 目下 茭 
那や 英米 並に 關柬州 其 他から も 段々 幟 入し つ X ある 
ので、 是 •か 玄米 食を 猫れば 其 費用を 省く. 利益 も あり 
ませう、 先づ是 等が 主なる 國家 經濟 上の 利益で あり 
ます， 第 Ir M 人經濟 上の 利益. 其 一玄 米は 白米ょ 
〇廉 いことは 申 迄 も ありませ ぬ、 共 二、 S 米には 糖 
や 搗粉上 げ粉及 小米 等を 含んで 居ります、 是は洗 ひ 
炊ぐ 際に 大半 流し 去ります から •白米 一斗 か 正味 九 
升 二三 合になる ので あ 〇 ます-玄米に 較べて それ だ 
けの 損で ある、 其 三 •玄米 ほ 洗 ひ 炊ぐ 勞 力を 省き、 
X 用水 も 節する ことが 出来る、 其 四、 玄米 ほ 身體に 
必要な 營 養分に 富みます から、 日常 玄米 食を 硪れば 
營養 副食物を 減ずる ことが 出 來 ると 云 ふことは、 博 
士 大家の 研究 上 明かであります、 今茲 に是 等の 事は 
省略 致します、 是等が 個人の 利益と L て 主なる もの 
であります、 第三、 保健 ■生 上の 利益を 槪說 致せば 
其 一、 玄米 ほ 脂 肋、 蛋白質， 纖維 素、 灰分、 燐酸 等身 
體の發 育を 完全に し、 機能を 增進せ しむる に 生理 上 
必要な 成分を 含んで 居る •然るに 此衞生 上必 §3 な 部 
分、 即ち 米の 外側を 取つ た 白米を 常食と するとき ほ 
他の 副食營 養 物で 其缺 損を 補は なければ ■漸次 身膛 
營 養の 調和を 失 ひ身體 精神 共に 虚弱と なり、 種々 の 
飼 氣を釀 すに 至る ことを if 明せられ て 居る， 其 二* 
凡そ 食物は 營養 素の 外 一種の 成分 刺激物を 要する こ 
とが、 近年に 至りて 確かに 認められました、 此 成分 
を學 者に 依つて 色々 名を 附 けます けれども >  先づ 普 
通 「ヴヰ タミ ン」 と 云 ふて 通つて 居ります、 此 「ゲ 
ヰ タ ミン」 は 玄米には 之を 持つて 居ります が、 内 米 
に {3; 無い •人の 身體 のみならず >  他の 動物で も 此の 
「ヴ牛 タミ ン J を缺 くと きは， 脚氣 とか 其 他 諸種の 
疾病を 誘發 すると 云 ふこと であります、 其 三' ■米 や 
麥を 精白す る爲 めに 現今 專ら使 HJ する 搗 粉の 砂は， 
之を 炊ぐ 時分に 十分に 洗へ ば 害が 無い やうに 考 へら 
れ て、 從來 之が 禁止 もせら れずに 来て K ります、 併 
し 洗へ ば 洗 ふ 程， 一方には 必要な 蛋白質と か 脂肪と 
か 其 他の 必要な 成分を 溶し 去り， 而も 純粹 奇麗には 
到底 洗 去る ことが 出来ない、 幾分 か 淡い 泥と なつて 
1 〇〇 九 
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玄米 食 i^s 劾に 關する 建 缕案  I 
殘〇ま す、 それを 吾々 ほ H 日食べ る、 其 S IX G に 01 
かで あ 〇 ましても* 符日 のこと であ. 〇 ますから、 そ 
れが 〇； 然に齒 を 害し， 胃壁を 侵し、 陽を fti め， 人を 
して ^ 弱に 陷ら しむる 害が ある* 此點は 米も麥 も间 
じであります、 近頃 (3: 捣 粉の 外 「苦汁 J を 入れて 苦 
汁 捣 をす る もの もあります が、 其 害 も 勿論 少くな く 
ない、 以上 述べた やうに 種々 の 害が あります、 然ら 
ぱ 諸 料、 白米 食 (£ どうして 我 國に行 ほれた かと 云 ふ 
に、 我 M 太 ., r JX 籾の 儘 食 ひ 居つ たと 云 ふ說も ありま 
すが、 併し それ ほ 文敉 の徴 すべき ものが 無い やうで 
あります、 天 宵 天皇の 時 r. 水 2P が 行 (i れ ましたが、 
是 {X 今日の 水 :'! I の やうに 米を 容 いて 精白す るので ほ 
なくて 籾穀を 取る 爲めで あつたら しい、 其 後ず つと 
下つ て 白米に 致して 外觀を 美に する ことが 始まり ま 

した、 當時 之を 姬御_ とか 姬御販 、或 ! X 姬粥 と '1 M へ 

て 上流 社 會の 極めて'  小 部分に 止つ た、 それから 後 

監年で 米が 餘つた と 云 ふやうな 事 等で、 之を 春いて 

上流 社 會の R 低を する 者が 出来ました、 一部に ほさ 

う 云 ふやうな 白米 食が 行は れま したが、 元龜 天 JE 時 

代までは 主として 玄米 食で あつた、 德川 時代 以前の 

IIJ を ® いた ものに 糠と 云 ふ 字を 發見 しないと 云 ふこ 

とで あ 〇 ます、 凡そ 今から 二 |?| 年 前から、 漸次 白米 

が 日本に 行 (3: れ ましたが、 併し それ も 皆な 足 舂又水 

車 位であつた から、 赞黎 分を 含む 所の 糠 も、 半ば 以 

上は 殘つて 居る、 謂 ば 华搗米 以上で ある、 隨 て人體 

に ffl 常の 効が あつたので あります が、 近年 多く 精米 

機械が 發明せ られ 、又 砂捣が 行は る、 に 至り、 不自 

然なる 極度の 精白 方法は 滔 々として 遄く 都 ii! 一般に 

行は れ 、是 が爲 めに - dr 來身體 長大に して 勇武 强健で 

あつた 漭が 漸次 虚弱に なつた ので ある、 それ も 上流 

富者 ほ 他の 副食 營養 物を 以て、 營 S1 分の 缺 損を 補 ひ 

ますから、 緙濟上 の 損失は 別と して、 身體 にさした 

る 影 ^ はありますまい けれども、 邊 僻の 者， 下流 社 

會の 者は 米食が 盛んになる と共に、 漸次 營蓥不 足に 

陷り 、自然に 惡 結果を 生ずる の E2 は 明かで ある、 實 

に國家 存立の 上に 看過すべからざる 重大 事で あると 

思 ひます、 諸君、 金牌 米を 精白す る 習慣は 別に 何等 

生理 上の 耍求か ら來 たのでは ない、 唯 外觀を 美しく 

し、 口腹の 甘食に 溺る 、結果が 斯うな りました ので 

白米の 外皮 即ち 糠に 効能が ある ことは、 糠と 云 ふ 字 

は 米扁 に ® 康の康 と 云 ふ 字を 書いて あります、 又 白 

米と 云 ふことは、 即ち 米扁に 白と 云 ふ 字を 書けば 粕 


と 云 ふ 字で ある、 白米 ほ 恰も 去勢せられ た 人 や 動物 
の 如く、 元氣の 素質を 失うた 米の ft である、 吾々 ほ 
日々 滋赛 分を 去つ た 殆ど® 粉 質の みの 米の 粕 を 常食 
して 居る のであります、 K に 不經济 不 衞 生に して、 
又资に 無意義、 無精 神の 瞥渾で あります、 がそれ を 
吾々 (5: 唯 漫然と して 無 思 湿に 永年の 悪習 溜に 囚ほれ 
て 居る ので ある、 今 此處に 玄米 や 糠に 關する 色々 な 
調査 分析 等を澤 山 持つ て 居ります が、 是 ほ 煩を 省く 
爲めに 速記 錄に揭 載を 願 ふこと にして 踁き ますが、 
唯 諸君、 今まで 多年 白米 食であつた ものを、 急に 玄 
米食に 代へ るの ほ 習慣 上 六ヶ © いことの やうに 考へ 
る 人 も あるの -C- あるが、 併し 決して さう でない、 玄 
米は 甘味が あります、 少しく 憤れ、 ぱ 風味 香ばしく 
て、 白米 以上に 嗜好せられ るの ほ 實驗上 明かで あり 
ます、 凡そ 習® は 嗜好を 生す る もので、 嗜好は 習慣 
が產 出す るので ある、 何でも 初めから 嗜好 {£ 無い の 
である、 彼の 戤 酒で 4 私は 初めは 嫌 ひであつた ので 
あります、 然るに 何時の間にか 好きに なつた、 兵隊 
に 出た 者が 初め ほ 麥販に 一種の 臭が あるの が# に附 
いて W るが、 少しく すると 平氣な るので ある、 物を 
改め 習慣を 變へ るに ほ、 初め ほ 多少の 不便は 忍ぱな 
ければ ならない、 併し 慣 るれば 何 -to 事 もない ので あ 
る、 又 玄米 ii 焚き 方が 六ヶ 敷い と 言 ふ 人が あります 
けれども、 I 向六ヶ 敷い ことは ありませ ぬ、 玄米 鍋 
とか、 玄米 蓋と か 或は 加工 玄米な ど、 色々 新案 等 も 
ある やうであります が、 其樣な 特殊な 物 も 一向 要ら 
ない、 唯 玄米 ほ 硬い 皮、 即ち 銀 皮 酸に 包まれて 居り 
ます、 白米ょりも 熟を 導き 悪い、 そこで 白米 同樣に 
熟を _き县 いやう にして 焚かなければ ならぬ、 それ 

に ほ 水に 浸して 置けば 宜しい、 尤も 夏は 一日 位で 宜 

しい けれども、 冬は 二 畫夜以 上も寖 して 置かな けれ 

ばな り ませぬ から、 其 時間を 省かう と 思へ ぱ湯に 浸 

して 置けば 宜い 、一日で 十分であります、 さう して 

其 水の 分 ® を 白米ょり 二割 許り 多くす る こと、 火を 

少し 長く 置く こと、 此三點 の 注意を 拂へば 白米と 何 

の變り もな く 容易に 焚き 得られる もので、 其 玄米 飯 

は 消化が 良い のであります、 そこで ¥ く 腹が 空く と 

云 ふ 傾が あるので あります、 けれども そこが 又 大切 

な 所で、 胃を 休めて 身體を 養 ふこと が 出来る ので あ 

ります から、 早く か 空ら と 言つ て 少し 多く 食つ た 〇 

度々 食つ てはいかない、 扨 諸君、 吾々 荀も國 を 成し 

人 ある 以上 ほ、 其 生活の資 料た る 食糧の 自給自足を 


圖らな ければ ならぬ のは 言 ふまで も ありませ ぬのに 
却て 米の 生產 を符 すが 如き 事が ある、 それ.； J 米 ffif 調 
節 或 ほ 米 ^ 低減 策の 如きは、 即ち 是であ る、 勿論 米 
は國民 生活の 必須 品であります から、 成べ く 安く 得 
られる ことを 望む の li 言 ふを 俟たぬ のであります、 
併し 今日の 實况ほ 米が 高い のか、 總ての 物價が 齊し 
く 高い か、 商い 材料を 以て 安い 品物を 作る ことが 出 
来ます か、 高い 肥料、 高い 日用品を 使うて 安い 米を 
作れと 云 ふの ほ、 百姓に 無理を 强る ものでは ありま 
せぬ か、 百姓 だけ ほ 食 ほずに 著ずに 働かなければ な 
らぬ ので ありませ うか、 諸君、 私の 考でほ 米價 引下 
策 ほ 却て 米價釣 上策と なると 思 ふ、 米が 安くな つて 
作つ て 引き合 {S ねば、 米の 產額ほ 減ずる のは 申す ま 
でもない、 米の 萍額が 減ずれば 米は 益々 不足して 益 
々高くなると云ふことほ、是亦明白なる事である、 
米價が 相當で 米を 作つて 引合 ふとな れば 、獎勵 しな 
くても 米の 產額ほ ％ すので ある、 開 la も 出来れば 米 
の 多 收法も 行 (X れるで ありませ う、 又 米の 改良 法 も 
行 はれる であり ませう、 然るに 諸君、 一方に 關税を 
撤廢 したり、 其 他米價 引下 策を 行つ て 米の 生 產を跶 
迫し つゝ 、一方に 保護 奬勵 して 生 產の咐 加を Iffl るの 
は、 聊か 矛盾では ありませ ぬか、 諸君、 食糧 It 戰時 
にも 平時に も 第一の 武器で ある， 然るに 日本に 於て 
は此 平時の 際‘ 凶作で も饑 _で も. ない 今日に 於て、 
尙ほ 米騷 励が 起り、 食糧 問題が 絶叫せられ， 外國か 
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ら 力を 盡 して 外 '' K を SJ 人. ' .- けれ ,- r -1- .: !.^ と 云 ふの 
ir 'M とも殘 念と も 心細い 次第では s> o ませぬ か， 
故に 一方に 米の 生產 を獎诹 し、 又 一方に； i lit 米 C 兇 
用法を 研究す ると 云 ふことは ， vi に大： ？な間じ で、 
先づ 日常 食 ^ 0 自給自足、 國民生 活の安 pl o h に、 
確固たる 基礎を 打 立てん ければ ならぬ、 やれ a o. la 
耠であ ると か、 羅紗の 自給 -e あると か 叫ぱれ た、 つ 
い 今日に 國 民生 活の此 食 糊の 自給が 出来ないで、 外 
米の銳入を仰ぐと (1 、國家の前途をどぅしますか、 
酒の 造 石を 制限しても 酒を Itl ゆる ことを 減じない 以 
上 ほ、 それだけ 外國の 酒を！ i 入す 〇 るので $> る 
造 石を 制限して 外國 2 酒を 骑 勵し 、米を ^ 入して 外 
國 の® 業を 保 謹し、 而して 某 nh m T 正 i^ は 何程で あ 
るか、 此四五 年間 戰 時に 得た 所の 企 if 數年な らず 
して 皆 是等齬 入 o e めに ph 出され 流れ / U で •又 幾年 
前の 如き 經濟 W 雖に 陷〇ほ しませぬ か， 外米と て 
では 人らない、 外米輸 人ょりも 先づ内 米の 利 叫を 調 
すべきで ある、 旁々 切に 此 玄米 貪の 普及を 熟 !? I して 
已 まない 次第であります 、誠く ix 政府は 先づ吐 海軍 
や 監獄 等、 政府の , P; 給 者を 玄米 食に 改め、 K 他® 校 
等の 方面 •敎育 上衞生 思想の 普及 皸 吹 等から、 漸次 
廣く 玄米 食が 行 はれる やうに、 其 普及 及骑勵 に 力を 
盡さ れんこと を 希望 致し- 玆に 本 ii 諂 案を 提出した 
所以であります， 敢て 衷心より 切に 滿觉 諸君の 御贤 
明に 訴へ 、御 採用を 祈る 次第であります C 拍手 起る〕 


玄米 食獎勵 に關 する 建議案 說明參 照 

© 玄米 飯 (附 精米 飯) の 分析 及 養 素 量 
第一 表. (分析表〕 

種別 I 區分  水分 

.  % 

玄米 飯  f § 

精米 販  さ1*四九六 

備考 


脂肪 炭水化物 

%  〆 

1  11 < « ||< 六 
0.1  11  三 .011 九 

1、玄米販ほ原料一に對し水1*1精米販は一封一の割合にて蒸汽炊鼸に依り炊きたるもの 
なり 

二、 精米の 原料は 玄米 飯の 原料と 同一の ものな り 


固形 分 

ノ必 

1 11 七* 010 
11 


蛋白質 

四 1 ル 

四 ® 11 S 


陸軍 _ 秣本廠 調査 
粗镟維 灰分 憐酸 
メ ^ ^ 

一 • 霞  04= o A Kl 

0 • § 八  1 一一 一八  0.0^=_ 


第二 表 C 玄米 精米 谷 二 合に 對 する 炊 飯の 養 素 量 及總溫 量) 


種別 I 區分 
玄米 飯 {| 素 I 

精米 販 {3 


固形 分 

(瓦) 

一？  一  M 

一 I g ® 一一 三 九 


養  素  量 (瓦) 


蛋白質 

11 置 § 

si 

1 1 公 a 六 

二 / V •六 三 八 


脂  肪 
i 
二 六 •一一 四 一 

11 •九 S 
i 七 i 


炭水化物 

一九 1 
八 二 •七 六 七 

1 1 ご 1 
八 七 六。 五 t 


總溫 S 

(力 卩リ 1) 
ro s •四 七 九 

rolI T s 八 
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© 糖と 白米の 成分 分析 比較 

農科 大學 分析表 

白米と、 玄米を 白米に する e めに 剝き取 つた 糊との 成分を 分析 比較す るに 其 百分率 左の 如し 以て 白米 
を 造る 爲めに 如何に 有効なる 部分を 取り去らる、 かを 知る へし 
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©玄米の 脚 氣豫防 に關 する 調査 
鈍 淵 紡 玷株 式會 社に 於け る 

释學 邱士 遠山 排吉 氏の 調 查拔萃 
鐘 淵 紡 12 會社 にて は 從來 白米 主食を 給した るに 明 
治 三十 三 年度に 脚氣思 者 十二 人 (當時 寄宿 女 H 約 

千 七 八 百 名) 三十 四 年度 七十 六 人 三十 五 年度 二百 

人 以上の 脚氣發 生 ありし を 以て 三十 五 ハ 月より 

麥 1$ に 改め 爾後 約 九 年間 糨婧 したり 而も 同病 根絕 

の狀な きを 以て 四十 四 牢二 月より 麥飯を 腿し 玄米 

混 食を H 行して 大正 1 1 年 三月に 至れり 

上の 如き 主食 變換 による 脚氣 患者の 消 M を 見る に 

麥 阪 期 (三 五 尔乃ボ 四： i: 年〕 に 於て は 總 A 員に 對 

し一 ^ 七乃至一艽^五平均八^八幺の患者を生し玄 

米® 食 期 (四 四 年 乃至 大正 元 布〕 に 至て 1 * 乃至 

二 ' 一% 平均 一 •七％ に 減したり 

此茁 1? の 封 照と して 同 會 社の 通勤 男 女工 約 一千 二 

百 人の r-l 米食 渚の 脚氣辟 生 SS を 調 杏す るに 明治 四 
十四 年 乃 : it 大正 元年に 於て 八 • _ 五 乃至 一九 •§: 九 
V: の ^ 码を 見たり 

麥販給 與期に 平均 八 •八 ^ の發！ g は 予か從 来の 調 

査 に 係る 米 七麥 H 食 者の 脚氣發 生 率 三 HT 一 % 又 

S 商務 将 丁： 務 局調丧 に 係る エ构 職工の 脚氣發 生 串 

1 S>  U? に對 し ffi 良の 成鈸た るを 失は す K に玄 

米 混 食 供 與に至 つて 殆と 根絕に 近から しめたり 

此の许 ^. に於て玄米食後冏病を發する运の時日は 

三十 九日 乃至 四十 七日な り 之を 予 か前數 回の 報齿 

と參' £す るの 時 ほ 一般に 三十日 乃至 六十 日なる へ 

く 又 玄米 混贪後 同病 停止す るの 時日 ほ 最短 十二 日 

なる を 知る、 於是個 八と W 衆と を 問は す 白米 貧を 

なして 發板 する 時日 ほ 削 < rl に 永く 玄米を 用 ゐて治 

隐 若く ほ 同病 ^ 止す る 時日の 割合に 短き は 茁寶な 

〇 換言 すれ ほ 打 効 成分 gg 中 7l'i ?'i 13- 綏徐な れ とも 之 
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か 補充は 迅速な りと 言 ふへ し (遠山 博士 調査顯 微 
鏡 一一 三 號) 

0 榮莠舉 上ょり 見た る 米の 經济 

胬學 15.5 士佐伯 矩氏 

米は 大 ft なる 澱粉の 他、 蛋白質、 脂肪、 無機質、 ビ 
タミ ン 等の 有用なる 成分に 由り て 組成せられ、 就 
中 其 蛋白質. 脂吨無 機 質、 ビタミン 等は 主として 
米葳粒 の衷暦 中に 含有せ らるを 以て 精白米を 常用 
する 者に 所謂 白米 病を 酸す るか 故に •力めて 米の 
精白を 減し 能 ふ ill きたけ 米の 貴重なる 榮 養分を 損 
失せさら む 事 -^ 菌むな り 

而 して、 之を 吾邦の 通俗に 於て 翻る に、 水を 加へ 
て 先つ これを 研磨し U1 に 水を 加へ てこれ を 洗 ひ、 
斯の如 き 研磨、 並に 水洗を© 回 反 履して、 然る 後 
米を 炊く を 以て ff 通と 爲す 、然も この 研磨、 並に 
水洗の 鹿® を 行 ふ 事に 由り て、 米の 有用なる 諸 成 
分、 蛋白質、 脂肪、 無機質、 ビタミン 等の 損失 量 
著大なる に 注意す る 者 越 稀な り 
今 試 驗の結 架に 依れ ほ 斯 くして 米飯を 炊く ときは 
米 成分 中 特に 身腊 組織を 構成、 補修す るに 必要な 
る、 蛋白質の 約 一割を 失 ふ、 即ち、 之を 大に すれ 

は、 國產米 高 五 千 六 百 萬 石 中、 五 百 六十 五 萬 石に 

相當 する 蛋白質を、 脂肪 其 他の 有用 成分と 共. に 無 

益に、 下水 中に 投棄して、 怪ま さるものな 〇  (保 

健衞 生調赉 委員 會報缶 拔萃) 

©玄米と 癌 M との 關係 

米國 ボストン 大 學敎授 

パッカ ード 博士 

日本の 癌 M 者の 割合は 歐 米に 比して 殆んと 半 數て 

ある、 FI. つ a 本の 癌 患者 ほ 上流 社 # の 人に 多くし 

て下府 社會に 少ない、 特種の 現象 か ある、 研究の 

結果、 之は 主として 食物と 關係 ある ことを 知れり 


と 凡そ 文明の ji 步に伴 ひ 谷 種 •製造品の 精製 及 料 
理法の 進 步 に反して 食物の 最大 要素を 恋 ひ 去る 事 
になれ り •日本の 米は 歐 米の 常食た る パンと 比し 
て磷物 H を 多量に 含有して 居る、 此礦 物質 多量 あ 
る 米は、 癌の 免疫 要素を 保つ て 居る ので ある、 玄 
米 や 半 捣米を 食 養と する 入 ii 癌腫に 犯されな いの 
て あると 云 ふこと になる、 凡て 礦 物質の 不足なる 
食物を 取る 入は 癌の 細菌に 抵抗す る 力 か 足らぬ こ 
とになる、 玄米 ほ 癌に 抵抗す る 力を 人に 供給す る 
食物て ある、 然して A 米飯 ほ 此 抵抗力を 米穀 精米 
機て 取り去りた る ものて あると 言 ふて 差茭 ない の 
て ある 

©白米 貪より 生す る病氣 

カ シミ ー ヤ、 フンク 氏 

ヴィタ ミノ ーゼは ヴィタ ミンに 乏しき 貪 料を 永續 
的に 偏食す る 時に のみ 起る ものな り 故に 脚 氣病ほ 
米作 地方に 於て 白米を 主食と する 處に 多く 發す然 
れ とも 必す 白米に のみ 限らす 精白した る小麥 粉、 
西貢 米 等を 常食と しても 發する 者な り、 ヴィタ ミ 
ノ—ゼ の 際に發 する 特與の 合併症 ほ 次の 如くな り 

I、  麻痺 及 ■縮を 伴 ふ神緙 一! 性 

II、  右 心の 搣大 、呼吸 必迫 ，チァノ ー ゼ .•減 尿 

三、  全身 水腫、 心 顏水腫 •胸水、 腹水 

四、  齒齦 腫脹、 皮 腐の 多發性 充血、 骨膜炎 及 特異 
の 骨 傷 

五、  口內 炎、 胃 ! Is 障碍， 特異の 皮 腐 紅 班， 神經中 
樞の多 發性變 化 (ヴィタ ミン 說 より 見た る 食 
品 並に 食餌療法 拔萃〕 

@ 小兒の 脚氣と 糠の 効力 

アンドレ ウス 氏 

マ- 1 ラに 於て 實驗 したる 所に よれは 當時 多数の 乳 
兒 一種の 脚氣に 罹り 其 七 五 ^ 死亡したり 此兒 等は 
皆 母乳に 依り 營 養せられ たる ものなる か 故に 此場 
合には 其 因 正に 母乳に 歸せ さるへから す而 して 母 
乳 中には 恐く 發 育に 必要なる 物質の 缺 乏した る も 
のなる を 想定す へし、 其 母體の 食物を 調査した る 
に 主に 白米な りしを 知り 得たり、 於 是病兒 に對し 
米糠より 製せ る 「ヱ キス」 を與 へたる に 重症に 進 
みたる も 皆 迅速に 平癒したり (パウル- フツシ ュ 
1 氏 論文 拔萃) 

©効果は 脚氣 のみに あらす 

パウル、 フュ ッシ ー 氏 


此物體 か脚氣 及 脚氣 類似 諸 病の 外 他の 營養 疾患 及 
之に 關係せ る 症候に 對 しても 亦 必要なら さる かは 
ツ颇る 興味 ある 問題な 〇、 即ち 營蔻不 給 症、 ') 恢 復 期 
齧 弱、 虛弱 等に して 食氣不 振の 諸 淀 亦た 菌あ 〇而 
して 「パー ゼル」 化 學研究 所は 一の 製劑を 製し 之 
を 「オリ パン」 と 名つ けたり 本 品は 吸水 1¢ の 粉末 
にして 甘美の 味を 有し 婦人 も 好ん て 之を 服用す へ 
く 用量は 一日 三回 一刀 尖 宛を 與ふ へく 一の fa るへ 
き 毒性な きこと 前述の 如し、 木 品 中に ほ 脚 氣に對 
する 豫防 物質を 含有す る ことは 試 驗に徵 し 重症の 
動物 も 「オリ パン」 使用 短時間に して 忽ち 治癒す 
る こと 予か證 明す る處な 〇、 本 品は 米糠ょ 〇 製 出 
したる ものな り (於 パー セル 婦人科 病院 r ウイ タ 
ミン」 の 臨床 的 講義〕 

@ カル チウ ム缺乏 の 害 

n ル ネット 氏 

血液 中 糖分 多き ときは 結核菌の 發 育に 適し 糖 屎病 
は 尿 中 アルカリ 土 類 殊に 燐酸 fii 酸と 結合す るか 「 
カル チウ ム」 及 「マグネ シヤ」 の 排泄 か ^ 多す る 
を 以て 結核に か、 る 素質を 大く 進む るな り姙 娠哺 
乳 時 等の 結核 素質 も 「カル チウ ム J の 減少に 歸す 
© オリザ ニンの 必要 

農學博 士鈴木 梅太郞 氏 

蛋白質、 脂肪 •炭 水 化合物、 無機 成分の 四 大營養 
素を 適贵に 有せる 食物 にても 「オリザ-ー ン J を缺 
くと きは 身 體は薆 弱す るな 〇 故に 如何に 營 養分に 
富む も 「オリザ-ー ン J を缺 くと き ほ 効果を 完ふせ 
すして 「オリザ ニ、 ノ」 ほ 励物營 養上骹 も 必要な り 
伯林の ドクトル モス コース キ ーほ 自ら 犧牲 となり 
て 實驗せ り 其 米食の 極めて 有効なる ほ此 「オリザ 
ニン」 の 存在に 基因す るな り 
© 糠の營 養 効力 

醫學博 士 遠山 _吉 氏 
(前略〕 本 篇の 研究に 依りて 米 糖ょり 製 m せる 
成分 r ウ リヒン 」 か 脚 氣に對 し 特殊の 効力 あり 脚 
氣の諸 症を p ip する の 作 ni ある (i fil ほ 明白な りと 
信す 而 して 此の 成 緩は 本 編の 主旨た る 脚氣病 源の 
研究に 對 し箇ら す 所 如何 

「ウリ t ン」 は 前述の 如く 脚 氣の一 症候に 効 ある 
のみなら す 一品 能く 群生す る 諸 症を 治す るよ 〇 推 
考して 其 原 W を 去り 本 態を 治した る ものな りと す 
るを 得へ くんは 翻て 脚氣は 之 か 缺乏に 由り て 起り 


〇 
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玄米 食 15-1 勧に m する Ifll lp. 案 
たりと 言へ る 從來谷 方面の 事 SC を 更に 明白に 立證 
したる ものと して 誤な からん >  是恰 も 家の！ £ きた 
ると き 主要なる lit の 朽ちて 折れた るを發 見し茲 
に 新ら しき 柱を 卻足 したる に ^ りて 家の 起き直り 
たるに 等し、 又 試驗 的に 一 柱を 除きて 傾斜を 起さ 
•しめ 後一 柱を 袖 ふて 復 故した るの 理に 同し、 一 柱 
を 補 ふて® 斜を 治したり とせは 傾斜 ほ 實に一 柱の 
朽折に 在 〇と斷 する ほ 理の當 に 然るへ き 所なる へ 
し而 して 

I、 動物 試駿上 糠を 除きた る 米 (白米〕 を與 ふれ 
ほ 脚氣様 の 疾病を 起し、 籾より 糠を 除か さる 米 
(玄米〕 を與 ふれ ほ 同病を 起さす、 又 一旦發 し 
たる 病 動物に 糠 (又 {X 其 主要 成分) を 加へ 與ふ 
れほ 治癒す るは 事 H なり 
r  A 類 か 精 a 度 高き 白米を 持緻 主食と する 時は 

脚氣 起り 精白 度 高から さる 米を 主食と する 時は 

脚氣 起ら す、 又 一旦 發した る 脚 氣人體 に 糠の 主 

要 成分 . ゥリ ヒン J を與 ふれは 治癒す るの 事實 

は 励 物と 異る 所な し 

一、 ゥ リヒン を用ゐ て旣發 の脚氣 治癒す るの 事 ® 

ほ 即ち 脚氣は 身 ei 中ゥ リヒン の缺乏 に 因る こ 

とを證 する ものな り、 故に 脚 氣の原 因 ! ± 身體 

中 主要 成分 (ゥ リヒ ン〕 の！ f 給缺乏 に 在りと 

謂 ふこと を煜 

1., 励 物の 脚氣樣 疾患と 人類の 脚氣 と共に 同一の 

方法に よりて 起り、 同一の 方法に 由り て 防 か 

れ 更に 同一の 方法に 由り て 治す る ことを 得、 

故に 此二 病は 同一 原因に よりて 發 すと 一 K ふを 

至 當 とす (脚氣 病因の 研究 結論) 

趣 玄米 ほ 胃 隙 病に よし 

醫學® 士南  大曹氏 

米 其 物の 滋蓊 分から 云 ふと 糠 か 著いて 居る 程 滋養 

分に 富ん て 居る わけて ある 從つて 糠 か 取れ i ほ 取 

れるた け 滋養分 か 減つ て 来る わけになる、 殊に 白 

米の 方は 脂肪 分は殆 とありません て 而も 身 體の養 

ひに なつて 行く 部分の 多く ほ 皆 糠に 付いて 搗かれ 

て 仕舞 ふの て ある (中略〕 味から 云 ふと 白米より 

確かに 玄米の 方 か 不味い のて あるか 慣らせは 美味 

く 食 へられる のて ある* たからして 品か惡 いから 

捣き方 か 極 不十分で あるから と 云つ て も 滋養の 點 

に 於て は 白米よりも 反て 醜い 玄米の 方 か 勝る とい 

ふこと になる のて ある 


私は 若此 味の 改良 か出来れ は 白米の やうに 用 ゐら 
る X てあらう と 思 ふ-元来 玄米 (15 を 食へ _ ると 腹の 
空き 方 か 早くて 腹 工合 か 非常に 可い とい ふの ほと 
うい ふ譯て あるかと いふに 玄米の 內に 含まれて 居 
る 成分 中木掾 維と 云 ふ 物か澤 山に あつて 胃 又は 瞜 
を 刺戟して 其 刺戟に 應す る爲 めに 胃腦の 筋肉 か 盛 
んに渾 励す る、 つまり 馬 や 牛に 鞭を 與へ ると 一層 
盛んな 運動を すると 问 しわけて あるから して 胃腸 
の 筋肉の 刺戟 か 盛んにな ると 食物を 下へ 下へ と 運 
ふ 力も强 くな 〇 便と なつて 排出され る 時間 も 短 か 
くなる わけて ある、 さう いふ 風な 工合で 玄米の 飯 
を 三 膳 食へ た 場合と 白米の 販を三 膳 食へ た 場合と 
はとうしても 玄米の 御飯の 方 か 胃の 中 も 早く 去つ 
て腦に 行き、 賜を 去る 事 も 亦 白米 飯ょり 早い のて 
あるから 從 つて お腹 か 早く 盎 き 便通 も 快く 行く の 
て ある-て あるから 俗に 謂 ふ 胃弱荠 とか 便祕 患者 
なと に ほ 玄米 飯 か 特に 良い のて ある、 さりな から 
前に も述 へた やうに 食慾 又 ほ 消化に 對 して 最も 必 
要條 件て ある 味 ひの點 に 於て 白米に 及 ほぬのは 極 
めて 遺憾て ある、 て あるから 此 味の 改良 か出来る 
とすれ は 脂肪 又は 蛋白 多き 玄米を 阖取 して 十分な 
る榮萎 を 體內に 送り 掲 ると 同時に 胃 隠の 筋肉褎 弱 
なと を 有する 人には 恰好の 常用 食と なる のて ある 
少なくとも 赉 飯に 勝る たけの 味を 得る とすれ は 吾 
々の 理想に 近き 常食と して 1¢ 人に 推 II したいの て 
ある、 尙ほ 余は 玄米に ついての 消化 及ひ榮 養に 關 
しては 遠から す 實驗的 研究を して 見る 考て ある 
©苦汁 搗の 有害 

靜岡縣 衞生試 驗所 調査 

近頃 ja 砂 捣の外 苦汁 搗をな す もの あり 搗糈 及化裝 

的に 稀薄なる 苦汁を 散布し 米 質を 膨脹せ しめ 陰に 

不正の 利を 貪る ものょり 11 岡縣 にて は 縣の ■ 生 試 

驗 所に 於いて 種々 試驗 研究を なした るに 淘洗煮 飯 

後 も 苦汁の 成分を 殘存 する を證 明し 腐 胃弱き 人 及 

小兒 には 殊に 有害なる を 認めたり 云々 (大日 本 私 

立衞生 會雜誌 四！ 一三 號〕 及 ひ i; 學 中央 雜誌 C 二 九 

三號〕 

©白 一石 中には 約 一斗の 混合物を 含有す 

町 野良 直 

今 市場に 現は る X 普通 米を 取て 之を 檢査す れほ、 

一石の 白米 中には 小米 五 升、 糠 二 升 砂 及 化粧 石粉 

三 升を 混 有し、 眞の 白米 ほ 實に九 斗に 過 さるの 事 


K を 鼓 見す へし、 斯く混 合 物 多き 普通 白の 轾濟上 
不利益なる ほ 言 ふまても 無き 事に して、 一斗の 米 
を 買 ひ 入る X も、 之を 洗 ひ 上け て 磨 砂、 ® 、 及 ひ 小 
米の 約半分を 疣し 去る とせは、 寶際 食用に 供 せら 
るゝ もの ほ、 九 升 二 合 五 勺 許りに 過す、® に 七 合 
五 勺の 磨 砂、 ■，及 ひ 小米 等 ii 白水と なりて 下水 
中に 流れ 去るな り， されと 之を 購入す るに ほ 容 秸 
を以 つて 量る もの なれは 是 等の 流失 物 も 白米と 同 
一の 代 價を茭 拂は さるへから す、 今 白米 一斗の 價 
格 金 三圓五 十錢 なりと すれは 其內約 二十 六錢餘 は 
空しく 下水 中に 流し 去る 混 合 物の ために 支 拂ふ代 
價 にして 今內 地に 永く 精白せ らる k 五 千 三百 十六 
萬餘 石には 凡て 一石に つき 糠 二 升 @ 砂 三 升 小米 五 
升を 混入せ るを 以て、 內地 消費 總額 に對 する 混入 
物の 量は H に 糠 一 百 六 萬 三千 二 百餘 石、 磨 砂 百 五 
十九 萬 四千 八百餘 石、 小米 11 百 六十 五 萬 八 千餘石 
總計五 百 三十 一 萬 六 千 餘 石の 多量に 上るな 〇、 而 
して 此の 內糠及 ひ磨砂 は 金 部 放棄せられ、 小米は 
其の 過半を 下水 中に 流失し 去る ものと して、 其價 
格は 一億 三千 九 百 五十 四 萬 五 千 餘圓に 上る 豈 莫大 
なる 損失に 非す や、 而も 一般 邦人 ほ 未た 糠， 磨 砂 
小米 等の 用途を 知悉せ さるを 以て、 一粒の 飯米の 
貴き を說 きて、 未た 是 等の 大損 失を敢 てす るを 顧 
屘 せ さるな り 

©白米 W 用 禁止の 命令 

ヒリ ツビ ン政府 

「ヒ リッピ ン」 政府は 糧食 官給 者に 對し 白米の 
使用を 禁止せ り 其 命令 中 參考に 値する 箇所を 摘 
_ すれは 左の 如し. 

爾今 政府ょり 糧食の 官給を 受 くる ものに 毀し 白米 
飯の 使用を 嚴禁す 

但し 0  •四 ^ 以上の 無水 燐酸を 含有す る 半搗米 
は 使用す るも妨 けなし (即ち 無水 燐酸 〇® 四％ 
以下の ものは 白米と 認め 之を 嚴禁 す〕 

玄米を 得_ き 場合に 於て 同量の 「マンゴ—  J  (菓 
物〕 を 以て 一日置きに 代用す る 時は 白米を 使用す 
る ことを 煜而 して 政府は 此 場合に 「マンゴ ー」 か 
白米の 代用と して 確かに 使用せられ たる ことを 以 
て 滿足 する 外な し 

若し 玄米 及 「マンゴ ー」 の 何れを も 得難き 特別の 
場合は 白米を 使用す る ことを 得 但し此 場合に 於て 
糠 又は 其 「H キス」 を 求め 得る 場合は K 肺の 指定 


_ 101 二  _ 

〇 下に 白米と 共に 之を 食用す へし 
右の 場合に 於て 白米を；：、  •  ... 5¢ は iff ちに 其理 
由 及亊情 を 具し 衞生監 ff 官に 報吿す へし 
〇 伊東 知 也 君 議長。 

〇 詔 長、 大岡 育造 君〕： r. 也 知‘ |君。 
0伊東知也君發案者に 53 間があ〇ます、钗 * ©茁 
言 —— 荒 川；！； r  K ' -' で ;' -r . w 辯を 願 ひます —— 锂々 數 
■萬 言、 御飯の 炊き 方まで 御說 明に なりまして、 大分 
會煜 しました が •中々 玄米 食は 御 宜しい と 云 ふ ;]): は 
私 も 聞いて 居ります が、 食して 見る とま づ くて ii は 
れない 此方 法は 何 か 旨くす る 方法は ありませ ぬか、 
伺 ひたい、 是が 第一 問であります、 それから 第二 問 
は 方法 手段と しまして、 單に獎 fca を lai 諮す る だけで 
は •此實 行は 今 申 じた 通り まづ いので あ 〇 ますから 
之を 普及す る ことは 中々 闲難と 思 ふ •寧ろ 是れは 法 
律 案に して、 玄米を 食は なければ 倒す ると 云 ふやう 
な 工合に 御 やりに なつたならば 如何で あらう かと H 
は考 へます がそれ に對 する 御考は 如何で ございまし 
やう か  >  1 應 承りた うご ざいます" 

0 荒 川 五郎 君 御 答申 上げます、 束 方 策士た る 伊 JK 
君の 玄米 食の 御 賛成を 得て 一段の 光彩を 添へ る 次第 
であります (伊東 知 也 君 「御 禮には 及び ませぬ」 と 
呼 ふ〕 玄米 貪は 決して 食べ 惡く はない、 私共の 家に 
實 行して 居る 所に 依れば、 趦か五 つになる 子供で も 
數日慣 れ て、 其 後に 玄米 販白 米飯と 二つを 出して、 
どちらを採るか揲ばして見るに、もう似れて玄米の 
方を 取ります (笑 聲 起る 是は實 際で あるので ありま 
す、 どうぞ 其 點§ 安心 あつて、 伊 j}{ 君 も 伊诳 君の 
御 家庭ょり 速に 御實行 あらん 事を 切に 希望す る 次第 
であります (拍手す る 者 あり〕 第二に 玄米 獎 a と 云 ふ 
事の みでは 是が 普及せられ ない、 徹底すまい、 それ 
に 案が あるかと 云 ふ 御 質問であります •如何にも 御 
尤で あります、 私共の 考では 、撤底 的に 玄米の 普及 
を圖 りたい、 それには 一案が あります、 それ ほ 私の 
案では 白米 消費税と 云 ふ もの k 法律を 立てたら {且 い 
と 思 ふ、 白米 消 a 税を課 けて 甴 米を萵 くしたなら ば 
必ず 其價の 差に 依つて 玄米 食は 廣く 行 {3; れて 行く だ 
らうと 思 ふけれ ども、 多年 白米に 慣れて 居る 今 日に 
於て •急に 法律を 以て 臨む と 云 ふことは、 餘〇载 激 
と 心得ます から、 此に 玄米 獎 g に 依つて、 成るべく 
汎く是 が 精神の 行 狸る やうに して、 然る 後に 更に 第 
二 段に 於て 法律を 以て® 行す る やうに 致せば と考へ 
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て 居ります、 どぅぞ さぅ 云 ふ 場合に なつたら、 伊東 
君 も m 一に 御 ® 成を 御 M 申します (拍手す る 3f あり〕 
0 岩 崎剧対 本案は ? S! に 委員付託と なりたる 土 井 權 
大 ff 外 一名 提出、 食糨 政策 及 小作農 保護に 關する 建 
議案と 同一 委 M に 併せて 付託せられ ん ことを 希望 致 
します。 

0 ■長 ( 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励議 に御異 該あり ま 
せぬ か。 

〔「異 翳な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 諮 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
岩 崎 君の 動 讓の 如く 決します I 日程 第 十二、 織物 
菜 組合 及 葉 煙 ©: 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建議 
案を 翳 題と 致します I 小 林 源 級 君。 

第 十二 糍物業 «11 合 及 葉 煙萆耕 作 組合に 交 
付 金 下付に 關 する 建議案 (小 林 源 

藏君外 十三 名 提出〕 

睇物菜 組合 及 葉 烯 草 耕作 m 合に 交付金 下付に 

關する 紐 漭案 

锊物筘 組合 及 葉 煙草 耕作 姐 合に 交付金 下付 

に關 する 建讓  . 

政府は 織物粲 組合 及 葉® 草 耕作 組合に 相當の 交付 

金を 下付す るか 爲本 期踽會 に 追加 TS 3S を 提出 せら 

れむ ことを 荜む 

右 建 il す 

〔小 林 源藏君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 林 源 藏君諸 君、 本案は K 々 ss a- の 問題と なり 

りました ので， 其必耍 なる 理由の 如き ほ、 諸 封 旣に 

御 承知の 琪と恐 ひます ので、 極めて 簡明に 說明 する 

を 以て 箱 切なり と 信ずる のであります、 織物 消費税 

法の手锫が炤顼にして、其法律贺行上政府當局者も 

織物業者も闲難を致したと云ふことほ、世間周知の 

事 實で あります、 其の 煩 消を 除かん が爲 めに ® 物 同 

第 粗 合が 其 消 费税 の ® 收上に 干與を 致しまして、 或 

ほ JS 物 同業組合の 建物の 内に、 特別の 設備を 致して 

之を 收税； ： M 吏が 证 用し、 若く ix 同業組合の 事務 切を 

して、 收稅； KK の 事務を 手 傅は しむる 等に 依つ て、 

煩 ftt なる 手 ^ を 省 W する ことにな つたので あります 

斯の 如くに して fil fu なる 轍 物 消 费投な る ものが、 極 

めて 簡易なる 所の税 となり •收税 官吏が 便宜を 得る 

と 同時に、 同業 * fl 合に 多額の 鞞費を 負擔せ しむる こ 

とに なつた のであります、 そこで 政府の 法律 實 行の 


爲 に辙物 同業組合に 多額の 負擔を 爲 さしむ る 以上に 
は、 其 經 费 の 幾分を 下付して やる と 云 ふことは 當然 
政府の R 務であ ると 信ずる のであります、 此に 於て 
私 ほ 此 織物 同業組合に 對し て， 政府が 相當の 交付金 
を 下付す るの 必要 ありと 誠む る 所以で $, ります、 揽 
り我销 が 主張す る 許りでなく， 全國の 織物業 者が ffl 
に 其 事を 主張して 居る 所の ものであります、 又 葉 煙 
萆耕作 組合 も、 其 事柄 こそ 違へ、 實質に 於き まして 
事情に 於き まして、 稍々 轍 物！： 業 m 合と 同樣の 仕事 
を爲 して 居る のであります、 政府の 專寶 事業と して 
葉 煙草を 收納 する 上に 於て •其 IITi 付 段別の 檢赴 、或 
は 數 fi の奔 定‘其 他實際 葉 &! 草を 收納 する 時に 當つ 
て、 組合の 手傳を 受ける ことが 容易なら ぬ ことで あ 
るので あります、 其 葉 煙 荩を 收納す るが 爲めに •政 
府當然 の 仕事の 规分 を诨煙 草 耕作 組合に 於て 手傳を 
爲 して 居る のであります、 隨て 其當然 の 結果と して 
此 組合に 多額の 綷費を 要する ことにな つて 居る、 是 
は 政府に 於て， 織物 組合に 對す ると 同じく 補償を 爲 
すの W 務ある ものと 私は 信ずる のであります、 先刻 
同一 問題に 對 しまして K 田 転 平 君が 御說 明な された 
ると きには、 葉 煙草 耕作 組合を 保護 獎勵 する の 意味 
の 如くに 御說 明に なりました が、 間接の 結果と して 
it. 其 意味の H 徹する ことになると {t 思 ひます けれど 
も， 私の 今 提案して 居る 所の ものは、 政府 當然 の責 
務を S 行せ ょと 云 ふので あります 、高 田 君の 提案せ 
られた る 建議案の 理由 書を 見て視 ますれば 「政府 ほ 
租税の 取扱に 關し 市町村に 交付金を 交付す ると 同 f 
の ER 由を 以て 葉 煙草 耕作 組合に 對 して 相當の 交付金 
を 下付す る ことを 耍す」 とあります が、 御說 明の 上 
に 於いて ほ 主として 獎嘞保 謎の 1C 味を 陳述せられ た 

る 如くに 腔 受けました が、 市町村に 交付 命を 與 ふる 

のは 獎剛保 護の ; S? 味を 有して 居る のであります、 獎 

励 保護の 意味は、 今まで 經费 の银 分を 政府の 仕事の 

爲め に ? 3 して 居つ た 所の ものを •組合の 事業の 爲め 

に费 し煜 ると 云 ふ 意味に 於いて， 組合が 發 達する、 

或は 葉烯草 若く ix 織物の 發 達を 助成し 得る と； K ふ 結 

果にな ると 思 ふので あります 此の 問題が 解決せられ 

ましても "織物の 奬動保 誰 葉 煙草 耕作の 獎勵 保護の 

問題なる ものは 尚 ほ 別段に 殘て 居る と 云 ふこと を， 

玆に 主張し なければ ならぬ のであります、 而 して 此 

の 織物 組合に 交付金を 下付す べしと 云 ふ 問題の 如き 

は、 r€ に數部 來の問 題に 致しまして •一度は 此の 衆 


議院を 通過して 貴族院に 行つ て 倒れ、 其の後 或は 建 
誘 案と なり、 或は 法律案と なつて、 毎回 此の 議會に 
提出せられ たる 所の 問題であります •第一 一一 十九 _會 
と 思つ て 居ります が、 憲政 ® • より ほ 建議案が 出て 1 
政 友 # よりは 法律案が 出て、 委員 會に 於き まして、 
次の 議會に 於いて 谷 派 交涉 して 此の 問題を 解決す ベ 
しと IK ふ 申 合を したので あります が、 第 四十 謅會に 
於き まして、 拾 も 政府が 衆議院 各派の 意の ある 所を 
考 へ、 國 民の 意の ある 所を 酌量した ものと 見え まし 
て、 法律案と して 交付金を 下付す るの 案を 提出 致し 
ました けれども •其の 案なる ものは 不幸稅 制 整理 案 
の 中に 包含せられ てあつた が 爲 に、 其 案に 依つて 成 
立せ しむる 能は ずと して、 遂に 否決 さる V の 不幸に 
遭遇した のであります、 決して 議會が 此の 問題を 否 
決する の 意思を 以て、 否決した のでは ない、 他の 問 
題と 絡み合つ て 切 離す る ことが 困難で あつたが 爲め 
に、 已む を煜ず 否決した のであります、 輿論の ある 
所、 衆望の ある 所 •今日に 於き まして 代る ものな し 
と 申 上げて 宜い .と 信ずる のであります、 煙草 耕作 組 
合に 交付金を 下付す る 事 も、 亦 先刻 高 田 君の 話され 
た 如く  •年々 の 問題に なつて 居る， 或は 建 _ 案 とな 
り、 或は 請願と なり、 常に 國 民の 要望して 已ま ざる 
所の 問題で ある、 此に 於て 政府が 碑 當なる 時機に 於 
て 交付金を 下付せ よな どと 云 ふに 非ず して、 私は 兩 
組合に 對して 相 當なる 交付金を 下付す るが 爲 めに、 
本 期 議會に 於き まして、 追加 豫算を 提出せ よと 要求 
する のであります、 金額の 問題は 織物 組合の 側に 於 
きまして は， 總税額 の 百 分の 二を 要求して 居ります 
蓋し 四 五十 萬 圓の 金に 上り ませぅ， 耕作 組合に 於て 
は 三十 蓖圓 以上を 要求して 居ります、 此 金額に 付て 
ほ 敢て玆 に 政府に 向つて 何程を 提出せ よと 云 ふので 
ありませ ぬが、 相當の 額を 本 期 議會に 於き まして、 
追加 豫算 として 提出せ よと 云 ふので あります •固よ 
り此 金額の 問題に 付て は 財源の 關係も ありませ ぅか 
ら强 いて 金額を 定めて 要求す る譯で ありませ ぬ 何卒 
斯 くの 如き 歷史を 有して 居る 所の 間 題であります か 
らして、 滿場 諸君の 權威あ る御替 成を 以て、 政府に 
本案の 趣旨に 基いて、 追加 豫滅を 提出せ しめたい と 
思 ひます、 願く は 御 賛成 あらむ ことを 望みます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 Ml 君 議長 …… 

〇謖長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 


0 岩 崎黝君 本案は 日程 第 九 葉 煙草 耕作 組合に 交付 
金 下付に 關する 建 S 案の 委員に、 併せて 付託 あられ 
ん ことを 望みます。 

〔「異議な し j  r 賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君：！ 動 a に 賛成であります、 御異 
讅が 無ければ 岩 崎 君の 動諉の 如くに 決しました、 今 
日は 是にて 散 會。 

午後 _ 1 時 = 十八 分散 會 


〇 大正 八 年 11 月 十日 (月曜日： I 
午後 I 時 十一 一分 開議 
議事 日程 第 十一 號 
第一 大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法！； 

第一 is 會 

第 II 右 議案の 薛査を 付託す へき 委員の 選擧 
第三 戰時 利得稅 法 中 改正 法® 案 (紐 腑) 第一 

讀會— ( 11 長)  / 

第 四 作業 會計法 中 改正 法律 ^ 織 腑) 第一 讀 

1 績_ 長； I 

第五 海軍 H 廠 資金會 計 法中改 正 法律案 (細 调) 

第一 讀菌 の 綾 ii sfi 長 一 

第 六 國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
11 ) 第1_の 績 81 長) 

第 セ 事業 公 倩 金 特别會 計 法案 ~ ■腑) 第一 讀 

會  iigj 

第 八 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 第 

一讀 會の續 議長}  丨 
第 九 朝 群 事業 公 倩 法 中 改正 法律案 (麵珊 ) 第 

11 ( 81 長) 

第 十臺麗 事業 公債 法中改 正 法！： S 案 ia 腑) 第 

5 含 SS 長} 

第 十 I  造幣局 据置 運 la' 資本 増加 及 設備 擴張費 
に關 する 法律案 (級 第一 讀會の 續 
へ 委員長 ノ 
一報 吿 j 

蒂 国大® 特别菌 計 法 中 改正 法律案 (孤 
膽 )  5 讀 會の續 ( 11 長) 

東京 蒂 國大® 及 京都 蒂國次 學臨聒 政府 
支出 金に 關 する 法律案 {触 腑) 第 I 讀 

應@|長 '^_ ^ €」 を 

大正 七 年法淙 第 四號中 改正 法律案 


第 十 = 
第 十三 


第 十四 


第 i 會の續 ii- J s 


蛉物業紐合及葉燁草耕作組合に交付金下付に關する妞誘案 


10 一三 


院黎衆 會 憩國帝 面一 十四 第 


憲法 發布 三十 年 ^ 念 ^ ? 1 の 巧め 锊表捧 裙の件 


〇 一四 


第十五§:|中|法律案 ^ _)第| 

Is 9  ■  _ 

第 十六 北芳道 鍩 ii a 設法中 改正 法律案 g 術) 
51  (I 韻 長)  し 
第 十 -fc 家祿 K: 典® ^ 分 i- ga する 法律案 (I 親 
|, |? 六)  2  _§( !! 長) 

第 十八 沒 3 處分 ar 受けた る 者に 對 ぼ る家祿 寅 
1 i に關 する 法 ® 案 (■傾城 f| 

m)5ss( II 長” 

第 十九 財政 整 ^ に 臨 T る 臨時 調査 擬_設 匿の 

__|  外) 

0 議長 (犬 岡 育造 君' >  太 日は 本會讖 の當 日では あり 

ませぬ けれども， 都合に te りまして 開會を 致し まし 

た、 諸般の 報 茜が あり •* す。 

一 去 七日 政府より 提 m せられた る 議案 左の 如し 

犬 TK 六 尔法律 第 六號 中改 JH 法律案 

一 去 六 n 議 M より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

利息 制限 法 中 改正 法 津案 

提出者  赤 尾 彥作君 

一央 七 員より 提出せ i れたる 議案 左の 如し 

伊 SI II 、 佐 lli 保 間 鐵道 _ 設に關 する 建議案 

提 m 者 中 倉 萬 次 郎君  川原 茂輔君 

則 元 由 /？ If 君  牧山耕 藏君 

南里琢 i 

一 去 八日 _ fl より 提出せられ たる 識案 左の 如し 

四阀 海捧 循環鏹 道 建設に 關 する 建議案 

提出者 小 西 和 君  弁 戶文四 郎君 

羽 越® g 鐵道建 設に關 する 建議案 

提出者 小 林 源藏君  高 橋 辰！ 一 君 

. 戶狩權 之 K 君  大石五 郎君 

熊 谷 直 太 君 .齋 藤紀 一 君 

田邊熊 一 君  高 鳥 順 作 君 

財政 整理に 關 する 臨時 調 查機關 設置の 建 BI 案 

提 ⑴ 者 犬 養毅君  野 添 宗三君 

古岛 一雄 君  高木 益 太 郎君 

一 今 十日 識良 より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

四國 循環 鐵道 ffi 設に關 する 建篛案 

提出 渚 林 毅陸君  原 田 佐 之 治 君 

政 尾 藤吉君  竹 內明太 郎君 


11 野 正 年 封 

四國鐵 5M 循環 ^ 敷設に 關する 建 調 案 

提出者 高 島 兵 吉君  村松忉一郎君 
I 去 八日 節 •員よ 〇 提出せられ たる 質問 主意 軎 左の 
如し 

食 糊 政策に 關 する 質問 主意® 

提 m 者  小 橋 蓮 三 衞君 
一 今 十日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 
如し 

外交問題に 關 する 質問 主意® 

提出者  抑 川 方義君 
肺 範敎育 振興に 關す る 52 問 主意 書 

提出者 高 松 正道 君  土并隨 大君 
地方税 制限に 關 する 法律 改正に 關 する 質問 主意 
書 

提出者 土井權 大君  野 口 孝 治 君 
吉野川 改修 X 事に 關 する 質問 主意 B 

提出者  高 島 兵吉君 
一 去 八日 ft 族院に 於て 本院の 5S 付に 係る 左の 政府 
提出 案を 可決した る 旨， 同院 より 通牒を 受領せ 
り 

大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 (政府 提出 一 
C 第二 號〕 大正 七 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 (政 
府提出 3 

(第二 號) 臨時 軍事費 豫算 追加 案 C 政府 提出) 

一 今 十日 貴族院に 於て 本院の 遠 付に 係る 左の 政府 
提出 案を 可決した る 旨 •同院 より 通牒を 受領せ 
り 

會計檢 査院法 中 改正 法律案 
一 去 八日 內閣 總理 大臣より 議長 宛、 左の 通 發令ぁ 

りたる 旨の 通牒を 受領せ り 

內 務省參 事官潮  惠之輔 

內務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

〔左の 報告は 朗 if を經 さる も參 照の ため 玆に 

榻載 す〕 

一 去 六日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 

第 七 部 

決算 委員 林 爲良君 (志々 目 藤彥君 補闕〕 

一 去 六 P 道路 法案 委員 村 松 龜一郞 君辭 任に 付 其 補 

闕 として 平 鳥 松 尾 君を、 鐵道 敷設 法 中 改正 法律 

案外 一件 委員 富 田 幸 次 郎君、 小 池 仁郞 君辭 任に 

付 其 補 闕 として 井 戶文四 郎君、 前 田 卯 之 助 君を 


孰れ も 謎 長に 於て 選定せ 〇 
去 七日 委員長 及理唭 互選の 結果 左の 如し 
朝鲜 K 院及済 生 院 特別 會計法 中 改正 法律案 委 M 
會 


委員長 

理亊 

會計士 法案 委員 會 
姿 員 長 
理事 


山 根 正 次 君 
齋藤紀 一君 

小川 寅 六 君 
萩  亮君 


朝鮮 平 元鐵道 急設に 關 する 建鹩案 委員 會 
委員長  一 筲 房 治 郎君 
理事  山道翡一君 
葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建議案 外 
一件 委員 會 

委員長  ヽ小林 源藏君 

f 原 田 佐 之 治 君 
理事  大堀孝 君 
一森 本 是一郞 君 

北鮮、裏日本聯絡航路延長に關する纽議案委員 

會 

委員長  米 田  _ 君 
理事  橫 井藤 四 郎君 

011 長 C 大岡 育造 君〕 是 よ〇會 諮を 開きます •諮問 
事項が あります、 左の il 員より 請暇の 申出が ありま 
す、 病 氣に付 去 八日より 向 ふ 八日 間 野 村 治三郞 君 海 
外 旅行に 付 今 十日より 向 ふ 四 週間 頭 本元 g 君、 病氣 
に 付 今 十日より 向 ふ 一一 週間 岡田榮 君、 病 氣に付 今 十 
日より 向 ふ 二週間 恒 松隆慶 君、 右 請暇の 申出が あり 
ます、 許可す るに 御 異議が ありませ ぬか。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 之を 許可す 
る ことに 決します、 尙ほ あります •第 七 部 選出 請願 
委員 古谷 久綱 君、 右 常任裘 員辭 任の 申出が あります 
許可す るに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 之を 許可し 
ます、 第 七 部の 諸君は、 速に 補闕 選擧を 行 ひ 御屆出 
あらん ことを 望みます、 御 諮り 申します、 憲法 發布 
三十 年紀念 祝賀の 爲め •賀表を 捧呈 致したい と 思 ひ 
ます、 日程を 變更 して •唯今よ 〇 其 會議を 開く に 御 
異 謅 はあり ませぬ か。 

〔「異議な. L 異議な し」 の聲 起る〕 


0 鼓 長 (大岡 育造 君〕 御異费 がなければ 日程 變更は 
可決したことを茛齿致します-政盼の：：狖を求めて 
聞きます—  ■政府の 同意が ありました。 

憲法 發布 三十 年 記念 iei 賀の爲 め 贺表 捧呈の 
ft 

0 議長 (大岡育造奵〕通沾8布 _: 一十年3' 

め、 賀表を 捧呈す るに 御 恥 葯ほ あり ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し J の蹈 起る〕 

0 議長 (大岡 育造哲 〕 御異 諮がなければ K 表を 捧呈 
する ことに 決まりました* 賀表は 起草 娄 i4 を 設け 之 
を 起草せ しむる ことにして、 其 委員は 十八 名， 越弪 
ょ 〇 指名す るに 御 M 謎 ほ ありませ ぬか。 

〔「異 翳な し 異議な し」 の ^ 起る； I 
0 翳 長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ K ちに 委妇 
を 指名 致します、 元 田 ! J5 君、 岡 崎 邦輔君 、小川 平吉 
君、 yT 藤哲藏 君、 川 M- 茂 輔君、 山本悌 二 郞封 、小久 
保 喜 七 君、 菌 fl 圭介君 •藤澤 幾之輔 君、 箕浦鸱 入 君 
坂 口 仁 一郞嵙 、本 田恒之 君、 三隅哲 雄 君， 前 川 虎造 
君、 今 村 勤 三 君、 尾 崎 元次郎 鸦、 花 井 41 藏君 、木 下 
謙 次 郎君、 右の 委員 諸君は ®: ちに fg 長 室に 御參 集の 
上 •起草に 著 手せられ ん ことを 希望 致します、 聘時 
休憩 致します。 

午後 一時 十八 分 休憩 
中 後 二 時 十二分 開議 

0 議長 (大岡 育造 君〕 休憩 前に 引緻 き铃國 を 開き ま 
す、 起草 委員長の 報告を 求めます。 

0 元 田 II 君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 ® 〕 元 田 ■君。 

〔元 田 策 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 元 田讀君 諸君、 本員 等 {t 先刻 賀表 起草 委員を 命 
ぜられ まして-直ち ic 識長 室に 參集 致しまして、 委 
員 長 理事の 互選を 致しまして、 不肯委 M 長、 花 井 {® 
士理事 に擧 げられ まして、 玆に委 M 會を 開きまして 
審議を 盡 しまして 成案を 得ました、 唯今 朗識を 致し 
ます。 

衆議院議長臣大岡育造誠恐誡塯_て言す 
伏して 惟に 

皇朝蓖 世 一系 列 聖承縱 德化洋 溢 百姓 其 澤に 泱洽し 
て 親附欣 戴せ さるな し而て 維新の 始苜 として 宏 
謨を蓖 機 公論に 決する に 定め 漸次 立憲 爲 治の 基 
を 立て 竟に 帝 H 憲法を 發布 した まへ り是に 於て 


院蕺衆 fr 或. 國帝回 一十 pm 第 


は«大政に姒替することを得て蛊國の丕《见に 
勝！： を 加 ふ洵 に是れ 萬 代の徽 脑た 〇爾 來茲に 三 
十 年枭威 四 表に 版 被し 國運八 絃 に is 妈 す ifli し 
て 今や 歐洲戰 亂の If 禍 方に殄 熄 して 世界平和の 
休祥 將 に 光熙せ むとし 帝 國の 光榮益 . 6. 撝す K 等 
幸に此昭代に迺逢し忻椴已むなし玆に嘉辰を卜 
し 憲法 發布三 十 年 記念 祝賀の 典を 擧け上 ほ 以て 

梨 德の 日に 酌る を頌し 下は 以て 窣視 の微忱 を搁ふ 
誠に® 扑欣躍 の 至に 任るな し 乃ち 虚 みて 表を 捧 
け恭 く ? £• 祥の 無 ？ lii を 祝し 皇威 の益逛 表に 靡 
かむ ことを 跽〇 奉る K 育造 誠 恐 誠®  ■て 言す 

斯樣な る 成案を 滿 ® 一致を 以て 可決 致しました、 何 

卒本議 場に 於き ましても、 猫 場 一致の 御寶 M あらむ 

ことを 切に 冀 ひます。 

〔拍手 起る J 

〇該長 (大岡 育造 君) 唯今の 委員長の 報告に 賛成の 

諸 哲は 、敬意を 表する 爲め御 起立を 希望 致します。 

總 M 起立 

0 諮 長 C 大岡 育造 君) 滿場 一 致 可決を ia: 吿致 します 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 ff 造 君) 賀表は 明日視 賀會 場に 於て 捧 

呈致 します。 

O IK 岡 宇一郎 君 道路 法案の 委員 酋を開 きます から 

許可を 願 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 |5£ 岡..于一郞君委員諸君の御參集を請ひます。 

0 小 林 源 趿® 葉 煙 京 餅 作 組合に 交付金 下 附に關 す 

る ! U5 : 1 案， 委員 會を開 きたいと 思 ひます から、 許可 

を 請 ひます。 

〇 誘 長 /" 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇 南 ip, 琢一君 請願 二分 科 委員 會を開 きます から， 

御 許可を 願 ひます。 

0議長(大岡宵造淠)許可致しま-1 - 日程 第 一、 

大正 六 年 法 沌 第 六號 屮改 JR 法律案の 第一 讀會を 開き 

ます - 田 中 陸 sli 大臣。 

第 一 大正六^^馆六 ^!: 屮改正法排案 

C 政府 提出) 第一 譖會 

大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案 

大正 六 年 法 找第 六號屮 左 ノ通改 正ス 

附則 第五 項 中 「大正 九 年 一月 一日 J ヲ 「大正 八 年 

四月 I 日」- 1、 「大正 八 年 十二月 三十 一日」 ヲ 「大 

正 八 年 三月 三十 一日」- 1、 「彐 分ノニ 」 ヲ 「六 分 


ノこ .- 、 「二分 ノ 1J ヲ 「八 分ノ ー」- 一改ム 
附 HII 第 六 項 中 「大正 十一 年 一月 一日 J ヲ 「大正 八 
年 四月 一〇」- 1 、 f 大正 八 年 十二月 1 二十 一日」 ヲ 
「大正 八 年彐月 _ ; 十一 日」- 1、 「八 分 ノー」 ヲ 「三 
十二分 ノ  ー  J  -I 改メ 「、大正 九 年 一月 一日 ヨリ 大 
正 九 年 十二月 1 二十 一日 迄 ハ 同 h ノ 差額 八 分ノニ 、 
大正 十 年 一月 一日 ヨリ 大正 十 年 十二月 三十 一日 迄 
ハ 同上 差額 八分ノ 四」 ヲ削ル 
附則 第 十三 ？ ri 中 「大正 九 年 一月 一日 J ヲ 「大正 八 
年 四月 一日」 m 改ム 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〔國務 大 &: 田屮義 一 君 登 檀〕 

〇國務 大臣 (田 中義一 君) 今回の 法律 改正案を 提出 
致しました 理 rll と 致しまして は， 大正 六 年 法律 第 六 
號を 以て、 明治 四十 四 年に 御 改正に なりました 恩給 
金額を、 其 以前の 恩給を 受く べき 者 も 其 金額を 受く 
ると 云 ふこと に规定 されて あるので あります， 然る 
に其當 時は W 政 上に 餘裕の 無い 爲め に、 之を 五箇 年 
に M 分を して 逐次 其 恩典に 浴せ しむる と 云 ふこと に 
法律 第 六號の 附則で 定めて あります、 去りながら 今 
日の 物價 騰貴の 狀 態に 照し まして、 五箇 年に M 分し 
て lit 恩典に 浴せ しむる と 云 ふことは、 恩給 受領者の 
爲 めには 頗る 苦痛を 憋 へて 居る 次第であります、 そ 
れ 故に 今回 此附則 を 改正 致しまして， 大正 八 年 四月 
一日ょ 〇總 て :- K 箇 年に 區 分を 致しました ものを 繰 上 
げて 、一時に 此 恩典に 浴せ しめたい と 云 ふの が、 本 
案提 U1 の 理由で ございます、 どうか 御 協賛 下さらん 
ことを 触 ひます。 

〇 載 長 C 大岡 育造 君〕 右 議案の s: 抱を 付託す へき 委 

員の 選罌を _ 題と 致します。 


第二 右讁 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

0 岩 崎 剧君委 員の數 を 九 名と し •議長に 於て 指名 

せられん ことを ! S みます。 

〇識長 0 K 岡 育浩 君>  岩 崎 君の 動議に 御與議 ありま 

せぬ か。 

〔「與 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 本案の 委員は _長指 名 九 名に 

致す ことに 決しました •日程 第 iir 戰 時利煜 税法 中 

改 JH 法律案， 第一 詡 會の铅 を 開きます I 委員長 井 


上 敬 之 助 君。 

第三 硪時 利得 税法 中 改正 法律案 (政府 提 
出) 第一 讀 會の續 (委員長 報告〕 
〔井上 敬 之 助 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 井上 敬 之 助君戰 時 利得 税法 中 改正 法律案の 委員 
會の經 過 並に 結果を 極めて 簡 B に 御 報告を 致します 
案の 要旨は 現行法に 依り ますれば •個人と 法人との 
課稅に 權衡を 得ない のが あるので あります、 之を 平 
街なら しむる の 意味に 於て、® 案され て 居る ので あ 
ります， 委員 會は四 回 開會致 しまして •種々 薄 議討 
論を 致しました 結果、 全會 一致を 以て 本案を 可決し 
たのであります、 どぅか 諸君 も 御 同意 あらん ことを 
筘望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 第二 讀會を 開く や 否や 
を 諮ります。 

〇 岩 崎 動 君 二 li fr* を 開く に 異議な し。 

0 P 長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ， 二讀會 は 
可決した ものと 云 ふこと を宣吿 致します。 

〔岩 崎 勸君 「二讀 會に 移す ことを 發議 したので 
あります」 と 呼 ふ〕 

0_長( 大岡 育造 君) 違 ひました、 二 S 會に 移す こ 
とを »J 決した のであります。 

0 岩 崎 II 君 lie ちに 本案は 二_會 を 開き、 三 11 會を 
省略して 委員長 報吿 通り 可決せられ ん ことを 51 みま 
す。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君： >  岩 崎 君の 動_ に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異 _ なし 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異！ I がなければ 直ちに 二 讚 
會を 開きます。 

職 時 利得 稅法中 改正 法律案 (政府 提出) 
第二 if 會 (確定 諮〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 發議三 讀會釔 省略し 
確定を 致す ことに 御 異議が ございませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

011 長 (大岡 育造 君〕 御異識 なしと 認めます、 仍て 
三 讀會は 省略せられ 本案の 可決 確定した る ことを 宣 

吿 します - 日程 第 四より 第 十一までは 同一 委員に 

fj' 託した る 議案なる に 依り、 一括して 議題と 爲すに 
御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 憩な し異葯 なし， I の聲 起る〕 
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0 顧 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一括して 議 
題と します、 第 四.， 作業 會計法 中 改正 法律案 •第五 
海軍 H 廠 資金 會計法 中 改正 法律案、 餡 六、 國債 整理 
基金 特別 會計法 中 改正 法律案、 第 七、 事業 公債 金特 
別 會計法 案， 第 八、 臨時 國庫證 券 法 中 改正 法律 5 T 
第九、朝鮮事業公愦法屮改正法律案，第十*«_事 
業 公 愤法中 改正 法律案、 第 十一、 造 ii 局据置 運轉資 
本咐加 及設砌 棚 張戥 に關 する 法律案の 第一® 會の續 

を 開き ま i - 粕谷義 三 君。  _ 

第 四 作業 會計法 屮 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 ii ir の績 (委員長 報告〕 

痹五 海軍 X H 資金會 計 法 中 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 If 會の續 (委員長 
報告〕 

第 六國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律 
案 c 政府 提出〕 第一 讀 會の續 (委員 
長 報 吿〕 

第 七. ®; 業 公憤 金 特別 會計 法案 (政府 提出〕 
第一 讀會 の la (委員長 報 街〕 

第 八 臨時 阈庫 證券 法 中 改正 法律案 (政府 
提出〕 第一 讀 會の續 c 委負長 報告〕 
第 九 朝鮮 事業 公 偵 法 中 改正 法律案 (政府 
提出〕 第 一 讀 @ の 續 c 賣長 報告〕 
第一 ◦豪 ® 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政 
府提 出) 第一 10 會の歆 (委員長 
報 吿> 

第一 一 造幣局 据 置運轉 資本佾 加 及 設備 擴 
張 費に 關 する 法律案 1 :政府 提出) 
第一 讀 會の續 (委員長 報吿〕 

【 粕谷義 三 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇粕 谷義三 君 日程 第 四ょり 第 十一まで、 都合 八 案 
ございます るが、 順次 此 日程の 順序に 從つて 御 報告 
申 上げたい と 思 ひます、 谷 案と も 大體其 多くは 悉く 
皆な 豫算 に關聯 致した 法案で ございます る、 併し 案 
の 內容は 何れも 極く 簡單な ものであります るから、 
自然 私の 御 報 吿も簡 鼠 に 申 上げます る 積り であり ま 
す、 日程 第 四は 作業 會計法 中 改正 法律案で ございま 
すが、 是は旣 に 御 承知の 如く、 前 議會に 於き まして 
協賛を 與へ ました 日本 爆發物 株式 會社 買收の 結果で 
ございます、 即ち 海軍に 於て 要します る 所の 火藥を 
海軍省 自身が 之を 直營 すると 云 ふことの 方法の 爲め 
5 一 五 


院鼐衆 付 菡阈帝 回一 +四 第 


作 ^ 浔 計 法 ■!< 改 TP . 法 ^ 另外 七汴— 访 一 召 I.2? の ？ a 


に > «: 作 菜 rr 計 法の 改 不： を必： 嬰と 致す ので •こざい ま 
す、即ち其第一晓に於きまして、海軍火藥殹と云ふ 
一の n を 加へ まする こと、、 lit 作 菜を 致します るに 
付.， V, まして •之に 要すろ 所の 運 鞞资木 を 二；；！： 萬圆と 
して •漸次 之を 一般 符計 から 繰 入れて 行く ことにす 
る、 斯う 云 ふ 案であります、 之を 大 JH 七 年 -K ょり 此 
事を 綽營を 致して 行く と 云 ふ 案で ございまして •之 
に付きまして ほ 委員 f/ ほ 誠に 當然の 事と 考 へまして 
金^|致を以て可決しました*日程第五の海祺エ廠 
資金 會計法 中 改正 法律案， 是ほ 現在の 海軍 丁： 廠の資 
金 (3: 九 百 五十！ 2!_ であります、 然るに 御 承知の 如く 
近來缲 の惯 格も隞 迓 を 致して 參 りました し， 加 ふる 
に 我國の 造船 造兵の 事業 も 一年 毎に 段々 大きくな つ 
て參 りまして、 隨て 之に 要する 所の 材料 も 多き を 嬰 

する譯 であります、 即ち 現在の 資金の 百 五十 萬圆ほ 

明治 四十 二 年の 制定になります る 所の 制限 M 格で あ 

ります ので、 到底 之を 以て 十分に 此造船 造 典の 事槳 

を やつて 行く ことが 出 來な いと 云 ふこと から、 玆に 

更に 二 千！ S M に 增 加したい と 云 ふことの 改正案で ご 

ざいます る* 是も亦 今 R の 場 八 门已 むを ® ざる ものと 

認めまして 可決を 致した ので ございます る •日程 第 

六 國依鞍 理站金 特別 倚 計 法 中 改正 法律案、 是ほ 從來 

特別から 國 fl'i 整理 基金に 繰 入れました ff2. が、 一旦 一 

般會 計を 經 由して 行く ことにな つて 居ります、 甚だ 

豫算の 形式から _ しましても、 頗る 裰雜 になつ て 居 

るので あります、 それを 此度 改正して、 特別 會計か 

ら H ちに 此國債 整理 基金 特別 會計へ 繰 入れる やうに 

して、 即ち 一般 # 計を 經由 する ことを 止める、 さう 

して 豫 M: の 形式の 簡明、 事務の 簡捷を 期す る ことが 

第一の 目的， 又もう 一 つの 目的は、 國偵の 整理 基金 

一法に 依ります 國 の 元金の® 還に 充てます 爲め に、 

國債 整理 基金の 萬 分の 百 十六を 年々® 立つ て 行かな 

ければ ならぬ、 此基金 の 方へ 繰 入れて 行かなければ 

ならぬ 制度に なつて 居ります、 然るに 臨時 國鹿偾 券 

ほ •御 承知の 如く 全く 【時の 金融の 爲 めに 保有 さる 

るので あります から、 此臨 時 ^ 庫 證券 だけを 一の 金 

く國似 として 別の 扱に する、 即ち 大藏證 券と 同® な 

扱に すると 云 ふことの 必要から、 此整理 基金 法に 改 

正を 加へ て、 惟 今 申 上げた やうな 趣意を 以て、 此改 

正を すると 云 ふの が此 案の 要旨であります、 是も相 

當な る議と 認められて* 全 愈 一致を 以て 可決 致し ま 

した、 日 稍 第 七 事業 公愤金 特別 會計 法案、 是は此 度 


新に 制定に なりました 法案であります、 此 法案の 制 
定と同 時に、 是ま でありました 所の 朝 P 事業 公 1U 金 
特別 旮計法 、それから W 業 公 依 及 鐵道特 別 9- 計 法、 
此二 つの 法蚶は 廢 止される 結果になります、 是ほ要 
する に 其 目的 ほ 事業 公 依の 特別 會計を 統一す る、 斯 
う 云 ふ 目的から 今度 此法 律を 制定し やうと 云 ふので 
あります、 即ち 前に も 申 上げました 如く、 朝鮮の 事 
業 公 偵に 對 しまして ほ •朝鮮 事業 公® 特別 會計法 あ 
り、 又 5 f 舜で あると か， 或は 其 他の 事業 公 偵に 對し 
まして ほ、 今 申 上げた 事業 公債 及鐵道 特別 會計 法と 
云 ふ ものが ある、 而 して此 二種の 特別 ir 計の 間に 於 
きましても、 互に 其 j 致しない 點も あるので ありま 
す、 更に 又 均しく 事業 公債を 以て 支 辨 致します る 事 
柄で も •何等 特別 會計 等の 規定の ない 所の もの も あ 
る、 即ち 彼の 樺 太の 事業 公債の 如き、 或は 又 前 議會 
に 於て 御 決めに なりました 電氣 事業の 如き もさう で 
あります、 是 等に 對 して 別に 特別 ir 計と 云 ふ もの ほ 
設けて ない ので ある、 それ故に 是 等の 總 ての 事業 公 
僙に搦 します もの ほ、 今度 制定し ます 所の 事業 公債 
特別 會計法 に 依りまして、 之を 統一を 致して 行きた 
い、 斯う 云 ふ 精神から 此法 案を 制定 せんとせられ る 
のであります、 是も 誠に 適切なる 立法と 認めまして 
委員 會は 全 ^ 一致を 以て 可決を 致しました、 次は 日 
程 第 八、 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案、 御 承知の 通 
り 臨時 國庫 證券の 發行 最高 額は、 現在に 於き まして 
ほ 37; 億 圓と 定められて あるので あります、 それを 今 
度の 改正案に 於き ましては、 E に 三 億 圓を增 加 致し 
まして、 其 第二 條の五 億 圓を八 億圓に 改めたい、 是 
が一つ、 それからもう 一つ ほ 其® 的に 一の 追加を す 

るので ありま •す、 即ち 此第 一條に 臨時 國庫 證券 慕 集 

の 目的が ございます が、 即ち 此輸 m 爲替 資金の 疏通 

を 計る こと、、 それから 聯合 與國 に對す る 輸出 軍需 

品の 代金の 決濟 ，此 二つ が 今日まで 臨時 國庫證 券 募 

集の 目的に なつて 居つ たのであります、 更に此 度 も 

う I つ 目的を 追加す る ■• 斯う 云 ふこと で , 聯合 國の 

財政を 援助す る爲 に」 斯う 云 ふ 一の： H 的を 加へ たい 

と 云 ふの が、 今回 提出され た 改正案の 耍旨で ありま 

す、 此三億 圓の增 加の 必：嬰 は、 申す まで もな く 世界 

の rffi 局は 旣に 終りを fr げたやうな ものであります け 

れど も， 貿易 其 他の 關係に 於き まして、 尙ほ 本年に 

於き ましても、 我國に 正貨の 受取 勘定になる べき 所 

の ものが、 約 四億圓 より 五 億圓に 達する であらう と 


云ふことほ，過日の潢會に於きましても、大璲大臣 
が 當 議場に 於て 言明せられ て 居る やうな 次第で あり 
ます、 固より 此本年 に 於け る 正貨の 受入 勘定と 云 ふ 
もの ほ， 全く 見込に 過ぎない ので あ 〇 ますから、 果 
して 其 通り あるか どうか、 それ (3: 固より 是ほ確 乎た 
る ことほ 申 上 兼ねる のであります、 併し 兎に角 大體 
に 於き まして、 政府の 見込と して、 約 四 億圓 より 五 
億圓の 正貨が 受取 勘定になる であらう と 云 ふこと で 
あります、 果して さう であると 致します れば •是が 
調節を 圖 ります 上に 於て、 若干此 臨時 國撖證 券發行 
限度を 咐加 すると 云 ふこと も、 亦是れ 已むを得ない 
亊に相 成ります、 更に 又 聯合 國の 財政を 援助す る 目 
的を 加へ ます 必嬰は •今日 民間に 於き まして、 il 時 
中に 英國 の國庫 證券な り，成 は 佛國 の國. ffi 證券な 〇 
或は 大蔵 證券な り斯 51 K ふ 種類の ものを 民間に 於て 
引受けて 居ります 高が 約 二 億圓に 達して 居ります さ 
うであります、 是 等の ものは 本年 内に ほ 期限が 到 著 
致す ので ある， 此 場合に 於て 果して 聯合 國が是 等を 
現金を 以て 償還す るか どうか、 それ も 分らぬ ことで 
ある、 而 して 若し 其 時に 至つて、 民間の 經濟 事情が 
其 借換を 便と しないと 云 ふやうな 事情が 起つ て來た 
場合に 於て、 政府は 之に 對 して 內國值 を 募集して、 
此借換 の 場合に 於て、 それを 政府の 方で 引受けて や 
ると 云 ふ必耍 も、 亦玆に 起つ て來 るか も 知れない、 
それ故に それ これの 必要から， 國庫 證券の 本年度に 
於け る 募集 額を 更に 三 億 圓を增 加して* ひたいと 云 
ふの が、 即ち 此 改正の 耍旨で あるので あります、 是 
も 委員 會に 於き ましては、 愼 重に掐 議を盡 しました 
其 審議 中に 於き まして， 一 委員より して、 國庫 證券 
の 發行ほ 、動もすれば 通貨の 膨脹を 促す ことに 相 成 
るので あるから、 政府と しては 務めて 之を 避けて W 
ひたい、 而 して 之に 代 ゆるのに 郵便貯金の 利子を ^! 
上げ、 或は 又 彼の 勸業债 券を 募集す ると 云 ふやうな 
方法に 依つ て、 務めて 民間の 零碎の 資金を 吸收 した 
ならば •無論 國庫 證券を 募集し ないでも、 それ 等の 
資金に 依つ て， 十分に 其 目的を 達する ことが 出来る 
であらう と 云 ふやうな 意見 も ありました、 併ながら 
政府と 致しまして は、 郵便貯金の 利子を 引上げる と 
云 ふことは、 民間の 金融 事®, 或は 又 銀行業との 關 
係 も 十分 考慮し なければ ならぬ のであります から、 
政府 IX 郵便貯金の 利子の 引 上と 云 ふこと に 向って (3; 
同意を 表せられない、 而 して 出 來得る 限り 零碎 資金 
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を 集めて、 さう して 是等 の：：：： 的に 供す ると 云 ふこと 
に 付て ほ， 從來も 政府 (i . f.7 めて 畀る ことで ありませ 
う •か、 更に 今後に 於て 是等に 副 ふこと. vr. ナに 務め 
ると 云 ふこと であ 0まして、 :5 :3:分に ^ キ\'しては 
別段に 何等 修正 等の yf も ございませぬ で、 政 w  0 it « 
言明を信賴致しまして*原案を全合一致を以て町決 
をした やうな 次第であります、 次に 日 裎の第 九、 例 
鮮亊業 公 frt 法 中 改正 法 fu 案、 是 ほ 籾 鮮に 於き まして 
釜 山 及 元 山、 此二 ©• 所の 海關 H yv を擷 張す ると 云 ふ 
やうな 計 5!E でありまして、 大部分は 釜 山の 方の 築港 
に 用ゐ られる 金で あ 〇 ます、 乃ち 此朝 鮮唞粢 公 M 法 
に 於き まして、 現在 一 位 六 千 八 百 萬 圓とあ ります も 
のを •一千 萬 t® を咐加 致して  >  l ta 七 千 八 百 萬 1® に 
改めます、 斯う 云 ふ 案であります、 是も 段々 委 
に 於き まして ほ、 洁該の 末 原案を 可決を 致しました 
日 锃の第 十、 祭 1 E# 業 公 fi'i 法 ' I' 改正 法律 菜、 此 案の 
內容ほ 二 三 i!i ございます が、 大 體は即ち强羚の事業 
の爲 めに、 公憤を 募集すべき 制限 額 七 千 三百 五十 览 
圓を九 千 二 百 五十 萬 圆に 改める、 即ち 此千九 百 萬 g 
だけを lil に拊額 をし やうと 云 ふ 案であります、 で 此 
公債を 必要と 致します る 理由は 大腿に 於き まして ほ 
旣に 決定に なつて 居ります る 所の、 祭 两の地 方の 鐵 
道の 建設、 及び 更に 此中 港と 大肚 間に 於け る 所の 海 
痒 線を 一 つ 設ける と 云 ふ 趣意であります、 即ち 此中 
港 大肚 間は 丁览 海岸線が 出来ます るから、 抱 線に な 
ります る 計聚で あります、 之に 要する 資金を， M--J 方 合 
せて 千 九 百 萬圓だ けを’ 31 に此 公戗 に te つて ^ 槊す 
る ことの 出来る ことにすると 云 ふの が、 即ち 此改正 
の 趣意であります、 尙ほ其 他に 此臺麪 事 築 公使 法は 
其 制定が 最も |« いのでありまして、 明治 三十 二 年の 
是は法 律であります るので、 隨て 其屮に 規定され て 
ある 條瑣と 云 ふ ものが、 甚だ 今日の 場合に 適合せ ざ 
るの みならず、 最近 諸君の 協賛に te つて 制定され ま 
した 國債 に關 する y-; 律と 云 ふの がご ざいます るが、 
是 等の 規定と も 一致せ ざる 點が澤 山に 在る ので あり 
ます、 それ故に 其 等の條 項を 改正を 致しまして、 大 
體ほ 此國 債に 關 する 法律に 依る やうに 致したい と 云 
ふの が、 即ち 此 幾多の 條 項に 於て 改正を 加 へられて 
居る 點で あります、 ® 員會に 於き ましては、 此 政府 
提出 案の 谷 修正の 箇所に 鲟 しまして ほ、 何等 異_な 
く 政府案を 可決を 致しました、 而して 更 に委 M 會と 
致しまして は、 尙ほ 其の上に 修正を 加へ る必耍 あり 
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と， n$ めまして 、第 一條に 於いて 斯 _ な 修正を 決鹄致 
しました のであります、 此の 修正案は 未だ 御手 許の 
方に 一 •つて 居らぬ かも 知れ ませぬ のであります が、 
IS 一 胳は 現行の 法律に 依ります ると、 臺_ に 於い 
て 公值を 蘇 坧し得 べき 金額の 制限を 定めまして、 H 
に 此の 公愤事 業の 種類が 一から 六まで 列擧 されて あ 
るので す、 委 a ir に 於き ましては、 段々 消 議の 末、 
此 事業 公 (R 法に 列擧 されて ある 所の 幾多の 目的と 云 
ふ ものは、 今日に 於て は 旣に 大部分は 結了した もの 
が 多い ので ある、 加 ふるに 毫网に 於て は、 將來尙 ほ 
幾多の 公似を 以て 支 辨す べき 所の 琪漿と 云 ふ ものが 
あるので あるから して、 此に此 目的を 列擧 する こと 
は 151 めて しま ふ、 さぅ して 第 一條を S に斯樣 に 修正 
する のが tn 常で あると 斯ぅ 決定を 致しました、 即ち 

第一 脂を 斯様に 改めたい と 云 ふので あります 『祭 罔 

-1 於ヶ >1. 事業 费支辨 /爲 政府 ハ 從前鉍 集 シタル モノ 

ヲ通シ テ 九 千 二百 五十 萬圆ヲ 限リ 公 fl'i ヲ琛槊 スル 3 

トヲ得 一 斯様に 修正を 致しまして、 現行法に 此 H 的 
が列舉 して ある ものを 悉く 削除 致しました、 で 斯様 

に修正を致しますると云ふことは、今申卜げました 

理由の 外にです、 現行の 朝鮮の 事業 公 ffi 法と 云 ふ も 

のは、 節に 法： 一一 章でありまして、 斯樣に 祭 锊事業 公 

倩 法の 如くに、 事業の 補 類と 云 ふ もの ほ 何等 列擧し 

て ありませ ぬ、 乃ち此 委員 會に 於き ましては、 Jf® 

事業 公 M 法を 朝鮮 事業 公 f« 法と 同様に、 之を 修正 致 

したに 過ぎない のであります 、第 十一、 浩幣 局据 a1 

運鞞资木咐加及設脫擴張费に關する法律案、是は段 

々此 ?'; _ の -1 1¢ 業 も fla えて 參り まして、 到底 此 ft;' 在 

の 資本を 以て、 十分に 仕 Jlf を やつて 參る ことが 出来 

ない と 云 ふ狀况 に 立 至りました、 殊に 御 承知の 如く 

硪 時に 非 常 に 補 肋貨が 拂底 致しました 爲 めに、 彼の 

小..： 紙幣なる ものが 發 行され てあります、 是 •等が 約 

九 千 百 ？ ii lHI 許りにな つて 屛 るので あります、 是等の 

ものは 近き :, $ 来に 於て、 •補助 銀貨と 引換を しな けれ 

ばなら ぬのであります、 旁々 此浩 の 設備を 擗張 

する 必要 等が ありまして、 帑幣局 の 資本の 中へ 二 百 

六十 一 萬 g 1 般符 計から 繰 人れ て、 其 繰 入れた 中の 

百 十 I 萬 K1 と 云 ふ ものは、 浩 1 設備 擴張 の爲 めに 

之を 使用し、 百 五十 萬 M は 据髁 運 W 資金の 方へ % 加 

致したい と 云 ふ 案であります、 是も 段々 沲 識の 結果 

原案 可決 致しました 次第であります、 苒だ簡 1 S であ 

ります が、 以上を 以て 八 案 だけの 御 報告を 羅〇 まし 


た (拍手 ^B る) 

0議長.(大岡育浩君〕咄今御報吿にな〇ました日程 
第 四から 第 九までの 決を 採ります 、谷 案の IS 二 
を 開く に 御異識 はあり ませぬ か。 

〔「異 誘な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇鼷 長 (大岡 育浩 君〕 第二 讀會を 開く に 決しました 
〇 岩 崎 剧 君 [« ちに 日程 第 四 乃至 第 九の 六 案の 第二 
譖 會を 開き、 三 ^ 會を 省略して、 委員長 報 苦の 通り 
可決 確定せられ ん ことを 菌み ます。 

0 議長 C 大岡育 消 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あり 
ませぬ か。 

a 異該な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大 岡育拽 君〕 商ち に ft 案の 第二 if 會を 開き 
ます。 

作業 會計法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 確定 
議 

海軍 H 廠資金 會 計法屮 改正 法律案 (政府 提 
出) 確定 誘 

國 位 胳理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 (政 
府提 確定® 

事業 公 fl'i 命 特別 會計法 案 C 政府 描出〕 碗 定 
該 

臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
確定 議 

朝鮮 W 業公愦 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

靈 諉 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 第三 讀會を 
省略して、 委員長 報告 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します。 

〇 米 田穰君 議長、 是ょ〇 淸津 築港の 委員 會を 開き 

たいと M ひます から 許可を 願 ひます。 

0 顔 長 (大岡 育浩 君) 御 異議がない やぅです、 許可 

致します。 

〔米 田 81 君 「委員 諸君は どぅぞ 委員 會 室へ 御 m 

を 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

〇謖 長 (大岡 育造 君) 日程 第 十、® 灣事 業公愷 法 中 

改正 法律案の 第二 E ir を 開く や 否やを 諮ります。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕. 

〇 議長 c 大岡 育造 君：} 御異 11 がなければ 第二 讀會を 

開く に 決しました。 

0 岩 崎 ® I 君 商ち に 本案の 二讀會 を 開き、 三！： 會を 


省略して 委 a 長報诉 の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 
_ 決の 通り 可決 確定され ん ことを 槊み ます。 

〇 議長 (大岡 背 浩 君〕 岩 崎 料の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

(「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 直ちに 第二 讀 
會を 開きます。 

豪® 事業 公債 法 中 改正 法律案 e 政府 提出 J 
第二 _ 會 C 確定 翳) 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 岩 崎 君の 動 
議の 通り、 三讀會 を 省略して 委員長 報 吿の 通り 可決 
確定 致し ま t、 日程 第 十一、 造 格 局据 置運轉 資本 增 
加 及 設備 擗張 費に 關 する 法律案の 第二 讀會を 開く や 
否やを 諮ります。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ 二讀锊 を 開 
くに 決しました。 

〇 岩 崎 ll if 直ちに 本案の 二讀會 を 開き、 三讀衿 を 
省略して 委員長 報吿の 通り 可決 wil 定 されん ことを 望 
みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君 '--/ 岩 崎 君の 励議 に御與 翳は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 岩〕 御異箭 なければ 直ちに 第二 讀 
會を 開きます。 

造幣局 据置 運轉 資本％ 加 及 設備 擴張 費に 關 
する 法律案 (政府 提出〕 銘二讀 會 (確定 
議) 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ 本案 第三 讀 
會を 省略して 委員長 報 fr 通り 可決 確定した る ことを 
育 ■吿 致します、 日程 第 十二、 第 十三、 第 十四 ほ 同一 
委員に 付託した る 議案なる に 依り、 一括 議題と 爲す 
に 御 興 議ほ ありませ ぬか。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 _ 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一括 議題と 

致し ま -S - 委員長 木； 卜 謙 次 郎君。 

第 十二 帝 國大學 特別© 計法屮 改正 法律案 
(政府 提出〕 第 一 讀 會の續 (委員 
長 報吿) 

第 十三 東京 帝 闷火 繆及京 都 帝 _大改 臨時 


政府 支出 金に 關する 法律案 (政府 
提出〕 筘 一® 會の續 •(委員長 報 
吿) 

第 十四 大正 七 年 法律 6T5 四號中 改正 法律案 
(政府 提出〕 •第一 S3 會の續 (委員 
長 報告〕 

〔木 下 謙 次 郞钉 登壇〕 

〇 木 下 謙次郎 M 御 付託に 相 成ました 案件は 三つで 
あります が、 唯今 SI 長から 宵- 吿 致されました 通 〇、 
日程 第 十一 一ょり 第 十四に 至る までの 三 件であります 
極めて 簡單で あります けれども 、順次に 委員 會の經 
過を 御 報 贵 申 上げたい と考 へます、 日程 第 十二は 帝 
國大學 特別 會計法 屮 改正 法律案、 是は御 承知の 通り 
であります， が、 帝 國大學 の豫算 の收支 は 特別 會計法 
に ffi つて 規定され て 居ります の e、 政府の 支出 金は 
法律に 依つ て 一定 致して 屛 るので すが、 此度 政府は 
本年の Ti 品に 於て、 帝 國大學 の敎授 助敎授 〇 你給の 
平均 增加 額を 要求して あります のと、 尙ほ 東京 帝 國 
大學 の文學 部の 中に、 敎育學 部を 設置す る 費用を ? 1! 
算に 要求 致して ありまして、 政府の 支出 金 Jfi 加の 費 
H が 豫算に 現れて 居ります、 隨て此 豫算を H 行す る 
爲め に、 特別 會計法 の 改正を 必要と する 次第で あり 
まして、 委員 會は三 回 開 ® • 致しまして、 質問 應 答の 
結果、 ffi 當の ものであると 認めまして、 全會 一致 原 
案を HJ 決 致した 次第で ありま t、 日程 第 十三 13; 见京 
帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支 3 金に 關する 法 
律 案で、 是 {3: 性質に 於き ましては、 日程 第 十二の も 
のと 略々 同樣の ものであります が、 日程 十二の 方は 
經常 支出であります、 十 111 に屬す る もの 13: 臨時の 支 
出に ffl 成つ て 居る ので あるので あります、 即ち 東 M 
帝 國大學 の T. 學部 を擴 張す るのと、 尙ほ 京都 帝 刷 大 
學 の X 學部 並に 理學 部を 擴張 致します 所の、 政府の 
支出 金 要求に 相 成つ て rr るので あります 隨て 斟 獨の 
法 ? It 制定を 必要と して 本案を 提出 致しました のが、 
此拇出 の 趣旨であります、 ^ 員 tf は 審議の 結果、 至 
極 相當な ものであると 認めまして、 是亦 全會 一致を 
以て 可決に 相 成りました 、第三の —— 日程 第 十四は 
大正 七 ¥ 法钳第 四號中 改正 法律案、 此 大正 七 年 法® 
第 四號と 申します のは、 灾京帝 國大學 並に 京都 帝國 
大學の 判 任 , R- の手當 俸給 等の％ 額を、 繰 入金で g す 
所の 規定が 出來て 居る のであります が、 ! Jt 度の 改正 
の要旨ほ、判任 1- の手當の範圍を擴張するのと、又 
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其 外に 諸 rr: ?5 の 不足を Mj 充す る爲 めの 改正案で あり 
まして、 委員 ff ほ 群議の 結果、 時局柄 巳む を 得ぬ も 
のと 認めまして、 本案 も 可決す る ことに 相 成り まし 
たのであります、 以上 三 件と も® めて ® 單なる 案件 
であります から、 どぅか 本會に 於ても、 委負會 決定 
通り 御 賛成 あらん ことを 希望 致す 次第であります。 
〇 議長 e 大岡 育造® ''-/ 右三 件の 二韵會 を 開く や 否や 
を 御 諮り 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 諮 長 广大 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 右三 案の 二 
la 會を 開く ことに 決します。 

0 岩 崎 is 君 日程 第 十二 乃至 第 十四は 直ちに 二 is 會 
を 開き、 三讀窗 を 省略して、 悉員長 報® 通り 可決 確 
定せら れんこと を 望みます。 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 封の 動 蕺 に御異 _は あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 m 議がな ければ 直ちに 第二 

讚會を 開く 事に 決します、® ちに 二 _ 會を 開きます 

帝 國大學 特別 會計法 中改 IHI 法律案 第二 讀 

愈 C 確定 議〕 

苽京帝 國大學 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 

金に 關 する 法律案 筘二 |@ 會 (確定 議) 

大正 七 年 法律 第 四號中 改正 法律案 第二 讀 

會 (確定 議〕 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議なければ 三 案と も 三 _ 

會を 省略して 可決 確定した る 事を 宣吿 致します、 日 

程 第 十五、 第 十六は 同一 委員に 付託した る 議案なる 

に 依り、 一括 議題と なすに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一括 議題と 

致します I 委員長 江 藤 哲藏 君。 

第 十五 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 (政府 提 

出) 第 一 讀 會の續 t 委員長 報告〕 

第 十六 北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 

(政府 提出) 第一 讀 會 の續 (委員 

長 報吿〕 

〔江 藤哲藏 君 登壇〕 

〇 江 藤哲藏 君 吾々 委員に 付託され ましたる 鐵道敷 

設法中 改正 法律案、 並に 北海道 鐵道数 設法中 改正 法 

律案、此二案の內容は、所謂紀勢線と稱せられます 


所の 和歌 山锊 和歌 山より 三 m 縣の相 可に 至る鐵 道、 
それから 福 岡 縣の 久留 米より 大分 縣 大分に 至る羧 道 
此二 線を 豫定 線に 加へ、 而 して此 11 線を 更に 第 一期 
鐵道 線に 繰 入れる のであります、 而し て尙ほ 高山 富 
山間を 第一 期に 繰 人れ、 又房總 豫定線 中の 松 田 !^ 浦 
間、 是も 第一 期 線に 繰 入れる、 それから 四 國豫定 線 
に 於き まして、 琴 平 山 田 rHl を 第一 期 線に 繰 入れる、 
是だけのことであります、次ほ北海道鐵道敕設法中 
改正案の 內容は 、釧路 網 走 間の 一線を 豫定線 と爲し 
又 長 萬 部より 輪 西に 至る 鐵 ia 、 之を豫 定線と 致し、 
此 北海道と 內 地と 合して 七 線路を 新たに 我 設 すると 
云 ふ 案であります、 委員 會ほ三 回 開きまして、 詳細 
緻密に a つて 皙問應 答を 重ね、 愼 重に 審査の 結果、 
悉く 原案 通りに 可決す ると 云 ふこと に 決定 致した 次 
第であります、 此段 御報吿 致します。 

〇 高 松 正道 君 議長。 

〇 翳 長 C 大岡 育造 君〕 高 松 正道 君。 

〔髙松 正道 君 登壇〕 

0 高 松 正道 君 極く簡 單で あります る けれども、 一 
言御尋 致して 置きたい と 思 ひます が、 和歌 山、 相 可 
に 至る 鐵 道、 即ち 紀勢線 と 申します るが、 此線は 和 
歌 山が 起點 になつ て 居ります るが、 是でほ 果して 軍 
事 上經濟 上の 目的を 達し 得る であり ませう か、 私共 
の考 では、 少 くと も是は 大阪と 云 ふ ものに 連絡を し 
なければ、 十分に 此鐵 道の 目的は 達し 得られない と 
思 ふので あります、 それに 付きまして は、 和歌 山よ 
り 大阪の 間には、 旣に 南海 鐵 道と 云ふ鐵 道が ありま 
する が、 是ほ 政府に 於て、 將來御 買 上になる 御 積り 
であると 云 ふこと を 委員 會で 承つ て 居ります るが、 
此御買 上の 時期は 何時頃で ありませ うか、 之を 伺 ひ 

たいので ある、 是は私 共は 其 地方の 住民で ありまし 

て、 最も 其 事情を 存じて 居ります が、 買 收と云 ふこ 

とになります ると、 其價 格の 標準は、 利益の 何 倍と 

云 ふこと に 略々 今まで 決まつ て 居る やうであります 

それで 本 議案が 確定 致します ると、 南海 鐵 道の 方で 

は、 近き 將來に 於て 是は 買收 される ものである、 そ 

れ故に 從來ほ 南海 鐵 道に 於て ほ、 一割の 配當 して 出 

來て居 らな かつた ので あるが、 總て の營業 費を 節約 

致しまして、 線路を 虐使し 致しまして、 成るべく 利 

益の 割合を 多く 致しまして、 買收 費の 高から んこと 

を圖る 結果、 終には 從來 の此跺 路 —— 現在の 線路を 

虐使し 致して 買收 しなければ ならぬ ときに 於て は、 


旣に其 線路 li 間に合 は ないやうな 破 @ した ^ 路にな 
る やうな 闼があ るので あります、 又 本鎵道 に ほ m 力 
を 併 Ht 致して 居ります るから して •定めし 買收 され 
る時にほ、此雷力の方も不可分の問題として買收に 
なる ものと 存ず るので ある、 所が 南海 鐵道の 電力の 
中に、 沿道 二 郡に 亘〇 まして、 1 H+ 燈の 供給 を 致して 
居ります るが、 先程 申す 理由の 下に、 南海 鐵道が 十 

分の 利益を 擧げ ると 云 ふこと にの み - 即ち 公共と 

云 ふ 性質を 抛棄て しまつて、 利益 本位に 馳つた 時分 
には、 非常に 沿道の 電燈の 供給を 受けて 酎る 者の 如 
きは 迷惑を 致す 次第で ある、 それ故に 私は 成べ く 速 
に 政府の 方に 御貿 上になる 方が、 却て 國家の 利益で 
あらう かと 考へ るので あ 〇 ますが、 此點 に對 する 政 
府の 御所見を 承つ て 置きたい と 思 ふので あります。 
〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 床次鐵 道院總 裁。 

C 政府 ® 員 床 次 竹 二 郎君 登®〕 

〇 政府 委員 (床 次 竹 二 郞君 d 髙松君 に 御 答し ます、 
唯今 御 質問の 事は、 結局 政府に 於ても 買收 すべき も 
のと 考へて 居ります、 又買收 するなら 成べ く 早い が 
宜か らうと 思うて 居ります、 併ながら 一方 此和歌 U! 
相 可 間の 鐵 道の 竣 H 致します るのに は、 年限を 要す 
る ことで あり、 又 一方に 於て は此 南海 鐵道が 、今 御 
質問の 如く 電燈 事業を 有つ て 居ります るので、 買收 
調査に 手間を 要して、 今 折角 調査 中で あるので す、 
大體 左樣に 御 承知を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
御 諮り 申します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 二 讀會を 開く 
に 決しました。 

〇 荒 川 五郎 君 議長。 

0_ 長 (犬 岡 育造 君) 荒 川 五郎 君。 

0 荒 ハ 五郞君 言葉の 端を 御 咎めす る やうで ありま 
すが、 速記に 殘つ て全國 民の 耳目に 觸れ て、 異な 感 
を與 へる と 思 ひます から 御注意を 御 願 中す、 それは 
先刻 來十數 回に 直りまして、 議長の 御 宣告は 第二 » 
會を 開く や. 否やを 問 ひます、 それに 異議な しと 云 ふ 
さう して 異議なければ 二 |« 會を 開く と 云 ふ 御 宣告に 
なつて 居る、 一 i 讀會を 開く や 否やと 云 ふ 意義は、 議 
長の 確定の 宣告では ない、 異議が 有る か 無い かと 云 
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ふのでほない、二筘會を開くや否やと云ふ铒宜吿で 
あれば、 二詞會 を 開かれん ことを 望む， さう して iff 
ちに 二讀會 を 開く とか、 翌日 開く とかになる、 それ 
で二讀&を開いて宜いかと云ふ越長の御这吿なら、 

興 議な しで K しい けれども 、謎 M o fi まで 〇 出 ii .1*-. !  1 
は、 二 H 會を 開く や 否やを 問 ふ、 モれ には SI 遴なし 
と 云 ふことは 意遂 を ® さぬ のであります、 開いても 
宜い 開かぬ でも 宜い ：：： 

C 議長 r' 大岡育 造 君〕 荒 川 君、 二 誼會を 開く ベから 
ずと 云 ふ 謎が あつたと きに ほ •それで 該論が あると 
思 ふので あります。 

0 荒 川 五郎 君 p 長が 二！！ 锊を 開いて 宜い かと 云 ふ 
御 宣告が あつて、 異議な しと 言つ たら 開かれる …… 
0 議長 (大岡 育造 君〕 開く に 御 異諉は ないかと 云 ふ 
のであります から、 それで 宜しい のです。 

〇 荒 川 五郎 君 一一 tg 會を 開く や 否やと 云 ふのは …… 
〇 議長 (大冏 育造 君〕 荒 川 君は 意味 ほ 分つて 居る が 
言 鹿が 足らぬ やうに 思 ふと 云 ふ 御注意と 思 ひます。 
〇 荒 川 五郎 君左樣 です。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 其 意味は 私 も 能く 了解 致して 
居ります、 此所 では 二 諮 會を 開く や 否やを 御 諮りす 
るので す。 

〇 荒 川 五郎 君 異 謎 なしは …… 

0 議長 (大岡 育造 君〕 異 ■ が あれば 否になります、 
否に なつた ときには 即ち 開かぬ のであります C 「いえ 
す」 「のう」 「です J と 呼 ふ 若 あ -=0 「いえす J「 のう」 
と 仰し やる が、 それと 同じ 意味であります。 

〇 荒 川 五郎 君 「いえす」 「のう」 の 問では ない …… 
0 議長 (大 岡 育造 君？ それで 惡 ければ 賛否の 事です 
0 岩崎勸 君 直ちに 日程 第 十五、 第 十六 兩 案の 第二 
譖會を 開き、 三 ii 會を 省略して 委員長 報吿の 通り、 
nr 決 確定せられ ん ことを 葳み ます。 

〔「 寶成 々 々 」 の聲 起る〕 

0_ 長 c 大岡 育造 君) 唯今 異識な いと 云 ふ 後に、 更 
に 岩 崎 君の 動議が あつた こと、 思 ひます •然 らば 直 
ちに 兩 案の 二 ii 會 を 開く や 否やを 御 諮りを します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 匣ち に！ 一案の 
二 證會を 開く ことに 決しました。 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案  第二 la 會 (確 

蠢〕 

北海道 鐵道敷 設法中 改正 法律案  第二貊一 
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會( 確定 謎〕 

〔「本案に 付て 3 T 譏な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0! 一長 C 大岡育 造 君) 本案に 就て 御 異議が なけれ ぱ 
1 U 調 會を 省略して 兩案 とも 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します (拍手 3C る〕 

〇 岩 崎 勤 君 議事 日程 變 M に關 する 緊急 動識を 提出 
致します、 即ち 茲に预 3S 關 係の 法律案た る 裁判 Rr の 
設立に 關する 法律案、 大正 二 年 法律 第 九號 中改 IH 法 
律 案 •不動 產登 記法 中 改正 法律案を 一括 il 題と し、 
次に 北海道 P 土人 保 韩法中 改正 法律案、 及 朝鮮 鹄院 
及濟 生院 特別 會計法 屮改 正 法 ? It 案を 各 別に 識題 と爲 
し、 各々 第一 It! 會の緖 、委員長の 報 苦を 求め、 il 其 
芾議 を 進められん ことを 望みます" 

0_ 長 (，大 岡 育造 君) 日程 變更の 動 識に御 異議 ほ あ 
り ませぬ か。 

r 「異 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育. 造 君〕 御異钱 なければ 日程は 變 K せ 

られ ました •裁判所の 設立に 關する 法律案、 大正 二 

年 法 W 第 九 號屮 改正 法律案、 不励產 登 PR 法 中 改 正 法 

律 案、 之を I 括して 議題と 致して 報告を 求めます" 

裁判所の 設立に 關する 法律案  第一 ^ 會 

の 縊 C 委 M 長 報告) 

大正 二 年 法 _第 九號屮 改正 法律案  第一 

の 結 (委 M 長 報吿) 

不励產 登記 法 中 改正 法律案  第一 詞 會の 

緩 (委 員長報逬) 

0 法 ^ ®  士政尾 藤 T*r 君 SS 長。 

〇 謎 長 (大岡 育造 君) 政 尾藤吉 君。 

〔法® 邱士政 吊 藤 吉君登 瑕〕 

r 柏手 起る： i 

〇法吊沔士政尾赌杏君裁判所設立に關する法律案 

外 二 件の * M & の 純 過 並に 結果を 御 報 fr 致します、 

御 承知の 通り 大正 二 年の 行政 整理の 際、 全國 に涉〇 

多數の 辟 裁判所は 躞 止せられ ました、 然るに 其 後の 

經驗に徴しまして、又其後地方の發達に依りまして 

陴 ± したる 3 :站判 所を S： 活 する 必要の 楊 所 も ありま 

する し •又 新に K 裁判所を 設ける 必要の 起つ た 場所 

もあります るので， それ故に 昨年の 第 四十 蕺會の 際 

に廢 止に なりました る區 裁判所 六十 四 箇所は、 挺活 

になつ たのであります， lit 度の 案は 尙ほ 三十 一箇所 

の復活、又ほ新設に關するものでぁりま丁、それか 

らもう 一 件は ! It Isf 救 判 所の® 活又は 新設に 伴 ひまし 


て、 復活され たり、 又は 新設され たりした る 所の 區 
裁判所に 依つ て、 別表 即ち 现に存 して 居ります る 所 
の區 裁判所の 宵 Is が 變〇 まする ので、 其锌 |« を 決め 
る 所の 別表の 改正の 必要が 起 〇 ます、 それが 一つ、 
それからもう 一件は 區裁判 所の 復活 又は 新設に 伴 ひ 
まして、 登記 yf 務の廢 合の 必要が 起り ます、 それは 
新に 出来ました る 所の M 裁判所、 又は 其區裁 判 所の 
m 張 所と して 出来ます る 所の 登記所 •其 登記所のは 
づ れの界 にあります る 所の 地方の 莕に 取 りまして は 
隣の 登記所へ 行く 方が、 餘程 M 利で あると 云 ふ 場合 
が あるので あります その 場合に 於き ましては* 司法 
大臣は 省令を 以て、 一の 登記所の 管 g に ® 5 する 事務 
を 他の 登記所に 委任す る ことを 52 と、 斯う 云 ふ 風に 
不動 產登 記法 中の 第 八條の 二を 改正 致します、 さう 
云 ふ 必要が 起る のであります、 此三 件は 何れも 娄員 
會に 於き まして， ® 111: なる 群議を 遂げました る 結果 
大务數 を 以て 原案 通り nj 決 致しました のであります 
何卒 諸君に 於 かれましても 大多數 を 以て 可決 あらん 
ことを 希 §1 致します (柏手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育 i£ 君〕 裁判所の 設立 及 大正 二 年 法律 
第 九號中 改正案の 二 誚會を 開く や 否やを 御 諮りし ま 
す。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 
〇 謎 長 c 大岡 育造 君〕 御異藕 がなければ 二 if 會を開 
くに 決しました。 

0 岩 崎 剌 君 商ち に 裁判所の 設立に 關 する 法律案 及 
大正！ 一年 法律 第 九號屮 改正 法律案の 第二 讓會を 開か 
れんこと を 望みます。 

〇 議長 c 大岡育 造 君) 右二 案の 第二 Irl 會を 直 ちに 開 
くに 御 異議は ありませ ぬか。 

.〔「巽 黐な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 c 大岡 育造 君〕 御與篛 がな けれ ぱ® ちに 第二 

讀 ir を 開きます、 修正の 提議が あります、 高 田耘平 

君 _ _ _ 

裁判所の 設立に 關する 法律案  第一 1 P 會 

(確定 議〕 

大正 二 年 法® 第 九號中 改正 法律案  第二 

1  ii 

〔高 田耘平 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0高 (1| 耘平君私ほ_今第二讀會の議に上って居る 

裁判所の 設立に 關する 法律案 外 一件に 付きまして、 


修正の 励_を 提出 致します、 修正の 箇所は 裁判所の 
設立に 關する 法律案 5 ■第五 項 「栃木 縣足利 郡 足 利 町 
-I 區 裁判所 ヲ 置 キ之ヲ 足利區 裁判所 卜稱ス 」 と ある 
のを 「栃木 縣 安蘇 郡 佐 野 町-一 區 裁判所 ヲ置キ 之ヲ佐 
野 區裁判 所卜稱 ス」 斯う 云 ふ 事の 修正で ございます 
即ち 足 利 町に 新設すべき ことよりも、 佐 野 町に 復舊 
すべきは 當然で あると 云 ふので あります、 此第五 孭 
の 外に 於き ましては、 全部 原案に 寶成で あります、 
惟 今の 法律の 修正の 結果と 致しまして •大正 二 年 法 
律 第 九 號屮改 正 法律案 中 「同 表 中ノ祸 木 M 裁判所 ノ 
項 ヲ左ノ 如ク 改ム j の 中 『足 利」 とあります のを r 
佐 野」 と修 IE する ので ございます、 5!; 他 原案の 通り 
でございます、 lit. 問題は、 御 承知の 通りに 昨年の 請 
願 委員 會の 本會熟 に 於き まして、 私が 佐® の M 裁判 
所を 復活す る ことに 請願 姿 員會が 容れ まして •本 # 
議が 否決 するとき に、 私は 佐 野區 裁判所 復活が 當然 
であると 云 ふこと を 主張した 問題で ございます •即 
ち 前年 來深 き關係 の ある 問題であります るが 故に、 
而 して K 裁判所の 位 ® に關 する こと  >は雖 も •荀も 
最も 厳正 公平を 尙ふべ き 司法 當局 者の 發 案に 係る 間 
題で ございまして、 之を 唯々 i K 裁判所の 問題と し 
て、 輕々 に 看過す る ことが 出来ない 立場に 相 成つて 
居る ので ございます、 私は 此 修正の 理由と して、 第 
一 第二 第三を 數へや うと 思 ひます •第一の 理由は 即 
ち 政府が 本案、 此區栽 判 )! rr の 設立に 關 する 法律 S 
案の、 王た る砰由 に 基いて でございます、 第二は 此佐 
野の iii 活が 當然で あると 云ふ歷 史上の 刑 由より で ご 
ざいます， 第三 it 土地の 便 否の 關 係より で ございま 
す、 此の 三點 より 修正 說が 是れな 〇 と 信ずる 者で あ 
ります、 今 第一の 理由を 申 上げ ますれば* 過殷 此の 
法 fli 案 提出の 時に、 前 川 虎造 封が 政府に 向つ て 質問 
を 致して あります， 其 質問の 要旨は、 提出の 理由と 
して、 政府 (i 交通の rtii 否に 鑑み 报 ||-'1 したと 云 ふこと 
が 1J いて ある、 併ながら 交通の便 否を 顏みな い 所が 
多々 ある、 是は どう 云 ふ譯 であるかと 云 ふ 質 間の や 
うに 記憶して 居ります、 其® 問に對 しまして •其當 
時の 政府 委員 鈴 木 司法 次官は、 斯う 1 云 ふ 御 答を して 
ございます r 此點 に付きまして ほ ia にも 角に も廢止 
せら 九た る區数 判 所を 復活した る 後事 情の！； 化 も定 
まつた ii に 於て 整理し なければ ならぬ ものと 御 答申 
して S いた 次第であります、 今日に 於き ましても 尙 
ほ 其 考を持 つて 居る ので ございます」 斯う 云 ふ 立派 


なる 御 答で ございます、 即ち 政府 當 屈 者は、 飽 まで 
も 復活を する ものであると 云 ふことの 意見で ござい 
ます、 土地の 便 否は 果して 後日に 至つ て 整理すべき 
ものであると 云 ふことは、 明かに 鈴 木 司法 次 , [V が 御 
答に なつて 居る、 此理 由に 依りまして、 私は ^ 野 の 
區激判 所を 復活すべき ものを 足 利に 新設す ると 云 ふ 
ことは、 政府 當局 者が 此裁判 所 復活に 關 する 法® 案 
を 提出す る 趣旨に、 反いた ものであると 云 ふこと を 
斷言 する ので ございます、 即ち 私が 修正 說を提 m 致 
します るのは、 政府 常 局 者の 意兑 と；！； 一の 理由を 以 
て、 此修 正說を 提出す るので あると 云 ふこと を 第一 
に 申 上げて 置きます、 尙ほ そこで 申 上げて 置きたい 
ことは、 即ち 今 n まで 旣に 復活され ました ものが 六 
十四、 今回の 御 提案に 係る ものが 三十 二と 記憶して 
居ります， 此 九十 何箇 所の 中で >  新設に 係る ものは 
何箇 所 ある やと 政府に 質問 すれば、 北海道に 於て 一一 
箇所 あるの みで， 他に 一箇所の 新設は 無い、 後とは 
全部 復活で あると 云 ふこと を‘ 委員 會に 於て 言つて 
あります、 さぅ すれば 全然 £1 活で あつて’ 新設と 云 
ふことは 他に 一箇所 も 無い、 即ち 栃木 縣に 於て 唯々 
佐 野に 復活すべき を •足 利に 新設した いと 云 ふに 過 
ぎない のであります、 それから、 第二に 歷史 上の 問 
題であります、 此佐野 區 裁判所が 廢 されました 以來 
年々 復活の 請願が 貴 衆兩院 に 向つ て， 安蘇 郡 及 足 利 
郡の 谷 町村 長より 迎碧を 以て 提出され たので あ 〇 ま 
す、 而して 骨 族院に 於て は、 fs 四十 _會 に 於き まし 
て も •佐 野に 復活すべし と 云 ふこと が、 滿塌 一致を 
以て 採擇 されて 居る のであります、 我 衆議院に 於き 
ましても、 三十 九 帝 國議會 以來滿 場 一致を 以て 採擇 
された のであります、 第 四十 S 會に 於き ま L て も、 
請願 委員 會に 於て は、 滿場 一致を 以て 佐 野に 復活す 
べしとの 請願が 採！！ になつて 居る、 然るに 何が 爲め 
か 知らぬ けれども、 本 fr に 於て 不採揺 と 決した のは 
諸 討 御 承知の 通りであります、 即ち 歷 史上より 申し 
ますれば、 佐 !;1 ■? に® 活す べきが 當然で あるのに， 唯 
々本院に 於て、 第 四十 議會 に此 請願に 關して 、本會 
で 無法に 不採探 に 決した と 云 ふの 外 ありませ ぬので 
あります、 然れば 本牢 はどぅで あるかと 云 ふて 見る 
と •木 年 {3; 佐 野 足 利兩 町より、 別々 に 裁判所を 設け 
て吳れと云ふ請願が出亡ので&ります、此請願に對 
しまして， 此 間の 委員 ir が 加 何なる 決定を 與へる か 
と 云へ ば、； 一 請願と も、 之を 參考 として 政府に s fj- 
i  C 1 九 
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すべし と 云 ふことの 決定を 見た やうで あ 〇 ます、 私 
は 之を 見て 益々 昨年 太 會に 於て不 採 擇 にした と- K ふ 
ことが、 不自然の ものであると 云 ふこと を斷 言す る 
に tl らぬ のであります C 拍手す る 者 あり〕 若し 昨年 
請願 委員會 に 於て 可決した ものを •本色に 於て 不採 
擇とす べき 程 m 大なる 理由が あつたな らば、 何ぜ此 
二三 日 前の 諸 願 委員 會に 於き まして、 兩案 とも 政府 
參考と 致しました ので ございませう か、 何故 佐 野の 
方を不 採 捋と決 しない か、 甚だ 不徹底の 請願荽 員會 
と 存じます、 然れ ば殘る 理由は、 昨年 i-j: 佐 野 復活の 
請願の 紹介 翳 員は、 本 M 及 大津淳 一郎 君で、 共に 憲 
政 會 に ® 3 する 者の 提案で あるが 故に •之を 不採 擰 に 
決した ので ございませう か、 木 年 ! 3; 佐 野の 區 裁判所 

を 復活すべき 請願の 紹介 議員は > ifv 府與黨 の 大多數 

を 有する 政 友 ir 所 ® の 佐 野の 住人 秋 山 金 也 封で ある 

が爲 めに、 之を 參考浍 付と 云 ふこと に 致した ので ご 

ざい ませう か、 私は 甚だ 請願® 員會の 諸君の、 昨年 

と 今年と に 於け る 態度の 變 更に欝 くもので ございま 

す、 詰まり 本會に 於き まして 不採擇 に 決 L たと 云 ふ 

ことは、 其 時の 一時の m 來 事であります、 其 證據に 

は、 本年 政 友會の 諸君が 多数を 占めて 居る 請願 委員 

會に 於き まして、 參考浍 付と して 雨 案 共に 政府に ; 1 

つたことは、 明かなる 證據で あると 私は 思 ふので あ 

ります、 故に 此 問題は 歷史 上ょり 致して、 殊に 本院 

の 院議を 重ず る 上に 於て、 殊に 請願 委員 會の 決議を 

甭 ずる 上に 於て、 佐 野に 復活すべき が當然 の 理由で 

あると m ずるので あります、 更に 第三は 交通の便 否 

の 問題であります、 此 問題に 付きましても、 委員 會 

の 時に 政府に 質問した 所、 斯う 云 ふ 御 答 辯で ござい 

ます、 「佐® 足 利が 一國 となつて 一 管轄 M 域で あれば 

兎も角も 今度 (3: 上 都賀郡 の 足 尾 町を 其區 城に 編入し 

たが is に 地理 上足 尾 町を 編 人す ると 足 利 町' か 中心で 

ある 故に 佐 野に 復活せ ず 足 利に 新設した ので ある」 

斯う 云 ふ 御 答 辯で ありました、 併ながら 是は唯 々土 

地の 中心が 足 利で あると 云 ふことの みであります、 

R に 土地の 便 否と 云 ふこと に考 憩 の 及ばない 問題で 

あると 私は 思 ひます、 少しく 事が 細かくなります け 

れ ども、 勢 ひ 中 上げざる を 得ない のであります が、 

佐野と足利との間の距離ほ-汽車哩に致しまして僅 

かで、 時間は 十九 分 間であります、 そこで 地理 上 か 

ら 行きます ると 云 ふと、 足 利の 町の 人 及 足 利 郡に ® 

する 人は、 凡て 如何なる 邊隅に 居る 人で も、 足 利 郡 


に 居る 人 ほ 假令 佐© 町に 區裁判 所 •か出来る として、 
其 日に往 设が 出来 得る ので •こざいます •而 して 足 尾 
が 管轄に 編入され て、 さう して 足 尾 町の 人 も 一日に 
佐 野 町に 往復し 得る のであります •所が 若し 之を 足 
利 町と 致します れぱ ，此の 地方の 重要 都市た る 葛 生 
町 及 之れ に 接 譲した る數 多の 町村の 人が、 到底 足 利 
町に 其の 日に 往復 •か m 来ない と 云 ふ 事情が ございま 
す •是ほ 一寸 疑問と せらる > であり ませう が、 東武 
鏺 道との 關 係， 前 橋 小山 間の 汽車 時間の 關係 より、 
確に さう 云 ふ 結果に な づて 居る ので ございます、 即 
ち 土地の 便 否より 申し ますれば、 佐 野 町で あれば 安 
蘇 郡、 足 利 郡、 足 尾 町の 總ての 人が、 其の 日に 裁判 
所の 用件を 濟 まして、 其の 日に 往復す る ことが 出来 
る、 若し 之を 足 利と 致します れば 、安蘇 郡の 北部 一 
般は 、其の 日に 往復し 能は ざるの 地勢に 在る と 云 ふ 
ことを 御了承を 請 ひたいので あります、 即ち 土地の 
便 否より 申し ますれば、 明に 足 利 町に 置く よりも、 
佐 野 町に 置くべき ことが、 管轄 區域佘 般に 渉つ て、 
最も 至便の 地に 在る ことを 御了眾 を 請 ひたいの であ 
ります、 以上の 通りで ございま すれば、 土地の 便 否 
より 鑑みましても、 當然佐 野 町に 復舊 すべき もので 
あると 私は 信ずる ので ございます、 殊に 又 佐 野 町に 
は 裁判所の 敷地 及 建物が、 尙ほ 存在して 居る ので ご 
ざいます、 而して 其の 土地の人の 寄付に 依つ たもの 
であると 云 ふこと を 御了承を 請 ひたいので ございま 
す、 以上 土地の 便 否より •本 問題の 歷史 より、 政府 
が 裁判所に 關 する 法律案を 提出し まする 根本の 理由 
より、 總て より 論じまして-どう 致しても 足 利に 新 
設す るよりも、 寧ろ 佐 野に 復活すべき が當然 である 

と 云 ふ 結論に 歸著 致す ので ございます、 私は 斯樣な 

る 理由を 以て 修正案を 提出す る 次第で ございます、 

_ 甚だ 小な れど も、 苟も 嚴正 公平を 尙ぶべ き 司法 當 

局の 立案に 係る 問題であります から、 名を 復活に 藉 

りて 新設を 爲し 一 ^ 其 間に 於て 新設すべき 理由な き 

に拘ら ず 名を 復活に 藉 りて 新設を 企てる と 云 ふこと 

は、 司法 當局 者と して 執るべき ことでは なから うと 

思 ひます、 即ち 佐 野 町を 復活す る ことは、 政府 當然 

の 事と して 爲す べき もので あつて 足 利に 新設す る こ 

とは 誤つ て 居る と 云 ふこと を、 私は 論斷 する に tl ら 

ぬのであります、 どうぞ 滿 場の 諸君 も 御 賛成 あらん 

ことを 深く 希望 致します。 

〇靆長 C 大岡 育造 君〕 武 藤金吉 君。 


〔武藤 金吉君 登®〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇武藤 金吉君 裁判所 設證 に關 する 法律案 中、 唯今 
栃木 縣足利 郡 足 利 町に 區 裁判所を 匿き、 之を 足利區 
裁判所と 稱す ると 云 ふ 原案に 對し 、佐 野 町に a いて 
之を 佐野區 裁判所に 修正す ると 云 ふ 高 田 君の 修正 意 
見に 反對を 致しまして， 政府案に 賛成の 意見を 述べ 
たいと 思 ふので あります、 諸君、 此足 利と 佐 野の 問 
題 ほ、 昨年の 本 議場に 於て 問題と なつた ので ありま 
して、 其耍點 は 四十 議會に 於て 論議し 盡 されて 居り 
ますが、 唯今 高 田 君の 御 熟 心なる 修正の 御意 見が あ 
りました から* 甚だ 由す まで もない 事では あると 思 
ひます けれども、 之に 對 して 御 答を すると 云 ふこと 
も、 亦已 むを 得ざる 事と 考へ るので あります 、先づ 
此足 利と 佐 野に ® く 利害 便 否の ことを 判斷 をす ると 
致し ますれば、 此足利 安蘇の 二 郡の 關係 •及此 地方 
の 民情、 風俗、 產業 ■裁判 事項 等に 付て 數 字を I® 
します れぱ 外の 理由は 說明 をせ ぬで も 解決が 著き さ 
ぅに 思 ひます、 政府が 見る 所 あつて 佐 野に 區 裁判所 
を 復活し ないで、 足 利に 置く と 云 ふことは •洵に 現 
在の 民情を 穿つ た 適當な る處 置で あると 私は 信ずる 
のであります、 試に 足 利と 安蘇の 戶數 を算 へま すれ 
は、 足 利 郡は 一 萬 六 千 四百 八十 九戶で あります、 安 
蘇 郡は 一 萬 三千 九 百 十一 戸であります、 又 人口を 算 
へま すれば、 足 利 郡は 十 萬 六 千 二百 九十 七 人、 安蘇 
郡は 九 萬 三千 四百 〇九 人、 又 直接 國税の 納付 額を 算 
へま すれば、 足 利 郡は 二 十三 萬 五 千 九 百 四十 圓 四十 
二 錢 •安蘇 郡は 十八 萬 千 六 百 十一 一圓 •又 間接 國税に 
至りまして は、 足 利 郡は 六十 四 萬 二 千 二百 三十 圓、 
安蘇 郡は 僅に 二 十五 萬 二 千 五 西！ 一十 一圓し かない、 
又縣税 に 於き ましても， 足 利 郡は 十六 萬 千 四百 二十 
八圓 十七 錢あ る、 安蘇 郡は 十三 萬 八 千 八 百 八十 圓九 
十七 錢あ る、 更に 此兩郡 の 生產 力を、 大正 四 年 五 年 六 
年の 統計を 平均 致しました もの、 數 字を 擧げ ますれ 
ば、 足 利 郡は 三千 八 百 二十 八 萬〇百 八 ■十二 圓に 上つ 
て 居る、 安蘇 郡は 僅に 千 四百 七十 五 萬 七 千 四百 十一 
圓 である、 更に 大正 七 年度の 此額は •足 利 郡は 四千 
萬圓を 越へ て 居ります、 安蘇 郡は 其 割合に 上つて 居 
り ませぬ， 又 本 問題に 最も 關 係を 有する 裁判 事件を 
申 上げ ますれば、 民 刑 裁判 件數は ■足 利 郡に 於て 千 
八十 八 件を 今まで 裁判所が 無くても »: へて 居ります 
安蘇 郡は 九 百 四. 十九 件を 算へて 居ります 更に 此度政 


府の 提案には >  此 足 尾 町を 加へ て S 利 町を 中心とし 
て やる と 云 ふので あむます から、 足 利 町 0 准 今 - » へ 
ました 件數 に、 足 尾 町 f^ 裁判 叫 件 〇 件® を 加へ> 

ると、 足 尾 町は 五 百 八十 一件で あ 〇 ます •芄百 八十 
一件と 八 百 九十 九 件であります から、 是は 千 w n ff 
に對 して •佐 野 町は 六 百 件し か 無い、 此件 r( に 封し 
て 裁判所を ® くと 云 ふこと ほ 見なければ ならぬ、 又 
生 鹿 狀况 から も 之を 見なければ ならぬ、 斯の 如く 戶 
數 の點 から 言つても 、納税の 點から 言つても、 入口 
戶© の點 から 言 つても® 利の 良い ^ 山の 人 0 闸 利を 
する 所に 裁判所を 掙べと 云 ふことは、 先づ此 數字に 
法. 〇 ました V- けで も. 結論を 肖る こと ゞ思 ふので あ 
ります、 何事 ぞ高田 君 ほ 非常に 熟 狂して、 拐に も 付 
かないと 言つ ては 失禮 であります けれども、 今日 交 
通の 便 否が どう だと か-復活し なけれ •はならぬ とか 
或は 櫪史が 斯う だと か、 或は 土地の 狀况が どう だと 
か 云 ふ 御 話が ありました が、 是 ょり 高 田 君の 御 述に 
なつた 事に 御 答を 致します れぱ 、先づ 此諝院 の 調 願 
は I 御眾 知の 通り 本年の 裁判所 復活の 請願は、 佐 
野町安蘇郡各町村から出て屘ります、又足利郡の誚 
願は、 足 利 郡 各 町村 及 足 尾 町から 出て 居ります、 此 
足 利 町に® くと 云 ふ 請願は、 私が 紹介を 致しました 
此二 案は、 請願 委員 會に妗 . -r ましては、 兩案 共に 此 
法律案が出て居るから、汴1糸の委11會に、之を绞 
重 致しまして 浍付 すると 云 ふこと になつ て 居ります 
請願 委員が 何も 政府の 參考 としたので ない、 即ち此 
議題に なつて 居る 法律案の 委員 會に绘 付を された の 
であります、 さう して 此案が 決つ た！ いでありまして 
何も 高 田 君の 仰し やる やうな 次第にした ので ありま 
せぬ から、 高 田 君の 今爱 に御述 になつ た ajf は、 間 運 
であると 云 ふこと を 私は 申 上げる、 又歷史 々々と 申 
します るが •歷史 と 云 ふ ものは 請願を 一昨年まで— 
三十 九 _會 まで、 足 利と 佐 野は 一緒にな つて 居つ た 
今度 別れて 別に やる からと 云つて •何も 去つ た 女房 
が 何處に 行かう と •別れた 時に 別れない 時の ことを 
繰返して 言 ふ 事は •殆ど 愚痴に 類す る 事で ある、 先 
づ高田 君の 論と 云 ふ ものは、 最も 其 中の 骨子と な 
つて 居る の 5T 俺 か 佐 野と 足 利の 間は 三 里し かない 
汽車の 時間で + 九分 間で 行く から、 足 尾から 来ても 
足 利から 行 つても 差 支ないで ないかと 言 ふが 其識論 
は 此方の 私の 方に 拜 借して 佐 野の 方の 少數の 方から 
生產 力が 少ない から、 足 利に 御 出に なつて 宜しい と 
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云 ふ 事になる のであります、 况や足 禺 から 來ま する 
には 十九 分 間 先き に 行かなければ ならぬ、 又 K りの 
事を 云 ふと 十九 分 間で、 三十 八分掛 る譯で あります 
又莴 S 其 他の 村落から 来られない、 昨年は 一晚泊 
りで なければ 来られぬ と 言 ほれた が、 唯今は 大變不 
便 だと 云 ふ 事 だけに 御 止めに なつた が、 幾らか 同縣 
であるから 彼の S の 事 m を 御開 合に なつた と 見える 
私は 縣が違 ひます けれども〆 渡. R 翻 川を 隔て、 lit 安 
蘇 足 利の 治水の 關係 上、 取： 5 T の關係 上、 高 田 君ょり 委 
しいので 能く 知つて 居る のです', 「田 沼 町は どう だ」 
と 呼ふ湃 あり〕 能く さう 云 ふ 苦しくな つても. 其 誹 
謗の ことは 餘〇 面白くない、 斯う 云 ふ 議論を 以て 立 
派なる 誘 論に 封抗 すると 云 ふが 如き ことは， 到底 是 
は 木會に 於き まして 容れる 事が 出来まい と 思 ふ， 之 

を耍す るに 政府の 原案は g る 宜しい もので ありまし 

て •全國 中 大抵 復活に なつた が此佐 野區 裁判所を 復 

活せず して、 足 利に 新設を したと 云 ふが 如き 事は、 

司法 行政の 私は 一大 進步で あると 思 ふので あります 

然れば * と共に 今後に 於き ましては、 此汽 車が 出来 

たり、 道路が 出来た 交通の便が / 1! 來 ましたなら 

ば、 矢 張 司法 行政の h に 於き まして •もう 斯樣な 方 

法は 各所に 起る こと、 信じまして、 原案を 寶成致 し 

まして • 瓰憾 ながら 高 田 君の 修正 S 見に 反對 をす る 

次第であります ，之を 以て …… (拍手 起る〕 

〔「修正案 反 對 / 修 JH 諭 者 顔色な し j  r 何が® 色 

なし だ」 と 呼 ふ 者 あり j 

〇鼓 長 C 大岡宵 造 君〕 別に 討論の 申出 も ありませ ぬ 

から、 先づ高 田 対の 修：止 に f? 成 諸 对の 起立を 求める 

順序を 取ります、 高 田 君の 修正 動議に 賛成の 諸君の 
起立を 求めます。 

起立 界  少数 

0 議長 (大岡 育造 君) 少數 であります、 否決。 

0 岩 崎 fll 君 諮 長。 

〇讁 長 (大岡 育造 - if ) 岩 崎 对 ，何です か。 

〇 岩 崎 Is 君 此兩案 ほ 三 轲會を 省略して、 委員長 報 

ff 通り 即ち KC 案 通り：？ 決 確定せられ ん事を 箱み ます 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 lit 大正 二 年 法 钳 第九號 中に も 

修正の 申出が あります から、 是は 別々 に 採らざる を 

得ぬ やうに . M ひます。 

〇 岩 崎 FJJ 君 左 棟です か。 

〇 議長 C 大岡 育造 打) 先づ裁 判 所の 設立に 關 する 法 


律 案の 修正 励 謎の みを 諮りました， 此方の 決議を 終 

つた 後に 又 次の 案に 移り ま j、 裁判所の 設立に 關す 

る 法律案は 二®# の 通りで 他に 御 Ef 議は無 いのです 
i  〇 
力 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 奢 あり〕 

〇 譏 長 (大岡 育造 君) 然らぱ 裁判所 設立の 案は 三 讀 
會を 省略して 可決 確定した る ことを 宣言 致し ま -i 
高 田 君に 御 諮り 申します が、 大正！  一 年 法律 第 九號中 
の 修正 動議は 相 變らず 御 維持な さる か。 

〇 高 田 耘平君 止し ませぅ。 

〇 議長 0 K 岡 育造 岩〕 修正は 撤回に なりました、 即 
ち 大正 二 年 法律 第 九號屮 の修：  止は 撤回に なりました 
就て は 同 案に 對して 岩 崎 君の 動議に 御 異議は ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0P 長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 三 讀會を 省 
略して、 可決 確定した る ことを 宣吿 致します。 

〇 岩 崎 剧君 次に 直ちに 不励產 登記 法屮 改正 法钳案 
の認二 讀會を 開 キ/ 三®# を 省略して 委員長 報吿通 
り -nl 決 碗 定せら れんこと を 望みます。 

〇 議長 〇 大岡 育造 君〕 不動 產登記 法屮 改正 法律案の 
二 ffl 會を 開く や 否やを 諮ります。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案の 二 讀 

會を開 くに 決しました - 御 異議がなければ 直ちに 

第二 if 會を 開きます。 

不動 產登 IF!! 法 屮改正 法律案 第二 讀會 (確 
定議) 

r 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0議長(大岡育造尅〕本案に御異議がありませぬか 

t 「異 諮な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (大岡 育造哲 〕 御 異議がなければ 岩 崎 君の 動 

誘の 如く  •三® 會を 省略して 可決 確定した る 事を 宣 

吿 致します， 此際 特に 一言 致して 置きます が •本日 

は 私 少し 口中に 障りが あります 、宣告の 仕方が 如何 

にも 緩い、 少 々勘 辯して 御聽 取を 願 ひま -i - 北海 

道 舅 土人 保護 法 中 改正 法律案の 第一 讀會 の綏を 開き 

ます — 委員長 佐々 木 平 次' 郎君。 

北海道 舊 土人 保護 法 中 改正 法律案 (政府 提 

出〕 第 一讀 會の續 C 委員長 報告 X 確定 議〕 

〔佐々 木 平 次 郎君 登壇〕 

〇 佐々 木 平 次 郎君 唯今 議題に 上って 居ります 北海 


道 ft' 土人 保_法 中 改正 法律案の 委員 會の經 過 及 結果 
を 御報吿 致します、 委員 會は 前後 三回に 亘り まして 
會黐を 開いた のであります、 政府 委員は 詳細なる 說 
明を 致され •委員 諸氏に 於 かれまして は 質問 應答を 
K ねられた のであります、 本案の 要旨は 極めて 簡單 
であるので ありまして、 從來此 北海道の 舊 土人を 保 
護す る 所の 法律は •制定され て あるので あります が 
更に 其の 法律の 內容に 一步を 進めて、 最も 有効に ® 
宜を與 へやう と 云 ふのに 外ならぬの -e & ります、 即 
ち要點 を擧げ ますれば 天災 其 他の 事由に 依つ て 傷痕 
を 受け 若く は 疾病に 罹つ た 時に 當 つて、 自费を 以て 
治療す る 事の 出來な い 者に對 して 救療 し、 又 之に 藥 
價を與 へやう とする のであります、 聞く 所に te り ま 
すれば 現在の 北海道に 於け る舊 土人は、 約 一 萬 八 千 
人 程 居る さう であります， 而 して 最近に 至りまして 
死亡率は 此內 地の 人に 較べます ると 云 ふと、 比較的 
多い のであります、 又衞生 狀態も 極めて 不良で ある 
のであります， 殊に 肺結核に ffi つて 死亡す る 者が 非 
常に 多い ので ありま す、 之が 救揿 又は 救濟の 規定を 
加へ ると 云 ふこ. とは、 入道の 上から 言 ひましても、 
最も 緊要の 案で あると 云 ふ 下に 於、 きまして、 委員 會 
は 滿場 一致を 以て 原案を 可決した のであります 、此 
段 御 報告 申 上げます。 

〇 岩崎勸 君 本案は is 會の 順序を 省略して >  委员 長 
報吿の 通り 可決 確定せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異_な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ 本案は 讀會の 
順序を 省略して、 可決 確定を 宣吿钕 します、 次に 朝 
鮮醫院 及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案の 第一 _ 會 
の 紐を 開きます _| 委員長 山 根 正 次 君。 

朝鮮 醫 院及濟 生 院 特別 會計法 中 改正 法律案 
(政府 提出，， 第 I 讀會 の ^ (委員長 報告) (確 
定議〕 

〔山 根 正 次 君 登壇〕 

〇 山 根 正 次 君 朝鮮 B 院及濟 生 院 特別 會計法 中 改正 
法律案の 委員 會の 結果を 報吿 致します •■委員 會を開 
きます こと 二 回、 政府 委員 も 出られまして、 さう し 
て 之が 說明 をな されました、 さう して 之が 原案 通り 
可決 確定を 致した ので ございます から、 右 御 報告を 
致します、 どうか 委員 會の 通りに 可決 確定せられ ん 


ことを 希留 致します。 

〇 岩 崎® 对 本案は 讀 會の« 序を 省略して •委員長 
報 ffr の 通り 可決 確定せられ ん ことを 留み ます。 

〇觳長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 議に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異 蕺な し Js a なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 翳がなければ 讀會の 順序 
を 省略して、 可決 確定した ことを 宣吿. 放しょ す、 日 
程 第 十七、 第 十八は 同一 委員に 付託した ^ j 聯した 
る 議案なる に 依り、 一 括 議題と 爲すに 御 異議 ありま | 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 c 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 一括 議題と 致 
しま -i — 委員長 松 井 文 太 郎君。 

第 十七 家祿賞 典祿處 分に 關 する 法律案 
(川原 茂 輔君外 十六 名 提出〕 第一 
餾會の _  (委員長 報吿〕 

第 十八 沒祿處 分を 受けた る 者に 封す る 家 
祿賞典 祿鹿 分に 關する 法律案 (川 
原 茂輔君 外 十六 名 提出〕 第一 讀 
會の攒 C® 員 長 報告： > 

〔松 井 文 太 郎君 登壇〕 

〔_ 長大 岡 育造 君 退席 副議長 濱田國 松 君 議長 席 
に 著く〕 

0 松 井 文 太 郎君 日程 第 十七、 家祿 賞典祿 處 分に 關 
する 法® 案外 一件の 委員 會の經 過、 並に 結果を 御 報 
吿を 致します、 本案は K 々本院に 於き まして 論 1 致 
されました、 殊に 第三 十七 議會並 に 第 四十 議會に 於 
きまして は、 旣に可 決せられた 案であります るに 依 
つて、 本案の 內 容の說 明は 省略を 致します ，併な が 
ら 何時も 政府 ほ 此兩 案に 對 しまして •反對 の 意思を 
表明 致されまして f 常に 成立を 致さな かつた 案で あ 
ります、 委員會 は 政府の 意思の 在る ところを 十分に 
質しまして、 愼 JS に審誘 を 致しました 結果、 家祿賞 
典 祿處 分に 關 する 法. 雄 案は、 原案の 儘 Sr 決を 致した 
のであります、 沒祿處 分を 受けた る 者に 對し賞 典祿 
處 分に 關 する 法律案は 修 1H を 致しました •沒 祿處分 
を 受けた る 者に 對 する 家祿赏 典祿處 分に 關 する 法律 
案と あります るのを 「沒 祿處 分ヲ受 ケタ ル 者- 1 對ス 
ル 給與處 分-一 關スル 法律案」 と 修正し ■第 一條 中に 
「家 祿賞典 祿處 分法ヲ 準用シ 同 法-一依 リ」 と ありま 
すのを 「，家 祿賞典 祿處分 法 並 明治 三十 二 年 法律 第 八 
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I  第： S 會の續  朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
けたる 者に 對する 家 祿賞典 祿處 分に 關 する 法律案 第一 讀锊 の綍 


第一 讀 會の續  一〇二 


院議 衆 符菝國 帝 回一 十四 第 


11 議藝 _K_ 案 沒蠢分 裏 i 者に f 家震處 分に關 す. 案 第二 i 


十四 號家线 竹 典 祿睽分 法 施行 法ヲ 準用シ 祿高 整理/ 
爲 一と 修正した のであります、； 筘て现 由を 改められ 
た •即ち 明治 二 十七 年 法律 第二 十號に 依る 特別 給與 
處 分に 對し ，明治 三十 年 法律 第五 十號 家祿订 典. 綠處 
分 法を 進 用して 悶出 を徉さ しめ， 尙ほ 之れ に 對し行 
政 訴訟の 途を開 くの 必要 ありと •斯様の® 味に 致し 
まして ^ A 曾；！ is p. の 結果 此の 修正案を 以つて 金 會 
一致を 以つて 可決した のであります、 而して 政府 ほ 
家祿筲典祿處分に關する法律案ほ、昨年も本院が町 
決を致しました案ょりほ、御提出者の川原君が御說 
明の 如く、 木牢は 幾分の 修正を 加 へられまして 御提 
案に なられた のであります るに 佐つ て、 政府は 原案 
の 通り 同意の 旨を 言明な された のであります、 又沒 

祿處 分を 受けた る莕 に對 し家祿 赏典 祿處 分に 關する 

法律案に 對 しまして は、 政府 ほ 斯樣に 申された ので 

あります、 ® 族を 致します れば直 ちに 復祿 する もの 

とは 解して は 居らぬ、 併ながら 給與 基準た る 所の 祿 

高に 付て 収 調に 不十分が あると か •又は 錯誤の ifi が 

あつて、 給與 額に} f 權衡を 生ずる と 云 ふことは、 ® 

に 氣の毒 な 次第で ある、 此不 _ 衡を 救濟 する 意味に 

於て、 此 修正案に 同意す る、 又此處 分に 對し 行政 訴 

訟の途 を 開く ことに も 異議がない、 以上の 意味に 於 

て此 修正案に 政府は 同 1C する ことを 言明 爲され たの 

であります、 尙又 政府は 此法律 案 即ち 兩 案が 兩院を 

通過 致しまして 成案と なりました 際は、 之を 以て 家 

祿赏典 に對 する 最終の 救濟と 致す 意味に 於て、 特に 

同意を 致す と 云 ふこと を 附言 致された のであります 

本案に 於き ましても、 委員 會 可決の 修 JE 案は ■其 « 

行の 上に 於き ましては、 御 提出者の 御 提出の 意味と 

變りも ありませ ぬ、 又 本院に 於き ましては、 再三 町 

決を 致され、 尙ほ迎 年 請願者の 請願を 御探摇 なされ 

た 所の 意味に 於き まして、 K 質 上 同一の 目的を 達し 

得られます ものであると 信じます から、 委員 會可決 

の 通り、 本院に 於ても 速に 可決せられ んこ とを 希望 

致します。 

0 副 it! 長 (漯田 國松 君〕 日程 第 十七 十八は 一括 議題 

に 供し ましたが、. 日程 第 十八の 方には 修正が ありま 

すから、 探 決は 別々 に 致します、 先づ 日程 第 十七の 

家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案の 探 決を 致します、 

本案の 二 證會を 開くべき や 否やを _ 題に 供し ます、 

開く ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 翳な し 異議な し」 の ig 起る〕 


〇 副 謎 長 cm 田國松 君〕 御異該 がなければ 本. K'i の 二 
讀會を 開く ことに 決しました。 

0 岩 埼勸君 直ちに 本案の 二 讀會を 開き、 三 ■誠 會を 
省略して 委員 畏報吿 通り 可決 確定せられ んこ とを §! 
みます。 

0 副議長 (節 田國松 君〕 岩 崎 君の 動 一一 に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な L J の睇 起る〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議がなければ 直ちに 二 
讁會を 開き 議案 全部を 議題に 供し ます —— 御 異議が 
ありませ ぬか。 

家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案 第二 S 會 
C 確定 翳 d 

〔「異 _な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君 d 御 異議が なけれ ぱ三 讀會を 
省略して 可決 確定した る ことを 宣吿 します、 日程 第 
十八、 本案 第二 讚會を 開く や 否やを 翳 題に 供し ます 
開く ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 _ なし 異_ なし」 の踩 起る〕 

0 副議長 (潜 田國松 君〕 御 異議がなければ 二 讀 會 を 
開く ことに 決しました。 

0 岩 崎 動 君 直ちに 本案の 二 讀會を 開き、 三讀會 を 
省略して 委員長 報吿 通り、 即ち 委員 會 修正 翳 決 通り 
可決 確定 せられん ことを 望みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な L 異識 なし」 の聲 起る〕 

0 副！ 一長 (濱 田國松 君〕 御 異議がなければ 直ちに 二 

讀 會を 開きます。 _ 

沒祿處 分を 受けた る 者に 厨す る 家 祿賞典 祿 

處 分に 關する 法律案 第二 |« 會 (確定 議〕 

〔r 委員長 報吿 通り 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 識長 (濱 田國松 君) 岩 崎 君の 發_ の 通り 三 證會 

を 省略して 本案の 可決 確定した る ことを 宣吿 致し ま 

す、 日程 第 十九、 財政 整理に 關する 臨時 調査 機關設 

置の 建 11 案、 提出者の 說 明を 求めます。 

第 十九 財政 整理に 關 する 臨時 調査 機關設 

H の 建議案 (犬 養 毅君外 二 名 提 

出〕 

財政 整理に 關 する 臨時 調査 機關 設置の 建議 

政府は 朝野の 學 識經驗 ある ものを 以て 組織した る 

臨時 調査 機關を 設置し 速に 財政の 整理に 關する 調 


査を爲 すへ し 
右 建 難す. 

0 副 調 長 C 葫田國 松 君〕 犬 葬 毅 君。 

〔犬 養 毅君登 瑕〕 

〔拍手 起る〕 

0 犬 養 毅 君多數 の ig 案を 謎せられ た 御疲勞 の 所で 
あります から、 極めて 簡單に 私が 說明 致します 、此 
建議案の 趣意は 旣に說 明 書に® いて ございます 通り 
極めて 簡單な ものであります、 本年の 豫算會 に 臨み 
ましても、 今少し 政府に 改革な さるべき ものが 現は 
れて來 やしない か、 何の 施設 も 見ない と 云 ふこと を 
遺憾と せらる るのは、 どの 團體も 同じ 事で あら， 「と 
考へ るので ある， 政府から 申せば、 內閗 H 尙淺 し， 
實際已 むこと を 得な かつた と 云 ふ 事情が あるので ご 
ざい ませう •併ながら 內 閣日尙 ほ淺 しと 云 ふことは 
實ほ私 共 三十 年間 閾 員を 致して 居ります が、 歷代內 
閣の更 る 時の 是は 常套辭 令に なつて pr る、 常 套辭令 
にどう してなる かと 云 ふと、 實際 今日の 行政の 有糅 
では、 日常の 事務に 逐ほれ 、それで さう 云 ふ 忙しき 
事の 爲 めに 他の 改革に 手の 及ばぬ と 云 ふことは、 數 
十 年 何れの 歷代內 閣を 通じての 是まで の邨害 であら 
うと 考へ るので あります、 そこで 是が 一旦 打破せ ら 
れぬ 時は， 如何なる 英明の 內閣諸 公の 寄 集で も、 大 
斷行大 改革は 出来ないで あらう、 斯う 考へ ます. から 
豫 算に現 れた 所で 甚だ 遺憾と 思 ひまして 、概括して 
大體 から 言へ ば、 今日の 大勢の 推移を 待つ、 ¥/ く 手 
は 著 けられぬ と 云 ふこと ほ 確かな 事實 である、 誰が 
やつても それで ある、 それで 大勢 推移と 云へ ば 申す 
まで もな く、 歐羅 巴の 大戰 から 生じて 来る 所の 影響 
それから 現に 講和 會議 があります が、 講和 會議が 如 
何に 結末す るかは、 此結局 に 於て 如何なる 影響が 及 
ぼす か、 確に 重大の 影響を及ぼして 来る ので ありま 
す、 それで 此二つ の 原因から 生じて 来る 大勢の 推移 
略々 大勢の 見据の 著く までは、 根本的の 改革には 手 
は 著 けられぬ と 云 ふ 事は， 是は 御尤もと 考へな けれ 
ばなら ぬ、 之を 御尤 とすると， 此議會 後に 次の 年度 
まで 內閣が 改革され ると 云 ふので あります か、 是ま 
での 行政の 有 樣でほ 餘程困 難で ある、 年中 常務に 逐 
はれて 居つ て、 其 間に 新しい 案を 案出す ると 云 ふこ 
とは， 何れの 內閣で も是は 出來 ない ので あると 思 ふ 
此 行政府に 居らる る 人々 は 多年の 熟練を 有して 居ら 
れ 、經驗 を 有し ■て 居られる •併ながら 熟練 經驗を 有 
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して 居る と 同時に、 SJ 来の に闪は れ 〇 と 云 ふこ 
とは、 是ほ 何人も 免れぬ ので ある、 其 故に 此改革 を 
立てる と 云 ふこと ならば、 此案に 在〇ま す： ) iiJ /7- ':'] 
野の 跑常な 人を 潠找 されて、 之を 以て al 立てて 一つ 
調べさせて 見る、 斯う 云 ふこと が 一番 大切で ないか 
と、 斯う 考 へます のが 提出した 所以であります、 其 
故に 今年预 算 に對 しても 多少不 滿足の 所が あ 〇 ます 
が •槪括 t て どうしても 見. 送る 時 11.'! になつ て 居る と 
云ふ以上ほ、此所で御互に調赉機關を掊へて、5心 
坦懷で 研究して 見やう、 根本から 研究して 進 \1 に 腿 
ずる だけは して ほどう か、 是だ けの 案で あ 〇 ます、 
それで 此委 を 推 へられる にしても、 無論 內閣訧 公 
に御委せ致す，のでありますが、多少御汴总を致して 
置きたい、 是ま で委 M は澤山 あるので あります、 所 
が餘り 好い 成樹ほ 見ない のであります， それで 餘〇 
好い 成 緩を 見ない と 云 ふ 事は、 有 ea に 申す と 凡そ 委 
員を 描へ ると 云へ ば， 貴 衆兩院 の F4 M は 無論 熟練し 
た 人を 選ばれ ませう、 それから © 菜 家、 學者 、斯う 
選ぱれ る、 多くは 名に 依る、 他に 仕方がない、 非常 
の， 5q の ある 八を 谷 M if から 拔く 、斯う 云 ふこと で 
翳 望と 云 ふ 事を 第一に {S いて 拔かれ て 雄 めら れても 
中々 仕事は 運ばない、 其 故に 名に JI-4 らず して ? Jf l'i- を 
肢 る， 备阐體 の 按分 比例と か 何とか 云 ふ 事は すつ か 
り 捨てて、 相當な 確に 此人な らぱ 調 35 が 出來 る、 同 
じ® 業 家で も、 蹀 望と 云 ふ 上ょ 〇, 事 K を、 W 際を 
調べて、 B! 際を 研究して 居る 其 適任者を 抜く、 それ 
から 兩院に 於ても それを 拔 く、 斯う 云 ふ有樣 で 數を 
餘り 多くし なくて、 熟達し 斟實 經驗の ある Ef 際出來 
得られる と 云ふ學 者、 實業 家、 兩院韻 員、 之に 政府 
當局を 合せられまして、 それで 調 上げたならば、 立 
派な ものが 出来は しまい か、 凡そ 委 M の 團體は 組立 
ではない •人に 在る ので •人が 働かな けれ ぱ ，何度 
捲 へても 役に立たな いのであります から >  之 を 若し 
內閣が 御 採用になる と 云 ふなら ば、 私の 謂 ふ 名を 収 
ら ずして 事® を収 つて 行く、 聲 Sf を •収ら ずして S 際 
の 能力を 取つ て 行く と 云 ふ 方から 團體を 組立て られ 
ましたなら ば、 餘 程の 効果が 擧げ られは しない か、 
.內閣 諸 公に 於 かれても、 同® 諸君に 於 かれても、 御 
同_で あつて、 此大職 の餘 響と して 此儘で ほ參ら ぬ 
のであります、 總 てを 改革し なければ ならぬ、 總て 
を 改革し なければ ならぬ と 云へ ば、 先づ玆 に 財政， 
就中 最も 力を 税制の 上に 向けて 行きたい と 思 ふので 
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あります、 讯稅 の 制度、 即ち 改礙 すべき もの も あら 
う •或は 他に 增さな ければ ならぬ もの も あるで あら 
う、 殊に 內務當 局に 於 かれて；！： r 社 會 政策の 研究、 
其 他 段々 御調に なつて 居る やうであります が、 之を 
調べられれば、 此負擔 はどうして 行く かと 云 ふ 問題 
は 直ちに 起つて 來 るので ある、 それから 讅 和會翮 の 
結果が どうなる か、 獨防 上に も大變 化が 及んで 來る 
遝 出の 大部分を 占める 所の 國 防の 大部分に 影 響 する 
國際關 係に も 影響す ると 云 ふ、 總 てのものが 极本か 
ら 立て 1¢ さなければ ならぬ と 云 ふこと が m 來は しな 
いか、 それと 同時に 多年の 習® で、 餘程 役人の 間に 
は 改革し なければ ならぬ もの も $>. り ませう、 始終 非 
_を 受ける 話であります が •役所の 仕事の 執 方と、 
實際羚 社 銀行の 仕事の 執 方は まるで 違 ふ •こんな ^ 
を此機 會を以 て 一掃して しま ふ、 民間の 熟達の 士を 

舉げ て、 互に 研究す る こと •か 一 番必耍 でない か •丁 

度 御 S: に 之を 以て I 全く 是は笊 派 問題 以外の 事で 

あります から、 御 ZL に 誠心誠意 研究す る. 内閣 も 亦 
虛心 坦懐に 何とか 大改 革を なされる と 云 ふ 意味で* 
どうか 此案を 御 K 成を 願 ひたい. •是 だけの 趣意です 

どうか 御寶 成を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

〇兒玉 右二 対 rf 問が あります。 

〇 副 il 長 cisra 國松 君〕 提案者に 對する 質疑です か 

〇兕玉 右二 君 さう です e  - 
〇 副議長 (m Fi-i 國松忍 )許町 致します。 

〇兒玉 右二 君 私は 風邪であります から、 襟 卷を御 

免を 蒙つ て gc きます 税制の 整理、 財政の 整理は、 是 

は 議負の_ 能で、 殊に 諺 a として 盡さな けばなら ぬ 

ことと 思 ひます、 f •今 犬綦 先生ょ 〇 の 御 議論に 對し 

て •私 も 敬意を 表して、 其 事の 至 常なる を 感ずる も 

のであります •唯々 私共 突飛な ®c 見と して I つ 伺つ 

て S きたいの は、 政 友 會の宣 明す る 所に ffi ると • 请 

に 税制を 整理し、 财政を 整理す ると 云 ふことは* 何 

時 も 言つて 居る、 之に 對して 今 吾々 Is 友黨 の關係 を 

以て 裸 35 : を ® 5 吞み にせん とする 時に 常つ て、 IJt 建懿 

案を 以て 政 友 # を 掣肘す ると 云 ふ 总 味なら いざ 知ら 

ず， 税制の 彩. 理 ，財政の 整理と 云 ふこと を 常に ^ 榜 

して 宵 明して 屛る 、政 友饩 に、 更に 調 ^ 符を 設ける 

と 云 ふことは •政 友 ^ の內 IHI の 税制 整理、 财政 整理 

に對 して 信を S くに 足らぬ と： K ふ御考 であります か 

之を 一つ 伺 ひたいと 思 ひます、 其 次には 虛心 ill 懐 事 


に當 る， 是も 先生の 御言 葉 中に ありまして， 至極 感 
服の 次第であります、 去りながら 虛心坦 懐は Eg 員と 
して 事毎に 事に 當らな ければ ならぬ、 對外 調査 會、 
或は國勢調进會、臨時產業調査局>調 <*£ の局、調 ..1«!: , 
の會を 置かる る こと 此二三 年 頻繁なる こと. 雨後の 
筍の 如くず ん<生 じて 居 〇 ます、 此時に 於て 犬 養 
先生 御主 張の此 調査 局を 設けて、 更に 其 簡を肢 らず 
して 繁を佾 すの みに 終つて •遂に 其調奄 局なる もの 
if 鼐員が 當然盡 すべき 其 職責を 蔑に する ことが 有 
る や 無き やと 云 ふこと を 私は 疑うて 居る ので ありま 
す、 是が 第二 問、 次の 第三は 甚だ 突飛な 言で ありま 
すが、 斯の如 き 案が 若し 憲政 會ょ〇 起るなら ば、 取 
り も ®: さず 大藏 大臣に 對す る： 小 信任 案の 一と 認 むべ 
きものと 私は 思 ふ、 之に 對 して 私の 如き 愚なる 者が 
國 民の 中に© 居ります、 ^ 民を 代表す る 私に 對 して 
懇切ア窣なる御說明あらんことを希轺致します。 

0 犬 養 毅君至 極御尤 な 御尋 と考 へます、 第一の 御 
尋であ つたのは、 無論 政 友會も 税制 整理、 財政 整理 
は唱 へられて 居る、 政友會 ばか々 で ございませぬ、 
凡そ 識會始 つて 以来、 各阑體 共に 是が 載つて 居ない 
のはない のであります、 皆な 財政 整理、 行政 整埋、 
總ての 整理を 唱 へられて 居る、 政府 も 亦 實際其 意味 
が 無い ので 13; ない、 各 内閣が 起り ますと、 何時でも 
改革を どうかし やうと 云 ふ考を 持たれて 居る" 何故 
に 行 li れぬ かと 云 ふと、 樹に 申した 通りに、 如何な 
る 熟練の A であ つても、 多年 其 役所で 同じ 事務を 爲 
して 居る と-容易に 新しい 案 ほ 出て 来ない もので あ 
ります、 是 ほ 人間の 弱 點で容 易に 出ない と 云 ふこと 
と、 最も 繁雜な る 行政で， 凡そ 谷 局の 有樣を 見ても 
日常 事務に 追 はれる ばかりで、 中々 新規な 仕事を 出 

す ことは / 1-; 来ぬ、 それ故に 政 友會が 税制 整理 •財政 

整理を 唱 へられた の ほ 言葉の 上で ない、 g さう と 云 

ふ考 に柑遠 ありますまい が、 御 役人 だけで 爲 すと 云 

ふことは 餘程 W 難な のであります、 それ だから 民間 
の學 者、 窝槳家 、其 外 練達の 士を 集めて 協議を する 
ことが 必要 だと 思 ふ、 是は どうも 私 (3: 實際 必耍だ と 
考へて 居ります、 それで 貴方の 仰し やる 調査 會 {S 澤 
山 ある、 多い のです、 甚だ 多くて 闲る 、多くて 闲る 

と 云 ふのは 忙しい 人で 打掛 つて やる ことが 出来ない 

聲留あ る 人 ばか 〇 多く 集められる 傾向が あるので、 

それ故に 聲 ES は 第二に して、 言ひ換 へるならば 是ま 

で 名 0 f の ある 年を収 られた 人を 其 劇職に 當て ると 云 


ふこと に 如何にも 御氣の 毒な •若手の 新銳の 頭で 之 
に當 られ る、 實際 調べられる と 云 ふ 人を 之に® めて 
さ 5 して 役人と 混合 | 體 で 調 上げる と 云 ふこと を 致 
さない と、 新規な 事が 出来ぬ と 云 ふので あります か 
ら 、政 友會が 爲され る考な ら 極く 宜 い、 此內閣 がそ 
れを 更に 補つて 仕遂げて 行く、 斯う 云 ふので， 是ま 
では 御 承知の 通りに I 成程 文學 的の 好い B 葉で 言 
ひ 現されました が、 雨後の 筍の 如く 中々 澤山會 が 起 
つたが、 普通の 會で 、是で はいかぬ、 それ故に 私は 
調査なる ものは 機關が ©J くので ない、 其 人が 働く- 
卿け る 人で 調べる、 聲朝は 耍らぬ 、實 際の 能力を 採 
れ ，此方 針を 以て 紐 立てられたなら ば、 確に 調査 會 
は 役に立つ、 斯う 私は 考へて 居る、 それから 第二に 
御尋の あつたのは， 此 中に 含まれて 居りは しませぬ 
かどうです — 第二は 何です。 

〔「第二は 同じ 意味です」 「入つて 居ります」 と 
呼 ふ 者 あり〕 

〇 犬 養毅君 入つ て 居ります な， 今の 御尋は 至極 御 
尤で 、私 も 同樣に 心 ® 致して S ります 事柄で ありま 
す、 どうか 內閣諸 公 も •其 意味に 於て 組立 てること 
に 致したい と考 へます、 私 ほ 決して 不信任の 意味で 
出した のでは ない、 併し 信 f-r: をえ らい 置く と 云 ふ 意 
味で もない、 誰が やつても 之を 調 上げる より 仕方が 
ない。 

〇 小 林 嘉平治 君 議長。 

〇 副議長 (濱 W! 一松 君〕 小 林 君 何であります、 質疑 
です か。 

〇 小 林 嘉平治 君 質疑です。 

〇 副 諮 長 (濱 m 國松 君〕 許可 致します。 

〇 小 林嘉平 洽君是 から やります、 提案者の 犬養毅 
君に 質問 致します、 犬 養 毅君は 現内閣を 以て 政黨内 
閣な りと 認むる や (笑聲 起る〕 若く は 前 内閣の 寺內 
内閣 同樣に 官僚 內閣と 誌む る や， 此の 11 に 付て 私は 
(「無用々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 犬養毅 君の 御 考を承 り 
たいので あります CT 無用々々」 と 呼 ふ 者 あり) 私は 
此提 案には 非常に 敬意を 抑うて 居つ た 者であります 
然るに 唯今の 御說 明を 承ります ると， 兎角 役人と 云 
ふ奔ほ 事務には 熟達して 居る が 弊害が 伴 ふ •それで 
あるから して、 民間の 又 貴 衆兩院 の、 それ < 頭の 
ある 聲 望の ある 者を 集めて 調査# を 設けなければ な 
らぬ 、是が 提案の 主 もなる 理由で あるので あります 
犬 38 毅君 にして 今の 内閣を 政 戴 內閣と 認めて 居るな 


らば •又 世間の 所謂 平民 內閣 —— 私は もぅ 一步 進ん 
で、 是は實 業內閣 と 云つ て も宜 いと 思 ふ、 (笑 聲起 
る〕 何とな れぱ 內閣諸 公は 皆な 實 業界の 經驗 と閱歷 
とを 有して 居られる 方々 であります、 斯の 如き 內閣 
に對 して 斯の 如き 提案を 爲 さると 云 ふことは-抑* 
諸君の 所謂 常に 熟 望して 居る 所の 政 黨內閣 を 侮辱す 
る ものである (「何を 言つ て 居る の だ」 と 呼 ふ 者 あり 
笑聲起 る) 是は私 ばかりで ない、 諸君の 所謂 友黨で 
ある 所の 新政 會の御 方から、 今の やぅな 質問が m た 
では ありませ ぬか、 此點に 向つ て-犬 養毅 君は 明か 
なる 答 辯を 與へら れんこと を 望みます。 

〔「無用々々，- と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 0 il 田 國松 君) 御 答 辯に な 〇 ます か。 

〔「答 辯の 必要なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 岩 崎 動 君 本案は 議長 指名を 以て 特に 十八 名の 委 
員に 付託せられ んこ とを莆 みます。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C+ 濱田國 松 君〕 御 異議がなければ、 岩 崎 君 
の 動議の 如く 議長 指名 十八 名の 委員に 付託す る 事に 
決します 1 諸君に 御 諮りを 致します、 是で 日程は 
一應 終つ たのであります るが、 山 根 正 次 君ょり 世界 
感冒に 關する 緊急 質問を 致したい との 申 / H が ありま 
す、 日程を 追加して 此 皙 問を 許可す る ことに 御異 fj 
はあり ませぬ か。 

!「 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱田 國松 君〕 御異 _ がなければ 許可す る 

ことに 致します - 山 根 君。 

世界 感冒に 關 する 緊急 質問 (山 根 正 次君提 
出) 

〔山 根 正 次 君 登壇 一 

〔拍手 起る〕 

〇 山 根 正 次 ft 諸君， 世界 感冒と 申します るか、 或 
は 流行 性感 H と 申します るか •或は 流行 性 肺炎と 謂 
ふか、 此病氣 が c  r 聞え ませぬ」 と 呼 ふ 若 あり) 流 
行り まして •大變 に 入 命を 損する のであります るが 
之に 對 して當 局の 豫防 方法を 何等 聞かぬ ので ありま 
す、 もう 出る か 出る かと 思うて 居つ たがいつ かな 出 
ない •然るに 學校は 閉ぢ られ 、火葬場 ほ 屍體を 以て 
滿さ れて燒 くこと が m 来ない と 云 ふやうな 有樣 •此 
病氣ほ 如何なる 程度、 如何なる 數に まで 達して pr る 
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世 界 fs IH に関する ¥ 急 竹 間 
か， 其 ? K が 知りたい のであります、 是 まで 11 十七 八 
年の 役の 頃に 於て if 臨時 檢疫 部を 設けて、 其處で 
是等 の豫 防を したと 云 ふこと があります、 然るに さ 
う 云 ふ 事が 一つ も 無い の ほどうで あるか、 學 者が 彼 
方 此方に 於て、 是が豫 防 法を やつて fr る けれども， 
皆な 違つ て Fr る やうで ある、 之を 一定して 內務 省に 
繆者を 集めて、 即ち 是が豫 防 方法を 調せられ る御考 
if 無い ので あるか、 どうしても さう 云 ふ 方法を！ T せ 
られな ければ、 何ん ぼで も 入が 死んで しまう、 ® に 
悲慘な 事で ある、 それであります から、 十二分に 此 
事を やつて K ひたいので あります、 けれども 內務省 
は 之に 對して 何も やつて 居らぬ やうで あるから、 之 
を 御® する のであります、 さう して -Ji 防 方法を 立て 

られた ら どうで あるかと 云 ふこと を 御_ したいと 云 

ふ 積り で、 今日 此處に 登つ たのであります、 どうか 

御 返答を 願 ひます る (拍手 起る) 

〇 副 識長 cm 田國松 君〕 杉 山 政府 姿 員。 

〔政府 委員 杉 山 四 五郎 君 登®〕 

〔拍手す る满あ り〕 

0 政府 姿 員 (杉 山 四 s';; 郎君〕 唯今 111 根 財ょり、 目下 

非常な 猖贩の 勢を 以て 流行 致しつ、 あります る、 所 

謂 流行 性感 W の 流行の 锊况は 如何と 云 ふ 御 質問、 次 

で 之に S する 政府の 豫防措 證 如何と 云 ふ •此 二點の 

御 質問と 存じます る， 御 答を 申 上げます、 唯今 山 根 

君の 御述の 如くに、 所謂 此病氣 は 殆ど 全世界を 風酹 

致しまして、 我國 にも 昨年の 春 頃から ぼつ <發生 

を 見まして、 十月の 中旬 頃から 非常な 勢を 以て 傅 染 

を致して居りまする-而して其數は各地方劏一的の 

報® が 參 つて 居り ませぬ から、 極く 正確に ほ 申 上げ 

られ ませぬ けれども •阼年 十月 十五 日 以降 本年 一月 

三十 一日に ? R ります るまでの、 三府 二 十 W 縣の 實數 

を 申します ると 云 ふと* 患者 sa が 九 ? -I 十三 萬 八 千 三 

百 七十 六 名， 中 死亡者 六 萬 八 千 十八、 比例を 申し ま 

すると 千 人に 付 七 人 二分と 云 ふやうな 數 を / K して 居 

ります、 尙ほ 之を 手近な 31 京 市に 就て 見ます ると， 

大正 七 年 十月 二 十 H ょり 大正 八 年 一月 一一 一十一 日に 至 

ります る、 約 百日 間に 於け る感 W の爲 めの 死者が 五 

千 七十 七 入、 此同 一期 間に 於き まする 所の 總死 亡者 

數が一 萬 八 千 四十 五 人、 即ち 死亡 百に 對し まする 感 

冒 死者の 數の割 合が、 二八、 一四 「パ— セント」 で 

», ります、 人口に 致します ると、 千に 對 する 死亡者' 

が一 一 人 十六 分であります •尙ほ 之を 男女 別にして、 


東京 市內 の狀况 を 見ます ると、 二 十三 歳から 三十 三 
歳に 至ります る 間 if 婦人の 死亡率が 男子に 比して 
高まつて 居ります、 他の 多くは 男の 方が * の 方よ 〇 
餘計 死んで 居ります、 それから 發病 から 死亡に 至り 
まする 2? 况を 見ます ると 云 ふと、 七日 目に 死んで 居 
る 所の 「パ ー セント」 が 最も 高い のであります、 要 
する に 先程 申 上げました る 通り， 三府 二十 四 縣の實 
數が 九 II 萬 有餘 名、 隨て 日本 全國に 致します と 云 ふ 
と、 內地だ けで も 千 五六 百 萬の 患者を 出して 居る と 
云 ふこと を 推定し m るので あります、 而 して 死者は 
之に 對 して 十 有 餘萬人 あつたと 云 ふこと が 推定し 得 
るので あります、 斯う 云 ふやうな 實に 恐るべき 實况 
であります るが 爲め に、 政府に 於き ましては、 昨年 
の 十月 二十 三 EI を以 ちまして、 當局 大臣の 命に依り 
小官より 致しまして、 备 地方 長官に それ <豫 防 又 
撲滅に 付きます る 所の 方法を、 詳細に それ < 注意 
を 致しました •是ほ 最早 新聞紙 等に 出て 居ります か 
ら •別段 詳しい 事は 申し ませぬ >  要 は 詰まり 各自の 
豫 防 行 爲自赀 と 云 ふ ものを 促して、 成べ く 人 込の 中 
へ 行かない やうに すると か、 外出の 際歸 宅の 節には 
簡單な る鹽 水位で ゾも 含嗽を すると か、 或は P に 覆 
ふ 所の 「レス ピレ —タ ー」 を 懸けて ai る やうに する 
とか、 殊に 電車な どの 際に 於て は、 餘 程其點 に 注意 
すると 云 ふやうな •幾多の 注意 方を する やうに 通牒 
を發 しました、 是に依 りまして 罄 視總監 を 首め 谷 府 
縣知 事に 於き ましては、 諭 達を 發布 致しまして、 其 
徹底を 期しつ i あるので あります、 他面に 於き まし 
ては 所謂醫 藥給せ ざる 所の 者が あつて はならぬ と 云 
ふ 所から 致しまして* 濟生會 の 活動を 促し* 此 二月 

一日に 至りまして、 尙ほ英 照 皇太后 陛下の 御 崩御の 

際に 賜りました る 谷地 方の 慈崽 救濟 資金 ■又 御大禮 

の 際に 御 下賜 ありました る大禮 恩賜 金、 此內 より 適 

當の支 出を 致しまして、 貧に して 醫藥 給せ ず、 其 病 

氣の爲 めに 死す る やうな ことがありまして は 大變で 

あります るから" 其邊の 徹底 方 も 注意を 致して 居り 

ます、 で 或は 先程の 御 質問 中に、 どうも 山 根 君の 希 

望して 居られる のは" 政府 當局は それ <專 門の 學 

者を 集めて， 何等か 防疫の 機關で も 設置して はどう 

であるか" 其 邊の考 はない かと 云 ふやうな 御 趣旨に 

も拜 承いた しました が、 成程臀 て 「ベスト J などに 

付きまして、 臨時 防疫 機 關を設 置した こと も ありま 

す、 併ながら 此病氣 の 所謂 病源菌 に付きまして は、 


私ょりも 斟門 家で あらる、 所の . PI 根 君は M に 御了承 
の 事で， 是 ほ 千 八 百 八 - 1- 九 年に 西班牙に 「パイ フエ 
ルス」 菌と云 ふ ものが 見付かつて 居つ た 元來此 「パ 
イフ ェルス」凿に付て (3: 、山拫君も御了承の通0, 
傳染籾 研究所は 之を l'g めず、 31 京の 諮 科大學 に 於て 
も， 或 部分に 於て は 同樣の 意見を 持つて 居る にも 拘 
らず >  他面に 於て ほ 北 里 研究所の 如き ほ、 此 「パイ 
フェルス」 菌を 八十 「パ ーセン ト」 認めて 居る、 現 
に 其 調査 研究の 結果に 基き まして、 血淸を 作つて、 
今 之を 試 驗 しつ、 ある やうな 實况で あります、 又 他 
面 京都の 醫 科大學 、福 岡の 醫科 大學に 於て ほ、 矢 張 
同樣に 「パイ フ ヱ ルス」 菌を 認めて 居ります、 尙ほ 
昨日 葉 山の 御用邸に 天機 奉伺に 參 りました 際に、 汽 
車中で 神 奈川縣 の當 局に 遇 ひました が、 神奈 III 縣に 
於て は、 內務 ょり 派遣して 居ります る、 北 野 防疫 官 
が 段々 攻究いた しました る 結果 所謂， パイ フ H ルス」 
菌に 基づく 感作 「ヮクチン I を 作つて、 是が 宴. に 熱 
を 出す 所の 反 應を出 さないで、 餘程豫 防に 有効で あ 
ると 見受けられ ると 云 ふやうな 話も聽 きました， 併 
しま だ是は 極く 一少 部分に 適用した のであります か 
ら •是 が豫 防に 有効 的確で あるの みならず、 治® の 
上に も 有効 的確とは 斷定は 出来 ませぬ が、 今日 部下 
の 技術 官が參 つて 居ります から、 其邊の 調査に 依り 
まして、 或は 面白い 結果が 出來は せぬ かと 思つて、 
非常に 多大の 望を 持つ て 居る のであります、 實は此 
問題に 付て ほ、 夙に 官立傳 染病 研究所に 4 相談を 致 
し、 又 北 里 研究所の 方面に も - 1- 分に 懇談を 遂げ まし 
て、 或は 集會を 禁止すべき か、 傳染 病豫病 法を 適用 
して， 所謂 主務大臣が 傳染 病と 之を 指定いた しまし 
て、 其 病 氣に對 して 一定の 行爲不 行爲を 命ずる やう 
な 手段を 執らう か、 即ち 集會禁 示の 如き 不行爲 を强 
制すべき かと 云 ふやうな 點も隨 分 攻究 致しました が 
どうも 是は まだ 少しく 攻究を 要します、 而已 ならず 
集會を 禁止し ましたなら ば、 電車な ども 止めな けれ 
ばなら ぬ、 結局此 交通 機關 「トラフ ヰッ ク」 と 云 ふ 
もの、 上に 非常なる 影 ® があります、 而已 ならず 凡 
そ 斯 _ な 傳染 病の 流行る 時分には、 其 本 病 それ 自身 
の 外に、 臆病と 申します か、 神經 的に 非常に 恐怖い 
たす やうな 心理 狀態も 起り ますので 、憨々 此禁止 を 

斷行 すると 云 ふこと ほ - 集會 禁止を 斷行 すると 云 

ふことは ■餘程 調査を 要し、 考慮を 加 ふべき 餘地が 
あると 云 ふやう， な 1: 門 家の 證言 もあります るので、 
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それ これ 等を 斟闲 致しまして、 まだ 其方. ■ .'; にまで 手 
は 著け て 居らぬ のであります、 併し 昨 n あた 0  0 '«: 

•M 市に 於け る？ t 况な どを 見ても . 五十 

入、 百 六十 人の 死亡者に 對して 、 Ili i;': 市 I^J )C -;.S 、V‘ >:> 
死 ? f が 三百 人 以上に 達して 居ります か. ->、 大⑤に 於 
て此流 行 感冒に ffi つて 死す る 港は、 1*1 五十 \づ 、1 .-> 
ると 云 ふこと が 分る のであります から >  山极 対の W 
しやる 通 〇、 宵に* || 腔 は 夜 だけの 火 邪を 以て ;. T ' .': 
ずと して， S に 5ff 火葬す る こと も rF したや 5 な 課で 
あります、 笾に 吾々 同胞 此民 族の 上に 於て、® 生 上 
遗 憾千 萬の ?! -F と考 へて 居る 次第であります、 希く は 
何等かの 方法を 以て、 此上 とも 常 局は 銳 rj 此方 面に 
力を加へまして、此預防方法及此撲滅に5:て、 «- 說 
の 努力を 致す 上に 於て 尙ほ考 傲を 加へ たいと 考へて 
居ります、 lit 神聖なる 識場に 於て、 一 同胞 民族に 
關 する 問題に 付て 御 質問を ^ 〇、 而し て尙 ほ进等 に 
付きまして、 斯學 の專門 家た る 山® 君ょり 深 逋の御 
注意を 以て 御 希望を 拜承す る ことを 得ました る もの 
は、 吾々 當 局に 取りまして 深く 感謝の 窓を 表明す る 
ものであります、 槪耍 右に て 御了祗 を 願 ひます。 

0 伊東 知 也 君 政府 委 M に 質問が あります、 K しう 
ございます か I 甚だ 無贌な 話で ございます が、 此 
程大岡 議長と 或る 私の 席 I •に 於て、 色々 规 在の此 世 
界 風の 流行に 付て 御 話を した 際に 於て， 讖 長の 仰せ 
られ るには、 どうも 不思謎 な 現象が ある、 今回の lit 
世界 風なる ものに 罹る 者 ほ、 多くは 酒を 欣まぬ 人で 
あつて、 酒を 飲む 者は 餘り 罹らぬ と 5C ふ、 (笑哫 起 
る〕 それに 付て は 杉 山衞生 局長 も K 事を 自分に 御 話 
になつ たこと が ある、 是ほ餘 程 面白い 現象で あるか 
らして、 どう 宏ふ 統計に なつて 居る か 知らぬ が* 自 
分 も それ以来 酒 ® を % す やうに して rr- ると 云 ふこと 
を、 大岡 議長が 私に Da 接に 御 話に なつた ので あり ま 
す、 又 議院 内に 於ても 御 1! になつ た 人 も ある 笛で あ 
ります-さう します ると 是は實 に餘程 面白い 事で あ 
りまして、 杉 山局丧 を苜 めと して、 酒の 効能は 愍々 
此に 於て 顯著な る證を 見る と 云 ふこと になつ て、 敢 
て 「ヮクチン」 とか 何とか 六け しい 事を 言は なくと 
も、 酒を 飲み さへ すれば IL1- 風邪が 免れる ことが m 來 
るなら ば、 大に 酒を 飲む ことを 獎® なされたならば 
此病 源を 防ぐ ことが 出來 や L ないかと 云 ふ 私 ほ 考を 
持つて 居つ たのであります 、幸に して 本日此 問題が 
此議 席に 現れました から、 飲酒 者と 酒を 飲まぬ 济と 
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の 死亡率の 統計に 付て 御調 杳が ある や S や、 又 局長 
2： 身が 大岡蕺 長に 向つ て、 或は 漠然たる 御 話で あつ 
たか 知らぬ が、 さう 云 ふこと を 御 話に なつた とすれ 
ば、 何ぞ拽 ろが あつたに 相違ない と 私は 思 ひます る 
が、 願く は 之を 明に 御說明 下さいまして、 酒を 飮ま 
ぬ 漭には 酒を 飲ます、 又 非常なる 勢を 以て 死亡率を 
咐す 所の 風邪を 防ぐ is めには， 餘程是 は 簡便に して 
耍を煜 たる 方法 だら うと M ひます るから、 其點に 付 
ての 御考は 如何で ございませう か、 何 か 死亡率の 統 
計 か 何 かが 其磁に 御 有りに なれば 御說 明を 願 ひたい 
と 私は 思 ひます。 

〔政府.か员杉山四五郎君登壇1 
〇 政府 委 M C 杉 山 四 ? 7T 郞对〕 唯今 of 東 君ょり 酒を 飲 
んで 居れば 此病氣 に 罹らぬ、 酒と 此病氣 との 關係は 
どうで あるかと 云 ふ 御 S 問と 存じます る >  宵 は 私は 

琛 門 家で も ありませ ぬ ものです から、 匇. ¥の際 に斯 

る M ffi ある 御 f( 問に對 して 答 辯を 致します る ことは 

茜 だ 如何 かと 存じます る けれども 、今まで 鸱 及び ま 

したる 範 S に te ります と 云 ふと， 專 門の 胬 者は 酒を 

欣んて 居る と 云 ふことは • lit 風邾に 罹つ た 時分に、 

熱な どを 惹起す 際 最も 危險 である (笑 聲靼る 〕 熟 の 

解脫 する ことが 酒を 欧ま ない 人ょり 飲んだ 人の 方が 

遲 い、 詰り ? TI を欣む 八は 諧はゾ 心 臟が幽 はれて 居る 

のであります から* 励 もす ると此 5E 亡に 歸する やう 

な Eg が 酒を 欣む 入の 方に ある、 故に 風邪に 罹つ た 時 

分に、 なに そんな ものは 酒で 押 通して 5t しいと 云 ふ 

やうな K! りで、 感 0 に辎つ て 酒を 飲んで 居り ますれ 

ば、 動もすれば 非常に 恐るべき 鞞歸を 取る と 云 ふや 

うな 琪まで は fin いて 居りました •か‘ 是れ以 上 統計 等 

に 依て 云々 の 御 K 問には、 一寸 其 御 答 辯が / II 來兼ね 

ます、 又 e;l 段に 漭長閣 下に 私が 云々 と 云 ふやうな こ 

とも ございました が、 私 徹生 局長と しては、 さう 云 

ふや5な唞を申上げた稩0はありませぬ(伊诳知也 

君 「洞 人と しては 如何です か」 と 呼 ふ〕 簡單 なるこ 

とです が 之を 以て . 

〇 副 讅長 (费 田國松 君) 日程は 是 にて 終 卜ました、 

次會の 日程は 公報に て 御 通知を 申 上げます、 本日は 

散會。 

午後 四時 四十 六分徵 窗 
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午後 I 時 九分 開諾 


諾 事 日程 ■第 十二 號 

第 I  時局の 影響に 因る 地方 稅 制限擴 張に 關す 
る 法律案 (撤贿 )第| 

第二 右 議案の 蓉査 £' 付託す へき 委員の 選 S 
第三 高等 諾學校 創設 及擴張 費 支辨 に關 する 法 

律 案 ( 11 ) 第 i 

第 四 右 議案の 審査 ?■ 付託す へき 委員の 選擧 
第五 大正 八 年度 豫算案 
第 六 (第一 號〕 臨時 軍事 餐豫算 追加 案 
第 -fc (第一 號) 大正 八 年度 歳入歳出 網 豫算 追加 

案 

第 八 (追 第 一 號〕 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 
契約 5 爲すを要する件 

o_ 長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿 があります。 

〔原 田 W 記 官朗 iEl 

一 去 十日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
時局の 影 ff に 因る 地方税 制限 购張 に關 する 法律 
案 

高等 諸學校 創設 及擴 張贺茭 辨に關 する 法律案 
(第二 號〕 大 正 八 年度歲 入 歳出 總豫算 追加 案 
一 去 十日 翳 M よ 〇 提出せられ たる_ 案 左の 如し 
若松 柳津 間輕便 鐵道 建設 (' 關 する 建議案 
提 W 者 八 田 宗吉君  堀 切 善 兵衞君 
高 岡 唯一 郎君  石 射 文 五郎 君 
今 井 今 助 君 

水產講 習 所內に 淡水 科 特設に 關 する 建 穀案 
提出者 西 川 太治郞 君  高木 正 年 君 
井上 敬 之 肋 君  奧田龜 造 君 
吉田 羊治郞 君  川村惇 君 
一昨十二日議員より提出せられたる質問主意書左 
S し 

航空 収締 に關 する 質問 主意 書 

提出者  横 山 勝 太 郎君 

一昨 十二 日 提出者より 撤回せられ たる 質問 主意 書 

左の 511 し 

地方税 制限に 關 する 法律 改正に 關する 質問 主意 

書 

提出者 土 井 fi 大君  野 口 孝 治 君 

一議 員の 異動 左の 如し 

愛媛 縣 郡部 選 ai 議員 古谷 久綱君 昨 十二 日 薨去せ 

り 

〔左の 報告は 則 11 を經 さる も參 照の ため 玆に揭 


載す〕 

一 去 十日 會計士 法案 委 貝 山 口 俊 一 君、 紫 安 新九郞 
君辭 任に 付 其補闕 として 西 英太郞 君、 前 田 卯 之 
助 君を •葉 煙览 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 
建議案 外 一件 委員 秋 山 金 也君辭 任に 付 其補闕 と 
して 渡 邊陳平 君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 
一 去 十日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
賀表 起草の 件 委員 

委員長  元 田  讀君 
理事  花 井 卓藏君 
一昨 十二 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
財政 整理に 關 する 臨時 調査 機關 設置の 建議案 委 
員 

委員長  川原 茂“ 君 
f 氣賀 勘： 重 君 


理事 
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大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案 委員 

委員長  漆  昌巖君 
理事  村松恒 一郎 君 
一昨 十二 日！： € 任 委員 補缺 選擧の 結果 左の 如し 
第 七 部 

請願 委員 原 田 佐 之 治 君 (古谷 久綱君 補缺〕 

一昨 十 二 日 ® 岩羽餺 道 速成に 關 する 建議案 委員 H 
藤吉次 君 辭 任に 付 其補缺 として 渡 邊陣平 君を 議 
長に 於て 選定せ り 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 報告を 申します 、去る 十日 
本院に 於て 議決した る 賀表は、 十一 日捧 M を 致し ま 
した、 昨日は 天機を 奉伺し、 且つ 御 下賜 品の 御禮言 
上の e め •葉 山 御用邸に 參上 致しまして、 侍從 長を 
經 て御禮 申 上げました、 早速 畏くも 拜謁を 仰 付けら 
れま した、 此段御 報吿を 申します。 
r 拍手 起る〕 

0 黐 長 C 大岡 育造 君) 尙ほ 議員 古谷 久綱君 療養 其 効 
無く， 遂に 昨 十二 日驛 '去せられ ました、 洵に 痛惜 哀 
悼の 至りに 堪 へませ ぬ、 例に 依つ て 遺族に 對し 弔詞 

を 贈りました - 是 ょ〇會 議を 開きます、 諮問 事項 

があります 、病 氣に付 去る 十一 日ょり 向 ふ 十日 間兒 
玉 亮太郞 君、 病 氣に付 去る - f 二 日より 向 ふ 二週間 臼 
井哲 夫君、 病 氣に付 今 十三 日より 向 ふ 十日 間 臼田久 
內 君、 右 請暇の 中 出が ありました， 許可す るに 御異 
_は ありませ ぬか。 


〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇巔長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可す る 
に 決しました I 日程 第 I 、 時局の 影響に 因る 地方 
税 制限 腿 張に 關 する 法律案の 第一 iii 會を 開きます。 
第一 時局の 影 ■に 因る 地方税 制限 擗 張に 關す 
る 法律案 (政府 提出) 第一 If 會 
時局 ノ影 響-一因 ル 地方税 制限！！ 張-一 關スル 法 
律 案 

北海道， 府縣 及市區 町村 ハ當 分ノ內 時局 ノ影® 二 
因リ必 要 ナル 費用 — 充ッ ル爲内 務 大臣 及大藏 大臣 
ノ 許可 ヲ受ヶ 明治 四十 i 年 法律 第三 十七 號第 一條 
乃至 第三 條ノ 制限 ヲ 超過 シテ課 税スル コ トヲ煜 但 
シ左ノ 限度 ヲ超ユ ル コト ヲ得ス 

一 北海道， 府縣- 1 在 リテハ 明治 四十 一年 法律 第 
三十 七號第 一條 乃至 第三 條ュ於 テ 北海道， 府 
縣-一 付 規定シ タル 各稅ノ 制限 率 又 ハ 制限 額ノ 
百分ノ 八十 

一市區 町村-一 在 リテハ 明治 四十 一年 法律 第三 十 
七號第 一條 乃至 第三 條 -1 於 テ市區 町村 — 付規 
定シ タル 谷税ノ 制限 率 又 ハ 制限 額ノ百 分 / 六 
十 

前項 ノ 規定 ハ 明治 四十 一年 法律 第三 十七 號第 四條 
ノ 場合-一之 ヲ準 用ス 

明治 四十 一年 法律 第三 十七條 第五 條第 三項ノ 規定 
ハ 前！ 一項 ノ 場合-一之 ヲ 準用ス 

付則 

本 法 ハ 大正 八 年度 ョリ 之 =7 施行 ス 
〇 阈務 大臣 C 床 次 竹 一一郎 君〕 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 床 次 内務大臣。 

〔阀務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇； 一 
〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郞君〕 地方税 制限に 關 する 法 
律 案， 時局 以來地 方の 財政は 日に 急迫を 致して 居り 
まして、 殊に 最近 甚 しい 有 樣でご ざい. ます、 御 承知 
の 如く 地方の 財源の 中で、 最も 主なる 國稅の 附加税 
は 一定の 制限が ございます、 仍て此 制限を 當分緩 和 
致しまして， 地方 財政の 急迫を 救 ひ、 緩和を 圖りた 
い 趣 1¢ でございます、 どぅか 御 群議の 上 御 協賛を 願 
ひます (拍手 起る〕 

〇 神 谷 卓 男 君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 神 谷 車 男 君。 

〔神 谷 卓 男 君 登®〕 

0 神 谷 41 男 君此 法律案は、 時局の 影響に 因つ て 地 


時局の 影 -7f に W る i-lli 方 税制 限に 關する 法 钳 案 第一 譖 咨 


一〇二五 


睽議衆 泠演阈 帝冋 一十 四竽 


時局の 影 ^ に W る 地方税 制限に 關 する 法律案 第一 a "/ 
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方の fl: 3-if が 非常に 多くなる、 其 仕事に 應ず る财源 を 
補充せ んが爲 めに， 從來の 地租 割， ^ 第稅 、所得 没 
の 制限を 描 張し やうと 云ふ粢 であります るが 故に、 
或 ほ 時局に 相 常なる 案 かと 認める のであります、 併 
ながら 兎も角も 此稅 ほ 其 制限を 攒張 すると 云 ふこと 
は、 地方 民の et 擔を咐 加す ると 云 ふこと であります 
るが 故に、 餘程 m 軍 辞 諮を 要する 事と 思 ふので あり 
ます、 故に 大體に 於て茲 に 二 三の 質問を 提 し， a 府 
當 局の 御 答 辯を 得たい と 思 ひます、 第一に 地租 割、 
營槳税 ，所得税の 制限を 擗張 する 以前に、 又 是と同 
時に 地方に 於け る 特別税 を、 整理す る 必要 ほない か 
どうかと 云 ふこと を 承つ て 見たい のであります、 現 
在 地方に 於て Is つて 居る 所の 特別税 を 見ます ると 云 

ふと、 如何にも 零碎な ものが ある、 課税 物件を 漁り 

廻つ て .  1 殆ど 租税を 徵收 する费 用と 相 愤ほ ないかと 

思 ふ 程 零碎な 税が 、色々 取つて あるので あります， 

或縣に 於て は， 易 占税と 稱し易 者から 税を 取つ て 居 

る •又 或府に 於て は、 澤庵 漬から 税を 取つて 居る、 

農產 物に 對 して 課税を すると 云 ふことは、 ひどいで 

ないかと 或る 府會識 員が 聴いた ときに、 澤庵湞 は 加 

H 物で あるから して、 之を 収つて 差 支ない と 答へ て 

居る ことを 新聞で 見た ことがあります、 又 或る 地方 

に 於て は、 邊陬の 地方に 於て 唯一の 交通 機關で あり 

又 輸送 擷關 である 駄牛 駄馬に 對 して、 税を 取つて 居 

ると 云 ふやうな もの も あるので あります、 又 或縣に 

於て は 金 頭に 税を 課して S る、 荀も 金庫を 持つ て 居 

る 者は、 若干の 税を拂 はなければ ならぬ と 云 ふこと 

になつ て 居る やうな 處 もあります、 斯の 如き 零碎な 

税が 取つ て あるの みならず、 國 家の 產 業の 方針と 矛 

盾した、 背 R したる 税を取 つて 居る もの も 亦 有る の 

であります >  例 へ ぱ一昨 年の 臨時 鹩會に 於て 農業 倉 

庫の 必嬰を 認め、 吾々 は 賛成を して 二 十五 萬阊 某の 

補助金を 與 へる ことにして： 農業 食 庫 設立を 獎® す 

る ことに 致した のであります るが、 或縣に 於て は* 

倉庫 税なる ものを 今年から 始め やうと して 居る ので 

あります •又 申す まで もな く將來 工業の 發達に 付て 

ほ電 力に 依る と 云 ふ 事 ほ 誰し も 言 ふこと であります 

が、 此雷 力に 稅を課 さう として 居る のであります、 

此 常 力 課税に 付きまして は 餘程可 笑し い 現象が ある 

内務省は 胙年の 十一月 二日に、 態々 內務 省から して 

地方 科 廳に向 つて、 時局 中 m 税に 渉らざる 範圍に 於 

て、 雷 力税は 収つて 盖茭な いと 云 ふ 通達を して 居り 


ます、然るに此通達に對してほ、農商務大臣、大藏 
大臣、 又嫘信 大臣 も、 更に 此諉 に與 つて 居ない と 云 
ふ 事 ® が あるので あります、 又 從來內 務 省に 聽 いて 
見ます ると 云 ふと、 此税は 非常な 惡税で あるから し 
て、 今まで 止まつ て 居つ たが、 どうも 時局 已むを 得 
ないから、 之を 肢ら せる ことにし たと 云 ふこと を 言 
つて 居られた のであります が、 內務 省が 許さぬ 以前 
に 於て* 旣に此 電力说 を 取つて 居る 所の 縣が あるの 
であります、 例へぱ 神 奈川縣 の 如きは、 七十 五 錢づ 
、一馬 力に 對 して稅 を 52 つて 居る のであります， 斯 
の 如くに 地方の 特別 現の 狀態ほ 、錯亂 し 紊れて 居る 
のみならず、 國家 社會の 永遠の 利益から しても、 甚 
だ考爾 しなければ ならぬ 税が あるので あります、 例 
へば 家屋税の 如きは —— 家屋税なる 特別税 ほ、 是だ 
けに ほ 制限が 無い のであります、 從來 制限が 無い が 
爲 めに、 府縣及 市町村の 總ての 財政の 皺 ほ、 皆な 此 
家屋税に 集つ て 来て、 非常なる R い負擔 となつ て 居 
るので あります、 或縣に 於て は， 此 家屋税に 加 ふる 
に 家屋の 建築 稅を 取つ て 居る、 又 建築 税に加 ふるに 
借家 税を取 つて 居る， 家を 建てれば、 建築 税を 取ら 
れる ，建て、 しまへ ば、 家屋 ffi 若く は戶數 割を 拂は 
なければ ならぬ、 入に 貸せば 借家 稅を 取られる， 人 
間は 家なん かに 住む のは、 贅澤 極まる でない かと 云 
ふ 仕 打に なつて 居る のであります、 斯の 如き 地方の 
特別税 の狀態 であります るが 故に* 是は どうしても 
今日に 於て 整理を 要する と 思 ふので あります、 無論 
時局の 影 11 の爲 めに 增 加した 地方 公共 團體 の經 費の 
財源に 充つ る爲 めに •是等 國税の 附加悅 の 制限を 咐 
される と 云 ふことは、 已むを得ない 事とは 思 ひます 

るが、 之を％ すと 同時に、 是 等の 特別 税の 整理と 云 

ふこと に 十分_ される 必要が あると 思 ふので ありま 

すが、 政府 當 局は 特別 税の 整理と 云 ふこと に 付て、 

如何に 御考 になつ て 居る か、 之を 整理す るの 御 決心 

あるか どうかと 云 ふこと を、 私は 承つ て 置きたい の 

であります、 第二には 自治 團の 事業であります、 此 

自治 團の 府縣な り 市町村な りの 事業 施設 經營に 付て 

整理を 要する ものは 無い かどう か、 吾々 の 見る 所に 

依ります と 云 ふと， 市です べき 事を 縣が して 居る も 

.のが ある —— 府縣 がして 居る ものが ある •又 町村の 

すべき 事を 郡が やつて 居る もの もあります、 地方に 

於て は、 申まで もな く府縣 及 郡と 云 ふ 官僚 的の & 治 

體と 、市町村と 云 ふ 民 本 的の @ 洽體 とが 混在して 居 


るので あります が、 無論 監督官 *: としての 府縣及 郡 
なる ものと* 自治 體 としての 府縣及 郡なる ものと、 
理窟の 上に (i 違つて 居ります が、 事 Bf に 於て (i 此府 
縣郡な る ものが、 監督 fi を 持つ た 自治 ! ii となつ て 居 
るので あります、 此 監督 碏を擁 して 市町村に 臨み， 
監督の 名の 下に 種々 なる 干渉を 與 へ、 指翦の 名の 下 
に 種々 なる 隨迫を 加へ て 居る と 云 ふこと ほ 吾々 之を 
，認めざる を 得ない 事實が あるので あります、 甚 しき 
に 至つ て ほ、 府縣 知事 若く ix 郡長 杯は、 無能の 名を 
免れん が爲め に、 又 眼前の 小 功名に 憧憬して、 やら 
ぬで も宜い 仕事を やつて 居る •殆ど 市の やるべき 仕 
事を 奪取つて •自分の 功名の 爲め にし、 市町村で や 
るべき 仕事を 郡 自ら 進んで、 自らの 功名心を 滿足せ 
しめて 居る と 云 ふ 場合が 甚だ 多い ので -fe ります、 現 
に 先程 申しました m 力税の 如き ほ， 或縣に 於て は、 
之を 報償 契約と して 會 社と 報償 契約を 締結して >  公 
納金と 稲して 金を 納めさせて / pr ります、 即ち 公 納金 
にす れぱ 町村が 附加税 を 課する ことが 出来ない から 
して、 公 納金と 云 ふ 名前に 於て 取つて 居る ので あり 
ます、 即ち 町村に ほ 餘腱 さへ も與へ ないで、 自分 獨 
りで 之を 占めて、 自ら 仕事を して 見たい と 云 ふ感を 
して 居る のであります が、 斯の如 き 形勢に 對し ては 
斯の如 き狀 態に 對 しては 之を 整理す るの 必要が ある 
と 吾々 は 認める ので 有ます、 現在现 存 して 居ります 
勅令 二百 八十 五號 なる ものが あります、 此 勅令 二百 
八十 五 號に依 ります と、 東京、 大阪、 京都、 横濱 •神戶 
名 古 屋と云 ふやうな 大都市に 於て は I 大都市の 在 
る 府縣に 於て は、 府縣 會內に 市部 府縣會 を 設けて、 
此 市部 府縣會 に 於て は、 十二 名 以上の 市ょ 〇 選出し 
たる 議員を 以て ffl. 織す る、 此 市部 縣會な る 者に 依つ 
て、 幾らでも 市から して 金を 徴收 する 事が m 來るや 
うにな つて ) PT るので あります rf-j には 申す まで もな く 
市長と 云 ふ代峩 者が ある、 又是 等の 大都市には、 四 
十八 名 以上の 議政掂 關が 在る のであります、 此議政 
機關や 代表者には 何等 相談を せず して、 十二 名の 過 
半數 即ち 七 名の 承諾を 得れば、 幾らでも 市に 經 費を 
分布して、 幾らでも 自ら 徵收 する ことが 出 來 ると 云 
ふやうな 勅令が、 今日 尙ほ 現存して 居る ので ありま 
す、 之が 爲 めに 府縣 知事が 市に 向つ て 是 々の 事を せ 
よ、 お前が しなければ 私の 方です るぞと 云 ふ、 强迫 
を與 へる ことが 出 來 るので あります、 ， @ 治 團を强 迫 
する ことの 出 來る茲 に 制度が JJ 存して 居る ので あり 


ます、 斯の 如き 狀態で あります 故に、 地方に 於け る 
苻縣郡 なる 官僚 的 〇 自治 sr l:t m 町村なる 尺 --K 的自 
洽體 、此間 には 餘程 整理 1 V  、.，る (1: 取 
が あると 思 ふので あります、 現在 市町村に 於き まし 
て 旨く どうしても 自治 制が 行は れな いと 云 ふ 事* •か 
到る 處に あります が、 此 .H 治 制が 行 はれない と 云 ふ 
ことは •詰まり、 自治 思想が 幼稚で あると 云 ふこと 
ょりも、 寧ろ 自治 . W 想が 大分 進步 して ■各市 町村が 
自治體の龆能を自铙して來たからして、此按耔打玷 
と 互に爭 ふ、 監督 宵 廳の監 督 に 1-r ぜず、 K 指 沿に 甘 
じない からして、 爭 •か 起る と 云 ふやうな 事 ® も规ら 
も あるので あります るが 故に、 此際に 於て 13: 此税 を 
課する 前に 於て、 若く は 此稅を 課する と 同時に、 Bi 
を 增加 すると 同時に、 此地 方； E 洽瞪の 仕事を & 正し 
て、 整理す る必耍 が あるかと 思 ふので あります •之 
に對 する 政府の 御 考 ほどう か、 之を 整理す る 御 考が 
あるか どうかと 云 ふこと を 承つ て ® きたいので あり 
ます-もう 一つ …… (「簡單々々」|殺りやれ」と呼 
ふ 者 あり〕 是ほ簡 單で あります、 府縣其 他の 公共 蝴 
體を 通じて 勸 誘し、 若く は强耍 する 寄附 金の 琪であ 
ります， 此 寄附 金は 申 .1-. げる まで もな く， 非常に 地 
方 自治 體の财 源を ® 渴せ しむる の 一の EC [M になつ て 
居る のであります， 毎年 地方 長 宮 會議が 開かれる と 
地方 長官が BI 京に 來て 、寧. 日な き 程 CJI 張 〇 過され て 
居ります が、 地方 長官が 歸 ると 郡 市長 會 謬を 開いて 
赤十字社の 寄附 金で あると か、 愛國婦 人會の 寄附 金 
であると か、 水難 救濟會 であると か、 或 ほ 濟生會 で 
あると か、 色々 の 寄附 金を 躱る ことを 郡 市長に 强耍 

する ので ありま i - 强耍ほ 致し ませぬ が、 兎に角 

之を 求める のであります， 此結果 地方に 於て、 是等 
の ir には 入らなければ ならぬ やうに して 人つ て 居る 
現に 郡長を 排斥す る 唯一の 手段は、 赤十字社を 同盟 
して 退く と 云 ふことは、 郡長を 排斥す る 唯一の 好' -1: 
段と して 利用せられ て 居る 狀况 であります が、 是_ 等 
の 寄附 金を 强耍 すると 云 ふことは、 ® に illi 方の 財源 
に 非常なる 關係が あるの みならず 、官紀の 上に も、 
頗る 面白から ぬ 影響が あると 私は 信ずる ので ありま 
す、 申す まで もな く 市町村 制に 依ります ると、 市町 
村の 財政は、 财 琵 收入 、若く ほ 寄附 金 •或は 手數料 
是等の ものを 主として、 徵 税 ほ 副に なつて 居ります 
—— 從にな つて 居ります、 在の 狀况に 於て ほ 徴税 
が 主にな つて 居る、 冠 M 顚倒 の狀况 になつ て 居る の 
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で、 自治 體を® 全に發 達せし めんと する には、 此冠 
极顚 倒の 狀 態 を 一變 して、 赴 1H する 必耍が あると 思 
ひます、 以上 述べた 所の H 點 ほ、 之を 是正す るに ia 
も必耍 なる 事と 思 ひます るが 故に、 當局 大臣の 御 答 
を 得て ® きたいと M ふので あります。 

0 議長 (大岡 育造 5 床 次 內務大 K。 

〔阀 務大 1:[1 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

0 0 務大臣 (床 次 竹 二 郎君) 御 答 致します、 特別 税 
を 整理す る考が 有る か 無い か、 斯う 云 ふ 御 話で あり 
ましたが、 然此法 案が 通過 致します れぱ •幾分 か 
地力に 財源が 出来る 譯 であります から、 地方 當局者 
の考に 法つて > « しい ものは 或は 整理す る 事になる 
かも 知れ ませぬ、 併ながら 政府と して 一般に 地方 特 
別稅を 整理す ると 云 ふことは、 今考 がご ざい ませぬ 
是は 國税に 州 關 して* 典に 整理す る 時鹋が あらう と 

思 ひます、 次に 地方 幽體の 事業を 整 3W する 劣が ある 

かと 斯う 云 ふ 御 話 •無 ItJ な 事業を やつて 居る ものが 

あれば、 監督 上是等 の ものは、 挪〇此 法 案の 通過 如 

何に 拘らず •自然 整理を 致すべき ものと 考 へて 居り 

ます、 併ながら 唯今 御 質 間中に、 濫りに 府縣 若く は 

郡が 市町村を ^ 迫す るが 如き 御 說で ありました が、 

是は左 棟な 事は ございませぬ、 府縣 若く は 郡 も 一面 

に 於て 13: 行政 區蒯 であります けれども、 一面に 於て 

ほ 御 承知の 如く 同じく 自治 幽 S3 であります、 是等自 

洽_蹬が決葯する事孭、若くほ市町村なる0:治刚體 

が 執行す る 所の ZIV 業が ffi しく 不都合なら ざる 限りは 

之を， 認む るのは t[l 常な 事で あらう と考 へます、 第三 

點の御 質問は 能く B 収〇兼 ねました のであります が 

地方に 寄附 金の鉍 集が 多い の ほ 闲る 、斯う 云 ふ 御 話 

であつ たかの 如く 受取りました が， 若し 左様な 御說 

であります れぱ •常 局 も 極めて 御 同感であります" 

0 諺 長_( 大岡 育造 君) 励 口秀棑 君。 

0 腿 口秀雄 君 太 員が 此法 案の 趣旨 其 他に 付き まし 

て •當 局に 詳細の 御 rf 問を 致したい と 思つ たので あ 

ります が、 本 H ix 辣览 案の -IR 要なる 詔 案が 後に あり 

ますので • 質 問 13: 委 3 a に 0!; りまして 撤回 致します 

0 謎 長 (大岡 育造 君〕 □程 第二、 右 謎 案の 蒗査を 付 

託すへ き 委員の 選 舉を蒱 題と 致します。 

第二 右 該案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

舉 

0 岩 崎 ® 君委 M の數ほ 特に 二 十七 名と し、 謎 長に 

於て 指名せられ んこ とを 5 F みます。 

開明 肋 成 法案 钫一諮 符の砧 


0 議長 (大岡 育 is 君) 岩 崎 封の 励 識 に御異 載は あり 
ませぬ か。 

〔「異 蒱なし 異議な し」 の聲 起る〕 
0誠長(大岡育造；0御異誔がなければ委員の數は 
二十 七 名、 讁長 指名に 決します。 

0 岩 崎® 君 節 •斟 n 程 一更 に關 する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 玆に 探算關 係の 法律案た る 開 ■助成 
法案 第一 猜 會の 13 を 開き、 委員長の 報吿を 求め、 IL 
っ其沲 魏を 進められん ことを 望みます •次に 日程！ S 
五 乃至 第 八の豫 節 案を 一括して* 議題と し其審 誘を 
進められん ことを 望みます、 而して 日程の 第三、 第 
四は 最後に 誔題 とせられん ことを 謅み ます。 

〔『 賛成」 「異蕺 なし」 の 辟 起る〕 

〇議畏 ,•' 大岡 育造 君) 御 興 謎が なけれ ! t: 岩 崎 君の 動 
諮の 如く 決します ，1 K ちに 開 fi 助成 法案の 委負長 
の報街 を 促します —— 委員長 田 中 Ipil 1 二君。 

開 _ 助成 法案 (政府 提出〕 

第一® 會の續 (委員 -M 報告) 

〔田 中 ii 三封 登®〕 
f 拍手 起る〕 

0 田 中随三 君 開 斯 助成 法案の® 員 © に 於け る繂過 
並に 結果を 御 報 吿 巾 上げます、 御 祗知の 通り 我國民 
生活の 必彌品 たる 米 及 麥 ほ、 國内の 生產を 以て 國民 
の需耍に供給するに足りないと云ふことほ、最も顯 
著なる 事 資 であります、 試みに 平坧に 於け る 不足の 
狀况を 見ます ると •戰 乖 前、 所 調 平年 :--/.: ® 年に 於け 
る 平均を 政府 當 局に 於て 調べて 居られます が、 それ 
に 依ります ると、 米に 於て 西 六十 八 萬 石、 麥に 於て 
百萬石と云ふものほ、年々海外ょり輸入をしなけれ 
ぱなら ぬ狀况 になって 居ります、 而 して 又 他の 一面 

に 於て ix 我が 國 民の 咐加が 誠に 顯著で & ります るが 

故に 是等 人口の m 加と 2< ふこと を 勘定に 入れて、 將 

來我國 に 於け る米麥 等の： 小足を 計 K して 見ます ると 

中々 莫大なる 數 字に 上ります 將來十 印 後に 於て ! 3; 米 

に 於て 八 百 八十 萬 石であります から 約 九 W 萬 石、 二 

十 年後に 於て 千 九 百 萬 石、 三十 年後に 於て は 三千 萬 

石 以上 米 だけで —— 麥も 之に 準じまして 十 年後に 於 

て ほ 三百 八十 si 石、 二 十 年後に 於て は 八 百 二十 萬 石 

三十 年後に 於て は 千 三百 萬 石と 云 ふやうな 廣大な る 

不足を 見る と 云 ふ 事は、 統計 上顯薪 であります、 唯 

今 申 上方が 少し 惡うご ざいました が 喚 今 申 上げ まし 
た數 字は、 人口の 拊加に 因る だけの 不足 額で ござい 


まして、 其 人口の 祀 加に 因ります る 不足 額に、 最初 
申 上げました 年々 の 不足 額を 合算す るの が、 全體に 
於け る 不足の 數字 になります から、 更に 其數額 が 破 
える 譯に なります 、さう 云 ふ 次第で ございます から 
して、 どうしても 何等かの 政策を 執つ て、 是 等の不 
足を 補充す るの 途を 講じなければ ならない、 其 補充 
策の 一として •此開 _ 助成 法と 云 ふ ものが /li て參り 
ましたので あります、 固よ 〇此 現在に 於け る 耕地の 
改良、 御 承知の 耕地整理 等に te つて 此產額 を咐 進す 
ると 云 ふこと に 付て、 官民 共に 力を戮 せて 其 改良を 
圖 つて 居る こども ございます、 又 他の 一面に 於て は 
肥料で ございます ると か、 或は 種子で ご' さいます る 
とか、 或は 耕耘の 方法に 改良を 施して ■自然に 其咁 
收额 を P める と 云 ふやうな こと も •是も 政府に 於て 
も 人民に 於ても、 怠らず 力めて 居る やうな こと も ご 
ざいます るし、 又 他の I 面に 於て は、 朝鮮 其 他から 
して‘ 所 i?i 我國の 一部分から して、 當然 餘剩 米が 移 
入す る やうな こと も ございます •それや これ やで 餘 
程 1 f 足 米の 補充 ほ 出 來ま すけれ ども， 如何に 計算を 
して 見ましても 到底 それでは 足り ませぬ、 それ故に 
差當 つて 最も 適切なる 緊急の 力 法と して •此度 政府 
から 開 貂 助成 法と 云 ふ ものが U5 まして、 將來此 十五 
年に n つて、 約 二十 JI: 萬 町步と 云 ふ ものを 新たに 開 
墾せん とする のが、 即ち此 法案の 骨子に なつて 居る 
譯 であります、 而して 其 法案の 骨子と して、 此二十 
五 萬 町步を 年々 開 IB して P 其 開 II する 費用の 年 六 分 
に當る だけの 利息 金を 開 ffi 者に 貸 渡す、 さう 云 ふの 
が此 法案に なつて 居ります、 で此事 ほ 無論 國民生 活 
の 安定を 期す る 上に 於て、 又國 家自營 の 根抵を 固う 
する 上に 於て、 固より 緊急 必要の 事で ございます か 
ら 何人に も 異議の ある 譯で ございませぬ、 ありませ 
ぬが、 其 法案の 重大なる が 故に 委員 會に 於き まして 
は、 政府 當 局との 間に 質問臊 答を 十分に 重ねまして 
愼重な る 審議を 盡 しました 末に 各派を 代表す る 所の 
修正案 等の 御 提出 も ありました が、 其 谷 修正案 ほ、 
目的と する 所に 於て 固より 一致して 居ります、 又修 
正 案の 各 細目に 於ても 格別の 鉅 離が ある _でほ あり 
ませぬ、 それ故に 委員 會に 於き まして ほ、 更に 各派 
より 委員を 選み まして. 小委 員會を 開きまして、 そ 
うして 熟_ を 遂げました 結果、 一つの 成案を 得た の 
でございます， 其 成案 (X 今日 午前に 又 更に 委員 會に 
提出し まして 委員 會に 於て ii 全會 一致を 以て 可決 S 


しました のであります、 まだ 印刷が 間に合 ひませ ぬ 
から 一寸 申 上げます が •其 修正の 主たる ものは •此 
助成金を 一時 交付して、 後と で 租税 徵收の 手續に 依 
つて 返還せ しむる と 云 ふの' か 原案であります けれど 
も •是 は總て 交付し 切りに する、 詰まり 之を 補助金 
として 開 18 者に 交付して、 後で 返さう と 云 ふことは 一 
止める と 云 ふの が •一番 主たる 改正であります、 其 
結果と 致しまして* 政府 提案の 第三 條 、第 四條 、第 
五條 •此 三鬧條 は 金 然削 除になります •又此 三箇條 
を 削除 致しました 結果と して、 第六條 と 第七條 と兩 
方の 中に 「又 ハ 助成 益 返還 ノ g 務ァル 者」 と 云 ふ 一 
句が 入つて 居ります が、 其 一句を 矢 張 削る と 云 ふこ 
とになります、 それから 七條 と八條 に 「返還」 と 云 
ふ 文字が あります、 或る 堤 合に 於て K- 交付した 金を 
返還せ しむ 石と 云 ふ 其 「返還」 と 云 ふ 字が あります 
貸 渡した ときは 「返還」 で 宜しう ございます が •今 
度は 金 然交付 する やうになります から、 此 「返還」 
と云ふ文字を改めまして「償還」と致しました、尙 
ほ呰細 な 事で ございます が、 七條の 中に 「坜 時 返還 
」 とあります のを、 「即時 I と 云 ふの 13; 不用な 文字 
として 削りまして、 「即時 返還」 と 云 ふのを 「償還 
j と 改めました •それ ほ 典 交付金を 全： 然補助 金と し 
て 開墾 者に 渡す と 云 ふ 結果の 修正で ございます、 も 
う 一箇 條第 一條に 「土地 ノ鼗業 上/利用 ヲ增進 スル 
目的 ヲ以テ 左-一 掲クル 事業 ヲ行フ 者-一 對シ 主務大臣 
ハ 豫算 ノ範闆 內二於 テ 肋 成金 ヲ交付 スル 3 トヲ煜 J 
此 「预 算ノ脑 圍 内-一 於 テ」 と 云 ふ 一句を 削る ことに 致 
しました、 其 事に 付て 聊か 說明を 申 上げて 置きます 
此の 第 一條の 「豫 算ノ 範圍內 J と 云 ふ 文字を 削る こ 
とは. 法律と して 別に 深い 意味は ^- いのであります 
無論 政府の 仕事 ほ、 總 て豫算 の範 園內に 於て 励 かな 
ければ ならぬ ので ございます から、 此 一句が 有る と 
無い とに 依つ て 差異の ある 譯では ない、 併ながら 後 
に尙ほ 說明も 致します るが、 此 政府の 最初の 提案の 
趣旨ほ、此開墾と云ふものを、五十町步以上の集團 
地に 限る と 云 ふやうな 政府の 御 心 持で あつた， 法律 
には 有 ませぬ が 施行 細則に 於て さう 云 ふ 風に 御 取決 
めになる と 云 ふ 御考が あつたので あります、 併な が 
ら 委員 會に 於て 段々 審議 討論 致しました 結果、 是は 
五町 步 以上 五十 町步 一 ^ と 云 ふ 腹案が 五町 步と云 ふ 
もつ と 小さい M 域 に 改める 事に なりまして',.. 政府 も 
其點に 就て 御 同意に なつて 居ります、 而も 其 五町 步 
1 〇 二 七 
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と 云 ふ もの も •必 しも 一つで 3T 町 步と云 ふ譯 ではな 
い、所諧货幽地 I- 開黎す べき 集 關地 •或は 互に 密 
接して 居る こと も ございませ うし、 又 或る 程度まで 
離れて 居る やうな こと も ございませう、 併ながら 密 
接する と 離れた ると を 問 ほず、 兎も角も 一 企業 地と 
して、 1K 迸 池と して， 此開懇 の 目的を 達する こと 
の出來るやうな場所ほ、皆な此法律の範間內として 
政府が 相 當の袖 助を すると 云 ふ® 味になる ので あり 
ます、 其 結果と して 段々 政府の！ if 數が殖 える ことは 
無論であります、 豫定 より (i 願書の 數も殖 えませう 
監督 若 も闹 より 破 さなけ れぱな らな い、 此 目的を 達 
する 爲め に 111: 話の 綿密に しやう >' すれば する 程、 諸 
般の费 用 も 殖えて 来る に 相違 ありませ ぬ、 又 政府の 
豫 想に 依れば、 開 粲 の m 願が 今年から 段々 殖えて 來 

る やうに なつて 居ります る けれども 委員 會に 於け る 

委員 谷自の M る 所に 依 つては、 此最 初の 内には， 寧 

ろ餘 計の m 願が ある だら うと 云 ふ考 へで ございます 

今御承知の通〇米價も非常に高くなつて居ります、 

其 場合に 於て 政府が 又 斯う 云 ふ 補助 法案を 提出せ ら 

れて •此開 梨を 獎励せ られ ると 云 ふ 事に なれば、 國 

民が lit 政府の 施設と 相俟つて、 さう して 此開艱 の 目 

的を 達し やうと 云 ふこと に、 勃然として 其氣 風が 起 

つて 來 るに 相違ない、 さう 云 ふこと になります ると 

どうしても 豫 2? と 云 ふ ものは， 政府の 最初 御 目論見 

になつ て 居る のとは 違つて、 寧ろ 初めの 方の 年度に 

於て、 餘計な ものを 支出せられ る やうな 必要が 起つ 

て 來 るに 相違ない、 又 さう 云 ふ 事の 起る ことは 吾々 

の 最も 希藏 する 所で ある、 即ち 此 法案の IH 的が 速成 

せられる 譯に なります るから- 是は 何人も 欣んで 之 

に 願 じて ®: い ill と 思 ふ、 さう 云ふ拗 合に 於て ほ、 僅 

かの 金であります れば T • 或は 翔備 金を 以て 是の 不足 

分に 充てる と 云 ふこと も あるか も 知れない、 又 今年 

末に 於て、 追加 豫算を 出して 戴く と 云 ふやうな 事が 

あるか も 知れない 又 画より 大正 九 年度の 豫算に 於て 

は 政府の 見込の 如く 十九 萬 阊位 では 迚も 駄目 だ もつ 

と餘 計の ものが 嬰る に 相違ない と 思 ふので あります 

無 諭 餘計耍 ろに しても、 豫» が 無ければ 實 行の / 11 來 

ない 課であります けれども、 併しながら さう 云 ふ 場 

合には 是非とも 政府に 於ても、 欣んで 是 等の 豫算の 

不足を 補充す る途を 講じて 戳き たい、 其 意味を 間接 

的に I 極めて 間接で ありませ うけれ ども I 間接 

的に 現す 意味に 於て、 此第 一條の 「豫 算ノ施 圍內二 


於 テ」 と 云 ふ！ 句は 如何にも 目障りで ある、 それ 故 
に 之を 削らう と 云 ふの e あります •別に 法案の !? ! S 
に、 法律上 何等の 關係 ある 譯でな いと 思 ひます けれ 
ども、 其 趣意に 於て (3; さう 云 ふ 次第で •此 一句を 削 
除す ると： ZC ふこと になつ たのであります. それから 
もう 一つの 今 申 上げました 此 「貸 渡 金」 を 「交付金 
J にす ると 云 ふこと ほ、 別に 特に 說 明を 申 上げる 程 
の 必要ない 程顯 著な ことで ございませう、 是ほ 詰ま 
り 政府の 豫定 案に 致しましても、 最も 多く 助成金を 
交付す る 年で、 三百 五十六 萬 四千 圓と云 ふこと にな 
つて 居ります、 併し 是ほ三 百 五十六 萬圆を 唯々 貸し 
て， 後と で 租税と 同樣に 取 立てる と 云つ たのでは， 
其 補助と 云 ふ ものは 甚だ 輕 いこと になる， 御 承知の 
通り 政府の 金には、 先づ 大體に 於て 利息 ほ 付かない 
之を 借入金と しても、 公債に 依つ て 總て 利息の 付く 
金で 假 りに 御 保護になる ものと 見ましても、 (i か 十 
七 萬圓か 十八 萬圓 、さう して 其 開墾の 爲めに 人民が 
費す 所の 資本は 幾らで あるかと 申します と、 五 千 九 
百 m 十 萬 a 、 殆ど 六 千 萬圓 になる、 六 千 萬圓の 資本 
を投 ずる 開 si 事業に 對 して、 滞 か 十 萬と か 十七 萬圓 
を 補 肋した I 十七 萬 «1 も 今 申 上げた 通り 實 際に 於 
て 要らない、 利息が 掛 ると 見ても それだけの 補助と 
云 ふので、 如何にも 補助の 程度が 輕 いのであります 
又 他の 事業に 對 する 補助の 割合から 考 へまして •權 
衡を得 て 居り ませぬ、 それ故に 是は どうしても 金 部 
補助金と して 下 渡す と 云つ た 方が、 誠に 他の 法律と 
の權衡 も 取れて 居ります るし、 又 固より 此開懇 の 目 
的を 達する 上に 於て 非常に 効力が あらう と、 斯う 云 
ふ 意味で 出来た のであります、 それから 是は 法文の 
中には ございませぬ けれども、 先程 も 一寸 申 上げ ま 

したやうな 五十 町步 以上に すると か、 何 町步以 上に 

すると か 云 ふやうな ことに 付て は. 中々 谷 派より し 

て 熟 心なる 御 希望 も あつて、 出来るだけ 之を 區域を 

狹めた いと 云 ふことは、 固より 皆な の 希望す る 所で 

ありました けれども、 餘り 之を 小さく 致します ると 

徒らに 手數ぱ かり 殖えまして* 却て それが 爲めに 仕 

事の 遲延 を來す やうな 虜も あり、 又實際 問題と して 

考 へて 見ましても •假 りに 之を 一町 步とか 何とか 云 

ふ數字 にして、 其の 補助が 幾らかと iK ふと、 一町 步 

に對 して 僅か 年額 三十 圓の 補助に しかなら ない、 さ 

う 云 ふ 小さい 事は、 何れ 谷 府縣な 〇 或は 町村な りに 

於て •又 之を 別に 獎勵保 護す る途も あらう し、 兎 も 


角 も先づ 法律案の 施行の 上に 於て は •前 申 上げ まし 
た 通り， 五町 步位で 宜か らぅと 云 ふこと で それに 納 
まりまして、結局總ての法案に就て、委員ほ滿場一 
致で 之を 可決 致しました のであります、 尙ほ 最後に 
御報吿致しまするが、此修正案に付てほ、農商務當 
局に 於て は、 進んで 御 賛成の 意を 表せられました • 
兎角 政府案なん と 云 ふ ものに 付て は、 官僚 的の 政府 
のあつた時分にほ、無暗に提案と云ふことに固執し 
て、 道理 ある 委員の 說に 容易に fg かな かつた こと も 
往々 あつたので あります るが •谷 委員の 熟 心なる 辯 
論を 當局は 炤 聽せ られ まして， 快く 此 修正に 同意せ 
られた と 云 ふこと を 特に 御 報吿申 上げて 置きます。 
〔拍手 起る J 

0 議長 (大岡 育造 君) 本案 (X 二 E 會を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「二 讀會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 二_ 會を開 
くに 決します。 

0 岩 崎 動 君 直ちに 本案の 二 if 會を 開き •三詞 會 を 
省略して、 委員長 報告の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修 
正 議決の 通り 可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔r 異議な し 1_ と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (太 岡 育造 君〕 御異 翳がなければ 直ちに 二 K 
會 を 開きます。 

開 ig, 助成 法案  第二 謂會 (確定 議) 

一 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君〕 御 異議がなければ 三 is 會を省 
略して、 委員長 報吿の 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第五 乃至 第 八、 是は 豫算 
案なる に 依て 全部 一括 議題と 爲すに 御 異議は ありま 
せぬ か。 

C 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君〕 御 異議がなければ 全部を 議題 
と 致します >  先づ 齋藤 委員長の 報告を 受けて 討論は 
發 言の 通告に 從つて 之を 許可 致します —— 豫算 委員 
長齋藤 君。 . 

第五 大正 八 年度豫 算案 C 委 M 長 報告〕 


第 六 


第 七 


(第一 號」 臨時 3i Jlf ?5 5s ai; iQ 加 案へ -5 
fl J-l 報吿) 

C 第一 號) 大正 八 年度 淡 \ 送出 S 神 3? 
追加 案 (委員長 報 吿) 

第 八 (追 第一 號-預 筘 外 3 邱 の员 沿 となる 
へき 契約を 爲す を耍 する 件 (姿 U 長 
報吿) 

〔齋 藤珪次 a 登®  J 
〔柏 手 起る〕 

〇 齋藤挂 次 君 玆に大 正 八 年度 歳 人 歳出總 浅 3? 案外 
三 件の 委員 ir に 於け る、 經渦及 結果を 御 報 作 致し ま 
す、 委 3 r 會は 一月 二十 三日より 同 三十 一日まで 九 U 
間 總會を 開き、 以て 質 間 應 答を 致しました、 越えて 
二 月 一 日より 十日まで 分科の 質問 及蒞 ?£ を 絆て  >  十 
日に 決定に 至りました、 而 して此 十九 n 間に 於け る 
政府と 委 M 諸氏との 質問聰 答に 徴1 まして •二 11 ; の 
點を 聊か 御報吿 致す 必耍が あらぅ と 存じます、 K 次 
第は 在野 ; 1 の 諸氏、 若く IX 現內閣 に 同情を 表せら る 
る 諸氏の 質問と 雖 も、 何れも W 民の 安心 • 阀 民に 安 
定を與 へる と 云 ふ 見地の 上より 質問した る JJf 項が 多 
ぅご ざいます、 自己の 審 査 上の 材料と して 質問せ し 
事項よりも、 國民に 安心 安 5U を爲 さしむべく K 問 さ 
れた事 項の 多い が 故に， 其 二三に 就て 御 話を 申して 
置きたい と 思 ひます、 is  i に國 民に 對して 特に 記 ta 
を 耍 すと 存じます ffl ほ， 來年度 即ち 大正 八年败 の豫 
_算總 てを 通じまして、 此 時局が 持 來せし 所の 物 似 騰 
貴の 爲 めの 政® 咐加額 と 云 ふ ものは、 K に m くべき 
もので ございます* 乃ち ; > を 細別して cfl 上げる こと 
を 止めて， 大體に 於て 御話激 しま すれば •一般 會計 
の豫算 中、 物 m 騰貴に W る 政 费總計 表を 見ます るに 
普通 經 費、 即ち 一般 會 計に 對 する 分の 咐加額 が、 九 
千 六十 八 萬 九 千 八 百餘圓 となります、 之に 臨時 fj-f 件 
豫備 費、 即ち 通常 費に 對 する 所の 補給の 如き もの、 
lit 臨時 事件 豫備 «• —— 特別 會 計も餓 らか航 えて 尻り 
ますが、 此臨 時事 件豫備 费の 中の 物惯膦 贵に 係る 經 
費の 總計は 、一億 二 千 二百 九十 八 萬餘围 に 臨時 11¢ 件 
费を 合 して 十億の 上に 達します が、 3-¢- 殆ど 二 削 强は 
物價膦 貴に 伴 ふ 所の咐 加であります， 外に 特別 會計 
となつ て 居ります 所の K 朝鮮、 關 聚、 即ち 總督 
府 ，都督 府 、一; 太廳 、東京、 京都 •九州の 帝 國大學 
簡易 保 險 、帝 國鐵道 等， 是 等の 特別 會 計 に® します 
繂 費の、 物 僧騰 贵 の爲 めに 要する 額が、 合計して I 


盼 議衆锊 諮® 帝 間一 十四 第 


億 千 二 百 三十 I 萬 二 千 六百餘 p であります， 盹 外に 
尙ほ 造 ',1)? 局、 印刷 局、 现锊 局、 作業、 苽京砲 兵 H 廠 
大阪昀 兵 工廠、 千 (t 製絨 所， 海軍 採炭所、 海 iri 火藥 
廠、 製錄 所、 谷 特別 锊 計を 合計 致します れぱ 、又 物 
惯騰贵 の爲 めの咐 加 額が 九 千 四 西 四十 八 萬 五 千 百餘 
圓で あります、 勿論 |>«| 今 EI3 しました， 造 m 局 以下の も 
のは， 是は 事業に ® する ものが あります から、 1 に 
一般 行政 贱の物 僧 ifi ft に te る ものとは、 少しく 趣を 
異にして •其屮 には 材料の 騰贵せ し 部分を 含まれて 
居ります、 併ながら 大體に 於て 物價膦 设と云 ふこと 
の範阳 は 脫し以 られな いのであります， 故に 此三口 
を 合計 致します れぱ、 评 に 四 億 二 千 四十 七 萬 七 百 十 
六 圓と云 ふ 多額の 金額は、 此時 局が 節ら したる 物價 
膦贵の 結果で あると 豫想 しなければ なり ませぬ •是 

ほ 阈民に 向つ ても汴 意を 菌む點 であると 信じます， 

次に 御 報 ff 致したい のは， 在 -wf 黨の諸 氏、 其 他 又 同 

情 ある 諸氏ょりも 笊 問が ありました 中に、 雄 入の 見 

込が 過大で あると 云 ふことの 案であります， 之に 封 

して ほ 政府は 六 年度、 七 年度の 實 况に徵 し •之を 斟 

酌 按排し II つ 手加減を 加へ て， 柑當 1¢ 收 入に 當るも 

のな りと 主張を 致されます •委員 諸氏に 於て は、 之 

に まだ！ I 足せられ ざる 方 も ある やうに 存じます、 故 

に 其 論議は 後との 討論に 於て せらる、 ので ございま 

せう が、 政府に 於て は 決して 所信な き務 3? ではない 

十分の 所信を 以て、 此歲 入の 見込を 提出した る もの 

なりと 主張 致されます •それから 公 價兹 集の 額が 巨 

額で ある、 lit 公 偵 琛集は 搔だ W 雜で あらう、 即ち 六 

位 數千 萬 [al に當る 公 (U 躱集は 锊 行： 个能で はない か、 

隨て此 预览 も !? 行！ f fig に 終りは せぬ かと 沄ふ こと も 

亦 竹 問され たのであります、 之に 對 して 政府は 此公 

依の S 集に 付ても 相 常 成算が ある， 決して 經濟界 を 

呕迫 する が in き 事の IS EZ ほ 執らない •長期に して不 

利益なる ものは 短期と 爲し 、而 して 時 _宜 きを 制し 

て、 此蘇 M に® ぜ しむる ものであると 説明を 致して 

居ります、 是も蓋 し 後ょり 有る 議論の 一端で あらう 

かと 存じます、 併ながら 此预算 不實行 と 云 ふこと に 

付て は、 政府は 斷じて 左 技 rir 無 rs: 任な JJf は 無い、 斯 

棟に 申されて 居る のであります、 それから 第 四に 御 

報吿 致す のは、 食 糊 問題、 是は 本會識 に 於て 4 旣に 

發せ られた 、問題で ございます •併ながら 是に對 し 

ては、 政府は 斷乎 たる 確信を 以て 答へ て 居ります、 

質問者 ほ、 今；！： の 米 ® は 如何にも 騰 5 K して 尻る •而 
拽吖案大止八年度歲入戍⑴拽拽览案外：二件 


して 米は 又 如何にも 不足で ある、 若し 端境期に 至れ 
ぱ阈民 の 糊 食を 失 ふ、 1 :! に： 个安の 念に 驅られ て阈民 
は 安き 心地は しない、 斯樣 にまで 申されました が、 
政府 渚 ほ 是に對 して、 斷然た る 確信を 示して 居り ま 
す， 即ち 米に 對 しては 永久 的 應 急 的處 置を 執る、 永 
久 的に 就て は、 喵今 議了せられ たる 所の 開 ■助成 法 
案の 如き も 其 一つた るを 失 ひますまい が、 其 他 政府 
ほ 幾多の 法案 I 法案では ない、 計带を 有つ て 居ら 
れるで ありませ ぅ、 併ながら 聰 急の 策と して lit 場合 
に 於て 賜す るに 付て ±r 政府は 米の 輸入は 斷 じて 之 
を S す、 如何なる ことがありと 雖も 之を S- して •國 
民を して 米の 不足を 感ぜし めざる 決心を 以て 行ふ考 
である、 斯く斷 言を 致しました •而 して K 方法 其 順 
序を 示せと 迫る 者 も ございました が、 之に 對し ては 
政府は 其方 法 ほ 示し ませぬ •何故ならば 之を 一朝 其 
場所 其方 法 等を 示す に 於て は、 其 場所に 於て 價額の 
釣 上は 無論 ある •或は 輸 m •禁止を される も 圖り難 く 
或は 又 谷 洞 人の 利害に 非常なる 關係が あるが 故に、 
之を 容易に 示す ことが 出来ぬ と 云 ふことの 上に 於て 
之を 示され ませぬ、 而して 價格は 何故 下らぬ か、 是 
は 如何にす るかと 云 ふことの 問で ありました が •之 
に對 しては 政府は ® 格と 云 ふことは •單 に價格 其 も 
の、 問題では ない、 ffl と (M 格と 二つ して 此 結果を 來 
す、 即ち 米の JJ. B1 が 豊富に なれば、 需要供給の 原則に 
依つ て價 格は 卜 •るので ある、 今や 米 不足た るが 故に 
此惯 格が 上つ て 居る ので あるから， 政府は 銳意 努力 
して 米の 輸入を 圖 り、 而 して 之に 從つ て價格 は 漸次 
低下す る ものであると 云 ふことの 論定を 持つ て 居る 
のであります •之に 對 して 尙ほ 反問して* 然るに 價 
格は 下らぬ ではない か、 斯棟 にまで 極論 致され まし 

たが •之に 對 して 政府 ほ 尙ほ 答へ て， 價格ほ 左樣に 

短日 乃の 間に 變化は 容易に 來すべ きもので ない、 即 

ち 今日 上りし ものを 下げる と 云 ふことの 容易に 來ら 

ざり しは、 曾て 前々 內閣が 米價の 下落を 憂へ て、 米 

m 引 上策を 實行せ ん として、 法 » 案の 如き ものまで 

も 提出す るが 如き こと ありし と雖 も、 米 似は 急激に 

は 上らなくて 却て 下る 位で、 遂に 失敗して しまつて 

居る、 其 事 KJ に徵 しても、 如何に 政府が 銳意 努力す 

ると 雖 も、 §5 格を 一朝一夕に 下げる と 云 ふことは 不 

可能で ある、 然らば 量を 豊富に して 而し て策焊 たれ 

ば、 ! It flf! 格は 下る ものな りとの 政府は 確信を 以て 御 

答を して 居ります* 是が即 ち 米に 對 しての - 糨 食 


に對 しての 政府の 確信 ある 答であります* 其 次に— 
—御 報吿は 是だ けで ございます が —— 申したい のは 
在野漪 の 一 委員ょ りして、 _ 民の 負 擔は總 て 偏頗な 
く 致して 行かなければ ならぬ. 然るに 我 國の租 税は 
中產 階級の 者に 厚く 致して、 一般 多數民 貧民 階級— 
—貧富 共同して 居る I 共通して 居る 渚の 租税は 高 
いやぅな 傾 が ある •即ち 之を 言 ひ 換 へれば、 直接税 
は 日本に 於て は少 くして、 間接税が 多い、 直接税は 
中等 階級 以上の 負擔 である、 間接税は© 富 共同の一 
— 共通の 負擔で 、貧者が 多くを 負擔 する ので ある、 
是が 我國に 於て ! X 直接税は 總體の 中の 三 割 一 分で、 
間接税は 六 割 九分に もなる、 即ち 間接税が 非常に 割 
合が 多くして* 窮民 貧民が 虐げられる •，課 求 さる、 
所の 有 樣で ある •是が 世界に 類例の 無い ことで ある 
と、 斯樣に 問は れ ましたので あります、 是は 實に國 
民の 利害に 大關 係を 有つ とも 存じました が 故に、 其 
當時 政府が 示した る 所の 此 材料を 玆に御 報告して、 
國 民の 安心を 得たい と 思 ひます、 况や 今日 人心は 兎 
角 過敏に 流れる 時で ございます から、 之を 申して 置 
きたいと 思 ふ、 即ち 大藏 大臣の 明示す る 所に 依れば 
大正 一一 一年 度に 於て、 日本、 英吉利、 佛蘭 西， 露西亜 
獨逸 •白 耳義 ，米國 合 衆國に 於け る、 直接 國税と 間 
接_税 の 割合を 示して あります、 之を 見ます ると 云 
ふと， 日本は 直接 國税が 三 割 四 分， 間接 國說が 六 割 
六 分、 英吉利は 直接 國稅三 割 五分、 間接 國税が 六 割 
五分、 佛蘭 西は 直接税は 一割 六 分、 間接税が 八 割 四 
分、 露： 内 亞は 直接税が 一割 四 分、 間接税が 八 割 六 分 
獨逸は 直接税が 二 割 ii; 分、 間接税が 七 割 七 分、 白 耳 
義は 直接税は 三 割 三分、 間接税が 六 割 七 分， 米國合 
衆國は 直接税は 僅に 四 分、 間接税が 九 割 六 分、 斯樣 
であります、 勿論戰 爭始つ て以來 、種々 の税が 起つ 
て， 直接税に 幾多 多少 變化 ほ來 した けれども， 大體 
に 於て 文明 國と稱 し •貿易 發 達し M 力の 發展 して 居 
る國に 於て は、 It 接税は 少く 間接税の 多い と 云 ふ 事 
を 言明され ました、 此 表に te ります れば 日本の 直接 
税 ょり 直接税を 多く 収 つて 居る 處は ， m り 英吉利が 
一分を 収つて 居る、 我國は 三 割 四 分で あるのに 彼は 
三 割 五分を 取つ て 居る、 其 他に 於て は 皆な 二割 若く 
は 一割の 範圍で ありまして 亞米利 加の 如く、 現に ii 
に 直接税は 四 分し か 取って 居らぬ と 云 ふ狀况 であり 
ます、 是は 今日 過敏に 流れん とする 所の 國民 にも • 
大に 注意すべき 問題で. あるから、 特に 御 報告 致す 次 


第であります、 以上 先づ 質問 應 答に 對 する 所の 報 街 
を 致すべき 必迆 ありと 認めて •本員が 玆に報 吿を致 
したので あります、 而し て是等 の 外に 外交 内政 幾多 
の 質問が ございまして •其數 や H に數 ふべ からざる 
ものであります が、 是は 別に 更め爰 に 申す 必要は な 
からぅ と 信じます， 而 して 是 等の 質問 應 答を 重ね ま 
して‘®々 討論に 入りました •討論に 入りました 所 
が， 此 討論に 入りまして は. 各派の 代表者 諸君、 何 
れも 意見は 本會 翳で 述べる と 云 ふこと で ございまし 
て、 唯々 獨〇政 友 # を 代表す る 所の 山 本 悌二郎 君は 
木 掏 ® 案は 總て 爰當 にして、 且つ 必要な りと 認むと 
云 ふ 意思に 於て 賛成を 表せられました、 憲政 會の代 I 
表 者 V 速 封 if 財政 計 迸に 對 して 犬に 意見を 有する 一 
も、 玆に 之を 略し 本會讁 に 於て 述ぷべ し、 但し 修正 
を 爲さず 、但し 數 字に 於て ほ 賛成で あると 云 ふの- 
矢 張 賛成の 意思であります、 それから 國民黨 を 代表 
して 鈴 木 梅 四 郎君、 全部 承認 •但し 時勢に 鑑みて， 
種々 の點は 本 會議に 之を 述ぷ る、 それから 小川 鄉太 
郞君は 新政 會を 代表し •是も 賛成で ある， 承 謎す る _ 
併ながら 其 意見は 本會 翳に 於て 述ぷ る， 北 井波 治 目 
君、 是も無 所搦團 を 代表して 全部 承認， 運用に 對し 
て 注文は 致す 事が ある •是は 本 會議に 於て 述ぷ る， 

狎 川方義 君も條 件を 付して 全部 賛成で あると 云 ふこ 
と •詰まり 其 意見た る や、 賛成の 中の 或る 意味を® 
衍す るので ございませぅ が* 何れに 致しましても • 

豫 K の 數字豫 » の 大體に 於て ほ、 殘らず 賛成で ござ 
いました るが 爲めに •豫算 委員 會は 全會 I 致 之を 可 
決 致した ので ございます" (拍手 起る〕 而して 玆に 
一の 希菌條 件が 存 して 居ります、 其 希望條 件は 豫算 
委員 會の 決定を 經たる もので ございまして、 即ち 食 
料 一! に對 しての 希望 條件で ございます、 之を 朗讀致 
します 「貪 料® の 不足 及 配給 不良は 國民 生活の 安定 
を 脅かす 甚し父 H 業鹽の 不酿 と 配給 不足は 一は 工業 
の發 達を 阻害し •又延 て 食料 翻の 不足を 湖へ しむる 
に 至る 依て 政府は 速に 之に 對し 最善の 措置を 採られ 
むこと を 望む」 即ち 是が闞 の 不足に 對 して、 何とか 
相 當の處 置を 執つ て 欲しい と 云 ふことの 希望と 致し 
て •委員 會 は 是 亦全會 一致を 以て 決定 致しました 次 
第で ございます、 以上 大體申 上げました のが、 豫算 
委員 會に 於け る 經過及 結果で ございまして、 此 結果 
たる や， 此大な る豫算 に釾 して 一 厘 一毛の 削減な し 
と 云 ふことは、 帝 國議锊 開會以 來 、軍 國議 會を収 除 
一〇 二 九 
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挎览第 大王 八 年度 歲人歲 出 |»' 矜览案 外 三 i ft- 
いて 他に 其 類例を 見ざる の rf に 好 ••… 何と 申します 
か (笑 聲起 る) 好換範 を 示した (拍手 起る〕 好 模範 
を 示した 所の 豫览 會議と 信じます、 どうか 將來に 於 
ても斯 の 如く あらん ことを Sf むので §> ります、 右大 
趦 御 報吿 する こと 斯の 如しであります。 

〔拍手 起る〕 • 

0 議長 C 大岡 育造 哲) 山本悌 二 郎君。 

〔山 本悌 11 郎君 登壻〕 

〔拍手 起る〕 

〇 山 本悌！ 一郎 君 私は 本豫算 案 全部に 對 して 賛成の 
意を 表する 者であります、 織に 本會耦 及豫算 會 翳に 
於て、 大藏 大臣が 豫览 編成に 關 する 内閣の 方針と し 
て 示された る 所に 依ります れば 、内閣 m 織 日 尙ほ淺 
きに (S り、 永久に 亘り 巨大の 费 用を 要する 所の 計畫 
ほ、 時勢の 推移に 伴うて 漸次 其 計 ffi を 立つ る こと、 

し、 取 敢へず 國 運の 發展上 急 施を 要する と 認める も 

のに 限つ て 計 * を 立て \、 豫算を 提出した と 云 ふこ 

とを 申されました* 此豫® を通蹵 致します るに、 此 

編成の 方針は、 歷々 として 豫算の 中に 發露 致して 居 

るのを 認められる、 或は 之に 對 して 谷 種の 意見を 持 

つて 居られる 方々 も あるかの やうに、 本會議 及豫算 

锊_ の 質問 應 答の 際に 認めました、 併ながら 內閣の 

成立 9尙ほ淺きにしては、此豫算案は相當內容の充 

15 せる ものと 認める に、 本員は 咨なら ない ので あり 

ます、 第一此 內閣 成立 後に 於て、 豫算を 編成す るに 

當 りまして、 他の 歴代の 內閣に 較べて、 頗る 闲 _ を 

感じた であらう と 想像され る 事が あるので あります 

と 申す のは 歷 代の 內閣 、前 内閣を 繼いで 其 任に 當る 

に 方り まして ほ大 體剩跄 金と 云 ふ ものが 多額に 存在 

して 居つ て、 此の 剩餘 金の 運用に ffi つて •取 敢へず 

拽 5? の 切 廻を 付ける と 云 ふ 所の 便 宽 を 持つて fr たの 

であります、 然るに 此內閣 の 成立 當 時に 於て、 果し 

て 此剩餘 金の 狀態 はどうな つて 居つ たかと 申します 

れぱ 、試に 其數 字を 擧げて 申します れば 、是は 前內 

閣の時 代では あります けれども、 六 年度に 於て は 前 

年度の 剩餘 金の殘 額と 云 ふ ものが、 九 千 二百 六十 五 

萬 圓も殘 つて 居つ たのであります、 而 して 七 年度に 

於て は •六 年度ょり 繰越すべき 剩餘 金が 三 億 三百 二 

萬 某と 云 ふ ものが 殘って 居った のであります が、 此 

中から しても 七 年度 豫算に 編入した 額が 六 百 何 萬圓 

と 云 ふ ものが ございまして、 其殘 りの 殆ど 大部分は 

臨時 軍事費 及 臨時 事件 費と して 充てられて しまつた 


のでありまして •此 後の 七苹度 追加 豫萁の 財源を 差 
引けば、 結局 八 年度豫 算 に 向つて 使用し 得べき 所の 
剩餘 金の 殘額と 云 ふ もの (5: 、滞に 此總 額の 一割に 過 
ぎざる 所の 三千 八 百 萬 «] しか 無かつた のであります 
八 億 九 千 萬 圓の豫 算 を 編成す るに 當 りまして、 僅に 
三千 八 百萬圓 の剩餘 金の 便宜を 得る ことし か出来な 
かつたと云ふことほ、此の內閣の豫算編成に對して 
は、 多大の W 雛の 理由が 存 して 居つ たのであります 
然る にも拘らず、 此豫算 を相當 の內容 の充實 せる 程 
度に 編成した と 云 ふこと に 付て は、 之に 向つ て 私 ほ 
讚辭 を呈 する ことの 決して 不當な らざ るを 信ずる 者 
であります (拍手 起る) 段々 質問 應 答の 間に 饲 ひま 
す 所に 依ります れぱ ，敢 て此豫 算に 反對の 御意 見は 
無かつた やうでは あります けれども >  之に 對 して 多 
少の 批評 的 御意 見は あつた やうに 伺 ひます、 其 第一 
と 致して ほ、 第一 此豫算 の 面から 見れば、 現内閣の 
抱負 經綸 としては、 一 も 見るべき ものが 無いで ほな 
いかと、 斯樣な 御意 見が あつた やうに 承 〇 ましたが 
私は 之に 對 して、 全然 同意を 致す ことが、 出来 ませ 
ぬのであります、 是 ょり 豫算其 者に 付て、 其 然らざ 
る ことを 證 明したい と考へ まする が •數 字に 涉りま 
すが 故に， 隨 分御聽 苦しう は ございませう けれども 
元來 豫算 事項の 性質と 致して’ 數 字に 渉ら ざれば 徹 
底せ る 了解を 倶る ことが 困難であります るが 故に、 
暫時の 御 忍耐を 願 ひ 置く 次第であります (「謹 聽」 
と 呼 ふ 者 あり〕 現 內閣 は敎 育、 國 防、 產 業， 及 通信 
交通 等の 諸孭に 於て、 最も 緊急な りと 認 むる ものに 
向つ て. •計 « を 立てた と 云 ふこと を 申されて 居り ま 
す、 是が 果して 豫算の 上に、 如何なる 事項に 於て 現 
れて 居る だら うと 云 ふこと を觀 察する のは* 即ち 本 
案を 批評す るに 付て、 最も 大切なる 點 であらう と 思 

ふので あります、 外務省の 豫算に 於き まして 「オム 

スク」 外 十二 領事館 新設に 關 する 經 費と 云 ふ もの ■を 

經常部 並に 臨時 部を 合して、 五十 三 萬 八 百 三十 六 圓 

と 云 ふ ものを 題 求して あります る、 御 承知の 通りに 

貿易の 發展 は、 無論 先 以て 領事館の 新設 等に 向つて 

發露せ ぬければ ならぬ ので ある、 それ故に 未だ 曾て 

斯樣な 多數に 於て 設置した ことのない 程 •即ち 其數 

に 於て 十二と 云 ふ數を 一時に 設® する ことにしたい 

と 云 ふのは、 即ち 海外 貿易の 發 展の爲 めに、 現內閣 

が 特に 此計 蜜を 立てた ので ありませ うかと 思 ふ •更 

に 農 商務 所管に 於き ましては •主要 食糧 農 產物改 良 


% 殖に關 する 經鈕 、並に 開 18 助成 法 施行に 關す る經 
S と、 此二 つの ものを 私 (i 假 りに 拾 上げる ので あり 
まする が、 此外 にも 谷 種の 調査 費 研究 费 等の、 新に 
計上され たる もの li 數 々あります けれども、 假 りに 
それは 省く と 致しまして、 此二 項に 於て 其 金高 ほ 僅 
に 二十 二 萬 二 千圓で ほあります けれども， 其 內容に 
於て ほ 頗る 重大なる もので あらう と 私は 考へ るので 
ある •今日 食糧 問題の 最も 急を 要する 時に 當つて 此 
案を 提出した と 云 ふことは •即ち 現内閣の 此 問題に 
向つ て大な る 計畫を 立つ る、 其 計畫の 片鱗と 見て 差 
支ない ので あらう と 思 ふので ある、 開 is 助成 法 施行 
に關 する 所の 經費は 、本年度の 要求 額 こそ 少額で あ 
ります けれども •二百 萬 町 步に宜 る 所の 全國の 開 is 
地に 向つて 法律 規定の 交付金を 交付す ると 云 ふこと 
に 相 成れぱ 、六 七 千 萬圓の 財源を 要する と 云 ふこと 
になる ので ある、 即ち 六 七 千 萬 11 の 計 « の 一 端を， 
此豫算 に 於て 本年度に 現した ので ありませ う， 更に 
內務 省の 所管に 於き まして、 道路 改良 費 補助 費 五十 
萬圓 、是は 唯今 道路 法案が 出て， 其 委員 tr の 報 ! ff も 
ございました が •それとは 少し 性質は 違 ひます るが 
是は 即ち 運 轍 交通の 爲 めに 投じた 所の 縛 費， 並に 北 
海道 拓殖 費％ 加と 云 ふ ものに 於て， 九十 九 萬 八 千！ 一 
百 圓と云 ふ ものを 計上して 居る、 是は總 額 三百 十三 
萬 五 千 九 百 某の 中、 物價 騰貴に 因る 所の 增額 二百 十 
三 萬 圓餘を 差 引きまして、 正味 新規 計 畫に屬 する 分 
が、 即ち 九十 九 萬 某、 約 百 萬 圓に 近い ものになる の 
であります、 此二つ の ものを 綜合して、 內務省 だけ 
に 於き まして 百 四十 九 萬 某と 云 ふ もの、 即ち 約 百 五 
十 萬に 近い ものが 計上され てあります、 遞信 省に 於 
きまして は， 電信 線路 增設 に關 する 經費 、通信 方式 
變更 の經費 >  二 次 電池 設備の 經費 ，電信 m 話裝 置改 
良 研究 >  斯樣 な 事に 於き まして、 二 百 四十 五 萬 七 千 
八 百 九十 六 圓と云 ふ ものが、 計上して ある， 更に 經 
常 部に 於き ましても， 之に 伴 ふ 所の 經費 十三 萬 某を 
計上して あります ので >  之 を 合せます れぱ •遞信 省 
の 新規の 計畫に 係る 其計畫 に對 する 所の 豫算 が、 二 
百 五十八 萬 九 千 六 E-I 圓 餘に當 るので あります ( r 大 
出來々 々々J と 呼 ふ 者 あり；} 敎育 方面に 於き まして 
は、 文部省の 經常 費に 於て、 帝 K 大學其 他 直轄 學校 
學科 學級增 加 等に 伴 ふ 支出 金と 云 ふ ものに 於て， 三 
十八 萬 四千 五 百 三十 餘圓を 要求して ある、 而 して 臨 
時 部に 於て は、 桐 生 染織 學 校、 鹿兒島 高等 農林 學校 
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高等 益 菜 學校冶 張 找、 第 十二、 第 十彐 •第 十四、 m 
十五の® 等 ^ 校 创立 sr エ打大,钺强 » 、京 ^ 帝3 
:  . 

呼 ふ 者 あり) 斯棟な ものを 合せます れぱ 、即ち 二： H 
二十 一 萬 七 千 四百 九十 [1 と 云 ふ ものになる ので あ 〇 
ます、 陸 取 省 即ち 國 防に 關する 點 に 於き まして：' U 
隊改 編の 爲 めに、 九 百 二十 二 斑 三千 五： W 九十 九 U1] が 
計上して あります 、是ほ 御 承知の 如く 總額 I 千 £-1 八 
十六 萬 九 千 四百 九十 八 11 なる ものを、 八 年度 以降 三 
箇 年に亘 つて It 行す る 所の遐 紛妞 であります、： 史に 
第二の 計 1¢ と 致して は 特殊 i-5 器製浩 及 試 驗费咐 紉と 
云 ふ ものが、 是ほ艽 十 萬 圆計 上して ある 〔 「迓 藥の 
功 能 一と 呼 ふ 者 あり〕 是 ほ 旣に百 五十 萬 [Ml の屮 —— 
繼續 费旣 定額 百 .7K 十 萬 圓であ ります が、 其 ' H JT 十 ,*: 
圓の 中で 旣に茭 出 済の 分を 除いて、 八 年度 以降の 殘 
額が 百 二十 萬 二 千 某になります 所を ，更 に此內 聞に 
於て 新に 二百 萬 MI を 之に il'i 加 致して， さぅ して 總額 
三百 二十 萬 二 千 某と 云 ふ ものに 致して， 之を 八 年度 
以降 十二 年度に 苴 る四箇 年の摭 續 Ei と 致して、 其 一 
端が 即ち 五十 萬 圓の 追加と なつて  >此 豫 3, t に 現れた 
のであります、 陸軍省に 於て は、 谷 部隊 編成 改正 其 
他增員 等に耍 する 經费と 云 ふ ものが 西 七十 八 ffi 六 千 
九 百 三十 九圆 、是が 經常 部の 經费で 、陸 ili 芾に 於て 
臨時 部經常 部を 合せます ると、 一千 百 六十 萬 五 西 三 
十八 圓と云 ふ ものになる ので ある >  海 軍の 方面に 於 
きまして、 水陸 設備 # の咐 加に 於て、 千 三 西 九十 九 
萬 九 千 八 百 五十八 圓を 要求して 居る， 是ほ四 十四 年 
度 以降 十二 年度に 至る までの 旣定總 額 七 千 二 十八 ® 
圓の 所へ、 今回 更に 千 八， 3 三十 九 萬 九 千 八 西 某と i 2.< 
ふ ものを 要求して， 總額八 千 八 百 六十 八 萬 某と 云 ふ 
ものにして、 其 中から 旣に 支出 濟の 四千 四 W 萬 脚を 
差 引いた 殘り を， 大正 十二 年度までの 年度 割にして 
其 年度 割の 分が， 本年度の 分 千 三百 九十 九 萬 圆が、 
玆に耍 求され て あるので あります る‘ で 交通 通行の 
點 に 於き ましては、 鐵逍院 に 於て は 御 祇 知の 通り， 
建設 改良 費の 旣定 の總額 が、 九 偬 一 一 一 千 一 ll If- I 九十 : 7  1: 萬 
某と 云 ふこと になつ て 居ります のです が、 其 屮大正 
七年度以前に交出濟になつた分ほ， :-/1: 儅二千 ://: |:-| -'.、 
十二 萬 某と 云 ふ ものに なつて 居る >其 殘舶四 億 八 百 
三十 二 萬圓 程の ものが、 旣定計 斑に 依れば、 將來 xm 
すべき 所の繼 綴 aj になります 所へ、 そこへ 新に 本年 
度に 於て 三 億 三千 五 百 八十 二茁 八 千 M 餘を要 求した 
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のであります、 即ち 大正 八 年度 以降 二十 苹 度に 31 る 
所の盹設改良费は、旣定額の殘額及本年度の追加耍 
求轴を 八 (1 せまして、 七 億 四千 四百 十五 ? i; 二 千圆 許り 
になる のであります •此總 高は 木 年度より 大正 二十 
年度に 至る までの 年度 割に 致して あるので あります 
が、 其 中より 本年度 即ち 大正 八 年度の 分の みを 試み 
に m げて 見ます れぱ 、旣 定年 度 割に 依り ますれば、 
六 千 三百 三十 八 萬 八 千 圖と云 ふ ものになります、 そ 
こへ 年度 繰 上に 依る 所の增 额 三百 五十 九 ; S 七 千圓を 
加へ、 更に 今回の 新規 要求に 依る 所の 追加 額 五 千 八 
百 四十 二 . •« 七 千 圓と云 ふ ものを 加へ まする と、 本年 
度の 鐵道の 建設 改良 费 の總额 と 云 ふ ものが、 一億 二 
千 五 W 四十 一 萬 三千 四百 二 圆と云 ふ ものになる ので 
あります、 * は 即ち 旣定 年度 _ 六 千 三百 三十 八萬圓 

に 比較 致します ると、 六 千 二百 萬 圓の 新なる 咐 加で 

あ 〇 ます、 そこで at 追加 要求 額 三 億 三千 五 百 八十 二 

萬 八 千 _ と 云 ふ ものは、 或は 是は 物價 騰貴の 關 係よ 

りの み 耍 求した もので あらぅ、 斯 _な 御 疑 も あるか 

も 知れ ませぬ が、 此 中物價 騰貴に 法る 咐 ■一と 云 ふ も 

のは、 三千 31: 百 七十 六茁八 千 九 T-l 五十 圓だ けで ある 

のであります、 即ち 差 引 正味 n 一位 五 萬 九 千 四百 三十 

六圆 だけは、 新規の 計 ! 5 に 基く 所の £15 設 改良 毀の、 

新なる 要求 額で あると 云 ふこと を 御 承知を 願 ひたい 

のであります、 lit 外に も 司法 省の 部分に 於て、 人權 

擁護の 爲めに •地方裁判所の 吏 部の 設置、 K 裁判所 

出張所の 撋强 と； K ふが 如き ものに 於て、 同じく 百 三 

十三® 餘 g を 要求して K るので あります、 是は其 谷 

省々々 に 就て、 m なる 新規 計进 に對 する豫 算額を 摘 

上げた だけに 過ぎ ませぬ のであります が、 それだけ 

でも 唯今 申 上げました 所の ものを 總計 致します れぱ 

九 千 六 百 二 萬 一千 三百 四十 二 0 と 云 ふ大な る 額に 上 

つて 居る ので あ 0ます、本殊筘には未だ關係ほあり 

ませぬ が、 B 下狨院 に提 ill 中であつて， 此後に 於て 

薄 菝に 上るべき 所の 文部省 提案の 高等 諸 學校 _設 及 

撾 張 ?, i と 云 ふ もの、 此 本年度 分 二！ s 九十 八 萬 六 千 四 

百 三十 [F51 と 云 ふ ものを、 之に 試に 加 K して 見ます れ 

ば、 卯ち 其 總额は 九 千 九 TI 萬， 約 I 倥 ®; B1 に當 るの 

であります、 是は KII ち物價 瞬 ft に闪る 所の 咐龆を 全 

然差 引いた 所の、 正味の 新規の 計盡に 基く 所の 要求 

額で あると 云 ふこと を 御詢承 願 ひたいので ある、 で 

是 は 本年度に 現れた る 所の 金额の みを 111 上げた ので 

あります るが’ 現内閣の 新なる 計 ^ に te つて 計上 さ 


る、 所の繼 緵 费 全部を、 別に 試みに 申 上げて 兑 ます 
ると 是は 陸海 軍、 文部、 鐵道院 と 云 ふ、 是だ けで 新 
規の繼 續费が 三 億 三千 六 百 二 十三 萬 六 千 五 百 四十； 一 
圆と云 ふ ものになる のであります •之に 唯今 fll 上げ 
た 所の 目 卜 鄧院に 提出 中の、 文部省の 追加 拽算 案， 
四千 四百 五十 三 萬 四百 二 十 圓と云 ふ ものを 加へ ます 
れば 、織 續 費の 總計が 三 億 八 千 七十 六 萬 六 千 九 百 六 
十二 圆と云 ふ ものになる ので、 是は 物價勝 貴を 差 引 
いた 所の、 IE 味の lit 內閣の 計畫に 依る 繼_ 費で ある 
と 云 ふこと を 申 上げて 置きたい のであります* Jr の 
如く 八愆九 千 萬 _の歲 出の 中に 於て、 約 一億に 近い 
所の 新規の 計进を 立て、 新規の 要求を し、 II 綴 费に 
於て は 三 億 八 千 萬 W に 近き 計 5S を 立てた と 云 ふこと 
は、 之が 所謂 經一 1 抱負なる もので なくして 何で あり 
ませぅ か (.拍手 起る〕 耍 する に經綸 抱負と 云 ふこと 
は、 之を 具 [f® 化して 見れば、 斯樣な ものが 即ち 經綸 
抱負の 一端で あるので あります (拍手 起る〕 更に 歳 
入の 見 積に 付て、 其 過大なる ことを 憂 ふる 聲 も、 本 
會及豫 算 委員 會に 於て 聞え ましたが 私は 左樣な 事は 
一 稲の 担 凝であつて、 斷じて 左 _な御 心配に ほ 及ば 
ない と 云 ふこと を 申 上げたい のであります， 各種の 
收 入に 於て、 確に 本年度の 見 積は 咐加 致して 居る に 
相 違 ありませ ぬ •即ち 大正 七 年度の 豫算に 較べ まし 
て、 約 . ~ 億 IM 程の咐 加に なつて 居ります •併ながら 
其 中の 主なる ものは 何かと 申し ますれば、 租税 收入 
の 中に 於て、 所得税、 酒税、 關税是 等の ものが I 千 
萬圓 以上の % 収と見 積ら れて ある ものであります、 
其 他に 一千 萬 IHI 以 卜： の®: 收見積 の ものは、 印紙 收入 
並に 官菜及 官冇 財產收 入に 於て 郵便 雷 信 及 電話收 入 
及 製錄所 益金 ■是 等が 一千 萬 圓以上 の 收入增 加と 見 

積ら れて ある もので あ 〇 ます、 而 して 其 見 積の 基礎 

に付きましては、裸筘總會並に分科に於て委しく質 

問 腺 答を 重ねられました が 故に、 私は 此處に 於て 絮 

說す るの 必要は 見 ませぬ が、 唯々 一言 申し ますれば 

所得税の 點に 於き ましては、 第一 稲 所得税は 六 年度 

の 所得 決定额 に te o- 、 第三 種 所得税は 七 年度の 決定 

額から、 百 分の JI: を 引いた ものであると 云 ふこと を 

政府 委员は 申して 居つ た、 所が 此六 年度の 所得に 依 

ると、 第一 稲 所得 即ち 法人の 所得 ほ、 是は 所得 稅全 

體 の 收入咐 加 見 積® の、 どの位の 部分を 占めて 居る 

ものである かと 申す と、 總額六 千 四百 五十八 萬圓の 

中、 法人所得の 見 積が 三千 六 百 萬圓餘 になって 居る 


即ち總 收額の 過半に なつて 居る のであります、 此過 
半に なつて 居る 所の 第一 種所煜 税と云 ふ ものは、 六 
年度の 決定 額に & つた、 六 年度と 八 年度を 較べて 見 
ますれば •必ずしも 此八 年度 ほ 六 年度よりは、 收入 
が 少ない と 云 ふことは EM されますまい と 思 ふので あ 
ります、 七 年度は 我國 經濟 界の絕 頂に 達した 時では 
あります けれども、 八 年度は 少く とも 六 年度と 同樣 
に視 ると 云 ふことは、 强ち不 當な ことでは 私は なか 
らうと 思 ふ， それから 酒税に 於き まして ほ、 大正 六 
年度 以前 ？ >: 箇 年中の 最高 最低を 差 引いて， 殘 り三箇 
年の 平均に 依つ たと 云 ふこと であります から、 是亦 
餘り見 積 方が 惡い見 積 方で ない と 私は 思 ふので ある 
關税に 於て は ■大 JE 七 年の 四月より 九月に 至る、 半 
箇年を 標準と して 算出 致して あると 云 ふから、 是は 
寧ろ 增加 すると も •決して 減收 する B は 私は 無い と 
思 ふので あります、 大正 七 年は ffi 々議會 に 於ても 繰 
返されて 言は れた 如く、 我國經 濟界の 最も 絕 頂の 景 
氣に 達した 所であります が 故に、 此 年は 即ち 最も輸 
出が 盛んで あつて、 輸入が 少なかつた 時で ある、 此 
輸入の 最も 少な かつた 時の 四月より 九月に 至る 收入 
を 標準と して 見ましたならば •此八 年度に 於て は > 
必ず 不景氣 の 結果，® 入は 佾 加して， 輸出は 減ずる 
と 云 ふ ® 想' か 恐らく 中る であらう と 思 ふ* 輸入が ^ 
加す ると 云 ふことは、 將來の 形勢で あると 云 ふこと 
に 付て は •何人も 異存の 無い 所で あると しま すれば 
其の 反對 の事實 であつ た， 大 JH 七 年度を 標準と する 
ことは、 寧ろ 過少に 見 積つ て も 過大に 見 積つ てない 
と 云 ふ其證 據 であると 思は れ るので ある、 それから 
印紙 收 入の 如きに 於ても、 大正 六 年度を 標準と して 
あると 云 ふこと であります から、 是亦 非常な 高き 見 
積とは 申されますまい、 郵便 電信 及 電話 收入 等に 於 
ては、 是は 大正 六 年度を 基礎と して、 其 以前 二 年 乃 
至 三年 平均を 取つて 算盤を 採つ たので あると， 斯う 
政府は 申して 居る、 而も 此點に 付て は 今回の 豫* に 
計上して ある ® 信 線 延長に 伴 ふ 增收と 云 ふことは 見 
積つ てない のであります、 電信 線が 延長し ますれば 
無論 收入は 增加 する ことは 分つ て 居る が、 それさへ 
此收 入の 中に {X 見 積つ てない のであります、 斯樣に 
見 ますれば、 此收 人の 見 積 方の 基礎に 付きまして は 
相 當穩當 なる 手段を 執つ て 居る と 私は 見て 差 支ない 
と 思 ふので あります、 元來 之を 達 觀 して 見 ますれば 
連年 剩餘 金と 云 ふ ものを 此數 年來歳 計豫算 に 於て 生 


じて 居ります が >  此剩餘 金と 云 ふ ものは. 元來何 が 
故に 出来て 居る ので & り ませう か、 固より 歳出の 不 
用に 13 する 分が 生ずる とか 云 ふやうな ことが、 一の 
原因では あります けれども、 主たる 原因は、 歲入が 
«■ 算 よりも 實收が 通に 多かつた と 云 ふ 其 結果が- 即 
ち 歳計 剩餘 金と して 現れる ので ほ ありませ ぬか、 斯 
る 現象は 旣に五 、六 年續 いで 居ります ので、 現に 先 
程 も 申した が 如く， 大正 六 年度の 分は 七 千 萬 圓に近 
い 剩餘金 •大正 七卬 度に 繰越した 六 年度の 分は 一一 一億 
數 千 萬 [a の ものが 繰越され て 居る と 云 ふ、 斯樣 な狀 
况で 連年 あつたので、 未だ 嘗て 逆に I 其领 に豫算 
額に 較べて 實收额 が 少なかつた と 云 ふ 事は、 近き 現 
在に 於て は 無 かつた のであります， 然ら ば獨〇 大正 
八 年度の みに 於て、 S 算に 較べて 實收が 少ないで あ 
らうと 云 ふ 御 心配は， 是は御 無用で あらう と 思 ふ、 
歲 入の 見 積は 一種の 技術に 屬 する ものでありまして 
此の 技術には 隨分 大藏 省の 諸君 も 熟達され て 居る や 
うで ある •敢て 大藏 大臣が 算盤を 採る 次第で なし， 
次官が 算盤を 採る 次第で ない のであつて • 實 は 此技 
術に 練達され て 居る 諸 封が 算盤を 採つて 計 k して 居 
るので ある、 其 結果は 即ち 五六 年来 何時も 實收の 方 
が 豫算 より 多い と 云 ふこと になつて 居る 以上は， 獨 
〇 八 年度の みに 於て 其 逆に 減少を 來 すと 云 ふことは 
私共には 考 へられない のであります、 谷 種の 税 W に 
付ての 見 積 額が 決して 不當の もので ない、 寧ろ 內輪 
に 見 積つ てあつても •見積り 過ぎは 致して 居らぬ だ 
らうと 云 ふ 想像 も 出来る、 5-!; 一例と 致して、 私は 茲 
に 臨時 所得税を 擧げて 見たい ので ある、 戰時 利得 稅 
の豫算 は， 大正 七 年度の 分が 千 八 百 萬圓で あつたの 
である、 それが Sr 何なる 實績 であつ たかと 申します 
れば 、大正 七 年度の 上半期の みに 於て、 即ち 一年の 
半分 ' e ある 所の 大正 七 年度の 上半期に 於て、 八 千 三 
百 三十 九 萬 一千 圓と 云ふ收 入を 示して 居る ので あり 
ます、 即ち 最初の 豫算 額の 約 四 倍 半に 當る 所の もの 
を收 入して 居る、 而して 八 年度の® 時 利得 税の 政府 
の 豫算は 幾何で あるかと 申せば、 九 千 二 百 六十 M 萬 
五 千 圓と云 ふこと になつ て 居ります が、 是は 確に 見 
積 •か 過少に 失して 居る 位と 私は 考へ るので ある、 七 
年の 上半期 ii 八 千 三百 萬圓 許りの 實收で ありました 
所から 推します れば 、七 年 も 下半期 ほ 約是と 同額と 
見て 敢て差 支ない だら うと 思 ふ •假 りに 之を 同額と 
見て 九 千 蓖圓と 見まして、 而し て大芷 八 年度の 上半 
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期の 分を 假りに 半分と 見まして、 即ち 大正 七 年度の 
下半期 •大正 八 年度の 上半期 •此 二つを 合せた もの 
が 大正 八 年度の 收 入になる のであります から、 斯棟 
に見租 ります ると  >  一 億 三千 五 百 萬 [a と 云 ふ® が ； J1 
て 參 ります 譯で あります、 政府の 見稻ほ 九 千 二 百 萬 
圆 に過ぎないので あります が、 吾々 が 之れ を 見積り 
ますれ ば， 如何に 内輪に 見 積つても •一億 三千 萬圆 
以內で ほない のであります、 即ち 政府の 見 積 ほ 吾々 
の的碗なる豫想ょりほ、約四千萬圓も少なく見積つ 
て あるので あります、 是れ 等の 例を 見ましても、 政 
府ほ 寧ろ 過少に 見 83 ろ も 過大に 見 0! つてない と 云 ふ 
ことは、 安心が (15 來得 られ るで あらう と 思 ひます、 
c 「山 本 君々々々 ' 「默 つて 居れ j  r 能く 分り まし 
た」 と 呼 ふ 者 あり) 更に 尙ほ本 豫箕 に對 する 所の 心 

配の 一つと して 擧げ ました 所は、 歳入の 一部分た る 

所の 公似、 此公偵 が 果して 滿足に 募られる であらう 

かどうであらうか、恐くほ鉍ることが容县に出來ま 

V、 假 りに 之を 孫る とすれば 〔•其 結果は 經濟界 の E 

迫と なる であらう と •斯 _ な 御意 見 も 伺つ たので あ 

ります、 私は 之に 對 しては、 旣往の 宵 驗に徵 し、 今 

C2 の經濟 界の 現狀に 鑑みまして •左 樣の心 0B は、 是 

亦 御 無 用 であると 云 ふこと を 申したい ので ある、 本 

年度の 計 5!f に 係る 所の 公侦募 集は、 臨時 軍事 a に 於 

きまして は 一億 五 千 六 百 四十 萬と 云. ふ ものが 一口、 

芄 千 萬 圓と云 ふ ものが in、 W 話 公債に 於て 二 千 三 

百 十 萬圓 、朝鮮、 毫錄 、海 太の 事業 公 償に 於て 四千 

三百 七十 萬 八 千 六 百 某と 云 ふ もの、 鐵道院 建設 公債 

に 於て 四千 ? J; 圓 、是 等を 合します と •約 二 億 九 千 萬 

圆 許りになる のであります、 で此 外に 臨時 國庫 證券 

と 云 ふ もの 三 億 圓と云 ふ ものを 豫定 して 居る、 で 此 

谷 種の 二 億 九 千 萬 圓 許りの 中で、 臨時 軍事費 特別 會 

計 に搦す る 分は '-. > 唯今 申 上げた 通りに 約 二 億圓 にな 

るので あります るが、 是ほ 臨時 軍事の 發展の 仕方 次 

第で、 必ずしも 此金額 を 要せない かも 知れない、 又 

假 りに 之を 要するに 致しても •而 して 其 際に 於て 公 

依； 姑 集が 闲雖と 致しても、 他に 幾ら も 之を 切 抜ける 

の途は あるので あります、 例へぱ 大 JH 七 年度の 剩餘 

金が 大凡 幾許 あるかと 豫 s£ をして 見ます ると、 今日 

の 現 計に 基いて 考へ ますれば、 約 二 億に 近い ものが 

能る であらう と 云 ふことは* 公知の 事 S であります 

即ち 假 りに 公債 ^ 集 幾分闲 難な 〇 とする も、 剩餘金 

に 依る 途も亦 決して 無い ので ありませ ぬ、 故に 豫* 


•H 行 難に 塔る， 若く It 豫算 執行に 行 詰る と 云 ふ S の 
ない ことは、 私が 當 局に 代つ て茲に 明言す る こと' か 
一 出來 るで あらう と 思 ふ， そこで 假 りに —— 併ながら 
此金 部を 皆な 公贤に 法る ものと して、 此二億 九 千 萬 
圓の 公憤、 是が 果して ¥ り 得られないで あらう か 如 
何で あらう かと 云 ふ 事は、 旣 往の實 緩に 徵 して 見す 
るの が 一番 宜しい と 思 ふ、 最近の 年度に 於き まして 
ほ、 大正 六 年 七 年を 試みに 擧げて 見 ませう、 大正 七 
年に ほ 四千 八 百 二十 三 萬 五 千 九 百 圓と云 ふ ものを 募 
つて 居ります るが、 是れ !x 比較的に 少ない ので ある 
何故 少ない かと 申せば、 此 年に 於て 旣 に W 頭に 於て 
申 上げた が 如く、 多額の 剩餘 金を 有して 1T りました 
が 故に、 財源の 公 償に 實 際の 上で 求めた 金額は、 是 
だけに 過ぎない のであります* だが 大正 六 年は どう 
であり ませう •大正 六 年に 於て は 八 千 九 百 七十 六 萬 
四千 圓と云 ふ ものを 公債に 依つ て發つ て 居ります、 
所が 是 ほ 我 帝國の 公債 だけの 金額でありまして、 此 
外に 大正 六 年度に 於て は英 、佛 ■露 等の 外 國憤の 募 
集に 應じて 居る 所の 金額が、 又 非常に 多額に 上つて 
居る のでありまして、 其 金額が 四 億 九 千 三百 九十 餘 
萬圓に 上つて 居る ので ある •即ち 大正 六 年度に 日本 
の 市場に 於て 募集され た 所の 對 外公價 を 通計 致し ま 
すれば、 五 億 八 千 三百 萬と 云 ふ數に 上つて 居る ので 
あります、 大正 六 年度に 於て すら •約 六 億に 近い 所 
の 公債を 日本の 市場 ほ 負擔 して •卺も 苦痛を 感ずる 
所が 無 かつた と 致します れば 、大正 八 年度に 於て、 
其 半分に 當る 所の 二 億 九 千 萬圓の 公債の 募集 すら 出 
来ない と 云 ふことは、 私共の 常識には 考へ られな い 
のであります‘ 然ら ば殘り 三億圓 の國庫 證券が、 ま 
だ 殘つて 居る のでは ないかと 云 ふ 御意 見 も あるか も 

知れ ませぬ が、 是は 申す まで もな く 金融の 調節、 爲 

‘替 資金の 疏 通と 云 ふ 目的の 爲め に、 必要 あれば 募る 

と 云 ふこと になつて 居ります ので、 必要 無くん ば 募 

る 必要は ない ので ある、 而 して 其 必要の 生ずる 場合 

は 如何なる 場合で あるかと 云へ ぱ •其 時は 即ち® 出 

超過 致して、 通貨が 膨脹して、 資金が 市場に 横溢す 

る 時で あるので あります、 其 時に 於て 初めて 此三億 

圓と云 ふ ものを 募る のであります から、 是は 募る の 

慕ら れな いのと 云 ふことは、 問題に ならない ので あ 

ります、 而已な らず 今回の 法津 改正に 依りまして、 

此 臨時 國庫 證券の 目的の 中に •新たに 聯合 國の 援助 

と 云 ふこと を 加へ ましたので あります が、 聞く 所に 


依れ ぱ是ほ 英貨 公佔七 千 萬圓 許 ^ の ものが、 《 還 期 
か 明年度 內に 迫る ことがあ つた 場合に、 若し 英國に 
於て 其 償還を しないと きに ほ、 政府が 代つ て此 公路 
を貿 上げて やる と 云 ふ、 さう 云 ふ 意味 も 含んで 居る 
と 云 ふこと であります から •それなら •は 尙更の 事、 
是ほ 純然たる 借換で ある， 一方に 於て 公戗を 苺る と 
同時に、 一方に 於て 公 阽 を ft 還す るので あります か 
ら 、是は 少しも 經濟界 に ffi 迫を 加 ふる 理由 (i 存 して 
居らぬ のであります (「もう 好い加減に して 助けて 
吳れ 給へ」 と 呼 ふ 者 あり) まあ 靜に聽 き 給へ —— 元 
來此豫 算に向 つて 批評を 加 へられた る 所の 諸君の 御 
意見、 即ち 現內閣 の 抱負 經綸 とも 見るべき ものが、 
此豫算 の 中に 現 はれて 居ない、 何故に 抱負 經綸を も 
つと 積極的に 此豫算 計 ft の 中に 現さな かつた かと 云 
ふ 御 批評と、 もう 一 つは 歳入の 見 積が 過大では ない 
か、歲入はそれだけ豫算した程ほ、實收することが 
出來 まいでは ないかと 云ふ此 御意 見， 此二 つの 御意 
見を 1 同一の 論者より 聽くに 至つて iT 私 ! t. 少しく 
奇異の 思を 爲さ 7 るを 得ない のであります、 元來一 
方に 於て は •何故 もつと 仕事を しない かと 言 ひなが 
ら 、一方に 於て は 現在の 仕事に 對 する- 成 入の 豫算す 
らも、 それだけす らも 収れな いかと 云 ふ此 御_論 は 
正に 矛盾 撞著で ないかと 思 ひます、 若しも 玆に 諸君 
の 御 要求 通り、 積極的の 大經綸 をしたなら ぱ 、唯 だ 
でさへ 其 御意 見に 從へば 不足で あると 云 ふ 歳入は、 
如何にして 此 大計® 大經綸 の 財源を 提供す る ことが 
出来 ませう か、 故に 此御 議論 も詮じ 詰めれば、 孰れ 
かの 御 議論の 二つの 點の 孰れ かの 一方は、 御 撤回に 
ならなければ ならぬ ことに 歸著 しは しない かと 私 (i 
信ずる のであります、 强て 之を 此 矛盾の 活路を 求め 
んと しま すれば. 增税と 云 ふこと に 行く より 他ない 
のであります、 積極的の 大經 綸大 抱負を 行 ふべ し > 
而して 歳入は 現在の 歳入で ! 3: 不足な 〇、 斯樣に 論理 
を 詰めて 參り ますれば、 % 税と云 ふこと に歸 著す る 
より 他ない のであります、 併 ながら 此御 意見と して 
未だ 增税 をし ろと 云 ふことまで 飛 り ませぬ が、 ii 論 
の 歸著點 は 左樣 にならなければ ならぬ やうに 私は 考 
へる、 增税 固より 萬 已むを得ない 場合に 於て 致 方が 
ない、 有 ゆる 方法 手段を ■しても •今日の 國 家の 進 
運に 願ず る 施設に 付て •今日の 財源が 不足な りと す 
れぱ 、勢 ひ增税 に 之を 仰がなければ ならぬ 場合 も 起 
つて 來る かも 知れぬ のであります、 併ながら 荀も國 


民の 負擔 を - W 大する 所の fft 没 計 ;, ic o 肋き は、 w -m に 
攻究 調 ？？ を 爾ねた る 上、 一般 W 民の K 柄 状 ^ :を阳. * 
して、 十分の 取調を した 上に、 姶 力て 其 計畫を 立つ 
べきであります、 是が此 豫算 案の 提出せ らる 、まで 
抑々 どれ だけの 時日が ありました かと 中し ま ' r れば 
随 に 御 承知の 通 〇 十一、 十二の 二 商 / J しか 無い ので 
はあり ませぬ か， 此二 箇月の 間に •斯糅 な 拊稅 計« 
の 事が 果して m 来べき ものである か 否やと 云 ふこと 
は、 私が 申す まで もな く、 旣に御 判斷の 出來る 叫で 
あらう かと 思 ふので ある-若しも 又此短 時日の Ril に 
斯樣な 大計 3¢ を 粗忽に も爲す 所の 内閣が 在つ たと し 
たなら ば、 吾々 國民ほ 鼓を 鳴して 其！； 率を 攻め. rj: け 
ればな らぬ のであります 、要するに 木 Fi! 3? は、 大婭 
に 於て 短時日の 間に 立てられた る計诳 と 致して ほ、 
相 當に內 容の充 實 したる もの 相當に 現内閣の 經济抱 
負の 一 端を 發 露した る ものと、 私 ix 之を 評する こと 
が 出来 やうと 思 ふので あります、 而 して 國 家の 预算 
は、 國務の 緩急と 財政の 狀態を 見較べて、 K 間に 按 
排調節 の 宜しき を 制する と K ふこと でなければ なら 
ぬのであります、 無爲 無策は 政治家の M も 恥 づ べき 
所であります が、 併ながら 又 徒らに 純 綸 抱負を 諮つ 
て、 杜撰 粗漏なる 計 迸を 立てて •一時の 盛名を 陷倖 
せんとす るが 如きは、 國 民の 付託に 負く の 甚だ 大な 
る ものと して、 避けなければ ならぬ ものであります 
現內閣 は 能く此 間の 意を 體し て、® りに 施設の 壯 快 
を 街は ざると 同時に， 短時日の 間に 於て S し m る 限 
りの 範圍內 に 於て、 國 運の 發肢上 急 施を 要する もの 
に對 して、 相 當 の計蕺 を 立てた と S ふことは >  喵 今 
申 上げた 事で 御 分りに なつて fr る だら うと 思 ひます 
るが、 私は 大に 之を 多と しなければ ならぬ ので あり 
ます、 然も 國 民の 現内閣に 期待す る 所の ものは、 極 
めて 大なる ものが あるので あります、 W 閣諸公 又 そ 
れ 故に 是ょ りして 著々 各般の 政務に 渉つ て、 時代の 
要求に 瞧ず ベく 適切なる 計 歌を 立てて、 國 民の 期待 
に 副 ふこと あるべき は、 私の 信じて 疑は ざる 所で あ 
ります、 此 意味に 於て 私は 豫算案 金 部に對 し S 成の 
意を 表する と 同時に、 諸君 も 亦 f® 算總會 に 於け ると 
同一に、 全會 一致を 以て 委員長 報 ® 通り 可決 あらん 
ことを 希望す るので あります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 武富 時敏お 。 

C 武 富時敏 君 登壇〕 
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C 拍手 起る〕 

〇武富 時敏君 吾々 li 此大 IH 八 年度の 豫算に 付て、 
先日 來預览 委負會 に 於け る、 委員と 政府との® 問應 
答を m ねたる 末、 能く 政府の 意の 在る 所を 明に 致し 
まして、 反 ^ 丁寧に 此预算 を® 丧 致しました る 所、 
此 本年度の 預览 には、 極めて 大な る缺陷 が存す る こ 
とを 發兑 する のであります、 殆ど 此缺陷 に對 し、 吾 
再 it 手の 薺け やうな きに 芮 しむ、 其 大な る缺陷 と !;? 
ふべき もの (i 何で あるかと 云へ ば、 第一は 財政の 基 
礎 極めて 诹弱な る こと、 15 二には 時勢の 昭 求に 腿ず 
る 施設と しては >  1 として 見るべき ものな し (「の 
う<」の睇起る〕此ーーつであるのであります(「君 
の 時は どう だ」 と 呼 ふ漭 あり) 何を か W 政の恶 礎が 
薄弱で あるかと 云 ふなら ば、 今 山 本 君が 拽め : -!/. -|:4 々の 

意見を 駁蹈 する ffi 〇 でも ありました か 述べられた 通 

りに、即ち今年度の拽 33: の歳人に見積つてある租税 

及 r4- 業 益金の 見 稍は、 其 見 積の 過大なる こと ■それ 

と公似の鉍»の巨額なること*此二つに在る、御赀 

の通りに此八年度の豫筇と云ふもの (3: 、 ~ 億現と云 

ふ 租税 其 他.： 1-1 業 益金の 自然の 咐收 、之に 加 ふるに 二 

愆 六 七 千 ? S 圆の 公位 ^ 集、 lit 二つ の ものに 依つて、 

氓 出入の H 安を 合せて あるので、 Itt 二つ の ものが 確 

でなければ •八 年の歲 入の 均衡と 云 ふ ものは、 忽 

ち 破壊され てし まう、 遂に 哉 入 不足と なつて、 歳出 

雅算 を i? 行 十る ことが 出來な いと 云 ふこと に陷 る、 

仲し 吾々 は、 先刻 山 本 封 も 述べられた やうで ありま 

L たが、 從來 政府の 常 局が 戊 入の 見 ^ を爲す には、 

何時でも 苏少に 失して 居る •隨 つて それで 此 笾 少に 

失する ことは、 年来 吾々 は 非雖 する 所でありまして 

之を 矯 正 する ことに も •微力の 及ぶ 限り 努めた fa り 

であります るが、 併ながら 本年の 如く、 所謂 經济界 

變 轉 の n.1? 期に 方つ て 歳入の 豫览を 見® るには、 大事 

を 驭 つた 上に も 大事を 収 つて 其見秸 を 爲さな ければ 

大なる 則 齬 を 生ずる ことは 分り切つ た 話で ある、 然 

るに此 TS © に揭げ て ある 所の 歳入は 如何で ある、 吾 

吾は 何時も 政 / r-f の® 入見稂 が 嫉少な 〇 として 非難し 

たる、 其晋々 さへ も 今年度の 神 算の見 積の 過大なる 

に 一 犄 を 喫せざる を 得ない (拍手 起る) 何故な れぱ 

前年度の 代 3? は •旣に ~ 億 圆と云 ふ 自然 咐收を 見！ 3 

つてある、！ 1 冏、勿論前年度の|::收と云ふものは 

—— 七 年度の 宵 收と云 ふ ものは、 其搏算 に 比して 餘 

程 大なる 超過が 生じつつ あると 云 ふこと 13: 分り切つ 
豫筇案 大 11:1 八诈度 哉 人 歳 tj'.l 總拽 览 案外： 二 件 


て 居る， それは 七 年度の 现 計の 示す 所で 4 明で あり 
ますが、 併ながら 大 JH 七 年度は、 綷濟界 の 好赍氣 の 
絕 頂に 達した 年で ある、 此好 景氣 の絕顶 に 達した 七 
年度の 1S 收見込 額と 餘り 大差の ない 金額を、 此八年 
度の 歳入 豫算 として 計上す ると 云 ふに 至つ ては、 何 
としても 赴は ？ 3 かざる を 得ない (拍手 起 or 小 II だ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 而も 其 金額が 前々 年度 大正 六 年度の 
現 計に 比して 見ます ると， 凡そ 八 千 萬 阊衔 加して 居 
る、 八 千 萬 W の％ 加で ある* 八 千 萬 W と 云 ふと 即ち 
凡そ 一吻 、辑に 租脫 のみに 付て 言へ ば 一割 五分の 咐 
加で ある、 六 年度の 現 計ょりも 八 年度の 豫算 が、 一 
割 以上の 增加が あると 云 ふこと は>  畢觉 何の 根據で 
此揲 筲 が 出来た もので あらう か、 何としても 是は過 
大と iK ほなければ ならぬ、 山本對 ほ 頻 り -1C 其 過大な 
らざる 所以を 述べられました が •吾々 は 何としても 
安心が m 來な い、 玆に二 三の 實 例に 就て 此見 積の 過 
大なる ことを 立說 して 見ます れぱ 、山 本 君 も 引用せ 
られた 所の 所得税、 所 52 税第 一種の 課税 額は、 六 年 
度の決定額其儘を計上して居る，それから所得税第 
三種の 35 稅額と 云 ふ ものは、 七 年度の 決定 龆 から® 
に 百 分の 三を 減じて 計上して ある •七 年度の 決定 額 
と 云へ ば、 昨年の 六 七月 頃に 決定した 所得 額で ある 
好景 氣の絕 頂に 達して 居る 昨年の 六 七月に 決定した 
決定 額で ある、 それ故に 此決 定額に 依つ て徵收 する 
に 際して は、 七 年度の 第三 種の 所 52 税 さへ も， 旣に 
都 fr と 云は ず， 地方と 云は ず、 殆ど 滞納 處分を 受け 
たる 者 か ^ 々 として 出て 居る ので ある、 旣に此 經濟 
界の樣 子が、 餘程 昨年の 六 七月から 昨年の 九十 月以 
後が 今日と 變 つて 居る ことは、 それでも 證 明され る 
即ち 此 決定 額の ® に 百 分の 三を 減じて  >  此 六 七月 頃 

の所諧 所得税 調査 委 1 會に 於て 所得を 決定し やうと 

する のは 何たる 謂は れなき 事で あらう か、 此预算 通 

りに 所得 稅を収 つて 上らう となれば、 七 年度の 決定 

額 其 通りに 此八 年度に も 所煜が ある ものと， 所得者 

に 無 3:||! 押 付けを しなければ ならぬ (拍手 起る) 無理 

抑 付を する のは 所諧苛 敏誅 求で ある、 苛歛誅 求を 爲 

さざる 以上は、 此所得 税 'か 豫算の 通り 取れる 氣遣ほ 

ない ( , 淺薄 J と 呼 ふ 者 あり〕 次には 織物 消費税、 

織物 m 费稅 の收 人と 云 ふ ものは、 最近 一箇年の 課税 

額 其 儘を 捎げて ある、 最近 一箇年と 云へ ば 物惯 騰貴 

の絕 頂で ある、 物 價騰贵 の絕 頂で ある 其 最近 一箇年 

問の 15! 税額を 其 儘 掲げて ある， 是が 過大で ない と 云 


ほれる か、 (拍手 起る) まだ ある、 (「心配 ありま 
せぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 官業 益金 中の 製 鐵 所の 益金、 
是が鐵 の 一噸 當り 平均 額 三百 三十 八圓 、 斯_ な 平均 
惯 額を 以て、 此 官業 益金と 云 ふ ものが 積 S されて 居 
る、 製鐵 所の 鐵の 製造 高が 四十 七 萬 何千 噸 、之に 三 
百 三十 八 圓の一 顺當 りの 僧 格を 乘ず れぱ 、即ち 一億 
六 千 何百 萬 圓の 歳入、 之に 對 する 製鐵 所の 歳出が 一 
億 三千 何百 萬圓で あります から、 即ち 製鐵所 益金 三 
千 五 百萬圓 が m て來 るので あります が、 此 三百 三十 
八 圓と云 ふ鍅の 平均 價格と 云 ふ もの ほ •今日の 鐵の 
相 場を 知る 若に ほ •殆ど 物 笑の 稀で あらう と 信ずる 
(拍手 起る〕 實際 とは 餘程 懸離れた 高い 惯格で ある 
と 云 ふこと ほ 云 ふまで もない、 是は唯 々M 三の 窗例 
でありまして、 之を 一々 擧げ て玆に 論じた 日に ! 3: 維 
れ n も 足らずで， 迚も 論じ ■され ませぬ •此 二三の 
實 例に 依つ て、 山 本 君が 言は れた此 歳入 豫算の 確か 
なること を 打消す に 足る と 思 ふ"® 寛斯樣 なる 見 積 
を S したる は、 實ほ見 積つ た 者の 大膽で ほ ない、 察 
する に是は 阼 年の 七 八月 頃に 調査した もの も 其 儘、 
まだ 世界の 平和を 豫 期して 居ない、 本年 も 昨年と 經_ 
濟界 に大な る！ {化は なから うと 思つ て 調奄 した、 其 
物 それを 其 儘 今年度の 豫算に 十分に 訂正を 加 ふる 遑 
なくして、 又 十分に 訂正を 加 ふれば、 歳 m と 目安が 
合はなくなる と 云 ふこと を 恐れて、 無理に 斯の 如く 
過大な 豫算を 見 積つ たもので あらう と 思 ふ (拍手 起 
る〕 所が 阼 年末に 休 硪條 約 (S 締結せられ て， 旣に經 
浒社會 に ほ 一變 動を 起して 來て居 る、 內地 の景氣 も 
餘程變 つて 參り ましたし、 殊に 外國 貿易の 上に 於て 
も® 入 ほ 追々 に咐 加して 来る >  轍 出は 追々 に 減少す 
るの® を 示して 来た、 それが 爲 めに 內 地の 事業は® 
挫を する もの も ® く ありませ ぬ、 又新會 社の 解散を 
する もの も 追々 に 殖えて 來るや うな 形勢を 示して 來 
たので ある、 然るに 政府搦 り —— 經濟 界の狀 態斯の 
如き 有樣 になつ て來た のに、 其 時に 際して 政府が 獨 
り 昨年 同樣 に、 好景氣 の 絶頂であつた 所の 前年 同_ 
の 歳入を 得 やうと 云 ふことは、 固より 思 ひも 寄らぬ 
事で ある (拍手 起る〕 然るに 此 事に 對 して®々 政府 
と 質問 應 答を 重ねましても、 政府は 此點に 向つて 何 
等滿 足なる 答 辯を 與へた ことは 無い、 唯々 過當 でな 
い 適當で あると 認 むる、 先づ此 位の 歳 人が 有る であ 
らうと 思 ふと 云 ふ 位な 事に 過ぎない のであります る 
から、 唯今 吾々 が 申しました 通りの 事情で、 若も此 


豫算 通りの 歳入を 得 やうと なれば、 所謂 苛 欲 誅 求の 
手段に 依る の 外は 無い ので ある •然ら ざれば 此 歳入 
の 豫算に 近き 所の 實收を 得る と 云 ふことは 出來 ませ 
ぬ、 決して 出来ない と 吾々 は 信ずる のであります、 
(拍手 起る 「のう'^-」 r ひや -v^-」 と 呼 ふ 者 & り〕 
是が 吾々 が 財政の 基礎 確 實でな い、 極めて 薄弱で & 
ると 言 ふ 理由の 一つ、 次 ほ 公 偵 慕 集の 多額なる 事で 
あります るが、 是は III 本 君に te つて 旣に委 しく此 金 
額 等は 述べられて 居ります るから、 私は a ねて 爰に 
述ぶ るの 必要 ほ 無い と 思 ふ •本年度の 掏 算に表 れて 
居る 所の 公债 募集 額は、 事業 公似と 臨時 事件の 公 {H 
と 合せて、 合計 幾 ど 三 億に 近い、 其 三 億に 近い 公债 
に 加 ふるに、 臨時 國鹿依 券の發 行 額が 又 三億圆 であ 
ります から， 此三 億を 加 へれば 即ち 六億圓 、尤も 此 
國 鹿 倩 券と 云 ふ ものは 山 本 ?] ■ の 言 ほれた る 通りに、 
聯合 與® の 財政 援助の 爲め にす る ものは 別と して、 
主として 是は 爲替 資金の 調達に 在る のであります か 
ら、 國際贸 易の 狀况 が變り ますれ {X —— 國際 貸借の 
關係が 變〇 ますれば •此國 庫 ffi 券と 云 ふ ものは 發行 
の 必要が ありませ ぬ、 是も山 本 君の 仰を 俟たな くて 
も 分り切つ た 事であります， n. •又 之を 發行 すると 致 
しましても， 當 局の 處置其 宜しき を 得ます れぱ 、娃 
は 金融 調節の 上に も尠 からざる 効能の 有る ものと 吾 
吾 {i 信ずる のでありまして、 此點に 於て は 山 本 君の 
說と 吾々 も 御 同感であります、 此 臨時 國庫偵 券の 發 
行に 封して、 吾々 ほ 何も 異議を 挾む 渚では ない， 唯 
唯此 臨時 國庫 債券 以外， 即ち 約 三 億に 近い 事業 公債 
と， 臨時 事件の 公憤と 云 ふ ものと に 至つ ては、 此國 
庫债 券とは 全く 其 性質を 異にして 居る ので ありまし 
て、 是は 豫算を 遂行す るに 於て は 是非とも 募集せ ざ 
るを 得ない、 はつき りとは 1 r 収れ ませぬ でした が、 
山 本 君は 七 年度には！ 一億に 近い 剩餘 金を 生ずる 見込 
であるから、 若し 公債の 豁集が 意の 如く 爲ら ざれば 
此剩餘 金に te るの途 も 在る かと 云 ふやうな ことを 言 
ぼれ たが、 吾々 に ほ 其 意を 了解す る ことが 出來 ませ 
ぬ、 七 年度の 歳計 剩蹄 金は 九 年度の 豫筘を 編成す る 
に當 つて、 此九年 度の时 源と して 常 局 者は 収 つて 置 
きにしな けれ ぱなら ぬ 是は 性質の ものである (拍手 
起る〕 而も 前年度の 剩餘 金を 如何にして 此八 年度に 
於て 使用す る ことか 出来る ので あらう か、 是ほ 行政 
の權 能と して 出來得 べき IJf で IX ありませ ぬ、 然るに 
是に财 源を 取る と 云は れた のは、 何の 意 か 吾々 之を 
一 〇 三 三 
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了解す るに 苦む、 又 了解す るに も 及ばない (拍手 起 
り 「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 果して 公 依 兹集が 不 
可能で あつて、 剰餘 金に 依らなければ ならない と 云 
ふこと となつ たなら ば、 則ち 政府 も此豫 33: と 云 ふ も 
のほ捋行が出來ないと云ふこ.とになるのではないか 
(拍手 起る〕 何人が 此 K に 任ず -?. か、 公愤兹 集が 出 
來な いと 云 ふのは、 即ち 此豫 E の寶 行が 出來 ない と 
云 ふ是が 1 2辍 である (拍手 起る 「出来る 出 來 る」 と 
呼 ふ 者 あり) 兎に角 三 億に 近い 事業 公债 、臨時 事件 
公 依と 云 ふ ものを ^ らな ければ ならぬ と 云 ふことは 
此豫览 の 上に 於て 明瞭であります るが 一 … 

〔此時 私語す る 者 多し〕 

0 議長 0 K 岡 育造 君 - y 靜肅に …… 

〇武富 時 敏君 所が 本年度の 經济界 は、 此三 億に 近 

い 公 依に 應鉍 する 餘 力が 果して 有る か 否かと 云 ふこ 

とが 問題、 何も 吾々 が 三 億 や 四 億の 公債が 此の 日本 

の 今日の 富の 狀况に 於いて 募集が 出来ない I 絕對 

に 出 來な いと ほ 言 ひませ ぬ、 W 來ます I 出来ます 

c 「其の 通り」 「m 來る 出来る」 と 呼 ふ 者 あり) 三 

億で も 五 億で も强 て ® £ れば ，公 依 菇集は 出來 ない こ 

とはない、 併ながら 三 億で も 四 億で も 公債を 玆 集し 

て 政府が それを 取つて 使へ ば、！ 方に 丁度 それだけ 

產業に 放 下される 資金が 減少す る ことを 暨悟 しなけ 

ればな らぬ (拍手 起る 「日本の 經濟界 を 侮辱す るな 

」 と 呼 ふ 者 あり〕 銀行と しては (「議長々々」 と 呼 

ふ 者 あり〕 銀行と しては ( r 經济を 論ずる 資格 無し 

」 と 呼 ふ 者 あり〕 產 業の 資金に 放 下す る も， 又は 國 

依に 應琛す る も、 K- 利子の 如何に 因つて 別に 撰ぶ 所 

はあり ませぬ c  r 憲政 會の 愚論な り」 r 默れ」 と 呼 

ふ 者 あり) 其 故に 銀行の 預金を 擧つて 政府の 公 ffl に 

應募 すると 云 ふこと も、 銀行 者は 避けざる 所で ある 

唯々 銀行 者の 利害の みに 就て 言へ ば、 公債に Ri 募す 

る も、 事業 資金に 放 下す る も、 何の 撰ぶ 所が 無い、 

唯々 利子を 得れば それで 銀行の 業務は 立つて 行く の 

であります から、 其 間に 撰ぶ 所は ありませ ぬ >  それ 

一 故に 三 億 '? = 五 億の 公愤を 政府が 募らぅ となれば、 何 

も それは 蘇 集が 出 來な いと 云 ふことは、 吾々 ほ 斷じ 

て 言は ない •出来る ので ある c  r 出來れ ば宜 いぢ や 

ないか」 「鄧 長々々」 と 呼 ふ 者 あり) 出来る ので あ 

るが、 それを (「又 始める か」 , 默れ」 「そんな 事 

を 心配す るな」 「燒 きが 回つ たな」 と 呼 ふ 者 あり〕 

それを 强て 出さう と 云へ ば、！ 方に 產 業の 資金を 恝 


ふと 云 ふこと になる (拍手 起る 「 武富 君 (3: 心® 病に 
罹つて 居る」 と 呼 ふ 若 あり) 此經 濟界 ほ 旣に 叵 動 期 
に 入つて 居る と 云 ふこと ほ 論を 俟たぬ 事であります 
が t  r 德島縣 の 新米 默れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 金融界 
事業界 (3: 旣に 人心 悯々 たる 有樣 になつ て 居ります、 
到底 政府が 公 fa 琛集 を强 ひて して、 產業の 資金を 海 
ふこと になつ たなら ば、 經濟界 の 慘狀は 果して 如何 
であらう かと 云 ふの が、 吾々 の ® ふる 所で あるので 
ありまして c 「靜肅 にせよ 」 「愼 め」 と 呼 ふ 者 あり〕 
殊に 從來 公 {« を 募集す るには、 いつも 銀行 預金の 振 
替に 止まつて 居る のであります、 全國に 散布して 居 
る 所の 通貨を 吸收 すると 云 ふやうな 手段を 執つ た 事 
が ありませ ぬ、 いつも 銀行の 帳 合 勘定で 公 償 募集が 
行 ほ れて 居る、 それ故に 是まで 度々 公債 募集が 行は 
れても 而も 其 公債 募集が 通貨 縮小と 云 ふ 意味を 以て 
公 值 豁 集を 行つ て も、 其 目的を 達する 事は 出来ない 
其 効果が 甚だ 少ない、 それ故に 果して 公債 募集を 必 
耍已 むを 得ず とせば 其 募集は 成るべく 一般に 普及す 
る やうな 方法を 立てなければ ならぬ、 即ち 郵便貯金 
の 利子 引上げる とか、 或 (X 小額の 貯蓄 憤 券を 發 行す 
ると 云 ふやうな 方法を 執らなければ ならぬ、 此方 法 
を 執つ て 金國に 散在す る 所の 零碎の 資金を 集めた な 
らば、 恰も 目今の 經濟 事情に 適當 して 通貨 收縮 物價 
調節と 云 ふ ものの 其 一助と もなる と 云 ふ 事は、 是は 
無論の 事で ある， 然るに 政府に 問へ ば 其 等の 計 蛰 は 
更に 無しと 云 ふ、 郵便貯金の 利子を 引 上け て 零碎の 
資金を 吸收 する •小額 貯蓄債券を 發 行して 零 碎の資 
金を 吸收す る 如き 計进は 更に 無い、 斯樣な 答で ある 
それ かと 思へ ば •  一 方には 勤儉貯 蓄を獎 勵 すると 云 
ふ， 內務 省か 何處 からか 訓令が 出た 趣で ある、 成程 

勤儉 貯蓄 も 宜しい、 併ながら 政府から 勤儉 貯蓄の 一 

片の 訓令が 出た からと 云つ て， それが 何の 効能が あ 

るで あらう か、 又 内務省と か 農 商務省の 役人 達が 地 

方を 巡 廻して、 勤儉 貯蓄の 講釋を して 廻る ので ある 

が* それ も 宜し、 春の 日永の 慰みと しては それ も宜 

い ( r 團十 郎」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る〕 併ながら 貯 

蓄を骑 励す る 積り ならば、 貯蓄. を 獎勵 する やうに* 

全 國に散 布して 居る 小 資金を 吸收 する の 法を 立て、 

こそ、 初めて 貯蓄 獎励と 云 ふ ものである (拍手 起る〕 

唯々 訓令を 出したり 講釋 をした と 云うて、 勤儉 貯蓄 

が 行 はれる ものでは ない， 成程 國 家の 存亡を 賭し 

て、 外敵と 腿つ て 居る と 云 ふやうな 時で あつたなら 


ば，愛國心から貯蓄を獎勖すると云ふ事もありませ 
うが、 今日の 世の中では さう 云 ふ 事は 出来ない、 一 
片の 訓令 や 役人の 講_で は、 勤儉 貯蓄 も 何も m 來る 
ものでは ない、 其勤儉 貯蓄を 獎勵 する 積り なら ぱ、 
貯蓄を すれば 是だ けの 利益が あると 云 ふ 利益を 示し 
て、 此貯蓄 を 獎锄 する ょり 外に 途がな い (「何程に 
上げろ と 云 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あり) 然るに 大藏 大臣 
は 唯々 金を 借りさへ すれば、 其 職責が 濟む とで も 心 
得て 居られる ので あらう か、 長期の 公值 で應募 者が 
なければ、 短期の 公債で も 借りて 見せる と 威張られ 
る •併し 短期と 申しても、 短期で 償還す るので はな 
い、 何れ 借替へ < で續 けて 行く ので ありませ 5 が 
さすれば 即ち 經濟界 に 及ぼす 所の 影 S と 云 ふ ものは 
長期 短期と 何の 摆ぶ 所は ない、 經濟界 を 議迫 する は 
皆な 同じで あ -？. 、 唯々 短期に すれば •其 借替の 度 毎 
に 金融界を 騷が すだけ で •却て 害が 多い と 謂は なけ 
ればな らぬ (「 默 つて 聽かぬ か J  r 行儀の 惡い奴 だ 
」 と 呼 ふ もの あり〕 產業 の獎勵 (「阿波の 十郎 兵衞 
默れ」 と 呼 ふ 者 あり) — 產 業の 獎勵を 四 大政 綱と 
やらの 一として 居る と 云 ふ 現內閣 の大藏 大臣と して 
斯樣な 產 業の 發達を 阻碍す る やうな 公債 慕 集の 計畫 
を 立てられ ると 云 ふのは (議場 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 原 田 君に 御注意 申します。 
〇武 富時敏 君民 間の 產業 資金を 捲 上げて、 產 業の 
發肢 を阻碍 する 如き 計 畫は 、產 業の 獎勵を 四 大政 綱 
とやら の 一として 居る 現 內閣の 大臣と して 爲 べき 事 
でない と 私は 信ずる、 併ながら 此計畫 を H 行せ ざれ 
ぱ •何としても 本年度の 豫算 は實 行が m 来ない と 云 
ふこと になれば、 大藏 大臣は 如何にせられ るので あ 
らう か、 產 業獎勵 と 云 ふ 現 內閣の 看板に 對 して 相濟 
まぬ が、 併ながら 何としても 此公債 を 募集し なけれ 
ばなら ぬから、 金融界を 如何に E 迫しても 公債を 募 
集 せんとせ らる X であらう か、 さう 云 ふ 事は 吾々 は 
內閣の 看板に 對 しても 大藏 大臣は 爲す べき 事で ない 
と 信ずる (拍手 起る〕 併ながら それが 出 來な 计れば 
豫算は 不實 行と なる のであります から、 大藏 大臣は 
進退 谷 まるょり 仕方がない、 是が 即ち 财 政の 基礎 薄 
弱な りと 云 ふ 理由の 二つ であります —— どうぞ 批評 
は 後で 十分に 御 受けを 致します から、 私が 言 ふだけ 
の 事は 言ひ盡 させて 下さる ように 願 ひます， 後と で 
御 批評は 十分に 甘受 致します ( r 謹聽」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 財政の 基礎が 極めて 薄弱な りと 云 ふことは •唯 


一 〇 三 四 

々八年度 0 拽总だけではございませぬ、政府が汊製 
して 雅 3? 委 a に 配付を 致しました 大正 九 年度 以降 〇 
財政 計逛 W と 云 ふ ものが ございます、 諸君は 御 K に 
なりました か、 裸 萁委員 だけに 此表が 廻つ て® る Q 
であります、 此 大正 九 年度 以降の 財政 計 3?E 表に 法つ 
て 見ましても • 时 政の 計 ? i と 云 ふ ものが 立つて 居な 
いと 云 ふこと が 明白で ある r 拍手 起る〕 第一には 九 
年度 以降の 經常歲 入は、 八 年度の 預 3? に 比して 所に 
千 六 百 萬圓を 減じて あるに 過ぎない、 八 位からの 大 
きな 高に 對 して 千 六 百 萬 圖の滅 少と云 ふのは、 即ち 
僅 に 百 分の 二 —— 西 分の 二の 減少に 過ぎない、 勿論 
經濟界 の 趨勢は 今後 如何に 成 行く か、 何人も 之を ? S 
測す ると 云 ふことは m 来ますまい、 吾々 不啟無 論 出 
來ま せぬ、 併ながら 此反 励の 趨勢と 云 ふ もの ほ、 大 
正 八 年よ 〇 も 来年の 大正 九 年に 其茈 しきを 極めは し 
ないかと 云 ふことは 、誰も ra 想す る 所であります ( 
拍手 起る〕 然るに 大正 九 年度の 歳入が 大正 八 年度の 
歳入と 殆ど 差がない と 云 ふ 見 £1 を 立てる と 云 ふこと 
は、 是は 何人に 見せても 過大と 言は ない * は ある ま 
いと 思 ふ (拍手 起る) 然るに 一方の 歳 m はどうで あ 
るか、 九 年度 以降の 歳出の 見 棟は どうで あるかと 云 
ふと， 一方の 歳出に あつて は 現在の 縐紹费 の 年度 割 
其の儘 そつく りを 11- 上して ある、 現在 だけの 鑣紹费 
の 年度 割 其 儘を 計上して あつて、 是が 大正 十 年度 以 
降には 非常に 遞 減して ある、 斯の 如く 一方に K 入は 
努めて 過大に 見積り、 歳出は 努めて 過少に 之を 見 tfl 
つて ある、 過日 大藏 大臣は 此九年 度 以降の 財政 計 !! r 
に 於て は、 九 年度 以降は 凡そ 歲入歳 m 差 引 歳入 超過 
が 一億 圓に 達する —— 一億 圓に 達する から、 今後の 
財政 計 J& は 綽々 たる ものであると 言 はれた やうで あ 
ります るが、 併ながら それは 一方の 臨時 事件 费と云 
ふ ものが 一億 七 千 萬圓 から あるのを う X IH 九 年度に 
は それが 一圓 もない >  無論 是は 臨時 事件 ri で ござり 
まする から 其 名義は 無くなる に 違 ひない、 名義は 大 
正 九 年度には 無くなる には 違 ひない が、 其實 際の费 
目と 云 ふ ものは •是は 普通 純 費の 方に 移つ て 来る も 
のが 澤山 ある —— 澤山あ る にも拘らず、 それを 一つ 
も 見込まずに 是ほ 全く 無くなる ものと して 歳入と 差 
引を する ので あるから、 一億 圓の 過剩 をす る ことに 
なる ので ■あります る けれども， 是は元 來見稻 るべき 
ものを 見 積らず して* 差 引を する のであります るか 
ら、殆ど財政計斑など、云ふことは —— 計 斑な ど、 
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云 ふ 文字を 加 ふべき ものでは ない と as rj 々 (t 思 ふ (W 
手 起る；* 丸つ 切 〇參考 にも 何にも * はなるべき もの 
ではない、 而も 大破 大 &: は 何と 言は れた か、 八 年度 
预览の 編成は， 綷濟界 の！！ 轉の時 機 に 際した から、 
多大の 經搜を 要する 哉 m lt 見合せ て、 之を 次 诈度に 
諏つた 、斯ぅ 云 ふこと を 言は れて 居る、 而も それ ほ 
大贼 大臣 一人の 口から 出た のでは なくして •原 總 理 
大 r:> も P2 々是 と ril] じ S 味の 事を 繰 返されて 屛 ります 
さすれば 九 年度 以降には 多大の 歳出 咐 加を 見込んで 
rr られ ると 云 ふことは、 是で 分つ て 居る、 又 見込ま 
ざるを 得ない、 年々 歳々 政府の 仕事と 云 ふ もの ほ 萠 
えて 来る のであります から、 何としても 新たな 經扔 
の 要求と 云 ふ ものけ、 毎年 績々 として 起つ て 來らざ 
るを得ない、然るに财政計 5!£ 峩の示す所ほ如何であ 

るか， 更に此 新規の 要求に 應ずる 所の 餘裕と 云 ふ も 

のは 無いで はあり ませぬ か (拍手 起る) さすれば 九 

年 阼裸 3? の 網 成 期に 至つ ては、 忽ち 多大の 歳入 不足 

を 生じて、 政府 其 處理に 行 詰る ことは、 殆ど 疑を 容 
る、 の 餘地ほ ない と 吾々 は 信ずる (拍手 起る〕 要す 
るに 八 年度の 獲 算ほ吾 々の 見る 所では、 唯一 時を 糊 
檢彌 縫して 數字の 目安を 合 したに 過ぎない ものの や 

ぅに 思 ふ， 其 K 行に 至つて ほ 殆ど 闲挪で ある、 况や 

九 年度 以降の 财政計 诹 に 至つ ては、 恐く は 當局者 と 

雖も如 何に 之を 處理し 行くべき や、 今日の 所 殆ど 想 

佝も著 いて 居るまい と 思 ふ、 羅苋斯の如き豫 3? を提 

川す るの 巳む を 得ざる に 至つ た 事情 ほ、 先刻 III 木 君 

の 言は れた 所、 洵に 其 If 綮に當 つて 居る と 私は 思 ふ 

此 に 辛： つて 山 本 -? I の說に 日く、 私が 言 はんと 欲する 

所を 言は れた •それ ほ 何と 言 (3: れた か、 毎年 ft -s の 

編成に方つては前年度_餘金と云ふものがあつて、 

一つの 大な る财源 となる ので あるから •樂 に 7* 3? の 

轵成が 出來 るので あるが、 大正 八 年度の 豫算を 編成 

する に 方つ ては、 前 内閣が 剩莳金 を 使 ひ麝 して、 此 

八 年度の 财源 に充 つべき 剩餘 金を 前內閗 が 無くして 

しまつた から、 甚だ 闲 雜で あつたと 言は れた 、成程 

御尤 —— 御尤 でございます (笑聲 起る〕 吾々 も此點 

に 於て は 現 内 IHj に 向つ ては 恕すべ き點 が大 にある と 

平生 信じて 居る、 寺 內内閣 の 二 年間の W 政と 云 ふ も 

のは、 CT に S 浪杜撰 (「大 隈内闐 ほどう だ J と 呼 ふ 

若 あり〕 政府の tf 入は 經濟界 の好毋 氣に伴 れて 段々 

普 W になって 來 る、 嵇 て剩餘 金が 段々 殖える •政府 

の 懐 合が 段々 裕か になる •其圖 に乘 つて )！ i りに 歳出 


を 膨脹 させた ものである ，茈 しきに 至つ ては 西 伯 利 
に大眾 を浍 る、 其經费 さへ 责任茭 出を やつた で ほな 
いか (拍手 起る) 剩餘 金の & るに 乘じて —— 此帝國 
閃 會を 開いて 國民の 興 論を 統 一 して 始めて m 兵の 擧 
に 出づ べきに、 然らず して 彼の 大眾 を 5S るの さへ も 
R fr: 支出を して剩 餘金を 使 ひ盡 した (拍手 起る j 此 
弊害を 現内閣が 受けられて、 斯 ■な 其 結果と して斯 
の 如き rt ® を -}^ m さる、 の已 むな き 事 と 云 ^ こと 
ほ •吾々 深く 是は諒 とする のであります (拍手 起る 
し 併ながら 旣に此 裸"# を 抛 出された 以上には、 其 H 
任を 免る X ことが ⑴來な い、 Hii 內聞 が S 〇 に 歳出を 
膨脹 さした K 結果， ffi に其遝 出を 緊縮す ると 云 ふこ 
とも 出來ず 、外に 切迫した 時日の 間に 執るべき 手段 
が 無くして， 歲入を 過大に 見植〇 、公- « 募集と 相 待 
つて 歳計の 目安を 合せな けれ ぱなら ぬと 云 ふ 窮境に 
陷られ たと 云 ふことは、 吾々 同情に 堪へな い、 同情 
に堪 へない が， 併ながら 此豫算 を 提出せられ た 以上 
ほ、 其 責任を 兔るゝ ことほ 無論 出 來ない ので ありま 
す、 それで ! It 豫 3? を此豫 算 面の 通りに 實行 しやう と 
なれば、 一方に ほ 荷 钗誅求 >  1 方には 金融 鲥迫 、此 
二 大惡 政を 行は なければ、 此豫算 を實 行す る 事が 出 
來ない (拍手 起る) 併ながら 眞逆に 政 黨內閣 として 
國 民の莊 ：礎に 立脚して 居る と稱 せらる、 現 內閣 が、 
此珩欲誅求>金融鞑迫の此二大惡政を斷行せられや 
うとは 吾々 は 信ずる ことが 出來 ない (拍手 起る) そ 
れは 吾々 も 信じない、 併ながら それを m ずる ことが 
出来なければ、 歳 人 预算と 云 ふ もの ほ JI 際の 收 入と 
違 ふと 云 ふ ものが 出 來て來 て • 宵 收は 豫筇に 達しな 
いと 云 ふこと が 出來 るに 相 滴ない、 即ち 預算 の實行 
が 出來 ない と 云 ふこと が 起る ので、 此に 至つ ては 一 

方の 租稅其 他の 歳入 不足に 對 しては、 或は 年度 半ば 

にして 歳出の 豫® を 節約し なければ ならぬ と 云ふ窮 

境に陷 る や も 知れない、 又 一方の 公債 茭辨事 業に 對 

して は， 例の 事業 繰 延と云 ふこと に 逃 込む より 外、 

仕方が あるまい と 思 ふ (拍手 起る〕 此の 事業 繰延と 

云 ふこと が 一 番是は 目 近い 逃道であります、 先づ目 

近い 逃道 ほ 此 事業 繰 延で あらう と 思 ひます が、 本年 

度の拽 览 屮 にも 新 镡繼續 費の 總朗は 凡そ 四 億 六 千 萬 

圓 、其 中の 海： 虫の 製 Si 費、 水陸 設備費 等の 如き、 一 

日も綵 うすべからざる ものを 除いて •尙ほ 凡そ 三 億 

あるので あります から、 此中 から 多少の 繰延を .した 

だけで も •隨分 大きな 戊 出の 節約が 出来る ので あり 


ますから， 先 づ此 窮策を 利用して、 此一 年度を 送る 
の 外は あるまい と 吾々 は 想像す るので あります るが 
それでも 矢 張 政府 ほ 此豫算 の 實行が 不可能に 終つ た 
と 云 ふ、 其 責任を 免る V ことが 出 來ない (拍手 起る) 
先づ 本年度の 豫算に 付いて、 大な る缺陷 として 吾々 
が 論ずる 所の 財政の 基 •礎 薄弱なる ことは、 先 づ今申 
した 所で 略々 其 大要を 悉した と 思 ひます るが、 今一 
つの 大な る缺陷 として 吾々 が 非 ® する 所の ものは 時 
運の 要求す る 施設が 無い I 時運の 嬰 求に 應ずる 施 
設が無 いと 云 ふこと です、 之を 玆に 明かに して la き 
たいと 思 ふので あります るが、 それは 一口 に 申して 
見れ ぱ 、本年度の 豫算の 歳出と 云 ふ もの ほ、 普通 經 
費と 臨時 事件の 豫® 費を 合せて 凡そ 十一 億、 特別 會 
計は 無論 別、 是が 前年度の 豫算と 比較して 如何で あ 
るかと； K ふと、 約 二 億の％ 加で ある、 併し 先刻 豫算 
委員長 も報齿 せられた 通りに •普通 經 費の 中に ほ 物 
價 騰貴に 基く拊 加と 云 ふ ものが 九 千 何百 萬 11 入つて 
居る •臨時 事件豫 陨 費の 中に (i 物價 騰貴に 基 ■く咐 加 
と 云 ふ ものが 一億 二 千 何百 萬圓 入つ て る， 斯樣な 
報告は 諸君の 御聽の 通りであります、 即ち 本年度の 
歳 m 普通 經 費と 臨時 事件 豫備 費と を 合せて、 十一 億 
に 達して 居つて •それが 前年度の 豫算に 比較す ると 
二 億の 增加 であるが、 普通 經費 臨時 事件 豫備 費と 此 
二つ の もの、 中， 物 僧 騰貴に 基く 增 加と 云 ふ ものが 
二 億 一千 二百 萬圓で あるので ある、 それ故に 前年度 
の預算 と 比較して 幾ら％ 加して 居つ て も、 物價 騰貴 
に 基く もの k 外は、 實は 本年度の 豫算 には 何物 も 無 
いと 云 ふこと が 言 ひ 得る Q •であります (拍手 起る〕 
是で以 て も 如何に 豫算の 內容が 空疎で あるかと 云 ふ 
事が 察せら る、 であらぅ と 思 ふので あります* 先刻 
山 本 君が 現内閣の 抱負 經綸 として、 澤 山な 箇條を 御 
述べに なりました、 それ ほ 此豫算 の 要求 書に 新規 要 
求 額と 云 ふ ものが 澤山 列べ て あるので ありまして • 
是は今 年始つ た 事では ない、 年々 歳々 澤山の 要求が 
新たになる のであります、 而も 山 本 君が 述べられた 
其 多くの もの ほ， 前 内閣 即ち 寺 内 内閣の 時に， 新規 
要求と して 提出して 居つ たもの が 十の 八 九に 居る と 
思 ふ (拍手 起り 「のぅ <J と 呼 ふ 者 あり) 是ほ政 
府が荀 も 在る 以上には、 年々 歳々 新しい 費目が 起る 
と 云 ふことは 當り 前の ことで ある、 何も 原內 閣の特 
色と して 見るべき もので ない ので ある (「教育 (i 如 
何」 と 呼 ふ 者 あり) 敎育は 後で 申します、 何も 特色 


ではない、 それは 旣定 の豫算 は 段々 に耍ら なくなる 
もの も あり， 其 代りに 新しい 豫算が 年々 生じて 来る 
と云ふことほ、年々歳々あり得るので何時もある、 
其 何時も ある ものを 流石に それが 現内閣の 効能 かの 
如くに 数へ 立てられた のは、 是は些 と 山 本 君に 似合 
はしからざる 餘り 手前味噌で ないかと 怪 むので あり 
ます C 拍手 起る〕 そこで 現 內閣の 抱負と 云 ふこと に 
付て 一言して 見たい と 思 ふので あります が* 現内閣 
は 四 大政 綱と 云 ふやぅな 事を 標榜され ると 云 ふ 趣で 
あります、 併ながら 此四 大政 綱と 云ふ國 防の 充實、 
或は 敎 育の 振興 產業 の獎 _ •交通 掘 關 の發展 と 云 
ふ 如き 事 ほ 是 ほ 何人が 政府に 立つても 必ずし なけれ 
ばなら ぬ 事で ある f 拍手 起る〕 謂 ほ* V 政府 當然の 職 
務で ある C 「大隈 內閒ほ 少しも やらぬ」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 まあ 靜か に御聽 き 下さい、 何も 大隈内 閣を 今 M 
御 引合に 御 出しになる に 及ぶまい、 大隈 内閣が 何も 
しな かつた と言ぅて， 原 內閣が 何もせ ずに 濟むと 云 
ふ 理窟は ない ので ある、 而も 大隈 內閣は それ 相當に 
やつた ので ある (「何を やつた J 「選擧 の 干渉 か」 
「無 禮なこ とを 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 必ずしも 前 
の內閣 がしない からと 言つ て >  原內閣 がせずに 濟む 
と 云 ふ 道理 ほない ので ある C 「議員を 侮辱す るな J 
「嘘を 言 ふな」 其他發 言す る 者 多し) 

0 載 長 C 大岡 育造 君 5 靜肅に 願 ひます。 

〇武 富時敏 君 そこで 此四 大政 綱と 云 ふ ものは、 內 
閣の 如何に & つて 異なるべき ものでは ない ので あり 
まして •誰も 國 防の 充實 に反對 する 者 もなければ， 
敎 育の 振興に 反對 する 者 もない ので ある， 政府 當然 
の 職務で ある、 そこで 是は 內閣の 標榜と して ほ 甚だ 
相應 しからざる ものと 思 ふので あります、 けれども 
併し それは それで 佳し として '* 此四 大政 綱なる もの 
が 如何に 本年度の 豫算に 現 はれて 居る か (「歷 然と 
して 現は れて 居る」 「吃驚す る 程 現 はれて 居る では 
ないか」 と 呼 ふ 者 あり) 第一 13: 國 防の 充實の 範圍に 
攝 して 居る 海軍の 旣定 艦 隊の 完成に 必耍缺 くべ から 
ざる 經費 さへ、 本年度の 豫算に 現は れて 居り ませぬ 
旣定 計 ® の 艦隊を 完成す るには， 水陸 設備と 云 ふこ 
とが 必要で あつて、 此 水陸 設備が 完全で なければ、 
所謂 H 業 能力の 上に 於て， 艦隊の 造は 3 来ない と 
云 ふことは •海軍 當局が ffl 々 說明 する 所で ある、 而 
して 其の 水陸 設備と 云 ふ ものは、 其の 全 計 畫を豫 算 
に 計上 すれば •どの位の 金額を 要する かと 言へ ば’ 
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搜 U 案 大正 八 年 咬#' 人 茂 lm 怒 没 |» 案外 三 件 
約 八 千茁冏 を 要する と 云 ふこと if 是れも 海道 當 
局が®々 說 明 する 所で ある、 然るに 本年度の 豫览に 
i ?. 此の _费は 現 ( ?. れて屛 ない、 先程 此の 山 本 忍の 言 
(3: れた 千 三百 as 圓とか 千 七百茁 K1 とか 云 ふことは、 

是 ほ 水陸 設備 K の 一部分で あつて、 全計丧 ではない 
八 千 萬 阊の 一部分を 本年度の 豫 3?- に {3: 千切れ 端切れ 
に 千 三 西 K 闾計 上した と 云 ふに 過ぎない ので ある、 
そこで 九 年度 以降の 財政の 都合に 佐つて ほ、 如何に 
是が成 行く や 知れた もので ほ ありませ ぬ (r 沿 等の 流 
義だ ，1 と 呼 ふ 者 あり) 過日 海眾大 B1 は 前年 大正 五 年 
度ょり 著 手すべき 眾艦 製造® を、 所謂 八 八 艦隊の 一 
部と して 豫览に 計上した ので あるから、 是も典 例に 
傚つ たと 云 ふやぅな S 味の 事を 言 ほれた が， それは 
m に豫算 の 問題と して It それで 宜しい、 何も 差茭は 

ない、 併ながら あの 場合と 今日の 場合とは 根本に 於 

て 大に異 なる、 あの 場合は TS -1 は 成程 海軍の 全 計 遨 

の 一部分を 提出した に 相違ない が、 艦隊の 計 迸と 云 

ふ ものは、 其 金 部に 渉つて 旣に廟 _確定 したので あ 

る、 假 令內閣 は 更迭す ると 雖 も- 此旣定 計 is を 動か 

す ことほ 容易に /« 來ない 程度にまで 進んで 居つ たの 

である、 それ故に 豫算は 割いて 之を 提 m しても •此 

全 計 喪の 完成には 何等 差 支 ほない、 然るに 事實は ど 

ぅで ある、 水陸 設備の 計® と 云 ふ ものは 此豫算 で 定 

まるので ある. 八 千 萬 II を耍 する 其 全計进 と 云 ふ も 

のは、喵海軍當局の腹の中に籀んで居るのでありま 
す •帝 國議會 で 決定す る 所は、 此千 三百 萬圓 の豫算 
である、 水陸 設備と 云 ふ ものは 此 外に 出で ない" 帝 

國翳會 の 眼を 以て 見れば 此の 外には 出で ない、 先年 

の 場合とは 金 然 根本が 違つて 居る、 計 迸が 定つて 居 

る I 先年の 場合には 全 計 ® が 旣に定 つて 居る、 今 

度は 此千 三百 ® f [l に對 する 計 赘 は 此豫箅 に 定まる が 

八 千 蓖圆の 水陸 設備の 全計蕺 に 對 しては、 何等 定ま 

る 所は ない、 財政の 都合 如何に 依つ て、 或は それが 

仲 ぴた り、 或は 縮んだり、 或は Ih めたり する ことが 

あるか も 知れない、 それでは 此艦嗡 の 建造と 云 ふこ 

とは、 水陸の 設備が 完から ぬ 爲 めに、 艦隊の 完成と 

云 ふ ものを 不安の 狀態に 置く ので ある (扪 手す る 者 

あり〕 是で海 軍當 局の 責任が 濟む ので あるか、 是で 

海軍 當 局の 責任が 濟 むと W はれるならば、 海軍大臣 

ほ 其 K 任を 知らざる 者と 吾々 ! 3; 言は なければ ならぬ 

(拍手す る 者 あり〕 敎 育の 振興と 云 ふことは、 旣に 

今日の 日程に 法律案 も 出た やうであります、 何れ不 


日に 巨額の 追加 豫算が 提出され る ことで あらう と 思 
ひます 洵に是 ほ 結構な ことで ある、 併ながら それ も 
高等 敎育 機關 の％ 設と云 ふこと に 限られて 居る、 勿 
論 高等 敎 育機關 の％ 設ほ 必要に 相違ない、 必要 中の 
必要には 相違ない、 吾々 も 之を 1 g 成す るに 睛趦 致し 
ませぬ、 併ながら 敎 育の 根本た る 初等教育 並に 中等 
敎 育の 完備を 一一る こと も、 決して 高等 敎 育の 急務な 
るに _ る もので ほない と 吾々 は 信ずる ので ある (拍 
手 起る 「誰が 急で ない と 言つ た」 と 呼 ふ 者 あり〕 何 
が 故に 一緒に 高等 敎育 機關の 增設と 同時に 此計 ffi を 
立てられない ので あらう か (「あれ だけ 敎 へて 居る も 
のに 分らぬ か」 と 呼 ふ 者 あり) 今日の 議事 日程の 第 
一に 上つた 法律 あれは 何の 爲 めの 法律案で ある 
か、 まだ 委しい ことは 存じ ませぬ が、 あれは 中等 敎 
員の f# 遇を 改_ する 其 費用を 作る 爲 めに、 地方税の 
賦課 制限を 摈大 すると 云 ふが 如く、 世 問に 評判して 
居る のでありまして 1 果して さう であり ませう か、 
吾々 は 之を 疑は ざるを 得ない、 多分 さう ではなから 
う、 是は何 か 外に 重大なる 理由が あると 思 ふ (「問題 
外では ないか」 と 呼 ふ 者 あり〕 それ ほ 何故で あるか 
と 云 ふと、 阼年は 地方の 敎育 費の 負擔が 重きに 過ぎ 
て、 何としても 國 庫より 之を 補助し なければ ならぬ 
と 云 ふ 法律案を、 此議會 に 諸君 も 賛成し 吾々 も 賛成 
し， 殆ど 全會 一致を 以て 通過した、 其 諸君に 依つ て 
推擧 せられて 居る 所の 現 內閣が 敎 育の 爲めに ：史 に 地 
方の 負 擔を咐 加す るが 如き 計畫を 立てられた と 云 ふ 
ことは、 如何で あらう か、 昨は 非に して 今 {X 是であ 
るか、 或 ほ 今が 非に して 昨は 是で あるか、 其 孰れた 
るを 知る に 苦む のであります (拍手す る 者 あり〕 是 
ほ 何れ 其 中に 適 當な 機會を 以て 論ずる 場合が あらう 

と 思 ひます から >  此 處でほ 先づ 差控へ て 置き ませう 

それから 產業 の獎 s と 云 ふ 事、 是は 成程 農 商務省 所 

管の KI 算に 付て *: へ 上げて 見たら ぱ •少なからぬ 事 

項が 其 中に 擧げ られて 居る やうであります が、 併し 

是は 吾々 の 目を 以て 見れば、 悉く 枝葉末節、 否ら ざ 

れぱ殆 と 不急、 而 して g 下 焦眉の 問題 •又將 來の國 

運の 消長に 關 する 如き 重大なる 問題は 此豫算 から 全 

然 閑却され て 居る と 吾々 は 信ずる， 次に 交通 機關の 

整備と 云 ふこと に 付て は、 鐵道 電信 其 他 頗る 豊かな 

る ? I 算を 本年 ほ 提 m せられた、 是は 誠に 結構 •併な 

がら 此 多くと 云 ふ もの ほ、 皆 其 財源を 公債に 仰ぐ の 

である" 公債に 仰ぐ のであります から、 前 申す 通り 


公 IH 募集の 闲難と 云ふ讲 情が 起つ たなら ば、 是等の 
事業 は 或. (3; 繰 延の 厄に 罹る かも 知れない、 若 も繰延 
の 厄に 罹つた 日には、 世間が 折角 期待して 居る 鐵道 
の 延長 改良、 或は 電信の 延長 改良の 如き もの も 唯一 
時豫算 に 現 ほれた だけで， 一時の こけ 威し に陪〇 ほ 
しない かと 吾々 ほ 危む (拍手 起る〕 而も 交通 機 關の整 
備と云 ふこと を 主張せ らる  >1ならぱ、成程內地の交 
通 璣關た る鐵道 電信 も •急は 即ち 急な りと 雖 も、 又 
是と 同時に 急なる もの ほ 即ち 海外の 航路で ある、 此 
硪爭後の世界交運界の趨勢と云ふものほ、誠に容易 
ならざる ものが あるので あります から、 此際 に當つ 
て 外國の 航路の 整備、 又は 新 航路の 開發と 云 ふ 事は 
極めて 内地の 交通 機關を 改良す るの 急と 相讓ら ざる 
の 急務と 吾々 は 信ずる >  何故に 此計 ii を 立てない、 
是は 決して 多くの 歳月を 要 L て 調査す る 必要は あり 
ませぬ、 多年 調査に 調査を 重ねて、 遞信 省に ほ 旣に其 
案が ある 筈で ある、 野田遞 信 大臣は 速に 此案を 採つ 
て 將來の 航路の 擴張 航路の 整備を 何故に 之を 本年度 
に 於て 計 畫を爲 されぬ ので あるか、 之を爲 さ V' れば 
即ち 前後 緩急を 誤つ たものと して 吾々 は 其 誤りを 轧 
さなければ ならぬ と 思 ふので あります (拍手 起る〕 
山 本 君は 頻りに 現 內閣の 就任 日尙 ほ淺 しと 云 ふ 事を 
說 かれました C 「簡單 ，-と 呼 ふ 者 あり：} 成程 日淺 しと 云 
へぱ淺 しと 言 ひ 得る •併ながら 10 內閣が 就任 日尙ほ 
淺 しとして 考慮に 考 窺 を 重ねて 居る 內には 、世界の 
進 蓮 ほ 決して 現内閣の 考礅の 時間を 待つ て 居り ませ 
ぬ (拍手 起る〕 世界の 進 蓮は 迅雷の 勢を 以て 奔馳し 
て 行く のであります、 今日の 時代は 抑々 何を 嬰 求し 
て 居る か、 政治に 經濟に 殆ど 枚擧 する に遑な い 程 要 
求が ある、 就中此 大戰 後は 世界の 經濟瞇 银 が 激烈に 
なると 云 ふことは 、何 A も fi 期して 居る % > 何人も 之 
を 疑は ない、 然らぱ 我國ほ 此戰 後の 經濟® 胡に 對し 
て 如何なる 準備を 爲す であらぅ かど 云 ふ 事は 今日は 
最早 考慮の 時期を 過ぎ去つ て、 實 行の 時期に 入つて 
居る •決して 猶豫を 許さぬ、 何時まで 考慮に 考慮を 
重ねて 居る と 云 ふ 猶豫は 無い のであります ，歐羅 巴 
でも 米國 でも 其 製造 H 業と 云 ふ ものは •元來 大規模 
であつ たが 上に、 今回の 大戰爭 の 經驗に 依つて それ 
が 益々 大 々的 規模の ものと なつて 居る と 云 ふことは 
私が 申す まで もない、 就中此 外國貿 易と 云 ふことは 
殆ど 個人の 手を 離れて 國の仕 事と なりつ X あると 云 
ふ 位の 有樣で ある、 それで 大規 摸の 敵と 競 串を する 


~〇 三 六  _ 

には •勢 ひ.) > ■ :  : 

ませぬ、 然るに 我國 の現狀 は 如何で あ 〇 ませう、 ^ 
に 何も彼も 哀れ 果敢ない 小規換 の 有様で ?, る、 3t 小 
規摸な るが 上に、 外國贸 易に 於ても 銘 々日本- ■'v K -l: 
の競爭 をして 失敗を 招く 者が y 々と 起る、 此弊を 
めなければ 到底 今後の 國 際 H 县の其 競 审 3<控 に 立つ 
事は 出来ない ので あ 〇 ます、 之を 救 ふの途 は 全 ^ の 
重要 轍 m 製造 菜 者の 結合を 策う して、 統一した る 姐 
織を 立てし め、 又 輸出品の 製造業 者と 贸县 ;:;| .と£聯 
絡を 密接なら しむる 外途ほ 無い と 信ずる、 是等は 民 
間當 業者の ! S 醒に俟 たなければ ならぬ ことほ 勿論 C- 
あります が、 併ながら 政府は 之を 誘钩獎 励して やら 
なければ ならぬ 之を 誘獏 興蚴 する に if 或 ほ 之に 當 
るべき 機關を 設 くる 必要 も あるし、 又 ほ 法律 其 他 命 
令の 改正を 爲 すべき 必要 も ある、 然るに 是等の 取に 
付て 政府は 何等 考ふる 所 無い と 云 ふに 至つ て ほ、 吾 
々は 甚だ 失望せ ざるを 得ない、 II 又 此三四 年間峨 & 
中此國 内に 勃興した る 各種の 事業が あるので ありま 
すが、 其 中に 將來 有菌 にして 我が W 家經濟 上段 も必 
要なる ものが 決して 少くな い、 是 等の 事業に 對 して 
は， 此經 濟界の 反動に 出 會つ て、 是が爲 めに 衰滅を 
招く やうな 事の 無い やうに、 政府 (3: 力を 盡 して 之を 
保 謹して やらなければ 相濟 まぬ と 思 ふ •之を 保護し 
之を 救 ふには 豫算も 見 積らなければ ならぬ し、 或は 
法律 も 必要で ある， 然るに 此邊に 何等 政府は 考 ほ な 
い、 殊に 是 等の 事と 云 ふ ものは、 今 現に 差掛 つた 間 
題でありまして， 是ほ來 年を 待つ て 居つ たなら ば、 
最早 菱滅 する ものは 袞 滅に歸 してし まつて、 或は 死 
んだ兒 の 年を *; ふるの 愚を 爲さな ければ ならぬ® に 
なる かも 知らない， 拍手 起る) 何故に 本年の 预缸又 
ほ 本年の 議會に 於て、 其 法律を 提 m して 之を 救 ふの 
途を 講ぜざる か、： ¥v 々は 甚だ 恐らく ほ是は 政府の 無 
能では あるまい かと 疑 ふので あります (拍手 起る) 
II. 又 谷阈の 社® 狀 態の 變化 から， 資本と 勞砌 との 關 
係が 頗る 圓滿 を缺 くやう になつ て來 たことは 是は、 
歐米 のみに 限られた 事 S? では ござり ませぬ、 我國に 
も 稍々 其 兆候 ほ 現に 見えて 来たので ある、 然るに 其 
資本と 勞働 との 結合を 維持す るに 於て* 最も 有力な 
る 方法な りと して、 各國 が緙驗 されて 居る勞 « 保險 
法 さへ も、 政府は 未だ 調査 もして 居ない と 云 ふ、 內 
務 省の 所管で あるか、 農 商務省の 所管で あるか、 遞 
信 省の 所管で あるか、 それさへ 分らぬ と 云 ふ 話で あ 
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拍手す る 者 あり〕 來年 にで もな つて， 來年度 の 
裸 算に此 勞媧保 險の 調査 15 でも W つたなら ば、 それ 
から そろ  <調査 に 著 手を しやう と 云 ふ 話で あるが 
何とも 以て 悠長 至極な 次第で あ 〇 まして、 是では 迚 
も 時運の 進 步に追 付く ものでは ない と 吾々 斷 W する 
(拍手す る 者 あり〕 政府の 事 ti!f が 此通 りであります 
るから、 世間に S 々たる 間 題と なつて 居る 勞® 紐 合 
の 問題の 如き も 或は 其 自然の 發達を 希 留す ると 云 ひ 
ながら、 一方には 自然の 發達を 阻 63 する 法 紺を 改正 
若く 13: 跤 除す ると 云 ふ 如き 議は 無しと 云 ふやうな、 
油に 政府の 說明は 矛 FB- を 極めて •罟 々は 其 要領を 解 
する に 苦む のであります、 殊に 班くべき は W 下國民 
の： 小 安を 感じて、 或は 國 民の 思想 上に も容鈾 なら ざ 
る惡影 雜を 及ぼしは しない かと 云 ふ 如き 隞のあ る 食 
糧の缺 乏に對 して さへ も， 政府は 唯々 其 自然の 成 行 

を 袖 手 防® して、 何等 秸锅 的の 手段を 施す 所な きに 

至つては、吾々は其呑氣なるに驚く*寧ろ邦無能な 

るに S? かざる を 得ない ので ある (拍手 起り 「外米 輸 

入をやつて居ります一と呼ふ若あり)社會政策に甫 

きを S: くと 云 ふことは、 現内閣 も 成る 踌會に 於て 聲 

明した る やうに 吾々 ほ 記憶す るので あります が、 然 

るに 此社會 間 題の 解決 〇對 しては、 何等 一定の 意見 

の 無き こと 右 申す やうな 次第でありまして •何等 見 

るべき もの li ありませ ぬ C 「大いに ある」 と 呼 ふ 者 あ 

抑々 果して 社 # 政策に m きを S くと 云 ふなら ば 

法制の 上に も、 財政の 上に も r!*i に 施設すべき 事は 多 

々ある、 幾らでも ある、 然るに si 内閣の 成立 以来の 

仕 yf に 見る に、 一も此 社 科 政策に 關係 した 施設の あ 

つたこと を 聞き ませぬ、 又本尔 の豫筇 の 上に も 一と 

して 現 はれて 居り ませぬ、 輙ち是 が 本年の 豫算は 、 

吾々 が 時運の 要求に 陬ずる 施設と しては、 一 も 見る 

べき ものがない と 云 ふ 所以であります (拍手 起る 「そ 

れでは どうす る j 预算 案に 反對 すべし， 一 .と 呼 ふ 者 あ 

吾々 が 大正 八 年度の 裸 ® に對 する 意見は、 大要 

沏 の 如くで ございます、 (「故に K 對す る」 と 呼 ふ 者 

あり 笑 聲 起る〕 然らば 吾々 は 之に 對す る修 ffi 案を 提 

H する であり ませう か、 併し 吾々 の 意 M と 云 ふ もの 

は、 歳出 A の 全般に n つて 居る のみならず、 豫箕以 

外に も關係 をして！ £る、それで吾々の意見逝り此拽 

37- を 修正し やうと 致し ますれば •歳出 入の r£ 般に亘 

つて、 旣定 の款明 を Jfr 減！！ 更しな ければ ならぬ、 必 

要が HB ると 云 ふは 無論の 事で ある、 jffi んで 更に 新規 
豫. -WI 案 大 11:| 八 年度 ail 入 哉 出 練 f?1 3?.l 案外； 件 


の款項 を 設定し なければ ならぬ、 新規の 款項を 設定 
すると 云 ふことは、 議 會の從 來の 慣例と して 爲 すべ 
からざる 事と なつて 屛る (「» 式 財政 家」 其他發 言す 
る 者 多し) 

〇 議長 (犬 岡 育造！？： > 靜 ® に …… 

〇武富 時© 君 基礎と なるべき 法律 命令の 改正 又は 
新設を 要する 事 も 決して 少くは ない のです、 當然政 
府 の fffi 能に M する 事にまで 立 入らなければ、 吾々 の 
修正と： K ふ もの ほ m 来ない (「何時でも 同じ こと だ」 
と 呼ふ莕 あり〕 さぅ 云 ふ琪は 識會の 性質と して 殆ど 
不可能の 事で も あり、 又 不 可能の 事で なし とても、 
議會と 云 ふ もの ! 3: 斯の 如き 事を 爲す 適當の 機關で な 
い (「苦しい  <」と 呼 ふ奔 あり：} 又 適當の 摁關で ない 
のみならず、 斯の 如き 行政の 灌 能にまで 立 人る が 如 
き 事を 致せば、 立法 行政の ffi 能を 紊 るの ® も 無き に 
しも あらず て ある (笑聲 起る) それ故に 吾々 は (「無 
能力」 「默 れ」 其他發 言す る 若 多し〕 修正案を 提出す 
る ことを 敢て しないので ある (「返上すべし」 其 他發 
言す る莕 多し) 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜璐に …… 

〇 武富時 敏君 唯々 前 來述 ベた 所の 理由を 以て、 吾 
々の 缺陷 と稱 する 部分に 對 して、 政府の 處阖を 非雖 
して 匮 くので ある、 政府の 反省を 促して 置く ので あ 
ります (拍手す る 者 あり) II つ 斯の 如き 缺陷 ある 豫 
算を實 行して、 國家 民人に； 个 利を 來さぱ 、現 內閣の 
全 W 任で あると 云 ふこと を斷 言して 置きます (拍手 
する 者 あり 「攻嗯 した 豫算に 賛成す るとは どぅ だ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 勿論 豫算 全部に 對して 反對で はあり 
ませぬ C 「泰山 鳴 励 鼠 一 KJ と 呼 ふ 者 あり〕 通常の 國 
務を 遂行す る だけの 豫算と 云 ふ ものは， 如何なる 場 
合に も 之を 通過 させなければ ならぬ C 「分つ て 居る」 

と 呼 ふ 渚 あり〕 そこで 此豫 淖 に 於て if 吾々 の 見る 

所で 13: 前述の通り 犬なる 缺陷を 裏んで 居る， •大な る 

缺陷を 裏んで 居ります るが、 其 缺陷を 除き、 或は 之 

を 補 ふと 云 ふこと ほ、 議會に 於て 之を 爲すの 適當の 

方法は ございませぬ 、それ故に 吾々 は 已 むを 得ず 豫 

算を此 儘、 缺陷を 包容した る 儘に 通過せ しめて、 政 

府が 如何に 之を 實行 する か、 現内閣の 責任を 監視せ 

んと 欲する 者で ございます (拍手 起る 「それでは 結 

論が 合は ない J と 呼 ふ 者 あり) 

〔山 本悌二 郎君 r 武富 君に 一寸 質問が あります 

唯今の 御演說 は …… 」 と 呼 ふ 「議長 發言を 許し 


.ました か」 「引 込め」 と 呼 ふ 者 あ 〇其他 發言者 多 
く 識場騷 然〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 討論 中で ありま ^ — 鈴 木 梅 
四 郎君。 

〔此 時發 言を 求む る 者 多く  _ 場 騷然】 

〔鈴 木 梅 四 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君 5 鈴 木 君に 發言を 許しました。 
〇 鈴 木 梅 四 郎君 諸君、 私は 我が 國民黨 が 大正 八 年 
度の 總豫算 を 承認 致しました る 理由を 一通り 陳述し 
やぅと 思 ふので あ 〇ます0._髖」と呼ふ者あり〕吾々 
國民黛 は 帝 國の今 H の 位地、 世界に 對する 地位の 最 
も » 大なる 時機に あると 云 ふ 事を ^ 一と 致す ので あ 
ります 此點に 就て 私は 三 段に 區 別して 御 話を したい 
第一は 何で あるか、 此歐 洲大戰 の 結果と 致しまして 
我が 日本 帝國は 確かに 世界の 五大 强 _ の 一に 列した 
のであります、 五大 强國の 中に ありましても 英 、米 
の 次に 我 日本 帝 國は 坐るべき 位地を 有して 居る、 そ 
れは 何故で あ ,?) かと 申します れぱ此 東洋 方面に 於て 
最も 礙越な る 所の 位地を 有して 居る、 即ち 國 の H 域 
から 打算して 見ます ると、 世界の 約 四 分の 一强 に當 
ります 所の 領土  •其 人口は と 申します れば、 111: 界の 
約 三分の 一に 當る 所の 多數 、又 海洋の 上から M ます 
れば ■世界の 海洋の 四 分の！ 以上の 重要なる 海洋の 
.警備の 任に 當る 所の 位地を 占めなくて はならぬ ので 
あります、 此隧 越なる 位地は、 職 爭以 前に 於き まし 
て も、 冥々 の 間に {X 多少 認められて あつたので あり 
ますが、 是は所 謂 冥々 の 間で ある、 此度 の大戰 の 結 
果 として、 

〔議長 大岡 育造 君 退席 副議長 a 田 國松君 議長 席 
に 著く〕 

〇 鈴 木 梅 四 郎君 今日までの 平和 會識の 委員の 選び 
方から 總 ての 點に 於て 考へて 見ます ると、 確かに 世 
界が 日本を 世界 强國の 第三 位に 認めて 居る と 云 ふこ 
とを， 私 ほ 玆に sf 言す るのを 憚らない のであります 
期 _な眾 要な 位地に 立つて 居ります 以上、 此位 地に 
對して 吾々 同胞は 如何にして 此 位置を 堅固に 守る ベ 
きか、 如何にして 此 責任を 盡 すべき かと 云 ふ 事を 考 
へま すれば、 中々 其 責任は S 大で あるので あります 
吾々 國民 は、 此點に 向って 十分なる 決心 暨悟と •十 
分なる 奮鬪と 努力と を 要しなければ 此與 へられた る 
所の 爾大の 位地を 十分に 完 うする ことは 出來 ない 關 


係に なつて 居る のであります、 隨て此 位地を 堅 内に 
守り‘ 更にょり 進んで ® 勢なる 位地を 占め やうと 云 
ふに 付きまして は、 之に 關聯 して 國 費の 膨脹は 到底 
免 かるべき もので ほない のであります、 此點に 付て 
の國 費の 支出と 云 ふことは、 御 同樣に 今後 決してけ 
ちな ことを 言 ふことは m 來な い、 此の點 に 向つ ては 
十分に 國費を 咨ま ぬと 云ふ覺 悟を 持たな けれぱ なら 
ぬのであります、 即ち 是が第 一 の 世界に 對 する 帝國 
の 位地であります、 四圍 の實況 であります、 第二に 
帝國の 諸政の 有 樣を考 へて 見ます ると •是亦 非常に 
重大なる 位地に なつて 居ります •御 承知の 通り 世界 
の 思潮は 歐 洲大戰 の 結果と して激 變を來 して 居り ま 
す、 此激變 致しました 思潮の 爲め には、 我 U 本 帝國 
の 民心 も 亦 其 影 ® を受 くる ことを 免れない ので あり 
まして、 旣に 今日に 於ても 谷 種の 方面に 其 徴候が 現 
はれて 居る ので ございます、 現に 昨年 勃 發致 しまし 
たる 米騷動 と稱へ ますが、 彼の 騷拗の 如き もの も， 
此世界 思潮の 激 變の爲 めに 生じた と 云 ふこと を 言 ひ 
煜 るので あります、 私は 日本 政府の 食 ffl 政策の 其 當 
を 得ない と 云 ふこと を 第一の 原因と して 數 へて 居り 
ますが、 其 第二の 原因を 穿 ■致し ますれば、 施に 此 
世界 思潮の 激變が 、本と なつて 居る と 思 ふので あり 
ます、 更に 昨年 末ょり 今年喵 今に 掛けまして 、民間 
に 現 はれる 所の 國民の 行動の 一斑を 見ましても、 人 
心の 動搖は 即ち 此世界 思潮の 激變を 受けた 反映に 外 
ならない ものが 中々 あるので あります •して 見ます 
れば此 時に 當つ て此時 局に 處 する 者は、 餘 程の 決心 
覺悟 を以つ て 之れ に 當らな ければ ならぬ ので ありま 
す、 吾々 の考 ふる 所に 依ります れば 、今日 唯今 ま'^ 
の 法律、 制度、 慣習の 中には 此 世界 思潮の 變化に 伴 
うたる 人心に 應ずべ き 所の ものは 洵に僅 かで ある、 
其多數 は •此 新しき 人心に 背反した る 所の ものが 多 
いのであります-一言に して 申します れぱ ，今日の 
法律、 制度 ■慣習の 多くは 金力 階級、 富豪 階級の 爲 
めに 便利な ものが 多くして、 一般の 庶民 階級の 爲め 
に ほ！ f 便の ものが 中々 多い、 是非共 之を 根本的に 改 
めて 參らな ければ、 此世界 思潮の 動く 所の、 人心の 
傾 向に 副 ふ 事が 出 來ない 事になる のであります から 
此の 點に讨 ての 諸般の 改革 もやらなければ ならぬ と 
思 ふので あります、 更に 詳しく 申し ますれ ぱ ，此點 
から 見まして* 今度の 租税の 負擔は どうな つて 居る 
か、 血税の 負 擔 の實績 はどうな つて 居る か— 或は 敎 
10 三 七 
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育 制度の® 際 ほど 5 云 ふ 115 になって 居る か、 金 淫擷 1 云 ふ爲 めに、 其の 試 設が行 ほ れな かった 問題が 澤山 
関の 鋤き if® 際 (3: どう 云 ふ X 合に なつて S るか， 或 ある、 然るに 此の度の 跟 串に 於いて ほ、 一國の 運命 
ほ 防 贫 の 事業、 矜© の 取 業は どうな つて 居ろ か、 或を 賭して® ふに 必要なる 軍器 軍需 器と 云 ふ 其の點 か 


は . ■! 鲩交通 •其 他の 問題 ほどぅ 云 ふこと になつて 居 
乙 か* 或 (?. 選擧砰 の 問題 ! 3: どぅ 云 ふこと になつ て 居 
るかと 云 ふこと を 一々 吟味し 來れぱ •總て 皆な 改廢 
を 要する 必要を 認めない もの (3: ない のであります、 
此 故に 內 治の 庶政を 改革し 刷新して 行く と 云ふ此 一 
點 に 於き まして ほ、 今日は 明治維新の 際ょりも 更に 
m 大なる 時機で あつて、 此處！ 步を誤 まりました な 
らぱ、大なる禍を來すと云ふことほ明かに3联の出 
來る 事であります、 吾々 政黨政 派の 人々 (t です •今 
日まで 隨分間 族の 跋 13 官僚の 專糊と 云 ふこと に 付て 
閼分栩 々な 雜論を 致した ので ございます るが、 今日 

の 時運から 申します ると 云 ふと、 一般の 庶民 階級 か 

ら 見ます ると 云 ふと* 閥族の 專橫 官僚の 跋屆を 賢め 

ました 所の 政黨政 派の 人と雖 も、 庶民 階級から 見 ま 

すれば 一嵇 の II 力 階級に なつて 居る、 國 民の 四十 分 

の 一に 過ぎざる 少數を 代表 致します る 所の、 所謂 一 

部分の 特 g 階級に 過ぎない のであります、 其特隅 階 

級の 行 励は 庶民 階級に 如何なる 反映を 與へて 居る か 

と 言へ ば、 甚 •た 宜しくない 所の 反映を 與へて 居る、 

それ 故此點 に 付て (t 餘程思 ひ 切つ た 改革を しな けれ 

ば ■此 時運の 進步に ほ 伴 ふこと が 出来ない ので あり 

ます’ M に此點 に付きましても、 亦澤 山の國 费を耍 

する ので & ります、 其 國费ほ 決して 是 も亦惜 むこと 

は 出来ない のであります、 所で 玆に 第三に 私は 日本 

帝 國の 今日の 位鹊 として 逛 ふべき 點を 擧げ ますれば 

產 業機關 の蔣だ 微弱で あると 云 ふ一點 でございます 

此南業 機 關の微 弱は 歐 洲大戰 の 前に 於き ましても、 

歐羅 巴と 比較して 非常に 遜色が 有つ たであります が 

此 度の！ i i? に 於き まして‘ 更に 非常な 懸隔を 生じた 

と 云 ふ茲に 新たなる III ® が あるので あります、 御 承 

知の 通り 此度 の戰爭 に 於き まして、 歐羅巴 亜米利加 

の 第 一番に 努め ま L たものは 何で あるかと 申します 

れば， ： .朮器 兵器の 製造、 軍需品の 製造と 云 ふ ものが 

最も 力を 11 した 所の 問題であります， ところで 此の 

力を盡 された 兵器の 問題 軍需品の 問題と 云 ふ ものが 

非常な 费用を 以 つて 平生に 於き ましては、 學济の 間 

に斯樣 に 致したなら ば 斯樣な 結果を 得られる であら 

5 と 云 ふやうな 問題 ■改良 進步の 問題は 澤山 あつた 

一ので ありました けれども、 莫大なる 費用を 要する と 


らして 此の 試驗に 金を 投ず ると 云 ふことは 少しも 措 
まない、 大 8S に大 仕掛に 學 者の 提出す ると ころの 問 
題 ほ、 總て 之を K 地に 試驗 をして、 其實 際を 確め て 
見たのである、此新しき試驗の中にほ、失敗に33し 
たもの も 確に あります、 失敗に 賜した もの も ありま 
する が、 併し 又大に 成功した もの も 中々 あるので あ. 
ります、 即ち 理舉化 學を應 用 致しまして、 兵器の 製 
造 ITt 需品の 製造に 極力努めた 爲め に、 此 軍器 軍需品 
此兩 方面に 於き まして ■如何に 改革され 如何に 進步 
した もの. が 出来て 居る かと 云 ふこと ほ、 私が 此 所に 
說 明を 要せず して， 事 實に 於て 明白に なつて 居る の 
で-あります、 斯の 如くに 致しまして 此 軍器 軍需品の 
製造 上に 得ました 所の 發 明、 發 見、 大試驗 と 云 ふ も 
のを : h « と 致しまして、 理は 同一であります から L 
て、 之を 產業機 關に應 用す ると 云 ふことは、 直ちに 
出て 来る のであります、 現に 今日に 於き まして、 旣 
に 其 端緒を 開いて 盛に 之を 腦用 しやぅ としつ X ある 
のであります、 勿論 職 爭の 時に 當つ て斯樣 な 研究が 
行 はれて‘ 產 業の 發達 が洵 に數 世紀を 要して、 平生 
ならば 進步 をす る ものが、 短 年月の 間 も 大進步 をし 
たと 云 ふ 事實は 、歷 史上 少なからぬので ございます 
が、 此 度の 大 11 争は 殆ど 歷史に 無い 所の 大事 件で あ 
りました is めに、 發 明進步 、此 現象と 云 ふ ものは 今 
日までに 見ない 所の 大 躍進を して 居る ことほ 事實明 
白な ことであります、 此點に 付て 我 日本 帝國 ほ どぅ 
であるかと 申し ますれば、 吳 下の 阿 蒙であります、 
職 前の 通りであります、 此戰爭 の 間に 多少の 仕事は 

して 居ります る けれども、 歐羅巴 亞米利 加の 生產擻 

關の 此大な る 所の 力を 得た と 云ふ點 から 見ます ると 

云 ふと、 非常なる 遲れ を収 つて 居る のであります， 

此點に 於て 今一つ 吾々 日本人が 氣付 かない 大な る點 

が ある、 それは 何で あるかと 申します れぱ 、此 兵器 

の 製造 軍需の 製造と 云 ふ ものに 付て、 所謂 工場を 管 

理す ると 云 ふ 上に 於て、 新しき 經 驗を煜 たこと であ 

るので あります、 此 軍器の 製造 軍需の 製造と 云 ふ も 

のに S して、 各國 非常に 頭を 惱 して、 如何にして 早 

く 成べ く此 兵器を 十分に 造る、 如何にして 軍需を 製 

造し やう かと 云 ふことは、 非常なる 工夫と 非常な 研 

究を植 まれた 爲め に、 工場の 管理 法と 云 ふ もの ほ 實 


に從 前にない 所の 管理 法を H 行 致して 居る ので あり 
ます、 是は從 來我國 などに 最も 多い ので ございます 
が、 併ながら 歐 米に 於ても あるので ある、！： 一の H 
場で 隨分 矛盾 ®] 突の 事柄が 多い、 諧ほ *ゝ 同士 討の や 
ぅな 事が 中々 にあつ た， 無駄に 费 用を 掛け 無駄の 勞 
力を 掛けた と 云 ふこと が 中々 あるので あります、 然 
るに此 度の 軍器の 製造 軍需 製造と 云 ふ ものに 付き ま 
して ほ、 其 矛盾 衝突と 云 ふ ものを 成べ く 少なく して 
成べ く經濟 的に 工場 能力を 高める と 云 ふこと に 付て 
十分に 骨を 折つた が爲 めに、 此 點 に 於き まして 大に 
成功 致して 居る のであります、 此エ場 管理の 上に 於 
て、 是まで に 無い 所の 新しい 經驗 を m て 居る と 云 ふ 
此事が 、又實 に歐超 巴 亞米利 加の 生 產機關 の 一大 强 
味に なつて 居る のであります る、 之に 對 する 帝國の 
それは 如何で あるかと 申します れぱ是 亦 戰葫 以前と 
大差ない のであります る、 此二つ の點 、理化 學を應 
用した 發明 丁： 夫が 非常に 進んだ と 云 ふ 事と、 工場 管 
理の 「マネ ー ヂメ ント」 の 上に 非常な 經驗を 得た と 
云 ふ、 此二 つの 點と云 ふ もの ほ、 最早 今日に 於き ま 
しても 確に 其 事實を 見る のであります、 而 して 我國 
の產 業と 此 新しき 所. の 位置を ? i ました 歐 米の 產業と 
比較して 見ます ると 云 ふと、 其强弱 の 差と 云 ふ もの 
は、 玆に 非常な ものが 出来て 居る のであります、 先 
刻 申 上げました 此 軍器 軍需の 點か ら考へ ましても、 
我國 現在の 海陸 軍の 設備 其 他 兵器 彈藥 軍需品の 一般 
と 云 ふ ものが、 歐羅巴 亞米利 加の 今 H の それと 較べ 
ますと 非常に 劣つ て 居る、 現に 「タンク」 の 如き も 
の も外國 から 人を 賴んで 實 地に 練習し、 飛行機の 如 
きも 是から 研究して 行かねば ならぬ の ほ、 確に 國肪 
上の 缺陷で あると 云 ふこと は1 當局者 も 認めて 今 現 
に それに 著 手して 居る と 云 ふやぅな 11 であります が 
軍事上の 設備に 於て 彼と 我との 問に 相違の ある 隔り 
ょりも、 私 (3-. 此產業 機關に 彼我の 間に 强弱の 差の 生 
じて 居る と 云 ふこと に 付て， 更に 大なる ものが ある 
と 云 ふこと を斷 言す るに 潭らな いのであります、 其 
點に 付きまして は、 我 國の實 業 家の 中に も 未だ 覺醒 
しない 者が 多い のであります が、 併ながら 是は確 に 
今日 以後に 現れて 来る 非常な 出来事で ございまして 
御 同様に 十分な 努力を 以て •十分な 決心を 以て 之に 
當らな ければ、 到底 日本 W 國の 今日の 立派な 位地、 
折角 得ました 所の 立派な 位地を 維持す ると 云 ふこと 
は 出來な いのであります、 之を 要するに、 此 三箇點 


から 見ましても、 帝國 現在の 位地と 云 ふ ものは、 雄 
新の 時 以上の® 悟を 以て， それ 以上 〇 大革 新を して 
參 らな ければ ならぬ と 云 ふこと ほ、 明：.： なる 取 W と 
私ほ信ずるので ?> 0ます、詣 -:1- 、 .:] 治雎新の際には 
吾々 の 先人 •吾々 の 先 が 果して 如何なる Jif を 致し 
ました か、 薩 、長、 土、 肥 其 他の 强藩の 間に は、 仲 
も惡く あつた、 嫉妬 も あつた •猜疑 も あつた、 けれ 
ども 帝國の 立場と 致して 左樣な 小紛爭 は 許さぬ と 云 
ふこと からして •協力 一致して あの 大 改革を 遂行 致 
したので はあり ませぬ か •此 先人 先輩の 行爲に 做 ひ 
まして、 吾々 も 亦 lit 大 時局に 對 しては、 十分に 虚心 
坦® に 官民 上下 一致して、 此大 改革を しなくて はな 
らぬと 云 ふこと ほ 明 a なる 事 ® であると 思 ふので あ 
ります (拍手 起る) 吾々 は 斯樣な 位地から して、 大 
正 八 年度の 预 翦 に 向つて ほ不滿 足の as か 中々 多い、 
平凡で あり FL つ 姑息で あると 云ふ點 も 3 ■々少なから 
ぬのであります けれども、 是は 一切 問 (3: ないで •總 
て 之を 承認 致したい と 云 ふ 次第であります るが、 承 
誌した と 云 ふのは 此の 次ぎの 大正 九 年度に 於て、 此 
大 改革を 實行 しやぅ と 云 ふの 考を 以て、 承認を 與へ 
たのであります、 即ち 我黨 からして 提出 致しました 
る 財政 經濟の 調査 摁關 、即ち 是ほ 庶政を 刷新し ます 
る 所の 中樞の 機關で S, ります •此 中樞 の機關 を ffi へ 
て、 此大 改革を 捭行 致したい と 云 ふに® 著す る譯で 
あります、 私は 斯樣な 見地から して， 政 友會 諸 に 
向つ て 一言の 御 挨拶を する のであります、 政然政 派 
の 感情に 驅られ ますれば、 或は 吾々 の 建 謎に 對して 
多少の 御文 句が あつたら ぅと 思 ひます るが、 此時局 
の 大切なる に 鑑みられて、 吾々 の 提_ に虛心 坦懷な 
る 所の 態度、 公明なる 態度を 以て 先づ锊 成の® を 表 
された と 云 ふこと に 付て は、 玆に ■んで 深き 敬 怠を 
拂 ふので あります (拍手 起る〕 更に 憲政 會の 諸君に 
向つて 一の 希望が あります、 憩 政 會に向 つても 吾々 
は lit 問題に 付て 確に 御 賛成を 仰ぐ 交 捗を 致しました 
併し 未だ 今日に 至る まで 御 賛成の 確答を 得ない のを 
遺憾と して 居る のであります (拍手 起る〕 私が 前來 
申 述べました 日本 帝 國の此 大事の 場合と 云 ふこと を 
御 諒察に なりましたならば、 黨派の 上の 感情は 一擲 
されまして、 先刻 武富 君が 色々 御 論に なつた 事の 中 
にも、 吾々 の 御 同意の 御 論が 多い、 即ち 憲政 窗諸君 
が 此 調査 會に御 賛成を なすつて、 共に 入つて 政黨政 
派の 感情な ど 13-. 放擲して、 此大 難局に 處し國 家の S 
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めに 0 の 仕事を して 狨きた いと 云 ふ 希 闭で あります 
a を 申す と 沄 ふと、 憲政 會 ;:fs 君 (3: 餘 〇に餺 派 の 感情 
に騮 られて 居られは せぬ かと 思 ひます •(「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る '- • 何故かと 申します と、 此 
時局の 初に 當 つて 外交 調 杳會の 問題に 付て 執られた 
態度は •即ち 私共は 甚だ 迆憾 として 居る ので ありま 
す (「のうく」 と 呼ふ莕 あり) 加 藤 高 明君が あの 
會に燹 成せら れな かつた と 云 ふこと を、 私共は 何故 
に ia 憾 とする かと： E1 へば、 此帝國 の 大事な 局面に 當 
つて、 r 度 陡長土 肥 其 他の 雄 藩が、 國家の S めに 私 
情を 捨て、 饷同 一致の 1# をした 場合に >  谋 北 七 藩が 
大勢に 背いて 錦旗に 抵抗した と 云 ふやうな 锘な狀 態 
を 起した のに 稍々 似て 居る (「何を 言 ふか」 と 呼ふ莕 
あり) 私は 外交 調査 會の 事は 茲 に ® ねて 言 ふ 必要は 
ございませぬ が、 此庶政 刷新の 中樞 機關 であります 

る 财政經 濟 の調杳 機關と 云 ふ ものに ^ しては、 憲政 

铃 詫 君が 111: び 東北 七 藩の . II 度を 執られない ことを 私 

ほ 希 苗す るので こざいます 少く とも どうぞ 此 問題に 

付て は 挑 派 心を 去られて、 十分に 御 资成 あらん こと 

を 希 §3 致す のであります。 

【拍手 靼 る〕 

〔 r 何を 言 ふの だ 詰らない j と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 副 蕺長 cm 田 國松君 ) 上田彌 兵衞. 

〔上田 鋤 兵 衞 君 登®〕 

〔副 諮 長 嵆田國 松 君 退席 誤 長大 岡 育造 君 漭長席 

に 著く〕 

0 上田 湖 兵熠君 諸君、 本 3 ほ 今期 議會に 提出され 

ました 所の 大正 八 年度 總稚 SC 案 其 他に 對 しまして* 

協饺 を與 ふるに 同意を 致します る 者であります、 現 

内閣は 昨年の 九月に 原 政 友 會總教 に 依り まして 成立 

された のであります が •當 時世 人 ほ 現内閣が 純然た 

る 政 ^ 内閣の 故を 以ち まして 又 原首柑 が 無 K 宰相た 

るの 故を 以ち まして， 多くの 好感を 以て 迎 へられた 

のであります、 本 M ほ 政黨 內閣が 必ずしも 究全無 觖 

なりと も r じない のであります、 又 無 K 宰相が 内閣 

組 雉の 要件な りと も 信じない のであります が、 兎に 

角 現内閣 •か 睹代の 内閣に 比しまして、 より 多くの 立 

通 的なる av を 感ずる のであります 、それ故に 是れ我 

國の资 法 政治の 進步な りと 信じました が 故に-内閣 

成立の 常時に 於き まして、 -11]: 人と 共に 之を概 迎した 

のであります-併ながら 本 M 等の 立場と 致しまして 

は、. 其 政策の 如何に 依りまして、 或 (X 之を 援助し 或 


は之に反對を致しますると云ふ事は>申すまでもな 
い琪で あるので ございます る、 原 内閣 總理大 Kir 
n 內閣 成立の 當 初に 於き まして、 施政の 方針 並に 其 
主義 主張と する 所の 政綱を 洽く 天下に 示さ ざり し 事 
は、 本員の 洵に 逍 31 とする 所であります るが， 原 首 
相の 吾人に 對する 辯 明に 依ります ると 吾等は 朝に 在 
ると 野に 在る とを 問は ず、 其 主張を 一一 三に する 者に 
あらず、 今や 予及予 の 政 黛は、 將に 平常 主張す る 所 
の 政策を 玆に ® 地に 行 はんとす る 時 ® に 到達を した 
ので ある、 それ故に 徒に 聲を大 にす るよりも. 將に 
實 行を 期す るに あるので ある、 斯の如 く聲 明せられ 
て 居る のであります る •本員は 此聲 明に 對し まして 
未だ 多くの 實證を 有せない のであります る けれども 
現內闐 が 成立 H 尙ほ淺 きの 故を 以ち まして、 姑く 此 
言葉を 信じまして •以て 其實 行の 如何は 他日 之を 驗 
せんと 思 ふ 者であります る而 して 原 首 ffl が 諸種の 公 
開 席上に 於 かれまして 自己の 政策に 對 する 所信を 披 
歷 €• られ ましたる 所の總 てを 綜合して 見ます ると* 
現内閣の 政策は， 先程 も武富 先生が 申された 如く、 
(「先生では 無い」 と 呼 ふ 者 あり) 敎 育の 振興、 國 
防の 充 1¢ 、 及產 業の 獎勵 ，交通 通信 機 關の聦 備等で 
あります る •而 して 此方 針に 對 しまして-今期 !* 算 
案に 現れました る 所の 施設、 並に 政府 當路 者の 說明 
に 依つ て 考察 致します ると， 敎 育の 振興に 對 しまし 
ては、 畏くも 皇室の I 千 萬 圓の御 下賜 金に 對 し、 又 
政府は py 千 數 -el 萬 W の 豫算を 組みまして •高等 敎育 
の發展 に 努められた のであります る、 是 は 敎育獎 § 
に對 しまして. 明治 以来の 施設と 致しまして は、 總 
ての 施設に 超越した る 大規槪 の ものであるので ござ 
いまする (拍手 起る〕 併ながら 尙ほ 初等 敎 育に 對し 
て も， 完成 發展を 期すべき 點が 多々 あらぅ と 信ずる 

のであります る •次に 國防 の充 K に 至りまして は， 

是は 今日の 講和 會議の 成 行に 依りまして は， w ほ將 

来の 計 S に變 化すべき 事が あらぅ と 信じます が 故に 

爰に 之を 論 載す る ことを 避けたい と 思 ふので ありま 

する， 若 夫れ 產 業の 獎勵 、交通 通信 機關の 完備に 至 

りまして ほ>  現 政府 亦國民 希望の 一端を 實 施された 

のであります るが、 是 とても 唯々 一時的 腦急 策に 過 

ぎ ませぬ で 將來 根本の 施設と 致しまして は、 尙ほ遣 

憾 ながら 不十分と M ずるので あります る •併ながら 

現内閣 ほ 政府 自ら 今期の 提案に 對 しまして 、完全 無 

缺な りとは 言うて 居らぬ のであります る •尙ほ 之に 


對して は： 小 滿 足の點 を聲 明せられ て 居る ので ありま 
する •而 して 將來 之に 對 して 相 常 ® 施すべき 抱負を 
持つ て 居る と 云 ふこと も •聲 明せられ て 居る ので あ 
ります る •本 a は此聲 明、 此自饮 •此 抱負に 對 しま 
して、 姑く 其 熟考の 時期を 與 へる 云 ふことは •蓋し 
政治家と しての 德義で あると 信ずる のであります る 
又 時局の 變 革に 際しまして、 重耍な 時機であります 
るから、 此 時局の 重大なる に 鑑みまして •徒に 政爭 
の 因を 成す 如き 行 爲は 避けねば ならぬ と 信ずる ので 
あります る、 併ながら 歷 代の 内閣に 於き ま 'L て、 自 
己の 聲明を 食言せられ る ことが ifll 々あるので ござい 
まする、 現内閣 諸 公は 多年 在野 黨 として 如る 苦心を 
積まして、 往年 兎角 -CD 非難の ありました 所の fa 弊を 
一掃せられ て、 今や 其 態度は 類る 諫嚴 となられ まし 
たる 所の 政友會 出身の 諸 公であります るから、 斯の 
如き 食： a を爲 さると 云 ふことは 萬 無から ぅと 信ずる 
のであります る (「ひやく」 I’ 其 通 OI と 呼 ふ 者 
あり〕 併ながら 今此豫 算を協 賛 致します るに 當りま 
して、 少しく 其 希 菌を述 •ふると 云 ふこと ほ •取て 徒 
阳なら ずと 信ずる ので ございます る •又 是れ 本員が 
國 家に 對する 責務な りと も 信ずる のであります る* 
c  r 大きい  <」 と 呼 ふ 者 あり) 諸君 •今や 世界の 
大戰 は旣に 終りを 吿げ まして、 將に 平和の 曙光を 見 
んとす るので あります る、 是世界 の 人道の 爲 めに {是 
に 慶賀に 堪へな い 次第であります るが と 同時に 
世界人 類の 思想 上に 於き まして、 又 谷 _經濟 的 施設 
の 上に 於き まして •大 なる 變 革の 起. りんと する の 重 
大な る時_ に 遭遇して 居る のであります る， 此 時に 
方り まして 我が 國民ほ 此 重大なる 變 局に 順應 する 所 
の大な る ® 悟を 要します る ことは •申す 迄 もない 次 
第 であります るが、 殊に 施政の 局に 當られ る 所の 內 
閣諸公 ほ、 須く世 界の 大勢を 達® せられまして， 以 
て瞇 後の 大計を 立てられな ければ ならぬ と 信ずる の 
であ 〇 ます、 顧みます るに 歐洲 谷國は 過去 五箇 年間 
の大戰 亂に巨 萬の 生靈を 犧牲に 致し > F]. つ 數千 億 H 
の 軍資を 蕩盡 して 居る のであります るから、 平和の 
曉に 於き ましては、 自己 國 力の 恢 31 に 努めん が爲め 
に、 又國富 の充實 を圖 らんが 爲 めには、 必ずや 世界 
谷 方面の 貿為 圈內に 活動を 致しまして、 以て 所諧經 
濟的大 戰爭の 開始 せらる i ことほ、 火を睹 るより 明 
かと 信ずる のであります る C 拍手 起る) 即ち 講和 成 
ります るの 日に 於き まして if 彼等け 貿易 政策の 上 


に大な る 保護を 加へ まして、 CH 國產絮 の發 M を 期す 
るが S めに、 他國品 の® 人の 防遏に 努めます るは 勿 
論 •本國 と 魅 領地の 間に 於き ましては、 彼の 均定税 
率なる ものを 設けまして、 以て S 副產椠 の發展 に資 
する ことは 想像す るに 難から ぬのであります る (拍 
手 起る) 果して 然らぱ 我國の 海外に 於き まする 所の 
製品は、 甚 しく 其 販路を 侵蝕せられ まして. 遂に 其 
貿易の [1 内 も 南洋 印度 安那に 局限せ らるゝ の 廚があ 
るので あります る * 、 のみならず 此 印度支那 方面に 於 I 
きましても、 亦 彼我の 大商戰 が 開始 さる i と 云 ふこ 
とは >  是 亦 想像に 難から ぬのであります る、 此 時に 
方り まして 動もすれば 粗製濫造、 不評を 免れ ませぬ 
所の 我國の 製品が、 能く 今日の 盛况 と阪路 を 繼， 一し 
得る ことが 出来 ませう か、 又 更に 發展 を yf!! める こと 
が 出 來るで ありませ うか、 彼は fe- 民 協力いた しまし 
て‘ 所謂 保護貿易 政策の 下に、 或 ほ 運賃を 低下し、 
或は 保險 率を 引下げまして 、以て 破格に 低 敵なる 精 
巧品を所謂「タンビング」の手段に依りまして.胺 
く 之を 世界の 谷地に 撒布 致し、 以て. H 己の 販路の 恢 
復膣張 に 努める と 云 ふことは 明かなる 道理で ありま 
す、 固ょり 今日の 我 國と 致しまして は>  國民が 非常 
に： 小 安を 感じて 居ります 所の lit 食糧 問題、 之を 解決 
いたします ると 云 ふことは. 國民 をして 安固の 位置 
に 立たし むる 私であります るが、 此锯 要なる 食糧 問 
題と •私は 貿易の 振興 策と， 同時に 刻下 執るべき 最 
も 緊要なる 二 大事 業で あらう と 信ずる のであります 
然るに 今期 豫算に 現れました る 所の 此 等の 施設に 對 
しまして 考へ まする のに ，泡 に 吾々 is 不安に 堪へな 
い 15 が あるので あります る (拍手 起る) 希く ぱ此點 
に付きまして "其 施設 實 行の 速 かならん ことを 希望 
する のであります る •而 して 貿易の 振興 策に 對 して 
必斟な る 問題の 一と 致しまして if 所謂 商工業者の 
負擔輕 減 問題であります る， 凡そ 商品の 原 價は 原料 
生活費、 加工賃" 負 擔の税 金 •關税 、運賃 等ょり 成 
るので あります るから、 我國の 製： g をして 海外の 競 
爭に打 勝たせます るのに ほ， 必ずや 此原料 蒐集の 容 
易なる こと •又 生活費 加 工賃の 減少、 負擔税 金の_ 
減、 其 仙 運輸 網 關の完 淵 等であります る， 即ち 交通 
通 rfr 璣關の 完成、 物價の 調節、 取引の 改善， 低利 資 
金の 融通、 此等を 期せねば ならぬ のであります る • 

而 して 現内閣 i't 此 s ■に 於て旣 に 其 一部を 貨 施し、 又 
將來窗 施せら れんと して 居る ので あり •* する から、 
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珣兑 案 大正 八 年度 歳入歳出 1^. 拽® 案外 三 件 
木 aii 此に其 項 13 を 翠げ まして •將來 莨 施の 速 かな 
らんこと を 希 3 ? す るに 止めます、 併ながら®: 擔稅金 
の乾減に至りましてほ、是非共現行稅制の整理を願 
ひたいので あります る、 現行の 税制に 於て 到底此 完 
金を 期す る こと if 出 來な いのであります る、 それ 
故に 近き 將來に 於て、 税制 整理の 完結を 願 ひたいの 
であります る， 諸君、 我國現 時の 經濟狀 態は、 戰時 
俄に 發肢 膨脹 致しました のであります るから、 未だ 
其 at 礎が 安固に して 十分な りと 云 ふ 事は 出來 ない の 
であります る、 今後 講和の 成 行， 谷阈 經濟狀 態の 變 
邏に伴 ひまして ほ、 何時 如何なる 励 亂を來 すか も 知 
れな いのであります る、 それ故に 政府 (3; 此 點 に 付て 
國民 と共に 深甚の 注® を 拂 ほ れ ると 云 ふことは 勿論 
であります るが •此等 萬 一に 供へ まする 爲め に先づ 

第一に 財政の 猫 礎を 繫固 にしなければ ならぬ と 思 ふ 

のであります る、 財政の 基礎を 跫固 にす ると 云 ふこ 

とは、 今日！！ 濟 上の 狀態 から 行きまして、 當に爲 政 

者の 緊急 W 業と して 著 手せられ ねばならぬ こと k 信 

ずるので あります 、此點 に 於き ましても 速に 著 手せ 

られん ことを 箱 菌す るので ございます る、 玆に 本案 

を 協賛 致します るに 付きまして、 聊か 希望を 申 述べ 

まして •益々 現 政府の 御嵆 _ あらん ことを 希 ふ 所以 

であります。 

〔拍手 起る〕 

o_ 長大 岡 育造 君 ^ 小川 鄕太郞 君。 

〔法 學 ra  士 小川 鄉太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 謬 M (大岡 育造 君〕 此際御 諮りを して® きます、 

まだ 發 言の 通告の 中には 大藏 大臣 もあります， 時間 

の 樣子を 見ます ると、 時 @§り には 終へ 兼 わる かと 

思ふ、豫览金部を議了するまで時間を延長すること 

に 致したい と 思 ふ。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 時間を 延長 

致します - 小川 君。 

〇法淨 ® 士 小川 鄕太 郎君 私共は 謅 題に 上つ て 居り 

ます 豫算 案に 付きまして* 三種の 希望を 述べまして 

饺成せ ん とする 者であります、 大正 八 年度の fi W を 

沲議 する に當 りまして は、 物 僧 騰貴に 依る 所の 增額 

と 云 ふ ものと •原 内閣の 經綸の 結果に 出 づる經 費の 

% 加と 云 ふ ものを* 區 別して 考へな ければ ならぬ と 

思 ふので あります， 原內閣 には 何等の 經綸 無しと 云 


ふ 蓮 論 も ある やうであります、 豫算の 上には 物價 隧 
ft の 外に 何物 もない と 云 ふ 装 論 も ある gg であります 
併し 私共は 此豫 3? を繙 いて 冷 靜に虛 心 坦® に考 へま 
して、 尙ほ 此豫算 の 上に も 多少な りと も 原 内閣の 抱 
負經綸 ほ 現れて 居る と 思 ふので あります、 C 「ひや 
<」 と 呼 ふ 者 あり) 原內閣 の經输 の豫算 に 現れて 
居ります もの i 第 | は •交通 機關の 整備であります 
交通 縛' 關の 整備と 云 ふこと に付きまして は、 武富さ 
んも 認められて 居つ たやう であります、 其 鐵道會 計 
谷 殖民 地會 計に 於き まして、 鐵 道の 建設 改良に 多數 
の豫算 を 計上され て 居ります のは、 確に 交通 is 關に 
對 する 一の 經綸で あります >  又 其 電信 線の％ 設甯話 
交換 擴張费 を 繰 上げた 如きは， 吾々 は此 政策に 對し 
て、 抱負 あり 經綸 ありと して 賛成を する 者で ありま 
す、 尙ほ敎 育に 付きましても 問題が ありました やう 
であります が、 此敎 育に 關 する 原內閣 の 經綸は 、是 
は 誰し も 認めなければ ならぬ ものであると 思 ふので 
あります (拍手 起る〕 私は 斯う 云 ふ S に 於き まして 
此豫算 並に 原 內閣の 政策を 賛成す る 者であります、 
(拍手 起る〕 c  r 有難う」 と 呼 ふ 者 あり 笑骼 起る〕 四 
大政 綱と 云 ふ ものは 誰で 如何なる 人が 内閣に 上 
つても やる ことであつて、 S の奇も 無い と 云 ふ IS- も 
ありました が •其 何の 奇も 無い もので あつても、 苟 
も是は 政策であります から、 吾々 ほ 之を 賛成す るの 
であります c 拍手 起る) 唯々 產 業の 獎勵國 防の 充實 
と 云 ふ 事に 付きまして は、 ? 8 算 面に 現れた 計畫 が頗 
る 小な のであります、 私 等は 其 小なる に 失望す る 者 
であります、 併ながら 小な りと て も 之に 反 S する 所 
の 理由は 何 所に も 無い のであります (「成程」 「分 
つた」 と 呼 ふ 者 あり) 併ながら 吾々 は 之に 對して 一 

の 希 菌を 持つて 居る のであります、 產 業の 奬 _ と 云 

ふことは、 戰後 經營の 策と 致しまして ほ 最も 必要な 

る 事で あると 思 ふので あります、 又國防 の 充實と 云 

ふ 事 も 最も 必要なる 事で あると 思 ふので あります、 

殊に 政友會 內閣ほ 國防 の充實 に 付て は、 十分に 計蛰 

を樹 てる 所の 義務を 持つ て 居る ものであると 思 ふ、 

それは 前 議會に 於き まして、 此國 防充實 の議が あり 

ました 時分に、 政友會 から 國 防の 充實に 遺憾な きを 

期せよ と 云 ふ 希望が 出た のであります、 此希 望に 付 

きまして 當 時の 陸海 軍當局 者は、 其 希望に 副 ふこと 

を 努める と、 斯う 云 ふこと であつ たのであります、 

それであります から 政 友 會が此 內閣 を組辙 された 以 


上 は， 园防 充过に 遺憾な きこと を 期す る 義務が 有る 
のであります、 然るに 此 殊 算に 現れて 居ります 所の 
國 防充實 と 云 ふ もの ほ、 1S ほ © 弱なる ものと 稱せざ 
るを 得ない のであります (「ひやく」 「其 通り」 と 
呼 ふ 若 あり〕 それ故に 吾々 は此政 友會内 閣に對 して 
國 防充實 に 付ても う 一段の 御 努力を 爲さる ことを 希 
望せ ざるを 得ない ので あ 〇 ます •吾々 は 斯の如 くに 
しまして、 此 政友會 内閣の 抱負 經綸と 云 ふ ものに 付 
きまして は、 小な りと 雖も 兎に角 之を 認めて 賛成す 
る 者であります、 次は 物價 騰貴に 關 する 裸 ®: であり 
ます、 物價 騰貴の 額が 巨大に 上つ て 居る と 云 ふこと 
は、 齋藤 委員長から 述べられました 通りで ありまし 
て、 私が 玆に 述べる 必要は 無い のであります、 所が 
此物價 騰貴と 云 ふ ものが、 どれ 程の 程度に 進む もの 
であるか、 此豫算 は 物價 騰貴を 前提と して 出来て 居 
る ものである •併し 吾々 は豫算 に 審議す るに 當つて 
此物價 騰貴は どの 程度に 進む ものである かと 云 ふこ 
とは、 どうしても 考 へて 見なければ ならぬ ので あり 
ます、 私は 此點 に付きまして 大蔵大臣の 意見に 耳を 
傾けざる を 得ない のであります、 C 「勢を 付けて や 
れ」 と 呼 ふ 者 あり) 大藏 大臣は 私の 質問に 答 へられ 
まして、 大正 八 年度の 經濟界 を 斯う 云 ふ 風に 見られ 
て 居ります、 大正 八 年度は 戰 後の 打撃 も あるで あら 
う， 大正 六 年度 並に 大正 七 年度ょりは 景氣が 悪い も 
ので ある •斯う 云 ふ 風に 明言され たのであります、 
全體其 景氣が 好い と 云 ふ 時分には、 物價ほ 上るべき 
傾を 持つ て 居る のであります、 景 氣が惡 いと 云 ふ 時 
分には、 物 M は 下り 勝の ものであります (「さう さ 
う」 と 呼 ふ 者 あり) 大藏 大臣は、 大正 八 年度 ほ 景氣 
が 惡いと 感ぜられました 其 時には 頭の 中には、 大正 
八 年度は 物價が 下る のでは ないかと、 斯う 考 へられ 
て 居りは しない かと 思 ふので あります、 又大藏 大臣 
に物價 調節 如何と It きます と 云 ふと 自然の 力に 非 
常に 賴られ て、 自然の 力は 物價を 調節す るで あらう 
と >  斯う 明言され て 居る のであります、 其 言葉を ず 
ん< 約め て 行きます と 云 ふと、 大正 八 年度では さ 
う 八 釜 敷く 言は ぬで も 宜しい、 自然の 力は 物 價を調 
節する、 即ち 自然の 力は 物價を 下げる ぞと •斯う 云 
ふやう に考 へられる のであります、 で 大藏 大臣の 頭 
を 分析して 見ます と 云 ふと、 大正 八 年度は 物價が 下 
ると* 斯う 云 ふやう に考 へられて 居る と 思 ふので あ 
ります (「ひや'^^  j と 呼 ふ 者 あり〕 所が 此豫算 を 
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見ます ると 云 ふと、 到る 培に 杓 (f? 強 ft ;T u-i J4 vi: と、 
齋 藤 委員 ^ の 御 話に なつた 通りに. 四 ffi u .'E llil と 云 
ふ ものに なつて 居る のであります、 大联 大臣の 两で 
は、 大正 八 年度では 物 (tj が 下る •大藏 大 KG 乎に 成 
つた 雅筘と 云 ふ もの ほ 物 ffj が 上る、 大鈦大 1:1 の 頭と 
手と が 違つ て 居る と 斯う 言は なければ ならぬ と 思 ふ 
のであります C 「足 も遨 つて 居る でせ う」 「大穴 大 
K も脫 線す るぞ」 と 呼 ひ 拍手す る もの あり) それで 
此の 大正 八 年度の fs -® を 見まして、 大较大 La の a 明 
を聽 いて 見ました 時に， 吾々 は 悲しい 哉 合 點が 行か 
ぬので あ 〇 ます •併ながら 是は 恐らく 大駁大 由 の 罪 
で ! t ありますまい、 是は時 勢の 罪で ありませ う •大 
藏 大臣が 概算 啓を 以て 雅 3.? を 立てられん とした 時に 
は、 物 僧が 段々 段々 上つ て 止まざる 時で ありました 
而して 大藏 大臣が 愍々 残 . iil- を 編成せ らる V 時に 在つ 
ては •休戰 の 事 あ 〇、 世界の 大勢が 變 つて 来まして 
物 傲が 段々 と 下つ て來 たのであります、 物價の 下つ 
たと 1K ふこと ほ、 日本銀行の 調査に 依つて 明かな の 
で、 是は 一 點の 疑を 揷 むことは 出來な いので ありま 
す、 現に 鐵の價 の 暴落の 如き， 政府 委員た る製鐵 所 
長官が、 其 暴落を.； K 白して 居る のであります、 それ 
であります から、 私は 此豫算 を 執行す るに 常 〇 まし 
て、 此物價 ほ 餘程 下つて 來る ものである ものと 見な 
ければ ならぬ と 思 ふので あります >  さ うします ると 
此物價 騰貴 物 價 騰貴と、 此 四億餘 圓の此 大なる もの 
を 桁え て K ります る けれども、 其 中の 或 もの ほ 不用 
に 15 する- 豫算に 餘裕が 生す ると 云 ふこと が 起る の 
ではない かと 思 ふので あります、 そこで 吾々 に筘諧 
が 起る のであります ，若し 物價が 今の ^ を 以て 段々 
下つて 來 ますなら ば •此 豫算 に 計上され てあります 
る物價 騰貴の 款項は 悉く 用ゐ盡 さず して、 成た け餘 
裕を存 して 置かれたい、 是が 吾々 の 第二の 希望で あ 
ります、 それから 第三に 進みまして-私は 玆に I 言 
此收 入豫算 に 論及し なければ ならぬ のであります、 
此收入 豫算 に付きましても •私は 分科 會 I 豫 算 總 
會で 十分に 識論 致しました、 其 議論の 一端は、 今日 
武富 君に 依つ て 爰に 御述が ありました ので、 私が 翳 
論して 居ります 所の 大要は、 武富 君に 依つて 述べら 
れ ましたから して、 私は 重ねて 中し ませぬ が、 併し 
一點 述べて 置きたい 事が ある C 「_ 聽」 と 呼 ふ 者 あ 
り) それは 政府は 此 大正 八 年の 豫算 、收 入预筘 を 計 
上せら る、 時分に、 大正 六 年度の 實收額 に 依り、 或 
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は 大正 七 年度の 資收額 に 依つて M らる 、ので あるで 
山 木 君の 御 話に なりました やうに、 大正 六 年度を 狎 
へたなら ば 餘り 大した 誤は なから うと、 斯う；： < ふ 御 
話で ありました が、 併し 大 JH 六 年度の 此抑へ 方が、 
私は 或は 犬に 失して は 居ない かと 思 ふので あります 
大藏 大臣は 大正 八苹 度の 景氣と 云 ふ ものは， 大正 六 
年よりは 惡る いと 云 ふの ならば •大 JE 六 年度を 瓶へ 
て 行くなら げ ，大正 六诈度 より 大正 八 年度は 好い と 
云 ふこと になる のでありまして、 そこに どうも 大破 
大臣の 說 明と 云 ふ ものが、 がつ ちりと 合つ て 居ない 
のであります ご 大正 七 非 度の 收 入、 即ち 大正 七 年度 
の景氣 の絕 頂を 摑へ て 1?} る 如きは， 极も 此の 收人拽 
算を樂 砌 した ものと 言 ほなければ ならぬ ので ありま 
す、 政府 委 M は 或は 辯 解 致しまして， いや 大正 七 年 

度の絕 頂を 摑へた けれども、 それには 百 分の 五な り 

成は 苗 分の 三な りを 制 引いて 尻る ではない か、 それ 

で ^ 當だと 斯う 言は れ るので あります 、併ながら 尙 

ほ 一步 進んで 考へて 見ます れぱ 、政府 委員 並に 大藏 

大 R の說 明せられ る、 大正 ? i; 年、 大正 六 年、 大正 七 

年の 此の毋 氣〇 段々 進んで K る 時期に ど $ した かと 

巾し まする と* 前年度 或 (3: 前々 年度の H 收額を 押へ 

て それに 一 制と か 或 ほ 百 分の 七と か 云 ふやうな もの 

を - 31 いて 居る のであります" 大正 八 年度の 景氣が 今 

に哮酒 せんとす る 時に， 百 分の 五な り 百 分の 三な り 

引きましても、 それは 大丈夫で あると 云 ふこと には 

ならぬ のであります、 煎じ詰めれば 大正 八 年度は 大 

JH 七 年度より ももつ と S 氣が好 いもので あると® 念 

して、 此の 收人豫 3-/. と 云 ふ ものが 出来て 居る と W ほ 

なければ ならぬ、 其跑ほ どうしても 大藏大 K の 初め 

宣言せられ たこと と 逋 つて K るので あります、 で是 

は 併し 或は 大蔵 大 E を 货め るのは 惡い かも 知れぬ、 

山 本 君の 言 ほれた： 迎 りに、 是 <3; 大 K や 次官の 賢 任で 

なくして、 大藏省 の 技術官 の 責任で ある、 技術 官が 

斯う 云 ふ 風な 槪 ® 辨を }ff へたので ある さうな れば： 吾 

々は 此大藏 省の 下僚 技術 官に對 して、 大に責 fr: を 間 

ほなければ ならぬ と 思 ふので あります、 c  r w 士の 

阽打が下がるぞ，|と呼ふ者あ0笑睬起る)大藏省の 

技術 宫な る莕は …… 

〇 誘 長 C 大岡 育造 君： >  靜肅 に …… 

〇 法 吊！ S 十： 小川鄕 太郞れ 大 53? 省の 技術 官なる もの 

は (「 大 K の K ft を 知らないの か」 と 呼 ふ 者 あり) 大 

錄辑の 技術 , a- なる ものは、 锊 て 1 i 時 利 3 !稅 を 大正 七 


年度に 於いて 千 七 百 萬 M であると か、 例年が 三千 一一 
百 斑 W1 であると 見 毡つ て-さう しで 總ての 方が それ 
ではい かぬ と 言 ふに 拘らず 一: 執した ものであります 
現在 どうであります か、 非常な 一億に ife んと する 所 
の ® 收額を 得て 居る のであります、 大藏 省の 技術 官 
の 計 ^ と 云 ふ ものは、 大凡 斯の 如き ものであります 
(「そんな 奢に 責任が あるか 一と 呼 ふ 者 あり〕 それ 
であります から、 私 ほ 此 收入豫 ©に 付て は 矢 張 不安 
心で ある、 此の 算定 法と 云 ふ ものは 穩當で ない と 云 
ふこと を斷 言したい のであります、 併し さうな つて 
来ます と •片方に 收入拽 菇が あり、 是は 政府が 實行 
すると 云 ふこと になります と、 どうしても 税杯に 付 
きまして は 見 SI 額を —— 此赉 定額を •或は 稅の 所得 
税な り營 業税な 〇に 就きまして、 之を 査定す る 時分 
に， 前年度ょ 〇 前々 年度に 依る のであります から、 
多く 見積り 多く 査定す る、 即ち そこに 苛 歛誅 求が ど 
W-- しても 起る のであります、 そこで 吾々 IX 經濟界 の 
變 調を 大蔵大臣が 認められる 以上は •此 經濟 界の變 
調に 鑑みて、 租税を 徴收 する に當 つて •人民の 經濟 
狀態を 斟酌して、 ff 歛誅 求の 邨に陷 られな いこと を 
玆に希 闇す るので あります、 是が 私の 第三の 希望で 
あります、 それにもう 一つ 13: 私は 述べたい と 思 ふの 
は、 公® 募集の 點で あります、 公 偵 蘇 集に 付て ! 3: 色 
色の 說が /JI て 居ります、 IA は 此約三 億圓の 臨時 國庫 
證券、 並に 三 億 IW の 他の 公債と 云 ふ ものに 付き まし 
ては、 左程 悲願 說を 持つ て 居ない のであります、 此 
點に就きましてほ、大藏大臣の意見に賛成するもの 
であ 〇 ます •第一に 此 三億圓 の國陳 證券に 付き まし 
て ほ、 餘 OP 論が 無い やうであります が、 是は 爲替 
資金を 作る爲 めに 耍 する ものなら ば、 日本の 通貨 膨 

膜の 勢を 防ぐ 爲め 必要で ある* 若し 此國頭 證券を 發 

行せ ずに it きましたなら ば、 澤山な 通貨が 出て 来る 

通貨 膨脹を 呪つ て® るが 今 R lil: 間の 興 論であります 

然ら ば此 通货 膨脹を 防ぐべき 國庫 證券の 兹集ほ 、ど 

うしても 質 成せざる を ^ ない のであります、 次に 三 

偬_ の鉍似 に 付て は、 色々 反對論 も 起つ たやう であ 

ります、 產業資 金を 想 ふ •斯う S ふ 話であります が 

併し 大正 八 年度の 赍 氣が惡 い、 武 富さん の 言 ふやう 

に， 今日 經濟界 の變 調と 云 ふこと を 若し 御容れ にな 

るなら ば、 即ち 事業界が 非常な 資金を 耍求 せざる 時 

であります、 市場の 毋：^ が 勃興して 居る 時 こそ 資金 

が 非常に 嬰る のでありまして， 經济 界が變 調を 帶び 


て rr る 時分に ほ 左樣に 非常な 產 業界の 資金の 要求が 
ない のであります、 それから 又經 濟界が 多少 變 調を 
帶ぴて 居ります 時分 ほ、 隨分 腱騍 する 者 も 私は m 來 
て來 ると 思 ふので あります •何故な れば 景氣が 沸騰 
して 居ります 時分は、 吾々 の 過去に 於て 見ました 通 
りに •人は 剩れる 金を、 株式の 非常に 利 廻の 好い 株 
式に 放 下す るので あります、 併ながら 景氣が M いて 
來ま すと、 成るべく 株式に 放 資と云 ふこと を 段々 見 
< n せる のであります、 さぅ して 安 辛； なる 放資を 求む 
るので あります、 其 安全なる 放資は 何 所に 向 ふの か 
所諧 公憤に 向 ふので あります、 故に 私は 大 正 八 年度 
の最氣 が惡 るいと 云 ふ社會 に、 三 億圓の 募集と 云 ふ 
ものは 決して 出来ない 柑談で は 無い と 思 ふので あり 
ます、 此點に 於き まして、 不幸に して 憲政 會の 意見 
に 質 成が 出来ない のであります (「一緒に 来られて 
は 迷惑 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 最後に 私は もぅ 一つ 豫算 
に關係 致しまして 、常 局に 注意を 仰ぎたい 事が あり 
ます、 それは 豫算に 動もすれば 統一を 缺いて 、政府 
の 政策に 符合せ ざる 事が 能く あるので あります、 是 
は 決して 今に 始つた ことであります まい、 併ながら 
今日の 豫算は 其 嫌が ある 以上は、 私は 是は 一言 政府 I 
に 注意し なければ ならぬ、 又 義務が あると 思 ふので 
あります、 今 其 一二の 例を収 つて 見ます と、 是は鐵 
であります、 鐵ほ 製鐵所 長官の 御 話に 依ります と、 

武 富さん の 御 話に もあります 通 〇、 111 百 三 T 八圓と I 
云 ふこと で 計算が 出來て 居る のであります、 所が 其 一 
三百 三十 八 [1 {3: 品物が 非常に 違 ふので あると 云 ふの | 
で、 段々 迫 窮 して 見ます と •不幸に して 政府 委員 {X 
言を 左右に 託して 答 へられない のであります、 それ | 
から 乂鐵の 供給を 受けて 居る 所 ほ •海軍省 其 他の 官 j 
廳に澤 山 あるので あります、 海軍省 も鐵を 製鐵 所よ 
り 受けて 居ります が •幾何で 受けて 居る かと 尋ね ま | 
すと •是は 私は 海軍大臣に 敬意を 表します、 海軍 大 
臣ほ 筆記を 止めて 御 話に なりました から、 幾らで 計 | 
算 して あるかと 云 ふ 事は S; は 海軍大臣に 敬意を 表し I 
て 申し ませぬ、 併ながら 其製鐵 所で 計算して 居り ま 
す ものと* 海軍省で ■計算して 居る ものと 非常な 差が 
ある、 非常な 開が あると 云 ふと 云 ふ 事 ほ 斷 言を 塯ら 
ぬのであります、 是 (X IS 算が不 統 j であると 思 ふの 
であります •それからもう 一つの 點は 私 li 米で ある 
と 思 ふ、 米は 現 內閣の 政策の 一に* へられて 思り ま 
す、 山 本 農 商務 大臣、 原總理 大臣の 御 話を 承つ て 見 


ますと， 米悄 調節の 爲め 非常に 苦心 慘擔せ られて 居 
るので あります、 私は 國比に 代つ て、 是は現 內閣に 
感謝し なければ ならぬ ものであると 思 ふので ありま 
す、 所が 山 本 農 商務 大 K でも •大正 八 年の 米 (3; 足り 
ない、 五 百 萬 石 或は 六 百 萬 石 足りない、 米 似を 調節 
しやう と 思 ふけれ ども •中々 容易に 行かぬ •是ほ 今 
藤委筒 長から 御 話 も あり-曾て 總理 大臣ょりも 
御 話の あつた 通り、', 中々 米價は 思 ふ 通りに ならない 
ものである •斯う 云 ふ 御 話で ありました、 又 農 商務 
大 K に 尋ねる 者が ありまして 、米の {II の 相當な る點 
は 幾らで あるかと 言は れ ましたなら ぱ •確か 三十 五 
六 圓と言 はれた やうであります •或は 現 內閣の 米® 
調節の 目的の 點は 、三十 五六 圓に在 るの かと も 窺は 
れるのであります、所が豫算を縮いて見ますと、ど 
う 云 ふこと が 出て 居る かと 申します と、 陸軍省の 糧 
秣費杯 は、 一石 二十 三圓 二十 錢と云 ふ 計算に なつて 
居る のであります、 司法 省の 在監費 中の 米の 價は一 
石 十九 圆七 十六 錢で あります、 是は どうも 大した 違 

ひで あらう と 思 ふので あります、 政府は 三十 五六 圓 

の 所を 先づ 目掛けて 調節し やうと して 居る に拘ら ず 
政府の 豫算に 現 はれて 居る ものは 或は 二十 三 圓二十 
錢 •或は 十九 圓七 十六 錢な りと 耷 ふ、 何ぞ其 開の 大 
なる •全體 吾々 は 斯う 云 ふ Js ® を 見ます 時分に 疑を 
起す の ほ •二 十 幾圓で 何處で 米が 買へ ませう か、 ど 
う も豫算 に 二 十 圓臺と 書いて あるのは 辻楼が 合は ぬ 
豫算の 見 積 IX 實に 現代 離れが して 居る と 思 ふので あ 
ります、 是は 其豫算 の 統一せ ざる 内閣の 方針と 符合 
せざる 一の證 據で あります、 尙ほ 二十 三圓 二十 錢で 
買へ ないで ないかと 追窮 致します と. 政府は 何と 答 
へる かと 申します に、 いや それは 臨時 事件 豫備費 に 
六圓 貰つ て 居る、 一石 六圓 、即ち 二十 九_ 二十 錢で 
計算して 居る ■併ながら 二十 九圓二 十錢で 米が 買へ 
るかと 云 ふと 是も疑 ふ、 そこで 矢 張是は 足りない 所 
ほ、 來 年の 今頃に 又 追加豫 算が出 るので あります、 
全體迫 加 11 算と云 ふ ものは、 必要 避くべからざる 時 
の外提 /|1 す べき もので ない、 是は 法規に 依つ て 明な 
事で ある、 然るに 拘ら ず此豫 算の 編成の 形 ほ 、来年 
追加 豫算を 提出す る ことを 見込んで 居る ので ありま 
す (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 法規の 嵇威 何れに 
在り や、 私は 斯う 云ふ豫 览の 編成 方と 云 ふ ものは 改 
めて 欲しい と 思 ひます、 裸 算の編 成に、 もう 少し 緊 
縮を 加へ なければ ならぬ* 斯う 思 ふので あります、 
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抟算案 大正 八 年け. 送 入 歳 I,':1, 巧 務筇笼 . !>,• 三 Iff 
是が私 の 第一の 希 菝であ ります、 私 ir 期ぅ 云 ふやぅ 
な 名 阐を附 して、 此谗总 全部を ^ 成し や 5 とする 者 
で ^ ります。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 勤 君 謎 長。 

0 議長 C.K 岡 育造 君〕 岩 崎 君 何です か。 

0 岩 崎 勁れ 討論 終結の 動 蘧を 提出 致します。 

〔「 赞成々 々」 の聲 起る〕 

〇蓊長 e 大岡 育浩 君) 大蔵大臣の 通吿が あります。 

0 議長 ( 大岡 育造嵙 〕 高 婼大藏 大臣 U 

〔「励 誘が 成立した でない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 t 大岡 育造 君) 成立し ませぬ。 

〔國 務大 R 男 餅 高 橋是淸 君 登壇〕 

C 拍手 起る〕 

0 國務大 K (男 防 高 橋是淸 君〕 段々 諸君の 御 議論を 

拜聽 致して 居りました、 寓 ら此豫 算 の» に 付て 二 言 

申したい と考 へます， 先刻 武富 君の 御 議論を 承つ て 

居りました が、 大體に 於て 此 政府を 以て 無能な り、 

何等の 經綸 もない (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) と 云 

ふこと である (「ひや-'^」 と 呼 ふ 者 あり) 而 して 

又 今 小川 君な り、 或は 其 前に 演說せ られた 山 本 君な 

りの 說に依 ると、 矢 張相當 の經输 抱負 ほ 豫算の 上に 

發露 して 居る と 云 ふ 議論、 見方に 依る、 昔し 能く 無 

爲 にして 治まる と 云 ふ* 凡庸の 人の 眼から 見たなら 

ぱ 、無爲 にして 治まる と 云へぱ 、何等 形に 現 はれぬ 

と 云 ふの だが、 旣 に無爲 にして 治まる と 云 ふことは 

至誠 以て 奉公の 誠心を 發露 する、 それで 其 結果に な 

るので ある (拍手 起る〕 第一 憲政 會の總 裁たる 加 藤 

子爵は， 先月 二 十日の 大會 で、 此內閣 の 外交に 對し 

て、 殊に 外交の 重大なる 對支 外交に 對 して’ 原內閣 

の 方針は 窗に 我心を 得たり、 吾人の 心を 得たり と 言 

つて 大に滿 足せられ て 居る ( r 脫線々 々」 と 呼 ふ 者 

あり 誘 場騷然 〕 

0P 長 c 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

c 「謹 聽」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 內政に 就て は 唯々 無 

方針で ある (「其 通 OJ と 呼 ふ 者 あり〕 或は 極端な 

放 ffi 主義 だと か 言は れる けれども， 事 實を 少し 考へ 

て M ひたい、 最も 今日 人々 の 心配を して 居る 所の 此 

，米の 事に 付ても、 所 1 i lLt 關 税 を廢 して 以て， 商人を 

して 自由に 幟 入を せし むる やうに、 關稅の 障壁を 肢 

除いた 其 結果は どうで あるか 內閣の 成立した のは 九 


月の 末で ある、 十月， 十一月、 十二月に 於て、 S: 關 
の 調に 依つて 見ましても、 入つた 米は 百 五十 萬 石以 
上 入つ て 来て 居る、 又此 一月 一日 以來 二月 十日まで 
に ほ、 七十 萬 石 以上の 米が 入つて 居る、 從來此 十月 
十一月、 十二月の 三月に 於て、 百 五十 萬 石 以上の 外 
米の 入つ た 年が、 何れの 年に 在る か (「ひや <」 
と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る) 又 一月から 二月の 十日に 至 
る 四十 日 許りの 間に 於て、 七十 萬 石の 米が 入つた 年 
が 何れの 年に 在る か (拍手 起る〕 諸君は 斯の 如き 事 
寶 を 無視して、 唯々 空論を 以て 政府を 非® する (「の 
うく」 「ひや <」 「空論と ほ 何 だ」 「默れ .1 と 
呼 ふ 者 あり 議場 騷然) 

0 議長 (大岡 育造 君). 靜肅 に。 
0國務大臣._男槪高橋是淸君〕空論と云ふのは斟實 
を 無視した 點 である (「空論とは 何 だ」 「空論 だ」 
と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然) 

〇 篛長 (太 岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 是ょ り豫算 に 就て 御 
話を する (「大臣が 空論と ほ 何事 だ j  r 空論 だ. 一と 
呼 ふ 者 あり) 豫算に 就ての 御 議論は、 此 大正 八 年度 
の豫算 は 大缺陷 が ある ( 一 其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) 
裨算 を 見て 甚だ 危險だ (r 分つ たか」 と 呼 ふ 者 あり) 
其 理由と して だ、 第一に ほ 歳入の 見 積が 過大な り、 
(「ひやく」 「八 签 敷い」 と 呼 ふ 者 あり〕 第二は 
公 ft 政策 宜しから ず •二つの 點 である 〔「其 通り だ」 
I ひや と 呼 ふ 者 あり〕 之に 就て — 少しく 御 
聽 きなさい f  r 謹驗」 と 呼 ふ 者 あり〕 歳入の 見 積が 
過大 だと 云 ふことは、 先刻 小川 君 もさう 云 ふ 御 議論 
であるが •大 體 に 於て 豫算 委員 會に 於て 述べた るが 
如く、今度の政府の方針ほ、成るべく豫算をして事 

實の成 緩に 近寄らし むる と 云 ふ 方針を 執つ た (「ひ 

や <」 と 呼 ふ 者 あり.〕 從來の 如く 豫算 ょり咐 收が 

一億 乃至 二 億、 乃至 三 億 も 增收の あると 云 ふやうな 

豫算を 立てて、 政府が 仕事を するならば、 剩餘 金が 

澤山出 来て、 是程樂 な ことは ない (拍手 起る〕 併な 

がら 今日の 時勢に 於て 國民 がそれ で 承知し ます か、 

(「承知 ほ 出来ない j  r 八 釜 敷い」 と 呼 ふ 者 あり 議 

場 騷然〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に . 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 六 年度の 實績を 基礎 

として、 八 年度の 歳入の 計* を 立てた と 云 ふことは 

十分な 確 實な 根據が あるので、 諸君は 景氣 々々と 云 


ふが、 成程 此货氣 と 云 ふ もの ほ 六 年 七 年に ？ t つて、 
七 年と 云 ふ ものが 最上の* 氣で あつた •此景 氣と云 
ふものほ、資本に對して儲ける所の利益が非常に不 
斷 ょり 多い、 又 世間の 人 も 此好景 氣に伴 れて 谷 ® の 
事業を 新に 起し、 或は 從來の 事 S1 を擷 張して 行く 勢 
を最氣 と 云 ふので ふる (「君が 骨® を賣 つたの も # 
氣 か」 と 呼ふ涝 あり〕 此景氣 の 如く 八 年は 讶氣が 緵 
かぬ、 斯う 云 ふこと ほ 何ぞ我 蜚-一 人で ない、 世の中 
の 仕事を して 居る 人は， 昨年の 七月 歐擺 巴の硪 况が 
趣 逸に 不利益に なつた 時分から 用心して 居る ので、 
11-fc 戰爭と 云 ふ もの ほ •もうさう 長く 結かぬ と 云 ふこ 
とは 心 ある 者は 皆な 思つて 居る、 そこで 此六 年の景 
氣と云 ふ ものは、 どう 云 ふ ものが 此景氣 の 種に なつ 
て 居る か、 大正 三年， 四 年、 五 年に 現 ® に拂 込んだ 
資本と 云 ふ もの ほ 五 億 八 千 萬圓 あるので、 戰 乖 前 ま 
で 維新 以來我 國の實 業界に 現 實に拂 込まれた 資本の 
働と 云 ふ ものは、 二十 億に 過ぎない、 二十 億に 滿た 
なかつ た、 十九 億 何千 萬 圓と云 ふ もので あつた、 然 
るに 大正 1 li 年、 四 年、 五 年と、 此三箇 年の 間に . 7;: 億 
八 千 五 百 萬圓の 新たなる 資本が 現 實に 加つた、 此五 
年までに 拂込ん だ 五 億 八 千 五 百 萬 圓の资 本と、 從來 
の 二 十億 足らずの 資本と 相 合して- 此六 年の 景氣を 
造つ て來 たので ある、 六 年は それなら ば 如何にな つ 
たか、 大正 六 年に ほ 現實に 七 億の 拂込 をして 居る、 
此六 年に 於て 七億拂 込まれた ものが、 直ちに 六 年に 
其收 益を 擧げる 働を する のでは ない ので、 恐らく 大 
正 六 年に 拂 込まれた 七 億圓の 資本と 云 ふ ものは、 其 
半 ほ 稍々 働いた かも 知れない、 或 ほ 十分に 働いた も 
のが 半に 當らぬ か ■も 知れない、 して 見る と此六 年の 
最 氣と云 ふ ものは、 主に 從來の 十九 億 何千 萬 圓の資 
本と、 三年 間に 拂込 まれた 五 千 八 百 五十 萬圓の 資本 
が (「五 億々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 働を 爲 して 六 年の 
景氣を 現は して 居る ので、 而 して 大正 七 年は 如何で 
あつたか、 大正 七 年に ほ 現實拂 込まれた 資本と 云 ふ 
ものは 十四 億 以上で ある —— 十四 億 以上で ある、 し 
て 見る と 大正 六 年と 七 年との 間に、 新規に 拂 込まれ 
た 資本と 云 ふ 者は 二十 一億 圓で あるので ある" 此六 
年と 七 年に 拂込 まれた 資本は、 何れの 時に f®J を 現は 
して 来る のか、 八 年 以後ぢ やない か (拍手 起る〕 大正 
八 年 以後に 其 働を L て來 るので ある、 此 新規に 拂込 
まれた 資本の 侧を 無視して、 即ち 此事贾 を 無視して 
唯々 最氣々 々と 云ふ聲 に 浮かされて 諸君が 考 へられ 
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るから して 大正 八 年の 送 人 〇租〇 方が 過 ili なりと か 
過大な 〇 とか 言 ふので ある 手 起る X 「大 SK 大 tti … 
せり J  I 何 だ ：：： せりとは， |  | 何 だ :… とは」 「燃 
罰々々」 と 呼 ふ 者 あり 漭 2 TS « o 
0 議長 (犬 岡 育浩 君) 何を 言 ふので す。 

f  |.誔 長、 我然を ii- めるなら ば 大较 大臣が 空 ^ 
と 言 ふたのを 収 m しなさい 一と 呼 ふ 者 あり】 
〔三 木武吉 君 一 喵 今の 言葉を W めるならば 大网 
大 K の 空論 だと 言つ たこと を® 消しなさい」 
と 呼 ふ〕 

〇 謹 長 (大 岡育迆 君) a 方の 言葉は 不稔當 であり ま 
す。 

〔三 木 武吉君 r 大藏 大臣の 言葉 も不 e 當 であり 
ます 一と 呼 ふ〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 S) 不 Is 常では あ 〇 ませぬ、 空論 
と 云 ふのは 批評の 中です。 

〔三 木 武吉君 「私 ほ 不穏 常と 思 ひます」 と 呼 ふ〕 
〔「¥ が 言つ たの だ」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷經 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 君が 言つた のか。 

〔三 木武吉 君 「我 费 •は 言は ぬ」 と 呼 ひ 「言つた 
言つ た」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御収 消しなさい。 

〔「男らしく やれ」 と 呼ふ莕 あり 謎 場騷然 〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 靜肅に …… 

〔三 木 武吉君 「我輩は 言は ぬ」 と 呼 ひ 「取消せ 
取消せ」 と 呼 ふ 者 あり J 

0 議長 C 大岡育 造 君〕 唯今の 大臣に 對 する 批評は 度 

を 過ぎて P 毀であります - P 毀であります、 若し 

其 誹 毀を収 消すならば 空論を 取消せ とほ 何と 交換し 
ます 力 

〔三 木 武吉君 「我 ai は 信ずる」 と 呼 ふ〕 

〇翳 長 c 大岡 育造 君〕 信ずる、 然らば 其 入の 發言は 
不當と 認めます から 取消を 命じます、 若し 取消 さな 
ければ . 

〔「取消さなければ 懲 s だ」 と 呼 ふ 者 あり 議場 
騷然〕 

〔三 木 武吉君 「御 命じなさい」 と 呼 ひ 「懲罰々 
々」 と 呼 ふ 者 & り〕 

〔三 木武吉 君 「議長々々、 何人に 命じた のです」 
と 呼 ひ 「田 中 萬 逸 J と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 
〔「議長 おあやまりなさい」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

〔一二 木 武吉君 「其 人を 知らないで 議長の 職務が 


際 誘 衆 齊鄧阀 帝 回一 十 内 m 


勤まります か」 と 呼 ひ 「議長々々」 と 呼 ふ 者 
あり 蓀場 騷然〕 

〇漭長 C 大岡育 造 対) 此事は 唯今 大藏大 K の發言 が 
終る と共に 問題に 致します。 

〔三 木武吉 君 r 議長々々」 と 呼 ひ 「默 れ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 

〇國務 大 e (男 辟 高 橋是淸 君) 右 申しました が 如く 
七 年 八 年 I 六 年七华 に 於て 新に 現實 に拂 込まれた 
る 資本が 二 十一 倥 あるので あります、 是が八 年 以後 
に 働を 十分に 爲 して 来る のであります、 之を 無視し 
ては ならぬ のであります 如何なる 不毋氣 が 來ても 其 
國の 富が 增進せ ぬと 云 ふことは ない のです、 © 爭の 
如き 富を 破壊す る 事が あつた 場合には 卒ざ知 らず、 
平和の 時に 於て设 氣の 好い 惡いと 云ふ爲 めに、 富の 
壻 進の 度は 違 ふことは あるけれ ども、 富の 退きと 云 

ふことは、 未だ 曾て ! S 々として 進む® に 於て は 無い 

ので ある (拍手 起る) 故に 御 52 なさい 世の中の 鼦は 

反 励 期に 入つた と言うて、 彼方に も 此方に も 今にも 

15¢ 產 をす る やうな 者が 渾山 起つ て 來るや うな 聲は有 

る けれども •事 ® は 如何で ある， 一月 以来 今日まで 

の K 易を 見ましても、 矢 張 昨年の 同季と 較べて 見れ 

ばせ 加して ® ります、 輸出 も m 加して R るし、！ 一入 

も咐 加して 居る， 轍 人は 成程 昨年の 同季に 較べて 見 

れぱ殖 えては 来て K る けれども、 晚 出入と も 巧 品の 

KT か 進む と 云 ふことは どう 云 ふ ものである、 矢 張 碗 

實 なる fL- 琪 は 進んで 屛 るので あつて、 大體に 於て 此 

不讶氣 と 云 ふことは •從來 三 §? も 四 割 も 儲けた 若が 

或は それが 二割になる とか、 一割 五分になる とか 云 

ふ、 利益の 減る とか 云 ふ yf は あるので ある、 けれど 

も ( 「簡 取 I と 呼 ふ 者 あり〕 其 仕事が 皆 破壊され て 

しま ふ譯で はない ので ある ( f 間 單々々 」 と 呼ふ济 

あり) 若し 武 贷 君の 如き 論鋒を 以て lit S 氣と云 ふこ 

とを® 察せられるなら ぱ 、六 年 七 年に 拂込 まれた 二 

十一 億の 資本と 云 ふ ものが、 全く 破壊され たものと 

舒 なければ ならぬ (拍手 起る〕 恰も 太平洋の 0 屮へ 

持つ て往 つて、 資本を 埋めた と 同じ ? If と 看な けれ ぱ 

此 結論が 出て 來ない (拍手 起る) 

〔「大 以 の rt 目を 害する ぞそん な 詰らぬ 斟を言 

ふと」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 通 長 (犬 岡 育造 君〕 言論 中です。 

02 務大臣 (男 B1? 高 ^ 是淸 君〕 斯の 如き 次第で あり 

ますから して、 六 年 七 年の 如く 世間の 母 氣と云 ふこ 


と It 給かない が、 新に 加つ た 二十 一億の 資本が 段々 
硼 いて 來 るので すから、 其 S 本から 生ずる 所の 利益 
は、 Jib 氣の好 い 時の 如く 三 制 四 制とは 舉げ ないか 知 
らぬ けれども •矢 張 相 當の 利益を 舉げて 行く もので 
あるから、 國民の 富 も それに 從つ て增 し、 隨つて 所 
得 も m す、 故に 大正 六 年の » 紱を基 礎に して、 さう 
して 八 年度の 哉 入の 計带を 立つ たと 云 ふことは、 決 
して 過大とは 言は れない 1 相當な 事で ある (拍手 
起る〕 次に 公位の 事に 就て 一言を 致す、 (「 簡黾 J 
と 呼ふ奔 あり〕 武富 君は 公 « 裝 集の 計® を 非な りと 
せらる V が、 併ながら 數览の 兵を 國 外に 出し， 世界 
の 大腿の 影饗を 受けて 種々 樣 々なる 臨時の 費用が 耍 
る、 斯 _ な 場合に 於て 公似に 依らず して 何に 財源を 
求める のか、 數萬の 兵を 西 伯 利 方面に 出し ( 「誰が 
出した」 ?-. 呼 ふ 者 あり： > « _ は 地中海 3 方面に も 出 
して 尻る、 此軍 事 ! 3 と 云 ふ ものを 公 {i'i に 依らず して 
何に te る © 〇 であるか (「ひやひや， I と 呼 ふ 者 あり〕 
何れの 國 でも 大兵を 國 外に 励 かして、 公憤 や 借入金 
をし ないで 濟むや うな 結攒 な國は 、今まで 曾て 無い 
のであります、 幸なる 哉 我國に 於て ほ •斯の 如き 世 
界の® 钢 の肜铿 に 依つ て， 海に 陸に 兵を / U L たに も 
拘らず 、我屮 央 銀行に (t 常に 中央政府からの 预金が 
一億 乃至 三 fu と 云 ふ ものが 常に 中央 P 行の 預金. にな 
つて K る. •どの 聯合 國に斯 の 如き 狀態 の國が あるか 
即ち 是等ほ 安全瓣で ある、 第一に 人民の 懐の 中に 安 
全瓣が ある、 預金 部に も 安全瓣が ある、 中央銀行に 
も 安 金 瓣が ある、 左 樣 に悲觀 すべき ものでは ない、 
殊に 私の 分らぬ Jjf ii •憩 政會の 諸君が 先月 11 十日の 
大會に 於て、 ? S 議を 以て 決められて、 世間に lg 表せ 
られた 政策が 十數項 ある、 興 屮に 海外に 放資 を獎勵 
して、 物俏の 調節を 岡れ と 云 ふ iff が ある、 海外に 資 

本を投ずることを獎_せょと云ふことは、前提とし 

て 我國に 資本が 餘り ありと 云 ふこと を 誠め なければ 

ならぬ C 拍手 起る〕 我國の 資本が 先刻 言 はれた やう 

に缺 乏して 思る 國な らば、 諸君の 政策と して 掲げら 

れた 海外 放 ！ 5 を 獎む ると 云 ふのは 何の ことで あるか 

C 拍手 起る 「顔色な し J と 呼 ふ 者 あり〕. 我锯は 豫て 

樂® と 言は れて辟 る けれども、 憲政 會の 諸君 程の樂 

翻 する 勇 氣は ない ので ある C 「E 色な し」 「何が 顔 

色がない のた」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇篛長 0K 岡 育造 岩) 靜肅に ：：： 

務大 K  (男 f!'f l! ;• 商 橋是： 前対〕 諸 君 13: 政策に 於て は 


國民に 海外に 放 資する 事を 奬励せ ょ、 治水の 問題は 
速成を 阔れ 、連 輸 交通 (X 速に 計 s£ を 立つて、 秸極的 
にやれ と 云 ふやうな 事を 言 (3; れて 居つて、 さう して 
今抟算 に 當る時 はまる で反對 のこと を 言 はれて 居る 
(「ひや'^^」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る) 又 郵便貯金 
の 利息を h げて 零碎の 資金を 集める が 宜い とか、 或 
は 貯蓄債券を m して 零碎の 資金を 集める、 さう する 
と 通貨が 收 縮 すると 云 ふやうな 御名 論 も あつた けれ 
ども •斯の 如き ものを 以て、 軍 @ を 之に 依つ て 支辨 
すると 云 ふことは 雖 いので ある、 斯の 如き 利息を 上 
げな くと も •郵便貯金の 增加 して 參る ことを 御存じ 
ない のか (拍手 起る〕 郵便貯金に 預ける 者と， 利 廻 
りを® んで 預金を する ^ とは、 入 民の 稲 類が 違 ふと 
云 ふことは、 世界 到る 處 さうな つて 居る、 JL 又 政府 
が 郵便貯金の 利子を 引上げて、 民間の 預金 利子の 競 
承を 促したなら ば どうなる か、 漸く 民間 銀行 者が 自 
發的に 預金 利子の 協定を して、 それが 爲め に是れ か 
ら 金融界の 基礎が 出来 やうと 云 ふ 機運に 向つて 居る 
のに、 それを 打 壞すや うな 事を したら、 是 ほ 共に 經 
濟を談 ずるに ^, らぬと 言は なければ ならぬ (拍手 起 
る；} 又 武富財 は 九 年度 以降の 槪箕に 付て 批評せられ 
た、 怜も九 年度 以降の 概算を 以て 豫算の 如く 考 へら 
れ •さう して 翳 論を せられた 、概算に 積つ て ある 所 
の ものは、 歳 人に 於て は 自然 咁收は 少しも 積つ てな 
いので ある、 而 して 收 入に 於て は 八 年度に 比して 二 
千 萬圓の 減額を 積つ て豫算 を収つ て 居る， 成程 此物 
價 騰貴に 關 する 費用は， 臨時 事件 費で 今は 主に 支辨 
して 居る ので、 此 臨時 事件 費が 無くなつ た 以上は、 
物價瞵 貴の 費用が 悉く 無くなる 譯で あるまい、 是ほ 
矢 張 九 年度に も 及んで 来る ではない か、 是ほ 尤もで 
あるが、 先刻から 物 僧の 論が あつたが、 物價は さう 
3! 由 自在に 即時に 上つ たり 下つ たりす る ものでは な 
い •それ だから 如何に 景氣ほ 世間で 謂ふ不 景氣と 云 
ふやうな ことにな つても、 中々 此上つ た 物 價が 、殊 
に 日用品の 必需品に 至つ ては、 物價は 俄に 下落す る 
と 云 ふことは 何れの 國に 於ても ない ので ある、 或は 
海外から 入つ て 來る鐵 の 如き ものと か、 さう 云 ふ 原 
料な どに 至つ ては •著しく 價の變 化を 持つて来 るが 
日用品に 至つ ては 中々 容易に 下る ものでは ない、 况 
や 米の 如きは 俗に 謂 ふ 「上り 彐 年下り 三年」 さう 云 
ふ 惰力を 持って 居る ものである (「序に 面壁 九 年， I 
と 呼 ふ 者 あり〕 そこで 必ず 九 年度に も 物 <!•? 騰貴に 依 


る 支出の 必要を 認 むる ことは 無論の 話、 認めな けれ 
ばなら ぬ •それ故に 歳 人 超過 一億 前後の ものが、 十 
馘 年表に 掲載して あるので ある、 そこで 一億 前後— 
今日では 一億 一二 千 萬 圓と云 ふ ものは、 所謂 官吏の 
臨時 手當 とか •旅費と か、 物價 騰貴に 依つて、 どぅ 
しても 九 年度 以降に 認めなければ ならぬ と 云 ふ 事が 
ある、 それと 見合せ て 一方に 於て 一億 前後の ものが 
歳入 超過と なつて、 其 積り が 出して ある-之を 提へ 
て ?? に 八 年度の 豫算許 ゎでは ない、 九尔度 以降に 於 
て も 不安心 だと 云 ふのは、 餘 りに 誣ふ ものである、 
之を 要するに 此攻擊 非難と 云 ふ ものは、 唯々 非難し 
たい 爲めに 非難を する、 攻繫 したい 爲 めに 攻擊 する 
に過ぎないので ある •先刻 來 SS んで 伺つて 居る けれ 
ども •遺憾ながら 我輩は 益す る 所がない， 是だ けの 
事を 辯 明して 置きます。 

0 高 松 正道 君 議長、 散事 の 進行に 付て 意見が あり 
ます。 

〇淺長 (大岡 育造 君〕 高 松 正道 君。 

0 高 松 正道 君 唯今 大藏 大臣の 御演說 中 不規則の 發 
言で ありました が 「大臣 …… せり」 と 云 ふ 言葉を 聞 
きました、 此言蓝 は 何人が 申しました か 私は 存じ ま 
せぬ、 此帝國 議會の 神聖なる 議場に 於き まして、 貴 
任 ある 大藏 大臣の 演 說に對 して， 大藏 大臣 .：.： せり 
と 云 ふことの 言を 聞く に 至つ ては、 實に 我議會 を 侮 
辱せ る ものと 思 ひます •少なくとも 三百 八十 人の 中 
の 議員 中、 何者か 發 言した ものと 信ずる ので ありま 
すから、 どぅぞ 是は不 规 則の 發言で & るが 故に、 何 
人が 言 ひ 出した か 分らぬ と 云 ふこと ^. 以て 不問に 附 
する ことは、 _會 の 面目を 傷け る ものと 思 ひます、 
懿長は 責任を 以て 此發 一一 F1 者を 取 調べられ、 速に 相 當 
の 處置に 出 でられん ことを 希望 致します。 

〇三 木武吉 君大藏 大臣の 演說屮 、何人 か 議場に 於 
て …… せりと 云 ふ 事を 不規則に 發言を したと 云 ふこ 
とを 以て、 H ちに 本員が 之を 發 言した る ものな りと 
議長は 速斷 して、 本員に 對して 其联消 の 請求を せら 
れた ことは、 本員の 名譽を 害する こと 甚だ 大なる も 
のと 思 ふ、 is 長より 其 取消を 願 ひたいと 思 ひます。 
〇齡長 C 大岡 育造 君〕 , W く、 議長の 言を 御鸱 きを 願 
ひます、 斯る 事に 於て 間違が 生ずる と 容易なら ぬ @ 
場の 失態を 来します、 確に 大藏 大臣の 演說 中に、 此 
方面から、 議長の 右の 方面から r …… 云々」 の (「云 
々とは 何んだ. 一と 呼 ふ 者 あり) 默つて 御聽 きなさい 
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一 〇四四 


a 默れ  一 一 茂 •默れ _ と 呼 ふ 者 あり ン斯る — 斯 
る 懲罰 的 / 'X 言葉 1?- 成べ く 少なく 言 ふが 法であります 
(「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり) 1 S 々J の 言葉が 聞 
えました •仍て 之に IE 消を 命じた のであります、 然 
るに 三 木 君は それなら ば 「 空論」 と 言つ たのを 収消 
せ、 さう 云 ふ 「空論 J と 云 ふ 如き こと、 ほ 違 ひます 
一空 諂 I と 言つ たの (i 批評であります が …… と 云 ふ 
の ほ 誹 毀に 常 〇 ます、 所が 三 木 君は 俺 ほさう 信ずる 
(「ひやく. I と 呼 ふ 者 あり) 是は …… (「_々々」 

と 呼 ふ 者 あり〕 ^ ほ御腦 きなさい - 尙ほ 御聽 きな 

さい、 三 木 君が 大臣に 简ひて …… と言うた と 言 ふの 
ぢやな いのです、 今の It. 槌に 無 禮の 言になります か 
ら御愼 みなさい、 斯う 言つ たのであります、 それは 
不 ri 當の 言で あると 云 ふのを 制しても 肯かな いので 

あります、 議場の 整理に 妨げの ある ことを 强て爲 さ 

る、 i ii ffl を 妨げた ものと 私は、 看做した 爲 めに 

此誹 毀の 言に 對し ては •此 _ 場より JK 除く 爲 めに 私 

は 全部収 消を 命ずる、 即ち 速記よ 〇収 除く  (「宜し 

い」 t M _ なし」 と 呼 ふ 若 あり) 斯う 云 ふ 始末を 著 

ける のであります が、 三 木嵙は 「空論 一と 交換して 

尙ほ盛 んに 妨害を しました が、 lit 行爲ほ 甚だ 不當と 

思ひますから以來御愼みを願ひたい(「ひや^^】 

「注意し ない と 選 擧に 影鞞 するぞ 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

—— 討論 終結の 励 謎に 關 して 決を 採ります、 討論 終 

結に 御 異議は あります か。 

〔「興 謎な し異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

ofi JS c 大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます 、仍て 

討論は 終結せられ ました、 申す まで もな く， 是 より 

豫算の 決を 採ります るが， 大正 八 年度 豫萬案 中 rr> 號 

歳 / J-i 經常部 第一 款徨宰 费ぼ 憲法 第 六十 六條の 規定に 

據り協 寶を耍 せざる # 目であります から^* 之を 除い 

たる 外、 總て を佌處 で 是 から 決議を 採る 譯に なり ま 

す、 扨 唯今まで 御！ 1 論 I 攻撃の 御演說 はあり まし 

たけれ ども、 決を 採る ことに 付て は 何等の 反對が な 

いのであります、 尙ほ併 ながら p 論には 反對も あつ 

たやう であります るから、 . =i: の爲め に 此の 日程の 第 

五大 正 八 年度豫 算 案、 第 六 臨時 軍事費 豫算 追加 案、 

第 七 大正 八 年度 歳入歳出 豫算 追加 案， 第 八豫算 外 國 

茆 の 負 e となる へき 契約を 爲 すを 要する 件 c 「逃げ 

るな 逃げるな 」 と 呼ふ莕 あり〕 是だ けを 一括して 決 

鹩を 採る に 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇兹長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一括して 決 
を 採ります •念の 爲めに 原案 fr •成の 諸君の 起立を 求 
めます。 

起立 者  多數 
〔拍手 起る〕 

〇 翳 長 c 大岡 育造 君〕 大多數 であります、 豫算案 全 
部は 可決せられ ました c 拍手 起る〕 之を 以て 本日の 
散 a- と 致します。 

午後： ハ 時 三十 五分 散會 

. . .  -  ■ 

〇 大正 八 年 二 月 十 S 日 (土曜日) 

午後 一時 十五 分閲議 

議事 日程 第 十三 號 

第 I 高等 諸學校 創設 及擴 張曁 支辨 に關 する 法 
律 案 (_腑)第| 讀會 

第 II 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
第三 穴 正 -fc 年 法律 §4 三十 七 號中 改正 法律案 

3 f  ^-1 

第 四利自 甲 改正 法律案 (S ■作) 第 

一讀會 

第 S 伊 萬 里 •佐 世 保 間鍩道 建設に 關 する® 11 

g へ 中 倉蓖次 郎君 ン 
外 四 €: 傲 出) 

結 六 四國硿 岩 i 傷 is 鐵道 建設に 關する 建議案 
へ 小 西 和 君 外) 

二 名 提出』  ‘  / 沐绞 
第 セ §1 國循 ij i 建設に 關 する ? S 議案 (麵郡 
夕 E 名 一  . 
提出) 

第 八 II 國 一道 循環線 敷設に 關 する 建 ii 案 ii 

響 君外ン  i 

一名 提出)  /h 沐 
第 九羽鸫 横斷鐵 道 建設に 關する 建議案 (獻_ 

君 外 七)  v r is 

名 提出) 

第十菪 松、 柳 津間輕 便鐵 道 ® 設に關 する 建議 

案襲 || ) 

第 十 I  水産_@ 所 內に淡 ホ 科 特設に 關 する 建 

議案 (SSI8 君)  B ま 

第 十一 一 露 讀 IC- 關 f 建議 ^ HEEI S) 

(委員長 報告) 

.¥151 成に 關する i 築 (部 ■賴 


四名ノ 

提 »i 


(委員長 報吿〕 


0 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報吿 があります。 

〔原 田爵記 官朗 讀〕 

一昨 十四 n 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

(特 第一 號) 大正 七 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫算 


追加 案 

一 去 十三 日 議員より 提出せられ たる ig 案 左の 如し 
辨理士 法案 

提出者 鉛 木 富士翰 君  傾 山 勝 太 郎君 
司法 代書人 法案 

提出者 鈴 木 富 士彌君  橫山勝 太 郎君 
一昨 十四日 議員より 提出せられ たる 質問 主葸® 左 
の 如し 

市町村 吏員 ffi 遇に 關 する 質問 主意 書 

提出者  荒 川五郞 君 
一 今 十五 日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左 
の 如し 

高等 敎育機 關增設 に關聯 し敎育 振興に 關 する 質 
問 主意 書 

提出者  白 河 次 郎君 
〔左の 報吿ほ 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に掲 
載す〕 

一昨 十四日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
時局の 影響に 因る 地方税 制限 擴 張に 關 する 法律 
案 委員 


委員長 


理事 


三 

一井 

11 
I 神 
木 
一松 


土 忠造君 

上 敬 之 助 君 
口 秀雄君 
谷 卓 男 君 
下 謙次郞 君 
井 文 太郞君 


一昨 十四日 請願 委員 委員長 及 理事 補 缺選擧 の 結果 
左の 如し 
請願 委員 

委員長 佐々 木 文 一 君 (古谷 久綱君 補缺) 
理事 天 春 文衞君 (佐々 木 文 一 君 補缺) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是 より 會議を 開きます、 諮問 
事項が あります、 病 氣に付 今 十五 日より 向 ふ 二週間 
生 田 和平 君 •所 勞の爲 め 今 十五 日より 向 ふ 十日 間 則 
元由跗 君， 病 氣に付 今 十五 日より 向 ふ M 週間 鈴木久 
次郞 君、 請暇の 申出が あります、 許可す るに 御異 _ 
ありませ ぬか。 

〔「 異謅な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 
ます、 尙ほ 葉 ® 草 耕作 組合に 交付金 下付に 關する 建 
議案 委員 會を 本會議 中 開會の 申出が あります、 許可 
する に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 謎 長 C 大岡 育造 君) 御異费 なければ 之を 許可 致し 

ま •一 - 日程 第一、 高等 諸 m 校 611 設及抽 張* 支辨に 

關する 法律案の 第 一譖會 を 開きます I 中 挺 文部 大 
臣。 

第一 高等 諸學校 創設 及擴 張费 支辨 に關 する 法律 
案 (政府 提出) 第一 詔 ^ 

高等 諸學校 創設 及 描 張 ?！ i 支 辨 M 關 N、 ル 法 at 案 
政府 ハ 大正 八 年度 ョリ 大正 十三 年度 =  KH >U 六 年度 
-I 於 テ 高等 諸 學校 創設 及 描 張 ffi 支 辨， 舄總额 三千 
四百 五十 五 萬 BI ヲ限リ 公似 ヲ 發行シ 又 ハ 借入金 ヲ 
爲ス コト ヲ得 

前項 ノ經找 屮 帝國大 學ノ擴 張-- 關スル モノ  M 付 テ 
ハ 帝 國大學 特別 會計 法ヲ 適用 セス 
〔國務 大臣 中橋德 五郎 君 登 松〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C. 屮橋德 五郎 君〕 日程の 第一に あります 
る高等諮學校創設及擗張费茭辨に關する法帘案と云 
ふ ものを* 去る 十日に 提出 致しました、 此提出 の S! 
由を 說明 致します •本案は 即ち 同日 提出に なり まし 
た 大正 八 年度の 追加 豫算で 、高等 I-S 學校の 創設 及 锁 
張 費の 追加 豫算が 提出に なつて 居ります、 其 追加 豫 
算は 御蹵の 通りに 四千 四百 五十 萬 圆と云 ふ K 金を 以 
て •六箇 年度に 备 高等 敎 育の 機關を 設備した いと 云 
ふこと であります ，此 四千 四百 五十 萬 圆の财 源は、 
豫て御 報吿を 致しました 御 下賜 金 一千阑 0 、及 借人 
金 公債 三千 四百 ? r. 十 萬 圓の二 つを 合せて、 是が 财® 
にしたい と 云 ふ考で あります、 さぅ 云 ふ 計 ! S になつ 
て 居ります、 其 借人 金 及 公似 躱集を 致します るが 爲 
めに、 本案を 提出 致した 譯で あります、 lit 際に 是は 
極めて 簡 S なのであります る' か、 一應 御參考 1C 御 話 
を 申 上げて it きたいと 思 ひ 1: する のは、 本年の 敎育 
行政に 對 します る計截 は 各種の ものが あります るが 
其 主たる 目的は、 一は 敎官の 侍 遇を 原く したいと 云 
ふ 趣意に i-li でまして、 總豫站 に 於て 旣に 高等 諸 m 校 
の敎官 の 俸給の 二割 咐と云 ふ ものを 見込みまして、 
それは 旣に 本院に 於て 可決に なりました、 其 外に 又 
一般 官吏と 同樣 、五 割の 臨 事 手當 を來 年度に 於て 支 
給す ると 云 ふ 計 ® : になつ て 居ります、 又 中等敎 育に 
從斟 する敎 官及 普通 敎背 に從事 致します る敎官 に對 
しましても、 矢 張 同樣に 相 當な る咐 給、 若く は 臨時 
手當を 支給 致 . L たいと 云 ふ 計 迸を 致しました ので、 
それは 前回に 於て 政府ょり 提出 致しました •時局の 


防 漭衆 r r 帝 间一十 mm 


影 嚮 に te る 地方税 制限钡 張に 關 する 法 訊 案と 云 ふ も 
のに te りまして* till 方稅の 制限を 緩めまして、 其 財 
源に 说〇 まして、 中等教育に 關係 致します る敎哲 、 
及 初 ^ 敎 育に 從事 する 敎官の 待遇に 對 する 經饮を 生 
出したい と、 斯う 云 ふこと になつ て 居る ので ありま 
す、 而し て是は 1 59 の敎官 の 待遇に 對 して 計畫を 立 
てまして， 一方には 此 高等 學校 I 高等 諸學 校と 云 
ふ もの、 佾設を 緊急 必要な りと 認めまして •追加 豫 
3J 案を 提出した 謹であります、 其 豫 3? 案に 附帶致 し 
まする 法律案が 即ち 此法 yt 案であります からして ど 
うか 御 -? j? 譏の 上で 御饺成 になる やうに 箱 ® 致します 
「拍手 起る〕 

〇謖長 (大岡 育造 君〕 質疑の 通齿 があります、 井原 
百 介 君。 

〔井原 百 介 君 登® 一  〔拍手 起る〕 

〇并 介 財 私 ii 本 問題に 對 しまして、 關聯 した 

種々 の 問題 ii あります が、 時間を 省きます 爲 めに， 

殆ど It 接此案 に關 係の ある こと だけを , n: 問 致したい 

と 思つて 居ります、 併しながら 此の 高等 敎 育の 機 關 

となります れぱ- 自然 是れは 初等 敎 ff から 及ぼさな 

ければ ならぬ 間 題で あると M ふので あります、 故に 

中小 學 に 於け る敎 育の 事に 就て、 111 御意 見を fnl ひ 
たいので あります、 今日の 初等敎 育 1.. 於き まして 其 
効果の賴る不完全なる點を多々見るので & 0ます、 

併し lit 點を 一々 ET けますならば、 非常に 時 問 も费し 

まする し 間 ? fi 外に 渉る ts •かあります から、 先 づ本問 

題に 關係あ る 事 だけを 御 尋し たいと 思 ふので ありま 

す、 其 小 m K 育が、 如何にして 高等 敎育 機關 に關係 

がありますかと云ふと，言ほずして明なる問題であ 

〇 ますが、 兎も角も 今 H め 小學矜 育に 於け る敎 育の 

狀態を 見ます ると •小 學の敎 H の 殆ど 全部、 校長 以 

下抒敎員は’自分の莽成して尻る所の生徒を高等の 

舉 校に 入れ やうと 云 ふこと を， 第一の 目的と して 居 

る 511 くに 見える のであります、 果して 是が 初等 敎育 

nil ち 普通教育の 目的で ありませ うか、 此點に 於て 大 

に考 鹿し なければ ならぬ と考 へる のであります •其 

方法を 一々 申 上げれば 長くな 〇 ますが 兎も角も 小舉 

校を 卒 !^ する 場合に 於て ■  0 分の 所の 舉 校の 卒業生 

の搀 人が 中 ^ 校に 入つ たと 云 ふこと を 以て、 學 校の 

校長 首め敎 员 が 誇と して 居る 狀態で あります、 是が 

即ち！ S 1 校畏苕 め敎 M の ofl が 何れに 在る かと 云 ふこ 

とを 推測す るに 足る のであります ，小 ^ 校 ほ 決して 


中學に 入るべき 者を 養成す るが 主眼では ない ので あ 
る •所 IH 哿通 の敎宵 である、 a 務敎 W であるので あ 
ります、 然るに 之を 終つ た 所の 者は •成べ く 多く 中 
等學 校へ 入れょう •中等 學校 •殊に 中學に 入れ やう 
と 力めて 居る のであります* 又 監督者に 於ても、 中 
學に 入る 者が 多ければ， 其學 校の 成績が 良い ものと 
見る と 云 ふこと が、 I 般の 風に なつて 居る ので あり 
ます、 此方 針は 果して 文部 當局 者に 於て は •宜しい 
ものであると 云 ふ 御考で あるか、 所謂 眞の 義務 敎育 
普通 敎 育の 目的を 誤り 易く する で it ないかと 思 ふの 
であります、 此小學 校に 於け る敎 育と 云 ふ ものは、 
敎員 自らが 唯々 敎場に 於て 半： 徒を 敎へ ると 云 ふだけ 
でな くして •十分 其 者の 家庭に 就き、 其 者の 腦髓の 
發 達の 狀塍を 見、 健康 狀態を 調 -';* へ、 果して 此 生徒は 
中學に 進み、 高等 學 校から 大學に 入 〇 得る 者で ある 
や 否やと 云 ふこと を. 敎員 としては 十分に 調査す る 
義務が あるので あります、 此點に 於て 現在の 敎 員は 
頗る 冷淡で ある、 唯々 學校内 の 監督を し •敎 育を す 
ると 云 ふに 過ぎない やうな 狀態で ある， 隨て學 校を 
出る 所の兒 窗 は •成べ く屮學 校に 行き ませう、 成べ 
く 大學に 行き ませう と 云 ふ 頭の 中に、 在學 中から な 
る やうな ことになるので あります、 幸に して 其 敎育 
に從事 致します 所の 者が、 前 申 上げました 如き 親切 
なる 考を 以て 兒童 を敎 育して 行きますならば •其 者 
の 方針 ほ 過たず して’ pr 業に 就くべき 者は 就く やう 
な 考を 初めから 持つ て ありませ うし、 或は 中 學に入 
らず とも • ?? 業學 校に 入るべき 者 ほ •其方 針に 頭を 
向けて 行く のであります、 然るに 現在の 小學 校の 狀 
態は さう 云 ふこと になつ て 居らぬ、 實に不 親切の 有 
様になつ て )? T るので あります、 斯の 如き 方法に® る 

が故に、此敎育を受けた所の者ほ，成べく中學に入 

らうと しそれ から 又 屮學に 入ります と、 屮學は 殆ど 

高等 璆 校の 豫備校 と 云つ たやうな、 狀態で あるので 

あります、 ^ 亦 小 ^ 校と 同じ やうに、 自分の 所を 卒 

業した 者の 何分の 一は、 高等 學 校に 入つ たと 云 ふこ 

とを 以て 誇と して 居る のであります 、幸に 中學 卒業 

生は 萵等壤 校に 入らず、 或は 高等の 實業專 門學 校に 

入る  >  云 ふ涝も •近年 ほ 幸に 殖えは 致しました が， 

兎も角も 進んで 高等 敎育を どうで も 受けなければ な 

らぬと 云ふ敎 方で ある •又學 校の 生徒 もさう 云 ふ 頭 

を 以て ?: i,- に ® 問を して fr るので あります、 中學 校な 

る ものが、 果して 高等 程度の 學 校に 進むべき 所の豫 


備校 であると するなら ば、 それでも 宜しいで ありま 
すが、 屮學な る もの ±r 即ち 普通の 中等の 生活を 爲 
す 所の 者が 心得なければ ならぬ 學科 を敎 へる ので あ 
る •徒らに 高等の 學 校に 進む 者 ばかりを 敎 へる 處で 
はない のであります、 幸に 先達 多少 改正され まして 
表面上は 中 學の四 年から 上に 進むべき 者は、 更に 上 
に 進める と 云 ふやうな 途も 開かれた のであります か 
ら •幾分 か 其 目的が 變 つては 來る かも 知れ ませぬ が 
事 S に 於て 果して 是が實 行され ませう か •今日の 狀 
態で 行き ま-^ ならば、 矢張此 中學を 終へ たなら ば 
それが 所謂 中流の 社會の 人と なつて、 -tr れを以 つて 
自分の 身を 立て、 行かう、 自分の 職業を 立て、 行か 
うと 云 ふ 者は 殆ど 無くなりは しまい か-徒らに 是非 
高等の 敎 育を 受けなければ ならぬ と 云 ふやう にさせ 
ると 云 ふこと if 其 者に 封しての 健康 狀態 、腦 の發 
達の 状態、 或は 家庭の 關 係と 云 ふやうな ことで 行か 
れぬ 場合 も 多い のが、 徒らに 親に 迫り 或は 親族に 迫 
りして、 學資の 無い 者 も 徒らに 學資を 他から 求めて 
入り、 中途に して 退學 をし なければ ならぬ 者が 多く 
なりは せぬ かと 云 ふこと を 處れ るので ある、 今日 ま 
での 事實は 確に さう であるので す、 で 斯の 如く L て 
中學を 出ました 者が、 徒らに 高等 敎育 ばかりに 進む 
と 云 ふ 方針を 執つ て 行きましたならば •所謂 社會に 
於け る、 殊に 實 業界に 於け る將校 ばかりを 多くして 
下 士卒が 少くな ると 云 ふこと になり はし ませぬ か* 
徒らに 將校 ばかり 多くても •實際 其 職を 11 し、 其 任 
に當る 所の 下 士卒が 多くな けれ ぱ 何等 功を 成さない 
のであります、 殊に 今回の 高等 學 校の 增設で ありま 
す、 此 事は 決して 私と しても、 爲す ベから ざる もの 
と 云 ふ考は 厘 毫も 持たぬ のであります、 將來 必ず 斯 
くなければ ならぬ ものと 云 ふことは、 私 も 確く 信ず 
るので あります けれども、 今日の 小 中 學校に 於け る 
狀態 が、 果して 期く 急に 高等 學 校の 澤山 を佾設 する 
の 必耍が ある や 否やと 云 ふこと を 疑 ふので あります 
で 唯今までの 所で も •今 申 上げた 如く 小中學 校に 於 
ける 所の 卒業生が 餘〇 多く  •高等の 敎育を 受ける と 
云 ふこと に 熟 中し 過ぎは せぬ か •社會 が 又 それを 誇 
とすると 云 ふこと になつ て 居りは せぬ かと 云 ふ考を 
持って 居る のであります、 此 場合に 於て 中 學を卒 業 
する 所の 者は、 殆ど 全部 高等 學 校に 入る と 云 ふこと 
の 設備を 設けられたならば、 今 申 上げた 所の 弊害を 
益々％ 長させる と 云 ふこと にはな 〇 はすまい か、 向 


學の 意思の 起： ◊と 云 ふことは 何 所まで も 結® であり 
ます けれども、 程度問題で ある •國 力に 關係 をし な 
ければ ならぬ、 之を 考へ ずに、 徒らに 上に 進む ■こと 
を奬勵 する やうな 方法を 尙ほ 文部省 も 執られん とす 
る ものと •此 場合に 於て 私は 考へな ければ ならぬ と 
思 ふので あります •勿論 中小 學 校の 設備が 十分に 出 
來て 目的を 十分に 達せられる ものなら ぱ 宜しい の 
であります が、 是が 達せられぬ のであります* 其 場 
合に 於て •或 意味から 言 ひます ると 多少# ふべき ss 
が ある •即ち 高等舉 校に 多く 進む ことを 獎勵 する や 
うな 手段は、 私は 避けなければ ならぬ ものでは ない 
かと 云 ふ考を 持つ て 質問を する のであります が、 此 
點 に 於て iT 當局 者 (3; 如何に 御考 であるか 伺 ひたい 
ので ある、 前に 申 上げた 小學の 敎 育の 不完全な りと 
云 ふこと に 付て： ML に 一つ 申 上げたい のは， 即ち 良敎 
員を 5 £ る ことが 出 來な いと 云 ふこと であります、 そ 
れが 一つの 缺點 で、 今の やうな 弊害 も 起つ て 来る も 
のと 思 ふので あります るが， 其小學 敎 員に 對 する 所 
の 待遇が 如何にも 氣の壽 であると 云 ふ 事 ほ、 過日 來 
K 々此 壇上に 御意 見が 出た のであります る、 私 も 之 
に 就て 13; 深く 同情して 居る のであります、 で 此氣の 
毒の 狀 態に 在る ので あるが 故に、 小 學敎 負に ならう 
と 云 ふ 志を 懐く 所の 者は， 社會に 立つ て 相當の 仕事 
を 爲し得 る 者には 少ない と 云 ふ 事になります で 之に 
對 して どうしても 特別な 一つ 扱を される と 云 ふ 事を 
文部省が されなければ、 僅かな 實質 上の 三圓か 五 圓 
の 增給位 で、 良敎 M を倶 ると 云 ふことは 迚も 出 來な 
いものと 思 ふ、 現在 論ょ 〇證據 、'師範 學 校の 近年の 
志願者の 狀態を 調べて 見ます と 云 ふと、 此六七 年 前 
とは 非常な 違で ある、 志願者の 數か 非常に 少 い、 處 
に 依る と 云 ふと、 或は 躲集 人員に 足らない と 云ふ處 
も ある やうに 聞いて 居ります、 で 此足ら ない と 云 ふ 
ことは、 何が 故で あるかと 云 ふこと ほ、 申す まで も 
なく、 卒業後の -S 的が 無い と、 云 ふこと になる ので 
あります、現に電車の車掌にしましても、東京は糙 
か 三十 圓に初 任が なつて 居る やうです が、 大阪の 方 
は 三十 五圓乃 至 七 圓と云 ふの が 電車の 車掌の 初 任で 
あります、 然るに 師範 學 校に 入ります 所の 者は、 三 
年の 敎育を 受けて、 さう して それを 出ました 者が 漸 
く 二十 二 三 圓か 四 Tr: 圓に なると 云 ふことは、 實に社 
會の狀 態と權 衡 を 得ない のであります、 隨て他 日敎 
員と ならう と 云 ふ 意思を 持つ 者が 無くなる ので あり 
一 〇四五 
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ます、 で 此點に 就て は 深き銜 考が無 ければ、 如何に 
高等 吊 校を％ 加し ましても、 完全に H 的を 達する こ 
とほ出來ないと云ふことを私ほ信じて疑ほぬのであ 
ります、 で 是 等の 勁を 考へ まして、 私 ii 決して 此高 
等 諸學 校の 出来る のに、 絕對 に不钎 成 ! 3; 致し ませぬ 
けれども、 寧ろ 私は 時期 尙ほ早 くして、 中小 楔 校の 
設徜に 十分の 力を 盡され た 方が 宜くは ないかと 云 ふ 
考を持 つて R ろ 次第であります、 それから 今回の 此 
御 提出に なつて 居る 所の 案、 此 案に 對 L て [a 接關係 
の ある 1 1 三の H liy を 試みたい と 思つて 居ります が、 
今 冋の案 は、 公； s 若く ほ 借入金を 以て 之を噺 設 する 
と 云 ふ 唯今 御 說明で あつたので あります、 で 若し 唯 
今の 御說明 の 如き ものであるなら ば、 過日 來頻々 と 
其 報に 接します る 所の、 地方 長 ^ に對 する 寄附の 御 

勸誘ほ 、必要は ない も. ので ほない かと 思 ふので あり 

ます、 勿論斯 の 如き W® に 富 ai の 寄附を 待つ と 云 ふ 

ことほ 極めて 結構な 事で ある、 富 襃 がして 吳れ ると 

云ふことほ、誰しも菌む事であります'か、一面に於 

て ほ 地方 费の純 濟に 非常に 闲 難して 居る 今日、 富豪 

の 寄附 以外に、 地方 毀 杯から 寄附を させる と 云 ふや 

うな 御 計 が ある 如く 伺つ て fr ります が、 果して 是 

が 琪 K であります か、 若し 事實 とするな らば、 斯の 

如き ものを 非常な 闲難な 今日の 場合に 於て 地方 费か 

ら茭辨 させる と 云 ふこと ほ、 適當 である や 否やと 云 

ふこと を 疑 ふので あります が、 此點に 就て 御 答を 願 

ひたいので あります、 或 場合に ほ —— 是ほ 確に 私は 

某 地方で 調べた ので も ありませ ぬ、 又當局 者から 聞 

いた もので も ありませ ぬけれ ども崞 若く は 新聞に 過 

ぎ ませぬ が、 此 寄附を 强 要される 爲 めに 地方 費の み 

では 出来ない から、 縣債を 起さう と 云 ふやうな 申 合 

までして 居る 處も & る やうに 聞いて 居ります が、 ® 

否は 兎も角も さう 云 ふ狀態 である、 之に 就て は 私共 

は 間違で あるか どうかと 云 ふこと を 伺 ひたい (「無論 

間違 だ」 「質疑は © 明に 願 ひます」 「簡 I5 J と 呼 ふ 者 

あり〕 それから 此寄附 金に 付て は、 追々 地方 長官を 

御 召 ® になつ て御勸 誘に なつた 結果 略々 寄附 金額 も 

定つて 居つ た、 所が 又 どう 云 ふ 原因で あるか、 或は 

其 寄附 金の 以前 百 萬圓と 云うた ものは 其 半額で 宜し 

い、 八十 萬 圓と 云うた ものは、 其 半額で 宜しい と 云 

ふやうな »• の 御 通知が あつたかの やうな ことを 聞い 

て 居ります が、 是 ほ 果して 無い 事であります か、 若 

し 有つ たと すれば、 何故に さう 云 ふ 事が 起つ たので 


ありませ うか 是も伺 ひたい、 寄附 金の 事に 付き まし 
て ir. 是だ けに 止めて 匿き ますが、 學 校の 位 a の 事で 
あります、 學 校の 位 sii 無論 十分に 御考 になつ た 事 
とほ 考 へます るが、 是ほ餘 程 fa 重に 愤重 を Is ねて 定 
むべき ものと 思 ふので あります、 徒らに 地方に 唯々 
分布して、 不公平がない やうに、 甲の 地方に も 乙に 
も 丙に も、 一校づ 、 Ift けば 宜いと 云 ふやうな もので 
ほ 決してない と 思 ひます、 殊に 其舉 校の 種類と 云 ふ 
事に 至つ て ほ、 大に考 へなければ ならぬ ものと 思つ 
て fer ります るが、 大 體此學 校の 程度が 高くな れぱ高 
くなる 程 其 位置の 選定が 六ヶ敷 いのであります、 そ 
れは色 々な 原因が あります る けれども、 唯 主なる 點 
を 申します ると、 志隞 者の 數に 地方に 依つ ては 非常 
に 多少が あるので あります、 志願者が 少なければ、 
隨て 不十分な 生徒し か 得られ o' いので ある、 志願者 
が 多ければ、 十分な 選撻が 出来る 結果と して、 隨て 
其 卒業後の 成績 も 十分で あると 云 ふこと になります 
が、 志願者の 少ない 所の 學校は 必ず 其成婧 が 良くな 

いと云ふことほ、今日までの - 現在 有ります 文部 

省の 直轄 學 校に 就て 考へ .て 見ても 明に 分つ て 居り ま 
す、 それから 尋で 場所を 選む 必要の ある點 は、 即ち 
敎員を 得らる^* や 否やと 云 ふこと である、 土 池 の繁 
盛な 所であるなら ば、 敎員た るべき 者は 喜んで 行き 
ますが、 偏在して 居る 所であります と 云 ふと、 行つ 
て も 亦 越々 之が 更 るので あります、 敎 員の 更迭と 云 
ふ ものが 非常に 頻繁になる と 云 ふことは、 今日まで 
の事實に於て是亦明かである、隨て完全なる敎育が 
出来ない と 云 ふこと になる のであります、 學 校に 於 
ける 敎員が 函 々更 ると 云 ふことは、 其 ® 校の 不幸と 
云 ふことは 言 ふまで もない 話で あるので あります、 

是が 第二 點 、それから 敎材を 得る と 云 ふこと が 又 非 

常に闲 難、 殊に 學 校の 程度が 高くな れぱな る 程、 總 

ての 機械 類に 於ても、 或は 書籍に 於ても， 其 地方で 

得られぬ ものが 多く あるので ある、 之を 一々 都會の 

地方から 取 寄せなければ ならぬ と 云 ふこと ほ、 場合 

に 依つ ては、 殆ど 一時 其 授業を 休止し なければ なら 

ぬ や 5 な ことが 起つ て來る 事實が あるので あります 

然るに 今回の 文部省の 御豫定 になつて 居る 所を 伺 ひ 

ますと 云 ふと、 唯々 彼の地 方には 學校が 少ない から 

置け、 此 地方には 多い から 止す と 云 ふやうな 方針で 

はない かと 思 はれる のであります、 姝 に其惠 門 科の 

選擇が 如何で あるかと 云 ふこと を 疑 ふので ^ ります 


現に 大分 或： U1 暇 島 あたりに 商 菜 學校 を a かれる と 云 
ふやうな 話 も 伺つて 居ります が、 若し 事 ® であれ ぱ 
是等ほ 如何で あるか、 又 IM 岡に 高等 學 校を S かれる 
やうな 御 計 ? i が ある やうに 承つ て 居 〇 ますが、 福 岡 
の鄰縣 たる 熊 本に ほ、 現に 高等 學校が あるので ある 
第五 高等 學校が あるので あります、 それに 直ぐ 其鄰 
りの 福 岡に 高等 舉校を 圊 くと 云 ふ 必要が あります る 
か、 寧ろ 商 契 學 校の 方を 置かれた 方が、 福 岡 杯では 
最も 適當の ものでは ないかと 思 ふに 拘らず 、之を S 
かないで、 高等 學 校を 置かれる と 云 ふ 御 計 si: が ある 
やうに 伺つて 居ります、 其 他 詳細の 事は まだ 伺 ふこ 
とを 得 ませぬ けれども、 兎も角も 其 配 S 方は 最も 私 
は 適當 でない やうに 思 ふので あります (「のう'^-」 
と 呼 ふ 者 あり〕 阼 日の 豫算 委員 會 にも 質問が あつた 
やうに 聞いて 居ります が、 此醫學 校の 如き もの も隨 
分偏在して、東京の直ぐ鄰りの千葉にほ、矢張释科 
の 大學を 置かれる と 云 ふやうな 事に なつて 居ります 
る. が、 さう かと 云つ て JK 海道 方面には 此の もの {X 置 
かれる と 云 ふ 御 計 SE もない やうであります c「 簡單々 
々」 と 呼 ふ 者 あり) 彼是 色々 な點 を考 へて 見ます と 
配置の 意味、 吾々 に 於て 唯々 學 校の 種類を 撻ぱ ず、 
唯々 地方に 廣く 分布す ると 云 ふこと に 做して、 御 決 
定にな つた もの かと も 思 はれる、 此邊ほ 十分に 御說 
明を 願 ひたいので ある、 最後に 伺 ひたいのは 敎 員の 
事で ある、 斯く多 數の學 校を 八 年から 十三 年に 苴る 
六箇 年の 間に 養成す る 約 八 百 入の 敎 員で ある、 此八 
百 人の 敎 員と 云 ふ ものが 高等 敎 育に 從事 する ので あ 
るが さう 云 ふやうな 人が、 さう 短時日の 間に 得られ 
る ものである かどう かと 云 ふ 事は、 大なる 問題と 思 
ふので あります •勿論 大學を 出る 所の 數は 、それ 以 
上に ある ことは 言 ふまで もない のであります が、 荀 
も 高等の 敎育 をし やうと 云 ふ 所の 人に 對 しては、 十 
分の 御選擇 が あらねば ならぬ のであります、 如何に 
金を 多く 出しました からと て も、 果して 其 高等 敎育 
に從 事すべき 適當の 人が 得られる と 云 ふ 事に ほ 行か 
ぬ、 決して 人物は 金を 以て 買 ふことは 出來 ませぬ、 
假令 人物が ありましても、 其 人が 希望が そこに 置い 
てなければ ならぬ ので ある、 希望の 無い 者を、 學資 
を やる から 是非な れと 言つ た 所が、 さう 云 ふ 事は 迚 
も 出来る もので ない のであります が、 私 ほ 疑 ふ、 此 
fi か 六箇 年の 間に 於て、 高等 敎育 に從 事し 得る 所の 
敎 員の 八 百 人を 得る と 云 ふこと が、 果して 出来る も 
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ので あるか どうかと 云 ふこと を 疑 ふ 者であります、 
是が 十分 御 見込 〇 ある も 〇 であるかと 云 ふこと も 一 
つ伺ひたい、それが私の質間 0 耍點でありまするが 
唯々 玆に も， r-  | つ K 後に 伺つ て H きた も 〇 は、 叶 C;; 
配付になつた所 0 袞考資料であ0ます、此參考3料 
に 依つ て 見ます と、 商 等 諸學校 に 志願す る 者が ^ J 年 
年 二萬 \ あ る 見込で あると 云 ふこと であります が、 
此先 にあります 所 o Jr< 容 力の 所を 見ます ると 云 ふと 
それまでは 無い やうに 思 ひます、 是は 多分 公私 立學 
校の 所謂 高等 程度の 學校と 云 ふ 御 見込で、 此牧が 足 
らな いので あるかと も 思 ひます が、 他の 方面を 見 ま 
すと、 餘〇 公私 立の 高等の 學 校に 於て、 此數 を {a 計 
算が餘 り 多くない やうに 思 ひます、 唯々 今日の 收袢 
力が 是だけ あると 云 ふこと だけで、 將來 公私 立の® 
校に 對 しては、 之を ® 張す る、 若く は 新設す ると 云 
ふ ものに 對 して、 どれ だけの 見込が あると 云 ふこと 
の 御 見込が、 之に 擧つて 居らぬ やうであります、 之 
を 私の 最後 〇 質問と 致します (拍手 起る) 
0議長(大岡育造君〕中橋文部大铒。 

〔國務 大臣 中橋硿 五 郎君 登 壊〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (中 橋德五 郎君) 今の 御尋に 御 答 致し ま 
す、 大 變箇條 が 多う ございます からして、 gi® に 致 
します、 今日の 小學校 —— 初等の 學 校に 居る 者が 中 
學 校へ 行きたがる、 中學 校に 居る 者は 成るべく 上へ 
行きたがる と 云 ふ 趨勢は、 私共 もさう 云 ふやう に 思 
つて 居ります* 是は 日本に 於て 敎 育の 好きだと. S ふ 
日本人 種の 一つの 特性が 發撺 して 居る の だら うと 思 
ひます、 けれども 近 來の趟 勢を 見ます と、 餘程變 つ 
て來 つ、 ある、 恐らく まだ <變 ります、 と 云 ひま 
すの ほ 中學 校の 數が當 時 ざつと 三 W 三十 五です か、 
官私 併せて ある 譯で ある、 是は 二十 年 前には 此 何分 
の 一し か 無かつた ものであります、 所が 又 一而 乙種 
農 學 校、 乙種 商業 學校 、或は T. 業 學 校、 徒弟 學校、 
又 補習 學校と 云 ふやうな ものが 餘程澤 山 出来つ V あ 
る、 近年 ■になつ て もさう である、 近年は 益々 其 發達 
を 見つ、 ある譯 であります から、 此所五 年 十 年の 後 
には、 谷地 方には 農學 校、 商業 學 校の 乙種の ものは 
餘程 出来る やうになります、 と 云 ふの ! 3: 詰まり 國民 
自ら —— 父兄 自ら 從來の 何でもかんでも 中學に 行く 
ことは、 丁度 今 御 話の 通り 餘り 感心し ない、 故に 商 
賣人 になりたい 者は 乙種 商業 學 校に 行く、 農家に な 
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りたい 者は 乙種 農 學 校に 行く と 云 ふこと にな りつ、 
あるので、 非常に 喜ばしい 傾向と 思つて 居ります、 
其 點 は 日木國 民が a ら之を 矯正し つ k ある、 又大變 
好い 事で あると 思つ て、 私共 も それを 獎 _ する 樹〇 
で屛0ます、それから中學校を卒業した *- の御話の 
中で、 皆な 高等學 校に 行く と 云 ふ 御 話であります け 
れ ども、 是 ほ 今 御 持に なり まし だ 參考 B にある 通り 
であります から、 火 抵御踗 だら うと 思 ひます が、 大 
正 六 年の 何に te ります ると、 高等 學校の 入 學試驗 を 
志 齦した 奔が一 萬 千餘人 、其 中二 千 三百 人 入つて 居 
る、 それから 實業專 門學 校 K 他の 專門學 校に 志願を 
した 者が 二 萬 人餘 になつ て 居ります、 其 中 三千 人 程 
入つて 居る、 斯う 云 ふやうな P で、 高等 學 校に (i 四 
分の 一 か 五分の 一し か 志願を して 居ない ので ある、 

矢 張 谷 0! の馊 業 ¥ 門學校 、或は 其 他の® 門學 校と 云 

ふやうな 工合に 是は 別れて 居る、 其方が 倍 以上の 志 

願 者を 持つて 居る のであります から、 今後 今日の 如 

く 上の 方の 機關の 不足の 時に •各種 學校に 向つて 入 

學する 志望 * の 配 H と 云 ふ もの ほ、 今後 m 校が 餘計 

出來 ますから 餘程铤 化 致します-併ながら 今 B の 所 

で li 斯う 云 ふ現况 であります から、 それを 基礎と 致 

しまして* 今 M の 目下の 急場を 凌ぐ 計 3E を 立てた 譯 

であります、 茲に 序に 御 話して S きます が、 一番 終 

りに 御 ^ になり ました 二 ;' E 人し か 志望者が 無い のに 

少し 餘計だ と 云 ふ 御 話が ありま， したが、 それは 一寸 

表を 御链が 落ちた のでない かと 思 ひます が、 大正 六 
年度 I 七 年度は もう 少し 殖えて 居ります、 六 年度 

に 於て 入學試 5 を I 中 舉を 出た 者で 上の ^ 校に 志 

願を した 者；^ r 度 六 萬 人 居る —— 五 ;® 何千 人、 其 

中 一 萬 三千 拗らが 入學を 許された、 斯う 云 ふ 實况に 

なつて 居ります から、 それは I 寸表 をもう 一遍 御 贸 

を 願 ひたい、 そこで 二 ,® と 云 ふ ® [ を 此方で 踏み まし 

たのは、 此數が I 是は 了 度 今日の m 話の 申込と 同 

じ 事で、 入れない もの だから 毎年ず ん< 溜つ て 行 

く、 三年 も 四 年 も 溜つ て 居る から、 斯う 云 ふやう に 

五六 萬に なつた のであります から、 段々 入つて 行け 

ば ま •た  <受驗 者は 少くな る だら うと 思つ て 居り ま 

す、 是は六 年 先き を 見込んで 二 萬と 云 ふこと にした 

ので あ 〇 ますから、 さう 云 ふやう に 御 諒承を 願 ひま 

す、 それから 寄附の yf に 付て、 寄附を 勸 誘して 居る 

と 云 ふ 御 話が ありました が、 * は 何 か 誤聞で ないか 

と 思 ひます、 當 局に 於て ほ 寄附を ! 1 誘して K り ませ 


一ぬ、 谷地 方 長 {R に 向つ て、 唯々 下 準 fi の 打 合を 今日 
:して 居ります、 それは 何故かと 云 ふのに、 豫て此 頃 
_ 申 •込んで 御出でになつ たの もあります、 數年 前から 

毎年 御 申込に な. るの もあります、 色々 御 希 £1 の 地方 
が ある、 それで 來 て H ひまして、 下 打 合を 今日 やつ 
て 居る やうな 譯 であります、 それに 對して は、 此前 
の 內閣に 於て やられた 時分には、 餘程 財政が 窮乏で 
あつたか 如何な 都合で ありました か、 中には 各府縣 
の縣債 等の 如き ものを、 寄附の 一部に 供して 居る 所 
が あるので あります、 併し 今回 御 話して 居る のは、 
此 寄附は 一體 出来るな らば 富豪の 人に やつて 貰 ひた 
い、 縣 馈 は： 切御斷 りしたい と 云 ふこと を 御 話して 
居る やうな 譯であ 〇 ます、 是併 しま' た 些とも 固まつ 

て 居り ませぬ、 下 打 合を - 本案が 通過し ない 位で 

あります から、 B に 從來の 御 希望の 所に 對して 下 打 
合を して 居る のであります、 今 . つは 今回 ほ 政府が 
資金を 以て 此計畫 をす るので あります から、 金 部 寄 
附に待 つと 云 ふやうな ことは、 致したくない と 思つ 
て 居ります、 成べ く縣の 力の 貧富に 依 ■りまして、 十 
分なる 斟酌を 加へ て、 餘り 迷惑を 掛けぬ やうに した 
い、 向 ふから 幾ら 申出が あつても、 餘〇 御迷惑を 掛 
けぬ やうに したいと 云 ふ H 合で 御柑談 して 居ります 
それから 位置の 事であります が、 是は銘 々の 計 ft •及 
見込の 事であります、 私共 ^ '.回 計 畫を 致しました の 
は、 どうも 日本の 哿識の 配 S が 洵に 偏して 居る 中央 
に餘り 偏して 居る、 大都會 に 偏して 居る、 故に どう 
しても 日本の 國 の全體 を 一樣に 平均して、 一 體に發 
達を 圖 らうと 云 ふのに は、 矢張此 文化と 云 ふ ものを 
第一に 一 樣に發 達する やうに したい、 斯う 云 ふ考を 
持つ て 居る 譯 であります、 故に 今回に 於き ましても 

從來は 例へ ぱ K 崎縣 とか 或は 四 國と 云ふ處 になる と 

何時まで 侍 つても 學校を 推へ ない、 鐵道 にしても 何 

時まで 待つても へない と 云 ふやうな 話で、 存外に 

朝鮮に 鐵道が m 來て 見たり、 S 海に 鐵道が 出来る と 

云 ふやうな 譯にな る、 是は どうかして 鐵道だ の、 學 

校 だの 敎育' たのは、 一律に 出来るだけ 平均を して 全 

體の國 K の 智識が 進步 する やうに なつたなら ば、 我 

國の 開發 上、 餘锃 今ょりは 趣を 異にせん と 思 ふやう 

な 考で 成るべく 是は 全國に 配置したい と 云 ふ 計畫を 

立てた のであります、 それから 地方に 學校を 置いた 

ならば 敎 員を 得難いだら うと 云 ふやうな 御 話で あり 

ますが、 是は 井原さん の やうに 敎 育に 玄人の 御考で 


は 色々 御 心配に なり ませう、 多少の 闲 _ はあり ませ 
5 多少の 闲難は 打 勝つ 積り であります、 それから 急 
に 八 百 人の 敎員は 得られない と 云 ふ 御 話であります 
が、. 是ほや る考を 持つ て 居ります、 それ故に 少し 金 
は 高く 掛つて 居ります けれども、 是で 行く 積り であ 
〇 ますから、 是はど うぞ御 安心 下さつ て 御 任せ 下さ 
つたら どうかと 思 ふやうな 譯で あります C 拍手 起る〕 
0 議長 (大岡 育造 君〕 西 川 太治郞 君。 

〔西 川 太 治 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 西 川 太 治 郞君私 は、 唯今 中 橋 文 ffl から 御 話に 依 
ります ると、 地方に 對 して 金 錢は勸 誘して 居らぬ と 
云 ふこと で ございました、 或は さう かも 知れ ませぬ 
が、 併し 私は 事實に 於て 今此事 を 御 尋した い 事が ご 
ざいます、 我 滋賀縣 に 於き まして 高等 商業 學校を 設 
けられる と 云 ふことは、 私共 深く 1)! 迎 する 所で ござ 
います、 之に 就きましては どの 方面から 勸誘 である 
か 何 か 知り ませぬ が大津 市に 於き まして ほ 二十 萬圓 
を 寄附す る、 それから 彥根 地方に 於き ましては： 九十 
萬圓を 寄附す る、 斯う 云 ふやうな 申 m に對 しまして 
地方 長官 ほどう も大津 市の 二 十 萬 圓と云 ふのは、 確 
實なる 證據を 見せて 欲しい と 云 ふこと であつ て、 大 
津市會 の 決議を 經 まして、 二 十 萬圓の 市債を 起して 
直ちに 之を設 據に しやう、 寄附の 募集の 時期が 無い 
斯う 云 ふこと から 過日 決つ た 譯で あります、 又彥根 
地方に 於き まして ほ、 五十 萬圓を 有志の 寄附に 依つ 
て 出す、 斯う 云 ふこと で ございました、 所が 近頃 承 
ります る 所に 依る と、 三十 萬圓の 差が ある 所の 彥根 
町に 内定した と 云 ふこと であります、 是ほ 地方 長官 
が 有志に 示した 所で ございます、 之に 依つ て 見ます 
ると、 金錢の 寄附の 高に 依つ て、 土地を 左右され た 
ものでは ないかと 想像され るので ございます、 此兩 
方の土地の利害に就きましてほ、大津市ほ御承知の 
通り M 都に 接近して、 大學其 他の 高等 學 校との 連絡 
が 取れる のであります、 又 地方 廳の 所在地で ござい 
ます、 又大津 市に 於き ましては、 乙種 商業 舉校を 甲 
種に 變更 すると 云 ふことの 決議が、 市會に 於て 決議 
されて 居る のであります、 斯の 如き 速 絡の 上から 致 
しましても、 私共は 大津 市を 適當と 思つ て 居ります 
併ながら 今日に 至りまして、 一地 方の 間の 區々 たる 
地方の fi かな 土地に 依って 彼此 申さぬ ので ございま 
すけれ ども、 唯々 玆に憂 ふべき 現象が 生じた ので あ 


ります、 此 問題の 爲め に、 大津 市長は 或は 此際辭 職 
する やうな 有樣 でございます、 是 ほ 地方からの 報道 
に 依る ので ございます、 御 承知の 通り、 內務 の當局 
は 御 承知で ございませう、 大津市 ほ 市長の 候補に 付 
ては 何時も 闲 _ を 致しまして、 自治 制に 就て 甚だ 憂 
ふ' べき 現象を 何時も 呈 して 居る のであります、 唯今 
の 市長は 極めて 公平な 方であつて、 總 ての 黨派 が總 
て此 市長に 信賴 して 居る のであります、 今回 寄附の 
問 Jig から } r の 如き 事を 來し たと 云 ふことは、 甚だ 私 
は 嘆く ので ございます、 就きましては 此 際に 政府 當 
局者ほ、裔根に內定したと云ふことが、斯う云ふ事 
情で ある ことを 明に されて、 自治 體の變 励を 來さゾ 
らん やう、 自治 體の励 搖を來 さ V* らん やうに したい 
のであります、 尙 ほもう 一 つは 蔻根 に內定 された に 
付て は、 健康地の 如何で あるかと 云 ふこと を 御 心配 
になつ たか 否かと 云 ふこと を 私 ほ 質問したい と 思 ひ 
ます、 御 承知の 通り滋 賀縣に ほ 一つの 風土涡 が あり 
まして、 是ほ 多年の # とする 所で ございます が、 大 
津 市に 於き まして ほ、 九 聯隊の 創立され た 頃に ほ 此 
阴 が あつたので ございます が、 兩疏 水の 關係 、翻 多 
川、 宇治川の 浚渫 工事の 爲 めに淤 泥を 流されて、 唯 
今で ほ 此 鈣 は 沿 絕した のであります、 彥根 地方に 於 
てほ、此淤泥の堆積の爲めに此病氣が常に流行して 
居る のであります、 丁度 今日の 惡 性感 H の やうな も 
ので、 或は 一層 それょ 〇も溆 烈な ものであります、 
併し 彥 根に 決定したなら ば、 私 ! 3: 希望 致します、 願 
くは 此病源 に對 して、 內 羚 常 局 者と 文部省と 打合せ 
まして、 此 「マラ リヤ j 熟、 此瘧を ば 根絶す る こと 
の 方法を 講じなければ、 折角 多數の 生徒を 收容 して 
高等の 機關を 其處に 設けましても、 其學生 の 衞生上 
に 甚だ 心配の ことであります、 幸に 是 等の 事に 御盡 
力 ありたい もので ございます が、 是 等の點 に 就て ほ 
如何な 御考で あります か、 御 親切なる 御 答 辯を 得て 
地方の 圓滿 を阚 りたい 考で ございます。 

〔國務 大臣 中橋德 五郎 料 登壇〕 

〇國務 大臣 〔屮 橋德五 郞君〕 唯今 滋賀縣 に 高等 商業 
を崮 くと 云 ふこと に 付て、 位 1: のこと に 就て 段々 御 
話が ありました が、 實は其 地方の 寄附の ことに 就て 
其 縣內の 事に 就て は、 當局ほ 一向 相談に 與 つて 居り 
ませぬ から、 多少の 報吿ほ 得て 居ります けれども、 
委しい 事は 存じ ませぬ、 又 知事から 色々 話 も ありま 
すけれ ども、. それは 縣內の 事であります から 此方に 
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於て ほ、 餘り 3¢ 勤の ffl 談に與 りたくない ので ありま 
す、 强て どう 斯うし やうと 云 ふ考ぢ や ありませ ぬ、 
それから 位 K が，- .そこまで も 御 話が 無かつた やう 
であります けれども、 寄附の 金額に 依つ て II 狭い 
と 云 ふと 失 m です けれども、 滋賀縣 は 餘り 大縣ぢ や 
あ 〇 ませ，：； な、 位 S が 金で 決つ たやう に 考へな さる 
の ほ それ {X 何 か 御 間違で ほない かと 思 ひます、 私の 
方で (3: 位 ia ii 略々 內定 して 居る II であります、 それ 
はどう か 誤解の 無い やうに 御 願し ます、 從前明 治 十 
八年に、初めて码等吊校を前の森有禮先生が設けた 
It : 時分には 、随分 寄附で 競つて 歩いた、 私 (X 金澤で 
あるが、 現に 其 時分に 運 励した 一人で ある、 金を 十 
萬 岡 m せ、 さう すれば お前の 方に 持つて行 つて やる 
と 云 ふ 事で 茲 だ 闲つた 、此 度は 餘 りさう 云 ふ 事は し 

たくない 考であ ります、 それから 大维 ffi の 3 治 01 の 

事を 御 話に なりました が、 是ほ洵 に 若し さう 云 ふ 事 

が あれば 御 氣の辟 な 話で、 殘 念の 至りであります が 

どうか そんな W のない やうに、 ¢1: 方が たが 御 心配 下 

さつたなら ば 1: からう と 思 ひます、 それから 「マラ 

リャ j の 病 氣の御 話、 是ほ …… 衞生上 十分に 當 局と 

しては 注意を して、 科® の 方法を 調 じて 根絕 しなけ 

ればな らぬ 、强, の 如きは 御眾 知の 通り、 十苹 掛ら 

ずして 彼の 通り 「マラ リャ」 の 流行と 云 ふ もの ほ 殆 

ど 無くなつ たから、 滋賀縣 などは 餘り 六け 敷くない 

だら うと 私 ほ 思 ひます。 

0_長( 大岡育 造 君〕 近 藤 達兒君 。 

〔近 藤達兒 君 登擠〕 

〇 近 藤 達兒君 私が 御尋 しやう と 致しました 事柄は 

前の 質問者に 依つ て大 膛 御 尋にな りまして、 又 文部 

大臣の 御 答 辯に 依つ て 略々 了解 致しました、 併な が 

ら喵々 一 點尙ほ 御尋 したい 點が あるので あります、 

唯今 滋賀縣 の 事が 問題に なつて 居ります が、 文部 當 

局と 致しまして は、 高等 諸 ■學 校を 設置す るに 當りま 

して、 如何なる 土地に 此 高等 學 校を 設置す るかと 云 

ふことの、 或は 經濟 、或は 交通、 或は 衞生 、或は 縣 

廳の 所在地と 云 ふが 如き 確乎たる 標準が あるので あ 

ります るか、 又此 位置は 其 府縣の 人々 に 一任す ると 

云 ふ 御考で あります るか、 此點を 明確に 御 伺 致した 

いと 思 ふので あります、 で 近 來新冏 紙上に も 散見 致 

します るし、 又 唯今 滋賀縣 の 問題の 如く、 位置に 就 

きまして は、 各一^と もに、 或 (X 寄附 金の 多寡に 依 

つて、 此 高等教育 機關が 置かれる ので ほない かと 云 


ふやうな 事から して、 非常なる 競爭 若く ほ 運動を 致 
して 居る のであります から、 是 等の 弊害を 除く 爲め 
一般 その 縣 民の % f を 安ん ずる 爲め に、 之に 對する 明 
確なる 標準を 御 示に ならん ことを 希望 致す 次第で あ 
ります。 

〔國務 大臣 中橋德 五郎 君 登®〕 

〇國務 大 K (中 搦德五 郎君〕 此 高等 諸學校 の 設置の 
位 fa に 就て •今 近 藤さん から 御尋が ありました が、 
是は 先程 も 申しました 通り、 此 十八 年の 時に ほ、 ど 
う も 初めから 確定して 居つ たの かどう か、 私共 ほ 疑 
つて 居りました、 それから 昨年度の もどう であるか 
もう 併し 大體は 決定して 居つ たので ほない かと 思 ひ 
ます、 併し 今回のは さう 云 ふこと をし ない、 當 局に 
於て 決した ので、 故に 谷地 方には 相談を 致し ませぬ 
是だ けを ：• … 

〇 議長 (大岡 育造 君) 日程 第二、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選 擧を懿 題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧  . 

〇 岩 崎 1!! 君 本案は 時局の 影響に 因る 地方稅 制の 擴 
張に 關 する 法律案の® 員に 併せて 付託せられ ん こと 
を菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 岩 崎 君の 動 
議の如 く 決します I 日程 第三、 大 IH 七 年 法律 第三 
十七 號中 改正 法律案の 第一 讀會を 開きます。 

第三 大正 七 年 法律 第三 十七 號中改 正 法律 
案(漆昌巖君外一名提 /-1', 〕第1_會 
大正 七 年 法律 第三 十七 號中改 正 法律案 

大正 七 年 法律 第三 十七 號中 左ノ通 改正 ス 

第一 號 「生 牛」 ノ 下-一 「及 生 牛肉」 ヲ加フ 

〇 議長 (大 岡 育造 君〕 提出者 漆昌巖 君。 

〔漆 昌 厳君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 漆 昌巖君 唯今 日程に 上つ て 居ります る 所の 大正 

七 年 法律 第三 十七 號 中の 改正 法律案と 申します のは 

其 內容を 申 上げます と 極く 簡單な 案で ございまして 

第一 號に 「生 牛」 と ございます のを、 其 下に 「及 生 

牛肉」 と 云 ふ 四 字を 加へ たいので あります、 是は朝 

鮮 より 牛の © 入を 致します のを、 關 税を兔 じて あつ 


たのです'  然るに 此生 牛肉 —— 展殺 した 肉に 於て は 
此關税 が 免じてない、 甚だ 其當 を煜な いやうな 工合 
で ございまして、 今日 {i 多く 支那の 靑島 から 當事者 
が 多少 獎勵 して 牛肉を 輸入 致します が、 是 ほ 冬 中は 
宜しう ございます が、 夏になる と 甚だ 闲 る， 是は尤 
も冷藏 庫で も 設備を して、 さう して 輸入 すれば 出来 
ぬ ことは ない が、 さう すると 又 一方に 高 價に當 る や 
うになる 故に、 此 朝鮮に 於て獎 勵す ると 云 ふこと が 
.一番 便利の 方法で ある、 それには 關税を 免除 致して 

- 是 ほ 關稅も 泡に 微 々たる もので ございまして、 

税源に 關係も ございませぬ 程の ことで ございます、 
さう 致しまして 之を 胺勵 すれば >  食糨 調節の 萬 分の 
一に も 或 ほ 當らん かと も 思 ひます、 どうぞ 宜しく 御 
審議の 上 御 賛成を 願 ひます。 

〇 岩崎勸 君 太 案は 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 — i 號承 
諾を 求む る 件 外 二 件の 委員に、 併せて 付託せられ ん 
ことを 望みます。 

0 議長 e 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _ ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異_ が なければ 岩 崎 君 励 議 
の 如く 決しました I 日程 第 四、 利息 制限 法 中 改正 
法律案、 第 h ia 會を 開きます。 


第 四 利息 制限 法 中 改正 法律案 (赤 尾彥作 
君 提出) 第一 讀會 
利息 制限 法 中 改正 法律案 
利息 制限 法 中 左 ノ通改 正 ス 

第二 條中 「元金 百圓 以下 ハーケ 年- 1 付 百分ノ ニ十 
y 百圓以 上千圓 以下 百分ノ 十五 JK— g 千 圓以上 百 分 
ノ 十二/一 S 以下 トス」 ヲ 「元金 百 圓未滿 ハーケ 年 
二 付 百分ノ 十五 3;:— M 百圓 以上 千 圓未滿 ハ 百 分ノ十 
ニー ーー g 千 圓 以上 百分ノ 十 ilj- 以下 トス」- 一改ム 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 提出者 赤 尾彥作 君。 

〔赤 尾 彥作君 登壇〕 

一 拍手 起る〕 

0 赤 尾 彥作君 提案の 理由を 簡單に 申 述べます、 御 
承知の 如く 現行の 利息 制限 法は、 明治 十 年の 九月 十 
一日 附を以 ちまして、 其當 時の 御 布告に 依る 法律で 
發布せ られた 規則で ございます、 それ 以來牢 月を 經 
過す る こと 旣に 四十 年 以上に 達して 居る 次第で あり 
ます、 それ 故 我國は 爾来 日々 月々 進步 發展を 致し ま 


-〇四 八 

した 舀 めに、 此利息 制限 法を 發 布され た S 時 〇 状 .' y 
と. 今日の 狀態 とを 比較 對照 致します れば 、恰も：！ 
世の 感が あると 云 ふことは、 何人も is めて 居る 狀® 
である だら ぅと 考 へます、 それ故に 其 結 见と L て 我 
國の經 済 界に 於け る 公定 利率なる もの も、 利 . 12 ;:; ; S4 
法を 發 布せられ たる 當時と •今日と を 比較 致します 
れぱ 、其 利率の 高低に 於て 非常に ffl 逆を 来して 尻る 
こと も 明かな 艰苡で あります、 果して 此 利率の 萵低 
に 相違を 來し. て 居る と 云 ふこと が 明かであります れ 
ば ■ 此 時勢に 適應 しない 所の 利息 制限 法の 改正を す 
ると 云 ふことは、 當然 の JIS K であると 私は ^ へまし 
て、 此 提案を 致した 次第であります、 加 之 現 時 社 a 
の狀 態を 見ます れば、 a 富の ! 1 隔が 追々 其 度を 高め 
て參〇 まして、 此 二つの 階級の 間に、 面白くない 關 
係を 牛； ずる 鹿 ある、 今日に 於き まして、 此 利 S 制限 
法を 改正 致しまして、 其惡 影鄴の 殺 和を 岡る と 云 ふ 
の も、 一の 社會 政策 上の 事 槳で あると 云ふ考 を以ち 
ま 心て、 本案を 提出 致した 次第、 どぅぞ 御荇 成を 給 
はらん ことを 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 Ml 君 本案 ! 3: 議長 指名を 以て、 九 名の 委 貝に 
付託せられ んこ とを 菌み ます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励戤に 御 異 _あり ま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 奢 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異 謎がなければ 本案は 题長 
指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました I Bi 
五、 伊 萬 里 佐 世 保 間！！ 道® 設に關 する 建識 案を 識題 

と 致します。 _ 

第五 伊 萬 里、 佐 1U;! 保 間 鐵道 建設に 關する 
建議案 (中 倉 萬 次 郎君 外 四 名 提出) 

伊 萬 里、 佐 世 保 間鐵道 建設に 關 する Bs i§ 
一佐 賀縣下 伊 萬 里ょり 長崎縣 下田 平を 經て佐 世 保 
に 至る 鐵道 

右鐵 道は 產 業の 發展 交通 機 關の不 fllli を 補は むか 爲 
急設の 必要を 認む 政府は 速に 調査を 遂け 建設せ ら 
、'れ むこと を 望む 
右 建議す 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 牧 山耕藏 君。 

〔牧 山耕藏 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇牧 山耕藏 君 本案は 提出者 中 倉 萬 次 郎君ょり 說明 
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せらる、 筈で ありました が 本日 風邪の 爲め御 見えに 
_ なり ませぬ、 そこで 本員よ 〇簡 m に 提案の 要旨を 申 
述べたい と 思 ふので あります、 此鐵 道は 佐 賀縣伊 萬 
里より 長 崎 縣の田 平を 純て 佐 世 保に 到る 線で ありま 
して ，此 線路の 長さ ほ 約 三十 七八哩 であります、 之 
に關 する 建 il 案は 旣に五 回 程 九州 出身の 同僚 議員に 
依 つて 提 ;li されまして、 其 都度滿 場 一致の 賛成を 得 
て、 本院を 通過 致した のであります 、但し 當 時の 提 
案の现 由は、 福 岡 縣の吉 塚より 分岐を 致しまして* 
佐賀縣 の 唐津伊 萬 里を 經て r 長 崎 縣の田 平より 佐 世 
保に 接^: する 鐵 道で ありました が， 此 中の 福 岡 縣よ 
り 唐 津を經 て 伊 萬 里までは、 昨年 北 九州 輕便 鐵道會 
社に 敷設が 許 n; されまして、 遠から ざる 將來に 貫通 
を 致す のであります、 それで 當 時の 建 謎の 一部は 目 

的を 達した のであります が、 佐 賀縣の 伊 萬 里より 長 

崎縣の田平佐世保問の鐵道のみは、不幸にして今日 

まで 建設の il びに 至らぬ のであります が、 鐵道院 に 

於て は 旣に佐 橋 技師を 派遣され まして、 詳細に 調査 

を 遂げられた と 云 ふこと であります、 此沿 線に ほ 御 

承知の 如く、 ® : 富なる 石炭を 藏 し、 林 產物農 產物等 

にも 富んで 居ります が、 就中 佐 世保鎭 守 府 •佐 世 保 

要塞の 背面に 當つて 居ります る 伊 萬 里 港との 連絡で 

あります から、 本鐵 道は m ftf 上よ 〇 見ましても， 經 

濟 上より 見ましても >栩 めて 重大なる 意義を 有して 

居ります 鐵 in と考へ ますが 故に •諸君に 於 かれ まし 

て も •どぅぞ 前回 通り滿 場 一致の 御寶 成を 得まして 

本 建® の 目的を 達したい と 思 ふので あります。 

〇 岩 崎 ® ff 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

附託せられ んこ とを®? みます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 SI に 御 異議は あり 

ませぬ か。 

tr 異葳な し與議 なし j と 呼 ふ 者 あり j 

o p 長 (大岡 育浩 君〕 御 異識が なければ 議長 指名 九 

名の 委 « に 付託す るに 決しました、 日程 第 六、 四國 

海！ i 循環 鐵 ril 建設に 關 する 0? 蕻案 を識 題と 致します 

小 西 和 君。 

第 六 四 阀 海岸 循環 錄道建 設に關 する 建議 

案 C 小 两 和 君 外！ f: 提出) 

四 阀 海岸 循環 鐵道建 設に關 する a 議 

一四 國の 海岸を 循 S3 する 鍅道を 敷設し 旣成線 及旣 

定線と 相 待ちて 四國に 於け る 連 輸交 通の 便を 金 

うする は 破 產上 經濟上 並 § 防 上 極めて 必要な り 


と認む 政府は 速に 適當 の計遨 を 確立し 之 か 建設 
に 著 手せられ むこと を gi む  ， 

一四 國の 海岸を 循環す る 線路 中 香 川 縣下高 松 市よ 
り津田 町. •白鳥 本 町 及 德島縣 下 撫養町 を 經て德 
島 市に 至る 鐵道は 其の 沿線 【帶に 於け る戶 口と 
產業 の實况 とに 鑑み 之 か 敷設の 特に 急務なる を 
認む 政府は 第一 著 手と して 當該 線路を 開通 せら 
れむ ことを 望む 
右 建 篛 す 

〔小 西 和 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 小 西 和 君 四 國 海岸 循環 鐵道 S5 設に關 する 建議案 
の 理由を 申 述べます、 此鐵 道の 建議案は •前回 即ち 
第 四十 識會に 本院に 提出 致しまして、 滿場 一致の 御 
賛成を 煜て 通過を 致した 線路で ございます、 故に此 
度は 極めて 簡 輯 に此 趣意を 辯 明 致す に 止めて 置きた 
いと 思 ひます が、 此鐵道 線路は 香 川 縣の高 松 市より 
海岸を 汕 つて® 島 縣の德 B m に 至り、 更に 德島 市よ 
〇德島 小 松 島 間の 旣成鐵 道を 利用 致しまして 南に 進 
み、 富 岡 町を 經て 西に 轉 じて 高 知縣に 入ります， 而 
して 高 知 市を 中心と 致し •須 崎の 山 田 間の 鏺道に 接 
續を 致します、 又 旣成鐵 道た る 高 松、 松 山間の 終點 
即ち 愛媛 縣の松 山 市より 西南に 進んで 愛媛 縣 の大洲 
町 宇 和 島 町 等を 經 て、 高 知縣に 行つて 高 知 縣の中 村 
町から 北東に 轉じて 、高 知 縣の須 崎 町に 至る 線路で 
あります、 此線路 を 建設 致しまして、 四國の 海岸 若 
くは 海岸から 程遠から ぬ處を 通りまして、 四 國を循 
環 致す 線路を 建設した いと 云 ふの が、 此® 議案の 趣 
意であります、 扭我 國の鐵 道は、 諸君の 御 承知の 如 
く 近 來餘锃 普及を 致して 參 りました， 然るに 從來四 

國は鐵 道の 敷設に 於て 殆ど 閑却せられ て 居つ た 狀態 

でございます、 四 國の鐵 道 線路は 鐵道阈 有に なり ま 

して 以来、 今日までに 年々 平均に 於て® に三哩 そこ 

らの 延長より 見ない のであります、 洵に 古い 詩に あ 

ります 草を 菘 つて 牛步遲 しの 感無 きを 得ない ので あ 

ります、 故に 四國 三百 萬の 民衆は， 此鐵范 線路の 建 

設 を希菌 致して 居ります 事は、 恰も 大旱の 雲 霓の如 

くで ございます、 此鐵 道は 產業 上、 經濟 上、 軍事上 

其 他 各種 方面より 見まして、 極めて 必耍な る 線路で 

ございます、 又 本 建議案の 第/一段の 線路は、 此四國 

海岸 循環 鐵 道の 一部分と 致しまして、 其 中の 最も 必 

要なる 線路と 認めます 所の 高 松より 德 島に 至る 部分 


を •第一 著 手に 建設を して 貰いたい と 云 ふの が、 此 
建識案 の 第二 段の 趣意で ございます、 此高松 德烏兩 
市 間の 沿道は、 四國 中で 最も 人口が 多く、 產 業の 發 
達して 居る 處でご ざいます、 のみならず 敷設の 工事 
に付きましても、 頗る 容易な 箇所で ございます、 そ 
れ 故に 此 線路を 第一 著 手に 著 手を して 貰 ひたいと 申 
すので あります、 どぅぞ 前回 同樣 に、 滿場 一致を 以 
て 御 賛成 御 可決 あらん ことを 望みます。 

〇 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 闺 みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 翳に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ _ 長 指名 九 
名の 委員に 付託す るに 決しました， 日程 第 七 •四國 
循環 鐵道賴 設に關 する 建議案， 林 毅 陸 君。 

第 七 四國 循環鐵 m 建設に 關する 建議案 ( 
林 毅陸君 外 四 名 提出〕 

四國 循環 鐵道 建設に 關 する 建議 
一香 川 縣下高 松 市より 志 度 町、 津田町 及 内 烏 本 町 
並德島 縣下撫 養 町を 經て德 島 市に 至る 線 
一 德島縣 下 小 松 島 町より 日和 佐 町 及牟岐 町を 經て 
高 知縣下 後免町に 至る 線 
一 愛媛 縣下松 山 市より 郡 中 町 及大洲 町を 經て宇 和 
島 町に 至り M に 同町より 高知縣 下宿 毛 町 及 中 村 
町を 經て須 崎 町に 至る 線 

右高 松德島 線を 初と し 他 二 線の 趙設に 因り 旣設線 
及 旣定線 と 相俟って 四國 海岸 循環 鐵道を 完成す る 
は 交通の 整備 產 業の發 達 並阈防 上 極めて 必要な り 
と認む 依て 政府は 速に 適當の 案を 確立し 鐵 道 敷設 
法に 改正を 加へ 順次 其の 建設に 薪 手せられ む 事を 
望む 

右 建議す 

〔林 毅陸君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 林 毅陸 君四國 循環 鐵道 建設に 關 する 建議は、 私 
の 外 阿波の 原 田 佐之洽 君、 伊矜の 政 尾藤吉 、藤 野 正 
年兩 君、 及土佐 の竹內 明太郞 君、 是等 諸君と 一 諸に 
提出を 致した のであります が、 私より 簡單に 一應說 
明を 致して 置きます、 此四國 循環 鐵 道に 於き まして 
は、 昨年 も 三つの 建 _案が 此 議場に 現れまして、 同 
じ 特別委 員に 付託せられ て >  當 時の 委員長と なられ 


ました 秦豊助 君が 其 三つの 建議案を 合せまして 統一 
致し 1- して-さ うして | の ものに li めて、 委員 會に 
於て 之を 可決 致し、 本 議場に 於て 全會 一致を 以て 通 
過 致した 事が あるので あります ，其 時の 案に 則り ま 
して •私共の 建議案は 提出 致した のであります、 即 
ち其當 時の 案の 形を 取りまして. 香川縣 下 高 松 市よ 
り德 鳥に 至り •さう して 德島縣 小 松 島よ o T!r 人 南を！！ 
つて 高 知 縣に苹 る 線 •又 愛媛 縣松山 市より 高 知縣須 
崎 町に 至る 線、 此三つ の 線に 付きまして、 高 松德島 
線を 初めと し •他 二 線の 建設に 依つ て 旣設の 線 及旣 
定の 線と 相俟つて、 四 國の 循環 鐵道を 完成す る こと 
は 極めて 必要で あるが 故に， 政府は 鐵道敷 設法 に改 
正を 加へ て、 順次 其 建議に 著 手せられ たい、 斯う 云 
ふの が此 建議案の 趣旨であります •先頃 丁 度此二 月 
八日であります が， ® W の 第 六 分科 會に 於き まして 
四國鐵 道に 付て 私より 政府 委員に 質問した ことがあ 
ります •其 場合に 政府は —— 政府 委員の 石 丸 君は、 
四國 循環線と 沿岸 線に 付て 意見の ある 所を 旣に 述べ 
られて 居る のであります が 其 時の 御 答 辯に te ります 
と、 四 國沿捧 線 {i 其 必要を 感じて 居る、 豫算の 許す 
時期が 到来したなら ば 政府 も 敷設の 計畫を 立てる 希 
望を 持つ て 居る、 殊に 同じ 四國 線の 中で も、 高 松 市 
よ 〇撫莠 を經 て德島 市に 結ぶ 線は、 頗る 有望の 線と 
考へて 居る •斯う 云 ふこと を 政府 委員が 答へ て 居ら 
れま する ので、 四國 循環線、 或は 海岸線に 對 する 意 
見と 云 ふ ものは* 略々 明白に なつて 居ります るので 
此 建議案に 對 しても 必ず 御 異議なく 御 賛成の ことで 
あらう と 信ずる のであります、 さう 云 ふ 趣旨の もの. 
であります から、 前回 同 樣 ，昨年 同樣 、諸君の 滿場 
一致の 御 賛成を 仰ぎたい のであります。 

0 岩崎勸 君 本案は 日程 第 六の 委員に、 併せて、 付 
託せられん ことを 望みます。 

〔「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異_ はあり 
ませぬ か。 

t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君ッ御 異議がなければ 岩 崎 君の 動 
_の 如く、 日程 第 六 •の 委員に 付託す るに 決します一 
— 日程 第 八 四 國鐵道 循環線 敷設に 關 する 建議案 i 

高 島兵吉 君。  _ _ 

第 八 四國鐵 道 循環線 敷設に 關 する 建議案 
(高 島 兵 吉君外 一名 提出〕 

一 〇四九 
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設 に關 する 建费 案— 若松 拥 津間輕 便鑼道 建設に 關 する r 


四國鐵 道 循環 矂 if 設に關 する 建議 
四 阀羧 道中® 環 rv! : # 設の最 消 成を 耍す る德 島縣下 
德 a よ〇撫 孩 を羥て香川恶下志度並高松に至る間 
愛 ! is 縣下宇 和 E- より 卯 之 町， 八幡 濟 ，大洲 を經て 
郡 中 並 松 山に 至る 間， 德島縣 下 小 松 島より 橘 並牟 
岐を經 て K 知 縣下 後免に 至る 問 及 高 知縣 下須 崎よ 
り 中 村を！ 一 て 愛 嫒縣下 宇和岛 に 至る 間の 線路を 大 
正九牢 度より 順次 起工の 提案 あらむ ことを 菌む 
右纽議 す 

〔高 岛兵吉 君 登 扮〕 

0 高 島 兵 吉君私 も此四 國鐵道 循環線 敷設に 關 する 
建議案の 提出 湃と 致しまして 、理由を 述べたい ので 
あります， 然るに 此問 題に 付きまして は、 段々 先に 
小 西 君、 又 唯今 林 君から 御 述べに なつた 如き 線路 と- 

ほ、  大した 違 ひ ほな.  いのであります、  德晶縣 下德島 

よ 〇撫蕤 を經て 香 ) II 縣下志 度 並 高 松に 至る 間の 線、 

愛媛 縣下 宇和岛 より 卯 之 町 •八幡 濱 、大 洲を經 て 郡 

中 並 松 山に 至る f?n の 線 •それと 德島縣 下 小 松 島より 

橘、 並牟岐 を經て 高 知縣下 後免に 至る 間の 線 •それ 

と 高 知 縣下須 崎より 屮 村を 經て 愛媛 縣下宇 和 島に 至 

る 問の 線路であります、 此四國 に 於け る 循環 鐡道敷 

設の 必要 ある 所以の ものは 此四國 の 地た る 最も 物產 

にも 富んで 居り， 隨て 工業を 起し 蓆 業を 起す に 最も 

適 當の 地で あるので あります、 然る にも拘らず 施設 

經營 之に 伴は ず、 設娴の 越 礎と： K ふ ものが 甚だ 薄弱 

なのであります、 時勢の 進 運に 伴 ひ 社會の 趨勢に 應 

じ、葫丁：業の發展を致し產業の進展を期待せんとす 

?)' には， 四國に 於て ほ 是非 循環鏺 道の 必要を 感ずる 

のであります (r ひやく」 と 呼 ふ 者 あり) 御 承知の 

如く 此四國 の 地形は どぅで ありませ ぅか、 四面 海に 

して 海運の 便は 旣に ni 來て 居る のであります、 海上 

に 於け る 交通 機關は 旣に 出来て 居 ■るので あります、 

之に 伴 ふ 陸上 交通 機關が 甚だ 具備して 居らぬ •甚だ 

郯弱な のであります、 海陸 相俟つて 此交通 機關上 に 

於ては7逍憾なく一般的發展が出來るものでありま 

する が、 此 叫 國に 於て は 陸上の 交通 機關が 甚だ 具備 

して 居らぬ のは 大に 遨憾 とする のであります、 故に 

此循環 鐵道敷 設の 必要を 感ずので あります 、今や 段 

々鐵道 敷設 もあります るが、 是は 一局部の 鐵道で あ 

りまして、 到底 四國に 通じて 機能を 發揮 すると 云 ふ 

ことは、 莛 だ不 RJ 能に J1 する のであります、 又 今回 

此縱貫 線が 生れん として 居る に 際して 此縱貫 線は 固 


より 四國 民の 希望して 居る 線路には 違 ひ ありませ ぬ 
が、 此循環 線が 出来て、 尙ほ 益々 生れん として 居る 
钱貫線の効力が益々 ^ 加することに至るのでありま 
す、 故に 是非共 此 循環線の 必要を 感じて 已ま ぬので 
あります、 殊に 軍 5f 上國 家の 爲め大 に 必要を 感じ、 
商 H 業、 產業 の發 K のみならず、 最も 有力なる 線路 
で' こざいます、 斯る 次第で ございます から、 ど 5 か 
御寶成 あらん ことを 希 菌 致します。 

0 岩 崎勵君 本案は 日程 第 六 及第 七の 委員に、 併せ 
て 付託せられ ん ことを §3 みます。 

〔「寶 成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇錢長 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 _なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ 日程 第 六 第 
七の 委員に、 併せて 付託す るに 決しました一 — 日程 
第 九、 羽 越 橫斷鐵 道 建設に 關 する 建議案 I 小 林 源 
藏 君。 

第 九 羽 越 橫斷鐵 道 建設に 關 する 建議案 
(小 枕 源 藏君外 七 名 提出) 

羽越磺 斷鐵道 建設に _す る 建議 
一山 形縣 下米澤 停車場より 小 松 >  小國及 新 潟縣下 
關谷を 經て羽 越 海岸線に 接續 する 鐵道 
右は 鐵逋敷 設法 の豫定 線路に して 羽 越の 交通 上 至 
大の 便宜を 與 ふるのみ ならす 沿道 森林 鑛 物に 富み 
一た ひ鐵道 開通す るに 至ら ほ 地方 產業の 開發は 勿 
論國 家に 補 益す る 所 多大なる へきを 認む 依て 政府 
は 速に 之 か 建設に 著 手せられ むこと を 留 む 
右 建議す 

〔小 林 源藏君 登壇〕 

0 小 林源藏 君 本 建議案の 要旨 ほ、 奧羽線 米澤 停車 

場より 起り まして、 山形縣 東 置 賜 郡 小 松 町 I 一一 西 置 

賜 郡 小國 町， 新 潟 縣岩船 郡 關谷 村を 經過致 しまして 

羽 越 沿岸 線 即ち 旣成鐵 道に 接續 する 所の 鐵道線 路を 

速に 建設せられ んこ とを 閱 むと 云 ふに あるので あり 

ます (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 本鐵 道は 旣 成の 

奥 羽 線と 既成の 羽 越 海岸線を 聯絡す るので ありまし 

て、 旣設の 線路の 利用を 憨 々益々 十分なら しむる 許 

りで なく、 村 上方 面と 米澤 地方の 交通を 便宜に 致し 

若く は 新 潟新發 田の 方面と 米澤 方面 交通を 便利に 

致す のであります、 隨て 軍事上の 方面より 見ます れ 

ば、 第一 一師團 と新發 田の 旅 團の聯 絡を 極めて 敏捷な 


らしむ ると 云 ふ 効能が あります、 のみなら ず此 の 線 
路の沿 道は、 非常に 滞 山筘 物に 富んで 居る ので あり 
ます、 現に 小阈 村に 於て ほ 畑；！ 山と 申す 多 M の 銅を 
產出 する 所の 鍛山が あります、 西 蹬 賜 郡の 方に 於て 
も‘渾 川 村 方面に 於き まして 中々 犬なる 销山 1 銅 
鎊があ るので あります、 其 他 沿道の WI 山を - 3? へ來れ 
ば實に 五十 有餘に 上つて 居ります、 森林 ほどうで あ 
るかと 申します と •小 松 村 附近の 如き 何千 年來 斧鉞 
.を 加へ ざる 所の _暮た る 森林が 存在して 居る ので あ 
ります、 申す まで もな く埋沒 物を 掘つ て國の 富を m 
し、 或は 材木を 伐 出して rr 炭材を 伐 出して、 國 家の 
需要に 膘ぜ ねばならぬ 今日であります るから して、 
此鐵 道が 出来ましたならば ，單〇 地方の 開發 のみな 
らず 、眞 に國 家の 爲 めに 必要なる 所の 線路で あると 
信ずる のであります、 先年 此の 議會に 於いても、 政 
府に 於き ましても、 業に 已に此 の鐵道 線路の 必要を 
認めまして、 此の 鐵道敷 設 法の 上に 豫定 線と して® 
つて ある —— 豫定 線の 第 十號に 此の 線路が 載つて あ 
るので あります、 必要な り や 否やの 問题ほ 旣に解 決 
せられて 居る、 何の 時に 於いて 敷設すべき やの 問題 
が 唯々 殘つて 居つ たのであります、 大隈 內閣の 時代 
に 於いて、 鐡道 政策が 吾々 と 其 見を 異に 致しまして 
成べ く 新しき 線路を 作らぬ と 云 ふ 政策を 執られ まし 
たる 其の 時に 於き ましては、 此の 線‘ 路の 如き 敷設 法 
の 上に 於て、 旣に 必要を 認められました が、 果して 
何の 時に 著 手せ らる 、ので あらう かと 心配 致して 居 
つた 次第であります る、 第 四十 議會 ょり it 四十 一 議 
會に 至りまして、 其 政策なる もの ほ 俄然 一變 致して 
今や 鐵道の 新 線なる ものは 全國 に 1L つて 普及せ らる 
、の 好 t- しき 時代に なり 來つた のであります、 大隈 
内閣 當 時に 於き ましては、 鐵 道の 建設 改良 費は 四千 
萬圓 •其 中 一千 萬圓は 建設費に して， 三千 萬 圓は改 
良 費で ありました、 年々 fi に 一千 萬 圓の迚 設 K を以 
てして、 全國各 地方 大旱の 雲霓を 望む が 如く 希望し 
て 居る 所の 鐵道 線路は， 到底 敷設す る ことが S 来な 
かつた のであります、 是に 於て 全 國の鐵 道の敕 設を 
希望す る 所の 者は、 斯る鐵 道に 對 する 政策を 維持し 
て 居る 所の 政黨を E! して、 鐵道 除けの 政黨 と言うた 
のであります、 然るに 寺內 内閣に なつて、 第三 十九 
_會に 於て 北海道 鐵 道の 速成を 爲 し、 第 四十 11 會に 
於て 幾多の 新 線路を 加へ 來つ たのであります、 大隈 
內閣當 時に 於て 定めた る 所の 年々 四千 萬 圆の豫 窩な 
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る ものは、 年“ •六 千 五 百 ffiy に 上つ た C であります 
而 して 更に 吐 原 内 ! HI になつ て， 第 四十 1 2S W に * / 11 
したる 所の ものを 見ます る > 、 妞 設改良 パ 合せて、 
大正 八 年には |位二千： .7>: ?1 茁 [;!1 ,大：止九年には九十 
三百 SS 圓 、大正 十 年. には 九 千 二 rl .s Ml -. . -':: ,:、 二 涪 
半 乃至 三倍の 咐 加を 致し 來つた のであります、 * に 
於て 大體 帝國 の錄 25 網の 計 i!i . rj: る も 〇 は 略 ^ 兀成に 
近づいて 来たので あります， 縱 W 線は ^ ど 其 計 炎 定 
ま 〇 •今や 將に闽 斷線の 時代と な 〇來 つたと 私は f.i 
ずるので あります •果して 然ら ぱ此羽 越 fffi 斷線の 如 
きは、 今の 今まで 其 時機を 待つ て 居つ たが、 W に纽 
設に著 手すべき の 時機が 到来した る ものと 信じ て 疑 
はぬ のであります (拍手 起る) それの みならず llii^ gf  然者生ず闹、成 

は 數年來 必死に 獎励 したる 所の 鐵の 下落に te つて、 
鐵の 製產事 業が 衰頹す るの 阻が あります る、 llt ns に 
方つて 鐵道 を © 設 して 以て鐵 獎呦の M 的に； 一 ひ、 失 
業者を して 業を 得せし むる と 云 ふこと •鍅 迫 吸 設以 
外に 尙 il. 其 副業と して 得る 所の 効果が 大なる もので 
あると 思 ふので あります (拍 芋 起る〕 Sr 内閣が 其 平 
素の 主張に 筠み て， 鐵道趿 設を 完成せ んと 努めな く 
ては ならぬ 許りでなく、 其 他經 濟界 の琪 M に 鑑みて 
も、 尙 且 鐵 道 © 設に 努力を せねば ならぬ と 私は m ず 
るので あります‘ 此に 於て 力此似 越 te ir ^ t ii: の Sr き 
必ずや 諸君の 御 同意を 煜る ことが 出來 ますれば、 a 
內閣も 其 © 設に 速に 著 手せ ねばならぬ ものであると 
信ずる のであります (拍手 起る〕 

0 岩 崎 16 君 本案は 謎 長 指 私 を 以て 九 名の 委 M に 付 
託せられん ことを 菌み ます。 

0_長( 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 鹩に御 與 識は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ、 本案は 誠 長 
指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました I 日程 第 
十、 若松、 柳津 間輕 便鐵道 建設に 關す る纽黐 案を 讖 
題と 致します、 提出者 八田宗 吉 君。 

第 十 若松、 柳津間 S 便 鐵道瓲 設に關 する 
建 _案 C 八 田宗吉 君 外 四 名 提出) 
若松 •柳津 間！ 一便鐵 道 建設に 關 する 建讖 
一 磐 越 線 福島縣 下 ir 津若 松驛 ょり 分岐し 新 鶴 村， 
坂 下町を 經 て柳津 に 達する 輕便 鐵逭 
本鐡 道は 產 業の 發展に 資し 交通の 不備を 補 ふか 爲 
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急設を 要する ものと 誠む 依て 政府は 速に 輕便鐵 道 
賴 設に著 手せられ むこと を 望む 
tfr 鱼 卜 

^ s ^ j 

〔八 田宗吉 君 登壇〕 

〔拍年 起る〕 

0 八 田 宗吉君 諸君、 本 建 誘 案は 阔島縣 下會谋 若松 
驛 より 起つて、 大沼郡 新 m 村 河 沼 郡 坂 下町を 經 て、 
同 郡 柳 !- -ft に 達する 十七哩 の輕傾 鐵道 建設に 關 する 建 
鹩 案であります る、 此馘 道の 經由 します る 所は 會津 
の 平 ill 地でありまして、 經费も 極く 随少な る もので 
ありまして ，而も 十七 MB 間の 小なる 鐵道 問題を 此所 
に 出して 諸君を 煩し まする ことは、 深く 事情の あり 
まする ことを 御 rp; 恕を誧 はざる を 得ない ので ありま 
す、 本辩 道は m に 約 十七® 間を、 此 場合 提案 致し ま 
する けれども •將 來國家 時運の 發展 L、 地方 產業の 

開 發の 上から 申しても、 必ずや 此終點 柳 雄より 更に 

進んで、 會津 の It 庫と 稱せ られ ます 所の 大沼郡 、南 

宵 m, 此兩部 の 西部を 駛る A 見 川を 縫 ふて 駛 つて 居 

ります 縣谊沼 m 街道に 依つて 群 馬縣に 入り、 群馬縣 

の 沼 [II に 到つ て 上越 線と 合すべき® 姐を 奋 する、 最 

も 値 打 ある ! 1¢ 來阽 n すべき 鐵道で あると 考 ふるもの 

であります、 盘に 申しました 若松より 此柳津 に 到る 

十七 哩間 の鐵 道， KP ち本趄 魏案に 就きましては， 政 

府に 於き ましても lit 鐵 道 の # 設 の必耍 を 認めて、 輕 

便 鐵道 法に BC る 補助の 指令を 與へら れて 居る もので 

あります、 然るに 近 來物 俏腦贵 K しくして、 预筇に 

狂が 牛： じました るのと-御 承知の 如く 會津は 戊辰の 

硪爭に 於て ft 溜た る狀 態に 陷 〇、 有 ゆる 方面に 受け 

ましたる 打 睽の 程度が 如る 深い 爲めに 、產業 上 其 他 

の 方面に 於き まして、 憫むべ き 劣敗 者た るの 境遇に 

なりました 爲め に* 他の 地方に 比しまして* 富の 程 

度 も 今尙ほ 低く、 資本 京 も 極めて 乏しく、 如 ふるに 

©が 多い と 云 ふやぅな ことの 爲め に、 中央 K 本家の 

投資を 踌躇致 させます る 事 悄とな りまして、 地方の 

人民 13: 已む な <. 涙を 乔んで 此私設 會 社を 斷念 する の 

外 •術ない 事情に 至つ たのであります、 爾來 之を 毎 

回議 0- に詣願 致しまして 、採 揺に なつて 居る 性質の 

ものであります、 木 釾 迫 が # 設に なります れば 、有 

劣なる 锊津陶 器の 本場た る、 一年 百 填 _の 陶器の 生 

產を 見て 居 〇 ますろ 所の 本鄕町 及大沼 郡の 郡役所 所 

在 地た る 商 田 町 •是 等は 何れも 近い 處に捽 車 場を 有 

する に 至つ て參 ります るし、 殊に 此鐵 道の 中心 點と 


も 謂 ふべき 河 沼 郡の 郡役所 所在地 坂 下町は、 津木 
綿の 產地 として 有名でありまして、 以前は 越後 街道 
咽喉の 地と して、 若松に 三 里、 高 田に 三 里、 喜 多 方 
に 四 里と 云 ふ會津 平原の 中央に 當 り、 最も 商業の 繁 
昌 して 居りました 集散地で ありました が、 一朝 此岩 
越 線 敷設の 當時に 於き まして、 喜 多 方 町と 競爭を 致 
して、 遂に 其 落伍者と なりました 爲 めに、 潤むべき 
結果に 陷 り、 本鐵 道を 熟 心に 希菌 して 居ります る、 
其 事情 洵に 同情に 堪へざ る ものが あるので あります 
而 して 此の 鐵道 の終點 柳 律は、 菜 北に 於け る 無比の 
靈 場と 稱せ られて 居ります ，有名なる 福滿虛 空藏菩 
薩の 在る 所で ございまして 一年の 參拜者 十 萬 人も數 
ふる 程に ある 所の、 山水 明媚の 仙境と も 申すべき 地 
點で あります、 以上 申しました る 如く 此鐵 道 * • 敷 
設にな り ますれば、 沿道 線に 於け る 町村の 產 業の發 
展に 資し、 福利を％ 進せ しめます るは 勿論の 事， H 
に 前段 申しました る 沼田 街道 •及 只 見 川の 水利に 依 
って輸浍し來る會雄の寶庫と申すべきゝ所謂御藏入 
の鑼 山、 森林、 斯ぅ 云 ふ 無限の 物資を 柳 律に 吸收し 
て、 さぅ して 谷地に 集散せ しむる ことにな つて 來ま 
して、 輸送の 便宜は 中す に 及ぱず 、旣 成鐵 道の 營養 
線と して、 政府は 速に 此の 鐵 道の 建設に 著 手すべき 
必要 ある ことを 深く 信ずる のであります、 何卒 諸君 
の 御 賛同を 仰ぎます。 

〇 岩 崎 動 君 本案 ほ 日程 第 九の 委員に 併せて 付託せ 
られん ことを 望みます。 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔r 異謖な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君：} 御異識 がなければ、 本案は 日 
程 第 九の 委員に 付託す る ことに 決します •日程 第 十 

一、 水產謅 習 所內に 淡水 科 特設に 關する 建 _案 を議 

題と 致し ま .一 — 西 川 太 治 郎君。 

第 十一 水產 講習 所內に 淡水 科 特設に 關す 

る 建議案 (西 川 太 治 郎君 外 五名 提 

出) 

水產謅 習 所內に 淡水 科 特設に 關 する 建議 

水產諝 ft 所內に 淡水 科を 特設し 其の 講習 所を 琵琶 

湖畔 其の 他樞 要の 地に 設置す るは 我 か水產 業の 爲 

缺 くへから さる 緊要 事と す 政府は 宜しく 此の 計畫 

を實 行せられ むこと を §5 む 

右雜議 す 


f 西 川 太 治 郎君が： 壇〕 

〇两川 太 治 郎君 私は 水產 講習 所に 淡水 科を 持設し 
まして， 琵琶 湖畔 共 他 全國樞 要の 池に 漸次 其 講習 機 
關を 設けたい と 云 ふこと に 就て、 聊か 說 明を 試みた 
いと 思 ひます、 今 統計の 示す 所に 依りまして， 本邦 
內地 淡水魚の 產額を 見ます るのに， 一箇年の 總額は 
約 七； c 七十 萬圓で ございます、 さぅ して 其 中 湖沼の 
產額は 約 百 七十 萬圆で ございまして、 面積が 約 三十 
二 萬町步 でございます、 其 他の 池沼 河川の 定額が 四 
百 五十 萬圆で ございまして， 面積は 約 六十 四 萬 八 千 
町步で ございます、 淡水魚 養 W 場の 產額が 百 五十 萬 
圆で 、面積 か 約 三 萬 二 千 町步で ございます、 即ち 湖 
沼の 天然の 產額は 一町 步に 付て W; に五脚 餘に 當らぬ 
のであります •統計 Ai 推定と に 依ります と •百 萬 町 
步に 近き 淡水 水面 ほ、 唯々 天產 物の 探 拙 減退に 委し 
まして、 餓に數 地方に 於て 生產的 施設を 爲 しまして 
之が 回復 支持に 努む るに 過ぎ ませぬ、 斯の如 きは 國 
家の 生產 上の 一大 損失と 言は ねぱな らぬ >  之が 扶掖 
誘導に 要する 講習 機關 の備ら ざる、 亦洵に 斯業 開發 
上の 一大 缺陷ど して、 常に 遺憾に 堪 へぬ 所で ござい 
ます、 それから 本邦に 於け る 主なる 河川の 數は百 五 
十 有 餘ご ざいます、 其 ® 要 漁獲物なる 蛙， 鱈 •鮎の 
產額は 、最近 統計に 於て は 四 丙 萬圓 でございますけ 
れ ども、 旣往に 比して 著しく 減退して 居る ので あり 
ます、 それで 主 鹿' 地方に 於き ましては、 之が 回復 增 
殖に 腐心 致しまして、 十 數年來 地方 費を 以て 鮭、 鱈 
の 人口 孵化 場を 設けた る ものが 六十 餘 箇所で ござい 
ます、 さぅ して 年々 六 千 萬 尾の 魚兒を 放流し まして 
又 近年 鮎の 人 H 孵化 放流を 行 ふ 地方が ございま すけ 
れども •其 他の 魚族に 關 しては •未だ 多くの 調査 研 
究を經 たものを 聞かない のであります、 加 ふるに 近 
時 河川の 改修 ■水利 事業の 勃興と か、 或は 工業 會社 
の 設立 等に 依り、 惡水を 放流し まする ので、 魚族の 
繁殖 乃至 溯 上を 妨げられる ものが 少なくない ので あ 
ります、 是 等に 對する 除 害 方法の 考究， 魚 苗の 放流 
藩殖の 施設を 金 ふす るに 於て は、 將來收 利の 多大な 
る ことは 明かであります、 湖沼の 水產綷 營は又 近年 
一般の 注意を 促しまして、 府縣 又は 個人と して 魚族 
の % 殖を圖 る ものが 少なく ありませ ぬので， 其 成績 
の 著しき ものを 二 三 擧げ ますと、 帝室 林野 管理局で 
經發 致して 居ります 中 再 祠湖 及 / 1 の 湖の 如き、 主と 
して 姬觸及 鱒の 養殖を 致し、 又府縣 の 經營に 係る も 


のは、 琵琶湖、 猪 苗代 湖， 霞 ヶ浦其 他で ございます 
個人 又は 組合 經管 では •十 和 FH 湖 •宍道 湖 •河北 潟 
今 江 潟 等で ございます、 今後 一府 礙 良なる 補 苗を 供 
給したならば、 其 利益は 更に 犬なる こと、 存じます 
其 他の 池沼 私有 水面の 總 面積は 約 七 萬 町步 あります 
ので、 適當 なる 養魚に 依りまして*  i 町 步 七十 圓以 
上の 收利 を擧げ 得らる、 の處か 谷地 方に 於て あるの 
であります、 之に 依りましても 更に 五 百 萬圆 の產額 
を煜る こと X 信じます 、近来 此水產 講習 所所 随 の 深 
川 養魚場と、 北海道に 二 © の 官設 M 鱒 人工 孵化 場が 
あります が、 水產の 根元は 實に水 族の 充® に 在り ま 
す、 何卒 速に 水產 講習 所の 規模を 擴 張して、 淡水 水 
產に關 する 講習 科を 置き， ® 良 魚 種の 分配を 行 ひま 
して、 又汎く 官設 W 化 場を 設けて、 大に魚 苗の 放流 
を 企畫し •次て 11-h 淡水 圏の 利 源 開發を 致したい と 思 
ひます、 昨年 翳 場に 於き まして . 奥 m 龜造 君の 發議 
がご ざいました、 其 際 吾々 は 同意した もので ござい 
ますが、 JJ: 〈何を 見ます ると， 矜府縣 の 水產試 驗場を 
廢 し， 樞耍の 地に 數简 所の 國立 水產 試驗 所を 設 it し 
水產 講習 所は® ら技術 W 究 の機關 とし、 此方 針の 下 
に 現行 制度を 改善す ると 云ふ此 二箇條 がご ざい まし 
た 吾々 の 主張す る 所は 此方 針の 下に、 今日の 水產講 
習 所を 擴張 致しまして、 萬ら 技術 研究の 機關と 致し 
まして 淡水魚の 研究に 資したい と 思 ひます (ひや ひ 
や〕 國 家の 富を 增殖 する に付きまして、 十 地に 對し 
ましては •近頃 開懇肋 成 法の 如き ものが ございます 
然るに 此 水面に 對 して >  1 町步 僅に 平均 五 圓の收 入 
のみに して 如何にも 殘念で あります、 或る 湖沼に て 
は 一町 步 七十 圓の收 入が ございます ので、 若し此 割 
合で 水面の 增 收を圖 りましたならば、 其收撞 は 現在 
の 十倍 二十 倍に 達する と 思 ひます、 日淸 日露の 兩戰 
役の 當 時に 於き まして、 淡水魚の 鍵 詰が 盛に 軍用に 
供せられ たので ありました が、 其 ? 5- 時には 洵に 粗製 
濫造が 行は れて、 ® ふべき 現象が ございました、 そ 
れが爲 めに 大に 淡水魚の 聲價 を_ したので あります 
願く ぱ 之に 要する 所の 材料、 即ち 飴で あると か、 砂 
糖で あると か 云 ふ 物を 精 撰を 致しまして、 どぅか 此 
淡水魚の 發達を 促し、 殖產 興業の 基と 致したい ので 
あります •之に 就きまして 私は 尙ほ 詳細に 調べて置 
きました けれども、 時間を 费す 虞が ございます から 
之を 速記 錄に 登載され んこ とを 留み ます。 

(參 照〕. 


水_§|習所內に淡水科特設に關する 01 議案  10 五 


院議 衆 會_ 帝 回一 十四 第 


滞 艰築港に閱する迚譯案 


0 五 r 


琵琶湖の 調査 

一 琵琶湖 {r. 淡水湖 中 本邦 第一位を 占め 其 水 n 良好 
にして 冬期と 雖も 湖の 一隅た も 結氷す る «f なく 
S 期 水 辟 is 三十 度 内外の 時に 於ても 深 / fr ほ 八 度 
內 外の 低 溫を 保ち 溫水 冷水 I'H 族の 扱 息に £3 一し a 
に 多 柿. 類の 水 族坫息 し界航 の 吠 辟 亦 測られ さる 
もの あり 今 一般に 知られた る ものの み にても 魚 
類 五十八 ?- TT 其 他 貝類 e 類に 至る 迄 凡そ 淡水 性に 
M する 物 中 一も拔 m せ さるものな し 
一京 都 帝 國 大學兒 科大學 に 於て は 玆に臨 湖 K 驗所 
なる ものを 琵琶湖に 設けたり 而も 同所 (3: 淡水 動 
揃 物に 就き m 理の蕰 奥を 研究す るを 以て n 的と 
す 之と fnj 時に 更に , l.'T 地に 應 用して 講習 生を 3S 成 
し蓊殖 及 製造 方法を 講す るは 我 水產界 の爲 めに 

缺 くへから さる 緊要 ?] f とす 

一 琵琶湖 ほ 滋賀縣 の 中央に 位し 東西 五 里 二十 四 町 

南北 十六 里 九 町 周 間 五十 九 思 三十 二 町 面積 四十. 

四方 里 半滋賀 縣 地積の 六 分の 一を 有し锊 に 本邦 

に 於け る 最大の 淡水湖な りと す 

一水 產試駿 場は 同縣犬 上 郡福滿 村 大字 平 田に 在り 

明治 三十 三年 四月の 創設に 係り 其 面積 三千 七 百 

七十 二 坪を 有す 事務 南 物置 炊 餌 室を 除く の 外は 

全部 池而 となし 親 魚 飼育 池 •  H 孵化 池 其 他 淡水 

魚族 各種の 試驗 池に 供用す 而 して 他に 本場 附随 

として S 根と 滋 M 郡 小 松に義 魚 場を 設け 高 島 郡 

知 內に孵 化 場を 設く 

一水 產試驗 場 設立 以来 之に耍 したる 經费 並に 右に 

勁す る國庫 補 肋 金 左の 如し 

年  次  試驗場 费國庫 補助金 

n  R 

明治 三十 三年 度  -'—000 

三十 四 年度 一! I、 四 七 公 六 〇 六.  <00*0 8 

三十 五 年度  r a T s<l  1、 00 0 * 0 8 

三十 六 年度  g、s 一一え ^ -'000— 

三十 七 年度  ra'ss.i  一、 000 c?> 00 

三十 八 年度 1 11 、八 興 A 2 l o oooooo 

三十 九 年度 1 11 o OE « lg  S0-000 

四十 年度  11 r ii ^ lloo  i.000 

四十 一年 度 一 f ft l o so  §0.000 

四十 二 年度  1 riHa a oo o 24 00* 000 

四十 三年 度 一 rs a?. *ooo  §0*000 

四十 四 年度  g、 八 一一。 0 8 §0.000 


大正 元年 度 
二 年度 
三年 度 
四 年度 
五 年度 
六 年度 
七 年度 


六、 一 一詈〇〇〇 
六、 0 七 一 占〇 〇 

31 •§ 

S、 七 ー ー七 〇 〇〇 
2 八  七 .000 

r  零 000 

r 一一 七 .000 


■•so 
§0.000 
§ 0.000 
§0.000 
1.000 
§0.000 
§0.000 


合  計 空、 I 二、 100 •§ 

一 琵琶湖 十一® 年繼續 事業 約贰拾 萬 11 
琵琶湖の 魚族 中 將來最 も有薙 なる 魚類は！ T 鱒 
鳗 なる を 以て 縣ほ 明治 四十 一年 度ょり 大正 七 年 
度 迄 十 一箇年 繼續事 業と して 右三 種の 稚魚を 萎 
成 或は 購入して 之を 湖 中に 放流し 以て 其 蕃殖を 
圖りつ X あり 之に 要する 經費 左の 如し 

年次  金額 
明治 四十 一年 度  1111 、〇八 -¢3 •一 K0 
四十 二 年度  S、 四 一公 七 g 
四十 三年 度  11 f ^ t>E00 
四十 四 年度  一 -t5 、@I 八 SMO 
大正 元年 度  一へ養 * |1九0 
二 年度  U O K •九 5 
三 年度  一へ S I1 又 八 0 
四 年度  冗、 is 
五 年度  一へ 一？ 一九 0 
六 年度  K、 a -fci e  七  1 0 
七 年度  一一 n o t 六  1 0 
合  計  一 突、 <麦 •六 四 〇 

琵琶湖 第二 期 養殖 事業 費 

年度  金額. 

大正 七 年度  .  1 0 、薹 A II0 

八 年度  一一 一 「一 1 七 〇 

九 年度  一九、 § 九 •商 〇 

十 年度  R、 ft tig 

十一 年度.  一へ S 1 •ルん 〇 

十二 年度  一一 0 、一 H4 八 A 八 0 

十三 年度  一一 0 、一八 R3 A S 

十四 年度 •  一气 S HKK0 

十五 年度  一へ 裘 1 

十六 年度  一ぺ 35 交0七0 

合  計  一九 一、！？ 1110 

一滋賀 縣水產 事業に 要する 經费は 前記の 通りに し 

て 明治 三十 四 年度 以後 荷 年 五百圓 乃至 一千 圓の 


補 肋を 國 萌 ょ 〇 受けて 畀りた 〇 然るに 明治 四十 
I 年度ょり 十 一箇年 5 事 梁に 著 手した るを 以 
て 之に 要する 經费 のみに て も 試驗場 經 常 ? 5 の 三 
倍乃至四拮の多きに達するを以て其當時 !0£ 々國 
庫糾 肋金拊 額の 申誚 を爲 したる も 遂に 增額せ ら 
る、 に 至ら さりき 

一 琵琶湖に 於て 使用す る 漁具 (3; 其 種類 甚た 多く 今 
其 種類を 擧 くれは 左の 如し 

一 定置漁業に 慰す る もの  六 種類 
一張 網 類 漁業に 屘する もの  一種 類 
一區劃 漁業に II する もの  二種 類 
一 特別 漁業に @ する もの  三種 s 
一 許可 漁業に 屬 する もの  廿五 種類 
一 琵琶湖の 漁 躍 高 


年  次 
明治 三十 八 年度 
三十 九 年度 
四十 年度 
四十 一年 度 
四十 一一 年度 
四十 一一 I 年度 
四十 四 年度 
大正 元年 度 
二 年度 
三年 度 
四 年度 
五 年度 
六 年度 


金 


額 

11 、八 四 一 
一一 七 七、 七 E0 

1 5 1、<一1|1 

K 3= 

四 八 0 i 

蓑、 _ 

ws g 

Ms、 交 六 
S 一、 七 六 一 

# ■ 
3i 七 一、 1 11 七 〇 

m 七 1 r fe 八 

塞、 七 一九 


現今 漁獲高は 一町 步に對 し 十二 貫 二 百 三十 八 匁 
を算し 天然 產水 族と 相俟って 將來 重要 魚類の 人 
爲增殖 を 謀る へき 餘地頗 る大な り 
0 岩崎勵 君 本案 ほ 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託され んこ とを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異翳 ぁりま 
せぬ か。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 ぁり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議がなければ， 議長 指名 
九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました、 日程 第 十 
二、 淸津 築港に 關 する 建議案を 議題と 致します、 委 
員 長 米 田 ffl 君の 報吿を 求めます。 

第 十二 淸津築 港に 關 する 建 _ 案 (奥 田龜 
造 君 外 三 名 提出〕 (委員長 報吿〕 


〔米田闬君登咁〕 

〇 米 m ^g 君街報吿致します、木案l^ 's ^ •? 1v ^.' . ,: . 
開きまして、 其 間 委 H 諸君と 政府 ^ ： u との fin に a l:!J 
應答 を m ねまして、 それより 政府の 所見を K め まし 
た 所 か、 政府は lit 案に 全然 同 SC を 致して® ります、 
其 同 SC する 所以は、 此淸津 港 ほ 朝 P?? ならす、 1 rf 
洋に 於け る 有力なる 大 ® であると 云 ふ 答 辯 も ありま 
した、 而して 其 港た る や、 水底 深く して : -7F; 六 .! K 噸 C 
船舶が n 由に 出入す る こと' か / 1! 來得ら る、 と ^ ふ S 
奔も出 來て 居る、 仍て吉 會 線の 開 iffi を 見る i f. .1 時に 
海陸の IP 絡を 収 るのに は， 此港ほ 最も 必要であって 
他に 聯絡を JR る 港 (j 無い と 云 ふまでの 答 辯を m たの 
であります、 仍て委 M 0- ほ © is 稚謎の h、 之に 希 rfj 
を附して、全會一致を以て可決致しました、其 -.',' 閉 
は r 吉 會 鐵 m の 開通に 對應 して 淸津築 港の 完成を 期 
すること」斯の如き希望を附して、全會一致可決し 
たる 次第であります から、 常 院に 於き ましても 滿相 
一致の 御 賛成を 仰ぎた ぅご ざい まナ 、此段 御 報 I1? 致 
L ま^ N 

0 岩 崎勸君 本案は 委員長 報吿 通り 可決せられ んこ 
とを 望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼ふ湃 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長の 報 i*f に 御 異讁あ り ま 
せぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異戤 なければ 委 a 娱報吿 通 
り 決しました。 

〇 岩 崎 ® 君 日程 第 十三に 對 して 延© の 励 戤を提 出 
致します。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 日程 十三の 建識 案の 延 會 の 励 
議が あります が、 御異簌 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ 延 會 に 決し 
ます、今日は是にて散會。 

午後 三時 八 分散 會 


〇 大正 八 年！ 一月 || 十 B (木曜！ 3〕 

牛 後 一 蹄 十四 分 開 II 

議事 H 程 第 十四 號 

第一 輸出 羽 |〖重精練業法中改正法律案(瞧_ 

1 院) 第一 讀 窗の續 ( Is 長) f 


院議 衆 會議國 帝 回一 十四 第 


第||未成年者飲酒取線法案(部§|陆外)第 

I 讀畲 

第三 辩理士 法案 一 14 M ffi± i 3 第一 讀會 

I  i 人 法案 (鱗 -^ 綿 ||± 晒 君) 第一 讀 
一會 

第五 水産業 統 I 榇關 設置に 關 する 建議案 

淸太郞 右 外)  r 
二 名趄 出) 

第 六 固立榮 S 硏究所 設立に 關 する 建議案 ( B?r 

傲 志 男 外 十 j  -ffi 

第 -fc 潔 1 成に 關 する ® III S (郡 細 _ 睹 

■)  c 委員長 報吿〕  • 

第 A Bil Ig に關 する— 案 (滞 騎球 «- 

a r 委 M 長 報吿) 

第九樹 物 業 組合 及 葉 煙草 耕作 湖 合に 交付金 下 

付に 關 する ® 一案 ® 却 ■漏 傾 外) (委員 

長 報告〕 

第 十 葉® 草 耕作 ■紐 合に 交付金 下付に 關する 建 

li Ml s sl l)  c 委 1 ) 

〇蕺長 c 大岡 育浩 君) 諸般の 報 きがあります。 

〔原 田 書記官 朗 讀〕 

一 去 十八 日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

精神病院 法案 

一 去 十五 日 議員より 提出せられ たろ 譲 案 左の 如し 

水 產業 統一梆 關 設置に 關 する 建議案 

提出 密唐端 淸太 郎君 佐々 木 平 次 郎君 

鹋缂宇 八 君 

國 立榮蕃 研究所 設立に 關する 建議案 

提出者  河 野 撤志嵙 中 村 靜興君 

大林森 次 郎 坍 佃 安之 丞君 

金 杉英五 郎君 行德煺 男 君 

我 如 古 樂一郞 君 八 木 逸郎 君 

山 根 正 次 君 伊 iK 重 君 

秋山金也君齋藤紀一君 

齋跋誇 雄 君 土 谷 全 次 君 

土 fe 淸三郞 君 

一昨 十九 日 餞 負より 提出せられ たる a 案 左の 如し 

染料 ：丄 業 保 ii の 爲關稅 改正に 關 する 建議案 

提出者 鈴 木 錠 臓 君  中 村 啓 次郞君 

木津川 治水に 關する 建 蕺案 

提出者 齋藤珪 次 君 小 田 切 磐 太 郎君 

長 田桃藏 君 


一昨 十九 日钃员 ょり 提出せられ る W 問 主意 钭 左の 
如し 

社會 主義 JS 締に關 する 質問 主意 書 

提出者  鈴 木 富士_ 君 
一議 員の 異動 左の 如し 

高知縣 郡部 選出 81 負 H 學博士 白石阆 治 君 去 十七 
日 死去せ り， 

〔左の 報吿は 朗讀を 經さ るも參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 十五 日 財政 整理に 關する 臨時 調査 機關 設置の 
建議案 委員 古島 一雄 君 辭 任に 付 其の 補闕 として 
鈴 木 梅 四 郎君を、 時局の 影響に 因る 地方税 制限 
擴 張に 關 する 法律案 委員 則 元 由 庸君 辭 任に 付 其 
の補闕 として 中 倉 si 次 郎君， v 孰れ も 議長に 於て 
選定せ り 

一昨 十九 H 委員長 及 理事 ¥. 選の 結果 左の 如し 
利息 制限 法 中 改正 法律案 委 M 

委員長  ■  赤 尾 S 作 君 
理事  北 井— 1 
伊 萬 里， 佐 世 保 間鐵菹 建設に 關 する 建議案 委員 
委员長  中 倉 萬 次 郎君 
理事  大內蜴 三 君 
四國 海岸 循環 鐵道 建設に 關 する 建議案 外 二 件委 
, 

委員長  林  毅陸君 
理事  高 島兵吉 君 
羽 越 ffi 斷鐵道 建設に 關 する Efi 籙 案外 一件 委員 
委員長  小 林 源 藏君 
理事  石 川 玄三君 
水產 講習 所 内に 淡水 科 特設に 關 する 建 K 案 委員 

委員長  小 W 切 磐 太郞君 


理事 


古川 


淸君 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 S 員 H 學博士 白 石 直 治 君病氣 

の 所、 療養 其 効な く、 遂に 去る 十七 日 死亡せられ ま 

した、 洵に 痛惜 哀悼に 堪 へませ ぬ、 例に 依つ て 遺族 

に 吊 詞を 贈りました、 此段御 報告 致します I 是ょ 

o fr 議を 開きます。 

〇 法 學® 士鹈 澤總 明君 大正 七 年 勅令 第： 一一 百 七十 三 

號外三 件の 委員 會を 開きたい と 思 ひます から、 御 許 

可を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造冇 ： >  御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇議 長 (大岡 育造®〕 御 異議 ありませ ぬから 許可 致 
します •諮問 iJJ 項が あります、 左の _ M より 請暇の 
申出 あり、 病氣 に付丟 十七 日より 向 ふ 二週間 諷訪部 
;t 左衞門 君、 母 大病の is め 今 11 十日より 向 ふ 十日 間 
菊 池 良 一 君’ 病 氣に付 明 二 十一 日より 向 ふ 二 週間 大 
藪 房次郞 封、 右 請暇を 許可して 御 異議 ありませ ぬか 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御異 _な ければ 是も 許可 致し 
ま^ — 豫算 委員長 齋藤珪 次 君より、 本會議 中に 委 
員 # を 開會 致した き 旨 申出が あります、 許可して 御 
異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 許可 致します 
朝鮮 平 元鐵道 急設に 關する 建議案 李 員 長 一宮 房 


治 郎君ょ 本锊議 中に 同 委員 會を 開會 致した き 旨 
申出が あります、 許可して 御異 _ ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 是も 許可 致し 
ま -i — 日程 第一、 輸出 羽 1 1m 精練 業 法 中 改正 法律 
案 第一 讀會 の續を 開きます、 委員長 松 井 文 太 郎君。 

第一 輸出 羽二重 精練 業 法 中 改正 法® 案 ( 
政府 提出‘ 贵 族院揆 付〕 第一 讀會の 
續 (委員長 報吿 X 確定 議) 

〔松 并文太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

〇 松 井 文 太 郎君 fi /H 羽二重 M 練 業 法 中 改正 法律案 
の 委員 會の經 過 並に 結果の 御 報告を 致します •本案 
は 最近 發達 致しました 輸出 縮緬 並に 輸出 壁 等の 絹 織 
物に 對 して •精練 業者を 収締る S めに 此法 案を 出し 
たのであります、 即ち 海外 需要 地の 信用を 高め、 益 
々其 II 出額を 咐大 ならし めんと 云 ふ 趣旨の 案で ござ 
います， 至極 簡 m なる 案の やぅで ございます るが、 
併ながら 此 法案の 運用 如何に 依りまして は •斯業の 
發展上 重大なる 關 係を 有しまして， 或は ® 出 絹織物 
の 最も 多額を 占めます る 所の、 從來の 羽二重の 精練 
業 法 統一に 影 懲を來 す處が あります 爲め に、 委員 會 
に 於き ましては、 政府に 對 しまして 種々 質問 應答を 
致しました、 其耍點 を 二 三 玆に御 報吿を 致します、 
我國の 輸出 織物は 漸次 發展 を吿げ まして、 昨年 即ち 
大正 七 年度に 於き まして、 羽二重が 約 一億 萬 圓 ，輸 
ui 縮緬 並に 輸出 壁 等に 於き まして 約 三千 餘萬圓 、其 
他の 絹織物を 合計 致します と 大正 七 年度に 於き まし 


ては 一億 五六 千萬圆 の 轍 出を 見る やぅな 盛 况を來 し 
たのであります、 是 等の 原 W に 就きましては 種々 あ 
らぅと 存じます るが、 是 等の 製品に 對 しまして 檢査 
を勵 行し •若く は 精練 業 法を 發布 致されて 精練 業者 
を 取締る と 云 ふが 如く、 即ち 我國に 於き まする 所の 
海外 貿易品に 封し まして、 何時も r-il 製 濫造 若く は不 
正の 行爲を 防遏 しました 所の 効果が •最も 與つて 力 
ある ものと 信す るので あります， 併し 是 等の 精練 法 
杯を 發 布せられ ました 當 時に 於き ましては、 營槳者 
間、 即ち H 接の 利害を 持ちます 所の 精練 業者， 並に 
之を 委託 致します る 所の 機業 者 間に 於き ましては、 
非常なる 反 對を唱 へまして、 政府が 此法案 を ] « 施 致 
される に 就きまして ほ、 數 多の 苦心と 努力を 費され 
たのであります、 即ち 福 井 縣の 如きは 六箇 年， 石 J!! 
縣の 如きは 十箇 年の歲 月を 要しまして •漸くに して 
所期の 目的を 達しまして、 羽二重 精練 業の 絞 一を 一一 
られた のであります、 斯樣 に其實 施の 當時に 於き ま 
しては， 其 等の 當業 者が 種々 なる 苦情を 一 , 日 へまして 
反對を 致しました けれど 4、 今日は 其 効果 甚大な り 
と 認めまして、 却て 當 業者より 是 等の 希望を 以 ちま 
して、 最近に 於て 勃興 致しました 所の 即ち 今回 政府 
が發 案を 致されました 所の 輸 m 縮 獅 並に 輸出 壁 其 他 
の 絹織物に 對 しまして、 檢査 の實施 並に 精練 業 法の 
改正を、 各生產 地の 同業組合 若く は 日本 輸出 同業 組 
合 聯合 锊 よりも、 政府に 再三 申請を 致した ので あり 
ます， 斯 く申詞 致します と 同時に、 從來の 羽二重の 
精練 業 法に 依つ て、 精練 業者 即ち 製產 額に 伴は ぬ 所 
の多數 の 精練 業者を 統一す ると 云 ふことの 意味に 於 
て、 改正を 要 §3 したので あります、 而 して 是 等の輸 
出 縮緬 並に 輸出 絹 杯の 織物に 對 しまして は， 昨年の 
七月より 檢查 を® 行 致されまして、 今復た 玆に此 法 
案の 改正を 見る ことにな つたので あります、 併な が 
ら此 精練 業 法を 實施 致されます に 際しまして、 單に 
法規に 規定して あります 所の 設備 さへ 備 つて 居り さ 
へ すれば， 之を 許可す ると 云 ふこと になり ましたな 
らば >  多年苦 心を 致しました 所の、 羽二重の 精練の 
統一まで も破壞 する 處が あるので あります、 則 ち ri 
出 縮緬 並に 輸出 絹 等の 織物は、 羽 一一 ® よりはより 以 
上の 高尙 なる 織物であります に 依つ て、 是 等の 機械 
を 以て 精練 致します れば 、自然に 羽二重を も 精練し 
51 る 設備になる のであります るに 依って、 玆 に十數 
年間 苦心を 致されました 所の、 政府の 苦心を 水泡に 


輸出 羽 二 甭嵇練 菜 法 中 改正 法律案 第 一讀 會の緵 


〇五三 


朱 成年者 汝酒収 耢法案 第一 ^ (3-r : 


〇 五 四 


麵 


i 


0 する ^ があります 爲め に， 委員 f7 に 於き まして ほ 
是等の 法案 SVK 施せられ る 上に 於ても、 其 運用 上從 
來の羽 二 m の错 f'!; 楽 法を 發布さ れ ました ? & 時の 主旨 
を以 \乂政府 (?. 1:? 施致されるや否やと云ふことを政 
府に 御發を したので あります、 政府 は 之に 答へ られ 
まして 生 產地 の狀况 の 如何に 佐つて JR 松 按排を して 
依然 羽 二 ® の 精練 業 法を 1? 施 致した 當時の 方針を 以 
て、 之を It' 施 致す ので あると 云 ふこと ほ 御 答に なつ 
たのであります、 又 年額 五 百 萬圆以 上を 產出 致し ま 
する 絹 紡を 以て 製織 致します 所の、 即ち 絹 紬若 くは 
柞 e 絲を以 ちまして 造ります 所の 絹紬 若く は 紡績 絲 
を 以て 造ります 所の 富士絹 等に 對 しましても， 此精 
練 法を 適用す ると 云 ふ兗 味に 於て， 修正の 意見を 持 
たれた 娄員も あつたので あります、 政府は 之に 對し 

て， 是等の 織物に 對して ほ 其檢査 を 博. 施して、 目下 

行 (3: れつ、 ある 所の 不正 手段を 防遏 する 意志で ある 

と 云 ふこと を 御 ^ になつ たのであります， 又此 法律 

は 是が發 布の 日を 勅令を 以て 定める と 云 ふこと が 附 

則に あります のを- H： 下 斯る法 律が ありませ ぬ e め 

に、輸山縮緬並に轍出絹に續々不正行爲が現れまし 

て、 是 等の 劣等 品が 市場に 積り まして、 際價 を駿し 

つ、 あるので あります るに 依て、 委 員 中の 或 人は、 

勒 令を 以て 定む とあります のを， 發 布の 日ょり 之 を 

15 施す る、 即ち 一日 も 早く 本案の W 施を 希望した の 

であります が、 政府は 之に 對 しまして 、幸に 本案が 

兩院を 通過したなら げ 、三月 上旬を 期して、 其實施 

に 入る fa りで あると 云 ふ 御 答が あつたので あります 

斯 樣に政 府と 質問 應答を 致しました 結果、 本案 ほ 全 

會 一致を 以て 可決した ので ございます、 何卒 本院に 

於 かれましても. 直ちに 御 可決 あらん ことを 箱 II 致 

します、 此段御 報 f? を 致します。 

〔拍手 起る〕  • 

〇 岩 崎 動 君 本案は 讀會の 順序を 省略して、 委員長 

報告の 通り 可決 確定せられ ん ことを 菌み ます。 

0_ 長 c 大岡 育造 君〕 岩 崎 哲の励 識 に御異 _ ほ あり 

ませぬ か。 

〔「異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 13 科の® 序 

を 省略して、 可決 確定した る ことを 宣吿 致します、 

日程 fs 二、 未成年者 飲酒 取締法 案の 第一 10 會を開 き 

ます、 提 m 者 根本 正 君。 


第二 朱 成年者 飲酒 収締 法案 (根本 正 君 外 


三 名 提出〕 第一 詡會 
未成年者 欧鸪取 締法 

第 一條 未成 者 ハ 酒類 ヲ 0C 用 スル コト ヲ得ス 
未成年者 其/自用- 一 供 スル 爲 酒類 及 器具 ヲ 所持 
スル トキ ハ行 政 / 處 分ヲ以 テ之ヲ 沒收ス 

第二 條營業 上酒 類 ヲ供給 スル 者 ハ 朱 成年者 — 酒 
類ヲ飲 用 セ シメ 又 ハ 其 / 自用- 1 供 スル n トヲ知 
リテ 之ヲ阪 賣 若 ハ 給與 スル コト ヲ得ス 

第三 條前條 -1 違反 シ タル 者 ハ 十 II 以下 ノ科 料- 1 
處 N、 

第 四條營 業 上酒 類ヲ 供給 スル 者 ハ 家族、 雇人 其 
ノ 他ノ從 業者 M シテ 未成年者 -I 酒類 ヲ飲用 セシ 
メ又ハ 其ノ 自用-一 供 スル 3 トヲ知 リテ之 ヲ販賣 
若 ハ 給與シ タル トキ ハ 自己 ノ指揮 一一 出 テ サルノ 
故ヲ以 テ處 罰ヲ免 ルル コト ヲ得ス 

第五 條營業 上酒 類ヲ 供給 スル 者- 1 シテ 未成年者 
又 ハ 禁治產 者 ナル トキ ハ 本 法-一依 リ之二 適用 ス 
ヘキ 罰則 ハ 之ヲ 法定代理人-一 適用ス 但シ營 業 — 
關シ 成年者 卜 同ー ノ 能カ ヲ有 スル 未成年者-一 付 
テ ハ 此ノ限 II 在 ラス 

第六條 法人 ノ 代表 若 其ノ 他/ 從 業者 法人 ノ 業務 
二 關シ本 法 1 1 違反 シタルト キハ 其ノ 罰則 ヲ 法人 
-1 適用ス 

法人 ヲ處_ スへキ 場合-一 於 テ ハ 法人 ノ 代表者 ヲ 
以テ被 街 人 トス ， 

附則 

本 is ハ 大正 八 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〔根本 正 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 根本 正 君 未成年者 飲酒 取締法 案の 理由を 申 上げ 

ます、 本案に 就きましては、 旣に 諸君の 御 承知の 事 

であります から、 極く 簡單に 述べまして、 之に 關す 

る 參考其 他の 書類は、 _ 長の 御 許可を 得て。 例の 通 

り 之を 速記録に 載せて 演說に 代 ふること に 致したい 

と 思 ひます* 昨坧 提出 致しました 法案 ほ i£ に 一箇 條 

であ. 〇 ましたが •本案は 極く 最初此 法案を 提出し ま 

した 時に 立 返つ て、 尙ほ 詳しく 取締法を 書いた ので 

あります、 是は 貴族院に 於き まして、 胙年 も ^ 員 會 

に 於て 否決に ほな り ませぬ で完金 なる 法に 致したい 

斯う 云 ふやうな 委員 會の意 見で ありました からして 

本案は 六 筒條に 渉る 所の 法文に 致した のであります 

是ほ 諸君の 御手 許に 上げて あります から、 別段 一々 


申 述べ ませぬ、 全 詨 未成年者 结酒法 案なる ものは、 
學生 徒弟 朱 成年者を 保 莲 する 所の® 味を 以て 成立つ 
た 所の ものであります* 其 第一の 理由と する 所は- 
我が 帝 國の敎 育の 方針と 云 ふ ものが、 明治 三十 11 年 
一月 二十 三日に 帝 國諉窗 に纽謎 が 現れまして、 其® 
議は 小學 校の 挖業料 を全趑 せなければ ならぬ、 立® 
政治の 最も 大切なる ものは、 後來の 父たり 母た る 者 
をして* 健康に 且つ 常識 ある 所の 國民た らしめ なけ 
ればな らぬと 一 -h ヽ ふので， 歐米 先進 國に傚 ひまして、 
授業料を 全勝し なければ ならぬ と 云 ふ 建議が 本院に 
出た のであります、 其 建議が 二月 十五 日に 通過し ま 
して、 其 結果と して、 即ち單 に 建議の みならず 、法 
律を 以て 小學 校の 授業料を 全躞 しなければ ならぬ と 
云 ふ 法案が" 明治 三十 二 年の 二月 十四日に、® 松產 
慶君外 七 名の 吾々 政 友會の 議員が 提出した 譯で あり 
ます、 で 此小學 校國庫 補助 法案が 同月の 二十 三日に 
可決 確定され ました •それ故に 授業料と 云 ふ ものが 
明治 三十 二 年までは 小學 校で 徵收 されました けれど 
も‘ 其以來 地方费 となり， 國鹿 となり， 即ち 此法案 
の 結果， 國庫 より 二百 萬圓宛 毎年 / ti した ことで あり 
ます、 而して 何れの 先進 國に 於き ましても •小學 校 
授業料 —— 即ち 小學校 費用と 云 ふ もの ゝ半 分、 或は 
七 分、 八 分と 云 ふ もの ほ 國庫で 出して 居る からして 
噬 に 二 百 萬 圓宛で は 足らぬ と 云 ふので、 年々 歳々 諸 
君の 賛成を 得て 當議會 に 建議して、 即ち 昨年より 其 
二百 萬圓な る ものが •一千 ,®; 圓 に增 加した ので あり 
ます、 其 他小學 校の 費用に 付きまして は、 後との 殘 
りの 六 千 萬圓と 云 ふ ものが 地方 S5 になつて 居る ので 
ある、 兎も角も 明治 三十 二 年までは、 此小學 校 生徒 
の敎 育と 云 ふ ものは、 父兄の 意に 委して、 さう して 
授業料を 取つ て 居つ たこと であります る， 授業料を 
取る 故に、® 者は 學校へ S る ことが 出 來 ずし - -t: ハ 或 
金の 有る 者の みが 學間 をし、 智識を 5 r 國民た る資 
格を 持つ やうな ことにな つて 居つ たこと である， そ 
れでほ 宜しくない、 どうしても 國民敎 育と 云 ふ 名の 
下に •租税を 以てしなければ ならぬ と 云 ふこと で， 
諸君の 御 賛成を 捍て 、三十 二 年の 二 月 二 十 H 日に 可 
決して、 それより 阈費 となり、 或は 地方 費と なつた 
ことであります， 斯の 如く 法® を 以て 學齡兒 fc の敎 
育と 云 ふ ものを する 以上には , 之に 對 する 所の 取締 
がなければ ならぬ と 云 ふの が 即ち 此禁酒 法の W る 所 
以で あります、 で 御 承知の 通り 此 未成年者 喫® 禁止 


法と 云 ふ ものが. 明治 三十 三年に 出ました、 其 理山 
を 以て 喫煙 禁止法と 云 ふ ものが iaj に 通過され て* 今 
日は 法律に なつて 居る のであります、 然るに 此 酒の 
方に 至つ ては、 如何なる 理由であります るか •過る 
二十 P3 年の 間に I 衆蓀院 ほ 明治 四十 一年よ 〇 八 回 
通過され ました、 而 して ft 族院に 於き ま L て li , & 
度も否決の運命を見るに至りましたけれども、昨邛 
ほ W ち i'!: 族院に 於き まして 是ほ否 決したん でない、 
十分なる 即ち 完全なる 所の 法 fti を 提出す る やうに と 
言つて、 政府へ 迫つ た譯で あります. 0 ，で 斯 C 如き 
理由を 以て、 第一に lit 未成年 渚 0< 酒収締 法を 提 S す 
る ことにな つたので あります る， 第二には 御 承知の 
通り、 此提 出の 理由 FJ に ffi いて ある 通り、 未成年者 
(3: 洵に 育つ 時に 於て 酒を欧 みます るなら ば、！ 2 に煺 
康を 害し •心臟 を拟し •又は 筋 其他發 育を： 惡 くして 
其靑牢 は 衰弱せ しめられ ると 云 ふの が i つで ありま 
す、 或は 其靑 年の 血管と 云 ふ ものは、 若 も 酒を f± む 
ならば •酒精の 作用に te りまして、 K を 變 化する、 
さう して 病氣 になる と 云 ふこと が、 完全に H! 學上' 一 
めら れた所 であります. •又 第三には 身 粒は 褎へ 、或 
は 肺臓より 湧出る 所の 炭酸の -M と 云 ふ ものは 減 C、 
其他種々の害を來す、第四に於きましてほ、或ほ腎 
醆實質 を 脂肪 性に！！ じ、 老廢 物を 排除す 石 こと 能は 
ざる やうになる、 或は 肝臓を 肥大なら しめて、 さう 
して 靑年 の發 育を 害する， 其 他 消 貪 器を 悪く する、 
或は 血管の 運 励を 縮める と 云 ふやうな 種々 な 邨逬 が 
あるので あります、 故に 第 I に學 生の te 康を芮 する 
のであります 、鼠に 學生 のみならず、 陡 弟 或は K 他 
勞® に關 係す る 所の 子弟と 云 ふ もの、 發育 を、 大に 
害するやうなことになる譯で & ります，で此未成年 
者 飲酒と 云 ふこと に 就きましては、 极 ¥ 今日に 於き 
ましては •此 議場の 討論 問題の 範幽 を脫 しまして、 
具體 的に 實行法 案を 出す と 云 ふ_ になつ たので あり 
ます、 又 倫理 道德の 方より 進みまして、 國家の 政治 
問題と なつて、 今日は 大に 之を 考へな けれ ぱなら ぬ 
譯で あります る、 で 亞米利 加の 法律は 今を 去る こと 
三十 七 年 前に、 未成年 港 飲酒 取締法と 云 ふ ものが 出 
来て 居る、 英吉利に 於き ましては 十九 年 前に 111 來て 
此法 案の 如き も、 丁度 英杏 利に 法律が 出來る 時分に 
提出され ました けれども •英吉利では 通過し ました 
が •日本に 於き ましては、 今 n まで 之を： iiu 過す る こ 
とが 出来ない 故に、 第一 健康に 害を する •或 (X 經济 
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| の S にも y? をす ると 云 ふやうな 譯で ありまして、 殊 
に lit 學中： の 時代に 酒を 飲みまして、 此害を 受けた と 
ころの 奔は紉 々あるので あります、 即ち 先年 有名な 
る 大學の 中： 徒で あつて、 洵に成 緵も 良かつた ところ 
の 者が、 上野の 華 is で 送別 會を 致しまして 酒を 飲ん 
だ 結果、 其 人は 某 少將の 伴で あつたが >  靑 山高樹 町 
に歸る 途中に、 靑 山の 善 光寺の 井戶へ 入つ て 亡くな 
つたと； K ふこと、 是は 事實 であります、 さう して 井 
戶の中 ょり 制 ffl が 出て、 初めて 其學 生であつた と 云 
ふこと が 分つ た •斯 の 6n き 事は 全く 酒の 害 あると 云 
ふこと を 能く 示した ものである、 或は 其 他神奈 川縣 
の 或學 生が、 平 稻 田の 或る 下宿屋に 泊つ て 居つて— 
火事の 時分に 熟睡して 居て， 遂に 燒死ん だと 云 ふ 例 
も ある、 其 他 稲々 なる 畨を來 した ことは、 是は私 が 
申 上げる まで もな く /- » 諸君の 御 承知の 事であります 

( f 簡輯に L ない と 反對 します ぞ」 と 呼ふ潢 あり) 

此問 題は 決して 黛 派 問題では ない のであります 、實 

に國 家の 大問 題で ある、 私の 此 言葉を 分らない やう 

な 人が あるから、 此法 案が 成立たない ので ある、 此 

法案と 云 ふ ものは 0 に IR 大なる 所の 粥で ある (拍手 

起る) 此遏の 諸君と 云 ふ もの iT 實に國 家の 大事を 

顧みない 者と 私は 斷言 する ので ある (拍手 起る〕 私 

は 實に 今日は 喜ぶ のであります 、當 議場に 於て 今日 

まで 此處に 御 出に なつて 御演說 を爲 さる 方に、 酒を 

飮んで 居る 御 方 ほ j 人も無 い、 箬に是 ほ 世界の 大勢 

を 鑑みて、 餘程 jtt 步され たこと、 私 ほ M ふので あり 

ます， 今： n llt 二十 Eg 年の 間に どう 云 ふ 人が 反對 され 

たかと 云 ふなら ば、 私は 連に 悲しむ のであります、 

さう 云 ふ 八は 今日此 讁 會 に 列席す る ことが 出来ない 

是は其 選舉 席の 區民が 大に 世界の 大勢を 知つて、 酒 

飲 誘 •員を 當潠 させない 所の 結果で あらう と 思 ふので 

あります、 P (「のう <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 笑聲起 

る) 是ほ事 ra であります、 若しも 證明 しやう と 思 ふ 

ならば、 證明す る ことが 出 來る ので ある、 山口縣 の 

兩君の 如き、 佐々 木 安五郎 君の 如き (「伊 柬知也 君 

の 如き」 と 呼 ふ 奢 あり) 小 河 源 一 君の 如きは、 基に 

悲む べき 哉 逝去され ました、 其 他 (「 规 らも あるで 

はない か 一と 呼 ふ 者 あり) 伊 束 君は 是は 乂 特別な 御 

方で あ 〇 ますから、 私は 玆に申 上げ ませぬ けれども 

諸君 •此問 題は 決して 軸々 しい 間 題では ない ので あ 

ります •我 U 本 帝國 の後來 益々 lit 界列强 と共に 大に 

競爭 しなければ ならぬ、 時節に 於き まして、 酒を 飲 


む 所の 子 m が ありましたならば ■是 ょり 二十 年 三十 
年 過ぎたならば •我 帝國の 盛運、 或は 一 我 運、 此盛衰 
を Sr 何に 卜する ことが 出 來る かと 云 ふことは、 私は 
爰に證 據 立て. る ことが / J'. 来る， 今日 歐洲の 講和 會議 
に 於て， どう 云 ふ 人が 牛耳を 執つて 唐る かと 云 ふと 
亞米利 加の 大統領 「ゥヰ ル ソン」 であり ませう、 又 
此世界 の動亂 を 起した 所の 獨 逸と 云 ふ ものは、 どう 
云ふ譯 かと 云 ふと、 麥 酒の 結果で ある、 麥 酒の 飲ん 
だ 所の、 即ち 傲慢 無禮の 精神を 持つて 居る から‘ 獨 
逸と 云 ふ ものは 亡びた のであります (拍手 起る) 亞 
米 利 加は 何故に 今 n 澤山の 金が 出來 、交通 機關 が備 
はり、 普通 敎 宵 の爲 めに 六 七 億圓の 金を 費す やうに 
なつた のは 何で あるかと 云 ふなら ば —— 酒を 飲まな 
いで、 三十 七 年 前に 未成年者の 禁酒が 行は れ ました 
から、 今日 ほ 五十六 十に なつた 人が 即ち 國會議 負に 
もな つて 居る から、 亞米利 加の 四十 八州と 云 ふ もの 
が、 三十 六 州まで 禁酒 國にな つて 尻る のでは ないか 
斯の 如く 即ち 亞米利 加の 國が 今日 金が ある、 或は 僅 
か數 月間に ■£! 五十® の ir; (を 出し， 五 百億の 金を ffi へ 
ると 云 ふやうな こと (X 、何の S めで あるかと 云 ふな 
らば •四 r/r 十 年間 禁酒 主義を 其 國に搬 張して さう し 
て儉約 をして 銀行へ 金を 人れ •貯蓄した 結果で ある 
と 云 ふこと が 證 明が 出来る ので ある、 是は 伊 m 君 も 
御 賛成で あらう と 思 ひます (伊東 知 也 君 「賛成で あ 
り ませぬ」 と 呼 ふ) なければ まあ 貴方は 恐らく 貧乏 
する かも 知れない (伊東 知 也 君 「しない」 と 呼 ふ〕 
諸君、 其 趣意を 以て 本案は 決して. 輕 々しく 諸君が 思 
ふ 所の 間 題では ありませ ぬ， 諸君の 子孫、 日本の 後 
来に 向つ ての 盛 ii の 決まる 所でありまして、 若しも 
國民敎 育と 云 ふ ものが 國邱茭 辨に 非ず、 昔の 通りで 
あつたなら ば、 どうな つて 居り ませう か、 今日は ど 

うしても 子供が 馬鹿にな つたなら ば 諸君の 御 損で あ 

る、 諸君の 御子さん が 假 りに 無い とも、 敎育 費と 云 

ふ ものは 出して 居る のであります、 法律を 以て •此 

國税を 以て、 或は 地方 費を 以て 敎育 費を 出して 行く 

ならば、 其 子弟を 取締つ て、 此國 民と 云 ふ ものを 立 

派に すると 云 ふの が •即ち 我 日本 帝 _の 國是て ある 

と 云 ふことは、 私 ほ 斷 言して trll らぬ 事であります、 

(拍手 起る〕 どうか 諸君、 此 問題は 黨脈に 依らず， 

JH 義 公道の 問題と して、 滿場 一致を 以て 篤と 御審 _ 

の 上-通過 あらん ことを 希 11 します。 

〔拍手 起る〕  * 


未成年者 飲酒 取締法 案 理由 書 
未成年者の 身體谷 部の 組織は 未た 完全せ さるを 以 
て 之を 成年者に 比すれ は 「アル コール j の 浸 害を 受 
くる こと 一曆多 大に して 其の 最患 ふへ きものは 全 
國幾 萬の 學生か 飲酒の 爲其の H 的た る學 業を 成す 
能は さるに あり 是れ 文明 諸 國か幼 者の 飮酒取 締に 
關し 特に 嚴重な る 規定を 設くる 所以な り 
英國に 於て は 千 九 百 一年 八月 十七 日議會 を 通過し 
其の 翌年 一月 一日より 施行せ る 幼 者 酒類 M 買 取締 
法 あり 又 米國に 於て は 千 八 百 八十 二 年より 千 九 百 
二 年に 至る 二 十 年間に 谷 州 相 前後して 未成年者に 
酒類を 販賣 する 事を 禁止す るの 法钳 を實 施し 千 八 
百 九十 年より 千 九 百年に 至る 十 年間に 於て 合衆國 
の 人民の！ E 命 ix 平均 四 年と 十分の一を 伸暢せ りと 
ほ 米國敎 育 協 會 「ハント」 氏より 先年 菊 池 前文 部 
大臣の 通信に 確報せられ たる 所な り 殊に 近 來米國 
に 於て は 倍々 酒 害の 國家經 濟及國 民の 衞生上 に 及 
ほす 影響の 甚大なる を 憂 ひ全國 禁酒法を 制定せ む 
とする の 時に 當り 我が 國に 於ても 大に酒 害の 研究 
に勉 めさる へからす 今靑 年に 對 する 飲酒の害た る 
大要を 擧くれ は 左の 如し 

一 心 8i の神經 又は 筋肉を 刺戟して 之を 衰弱せ 
しむる のみなら す 其の 筋 質を なして 脂肪に 
變せ しめ 終に 其の 作用を 完全に 營 むこと を 
能 ほさら しむ 

二 血管は 酒精の 作用に ffi りて 變 質し 血 臟 の爲 
に往々 破裂す る こと あり 彼の 卒中 症の 如き 
は 全く 腦血管 の 破裂に te る ものな り 

三身體 袞へ 肺臓より 呼 出す る 炭酸の 量を 減し 
炭酸の 排泄 減 すれは 即ち體 内の 酸化 作用 妨 
害せら る 其の 結果 體溫 減し 身體衰 ふ 

四 腎臓 ^ 質を 脂肪 性に 變し 老廢 物を 排除す る 
こと 能は さらしむ 

五 肝臟を 肥大せ しめて 常 形の 二倍と 爲すに 至 
るの みならす 膽 汁を變 して綠 色と 爲し® し 
きは 黑 色と 爲 すに 至る 

六 消 食器の 粘膜を 害し 血管の 彈力 性を 變弱せ 
L む 

七 血管 運動 神經に 麻痺を 起す を以 つて 血管 劇 
張し 血行 活潑と 爲り諸 器 管は 一時 興奮し 從 
て 腦の判 力を して 錯雜 ならしめ 興奮の 爲諸 
器 管 活 潑と爲 りし 後 fi.l 飲酒を 持緝 すれは 先 


つ小腦 侵され 爲に筋 肉を 指揮す るの ; J 減 弱 
し 僅に 褙進 したる 體溫 忽ち 減退し 身 |§ 寒冷 
と爲 るへ し 

故に 孰れの 點 より® 察する も 酒の 人身に 有害無益 
の 毒物た る や 明な り 吾人 國民 は將來 の 良民と 爲る 
へき 未成年者に 對 して 最愛なる 親糙を 施行し 之を 
監督 養成す へき 大責 任を 負擔 する か 故に 法律に 依 
り 未成年者の 飲酒を 取締る は 決して 干渉に 過く る 
ものに 非 さるな り 偶 本案 實 行の w iffi を 說く者 ある 
も 其の闲 難は 搵 り 本案の みに 限らる へきに 非す 若 
之れ を 口實 として 本案の 廢棄 を唱 ふる 者 あらは 是 
强 竊盗盡 きさる の 故を 以て 之を自 ‘ 由に 放任す へし 
と說き 其の 取締の 全蹬を 主張す る 者と 何 そ擇ふ 所 
あらむ や 是れ 其の 制定を 必嬰 とする 所以に して玆 
に 本 法を 提出す る 所以な り 
(參照 〕 

玆に歐 米 谷 a の 法典 中より 幼 者の 飲酒 禁止に 關す 
る條 項を 摘 載し 以て 參稽に 資せむ とす 
◦  f カリ ホル-ー ア」 州の 法律 
r カリ ホル- 1 ア 」 州は 千 八 百 九十 一年 三月 十一 日を 
以て 幼 奢 飲酒 禁止法を 制定せ り 
幼 者 飲酒 禁止法 

第一 條滿 十八 年 以下の 幼 者に 酒類を 阪； K し 又 
は 給 典した る 者 並に滿 十八 年 以下の 幼 者を 來 
客と して 出入せ しめたる 飮 酒店 料理店 等の 店 
主は 失 行 罪と して 之を 處 分し 二 西 圓以上 六 西 
圓以 下の 罰金に 處す 

本條の 罰金を 賦納し 得さる 者は 地方 監獄に 於 
て 百日 以上の 禁錮に 處す 
第二 條 此の 法律に ！ R 觸 する 法律 規則 (3: 總て 之 
を 廢棄す 

第三 條此の 法® は 議定の 當 日より 有効なる も 
のとす 

〇 「メイ リ ランド」 州 法律 
酒類 肢締法 

第 八十 九條第 二 項滿 二十 一 年 以下の 幼 者 年齡を 
僞て成 年 者と 稱し 酒類販 賣者 より 酒類を 職 求し 
たると き ほ 該幼 者を I 一圓 以上 四十 圓以 下の 罰金 
に 處し五 日 以上 三十日 以下の 禁錮に 處す 
同 第三 項滿 二十 一年 以下の 幼 者の 爲め 酒類を 瞄 
求した る 者は 四十 圓以上 fn ffil 以下の 罰金に 處し 
三十日 以上 九十 日 以下の 禁錮に 處す 
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未成年 莕砍酒 驭 締法案 第 I 讚 la- 
〇英國 幼 者 酒類迓 買 取締法 (明治 三十 四 
年 八月 十七 日 可決) 

英國 皇帝 陛下 ほ ft 族院及 衆議院の 協賛を 轾たる 幼 
年 酒類 a 買 取締法を 裁可し 茲に 之を 公布せ しむ 
第 I 條千八 百 八十 六 年に 發布せ られ たる 幼 者 
酒類 H 買 肢締 法は 之を隧 粱す 
第二 條 酒類 販賣營 業 免許を 有する 者 酒類の 何 
たるを 問は す 情を 知て 滿十四 年 以下の 幼 者に 
之を 販 H 若は 交付す ると き 又 ほ 人を して 該幼 
者に 販寶 若 {i 交付せ しむる とき ほ 四十 志 以下 
の 罰金に 處し 再犯 以上 ほ 五磅以 ： 卜の㈣ 金に 處 
す m し 腿 M 者の 住宅 又は 執绍 勞綳 所に 於て 販 
H 若は 交付す る 場合 並に 酒類 寶買 の塌 所以 外 
の 地に 於て 消费せ られむ か爲め I 平 (二百 五 
十二匁)以上の分短を器物に入れ該器物に栓 

を 爲し且 封印 L て 販® 若 ほ 交 fl する 場合は 此 

限に 在らす 

何人た るを 問 ほす 酒類を 惕 へき 目的を 以て 酒 

類を 販 0 せられ 若は 交付せられ 又は 配賦せ ら 

るる 場所へ 情を 知て 滿 十四 年 以下の 幼 者を 使 

-に送 る ことを 禁す 此の 禁を 犯す 者は 前項の 罰 

金に 處す m し販贷 交付 又は 配賦せ らる へき 酒 

類 若は 前 51 の 如く 器物 中に 封印せられ たる 場 

合は 此の 限に 在らす 

第 n 一條 酒類阪 賣營業 免許を 有する 者は 酒類の 

交付者と して 家族、 僕婢、 雇人 等を 使用す る 

ことを 得 

第四條 此の 法の 下に 訴訟の 起り たる 場合に 於 

ては 此の 法は 英國に 於て は 千 八 百 七十 二 年よ 

り 同 七十 四 年 まて 施行せられ たる 酒類 兔許條 

例、 蘇 格 闕に 於て は、 千 八 百 二十 八 年より 同 

九十 七 年 まて 施行せられ たる 酒類 免許 條 例、 

愛蘭に 於て は 千 八 百 三十 彐 年より 千 九 百年 ま 

て 施行せられ たる 酒類 免許 條 例と 同一の もの 

として « 釋せら るへ きものと す 

第五 條此の 法に 於て 「栓」 と稱 する は 塞 子の 

種類の 木た ると 其の 他の物 體た るを 問は す總 

て 之を © と稱 する ものと す 

封印と 榊す るは 其の物の 何たるを 間は す 之を 

破壊せ されは 栓を 引抜く 能は さるものを 云 ふ 

第六條 此の 法を 稱して 千 九 百 一年の 幼 者 酒類 

£s 買 取締法と 云 ふ 


第 七條此 の 法は 千 九 百 二 年 一月 一日より 施行 
す 

英國幼 者 酒® H 買蔡止 法案の 提出 
英國 衆議院議員 「クロム ビ IJ 氏より 同院に 提出 
せる 幼 者 酒類 S 買 禁止法 案は 千 九 百 一年 二月 十九 
日を 以て 同院の 議事 日程に 上り 同 三月 二十日 其の 
第！ S 會は 開かれたり 

是 より 先き 同 法案は 「サ ー、 ジョセフ、 リ ース」 
氏より 議院に 提出す へき 筈に て 氏は 多年 衆議 院議 
員と して 議場の 經驗に 富みた る 老練家な るか 故に 
議院 內 外の 禁酒 主義者は 深く 氏に 望を 囑し氏 も 亦 
法案 提出の 件に 付大に 斡旋す る 所 ありし か 不幸に 
して 病に 罹り 到底 同 案 提出の 如き 重大なる 責任を 
負擔 すへから さるもの あり te て 氏は 後繼 者と して 
「ク CI ムビ I 」 氏を 推薦し 同 主義者 も 亦 I 般に 之に 
同意を 表せる を 以て 氏は 則ち 「クロム ビ ー」 氏に 
後事を 託し 政界の 煩悶を 避け 暫く 閑地に 靜養せ り 
「ク a ムビ I 」 氏は 新進の 政治家 なれと も 其の 技倆 
の 非凡なる ほ 旣 に - lit 人の 認識せ る 所な れは 氏は 議 
院內 外の 輿望に 依て 愈々 禁酒法 案の 提出者と なり 
左記の 諸氏 ほ 賛成者と して 同 法案に 署名せ り 
前國務 大臣 「アスヶ ス」 氏 
「ドー グラス」 氏 
「ヘン リ ー、 フヲ ー ラ I 」 氏 
「サ ー、 エド ヮー ド、 グレ 1J 氏 

r ハー リ ■ — 」 氏 

「サ ー、 ジョセフ* リ ー ス 」 氏 

「サー 、 ウイリアム 、ホ^- ' y ウヲ ー ス」 氏 

「トリ トン」 氏 

「ヱ 1、 卜—マ ス 」 氏 
「ウイリアム、 ジョンストン」 氏 

「•ヒ ー ル」 氏 

一千 九 百 一年 三月 二 十日 午後 零時を 以て 禁酒法 案 

の 第一 讀會は 開かれたり、 此日傍 聽席ほ 開 會前旣 

に滿 員し 近年 稀なる 盛況を 呈し たりし か 原案 提出 

者 「クロム ビ I」 氏は 滿堂 喝采 拍手の 裡に 起立し 

て 左の 如く演 說せり 

「ク n ムビ IJ 氏滿 堂の 諸君よ •余は 原案 提出の 

榮 稃 を 得た る 事を 諸君に 感謝す ると 同時に 豫め諸 

君に 懇望す へき 一事 か ある 其れ ほ 外の 事て はない 

元來此 原案 提出者は 知名の 人物て ない (謙遜々々 

と 呼 ふ 者 あり〕 提出者 か 有名の 人士て ないから と 


云 ふて 併て 原案 其 物を輕 く 見られぬ 揉 预め希 轺す 
扨て 是 より 本 法律案に 就き 鄺 見を 開陳せ ん に、 抑 
々本案 ! 3: 三 個の 性格を 具備して 居る、 則ち 第一に 
本案 li 黛 派 問題に 非 さる こと (拍手喝采) 第二に 
本案は 時勢の 必要に 適合して 居る こと， 第三に 本 
案 ほ 禁酒 主義を 溫 和に應 用せ る ものなる こと •此 
の三涸 て あるか 溫和 なる 禁酒 主義に 對して 本院 屮 
何人も 反對ほ あらさる へし •否な 溫和な る 禁酒 主 
義ほ滿 堂 諸君の 勸迎 せらる、 所な らん (ひや、 ひ 
や) 回顧す るに 禁酒 主義者と 其の 反對 者は 近年 ま 
て ffl 共に 極端に 走て 氷炭 相 ¥¥ れす 前者 ほ 法律を 以 
て 一國の 酒類を 全滅し 根絶せ よと 說き 後者は 酒類 
の H 買の こと 並に 之を 飲む とか 飲まぬ とか 云ふ樣 
な ことは 一 切 法律を 以て 干渉す へからす と 論し、 
雙方 共實に 非常の 極端 主義を 固執したり しか 爾来 
世の 風潮 全く 一變 して 復た斯 る 極端 主義を 主張す 
る ことを 止め® 方 共に 中正 穩 和の 意見に 依て 酒類 
問題を 解釋 する に 至れり 余 ?« ほ 國 家の 爲 之を視 せ 
さるを 得す (ひや <〕 今や 酒類 問題は 抽象的 討 
論 問題の 範圍 を脫 して 具 體的實 行 問題と なり •倫 
理道德 問題の 域より 進みて 國家生 存 問題と なれり 
C 喝采 拍手〕 然り酒 類 問題 ほ 國 家の 生存に 大關 係を 
有する 實際 問題な り、 請 ふ 試みに lit 界進 化の 大勢 
を 見よ、 列國 間に 於け る 生存 競职は 年 一年に 激烈 
の 度を 加 ふるに あらす や、 此の 激烈なる 競 串 場裡 
に 立て ® 勝の 位置を 占む る 者は 必す 心身の 强健な 
る國 民なる へく、 劣敗の 悲境に 落 入る 者は 體格の 
軟弱なる 人民なら む 是れ 明々 白々 なる 自然の 數に 
して 而 して 酒は 人の 體 格を 軟弱なら しむる 諸 原因 
中實に 其の 絕大 なる ものに 非す や (大喝 采〕 果し 
て 然らは 酒類 害毒の 蔓延を 防 ® せむ か爲相 當の取 
締を爲 すは 國 家當然 の 義務なる へし (大喝 采〕 夫 
れ然り 酒類の 害毒は 之を B 止せ さるへから す、 m 
L 現代人 民の 飲酒に 由て 生す る 所の 細大の 弊害は 
嚴重な る 取締に 依て 一切 之を 掃蕩し 得へ きか 之は 
一の 疑問て ある、 激烈® 密の 法律を 設けて 之を ® 
行 するとき は 現代 國民 飲酒の弊 害を 悉く 除却す る 
ことを 得へ き や 否、 之は 疑問て ある、 而 して 余は 
今 玆に之 か 解 釋を試 みさる へし、 余は 過去 現在の 
國 民に 就て は 玆に 喋々 せ さるへ し、 然 りと雖 將來 
は 吾人の 眼前に 在り 今の 幼 者は 將來 の國 民な り、 
此の將 來の國 民は 今日に 比し 數層 激甚なる 世界 列 
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國半 ：存茜 争 5 P 挫に 立たん とする - vf なる か 故に ？ £ 等 
の 心身を 强健な らしむ るは 彼等の 父母た る 吾人 \ 
民の 一大？ 14; {£ に非すや(喝采拍手〕次代四災052 
格を 完全に 發育せ しむる ほ 常 代の 國 民た る ac n 人の 
一大 潢務に 非す や (喝采 拍手〕 -, R して 代 0' とせは 
吾人 ほ 酒類 害 S の 幼 者に® 染す るを 拽防せ さるへ 
からす、 是れ、 余银 同志 者 か 本案を 提出して I-f5 对の 
苡同を 求む 所以な り (拍手 大喝 采〕 •而 して： fri fel 
に關 する 現 時の 狀態は 如何、 彼の 飲酒 店 : -4 ,-.) 類阪 
S 店の 形况ほ 如何、 余！： よ〇是 等の 奴 N!; 兆の 拘を 
非 ffi する にあら す、 亦 店主 其の 人を W むる に 非す 
是等の 贷 梁 界中 には 哮 ろ© 敬す へき 人 も 少なから 
す、 然れ とも 次代の 國 民と して阀 家を M 1S すへ き 
少年 子弟 か 是等 の營槳 店に 出入す る ことに 關 して 
は 余萤 絕對 的に 反對せ さるを 得す (ひや <) 、 
精磘な る 統計に よれ ほ、 是等 酒店に： S 來す る -? f の 
中に て 少なくも 其の 四 分は 幼 渚に して、 & 等 
の 幼 者は 其の 初めは 父兄の 爲めに 酒を H ふに 過き 
さるに もせよ 腿々 酒店に 出入す るに 從ひ幼 者 0 か 
ら飲酒 の惡 習に 感染す る ことなき を 保し 難し、 否 
な ffi 氣を帶 ひたる 少年を は 吾人は 途上に 於て往 々 
目擊 する こと あり、 尤も 從來の 法 津も幼 者の 砍酒 
を _ 止せ さるに 非す •即ち 酒類の 營 は 其の 販 
® の 場所に て 飲 ffl せらる、 ものと 知りた る 以上は 
幼若に 脔渡す ことを 禁止せられ •酒に 醉ふ たる 幼 . 

者は P 察 官に依 て 拘留の 刑に 處せら る 去れと >  此 
の 現行法は 贽地 格別の 効用を なさ さると 云 ふ 其の 
次第 ほ 成る ほと、 阪饫の 場所に 於て 幼密は 飲 ) IJ す 
る ことを 得されと も K の 場所 以外の 池なら は 幼 莕 
は 現行法の 下にて 自由に ffl を 飲み m るな り、 又 酒 
に醉 ふたる 少年は 現行法に よ 〇 拘留の 處分 を受く 
ると 雖之は 酩酊せ る 少年 か瞥 察官に 反抗して 某の 
命に 服せ さる 等の 如き 場合に 限られた るに 似たり 
故に 余は 現行法を 評して 同 法は 幼 者の 飲酒を 制止 
すへ き 効力を 有せ さるものと 斷言 する を W ら す* 
是れ より 先き 政府は 幼 者 飲酒 弊害の 漸く 大なら む 
とする を 見て 即ち 調査 委 M を fr: 命し、 少年に 捫を 
迓 る ことに 據て 生す る 所の 弊害の 度 如何を •補 科せ 
しめたる に 其の 港 査の 結果は 幼 者に 酒を 迓るこ 
との 大害 ある 事！！： を 充分に 證明せ り •  m し 二十 餘 
名の 委員 ほ 自他の 問 多少 見解を 異にし 從て 其の 調 
査 報告書 も多數 者の 意見 及少數 者の 怠 見なる 二 ¥i 
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に 分れ 即ち 多數漭 は 酒を 幼 者に 賣る 者と 酒 W ひに 
幼 者を m る 父 ra とを 併せて rll すへ しと 報告し 少數 
老は 酒を 幼漭 に賣る 者の み 罰すへ しと 報告せ り、 
少數漭 ほ： 史に 附記して 日く 法 鉗は 興 論に 適合せ さ 
るへから す而 して 幼 者に 酒を 買 ほしめ たる 父母を 
罰する は 興 論の 資成 する 所に 非す、 故に 酒を a り 
たる 者の みを fll すれ ii 足れり と， 去れは 父母を bl 
すへ き や 否の 件に 付て は 多數少 數 二® の 調 ? £ 委员 
邦の 說を異 にす と雖 酒類を 寶りた る 者を 罰する の 
件に 關 しては 二 派 其の 意見を 同 ふして 而 して 亦 ® 
に 全 R 興 論を 薺 成す る 所な 〇、 此の 故に 余輩 同志 
者の 提出せ る 木 案は 金 國與 論の 後援を 撙 rl. 政府の 
寶肋を 得た る ものと 云 ふへ し 何とな れほ 調 ?t 委員 
は 政府の 代表 界 にして 而 して 本案は 同 娄 M 全部の 

S 見に 符合 すれ it なり、 IL 又 本案 か 本院に 提出せ 

られて より 以来 或は 肺 人の ff 格を 以て 成は 圈體の 

資格を 以て 本院に 宛てた る 哀訴 諸 願 W 並に 谷閼員 

に 宛てた る g 苦 狀は 其の ® 5 寶に 幾千 萬 通なる を 知 

るへから す、 rfD して 其の 大部分 ('£ 本案の 通過を 懇 

謂す る老に 在ら さる (t 無し 亦 以て 本案 か 輿論を 代 

衷せ るの 明證な らぬ (大喝 采 '若 夫れ 本案の 谷條項 

に 至りて ほ 其の 字句 屮 多少の 修正を 要する もの も 

あるへ し •本案の 提出者は 一字一句の 修正を も 施 

すへから さる 讁案 として 之を 本院に 提供せ るには 

非す、 即ち 幼 苦に 酒類を 寶る ことを 禁止せ むと す 

るを 以て 本案の 目的と なす (ひや <) 此の R 的 

を 達する ことを 得は 即ち 足れり、 仰き 願く は 本案 

をして 此 目的を W 撤せ しめよ (拍手 大喝 采) 

「クロム ビー J 氏の 演說は 之に て 終了し 夫れ より 討 

論に 入る 

「ホ ーゾ ゥヲー ス」 氏 (保守 黨錢 員〕 余は 本案を 

莰 成す、 法案に ^ して 熟 心なる 同情を 表す 

「ゼ ーム ソン」 氏 余は 本案に 反對な 〇、 併し 捫屋 

と 何 か關 係が あるから 反對 すると 蒋 做れ ては 迷惑 

なり •余は 飲酒 店に ほ 何等の 關 係を 有せす (此の 

とき 「ジョンストン」 氏 fii 合より 皮肉の 質問を 試 

み 「火酒 _ 造 所」 にも 關係な き やと 尋ねたり、 之 

には 「ゼ ーム ソン J、 氏 頗る 閉 rl したりと 云 ふ、 其 

の譯は 氏は I ダブリン」 市に 於け る 有名なる 火酒 

Eg 造 所の 大採 主な れ 13: なり〕 余は 決して 自から 爲 

めに する 所 あつて 反對 する 譯て はない‘ 本案は 結 

榴な 者て あるか も 知らぬ か 併し 本案に 由て 却て 祕 


密に洒 を 飲む 弊害 か珩長 しよぅと 思 はれる 

「タリ—」 氏 余 も 亦 本案に 反對 す、 尤も 余は 幼 者 

の飲酒することを大に_惡すれとも併し法律の力 

に 依て 此の 呢 害を 制止す る ことは 到底 / 11 来まい と 

思 ふ、 是れ余 か 本案に 反對 する 所以て ある 

「ル ーヵス j 氏 本案に 反對 

「トム キン ソン」 氏 木 案に 寶成 

「フロ ーヮ ー」 氏 本案に P; 成 

「ヲー シヨー ネシ I 」 氏 本案に 賛成 (同氏は 愛 lli 

より il 出せられ たる 少壯㈤ M にして 熟 心なる 賛成 

餅 說を爲 して 謎 場に 非常の 感動を 與へた り〕 

「ミドル モ ーア」 氏 斯かる 法案には 反 對せ さるを 

得す、 斯かる 法案は 破壊せ さるへから す 

「ハル デ— ン，： 氏 本案に 资成 す而 して 余 (3: 本案に 

對する 政府の® 織を 尋問せ むと 欲す 

(此のと き 政府 委員 席に 在りた る內務 次官 「n 
リング」 氏は H に 起て 左の 如く 答 辯せ' り〕 
「コリング」 氏 C 內務 次官) 内務大臣 「リッチ ー」 
氏 か 所 勞の 故を 以て 本日 出席せられ さるは 余の 深 
く悲む 所で ある、 併し 大臣 か 居ら さるに もせよ 余 
は 大臣に 代り 責任を 以て 答 辯す る ことか 出來 る、 
元来 政府は 本案に 對 して 干渉す る ことを 欲せす、 
本案の 取捨 It 全く 之を 謎 fl 谷 0 由 意思に 放任す る 
ことに 政府は 決定して 尻る •本案に して 第二 諝會 
を 開く ことと ならは 內務 大臣は 典の 時 意見を 述へ 
ら るるで あ. b ぅか 併し 同 大臣は 本案の 幼 者 年齢 十 
六 年を 改めて 滿 十四 年と なすへ きと 1; て 申して 居 
られた ，又 本案 第二 條中に 「情を 知て」 なる 文字 
を 抑 入す へしと 申 L て 居られた lit 意見に ほ 余 も 同 
感て ある (r  n リング‘ 氏 ! 3: 斯く答 辯して 演說の 局 

を 結 ひたりし か 其の 終局に 當りて 暗々 裡に 本案に 

對して 同情を 表せ さる かの 如き M 調を 漏したり〕 

「ハ— : I I 卜 j 氏 (自由 繫前 內閣 の內務 大臣〕 唯今 

內務 次 , 6- は 其の 答 辯の 結末に 於て 酒類 問题 に關し 

法律に 依て 幼 ^ ■ を 制裁す るは 不都合て あるかの 如 

き 口調を ii された るか 併し 若 之を 不 都合な 〇 とす 

れほ普 通敎育 問題に 關し法 律に 依て 幼 者の 就 學を 

制裁す る こと も 亦 不都合と 云は ね ほなら ぬ、 法律 

に 依り 幼 者の 就 學を督 促す るは 何人も 是認す る 所 

なると 共に 法律に 依て 幼 者の 飲酒を 制止す る こと 

も 亦 之を 是認す へき 箬 て ある、 故に 余 (3: 政府 か 本 

案に 對 して 出来 得る 限り 便 B: を 與へ以 て 本案の 成 


立を 賛助せ むこと を 希 SF す、 又 余は 本案を 法律 調 
杏 委員 會に 付託せ むこと を 希望す、 何とな れは本 
案を 全院 委員 ® • の議に 付す ると きは 本案 ほ 恐らく 
破碎す へ けれは なり 

「パー トレー」 氏 (倫 敦 市の 選出 議員〕 余は 犬に 本 
案に 反對 す、 余は 本案の 破滅を 熟 望す 
「サンド— ソン」 氏 余 13: 本案に 大赞 成な 〇、 余の 
選出 地なる 愛 (1 の 人民 ほ 其の 政 ®. 宗派 及 階級の 何 
々たるを 問は す國民 一般に 本案に 對 して 深厚なる 
同情を 表し 本案の 通過を 熟 轺 せり (拍手喝采) 本 
案を して當 期翳會 を 通過せ しむる ほ 全く 政府の 責 
任に 屣す而 して 余は 此の 責任を 完ぅせ むこと を 政 
府に向 て 懇望す る 者な り C 滿場 拍手 大喝 采〕 

( 「サンド— ソン」 氏の 演說を 了り たる ほ 午後 五 時 
過な りし か鹏て 原案 提 m 者なる 「夕 ロ ムビ —J 氏 
より 討論 終結の 動議を 提 m せり) 

〇討論 終結 

議長 唯今 「ク C ムビ IJ 氏の 提出せ る 討論 終結 
の 励 BI に 就き 採決す へし 
討論 終結を 可とする 者  四百 〇七人 
討論 終結を 否と する 者 •  三十 一人 
討論は 玆に 全く 終結せ り 
〇 採決 

議長 次に 第二 讀會を 開く 可き や 否やに 付き 採決 
すへ し、 之を 開く を 可とする 者 It 則ち 「可」 と 云 
ひ 之を 開く を 否と する 者は 則ち 「否」 と 云 ふへ し 
「可」 と 云 ふ 者  三百 七十 二 人 
「否」 と 云 ふ 者  五十 四 人 
依て 本案は 非常の 大多数を 以て 第二 讀 #? を 開く こ 
とに 確定せられ たり 

是 より 先き 鐵長か 第二 10 會を 「可.」 とする 者 過半 
數な りと實 吿する や 本案の « 對者 なる 「ゼ ー ムソ 
ン j 「 タリ ー」 の 諸氏より 異議を 提 ⑴ して 「否」 と 
する 者 多數な りと 主張し 之れ か爲め 議場は 一時 混 
雜を極 めた るか 議長 か 最後に 「可」 「否」 兩派 議員 
に 起立を 命し 衆議院 書記官を して 其の 頭數を 精 JS 
せし むる に 及 ひ 前記の 如き 結果を 得た るな り 
次に 「 ク n ムビ ー」 氏より 本案を 法律 調査 委員に 
付託す へしとの 動 翳を 提出し 全院 委員 會の議 に 本 
案を 付す る ことの 不可なる 理由を 簡明に 演說 した 
〇 しか、 時 恰も 閉場 時刻に 接近せ るを 以て 當日ほ 
之に て 閉場せられ たり 


又 右の 「可」 三百 七十！ 一人と 「否」 五十 四 人を 政 
黛に 類別す れは 左の 如し 

「可」 三百 七十 二 人 

へ 0 由 黨出席 
議員 全部 


此の 內_- 


保守 黨 
統一 黨 
國民黨 


百 四十 七 入 
百 三十 二人 
四十 二 人 
五十！ 一一人 

四十 三人 
三人 
•  十 人 


「否 JK 十四 人 

f 保守黧 
此 の內譯 統 一 黛 
一 國民黨 

但し 自由 黨の出 席 per 中 否に锊 成した る 若は 
一人 も 無く  •則ち 自由 黨員は 全部 擧て禁 酒 法 
案の 寶成密 なりと 知る へし 
又 右 表 中の 統一 黨ほ 「チャ ムバレ ン」 氏 「デ 
ボン シャィア」 公 等と 共に 曾て 自由 黨 ょり 分 
離せる 一派に して 國民黨 は 即ち 愛闕 ょり 選出 
せられた る 議員の 團體 なり 又 自由 M の 名士に 
して 前， 1 閣 大臣たり し 「ハ ー コ—卜 」 、 「ジ 

ヨン、 モーレ ー 」、 「バン ナー マン」、 「ア 
ス ケス」、 「チャ ー ル、 ジルク 」 等の 諸氏は 
當日打 揃 ふて 誘 場に / ii 席し 熱心なる 拍手喝采 
を 以て 禁酒 派の 演說 を ®! 迎し II 採決の 際 「ク 
ロム ビ IJ 氏の 動® を 賛成せ り、 然るに 本案 
に反對 して 第二 讀會を 開く を 「否」 とせる 保 
守黨員 以下 J>: 十四 名の 議員 中には 知名の 人士 
皆無に して 平凡の 識員 のみな りしは 當 0 の I 
奇觀 にて ありき 

「ハ， n 丨卜 」氏 は f グラット ストン」 氏 終身 
の 親友に して 「ダ」 氏と 共に 議場に 出入せ る 
こと 數十 年、 其の 間 r ク 」 氏と 共に 內閣に 列 
せし こと 前後 數 回に 及へ り、 自由 黨中 議員の 
經驗に 於て 「ハ ー コ ート J 氏の 右に 出つ る 者 
なく 氏 ほ 實に 自由 黨屮 屈指の 老政治家なる か 
禁酒法 案 第 i_ 會の ％'了 せる 後 或る人に 語て 
日く 「クロム ビ— 氏の 説は 余 か 議院に 於 
て 多年 賴聞 せる 演說 XT 悬  <  善美なる ものの 一 
な 〇 と、 以て 「クロム ビー J 氏演說 の® 値を 
察する に 足らむ 

英國諸 領地の 酒類 販賣に 關し幼 者に 酒類を 販賣す 
る 者を 罰する 法律は 大同小異な るを 以て 茲に 之を 
槪 括して 幼 者の 年 齣と 罰金の 額の みを 略記 すれは 
左の 如し 


未成 尔者飲 酒 取締法 案 第一 譖會 


一 〇五七 


院議 衆 f? 謎 國帝回 一- 1- 四';:'!; 


未成年 湃欣 酒収締 法案 第 一 m 台 


11 琴 一年 以下 


v パス ス  n  シア 

ぐ 

■丨ス 、ウ H スト、 テリ トリ 1J に 於て は 幼 者年齡 十八 年 以下、 初犯 罰金 二十 五 弗、 罰金を 納付し 


得さる とき 禁錮 一箇月、 再犯 罰金 : A: 十 弗、 兔 許狀沒 收 、罰金を 納付し 得さる ときは 禁錮 二 箇月 

「オ  ゾ  タ  リ 


「ブリン ス 、エド ワー a 


r ク 
「セ 

r 夕 


v 


•へ 

チ 

マ 


ル 


ヲ ,/ 幼者夺 親 二十 一奇 以下 
ヲ」\ 罰金 七 弗 以上 五十 弗 以下 

{未 或 年 者 

罰金 十 弗、 酒類 販 0 營業六 箇月 停止、 再犯は 罰金 二十 弗 •酒類 販賣免 
許狀 沒收 

(未 * 年 者 

ク 」\罰 金 二 弗 •罰金を 納付し 得されは 禁銅 二週間 

ス - / 幼 者 ^ 齡 十五 年 以下 

;」\ 罰金 十留 、再犯 以上は 罰金 二 十留 


ァ」 _ 讎 3 
「卜： ダット 夂 _ sl 麵鞋年 以下 

「ター クス、 ア I イラン ド」 

「ヴィクト^ 'ァ」 { ll il si ss s 下 


金 和 歸 ル 下、 再犯 以上は SU 金11 十磅 以下 


前記 法律の 統計 英國諸 領地に 於て 幼 者に 酒類 
を販 S； する ことを 禁止す る 諸 州 ほ 約 三十 箇に 
して 

此の 內幼 者の 年齡を 十六 年 以下に. 定むる もの 
米國 未成年者 飲酒 禁止法 理由 ® 
未成年者の 身體 各部の 組織は 未た 完成せ さるを 以 

て 之を 老者に 比すれ は 「アル コ ー ル」 の 侵害を 受 

くる こと 一層 多大な 〇 其の 最 姐 ふへ きものは 全國 

都鄙 幾 萬の 學生か 飲酒の 爲 其の 目的た る學 業を 成 

す 能は さるに あり 是 文明 諸 國か幼 者の 飲酒 肢締に 

關し特 に嚴重 なる 規定を 設 くる 所以な り 

酒は 人身の 臓腑を 損傷し 血液を 汚 敗し 腦髓を 侵害 

し神經 を 麻庳す 

酒は 疾病 貧 闲犯罪 等社會 百害の 最大 原因な り 

酒は 國 家の 資力を 減殺し 國 民の 元氣を 消耗せ しむ 

酒の 原 質は 酒精 即ち 「アル コー ル」 なり 然るに 「 

アル コ— ル」 は 「モルヒネ」 又 ほ 「クロ  ロ ホルム 

J 等に 均しき 毒 藥 にして 專門辫 家の外は 濫に 之を 

使用す へき ものに あらす 

「アル コ ー ル」 の冑に 入る や 胄液及 唾液を 非常に 分 

泌せ しめて 消化 機の 調和を 破り 11 胃液 中 消化に 必 

要なる 「ペグ シネ」 の 作用を 妨害す 

「アル n  I ル， I の 血管に 入る や 血液 中の 酸素を ■取 

し 水分を 減少し 蛋白質を 凝固せ しめ 以て 血液の 作 


十二 箇 、十五 年 以下 六箇 、十八 年 以下 三箇、 
未成年者 三箇 •二十 一年 以下 十四 年 以下 十一 一 
年 以下 谷 一 一箇 宛な り 又 SS 金は 平均 五 礎 乃至 十 
礎な り 

用を 失は しむ 

「アル コ ー ル」 は 肝臓 腎臓 心臟 等に 危險な る 脂肪 變 
化を 起し 肺臓を 侵害す 

「アル n  I ル」 は 神經 及腦髓 を 刺激し 殊に 知覺 感情 
の 司府た る後腦 部は 「アル n 丨 ル」 の爲 損傷 せら 
る X こと 最大な り 

故に 何等の 點 ょり 觀 察する も 酒の 人身に 有害無益 

の 毒物た る や 明な り 或は 飲酒家の 肥 滿を 見て 健康 

の表顯 なりと 云 ふ 者 あれと も 事實は 正しく 反 對に 

して 其の 肥滿は 即ち 不® 康の證 左な り 蓋し 不淨な 

る 脂肪の 凝 積す るは 身體に 害 ありて 益な けれは な 

り 或は 酒 (3: 體溫 を增 進す と 云 ふ 者 あれと も 是亦誤 

謬の 見解な り 酒を 飲む ときは 其の 刺激に 由り て 瞪 

內の溫 度 外部に 發出 する を 以て 皮 厨の 神經は 體溫 

の增 加を 感す と雖 其の實 外部の 增加 は內 部の 減少 

に 由来す るを 以て 全 體の溫 S は 寧ろ 幾分 か 減退す 

る ものと す 或は 又 酒は 勇氣を 鼓舞し 氣力を 振興す 

と 云 ふ 者 あれと も 其の 鼓舞 振興た る や 恰も ® の 馬 

に 於け るか 如く 鞭を 加 ふる 憨々 激し けれは 馬は 唯 

た 益々 疲勞 する のみ 


要するに 酒類は 個人 又は 社旮を 害する 谷 铺の毒 惡 
物 中に て 其の 最たる ものな 〇 故に！ 一家 (3: 之を 禁止 
すへ き 義務を 有す 國家旣 に 阿片を 禁する 以上 |£ 酒 
類 亦 固ょり 之を 禁せ さるへから す 蓋 酒の 害毒は 阿 
片に 比すれ ぱ數 倍甚 しきもの あれは なり 之を 病 . m 
に 1 ii ふれは 阿片は 「コ レラ j 「ベスト」 の 如く 酒は 
肺病、 潑 毒の 如し 肺病徵 毒の 害毒は 「コ レラ」 「ベ 
スト」 の 如く 顯著な らされ とも 其の 陰險 頑强 にし 
て而 かも 流 毒瞄圍 の 廣大な るは 「コレラ」 「ベスト 
」 等の 遠く 及 ふ 所に あらす 
法律に ® り 未成年者の 飮酒 を禁 すれは 聊か 干涉に 
過る の 嫌な き歟と 疑惑す る 者 あれと も 現代の 老者 
と 現代の 未成年者との 關係は 一家 親子の 關 係と 毫 
も 異なるな く 即ち 吾人 國民は 將來の 良民と なる へ 
き未成年者に_して |'4 雷なる親權を施行し之を監 
督養 成す へき 大 責任を 負擔す る ものな り 此の 理を 
了解 すれは 前記の 疑惑は 自から 氷解せ む 或は 又 幼 
者 禁酒法 實 行の 闲難を 說く者 あれと も 其の 困難は 
獨り同 法に 限らる へきに 非す 若し 之を 口實 として 
同 法の 廢棄 を唱 ふる老 あらは 是强 竊盗盡 きさる の 
故を 以て 之を 自由に 放任す へしと 說き賣 淫絕 へさ 
るの 故を 以て 之 か 取締を 全 ® r すへ しと 唱 ふる 者と 
何 そ 擰ふ所 あらむ 

玆に 北米 合 衆國諸 州の 法典 中ょり 幼 者の 飲酒 取締 
に關 する 條項を 摘 載し 以て 參躇に 資せむ とす 
「アイ ヲヮ」 州の 法律 

第二 千 四百 三條 父母 又は 後見人 若は 醫 者の 保 
證狀を 有せ さる 幼 者に 酒類を 販賣し 又は 給與 
したる 者は 二百 圓の 罰金に 處す 但し 罰金の 一 
毕は該 罪狀 の吿發 者に 賦與し 一半は 該 罪狀發 
生地の 學校 基金 中に 寄贈す へき ものと す 
「オレゴン」 州の 法律 

幼 者に 酒類を 販賣し 又は 給與 したる 者 並に 幼 者 
を 川 入せ しめたる 飲酒 店、 料理店 等の 店主は 百 
圓以上 六百圓 以下の 罰金に 處し 一年以 內の 禁錮 
に處す 

右の 場合に 於て は 酒類 販賣者 又は 店主の 有する 
營業 免許 狀は 之を 官廳に 沒收す 
幼 者年齡 を詐 りて 滿二 十一 年 以上の 成年者と 稱 
し 酒類を 購求した ると きは 該幼 者を 五十 圓 以上 
三百 圓 以下の 罰金に 處す 

「イリ ノヰス j 州の 法律 


10 五八 

父母 若は 後見 \ 又 ii 两 &H C 
せ さる 幼 ^ に f!1 類を ' 1--; ベ  'と .： ^ 3 :した •v  四十 l 二百圆下罰 铝十 

十日 以下の 禁刹 に fe' す 

「ニ ーハン ブシヤ .一州の 法 fjf 

飲酒 店の 店 ホ 又は 酒類を 差 / II す ' 4£ 席の 席 - 1  • ドは 
滿 十六 年 以下の 幼 者を 出入せ しめ 又は 列席せ し 
むる ことを 得す 此の 四 項に W K したる 店主、 席 
主 等 ほ 四十 岡 以下の 罰金に 磁す 
「フ 〇 リダ」 州の 法？ £ 

第二 千 六 百 三十 五 胳 ii 萄汹 、麥酒 等 苟も 多少 
の酒精を含有する欣料を幼者に ^ 與したる诉 
は 無免許 密 S 罪に teo 之を 處 分す 

「アラ パ マ」 州の 法 ? li 

第三 千 3T. 百 1 一十 一條 酒類販 饺の 免許を 出願す 
る 若は 幼 者に 酒類を 阪 S し 又は 給 與せ さるへ 
き 旨を 骽 正に 宣餐 したる 荇約 e} を 當該 官跷に 
差 出す ことを 耍 す. 

紐 育 州の 法律 

酒税 法 第三 十 條會社 又は AAI 人に して 酒類 阪迓 
を營 業す る恶 は滿 十八歲 以下の 幼密に 酒類を 
阪寶し 又は 給與 する ことを 得す 
「ミ ゾリ J 州の 法津 

第三 千九條 父 S 或は監 锊界 又は 後見人の 記名 
せる 酒類瞄 求 認許狀 を 苻せ さる 幼 迸に 酒類を 
販費し 又は 給與 したる ものは 失 行 罪と して 之 
を處 分し 百圆 以上 四百 圆 以下の fril 愈に 處す 
西 r ゥ ヲルジ ニア j 州の 法 郎 
第 四千！ 一 百 四十 五條 何人に 限らす 幼密に 酒類 
を阪寶 し 又は 給與 したる 漭は失 行 罪と して 之 
を處 分し 二 百圓 以下の 剖 金に 龌し： 一； 箇月 以下 
の 禁錮に 處す 

第 四千 11 百 四十 六條欣 泗 店の營 梁 辨幼 渚を 登 
店せ しむる ときは 失 行 罪と して 之を 處分す 
又 同 州の 酒類 収締法 屮に左 の 一節 あり 
酒類 阪賣赞 業 免許の 出願者に 對し當 該 它艄 は 之 
に 免許 狀を 下付す る前預 め膂約 W を 差 出さし む 
る ことを 要す 

該誓約 書中には 該 出願者 滿二十 一笫以 下の 幼密 
に 酒類を 阪斑し 又は 給與 したる ときは 似 金 七 - T- 
圓を藉 II'. すへ きこと を 記載せ しむる ものと す 
又該锊 約軎 には 該出願 者の 販賣し 又 ほ 給與 した 
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る 酒類の 飲用した る 者の 醉狂に 由り て 生した る 
一切の ra 害は 該出願 者總て 之を 賠償す へき こと 
を 記載せ しむる ものと す 

「ウイスコンシン」 州の 法律 
第 千 五 百 五十 七條 飲酒 店 胬業審 、酒類 販賣者 
其の 他 何人た るを 問は す幼漭 に 酒類を 阪迓し 
又は之を給與したる荠は十_以上百_以下の 
罰金に 處し一 二十 H 以下の 禁錮に 處す 
「ミス シツ ビ」 州の 法 fu 

第 千 五 百 九十 四條幼 者に 酒類を 阪賣 する 者 又 
は 之を 給與 したろ 者は 一一 百圆以 上一一 千 M 以下 
の L SIJ 金に 處し六 箇月 以下の 禁錮に 處す 
第 千 六 TT 七條飲 酒店 贷業者 若し 幼 奢を 登 店せ 
しむる ときは 四十 閲 以上 一千 11 以下の M 金に 

鹿し 三 箇月 以下の 禁錮に 處す 

第 千 六 百 八條滿 一一 十一 歲 以下の 幼 渚 其の 年齡 

を 詐 りて 成年な 〇と稱 し 飲酒 店に 入りた る 場 

合に 於て 年齡詐 郴 の證據 を發 見した ると きは 

該幼 若を 四十 圓以 下の 6U 金に 臨し 十日 以下の 

禁錮に 處す 

「モンタナ j 州の 法律 

第五 百 四十 胳飮 酒店 又は： .' !■•) 類を 販貨 する 料理 

店の 營業荠 若し 幼 者を 登 店せ しめたる ときは 

失 行 罪と して 之を處 分す 

第五 百 四十 一條 何人に PM らす幼 者に 酒類を 阪 

熨 し 又は 給與せ むと するとき は 其の 父母 又 ほ 

監膂乳 の 認可を 受けさる へからす 若し 其の 認 

可を 經す して 之を 販 M し 又は 給與 したる とき 

は 販钱满 又は 給與 者は 幼济 の醉狂 に :- U 〇 て 生 

したる 金錢上 若は 財產 上等の 損害を 賠償し 且 

失 行 罪の 處分を 受く へき ものと す 

英國に 於け る 幼 者 酒類 費 宵 禁止に 關 する 

钶况 

英國 希 S9 協 會の運 励 十 有 五 年 前 即ち 千 八！ E 八十 

六 年 五月 十五 日を 以て 英國筘 a 協 會ほ幼 者 酒類 賣 

買 禁止に 關する 意見書 一 百 萬 部を 印刷して 之を 全 

國に配 布し 大に興 論を 喚起したり しか I.JJ B の 主意 

は 幼 者を 使と して 酒類を 瞄求す ると きは 幼 者の 身 

|?9 上及槠 神 上に 問 接に 11*1: 接に 非常の 惡影髁 を 及 ほ 

す もの あるか 故に 幼 者を して 酒類を 瞄 求せ しむる 

ことは 斷然 禁止せ さる ■へからす と 云 ふに 在り 

「コ -II ビール J 氏の 提出 魏案 衆議院 謎 員 「コニ 

朱 成年 荠欣酒 取締法 案 第一 譜會 


1 ビ ー ル， I 氏は 千 八 百 八十 六 年は 議會に 於て 幼 者 
に 酒類を II る ことを 群 Jh する の 法案を 提供せ 〇當 
時 藹院內 外の 同 as 者は 右 法案を： 迎 過せ しめん か爲 
め 犬に ® 励した れ とも！ f 幸に して 調會の 委員 會に 
於て 修正せられ たり 即ち 原案に 於て は 酒類 H 買の 
場所に 於て該 酒類の m 費せ ら る、 と 否と を 問は す 
幼 者に 酒類を 锊る こと (3; 一切 之を 禁止す るの 法案 
なりしに修正案ほ酒類資1只の場所に於て該酒類の 
消 ri せらる へき 場合に 限り 之を 幼 者に 賣る ことを 
禁止す る ことと せる か 故に 幼苹ほ 父兄 等の S めに 
酒類を 買て 之を 持ち去る ことを 得るな り斯 る不完 
全の 修正案に て ほ 固ょり 有志 家の 目的を 達する こ 
とを 得さる を 以て 禁酒 同盟 會希望 協 會其 他の 同志 
者は 相 一致して 貴 衆： H'J 院の各 議員に® 見 書を is り 
「n  -!1 ビール 」氏 の 原案を 復活せ しめん ことを 請 
求した れ とも. 逍憾な から 貴 衆 兩院は 委員 會の 修正 
案 通り 可決せ 〇 即ち 左の 如し 

酒類 取締法 (修正案〕 千 八 百 八十 六 年 可決 

酒類 販賣營 業 免許を 有する 者 情を 知て 滿十 三年 

以下の 幼 者に 酒類を 賣〇 之を 其賣 買の 場所に 於 

て 使用 消費せ しむる ときは 二十 志 以下の 罰金に 

處し 再犯 以上は 四十 志 以下の 罰金に 處す 
右の 法律は 譲 會に 於て 可決せられ たる 後 直に 
施行せられ たれと も 格別 善良なる 結果を 奏す' 
る ことを 得さり き 何とな れは該 法® の 下に 於 
て 幼 者は 酒を 買 ふたる 場所に て 飲む ことを •察 
せらる るに 止り 他へ 携帶し 行く ことは 自由な 
るか 故に 幼年 飲酒 禁止の 大目 的は 斯る 不完全 
なる 法 紐に 依て 決して 之を 達する ことを 得さ 
れはな り 

谷團體 の >■! 励 希望 協會 ，禁酒 同盟 會 、幼漭 飮 

酒 禁止 同盟 锊等の 諸圍體 は 千 八 百 九十 一年 十月 

更に 一百茁 部の 禁酒 意 兄 P} を 印刷して 之を 全國 

に 配布し 酒類の 弊害を 國民に 知悉せ しめ 輿論の 

力に 依て 前記 I コ --- ビー ル」 氏の 原案を して 

議會を 通過せ しめんと せり 然れ とも 今回 も 亦 翳 

會に 於て 否決せられ たり 

「ハルデン」 氏の 識案 同氏 も 亦 千 八 百 九十 六 年 

を 以て 幼 者 飲酒 禁止法 案を 議 會に提 /H したれ と 

も是亦 成功せ さりき 

其 後の 形 况是れ より 先き 禁酒を 主張す る 谷 補 

團體並 に 慈 誇 有志 家 等は 前記の 如く Is 百 萬 部の 


意見書 又は 雜 誌を 全國に 頒布し 或は 演說に 講話 
に 遊說に 百方 手段を 盡して 酒類の 弊害を 人民に 
知らし めた るを 以て 飲酒 上に 於け る 諸桢の 悪習 
慣 漸く 改善せ んと する の 狀况を 示し 殊に 幼 者を 
使と して 酒を 買は しむる の惡習 著しく 減少し 從 
前夜の 十一 時 頃 迄 銨 々として 幼 者 か 酒 買 ひに往 
来せる 街衢 も 近来は 晚 方ょり 此の 如き 兒 女の 隻 
影を 見さる に 至れ 〇 又 夜間 兒 女を 使に 出す の 結 
果は 5U 女の 朝® と so 從て 毎朝 小學 校へ 出席す 
る 者の數 を 減し 此弊 害は 就中 下層 社 ir に 於て 甚 
しかりし も 近來幼 者を して 夜間 使へ せし むる 惡 
習の 大に 減少せ るか 爲め 自然 勤學兒 童の 數に佾 
加を 来したり 一 小 習慣の 改良と 雖も 其成蹟 此の 
如く 著明なる か 故に 若し 吾人の 熟 望す る 如く 幼 
者の 飲を 全く 嚴禁し 幼 者に 酒類を 賣る ことを 禁 
止す るに 於て は 其 功績 酒の 偉大なる 實に 測り-知 
るへから さるもの あるへ し* 又 前記 諸 團體を 初 
め 有志 諸士は 爾来 「ロンドン 」、 「マン チェ スタ 
1/ 「リバ プー ル」、 「ダブリン」 等の 諸 都會を 
屮心 として 禁酒 運動を 繼續 しつ、 あるを 以て 「 
コニ— ビー ル」 「ハルデン j 諸氏の 法案は 不幸に 
して 破れたり と 雖も是 等 運動 か 間接に 直接に 好 
果を 奏せる こと 尠な しとせ す 
其 他の 運動 各 寺院， 諸敎 會、 坩會， 町 會幼者 
保護 會 、學務 委員 會等ほ 一方に 於て 政府 及議會 
に 向て 禁酒 運動を なすと 同時に 他方に 於て ほ 酒 
屋運動 を 開始し 全國の 酒類 阪賣營 范 免許を 有す 
る 者を 訓戒して 幼 者に 酒を 賣る，  へから さる 理由 
を說示 せり 

禁酒 運動の 反 對者由 來實業 家と 稱す るの 徒は 
唯是れ 我田引水 的 私利 我 慾の ? S のみ 彼等の 眼 屮 
には 唯 金錢 あるの み 彼等は 牽强 附會の 說を揑 造 
して 內務 大臣 及 議會に 宛て 幼 者に 酒類を 販賣す 
るも敢 て 弊害な き 旨を 具申した れ とも 固ょり 一 
顧の 價値た もな きものと す 
調査 委員 會禁酒 運 励 益々 激甚を 加 ふるに 從て 
政府 も 之を 默覗 する を 得す 即ち 調査 委員 二 十四 
名を 任 名して 幼 者に 酒類を M る ことに 由て 生す 
る 所の 弊害の 度 如何を 調査せ しむる ことと ほな 
れ〇 

調査 委員 會の 報吿該 報告書は 實に數 千 頁の 記 
事より 成る ものなる か 谷 頁 悉く 幼 者に 酒を 賣る 


の 弊害を 證明 する ものに 非 さるは なしと 云 ふ も 
敢て 過言に 非す 又 該報吿 は 多數 者の 意見と 少數 
者の 意見と 甲乙 二種ょり 成る ものにして 二 種 共 
に滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒類を M るを 以て 弊害 
ある ものと 認定せ り 但し 委員 二 十四 人の 內四名 
丈け は 多数 者 及少數 者の 意見に 反 對し幼 者に 酒 
を賣る も 全く 弊害な しとの 意見な りし か 此四名 
ほ 即ち 例の 實業 家中ょり 撰拔 せられた る 委員な 
れは 彼等 か 弊害な しと 言 ふ も 無理なら さる 次第 
なり 扨 又 右 甲乙 二種の 報呰は 左の 如し 
(甲〕 多數漭 報吿 

酒類 賣 買の 場所に 於て 該酒 類の 使用 消® せらる 
ると 否と を 問は す滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒類を 
費る ことは 一切 之を 禁止す へし 又該 年齢の 幼 者 
を 酒類を I 貝に 遣りた る 者は 之を 賣りた る 者と 同 
罪に 處す へし 

(乙〕 少數者 報告 

酒類 賣買の 場所に 於て 該 酒の 使用 消費せ らるる 
と 否と を 間は す滿 十六 年 以下の 幼 者に 酒類を M 
る ことは 一切 之を 禁止す へし 即ち 見る へし少 數 
報 吿者ほ 幼 者を 酒 買に 遺り たる 父兄を は 之を寶 
りたる 者と 同 罰に 處す るの 意見を 闕 くと 雖も幼 
者を して 酒を 貿ほ しむる の 弊害は 少數 者多數 者 
の 共に 等しく 認定す る 所なる を 
.法律 改正の 必要 前記 二 十四 名の 調査 委員は 最 
も 公平に 撰拔せ られ たる 者に して 而かも 其 報告 
右の 如くなる か 故に 從來の 幼 者 酒類® 買 取締法 
を 改正して 一層 嚴重な る 法律を 設 くるの 必要は 
朝野の 均しく 是認す る -li)T となれ り 
英國の 諸 領地に 於け る 法律 幼 者 禁酒 運動は 歐 
洲 大陸 諸 國に 於ても 將に 熾ん ならん とす 然れと 
も 外國の 禁酒 形况 記事は 之を 他日に® り 本誌に 
於て は 專ら 我英 國に關 する 禁酒 運動の 成否 如何 
を敍述 せんに 我® 地 及 殖民 地の 現况は 左の 如し 
「アンチグヮ」の法律 

千 八 百 七十 九 年 「アンチ ダ ヮ」 に 於て 制定 せら 
れたる 法律は 左の 如し 

酒類 販賣の 免許を 有する 者滿 十六 年 以下の 幼 者 
に 酒類を 賣〇 たると きは 二十 志 以下の 罰金に 處 
し 再犯 以上 ほ 四十 志 以下の 罰金に 處す 
「ベル ムダ J の 法律 

千 八 百 八十 年 「ベル ムダ」 に 於て 制定せられ た 
一 0 五 九 
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〇 岩 崎 1)J 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _は あり 
ませぬ か。 

一 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (大岡 育造 君： >  御 異議な しと II! めます、 仍て 
本案は 諺 長 指名 •九 名の 委員に 付託す るに 決し まし 
た I 日程 第三、 第 四の 兩議 案；；； f 便宜上 一 括 議題 
となす に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 鼓 長 (大岡 育造 君) 御異蕺 なければ 一括 議題と 爲 

します、 第三 辨理士 法案、 第 四 司法 代書人 法案、 提 

出 者 鈴 木富士 彌 君。 

第三 辨理士 法案 (鈴 木 富士彌 君 外 一名 提 

出) 第一 讀會 

辨理士 法 

第 i 職務 

第一 條辨 理士 ハ當 事者ノ 委任 ヲ受ヶ 特許 局-一 於 

テ 法律-一定 メタル 職務 ヲ行フ モノ トス 但シ 法律 

ノ規定 -1 從ヒ 通 常 裁判所-一 於 テ 其ノ職 務 ヲ行フ 

コト ヲ妨 ケス 

第！ 一條 辨理士 ハ 報酬 アル 公務 ヲ兼ヌ ル n トヲ煜 


ス但シ 蕺 員 若 ハ 委員 トナ リ又ハ 公務 所 my 特二 
命 セラ レ タル 職務 ヲ行フ ハ 此ノ限 ,1 在 ラス 

第三條 辨理士 ハ 商業 ヲ營ム コト ヲ得 ス 但シ 辨理 
士會ノ 許可 ヲ得 タル モノ ハ此ノ 限-一 在 ラス 

第 四 條辨理 士ハ辨 理士會 -1 加入シ タル 後- 1 非サ 
レ ハ 其ノ職 務 ヲ行フ コト ヲ得ス 

第五 條辨 理士ハ 左-一 揭 クル 事件-一 付 其ノ職 務ヲ 
行フ n トヲ 煜ス 

一 仲裁手 8} -!依リ仲栽人トナリテ収扱ヒタル 
事件 

一一 報酬 ヲ受ヶ 自己/取扱 ヒタル 事件 卜 利害 相 
反 スル 事件 

三 特許 局 官吏、 判事 若 ハ 檢事 トシ テ 在職 中肢 
扱ヒ タル 事件 
第二 章 資格 

第 六條辨 理士ハ 左/要件 ヲ具 フル コト ヲ要ス 
一 帝國 臣民-ー シテ 成年 以上 ノ 男子 タル コト 
二 帝國內 -I 住所 ヲ有 K ル n 卜 
三辨 理士試 驗二 合格シ タル コト 又 ハ 辨理士 試 
驗 -I 合格 シク ル 者卜 同等 v 資格 ヲ有ス ル n 
卜 

第 七 條辨 理士試 驗二關 K ル 規則 ハ 命令 ヲ以テ 之 
ヲ定ム 

第 八條 左-一 掲クル 者 ハ 辨理士 試 驗 M 合格. ゾタル 
者卜 同等 ノ 資格 ヲ有ス 
一 辨理士 タリ •ゾ者 

二 判事、 檢事又 ハ 辯 SI 士タ ル K 格 ヲ有ス ル 者 
三 f 二 年 以上 特許 局 高等官 f ンテ審 查又ハ 審判 
二從 事シ タル 者 

第九條 左-一 揭 クル 者 ハ 辨理士 試驗 委員 ノ 銓衡- 1 
依 リ試 驗ヲ要 セス シテ 辨理士 試驗 -i 合格 シタル 
者卜 同等/資格 ヲ有ス 
一 學位ヲ 有 スル 者 

二 帝 國大學 又 ハ 之 卜學科 程度 同等 以上 卜認ム 
ル 内外 國ノ學 校- 1 於 テ 定規 ノ課 業ヲ 卒へ夕 
ル 者 

第十條 左-一 揭クル 者 ハ 辨理士 タル n トヲ得 ス 
一 特許法 第 九十 二條 ，第 九十 三條 ，第 九十 七 
條 ■意匠 法 第二 十四 條 、第二 十五 條 、第二 
十九 條 、商標 法 第二 十三條 、第二 十四 條、 
第二 十八條 又 ハ K- 用 新案 法 第二 十二 條 、第 
二 十三 條 、第二 十七 條ノ 罪ヲ犯 シ 刑-一 處セ 


ラレ タル 者 

二皇室-1對スル罪、外姐-一關スル罪、公務ノ 
執行 ヲ 妨害 スル 罪、 逃走 ノ罪 •犯人 藏匿ノ 
罪、 證锻湮 滅ノ 罪、 放火 ノ罪 •溢水-一 關ス 
ル 罪、 水利-一 關ス n 罪、 注 來ヲ 妨害 スル 罪 
祕密ヲ 浸ス罪 、飲料水- 1 關 K ル 罪、 通貨 僞 
造ノ 罪， 文書 偏造ノ 罪、 有 15 證券® 造ノ罪 
印章 僞造ノ 罪、 僞證ノ 罪、 誣吿ノ 罪 ■猥致 
ノ罪 、姦淫 ノ罪 •重 ® ノ 罪* 賭®- 一關ス ル 
罪、 富籤-一 關 ス ル 罪、 ® 職 ノ罪 •殺人 ノ罪 
墮胎 / 罪、 遺棄 ノ 罪-逮捕 ノ罪 、監禁 ノ罪 
脅迫 ノ罪 •略取 ノ 罪、 誘拐 ノ罪 、信用-一 對 
スル 罪、 業務- 1 對 スル 罪、 竊盜ノ 罪、 强盗 
ノ 罪、 詐欺 ノ 罪* 恐喝 ノ 罪、 横領 ノ 罪、 贓 
物-一 關スル 罪、 毀 梨 ノ罪又 ハ @ 匿 ノ罪ヲ 犯 
シ刑 -I 處セ ラレ タル 者 
三 刑ノ 執行 摘 豫中ノ 者 

四 懲戒 處 分-一依 y 免官 又 ハ 免職 セラ レ タル 者 
五 辯護士 法- 1 依リ 除名 セラ レ タル 若 又 ハ 停職 
中 ノ者若 ハ 停職 中其ノ 登錄ヲ 取消 シタル 者 
六 辨理士 -ーシ テ 登 錄ノ収 消處分 ヲ受ケ タル 者 
又 ハ 停職 中其ノ 登錄ヲ 取消. ゾ タル 者 
七禁治 產者又 ハ 準禁治産者 
八 破 產又ハ 家資 分散 ノ宣吿 ヲ受ケ 復權セ サル 
者 

第三 章 辨理士 名簿 

第 十 一條 辨理士 ハ 辨理士 名簿-一登 錄 ヲ受ク へ シ 
第 十二條 特許 局-一 辨理士 名簿 ヲ備フ 
第 十三 條辨理 士ノ登 錄ヲ受 ケム トス ル 者 ハ 特許 
局長 ヲ經テ 主務大臣- 1 請求書 ヲ 差出ス ヘシ 
第 十四 條 辨理士  ノ登錄 V 受ケム トス ル 者 ハ 登錄 
手數抖 金 二 十圆 ヲ納ム ヘシ 
第 十五 條辨理 士 ノ登錄 ヲ 拒否 セラ レ タル 者 其/ 
處分 -1 不服 アル トキ ハ行 政 裁判所-一 出訴 スル コ 
トヲ得 

第 十六 條 辨理士 -1 シテ第 十條ノ 谷號- 一該 當シ又 
ハ 該當ス ル-一至 リタ ル トキ i 特許 局長 ハ 辨理士 
會理事ノ申吿-一依リ又ハ職褪ヲ以テ主務大以* 
其 ノ登錄 ノ 抹消 ヲ請 求ス ヘシ 但シ職 ヲ以 テス 
ル トキ ハ辨 理士會 -- 通知ス ヘシ 
第 十七 條特許 局長 ハ 左ノ 場合-一 於 テ辨理 士ノ登 
鈞ヲ 抹消 ス ヘシ 


〇六 


院薙 衆© 帝 回一 十四 第 


司法 代 le 人 法案 !^ 一 讀台 
一 辨理士 3 リ請求 アリ タル トキ 
二辨 理士會 理事 ヨリ辨 理士奸 去ノ屈 出 アリ タ 

ル トキ 

三谠 戒處分 = 佐 リ又ハ 前條ノ 諸 求-一 對シ主 務 
大臣 3 リ 命令 アリ タル トキ 
第 十八 條 辨理士 名簿 ノ登錄 = 關スル 規則 ハ 命令 
ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 十九 條辨 理士ハ 帝國內 -I 事務所 ヲ設ケ 之ヲ特 
許 局及辨 理士會 ユ屆出 ツへシ 
第 四覃辨 理士會 

第二 十條 辨理士 ハ 特許 局 所在地-一 辨理士 會 ヲ設 

立ス ヘシ . 

辨 理士會 ハ 支部 ヲ設 クル コト ヲ得 
第二 十一 條辨 理士會 ハ 中： 務 大臣 ノ 監督 ヲ受ク 

第二 十二 條辨 理士# ハ 法人 トス 

第二 十三 條 辨理士 會ハ辨 理士ノ 風® ヲ保 持シ共 

同ノ 利益ヲ 增進 ス ル ヲ以テ 目的 トス 

第二 十四 條辨 理士會 ハ 左ノ 役員 ヲ置ク ヘシ 

一理 事  七 名 

二 常 _員  二 十 名 

役員ハ會〇中ヨリ之ヲ互選スへシ 

役員/選任 及 解任 ハ 特許 局長 ヲ經テ 主務大臣 -I 

之ヲ屆 出ツへ シ 

第二 十 ? i: 條理事 ハ 共同 シテ辨 理 士會ヲ 代表 ス 

第二 十六 條辨理 士？ 主務大臣 又 ハ 特許 局長 ノ 

諮問 アル トキ 之 11 答申 スへシ 

第二 十七條 辨 理士會 ハ 特許 局 ノ 主管 事務 又 ハ 辨 

理士ノ 職務 上ノ 利害- 1 關シ 主務大臣 又 ハ 特許 局 

長-一 建議/、 ル コト ヲ掲 

第二 十八條 辨理 士會ハ 會則ヲ 定メ特 許 局長 ヲ經 

テ 主務大臣 — 屆出テ 其 ノ 認可 ヲ受ク へ シ 

會則ヲ 變更シ タル トキ 亦 N シ 

第二 十九 條辨 理士ハ 辨理 士會會 則 ヲ il 守 ス ヘシ 

第 37; 章懲谀 

第三 十條 辨理士 -1 シ -r 本 法 又 ハ辨理 士會會 則- 1 

溝 反シ タル 行 爲ア リタ ル トキ ハ 理事 ハ 常騎 員會 

又 ハ 總會ノ 決 s-一 依リ 懲戒 ヲ求ム ル爲特 as 長 

ヲ經テ 主務大臣-一 咁吿ス へ. ン 

第三 十 一條* 務大臣 ハ辨理 士會理 事 ノ申苦 ュ法 

リ又ハ 職 權ヲ以 テ 辨理士 懲戒 委員 會ノ 裁決 ヲ請 

求ス ヘシ 但：ン 職 酒 ヲ以 テス ル トキ ハ 辨理 士會二 

通知ス .へ シ 


第三 十二 條辨 理士 释戒委 關 スル 規則 ハ 命 
令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第三 十三 晓辨 理士ノ 1! 戒處分 ハ 左 ノ四種 トス 
一 詡責 

二 百 圓 以下ノ 過料 
三 一年 以内 ノ停職 
四 登錄ノ 取消 

第三 十 ba 條 1; 戒處分 ハ 辨理士 懲戒 委員 會ノ 裁決 
-I 饺リ 主務大臣 之ヲ 執行 ス 
第 六 章 附則 

第三 十 3?: 條 第十條 第五 號ハ 特許 辨理士 及 特許 代 
理業者 一 一 準用ス 

第三 十六 條本法 施行 ノ際 現- 1 特許 辨理士 タル 者 
ハ 本 法-! 依 リ辨理 士ノ登 錄ヲ受 ケタ ルモ ノト 看 
做ス 

第三 十七 條 特許辨 理士 令-一依 ル 特許 辨理 士登錄 
憩 ハ 本 法 一 一 依 ル 辨理士 名簿 卜看 做ス 
第三 十八 條特許 辨理士 令， 特許 辨理 士試驗 規則 
及 特許 辨理士 組合 規則 ハ 之ヲ 廢止ス 
第三 十九 條辨 理士 力辨 理士會 設立 前荽任 ヲ受ケ 
タル 事件- 一 付 テ ハ 第 四條ヲ 適用 セス 
第 四十 條 主務大臣 ハ 本 法 施行 後 十日 以內二 辨理 
士中 ヨリ辨 理士會 設立 委員 三十 名ヲ 選任 スへシ 
辨 理士會 設立 事務 ノ 執行！； 委員 ノ 過半 數ヲ以 テ 
之 ヲ決ス 

辨 理士會 設立 委員 ハ 選任 ノ日 ヨリ 三十日 以內二 
辨 理士會 設立 總會ヲ 招集 スへシ 
辨 理士會 設立 總會 ハ會則 ヲ作 成.  ゾ役 員/選 擧ヲ 
爲ス ヘシ 

設立 總會ノ 決議 ハ 出席者 ノ 過半 數ヲ以 テ 之ヲ爲 

ス 

第 四十 一條 本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第 四 司法 代書人 法案 (鈴 木富士 彌 君 外 一 

名 提出) 第一 讀會 

司法 代書人 法， 

へ 本案は 本 卷八〇 八 頁 貴族垸 議事 中ン 

广に揭 載せる を 以て 再揭の 煩を 避く) 

〔鈴 木 富士彌 君 登壇〕 

〔拍手 起る 3 

0 鈴 木 富士彌 君 簡單に 辨理士 法案 提出の 理由を 申 

述べて 見た. いと 思 ひます、 辨理士 と 申す のは、 特許 


辨理 士の琪 でございます 、十 rf 年 前まで •世上 俗に 
特許 代理業者と して 知られて 居りました 者が、 其 後 
特許辩 理士と 云 ふ 名に 改められました が、 今回 更に 
其 名前を 辨理士 と 切り 縮めまして、 尙ほ 現行 特許 辨 
理士 令の 內容 改正を 加へ まして、 一而 辨理士 の 風® 
を 一層嚴 重に E 締 ると 同時に、 一面 其 地位の 發展向 
上を 阖る爲 に， 其 職務， 其 資格 •其 登錄 、監督、 厲戒 
等の 諸事 項に 就きまして、 更に 完全なる 規定を 設け 
たいと 云 ふの が、 本案 提出の 理由の 要領で ございま 
す、 御 承知の 如く •發 明なる 者は 一國產 業の發 達の 
先® を爲す ものである •發 明を 伴 ほない 產椠ほ 、早 
晚 衰微すべき 運命に 陷 るので ございます、 菱微 しな 
いまでも、 他の 國の產 業が 發達勃 興す るの 結果， 矢 
張 落伍者の 地位に 落ちる ので あ 〇 ます、 所謂 51 まざ 
れば 退く の 道理でありまして， 之を W 例に 徵 します 
るに、 日本の 藍の 製造業は、 獨 逸の 人造藍の 發明あ 
つて 以来 著しく 影響を 受けまして、 今日 ほ 昔日の 盛 
翻を 見る ことが 出来ない のであります、 此 種の 實例 
は 到る 處枚擧 に遑 あらず と 云 ふ 有樣で あります、 ど 
ぅしても 一國產 業の 發 達を 阔るに .(3: 、發明を獎勵@ 
重す ると 同時に、 發明 及發明 家を 保 li T る爲 めに、 
最善の 努力を 費す の 必要が あるので あります、 保護 
と 申しまして も-積極の 保護 も あれば 消極の 保 獲 も 
あります、 積極的に 發明及 發明 家を 保, する のは、 
即ち 政治家 及 資本家の 任務であります •消極的に 發 
明 及發明 家を 保護す るの が •茲に 辨理士 の 任務と な 
つて 居る のであります、 今更 事新しく 申す まで も あ 
り ませぬ が、 此辨 理士な る 者は、 發明 家の 侶伴と な 
り、 顧問と なり、 其 代理人と なつて、 特許 局に 對し 
登錄の 申請を 爲 すと 同時に、 其發 明が 他ょり 侵害を 
受付ぬ やぅに 之を 保護す るの が 職務で ございまして 
一 國の產 業 政策の 上から 見ます と， 極めて 重要な 職 
業と 云つても {几し いのであります •辯 篚士  •醫師 と 
相 並んで、 世の 曾 敬を 受 くべき 高等なる 「プロ フエ 
ッッ ョン」 の 一に 數 へて 然るべき ものと 思 ふので あ 
ります、 然るに 從來 政府が 特許 辨理士 を視る ことは 
極めて 輕く 、明治 三十 二 年に 初めて 特許 代理業者 登 
錄 規則なる ものが 出来まして、 稍々 其 地位を 認めら 
れ ました けれども •是 とても 極めて 不十分で、 謂は 
ぱ從來 「商 賣 往来」 に 無かった 特許 代理業者と 云 ふ 
名前が 一つ、 御上の 書き物に 其 名を 諦ほれ たと 云 ふ 
位に 過ぎな かつ. たのであります、 越えて 明治 三十 四 
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年 特許法の 改正と 间時 に、 前 申しました 扣 く、 特別 
代理 菜 者と 云 ふ 名前が 特許 辨理 士と改 つて*;.: 別 辨 
理士令なるものが設けられました、其资格レ矜に过 
き 稍々 見るべき 規定を 公布せられ たのであります、 
併ながら 之を 辯 誰 士 法と 比較し まする と、 其 肋の iri 
庭が 著 L いのであります、 尙ほ 不十分た るを - i れぬ 
のであります、 試みに 其の 一二を 翠げ まする と* 第 
一に 辯 護 士法ほ 御 承知の 如く 法律であります、 特許 
辨理士 令は 勅令であります， 勅令 ほ、 王 務 大臣が 何時 
でも 勝手に 變 M する ことが 出来ます、 法 餌は 銥 矜 の 
協賛を 經な ければ、 之を 改正 a 更廢 止す る ことは 出 
來ませ ぬ、 何れが 强く 何れが： 18きやほ、殆ど校言を 
費す の必耍 が ありませ ぬ、 私 ほ 法律を 要求して 居る 
勅令を： 勘 求して 居ない、 是が 第一の M なる 點で あり 
ます、 第二に 辯 S1 士法に 於き ましては ■辯 ^ 士に極 
めて 强き E 洽椭を 認めて 居ります、 即ち 辯 匪 士は辯 
獲士 fr に 加入した る 後に 非 ざれば， 其 職 粒を 行 ふこ 
とを 得ず と 云 ふ 規定を 設けて あります から、 辯篚士 
の 風紀と 云 ふ ものは、 辯_士窗 で 龄 m に収結 を 致し 
まして、 局外の 者は 指 一本 指させない、 誠に羡 むべ 
き 制度であります •然るに 現在の 辨理士 令に 於き ま 
して ほ. •辨 理士の • !-! 治 ■と 云 ふ ものは 極めて 褪弱で 
ありまして •同業組合 ほ 認めて 居ります るけ れ ども 
强制 加入を 認めて 居 ませぬ 結果 •特許 辨 P!' 士&に 於 
ては、 其會 員に 如何に 風紀を 紊す 者が あつても、 之 
を収締 る ことが S 來ませ ぬ、 唯今 日本 全 國に苴 り ま 
して、 特許辨 理 士の數 は 千 七 百 七十 五 人あります が 
其 中日 本辨 ffl 士會に 加入 致して 居ります る 渚 ! i 、 ffi 
に 百 九十 五 人 •即ち 一割に 過ぎない と 云 ふ 狀煅 であ 
ります，. 是では 迚も 辨理士 同業 渚 間の 制裁を 跋 m に 
して、 發明界 の爲 めに 貢！！ したいと , W ひましても、 
十分 之を やる ことが / 1! 来ない と 云 ふ狀態 になつ て 居 
るので あります、 是が第 二の與 つて 居る 點であ り ま 
す、昨年特許局に潛臌事件が起りましたことほ、尙 
ほ 諸君の 記憶に 新たなる 所で あらう と 信じます、 從 
來 特許 局は 伏魔殿と 稱せ られて 居りました、 特許 局 
の 役人 ほ、 賄賂 さへ 遺れば 何でもす る もの だと 云 ふ 
やうな 考が 、一部に 持たれて 居た のであります， 今 
日尙ほ 伏魔殿た る 所の 誠に惡 い 名前と 云 ふ ものは、 
決して 取 去られた 譁では ありませ ぬ、 誠に此 點は帝 
國の 一大 汚辱で あると 思 ひます >  之 を救濟 する の途 
はどうしたら ば 宜い かと 申します るのに、 意志 海 弱 
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一なる 特許 局の 役人、 阔 敗せ％ 沲奸官 ‘或ほ 判官 杯 
は、 悉く 之を 馘首して 局 內の大 W 除を すると！： 時に 
乂  I 面此辨 现士 ir に强き 目 治 ti を 與 へまして、 特許 
局の 役人を 誘惑す る やうな： 个 都 ハ；： な 辨理士 が あるな 
らば， rs ちに 制裁を 加へ て 風紀を 維持す るに 全力を 
注がし むる が、 刻下の 急務で あらう と 私は 信 -f るの 
であります、 今回 提出 致しました 所の辨 理士 法は、 
是等の 諸 ^ に 就き 特に 意を 用ゐて ございます、 P 譴 
士法を 梅範と 致しまして* 其 長を ^ • つて 短を 補 ひ、 
辨理士 なる 職業を 一屉强 き rl つ 品位 ある 職 ^ と S L 
て， 一國產 業 革新の 急 先 鉾で ある 發明家 を 保餱 する 
に、 is 憾なき やう BH RR を 致した 租りで ございます、 
幸に 諸君の 御 協 S を煜た いと 思 ひます、 それから 代 
{£ 人 法 ほ 御 祇 知の 如く， 第三 十七 蕺會に 於て、 當衆 

遴院を 大多微 で 通過を 致して 居ります •貴族院に 於 

て 曾 期 切迫の Is めに •遂に ©. m となりました が、 此 

司法代辑人法制定に關する請願 |3; 、第三十議會以來 

毎年 isw 通 全 leg から 請願が ft 衆兩院 へ提 m せられ ま 

して、 其 抑 度 採 1 £ の 光榮に 浴して 居る もので ありま 

す、 本年 も 多數の 諧 願が ありました が •常 衆鹩院 に 

於て は 採 摺せら れて屛 ります、 故に 其 提出の 理山け 

別に 詳しく 申述ぷ る必耍 は あるまい と 存じます が、 

御 承知の 如く 代 6 C 人には、 行政 代 ® 人と 司法 代 R 人 

の 二 ® 類ありまして、 行政 代 S 人は 町村 役場へ 提出 

する 文 害の 作製を 業と する ものでありまして 、是れ 

ほ 格別 專 E の眢識 を揲 せず、 又 其 文 ff に 誤 P ぬ 脫等 

がありまして も •之を SI TE する ことほ 極めて 容批で 

あり、 又 斯樣な 事 •かあつても， 決して 之が 爲め に當 

事 者が 非常な 拟荠 を 被る と 云 ふこと ほ 無い ので あり 

ますが， if] 決 代？ は 是と異 りまして、 之を 作製す 

るに， 法； a 卜：の 智識が 多少 要する のみならず、 一度 

生じた る 誤 詡迆 脫 は、 後日冋 復 すべから ざる M 害を 

常事 表に 與 ふるが 常であります、 此の 點に 於き まし 

て ほ， 行政 代 fff 人と 一列に 律す る ことほ m 來ま せぬ 

然るに 現在 司法 代 B 人は •どう 云 ふ rf 格の 湃が ，如 

何なる 手 ^ でな つて 居る かと 申します ると、 今日 何 

等の 法規の 無い 爲 めに、 無智 無® の济 、或は 品性の 

劣等なる® が、 K に屆 in 枚を 以て 商ち に 司法 代軎 

人に なつて、 其 職に 當 つて 辟る と 云 ふ苻棟 で、 弊害 

7-f s> 殆ど 今 之を IE 結ら ざれば、 甚だ 界品な らぬ弊 

害を if? 來に貽 す ものでは ないかと 私共 {X 考 へて 居る 

のであります， それ故に 在野 法 r/ 界に 於ても、 先年 
水 fr=! ^l 絞 一  m 阳設敗 に KI すろ iKI 链案 


來賊々 司法 代書 入 法 制定の 建 翳を 當 局に 致した こと 
があります、 是は 是非共 資格 職務に 就て、 今少し 撤 
底 的な 収締を して、 又 一而 之を 保護して •司法 代書 
人なる ものを 司法 部の 補助 梆關 として、 其 機能を 完 
ぅせし むる ことにする ことが、 刻下の 急務で ix ない 
かと 信ずる に 依りまして、 此度 再び 司法 代 雪 人 法を 
提 W する に 至りました 次第であります、 是亦 宽 しく 
諸君の 御 協賛を 仰ぎたい と m ずるので あります (拍 
手 起る〕 

0 岩 崎 SIJ 君 日程 第三 及第 四の兩 案を  一 W し、 議長 
指名を 以て、 特に 十八 名の 委員に 付託せられ んこと 
を菌み ます。 

0_長( 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 蕺 に 御 異議 ほ あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 (大岡 育造 君) 御異讅 がなければ、 本案は ■ 
長 指名 十八 名の 委員に 付託す る ことに 決しました、 
日程 第五、 水產槊 統一 機關 設立に 關する 建議案を 議 
題と 致します、 提出者 cf 端 沿 太郎对 。 

第五 水瘅業 統一 璣關 設置に 關 する 建議案 
(唐 端淸太 郎君 外 二 名提 m) 

水犛業 統一 _關 設置に 關 する 建 識 
農業、 蔬絲業 、畜產 業 等 我 か國 重要の 產 業には 皆 
全國 同業者を 統一し 益 斯業の 改良 發 達を 計晝 する 
機 關あ るに 拘らす 獨り水 庫 業は 未た 統 .一 殿 關を設 
骹 する に 至らす 我 か國水 產業屮 製擺を 除き 漁業の 
猫る 所 毎年 二 三 億 圓の 間に 在り 水產 製造品の 海外 
に输 m する もの 年額 約 四千 萬 M とす 其の 内地 消費 
額 亦 決して 鮮少に 非す 特に 四面 環海 世界 第一流の 
水產國 たる 我 か國に 於て 同槳莕 を 統一す るの 機關 

なく 谷地 孤立の 狀態 に委 する は甚た 遺憾と する 所 

なり 惟 ふに 將來 益水產 上の 智識を 啓發し 谷地の 狀 

况を 疎通し 共同 以て 事に 當ら しめ 内は 海洋に 遺 利 

なく 外は fi: 易の％ 進を 計る に 於て 此の 機関の 活動 

に 待つ もの 蓋© しとせ す 即ち 當 業者は 自ら 進む て 

之を 組 ® すへ く而 して 現狀 未た 之を 韹むへ からす 

故に 政府は 速に 關 係 fr 郡 市 島を 基礎と し 系統的 組 

網を 以て 此の 梆關を 設置す るの 方法を 設けられむ 

ことを 留む 

右 建蕤す 

〔唐 端 淸太郞 君 登壇〕 • 

〔拍手 起る〕 


0 唐 端 淸太郎 君 本案に 就て |« 明を 致します •我國 
の 重要 產業に 就 S- まして ほ、 農業に あれ、 畜產 業に 
あれ， 或は 群 絲業等 ，皆な それ <統 I 機關を 設置 
致しまして、 當粢 者を 指導 誘 掖 して 其 改良 發達 を [0 
つて 居ります、 所で 同じ 重要なる 脔業で ある 水產築 
には、 まだ 其 辟關が ありませ ぬ、 水產の 一箇年の 產 
額は、 製煦を 除きまして 漁撈に 法て 得る 所 ほ 二 三 億 
_ でございます、 尤も 此 統計が 甚だ 杜撰な もので、 
政府が 施政の 參考 にせられて 居る 所は、， 二 億 圓未滿 
であります‘ 當 業者が 31: 鹋を 持つ て屛る 所 ほ •三 億 
圓％ 超過 致して 居る、 故に 二億圓 以上 三 億圓と 見れ 
ば 先づ 大差ない こと、 思 ひます、 それで 水 庫 製造の 
海外 貿易に 供せられ て 居ります ものは， 一箇年 約 四 
千 蓖圓で ございます •其 外に 内地で 消 费 して 居り ま 
す もの も亦尠 からぬ こと、 存じます、 殊に 四面 環海 
である、 水產 業と して 世界 第一流の 國だと 云は れて 
居る 我國が •今に 當業奔 を 統一す るの 機關も 無く- 
谷地 孤立の 狀態 に陷 つて 居ります、 即ち 互に 氣脈を 
通じて、 ff 地の 狀況を 知る ことが H 来ない 爲 めに、 
溯 具 漁法の 改良 及 之を發 明す ると 云 ふこと に 至つて 
は、 殆ど 聞く 所は ありませ ぬ、 又 遠く 他 邦に 出で、 
漁業を 爲すと 云 ふ 勇氣も ありませ ぬ、 それが S めに 
豊漁； 个润の 差は iffi しくな つて 居ります、 其 又 製造品 
に付きましても •行 地相 脾 じて 同種の 物を 多く 產出 
する ことを 11 らない 、谷々 自由 勝手の 製造を やつて 
居る 爲め に、 同® の裔 額が 少なくな つて、 偶々 外國 
から注文が &. りましても*それを斷るのを例として 
居ろ 有 樣 であります >  洵 に 遺憾の 次第に 存じます、 
今後此 水產 業を 發展 ささう と 云 ふこと に 就きまして 
は、 どうしても 一般 水產 業の 智識を 啓發 しなければ 
なり ませぬ、 又 各地の 狀况も 相 通知して 行き， 常 業 
者に 通曉 せしめな ければ なり ませぬ •又 製造に 就て 
も 協 ri] 團 結して、 以て 多額の 產出を する やうに 致さ 
なければ なり ませぬ、 是 等の 事柄を 爲すに 就て ほ、 
是非とも 此統 一機 關を設 くるの 必要が あるので ござ 
います、 斯樣な 必要な もので あれば •何故 今日まで 
之を 設置し なかつ たかと 云 ふ 疑問が 起き ませう が、 
是は 即ち 從來の 政府が 極力 之に 反對 した 結果で あり 
ます、 政府 何故に ) -i 對した かと 申します ると、 それ 
には 大に 理由が あります、 其 理由は 喵今 述べる 必要 
も 無から うと 存じます る 故に 省略を 致します、 關西 
九州 二 府二 十一縣 の 水 產業 者は •夙に 此機關 を設く 


るの 必要を 認めまして、 委員を 選定して 政府に 要求 一 

したる こと •實に 幾 回なる を 知らず であります* 而 | 

も 其 度 毎に 政府 ほ 斷然之 を 拒 絕 して ¥¥ れな かつた の 
であります， 而して 其 耍求が 益々 切なる に 及んで* 
已むを 得ず 大日 本水產 會 をして 全 國水產 大會を 開か 
しめる 故、 之を 以て 是に代 へよ と 云 ふこと であ 〇 ま 
した， 其 全 國水產 大會は 、本年 一月を 以て 第 四 回目 
を 開いた ので ございます、 是は 有志の ^ 合で ありま 
す、 即ち# 府縣が 之に 出席す ると 否と ほ， 其 府縣の 
自由で & る •從 來缺席 の 府縣も 澤山ご ざいました け 
れども 之を W むる ことが U1 來な い、 又 其 出席を しま 
する 者に も. 團體を 代表して 來る濟 も & り， 個人 資 
格で 來る者 も あり、 協 a したる 事項を. 歸つて 當業 
者に 報告す る_務 を冇 つて K- る漭も 有れば •無い 者 
も ある、 決議事項 實行に 至つ ては、 殆ど H 等の 責任 
が 無い のであります、 即ち 大 會一 たび 散 ぜぱ殘 る 所 
何物 も 無し、 一言に して 言へ ば 烏 合の 衆と 評すべき 
もので あらぅ と 思 ひます、 之れ を 以て 此の 統一 機關 
に 代へ ろと 云 ふことは •洵 に , I!' はざる の甚 しきもの 
と 思 ふので あります •所が 近頃 ほ 漁業法 實施以 來の 
» き 頭を 持つ た 人が 漸く 退いて 新しき efl 腦 •新しき 
抱負 經綸 を懷く 人が 政府の 局に 當ら れつ & ある 横 樣 
でございます 、又！ g 後の 今日 產 業の 振興を 一一る に 就 
て も •水 產業も 其の 中に 在る ことと 存じます、 此の 
際に 於いて 絞 一機 關の 設置を 促す のは 最も 時機を m 
たる ものな りと 考へ まして、 今日 提案を 致しました 
次第で ございます、 尤も 111; の陴關 を 作る に 就き まし 
ては、 洵 業 ©: を 有つ て 居ります る 漁業 組合とは ，何 
の關 係は ありませ ぬ、 水產の 改良 發達 を圖 るを： E 的 
として 居ります る水產 組合とは •即ち It 接の 關 係を 
有つて 居ります、 此の 組合 を 許 及し •之れ を擷張 致 
しまして、 中央に 統一 機關を 置きます るか. 又は 農 
會の 例に 做 ひまして、 別に 水脔會 法を 設く るかの 二 
途に出 ずるの 外は 無から ぅと 考へて 居ります、 斯樣 
な 事は 當 業者が S： ら 進んで やるべき 事で ございます 
るが、 今日の 實况當 業者に 之を 望んでも、 到底？ JT さ 
る ことが 明かで ございます •故に 政府は 此摁 關を設 
置せ しむべ く， 適當の 方法を 設けられん ことを 希望 
する 次第で ございます、 幸に 御賛戍 rr- •願 ひます (拍 
手す る 者 あり) 

〇 岩 崎 翻 君 本窠は 顔に 委 a 付託と なりたる、 西 III 
太 治 郞 W 外 ? i; 名 提出の 水產 講習 所內に 淡水 科 特設に 
一 〇六三 
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關すろ迚逄案の委员に、促せて付託せらんことを頊 

みます： 

〇遨 長 (大岡 育造 君：* 岩 崎 君の 励® に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

1 .「異議な し異筠 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇溪長 (大岡 育造 君〕 御異諉 なければ 励 謎の 如く 決 
しました。 _ 

0 岩 崎 勘 君 議事 日程 變更 に關 する 緊急 動_ を 提出 
致します、 即ち 玆に特 第一 號 大正 七 年度 谷 特別 會計 
歲入 歳出 總豫算 追加 案を 議題と 爲し •委員長の 報告 
を 求め、 R つ 其 群議を 進められん ことを 闺 みます。 
〇蓊 長 .''' 大岡 育造 君〕 議事 日程 變更の 動議に 御 異議 
ありませ ぬか。 

〔「異 節な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君 d 御 異議がなければ 日程 ig 更に 

決しました — ffi 員 長 If 藤 君。 

(特第 f 酌 〕； 4 < JE! -b: ¥ K-l &別會 計 歳 人 歳出 豫 

算 追加 (委員長 報告〕 

〔齋 藤珪次 君 登®〕 

〇齋 藤琺次 君特第 一號 大正 七 年 Ftp 各 特別 會計歲 入 

歳 m 迫 加豫 W 、 豫算委 M 會に 於け る 經過及 結果を 御 

報吿 致します、 本案は 表題の 示す が 如く、 特別 會計 

で ございまして、 大藏省 所管に 於け る 造 僻 局 •印刷 

局、 專賣局 •帝 國鐵道 •朝鮮 總督府 、朝鮮 餞 院及濟 

生院 • 竅两 總齊府 ，關災 都锊府 、樺 太廳 ■海軍 採炭 

所、 文部省 所管 帝 阈大學 、九州 帝 國大學 、農 商務省 

所管 製鐵所 の 谷 歳入歳出の 追加 額であります、 其 合 

計を 致し ますれば 二 千 五 百 七十 一 萬 餘圓 になります 

仲ながら 製 鐵所及 帝 國鐡 道で、 谷々 一千 萬 圓 近き 金 

を 要する のでありまして、 他は 總て 小額の もので あ 

ります <■  > 而 して 其 交 fl.i を 要する 主たる g. 由は •事業 

の進埗 に 伴 ふ咐 加、 及 物 價騰贵 に 基く 經费 の咐 加に 

要する もので ございまして、 何れも 目下の 場合、 必 

要缺 くべ からざる 费 CX、 又已 むを 得ざる の S 目と 存 

じます、 殊に 職工の 賃銀の 咐 加、 若く は 官吏の 手當 

の 如き、 是等ほ 何れも 七 年度に 要する もので ござい 

まして， 即ち 本 月 も 之を 以て 支出を 致さなければ な 

らぬ急 に 迫つ て ^ r る ものとの 事で ございます、 故に 

是 等の 事情に 照し •委員 會は谷 委員より 質問 等 も ご 

ざいました が、 結局す るに 何等 修正の 事項 なく、 全 

會 一致を 以て 本案を 決定 致しました 次第で ごさい ま 

すから、 此段 御報哲 申します (拍手 起る) 


0 岩 崎 勤 君 本案は 委員長 報吿 通り 可決せられ んこ 
とを 望みます。  ■ 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 委員長 報吿 通り 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し異謅 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 本案は 委 
員 長 報告の 通り 決しました、 日程 第 六、 國立榮 養 研 
究所 設立に 關 する 建議案を 議題と 致します、 河野撤 
志 君。 

第 六 國立營 養 研究所' 設立に 關 する 建議案 
(河 野 徹志君 外 十四 名 提出〕 

國立營 養 研究所 設立に 關 する 建議 
國民 生活の 安定を m せしめむ か爲 政府は 須 らく 國 
立胬萎 研究所を 設立し 大要 左の 項目に 付 研究を 爲 
すへ し 

一食 料 品の 化學的 分析 
一食 料 品の 消化 吸收試 驗 
一溫量 計を 以てする 入體營 養の 研究 
一邦 人の 標準 食 (保健 食) に關 する 研究 
一經 濟的營 養 法 (安 價熒養 料理〕 及 代用 食料品 
に關 する 研究 

一食 料 品 調理法の 改良に 關する 研究 
一 育 兒並療 病 上の 營籤に 關 する 研究 及 調査 
一食 料 品の 貯藏及 蓮 搬に關 する 研究 
附帶 事業 

一營 養學及 料理法の 講習 
一公 開 常設 食料品 及 之に 關 する 材料の 展璧 
右 建議す 

〔河 野徹 忠君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 河 野 徹志君 私は 國立營 養 研究所 設立に 關 する 建 

議案を 提出 致しまして、 其 提出の 理由を 申 述べたい 

ので ございます が、 御 承知の 通りに 營養學 と 申し ま 

すのは， 比較的 新しい 學問 でございますが 故に、 之 

を 御 說明申 上げます には， 勢 ひ學 術語の 專 門に涉 る 

術語を 用ゐ ますことは •避け 難い 事で ある やぅに 考 

へて 居ります •隨 ひまして. 之を 細かに 此 議場で 申述 

ベます ことほ、 賢明なる 諸君の 御 倦怠を 招きは しま 

いかと 云 ふ 心配が ございます が 故に、 私は 此所 には 

唯 結論を 申 上げて、 其 結論に 對 して 大 體の說 明を 申 

上げまして、 其說 明に 不徹底な 事 も あらう かとは 存 

じます が、 若し宰 にして 此 議場の 諸君が 此建 議案を 


御 採用 下さる ことにな りまして、 委員に でも 御 付託 
になります ことがあります 際には、 其 際に 於て尙 ほ 
詳細に 申 述べたい と考へ ます、 此點は 豫め御 宥恕を 
願つ て 置きます、 其 結論を 先に 朗詡を 致します， 第 
一 r 朝野 協力 米の 生產 增收に 努力す る も 遂に 人口咐 
加 及 他の 原因に 由る 米の 消费 fi を 補 ふに 足らす 故に 
米穀を 主食と する 我國 家は 永久 其 自給自足を 完 ふす 
る こと 能 ほす」 是が 第一の 結論、 第二の 結論は 「第 
一の 理由に 依り 食 米を 節約し 米穀を 主食と する 習慣 
を 打破し 米に 混す るに 他の 穀類 及 副食物の 種類を ^ 
加せ る 新しき 献立を 作り 我國 民に 必適 すへ き！！ 進 食 
即ち 保健 食を 定 むる ことは 目下の 急務な り」 是が第 
二の 結論、 第三の 結論は 「標進 食は 現今 進步 せる 營 
養學 上の 調査 研究を 基礎と し衞 生に 合 ひ經濟 的に し 
て國 民の 嗜好に 適し 11. つ 其 生產額 豊富に して 一般 國 
民の 普遍的に 食用し 得へ き 谷 種 食糧 品の 混成ょり 成 
ら さるへから す」 第 四の 結論は 「確固たる 學術 上の 
基礎を 有する 標準 食は ift も 文明 的に して 數千 年來米 
を 主食と せる 國民 習慣 上の 信念を 打破す へき 唯一の 
武器な り 故に 營養學 上の 研究 調査は 固 下 緊急 解決を 
要する 食糧 政策 上の 第 I 要義な り」 是だ けが 結論で 
ございます、 第一の 結論に 就きましては •第 四十 _ 
會及本 _會 に 於き ましても、 政府 常 局 者は 勿論、 賢 
明なる _ 員 諸君が 討議に 討！ i を 重ねられまして、 玆 
に 私が 辯を： 弄して 之を 論ずる の必盟 はない と 信じ ま 
す、 唯々 此 第一の 結 rBii は 私の 建議を 致しました ると 
ころの 根本の 原因であります 爲め に、 一事 諸君に 御 
記憶を 願 ひたいと 信じます 1 其の 事は 米の 產 irjl に 於 
きまして、 今年の 如き 平年作に 於き ましても •當局 
者た る 農 商務 大臣の 御 辯 明に 依り ますれば、 約 五六 
百 萬 石の 外米を 輸入し なければ •食糧の 不足を 訴へ 
ると 云 ふこと でございます* 我國の 米作の 歷史に 依 
ります れば 、三十 年若く は 五十 年には， 必ず 凶作が 
あると 云 ふこと でございます、 此の KI. 作の 際には 少 
くと も 一千 萬、 或は それ以上の 外米を 輸入し なけれ 
ば、 我 食糧 ほ： 个 足を 告げる であらぅ と 信ずる •又 一 
朝 外國が 武力に 依り、 或は 此の頃 唱へ られて 居り ま 
す 所の 所謂 經濟 聯盟に 依りまして、 米の 輸出を 禁ず 
ると 云 ふやうな 場合が ありましたなら げ 、第一の 場 
合に 於て は、 我國の 正貨 準備の 基礎を 成す 所の 正貨 
の 巨額の 流出を 促し， 第二の 例に 於て は、 國民が 常 
に 飢餓に 陷 ると 云 ふやうな、 非常に 寒心すべき 事實 


を 生ずる と 云 ふこと が、 諸 打が 旣に 十分.： 3 3 になつ 
て 居る こと、 存じます、 唯々 fi に 申 上げます やうに 
私は 此點を 御 記憶に 留められん ことを 沼む 〇 であ 〇 
ます， それから 第二から 第 四は 一括して 申 上げたい 
と 思 ひます- 國家 經濟の 上から 正货の 流 m を M ぎ、 
父 食 龆 政策の 上から 米の 消 25 を® 約す ると 云 ふこと 
は， 是は 何人も 異蕺が 無い、 又 何人も 绒論の 無い こ 
とでありまして、 今日 朝 3f> の® 國の士 が、 此 g- 約 方 
法に 就て 種々 の 良案 名 策を 唱 へられて 居る ので あり 
ます、 其 例は 或は 半捣米 論と なり、 或は 玄米 ft &i と 
なり、 或は 漤阪獎 励 論と なると 云 ふ 如き 柿々 の 方法 
が  >  遐 國の士 に 法つ て絕 叫され まして、 成べ く  is K 
一般が 是 等の 提議に 就きまして 穀物の 節約を JS し、 
穀物 即ち 米の 節約を 爲すと 云 ふこと を 希 r-a すると： •ム 
ふことは、 吾々 も 同感で あるので ございます、 併な 
がら 此數叩 年 來歷史 的に ti-t 習 致して 来た 所の 米， 或 
は 白米の 食料、 又 其 口舌に 馴れました 所の 米食を， 
斯の如 き 絶叫の みに 依つ て 其 習慣を 打破す る ことは 
甚だ 困雖な 事では あるまい かと 私は 信ずる ので ござ 
います、 國 民に 向 ひまして、® に 米の 食用を 節せよ 
副食物を 多く 褙 加して、 米を 食す る ことを fffi せよ、 
又 雜穀を 食せ よ、 外米を 食せ よ、 斯の如 く 叫んで 見 
ましても、 國民は 之に 對し て必 しも 信 (.1: をせ ない と 
思 ふので あります、 其 所以 如何と 申します れぱ、 1.5! 
民が 數 千年 歷 史上の 習 m に 依り、 又 父 II から 傅つた 
所の 經驗に 依りまして、 雜穀の 如き 物を 食したなら 
ば. 其 健康を 害する と 云 ふことは 自然に 知つ て Ifr る 
又 さう 云 ふ ものは 不味い、 即ち 嗜好に 適しない こと 
を 知つ て 居る、 而して 副食物の 如きは、 我阈の 古米 
の 習慣 上 寧ろ 不經濟 なる 物が 多い ので ある、 故に 國 
民の 一部の 頭には、 所謂 副食物なる ものは、 怜も锊 
澤物 であるかの やうに 考へ られて 尻る M も ある だら 
うと 存じます、 又歷 史上の 習®、 歷 史上の 信念を 有 
する 所の 國民が 唯々 米を 節すべし と 云へ る提識 に感 
服せ ず >  之 を 信認せ ざると 云 ふことは、 私共から 考 
へます と、 是ほ 無理の ない 事で あると 考 へる ■然ら 
ば 此米を 節約す ると 云 ふこと (3: 到底 不可能で あるか 
斯様に 考 へて 見ます れぱ 、是は 必 しも 不可能の 事で 
はない と 私は 信ずる のであります、 其理 !|-1 は、 若し 
玆に我國内に產します所の谷嵇の食料品に就て其嵇 
細なる 學術的 檢査を 施し、 さう して 新しい 献立を 作 
り、 新しい 調理法を 施しまして、 さう して 新調 H! 法 
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を 施した 所の 新 献立に 依る 貧 物は、 決して 阀民の 健 
康を 害する もので ない、 又 不味い もので ない、 即ち 
£ "11" 好に iis する， 又不 經濟の もので ない、 斯う 云 ふや 
うな yf を® g の h から 研究 致して、 阈民に 提識を 致 
したなら ば、 私共は 今日の a 智あ る國民 一般は、 必 
ず 之に 耳を® ける であらう* 之に 共鳴す るで あらう 
此提言 を槪迎 する であらう と 信ずる のであります、 
之に 就きましては 極めて、 手近い 例が あります、 諸 
君 •ft 維新 前に 於け る 所の 我 食物の 献立は •今日に 
於け る 所の 食物の 献立と を 御 比較になります れば、 
直ぐに lit 疑 勘は 諒解す ると 存じます、 維新 前に 於け 
る 所の 牛肉に 對す る國 民の 感想 ほ 如何で ございまし 
たか、 又 今 R 新聞に ^ ふる 所に №0 ますれば％ 一斤 
二圓 五十 錢 に te- する 所の、 彼の M に對す る國 民の ® 1 

念は 如何で ございました か、 又 牛乳に 對して は 如何 

で ございました、 斯の 如く 算へ 來れぱ 、其 食品が 例 

へば 新しい 物に もせょ， 或は 新しく 調べられた 物に 

もせょ* 其 提言せられ たこと が 合理的で あつて •さ 

うして 國民 の嗒 好に 適する 物であるなら ば、 國民は 

決して 期の 如き 提言に 從 ふと 云 ふこと を隨躇 する も 

のでない と 私は 信ずる、 又 一方の 例を 考へて 見ます 

と、 御 承知の 通り 米の 營莠の 似 値を 考 へます と、 若 

し 米の みを m 純に 食して： £ りました 場合には、 毎：： 

萜米 六合を 要する、 然るに 此 米の 六合の 屮に存 する 

所の 營赛惘 値を 他の物と 較べます れぱ 、是は 僅に 乾 

觫二 本に しか 姐し ない、 米の 六合を 毎 n 食したなら 

ば、 吾々 の 迎 頃を 害する と 云 ふことは 分り切つ た 話 

で、 又此乾 触なる 物の營 邊怊脑 を 牛肉に 較べたら ど 

うで あるか、 牛肉に 較べたなら 殆ど 牛肉の 五十 口に 

相當 する、 斯の 如くに して 若し lit 乾 触なる 物が、 果 

して 能く 消化され る 物で あり、 能く 之を 調理 致し ま 

したなら、 風味を 俅 くして、 國 民の 食膳に 上り 得べ 

き 物で ありと するなら ば、 國民は 此點に 向つ て >  決 

して 之を 以て 不經濟 なりと し、 之を 以て 煺康 に 5¢ あ 

〇 とし* 之を 以て 嗜 5/- に 適しない と 云 ふことは、 言 

ふまい と S ふので あります (「ひや と 呼 ふ 者 

あり〕 尙ほ 之に 附帶致 しまして、 先刻 水產 業の 事の 

話が ありました が、 我が 水產の 主なる 物は、 其收換 

高に 於て は 触と 鮭であります， 此二つ の 物が 我 @ 民 

の 食 Ifi に卜 •ると 云 ふ ものは 甚だ 少ない、 鰊に 於き ま 

しては、 常 業者の 話に teo ますと 海外へ 輸出す る 物 

の總 てを 合して 約 二 割し か 食料に ならぬ、 而も 是等 
國立管 莠研究 所 設立に 關す る妞謎 案 


の 物は， 其 營菱價 に 於て 牛肉に 劣らず 鯛の 身に 劣ら 
ず、 又 鮪に 劣らぬ のであります、 さう 云 ふ 事は 學術 
上の 研究を 致しましたなら 非常に 經濟 的な 物で あつ 
て國 民の 食 糖と して 顧みられない 物が 多々 あると 信 
ずる、 是は 所謂 食糧 經濟の 上から 見まして、 5S に 遺 
憾千 萬の 事で あると 私は 信ずる ので ある* それから 
次に 保健 貪に 就て 申 上げます (「謹 聽々 々J と 呼 ふ 
者 あり〕 此 人身の ® 康を 維持 致し 活力を 養、 ふ、 即ち 
此 「エ ナ—ヂ IJ なる ものを 發揮す るには、 生理 學 
上 一定の 養 素が あります •是は 私が 爰に申 上げる ま 
でもないのでありますが、唯々一言申上げて置きま 
す、 是ほ即 ち 普通に 稱 へて 居ります 蛋白質なる もの 
それから 脂肪なる もの、 含水炭素なる もの、 此 三つ 
であります、 是は國 民に 依り、 尔齡に 依り、 男女に 
依りまして 、一日に 要する 分量は 勿論 多少の 違が あ 
るので ございます が、 日本人の 男子に して 中等に 發 
育した 人には、 蛋白質 二十四^ r 脂肪は 五 匁 半、 含 
水 炭素が 百 二 十目 •之を 活力と して、 之を 溫の量 か 
ら 計算して 見ます と 二 千 四百 「カロ リー」 と 云 ふ も 
のになる (「 尙ほ 一 層 詳細に」 と 呼 ふ 者 あり〕 どう 
か 新米です から r/ く 御 辛抱を 願 ひます— 各種の 食 
物と稱 する ものは、 皆な 此三養 素を 大なり 小な 〇 含 
んで一 g るので ございます るが •此養 素の 含んで 居り 
ます 所の 程度 ほ 決して！ ：  I でない、 先刻 申 述べ まし 
た 分量の 養 素を 一の 物質の 中に 含んで、 殆ど 之に 類 
して 居る 物は 唯々 牛乳の みであります、 即ち 牛乳に 
致しましても， 人 乳に 致しましても、 同じ 事故に 此 
保健 食料を 得 やうと 考へ ますれば、 必ず 此 三 養 素を 
違つ た 程度に 於て 含んで 居ります る 所の 谷 種の 食料 
品を 混合して、 之を 調和し なければ ならぬ ので あり 

ます、 それ故に 米の みを、 或は 麥のみ を ® 食す ると 

云 ふことは、 決して 此營 養の 目的を 達する 所以で な 

いので ございます、 營養の 目的を 達する には 必ず® 

食を 要する、 混 食は 縛 濟的で あるの みならず、 之を 

調理 致しまして 嘴 好に 適する こと も 容易い、 容易い 

ばかりで なしに、 人間の 消化器は、 混 食に 對 してよ 

〇 善き 消化 力を 持つ て 居る ので ある、 是が 即ち 私が 

保 ® 食なる ものは、 文明 的の 食糧で あると 云 ふこと 

を 申 述べた 所以で ある、 それからもう 一つは 此保健 

食の 第二の 要義と します 所は、 斯の 如く 混合を 致し 

まして 混 食に 致しましても、 此混食 中に 含まれて 居 

る 所の 各 養 素は •身體 に 入りまして •其總 てが 全部 


營養 を爲す もので ほない のであります、 即ち 此養素 
の 中に 13: 身體に 適しない 物が ある、 身體は 嗜好に 適 
する 物の みを 選擇 して、 之を 食品の 中から 抽出を 致 
して、 さう して 始めて 其營 養に 供す るので あります 
それ故に 化學 上の 分析に 依りまして、 先程 述べ まし 
た 生理 學 上の 三つの 養 素を 含んで 居る 所の 物を 適當 
に 按排を 致しましても •身體 に吸收 さる、 に當 つて 
は、 其 養 素の 中で 役に立たぬ 物が 出来る ので ありま 
す、 此 役に立つ 役に立たな いと 云 ふこと を 細かに 研 
究を 致して、 さう して 此の 研究した 所の 成績に 依つ 
て 更に 新しい 献立を 組立て、 新しい 調理法を 施して 
さう して 健康に 適する やうに する のが 即ち此 營養學 
上の 研究の 目的で あるので ございます、 之を爲 しま 
して、 身體 中に 於て 幾何の 「ヱ ネル ¥ 1」 を發 する 
か、 即ち 生活力を 發揮 する かと 云 ふこと を 實驗 上に 
檢査を 致しまして、 始めて 其營 養價の 全部が 分る の 
であります、 斯の 如き 食物を 指して、 保健 食料 或は 
標準 食と 唱へ るので ございます ■勿論 此標 _ 食 或 ! 3; 
保健 食と 唱 へる 物は、 國民 一般の 食用になる やうに 
組立て なければ ならぬ のであります るから •唯今の 
要件の 外に， 甜ほ其 嗜好に 適する 事， 經濟 的なる 事 
其產 額の 農 富なる 事を 要する ことは 勿論で ございま 
す、 保健 食料の ; I 定を 致し •是が 調査 研究を 致し ま 
する ことは、 國 民の 食料 政策 上、 又 保健 衞 生の 上 か 
ら考 へましても、 國 家の 根抵を 成す ものであるが 爲 
めに、 歐 米に 於け る 先進 諸 國に 於き ましては， 夙に 
營養學 上の 研究の 見地から、 今まで 存在して 居る 所 
の 食物を 改良す る ことほ、 勿論 新しい 食物の 選 揺、 
之に 依つ て 生ずる 所の 新しい 保健 食料の 研究、 是等 
の 研究を 始終 怠らずに 續 けて 居る のであります、 一 
例を 申 上げます ると、 例へ ほ 華 盛 頓に 於け る 中央 試 
驗 所、 又 r  h  I ル」 大學に 於け る營養 研究所、 「力 
—不ギ I」 研究所に 於け る 研究室、 劍 橋の 研究室、 
「ミュンヘン」 に 於け る 研究室、 「ゥ ヰン」 大學に 
於け る 研究室， 皆な 國民の 爲 めに 此食品 の 改良 •食 
品の 選 擇其他 に 就て 銳意 研究を 續 けて、 其 研究した 
所の 結果を 國 民に 報吿 して、 國 K の 共鳴を 得て、 食 
料 品に 改良 進歩を 施しつ、 あるので あります >  如何 
に 文明 諸國 が此 食料品に 就て 學術 上の 基礎を 應 用し 
て 居る かと 云 ふことは， 今回の 歐 洲の戰 役に 於き ま 
して* 營養學 の 最も 泰斗と して 崇敬され る 所の、 彼 
の r ェー ル」 大學に 於け る 「チッテンデン」 と 云 ふ 


人を 聯合 軍の 軍需 主官に 任命した る 如き も* 即ち 谷 一 

阈の 政府が、 是等に 就て 注意を して 居る ことを 窺知 
るに 足る であらう と 思 ひます、 又 彼の 戰時 「パン ' 

或 13: 食料 制限の 事、 皆な 是 等の 研究所に 於け る 成 a 
を 以て 基礎と して、 歐 洲列國 若く は 亞米利 加に 於き 
ましても、 皆な 之を實 施す る 所の 基礎には、 營蕺學 
上の 研究を 用ゐた ので あると 云 ふこと であります、 

で 翻つ て 我國を 見ます ると、 帝 國大學 首め 其 外 民間 
にも、 一つの 是等の 研究に 關 する 所の 機關も 無く* 
設備 も 無い、 若し 我 帝國に 於 r 食料の 調査を する 新 
しい 献立を 作る と 云 ふこと を 企てましたならば •唯 
唯 * き化學 の 分析表に 依ります る 所の、 内務省の ® 
生試驗 r の 分析表を 基礎と する のみであります、 斯 
の 如き 有樣 であります から •我國 に 於き まして、 若 
し此 保健 食料 •又は 一朝 事變に 際しまして •食料の 
制限 令. を 施 かう と 云 ふやうな 場合が /II 来ました 時分 
には， 白米 何 合を 大人 一八に 給したならば， 其 最低 
限の 分量は 戢らで あるかと 云 ふこと さへ もま だ 不明 
であります、 玆に I 例と して 此 研究が 殆ど 出來て 居 
ない と 云 ふこと を 申 上げて 見たい と 思 ふ、 それは 國 
民が 唯今 主食と 致し、 又 唯一の 生活 上の 資料と 致し 
まする 所の 米であります， 此 米に 於き まして 化學の 
分析 ほ 旣に 成り、 それからして 又 之が 消化を される 
割合 も 分つて 居ります "分つ て 居ります が是が 身 體 
中に 入りまして， 血液の 中に 入りまして、 是が 幾何 
の 生活力を 發揮す るか •即ち 生活の どれ だけの 補助 
をす ると 云 ふ 事は、 まだ 實驗上 誰も 證 明した 人は 無 
いのであります、邦人の身體、即ち日本入の身體に 
就て、 何人も 證 明した 人が 無い のであります， 何が 
故に證 明を しない か、 斯う 申します ると >  此 建 _ 案 
の 研究 條項の 第三 項に 擧げ ました 溫 盘 計を 以て 活力 
を 計る と 云 ふ 設備が、 我 日本 國に 於き ましては •殘 
念ながら まだ 無い ので & ります、 此 結論から 言 ひま 
すると •彼の 玄米 若く は 中 捣 米、 若く (3; 麥飯 、是等 
の 物が 化學 的の 分析の 上に 於て は， 白米に® る こと 
が ® 々 であるので あります が、 是が 身 ss 'l' に 入り ま 
して 眞正の 活力を 鉍 する 段に なりましたならば， 即 
ち 最後の 場合に 於き まして •果して 白米が 玄米に 劣 
るか、又麥飯に劣るかと云ふことほ、まだ未知數で 
ございます、 それ故に 先日 此 席上に 於き まして 荒 川 
代® 士が 、白米が 玄米の 去勢した る 物で あると 云 ふ 
御說 明が ありました が， 其 去勢と 云 ふ 事に 就て ほ、 
10 六 五 
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まだ ® 間 上の證 明 ほ •こざい ませぬ， 斯の 如くで あり 
まする から， 我 貧 料 品の S 正の 學術 上の 研究 li 米に 
就て S* さへ も 無い、 斯う s ふやうな 憫れな る 有 棟. 
is M なる 有樣 であるので sb ります (「ひや と 
呼 ふ 者 あり〕 で斯の 如く 研究の 不足なる 時に 當りま 
して、 國 民に 向 ひまして、 米を 節せよ、 雜穀を 食せ 
よ、 他の 食品を 以て 之に 代へ よと 云 ふやうな、 學問 
上の 根據な き 提言を 爲 して、 國 民が 果して 之を 刖ゐ 
之に 共鳴を して •，さう して 其 提言を 承知す るで あり 
ませう か、 私 ほ 寧ろ 國 民が 之を 承知し ない と 云 ふ 事 
が、 合理的で ないかと 信ずる のであります、 (「ひや 
ひや」 と 呼 ふ 者 あり - > 斯の 如く 申 上げましたなら ば、 
我 帝 阔に ほ是 等の 研究を 爲す 所の 能力、 又 それを 有 
する 所の ^ 者 無く， 又學 者は 有つ て も 其 研究を 等閑 

にして 居る， 即ち 熟 心で ない と 云 ふ 所の 疑問は、 必 

ず 何人も 起る ことで あらう と 信ずる、 然れ ども 是ほ 

我國に 於て 之を 研究す る 所の 機關が 無い‘ 研究所が 

無い 爲 めに， 熟 心なる 學者 も、 素蔻の ある 所の 者 も 

如何と もす る ことが (J1 來ない 有樣で あるので ありま 

す、 殊に 此 設備には 相 當 の經费 を耍す る 事で ありま 

すから、 我阈 の淸貧 を 以て 甘ん ずる 學 者には、 是は 

無理な 注文で あるので ある、 之を 學界 から 申します 

れば 、洵 に悲 慘 な 事で あり、 又國民 の 食® 政策の 上 

から 申し ますれば、 sf に逍憾 千 萬と 存 ずる 次第で あ 

ります (「ひや <J と 呼 ふ 者 あり) で 然れ ども 此 十億 

の豫算 を耍 する 我が 國 家の 財政の 上から 見ました な 

らば、 是 •か 設備に 耍 する 二 十 萬 II 內外 の經费 又數萬 

_ の經常 费は 、恰も 大山の 一粒 •大海の 一滴の 如く 

誠に 微々 たる ものであります る にも拘らず、 若し此 

研究 機關を 設けたなら ば， 多少の 時 問を假 して、 餘 

り 長き 時間を 要せずに 相當の 効果を 擧げ得 べきは > 

私が 信じて 疑 ほない 所であります (「 ©' !! 々々 j 「 

詳細に やるべし」 と 呼ふ莕 あり) で 今日 米 借 食料 問 

題の 最も 緊急を 要し. 最も 早く 解決を 要する 時機に 

於き まして、 數十 蓖 圓の經 a を 投じまして 斯の 如き 

食糨 政策の 根本 問題に 觸 る、 所の 研究 機 關を設 ける 

と 云 ふことは、 最も 焦眉の急 務で あると 私は 信ずる 

のであります， で 是は 即ち 此 建_ 案を 提 m 致し まし 

た 所以であります (拍手 起る〕 間く 所に 依ります れ 

ば …… (笑 睇 起り 「■鹺 々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 河 野徹志 君內務 省に 於け る 保健 衞生 調査 會 から 


常 局 大臣に 向つ て此趣 S の 建 諾祀を 出された と 云 ふ 
ことで ある •當局 者 も 多分此 研究所の 設立が、 必要 
である 緊要で あると 云 ふこと を 御 認にな つて 居る こ 
と、 信ずる のであります、 それ故に 賢明なる 滿 場の 
諸君 も、 翼く ば 此 案を 御 賛成 下されん ことを 御 願を 
致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 is 君 本案は 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託されん ことを 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔一 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議なければ •本案は 議長 
指名， 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました。 

0 岩 崎 14 君此 場合 議事 日程 變更の 緊急 動 _ を 提出 
致します、 即ち 玆に 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號の 
承諾を 求む る 件、 穀類 收用令 承諾を 求む る 件、 大麥 
小麥 及小麥 粉の ® 入税 減免に 關 する 法律案 •第一 讀 
會の續 、大正 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法律案 第一 
_ 會の續 を 一 括して 翳 題と し •委員長の 報告を 求め 
FL つ 其 審議を 進められん ことを 望みます。 

0 議長！： 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動® に御異 諉 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議なければ 以上 列擧 せら 
れたる 諸問題を 一括して _ 題と 致し、 委員長の 報吿 
を 求めます 賴澤總 明君。 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 (承諾を 求む る 件〕 
(委員長 報吿〕 

穀類 收用令 (承諾を 求む る 件〕 (委員長 報告〕 
大麥 •小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關する 法律 

案 (政府 提出〕 第 i 會の續 (委員長 報告) 

(確定 議) 

大正 七 年 法律 第三 十七號 中 改正 法律案 (漆 昌巖 

君 外 一名 提出〕 第一 is 會の續 (委員長 報告〕 

(確定 議〕 

〔法 學®  士辋 澤總 明君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 法學博 士鹈 澤總 明君 大正 七 年 勅令 三百 七十 三號 

米 及 la の 輸入税の 低減 又は 免除に 關 する 件、 此 勅令 

の 承諾を 求める 件、 それから 大正 七 牢 勅令 第三 百 二 

十四 號 ，穀類 收用 令の 承諾を 求む る 件、 大荽 •小麥 


及 小麥 粉の® 入稅狨 免に 鵾 する 法律案、 大正 七 年 法 
钳第三 十七 號中 改正 法律案、 牝 案の 委 fl 會に 於け る 
報 茜を 致します、 委員 會は 數 回 開きまして、 政府の 
說明 、委員 諸君の 質問 及び 政府との 應答 等が ありま 
して、 大體に 於て 最も 問題と な 〇 ましたの it 、 穀類 
收用 令であります， それで 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 
三號及 他の 法律案 二 件に 就きまして if 非常に 簡略 
な 質問 應 答に 依つ て 質 間を 終了した のであります、 
先づ此 大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 から 御 報吿を 申 
上げます が、 此勅令 第三 百 七十 三號は 「政府 ハ當分 
ノ內 勅令 プ以テ 期問ヲ 指定シ 米 及籾ノ 輸入税 ヲ低滅 
又 ハ 兔除 スル コト ヲ 得」 斯う 云 ふ 勅令の 本文で あり 
ます、 之を 提出す るの 理由 及說明 等は、 旣に 本會議 
に 於て 當 局ょり 盡され て 居ります から •爰に 重ねて 
詳しく 御報吿 する 必要は なから うと 思 ひます、 委員 
會に 於き ましても、 此點 に付きまして は 別に 深い 質 
問應 答は 無 かつた 次第であります、 それから 次に 穀 
類收用 令であります が'  此 穀類 收用 令に 就きまして 
は、 是は 少しく 詳しく 御 報吿を 致したい と 思 ひます 
が、 此 穀類 收用令 は 大正 七 年 勅令 第三 百 二 十四 號と 
して 公布せられ たのでありまして •其 第 一條は 「農 
商務 大臣 ハ 國民ノ 生活 上 緊要 ナル 場合 — 於 テ ハ 補償 
金額 ヲ定メ 米 雜穀ヲ 收用シ 又 ハ 其ノ 指定シ タル 者ヲ 
シテ之 ヲ收用 セ シムル コト ヲ 得」 是が第 一條で あり 
ます、 それから 第二 條に 「前 條ノ 規定 二 依リ 收用シ 
又 ハ 收用 セ. ゾメ タル 米 雜穀ハ 農 商務 大臣 價格 ヲ定メ 
之ヲ 賣却シ 又 ハ 賣却セ シムル コト ヲ煜農 商務 大臣 ノ 
買 入 又 ハ 買 入 レシ メタル モノ-一 付 亦同シ 」 斯う 云 ふ 
のでありまして、 是 と共に 農 商務省 令の 第三 十二 號 
に 依りまして、 穀類 收用令 施行規則と 云 ふ ものが 出 
て 居る のであります、 で 此 施行規則の 第 一條に 於き 
まして 「穀類 收用 令-一依 ル 收用ハ 收用セ ムト スル 米 
雜穀ノ 占有 者乂ハ 所有者-一 收用 決定 街 ヲ 交付シ タル 
時-一 其ノ 効カ ヲ生ス J 斯う 云 ふこと に 致しまして、 
收 用の實 際の 運用を 圖 つて 居る のであります、 それ 
から 是と 同時に 大正 七 年の 農 商務省 告示 第二 百 七十 
一號に 依りまして、 其 第一に 「麥 類收用 令 第一 條ノ 
規定 二 依 ル 補償金 額 ハ 東京 又 ハ 大阪ノ 正 米市場- 一 於 
ケル 中米- 一 付 左/如 ク定 ム、 I、 大正 七 年 九月 五日 
ヨリ 九月 二 十日 迄 一石-一 付 金 三十 三圓 以内、 二、 同年 
九月 二十 一日 以後 追 テ 改定 スル 迄 一石 — 付 金 三十 圓 
以內 J 斯う 云 ふ 農 商務省 告示が 出て 居ります、 それで 


一 〇六六  _ 

之に 就きまして" H 間が 起つ た！！ であ 〇 ます、 先づ 
此三 十 II 又 は 三十 三圆と 云 ふやう に*; f fft ffl 餌を 定 
めた と 云 ふ yj に 就ての 數字 上の 根找は 、如何なる も 
ので あらう かと 云 ふや 5 な gr に 就きまして、 -s ti の 
中から 質問が 起り ました、 之に對 しまして 政府は、 
數字 上の 根據と 云 ふ 確定 的の 說明は 出來な いけれ ど 
も、 國 民の 生活 狀膀 、農民の 經濟狀 rffi r 或 ほ 此生活 上 
の 不安定を 來さ < る 程度に 於て 見るならば •三十 圆 
或は 三十 三 圆と云 ふやうな ことに 定める ことが ffl 松 
であらう と 云 ふやうな、 さう 云 ふ 答 辯が ありました 
それから 尙ほ此 勅令に 就きましては、 法 ffi 上の 問® 
と 致しまして (^ 、此勅令を果して政府に於て、 !1? ^ 
に 適用した ものである かどう かと 云 ふ K 問が ありま 
して、 政府 ほ lit 勅令は 出た のは 出て 居る ので あるけ 
れ ども、 未だ 钗 際に 適用した ものでは ない、 ® 光と 
か 何とか 云. ふやうな K 刀の やうな もので、 懐に 納め 
て 居る けれども、 未だ K 際に 之を 適用した ものでは 
ない、 併ながら 勅令 自 體 として ほ 實 施されて 居る の 
であるから、 其 法の 反射的 作用と して、 米！ g の 調節 
に 多少の 効力 あるの みならず、 今日 之を 存在せ しめ 
て 置く 必要の ある ものである、 斯う 云 ふやうな る說 
明が ありました、 之に 對 して 勅令の 第三 百 二十 四號 
と •それからして 大正 七 年 勅令 第 九十 二號 との關 係 
はどうで あるか、 勅令 第三 百 二 十四 號に 依り ますれ 
ぱ •指定 商 八と 云 ふやうな ものを 定める ことにな つ 
て 居る のであります が、 指定 商人と 云 ふやうな もの 
を 定められた の ほ， 此 勅令 第三 百！ 一十 四 號の 施行に 
當 つて 定められた ものでは ないか、 斯う 云 ふやうな 
委員の Br 問が ありまして、 之に 對 して 政府は、 それ 
は 勅令 第三 百 二十 四 號に依 つた C でな くして、 大正 
七 年 勅令 第 九十 二 號に 依つ たもので ある、 斯う 云 ふ 
やうな 說明が ありました からして、 此兩勅 令との 間 
の關 係は、 どうで あらう かと 云 ふやうな 質問 應答が 
あつた 次第であります、 そこで まだ 其 外に 米の 供給 
に 於て、 政府は 果して 滿足な 〇 とする やうな 狀態に 
在る ことを、 言明が 出來 るか どうかと 云 ふやうな、 
一括しての 意味は さう であらう と 思 ひます がさう 云 
ふやうな 質問 も ありました し、 政府に 於て は、 大體 
十分に 國 民の 安定の 出 來る 程度に、 外國 米、 或は 朝 
鮮 米、 支那 米 等の 內 地に 入る やうな 方法を 執つ て、 
十分に 其 米の 內 地に 於て 充實 する やうな 方法を 執る 
積り であり、 又 其 見込は 大 體 ある® りで あるが、 併 
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ながら 安心は 出 來な い、 斯う 云 ふやうな 應答が あり 
ました、 段々 詳しい 應答も ございました が 其 詳細に 
就きまして ほ 委 a 會の 速記 錄に讓 りまして、 大體特 
別の 勁 だけの 御 報吿に 止めて la きたいと 思 ふので あ 
〇 ます、 それから 大 麥小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 
關する 法律案に 就きまして、 政府の s fl と 致し まし 
ては、 小麥 と小麥 粉の 輸入に 付きまして は、 成べ く 
小麥を 多くす る ことにし •小麥 粉に 就きましては、 
成べ く 内地の 製粉業 漭に隨 迫を 加へ ないやうな 方針 
を 以て 進んで 見たい、 斯う 云 ふやうな 意 櫸 であつ た 
やうに 記 ® 致します •それから 小 麥の税 を 免除す る 
_ 合と、 小麥 粉の 稅を減 ずる WJ 合と 云 ふ もの ほ， 同 
一の 割合にす ると 云 ふやうな 趣旨の 說明が あつたの 
であります、 それからして 常 分の 內と云 ふことは、 
常 分の 內とあ る •か、 詰まり 此食料 品の 需要供給の 調 

節と 云 ふ ものが 出来る やうに なれば、 成べ く 早く 撤 

踱を 致したい と 云 ふやうな 趣旨に 政府は 說 明され た 

ので あ 〇 ます、 それからして 大正 七 年 法律 第三 十七 

號中 改正 法律案 —— 朝鮮から 大 JH 七 年 法 g 第三. 十七 

號に依 つて 生きた 牛を 移入す るに 就て は、 移 人税を 

免除す る ことにな つたので あります が、 半： 牛肉を 移 

入す る ことに 就ての 税を 未だ 殘 して屛 つたので あり 

ます、 此税の 免除を 生の 牛肉に も 及ぼす と 云 ふ 改正 

案 ほ、 本會に 於て 提案 密 の漆畕 級 ft から 說明 された 

通りであります、 其 法 ft 案であります、 之に 就き ま 

しては 政府は 反對は しない、 大體に 於て 先づ 賛成の 

意味で、 反對 をし ない と 云 ふことの 意味を 言明され 

たのであります、 そこで 採決に 當 りまして、 異議の 

ない 所から 決を 採りまして 、犬 IE 七 尔 勅令 第三 百 七 

十三 號大麥 ，小麥 及 小麥粉 の 轍 人稅 減兔 に關 する 法 

fs 案 •及び 大正 七 年 法 珙第 三十 七號中 改正 法律案 是 

れは委 fl 會 の全會 一致を 以て 可決した のであります 

殘る 所の 大正 七 年 勅令 第三 百！ 一十 四號に 就きまして 

は、 本案に 對して 井原 君、 下 岡 君、 摘 山 君 等から K 

對の 意見が 出ました、 前 田 君、 尾 崎 君、 石 原 君 等 か 

ら承諾 を與 ふべ しとの 意見が 出ました •採決の 結果 

ほ 承諾を 與ふ べしと する 者は 八、 承諾を 與ふ ベから 

ずと 云 ふ 者が 五で ございまして、 本案は 委員 會に於 

きまして は •八 名の 多數 に te りまして 承諾を 與ふべ 

しとす る ことにな つたので あります が、 m /® 委員の 

中五名の反對がござぃますから、此反對の方から少 

数总 見が 提出に なつて 席る のであります •か、 是は何 


れ此處 に 於て 報吿せ らる V こと、 存じます、 此段委 
員會の經過及結果の大體を御報佐致します。 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 唯今 委員長の 報齿は 四 件で あ 
ります るが、 lit 中で 御 e の 通りに 穀類 收用 令に 就き 
ましては 少數 意見 も あり、 多分 討論 も ある こと、 思 
ひます から、 先づ穀 類 收用令 より 討議を 始めて、 然 
る 後に 他の； tg 案に 移りたい と 思 ひます、 少數 意見の 

報吿を 待ちま^！ - 井原 百 介 君。 

〔井原 百 介 君 登壇〕 
f 拍手す る 者 あり〕 

〇并原 百 介 君 唯今 議題と なりました 所の 穀類 收用 
令、 之に 就て は 吾々 は 承諾を 與ふ ベから ずと 云 ふ 意 
見で あるので あ 〇 .ます、 其 理由の 大要を 此場 合申述 
ベます ると 云 ふと， 第一 此緊急 勅令なる ものは、 最 
も rft 急の 場合に 於て、 H む 可らざる 場合に 際して， 
始めて 發せら るべき もので あると 思 ふので あります 
成程 昨年の 此發 令の ありました 當時 は、 確に 食糧が 
不足して 居つ た， 値段が 高い と 云 ふこと を 以て、 谷 
地に 於て 暴動が 起つ た 場合であります るが、 併し 之 
を阏 用せ ずに 濟む べき もので あつたので あります、 
方法 さへ 宜けれ ば、 必ず 彼の 緊急 勅令なる ものを 出 
さなく とも， 十分 之を 敎濟 する途 が あつたので あり 
ます、 現に 論より 證據で ある、 此勅 令が 出ました け 
れ ども、 今日に 至る まで 一回の 適用 もされて 居らぬ 
ので あ 〇 ます、 之を 言ひ換 へて 見ます ると 云 ふと， 
之を 發せ られた 常 局 者の 意思は、 唯々 之を 以て 威 さ 
んと云 ふことの 意味に 於て 發 せられた ものと 思 ふの 
であ 〇 ます、 果して 緊急 勅令なる ものは、 斯の 如き 
意味に 於て 發 して 宜しい ものである か •而も それを 

適用す る必耍 が 無い I 實 際用ゐ ずに 濟ん だので あ 

ります、 此 適用を しなくて 濟むや うな ものを、 緊急 

勅令と して 發す ると 云 ふやうな 事は、. 不當な 處 置で 

あると 吾々 li 言は なければ ならぬ、 或は 是 け 先刻 委 

員 長からの 御 報 ff 中に も ありました が、 懐に 入れて 

居る 所の寶 刀で あると 云 ふやうな 事を， 常 局 者は 言 

はれて 居る のであります が、 私は 寧ろ 是 {X 寶 刀と 言 

ふよりか、 出 刀 庖丁、 或は 短銃， 强 盗の 持つて 居る 

物で ほない かと 云 ふ 私 ほ 考を持 つて 居る ので ありま 

す、 何故なら ぱ此物 が ある 爲めに 農家は 非常な 恐怖 

心を 懐いて 居る， S り 農家の みならず、 米を 持って 

居る荠 は， 之に 對 して 非常な 恐怖心を 持つ て 居る、 


現に 是が 昨年 鼓 表された 場合に、. 3 分の 持 米を 非常 
に 安く H ほれる であらう と 云 ふので 以て* 之を ¥• く 
賣 つて さう して 其爲 めに 非常な 損を したと 云 ふ例證 
も あるので あります、 米 商は 利を 見る ことが ® いも 
のであります から* 或は さう 云 ふ 事 も ございませう 
が、 併し 農家は さう 云 ふ 事は 迚も 出来ない ので あり 
ます、 此勅令 に 依つ て 斯の 如き 恐怖心を 一般の 農民 
及 商人に 懐かしめる やうな 意味に 於て 緊急 勅令を 發 
せられる のは、 不都合 千 萬な 事で あると 吾々 は 信ず 
るので あります、 旣に 政府は 昨年 九月に 於て、 此指 
定商 入を して、 米の 買 收を させる 事を 打 切られた の 
であります、 政府は 之を 打 切る 位であるなら ば •旣 
に斯の 如き 法律を 適用す るの 必耍を 今日 ほ 認めて 居 
られぬ と 言 ほなければ ならぬ、 或は 今後に 於て 如何 
なる 場合が あつて、 斯の如 きもの i 必要な 事が ある 
かも 知れ ませぬ、 絕對に 無い と 吾々 は 申さぬ ので あ 
ります， 其 場合に ほ 矢 張 相當な 必耍 に應 じて、 方法 
を 執られたら 宜か らうと 思 ふので あります、 併な が 
ら 現在此 法 律が I 緊急 勅令が 出ました 時は、 事實 
之を 適用し ないで 濟んだ ものであるが、 他日 之を ど 
うしても 適用し なけれ ぱなら ぬ 場合に 於て 更に 出さ 
れ るのは、 吾々 は 否む のでは ない のであります、 緊 
急 勅令の 性質と して、 吾々 は 不當な る處 置と 考 へる 
のが 第一の 理由であります >  第二には 政府は 種々 の 
方法を 講じて、 食料品の 生 產と云 ふ ものを 獎勵 され 
て 居る のであります、 現に 先日 本會に 於て 可決に な 
りました 所の 開 II 助成 法の 如き も 其 一であります、 
兎も角も 第一 回の 助成金と して、 此本會 S に 於て 決 
定せ られ たものは、 金額で 申します ると 約 五 千萬圓 
であります、 是 も皆樣 の 御 賛同に 依つて、 返還す ベ 
きものを 爲せな くと も* 唯々 交付し 切りに しやう と 
云 ふ 事に 皆樣は 御 決議に なつた のであります、 又 政 
府も 之に 對 して 反對を されぬ のであります 、期の 如 
く 食料品の 咐硕の 必要で ある 今日に 於て， ltfc 穀物 收 
用 令と 云 ふ ものが ある 爲 めに、 之を 生產 する 者は • 
却て 之を 希望 通りに しない、 吾々 の 希望を 充た して 
吳れ ない と 云 ふこと が 出来て 來るの であります、 如 
何に 勉强 しても、 日本の 食料品が 足らぬ から、 お前 
達 作れと 言つ て 農家を 勸 めて 見ました 所が、 利益の 
無い 仕事は しませぬ、 是は 申す まで もない 話で ある 
利益が あつて こそ 初めて 開墾 も 致し ませう、 勉强も 
致し ませう、 多くの 費用 も 使つ て 生 產を 多くす ると 


云 ふことは 必ずし ませう が、 斯の 如き 勞 力に 依り. 
期の 如く 資本を 投じて 作つ て 見た所が、 其 生產品 に 
對して ほ、 何時 此收用 令を 適用され て、 H 分 達は 損 
をし なければ ならぬ か 知らぬ と 云 ふ •確に 恐怖心を 
持つ のであります、 一面には 生產 を奬勵 しながら、 
一面に 於て 之を 妨げる 杯と 云 ふやうな 矛盾した 方法 
は， 斷じて 許すべからざる 事で あると 吾々 は 斷 言す 
るので あります、 (拍手 起る〕 是は 決して さう 云 ふ 
意味で ほない、 價格が 暴騰す る爲 めに 之を. 抑制す る 
意味に 於て、 IJt 收用令 を 置いて ある もの だと 云 ふこ 
との、 或 方の 御意 見 も ■こざいました が、 無論 それ も 
含んで 居り ませう， 其 意味 も ありませ う •併ながら 
現に 昨年の 勅令 第 九十 二 號で ありました かに 出 まし 
た 所の ものに 依つ て 見ます ると 云 ふと 詰まり 先刻 委 
員 長から も 報告され た 如く  •九月 ? f; 日 以降は 一石に 
付き 三十 三圓 ，.二 十日 以降 ほ 三十 圓と云 ふ 事が 定め 
られて 居る のであります， 此三 十圓と 云 ふ もの も果 
して 適當 である や 否や 農家に 損が 決してない もので 
ある や 否やと 云 ふ 事は 吾々 ほ 大に 疑つ たので 有ます 
是 は 地方に 依つ て 大に違 ふので あります、 或る 池 方 
殊に m* 北 地方に 於て は、 一石の 生產費 ほ 三十 圓以內 
少き ほ 二 十三 圓で 濟んで 居る 處 もあります、 併な が 
ら地 方に 法り まして ほ •殊に 愛知 縣或 は大阪 と 云 ふ 
やうな 處に 至りまして ほ* 一石の 生產 費は 決して 平 
均 三十 [1 で 上つ て 居り ませぬ、 高い 處にな ります る 
と、 三十 六七圓 費して 生產 して 居る のであります、 
然るに 全國を 通じて 三十 圓或は 三十 三圓以 上に 賣る 
ことが 出来ない 坏と云 ふ 事は、 政府と して 如何にも 
どうも 殘酷な 扱 方と 言は なければ ならぬ ので ありま 
す、 即ち 此 一例を 以て 考 へて 見ましても， 農家に 必 
ず 幾分の 損を させて 實行 しなければ ならぬ と 云 ふ 所 
の收用 令なら ば、 吾々 としては 同意す る ことは 出 來 
ない のであります、 而も 此生產 費が 指定され た 所の 
價格 よりか 高い と 云 ふこと が あるが、 それに 加 ふる 
に 言 ふまで もな く 物品が 不足す る、 供 ^ が 十分で な 
い時にほ其物價.は必ず騰ると云ふ事ほ、是は爭ふ可 
らざる 事實で あるので あります、 阼年 農家に 米が 足 
らない 足らない と 言つ て、 世の中の 人が I 而も 有 
識者が 之を 認めて、 之れ を 八 釜 敷く 言 ふ 時に 於いて 
は、 生 產費 だけで 米が 賣れる ものでは ない、 此の 時 
こそ 幾分 か 牛： 產者は 之に 法つ て 利益を 得なければ な 
らぬ ので ある、 決して 吾々 は 徒らに： 个當の 利益を • 
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一生 產者に 於て 得せし める と 云 ふ 5S 味で ほ ありませ ぬ 

けれども 、需給の "', 係 物 沿の 高 ® の ある こと 13; 爭 ほ 
れな い、 而も fs かるべき 時に 於て 生 產费 以内に 於て 
米を玟れと云ふことほ、过に無法と言ほなけれぱな 
らぬと 思 ふ、 是が即 ち 私が 收 用法を® くべ からざる 
ものと 思 ひ、 寧ろ 是 if K 刀で なくして、 或は 極端 か 
も 知れ ませぬ が、 盗賊の 拗 へる 所の 出 刀 庖丁、 或は 
维 銃で {3; なから うかと ., JJ. ふので あります、 是が 第二 
の 理由、 第三に 至りまして は， 此收用 令と 云 ふ もの 
ほ、 頗る 不備な ものと 吾々 は 信ずる のであります、 
收用の場合に於てほ、或條件がどうしてもなけれぱ 
ならない、 例へ ば 土地に 致しますならば， 鐵 道の 敷 
地になる、 公共の 51 路の 敷地になる、 或は 公共の 建 
物が あつて 其 — 部を 桢張 する、 或は 或 公共の 事 業に 

買收 すべき 土地に 就て-殆ど 全 •部が 承知して >  1 二 

の 者が 是に對 して 不服を 唱へ ると 云 ふ 場合は、 其 場 

所に 限つて 指定され て あるので ありまして、 是に對 

して 收用 令を 適用す る ことは 無論 已むを 得ぬ ので あ 

る‘ 此穀 類の 如き， 殊に 米の 如き 物は 生產 する 地方 

に 依つて 多少の 差 ほ あるけれ ども、 大體に 於て 日本 

人の 食料品で、 之を 甲が 持ち 乙が 持ち 沔 が 持ちます 

る ことに 對 して 格別の 差 !' 3: ない、 又是で なければ な 

らぬと 云 ふ 必要條 件は ない ので ある、 誰のを 収 つて 

も 宜しい ので ある、 其 場合に 於て、 殊に 指定 商 A を 

して 收 用させる と 云 ふ 事 杯に なりましたなら ば 如何 

にして 之を する 事が / II 來ま すか、 各， H の 持 米を 彼は 

一千、 彼 ほ JI: 百、 彼は 百、 一々 調べて 之を 按分して 收 

用す る ことが m 來れば 結 ffi である、 不公平は ない の 

である. 併し 斯の 如き 事は 事實に 於て 迚も m 来ない 

斟 であります、 或は 甲な り 乙な り 丙な り -J' なりと 云 

ふ ものが、 そこに 目を 著 けられて、 ? 〇 前の 米を 收用 

するぞ よと 言は なければ ならぬ ことになる. さう す 

ると其被收用者の不幸と云ふものは如何でありませ 

う、 宵に 迷惑 千 萬の 話と 言は なければ ならぬ ので あ 

ります、 又 同 法の 第 四 條 に'  此收 用に 應じ ない 者は 

相 當な處 分を する， 隨分嚴 罰に 處せ られる ことにな 

つて 居る のであります、 成程 收用に 應じ ない 所の 者 

に釾 しては、 法律で 相 當の處 分が 出 來 ませう が、 此 

の 品物に 就て 之れ を 取る と 云 ふことは 非常に 困難で 

ある、 殊に 收用の 場合に 於いては、 商人が 行って 其 

所有者が 拒む 場合で あつたなら ば、 必ず 其の 附近の 

者 も是に M 情して 居る、 其 場合に 於て 商 入が 無理に 


それを 引 Is ると 云 ふこと if 事 l:r に 於て 迚も 出来な 
V、 或 ほ 斯う 云 ふ 場合に 於て、 倭 察攛 も用ゐ なけれ 
ばなら ぬと 云 ふやうな 非常な 困® が 出来、 場合に 法 
つて ほ 兵隊を 出さなければ ならぬ と 云 ふやうな こと 
も 出來ほ しまい かと 思 ふ-まだ 其 外に も少々 申 上げ 
る 理由 もあります が、 大 1$ に 於て 此 法が 不備で ある 
と 云 ふことは、 吾々 は 認めて 居る のであります、 此 
三點に 於て 吾々 は 此收用 令と 云 ふ ものは 存蹬す ベ か 
らず 、又 緊急 勅令と して發 布せられ たの ほ、 不當で 
あると 云 ふ 意見を 以て 反對 致す のであります。 
〔拍手す る 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是 ょり 通吿 順に 從つて 討論を 
許可 致します I 熊 谷 直 太 君。 

〔熊 谷 直 太 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 熊 谷 直 太 君 唯今 議題に なつて 居ります る 穀類 收 
用 令に黝 しまして は、 委員長の 報告に 賛意を 表し ま 
して、 is 憾な がら 井原 君の 論には 不賛成な 者で あり 
ます、 穀類 收用 令は •其 命令が 示す 通りで ありまし 
て •國 民の 生活 上 緊急に して 已む ベから ざる 場合に 
於いて、 必要 ある 所の 法規であります、 諸君、 御 承 
知の 如く 昨年の 八月 下旬 頃に 於いては •帝 國の 臣民 
が 食糧 問題に 關 しまして 如何なる 狀 態に 在りし かと 
云 ふこと を 回顧 すれば， 思 半に 過ぐ る もので ありま 
す、 即ち 當時 人心 恂々 、米穀の 價格と 云 ふ ものが 段 
々と 暴騰を 示して 居りまして、 經濟上 不安定の 極に 
達した 時であります， 此時に 方り まして •穀物 收用 
令を 布き まして、 萬 一に 備 ふると 云 ふことは、 是は 
萬 已 むを 得ざる 策に 出で たる ものと 思料せ らる X の 
であります、 幸に も當 時 IX 勒令第 九十 二 號の 行政の 

運用に 依りまして、 謹に 此法 令を 適用す る ことが 出 

来なかつた のは、 吾々 犬に 今日に 於て 諸君と 共に 祝 

福す る 所であります、 現内閣に 於き ましても、 此食 

a 問題 —— 最も 我國 民に 直接に して 且つ 重大なる 所 

の 食糧 問題に 關 しまして は、 深甚なる 所の 注意を 拂 

ひまして、 玆に 議題と なつて 居ります る 所の 勅令 三 

百 七十 三號の 如き、 即ち 外米を 圓 滑に 輸入す る 所の 

法令の 如き、 又大麥 、小麥 及小麥 粉に 關する 法令の 

如き、 外米を して 圓滑に 內 地に 輸入す る 所の 方法を 

執って 居られます、 現に 昨年 十一月 十二 日、 並に 本 

年 正月に 於け る 外米の 輸人 高は、 臺灣 朝鮮 米を 除き 

まして !3 、 0? に百七十四萬.八千石の多きに上って居 


るので あります 、近来 稀なる 所の® 人 米を 見た ので 
あります、 斯の 如く 一方に 於て は蔟 類の 潤澤を 闽り 
まして、 更に 現内閣は 根本的 政策と しまして、 開 38 
助成 法案なる ものを 提出せられ まして、 十 五箇 年の 
間に 二 千 五 百 萬 石と 云 ふ 多額の 收拯を 得ん とする 根 
本 政策を 講じつつ ある、 即ち 此 重大なる 所の 食 湿 問 
題に 付きまして ほ. 深甚なる 注® を拂 ひ-著々 とし 
て 其 効を 收 めつ、 ある 今日であります るが、 食 Isa 問 
題 ほ 我帝國 臣民に 對 しまして、 爾く 直接に 爾く祺 大 
なる 關 係を 持つ て 居ります る 故に、 之れ に對 して ii 
注意の 上に 注意を 拂ひ 、周到なる 上に 周到なる 所の 
注意を 拂 ふと 云 ふことは、 實 に當局 者が 當然 執る ベ 
き途だ らうと 思 ふので あります、 飜 つて 當 時の 經濟 
狀 態を 見ます ると、 稍々 安定したる 所の 傾が ありま 
する けれども、 而も 物價は 依然として 高値を 示して 
居る、 又 平和 克復の 1 ； に 於き ましては、 其 經濟狀 態 
は 如何なる 波 關 怒濤の 波及す る や も阔 り ® き 今日で 
ある、 此時此 際に 於て 姑く 此 法を 存置し、 經濟狀 態 
の 推移を 見る と 云 ふことは、 吾々 の當然 M むべき 道 
であらう と 思料す るので あります、 况や 諸君 御 承知 
の 如く、 法案の 一旦 發せ られた る 以上は、 其發せ し 
所の 原因と 云 ふ ものが 全く 消滅す るに 非 ずん ば •之 
を 陂棄 せざる ことが 立法 上の 原則で ある、 是ほ 無視 
すべから ざる 所の 原則でありまして， 今 申 上げる 所 
の事愦が存在する限りほ、俄然として是を躞止すべ 
からざる ほ 當然 の理合 であります， 朝令暮改 ほ 立法 
府に 於て 吾々 の 最も 忌むべき ことで ある、 若し 一た 
び 腿して、 不幸に も， 萬々 一に も、 吾々 が 心配す る 
如く •經濟 上の 變 励を 来しまして、 再 ぴ此法 案と 同 
一の 精神の 法案を 要する 場合に 至つ たなら ば， 吾々 
ほ 天下に 對 して 何の 面目が ありませ うか、 故に 此點 
に考 攛 をす ると 云 ふことは 、穏健に して -EL つ 妥當な 
る 論議と 言は なければ ならぬ のであります、 諸君、 
此 案に 對 しまして、 憲政 會 諸君の 御說を 段々 承り ま 
すと， 論識 は數 多に 岐れて 居ります、 併ながら 之を 
引 括め て 見ます れ ば、 稍々 二つ の點に 縮め 乙 ことが 
m 來るや うであります、 委員 會に 於け る 御 討論、 並 
に 唯今 井原 君の 御 論議に 依つ て、 之を 二つ に 分ける 
ことが 出 來るや うであります、 即ち 第一は 此 穀物 收 
用 令は、 大正 七 年 八月 末つ 頃發 布せられ， 今 0- に 至 
るまで 未た 曾て 此法の 適用が 行 はれて 居ない、 此適 
用の ない 事情から 見ても、 此 法令と 云 ふ ものは、 全 
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く 不必要の ものである、 斯う 云 ふ； を Is さる 方 
もあ0ます、併ながら此論绒は全< .:;; '11; 油を十分ぽ 
港 蒼な さらぬ 論 謹で ある、 切， 11 收用 令の in き 非常 緊 
急の 場合に 於て 適用すべき 法令は， 吾々 は 成べ く : ns 
る 手段を 執つても， 此 法令の 適用の ない ことを 希 沼 
する 一人であります、 恐らくは lg 君と 雄 も此迈 れ收 
用令の適用する場合の多からんことを ^ む \ ほ一人 
も あろまい と 思 ひます •當時 政府 ほ 他の 方法、 即ち 
勅令 第 九十 二號 に fi る 拙 限に 依りまして、 行政 上の 
手段に W つて、 lit 收用 令の 越 用を しなかつた と 云 ふ 
ことを. 吾々 は 非常に 鹿 賀 する. のであります、 恐ら 
く ほ 憲政 會 諸君と 雖 も， 此點に 付て は 必ず 御 同 蹈で 
あらう と 思 ふ •元 來此 種の 法令 •即ち 敬 物 收 )M 令の 
如き >迓 に 避くべからざる •已む を 得ず して as W す 
すべき 勅令の 如きは、 成べ く 其 適用す る 場合の 無 か 
らんことは、 吾人の 常に 望む 所で ある、 斯の 如き、 
緊急 巳む を 得ざる 場合が 頻々 と 起る ことは、 吾々 帝 
國臣 民の 最も 喜ばざる 所でありまして* a つ 慨嘆し 
なければならぬ、幸にして或行政手段に依りまして 
其 適用を 見 ざり しことは、 吾々 の 喜ぶ 所であります 
况や 憲政 會の 諸君は 法の ® 施と 沄 ふこと、、 法の 適 
用と 云 ふこと V を 全然 混同せられ て 居る、 法の 威 破 
は 法の Bf 施に 依つ て 直ちに 効果を 奏し 威 嚴を持 つも 
ので ある、 ® ちに 之を 適用す るか 適用せ ざる かに te 
つて、 法の 威 嚴に 何等 關 係は 有たぬ ものであります 
刑法の 如き、 罪 ほ 成べ く 犯して ® ひたくない が 犯し 
た 場合には 仕方がない から 此法钳 を 適用す ると 云 ふ 
事と 同一 精神で ある、 故に 適用がない から lit 法の 効 
果がな いと 云 ふ諉論 ほ、 法律上から 何等 採る IJf •か 出 
来ぬ 竊論で あります、 憲政® 諸 封の！ 5二 の 御 論には 
更に此 第 一 の論點 に 一 步を 進めまして , 適用 がない 
許りでなく 之を 存 ter する 事 {3: 有害に して 益で ある 
却て 第 ® を 流す ものであると 云 ふ御識 論であります 
即ち 此 法令の 存置す る 以上は •一面に 於て は駿類 を 
持つ て 居る 所の 農民を 害し •賣 賀 の 材料を 持つて 居 
る 所の 商人を 齊す ると 云 ふ 御 P 論であります， 而し 
て 其論據 とする 所の もの ほ何處 にある かと 云 ふと、 
主に 適用 上に 關 する ものである 即ち 收用の 方法 •收 
用の 價格收 用の範 圍 斯う 云 ふやうな 點に付 て 詳細に 
御 議論を e さいました、 俳しながら 是れ 等の 御 心配 
は、 » に或點 から 言へ ぱ御 尤なる 御 心配で ありまし 
て、 適用の 如何に 依りまして ほ、 諸君と 私 も感を 同 
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じうす る湃で あ 〇 ます* 若し跔 用 •か 一步を 誤 まるな 
らば、 ! It 收用令 は 有 3 $ 無益なる 法案と 相 成る ことは 
吾々 諸君と 共に 感を： 一 じうす る 者であります、 けれ 
ども 此點に 付て叕 5 r の餘 り、 常 局 大臣に 就て 詳細な 
る 辯 明を 求めた のであります、 同僚 山內 君は 特に 此 
點に 付て 深驻な る 注意を 拂はれ た、 質問を 爲 された 
のでありまして、 山 本 農 商務 大 K は 此點に 付て、 斯 
う 云 ふ躂 明を せられた ので ある 即ち 買 K げの價 格、 
買 上の 方法、 及 ぴ其顺 序の 如きは 周到の 上に も 周到 
なる 注意を 加へ、 十分なる 考處を 嬰す るを 以て、 決 
して 昨 尔の ff- 示 第二 西 七十 一 號のや うな 方法に te ら 
ずして， 十分なる # P.H を 致して やる と 云 ふ 事を ^ 明 
せられた のであります •罟 々は 誠心誠意なる 農 商務 
大臣の 聲 明に 對 しては、 敬 fi を 拂ふ者 である， 信任 
を拂ふ 者で ある、 現に 歐鼦巴 芥阈 が此戰 亂に際 しま 

して， 又米國 も此 _ 亂に 際しまして、 食 糊 品の 收用 

に關 L、 其 收 用の 方法、 肺 _、 擗 格 等に 付て 色々 に 

研究せられ たもの が ある、 典 先例に 鑑みましても、 

農 商務 當 局には 必ず 確信 ある ものと 自分は 考へ るの 

であります、 故に扑 原 君の lit ® に關 する 御 心 ra! 即ち 

如何なる 區域 から 徴收せ ら る、 か、 如何なる 惘格を 

以つて 買は れる か、 i:! 何なる 方法に 依つ て 買 . 1-. げら 

れ るかと 云 ふ 御 心配は、 所謂 雲散霧消になる 次第で 

あります、 是 等の S 味から しまして •吾々 tx 此 穀物 

收用 令に 對 しまして は. 承諾を 與ふべ しとの 意見を 

有する 者であります が>  現 內閣の 食 ffl に關 する 政策 

は、 褢々 其 効を 奏し， 此榖物 收用 令は 絕数無 限に、 

即ち 未 3(1 永劫 全く 適用な からん ことを， 吾々 It 我が 

國民七 千 萬 人と 共に 希瓖す る 次第で ございます、 終 

りに 臨みまして 憲政 锊諸君 も 少しく 襟度を 大にせ ら 

れ まして、 經濟界 に 十分 安心を 與ふ べき 此 法案を 保 

存せら れる ことを 希荜 に堪 へませ ぬ (拍手 起る〕 

0S 長 (大岡 育浩 君  ® 山 勝 太 郎君。 

〔摘 山 勝 太 郎君 登 ffl J 

〔拍手 起る〕 

〇陨山 勝太郞 君 問題の 筋は 25 員 長に 依つて 詳細に 

御 報吿 にな りました、 私 13; 成べ く簡职 に少數 意見に 

?-? 成の 理由を 申 上げます， 此緊急 勅令の 事後 承 1?; に 

付きまして は、 多年慂 法 上の gf 漭が解 決せられて 居 

.らぬ のであります、 私は 幸に 今间 政友會 諸 , 2 の 内閣 

に 佐つ て、 多年の 爭餃を 決定せられ る ことを 希® f し 

R つ 決定せ らる 、ものと 考へ て f;- りました が、 街 憾 


ながら 此點に 於て 其 解決を 見る を 得 ざり しこと を甚 
だ 逍憾 とする 莕であ ります、 其 腿 案と ! i 何で あるか 
と 申します れぱ ，吾々 の 信ずる 所に 依れば、 緊急 勅 
令の 問題に 付きまして は、 此發令 當時果 して 憲法 sfs 
八條 の临 件を 充 して 居つ たか どうかと 云 ふ、 此 事情 
の 認定に 付ての 責任で， ■あります‘ 所謂 緊急 勅令を 發 
布す るに 付て • ?! 時 K 條件は 完全に 充され たもので 
あつたと 云ふ此 R 任 上の 問題に 付て、 どう 云 ふ® 念 
を 現 政府は ^ つて 居られる か、 此點に 付て は 法制局 
長宫 ょり 詳細に 御說 明が ありました が、 要するに 現 
內闐ほ 其 成立 以前の 憲法 問題に 付て、 溯 及して 責任 
を 負は ない と 云 ふこと であります、 事 固ょり l re 當 
然の論 結と 考 へます 然らぱ 現內閣 には 此 緊急 勅令を 
發布 すると 當時の 國務大 R1 の 一人た る 海軍が 居られ 
る >  其 海軍 大 K と 現内閣の 諸 公は、 通 帶責任 の義を 
取られる 事と 考へ ます、 即ち® 急 勅令を 發布 する當 
時、 責任を 有ち し、 海軍大臣が 現內閣 に 存在す るな 
らば、 是と連 帶して 責任を 負 ふの 翻 念 あり や 否やと 
云 ふこと を 質問し ましたが、 之に 付ても 責任を 負は 
ない* 斯樣な 意味であります、 さうな ります と 第 四 
十 薙會に 於て 問題と なりました 如く、 緊急 勅令の 問 
題に 付て 內聞 が變遷 する 場合に 於て、 何時でも 緊急 
勅令の發布に《いてほ、责仟を負ふ者が無いと云ふ 
ことになるので あります 、如何に 亂縣な る LM 急 勒令 
を 出しても 如何に 不都合なる 非常 命令を 出しても， 
其點に付ては內閣が變遷すれば毫も貴仟者は無い、 
どんな 不都合な 緊急 ! lyj 令を 出しても 宜いと 云 ふ 結論 
になる ではない かと 云 ふこと に歸 著す るので ありま 
すが、 tf-fc 盤に f-J ては 現内閣に 於ても、 之を 如何と も 
する ことが 出來な いと 云 ふ 話であります， 併しな が 
ら 吾々 の 信ずる 所に 依れば >  憲 法 政治を 實 施して 居 

ります る 今 〇： •殊に 緊急 勅令の 如き m 大なる 非常 命 

令を 發 して •其當 否に 付て 貴 任 莕が 無い と 云 ふこと 

は •憲法 上 非常なる 缺點 であると 同時に 憲法 政治の 

運用 上 大に考 へなければ ならぬ 事項で あると 私は 考 
へます、 憲法 政治 ほ HJ すまで もない 責任 政治で ある 
總ての 行政 立法に 付て 賣 任を 負 ふ 者が ある ことに 依 
つて、 此憲法 政治の H 的を 達する 事が / II 來 るので あ 

ります、 然るに どの やうな 緊急 勅令を 出 L て も、 辭 

職して 去れば 何等の 責仟が 無い と 云 ふ 事柄は、 餘り 

行政に 付て 責任が 無い と 云 ふこと になります ので、 

私は 憲法 政治の 今 R に 於て 甚だ 此點を 潰 憾 とする も 


のであります、 次に 申 上げて 置かねば ならぬ ことは 
此緊盘 勅令を , H 施した る 所謂 緊急 勅令の 發 布ょり、 
之を賊 止す るに 至る までの 間の 責任であります、 之 
に fj て も 現内閣の 諸 公の 御說 明は、 a 憾な がら 徹底 
したる ものが ありませ ぬが、 耍 す るに 此點は 九月 二 
十八 日 かに 现政府 ほ 大命を 拜せ られた のであります 
からして、 其 以前の 事項に 付て は 緊急 勅令の 發布と 
同樣 に、 現內聞 成立 以前の 事であります から、 責任 
はない と 云 ふこと になる ので ありませ うか、 併な が 
ら現内 閗が S せられてから 以後に 付て は、 此緊急 
勅令の 運用に 付て、 雷大な る 責任を 御 負擔 になる と 
考へ ます、 然らば 此事 項に 付て 一 照 どう 云 ふ 工合に 
此 緊急 勅令が 運用せられ たかと 云 ふこと に 付て は、 
多少 中 上げて 置く 必 5? が あると 考 へます、 唯今 熊 谷 
君から 御 賛成の 意見の ありました 如く  ■當 時の 狀態 
は 菩 々阈民 ほです、 緊急 勅令 發布の 必要は あるかの 
如く 考へて P.1 りました、 東京を 始めと して 金 國 到る 
所に 米の啼 励が 起り ました、 米價ほ 日々 刻々 騰貴を 
する 際であります からして、 本案の 如き 穀類 收用令 
なる ものを 發布 せらる、 必要が ありし ものと 考へて 
居つ たのであります 、必要 ありし 事と 考へ ると 同時 
に、 此緊急 勅令なる ものは 當然： S 行され る ものと 考 
へて 居つ たのであります、 御 承知の 如く 穀類 收用令 
なる 緊急 勅令は、 八月 十六 日の 夜に發 令せられ たも 
のであります、 同日の 午後 五 時 頃に 隅 密院に 諮詢せ 
られ まして >  擷 密 院の議 を經て •恰も 日光に 御 避暑 
に 相 成つ て 居られた 至® の御毅 町 を煜ら れて 、十六 
日夜 遲く發 令せられ たる ものであります、 非常に 是 
は、 必要なる 法令で あると、 斯う 考へ るの ほ 當り前 
のこと であります、 而して 越て 十八 日 •十九 日、 二 
十日 頃に 於て、 御 承知の 如く 東京 市 並に 神戶 、大阪 
京都の 四 大都市に 於て、 指定 商人なる ものが 現は れ 
て參 りました、 此の 指定 商人なる ものは 穀阔收 用 令 
に 依る 指定 商人で あると、 罟々 ほ 斯う 考 へて 居り ま 
した、 又 新聞紙の 或 もの も 左樣 に傳 へて 居つ たので 
|あります、神户、大阪、京都のことほ委しく知りま 
一せ ぬが •我 束 京 市に 於け る 指定 商人 中 村 富三郎 外 七 
名の 者は， 御 承知の 如く M 十五 日から 買 付に 著 手し 
た、 其 資金と して (3: 約 三百 萬 圓の 金を 銀行から 借 入 
れて さう して 北陸地方に 此の 買 付の 爲 めに 行った と 
云 ふ 話であります， 其の 當 時に 於て 哿 々國民 ほ 十六 
日の 夜に 此の 穀類 收用 令が 發布せ られ て、 十九 日、 


M 十日 頃 •所謂 指定 商人なる ものが 出來 たので あり 
ますから して、 新聞紙 も國以 も 共に 穀類 收用 令に 依 
る 指定 商人なる ものが m 來た ので あると 斯う 思つ て 
屛つた のであります、 故に 米 s 原產地 に 於いては 非 
常なる 恐慌を 起して •愍 々政府は 正宗の 銘刀の 如き 
恐し き 穀類 收用 令を 出して、 而して 指定 商 入が 約 三 
百 萬圓の 金を 持つて 米を 買 ひに 來ると 云 ふ 事で、 吾 
人 共に 非常なる 恐 他を ^ じたので あ 〇 ます、 所が 今 
回此收 W 令を 御 提出に なりまして、 委員 會に 於て 此 
點を 詳細に W 問を 致し‘ 父 政府の 答 辯を 承は つて兑 
ると 云 ふと、 全く それは 間遠で ある、 穀類收 用 令なる 
ものは 一つ も 滴 用した 事がない、 それ ほ 大正 七 年の 
勅令 九十 二號に 依る 指定 商で あると、 斯う 云 ふ 話で 
あります、 試みに 大正 七 年 勅令 第 九十 二號は 如何な 
る ものである かと 云 ふこと を 申 上げて 見ます ると 云 
ふと、 極めて 簡單な る ものであります から、 一 Si を 致 
します が、 第 一條に 「農 商務 大臣 ハ 時局-一依 ル 米價ノ 
_励ヲ 調節 スル 爲左ノ 事項 ヲ埝ス 事ヲ gr . 外國 
米朝鮮米又ハ毫_米ノ輸入、移人、買人又ハ賣瞍ヲ爲 
ス事二 、農 商務 大臣 ノ 指定 シク ル條 件-一依 リ外國 米 
朝鮮 米、 又 ハ 臺_ 米ノ  _ 入 、移入 買 入 又 ハ 賣渡 ヲ爲ス 
モノ-一  對シ 補給 ヲ爲ス n 卜 J 此二 箇條を 規定され て 
ある 即ち 大正 七 年 勅令 第 九十 二 號なる もの ほ 外國米 
朝鮮 米を M 入 又は 輸入す る规则 であつ た、 此規 !iij は 
大 JH 七 年 四月 二十 五 H に發 布せられ て ある、 然るに 
先刻 申 上げました 如く、 穀類 收用 令なる ものは 八月 
十六 日夜 遲く 之を發 布す ると间 時に、 此 大正 七 年 勅 
令 第 九十 二 號の 改正を 致 L て 居る のであります、 其 
改正に 依ります と 云 ふと •八月 十六 日付で 先刻 朗讀 
致しました 「外 國米 •朝鮮 米乂 ハ毫一 米 J と ありま 
す 所を r 米雜穀 .」 と 訂正し •共 第二 項の 「外國 米、 
朝鮮 米 又 ハ 臺® 米」 と あるのを 矢 張 「米 雜穀」 と 訂正 
致しました、 即ち 農 商務 大臣は 緊急 勅令が 無くても 
大正 七 年 勅令 第 九十 ~ 號 に 佐つ て‘ 米 雜穀の 買 入は 
出来る と 云 ふ 一種の 行政命令を 作つ た、 而 して 一面 
に 於て 恐るべき 所謂 正宗の 銘刀と 稱せら る、 穀類 收 
用 令を 發布 したので あります •所が 當時國 民 (X 先刻 
中 上げました やうな 次第で 此大正 七 年の 勅令 第 九十 
二 號の 改正と 云 ふ ものは 目に も 耳に も 入らなかつた 
ので灰0ます、日々官報に：=を通して居る國民には 
或は 分つ たか も 知れ ませぬ が、 普 iffi の國 民には 是は 
分らな かつた のであります、 それは 其箬で あります 
一 〇六九 


大 II-: 七 年 勅 <?第 三 ? I 七十 三號 承諾を 求む る 件 外 三 件 
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大正 七年勒 令® 三百 七十 三 |§ 承諾を 求む る 件 外 三 件 


十六 日の 午後 五 時 頃に m 街 院に 諮詢せられ て、 而し 
て 其 夜 緊急 勅令が 出る と 云 ふので あります からぐ 其 
祕 に 殆ど rsl 一 な 內 ?; を 右す る 行政命令が 出る と 云 ふ 
こと (£ •殆ど 誰も 國民 ほ 考へて 居らな かつた •恐ら 
くは -, B- 報を 譖んで 居る 者で も是ほ 看過した に 違 ひな 
い、 其 所で 十八 日 十九 日の 頃に、 四 大都市に 於て 指 
定 商/、 が 出 來 ると 云 ふので あります から、 どうして 
も此孩 類收用 令を 使つ たものと 考へて 辟つ た •政府 
が 詐欺を やつた か、 國 民を 欺 罔した か、 それ (3; 問題 
であります けれども •國民 ほ 確に 錯誤に 陷つた ので 
あります、 此 故に 今日に なつて 之を 委しく 質 間 致し 
ますと 云 ふと、 穀類 收用 令に 法る 指定 商人で ほない 
勒令九 十二 號に te る 指定 商人で あると 云 ふ 話で ある 
C 「問題外 J と 呼 ふ 者 あり) 問題外では ありませ ぬ、 

それで 此事項 に 付て然 らば どう 云 ふ 方法を やつた か 

と 云 ふと •全く 政府の やり方 (3: 矛® 千 萬で ある •即 

ち 指定 商人の 或 者に 就て， _ rc 致して 見ます ると •御 

承知の 如く 政府 (X 穀類 收用 令に 基いて、 八月 二十 六 

日の 官報を 以ち まして 「大正 七 年 九月 五日 ョリ 九月 

二十日 迄 一石-一 付 金 三十 三 圆以內 •同年 九月 一一 十日 

以後 追 テ 改定 スル 迄 一石 M 付 金 三十 圓以內 、大正 七 

年 九 fl 四日 迄-一 收用ス ル 場合 ノ補償 金額 ハ 其ノ 都度 

之ヲ定 ム」 斯う 云 ふ 一つの 行政命令を 出しまして， 

即ち 或 時までは 三十 三圓以 內で賀 收す るし、 或 時 

になつ たら 三十 圓以内 で 買收 すると 云 ふ 行政命令を 

出した のであります-恰も 八月 十六 日の 夜 穀類 收用 

令を 出し、 二十日 頃には 指定 商を して 谷地に 出張せ 

しめ， r 八月 二十 六日には 三十 三圆以 內 、若く は 三十 

圓以內 で 買 ふと 云 ふ ■省令を ai して 居る* 一面に 於て 

然らぱ 其 指定 商人 { 3; どう 云 ふ 仕事を して 居る かと 云 

ふと、111十三圓や三十五圓所ではない、三十七圓、 

三十 八 1H •四十 圓 •四十 二 三 圆 、甚だしき に 至つて 

は 四十 五 II で 買つて 居る、 斯の如 き 方法に 依つ て 米 

を 買 ひます からして、 原產 地の 米の 所有者 及 農民の 

米の 占有 者は 政府は 殺 類 收用令 なる 恐るべき 緊急 勅 

令を 出した けれども. 大抵 商人は 四十 五 圓 でも 米を 

買 ふで ほない か、 四十 圓 でも 買 ふでは ないか、 是が 

爲 めに 米は 益々 騰貴す る 一方で ある •穀類 收用令 ほ 

犖も 恐る-' に 足らぬ と 云 ふので、 現內閣 の 辯 明に 依 

つて 正宗の 銘刀と 稱せら る X 穀類 收用 令と 云 ふ もの 

を、 S 民 及び 米の 所有者 及び 占有 者は 三文の 價値も 

ない ものと 考へ た、 斯の 如き ものを 何故に 將 來に繼 


砭 せねば ならぬ かと 云 ふこと が、 吾々 の 言は んとす 
る 所であります、 此點 に 付て 山 本 農 商務 大臣は、 委 
A 會に 於て 斯う 云 ふ 辯 明を せられました、 穀類 收用 
令を 適用せ ざり しこと {i 御說の 通りで ある •か、 其 時 
分 ほ 御 承知の 如き 時局で あつて、 眞に 間髮を 容れざ 
る 場合で あつた、 穀類 收用令 ほ 出した けれども， 之 
を fill 用す ると せざる とは、 眞 に間髮 を容れ ざる 場合 
であつ た、 斯う； K ふので あります、 其 場合 ほさう で 
あつた かも 知れ ませぬ が、 丁度 今日 ほ 六 箇月と 四 五 
日を 經 過して 居ります •此六 箇月の 間 {S 間髮 を容れ 
ざる 場合で ほない、 大きな 物質を 其 間に ほ 容れ煜 る 
のであります、 此農 商務 大臣の 辯 明に 依つ て も， 穀 
類收用 令の發 布 其 ものは 姑く 別間 題と して、 之を 將 
来に 繼續 すると 云 ふ 事柄 {X •何等 根據が 無い と 云 ふ 
ことは 御 分りで あらう と考 へます、 而 して 先刻 井原 
君が 少數 意見を 述べられる 際に 於て 申しました 如く 
副 島 農政 課長は 面白き 言葉を 本 築に 付て 使 ひま b た 
本案は 即ち 此 穀類 收用令 は， 背後に 持つ て 居る 所の 
武器で あると 斯う 言 (3: れた 、行政官は 穀類 收用令 な 
る ものを 背後に 武器と して 貯へ て- 而 して 此 行政 命 
令た る 大正 七 年 勅令 九十 二 號を使 用す ると 云 ふこと 
を國 民が 考へ たなら ば、 如何に 政府の 一 ^ 所謂 政治 
家の 虛僞の 多き に 驚く であらう と考 へます、 又馬塲 
政府 委員は 答へ て 日く， 此 穀類 收用令 其 ものは、 直 
接の 効果は 無 かつた けど も、 是 有る が爲 めに 農民が 
米を 高く しない、 即ち 安く 買 ふと 云 ふ 反射的の 効力 
が あつたと 言 はれた、 確に 其 言葉を 記憶 致して 居り 
ます、 即ち 農 商務 大臣の 御說明 に 佐れば、 間 髮を容 
れざ りし 場合で あつて 適用は せず して 濟んだ • 一政 
府 委員の 御 話に 依れば， 背後に 擁して 居る 武器で あ 

る， 一 政府 委員の 御 話に 抜れば， 直接の 効力は 無 か 

つた けれども， 反射的の 効力は 確に あつた、 斯う 言 

はれる •之に 付て 吾々 の 方で 申します る 議論は、 餘 

り 委しく 其 議論を 申さぬ でも、 大抵 諸君の 御 了解を 

得る と考 へます、 憲法 第 八 條にほ 御 承知の 如く 「天 

皇ハ 公共 ノ 安全 ヲ 保持シ 又其ノ 災厄 ヲ避ク ル爲 緊急 

ノ 必要-一由 y 帝 國議會 閉會ノ 場合-- 於 テ 法律-一代 ル 

ヘキ 勅令 ヲ發ス 」 斯う 書いて あるので あります* 即 

ち此 緊急 勅令を 發 する 場合 ほ >  非常 急變の 場合に 於 

て、 其國 民の 安 金を 保持し 災厄を 避く ると 云 ふ、 唯 

一 絕對の 必要の ある 場合に 於て、 而も 帝 國議會 が閉 

會 中であって， 其 開會を 待つ 暇が無い と 云 ふ 場合に 


憲法 上の 常 則を 破つて 非常 命令を 出して、 特別 立法 
を やる のであります、 熊 谷 君の 仰せの 如く 刑法と ほ 
全く 其 性質を 異に 致して 居ります、 刑法は 御說 明の 
如く 所謂 將來の 危害を 務防 すると 云 ふ 目的を 持つ て 
居ります るが、 緊急 勅令 ほさう 云 ふ 緩 皤な 法律で ほ 
ありませ ぬ •今 之を 出さな かつたならば 國民は どう 
なる か、 公共の 安全 ほどうなる か、 元來ほ 立法 褪を 
行 ふ 場合に 於て if 费法 第二 章 以下の 條草 に據 るべ 
きもので あるが、 此 非常の 急 變なる 場合に、 此勅令 
を 使用す るに 非 ずん ば、 他に 手段 も 方法 も 無い、 絕 
對 必要の もの だと 云 ふこと に 依つて、 初めて 此緊急 
勅令と 云 ふ ものは 生命が あるので あります •然るに 
農 商務 大臣、 其 他 政府 委員の 御 說 明に 依れば、 全く 
此 大正 七 年 勒令第 九十 二號な る 行政命令を 適用す る 
場合の 豫備的 立法に 過ぎない、 援助 的の 立法に 過ぎ 
ない、 吾々 の 信ずる 所に 依れば •緊急 勅令は 今 申 上 
げま する やうな 條 件に 依つ て、 緊急 勅令 自體獨 立の 
生命を 持ち、 自存の 目的を 持たねば ならぬ と考 へま 
す、 他の 行政命令の 適用の 爲め に、 行政官の 手加減 
の爲 めに •其 法律の 後昆を なす 爲 めに. 其 法律の 應 
援を なす 爲め に‘ 一種の 手 續的法 規の 如き 觀念 を以 
て發 布す る もので ほ 私は 無い と 思 ふ、 然るに 今 申 上 
げ まする やうな 次第に 依ります ると 云 ふと、 全く lit 
_ 緊急 勅令と 云 ふ ものは、 あれ ほ 行政官の 便利 (X 便利 
であり ませう、 而して 又 七 年の 九十 二 號の行 政 命令 
は 遺憾な く 行 はれる ので ありませ う、 行 はれる ので 
ありませ うが、 そんな 瞀澤な .そんな 安つ ぼい 目的 
の 爲に此 緊急 勅令を 濫用す ると 云 ふ 事柄 ほ 全く 憲法 
の 濫用で あると、 私は 深く 信じます、 而 して 又 此法 
令を 永續 せしめる に 付て 如何なる 必耍が あるかと 云 
ふ 事を、 私は 他の 諸君と 共に 最も 詳細に 質問を 致し 
たのであります るが、 是亦 結局 要領を 得 ませぬ、 要 
領を揭 ませぬ が、 私 {X 現 內閣に 於て は 全く此 穀類 收 
用 令なる 緊急 勅令は、 不必要で あると 云 ふ 御 考を持 
つて 居られる のでは ないかと 考へる 節々 があります 
其 一つの 根據 は、 大正 七 年の 十一月 十二 日に 政府 國 
民經濟 調査會 と 云 ふ ものが ある さう であります が、 
私は 實際は 知り ませぬ、 其處に 於て 原 總理大 K ほ 此 
穀類 收用 令の 事項に 付て， 斯う 云 ふ御演 說を爲 さつ 
て 居ります、 此際 米穀の 收用令 其 他の 事項を 中止 致 
しまして、 成べ く 自然の 趨勢に 立歸 らしめ、 之に 順 
應する 措置を 執りたい と 思 ふ， 此內閣 成立の 當 時に 
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於て、 璁理大 £!ほ 斯揉 に (4 I 演 S になつて 居ります、 
ft 淀 設の當 否 ほ 私は 批評す る 限りで ございませぬ が 
少くとも穀類收用令に對する筠理大臣 〇 ぼ立扮と云 
ふ ものは、 之に® つて 明瞭であります、 即ち ;s 玟收 
用 令 其 他の もの ほ 一時 之を 中止して 22 いて、 即ち 之 
を te はないで、 成べ く 自然の 趨勢に 委せた 方が { XL い 
と 思 ふ、 斯う 云 ふ 御® 見であります、 又 山 本然 商 ? 5> 
大臣は、 本年 第一 回の 米作の ! $ 想、 是は 大正 七 年 九 
月 二十日の 調査であります 、之に 依 れぱ五 千 八 百 九 
十八 萬 二 千 九 百 五十二 石の 米が 出来る •前年の H 收 
高に 比して 約 四百 萬 石の吩 收嫂作 であるから して、 
近く 新穀 出 廻 期に 人らん とする を 以て、 lit 場合 犬 Kf 
に 於て 自然 的 配給に 俟つを 得策な りと 考ふ 、斯う 云 
ふ御演 說をな さつて 居ります， 尤も 其 後に 於て 多少 
水害 等 もありまして、 此豫恝 は 當 つて 居り ませぬ け 
れ ども、 大體に 於て 此收用 令に 對 する 農 商務 大 以 の 
御意 見は、 總理 大臣 と同 樣で ありまして、 矢 張 . H 然 
的 配給に 俟つ 方が K しいと、 斯う 云 ふ考で あると 云 
ふことは、 之に 法つて 明瞭であります、 さう すれば 
です、 何が 故に此 緊急 勅令なる ものを ! 1¢ 來に存 紐せ 
しむる 必要が あるか、 殊に 吾々 の 記 1S する 所に 拽れ 
ば •昨年の 十月 二日に •農 商務省に 於き まして (3: 內 
地米の 收用も 一時 之を 打 切る と 云 ふこと を宣 害せら 
れて 居る (「 簡域 j と 呼 ふ 者 あり〕 lit 十月 11 日の S 商 
務 省の S 言と 云 ふ もの も 吾 A- は 穀類 收用 令に 依る 米 
の 買 付で あると 考 へて屛 りました が、 併し 委員 ir に 
於け る應 答の 結果に 依 〇 まする と 云 ふと 矢 張 大正 七 
年 勅令 第 九十 二 條に依 る 米の 買 付で あると 云 ふこと 
である、 何れに 致しても 宜しい、 此勅令 九十 二 號に 
依 る 米の 買 付で さへ も •之を 全然 瞇め ると 云 ふこと 
であります れば 、尙更 駿類收 用 令は 要らない ので あ 
ります、 吾々 ほ 先刻 申 上げます る 如く， 穀類 收用令 
ほ收用 令自 體獨立 自存の 目的を 持つ て 居らねば なら 
ぬと 云 ふこと を 申 上げました が ン政府 ほ 之を； i に收 
めた る 名刀の 如く、 又 背後に 隱し たる 武器の 如く、 
反射的の 効力 あるに 過ぎない、 行政命令の 如く 御 取 
扱に 相 成る としても、 旣に此 勅令 九十 二 號に 依る 米 
の 買 付を も， 十月 二日の 日に 御廢 めになる と 云 ふこ 
とであります から、 最早 lit 穀類 收用 令なる ものを 道 
具に 使 ふ必耍 も 無い ので ある、 穀類 收用令 其 ものが 
自存の 目的 上 必要が 無い と 云 ふこと (X 勿論の こと、 
此 行政命令に 依る 買 付に對 しても、 全然 必要が 無い 
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と 沄 ふこと になります、 何れから 考へて 見ても* 此 
の 緊急 勅令と 云 ふ ものを 存 ® せし むる 必要は 無い と 
私は 考 へます、 而 して 此緊急 勅令の 內界に 付て 一言 
致して 證き ます、 御 承知の 如く 緊急 勅令の 內容邛 も 
のが： 怨 かりし 場合に 於て li 修正を 許し ませぬ、 ® に 
承諾す る や 承諾せ ざる やの 點 にある のであります か 
らして、 此内 ¥¥ の惡い 時分には ia 憾な がら それを 根 
據 として 反對 をす るょり 外途ほ ない のであります、 
其の 一端は 井原 氏に fe つて說 明せられ て 居ります が 
此の 緊急 勅令なる ものは、 之れ を 政府が 一 體將來 に 
存綏 するとしたならば、 どぅして 使 ふかと 云 ふこと 
が 問 超で ある •使 ふ途が 無い、 緊急 勅令の 第 一條に 
は 「農 商務 大臣 ハ國 民/生活 上 緊要 ナル 場合-一 於 テ 
ハ 補 似 金額 ヲ定メ 米雜毀 ヲ收 Mj シ又ハ 其/指定 シタ 
ル 者ヲシ テ 之ヲ收 W1 セ シムル コト ヲ 得一 と 云 ふこと 

になつ て 唐つ て、 之を fl 行す る 规定と 云 ふ ものは 一 

つも 規定して 無い、 唯々 收用 令の 第 四條に 於て、 唯 

今 申 上げました 第 一條の 收 用を 111 む 者に 對 しては， 

六简 月 以上の ■役、 又は H 千 圏以 T の 罰金に 處 すと 

云 ふ 剖 則が あります から、 之を 以て 唯一の 適用の 方 

法な りと 政府は 考 へて 居る らしい、 此點に 付て 政府 

委 貝 の 答 辯は >  速記録が ありませ ぬから、 言葉の 末 

に 於て は 多少 間逋 つて 思る かも 知れ ませぬ が， 大體 

に 於て Rn sf lt ない と 信じます る， 私の 記憶を 申 上げ 

ますれば •是は 馬場 政府 委員の 意見で あつたと 思 ひ 

ますが、 米の 收 用の 必要の ある 時分には、 先刻 委 M 

長の 御 ® 上げに なりました 如く， 施行 細則の 規定に 

依つて 命令 W の 交 fj- を すれば， 所有 滞は 當然國 家 若 

くは 指定 商人の 手に 移 轉 する、 尙ほ罰 則を 以て 之を 

K 剖す るから して、 其 効果は 現れる と 云 ふ 御意 見で 

あ 〇 まする が 併ながら です* 旣に國 民の 一人が 政府 

ょりして 米の 收 用を 必要な りと して 其 所有 權 の剝想 

をな す 場合に 於て 之を 拒む， 六 箇月 以下の 微役 とか 

三千 IHI 以下の 罰金と 云 ふ 重刑を 科せら る >1 にも 拘ら 

ず、 此 米の 收用 を ffi むと 云 ふ 場合に 於て、 m に lit 米 

の所苻 溝、 米の 占有 ？ f を 監獄に 叩き 入れる か、 罰金 

を収る だけでは、 其 人に 對 して 目的を 達する 事が 出 

来ぬ のであります、 一面に 於て 剖 則を 以て 之を 强制 

すると N 時に、 此收用 令の 第 一條を 如何にして 强制 

すべき かと 云 ふ 强制搠 の 方法と 云 ふ ものを 規定し な 

ければ ならぬ のであります、 然るに 此事は 收用 令の 

何 所を 見ても 無い のであります、 唯々 政府に 於て li 


米の 收用を 拒む 者は 刑 剖に 處すれ ば それで R 的を 達 
すると 云 ふこと を御考 になつ て FJ る、 苟も 政府の 命 
令を ffi むと 云 ふ 場合に、 拒む と 云 ふ 人間を 唯々 @1 則 
のみを 以て此 米の 收用の hi: 的を 達せら る、 もので な 
いと 考 へる， 何と なれば、 米を 收用 する 命令を 拒ん 
でも、 之を 第三者に 寶つ たと 云ふ坳 合は どうな り ま 
せう か、 善意の 第三者は 民法の 即時 施行の 規定に 依 
つて 完全に 權利 を® る •其 跡から 農 商務省の 役人が 
何十 A 參 りましても、 米は 第三者の 手に 移つて 居る 
時で ある、 どうして、 此 米の 收 用を やる ので ありま 
すか 瞥察： R の 威力を 以て 取る と 云 ふ 事であります か 
執 達 K の撾 力に 依て 米を 収 ると 云 ふので あ 〇 ます か 
軍 際の 力を 借りる と 云 ふので « るか、 何等の 威力 實 
行の 方法と 云 ふ ものを 規定し なければ ならぬ が，、 全 
然 之を 規定して ない、 實 に間拔 極つ た 緊急 勅令で あ 
ります (拍手 起る〕 而 してもう 一つ 疑が 起る のは、 
所謂 指定 商人なる もの 、地位であります、 此 指定 商 
入は 農 商務省の 命令に 依つて、 米の 所有者 占有 者に 
對 1 て、 どう 云 ふ 熊 度を 執る かであります‘ 政府の 
命令が あつた 所で、. P 分が 執達吏の やうな 代りにな 
つて 行く ので あるか， 若は 自 分が 國 家の 機 關 として 
米の 收 用の 命令を する ので あるか、 又 此の 指定 商人 
なる ものが 米の 所有 渚の 所へ 行つ て、 臟の 前まで 行 
つた けれども， 藏が 閉ぢて あつたと 云 ふ 場合に、 此 
鍵を どうして @2 して 此の 米を 収 るので あるか、 而し 
て 此の 指定 岡 人なる ものは 米の 代僧に 付いて どう 云 
ふ_ 利を 持つ て 居る ので あるか •今日 進歩した る 學 
問を し_歩 したる 法制局の 數 多の 役人が 居る ところ 
に 於いて 作られた る收用 令と して ほ、 不完全 極まる 
ものであると 私は 考へ る’此 故に 吾々 の 見る ところ 
に 法れば、 此の 收用 令は 勿論 使 ふ 必要が あつたに 違 

ひない、 又 必要の 爲め にやつ たもの だら うと 考 へま 

す、 然るに 之を 使 IX なかつ たと 云 ふのは* さう 云 ふ 

缺點が あるから 如何と もす る ことが 出来な かつた の 

であらう と 私 ii 考へ ます、 又實際 昨年 八月 十六 日、 

二十日、 三十： E と 云 ふやうな 場合に、 指定 商人が 

三百！ g 囘と云 ふ 金を 懐に 入れて、 五 人 も 七 人も險 を 

なして 原產 地へ 參 りましたら， どう 云 ふ ® 事が 起る 

か、 其 等も考 へて、 さう して 到底® 行の 出來な い 法 

律で あると 云 ふこと を、 法制局の 官吏、 又は 農 商務 

省の 官史は 理解を して K- るに 違 ひない、 それが 私は 

今日 旣に 半箇 年に 及んで、 此の 緊急 勅令を 使用す る 


事の m 来な かつた 原因で あらう と考 へます， 憲法 政 
治始 つて 以來 •數十 件の ^ 急 勅令が あります が、 未 
だ 曾て 米穀 類收用 令の 如く， 發布以 來半箇 年に 及ん 
で 未だ 曾て 一回 も 之を 使用す る ことが 出来な かつた 
使用す る ことを しな かつた と 云 ふやうな 緩慢 極まる 
緊急 勅令なる ものは、 未だ 一つ もない と 私は 思 ひま 
す、 而も 是ほ現 政府の ことでは ない、 前 政府の こと 
であります が、 八月 十六 日と 云 ふ 極めて 暑い、 所謂 
盛の 交で ある、 其 時分に 樞密 顧問 ^ を 集めて •午後 
の 五 時から 協議を して、 さう して 夜遲く 陛下に 奏 
上して、 さう して 此緊急 勅令を 出す と 云 ふ 非常な 場 
合で あつたに 拘ら す、 之を 半年 も —— 恐らく 未來永 
劫 之を 使は ない ので あらう と考 へます、 斯の 如き も 
のを 存 _ せし むる と 云 ふ 前 內閣の 責任は 勿論で あり 
ますが、 現 內閣に 於て 之を 辯 護し、 之を 瞷續せ しめ 
らる V 意思と 云 ふ ものは、 吾々 に ! X 理解す る ことが 
出來ぬ のであります、 要するに 私は 少數 意見に 基き 
まして、 其存績 せし むる の 必要な きこと を 一言した 
のであります が、 之に 付て 最後に 一言 だけ 此緊急 勅 
令の 價値に 就て 事實を 以て 申 上げて 置きます (「謹 
職」 と 呼 ふ 者 あり) 深 川に 於け る 正 米 相場の P 動で 
あります、 中米の 三等と 斯うして あります* ; > に f-j 
て 申 上げます が、 收用 令に 依つ て やつた か >  此 九十 
二 號に依 つて 米を 買收 した か、 それは 存じ ませぬ が 
兎に角 農 商務省が 米の ® 出を やりました‘ 指定 商人 
に 依つ て 買 付けられた る 米の « 付を やりました， 其 
初めの 九月の 十六 日が 三十 一圓 二 十五 錢 、それから 
十七 日が 三十 圓八 十六錢 、十八 日 ほ 相場が ありませ 
ぬ、 十九 日が 三十 六圓 九十 錢、 二十日が 三十 七圆六 
十錢 、二十 一日が 三十 八圓 六十 錢、 それから 二十 三 
日 三十 九 ! 1! 六十 錢 、二 十五 日が 四十 三 圓十錢 ，二 十 
六日が 四十 三圓 八十 錢 •三十日が 四十 三圓五 十錢、 
(「何にもなら ぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 十月 一 R 四十 三 
圆五 十錢 ，それから 十月 二十日には 詰まり 政府が 旣 
に 買 付 米を やらない と 云 ふこと を 宣吿せ られた る こ 
とは、 前 申 上げた 通りで & ります、 即ち 斯の如 くに 
して 九月の 十六 日から 十月 一日まで、 原內閣 が lit 收 
用 米の 買 付を しないと 云 ふこと を 宣言す るまで、 約 
半 箇月 間に 米の 相場と 云 ふ ものは、 三十 一圓から 四 
十三圓五十錢までの騰貴をして居ると云ふ亊實でぁ 
る •若し 眞に 米穀 收用 令の 適用が ありし とするなら 
ば、 何故に 之を 御 適用に ならぬ か、 三十 三 圓以下 若 


くは 三十 圓 とか 云 ふ 範圈で 米を 買つても， 深 川の 正 
米相場は今中上げる通0時々刻々米の鹿段が上つて 
居る に拘ら ず、 ii も 米穀 收用 令の 適用を しない、 穀 
類收 IIJ 令の 緊急 勅令なる ものが、 現内閣 御 說明の 如 
く 間 ® を容れ ざる 場合で あると か、 或は 背後に 隱さ 
れて ある 所の 武器で あると か、 反射的の 効力が ある 
とか (「重複して はいけ ない. 一と 呼 ふ 者 あり〕 色々 
な 事を 御說 明になる けれども、 論より 證據 である • 
事實は 力 月の 十六 日に 即ち 收用 米の賣 m して ある 後 
に 於て、 半® 月間に 於て 一つ も 米は 下つて 居らぬ* 
反射的の 効力 もなければ 正宗の 名刀なる 効力 もない 
若しも 眞に此 穀 罚 收用 令なる もの \ 効力が、 政府 委 
員の 說明の 如く 正宗の 名刀た る價値 の ある ものなら 
ば •何故 十月 一日、 十月 二日の 交に 於て 之を 使用せ 
ずして、 否な 寧ろ 反 對に此 米の 收用を やめる と 云 ふ 
やうな 事を 天下に 宣言す るので あるか、 全く 前 内閣 
の 遣 方 も 無論 解り ませぬ が、 現 政府の 御 遺り になる 
事 も 私は 分らぬ と 思 ひます •要するに 米の 收用 令と 
大正 七 年 勅令 第 九十 二號 との 關係 ほ， 冒頭に 一言い 
たしました 如く、 恐らく 政府に 於て 國 民を 欺 罔す る 
と 云 ふやうな 特殊の 惡 意の 無かつた ことは 勿論で あ 
〇 ますが、 併ながら 其 結 架に 就て 見れば、 國民ほ 確 
に ® いたので あります、 確に 威嚇せられ たので あり 
ます •  c  r 皆な 道理た」 と 呼 ふ 者 あり〕 緊急 勅令な 
る 非常 立法を 出して 農民を 威嚇し •米の 所有者， 米 
の 占有 者を 威嚇して まで、 此米を 安く 買は なければ 
ならぬ と 云 ふ 道理は ない と 思 ふ， 堂々 と 法律を 適用 
したら 宜しい、 其 法律を 適用せ ずして、 懐に 納めら 
れたる 武器で あると か、 背後に 隱れた る 武器で ある 
とか 或は 反射の 効力が あると か 云 ふこと を (「同じ 
事を 何遍も 言は ぬ やうに 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 
明言して， lit 法律を 適用し なかつ たと 云 ふことは、 
全く lit 米の 收用 令と 云 ふ ものは， 暗黒 的に 出来て、 
暗黒 的に 葬られ 去つ た 法律で あると 私 U 考へ ます、 
發 布した 時分の 事柄は， 前 政府の 仕事であります か 
ら 深く 論じ ませぬ けれども、 苟も 公明正大なる 憲法 
政治を やる と： k ふ 現 內閣の 諸 公が >  斯 の 如き 暗黑立 
法を 何故 r= _ する ので あるか， 恐らく 貴族院に 於て 
某 前 大臣に 威嚇せられ て、 巳むな く 正宗の 名刀で あ 
ると 云 ふやうな ことを 發言せ られ たもので あります 
から、 仕方なし に 私 (X 斯う 云 ふ 案が 出た と 思 ひませ 
ぬ (「冗談を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 & り) 要するに 暗黑 
一〇七 一 


大正 七 年 勅令 a'5 三 W 七十 三 號承諾 を 求む る 件 外 一一 一件 


大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三毁 承諾を 求む る 件 外 三 件 


立法 褒すべ し、 暗 M 行政 陔す べし、 是が 原內閣 、即 
ち 政 友 ^ 內閣の 私 ほ 標榜す る 所で あつて、 國 民 i£ 深 
く 其 组 に 期待して 居る のであります •何を 苦んで か 
斯樑な 暗黑 立法を 辯 護し、 斯の如 き 暗黑立 法を 保存 
する のであります か、 全く 現 內閣の 標榜に K する の 
甚だしき ものであると 確信いた します、 此 故に 先刻 
井原 君の 述べられました 少數 S 見には、 絕對 に寶成 
する 者であります (拍手 起る) 

〇顙 長 ( 大岡 育造 君〕 森 本 是一郞 君。 

〔森 本是 一郎 君 登®〕 

0 森 本是 一郎 君 諸君、 私は 此收用 令 承諾に 付て は 
荇 成の 一人であります、 それ故に 簡單 に玆に 其 理由 
を說明 致します、 國家 が國 民の 生命で ある 所の 食® 
を •農民が 賣惜 をして、 それが 爲めに 生活の 安定が 

出来ない と 云 ふ 場合に 於て、 政府と して ほ 社會 政策 

上、 又國 家の 維持 上に 於て •此 者に 收用 令を 適用し 

て 米を 買 取る と 云 ふことは、 是は 當然な 事で ある、 

唯今 色々 此法律 上に 付ての 立論が ございました、 私 

は 法律上に 付ての 宵 識诰詣 が ありませ ぬから、 さう 

云 ふ_論 は 致し ませぬ， 唯々 玆に迓 際の 有糅 を申述 

ベて、 以て 反對 論者の 矢 張 賛成を 求めたい と 思 ひま 

す、 先に 井原 君が、 農民が 米を 澤山 持つて 居つても 

それを 容易に 質らない と 云 ふことは、 御 承知で あつ 

た、 私の 知り 得て 居る範 圍內に 於て、 現に さう 云 ふ 

風に なつて 居る ので ある、 農村の ® . 淸を 能く 御 承知 

の 方には もう 多 辯を 要せぬ 事で ある •昨年の 收酸後 

に 地方に 於ての 大地 主は、 成べ く 其 米を賣 らな いや 

うな 考許 りして 居る、 是は 何が 爲め であるかと 云 ふ 

と， 新聞な どに 於て 昨年の 米作が 非常に 減收で ある 

が 故に、 本年の 米 (5: 端境期に なつたならば >  八十圓 

乃至 苗 圓位 にも一： るで あらう と 云 ふやうな ことを 新 

冏 で ちら ほら 見る、 それが g めに 此米は どうしても 

今寶な ものでは ない、 先き の 方に なつて は 丁度 百圓 

にもなら ないか 知らぬ が、 八十 圓 •九十 圓と云 ふ 相 

場には なる かも 知らぬ、 斯う 云 ふ 事を 想像して 居る 

若し 此收用 令を 承諾を 與へず 存置せ ずして (ar 其 場合 

に 臨んで 何を 以て 其 米を 買収る ことが s 來 るか、 愁 

ず此收 用 令を 其 場合に 於て は 適 f[J しなければ ならぬ 

と 云 ふことは、 是は 必然の 理だ らうと 思 ひます、 そ 

れ 故に 多く 言 ふ 必耍ほ ない、 最早 其 議論の 餘地は 無 

いものと 思 ふ、 それ だから 自分は 此收用 令に 承諾を 

與へ ると 云 ふので あります、 ^ 々 此場 台に 於て 之に 


〇七二 


就て I 言 政府 當 局に 私は 希望と して 申 上げたい と存 
じ ます、 此補 ftf 金、 或は J? 公定の 相場、 斯う 云 ふ 事 
は 矢 張 S 民の 生薛 能率を 逛迫す る 上に 於て 非常なる 
害の ある ものと 私 ほ 思 ひます から、 此 相場と 云 ふ 事 
に付きまして ほ、 成べ く 其 地方の 時® に 依つ て 之を 
收用 すると 云 ふこと が 當然 であり、 H. つ 極めて 農民 
の 生產を 保 ii する 上に 於ての 適當な る 施設 だと 思 ひ 
ますから、 唯々 是だ けの 事を 申 上げて、 此 案に 賛成 
する 意思を 表します。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 傾 田 法制局 長官。 

〔政府 委員 橫田千 之 助 君 登壇 J 
〔拍手 起る〕 

〇 政府 委員 (磺 田 千 之 肋 君) ® 山 君ょり 法制局の 意 
見に 付きまして は、 種々 辯 論の 材料に 供せられ まし 
た、 或は 橫山 君の 御言 葉に 依りまして、 法制局が 本 
案の 提出に 付ての 憲法 上の 解釋 、及び 本案 運用に 付 
ての 用意に 付で、 抱懐して 居る 意見と 異つた る 感想 
を議 會に與 へて は 相濟 みませぬ からして、 一言 其點 
を 辯 明いた して 置きます、 横 山 君は 此內閣 に 於て 事 
後 承諾 案を 出す 上に 方て、 何等 新しき 解釋を 加へ た 
ことが 無い と 仰し やい ましたが、 是は大 なる 誤りで 
あります、 從來の 内閣に 於き ましては、 緊急 勅令を 
出す 上に 於て、 憲法 第八條 の 要求す る 所の 條 件に 適 
合して 居る や 否や、 及び 將 來に對 して 努力を 保有せ 
しむる の 必要， 此二つ の點に 付て 翳會の 審議 表決を 
求める ものな りと 明言した 内閣は 無い のであります 
現 -1C 四十 議會に 於て —— 寺 內內閣 に 於て 船舶 管理 令 
の 事後承諾を 求める 場合に、 花 井 博士の 嚴密な る 質 
問に 對 して すら、 田遞信 大臣は 憲法 第八條 の 提出の 
場合に 於け る 所の此 要求に 適合した るを 以てと 云 ふ 

S で、 群議を 求める ことの 明言は 避けた ので ありま 

す、 私は 法制局 長官と して、 委員 會に 於て 再度まで 

® 山 君に 對 して 此 意味を 明言し •從來 の 內閣の 執つ 

て 居る 解 釋 ょりも、 議會の 審議 表決の ffl 利を ®: 重す 

る 意味を 明白に した 積り であります、 而 して 又 ® 々 

發令當 時の 責任と 云 ふ もの ほ 前 內閗 の行爲 であるが 

現內開 之を 負 ふか、 斯う 云 ふ 御 質問に 對 して 否と 私 

は 答へ ました、 何となら ぽ國務 大臣の 責任は 言 ふま 

でもな く 輔弼の 責任であります、 發 令の 當時 輔弼の 

衝に 立たざる 者が 責任の 負 ひやう か 無い ので ありま 

す (拍手 起る) 此 意味に 於て 明確に 私 ほ 否と 答へ ま 

す、 然らば 海軍大臣が —— 其當 時の 國務 大臣た る 海 


軍 大臣が 在任して 居る、 此 海軍大臣と 椅子を 列ね て 
居る 現在の 國務 大臣の 責任 如何と 云 ふ御饤 問が あつ 
た、 之に 對 して 私は 斯う 考 へて 居る、 海軍大臣は 寺 
內內閣 の國務 大臣と して 確に 質 任を 負は なければ な 
らぬ 、若しも 此穀 類收用 令の發 令が 非 * 憲の 極で あ 
り 政治的 罪惡な りと 論定され たなら ば •無論 55 任を 
負 ふべき ものである、 併ながら 此海軍 大臣と 偶々 原 
內閣の 下に 席を 同じう して 居る からと 云つ て、 元來 
其 場合に 於て 輔弼の 責任を 負はなかつた 者が、 溯 及 
して 負 ふべき ことは ない と、 斯う 云 ふ 意味を 私 (X 答 
辯した積りであるのであります、而して又横山君は 
果して 然らぱ 、不法なる 發令 をし、 憲法 第八條 を ® 
用した 內閣と 云 ふ ものは、 常に 辭 職を 以て 責任を 免 
かる X ことになるでは ないか、 然らば 憲法の 條 章と 
云 ふ ものは 空文に 歸しは しない か、 斯う 云 ふやうな 
御 質問が あつたので あります、 之に 對 して 私は 斯う 
答 辯した ので ある、 元来 憲法 其 他の 法律に せょ， 憲 
法 以下の 法律に せょ、 單 り此條 章の 規定の みに 依つ 
て 効果を 奏する ものでは ない、 要するに 憲法の 條章 
の 規定は、 政治的 良心の 向上、 其 活力の 增進 •是等 
の ものと 相 待つ て 憲法 政治の 運用を 至う する もので 
ある、 それ故に 假 りに 內 閣が辭 職を して 責任を 遁れ 
たと しても •在職 中の 行爲が 眞 に 許すべからざる 政 
治 家の 大罪 惡で あつたな らば、 政治 上の 別 ffl の 制裁 
の爲 めに、 其 政治家は 遂に 勢力を 失 ® : すると 云 ふこ 
とに ならなければ ならぬ、 lit 意味に 於て 帝 _ 憲法の 
此點 に對 して、 私は fs 山 ff の 御 質問に 對 して 缺 點 な 
きものと 思 ふ •斯う 云 ふ i!i を 答へ た 積り であります 
左樣 であります から. 先づ 此點を 明白に 致して 置き 
ます、 而 して 又 法制局の 馬場 政府 委員が、 描 山 君の 
御說に 依る と、 鼠り 此 穀類 收用 令の il 用、 唯 背後に 
於け る 所の 刑事 的 制裁に のみ 重きを S いて、® に穀 
類 收用 令の 本来の 目的と する 所の 收 用に 付て 何等の 
用意が 無い と 云 ふが 如き 御說が ありました けれども 
馬場 政府 委員は 左樣 には 答へ て 居り ませぬ‘ 行政 執 
行 法とは 明言を 致し ませぬ が， 他の 法律に 於て、 斯 
の 如き 場合は 十分に 第三者を して 代つ て 之を 收用せ 
しむる ことが 出来る ，强制 的に 處分が 出来る > s 際 
に 穀倉に 手を 人れ て 之を 强徵 する ことが 出來 ると 云 
ふこと を 明言いた したので あります •他の 法律と 云 
ふのは 言 ふまで もな く、 最も 法規に 精通せ らる i 横 
山 君、 御 承知の 通り、 行政 執行 法 第五 條以 下の 規定 


であります から、 此點だ けを 辯 解して E きます。 
〇謎 長 (犬 岡 育造 君) 討 s^ o 鼓？- n ifa 吿は訖 て 終り ま 
した、討論は終结になつて居ります、此3|<;: !£? 罚收 
用 令に 承諾を 與ふる や 否やの 決を 採ります、 少 K® 
見 13; 與ふ べしと 決すれば 自然に 決する S! になります 
穀類 收用 令に 承諾を 與ふ べしと する 諸君の 起立を 詔 
ひます。 

起立 者  多數 

0 諮 長 C 大岡 育造 君〕 多數 •承諾を 與 ふること に 決 
しました、 仍て 他の 三 案に 付て 決を rs 〇 ます、 尙ほ 
大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 、是 13; 別に 討論 も あ 〇 
ませぬ が、 承諾を 與ふ べしと 云 ふ 諸 封の 起立を 希 >-3 
します。 

起立 者  多 M 

〇諉 長 (犬 岡 育造 君〕 大多數 、戒諾 を與 ふるに 決し 
ました、 大 麥小麥 及小麥 粉の 輸入 稅滅 免に 關 する 法 
律 案は 如何です か。 

〇 岩 崎勸君 本案 ほ 調 會の 順序を 省略して、 委員長 
報告の 通り 可決 確定せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 (太 岡 育造 君) 岩 崎 君の 励議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讖長 (大岡 育造 君〕 然らば 本案は iff 會の 順序を 省 

略して 可決 確定した る ことを 宣言いた します - 次 

は 大正 七 年 法律 第三 十七 號屮改 正 法律案。 

〇 岩崎勵 君 本案 も亦諕 色の 順序を 省略して、 委員 
長報吿 の 通り 可決 確定せられ んこ とを 菌み ます。 
〇議提 (犬 岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励謅 に御異 翳 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (大岡 育造 君) 御異 翳なければ 本案 も la 會を 
街 略して 委員長 報告 通り 可決 確定した る ことを 宣吿 
致します。 

0 岩 崎勸君 日程 第 七 以下に 對し ては、 延會の 励 謎 
を 提出 致します。 

〔「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 延會の 動 BI に 御 異議 ありませ 
ぬか。 

〔「異 蕺な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 御異_ がなければ 日程の 第 七 
以下は 延會に 決しました* 本日は 是 にて 散#。 

午後 四時 三十 五分 散會 


訊: 衆 铃諮國 帝 回一 十四 萌 


第二 
第三 
第 四 
第五 


〇大 正 八 年 11 月 二十 二 a (土 6i B) 

午後 一時 十四 分 開議 
m 事 日程 第 十五 號 
第一 辖祥 病院 法 3 第 i 會 

右 議案の 窗 SS 付託す へき 委員の 選擧 
地方 锘道 法案 (随 g) 第 Ii3 
右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選舉 
1 補助 法中改 1 (紐 贿) 第 
一讀 會. 

第 六 右 fi •案の 審査を 付託す へき 委員の ill 擧 

第亡錯道抵當法中改正法律案(撇贿)第1讀 

會  ■: 

第 八 右 議案の 蓉 S を 付託 T へき 委員 S 選® 

第 九 1船舶郵便法中改正法律案 ^ _)第 

一ほ 會 

第 十 右 議案の 蓉査 £• 付託す へき 委員の 選 擧 

f  _  1菜 法 中 改正 法律案 {J 贿) 第 I 

右 ri 案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選擧 

染料 H 業 保® の 爲關稅 改正に 關する 建 

1 津川 治水に 關 する® 8  (g_ r;f-t l 

第 十五濟 遞鐵道 速成に 關 する_ 案 (部 棚 S 


第 十 II 

第 十三 

第 十四 


榷 IT, / 


(委員長 報吿) 


通 


第 十六 □肥 ^ 道 建 |£ に關 する 建； 11 案 

一一 i l}« ) (委員長 報 tf 

第 十七 辫物襄 組合 及 葉 @ 草 耕作 紐 合に 交付金 

H- 付に g す— (f lg 紐 1外 一 

(委員 ^ 報传 〕 

第 十八 葉埕草 耕作 紐 合に 交付金 下付に 關 する 

謹 案 (g -ffl IS l) (賢 長 報吿) 

第 十九 (特別 報 街 第一號 )大 淀川 修築 速成の 請 

願(委員長報苦) 

第二 十 (特別 報吿 第三 號〕 軍人恩給 法 中 改正の 

諮 願 外 四 件 ( 委 M 長 報告) 

第 II 十 I  (特別 報哲第 四 號) 新宮 村に 特設 電話 

設置の is 凶 (委員長 報吿〕 

第二 十 II  ( 特別 報 W 第五 號〕 生 月 村に II 裁判所 

出 強 所 設置の 請願 (委員長 報齿) 

第 11 十三 (特別 報齿第 七 號)* 多 方 税務署 復 S 


の 請願 (委員長 報告) 

第 — 十四 (特別 報告 第 八 號) 煙草 及 印紙 元賫捌 
を 町村に 委託の 請願 外 一件 (委員 

長 報吿〕 

第 = 十五 C 特別 報 街 第 九號〕 鹽偾 低減の if 願 

(委員長 報吿〕 

第 II 十六 (特別 報吿第 十號〕 町村 長 表彰 規則 制 
定の請馘(委員長報诉) 

第 二 十七 (特別 報吿第 十一 號〕 時弊 矮正 に關す 
る該願 t 委員長 報吿 d 

第 II 十八 (特別 報 苦 第 十二 號〕 狩 II 法 中 改正の 

請 一 •(委員長 報告) 

第二 十九 (特別 報告 第 十三 號〕 和 賀川河 身 改修 
エ事の請關(委員長報畀) 

第三 十 (特別 報 ff 第 十六 號〕 -® 人 恩給 法中改 
正の 諝闞 外 5[ 件 (委員長 報吿〕 

第 . = 十一 (特別 報 街 第 十七 號：揷 秧聒 期に 兵士 
鱔榔 に關 する 法規 制定の r« 願 (委 
員 長 報告) 

第三 十 II  C 特別 報吿第 十八 號〕 村 山村 三ッ 木に 
無 集 K 郵便局 設置の 讅願 (委員長 
報吿〕 

第三 十三 (特別 報告 第 十九 號) 砂 村に 無 集配 111 
笔郵便 局 設置の ES 願 (委員長 報吿〕 
第三 十四 (特別 報吿 第二 十號 、新田 郵便局に 集 
配 萬 務 及 ® 信 事務 開始 迸 §2 達區域 變 
更の If ® (委員長 報吿〕 

第！ 一 I 十五 (特別 報 佐 第二 十一 號〕 上 趑鐵道 敷設 
に關 する is 願 (委員長 報齿〕 

第三 十六 (特別 報吿 第二 十 11 號〕 元 田島區 裁判 
所 If S の 諮 願 t 委 M 長 報吿〕 
第三十七(特別報竹第11十三號}蝰川町に登記 

所 新設の 請 闞 (委員長 報告) 

第一 一一 十八 (特別 報告 第二 十四 號〕 稻垣 村に 登 le 

所 |£ 置の if 阙 (委員長 報告) 

第三 十九 (特別 報告 第二 十五 號〕 相 知 村に 登記 

所 新設の 讅願 (委員長 報吿： > 

第 四十 (特別 報 街 第二 十六 號 V-. 手莊 村に 登 le 

所新設の讅願(委員長報佐) 

第 四十 I  (特別 報吿第 二 十七 號 --1 赌野 町に 登 fe 

所 新設の 訝 願 (委員長 報 苦) 

第 四十 — (特別 報吿 第二 十九 號〕 義務 敎育 S 國 


庫 負 JS 法に 依る 下 渡 金 増加の 請願 外 

I 件 (委員長 報哲〕 

第 四十 三 ( 特別 報吿 第三 十號〕 義務 敎育® 国庫 
負 擔金增 加の 請願 (委員長 報吿〕 

第 四十 四 r' 特別 報吿 第三 十一 號) 飛越 鐙道敷 設 
の 請願 (委員長 報吿〕 

第 四十 五 (特別 報告 第三 十三 號〕 胺庠高 山間 鐵 
道 敷設に 開す る If 願 (委員長 報告〕 

第 四十 六 (特別 報 rr 第三 十四 號) 冷水 越 一 ii 速 
成に 開す る fi 願 C 委員長 報吿) 

第 四十 七 (特別 報告 第三 十五 號〕 妻羥便 線 杉 安 
迄 延長の 讅願 (委員長 報告) 

第 四十 八 (特別 報 街 f5 三十 六號〕 十. K 合 村に 停 
車場新設の讅 ||| (委員長報吿) 

第 四十 九 C 特別 報赀 第三 十七 號ッ酒 田 町よ y 觀 
音 村に 至る 輕便鐵 道 敷設 連 成の s 願 
(委員長 報告〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報告が あります。 
〔原田霄記官朗讚〕 

一 去！ 一十 日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
地方 鐵道 法案 

輕便鐵 道 補助 法 中 改正 法律案 
鐵道抵 當法中 改正 法律案 
鐵道 船舶 郵便 法 中 改正 法律案 
鐵道營 業 法 中 改正 法律案 
一 去 二 十日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
日露 語學校 設置に 關する 建議案 

提出者  松 本 誠 之 君 
一 去 二十日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左 
の 如し 

甘 鹿 作に 關 する 質問 主意 書 

提出者  我 如 古 樂一郎 君 
歳費增 額に 關する 質問 主意错 

提出者  兒玉 右二 君 
一 今 二十 二日 _ 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 
左の 如し  ， 
鹽 の 取 賣生產 及 配給に 關する 質問 主意 書 
提出者  小 西  和 君 
一 去 M 十日 内閣 總理 大臣より 議長 宛 左の 通 發令あ 
りたる 旨の 通牒を 受領せ 〇 
政府 委員 被 仰 付 拓殖 局 次長 立 花俊吉 
〔左の 報吿は 朗讀 を經 さる も參照 のた め玆に 


掲載す〕 

去 二 十日 時局の 影® に 因る 地方税 制限 擷張 に關 
する 法律案 类員堀 尾 茂 助君辭 任に 付 其の 補闕と 
して 大林森 次 郎君を、 伊 萬 里、 佐 世 保 間鐵道 建 
設に關 する 建議案 委員 井原 喜 代 太 郎君 辭 任に 付 
其の 補闕 として 石 川 又 八 君を 孰れ も 議長に 於て 
選定せ り 

昨 二十 一日 利息 制限 法 中 改正 法律案 委員 横 山 金 
太 郎君 辭 任に 付 其の 補闕 として 橫山勝 太 郎君を 
議長に 於て 選定せ り 

昨 二 十一 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
未成年者 飲酒 取締法 案 委員 


委員長 

理事 

辨理士 法案 外 一件 委員 
委員長 

理事 


エ藤 卓爾君 
高 島 兵吉君 

松 田 源 治 君 

エ藤吉 次 君 
鈴 木 富士彌 君 
津末良 介 君 

國立營 養 研究所 設立に 關す る鈕 議案 委員 
委員長  吉楠 ffi l 郎君 
理事  河野撤 志 君 


0 議長 (大岡 育造 君〕 是 より 會議を 開き、 御 諮り 申 
す 事が あります、 左の 議員より 請暇の 申出が ありま 
す、 ^ 氣に付 昨 二 十一 日より 向 ふ 十日 間 兒玉 亮太郞 
君、 病 氣に付 今 二 十二 H より 向 ふ 二週間 磯野 敬 君、 
病氣に 付 今 二十 二日より fnj ふ 十日 間 奥 田 柳藏 君、 病 
氣に付 今 M 十二 日より 向 ふ 十日 間 村松龜 一郎 君、 病 
氣に付 今 二十 二日より 向 ふ 二週間 高橋久 次郞君 、以 
上 請暇の 申出が あります、 許 H; する に 御異飄 はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇蕺長 0 K 岡 育浩 君〕 御 異議がなければ 之を 許可 致 
します、 第 九 部 選出 決算 委員 井戸 文 四 郎君 第五 部 選 
出 請願 委 M 川崎克 君、 第 七 部 選出 11; 願 委員 鈴 木久次 
郎君、 右 常任委員の 辭 任の 申 / IJ があります、 許 0; す 
るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異_な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 之を 許可 致 
します、 各 其 部の 諸君は 速に 補 闕選擧 を 行 ひ、 御屆 
出 あらん ことを 望みます —— 時局の 影響に 因る 地方 
税制 限擗 張に 關 する 法律案 外 一件 委員長 三土忠 造 君 


〇七三 


院谘衆 铃蓀國 帝冋一 f 刊第 


0 七 四 


毡锌病 浣 法案 第 I 羽 會 


ょり •本 中！！： 委 n f7 鹿 沒 の 申出が あります  >  許 
可す るに 御異涊 ほ ありませ ぬか。 

〔「異 誶な し異葯 なし」 と 呼 ふ 者 あ， り〕 

0 鼓 長 c 大岡 育造 君 -/ 御 異議がなければ 之を 許可 致 
します。 

0 松 田 源 治 君辨 理士法 案外 一件の 委員會 を 本會議 
中に 開 會 致したい と 思 ひます から 許可を 願 ひます。 

0 議長 /- 大岡 育造 君) 唯今の 申出に 御 異議 ほ ありま 
せぬ か。 

=, 異議な し 異議な し」 と 呼ふ荇 あり〕 

〇 迢 長 v 大岡 育造 君) 御 異議がなければ 許可 致し ま 
す。 

〇廣岡 宇一郎 君 道路 法案の 委員 會も 開きた ぅご ざ 
います。  . 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是も 許可 致します* 併ながら 

尙ほ 一時間 程の 後に 願 ひます。 

〇廣岡 宇一郎 君 承知 致しました。 

0 三 土 砒造君 唯今 本 負ょり、 本會翳 中に 地方税 制 

限に 關する 法 禅 案の 委員 會を 開く ことを 申 1]! で まし 

たが、 丁度 此委 M 會 に： 1T 內務 大臣の 出席を 求めて 

居る のであります、 唯今 日程を 拜見 致します ると、 

日程 第一に 內務 大臣の 說明 を耍す る 法律案. が ありま 

すから、 此 案の 說明 後に 私共は 委員 會を 開きたい と 

思 ひます、 左 _ 御 承知を 願 ひます。 

0_長( 大岡 育造嵙 〕 唯 今一 時間 程 後に と 申し まし 

たのは、 谷 委員 畏 諸君に 通じて ^ あります、 日程 第 

1、 精神病院 法案の 第一 讚 會を 開きます、 床 次內務 

大臣。 

第一 精神病院 法案 (政府 提出) 第一 li 

會 

精神病院 法 

第 一條 主務大臣 ハ 北海道 又 ハ 府縣 -I 對シ 精神病 

院ノ 設置 ヲ命ス ル コト ヲ得但 シ必 耍卜認 ムルト 

キハニ 以上 ノ道 府縣ヲ 指定シ 共同 設置 ヲ命ス ル 

コト ヲ妨 ケス 

前項 ノ糈神 病院-一 關 スル 經費ハ 北海道 地方 暨 又. 

ハ 府縣ノ 負 擔トス 

第一 項 m w ノ 規定-一依 y 共同 設置 ヲ命シ タル 精 

神 病院 ノ管理 及 費用 分擔 / 方法 ハ 關係地 方 長官 

ノ 協_- 一依 y 之 ヲ定ム 協篛調 ハサ ル トキ ハ 主務 

大臣 之 ヲ定ム 

第二 條 地方 長官 ハ 左 ノ谷號 ノー-一 該當 K. ル 精神 


病者ヲ 前條ノ 規定- 1 饺リ設 g ス ル 精神病院- 1 入 
院セシ ムル n トヲ得 

I  精神病 者監雜 法- 1 法 リ市區 町村 長ノ監 謹 ス 
ヘキ 者 

二罪ヲ 犯シ タル 者 二； ンテ 司法官 匾特一 I 危險ノ 
廣 アリ ト認ム ル モノ 
三 療養/ 途ナキ 者 

四 前各號 -I 揭ク ル者ノ 外地 方 長官 特 M 入院 ヲ 
必要 卜認ム ル 者 

前項 ノ 規定-一依 リ 精神病 者ヲ 入院 セ シムル — ハ 
命令 ノ定ム ル 所-一法 リ醫師 ノ診斷 アル コト ヲ要 

ス 

第三 條國庫 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一 從ヒ 第一 條ノ規 
定 _ 依 リ設置 スル 精神病院 ノ經 費-一 對シ 六分ノ 
一 乃至 二分 ノーヲ 補肋ス 

第四條 第一 條ノ 規定-一依 リ 設置 スル 精神病院 ノ 
長 ハ 主務大臣 ノ定ム ル 所-一依 リ 入院 者-一 對シ監 
護 上 必要 ナル 處置 ヲ行フ コト ヲ煜 
第五 條地方 長官 ハ 入院 者 ヨリ 入院 費ノ 全部 又 ハ 
一部 ヲ徵收 スル コト ヲ得地 方 長官 入院 者 3 リ徵 
收スル コト ヲ得 スト 認ムル トキ ハ 其ノ 扶養義務 
者 ヨリ 之ヲ 徵收ス ル コト ヲ得 
前項 費用 ノ徵收 方法 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 六條 第二 條ノ 規定-一 該當 スル r# 神 病 者 — シテ 
主務大臣- 一 於 テ特- 1. 必要 卜認ム ル モノ ハ 之ヲ國 
立 精神病院-一 入院 セ シムル コト ヲ得 
前 二條ノ 規定 ハ 國立 精神病院-一之 ヲ 準用ス 
第 七條 道府縣 = 於 テ 設置 スル 精神病院- 7. ゾテ地 
方 長 宮ノ 具申 二 依リ 主務大臣-一 於 テ適當 卜認ム 
ル モノ ハ 第 一條 / 規定-一依 リ 設置 スル モノ ト看 
做ス 

第 八條 主務大臣 必要 卜認ム ル トキ ハ 期間 ヲ 指定 

シ適當 卜認ム ル 公私 立 精神病院 ヲ其ノ 承諾 ヲ煜 

テ 第 一 條ノ 規定- 1 依リ設 置 スル 精神病院 二 代用 

スル コト ヲ煜 此ノ 場合-一 於 テ ハ 第二 條 乃至 第五 

條ノ 規定 ヲ 準用 ス 

第 九 條本法 又 ハ 本 法-一基 キテ發 スル 命令 ノ 執行 

-1 關シ 行政官 廳 / 處分二 不服 アル 者 ハ 訴願 スル 

コト ヲ煜行 政 官廳ノ 違法 處分- 一由 リ 權利ヲ 傷害 

セラ レ タリ トス ル 者 ハ行 政 裁判所- 1 出訴 スル n 

トヲ得 

附則 


本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 M 佐 リ谷晓 -I 付 
之 ヲ定ム 

〔国務大臣 床 次 竹 M 郎君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 諸君、 我國に 於き まし 
て 最近の 調査に 依 -0 まする に、 精神病 患者と 認 むる 
者は 六 萬 有餘で ございます、 其 中 病院 其 他の 設備に 
收容せ られて 居る 者 ほ、 僅に 四千 有餘蒞 で ございま 
す、 元來错 神 病 者に 對 しまして は、 是 まで 精神病 者 
監護 法が 制定せられ て 居りまして、 不法の 監 匮 を 排 
除す ると 共に， 監 篚 義務 者 及市區 町村 等に 對 し、 精 
神 病 者を 監置 する 權 能を 與 へて 居ります る ことほ 御 
承知の 通りであります 、左りながら 是 等の S 者に 對 
して 救 療收容 の 設備に 關 する 規定は、 今日 -* て 缺に 
て 居る ので ございます が、 段々 世の中が 複雜 になる 
に從 ひまして、 各國の 例を 見ます るのに、 是等 の數 
は增加 致す のであります >  現今に 於き ましても 先程 
申 上げました 如く、 六 萬 有 餘の中 其 病院 等に 收容せ 
られて 居る 者は、 僅に 四千 有餘 名で ございます、 洵 
に 不完全なる 有樣で ありまして， 殊に 中產 階級 杯に 
於き まして ほ-其 慘狀 隨分甚 しい もの も ございます 
是 の適當 なる 保護 治療法を 立て、 其途を 講ずる と 云 
ふことは、 今日 最も 必要な 事柄で ございます のみな 
らず 、年々 是 等の 患者の 中で、 危險 性を 帶 びて 放火 
殺人 等の 罪を 犯す 者 百 五十 名を 下らぬ 有樣で ありま 
す、 公共の 安寧を 亂る こと 少くな いのみなら ず 人道 
上から 申しましても* 社會 政策 上から 考 へましても 
速に 改善の 途を 立つべき 事柄と 考へ るので あります 
仍て 玆に此 法案を 提出 致しました やぅな 次第で あり 
ます、 此 實 行に 關 する 精神病院 補助 費 ほ ■旣 に豫算 
に 於て 御 協 質を 得た 次第であります、 何分 然るべ く 
御辭 翳を 願 ひます り 

〇 高木 益太郞 君御尋 がご ざいます， 政府が 此 精神 
病院の 設置の ことに 付て 御 提案を 爲す つた 趣旨は 至 
極 結構の 事と 思 ひます、 是と 同時に 精神病院 其 物を 
取締る 必要が ありは せぬ か、 元の 衞生 局長 後藤 新 平 
氏が、 相 馬 W 件の 時 精神病院の 內 幕の 取締の 事を 暴 
露して， 世間の 者が 驚いた が、 以来 新聞紙 上 杯で 見 
て も、 精神病院 其 物の 中に 種々 なる 弊害が ある やう 
であります が、 旣に强 制 監 置と 云 ふ 法律案を 御 出し 
になる 以上には 、精神病院 其 物を 肢締る ことに 就 ' r 
何 か 政府は 御考が ある 次第と 思 ふ、 それから 政府は 


現在 どう 云 ふ H .V. C に错绅 病を l-f i.c 給に なつて 居る で 
あらう か、 現在の 精神病院 は、 何乂 >0 缺 .^ なしと； 5 
言し 得られる 次第で あるか どうか •並に 强制入 院の 
場合を 法 » で限定するかどうか、唯今内務大 ,;'. が仰 
せに なつた 如く、 公安を ® する 虞 ある 場合* 其 外 唯 
々認 定に 法る と 云 ふので なくして、 法文に 之を a£ 定 
めに なつて S いては 如何です か， 此 册一 に 就て 政府の 
御 r( 見を 御鸱 したい それから 行政官の みに 一任 して 
人事 訴訟 手 綾 法の is 禁治產 の 規定を 迆 用すべき もの 
かどう かと 云 ふこと に 就て. 御 評議が 在つ たか 無 か 
つた か、 是は内 務 大臣に 御 辯す る も 少しく 門 遠で あ 
るか 知らぬ が、 司法 大 Iti が 御 出席がない ので ありま 
すから、 誰 方か裘 員が 川來 るので ありませ うから、 
委員の 御 方に 御® を 願 ひたい、 先づ 司法官 級の 關與 
する 事を 除いた 以外に 於て、 內務 大臣の 御 答を 得た 
いと 思 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 床 次 内務 大 K。 

〔阈務 大 K 床 次 竹 二 郎君 登 ® 〕 

〇國 務大 K(K 次 竹 二 郎君〕 御 答を 致します、 第一 
問は 尤なる 御說 と考 へます、 E 下當 局に 於ても JS 調 
中で ございます、 第二の 御 導は 是亦敢 て 今 n ^ 金と 
申す 次第には 考 へて 居り ませぬ、 何分 澤山な 私立 涡 
院の 事 -C あります から 地方 丧官 3¢ 部下の ® ?;? , M- をし 
て 取締に 當ら して 居ります けれども •取て 十分とは 
申 上げ 兼ねます、 それから 第 — 一の 强制 命令を 以て 入 
院せ しむる 場合の ことほ、 施行 命令 中に 勅令を 以て 
規定を 致す 考で ございます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 陆山勝 太 郎君。 

〇磺山 勝太郞 君簡單 でございますから、 自席から 
發言を 御 許を 願 ひます。 

0_ 長 C 大 岡育锴 君〕 宜しう ございます。 

0 横 山 勝太郞 君 本案の 趣旨には 極めて 荇 成で あり 
ますが、 唯 A- 一二 承つ て a きたいと 思 ふ點が ありま 
す、 其 第一は 此 法案の 所謂 精神病 者の 意義 如何で & 
ります、 民法 第 七條の 所謂 「心神喪失 ノ常况 在 ル 
者」 と 云 ふ ものに 該當 する ものである か、 或は 刑法 
第三 十九條 の 所謂 「心神喪失 者」 のこと に該當 する 
のであります るか、 尙ほ同 法 三十 九條第 二 項の 所謂 
「心神耗弱者」 を 包含す るので あります かどうで あ 
ります か、 是 に關聯 して 承つ て it きたいのは、 當今 
の 或る 精神病 學 者の 新しき 說に依 ります と、 無政府 
主義者の 如き" 或は 或® の 社酋主 義 者の 如き、 偏執 
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狂 I 精神 fw 者な りと 蛇 糨 して 固 〇 ます、 本案に 於 
て ほ、 斯の 如き 满も収 締 ります かどぅであります か 
併せて 御 說明を 願 ひたい、 それから 第二には 本案は 
精神病 若に 對し て絕對 的に 監 is を必耍 とすると 云 ふ 
所 1 i 監 S 主 a であります か •若く は 非監 Si 主義で あ 
るか 或は 監置 非監蹬 の 折衷 主 溝であります か、 法文 
自蹬に 付て は 稍々 明瞭を 缺いて 居る 點が あると 思 ひ 
ます、 或 人の 說に依 ると、 精神病 漭ほ之 を監 置 して 
ほ 到底 治癒す る もので ない >  H 由に 放任して、 相當 
なる 治療を 加 ふること に te つて、 始めて 治療の 3 的 
を 達する ものである、 監獄の 如き —— 牢獄に 均しき 
病室に 監拘 しては、 到 鹿 治療の 目的 ほ 達せられぬ と 
云 ふの が 新しき 說 であります >  それ故に 本 築は 所謂 
監跑、 K 義を採 るか、 非監岡 主 _を 採る か、 取り も 直 

さず 神 病 者 それ' H 身の 個人の 人權 を® ぶか、 又 個 

入の 方は 雀み ず、 個人の 方 ほ m しても m さぬ でも 宜 

しい 社會の 安全 さへ焊 れば宜 しい、 社會 の収締 さへ 

出来れば H L いと 云 ふので あります か、 其點ほ 明 ffif 

を缺 いて 居る と考 へます、 第三は 喵今 高木 氏ょり 御 

質 間 も ありました が、 此監 {S の 期 11 を 定めない と 云 

ふこと 13: •本 法の 缺點で はない かと 思 ひます、 過つ 

て嵇神涡洛の名の下に鼢既せられたる齐が、何時ま 

でも 無 際限に 牢獄に 均しき wf 神 病院に 監 匿 せらる、 

は、 恰も 無期の 刑の宦 吿を 受けた と 同一であります 

此 故に 人事 訴訟 手锫法 に 於き まして、 禁治產 の 原因 

の止みたる場合に於ては、救濟の方法を通常裁判所 

に l fr: してあります •か、 本案に 於て は 斯の如 き ilj fri 

ほ、 蛹 も 之を Kfi t® せざる jg 味であります か、 5n 何で 

あります か 其 sa も 併せて 御 si 明を g ひたいの であり 

ます、. 第 四 ! 3: 精神病 者を 監 S する に 付て、 之を 行政 

哲 の 認定に i fr: して* 司法官 流の 認定に fr: ぜざ りし 

は如何なる理山で $> りますか，人糊 @ 21 の ^ 味から 

中し ますれば、 是ほ通 常 救 判 所の 鄺 m なる 手續 を以 

て、 此 咗 £2 の 方法を 强制 すると 云 ふこと；！ T 此 H 進 

月步の 今日に 適合す ると考 へます •御祇 知の 如 <埏 

太 利の 刑法 草案、 瑞 西の 刑法 荩案 、獨逸 の 刑法 草案 

の 如きは、 悉く此 强 M 監 K 細' と 云 ふ ものを •通常 裁 

刺所に委すると云ふ事になつて )5- 0ます、恐らく本 

案に 就て は •此邊 の 立法 も 御參照 になつ たこと、 考 

へます が、 何故に 之を 司法裁判 所に 一任せられ ざり 

しやと 云ふ點 に 就て祇 りたい のであります ，第五は 

此法に 依る と、 K 立 精神病院と 云 ふ 文字が あります 


が、 今日に 於て は國立 精神 涡院な る もの ! 3: 我 n 本國 
內にほ 無い と考 へて 唐り ます、 大壤に 精神病の 學術 
に關 する 講座は ございます が、 病院 ! 3; 無い ので あり 
ます、 將來 此國立 精神 fw 院に付 て、 何 か 御考を 爲さ 
れし事 實 が あるので あります か、 どうであります か 
此數點 に 就て 御說明 を 願つ て 置きます。 
o_ 長 (大岡 育造 君) 床 次 內務大 以。 

〔！1 務大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 御 答 致します が， 精神 
病 若と 云 ふ 中に ほ， 心神喪失 者 若は ：… 是れは 何と 
云 ふので すか 耗弱 者です か —— 御尋の それ ix 皆 含ま 
れて 居る のであります、 それから 何 か 社會 主義者 等 
も 精神病 者と 云ふ說 が あるか、 どうす るの かと 云 ふ 
御尋 であります が、 それは 入りますまい と 思 ひます 
それから 監置 非監® —— 此 法では 强て監 置す る譯で 
はあり ませぬ、 元來保 t 渡 治療の 精神であります から 
强 制して 何處 まで も監 匿す る 主義を 執る 積り であり 
ませぬ、 それから 其 次には 入院の 期間を 定めたら ど 
うかと 云 ふ御尋 と 心得ました が •是ほ 病 狀の如 何に 
fe つて やる ことで & ります から、 豫め 定める 韜に行 
くまいと 思 ひます、 次に 入院を 命令す るのを •行政 
官の みに やらせる の ix どうかと 云 ふこと であります 
が、 今日の 實際に 於て、 能く： 十 生の 患者の 狀態 とか 
何 かを 見まして 判定を 下す ことほ、 地方行政 官に於 
て 何等 差 支ない こと、 考 へます、 それから 國立. 稱神 
病院は どうす る 積り かと 云 ふ，！！® でありました が、 
是は本 法を 施行 致しまして， 幾多の 府縣立 精神病院 
が 出來 ますれば、 其 結果 どうしても 更に 之を K 立 病 
院 に收容 する 必要の あろ 者が 出来て 来る と 思 ひます 
から、 他日 其 設備を 致す 考で あります。 

0 議長 C 大 岡 W 造 君〕 日程 第二、 委員 選 擧を識 題と 

致します。 

第二 右 載 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

〇 岩 崎 動 君委员 の數ほ 特に 十八 名と し >蕺 長に 於 

て 指名せられ んこ とを 望みます。 

〔「異 翳な し異耦 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡育造嵙)岩崎君の励議に御異議がなけ 

れぱ 、本案 ほ 議長 指名 十八 名の 委員に 付託す る こと 

に 決しました I 日程 第三 乃至 第 十一は •便宜上 I 

括 議題と 爲 すに 御 異欹ほ ありませ ぬか。 

〔「 異 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 18 めます >  I 括 

議題と 致し ま - 第三、 地方 鐵道 法案、 第五、 輕 

便鐵道 補助 法 中 改正 法 » 案、 第 七、 鐵道 抵當 法中改 
正 法律案 •第 九， 鐵道 船舶 郵 fin 法 中 改正 法律案 •第 
十一、 鐵道營 業 法 中 改正 法律案  >  以上 一括して 議題 
と 致し、 第一 _會 を 開き ま -5 - 床 次 政府 委員。 

第三 地方 鐵道 法案， 政府 提 3 〕 第 一 讚 會 
地方 鐵 il 法 

第 一條 本 法 ハ 軌道 條例- 一 規定 スル モノ ヲ 除クノ 
外道 府縣其 ノ他ノ 公共 團體又 ハ 私人 力 公衆 ノ用 
-I 供 スル 爲 敷設 スル 池 方鐵 道- 1 之ヲ 適用ス 
地方 鐵道 業者 力 運 5g 管 業 ノ爲茭 線 ヲ敷設 スルト 
中 ハ 公衆 ノ用 -1 供 セ サル 場合 卜雖本 法 ヲ 適用 ス 
道府縣 其/他 ノ 公共 團體又 ハ 私人 力專 用-一 供ス 
ル爲 敷設 X 、 >L- 鐵道 -1 シテ 政府 ノ鐵道 又 ハ 地方 鐵 
道-一 接續 スル モノ-一 關スル 規定 ハ 命令 * -y 以テ之 
ヲ定ム 

第二 條 地方 鐵道ハ 人力 又 ハ 馬力 其 ノ他之 二 類ス 
ル モノ ヲ以テ 動カ ト爲ス n トヲ煜 ス 
第三 條地 方鐵道 / 軌間 ハ 三呎六 吋 トス 特別 ノ場 
合 二 在 リテハ 四呎八 吋 半 又 ハ ニ呎六 吋 卜爲ス n 
トヲ偈 

第 四條 地方鍅 道 ハ 之ヲ 道路-一 敷設 スル コト ヲ得 
ス但シ 已ム コト ヲ得 サル ® 合-一 於 テ 主務大臣 / 
許可 ヲ受ケ タル トキ ハ 此ノ限 二 在 ラス 
第 五條 地方 鐵道 會社ノ 株金 ノ第 一回 拂込 金額 ハ 
株金 ノ十 分/一 迄 下 ル コト ヲ得但 シ 兼業 トシ テ 
地方 鐵道ヲ 敷設 スル 媞合ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第六條 地方 鐵道會 社 ハ 株金 全額 拂込前 卜雖監 督 
官廳ノ 認可 ヲ受ヶ 線路 ノ 延長 又 ハ 改良 ノ 費用-一 
充ッル 爲 其/資本 ヲ％ 加 スル コト ヲ得 但シ軌 道 
會社 -1 非 サル 會社力 兼業 トシ テ 地方 鐵道ヲ 敷設 
スル 場合 ハ lit ノ限- 一 在 ラス 
第 七條地 方鐵逍 會社ハ 監督官 廳 / 認可 ヲ受 クル 
M 非 サレ ハ 社債 ヲ 募集 スル コト ヲ煜ス 
社值 ハ總 株金 四 分ノ  I 以上 ノ拂込 アリ タル 後-一 
非 サレ ハ 之ヲ 募集 スル コト ヲ得ス 
社債 ノ額ハ 鐵 道抵當 法-一依 ル 債務/額 卜併 セテ 
總株 金拂込 額 ヲ超ュ ル コト ヲ得 ス但 シ舊債 償還 
ノ爲 -I  K ル 場合- 1 於 テ ハ » 債務 ノ額ハ 之ヲ 算入 

セス 

第 八 條鐵道 及 其ノ附 厫 物件 ハ 鐵 道抵當 法-一依 ル 


-i 非 サレ ハ 之ヲ挖 保卜 S ス n トヲ得 ス 
鐵道 ノ附® 物件 ハ 命令 ノ定ム ル 所 M 依リ 監督官 
廳ノ 認可 ヲ受 クル-一 非 サレ ハ 之 ヲ貸瞍 又 ハ P 狸 

スル n トヲ得 ス 

第九條 地方 鐵道會 社 ハ 監督官 廳ノ 認可 ヲ受 クル 
-1 非 サレ ハ 他/事業 ヲ營ム コト ヲ煜ス 
第 十條地 方鐵道 會社ハ 監督 , B- 廳ノ 認可 ヲ受 クル 
二 非 サレ ハ 合併 ヲ爲 K  n トヲ得 ス 
合併 後存續 スル 會社又 ハ 合併-一因 リテ 設立シ タ 
ル 會社ハ 合併-一 囚リテ 消滅 シタル 會社ノ 免許-一 
膈スル權利蕺務ヲ承繼ス 

第 十 一條 兔許 、許可 又 ハ 認可-ー ハ條 件ヲ附 スル 
p トヲ得 

第 十二 條地 方鐵 道業ヲ 營マム トス ル 者 ハ 左ノ書 
類 及 K 面ヲ 提出 シ主務 大臣 ノ 免許 ヲ受ク ヘシ 
一 起業 目論見 書 
二 線路 預測一 I 
三 建設費 概算 書 
四 運送 營業 上/ 收茭槪 算書 
免許-- ハエ 事 施行 ノ認 BJ ヲ 申請ス ヘキ 期限 ヲ附 

ス 

第 十三 條 免許 ヲ受 ヶタ ル 者 ハ 左/書類 及 圖面ヲ 
監督官 廳 -I 提出 シエ 事 施行 ノ 認可 ヲ受ク ヘシ 
一 線路 H 測 y 
二 工事 方法* 

三 建設費 豫算書 

四 免許 ヲ受ヶ タル 者力會 社/ 發起八 ナル トキ 
ハ 定款 及 會社ノ 設立 登記 謄本 
工事 施行 ノ認 可-ー ハエ 事 ノ著手 及 竣功 ノ期 限ヲ 
附ス 

第 十四條 地方 鐵道 業者 ハ 天災 事變 其/他 已ムコ 
トヲ焊 サ A 事由 アル 場合 二 限 y 第 十二 號第二 項 
又 ハ 前條 第二 項ノ 規定-一依 リテ附 セラ レ タル 期 
限ノ仲 長ヲ 申請 スル コト ヲ煜 
第 十五 條左- 一 揭クル 土地 ヲ以 テ鐵道 用地 トス 
一 線路 用地 

二 停車場 •信號 所， 車； § 及 貨物 庫等ノ 建設-一 
要 スル - i: 地 

三鐵 道專 用- 一 供 スル 發電 所、 變雷 '所 及 配電所 
等/建設-一 要 スル 土地 

四鐵 道構內 -1 職務 上 常住 ヲ要 K ル鐵道 係員/ 
舍宅及 運輸 保線 ノ職務 — 從事ス ル鐵道 係員 


地方 铋 m 法案 第！ 讚 ir 


一 〇七五 


院 誘衆會 H 國帝 囬一 十四 苋 


地方 鐵 迢 法案 第一 a lf? 

/  ; s>: •二 駆 スル 土地 
五 鎊道- -嬰 N、 ± -Ti if  •器具， 撻械ヲ 修理 製作 
スル エ場 及 共 ノ K 材 、器具， 機械 ヲ貯駁 ス 
ル 分 庫 等ノ建 設 -I 要 スル 土地 
第 十六 晓 51 路 ，橋梁， 河川、 運河 及 P 渠等 -I 關 
スル H 事 ノ 施設 ハ 所管 行政 題ノ 許可 ヲ受ク ヘシ 
第 十七 勝 政府 又 ハ 政府 ノ 許 <>; ヲ受 ケタ ル 者-一 於 
テ 地方玆 道- 1 接 給 シ若ハ 之ヲ横 斷シテ 鐵道若 ハ 
軌道 ヲ数設 シ又ハ 地方 鐵道 -1 接近シ 若 ハ 之ヲ横 
斷シテ 51 路 、橋梁 •河川， 運河 及 溝渠 等 ヲ造設 
スル トキ ハ 地方 辩 道 業者 ハ 之 ヲ拒ム n トヲ 得ス 
前項 ノ 場合-一 於 テ 公益 上必耍 アリ ト認ム ル トキ 
ハ. ^. 務大 E ハ 地方玆 道 業者 — 設脆ノ 共用 又 ハ變 
更ヲ命 スル n トヲ得 

設揃ノ 共用 又 ハ 變更 -I 要 7V ル 費用 ノ負擔 二 付 協 

蓀調ハ サル トキ ハ 申請-一因 リ 主務大臣 之ヲ 裁定 

ス 

第 十八 勝地 方 釾逍業 若 ハ 監督官 廳 / 許可 ヲ受ケ 

タル場含-|限リ兔許-|搦スル_利義務ヲ他人-| 

郡 渡 スル コト ヲ得 

第 十九 條左ノ 場合-一 於 テ ハ 免許 ハ其ノ 効カ ヲ失 

フ 

一  H 事 施行 ノ認坷 ヲ 申請 K ヘキ 期限 迄- 1 認可 

ヲ申 請 セ サル トキ 

II H Hf 施行 ノ認可 ヲ受ケ サル トキ 

三 工事 施行 ノ認 可- 一附シ タル H 事 著手ノ 期限 

迄-一 工事-一 著 手 セ サル トキ 

四煢業 廢止ノ 許 HJ ヲ受ケ タル トキ 

免許 ヲ受 ケタ ル 者 死亡 シタルト キハ 相續人 ハ 免 

許-一 liii スル 權利蕺 務 ヲ承繼 スル n トヲ煜 

第二 十條 地方 鐵道 業者 ハ 監督官 廳ノ 認可 ヲ受 

クル-- 非 サレ ハ 運輸 ヲ 開始 スル コト ヲ煜ス 

第二 十 一條 地方 鐵道 業者 ハ 旅客 及 荷物 ノ 運賃 其 

ノ他 運輸-一 關スル 料金 ヲ定メ 監督官 廳ノ 認可 ヲ 

受ク ヘシ 

監督 宵 鹂ハ 公益 上 必要 アリ ト認ム ル トキ ハ 運賃 

及 料金 ノ變 ：史 ヲ命ス ル n トヲ煜 

第二 十二 條地 方鐵道 業者 ハ 旅客 列 眾及 混合 列車 

ノ發薪 時刻 及度數 ヲ定メ 監督 , IA- 廳 / 認可 ヲ受ク 

ヘシ 

監督官 廳ハ 公益 上必耍 アリ ト認ム ル トキ ハ 列車 

ノ發著 時刻 及度數 ノ變更 ヲ命 K ル n トヲ得 


第二 十三 條監捋 官歴ハ 監査 M ヲ p ia シテ錢 逍/ 
工事， 運 轍 保線 ノ狀態 •會計 及 財產 ノ實况 ヲ監 

査セシ ムル n トヲ 

鐵道 ノエ 事， 運輸 保線/ 狀 態及會 計， 整理- 1 付 
法令 若 ハ 法令-一基 キテ 爲ス命 令 — 違 ヒ又ハ 不適 
當ナリ ト認ム ル モノ アル トキ ハ 監督官 廳ハ 其 / 
改築 又 ハ 改善 ヲ命 スル コ トヲ得 此ノ 場合-一 於 テ 
必要 アリ ト， 認ムル トキ ハ 其 ノエ 事、 運® 又 ハ 設 
備使 用ノ 停止 ヲ命ス ル コト ヲ得 
監丧員 ハ 地方 鐵道 業者 又 ハ 其ノ 役員 若 ハ 使用人 
二說 明 ヲ求メ 金®、 帳簿、 書類 及圖 面ヲ 檢閱ス 

ル コト ヲ ff 

第二 十四 條地 方鐵道 業者 ハ 地方 鐵道ノ 監督 事務 
-1 關シ 往復 スル 吏員 M シテ 監督官 廳ノ發 行 スル 
證票ヲ 携帶ス ル者ヲ 無賃-ニ ア乘 車セシ ムへシ 
第二 十 五條 主務大臣 ハ 公益 上 必要 アリ ト認ム ル 
トキ ハ 地方 鐵道 業者-一 他 ノ鐵道 又 ハ 軌道 トノ連 
辂運鍮 又 ハ 直逋 運輸 ヲ命 スル コト ヲ得 
前項 ノ 場合-一 於 テ 設備 ノ 共用 又 ハ 變更 、運輸 ノ 
手續 、運賃 ノ 割合 及 費用 ノ負擔 一一 付 協議 調 ハサ 
ル トキ ハ 申請-一因 リ 主務大臣 之ヲ 裁定 ス 
第二 十六 條 地方 鐵道 業者 ハ 監督官 廳ノ 許可 ヲ受 
クル — 非 サレ ハ 鐵道ノ 貸借 叉 ハ 營業若 ハ 運轉ノ 
管理 ノ 委託 若 ハ 受託 ヲ爲ス コト ヲ得ス 
營業又 ハ 運轉ノ 管理 ノ 委託 ヲ受 ヶタ ル 地方 鐵道 
業者 ハ 其ノ 管理 M 付 監督官 廳- 一對シ 委託 ヲ爲シ 
タル 者卜 共, |其ノ«,|任ス 
第二 十七 條 地方 鐵通 業者 ハ 主務大臣 ノ 許可 ヲ受 
クル-一 非 サレ ハ 運輸 營業ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ 休止 
シ又ハ 廢止ス ル コト ヲ得ス 
地方 鐵道 會社ノ 解散 ノ 決議 ハ 主務大臣 ノ 認可 ヲ 

受ク ル-- 非 サレ ハ其ノ 効カ ヲ生 セス 

第二 十八 條主務 大臣 ハ 地方 鐵道ノ 會計及 運賀ノ 

割引 二 關シ 特別 ノ 規定 ヲ設ク ル コト ヲ得 

第二 十九 條 地方 鐵道 業者 ハ 法令 ノ定ム ル 所 M 依 

リ平 時及戰 時-一 於 テ 鐵道ヲ 軍用- 1 供 スル 義務 ヲ 

負フ 

第三 十條 政府 力 公益 上/必要-一因 リ 地方 鐵道ノ 

全部 又 ハ ー部 及 其ノ附 豳 物件 ヲ買收 セム トス ル 

トキ ハ 地方 鐵 道 業者 ハ 之ヲ 拒ム コト ヲ得ス 

第三 十 一條 買 收價額 ハ 最近 ノ營業 年度 末 ヨリ 遡 

リ旣注 三年 間-一 於 ケル 建設費-一 對 スル 益金 / 平 


均 _合ヲ 買 收ノ 日- 1 於 ケル 建設 fi M 乘シ タル 額 
ヲニ 十倍シ タル 金額 トス 

前項 ノ 益金 トハ營 業收八 ョリ營 業 费及赏 與金ヲ 
控除シ .タルモ ノヲ謂 ヒ 益金 ノ平均 割合 トハ 三年 
間-一 於 ケル 毎營業 年度 末ノ 開業 線 建設 费ノ 合計 
ヲ以テ 同期 間-一 於 ケル 益金 ノ 合計 -^ 除シ タルモ 
ノ ― 1 年間-一 於ケ >1- 營業 年度 ノ數 ヲ乘シ タルモ 
ノヲ 謂フ 

營業收 入及營 業費ノ 計算 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一 (S 

ル 

第三 十 二條 買收ノ 日-一 於 テ 運輸 開始 後前條 第一 
項-一 規定 スル 三年 ヲ 經過シ タル 線路 ヲ有セ サル 
場合 又 ハ 前條 第一 項ノ 金額 力 建設 费 -I 達 セ サル 
場合-一 於 テ ハ其ノ ® 設費 以內二 於 テ 協定 シタル 
金額. ヲ以テ 買 收價額 トス 

第三 十三 條 地方 鐵道 業者 力 鐵道若 ハ 其/ 附嵐物 
件ノ 補修 ヲ 爲サス 又 ハ 法令 若 ハ 法令-一基 キテ爲 
ス 命令- 1 佐 y 改築 若 ハ 改造 ヲ爲ス へ キ 場合-一 於 
テ 之ヲ爲 ササ ル トキ ハ 補修-一 要 スル 金額 ハ 之ヲ 
營業 費 — 加算 シ改築 又 ハ 改造- i 要 スル 金額 ハ 之 
ヲ買 收價額 3 リ 控除ス 

第三 十四條 買收 代價ハ 券面 金額- 1 依リ五 分利 付 
國馈 證券 ヲ以 テ之ヲ 交付 K 此ノ 場合-一 於 テ 五十 
圓未滿 ノ端數 ハ 之ヲ 券面 金額 五十 圓 トス 
第三 十 五條 政府- 1 於 テ 地方 鐵道 -1 接近シ 又 ハ 並 
行シテ 鐵道ヲ 敷設 シタ ル爲 地方 鐵道 業者 力其ノ 
接近シ 又 ハ 並行 スル 區 間ノ營 業 ヲ繼續 スル コト 
能 ハサ ル M 至 リタ ル トキ ハ 政府 ハ 其ノ 營業躞 止 
-1 因 リテ生 スル 損失 ヲ 補償 スル コト ヲ焊 殘存線 
路ノミ ーー 付 營業ヲ 繼 續 スル コト 能 ハサ ル ーー 至リ 
タル トキ 亦同シ 

補償金 額 ハ 第三 十 一條 乃至 第三 十三 條 /規定_| 
依リテ 算出シ タル 價額 ヨリ 殘存 物件 ノ價 額ヲ控 
除 ' >- タル 金額 以內 -1 於 テ 政府 之ヲ 定ム 
第三 十六 條 地方 鐵蒗 業者 力 法令 若 ハ 法令 = 基 キ 
テ爲ス 命令 又 ハ 免許 •許可 若 ハ 認可 二 附シ タル 
條件 -I 違反 シ其ノ 他 公益 ヲ害ス ル 行 爲ヲ 爲シタ 
ル トキ ハ 主務大臣 ハ 左ノ處 分ヲ爲 K コト ヲ得 
一 取締役其ノ他ノ役員ヲ解任スルコト 
二 政府 -I 於 テ 又 ハ他ノ 地方 鐵道 業者 ヲシテ 地 
方鐵道 業者 ノ 計算-一 於 テ 必要 ナル 施設 若 ハ 
營業ノ 管理 ヲ爲シ 又 ハ 爲サシ ムル コト 


_ 一 〇七六  I 

三 免許 ノ全部 又 ハー 部 y IC 消！ < コト 
前項/規定二依リテ解任セラレタル収締役其/ 
他/役 Ja ハ 再任 セラ ルル n トヲ得 ：< 

第三 十七 條免 許ヲ受 ケス シテ 地方盜 ffl ヲ • ?;- 設シ 
又 ハ認町 ヲ受 ケス シテ運 糙ヲ開 始シ タル ^ ハ 百 
[1 以上 二 千 ®1 以下 ノ韵 金-一 處ス 
第三 十八 條左ノ  s? 合-一 於 テ ハ 地方 菜 者 又 ハ 
其ノ役 W 若 ハ 使用人 ヲ十 ■ 以上 千 E1 以下 ノ過料 
-- 處ス 

一 前條 ノ极合 ヲ除ク ノ外本 法- Ite リ許可 又 ハ 
認可 ヲ受ク ヘキ i» 項 ヲ 許可 又 ハ 誌 可 ヲ受ケ 
スシテ 爲 シタルト キ 

二 法令 M 基キ テ爲シ タル 命令 又 ハ 免許 •許可 
若 ハ 認可-- 附シ タル 條件 M 基キ テ爲シ タル 
命令-一 違反 シタルト キ 
三 監査 員ノ 職務 ノ 執行 ヲ妨ケ タル トキ 
四 法令 又 ハ 法令-一基 キテ爲 K 命令 =依リ テ 爲 
スへキ 屆 出、 報告 其/他 ノ 8 類、 圖 面ノ提 
出 若 ハ 調製 ヲ怠リ 又 ハ虛 僞ノ屆 出、 報 ff 若 
ハ 記載 ヲ爲シ タル トキ 

非訟 事件 手辍法 第二 百 六 條 乃至 第二 百 八 條ノ規 
定ハ 前項 ノ過 料-一之 ヲ ® 用ス 
第三 十九 條. 前 二條 ノ规定 ハ 公共 幽 ts 力 地方 鐵 iu 
業ヲ赞 ム 場合 M 之ヲ 適用 セス 
附則 

第 四十條 本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 四十 一條 私設 鐵道 法及輕 便鐵道 法 ハ 之 ヲ躞止 

ス 

舊法  >1 依リテ 爲シ タル 免許 若 ハ 指定* 許可 又 ハ 
認可 ハ 本 法-一依 リテ爲 •ゾ タル 免許， 許可 又 ハ認 
可卜 看做 ス但シ 其ノ 免許 若 ハ 指定， 許可 又 ハ認 
可 二 附シ タル 條件 -I シテ本 法 11  e 觸 スル モノ ハ 
其/効カ ヲ失フ 

第二 條 及第 三條 ノ规定 ハ镇法 -l te リテ 免許 又 ハ 
指定 ヲ受ケ タル モノ- 1 之ヲ 適用 セス 
第 四十 I 一條 輕便鐵 道法ユ 依リテ 輕便鐵 道 抵當原 
縛  一 I 登 錄セ ラレ タル 事 51 ハ 之ヲ鐵 道 抵當法 -I 依 
リ鐵 道抵當 原簿 m 登錄セ ラレ タルモ ノト 看做シ 
輕便鐵 道 抵當原 鞴ハ鐵 道抵當 原簿 卜 看做 ス 
第 四十 三 條輕便 鐵 道 法 一一 依 リ テ爲シ タル 處 分、 
手 續其ノ 他 ノ行爲 ハ 本 法 中 之 M 相當 K ル 規定 ア 
ル 場合-一 於 テ ハ 本 法- 1 依リテ 之 ヲ爲シ タルモ ノ 


院議 衆 铃蕺國 帝 回 一十 四 第 


卜看 做ス 

第五 輕便鐵 道 補助 法 中 改正 法律案 (政府 
描出〕 第一 is 會 
輕 便 鐵适 補助 法 中 左 ノ通改 正ス 
「輕便 鐵道 補助 法」 ヲ 「地方 鐵道 補助 法」 M 改ム 
第 一條、 第二 條 及第 六晓屮 r 輕便鐡 迢.】 ヲ 「地方 
鐵道」 二改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
本 法 施行/際 現- 一 補助 ヲ受 クル モノ ハ 本 法 — 依リ 
テ 之ヲ受 クル モノ ト看 做ス 

第 七鐵道 抵當法 中 改正 法 _案( 政府 提出) 
第一 讚 ir 

筠道択 當法中 左ノ通 改正 ス 
「主務 官廳」 ヲ 「監督官 廳」 -1 改ム 

第 一條 中 「私設 鐵道株 式會 社」 ヲ 「地方 鐵道株 式 

會社 .1  -I 改ム 

第三條 中 「舍 宅」 ノ下 -I 「其ノ 他 H 2JI 又 ハ 運輸 ュ 

耍スル 建物」 ヲ 、「保線」 ノ下 M 「其ノ 他ノ修 絡」 

ヲ加へ r 釾道 用水」 ヲ 「用水」- 1 改メ 同條= 左ノ 

一項 ヲ加フ 

锊 社力頦 道-一 要 スル 電 氣ノ餘 カヲ以 テ電氣 供給 

ノ槳ヲ 管 ム 場合-- 於 テ ハ 其ノ供 給 ノ爲要 K ル 第 

二 號乃至 第五 號及第 七號 -I 揭ヶ タル モノ- 1 シテ 

釾道 财幽ノ 所有者-- tei スル モノ ハ 之ヲ鐵 道財團 

-1 11 セ シムル n トヲ得 

第 十 一條 中 「第三 條 J ヲ 「第三 陆 第一 項」- 1 、 r 

前 ? fl - 一掲 ケタ ル モノ  J ヲ 「前 二 织 -I 揭ケ タル モノ」 

-- 改メ冏 條 第一 gl ノ次- 一左ノ ー項 ヲ加フ 

前項 ノ 規定 ハ 第三 條 第二 項-- 法リテ 鐵 道財國 _| 

靥 セ シメ タルモ / -I 之ヲ_用 ス 

第二 十六條 ノニ株 式會 社- 1 非 サル 地方 鐵道 業者 

ノ鐵 菹 ノ抵當 -I 關シテ ハ 勅令 ノ定ム ル 所- 1 依 ル 

第五 十临削 除 

第五 十 一條 中 「前條 第一 51 -1法リ_| ヲ r 鐵道 迤 業 

ヲ營ム 者- |非スシ テ」 二 改ム 

第五 十四條 削除 

第 六十 條中 「第五 十四 條 」 ヲ 「第五 十三 膝 j  -I 改 

ム 

第 六十 五 條中 「本 免許 ヲ受 クル コト ヲ要 スル 者- 一 

在 リテハ 本 免許」 ヲ 「第 七十 彐临ノ 許可 ヲ受 クル 

コト ヲ耍 スル 者-一 在 リテハ 其ノ 許可」- 一 改ム 


第 六十 六條中 「第五 十 條第 一項- Ite リ競費 -I 加入 
シタル 者」 ヲ 「會 社ノ發 起 人」- 一 改ム 
第 六十 七條中 「本 免許 狀ノ 下付 ナキ トキ」 ヲ 「第 
七十 三條ノ 許可 ヲ受ケ サル トキ」- -. 「本 免許」 
ヲ 「許可」- 一改ム 
斡 七十 二 條削除 

第 七十 三條競 落人 力 政府 — 非 サル 場合- 一 於 テ ハ 
競 落 ヲ許ス 決定 力 確定 シタル 日 ヨリ 三 箇月 內二 
許可 ヲ 申請ス ヘシ 

第 七十 四條競 落 入力 會社ノ 發起人 ナル トキ ハ 前 
條ノ 許可 ノ中 請- 1 ハ 定款 及 會社ノ 設立 登記 謄本 
ヲ 添附ス ヘシ 
第 七十 71: 條削除 

第 七十 六條中 「前 三條 J ヲ 「第 七十！ 一】 條 及第 七十 四 
條 |-_ 二、「本免許狀ヲ下讨スへシ」ヲ「許可スへ 
シ J  -1 改ム 

第 七十 七條中 「本 免許」 ヲ 「第 七十 三條 /許可」 

二、 「會社 J ヲ 「競 落人 又 ハ 競 落人-一依 リテ 設立 
セラ レ タル # 社」 11 、「原 免許」 ヲ 「免許」 1 一改 

ム 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ .之 ヲ定ム 

第 九鐵道 船舶 郵® 法 中 改正 法律案 (政府 
提出〕 第 j 讀會 
鐵道 船舶 郵便 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 一條 中 「私設 鐵道法 又ハ輕 便 ® 道 法」 ヲ 「地方 
鐵道 法」- 一改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 十一 鐵道營 業 法 中 改正 法律案 (政府 提 
出〕 第一 讀會 
鐵道營 業 法 中 左ノ通 改正ス 

第三 條 運賃 其 ノ他ノ 運送 條件ハ 關係停 車 場-一公 

吿シ タル 後-一 非 サレ ハ 之ヲ實 施 スル n トヲ 得ス 

運 賃其ノ 他ノ運 送 條件ノ 加重 ヲ爲 サム トス ル 場 

合-一 於 テ ハ 前項 ノ公告 ハ ー月 以上 之 ヲ爲ス コト 

ヲ耍ス 

第 十三 條ノ三 鐵道力 其 / 貴- 1 歸 ス へ カラ サル 事 

由-一因 リ 貨物 ノ 引渡 ヲ爲ス コト 能 ハサ ル トキ ハ 

貨主ノ 費用 ヲ以 テ之ヲ 倉庫 營 業者-一 寄託 スル n 


及 荷受 人 — 對シ 其ノ 通知 ヲ發 N、 ル コト ヲ耍ス 
貨物 ヲ 寄託シ タル 場合-一 於 テ 倉庫 證券 ヲ作製 セ 
シメ. タル トキ ハ 其/證券 ノ 交付 ヲ以テ 貨物 ノ引 
狸 M 代 フル n トヲ得 

鐵道ハ 第一 項ノ 費用 ノ辨 濟ヲ受 クル 迄 倉庫 11 券 
ヲ留置 スル コト ヲ得 

前 四 項ノ 規定 ハ 貨物 ノ引取 期間 內 -1 其/引取 ナ 
キ蚂 合-一之 ヲ準 用ス 

第二 十條中 「私設 鐵 道」 ヲ 「地方 鐵道 業者」 二、 
「主務大臣」 ヲ 「監督官 廳 J  -1 改ム 
第二十三條中「私設鐵道係負」ヲ「地方鐵道係員」 
-1、 「會 社 *— ヲ 「地方 鐵道 業者 j 二 r、 主務大臣 j 
ヲ ，「監督官 廳」 ― 改ム 

第二 十八 條ノニ 第 十九條 及第 二十 一條 ノ規定 ハ 
政府 及 公共 團 體ノ鐵 ia M、 第二 十條 及第 二十 三 
條ノ 規定 ハ 公共 團體 ノ鐵 道-一之 ヲ 適用 セス 
第 四十 四條 削除 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
〔政府 委員 床 次 竹二郞 君 登壇 j 
〇 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君) 地方 鐵道 法案に 就て 說 
明を 致します-我 國 現在國 有 鐵 道の 外に 私設 鐵道な 
る ものが ある、 又輕 便鐵 通なる もの もありまして、 
各々 それに 對 する 法律が あるので あります が、 此私 
設鐵道 法は 明治 三十 三年の 制定に 係る もので ありま 
すが、 鐵道國 有 法の 實施以 来、 十分なる 此 法の 應用 
はあり ませぬ I 今日では 此 法律に 依る 鐵道ほ 全く 
一つ も ありませ ぬ、 即ち 空文に 歸 して 居る やぅな 有 
樣で ございます、 之を 要するに 國有 以外の 鐵道は 、 

一 概して 申します れば地 方鐵 道に 相違ない ので あり 
ます、 其 地方 鐵道は 今日の 所 多く 輕便鐵 道 法に 依つ 
て 働かれて 居る のであります が， 此 1 p 便鐵道 法が 實 
際の 運用から 申します ると、 二 十 箇條餘 りの 條文か 
ら 成立つ て 居る のであります が、 それの みでは 不十 
分でありまして、 常に 命令！ I を下附 致して、 其 命令 
書と 此輕 便鐵道 法と 相俟つて、 始めて 施行せられ て 
居る と 云 ふ 有 _ であります、 是に 於て 私設 鐵道 並に 
輕便鐵 道 法を 統一 致しまして、 备 々其 足らざる 所を 
補 ひ、 又 今日までの 宵 驗に徵 して、 必要な りと 思 ふ 
事を 追加 致しまして、 玆に統 一され たる 地方 鐵道法 
を 制定す るの 最も 急務なる を 見た 譯で ございます， 
改正の 條項中 主なる ものを 申 上げます れぱ 、動力 ほ 


機械 力に 限记 致しました ことが 一つ、 もう 一つは ® t 
間を 三呎六 吋と する ことを 原則と 致しまして、 四呎 
八 吋 半 及二呎 六 吋、 此 三種に 限定 致しました、 餘〇 
此軌 間の 多き に 渉ります ことほ、 鐵 道エ 業 上から 見 
ましても 面白から ざる ことと 考へ まして •將來 は斯 
の 如く 原則としては、 一ー ー呎六 吋を 奴る と 云 ふこと に 
之を 決めて 行きたい と考 へる のであります、 其 次に 
ほ 鐵道及 其附屬 物件は、 現在に 於いて ほ 之れ を 谷 別 
に擔 保と する ことが 出來 るので あります けれども、 
將來ほ 其の 谷 別擔保 と爲す ことを 禁じて、 鐵道 抵當 
法に 依る 財團擔 保の 制に 依る ことに 致したい と 思 ふ 
のであります、 其の 次には 會 社の 解散を 制限して、 
營業廢 止の 許可を 受けて、 然る 後に 解散す る やう 
にしたい、 それから 今日まで 國有鐵 道を 敷設 致し ま 
する 際に、 地方 縛 道の 併行 又は 接近して 居る が爲め 
に、 地方 鐵道 業者が、 资業上 困 II に 立 至る 場合が あ 
ります 際に 於て、 補償の 途が 明かに 規定して ない の 
であります が、 是等の 場合は® 失の 補償に 關 する 事 
を 明規 して 置く が、 今日の 時勢 宜か らうと 思 ひまし 
て 追加 致しました のであります •其 他 二 三 改正を 加 
へました 點がご ざいます、 大 體右樣 な譯で ございま 
す、 それから 此 地方 鐵道 法の 改正と 共に、 自然 11 便 
鐵道 補助 法 中に 文字の 修正を 加へ なければ ならぬ 必 
要が ありまして、 此補助 法 中の 改正を 致したい、 尙 
ほ 同じ 關 係を以 ちまして、 鐵道 抵當法 中に 改正の 必 
要を 生じた のであります、 矢 張 同じき 關係 よりして 
鐵道 船舶 郵便 法 中に 改正を 加へ る ことにな りまして 
尙ほ 一つ 同じ 關 係から、 鐵道營 業 法 中に 改正を 加へ 
るの R むを 得ない ことにな つたので あります が、 そ 
れと共 に 鐵道營 椠法屮 に 改正を 加 へんと 致します る 
事柄ほ、運賃其他の蓮绘條件と云ふものは、鐵道の 
本 ^ に 鑑みまして、 成るべく 之を 公 f4? した 上に、 變 
更を 加へ る ことが 當然と 考 へまして - > 其 規定を 致し 
たのであります、 それから 尙ほ 現行法に 於て は、 蓮 
貫を 加重 致します る 場合には、 一週間 以上 前以て 公 
吿する ことにな つて 居ります るが •商肢 引の 狀眩に 
顧みて、 之を 一箇月 以上の 期間を 置く が 苴 いと 云 ふ 
考で玆 に 改正を 致しました ■最も 此 際此營 業 法 中に 
改正を 致したい と 思 ひます る 事柄は、 到 著 貨物の 引 
渡の 際に、 荷主の 怠© 等に 依つ て 引取を 延滯 し， 貨 
物置 場の 狭隘を 來 し* 以て 一般 貨物の 取扱に 支障を 
及ぼす と 云 ふ 事例が 今日 少なくない のであります、 


トヲ得 
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染转 H 第 保 薄の 1® 键税改 正に 1'^ する 雄 運 案 
是竹 V は 折角の 公共 睽關 たる 性質を 大に妨 ぐろ もので 
あります から、 是 等の It 物 ほ 羧道營 笫 所に 於て 荷主 
に 代り 介 庫 管 菜 我に 寄託す る ことを 得る 途を開 いて 
以て、 運 鲩 上の 便益を 岡りたい と 云ふ考 であります 
それが 鉉逍茕 桀法 中の 主 もなる 改正 條項で あります 
以上 宜しく 御 港 翳を 願 ひます。 

〔拍手 iffi る〕 

01 S 井 兵 .- /;; 郎君 質問が あります。 

〇 議長 (大岡 育造 対 ' W/ 櫻 井 君。 

0 0 '井 兵 ? ?: 郎君 唯今 御說明 の 中に 軌間の 問題が あ 
りました が、 原則として ほ 一一； * « 六 吋で ある、 併な が 
ら三條 にもあります 通り、 特別の 場合に 在つて ix 四 
呎八吋 半、 又は 二 呎六 吋に する ことを 得る と 云ふ規 
定にな つて 居ります が、 此 特別の 場合と 申します る 

の ほ、 如何なる 必要から 此 特別なる 場合が 半； ずると 

云 ふ 御 考で御 規定に なつた か、 或 ほ 他日 國有鐵 道を 

私設に する 場合が あるか も 知れぬ と 云 ふ、 其豫想 の 

下に 斯る 特別の 場合を 規定せられ たのであります か 

其 幽 を 伺 ひたいので あります、 今一つの 點は 之に 因 

んだ 御尋で あります が、 確に 床 次總裁 は 國有鐵 道は 

一一； 呎六 吋を 以て， 我が 經濟 上に 適合して 居る と 云 ふ 

御考を 持つ て 居らる る やに、 私 ほ 承知 致して 居り ま 

す、 然るに 現在の 橋梁を 直す とか、 膝 道を 改造す る 

場合に 於て は、 四呎八 吋の 軌間に する ことが 出来る 

と 云 ふやうな、 設備を して 居らる る やうな ことに 承 

知して 居ります 、果して 然ら it: 是ほ無 用な 設備を し 

て 居らる るので ないかと 思 ひます、 實際務 て 主張し 

て 居らる る點と 多少 相違が あると 思 ひます •此點 を 

少しく 明瞭に 了解し 得る やうに 御說 明を 合せて 願 ひ 

たいと 思 ひます。 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 登®〕 

0 政府 委員 C 床 次 竹 二 郎君〕 御尋で ございます が、 

軌間を 三呎六 吋に 致す ことを 原則として 四呎八 吋 半 

を 認めた のは、 何の 理 !■!-] の爲 めかと 云 ふ 御尋 であり 

ますが、 現在 四呎八 吋 半の ものが 隨 分あります、 殊 

に m 氣の 運轉を 致す もの ほ 多く 左樣な 12 であります 

それ故に 此鐵 道エ 業は、 成るべく 一定の 軌間を 取る 

ことが 便利と 考 へます けれども 、右樣 な 狀况で あり 

ますから、 是だ けは 認める のが 宜 いと 云ふ譯 で 認め 

た 次第であります、 敢て 廣軌鐵 道に 關 係した 11 では 

ありませ ぬ、 尙ほ第 二 2 御 導の 事 ほ、 此法 案には 關 

係が 無い 事柄の やうであります が、 御 答を 致して 差 


支 ありませ ぬ、 私 ほ 我阈の 目下の 狀况 |- 於てほ、現 
在の軌 輻を 以て 可な りと 考へて 居ります 1 併ながら 
今の 制度でありまして も •搀 關萆の 力の 佾大 する に 
從つ ては， 今日より <幅 の EE い 車を 運轉 する こと 
が 出来 得る のであります、 隨て 隧道に 致しましても 
橋梁に 致しましても、 將來 二度の 工事を 施さな けれ 
ばなら ぬ必耍 が あり ほせぬ かと 思 ひます るので、 現 
在よりも より 幅の 鹿い 物を 建築しつつ あるので あり 
ます、 是れほ 敢て 廣軌 制の 進 備と 云ふ譯 で {5; ありま 
せぬ、 今の 制度に 致しましても* 力の 伸る に從 つて 
それだけの 必要が ありと 認めての ことであります。 
0 議長 c 大岡 育造 君〕 委員 選擧 を蕺 題と 致します。 

右 議案の 審査を 付託す へき 委 M の選擧 
0 岩 崎勵君 日程 第三 乃至 第 十一の 五 案を 一括して 
委 M の數は 特に 二十 七 名と し •議長に 於て 指名 せら 
れんこと を 希 菌 致します。 

0 諮 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異_な ければ 本案は _ 長 指 
名 二十 七 名の 委員に 付託す る ことに 決します —— 日 
程 第 十三、 染料 工業 保 ii の爲 關税 改正に 關 する 建議 
案を 議題と 致します、 提出者 鈴木錶 !1 君 

第 十三 染料 工業 保護の 爲關税 改正に 關す 
る 建議案 (鈴 木 錠藏君 外 一 名 提出〕 
染料 H 業 保 _ の 爲關税 改正に 關する 建議 
戰 時に 際し 各種 工業 勃興せ る 中に 就て 染料 工業の 
發達は 極めて 偉大なる もの あり 然るに 昨冬 休戰 _ 
和の 聲を 聞く や 輸入 染料 價 格の 低落を 吿け 折角 發 
達の 氣 運に 向 ひつつ ある 我 か 染料 工業 も 其の 競 if 

に堪 へす 將 に頹廢 衰滅の 躍 あらむ とす 故に 或 一定 

の 期間を 定め 關税 政策に 依りて 保 謹 獎勵の 必要 あ 

りと 認む 

右 建議す  ， 

〔鈴 木錠藏 君 蟹 壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 鈴 木 錠藏君 私は 昨年の 四十 _會 に 於き まして、 

戰時 異常の 發 達を 遂げました 所の 化學 工業が、 戰後 

尙ほ 能く 外来 品に 對抗 して 存續し 得る や 否や、 戰前 

に 於て は 化學 工業 品は、 主として 獨 逸の 輸入品に 侍 

ちました、 所が 職 時 自給自足の 必要に 迫られて •米 

國 、英國 、佛關 西に 於ても 偉大なる 發 達を 遂げて 居 


ります、 然らば 硪 後に 於て JX •獨 〇捶 通の 製品に 對 
杭す るの みならず、 英 '米、 佛の 製品と も 茜 爭しな 
ければ ならぬ 時が 來ると 信じまして、 若し 之を 自然 
の 趨勢に 放 fr: 致しましたならば、 我が 化學 工業 1-3: 萎 
55 衰頹 に歸 しほせ ぬかと、 斯ぅ 云 ふ 見地から 致し ま 
して、 第一に 補給 3 策、 第二に 關税 政策 •第三に 原 
料 問題の 解決、 第 四に 統一 政策， 此の 四 間を 提げ ま 
して、 時の 內閗 即ち 赤 內內閣 に 向つ て 其 所見を 叩き 
ました、 所が 政府 ほ 表面 同感の 意を 表しながら も、 
まだ 斯る心 配 ほ 無用で あると 云 ふ 態度を 執つ たので 
あります、 然るに 昨年 十一月 休戰 講和の 聲が 突如と 
して 起り まする と、 其戰 時に 興つ た T. 業が 一樣に 打 
擊を 受けました 中に も、 我が 化學 工業の 受けました 
打擊は 、所謂 致命的の 創痍で あつたので あります、 
之が 爲 めに 折角 興りつつ ある 所の H 業 も 頓挫し、 H 
場も閉 銀の 已む なきに 至つ たと 云 ふ 事は、 諸君 も 新 
聞 紙上で 御 承知の 事と 信じます、 私は 瞇 時に 興つ た 
所の H 業を， 悉く 保護 政策に 依つ て 保護し ろと 强ゆ 
る ものでは ありませ ぬ、 如何に 自給自足の 上から 見 
ましても •國家 經濟の 上から 首肯 出 來な いもの ほ、 
決して 保護 政策に 依るべき もので ない と 信じます、 
併ながら 戰 時相 當の發 達を 遂げ、 而し て尙ほ 相當の 
保_ を與へ れぱ .立派な 國產 として 成立し、 而も輸 
入 品に 對抗 すべき 物で あつたと したなら ば、 國家ほ 
之に 舞して、 相當の 補助 奬 B の途を 謡 ずべき ものと 
信ずる のであります、 此點 ょり 致しまして、 私は 我 
が 染料 工業に 向つ て、 相當の 保 ii を爲 すべき ものと 
主張す るので あります、 乃ち 如何なる 方法に ffi つて 
保護す るかと 申し ますれば、 第一 輸入 染料に 對して 
は、 從價五 割の 關税を 課する と 云 ふこと が 第一で あ 
ります、 第二 ぼ 關税 保 ii の 期間を 將來五 箇年 とする 
と 云 ふこと でございます、 第三は 法令 發 布の 日ょり 
關税實 施 期間まで、 輸入 染料に 向つ ては 特許を 受け 
ると 云 ふこと であります、 右三 箇條に 就て 簡單 に理 
由を 申 上げたい と 存じます、 私が 第一に 化學 工業 中 
染料 工業を 擇 びました ことほ、 染料 工業と 云 ふ もの 
は 申す まで もな く化學 工業の 中樞で ありまして、 化 
學 工業 中の 精華で ある •華で ございます、 若し 染料 
工業に して 保護 さるるならば、 是 より 生まる る 所の 
副 建物、 即ち 火藥 とか、 醫藥 とか、 人造 香料と か、 
寫眞藥とか，其他の副產物ほ、期せずして發達する 
のであります、 即ち 兩 々相 待って 技術的に も經濟 的 


一 〇七八 

にも 相當 の發 達を 遂げる 〇 で：、* が 故に 先 
進國に 於き ましても •染料  こ ' -, 藥 品エ 場 
が あつて、 必ず 其 H 場には 染料と 共に* 品 部と 云 ふ 
ものが あつて、 藥品 の 9 捌を 致して 居る ので あ 〇 ま 
す、 現在に 於て 我國の 染料 工業の 狀睦ほ ど： 

かと ! H します と， 政府の fii 謹 獎湖の 下に 在る 所の Q 
本 染料 會社を 除きまして、. 現在に 於て 拂込 n 本 •か . 7r- 
百 七十 二 萬 [1 •工場の 建坪が 二 as 三千 七 百 八十 坪、 
技術 員が 七 百 九十 二人、 職工の 數が四 千 六 百 人、 公 
近 一 ® • 月の 牛； 產高ほ 「ァニ リン」 「ァリ ザ リン」 染 
料の 高が 百 三十 四 萬 七 千 五 百 斤、 而して 大正 六 年度 
に 生產 されました 高が、 一千 六十 四 萬 H の 多き に 速 
して 唐り ます， 其 工場の 分布の 狀態と 云 ふ ものは、 
苽 京、 大阪 、和歌 山、 廣島 •岡 山 等でありまして、 
束 京 府下の みに て も 四十 有餘の H 場が ございます、 
大正 七 年度の 產額は 約 五 百 萬圓の 多き に 達して 居り 
ます、 而 して 3¢- 品質は 米 國產に 比して 少しも 劣る 所 
がない、 故に 染料 商は、 內地 品を 輸入品と 稲して Ei 
つて 居る と 云 ふやぅな 有樣 でございます、 殊に 製品 
中に も •盥基 性 r メチー ル ヴァィオレット」 とか、 
酸性 「オレン ヂ」 とか、 硫化 染料 其 他 媒染 染料の 如 
き 物は、 南洋、 印度、 西 伯 利、 支那 等の 方面に 輸出 
せられて、 外 品を K 迫して 非常な 効力を 今 得て 居 
る 次第で ござります、 日本に 於け る 所の 染料 •即ち 
製造され ます 所の 染料の 1( は •二 ? I 餘 補の 多き に 及 
んで 居〇 ます、 併し 之を：々 gi lf る ことほ iri 雄で あ 
〇 ますから、 其 品目と 及 日米 製品の 市® の 現在 比較 
表 —— 是ほ 議長の 御 許を 得て 速記 難に 留めたい と存 
じます が、 斯る 染料が 如何なる 工場， 如何なる 原料 
に 依つ て 製造せ らる るかと 申します れぱ 、工場 (S 頗 
る 小規模な もので あつて、 原料は 多くは 轍 入 品に 待 
つて 居る のであります、， 若し此 小 工場が 合同 完備 致 
しまして、 谷 製造所ょ 〇 自然に 產 るる 所の r ベン •ッ 
オー ル」 の 如き 原料、 及 今 政府の 補助の あります る 
所の 日本 染料 會社 あたりが、 中間 化合物を もつ と酿 
價 に販賣 する ことが 出来ますならば I 駆 {H に 支給 
する ことが 出来ましたなら ば、 生產费 は 一曆 低 0S に 
なつて、 其 製品は 一層 礙秀 になる と 云 ふことは、 保 
險を附 ける ことが 出来る のであります、 由來 染料と 
云 ふ 物は、 學 術の 方式の みに 依つ て發 達する 物で ほ 
ございませぬ、 即ち 熟練と 經驗と 云 ふ ものが、 染料 
に 付ての 唯一の 條件で ございます、 此 點 に 就て ! X 日 
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本人の 最も 得意と 致します る 所で、 獨逸の 染料が 發 
達 致しました の も、 即ち ®) 逸 八の 技術が 發達せ しめ 
たのでありまして、 此點は 餘程 日本と 獨 逸と 似て 居 
ると 考 へます、 ® 逸の 染料 工業が 其槌範 ほ 英佛 に収 
りまして 、家庭的 丁： 業が 期る 盛大なる 發展を 遂げら 
れ ましたと 云 ふやうな 炖路を 取つ て來 まする と、 我 
染料 エ業の前途と云ふものほ、實に有薙に致しまし 
て •囑 目に 肮す べき ものと 信ずる ので ございます* 
或は 此 染料 工業の 如き ものは、 大規® の もので なけ 
れば ，決して 發達 する もので ない と 云 ふやうな 說も 
ございます けれども. 彼の ® 逸に 於け る 「ヘキ スト」 
a- 社、 是 ほ 世界 第一の 染料 H 椠會 社で ございます、 
是が其初に當つては、诹に一人の化學若と三馬力の 
蒸汽力 が あつた だけで ある、 而して 其 頃 丁度 千 八 百 

芄 十九苹 頃でありまして、 其 常時に 巴 ffi に 染料の 邸 

致 會が ありました 其 時には、 英吉利、 佛蘭 ffi からし 

て 美 肫なる 「T-ー リン」 G 素が 陳列され ました けれ 

ども、 ® i 逸に 於て は 一品 も 陳列す るまでに 達して 居 

らな かつた， それから 致しまして 獨 逸人が 發憤 努力 

•S しまして 、今日は 遂に 英佛を 凌炤 する やうな こと 

に 至りました ので •是等 は 好い 例 Is であらう と考へ 

ます •而 して 染料 工業に 於き まする 所の 各國の 染料 

工業に 對する 政策を 見ます るに、 何れも 保護 政策に 

依つ て、 自給 E 足の 保 謎 政策を する やうに なつた の 

でございます、 此獨 逸の 化 吊 H 菜け 獨 逸の 生命で あ 

つて、 之が 爲め に ® 逸が 幾多の 國家も 國民も 嵇牲を 

拂つて 、今日の 完 (sii を吿げ ましたので ございまして 

寧ろ 今回の 大硪爭 if ffi 逸の 化 氓 エ椠の 結果で ある 

と 言つ て も 誣言では ない と 思 ひます、 唯々 將來に 於 

て 搲逸が 如何なる 帟で此 染料 X 業に 於て 苦 rfi を 感ず 

るかと 云 ふと、 即ち 原料の 供給では なから うかと 考 

へます、 今 R まで® 逸 染料 工業の 原料と 云 ふ もの {3; 

英國の 瓦斯 H 菜の 賜で ありました、 瓦斯 及釾 から 生 

じます る 所の 「コ ールク ー ル」 である， 今日の 巴 里 

發の 電報に 依つ て.^ 國際 聯盟の 附® と 致しまして 

常設 經濟 委員 會が 設けられて， lit の 原料と 云 ふ もの 

ほ 歐 翩 巴 許りでなく， 印度、 西 伯 利 方面まで も 包含 

致しまして、 原料を 5!£ 配す る ことにな つて！ g る やう 

であります •而 して 亞米利 加と佛 _西 は、 特に 佛_ 

两は、 白耳蕺 に 向つ て 原料 供給の 協 占 拙を 與 へて 居 

ると 云 ふこと を •今日の 電報に 傳へて 居ります、 將 

來栩逸 は 何れの 國に 原料を 仰ぐ か、 自阈だ けの 原料 


では、 今日までの 如き 發展は 六ヶ 敷から うと 考 へま 
す、 此邊の 所は 獨 逸と しては 大に 苦痛を 感ずる こと 
と 思 ふので ございます、 次に 英國 の狀態 はどうで あ 
るかと 云 ふと. 英國は 「ロィド ジョ —ジ」 が 積 ® 的 
の 保護 政策に 依りまして、 on 國で 生節： する 所の 此染 
料に 付きまして は、 全然 轍 出を 禁じて 居ります、 II 
又 一方に 於て は 第一に 低利の 貸付金、 第二に 機械 器 
具 0S 物に 對 す ？) • 補助金、 第三には 技術 研究に 對 する 
51 助 金 •是 等の 方法に 依つ て、 益々 21 國に 於け る染 
料を 發 達せし むろと 云 ふことの 方針を 執つ て 居る や 
うに 承知 致して 居る ので ございます、 で佛蘭 西 {t 唯 
今の 電報で も 承知 致しました 如く、 英國と 原料 供給 
の S 約を 結んで 居りまして， 一方に 於て ほ、 矢 張 貸 
付 金及關 役 政策に 依つ て 保 ii する ことに 承知して 居 
るので ございます* 亞米利 加は どうで あるかと 申し 
ますと， 亞米利 加は® 時 屮 、此 染料に 向つ ては 從價 
三 割、 從量税 一磅に 付て 十® と 云 ふやうな 重税を 課 
して 保護 致して 居ります、 所が 最近の 報 m に 依る と 
從價税 六 0 の税を 課する と 云 ふこと に 聞いて 居り ま 
す、 又亞米 利 加 現在の 染料 界の 泰斗と 稱せら るる、 
「ドクトル、 セル コフ」 氏 杯の 說に依 ると、 亞米利 
加で も少 くと も十简 年間の 保護 政策に 依る に 非 ざれ 
ば、 染料 工業を 發 達せし むる ことが m 来ない と 云 ふ 
ことを 言つて 居ります、 詰まり 是等 の說 が容れ られ 
て、 從價税 六 割と 云 ふやうな、 此關税 政策を 執る や 
うにな つた ものと 信ずる ので ございます、 斯の 如く 
各 國 とも 染料 工業に 付きまして は、 積極的の 保護 政 
策を 執つ て 尻り まして、 R 本が 此際 私の 主張 致し ま 
する 從價 yr K の 課税の 如きは， 最も 穩煺な りと 信ず 
るので ございます， 而 して 五 割の 税と 致します る 根 

據ほ何 所に 在る かと 申します れば 、唯今の 日本と 亞 

米 利 加との 染料の 偎格を 較べて 見る と •亞米 利 加の 

方は 三 割高で ございます 、併ながら 將來に 於き まし 

て、 尙ほ亞 米 利 加の 製品 {X 安くなる と 云 ふ考も ござ 

いますから して、 茲に :n: 割と 云 ふやうな 案を 提出 致 

しました ので， 頗る e 健と 信ずる のであります、 そ 

れ から 或 ほ 此從價 五 割の 關稅を 課しましたら、 加工 

品に 於て は 非常に 高くなる に 相 違ない と 云 ふやうな 

御 誘 論は、 殊に 織物の 地方の 御 方に 於て は •御 疑惑 

が 御 有りになる やうな 次第であります が、 段々 專門 

家に 就て 私が 研究 致して 見ました 所が、 染料 化學の 

織物に 對する 影 ® と 云 ふやうな ものは、 實に微 々た 


る もので、 試に 此內 地の 絹物に 對 する 其 影響を 一寸 
申 上げて 見ます ると •内地 絹物 一反の 染賃が 約 四十 
艽錢で ございます、 此染料 ほ 約 十二 錢七 ® > 若し 之 
に 五 割の 税金を 課しました 所で、 六錢三 厘 •而 して 
絹織物 一反の 値段は 今日 十 B 以上で、 極く 安く 見 ま 
して 十圓 としても、 六錢三 厘と 云 ふ ものが 「パ ー セ 
ント」 ほ 六 厘 三毛と 云 ふ 位の 微々 たる ものに 過ぎ ま 
せぬ、 又木 綿の 一反の 染賃 がどうで あるかと 云 ふと 
是ほ 一反！ 一十 五 錢位で 、之に 要する 染料は ffi に九錢 
です、 此五割 即ち 四 錢五厘 •さう すると 木綿物 (X 今 
一反 染賃が 三 圓と 致しまして、 四錢五 厘は 僅に 一分 
五 厘に しかな 〇 ませぬ、 又 輸出 織物に 付て 一寸 御懸 
念が ある やうです が 支那に® 出 致します る 所の 絹 織 
物に 「タン タン チース J と 云 ふ ものが ございます、 
それ ほ 幅 か 三十 二 「ィンチ」 丈が 五 「ャー ル」 目方 
が 八 百 目‘ 染賃が 五 _五 十錢 であります が、 是の染 
料は 一圓で ございます、 即ち 艽割 co- 税を課しても一 
圓 五十 錢 、是 が 一反の 代價五 十圆と 致しまして、 其 
税の 割合は どうかと 云 ふと •僅に 一分に しか 當りま 
せぬ、 故に 此 染料の 値段が 織物の 價格に 及ぼす と 云 
ふやうな 御 心配 ほ、 決して 御 無用で あると 私は 考へ 
るので ございます、 是は 從來の 染料を 無税品と 致し 
まして、 五 割と 云 ふ 比較を 取ります けれども， 今 口 
までの 染料 it I ィン ヂユー ビァ ー」 「ァ- ー リン、 ァリ 
ザ リン， 一を 除き、 從量說 百 斤に 付て 七 圓と云 ふ もの 
は當然 課せられて、 百 斤の 從量税 の 七圓は 「パ 丨セ 
ント J に 法り ますから して、 從量税 に 付て どの位に 
なる か 知れ ませぬ けれども •相當 の關税 と 云 ふ もの 
が 課せられて ございます、 彼此 五 割の 税と云 ふ もの 
は 課せられて あるが、 勿論 是が絕 對の五 割では ござ 
いませぬ 、三 ® 1 五分 1 價格 上の 相潭が ある だら う 
と 思 ひます、 それから 第二の 期間を 五箇 年に 定め ま 
したと 云 ふことは •是 は餘〇 長く 致し ますれば •隨 
て製浩 場に 向って 依賴 心を 起させる 1* も ございます 
又 殊に 保 li 政策と 云 ふ もの ほ， 餘り 喜ばしい もので 
ございませぬ、 詰まり それを 發達 助長せ しむる 爲め 
の 目的で ございます からして、 假 りに 之を 五箇 年と 
致します れぱ 、保護の 目的を 達する と 同時に、 五箇 
年經 つたなら ば、 製造業 者は 補助金を 失 ふので ある 
と 云 ふ 所の 一つの 刺戟から 、一層 發憤 努力す る だら 
うと 云 ふ 見地から、 五箇 年と 相 定めました 次第で あ 
ります、 それから 第三の 所の 法令 發布 からして 關税 


宵 地に 至る 間は、 染料の 轍 人に 付て は、 特許を 受け 
ると 云 ふこと を 主張して ございます が、 從來の 例に 
依 りましても、 此 關税賓 施まで 約 六 箇月 あると 致し 
まして、 其 間 思惑の 轍 入と 云 ふ ものは 盛んに 行 はれ 
る、 例へ ば 本 月 法令を 發 布して 之が 實施期 の 八月 頃 
になります ると， 各® の 貿易商 ほ 盛んに 思惑を やり 
まして， 折角 關稅を 上げん とする 時に 於て. 收 入の 
目的を 達せず、 而して 生產 過多に なりまして、 殆ど 
從來 の ! 1 段よりも 安くなる と 云 ふやうな 現象を 呈し 
ます、 殊に 資本の 豊富なる 所の 外國人 ありたり は， 
五箇 年 振を 一遍に 輸入し 置きました としましても， 
五 割の 課税と 云 ふ もの ほ •一箇年に 一割 づ 、にし か 
過ぎ ませぬ、 即ち | 箇年 一割の 税を拂 つても、 五箇 
年の 「ストック」 を以 つて やつた 方が ® 合で あると 
云 ふ 算盤の 上から 來ま すると •必ずしも 思惑の 輸入 
がない と 云 ふことは 言へ ない のであります、 是ほ政 
府に 於ても !® 々 苦痛を 嘗めた 所であつて、 獨り 染料 
工業の みな I-'-. ず、 色々 な 是か ら關税 政策を 講ぜら る 
、場合に 於て、 此點を 閑却 せらる、 ことがあり まし 
たなら ば、 恰も 底な き 桶に 水を 注いだ が 如く  •必ず 
茫然と L て此 目的に 相違す る ことに 驚かされる だら 
うと 考 へます、 故に 私は 此 第三 項は 是非共 此關稅 政 
策の 締 括りと 致しましても、 深く 主張す る 所以で あ 
ります、 今や 各 染料 H 業は I 硪 前戰 後四箇 年の 經驗 
を經 まして* 略々 完成の 域に 達しまして •又 谷 資本 
家 も 合同の 必要を 感じて 居ります、 然るに 此休戰 講 
和の 聲に 驚かされまして、 銀行 ほ 貸 / U を 停止し •資 
本家 (3: 拂込 を W IES しまして、 生產品 は收支 相 償は ず 
と 云 ふやうな 有_ に陷つ て 居ります、 此儘 之を 放任 
致しましたなら ば、 恰も 昨日まで 炎々 として 火山の 
如き 焰を 揚げて 居りました 所の 工場 も •忽ち 死滅 致 
しまして 再び 戰 前の 如き 有樣に 返つて、 悉く 11 入 品 
に 待たなければ ならぬ と 云 ふやうな 悲况に 陷るだ ら 
うと 考 へます、 然ら ば戰 前に 於ての み 自給自足が 必 
耍 であるので なくして •此 自給自足なる もの ほ* 永 
久に國 家と して 主張し なければ ならぬ 政策で あると 
云 ふこと を考 へましたならば， 此の 點ほ大 に考へ な 
ければ ならぬ 事 だら うと 信ずる のであります" 試に 
戰前 一箇年の 染料の® 入 高を 見ます ると 「アリ ザリ 
ン」 と 「ア -I リン」 染料が 七 百 七十 萬 斤、 人造藍が 
百 四十 萬 斤、 此價 格が 約 九 百 ; is 圓にな つて 居ります 
諸君、 戰後に 於て 外國 から 輸 人され た 場合が あつた 
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と 致し t しても* 迚も 此外國 に 於け る 所の 生產费 も 
戰前のやうな安い |? にほ參りませぬから、少くも最 
低 三倍の 炤 格になる だら うと 考へ -r す* 然ら ば數百 
萬 rr の數 fi に 於て 異動を 13 したなら ば •此 三倍 即ち 
二 千 七 百 M 圆の糙 入超 過になる と 云 ふこと ほ、 大に 
爲政漭 として 考へな ければ ならぬ «f だら 5 と 思 ふの 
であります、 で 此儘に 放任 致しましたならば、 大正 
H 年に 諸君が 協 K された 所の 染料 製造 獎龉法 なる 所 
の 法 雄 も、 殆ど 死滅に 近づく のであります、 所謂 今 
日に 於て 一一 一 箇 年を 經 過して 居ります けれども、 此保 
諛 に 依る 所の n 本 染料 a- 社 も、 做に 中間 化合物を 世 
の 中に 出し 始めた だけでありまして、 まだ 完全なる 
染料なる ものは 世の中に 出す までに 參り ませぬ、 故 

に 若し 關税 政策に 依つ て 染料が 保 謎せ ら る、 と 致. し 

ましたなら ば、 此法 律の 目的 も 達する ことが 得る と 

云 ふことは、 敢て 喋々 を 要せぬ だら うと 考 へます、 

又或說 に te ります ると •日本 染料に 向つ て 八 朱の 補 

助を して あるので あるから、 更に 關税 政策に 依つ て 

保 il する 場合には 、二 ffi の 保護に なり ほしない かと 

云 ふ 御 心配 もあります けれども、 決して それ ほさう 

でない、 即ち 染料 製造獎 » 法に 依ります ると、 缺損 

した 場合は 國家が 八 朱の 補助を すると 云 ふので、 若 

し滿足 に 八 朱 以上の 配 當が m 來る拗 合は •之を 補助 

しないので あります、 即ち 日本の 「グリセリン」 # 

社の 如き ほ、 1_ 以上の 配 當を する ことにな つて 居 

ります からして、 政府は 八 朱の 補助を すると 云 ふこ 

とは、 名のみ にして 之を 行 ほぬ で 濟んで 居る ので あ 

ります、 若し 關税 政策に 依つ て 染料が 保護され て染 

料が 相 當の惯 格を 保つて •而 して 日本 染料 も 同じく 

政府の 保 謹な しに 配當が m 來る としたな らば、 此八 

朱の 補助と 云 ふ ものは •詰まり 空文になる ので あり 

まして、 決して 二重になる と 云 ふ 憂は 無. いと 私は 信 

ずるので あります 、達に して此 s 議案が 容れ られま 

して、 此關稅 政策が 行は れ ましたな らば、 民間に 於 

て 方に 主張せられ て 居る 所の 全 國統 一と 云 ふことは 

直ちに 行は れ まして 日本人に 最も 適當 して 居る 所の 

化學 T- 業 中の 此 染料 製 is 業と 云 ふ ものは、 所謂 國產 

として •我 帝 國に 於け る 所の T. 業の 中樞 になる と 云 

ふ點 にまで 達する のは、 さう 遠き ことでは ない と 私 

は 信ずる のであります、 今や 我が 政府 ほ 產業獎 励と 

云 ふ 事を" 四 大政 綱の 一に もして 居る 位であります 

から、 國產獎 S の 上から も， 尙ほ 產業獎 動の 上から 


も、* 非と も是 ほ 直ちに S 同し なければ ならぬ 決議 
案 だら ぅと 考へ ます、 諸君、 願く ほ 以上の 理由に 依 
つて、 © 港 諮 •の 上 御 賛成 あらん ことを 希望 致します 
(拍手 起る〕 

C 參照) 

日米 製品 市® 現在 比較 表 (各 百 斤〕 


染料 嵇 


百 


ファスト レット 各種 
サル ホン サイ アニン 各種 
アシッド ブリユ ー谷種 
ナフ ト ー ル ヱ ル ロ ー 各種 
メタ ーー 丨ルヱ ル ロ ー 备種 
クロ 丨 ^ レッド 谷 種 
クロー ムエ ロー 各種 
クロ ーム オレン ヂ备種 
クロ ームグ リーン 谷 種 
クロ ーム ブラウン 谷 種 
ベン ゾ パー ブリン 各種 

n ンゴ レット ^ ® 
ダイレクト オレン ヂ 各種 
ダイレクト ヱ ロ ー 谷 種 
ダイレクト バイオ レッ 

卜备種 

ダイレクト ブラウン 各種 
クリソ イヂン 各種 
メチ ー ルバ イオ レット 谷 種 


日本製 品 
市  價 
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マラカイ ド グリ ーン 各種 一一、 <0060 0 
ビス マーク ブラウン 谷 種  四 五 ? § 

其 他の 日本製 ng f® 目 

スカ レッ トフ オ ー ミルク 各種 

ナフ トヲル ブリ ユウ 各種 

アシッド ブラック 各種 

クロ ームバ イオ レット 谷 種 

アンス ラ セン ブラウン 谷 種 

クロ ーム ブラック 谷 種 

ブ リム リン 各種 

ダイレクト ブユ リユ ー 谷 種 

ダイレクト グリン 谷 種 

ダイヤ ミン エル ロ ー 谷 種 

ダイレクト ブラック 各種 

m 丨 * ゾン谷 種  口-ダ ミン 各種 


米國 製品 
市  價 

零 00 
春 0 0 
§•00 
§•00 
七 go。 00 

§©00 
寒 00 
「§•00 
■•00 
§0000 
,00、 
春〇〇 

一、 一七 ？ 8 

八 § • § 
九 1 0 A 0 
一一 一? 00 
參〇〇 

# oi 

馨 —00 


マ ゼンタ 谷 種  セ リス 各種 
サフ ラ- ーン谷 種 
サル ファ ー スヵ ー レット 谷 M 
サル ファ— ボルデ ィクス 谷 種 
サル ファ ー ブリユ ー 各種 
サル ファ ー エル ロ ー 各種 

ヂヤ パン メダべ ー スエ ロ  Is エキストラ 谷 a 

サル ファー グリ ーン 各種 

サル ファー ヵーキ ー 谷 種 

サル ファー ヵッ チ 谷 種 

サル ファ ー ブラウン 谷 種 

サル ファ ー ブラック 谷 種 

ヂヤ パン ィヶ ー ブラック B エキストラ 谷 種 

ァリ ザ リンブ リュ ー 各種 

MT ^ ン併合 木綿捨 染料 谷 種 

〇 岩 崎 動 君 本案 ほ 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異_は ぁり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 ぁり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議なければ 本案は 議長衍 
名 •九 名の 委員に 付託す るに 決しました — 日程 fi 
十四、 木津 川洽 水に 關 する 建議 築を 議題と 致します 
提出者 長 田桃藏 君。 


第五 木津川 治水に 關 する 建議案 (齊 藤珪 
次 君 外 二 名 提出) 

木津川 治水に 關 する 建議 
政府は 速に 相 當の計 斑を 立て 木津 川の 改修を 爲さ 
むこと を 望む 
右 建_ す 

〔長 田桃藏 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 長 田桃藏 君 私は 本 建 P 案に 對 する 提出 理由を 簡 
單に說 明 致さぅ と 存じます， 此木津 川の 位置は、 諸 
君の 御 承知の 如く、 三 m 縣奈 良縣の 山林から 流れ出 
づる名 張 川、 長 田 川、 此二 川が 京都府 下の 谷 位の 御 
承知の 笠 置 山の 麓に 於て 合して 木津 川と 相 成り、 南 
山城の 中央部を 橫斷 致して 淀川に 注入る 所の 川で あ 
ります、 其 延長は 約 三十 里、 木津 川の廣 き 部分に 於 


て 川幅が 二百 六十 間 程ありまして、 更に 淀川に 注ぐ 常なる 慘 害を 惹起し、 各位の 御 記憶に 新なる 通り、 


河口に 於て ほ、 是は 却て 小さくな つて 二 ！* J rjl s にな 
つて 居 〇 ます、 其 疣 域を _べ て 見ます ると-金 » に 
於て 十® 六 千 六 百 五十一 方里に なつて 居りまして、 

.11: : へ 内で 京都府 待 下 所謂 木津 川と fl o f-i- く 泳 挟が 二* 
三千十八方扭、三笟睇下で四萬六千四百三方里、奈 
ri 縣下で 三 萬 七 千 二百 三十 方里と 云 ふやぅな 狀璲に 
相 成つて 居りまして、 邦 木谋 川と 云 ふ 川 自身が 水 isi 
地ょり 河口に 至る 間に 於ての、 流域の 比例 is •企 5fi 
に對 して 二 割 一分 六 OU に過ぎないので あります、 共 
餘の七 制 八 分 四 厘と 云 ふ ものは、 奈良縣 三 m 縣の浊 
域になつて再ります、更に此治水を致したならぱ、 
如何なる®； g が あるかと 云 ふこと を槪 WS 調べて 見 ま 
すると、 此木津 川の 流域に 所在 致して 居る 所の 町村 
は、 四 町 二十 六箇 村であります、 人口は 九 萬 五 千、 
此 堤防に 破壊に 依 つて 浸水すべき 場所が 七 千 三： €1 七 
十五 町 步あ〇 ます、 此治 水の n 的を 達したならば* 
陸 田 七 千 三百 七十 五町 步の浸 水を 除き 得る のみなら 
ず， 沿岸 四 町 二十 六 箇村九 萬 五 千の 民は、 安心して 
自己の 產業 に從事 する ことが m 來 るので & ります、 
更に 此 治水の 手段を 制 水 H 事にまで 及ぼす ことが / is 
来ましたならば、 此木津 川の 流域を 利用して、 舟拚 
の 便を 今日 以上に 發展せ -L むる ことが 出來 て、 沿 母 
の產 業を 啓 is する 所の 力は、 盩 し 測り 知る ベから ざ 
る ものが あると 信じて 居ります、 此木津 川の 治水 問 
題に 對 する 過去の 沿革を 調べて 見ます ると， 政府は 
曾て 淀川の 第一 期 改修を 企てた のであります、 興 第 
一期の 改修は、 政府の 調査に 依 つて 淀川の 高 水 M— 
— 最大 高 水量を 二十 三 萬 立方 尺と 測 M したので あり 
ます、 此二 十三 萬 立方 尺は . 木津 川に 於て 洪水の 最 
大量 十三 萬-: W. 方 尺、 宇治川に 於て 三 萬 立方 M •桂 川 
に 於て 七 萬 立方 尺と 測 M 致して、 此 第一 期の 淀川 改 
修 T: 事を 完成 致したい のであります ，其 場合に 於て 
京都府は 木津 川の 改修 H 事を 必要な りと 認めて、 明 
治 四十 四 年ょり 七箇 年の li 續事 業を 以て、 此木津 川 
の 改修 X 事を 完成 致した のであります、 而も 其 基' 準 
とする 所は、 政府の 調査に 依る 最大 高 水 fi 十三 萬 立 
方 尺を 本に して 改修工事を 完成した のであります、 
然るに 大正 六 年の 關西地 方に 於け る 洪水は、 長 田 川 
に 於て は 二 百 十一 一 粍、 名 張 川に 於て (X 三百 十二 粍と 
云 ふやぅな 雨量が ありまして、 大 正 六 年 九月に 十七 
萬 個の 水を 木津 川は ill したので あります、 淀川の 非 
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名 狀す ベから ざる 慘害で ございました、 沿 辯の 四 町 
1  i 十六® 村の 民は、 直ちに 請願書を 當院に 提出 致し 
て* 其 改修を 婴 求した ので ありました が- 當院は 之 
を容 れられ たやうな 有樣で ございます、 然るに 大正 
七 年に なりまして、 又 候 長 田 川は 二百 十七 粍、 名 張 
川は 百 十七 粍と 云 ふやうな 水が 3 まして、 十五 萬 立 
方 尺と 云 ふやうな 高 水量を 見た のであります、 此に 
於て 沿 焊民は 六 年に 於ても 堤防の 破搜に 依つて、 非 
常な 悲慘な る慘 害を 被り、 又 七 年度に 於ても 堤防の 
缺壊 に te つて、 5¢ 慘害を 再び 繰返した やうな 狀態で 
人心 叫る 悯々 と 致して K る やうな 有櫧 でございます 
斯る狀 態であります が；； 此木津 川に 對 する 改修を 根 
本から 解決し やうと 思 D ますれば、 以前に 申 上げ ま 
した 通り、 奈良縣 及 三 ® 縣に對 して擗 林 事業 若く は 

砂防 H 事 等の 施設を 要する のであります けれども， 

是は 他府縣 の 事であります から、 京都府 一府の 及ぶ 

所で ほご ざい ませぬ、 又 今回 大正 六 年度の 災害に 鑑 

みて、 淀川の 再 改修を 本年から 行は れる ことにな 〇 

ました けれども、 其 ? 7.: 箇牢の 工事 I Iff 改修なる も 

のは 木 m 川に 及んで 居り ませぬ、 然らば 淀川の 再改 

修に伴 ふて、 當然京 都 府が 木津 川の 再 改修を 致す ベ 

きものであります けれども、 京都府 一府の 力は •到 

底此治 水の 完成を 期す る 程に 財源が 裕でな いので あ 

ります、 現に 明治 H 十四 年の 七 P5 年の 鵾锫 事業の 際 

には、 府會を 通過せ ず •：© 案 執行に 依つ て 始めて 之 

を 行つ たと 云ふ冇 様で、 到底 木 律 川の 改修を 完成す 

ると 云 ふこと ! 府の 力に te つて 及ぶ 所でない の 

であります、 而して 更に 淀川の 洱 改修と、 木滩 川の 

現状との 狀 態を 調べて 見ます ると、 大正 六 年の 場合 

に 於て ■十七 萬 ® の 水が 淀川の 太 流に 注入る 際に、 

其 上流の 三栖堤 防を 破您を 致し、 乂木雄 川に 架設し 

て ありました る® 雄 材は 悉く® 流して， 淀川 本流 方 

面に 溯つ て 漂 满 して® つた やうな 布 苡で あります、 

更に 同時に 又 下铳に 於て は、 大® 府管 下の 大塚の 堤 

防を 破壊 致して W 破 ? S した 所から 田園に 注入つて 居 

りました る 土砂を 調べて 見る と、 全部 木渾 川の 土砂 

であります、 叶‘ yf M から ^ 八 n して 見ます ると 淀川の 

洪水なる ものは •木津 川 十七 萬® 以上の 水が 琉れ來 

た 場合に 於て、 共 大原 W を爲 して 居る と 云 ふこと が 

明かであります •又 現在の 淀川の 改修の 狀態に 於て 

は、 上下 同時に 堤防を 破 §1 する までの 力を 具へ て 之 

を 致さなければ ■木津 川の 堤防は 持つ ことが 出来な 


い、 他の 堤防 對 岸の 堤防を 破壊して しまは なければ 
自己の 堤防 ほ 維持す る ことの 出来ない と 云 ふ、 明か 
なる 證據 になつ て屛 ります、 斯様な 狀態 になつ て 居 
ります のと、 更に 莫大なる 金額を 投じて 本年より 五 
箇 年の 間に 十七 萬箇 以上の 水が 出ましても、 破壊す 
る ことの 處の 無い やうに 完成なる 堤防が 淀川に 出来 
ました 坳 合には 其の 堤防を 破壊す る 力 •か 無いだ け、 
弱き 木津 川の 堤防が 破壊す る ことは 明かなる 事實で 
あります、 再 改修に 伴 ふて 木津 川の 再 改修を 致して 
其の 堤 K を擴 築す るに 非 ざれば、 淀川の 堤防の 力が 
强けゎ ぱ强き だけ、 木津 川の 堤防が 破壊す る ことは 
明かなる 事 實で ある， 更に 淀川の 上流に なつて 居り 
まする 一部分、 紀伊郡 と久世 郡の 管下に 屬 して 居り 
まする ところの 淀川の 左岸 堤防なる ものは •今回の 
擴築に 依つて、 立派な 堤防には なりました けれども 
若し 久世郡 及 綴 喜 郡に 願す る木津 川 右岸の 堤防が、 
同時に 擴築せ らる 、のでなければ 其 間に 在ります る 
所の 二 千 七 百 五十 町步の 熟 田 ほ>  到底 淀川の 再 改修 
の擴 築に te つて， !ic 全なる 地位を 占む る 事が m 來ぬ 
のであります、 11-3 令 一部分 半面の 堤防 か擴 築を され 
ましても、 他の 半面が 此の儘で ありましたなら ば' 
再 改修！！ 築の 目的と 云 ふ ものは 達する ことが 出來ぬ 
有樣 にあります， 斯様な 現在の 狀態 になつて 居る の 
であ 〇 ます •更に 政府の 治水 策に 就て 取調べて 見 ま 
する のに、 四十 議會に 於いて 本院の 決議に 依つ て 採 
擇せ られた ると ころの 其の M 願は、 木渾 川を 以つて 
淀川の 本流と 滑 做して、 擴 築を して 貰 ひたいと 云 ふ 
要求で ありました けれども、 當時の 政府は 木津 川は 
明に 支流で あつて、 本流で ない と 云 ふ 意味を 以て、 
其 目的を 今 尙ほ達 せずに 居る のであります、 で 帝 國 

の 治水 策を 調べて 見ます ると、 其 政府の 意見 も、 必 

ずし も IE しくない やうに 存 ぜられ ます、 現に 翁に 改 

修 しました 所の 福 并魃 下の 九 頭 龍 川の 改修に 伴うて 

支流の 日 野 川の 完成を 致して 居る のであります、 又 

利根 川の 改修に 伴うて、 其 莢 流の 渡 良 gfl 川の 完成を 

致して 厨る と 云 ふ 近き 實例が 在る のであります、 斯 

の 如き X 流を も 國费を 以て 完成を 爲 し、 完全に 治水 

政策を 講じて 居る と 云 ふ Br 例が 在る 以上は •而 して 

又前來 述べます る 通り、 此木津 川は 治水の 價値 から 

申しましても •又 淀川 改修の 其 根本の 洪水 量を 流す 

所の 源で あると 云 ふ點 から 考へ ましても、 又 一府が 

企てた 所の 改修工事が、 政府の 調査した 所の 洪水 量 


—— 誤れる 洪水 a を 基： 礎に して 改修を したと 云 ふ® 
績 から 考 へて 見ましても •私共は どうしても 此木津 
iil なる ものは 政府が 柑當の 設計を 致して、 淀川の 改 
修と 共に、 必ず ffl 當の 治水 策を 實行致 すべき ものな 
りと 確信 致す のであります、 近時 吾々 ほ 食樹間 題の 
» し き 聲を 聞いて 居ります、 政府は 又 開 IK 助成 法 等 
を 提出せられ て、 米穀の 增收を 切に 希望して 居らる 
、のであります •政府 も 亦 國民も 食糧 間 題に 對 して 
斯の如 く 心配を 致し、 將來に 向って 更に 耕地の％ 大 
する 事を 希 sa して 居る、 tt 場合に 就て 熟 田 七 千 四百 
町步の ものが 毎年の 水害に 脅され、 九 萬 五 千の 住民 
は 恂 々として 農事の 改良 等に も 思を 及ぼす 事が 出來 
ませぬ 狀態に 在ります、 新しき 耕地の 吩大を 要求す 
るぱ かしが、 食 ra 自給の 適切なる 第一義では ありま 
せぬ、 過去に 於け る此耕 地を 十分に 保全せ しめて、 
沿道の 住民に 安心を 興へ、 彼等が 欣んで 安心して 農 
村の 振興な り、 脔 業の 發達な り、 更に 農事の 改 夂 な 
りに _ す やうに 致して こそ， 初めて 食糧' H 給 問題が 
解決し 得られる と 信ずる のであります c 「ひや <」 
と 呼 ふ 者 あり) 此時此 場合に 於て、 切に 政府は 此木 
津川洽 水の 問題に 考慮を 拂はれ て •是非 四 町 二 十六 
箇村 沿岸 九 萬 五 千の： a 民が、 安して 其 職業に 就く こ 
との 出来る やうに 計られん ことを to 菌 すると 云 ふの 
が、 本案 提出の 理由であります、 どうか 御 賛成を ^ 
ひます。 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 岩 崎 勤 君 本案は 链畏 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 望みます。 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議は ござ 
いませぬ か。 

〔「E 4 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 針) 御異闞 なければ 本案 {X 議長 指 
名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました、 日程 第 
十五" 濃 越鐵道 速成に 關 する 建議案を 議題と 致し ま 
す、 匹 田 銳吉 君、 

第 十五 濃 越鐵道 速成に 關す る® 篛案 (匹 
田 銳吉君 外 四 名 提出〕 (委員長 
報吿〕 

f 匹 田 銳吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇匹 田 銳吉君 濃 越鐵道 速成に 関する 越 il 案の 特別 
委員 會に 付託せられ たる 鞔 案に 就き、 委員 會を 開く 


こと 三回 政府 委員 も m 席を 致しまして、 此線路 は 山 
間の 線路には 珍しき 工費の 安い 線路で ある、 而 して 
山間の 線路には、 洵に 珍しき 旅客 貨物の 多い 線路で 
あると 云 ふこと で、 建議案に 冏 意の 意思を 表明した 
のであります、 仍て委 fl 會は S 一 致を 以て 本案を 
可決 致しました、 本 會議に 於ても、 滿場 一致 御 寶成 
あらん ことを 請 ひます。 

〇 岩 崎 a 君 本案は 委員長 報 吿通〇 可決せられ んこ 
とを 51 みます。 

〔「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長の 報 吿に御 異議は あり 
ませぬ か。 

1 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 0K 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 可決 致し ま 
L た、 □程 第 十六、 日 肥 鐵道祁 設に關 する_ 議案を 
_題 と 致します、 原 田 十衞 君。 

第 十七 日 肥鐵道 S 設に關 する 建議案 (長 
峰與 一 君 外 111 名 提出) (委 M 長 
報吿) 

f 原 田 十 衞君登 檀〕 

〔拍手 起る」 

0 原 田 十衞君 此建翳 案の 委員 會の經 過 及 結果を 御 
報 街 致します、 此建 S 案の內 粹は纽 議案 提出の 際： / ■- 
詳細 長 峰 代議士から 演說 になつ て 居ります るから、 
之を 繰返し ませぬ が、 是は宫 崎縣誔 と 云 ふ處 から、 
熊 本 縣人吉 と 云 ふ處に 通ず る鐵 道でありまして ’邦 
延長は 約 3;: 十哩 であります、 此 委員 會を 開く こと 前 
後三囬 でありまして、 政府 委員 も 出席 致しまして、 
段々 質問を 致しました 所が、 此線路 は 極めて 有望な 
又 必要な 線路で あると 云 ふこと で >  賛成の 意を 表せ 
られ ました •隨 ひまして 委員 會に 於て は、 滿場 一致 
を 以て 可決 致しました 次第で ございます 、どぅぞ 木 
會_ に 於ても、 滿場 一致 御 寶 成を 下されたい。 

0 岩 崎 14 君 本案は 委員長 報 «• の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〇 謎 長 (大岡 育造 若〕 委員長 報告に 御 異_ ありませ 
ぬか-' 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長； 大岡育 浩君〕 委员 長報吿 の 通り 決しました 
日稈筘 十七 及第 十八は 同一 委員に 付託した る鼷 案な 
るに 依り、 一括 議題と 爲すに 御 異議 ほ ありませ ぬか 
〔「異 載な し，- と 呼 ふ 者 あり；！ 
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V:' :: ベ-: >• 付 金 下付に 關する 建議案— 葉 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建 ! il 案— 大 淀川 修築 速成の 請願 外 三十 件 


0 謹 長 广大 岡 育造 岩) 街 異链な ければ 一括莰 題と 致 
します、 日 m 第 十七、 砭 組合 及 垢 煙 京 耕作 姐 合 
に 交付金 下付に 關 する 速 議案、 第 十八 葉 淖 草 耕作 姐 
合に 交付金 下付に 關す る郄翦 案， 之を蕺 題と 致し ま 
す、 小 林 源 藏 君。  . 

K — 七 ^ —: i rr: 及 葉 煙荩 耕作 組合に 交 
付 金 下付に 關 する趄 議案 (小 林 源 
璲君外 十三 名挞出 〕 (委員長 報 
街) 

第 十八蓰 煙草 耕作 組合に 交付金 下付に 關 
する 建議案 (高 田 耘平對 外 一名 提 
出) (委贷長報齿) 

〔小 林 源 菝君登 增〕 

〔拍手 起る〕 

0 小 林 源 藏君 織物槳 糾合 及 葉 爝 萆耕作 組合に 交付 

金 下付に 關 する 建 翳 案、 葉 煙草 耕作 糾合に 交付金 下 

付に 關する 建搦案 ■右二 案の 委 M 包の 經過 並に 結果 

を 御 報 苦 申 上げます、 此二 案に 就きまして 委 M 會を 

開く 事前後 五 冋 、政府 委貝と 十分に 質問 應 答を 致し 

まして、 政府は 此建 議案の 趣旨に 基いて、 成べ く 交 

付 金を 下付すべく 本 期 諮© に 沔 加豫箅 を 提出 致した 

いと 答 辯を 致した のであります、 斯 くして 此兩 案に 

對 して 討 翳を 致しまして、 結局 織物業 組合 及 葉 煙草 

耕作 組合に 交付金 下付に 關 する 建議案、 即ち 小 林 源 

破 外 十三 名の 提出した る 建議案は、 稍々 具體 的で あ 

ります ので 萵田耘 平 君が 提出せられ た 所の 葉 煙草 耕 

作 S 合に 交付金 下付に 關 する® SI 案を W 合 吸 收 致し 

まして、 滿場 一致を 以て 小 林 源藏外 十三 名の 提出し 

たる 織物業 組合 及 葉 煙草 耕作 m 合に 交付金 下付に 關 

する 建議案は， 本院に 於て 可決すべき ものと 滿場一 

致を 以て 議決した 次第であります、 而 して 高 田耘平 

君 外 一 名の提 m せられた る 建議案が、 旣に 併合 吸收 

致しまして、 一方が 本院 ! i 於て 可決すべき ものと ■駿 

決した る 以上 ほ、 此高 田耘平 君 外 一名の 提出せられ 

たる 建議案は， 本院に 於て 誘 決を 要せざる ものと 謅 

決を 致した 次第であります、 右 御 報吿を 致します。 

〔拍手す る 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 十七に 就て 先 づ 決を 採 

ります。 

0岩崎勁君日程第十七ほ、委負長報吿の通り可決 

せられん ことを 望みます。 

〇蕺 長 (大岡 育造 君〕 委員長 報吿の 通り 御異鹩 ほ あ 


〇 ませぬ か。 

〔「典 憩 •なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 運 長 0K 岡 育造 君〕 御異趦 がなければ 委員長 報传 
通り 決しました、 而 して 日程の 第 十八 ほ 第 十七に 含 
まれて、 丁度 旣に 可決した る ものと 同一 かと 思 ひま 
す、 仍て是 ほ 別に 決を 採らない ことに 致したい と 思 
ひます。 

〔「異議な し 異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 (犬 岡 育造冇 "御異 S がなければ 別に 決を 採 
〇 ませぬ I 日程 第 十九 乃至 第 四十 九は 請願 特別 報 
吿な るを 以て •例に 依り 一括 議題と 爲 すに 御 異議 あ 
り ませぬ か" 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一 括_ 題と 
致します、 但 日程 第 四十 七の 請願は、 日程 第 十六 日 
肥 鐵道雜 設に關 する 建議案が 旣に可 決に なりました 
から、 其 中に 含まれて K るに 依 つて 是は 除きます — 
I 委員長 佐々 木 文 一 君。 

第 十九 C 特別 報吿 第一 號) 大淀川 修築 速成 
の 請願 C 委員長 報吿〕 

第二 十 (特別 報吿第 三號〕 軍人恩給 法中改 

正の 請願 外 四 件 (委員長 報告〕 

案 二十 一 (特別 報吿第 四號〕 新萏 村に 特設 

電話 設置の 請願 (委員長 報告〕 

第二 十二 (特別 報告 第五 號〕 生 月 村に 區裁 

判 所 出張所 設置の 請願 (委員 

長 報吿) 

第二 十三 C 特別 報告 第 七號〕 喜 多 方 税務署 

復舊の請願(委員長報带) 

第二 十四 (特別 報告 第 八號) 煙萆及 印紙 元 

賣 捌を 町村に 委託の 請願 外 一件 

(委員長 報告〕 

第二 十五 (特別 報告 第 九號〕 鹽 價低減 の 請 

願 (委員長 報告) 

第二 十六 (特別 報吿第 十號〕 町村 長 表彰 規 

則 制定の 請願 (委員長 報吿) 

第二 十七 (特別 報吿第 十一 號) 時弊 矯正に 

關 する 請願 (委員長 報哲」 

第二 十八 (特別 報 街 第 十二 號) 狩 躐 法中改 

正の 請願 (委員長 報吿〕 

第二 十九 (特別 報 fr 第 十三 號〕 和賀川 河 身 

改修工事の 請願 (委員長 報告) 


第三 十 C 特別 報吿第 十六 號) 軍人恩給 法 
中 改正の 詰 願 外 五 件 (委員長 
報吿) 

第三 十一  C 特別 報 街 第 十七號 ) 揷秧時 期に 
兵士 歸鄕 に關 する 法規 制定の 請 
願 (委員長 報吿) 

第三 十二 (特別 報 f?- 第 十八 號〕 村 山村 三つ 
木に 無想 配 郵便局 設既の 請願 
(委員長報传〕 

第三 十三 (特別 報齿第 十九 號〕 砂 村に 無 集 
配 一一 i 等 郵便局 設置の M 願 (委 
員 長 報告) 

第三 十四 C 特別 報 宵 第二 十號ッ 新田 郵便局 
に 集配 事務 及 電信 事務 開始 並 配 
達區 域變更 の 請願 (委員長 報 
吿) 

第三 十五 (特別 報吿 第二 十一 號) 上越 鐵道 
敷設に 關する 請願 (委員長 報 
吿〕 

第三 十六 (特別 報带 第二 十二 號〕 元 田島區 
裁判所 復窗の 請願 (委員長 報 
吿〕 

第三 十七 (特別 報岱筘 二十 三號〕 ■川 町に 
登記所 新設の i!f 願 (委員長 報 
吿〕 

第三 十八 (特別 報吿 第二 十四 號) 稲垣村に 
登記所 設置の 請願  (S 員 長 報 
吿〕 

第三 十九 (特別 報 ffi- 第二 十五 號〕 根 知 村に 
登記所 新設の 請願 (委員長 報 
吿) 

第 f5I 十 (特別 報吿第 二 十六 號〕 手莊 村に 
登記所 新設の 請願 (委員長 報 
齿) 

第 四十 一 (特別 報哲 第二 十七 號) 福 野 町に 
登記所 新設の 請願 (委員長 報 

S 

第 四十 二 (特別 報告 第二 十九 號) 義務 敎育 
費國庫 負擔 法に 依る 下 越 金增加 
の 請願 外 一件 C 委員長 報告) 

第 四十 三 (特別 報 ff 第三 十號) 義務 敎育費 
國庫負 擔金增 加の 請願 (委員 


I  一 〇八二 

長 報吿 〕 

第 四十 四 c 特別 報 ^ 第三 十一 號) 飛 a js a 
救設の 詔 囫 c 委 a 長 報 诉〕 

第四十五(特別報吿第三十三號)歧皐《山 
間餒道敷設に關す 0 | ,:'- 2  rs 
員 長 報告 j 

第四十六(特別報吿第ーー； -|- 四號)冷水《錄 
适 速成に 關する 訂汹 (委 « ゼ 
報告〕 

第 四十 七 (特別 報 I1? 第三 十五 號) 梁 额® 線 
杉 安 迄 延長の If 願 (委贷 役 報 
吿： > 

第 四十 八 (特別 報 i'f 第三 十六 號) 十六 合 村 
に ^ 車 码 新設の 請願 (委 n 3a 
報吿) 

第 四十 九 (特別 報吿第 三十 七號) 酒 田 町ょ 
011 音 寺 村に 至る 辆促 銥逍趿 設 
速成の詔齠(委員長報吿) 
〔佐々 木 文 一 君 登 is 〕 

〔拍手す る ?, 、 あり〕 

0 佐々 木 文 一君 請願. 染員 會の魏 決の 結果を 御報吿 
申 上げます、 特別 報 街 第 I 號 ，大淀 )11 修褪速 成の 請 
願、 請願 人 ほ 宮崎縣 K 崎 郡 宮崎町長加藤七五郎外三 
十六 名、 紹介 翳 M ほ 長 峰 與一 君で ございます、 是は院 
翳に 付すべき ものと して 採 摆 に 決しました 、次は 特 
別報 吿の 第一 一一 號 、軍人恩給 法 屮 改正の 2、 !® 烏 縣诹 
島 市 白 島 九 軒 町 十七 番地 陸軍 砲 扱 屮佐 北川繁 次 郞外 
十一 名の 呈出で ございまして 紹介 謎 員は 荒 川 五郎 君 
でございます、 是も採 揺を 致しまして 院誠に 付す ベ 
きものと 決定 致しました、 特別 報 街の 第 四 號 •新 3 
村に特設電話設置の詔願、兵庫縣楫保郡新宮村新宮 
七 百 三十 一番 地 菅野 六太郎 外 十四 名の 呈出で ござい 
まして、 紹介 議員 土井權 大君であります、 是も 委員 
會に 於き まして 採 探と 決しまして ございま す>  次 ! X 
特別 報® の 第五 號 ，生 月 村に K 教判所 m 張所設 蹬の 
請願、 長 崎 縣北松 浦 郡 生 月 村長 高 野 小 源 治 呈出、 紹 
介 ^ 0 中 倉 萬 次 郎君で ございます、 是れも 採！ S に 決 
しました、 次は 特別 報告の 第七號 •喜 多 方 税務 斟设 
11 の 請願， 福 島 縣耶麻 郡 喜 多 方 町 原 平 藏外 二百 四 名 
呈出 紹介 8S 員 八田朵 吉君 でございます ■是れ も 採 把 
と 決しました 、次 ほ 特別 報 :,, ■■ の 第八號 •煙草 及 印紙 
元賣 捌を 町村に 委託の 請願、 M 都 W 加 佐 郡 新 舞 m 町 
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長 . ^ 藤 兵 司 外 二十 l fi 呈 m、 紹介 ii A 神 谷 Jli 男 君で 
ございます、 本件 も 採摞と 委員 會に 於て 決しまして 
ございます、 次 ほ 特別 報哲の 第 九號 •瞬價 低減の 請 
願、 長跸縣 長 if 市 西 後町 八十 一一 番地 北 信鞞汕 釀 造 同 
業 m 合 m 合 長 左 治 木淸七 呈出、 紹介 議員 課 訪部庄 左 
衞門 君、 本件 も院 孰に 付すべき ものと して 採！ £に決 
しました、 次は 特別 報传 第十號 、町村 長 表彰 規則 制 
定の 請願 >  大阪 府苽成 郡 鯰 江 町 大字 今 福 筧半兵 衞呈 
出、 紹介 誘 員戶水 K 人君で ございます •本件 も採擇 
に 決し 院議に 付すべき ものと 致しました、 特別 報告 
第 十一 號 、時弊 矯正に 關 する 請願， ®: 京 府束京 市 麻 
布® 材木 町 岩 田德義 呈出、 紹介 議員 佐々 木 文 一で ご 
ざいます、 本件 も採櫸 と 決しまして ございます、 次 
に 特別 報吿第 十二 號 、狩 瓰法中 改正の 請願、 福 島縣 

南 會津郡 伊北 村長 長 谷川 太 市外 八十 一名 呈出、 紹介 

P 員 八 田宗吉 君で •こざいます •本件 も 採擇と 決し ま 

して ございます； ■特別 報吿第 十三 號 、和 貿川 河身改 

修 H 事の S1 願 •錤 手縣和 賀 郡 ® 澤尻村 大字 町分芳 野 

喜 八 外 六十 五名 呈出 •紹介 議員 高 橋 嘉太郞 君 外 一名 

木 件 も 採 掙と 決しまして ごさいます、 次は 特別 報 吿 

第 十六號  >  軍人恩給 法 中 改正の is 願 •三 K 縣四 口 市 

市 南町預 姽 陸軍 步兵 大尉 渡 遏馬吉 呈出 •紹介 譎員并 

島 茂 作对 でございます、 本件 も 採 摺と 決しまして ご 

ざいます、 特別 報哲第 十七號 、描 秧 時期に 兵士 歸鄕 

に關 する 法規 制定の 謂 願， 福 岡 縣京都 郡 沖 津村简 井 

省 吾 外 九 名 呈出、 紹介 讓負 佐々 木 JH 藏君 一名で ござ 

います •本件 も 採擇と 決しまして ございます 、次は 

特別 報 i*f 第 十八 號 、村 山村 H つ 木に 無 集配 郵侦 局設 

匿の 請願であります、 請願 人は 東京 府北多 摩 郡 村 山 

村 比 留間安 右 衞 門でありまして， 紹介 議員 {3: 高木 正 

年 君で ございます、 本件 も採撵 と 決 L まして ござい 

ます、 次は 特別 報 佐 第 十九 號 、砂 村に 無 集配 三等 郵 

便 局設 S の諝 願で あ〇 ます、 請願 人は 東 M 府南萵 飾 

郡 砂 村 栉木市 五郎の 呈出でありまして 紹介 議員は 高 

木 TF 年 君であります、 本件 も採捋 と 決しまして ござ 

います、 次は 特別 報； SIS 二十 號 •新田 郵便局に 集配 

事務 及 電信 事務 開始 並 flf! 達 K 域 螳迈の 請願 •是れ は 

京都府 久 世 郡大久 保 村長 加 藤 常 七 外 三 名の 呈出で あ 

りまして、 紹介 議員は 長 田桃藏 W であります、 本 

件 も 採 擇と決 しまして •こざいます、 次は 特別 報 街 第 

二十 一號 ，上越 S 道 g 設に關 する 請願， 是れは 新 潟 

縣魚沼 郡 - 1- B 町 町長 本 田 喜 市外 五十八 名の 呈出、 紹 

大淀 川修黏 速成の 誚 願 外 ii 件 


介議 M ii 高 鳥 順 作 君 外 一名であります、 本件 も採擇 
と 決しまして ございます、 次 ほ 特別 報 iff 第二 十二 號 
の 元 田島區 裁判所 復舊の 請願、 1 f 島 縣南會 律 郡 田 島 
町長 湯 田 千代 作 外 十三 名の 呈出、 紹介 議員は 八田宗 
吉君で あります、 本件 も 採 擇と 決しまして ございま 
す、 特別 報吿第 二十 三號 •擺 )11 町に 登記所 新設の 請 
願、 福 島 縣耶麻 郡 甥 川 町 外 一® 村 m 合 町村 長 北村晋 
一郎 外 5FT 名の 提 川 でありまして、 紹介 誘 員は 八田宗 
吉君で あ 〇 ます、 本件 も 採擇と 決しまして ござい 
ます、 次は 特別 報俾 第二 十四 號， 稻垣 村に 登記所 設 
置の 請願 •靑 森縣西 津輕 郡稻垣 村長 藤 田 藤 左 衢門の 
呈出、 紹介 議員は 菊 池 良 一 君であります、 本件 も 採 
擇と 決しました， 次は 特別 報吿 第二 十五 號 •根 知 
村に 登記所 新設の 請願， 新 溜 縣西頸 城 郡 根 知 村 大字 
上野 齋藤勇 次郞外 三十 三 名の 呈出， 紹介 _ 員 (X 高 鳥 
順 作 君であります >  本件 も 採 擦と 決しまして ござい 
ます、 次は 特別 報吿 第二 十六 號 ■手 莊 村に 登記所 rr 
設の 請願、 岡 山縣 )l! k 郡 手莊 村長 赤松 佳 衞外三 名の 
呈 3 でありまして、 紹介 議員は 西 村 丹 治 郎君で あり 
ます •本件 も採擇 と 決しました， 次は 特別 報 吿第二 
十七 號 •福 野 町に 登記所 新設の . Is 願， 富山縣 東嘱波 
郡 福 野 町長 傍田皰 11 一郎 外 三 名の 呈出でありまして、 
紹介 議员ほ 上 铱安 太郞射 外 一名で あ 〇 ます、 本件 も 
採擇と 決しました •次は 特別 報吿 第二 十九 號 •義務 
敎育 费國庫 負擔法 に 依る 下 渡金嘈 加の 請願， PJ 井縣 
敦賀郡 架 野 村長 上 原 松次郞 の 請願に 係る もので あり 
まして、 紹介 誘 員は® 井藤 四 郎君であります、 尙ほ 
一件， 同樣の 請願に して 岡 山縣 後月 郡 西 江村拎 片山 
鼎 三、 紹介蕺 貝は 西 村 丹 治 郎君、 此二 件 ix 共に 採拶と 
決しまして ございます、 次は 特別 報告 第三 十號 •義 

務敎育 费國庫 負 擔金咐 加の 請願‘ 福 島 縣田村 郡 三春 

町長 代理 助役 田 中 高麗 外 三十 名の 呈出、 紹介 議員 ほ 

石 射 文 JI: 郎君であります、 本件 も採擇 と 決しました 

特別 報 茜 第三 十一 號 、飛越 鍅道數 設の 請願、 富山縣 

射 水 郡 新湊 町長宮 林立 作 外 十 名の 呈出 紹介 議員 ほ 上 

埜 安太郎 fT 外 三 名であります， 本件 も採櫸 と 決し ま 

した 次は 特別 報吿 第三 十三 號 ，岐阜 高山 間鐵道 敷設 

に關 する 請願、 岐阜 縣加茂 郡 西 白 川 村長 加 藤 浩外十 

一名の 呈出でありまして， 紹介 議員 ほ 佐々 木 文 一 君 

であります、 本件 も 採 擇に 決しました、 次は 特別 報吿 

第三 十四 號 、冷水 越 鐵道 速成に 關する 請願、 福 岡縣嘉 

穗郡飯 塚 町長 藤 森韩平 外 十九 名の 呈出でありまして 


紹介 議員は 山 內範造 君 外 一名であります、 本件 も 採 
擇に 決しました、 次に 第三 十五 號は不 用に 蹄し まし 
て、 特別 報吿 第三 十六 號 ，十六 合 村に 停車場 新設の 
請願 山形縣 東 田 川 郡 十六 合 村長 小 松 重 房 外 五名の 呈 
出でありまして、 紹介 請 員は 伊東 知 也 料であります 
木 件 も 採 揮と 決しました、 次は 特別 報 吿第 三十 七號 
酒 田 町ょり® 音 寺 村に 至る輕 便鐵道 敷設 达 成の 請願 
山形 縣飽海 郡 □向村 長 池 田 嘉惣治 外 M 十四 名の 呈出 
紹介 議員は 伊東 知 也 君であります、 太 件 も同糅 採撵 
に 決しました、 以上 御 報 !«• 致します。 

特別 報 街 第一 號 
意見書 

請願 文霄表 第 六八號 

大 淀川 修築 速成の 請願 宮崎 縣宮 崎郡宫 崎 町 
長 加 藤 七 五郎 外 三 H 六 名 呈出 (紹介 蕺員長 
峰與一 君〕 

右 請願の 要旨は 大 淀川は 源を 大 隅に 發し流 程 二十 
三 里 河口に 赤 江 港を 控へ 宮崎縣 下の 巨 川なる も 上 
流 河岸の 崩壞甚 しく 土砂 河口に 堆積し 爲 めに 沿 川 
地方の 被害は rsl ょり 赤 江 港の 價値を 減殺す る こと 
尠 しとせ す 然るに 政府は * に 第一 期 河川たり し 同 
川を 第二 期 河川に 繰 下け たる ほ ® に 遺憾と する 所 
なり 依て 前 IG 大 淀川の 改修を 速成せられ たしと 謂 
ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採攞す へ 
きものと 識決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第三號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八號 

軍人恩給 法屮 改正の 請願 廣島縣 廣島市 白 島 
九 軒 町 十七 番地 陸軍 砲兵 中佐 北 川 繁次郞 外 
十一 名 呈出 (紹介 諮 員 荒 川 五郎 
同 第 六一號 

同上 愛媛 縣松山 市 新 玉 町 一 丁目 七十 番地 陸 
軍輜笛 兵 大佐 喜 多 山 淡 二 郎外五 名 呈出 (紹 
介 議員 尾 崎 敬義 君) 

同 第 六 二號 

同上 巖手縣 盛 岡 市 仁王 第 四 地 KIJ 字大澤 川原 
小路 百 二 十四 番地の 一 後備 役 陸軍 步兵 少佐 
佐 藤 伍作 外 二 名 呈出 (紹介 議負 H 藤吉次 君 
外 一名) 


同 第 六三號 

軍人恩給 法 中 改正の 請願 東 M 府豊多 摩 郡 中 
野 町 大字 中 野 三千 三百 四十 二番' 地平 民 後備 
役 陸軍 工兵 中佐樱 井明規 外 一名 呈出 (紹介 
議員 高木 正 年 君 外 二 名〕 

同 第 九六號 

同上 大阪府 豊能郡 池 田 町 千 三百 三十 二番 地 
の 二十 一 無 業 後備 役 ？ ■§ 屯 三等 主計 . TH 山路 多 
喜 治 外 四 名 呈出 (紹介 議員 田 中 萬 逸 君〕 

右 謂 願の 嬰 旨は 軍人恩給 法は © [ 次の 改正に 依 〇殆 
と 公平に 恩給を 給與せ ら る、 に 至りし と雖 未た 尙 
明治 二十 三年 三月 勅令 第二 十四 號但 ■に 依り a! 官 
等に 相應 する 恩給を 給與 せられ さるもの あり 名譽 
進級の 場合 是なり 蓋名譽 進級なる ものは 多年 軍務 
に從 事し JI 戰 役に 於て 功勞 ある 者 か 現役を 退く 場 
合に 官等を 進む る ものな れは國 家に 貢献した る 勤 
に 至りて は 彼是の 差 あるへ きものに あらす 然るに 
上記の 場合に 限り 低き 前官 等に 應 する 恩給を 給與 
する ほ 不公平に して 恩給 法改正の m 神に 適合せ さ 
る ものと 信す 依て 名替進 級の 場合に 於ても 現 官等 
相當の 恩給を 給與 せらる ゝ樣 恩給 法を 改 正 せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆_院 は 其の ® 旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 戬 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に te り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 吿第四 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七〇號 

新宮 村に 特設 電話 設置の 請願 兵 庫 縣揖保 郡 
新宮村 新 宮七百 三十 一番 地平 民 農 菅野六 太 
郞外 十四 名 呈出 (紹介 識員土 井 s 大君) 

右 請願の 要旨は 兵 庫 縣揖保 郡 新® 村は 從來 僻遠の 
地な りしと 雖 山陽 線 綱手 驛 ょり 電車 開通した る爲 
今や 其の 北方に 於け る 宍栗及 佐 用 二 郡の 交通 及 物 
產 集合の 要地と 化せり 然るに 郵便 及 電信の 取扱 所 
のみ ありて 未た 特設 電話の 架設な きを 以て 不便 甚 
し 依て 其の 費用の 如き ほ 有志に 於て 相當 寄附す へ 
きを 以て 特設 雷. 話を 新設せられ たしと PJ ふに 在り 
衆 _院 は 其の® 旨を 至 常な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 翳 決せ 〇依 て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 1 1^ _ 

特別 報 代 第五 號 

一 〇八三 


院議 衆 f? 窓琢帝 回一 十四 第 


半月舛にば栽判所出强所設^の諳頭外八件 
S 見® 

請願 文 ® 表® 七八盈 

生 月 村に ^ 裁判所 出張所 設闶の 請願 長 崎縣 
北 松； i 郡 生 月 村 提高野 小 源 治 呈出 ^' 紹介 1^ 
員中訐 萬 次 郎君) 

右 請願の 嬰 旨 ix 長 崎！ f 北 松 浦 郡 半： 月 村は 北西 南の 
三方 {t 支那 海に 面し 東西 一里 南北 三 里 戶數千 三百 
民有 f‘ fa 千 三 W 餘町步 を 有する 大村 にして 近時 耕 
地の 整理 水薙 菜の 發展に 伴 ひ 登記 件败 益？ = 加し來 
れるも 所！ f 平戶鹿 裁判所 所在地た る平戶 港に 至る 
には 海路 數里 航通闲 雖を 極む 殊に 冬期 航海の 杜絶 
すろ こと！ 一 にして 登記 事務を 辨す るに 於て 村民の 
不利' 小便© からす 加 之 該村ほ 爾登記 法 is M 當時戶 
長 役場 內に二 節 年間 生 月 登 IB 所を 設置せられ たる 

の歷史 あり 依て 前記 生 月 村に 阽 裁判所 出張所を 設 

置せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 邦の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 謖 決せり 依て 院法第 六十 五條に 抜り 別 

册 及御涣 付 候 也 

特別 報吿第 七號 

窓 見 B 

請願 文醫表 第ー ニニ 號 

1 1 多 方 税務 满復® の 請願 福 島 縣耶敝 郡 喜 多 

方 町 六 千 三百 四十 六番 地平 民 農 原平藏 外 二 

百 四 名 呈出 (紹介 議員 八 田 宗吉君 d 

右 請願の 要旨 It 福 島 縣 下喜务 方 税務 羁は 去る 明治 

四十 二 年 十月 若松 税務署に 併合せ らる從 來薦喜 多 

方 税務 遛は耶 麻 郡 一圓を 以て 其の 管 II とし 面積 八 

十五 方里餘 、町村 數三町 三十 三箇 村戶數 一 萬 二 千 

百 七十 八、 人口 八 萬 九 千 九 百 六十 六 人を 包 有し 國 

税四 十三 萬 圆の 巨額に 達し 農 商工業の 殷盛なる こ 

とを 縣下第 一たり 特に 若松と 喜 多 方との 距離 十哩 

餘あ りて 中間に 河 沼 郡 4 j 介在し 地理 上ょり する も 

葡喜多 方 税務 斅の 管轄 地を 若松脫 務署 管轄 下に 搦 

せし むる は 不合理な るを 以て ■喜 多 方 税務 €- を復 

涵 せられた しと 謂 ふに 在り  • 

衆 鄯院は 其の 趣 皆を 至 當な 9 と 認め 之を 採樘 すへ 

きものと 翳 決せり 依て 謎 院法第 六十； 九 fir; に te り 別 

冊 及 御 送付 候 也  ■ 

特別 報吿第 八號 

意見書 

請願 文書 第一 三 八號 


煙草 及 印紙 元迓捌 を 町村に 委托の 請願 京都 
府加佐 郡 新 舞鹤 町長 五藤 兵 司 外 二 十一 名呈 
出 (紹介 謎 員 神 谷 卓 男 君) 

同  第 四 八九號 

煙草 及 印紙 類 !? 捌 指定 法制 定の諾 願 京都府 
加 佐 郡 河 守 上 村長 佐 藤 留太郎 外 二 十六 名呈 
出 (紹介 議 M 長 田桃藏 君〕 

右諳 願の 要旨 ほ 地方自治 體 の發 達を 望まむ とせ ほ 
先つ 財政の 安固を 圖ら さるへから す 現 時 町村の 經 
済は 頗る 闲難 にして 必要なる 施設 經營も 之を 爲す 
能は さるの 狀 態に 在り 元来 煙草 元 請 及 印紙 類の 賣 
捌 ) ff の 指定は 需用 供給 上 何等 支障な きは 固ょり な 
る も 之を 全國备 町村に 依 托し 其の 收 益を 以て 町村 
の 財源に 充てし めな ほ 其の 確 實な る點に 於て 又 一 
面 町村 民の 負擔 を輕 減し 餘力は 以て 基本 財產 と爲 
し 自治の 發 達を 來 すに 於いて 至大の 實益 あるを 見 
るに 至る へし 依て 煙草 及 印紙の 賣捌を 全國谷 町村 
に委 托する の 規程を 設け 其の 收 益を 以て 町村の 財 
源に 充てし めら れた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報告 第九號 
意見 S5 

請願 文書 表 第二 一一 四號 
鹽價 低減の 請願 長 野 縣長野 市 西 後町 八十 二 
番地 北 信 鞞 油酿造 同業組合 組合 長 左 治木淸 
七 呈出 (紹介 議員 諷訪 部 IE 左 衞門君 〕 

右 請願の 要旨は ® は 一般 國民 生活 上の 必需品に し 
て 而も H 業 其の 他 谷 種の 原料と して 用 ひらる X も 

のなる に 拘らす 興の 原料； f 足に して 供給 潤澤な ら 

す隨て 僧 格 も 亦廉な らす 依て 之を 潤澤 にし 且僧格 

を 低減して 民生 安固の 途を講 せられた しと 謂 ふに 

在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採攞 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 le 六十 五條に 依り 別 

M 及 御 ,; S 付 候 也 

特別 報告 第十號 

意見書 

請願 文書 表 第 六〇號 

町村 長 表彰 規則 制定の 請願 大阪府 東 成 郡 鯰 

江 町 大字 今 福 百 九十 九番 屋敷 平民 農筧 半 f$ 


衞呈 出ハ 紹介 IS M 戶水寬 人君) 

右 請願の 要旨 (3; 町村 長に 適任者を 得る と 否とは a 
家の 事務 上 並 地方の 改良 自治の 發展 上 30: 大 の ^ 係 
ある ものと す而 して 町村 長の 職務 ほ 比較的 錯雄に 
して J-L 其の H 任の 重き もの あるに 拘らす 其の 待遇 
甚た冷 薄なる か e 町村 長と して 信用す へく 且適任 
者な りと 認めら る、 者は 其の 就任を 避け 若 ほ 就任 
する も «f 務に 熟達せ さるに 先ち 其の 職を 去る に 至 
る 期の 如きは 啻に 地方の 改良 自治 發肢の 實 を 擧く 
る 能 ほさる のみなら す 政府と して 町村を 監督す る 
勞費ほ 何れの 時に 免れ 得へ き や 憂® に堪 へす te て 
町村 長 表彰に 關し 一目瞭然た る 一定の 規則を 設け 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆® 院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に te り 別 
冊 及御邊 付 候 也  I 
特別 報 街 第 十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第ー ニ 六 號 
時弊 矯 Th: に關 する 請願 東京 府東京 市 麻布區 
材木 町 六十 七番 地 岩 田德義 呈出 (紹介 議員 
佐々 木 文 一 君) 

右 請願の 要旨は 我 か國越 國以來 三千 有餘年 國民特 
有の 士氣 は將 に變動 せ さる 事な き やを 恐る 玆に於 
て か內務 文部の 兩 省に 待つ こと 甚た 多し刖 ち C 一〕 
社會 政策 上世 道 人心に 有益なる P 團隊に 對し柑 當 
の 補助を 與 ふること (一 P 敎育 勅語を して 學校以 
外に 普及せ しむへ き 方法を 講 する こと (彐〕 精神 
敎 育に 重きを 置く と 同時に 科學 の發展 を 期せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 街 第 十三 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 三九號 

狩獵法 中 改正の 詰 願 福 島縣南 會津郡 伊北 村 
長長 谷川 太 市外 八十 一名 呈 m  (紹介 識負八 
田宗吉 君) 

右 請願の 要旨は 現行 狩 獵法第 十 彐 條に 依れば 「免 
狀ノ 有効期限 ハ 十月 十五 H ヨリ 翌年 四月 十五 日」 
と ある も 福 鳥 縣下南 會津郡 地方は 毎年 四 五月 頃に 


_ 1 0 八 四  _ 

於て 熊 81 を 唯一の 副業と 爲す 慣 習 あり 故に 右 狩 SB 
期間に 例外规 定 を 設け I 地方/ 狀况 -I 依 リー商 月 
間 期間 ヲ 延長 スル カ 又 ハ 十一月 十五 日 m  yv ■.年 /.: , 
月 十五 日 迄」 とする の 趣旨に teo 狩 搜法 を aic Jl-: せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な〇 と sg め 之を 採 拓 すへ 
きものと 蔻决せ り 故て 該院法 第 六十 五 蚱に 依〇 別 
冊 及 御. 送 i: 候 也 

特別 報® 第 十 ill 號' 

意 見 fy 

請願 文© 表 第五 八號 

和 賀川河 身 改修工事の 請願 ^ 手縣和 K fili mi 
澤尻町 大字 町 分！ 0 十三 番戶商 芳野菸 八 外 六 
十五 名 呈出 C 紹介 錨 員 高摘崧 太郞恝 外 一名) 
右 請願の 要旨は 和 賀川 ほ 趿手縣 下有數 の S 川に し 
て 沿岸 水田 千 八 百 ：/；: 十 町歩の 灌漑 用水たり 然るに 
上流 地帶 ほ 鍋 山 多くして 鉞： t を 流出す る爲 其の 水 
質を ^ し 農作物を 害する こと ^ 少なら さるの みな 
らす是 等 鍋 山に 於て は 森林を 伐採し 以つて 雨水の 
保留 力を 減殺し 砂礫 泥土： g 次 流 下して 河床を 高め 
洪水の 原因を 益 肋 長す 故に 大雨 あれ ほ 輙ち毒 水氾 
濫し農作物を饺害し耕地を荒躞せしむること往々 
之 あり 而も 上流に 於け る鑛 業發展 すれは 從て 下流 
農村の 被害 區 域 益 抛 大す るに 至る 之を 以て M 國 Mi 
及縣费 の 補助を 得て 旣往十 年間 其の 復猶 H ilf を 施 
した 〇と雖 屉等部 分 的 防止 工事は 能く 其の d 的を 
達し 得へ きに 非す 隨て修 補 すれは 隨て破 酸し 被害 
の 程度 逐年咐 大す るに 至る 是れ該 地方 町村 民の 忍 
ふ 能 ほさる 所と す 依て 前記 和 賀川を 河川 法に te る 
河川に is 入し 兩 岸に 大堤防 を 築き 河 ^ を 浚 ひ 河 身 
を 矯め 以て 根本的 改修工事を 完成せられ たしと 請 
ふに 在り 

衆 _院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 櫸 すへ 
きものと 鬪決せ り 依て 議院 法 第 六十 31: 條に 依り 別 

冊 及 御. 送付 候 也  _ 

特別 報吿第 十六 號 
意見書 

請願 文* 表 第一 四四號 
軍人恩給 法 ' H 改正の 請願 三重 縣 四日 TR 市 南 
町 六 百 十二 番地 豫 媚 陸軍 步兵 大尉 渡 銳馬十 1:1 
呈出 (紹介 議員 井島 茂 作 君〕 

同 第 四 四七號 


院議 衆 會議國 帝 回一 十四 第 


同上 神奈 川縣顷 馏市 根择町 字 立 野 三千 八 百 
九十 四番 地 士族 會社員 島 村 保 四郎外 一名 呈 
出 C 紹介 議員 高木 正 年 君 外 一名〕 

同 第 四 六 ?；: 號 

同上 福 岡 縣福岡 市 大字 藥院二 百 七十 一番 地 
陸軍 軍 释監武 谷水 城外 十三 名 呈出 (紹介 燄 
員 赤 間 嘉之吉 君 外 一名〕 

同 第 四 六六號 

軍人恩給 法 中 改正の 請願 ® 城縣 仙毫市 新 小 
路十五 番地 平民 無職 後備 陸軍 步兵 少佐 鎌 田 
之 外 三十 名呈 m  (紹介 閎 員 岩崎總 十郞君 外 
六 名) 

請願 文 6： 表 第 四 七〇號 
同上 滋 K 縣犬上 郡 彥根町 大字 尾 末 五番 屋敷 

無職 退役 陸軍 步兵 中佐 河北 祐充 呈出 (紹介 

議貝吉 田 羊 洽郞趙 ) 

同 第 四 七六號 

同上 靜岡縣 沼津町 大字 松 下 七 反 I'H 九 百 十二 

番の一 無職 陸： 111 步兵 少佐 山 m Ja 郎外 一名 呈 

出(紹介謅 1-1 エ藤車爾君) 

右詣 願の 嬰 2 H ii 軍人 M 給 法 13: 數 次の 改正に 依り殆 

と 公平に 恩給を 給與せ ら るるに 至りし と雖 未た 尙 

明治 二 十三 年 三月 勅令 第二 十四 號但軎 に 依り 現. , 13' 

等に 相 當する 恩給を 給與せ られ さるもの あり 名譽 

進級の ^ 合 是な〇 蓋 名 得 進級なる ものは 多 牢： ill 務 

に從事し 1]. 硪役に於て功勞ある者か現役を退く場 

合に 官等を ? ffl むる ものな れぱ國 家に R e したる 點 

に 到りて は 彼是の 菪 あるへ きものに 非す 然るに 上 

記の 場合に 限り® き 前官 等に 聰 する 恩給を 給與す 

る 如きは 不公平に して 秩序を 亂す ものな りと 信す 

te て =« W 進級の 場合に 於ても 現 官等 相 當の 恩給を 

給與 せらる る 様 恩給 法を 改正せられ たしと 謂 ふに 

在り 

衆 5? 院は兆 の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採掙す へ 

きものと 誠 決せり 依て il 院法第 六十 五 陆に 依り 別 

册及御 没 付 候 也 

特別 報 «•! 第 十七 號 

S 見 * I 

請願 文書 表 第 四 九一號 

柿 秧時沏 に 兵士歸 鄕に關 する 法規 制定の 請願 

福 岡 縣 京都 郡 仲 戊 村 大字 松原 二 百 二 十 三番 

地の 二 平民 農 筒井® 吾 外 九 名 呈出 (紹介 翳 
柿 秋 時期に 兵士 阮拓 に 關する 請願 外 七 件 


員 佐々 木 正 藏君外 一名) 

右 謂 願の 要旨は 富國强 兵の 要は 農村の 繁榮 に俟つ 
所 多し 故に H を 富まし 兵を 强ふ する 方法と して 農 
村 出身の 丘 (士 をして 抑 秧時沏 に 一週間 若は 十日 間 
を 限り 一時的に 歸農 せし むる 法規を 制定せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

班 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 饵 第 十八 號 
意見書 

請願 文書 表 第五 七 號 

村 山村 三つ 木に 無 集配 郵便局 設置の 請願 東 
京府北 多 ® 郡 村 山村 三つ 木 六 百 三十 番地 比 
留間安 右衞門 呈出 (紹介 _ 員 高木 正 年 君〕 
右 請願の 要旨は -itr 京 府北 多蝼郡 村 山村は 農 13 工業 
盛に して 附近 村落 亦 孰 も 人ロ ニ 千 人 以上を 有し 幾 
多の m 耍物產 を 生す るに 拘ら す該地 方は 通信 機關 
を缺 き關係 村民の 不便 不利尠 からす 依て 前記 村 山 
村 三つ 木に 無 集配 郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 飄決 せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候^ _ ^ 

特別 報吿第 十九 號 
意見書 

請願 文書 表 第ー ニ七號 
砂 村に 無 集配 三等 郵便局 設蹬の 請願 東京 府 
南 葛 飾 郡 砂 村 大字 八郞 右 ij 門 新田 四十 丁 平 
R 農 提本市 五郎 呈出 (紹介 議員 高木 正 年 君〕 

右 請願の 耍旨は 東京 府南葛 飾 郡 砂 村は 府下 南萆飾 

郡に 於け る 工業 地の 最たる ものにして 其の X 場の 

設 茴 せらる る もの 枚擧 に遑 あらす 隨て 其の 住民の 

咐加 する こと 亦 他 町村の 比に 非す 然るに 隣接 郵便 

局との 距離 遠き のみなら す 通路 甚不 便に して 住民 

の不利大なるものあり依て前記砂村永代新田銪篛 

橋 附近に 無 集配 三等 郵便局を 設置せられ たしと 謂 

ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 s' を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依 り 別 

册 及御邊 付 候 也 

特別 報 传 第二 十號 


意見書 

請願 文書 表 第 四 八八號 
新田 郵便局 集配 事務 及 電信 事務 開始 並 配達 區 
域® 更の 請願 京都府 久世 郡大久 保 村長 加 
藤 常 七 外 三 名 呈出 (紹介 議員 長 田桃藏 君〕 
右 請願の 要旨は 京都府 久世郡 新田 村は 郡の 中央に 
位し 關西線 新田 停車場 所在地なる のみなら す 製茶 
其 他農產 物の 產出夥 しく 從て 通信 機關の 敏活を 感 
する こと 極めて 急なる を 以て 新田 無 集配 郵便局を 
して 大久 保、 小 倉 •佐 山、 久津 川の 四箇 村を 配達 
區域 と爲 す 配 郵便局と 爲し 更に m 信 事務を 開始 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て il 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第二 十一 號 
意見書 

請願 文 W 表 第 七九號 

上越 鐵道 敷設に 關 する 請願 新 潟 縣中魚 沼 郡 
十日 町 町長 本 田 喜 市外 五十八 名 呈出 (紹介 
議員 高 鳥 順 作 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 群 馬 縣高崎 市より 新 潟 縣長岡 市に 
達する 上越 鐵道 線路 中 新 潟縣に 人り 直に 南 魚 沼 郡 
の溪 谷を 通過す る 線を 採らす して 關係 地域 @5 犬な 
る 南 魚 沼 郡 土® 村より 淸津川 沿岸を 經て中 魚 沼 郡 
田澤 村に 至り 十日 町を 經 過して 北 魚 沼 郡 川口 村に 
達する 線路を 採用せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 _院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 _ 

特別 報饵第 二十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第 六九號 

元 田 島區裁 判 所復舊 の 請願 福 鳥縣 南會津 郡 
田 島 町長 湯 田 千代 作 外 十三 名 呈出 (紹介 議 
員 八 田宗吉 君) 

右 請願の 要旨は 福 島縣下 元 田 鳥 PS 裁判所は 大正 1 1 
年廢 止せられ a 管 區た りし 南會津 郡より 所 K 若松 
區 裁判所に 至る には 遠き は 三十！ 一里を 算し加 ふる 
に 交通の便を 缺 くを 以て 地方 民の 闲_ 一方なら す 
依て 前記 元 田島區 裁判所を 復 M せられた しと 謂 ふ 
に 在り 


衆葯院 は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採棵 すへ 
きものと 議決せ り 伎て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 十三 號 
意見® 

請願 文書 表 第二 二號 

腰 川 町に 登記所 新設の 詰 願 福 島 縣 耶麻 郡鹽 
川 町 外 一箇 W 組合 町村 長 北 村 晋一郞 外芄名 
呈出 C 紹介 議員 八 田宗吉 君〕  . 

同 第 四 三八號 

同上 福島縣 耶 麻郡钩 形 村長 芳賀平 吉外五 名 
呈出 C 紹介譁 員 八田宗 吉君〕 

右 請願の 要旨 (i 福 島 縣耶麻 郡 鹽川 町姥堂 村 駒 形 !■) 
堂 島 村 熊 倉 村磐梯 村 及 河 沼 郡 笈川村 堂 島 村 勝 常 村 
は 孰 も 所 li 登 IR 所に 至る に 距離 一里 乃至 四 里餘を 
有し 住民の 不利 不便 尠から す 然るに 镪川町 は 耶麻 
郡の 南端に 位し 前記 各 村ょりの 道程 頗る 近き のみ 
ならす 交通 亦 至便なる を 以て 前記 谷 町村を 管 _ す 
る 登記所を 圈川町 に設 ft せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五 號に依 り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第二 十四 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 五六 號 

稻垣 村に 登記所 設 鼢 の 請願 靑森縣 四 津輕郡 
稻垣 村長 藤 田 藤 左衞門 呈出 (紹介® 員 菊 池 
良 一 君〕 

右 請願の 要旨は 靑森 縣西津 S 郡稻垣 村民の 一箇年 
の 登記 事件 數ほ 一千に 達し 同 郡 出精 村の 內 大字 出 
野 里、 善 積* 兼 ie に屬 する もの 七 百に 達せむ とす 
るに 拘ら す所轉 發記 所に 至る に ほ 谷 三里餘 の跟離 
あり 加 ふるに 途中 山 田 川に 隔てられ 交通の 不便 甚 
しきを 以て 村民の 不利 大なる もの あり 依て 速に 前 
記稻垣 村に 同村 及 出精 村の 內 大字 m 野 里、 誇 積 • 
兼 館の 三部 落を 管轄 區域 とする 區裁判 所 出張所を 
設置せられ たく 而 して 之か實 施の 場合には 一一 舍に 
充つ へき 建物 及 敷地の 寄附を 許された しと 謂 ふに 
在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摺す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

1 0 八 五 


院黎衆 锊孩國 帝 回一 十四 第 


根， A-g 村 I' 分 IH 所 新設の 訝 頸 外 八 件 


研 及 斑 ■送付 候 也  _ 

特別 報告 第二 十五 號 
S 見® 

請願 文 ^ 表 第 四 七二號 

根 知 村に 登記所 新設の 請願 新 潟 强 西 頸 城 郡 
根 知 村 大字 上野 十 三番 戶锊藤 勇 治郎外 三十 
三 名 呈出 (紹介 fg a 高 鳥 順 作 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 新 潟 縣西頸 城 郡 根 知 村 及 同 郡 小獮 
村の 二 商 村に 於け る不 励產 V4 励 登記 件數は 年々 砑 
加す 然るに 所 _糸魚 川 出張所に 至る には 根 知 村ょ 
り 三 里 三十 四 町小攏 村ょり 四 里 十二 町の 距離 あ 
るの みならす 此の 道 途は縣 下 第一の 急流た る姬川 
に 沿 ひ 一朝 急 雨 來れほ 道路 破壊し n. 冬季 積雪の 際 
には 交通 杜絶す る こと ありて® m なる 一事 件を 處 

理す るに 二 日を 要する か 如き 狀態 にあり て 閱係住 

民の 闲雜不 傾 尠から す 依て 前 IP, 根 知 村 大字 极 小屋 

に 登記所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也  _ 

特別 報吿 第二 十六 號 

意見 需 

請願 文 ® 表 第 四 七四號 

手莊 村に 登記所 新設の 請願 岡 山縣 川上 郡 手 

莊 村 ds 赤松 佳 衞外三 名 呈出 (紹介 議員 西 村 

丹 治 郎君) 

右 請願の 要旨は 岡山縣 川上 村 •手莊 村、 大賀 村， 

日 里 村の 1 :箇 村は 從來高 梁區 裁判所 成 羽 出張所の 

管轄に 福せ りと 雖斯 ては 其の 距離 遠隔 H. 交通 不便 

にして 剩へ 登記 事件は 近年 劇 % - し 現今の 狀態 にて 

は 到底 關係 村民の 要求を 充たす 能 ほさる を 以て 前 

記 地方を 一區 域と して 管_ する 登記所を 其の 中央 

なる 手莊村 大字 地頭に 新設せられ たしと 謂 ふに 在 

り 

衆譎院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺 すへ 

きものと 識決せ り 依て 翳院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御溼付 候 也 

特別 報® 第二 十七 號 

意見 S 

請願 文 B 表 第 四 七七號 

福 野 町に 登 IH 所 新設の IB 願 富山縣 東 ® 波 郡 

福 野 町長 傍 III 齲 三郞外 三 名 呈出 (紹介 議員 


上埜安 太 郎君 外 I 名〉  へ 
右 請願の 要旨は ?: T 山縣 東喁波 郡 神 野 町は 東西® &- 
兩 郡の 中央に 位し 戸 數六百 四十 四戶 人口 三千 六 百 
八十 有餘に 達する 綿 鲒 物 地に して 近年 益 其の 物資 
の咁 加を 來し從 て多數 の會 社、 銀行 等 設立せられ 
交通 賭 關は 中越 線の 外に 瞩波 線は 福 野 町を 中心 點 
として 靑島 村より 石 動 町に 達する 豫定 線は 大正 八 
年度より 起工せられ 又產 業， 金融、 交通 等 谷 種の 
事業に 密接 緊要の もの あるを 以て 神 野 町 外九箇 町 
村を 管轄す る 登記所を 前記 福 野 町に 新設せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 諮 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 
册 及御缀 付 候 也 

特別 報告 第二 十九 號 
意見書 

請願 文書 表 第一! 一八 號 
義務 敎育 費國庫 負擔 法に 依る 下 渡金增 加の 請 
願 福并縣 敦賀郡 粟野 村長 上 原 松次郞 呈出 
(紹介 議員 橫 井藤 四 郎君〕 

同 第一 三 六號 

義務 敎育 費國庫 負擔 法に 抜る 下 附金增 加の 請 
願 岡山縣 後月 郡 西 江 原村畏 片山鼎 三 呈出 
(紹介 議員 西 村 丹 治 郎君〕 

右 請願の 要旨は 義務 敎 育の 普及と 入口裉 加とは 町 
村 到る 處校舍 敷地の 狹隘を 街け 敎具校 器の 改善を 
要する もの 日に 益 多き を 加へ 市町村は 其 歳計の 半 
以上を 義務 敎育费 に投 する を 常と せり 然るに 本年 
度に 於て 市町村 義務 敎育 費國庫 負擔 法に 依り 國庫 
より 下 渡された る ものは 小 學校敎 員 俸給の 改 IH に 

闪る增 俸給 額に 充 つるさへ 尙不 足す る もの 尠から 

す 依て 來 年度に 於て it 國 庫負擔 命を 二 千 萬圓咐 加 

し 義務教育の 改善 振興を 策せられ たしと 謂 ふに 在 

り 

衆 _院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探撵 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 37. 條に 依り 別 

册 及御邊 付 候 也 

特別 報吿舘 三十 號 

意見書 

請願 文書 表 第 四 九二號 

義務 敎育 费國 庫負擔 金％ 加の 請願 福 鳥 縣田 

村 郡 三春 町長 代理 叻役田 中 高麗 外 三十 名 呈 


出 (紹介 議 ® 石 射 文 五郎 君) 

右 請願の 要旨 if® 全なる 普通教育の 發達を 期せむ 
に ほ 小學 校敎 員た る 其の 人に 右 爲適： 5 の 入物を 求 
めさる へからす 之を 求む るには 其の 隄遇 方法を 講 
せさるへからす然るに現在福岛3下に於ける敎員 
の 俸給 額は 大正 七 年 三月 法律 a-i 十八 號 に te る 義務 
敎 育費國 確 負 1S 法に 佐り 幾分の 祀額を 得た る も 未 
た 他 官公吏の 待遇に 比較し 均等なる 能は す 爲に適 
材有爲 の 者は 他 職に II する に 至る 是れ 普通 敎育上 
寒心す へき ことに 躍す 依て 義務 敎育 费國瓸 負锫金 
額を 增 加して 義務 敎 育の 完成を 期せら れた しと 謂 
ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御迓 付 候 也 

特別 報告 第三 十一 號 

意見 II 

請願 文書 表 第一 〇八號 
飛越 鐵道敷 設の 請願 富 山縣射 水 郡新漢 町長 
宮林立 作 外 十 名 呈出 (紹介 _ M h 駐安 太郞 
君 外 三 名) 

右 請願の 要旨は 富 山 縣下伏 木 港は 裏日本 海に 於け 
る 唯一の 完備せ る 開港 場に して 貨客の 集散 夥しき 
に拘ら す 陸上 運輸 機關は 唯 11 に 私 線 中越 鐵道を 有 
する に 過き す 是れ同 港の 利用に 依る 地方 經濟 の發 
展を期 する 上に 於て將 亦國防 上ょり 見て 遺憾に 堪 
へす 依て 速に 臨港線た る 伏 木 港 右岸の 新湊 町を 終 
點 として 小杉驛 又は 富 山驛に 連絡す る 飛越 鐵 道を 
速成せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 闘院法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 付 候 也 _ 

特別 報吿 第三 十三 號 
意見書 

請願 文書 表 第 Mi 五 號 
岐阜 高山 間鏺道 敷設に 關する 請願. 岐阜 縣加 
茂 郡 西 白 川 村長 加藤浩 外 十一 名 呈出 (紹介 
議 M 佐々 木 文 一 君〕 

右 請願の 要旨は 大正 七 年度より 向 ふ 十 一箇年 間に 
竣工の 豫定 にて 著 手 せらる へき 岐阜、 高山 間鐵道 
線路 ほ 其の 豫定 線た る 加 茂 郡 下 麻 生 町より 武儀郡 
神 淵 村 及 同 郡菅田 町を 經て益 田 郡 下 原 村に 入り 同 


_ 5 八 六 

郡下呂 村を 通過す へき 设定莪 を 加 茂 IK 下 麻 生 町よ 
り飛筛 川に 沿 ひ 加 茂 郡 東部を !•!> て r,:- :. ' C J ぺ の '.: i f-t 
金山 町より 思 那郡加 子 母 村を ! 'f im して K 山に： jiii す 
る ことに 笱 E L 以て 山 問 僻隔 〇 地 WIVLfw せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な 〇 と Is め 之を « 辟す へ 
きものと 讓決せ 〇依 て眾院 法 第 六十 . vr: (ls に 依り 別 
冊 及御浍 I !■]• 候 也 

特別 報 吿第 三十 四號 
愆見® 

請願 文 al 表 第一 四〇號 
冷水 越鐵通 速成に 關 する 請 顧 福 岡縣兹 朗郡 
飯 塚 町長 藤 森 薺 平 外 十九 名 呈出 f 紹介 謎 il 
山內範 造 対外 一名) 

右 請願の §5 旨 (X 福 M 縣下原 田驛 より 冷水 峠を 銼て 
長 尾驛に 通す る豫定 線を 旣定線 たる rr.J 縣折尾 P よ 
り 直方販 塚を 經て 長尾驛 に 通す る ことに S3 M せむ 
ことを 請 ふに 在り 斯の如 くす ると きは 原 田 長 犀 間 
は ffi に 十一哩 にして 達し 其の 差 二 十六哩 •乃至： ;/ F. 十 
二哩を 短縮す る ことと なる のみなら す 本線の 速成 
は筑農 炭坑 其の 他の 鋤 業 上 並 軍事上 多大の 便益 あ 
りと 謂 ふに 在り 

衆 鼸院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 搜すへ 
きものと 顥 決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 三十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四！ 1H ハ號 

妻 一 i+ 便 線 杉 安 迄 延長の 誧 願 窝 畤縣宮 崎 郡 宮 
崎 町長 加 藤 七 五郎 外 三十 四 名 里 m (紹介 讁 
員 長 峰 與一 君〕 

右 i!f 願の 要旨は 杉 安 ほ® 一 便® 終 勦を 距る随 か 三 
ffl 餘 にして® 輕 便 線に 於け る 樞婴の 地 Ifi なり 故に 
之を 杉 安に 延長す るに 非され は 本線の 本能を 發揮 
する 能は す 依て ffiii 便 線を 杉 安 まて 延長せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 探 捲す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 _ 

特別 報吿 第三 十六 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 ?/ r : -;!, ^ 


院議 衆會 31 國帝回 一十 W 第 


十六 合 村に 停車場 新設の 誧 願 山形 縣 iji m 川 
郡 十六 合 村長 小 松 m 房 外 J.: 名 提出 (紹介 蕺 
員 伊 ] K 知 也 君〕 

右 請願の 要旨は 山形 縣東田 川 郡 十六 合 村は 其の 附 
近に 數箇 村落 散在 r« 繞し 同地 方ょり 酒 田 港に 通す 
る 要衝に して 貨物の 集散地たり 然るに 旣設の 余 目 
及 藤 島 停車場に 至る には 二 哩餘 あるの みならす 同 
所は 貨物の 集散 上 交通 甚 不便に して 不利 尠から す 
依て 前記 十六 合 村 內に 新に 停車場を 設置せられ た 
しと謂ふに花〇  . 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 篛決せ 〇 依て 滅院法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 


特別 報传 第三 十七 號 
意見書 

請願 文窖表 第 四 八一號 

酒 FII 町ょり 觀音寺 村に 至る 輕便鐵 道 ® r 設 速成 

の 請願 山形縣 飽海郡 日向 村長 池 田嘉惣 治 

外 二十 四 名 呈出 (紹介 議員 伊 束 知 也 君〕 

右 請願の 耍旨は 山形 縣飽海 郡は 著 ^ なる 米產 地と 

して 又 林雛產 豊富に して 同 郡 中部の 山脈 ほ 無盡の 

寶庫な るの みならす 近年 化 學エ笫 を企进 し 木材、 

薪炭、 銅鐵 、石油 等の 事業 益 勃興しつつ あるを 以 

て 交通 搏關の 速成を 要求す る こと 頗る 急な り 如 斯 

該 地方は 郡內唯 一の 牛： 產力を 有する 土 池なる に拘 

らす I の 交通 摁關な く產 業の 發展上 不便： 小利 尠か 

ら さるに te り 速に 酒 田 町を 起點 として 觀音寺 村に 

至る 輕便鏺 道を® 設 せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 誘 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 蚊 也 

〇 岩 崎 勤 君 日程 第 四十 七を 除き、 日程 第 十九 乃至 

第 四十 九に 至る 請願は、 全部 一括して 委員長 報告の 

通り 採！ £ せられん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育 S 君〕 否 H 長 報 佐の 通り 御異諉 は あ 

り ませぬ か。 

〔「與 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 全部 委員長 

報告の 通り 可決 致しました、 本日は 是 にて 散 會。 

午後！  f 時 五十 七 分散 s' 


〇 大正 八 年 — 月 11 十五 日 (火嚯 日) 

午後 一時 十五 分 開議 

議事 日程 第 十六 號 

質問 

一 固民思想問題に關する質問(|麵咖 3 

I 一  公 ¢.1 制® の に關 する— £5(5 鎖 簾 

提) 

111 奇年 指® に f 5 K 問 (■神職 逸) 

四國民 思想の 善 遵 に關 する M A, 細 御 g 立) 

五 進 政策に 關す 5 問 (j ll 駐) 

六 外交 問 @ に 問 (謂 翻 g 義 j 
セ— 敎育 振興に 關す る_( 搞 f 碰驢 1 ) 

A 吉野川 改修 H 事に 關 する 質問 (搞罐 腺 吉) 

第 I  i  (撕 ■) 第|讀命3の續(_韻長) 

SS I1 大正 六 年 法律 第 六號 中改 IE 法律案 (舰膽 ) 

第 5會の續一_1一 

第三 時局の 影 S に 因る 地方税 制限 擴 張に 關す 

る 法—. (観 贿) 第 I  _晨 |1 長) 

第 四 高等 諸 學校創 設 及 擴張费 支 解に 關する 法 

律 案 S 第 lss_ 長) 

第五 東方 調査 局 設 g に關 する 建 II 案 (偏 封 翻 

出} (委員長 報告)  ダ' 

第 六 朝鮮 平 元 1 急設 1.- 關する 建 rs 案 

.  群 1 胆) 員 長 報^ 0 

0 議長 0 K 岡 育造 君： >  諸般の 報哲が あります。 

〔原 田 書記官 朗 _〕 

一 去る 二 十二 Hpg ょり 提出せられ たる _ 案 左の 

如し 

農工 銀行 法 中 改正 法律 梁 

提出者 天 春文熘 君  SW 淸兵衢 君 

秋 本 喜 七 君  原 田 佐 之 治 君 

恒松隆 鹿 君  齋藤 安雄 君 

上® 松 次郞君  今 村 七 平 君 

石 川 又 八 君  西 英太郎 君 

尾 崎 運 兵 衞嵙  提尾元 太 郎君 

小 林 嘉平洽 君  護得久 朝 惟 君 

今 村 勤 三 君  高戶 郁三 君 

小镅八 郎 右德門 君  石 原 正 太 郎君 


松本鐵 道 紐 設に關 する 建議 茶 

提出者 高 鳥 順 作 君  丸 山 豊治郞 君 
丸 山嵯峨 一郡 君  田 邊 薛一君 
漆昌響  百涯 淸洽君 
農務 省 新設に 關 する® 載 案 

提出者 中 倉 萬 次 郎君  天 春文衞 君 
武藤 金吉君  上埜安 太 郎君 
井原 百 介 君  齋藤 宇一郎 君 
川 崎 安之助 君  西 村 丹 治 郎君 
土井權 大君  堀 尾 茂 助 君 
小 綱 八郞右 衞 1 :君 

農工 銀行 補助 法 第 七條實 施に 關 する 建 ® 案 
提出者 中 倉 萬 次 郎君  天 春 文衞君 
武藤 金吉君  上埜 安太郎 君 
井原 百 介 君  齋藤 宇一郎 君 
川 崎 安之助 君  西 村 丹 治 郎君 
土井權 大君  堀 尾 茂 助 君 
小鹽 八郎 右衞門 君 
水產 銀行 設立に 關 する 建 _案 

提出者 鹈澤宇 八 君  唐端淸 太郞君 
佐々 木 平 次 郎君 

一 今 二十 五日 翳 員ょ 〇 提出せられ たる 議案 左の 如 
し 

地租 條例中 改正 法律案 

提出者 田 中 隆三君  中 S- 萬 次 郎君 
小山 溫君 
耕地整理 法 中 改正 法律案 

提出者 田 中 隆三君  中 倉 萬 次 郎君 
小山溫 君 

延松鐵 道 速成に 關 する 建 _ 案 

提出者 長 峰 與一君  井島 義雄君 
陣 軍吉君  原 田 十 響 
能 代、 五所 111 原間鐵 道 建設に 關する 建 _ 案 
提出者 エ藤 卓爾君  高 橋本吉 君 
嗚 海 文 四 郎君  池 田 龜治君 
一今二十五日政府ょり提山せられたる議案左の如 
し 

衆議院 誦 員 選擧法 中 改正 法律案 

執達吏 規則 中 改正 法 ® 案 

執達吏の 手 數料及 立 稗 金 m 額に 關する 法律案 

大正 五 年度 歳入歳出 總決萬 

大正 五 年度 谷 特別 會計 歳入 歳 / 11 決算 


大正 s 年度 歳入歳出 決算 檢孢 報告 
一 去 二 十二 日議 fl ょり 提出せられ たる 質問 主意 書 
左の 如し 

移民 政策に 關する 質問 主意 書 

提出者  土 井® 大君 
東京 市靑山 墓地 移轉間 題の 件 並 墓地 及埋 雜肽締 
規則 第二 條に關 する 質問 主意 書 

提出者  齋藤紀 一 君 
一 政府ょり 受領した る 答 辯 B 左の 如し 
衆議 院議 M 伊 ®: 知 也 君 提出 滿洲に 於け る 土地 商 
租に關 する 質問に 對する 答 辯 書 
衆議院議員 高田耘 平 君 提出 小毁 校敎 員に 給す る 
臨時 手當 に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
衆議院議員 森本进 一 郞君报 出 林 原 制限 地 開 18 に 
關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
衆_ 院議 員兒玉 右二 君 提出 歳费佾 額に 關する 質 
問に 對する 答 辯 書 

衆議院議員 伊東 知 也 君 提出 國民思 想 問題に 關す 
る 質問に 對 する 答 辯 書 

衆議院議員 田中蓖 逸 君 提出 靑年 指導に 關 する 質 
問に 對する 答辯爵 

衆議院議員 W 中 善 立 君 提出 國民 思想の 善導に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 書 
衆議 院議 負 高 松 正道 君 外 一名 提 m 師範 敎育振 興 
に關 する 質問に 對 する 答 辯 * 

大正 八 年 二 月 十三 日 

內閣總 fi 大臣 原 敬 
衆議院 翳 長大 岡 育造 殿 

衆議院 _員忉诳 知 也 君 提出 滿洲に 於け る 土地 商租 
に關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙) 

衆議院 議 M 伊東 知 也 君 提出 に 於け る 土 
地 商租 に關 する 質 間に 對 する 答 辯 書 
i 商租な る 語は 大正 四 年 五月 二 十五 日の 南滿洲 及 
束 部内 蒙古に 關す る日茭 條約に 於て 始めて 使用 
せられた る ものなる 處支那 側に ては 商 租を以 て 
單 純なる 賃借 權と 解釋し 居れる もの も あるか 如 
く 現に 後記の 支那 側 制定 商 SI 規則は 此解釋 を 基 
礎と して 制定せられ たる やに 察せら る然れ i- も 
商租中 三十芘 以內の 期限を 附し II. 無條 件に て 幾 
度 も 更新し 得る 永年の 租借 is を 含む は滿 蒙に 關 
する H 支 條 約附豳 公文の 明記す る 所に して 普通 


十六 合 村に 停車 ^ 新設の 請願 外 一件  猫 州に 於け る 土地 fii fll に對 する 質問の 答 辯 


0 八 七 


院謅衆 肾議國 帝 回 一十 四 第 


小 ^ 校 玫 14 に铪す る ^ 時 手當 に ^ する H 間の 答 辯  林 原 制限 地 開墾に 關 する 質問の 答 辯  歳 费砑額 に關 する 質問の 答 辯 
E  民 思想 間 ^ に ^ -.,- 乙‘... . o l^ l. . _ _ _ 


の贷借 稲よりも ® @1 逋汎な るは 疑を 容れす 事 S 
問題と して ほ 短期の 租借に 付て は 別に 問題な き 
も 永年の 租借に 付て 13; 支那 側に 於て は 右 無條件 
更新の %? 義を無 視し更 新 毎に 一々 地主の 同窓を 
必要條 件と する か 如く 誤解す る もの ありと 雖其 
の 主張の 根 據な きこと 明瞭な り 
二滿沏 に 於け る 土地 商 租權は 大正 四 年 57. 月 二十 五 
日の 南滿洲 及 東部 内蒙 古に 關 する 日 支 勝 約 第二 
條 及同條 約附 t' 公文の 規定す る 所に して 別に 之 
に關 する 附帶 細則を 設く るか 如き 約定を 肢結ひ 
たる ことなし 然るに 同條約 成立 後 5!{ 那 政府は 商 
租の 細則と も 云 ふへ き 商租地 畝 須知 なる ものを 
制定し 之を 南滿 谷地の 地方官 に內 達した る 捲 ji 

なりし か 間もなく  _天 支那 官憲より 非公式 1- 在 

奉 天日 本總 領事に 對し該 規則を 提示し 日本 官憲 

と 協議 決定の 上 H 施す へき 旨 外 一 父 部より II 令 あ 

りたる 趣を 以て 右 協 識を 求め 來れり 政府は 便宜 

の 問題と して 支那 官憲の 希 犖に應 し 適當の 規則 

を 制 宠 する ことは 差 支な しと 認め 帝國總 領事を 

して 兎も角 非公式に 之を 受理せ しめ 篤と 調査の 

上 何分の 挨拶を なすへ き 旨一應 答へ しめ 置きた 

り仍て 同 規則を 研究す るに萤 に 規則 其の もの か 

內容 形式 共に 完備せ さるの みならす 日 支 條約所 

定の商 紐に 關する 根本 翻 念と S 觸し條 約の 本旨 

に戾れ る 事項 尠から す 殊に 滿洲に 於け る 土地 制 

度 及 土地に 關す る麗慣 の複雜 不統一な るに 顧み 

A 商 甜 規則 ほ 本邦 人の 權利關 係： 乃至 事業の 發展 

上 重大の 影® あるを 以て 愼 m 調査の 耍 あるを 認 

め 一面 在滿谷 領事に 命し K 地に 就き 詳細 調査せ 

しむる と共に 外務省に 於ても fr 方面より 係官を 

設け 篤と 港 丧 せしめた る 上 大正 六 年の 奉 天に 於 

ける 領事 會誘に 付し 其 議決 築に 對し 更に 本省に 

於て 薄 査を 加へ 一面 拓殖 局と も M 議を 重ね 漸く 

成案を 得る に 至り 遠から す 他の 滿蒙條 約に 關す 

る 規則と 共に 支那 側との 間に 交渉に 著 手の 運と 

成り 居り 尤も 右 商 租規则 の 制定の 有無に 係 はら 

す 本邦 人 か 南滿 東蒙條 約の 規定 上當然 商租 契約 

を 締結し 得る ことは 勿論に して 支那 官憲 中 帝 國 

と 協？ 一中の 規則を 往々 恣に勵 行せ むと する fnl あ 

るに 當りて は 隨時帝 W 官憲より 支那 官憲の 反省 

を 求む る 措置を 講 し 居れり 

三 滿洲に 於て 商租權 の 設定を 得た る もの 現在に 於 


て 三 萬 餘町步 金額 約 三百 萬 ! « に 上れる も 15 際 其 
土地を 利用せ る ものは 多くは 捞® 鞍山站 地方の 
鐵道 附靥地 附近 若 (3: 商埠地 附近に 於け る 住宅地 
等の 小 K 域に 限られ 所謂 農耕 地に 付て ! i 不幸に 
して ®] 滿なる 利用を なせる もの 多から さる ほ 政 
府に 於ても 亦た 甚た 遛 憾 とする 所な り 元 來南滿 
洲に 於け る 土地 (3: 前淸 皇室の 私 產及 王公 府の旗 
產 © からす 此等ほ 通常 世 ■的 小作人 附隷し 地主 
の 增租恋 佃を 許さす K しきに 至て ほ 全然 小作料 
を 納付す る 事な く « 實 小作人に 於て 土地 所有 ® 
を 有する か 如き もの すら あり 共和 政府の 樹立を 
見る に 至り 淸室险 侍條 例を 發布 せる も 右の® 行 
は 全く 之を 破 粱する 能は すして 地主 小作人 間に 
ほ 今 紛紜絕 えす 從て此 等 地主 ほ 日 支 新條約 の 
成立を 機と し殆ん と空權 に 近き 土地の ® 利を » 
憤に 通せ さる 本邦 人に 譲渡して 小作 入との 紛紜 
を 避けむ とし 又 本邦 人は 商租擗 か 滞 少の 商租料 
を 以て 獲得し 得へ きものと 速斷 したる か 爲當時 
一時に 多數 の商租 契約 成立を 見る に 至りた る 事 
ある も 元來此 等の 土地に 付て は 小作人の 權利ほ 
平均 地 僧の 七 八 割にて 轉 _ せらる るか 如き 現狀 
にして 何等 商 ffl 權 設定の 取引に 參加せ さる 小作 
人 等 か 地主 對 本邦 人間の 商 租 契約に 依り 右の 如 
き價 格を 有する 世 _ 的 小作 權 を無條 件に て 本邦 
人に 剝窓せ られ 若は 小作料を 引 上 けらる X 危險 
あるを 魔れ て 支那 官憲の 保護を 求め 又 支那 官憲 
に 於ても 種々 の 疑惑を 抱き 本邦 人の 商租を 妨害 
したる 形跡 あり 玆に日 支 間に 幾多の 紛紜を 一す 
に 至りた る 次第な り 要するに 商租 に關 する紛 転 

は 其 根底に 遡れは 商租其 物に 關す る紛紜 ょりも 

寧ろ 其 目的物た る 土地 自體 に存 する 紛紜を 多し 

とす此 等の 事情は 次第に 本邦 人の 間に 明瞭と な 

り來 りて ょり 以来 右の 如き 土地に 關 する 商租は 

著しく 減少す ると 共に 支那 官憲の 態度 も 多少 寬 

和せ り尙 大正 六 年 十二月 奉 天 商務 總會は 商租禁 

止の 決 _ を爲し 之に 基き て張督 軍は 备縣 知事に 

同樣の 訓令を 下せる こと ある も當時 帝國總 領事 

に 於て 嚴重 抗議し 結局 同督 軍は 該 訓令を 取消し 

たり 從來商 粗に 付紛紜 ありた る 場合には 關係領 

事に 於て 一々 理非曲直を 明かに し苟 くも 善意 ij. 

正當の 取得者に 對 しては 其の 場合に 適應 する 機 

宜の保 闕 方法を ii し 居れる か 今後の 商 粗に 付 紛 


紜の 生す る ことなから しめむ か爲め 目下 立案の 
對案 には 特に 此の S5 に考礅 を 加へ た 〇尙 商租問 
題に 5 :て ほ 此上 共 H 支 兩國の 間に 十分 了解を 遂 
くるの 必要 あるを 認むる も 根本 問題と して 政府 
は 支那に 釾し S に兩國 民の 諒财 親善を 商ら すへ 
き 公正 共益の 方針を 基幹と して 諸般の 施設を 行 
ほむと する 意嚮なる を 以て 商租 問題に 付ても 亦 
此の方 針の 下に 適 a 改善の 方途を 講せ むこと を 
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型 / 7 畏官 をして 之 か 許否を 譯 定せ しむる を « 適 
當と認 む而 して 其 手 給は 支 K なき 限り！ g s なら 
しむる を igl し 居れ 〇 

二 國有林 野中の 開 梨 適地に して 大正 二 年に ^ W し 
たる もの ほ 深 備 的の 羝査に 過き さりし を 以て 固 
ょり 正確なる を 期す へからす te て ■i'- ck. -;/ .に 際 
しては 更に 之 か 精査を 涅け たる 上 夫々 問 .^ を ^ 
件と する 處 分の ! -5 行を 爲 しつ、 あ 〇 て 其の： .-; ■  l u -:. r f 
上 努めて 遗憾な からん ことを 期し K れ〇 
三 耕地に 接近す る 山林に 付て は ^ 作物に ! -V: 码を與 
へさら しむる 爲國有 林に 於て {i 適 當の間 隔 を EL1 
き 植林し 又は 路切〇 を 爲し 居れ 〇 民 狩 林に 在り 
てほ慣行に阪0相當过行せられ居るも尙|屐之 
を獎跑 せんとす 
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〇九〇 


公娼 制度の 存褒 に閱する 1!'; :質間並谪山镑太郎の再笪問演說 


制度を 充 K せ さるへから す 然るに 近時 地方 W 政 多 
端な ろ结果 師範 敎 育に 充分の 施設を 行び 難き 状 ! 1 
に 在りて 比 年 入學志 SF 若の 激滅を 來し延 て 卒業 者 
の 資質 低下し つ、 あり® に 國民敎 育 上等 閑に 附す 
へから さる 大 問題な りと 信す 政府 ほ 之 か 善後の 良 
策を 考閼し 師範 敎育に 一大 改善を 加 ふるの S なき 
や 如何 

右 及 質問 候 也 

〇諷長 r 大岡 育造 君) 本日の 日程 屮一’ 三、 四、 七 
此質問 に對 して 答 辯 pi を 受領し ましたから 本日の 日 
程より 省きます、 是 より# 議を 開き 御 諮り 致す こと 
があります、 病氣に 付 昨 二十四日より 向 ふ r: 週間 K 
松隆礙 君、 病 氣に付 今 二十 五日より 向 ふ 二週間 松 島 
槳 君、 病氣に 付 明！ 一十 六日より 向 ふ M 週間 臼 井哲夫 

君、 所 勞に付 昨 二十四日より 向 ふ 十日 間渡邊 陳平君 

病 氣に付 今 二十 五日より 向 ふ 二 週間 平 山岩彥 君、 海 

外 旅行に 付 今 二十 五日より 三月 二 十六 日まで 安達 謙 

藏 君、 右 何れも 請暇の 申出が ありました、 許可す る 

に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議が なけれ ぱ之を 許可 致 

します、 尙ほ御 諮り 致す 事が あります "佛國 の 首相 

「クレマン ソ —J 氏の 容態に 付きまして、 其 後の 發 

表に 依り ますれば 、「傷 ほ 最初の 想像よりも 重く (I か 

ながら 吐血 あり 銃丸は 「 H ッキス 」 光線 檢査の 結果 

兩 肺の 間に 留まる ことを 確 めら る 傷の 重きに 比し祥 

態は 極めて 滿 足し 得べき 狀態 にて 今までの 經過は 良 

好な り/ 是が 在佛關 西の 松 井 大使より >  內 田 外務 大 

臣に宛 て、 參つた 最近の 電報であります、 右に 付 本 

院 より 尉 問の 爲め 決議を する ことに 致して は 如何で 

あります。  ( 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御寶 成な れば 、決議 書は 起草 

委員を 設けて 之を 起敢せ しむる こと X し， 此 委員は 

十八 名 議長 指名に 致したい と 思 ひます、 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「崩 _な1 異議な し」 の聲 起る〕 

011 長 c 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直ちに 委員 

の 指 浴を 致します 、決議案 起草 委員 小川 平吉 君、 小 

山溫 君、 并上角 五郎 君、 政 尾 藤吉お 、若 尾 幾 造 君、 

» 田 淸兵衞 君、 中 倉 萬 次 郎君、 中 村 啓次郞 君、 藤澤 

幾之輔 君、 岡 崎 運兵衞 君、 岡 部 次 郎君、 齋藤 宇一® 


君、® 田孝史 君、 野 添宗三 君、 藤 井 善 肋 君、 金杉英 
五郎 君、 花 井 車 藏 君、 山 根 正 次 君、 以上の 諸君は 是 
より 直ちに 誘 •長 室に 於て 起草に 從事せ られん ことを 
菌み ます、 是 より 日程に 入ります。 

〇 小山 松壽君 議長。 

0 伊東 知 也君巔 長。 

〇 小山 松 霞 君 議長。 

〔伊東 知 也 君 「諮 事の 進行に 就て 發言を 求め ま 
す、 私が 先き だ」 と 呼 ふ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 小山 松 》 君。 

〇 小山 松 @ 君簡單 でございますから、 當席 から 發 
議を御 許を 願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

0 小山 松 B 君 本員は 本 月 四日に 於て、 勞働 政策に 
關する 質問を 致しました が 今日まで 其 答 辯に 接し ま 
せぬ 四 園の 事情は 益々 其 答 辯の 必要を 認める ので あ 
〇 ます 政府は 勞磡の 自由 平等 門戸 開放と 云 ふやうな 
事に 對し て S 外 法規の 改正に 付きまして、 目下 考慮 
若く は ^ 議中で あると 云 ふ 事を 傳 へられて 居ります 
若し 斯の 如くん ば、 本員の 質問 致した る 趣旨の 其の 
實 行方 法に 付て、 政府に 致しました 陳述に 當 るので 
あります 是が 本員 質問の 第  一 ■問であった ので ありま 
す、 更に 若し 果して さう であると 致しましたならば 
其 結果と して 對內 法規の —— 國內に 於け る對內 法規 
に、 當然 生ずべき 矛盾が 起ら うと 云 ふ 事を 私は 思 ふ 
のであります 仍て此 關係上 治安 法の 改正， 若く は 其 
補則， 或は 一般 法規の 制定を する の 必要 ありと 思， ふ 
のであります が、 是が どうで あるかと 云 ふ 事の 意味 
を 陳述 致しました のが、 第二 問で ありま 丁、 然るに 
政府より 今日まで 答 辯に 接し ませぬ のであります が 

私は 顧院 法に 依りまして 玆に 政府の 答 辯を 求めます 

幸に 床 次內務 大臣 著 席で あり ます、 若し 答 辯 無しと 

するならば、 議院 法に 依りまして、 其 答 辯せ ざる 理 

由の 明示を 願 ひます、 更に 又 前例に 依りまして、 質 

問 日に 於て 答 辯せ ら る、 と 云 ふことの 例が あります 

から、 特に 玆に答 辯の 督促を 致します。 

〇 伊東 知 也 君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 伊東 知 也 君。 

0 伊東 知 也 君 私の 今日の 日程 第一に 上って 居り ま 

す 質問に 對 しまして、 まだ 私の 質 間の 趣意 も 述べ ま 

せぬ に、 政府より 答 辯 書が あつたと 云 ふこと であり 

ます、 前例に 依ります れぱ ，質問者の 趣意の 在る 所 


を 十分に® Jg つた 上、 ! 5 面な り 或は 口頭に 於て 答 辯 
する のが 相當で あります、 然るに 質問の 趣意 理由と 
云 ふ ものは、 本院の® 例で、 簡單な 事を 以て 記 32 し 
て 居る のが 前例に なつて 居ります、 然るに 何の 理由 
4聽 かず、 何の どう 云 ふ 質問で あるか、 どう 云 ふ 請 
求で あるかと 云 ふこと も鞛か すに、 直ちに 答 辯を 爲 
さる- 1 と 云 ふことは •甚だ 不都合 S まること であら 
うかと 私は 思 ふので あります、 內務 大臣で も 總理大 
臣でも、兎にも角にも斯の如き行動をせらる、と云 
ふことは、 如何なる 譯 であります か、 一應 趣意の 在 
る 所を 御 膣に なつた 上、 書面な り 口頭な りで 答 辯せ 
らる X が 相當で あると 思 ひます、 然らずんば 又 私は 
之に 對 し、 再 質問 再々 質問を 爲 して、 徒らに 手數を 
掛けて、 議事の 溫滯 を來す ことは 免 かれぬ ことにな 
るので あります、 之に 對 する 政府の 御 答 辯を 求め ま 
す。 

〇 議長 (大岡 育造 君： >  公娼 制度の 存 廢に關 する 再 質 

問。  _ _ 

二 公娼 制度の 存廢 に關 する 再 質問 (傾 山 勝 太 
郎君 提出〕 

公娼 制度の 存 廢に關 する 再 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 一月 三十 一日 
提出者 橫山 勝太郎 
賛成者 島 田三郞  . 

外 三十 人 

公娼 制度の 存 廢に關 する 再 質問 主意 書 
第一 本員は 去る I 月 二十 一日 公娼 制度の 存廢に 
關 する 質問 主意 書を 提出し 同 二 十八 日の 本 會_ 
場に 於て 第一 乃至 第五に 至る 質問 主意を 辯 明し 
麻 次 内務大臣の 答 辯を 要求した るに 去る 二十 九 
日に 至り 同 大臣 ほ 「公娼 制度は 現下の 情？ 5 'に徵 
し尙 之を 存續 する の已む を 得さる ものと 認む而 
して 之 か 改善に 付て {3: 政府の 常に 留意して 忽に 
せ さる 所な り 一と 答 辯した るに 過き すして 質問 
主意の 第一、 第二、 第 四、 第五に 對 しては 何等 
答 辯を 與へ さるは 議員の 發言權 を 無視す る もの 
にして 憲政の 本義に 反し 政治 道德を 無視す るの 
甚 しきものと 信す 政府は 何故に 其の 答 辯を 爲さ 
さる か 其の 理由 如何 

第二 顧 ふに 公娼 制度の 存廢は 佘國五 萬 人の 婦人 
の人權 に關し 延て國 家の 面目に 關する 重大なる 


事項に して 社 Q- 間 題と しても 國宏 問 段と しても 
之を 解決す へき 焦眉の急に 迫れる は h 下の M に 
誌む る 所な り 現 政府 か單に 『常に 沼 fi して 忽に 
せ さる 所な り 一と 云 ふか 如きは 現 政府の 標榜 せ 
る政筠 內閣 の a に 適は さる も c なりと 思 诗 す 政 
府は芘 しく 此の點 に關し 其の 抱® する 所の 政策 
を 示し 以て 國民 の與頊 に 答 ふるの 必要 ありと fn- 
す 政府の 所見 如何 
右 及 再 0 間 候 也 

〇毖長 (大岡 育造 君) 啼 山恃 太 郎君。 

〇 林 毅陸嵙 四 國海择 循環 鐵道 建設に 關する 建認案 
の 委員 會を是 ょり 開きた ぅご ざいます、 御 許可を 願 
ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 四國 海岸 循環 錄道 の委 3 :矜 を 
是 ょり 開きたい と 云 ふ 要求が あります、 許可して 御 
異議 ありませ ぬか。 

t 「異議な し異識 なし」 の ES 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議がない やぅであります 
許可を 致します。 

〔橫山 勝 太 郎君 登壇〕 
r 拍手 起る〕  ， 

0 傾 山 勝 太 Br, 君旣に 先日 第一 回の 質問に 於て、 其 
要領の 在る 所は 盡 くして 置き. ましたから、 本日は 簡 
單に 質問を 致します、 第一に 政府に 御 答 辯を 朗ひた 
いのは、 前回の 質問 趣意 戢 の 第一點 であります、 即 
ち 現行の 公娼 制度に 關 する 規定は、 我 國の通 法の 規 
定に反 すると 云ふ點 に 付て、 御意 見を 承 〇 たいので 
あります、 其 詳細は 前回に 之を 盡 くして f?i きました 
〔該 長大 岡 育造 君 退席 副 識長濱 111 國松嵙 識長席 
に 裁く〕 

〇 横 山 勝太郞 君 更に 前回の 質問の 第一 點に 就て， 
今日の 所謂 公娼なる ものが、 決して 當 局の 信ずる 如 
き 自由を 有して 居らない と 云ふ點 に 就て、 一應辯 明 
を 補足して 置きます、 其 第 一 は 公娼と tt 座敷 業 ^ と 
の 間に 取 交は さる、 辨文で あります、 其證文 の耍點 
を 見ます ると •私の 調査した る. 一例に 依れば、 娼妓 
稼の 期間は 六箇 年と する •其 問に 辨濟 義務を 完了し 
能は ざると きは、 更に 期間を 延長して 辨濟の 義務を 
果たさす、 それから 娼妓の 廢業 又は 轉 業した ると き 
は、 直ちに 倩務の 辨濟 をす る、 それから 逃走 又は 疾 
病に 罹る ときは 其 債務を 辨濟 する、 それから 娼妓の 
所有して 居る 衣類 及 一切の 物件は、 借用 金に 舞し 質 
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糊を 設定し、 f«'i ® 若の 占有に 藤す る こと* それから 
今一つの 例に 依ります れぱ •辨濟 の 義務 以前に •即 
ち 年限 中に 逃走 又は H 由廢槳 をせ しとき は、 借用 金 
は 貴殿の 精算に 基いて， 谷 關係 者が 通 帶の 義務を® 
びる、 斯ぅ 云 ふ證 文が 人つ て 居る のであります、 是 
は © に 一例を 述べた に 過ぎぬ のであります •か、 此谷 
誇 » の內 ?? に 依りましても •病氣 であれば 金を 拂は 
なければ ならぬ、 自由 晓業 をしても 金を 拂はな けれ 
ばなら ぬ、 自由 陴業 若く は 逃亡の 場合は， 愤 務の辨 
濟を すると 云 ふことは、 是は 一應柑 當の现 由 ありと 
致しましても、 娼妓が 病 氣に 罹つ た 際に、 尙 IL つ 借 
入金の債務の期限を¥めて、辨濟をせねぱならぬと 
云 ふ 事柄は， 如何に％: T' 當な事 柄であります、 之が 
爲め に H 由廢 業を 法令の 上では 自由な りと 致して 居 

ります けれどもが、 廢筘 すれば 辨濟期 限の 如何に 拘 

ら ず 督促せられ るし •病 氣にな れぱ辨 濟期限 の 如何 

に拘ら ず、 督促を せられる のであります から* 殆ど 

此當事者間に肢交はして杩〇ます借用證宵なるもの 

に 依つて、 絕對に 娼妓の 自由な ろ もの •か 拘束され て 

R ると 云 ふこと を 御 3? に 達して if きたいので ありま 

す、 尙 ほそれから 前回に 娼妓の 收 人に 依つて、 其 偵 

務の 辨濟を 爲す ことは® だ 闲雖で あると 云 ふ 車 情を 

一應 述べて 岡き ましたが、 31 に 一例を 擧げて 中 上げ 

ますと、 是は 救世 茁 の山宰 君の 談話であります が、 

極めて 簡鼠 であります から 中 上げて ® きます、 自由 

廢業の 娼妓 七十 名の 平均 統計を J1X つて 見る 所が、 一 

人の 平均の 勤が 二 年 八® ; i で、 前借金の 平均が 三百 

二十 七 圓>  表 rffi は 六 年と 云 ふ 期 PM になつて 思り ます 

が、 W は 全く 是と 反して に 其 三十 倍に 當る百 八 

十 年掛ら ねば 完濟 の WII 限に ^ しない、 七十 名の 娼妓 

が 二年八箇月間に元金に繰人れた金は、平均四_二 

十一 錢に しか 常らない、 即ち 一日に 四 M 何 毛と 云 ふ 

極めて 微細な 金で、 干 〈代に 對 する 何十 分の 一 か 分ら 

ぬ ものを 彼等の 所 m にして、 生きて 居る ので ある？- 

恰も 生きながら 監獄に 尻る も r..J 椟 である •舟た るの 

義務を 完ぅす る ことほ 出來な い、 斯ぅ 云 ふ 話が 出て 

尻 〇 ますが、 是は私 の 調 W したる 所と 大體に 於て 同 

じであります， 刖 ち 現行の 法令に 基く 公娼 制度の 下 

に 於き ましては、 (* に 二百 P か 三百 圆の 金を拂 ふに 

百 八十 年を 要する と 云 ふこと であります >  百 八十 年 

の 期限を 要する と 云 ふ 事柄は、 収 りも底 さず 辨濟不 

能と 云 ふこと であります、 辨捋： 个 能の 條件を 以て 人 


權を 束縛す ると 云 ふ 事柄 iT 前回の 質 間に 於き まし 
て も 申 上げました 如く 、肢〇 も 直さず 奴隸 制度で あ 
るので あります •之を 第一 點の質 問に 加へ て 政府に 
申 上げて、 御 說明を 願 ひたいので あります、 それ か 
ら 前回の 質問の 第二 •第三-第 四、 是は 前回に 詳し 
く 申 . h lf て 置きました から、 之に 基いて 御 答 辯を 願 
ひたいので あります、 それから 木 日の此 私の 質問と 
それから 前回の 第 四 第五と 關聯 して 更に 質問を 致し 
て 置きたい と考 へて 居ります 事は、 要するに 此 公娼 
制度の 存紉に 依つて、 五 萬 人の 婦女子が 牢獄に 等し 
き 貸 座 ® に 拘束せられ て、 奴隷に 等しき 生活を 致し 
て 居る と 云 ふ 事柄は •前回に 詳しく 之を 述べて 置き 
ました •未だ 之を II すに 足るべき の事實 と _論 と 云 
ふ ものを 承らぬ のであります、 申 上げる まで もな く 
所 II 憲法 政治な •る もの、 究極の 目的は、 人權の 維持 
に 在る と考 へます •個人の 人®, 個人 財產 權を擁 _ 
せざる憲法政治は、何等の價値無きものであります 
現に 我國に 於き ましては、 憲法を 布 かれて 三十 年に 
相 成る、 巍 0- を 開く こと® に 四十 一回 •現 内聞は 所 
謂 多 數の國 民の 上に 立脚す る 政 黨內閣 であつて、 憲 
政 運 ； H の 上に 於て、 盛名を 揹に致 して 居る 所の 內閣 
であります、 其 内閣の 下に 於て、 今尙ほ 五 萬 人の 奴 
隸を 我國の 制度の 上に、 又 n 際の 上に 存續せ しむる 
と 云 ふ 事柄 ほ •如何にしても 朵は 忍ぶべからざる 點 
であります、 吾々 男子の 側の者は、 女子に 對 して 多 
大な る不滿 を 持つ て 居ります が， 女子の 方では 奶 子 
に對 して、 それ以上の 不滿 を 持つて 居る と考 へます 
其不滿 の 一は 公娼 制度の 如き ものであると 私は 考へ 
ます、 此頃は 普通 選擧な る ものが 提 s されて 居り ま 
すが ■私の 見る 所に 依れば、 今日の 所謂哿 通 選擧な 

る ものは、 幽々 申 上げる 如く、 男子 普通 選舉 論で あ 

る、 私の 信ずる 所に 依れば、 男子 女子を 一貫した る 

普通 選擧 論と 云 ふ もので なければ， 普通 潠舉論 と 云 

ふ ものは 貫徹し ない ものであります、 男子が 女子を 

埒外に 1: いて、 勝手 放題に 帮通選 1 ■を 唱へ ると 云 ふ 

ことは、 少 くも 理論の 上に 於て 徹底せ ぬ 所が ある こ 

とは 申す まで もない 事であります， 私は 今日 此 女子 

に 參政擷 を與 へよ とまで 絕叫 する 者では ありませ ぬ 

が、 少 くも 奴 隸の境 遇に 在る 此救濟 だけは、 やつて 

蹬 かなければ ならぬ と考 へます、 帮通 選擧ほ 固より 

急務であります が， 奴 隸の如 き 境遇に 在る 婦人の 救 

濟と云 ふことは それ以上の 急 称で あると 私は 考へま 


す、 殊に 此頃は 所謂 人 ？ i 差別撤 陂論 なる ものが 唱へ 
られ てあります， 巴 里に 於け る 講和 會議に 於て、 我 
國の使 節が 人種差別 撤廢の 提唱を せられた と 云 ふ 話 
であります、 洵に其 趣旨に 於て 間然す る 所な く / r'. ® 
民 悉く 之に 賛成す る ものであります ，私 も 其 提唱の 
貫 ? 1 する ことを 希望す る ^ であ 〇 ます、 併ながら 顧 
みて 我國 の現狀 如何と 考へ ましたなら ぱ 、人 稲 差別 
撤廢 論の to きは， 多少 躊蹯す る 所が ありは せぬ かと 
考 へます、 即ち 我國の 現行の 制度を 調べて 見ます と 
皆さん も 御 承知の 如く 約 千 人に 近い 華族と 稱する 者 
が ある •法令の 上に 於ても、 事實の 上に 於ても， 非 
常なる (g 遇を 受けて 居る、 其 一面には 特殊 部落なる 
ものが あつて、 約 百 萬 人の 非常なる 逆境に 沈淪 して 
居る 人々 が ある、 約 千 人の 華族を 有し. 約 一 百 萬 人 
の 特殊 部落を 有する と 云 ふ 事柄は、 何が 是が 平等で 
あると 云 ふこと が 言へ ませぅ、 不平等 も亦甚 しいの 
であります、 殊に 公娼と 稱 する 五 萬 人の 奴隷が、 日 
本內 地に 居る と 云 ふこと である •斯の 如き 祺資を 看 
過して、 世界の 舞臺 たる 此講和 會議に 於て 差別 撤廢 
論を 致しましても、 其 論 ほ 私は 餘り 好き 響を 與へぬ 
と考 へます、 差別 撤殿 論は 洵に 結構であります けれ 
どもが、 其 以前に 國內の 不平等、 國內の 差別を 整理 
し 撒 龄 する 必要が あると 私は 考へ ます (「女子の 參 
政 _を絕 叫し 給へ」 と 呼 ふ 渚 あり〕 斯の如 き 次第で 
ございます から、 此時此 際 五 萬 人の 奴 離に 等しき 境 
遇に 在る 所の 公娼を 解放す ると： 2--; ふ事柄ほ、講和會 
議に對 する 關係 から 申しましても .肢 敢ず斷 行し な 
ければ ならぬ 事であります (「生 意氣な ことを 言 ふ 
な」 「くだらない 事を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あ 〇笑蘀 起 
る) 御 承知の 如く 旣に千 八 百 六十 三年の 交に 於て、 
亞米利 加に 於て は 奴隷の 廢止 令と 云 ふ ものを 斷 行し 
て R るので あります C 「簡 單々々 」 と 呼 ふ 者 あり〕 
「リンコ ルン」 の 名に 依つて 四百 萬の 奴隷の 解放を 
して 居る のであります， 恰も 其 時代は 德川® 府 十四 
代の 頃であります (「馬鹿 言へ. I 「巴 里へ往 つて 見 
ろ」 と 呼 ふ 者 あり〕 今日 此際に 於て です、 我が 日本 國 
に 於て 五 萬 人の 公娼を 解放が 出来ぬ と 云 ふ 事柄は 外 
國に對 しても 恥辱では ないかと 私は 考 へます C 「そん 
な 事は ない J と 呼 ふ 者 あり〕 而して 一面に 於て です 
新聞紙の 傳 ふる 所に 》 れば 、貸 座敷 業者が 全 國大會 
を 開いて、 此 公娼败 止の 問題に 反對 すると 云 ふ 事で 
あります が、 此 反對ほ 彼等が 自己 防 衞の 上に 於て 已 


むを 得ぬ 事で ありませ ぅが、 併ながら です、 旣に二 
十 世紀の 世の中に 在るべからざる 公娼 制度の 擁 s« を 
すると 云 ふ 事柄は、 所謂 封 妞制 度の 遺習を 辯 謎せ ん 
とする 者で あつて* 身分を 知らない にも 程が あると 
考へ ます (「誰が 知らないの だ J と 呼 ふ 者 あり 笑聲 
起る) 此 公娼躞 止 論なる ものは、 吾々 が此 壇上に 於 
て唱 へて 居ります が 何 ぞ知 らんです、 贷座敷 業者 間 
に 於て 其 例が 澤山 ある、 洲 崎の 某 貸 座敷 業者の 語る 
所に 依れば (「巫 山戲た 事を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり〕 
君 ほ 何故に 贷座 敷を 躞めた かと 云 ふ 質問に 對 して ( 
r 贷座 敷で 君 や 僕と 言 ふか」 と 呼 ふ 者 あり〕 其樓主 
が 私に 鄴 して 言 ふのに、！ ？！ lrl 々 ii 一面に 於て 子供を 學 
校に绘 つて 居る が、 學校に 送つ て 居る 子供の 月謝费 
用と 云 ふ もの ほ， 何處 から m るかと 云 ふこと を考へ 
て 見たならば， 到底 此業 を營む ことは 出来ぬ と 云 ふ 
ことで、 此貸 座敷 業を 抛つて 廢業 致した ので ありま 
す (「感心々々」 と 呼 ふ 者 あり) それから 明治 四十 
四 年に， 吉原の 大火が あつた 際に、 屮米樓 と稱 する 
貸 座敷の 主人が， 四十 一一 人の 娼妓の 解放を 斷 行して 
居る のであります、 澤潟樓 の 主人 も 同様 ，娼妓の 解 
放を 斷 行して 居る のであります、 旣に 吾々 が此 論を 
提唱す るまで もな くです、 公娼 制度の 悪しき 事柄 ほ 
貸 座敷 業者が 自ら 之を 知つ て 居る ので ある、 現に 娼 
妓の解 放を 斷 行して 居る ので ある、 而 して 今日まで 
百 五十八 人の 自由 廢 業者を m して 居る と 云 ふ 事柄、 
今日まで 娼妓の 逃亡が 陸 續 として 相 踵いで 居る と 云 
ふ 事柄、 是等の 大勢に 考 へて 見ましたならば です、 
此制 度を 何時までも 存續せ しむる と 云 ふことは、 到 
底 大勢の 許さぬ 所であります、 f v-' 斯の 如き 次第で あり 
ますから して ••吾々 はです、 旣に貸 座敷 業者が 斯の 
如き 事を 考へて 居る 今日、 當局は 如何なる 考を 持つ 
て 居らる、 かと 云 ふこと を聽か ん とする ので ありま 
す、 或 人の 說に 依れば、 今回 吉 原の 貸 座敷 業者が、 
莫大の 金を 醵金して 托兒 所と 云 ふ ものを 設けて、 社 
會の爲 めに 救 濟 事業を やる と 云 ふこと であります、 
洵に 結構で、 其行爲 に ii 賛成を 致して 居る 一人で あ 
〇 まする が、 併ながら です、 斯の 如き 醜業を 營んで 
其 醜業の 利益に 依つ てです、 貧民の 孤 兒を 養育して 
吳れ ると 云 ふ 事柄は 吾々 の 階級の 者から 見ます れば 
實 は ® I 有 迷惑で ある (「そんなら 君は 何故 感心した 
か J と 呼 ふ 者 あり〕 趣意は 結構で あるが、 遺る 事柄 
は 賛成す る ことが 出來 ませぬ、 恰も 世の中の 義賊と 
1 0 九 一 
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公 ! i'1 制度の 存 1に 關 する 外 I '?7 問の I rf 辯 
稱する 若が， 济裹の 手より 財物を 掠め 來 つて、 之を 
ft 乏 に頒 つと 云 ふ 行爲と 同じであります、 托兒所 
其 もの； ii 遊に 結稱で あるが、 それを する だけの 餘裕 
が 有つ たなら ば、 其 金を 以て 娼妓を 解放す ると 云 ふ 
方が 私 ほ 急務で あると 考 へます、 で 要するに 私の 問 
はんとす る 所 ほ c  r 間單 j  r しつ かりやれ' I と 呼 ふ 
者 あり ン前冋 及 今回の 質問 主意 W に 於て 1? して 居り 
ます、 此際御 臨席に 相 成つ て 居る 内務大臣に 質問を 
致します る^' 殊に 此 m 厚識 鞍の 評 ある 床 次 内務大臣 
に 向つ て W 問を 致す のであります、 全 國一萬 有餘の 
贷 座敷 業者の fa 利が m いか、 全 國一萬 一千 入の 貸 座 
敷 業者の 利益が ®: いか、 五 萬 人の子 女の人 fi が 重大 
であるか、 贷座敷 業者の 利益が 重大で あるか、 國家 
の 面目が® 大で あるか (「分つ た <」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 是 等の 點を 聽 かんとす るので あります、 諸君の 

色々 の 御 批評が あります が c 「君 ほ 振られた の だよ. I 

と 呼 ふ ? f あり) 併ながら 私自身 ほ 是は K 面目な 間 題 

であると 考 へて 居ります、 詰ま 〇 吾々 は 貸 座敷 業者 

に對 して 何等の 恩 怨を 有して 居る 者では ありませ ぬ 

ありませ ぬが 吾々 同胞 ？ T 萬 人の 者が， 奴 隸 の 如き 境 

遇に 在る ことを 看過す ると 云 ふ 事柄は、 少く とも 此 

の 立法府の； T' t: 群で あると 私は 彩へ ます、 此 故に 今 

回 質問 主意 辫を提 出し、 詳細に 其 根據の 在る 所を 辯 

明いた したので あります るが、 內務大 |;1 は 何等の 答 

辯を も與へ ませぬ ( II そんな ものに 答 辯す る 者が あ 

るか」 と 呼 ふ 者 あり〕 是ほ少 くと も 議員が 憲法の 规 

定に依 つて 有する 所の 發言嫻 を •無視す るの 甚だし 

きもので あると 考 へます、 此 故に 前回の 質問 並に 今 

回の 質問に 對 して 詳細なる 御 答 辯 あらん ことを 要求 

いたします。 

〇 小 林 源 藏君議 畏ゾ 

〇 岩 崎 1/J 君議 -M 。 

〇 副議長 田國松 H) 橫山勝 太 郎君の 唯今の 再 質 

問に 對 して、 政府より 唯今 答 辯® の 提出が ありまし 

た" 之を 朗讀 せしめます。 

〔原 田 * IK 官朗 |@ 〕 

大正 八 年 二 月 二 十五 日 

內聞 總理 大臣 原 敬 

衆讖 院識 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 傾 山 勝 太 郎君 褐出 公娼 制度の 存躞 に關 

する 再 W 問に 對し 別紙 答 辯 W 差 進 候 

(別紙) 


洹 路法案 第一 Iff? ! a- の绍 

衆議院議員 横 山 勝 太 郎君 提出 公娼 制度の 存 
廢に關 する 再 質問に 對 する 答 辯 書 
去る 一月 二十 一日 質問 第一 現下の 公娼 制度 並 其の 
實狀ほ 國 法に ! S 觸 する ものと 認めす 第二 及第 四 前 
回の 答 辯に 依り 其の 耍を盡 せりと 認む 第五 0 笑 行 
爲に 付て (3-. 法令に 依り 相當 取締を 》 行し つ \ あり 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 二月 二十 五日 

內務 大臣 床 次 竹二郞 

r 拍手 起る〕 

〇 岩崎勵 君 議長 —— _ 長。 

〇磺山 勝 太 郎君 議長 —— 議長。 

0 副 _長 (濱 田國松 君) 岩崎勸 君。 

〔小 林 源 藏君 「是 ょり 羽 越横斷 鐵道 建設の 委員 
會を …… 」 と 呼 ふ〕 

〇 副 _長(濱 田國松 君〕 岩 崎 君に 發言を 許しました 
〇 岩崎勸 君 緊急 事件 上程の 都合 上、 爾餘の 質問 全 
部に 對し •延會 の 動議を 提出 致しました。 

t 「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 cm 田國松 君〕 岩 崎 君の 動_ に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

一 T 異議な し異 _な し」 の ! 1 起る〕 

〇剮篛 長 (濱 田國松 君) 御異 E がなければ、 質問 全 
部は 延會に 決定 致しました。 

〇 小 林 源藏 君謅 長。 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君。 

0 小 林 源藏君 岩 崎では ありませ ぬ。 

〔笑聲 起る〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 間違 ひました •小 林 君。 

〇 小 林源藏 君 羽 越 橫斷鐵 道 建設に 關する 建！！ 案外 

一件の 委員 會を 開きたい と 思 ひます から、 御 許しを 

願 ひます。 

0 副 謬 長 C 濱田國 松 君) 許可 致します。 

〇 小 林源藏 君 委員 諸君は 第 六 委員 室へ 御參 集を 願 

ひます。 

〔副 _ 長 濱田國 松 君 退席 篛 長大 岡 育造 君 著 席〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 日程 第一です、 道路 法案 委員 

長廣岡 宇！ 郞 君、 報吿を 求めます。 

第一 道路 法案 (政府 提出) 第一® 會の緻 

(委員長 報告〕 

〔廣岡 宇一郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕  . 


〇廣岡 宇一郎 起 荊 路法 案の 委員 會の終 始韻 末を {a 
報告いた します、 本案 ほ 道路に 關 する 從來の 法規が 
散漫 且つ 不備であります る •か 爲 めに、 之を 補足し 整 
理し 統一した ものであります、 隨て本 法に 於て は il 
路の 種類、 等級 及び 路線の， 認定， 並に 指定 及び 道路 
の 管理、 之に 對 する 费 用， 並に 義務の 負擔 等を 規定 
致しまして、 合計 六十 八箇條 に苴る 相 當 詳細を 極め 
たる法案であります、委員會は前後七回に苴りまし 
て 開會を 致しまして、 委員の 質問、 政府の 答 辯が あ 
りました 結果、 三 四の 修正を 致しまして >' 原案を 可 
決 致した のであります、 質問 應 答の 內容の 詳細は、 
委員 會の 速記 錄に il りまして •修正に 關 する 槪略を 
玆に御 紹介を 致したい と 思 ふので あります、 其 第一 
ほ 第 十 一條 並に 十二 條に 於き まして， 府縣道 並に 郡 
道の 認定に 付ての fl 準を 揭け てあります るが、 未開 
の 土地に して 將來 產業發 展の爲 めに、 新に 道路の 新 
設を 要する 場合の 規定が 缺 けて 居る と 思 ふので あり 
ます、 併ながら 單に此 地方 若く は 產業開 發の爲 め必 
要な りと 致しまして、 路線を 認定す る ことにな り ま 
すれば， 際限が ありませ ぬからして •是 には 相當な 
る 制限を 置く の 必要 あると 認めまして、 斯の 如き 路 
線に して 將來前 谷號の 一に 該當す べき 路線、 即ち 最 
初の 草案に 記載され て 褐げて あるが 如き 條 項に 該當 
すべき 見込 ある 路線に 限つて、 新なる 道路の 設置を 
認定す る 事が 出来る •斯ぅ 云 ふ 意味を 加 へんが 爲め 
に 「第 七」 の 次へ 「八」 を® きまして 「地方 開發ノ 
爲 必要-ー シテ 將來前 谷號ノ ーニ 該當ス ヘキ 路線 一と 
云 ふ 一項を 加へ たのであります、 第二 ほ 第三 十三 條 
でありまして、 國 道の 中 主務大臣の 指定した ものは 
其 新設 並に 改築を 要する 經費 は國庫 の負擔 とすと 云 
ふ 定めに なつて 思り ます， 即ち 國庫の 負 擔に屬 すべ 
き國 道の 栺定は 、一に キ ：務大 f-;i の 自由なる 裁量に 任 
して あるので あります けれども •本 法 第 十條に 規定 
致して あります る、 主として 軍事の 目的を 有する 路 
線、 是 等の 路線は 主務大臣の 指定を 侯つ まで もな く 
其 新設 並に 改雜 に關 する 費用は、 國 庫の 負 擔とな す 
べきが 當然で あると 云 ふ 見地から 致しまして、 本條 
に r 主 トシ テ 軍事 ノ目 的ヲ有 スル 國道 其/他 主務 大 
臣 / 指定 スル 國道ノ 新設 又 ハ 改築-一 要 スル 費用 ハ國 
庫 ノ負擔 トス」 と 云 ふこと に 本案を 修正 致しました 
それから 四十 七條 にあります る 所の 四十 五條 及 四十 
六條に 依つ て、 沿道の 土地に 立 入り、 及び 物權を 使 


I  I 〇九二 
用し、 及び 其 附近に 住屛十 

に.之に因て生じたる»畨に付ては、铊然之を括《 
する の •か 相當で あらう と 思は れる 〇 で s> ります、 然 
るに 原案の 如く 是 等の is 害を. 受けたる荠からエ求を 
爲 L て、 始めて 是が賠 « を爲 すと 云 ふこと になり ま 
すれば， 滞 かの 金 詔に 對して 非常に 而 f" なる 手 K を 
耍するが爲め一^却て其嵇利を抛が：するが如き結果 
を 生ずる ! S が あるので あります、 そこで 進んで ^ 埋 
者が 是が賠 tti を爲 すべし と 云 ふ 規定を Ea くの ffl 當な 
るを 認めまして 「前 二 (SS ノ 規定-- 依 ル 立入使 w ^ 役 
又 ハ收 用-一因 リ 現- 1 生. ン 々• >!/ 損害 ハ 立 入 使用 使役 乂 
ハ收 用ノ 後： 一； 月 內=管理 者 之 ヲ補 « スへシ 」 即ち 管 
理者か ら砌き 掛けに 之を 柿 II すると 云 ふ 規定に 改め 
たのであります* 此第 四十 七條を 修正 致しました る 
結果と して* 第 :/ 1: 十條に 多少の 修正を 加へ たので あ 
ります るが、 是は第 四十 七條を 修正の 結果が 現れた 
のに 外ならぬので あります、 更に 第五 十四條 、五十 
五條、 五十六 條此 三箇條 に 「私人」 と 云 ふ 文字を (i!i 
つてあります、 此 文字は 從來の 立法 例に 於て、 餘り 
多くを 見ざる 文字なる のみならず、 此 文字を 使 ひま 
したる が 爲 めに、 解 釋上往 々疑義を 生ずる の Is が あ 
るので あります、 m ろ 之を 削除す る 方が 當然 であら 
うと 信じまして、 此三 箇條 に a る 「私人」 と 云 ふ 文 
字を 全部 削除 致しました* 其 結果と しまして 第五 十 
六條に 「トキ ハ」 と ある ものを、 全部 「者 ハ」 と改 
める ことに 致しました、 尙ほ 一つは 第五 十六 條に揭 
げて ある 谷 行 爲に對 する 制裁と 致しまして、 荩案に 
は 一年 以下の 懲役に 處す るの 規定が あります るが、 
是 等の 各號 を點檢 致します るに、 何れも K 刑を 以て 
侯つべき だけの 重大なる 所爲と 見る 事が 出來 ぬので 
あります、 故に體 刑に關 する ^ 定は 全部 之を 削除 致 
しまして、 ® に 「三百 圓以 下ノ罰 金 又 ハ 科料 二處ス 
」 と沄 ふことの 規定に 改めた のであります、 以上は 
本 法 中 修正を 加へ ましたる 點 でありまして、 此點に 
付て ほ 政府 ほ 全然 之に 同意を 表した のであります、 
法文の 上に 別に 修正は 加へ ませぬ が ■尙ほ 御 報告を 
せなければ ならぬ ことほ、 第二 章の 道路の 認定 若く 
は 指定に 關 する 事 椚で あります、 第 八條の 國道以 下 
町村 道に 至る まで、 是が 認定 ほ 總て 政府に 於て 致す 
ことに 相 成つ て 居ります、 認定 管理は 政府 之を 致し 
まする が 改築 若く は 新設に 關 する戥 HJ はどうす るか 
と； K へば •或る 少數の ものを 除く の 外は、 總て 地方 
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公共 wl ss の 負擔に 柑成 つて 居る のであります 、費用 
のみを 地方 公共 副 8® の 負 擔に歸 せしめて •而も 是が 
認定反符 11 は地方公共幽 |§ と全く沒交涉に終ると云 
ふ 事 捫は ，地方 公共 Ka fi の 意思を @辑 せざる のみな 
らず 、後日 是が费 用を 決すべき 場合に 於て は、 總て 
公共® ts の 決議に 俠 つべき ものであります から：. 最 
初に饨方公共團體の意志を十分に勘酌せざる咔には 
?-5 用 負 擗の時 に 於て， 一大 障碍を 来す の ® が あるの 
で 5> ります>故に此後日费用負擔の際に起るべき障 
码を除 却すべき 方法と 致しましても、 亦 地方 公共 ® 
牌の® 思を 杈 m する t から 見ましても- 此認定 をな 
す 場 <口 に、 裸め 公共 ffl lrg の SE 見を 隸ね ると 云 ふ 事柄 
が-最も 0 當なる 方法で あらう と 云 ふ、 斯う 云 ふこ 
とから 致しまして- 府縣 51 以下の 路線の 認定を なす 

に當 つては， 此 公共幽 62 に 諮詢す ると 云 ふこと に定 

めたい と 云 ふ® 見であります、 若 夫れ _ 道に 至り ま 

しては、 一國 s 路の中 ：幹 でありまして •運輸 交通は 

言 ふに 及ばず、 一般 文明の 進步に 於き ましても、 最 

も m 大な る關 係を 街して S るので あります からして 

殊に阀通の或る部分に於てほ、其經费は國睹の負擔 

に歸 する のであつて、 共 IB 足 若く は 指定の 如何に 依 

りまして は* 一國财 政 上に も 重大なる 關係を 有する 

のであります •之を 輯に 主務 大 K の 自由なる 裁 fl に 

一任す ると 云 ふことは •道路の 政策を 輕視 する Eg あ 

るの みならず、 大臣の 交代 毎に 其方 針が 一 {ると 云 ふ 

ことがあ りまして は、 M 々の 隙 害を 其 R.I] に 來す處 が 

ある ことを 信じまして •茲に 同じく 一の 摊關を 設け 

て、 認定 並に 指定を なすに 付て 圓滿な る魃 崮 を 執る 

のが 相 常で あらう •其 機關は 現在の 鐵道會 誘に 维 じ 

まして， il 路鈐議 と 云 ふ ものを 設け， 之に 諮詢を 致 

しまして、 以て阈 道の 新設 並に 修繕に 關 して 中 務大 

E の 認定を 肋け ると 云 ふこと にしたら 宽 からう、 併 

し是等 の 事柄を 本 法に 規定す る ことは 却て 錯雜 を來 

します ので、 政府に して 若し 之に 同窓す るなら ぱ、 

.之を 命令に 讓 つて •別の 規定を 以て 是 等の 希望を 達 

したいと 云 ふ •斯う 云 ふ委 M 會の希 いでありまして 

政府の 意思を 確め ましたと ころ* 政府は 之に 對して 

も 令 然 同意を 表しまして、 必ず 別の 法令を 以て 是等 

の 規定を なすべき ことを 言明され ましたので •委員 

會は 政府の 胃 明を 諒と 致しまして、 本 法に 對 しては 

修正を 施さす •別に 法令を 以て 之を 定む べき 事を 確 

信いた しまして、 本 法は 此儘 可 決いた しました 次第 
道路 法案 第二 諧會 


であります •以上 修正を 致した る © 條 並に 特別の 規 
定を 求めた る ® 條 に付きまして は 委員 會は 全會 一致 
を 以て 可決 致した のであります、 唯々 玆に 最終に 於 
て、 委員 會に 於け る與な つたる 意見の 現れた る こと 
を •御 報吿 する の已 むを 得ざる こと あるを 遣 憾と致 
すので ございます、 即ち 第 十二 條に關 する 郡 道に 付 
きまして、 從來 我國に 於き ましては •郡 道の 有ら ざ 
る府縣 が多數 あります、 是 等の 府縣に 於き ましては 
本 法に 於て 郡 道に 該當 すべき 路線は、 其 一部は 府縣 
道と なり、 其 一部 ほ 市町村 道に なつて 屛 るので あり 
まして， 是 等の 市町村 道の 經舛 iT 特に 府縣 費を 以 
て 之を 支 辨致 して 居つ たのであります、 斯の如 き從 
来の tK 例が あるに 拘らず 、俄に 本 法を 實 施して 新に 
郡 道なる ものを 認める. と 云 ふこと になり ますれば、 
郡の綷 费が 急激なる 膨脹を 来し、 其 郡の 財政 上に 困 
_ を來 すから して、 寧ろ 郡 道と 云 ふ ものを 廢 する こ 
とが 出来ぬ か、 若し 腌する ことが 出來 ぬと すれば、 
何等か 之に 對 して 緩和す る 方法は ないかと 云 ふ、 斯 
ぅ 云 ふ委 M の 一部から 希望が ありました、 政府の 意 
見を 鸱き ましても 旣に阈 道縣 ia 郡 道 市町村 道と 云 ふ 
如く、 之を 系統的に 規定して 居る、 本 法に 於き まし 
て 特に 郡 iH と 云 ふ ものを 鞔 する ことは ,1  fi 來な い、 唯 
唯 本 法 施行に 付て 斯の 如き S® ある 土地に 付て は， 
十分 之を 斟酌して 急激なる 璲化 を來さ ゾ る ことに、 
政府 當局 として 十分の 配 S を拂 ふと 云 ふことの 言明 
が あつたので あります、 併ながら 憲政 會の高 田 君な 
どは* 尚 ほ此言 明に t« らずと 致しまして •玆に 新た 
なる 修正の 意見が 提出され たのであります、 即ち 第 
六十 四條の 次に、 新に 六十 五條を 設け 「本 法 ュ依リ 
郡 道- 1 該當 K ル 路線- 1 シテ 從來 肘縣 費プ以 テ 其 費用 

ヲ 負擔シ タルモ / ハ 本 法 施行 後卜雖 モ府縣 知事 之ヲ 

管理 シ 其ノ费 叫 ハ府縣 ノ負擔 卜爲ス コト ヲ得 J と 云 

ふ、 斯ぅ 云 ふ 修正 意見が 出た のであります が、 採決 

の 結果 少數 にて 消滅を 致しました、 結局 御手 許に 配 

布して あります 如き 修正案が、 全部 0J 決された 次第 

であります、 此段 御報吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 本案の 二 讚 會を 開く や 否やを 

御 諮り 致します。 

筘 〔 「二 讀會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大 岡 育造 君) 二 讀會を 開く に 御 異議 ありま 

せぬ か。 


〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (太 岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 二 譲 會を開 
くこと に 決しました。 

〇 岩 崎 1!1 君 直ちに 本案の 二 10 會を開 かれん ことを 
望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0? 1 長 C 大岡 育造 君) 商ち に 本案の M 讚 會を開 くに 
御異嚣 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます、 仍て 
直ちに本案の二讀#を開きます>修正の提出があり 
ます、 高 田耘平 君。 

道路 法案 〔政府 提出〕  第二 讀會 

【高 田耘平 君 登壇〕 

〇 高 田 耘平君 私の 修正 說は唯 今 委員長ょり 槪耍御 
報吿になつて居ります、即ち委員會に於て提出致し 
まして、 否決され た 其 ものを， 更に 本會に 於て 修正 
說 として 提出した 次第であります •即ち 大體の 意味 
は 郡 道の 管理 及 費用の 支 辨 に f-J- て， 本 法 中 或る 収除 
けを 設けん とする の 案であります、 即ち 附則 第 六十 
四滕の 次に 一條を 加へ ます 「第 六十 五條 本 法 — 依 リ 
郡 道-一 該當ノ 、ル 路線 f ゾテ從 來府縣 费ヲ以 7- 其费用 
ヲ 負擔シ タル モノ ハ 本 法 施行 後卜雖 モ府縣 知事 之ヲ 
管理 シ其 ノ费用 ハ府縣 ノ 負擔卜 S ス n トヲ煜 」 而 し 
て 原案の 第 六十 五條を 六十 六 勝と なし •以下 順次 繰 
下げて ございます 、修正の 勘は 是だ けであります、 
其 他は 委員長の 報 吿に異 謎な く  •尙ほ 原案に も 異議 
のない ことを 表明して S きます、 私の 修正の 理由は 
其 一部は 唯今 委員長ょ 〇 御 報 ^- になつ て 尻り ますけ 
れ ども， 尙ほ 11:- 他に 相 當の 理由が ございます から、 
一膘申 上げ やうと 思 ひます、 第一は 郡制の 存廢 如何 
と 郡 道 設置の 關係で ございます、 郡制の 躞止と 云 ふ 
ことは、 現内閣の 原 首 ffl が從來 長く !1 M 道し 來りた る 
所で ございます、 併ながら 本 法の 郡 il を認む る こと 
に 致しまして 郡 費負擔 の％ JB'i を來 しま すれば •郡制 
廢 止の 意見を 徹底す るに 不都合になる が 故に， 本 法 
に 於て 郡制を 誠む ると 同時に、 郡制 躞 止の 意見を 打 
切つ たもので あらう、 斯う 云 ふ考を 私は 持ちまして 
去る 二十 二 日に 床 次 内務大臣に 向って •委員 會に於 
て 政府は 郡制 廢 止の 見込 如何と 云 ふこと を 質問 致し 
ました>所が床次內務大臣ほ，郡制の廢止ほ尙ほ宜 
しき 事と 考へ て！ £ ると、 斯う 云 ふ 事を 御明 言に なつ 


て 居ります、 さう すれば 政府 ii 近き將 来に、 郡制 廢止 
の 提案を 爲 さるべき 者と 想 m する のが 當然で あらう 
と 信じます c「 のう' と 呼 ふ 者 あり〕 そこで 本 法を 
施行せば、 全國の 有らゆる 郡に 拙 ii が 認定せられ ま 
して 郡經營 の 事業は 益々 膨大す る 事は 明かで ありま 
す， 即ち 郡制 躞止は 益々 闲難 となる のであります、 
旣に郡 制 腿 止と 云 ふこと を* 現內閣 は 前提と して ffi 
きながら、 郡の 事業を して 益々 繁多なら しめんと す 
るが 如き 政策を 執る と 云 ふことは* 潰 憾な がら 矛盾 
であると 云 ふ 誹は 免れまい と 私は 思 ふので あります 
若し 郡制 廢 止の 意 擬 が 近き 將來に 在る ものと すれば 
本員の 修正 說 •即ち 本 法に 依つ て 郡 道と なるべき 道 
路の费 用を •府縣 が 支出した る 慣例の 有る 地方に 於 
ては 其 儘に 置いて， さう して 本 法を 施行す る 方が， 
詰ま 〇 郡制 廢 止と 云 ふこと を 徹底すべき 政策になる 
ことで あらう と 思 ひます、 即ち 郡制 廢止と 云 ふこと 
の 意見を 持して •少 くと も 之を 仄めかして 居る 所の 
現內閣 の 意見より 数し ますれば， 私の 修正 10 は 當然 
起るべき 歸著 になる ので ございます、 尙父是 は 床 次 
内務大臣では こざい ませぬ、 堀 田 土木 局長に 向つて 
郡制を 廢 止した 場合に、 其 郡 道を どうす るかと 云 ふ 
ことを 質問 致しました る 所が、 士木 局長は 其 場合に 
は 町村 組合の 事業に 移すべき ものな りと 是も言 明せ 
られた 、然れ ども 是は餘 程 闲難な ことで あらう と 思 
ひます •尤も 從來 長く 町村 組合に 於て、 郡 道の 經營 
を &' したる 地方で ほ、 實 行し 5 £ るか 知れ ませぬ が • 
從來縣 費を 以て 支 辨せ しものを， 一旦 此法 W に te つ 
て 郡 费の 負擔に 移して、 尙又 更に 郡制® 止に te つて 
之を 町村 組 合 に 移す と 云 ふことは’ 到底 私は： 个可能 
と 思 ふので あります、 又 町村 組合と 云 ふが 如き 極め 
て 不完全なる 團體に 、道路の 管理 修繕を 爲 さしめ る 
と 云 ふことは、 餘り適 當の處 置で 無から うと 私は 思 
ひます， 即ち 郡制 廢 止の 場合に ほ、 再び 縣費茭 辨に 
移す のが、 51 路 の經營 上 最も 有利で あると 私は 思 ふ 
のであります >  若し 果して 然らば •今年 本 法を發 布 
し、 明年より 本 法を 施行して、 從來郡 道の 無い 郡に 
郡 道を 設けし めて、 更に 近き 將來に 郡制を 廢 止して 
郡 3a を府縣 費に 移す と 云 ふ 如き ことは、 所謂 朝 分 暮 
改の 甚だしき もので あらう と 私は 思 ふので あります 
此 意味より 申しましても 、或は 取 除を 設ける ことほ 
必要と 信ずる のであります、 以上は 修正 說提 W の 第 
一の 理山 であります， 第二の 理由は 木 法 施行の 結果 
一 〇九三 
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は， 府縣 郡の 負 ！ @ に大超 革を 來す ことは、 甚だ 宜し 
くないから 〇- 修正 說を以 て此取 除を 雉 5E して E2 く必 
_ 要 が あると：： ム ふこと でございます、 今日の 狀態に 於 
て 郡制を 施行せ し 郡に 於て •郡费 を 以て 道路の 費用 
を 負擔 せしめ ある 郡と， 負擔せ しめざる 郡との 比較 
を 調 丹して 見る と •  ^ 省の 調査に 依れば •郡制 施 
行の 郡が： e! 數五百 一 — 十六 郡で ございます、 內郡費 支 
'辨の 道路を 有する ものが 二百 三十 七 郡で、 郡 費 支辨 
の 道路を 有せざる ものが 二 百 九十 九 郡で •こざいます 
即ち 郡 費 支 辨の 道路を 有しない 郡が、 全國に 於て は 
尙ほ 非常に 多い のであります、 それで 更に 又 郡费茭 
辨の 道路の 無い 縣が 、東京， 大阪外 十六 縣 あると 云 
ふ狀况 でございます、 即ち 大體を 通じまして、 郡费 
負擔の 道路を 有しない 郡が、 我國 中に 多い と 云 ふ 現 

狀で あると 云 ふ .,: とを 御 承知を 願 ひたい、 又 內務省 

の 調査 致しました る 最近 三箇 年間に 於け る、 郡 道の 

爲めに 郡が 支出 致しました る 最近 一 — 箇年 平均の 费用 

を 調べて 見る と、 僅か 百餘 萬圓の 金で ございます， 

而 して 最も 僅少な のは どう 云 ふ 所で ございます か 調 

ベて 見ます ると、 群 馬縣が 十九 II 、 宮城 縣が二 百 二 

十 一圓、 こんな 風で、 郡 道の 名は ありましても 甚だ 

僅少な 支出を して 居る 郡が 多い のであります、 又 岡 

山縣 、大分 縣 、宮城 縣 等の 此三縣 に 於て は， 一縣が 

殆ど 千 11 二 千 圓の郡 費で ございます •斯う 云 ふ狀態 

では 成程 郡 费を 以て 道路の 費用を 負擔 して 居る 郡は 

多々 ございます けれども、 今日まで 支出して 居る 所 

の 郡の 數は >  支 出しない 郡ょりも 少 くして •尙ほ 費 

用 も 極く 僅々 たる もので ございます、 然るに 若し此 

法律を 施行 致しまして、 谷 縣を 通じて 此郡 道を 設く 

ると 云 ふこと になります れば 、今日まで 支出して 居 

ります 所の 百萬圓 許りの 金は、 忽ちに 五 百 萬 乃至 千 

萬圓の 多き に 達する と 云 ふことは、 明か ■な 事で あら 

うと 私は 思 ふので あります、 更に 又從來 少しも 郡 費 

負擔の 道路が 無 かりし 所の 東京、 大阪外 十六 縣 、そ 

れ<- 其 郡が 郡 道を 新に 設けます れぱ 、郡 費の 佾加 

を來 すと 云 ふことは、 是亦 明かで ございます、 然る 

に 郡® の徵收 方法に 付て 此 場合 考慮し なければ なら 

ぬと 思 ふ 事は、 郡 費の 徴收 はどうな つて fr るかと 申 

します れぱ 、諸君 も御飱 知の 通りに、 ぃ其郡 內の谷 町 

村に、 其 町村の 國縣税 の 比例を 以て 分賦す る 方法に 

なつて 居ります、 是は 甚だ 租税の 徴收法 としては， 

私共 不完全な ものであると 思 ふので ございます、 併 


ながら 今日の 如く 郡费の 負擔は fi く 少額で ある 場合 
は 差 支-こざい ませぬ けれども、 之を 若し 今日の 負擔 
に 五倍 十倍 致しまして、 谷 町村に 分賦す る 金額が 佾 
加した 場合に 於き まして if 其 郡の 狀况 に te り まし 
ては、 非常に 不公平なる 所の 負擔 となる ので ござい 
ます、 是ほ 必ず さうな るとは 申 上げ ませぬ けれども 
郡の 狀況に 依りまして は 非常に 不公平な 結果を 見る 
ことは 明かで ございまして、 それが 爲めに 郡の 經濟 
に 非常なる 變更 を來 すと 同時に、 或は 郡 洽の 紛擾 
を 起す やうな 事 も 必ず 私は 起る と 思 ふので ございま 
す、 更に 又此 法律 施行に 依つ て 郡 費た るべき ものを 
從來 縣费の 茭辨に 依つて 改築 修繕した る 府縣の 財政 
狀態 はどうなる かと 申します と、 成程 府縣 費の 負擔 
ほ 幾分 確かに 減少 致します、 併ながら それと 反廚に 
郡 費の 負擔は 非常に 尨大す るので ございます、 それ 
が 谷 郡 平均に 負擔 が殖 へま すれば 宜しう ございます 
けれども >  然ら ずして 或 郡は 非常に 郡 費の 尨； K を來 
し、 或 郡は 極く 僅少なる 郡 費の 負擔 で澤 山で ある、 
斯う 云 ふ 現象に 相 成る 事 も， 地方々々 に 依つ て ある 
事は 明かで ございます、 さう 云 ふ 事になる と 結果は 
どうなる かと 云へ ば •郡 費の 非常に 尨大を 来した 郡 
に 於て ほ、 郡の 經濟が 其 郡內に 於け る 郡 道を 改築 修 
紹 すべき 費用の 負 擔に堪 へずして •其修 繰 等を 等閑 
にす る 事 も， 是も實 際 上出来 得べき 事で あらう と 私 
は 信ずる のであります、 即ち 從來 深山 大澤の 間に あ 
りました る 所の 村落の 如き ものは、 府縣蜚 の 大きな 
經濟の 力に 依つ てこ そ •どうにか 橋梁 も滿 足に 架け 
道路ら しい 道路 も 出来た けれども、 小さな 經濟の 郡 
費に 移した 結果は、 是 等に 向つ て どうしても 改築 修 
經 等を 加 ふるの 力なく して， 此 深山 大澤の 間に 在る 

土地は， 或は 原始時代の 狀 態に 立戾 つて、 交通 不能 

に陷る 所 も出來 ると 云 ふ 事を •私は 深く 憂 ふるので 

あります、 此點に 付て 私は 堀 田 土木 局長に 質問を 致 

します と、 斯う 云 ふ 御 答 辯で ありました T>> さう 云 ふ 

場合には 縣 費ょり 相當の 補助を 爲 さしめ 之を 救濟す 

る、 斯う 云 ふ 御 答 辯で ある、 是も〗 應 御尤もで ござ 

います、 併ながら 此縣 ょり 郡 1 或は 町村に 補助を す 

ると 云 ふこと に 付て は、 例の 三相 訓令と か 云 ふやう 

な ものが ありまして， 大分 其 補助 額に 付て 政府が 八 

签 しい 事を 言 ひまして、 中々 大なる 補助を 出させ ま 

せぬ， 其 金額 ほ 極く 僅かで ございます、 左樣な 僅か 

な 金額を 以ては 到底 此 深山 大澤に 在る 所の 村落の 交 


通搏關 を 具備せ しむる ことは， 私は 不可能で あると 
信ずる ので ございます、 尙ほ私 の 修正 設に驾 しまし 
ては、 過日 政府 委員は 今® 岡 委員長 も 申されました 
通り、 成るべく、 急激なる 變 化を 避けて、 本 法の 施 
行に 依つて 郡 道を 設置す る 事を Bf む 所 (X 宜い けれど 
も •薄まない 所には 敢て郡 道の SS 定か 强いな い、 斯 
う 云 ふこと を 以て 答 辯して 居ります、 併ながら 是は 
S; は 實 行出來 ない 事で あらう と 思 ふので あります、 
若し それが 實 行出來 、而 して 政府が 之を 實行せ んと 
する 意思 あるなら ば •私の 修正 說に 同意して 置く 方 
が 寧ろ 穩當だ らうと 思 ふ、 然るに 政府 委員は 私が 委 
員會に 於て 此修 正意 見を 述べました 時に、 强き 意味 
を 以て 反對 されまして •撤回まで も 要求す ると 云 ふ 
ことを 言は れた- ので ある、 それを 以て 見れば 政府が 
急激なる 變 革を 避ける と 云 ふことは、 全然 出来 得べ 
からざる 事でありまして、 而 して 或 ほ 從來 府縣 費を 
以て 本 法に® り 郡 道た るべき 道路の 負擔を 郡に 移し 
て、 縣 費を 減らさし める と 云 ふこと が、 本 法 制定の 
骨子に なつて 居る に 非ず やと 思ふ點 •か あるので ござ 
います、 第三には、 此 法 ai 案 ほ 明治 二十 年頃ょりの 
懸案でありまして、 ir 三回！ 一會に 提出され まして 
否決 或は 握 潰しの 運命に 遭遇した 案であります、 隨 
て此 法律案の 關係 する 所は 餘程 多い ので ございます 
で 斯かる 場合に 於て は 急激なる 變 化の 来る を 避けん 
が 爲め に、 私の 修 JH 說の 如く、 從來縣 費を 以て —— 
本 法に 依り 郡 道と なるべき ものを •管理 或は 費用の 
負擔 を爲 し來つ た 所は、 其 儘 保存して 置く と 云 ふこ 
とが、 極く 穩健な る 遺 方で あらう と 信じます、 以上 
を 以て 本 負の 修正 說の 理由と 致します、 で 此 修正案 
に 付て は敢て 黨派 的考 などの 必要は 無くして、 政 友 
會の 諸君の 中に も、 無 所屬の 諸君の 中に も、 私は 略 
々同意見の 方 も 在る 事は、 委員 會に 於け る 質問 應當 
に 依つ て 明かで ございます、 どうぞ 是 等の 法律に 付 
きまして は、 餘り 政府 黨に 偏し ないやう にして、 谷 
地方の 狀况及 事情を 斟酌 下さいまして、 成るべく 私 
の說 に、 御 賛成 あらん ことを 希望す る 次第で ござい 

0 議長 (大岡 育造 君〕 磯部 尙 君。 

〔磯部 尙君 登壇〕 

〇饑 部尙君 明治 二十 一年 来の 懸案で ございまして 
色々 政治 上の 歷史 にも 色 彩られた る 道路 法案が、 此 
度 殆ど 吾々 の葳み まする 完全 さの 程度を 以ち まして 
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通過する事になりました茁は*以に盅2、3に堪へざ 
る所でございます、申上げるまでもなく 53 路法制定 
の 精神 ほ、 道路の 種類. K 格 5. 確定 致しまして. 其 
の fl 用の 負挖を 公平なら しめ、 其 管理 方法を uv '.v.; ;: せ 
しむる と 云 ふこと が、 根底の 主義 精神に なつて 居る 
のでございます、即ち本法は道路 0 桢類を：九つに分 
たれまして、 阀道 以下 それ  <其一_ « :  ハして 
居る のであります， 成程 喵 今 高 田 君ょ 〇 御 諸 論 も ご 
ざいました 通り、 郡 道と 申します のは 在来 法律上 認 
めて 居つ たものは ございませぬ、 けれども 今日は 明 
に府縣 、郡、 市町村と 云 ふ 階級と 云 ふ ものが 認めら 
れて 居りまして、 又 之に 伴ぅて 道路 も それ <補 類 
資格は 一定され て 居る のであります、 現に 今日 我國 
に 於き まして、 郡 道と 云 ふ 制度 こそは 認められて 居 
り ませぬ けれども， 郡 道を 以て 目すべき 郡费茭 辨里 
道と 申します もの ほ、 金 國を通 じまして 六 千 有餘里 
になつて 居る ので ございます、 即ち 郡 道を 以て 目す 
べき —— 郡 道と 云 ふ 一の 種類 資格の 道路を 造らな け 
れぱな らぬ 必要の 迫つて 居る と 云 ふことは、 此事 K 
のみを 以て 致しましても* 洵に 明確 疑を 容れぬ ので 
ございます、 旣に郡 道と 云 ふ ものを 認めます る 以上 
は、 玆に 高 a-l 君の 御希韹 になります るが 如き、 一の 
變例 を認 むべき や 否やと 云 ふこと が、 問題に なつて 
来る ので ございます、 郡 道は 郡が 其の Bj 用を 支 辨し 
なければ ならぬ と 云ふ茲 に 精神 も 確乎と して 立つて 
居る し， 道路 も備 ほつ て 居る、 然るに 偶々 從來 府縣 
の费 用を 以て 其 管理を 爲し來 りたる の 故を 以て、 永 
へに 之を 矢 張府縣 の 管理に 願せ しめ、 府 縣の费 用に 
負擔せ しむる と 云 ふことは、 法の 根本の 精神を 破壊 
する 事に なりは せぬ かと 云 ふこと を、 私共 ほ遐 ふる 
ので ございます、 床 次 竹二郞 君が、 內務 大臣と して 
ではなく、 床 次 竹 二 郞 として、 郡制なる ものの 理否 
曲直に 付て は 考慮 中に II する、 稍々 郡制 躞 止の 方が 
理窟に 適 ふかの 如き 口吻を 漏らされました ことは 事 
實で ございます、 私不肯 も 亦 郡制は 廢止 する 方が 至 
當で あると 云 ふが 如き 意見 も 持つ て 居ります、 併な 
がら 政治家と 致しまして は、 政治家の 立場に 於き ま 
L て、 今日 郡制と 云 ふ ものを 廢止 すべき や 否やと 云 
ふことは、 愼 重に 考斑 をし なければ ならぬ 問題で あ 
ると 思 ひます、 -? V のみならず 假に 政治家の 經綸 として 
嘗て 一度 口に もした 事で あるから 郡制は 廢止 しなけ 
れぱな らぬと 致しました 所が、 今日 郡制 腿 止 案を提 
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出す ると 云 ふ 意思は 毛頭 無い と 云 ふこと も、 亦內務 
大臣と して 床 次 君の W 明せられ た 所 でございます、 
然らば 今日 旣に 府縣郡 市町村と 云 ふ 階級が 劃然、 腿 
然として 存して 居ります、 以上は 之に 則つ て莳路 法 
も 制定す るの が 至當で ございまして、 何年 先き にな 
るの か ，1 西 年 先き になる のか、 或は 永久に 現出せ 
ざるべき 郡制 餒 Jh と 云 ふ ものを 理窟の 上に JH しいと 
致しました 所が、 其 法律の 出ます 曉と云 ふ ものを 今 
日から 裸 想を して •郡 道と 云 ふ ものを 今 日廢 止して 
本 法を 制定す ると 云 ふ 理由は、 毫末 も存 して 居らぬ 
と 私は 考へ るので ございます (「ひや^^  J と 呼 ふ ^ 
あり) 一賙费出 負 擔の點 に付きまして 高 田 君の 御 心 
配になります 事は、 洵に 御尤もで あると 私共 も 御 同 
情を 致す 所が ございます けれども、 それは 民意 尊重 

に 則 〇 まして、 總て諮 問 機關に 諮問を 致し ，愤 重な 

る考 瞭 を 重ね、 それ f 上級の 監锊 機關に 依つて 監 

督の實 を舉げ る ことを 言明 致して pr ります る此 政府 

委員の 总 思と 云 ふ ものが、 明かに なりました 以上は 

姑く 此 政府 委員の 言明に 御 信賴 をなさい まして、 本 

法の 折角 出来 上りました る白甓 に對し •  a 瑕を 造る 

が 如き 御 Ef 議の出 で ざらん ことを 私は 希菌 する ので 

ございます、 此意 味に 於き まして、 本 法は 委員長 報 

吿 通り 御 可決 あらん ことを 希閉致 します。 

*~ \ 拍手 fe る〕 

OS 長 (大岡 育造宕 〕 別に發 言の ifQ 吿も ありませ ぬ 

から、 唯今の 修正に 關 しては 討論が 終結して 居る と 

見ます、 仍て 先づ其 修正案に 對 する 決を 採ります、 

高 fH 耕 平 君の 修正案に 同 : tic の 諸君の 起立を 求めます 

起立 者  少數 

0 議長 (大岡 育 ii- 君〕 少數 であります — 否決 — 

他は 委員長 報告 通り 御 異議は ありませ ぬか。 

【「 -® 溝な し異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅技 (大岡 育造 君) 御 -®- 議な しと 認めます、 仍て 

本案 第二 E a- は 可決 致しました。 

〇 岩 崎® 君 11*1 ちに 本案の 第三 ^ 會を開 き、 第二 讀 

會 に 於て 修正 議決の 通り， 可決 確定せられ んこ とを 

朝み ます。  • 

〔「 S 成々々」 と 呼 ふ ? Y あり〕 

〇誦 長 C 大岡育 造 君) 岩峪君 の ®; 遝に御 與 戠 ありま 

せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

0 諸 長 (大岡 育造？； 〇 御 異諷な けれ ぱ商 ちに 三 讀會 


を 開きます。 

逍路 法案 (政府 提出〕 第三譖 會 
〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 誘な し異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 讁 なければ 第二 讀會 決定 
の 通り 可決 確定した る ことを 宣告 致します。 

0 岩 崎 ® I 君 謎 事 日程 變 更に 關 する 緊急 動_ を 提出 
致します、 即ち 玆に 小川 平 吉君外 十七 名の 委員に 付 
託した る、 佛國苘 相 ® 難 慰問に 關する 決議案を 繼_ 
誘 題と なし、 委員長の 報 带 を 求め、 II つ 邦 審議を 進 
めら れんこと を ^ みます。 

〇讅 長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ •日程は 變更 
せられました I 委員長 小川 平吉 君。 

決議案 

〔小川 平 吉君登 壇〕 

【拍手 起る〕 

0 小川 平吉君 諸君、 巴 里に 於け る 講和會 載 議長 「 
クレマン ソ I」 閣下が 兇漢の 爲 めに 負傷せられ まし 
たのは、 洵に 痛嘆に 堪へ ざる 次第で ござります、 講 
和 fr sl は 其關 係せ る國 家並に 民族の 範圍 頗る 廣汎に 
K り、 又 其 協 蕺 すべき 事項の 頗る 多岐に 〇. るが 爲め 
に、 洽 も 111- 界を 改造す るが 奶 き 翻が ござります、 歷 
史有 つて 以來 未だ 曾て 見る こと 能は ざる 所の 最も宏 
大な る、 又 最も ® 要なる 事件であります、 殊に 其 正 
義人 道を 維持し、 宇内に 於け る tfl 久的 平和の 基礎を 
確立せ んと 欲する 所の 崇高なる 目的を 有する 點に於 
きまして •全世界 人類の 讀 歎を 博し、 吾々 の 將來の 

歷史に 向つ て、 永く 梅 燜たる 光輝を 放つべき 所の 最 

も撺大 なる 事業と 謂はなくて はなり ませぬ 「クレマ 

ンソ ー」 閣下は ltfc # _ に 於て 議長の 要職を 占められ 

まして、 老齡の 身なる にも拘らず 、驚くべき 精力を 

發揮 せられ、 其 卓越せ る 智力と >  非凡なる 所の 才能 

とに 依りまして* 能く 此大な る會 _ を 主宰せられ、 

會議ほ 抟 定の俾 路を illl りつつ 最も W 滑に II つ 最も 迅 

速に 其の 0的に向つて抑：みつつあることは，世界人 

類の ft 敬 11. つ推獎 して 措かざる 所で ございます、 吾 

吾は 閣下の ^ • 腕と 其 熟 誠と に信賴 致しまして* 此世 

界に 於け る 偉大なる 事業の 速に 完全に 成就せ ん こと 

を 希望して 止まざる 者で ございます、 然るに 此際閣 

下 •か 兇瘐 の爲 めに 負傷を せられました るの ほ、 洵に 


m 愕に堪 へず、 Fi. つ 憂慮 措く 能は ざる 次第で ござり 
ます、 聞く 所に 依り ますれば、 幸に して 負 侮 後の 經 
過は 極めて 良好で あると 云 ふこと で ござります から 
吾々 は 聊か 慰む ると ころは あるので ござります、 吾 
々は 一日 も 早く 閣下の 負傷が 平癒せられ まして •倍 
_ の 勢力を 以つて 再び 議長の 椅子に 著 かれ、 會議を 
主宰せられ まして、 此 偉大なる 事業の 速に 完全に 成 
就す る ことを 希菌 して 巳まない ので ございます、 玆 
に 委員 會の 結果を 御 報 iff 申 上げます が •吾々 委員は 
御 付託に &• りまして 直ちに# 議を開 き、 不肯私 委員 
長に、 金 杉 英五郞 君 理事に 當潠 致し、 愼重な る 協議 
の 結果 成案を 得ました ので ございます， 玆に 之を 朗 
讀致 します。 

日本 帝 國衆誘 ■院ハ 講和 會議 々長佛 國 首相 クレマ 
ンソ— 閣下が 兇瑛 ノ爲 負傷 セラ レ タ >1- 報-一 接シ 
sf 堪へス 特 二院 誦ヲ以 テ 深甚 ナル 同情 ヲ表 
シ併テ 平癒 ノ速ナ ラム コト ヲ祈ル 

以上の 通りで ございます、 どぅぞ 滿場の 御 賛成を 願 
ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 t 大岡 育造 君) 委員長 報告に 賛成の 諸君の 起 
立を 求めます" 

起立 者  總員 

0議長(大岡育造罢〕滿場一致 —— 可決。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 c 大岡 育造 君：} 日程 第 二、 大正 六 年 法律 第 六 
號中 改正 法律案、 第一 E 會の 綴を 開きます 、委員長 
漆 昌巖君 。 

第二 大正 六 年 法律 銪六號 中 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 _ 會の la (委員 
長 報告〕 (確定 議) 

「漆 昌巖君 登壇〕 

0 漆昌巖 君 大正 六 年 法律 第 六號中 改正 法律案の 委 
員 會の經 過と 結果を 御報吿 致します、 此 大正 六 年 法 
律 第六號 は、 其 內容は 諸君の 御 取 知の 如く 軍人の 恩 
給に 關 係して 居る ものであります、 此軍 人の 恩給 ほ 
四十 四 年 四月 一日 前と 一 H 後と 此恩 給に 差が あるの 
であります、 其 差が 即ち 四十 四 年 四月 一日 後に 武官 
の增 俸が あつたが 爲め に、 恩給に 差が ある、 其 恩給 
の 差を 均霑 して 貰 ひたいと 云 ふこと が、 恩給 者の 請 
願で ございます、 是が ® 々本院の 請願に 上って、 終 
には 此 大正 六 年 法® 第 六號を 以て、 法律では 均霑さ 


れた のであります •然るに 實 際の 給與に 於て は 漸次 
繰 上げる やうな 法に なつて 居つて、 一時に 此給與 に 
付て 均锯 が /! -5 來て 居らぬ、 それを 今回 又々 請願 も あ 
り、 政府 も 今回は 四月 一日ょり 全く 給與の 均霑を す 
る ことの 方針 だと 云 ふこと でございます、 然るに 委 
員は 昨年 非常に 物價の 暴騰に 鑑みて、 之を 本年 一月 
から 給與 して 欲しい と 宏 ふこと が、 委員 一般の 希望 
で ございまして、 此事 は當 局の 大破 大臣に も 折衝 致 
しました が、 政府 {X 此の 年度、 即ち 四月 以後に 是非 
して 貰は なければ、 今更 其 遺 繰に も差茭 へる と 云 ふ 
ことで あつたので あります、 そこで 委員は 斯う 云 ふ 
希望を 以て 原案を 可決 致しました、 其 希望と 申し ま 
すのは、 何れ 近き 將來に 於て、 是非此 文 武官 共に 恩 
給 者に 向つ ては， 此給與 方の 改正の ある 時機が ある 
であらう、 其 時には 此軍 人の 廢 兵は國 家の 爲 めに戰 
務に從 事して、 足が 無くなつ たり、 手が 無くなつ た 
りした と 云 ふ 不幸なる 者で ある、 之に 對 して 今日 ま 
での 恩給の 給與 方が 少い ので， 之を 商す こと、 それ 
から 遺族の 扶助料 及び 進級 者と 云 ふ 者が、 其 階級 だ 
けの 恩給を 取つて 居らない、 是は 唯々 階級 だけ 上つ 
て、 恩給は 其 前に 取つて 居つ た 割 方に なつて 居る の 
で、 之を 矢 張 進級を した 者であるなら ば •即ち 進級 
相 當の階 級 だけの 恩給を 與 へられる やうに、 改正に 
なる 時に 於て は 御 考慮 あらん ことを 希望す る •此希 
望を 以て 委員 會は 原案を 可決 致しました、 此段御 報 
吿 致します。  . 

〇 岩 崎 ® 君 本案 ほ 10 會の順 序を 省略して •委員長 
報告の 通り 可決 確定 あらん ことを 圍み ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり j 
0_ 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ， 本案は® 
會の 順序を 省略して、 委員長 報告 通り 可決 確定した 
る 事を 宣告 致し ま i — 日程 第三 及第 四は、 同一 委 
員に 付託した る讓 案なる に 依り •一括 _ 題 となし 報 
吿を 受け、 決議は 別々 に 採りたい と 思 ひます、 御異 
議は ありませ ぬか。 

〔「異議 なし 異議な し」 の聲 起る；！ 

0 議長 (大岡 育造 ^ 〕  一括 議題と 致します - 三 

土 君。 

第三 時局の 影響に 因る 地方税 制限 擴 張に 


疠 路法案 第三詎 窗  クレマン ソー閣 下® 難 慰問に 關 する 決議案  大正 六 年 法 ^ 第 六號中 改正 法律案 第 i 會の續 


〇九五 


院議 衆 代運國 帝间一 十四 穿: 


涔に M ろ 地方稅 制® 摘 張に 閱する 法律案 •高等 諸學 !f2 創設 及 擯 張费茭 辨に關 する 法律案 第一 !^ . 


烺と云 ふに 對 しては、 別に® 見を 申し ませぬ、 敎師 
の 杻傢と 云 ふ-— 中等 及 初等 敎 育の 敎師の 倦 铪と云 
ふ 方に 至ります ると、 同じく 委 fl 長が 說明 をした る 
次の 日程に ある 所の 高等 敎育機 關の擴 張の 法案と 對 
照して 見 ますれば、 頗る 疑が 起る のであります-一 
泣 织內閣 if 敎育に 對 しては 從來の 方針を 一變す る 
ので ある、 時宜 1. 法つて 一變 する も洵に 京し い 改善 
ほ 必要であります から、 善なる 途に向 つて 敎 育の 方 
針を一變せられることは、|般の希望する所であり 
ます けれども •今 計 ai しつ、 現れ 來つた 所の 中に 考 
■考案なる 御 答 辯 (3: あります けれども •如何なる 考 
撤 考案 か (3; 吾々 (X 敢て 推察 ほ 致し ませぬ， 現れ 來つ 
た 所に 依つて 見 ますれば、 悉く 改惡 ，世の 時運に 伴 
ほ ざる、 世界の 大勢に 伴は ざる 所の 方針を 執り 來つ 

て 居る のであります (「のぅ 「ひや'^-」 r 反對 

すれ ぱ宜 いでは ないか」 「改惡 とほ 何 だ」 「やり直 

せ」 「靜肅 に〗 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 咋年第 四十 _會 

に 於て 政府が 提出せられ た 所の、 小 學校敎 員傢 給の 

國庫 負擔 法と 云 ふ もの ほ， 如何なる 規定に なつて 居 

るか ほ， 諸君は 御 承知の 筈であります、 此 規定に 依 

つて 見ます ると •第 一條は、 【 小學敎 員 ノ费用 一部 

ハ 國 庫之 ヲ負擔 ス」 第 一條に 於て 小學敎 員の 傣給の 

一部は、 國 庫 之を 負擔 すると 云 ふこと を敎 育の 方針 

として 居る のであります、 第二 條に 至つ ては、 「毎 

年 一 千 M 圓ヲ下 ラサル そ/トス」、 政府の 支出額は、 

毎年 一千 萬 園を 下らざる ものと すと 云 ふこと に 決定 

して 居ります、 是が即 ち 國民敎 育 基礎 敎 育と 云 ふ も 

のに 對 して* 國家が 最も 力を 盡す べしと 云 ふ 方針に 

定つて 居る のであります •又此 案を 提出す る 時に、 

前文 部大 K の說 明は 如何に 說 明され て 居る かと 云へ 

ば I 國民敎 育を 金 然 市町村の 負 擔に委 すると 云 ふこ 

とは 本旨に 違 ひます ので、 明治 五 年の 學制頒 布の 當 

時に 於て、 旣に國 庫から 相 當の支 m を 致す と； K ふ 趣 

旨は 定 つて 居ります， 續いて 其 趣旨に 依つ て國鹿 も 

支出して 居つ たのであります、 明治 十 年 西南 F® 爭の 

役ょり して、 國庫茭 出と 云 ふことは 、財政の 巳む を 

得ざる が爲 めに 中止して 居つ たので ある、 愍々 今回 

復活して 國 庫と 地方® とに 依つ て 基礎 敎育を 完全に 

行 ふので ある」 と 云ふ說 明を 致して rT る、 是は單 り 

前 内閣が 其方 針を 執つ たばかりで なく、 國民全 ；體が 

其筘 望を 持つ て 居つ た 事は、 一昨年の 全國敎 育會議 

に 於ても 「小 學 敎員ノ 俸給 ハ 是ハ 全部 國庫ノ 負擔夕 


ラシ ムへシ 」 と 云 ふ 決_ をして* 文部省に 持 出した 
のであります、 又 昨年 此 法案を 提出す る 以前に 當つ 
て、 政府の 機' 關たる 臨時 敎會资 議に 諮問に なつた， 
小學の 改善を 諮問に なつた、 其 答申の 第一と しては 
「小 學敎 員ノ俥 給 ハ 半額-- 達 スル マテ 國庫力 支辨ス 
ヘシ」 と 云 ふ 答申を 致して 居る のであります、 加 之 
政友會 の 諸君 (X 尙 ほそれより 以前 •一昨年 第三 十九 
議會に 於て ほ、 斯 II な 建議案を 提出して 居る ので あ 
る、 其 建議 築の 文句には . 町村 费ほ 益々 多き を 加 ふ 
るの 勢な り 是が爲 に 地方の 衰微を 招き 自治幽 體 の發 
達を 妨 くるの 徵候歷 々見る へし 翻つ て 世界 列 國の實 
例を 見る に 小 學敎育 費 ほ 國 庫に 於て 其 半を 茭辨 する 
もの 多く 我 園の 如く 其 全部を 町村に 負擔せ しむる も 
の 一 も ある ことなし」 是 ほ 政 友會の 第三 十九 議會に 
於け る 建 S 案 中に、 歷々 掲げて 居る 建議案の 趣意で 
あります. (「其 通り だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而 して 此說 
明は 提出者の 一人 元田肇 君が 說 明して 「唯々 一言 政 
府に 向つて 申述 へて 置きたい 事が あります、 本案を 
提出した 所以は •決して 一朝一夕の 考 瞪 より 出た の 
で ! X ない ので ある」 と C 「今 も 其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 
是が政 友 會の諸 君 も 亦 基礎 敎育た る 小學敎 育に 向つ 
ては 國庫が 負擔を I 相當 の負擔 をすべき が 當然で 
ある， 世界 谷國 m 町村 費に 委ねて 居る 所の 一 も 無い 
ので ある •斯樣 な 事は 明に 政友會 諸君の 認めて 居つ 
て、 建議案まで も 提出した のであります (「感服した 
らぅ」 と 呼 ふ 者 あり〕 之を 見ても-基礎 敎 育に 重き 
を 置いて、 さぅ して國 庫が W 當 の負擔 をして 行く と 
云 ふことは ，天下の 興 論であつて •敎 育の 方針 又玆 
に 確定を して 居る、 明治 五 年に 學制 頒布の 當 時より 

確定して 居る のでは ないか、 近来に 至つても •矢 張 

此 趣旨が 一層 明確に 確定 致して 居ります にも拘らず 

何を 苦んで 政府は 此點に 向つ ては 國 庫の 支出を 頗る 

避けて、 地方税の 制限 擴 張と 云 ふ 方に 轉嫁す る (「反 

對せ い」 と 呼 ふ 者 あり〕 國庫の 支出を 地方税 制限の 

擴張 に轉 嫁して、 國庫 經濟ほ 知らぬ 振を して、 而し 

て 高等 敎育機 關の颌 張に、 唯今 委員長の 說明 さる ゝ 

が 如く 四千 四百 五十 蓖圓 、臨時費に 於て、 尙ほ此 上 

御內帑 御 下賜 金の 千 萬圓 、是 だけを 以て 一時に 三十 

校の 高等 敎育 機關を 作り、 大 學の擴 張を 陶 り、 而し 

て 其 經常费 殆ど 一千 萬 圓に 近き ものを， 後來國 庫の 

毎年 負擔 とすると 云 ふが 如き 案を 立て 来つ たので あ 

る、 世界 谷國 何れの 國 か大學 、高等 敎育 機關を 悉く 


官學 、政府 • 設立に して 居る と 云ふ國 が 何處 のばに 
あるか、 中 橋 文部大臣 は， 日本 ほ 大學が 保め て 少な 
い、 亞米利 加の 如きは 百 も 大學が ある、 如何なる 如 
何なる 國 でも 澤山 大學が あると 言 ほれました がそれ 
は 其 通り だ、 併ながら 何れの 國か國 家が 大 學を總 て 
立て V 置く と 云 ふ國が あります か、 世界 各國總 て 私 
立を歡 迎し 、私 學 を檄迎 して、 國庫は 全く P! 家所耍 
の 學 者の 必要が ある 爲 めに、 官學な る 大學を 設立し 
て 居る と 云 ふの が、 世界の 各 國の狀 勢であります、 
而 して 政府が 今回 計 ffi したる 高等 敎 育槌關 の有樣 
は 何の 有樣 である (「何を 言つて 居る の だ」 「其の 
演說ほ 何 だ， I と 呼 ふ 者 あり〕 說明 書に 依れば (「默 
つて聽 き 給へ」 と 呼 ふ 者 あり) 唯々 高等 敎 育の 必 
要と 云 ふこと (i 說明 B には 高等なる 學 校の 牛： 徒收容 
力 •高等なる 學 校の 入 學 志願者の 將來 並に 其收容 力 
增 加の 計畫 ，總て の學 校の 計蛰は 志願者の 多少に 
つて 學校を 設置す ると 云ふ說 明ょり 外， 國 家の 必要 
如何と 云 ふ 所の 調査は. •一 も說 明に も 亦 質問の 答 辯 
にも 無い のであります、 全く 四 萬人學 生が 支へ て 居 
る •五 萬 人學 生が 支へ て 居る から、 之を 收容 すべき 
學 校は 全く 焦眉の急で あると 斯ぅ 言 ふので、 國家官 
學の 方針に 依れば、 假令 志願者が 無しと 雖も國 家が 
此點に 於 T 高等なる 敎 育を 受けた る 人士の 必要が あ 
ると 云へ ば. 大學を 立てなくて ほなら ない、 又 如何 
程 ng 願 者が あると しても、 國 家に 於いて 必要と認め 
ざる 所の 學 術を 敎授 する 學校は 、決して 立て、 居る 
國は 無い のであります (「簡 單」 と 呼 ふ 者 あり〕 是は 
皆な 私 學がや る 仕事、 故に 世界 各國 皆な 私 學を 重ん 
じて、 所謂 高等なる 敎 育を 受 くる 者は， 少數 の國民 
富豪の -F 弟、 自己の 威力 名望を® せんが 爲 めに C 「受 
賣だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 學術で あつて、 國が國 民全體 
ょり 徵發 する 所の 經 費を 以て， 之を 養成す ると 云 ふ 
ものでは 決してない のであります 、斯の 如く  C 「不必 
要な ものなら 反對 すれ ぱ宜 い」 と 呼 ふ 者 あり) 大學 
を 作る 方に 向つ ては、 一 時に 尨大なる 豫算を 提出し 
て、 在來敎 育の 方針と して 来つ た 所の 基礎 敎 育の 方 
に 向つ ては、 更に 國家は 力を 盡さず して、 政 友會諸 
君の 建議案に 現れて 居る 如く、 世晁の 谷國は —— 一 
二を 申せば、 佛蘭 西の 如き ほ 半額 以上を 國 庫の 負擔 
とし、 又 英吉利を 見ても 亦 三分の 一强戰 爭 前の 獨逸 
を 見ても 三分の 一 以上は、 即ち 國家が 支 ，, Li して 居る 
のであります、 文部大臣が 委員 會に 於いて fcl 口 委員 
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の 答 辯に 答へ まする —— C 「答辞に 答へ る. | と 呼 ひ 笑 
聲 起る) 竹 問に 答へ て 如何なる ことを £r つた r  l ffn 
單 …… J 「簡 ® にしない とそん な 間® が 起る 1_ と 呼 
ふ 者 あり) 如 fnl に® 單と 諸；；；： が 言つ て も 叶 :,. 5 壤 は 拙 
者が 持つ て 居る 演埂で …… (此 時發 言す る 者 多く 班 
場騷然 ) 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます、 m し K 對な 
らば 反對 •資 成なら ぱ铰成 ，羟传 ならば ■式に 依つ 
て箬吿 をせられ ん ことを 希望 致します。 

〇大 津淳 一郎 君-希望と 锫吿 とを 併せて 述べて 居り 
ます __ 何に 答 辯を して 居る かと 云へぱ 、小 ^ 校 
の經费 ほ 町村の 負 控、 中學校 中等敎 育の 純 ^ は 府縣 
の負摁 とすると 云 ふこと が、 個人と しての 考であ る 
と 云 ふこと を 述べて 居られる のであります、 今頃に 
至つ て假令 個人に もせょ •斯㈣ な 御考を 持つて 居ら 
れ ると 云 ふことは、 頗る m 入つ た 話で ある、 敎育ほ 
人を 造る ので ある、 \ を 養成す るので あると 云 ふこ 
とを 述べて 居られます が、 其べ を蓊成 する のに、 町 
村 自治 體の爲 めに 人を 養成す るので あるか、 國家阀 
民と しての 必要ょり 人を 蓊成 する ので あるか、 自治 
膛の爲 めに も， 智德あ る 入 格 ある 國 民の 必要は 勿論 
の 事で あ 〇 ます けれども. 國家 として 亦 昝育德 育に 
依つ て •完全なる 人格を 有する 國 民の 必要と 云 ふ 事 
は 申す まで もない、 是が 即ち 歐洲戰 亂の影 響に 依つ 
て、 直接に 敎訓を 得た る敎 育の 狀態で &り ます (「委 
員會 にちやん と少數 意見を 出せば a い」 r 議員が 皆な 
馨吿を やつて は堪る もので ない/賛成 か 反對か 決め 
ろ./ 議長 今 御 許に なつた 演說ほ 何です か」 と 呼 ふ 者 
あり〕 本員 等は 昨年の 小 學校敎 員 俸給の 負挖を 定め 
ます 時に 當 つても、 必ずしも 地 万 SS の輕 減を 主張し 
たのでは ない のであります 、地方 ffl 及 地方 费に 厫 す 
る 所の 中等の 敎育機 關の經 及小學 校の 經费を 合 
せれば、 約 一億 圓に 達して 居る のが、 是が現 在の 地 
方 費の 負擔 である、 此 上に 國 Iltt は 地方 費の 負擔 に® 
すると 云 ふことは 頗る 國庫の (「何を 言つ て 居る」 と 
呼 ふ 者 あり〕 敎 育に 對 する 冷淡と 云 ふこと を 示す の 
であるが 故に、 此點は 飽まで 政府に 向つ て 忠吿 を &■ 
して 置かなければ ならぬ と： K ふこと を、 昨年 來 述べ 
て 居る のであります (「それで 賛成す れぱ 變® になり 
ます」 「議長 此演說 は 何です」 「賛成 か M 對か 分ら 
ぬ」 「反對 して 賛成 すれば 變節 になります」 と 呼 ふ 者 
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あり) 能く 御 聴なさい、 是ほ敎 育の 方針を 政府が 誤 
つて 居る 所に對 し、 幣齿 をす るので あります (「何が 
誤つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり) 拙 ? f ほ 誤つ て R ると 見 
て 居る (「男らしく やれ」 「反對 する のに 何故焭 成す 
るか」 と 呼 ふ 者 あり〕 中等敎 育に 向つ て經 費の 安出 
を 必要と する ことは •吾々 も 同じ ことであります、 
町村 致に 於ても， 府縣扠 に 於ても 中等 初等の 敎育に 
向つ て 費用の 支出を しなければ ならぬ と 云 ふことは 
吾々 も 感じて 居ります CT そんなら 宜いじ やない か」 
と 呼ふ漭 あり〕 併ながら 今日の 我國の 初等 敎育の 如 
き ほ、 頗る 不完全を 免れない ので ある (「苦しい 反對 
だね 御 氣の毒 」 と 呼ふ漭 あり) 吾々 は 常に 主張して 
居る 如く、 世界 各阈 、我國 の 如く 初等 敎 育に 六 箇年 

の 義務 年限と 云ふ國 は、 何れの 國にも 無い ので ある 

我 國も ¥晚義 務年限 を撋 張して、 八 箇年 とすると 云 

ふことは、 是は當 然の 趨勢に is して 居る ので ある、 

唯々 是は 政府 も旣に 之に 同® はした が —— 前內閣 の 

如きは したが、 唯々 地方 ? 5 を咐 加せ しむる と 云 ふこ 
とを 憂へ て 居つ たのであります •併しながら 政府が 
今回の 5n き 計 寄を 敎育の 上に 立て やぅと 云 ふので あ 

るなら ば、 此の 制限 描 張より 半： ずる 一千一 百 萬圓の 

金を、 菝務敎 育の 撋張费 に 充てる と 云 ふが 如き こと 

に 至りましたならば、 是れほ 容易に 出 來ぬ ので あり 

ます、 又國 RB が 一千 萬圓の 支 m を敢 てす ると 云 ふ 如 

くな れば ，假 令是れ は 一節 年を 限る 臨時費と 雖 も. 

學校 の咐設 の 如きは ? ¥ 县に出 来ぬ ので ございます、 

况や 御内 格 金の 御 下賜が 多少 ありと すれば、® すく 

八箇 年の 義務 敎 宵の 如きは 出来る のであります •然 

るに 斯樣に 不完全な 基礎 敎育の 改良を して 行かぅ と 

云 ふ® に 向つて ほ、 更に 現内閣 ほ 力を 盡さず して、 

少數な る S 民 機關た る 所の 高等敎 宵に 力を 盡し て、 

基礎 敎育た る ものを 閑却す ると 云 ふが 如き ほ、 敎育 

の 方針を 類る 誤つ て 居る ものである (「何が 誤つ て 居 

る j と 呼 ふ 者 あり) 世界の 大勢に 順 [S しない in 方で 

あると 云 ふこと を、 爰に忠 街 をして 置かなければ な 

り ませぬ (「それで 锊成 すれば 變 節です」 と 呼 ふ 者 あ 

〇〕 更に 世界の 大勢を 見ましたならば (「世界の 大勢 

など ^ かぬ で 宜しい」 と 呼 ふ 者 あり〕 國家の 行政な 

る ものは、 多數國 民に 利益を 及ぼす と 云 ふの が、 即 

ち國家 行政の 本旨と して 之れ を 民 本 主 蕺と する、 而 

して 如何なる 國 も多數 國 民を 利益す る多數 國 民の 利 

益を 享受すべき 政策を 執つ て 居る にも拘らず、 是れ 


と 反 對なる 政策を 行 ふと 云 ふが 如きは、 全く 民 本 主 
義を沒 却し、 社會 政策と 云 ふ ものを _みな い 遺 方で 
ある、 斯の 如くして 斯樣な 政策を la けて 行かぅ と 云 
ふこと になつ たなら ぱ 、勞螂 渚 細民の 反感 嫉視と 云 
ふ ものは、 常 然來 るべき ことは 免れざる ことで ある 
と 私共は 思 ふので あります。 

〔「反 對かい 」 r 無恥」 「厚顔」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます， 尙ほ 演說者 
に 重ねて 申します、 該場 踏理 の爲 めに、 賛成の 演說 
は 賛成， 反對ほ 反對の 例が あります、 仕方が ありま 
す、 老練なる 大津 君、 锊吿 {3: 別に瞥 吿の法 も ありま 
すから、 混雜 しない やぅに 願 ひます。 

〔「正 當です 」 r レー ルを 走れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇大津 淳一郞 君 政 友會の 諸君は、 豫て 建議案の 前 
に 述べた るが 如く、 假令 今日は 時局の 影® に 因つ て 
多少 地方の 經濟は 餘裕を 生じた としましても， 是れ 
ほ 一時的の 事柄で 時局は 將に 完結せ んと する ので あ 
ります、 而 して 諸君が、 此 建議案を 提出した のは 一 
昨年の 七月* 米價が 一石 二十 三 圓して 居る 時代の こ 
とであります、 一昨年ょり 昨年に 掛けて、 諸君が 地 
方 費の 爲めに 町村が 極めて 困 il に陷つ て 居る から 
と、 地方 費の 輕減 を絕 叫して 居られた 諸君が、 今日 
直ちに 此の 時局の 影響に 名を 藉 りて 而 して 四千 萬圓 
の佾徵 を 地方 人民に 强 ゆると 云 ふが 如きは 何事で あ 
る、 吾々 は 決して 地方の 人民が、 此の 四千 萬 圓の負 
擔に 苦む とほ 信じて 居らぬ けれども、 政 友會の 諸君 
は •地方の 入 民は 負擔に 苦んで 居る から 輕減 をし ろ 
と 云 ふこと It 絕 叫した のでは ありませ ぬか ( 「ひや 
<」 と 呼 ふ 者 あり) 吾々 は 負擔に 苦んで 居る とほ 

見ない けれども， 國家が 相 當の經 費を 基礎 敎 育に 負 

擔す ると 云 ふこと ほ 當然 である， 旣に 一億 圓の負 擔 

をして 居る 者に 向つ て 國家は 何等の 支出の 無い と 云 

ふことは、 不道理で あると 云 ふ 故を 以 つて 一億 圓に 

對 して， 木 年搜ほ 陆 に 一千 萬 圓の支 出が あつた だけ 

であります、 是れは 國民 全體の 被るべき 利益の 敎育 

に向つてほ>國家は一千萬_、而して少數なる國民 

の受 くべき 利益の 高等 敎育 機關に 向つ ては •前後を 

通じて 殆ど 毎年 二 千 萬圓の 金を 支出す るに 至る ので 

あります •臨時 經 費を 除いて —— 斯の 如き 狀態 にな 

つて 居る に、 政 友會の 諸君は、 昨年は 國 民の 負擔に 

苦しむ、 地方 费の 負擔に 苦しむ と 云 ふこと を絕 叫し 

て 置きながら、 今日は 政 友 會內閣 が 地方 費の 0 擔を 


佾徵 しやぅ と 云 ふ 案を 提出す るが 如きは c 拍手 起 
る〕 頗る 矛盾 極つ たと ころの 行 励と 言は なければ な 
らぬ のであります、 C 「論旨 支離滅裂な り J と 呼 ふ 
者 あり〕 胙年 四十 議會に 於て 提出した る 場合に 當つ 
て (「何を 言つて 居る の だ」 と 呼 ふ 者 あり) 今の 文 
部 大臣 中 橋 君は， 昨年の 敎育 案の 時の 委員長で あり 
ます、 如何なる 事の 報告を 致して 居つ たかと 申せば 
斯櫧な 事を 申して 居る C 「分つ て 居る j と 呼 ふ 者 あり) 
「二 三 點に 於て 政府 當 局の 言明を 煜 ました、 當 局の 
同意を 得た のであります、 其 言明を 得ました のは、 
一千 萬圓の 支出 金額を， 速に 二 千 萬圓 近くに して 貰 
ひたいと 云 ふことの 希望を 述べた のであります るが 
當局 者 ii 之に 對 しまして 、出来るだけ 速に 其 希望の 
達する やぅに 努めます と 云 ふ、 言明を 得ました ので 
あります」 斯樣に 文部大臣は， 速に 一千 萬 [1 を 二 千 
萬 圓に させる と 云 ふことの 言明を 得た と 言つ て、 欣 
ん で議會 に報吿 をして 居る のであります (「何を 言 
つて 居る の だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而して 自己が 文部 大 
臣にな れぱ 、之を 忘れた るが 如く  (「ひや <」 と 
呼 ふ 者 あり) 少しも 此點は 顧みないで、 ®' 令 個人に 
しても， 小 學の經 費は 町村の 負擔 、中 學の經 費は 府 
縣 の負擔 が當然 であると •自分 個人と して 考 へて 居 
る 者で ございます と 言 ふに 至つ ては 何等の 信念を 持 
つて 此職に 立たれる やと 云 ふこと を、 頗る 疑 ほざる 
を 得ない のであります (拍手 起る〕 それから 政友會 
の 諸君は 父此 委員 會に 於て， I 千 萬 圓中百 萬 圓を貧 
弱なる 町村に 割 振る ことの 金額を 除き- •九 百 萬圓中 
町村の 負擔輕 減に 大部分を 用ゐら れんこと を 望み ま 
すと 云ふ筘 菌を 提出して、 是亦 文部大臣の 許諾を 受 
けたので あると 云 ふ 報告を •中 橋 文部大臣が 致して 
居る のであります、 阼 年の 三月まで it 米價が 何程し 
て 居つ たか 如何にも 今日と 違 ふことは 違 ひます、 併 
ながら 當 時と 雖 も、 米價ほ 一石 二 十 :/ 1: 圓 して 居つ た 
のであります、 二 十五 圓 して 居つ た當 時に、 町村の 
負擔 が實に 苦しい から 之を 輕減 しろ、 成べ く 町村の 
負 擔の輕 減に 此一千 萬圓 を用ゐ ろと 言つて 置きな が 
ら 今年の 今 H に 至つ て ほ、 地方 費に 餘裕 が存 るから 
して、 乃ち 此四千 萬圓を 地方 費ょり 埘徵 して 之を 敎 
育 費に 充てろ と 言 ふが 如きに 至つ ては、 實に其 變說 
改論 も、 此に 至って 甚 しと 私は 言は なければ ならぬ 
のであります (拍手 起る〕 何 所に 方針が 在る かを 疑 
ふので あります (「反 對か何 だ」 「君の 演說と 同じ 


だ」 「反對 なら 反對 しろ」 「君が 賛成 すれば 變節 だ」 
と 呼 ふ 者 あ 〇〕 文部大臣の 說明は 深く 私は 追窮ほ 致 
しませぬ (「追 窮し 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 時々 質問 
に 依つ て 言葉を _ へ るので あつて (「それは 君 だ」 
と 呼 ふ 者 あり) 私學を 何故 辟ん にせぬ かと 問へ ば、 
希望は ございます、 亞米利 加の 如く 致したい が、 日 
本は 貧乏で 困ります、 師範 學枚に 入學 者が 少くて 困 
ると 言へ ば、 米が どん  <  今日 入つ て來 まして、 米 
價も 下る ので あらう、， 今に 不景氣 も —— 段々 景氣も 
惡くな るので あらう から、 肺 範學校 入學の 志願者が 
續々 殖えて 來るで あらう と 述べて 置きながら、 其 言 
葉の 末から、 それなら ば此 時局の 影 ■に 關 して •地 
方税の 制限を 擴 張して 增徵 をす ると 云 ふことは、 甚 
しき 間違で ないかと 言へぱ 、大藏 大臣が 昨日 貴族院 
に 於て 述べた が、 昨年 中會 社の 拂込 をした 金額は 何 
億 何千 萬圓 、今年は 何 億 何千 萬圓 、日本は 成金に な 
りました ので ござる と、 斯様に 答 辯して ござる ので 
あります、 質問に 依て 說 明を 異にして 居る と 云 ふが 
如き、 中 橋 文相の 答 辯に {X 深く It きを 置き ませぬ け 
れ ども、 唯々 政 友會の 諸君が です‘ 斯樣に 三分の 一 
以上を 世界の 各國が 基礎 敎 育に 支出して 居る， 町村 
S に 許り 依て 居る 國と云 ふ ものは， 111 界谷 國 何れに 
も 無い ので ある、 國家ほ 多額の 金を 支出せ ょと 云 ふ 
議論を 致して 置きながら、 今年は 却つ て 地方税を 增 
徵 して、 國 家が 支出すべき 金を 郡 村費に 轉嫁 して、 
而 L て 漫然と して 之を® んで 居る と 云 ふのは •何等 
の 變說改 論 だ、 (拍手 起る〕 斯樣な 事を して 居る と 
云 ふことは 、現内閣 即ち 敎 育に 對 する 方針は， 基礎 
敎育か ら大 學の敎 育までを 通じて、 如何なる 方針を 
以て 敎育を 振興させる かと 云 ふ W の 方針が 一つ も定 
つて 居らぬ ので ある (「ひや <」 「君の 演說の 方 
針が 定まらぬ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) 原苜 相は 各 
處の 演說に 於て、 吾々 は 從來 執り 來つた 方針に 依つ 
て敎 育の 擴 張を 圖 るので あると 說 明して 居る、 之を 
四 大政 綱の 一つと して 居る と 云 ふこと であり ますけ 
れども •從來 執り 来つ た 方針は 如何なる もの だ、 唯 
々高等 敎育 _關 たけを 捲へ て 其 他の 中等 敎育 初等 敎 
育の 事を 質問して 說明を 求む れぱ •唯々 考蹬屮 と 云 
ふ 考慮 中と 言 ふのは 即ち 政綱の 一策で あるとは 是亦 
奇妙な 政綱の 一つと 言は なければ ならぬ ので ある， 
(「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 併ながら 唯々 言葉— 
敎 育の 撋張と 云 ふ 何人も 反對 せざる 言葉を 藉 りて 吾 
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々の 方針と する • 政_ とすると 言 ふので あつて、 何 
等 一 ® 6 敎 W に 封す る 方針の 定つた る ものが 無い と 云 
ふこと を白狀 致して K る ものと 申して 差 支ない と M 
ひます C 拍手 起る、 I 饺成 か反對 かどつ ちか. I と 呼 
ふ 者 あり) 木 M 等 ほ 已む を ^ ず I 時 的 (「巳む を 3 £ 
ず とほ 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 一時的の 事柄と して… 
〔「何を 言つ て 居る の だ」 「反 35 なら 反釾で 堂 
々とやれ j  f 何が何だか 薩張 分らぬ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 

0 議長 ( 大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇大 津淳 一郎 お 资 成 致す衮 であります、 0 は 吾々 
ほ 此 本案は 否決 致したい と 云 ふ 希 轺を 持つ て 思り ま 
した、 併ながら 早 や 旣に豫 算案を 通過した る 今日、 

(「早 や 旣に どぅした」 と 呼 ふ 者 あり) 豫算案 を 通 

過した る 今日 此 案を 否決して、 而 して 政府に 此案に 

代るべき 國 確 の 支 m を耍 求す ると 云 ふが 如きは •餘 

り 苛酷に 失する ものであるが 故に、 全く 一時的の も 

のとして、 巳む を m ず 本案に 齊 成す る 者で あつて、 

(「巳む を 得ず とは 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 政府は 速 

に此 一時的％ 徴と云 ふこと を 御 JI: めに して當 然國家 

が 支出すべき 世 界の 大勢に 依り-我 國の 輿論に 依つ 

て •而し て 基礎 敎 育に 向つて •二 千 萬圓は 勿論の こ 

と， 是は旣 定の金 額で ある •其 以上の 支出を し、 併 

せて 中等 敎 育に 向 つても， 亦國 家が 要求す る 所の 敎 

育で あるが 故に •之に 向つても 亦國 家が 支出す ると 

一 K ふことは 當然の 事と して、 政府 {3: 此方 針に 依り • 

高等教育 機關は 、早 や 旣に 今度の 計畫に 依つて， 是 

以上 私 學 を® 迫せ ず、 成べ く 私學に 依つ て而 して 高 

等の 敎育は 課すべき もの、 國费を 以て 而 して 高等の 

敎育は ■總て 宵 學の 方針に 依る と 云 ふことは 以前！ I 

逸の 敎 育を： a 似た る もので あつて、 今日 世界 何れの 

國 にしても、 左樣な 計 ffi を 立て 1 PT る もの も 無い の 

であります、 吾々 本案に 對し ては 否決したい 無論 精 

神で あるが、 之を 否決して •其 代りに 國 庫の 支出を 

せょ と 言 ひましたなら ば. 旣に豫 算案を 通過した る 

今日， 财政 計 ffi の 上に 於て、 雖きを 現内閣に 責 むる 

4 ので あつて、 一面 之を 止める と 2C ふこと も-亦 實 

際 地方の 狀况に 於て 苦しき 事情が あるが 故に >  已む 

を 得ざる 所よ りして 之を 一時 賛成を 致して、 後年 度 

に 於て 確 的なる 敎 育の 方針を 立て、、 _會 に 臨まれ 

ん ことを 髅 吿 致して 置く ものであります。 

0 岩 崎 動 君 議長。 


〇譃長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 ®J 封。 

〇岩埼 劻冇 本案、 即ち 日程 第三に 封して if  S 34 -S 
の 順序を 省略して、 委員# 報 佐に 對し •燹 否の 採決 
をせられ ん 事を 望みます。 

〔 I 賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 證會の 順序 
を 省略 致します、 委員長 報告に 賛成の 諸君の 起立を 
求めます。 

起立 金員 

0 議長 (大岡 育造 君： >  滿 場 一致 —— 可決。 

0 高見 之 通 君 議長 U 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 高見 君 何です か。 

0 高見 之 通君顏 事の 進行に 就て 發言を 求めます。 
0_ 長 (大岡 育造 君 d 許 HJ 致します。 

一高 見 之 通 君 登壇〕 

0 高見 之 通 君 諸君、 私は _ 事の 進行に 就て 發言を 
求めました が、 總て 議會の 議事の 討論の 精神と 云 ふ 
ものは •はつき り 明確で なければ ならない と 云 ふ 事 
を 確信 致します、 總て 討論が 賛否 何れの 間に 在る か 
不明で. あると 云 ふことは、 懿會 政治の 墮落を 招く も 
のでは ないかと 私は 考へ ます、 今日 立憲 政體が 非常 
なる 勢力を 以て、 專制 政治と 云 ふ ものを 排斥す るの 
ほ 何で あるかと 云 ふと ■專制 政治は 闇黑 政治で ある 
不得要領の 政治で ある、 公の 前では つきり 賛否を 論 
じて-さう して 多 數に依 つて 決する と 云 ふこと で、 
公明正大なる ものが 立憲政治の 特徵で あります >  是 

が 議事の 上に 於て •其 賛否が 分らぬ 議論を 弄ぶ と 云 

ふことは、 言ひ換 へれば 立憲政治を 墮落 させる もの 

であると 思 ひます、 私は 今後 勘の 如き 事の ないやう 

に 特に 御吿 して 置きます - 瞥吿 して 置きます、 そ 

れから 私は 尙ほ もう 一つ 誡に殘 念に 堪へざ る 事が あ 

ります、 それは 其 處に御 在で になる 三 木 君と 議長と 

の 間に、 過般 大藏 大臣に 對 する 誹 毁とか 色々 の 問題 

になつ て 取消に なりました、 去りながら 其 時に 誰 方 

であつ たか 知らない けれども、 吾々 同僚 三百 八十 有 

餘名の 面前で、 傍聽が 二 千 人 も 居る、 そこで 何人が 

此問 題に 就て、 自分が wf の 如き ことを 言うた 言うた 

者は 我で あると 云 ふ 事が そこに 現れず して、 其 儘に 

幸 ひ 二三の 人の 誤解 取消の 蔭に 隱れて 自己の 行動を 


其 ffi 湮滅 •させて 喜んで る •斯の 如き 行動は 如何に 
- -1- らしくない 女々 しい  >  故に 私は 二月 十一 日〇 
靑 山に 於け る 其 咔の葚 會の 席上で、 原 £9 理大臣 及 « 
衆 兩 院の諉 長が •今日まで 何等の 爭な く、 立懣 政 §2 
が 三十 年間 行は れた のは 誠に 芽出度い、 海を 越えて 
彼方に It 悲風慘 澹たる 事が あるに も 拘らず 、此 和氣 
S3 々たる 三十 年の 憲法 紀念と 云 ふことの 此 席上 if 
誠に S ばし いと 言 ほれた が、 私は 衷心 之を 祝福 致し 
ました、 それ ほ 何で あるかと 云へ ば C 「それが 議事 
の 進 一事 か」 と 呼 ふ 者 あり〕 御 互に 顷民が 敵に なつて 
も 味方に なつても 嘘は 吐かない、 御 互に 了解を して 
居る と 云 ふ、 日本人の 特性の 然 らしむ る もので あり 
ます、 それが 數千の 眼の 前に 公々 然と 隱れて 喜ぶ と 
云 ふやうな 卑劣な 行動を して、 それで 得々 とすると 
云 ふやうな 事では •今後 幾年の 後に 於て •過般 祝福 
したやうな 憲法の 祝宴と 云 ふ ものが、 ill 來な いこと 
になる かも 知れぬ と 思 ひます、 それ故に 願く ! i 過去 
の 事は 申し ませぬ が、 今後 御 互に 明に やる、 公明 正 
大にや ると 云 ふ 事に して* ひたい、 是が 議事 進行の 
問題で ある •斯の 如く 惡い 方法に 依つて 取扱は れ、 
又 不得要領に 肢扱ほ れ 、隱れ て やる と 云 ふやうな 唁 
黑に 取扱は れたな らぱ誃 事 精神が 滅却す るので ない 
か、 其 滅却す るが 爲 めに ¢8 に 課 1JJ をして 立派に やら 
せる ことが、 即ち 騎會 政治の 根本で ありま 1- から、 
特に 之を. 響吿 する のであります d 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第 四に 移ります •決を 探 
る 前に 尙ほ 通告が あります •賛成の 通告であります 
—— 励 口秀雄 君。 

〔熥 P 秀雄君 登壇〕 

0 樋 口 秀雄君 私は 此の 法律案には 资 成を 表して 居 
る 者であります、 殊に 其 目的から 申しまして、 事萵 
等敎 育機關 の增設 を 1. て" 多 1C の 入學を 希圍 して 居 
ります る學生 の耍 求に腮 ずると 云 ふこと-並に 時勢 
の 進 運に 伴うて 最高 學府を 多く 致しまして、 科學並 
に 其 他の 文化に 於て、 貢 if: する 所の 多 からん とする 
0 的に 對 して、 賛成を 致す のであります ，併しな が 
ら 此の 案に 對 して、 全然 鵜吞 的に 賛成を 表した 次第 
ではない、 先刻 三 土 委員長から も 報告が ありました 
其 際 多少の 希望條 件 等を 附し たのでは ありませ ぬが 
筘 韹の 意味の 御 陳述が 谷 派から 出た ことは、 旣に御 
報告に なつて 居ります 然るに 其 報告の 中に 少しく 落 


_ 二 8  _ 

ちて rr る點が あ 〇は しない か、 S U 長は 砼 o -iu 耍な 
る 意味を 以て 〇 希留に 非ず として、® 閑却に なつた 
のか も 知れ ませぬ が、 掏り 本 n  の 
Is 君から 出ました 希望 屮 に、 llt -'l-. 、j li: 省， V :: . 
过行の结果高等敎靑睹關を咐設されまするに付て政 
府に 飽くまで も 御 注愆 を漭む 所が ^ 〇、 又 只 fe n Jt- 
案に 對する 質問 應 答 の 中に 言明せられ ました 言？ U を 
國民の 前に 述べて、 さう して 其 a 行に W て 十分 吾々 
の 趣旨を fa la して 戴きたい と 思 ふので ある，， 第一の 
點 ほ 旣 に大津 君が 論及 致しました から • 於〇 詳しく 
ほ 述べ ませぬ、 即ち 此敎 育握關 の 松 設と云 ふ , J1: は M 
だ 結構なる 事で、 私共は 明に效 成 致します るが、 是 
と InJ 時に 其 基礎た るべき 中等 敎 育-並に 初等 敎育の 
完成と 云 ふ 事に 向つ て も •政府 13: 少 くと も • 此 案に 
努力 せらる、 と同樣 の 熟 心を 以て 御經營 を朗 ひたい 
斯う 云 ふ 希望を 申 述べた 所が 常時 文 til の 答 辯の 中に 
も •政府に 於ても 此點に 就て は 考瓰 しつ、 あると 云 
ふ 一言が あつた、 近頃は 政府の 閣員 諸 ; ff ほ ■頻りに 
考憩屮 と 云 ふこと で 御 答 辯になります るが、 此御考 
■中は 必ずや fif a! させて 戴きたい ものであると 云 ふ 
こと も、 希望の 一つと して 述べて fa きたいので ある 
父 學 校の 增設設 №1 だけを 致します るのは、 是は 外形 
上の B; 興でありまして、 內 面の 敎育内 容の改 ® には 
餘〇 影響は 無い、 そこで 高等 敎育は 勿論、 中等 敎育 
並に 普通 敎 育に 對 しましても 現在の 制度の 上に 於て 
多大の 改 1? を耍 すべき ものが ある、 即ち 單り形 穴の 
みならず して 內容に 就ての 改善を B1 ひたいと 云 ふ 希 
望を 述べました 所が， 是も考 献屮 で & る さう である 
此責任 ある 國務 大臣の 考撖屮 と 云 ふ 言 H に te つて， 
吾々 は飽 まで 現 政府が 此 S に對 して 更に 歩を 進めて 
著々 實 行せられ ん ことを 希 菌す るので あります •第 
二は 此 高等 敎育機 關の增 設に耍 します る财洳 に 付て 
少しく 遣憾の M が ある 即ち 本案に 依ります れば 、是 
は 借入金であります、 借金を して 敎育 をさせる と 云 
ふ 斯う 宏 ふ 案であります‘ 此財源 に 付て ほ 他に 政府 
は —— 考證 好きなる 政府は、 他に 名案を 御 持に なら 
ぬ ことかと 云ふ斟 を 反問 致しました 所が、 今の 財政 
の 狀况に 於て は 他に 仕方がない から、 此 借金 —— 借 
入金 等の 形式を 執つ たので あると 云 ふ 御 答 辯で ある 
左 すれば 政府に 於ても、 此 借入金 政策を 以て® 校の 
經營 をす る、 高等 敎育 機關の 完成を すると 云 ふ 叫は 
本来の 趣旨では ないやう である， 已 むを 得ぬ から 一 
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の 四 同の 設同 難事に の 金 云 所 人 方 金 明 まるは 云を の •希 方す 借 政 吾す 執 於ぶ あがなに 基は のか 時 
三千 時琳備 じ 有に 御 商に ふ がに 法のに し 意 ざ ふ 高事圉 面る 入の々 れつき のり m い 此金何 綷委此 
千 四に ほの くき te 下等な 總 導を一 是た 味る 事 等で しか 事 金 餘はぱ たまは また か 敎の故 營员形 
四 w 此敢無 之 御つ 賜敎つ 額 回へ 以 部は 所を 所は 敎 あてらのを 裕敢 、とし 、せ 、 、育 一に 、屮式 
w 五の ていに 下 て 金 育たの 此る てを 御の 持で •育り 匮 w な 成を て此 云て 今 う 之 何 _ 部此敎 のを 
五十 政 深の 對賜 知を 機 か 中 御の 、稂下 御ち あ 吾 _ ま く 源い べ生與 借ふ最 にけ に 故 關を借 育 | 執 
十五 府く をす 命つ 賜 關迟に 下が 何 立 賜 下畏り 々關 すのに やく じ 議人こ 良 於れ 對 此の 割 入 _  1 ら 
五 萬の 言 私る をて つに に 打 賜 、時つ 金 賜く 1 ® の 、で 付う 少 、は 金と でて どす 方 s い金關 或れ 
萬 _ 今 及 共 •飽 はた 於 分 込 金最 まてに 金 もす 民撾畏 あてに く 若 申を でな 最も る 法め ての の 派た 
圓の 回す ほ 肝 ま 居と てらん ほ 良で 、依は  、が 張 多り も 、しくし 以 あい 上 •當 をに 之 方 經のも 
は 中の る ifl 銘 でり 云 もな で ’のも 永つ •上然 深と くま 、此 ては まてる との 政局 執 借に 法 營委の 
借 、計 こ憾の 後 まふ 、いし 總方 •遠た 吾 御る く 云 もす一 完 、他せ 經 、考 法府 のら 入 廻を | 員と 
入 -- 带 とと 念ます 事 吾 、ま 計 法 御の 所々一 に 聖ふ今 、段 成斯 にぬ 營已 へでの 御な 金す 執 1 の 思 
金 千を をす をで が ほ々 新つ 四で 下 事の の 人 御 傲事囬 第の のの 名が をむ たな 意 答 かを こら 新 諸 ふ 
で 萬 見好る 深丨 *  、はに て 千な 賜 業 經考の 下にに一 三 御上 如 案 、進を がい 見 辯つ すと ず設 君、 

あ _ まみ 、か！ 其御舉 m ど 四 い 金に 煢を聖 賜 對付千 は考 まきが 政め 得 故とは はたる を しとの 誰 
る ほす ま 併ら 後 御 下校 設の百 かの 供で 以意金 して 萬 御 ■で爲 出府る ざに 考此 、か必 すて 云 中 方 
か 御る せし しの 下賜が さ 部- Vf； と _ す あてを のて 下圓 下あ丨 めた にの る 、へ 減 そと 要れ ，ふに で 
と 下と ぬ 此む學 賜金％ れ分十 私有べ る し以如 肝し の 賜ら 1 に 時 於 も事鸦 る 積れ 云は ぱ例 がは あ 
申 賜 云が 御る 生 金の 設 まが 五 共 さき •まてき 銘賜 御金ん 尙借 にて •とく  、基 も ふな •へ 如、 0 
す 金 ふ 、下 やを の あの し 御 萬は をが 或す 賜 K 措つ 手の こ ほ 入は 更一 致此時 金一 御い 强ぱ き此ま 
と 1 と是 賜う し 丨つ爲 た 下 圓思後 如 はれは 大 くた 許 用と 他 金  'に 時し 法 鹋に法 質で て 減 事學し 
云 他 ，と金な て 1 ため 所 賜と ふの き 其 ばり な 能と 金途 をのを 此 財は まを に 及で 問 は 新 債に 校た 

雖 例に ま 政 寄し し 附で大 僅 二ら 圓を ぱの附 にと 其に ぱ 備從 問圓か 明かる が 設は今 し 表過ぱ るふ 
もがし せ府附 いて 金 粟桢に 千ぬ の肢 •寄金 二 、位 仰 七 費 前にのと かと • 、置な 回た さぎ 是 のと 
、無て うはに ハ 、のの 張 一 五と 中ら 二 附を三 其に ぐ 十な の 答 寄 思な 云然 若に いは とれ なれで、 
此 き 、 、成 ft  ^ 最み 功が 千 百 私 •れ三 金受決 文し や 萬ら 如へ 附 ふる ふらし 到 、强 こたいは あ 形 
學に三 併 程て 最良に 名 出 萬 蓖共殆 た 略で け定 相て う圆 ばく ら 金と 算こぱ 富す 前 制ろ •か 恐る は 
校し 地な 寄特 良の 依で 來圓圓 思 ど 、々豫 らしの 尙 にを •全れ と 云 當と其 裂る 内す が 乃と くけ 借 
の も 方が 附 に々 もつ ある 內の ふ二此 決算れ ま 言 且御取 四 部た 言 ふ ほを 寄 等 費閣る 、ち 云 ほれ 入 
設 あからを 政々 のて りと 外 寄 、千 勢定 さてし 明一 答る 十を るは 、付 申附の 用が の 文 私 ふ 其 ど 金 
立ら ら 先せ 府1- で やま 云の 附 し 五を され 居た か 千 辯と 溪 収 所れ 斯か し 額 寄を 試で 部 かやの もで 
をず 寄 年よ にと あるす ふ 金 金 ま 百以れ てる 或 確 萬が 云 同ら とた うぬ まは 附地 みは 大 らう 三 * あ 
大 、附 もと 御 呼る とる 政で がす 萬て ま ^  * るか 圓あふ をず 綜言 K がし 、が 方た な臣 文な 分 政つ 

旱政金 司 言 注 ふか s が府 、ある _ しし 一三 地で でり 風 取し 合 葉 ふ 一た 總 あかるい の 部 この 府て 
の府高 法つ 意 者 否 ふ 、か此 つと 位 また 千分 方 あ あまにる てし に 御 千と 計れら が 、御大と一 の | 
雲は の當 てを あか 案 斯ら大 、た 御の す 地 萬の 等る りしし •  •て 依 話 萬 こど ぱ寄如 全 答 臣を位 期 1 
霓强 競局强 望り とがの 言 擴と下 寄れ 方 w 二に とまた て 百 例 見 〇 で圓 ろの 喜 附く部 辯に 、に 待 萬 
のて 爭が 請み り云敎 如は 張 し賜附 ばに あ 若 於 致す か 、萬へ まま あ 位が 位ん を 全のに 對文過 さ-- 
如 之を 、はたの ふ 育き し | ま 金 金 三 於る くて しるら 一圓 ばす しつの  'ので 迫 部 寄は し 相 ぎれ の 
くを さ控 さいみ 事擴 事む 1 すの が 千て ベは はまと 、部の 七る てた 寄 今御受 るの 附 ，ての ざる 時 
希强 し訴れ 事な に 張を れ敎れ --出 四 全き 二 、す 致 若だ設 十と 、 、附の 見け の 、を 先 質 御る がに 
圉 耍た院 ぬがら 付 の 果ぱ育 ば 千 來百部 も 分 全る ししけ 備萬云 其其 金と 込る で 敎収づ 間口 借、 は 
しせ やを であず て 方し 、機 、萬る 五の のの 部と ま 果寄費 圓ふ他 一 ほこでの は 育る 铬致か 入 如 借 
てず う賣 ある 、疑 法て 濡關跡 圓か十 寄な 一の 、す 乙附 なのとの 千 あろ あで な 機の 附 しら 金く 入 
居と な 物り 、此 はと 寄 手のは に 知 萬附ら 位寄 旣 るて 金ら 設 、質 萬る でる あい 關 でを ま 發 にんれ 

第 

讀 

會 

の 

織 

學私 てを 米 居 高せ い 以事高 日 希應ら 形と まるる 年 まな 擴入其 成對ら 如つ まの ひてば 受も算 成り 
校 立し 望國る 等し 、てを 等 進 望せば 勢 言 だ 者 中 のしい 張 學擴程 すん きたす 負 此寄斯 け •段べ ま 
の學 てむ の *敎 め 然し 合敎月 者ら 是 をは 足が 學 年て はい 者 張 二る こ 迷 事 、擔 設附 くた 文を くす 
補 校は け 如是 育 、ら てせ 育步 にる だ 見 ぬら 次 生 月 も宜 あのを 十 態と 惑を 此に 置を し 例 相 致 多る 
肋の * れ きは 機 之 ばは まを 敎對 、ける がぬ 第 •を 、しる 數な九 度を を •點苦 場 致て が 御し く 地 
完發希 ど 私 中 關に之 、す受 育し やの、 •のに 其耍尙 いもと さ 校で 希受飽 にし 所す 新 あ 答 ’の方 
成 達 望 も 人橋擴 依を 十る け界て ど擴更 先で 多 中す ほ  '  の 云る の あ 望け ま 就 まの がに る 辯 假寄民 
とを は 、の 文 張つ 補 分 とんの 二 う 張に づあ く かる 此宜 とふ 時 新 〇 す ざで て し 競如租 との 令附か 
云 圖出日 寄 相の て ふ 民 1 と 進 萬 かを 考是 るなら •完し 看 もに 設 まるら も 政む 银き税 云中縣 金ら 
ふり 来 本 附は方 官に間 到す 步 をはし へで 、つ 高 其 成い 做の 、其す 譯 •し 国府る よ 弊を ふの のを 申 
事た な 在に M 法 私は の 底る の收疑 まや 宜 政た 等 時 致が しを 政 他 、でむ くは K  0 害赋 や一 租 出し 
、いい 來 成々 と兩 、需官 志狀容 がしう し 府時學 にし 、て 依 府多此 ある 守® がしは 課う つ稅 しま 
U  、がの り 米し 柃私 要設留 態す あてと い自に 校な ま假 居然は 大 案る やら 員な て 無しな にに たす 
學斯 、慣ま 國て相 立に 髙者 •るる も 云 、身は へつ す 令ら 七 昨のに •うれ 會き 、いて一 は 依 いれ 
のう 其 習す の最 俟學應 等の 及と 8  、ふ 七で 、のて る是な 千年 擗依 第に て 其に 谷と 縣言 、ると ば 
振 云 他 •る 例 善つ 校ず 學數進 云 而七御 八 も 是入年 まだい 人 ま 張り 四、 、他 あ 府致说 も 縣寄云 * 
興 ふの 財 私を のて をる 校の 步ふ已 八 答 年 是だ學 々でけ 、とでが まに 十 地に ら縣 しを あの 附ふ勢 
とこ 方界立 W 方 進 補 こ の增に 案な 年 辯 やで けを 歳に の 看 積の あすは 分 方 於ず を ま 蘇つ 財は 爲 ひ 
云と 法の 大か法 む 助と 擴加伴 をら 後が つ 十の 志々 、擴 做つ 私り る 私のを て やし しり た 產受め 競 
ふでを 狀學れ とこ しが 張 •ひ以 ずの あて 分設 Eg に 事 張して 立 まと 立 御し 御と てて、 ，のけに 爭 
事 此執况 のま 信と •出の 是 まて 五 形る 今で 脯 し％  a をて * 琛 す云學 注て 答 思  'も 之 左 寄ず 、し 
に 私つ を咁 しじが 完來み 等す 、萬 勢 •後 あで ま 加 七 致居更 校る ふ 校意斯 暴は 過 m こす 附と 無て 
御 立て 以加 たて •成な をのる 此のに 然 のる ほす す 八 しらに のがと にあの あれ 大勢 依れを 雖理， 

〇 

〇  委且改 J1. 歳を 〇 し會〇  ま 〇 をを 〇  くれと も 高 も陷る 制际相 出 十る の 政る 早 中 こ 願て 中 同 

議  員つ 正つ 出提岩 まの 議  せ 議望省 岩 希て 同滿等 此が實 限く 違し 二の 事府 者くな とく  > か 情 

長 一の 之 法 之總出 崎す 順 長 P ぬ 長み 略 崎 望 、時 腔敎案 あ行擴 正な た 日で をに で 私る がぱ 國 知の 
if 選を 律を 豫致勸 u 序 ¢5 か； ま し勵し 一にの 育 無つ 方 張 直い 案の あ 綜希あ 阐考唯 文 家れ あ 
益 兹擧辭 案 密算し 君  を命蠢 。裔 すて 君て 日 如 同 機き て 法の なが 即委 0 合 ■〇奬 ■々相の まる 

S  f を® の 議追ま  省 i 男  _  。 委  置 も 上意 關に 、にみ る ，ち 員 ましす ま f 勉病 のか 恩せ 點 

•I  7 行し 第し 加す 此  略裒 f  总  員 本き 早 述を咁 如 謂 至で 吿 極地 會 せて るすのを 空議典 ぬは 

碧 il は、一. 案. 時  し 岩と  罢  長 案 まくべ 表設 かは つな 白く 方に ぬ 見所 .途 成理 員に $ 見 

ち S れ引讀 次を 即議  て 弓と  S  報 •す此 ましの ずぱ ていが 是税 於が まは 此 にべ 空の 浴  受 

^ ん鱭會 に 顧ち 事  、 呼  吿即ハ 事して 爲 、姑 も •あで 制き 、し以 案 就く 言質す 未け 

御 f こきを 政 題玆日  可 御 ふ  岩  のち 拍 のた 賛め必 息 ’此 つや 限 ま 率て 上に か 早で 問べ だら 

異とと 其開府 とに 程  決異者  崎  通 日 手實種 成に 耍の以 のた る 擴し直 、の 對れ くな に 氧搜れ 

議 とを 議 き提爲 第の  確議あ  君  り 程 起 現々 致は に 案 上 高 •、よ 張て な必四 しん 快く 答 設等ま 

は 呼 望 案  し二變  定がり  の  可の るに のす 、迫で 申 等 其り の 、るず 點 てこ 復 ’へ備 具し 

あ ふみの 政 衆 委號更  しな ^  動  決 第 ^ 努 希の 吾つ あ 述諸姑 仕案實 床しで 賛 とさ 成て が體た 

り 者 ま辭府 議員 、に  たけ  議  磘四  め 望で々 てるべ 學息 方は の 次 も あ 成 をれ ベ 1 實 的が 

まあす 査の 院長 大關  るれ  に  定は  らを あは 居が た 校な が * 所 内政り す 私 まく 私行に， 

せり。 を 說議の 正す  こば  、 せ、 れ 政り 其り、 如の るな 姑 自務府 まるは し連學 さ私是 

ぬ U  付 明 員 報 八る  と 、  御  ら讀  ん府ま 方 ま 姑き 咐 案い 息 分 大當 すと 深て に 獎れ兹 も 

か  託を 選 吿年緊  を 本  異  れ會  こがす 法す 息幾設 はとの の臣 局が 同く  '所 勵 て學例 

す 求 擧を度 急  宣案  議  んの  と容 がは かた 多に 地 云 案 方が を 、時 希 一 調と 居 校の 

ベめ 法 求 歳 動  吿は  あ  こ 順  をれ •孰ら りの 關方 ふに で v 責是に 銷日考 云な を考 

御  き， 中め 入議  致讀  り  と 序  深ら 是れ 、と 缺す税 、は提 二め 等* す も瞭 ふいし 遨 

院萡衆 f? 運 国 帝 回 一十 四 第 


豫览案 大正 八 年度 庚 入歲 ms's 览追加 案 (：第 二號 _/ 1 衆 運 院遘 員 選 舉法中 改正 法律案 第 I 讀會 


異箨な しと M めます、 裸 ^ ®  0 :長资 蔑 ai 次 君' 

第二 號 、大正 八 年度 歳入歳出 總抟览 追加 案 
〔爾藤 珪次君 登 ^ ： | 

〔拍手 起る〕 

015 藤珪次 君 第二 號 、大正 八 年度 歳入歳出 總豫筘 
追加、 之を 裸 3?: 委 员 會に 於き まして SI 了 致しました 
る點を 御 報告 致します る 本案 {X 唯今 議決に なり まし 
たる 第 四の 日程、 即ち 高等 諸學 校の 設榀 に關 する 法 
律 案と 關聯を 致して 居る のであります， 即ち 彼の 案 
は 此 追加 豫览の 財源を 作るべく， 公 fu: 若く は 借入金 
を爲す ことの (fa 能を 與 へらる、 法律案でありまして 
加 ふるに 一而 御 下賜 金の 一千茁 圓を 加へ て、 此 追加 
豫览の 財源と 致して 居る のであります、 それ故に 本 
案 (3: 大正 八 年度に 於て 嬰 求す る 所の もの ほ、 二 百 九 

十八 萬 餘_で ございます るが、 續 いて 大正 十三 年度 

まで 六 年間の 繼續事 i; と 致して、 乙號籤 案 も 提出 致 

されて 居る のであります、 即ち 乙號_ 案が 合計 四千 

四百： 5rr 十三 萬 四百 二十 圓で ありまして、 其 項目 等は 

之を 略します るが、 之が 六 年間に 支出を される ので 

あります、 而して 金額 ほ 斯の 如くで ございまして* 

本案に對しましてほ、總理大臣、大藏大臣、文部大 

臣に對 して、 都合 三日間の 質問 も ございました、 併 

しながら 歸 する 所の もの ほ、 先刻 三 土忠造 君委負 長 

として •前の 案に 付ての 說明を 致された 時に、 陳述 

致された る 事と 大膛に 於て 變り がない のであります 

之を 私 今更 繰 返す の必耍 はなから ぅと 存じます る、 

唯々 一言 以て 之を蔽 ふて跋 きま すれば* 借入金を 爲 

し、 公 K を 以て 此學 校の 設備を 爲すと 云 ふことは、 

甚だ 不都合で あると 云 ふ 質問に 封して、 是は 一時的 

の ものである、 即ち 學校將 来の m 久 的の 經费 であれ 

ば、 是ほ公 依 借入金で 出来ぬ けれども、 今のは 全く 

設龆で あります から、 設備で あるが 故に、 六 年間に 

唯々 一時に 使 ふだけ の ものであるから、 是ほ公 ffi 借 

入金を 以て 爲すも 何等 差 支がない と 云 ふこと ほ •政 

府の 明言して 居る 事で ございまして、 是は 一言 附加 

へて 置く のであります、 而して 之を 議 します るに 當 

りまして 討論に 移ります ると、 各派 共 少しも 異存は 

•こざい ませぬ 大體に 於て 皆な 之を 賛成 致した ので あ 

ります、 尙ほ 之に a しまして 林 毅陸 君より、 希望と 

して 附帶 決識を 提出 致されて 居ります、 其 決議の 要 

旨は、 高等 學 校の 敎官 養成と しては、 大 學の學 生を 

以て 之に 充 つると 云 ふこと が 骨子で あるが 併ながら 


此多股 の敎官 を蓥 成し 又 幾多の 敎師 を蔻 成す るに 當 
つてほ，單り大學のみに法賴せず，彼の高等師範の 
如き、 若く 13: 高等 商業の 如き， 或 {3; 高等 工業の 如き 
是 等の 設備に 封して 相 當の 事を 致して、 是 等ょり 補 
足す るも宜 からう、 又 各 私立 大學其 他の 私立の 學校 
に 於け る 秀才 {X 之を 用 ゐて此 高等 學校 の敎 員に 充當 
する も 可な りで あらう、 故に 斯の如 き 者を 用ゐら る 
る ことを 望む と 云 ふことの 趣旨ょり、 其 文案に 依つ 
て 現れました る 所の ものは r 高等 學校 の吩 設擴 張に 
伴 ふ敎宮 の 養成に 關 しては 帝 國大學 の外尙 他の is 當 
なる 機關を 利用せられ んこ とを 菌む」 斯樣な 附帶決 
_ を 致しました、 之に 對 しては 文部大臣 も 至極 御 同 
意であつて •決して 大學 のみに 依らず、 他の 高等な 
る楗關 に 依つ て、 即ち 唯今 申した 如き 機 關に對 して 
も •總て 之に 依る ことに 致さう と 云 ふこと を 言明 致 
されて， さう して 是が 通過 致しました， 故に 本案に 
對 しまして I 尙ほ 一寸 落ちました が、 其 他 二三、 
岡 人と して 希望 條件 がご ざいました が、 併し 是は一 — 
土 君から も 申された 如く、 官立の 爲 めに 私立を 害せ 
ざる やう、 此 高等 敎育が 出来た からと 云つ て、 一方 
中等 敎 育を 忽せ にして ほなら ない •中等教育の 內容 
を 改善し、 又 私立を _迫せ ざると 云 ふ —— 壓 迫せ ざ 
るの みならず、 益々 發 達に 資する 途を 講じて 欲しい 
と 云 ふことの 希望であります、 總て此 趣旨に 於て、 
原案は 全會 一致を 以て 之を 認め、 尙ほ 此附帶 決議 も 
全會 一致を 以て 決議 致した 次第であります、 右の 趣 
旨に 依り 原案 金 部全會 一致を 以て 決定 致しました、 
此段 御報吿 致します (拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案は 委員長 報吿の 通り 可決 確定せ ら 
れんこと を菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 委員長 報告 通り 御 異議 ありま 

せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長 報吿 通り 可決 確定した 

る ことを 宣吿 致します、 次に 衆議院議員 選擧 法中改 

正 法律案を 議題と 致します —— 床 次內務 大臣。 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 (政府 提 

出〕  第 i 會 

衆 _院 議員 選 擧法中 改正 法律案 

衆議院 ■員 選 擧法中 左/通 改正 ス 

第三 條中 「町村 ノ 事務 ノ 全部」 ノ下 -I  r 又 ハ 役場 

事務」 ヲ加フ 


第 五條 削除 

第 六條郡 市長 ハ 選 擧長 トナ リ 11 擧畲- 1 關スル 事 
務ヲ擔 任 N、 

一 蓮舉 M 數郡 市 — 涉ル トキ ハ na 方 長官 ハ 閱係 
郡 市長 ノ ー人ヲ シラ 選舉長 タラ シム ヘシ 
第八條 第二 號及 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

二 選擧 人名 翅調 製ノ期 日 迄引辍 キ滿六 箇月 以 
上 同一 選擧 M 內 — 件 所 ヲ有ス ル 者 
三 選擧 人名 顯調 製ノ期 日 迄 引續 キ滿 一年 以上 
直接 國銳 三圓 以上 ヮ納ム ル 者 
家督 相 續 -I 依 リ財產 V 取得 シタル 者-一 付 テ 
ハ 其/財 產 -I 付 被相績 人 ノ爲シ タル 納税 ヲ 
以テ 其ノ者 ノ爲シ タ >1- 納税 卜 看做ス 
第九條 中 「年限」 ヲ 「期間」- 一改ム 
第 十 一條 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

三 六年ノ 懲役 又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 11 處セ ラレ タ 
ル 者 

四 六 年 未滿ノ 懲役 又 ハ 禁錮 ノ刑 -1 處セラ レ 其 
ノ 執行 ヲ終 y 又 ハ 執行 ヲ受 クル コト ナキ -1 
至 ル 迄 ノ者 

第 十三 條第二 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

政府 — @ シ 請負 ヲ爲ス 者 及 其ノ支 配 人 又 ハ 主 卜 
シテ同 ーノ行 爲 ヲ爲ス 法人 ノ 無限責任 社員、 役 
員及茭 配 人 ハ 被 選擧權 ヲ有セ ス 
前項 ノ 役員ト ハ發起 人、 取締役、 監査役 及 之 二 
準ス ヘキ 者 並 淸算人 ヲ謂フ 
第 十八條 中 「生年 月」 ヲ 「生年月日 J  -1 改ム 
第三 十四 條中 「投票 纈-一 捺印シ 」 ヲ 削 ル 
第 四十 二條 投票 管理者 ハ ー名 又 ハ 數名ノ 投票 立 
會人卜 共-一町 村ノ 投票 區又ハ 郡卜合 セテ 選擧區 
ヲ爲ス 市ノ 投票 區 -1 於 テ ハ 投票 ノ 翌日 迄-一、 其 
ノ他ノ 投票 區- 1 於 テ ハ 投票 ノ當日 投票 函 、投票 
錄 及選擧 人名 蠲ヲ 選擧 長- 1 邊致 K へ シ 
第 四十 三條中 「開票」 ヲ r 選 擧會」 -I 改ム 
第 四十 四條中 「選擧 長-こ ヲ 「選 擧長 ヲ經テ 地方 
長官-一」- 1、 「選 擧長 ハ」 ヲ 「地方 長官 ハ」- 1 改 

ム 

第五 十條 但書 ヲ左 ノ如ク 改ム 

但シ 投票 管理者 ハ 投票所 ノ 秩序 ヲ 紊ルノ 虞ナシ 
卜認ム ル 場合 = 於 テ 投票 ヲ爲 サシ ム ルヲ妨 ケス 
第 六 章 選擧會 

第五 十 一條 選 擧會ハ 選擧 長ノ屬 スル 郡 市役所 又 


I  二 011 

ハ 地方 長官 ノ 許可 ヲ得テ 選堺長 / 指定 シタ ル甩 
所-一之 ヲ開ク 

第五 十二 條選轵 長 ハ雅 メ潠堺 &/榀 所 及 日時 ヲ 
吿示 K ヘシ 

第五 十三 晓地方 長官 ハ 各 選 培 M 内- |於ヶ >1- 遝墦 
人中 3 リ三名以上七名以下ノ選蝌立符 .\ ヲ逸任 
シ選 擧會 /期日 3 リ少クトモ三日前-1之ヲ本人 
二通 知シ 選擧會 參會セ シム ヘシ 
選 擧立會 入 ハ 正當ノ 事故 ナクシ テ其ノ 職ヲ 辭ス 
ル コト ヲ得ス 

第五十四條漥擧長ハ總テ/投票函ノ绘致ヲ受ヶ 
タル 日ノ 翌日 選 m # ヲ開キ 選擧立 會人立包/上 
投票 函ヲ 開 -- V- 投票 ノ總 數卜 投票 人 ノ總數 トヲ計 

算スへ シ 

第五 十五 勝 中 「開票 管理者」 ヲ 「選 擧 長」- 1 r 開 
票立會 A J ヲ r 選 擧立會 入 」 — 改ム 
第 . VI: 十六條 選 舉人ハ 其 ノ選擧 ir ノ參骰 ヲ求ム ル 

コト ヲ m 

第五 十七 勝 投票 ノ 効カ ハ 選 擧立會 人ノ意 見ヲ 11 
キ選擧 長之ヲ 決定 X 、 ヘシ 
第五 十八 條 — 左ノニ 號及 一項 ヲ加フ 
六 被 il 擧人ノ 氏名 ヲ 自書 セ サル モノ 
七 衆議院 親 員ノ職 -- 在 ; U 者ノ 氏名 ヲ記馘 シタ 
ル モノ 前項 第 七號ノ 規定 ハ 第 七十 四條又 ハ 第 七 
十八 條 / 規定- 1 依 ル 選 擧ノ 場合 M 限 リ之ヲ 適用 

ス 

第五 十九 條中 「開票 管理者」 ヲ 「選擧 長」 — 改ム 
第 六十 條選擧 長 ハ 選擧錄 ヲ作リ 選擧會 -1 關ス 
ル顚 末ヲ 記載 シ選擧 立 會人卜 共- i 名 シ投顯 錄 
卜併 セテ 議員 ノ任 期間 之ヲ 保存 スヘシ 
第 六十 一條 削除 

第 六十 二條中 「開票」 ヲ 「選 擧會」 -I 改ム 
第 六十 三條中 「開票所」 ヲ 「選 擧會 場」- 一改ム 
第 七 章 削除 
第 六十 四條 削除 
第 六十 五條 削除 
第 六十 六條 削除 . 

第 六十 七條 削除 
第 六十 八條 削除 
第 六十 九條 削除 

第 七十 條第二 項 乃至 第五 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

當選人 ヲ定ム ル- 1 當リ煜 票數同 シキ トキ ハ 年齡 


院議 衆會 漭阈帝 冋一 十四 第 


多キ济 ヲ取リ 年 齡モ亦 同 シキ トキ ハ 選擧會 -I 於 
テ 選擧長 抽籤シ テ 之 ヲ定ム 
選擧 訴訟 若ハ當 選 訴訟 ノ結 果更- 1 選擧ヲ 行フコ 
トナ クシ テ 當選人 ヲ定ム ヘキ 場合 二 於 テ ハ 選擧 
會ヲ開 キ之 ヲ定ム ヘシ 

當 選 人 常 選 ヲ辭シ タル トキ、 死亡者 ナル トキ 又 
ハ 撰 擧- 一關ス ル 犯罪-一依 リ刑 M 處セ ラレ 其ノ當 
選 無効 トナ リタ >1 トキ 其 ノ當選 人 第二 項ノ 規定 
H 依リ當 選 人 トナ リタ ル 者 ナル 場合-一 於 テ ハ 選 
舉 fr ヲ開キ 其 ノ 規定/適用 ヲ受 ケタ ル 他ノ煜 撰 
者-一就 キ當選 人 ヲ定ム へ シ 
前 二 項 ノ 場合- 1 於 テ ハ 第五 十 W 條第五 十 五條 第 
五十 七條 乃至 第五 十九 條ノ 規定 ヲ適用 セス 
第 七十 一條 當選 人定 マリ タル トキ ハ 選擧長 ハ 直 

二 當選 人-一 常 選 ノ旨ヲ 吿知シ 同時-一 當選 人ノ氏 

名、 得 顔 數及 選擧 人名 翊- 一 記載 セラ レ タル 者ノ 

總數其 ノ他潠 擧ノー ー末ヲ 地方 長官 -- 報告 ス ヘシ. 

當選 人ナキ トキ 又 ハ 常： ki 人誦 M  ノ定數 -1 達 セ サ 

ル トキ ハ 選 擧長ハ 直-一 其 ノ旨ヲ 地方 長官-一報 吿 

ス ; . 

第 七十 二 勝 •二 左ノ ー項 ヲ加フ 

選擧長 第一 項ノ 規定- 1 依 ル 屈 出ヲ受 ケタ ル トキ 

ハ 直 一一 其ノ旨 ヲ地方 長 , G* •一報 吿ス  <  シ 

第 七十 四條 左-一 拐 クル 事由 ノー- 1 該當 K ル 場合 

二於テハ更二潠舉ヲ行フコトナクシテ當選人ヲ 

定メ得 ル トキ 又 ハ 左- 1 揭クル 其 ノ他ノ 事由- |依 

リ若ハ 第 七十 八條第 四 項/規定-一依 リ選 舉ノ期 

日 ヲ吿示 シタルト キヲ 除クノ 外地 方 長官 ハ 選擧 

ノ期 Q ヲ定メ 預 メ 之ヲ齿 示シ更 -- 選 擧ヲ行 ハ シ 

ムへシ  • 

一 常 選 人ナキ トキ 又ハ當 選 人讅員 ノ定數 -一達 

セ サル トキ 

二 當選 人當選 ヲ辭シ タル トキ 又 ハ 死亡者 ナル 

トキ 

三 LSS 舉訴訟 若 ハ 常 選 訴訟 ノ 結果- 1 依 リ當潠 人 

ナキ ニ至リ 又ハ當 選 人 議員 ノ定數 一： 達 セ サ 

ル-一至 リタ ル トキ 

四當 選 人選 塚 M 關 スル 犯罪-一依 リ刑 M 處セラ 

レ 其 ノ當選 無効 トナ y タル トキ 

選擧 訴訟 若 ハ當潠 訴訟 ノ出訴 沏 間 ハ前孭 ノ 

規定- 一 佐 ル 選擧ヲ 行 フコ トヲ得 ス其ノ 出訴 

アリ タル 塌合 M 於 テ訴談 跽 龆中亦 同シ 

衆 謎 院議 S 選舉法 屮改正 法 津案第 一讀 會 


第 七十 八條 議員-一 闕員ヲ 生 シタルト キハ 內務大 
臣ハ 地方 長官- 1 其ノ補 闕ノ 手綏ヲ 爲ス ヘキ 旨ヲ 
命ス ヘシ 

地方 長官 ハ 第 七十 四临 / 規定- 1 依リ潠 擧ノ 期日 
ヲ吿示 シタルト キヲ 除クノ 外 前 ? fl ノ 規定-一依 ル 
命 ヲ受ケ タル 日 3 リニ 十日 以內一 | 補闕選 擧ヲ行 
ハシムへ. S 但シ第 七十 條 第二 孭ノ 規定-一依 リ當 
51 人 トナ リタ ル 議員 闕員 トナ リタ ル トキ ハ 直-一 
其 ノ旨ヲ 選擧長 二 通知ス ヘシ 
選 擧長ハ 前項 但書 ノ規定 -I 依 ル 通知 ヲ受 ケタ ル 
日ョ リニ 十日 以内 — 第 七十 條第四 項 及第 五 項ノ 
規定 ヲ m 用シ當 選 人 ヲ定ム ヘシ 
補 闕選 擧ノ期 日 ハ 地方 長官 豫メ之 ヲ吿示 スヘシ 
第 七十 四條 第二 91 ノ 規定 ハ 補 闕選擧 一一 之ヲ 準用 

ス 

第 八十 二條 ユ左ノ ー項 ヲ加フ 

當選 訴訟/裁判 確定 前 當選人 死亡 シタルト キハ 
檢事 ヲ被吿 トス、 

第 八十 四 條 M 左ノ ー項 ヲ加へ 之ヲ 第一 項 トス 
潠擧 訴訟 若 ハ當選 訴訟 ノ 出訴 アリ タル トキ ハ 裁 
判 所 ハ 其ノ旨 ヲ內務 大臣 M 通知 K ヘシ 訴訟 ノ 魃 
屬 セ サル- 1 至 リタ ル トキ 亦同シ 
第 八十 六條中 「十圓 以上 五十 圓 以下/罰金」 ヲ 「五 
十 M 以下 ノ_ 金」-！ 改ム 

第 八十 七條左 ノ各號 二揭 クル 行爲 ヲ爲シ タル 者 
ハ ー年 以下 ノ禁錮 又 ハ ニ百 圓 以下 ノ 罰金- 1 處ス 
一 誘 員 候補者 力投 票ヲ得 ル 目的 ヲ以テ 選擧人 
又 ハ 選 舉運励 者 — 對シ 金錢 、物品 •手形 其 
ノ他ノ 財 產上ノ 利益 又 ハ 公私/職務 ヲ供與 
若 ハ 其ノ 供與ノ 約束 ヲ爲シ 又 ハ 其ノ 供與ノ 
申込 ヲ爲シ タル トキ 

二 議員 候補者 力投槩 ヲ得ル 目的 ヲ以テ 選擧人 

又 ハ 選擧 運動 者- 1 對シ酒 食、 遊覽等 其ノ方 

法 及 名義 ソ何 タル ヲ問ハ ス饗 _ 接待 若 ハ 其 

/ 類 應接待 ノ 約束 ヲ爲シ 又 ハ 其 ノ黎應 接待 

ノ申込 ヲ爲シ タル トキ 

三 誘 負 候補者 力投蕻 ヲ得ル 目的 ヲ以 テ il 擧入 

二對シ 投撰 所-一往 復 スル 爲 / 船 車馬 ノ類ノ 

供給 旅費 休 泊 料ノ類 ノ代辨 若 ハ 其ノ 供給 代 

辨ノ 約束 ヲ爲シ 又 ハ 其ノ 供給 代辨ノ 申込 ヲ 

爲シ タル トキ 

四 議 fl 候補者 力投 票ヲ得 ル H 的 ヲ以テ 選擧人 


又 ハ 選擧 運動 者-一 對シ選 擧人若 ハ 選擧 運動 
者 又 ハ 其 ノ關係 アル 社寺、 學 校、 會 社、 組 
合、 市町村 等 — 勤 スル 用水、 小作、 債權、 
寄附 其ノ他 利害 ノ關 係ヲ 利用シ テ 誘導 ヲ爲 

シタルト キ 

五 議員 候補者 若 ハ 選擧 運動 者 力投 票ヲ爲 サシ 
メナ ル 目的 ヲ以テ 又 ハ 選擧 運動 者 力 議員 候 
補 者ノ爲 -1 投票 ヲ爲 サシ ムル 目的 ヲ以テ 第 
一號 乃至 第三 號 ノ供與 饗應 接待 供給 代辨若 
ハ 其/約束 ヲ爲シ 又 ハ 第一 號 乃至 第三 號ノ 
申込 若 ハ前號 ノ 誘導 ヲ爲 シタルト キ 
六 議員 候補者 又 ハ 選擧 運動 者* 議員 候補者 ヲ 
シテ 議員 候補者 タル コト ヲ止メ シメ 又 ハ 選 
擧運 動者ヲ シ テ選擧 運動 ヲ止メ シムル 目的 
ヲ以 テ其ノ 者-一 對シ 第一 號ノ 供與其 ノ供與 
ノ約朿 若 ハ 其ノ 供與ノ 申込 ヲ爲シ タル トキ 
又 ハ 其 ノ者若 ハ 其ノ者 _| 關係 アル 社寺 •學 
校、 會社 、組合、 市町村 等 — 對ス ル 用水、 
小作、 債嵇 、寄附 其ノ他 利害 ノ關 係ヲ 利用 
シテ 誘導 ヲ爲シ タル トキ 
七 投票 ヲ爲シ 若 ハ爲サ 、ル コト 翳 員 候補者 夕 
ル n トヲ止 メタル n 卜選舉 運動 ヲ爲シ 若 ハ 
止 メタル コト 又 ハ 其 / 周旋 勸誘 ヲ爲シ タル 
コト/報酬 卜爲ス 目的 ヲ以テ 議員 候補者 又 
ハ 選擧 運動 者 力 選擧 人、 議 《 候補者 又 ハ 選 
擧 運動 者-一 對シ第 1 號ノ供 與若ハ 第二 號ノ 
饗應 接待 其 ノ供與 若 ハ® 應 接待/約束 又 其 
ノ供與 若 ハ ® 應接待 ノ申込 ヲ爲シ タル トキ 
八 第一 號 乃至 第三 號前 三號ノ 供與® 應 接待 供 
給代辨 ヲ受ケ 若 ハ 要求 シ又ハ 第一 號 乃至 第 
三 號前三 號ノ 申込 ヲ承 諾シ若 ハ 第四號 乃至 
第 六號ノ 誘導-一 [S シタルト キ 
九 第一 號 乃至 前 號- 一揭 クル 行爲 -1 關シ 周旋 又 

ハ ® 誘ヲ爲 シタルト キ  . 
前項 ノ 場合-一 於 テ 收受シ タル 利益 ハ 之ヲ 沒收ス 
其ノ佘 部 又 ハ ー部 ヲ沒收 スル コト 能 ハサ ル トキ 
ハ 其ノ價 額 V 追徵ス 

第 八十 八條 選擧- 一關シ 左 ノ各號 -1 揭クル 行爲ヲ 
爲シタ ル 者 ハ ニ 年 以下 ノ禁錮 又 ハ 三百 圓以 下ノ 
罰金 M 處ス 

一 選 擧人誘 員 候補者 又 ハ 選擧 運動 者 = 對シ 暴 
行 若 ハ 脅迫 ヲ加ヘ 又 ハ 之ヲ拐 引 シタルト キ 


二 選擧 人、 議員 候補 渚 若 ハ 選擧 運動 者 ノ往來 
ノ便 ヲ妨ケ 又 ハ詐 僞ノ 方法 ヲ以テ 投票 若 ハ 
選擧 運動 ヲ妨ケ 、爲 サシ メ若ハ 止メシ メタ 
ル トキ 

三選 擧 A、 議員 候補者 若 ハ 選 擧蓮励 者 又 ハ 其 
ノ關係 アル 社寺， 學校 、會 社、 組合、 市町 
村 等 — 對 スル 用水， 小作、 債權 .寄附 其ノ 
他 利害 ノ關 係ヲ 利用. ゾテ 選擧 人、 議員 候補 
者又厂 選 il 運動 者ヲ 威 is シタルト キ 
第 八十 九條中 「二月 以上 一 i 年 以下 ノ J1 禁錮-一 處シ 
艽圓 以上 百圓以 下ノ 罰金 ヲ附加 7 、」 ヲ .「二 年 以下 
ノ 禁錮 又 ハ 三百 圓以 卞ノ 罰金- 一處ス」 二改 メ同條 
-1 左ノ ー項 ヲ加フ 

官吏 又 ハ 吏員 其ノ職 權ヲ 濫用シ 選擧入 二對シ 其 
ノ 投票 セム トシ 又 ハ 投票 シタル 被選擧 人/氏名 
ノ表示 ヲ强要 シタルト キハ 三月 以下 ノ 禁錮 又 ハ 
百 圓 以下 ノ 罰金- 1 處ス 

第 九十 條中 「開票所」 ヲ 「選 擧會 場」- , 「一月 以 
上 一年 以下 ノ輕 禁錮 一一 處シ又 ハ 十圓 以上 百圓 以下 
/ 罰金」 ヲ 「一年 以下 / 禁錮 又 ハ ニ百 ■以下 ノ ff!) 
金」 二、 「投票 ヲ取 出シ タル 者 ノ罰亦 前項-一同 •ゾ」 

ヲ 「投票 ヲ取 出. ゾタル 者 ハ 三年 以下/禁錮 又 ハ 五 
百 圓 以下 ノ罰 金11 處ス」 |一 改ム 
第 九十 一條 中 「暴行」 ヲ 「暴行 若 ハ 脅迫」 二、 「四 
月 以上 四 年 以下 ノ輕 察銦」 ヲ 「四 年 以下 ノ 禁錮」 

-1 改メ 「開票 管理者、 J、 「、開票所」 及第！ 一項 ヲ削 

ル 

第 九十 二 條多衆 聚合シ テ 第 八十 八條 第一 號又ハ 
前條ノ 罪 ヲ犯シ タル 者 ハ 左ノ區 別-一 從テ 處斷ス 
一 首魁 ハ ー年 以上 七 年 以下 ノ 禁錮 一： 處ス 
一一 他人 ヲ指 揮シ又 ハ 他人 = 率先シ テ 勢ヲ肋 ケ 
タル 者 ハ 六月 以上 五 年 以下 ノ 禁錮 二 處ス 
三附和 隨行シ タル 者 ハ 五十 圓 以下 ノ罰金 又 ハ 
科料-一 處ス 

第 八十 八條 第一 號又ハ 前條 ノ㈣ヲ 犯ス爲 多 衆聚 合 
シ當該 公務員 ヨリ 解散 ノ 命ヲ受 クル コト 三回 以上 
二 及フ モ仍解 散 セ サル トキ ハ 首魁 ハ ニ 年 以下 ノ禁 
錮- 一處シ 其 ノ他ノ 者 ハ 五十 圓 以下 ノ SJ 金 又 ハ 科料 
K 處ス  ： 

第 九十 三條中 「選 擧人 、議員 候補者 及 選擧 運動 者 
一一； S テ」 ヲ削リ 「二 年 以下 ノ輕 禁錮 又 ハ 五 圓 以上 
二百 圓 以下 ノ 罰金」 ヲ 「二 年 以下 ノ禁錮 又 ハ 三百 | 

1 一〇 三 
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第六區 

第七區 

第八區 

第九區 

第十區 

第 十一 區 

第 十二 區 
第 十三 區 
第 十四 區 


第二！ 區 


第 六 區 
第七區 


第九區 
第十區 
第 十一 區 
第 十二 區 

第 十三 區 

第 十四 區 
第 十五 區 

第 十六 區 


第三 區 

第四區 

第五 區 
第六區 

第七區 


神 奈川縣 
第 I 匾 
第二 區 

第三 區 
第四區 

第五 區 

第六區 

第七區 


闾以 下ノ铜 金 I  -i 改ム 

第 九十 四 條中 「、開 j?/c 所 I ヲ削リ 「前 條ノ 例-一依 リ 
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本 法 ハ 次 ノ總選 擧 ヨリ 之 ヲ 施行 ス 

本 法 >1 依 リ初テ 議員 ヲ選擧 スルー ー 必要 ナル 選擧人 

名®- 1 關シ第 十八 條 乃至 第二 十條 第二 十四 條第二 

十六 條第 二十 七條ユ 規定 スル 期日 又 ハ 期間-依 リ 

難 キトキ ハ 勅令 ヲ以テ 別-一 其ノ 期日 又 ハ 期間 ヲ定 

ム但シ 其/選 擧人 名簿 ハ 次ノ 選擧 人名簿 確定/日 

笾其ノ 効カ ヲ有ス 

〔國 務大 K 床 次 竹 二 郎君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (废次 竹 二郞 君) 諸君、 現行 衆議院議員 

選擧 法は、 宵 施 後十餘 年に なり、 其 選擧 の度數 を 重 

ぬる こと 七 [11 以上に 及んで 居ります、 其實 跡に 徵し 

まする に、 當初改 IH の 趣旨を K 徹する に 於て、 甚だ 

ja 憾な る s が 多い のであります、 殊に 時運の 促す 所 

是が 改正は 夙に 朝野の 間に 唱 へられて、 懸案と して 

從來® 々此譁 場に も 現れた 次第であります が、 今日 

まで 未だ 適 當の 改正を 見る に 至らぬ のは、 御 互に 遣 

憾 とする 所であります、 仍 て Il-h 度 政府は 今日の 時勢 

に 鑑みまして、 立憲政治の 運用を 全くせ んが爲 め > 
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茲に改 正 案を 提 m 致した 次第であります、 今 此に其 
改正の 要目を 說明 致します、 第一 ほ 選舉 g 擯張で あ 
ります>現行選擧法に於てほ，直搀國税年額十圓以 
上を 納むる 者を 以て潠 擧資 格と してあります •か、 此 
度は 此 納税額を It 接國稅 年額 三 圓を納 むる ことを 以 
て選擧 資格と 致した のであります、 此 結果、 今日の 
有隨 者に 比較 致し ますれば， 約 倍 數の選 擧權 者を 得 
る謅 であります、 尙ほ 選擧 人名簿に 登錄せ られた 者 
ほ* 其 以後 納税 資格を 失 ふこと になり ましても、 從 
来と 異なりまして、 其 名簿の 有効期間 內は 投票 權を 
有する ことに 致しました •それが 一點 であります、 
次に ほ： K 選擧區 制を 改めて、 小潠 擧區 制と 致し まし 
た、 一 人 一 區の處 が 二百 九十 三、 二人の 一 區の處 が 
六十 九、 三人 一 區の處 が 十一と なりました、 成べ く 
一人 一區の 制度を 貫徹したい 積り でありました が、 
議員の 配置 上、 已む ことを 得ず！ 一人 一 ® 若く は 三人 
一區な る ものを 設ける に 至つ た 次第であります、 其 
委しい ことほ 尙ほ 後に 至つ て說 明を 致します、 第三 
には 市の 獨立 選擧區 を增加 致しました、 荀も三 萬 以 
上の 人口を 有する m s は、 皆な 獨立 il 擧區と 致した 
爲 めに、 現在より 其 數を增 す こと 二十 二であります 
第 四には 人口の 增加に 依つて、 自然 議員 數を增 加 致 
しました、 人口 十三 萬に ^ して 翳 員 一人の 割合， 端 
數は 四捨五入の 算出 法、 是ほ從 来の 例を 採つ たので 
あります •其 結果-人口％ 加の 爲めに 議員の 數が六 
十 I 人咐加 致しました、 是に前 申 上げました 市の獨 
立 潠擧 區の爲 めに 增加 致した 數二 十二 名を 加へ ます 
れぱ 、總 計玆に 八十 三 名の增 員と なる のであります 
即ち 現在の 三百 八十 一人が 增 して 四百 六十 四 人と な 

ります、 尙ほ御 承知の 如く 北海道. 沖繩縣 に 於て は 

是まで 議員の 配當は 本州と 異なる ので ありました が 

此 度に 於き ましては" 他の 府縣と 同一の 比例を 以て 

_ 員を 配當 する ことに 致しました. 尙ほ I 點は小 選 

擧區 制度を 採用 致しました 結果は、 當潠 人の 補充に 

關 する 規定が 自然 改まる ことにな りまして、 補充を 

致します る 場合は 極めて 制限せられ て、 成べ く 再選 

壁 若く は 補 缺選擧 を 探る と 云 ふこと に 改めました、 

次に i} 則の 規定は •玆に 小 選 擧區に 改める ことにな 

.ります れば 、取締 も自 から 周密を 期す る ことが 出來 

ると 考へ まする ので、 大體 P 則には 手を 觸れぬ こと 

に 致しました、 唯 現行法の 罰則の 中で、 法文の 不備 

な爲 めに、 其 適用 上に 疑義を 生ずる こと往 々ありま 


した •其點 と 刑法の 改正の 結果、 自然 規定の 變更を 
必要と 致す もの •かあります る， 其點 のみに 改正に 著 
手 致しました、 其 外に 多く 大潠 擧區 制を 小 選 擧區制 
に 改めました 結果、 規定の 變 更を餘 儀な くす る もの 
と、 從來の 實驗に 依つ て 必要と認めました 此 一一 細の si 
に三條 項を 修正 致した のであります、 以上 改正の 要 
綱であります るが、 先程 申 上げました 此選擧 褪 の 横 
張、 納税額 十圓を 三圓に 低下 致しました 結果 if 今 
日の 有權 者は 百 四十 六 萬 人であります、 之を 總 人口 
に割當 て、 見ます ると、 百 人に 就て 有權 者随 に！ 一人 
六 分であります、 今日の 時勞に 於て 尙ほ ょり 多くの 
國民 をして 選擧に 參與せ しむる と 云 ふことは、 最も 
相當の 事と 考へ るので あります、 去りながら 玆に急 
激な る擴 張を 致す と 云 ふことは、 却て 弊害を 伴 ふ 所 
以と考 へました ので C 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり〕 漸 
次擴 張の 主義を 執つ たのであります 0 「のう <」 
「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 而し て是が 掖 張の 方法 
と 致しまして ほ、 世間 幾多の 議論 ほご ざいます が、 
政府に 於き まして ほ， 玆に 新なる 標準を 更に 設ける 
と 云 ふこと ほ， 餘程愼 重の 詮議を 盡 すべき 必要が あ 
ると 考へた のであります、 それ故に 御 承知の 如く 現 
行 法に 於て は、 納税額に 依つて 選 擧有權 者の 資格を 
制限して， 之に 依つ て潠擧 能力の 判定を 致す 主義を 
執つ て 居ります るので、 今日 も尙 ほ此 主義を 襲うて 
擴張を 致す と 云 ふことは、 最も 穩健な る it 方と 考へ 
たのであります C 「のう''^-」 「ひや''^」 と 呼 ふ 者 
あり) 申 上ぐ る 如く 十 圓を三 圓に 致し ますれば、 選 
擧權 者は 的 倍數 になります、 FL 又 此三圓 と 云 ふ 税額 
は、 府縣會 議員の 選 擧有權 者の 資格 も 同じく 三圓で 
あります、 旁々 此税 額を 三圓 ょり 以下に 下げる と 云 
ふことは、 寧ろ 今日に 於て は 進み 過ぎて 居る と考へ 
たので ある、 或 ほ 世間に 智識 階級を 加へ る 議論 も あ 
ります、 此點に 就きましては、 吾々 の 見る 所では、 
智識 階級 即ち 學校 卒業 者の みに 限つ て 選擧褪 を與ふ 
ると 云 ふこと ほ、 其 名 甚だ 美なる が 如くであります 
けれども、 其實は 甚だ 公平を 缺 くものと 考へた ので 
あります (「ひや-^-」 「のう^-」 と 呼 ふ 者 あり 拍 
手 起る〕 殊に 學校 卒業 者 以外の 者に も 同じ やうな 知 
識が あるなら ば、 之に 何等かの 方法を 以て、 公平を 
得る 爲め に選擧 權を與 へんと するなら ぱ 、其の 區分 
甚だ 明確を 缺 くに 至ります C 「ひや <」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 選擧 資格の 如きは 明確なる 規定を 致す ことが 必 
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要 だと 考へ るので あります r 拍手 起る〕 尚又 之れ を 
實 H 上から 申しまして、 現在 屮舉卒 菜 者は 全 H 五十 
三 萬 入であります が •其の 中 三 圆 以上の 納税 資格 者 
は 十五 萬 入 •こざいます、 年链二 十五 歳 未滿の 人は 二 
十五 萬 人あります、 之を 差 引きます れば殘 る 所は 十 
八 萬 人であります、 其寶 ® に 於ても 殊更 玆に新 しい 
標 _ を 採用して V ' 改正を しなければ ならぬ と 云 ふ 程 
の 必要 もない と考 へたので あります (拍手 起る〕 次 
に 小 選 擧區の 制度に 改正 致しました ことは、 K 初の 
我國 の選舉 法は 小 選舉區 制度で あつた、 之を 改めて 
現行の 大 選擧區 制度に 致した のであります が、 其當 
時 改正の 理由と する 所は、 大選舉 M に 非ず んぱ 、大 
\ 物を 得る に 困 si であると 云 ふこと が一點 であ 〇 ま 
した •次に 小 選 舉區で あつて は 一 府縣内 を 通じて 多 
數を沾 むる 所の黨 派であつて も •選 擧區の 小なる 爲 
め、 得票が 分裂して、 却て 少數 の然 派に して 多数の 
議員を 出す 結果を 見る から 玆に 改正を 致す の必耍 が 
あると 云 ふので ありました、 第三 點に は、 選擧區 の 
小なる が爲 め、 運動 容易に して、 賄賂 脅迫 彘行等 種 
々の 弊害が 行 はれ 易き に 依つて、 大選擧 M に 改め ざ 
るべ からず と 袞 ふ 此三點 であつ たのであります が、 
此 等の 點ほ大 選擧區 制度 實施 後の 經驗 に徵 して 見 ま 
する に、 必ずしも 當 初の 期待の 通りに 參 つて 居らぬ 
のみならず， 寧ろ 多くの 弊害を 今日は 伴ひ來 つて 居 
ると 云 ふ 有樣で あります (拍手 起る〕 それ故に 今日 
に 於て 其 弊害と 認 むる 所を 矯正して、 今日の 時勢に 
適當 する 改正を 致す と 云 ふことは、 最も 妥當な 遺 方 
と考 へたので あります、 試に 二三の 點を 擧げて 申 上 
げ ますれば、 選擧 運動 费の 多く 掛 ると 云 ふことは、 
蓋し 選擧界 に 立つ 者 何人も 爭ふ ことの 出 來な い M も 
大な る事實 であると 考 へます、 次に此 度の 如く 有權 
者の 數を殆 ど 其 倍までに 增加 致しました 以上は 益々 
以て 小 選擧區 に爲 すの 必要が あると 考へ るので あり 
ます、 補闕選 擧の邨 害に堪 へざる ことほ、 是亦茲 に 
申 上げる まで も ありませ ぬ 次に 大選 擧區た るが 爲め 
に、 御 互に 選 擧場裡 に 立つ て 最も闲 難を 感ずる こと 
は、 同士 打の 弊害であります、 それが 爲めに 政治 道 
德の 上に 及ぼす 影響は 少くな いと 思 ふ、 政黨 の發達 
上に も 宜しくな いと 思 ひます、 殊に 大選 擧區で 同士 
打を 致す 結果は、 投票の 配當 宜しき を 得ざる 場合に 
於て は、 選 擧の 結果 甚だ 不公平なる 事が 起つ て來る 
ことは、 是亦 諸君の 御 承知の 通りであります、 殊に 
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今日の 制 K- に 於て ほ、 名 13; 成程 大選擧 M であります 
けれども>其實際に於てほ鹩員候補に立つ者 !3: 件々 
根據池 を 擁し、 所謂 私設の 選擧區 を 設けて、 此選舉 
場 純に 立つ と 云 ふことは 實際 であります、 議論の 善 
萌 は 措いて、 此事實 は 即ち 我國の 選擧區 制度なる も 
のが、 小 溜 擧區た らざ るべ からず と 云 ふこと を、 事 
K に 於て證 明 致して 唐る ものであります (拍手 起る〕 
殊に 大選擧 M たるが 爲 めに 吾々 は それ  <私 設選擧 
M を 設ける と雖 も、 ? fi に それ ほ 私設の 繩張た るに 過 
ぎざる が 爲 めに、 全縣 下を 揆亂 して、 前 申す 如く 同 
じ 味方で ありながら、 投翦の 想 ひ 合を して 居る と 云 
ふ 有様で、 是等ほ 最も 選 擧界 を廊淸 する に 於て は、 
注意し なければ ならぬ 事柄と 考へた のであります" 
殊に 小 is 擧 K に 致し ますれば、 實際に 於て 無 競 爭の 

選出！ S： の 多く ., II 來る ことは 事 實で あります、 此爲め 

に 一 方に 於て {i 選 擧の肢 締 上に 十分の 注意を 致す こ 

とが 出来、 隨つて 選擧の 公平 も 之に 依つ て以 つて 保 

つ ことが 出 來る と考 へる のであります、 尙ほ 小選擧 

K であれば、 地方 的 議 a が m ると 云 ふ 非 _ も ありま 

す、 併 ながら 一方から 考へ ますれば、 却て 之が 爲め 

に 候補者の 地盤を 策 固に する ことは 疑ない ことで あ 

ります、 選擧 入は 被 選 擧 人の 人物 政見に 付て、 ょり 

多く 密接に 知る ことが 出来る 利益が あると 思 ひます 

即ち 選舉 人の 投 lg に關 する 目 覺心を 起さし め、 政治 

思想の發達を促すことほ、大選擧區ょりは礙つて居 

ると 考へ ます、 尙ほ 幾多の 理由を 述べます れば 有り 

ませぅ が、 兎も角 此小選 擧區 制度なる もの ほ、 明治 

四十 五 年に 於て l iM 本院を 通過した 制度であります 

今：！！ に 於て 益々 其必耍 ありと 考へ るので あります、 

次に 區 制を 改めました 結果、 自然 別表の 上に 大なる 

改正を 施さなければ なり ませぬ、 此 別表の 改正に 就 

きまして は、 玆に 詳しく 說明を 申 上げて® く必耍 が 

あると 考へ ます、 lit 別表の 改正に 就きまして ほ、 人 

口 十三 萬に 付て 議員 一人の 割合を 以て、 先づ 府縣に 

封す る 配 常数を 定めまして、 更に 人口、 郡の 行政 區 

§、 地勢、 交通 等を 標準と 致しまして、 成べ く 一 選 

舉區 一人の 方針を 採つ たのであります、 其 B むを 撙 

ざる ものを、 4 一區 二人 若く には 三人と 致しました 而 

して 選擧 に對 する 議員の 配 常に 就て は、 出来 得る 限 

〇 人口 十三 萬を 以て 中心と 致しまして、 之を 配當し 

たのであります、 二 人 K: 一 i 人 K の處に 在りましても 

链 G I 人當 りの 人口は、 又 成るべく 十三 ;® に 近から 
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しめん 事を 期した のであります、 其の 結果 大體十 萬 
嶺 より 十八 萬毫 の捽 度に 止めて、 彼此 權衡を 得せし 
むる やうに 致しました、 斯の 如く 致しまして、 唯 人 
口 十九 萬 臺の もの 五區を 生じました ，九 萬 * の もの 
十二 區を 設ける に 至りました、 是等は 何れも 地形、 
行政區 劃、 交通 上、 巳む を 得ざる に 出で た 譯 であり 
ます、 期の 如く 潠擧區 の區剧 、議員 配當に 就き まし 
ては、 前 申す 如く 入口 十三 萬と 云 ふ 一つの 耍 件と、 
郡は 行政 辟 _劇 と 云 ふ ものと、 地形， 交通、 是 等の 標 
準を 出來得 る 限り骰 守せ んこ とを 期した ので ありま 
す、 何等 此の間に 感情を 加へ ざらん ことを 期し まし 
た •何等 此 間に 手加減を 致さぬ ことに 努めた ので あ 
ります (「のう <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 御 議論は 
固より ありませ う、 併ながら 私と しては 最も 公平に 
之を 決定した 積り であります (拍手 起る〕 素より 公 
平な 立場で 自分は やつた 幀 りであります が" 必ずし 
も 皆樣の 御氣に 召す と 云 ふことは 到底 m 来ない こと 
であります、 御氣に 召した 方は 默つて 居られる し、 
御氣に 入らぬ 方は 茜 だ： 小 公平なる 遺 方と 仰し やる の 
であり ませう けれども、 原案 者と しての 私に 於て は 
以上 申 上げた 人口、 郡の 行政 M BH 、 地勢 •交通、 此 
等の 血 も 何も 無い 所の ® 字と 條件 とを 基礎と して 割 
出した のであります に 依つ て、 どうそ 此 別表の 改正 
案に 就きましては、 諸君に 於 かれましても •申 上げ 
るまで もない、 甚だ 失 |§ な 事であります が、 感情 手 
加減 等 無くして、 公平に 御 密 查を 下されば 洵に仕 合 
であります (拍手 起る〕 以上 改正 要綱の 大體で ござ 
ります る •か、 此改 正に 依つ て 選擧の 改善を 促し、 民 
意の 代表を 確 ® にし 擧 民の 政治的 11 念を 鞏固に 
し、 吾々 政撖に 依つて 我國の 立憲政治を 改善 せんと 

する 者は、 玆に政 黨の便 利を 岡り， 以て 憲政の 運用 

を完 うしたい と考 へる 次第であります、 どうか 宜し 

く 御 群議を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 r'' 大岡 育造 君〕 是 より 質疑の 通告が あります 

から、 其 順序に 依つ て 許可 致します •本日は 總理大 

臣が出 席す る 用意を 致して 居りました が、 少しく 熟 

を 感じました 爲め に， 出席が 出来ぬ さう であります 

から、 是も 併せて 申して 置き ま -i - 齋藤隆 夫君。 

t 齋藤隨 夫君 登壇 J 

〔拍手 起る〕 

〇嚮 藤隆 夫君 選擧 法改正 案 政府 提出の 理由は 唯今 


謹んで 拜瞌致 しました、 遠慮なく 申せば* 今一 層 進 
みたる 理義 あり 根抵 ある 說 明を e く 能は ざり しこと 
を 遣憾と 致します、 而 して 本案の 內容に 就きまして 
は、 大小 共に 幾多の 疑點 を懷 いて 居ります るが、 其 
等の 事は 一切 委員 會に 譲りまして、 本日は 極めて 大 
體に 於て 二 三 政府の 御意 見を 承つて 置きたい 事が あ 
ります、 先づ 第一は 選擧權 の擴 張に 關 する 事で あり 
ます . 

〔議長 大岡 育造 君 退席 副議長 濱田國 松 君 議長 席 
に 著く〕 

〇齋 藤隆 夫君 御 承知の 如く 我國 の jl 擧 法は 明治 二 
十三 年に 始めて 施行せられ まして 以来 •十 年に して 
選擧權 を擴張 致し、 當時 の納稅 資格 十 五 圓を 改めて 
十圓 としたので あります 、爾来 約 二 十 年>  潠 擧權撋 
張の 時期は 業に 巳に 後れて 居る ので ある、 加 ふるに 
近時 內 外の 形勢は •愈々 益々 ii 擧權 の大擴 張を 要求 
致して 居ります、 此 際に 當 りまして 政府た る もの 須 
らく 國 論の 薇 ふ 所を 察して、 時代の 要求に 應 ずるが 
爲 めに、 最善の 考慮を 費さねば ならぬ ことは 當然で 
あります、 固ょり 近時 國內に 於て ® 々 たる 所の 普通 
選擧斷 行 論なる ものに 就きましては •本員と 雖も別 
に 卑見を 懐いて 居ります るが、 是は 今日 述ぷ べき 場 
合では ない、 假令假 に 制限 選 擧をぱ 持續 する に付き 
ましても •今日は 此 制度の 下に 於て 最も 摘 張せられ 
たる 方法を ば按 出すべき 時で {X ないか •語を 換へて 
言 ふなら ば、 今日は 一躍して 普通 選 擧に 進む か 或は 
暫く 停まつ て •最も 公平な 最も 擴張せ られた る 制限 
潠擧を ば 取る か、 是 ょり 外に 政治 上の 論 點は 無い の 
であります •然るに 此 原案を 見ます ると- 2C ふと、 政 
府は此 s に 付て 深き 考暾を ば 費した る 形迹を 認 むる 
ことが 出来ない ので ある、 此聩張 方法に 依ります る 
と •全國 に 於て 人口 百 名に 付て、 有權者 ほ 五 人 二分 
許りの 計算になる S である， 今 H の 時代に 於て、 斯 
る擗 張を 以て 時代の 耍 求に 應ずる ことが /II 來 ると 思 
ふて 居る に 至ら ば、 抑々 大なる 間違では ないか、 殊 
に此擷 張 方法を 見ます ると 云 ふと ■從來 の 直接 國配 
十圓を 改めて 三 圓と爲 したと 云 ふに 過ぎない、 事柄 
ほ 頗る 簡單 であります、 併ながら 今日の 場合に 於て 
斯 かる 簡單な る 方法を 以て 理論 及實 際の 要求に 應 ず 
る ことが 出来ます か 元来 政府は 納税者に 向つ て選擧 
權を與 へる と 2C ふことは、 如何なる 理由に 基く もの 
であると 考 へて 居られる ので あるか、 まさか 納税 義 


務に對 する 報酬と して 選擧 g を與へ るので あると 云 
ふが 如き， 斯かる 間 溝つ た 考は懷 いて 居られないで 
あらう と 思 ふ， 即ち 一般の 上より 見まして、 此 階級 
が 有して 居る 所の 政治 能力 及 選擧 能力、 之を 標準と 
して 選擧權 を與 へる ので あると 云 ふより 外に、 今日 
理窟の 立方は 無い のであります、 果して 然らぱ 假令 
納税 階級に B せず と雖も •階級に 於て 是と 同等なる 
所の、 若く it 是 より 以上の 能力 ありと 認む べき 階級 
が 玆に 現存して 居るならば 、叶 階級に 向つ て 選擧權 
を與へ ると 云 ふことは、 是亦 理論の 命ずる 所ではな 
いか、 而 して 其 階級とは 如何なる ものである かと 云 
へば、 吾々 が 常に 主張して 居る 所の 所謂 智識 階級で 
あり 違す、 國民黨 及 憲政 會の 提案の 中に 現は れて唐 
る 所の 智識 階級であります、 政府は 何が 故に此 智識 
階級を 取 除いた か、 唯今 床 次內相 の說 明に 依ります 
ると 5;* ふと、 全國に 於て 此階級 に屣 する 者が 五十 三 
萬 ある、 其 中に 於て 十五 萬 人は 納税の 資格が ある、 
併ながら 殘 りの 三十 八 萬 中、 二十 萬は まだ 二 十五 歳 
の 年齡に 達して 居らぬ と 云 ふこと であります けれど 
も •是は 追々 と 其 年齡に 達すべき 者で ある， 殘 りの 
十八 萬 人、 之に 選擧褪 を與 へる と； K ふことは、 是は 
看過すべからざる 所の 大問 題な のであります •殊に 
此聩張 法、 即ち 直接 國税 一點 張になります と， 其 結 
果如 何なる ことに 相 成る かと 云 ふと •郡部と 市部と 
の 問 !-' 於き まして、 非常に 不權衡 の 現象を 來す ので 
ある 御 承知の 如く 今日 直接國 稅と 云へぱ 、地租， 所 
得 税及營 業税に 限られて 居る のであります、 此中で 
所得税ほ -|' 圓五十錢以下の者はない>營業税は極め 
て少數 の 者が 七 八圓を 納める ことほあります けれど 
も. 果 等の 者も洵 に 其數は 少ない ので ある， 三圓、 
五 圓の 納税を 致す 者は •多くは 村落の 住民に 限られ 
て 防り まして、 市街地に 於て ほ 極めて 少數な ので あ 
ります、それ故に此方法に依る擴張案ほ、詰まり村 
落に 厚く して、 市街地に 甚だ 薄い 結果を 惹起す るの 
である (「のう^^」 と 呼 ふ 者 あり) のう^^と 言 
はれるならば、 統計の 示す 所を 御覽な さい、 統計の 
示す 所に 依る と C 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり) 此擴 
張 方法に 依る と、 全國を 通じて 郡部に 於て 百 人に 付 
て 五 入 六 分の 有權 者と なり •市部に 於て ほ 百 人に 付 
て 僅か 三人 二分に しかなら ない のであります、 是は 
政府が S した 所の 人 tl 統計を 見れば、 直ちに 分る 所 
の 事 實 である、 斯かる …… (「取 違へ てる」 と 呼 ふ 
I  110 九 
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者 あり〕 決して 取 違へ て 居り ませぬ (「郡部 ほ 十三 
萬 だよ. I  r w 疑 ほ fsi 單 にしろ. I 「 市 (3: 非常に 幸福を 
受けて 居る ことを 知らない か 一と 呼 ふ 者* s り) 決し 
て此 統計 ほ 間 旗つ て 转らな いと 云 ふこと をぱ •私 ii 
茲に H 任を 負うて 閛 明して K きます， 斯かる ( r 簡 
明に しろ」 「基礎が 違 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 偏頗なる 
所の、 斯 かる 片輪の 1 g 張と 云 ふ ものは、 世界 立涊國 
始 -S つて 以來 ，何れの 國に 於ても 其 例が 無い ので あ 
ります (「のう^-^」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に斯 かる 結 
果と云 ふ もの ほ， 淺政運 用の 上より 見ても‘ 決して 
看過すべからざる 所の 大事 B! である (「そんな こと 
ほない よ j と 呼ふ衮 あり〕 恐らく 此 li に 就 S- まして 
は、 政 黛 政 派の M 別な く 市民を 代表せられ る 所の 諸 

君 {X •必ずや 默して 居られないで あらう と 思 ひます 

(「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 然るに 若し 吾々 の 主 

張の 如く  • « 他の 智識 階級に 向つて 選擧權 を與 へる 

と！ K ふこと になります と， 此 階級に 15 する 所の 若は 

村落に 少なく して 市街地に 多い のであります、 勿論 

それが 十分なる 方法と ほ 中され ませぬ が、 此一 事に 

依て 此不 稲衡 をぱ 調和す る 所の、 確かに 一の 調和 劑 

になる こと {i 爭ほれ ない yj 柄であります、 然るに 政 

府は 何が 故に 斯 かる 片輪の 擴張 案を 出し、 國 家の 爲 

めに 有益なる 分子た る 知識階級を ば、 此選 擧褪擺 張 

より 排斥した ので あるか、 此點 に關 する康 次 内相の 

說明は 甚だ 徹底を 缺 いて 居ります に 依て、 更に 一步 

進めた る說 明を 願 ひたいと 思 ふので あります、 次に 

選擧區 制の 變 更に 關する 事であります、 現在の 大選 

擧 K 制を ぱ改 めて 小選舉 V.5 となす と 云 ふことは、 政 

友會多 年の 主張であります、 政 友 # を 取 除きた る 谷 

鹈各派 ほ， 之に 就て 何等の 主張な きに 拘ほら ず、 政 

友® のみ 獨り 之を 多年 主張して 居る ので ある、 此點 

に 就きまして ほ、 何れ 後日の 機會に 於て 議論を 交へ 

る 時が あらう と 思 ふ、 又此に 提出せられ ましたる 所 

の 別表の 改正， 議員の 配當 、是ほ 頗る 不自然 頗る 不 

公平の ものであります、 (「のうく」. と 呼 ふ 者 あ 

り〕 大 漣 擧區に 於け る ill! 理的 、歷 史的、 及び. 3 然的 

の 結合を ば 金く 打 © して‘ 機械的に (「のうの 

う」 と 呼 ふ 者 あり〕 而も 一黨 本位に 組立 てられて 居 

ると 云 ふことは. 顯著な る 所の 事實で ある (「のう 

<」 と 呼 ふ 渚 あり) (拍手 起る〕 此點に 就き まし 

て も、 他日 逐一 其 事 莨 を 指摘し、 逐一 之を 諸 明す る 

機會は 必ず 來 るに 相違ない、 (「色眼鏡を 取れ」 と 


呼 ふ 者 あり) 併な •から 是等 の琪 ありと 致しまして、 
此際政 府に向 つて 質して a きたい 事 ほ、 此選 擧區制 
を 變更せ んと する 所の 理由であります， 11 十 年來傳 
り來 〇、 其 間 腿々 國 民の 前に 羥驗せ られ 、國 民の 中 
よりも 何等 不平の 叚を 聞かざる ところの 此の 制度を 
(「弊害が あつた」 と 呼 ふ 者 あり〕 根本より 打毁し 
て、 更に 新しき 制度を ば 打 立てん とする に 就て ほ、 
茁已 むを 得ざる 所の 堂々 たる 理由がなくて ほなら ぬ 
ので ある、 然るに 內務 大臣の 述べられた る 所 ほ 抑々 
何事で あるか、 大人物が 出る かと 思 ふたなら ば 左掾 
で ほない、 運動 费が 掛かる， 補 缺選擧 に 困る、 其 他 
何と 言 ひ 彼と 言 ひ、 悉く 淺薄 皮相なる 所の 枝葉末節 
のみに 過ぎない ので ある c 「のぅ<」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 (拍手 起る〕 或る 種類の 議員 候補者 及び 或る 種 
類の 運動員の 目より 見ましたならば •.何 かの 理由に 
なる かも 知れない が、 國 民の 側より 見たならば •全 
く沒 交渉 c  r ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 理由に も 何 
にもな つた もので ない のであります • 一體 政府 ほ 大 
選 擧區の 利害得失と 云 ふこと に 就き ^- して、 左樣な 
る ことより 外に 研究した ことは ない ので あるか、 更 
に 遡つ て 代 _ 政治 及 ぴ選擧 制度の 根本に 向つ て、 此 
問題の 利害得失を ば 研究した ことほ 無い ので あるか 
若し 無い と 言 ほれるならば、 それで 宜しい、 有りと 
云 ふなら ば、 此際に 於て 承つ て 置きたい ので ありま 
す、 詰まり 此點 に關 する 本員の 質問は， 選擧區 制變 
更に 關する 理由は、 床 次內相 の 述べられた 所が 全部 
の 理由で あるか、 又 一部の 理由で あるかと 云 ふこと 
である， 金 部の 理由で あると 言 ほれるな らば* それ 
で 宜しい、 若し I 部の 理由で あると 云 ふなら ば •此 

際に 於て 殘 りの 部分を ば さらけ出して 貰 ひたいので 

あります、 (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 (拍手 起 

る〕 是は 本員 ほ 床 次 君の 名 譽の爲 めに 之を 質す ので 

ある、 若し 他の 國務 大臣、 例へ ば 原 敬 君が 此 壇上に 

立つ て斯か る 事を 述べられた のなら ば、 本員は 默し 

て 之を 問は ない、 床 次 君なる が 故に 特に 之を 尋ねる 

ので ある、 是が 質問の 第二 ® であります、 次に 最後 

に 質して 置きたい 所の 最も 必要なる 所の 事柄が あり 

ます、 それは 外の 事で ほない、 是 より 吾々 が此 議案 

を審奄 する に當 りまして、 政府が 執るべき 所の 方針 

及 態度であります、 申す まで も ございませぬ が、 選 

擧 法 は 憲法 附搦の 大法 律であります、 殊に 我 國に於 

きまして こそ、 憲法とは 全く 形を 異に 致して 居り ま 


すけれ ども， 多數の 立憲® に 於て は、 選擧 法の 大部 
分は 憲法の 內に 含まれて 居る ので ある* それ 故是等 
の國々 に 於て は、 漥擧 法の 改正 13: 同時に It 法の 改正 
であります、 我國に 於き ましても 此二 つの ものは 形 
を 異に 致して 居ります けれども、 其 宵 質 上の 効力に 
至りまして ほ、 決して 差等を 設けるべき 性質の もの 
で (J ありませ ぬ、 隨て此 大法 律を ぱ改 正す るに 當り 
ましては、 何れの 國に 於ても •政府と 云 ほず、 議會 
と 云 (3: ず •最も 公平なる 立場に 立ち •十分なる 攻究 
を 重ね、 何れの 點 ょり 見ても 萬 遺憾な き 歸著點 に 到 
達して、 初めて 此立 法事 業を ば 完成して 居る ので あ 
ります、 是ほ諸 外國に 於け る 選擧 法改正の 事例が、 
吾々 に 示して 居る ところの 例證で あります、 例へ ば 
(「嘘を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり〕 昨年 二月 英國に 於 
て選擧 法の 大 改正が あつたと 云 ふことは (「無用 無 
用」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君 も 御 承知の 通りで ある、 此 
改正 もです、 決して 短日月の 間に 於き まして •又單 
純なる 徑路に 依づて •果 された ものでは ない、 少な 
くも 十 年 以前 •即ち 千 九 百 八 年に 於て、 是が爲 めに 
特別 調査 委員を ば 任命した る 時 以來の 懸案と なつて 
居つ たのであります、 其 後 幾多の 變遛 を經 まして、 
最後に 於き まして (i 千 九 百 十六 年、 即ち 一昨々 年に 
於て •更に 特別 調査 委員を 設けた ので ある、 而 かも 
兩院 議員の 內に 於き まして， 最も異 りたる 政治 上の 
意見を ぱ代 表して 居る 所の 三十 二 名の 調査 委員を 設 
け、 下院の 議長が 自ら 委員長と なつて、 選擧 法改正 
に關す る 所の 有 ゆる 調査を 爲 して、 是 等の 調査 委員 
ほ實に 二十 六 回の 會合 を ® ねて c  r そんな W: ほ 知つ 
て 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 改正！ f 舉法の 骨子と なる ベ 
き 所の 原則を ぱ 決定して、 之を ば總理 大臣の 手許に 
提出して 居ります、 而 して 政府は 此報吿 書に 基いて 
選 擧 法の 改正 原案を 作り， 一昨年の 五月に 顬 會に提 
出いた しました、 又 翳 會は 之れ に 就いて 如何なる 審 
査を爲 した かと 云 ふです、 本案と 別表との 改正と を 
ば 全く 切 離して、 別表の 改正 •即ち 選 擧區の 改廢及 
議員の 配當に 就きましては、 更に 各黨 各派ょり 特別 
調査 委員を 設け、 下院 識長自 から 委員長と なつて、 
互に 腹蔵な き 意見を 交換して、 玆に 初めて 改正案の 
成立を 告げた のは 昨年の 二 月、 即ち (「のう <廢 
め 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 衆議院に 提出して より 丁度 
十 箇月の 後であります、 本 會議に 於き ましては、 激 
烈なる 議論が ございました けれども、 結局 各派 交讓 
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妥協が 成立いた しまして* 此改正 名に 就て it ，l ^ 
谷 ! 1 共 何等の！ f 平な く  •何等 〇 下 SS なくして、 ！. 4: 國 
家の 大立 法を ば 完成いた したので あ 〇 ます、 c 「ひ 
や  <」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 是は 近時 英® に 現 れたる 所 
の 一つの 例に 過ぎ ませぬ が、 t 5 も； #:々が此 立法 取® 
をぱ 完成す るに 就きましては •英國 の 政府 及 通 er が 
執りた る 所の 態度に 付て は、 吾々 決して 稱讚を 咅む 
者で ほない • 加 之此大 謎 案を 薄 査する に 常つ ては， 
當然斯 く あらねば ならぬ と 信じて 居る のであります 
若し此 重大なる 蓊案 を審赉 する に當 つて、 詔 員に 向 
つて 十分なる 所の 時日 も 與へず 、徒に 多数を 超んで 
一氣呵 成に 輕卒な る 立法 事業を 果すと 云 ふこと が あ 
りましたなら ば* 是は決 して 國家 に對 して 忠迓な る 
所の もので ほない (拍手 起る〕 又斯 る輕卒 なる 立法 
事業を 果して、 それで 天下が 治まる と 思つ て 居つ た 
ならば* それは 大なる 間違で ある、 此 見地より 致し 
まして、 本員は 吾々 が 政府に 向つて 是 より 此 _ 案を 
審査す るに 當〇 、政府の 方針 及 態度に 就て 質して S 
きたいので あります 、元来 現內閣 が 選擧法 改正案を 
ぱ此議 會 に 提出す ると 云 ふこと •及び 其內容 の 一端 
に 就きましては •吾々 新聞紙の 紹介に 依つ て 存じて 
居つ たので ございます が、 併し 正式に 原案を 手に し 
たのは、 今日が 初めてであります、 まだ 二 111 時間 前 
に 初めて 此 改正 原案を ば 手に したので ある、 此内容 
を 見ます ると 云 ふとです、 第一には 選舉權 の擱 張に 
關 する こと •第二には 選 擧區 制の i! ai に關 する こと 
第三には 謅 員の 配 當に關 する こと、 第 四は 1 KIJ 則の 改 
正に 關 する こと、 其外此 案に 現れて 居らない 部分に 
就ても •吾々 が 十分に 攻究を しなければ ならぬ 所の 
幾多の 重大なる 事柄が 伏在して 居る のであります、 
是等の 事柄は 重大で あると 共に‘ 最も 愼重な る 所の 
群議を 要すべき ものである •例へ ば 選擧權 の 腿 張の 
如きに 就ても、 斯る簡 ® なる 方法に 依つ て •果して 
時代の 要求に 應 ずる ことが 出来る や 否や、 是が大 な 
る 疑問であります、 又選擧 M 制の 變更は 言 ふに 及ば 
ず、 議員 配當 の根據 となります 所の 此余國 の 人口 統 
計は、 何時の ものである かと 沄 ふと >  是は 大正 二 年 
末日の ものである、 大正 二 年末 日の 入口 絞 計は、 今 
日に 於て ほ 全く 旎僞の ものであります、 其當 時の 事 
實に 照せば、 眞® の もので ございませぅ が。 

〔副議長 濱田國 松 君 議長 席. を 退き 譎 長大 岡 育造 
君 著 席〕 
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〇错 藤陡 夫君 今日の 事實に 照して 見たならば •全 
く 嘘の 統計で ある、 此噓の 統計を ぱ本 として、 大切 
なる 所の _ M の 配當を ば S して 居る ので ある、 然る 
にもう 三 四简 月す れぱ 昨年 末日の 人 n 統計 •撋威 あ 
ると ころの 此最 近の 人口統計が、 吾々 の 眼の 前に 現 
れて來 るので あります 、此 JH 確なる 所の 人口統計に 
葙いて 、最も 公平に _ £! を ば 配 常して、 来るべき 謎 
fr に 於て 之を 決定す る も、 少しも ii しとは e さない 
ので ある、 此議會 が 終れば K ちに 總選擧 が あると 云 
ふので はない、 總選擧 までには まだ 此 あと 二回の 議 
會 、二 年の 歳 ; J が あるので あります、 何を 苦んで か 
今 Q 此廢れ たる 所の 人口統計と、 事 實に懸 離れた る 
所の 八 口 統計に 基いて、 此 杜撰なる 所の 議 fl の酏當 
を 決定す る 必要が 何處 にある か. 何 八と雖 も 其 理由 

を P 見す る ことは m 来ない だら うと 思 ふ、 (「餘 り 

無 寅 任な ことを 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 政府 常 局 者 

と雖 も、 此點に 向つ ては 辯 明す る ことほ 出来ない •と 

思 ひます c 「自分の 統計は 何時の 統計 だ」 と 呼ふ漭 あ 

り〕 lit の 加く 何れの 點 ょり 見ましても、 此原 案 {X 決 

して 急速に 決定すべき もので ない、 若し 之を ば 急速 

に 決定して、 次の 議捋に 於て si に 我々 が 改正の 爲め 

に ?} ? をし なくて ほなら ぬと iK ふこと が あつたな らば 

是ほ國 家の 爲 めに 驻に不 祥なる 出 來 いであります、 

それ故に 此點に 付て 政府に 向つて 一二の 事 ? fl を 質し 

て K きたいので ある、 (「答 辯に 及ばず」 と 呼 ふ 者 

あり) 第一に 政府 ほ 此潠舉 法案を ば、 是非とも 此議 

會 に 於て 決定せ しむる 積り である や 否や (「勿論！ 

「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 若く ほ 薄 議の椏 樣に依 

りまして ほ ^.' 更に 別の 方法を 設けて、 御 IL に 十分な 

る 研究を 爲し 、十分なる 調査を 爲すと 云 ふこと に 就 

ては， 政府は 葛んで 之に腮 ずる fcl りで あるか、 又絕 

對に之に反對をする抝りであるか、之に就て政府の 

意見を 承つ て [S- きたいので ある (「無責任の 言論に 

答 辯す る 勿れ」 と 呼ふ漭 あり) 第二に ほ lit 軍： 大なる 

謎 案を ば •袖 ? t する に 常り ましては •政府と 云は ず、 

謎锊 と i;- lx ず、 又各黨 各派に 於き ましても， 御 2T. に 

胸襟を 披 いて， 御 互に 公平なる 一致 勘を 見出さな け 

ればな らぬ ことほ、 無論の ことであります •望む ら 

くは 全會 一致を 以て 此謎 案の 通過を 阏ると 云 ふ 事は 

四 家 逆 政に 對する 所の 吾々 の 義務で あると 確信を 致 

して 居る (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) 又 吾々 の 後に 

控へて 居る 所の 多 M の國民 も •吾々 と其感 を 同じく 


して K るに 相違ない cr ひや <」 「其 通り」 「其 
事を 忘れぬ やうに 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 そこで 
政府は 此 _案 を郝査 する に當 つて、 飽まで 交 調 妥協 
の 精神を 以て 推む - m 〇 であるか-或は 又此 原案に 向 
つて ほ、 一字一句の 修正を も 加へ • •* れず (「勿論」 
と 呼 ふ 若 あ 〇) 此儘 之を ば 抑 通す が爲 めに、 有 ゆる 
手段 方法を 執る 積り であるか、 近來 is 路の風 說茌だ 
怪む べき ものが あるに 依つ て、 此點 に關 する 政府の 
御考を 質して 置きたい のであります。 

〔「犬 浦を 迎 れて來 い」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇谢 藤 11 夫君 私が 政府に 對 する 所の 質問の 耍點は 
大體以 上の 三 I,1; であります、 吾々 ! 3: 是 ょり 此大議 案 
の 審査に 入る に 先 だち まして、 誠意を 披瀝して 敢て 
政府に 过問 する ので ある (「惡 意の 披瀝 だ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 政府 も 亦 誠意を 以て 吾々 の 質問に 答 へらる、 
事を ば、 本員は 期待 致して® るので あります。 

〔拍手 起る〕 

【「愚問に 答 ふる 必要なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 內務 大臣。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登 檀〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 齋藤 君の 御尋に 御 答 致 
します、 第一の 御尋は 詰り 何故 此納税 幼を 齋藤 君な 
どが 御 提出に なつて 居る 案の 如く、 二圓 まで 下げな 
かつた かと 云 ふ畢宽 御尋と 解し ます、 政府案では 郡 
市の 比例が 面 a くないと •斯う 云 ふことの やうです 
二圓 まで 下げれば 政府案ょり 以上 五十 餘蓖人 殖え ま 
す、 其 結果 成程 政府案で ほ 市部が 一割 一 厘 ：：： 

〇齋 藤隆 夫君 さ うぢ やない …… 

〇詨長 c 大岡 育造 君〕 齋藤君 先づ聽 いて 然る 後に 御 

尋 になつ たら 宜いで せう。 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 さう です、 間違つ て 居 

つたなら ば 後から 御正し になつ たら 宜しい、 郡 市の 

平均が 惡くな ると 斯う 云 ふ 御 話の やうでした、 政府 

案では市部が1_1照郡部が八割九分九厘になつて 

K- ります、 成程 憲政 會の 案で あれば、 市部が 一割 三 

M •郡部が 八 割 九分 七厘であります •即ち 二 厘の 差 

であ 〇 ます、 納稅額 の 上で ほそれ だけの 差です、 二 

厘 だけ ほ 憲政 會の 案が 宜う ございます 0 '二 厘 だけ 負 

け 給へ J と 呼 ふ 者 あり〕 其 上に尙 ほ 籾 識階 級を 何故 入 

れな かつた かと 云 ふ 御 話で ありました が、 それは 先 

程簡單 であります けれども 、要を 摘んで 說明は して 


ある铐 です、 學校 を卒築 したと 云 ふだけ では、 却て 
不公平な 事になる、 選舉 資格を 與へ ると 云 ふ 事 は， 
世の中の 經驗職 業 •さ 6 云う やうな ものを 見て、 詰 
り 世の中を 渡り、 政治を 解す ると 云 ふ 事を 見な けれ 
ばなら ぬ (拍手 起る} 唯學 校を 卒業して、 卒業 證書を 
握つ たと 云 ふ 事の みに 依て 選 擧龆 を與 へる や 否やの 
問題では ない のであります (拍手 起る〕 若し 卒業 證書 
を 以ての み 論ずるな らば、 私は 寧ろ C 「趣旨を 間違へ 
て 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 後から 正して 下されば 宜しい 
今日 ほ 國民 義務 敎育 を卒つ た 者に 金 部與 へても 其 點 
は 寧ろ 宜か らうと 思 ふ •中學 校 程度 以上の 者 ほ 卒業 
證 « を 持たぬ でも 幾ら も 居ります、 是 等の 者を 除外 
すると 云 ふ 事 is 甚だ 不公平になります、 それで ある 
から 蓋し 諸君の 案では 「之と 同等の 學力を 有する も 
のと 檢定せ られ たる 者」 と 御 入れに なつた ので あり 
ませう が 抑々 此事は 甚だ 容易い やうで 餘 程六ヶ 敷い 
事柄であります、 又 凡そ 選擧權 を 與 ふると 云 ふこと 
は、 本人が 態々 試驗を 受けに 出て 来れば 選擧權 を 與 
へる が、 出て 来なければ 輿へ ぬと 云 ふ 性質の もので 
はない と考へ る (「ひやく  J と 呼 ふ 者 あり〕 尙 JI. つ 
先程 申した 如く 殘る 所の 者は 十八 萬 人で あると 私は 
申した、 其 十八 萬 人の 中に ほ •獨 立の 生計を 營む者 
も あり、 或は まだ 親父の 脛を 嚙 つて 居る 者 も ありま 
せう (拍手 起る〕 そこで 其區 分を 致す と， 此 十八 萬 
人は 尙減 るので あります、 蓋し 齋藤 君と 雖も 部屋 住 
ひ —— まだ 獨 立の 生計を 營まぬ 若にまで 與へ るのは 
如何と 云 ふ 御考が あつたから、 學 校の 卒業 證書ほ 持 
つて 居つ て も だ、 玆に 幾分 か 懸念す る 所が あるから 
11 立の 生計を 營む 者と 云 ふことの 條件を 加 へられた 
ので あらう と 思 ひます、 私は 其遢は 、此案 こそは 撤 
底せ ぬ 所が あり、 II つ 不公平で あると 斯う 思 ふので 
あります、 それから 配當 方法が 甚だ 不公平で ある， 
不公平で ある だけでは 私は 御 答が 出来 ませぬ、 先程 
申しました 如く， 正確なる 標 準に 依つ て、 何等の 事 
情を 加へ ず 全く 私を 交へ ずして、 當局 者と しては 調 
ベた ので ある (「のう'^」 「ひや' と 呼 ふ 者 あり 
〕 斯 々の 事實が あるから 不公平で あると 云 ふこと を 
申されぬ以上ほ、御答をする事は出來ませぬ(拍手 
起る〕 但し —— 但し 今日まで 新聞に 現れて 居つ たの 
を 二三此 に 摘んで 申して 見 ませう (此時 齋藤隆 夫君 
頻りに 發言 す；} 是ほ 貴方 許りで ほ ありませ ぬ、 此 問題 
は 誠に 世の中の 誤解を 葱き 易い 問題であります から 


誠に 恐縮であります、 けれども、 新聞に 出て 居つ た 
一二 の 例を 促へ て說 明を 致します から、 御鸱を 願つ 
て 置きます cr 謹廳々 々 J と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る： 一神奈 
川縣 第五 M 高座 郡， 愛甲 郡 •津久 井 郡、 二 人、 是が 
甚だ 不公平で あると 云 ふこと が 新聞に 載つ て 居り ま 
した、 試に 之を 調べて 見ます ると •此三 郡 合せて 十 
八 萬 人であります、 其 十八 萬 人で 二人を m すので、 
先程 說 明を 致して 置いた 大槪十 萬 以上を 以て 標準と 
して 居る のであります けれども •已 むを 煜ざる 所に 
於て は 九 萬臺に 於て 一人 一 M 若 Y ほ 二人 一區を 作つ 
たと 申した、 是は其 一例で ある、 所が 此 三 郡を 如何に 
處理 する やと 云 ふに、 高座 郡を 獨立 選 if 區 にした が 
宜か らうと 云 ふ 論が ある やうです が、 高座 郡を | 選 
舉區 とするとき は、 高座 郡 ほ 十 萬 八 千 人あります か 
ら •是は 成ります 、愛甲 •津久 井を 合する と* 人口 
七 萬 二 千 人で、 一 選 犖區を 成す ことが 出来ない ので 
あります、 尙 ほ愛屮 ，津久 井 兩郡が 他に 適當な る 組 
合せ 方法が あるかと 云 ふと、 是は 地形 上 許さぬ ので 
あります 斯の 如き 事に 依て 調べた ので ある、 もう 少 
し 甚だ 面倒です けれども、 長 崎縣の 第五 區北松 浦 郡 
一入、 是は 十五 萬 人、 第 六 南 松 浦 郡、 壹岐郡 一人、 
是は 合計 十四 萬 人、 第五 區第 六區を 合併し 二 人區と 
すべし と 云 ふ _ 論が 新聞であります ，人口の Is ょり 
見て 谷々 一入 一區 とする のを 適當と 致す、 それは 先 
程 申す 如く 成べ く此 人口 十三 萬と 云 ふ ものを 押へ て 
出来るだけは 一人 一區 にしたい と 云 ふので 調査を 致 
した、 其 取 方が 悪い と 云へ ば 格別 だけれ ども、 私の 
調べた 標準から 申せば、 斯の 如く 致す ょり 外は 致 方 
がない、長野縣の第五區更級郡、埴科郡一人、人口 
合せて 十四 萬 人であります が、 1 S 六 P. 小縣郡 一人、 
人口 十三 萬 九 千、 第五 區第六 K を 合して 二人 區とな 
すべし との 論が ある やうです けれども， 兩區共 之を 
一人と する のに 最も 適當な る 人口で ある、 即ち 十四 
萬 入と 十三 萬 九 千 人と であります、 まだ 此處に 愛知 
縣其他 調べて あります が， どうぞ 是は 能く 前屮 した 
所の 趣意に 依つ て 御 赛査を 願 ひたい、 御 _論 は是は 
致 方ない けれども —— それから 制度 改正 大選擧 K 小 
選 擧區に 改正す る 理由 如何 •是は 先程 諄い と 思 ふ 程 
喋々 と 述べた •其 理由 以外には ありませ ぬ、 要する 
に isl 擧の 公正を 期し、 民意の 代表を 的確に し、 選擧 
民の 政治 思想を 發達せ しめ、 政黨 の改 « を阏 ると 云 
ふやうな 點か ら考へ て、 今日の 制度を 改めた 方が、 
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衆 通 浣泽 fl lil 擧法中 改正 法律案 第一 霉」 
十数 年来の 經驗 に ® して 私は 可な りと 信じた ので あ 
ります c 拍手 起る： 一而 も 現行の 制度を 最も 宜い 制度の 
如く 注々 論ぜられます けれども 我國の 如き 大選 擧區 
であつ て 而も 單記 制度の 所は 谷國に 其 例を 見ざる 所 
である (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) 若し 大選擧 K 制 
度を して、® に 其 効用を 全うせん としたな らば-蓋 
し 比例 代表 法に 依る 外は 無い、 但し 今 我 ^ に 於て 比 
例代表法の制度を布くよりほ、小選擧區制度とした 
方が、 S 際に 適切なる ものと 是ほ考 へたので ある ( 
拍手 起り 「のう^、」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 外國の 例を 
見る と、 日本 (i 人口 十三 萬に 付て 一人で & 〇 ますけ 
れ ども、 向 ふの 小 選擧搔 は洵に 小さな もので 六 萬と 
か 五 萬と か 三 萬と か 云 ふ 小さなる 選擧區 にしても， 

敢て 大人物を 出さぬ と 云 ふこと で ほない， 相 當に選 

舉 {3: 行は れて 居る、 進んで 居る ので ある •斯樣 に 私 

は考へ るので ある、 第； li の御尋 の， 此 案を 提出す る 

に 就ての 政府の 態度、 それを 分けて 御 話に なつた や 

うです から、 分けて 御 答を します が 人口統計 ほ 大正 

二 年のは 古い、 此 重大なる 法案を 提出す るには 謂は 

ゾ 今年は 人口統計が 出 來 るの だから ■之を 待つ が宜 

からう と 云 ふ 御 議論で ある、 私は 成程 待つ た 方が 宜 

いか も 知らぬ が、 待つ よりも 選擧區 の 改正は 急な り 

と考 へたので あります、 併し 此點ほ 私が 御 答す るよ 

りも蕺 し齋藤 君に 於ても 御 同感で あるから (拍手 起 

る〕 此案が 昨年 も 今年 も紹 けて 提出され たので あら 

うと 思 ひます (拍手 3-€ 'る「ひや*^-^」「うまいうま \' 」 

と 呼 ふ 者 あり〕 英國に 於て は洵 に愼 重なる 審_ を盡 

したが どうかと 云 ふ、 是は私 もどう か斯く ある 事を 

希望 致します 併ながら 御 互に 今日 議 さんと する 所の 

案は， 先程 說明を 申した 如く、 毎年の 懸案で ありま 

して、 今更 調査の 必要は 大體に 於て 無い と K は 考へ 

て屛る (拍手 起り 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり) 諸君と 

吾々 と 谷々 論ぜん と 欲する 所は 多年 論じ 盡 されて 居 

ります、 幾分の 程度の 所に 就て は、 時勢に 應じて 考 

へる 所 も ありませ うが、 大體に 就て は 論より II 據年 

々歳々 御 互に 出して 尻る のであります から、 もう 是 

が 極めて 愼 m なる •神 謅を盡 された _ であります (「宜 

しい  <」 と 呼 ふ 者 あり；} 此載會 に 於て 決定す る CD> 意 

あり や、 是は御 問まで もない ことであります から、 

御 答を 致し ませぬ、 明瞭です、 何 か 引镄 いて 調査す 

る考は 無い か、 是も ありませ ぬ、 多年の 懸案で あり 

ますから 、一日 も 早く 決定したい と 思 ふ-而も 私 ほ 


靜に 世 の 成 行を 考へ たなら ば、 識者を 以て 住ず る 所 
の 人々 は、 今日 寧ろ (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) 時 
機で あると 云 ふ 事に ii 同意す る もので あらぅ と考へ 
て 居る (拍手 起る〕 御尋の 事は それで 盡し た ! a であ 
ります、 若し 盡し ませんで したら …… 

〔「澤 山々々」 「至れり 盡せ り」 「後 ほ 委員 會」 と 
晬ふ者 あり〕 

C 齋藤隆 夫君 「議長々々」 と 連呼し 「委員 會でや 
れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) まだ 三人の 通告 者 もあります 
尙ほ 委員 會 にも 移されます から、 一通り 通告 者の 發 
言を 許したい と 思 ひます •時間を ：：： 

〔齋 藤隆 夫君 「唯今 內務 大臣は .…： J と 呼 ひ 「委 
員會 にしろ 發言は 得て 居な いぢ やない か」 と 呼 
ふ 者 あり〕 

〔齋 藤隆 夫君 「委員 會ほ 委員 會本會 は 本會で あ 
ります •唯今 許可に」 と 呼 ふ〕 

0 議長 C 大 岡育结 君〕 發 言を 許可して 居り ませぬ、 
一巡 濟 まして 後に 致します。 

〔「ひや と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 尙ほ 今後 三人の 質疑の 通告 者 
があります、 時間は 旣に 切迫を 致して 居ります から 
時間を 延長して 此通齿 者の 質疑の 終る まで 進行した 
いと 思 ひます。 

〔「異議な し/委員 選擧 も」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 委員 選擧 まで 込めて 置きます 
〔齋藤 隆 夫君 「通告 者の 質疑の 濟んだ 後まで 發 
言を 留保して 置きます」 と 呼 ふ〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 野 村嘉六 君。 

〔野 村 嘉六君 登壇〕 

〔拍手 起る 「おや と 呼 ふ 者 あり〕 

0 野 村 嘉六君 私 ほ 大體に 就きまして 極く 簡單に 質 

問を する のであります、 第一は、 現行 衆議院議員 選 

擧法ほ 、丁度 本則が 百三條 あるので あります、 今回 

改正を さるべき 條文は ，其 中の 六十 三條 まで 改正 さ 

る、 ことになるので あります、 それであります から 

して、 随分 大きい 改正と 申さなければ ならぬ、 さぅ 

致しまして 此の 改正案の 條 文を 見ます ると、 細かい 

事は 委員 會で 申します が、 大體に 於き まして 言葉の 

改まつ て 居る 點が あるので あります、 それは 從來現 

行 法に 於き まして* 選擧 に關 しました 言葉で、 開票 

管理者 •それから 開票 立會 人と 云 ふ 言葉が 諸 所に 使 


はれて 居る のであります 今回 之を 怒て 改正され まし 
て、 さう して 開票 管理者と 云 ふ 文字に 代 ふるに 選擧 
長、 開票 立會 人と 云 ふ 文字に 代 ふるに 選窣 立會人 ( 
「委員 會で宜 いでは ないか」 と 呼 ふ 者 あり〕 期の 如き 
規定に なつた のであります、 所が 期の 如き 改正は 宜 
し 5 ございます が、 其 法文の B 方に 於き ましては， 
第五 十 五條には 開票 管理者を 選犖 長に、 開票 立會人 
を 選 擧立會 人と 改む との 文體を 記載して あるに 拘ら 
ず、 同じく 改正案の 第五 十七 條 、第 六十 條の 如き ほ 
全部の 改正に なつて 居る、 それ かと 申しまして 更に 
第五 十九 條 、第 九十 條 I 第 九十 一條になります ると 
矢 張 第五 十 五條の やうな 文例を 使つ て あるので あり 
ます、 諸 所に 記載して ある 此文 例であります からし 
て、 是は何 か 特別の 理由で も あるので ありませ うか 
一應 伺つ て 置きたい のであります、 私は 斯の 如き 事 
は 法文の 體裁上 甚だ 宜しくない •それであります か 
らして、 何 か 特殊の 理由が あるか 御 聞きを 致したい 
のであります 、但し 斯く申 上げる のは， 是は 新聞の 
改正案の 草案に 依つ たのでありまして •重大なる 此 
議案を 漸く 此に 出て 初めて 受取つ たやうな 次第で あ 
ります から、 若し 新聞の 記事が 誤つて 居つ たなら ば 
私は 此點は « 消す のであります、 是が 第一で ありま 
す、 第二 點は 今回 提案され たのは、 即ち 直接 國税三 
■以上と 云 ふこと になつ たのであります、 此 直接 國 
税三圓 以上と なりました に 付て， 現行法ょり 進んだ 
點は 、現行法は 地租に 付て は 一箇年 以上 十圓以 上納 
むる 者と して あるのを、 今度は 地租 も 其 他の 直接税 
も 併せて 一箇年 以上 三圓以 上納む る 者と 云 ふ 所の 改 
正にな つたので あります、 此點に 就きましては 、現 
行 法ょり 一般の 進步 をして 居ります が、 私は 國 民の 
負 擔の點 から 申しましたならば、 獨り此 直接税の み 
ならず 間接税 も 同樣國 家の 税 を負擔 する ので ありま 
すから して、 間接税を 取 除かれた のは、 是は 如何な 
る 御 趣意で あるか、 直接税を 負擔 する 者の みが 國家 
に 必要なる 參政權 を 得なければ ならぬ と 云 ふ 理由は 
何 所に あるか、 折角 此！ 一箇年と 云 ふこと を 一箇年 ま 
でも 減 縮され た 以上は、 進んで 間接 稅をも 御 入れに 
なつた 方が 宜 いで ほない か、 私は 政府に 此點 に對す 
る 御 考盧を 伺 ふので あります、 第三 點は 、先程 內務 
大臣は 三 圓と云 ふこと にした のは •府 縣會の 選擧資 
格が 三圓 になつ て 居る， それで あるから して 此標準 
に 基いた ので あると 云 ふ 御 一言が あつたので ありま 
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す •さう して 此衆潢 院蕺 a 選堦法 を 改正 さる ゝ理由 
と 致しまして if 時勢に 順睡 した 所 IB 改正で あると 
云 ふ 所の 御 趣意で あつた， 私は 若しも 時 i? に 一一? !: a し 
た 所の 改正なら ば， ® 〇 衆 該院漭 fl の 運犁 に對 して 
のみならず、 地方の 自治 踏た る府縣 制に 對して も改 
正す る 必要がない か c 「問題外」 と 呼 ふ 者 あり〕 從來 
の 例から 申します ると 此衆誦 院議 員 選擧の 納税 ff 格 
改正の 場合には、 斯の 如きは 矢 張 之に 引 ^ いた 所の 
自洽 制の 納税 H 格を 改正 さる ゝ所 の m 例に なつて 居 
る、 此點 に對 して 當局は 如何なる 御 考があ るか、 lit 
點 を 伺 ふので あります、 第 四 點と 致しまして は、 現 
在の 衆議院議員 選舉 法の 第 十二 條に ほ【 華族 ノ戶主 
ハ 選擧糊 及 被 選 擧權ヲ 有 セス」 と 云 ふこと が ある、 
華族でありまして も 家族は 差 3!£ ない、 所が 近時 新聞 
を 見ます ると •華族の 戸主に して 矢 張 被選舉 g の ri 
格を 有する 方が 宜しい と 云 ふ 一の 誔論が 出て 居る や 
うであります が、 此案が 若し此 衆議院を 通過して H 
族院へ 廻つ て、 萬 一 貴族院から 今日 世界で 言つ て 居 
る やうな、 華族の 戸主に も 被 選 擧_ を與 へる と 云 ふ 
やうな 所の 修正、 或は 改正が 出たならば、 當 局は 之 
に 御 同意な さる 御考で あるか どうか、 此事 は此 現行 
法， 即ち 是 は明洽 三十 三年に 出来て 居る 法 W であり 
ます か、 此 改正の 時に も 委員 會に 於て 華族の 戸主に 
も 被 選擧® を與 へべき ものな りと 云 ふ 所の 議論が、 
當時禺 亨 君の 委員長の 下で 論議され て 居る ので あり 
ます •過去の 歷史は 今 申 上げる やうな 次第で ありま 
すが、 兩院を 通過す る 必要 上、 萬 一讶 族院で 此問題 
が 起つ て 修正案で も 出たなら ば、 當 局は 御 同意な さ 
る考で あるか ど 5 であるか* 一言 伺つ て 置きたい、 
此 他に 對 する 質問は、 唯今 齋藤 君から 質問され まし 
たから* 重複を 重ねる 窗が あります るから して、 本 
員の 質問は 之を 以て 終りと する のであります (拍手 
する 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 内務大臣。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) ® 村 君に 御 答 致します 
第一の 御尋は 開票 區に關 した 事であります が •今度 
の 改正案では 小 選 擧區に 致しました 爲 めに、 開票 區 
に關 する 規定は 總て 削除 致い ました、 それで 尙ほ御 
尋の事 ほ 文字の 事の やうでした が、 大 體開崇 區に關 
する 事は 全部 削つ たのであります から、 それ 以外の 
所は 委員 會で御 答申 上げます、 それから 間接税を 何 


院議 衆會諝 阀帝间 一十 四 第 


故 入れな かつた かと 云 ふこと であります が、 是は間 
接稅も 計 3?. で 表は す ことの 出来る の も ありませ うけ 
れど も、 多くは 酒の 8i とか 煙草の 8i とか 云つ て、 ど 
う も 計算 上玆 に収 る譯 に參〇 ませぬ、 それから 府縣 
fr 議員の 潤 擧資 格を 下げる® 思は ないかと、 斯う 云 
ふ御尋 の やうに 思 ひます が、 唯今の 所では 未だ 左樣 
な 考は持 つて 居り ませぬ、 それから 次に 華族に 選擧 
滞 •を 與へ るかと 云 ふこと でありました が、 それ ほ 私 
は 與へぬ 方が : rn しいと 云 ふ —— 現 S の 儘の 方 •か 宜 
しいと 云 ふ考で あります から、 隨 つて それに 關聯し 
た 御 答は、 自然 御 答す る 必要が 無い と 思 ひます。 
〇識長 (犬 岡 育浩 君) 今井嘉 幸 君。 

〔法 學 一 a  士 今并嘉 幸 君 登壇〕 

〇 法學邱 士 今井嘉 幸君晚 くな りました から 簡 K に 
一言 だけ 質問 致します ( 「饺 成 J と 呼 ふ 者 あり〕 先 

程から 議場の 有樣を 見て 居る と、 洵に 感慨に 堪へな 

いものが ある、 議場の 內 外に 於いて、 よくも 空氣の 

© つた ものであると 思 ふので ある、 僅か 一圓と か 二 

圓とか 一® とか 二 厘と か 云 ふやうな 細かい 氓を して 

居る •是れ は歐羅 巴 諸® に 於いて、 一世紀 も 11 世紀 

も 以前に やつた ことで ある-然るに 一度 門戶の 外へ 

出たならば どうであります か、 世の中は 普通 選擧を 

叫んで 居る では ありませ ぬか、 唯今 床 次 君の 御鄕里 

から 私の 登らう と 思 ふ 時に 「ボ ーィ」 が 斯う 云 ふ電 

報を 持つ て來た 、鹿兒 島 普通 選擧期 成 M 盟會 1 ，普通 

潠擧 の爲 めに 御 ? S 勵を 望む」 と 云 ふ 事を 言つ て 来て 

居る， 彼の 萌兒 島まで 斯う 云 ふやうな ことで、 普通 

選 擧の爲 めに 叫んで 居る、 然るに 此蕺 場に 於て® に 

一圓と か I1 W] とか 云 ふやうな 細かい 間 題に 就て、 十 

八 世紀 か 十九 世紀 以前に やつた 問題に 就て 爭を して 

居る、 先程の 内務大臣の 御 答 辯は、 此蓊 楊の 一部分 

の 人に 對して の 御 說明 になる かも 知れ ませぬ けれど 

も， 少く とも 告 々普通 選 擧論 者には 其說 明が 足らな 

い、 殊に lit 謎院 以外の 大多数の 國 民と 云 ふ ものは、 

斯の 如 き 說明で は 到底滿 足す る ことは 115 來な い、 願 

くは此 世の中に 騷いで 屛る 所の 普通 選舉な る ものに 

對 して •如何なる 御考を 持つ て 居る かと 云 ふこと を 

もう 一言 御說明 を 菌む譯 であります 、之に 付き まし 

て 一二 何 ひたい 事が あるので あります が、 先づ 第一 

に 普通 選舉 典 物に 對 して - » 如何なる 御考を 持つ て 居 

らる 、か、 是は政 府が 將來我 國に對 して 政治を やる 

所の 御 方針に 於ても， 非常に 影 5? が ある、 又 民間に 
衆 誘 院 pa 潠擧法 中 改正 法律案 第一 If I 會 


非常に 騷 いで 居る 人の 心理状態に 對 しても、 非常に 
影饗を 及ぼす ものであります、 寺 内 內閣の 時代に 於 
きまして は •私の 想 ふには 普通 選擧と 云 ふ ものは、 
我 日本の 國體 に反して 居りは しない かと 云 ふやうな 
間違つ た 考を 持つ て 居つ たやう に 見える、 又 固陋な 
る 人になる と 耶蘇 信者に 對す るが 如く、 西洋では 良 
いか も 知れぬ が、 日本では 宜しくない と 云 ふやうな 
斯んな 間違つ た考を 持つて 居る、 又社會 主義者に 對 
する が 如く  •一 稲の 危險思 想を 持つ て 居る やうに 見 
て 居つ たので あるが、 此現原 内閣の 諸 公は、 斯う 云 
ふやうな 御考を 決して 持つ て 居ない と M ひます が • 
そこの 所を 先 づ御尋 したいので ある、 今まで 寺內內 
閣がや つた 所の 此普通 選擧 論者に 對 する 取締と 云 ふ 
ものは、 非常に 酷烈な もので あつて、 頑迷な もので 
あつたので ある、 所が 此政府 になり まして、 普通 選 
舉論 者に 對する 取扱は 稍々 寬大な 取扱を して 居る、 
流石は 床 次式と して、 是は 賞揚す る 次第であります 
が、 矢 張 將來も 斯う 云 ふ 御考を 以て 進まる i ことを 
希絮 する ので あるが、 先づ 第一に 普通 選 擧に對 して 
どう 云 ふ 御考を 持つ て 居る か、 絕對 的に 良い もので 
あるか 惡 いもので あるか •  R 本に 適用の 出来る もの 
であるか 適 W 出来ない ものである かと 云 ふ、 其 根本 
の 問題に 就て 一つ 御尋を 致します、 それから 假 りに 
此 普通 選擧と 云 ふ ものが 良い と假定 致しましても • 
それは 日本の 今日の 狀態に 於て は， 早 過ぎる と 云 ふ 
御考で あるの かどう か、 若し & いと 云 ふなら ば I 
悪い と 云 ふなら ぱ それまで ，悪い と 云 ふなら ぱどう 
云ふ點 が 悪い か、 絕對的 に惡 いと 云 ふなら ば 惡い其 
點を 承りたい、 良い と 云 ふなら ば 何故 早く 行は ない 
か、 即ち それを やらない と 云 ふのは 尙早だ 、尙早 で 
あると 云 ふなら ば、 其 理由を 一つ 伺 ひたいので ある 

是は 恐らく □本の 文明の 程度と 云 ふ ものが、 未だ 此 

に 至らない と 云 ふ御考 ょり 外、 多く 其 理由を 見ない 

ので ある， 所が 普通 選擧と 云 ふ ものは、 歐羅巴 諸國 

に 於て は 一等 國二 等國 位の ものでは ない、 三等 國四 

等 國と云 ふやうな 劣等の 下級に 2S する、 我國 から 見 

れぱ 茜 だ 失禮な 申し 條で あるが* 遙に 下に 位して 居 

る 文化の 程度の 諸國で も， 皆な 普通 選擧を やつて 居 

る •例へ ぱ勃牙 利 杯で もやつ て 居る、 唯々 行は ない 

のは 土 耳 古と か 支那と か 云 ふやうな， 領事 裁判を 行 

つて 居る 國ぱ かりで ある、 若し 普通 選擧が 日本に 於 

て 行へ ない と 云 ふなら ぱ •領事 裁判 權 をもう 一遍 元 


へ陡 したら 宜い 、さう 云 ふやう に歐羅 巴では 三等 國 
四 等 ® でも 行つ て 居る •巴爾 幹 半島の、 日本と 條約 
もしない やうな あ、 云 ふ國 よりも 劣つ て 居る と考へ 
るか、 それでな ければ 理由が 成立たない、 又 斯う 云 
ふ考 からして、 普通 選擧が 早 過ぎる と 云 ふこと が あ 
るか も 知れぬ、 それは 成程 良い 事 かも 知れぬ、 文化 
の 程度 も それに 達して 居る が、 是は 一足 飛に 飛 上る 
と危險 である、 怜も 梯子段を 飛 上る が 如く 見て、 普 
通選擧 を尙 早と 考 へて 居る かも 知れぬ、 所が 普通 選 
擧を 行つ た ® は、 英國 以外は 何處で も 一足 飛に 飛ん 
で 居る ■普通 選舉は 十九 世紀の 半から 行 はれて、 二 
十 世紀の 初に 一時に 歐羅 巴諸國 は 普通 選擧 になつ た 
ので あるが、 何 處 でも 皆な 一足 飛に 飛んで ■何れの 
國と碰 も 制限 選擧 より 普通 選擧に 溝渠を 飛んで、 何 
處の 國と雖 も 傷ついた 國は無 いので ある、 然るに 我 
日本 國のみ 之を 飛んで 傷つく と 思 ふか、 さう 云 ふ 風 
な tf!f ない 御考を 持つ て 居る か、 それから 最も 奇怪 千 
萬なる は、 此 普通 選 si なる ものは、 明治 四十 四 年 政 
友會内 閣と も稱 すべき 時の 誘 會に 於いて 提案せられ 
て 大多數 で 通過した 所の 榮譽 ある 歴史を 持つて 居る 
是は政 友會の 第一 次 内聞と も 稲すべき 時であつた の 
である •然るに 今： n は 尙 早と 言 ふ >  今より 十 年 以前 
に それが ¥ 過ぎず して、 十 年の 後に 於て 平 過ぎる と 
云 ふ 其 理由 ほ 何 所に 在る か、 是は 非常な 矛盾で ある 
世の中に 變說改 論と 稱 する ものが あるが， 恐らく 是 
れは變 説 改論 ではあります まい、 政 友會の 首腦た る 
所の 西阑寺 侯が 去られ‘ 松 田 君 逝かれて 之に 代つて 
原 敬 君 其 他の 諸 公が なられた、 人が @ つたので 變說 
改 論に 非ず して、 變人改 論と でも 名を 付けるべき も 
のでない かと 思 ふ •人と して 變入改 論は 結構な 事で 
あるか 知らないが、 黛と しては 實に 節操の 無い もの 
不面目 千 萬な もので なから うかと 私は 思 ふので あり 
ます (「ひや <  J と 呼 ふ 者 あり；} それから 强ち 政友會 
のみを 責める ので ありませ ぬが、 今日 世の中に 叫ば 
れて 居る 所の 普通 選擧の 人民の 聲に對 して、 私は 政 
友會 のみならず， 其 他の 諸 公の 態度が， 非常に 冷淡 
であると 云 ふこと を 悲しむ ので ある、 是は國 民黨に 
於て は 一番 初に 出された、 國民黨 諸 公に 對 しては、 
幾分 恕す べき 所が ある、 斯う 云ふ騷 ぎに ならな かつ 
た 時で あるから、 成程 先見の明が 無い と 申せば 幾分 
か恕 すべき 所が ある、 去りながら 世の中の 氣運 が斯 
う 云 ふ 風に 變つ て來 たら、 何も 之を 撤回す るに 差 支 


ない、 何も 躊躇す る ことは ない、 其點に 於て 六 人 組 
の 御 態度は 實に 見上げた もので、 黛の 面目は 之に ffi 
つて 幾 0- 維持され た， 是は 感謝 L て宜 からう と 思 ふ 
それから 憲政 B- の 案は •普通 選 擧と云 ふ ものが 段々 
威ん に 叫ばれて、 非常に 世の中の 氣運が 分つ て來た 
に 拘らず •まだ 此の 案に 就て _躇 せられて •さう し 
て 今日の やうな 案を 111 された と 云 ふことは* 實に時 
勢を 見る 所の 明の 無い ことに 籃 くので あります、 所 
が 政府 も 今日 出された 案に 至つて •尚 ほ 更に 镫 くべ 
きものが あるので、 世の中の 右 樣と云 ふ ものは •非 
常に 變 つて 居る、 其 有樣は 百 も御戒 知で ありながら 
此 時勢に 逆行す る ことの 甚 しい 斯う 云 ふ 不徹底な 案 
を 出される と 云 ふことは、 實に 民意を 無視した 所の 
ものと fi, は 思 ふので あります が、 斯う 云 ふやうな 結 
果を 何時までも 給け て ffic いたなら ば、 容易なら ざる 
結果になります、 人は 食物の 無い 時には 其爲 めに 暴 
動を 起す と 云 ふ •さう 云 ふ e 例を 持つ て 居る、 或は 
權 利の 要求であつて も •長く 之を 持續 したら さう 云 
ふこと が 無い と 限らぬ、 羅馬の 政治家 「ブラ ッカ ス 
」 は 『求む るに 對 して 與へ ざれば 髹取 れ」 と 云 ふこ 
とを 言つ た 1 願 馬の 歷 R! ほ 明に 之を 證 明して 居る、 
此氣 運を 何時までも 抛つて S いたなら ば •さう 云 ふ 
ことにな つて 来る かも i-ll れぬ 、議院が 暴民の 爲 めに 
包 園され て>  諸 封が 彼等に 權利 を脔は れな ければ な 
らぬと 云 ふやうな 機會が あるか も 知れぬ と 云 ふこと 
を 御 承知であります か、 如何であります か。 

〔「無 禮な奴 だ 怪しからん j  r 無禮な 事を 言 ふな 
」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〇國務 大臣 c 床 次 竹 二郞 君) 今 井 君に 御 答 致します 
が， 普通 選舉に 就て は 如何に 考へて 居る か、 金 體普 
通 牌 擧と 申した 所が、 今日 唱へ られて 屛 る 普通 選擧 
は •一種の 制限 51 擧だと 私は 考へ ますが (「然 り然 
り」 と 呼 ふ 者 あり) 今 井 君の 仰し やる のは、 絕對に 

普通 選擧ぢ やないだら うと 解し ますが どうで -i - 

それ ぢや 私は 今 井 君の 御 話は、 何でも 梆はぬ ，平等 
に 普通 選擧を やる と 云 ふ 御尋 ではない と 解 釋 して 御 
答 致します、 さう すれば 矢 張是は 一種の 制限 選擧で 
あります から、 今度 十圓を 三 0 に 下げ、 又 時 あつて 
是が二 圓にな り •若く は 又 それ 以外に 選擧 ffl を擴張 
する ことにな れば ，追々 何 所までの 程度 か 知らぬ が 
極く 制限を 付けない 普通 選 ^ までは hj なり 時節が あ 
ニニ ーー 
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り ませう、 今の所では 私は 三 g を 以て 適 當な 〇と考 
へて 居る、 總て dt 選 擧 S 杯の 制度は、 時勢に 願 じて 
作るべき もので あり、 又 谷 國の普 通選擧 の 如き も， 
各々 それ'^ 來勝が あつて 出來て 居る かと 存じます 
我 H に 於て は 現在の 提案を 以て、 最も 時勢に 相當の 
案 だと 考へて 居ります (「ひや 「議長 J と 呼 
ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 哲〕® く 御 待を 願 ひます、 通 is- 15; 
もう 一人 ありました が、 取消され ましたから、 此際 
齋藤隆 夫君に 發言を 許します。 

〇齋 藤隆夫 君此席 より 申します •最前 本 M の 質 間 
に對 しまして 內務 大臣の 御 答 辯 ほ、 全く 方角 違で あ 
ります、 本員の 質問に 對 しては 何等 答 ふる 所な く、 
本員の 質問せ ざる 所に 就て、 無益の 言論を 弄された 

と 云 ふこと に歸 著して 居る のであります、 本員 第一 

の皙 問は、 直接 國税 一 點 張で 行く と、 假 令へ 十圓を 

三圓に 下げた 所で、 郡部に 厚く して 市部に 甚だ 薄い 

即ち 片輪の 擴張 になる ので ある、 統計の 示す 所に 依 

れば 、此撋 張 方法に 依れば、 郡部に 於て 百 人に 付て 

五 人 六 分、 市部に 於て ほ 苗 人に 付て 三人 二 分になる 

ので ある、 斯る 片輪の 擴張と 云 ふ ものは、 公平なる 

選擧褪 を擴 張す る 所以では ない、 殊に 文化の 程度よ 

り 推して 見ても、 文明の 進步ほ 大體に 於て 市街より 

郡部に 及ぷ のが 至當の 順序で ある、 又 中央に 於ても 

地方に 於ても， 政治 上の 中心 勢力と 云 ふ ものは ■寧 

ろ 市街地に 在る のであります、 それ故に 選擧權 を擗 

張す るに 當 りましても、 何 所まで も絕對 公平に やら 

ねぱな らぬ のは 當り 前で あるが、 若し 萬已 むを 得 ざ 

る 場合に 於て は、 郡部に 厚き よりか、 寧ろ 市街地に 

揮 いと 云 ふの が (「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 ® 社 

會 の ® 狀に 適合して 居る ものと 思 ふ、 斯る 反比例、 

而も 其 反比例た る や 尋常一様の ものでは ない、 非常 

に 踏くべき 反比例の 結果を 來す ことは 基 だ 宜くな い 

(「のう <」 と 呼 ふ 者 あり) それ故に 何 か 他の 棚 

張 方法に 就て 十分 考傲 された ことがある か、 此點に 

就て 智識 階級を 混 人す る こと も 確に 某 一の 方法で あ 

る、 然るに 此 有益なる 智識 階級を 入れな かつた の ほ 

どうで あるかと 云 ふこと、、 及 最前 床 次 君の 說に依 

れば 、若し 此 階級を 入れる と 云 ふこと になれば、 此 

昝識 階級に® せざる 者に 於て、 相當 智識 能力 ある 者 

のが ある、 是 等に 對 して •不公平の 結果を 來 しては 

いかぬ と 云 ふこと であつ た •所が 小なる 不平を 恐れ 


て、 何が 故に 此階 級を ば 混入せ ざる、 大なる 不公平 
の 結果を 来す ことを rf 過して 居る ので あるか、 無論 
選 犁禰と 云 ふ もの ±r 或る 階級に 依つ て定 むべき も 
ので あつて、 決して 谷 人 谷 別に 就て 一々 試験を して 
與 ふべき もので ない、 財產 上の 資格に 於ても、 馬鹿 
も あれば 悧巧 も ある •財產 を 持つ て 居らぬ 者で も、 
亦 悧巧な 者 も あれば 馬鹿な 者 も ある， 斯樣な 事を 逐 
一 試 驗を して潠 擧嵇を 決める ことほ 出来ない、 W 產 
階級、 智識 階級、 其 他 或 階級を 標準と して 與 へる も 
のであります、 各人 各個に 就て 見れば， 不公平な 結 
果を來 す ことがある が、 制限 選擧に 於いては 、巳む 
を 得ない 事であります、 唯々 智識 階級に 餛せ ざる 者 
の 中に 於て、 幾らか 智識 ある 者が あるから、 それに 
對 しては 不公平 だと 云ふ此 一事を 以て、 此 大切なる 
智識 階級を 取 除ける と 云 ふこと に 付て は、 何等 理由 
を 成さぬ のであります、 此點に 就て 更に 徹底した る 
理由を 求む， 次に 大選擧 區制變 更に 關 する 事で あり 
ます、 之に 就ても 不明瞭で あると 本人は 斷言 致し ま 
した けれども、 其 事は 後日 或る 機會に 於て •逐一 事 
S を 指摘して 甚だ 多い ことを 證明 致します、 其® に 
就て 間 ふたので ない、 大選擧 區制變 更に 關する 理由 
が、 最前 述べられた 所の 全部の 理由で あるか 一 部の 
理由 かと 云 ふこと を 確め たら、 是が金 部の 理由で あ 
つて •他に 理由が 無い と 云 ふこと を 承りました に 抜 
て、 此事は 本員は 內務 大臣の 言と して 質を 取つて 置 
きます、 次に 第三の 點に 就て は、 是は 更に 委員 會に 
於き まして、 其 等の點 に 就て 御 辯 明を 願 ひたいと 思 
ひます。 

〇 國務大 SK 床 次 竹 二 郎君〕 唯今 齋藤 君の 御 尋の事 

は、 郡市不 權衡と 云 ふこと に 付ての 御 心配で あるが 

十 圓の稅 を 三圓に 下げて、 旣に 多少の 不® 衡が 起つ 

て 居る， 更に それを 二 圓まで 下げれば 尙更不 隨衡に 

なる， 何故かと 云へ ば税が 下る 程 •多く 地租を 納む 

る 人が 其 資格に 當 嵌ります、 それであります から 有 

® 者は 益々 郡部に 多くなる のであります (「分つ た 

か」 と 呼 ふ 者 あり) それから 幾分 智識 階級を 加へ れ 

ば •緩和す るかの 如く 見える のであります けれども 

併し 私の 申した のは 十八 萬であつて， 十八 萬の 智識 

階級 者の 中で、 獨 立の 生計を 營む 者と 云 ふ ものを 取 

れば 、其 以外の 渚は 獨 立の 生計を 營ま ぬと 云 ふ 標準 

が 取れる か 知らぬ が、 更に 是が 減って 來ませ う、 僅 

か 十 萬 かそ こらの 者が 加つ て •幾分の 緩和に なり ま 


せう が、 それが 矢 張大 §5 から 巾せ ぱ 、郡部の 人が 多 
からう と 私 li 考へて 居る、 それから 其 次に 智溢 階級 
を肢ら ぬと 云 ふことは •誠に 小なる 不公平で ある、 
其 小なる 不公平を すべく 智識 階級を 収らぬ と 云 ふ 事 
を •何故に ® てす るかと 云 ふ 御 話の やうであります 
が、 是は大 に 考が違 ひます、 贵 方の 言は れ る智銪 階 
位の 人を 全部 取つ た 所で 幾らあります か、 中學 卒業 
以上の 者が 五十 萬 •此 五十 萬 人の 人に 劣らざる、 寧 
ろ それ 以上に 全國 に澤 山の 人が 居ります、 是 等の 人 
を 律す るに、 唯々 卒業 證書を 持つ て 居る か S やと 云 
ふこと を 以て 判 斷 する ことは、 大なる 不公平と 考 へ、 
るので あります。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 今 井 嘉幸君 —— 混 雜の處 が あ 
ります から、 御 登壇を 希望 致します こ 
〔法 學溥士 今 井 嘉幸君 登 》〕 

0 法學膊 士今井 嘉幸君 今 床 次 內務大 i:i が 御尋 にな 
りました ので 私が 答 ふべき 地位に なりました、 それ 
に附 加へ て 疑問が 起つて 来た _であ ります、 普通 選 
擧も矢 張 制限して 居る から 制限で ある、 制限 選擧で 
ある、 政府 其 他の 方面から 出して 居る の も 制限を 加 
へて 居る から 制限で ある、 制限に 變りは ない のでな 
いかと 云 ふ 御 話で ありました が、 併し 普通 選擧と 云 
ふ ものは 准々 文字に 抱 泥して はいけ ぬ、 國民 皆兵と 
云 ふ 事で も、 何も 子供 や 女 杯を 兵に 取る 事では あり 
ませぬ、 それでも 國民 皆兵で ある、 それと 同じく 普通 
選舉と 云 ふても、 誰に も 彼に も與 へる のでない、 普 
通選擧 と 制限 選 擧の關 係は、 普通 選擧ほ 全體の 者に 
與へ ると 云 ふこと を 原則として、 それに 對 して 例外 
を 加へ るの が 普通 選 擧 である、 制限 選擧は 全 體に與 
へざる を 原則として •幾分に 與へ るの が 制限 選擧で 
ある* 其爲 めに 同じく 制限す る けれども、 非常な 差 
が 起つ て 来る •普通 選 擧の國 に 於て は、 國民 全體の 
少く とも 二十 「パ— セント」 前後と 云 ふ ものが、 必ず 
選擧撾 を 有する ことになる、 百 人の 內 二十 入は 選擧 
權を 有する、 制限 選擧は 標準が 違 ふから、 大槪十 「 
パー セント J 以下であります、 さう 云 ふこと になる 
普通 選擧を 行へ ば 日本と 雖も千 萬 か 千 五 百 萬と 云 ふ 
ことにな つて •  M 十 「パ ーセ ント」 前後になる、 所 
が 今 政府 其 他の 諸黨 から 出されて 居る 案は 五 「パ ー 
セント」 內外 である" 其 間には 非常な 差が ある •是 
は 標準が 違 ふから さ 3 云 ふ 差が 起る、 所が 世界の 中 
で 多くは 二十 「パー セント J 近い ものに なつて 居る 


のに" 日本 だけが —— 一等 K と 辟して R る H 本 だけ 
が、 五 . ハ ーセ ント 」 位で ^ 〇に爭 をして e} るのは 
怪しから ぬ 話では ないかと 思 ふ、 斯う 云 ふ S であり 
ますから、 此 點 の 御說 明を 願 ひたい、 K f^ c 屮.： (- 
氣と 外の 空氣は 「ス トーブ J の 加減が 非常に is ふ、 
餞 ^ の 裡ほ 桃源の 夢に 醉ふて 居る が、 世の中で は 非 
常に 铙 めて 居る、 尙ほ 選擧 法の 改正を 今年 やつても 
来年から 行 ふ もので ない、 次の 遝犁か らやる ので あ 
る、 其 間に 考 撖を耍する、斯う云ふ時に考版を用ひ 
て H ひたい、 强ち 之を 本年 通す と 云 ふやうな ことを 
突 張らない やうに 筘留す るので あります。 

〇國 務大 E (床 次 竹 I 一郎 君〕 今 井 君に 御 答 致します 
が、 今 私は 言葉 咎めを する ので ほ ありませ ぬが、 赘 
通選擧 には 女 杯は 無い と 仰し やつた が、 矢 張 時 代の 
進步 でさう ばかりは 行かぬ と 思 ふ， 今の戰 で 女も间 
じく 此 軍事に 加つ た 1st を 以て、 段々 英阈邊 でも 選鹖 
權 を與 へられて 居る、 是は 何でもない yf であります 
が、 詰まり 私の 言 ふのは、 fi 方の W 葉 尻を 咎める 趣 
意では ない ので、 普通 選擧と 申しても、 時代に te つ 
て K fsr 狭に 幾分の 差が fe ると 私は 思 ふので あります 
そこで 今では 貴方の ^ 考にな つて 居る やうな 膂通選 
擧論は 、私 ほ 今 持つて 居り ませぬ、 斯う 云 ふこと を 
單 純に 御 答し まして、 それ 以上は どうも 私が 御 答 致 
しても* 却て 御滿 足で なから うと M ひます から、 是 
で 止めて 置きます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 委員 選舉の 事を 御 諮り 致し ま 
す。 

〇 岩 崎 II 君 本案は 高木 益 太 郎君 外 三名提 m、 衆豳 
院議 員 選擧法 中 改正 法律案 外 . 件の 委 M に 併せて 付 
託せられん ことを 望みます。 

〔「異議な し異 觳 なし」 の聲 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 _ に御異 識 ありま 

せぬ か - 御 異議がない と 認めます、 仍て励 議 の 如 

く 決します、 本日は 散會。 

午後 六 時！ 一十 九分 散龠 
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第 十六 朝鮮 平 元鐵道 急設に 關 する 建 is 案 (跗 
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第 十七 f 萬 里、 佐 . -ffi 保 間 鐙道® 設に關 する 建 

8  glM wl ) ( 養 長 報告) 
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第 十九 若松、 柳 !: S 間® 馊 鍩道 建設に 關 する 建 

if 案 (抑 §s 魅 腿) C 委 M 長報吿 り 

第 II 十 (特別 報 i»r 第 四十 二 號〕 產赛紉 合に 對 L 

印紙税 免除の 読 願 (委員長 報 W 〕 

第二 十一 (特別 報 街 第 四十 三號〕 製 ii 特別 踣值 

價格 制定の 諳闢 (委員長 報告〕 

第 II 十 II  C 特別 報吿第 四十 四 號}特 别用鹽 規則 

中 鰊 ii 加の if 願 (委 長報带 〕 

第 II 十三 C 特別 報吿第 四十 五號 ：專 費 f1. 吏 派出 

所 le a の IS II1 (委員長 報吿) 

第 II 十四 C 特別 報 缶 第 四十 八號) M 屋取締 法 中 

改正の 諮 肺 外 一件 (委員長 報 茜) 

第 r: 十五 CR 別報 Itf 馆五 十一號 〕仙蠆 地方 裁判 

所 石 巻 支部 權® 復 S の Is 朗 (委員 


長 報吿〕 

第 11 十六 (特別 報吿 第五 十四 號〕 太 田、 三次 間 
軽便 鐡道測 量 及 速成の ii 隅 (委員 

長 報吿) 

第 II 十 -4: (特別 報齿 第五 十五 號〕 上越 鐵道 速成 
の謅關 (委員長 報告〕 

第 II 十八 (特別 報吿 第五 十六 號〕 上越 鐵道 敷設 
H 事 急 施の 讅願 (委員長 報告〕 

第 I 一十 九 (特別 報 街 第五 十七 號〕 池 田 •川 之 江 

間鐵道 敷設の 諝願 (委員長 報吿 d 
第三 十 (特別 報吿 第五 十八 號) 津山新 見間鐵 
道 敷設 速成の 請願 (委員長 報吿) 

第三 十 I  (特別 報吿 第〗 ハ 十一 號〕 都 城 一?l 島 間鍩 
道 敷設の lit 願 (委員 畏 報吿) 

0 ■長 (太 岡 育造 君〕 諸般の 報告が あります。 

〔原 田 B 記 官朗 讚〕 

一昨 二十 六日 政府よ 〇 提出せられ たる 謎 案 左の 如 
し 

結核 豫防法 案 
「トラ ホ— ム 」 豫防 法案 

一 去 二 十： :-/ 1: 日 謎 負より 提出せられ たる 議案 左の 如 
し 

鶴 岡、 大泉間 國有輮 便 鐵 13 敷設に 關する 越 議案 
提出者 熊符直 太 君  戶狩翩 之 助 君 
小 林 源藏君  高 橋 辰 二君 
大石 五郎 君  锯藤钯 一 君 
新 見、 庄原 間輕便 鐵逋趄 設に關 する 建藕案 
提出者 湯淺凡 平 君  西 村 丹 治 郎君 
福 井 三 郎君 

一 去 二 十五 日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 
左の 如し 

靑年 指導に 關する 再 質 間 主意 書 

提出者  田 中 萬 逸 君 

國民 思想の 善導に 關する 再 質問 主意 書 

提出者  田 中 善 立 君 

一昨！ 一十 六日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 

左の 如し 

小學 校敎 員に 給す る 臨時 手 當に關 する 再 質問 主 

意 書 

提出者  高 田 耘平君 

一 今 二十 七日 より 提出せられ たる 質問 主意 街 

左の 如し 


公娼 制度の 存廢 に關 する 第一 一一 質問 主意 W 
提 m 者  橫 山 勝太郞 君 

一昨二十六日貴族院に於て本院の浍付に係る左の 
議案を 可決した る 旨 同 院 より 通牒を 受領せ り 
第 一 回國勢 調 ? C 施行に 要する 地方 經费國 庫 支 辨 
に關 する 法律案 (政府 提出〕 

作業 會計法 中 改正 法律案 (政府 提 出〕 

戰 時 利得 税法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

國潰 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 C 政府 提 
出〕 

海軍 工廠 資金 會計法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 (政 
府揾 出〕 

C 特 第一 號〕 大正 七 年度 谷 特別 會計 歲 入 歲出 豫算 
追加 案 (政府 提出〕 

一 去 二十 五日 政府より 受領した る 報告 左の 如し 
大正 六 年 四月 一日より 大正 七 年 三月 三十 一日に 
至る 谷 箱 所管 官有 財產％ 減 異動 報吿 

〔左の 報吿 ほ朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 二 十五 日木潘 川 治水に 關 する 建議案® 員 井上 
敬 之 助 君辭 任に 付 其補闕 として 小 田 切 磐 太 郎君 
を、 衆 11 院議 員 選 擧法中 改正 法律案 婺員柵 賴軍 
之 佐 君， 古島 一雄 君、 村 松® 一郎 君辭 任に 付 其 
補闕 として 下 岡忠治 君、 野 添宗三 君， 高木 益 太 
郎君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 

一昨 二十 六日 衆 誘 院議 員 選 擧法中 改正 法律案 委員 
政 尾藤吉 君、 福 本 寅 松 君、 生 原 忠右衞 門 君 •佐 
佐 木 文 一君辭 任に 付 其輔闕 として 三 土忠造 君、 
中 村 啓次郞 君、 武 藤金吉 君、 淸崙 太郞 君を 議長 
に 於て 選定せ り 

一 今 二 十七 R 衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 委員 
松 浦 五兵衛 君， 鳩 山一郞 君、 古屋 慶隆 君辭任 に 
付 其補闕 として 森 田 JE 路君 、粕 谷義三 君、 小 泉 
又 次郞锊 を， 精神病院 法案 委員 山 根 正 次君辭 任 
に 付 其補闕 として 佃 安之丞 君を 孰れ も BI 長に 於 
て 選定せ り 

一 去 二 十五 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
決議案 起草の 件 委員  (. 

委員長  小川 平吉君 
理事  金杉英 五郎 君 
0 議長 (大岡 育造 君〕 是 より會 翳を 開きます I 諮 


間を 致します、 第 四 部 選出 決算 委員 前 田 卯 之 助 君、 
右 常任委員 辭 任の 申出が ありました， 許可 -L て 異議 
はあり ませぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誘 長 (犬 岡 育造！ 3〕 御異 誘が 無ければ 許可す る こ 
とに 決します、 第 四 部の 諸君は、 速に 補 缺選擧 を 行 

ひ屆 n あらん ことを 望みます - 此際 宣告を して 置 

きます、 本 期 議會は 旣に會 期の 三分の 二を 經過 しま 
した、 先例に 依り、 , 法律案は 成规の 日時を 要せ 
ず Q 程に 揭載 する こと， 一、 本 會謓時 間に 於け る委 
貝 會の開 會は 議長に 於て 之を 許可す る こと、 一、 議 
案の 抑 合に 依り 定日以 外の 日に 於ても 本 # 議を 開く 
こと •是は 先例であります から、 念の 爲めに 宣吿致 
して 置きます 1 日程 第 , 第三は、 便宜上 一括 議 
題と e すに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謖長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 一括 議題と 
致します、 日程 第一、 執達吏 規則 中 改正 法律案、 第 
三 執達吏の 手數料 及 立 替金佾 額に 關する 法律案を 一 
括して 議題と 致し、 第一 is 會を 開きます — 費 島 政 
府委 M。 

第一 執達吏 規則 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
第一 讀會 

執達吏 規則 中左ノ ifn 改正 ス 

第 十九 條中 「百 八十 圓」 ヲ 「四百 五十 I1 J  -|改 ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 プ以テ 之 ヲ定ム 

第三 執達吏の 手數料 及立替 金增 額に 關す 
る 法律案 (政府 提出) 第一 讀會 

執達吏 手數料 規則-一依 ル 手 數料及 立替 金- 〗 付 テ ハ 

當 分/内 勅令 ノ定ム ル 所-一法 y 其ノ 百分ノ 五十以 

內ヲ增 額 スル コト ヲ得 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
〔政府 娶 員法學 博士 豊島直 通 君 登壇〕 

0 政府 委員 (法學 博士 豊島 直通 君) 執達吏 規則 中改 
正 法律案、 是は 執達吏の 手數 料と 一年間の 收入が 百 
八十 圓以 下で ございます れど 、國 庫から 支出す ると 
云 ふこと に、 之を 今日は 定められて ございます るの 
を、 現今の 經濟狀 態に 副 ひませ ぬ 所から 致しまして 
其 額を 四百 五十 圓に 上げまして， 其 不足 額は 國庫か 
ら之 を茭 給す ると 云 ふこと に 致したい 趣意で ござい 


執 達 K 規則 中改 JH 法律案、 執達吏の 手數料 及立替 金％ 額に 關 する 法律案 第一 讀會 


五 


院羅衆 伶議國 帝囬一 十四 第 


结梭拽 防 法案， 
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ます、 次に 執達吏の 手 sa 嵙 及立替 金の m 額に 關 しま 
する 法律案 ほ、 是も経 濟 界の變 動に 伴 ひまして •物 
價の昂 探 著しき もの •かご ざいます からして、 常 分の 
間 其經濟 状態に 適睡 する 爲め に、 五 割の 手 15 料の 金 
額を 佾加 致したい と 云 ふ 趣 S でございます、 どぅか 
何分 御 協饩を 御 願 致します。  . 

〇邁長 (大岡 育造 君) 委员 潠擧を 議題と 致します。 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
0 岩 崎 勤 君 日程 第一 及第 三を 一括して 、委員の i£ 
を 九 名と し-議長に 於て 指名せられ んこ とを、 望み 
ます。  ， 

0 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御異謅 はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 此兩 案は 81 

長 指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました I 

日程 第五、 第 七は 便宜上 一括 議題と 爲すに 御 異議は 

ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議 長大 岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 一括 議題と 

致します I 第五、 結核 豫防 法案、 第 七 •「トラ ホ 

丨ム」 豫防法 — 床 次內務 大臣。 

第五 結核 豫防 法案 (政府 提出〕 第一 讀 

會 

結核豫 防 法 

第 一條 本 法-一 於 テ 結核 卜稱 スル ハ 肺結核 又 ハ 喉 

頭 結核 M シテ 病毒 傳播 ノ危險 アル モノ ヲ 謂 7 

第二 條醫 肺結核 患者 ヲ 診斷シ 又 ハ 其ノ死 體ヲ檢 

案 シタルト キハ 患者 ノ 場合 M ffi y テ ハ 患者 又 ハ 

其ノ 居住 ノ場 所ノ管 理ヲ爲 K 者若ク ハ 其ノ 代理 

ヲ爲ス 者、 死 si / 場合 二 在 リテハ 死體 所在 ノ場 

所ノ 管理 ヲ爲ス 者 又 ハ其ノ 代理 ヲ爲 K 者 11 命令 

ノ定ム ル 所 M 依 リ 消毒 其ノ他 ノ豫防 方法 ヲ 指示 

スへシ 

前項 ノ 規定-一依 リ指 示ヲ受 ヶタ ル 者 ハ 其ノ 指示 

-I 從ヒ 消毒 其ノ他 / 豫防 方法 ヲ行フ ヘシ 

第三 條醫師 ハ 前條ノ 規定-一依 リ 指示 ヲ受ヶ タル 

者其ノ 指示 ヲ遨守 セスト 認ムル トキ ハ 當該 官吏 

又 ハ 吏員 二 其ノ 旨ヲ 申吿ス へ. ゾ 

第四條 行政官 廳ハ 結核 患者 又 ハ 其ノ死 者ア リタ 

ル 場所-一 付 家屋 物件/消毒 其ノ他 ノ豫防 方法 ヲ 

施行シ 又 ハ 其 ノ 施行 ヲ 患者 又 ハ 場所 ノ 管理 ヲ爲 


ス者若 ハ 其 / 代理 ヲ爲ス 者-- 命 スル コト ヲ得 
第 五條 行政官 超 ハ 結核 豫防上 必要 卜 12 ムル トキ 
ハ 左ノ事 項 ヲ行フ n トヲ得 
一 業態 上 病毒傳 播ノ闼 アル 臌 業 — 從事 スル 者 
又 ハ 病毒 S 延ノ鼯 アル 場所- 1 居住シ 若 ハ 其 
ノ 場所-一 於 テ 職業- 1 從事ス ル 者-一 對シ 健康 
診斷ヲ 施行 スル コト 

二 結核 患者 — 對シ 業態 上 病毒傳 潘ノ處 アル 職 
業-一 從事 スル コト ヲ 禁止 スル コト 
三學 校、 病院， 製造所 其ノ 他/多 衆ノ 集合 ス 
ル 場所 又 ハ 旅 店、 料理店， 理髮店 其 ノ他ノ 
客ノ 來集ヲ 目的 トス ル 場所-一 付 病毒 傳播ノ 
媒介 トナ ル ヘキ 事項 ヲ制 限シ若 ハ 禁止シ 又 
ハ 場所 ノ管 理ヲ爲 K 者 ハ 其ノ 代理 ヲ爲ス 者 
- 一對シ 結核 豫防上 必要 ナル 施設 ヲ爲 サシ ム 

ル n 卜 

四 古 著、 古蒲團 、古本、 紙曆 、襤縷 、飲食物 
其 ノ他ノ 物件 — シテ 病毒 = 汚染シ 又 ハ 其 / 
疑 アル モノ ノ賣買 若 ハ 授受 ヲ 制限. ゾ若ハ 禁 
止シ 、其ノ 物件 ノ 消毒 若 ハ 廢棄 ヲ爲サ シメ 
又 ハ 其ノ 物件 ノ廢棄 ヲ爲ス コト 
地方 長官 _| 於 テ 前項 ノ規定 — 依リ 健康 診 斷ヲ施 
行シ又 ハ 物件 ノ廢棄 ヲ爲ス 場合-: 於 テ ハ 其/費 
用 ハ 北海道 地方 費 又 ハ 府縣 ノ負擔 トス 
第六條 地方 長官 ハ 結核 豫防上 必要 卜認ム ル トキ 
ハ 採光、 換 氣其ノ 他ノ關 係 — 於 テ 衞生上 不良 ナ 
ル 建物 ノ 使用 ヲ 制限シ 又 ハ 禁止 スル n トヲ得 
前項 ノ 規定-一依 ル 制限 又 ハ 禁止-一因 リ生シ タル 
損害-一 對シテ ハ 地方 長官 必嬰 卜認ム ル トキ ハ 勅 
令 ノ定ム ル 所- IK リ補 償金 ヲ 交付 K 補償金 ハ 北 

海道 地方 費 又 ハ 府縣 ノ負擔 トス 

第七條 主務大臣 ハ 結核 患者-ー シテ 療養 ノ途 ナキ 

モノ 1 ブ收容 セ シムル 爲 人口 五 萬 以上 ノ市又 ハ 特 

二 必要 卜認ム ル 其 ノ他ノ 公共 團體 -I 對シテ 結核 

療養所 ノ 設置 ヲ命 スル n トヲ 得但シ 必要 卜認ム 

ル トキ ハ ニ 以上 / 公共 團體ヲ 指名シ 共同 設置 ヲ 

命 スル コト ヲ妨ケ ス 

前項 ノ 結核 療養所-一 關スル 經費ハ 公共 團體ノ 負 

擔トス 

第一 項 但書 ノ 規定  一 I 依リ 共同 設置 ヲ 命 <  ル 結核 

療養所 ノ管理 及經費 分擔ノ 方法 ハ關係 公共 團體 

ノ協 依リ之 ヲ定ム 協議 調 ハサ ル トキ ハ 主務 


大臣 之 ヲ定ム 

第八條 地方 長官 ハ 結核 患者 M シテ 療養 ノ途 ナキ 
モノ 及豫防 上特 -I 必要 卜認ム ル モノ ヲ前 勝 / 規 
定二 法リ設 置 K n. 結核 療赛 所- 1 入所 セ シムル. コ 
トヲ得 

前項 ノ 規定- 1 法 ル 入所 ノ费用 ノ負擔 及徵收 M 關 
シテハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 九 條國庫 ハ 勅令/ 定ムル 所 — 從ヒ第 七 條ノ規 
定 -I 依 リ 結核 療養所 ヲ設置 スル 公共 幽體 -1 對シ 
其ノ 結核 療養所-一 關シ 公共 團體ノ 支出 スル 經费 
六 分ノー 乃至 二 分 ノーヲ 補助 ス 

第 十 條國庫 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一 從ヒ第 七 條ノ規 
定 -I 依 ラ N、 シテ 結核 療養所 ヲ設 SK ル 公共 圓體 
又 ハ 公益法人 ユ對シ 其ノ 結核 療養所 M 關シ 公共 
團體又 ハ 公益法人 ノ 支出 スル 經費ノ ニ分 ノー以 
內ヲ 補助 K ル n トヲ得 

第 十 一條 結核 療養所 ヲ設置 スル 公共 國瞠 M シテ 
第九條 又 ハ 前條ノ 規定-一依 ル 補助 ヲ受 クル モノ 
ハ 他ノ 公共 團體ノ 委託 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 
所 M 依 リ 療養 ノ 途ナキ 結核 患者 ヲ其ノ 結核 療養 
所 二 收容ス ヘシ 

第 十二 條 北海道 地方 費 又 ハ 府縣ハ 勅令 ノ定ム ル 
所-一 從ヒ第 五條 第一 項 第二 號ノ 規定- 1 依 ル從業 
禁止 又 ハ 第八條 第一 項ノ 規定-一® ル 入所 — 因リ 
生活 スル コト 能 ハサ ル 者- i 對シ 其'  生活費 ヲ補 
給ス ヘシ 

第 十三 條國庫 ハ 第五 條第二 項、 第 六條第 二 項 又 
ハ 前條ノ 規定-一依 リ茭出 ヲ爲ス 北海道 地方 費 又 
ハ 府縣- -對シ 其ノ 支出額， 四 分 ノーヲ 補給ス 

第 十四 條官廳 、官立 ノ學校 病院 製造所 等-一 於 テ 
ハ 其 ノ長ハ 第 五條 第一 項 第三 號第 四號 及第 六條 
，第一 項ノ 規定-一 準シ 結核 豫防 -1 關 K ル 事項 ヲ施 
行ス ヘシ 

第 十 五條 第！ 一條 第一 項 若 ハ 第三 條ノ 規定ユ 違反 
シタル 者 又 ハ 第 四條ノ 規定- 1 依 ル 行政官 廳ノ命 
令 M 違反シ タル 者 ハ 科料-一 處ス 

第 十六 條第 五條 第一 項 又 ハ 第六條 第一 項ノ 規定 
-1 依 ル 行政官 廳ノ 命令 又 ハ 處 分- 一 違反 シタル 者 
ハ 百圓 以下 N 罰金 又 ハ 科料 二 處ス 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

大正 三年 法律 第 十六 號ハ 之ヲ 廢止ス 


大正 三年 法律 第 十六 a -lte リ設莳 ヲ命シ タ 〇- Mis 
核療奏 所 ハ 本 法- l te リ設 Iff v 命シタ i, is R s,、 -is 所 

卜 看做 K  _ 

第 七 「トラ ホ ーム J 薄 防 法案 (政府 提出〕 
第一 會 

「トラ ホ ~ ム J 雅防法 

第 I 晓陘師 「トラ ホーム J K1 者ヲ於 斷シ タルト 
キハ 命令 ノ定ム ル 所 — 法 リ 患者 又 ハ 其ノ保 護 者 
二 消毒 其ノ他 ノ預防 方法 ヲ 指示 K ヘシ 
當該 官吏 又 ハ 吏員 ハ 必要 卜 認 ムル トキ ハ 「トラ 
ホ ーム」 患者 又 ハ 其ノ保 謎 者-一 消 Is 其 ノ 他/ f« 
防 方法 ヲ指 示スへ シ 

第一 項 又 ハ 前項/規定- Iteu 指示 ヲ受 ケタ ル 者 
ハ 其/指示 -I 從ヒ消 毒 其/仙 ノ拽防 方法 ヲ行フ 

ヘシ 

第二 條 「トラ ホーム J 患者 ハ 速 11 骼師ノ 治療 ヲ 
受ク ヘシ 

「トラ ホー ム」 患者/保 si 者 ハ 其ノ思 者ヲシ テ 速 
-- 髑師 ノ洽療 ヲ受ケ シムへ- ゾ 
第三 條 行政官 廳ハ 「トラ ホ ーム」 患者- ー シテ洽 
療ヲ受 クル ノ 途ナキ 者-- 對シ 治療 ヲ 施行 スル 3 
トヲ得 

前 羽 ノ 規定-! 依 リ洽療 ヲ 施行 スル 場合-一 於 テ ハ 
其 ノ费用 ハ患漭 所在地 ノ 市町村 ノ負控 トス 
第四條 行政官 廳ハ 「トラ ホ— ム」 预防上 必耍卜 
認ムルトキハ左ノ亊項ヲ行フコトヲ得 
一 檢診ヲ 施行 スル コト 

二 「トラ ホ I ム j 患者 M 對シ 客， 一 接 K ル 業務 二 
從事 スル ヲ停止 スル コト 
三學 校、 幼稚園、 製造所 其ノ他 ノ 多衆ノ 集合 
スル 場所 又 ハ 旅 店 •料理店 •理髮 店 其ノ他 
ノ客ノ 來集ヲ 目的 トス ル 場所-一 付 病毒 傅 潘 
ノ 媒介 トナ ル ヘキ 事 10 ヲ制限 •ゾ若 ハ 禁止シ 
又 ハ 場所 ノ 管理 ヲ爲ス 者 若 ハ其ノ 代理ヲ 爲 
ス 者-- 對シ 「トラ ホー ム」 预防 上必耍 ナル 
施設 ヲ爲サ シムル コト 

地方 長官-一 於 テ 前項 第一 號ノ檢 診 ヲ 施行 スル 場 
合- 1 於 テ ハ 其ノ S 用 ハ 北海道 地方® 又 ハ 府縣 / 
負擔ト ス 

第五 條 市町村 ハ 地方 長官 ノ 指示-一 從ヒ 「トラ ホ 
—ム J  ノ豫防 及 治療-一 關スル 施設 ヲ爲 ，ス ヘシ 
第六條 北海道 地方 費 又 ハ 府縣ハ 命令 ノ定ム ル 所 


院議 衆 ir 漭 國帝冋 一十 四 第 


•I 依リ 「トラ ホ ーム」 /豫 防 及 治療/ 爲 費用 ノ 
支出 ヲ爲 K 市町村-一 對シ 其ノ费 用ノ補 助ヲ S ス 

ヘシ 

第 七 條國 庫 ハ 前條ノ 補 肋 ノ爲 其ノ他 「トラ ホ ー 
ム」 ノ預防 及洽 療/爲 费用ノ 支出 ヲ爲ス 北海道 
地方 a 又 ハ 府縣- 一對シ 其ノ 支出額 ノ六分 ノー  ヲ 
柿叻ス 

第 八胳官 醅 、官立 ノ學 校製浩 所 等-一 於 テ ハ 其/ 
長 ハ 第四條 第一 項 第三 號ノ 規定-一 维シ 「トラ ホ 
)' ム」預肪-一關スル事項ヲ施行スへシ 
第 九临第 一條 第一 項 又 ハ 第三 項 ノ規定 二 違反シ 

タル そ/ハ 科料-一 處ス _ 

第十脐 第 四條第 1 91 ノ 規定- |依 ル 行政官 廳ノ命 
令 又 ハ 阔分- 二 1S 反シ タル 者 ハ 五十 圓 以下 / 罰金 
又 ハ 科料-一 處ス 

第 十 一條 本 法-一 於 テ 保 1® 者卜稱 スル ハ 左 ノ各號 

ノ ー-一 該當 K ル 者ヲ 謂 7 

i  未成年者- 1 對シ 親_ ヲ行フ 者又ハ 未成年者 

若 ハ 禁洽茚 者ノ 後見人、 親 fis ヲ行フ 者 又 ハ 

後見人 ナキ トキ ハ 戸主、 戶主 未成年者 又 ハ 

禁治產 者 ナル トキ ハ戶主 二 對シ 親褪 ヲ行フ 

老又ハ 戶主ノ 後見人 

二 敎 育、 監篚又 ハ 傭 使 ノ目的 ヲ以テ 未成年者 

ヲ寄窩 セ シムル 者 又 ハ 其ノ 法定代理人 

第 十二 條本法 中 市町村 ト アルハ 市制 町村制 ヲ施 

行 セ サル 地-- 於 テ ハ 之 — 维 K へ キモノ トス 

附則 

本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

〔國 務大 m 床 次 竹 二 郞君登 塯〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 結核 病に 依って 死す る 

者 年々 約 八 萬 以上 ございます、 此病老 の 推定 ? a ほ、 

全國に 於て 五十 ®; 以卜 ■でございます、 而も 逐年 其 病 

勢は 研 加して 行く 有様で ございます、 衞生上 及經濟 

上に 及ぼす 影 ^ は ® だ 大なる ものでありまして、 是 

が豫防撲滅ほ、网防並に敎育上锊に看過すべからざ 

る 緊要の 問題と 考 へます、 現在に 於き ましては、 肺 

結核揿 菱 所の 設 K 及國 ffl 補助に 關す る规定 が ありま 

して、 人口 三十 ;« 以上の 都市に 對 して 肺結核 取 養 所 

の設 [S を 命じ ド 窮民 患者の 療莽を 致す と 云 ふこと に 

なつて 尻り まする が、 前 申 上げる やうな 現在の 狀況 

であります から、 今日の 有 棟で 到底 過す _には 參り 

ませぬ、一般に預阽に關する法規を作る必要がござ 
農工 銀行 法 中改 正法甜案茁一諮會 


います、 仍て此 際 一般的 豫防 法を 制定す ると 同時に 
人口 五 萬 以上の 都市 及 特に 必要と認めた る 公共 團體 
に對 し、 結核 療養所の 設置を 命ずる ことを 得る 事に 
して、 以て 此病氣 の豫防 撲滅の 効果を 奏したい と 思 
ふので ございます、 是が此 結核 豫防 法案を 提出 致す 
理由であります、 次に 「トラ ホ ー ム」 豫防 法案を 制 
定 致します る 理由は、 0 下 我國に 於け る 「トラ ホ ー 
ム」 患 若は、 ！ H 確なる 數は 之を 知る ことは 出来 ませ 
ぬが、 徴兵 檢査の 結果に 依って 推算を 致し ますれば 
約 一千 萬 人に 達して 居る やぅに 思 ひます、 是亦萍 業 
敎 W •及阈 防 上、 影響す る 所 甚だ 大なる もので あり 
ます、 國民的 活動 上に 大な る障礙 を與 へて 居る 次第 
であります、 然るに 之に 對 する 一般の 法規 未だ 備っ 
て 居らぬ のであります、 仍て此 際 本案を 制定したい 
と 云 ふ 趣意で ございます。 
f 拍手 起る〕 

0_長( 大岡 育造哲 ：>  右 兩案娄 員の 選擧を 議題と 致 
します。 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
〇 岩 崎 £ 君 議長" 

〇謠 長 (大岡 育造 君 d 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 I.1) 君兩 案を 一括して、 精神病院 法案の 委員 
に 併せて 付託せられ んこ とを 望みます" 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異諉な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡育造対)御異謅が無けれぱ動議の如く 

決し ま - 日程 第 九、 農 H 銀行 法 中 改正 法律案の 

第一 Is 會を 開きます、 提出者 天 春 文衞 君。 

第 九 農工 銀行 法 中 改正 法律案 (天 春文衞 
君 外 十七 名 提出〕 第一 讀會 

髅エ 銀行 法 中 左ノ通 改正 ス 

第 六條 第二 號屮 「五分 ノ ー」 ヲ 「三分 ノ 1J  - 一改 

ム 

同條第 艽 號中 「二 十 人 以上」 ヲ 「十 人 以上」 二改 

ム 

第 十三 條貸 fi 金ノ 年賦 償還-一 付 キ据置 年限 ヲ定 

ムルトキハ五茴牢以內トス但シ其ノ年限内ノ利 

子 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 

年賦 (« 還 期限 前 天災 事 _ 其ノ他 避クへ カラ サル 

事故 ヲ生シ タル 場合 二 於 テ ハ 更 -I 椐置 年限 ヲ設 

クル コト ヲ ?| 


第二 十六 條屮 「五倍 J ヲ 「十倍」 二改ム 
〔天 春 文衞君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 天 春文衢 君 諸君、 私は 此農 H 銀行 法 中 改正案の 
提出の 理由を 簡單に 述べまして、 諸君の 御 賛成を 希 
望 致します 次第であります、 此 農工 銀行 法は、 諸君 
も 御 承知の 如く、 明治 二十 九 年の 法律 第 八十 三號を 
以て 發布せ られ たもので ありまして、 爾來 時勢の 進 
運に 伴 ひ、 農 H 業者の 發展 と共に、 此法律 の改 正は 
時勢に 適膘 して 最も 必要と 存じます が 故に、 玆に此 
改正案を 提出した 所以であります、 聊か 此各條 に 就 
て 理由を 申 上げたい と考 へます、 法 第 六條の 第二 號 
中に 「五分 ノ 1 J とあります のを 「三分 ノ ー」 に 改め 
るので あります が、 其 理由は 現行法に 於き ましては 
年賦 貸付金 總 高の 一に 相當 する までの 金額を 限つ て 
不動 產を 抵當と 致しまして 、五箇 年 以内の 定期 貸付 
を爲す ことを 得と 規定され て あるので ございます* 
然るに 明治 Z 十四 年に 農工 銀行 貸付の 目的を， 藤 エ 
業者に 限る の 制限を 撤廢せ られ ました 亦 故に、 爾来 
市街地 等に も 貸付が 段々 贿 えて 參 ります やうな 場合 
であります、 故に此 定期 貸の m 加を 来した が 爲 めに 
年賦 貸付の 總高を 三分の 一まで％ 加せ ん とする の 希 
望で あるので ございます、 又 其 次の 法 第六條 第五 號 
中の 「二 十 人 以上」 を 「十 人 以上」 に 改めました の 
は、 是は 現行法に ては 「二 十< .以上 ノ農 業者 又 ハエ 
業者 申 合 セテ 通 帶 責任 ヲ以テ 借用 ヲ 申出 テ タル トキ 
ハ 其ノ 信用 ノ確實 ナル 者 M 限リ五 箇年 以內- 1 於テ定 
期 償還 ノ方 法-一依 リ 無抵當 貸付 ヲ爲ス コト」 と 云 ふ 
ことにな つて 居ります、 然るに 二 十 A 以上を 連帶せ 
しめて、 一手で 貸與 へる と 云 ふこと け、 餘捽闲 難で 
ありまして、 甚だ 倩 務 者に 於ても 不便であります な 
り、 又 貸方の 農 H 銀行に 於ても， 容易に 糎らない と 
云 ふやうな 場合で、 兩方 とも 甚だ 不便であります、 
故に 十 入 以上と 云 ふこと に 改めた ので ございまして 
此二十 人 以上の ものを 十 人に 縮めます と、 或 ほ危險 
の ® •か あると か 云 ふやうな 疑 も ございます けれども 
去りながら 假令二 十 人に しろ、 又は 十 A に 致し まし 
て も、 矢 張 同じく W 產の 程度 信用の 程度を 能く 調査 
致しまして 1r 與へ るので あり. ますから、 決して 危險 
の 虞は 無い と考 へる のであります， 故に 此二十 人を 
十 人と 改める ので ございます、 又此 法律 第 十三 條の 
「K 付 金ノ 年賦 償還 二讨 キ据置 年限 ヲ定ム ル トキ ハ 


五箇 年以內 トス m シ 其 / 年限 内ノ 利 - T ハ 此ノ限 y  -I 
在 ラス」 と 改めました のは、 是は 現行法に ては 年賦 
償還に 付て は、 必ず 一箇年 以上 五箇 年以內 の 据置年 
限を 定めなければ ならぬ ことにな つて 居ります， 然 
るに 債務者が 借 入れました 際に 於て •或は 一月な り 
乃至は 半箇 年と 云 ふやうな 場合に 當つて ，必ず 一箇 
年 以上の 据置 をせ なければ ならぬ と 云 ふことは 甚だ 
不便であります， 矢 張 其 年度の 都合に 依て、 直ぐ 年 
賦に 致して •さう して 平等の 返濟 をす る、 斯う 云 ふ 
方法に なつた 方が 便利であります、 故に 此 一箇年 以 
上 五箇 年以內 と 云 ふのを、 据置 年限を 定む ると きは 
唯々 五箇 年 以内と する だけに 止めたい と 思 ふので ご 
ざいます、 又 次に 「年賦 償還 期限 前 天災 事 變其ノ 他 
避クへ カラ サル 事故 ヲ生シ タル 場合-一 於 テ ハ更 M 据 
1; 年限ヲ 設クル コト ヲ得 .一と 改めました のは、 是は 
年賦 期限 中に 天災 事變 等が あつて、 旣定の 年賦 金を 
繼_ する ことが 出来ない 場合に 於て は、 其 事情を 斟 
酌 致しまして、 更に 中間 据崮を する ので、 假 りに 十 • 
年と 定めて あります ものが、 或は 三 箇 年後に 至つて 
何 か 天災 事變 等が 起 - S- まして、 其 年賦 金を 繼續 して 
納める ことが 出 來ぬと 云 ふとき に ほ、 其 間 唯々 利息 j 
のみを. 収 りまして、 さう して 中間の 据置 を！ 一年な り | 
一 i. 年な り 致しまして、 又 其 K で 年賦を 繼續 する 斯う 
云 ふこと に 致したならば •債務者に 於て 大に都 合が 
好い と 云ふ考 からして、 斯の 如く 改正を 致したい と 一 
云ふ考 でございます、 それから 法 第二 十六 條中 「五 I 
倍」 を 「十倍」 に 改める と 云 ふので あります、 是 は 
農工 銀行 法の 現行法に 於き ましては， 資本金 四 分の 
一 以上の 拂込 ありた ると き ほ、 拂 込 金額の 五倍を 限 
つて、 農工 債券を 發行 する ことを 得る と 云 ふの 規定 
であ 〇 ます、 然るに 旣に 全國農 H 銀行 中 •其發 行 限 
度に 達せん とする ものが 十二 三 行 もあります やうな 
譯で 、此上 債券を 發行 する ことが 出來な いと 云 ふや 
うな 銀行 も あるので ございます、 殊に 農工 業者の 振 
興を 圖 らんと する に 方り ましては •成べ く 低利資金 
を 供給す るは 最も 必要の 事であります、 然るに 農家 
の 負債の み にても T、 十六 七 億圓の 巨額に 達して 居る 
と 云 ふこと でありまして •而も - K- 利子の 如きは， 一 
割 以上 或は 一割 五分 內外 であると 云 ふやうな、 高 歩 
の 借金を 致して pr る やうな 次第で ございます から、 
農工 銀行に 致しまして は、 成べ く此憤 券を 發行 致 -L 
まして、 さう して 低利の 貸金を 致す と 云 ふことは、 
ニー 七 
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即 ち 農工 第 者を して、 高步な る 利息を 免れし むる と 
云 ふことの 方針で あるので ございます、 然るに 一面 
に考へ て 見ます ると 云 ふと、 此農 H K 券を 五倍の も 
のを 十倍に 許す と 云 ふこと になります ると-或 ほ 危 
險の 魔が あらぅ かと 云 ふことの 疑 も 起り ます けれど 
も、去りながら此惯券發行額ほ、矢張年賦低利の貸 
金の 高 以上は、 超える ことが W 來な いこと になつ て 
屛 るので ございます から、 其發行 額 だけの 資產 は即 
ち SH 銀行に あるので ございます ，少しも 危險ほ 無 
いと 考へ るので ごさいます* 斯樣な 理由を 以ち まし 
て、 此 農工 銀行 法の 改正を 望みます 次第で ございま 
す、 尙ほ 詳細の 事柄は、 委員を 設けられました 以上 
に 於き ましては、 又 十分に 辯 明を 致します けれども 

大 !© の 事柄を 申 上げた 次第で ございます， 何卒 諸君 

の 御 協賛を 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎黝 君 本案は 翳 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ んこ とを 望みます。 

0_長( 大岡育 道 君〕 岩 崎 君. の 動議に 御 異議は あり 

ませぬ か。 

〔「異 翳な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

o _ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 本案 ほ 議長 指 

名、 九 名の 委員に 付託す るに 決しました - 日 _程第 

十、 日露 語學 « 設置に 關 する 建議案を 議題と 致し ま 

す、 提出者 松 本 誠 之 君。  _ 

第 十日 露語 學校 設置に 關する 建 _ 案 (松 

本 誠 之君提 3〕 

日露 語學校 設置に 關 する 建 _ 

日露 兩 國 の 親善を して 益 敦厚を 保持し 雨國 民の 交 

誼を して 一層 親密なら しめむ とせは 相互の 誤解 ® 

想を 排除し 以て 彼我の 國民 性を 理解せ しむる に 在 

り而 して尙 進む て 兩國の 貿易 其の 他 諸般の 事項に 

封し將 來 一大 發展を 策せ むと 欲せは 宜しく 哈爾賓 

の 地を 卜し 日露 語 學 校を 設置す るの 急 要なる を認 

む 依て 政府 ほ 速に 其の 施設を 諝せ られ むこと を 望 

む 

右 建議す 

〔松 本 誠 之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 松 本 誠 之 君 本案 提出の 理由を 極く簡 S に 申 述べ 

ます、 私が 本案を 提出 致しました 所以は-諸君 も 御 

承知の 通り， 先月 外務大臣に 向って、 西 伯 利の こと 


に 就て 質 間を 試みました 時に 當 つて、 日露 語の 研究 
の 必要は 無い かと 云 ふこと を 御 辱 致しましたら、 最 
も 必耍と 認めて 居る のみならず、 又 日露の 語學 校を 
招へ たいと 云 ふ考も 無い ことは ない、 斯う 云 ふ 御 答 
辯で ありました、 それに 就きまして ほ、 日露 兩國の 
親善を して、 益 敦厚を 保持し* 兩國 民の 交誼を して 
一® 親密なら しめんと する には、 相互の 誤解 圏 想を 
排除して、 以て 彼我の 國民性 を 理解せ しめねば なら 
ぬと 信じまして、 自分 も 熟 誠の 餘り此 案を 出した や 
うな 次第で ございます、 申す まで 4 なく 言葉の 必要 
なること、 人生の 社 會に處 する 上に 於て は、 言語の 
疏通 了解を 得る と 云 ふこと が、 第一の 要件で あらう 
と 信じて 居ります るし、 又 言語の 不 了解より して、 
窺 厘の 差は 遂に 千里の 過を 來すや うな ことに もなる 
次第であります、 我が 大 H 本 帝國が 將來 北に 向つ て 
西 伯 利に 進んで、 貿易 上 商業 上に 於て、 犬なる 手足 
を 伸ばす 上に 於き まして、 而 して 彼我 兩國の 利益を 
圇 ると 云 ふ 事に 就て 力を入れる 上に 於き ましては、 
どうしても 日本人を して 露西亞 語を 十分に 研究せ し 
め、 露 囲 亞人 をして 日本語を 十分に 覺え しめる と 云 
ふ 事が、 總ての 上に 就て、 何を 爲す 上に 就きまして 
も、 今日 將來に 於て 最大の 急務と 0 分は 深く 之を 認 
めた のであります、 そこで 彼方へ 參 りまして 聞く 所 
に 依ります ると、 西 伯 利へ 軍隊を 日本が 派遣され ま 
した 時分から して •露 西亞 語を 生 嘲りの 人間を ば、 
餘程澤 山 軍隊に 使用され まして、 さう して 露 西亞人 
との 間の 總ての 便宜上に 使用され たと 云 ふこと が あ 
る、 けれども 其生嚙 りの 露西亞 語の 爲め に、 露西亞 
人と 日本の 軍隊との 間に 於て、 折々 意思の 疏 通を 缺 

き、 或は 作戰の 上、 又 軍隊の 上に 於ても、 間違を 隨 

分 言語の 過から、 疏通 致し ませぬ 所から して I 來 

したと 云 ふこと を M いた 次第で ございます、 又 日本 

の 同胞 兄弟が 哈爾賓 、滿州 里、 彼の 西 伯 利 地方に 數 

多 入 込んで、 貿易業 或は 商業に 從 事して 居ります が 

是 等の 人の 中に 於き ましても、 露語の 研究、 露語に 

熟達して 居る と 云 ふこと が 少ない* 又 露西亜 人に 於 

きましても •日本語を 十分に 研究し •日本語に 通じ 

て 居る と 云 ふ 人間 も實に 少ない のであります、 我が 

日本 帝 國が茭 那々々 と 言って、 支那 問題に 就て は 朝 

野の 人が 擧つて 研究せられ て、 數年 前より 茭那 人に 

於き ましても、 競うて 我が 帝國の 日本語に 熟達 せん 

ことを 欲し、 研究せ んこ とを 致し、 又 日本人に 於き 


ましても、 支那 語と 云 ふ もの ! 3: 最も 必要で あると 言 
ふて 力を入れて、 ずつ と 以前ょり 諸君の 御 承知の 通 
り、 上海に 同文 書院なる ものが あつて、 今 □に 於き 
ましては 年々 百名內 外の 卒業 者を 出して 居る ので あ 
ります、 此卒 業者が 支那の 大陸に 居り、 或は 日本に 
歸 り、 總 ての 上に 於て、 どれ 位 今日まで 國 家に 貢献 
を 致して 居る かと 云 ふと、 實に犀 大なる 働を 爲して 
居る と 云 ふことは、 諸君 も 御 認めに なつて 居る と考 
へます、 前段 申しました 通り、 露西亞 入に して 日本 
語に 熟達す る 者 最も 少し、 日本人に して 露語に 通ず 
る 者 最も 少し、 帝 國が將 來北に 向つ て やらん と 欲し 
此 日露の 貿易を 盛んに 爲 し、 總 ての 上に 於て 兩國の 
利益を 圖 り、 發 達を 期せん とする 上に 於て は、 此樞 
要なる 中心なる 哈爾賓 の 地を 卜して、 此 日露 語學校 
を 設置す ると 云 ふことは、 今日の 最大 急務と 深く 信 
じました が 故に、 此案を 出した 次第で ございます、 
冀くほ 諸君に 於ても、 是は國 家の 爲 めに 御 賛成 下さ 
ると 同時に、 政府に 於ても 究 しく 之を 採用され て、 
一日 も 早く 此 施設 方法を 講ぜられん ことを， 自分は 
深く S んで 止まざる 次第で ございます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育 it 君〕 岩 崎 君の 動篛 に御異 翳は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 本案は il 長 指 
名、 九 名の 委員に 付託す るに 決しました I 日程 第 
十二、 農務 省 新設に 關 する 建議案を 議題と 致します 

- - 齋藤 宇一郎 君  _ 

第 十二 農務 省 新設に 關 する 建議案 (中 倉 
萬 次 郎君 外 十 名 提出〕 

農務 省 新設に 關 する 建議 

國 家の 進 運に 伴 ひ 農 商 H 業の 振興 發展 著しく 之れ 
を 併せ 管理す る 農 商務省は 一行 政官廳 として 事務 
餘 りに 廣汎 繁多に して 適切なる 施設を 缺 くの 嫌な 
きに 非す 特に 歐洲戰 争の 實驗に 鑑み 我 か 國產槳 に 
S して 根本的に 諸般の 經營 施設を 要すへ き 秋に 際 
し 益 其の 感を深 ふす 故に 現行 農 商務省 官制 中 農務 
に 屣 する 局 課を 統一して 農務 省を 新設す る こと 極 
めて 機宜に 適した る ものと 認む るを 以て 政府は 速 
に 之を 實施せ られ むこと を 望む 


I  一二 八  _ 

右 建 S す  . 

〔齋藤 宇一郎 君 登 指〕 

〔拍手 起る〕 

0 謹 長大 岡 育造 君) 日程の® を lg へる だ n- をく v; il 
の 御 承知を 請 ひます。 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇齋藤 宇一郎 君 唯今 is 題に なつて 居ります、 S 務 
® 設に關 する 親 il 案の 提出の 趣旨を 丽單に 述べ •* 
す、 農 商務省 ほ， 國富の 涵養に 關する 諸般の 政務を 
搫つて 居る 所で あ 〇 ます、 而 して是 は國 民の 生活に 
要する 總 ての 物資の 供給を 完全に する 政策を 15 行し 
なければ ならぬ 所の、 大切なる 一省であります、 隨 
て 事務の 繁多 複雜な る ことは、 他の 省に 比して , 15 に 
數倍 になつ て 居る のであります、 殊に 時局 以來生 活 
問題は 非常に 八 釜 敷くな りました、 隨て農 商務省に 
鼯 して 居る 所の 政務が 非常に 繁多 複雜を 加へ て參つ 
たことは、 旣に 諸君の 御 承知の Il.f であります、 現に 
大正 八 年度の 豫 » を 見ましても， 商工 局を 1  j つに 分 
けて、 事務を 執らなければ ならぬ 程に なつて 參つた 
のであります、 實に 生活 物資の 豊富な らんこと を 望 
みます 爲め には、 農務に 屘する 所の 仕事が 非常に 殖 
えて 參る ことは、 申す まで もない のであります、 此 
生產 方面の 發達を 岡つ て、 大切なる 國 民の 生活に 安 
定を與 へる やうに 致します には、 どうしても 啻に 內 
地の みならず •殖民 地にまで も苴つ て、 統一した る 
所の 政策を 施かねば ならぬ ことは 申す まで もない ^ 
であります、 果して 然〇 とすれば‘ 此農 商務省に 於 
ける 仕事 ほ、 非常に 殖えて 參 るので あります から、 
其 敏活を 圖り 、十分なる 活励を 爲 すには、 是等の 非 
常なる 分量の ある 所の 仕事、 非常に 六ヶ敷 い 政務を 
I 省に 纏めて 置く ことは， 甚だ 不利益なる ことと 考 
へる のであります、 故に 吾々 の考 ふる 所に 依ります 
れ ば， 將來 益々 發 達になります 所の、 生活 物資の 需 
要を 安全に S すべき 事務を 事と して 扱 ふ 所の、 農務 
に屬 する 政策を 分けまして、 玆に 農務 省と 云 ふ もの 
を 新設して， 而 して 此方 面に 力を® さなければ、 a 
本の將 來に 於け る 生活 上の 問題を 解決す る 上に 於て 
甚だ 缺 くる 所 ある だら うと 斯う 考へ まして、 玆に建 
議案を 提出した 次第で ございます、 此 問題は 頗る m 
要なる 政務に 屬す るので あります から、 委員 會に付 
して、 政務 當局 とも 十分 意見の 交換を 爲し 、研究を 
して 滿場 一致を 以て 可決せられ んこ とを 望む ので あ 一 
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ります •簡斟 に 提案の 理由を 述べます。  . 
〔拍手 起る〕 

0 岩 崎® 君 本案は 議長 指名、 九 名の 委員に 付託せ 
られん ことを 望みます。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇諉 長 (大岡 育 ji 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君： >  御異 讅 •か 無ければ 本案は 議長 
指名 •九 名の 委 M に 付託す るに 決しました、 日程 第 
十一、松本鐵道邙設に關する纽議案を_題と致しま 
す、 提出 ^ 高鳥顺 作れ。 

〇醫畕 ffi  士金 杉英 37 郎君 精神涡 院 法案の 委員 會を 
開きた ぅご ざいます から、 許可を 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇羚學 1¢ 士金 杉英五 郎君 委員の 諸君は 委員 室へ 御 

集りを 願 ひます。 _ _ 

第 十一 松 本鐵道 建設に 關する 訊 議案 (高 

鳥 順 作 君 外 五名 提出〕 

松 太 鐵逍独 設に關 する纽 狨 

一 北陸 線 新 潟縣下 糸魚 川よ 0  3 -央線 長 野 縣下松 本 

に 至る 鐵道 

右羝 道は 中央 北陸 兩線連 絡の 捷路 線たり 故に 本線 

敷設は 眾事 上は 勿論 鹿 業 上に 於ても 最 必要なる は 

疑を 容れす 

政府は速に本鐵道败設の計进を立て以て地方無限 

の 富 源を 開 發 し® 家經 濟の發 達を 圖られ むこと を 

翠 む 

右趄閟 す 

〔高 烏 順 作 君 登®〕 

r 拍手 起る〕 

0 高 鳥 順 作 忍 私は 松本鐵 21 建設に 關する 建 誘 案に 

就きまして、 I 言 申 上げまして 諸® の 御 資成を 乞は 

んと 欲する 若であります、 此茳蒱 の鐵 道は、 新 潟 縣 

糸魚 川より 長 野 縣松本 市に 達する 鐵道 であ 〇 ます、 

其 ® 長は 六十 三 ffl 九分 あるので あ 〇 まして、 HS は 

鐵道院 の 調に 依ります と 四百 八十 萬圆を 要する と 云 

ふこと であります、 即ち 太 線は 裏日本より 表日本に 

0 通します る 本州 中央 隙 斷線の 一部でありまして、 

非常に 必嬰な る 線路で あ 〇 ます、 此線路 に付き まし 

は、、 二 十六 議會以 來腿 々本 6- に 建 誘を されまして、 

何時も 可決に なつて 居る のであります •殊に 昨年 即 


ち 第 四十 議會に 於き まして if  ft 派より 御 提出に な 
りまして、 御 得： 成を 得て あるので あります から 此場 
合に 於て は 私は 說明 を® 略 致して fffl きます、 唯々 玆 
に 一つ 言明して 置きたい ことは、 本線は 明治 二十 九 
年！ n 月 私設 鐵道锊 社を 計 喪 致しまして、 富 山より 直 
江 津まで と、 唯今の 糸魚 川より 松 本まで 通ず る鐵道 
を、 八 百 五十 萬 圓 の K 本を 以て 計脔 された 鐵道で あ 
ります、 隨分 古い 鐵道 であります が、 其 一部が 豫定 
線で あると 云 ふこと で 許可に 相 成らぬ ので ありまし 
た、 最早 時節 も 来て 居る 鐵道 であると 思 ひます から 
今回 ほ 諸君の 御 賛成に 依つ て 目的を 達したい と 思 ふ 
のであります、 どぅぞ 御 賛成 下さる やぅに 願 ひます 
〇 岩 崎勵君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 諺に 御 異蕻は あり 
ませぬ か。 

〔「異 _な し J と 呼 ふ 者 あり 3 
0 諸 長 (犬 岡 育浩 君：} 御 異議が 無ければ、 本案は 議 
長 指名 九 名の 委 M に 付託す る ことに 決しました、 日 
程 第 十三、 農工 銀行 補助 法 第 七條實 施に 關する 越 蕺 
案を 議題と 致します、 提出者 土 井 糊 大君。 

第 十三 農工 銀行 補助 法 第 七條锊 施に 關す 
る 建議案 (中 倉 萬次郞 君 外 十名提 
出) 

農 H 銀行 補助 法 第七條 實 施に 關 する 建議 
政府は 農工 銀行 補助 法 第 七條に 依り 市町村に 交付 
する ことを 得へ き府縣 農工 銀行 株式を 此の際 直に 
市町村に 交付し 產業 基本 財產 として 斯業の 發達を 
助長せ しむる 方策を 講せ られむ ことを 望む 
右 建 翳す 

〔土 井 糊 大君 登壇〕 

，〔拍手 起る〕 

〇 土 并權大 岩 極めて 簡 m に說明 を 致します、 提出 

者は 中 倉 萬 次 郎君 外 數 名 であります、 御存じの 通り 
今を 去る 事 二 十三 年 以前に 於て、 農工 銀行 法が 公布 
された のであります •其 目的と する 所は 地方 產 業の 

發達 、特に 小さき 農業、 小さき 工業の 發 達を 圖る爲 

めに 設立され たる ことは、 諸君の 御存じの 通りで あ 

ります、 それと 同時に 此 農工 銀行を 補助し なければ 

ならぬ と 云 ふので、 農工 銀行 補助 法と 云 ふ ものが 其 

當時 公布され て 居ります、 其 農工 銀行 補助 法の 一條 

を 眺めます と、 斯う 云 ふ 事が あります 「農工 銀行 法 


-- 依 y 設立 スル 農工 銀行 ノ營 業ヲ 補助 スル 爲政府 ハ 
豫算 M 定ムル 所- 1 從 ヒ其ノ 營業區 域 V 管 腔 スル 府縣 
— 其ノ 株式 引受 資金 ヲ 交付 ス」 斯う 云 ふこと に 相 成 
つて 居ります、 北海道 及沖繩 縣に對 する 農工 銀行に 
は、 別に 條文 があります が、 其 他の 府縣は 唯々 一つ 
申 上げた 條 文の 適用を 受けまして、 それ < 交付金 
を 受けて 居ります、 而して 其 交付金が、 現在に 於て 
幾らに なつて 居る かと 計算 致します ると、 約 一千 萬 
圓に 達して 居ります、 而 して此 創立 當 初より 十 五箇 
年は， 其 府縣の 持 株に 對 しては 配 常を しないで も宜 
い、 後の 五箇 年の 利益 配當 は府縣 の收 入に 繰 人れ る 
斯う 云 ふこと になり まして、 二十 年を 經 過した 後に 
於て は、 必ず 是は府 縣の收 入に 繰 入れなければ、 配 
當しな いと 云 ふことは 出来ない、 又 其 銀行の 繰 入金 
にす る こと も m 来ない、 斯う 云 ふ 法律に なつて 居り 
ます、 そこで 第 七條を 眺めます と 「段 エ 銀行 創立 初 
季 ョ リニ 十箇年 經過ノ 後府縣 知事 ハ府 縣會ノ 決議 ヲ 
經内務 大臣 及 大藏 大臣 ノ認 可ヲ俱 テ 此 法律- 1 依 リ引 
受ヶタ ル 農工 銀行 ノ 株式 ヲ 市町村-一 交付 スル コト ヲ 
得」 「市町村 ハ 前項- |依リ 交付 セラ レ タル 農工 銀行 
ノ 株式ヲ 基本 財篚卜 e スへシ 」 斯う 云ぶ ことに 相 成 
つて 居ります、 それが 即ち 農工 銀行の 補助 法の 極く 
槪要で あります が、 最早 此二十 年を 大抵の 農工 銀行 
は經過 致して 居ります、 故に 府縣の 持 株と 云 ふ もの 
は、 當然 府縣が 配 當を受 くるので あります るが、 併 
し 法律の 精神から 考 へます ると，： 一十 年後に 於て は 
必ず 之を 府縣の 市町村に 交付を してやれと、 斯う 云 
ふやう になつて 居つ て飽 まで も 地方の 產 業の 發 達、 
小さき 農業、 小さき 工業の 發 達を 圖 ると 云 ふ 法律の 
精神であります， 所が 現在に 於て は， 法律の 精神 13: 
左樣 であります が、 此補肋 法が 出来た 當時の 沿革を 
調べます るに、 二十 年經 たなくても， 五箇 年を 經過 
したなら ば、 市町村に 交付したら 宜か らうと 云 ふ 法 
律に なつて 居つ たのであります、 所が 段々 それでは 
農 H 銀行の 獨 立が 圖れ まい それ故にもう 少し 保護を 
與へた ならば どうで あるかと 云 ふので、 二十 箇 年間 
保護を 與へて あ. つた やうな ことにな つた 次第で あり 
ますが、 御存じの 通り、 最早 何れの 農 H 銀行 も 其 基 
礎は 堅實 となり、 此保 獲を 受ける 必要は ない と 云 ふ 
狀 態であります から、 此 時に 方つ て 直ちに 此 第七條 
の 適用を 承け まして •府 縣に此 一千 蓖圓の 金を 交付 
すると、 斯う 云 ふやう にしたら どうで あるかと 云 ふ 


のが、 提案の 理由で ございます、 又此 法律の 沿革は 
唯今 申 上げた が 如き 沿革を 有つ て 居ります、 それに 
付き 聞く 所に 依ります と •日 淸戰爭 後に 於て、 淸國 
より 償金を 日本が 受 収 りました 時、 此戰 後の 餘澤と 
云 ふ ものを 國民 一般に 普及し やう、 それに 付て は 金 
を 分けて やる の も 如何と 思 ふ、 故に 先づ此 農工 銀行 
の 方に 豫め 交付して 置いて、 小さき 農業、 小さき 商 
業の 發達に 赴く やうに、 此金を 使は せたら どうかと 
云 ふが 如き 沿革で あると 云 ふこと を， 聞いて PT るの 
であります、 以上の 如き 理由と 沿革であります るが 
故に、 此際 政府 ほ 農工 銀行 補助 法 第七條 に 依 〇、 市 
町村に 交付す る ことを 得べき 府縣 農工 銀行 株式を、 
此際商 ちに 市町村に 交付し •產 業の 基本 財產 として 
斯業の 發 達を 助長せ しむる 方策を 講ぜられん ことを 
望む， 斯う 云 ふ 建議で ございます、 どうぞ 滿 場の 御 
賛成を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 SJJ 君 本案は 日程 第 九の 委 M に 併せて 付託せ 
ら れんこと を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 13: ござ 
いませぬ か。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異 翻が 無ければ、 a 程 第 九 
の 委員に 併せて 付託す る ことに 決します。 

0 岩 崎 1!| 君 日程 第 十四に 對して 、延會 の 動 _を提 
出 致します。 

0 誘 長 (大岡 育造 君〕 日程 第 十四 延期の 御 申出' か あ 
りました が、 御 異議ありません か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ 延期に 致し ま 
す、 日程 第 十五、 ®: 方 調査 局 設置に 關する 建議案を 
議題と 致します、 委員長 伊東 知 也 君。 

第 十五 東方 調査 局 設置に 關する 建議案 
(伊東 知 也 君 提出)  ， 

第 一 _ 會の結 (委員長 報告〕 

〔伊東 知 也 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 伊東 知 也 君 本 委員 會は 會議を 開きます る 事 H 回 
政府 委員 幣原 外務 次官、 松 田 大使館 參事皆 の 川 席を 
得まして 、傾 重 審議に 討議を 致しました、 其 結果 政 
府 委員の 意見と 致しましても •本案は 實に重 犬な％ 
案件であって、 政府に 於ても 多少 其 意を 酌んで、 著 
二 一九 
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手の 一端と しまして、 昨年 來亞 細亞 尚 設故と 云 ふこ 
とを 企てた、 併ながら 裸 32: の 都合 其 他に 依つて 未だ 
苡行を 見る に 至らない が、 此 本案の 趣旨に 對し ては 
十分なる ^ 成を 表する と 云 ふこと を 申されました、 
其 委しい 點に就 ■ ? まして ほ、 委員 會の锊 議錄に 載つ 
て屛 ります から •御 迓を 願へ ぱ 分る ことで ある、 委 
員 諸君 も I 人の 異誘 .界 無く、 滿場 一致、 然も 政府を 
して、 成べ く 速に 本案を K 行せ しめる と -S ふ條 件の 
下に 本案が nT 決 致しました、 此段 御報吿 します。 
〔拍手 起ろ〕 

0 岩 崎剧君 木 案 {3: 委員長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 希 li します。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長 報吿の 通り 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「码 戰なし 異議な し '. と 呼 ふ 者 あり〕 

〇戤長 C 大岡 育造 君〕 御異 _ が 無ければ、 委員長 報 

吿の 通 0- 決します、 日程 第 十六、 朝鮮 平 元 鐵道急 設 

に關 する 建議案を 議題と 致します、 委員長 一萏房 治 

郞 君。 

第 十六 朝鮮 平元錄 道 急設に 關 する 議案 

(牧 山耕藏 君 外 ??; 名 提出〕 

第一 13 會の緻 (委員長 報告〕 

〔一宮 房 治 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 一宮 房治郞 岩 朝 P 平 元鐵道 急設に 關 する 建議案 

委員 會の轷 過 並に 結果を 御 報告 致します、 本鐵 道は 

朝鮮 西部の 大商 工業 地た る 平 a からして， 東海岸の 

要港た る 元 山と を 速 絡す る、 約 百 六十 哩の鐵 道の 建 

設を玥 むと 云 ふ 案で ございます、 木 委員 fr を 三回 之 

を 開 © 致しまして、 政府 常 局界の 出席を 求めまして 

愼 ® : •一 _ を盡 しました、 先づ 最初に 提案者た る牧山 

耕藏 君から して、 木鐵 道の ^ 設は 、束は 朝鮮半島を 

摘 貫して、 遙に 日本海を 隔て、 輿 日本た る 所の 北陸 

に iJB なり、 西に 於て ほ 海を 隔て、 支那の S? 港で ある 

所の 靑 島に 速 絡す る •朝鮮 開發上 最も 必要なる 鐵道 

であつて、 木鐡 道の ? n 設ほ •朝鮮に 於け る 交通 政策 

上、 一大 革命を 來す ものであると 云 ふ說 明が ござい 

ました •政府 委員 Is 之に 對 して、 廟議は 未だ 決定 (3; 

して 居り ませぬ とのこと であるが •朝鮮 總督府 とし 

て ほ、 本鐡 道は 最も 朝鮮の 鐵道 政策 上 必要なる もの 

と 認めて、 明治 三十 九 年 以來數 年の 間 是が 測量に 著 

手して、 旣に其 採捋線 を も 決定 致しまして、 出來得 


ベく んぱ 明年度から して 其豫筘 を 計上して •大正 十 
四 年度に 於て、 咸鏡 線の 竣工と 共に 之を 完成したい 
所の 希轺を 持つて 居る と 云 ふ 御 答 辯で ございまして 
朝鮮 興 督府に 於て は 是非とも 是が急 設をや りたい と 
云 ふこと を 言明され ました* 陸軍 次 , 6- に 於き まして 
は、 京 義 、京 釜の 複線に 比較 研究 すれば、 先づ 此複 
線の 方を 4 ■設 をしたい と 思 ひます が、 本線 も 軍事上 
必要なる 線と 認めて 居る やぅな 意見で ございました 
委員 會に 於て ほ 愼重密 議の 結果、 本鐵 道は 朝 鲜開發 
上 最も 必要なる 鐵 道 であるから して、 至急 其 開設を 
菌 む ^ 云 ふこと に滿場 一致を 以て 決議を 致しました 
唯々 一部 委員の 間に 於き ましては、 本鐵 道の 財源に 
付て、 從來 朝鮮 鐵道 經營の 成績から 考 へて 見ます る 
と •本 鐵道開 逋の曉 に 於て、 其收 入が 果して 財源と 
して* 借 入 又は 公債に 依つ た 所の 資本に 對 して， 適 
當なる 利 廻の 收入が ある や 否やと 云 ふこと に 付て は 
政府 委員の 答 辯が 甚だ 不滿 足で あるが、 先づ 朝鮮 開 
發上缺 くべ からざる 鐵道 であるから し、 是の 開設に 
は與議 ほ 無い と 云 ふやぅな 少數 意見 も ございました 
が、 結局 滿場 一致を 以て、 政府 (i 速に 本鐵 道を 開設 
される ことを gl むと 云 ふこと に 決議 致しました •此 
段 委員 會の經 過を 御 報告 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案は 委員長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕. 委員長 報告の 通り 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 

可決 致しました I 日程 第 十七、 伊 萬 里、 佐 世 保 間 

鐵道 建設に 關する 建議案を 議題と 致します、 委員長 

中倉蓖 次 郎君。  _ 

第 十七 伊 萬 里、 佐 世 保 問鐵道 建設に 關す 

る 建 _ 案 (中 倉 萬 次 郎君 外 四名提 

出)  (委員長 報告) 

〔中 倉 萬 次 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇屮倉 萬 次 郎君 付託を 受けました 此伊萬 里、 佐 世 

保 間鐵道 建設に 關 する 建議案、 委員 會の經 過 並に 結 

果を 報吿 致します、 本 委員 會は 前後 三回 開きました 

此 線路は 佐 世 保 鎭守府 の 背面に 當 つて 居りまして— 

軍事上の 關係 もあります る 所から、 政府 當局者 も、 


海軍の 當局者 並に 搂菹院 の當局 者の m 席を 求めて、 
質問 應答を 致しました、 先づ 以て 海 ig 常 局 af に S 見 
を 某 委員より®^ 致しました、 海軍 次官が 出席され 
まして >  此 線に 沿 ふ 所の 地方は， 大に 海軍の 軍事上 
にも 関係を 有して 居る 處 である •無論 此頦 道を 開設 
して 差 支ない のみならず、 是が 全通した 嘆に 於て は 
非常に 便利を 得る 線路で ある、 斯ぅ 云 ふ 答 辯が あ 〇 
ました、 それより 牧山 君より 鐵道院 の 政府 委員に 質 
問がありました、鐵道院の政府委員の答辯ほ、政府 
に 於ても， 此線路 に 就て は 先年より 調 茶を 致した こ 
とが ある、 哩數は 四十 五哩 にして、 線路の 工事 ほ 餘 
り闲 _ な 場所で (3; ない、 一 哩當〇 が 十五 萬圓 位の 豫 
算 をして 居る ので ある、 此の 調査した 當 時の 明治 四 
十四 年 十一月の 調査に 依つて、 其の物 貨の 集散 •旅 
客の 數等を 調査 致して、 鐵 道經濟 の 上から 見れば、 
餘〇損 もなければ， 大した 利益で もない と 云 ふ 位の 
算盤が 出て 居る 處 であるが、 今日 總 ての 事柄が 進 步 
して 唐る 時であつて、 殊に 石炭 杯が 彼の地 方に 於い 
ては、 其の 時よりか 數十倍 % 加して 居る と 云 ふこと 
で、 今日の 物 貸の 上から、 又 旅客の 增 加して 居る と 
ころから 計算したならば、 利益の ある 線と 考 へて 居 
るので ある、 豫算の 都合に 依つ て、 未だ 一期 線に 組 
入れる ことにな つて 居ない けれども •成べ く 速に 之 
を 一期 線に 組 入れて 建設したい と 云 ふ考を 持つ て 居 
ると 云 ふ 答 辯が ございました， それから 又 一面には 
先年 此本會 に 於き まして 決議に なつて 居ります る 建 
議案、 即ち 福 岡縣 より 佐賀縣 の唐津 伊 萬 里を 經 て， 
今の 建 翳 案に 接 續 する 線路の 一部、 伊 萬 里までは 昨 
年 何月 かに 私設 鐵道に 許可に なつて 居る、 其 私設 鐡 
道 の 許可に なつて 居る 所の 內容 等に 就ても 質問が あ 
りました が、 之に 對 しても 鐵道院 の 政府 委員より 說 
明が ございまして、 他には 一人の 質問者 も 無くして 
質問は 終了 致しました、 第三 回に 於て 討論に 移り ま 
して、 審議を 致しました 所、 南 里琢一 君が 賛成の 意 
見を 發 表されまして、 西 君が 賛成され まして、 他に 
は 異議が ありませ ぬので、 滿場 一致で 可決すべき も 
のと 決定 致しました、 此段御 報告 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 ® I 君 本案は 委員長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 委員長 報吿 通り 御 異議 ありま 
せぬ か。 


〔「 異链な し異窈 なし」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇發長 c 大岡 育造 君〕 御異 a が 無ければ 可決した る ■ 
ことを 宣吿 致します、 日程 第 十八 •第 十九は •同 I 
委員に付託したる諉案なるに佐0、一括 :^ 段と£3す 
に 御 異議 & り ませぬ か。 

〔「異 蕺な し異謎 なし J と 呼 ふ衮あ OJ 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異認 がなければ、 第 十八、 
羽 越 傾斷鐵 道 建設に 關 する ? m 蕺 案‘ 第 十九、 若松、 
柳 津間輕 便鐵道 建設に 關する 建議案を 一括して 淡 四 
と 致します、 委®: 長 小 林 源 蔵 君。 

第 十八 羽 越 横 斷鐵 道趙設 に關 する 建 S 案 
(小 林 源藏君 外 七 名 提出) 

(委員長 報告〕 

第 十九 若松、 柳 津間輕 促 鐵通趄 設に關 す 
る sa 該案 c 八 田 宗吉君 外 四 名 提出〕 
( 委員長 報 佐) 

〔小 林 源 藏君 登®〕 
r 拍手 起る〕 

〇 小 林 源 藏君羽 越 ffi 斷鐵 通 a 設に關 する纽 識案、 
並に 若松， 柳津 間輕便 鏺道逑 設に關 する® 魏 案の委 
員 會の經 過 並に 結果を 御. 報告 致します、 兩 案に 對し 
て 委員 會を 開く こと 三回、 政府裘 員と 質問 應 答を 致 
し、 愼 重に 審議を 重ねまして、 羽 越® 斷鐵 道なる も 
のは、 政府 委員に 於ても 委員 側に 於き ましても、 ® 
底 的に 其 必要を 認めて 居りまして、 唯々 何の 時に 於 
て、 建設に 著 手す るかと 云 ふこと に 就て、 ¥ ら 政府 
委員と 質問 應答を 致した 次第であります が、 政府 委 
員の 答 辯に 依ります と 固ょり 此鐵道 線路の 必耍 を認 
めて 居る ばかりでなく、 山間の 鐵逍 として ±f 外に 
類例を 多く 見ざる 良い 線路で ある、 線路の 延提 5/.. 十 
二 哩 、勾配 も 六 十分の一を 以 つて 通過す る ことが 出 
來る、それで豫算の許す範園に於いて、近き將來に 
於いて 此の 線路は 建設に 藷 手したい と 思つて 居る と 
云 ふ 答 辯を 得た のであります、 そこで 委員 側に 於き 
まして ほ、 金 會 一致 此の 建議案は， 本院に 於いて 可 
決すべき ものと 議定 致した る 次第であります、 若 
松、 柳津 間輕便 鐵道建 設に關 する 建議案に 就き まし 
て も* 同じく 政府 娄 M と 質問 應 答を 致しまして、 愤 
重に _議 を電 ねました が、 是は 政府に 於て まだ、 詳 
しく 調査は 致して 居らぬ からして、 何れ 此 建 P 案の 
趣旨に 基いて、 調査に 著 手し やぅと 云 ふこと であり 
ました、 委員 側に 於き ましては、 此線路 は 若松、 柳 | 
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雄 間に 於け る 地方の 交通に 資する ばかりでなく、 柳 
雄は 正に 唯 見 川 沿岸に 於け る大 森林の 1, H 喉を 扼 して 
尻り ますので- 此鐵 道一 たび 開 ifj 致しましたならば 
政府 旣成 線の 榮赛 線と して 非常に 利益 ある ばかりで 
なく、 其 大 森林を 開發 し、 國 家の 富を 殖す 上に 於て 
锊 に必嬰 なる 線路で あると 委員 側に 於て 認めまして 
是亦全 ：會 一致を 以て 本院に 於て 可決すべき ものと 決 
定 致した る 次第であります、 右 御 報 吿申上 ます。 
「拍手 起る〕 

0 岩 崎 fl 君 日程 第 十八、 十九 兩 案を 一括して、 委 
員 長の 報吿 通り 可決せられ ん ことを 圉み ます。 

〇議 長 (大岡 育造 君〕 兩案 共御異 i§ はあり ませぬ か 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蒱長 (大 岡 W 造 封) 御異識 が 無ければ 委員長の 報 
传通 〇耵 決 致しました、 日程 第二 十 乃至 三十 一は、 

請願 特別 報 1*? なる に 依り、 例に 依つ て 一括 議題と 爲 

し，® 負 長の 報界を 求めます、 佐々 木 文 一 君。 

第二 十 (特別 報传第 四十 二號〕 產業® 合に 

對し 印 紙税免 除の 謂 願 

.  f 委員長 報告) 

第二 十一 (特別 報吿第 四十 三號) 製觸 特別 

賠 m fa 格 制定 c 請願 

(委員長 報告〕 

第二 十二 (特別 報吿第 四十 四號) 特別 用® 

規則 中 M 追加の 請願 

C 委員長 報告) 

第二 十三 (特別 報 itf 第 四十 五 號〕 斟賣 官吏 

派出所 設置の 請願 

(委員長 報告) 

第二 十四 (特別 報 ff 第一！ 十八 號) 質 M 取締 

法 中 改正の 請願 外 一件 

ハ 委員長 報吿〕 

第二 十五 (特別 報 fr 第五 十一 號 d 仙 《地 方 

裁判所 石卷茭 部 權限设 韻の 請願 

(委員長 報告〕 

第二 十六 (特別 報传第 五十 四 號〕 大田 ，三 

次 間 ® 便鐵逍 測 M 及 速成の 請願 

(委員長 報告) 

第二 十七 (特別 報吿 第五 十五 號〕 上越 鐵 51 

速成の 請願 (委員長 報吿〕 

第二 十八 (特別 報 吿笫五 十六號 〕上 越鐵遊 

敷設 H 事 急 施の 請願 

產第紐 合に 對し 印紙税 免除の 請願 外 二 件 


(委員長 報吿) 

第二 十九 (特別 報告 第五 十七 號〕 池 田、 川 
之 江 間鐵道 敷設の 請願 

(委員長 報吿〕 

第三 十 (特別 報 街 第 5K 十八 號〕 律 山、 新 
見 間 鐵 道 敷設 速成の 請願 

(委員長 報告〕 

第三 十一 (特別 報告 第 六十 一 號〕 都 城、 福 
島間鐵 道 敷設の 謂 願 

(委 M 長 報吿〕 

〔佐々 木 文 I 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 佐々 木 文 一 君 請願 委員 會の 結果を 御 報吿申 上げ 
ます， 特別 報吿第 四十 二 號產業 組合に 對し印 紙税免 
除の 請願， 請願 人は 秋 田縣伙 田 市 茶 町 有限責任 秋 田 
共益 信 m 組合 長 河 村 闽吉外 六十 二 名の 呈出に して、 
紹介 議員は 齋藤 宇一郎 君で ございます、 太 件は 院議 
に 付すべき ものと して 採樘に 決しました、 特別 報 街 
の 四十 三號 ，製 鹽特別 賠償 價格 制定の 請願、 德島縣 
板 野 郡 撫養町 近 藤 爲五郞 外 百 八十 名の 請 K であり ま 
して、 紹介 議員は 高 島 兵吉 君で ございます， 本件 も 
亦同樣 院議に 付すべき ものと して 採 揮に 決しまして 
ございます、 特別 報告の 四十 四號 ，特別 用猓 規則 中 
觫 追加の 請願 •靑 森縣靑 森 市 大字 大町松 森豊外 一名 
の 呈出で， ありまして、 紹介 議員は エ 藤 41 爾君で ご 
ざいます、 本件 も 採擇と 決しまして ございます、 
特別 報告 第 四十： A 號 ■萬 S 官吏 派出所 設置の 請願、 
篮烏縣 賀茂邯 三津 口村 長上 田榮 造の 請願で •こざい ま 
して 紹介 議 M は 花并 卓藏君 外 一名で ございます， 本 
件 も 委員 會に 於いて 拃摺と 決しました、 特別 報告の 
四十 八號 ，質屋 収締法 中 改正の 請願、 是れは 德烏縣 

德 島市叻 fr: 西 町、 德島 縣德島 市 名 東 郡 質屋 組合 組長 

淸 水役藏 外 十九 名の 呈出でありまして， 紹介 議員は 

武市彰 一 君、 今一 件 同様の 請願 (i 德 島縣板 野 郡撫養 

町 岡 村 爲三郞 外 十八 名の 呈出で ありま L て、 紹介 _ 

員は 高 島兵吉 君であります •右兩 件と も 採櫸に 決定 

致しまして ございます， 特別 報吿 五十一 號仙毫 地方 

裁判所 石 卷茭 部權 限® a の 請願、 宮城 縣牡鹿 郡 石卷 

町の 武山 一郎 外 三百 二 十一 名の 呈出に 係りまして、 

紹介 議 M は 遠 藤 a 吉君外 六 名で ございます、 本件 

も採擇 と 決しました •特別 報吿五 十四 號 •大 田、 三 

次間輕 便 鐵 道 測量 及 速成の 請願、 烏根縣 安 禮郡大 田 


町長 裥崎錄 三郞外 百 八十 八 名の 請願でありまして、 
紹介 議 M は® 松隆慶 君 外 三 名で ございます 、本件 も 
採摺と 決しました、 特別 報吿の 五十 五 號 •上越 鐵道 
速成の 請願， 群 馬縣群 馬郡漩 川 町長 羽 烏 年 太郎呈 lli 
紹介 は武 藤金吉 君であります 、本件 も 採摺と 決 
しまして ございます、 次は 特別 報® の 五十六 號 •上 
越 鐵道败 設エ事 急 施の 請願、 請願 人は 群 馬 縣高崎 商 
業會議 所會頭 小鳥 獅 平の 請願で ございまして、 紹介 
_員 は 土 谷 金 次嵙で ございます， 本件 も採撵 と 決し 
ました、 特別 報 吿の五 十七 號池田 川 之 江 問 鐵道敷 設 
の 請願、 請願 人は 愛媛 縣宇糜 郡 川 之 江 町 一柳 藤 市外 
十四 名の颉 願で ございまして •紹介 議 M は 河 上将太 
君 外 三 名であります、 本件 も 採 擇す べき ものと 決し 
ました， 特別 報告の 五十八 號 •津山 新 ;. I 問 鐵道敷 設 
速成の 請願、 請願 A ほ 岡 山 縣苫田 郡 津山 町長 三 好 次 
男 外 六十 名の 呈出で ございまして、 紹介 議負は 福 井 
三 郎君であります 、本件 も 採擇と 決しました、 特別 
報吿の六十一號、都城福晶問鐵道敷設の謂願、請願 
人は 宮崎縣 北 諸 縣郡高 城 村の 新穗 千秋 外 二 西 六十 五 
名の 請願で ございまして、 紹介 議 M は 陣眾吉 S 外 三 
名であります、 本件 も 院議に 付すべき ものと して 採 
擇と 致しました、 以上 御 報 吿を申 上げます (拍手 起 
る) 

特別 報吿第 四十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第五 三〇號 

產業 組合に 對し 印紙税 免除の 請願 秋 田縣秋 
田 市 茶 町 梅 千 三十 二番 地 有限實 (1: 秋 m 共益 
信用組合 長 河 村 周吉外 六十 二 名 M 出 (紹介 
閾 員 齋藤 宇一郎 封〕 

右 請願の 55 2 H I3: 今次 世界勵 亂の 終 m 後は 先國 K 經 
濟の 基礎を 蝥固な らしむ る ことを 嬰す 之 か 甭固を 
期せむ には 庫 業 m 合の 活動に R つ 所大な り 何とな 
れは瘅 業 組合は 國 民の 多 數を 占む る 下層 社 色に 於 
ける 綷濟界 の 弱者を 以て 組織せ る 公共 團體 にして 
之 等多數 國 民の 零細の 貯蓄肢 扱を 使命と する 公益 
的 機關な れはな 〇 然るに 政府は 該組 合に對 し 一般 
商事 會 社に 對 すると 间_說 書 x ix 通帳に 對し 印紙 
税を課 し 居れり 就中 銀行 預金 誇 書には 僅に 三錢の 
印紙税を 課し 居る に拘 らす產 S 組合に 對 しては 記 
載 高 一 萬 分の 五に 相 當する 印紙税を 徵す るは 公平 
を 失する ものな りと 謂は さるへから す 依つ て 印紙 


税 法に 改正を 加へ 產業 組合に 對 しては 之を 免税せ 
られ たしと 謂 ふに 在 〇 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撐す へ 
きものと 蕺決せ り ft て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 四十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 四八號 
製搁特 別 賠償 僧 格 制定の 請願 德岛縣 板 野 郡 
撫養 町 * 岩 九番 屋敷 近藤爲 S 郎外 W 八十 名 
呈出 (紹介 il 員高岛 兵 吉君〕 

右 請願の 要旨 ! X 德晶縣 下 阿波 消の 製® 業は 鹽萬賢 
法 實施 以來十 州® 田區域 に 編入せられ 〇 に 賠償！ 5 
格に改變を來し舆賣法施行以前の如く之か生產費 
を 補 ふ途を 失 ひ 製 P 業者は 祖先® 來の 事業を 繼續 
する 能は さる 悲境に 陷りた り 殊に 阿波 濱の製 謂 業 
たる 製 li に 要する 石炭の 需用 潮流の 干滿氣 候の 變 
励 鹽田從 業者の 風習 其の 他 諸種の 事情ょり 現在の _ 

十洲鹽 田區域 に 編入し 置く へき ものに 非され は 速 
に製盥 特別 賠償 M 城を 別 異に 制定して 阿波 ® 製 ffl 
者の 苦境を 救濟 せられた L と 謂 ふに 在り 
衆議院 i}-. 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 撰す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 四十 四 號 
意見書 

請願 文書 表 第五 五一 號 
特別 用鹽 規則 中 M 追加の 請願 靑森縣 靑森市 
大字 大町； 1-1 四十 二 番地 平民 松 森豊外 一名 呈 
出 (紹介 議員 エ藤 車 爾 君) 

右 請願の 要旨 ほ M は 北海道 及 樺 太の 特產 物にして 
一箇年 内の 漁獲高 十五 億 乃至 三十 億 尾に 達し 魚 食 
中營養 成分の 多量なる こと 稀に J1 る 魚類なる に拘 
らす現 今 我 か 國民の 食料に 供せ ら る、 は 其の 百 分 
の 一 弱に して 其の 他は 悉く 肥料に 供せられ 從て之 
か價 格の 如き も 他の 魚類に 比較し M 低廉な り 之を 
食料 問題ょり 考ふる も 特別法 規を 設け M 業を 保護 
する 必要 あり 依て 旣に 制定せられ たる 特別 用® 规 
則 第一 項 第 七號 中に 觫を 追加せられ たしと 1?/ ふに 
在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に teo 別 

二  1 一一 


院蕺衆 畲議國 帝 回 一 - 卜 四 第 


琛 質 官吏 ! S 出 所 設既の 請 Isg 外 八 件 _ 

冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 四十 五 號 
S 見® 

請願 文 W 表 第： A 八 五 號 

專® f 官吏 is m 所 設蹬の 請願 Ht 島縣賀 茂 郡 三 
津口村 長上 田榮造 呈出 (紹介 議員 花 井 車 藏 
君 外 一名： 一 

右 請願の 耍 S 日は 廣島縣 岡 島 界賣茭 局 竹 原 出張所 管 
內中加 茂 郡 三津町 外 九® 町村に 於け る ®; 草 耕作地 
ほ 大正 八 年度 吿示 段別 四十 三町步 鹽田 段別 約 3r 十 
町を 有し 之 か 生 產品ほ 從來竹 原 出張所に 於て 收納 
し來 りたる も 政府は 右 町村の 中に 大正 八 年度に 於 
て现 H 官 Mf 派出所を 一 商 所 新設す と 仄聞す 依て 之 

か設 irr に 伴 ふ 生 鹿 品 格納 倉庫 及 其の 他の 設備を 村 

民に 於て 負 擔 提供す へきを 以て 海陸 交通 上 樞耍利 

便の 地位を 占む る 同 郡三津 口村に 該 出張所を 設立 

せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 (3: 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 鼷院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 ; g 付 候 也 

特別 報吿第 四十 八號 

意見書 

請願 文® 表 第五 五 號 

質屋 取締法 中 改正の 請願 德島 縣德島 市 肋 任 

西 町 百 三十 六番 屋敷 平民 質屋 業德島 縣德島 

市 名 東 郡 質屋 組合 組合 長淸 水役藏 外 十九 名 

呈出 (紹介 議員 武市彰 一 君) 

同  第二 八號 

同上 德鳥縣 板 野 郡 撫藥町 辨財天 百 四十 六 

番屋敷 平民 質屋 業 岡 村 ©, 三 郎外 十八 名 呈出 

(紹介 議員 高 島兵吉 君〕 

右 請願の 耍旨は 質屋 業は 專ら 中流 以下の 社會に 適 

切なる 金融 機關 たる も 質屋肢 締法は 明治 二十 八 年 

の 制定に 係る を 以て 時勢の 變遷 に應せ す 斯業の 發 

展を 阻害し 當業 者の 苦痛 亦 大なる もの あり 依て 質 

屋業の 圓滿な る發 達を 岡る 爲収締 法を 改めて 單に 

營業 法と 爲すか 又は 少く とも 近時の 不正 W 置 主の 

增加を 防き 及 » 察 崭の該 業に 對する 取締を 緩和す 

る爲本 法 中 (一〕 第三 條中 「確認 シタル 後」 を 「 

認メ タル 後 I と爲し (二〕 第五 條第二 祺に r 但. ゾ 

質 置 主 — 於 テ 之 ヲ必耍 トセ サル トキ ハ 交付 セ サル 

コト ヲ得」 との 趣旨を 追加し (三) 第 九條中 第二 


項 「五 圓以下 ハ ー箇月 百 分ノ 三、 十圓以 下 ハ ー箇 
月 百 分ノニ 半， I と あるを I. 十圓 以下 ハ 百分ノ 三、 
三十 圓以下 ハ 百 分 ノニ 半」 に 改め (四〕 第 十 一條 
中 「，縛 過/後 何時 タリ トモ 其 ノ質物 ヲ處分 スル コ 
トヲ得 」 を 「 經 過/時 ヲ以テ 所有 權ヲ 取 得ス」 と 
爲し (五) 第 十六 條を 「質 物 盗品/疑 アル トキ ハ 
P 察 官ハ 刑事裁判 確定 迄 質屋 — 之 力 保管 ヲ命シ 置 
キ 流質 期限 經過ノ 後 被害者 知 レサ ル トキ ハ 警察官 
ハ 其ノ 命令 ヲ驭消 N> へ シ 若 盗難 者 又 ハ 遣 失 主力 貸 
金ノ 半額 ヲ 辨償シ テ其ノ 物件 ノ 返還 ヲ求ム ル 時 ハ 
質屋 ハ 遲滯ナ ク之ヲ 返還 スへ キモ / トス 但シ 刑法 
第二 百 四十 四 條ノ 犯罪 物件-一 付 テ ハ 此ノ限 リニ 在 
ラス」 と 改められた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第五 十一 號 
意見書 

請願 文霄表 第五 五 〇號 

仙臺 地方裁判所 石卷茭 部 權限復 _ の 請願宮 
城縣 牡鹿 郡石卷 町 門 脇 後町 六十 六番 地平 民 
If 油釀造 業武山 一郎 外 三百！ j 十一 名 呈出 f 
紹介 il M 遠 藤 良 吉君外 六 名) 

右 請願の 要旨は 仙臺 地方裁判所 石卷 支部は 石卷、 
登 米、 氣仙 沼の 三 區 裁判所で 管轉し 牡鹿 •桃 生、 
登 米、 本 吉の四 郡 六十 餘 町村に 跨り 人口 約 二十 三 
萬 あり 其の 仙臺 と距る こと 七 里 乃至 三十 里 餘 あり 
而も 交通 不便なる のみなら す 近年 產業収 引の 發展 
に 伴 ひ 訴訟事件 增 加し 殊に 石 卷 支部の 豫. 絮件數 は 

宮城 控訴院 管內に 在りて 他の 甲號茭 部に 比較し 軒 

軽な く 年々 民 刑事 件 共に 繁劇を 加 ふる 狀况な るに 

依り 石卷支 部の 權 限を 甲 號茭 部の ffl 限に 復麗 せら 

れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

M 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第五 十四 號 

意見書 

請願 文書 表 第 ー ニ彐 號 

大田 三次 間 輕便鐵 道 測量 及 速成の 請願 島根 

縣安澧 郡 大田 町長 摘 崎 錄三郎 外 百 八十 八 名 

呈出 (紹介 議員 恒松隆 慶君外 三 名〕 


右 請願の 要旨は 山陰 山陽 兩道を 連絡す る鐵 道の 数 
設な き (3: 羥濟上 軍事上 is ts とする 所な り而 して 陰 
陽 連絡の 目的を 達すへ き 線路 中 鹿 島縣 三次 町より 
鄕 川に 沿 ひ 同縣雙 三 郡の 一部 及 島根 縣邑智 郡 vvi; 質 
村 都賀 行村濱 原 村 粕淵村 一 I 睡郡大 森 附近 及 安 1® 郡 
を 經て大 田 町に 到る の 線は 往昔より is 輸 交通 最頻 
繁を極 むる のみなら す 半 旣設鐵 道を 利用し 得る の 
便 あり 且 大部分 ほ 江川に 沿 ひ 路程 短く H 事 容易に 
し て 又廣江 豫定 線の 營赛 線と して 最 有利な り te て 
前記 廣鳥三 次 間 輕便鐵 道の 終點た る 三次 町より 鄕 
川に 沿 ひ 鳥 根縣嵆 原 村に て 之を 横 斷し粕 淵 村を 經 
て 北進し 大田 町に 達し 山陰 線鐵适 石 見 大田驛 に 達 
する 線路を 速に 測量し 以て 輕便鐵 道を 建設せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 JL 條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第五 十五 號 
意見書 

請願 文書 表 第四三 三 號 

上越 鐵道 速成の 請願 群 馬 縣群馬 郡澀川 町長 
羽 鳥 年 太 郞呈出 (紹介 議 M 武藤 金吉 君) 

右 請願の 要旨は 群 馬縣齙 川 町は 年々 發展 して 上越 
鐵 道の 速成を 俟つ こと 極めて 急なる を 以て 一日 も 
早く 完成を 期せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと If! め 之を 採攞 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報 街 第五 十六 號  . 

意見書 

請願 文書 表 第五 八〇號 
上越 鐵道敷 設 H 事 急 施の 請願 群 馬 縣高崎 商 
業會議 所會頭 小島獅 平 呈出 (紹介 議員 土 谷 
全 次 君) 

右 請願の 要旨は h 越 鐵道敷 設は 大正 七 年度 帝 國議 
會に 於て 同 八 年度より 工事に 著 手す る ことに 確定 
したる ものな り而 して 巷說に 抜れ は該 工事は 近く 
長 岡 方面より 開始す る 趣なる も 高 崎と 北 越 間の 商 
ェ 取引の 便益に 鑑み 此の際 高 崎 市よりも 起工し® 
方 相俟て 右鐵道 工事の 速成を 期せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 摆 すへ 


ニニ ニ 

きものと 胬決 せり 法て 潢院 -:::- 祐」、 十 :： ■ : ,- : 厂 . ■  I 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第五 十七 號 

寶 S . 

詰 願文 ® 表 第 四 四〇號  一 
池 田 川 之 江 間 羧通吸 設の請 願 愛 嫒縣宇 | 
川 之 江 町 千 五 百 九十 一番 地/一平 民 公吏 一 
柳 藤 市外 十四 名 呈出 C 紹介 議： 2 河 上 ® 太 君 
外 三 名〕 

右 請願の 要旨 ほ 愛媛 縣宇睜 郡は IB 、 阿、 土の 三 W 
に 境を 接し 四 國屮央 部に 於け る 交通 2B 糙 の iii 鉗た 
る 地に して 諸般の 商 収 引 頻繁なる に拘ら す 交 iiD 一! 
關たる鐵道の便なきを以て遛朽尠からす該地方民 
は 德島縣 下 池 田 愛媛 縣下川 之 江 間鐡道 の 敷設を： 逆 
望す る や 久し 若木 線 完成の 曉は 四國金 牌の 交通を 
盛なら しむる ほ 勿論 中國 との ia 商に 於ても 至大の 
効果を 實現 し延て は 德晶 線の 收入 を咐 加せ しむへ 
し 依て 速に 池 田 川 之 江 間鐵 道を 败設せ られた しと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 3?; 條に依 〇 別 
冊 及御浍 付 候 也  — 

特別 報吿 第五 十八 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四！： 三 號 
津山新 見 間鐵道 败設 速成の 請願 岡 山縣苫 W 
郡津山 町長 ilf 好 次男 外 六十 名 呈出 (紹介 謎 
員 福 井 三郞君 〕 

右 請願の 耍 sn は 岡 山 縣下津 山 新 見 間の鍅 道 败 設は 
旣に第 四十 回議 會に 於て 輕便鐵 道 敷設せ らるゝ こ 
とに 決し 大正 十 年度ょり 起工せ ら るる 次第なる も 
同縣 下に 於て顿 近 新に 化學 工業 品の 製 U1 を 見む と 
し 又 農工 產額岈 加の 趨勢 上 之 か 速成は 刻下の a- 務 
なれは 大正 八 年度ょり 起工して 一日 も 早く 右鐵道 
の 完成を 期せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に ffi り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報 街 第 六十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第五 八 三 號 
都 城 福 島 間 鐵道敷 設の請 願宮 崎縣 北諸縣 郡 


院議 衆會議 調帝冋 一十 P1 第 


高 城 村 大字 大井手 二 千 五 百 六十 五番 地 士族 
農新褪 千秋 外 二 百 六十 : fi; 名 呈出 (紹介 謅 負 
陣軍吉 ©外 三 名) 

右 請願の 要旨は 宮崎縣 下 都 城ょ 〇鹿兒 島縣志 布 志 
間の _便鐵 道 敷設は 政府 旣定の 計 迸なる も宮 崎縣 
南 那珂郡 は 面積： A 十四 方里を 有し 一® 年の 生產額 
七 百 萬 圓を 下ら さる 大郡 にして 木炭を 始 として 海 
陸 產 物に 富める 天然の S 庫なる に 拘らす 右鐵道 敷 
設計 !' i 屮に加 はらさる ほ 地方 產業 開發上 至大の 不 
利益な れは 前記 志 布 志に 達する 鐵路を 南 那珂郡 福 
島 迄 延長せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 18 め 之を 採摺 すへ 
きものと 議決せ り te て 謎 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 ； S 付 候 也 

0 岩 崎 動 君 U 程 第二 十 以下の 請願を 一括して、 委 

員 長 報 代 通り 採擇 されん ことを 望みます。 

0 談長〇 K 岡 育造 君〕 委 M 長 報 f-f 通 〇御與 謎は ござ 

いませぬ か。 

〔「興 il なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君 一 御異 _ なければ 總て 委員長 報 

吿通 りに 決しました、 本日は 是にて 散會。 

午後 二 時 II 十二分 散 會 ,• 


〇 大正 八 年！ i; 月 凹 EI (火曜日) 

午後 I 時 十四 分開議 

諾苞 日 程 第 十八 號 

質問 

I 食 榻 政策に 關 する— (I 呢關一 4 ) 

11 外交 E 題に 關す る M 問 

= 吉 31 i jll 改修 i に關 する— (端 ■腿 吉) 

四® 空 取 ? § に關 する S 問 i® 削 撕次) 

五市町村吏 3 @遇に關する質問(ぼ_征6) 

六社窗—取締に關する贸 ^ 齡狀鶴贴) 

セ甘薦 作に 關す Kfs( lg 財 _一) 

第 I  私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 ® i e 

第 I 證會 

第 II 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の il 擧 

第三 耕地整埋法中改正法梯案 ^ _)第一讀 


へ 承諾を 求ン 
〈むる 件、 


會 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 

大正 六 年度 豫備金 支出の 件〆 
大正 六 年度 強 tii 金 外に 於て 
豫算 超過 及豫算 外 3; 出の 件 
大正 六 年度 特別 會計豫 谪金 
支出の 件 

大正 六 年度 特別 酋計豫 備金 
外に 於て 豫筇 超過 及钱算 外 
第五へ 支出の 件 

大正 六 年度 大正！ 11 年 臨時 事 

件豫備 费 支出の 件 

大正 六 年度 帝國鐵 道 特别會 

計穑立 金 支出の 件 

大正 六 年度 帝國鐵 道 特別® 

計® 立 金 外に 於て 豫算超 過 
〆 支の 出 件  / 

第 六 右議笫 の 蓉査を 付託す へき 委員の 選擧 
第 -fc 精 i 院 法案 (撇晴 } 第 lie の li Mi 
吿 科) 

第 八 大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 

( 11 11 付) 第 5 謹 _ 長) 

第 九 利息 制限 法 中 i 法® 案 (赫 _ 暗 作) 第 

I  響の  « 

第 十 未成年者 飲酒 ®: l 法案 外) 第 

一 響の 續 ^- ^ n 一 

第 十一 四 國海揑 循 環 鐵道 建設に 關する 建議案 

(ts il 外) i 員 長 雪) 、木 

第 十 II 四. 固 循環 鐵道 建設に 關 する 建議案 (g 

機 鞭 脱 四) c 委 i) 

第 十三 四 國鐵道 循環線 敷設に 關 す る 建議案 

(g il ll)  —8 き 

第 十四 野 岩躬鐵 道 速成に 關 する i ^ iA g 

Is 贴 ) C 委員長 報告〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 諸般の 報吿 があります。 

〔原 田 書記官 朗_〕 

一 去 一 H 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

私立 舉校 用地 免租に 關する 法律案 

餅 地 整现法 中 改正 法律案 


藤 求： 


大正 六 年度 豫嫻金 支出の 件 • 

大正 六 年度 豫跪金 外に 於て 豫 
算 超過 及豫® 外 S 出の 件 
大正 六 年度 特別 ir 計豫備 金 支 
出の 件 

大正 六 年度 特別 會計豫 備金外 
に 於て 豫筘 超過 及豫 算外茭 出 
の 件 

大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 
豫備费 支 /- 1! の 件 
大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 ir 計 
積立金 支出の 件 
大正 六 年度带 國鐵道 特別 會計 
積立金 外に 於て 豫算 超過 支出 
の 件 

一 去 二 十八 日 議員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如 
し 

市制 中 改正 法律案 

提出者 下 岡 忠治君  加 藤 政 之 助 君 
柵 湖 軍 之 佐 君  本田恒 之 君 
齋藤隆 夫君 
町村制 中改芷 法® 案 

提出者 下 岡 忠治君  加 藤 政 之 助 君 
柵 ■軍 之 佐 君  本田恒 之 君 
齋藤隆 夫君 
府縣制 中 改正 法律案 

提出者 下岡忠 治 君  加 藤 政 之 助 君 
柵 fl 軍 之 佐 君  本 田 恒之君 
齋 藤 II 夫君 
郡制 中 改正 法律案 

提出者 下 岡忠治 君. 加 藤 政 之 助 君 
« 翻 軍 之 佐 君  本 田 恒之君 
齋藤隆 夫君 

一 今 四日 議員ょり 提 3 せられた る 議案 左の 如し 
山 口 縣德山 港を 特別 轍 出入 港と 爲 すの 建議案 
提出者  渡 邊祐策 君 
馬匹 獎勵 に關 する 建戤案 

提出者 八 田 宗吉君 丸 山 嵯峨 一郎 君 
石 射 文 3r. 郎君  廣岡 宇一郎 君 
圓 山川 改修に 關 する 建議案 

提出者 齋藤珪 次 君  坪 田 十 郎君 
人擗 保 ii に關す る 法律案 


提出者  高木 益太郞 君 
刑事訴訟法 中 改正 法 _ 案 

提出者  高 •木 益 太 郎君 
一 去 二十 七日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 
左の 如し 

東 M 帝國大 學醫科 大學內 精神病 學敎室 及 病室 新 
設に關 する 質問 主意 書 

提出者  山 根 正 次 君 
一 去 一日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 
如し 

地方税 制限に 關 する 質問 主意 書 

提出者  小 林 嘉平洽 君 
同仁會 に關 する 質問 主意 書 

提出者  秋 山 金 也 君 
一 去 一日 政府より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
衆議院 il 員 小山 松, 君 提出 勞働 政策に 關する 質 
問に 對する 答 辯 書 
大正 八 年 三月 一日 

內 閣總理 大臣 原 敬 
衆 _ 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 小山 松, 君 提出 勞働 政策に 關 する 質問 

に對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院 識員 小山 松, 君 提出 勞働 政策に 關す 
る 質問に 對 する 答 辯 書 

資本家と 勞働 者とは 其の 利害を 一にし 互に 協調 信 
愛の 念を 以て 事に 當る へき ものと 認む るか 故に 政 
府は勞 働 者 か 益 其の 智能を 啓 成し 共同 自省の 精神 
を函 養す ると 共に 資本家に 於ても 亦 克く勞 M 若の 
生活の 實况と 其の 思想の® 向と を 理解す るに 努め 
むことは 其の 最も 希望す る 所に して 如斯 にして 兩 
者の 關係を 圓滿な らしめ 相 ' S の 福利を ■*& 進せ しむ 
る ことを 得へ しと 信す 而 して 治安警察 法 第 十七條 
ほ 勞働 團體の 加入の 强制 若は 其の 妨碍に 付 暴行 脅 
迫の 不正 手段を 用 ひ 又 ほ 同盟 解雇 同盟罷業を 遂行 
せしめむ か爲 誘惑 ffii 動す る ことを _ 止 する ものに 
して 穩煺な る勞 § 圈體の 成立 等は 之を 阻碍 する も 
のに 非す と認む 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 一日 

內務 大臣 床 次 竹 一一郎 

一 去 一日 貴族院に 於て 本院の 浍 付に 係る 左の 議案 


勞® 政策に 關 する W 問の 答 辯 


一 巨 


院議 衆 疴蒗诏 帝 回一 十四 第 


食 籾 政策に 關する 質 間 並 小睽蔆 三 fs の 質問 演說 


を 可決した る 旨同院 ょり 通牒を 受領せ り 
裁判所の 設立に 關する 法律案 (政府 提出) 

大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 /- 政府 提出) 
不動 產登 記法 中 改正 法律 ^ C 政府 提出〕 

帝 國大學 特別# 計 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
苽 京 帝 一大® 及 京都 帝 國大學 臨時政府 支出 金に 
關 する 法律案 (政府 提出) 

大正 七 年 法 W 第 四號中 改正 法律案 一政苻 提出) 
〔左の 報吿ほ 朗® を 經さる も參照 のた め玆に 
視賊 す〕 

一 去 二十 七日 地方 鐵道 法案 外 四 件 委員 本田恒 之 君 
辭任に 付 其補闕 として 臼 田久內 君を、 精神病院 
法案 委員 山 根 正 次 君、 磯貝 浩君 、長 島 律 太郞君 
辭任に 付 其補闕 として 佃 安之丞 君、 小山 松壽君 

唐 端淸太 郎君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 

一 去 二 十八 R 衆議院 鹩員選 擧法中 改正 法律案 委員 

岩 崎 總十郎 君， 川原 茂輔 君， 松 永 安左衛門 君辭 

任に 付 其 補闕 として 大 石五郞 君、 小久保 喜 七 君 

石 原 JH 太郞 君、 農工 銀行 法 中 改正 法律案 外 一件 

委員 高戶都 三君辭 任に 付 其補闕 として 土 井 糊 大 

君を 孰れ も S 長に 於て 選定せ り 

一 去 二十 七日 辭任 したる 常任委員 左の 如し 

第 四 部 ; I 出 

決算 委員  前 田 卯 之 助 君 

一 去 二十 八日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 

第 四 部 

決算 委員 大谷 高寬君 (前 田 卯 之 助 君 補闕〕 

一 去 二十 八日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 

執達吏 規則 中改 JH 法律 築 外 一件 委員 

委員長  則 元 由 庸君 

理事  津末良 介 君 

農 H 銀行 法 中 改正 法律案 外 一件 委員 

委員長  天 春 文衞君 

理事  松 井 文 S 君 

日露 語學校 設置に 關 する 建議案 委員 

委員長  小橋謅三衞君 

理事  一宮 房 治 郎君 

松本鐡 道® 設に關 する 建議案 委 M 

委員長  丸 山 嵯峨一 郎君 

理事  古川  淸君 

農務 省 新設に 關 する 建議案 p 員 

委員長  中倉蓖 次郞君 


理事  上田 S 響 
一 去 一日 衆蕻院 薄 員 選 舉法中 改正 法律案 委員 理事 
補闞 選擧の 結果 左の 如し 
衆議 院議 a 選 擧法中 改正 法律案 委員 

理事 石 原 IE 太 郎君 (理事 松 永 安 左 衞門君 
補 一 0  ! 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 是 より 會議を 開きます、 諮問 
事項が あります、 左の 議員より 読 暇の 申出が ありま 
す •病氣 に付き 去る 一日より 向 十日 間 山 田 正 年 君、 
病氣 に付き 去る 一日より 向 ふ 二 十五 日間 生 田 和平 君 
病氣 に付き 去る 一日より 向 ふ 十日 間 仙 石 貢 君、 病氣 
に付き 明 五日より 向 ふ 二週間 關直彥 君、 海外旅行に 
付き 今 四日より 二十 六日まで 松 永 安 左衞門 君、 病氣 
に付き 今 四日より 向 ふ 三 週間 紫 安 新 九 郎君、 右 何れ 
も 請暇の 願 出が あります るが、 許可す るに 御 異議 あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 許可 致し ま 
す、 尙ほ四 部 選出 決算 委員 中 野 寅 次 郎君、 右 常任 委 
員辭 任の 申出が あります、 許可す るに 御異載 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 之を 許可 致 
します、 第 四 部の 諸君は 速に 補 闕選擧 を 行 ひ屆出 あ 
らんこと を 望みます。 

〇 武市彰 一 君 決算 委員 愈を 開きた う 存じます から 
御 許可を 願 ひ. ます。 

-*0 議長 (犬 岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇- 武市彰 一 君 どうぞ 決算 委員の 諸君は、 委員 室に 

御 集りを 願 ひた 6 ございます。 

〇 丸 山嵯 峨一郞 君 松 本鐵道 建設に 關 する 委員 會を 

開きた うご ざいます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 許可 致します。 

〇 高木 益太郞 君 議事 進行に 就て 政府に 質したい の 

であります るが、 政府 ほ 本 議會の 初に， 貴族院の 方 

へ 借地 人 法の 御 提出 案が ありまして、 此借地 人 法に 

關する 規定に 就きましては 、明治 四十 二 年に 借地 人 

保護 法なる ものが 提案に なつて 本院は 滿場 一致を 以 

て 可決を して、 貴族院の 方へ 绘 りました 所が、 其 重 

要なる 規定を 削除せられ まして、 其 削除した る 理由 

と 云 ふ ものは、 尙ほ 酈 重に 審査を すると 云 ふ 意味で 

削られた と 云 ふことは、 吾々 の 記憶に 存する 所で あ 


ります、 其 後 本院から、 sf 々滿場 一致を 以て 可決を 
した 借地 人 保 謎に 關する 法案が S 族院の 方へ 送付に 
なりましても、 何時も 貴族院の 審査 未了で 今日まで 
過ぎた のであります， 前議會 に 於て 政府 も 借地 人 法 
の必耍 ある ことを 自资せ られて •先 づ 贵 族院の 方へ 
借地 人 法を 御 提案に なつた のであります るが、 是れ 
も 審査 未了で 遂に 法律と 云 ふ ものが 成立し ないで し 
まつた のであります、 今回 も 亦 政府は 貴族院の 方へ 
同 趣意の 法律を 御 提案に なりました 所' か、 今日の 新 
聞を 見ます ると 云 ふと、 一向 此委員 會が 進行を せぬ 
と 云 ふ 事を 聞いて、 吾々 甚だ 遺憾に 思 ふので ありま 
す、 此 故に 政府 ほ 御自身の 御 提案に なつた 法案の 成 
立す る やぅに、 貴族院の 委員 會に對 して 速に 議事を 
進行す る やぅ 御 要求 あらん ことを ば 政府に 質したい 
のであります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是 より 質問に 移ります、 日程 
の 質問の 第一、 食糧 政策に 關 する 質問、 小 橋 藻 111 衞 
君。  I 

一 食糧 政策に 關 する 質問 C 小 橋 fl 三 衞君 
提出) 

食糧 政策に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 二 月 八日 

提出者  小 橋 籙三衞 
賛成者  鈴 木 梅四郎 
外 三十 二人 

食糧 政策に 關 する 質問 主意 書 
食糧不足に 對する 政策と して 政府の 說 明に 依れは 
轍 人關税 撤廢 によりて 當 面の 不足を 救濟し 開懇助 
成に よりて 後年の 自給を 謀る と 云 ふに 在る も 此の 
如き 方策に ては 到底 我 か國 民の 膨脹 力に 伴 ふへ き 
確實な る 食糧 供給を 爲し得 へからす と 信す 
政府は 當面の 不足 供給は 勿論 永遠の 供給に 苴 りて 
更に 確乎たる 成案を 示されむ ことを 望む 
右 及 質問 候 也 

〔小 橋 ii 三 衞君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 小橋薙 三 衞君 食糧 政策に 就きましては、 本 會_ 
並に 委員 會 等に 於き まして •  K 々質問 腦 答を 繰 返さ 
れた のであります るが、 要するに 政府の 今日まで 明 
言され て 居る 所の 御意 見と 致しまして は、 當面不 足 
の 物を 補給す ると 云 ふこと に付きまして は、 關税の 


すると 云 ふこと に つて 柿充を 致し、 又 永年に n つ 
ての自铪自足の策と致して、助成法 ^: に依つて {" 地 
を％ 加 致して •之に te つて 食® CH S\ : 

てる、 斯 5 云 ふ Iff を 明言 致されて 尻る のであります 
る、 現に まだ 此食 PI1 政策に 就て は、 委 fl e 笠の ':-- H1: 
續にな つて 居ります る 事 もあります るし •成は 锊济 
調奔龠 等に 於て、 谷嵇の 調赉を 致されて 居る ことで 
あります けれども， 今日 政府の 言明 致されて 尻 る 所 
は、 吾々 は 結擗な 事と ほ 考 へます、 洵に 結！！ な ? JJ と 
は考 へます るが >  之に te つて 當而不 足の rj] 題が 果し 
て 十分に 補充し 得らる ので あるか どぅかを •此诗 
された る 食- M 問題が 果して、 安定を 2 S るので あるか 
どぅかと 云 ふこと に 就きましては， 多大の 疑を 存し 
六 千 萬の 國民は 、決して 是て安 心を 致す と 云 ふ _ に 
は參ら ぬのであります、 尙又此 開墾 肋 成 法 等に te つ 
て、 永年に 苴 つて 自給自足の 策を 立てる と 云 ふ 御 計 
算に 就きましては、 我 日本 民族の 大なる 膨脹 力に 伴 
つて、 果して ia 憾なく 目 給 自足が 出 來るや 否やと 云 
ふこと に 就て は、 是亦 多大の 不安を 感じ， 多大の 缺 
陷を 感ずる のであります から、 爰に政 府に向 つて、 
更に 根本的の 政府の 懐抱され て 居る 所を， 今少し 突 
込んで 伺 ひたいと 考へ 〇 のであります、 で 先つ 111: 米 
の 不足す ると 云 ふことの 原因が >  如 何なる 事惝の 下 
に 不足を 致して 居る かと 云 ふこと を考 へる と 云 ふこ 
とは" 此食 ■問題に 就て、 最も 重要なる 事と 考へる 
のであります が、 政府は 此不 足す る理出 、不足す る 
事情を 如何に 御赀 になつ て 居る ので あるかと 考へた 
のであります、 で 是まで 政府の 言明 致されて 居る 所 
に依りますと、數年糊の米の不足は、約二苗茁.心平 
均で あると 云 ふこと であります が、 それが 作 年の 511 
き ほ 殆と六 百 萬 石 内外の 不足を 带 げた、 即ち 六 千 ,®; 
石の 米が あつて、 尙ほ開 國以來 ！ 此口本 開關以 來 
の 最高 « 段を 現した のであります、 而 して 其 米の 在 
高 も、 日本 開闢 以來の 在 高を 示した に拘ら ず、 非常 
な 空前な 高値を 現した のであります、 で 此理山 は ® 
に此 0 本の 通 M が 非常な 膨 fl を 致して 十： ;-/ 1: 億 幾千 斑 
圓と云 ふ •是亦 開 國以來 朱 曾 有の 通貨の 腿 脱で あつ 
たこと が. 一つの 大なる 原因に 相違は ない けれども 
それょりも M に 痛切なる 理由と しては、 矢 張 lit 需給 
關係ょり來たと云ふことほ、爭ほれない事锊である 
と考 へる のであります が、 其 不足が 何故に 左 ^ であ 
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つた か、 I 昨年の 米が 平年作よ 〇 少な かつた かと 2;* 
へば 決して さう ではない、 一昨牢 の 作柄は •確に 平 
年 作 以上の 豊作で あつたので あります、 それに 持つ 
て來て 、朝鮮 或は * 罔 等の 殖民 地より 移入の 物が あ 
り、 或は 海外より 輸入した 物が あり、 一昨年より 持 
越した 物が あり、 さう して 此六千 萬 石內 外の 物が & 
つたに 拘ら ず、 斯の 如き 米の 不足を 訴へた と 云 ふ 事 
の 理由は 如何なる ものである かと 云 ふ 事を 考趙 致し 
て 見ます ると、 從來此 我 S の 米 if 一人 約 一石の 消 
費と 云 ふ 珙に なつて 居りまして、 二 千 萬の 人口の 時 
代には 二 千 萬 石の 米を 收撻 致して 居る、 それが 三千 
挺と なり、 ra 千 萬と なり、 五 千 萬と なつて •大低 八 II 
に對 する i TT の 米の 收拇を 得た ものであるに も拘ら 
ず、 此 入口より 非常に 突飛に 昨年 費消せ らたる 所の 
原因、 此 原因を 考 へて 見ます ると 云 ふと ►食 糊 一一 題 

の 恐るべき ものを 發見 する のであります、 即ち 是は 

我が 國 民の 全 •部が 總て 一日 米食を して 居る と 云ふ譯 

ではなく  •國 K の 或る 部分には 確に 米 貪を しない、 

麥若 くは 雜穀 、或は 甘 藷 の 類を 喰べ て、 米を 喰べ な 

い 若が 昨年に 至つて 非常に 米を 喰べ たと 云 ふ 事の 事 

實 は 見逃すべからざる 一大 原因で あると 考 へます。 

t 謎 長大 岡 育造 君 退席 副 謎 長 ® 田 四 松 竹 雜長席 

に 著く〕 

〇小唏 藻 三 馏君而 して 其 原因は どうで あるかと 云 

へば、 御 承知の 通り此 戰亂の 結果、 麥 、小麥 或 ほ 麥 

粉の 如き 物を 莫大に 海外に 駝 m を 致して， 之が 爲め 

に 麥の價 が 非常なる 臉 贵 を 致して、 麥と 米の 差額が 

茈だ 接近を 致し^ 〇 云 ふこと に 於て は •美味くない 

麥を食 ふより if 又 二度 炊を する 面倒な 麥を食 ふよ 

りは、 寧ろ 米の 方が f'ii 利で あると 云 ふので、 此米を 

非常に Bf 消す ると 云 ふこと が、 一つの 原因と なつた 

に 扣掩 ない と考 へられます、 又 一つには 諸 工場の 勃 

興した と 云 ふことは •  一 つの 犬なる 原因で ある、 即 

ち H 場が R 前よりは lit ® 审屮は 殆ど 二倍に も坍加 致 

し，！ IH の 如き も 亦 殆ど 二倍に 近い咐 加を 致して、 

此 W 萬に 近い 職工が 非常に 米を 費消す る、 是は どう 

云 ふ謅で あるかと 申します れば 、即ち 工場が 咐 加す 

れぱ砌 力を耍 する、 其 動力は ?? 15 の 多大に して 「エ 

ネル ギ IJ の 少ない 石炭より (t 、 ?? 15 が 少なく して 

「ェ ネル ギー J の 多い 石炭を 要求す ると 间じく  •其 

® H となる 奢は、 從來雜 架に 從斟し •若く は 農 菜に 

從琪 した 荠が職 X になる と 云 ふと、 非常に 美 a を 致 
貧 糊 政策に 關する 小 橋 蓮： 二 衞の n f!iJ! ?M ,i5>l 


し 良い 米を 食 ふと； K ふことは、 確に 米の 食 M 咐加を 
致した と 云 ふことの、 大なる 原因になる ので あらう 
と考 へる のであります、 で是 等の 職工 •或は 乂 m 山 
の 坑夫、 或は 石炭 坑の 坑夫、 其 他 iii 力鞔 、或は 馬力 
輓の 如き 勞® 者が、 一日 五圖 六 la の收 入を 得る、 nil 
ち 工場の 職工の 如き も 一等® エは五 _六圆 の 給料を 
得る のであります、 a: 〈の 一 简 年の 收入は .確に 低級 
なる 高等官、 或は 識負の 歳費 以上の 收入を 彼等が 得 
るので あ 〇 ます、 而 して 是等は 貪 事に 付て 非常に W 
澤を 致し、 美い 食事を 致す と 云 ふ 事は •.確に 某 a が 
從來 ょ〇咐 加して 居る と 云 ふことは >  爭 はれない 事 
實で あります •賤 前に 於て は 勞蚴 者の 心掛の 良い 者 
は， 銀貨を 質に SC いたと 云 ふ 例が あります、 それは 
どう 云ふ譯 であるかと 云 ふと、 一家 數 口 の 食 ふ 食事 
が 足りない、 そこで 居候 三 杯 目には そつと 出しと 云 
ふこと が ある、 居候では ない 家族の 食事を 充た す爲 
めに、 己の 食 ふ 食事を 控 へて、 己れ は 銀貨を 握つ て 
一膳 販屋に 行つ て 酒を 一杯 引 掛けて、 其 金を 以て 支 
柳を すれ ぱ •其 金は 直ちに ? S 消す るが 故に、 之を 質 
に® いて •一日 勞磡 して 其 得た る 金を 以て 受出 して 
歸つ たと 云 ふことは* 往々 問く 所で あつたので あり 
ます、 即ち 銀貨を 崩せば 早く 費消す ると 云 ふこと を 
闺れ て， 斯棟に 節約 勤 儉を 致した ものである， 斯樣 
な 時代には •四 椀は 三 椀、 五 椀は 四 椀に 減す と 云 ふ 
考 であつ たに 相違ない、 然る ものが 此世間 の景氣 に 
連れて 大な る收 入の ある 時代に 於て は、 四 椀の もの 
が 五 椀 '! a ベる、 或は 三 椀の ものが 四 椀 喰べ ると 云 ふ 
ことを やる 爲めに 相 逋な い、 此一搲 の 箸の 上げ 下し 
と 云 ふ ものが 非常に 應え るので あります、 即ち 三 椀 
が 四婉 •或は F/r. 椀の ものが 四 椀と 云 ふ 一 椀の 增減ほ 
二割、 二割 五分の 增滅 を來 すが 故に、 此幾百 萬 幾千 

萬の 者の 一割 二 割 三 割と 云 ふ 食事の 箸の 上げ 下し {i 

非常なる 費消に 相違を 來 すと 云 ふことは、 爭はれ ぬ 

事 實で あると 思 ふので あります、 さう して 第一は 米 

販即ち 食®、 或は 酒造 用、 或は a •或は 味 '1 & 用， 或は 

巣 子 用， 龆 W •固 子 用に 使 ふ， 或は 糊に 使 ふ， 家畜 

家® の 食 糊に 使 ふ、 斯様な ものが 非常に 费消 せられ 

る、 隨て妓 氣の奸 き 時の S 消は 非常なる ものである 

と 云 ふこと も 事實で あります、 さう して 世間の 景氣 

の 好い 時は 酯_ が 繁昌を 致し •不敖 氣の 時は 餛飩屋 

が 繁昌を 致す、 世間の if: 氣不蚩 氣は 、醋屋 と！！ 飩屋 

の S5 昌に依 つて 分る と 云 ふ、 此 「バロ  メ ー トル」 に 


なると 云 ふ 事 H も 全く 是は 間食の 結果で ある、 即ち 
斯樣な 事に 依つ て、 费 消の 量が 非常に％ して 居る が 
故に， 決して 謂 民の 從來 收璲 したる 所の 即ち 一人 一 
石と 云 ふ 率では 迚も 治まらない 、故に 五 百 萬 石 六 百 
蒐 石と 云 ふ大な る缺陷 を 生ずる と 云 ふこと になつ -t: 
居る のであります、 而 して 今年の 如き も、 確に 昨年 
の 不足 額 位の もの ほ 不足す る ものと 見なければ 相 成 
らぬ のであります が、 今 之を 補充す る 方法と 致し ま 
しては、 朝鮮 臺 1S の 如き 殖民 地ょ 〇 約 三百 II 石 >  そ 
れから 海外ょり 百 四 五十 萬 石、 又 端境期に 持 越した 
る ものが 百 萬 石、 是で約 六 百 萬 石に 近い ものが あつ 
て、 さう して 此不 足を 當 面の 不足は 補充が m 來 ると 
云 ふこと になつ ては、 居ります が、 併し 果して 是が 
预定の 通りに 行ける ので あるか どうで あるか、 最近 
は 成程 定期 米の 如きは 非常に 下げて 居ります、 併な 
がら 正 米は 餘り 下げて 居ない のであります •さう し 
て 此 殖民 地の 狀况を 見る と、 臺阕の 如き •或は 朝鮮 
の 如きに 致しましても、 內 地に 移入す ると 云 ふこと 
には， 隨分 K 對の聲 が 高い のであります、 彼等の 米 
を 減じ、 さう して 價格が 騰貴す ると 云 ふ聲が あるの 
であります、 又 支那の 如きは、 即ち 防穀 令に 依つて 
米を 持 IU すと 云 ふ 事には 反對を 致し、 海外に 於て、 
關 貢の 如き、 柴棍の 如き、 或 (X 東京の 如き、 暹羅の 如 
きを 通じて 約 ill 千 萬 石の ®; / 1.; 力 ありと 稲して 居り ま 
すが、 其 二 分の 一の © 出力を 持つて 居る 所の關 貢 ほ 
印度の 饑 ■に 依つ て 全く 輸出 禁止を 致されて 居り ま 
す、 又 安 南 ii 羅の 如き 船腹 其 他の 關 係に 依つて、 餘 
り埗々 しい ® 出を 見る 事が / II 來な い、 唯々 殘る 所は 
其 四 分の 一の 輸出 力を 持つて 居る 柴棍 方面で ありま 
すが 是は此 谷 所の 注文が 殺到 致した 爲 に、 隨分僧 格 
も臟〇 、さう して 又此 日本に 對 して 輸出す ると 云 ふ 
事は、 最近には 幾らか 緩和せられ たと 云 ふ 情報 も傳 
はつて 居ります けれども、 先月の 如きは 香港 政廳の 
發 表する 所に 依れば、 傳染 病の 流行 地と 認めた と 云 
ふこと があります るが、 若し 之が 輕微な 事で ffl 濟め 
ば 宜しい けれども、 非常に 猛烈な 流行 地と 云 ふこと 
になる と、 此物を 日本へ 輸入す ると 云 ふことは.. 或 
は w_ を來 しは しない か、 斯の 如く 考 へて 見ます る 
と‘ 現在の 喵 々此轍 入税 を撤廢 すると か、 或は 此の 
雜穀の 輸入税を 龄減 すると か 云 ふこと に 依つ た、 安 
全に 十分に 輸入し 得る や 否やと 云 ふことは， 甚だ 前 
途が氣 遺 はれる 次第であります、 又此開 Is 助成 法は 
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成程 結播な ことでは あります けれども •近事 此 一般 
農 間の 狀況を 以て 見ます ると •兎角 都會に 走る、 農 
業を 廢 めて 商工業に 走る と 云 ふ 事は 一般の 傾向で あ 
ります •是は 何故に 左樣 であるかと 申せば、 勞 力に 
對す る收 入の 率を 他の 職業と 比較して 見る と、 或は 
此勞® の 狀况を 他の 職業の 生活 狀態と 比較して 見る 
と 云 ふ 上から 1 斯樣な 現象が 續 々現れ 來 つて 居る譯 
であります、 さう 致して 見る と 云 ふと、 果して 此政 
府豫定 の 通りに、 此開 _ 助成 杯が 旨く 進行す るか ど 
うか、 假 りに 之が H- く 進行を 致す と 致しまして、 十 
五 年の 後に どうなる ので あるか、 二十 五 萬 町 步の開 
■をす ると 云 ふので あります が、 此一 一十 五 萬町步 の 
開懇地が>十五年の後に於て »- 來の熟田と同一の收 
窗を 見る ことは 闲難 であります、 假 りに 之を 一段 二 
石の 收極を 得る ものと 致して •五 百 萬 石に 過ぎない 
のであります、 然るに 一方 十五 年の 後の 我國 民の膨 
脹 する® は 如何で あるかと 申せば、 約 一千 二 三百 萬 
人の 增加を 致す 事は 確かで あると 考 へます、 左樣致 
します ると 云 ふと、 此 物の 費消 量が 今日の 率を 以て 
申します れぱ 、一千 五六 百 萬 石の 米を 確に 十五 年後 
には 要する のであります、 それへ 持つ て 来て 開 ■肋 
成 法 か 完成 致して 五 百 萬 石の 米を II たと 致しても 增 
加した 人口の 三分の 一の 食糧を 得る 事が 漸くの 事で 
あります、 若しも 吾々 Q 本人が 不老不死で ありさう 
して 此十五 箇年 生殖 機關を 休止す る 事が 出來た なら 
ば、 かつ < に此 食糧は 自給自足を する かも 知れ ま 
せぬ、 併ながら 人生 S 然の新 陳代 謝が 行は れ 、生殖 
作用が 間斷な く 行は れると 致し ますれば、 到底 此十 
五 年後に 於て， 自給 0 E 足は 思 も 依らぬ 事で あると 考 
へる のであります、 更に 五十 年後を 考 へます ると 云 
ふと、 吾々 今 E の 人口は 確に 二 倍 以上に 咐加 する， 
即ち 一億 二三 千 萬 人と 相 成る、 此耍す る 米は 今日の 
率を 以てすれ ば、 一億 五六 千 萬 石を 要する ことにな 
るので あります、 更に 百年 後を 考 へます と 今日の 人 
口の 確に 四 倍 以上に 相 成る、 即ち 二 億 九 六 千 萬人以 
上に％ 加を 致す、 此耍 する 米の 量は、 殆ど 三 億 萬 石 
に：. VX い 米を 要する のであります るが、 如何に 我國が 
自給 B M の 方法を 立てる と 致しましても 此 限りなき 
國 民の 膨脹 力に 伴 ふ 自給自足は、 思 も & らぬ 事で あ 
ると 考へ るので あります から， 然らぱ 如何にして 之 
に a L て 食糧の 安定を 得る かと 申せば， 先づ當 面の 
急を 救 ふ 安定 法と 致しまして、 何故に 政府は 此殖民 
ニニ 五 
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吉3 |!! ’ 改修 丁： ? rf に 問す る 質問 並 萵 岛兵 吉の竹 問： :1 I 說 


地た る 祭 一;、 朝 鲜は 固ょり、 支那 方面に 向つて、 技 
術 と 資力と を 注いで， 此當 面の 急を 救 ふと 云 ふ 事を 
御調 じに ならない のであります るか* 朝鮮の 如き (i 
水田 約 百 二十 萬 町步 、而 して 其 得ろ 所は 一千 二百 ffi: 
石に ; 1 ぎない のであります、 即ち 一反 一石で ありま 
す、， \.を大なる綷费を掛けて、水陸 ?1 溉を致すと云 
ふ 事は、 W く差控 へる と 致しましても、 內 地の 熟練 
したる 技術 家を. 送り、 r rrn して 又此內 地の 如き 立派な 
る吧 料を 之に 施す と 云 ふこと を 講究 致したならば、 
朝鮮に 於て 五 割 六 割の 增收を 得る ことは 何でもない 
事、 即ち 五六 百 萬 石の％ 收を 得る 事 (3: 容易な 事で あ 
ります、 少し 之に 力を 加へ るなら ば、 殆ど 今日の 二 
倍の 米を 得る ことほ、 左程 難事では ない ので ありま 
す、 又茭那 の 如き も、 成程 今日は 防 穀 令を 布かざる 

を 得ない、 大な る ri» 出を 致せば、 支那 自體の 食糖不 

足を 來すが 故に、 是ほ同 ょり 當然 の ®: であります、 

併ながら 我國の 最も 世界に 於ても 特絕 致して 居る 所 

の 米作の 技術、 此 技術 家を 支那に 绘り 、或は 日 支 共 

辨に 依つ て此肥 料會社 杯を 立て、 さぅ して 日本 內地 

の米價 を 脅す 程の 事を やつて はいけ ない が、 國が悪 

する 三百 萬 石なら 三百 萬 石、 五 百 萬 石なら 五 百 萬 石 

我 國との 協調を 保つ て、 此 支那 方面に 於て 技術と 肥 

料を 相當に 施す と 云 ふなら ば、 相 常な ものを 得る こ 

とが 出來 ます、 是は江 蘇 湖 江は 安微の 方面に 於て、 

此手 段を 施すなら ば、 恐く は 二 十 年 三十 年後に 米を 

得る と 云 ふことは、 左程 難事では ない と考 へる ので 

あります， 此點に 就きましては 非常なる 考隞を 要す 

ると 云 ふことは、 前年 此米國 、或は 英國 等が、 亞米 

利 加， 印度 等の棉 政策に 依つ て 日本を 苦め て 以来、 

我 國の棉 の 供給は、 朝鮮， 支那 方而に 待たなければ 

ならない と 云 ふことは 識者が 唱 へて 居りながら、 未 

だ R 現を 致さない 今日の 狀鸱で あります、 然るに 最 

近に 至つ て 「マン チヱ スタ ー」 を 始め 英吉利の 谷地 

の 商業 會满所 、或は 米國 の K 菜 家、 當局者 等が、 盛 

んに其 技術と 其 資本と を 持つて 支那 方面に 出掛けて 

棉の 調査に 収掛 つたと 云 ふ 1JJ は， 恐るべき 出 來事な 

りと 思 ふので あります、 若し 日本一 步 を遲れ るなら 

は •彼等は 或は 此米作 に 就ても、 先鞭を 著け ない と 

も 限らない のであります、 故に 我國は 宜しく 此 食糧 

政策の 安定を 圖 らんと するならば 或る 程度の 技術と 

資力と を 注いで、 此殖民 地、 支那 方面に 於て 相當な 

る 施設を する ことが 必要では ないか、 政府は 此點に 


就ても •何等かの 御 考慮が 有る か 無い かと 云 ふこと 
を 伺つ て 見たい のであります、 又 我 國の食 ffl 問題は 
決して 斯様な 姑息な 事に 依つて 最後の 決定 ほ 著 かな 
いのであります-何故ならば 五十 年後に 今日の 人口 
が 二倍し、 百年 後に 四 倍 以上に 佾加 すると 云 ふこと 
に 於て は、 如何にしても 此 人口問題の 解決を 著け な 
ければ、 食 ffi を 安定せ しめる と 云 ふことは 到底 出来 
ない のであります、 然るに 彼の 歐 米の 政治家は、 現 
に 巴 里に 於け る此 講和 會議に 於て、 確に 人種差別 待 
遇 撤廢を 斥けて、 彼等 ほ 之を 宵かない と 云 ふこと が 
傳 つて 居る のであります、 一面 顧みれば、 歐 羅巴戰 
亂 の ! H 最中、 彼れ 聯合 國ほ 猫の 手 も 杓子の 手 も 借り 
たいと 云 ふ 時に 於て、 我が 日本の 努力に 依つて、 非 
常なる 聲援を 得た と 云 ふこと が 現に 有る， 其の 當時 
に 於て 彼れ 英吉利は 日本の 莫大小 轍 入の 禁止を 致し 
たのであります、 此 時に 於て 亞米利 加が 其 裏面に 於 
て 如何なる 活躍を 致した かと 云 ふことは、 即ち 慧眼 
なる 識者は 夙に 看破 致して 居つ たこと であります る 
が、 其 後 亜米利加が 此鐵 の it 出 禁止を 致した、 決し 
て 彼は 鐵不 足で ほない、 鐵ほ 有り 餘 つて 居る にも 拘 
ら ず、 鐵の 輸出 禁 1!: を 致して、 日本を 苦め たので あ 
ります るが、 此 時に 於て 英吉利が 1 其 裏面に 於て 如 
何なる 活 励を 致した かと 云 ふこと も、 慧眼なる 識者 
は 夙に 看破 致して 居つ た 事であります、 又 最近は 此 
英吉利 ほ 固ょり 亞米利 加 杯の 大 資本家 大 銀行家 ほ、 
一致 協同、 非常に 恐るべき 堅實な る計畫 を以つ て、 
露西亞 殊に 西 伯 利 方 la 、 支那 方面に 向つて、 非常に 
彼等は 大計 畫を以 つて 經濟 上の 侵略を 試みん と 致し 
て 居る のであります、 即ち 彼等は 我 國の此 張 川す ベ 
き 殖民 地方 面に 於いては、 總て 之れ を 禁止 致して， 

而 して 彼等は 此の 自分の 經濟戰 を 思 ふ 儘に 進めて 

居る、 即ち 軍國主 義の 此の 獨 逸の 遺 方を 打破つ て、 

即ち 鐵血的 帝國 政策を 右の 手に 於て 破つ て、 左の 手 

を 以て 經濟 的帝國 主義の 施を 進めつ、 あるので あり 

ます、 即ち 刀を 以て 人を 殺す の 術を 止めて、 金を 以 

て 人の 咽喉 首を 締める と 云 ふ 政策を 執つ て 居る ので 

あります、 此 所謂 列國 平和 會議に 於て、 國際 聯盟を 

唱へ 、軍備制限を 唱 へ、！ 一洋の 自由を 唱 へましても 

此經濟 的の 自由自在なる 侵略 主義の 制限を すると 云 

ふこと でな く、 又 人種的 差別待遇の 撤瞹 をす ると 云 

ふこと でなければ、 決して 眞の 平和、® の 幸福と 云 

ふ ものを 得る ことが 出来ない-殊に 我 國の此 食糧 問 


題 最後の 解決 ほ， 到底 著かない と 信ずる ので ありま 
す、 諸君， 我國が 此二 十七 八年戰 役が 終りまして、 
朝鮮の 國に 初めて 日本 國人が 入つて •朝 鲜の 溝に 鳗 
掻 一挺を 下げて 參〇 まする と、 一日に 二十 貫 三十 貫 
の 鰻を 得た のであります、 所が 不思議に 其朝鲜 の鳗 
ほ、 頭が 非常に 大きく して、 胴體が 細く して、 些つ 
とも美 味くない、 食す るに 堪へな い、 所が 二 十 年後 
の 今日に 於て ほ、 朝鮮の 溝に 鰻 掻を 入れましても、 
一日に 織に 一貫 二 貫の 鰻 以上 ほ 獲れ ない ので ありま 
す、 不思議に 今日の 朝鮮の 鰻は、 頭が 細く して 胴體 
が 太く、 內 地と 變らな い 非常に 美味い 鰻で ある、 何 
故 かと 云へ ば >  即ち 數百 年間 「數罟 不入滂 池 魚趙不 
灼 食 也 J で 食糧不足の 爲 めに、 頭が 太くて 胴體が 細 
くな つて 居つ たのであります、 若し 今日の 如く 人種 
的 差別撤 廢を斷 行す る ことを 斥けて、 一面に 經濟的 
の 帝國主 義を 進めて、 所謂 我阈 の發 EI すべき 咽喉 首 
を 締める と 云 ふこと を、 彼れ歐 米の 政治家が やる と 
云 ふに 付て ほ、 我 國民ほ 朝鮮の 鰻た らんこと を 憂 ふ 
るので あります、 斯の如き事ほ、此平和會議に於き 
まして 撒 廢 致さない と 云 ふことは •我が 六 千 萬の 熟 
誠が 屆かな いので あるか、 或は 講和 大使の 努力が 足 
りない ので & るか、 彼れ 歐 米の 政治家が、 口には 自 
由 平等を 唱へな がら， 其 心に ほ 人頭 共存の 大 意義を 
理解し ない 爲めに 、斯樣 な 事になる のであります る 
が， 此點に 就きまして ほ、 政府は 如何なる 抱負を 持 
つて 如何なる 解決を 致して、 前途 永遠に 百： る此 人口 
の 問題、 食料 政策の 十分 安定を gnii ると 云 ふ 御意 見で 
あります るか、 此點に 就きまして-政府の 御意 見を 
伺 ひたいので あります、 固ょり 一而 此 食糧の 豊富を 
計る と 同時に 食料の S 換を 行つ て、 麥雜穀 を 食 ふと 
云 ふ 事 も 宜しい が、 斯樣の 事は 所謂 國 民の 自制に 待 
つのであります、 政治家、 新聞記者 、宗教家、 敎育 
家の 如き 者が、 靑年團 であると か、 在鄕 軍人 團 であ 
ると か、 會社で あると か、 學校で あると か、 谷 種の 
團體 に實 行の 出来る ことを 指導して 、國 民の 自制 力 
に 待たなければ、 政府が 唯々 一面 訓令を される 位で 
迚も 行く 事で ない、 併ながら 政府 も相當 なる 方法に 
依つ て 直接 間接に 指導 獎勵せ ら る、 —— 食糧 品の 轉 
換を 指 ii 獎励せ ら る、 と 云 ふことは 當然の 事で あり 
ます、 之を 約して 申せば、 政府は 植民地 或は 支那 方 
面に 向けて、 所謂 技術と 資力と を 以て、 今少し 當面 
の 食糧不足を 補 ふべき 方法を 講ずる と 云 ふ、 御意 見 
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が 有る ので あるか 無い ので あるか、 此食 a 品 « 換を 
指祖獎 勵 する に付きまして、 何等か 御 考案を 持たれ 
て 居る ので あるか、 どぅで あるか、 又 所 111 入口の 處 
分 問題と 云 ふ 事に 就きましては、® 鞍！： の此 ••!' 和 ^ 
議に 於き まして 政府は 如何なる 抱 fi を 以て、 3¢ 所 fti 
を 貫く と 云 ふ 御® 見で あ 〇 まする か、 此三點 に 就て 
明確なる 御意兑 を 伺 ひたいと 思 ふので あります" 
〔拍手 起る j 
〇 伊 } e 知 也 君 謹 長。 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 伊東 君 何です か。 

〇 伊東 知 也 君 唯今 私が 調べました が， 定足數 を缺 
いて 居 〇 ます。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 議長は 定足數 に 達して 居る 
と 思 ひます。 

t 「議事が 無い から 宜 い」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 伊 ) ix 知 也 君 休會を 願 ひます。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 質問 第二、 外交に 關する H 
問は、 提出者ょ 〇 延期の 申出が ありました、 53: 問 第 
三、 吉野川 改修 ! D: 琪に關 する 質問、 高 島 兵吉 君。 

三 吉野川 改修 : 1: 故に 關する 質問 (Kc ic- 
吉君 提出；} 

吉野川 改修工事に 關する 質問 主意 ® 

右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 八 年 ~ 月 十日 

提出者  高 島兵吉 
赞成者  鈴 木 梅 四郞 

外 三十 二八 

吉野川 改修 H 事に 關 する W 問 主意® 

德島縣 下吉野 川は 目下 國庫 支辨を 以て 改修工事 屮 
なりと 雖 築堤 工事 粗略に 失し竣 H 建設の 筒 所に 於 
ても尙 決潰の 11 あり 此の際 政府は 愼 ffi に該 工事を 
督_ し 以て 沿岸 多數 民の题 躐を 除去す るの 耍あり 
と 信す 政府の 所見 果して 如何 
右 及 質問 候 也 

0 伊東 知 也君定 足 數を缺 いて 居ります。 

〇副識 長 (濱 田國松 君) 質問 中は 從 來差茭 なき 惯 例 
であります。 

0 伊東 知 也 君 慣例で ありませ ぬ、 5E 足 數を缺 いて 
居ります。 

〔高 島 兵吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 高 島 兵 吉君私 共は 吉野川 改修工事の 質問を 致し 


院 涟衆會 P 同 帝间一 十四 第 


ます、 lit 吉野川 改修 エ事なる4のほ、國 ||1! 茭辨とし 
て明洽 四十 二 年ょり 起工 致して 居つ たのであります 
今日では 七 八 分 通り 竣 X 致して PT るので あ 〇 まする 
が、 然るに 此 改修工事の 全 gs を 見る と •甚だ ia 憾に 
椹へ ぬのであります、 其 H 事 其の ものが W だ 粗漏に 
して、 改修の 効力が 更に 無い ことに 及ん て R るので 
あります、 抑々 此 河川 改修なる もの、 目的は 何れに 
在る かと 申せば •即ち 沿 捧 の一帶 の 地方の 民を して 
贵 爾 なる 生命を 保 18 し、 尙又航 商 興業を 促し、 運輸 
交通の便を 圖 り， 有 ゆる此 沿燁 に a して 進步發 達を 
期 侍すべき、 大切なる 改修 其の もの、 目的で ある、 
然るに 改修 其の ものが 不完全に 終らん か、 生命 財 產 
を @3 拍し 、諸般の 進步發 達を W 害する と 云 ふこと に 
なる のであります、 地方の 不幸 不利益なる のみなら 

ず、 阀 家純濟 上、 多大なる ffl 失を 來す譯 になつ て來 

るので あります、 從 來此告 野 川は H 國三郞 と稱 して 

琉域|1十艽里あつて，水力水勢の急なることは、大 

井川 或は 淀川を 凌胬 する だけの 力を 持つて 居る ので 

あります、 故に 改修を すると 云 ふに 當 つては 最も 大 

切に 而も 完全； に 終了し なけれ ぱなら ぬので ある 然る 

に此 H 事の 大 蹬 を 見る に大に 粗漏 極ま 0 11 つ 改修に 

對 して 不字 全なん である 河川 改修なる ものは、 浚渫 

と 同時に 兩择に 於け る此築 堤なる もの、 其 築堤なる 

ものが 而も 完全に して、 其兩择 なる ものが© 劣な く 

術 平 的に 俳 行して 秤 施す ると 云 ふの が、 是が 所謂 築 

堤 工事 其 もの i 原則で ある， 斯く 運び 行けば 改修 中 

に 於て 一朝 / 15 水が あると も 稍々 安全に 防 ® の 出来る 

方法で ある、 然るに 此吉野 川 改修の 築堤 其 もの、 H 

事を 見て 見る に、 兩焊相 W 行して 尻らぬ、 兩错の 工事 

甚だ 不術 平で ある、 北岸 (3: 甚だ 逋敗 であつて 南岸が 

完全なん である、 是が 即ち 工事 其の もの V 第一 步を 

誤つて 居る ものである •北岸の 如きは 尙ほ 之に 對し 

て、 分派 口に 於け る il 河 或は！！ 門と 云 ふ もの もま だ 

施設に なつて 居らぬ、 然るに 一方 南岸は 支流に 對す 

る閛門 も 出來 、そら 出水と 云 ふ 場 < || には、 調節の 出 

来る たけの 餘裕が 出来て fr る、 然るに 北岸は 用意が 

m 來 て )?？ らぬ 、殊に 其 北 择 の 如き H qi に 對 しては、 

護岸に 於け る 堤 脚 一部の みが 石卷に 致して、 上層に 

於け る 全部は 同 著 力なき 土砂を 以て S3 上げて あると 

云 ふやうな 形で ある， 甚だ 微弱なる 築堤で ある •昨 

年の 秋水で さへ も此雑 岸 以上に 浸水した ので ある、 

故に 其 上に 於て は 崩壊す るし >  或ほ 崩落す るし、 て 

航空 取締に 關する 質問 


昨年の 如きは 殆どもう 決潰せ んと したので あつたが 
農民が 生命を il 性に して 努力の 結果、 漸く 其 決潰の 
危を 止めた と 云 ふやうな、 實に悲 慘 な 運命に 接した 
ので ある、 危機 一髮 を容れ ざる 大危險 に 瀕し かけて 
居つ たので ある、 もう 少し 水源地の 水が 咐加 するな 
らば、 到底 決潰の 運命 ほ 免れぬ ので ある、 固ょり 御 
承知の 如く此 水なる もの は- 抵抗力の 薄弱なる 方を 
突破す ると 云 ふの {3; 自然の 道理で ある、 若し 是が決 
潰したなら ぱど うで あるか* 即ち 北岸に 於け る 十數 
萬の 人口と 數萬 町歩の 立派なる 田畑を 控 へて )?? る、 
是等 に對 して •大々 的慘 劇を 來し •苦境に 陷ら しめ 
ると 云 ふこと (3; 免れぬ ので ある、 先づ斯 る 次第で あ 
る、 尙ほ 上流の 善 A 寺 川 附近の 工事は どうで あるか 
と 云 ふと、 善 入 寺 川の 其 附近に 對 しては、 上流 下流 
共に 幅 五 百 間に も 足らぬ の にも拘らず， 順 應上其 善 
入 弄 川 附近に 對 して、 一千 間に 幅を擱 めた と 云 ふや 
うな 始末に なつて 居る、 而も 立派な 良田を 以て 游水 
地と して 幅を 横め たと 云 ふやうな ことにな つて 居る 
ので ある、 是は どうで あらう か、 斯 くしなくても、 
兩岸に 於て 相 當なる 防備 工事を 施せば 結構な もので 
ある、 洵に 無用な 事を 致して 居る ので ほない か、 此 
立派なる 良田を 潰して、 さう して 河川の 結果を 惡く 
すると 云 ふことは、 甚だ 矛盾した 譯で あらう と 思 ふ 
即ち 此良 III 殆ど 五 百町步 を犧牲 にして- K るので ある 
今日の 如く 食 棚 缺乏の 問題、 耕作 補助 政策と 云 ふこ 
とは、 頗る 興 論 沸騰の 際に も 拘らず ，此 良田を 期く 
皆無なら しむる と 云 ふことは、 所謂 食糧の 要素を 減 
殺す るの も ® 理は 同じ 事で ある •洵に 時節柄 大に矛 
盾して 居る と 謂は なければ ならぬ ので ある •是 等に 
對 しても 大に 問は なければ ならぬ ので ある、 要する 

に此吉 野 川 改修 間 題の、 斯の 如く 粗漏なる 點 •斯の 

如く 不完全なる 點に對 して、 之を 總 括して 申せば 幅 

も廣 くな つたは， 川 ® も 深くな つたは、 築堤が 高く 

なつた はと 云ふ爲 めに， 水勢を 妨げる 力と S ふ もの 

は 大にな るので ある、 其大 になる が 故に、 若し 決 m 

をす ると すれば、 改修 以前に 比して 數拮の 害を 被る 

こと も、 亦 是れ诲 理の然 らしむ る 所で ある、 斯の如 

き 場合に 立 至つて 居る ので ある >  誠に 改修 其の もの 

の 効力は 更に 無い、 是まで に 八 百 萬圓の 起工 费を投 

じて、 改修せ ざる 前に 比して 數 倍の 災害を 來すと 云 

ふこと ほ、 甚だ 怪む べき 話で ある、 金を 入れて 却て 

金を 入れざる —— 改修せ ざる 前に 比して、 數 倍の 災 


害を 來 すと 云 ふことは、 甚だ 怪訝に 堪へな い、 立憲 
治下の 怪事と 謂は なければ ならぬ ので ある、 殊に 今 
回は 又： ia 加と して 即ち 百 三十 九 萬圓の 改修 22 が 見え 
て 居る が、 吾々 も 亦大に 之を 協 質しなければ ならぬ 
が、 協賛す ると 同時に、 而も 之を 有効に 使 ふて 莨は 
なければ ならぬ、 有益に 使用して 貰は なければ な ら 
ぬので ある、 斯の 如く 無用に 使用す るよりか、 大に 
有益に 使用せ んなら ぬと 云 ふこと に 付て、 從來の 如 
き 不完全， 粗；！ なる 方法を 一變 する 御意 見で あるか 
又從來 の 方法を 持續 する 方針で あるか、 又是 までの 
築堤に 對して •斯く 決潰の 兆候が 現れて 居る 處に對 
して、 re 急 策を 施す の 御意 見は 如 M であるか、 又閘 
門の 經營設 備が 川 来て 居らぬ のに 對 して， 施設 純營 
なさる と 云 ふ 事に 對 しては、. 如何なる 御 方針で ある 
か、 どぅしても 本年の 秋の /. II 水までに •所謂 雨 降ら 
ざるに if 戸を 猢繆 しなけ. れぱな らぬ ので ある、 是等 
の 防禦と 云 ふ ものは しなければ ならぬ ので ある* 此 
等の 改修工事を 再 改修す るか、 尙ほ此 石卷を 全部に 
致して、 尙ほ 墜 固に 致す か、 是 等に 對し て大に 吾々 
は 腔かん と 欲する のであります、 從來斯 の 如く 改修 
工事に 於て 百害 百出 致した る 所以の ものは、 官僚 的 
屘僚 政治の 通弊と して、 國利 民福を 口に して、 實際 
に 行 ほず、 實 際に 致さず、 唯々 官僚 的 机上の 形式に 
のみ 拘泥す るを 以て* 施設の 方針と して 改めぬ から 
である、 殊に 此 間違つ て 居る 所の 方針を 以て 金 科 玉 
條と 致して fr るので ある、 吾々 は 豫て より此 事に 對 
しては 指摘して 止まぬ ので ある、 今回の 此吉野 川改 
修 問題の 如きは， 所謂 官僚 的® 僚 政治に 琦れて 居る 
と云ふ活きた手本であるゝ然るに現內閣ほ&ら稱す 
らく、 民意を 代表し •民利 民福を％ 進す るを 以て 木 
旨と せられて 居る と、 果して 然らぱ 斯の如 き默 すべ 
からざる 所の 失敗た るべき 方針- 此 工事に 對 する 不 
完全 •期の 如き 誤つ た 所の 失敗を 商ち に改廢 して， 
愍 々民意 的 本領を 發揮 して 貰 ひたい ものである， 願 
くは si 內闐に 於て ほ、 吉野川 沿岸の 民を して 怨なか 
らしめ、 枕を 高ぅ し 安心すべき 程度に 於て、 御 親切 
なる 御 答 辯を 煩は したいので あります、 是れだ けを 

〔拍手 起る〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 池 田 政府 委員。 

〔伊東 知 也 君 「_ 長， 議事の 進行に 就て」 …… 
と 呼 ふ〕 

0 副議長 cm 田國松 君〕 政府 委員に 15 言を 許し まし 


た。 

• 〔政府 委員 池田宏 君登增 〕 

〇 政府娄 員 (池 田宏 君) 唯今の 御 質問に S しまして 
は、 追て 書面を 以 つて 御 答 辯を 致します。 

〔伊柬 知 也 君 「議 長々々」 と 呼 ふ〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君) 質問 第 四、 航空 取締に 關す 

る 質 間、 描 山 勝太郞 君。 _ _ 

四 航空 K 締に關 する 質問 g 山 勝 太郞君 
提出) 

航空 取締に 關する 質問 主意 醫 
右成規 に據り 提出 候 也 
大正 八 年 二月 十二 日 

提出者  橫山勝 太郞 
賛成者  小 西  和 

外 三十 二人 

航空 肢 締に關 する 質問 主意 齧 
航空機 關の發 辟に 伴 ひ歐米 谷國に 於て は 旣に 航空 
法を 設定し 殊に 國際飛 行に 關し ては 多大の 注意を 
拂ひ つ、 あり 今回の 講和 會議に 於ても 米佛 英忉の 
四 大强國 は 航空 法案に 就て 特に 協_會 を 開始した 
るは 巴 里 電報に 示せる か 如し 然るに 我 か 日本に 於 
ては 未た 航空 法に 関する 規定な きのみなら す 巴 里 
會 穀に參 加せ さる 理由 如何 
我 か 日本に 航空 法の 規定な きを 奇貨と して 昨年 來 
外國 人に して 我 か 國內に 於て 無條 件に て 長 ^: 離 飛 
行を 企闕 する 者 あり 當 局に 於て は 果して 斯る行 励 
に 封し 絕對 的危險 なしと 思惟す る や 如何 若國防 上 
多少の 危險 を !®: る 者 ありと せは 斯る 場合に 於て 如 
何なる 手段を 取らむ とする や 反 之 萬 一國防 上危險 
なしと して 默 過した る 後 不測の 事故に 際會 したる 
ときは 當局は 果して 其の 責に任 する や 如何 
右 及 質問 候 也 

〔横 山 勝 太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

〔伊東 知 也 君 「議長 —— 議長 —— 議長 横暴では 
ないか」 「鹩長 公平」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔伊東 知 也 君 「先例に ありませ ぬ」 「議長 公平」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〔伊東 知 也 君 「公平では ない 不公平 だ 先例が 無 
い」 と 呼 ふ〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君) 伊東 君、 靜肅 を菌み ます。 
〔伊 m 知 也 君 「靜 肅では ない、 議事の 進行 だ J 
ニニ 七 


帝 回一 十四 第 


航空収陆に關する成山挢太郎の打問邡說 
と 呼 ふ 一 

〇喷 山 勝 太郞君 航空 法の 制定に 就て、 聊か 質問し 
て K- ? ます. .伊 ！ U 君 何です C 伊 3> 知 也 君 「何が 何 
んだ _ と 呼 ふ〕 ^ Is な 2Jf を 仰し やるな (伊 ]}!: 知 也 君 
「どつ ちが 無轉 だ」 と 呼 ふ) 無禮 です …； 

0 副 謬 長 (濱 田國松 君) 私に KS 答す る ことを 許し ま 

0® 山 勝 太 郎君 航空 法の 制定に 就て、 極めて 簡祺 
に當 局に 質問を 致したい のであります、 旣に 海陸 軍 
には 航空隊が あります、 それから 民間には 帝 國 飛行 
協 fT なる もの も あ ' fj まして、 當 代の 名士 {3: 悉く 之に 
網羅せられ てありまして、 畏 多く も久题 客 邦 彥王殿 
下を 總裁 として 戴いて 居ります、 現に 阼年 八月 五日 
には、 五十 茁圓の 御 下賜 金が ありまして、 民間から 

も 約 ？ ;; 十 萬 圓の 寄附 金を 集めて 居る やぅな 次第で あ 

ります、 此帝國 飛行 協會 に對 しては， 色々 民間に 謅 

論が あります やぅであります が、 是は併 し 事 if の B 

相が 分り ませぬ、 當 局に 於き ましては •宜しく 航空 

法の 制定に 關 して， 是れが 御収締 を 願 ひたいの であ 

ります、 それに 就て！ S 一 に 質問して 置きたい のは、 

新 ra 紙上に 褐げ られ てあります ところの 外國 m 報の 

報ずる ところに 依れば、 旣に巴 里に 於き まして •航 

益 會議 なる ものが 開催せられ たのであります が、 其 

の 航空 會議 に對 して、 我 日本の 使節は 加入 致して 居 

らぬと 云 ふこと に 承つ て 居ります •是れ ほ 將來 の e 

めに 由々 敷き 大事と 考 へます が、 何故に 航空會 謎に 

參加 致し ませぬ か、 其の 理由 •並に 現今に 於け る航 

空會識 の經 過、 並に 將來 我國は 、之に 對 して 如何な 

る il K- を 執ります か、 此數點 に 就て 承りたい ので あ 

ります、 色々 申 上げたい S もあります が、 今日は 之 

を 省略して fa きます、 それから 第二に 承りたい のは 

航空 法の 制定に 關して 至大の 關係を 持つ と考 へます 

が •領海 並に 領土の 上空は 自由な りとの 原則を 認め 

まする か W 或 (X 我國 の® 海 我國の 領土の 上に 於て ほ 

我阈に於て察中ホ擗を持つて居ると云ふ主義を執る 

か、 此根 本義に 就て 御說明 を 煩したい のであります 

學 者の 唱 ふる 所に 依れば、 航空は 自由で あると 云 ふ 

| 說もあ 〇 ます、 即ち 航空 ほ 自由にす るに 非ず んば， 

人類の 自由の 行動を 妨げる と 言 ひ、 又 或 說に依 れぱ 

空中の 主 滞' を 誠む るに 非ず んば 、領土 權の 本質を 完 

うする ことが 出 來な いと 言 ふ* 此兩說 があります、 

此兩說 の 委しき 說明は 私より 之を 爲す 必要は 認め ま 


せぬ が、 當 局に 於て は、 兩說の 孰れを 採らん と 十る 
のであります か、 若し 領土 領海の 上空に 於て 絕對の 
自由で あるとの 原則を 認めます と 云 ふと、 我 日本の 
領土 領海の 上を， 他 國の飛 行 機 飛行船が 通行 致して 
も、 之を 承認し なければ ならぬ、 若し 空中の 主權を 
認める と 云 ふこと になります れぱ 、他 ^ の 飛行機 飛 
行 船に 對 して 何等かの 制限を 収ら ねばならぬ と 
云 ふ 結果を 生ずる のであります、 傳 ふる 所に 依れば 
巴 里に 於け る 航空 會議に 於て は， 絕對 自由の 說を採 
ると 云 ふやうな こと も 聞いて 居ります が、 若し 果し 
て眞なりとすれば、我日本帝國に取りましては、由 
々敷き 大事で あると 考 へます， 此點に 就て 參照 すべ 
きもの ほ. 英國の 飛行家 「ハンド レ ー ぺージ 」 氏は 
昨年 十二月 十三 日に 往訪の 某 新聞記者に 語つて 申し 
まする のに、 英國に 於け る 民間飛行 家の 飛行に 關す 
る檢 束は、 近く 撤去せられ るで あらう、 余は 印度 及 
更に 東方までの 乘客 ，並に 貨物 運搬 用 飛行を 始めん 
すと 斯う 云 ふ大膽 なる 演說を 致して 居ります* ■即ち 
英國に 於け る 民間飛行の 制限と 云 ふ ものは 悉く 撤去 
せられる からして、 余は 印度 其 他の 東洋 方面に 向つ 
て， 旅客 並 貨物の 運绘を 始める と 云 ふやうな 希望を 
述べて：！}? るので あります、 其 次には 「マック エヮン」 
將璀 の便乘 したる 所の、 倫敦 ょり 印度に 向 ふ 所の 「ハ 
ンモレ ー ベ— ジ j 氏 操縦の 飛行機， 是は印 度に 行く 
目的を 達せず して， 伊太利の r ビザ」 市に 到 著した 
それ ほ 天候 不良なる 爲めで あつて、 預定 ょりは 少し 
く 後れた ので あると 云 ふこと になつ て 居ります (十 
二月 十九 日 倫 敦發 電報) それから 英國の 航空 省の！ 
官吏の 語る 所に 依れば* 緬甸 ，暹羅 「スマトラ」 の 
其 他を 經て 濠洲 北 地方に 至る 著 陸地 點の 連絡 系を 踏 

査の爲 めに、 航空 官吏 二 名 印度に 赴けり、 巨大なる 

「ハント レィべ ー ジ」 型 飛行機 ほ 右 組織 完成の 際の 

飛行に 用意せ らる べし (Q ィ テル ー月 一日 倫敦發 〕 

斯う 云 ふ 意見 も 述べられて あります、 旣に英 國の航 

空 省に 於て は、 印度 方面 或は 東洋 方 ffl に 飛行機の 迪 

絡を 取る 爲 めに、 旣に二 名の 官更を 派遣して 居る と 

云 ふこと になつ て 居ります， それから 米國の 女流 飛 

行 家の 一 人は、 太 西洋橫 斷の 飛行を 企て V 居ります 

斯の 如き 次第であって、 今から 數年 前には、 浦 鹽斯 

德から 日本に 飛行機が 來 ると 云 ふやうな 話を 承つ た 

際に •殆ど 之に 耳を 傾ける 者は 無かった ので ありま 

すが、 今日に 於て ほ 太 西洋の 横斷を 企てる t り、 


旣に印度方面までほ、旋客並貨物運送を企つると云 
ふやぅな 程度にまで •飛行機は 進步 致して 居る ので 
あります、 此時此 際に 當 つて •我國 の 領土の 上空 領 
海の上空を如何にすべきやと云ふことは、直ちに考 
ES をして 置かなければ ならぬ 必要なる 點 であると 考 
へる のであります、 當 局の 意見は lit 點に 就て、 如何 
なる ものである かと 云 ふ 事を 承りたい のであります 
第 il 一には 此の 海陸 軍の 國防上 >  飛行 辟 飛行船を 如何 
に 取扱 (3: ん とする かと 云 ふ fi に 就て、 質問を 致した 
いのであります が、 現行の 法令を 見ます ると、 明治 
三十 二 年の 法 雄 要塞 地帶 法に 於き まして、 其 第七條 
に 「何人 卜踫 要塞 司令官 s 許可 ヲ得ル 1| 非 サレ ハ 耍 
寒地 帶内水 陸ノ 形狀ヲ 測量、 撮影 >  樽 寫 •錄収 シ又 
ハ 要 寒地 帶內ヲ 航空 スル コト ヲ得ス J それから 大正 
四 年の 法律 第 十七 號に依 りまして 多少の 改正を 加へ 
まして 「前項 ノ 規定 ハ耍艱 地帶 外卜雖 第三 區ノ 境界 
線ョリ外方三千艽百間以內ノ區域*於テ之ブ適用ス 
其 第七條 第二 項の 所謂 第三 區と云 ふの ほ、 基線ょり 
測りて 二 千 二百 五十 間以內 と 云 ふこと になつ て 居り 
ます、 即ち 大正 四 年 法律 第 十七 號の 規定に 依る 制限 
尺數ほ 、合計 五 千 七} in s: 十 間と 云 ふこと に 相 成り ま 
す、 それから 第三 鸮に 於て 「航空 ノ許否 — 關シテ ハ 
要塞 司令官 ハ 陸軍大臣/ 認 nl' ヲ受ク ヘシ」 それは 陸 
軍 省令と 海軍省 令と に 依つて 規定され てあります、 
斯の 如き 次第で あつて、 我國に 於け る 要塞 i-lli 帶法が 
航空の 問題に 關 して ほ 洵に 貧弱なる 立法を 爲 して 居 
るに 過ぎ ませぬ •其 他 關衷 州の 防禦 營造物 地帶令 > 
是 にも 要塞 m 帶法 同樣 の规定 があります、 朝鮮に も 
能に 同櫧 の規 ft£ があります •、即ち 飛行機に 關 し， 若 
く ほ>  飛行船に 關 しては、 我 國の法 令に 於て， 全く 
其 規定を 缺いて 居る とは 申し ませぬ けれれ どもが。 
到底 此日進 月步の 飛行機 飛行船に 關 して 海陸 軍の 防 
備を完 ぅする 爲めに 必要と 考 へられる 所の 法令と 云 
ふ ものは、 一 も 無い のであります、 私は 專門 家で あ 
り ませぬ から 詳しい 事は 無論 分り ませぬ が、 唯今 申 
上げた 五 千 七 百 五十 間と 云 ふ 制限が ありましても、 
之に！ 5 して 相 當なる 立法を 爲 すに 非 ずん ば 今 飛んで 
居る 所は 五 千 七 百 五十 間 以內で ある •以外で あると 
云 ふ 事 H 問題を 起しましたなら ぱ 、其 時分には 如何 
にして 之を 取締る のであります か， 唯々 要塞 地帶法 
の 罰則に， 一年 以下の 懲役と か 罰金と か 云 ふやうな 
事は 規定して あります けれども、 K に此罰 則の みに 
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te つて 大なる 陣 海軍の 國防上 的':. 
ると 考 へて 居る と 云 ふ 事柄は、 餘〇 に -*: r •に 失する 
と考 へます、 要 寒地 帶以 外に 於き ましても、 火 ゆ I.K 
もあります、 又 兵赞 もあります、 其の 他 砲兵 H B と 
か、 被服 段と か、 栩抹殹 とか、 L- -' lvl に 
必要なる 機關が ございます が、 此 Km なる； g?i -.K o 
國防 上の 直接 問 接の 機關 たる 物の 上を， 飛行機と か 
飛行船と 云 ふ ものが 自由に 飛んで 步く祺 が 出来る や 
うに 現行法は なつて 居ります* 是は不 ffii も亦莊 しと 
私 it 信ずる 考で あります、 此 點に 就て 5n 何なる 御考 
を 御 持であります か、 切に 1® かんとす る點 であ 〇 ま 
す、 それから 第 四點に 於て 御靜 致したい 點は •喵今 
申 上げました 要塞 地 帶法の 規定の 衷而の 解 砰 に te れ 
ば、 耍寒 地帶法 の 第 七號 第一 項 及第 二 項に 於て 制限 
して あ 〇 ます 以外 (i ハ 日本の 飛行機 (3; 勿論の 事 •外 
國の 飛行機と 雖も 、飛行船と 齙 も、.； HI !!! に 飛んで 步く 
ことが出來るやうになつて尻ります、何となれば要 
寒地 帶 法の 規定 ほ 耍塞地 帶の上 若く ほ 要 恋 地 帘の附 
近を 航行す る ことを 1 f したる のみで あつて、 其 他に 
付て は、 何等の 規定を 持つて 居らぬ のであります か 
ら 、此 禁令 以外の 場所 if 自由に 飛行機 も、 飛行船 
も、 航空す る ことが 出 來 ると 云 ふ 結論に 至りは せぬ 
かと 考 へます、 隨 て外國 人並に 内 tsl 人に對 して 旭々 
問題と して 起つ て 居ります 點は •所謂 长 WI 離 飛行の 
問題であります、 或は 大阪 ょ〇苽 京まで 郵便 飛行を 
やる とか、 或は m 京から 大阪 まで 外國八 が 飛行す る 
とか 云 ふやうな 色々 な 問題が 起つ て 居ります、 是等 
に關 しては 一 も 取締 法規が 無い のであります、 現今 
に 於て はどうして 取締に なつて 居る のであります か 
吾々 國民 として 甚だ 憂慮に 堪 へぬ點 であるので あり 
ます* それから 第 :/ I' に 御 © をして 置きた、 の (r 、 lI-L 
土地 所有 S と 飛行機 飛行船との 關係 、言葉を 換へて 
巾し ますれば、 土地 所有 機と 上 益の 關係で あります 
是ほど う 云， ふ H 合に 法律 關係 がなる ものであると 云 
ふこと を 御認 になつ て 居ります か、 陸海 軍の 大 IK に 
於て 御 答 辯が / -I'. 來な いと； K ふこと でありますなら ば 
司法大臣で も 結構です、 又 内務 大 K と舢も 決して 異 
存は 言は ぬのであります、 民法の M T-I 七條 の规定 に 
依れば 「土地/所有 權ハ法 令/制限 内-一 於 テ 其 土地 
ノ上 下-! 及フ J 斯 _ に 相 成つ て 居ります、 即ち 日本 
.國 民の 持つて 居る 所有 ffi は、 法 5 i 或 (X 行政命令の 制 
限の 範圍内 に 於て 土地の 上下に 及ぶ、 此上 下と 云 ふ 
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範関は 驻だ 問題であります、 上 ii. 何 所まで 行く か、 
下は 何 所まで 行く か、 學者の 問に 於ても 謎 諭の ある 
やうに 考 へて 居ります、 而し て此民 法 11W 七條は 、 
土地の 所有 wi に關 して、 法令の 制限 內に 於け る 3 由 
と 云 ふこと を 18 めて 居ります が、 法令の 規定を 案ず 
るのに、 擁業 法の 規定に 於て、 塊 下の m 物は® 家に 
猫す ると 云 ふ规定 があります ，又 ? 5 踏 法に 於て、 空 
中を 飛翔す る 鳥類の 狩 搠を 許可し， 又 地上を 走る 獄 
g の 粒 照を 許可 致して ) ifr ります からして， 此狩隞 法 
の制限の脑間に於ては、此所符權の制限を受けて居 
ることは叫拟であ0ます、又電氣斟業法の規定に依 
〇 まする と 其 第 十 勝に •電氣 事業 奔は 必要 あるとき 
は 現在の 使用方法を 妨 けさる 限度に 於て •他人の 地 
上の空 |;!| 若く は 地中に 電線 路を 施設す る ことを 得と 

斯う 云 ふ 规定が あります が， 此規定 以外に、 日木國 

民の 持つ て 居る 所有 權を制 限した る 法律 も 命令 も 無 

いと 考 へて屛 ります、 さう すると 此民 間の 飛行機、 

飛 ?7 船は 勿論の - 35: 、 03 家の 所有に 願す る 飛行機 飛行 

船と 雖も ，猥りに M 人の 土地の 上空を 航空す ると 云 

ふ事椚ほ、憩法に依つて保障せられて屘る所の土地 

所有 權の侵 害になる と 私は 考へて 屛 ります、 此 故に 

海 m 省の 飛行船と か、 或 (3; 陸眾辑 の 飛行隊と 云 ふ も 

のが、 帝都の 上空 其 他 杓 落の 上空を 自由 _H 在に 翔 廻 

つて 居 〇 ますが、 是ほ 法令 上の 根 )) I と 云 ふ ものは 全 

く 無い のであります、 朵は如 何なる 根據に 於て、 吾 

々國民 の 上空を 自由 3! 在に 飛 步いて 居る ので ありま 

すか、 此法令 上の 根據 を祇 りたい のであります、 之 

に關 しても •至急に 航空 法を 制定す る必翅 が あると 

云 ふことは 勿論で あると 考へ ます •第 六に 特に 御 ? i 

したい ® (j: 、二 殺 航空 法制 定の 必要と 云 ふことの 根 

據に 就て， 特に 内務 大 F-5 の 御 答 辯を 願 ひたいので あ 

〇 ますが •现窟 を 一切 止しまして* 事® だけを 爱に 

申 卜： けて ® かう と考 へます、 此飛行 _ 飛行船の 進步 

發達に 付て、 例 人の 生命 財 產と云 ふ ものは 非常なる 

放 險に頻 して 居ります 、其 事例の 數點 を舉げ ますと 

飛行機に 依つて 殺 耑 せられた る琪例 は、 大正 四 年 十 

一月 二 十一 日に、 陸 車の 18.T 空隊附 荒 顧 屮尉は ，東北 

演習の 際， W 森縣南 津輕郡 五 鄕村 角 aj 周 肋 三女て つ 

を 推進機に 腿け て 殺戮し、 外 一人の mg 表を 出し ま 

た、 二に fnj 年 四月 二十 三 日、 靜岡 縣苽松 浦 郡 愛知 村 

に 於て、 民間飛行 家吉鞔 音 吉は 、同村 瓯田鹤 乃に® 

突して 之を 死亡せ しめました、 三は 大 JH 五 年 六月 三 


追 嵆海軍 航空 隞附井 上 大尉 ほ、 神 奈川縣 命澤村 
の沏夫 神明 長 次郎の 頭部に m fa を 負は しめ、 之を 死 
亡せ しめました、 四に 大正 五 年 六月 - 1- H に、 苒 崎縣 
都 城に 於て、 民間飛行 家中 澤某ほ 飛行 屮 群衆 中に墜 
落し， 即死 奔二 人、 負傷者 四 人、 氣絕者 一人を / -U しま 
した、 五に 大正 六 年 九月 九日、 民間飛行 家 立 石關二 
は •岐阜 縣大垣 市に 於て 飛行 中、 群衆 中に 隊 落、 即 
死 二 人、 負傷者 數名を 出しました、 それから 財 產に 
對 する 危 險の點 も ニー 申 上げて、 內務 大臣の 御參考 
に 供し ますが、 大正 三年 七月 十九 日、 廣島市 練兵場 
に 於て、 民間飛行 家 坂 本壽 一は、 飛行の 際 附近の 人 
家の 屋上に 隊：落 し •財產 上 多大の ® 害を 與 へました 
二は 大正 五 年 三月 八日 海 班 航空隊 阿部 中尉 ほ、 帝都 
訪問 飛行の 際 • JK 京 芝 區明舟 町 陸軍將 官の町 田 氏の 
邸宅の 上に ® 落して， 非常の 損害を 與へ て、 同乘者 
と共に 慘死 しました、 第三に、 火 正 七 年 四月、 日は 
分り ませぬ、 名古屋 m に 於て 陸 車 航空 險附 伊庭 中尉 
は、 德川 大尉と 共に 同乘飛 行中、 同市の 人家 屋上に 
隊：落 し， 非常の 損害を 與 へました、 其 他 大正 六 年 五 
月 六日、 民間飛行 家 王 井淸太 郎と云 ふ 人は， 帝都 訪 
問 飛行 中、 芝 浦 埋立地に _落 し、 火災を 起し® 死 致 
しました、 是が 若し 市中に 落ちたなら ば、 一大 慘事 
を 惹起した こと、 存じます 、期の 如き 次第で あつて 
私が 調査 致しました 所に 依りましても、 吾々 の 生命 
財產 に對 して、 飛行機と 云 ふ ものが 如何なる 危險を 
與 へて 居る かと 云 ふ 事柄の、 一端を 知る ことが 出 來 
るので あります •此三 四の 事例 . & 見ても •亦 以て 航 
空 法を 制定して、 飛行機 飛行船の 獎励 を爲 すと 同時 
に、 國民 の财產 ，國 民の 生命を 保- _す る 必要が ある 
と考 へます、 昔は 地 K 雷火 事と 云 ふ もの' か 一番 怖い 

と 云ぅて 居りました、 現今に 於て は それ 以外に •飛 

行 機の 如き 非常なる 威力. を 有する 破壊力を 有する 所 

の 文明の 利器が、 吾々 國民 に對 して 非常なる 危害を 

與へ ると 云 ふ 上から、 餘程 政府 當 局に 於て、 御考が 

なけれ ぱなら ぬ 勤で あると 考 へます、 殊に 內國の 問 

題は 姑く 措く としまして、 外國 との 交渉です、 即ち 

外國飛 行 機 雉 行 船と 云 ふやぅな ものが、 航空 @ 由 原 

卿 に 依つて ■我々 帝 國內の 領土 領海の 上空を 飛行す 

ると 云 ふやうな ことがあ つて* 國防 上に 於き まして 

も、 多大なる 危險を 感ずる のであります、 此數 S に 

關 して * II 何なる 御考厳 を 御 持であります か* 詳細な 

る 御 答 辯を 御 願ます る 次第であります る。 


〇 副 _ 長 C 濱田國 松 対〕 質問 第五、 市町村 史 員® 遇 
に關 する 質問、 荒 川 五郎 君。 

五 m 町村 吏員 優遇に 關する 質問 (荒 川 五 
郞君提 出〕 

市町村 吏員® 遇に 關 する 質問 主意 書  ■ 

右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 二月 十四日 

提 m 者  荒 川 五郎 
賛成者  井原 百 介 

外 百 七 入 

市町村 吏員 礙遇 に關 する 質問 主意 W 
市町村 吏 負は 國の落 礎た る 51 治 中 樞の最 必要 機關 
にして 其の 執る ところの 事務は 敎背產 業衙生 徵稅 
土木 兵事 戸籍 統計 等 其の 大部分は 國及府 縣の 行政 
にして 國 家の 上ょり 見る も 亦 極めて 必要の 公務員 
たるは 多言を 要せす 

隨て 其の 適 良の 人物を 得 るは 最緊切 の 事に して 之 
を 礙遇獎 励す る の 途を 開く ほ 目下 の 急と する 所な 
るに 拘らす 未た 其の 實現を 見さる は 自治の 發達振 
興を 圖る 上に 於て 將た國 運の 進展 隆昌を 期す る 上 
に 於て 頗る 遺憾の ことたり 

仍て太 員 等は 第 四十 回議 會に 於て 市町村 吏員 ® 遇 
の 建議案を 提出した るに 其の 特別委 員# に 於て 當 
時 當局 大臣は 大體 其の 趣旨を 容れ考 11: 實行 せむ と 
の 說答 ありたり 

然るに 本年の rfi 元 節に 於て 只全國 九十 餘町 村長に 
對し 一級 昇勸 ありし のみに して 最多 年勤續 者の 極 
めて 小簕圍 に 止り H. 助役 以下の IJi M は 其の 恩典に 
與から す 此の 如きは 決して 其の n 的を 達する 所以 
に 非 さるな り 

政府 ほ 他に 講究 計 劃す ると ころ 無き か 
右 及 質問 候 也 

〔荒 川 五郎 君 登壇〕 

0 荒 川 五郎 君諸洱 、市町村 吏員® 遇に 關 する 質問 
の 趣意を 簡單に 申 上げます、 私は 昨年の 議會に 市町 
村 IE 員礙 遇に 關 する 建 謅 案を 提出 致しました る 時に 
某 委員 會に 於て、 時の 當局 犬！ £ は m 町村 吏 H の 持 遇 
を 善くして、 之に 適材を 得， H. つ 長く 其 職に 安ん ぜ 
しむる やうに したいと 云 ふことは、 政府 も 氣に掛 け 
V 居る 所で、 其方 法に 就て ! i 最も 愼 重に 考厳 を费し 
つ、 あるか、 今日まで 行って 居る 所を 言へ ! t: 、 T!i 町 
村 吏員の 爲 めに、 市町村に 對 して 退 隱料 ，退職 給與 


金 等の條 例を 設ける やぅに® 誘を 致し •又 長く 市町 
村長、 助役 等の 職に 在りて、 公共の 事務に 勤勉 致し 
功 勞の顯 著なる 者に 對 しては、 褒章 條例に 依つて 之 
を 表彰し、 又 其 功勞成 緩が 设良 である も、 未だ 褒窟條 
例に 依れる 表彰す るに 至らざる ものに 付て は、 明治 
四十 二 年 以 內內務 大臣に 於て 之を 選獎し 、以て 一般 
に獎勵 に 努めて 居る •併し 尙ほ其 他の ffi 遇 法に 閱し 
ては、 考究して® fr に 努める と 云 ふこと であり まし 
た、 其 後 昨年 政府に 於て、 此 件に 關して 特に 考究せ 
られて 居る やぅに 新聞紙 上に ちら ほら 見へ て 居り、 
殊に a 内閣に なつてから、 市町村 長等礙 遇に 關 し- 
政府 IX 何 か 施設す る 所が あると 云ふ聲 も 高まり， 次 
で 紀：兀 の 佳節に 方つて、 是が實 現す る 由で あると 云 
ふこと が 傳へ られて 居りました から、 私共 窃に 期待 
して 居つ たのであります* 紀元節は 來ま した、 果し 
て 全 國の m 町村 長に 敍勸の 恩典が ありました、 それ 
を 見ます るのに、 金 國一萬 三千の 市町村 長の 中で、 
僅 に 九十 五 ^ 、然も 二十 八 年 以上 勤續で 、二十 八 年 
以上 勤 續と云 ふ 極めて 永き 勤 續 者， 謂 ほ ゞ殆ど 市町 
村 制 , W 施以來 s 緩いての 勤續者 ばかりに、 此恩典 が 
あつた 〇. であります" 此 中には 市長 ii 全國 に； 人 も 
ありませ ぬ、 父 町村 長 も 一人 も 無い 府縣が 段々 ある 
位であります、 甚だ 意外に 感じ、 II つ 失望 致した の 
で 仍て已 むな く爰に 質問を 提出 致した 次第で ありま 
す、諸打、市町村の事務は今史申上げるまでもあり 
ませぬ、 自治は 一の 小國 家と も 申すべく、 國 家の 事 
務は 皆な 市町村に 於て， も、 同じく 同種の 事務を 有し 
て 居 〇 ます、 敎育 •土木、 税務、 衞牛； 、兵事、 戶籍 
統計 等、 中々 煩雜で 、凡ての 法令 や 習慣 等を 諮ん ず 
る ことを 耍す るの みでは なく、 其 事務の 中で も、 市 
町村 固有の JS 務 ほ® に 其 一部分に 止つて， 大部分は 
悉く 皆な 國や府 縣の事 務で あります、 故に 其 名 {3: 自 
治の &:員と云ふも，其實執る所の事務ほ、國家の官 
31 と 更に異 る 所は ない のみならず、 唯々 國及 府縣の 
ai 務の 中で 無い と 云 ふのは、 蟹 察 事務が 無い 位で あ 
〇 ます 他は 悉く 關係が 有る、 新に 一の 法令が / Ji ま 
すると 云 ふと、 直ちに 市町村に 一の 事務が 增 して 來 
ます、 彼の 先年 行は れた 行政 整理の 如きで も、 行政 
を 整理して 簡易に する に 非ず して、 苢廳の 事務を 押 
集めて、 之を 市町村へ 持 込む と 云 ふ 結果を 来し •年 
年 歳々 其 事務は 增 して 来る ばかりで あ 〇 ます、' 此度 
行は れる國 勢 調査の 如きに しましても、 主 もなる も 
1  ニニ 九 
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の ;; - 市町村 長が やらん けれ ! T: ならぬ、 市町村が. S に 
其 •王た る 取 務を 執ります るので、 此類の 新 ？) f ir rr 
阔務は ，拉 々として 年々 加 (i り來 るので あります、 
卯 5云 ふ 場合に 官 1 S で i 3: 特別の 課 や 係を 設けます る 
けれども、市町村ほ铐な之を一手に引受けなけれぱ 
ならない、 隨つ て是 等の S い 法、 新しい 命令は 悉く 
之を 能く 知悉し、 習熟を 要する 上に、 市町村の ilf 情 
內情、人民の程度、贫常等も悉く知拔いて居らなけ 
れぱな らな い、 上級 官 ■一と 人民との 間に 在つ て、 官 
K からは ^: され、 人民から ほ 又 色々 我儘を 言 {3: れて 
其！ §倒で あり 煩雜 である ことは、 他の 官阙と 決して 
同日の 論で ほ ありませ ぬ、 隨て 之に 適當 なる 人を 得 
る ことほ @ に ?? 易で ない、 興 事務を 執る 爲めに 其 人 
物を 耍すろ 事は、 國 家府縣 と寸竊 も異る 所は ありま 

せぬ、 否な ょり 以上に 其 人物を 要する ので ある、 で 

其 六ヶ敷 い 町村 長 以下 三役の 者が、 四 年 改選の 法と 

なつて 居ります から、 別して 邦人を 得て、 長く 其 B 

に 安ん ずると 云 ふこと ほ 六ヶ 敷い のであります、 併 

し 自治 其の ものが 旣に 永久で ある 以上は、 均しく 永 

久 11 溢の 力を 要し、 其 適材を 得る を耍 する ことは、 

勿論 申す まで もない のであります、 然るに 諸君、 官 

吏は 唯々 一局部の 事務を 執れば、 それで 先づ 誰でも 

m 来る ので ある、 勿論 官吏 も 其 人物を 要し， 適材を 

耍 する ことは 申す まで も ありませ ぬけれ ども、 凡 Mf 

の 人で も官史 は 務 まる、 凡甜で も 年限が 經てぱ 、位 

階 も 授けられる し、 敍動 にもなる •か、 市町村 長の 如 

きは 中々 さぅ は 行き ませぬ、 况や 今日 競爭の 激しい 

時に 二 度 も 三度 も引緖 いて 當選を 致し、 此難 儀な 面 

倒な 中を 切 抜ける と 云 ふこと ほ、 隨分 人材で、 又 誠 

H で， 我が 一 身を 捧げて 努力す る 人で なければ、 到 

底 m 来ない のであります、 然るに 官吏は 十五 年も經 

てば 敍剧 となる、 市町村 長は 二 十八 年 —— 三十 年 も 

勤 招 励精して、 唯々 滞に勵 六 等と 云 ふこと ほ、 實に 

比較に ならぬ 話では ありませ ぬか、 私の 考では 、市 

町村 長に も 旣に勒 _ の 年限で 恩典に 算 する 以上は、 

官吏ょりは 却て 其 年限を 短く する のが 相當 ではない 

かと 思 ふので & ります、 が 一體此 法律と か , B- 制 等は 

上の 人に 非常に 厚く， 下の 者には 極めて 薄い ので あ 

ります、 婦人の 作つ た 法律が 無い から •婦人に 酷で 

男子に 寬だと 云 ふこと もあります が、 矢 張 之と 同じ 

く 官制 等 も 上級の 官吏が 作つ たもので あります から 

上級の 官吏に ほ 手厚く 出来て 居ります る けれども、 


下级の 者に ほ S めて 薄い のであります、 殊に 唯々 官 
吏と 云 ふ 名前が 無い のみで、 ^. 吏と 同じ やうな 事務 
に 鞅掌しながら、 其 者には 大なる 等差を 設け、 差別 
を 立てて 居る、 例へ ぱ敎 員、 又此 自治の 吏員と 云 ふ 
やうな 者は、 全く 別物に 収扱ほ れて 居る と 云 ふこと 
ほ 、全 gi 根本の 考が違 ふと 思 ひます >  是 故に 地方 制 
度 布 かれて 三十 年、 豫期 したる S 治の 發 達は 一向に 
見る ことが 出来ない のみならず、 其 事務 (X 地方 到る 
處龆滯 して、 自然 自治の 活動 も 出来ない、 隨て 其の 
爲めに 國務も 進 步發展 しないと 云 ふやうな 有樣 であ 
ると 私は 思 ふ、 斯う 云 ふ譯で あります から、 國 運の 
進步 隆盛の 上に も、 自治の 振興 發 達の 上に も •市町 
村 吏員の ffi 遇， 獎勵と 云 ふことは、 極めて 大切、 且 
つ 必要な 事と 思 ふので あります、 政府は 退隱料 や 退 
職 給與 金の 條 例を 設ける ことを 勸 誘して 居る と 云 ふ 
のであります けれども、 是は 自治 自らが 定める 仕事 
で" 政府の 法令で 定めない 以上は、 自治の 吏員と し 
て ほ 聊か 手 盛の 嫌 もあります、 殊に 此經費 膨脹 闲難 
の 時に 於て は、 中々 それが 實 際に 行は れ惡 いので あ 
ります、 勿論 全國の 中には、 退 隱料條 例'  或は 遺族 
扶助 法と 云 ふやうな 例規を 自治で 設けて 居る 處があ 
ります、 あります けれども、 多く ほ 死文 空 法で あり 
まして、 實際に 於て 其 恩典に 興る 者は、 殆ど 無い の 
が、 今日の 實况で あります、 又 政府 ほ 褒章 條 例の 適 
用と 云 ふこと を 言は れま すけれ ども* 是は 市町村 吏 
員に 特に 限つ たもので {3; ない ので、 一般の 人に 對す 
る « # の恩典でありますから、之を以て必ずしも市 
町村 II 員の 礙遇 として、 特に 爰に 擧げる ことは m 來 
ませぬ、 先年 以來旣 に 市町村 長に も敍勵 の途を 開か 
れた 以上は、 少く とも 普通 官吏と 同樣 に、 敍勸 並に 

敍 位の 制 も 立て、 其 他 特別の 表彰 方法 も 講じ， 又 物 

質の 上に も出來 得る 優遇の 途を 開き、 以て 適 當の人 

物を 得， 其 事務に 習熟 練達して 自治の 發 達を阔 り、 

國 家の 基を 憩 固なら しむる と 云 ふことは、 實に 大切 

な 事と 思 ふので あります、 政府は ffi 元 節に、 廣か九 

十五 名の 町村 長に 一級陛 勸 せられた のが あつたの み 

であります が、 唯々 之に 止まる の^!、 他に 計晝 せら 

るる 所が あるの か、 それが 承りたい、 私は 敍位敍 a 

等の 名譽の 恩典は、 是非 少なくとも 官吏と 同 樣の取 

扱 方に せられたい と 思 ひます •敍位 條例や 敍® 法に 

於ても、 決して 之を 官吏と か 華族と か 云 ふ 者に 限つ 

ては ない のであります、 其 文面を 見ます るに、 國家 


に 動 功 ある 者 又 (5: 表彰すべき 功 Sr ある 者 云々 と 規定 
してあります から、 それに 依る ことほ 決して 差 支な 
いば かりで 15: ありませ ぬ、 旣に 實業 家 や 或は 多額の 
金を 政府に 献納した と 云 ふやぅな 者に も、 敍位 敍剧 
の實 例は 少なくない のであります、 速に 地方自治の 
吏員に lit ® 遇を 及ぼして、 之を 獎勵 する の途を 講ぜ 
られ たい、 尙ほ 私が 一案と 致しまして、 市町村 吏員 
恩給 基金 法です、 市町村 吏員 恩給 基金 法と 云 ふが 如 
きものを 設けて、 それに ほ 地方 费や又 ほ 市町村から 
も 多少の 納付金 もさせても 宜しい が、 大部分を 國 雎 
から 補助して •玆 に此 基金を 造つ て、 さぅ して 相當 
資格 有る 者に、 給與す ると 云 ふ 事に せらる る こと も 
宜いと 思 ふので あります ■■玆 に 聊か 希望を も 併せて 
政府の 計® を 御 質問 致す 次第であります。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 緊急 事件の 上程 並に 審議の 都合 上、 爾 
餘の 質問は 全部 延會の 動議を 提出 致します。 

〇 副 _長( 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 励議に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異 11 なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 調 長 (濱 田國松 君) 御 異議が 無ければ 質問 第 六 
質問 第 七は 延會に 決しました •日程 第 I、 私立 學校 
用地 兔租 に關 する 法律案、 政府 提出、 第一 ii ir を 開 
きます。 

第一 私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 
(政府 提出〕 第一 讀會 

へ 本案は 本 卷七九 一 頁 貴族院 S 事 中ン 
一に 掲載せ るを 以て 再 指の 煩を 避く) 

〇 國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君) 議長。 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 高 橋大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 男餺高 橋是淸 君〕 私立 學校 用地 免租に 
關 する 法律案で ございまして、 敎育 振興に 關 しまし 
ては、 私立 學校を も 保 譴獎 _ 致しまして、 其 健全な 
る發 達を 圖 るの 必要が あるので ございます、 仍て其 
敎育上 必要と する )- H 地に 對 しまして、 ) 111 租を 免除 致 
し， 以て 私立 學 校の 發 達を 圖 るべき 趣旨を 以て、 此 
法案を 提出 致した る 次第で ございます、 御密 _ の 上 
御 協賛を 與へら れんこと を 切 朝 致します。 

0 副 _長( 濱田國 松 君〕 此 場合 質疑を 許可 致します 
樋 口秀細 君。 
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で 申します。 

0 副謖長 (滔 田國松 君〕 許可 致します。 

〇拋 口秀 雄君敎 育の 振興に 關 しまして は、 預て吾 
々から H 問を 致しました 當 時に、 中靥 文部 犬 [L': は、 
私立 ® 校の 件に 言 ^ 致します ると、 是も考 :•' 中で ち 
るから して* 必す 何等かの 案を 出す と 云 ふ； 3 冷 2 T -C 
あつた、 又 政 友 ^ の 諸 対に 於 かれましても、 ? C 育 振 
興を 以て 一大 政策に M へられて 居る 極めて m 大なる 
案.である、罟々の出しました敎育振興案 (3; 、政府の 
考 ». 中なる 故を 以て， 即決せられ たも e に 外ならぬ 
ものと 信じて 居つ た， 然らぱ 私立 學校 に對 しまして 
如何なる 御名 案が あるか、 考撖中 の考 硪 中から 生 m 
た 最初の 案は、 高等 諸學 校の咐 設で あります、 假令 
早急の 政策に せょ 何に せょ、 兎に角 大きな 案を 提 ;1| 
になつ て、 私立 學 校に 對して も 亦 多大の 恩澤の ある 
ものと 期待 致しました 所が、 思 ひき や 今回 御 提出に 
なりました 案は、 僅に 前 三回 繼紉 致しまして、 衆锁 
院を 通過 致しました 建 翻、 私立 舉校 用地 兔租 に關す 
る 法律案を m されました に 過き ない、 泰山 嗚励 して 
鼠 一匹の 感が ある" 言責を 重んぜら るる 中槪 文相と 
致し ま * L て此議 會の開 期 尙ほ三 週間を 餘して 居り ま 
すから、 定めて 此 以外に 御 提案が あると 思 ひます が 
果して 私 琛磁 待に對 して， 何等かの 御视 案が あるの 
であるか、 唯々 是 切りで I 是 一 つで 以て、 敎宵振 
興 私 學獎勵 と 云 ふこと に 打 切になる ので あるかと 云 
ふこと を 先づ第 一 に 伺 ひたい、 第二は 此法 鉗の 其 第 
一條に 於き まして、 納税 義務 渚の 申請と： K ふこと が 
あります、 所が 政府の 當局渚 は •果して 私 學の狀 態 
を 御 承知で あるか 否や， 私 * 大學杯 に 於き まして； 2 
多くは 自ら 其校舍 として ffl ゐ ます 宅 ilii と 云 ふ ものを 
所有して 居る、 即ち 納税 義務 者が， 自己の 負擔 減少 
の爲 めに 之を 申請す るので あります が、 それ 以外の 
學 校に 至ります ると、 多くは 借地であります、 借地 
であります るから して、 若し 私 學獎 _ の 意味で あり 
ますれば、 其 土地の 使用人の 申請に 依つて •免除す 
べきが 當然だ らぅと 思 ひます が、 假 りに 神 田 過の 或 
慾 張りた る 地主の 如き 渚が、 自分が 納税 義務 者で あ 
るが 爲め に、 自分の 用地は 免除して* ふ、 附加税 を 
免除して 貰 ふ、 さぅ して 私立 學 校に 11 通りの 地代で 
貸す と 云 ふこと になつ た 時は、 何人が 利益を 受け ま 
すか、 何 所に 私立 獎勵の 意味が あります か、 更に 解 
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されない、 何が 故に 此用地 申請と 云 ふこと に爲 さら 
なかつ たので あるか、 併し 但書が ある 通り‘ 借地 人 
たる 私 學に此 恩典を 與へ ぬなら ぱ ，此 案は 私 學の獎 
励では ない、 私 •* 學 校の 土地の 所有者に 對 して 恩典 
を. 加へ る •どうも 私 舉獎勵 と 云 ふ 事の 意味を 見 出す 
ことが 出來 ぬのであります が， 之に 對 する 御考如 何 
此 Ms の 御 答 辯を 願 ひます。 

f 國務大 r;f 中 橋德五 郞嵙登 壇〕 

務大 rjl c 中 橋德五 郎君〕 唯今の 腿 口さん の 御 質 
問に 御 答を 致します、 私 學奬勵 と 云 ふこと に付き ま 
して 本案を 提出した のは、 泰山嗚 励 鼠 一匹と 云 ふ 御 
話で ありました が •是だ けでは 稍々 其感が ありませ 
う、 まだ 考へて 居る 積り であります、 併し 餘す所 三 
週間 位し か 御 話の 通り ありませ ぬ •此 戳 會に 向つ て 
追加 豫筇を 出す と 云 ふやうな 計脔 IJ. 持つ て 居り ませ 

ぬ、 又 私 學の 獎勵は 、必ずや 三 週間 や 一月、 二月の 

問題て あ 〇 ませぬ、 大體 に考へ なければ ならぬ と 思 

うて 居 〇 ます、 どうか 其點は 左様に 御 承知を 願 ひま 

す、 それから 私學が 借地を して 居 〇 ます 場合、 其 所 

有荠に 免除した つて、 効が 無いで ないかと 云 ふ 御 話 

でありました が、 それは 免除し ない 積り であります 

無料で 借地して 居る 學 校には 免除し ます けれども • 

有料で やつて 居ろ ものには、 免除し ない 方法に だつ 

て 居ります から •其 點ほ尚 ほ 委しく 御 承知に なりた 

ければ、 大藏の 常 局 者から 御 返事を 致します、 私 か 

ら御 返事を 致しても K しう ございます、 大牌 だけ… 

0； 一口 秀 S 君 それで 十分であります。 

0 副 蒸 長 C 濱 田® 松 君) 日程 第二、 右 議案の 薄査を 

付託すべき 娄 員の il 舉。 

:  >に0 審査を 付託す へき 委負の 選 

擧 

〇 岩 崎 ® 君 委員の 數を九 名と し •議長に 於て 指名 

せられん ことを 湧み ます。 

0副鄧長 -.;.. ,£田國松 3!- )岩崎君の励議に御異議あり 

ませぬ か。 

〔1. 異議な し異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 cm 田阈 松®' > 御異議 が 無ければ， 動 _ の 

如く 本案は 顏長指 名、 九 名の 委員に 付託す る ことに 

決しました •日程 第 n , 耕地整理 法 中改 正 法律案、 

政府 提出、 第一 調 會 •山 本 農 商務 大 1;! 。 

第一 一一 耕地整理 法 中 改正 法律案 

(政府 提出) 第！ 讀會 


耕地整理 法 中 左 ノ通改 正ス 
第 一條 第三 號ヲ 第四號 トシ 「前 二 號」 ヲ r 前 三號 j 
-1 改メ 左ノ ー號 ヲ加フ 

三 開 ^ 又 ハ 湖海 ノ塊立 若 ハ 干拓-一依 ル 耕地 整 
理二 附隨シ テ行フ 整理 施行 地ノ 利用- 一 關ス 
ル 必要 ナル エ作物 ノ 設置 其ノ 他/施設 
第 Jr: fl15 中 「消滅 シタルト キハ」 ノ 下-一 「帝室 及國 
ヲ除 クノ 外. ー ヲ加フ 

第九條 中 r 登記所」 ノ下 -I  r 润業 -I 關 スル 登錄 
官廳 j ヲ加へ 「耕地整理 組合 ノ組合 長， 組合 副 長」 
ヲ 「耕地整理 組合 若 ハ 耕地整理 組合 聯合 會ノ 組合 
長 組合 WIJ 長 若 ハ 聯合 會會長 聯合 會副會 長」- 一改ム 
第二 十五 條中 f 訴訟/目的 タリ 又 ハ 整理 施行 地區 
二 編入 後 訴訟 ノ 目的 卜爲 リタ ル爲」 ヲ 「訴訟 ノ目 

的 タル 爲ー ニ改ム 

第二 十五 條ノニ 整理 施行 地 M 付存ス ル 漁業 II 力 
登錄シ タル 先取 特嵇又 ハ抵當 fffl ノ 目的 タル 場合 
二 於 テ 第二 十七 條ノ  1 7 規定-- 依リ補 償金 ヲ拂 
戤ス ヘキ トキ ハ 整理 施行 者 ハ 其ノ 金額 ヲ 供託 ス 
ヘシ m シ先収 特權者 又 ハ 抵當撺 者ノ 同意 ヲ得夕 
ル トキ ハ 此ノ 限-一 在 ラス 

前項 ノ 規定 ハ 整理 施行 地-一 付存 K ル 漁業 糊 又 ハ 
入 溯 糊 力 訴訟 ノ 目的 タル 爲訴 訟當事 者 ョリ詞 求 
ァリ タル 場合-一之 ヲ 準用 ス 

登錄シ タル 先取 特 ffl. 若 ハ 抵當權 ヲ有 スル 者 又 ハ 
訴訟 常事 者 ハ 前 二 項ノ規 定- 一依 リ供 託シ タル 金 
錢二 對シ テモ 其ノ權 利 ヲ行フ コト ヲ得 
第二 十七 條ノニ 整理 施行 地 — 付 漁業 權存 スル 場 
合- 1 於 テ ハ 漁業 ®: 者-一 對シ 、漁業 權 '及 入漁權 存 
スル 場合- 1 於 テ ハ 5® 業權者 及 入 消 fi 者-一 對シ整 
理施 行-一依 リ生ス ヘキ 損害 ヲ補償 スル コト ヲ要 

ス 

前項 ノ規定 -1 依 ル 補® ヲ受ク ル 權利ハ 漁業 權者 

及 入漁 權者 共同 シテ 之ヲ有 スル モノ トス 

整理 施行 者 ハ 前 二 項ノ 規定-一依 リ 損害 ノ 補償 ヲ 

爲シタ >1- 後- 1 非 サレ ハエ 事-一 著 手 スル コト ヲ煜 

ス m シ其ノ 損害 ノ 補償 ヲ受 クル _ 利者ノ 同意 ヲ 

得 タル トキ、 第二 十五 條ノニ / 規定， 一依 リ 供託 

ヲ爲シ タル トキ 又 ハ 第 八十 七條 第三 項ノ 規定- 一 

依 y 決定 ヲ焊 タル 金額 ヲ 供託 シタルト キハ 此ノ 

限 一一 在 ラス 

第二 十八 條中 「前 條」 ヲ 「第二 十七 條」 -1 改ム 


第 四十條 / 二 整理 施行 地 區力數 府縣 — 涉ル 場合 
ユ 於 テ ハ 本 法 中 地方喂 官ノ 職 ffl M Jl K -u 事項 ハ 
關係地 方 長官 中 主務大臣 ノ 指定 スル モノ 之ヲ行 

フ  • 

第五 十條 -1 左ノ 【項 ヲ加フ 

前項 ノ 土地 所有者 中 共有者 アル 場合 二 於 テ ハ 谷 
共有地-- 付 共有者 總數ノ ニ 分ノー 以上 M シテ其 
ノ 持分ノ 三分 ノニ 以上-一 當 ル者ノ 同意 ヲ得 タル 
トキ ハ 其ノ 共有地, 一 付 同意 アリ タルモ ノト！ r 做 

ス 

第 六十 一條 中 第 十 號ヲ第 十一 號 •第 十一 號ヲ第 十 
二號 トシ 左 ノー號 ヲ加フ 
十 耕地整理 組合 聯合 會ヲ 設ヶ 、聯合 會 -1 加入 
シ又ハ 聯合 會ヲ脫 退 スル 事 
第 八十 條中 「二十 年 迄 延期 スル コト ヲ煜 J ヲ 「五 
十年以 內卜爲 K コ トヲ 得】 ユ 改ム 

第二 章ノニ 耕地整理 粗 合 聯合 會 
第 八十 一條 ノニ 耕地整理 組合 ハ 登記 手 la -1 關ス 
ル 事項 ヲ除 クノ外 其/事業 ノ ー部 ヲ他ノ 耕地 整 
理 組合 卜 共同シ テ 行 ハ i トス ル 場合 二 於 テ之ヲ 
代リ行 ハシム ル爲 協議-一依 リ設計 書 及 規約 V 作 
リ地方 長官 ノ Is nl ヲ {I テ 耕地整理 粗 合 聯合 會ヲ 
設クル コト ヲ得 
聯合 會ハ 法人 トス 

聯合 會其 ノ所厫 組合/ 增減 ヲ爲サ ムト スル トキ 
ハ 谷 組合 ノ協議 -1 依リ 地方 長官 ノ認可 ヲ受ク へ 

シ 

聯合 會- 一會長 一人 及 副會長 一人 又ハ數 人 ヲ置ク 
第 四十 二 條ノニ 、第 四十 六條 、第五 十 一條 乃至 
第五 十四 條 、第五 十七 條 乃至 第五 十九 條第 一項 
第 六十 條 >笕 七十 三條 乃至 第 七十 五條 及第 七十 
七條 乃至 第 八十 一條 ノ 規定 ハ 聯合 會- 一之 ヲ 準用 
ス但シ 第五 十九 條第 一項 中 土地 所有者 トアル ハ 
組合 •第 七十 三條中 組合 M ト アルハ 聯合 會所屜 
組合 ノ 組合員 トス 

第 八十 三條屮 「紺 合 長 若 ハ 組合 副 長」 ヲ 「組合 長 
組合！！ 一長 若 ハ 聯合 會會長 聯合 會副會 長」 -1 、 「組 
合/解散」 ヲ 「ffl 合 組合 聯合 會ノ 解散」- 一改ム 
第 八十 七 條 n 左 v 一 項ヲ 加フ 

第！ 一十 七條ノ ニ 第一 項ノ 規定-一依 ル 補償金-一 付 
亦 前！ 一項-一同 シ 

第 九十 一條 中 「耕地整理 組合 ノ組合 長 若 ハ 組合 副 


長 J ヲ 「組合 長 組合 副 長 若 ハ 聯合 會會長 聯合 會副 
會 長」 二改ム 

第 九十 一條 ノニ中 「耕地整理 組合 ノ紐合 長、 組合 
副 長」 ヲ 「組合 長、 組合 副 長'  11 合會會 長、 聯合 
會副會 長」- 一改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
〔國 務大 K 山 本 達 雄 君 登 ® 〕  っ 
〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君： >  耕 地 整理 法 中 改正 法律案 
此提出 致しました 理由 ほ •申す まで もな く、 國民必 
需の 食 a の 牛： 產增 加を 圖る爲 めには、 開懇 •坪 立、 
干拓 等， 耕地の 横 張を 獎 _ する の 急務なる ことは 申 
すまで もない のであります、 而 して 當 業者が 實 地に 
其 事業を 計 ffi する に當 りまして は、 耕地 整理 法に 依 
つて 計 ！ tt の 組織を 立てる のが、 便利なる 場合が 多い 
のであります、 然るに 現 fr の 耕地整理 法に 於き まし 
て ほ、 現 耕地 改良の 外 •耕地の 擴張を 主に 致して E 
るので ございまして、 此耕地 整理を 致して 居ります 
土地を、 利用す ると 云 ふ 方に 於き ましての 諸 施設に 
於て、 色々 不便な 點が あるので ございます、 之に 向 
つて 改正を 試みたい と 思 ふの が、 此 案を 提出した る 
所以で ございます、 どぅか 御 ^ 議あ らんこと を ii み 
ます 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 日程 第 四， 本案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を _ 題と 致します。 

坑四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 1S 君 委員の 數は 特に 十八 名と し， 議長に 於 
て 指名せられ ん ことを 望みます。 

0 副 _長( 简田國 松 君〕 岩 崎 君の 動® に 御 異_ は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議が 無ければ 岩 崎 君の 
動議の 如く 決しました I 日程 第 :/.: 、 大正 六 年度 豫 
備金 支出の 件、 大正 六 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 
及豫算 外 支出の 件、 大正 六 年度 特別 會計豫 備金茭 出 
の 件、 大正 六 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 
及豫算 外 支出の 件、 大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 
備費 支出の 件、 大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計桉 立 金 
支出の 件、 大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 外に 
於て 豫算 超過 支出の 件、 何れも 承諾を 求む る 件を 議 
題と 致します >  高 橋大藏 大臣。  , 
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三 
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1 年 si il l の 件 外 六 件 承諾を 求む る 件 
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へ 大 JE 六 年 K- 豫 fi;i 金 支 S 
の 件 

大 JH 六 年度 豫 wii 金 外に 
於て 箱 5;¢ 超過 及 豫览外 | 

支 tli の 件 

大 ]1-: >'; 苹度特 別會 計豫一 

備金茭 /J1 の 件 
大 JH 六 年度 特別 會計豫 一 
第 JL 備金 外に 於 SS 過 S II 求) 

~ 及 豫： #外支 出の 件 

大正 六 年度 大正 三年 臨 

時事 件 豫 肺 四 茭出の 件 

大正 六邮度 帝 阀鐵 5S 特 

別科 ft 招 立 金 支 s の 件 

大疋六 年度 帝 阈鐵逝 特 

別 # 計 樹立 金 外に 於て 

一 豫 3;¢ 超過 支 m の 件  y 

〔阈務 欠： £男辟 高檢 是淸君 登 檀〕 

〇國務 大 K (男 協 高 摘 是淸 君〕 t ■今 議題と なり まし 

たる 此六 件の 事務 祇諾を 求めます る 提出 案に 付き ま 

して、 大體に 就て _ 上げます、 大正 六 作 度 一般 會計 

第一豫 備 金の 豫 M 額は、 二百 萬 圓でご ざいます、 衞 

生 試 殿 所 阿片 ST 郎 染病豫 防 檢疫諸 费、 遞信省 諸 拂 

戾金 ，遝 信 JJV 業用證 票 及 式 紙 類®、 其 他必耍 避く ベ 

からざる 豫 3;¢ の 不足に 對 して 其 金 部を 充用した ので 

ございます 、大正 六， 平 K 一般 tsr 計の 第二 豫備 金の 豫 

萵額は四 [-| 恧關でございまして>在天津居留民圓水 

喪 设爾© 補助、 ft 省 風水害 及 火災 復舊费 、米 國派遺 

軍艦 ST 其 他 必要なる 豫览 外の 支 m に對 して、 是が 

金 部を 充 W したので ございます、 大 正 六 年度 大正 三 

年 臨時 Jlf 件豫肺 押 豫览額 は 八 千 二； c ffi; M で、 臨時 事 

件に 關 し， 谷 省 所管に 於て Jf xc 外に 支 3 を 要した る 

諸般の 費途に 對 して、 七 千 六 百 一一 十二 萬 餘圓を 要し 

ました、 大正 六 年度 一 般會計 第一 第二 豫肺 金は、 豫 

算 柳 切と なりました、 それが 爲め に陸眾 糙米嵇 趣 及 

馬 1 :费 _ 在監 入费、 « ‘信省 諸 拂戾企 、谷 省 水 風害 俊 

p—费， 其 他必耍 なる 费途 に對 して 國 庫 剩餘 金を 以て 

豫 算 超過 及 Jf sil 外の 支 0-1 を爲 したる もの •か、 七 百 四 

萬餘圓 、大正 六铒度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 勘定に 

於て、 補 塡 金の 豫定 額は 三 151 九 萬餘圆 、收益 勘定に 


於て 铙 m yf 業 费豫筇 不足に 對 して 是が 全部の 補埙を 
致しました •右の 外 尚 ほ 歳 / 15 豫算 の； f 足す る ものが 
ありました 爲め に、 收益 勘定 及 資本 勘定に 於て、 谷 
々其 歳入を 以て豫 驿 超過の 支出を e したる もの、 收 
益 勘定に 於て 二 千 四百 九十 萬 餘圆 ， K 本 勘定に 於て 
二 千！  一 百 萬 圆で あります、 右の 外 各 特別 會 計に 在つ 
て も •亦 必要 已むを 5 r さる 2S 途に對 して 豫備金 又 ix 
豫媚金 外の 歳入を 以て、 豫算超 過 及豫算 外の 支出を 
爲した る ものであります、 以上 ほ 何れも 緊急 避く ベ 
からざる 事 ^ と 認めて、 是が支 出を 爲した る もので 
あります、 愼蜇 群識の 上、 承諾を 與へら れんこと を 
御 願 致します。 

0 副議長 (倒 田國松 君〕 日程 第 六、 本案の 蕃査を 付 
託すへ き 委員の 選舉を 議題と 致します。 

第 六 右 議案の 港 査を 付託す へき 委眞の 選 
舉 

0 岩 崎 動 君 委員の 數は 特に 十八 名と し， 議長に 於 
て 指 ^ せられん ことを 望みます。 

〇副 議長 (滔 田國松 君) 岩 崎 君の 励_ に 御 異議 ほ あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 副議長 (m 田國松 君) 御 異議が 無 付れば， 岩 崎 君 
の 動議の 如く 十八 名の 委員に 付託す る ことに 決し ま 
した I 日程 第 七 •精神病院 法案、 政府 提出 第 

會 の ® を 開きます、 委員長の 報 吿を菌 みます - 金 

杉英五 郞嵙。 

第 七 精神病院 法案 C 政府 提出) 第一 ® 
會の _  (委員長 報告) 

〔翳 學 W 士金 杉英五 郎君 登壇〕 

0，1 學 g  士金 杉英 .97: 郞君私 ほ 唯今 議題と 相 成り ま 

したる、 精神病院 法案 委員 會の經 過 並に 結果を 簡單 

に 報告 致します、 右 案は 甚だ 緊要なる 案で あると 云 

ふこと で、 全會 一致を 以て 可決 致しました、 唯々 玆 

に 一言 申 上げ 匿き たき 事は、 精神病院 法は、 事 人權 

を 拘束す ると 云 ふこと を® る顧鬧 しなければ ならぬ 

と 云 ふ •委員 諸君の 御 議論が 澤 山 111 ました、 政府 當 

局 者と も® 問 應 答を- m ねて、 尙ほ愼 重に __ 致し ま 

して、 總 ての 疑惑 も 氷解 致して 美しく、 經過 致し ま 

したやうな 次第であります •尙ほ 橫 山、 高木 兩 委員 

から •此 事に 就て は 附帶條 件を 希望す ると 云 ふやう 

な ことが 出ました、 それは 「第一 檢事 並に 府縣 市町 

村 H 員、 府縣 市參事 會 M は 臨時 精神病院に 出張して 


現 狀 を 親 察し 人 ® 保護の 迓 を完 くせら れんこと を 望 
む •第二 從 來而會 、差 人、 通信 其 他稱神 ;,'.1 者 0 収扱 
に 關し往 々不滿 を訴 ふるもの あり 常 局は 常に 避 か監 
银に努 めら れた し」 と 云 ふ 希望， 一件を 出されました 
が、 是 it 決 諮に 依らず して、 希菌 ，3 趣を 政府 常 局に 
申達 致す と 云 ふこと に 致しまして、 折 合が 薺き まし 
たやぅな 次第であります、 右 御 報 缶 申 上げます" 
〔拍手 起る〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 本案の 第二 朝 會を開 くや 否 
やを 議題と 致します •二 if 會を 開く に 御 異議 ありま 
せぬ か ■ 

【「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 c 活田 s 松 君〕 御 異議がなければ 二 la # を 
開く に 決しました = 

0 岩崎剧 君 議長。 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎 IIJ 君 直ちに 本案の 二 if? 會を 開き、 三爾會 を 
省略して、 委員長 報告の 通り 可決 確定せられ ん こと 
を 望みます。 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 励 _ に 御異_ は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

Q 副 _長( 濱田國 松 君) 御 異識が 無ければ 直ちに 二 

if 會を 開きます。 _ _ 

精神病院 法案 (政府 提出〕 第二 li 會 (確 
定議〇 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (m 田 國松君 〕 御 異議が 無ければ 三 if 會を 
省略して、 委員長 報吿 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します、 日程 第 八、 大正 七 年 法律 第二 十四 號中 
改正 法律案の 第一 讀會 の續を 開きます、 委員長の 報 

吿を 求め ま i - 委員長が 不在なら ば 理事の 八 田 君 

ょ ^ 御 報吿を 求めます。 

〔「委員長 ほ 居られます」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 1 委員長 中 川 幸 太 郎君。 

第 八， 大正 七 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律 
案 (政府 提出， 貴族院 送付〕 銷一 
讀會 の © 0S 員 長 報吿) 

〔中 ) II 幸太郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 中 川 幸 太 郎君 過日 御 付託に なりました 大正 七 年 
法律 第二 十四 號中改 JE 法律案の® M 會の經 過 並に 結 


果を棰 めて (3!! ® に 御 報 -;1 f 中 上げます、 木 ^ ! i J3 d の 
改正に 伴 ひました る 所 C、 一年 志 U 兵に 明す る 徴兵 
>0改正で-あ〇まして、：-..、. '  '  . 

案で ございます、 委员拉 は 前後 三！； 開き ま L て、 W 
前港蕺の上、全窃一致を以て原宰の通り耵決致しま 
した* どぅか 本 fT に 於き ましても、 速に nr 決 あらん 
ことを 希 1'?! 致します、 此 段 御； g ffi- EH 上げます。 
f 拍手 起る」 

0 副 諮 長 a -lvi 田 W 松 財〕 本案の 第二 iff f? を 1 §  くや 否 
やを； i 題と 致します 、二 li ir を 開く に 御與链 ありま 
せぬ か e 

〔「異 通な し異鞔 なし」 と 呼 ふ 漭 
〇 副 ^ KC M 田 N 松 君) 御 ^ 謎が 無 けれは 二 沿 a を 
開く に 決しました。 

0 岩 崎 測 君議畏 。 

〇 副議長 (濱田 g 松 対〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎 M' 君 K ちに 本案の 二 1 s fr ;y ' 開き、 三訥會 を 
省略して、 委 M 長 報代通 り 可決 確定せられ んこ とを 
望みます。 

0副誘 « 、，濱山！1松君)岩崎財の励鹩に御鸪誠はあ 
り ませぬ か。 

〔「異 11 なし 興 戬な し」 と 呼ふ老 あ 〇〕 

〇 副議長 C 笊 田阀松 君〕 御 異識な ければ h-i ちに M irl 
會を開 きます。 

大正 七尔 法律 第二 十四 號屮 改正 -y;- 鉗 案 (政 
府提出 、貴族院 送付) 第二！！ 會 (確定 誠) 
〔「異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (潰 田 國松君 ) 御異謅 が 無ければ 彐抝 伶を 
省略して、 委員長 報吿 通り IMI 決 確定 IBC しました。 

〇 岩 崎勵君 議長。 

〇 副 騎長 (濱 田國松 君〕 岩崎恝 。 

〇 岩 崎 ill 君 翳 W 日程 變 M に關 する 緊急 励 _を提出 
致します、 即ち 玆に 地方 鐵逍 法案 •轉； 便 鐵道 補助 法 
中 改正 決 律 案、 鐵道抵 當法 中改 TH 法律案、 ® m 船舶 
郵便 法 中 改正 法律案 ■鐵 道赞業 法 中 改 JK 法律案， 以 
上 五 案の！ S  の紹を 開き、 一括して 委員 提の報 
吿を 求め， 且つ 其 液 ii を 進められん ことを 朝み ます 
0 副議長 C 濱田 國松对 ) 岩 崎嵙の 励識に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

1「與 誘な し異 _ なし」 と 呼 ふ 渚 あり：！ 

0 副議長 (濱田 國松 君〕 御 異 _ が 無ければ， 地方鐵 
道 法案 以下 四 案を 一 括して 第一 ia fr の 絡を 開く こと 
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に 決します、 委員長の 御 報 俾を 求めます， 戶水 Ja 八 
君。 

地方！ 一道 法 ^ I c 政府 提， 0! 第一 調 會の緵 (委 
員 長 報吿〕 

輕 他 鐵迢補 胁法中 改正 法律案 (政府 提出) 第 
一讀 會の鐵 (姿 M 丧報吿 〕 (確定蕺〕 

鐵逍 抵當法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 第一讀 
會の紛 (委 M 長 報告〕 

鐵道 船舶 郵® 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 第 
I 讀 會の續 (委員長 報 缶〕 (確定 謖〕 

鐵 扭 焭業 法中改 TE 法律案 (政府 提出〕 第一 Is 
會の續 ( 委 M 長 報 茜〕 

〔法 學邱士 戸水 S 入 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 法 學 邱 士 戶水寬 人君 地方 鐵 逍 法案 外 四 件に 就て 

委員 會の經 過 及 決議を 報吿 致します、 先づ 地方 鐵 道 

法案に 就て 申します が、 鐵 道に 關して ほ， 御存じの 

通り 私設 鐵道法 も あり、 輕便鐵 道 法 も ある、 然る 所 

明治 三十 九 年に 於て 鐵 ia 國有 法が 出まして から、 私 

設鐵 yl 法が 始ど 其の 効力を 失つ てし まうた ので ある 

輕 便 鐵疽の 方は 依然として 實池聰 用せられ て 居り ま 

すけれ ども， 此條 文が 極めて 簡斟で ある、 私設 鍅迫 

法の 規則の 中で、 _便鐵 道に _ 用せられ て pr る もの 

もあります けれども、 それ にも拘らず 輕便鐵 道 法の 

規則が極めて簡哦であつて，兑つ不完全であ ?>- 、そ 

こで此 法律を 改正す るの n 的を 以て、 私設 鐵道 法と 

_便鏹 道 法の 二つ を傻 してし まつて •其 代りに 地方 

銥菹法 案を 政府から 提 3 したので あります、 委 M 會 

に 於て は 色々 柄 謎 致しまして、 二つ の 修正 動議が m 

ましたので あります， 即ち 第三 十條と 第三 十四 勝で 

あります、 第三 十條の 第二 項を 設けまして 「地方 鐵 

道 ノ ー部 買收 セラ レ タル 爲殘存 線路 ノミ- -付營 業ヲ 

镳锫* < ル コト 能 ハサ ル-一至 リタ ル トキ ハ 地方 鐵道策 

者 ハ 該線路 及 其 附随 物件 ノ 質收  >  申誚 スル コト ヲ煜 

j 斯う 云 ふ 修正が あります、 次の 第三 十四條 に 「買 

收 ヲ受ク ヘキ ttli 方鐵 道 菜 者 力 兼業を 營ム 場合-一 於 テ 

ハ 其ノ兼 業-- 搦スル 資產ヲ 併 セテ 買收 スル 3 トヲ得 

j  r 前 明 ノ場 合-一 於 テ 買收價 額 ハ 協定-一法 ル」 斯う 

云 ふので ございます、 lit 修正 說に 就て 政府の 意見を 

求めました 所が、 是には 同意で 4 める と 云 ふので ござ 

います •委 ii ir に 於て は、 全會 一致を 以て此 修： JH 励 

讁を 可決 致しました、 それから 其 次の輕 便鐵道 補助 


法 中 改正 法律案 •其 又 次の 鐵道抵 當法中 改正 法律案 
鍅 道 船舶 郵便 法 屮 改正 法律案、 鐵逍營 業 法 中 改正 法 
律 案 •此四 案は 原案の 通り 可決 致しました ので あり 
ます、 此 外に まだ 戦 道條例 なる ものが あるのは、 固 
ょり 御存じで ございます が、 是も 甚だ 不完全で ある 
併ながら 道路 法は まだ 議決に なつて 居らぬ もので あ 
るから、 本年に 於て は、 其 戦 ia 條 例の 改正案と S ふ 
ものを 政府の 方から 出す ことが 出来ない、 多分 次の 
議會に 於て、 是は 提出す ると 云 ふこと でありました 
是も併 せて 御報吿 致します •大要は 期の 如しで あり 
ます。 

〔拍手 起る〕 

0 副議長 (潛 田國松 君) 谷 築は 谷々 別々 に 採決を 致 
します、 先 第一に 地方 鐵道 法案ょり 採決 致します、 
地方 鐵道 法案の 第二 讀會を 開く や 否やを 議題と 致し 
ます。 

〔「二 讀會を 開く に異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 二讀會 くに 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田 國松君 〕 |函 會を 開く ことに 決し ま 
す。 

〇 岩 崎® 君 本案は 直ちに 11 讀會を 開き、 三讀 會 を 
省略して、 委員長 報吿の 通り 可決 確定せられ んこと 
を 望みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 岩 崎 君の 励議に 御 異謖ほ あ 
り ませぬ か C 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議がなければ， 直ちに 
二 ii 會を 開きます。 

地方 鐵道法 案 (政府 提出〕 第二 讀會 (確 

定議) 

〔 . 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 興 _が 無ければ 三讀會 を 

省略して、 委員 會 修正の 通り 可決 確定した る ことを 

宣告 致します •次に 第二、 輕便鐵 道 補助 法屮 改正 法 

律 案を 採決 致します。 

0 岩 崎 勦 君 本案は 讀會の 順序を 省略して、 委員長 

報吿通 り 可決 確定せられ ん ことを 望みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 

〇 ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 副議長 (濱 田國松 君) 御異 _ なけれ ぱ讀會 の 順序 
を 省略して、 可決 確定した る ことを 宣吿 致します、 
次は 鐵道 抵當法 中 改正 法律案の 採決を 致します、 本 
案の 二 讀會を 開く に 御 異_ほ ありませ ぬか。 

〔「二 證會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 御 異議がなければ， 11 is 會 
を 開く ことに 致します。 

〇 岩 崎 a 君 直ちに 二 讀會 を fTfl き、 三 讀會を 省略し 
て， 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ ん ことを 望み ま 
す。 

0 副議長 (濱田國松君)岩崎君の砌議に御異謅はあ 
〇 ませぬ か'- 

〔「異議な し異 戴な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱田 國松君 〕 御異_ なければ 直ちに 二讀 
會を 開きます。 


鐵道抵 當法中 改正 法律案 (政府 提 m)  第 
二 1@ 會 (確定 翳) 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議が 無ければ 三 讀會を 
省略して， 委員長 報告 通り 確定した る ことを 宣告 致 
します， 次 ほ 鐵道 船舶 郵便 法 中 改正 法律案を 採決 致 
します。 

〇 岩 崎 勤 君 本案は 讀會の 順序を 省略して •委員長 
報告の 通り 可決せられ んこ とを 希望 致します。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君：！ 御 異議なければ， 讀會の 順 
序を 省略し、 委員 報 街 通り 確定 致した る ことを 宣告 
致します、 次は 鐵道營 業 法 中 改正 法律案を 採決 致し 
ます、 本案の 二 讀會を 開く に 御 異議は ありませ ぬか 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 御 異_ が 無ければ 二 |« 會を 
開く ことに 致します。 

0 岩 崎 1) 君 本案は 直ちに 二 讀會を 開き、 三 II 會を 
省略して、 委員長 報吿 通り 可決せられ んこ とを 希望 
致します。 

〇 副議長 C® 田國松 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 御與議 なければ ra ちに 二 讀 


會を 開きます。 


第 


鐵道營 業 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
二讀會 (確定 議) 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御異謖 が 無ければ 三譖會 を 
省略して、 本案は 確定した る ことを 宣告 致します、 
日程 第 九、 利息 制限 法 中 改正 法律案の 第一 讀 會の續 
を 開きます、. 委員長の 報告を 求めます。 

第 九 利息 制 K vi 中 改正 法律案 (赤 尾彥作 
屏提 m)  第一 讀 會の續 (委員長 報 
吿) 

〔赤 尾彥作 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 赤 尾 彥作君 利息 制限 法 中 改正 法律案の 委員 會の 
經過及 結果を 御 報告 申 上げます、 委員 會は開 會を致 
します る ことが 前後 三 [01 でありまして， 其 間 委員 諸 
君と 政府 委員との 間に 於き ましては、 微 より 細に 入 
りと も稱 して 宜い 程. 綿密 丁寧なる 質問 應 答を 重ね 
まして、 其 結果 政府に 於き ましても、 本 改正案に 封 
しまして ほ、 资 成の 意を 表する と 云 ふことの 意思 表 
示が ありました 、又 ® 員會に 於き ましては、 全會一 
致を 以 ちまして 可決と 云 ふこと に定 りました、 此段 
御 報 吿申上 げ ます、 それと 同時に 委員會 の開會 中に 
種々 なる ® 要 問題が 起り まして、 研究を 遂げました 
其 Ml を簡單 に 申 上げ ますれば、 利息 制限 法なる も 
のは、 契約 自由の 原則から 見 ますれば、 寧ろ 之を 全 
部躞 止しまして、 當事 者の 自由に 委せる 方が 宜 くは 
ないかと 云 ふ 意見 も ありました、 それが 研究 問題の 
一つで ありました が、 併ながら 現 時の 我國の 狀 態に 
於き まして、 利息 制限 法を 金 部廢止 致しました 場合 
には、 il 義心の 缺けて 居る 金 貸 等が それに 附込み ま 
して* 非常に 高率なる 利息を 貪る 處が あります と 同 
時に* 社會の 秩序を 紊亂す る處も あると 云 ふ 理由で 
其 問題は 自然に. 消滅を 致しました、 又 今一つは 利息 
制限 法の 法律の 趣意を 徹底的に 之を 實行 致します る 
には‘ 禮金 であると か、 又は 暴利で あると か 云 ふや 
ぅな 名義を 以 ちまして、 借主と 貸 主との 間に 受授を 
致しました、 其の もの \ JR i# を 許す やぅな 法律を 制 
定 致したならば 如何で あらう と 云 ふ 事 も、 研究 問題 
の 一つに なりました が、 是も 種々 研究を 遂げました 
所が •若し 斯の 如き 法律を 制定 致します ると きには 
信用 も 乏しく、 又擔保 物 も 有せない 者が 金策を il ず 
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る 場合に 方つ て、 K しい 不便を 感ずる •典 結果 金® 
の淦を 貉ぐ璲 が あり ほしない かと 云 ふ 理由の 下に、 
愆 底 的に E 戾を 許す と 云 ふ 法律 制定の 意見 も、 自か 
ら 消滅を 致しまして、 遂に 全會 I 致を以 ちまして、 
可決 致しました 次第で ございます、 此段御 報告を 申 
上げます (拍手 起る) 

〇副 羧長 (濱 田國 松君ン 本案 (i 第二證 會を 開く や 否 
やを 議題と 致します 。 

〇岩埼 動 君 二 諮 會を 開く に垛 籤な し。 

0 副 i? 長 cm 田 國松哲 〕 二® 锊を 開く に 御 異謅ほ あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 r M 田國松 君〕 御 興 議が なければ 開く こと 
に 決します。 

0岩崎剧君直ちに木案ほ|1_會を開き、三讚會を 

省略して •委員長 報告の 通り 可決 確定せられ ん こと 

を 望みます。 

OP 議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 

り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ宕 あり〕 

〇 副議長 (m 田國松 君〕 御 異議がなければ 二讀會 を 

開きます 0  _ _ _ 

利息 制限 法 中 改正 法律案 (赤 尾彥作 君 提出 

〕  第二 is 會 (確定 讖〕 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇副 議長.. 滔田國 松 君) 御 異議が 無ければ 三_會 を 

省略して、 本 築は 可決 確定され ました、 日程 第 十、 未 

成年者 飲酒 収締法 案の 二證 會 を 開きます、 委員長の 

報吿を 求めます、 H 藤 車 爾 君。 

第 十 未成年 若 飲酒 取締法 案 (根本 F. 君 外 

三 名 提出〕 第一 讀會 の續 广 委員長 

報吿〕 

〔エ藤 卓 爾君登 擠〕 

r 拍手 起る〕 

0 エ藤萆 晒 君 未成年 奔飮酒 取締法 案の 委員 會の經 

過 並に 結果を 御報吿 致します、 本案の 爲に 委員 會を 

開. ？ ました こと (3: 三回、 回數の 上より 見ます ると 云 

ふと、 寧ろ 少な' い 方で ございます が、 併し 本案は 今 

日の 場合に 於て、 最も 必要で あると 云 ふ 所の 點 より 

して 委員 諸君に 於き ましては、 政府 當局 者に 向 ひま 

して， 熱心なる 質問を 試みた ので ございます、 今 其 

主なる もの i 點を 二三 申 上げます と 云 ふと 委員 諸君 


に 於き まして， 本案 ほ 年々 衆 il 院を 通過 致します る 
けれども、 a 族院を 通過せ ざるのは 装 だ 敗 憾 とする 
所で ある、 而 して Jt 原因 ほ 固より 一 にして 足らずで 
あります る けれども •政府が 本案に 對 する 所の 態度 
如何に 依る ので ある、 即ち 言铤 を換 へて 申します れ 
ば、 政府當 局が 本案に 對する 所の 誠® を、 缺 いて 居 
るかの 如く 見受けら る、 ので ある、 故に 本年に 於き 
まして ほ、 政府は 本案に 對 して 如何なる 意見を 懷い 
て 居る かと 云 ふこと を 間 (3; れ ましたる に對 しまし 
て、 政府 委員の 答へ まする に ほ、 本案 ほ 從來の 案と 
ほ 違 ひまして、 頗る 完全に 出來て 居る 即ち 昨年まで 
の 本案 (X •酒類を 阪費す る 者を！ S する だけに 止つ て 
居りました けれども. 本牢ほ 飲酒す る 者を も 取締る 
と 云ふ點 に存 して 居る ので あつて •頗る ％ 全に 出来 
て 居る、 故に 本案の 如くであります るなら ば •政府 
ほ 無 諭 之れ を 賛成す る ものであると 云 ふこと を 答へ 
られた ので ございます •之れ に對 しまして ® ねて 問 
を發 しまして-其の 樣に 政府は 本案の 必要を 認める 
ならば. 何故に 政府より 本案を 提出し ない ので ある 
か、 貴族院の 樣子を 見ます るのに、 議員より 提出す 
る 案と、 政府より 提出す る 案との 間に 於いて、 若干 
の 差違が ある やぅに 見受けら る X、 即ち 政府より 提 
出しました ると ころの 案に 向 ひまして は、 多く 賛成 
する 傾が あるけれ ども. 議員より 提出した る 所の 案 
に 向 ひまして (3; ，左程の 注意を 拂は ざるが 4;| くに 見 
受けら る、 のであります、 故に 政府が 本案に 賛成な 
らば、 何故に 本年 政府より 本案を 提出し ない ので あ 
るかと 云 ふこと を li 問 致したい ので ございました、 
之に 對 しまして、 政府は 本案に 無論 賛成で あつて、 
提出を すべきで あるが、 內閣 成立 以来 日 尙ほ淺 くし 

て、 調査に 日を 要する が 爲め に、 提出す る ことが 出 

來な かつた と 云 ふこと を 答 へられた のであります、 

併ながら 本案に 對 しまして ほ、 最前の 答の 通り 十分 

に 賛成を する ので あるから、 應 分の 力を 致す ことを 

措ざる' か 如くの 答 辯が ありました ので ございます， 

もぅ 一つは 此 未成年者の 中には、 學生が 一番多いの 

である、 中 學の學 生と 云 ふ 位の 者が 一番多いので あ 

るが、 此學 生の 飲酒す ると せざる とは、 之を 敎 へる 

所の 敎 員、 又は 之を 率ゐる 所の 學校職 員の 飲酒す る 

とせざる とに 依つ て、 非常な 結果を 及ぼす ので ある 

然るに 今日の 是 等の 學 生を 率ゐる 所の 敎員 若く は 職 

員に して、 飲酒す る 者 ほ 甚だ 多い やうで ある、 政府 


は 之に 對 して、 何等の 考 ほ 無い かと 云 ふこと を 間 ひ 
芝 したので ございました、 政苻 委員は 之に 答へ まし 
て、 今日までと 雖も 、相 當の 訓令は® して 居る ので 
ある、 併し 本案が 通過 致しまして 法律と なりました 
ことなら ば、 尙 ほ 是 以上に 相 常の 時 的に 於て、 訓令 
を發 する 積り であると 云 ふこと を 答へ られ たので ご 
ざいました、 斯の 如く 委員と 政府 委員との 間に愼 m 
なる 所の 應 答を 重ねまして、 滿場 一致を 以て 可決 致 
しました ので ございます、 此段御 報吿に 及びます。 

「拍手 起る〕 

〇 副 _長( 濱田國 松 君) 賛成 演說の 通告が あります 
萵見之 通 君。 

〔高見 之 通 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 高見 之 通 君 諸君、 私 ほ 此 本案に 就きましては、 
衷心ょり 賛成を 表する 一人であります、 理由 二三 s 
を 開陳 致しまして、 諸君の 淸聰 を烺 したいと 思 ひま 
す、 第一に 本案 ほ 最も 現代の 時勢に 適 4 C して 居る 案 
であると 信じます、 此 本案が 一度 成立 L て 法 餌と な 
りましたならば •國の 信 J11 を 高める であらぅ と 信じ 
ます、 元來此 我が H 本の 國に對 して ほ 種々 の 批評が 
ございます るが* 要するに 日本 ほ、 國內の 充實に 向 
つて 全力を 振つ て 居ります る 時に 於て は、 腿々 對外 
發展 の爲 めに 努力す る ことを 忘れる、 又對 外的の 發 
展 をして 居る 時に ほ、 國內の 大切な ものを 犧牲に 供 
する こと も®々 意と しない、 一方に 傾く 弊が ある， 
併し 幸 ひ 過去 三十 年の 間、 日 木は 對外濟 展の爲 めに 
多大の 努力を 致しました が、 幾多の 國難 i- 際會 しま 
して、 多大の 成功を 博し、 其 結果 日本は 五大 列强の 
一にまで 漕 付た のであります 、去りながら 一度 歐洲 
大 ® - が 結末を 見ます ると 云 ふと， 對 外的の 外交問題 
若く は 國 防に 關する 問題は、 幾許 か 粗略に さる k の 
傾が あり、 而 して 國 內の充 實を圖 ると 云ふ點 に 向つ 
て、 總 ての 注意が 集中され て 居る やぅな 傾が ありま 
す、 第 四十 一議 會に 於き まし -t: も， 或は 選擧法 の 問 
題の 如き、 食糧 調節に 關 する 問題の 如き、 又 ほ 敎育 
に關 する 問題の 如き， 其 一例で あると 思 ほれます、 
故に 吾々 政治に 志す 者 ほ、 苟も 其 問題が 國內 の充實 
に大に 資する もので あつて 相 當國の 信用を 對 外的に 
發展 する 傾が あるなら ば、 直ちに 採って 以て 之を 利 
用し なくて ほなら ぬと 思 ふので 有ます、 諸君、 現在 
は少 くも 禁酒と 云 ふ 事は、 歐洲® 爭が 開かれて 以来 


二三 四 

特に 一つの 風潮で ちる：； T UV/ 大勢で あると 思は れるの 
であります、 此 大勢 か 斯の如 き 狀睦で ある 〇 に 若し 
日本は 未成年者の 禁酒 案た it o 克己心を も : •: ふ ' ii が 
ili 来ない としたなら ば 現に 全： 3 C 禁酒を やつて 尻 〇 
米國其 他の 有力なる 識； :A- から、 未だ H 本は 克 -J_ [-:l 制 
に 目が 醒めない 國 であると 嗤ほれ る だら - r と 思 ひま 
す (拍手す る 者 あり) 若 夫れ 此 案の fli 用して、 法 «5 
として 成立つ たなら ば 笾に日 木は 對外的 に 於て 多大 
の 成功を 1¢ して 居る のみならず、 11内 に 於て 克己 
制と 云 ふこと も 進んだ 考を して 來た、 R が 開いて 來 
たと 云 ふ、 一種の 日本の！ 一の 對外的 の 何を する にも 
便利を 得る と 云 ふ 図の 信用を 措げ ると 私 ほ 信 - f o の 
であります、 是が 私の 本案を、 特に 法律と して 成立 
させたい と 云 ふ 第一 點で あります、 第二 點 ほ、 此本 
案は 腫々 貴族院 杯に 於て 議論と なつて 居る の ほ、 取 
締が闲 難で ある、 それ故に 此 法の 威力と 云 ふ ものが 
無くなる ので ある、 K に 之を 法と する ことほ W 棚. で 
あると 云 ふ 議論は、 ® -々 唱 へらる V のであります、 
併し 法 ほ 必ずしも 形式的の 威力の みを® ぶ 譯にほ 往 
きませ ぬ、 現代の 學說ほ 段々 餡 化しまして、 形式的 
の 威力の 外に >  贸 質的の 効力 其 ものを 筏ぶ やぅに な 
つて 来たので あります、 然らば 馊質 上の 効力と 云 ふ 
もの ほ、 此の 朱 成年 渚 禁酒法に 於て ほどぅ 云 ふ； 丄 合 
に 解 锷す べき か， 即ち 未成年者 _ 酒 法案に 關す る阀 
民の了解如何にあると私は思ふのであります、私は 
日本の 一般 國 K ほ， 此法 案を 能く 了解す る ことが ni 
來る可能性を持つて居ると信ずるので&〇ます、^ 
本の國 が 建 國以 來植々 の 外 來の宗 敎及思 想， 或は 主 
義が 移入され て來た のであります 、而 して n 木の 國 
の 根本の 基礎 IX 少しも 励 描して 居ない と 云 ふ ほ、 何 
に 基く かと 云へ ば •日本 國 民の 一種の： 2 性と 云 ふ も 
のが 然ら しむる 所以で あると 私 ほ 考 へます， 日本 K 
民の 特性と 云 ふ もの ほ 何で あるか、 即ち 其 長を 取り 
短を 捨つ ると； K ふこと であると 私 ほ 信じます、 例へ 
ば 彼の 儒 敎の中 にも 書經の 如き 我が 日本の 國には 適 
せぬ 所が あ， リます けれども、 儒敎を 採つ て、 © き 部 
分を 吾々 G [n.i i 俗習 慣敎 化の jft 大の 手本と して 居る の 
であります、 之を 佛敎に 見ましても、 亦 耶蘇 a に 見 
ましても， 斯樣に 信ずる のであります、 其總 ての 主 
義總 ての 宗敎に ほ、 其 國の 風俗と 適せぬ ものが あり 
ます けれども、 日本 ほ 一度 其 風儀に 會 し、 一 日 其 宗 
敎に出 會つた ならば、 其 長所を 取り 其 短所を 捨て、 
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益々 日本の 文化に 資する と 云 ふ n 本® 民の 特性が あ 
ると S4 は 思 ひます、 最近に 於き ましても 日本は 軍國 
主義と 资本 主義と 云 ふ 二 大潮 流の 上に 立つ たので あ 
る、 去りながら 日本 ほ 堪 國 主義の 本踩で ありました 
彼の獨 逸に、 一切の 軍制を ® 似て 居りました けれど 
も、 而も 日本は 彼等の 本® たる 主篛の 奥に 隱 して あ 
る所の領土搁張主義と云ふものは、筲て日本は眞似 
たことは なかつ たので ある、 S を 取つ て ® 々 立つ て 
も、 總て 之は 東洋の 平和と 云 ふ .'-. J とを 基礎に し屮心 
にして 来たので あります、 今や 軍國 主義は 倒れて、 
民主主義 及 資本 生 義 との 間に 日 木が 立つ て 居る と 同 
じこと であると 私は 信じます、 斯樣 にして E 本 ほ 外 
來の 思潮の r9 を 捨て 長を JS ると 云 ふ 特質を 持つ て 居 
るので あ 〇 ます、 此 未成年者の 問題に 付きましても 
此 0 本 國 民の® に 之を 毀 外的 外交の 思想な 〇 と 致し 

ましても •尙ほ 其 ia も 良き 所を 収〇 最も惡 い 所を 捨 

てると 云 ふ 日本 0 民の 特性が •能く 此 法案を tin 嚼し 

翫 味し、 此法 としての 十分の af 際 上の ft! 値を 舉げる 

ことを 得る と 信じます (拍手 起る) それ 故 過般 政府 

委 M の 答 辯の 中に 於き ま L て、 川 村 * 保 局長 ほ 言は 

れ るには、 假 に此法 律が 未成年者 法が 成立つ た 上に 

於ても、 例へ ば 筲む るが 如く やる 所の Si 婚 式の盃 の 

如き、 其 場合にまで 此法 で収締 ると 云 ふ ほどの 考 <3: 

持つ て 居ち ぬ •斯 _ に 明言され C 居ります るが， 法 

の K 力を f® 底 的に やる と 云 ふこと でありましたなら 

ば， 其點 まで 進まねば なりますまい けれども、 口 本 

の 阀 の 政治の 局に當 る 者が， 又此法 律の 下に 服從し 

て 行く 者 も， 此法 律を 資質 的に 解 釋 する だけの 國民 

の 力は h 下 共に あると 私は 信ずる のであります、 必 

ず しも 未成年者の 禁酒法で あるから と 言つ て、 此法 

を 以て 提燈 鲦 して 暗闇を 捜す が 如くす る ことは あり 

ませぬ、 床に 懸けた る 鏡の 如く、 各人が 其處に 向つ 

て 威 SS を 正して 梳 ると 云 ふ 一 補の 時代 道德の 鏡と し 

て も、 私は 此法の m 値が あると 信ずる のであります 

(拍手 起り 「ひやく」 と 呼 ふ 若 あり) 第三は、 先 

程委员 長から も 御 話が ありました が •具 體 的の 事例 

を 提げて 此法 律の 特に 今日 必要なる «f を & 上げて 見 

たいと 思 ひます、 現代の 屮昂 の昂 生は 約 十五 萬 人 居 

ります、 之に 相如 く 所の 商業® 校の 生徒は 三 萬 五 千 

詰まり！ 一十 萬の 今日中 ^ 程度の 聲生が あります、 是 

は 日本の ! 1? 來を ® 肩に 勘つ て 立つべき 學生 である‘ 

之に 對 して 酒に 關 する 文部省の 方針は どうかと 申し 


ますと 云 ふと、 明治 四十 二 年に 文部省の 訓令が 出て 
屛るの であります、 其 訓令の 意味は 酒は '® に 角學生 
に 飲ませるべき もので li ない、 去りながら 舉 校に 於 
て 酒を 欣むと 云 ふことは 殆ど 無い が、 家庭に 於て® 
々學 生は 酒を 飲む から、 一般に 此 酒に 關 しては 家庭 
と學校 と 相俟つて、 此實 緝 を 舉げる やうに と 云ふ訓 
令が 一つ 出て.^ るの みであります， 併し 私は 今 家庭 
の 話を 此處に 持 m す ことを 必耍と 致し ませぬ、 現に 
今日 谷 中學 には ー クラス」 a と 云 ふ 級の會 も & り ま 
す、 又 卒業生の ; S 別 fr と 云 ふ もの も ある、 地方へ 參 
ります と 云 ふと 谷 郡々 A- から 學生が 出て 居ります か 
ら •郡の 同鄕會 と 云 ふやうな の も あり、 色々 な 會が 
あるので あります， 此會は 時には 學校の 講堂 内に 於 
て 茶話 會を 以て 終る こと もあります が、 又 時には 何 
處かの 料理屋で 酒を 飮むと 云 ふこと も ある、 澤 山の 
學生が 集ります と 云 ふと、 興 處 の女屮 許りでは 辨じ 
ませぬ から 戳妓杯 を 呼んで、 それで 漸次 酒に 親しん 
で 行く と 云 ふこと もあります、 所が 今日 屮 ffi 校の 事 
に關する所の一般の監督ほ、御存じの通り一切各府 
縣に 委せて あります るから、 其の 府縣の 監督の 理事 
者の 考に& つて 酒を 飲むべからず と 云 ふ考を 立てる 
人が あれば、 寬大に 取扱つて K しいと 云 ふ 人 も あり 
少し li 飲んでも 宽 いと 云 ふ 考の理 事 者 も あるので あ 
ります、 何が 故に 文部省は 之を 統一し ない ので ある 
かと 云 ふと、 どうも 今：：！ 中 學校 ほ 谷府縣 で やつて 居 
るので あります から， 文部省の | 個の 意見に も 行 兼 
ねる と 云 ふので ある-そこで 甲中學 校は 酒を 許し、 
乙中學 校は 酒を 許さぬ、 又 中の 校長は 之を 許し、 乙 
の 校長は 之を 許さぬ と 云 ふこと が ある* 而 して 尙此 
問題に 付て 可笑しい 事の 出て 來 ると 云 ふのは •中學 
時代に 於て 全然 酒を 飲ませない ので、 それが 高等 學 

校へ 入つ て 酒を 少し 飲む と 云 ふやうな H 合に、 年が 

取る と 段々 酒に 親む と 云 ふこと であれば 宜 いけれ ど 

も、 屮樂 校は 谷府縣 で 監督して 居ります 故に、 屮學 

校では 或 者は 飲み、 或 者は 校長と 一緒に 送別 會でや 

る* lit 風儀を 受けて さう して 文部省の 直轄を 受けて 

居る 所の 高等 學 校へ A 學す るので あります、 さう す 

ると 或る 高等 學 校の 校長の 如きは 絕對に 酒は 許さぬ 

と來 る， 中學に 於て は 酒を 飲ませない、 或は 高等 學 

校から 大學に 入つ て 漸次 酒を 飲み 習 ふことは まだ 宜 

いけれ ども、 中學に 於て 飲んで 居つ て、 高等 學 校に 

入つ て 飲めない と來 ますと， 一旦 付けた 所の 風儀の 


習慣は、 容易に 學校 校長の 制止 だけでは いかぬ ので 
あ 〇 ます、 さう します と下润 屋 でも 飲む ことが 出來 
て も、 學校で は 無論 m 来ない、 有 ゆる 會で飮 むこと 
が 出 來な い、 其惡 風は 窃に 祕密 にやる と 云 ふこと に 
なり、 其爲 めに 折角 高等 學 校の 二 三の 校長が 特に 嚴 
重の 方法で やつても、 結局は それが 却て 惡 いと 云 ふ 
ことが®々 あります、 現に 其 等の 實例は 私共 幾つ も 
知つ て 居る のであります、 斯う 云 ふ 如何にも 矛！ £な 
如何にも 可笑しい 詰まり 結果と 云 ふ ものが 何が 故 か 
と 云 ふと •總て 統一が 今日 不可能で あるから であり 
ます、 若し 之に 未成年者 禁酒が 一度 法律と して 成立 
つたなら ぱ>  如 何なる 府縣で も •如何なる 學校 校長 
でも、 總て是 に 於て 纏つて 一になる のであります、 
之を 此儘 にして 置きます ると、 今 申 上げました 通り 
如何にも 矛盾が あり、 如何にも 不統一の 爲 めに、 學 
校の 風儀と 云 ふ ものが 非常に 益々 紊 れて來 ると 云 ふ 
ことは、 吾々 は 憂 ふるのみ ならず、 實に今 申 上げた 
狀態 になる のであります、 それ 故 過般 委員 會に 於き 
まして if 文部省の 當局の 人は、 此 法律が 是非 成立 
つ ことを 希 ga する、 若し 此法 律が 成立つ たと 致し ま 
すれば、 文部省に 於ても 相當の 訓令を 出し， 此 法の 
實行が 十分に 行屆 くやう にしたい ものであると 云 ふ 
文部省の 熟 烈なる 希望 及 賛成 も ありました 、一方に 
於て 此 法案が 世界的に 今 申 上げた 國 力の 信用の 上に 
多大の 意味を 爲 し、 又國民 は實 質的に lit 法案を 上下 
を 通じて 咀嚼 翫 味して， 實 質的の 効力を 發揮 せし む 
る® 値 あるの みならず、 現實極 く 研究 狀態の 上に 立 
つて、 敎育 上の 諸般の 肢締を 統一すべき 必要なる 標 
準と して、 僧 値の 上から 見ましても •此 法案は I 刻 
も 速に 世の中に 有効なら しむる ことを 私 ほ 特に 諸君 
に 申 上げて、 御— あらん ことを 幾重には 麴請 する 
次第であります (拍手 起る) 

〇 副 _ 長， 濱田國 松 君〕 本案 第二 ffl 會を 開く や 否や 
を 議題と 致します。 

〇 前 田米藏 君 二 is 會を 開く ことに 異_ ありませ ぬ 
〇 副議長 (濱 田國松 君〕 二 Ft 會を 開く に 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 御 異議がなければ 第二® 會 
を 開く ことに 決しました。 

0 前 田米藏 君 直ちに 本案 M 讀會を 開き、 三 is 會を 
省略して、 委員長 報告 通り 可決 確定せられ んこ とを 


菌 みます。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 前田冇 の 動 _ の 通 〇 御 異議 
ありませ ぬか。 

〔「異議な し異識 なし」 の聲 起る〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議がなければ 直ちに 二 
10 會を 開きます。 

未成年 表 飲酒 取締法 案 (根本 正 君 外 三名提 

出〕 第二 if 會 (確定 議〕 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 議畏 (濱 田國松 君ソ御 異議が 無ければ 三讀筲 を 
省略して •本案は 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ ま 
した、 日程 第 十 > 第 十二、 第 十三は、 同一 委員に 
付託した 議案であります、 一括して 翳 題と 爲す こと 
に 御異箭 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 御 異議がなければ 日程 第 十 
一、 四國 循環 鐵道 建設に 關 する 建議案 •第 十二、 四 
國 循環 鐵逍 建設に 關 する 建議案、 第 十一 11 、四 國鐵道 
循環線 敷設に 關する 建諼 案>  此 三 案を 一括して 議題 
と 致します。 

第 十一 四國 海岸 循環 鐵道 建設に 關す る si 
顏案 (小 西 和 君 外 一名 提出〕 
(委員長 報告〕 

第 十二 四國 循環 鐵道 建設に 關する 建議案 
(林 毅陸君 外 四 名 提出〕  (委員 
長 報告) 

第 十三 四 國鐵道 循環線 敷設に 關 する 建 _ 
案 c 高 島 兵吉哲 外 一名 提出〕 
(委員長 報吿〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 委員長の 報告を 求めます、 
林毅陸 君。 

I 拍手 起る〕 

〔林 毅陸君 登壇〕 

0 林 毅陸 君此一 =つの建議案ほ，大體趣旨を同じう 
する ものであります、 それで 委員 會に 於き ましては 
武市彰 一 君の發 議に 基き まして、 林 其 他 四 名ょり 提 
出 致しました 案を 土臺と 致して、 此三つ の 案を 一つ 
に M める やうに 修正案を 作つ たら 宜か らうと 云 ふこ 
とに なりまして、 小委 員會に 於て 修正案を 作り、 唯 
今玆に 御 報 ff 致した やうな 形と 致した のであります I 
故に 香 川 縣下高 松 市より 白鳥 本 町 及び 德烏縣 撫養町 I 


朱 成 ハ 5r- 莕代胙 取締法 案 第 li 會  四國 海岸 循環 鐵道 建設に 關する 趄議 案外 二 件 


院議 衆 會_ 帝 回一 十四 第 


野 岩 羽鐵道 速成に 關する 建議案 


三 六 


を ^ て德島 市に 至る 3 r 愛 嫒縣下 松 山 市より 大洲町 
を 經て宇 和 ® 町に 至る 3T 德島縣 下 小 松 島 町より 日 
和 佐 町 及牟妓 町を 經て高 知縣下 後免町に 至る 線、 高 
知 縣下須 崎 町より 中 村 町を 钟て 愛媛 縣下宇 和 島 町に 
到る R 3: 此四 線を 新たに 雜設 致しまして、 旣 設の鏺 
道玆 に旣 定の鏺 道と 相俟つて、 四國の 循環 銨道 を完 
成す る ことほ 甚だ 必要で あるが 故に、 政府は 其 四 線 
の 絞 急を [®1 つて、 速に 適當の 案を 確立し、 大正 九 年 
度より 順次 建設に 箸 手せられ んこ とを 望む、 斯う 云 
ふので ございます， 此四國 循環 鐵道 に付きまして は 
委員 會に 於き ましても 政府の 委員と 質問 應 答を 重ね 
たのであります るが、 政府に 於き ましても、 大に此 
提出者の 希望に 同感を 表せられまして、 政府に 於て 
も 其 必要を 十分 認めて 居る、 又 政府に 於ても、 成べ 

く 早く 著 手したい と 云 ふ考を 持つて 居る •斯う 云 ふ 

ことを 言明せられ て 居る のであります ■旣に 政府 も 

大體 さう 云 ふ 御赞 成であります 以上は、 此建 _ の 趣 

旨の 徹底 {X 必ず 期して 待ち 得る と 思 ふので あります 

が、 大 體 四 國にほ 唯今 現在に 於き まして、 旣設線 及 

旣定 線を 併せて， 約 二 苗 J;: 十五 哩の線 路が あるので 

あります、 先日 本 議場で si 過 致しました 琴 平 •池 田 

を經て 山 田に 至ります 線 是れな ぞを 含みまして 二百 

3T 十 S 哩に なる、 今 新に 循環線を 造る と 致します る 

と 今玆に 建議案に 於て 含まれて 居ります 線路を 合し 

ますと それが 丁度 二百 九十 八哩八 分になる ので あり 

ます、 約 三百 哩で あります， 是だ けの 線路を 造り ま 

すれば、 弗 常に 四 國の產 業開發 上、 其 他 色々 の iji に 

於き まして 有益と なる ので ございます、 政府 委員 も 

他の 地方に 於け る鐵 道と 比較して 見 ますれば、 四國 

に 於て 約 三百 哩位 の鐵 道が 出来て、 さう して 此 循環 

の 目的を 完 うする やうになる と 云 ふこと ほ， 甚だ 無 

理の註 文で ない、 斯う 云ふ大 に同愦 を 表されて 居る 

程であります、 又 各 線の 部分に 就きまして 御 參考の 

爲めに 申 上げて S きます が、 高 松より - 志 度より 

德 島に 至る 鐵道が 政府の 調に 依ります と、 鐵道 純益 

が 三 朱 三 ® 六 毛 •小 松 島より 後免に 至る 間の 其鐵道 

純益が 六 厘 八 毛、 松 山より 高 知縣須 崎の 線を 一つに 

願め て 見ます ると 一 朱、 又鐵道 利用者の 利益 •是は 

大變 重要の 箇條 であります が、 鐵道 利用者の 利益が 

德 島， 志 度 間に 於て 二 割 三分， 小 松 島 •後免 間に 於 

ては 四 朱 二 厘、 松 山、 須崎 問が 七 朱 九 厘、 又 資本に 

對す る收 益を 見ます ると， 德 島、 志 度 間が 二割 六 分 


五 厘 •小 松 島， 後免 間が 四 朱 七厘、 松 山須崎 間が 九 
朱、 斯う 云 ふこと になつて 居る、 m し是は 明治 四十 
五 年頃の 調査で あるから、 多少 今日に 於て は數 字が 
違 ふで あらう けれども、 大體に 於て 之に 佐て 了解が 
出来る と 云 ふ、 政府 委員の 說明で あつたので ありま 
す， 勿論 此中 愛媛 縣の松 山より 宇 和 島に 至る と 云 ふ 
部分に、 大に 必要で も あるし 又 有利な 線で ありまし 
て、 之を 一括して 松 山より 高知縣 須 崎に 至る ものと 
して 割出された 3¢ 盤から 見ます ると 云 ふと' •實は 松 
山より 宇 和 島に 至る 部分が、 甚だ 不利益な 算盤に な 
つて 居る のであります、 是は 勿論 認めて 置かな けれ 
ばなら ぬ 事と 思 ひます •大體 さう 云 ふ 割合で 利益の 
有ります る 線でありまして、 政府に 於ても 成べ く 早 
く 著 手したい と 云ふ考 を 持つ て 居る のであります、 
委員の 間に 於き まして ほ、 無論 何れの 線を 先にし 後 
にす ると 云 ふこ 'i. は‘ 强て 言ふ譯 ではない、 唯々 大 
體 の希圍 と 致して (X 高 松、 德島間 ほ 地理 上經濟 上よ 
り、 成べ く 先に 著 手して 御莨 申したい ものであると 
云 ふ、 斯う 云 ふ 事は 委員 諸君の 間に 於て 一致せ る 意 
見で あつたと 云 ふこと を， 私は 爰 に報吿 して 差 支な 
いと 思 ふので あります、 さう 云 ふ 次第で ございます 
から、 願く ぱ 諸君に 於 かれましても、 直ちに 御 賛同 
下されまして， 此建 議案の 末 文に あります る 通り， 
大正 九 年度より 順次 著 手され る やうに 致したい と 思 
ふので あります、 勿論 成べ く 多くの 場魃に 於き まし 
て、 著 手の 出来る ことを 阐む のであります けれども 

色々 國庫 〇 都合 も ありませ う - 財政の 都合 も ござ 

いませう から •緩急を 圖つて 順次 著 手して 貰 ひたい 
と 云 ふ、 極めて 機 當なる —— 穩健 なる 建議案で ある 
のであります、 宜しく 御 賛成を 願 ひます。 

0 岩崎勵 君 日程 第 十一 乃至 第 十三に 至る 三 案を 併 

合して 一案と 爲 し* 委員長 報吿 通り 即ち 委員 會の修 

正讖 決の 通り 可決せられ んこ とを 留 みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「 異 し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 篛長 (濱 田國松 君) 御異識 がなければ 岩 崎 君の 

動議の 如く 日程 第 十 > 第 十二、 第 十三は 委 M 長 報 

吿 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 通り 本 建議を 採用す 

る ことに 可決し ます、 日程 第 十四、 野 岩 羽鐵道 速成 

に關 する 建議案、 委員長の 報吿を 求めます 、戶狩 權 

之 助 君。 


第 十四 野 岩 羽鐵道 速成に 關 する at 諉案 ( 
八 田 宗吉君 外 六 名 提出〕  (委 
員 長 報告) 

〔戸狩 褪之助 君 登®〕 

一 拍手 起る〕 

〇戶狩 權之助 君 野 岩 羽鐵道 速成に 關 する a 赣 案は 
委員 會を三 四 回 開きまして、 而 して 本 建議案 ほ、 四 
十 議會に 於き ましても 滿媞 一致を 以て， 本 會で決 定 
致した 問題であります、 尙ほ 必要なる 線路で ありま 
する から、 政府に 向つて 第一に 政府の 所信を 聽 くと 
云 ふの が、 委員 一同の 希望で あつたので あります、 
所が 政府に 於き ましては， 本 線路は 二十 五六 年頃 か 
ら 、今 市 若く は 會津 地方の 有志 諸君が、 非常な 熟 誠 
なる 希望の 線路で あつて、 又 刻下 有益なる 線路で あ 
る、 それが 故に 財政の 許す 限り、 一日 も 早く 著 手す 
ると 云 ふ •政府の 答 辯を 確 的に 得た のであります、 
吾々 裘員も 其 政府の 答 辯には 一同 滿足 致しました、 
但し 此 線路に 付きまして ほ’ 田 村 封から 今 市で 此線 
路を 止めて は 甚だ 遺憾で あるから、 鹿 沼 •栃木を 經 
て 古河に 至る ことにしたい と 云 ふ 意見が ありました 
又 高 田 君からは、 今 市を 起點 としないで 氏家邊 から 
東北 線に 通路した 方が , tc いと 云 ふ 御 議論 も ありまし 
たが、 此 線路に 就て は、 政府に 於き ましても 裁 手す 
るまでに ほ 十分 調査を して、 之を 決定す ると 云 ふこ 
とで あつたので あります >  委 員會は 滿場 一致 可決 致 
しました から、 宜しく 諸君の 御 賛同 y 願 ひます (拍 
手 起る〕 

0 岩崎黝 君 本案 ほ 委員長 報吿 通り、 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 御 異_ がなければ 本案は 委 
員 長 報告の 通り 可決 致しました、 是にて 日程は 終り 
ました •次會 の 日程は 公報を 以て 御 通知 致します、 
今日は 是にて 散會。 

午後 四時- P 分 镦會 


0 大正 八 年 三月 五日 (水曜日〕 
午後 一時 十六 分開議 

議事 B 程 第 十九 號 


第 I 


1& ® 條例中  iiwg -'l' pi mir ) 第 

I 讚 酋 

第 一一 親 地 整 i 中 改正 法® 案 (細， 「 ;': r§) 

第一 讀會  1 

第三 市制 中 改正 法律 lg (肝 1 抑歡5) 第一 SS 
酋 

i 町村制 中 改正— 案 (肝 1 M I 肌) S I 
讀會  ^ 丨 

i 中改 is nr 1 從齡抓 )第| 
讀會  L 

第 六 郡制 中 改正 法律案 (汗 sg) 第- jg 
會 

¥ 水産 is 行 設立に 關 する 建！ i 案 (機 雁 fl «A 

第 A 延 ta 鐵道 速成に 關 する 建議 案 (腿 着 部 «-• 
出) 

第 九 能 代、 五所川原 間 鐵道 建設に 關 する 建議 

餐 へ H 藤卓爾 ^ 一 
S 1 外 四 名 ife 出) 

第 十 鶴 岡'  大泉間 固有 經便鏺 道® 設に關 する 

建議 (j SI ll ) 

第 十 I  新 見、 庄原間 轾俛鐵 道窗設 に關 T る 建 

議 (I 靈)  1 

第 十二 松 本鐵道 建設に 關 する 建議案 料 

赃贼) C 委員長 報吿) 

0 議長 (大岡 育造 君) 諸般の 報吿が あります。 

〔原 田 翳 記 官朗 誚〕 

一昨 四日 翳 員ょり 提出せられ たる 謎 案 左の 如し， 
沖 11 縣に 於け る 「マ ラリ ャ」 務 防 撲滅に 關 する 
建議案 

提出者 我 如 古樂 一郎 1 S 生 田 和平 君 
金杉英 五郎 君  伊 m ® 君 
篚得久 朝 惟 君 

外客の 招致 及 侍 遇に 關する 建議案 

提出者  小 西  和 君 
名勝 舊跡 其の 他 著しき 事 11 ある ® 石 並 特殊の® 
物 保存 及 利用に 關す る建_ 案 

提出者  小 西  和 君 
帝國 博物館 完成に 關する 建 誠 案 

提出者 柏 原文 太 郎君  大口 喜 六 君 
一 今 五日 議員ょり 提出せられ たる _ 案 左の 如し 
福 井 縣三國 港 築港に 關 する 建議案 


院議 衆锊 議 國帝回 一十 四 第 


提出 界熊谷 五 右衞門 君 柳 原 九 兵衞君 
•  松 并文太 郎君  傾 井藤 四 郎君 
今 村 七 平 君 

衞 生！ § 铙锊 開設に 關する 建議案 

提出 3f 伊東 W 君  八 木 逸郎 君 
齋藤壽 雄 君  土屋淸 三郞君 
秋 山 金 也 君  齋藤 钯一 君 
土 谷 全 次 君 

r 左の 報告は 朗讚 を經 さる も參照 のた め茲に 
掲載す〕 

昨 四日 辭任 したる 常住 委員 左の 如し 

第 四部潠 出 決算 委員  中 野 寅次郞 君 
一阼 四日 水產 講習 所 内に 淡水 科 特設に 關 する 建 _ 
案委员 井上 敬 之 助 封 擗任に 付 其補闕 として 廣蹓 
錨 之 君を P 長に 於て 選定せ り ， 

一今艽 R 耕地 擗现法 中 改正 法律案 委員 H 藤 善 助 君 

辭 任に 付 其 補關 として 廣龆節 之 君を 議長に 於て 

潠定せ 〇 

一昨 四日 衆® 院規則 第 十五 條 rn fi に 依り 議長に 於 

て 謎 席を 左の 如く 境： 史せ〇 

二 六 四  黑須龍 太 郎君 

二八 七  大谷高 1 

一 今 3t 日 娄 〇 長 及 理事 瓦 選の 結果 左の 如し 

私立 堞校 用地 免租に 關寸る 法律案 委員 

委員長  林  毅陸君 

理事  松 井 文太郞 君 

耕地 整 i'll 法 中 改正 法律案 委員 

33 M 長  中 倉 萬 次 郎君 

f 高 岡 唯一 郎君 

理事  一中 川 幸 太 郎君 

一飯 田 精 i 

大正 六 年度 雅 _ 金 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕 

外 六 件 委員 

委員長  鹈澤總 明君 

f 鈴 木 錠藏君 

理事  野 口 孝洽君 

一 小川 鄕太郞 君 

OSS 長 (大岡 育 isi 君〕 是 ょ〇會 議を 開き， 諮問 事 明 

があります、 左 2 議員ょり 請暇の 申 fli があります、 

em 思の 爲め 今： 5ft: 日より 向 ふ 十日 間 菊 池 良 一 君， 許 

可す るに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「 異謎な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡育 造 君) 異議なければ 之を 許可 致し ま 


す、 第二 部 ii 出 決算 委員 課 訪部正 左衞門 君、 第 八 部 
選出 決算 委負村 松 1H 一 郞 君、 右 何れも 常任委員 辭任 
の 申出が あります •許可す るに 御 異議 ありませ ぬか 
〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 譲 長 (大岡 育造 君〕 異議なければ 之を 許可 致し ま 
す、 其 部の 諸君は 速に 補闕選 擧を行 ひ* 御 K あらん 
ことを 留み ます、 日程 第一 及第 二の 議案 ほ、 提出者 
同一なる に ffi り、 一括 議題と 爲すに 御 異謖 ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し異蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 譏 長 (大岡 育造 君〕 與議な ければ 一括 議題と 致し 
ます。 

第！  地租條 例 中 改正 法律案 C 田 中 隆三君 
外 二 名 提出) 第 一讀 會 

へ 本案 i£ 本 卷八〇 八 頁 貴族 垸 _ 事 中) 

广に揭 載せる を 以て 再揭 の煩夕 避く/ 

第二 耕地整理 法 中 改正 法律案 (田 中隆三 
財 外 二 名 提出〕 第一 讀會 
耕地整理 法 中 左ノ通 改正ス 

第 十四條 第二 51 屮 「二十 年 以上 三十 年 以内」 ヲ r 
五十 年」- 1 、但® ヲ 左/如 ク改ム 
但シ開 梨シ タル 土地-ー シテ 年期 明-! 至 リエ 事完 
了 セ サル トキ ハ更 -I  H 事 完了 迄 年期 延長 ヲ 許可 
スル n トヲ 得 

第 十四临 ノニ 中 「艽 十东以 內ーヲ 「七十 年」- '; 

「十 年 以内」 ヲ 「三十 年」- 一改メ 但書 ヲ削ル ^ 
第 十 . 75; 條中 「九 年」 ヲ 「111 十 年」- . 第三 號中 r 
十 年 目」 ヲ 「三十 一年 目 j  -1 改ム 
第 十六 條中 「九 年 J ヲ 「三 十 年」 M 改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

木 法 施行 前 第 十四條 及第 十四 條ノ ニ/規定 ユ依ル 

許可 アリ タル 土地- 1 關シテ ハ仍從 前ノ 例-一法 ル 

0 小 田 切 磐 太郞 君水瘁 講習 所內に 淡水 科 特設に 關 

する 建 is 案の 委員 會を 開會 致します から、 御 許可を 

乞 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇 小 田 切 磐 太 郎君 委員 諸君の 御 集りを 願 ひます。 

〇 小 tl 藻 三 衞君 日露 語 學校設 S に關 する 建議案の 

委員 會を 開きます から •御 許を 乞 ひたいと 思 ひます 

0_ 長 (犬 岡 育造 君) 許可 致します。 

0 小 搭諶三 衙君 委員 諸君 ほ 直ちに 御參 集を 乞 ひた 


いと 思 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 提出者 田 中隆三 君。 

〔田 屮隆三 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 田 中隆三 君 地租 條 例の 改正 •及 耕地整理 法の改 
正 案を 私共ょり 提出 致しました が、 其 改正の 要 點は 
頗る 簡單で ございまして 、要するに 現在の 法律に 於 
て ほ •此 土地に 改良を 加へ まして、 畑を 田に すると 
か、 原野を 畑に すると か 云 ふ 風に、 改良に 依つ て 生 
產額 を％ す やうに 致しました 其 改良 渚に 向つ て、 相 
當の 年限の 間、 其 出來た 土地に 毀す る 租税を 免除す 
ると か、 或は 當分 それを 徵收 しないと か 云 ふやうな 
法律が あるので あります、 所が 其 法律を 實施 する に 
當 りまして、 大變に 法律の 簕圍 が廣 くな つて 居る の 
であります るから、 例へ ば 二 十 年、 或 ほ 三十 年 •甚 
しきは 五十 年， 七十 年と 云 ふ 風に 年限が ありまして 
其 出来た 土地に 對 して、 其 法律の 範阇內 に 於て、 ど 
れだ けの 免除 猶豫期 間を 與へ るかと 云 ふこと に 就て 
は、 一々 税務 遇に 願 ひまして、 さう して 實地調 査を 
して •地味が 十分に 成立した る や 否やと 云 ふこと に 
依つ て 決定す る ことにな つて 居る •それは 理論 上洵 
に 間然す .?. 所の ない 完全な 法律が あります る けれど 
も、 是れが 洵 に煩雜 で ございまして、 果して 其 地味 
が 十分に 成熟した る や 否やと 沄 ふこと に 就て >  種々 
農民と 税務 碧との 間に紛 爭を 惹起す ると 云 ふやうな 
實况 でも ある、 旁々 斯う 云 ふ 地味が 成熟した る や 否 
やと 云 ふやうな 六ヶ® い 事に 法つ て、 年限を 延すと 
か延 さぬ とか 云 ふやうな 煩累の ないやう に •いつそ 
の 事 現行法に 於て 與へ られて 居る 一番 長い 年限まで 
總ての 期限を 延長す ると 云 ふこと に 致しましたなら 
ば •唯今 申 上げる やうな 官民 相互の 間に 紛争を 惹起 
する やうな こと もな し、 又 先日 當_ 場に 於て 開 it 助 
成 法案を 御 通過に なりました が‘ 今 H 我國の 現狀に 
於て、 開 _ と 云 ふやうな ことを 大に 獎勵 しなければ 
ならぬ 急に 迫つて 居る ので ございます から、 此 法案 
の 如く 間接に 開 Is 者を 保護す る 所の 規定 •即ち 年限 
を 最長 期まで 引延して やる と 云 ふことは •亦 一の 開 
墾 獎呦 策になる 謹であります、 是ほ 新たなる 法峁と 
云 ふので はない、 寧ろ 今 H の 法律の 脑圍内 に 於て、 
最も 許して 居る 便宜を 與へ たい、 斯う 云 ふので あり 
ますから •是非 皆さんの 御 賛成を 願 ひたう •こざい ま 
す、 數箇條 に 0. つて 居ります けれども、 要するに 何 


れも地 和塍例 と 云 ふ 法律に ある 年限と. もう 一つ 明 
治： ii 十四 年 法律 第三 十號と 云 ふ 其 年期を 延長す る こ 
とに 關 する 法® と、 其兩 方の 法律と 扣待つ て 許され 
て 居る 最長 年限にまで •此 年限を 引延さう と 云 ふの 
であります •それから 其 地租 條例 改正の 結果 •矢 張 
自然 耕地整理 法に 是 等の 法律を 引用して •其 等の 法 
律に 準じて、 矢 張 同じ やうな 年限の 規定が あるので 
其 等 も 矢 張 一方 直せば、 片方 直さなければ ならぬ こ 
とになる 當然 の關 係で ございます， 尙ほ 詳細の 事は 
委員 會等に 於て 詳しく 申 上げる ことに 致します。 

〇 岩 畸動君 日程 第一、 第二 兩案を 一括して、 政府 
提出 耕地 is 理法 中 改正 法律案の 委負と 併せて 付託せ 
ら れんこと を 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 〇 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 S なければ 動 _の 如く 決 
します、 日程 第三、 第 四、 第五、 第 六は、 同一の 提 
出 者た るに 依り、 一括 議題と 爲すに 御 異議 ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 一括 議題と 致 
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を  御す 會  ハ  ニ  〇  ら きま  た  題  大と あた 〇 た て ふ 分 云 •て 十 、こ! 

開  諮、 を  確  鼦  まれ、 し  い  と  耍 云る 所 希い 、- If 法ふ此 13 [分 入：:' 

A 
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くに 決します。 

〇 岩 ^ s'; 君 阀ちに 本案の 二_會 を 開き、 一一 i_ 會を 
省略して、 委 M 長 報 ff- 通り nr 決 確定せられ んこ とを 
淨 みます e 

〇諮 長：. 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 議に御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 謎な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ Is ちに 第二 讚 
會を 開きます。 

トラ ホ— ム預防 決 案 ( 政府 提出〕 第二 調 會 
(確定 謎) 

〔「琛 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 ほ 長 (大岡 W 造 君) 御 異戳が 無ければ 三 讁會ほ 省 
略せられ て、 可決 確定した る ことを / ? ff 致し ま -i -I 

日程 第 七、 水產銀 行 設立に 關 する ai il 案を 謬 題と 致 

します I 提出者 鹈澤宇 八 君。 

第 七水產 銀行 設立に 關 する 建 _案( 鹈澤 

宇 八 君 外 一一 名 提出〕 

水 節 銀行 設 vr に閱 する 建 齣 

水產 銀行を 設立し 漁業 表の 資金 融通の 途を 開き 漁 

業の 發肢を 11 〇® 锫な る ia EI を 得せし め 安 價の漁 

類を Trf 場に 送らし むる ほ 食 糊舛 足の撾 徑な りと 認 

む 依て 政府は 速に 水產 銀行を 設立せられ むこと を 

望む 

右 f!i 議す 

〔鹈澤 宇 八 君 登 擠〕 

〇鹈澤 宇 八君 _ 今譌 題に 上りました 水 產銀行 設立 

に關 する is 瀠 案の 趣旨を * № 11 に 一言 申 上げます、 

諸君、 凡そ 事業と - ft 本と ほ、 恰も 軍の 兩輪の 如く 離 

るべ からざる ものであります、 如何なる 有利の 事業 

がありまして も、 其 資本が 之に 伴は なければ •其 目 

的 其 成功 ほ ! yl せられない のであります、 然るに 我國 

に 於き まして-段 業者に 次ぐべき 國 民の 大多數 が從 

事して 居ります 水萍業 者に 對 しまして 、其 K 木 機 關 

が 備つて 0 £ らぬ ので 有ます、 水 產の振 ほざる 原 W ほ 

全く 此に存 する ので 有ます、 國 家の 爲に 甚だ ® 憾に 

堪へな いので 有ます、 尤も 件 年 本院に 於き まして 此 

種の 纽議が •こざいました ので 常時 政府は 日本 勸業銀 

行決、及傻エ銀行法の|部を改正致しまして水產業 

者に も 1-T 付が 出 來るや うにな つて 居ります けれども 

事 Rii どうで あるかと 云へ ば， 更に 其 効用' か 無い の 

であります、 锊効が 現れて 居り ませぬ、 それ故に 私 
トラ ホ— ム豫防 法案 第二 諂® 


共に ほ lit 處に 純然たる 水產 銀行を 設立 致しまして、 
此水產 業者に S する 資本の 途を講 じたいと 云 ふので 
ございます 、今！！： 米 僧の 騰 ft ほ •國 民生 活 問題と 致 
しまして、 物騷な る 所の 大問 題と なつて © ります、 
前 寺 內內閣 ほ 暴利 令を 發 し、 或は 人民の . 0 由 糊 利に 
まで 立 入りまして、 lit 米の 低落を It つたので ありま 
すけれ ども •更に 其 効果を 見る ことが H 來ませ ぬで 
遂に 內閣ほ 瓦解した と 云 ふ 始末であります， 現內閣 
に 至りましても 是等米 僧の 低落を 期せん が爲 めには 
或 ほ 關税の 引下を 行 ひ、 又 外米の S 人を 企て， 色々 
手 ほ ■して 居る やうで あるが、 中々 米は 低落 致し ま 
せぬ、 尤も 一週間 以来 稍々 低落の 兆候は 呈して 居る 
やうであります けれども. 昨 n あたり ほ 又 上向の 調 
子に なつて 居ります， 前途 如何で ありませ うか、 下 
層 社 fr に 於き ましては、 生活 問題と 致して、 極めて 
不安を 懷 きつ、 あるので あります、 私は 此 場合に 於 
て‘ 此米價 —— 食糧の 調節を 圖る には、 澤 山の 魚類 
を 漁りまして 、邦 魚類を 安く 市場に S つて、 國 民に 
米の 代りに 澤山 魚を 食は せる ことが、 最良の 方法で 
あると 斯う 考へ るので あります •我 國ほ 瑞稱國 であ 
り ませう、 併ながら 其當 時は 多く 魚類を 以て 食用に 
供した と、 思 ひます、 素盞 嗚综は 海原を 治められた と 
あります、_保の關に紐座まします事代主命 (± 、毎 
朝 一番 雞を fifl いて 出漁な さる， 其 漁 11 した 魚を 以て 
其 日々 の 食用に 供され たと 聞いて 居ります、 此美保 
の關 には 其當 時ょり 速 綿と して 行は れて 居る 一事で 
あります、 或時雞 が 宵 1 1S をした、 それで 事 代 主命は 
一番 難が 鳴いた と 思つ て 漁に 出掛けて、 鮫に 片足を 
食 ほれて 跛と なつた と 云 ふ 事であります、 さう 云 ふ 
事から 其 宵 鳴の 難が 惡か つたと 云 ふので、 两來雞 を 

飼 (3: なくなつ た爲 めに、 何處で も雞ほ 一羽 も 無 けれ 

ば， 雞卵も 無い、 如何に 事 代 主命が 漁業に 御 熟 心で 

あつて、 御 ra 陆遊ば された かと 云 ふこと が 推察す る 

に 足る のであります •近くは 北海道の 「アィヌ」 杯 

も 確に 魚 ばかりで 暮して 居た と 思 ふ、 現に ® 太の 北 

部に ® 息して 居る 所の 土人 r ォロ チョン」 r キリヤ 

—ク」 人の 如き •陴 太が 我が 領土と ならぬ 以前の 如 

きは、 確に 米 ix 食 ほなかつた ので ある， 魚ぱ かり 食 

つて 居た ので ある、 唯今で も 魚の みを 以て 生活して 

居る 者が 浮 山 ある、 同地 方に 居住して 居る 所の 日本 

入の 中に 在りましても、 冬期 航海の 不能の 場合に 於 

て、 米に缺 乏 する 時は、 魚の みを 以て 全く！ 一月 や 三 


月位暮 して： go ます、 是に 由つ て 見ます れぱ 、魚の 
みを 以て 生活しても. 差 ^: ない と 思 ひます， 况や 魚は 
國 民の營 養 上缺 くべ からざる 物で & る、 而も 天產物 
であり、 無盡藏 である、 米麥作 の 如き 天災 地 變の爲 
めに M 作の 鼯がな いのであります、 亞米利 加 合 衆國 
に 於て 年 七月 中旬、 恰も 私が 米國 !# 遊 '- |> であり ま 
した、 其當時 戰時 食用の 不足を 補は ん として、 魚を 
漁る ことを 獎 蚴 し、 又 其 魚を 食 ふこと を 頻りに ® め 
て 居つ た •米國 の 如き 麵麴と 肉食と を 以て 生活 本位 
ど せらる 、 國で すら 旣に然 りであります* 况や 我國 
の 如きは、 此魚は 副食物の 第一と 致しまして、 國民 
一般に 食 慣れて 親んで 居る のであります， © むる ま 
でもな く此 魚を 十分に 供給 致します る 以上 ほ、 米食 
の 代りに 需要す ると 云 ふことは、 火を 睹 るよりも 明 
な 事であります- 私は 樺 太に も 内地に も 漁業を 經營 
して 居る 者であります、 漁夫と 云 ふ もの >1 食料 ほ大 
抵 一日 一升を 要する のであります が、 此漁獲 前 ほさ 
うで ありませ ぬが、 -Ml 獲 後になります と-魚を 食 ふ 
爲めに 減ずる のであります、 內地の 魚の 高い 處では 
其 割合に 魚を 食 ふこと が m 來 ませぬ が、 一 合 五 勺 位 
は 違 ふので あります、 之を 全 國の國 民 五 千 萬の 人に 
i 合 宛の 割合を 以て 魚に 依つて 節する ことに 致し ま 
すと •乳 吞兒や 三 歳 以下を 除いて， 約 五 千 萬と 致し 
まして 計算を します ると •驚く 勿れ 實に千 八 百 二十 
.7?; 萬 石と >; ふ 多額の 米の 節約が 出 來る 計 W であり ま 
す、 我國ほ 現今 七十 萬 人餘の 人口の 增加 率を 示して 
居る やうであります が、 此 耕作地 ほ 果して 能く 此人 
口增 加に 伴 ふ 所の 增 加を爲 す ことが 出来る や 否. や， 
又此產 額が 其 人口の 增加に 伴 ひ fi る や 否や、 甚だ 疑 
問たら ざるを 得ない のであります， 國民が 生活 問題 
と 致しまして 凝 Et せらる、 の も、 蓋し 偶然で ない こ 
とで あらう と 思 ひます のです、 私は 此 K- 民の 心配せ 
ら る、 所の 食糧 問題を 根本的に 圓滿に 解決 致さん と 
する に 5T 魚類を ? i める と 云 ふこと が， 最も 最良の 
捷徑で あると 考へ るので あります、 諸君、 不思議な 
事には 世の中の 人文の 發 達に 伴れ まして、 水の 中に 
居る 魚まで が 進歩した のであります ，或は 之に 進步 
でな く、 退步 したと 申す 者が あるか 知れ ませぬ が、 
兎に角 悧巧に なつた のであります ，舊式の尋 常の 漁 
具では •中々 漁獲が 六ケ 敷くな つたので あります、 
新 智識 も 要すれば、 又 漁具の 改良と 云 ふこと も 要す 
るので あります、 隨て 非常なる 多額の 資本を 耍する 


ので ございます、 四面 環海の 我國で あります から* 
沿岸の 廣い 島々、 數 多い 漁場の 漁 椠主に 十分なる 資 
本を 供給 致したならば •此漁 獲と 云 ふ ものは 立 所に 
财 大 しまして、 非常なる 安い 魚を 供給す る ことが 出 i 
來 るので あります、 今日の 高い 魚を 食料に 供す ると 
fK ふことは •到底 翠めな いこと であらう と 思 ひます 
けれども、 それは 需要供給 等の 關係で ありまして、 
喵今申 上げました 通り、 資本を 充實 致しました 計 |瓜 
を 以てすれ ば、 非常に 安い 所の、 米に 代用すべき 魚 
を 供給し 得られる ので ございます、 一例を 以て 申 上 
げ ますれば、 彼の 鉞山 業の 如きは. 今より 三十 年 前 
まで ほどうで ありましたら うか、 之を 世間で ほ 山 肺 
と稱 へて、 一般の 國 民より、 又 資本家 銀行家 等より 
嫌忌され、 指彈 された のであります 、左れば 資本を 
投ずる 者が 少な かつた 爲め に、 此 鑓 山 業者 ほ 中途に 
して 止め、 父 興 s 的を 達する ことが 出来な かつた 者 
が 多 かつた のであります、 併な から 此鑛山 業た る、 
金， 銀、 銅を 始めと 致しまして •鐵 、石炭* 何れも 
國 家の 重要 必需品で ふります、 其產 額と 云 ふ ものは 
國 家の 消長 興亡に も關 する 重大の 意義を 有する もの 
であります 爲 めに、 政府に 於き ましても 棄置 くこと 
が 出来 ませぬ で、 是が 助成 上 H 本 興業銀行を 作つて 
是等鑛 業者に 資本を 供給す る 途を謅 ずる ことにな り 
ました 爲 めに、 今日の 盛運 時に 進んだ のであります 
三 井、 三菱、 久 原， 藤 田、 古河 等の鑛 山に 於て 利益 
を 得た こと も尠な からぬ と 思 ふ* ® に 危險視 したる 
鋼 III 業の 今日に 至つた ことほ、 全く 政府の 施設に 依 
つて、 斯の如 き 異常の 變化的 進歩を 來し た！ 一で あり 
ます、 で 我 國の金 融界は ，此 水產業 の 智識の 幼稚な 
る、 其 愚かなる 爲 めに、 我が 水產 業の 發展を 見る こ 
とが 0.1 來な かつた のであります >  充實 なる 資本を 以 
て 計畫 する 以上には >  此水產 業 程 確實 なる もの ほ 無 
いのであります、 爲 に 政府に 於き ましても 速に 水產 
銀行を 設立して、 水產を 保 ii 獎勵 し、 水產を 旺盛な 
らしめ て •  I 面に ほ 食糧の 補足と 爲 し、 又 一面には 
海外 貿易の 資料たら しめん ことを 望む のであります 
諸君、 此 問題は 私 外 二 名の 提出には なつて 居ります 
けれども、 此實體 は 即ち 我が 各派の 議員の 仲間の 組 
織して 居る 所の 水 11 同志 會に 於き まして •滿場 一致 
を 以て 可決の 上 本案を 提出す る ことにな つたので あ 
ります から， 願く は 諸君の 御 同意を 得て 通過 されん 
ことを 切に 希望す る 所以であります (拍手 起る〕 
二三 九 
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〇岩笱 ^: 舒本案ほ水產諝習所内に淡水科特設に閱 
する 扭漭案 外 一件の 建 雄 案 委 fl に、 併せて 付託され 
ん ことを 望みます。 

〇邊 長 /~ 大岡 育造 君： >  岩崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

1 「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇頦長 广大岡 育造 君〕 御 異議が ありま -tr ぬければ， 
動議の 如く 決します 

〇鈐崎 勁 君 日程 第 八に 對 して、 延會の 動議を 提出 
致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 提出者が 見えました。 

0 岩 崎 黝君然 れぱ動 謅を取 消します。 

0 憩 長 大岡育 造 君〕 日程 第 八、 延松鐵 道 速成に 關 
する 妞謎 案， 長 峰 與一君 d 

第 八 延松鐵 道 速成に 關する 建議案 C 長 峰 

與一君 外 三 名 提出〕 

延松鍅 道 速成に 關する 建議 

宮崎 縣下延 岡より 三田并 を經て 熊木縣 下馬 見 原、 

m 町を 過き 松 橋に 於て 九州 本線に 聯裕 すへ き鐵道 

を 速に 雄設 せられむ ことを 望む 

右 建 謎す 

〔長 峰 與一君 登壇〕 

〇 長 峰 與一君 極く 簡酎 に說 明を 申 上げます るが、 

本鏺 道は 宮崎縣 下の 延 岡より 三 田 井に 至りまして、 

熊本縣 下馬 見原濱 町を 通じまして、 松 橋に 於て 九州 

の 本線に 合します る鐵 道であります， 此 沿線に (3; 官 

有 並に 民有林 野數萬 町 步に苴 りまして、 此 山林より 

產出 致します る M 木 並に 良材 ほ、 其 12 に 於ても 量に 

於ても 金 國著右 な ものであります、 又此 沿線に 於け 

る 鍋 山 業に 於き ましても、 御 承知の 通り 日平植 峰の 

銅鉞 並に 見 立の 錫 1® がありまして、 其產額 の大 なる 

こと、 其 設備の 完全なる 點に 於て、 斯 業界に 著名な 

次第で ございます、 此產 業を 開發 しまして •此產 業 

を 助長せ んが爲 めに、 此 地方 有志は 甞て私 設鐵 道の 

經赞 をした ので ございます けれども、 柿々 なる 事情 

の爲 めに 未だ 現實に 至り ませぬ が •之を 以て も此吔 

方 民が、 此 沿線に 對す る鐵 道の 必要を 感じて 居る と 

云 ふこと が 明かであります、 又 一方 熊 本縣に 於き ま 

しては、 潛 町に 達して 居ります 私設 鐵道を 延長し ま 

して、 馬 見 原に 達する 鐵道 を經營 せんとし つ、 ある 

のであります、 之を 以て 見ても、 此 地方が® 利 線で 

旣に 成算が あると 云 ふこと を證 して 居る ので ありま 


す、 斯の如 きこと を 絵 合して 考へ ますれば、 當然此 
處に 1?. 政府 も考闽 を 廻らし まして、 玆 逭 開通の 必要 
の 有る と 云 ふこと ほ 無論の 事で あらぅ と 思 ふので あ 
ります、 で元來 九州の m 部 並に 中央部の、 殊に 苒埼 
縣 地方に 於き ましては、 生產の 要素に 於て；！ i 私が 常 
に 述べます 通りに、 他の 池 方よりも 挺れ て 居る ので 
あります、 併ながら 中央政府の 顧みる 所が 常に 薄く 
ありまして-恩 澤に 浴す る ことが 常に 薄弱で あると 
云 ふ 事は、 縣 民の 犬に it 憾に 感じて 居る 次第で あり 
ます、 で 今や 日豊 線の 開通 も 近くな つて 居りまして 
幾分 滿 足の 窓を 表して 居ります けれども、 世 運の 趦 
盛と 產 業の 發展ほ 、まだ 之を 以て 滿足 する もので ご 
ざい ませぬ、 今や 又 鐡道ほ 縱貫鐵 道より 横 斷 線に 移 
らんと しつ、 ある 時代に 於て は、 特に 是 等の 地方は 
政府の 宜しく 以て 著 眼して 鐵道を 敷設すべき 場所で 
あらぅ と 思 ふので あります、 而して 此線路 は- ® に 
熊 本宮 崎の 兩縣 を接證 致します る 簡單な る 線で ほな 
いのでありまして •地理 上より 見ても、 鐵 道の 政策 
より 見ても， 九州の 眞の 中央 横斷 線と なる ので あり 
ます、 其鐵 道の 價 値より して、 最も 速に 政府は 緒設 
の 事に 著 手せられ ん 事を 希 ES して 止まぬ 次第で ござ 
いますが、 何卒 滿 場の 諸君の 御 賛成を 得て、 此建 _ 
の 趣旨を 徹底したい 考でご ざいます (拍手 起る〕 

〇 岩 崎勵君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
f-J 託せられん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 翳なければ、 _ 長 指名 九 
名の ® 員に 付託す るに 決しました一 一 日程 第 九、 能 

代、 K 所 川原 間鐵道 建設に 關 する 建議案を 議題と 致 

します、 提出者 エ藤 卓爾 君。 

第 九 能 代>  K 所 川原 間 鐵道雜 設に關 する 

建議案 ハエ 藤 卓 爾君外 四 名 提出) 

能 代、 五所川原 間鐵道 建設に 關 する 建議 

一秋 田 縣下能 代より 靑森縣 下 五所川原に 至る 鐵道 

右 線路は 多く 日本海 海岸に 沿 ひ 沿道 海產 、林 產、 

鍋 產に 富み 農 產亦少 からす 羽 越 沿岸 線と 接續 一貫 

して 如上の 開發に 資する の 極めて 急なる を 認む政 

府は 速に 調査して® 設せ られ むこと を 望む 

右 建議す 

〔H 藤 卓爾君 登壇〕 


f 拍手 起る〕 

OH 藤 卓砌君 本 建議案の 鐵道ほ 、 建_ 案に 記 is し 
てあります るが 如く 秋 田 縣能代 よりして、 靑森縣 五 
所 川原に 達する の 線路で ございまして •即ち 日本海 
に 面して 居る 所の 鐵道 でございます、 御 承知の 通 〇 
日本海に 面して 居る 所の 鐵道ほ 、一定の 系統が ござ 
いまして、 即ち 山陰 道の端より 東北に 走りまして、 
羽 越の 沿岸に 連つ て 居る ので ございます、 故に 此系 
統 的の 線路を して 首尾 一 H せしめん と 致します には 
宜しく 靑森縣 に a 入りまして 、奥 羽 線の 幹線と 結 著 
けなれば ならぬ と 云 ふこと になつて 居る ので ござい 
ます、 所が 今日の 現狀は 如何で あるかと 申し ますれ 
ぱ ，此 日本海に 向つ て 居る 所の 鐵道は 、秋 田 縣能代 
に 至つ て盡 きて 居る ので ござ： ？ ます、 故に 之を 首® 
一貫せ しむる 爲 めに、 其盡 きて 居る 所の 能 代 驛 より 
して、 五所川原に 達せし めんと 欲する ので ございま 
する ， !l.t 五所川原と 申します る處は 如何な 處で ある 
かと 申します れぱ 、奥 羽 線の 幹線の 川 部 驛と云 ふ處 
よりして、 日本海に 向つ て 進行して 居る 所の 私立 會 
社の 線路で あり ' t す、 斯の 如く 奥 羽 線の 幹線より 五 
所 川原まで、 日本海に 向つ て 進行 ほして 居ります る 
けれども 、其 五所川原 よりして 能 代に 至る 間は 七十 
七哩 ありまして、 此處 には 鐵道 は斷絕 して 屛 るので 
ございます、 故に ! It 建議案に、 此斷絕 して 居る 所の 五 
所 川原より して 能 代に 達せ L めまして さぅ して 日本 
海に 沿つ て 居る 所の 鐵 道の 系統 線を して 首崑 一貫せ 
しめたい と 云 ふ 事が 即ち 此建 議案の 骨子と なつて 居 
るので ございます、 以上は 地形の 上より 論じました 
る 次第であります る けれども •少し 內容に 立 至つ て 
觀 察を 致して 見ます ると、 此能 代より 五所川原に 達 
する 所の 七十 七哩の 間は， 水產 、林 產  >  鋸 產に 富ん 
で 居る 處で ございまして、 農 產も亦 尠から ぬので あ 
ります、 今日 統計に 現れて 居る 所を 見ます ると、 其 
等の 產 額を 合せまして、 八 百 萬圓に 達して 居る と 云 
ふこと でございます、 今日 鐵道が 開け ませぬ で、 交 
通 不便なる 時に 於いて すら、 旣に斯 の 如きで ありま 
する 以上 ほ、 今後 鐵道を 建設 致しまして、 其 資源を 
開發 致します るに 於て は、 其生產 力の 擴大 する こと 
の 出來 ると 云 ふことは、 毫も 疑を 容れ ざる 事 實でご 
ざいます、 斯の 如き 次第であります るに 依つ て、 此 
箇 處に鐵 道を 建設せられ ん ことを 希®: すると 云 ふ 事 
が、 即ち 此 _ 議案の 出て たる 所以で ございます、 ど 


_ 二 四 0 

5か滿場の諸君、幸に御玨成あらんことを希沼致し 
ます (拍手す る 者 あり) 

0 岩 咬® 君 本案は 讅長 指名を 以て、 八 名 に 
付託せられ んこ とを S みます。 

0 議長 (大岡 育浩 君) 岩 咬 君の ! 11: 滔に诉 災 .'. 一あ〇ま 
せぬ か。 

〔「異議な し異蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇辨長 (大岡 育造 君) 御異 諸が 無ければ 励琏 〇 如く 
決します I 日程 第 十、 鶴 岡 •大泉 間 國有輕 便® ia 
敷設に 關する 建議案を 議題と 致します、 提出* 熊 谷 
直 太 君。 

第 十 鶴 岡、 大泉 間國有 軽便 鐵道敷 設に關 
する轨 議案 c 熊： 介 直 太 君 外 五名 提出」 
鶴 岡、 大泉間 國有_ 便 鐵道趿 設に關 する® 謎 
一山 形 縣下鶴 岡より 大 泉に 至る 輕 便鐵适 
右鐵 道は 產業 の發展 に S5 し 交通 機 關の不 flii を 補は 
むか 爲急設 の 必要を 認む 政府は 速に 之を 趿設せ ら 
れ むこと を ® む 
右 建議す 

t 熊 谷 直 太 君 登 瘛〕 

〔拍手 起る J 

〇 熊 谷 ®: 太 君 唯今 議題と なつて 居ります る® 岡、 
大泉間 國有_ 便鐵蒗 敷設に 關する 建 一案に 就て、 建 
議の 趣旨を 最も 簡單に 申 上げて 蹬き ます、 本鐵 ai は 
山形 縣鶴岡 町、 即ち 羽 越 沿岸 線より 分岐し まして • 
同 縣の東 田 川 郡 山 添 村を 綷ま して、 同縣同 郡大泉 村 
の大 鳥と 云 ふ處へ 達します る_便 鐵造 であ 〇 ます、 
其 哩數は 殆ど 二十 餘哩で あります が、 此 肋 には 犬馬 
織 山 日出 鏰 山と 云 ふや 5 な 有名なる 銅山が 渾山 あり 
ます、 尙ほ其 外 朝日 嶽の 北には， 近 來調赉 する 所に 
依ります と、 非常なる 鐵鉞 を產 して 居る と 云 ふ iw で 
あります、 其 他 此方 面より 年々 產出 する 所の 木材、 薪 
炭、 生絲 、米、 繭と 云 ふ もの' か 多額に 產出 する ので あ 
ります、 然るに 此 地方は 非常なる 邊 is の 場處で あ〇 
まして、 山嶽 重® 致して 居ります 爲に 、交通の便と 
云 ふ ものが 殆ど 缺けて 居りまして ゲ是 等の 天惠を 取 
つて 以て 此. K 内地 方に 轍 出す る ことが 出来ぬ ので あ 
りまして、 國 家の 不幸 是よ り大な る ものは 無い ので 
あります、 若し 此 建議案に して 幸に 通過し •政府が 
輕便鐵 道を 敷設す る曉 には 此線路 が 羽 越 沿岸 線の 營 
養 線と なること {X 疑を 容れぬ のであります、 惟 今 長 
峰 碧から 九州の 一角、 即ち 延松鐵 道に 關し まして 御 
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述にな つた 通り、 兎角 僻遠の 地に 於き ましては、 交 
通不 ® の爲め に、 折角の 天產 物と 云 ふ もの も 其 儘に 
致しまして、 阈家の 幸福と 云 ふ 4 のを 進める ことが 
出 來ぬ のは •此 我が HI1 方 即ち ffi 内地 方に 於ても 亦 然 
りであります 願く は 滿极の 諸 K •此纽 翳 案の 趣旨を 
御 了解 下されまして、 滿場 一致を 以て 御 賛同 あらん 
ことを 希 ^ します。 

0 料 崎 剧君 本案は 謅長指 名を 以て、 九 名の 委 a に 
fj 託せられん ことを 朝み ます。 

0 誠 長： 大岡育 造 5 5) 岩 崎 S の 励 諉 に御異 _ ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 溝 误 C 大岡宵 is 財) 御異誠 なければ 励 is の 如く 決 

L ました， 日程 第 十一、 rf 見、 n-. 原間輕 便 鐵道妞 設 

に阴 する ai 該案を 識题と 致します I 提出者 湯淺凡 

1、- 卜 -J l. 

う ?- 

钫 十一 新兑，ホ职冏11便鐵适跗設に關す 

る 扭 詔 案 (湯 淺凡： 个 君 外 二 名 提 S) 

新 見_芘 原 間 輕 便 錄沿妞 設に關 する 独 ■ 

政府は 速に 岡 111 縣下苫 田 郡 深山より 阿 料 郡 新 見に 

至 る！ 1便銥荊線路を延長して妝岛縣下比婆郡 ^ 原 

に 至る 藝 w;i 鐵 适 聯絡 線の 紐 設に著 手せられ むこと 

を ^ む 

右 as 謎 ‘す 

〔设淺 凡 平 ess' j 

〇 尚 淺凡平 君 llt a 譏 案 ほ 前の 四十 讁锊に 於き まし 

て >  硪 場 一致の 御饺成 を 以て 通過 致しました 所の、 

岡山縣 の 新 見より ! a( 島 縣の 三次に 至ります 所の輕 便 

鍅 31 を， 政府に 於て 速に W- 設に蒋 手して H ひたいと 

云 ふ 趣旨の 案で ございます •唯々 此屮 三次より- K 原 

までは、 私設 線の iM 銥迫 が， 更に 三次より 線路を 

延長す る ことに 柑成 りました 爲めに •是ほ 近々 起工 

する こと、 思 ひます ので、 «■• に. 1.: 原よ 〇 新 見に 至る 

間の 絞 路 、多分 三十 餘 WI! に過ぎない ものと . W ひます 

が、 此線路 を 成べ く 速に ' J-.v 設 して K ひたいと 云 ふの 

铌 总 に 外ならぬので あります、 此線路 は 申す まで も 

なく、 山陰 山隄 の兩道 に 於て ^ も樞耍 なる 所の 地方 

之を 遮 斷 致しまして、 H 本 海と 龆戶 内海と を迎絡 致 

します る 所の •般 も JR 嬰なる 線路であります、 此中 

で旣に 政府に 於て は、 鳥 収よ 〇钓頭 に 至る所の 線路 

を 延長 致して、 律 山まで ifli 絡され る ことにな 〇 まし 

た、 此 SI 路が 出来ます ると、 鳥収よ 〇 新 見まで {X 線 


路が 通 ずるので あります、 而して 一方には 問 島より 
庄原 までは、 私設の 藝備 線が 延长 して 參 ります ので 
其 I 一が 唯々 か 三十 餘哩缺 けて 居る と 云 ふことの 爲 
めに、 地方 人民は 非常な 不便を 感す るの みならず、 
鐵 道本來 の 能力を 發抓 する 上に 於ても •甚 しき不 經 
濟 と "-1' 便利が あると 云 ふことは、 中す まで もない の 
であります、 此線路 が 完成 致 じました が爲 めに、 是 
等の ill! 方に 於き まする 所の 產 業、 交通 •人文 發達の 
上に 多大の 貢 e をす る ものが あろと 云 ふことは、 旣 
に前_會に於て說明致しましたる通りで&ります、 
而して輕侦鐵迫と申しまするものほ、甚だ營業上不 
利益の ものが あります るで， 谷 處の私 設或ほ 官設の 
11 便 鍅 道 の經濟 を 調べて 見ましても， 甚だ 有利な も 
のを 見出す る ことに ^: むので あります が •獨 り此線 
路に 於け る 所の ® 便鐵道 線と 申します る ものは、 非 
常に 利益を 擧 If- て 居る、 旣に 本年の 利益 配 當も九 朱 
以上に 上る と 云 ふやぅな 盛 况を呈 して 居る ので あり 
ますから 此 線路を 敷設す ると 云 ふ事は 、線路 自身の 
繂濟か ら申 しましても、 餘程多 絜 なる 所の 線路で あ 
ると 云 ふ 事は 申 上げて 差 支ない のであります、'  而し 
て 岡 山縣に 於て は、 擬に 陰陽 迪絡線 、即ち 岡 山を 起 
點 として B 取 縣米 子に 至 〇 ます 官線が 敷設され ます 
ことにな りまして、 引紉 いて 智 頭より 新 見に 至る輕 
便 線 も 敷設され る、 總て 同じ 地勢、 同じ 國民 の狀態 
に 尻り ます 所の wi 島 縣に 於て は • 06 か 縣が異 つて 居 
るが 爲め に、 一方には 一 時に 左 樣な澤 山の 鐵道が 敷 
設され て e るに 拘ら ず、 ! K 島縣の 側に 於て ほ、 更に 
是等の 恩恵を 政府より 受ける ことが 出来ない と 云 ふ 
ことは、 K だ 断 島縣の 人民に 取つ て羡望 に堪 へない 
と 申す よ oir 1 ISI に 於て は 甚だ 其 平等なる 待遇に 

與らぬ ことを 怨んで 居る やぅな 有樣 でございます、 

左_な 次第であります から* 何卒 政府に 於き まして 

は •此纽 議案の ffi 旨を容 れて •速に 工事に 著 手され 

ると 云 ふこと にして 貰 ひたい、 是が 5a _ 案の 趣旨で 

ございます、 願く は 前年 通り、 滿場 一致の 御 賛成を 

得ん ことを 希 謂す る 次第であります。 

〇 岩 崎 SJJ 君 本案は 誠 K 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ ん ことを 紫み ます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 W, ■謎 ありませ ぬか。 

一 「 .-|?.! '誘 なし _|と呼ふ者 & 01  . 

〇識娱 C 大岡育 造 君) 御 恥 議な ければ •議長 指名の 

九 名 委 M に 付託す るに 決しました ••日程 第 十 11 、松 


本 鐵道 建設に 關 する 建 _案 を 議題と 致します •委員 
長 丸 山 嵯峨 一郎 君。 

第 十一 一松 本鐵道 独 設に關 する 建 謅 案 (高 
烏 順 作 君 外 五名 提出〕 (委員長 報 
吿〕 

〔丸 山嵯峨 一郎 君 登壙〕 

0 丸 山 _ 峨一郞 君 松 本鐵適 翰 設に關 する 建議案の 
委員 會の 結果を 御 報告 申 上げます、 此鐵 道に 就き ま 
しては 提 lil 者の 說明 もありまして、 長 野縣松 本から 
して、 新潟縣 糸魚 川に 通ず る 線になります、 此 間に 
松 本から 大 町と 云ふ處 まで 旣に輕 便 鐵道が 出来て 居 
ります、 其大 町から して 糸魚 川までは 四十 二 哩 許り 
の 距離に なつて 居ります， 政府 委員の 御意 見を 承り 
まする と， 此鐵 道は | 哩 十一 萬 四千 圓 許の 計算で # L 
そ 四 西 七十 萬 二 千 圓 許りで UJ 来る、 さう して 其 間に 
闲難な 場處と 申しましても •翻 續し たる 場 處を計 算 
すれば •二 n; 哩しか 無い と 云 ふやうな ことで、 尙ぼ 
手 廻り 次第、 此鐵道 ほ 必要と認める に 依つ て豫算 の 
範圍內 に 於て 計 蛮を 立つ る、 斯 II な 御意 見で ありま 
した、 此 案に 就て は 殊に 委員 諸哲 の大 槪迎を 受けて 
居りまして、 其 雜® 案の 中、 文字の 上の 修正が あつ 
たのみであります、 其 文字の 修正は 「政府 ハ 速- 一 本 
鐵 ii 敷設 ノ計 畫プ立 テ」 S 々と ある 所を. 其 「速-一」 
と 云 ふ 文字 ほ 少し 不徹底の 文字で あつ. て、 又 今年度 
に 於て 速に と 云 ふやうな ことに も 相 成らぬ 11 である 
旣に前 _會 に 於て は 次年度から して 計 a£ を 立てる や 
うにと 云 ふ 案が 本院を 通過して 居る のであります か 
ら 、此 「速-こと 云 ふ 二字を 除いて 「政府 ハ 次年度 
― 於 テ必ズ 本鐵逍 敕設ノ 計 斑ヲ立 テ、 以テ 地方 無限 
ノ富源ヲ開發シ國家經濟ノ發達ヲ圇ラレムコト -/ 塑 
ム 」 斯う 云 ふこと に 修正 致しまして、 其の 他に 於き 
ましては •委員 諸君が 非常の 御 熟 心を 以て ^ 查を爲 
した 末に、 滿場 一致を 以て 可決され たのであります 
宜しく 賛成せられ ん ことを 希望 致します。 

〇 岩 崎 動 嵙 本案は 委員長 報告 通り •即ち 委員 會に 
於て 修正 議決の 通り 可決され ん ことを §9 みます。 
0S 長 (大岡 育造 君) 御 異議は ありませ ぬか。 

〔r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

01 .長 c 大岡 育造 君) 御 興 識が 無ければ 左樣 する こ 
とに 決します •本日 ほ 是 にて 散會。 

午後 二 時 二 十 I 分散 會 
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0 大正 八 年！！！ 月 八 BC  土曜日： > 

午後 I 時 十二分 開議 
議事 Q 程 第二 十號 

1 都市 計 S 法案 (撇晒 ) 第 一 |§ 會 

右 議案の 審査 付託す へき 委員の 選擧 
市街地 建築物 法案 (l. e f 
右 ii 案の 審査を 付託す へき 委員の ill 禊 
衆 m 院一 f 員 選擧法 中 改正 法律案 (誠 俯) 

®  |響の續(礙5 長) 

第 六 衆議院 裔員 選舉法 中 改正 法律案 

sg 名) 第  I  ss( ll 長) 

第 七 衆 if 院議 員 選® 法 中改 Jr., , 法律案 (g ra t 
黯) 第 5 會の續 (霞 長) i 君 外 

第 /\ 1法中改|(|:挪麵麵腿外) 

第 I 響  - 

第 九 11 中 i 案 (J ±i lp 赌 
ffi 一  第 5 會 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 諸般の 報吿 があります。 

〔原 田 薺 記 官 朗_〕 

一 去 六日 政府ょり 提出せられ たる _ 案 左の 如し 
都市 計 « 法 築 
市街地 妞築物 法案 

一 去 五日 翳 員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
煙草 專賣法 中 改正 法律案 

提出者 小 林 源醫  武藤 金吉君 
兒玉好 熊 君  長 田 桃 響 
一 £田佐 之 治 君  高田耘 平 君 
大津淳 一郎 君  高木 正 年 君 
森 田  茂 君  大堀  孝 君 
渡 過  昭君  高 松 正 響 
松 井 文太郎 55  森 本是 一郎 君 
吉田  中 君  秋 田  淸君 
中 川 隣之輔 君 
織物 消费投 法 中 改正 法律案 

提出者 小 林 源藏君  武藤 金吉君 
兒玉好 熊 君  長 田桃醫 
原 田 佐 之 治 君  高 田 耘平君 
大津淳 一 郎君  高木 正 年 君 
森 田  茂 君  大堀  孝 君 
渡邊  昭君  高 松 正 _ 
松 井 文太郞 君  森 本 是一郞 君 


rr 見 ! K s lr'r s f'lj .s jli 迚説 に関する g! 诫案  松 本鍅谘 建設に 關 する 建議案 


四 


院邁衆 會譲 國帝回  一 i  -mm 


c 'ij 計 3F 法案 •市衔 地铿築 物 法案 第一 a s 


四 二 


吉田  中 君 
中 川 隣 之 柿 君 
家畜 市場 法屮改 正 法律案 
提出者 想 藤珪次 君 
指 田義拂 '君 
佐 藤 喜 八 君 
石 射 文 ?;: 郞逍 
熊 谷 直 太 君 
遠 藤 良吉君 
阿部 武智維 君 


秋 田  清 君 


高橋嘉 太郞君 
H 藤 吉次君 
齋藤 安 ffi 君 
小山 田信藏 君 
ェ藤卓 爾君 
八 田 宗吉君 
野 村 治三郞 君 


東京 帝闕 大學醫 科 大學藥 ® 科擴 張に 關 する 建議 
案 

提出容 小 林 源藏君  大口 喜 六 君 
金 杉 英五郞 君  土 屋淸三 郎君 

工業 原料 楠 物 研究所 設置に 關 する 建議案 

提出者  鹈澤總 明君 

大船 渡、 久慈間 鐡道珑 設に關 する 建議案 

提出者 高 橋嘉太 郎君  エ藤吉 次 君 

佐 藤 喜 八 君  小 林 源 響 

萩  亮君  中 村 啓 次 郎君 

一昨 七 H 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

鐵道 統一に 關 する 建議案 

提出者 W 原文 太 郎君  鹈澤宇 八 君 

關  和 知 君  津田毅 I 君 

野 村 嘉六君 

一去艽 □議员 より 提出せられ たる 質問 主意 W 左の 

如し 

宗敎法 制定に 關 する 質問 主意 書 

提出者  田 中 善 立 君 

一 去 六日 鐵 員より 提出せられ たる 質問 主意* 左の 

如し 

勞 _ 政策に 關する 再 質問 主意 書 

提出者  小山 松壽君 

一昨 七日 S 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 

如し 

淸凉飲 料 水營業 取締 並內務 省令 改正に 關 する 質 

問 主意 ® 

提出者 rri 山 勝太郞 君  三 木 武吉君 

田 中 善 立 君  鈴 木 富士獅 君 

西 伯 利 亞に關 する 質問 主意 書 

提出者  加 藤 定吉君 

一 今 八日 議一 一: より 提出せられ たる 質問 主意 W 左の 


如し 

朝 鲜事變 に關 する 質問 主 ® ffi 

提出者  川 崎  克君 
I 去 五日 內 閣總理 大臣ょり 翳 長 宛 左の 通發令 あり 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 

農 商務 技師 橘 川司亮 
農 商務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
一昨 七日 貴族院に 於て 本院の 送付に 係る 左の 議案 
を 可決した る 旨同院 ょり 通牒を 受領せ り 
事業 公債 金 特別 會計 法案 (政府 提出) 

臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 C 政府 提出〕 

朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

事業 公債 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
造幣局 据 置運轉 資本 增加及 設備 擴張 費に 關 する 
法律案 (政府 提出〕 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

北海道 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
北海道 si 土人 保護 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

一 去 二月 二 十五 H 議決した る 本院の 決議に 對し去 
六日 左の 電報を 受領せ り 

髪 

余は 深く 閣下 か 日本 衆議院を 代表して 表明 せら 
れた る感 念を 感荷 L 余の 誠實な る 謝辭を 議會に 
傳へら れんこと を ffl 請す 

巴 黎千九 百 十九 年 三月 四日 午後 八 時 十分 
佛蘭西 共和 國內 閣議 長 

ヂエ 、クレマン ソー 

東京 衆議 院議 長大 岡 育造 閣下 
〔左の 報告は 朗 11 を經 さる も參 照の ため 玆に 

揭 載す〕 

一 去 五日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 

第 四 部 

決* 委員  菅野傳 右 衞門君 

(中 ® 寅 次郞君 補闕) 

i 去 五日 辭 任した る 常任委員 左の 如し 

第二 部 選出 決* 委員 ， 詡 訪部茁 左 衞門君 

第 八 部 選出 決算 委員  村 松 恒一郞 君 

一 去 六 H 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 

第二 部 

決算 委員  百 願淸治 君 

C 調 訪部庄 左 衞門君 補闕) 

第 八 部 


決算 委員 中 川 幸 太 郎君 (村松恒一郞君補驭〕 
一 去 五日 私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 姿 fl 有 
森新吉 君辭 住に 付 其の 補闕 として 柏 原文 太 郎君 
を、 水產講 習 所內に 淡水 科 特設に 關 する！ iif 案 
委員 唐 端淸太 郎君 辭 任に 付 其 補闕 として 鹈澤宇 
八 君を、 大正 六 年度預 備金茭 出の 件 外 六 件 f 承 
諾を 求む る 件) 委員 川 村 精 之 君辭 任に 付 31;- の 補 
闕 として 高 田耘平 君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ 
り 

一 去 六日 耕地整理 法 中 改正 法律案 委員 小® 八郞右 
衞 門君辭 任に 付 其の 補闕 として 堀 尾 茂 助 君を 議 
長に 於て 選定せ り 

一昨 七日 財政 整理に 關 する 臨時 調査 機關 設置の 建 
議案 委員 井島 義雄 君辭 任に 付 其の 補闕 として 一 
宮房治 郎君を、 農務 省 新設に 關 する 建議案 委員 
上田 彌兵 衞君辭 任に 付 其の 補闕 として 堀 尾 茂 助 
君を， 延松鐵 道 速成に 關 する 建議案 姿 員 井島 義 
雄君辭 任に 付 其の 補闕 として 原 田十衞 君を 孰れ 
も 議長に 於て 選定せ り 
一 去 六日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
市制 中 改正 法律案 外 三 件 委員 

委員長  小山 田 信藏君 
理事  野 村 嘉六君 
延松鐵 道 速成に 關 する 建議案® 員 

委員長  長峰與 一君 
理事  松 浦與三 郎君 
能 代、 五所川原 間鐵道 建設に 關する 建議案 委員 
委員長  池 田 龜治君 
理事  佐々 木 平 次郞君 
鶴 岡、 大泉間 國有輕 便鐵道 敷設に 關する 建議案 
委員 

委員長  熊 谷 直 太 君 
理事  關原彌 里 君 
新 見， 庄原間 輕便鐵 道 建設に 關する 建議案 委負 
委員長  福 井 三 響 
理事  湯 淺凡平 君 
0 議長 (大岡 育造 君〕 是 ょり 會議を 開きます、 御 諮 
り 申す 事が あります、 第 六部 選出 豫算 委員 井島 義雄 
君、 右 常任委員 辭 任の 申出が あります、 許可す るに 
御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 


ます、 第 六部 〇 諸君 li 速に 選 fv 行 ひ、 梅 屆出あ ら 
んことを留；ます、日程第|及第三は、便{儿上|括 
謅 題と 爲すに 御 興 as ありませ ぬか。 

一 「異 謎な I 異逋な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 御 巽 調なければ 一括： ■..-! >】 & 
します、 第 , 都市 計 3£ 法案， 第三， 市街地 11S 築 物 
法案 —— ni 次內務 大 l:f 。 

第一 都市 計 迸 法案 (政府 提出〕 第一 沿 t7 
都市 計 歌 法 

へ 本案 ! X *; 卷八〇 四 頁 fi 族浣篛 琳 中 ン 
广に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 

第三 市街地 建築物 法案 C 政府 提出) 第一 
|@ 會 

市街地 建築物 法 

へ 本案は 本 卷八〇 五 頁 貴族院 該事 中ン 
ハに 掲載せ るを 以て 再掲の 煩を 避く) 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 c 床 次 竹 二 郎君〕 近時 都 m の 膨脹は ^ し 
い 現象で ございます、 東京 市、 大阪市は 固よりの こ 
と、 其 他の 大都市に 於き ましても、 市の 區域內 外に 
苴つ て、 膨脹 發展の 勢は 殊に 顯著な る 狀况で ござい 
ます、 人口 稠密になります る 結果は 自ら 都市の 交通 
衞生 、保安、 經濟 等に 甚 しく 影 1? の ある ことは 申す 
まで も ございませぬ、 之に 對する 相當な る 都市 計 歌 
を 立て >進み たいと 云 ふことは、 何れの 都市に 於き 
ましても、 要望せられ て 居る 所で ございます、 四十 
議會に 於て 兩院の 協賛を 得て， 取敢 へず 贺京市 M 改 
正條例 中に 一部の 改 芷 を 加 へられた のでありまして 
京都、 大阪 、其 他內務 大臣の 指定す る 地に も、 之を 
準用す る途を 開かれた ので ありました が、 是では 未 
だ 十分で ございませぬ、 將來 秩序 ある 健全なる 發達 
を 遂げし める と 云 ふのに は 十分で ございませぬ、 殊 
に 市 M 改正 條 例に 附屬 します る 土地 建物 處分 規則と 
云 ふ ものは、 三十 年 前の 發 布でありまして、 不備の 
點も 尠からず、 當議會 に 於て 問題に なつた こと も あ 
りまして、 當時 政府に 於て は、 適當の 時機に 於て 改 
正を 致したい と 云 ふこと を 言明 致しました こと も ご 
ざいます、 此 法案の 中の 耍點を 申 上げます れぱ 、第 
一は 都市の 發 達に應 ずる 地域 設定に 關 する 規定を 致 
した ことで ございます、 現行法で ほ 土木 又は 衞 生に 
關する 工事の 設計を 定める と 云 ふ途は 開けて ござい 
ますが、 住居、 商業 >  H 業 等の 地域を 設定す る こと 
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|に付ては、何等の規定がございませぬ、目今是れ等 
| のことは 都市の 狀況 よりして、 必耍な る こと、 考へ 
るので あ 〇 ます •尙ほ 市街 宅地の 利用を 計る 上に 於 
きまして、 土地 K 劃の 整理に 關する ことは 必要なる 
ことで ございます るが、 現在に 於き ましては 是れ等 
に關 する 規定が 無い 爲 めに、 巳む を 得ず 耕地整理 法 
を 適用 致して 居る のであります るが* 甚だ is 憾に感 
ず る點 がご ざいます" 又 02 在の 法 ® に 於き ましては 
都市 計 喪の® 行 上、 此の 收 用に 關 する 制度は 不十分 
でございます、 仍て 之れ を 今日の 時代に 脑ずる 土地 
收用法 を 規定 致した 譯 でございます、 或は 又 道路に 
沿ぅて 纽築趿 地 等の 利用を 計る 上に 於て、 速 築地 帶 
に關 する 收 用の 規定を も 致しました-以上 改正の 重 
なる 事柄で ございます が、 大體 今日の 市 ys 改正 條例 

を 骨子と して 用 —— 踏！； 致して ございます， 右 法 

案大 體の說 明で ございます、 此の 市街地 建築物 法案 

は、 都市 計 迸 法案と 相俟つて 始めて 都市 計 斑の S を 

舉げ fy る 次第で ございます、 此の 法案に 於き まして 

ほ 住居、 商業、 又は X 業の 地域を 設定す る ことに 關 

する 規定を 致しました、 尙ほ迢 路と趄 築との 關係、 

SS 築 物の 高さ、 若く は 擗造 等に 關する 規定を 致し ま 

した 今日の 時代に 聰じて 都市の 計进を 實 行 致したい 

稍 〇 であります、 市區 改正 條例 を發 布せ らる 、際に 

當 りましても 政府 當 局に 於き ましては、 同時に 建築 

に關 する 制度を も 立てたい と 云 ふ 希 S! も あつた 趣で 

ありました が、 其の 當時 民度 未だ 進まざる もの あり 

其の ts になつて 居りました が、 11 來 此の 建築に 關す 

る こと •或は 屋上 制限な り、 若く は 衞生上 有害なる 

较 築に 對 する •取締 等なる， 斷片 的に 地方の 镫 察 令を 

以 つて 取締 規則を 設けて あります る 今日の 锊况で ご 

ざいます が、 K 度の 進みまして、 段々 規模の 宏大な 

る 建築物の 纽築せ らる 、今日に 當 りまして は、 是等 

の肢締 規則の みを 以 つて 十分な りと 申す ことは 出 來 

ませぬ、 それ故に 此の 法案を 設定 致しまして、 都市 

計 迸 法案と 相俟つて、 都市の OJr 良 事業の ffi 利を 圖り 

たい 趣 ^ でございます、 S- しく 御 詮議を 願 ひます* 

尙ほ重 大なる 法案なる に 拘らず 、提出の 期限の 遲れ 

ました 事に 付て は、 特に 御斷 りを 申 上げて 置きます 

f 拍手す る 者 あり〕 

o p 長 C 大岡育 造 君〕 高木 益 太 郎君。 

〇萵木 益 太 郎君 政府に 御 尋が あります •か、 本案の 

大體は 秕 市の 交通、® 生、 保安、 經濟 上の 利益を％ 


進す る爲 めに、 御 提案に なつた ことで ございます か 
ら 、吾々 郝 市に 關係を 有する 議員と しては、 頗る® 
迎す るので あります、 併し 二 三 簡單に 御尋を 致した 
い 事が あります が、 之に 就て 政府からの 御 答を 望む 
のであります、 第 一 は 勅令で どの 都市を 改善す ると 
云 ふこと を 決める と 書いて あります が、 內務 大臣の 
御考 では、 何れの 都 TH を 御 指しになる ので あるか、 
其 中で 一番 早く どの 都市を 御 著 手になる と 云 ふ御考 
であるか、 大凡 其 勅令の 內容 、内務大臣の 頭に 描か 
れたる 所の 勅令の 內容 如何 •何れの 都市を 指す ので 
あるかと 斯う 云 ふ 事を 伺 ひたい、 第二には、 此法律 
の 運用に 依つて 爲 すべき 改良 工事と 云 ふ ものは、 大 
凡、 何 11 圆掛る 御計迸 であるか， 少なくも 私は 東京 
に關 係を、 有つ て 居る のであります から、 ® 京 市區 
改正 條 例を 躞 して 此法 律を 實行 すると 云 ふこと に 就 
て、 東京 市には 改良の 費用と 云 ふ ものは、 內務 大臣 
は 何 億 圓使ふ ものと 御考 になつて 居る ので あるか、 
第三には、 工事を 何年 間に 完成な さる 思 召で あるか 
第 四には、 此 法案は 內務 省の 方が 起草せられ たもの 
と 見えまして、 交通 •德 生、 保安と 云 ふやうな 内務 
行政に 關する 事柄は、 中々 能く 御 調査の やうで ござ 
います、 併ながら $ に 角 東京の 大都市を 改造す るに 
は •何 億 WI の 費用を 耍す るので あります から、 其 財 
源は どう 云 ふ 工合に 算盤を 御 採りに なつて 居る ので 
あらう か、 其 財源は 租 稅 で 徵收 すると か、 或は、 公 
共團體 に 於て 公憤を 以て 蘋集 すると か、 即ち 經濟の 
方面、 此改 造を 爲す 資本金 融の 方面に 就て、 どう 云 
ふ 御計畫 が あらる、 ので あるか、 是は 一番 東京 市民 
が聰 きたい 所であります から、 此經濟 方面の 研究と 
云 ふ もの も、 | つ 御 調査を 爲され た 所を ば 委しく 伺 

ひたい、 例へ ば 私 等の 考に 致します と 云 ふと、 幕府 

時代に 於て は、 有名な 神社 佛閣の 建築 資金には 富籤 

を 許して 居つ た、 是は 外の 事に se ては 射倖心を 挑發 

する 虞 あるけれ ども、 東京で 例へ ば 增上寺 山門の 建 

築を すると か、 或は 湯 島の 天神 社を 建築す ると か 云 

へば、 其 境內に 於て 富籤を 許して、 輙 すく 金を 集め 

る •所謂 低利の 資金を 集めて、 建築の 費用に 供した 

と 云 ふこと であります が、 丁度 ffi 逸の 「フレ デ リッ 

ク」 大王が 伯林の 都市を 越 築す るに 就て、 割增債 券 

の 募集を 許した 如く、 東京に も 或は 割 % 债 券の 發行 

を 御 許しになる 思 召で あるか どうで あるか、 例へ ぱ 

最近に 於て ® 業 銀行が 一千 萬  の割咐 債券を 募る と 


云 ふと， 四 分の 利息で 結局 割 增金を 加へ、 五分まで 
で 一千 萬 圓の琛 集が m 來た 、然るに 此頃 政府が 三年 
の 短期 公債 五 千 三百 萬圓鉍 集す る爲 めに、 實際 政府 
の 支拂 ふべき 利子 等は 六 分に 當 つて 居る、 民間の 勸 
業 銀行ょり 政府の 國 憤の 方が 高い 利息を 拂つて 居る 
故に K 京な り 六 大都市な りを 改造す ると 云 ふに ほ、 
成べ く廉 い费 用を 以て 其 資本を 得る と 云 ふことは 必 
耍だ らうと 思 ふ、 rrt くやれば 地主の 負擔が 輕くな る 
地主の 負擔が 輕くな れぱ 借地 人の 負 擔が輕 くなる、 
借地 入へ 負擔が 輕くな れぱ 、借家人の 負擔が 輕くな 
る ことは 疑ない のであります から、 斯の 如く 正しい 
方法に 依つ て やる のであります からして、 割 增を許 
し， 以て 低利資金を 注入す ると 云ふ爲 めには、 或は 
勸業 銀行 同樣 に、 割％ 債券の 發行 でも 東京 市に 於て 
御 許になる 御考が あるか どうか、 それから 又 此勞® 
者の 建物の 建築を してやる と 云 ふことは、 歐羅巴 谷 
國が國 家と してやつ て 居る、 是等は 社 會 政策の 上 か 
ら 、何れの 國 家と 雖 も、 勞働 者に 向つ て菔い 費用 V 
以て 都市の 生活の 設備を やつて 居る、 政府は 斯う 云 
ふ點に 就て、 國家 として 經營 する 御考 であるか、 此 
東京 市な り 其 他の 都市の 經營に 付て は、 國庫 からど 
れだ けの 補助を する のであります か、 例へ ば 日本 全 
國から 都市に 集つ て 来る 者が， 全人 口の 十分の 二以 
上に なつて 居つ て、 尙ほ 益々 人が 集中す る ® になつ 
て 居る、 さう すれば 都市 問題は 日本の 玄關ぱ かりで 
ない、 是は實 に國家 問題で あつて、 段々 人が 田舍を 
離れ 都 會に來 る •現在 十分の 二 以上の 人口が 集つ て 
居る、 將來 どれ 位 集る か 分らぬ、 それで 都市の 一局 
部 問題と 云 ふょりは、 寧ろ 國家 問題で あつて、 將來 
色々 八ヶ敷 い 問題が 起る のであります、 政府 ほ勞働 
者の 方面に 就て は、 十分なる 補助金を m す御考 であ 
るか， 或は 乂政府 'か 商 接國 費を 以て 御 遺り なさる 御 
計畫 であります か、 斯う 云ふ點 を 吾々 は 市民の 一人 
として 伺 ひたいので あります、 其 次に 伺 ひたいのは 
借地 人、 借家人の 保 ii 計畫 はどうで あるか、 現在 例 
へば 東京で、 下の 地面の 價格は 十億 圓で ある •上に 
在る 建物、 營業 •住居 權の評 僧は 二 十億 圓以上 ある 
其 地上には どの位の 入口が 居る かと 云 ふと •  |一 百 五 
十 萬 人 以上 居る、 此地 主が 一 萬 五 千 人內 外、 一 萬 五 
千 人の 地主が 暴利を 貪れば I 尤も 中には 正 當の地 
主 も澤山 あるが、 惡 地主の 誅求 if 直ちに 二百 五十 
萬の 人が 戰々 兢々 として 其堵に 安ん ぜぬ ので ありま 


す， 故に. 7SC 心して 東京 市内に 居住す る ことが 出来な 
い、 凡そ 他人の 土地に 於て、 借地 人が 勞磡と 其 資本 
を注入して立派な家撞，を建築し>其の結果都市の美 
翻を 添え、 都市の 衞 生、/ 交通を 發達せ しむる ので あ 
るから、 政府は 餘程 借地 人 借家人を 保護す る 計® が 
なければ ならぬ と 思 ひます、 是はど う 云 ふやうな 政 
策を 政府は 描かれて 居らる、 か、 內務 大臣は 豫て社 
會政策 に 就て、 餘程御 抱負が あると 云 ふこと であり 
ますから •吾々 は 敬服に 堪へぬ のであります、 是は 
裒京 市民に 収つ て- ®: 要なる 案で、 此計贽 が 確定せ ざ 
れぱ 、殆ど 空中に t-i 閣を 描く と 同一で ある、 故に 今 
度の 大計！ M、 永久の 設備を すると 云 ふ 以上は、 矢 張 
「フレデリック」 大王が 獨 逸の 伯林に 非常なる 計 ffl 
を 立つ たると frij じ やうに •床 次內務 大臣は、 餘程此 
都市に 同情を 以て やらなければ なり ませぬ、 其同悄 
の 程度は どの位で、 其 抱負は 如何で あるかと 云 ふこ 
とを 伺 ひたいので あります、 それから 最後に 都市 計 
畫委 M の 組織であります、 大抵の 事は 行政命令で 謎 
める やうであります が、 兎に角 所有權 は 憲法 上の 保 
障の ある もので、 今度の 計 - 3! と® 觸しな いやう にせ 
しむるには、此都市計畫委員會の勅令ほ、どう云ふ 
X 合に 御 決めになります か、 其 内容の 大體を 伺 ひた 
い、 吾々 をして 言は しむる と、 東京 市の 如きは、 市 
會 議員は 存外 東京の 實悄を 知らない 者が あり、 却て 
土 著の 恒產の 有る 區會 S 員の 方が、 東京の 事情を 知 
つて 居 X であるから 此 案の 如く 營業區 であると か 
H 叢 區で あると か、 住居 M であると か、 區域を 定め 
るに 就て は、 餘程都 會の事 情に 精通した 人が 入らな 
ければ、 此適當 の 運用が 出来ぬ のであります、 さう 
しないと 非常に 都 會の 經濟關 係、 營業關 係、 歷史關 
係を 破壊す る虜が あります から、 之に 就て はどう 云 
ふ 組織を 以つて 御 遺り になる 御考 であるか、 即ち 都 
市 計畫委 M 會の 組織の 如何と 云 ふこと を 伺 ひたいの 
であります。 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 高木 君に 御 答 致します 
が、 勅令を 以て 之を 指定す る 市と 云 ふ ものは， 今の 
所では どう 云 ふ考か と 云 ふ御尋 ほ、 此の 法案の 二十 
九條に 「東京 市區 改正 條例及 東京 市區改 正 土地 建物 
處分 規則 ノ 適用 又ハ维 用ヲ受 クル 市 ハ 第二 條第 一項 
ノ 規定-- 依 リ 指定 セラ レ タルモ ノト 看做 ス」 唯今斯 
12 に 承知を 下されて 宜しう ございます、 それから 第 
二の. (高木 益 太 郎君 「今 六 大都市です な」 と 呼 ふ) 左 
1| 四彐 
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玆で あります、 都市 計 f l'l: に ^ する 拽 兑 が あるかと 云 
ふこと であります が、 それ ij: 収 調べて 居り ませぬ、 
大猎は法案に就て御钱下さる如く、先づ此都芾であ 
り -* i- れば ，現在 ai 京 li 市以 改正 條例に 依って 市 M 
改正を 致して 居ります が、 それに 今日ょり もょり 以 
上の 便利の 途を 開きたい と 云 ふこと に， 承知を 下' 5 e 
れぱ •«: しぅ ございます、 事業の 計进 •順序、 a 行の 
卿 序 等は、 郡 市 委員 e に 於て. P1 然定む る ii であ， 〇 ま 
す、 それから 第三の 財源の ことに 就きましては、 現 
行 m K 改正條 例に 別段！！ Hi は 加へ て )？: • り ませぬ、 新 
たなる 考を 有して 居り ませぬ、 左櫧に 御 承知を 願 ひ 
ます (高木 益太郞 君 「何年 間に 完成す る 見込で あり 
ます か」 と 呼 ふ) それ ほそれ^-谷 都市に 於て、 都 

市 計 斑 黍 M & が 何れ 組糨 されます から、 是等の 委員 

に 於て 十分 •被 議を盡 さる、 粘りであります、 在 様に 

して 決定す る 52 りであります、 それから 勞卿 *- の 家 

闋問 題， 其 他縷々 御述 になり ました 事は、 私 も 至極 

御同感でありますが、此の案に就ては、直接其等の 

所まで 考を 及ぼして 居り ませぬ， 何れ さぅ 云 ふ 問題 

•は. 追々 調赉を 致さなければ ならぬ と考 へて 居り ま 

す、 第 四 姿 M #; の 組織、 此委员 會の 組織 も、 萬ら 現 

在 朿京 ffi M 改正 姿 M 會と ffl 異ならざる 組織を 致す 積 

りであります、 喵今御 注意の ありました、 區に從 事 

する 人々 にして、 其 必要な りと 思 ふ 人は •總て を 加 

ふること が u.i 來る譯 になつ て 居ります から、 注意を 

致します(冏木益太璐君「財源はどぅですか」と呼 

ふ〕 其 事は 者へ て ® り ませぬ、 0 然 他日 必要が ある 

時、 更に 考 ■致します。 

0 翳 長 C 大岡 育造 君〕 雨 案の蒞 赉を 付託す へき 委員 

の 潠擧を 謬 題と 致します。 

お _ 案の 蒗査を 付託す へき 築 員の 選擧 

0 岩 崎 動 君 唯今の 日程 第一 及第 三は、 一括して 委 

貸に 付託し、 其委 a は 二十 七 名と し、 議長 指名に せ 

ら れんこと を 望みます。 

〇談丧 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 識に 御異讅 ありま 

せぬ か。 

〔「 異識な し異 _ なし」 の 際 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異識 なければ、 岩 崎 君の 励 

識の く 決定 致します。 

0 岩 崎剧君 議事 日程 pi 更に 關する 緊急 励 _を 提出 

致します、 即ち 玆に 便宜上 政府の 同意を 得て •日程 

第 八 及第 九を 一括して _ 題と 爲し 、簡單 に 提出者の 


御說 明を 求め •先づ 其の 密議を 進められん ことを 望 
みます-* 

〇敢 長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 議に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ I 日程變 
更に 政府 (3; 同意です か。 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 簡單 の御說 明で ありま 
すれ ぱ 、同意 致します。. 

0_長( 大岡 育造 君) 條件附 であります、 簡® の 御 
說明で ありま すれば、 政府は 同意す ると 云 ふこと で 
あります。 

第 八 煙草 專賣法 中 改正 法律案 (小 林 源 藏 
君 外 十六 名 提出〕  第一 讀會 
煙草 萬賣法 中 左ノ通 改正ス . 

第二 十條ノ ニ 政府 ハ 煙草 耕作者 ノ 組織 スル 組合 
又 ハ 其 ノ 聯合 組合 M 對シ專 賣事 務 執行 上 必要 ナ 
儿 施設 ヲ爲シ 又 ハ 其 ノ補肋 ヲ爲ス コト ヲ命 スル 
コト ヲ得 

前項 ノ 組合 又 ハ 聯合 組合- 1 對シ 命令 ノ定ム ル 所 
-1 依 リ豫览 ノ範 圍內 -1 於 テ 交付金 ヲ 下付 スル コ 
トヲ得 
附則 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一 日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

第 九 織物 消費税 法 中 改正 法律案 (小 林 源 
藏君外 十六 名 提出〕 第一 讀會 
織物 消費税 法 屮左ノ 通 改正 ス 
第二 十二 條政府 ハ 織物 ノ 製造者 又 ハ 販 K 者ノ組 
織 スル 組合-一 對 テ徵銳 上 必要 ナル 設備 ヲ爲シ 又 

ハ 徵收事 務ノ  ■補 肋 ヲ爲 ス ヘキ rl トヲ命 スル コト 

ヲ煜 

前項 ノ組 合-一 對シ 命令 ノ定ム ル 所 = 依 リ其ノ 取 

扱ヒ タル ■物 中 消費税 ヲ赋課 シタル 織物 ノ價額 

ノ千分 一以 內ノ 金額 ヲ 交付 スル コト ヲ煜 

附則 

本 法 ハ 大正 八 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 小 林 源藏 君。 

〔小 林 源藏君 登壇〕， 

〔拍手 起り 「簡 W1 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 小 林 源藏君 諸君 •唯今 議題に 供せられ ました 所 

の 二つ の 法律案は、 各派 協同して 提出 致した ので、 

而も 其 賛成者は、 內 閣員 並に 政府の 役人た る 所の 議 


M を 除いては、 殆ど 谷胶を 通じて 全部 -? f 成せられ て 
提出した る 所の 法案であります、 隨て爱 に 殆ど 説明 
を耍 さぬ 位で ある、 諸君の 要求. を 侯たず して， 瓶 1. 
に說明して宜しいのでありますけれども、尙ほ數言 
の說 明を 爲さゾ るべ からざる (rf 以の もの ほ. 近く ほ 
政府の 賛成を 求め、 遠く ほ 貴族院の 諸 公に您 へんと 
欲する 意味で あると 申して 宜しい のであります (笑 
聲 起り 「簡單 々々」 と 呼 ふ 者 あり) 通に 此二 法案と 
殆ど 同じき 所の趄 誔 案を 提出 致しまして 政府 委員と 
反稷 質問 應答 致しました る 結果に 依ります と、 織物 
組合が 織物 消費税 徵收 上に 於て 多大の 便宜を 與 へ、 
隨て 多大の 金を 費して 居り， 葉 煙草の 耕作 ?: I 合が， 
葉 煙草 収納 上に 於て、 是亦 諸般の 手傳 を爲 して、 其 
組合. IH1 身が 政府の 爲 めに 金を使つ て 居る と 云 ふこと 
は、 阴白な る 事 ® となつ て 居る のであります •而し 
て 政府 ほ 其 事實を 認めて 居る からして、 此議會 に 追 
加 豫算を 提出したい と 思つ て 居る とも 申した ので あ 
ります るが、 退いて 考 へて 見る に •事實 は斯の 如く 
になつ. て 居る けれども •組合は 政府の 手傳を 爲すこ 
と -^ 拒む こと も 出 來-又 政府は 交付金を 與 へる こと 
を 拒む こと も出來 るので あります、 是に 於て 其 交付 
金の 歳 3 をして、 法律の 結果に 基く 歳出たら しむる 
と 同時に、 組合に 對 して 政府が 諸般の 手 傅を 命ずる 
ことを 得る 褪 力を、 政府に 與 へんと 欲する 所の 此法 
律 案であります (「分りました」 と 呼 ふ 者 あり〕 立 
憲 的に此 行爲を 規定せ んと 欲する 所の 法律案で あり 
まする から、 各派 協同して •殆ど 全會 一致 饺成せ ら 
れた 所以. であると 思 ふので あります， 其內容 に 就き 
ましては、 委員 會に 於て 委しく 政府と 質問 應答討 翳 
を 重ねて 宜しい と 思 ひます るから、 玆 には 說明 致し 
ませぬ が c  r ひやく」 と 呼 ふ 者 あり；！ 速に 委員 會 
に 付議して、 可決せられ んこ とを 切望して 已まざ る 
ものであります、 本日は 最も 重要なる 選擧 法改正 案 
の上程されて居るにも拘らず、日程を變更して此法 
案說 明の 機會 を與 へられた る ことを •此 に II んで感 
謝 致 L ます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君兩 案を 一括して、 _ 長 指名を 以て、 特 
に 十八 名の 委員に 付託せ. b れんこと を 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励議 に御異 黐は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


二 四 四  _ 

0 雜長 (犬 岡 育造 君) 御 災忒が 培ければ  >  I in o I 
励發の如く決しました、是より [3 程第五、筘六>第 
七を 一括逛 題と 爲し ，委 公長の ;':; 齿を求める、沉災 
誔は ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異運 が 無ければ 為 ii J^ 小川 
平 吉 君。 

第五 衆 謎 院議 M 選 沿 法 屮改正 法 ^ 案 (政 
府提出 0 第一 抦會 の紹 (姿 il 長 報吿〕 

第 六 衆 讅院謎 fl 選 舉法中 改正 法 伴 案 ^ 2 
木 益太郞 封 外 三 右 提出〕 第一 r an e の 
紐 C 裘员長 報吿) 

第 七 衆誔院 謫員選 擧法屮 改正 法 W 案 (武 
富 時敏 a 外 六 ^ 提出〕 第一 諮© の 姑 
(荽員 長 報 吿) 

〔小川 平 杏 君 登 挺〕 

〔拍手 起る〕 

0 小川 平吉君 衆議院議員 選 擧法中 改正 法 yi 某の 姿 
員 會の經 過 並に 結果を 御報哲 致します、 委 M 位は 八 
回 開會を 致しました、 殆ど 毎回 一人の 缺席者 無く、 非 
常なる 爾精を 以て 愼® に此 案に 就て 研究洁 鞔を盡 さ 
れま した， 明治 三十 三年の ii 擧法改 正 案に 於て 六 回 
十四 時間を 費し、 明治 11 十 年の 選擧法 改正： 糸に 就て 
四 回 十一 時間 半を 费し たに 較べます れぱ 、今回は 迓 
に 八 回 三十 六 時間 半と 云 ふ 十分なる 時間を 四して、 
極めて 愼 重に •器 議を盡 しました 次第で ございます、 
委 M 會に現 れたる 質問 臊 答の 趣 总は 後に 通 !';• が 滞 山 
ございます るから して、 後の 御 方より 十分に 精し く 
述べられる W であらぅ と 思 ひます るから 爱には 極め 
て簡 鼠に 其 要旨 だけを 御 紹介 申す 事に 止め やぅと 考 
へる のであります、 第一、 此普通 選. 取 論者は、 納税 
の 制限を 金く 撤廢 をしたい、 是は 111; 界の 大勢に も從 
ひ、， 日本の 現狀 並に將 來に照 して、 今日の 財政 上の 
制限は 不必要で あると 云 ふ ffi 意を 以て、® 問 討論を 
せられました、 之に S する 制限 必耍 論者は、 今日の 
日本の 現狀に 照して、 財 產 上の 制限を 骹く 必要が 有 
る、 歐羅巴 諸國の 歷史を 見ても、 普通 選擧に 至る ま 
でには、 幾多の 年月と 階級と を經て 、然る 後に 漸く 
到達した ので ある、 今日日 本の 現 狀は、 m 產ある 者 
は 恒心 あり、 FI. 又 相 當の 智識 Kf 格を も 具へ て 居る の 
であるから して、 矢 張財產 上の 制限を 置く のは、 今 
日の 現狀に 於て、 最も 相當で あると 云 ふ 趣® で ござ 
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います •又 國民黨 並に 惑 政 會 の W 節 上の 制限を， 疽 
接 ra 税二圆 に (S 下す る 所の 論者の 主張は、 選犁础 は 
益々 摘 張す る ことを 必要と する， 併ながら 普通潠 擧 
に 達する のは 餘 りに 急激で あるが •今日の 場合に 於 
ては， 出来 得る だけ 此制限 を 低下す る必耍 ょりして 
二 11 まで 下げる と 云 ふ 論で ありました、 政府の 方の 
主張は、 今日の® 合は 府縣會 議員の 選擧 資格 も •直 
接國 稅三圆 以上を 納むる 者に 與へて 居る、 急激に 之 
を 飛越え て二圓 にまで 下げる と 云 ふこと は>  餘 りに 
技 當でな い、 乃ち 三圓を 以て 相當 とする •斯ぅ 云 ふ 
趣意で ありました、 又 智識 階級 —— 之に 溜 擧 權を與 
へる と 云 ふ 主張が ありました、 之に 就きましては、 
中學 卒業 以上の 若；"  右く は 是と 同等 以上の 學力 有り 
と檢定 せられた る密に 選帮權 を與 へる のが 相當 であ 

る、 殊に 是 等の密 に 選擧權 を與へ る 結果と して、 選 

擧界 £弊 害を 苹正 する ことが 出来る、 又是等 の 界 は 

抑 市 (. 多くして 郡部には 割合に 少ない ので あるから 

して、 今日の 法律に 依て、 都 ^ には 選帮糊 者が 比較 

的 少く  •郡部には 比較的 多い、 此偏輕 侃 m に 向って 

緩和を する 利益が 在る、 # If 様な 主張であります、 之 

に對する政府の主張の槪 5? ほ，成程赞識階級に選擧 

饳を與 ふると 云 ふことは、 一應尤 の やぅで あるけれ 

ども •併ながら 中學 卒業 以上の 者と 云へ ば， 其數五 

十餘萬 人の 屮 、或 (3: 旣に現 在の 法に 依て 選擧 ©' を 享 

有して K- る 者が ある •或は 又 年齡二 十五 歳に 達せ ざ 

るが爲 めに、 選铝糊 を與 へる ことが 出 來ない 者が あ 

る、 之を 差の くと きは、 做 か 十 萬 位の 數に充 たない 

ので ある、 之を 以て 選擧界 を廊淸 すると か、 或は 現 

時の 偏輕偏 m を矯む ると 云 ふが 如き 祺 は" 殆ど 望む 

ベから ざる 事で ある， 殊に 此學校 卒業生 だけに 與へ 

ると！ K ふこと になれば、 壤校を 卒業せ ざる 所の、 是 

れ以上 の學 力を ^ • し、 是れ 以上の 智識を 有する fcg 民 

の數は 非常に 多數 である、 之に 對し て選擧 滞を 與へ 

ないと云ふことほ、へ'不公平である*不徹底である‘ 

而して 又是 等の 人に 向って 選 擧糊 を與 へんと 欲すれ 

ば、 如何にして 之を 興 へる か、 其 ^ 迆を兑 ili す こと 

が莊だ S 難で ある、 到底 rf 行： 小 可能の 事で ある •斯 

様な 趣意を 以て 反對 せられた ので ある •又 大 選擧區 

小選舉 傾の 政府の 生 張に 依れば、 明治 三十 三年に 小 

選 擧 M を變 じて、 現在の 大選犁 區 制に 改める 場合に 

於け る 立法の 趣 ;" S は、 其 後现行 法を！：； 行した る 結果 

として， 十分に 之を 達する ことの S 来ない ? JT が 明に 


なつて 參つた ，又大 選犁 M であるが 故に、®々 なる 
邨 ® が ® m 致して、 潠舉费 ほ 非常に 膨脹し、 選擧 M 
は 非常に 腐敗す ると 云 ふこと になつ たので ある、 殊 
に今冋 改正の 結果と して •選舉 權 者の數 は 政府の 案 
に從 つても、 尙 A つ 現在の 倍數に 達する、 斯の 如く 
潤 擧嵇 者の 數が 非常に 咐加 する に從 つて、 益々 期 ^ 
な 弊害が 增 して 来る® が ある、 又収締 上に 於ても 甚 
だ 困 II である、 又 現在の 大選 擧區 制は ■相 當に健 全 
の發 達を 促す に 付て 甚た 障碍が ある、 之を 小 漣 擧區 
に變 ずると きは、 是等の 弊 宵の 中の 餘程 多くを 矯正 
する ことが 出 來 るので ある、 斯様な 大腊に 於て 主張 
であ 〇 ます， 之に 反して 大選擧 區論湃は、小選擧區 
となれ ぱ 、少数の 選擧撾 者が 代表を /J.1 す 機會を 失 ふ 
ので ある、 大選 擧區に 於て ほ 比較的 其 弊が 少ない、 
今日 理想と する 所は、 比例 代表の 制度に 在る けれど 
も、 比例 代表の 制度は、 理想に 止つて® 行す る こと 
が 出来ない、 切め て大 選擧區 に r れば 、此 比例 代表 
の 趣® を 幾分 達する こと •か m 來 る、 又収締 云々 の 如 
きことほ、大選擧區としても、小選擧區としても殆 
ど 相違は 無い ので ある、 選舉區 の閼 敗， 選擧 費の 膨 
脹と云 ふ ijf ■に 至つても、 是亦大 選 擧區小 選 擧區に 於 
て 餘り 疑る 所は 無い ので ある、 又 政府の 主張に 依れ 
ば、 小 選 擧區制 を 採用す る 結果と して、 全國の 中に 
煺多 無競爭 の區 域が 出来る •政府に 於て は、 是ほ最 
も 喜ばしい 現象で あると 言 ふけれ ども、 大選 擧區論 
若の 主張に 從へぱ 、無 競 氓は 必ずしも 喜ぶべき 事で 
ない、 立憲政治の 原训 として、 互に 政兑 を發表 して 
相 串 ふの が 寧ろ 原則で ある、 又 小 選擧區 、即ち 政府 
の 主張に 從へ ば， 小 選 擧區 となつ た 結果、 候補者と 
選 辦人 とは、 其 關係 極めて 密接と 相 成り、 選擧 人が 

候補者の 人物、 學識 ■性行 •之を 知悉す る ことは， 

大選斟 M に 於け るょりも 極めて 便利で ある， 斯樣に 

主張 t るに 對 して、 大選 舉區 論者は、 小 選 舉區 とな 

つたる 結果と して •候補者が 或は 政見の 發表を する 

機會が 極めて 少なくな りは せぬ か、 即ち 無 競苹の 場 

合 等に 於て は、 候補者の 政見 發 表の演 說會の 如きは 

一回 も 開かない と 云 ふ 風の现 象を M する ことにな り 

はせ ぬか、 却て 是 ほ 立憲政治の 原則に 照して 不都合 

である •大體 斯糅な 蕺 論と 記 11 して 居ります、 次に 

政府の 小 選擧區 の區铍 に 就て、 或は 不公平で ある、 

斯様な 主張が ございました、 之に 對 して 政府は、 人 

口 十 人 一 選擧區 の 方針を 以て、 小潠擧 區の M 


盡 を 致し、 之に 地理 •歷史 、人 一 £、 風俗、 並に 交通 
の M 否 等を 參酌 致して •或は 二 人、 或は 三人の 區を 
設けた ので ある •少しも 不公平な 區进を 致した もの 
ではない、 斯_ な 答 辯であります、 何れ 詳細の 事は 
後に 謎 場に 於て 通告の 方々 より 御演說 になら うと 思 
ひます から •此 論旨の 御 紹介は 右の 程度に 止めて 置 
きます、 委 M ff に 於て は、 尙ほ 今井嘉 幸 君より 小娄 
員會を 組織 致して 而して 谷 派の 議論の 一致 l!i を 見出 
したいと 云 ふことの 動議が 提出せられ ました、 併な 
がら 此動議 は 少數 にして 否決に なりました •尙又 政 
府提 出の 法律案に 對して 、委員 三 土 忠造君 並に津 田 
毅一 君より、 修正の 案を 御 提出に なりました •是は 
今朝 印刷 致して 御手 許に S 付 致しました から •御踣 
になつ たこと であらう と考へ ますから、 此 案を 一々 
玆に御 紹介 致す ことは 省略 致します >  唯 々要點 に 就 
て、 修 正 窣提出 の 趣意を 極めて 簡單に 申 上げて 置か 
うと 思 ひます、 即ち 三 土 君 提出の 修正案は、 現行法 
—— では ありませ ぬ、 誤りました •政府 提出 案の 第 
十三 條の 、政府に 對し受 負を 爲す 所の 會 社の 無限 責 
任 社員 役員 等に 對 して •被 選！！ 權を與 へない ことに 
なつて 居ります、 此被 選擧 權を與 へない 者の 中に、 
會 社の 發起 人、 収締役 、監査役 等を 包含して あるの 
であります、 然るに 修正案 提出者の 意見に 依れば、 
會 社の 發起 人なる ものは、 取締役 •監赍 役 等の 相違 
して. 左まで 政府と 密著な る 利害 關 係を 有する 者で 
ない、 又 或 一定の 期間を 經過 すれば 會社が 創立 せら 
るれば、 旣に發 起 人の 資格 ほ 無くなる ものである、 
是 等の 者にまで 被 選舉權 を 禁ずる のは 不正 當 である 
仍て 之を 削除したい と 云 ふの が、 第 十三 條に對 する 
修正 意見であります、 それから 、酌 五十 五條に 於て は 
今回 政府 提出の 法律案に 依れば、 或は 二 郡を 合して 
一 選 擧區 とし、 或は 三 郡 四 郡を 合して 一 選擧區 とす 
る ことにな つて 居ります、 其 結果と して 投票を 了り 
ました 場合に 於て、 一 選擧區 全體 、即ち 場合に 依て 
ほ 三 郡 若く は 四 郡と 云 ふ 此多數 の 郡の 投票を 悉く、 
集めて、 之を 混同 致して 開票す る ことにな つて 居る 
のであります、 斯の 如きは 非常なる 混 雜を來 す、 殊 
に 今回の 改正案に 依れば， 選擧權 者の數 ほ 非常に％ 
加して 居る、 之を 三 郡 若く は 四 郡の 投 M を 混 rwj して 
開く と 云 ふことは， 餘程混 雜を來 すの みならず、 其 
中の 一部分の、 或は 一町 或 (X 一村に 於て 無効投票 等 
の 起り ましたる 場合に、 其 影 i? が 即ち 二 郡 三 郡 若く 


は 四 郡と 云 ふが 如き、 選擧區 の 金 體に及 ぼす ことに 
相 成る ので ある •是は 甚だ K しくない ので あるから 
して、 投票を 開く 場合に、 谷 郡の 投票は 之を 混同す 
る ことなくして、 谷 郡 別に 之を 開崇 すると 云 ふ 所の 
修正案でありま丁，此趣意に關聯して、三四の临瑣 
の 文字の 修正が 行 はれて 居ります、 又 fi 八十 九條に 
官吏の 選擧 に關 する不 當行爲 を 取締る 所の* 规定を 
設けたい と 云 ふ 修正案が 出て 居ります、 即ち 官 班が 
選擧に關し、故意に其職務の執行を； .«. 0、芳くは職 
權を濫 用して， 選舉の 自由を 妨害した る 者を W する 
斯様な 規定であります、 又 其 八十 九條の 政府提 11! 案 
にあります る 所の W 官萸 若く は 吏員 其の 職 糊を 濫用 
して* 被選绍 人の 氏名の 表示を 强 要した る 場合に (3: 
之を！ £ すると 云 ふ 規定に 就きまして 「其の 職® を濫 
用し」 と 云 ふ 分 だけを 削除した いと 云 ふの が •三 土 
忠造 君ょり 提出の 修 IE 案の 趣意で ございます， 又津 
田毅一 君ょり 提出の 修正案は、 政府案の 別表、 山 梨 
縣の 部に 於て、 第二 區西山 梨 郡， 束 山 梨 郡、 北 巨 際 
郡， 中 巨 摩 郡、 此四 郡を 合して Z: 選擧區 とし、 二人 
の 議員を 選出す る ことに 規定せられ て 居ります、 之 
を 東西 山 梨 二 拙を 分つて 一 選擧區 とし、 北 巨 摩 郡^ 
中 EK 郡を 分けて 一 選. 擧區 とし ■谷 獨 立の 區と して 
一入づ 、の _員 を 選出 致したい、 斯樣な 案で ありま 
す、 而して 其 趣意 は>  此選 擧區ほ 政府 提出の 案に 依 
ると きは、 其區 域は 餘 りに 廣きに 失して 居る、 而し 
て此叫 郡を 合併 致します れぱ 、其 町村の 數 ri 二十 四 
と 云 ふが 如き、 全國に 類例を 見ざる 所の 非常に 多く 
の 町村を 含有して 屏 る、 餘 りに 是ほ廣 大に 失する の 
である、 n. 又 束 西 山 梨と 北 巨 靡屮 E KI とほ、 地勢が 
一方は 山間で ある、 一方は 平坦 地で ある、 地勢の 相 
違がある，人情風俗も異つて居る、而して人口の數 
は、 柬西山 梨が 十 萬に 殆ど 達せん として 居る，- 7( 萬 
八 千 某と 云ふ數 になる‘ 大正 二 年の 統計に 依れば 斯 
の 如くで あるが、 今日 {X 旣に十 萬 以上に 達して 居る 
中 巨 K 北 巨 磨は 今日 十六 萬 何千 人と 云 ふ I 今日で 
は ございませぬ •大正 11 年の 統計に 依つ て - 1- 六 萬 何 
千、 今日は 十七 萬 •斯の 如きは 他の 選舉區 に 於ても 
澤山斯 の 如き 例が あるので あるから して •此區 » ほ 
之を 修正 致したい、 斯 嫌 な 趣意に 依て 修正案を 提出 
せられました、 委員 會に 於き ましては、 谷 案に 就て 
窬蓀を 致しました る 結果、 高木 益太郞 岩 外 三 名より 
提出せられ ましたる 所の 法律案、 並に武 富 時敏； S 外 
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四 六 


六 名より 提 ;:! せられました 所の 法 出 案 •是ほ 共に 否 
決せられました •而 して 政府 提出の 法律案に 對する 
所の 三土忠 造 君の 修正、 並に 津田毅 一 君の 修正案 {3; 
多 la を 以て 可決せられ ました、 n. 又 政府 提出の 改正 
案ほ、此修正を除くの外、全部原案の通り可決する 
ことに 相 成りました、 此段御 報告を 申 上げます c 拍 
手 起る) 

〇 岩 崎 ® 君 諮 長。 

〇毖長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 動 君。 

0 岩 崎 動 君喵今 議題に なって 居ります 所の 三 案は 
共に 現行法に 對する 修正の 意味であります、 又 中に 
は 共 M の點 もありまして、 谷 原案に 對する 暨成論 反 
對論は ，何れも 第二 讀會に 於て 之を 爲す ことを 至當 

と 信じます が 故に、 便宜上 玆に三 案 共に 第二 讀會に 

■移すべし との 決定を 與へら れんこと を 望みます。 

f 「赞 成々々」 の 膝 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議は あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0諮長(大岡育造哲〕御異議なけれぱ、三案共に二 

E 會を 開く と 云 ふこと に 決定 致しました。 

0 岩 崎 ® 君 翳 長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩崎勵 君。 

0 岩 崎 14 君 直ちに 三 案の 第二 讀會を 開かれん こと 

を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 直ちに 第二 調 會を 開く に御異 

懿 はあり ませぬ か。 

一 「興 誘な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育浩 君) 三 案を 一括し 議題と して 二 讚 

會を 開きます >  通 吿の順 序に 依て 發 言を 許可 致し ま 

^ — 齋藤隆 夫君。 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 (政府 提出 

^  第二 讀會 

衆議院議員 選舉法 中 改正 法律案 (高木 益 太 

郎君 外 三 名 提出〕  第二 讀會 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 C 武 富時敏 

君 外 六 名 提出〕  第二 _會 

〔齋 藤隆 夫君 登壇 J 

r 拍手 起る ■— / 

〇齋藤 随 夫君 諸君 選擧 法の 改正は、 我國に 於け る 

多年の 懸案であります.， 從來® 々此 議會の 問題と な 

りまして、 今日に 至る まで 未だ 其 成立を 見る 能は ざ 


る ことは、 闳家憲 政の 爲めに 御 互に 32 憾 とする 所で 
あります、 然る 所 本期蕺 會に當 りまして は 國民熬 先 
づ之を 提出し ‘婭 いて邁 政會 之を 提出し、 政府 も 亦 
最後に 之を 提出して、 斯の 如くに して 此問 題が 全國 
民の注意を喚起すに至りたることほ、御互に大に慶 
ぶべき 事であります、 過日 も此 ©上に 於て 一言 致し 
ましたる が 如く •選擧 法の 改正は、 何れの 國に 於き 
ましても •最も 重大なる、 最も 闲難 なる 問題で あり 
ます、 其 形式に 於て は 兎に角  >實 質に 至つ ては、 憲 
法の 改正と 殆ど 同一の 効力を 持つ て 居る もので あり 
ます、 それ故に 吾々 は此 問題を 審査す るに 當り まし 
て、 政府と 云は ず、 政黨と 云は ず、 互に 胸襟を 披い 
て 一致 點を發 見し、 若し 出来 得るならば-全 會 一致 
を 以て 之を 通過せ しむる ことは、 吾々 が 國家 に對し 
國 民に 對 して 酬 ゆる 所以な りと 思料 致して 居ります 
(「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) それ故に 委負會 に 於き 
まして比.吾々の同志者より之に關して最も適切な 
る 所の 提案を 致し、 此 目的に 向つ て 一步を 進めん と 
試みました けれども、 不幸に して 其議ほ 成立す るに 
至らず、 此 問題に 就きまして、 今日 互に 議論を 上下 
せねば ならぬ ことは、 固より 吾々 の 本意と する 所で 
ほ ありませ ぬ.、 併ながら 事此に 至つて ほ 已 むを 得な 
い、 吾々 は 吾々 の 主張を 明に して、 一は 以て 政府 及 
反對黨 諸君の 再考を 求め、 一 ほ 以て 汎く 天下 國 民の 
判斷 に訴 へんと する ものであります、 唯今 議題に な 
つて居りまする所の議案は、委員長の報吿のありま 
したる が 如く、 國民戧 の 提出 案、 憲政 會の 提出 案， 
及 政府の 提出 案、 此三 案で & ります、 而し て此一 一 一案 
を 通じて 最も 主なる 事柄 ほ、 大體 三種に 分れて 居り 

ます、 即ち 第一は 選擧 權の擴 張に 關 する 事で ある， 

第二は 選擧區 制の 變更 に關 する 事で ある， 餡 三は 別 

票の 組立に 關 する 事で ある、 此外選 擧 取締に 就て、 

節 かなる 修正が 加 へられて 居ります けれども >  是ほ 

殆ど 議論す るの 値 打が ありませ ぬ、 それ故に 以上の 

三點に 就きまして、 本員が 政府案 及 國民黨 案の 或る 

點を排 し、 飽まで 吾々 の 提出 案を ば 維持せ ねばなら 

ぬ 所の 理由を 述べて、 諸君の 御 判斷を 求めん とする 

のであります、 先づ 第一は 選擧權 の 摘. 張に 關する 事 

である‘ 更 めて 申す まで もな く、 選擧權 の擴 張は 今 

口 時代の 要求であります、 時代の 要求で あるの みな 

らず 、其 機運 も 最早 目前に 迫つ て 居ります るに ft て 

今日 何人と 雖も 選擧 糊の 擴 張に 反 毀す る ことが 出来 


ない、 唯々 問題 ほ 横 張の 程度 並に 其方 法であります 
此點に 就きましては、 政府案， 國民黨 案， 憲政 會案 
此三 案を 通じて、 制限 選 擧を 執る と 云 ふ一黠 に 至つ 
ては •一致 點を 見出して 居る のであります、 それ 故 
に此三 案に 對 して 吾々 の 主張を 明に する に當つ て， 
世に 所謂 普通 選舉 論に 對寸る 所の 本員の 卑見は、 全 
く爭點 に關係 無き ものと して. 一切 省略す る ことに 
致します、 唯々 誤解を 防ぐ が爲 めに 一言を 致して ! a 
きたい、 本員 ほ 世の 普通 選擧 論者に 對して は、 常に 
多大の 同情を 拂 つて 居ります、 多大の 敬意 r.- 拂 つて 
居ります、 同時に 此 議論 •此運 励が 益々 盛んと なつ 
て， 全_ の津々 浦々 に 至る まで も 反® し、 日 木全國 
民が 眞に 政治的に 覺醒し •眞に 政治的に 奮起し、 此 
聲に應 じて 吾々 が 此 議場に 於て 普 51 選 擧斷行 論を 唱 
へる 所の 時機、 其 時機の 一日 も 速に 到来す る 事を ば 
衷心ょり 希望して 止まない ものであります、 此一言 
を 以て、 普通 選舉に 舞す る 所の 言 說を打 切りて 進ん 
で 制限 選擧の 下に 於き まして、 吾々 が 政府 及 反對黨 
と 所見を 異にする 1£ を 述べる® りであります、 諸君 
若し 並に 一國 在り、 其國ほ 世界に 對 して 文明 國 とし 
て 誇つ て 居ります、 世界に 對 して、 我等は 立 11 三十 
年の 歷史を 有せり と 誇つ て 居る， 又 我等は 政 黨內閣 
を 有せり と 誇つ て 居る 然るに 飜 つて 其實 際の 有樣を 
見ましたなら ば 參政權 を 有する 所の 國民は 百 人に 付 
て 11 に 二 三 八 半に 足らない ので ある 加 之 政 黨內閣 と 
稱 する 其 政 黨所® の 代議士に 向つて 投票した る 者は 
六 千 萬の 國 民 r-l->. に 於き まして (is に 五十 萬に 足らない 
のであります、 然るに 此內閣 を 以て 政 黨內閣 である 
と稱 し、 剩へ國 民に 基礎を 置く 所の 內閣で あると 稱 
し、 全國 到る 處に 於て 政黨内 閣の視 貲會を 開く 所の 
一部の 慌て者 さへ ある ことを 聞きましたならば、 世 
界 立憲國 民は 之を 稱 して 何と 申す か、 更に 此內閣 が 
國 民の 聲に餘 儀な くせられ て、 選擧權 を槭 張す ると 
稱 しながら、 直接 國税 三圓以 上を 納 むる 者；！ i、 如何 
なる ® 物に も 選擧權 を與 へる が- 然ら ざる 者に 向つ 
ては、 如何なる 智者、 如何なる 識蒋 にも >  斷 じて 選 
擧權 を與 へぬ と定 むる ことを ftl きましたなら ば" 世 
界 立憲 國民は ，最早 呆然と して 言 ふ 所を 知らないの 
であらう と 思 ひます (拍手 起る) 諸君、 近時 我國に 
於け る 政治 界の 有樣は 期の 如き ものである， 唯今哿 
々の 目の前に 現れて 居る 所の 政府 提出の 選擧法 改正 
案なる ものは、 實に斯 の 如き ものであります、 固よ 


り 制限 選 担を 雄 持 致します る 以上 2 i、 以 ?> , « 鉍 を -'.. .? 
むる ことは 萬 已むを得ない 次第で ある* ft sl1; に 就.，.： v 
ましては、 吾々 も 政府 當局者 と S 見を 一 にして W る 
次第であります、 併ながら 吾々 は 此主袭 の 下に 於き 
まして、 成べ く 多くの 有褪者 を 作る ことは、 今日 時 
代の 要求を 滿足せ しむる が® めに、 K も必耍 な : i> と 
考 へて 居ります、 それ故に 第一には 常識の 上ょ 〇考 
へ、 第二には 現 時 市町村 公 K ® の 程度に 考へて 、： ;1>. 2 
々ほ 之を 二 g に 引下げん とする ? f であります 、三 P 
と 二 圓-世 A は 之を 以て 無意味の ff であると 稱 する 
かは 知らないが、 捋 際は 左様で 13: ありませ ぬ、 之を 
三圓 にす るか、 或は 二 圓に する かと 云 ふこと ほ、 W 
に 五十 萬の 國民が 、新に 選舉陬 を 得る や 否やと 云 ふ 
大 問題で あ 〇 ます、 今日 我國の 選© 人は、 全 S を： i 
じて 百 五十 萬に 足らない のであります、 此政府 の 改 
正 案に 依りましても、 二百 九十 萬に 足らない ので あ 
ります、 此數の 中に 新に 五十！ si 人を 加へ る や 否やと 
云 ふことは、 決して 無 1C 味なる 爭でな い、 國 家の 上 
ょ 〇 見て 實に大 問題であります、 又 吾々 は 更に 贺識 
階級なる 者に 向つ て、 新に 選擧 hi を 與へん と 主張す 
る 者であります、 申す まで も ございませぬ が、 四 ^ 
は 納税者に 向つ て 選擧權 を與 へる のは 決して 彼等が 
納税す るが 爲めで ほ ありませ ぬ、 彼等が 納税の a 務 
を果 すが 爲 めに 非ず， 彼等が 有して 居る 所の 政治 能 
力、 之を： 31 的と して 與へ るので ある、 此點に 就き ま 
しては、 委員 fr に 於き まして 内務 大 K は、 或る 委 M 
の 質問に 對し •頼る 答 辯を ば K 踏せられ た 横櫧で あ 
りました が >  遂 に 吾々 と 同一の S 見に 到 著せられ た 
る ことは 幸で ある* 即ち 內務大 K の 言を 藉 つて 言 ふ 
ならば、 納税 階級は 恒產 ある 者で ある， m 產ある 渚 
は 恒心の ある 者で ある、 m 產あ る莕は 政治 能力の & 
る 者で ある* 故に 之に 選擧 ffi を 與へる ことにな つて 
居ると云ふ，詰まり吾々の意見と同一の關點に到著 
せられた ことは、 本員 等の 聊か滿 足す る 所で ありま 
す、 果して 斯の如 く 納税者に 向つ て 權 利を 與へ るの 
は、 彼等が 納税す る爲め ではない、 彼等が 政治 能力 
を 有する 爲めで あると するならば •玆に 納税の 事 ® 
無しと 離 も， 他の 事 @ に 依て、 寧ろ 納税者 以上に 政 
洽能力 有りと 認むる 所の 階級が 現存して 居ります る 
ならば、 此 階級に 向つ て選_權 を與 へる と 云 ふこと 
は、 國家 として 執るべき 正 當の 迤 であります、 叶 點 
に 就きまして、 委 M 會に 於て 文部 大 Ki ir 砘 に 其 能 
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I 力に 向つ て 裏 再 をして 居られる ので ある、 委員 會に 

一 於て 文部 大 S は、 如何なる 事を 申して 居らる、 かと 

云 ふと、 或る 委員の 質問に 對 し、 今日 我國に 於ても 
小學 中學を 通じて 其敎科 «? の 中には、 憲法に 關する 
筇 、及び 脔政 運用に 關する 事が 記載して ある、 即ち 
常識 あり 立憲 M 想 ある 所の 國民を 作る のが、 從來我 
國に 於け る、 普通敎 育の 大目 的で あると 明言して 居 
らる k ので ある、 更に 之に 關する 本 fl の 質問に 對し 
ては、是等の學校卒業者にほ、確に政治能力ありと 
明言せられ たのであります、 又 左様でなくて はなら 
ぬのであります、 斯の 如く 國家は 一方に 於て は是等 
の 者に 向つ て 立憲 敎育を 施し、 政治 能力を ば 保 fa し 
て 居りながら、 他の 一方に 於て、 彼等に 向つ て選擧 
權を與 へない と 云 ふこと になり ましたなら ば、 國家 

の 行動に 於て 一大 矛盾が 起る のみならず、 敎 育の 効 

果 、敎 育の 權威と 云 ふ ものが •少しも 發揮 する こと 

が 出来ない のであります c 拍手) 殊に 諸逬も 御 承知 

の 如く、 今日 商 接® 税十圆 以 上納む る 所の 階級に 於 

きまして は、 眼に 一丁字 も 無い、 候補者の 姓名 すら 

記載す る ことの 出来ない 满が 、どの位 あるか 知れ ま 

せぬ、 之を 11 一圆に 引下げれ ば、 ® に m くべき ものが 

あらぅ と 思 ふ、 然るに 一 方に 於て は、 是 等の 階級を 

目して 政治 能力が ありと SB めて 選擧 g を與 へて 居り 

なから、 他の 一方に 於て は、 國 家の 認定に 依て 政治 

能力 ありと 試 驗濟 になつ て 思る 階級に 向つ て、 選擧 

g を與へ るの ほ； f 當で あると 云 ふ 議論は、 是は 何處 

に 行つ て 4 通用す る ことの 出来ない §1 論であります 

(拍手〕 政府 與热 の\々 と雖 も、 斯糅な 鼓 論を 聽か 

れ ましたな らば •聊か 失 朝せられ ると 思 ふ、 然るに 

此點 に關 して、 内務大臣は 如何なる 辯 明を して 居ら 

れる かと 云 ふと， 內務 大臣の 辯 明は 大體 二つ であり 

ます、 卯ち 第一は、 選擧 ff/l を 與へる 所の 標 m は 最も 

明確でなくて はならぬ、 然るに 智識 階級と 云 ふ もの 

は 明確を 缺く ，是は 如何なる 誤解であります か、 若 

し 吾々 が 设然と 智識 階級と 稱し たなら ば、 それは 明 

確を 缺 きませ ぅが、 齊 々ほ 苟も 法律を 制定す るに 當 

つて、 斯糅な 漫然たる 所の 文字を 用ゐる ものでは な 

い、 吾々 が 稱する 智識 階級は 6n 何なる 者 かと 云へ ぱ 

阀民黨 の 提案に 於て、 憲政 會の 提案に 於て、 明に 記 

戤 せられて 屛 るので ある、 即ち 中學 校、 師範 舉 校、 

若く は 文部大臣に 於て 是と同 等 以上と 認めた る學校 

を 卒業し、 又は 是と 同等の 學力を 有する 苦と 檢定せ 


られ たる 者と 云 ふので ある、 諸君、 何 所に 不明確の 
點 があります、 若し 之を 不明確と 云 ふなら ば 其 人は 
肓 S である、 精神 上の 盲自に 非ざる 限り* 之を 以て 
不明確とは 言 はれぬ であらう と 思 ひます、 (拍手 起 
る) 第二には 如何なる 事を 言 はれて 居る かと 云 ふと 
唯今 委員長の 報告の 中に も ありました 如く  •智識 有 
り 能力 有る 者は、 今日 學校卒 業者 ばかりで ない、 學 
校 卒業 者 以外に 於いて、 數 多の 智識 有り 能力 有る 者 
が あるに 拘らず 、單に 此の 階級の みに 選擧褪 を 與へ 
ると 云 ふこと になれば、 不公平の 結果を 来す から K 
しくない I 實に 是れは 三百 理窟であります (「の 
うく」 「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 三百 理窟 だけ 
ならば 尙ほ 宜しい、 斯る ことを ば輕 率に斷 言して， 
政府 自ら 定めた 所の 標準を •政府 自ら 打毁 して 居る 
ことに 氣が 付かない (「ひやひや」〕 何故ならば 若 
し斯樣 な 事を 申すならば、 政府が 定めた 所の 財產階 
級は 如何なる ものである か、 政府が 唯一の 標 S とし 
て居る财產階級の中に於いては、悧巧な者も有れぱ 
無智 無識な る® 物も澤 山 有る ので ある、 又 政治 上の 
智者 能力 者は、 财淹 階級 以外に 於いても 澤山 有る の 
であります、 然るに 財產階 級の みに 選擧® を 與へ 
て、 此の 以外の 智者 能力 者に 向つて 選擧權 を與 へぬ 
と 云 ふことは、 甚だ 不公平で あると 反問したなら 
ば、 內務 大臣は 何と 答へ るで あらう か、 恐く {i 答へ 
る ことが 出来ない だら うと 思 ひます、 凡そ 選擧權 な 
る もの if 普通 選擧た ると 制限 選擧た ると を 間は ず 
何れの 場合に 於ても、 成る 階級を _ として 與へる 
ものである 、委員 會に 於け る內務 大臣の 言を 藉 りて 
言 ふなら ぱ •所謂 客觀的 事實を 標准 として 與へる も 
ので ある •谷 人 各個の 能力を ば 逐一 試驗 して 與へる 

ものでは ありませ ぬ、 是は選 擧權 のみに 限らない、 

國 家の 法制は 總て斯 の 如き ものであります、 例へ ば 

民法に 於き まして 11 十 歳を 以て 丁年と して、 彼等の 

全部に 對 して 民法 上の 能力を 與 へて 居る、 併ながら 

實際に 於て は、 十八 歳に して 完全なる 能力を 揃へ て 

居る 者が あり、 二十 五 歳と なつても、 まだ 能力の 缺 

乏して 居る 者が あるので あります、 然るに 是等谷 別 

の 事實を 捉へ來 つて 二十歳を 以て 丁年と する のは 不 

當で あると 云 ふ 者が ありましたなら ば •誰か 其 愚を 

嗤 It ざる 者 あらん やで ある、 此 位の 事は 如何に 內務 

大臣と 雖 も、 御 承知に なつて 居らなければ ならぬ 筈 

であります、 然るに 是等 の點を ば 無視して 智識 階級 


に ® する 選擧權 の 横 張を 排斥せ ら る、 と 云 ふこと 13: 
現 政府を ぱ 擁_す る 諸君の 爲め にも •  K だ 遺憾に 堪 
へない 次第で ある、 (「の 5<」〕 更に 他の 點 より 
考へて 見たならば 如何であります か、 過日 も 此處に 
於て 一言 致しました るが 如く、 若し 此 政府の 原案の 
如く、 直接 國税 のみを 以て 標準と 致します ると •其 
結果 郡部と 市部との 間に 於き まして •非常に 不權衡 
なる 結果を 來す ので ある、 詳しき 事は 煩を 省く が爲 
めに 省略し ますが、 概括して 申しましても、 此 政府 
の 原案に 依れば、 選犖 S を 得る 者は 郡部に 於て は 百 
人に 付て 五 人 六 分あります、 市部に 於て は 百 人に 付 
て、 (1 に 三人 二分と なつて 居ります、 更に 之を ば 谷 
事 , P? に 就き 主なる 二 三の 都市に 就て 見ます ると、 取 
京 市に 於て は 百 人に 付 三人、 大阪市に 於て は 一一 八 四 
分、 京都市に 於て ほ 三人 一分 位に しかなら ぬので あ 
ります、 其 他の 市街地 ほ 推して 知るべき のみで あり 
ます、 申す まで もな く 選擧 躍の 擴張と 云 ふ ものは、 
全國 谷地を 通じて、 成べ く 之を 平均せ しめなければ 
なり ませぬ、 市部に 厚く して 郡部に 薄き は 不可な り 
之と 同時に 市部に 薄く して 郡部に 厚き も、 亦 片輪の 
擴張 たるを 免れぬ ので ある-然るに 吾々 の 主張す る 
が 如く、 智識 階級に 向つ て 新に 選擧權 を與 へる と 云 
ふこと になります れぱ •此 間の 不權衡 を ば、 或る 程 
度まで 調和す る ことが 出来る のであります、 假令十 
分なら ずと 雖 も、 少く とも 一種の 調和 劑とな るは 爭 
ふべ からざる 事で ある、 統計の 示す 所に 依りまして 
も、 智識 階級と 云 ふ ものは •郡部に 少 くして 市部に 
多い ので ある、 商 接國税 n: 圓 以上を 納 むる 者の 中に 
就きましても、 此階 級は 市部に 於て ほ 千 入に 付て 十 
七 人であります、 郡部に 於て は 千 人に 付て 三人 七 分 
あるので あります-殊に 納税せ ざる 所の 智識 階級と 
云 ふ ものは、 其 大部分は 市部の 住民で あると 云 ふこ 
とは •容易に 推定す る ことが 出來 るので あります、 
此點に 就ても 內務 大臣は 如何なる 說明 をして 居らる 
k かと 云 ふと‘ 全國五 十三 萬の 智識 階級の 中に 於て 
三圓以上の納税者は十五萬人許りある、殘りほ餓に 
三十 八 萬 人に 過ぎない、 此中で 二 十 萬 八 許り {3; 二十 
五 歳に 達して 居らぬ、 問題は © に 十八 萬 人に 渦ぎ な 
いので ある、 此の 位の 者に 新に 選擧權 を與 へる が爲 
めに、 從來の 立法 例を 破つ て、 新しき 標 を 設ける 
程の 必要は 無い と 言つ て 居る、 是ほ實 に 不都合 千 萬 
なる、 不親切 千 萬なる 所の 申 分であります、 今日の 


制限 選擧の 下に 於て 十八 萬 人と 云 ふ有權 者は 決して 
少ない ものでは ない、 現行法の 下に 於て、 東京 市を 
始めと して、 全國に 跨る 五十 五の 獨 立市區 に 於て 有 
灌 者が ® 何 あるかと 云へ ば、 丁度 十八 萬 人 許りで あ 
ります •又此 政府の 改正案に 依て 更に 二 十葙 餘の獨 
立 選舉區 を ! if 咐 加し、 別に 選擧權 を M 張して すら、 
全 國市區 に 於け る 有 ©: 者は 饉 に；； 十九® 人に 足らな 
いのであります、 之を 對照 致し ますれば •十八 萬 人 
と 云 ふ數 は、 決して 看過すべからざる 所の 數で あり 
ます、 殊に 此數は 年々 增 加して 行く ことは 事實 であ 
る、 年々 幾 萬の 卒業生は 送られて 出る ので ある、 二 
十 萬の 者は 追々 と 二十 四歲に 達する のであります、 
此 中で 約 半 ■が 納税 階級に® する 者と しても •其 他 
の半數 は 吾々 の 主張に 依つて、 新に 選擧® を 得て 來 
るので ふります、 十八 萬 人は％ 加して、 年々 少 くと 
も 二 萬內 外の 選擧權 者は 吾々 の 主張に® て 新しく 權 
利を 得る のであります、 斯の 如く 之を 理論の 上ょり 
見ましても、 又實 際の 上ょり 見ましても、 更に 郡 市 
の權衡 を 維持す る 上から しても， 此 智識 階級なる 者 
は、制限選擧の下に於てほ、默過すべからざる所の 
國家 有用の 分子であります、 それ故に 數年 以前 我國 
に 於て此 主張が 現れました 以来. 今日に 至る まで 輿 
論は 之を 勸迎 して 居ります、 之を 排斥した る 所の 形 
迹ほ 無い、 然るに 政府は 何が 故に 之を 排斥した か、 
內務 大臣の 答へ ら る、 所 少しも 耍點に 接觸せ ず、 唯 
々顧みて 他を 言 ふに 過ぎない のであります、 詰まり 
從來闪 はれた 所の 自己の 僻見を 抛棄す る ことが 出来 
ない に 依て •此 新しき P5 を 採る ことに _ 躇 して 居 
ら る、 に 相違ない と 思 ふ、 此理由 に 依て 吾々 は 飽ま 
で 智識 階級に 向つて、 此機會 に 於て 新に 選擧權 を附 
與 する ことを 主張す る 者で あ 〇 ます、 唯々 此魃に 於 
て、 後に 立たれる 所の 反對 論者が 辯駁 せらる k 所が 
あるで あらぅ と 思 ふ、 第 一 に 今日 我國の 法制に 於て 
は， 獨り 中央 議會 のみならず、 地方自治 體の 議會に 
於ても •智識 階級と 云 ふ 者を 認めて 居らぬ、 それ 故 
に 中央 議符の 選蜞擷 のみに 智識 階級を 認むる ことは 
宜しくない と 言 ふか も 知れぬ. 併ながら、 吾々 は 中 
央鹩會 の選舉 權を腺 張す ると 同時に、 地方 議會の 選 
擧 權を擗 張す る ことは、 旣に 議案と なつて 提議して 
居る のであります、 又 吾々 が此 智識 階級に 附屬せ し 
めて 居る 所の 一の條 件 •即ち 獨 立の 生計を 營むと 云 
ふことは、 甚だ 不撤 底と 言 ふか も 知れぬ、 是は小 馓 
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底でも何でもなぃ、胲0に是が\..撤底として見た所 
で •此條 件を : r: ia 除く と 云 ふ 理由に (£ なつても、 此 
根本た る智： i. 階級に 向つ て 選 舉擷％ 與へる ことを 否 
定 する 理由に f 51 ならぬ、 或 13: 諸外阈 の 例を 示して、 
歐 縮巴の或阈 !- 於て (3; 锊 :::;5 :階級は認めて居るが、是 
は 財淹の 外に 宵！！ 階級に 向つて、 一人に 二三の 投撰 
g •を 與へて 居る •之に 依て 始めて 知 U 識階级 に 選 ^ 權 
を 54 へろ と 云 ふこと が H 味 ^ e すと 主張す るか ほ 知 
らぬが 、是ほ 少しも 籙 論に ならない ので ある， 詰ま 
る 所、 以上 述べた る 理由に 依りまして， 智識 階級に 
向つ て 新に 選擧 _ を與へ ると 云 ふ 方法に 依て、 今日 
選擧簡 の 摘 張を 1®1 らんと する ものであります ，次 ほ 
選 舉區 制に 關 する 問題であります、 現行の 大選 舉區 
制は、 理論 及 S? 際に 於て 小 選擧區 制に 優つ て 居る ば 

かりでは ない、 我阈に 於て は •渦 去 二十 年の 間、 比 

較的 圓滿に 之を 行つ て來 つたので あります、 世に 謂 

ふ 所の 選 擧界の 弊 窖なる もの ほ、 決して 大選 擧區制 

の 下に 起つ たもので はない、 若し 之れ rr ば 改め まし 

たなら ば、 更に  一 W 大なる 所の邨 害が 起る ことは、 

袢 易に 想像す る ことが m 來 るので あります、 それ 

故に 從來遨 政會 、國民 黨 ，其の 他の 备派も 此の ! ii に 

就て ほ 何等の 主張を 致さざる に 拘らず 、獨り 政友會 

のみ 問題と すべから ざる ものを •强て 問題と して ほ 

之れ を苹 ふて 居る ので ある、 通に 第二 十八 議會に 於 

いて* 時の 内務大臣、 今日の 總理大 いたるところの 

原 敬 君が、 此の 選擧區 制の 改正を 企てん として、 貴 

族院 の爲 めに雜 り 去られて しまつた ので ある、 次に 

昨诈_會に於ては、政友會の名に依て此案が現れて 

出て 来たが、 是亦 故な く 之を 撤回して、 其 無責任を 

ぱ ，_ 場に 表白した ので ある、 政府 及 政 友 會の小 選 

擧區 案なる ものが 議會に 現れて m るのは、 今回が 第 

三回 目であります、 然るに 邦 度 毎に 小 選 擧區を ば 稱 

成す る 所の 所謂 別表の 內容、 此別裘 の 內容に 於て 幾 

多の 變化が 起つ て來 て屛 ると 云 ふことは、 諸君、 實 

に 奇怪 千 萬なる 次第では ありませ ぬか、 第二 十八 議 

會 に ® / I '! せられた る 所の 別表と •本 ^ 提 / li せられた 

所の 別表との 間には， 確に 四十 有餘節 所の 相違が あ 

ります、 阼年提 出せられ たものと 本年 提 m せられた 

もの-との 間には， 是亦 確に 四十 六 七 箇所の 變化が あ 

るので あります、 若し 政攤政 派の 觀念を 離れて、 公 

平 無私に 小 選擧區 制を 主張す るの ならば >  此 案が 議 

份に現 れる度 毎に、 其內界 に 至つ て斯 くまで ® 多の 


變化か 起つて 來る譯 ほ 無い、 lit i ?]f を 以て も、 此小 
選 松 K 案なる ものが 如何に： ^1' 公平なる もので. あるか 
如何に 不誠寶 なる ものである かと 云 ふことは、 容姑 
に 想像す る ことが 出來 るので あります (拍手 fG る) 
大小 選绍區 の 利害得失に 至りまして、 是 まで 腿々 此 
謎 場に 於て 論 華せられ て rT るの みならず、 昨年の 議 
符に 於て ほ、 本員 も 亦 其 卑見の 一 班を 披壢 し . -t: 蹬 き 
ました、 それ故に 是 等の 點に 就て ほ ffi ねて 論及す る 
こと (3: 止めます， 殊に 今回の 小 選舉區 案 提出の 理由 
として、 内務 大 F3 が 述べられた る 所の 事柄に 至つ て 
ほ>  甚だ 失禮な がら •本員の 見る 所に 依れ ぱ實に 抱 
腹！？ 倒の 至りで ある、 此 議場に 於て 論議す るに 足る 
べき ものは •唯々 一つ もありません •試みに 其の 題 
目を 列べ ますと •日く 大選擧 區では 運 励 毀が 多く 掛 
る 何を 根據 として 斯樣な ことを 豳言 する か、 小 選擧 
區内に 於け ると ころの 密なる 渾 動： 大選舉 區內に 於 
ける 疎なる 頭 励， 渾励费 が 多く 掛らな いと 云 ふこと 
は •全く 其の 時 其の 場合の 事情に 依て 決する もので 
ある、 小 選擧區 の 場合に 於ても、 隨分 多額の 運動費 
を 使つ た 者 もあります、 つい 其 處に 居られる 所の 中 
橋 文部 大 K の 如き も、 先筇金 澤 市の 選 擧に 方つて ほ 
隳 くべき 多額の S 用を 抛たれた と iK ふこと を 聞いて 
居る ので ある、 日く 補闕 選擧に W る、 一體是 は 誰が 
闲 るので あるか、 國 民が 闲 ると 云 ふの か、 政黨 が闲 
ると 云 ふの か， 候補者が 闲 ると 云 ふか、 誰が闲 ると 
云 ふか、 さつ ばり 譯の 分らぬ 所の闲 り 方で ある、 日 
く 同士 打が 始まる、 何の 事 かさつ ばり _が 分らぬ、 
(「君が 分らない」 「默 つて聽 け」 「何が 分らぬ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇齋 藤隆 夫君 日く 私設 選擧區 の K 張の 破り 合を す 

る、 是亦 何の 事で あるか 全く 意義を 成さない 事で あ 

る、 日く 無 競 爭地が IJ1 来る、 腐て 居つ て も當選 する 

誠に 喜ばしい、 無 競 萌の 裏面には、® むべき 事® が 

伏在して 居る と 云 ふこと に氣が 付かれない ので ある 

潠擧競 爭は 決して 忌むべき 事で ない、 選擧競 爭は立 

政治の 花で & る、 立憲政治は 此花が 立派に 開いて 

始めて 果 K を 結ぶ のであります (拍手 起る) 吾々 ほ 

潠擧 競爭 を® 迎する 一人で ある、 決して 之を 排斥す 

る 者では ありませ ぬ、 日く 候補 老の地 盤が 固くなる 

是亦 何の 事で あるか、 薩張譯 の 分らぬ 事で ある、 大 

體先づ 避れ 位の ものである、 而し て是が 金 部の 理山 


であるか、 又 一部の 理由で あるかと 念を 抑した 所が 
是が 全部の 理由で あると 明答せられ たる ことは、 諸 
君の 記 ti せられる 通りで ある、 併し 今日 期る Ijf を ぱ 
逐一 捉 へて 議論を ! t: 交へ て 居つ たなら ば、 五日 go つ 
て も •十日 綷 つても 盡きる もので ない、 殊に 是 等の 
事が 何方に 決まらう が、 國民の 側から 見て 是が 何の 
關係が あるか、 _员 候補者、 或 ほ 運 励屋の 側から 見 
たなら ば、 何 かの 理由になる かは 知らないが、 國家 
の 側ょり 見、 國 民の 側ょり 見たならば、 全く沒 交渉 
の 事であります、 後に 現は れる 所の 反對 論湃 も、 K 
逆 斯樣な 事を ぱ 逐一 取上げて 議論せられ る 所の 閑人 
でもな からう と 思 ふ、 若し 是 等の 議論が 現 はれまし 
たなら ば、 後に 立たる る 所の 吾等の 同 論者に 於て、 
之を 粉碎 せられる ことと 存じます から、 本 W は 一切 
之に IX 論及 致し ませぬ、 唯 だ 之に關 聯して 一言 致し 
て 置きたい 事が ある、 それは 何で あるかと 云 ふと、 
喵今 委員長の 報吿の 中に も ありました るが 如く， 小 
選擧區 と 云 ふ ものは 政 黨の發 達に 便利で ある、 大政 
黨の 樹立に 便利で ある、 二 大政 黨を 樹立せ しめて‘ 
立 憩 政治の 蓮 用を 圓滿な らしむ るに 便利で ある、 是 
ほ 言葉は 違 ひます が、 內務 大臣 も 委員 會に 於て 述べ 
られた 事で ある、 後に 現 ほる る 所の 松 田 君の 如き も 
確に 此議席 に 於て 左樣な 意見を 述べられた ことがあ 
る， 大 間違 ひの K しきもので ある、 i gi i 國に 於て 
大政 黨が現 はれる か、 小鹩分 立す るかと 云 ふこと ほ 
何れも 其國 の歷史 、社 會の狀 態、 政治 界の有 _ 等に 
依て 決せら るべき 問題で あつて、 選擧區 制 杯とは 何 
等の 關 係の 無い ものである、 其證據 には 歐絨巴 大陸 
諸國は 如何であります か、 歐羅巴 大陸 諸國は 悉く 小 
選擧區 制を 採つ て 居る、 併な が. ら小攤 分立、 實に名 
狀 すべから さるものが あるの ' e あります、 歐 al K 大 
陸に 於て 一一 大政 黨の 樹立と 云 ふ 國は 、唯々 の 一つ も 
無い、 又 小 選 擧區制 を 採つ て 居る 所の 英吉利は どう 
であるか •(「英吉利は 大陸 ぢやな い」 と 呼 ふ 渚 あ 
り；} 二 大政 黨の 樹立は 「アングロ、 サクソン」 民族 
の 特灌で あると 誇つ て 居つ た 所の 英吉利で すら、 阼 
年の 總選 擧に當 つては、 確に 九つの 政 E 政 派が 現は 
れて來 て 居る ので ある， 今日 * く 二 大政 黛を ば 維持 
して 居る 國ほ 、世界の 立憲 國 中に 於て、 唯一の 北米 
合 衆 國 あるの みであります、 是も 近時勞 働 者の 出現 
に 依つ て、 小黨 分立の 傾向を 示さん として 居る ので 
ある、 之を 我國 の歷史 に徵 して 見ましても、 小 選擧 


_  二 四べ 

時代に 於き ましては、 小 X 分立 II に ri しぎ も© 
•か ある、 大運擧 M 時代に 人つ て，； V;  rA -c 大 .!.\ ;v; 
の® 立を 見た のであります、 殊に 文明. v, ilfe l 步する に 
從 つて 社會は 益々 捣雜 になる、 階. 奴 r!'-r -i:-J *f: :v/ M 克す 
る、 階 ^ 代表の 掘 念が 熵ん になる、 隨て 小黨 分立は 
世界立懑國に於ける現在及將米 〇 大努で夂〇ます、 
此 事® を 知らず して、 -;'; - m  C 力に fic 'c 區制 を*! 
更し、其肋けに依て大政黙の樹立を計る，ーー大政 '>\- ,: 
の樹立を种現せんとするが如きほ、金く世：！诎らず 
の 明 盲目で あ 〇 ます、 (「ひや <」 と 呼 ひ 拍 中す 
る 者 あり) fs 應義熟 や 早稻 田大禺 の 討論 fr に 於て な 
らば 兎に角、 苟も 活社 旮 に 游泳す る 所の 政治 : 5i o n 
にすべき 事では ない、 强 て選舉 M 制と 政芡 と關厣 が 
あると するなら ば、 大 '選 擧 恥 こそ 却て 大政 懋の I2J 立 
に 便利で ある、 何故ならば 小 選 舉 M の 下に 於き まし 
ては、® 人的 勢力を 發揮 する ことが /Is 來ま すけれ ど 
も、 大選 擧區の 下に 於て は 是ほ /li 來な い、 仲なが ら 
一體 斯樣な 理窟と 云 ふ もの ほ、 選擧： E1； 制の 短： 史に抑 
々何の 關係が あるか、 斯掾な 琪 柄を ば： C 列べ て见た 
所で、 選擧區 制度とは 金く 關係は 無い ので あります 
大小 選擧區 の 利害得失と 云 ふ ものは、 其 极 木の --! • ぶ 
は 唯々 一つし かない、 何で あるかと 云へ ば 即ち 比例 
代表、 少數 代表に 關する 事であります， 是 ょり 外に 
大小 選擧區 の 根本と なるべき 所の爭 點は無 いので あ 
る、 申す まで もな く 代' 議 政治の 下に 於き ましては、 
少數 代表と 云 ふことは 最も 必要であります、 如 何に 
すれ ぱ少數 代表の 實 を擧げ る ことが 川 來る かと 云 ふ 
ことは、， 今日 何れの 立 憩 國に 於き ましても， 政治 被 
及學渚 の 攻究を 怠らない 所で ある，® 制 政治 ほ、 少 
數を 以て 多數 を茭 配す る 所の 政治であります けれど 
も、 代議政治は、 決して 多數を 以て 少數 を K 倒す る 
所の 制度では ない、 络數 少數 各々 之に 比例す る 所の 
代表者を 探 一つて、 國政の 上に 彼等の 0由 意思を ば 加 
味せ しむる ことが 代戳 政治の© 諦で ある、 随て選 擧 
區制 を定 むる に當つ て も m 來得る 限り lit H 的に 向つ 
て 便宜を 與へ ると沄 ふことは •施政 莕の常 に 努めね 
ぱなら ぬ途で あります、 此點 に 於き まして、 現 時 の 
程度に 於て ほ 大選 擧區單 記投翦 の 右に / 11 づる ものは 
無い、 此 外に 比例 代表と 云 ふ もの も ござります るけ 
れど も、 是は尙 ほ 攻究 中で ございまして、 世界 他に 
二 三の 小國が 試 驗的に 之を 行つ て 辟る に過ぎない、 
直 ちに 取つ て 以て 之を 我國に 行 ふことは ill 來 ませぬ 
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I 岡より 何事に 就きましても •原則が あれば 例外 も あ 
ります、 或る 稀 有の 場合を ぱ想像 致しましたならば 
大 11 擧區の 上に 於き ましても 少數代 表を 實現す る こ 
とは / 11 来ない、 却て 小 選擧區 の 下に 於て、 少數代 表 
を實 現す る ことがない とも 限らない、 併ながら 是は 
全く 稀 有の！？ 合であります、 吾々 が 阀 家の 法制を 定 
むる に 常り ましては、 總て 事物の 原則を ば 基と 做し 
其 例外を 肢除 くが 爲 めに 努めねば ならぬ と 云 ふこと 
は是ほ 常 然であ る、 床 次 内務 大 K を 首め として、 反 
對 論者が 励 も すれば 引用す る 所の 例が ある、 大選擧 
K の 場合に 於ても >  若し 一入の 候 柿 者が 非常に 多數 
の 投票を 獨 占したならば 一、 少® 代表の 實を擧 ぐる こ 
とが m 来ないで はない かと 言 ふ、 斯様な 稀 有の 假 設 
の 例を 引舉げ るなら ば、 小 選 擧區の 場合に 於て は 山 

程あります、 斯る稀 有の 假例を 設けて 此 原則に 抵抗 

せんとす る 如きは、 全く 常識な ff 所の荔 論で ある、 

斯ほな 空論に 對 しては 別に 辯 SV する 必要は ありませ 

ぬ、 又 内務大臣は、 過日 本 會 より 引 續いて 委 M 會に 

於て 如何なる 事を 明言して 居らる るかと 云 ふと •少 

數 代表と 選舉區 制とは 關 係は 無い、 小 選 舉區 必ずし 

も少數 代表に 不便なら ず、 大選 擧區 必ずしも 少數代 

表に 便なら ずと 斷 言して 居らる る、 若し 冗談で ある 

ならば， ia に 角、 13 面目に 斯様な 事を 考 へて 居らる 

るなら ぱ 、本 a は 失禮な がら 床 次 岩の 頭の 程度を 疑 

はざる を 得ない ので ある •(「同感々々 j  r 君の 頭 

を sf はざる を ^ ない」 と 呼 ふ ^ あり) 此點に 就き ま 

しては 床 次 君より、 其 處に 居らる る 所の 一一 一土忠 造 君 

の 方が 餘程 進歩して 居る、 (笑聲 起る〕 餘程 常識が 

あるので ある、 三 土 君は 昨日の 委員 會に 於て、 此選 

擧區 制に 就て 如何なる 事を 述べた かと 云 ふと •結局 

吾々 と 同一の 意見で ある、 c  r 見なければ 分らない 

か」 「默 つて 聽 け」 と 呼 ふ 者 あり〕 靜に 臍き 給へ、 

三 土 f1,- は 斯ぅ 云 ふ ? If を 言つて 居る 「それから 此區制 

に 就きましては、 是は御 互に 根本の® 見を 異にして 

居ります が、 段々 小 選 舉區 と大 選擧 .區 との 便利なる 

點 、即ち 利益なる 點を 擧げて 見ます と T 大體に 於て 

大選 擧饵の 方が 利益なる 點が 多い のであります」 と 

言つ て 居る (「其 通り」 「間遠つ て 居る」 と 呼 ふ 者 

あり〕 又少數 代表に 關 して どぅ 云 ふこと を 言つ て 居 

るか， 「私は lit 少數代 裘と云 ふこと に 就きまして {3: 

確に 小 選 母 辟は 大選擧 傾よりも 不便で あると 考へま 

す、 是は 同感で ある」 と 明言して 尻る のであります 


(拍手 起る〕 政友會 が 主張す る 所の 小選擧 M 制の 理 
由と云ふものほ，政友會員.3!:身の口より全く打破せ 
られて 居る ので ある、 f 拍手 起り 「皆な 讀め」 と 呼 
ふ 者 あり〕 其 他 大小 選擧 區に關 する 利害得失 論は 澤 
山に ございます けれども •何れ 後の 論漭も 述べら る 
る 事と 信じます るに 依て 此以 上は 略します が、 此場 
合に 於て 諸君の 御注意を 喚起すべき 所の、 最も 必要 
なる 事實が 玆に 一つ あるので あります、 ( 「謹聽」 
と 呼 ふ 者 あり) 第二 十八 議會に 於き まして、 衆議院 
は 小 選 擧區 案を 可決し •之を 貴 議院に S りました、 
所が 貴族院に 於て は 之を 大 選擧區 に 修正した、 そこ 
で 兩院協 篛會が 開かれまして、 其 兩院協 議會の 結果 
を ぱ 、時の 政 友 會の 代議士 伊藤 大八 君が 此 議場に 報 
告せ られて 居ります •其 報 ^ は 最も 簡 m 明瞭に 大小 
選擧 K の利祷 得失を 表白して 居る、 此席 上に 於て 其 
一節を 朗 13 致します、 「伊藤 大八君 協議 委員 ほ 昨 
日 一一 時に 協議 委員 室に 集まりまして •抽籤に 依り ま 
して， 貴族院 議員の 久保田 男爵が 其 日の 會を 整理す 
る ことに 相 成りました •直ちに 衆議院 側より 貴族院 
の 修正の 御意 思の 在る 所を 質問に 及びました， 貴 衆 
院側に 於き まして iT 大要 修正の 意見を 四箇に 大別 
すれば なるやう に考 へて 居ります」 是から が 本當で 
あります、 (「是 までは nifi か」 と 呼 ふ 者 あり) 「小 
選擧區 を大 選擧區 に 修正した るのは、 小 選擧區 と 云 
ふ ものは、 公明なる 國民の 代表者を 出す には 適せな 
い、 大選 擧區の 方が、 適當な る國 民の 代表者を 出す 
に 宜しい、 小 選 擧區に 於て 議員を 出す 場合には、 地 
方の 情 弊に 陷り 易い、 此 故に 小 選擧區 はいけ ない、 
第二は 小 選 擧® には， 少數 代表者を 出す に逍憾 の a 
が ある、 大選 擧戚に 在りまして は、 斯樣 なる 不備を 

補 ふの 得が ある、 斯う 云 ふこと であります， 第三は 

小 選擧區 に 於て は 競 爭が激 烈を來 して、 自治 體の平 

和を 破る、 一家の 平和を 紊すと 云 ふやうな 虜 が ある 

からい けない、 第 四には 競爭 激烈の 結果、 斯樣な る 

取締を 爲すに 甚だ 不便で あるから して、 現今の 法律 

の 5H く 選擧罰 と 致さずに 體 刑を 科して さう して 此収 

締に 制裁を 加 ふるが 適當で ある 云々」 諸君、 此通り 

であります (「それは 貴族院が 言つ たの だら う」 と 

呼 ふ 者 あり〕 今日 政 黨政派 の 外に 立って、 最も 公平 

無私に 大小 選 擧區の 利害得失を 攻究す る 者は、 必ず 

此點に 到達を する のであります、 (「十 年 昔の 議論 

だ.！ と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 最早 諄々 しく 述ぶる 


の 必要は ありませ ぬが、 之を 要するに 今日 世界の 立 
憲國の 大多數 は， 小 選擧區 制を 採用して 居る ことは 
事實で ある、 併ながら 小 選擧 M 制を 採用して 居る 所 
の國 の歷史 、其 事情に 就て 述べん と 欲すれば 述ぶる 
事は 澤山 ございます が、 それは 一切 省略して 置き ま 
せう、 併し 是 等の 諸國は 、此 小選擧 區の爲 めに、 實 
際に 於て 少數 代表の 實を擧 ぐる ことの 出 來な いのに 
非常に 苦んで 居る、 それ故に 近時 比例 代表の 研究は 
幾多の 方法に 依て 益々 進步 して 居る のであります、 
先日 私が 一言 致しました る 所の、 最近 英國 の選擧 法 
の 調査 委員 會に 於き ましても、 調査 委員 會に 於て は 
市部を ば 大小 選擧區 と爲 し、 三人 以上 •五 人 以下の 
大選擧 區と爲 して •或 種類の 比例 代表 法を 行 ふと 云 
ふこと を 決めた のであります が， 保守的の 國民 であ 
るに 依て •議會 に 於て は® く 之を 待たう と 云 ふこと 
になつ て 居る ので ある 如何なる 稀 類の 比例 代表で も 
大 選擧區 制の 下に 非ら ざれ ぱ 、斷 じて 行 ふこと が 出 
來な いのであります、 今日 世界 立憲 國は 、大勢ょり 
見ましたならば、 小 選擧區 制 ! 3: 段々 廢して •將 に大 
選擧區 制に 入らん とする 所の 傾向を 示して 居る ので 
ある. (「のうく」 「ひやく」 「瞻を 言 ふな」 
と 呼 ふ 者 あり) 幸に して 我 國は 二十 年來此 制度を 行 
ひ 来り、 多年の 慣習と •幾度 かの 經驗に 法て、 法 » 
的 選 擧區の 間に 自然 的の 選擧區 を 生じ， 圓滿に 此制 
度を il 用して 來た のであります、 本員は 斷言 致し ま 
す、 今日の 我國 の選擧 法に 於き まして、 世界 列强に 
對して誇るべきものほ一つも無い、唯々誇るに足る 
べき もの ほ 大 選舉區 單記 投票 法であります、 世界 列 
國が 未だ 曾て 經驗せ ざる 所の、 此大 選擧區 の® 記 投 
壊 制を 二十 年来 我國が 行ひ來 つたと 云 ふことは、 我 
國が世 界列 國に對 して 誇るべき 確に 一の 大事 實 であ 
ります、 C 「 ひやく」 と 呼 ふ 者 あり d 然るに 何等 
堂々 たる 理由 あるに 非ず、 何等 公明なる 理由 あるに 
非ず、 唯々 一黨 一派の 利害の 爲めに ( 「のう/、」 
と 呼 ふ 者 あり-拍手 起る〕 此 選 擧區制 の 根本に 向つ 
て 打破を 企てん とする が 如き ことは、 決して 國家を 
念 ひ、 黛 政を 念 ふ 所の 道では ありませ ぬ •此點 に 於 
きまして本兑ほ、政府の小選擧區案なるものに向つ 
ては、 根本より 反 對す るの 意見を 表白 致します、 次 
は 別表の 改正に 關 する 事であります、 即ち 小 選擧區 
を土臺 として 組立 てられて 居る 所の 別表 >  此 別表の 
內容に 含まれて 居る 所の 選 擧區の 構成、 及 議員の 配 


當に關 する 事であります、 別表は 其 組立に ffi て-谷 
政黨政 派の 利害に 關係 する 重大なる ものである、 別 
表の 組立に &• て、 一 黨の爲 めに 利益を 圖らん とする 
なら ぱ ，或 程度まで ほ 其 目的を 達する ことが /['. 来る 
のであります •床 次內務 大臣の 言明に te ります と、 
此別表 は 最も 公平なる 考を 以て 作つ たので あると 言 
はるる、 何人と 雖 4 不公平なる 考を 以て、 法 {4i 規則 
を 制定す ると 公！！ c する 者は 無い、 左 樣な 公言は 全く 
無益であります、 又假令 本人 (3: 公平なる 考を 持つ て 
居る にしろ， 實際に 於て 不公平なる 事蹟が 現 ほれて 
居るなら ば、 起案 者た る 者は、 之に對 して 責任を m 
はねば ならぬ ので ある*  (「ひや <」 と 呼 ふ满あ 
りぐ 此 別表は 床 次 内務 大 K が 言は るる 如く 果して 公 
平なる ものである か 不公平なる ものである か、 本 M 
は 此 別表の 内容の 公平に 非ず、 甚だ 不公平で あると 
云 ふこと を •事 實に基 いて 論證 致し ませう •(「 拍 
手 起る」 「其 ijf 實を 擧げ ょ」 「是 から 舉げて やる か 
ら默 つて 赌 け」 と 呼 ふ 者 あり〕 先 づ內務 大臣の 說明 
に 依ります ると 云 ふと •此 別表は 一區 一人を 以て 大 
原則として 居る* 萬已む を 得ざる 場合の 外は j 區二 
人には しない、 又 人口 十三 萬を 以て 中心として 居る 
に 依て、 其 結果と して 十 萬ょり 十八 萬に 11. つて 居る 
巳む を 得ざる 場合に 於て •十九 萬の 所が 五箇 所 ある 
又 九 萬の 所が 十二 箇所 ある、 是ほ內 務大 K の別裘 に 
關 する 所の 說 明の 大體 でございますが、 此 別表の 内 
容をば 逐一密 査 致します ると 云 ふと 內務 大臣の 說 明 
と 云 ふ ものは 事實に 於て 全く 裏切られて 居る ので 有 
ます！： 「ひやく  j と 呼 ふ 者 あり〕 第一に どうしても 一 
區を 一人に しなくて ほなら ぬ 所を ば‘ 故ら に一區 二 
人に して 居る 所が 澤山 ある* 又 どうしても 一區二 人 
にしなければ ならぬ 所を 故ら 一區 一人と して 居る !!) r 
が澤山 ある、 又二區 以上の 組立に 依りまして 甚だ' 个 
都合 千 萬な 組立を して 居る ものが 萍 山あります 斯う 
云 ふ 事を ぱ逐 一 事 實に 就て 申す、 と熘雜 になります 
に 依て 私は 其 中の败 飽 を爰 に例證 致し ませう、 例證 
する に 依て 諸君 も亦靜 に is かなければ ならぬ (「佐 賀 
はどう だ』 と 呼 ふ 者 あり〕 何を 八 釜 敷く 言 ふので す 
か I 先づ第 一 に一區  一 A を 原則と する 所で ありま 
す、 の 諸君は 諸君の 前に 在る 所の 別表を 御覽な さい、 
大阪の 第 六區は 如何であります、 第六區 は 二 郡では 
人口は 二十 九 萬 二 千 七 百 八十 八 人、 是が 二人の 定 M 
になつ て 居ります， 併ながら 是は此 中の 東 成 西 成に 


衆题院 謎： 3 選擧法 屮改 JH 法 汁 案， 政府 提出) (高木 益太郞 提出 X 武富 時敏 提出) 第二 讀會 


四 九 


院議 衆 帝 同一 十四 笕 


衆 遝浣？ f il _ ij: 中改 正法律案，.政@ぷ山パ高木益友郎提出〕(武富時啟提出)第二！&£3 


五〇 


どうしても 分けねば ならぬ 所で ある. 人口に 於ても 
西 成 郡は 十六® 二 千 七 百 十七 人であります、 Iri 成 郡 
ii 十三 萬 七十 一人であります、 斯る 場合に 於て、 何 
が 故に 一區 二人に したので あるか (拍手 起る〕 更に 
岡山縣 の 第三® はどうで あるか、 岡山縣 の 第三 區は 
四 郡で 總 A 口が 十九 萬 七 千 五 百 人であります •是で 
一區 二人で ある、 此 郡の 如きは 二 郡 宛に 分ければ 何 
方 も 九 萬 八千硗 で、 地勢の 位® に 於ても 十分に 區分 
する ことが 出 來 るので ある、 即ち 和 氣郡 と邑久 郡、 
此二 郡を ば 一 選 擧區に すれば 九 萬 八 千 七 百 二 十八、 
其 他の 二 郡をぱ 合併 すれば 九 萬 八 千 七 百 八十 人、 斯 
樣な 場合に 於て、 何が 故に 之を 分割し ない ので ある 
か、 更に 香 川縣の 第五 區ほ どうで あるか、 香 川縣の 

第五 區は二 人で 二 十二 萬 〇 〇三 十六 人、 是が 一 區二 

人の 所があります、 是もで す、 綾歌 郡を —-- 區 として 

中 多 度 郡を 一區 と爲 したなら ば、 餘り 人口に 於て 差 

ほ 無い ので ある、 一方は 十二 萬餘で 一方は 九 萬 七 千 

であります、 斯う 云 ふ ものを ば 分割せ ず 合併して 居 

るので あるが* 更に 一方を 見ます ると 云 ふと、 どう 

しても 合併し なければ ならぬ 所を ば、 合併せ ずして 

分割して 居る のが ある •靜 岡縣の 第三 區と第 四區は 

如何で あるか、 第三 區は 人口 ii か 十一 萬 三千， 是が 

一人で あ. ります、 次に 四區は 十八 萬 六 千で、 是で一 

人であります、 此 郡に 於て は 十 一 萬 臺を以 て 一人を 

出し、 隣の 郡に 於て は 十八 萬 六 千を 程て 一人を 出す 

斯樣な 場合には 八 口を 平均せ しむる 爲め に、 合併を 

しなければ ならぬ と 云 ふことは 當然で ほない か、 次 

に 石 川縣の 第二 區と 第三 區ほ どうで あるか、 石川縣 

の 第二 區は十 一 萬 三千を 以て 一人と して 居る、 然る 

に 隣の 第三 區は千 七 萬 一千を 以て 一人と して 居る、 

斯樣に 人口の 懸隔した 所を、 何故に 之を 合併せ ずし 

て 分割した ので あるか、 或は 政府 當局 者は 地理が 惡 

いと 言 ふか も 分らぬ、 地理と 云 ふ 事に 隱れて 居るな 

らぱ 、長 崎 縣の五 區と 六區は どう 云ふ譯 であるか • 

長 崎縣の 六區に 於て は、 南 松 浦 郡と 壹岐 郡を ば 合併 

して 居る， 此兩郡 は 何れも 島で ある •南 松 浦から* 

岐に 到らん とすれば， 先づ船 に乘 り、 次に 長 崎縣全 

部を 汽車に 乘り 、更に 又 船に 乘つ て、 少 くも 三日 掛 

るので あります、 何が 故に 斯う 云 ふやうな 地理 上の 

不便な 所を 合併せられ たか： 合併され るなら ば、 是 

は 五 區 と六區 とを 一緒にして、 さう して 一區 二人と 

する のが 當然の 事であります •次に 二 區 以上の 組合 


が 甚だ 不都合 極まる ものが 澤 山あります、 例へ ! i 靜 
岡縣 の七區 と 八區 とほ どぅで あるか、 靜岡縣 の七區 
ほ、 人口 二十 萬 七 千！ 一 百 十六 人、 是で 二 A の 所で & 
ります、 然るに 隣の 八區は 二 郡で 十八 萬 五 千 七 百 八 
十 人で、 是で 一人であります、 一方に 於て ほ 十 萬に 
付て 一人の 議員を 出し、 他の 一方に 於て は 十八 萬 五 
千を 以て 一人の 議員を / 1*. す、 斯 樣に不 -S 平の 編成が 
あります が、 斯樣な 事を しなくても、 第 七 區をぱ 小 
笠 郡 >  榛 原 郡、 周智郡 •此三 郡を ば 合併して 一 區二 
人を 出し、 殘 りの 磐 田 郡を ば 一區 と爲 して 一人と す 
れぱ •人口は 頗る 平均を 得て 居る のであります、 次 
に 福 岡 縣の第 九區と 第十區 、第 十一 區 、是も 頗る 不 
自然なる 所の 不都合なる 組合せであります、 福 岡縣 
の 九區は 二 郡で 入口 十 一 萬 九 千 七 百 三十 一人、 是で 
一人で ある、 十區は 三 郡で 人ロ ニ 十九 萬 三千 九 百 三 
十一 人、 是で 三人で ある •十一 區は二 郡で 十七 萬 七 
千 四百 四十 一人で •是で 一人であります、 頗る 人口 
の點に 於ても 不平 均で ある、 之を ば嘉穗 郡を 獨立せ 
しめ •第二に 鞍手 •遠 賀* 宗 像 •之を 合併して 一區 
と爲 し C 「そん 馬鹿な 組合せが あるか」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 第三は 筑 紫、 朝 倉、 fi 谷を 合併して， 此三 郡を 
ば 合併して 二 人と 爲すと 云 ふこと に すれば、 地理の 
上に 於ても •人口の 上に 於ても， 最も 平均を 保つ こ 
とが 出來煜 るので あります (拍手 起る) 更に 高知縣 
の 第二 區及 三區も 同樣の 事で ある， 斯樣な 事を 逐一 
述べましたなら ば* 數限り もない 事であります から 
是は省 略 致しまして、 議長の 許可を 得て 速記 錄に揭 
載す る ことに 致します、 而 して 委員 會に 於き まして 
は、 之に 類す る 所の 約 三十 箇所の 事實を 摘 示して、 

逐一 政府 當局 者に 質問 致しました 所が、 政府 當局者 

の 答 辯と 云 ふ ものは 全く 支離滅裂であります (拍手 

起る) 吾々 を滿 足せし むる に 足るべき ものが 唯々 の 

一 も 無い、 それは 其 筈 ' C* ある、 元來此 別表と 云 ふ も 

のは、 初めて 別表を 作つ た 所の 其 大本が 間違つ て 居 

るので ある‘ 明治 四十 四 年に 於て、 第二次 西 園寺內 

閣の 下に'  時の 原 内務大臣が 選擧 法の 改正を 企て X 

小 選 舉區 制と 云 ふ ものを ば 調査 委員 會に 提出した こ 

とが ある、 其 原案に 就て， 確に 政友會 側の 委員ょり 

數箇 所の 修正が 加 へられて 居ります、 是が 原案と な 

つて 第二 十八 議會に 現れた、 所が 第二 十八 議會に 於 

ては、 更に 政友會 議員の 手より 四十 有餘 箇所に 向つ 

て 修正が 加 へられて 居る、 其 修正を 加へ られた もの 


が、 昨年 春の戥 會に政 友 & の 名に 依 て 提出せられ た 
る 選舉區 制の 原案であります、 然る 所が 今回 ほ 其 原 
案に 向つて， 更に 四十 六七茼 所の 修正を 加へ たもの 
が玆に 現れた る 所の 小 選擧區 案で ある •此 過去の 事 
窗を 知る 者 ほ •何人と 雖も此 選 擧區の 構成が 公平な 
りと 想 fg する 者は 無いで あらう (拍手 起る) 斯樣な 
不公平なる所の議案と云ふものほ、此議會に提出せ 
られた 所の 例が 無い、 斯る不 公平なる 所の i§ 案を ば 
議會に 提出して 議 會 に 於て 之を* 諺す ると 云 ふ 其 事 
すら、 議會 の體面 を 汚す こと 頗る 大なる もので あり 
ます C 拍手 起る、 「のうく」 と 呼 ふ 渚 あり) 更に 
甚 しきに 至つ ては、 最前 委員長の 報吿 にも ありまし 
たが、 昨日の 委員 會に 於て •山 梨縣の 第二 區に向 つ 
て 或る 委員ょり 修正を 提出し、 政 友會は 之を 賛成し 
て、 此 原案と なつて 居る のであります (拍手 起る〕 
山 梨縣の 第二 區と云 ふ ものは どう 云 ふ ものである か 
委員長の 報 街せられ たる 如く、 西 山 梨， 東 山 梨、 北 
巨 ST 中 巨 磨、 此四 郡を 合して 一區 二人と して 居る 
ので ある、 人口は 總計二 十六 萬 五 千 六 百 四十 五八で 
あります、 然る 所が 此各 郡の 人口を 見ます ると 云 ふ 
と* どうしても 是は 二分す る ことの 出來な いもので 
ある、 之を ば 昨日 修正の 如く 二分す ると 云 ふと， 西 
山 梨、 東 山 梨は 總て九 萬 八 千 餘りで あります、 然る 
に 一方の 北 巨 K 中 巨® は 合して 十六 萬 七 千で ありま 
す 人口の 不平 均を 来す 事 頗る 大なる ものである (「地 
理 を御覽 なさい」 と 呼 ふ 者 あり) 若し 斯う 云 ふ もの 
を 分割す ると 云 ふなら ば、 此 改正案に 現れて 居る 所 
の一區 二 人 制と 云 ふ ものは‘ 悉く 分割し なくて はな 
ら ぬので ある (拍手 起る) 此分割 したのは 抑々 何に 
原因して 居る か、 今日の 新聞の 報道に 依る と. 先日 
來政友 會の山 梨 支部は、 決議を 以て 此 修正を ば 强要 
したと 云 ふこと である、 即ち 此 所を ば 地盤と して 居 
る 所の 政 友會の 議員 生 原 忠右® 門 君 •穴 水 要 七 君， 
此兩君 の 地盤を ば 擁護せ んが爲 めに 此 修正を せられ 
たと 云 ふことは* 爭 ふことの 出來な い事實 であり ま 
す (拍手 起る 「山 梨の 地理を 御存じがない」 と 呼 ふ 
者 あり) 此の si に 就て 昨日 も內務 大臣に 本員が 質問 
致しました 所、 內務 大臣は 何と 答へ た (「顔色が 變 
つたょ」 と 呼 ふ 者 あり^* 是ほ或 人が 此點に 就て 質問 
をして、 兩 分した が宜 からう と 言つ たから、 若し 議 
會に 於て 之を 修正す るなら ぱ 、本員は 同意す る こと 
に 躊躇し ない I 殊に 昨日 委員 會 終了後 我 黛の 绍月 


君が、 ft 點 に 就て 内務 大 K に n L た »f i- 、 ts 務大 1:* 
ほ 是 {X 君の 方の 锊蕻煃 夫君が， 委 に 於て 二分し 
たが 宜か らうと 云 ふこと を提嫌 した I 實に怿 しか 
らぬ 事で ある、 本員は 娄 に 於て、 山 M 縣の第 三 
區に 付て 一言半句 も 言明 L たことは 無い、 內 技 A- lii 
ほ 何を 心得て 居る ので あるか、 自分の wffi を 帘； 、； せ 
んが爲 めに、 他人の 姓名を 濫用す る • &• に 不都合 千 
M な 事で ある、 而 して 先日 来娄 ii e に 於て、 本 ひが 
別表の 不公平なる ことを 指摘して •内 秘大 1:1 に 向つ 
て 詰問した 所が、 此 別表は 最も 公平に / Ji 來て 居る に 
佐て、 此 別表に 向つて 修正を 加へ る ことは ■絕對 に 
同意し ない と 云 ふこと を 明言して R るで ほない か， 
(拍手 起る〕 然るに 斯様なる 場合に 於いて、 自货の 
議員から して 修正を 持 出して 來 るのに、 之れ に 向つ 
て默々 として 一言半句の 反對 をせ ずに 終つ たのは、 

内務大臣の . (拍手 起る X r 不公平」 「辯 明を： 避 

す」 「八 釜し い」 「何 所から 修正が m た. 一 「頭が 憇 
くな つた ぞ ，1 「噓を 言 ふな」 と 呼 ひ 其他發 言す る 者 
多し) 內務大 K ほ 励 も すれば、 此別表 は 公平なる 考 
を 以て 作成した ので あると 言うて 居る •內務 大 ui の 
公平 主義と 云 ふ もの ほ、 寺 内内 閣の誇 政 主 淡と 同じ 
事で ある •誰が 斯樣な ものを 信用 致します か、 諸君 
凡そ 政 憲を聩 張す るに 當つて は‘ 自ら W 途が あるの 
であります、 國 家の® 力を 藉〇 •法律の 威力を 藉〇 
て 政 黨の擴 張を圖 らじ とする 所の 者' か、 古今 ili 西の 
何れのと ころに 有る か -- \ 拍手 起る 「大隈 內閲は どう 
した」 と 呼 ふ 者 あり〕 古今東西の 歴史に 於て 類例な 
き 所の 亂暴 至極の 振舞であります C 「大隈 はどうし 
た j  r 馬鹿を 言 ふな」 r 靜肅に j  r そんなに 苦しい 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯る 場合に 於て こそ > 5$ 法が 保 
障して S- る 所の 兩院 制度の 得失が、 始めて 發撺せ ら 
る、 ことで あると 云 ふこと を 確信して 居ります、 |,'0 
ほ 論じたい 事は 澤山 ございます けれども •.本員の 足 
らざる 所は、 後に 現る る 所の H 論者に 於て 補足せ ら 
れる こと、 信じて 居ります、 以上 述べた る 所の理 山 
を以 ちまして、 本 負は 此 政府の 提案の 如き. 个撤底 な 
る 所の、 不 論理なる 所の、 不公平なる 所の 選 擧權の 
賭 _ 張、 選 擧區 制の 變更 •別表の 改正に 就て は， 根 木 
ょり 之に 反對 し、 政府 提案の 否決を 要菌す る 者で あ 
〇 ます 0 

〔拍手 起る〕 

(參照 ) 


院認衆 鈐蓊國 帝 回 一十 四 第 


考諉院 戠 U 選 li-i 法 改 jh: 案 別 ^ に對 する® 見 
若し 政府 原案 別表 全部に 渉りて 原案の 缺 點 を 指摘 
せ ほ 其 ffi 所 非常に 多き に 上ろ へき 4 玆には 唯 B む 
を 得さる 坶合に 限り® 更の必 嬰 ある ものを 揭 くれ 
は 左の fci し 

大阪府 

第 六 K 及第 七 M を 左の通り 改む るを 要す 

第 六區東 成  一 A 第 七 M H  _ 二 人 

ISAM  f tH 彳  _  -A 
一  -rr'wp 

理由 原案 第 六區は 東 成 两成闸 郡を 合して 一 M と 
爲せる も此兩 郡は 大都市を 狹み て柑隔 つるの みな 
らす 市の 膨脹に 伴 ひ兩 者の 關係益 -% 疎隔す るの® 
向を 有す 又 原案 第 七 ® 屮豊 能と 北 河内とは 三 备 郡 

を 隔て、 相互の 關係甚 薄く 人情 風俗 全く 異る もの 

あり 何れも 地理 上 適當の 組合せな りと 云 ふへから 

す而 して 3i 成 郡は 其 人口 十三 萬 七十 一人なる か 故 

に 先つ 之を 獨 立の 一 區 とし 次に 西成豊 能を 合して 

1 M! 一入 三 島 北 河内を 合して 一區 一人と せは 地勢 

上の 配合 其の 宜きを 得 之を 人口 配當上 ょり 見れ は 

前者は 二 十一 萬 八 千 六 人後 者は 十六 萬 五 千 三十 九 

人と 爲り 稍： 小 均衡の 嫌を 免れさ. る も 原案に 比し 格 

別の 差異 あるに 非され は 寧ろ 地理 上 .M 然の 配合に 

從ふ を當然 とす 

兵庫縣 

第 四 M 第五 M を 合して 一 K 二人と し 第 十二 ® 第 十 

三區を 合 I て I M 二人と 爲すを 耍す 

理由 7r 區川邊 有 馬は 山岳を 隔て、 境域 相 接る と 

雖 とも 交通 關係は 何れも 武庙 郡に 密 趣し ill! 勢 上 三 

郡 一 選 舉 M と爲 すを 適 常と し 之を 5 :小選 擧區區 制 

の •沿革に 照す も 亦一區 二人の 制を 執りた るの みな 

らす 昨年 政 友會提 案の 別表 改正案 中に も 亦 此の a 

制を 踏襲した るに 拘はら す 今般の 改正 ^ 'H に 於て！ 

殊更に 此を 分離した るは 不可な 〇 第 十二 區第 十三 

經は 亦 SI 小 ii 培® 制に 於て但 馬國 1_1 區 二人と 

爲 せし を 特に 分割した る ものなる か 由 來同國 は 兵 

庫縣の 北 隅に 侃 在し 其の 地勢は 之を 兩區に 分割す 

るに 適せ さるの みならす *; 郡 共通の 人情 風俗を 有 

し 原案の 如く M 带す るは 不自然なる を 免れさる か 

故に 寧ろ 谓 制に從 ひ 一® 二 人と 爲すの 適切なる に 

如か さるな 〇 

長 崎 縣  •  . 


第五® 及第 六 ® を 併せて 一 選擧 M! 一入と 爲すを 要 
す 

理由 第 六 區屮の 壹岐郡 は 餌 平 戶藩 にして 風俗 慣 
習 第五 區たる 北 松 浦 郡と 稍 一 致し 1L つ 汽船の 交通 
僅かに 三時 間に 過き す從つ て 日常の 取引 交際の 關 
係 頗る 密接な り 之に 反し 南 松 浦 郡と 壹岐 郡とは 共 
に 遠隔の 離島に して 舊藩を 異にし 7'r 來 何等の 交渉 
關係な く 風俗 ^ ® 亦 全然 相違し 曾て 兩島 間に 航路 
の 開けた る 事 すらな し 現行 區制 改正 前の 小 選擧區 
に 依る も 第 四 M は 北 松 浦， 壹岐 ，石 田 (石 田 郡は 
後に 壹岐に 合併せ ら る VW. 一  人 第五 區は南 松 浦 郡 一 
人と せる を 見る然 れ とも 若し 此の « 制に 依る とき 
は 北 松 浦 壹岐ほ 人口 十九 萬 一千 四百 二十 三人 南 松 
浦は 入口 十 萬 一 千 八 百 十一 人に て 谷 一人を 選 W す 
る こと、 なり 著しく 不均衡を 來す ことを 免れ 難き 
を 以て墩 ろ 修正案の 如く 兩者を 合して 一區 二人の 
選擧區 と爲 すを 至當な りと 18 む 
新 P 縣 

第 七 M 南 蒲 原 古 忠を分 割して 谷獨 立の 一 區と爲 す 
を 要す 

理由 南 蒲 原 郡 (3: 人口 十 il 千 二 ?- I 五 人 古志 郡は 
九 萬 七 千 七 W 八十 九 人に して 略 相 均しく 之を 小 選 
擧一區 一人を 原 !- 1IJ とする 原案の 主旨より 見る も兩 
者を 分立す るを 相 當 とす 况んや 此兩郡 は 接 ® 地な 
れ とも 地形狹 長に して 利害の 關係 薄く 人情 風俗 も 
亦 自ら 異れ るに 於て おや 之を 第 八 區三島 郡 入口 十 
萬 三千 二 百 3K 人 第 九 11? 刈 羽 郡 人 U 十二 萬 三千 六 百 
七十 三人に して 最も 密邇せ る此兩 郡を 分立せ るに 
對 比し 益々 修正案の 妥當な る 事を 推知す るに 足る 
三 ® 縣 

第 八 區度會 志 瞍第 九區北 牟婁南 牟巢を 併合して 一 

區 二人と 爲 すを 要す 

理由 舊小 選擧區 制に 依る 沿革 上より 見る 第 八區 

第 九 M は 分割せ さるを 適當 とする のみなら す 第 八 

區は入口十六萬七千西二十五人第九區は人口十萬 

三千 百 三十 六 人に して 隣接せ る兩區 の 間 其 差 六 萬 

以上に 上る か 故に 之は 八 口 配當 上の 均衡を 1@ る點 

より 論す る も 此雨區 ほ 當然一 選擧區 たるへ きもの 

なり 昨年 政 友會の 提出した る 小選擧 區 案に 於ても 

尙一區 二 入 案な りし か 這般 特に 兩 者を 分離した る 

は 其の 理由を 知る に ? r まさるを 得す 

愛知 縣 


第 四 M 屮西春 日 井は 之を 第五 區の艰 春 日 井と 合し 
て一區 一人と し 同區中 愛知は 第 九區の 知 多と 合し 
て一區 三人と し 又！ S 十一 區を 分割して 幡豆 郡を 獨 
立の 一區 一人と 爲すを 要す 
理由 W に 地理 上の 關 係より 見る も 愛知と 西 春 日 
井を 組合す は 不自然なる を 免れす 寧ろ 相 K 辨 接の 
關係を 有する 東西 春 日 井を 合して | 區 とし 愛知 郡 
ほ 其の 隣接地た る 知 多と 合する を 自然の 區域 なり 
とす. Ifn して 之を 人口 配當の 上より 見ん 乎 東西 春 日 
井兩 郡の 人口 十六 萬 九 千 三百 七十 六 人に て 一人を 
選 m する ことと なり 之を 原案の 知 多 郡 十七 萬 三千 
三百 七十 J1: 人を 以て 一人を 選出す るに 比し 配當平 
均に 近き ものと 謂は さるへから す而 して 愛知 知 多 
人口 合計 三十 二 萬 九 千 七 酉 四十 八 人に て 三人を 選 
出す るか 故に 一人 平均 十 萬 九 千 九 百 十六 人と 爲り 
是亦 不當の 配當 率に 非 さるものと 認む 
原案 第 十！ 區中岡 崎 市を 中心とする 額 田 東 加 茂 西 
加 茂 三 郡と 西 尾 町を 中心とする 幡豆 郡とは 全然 風 
俗 慣習を 異にし 之を 薦藩時 代の 沿革に 見る も將た 
現 時の 商業 交通 等の 關係 より 考 ふる も 兩 者を 併合 
して 一 選 擧區こ 人と 爲せ るは 不自然の 結合た るを 
免れす 之を » 小 選擧區 制に 就て 見る も 額 田 東西 加 
茂は 一 選窣區 と 爲り幡 豆 郡 ほ 碧 海 郡と 合して 一 選 
擧區 たりし (3: 寧ろ 自然の 地勢に 從ひた る 區畫な ヴ 
と 認めら る而 して 之を 人 n 配當の 上より 看 察せん 
乎幡豆 郡 ほ 人口 九 萬 一千 七： 白 九十 四 人に して 他 三 
郡は 十三 萬 五 千 六 百 六十 二 人な り 若し幡 豆 郡の 人 
口 過少に して 獨 立の 一 區た るに 不充分な らん 乎 寧 
ろ 之を 碧 海 郡に 合して 一 區二 人と 爲 すを 可とする 
も 同 郡の 人口 九 萬餘 ほ 裕に一 獨立區 たるの 資格を 
有する に 足る 例 之 山 口 縣佐波 郡の 如きは 縣の 中央 
に 介在す る ) 1!! 方なる に 係 はらす 人口 九 萬 一千 百 二 
十二 人に して 獨立 の選擧 區たり 又 德島縣 の 名 東 勝 
浦 二 郡 一區の 如き 他の 隣 區と組 合せ 得へ き適當 の 
地位に 在る に 係 はらす 九 萬 七 千 八 百 二十 七 人に て 
之を® 立の 選擧 區と爲 せし 例に 照せ は 本 修正案は 
當然 避く へから さるものと 18 む 
靜岡縣 

第三 M 第 四區を 併合して 一區 二人と し 第 八區 中の 
周智郡 を 割きて 第 七區に 併合す るを 要す 
理由 原案 第四區 富 士庵 原は 入口 十八 萬 六 千 二百 
四十 八 入なる か 其 隣 M たる 安倍は 人口 十一 萬 三千 


四百 六十 四 入に て 其 差實に 七 萬 以上な り此 兩區は 
地勢 上 何等の 故障な き 土地柄なる か 致に 入口 配 當 
上 之を 併合して 均分を 得せし むる は 適當の 修正な 
りと 謂 さるへから す 又 原案 第 七區は 綴 原 小 笠 二 郡 
人 〇 二十 萬 七 千 二百 十六 入に て r: 人を 選出す るか 
故に 一 區十萬 三千 六 百 八 人の 割合と なる 而して 其 
隣 1S たる 第 八 區周智 磐 田は 一 區 一人に て 人口 合計 
十八 萬 ? ;; 千 七 百 八十 人に 及 ふか 故に兩 區 人口 配當 
上の 差は 八 萬 以上に 及ひ茗 しき！ f 平均の 組合せな 
りと 云は さるへから す 若し 修正案の 如く 周智を 第 
七區に 組 替ふ ると きは 人口 計 二十 五 萬 六 千 三百 六 
十； 一 一人一人 平均 十二 萬 八 千： n 八十 一人と 爲り磐 出 
郡は 軍® にて 十三 萬 六 千 六 百 三十 三人と 爲り 人 cl 
配當 上申 分な き 割合と 爲る而 して 地理 上の 關 係に 
於て 周智 郡は 磐 田と 小 笠と に柑 接し 之を 何れに 組 
合すと も 格別の 差異な きことは 池 一一を 一覽 すれは 
明瞭なる へし 
宮城 縣 

第 四 區の遠 田 郡と 第五 區の玉 造 郡と を 組 換へ第 六 
區及第 七區を 併合して 一區二 人と 爲すを 要す 
理由 第五 區栗原 郡と 3£ 造 郡とは 速 山を 以て 相 境 
し 彼此 全く 其 流域を 異にして 交通 關係 決して 密接 
なりと 云 ふへから す 反 之 遠 田 郡と 栗 原 郡と ほ國道 
及縣 道筋に て 交通の便 多し 而して 玉 造 郡は 其の 地 
勢 上ょり 見る も鐵道 交通の 關 係ょり 見る も 志 田 加 
美に 密接せ るか 故に 修正案の 如く 組換を 行 ふは 當 
然とす、 府縣制 實施 以前に 於て 志 lij 玉 造は 同一 郡 
衙の 管轄に 屬した る 沿革 あり 又 M 小 選 擧區 制の 際 
には 黑 川、 加 美、 志 田、 玉 造 及 遠 田を 合して 第 彐 
區 一入と し 栗 原 登 米を 合して 第四區 一人と 爲せる 
に徵 する も 栗 原と 玉 造との 組合せは 地理 上の 關係 
に 於て不 S 然の ものた るを 推知す るに 足る •加 之 
之を 人口の 點に 見る も lg 五 區は十 一 萬 四千 九 ' E-I 人 
第 四 區 ほ 十四 萬 四千 三百 八十 人に して 其 差 二 ;'® 九 
千 四百 八十 入な り 若し 修正案の 如くせ は 第 四區十 
三 萬 四千 七 百 四十 九 人 第五 區十二 萬 四千 Z/X 百 三十 
一人に して 其差随 かに 一 萬 二 百 十八 入と S り配當 
上の 均衡を 得る に 近し と 謂は さるへから す 
第 六區と 第七區 とは 亦 前者は 人 U 十四 萬；  一 一 千 〇九 
十七 人後 者は 人口 十一 萬 八 千 八 百 五十二 人に て 其 
差 二 萬 四千 二百 三十 五 人に 及 ふの みならす 海陸の 
交通 關 係に 顧み 11. つ P 小 選 擧區 制に 於て 栗 原 登 米 
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を 合して 一區 とし 挑 生 牡鹿 及 本吉を 合して 一區と 
爲した る 沿革に 顴み此 兩區を 合して 一區 二人と 爲 
すを 至當な りと 誌む 
山形 縣 

第五 區を 分割して 苽田川 西 田 川兩 郡を 以て 一區一 
人と して飽 海 郡を 搦 立の 第 六 M と 爲し第 六區 最上 
北 村を 第 七區 二人と 爲すを 要す 
理由 原案 第五 區は 二十 七 萬 五 千 七十 六 人に て H1 
人を 選出す るか 故に 一人 平均 人口 九 萬 千 七 百 二 十 
五 人な り 之を 其隣區 十八 萬 千 百 十六 人に て 一人を 
選出す る 第 六區に 比すれ は 非常に 不權衡 の ものと 
爲 る、 抑 も 原案 制定の 趣旨は 一區 一人を 本則と 爲 
し 人 n 配 當上已 むを 得さる 場合には 、一區 二人と 

し尙 地勢の 關係其 他に 於て 萬已 むを 得さる 場合に 

一區 三人の 特別 例外を 設 くる ものと す 然るに 本縣 

第五 區の 如き ほ 地勢 上 及 人口の 配 常 上 之を 二區に 

分割す る こと 決して 闲 _ に 非ら す 即ち 東西 田 川 人 

口 十七 萬 三千 六 百 九十 四 人に て 一區を 爲し飽 海は 

獨 立して 人口 十 萬 一千 四百 八十 二 人を 以て 一區を 

形成す るに 於て 何等の 支障 あるな し 此の 如く 一區 

一人の 原則を 以て 選 擧區の 組合を 行 ひたる 上に 於 

て 原案 第 六區は 人口 十八 萬 一千 百 十六 人に して 原 

案 第 四區 又は 修正案 第六區 に 比し 人口 多數な るか 

故に 殘餘の 一人を 之に 配當 して 一 選 擧區二 人と 爲 

す ほ 議論の 餘地な き 配當な りと 信す 

秋田縣 

第 七 區平鹿 雄 勝を 分離して 谷獨 立の 選 擧 區と爲 す 

を 要す 

理由平鹿十萬五千九百九十九人雄勝は人口八蓖 

七 千 二 百 六十 八 人に して 何れも ® に獨 立と 爲 すに 

足る 人口を 有す 若し兩 郡 人口の 差 一 萬 七 千 餘に上 

るか 故に 人口 配當の 均分を 得ん か 爲に兩 者を 併合 

せる ものな りと せは 第三 區の山 本 {X 十一 萬 一千 五 

百 九十 一人を 以て 獨 立の 一 選舉區 とし 第 四區は 其 

隣 郡た る 北 秋 田と 鹿 角、 を 合して 十八 萬 一人を 以て 

一 選擧區 とし 其 箜實 に七萬 人に 近き か 故に 當然此 

兩區を 併合して 一潠 擧區二 名と 爲さ 、るへから さ 

る理な り 明治 四十 五 年 政府 提出の 小 選 擧區制 原案 

に 於て ほ 修正案の 如く 平 鹿 雄 勝を 分立し 尙 昨年 政 

友會 提出の 原案に 於ても 亦此兩 郡を 谷獨 立と し爾 

來何等 事情の！！ 化な くして 之を 併合せ るは 其 趣旨 

何れに 在る やを 知る に 苦 まさるを 得す 


福 井縣 

原案 第二 區は 之を 兩區に 分割し FL つ 第 四 區の丹 生 
南條を 今 立 南 勝に 改む るを 可とす 即ち 第二 區を坂 
井 郡 一人と し 第三 區を 大野 吉田二 郡 一人 第 四區を 
足 羽 丹 生 二 郡 一人 第五 區を今 立南條 二 郡 一人と 修 
正す るを si す 

理由 政府案 一區 一人の 小 選擧區 を 原則と する も 
のとせ ほ 特に 第二 區に 限り 地理 上 及 人口 配 當上之 
を兩 區に區 分す る こと 容易なる に拘ら す四縣 を 併 
合して 二人 一 選 擧 區と爲 したる 理由を 知る に 苦 ま 
さるを 得す 即ち 修正案の 如く 第三 區吉田 大野は 地 
理上 密接の 關 係を 有し 其 人口 十三 萬 百 三十 人に し 
て獨 立の 一 選 擧區た るに 適し 又 足 羽 丹 生を 合して 
人口 十！ 萬 三千 七 百 六十 八 人に て 此れ 亦 適當な る 
一 選 擧區た るを 見る 而して 原案に 於て {t 南 條丹生 
の兩 郡を 合して 一 選擧區 と爲せ る も 南條今 立の' 兩 
郡は 郡制 實施前 一郡 役所の 行政 區域た りし 舊來の 
關 係を 有する のみなら す 現に 區 裁判所の 管轄 區域 
同一に して 地形 上兩 者を 組合は すは 當然の 處置た 
り而 して 此二 者を 合して 人口 十一 萬 六十 五 人なる 
か 故に 一 選擧區 一人と して 人口 配 當上亦 決して 不 
條理 にあら さるを 見る 
石川縣 

第二 區 第三 區を 合して 一區二 入と 爲 すを 要す 
理由 原案 第二 區第 三區は 金澤の 西部に 位して 地 
理 上一團 と爲れ るの みならす 前者は 人口 十一 萬 三 
十二 人後 者は 人口 十七 萬 千 三十 八 人に して 相 5: の 
差 五 萬 八 千 二 十六 人に 上る 故に 人 P 配當 上の 均等 
を 得る 上ょり 見る も此兩 者の 併合は 當然已 むを 得 

さる 修正な りと 認む 
島根 縣 

第三 區屮飯 川 郡を 獨 立の 一區 一名と 爲し仁 多大 原 

及 飯 石の 三 郡を 第二 區に併 合して ~ 區二 名と 爲す 

を 要す 

理由 簸川 郡は 人口 十三 萬 二 千 九 百 七十 七 人を 有 

する 大郡 にして 優に 一郡 一 選 擧區 たるに 足る のみ 

ならす 地勢 亦 出 雲國の 西北に 位し 獨 立の 選 擧區と 

爲 すに 適す 而 して 第二 區八朿 能 義に加 ふるに 仁 多 

大原及 飯 石を 以てせは 人口 三十 一 萬 三千 百 十八 人 

にして 二人 選出に 適當の 人口を 有し 地理 上の 關係 

に 於て 亦 決して 不自然なる 結合に 非 さるを 見る 

香川縣 


第三 區 第四區 を 併合して 一選舉 M 二人と g すを 可 
とす 

理由 第三 區香川 小豆 二 郡 人口 計 十四 萬 四千 六 百 
二 十七 人に して 其の 隣區た る 第 四區は 大川木 田 二 
郡 人口 計 十七 萬 五 千 三百 二十 九 人な 〇 此兩區 に對 
する 入口の 配當 均分なら さる 點 に® みれ は兩 者を 
合して | 選擧區 二人と 爲すを 扣當な りと す 若し 入 
口の.！ f 平均 此の 位の ものを 已むを 5 E さるもの とし 
て兩 者を 二 區に 分割す る 以上は 第五 區綾歌 仲 多 度 
を 合して 一 選擧區 二人と 爲し たる 理由な き窖な り 
何と なれは 綾歌 郡は 八 口 十二 萬 二 千 八 百 七 人 仲 多 
度 郡は 人口 九 萬 七 千 二百 二十 九 入に して 兩者 ほ SC 
然 分立し 得へ き 資格を 具備す る ものと 云は さるへ 
からす 此の 如く 甲に 分ち て 乙に 合し 一貫の 主張を 
缺く 所以の もの ほ 一派の 黨略 上の 便宜に 出つ るの 
疑な き 能は す 
高 知 縣 

第二 區土佐 吾川 長 岡 三 郡を 合して 一選舉 區 二人と 
せる も 第一 i 區は土 佐 吾川 二 郡 一人と し 第三 區 安藝 
香 美に 加 ふるに 長 岡を 以てし 一潠 擧區 二人と 爲す 
を 要す 

理由 原案 第二 區は三 郡 人口 總計 二十 萬 四千 五 百 
三十 六 人に して 一人 平均 約 十 萬 二 千 餘 人の 割合な 
り 之を 東 隣の 第三 區 十六 萬 四千 四百 四十 七 人 隣 
の 第 四區 十五 萬 二 千 四百 五十人に 比し 著しく 差異 
あり 今 之を 修正案の 如くせ は 第二 區は 入 P 十二 ; € 
八 千 九十 五 人と 爲り第 三區は 二十 四 萬 八 百 八十 八 
人に して 一人 平均 十二 萬 四千 餘 人と 爲り 人口 配當 
の 上に 於て 最も 公平の 結果を 見る 而 して 長 岡 郡は 
地勢 上ょり 見れ は 之を 第二 區 第三 區 何れに 編入す 
る も 不可な きか 故に 人口 配 當の不 均衡を _牲 とし 
て 第三 區に 結合す るに 及は さるな り 
福 岡縣 

第 九區 乃至 第 十. 三 區を 左の 如く 改む 
第九區  筑紫  朝 倉  糟屋  二人 
第十區  宗像  遠賀  鞍手  二 人 
第 十一 區嘉糖  一入 
理由 原案 第 十區は 人ロ ニ 十九 萬 九 千 七 百 四十 一 
人に て 三人 選出と し 一人 平均 人口 九 萬 九 千 九 百 十 
三人な り而て 其隣區 たる 第 十一 區筑紫 朝 倉 二 郡の 
人口 十七 萬 七 千 四百 四十 一 入を 以て 一人 を 選出す 
るか 故に 人口 配當上 彼此 著しき 不均衡を 免れす 加 


_ 一  il  _ 

之 第 十區ほ 地理 上 及 人 P S! 常 上 必し 邯を合 し 
て 特別 例外の 一區 三人 制を 採用せ さるへから  さる 
琪由なく嘉朗郡は入口十一茁三千五：内六十九 \ を 
有し 裕に獨 立の 一 區 と ].: S すを 妨： •;; ごる >: .•( て ' 
一區の 原則に 從ひ 先つ 同 郡を W ® の j il sf. l-i VJ し 
次に 筑紫朝 倉糟屋 〇 三 郡を 以て 一' M :i \ 、 f:-.- . ';*' 故 
賀 鞍手の 三 郡を 以て 一 區 二人の 組 合 せを 行 ふとき 
は ？ if に 地理 上の 關 係に 於て 不自然なら さるの みな 
らす入 口 配當上 原案の 5n き； f 均衡を 見る の 比に あ 
らす即 ち筑紫 朝 6- 附屋の三郡入口合計二十四疋一 
千 四百 四十 九 人 一人 平均 4 -二逛 七 W 二十 五 人と e 
り宗像 遠 M 鞍手の 三 郡 人口 合計 二 十三 萬 七 千 八丐 
九十 五八 平均 十一® 八 千 九 W 四十 八 入と 埝〇: S も 
公平なる 按排を fy る ものな 〇と諧 はさる へからす 
大分 縣 

第 六區时 國東 、取 國 苽 に 加 ふるに 速 見を 以てし I 
區二 人と し 第 七' M を 下 毛、 宇佐 一  M 一 人と 爲すを 
耍す 

理由 宇佐 下毛兩 郡は 常に 盥前二 郡と 合 稲し 人 惝 
風俗 相等しく r 般の關 係 亦 親密に して sg il 擧區制 
時代に 於ても 一區た りしな 〇 速 見は 宇佐と 境钱を 
接せる も « 後の 中央に して 人情 金く J!lv 2 ::前 二 郡と與 
れ り、 東國東 及西國 東の 一部とは KI 同藩たり し 關 
係 多く 入 情 亦 相 近く 現に 速 見と 東 國 双 とは IMJ 1 税 
務峩の 所管たり 唯 人口 割ょ 0 -3?: 出 すれ (3: 原案の 也 
國 東、 西國東 二 郡の 計 十一 萬 五 千 二 西 七十 3.: 人 下 
毛 宇佐 速 見 三 郡 計 二 十五 萬 一一 一千 九 百 六十： A 人 I 入 
平均 十二 萬 六 千 九 百 八十 二人と なる に 比して 修正 
案の 速 見 si 國® 西國東 三 郡 計 二 十览八 千 二： r-l 八 人 
一人 平均 十 萬 四千 百 四 人 下 毛、 宇佐 計 十六 萬 一千 
三十 二人と 爲り 聊か 不均衡の 嫌な きに 非 さる も 入 
口 割にの み 重きを ® き 地理 上 自然の 區豳を 無視せ 
るは 不當な り單に 人口 配當の 上ょ o 3r> tilll すれは 大分 
縣內に 於て すら 第三 區 W 北海 部の 人口は 十八 ; ffi 三 
千 九 百 九十 五 人に 及 ひ 之を 修正案 第 七 M に 比し： 一 
萬 二 千 九 百 六十 三人 過多な 〇而 して！ 5三 區 の隣區 
たる 第二 區 大分 郡は 十 萬 一千 111 百 三十 八 人に L て 
修正案 第 六區の 一人 平均 人口に 比し 二 千 七 百 六十 
六 人 過少な り而 して 單に 人 P の 平均を 求めん と 欲 
せは 第二 區と 第三 區は 之を 合併し 一區二 < と爲す 
を適當 とす 畢竟 二 者を 區分 せる 理由は 人口 配當の 
不平 均を 犧牲 として 地理 上の 關 係を 顧 厳せ るに 依 


院 as 衆會 sr 又 帝 回 一十 四 第 


る 之と 同一 理由に 依り 第 六® 第 七區を 地理 的關係 
に® み 修正案の 如く 改む るは 當然の 事な りと 信す 
7 佐賀縣 

第 四 區小城 杵島 及藤津 の 三 郡 二 人一區 を忤 島藤津 
二 郡 一人 一區 と爲し 第五 區 東西 松 浦 兩郡に 加 ふる 
に 小 郡 町を 以てし 二 人 一 區と爲 すを 要す 
理山 元來 VJ' 城 郡は 地理 上 東 松 浦 郡と 最も 密接の 
關係を 有する のみなら す 之を 入口 配 當の點 より 見 
る も 原案 第五 區 人口 十九 萬 七 百 六十 九 人に 對し一 
人を 選出せ しむる ほ 妥當 にあら す 若し 修正案の 如 
くせは 第 四 ® は 十七 萬 九 千 四百 十五 人に 對し 一人 
第： A H 一一 十五 萬 八 千 八 百 四十 一人に 對し二 人を 選 
出せし むる 事と なる か 故に 比較的に 均衡を 得る も 
のと 云は さるへから す斯の 如く 地理 上 及 入口 配當 

上 明白の 理 山を 排 して不 .H 然なる 姐 合を 爲せ るは 

黨略 上の 理由に 基く ものと 非_ せらる、 も 辯 解の 

辭な かるへ し 

窝 崎縣 

第一 區を宮 崎、 南 那珂及 東諸縣 二 人 第二 區を北 諸 

縣 西諸縣 一人、 第三 區を 5.1 湯、 東 臼杵 ，西 臼杵二 

入と 爲す を耍す 

理由 原案 第二 區十八 萬 六 千 四百 十八 入に て 二人 

第三 區 十六 萬 五 千 四百 十四 人に て 一人を 選出す る 

は 人口 配當 上} f 適當な りと 云は さるへから す 若し 

修正案の 5n くせ ii 第一 區二十 萬 三千 百 八十 六 人に 

て 二人 第二 區十 :/!: 萬 一千 五 百 二 十三 A にて 一人 第 

三 區二 十四 萬 四百 五十一 人に て 二人を 選 W する 割 

合と以〇大に配常率の不平均を ^ 和することを得 

而 して 之を 地勢 上より 見る も兒湯 郡の 中心より 東 

西 臼 杵の 北端に 到る K 離と 南那柯 郡の 南端に 達す 

る ffi 離とは 寧ろ 前者の 方 近くして 之を 何れの 方に 

m 合する も 甲乙な しと 云 ふへ く 又 iti 諸 縣郡は 西 諸 

縣 よりは 宮崎郡 の 方 特に ?!? 涵の關 係を 有する か 故 

に本修 IH 案は 地理 的 關係に 於ても 決して 不自然な 

る m 合せに 非 さるものと 認む 

北海道 

第 十一 區及第 十二 區を 合して 一區 三人と @ すを 要 

す 

理由 m に A 口 配當の 上よ 〇 見れ は 敢て 原案を 不 

當な りと 云 ふへ かさる も 之を 地理 的 關係に 顧みれ 

ほ； s 舵 支 路恃 内と 檜 山支蛀 管内とは 地勢 交通の 上 

に 於いて 密接 離る へ かさる もの ありて 原案の 如く 


利害 關係相 踝 隔せ る椅山 後志を 併合し 函館を 獨立 
したる は 大缺點 たるを 免れす 此 故に 人 n 地理の 二 
S を 顧 E® し附 若を 合して 一區 一一一 人と する は 已むを 
得さる 配合 方法な りと 信す 現行 制に 於て は 函館檢 
山兩 管内と 後志 管內 中の is ® 都 管内と を 合せて 一 
區を 形成し ? S に 明治 四十 五 年 政府 提出の 原案に 於 
いても 亦函 g 檢 山を 合して 一區 とし 別に 後志を 以 
て獨 立の 一區を 形成せ しめたり 唯 現 時の 人口 配當 
の 上より 見て 玆に 四十 五 年の 政府案を 踏 幽すへ か 
らさ るか 故に 本案の 如く 修正す るを 妥當な りと 認 
む 此の 如く 兩區を 合する も 其 境域 廣大な らす 之を 
本道の 他の 選擧區 に 對 比せは 地理 上の 區剷 寧ろ 其 
の 宜しき に 適せる ことを 看取し 得へ し 
0; 一長 C 大岡 育造 松 田 源 治 君。 

〔松 田 源 治 君 登壇 J 
〔拍手 起る〕 

〇 松 田 源 洽君諸 打、 衆 謎 院戠員 選擧 法の 改正案は 
類る 重大なる 法案で ある ことは、 本 M も 承知 致して 
居る のであります、 齋廳君 は 昨日の 委員 會に 於て、 
今 井 君から 小委 員會の 詞求が あつて， 本案を 一括し 
て 或 一致 點を 見出す 爲め に、 之に 付託す る 方が 宜し 
いと 云 ふ 賛成の 意見を 唱へた のであります、 然るに 
吾々 の 之に 反對 する 理由は、 假令 衆議院議員 選擧法 
は 憲法 附龆の 法律な りと雖 も、 四十 五 年 以来の 懸案 
である、 而して 明治 四十 五 年に 西 園 寺 內閣に 於て、 時 
の 内務大臣 原 氏は 衆議院に 提出す るに 當つて •其 前 
年の 明治 四十 四 年に、 朝野の 選擧 法に： 稍 通して 居る 
所の 委員を 指名し まして、 內務 省に 於て 衆議院議員 
選擧法 改正 調査 會と云 ふ ものを 組織して‘ 愼重審 諉 
をした 結果， 四十 五 年の 损案 となつ たのであります 

其 時分は 主として 大 選擧區 を 小 選擧區 に變 へる と 云 

ふこと であります、 其 後に 各黨谷 派より、 衆議院 K 

員選擧 法の 改正案と 云 ふ ものは 毎年々々 此 譲 場に 現 

れ ました、 先達 衆議院 事務局より 配付され たる •修 

正 案の 沿革が 書いて ある 書物に 依り ますれば 隨分澤 

山の 修正案が 出まして、 其 都度々々 愼黨 なる 審戢を 

致して 居る のであります •又 昨年の 如き も， 憲政 會 

から も、 國民黨 から も* 我雜か らも 改正案を 提出し 

まして、 愼重 群議を 致し， 小委 員に 付託し ましたけ 

れ ども •遂に 一致點 を 見出す ことが 出来ず して •> 小 

委員 ir は 閉會 したので あります， 斯の 如く 旣に 今日 

は， 如何に 衆議院議員 選擧法 を 改正す るかと： K ふ 所 


の實 行の 時代に 移つて 居る のであります、 吾々 は 國 
民の 代表者と して、 衆諉院 議員 選擧 法の 改正案は、 
餘程 注意を して 研究 致して 居る のであります、 徒ら 
に 小委 M 會を 設けて、 之に 付託し ました 所が、 今日 
の 形勢に 於て は、 到底 一致 ifi を 見出す ことが 出來な 
、と 云 ふことは 明かなる 事 實で あります C 拍手 起る 
然るに 拘らず 、無益の 小委 員會を 設けて ■而 して 愼 
重洧議 に 名を 藉 りて 本案を 延期す ると 云 ふやぅな 魂 
膽は ，吾人の 大に採 ら ざる 所であります (拍手 起り 
「のぅ <」 と 呼 ふ 者 あり〕 故に 私は lit 小委 員會 を設 
ける と 云ふ提 _ には、 絕對 に反對 致した ので ありま 
す C 「そんな 事は 餘計な 事 だ/ 默れ」 と 呼 ふ 者 あり) 
齋 藤 君が 之を 言つ たから 言 ふので あります •齋藤 君 
が 之を 言つ たから 言 ふので あります* 而 して 衆議院 
議員 選擧法 改正案の 主たる 所の 項目は 

〔「三 木 君が lal 々喋 舌つて 居る」 「三 木默れ J 「懲 
罰」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 ft- 〕 靜肅に …： 

〇 松 田 源 治 君 選 擧權 の！ I 張であります、 次は 區制 
であります、 次は g 則であります、 衆 誘 院議 員 選擧法 
の 改正案に 就て 選擧權 の擴 張と 云 ふ 事は 是は 時代の 
要求で 有ます 立憲政治の 究極の 目的は 制限 選擧 を撤 
廢 して 普通 選擧 に爲 すと 云 ふ 事は 當然の 話で 有ます 
併し 此の il 場の 模樣に 依ります れぱ •國 民黨の 提案 
も 憲政 會の提 案 も， 政府の 提案 も、 矢 張 制限 選擧で 
あります から 111: 所に 於て 普通 選擧の 可否を 論ずる 必 
要は 本員は 無い と考 へる のであります (「ひや/、」 
と 呼 ふ 者 あり〕 而 して 此財產 資格を 何 所までに 横 張 
する か、 政府案は 三圓で あります、 國民戳 と 憲政® は 
二圓で あ 〇 ます、 是は 主義の 串では ない、 二圓 を fel* 
て 三圓 よりも 主義 上 宜しい と 云 ふことは 言へ ない の 
であります、 是は五 十 步百步 の S 論であります、 私 
は 多く 論ずる 必要は 此點に 於て 認めない ので ありま 
す、 今日の 府縣制 其 他を 斟酌し まして、 府 縣會議 0 
の選舉 權と 同一の 擴 張の 程度に 止め 置く ことが、 當 
然の 事と 思 ふので あります (拍手 起る〕 それから 最 
も It 要なる 問題は、 哲識咍 級に 選 擧础を 與へる 智識 
階級と 申します る けれども、 智識 階級の 總てを 含ん 
で 居る のでは ありませ ぬ、 中 學校卒 業 以上 •即ち 中 
學校 卒業 以上の 者に 選 擧 權を與 へる ■國民 黨も然 り 
であります、 併し 憲政 會 のは それに 制限が 附 いて， 
獨 立の 生計を 營む 者と なつて 居る のであります、 是 


が 政府案に 無い， 即ち 中 轵 校： 午 業 以上の 者に 選擧權 
を 3 :へ ると； 2C ふ 事が 政府案に 無い 是は 無い のが 當然 
である •智識 階級は 中學校 卒業生の みでは ありませ 
ぬ、 他に 澤山 あるので ある •政治を/解し-政治 上 
の 判 斷を爲 す 者は、 中學 校を 卒業した 人ょりも •世 
の 中の 世故に 富み， 經驗に 富み ) • 政治 上の 判 斷を 爲 
す 者は， 全國に 何十 萬 あるか 分らない と 思 ひます、 
之を 捨て、 僅に 一一 一圓の 範圍に 入らない 所の 十八 萬* 
憲政 會の 案に すれば 十 萬であります、 獨 立の 生計を 
營む 者と 云 ふ 事を 入れます から 十 萬であります、 此 
十八 萬 か 十 萬 かを 保護す る爲 めに. 特權 階級を 設け 
て、 其 他の 智識 階級と K 別して 不平等なる « 扱を す 
ると 云 ふ 事は、 自由 平等の 世界的 思想の 熾なる 今日 
に 適しない ものである- f 「そんな 間違つ た 翳 論は 
無い j  r 愚論々々 .一 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君は 普 is 選！. 
の 提案を せず して I 普通 選擧の 提案を せず して • 
斯る. 个撤 底な 事を する から •特權 階級を 保 is しなけ 
れぱな らぬと 云 ふこと に歸 著す るので あります、. J 
度 英國に 於き まして 諸 封 等 も 御 承知で ありませ う， 
千 八 百 六十 七 年に r チスレ y  — 」 が 斯る 案を m しまし 
た、 斯る案 を 出した 時分に •其 時の 反對黨 の 「ダラ 
ッドス トーン 」 は 何と 言つ て反對 した. 是は 「ファ 
ンシ ー、 フランチャィズ」 である •即ち 勝手に 定め 
たる 選擧 資格で ある、 想像 的の 選擧 資格で あると 言 
つて 反對 して、 此案は 葬られた のであります* 諸君 
等の 唱へる 選擧資 格は 「ファン シ— > フ ランチ ヤィ 
ズ」 即ち 想像 的の 選 擧資 格、 勝手に 定めた る 選 钥資 
格を 茲に拖 へて* 其 他の 智識 階級を 排斥す ると 云 ふ 
事は-今 H の 時代に 決して 容れ られな いものと •私 
は 斷言 致す ので ございます (拍手 起る〕 總 ての歐 米 
の 先進 國を 御覽な さい、 普通 選擧に 行かない 前に， 
制限 選擧を 採つ C 居る 時に、 何 所の 國に 斯う 云 ふ 制 
度が ございます か c  r 日本と (t 違 ひます」 と 呼 ふ 者 
あり) 小さい 國に はあります， 小 弱 0 にはあります 
白 耳 義の如 きに {i あります けれども、 憲法 政治の 發 
達して 居る强 大國に 於て、 制限 選 擧を 採つて 居る 時 
分に •斯る 初 識階級 の 名に 隱れて 、さう して 不平等 
な 事を した 國は 一つ も 無い と 云 ふこと を、 私は 斷言 
する のであります f 拍手 起る〕 又國 K 黨の此 現役を 
了へ たる 所の 陸海 軍の 軍 八に 選擧權 を與へ る、 是も 
頗る 不徹底で あります、 選舉權 を與へ る 所の 根本 ほ 
政治を 解す ると 云 ふ 事が 主旨であります ，政治を 判 

二 1 
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斷 すると 云 ふ 能力を 有して 居る と 云 ふ 事が 其與 へる 
罔 準であります、 兵 陵に 入つて 政治 敎育 をす るので 
はありますまい、 政治 敎育ほ 禁ずる ので ある， 現に 
現行の 衆 諮 院議 員 選擧法 に 於き ましても、 現役の 陸 
海軍 人は 選擧被 選擧糊 を 有つて 居らない ので ある、 
軍 除に 入れば 政治 敎育は 致さぬ ので ある、 政治 敎育 
を 蔡ず るので ある、 然るに 此現 役を T つたる 所の 人 
に選擧擷を與へると云ふことほ，即ち此兵役を了つ 
たる 所の 報酬と して 與へ ると 云 ふ 論理より 外に 無い 
と 私は 思 ふ‘ 斯る 事は 選擧權 の 根本 思想に 合は ない 
のであります —— 選 擧嵇の 根本 思想と 合は ない ので 
あります、 即ち 兵役の 義務を 了れ りと 云 ふ 報酬に， 
選 ^ 權を與 へる と 云 ふ 嫌 ある 事を する ことは、 不徹 

底 極まる 所の 案で あると 私は 思 ふので あります (拍 

手 起る、 「のぅ <」 と 呼 ふ 者 あり) 故に 此 制限 資 

格を 肢る 以上は、 どぅしても 財產 を標维 に 致し* 納 

税 資格を 標準と する より fi: 方がない ので ある、 中學 

校 以上の 卒業生に 選擧權 を與 へる とか、 現役の 義務 

を 了つ たる 陸海 軍の 軍人に 選擧撋 を 與へ ると 云 ふこ 

とは、 是は普 通選筚 が 施行せられ る 時分に、 解決す 

るより 外 仕方がない と 私は 申す のであります C 「識 员 

俱樂 部で 待つ て 居る J 「默 つて 居れ」 と 呼 ふ 者 あり 其 

他發 言す る涝 多く _ 場 騷然) それから 次は M 制で あ 

ります。 

〔 r 默れ 、脅迫とは 何 だ」 「何を 言 ふの だ」 「题 

員俱樂 部で 待つ て 居る とは 何の 事 だ」 と 呼 

ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 靜璐に …… 

0 松 田 源 治 君 次は 區制 であります U 

〔 r 靜碱に 致します が、 翳員俱 樂 部の 脅迫と ほ 

何事です、 而も 政 友 ir の 幹事です ぞ」 r 默 

れ々々 」 と 呼 ふ 者 あり 翳 場騷然 〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

0 松 田 源 治 君 吾々 は 大選 擧區 に變 へる ので ありま 

す、 現行の 大選擧 區に變 へたる 時分の ——小 選擧區 

を大 選擧區 に變 へたる 時分の 主たる 理由は、 床 次內 

相よりも 說明が ありました が、 第一に 小 選擧區 は 大 

人物が 出ない、 大選擧 M でなければ 大人物が 出ない 

國家 的の 人物が 出ない 小 選 擧區の 時分は 地方 的の 人 

のみで ある、 故に 小 選擧® を 大選擧 區に變 へる ので 

ある、 又 小 選 擧區 では 少數 代表が 出 來な いので ある 

多 敷の 代表 も 出 來な いので ある、 區が 小さくな るか 


ら投票 が 分裂され るが 故に、 多 ®: の 代表 も 出来ない 
ので ある、 故に 小 選舉區 を g じて •大 選舉區 と爲し 
たりと 云 ふ 理由であります、 然るに 果して 小選擧 區 
ほ 大人物を 選出す るに 不都合で ありませ うか S: ほ 決 
して： 个都 合では ない と 思 ひます、 選 擧區の 大小と 云 
ふものほ’人物の大小には關係が無いのであります 
實 際の 例を 擧げて 申します れば 、今日 大臣に なられ 
て 居る 人 も 議長に なられて 居る 人 も、 小 選擧區 時代 
から 出て 居る 人が 多い ので ある、 內閣 總理 大臣の 原 
氏 ほ 盛 岡 市 •即ち 小 §1 擧區 から 出て 居る ので ある、 
(拍手 起る〕 床 次內務 大臣は、 鹿兒 島の 市から 出て 
居る ので ある (拍手 起る) 床 次內務 大臣は 鹿兒 島の 
m から 出て 居る かと 思へ ば、 中 橋 文部大臣は 金澤の 
市から 出て 居る ので ある (拍手 起る I’ 野 田 卯太郞 は 
どう だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如く. 私は …： P 「武富 
ほ 如何」 と 呼 ふ 者 あり) 選擧區 の 大小に 依て、 人物 
の 大小が あると 云 ふことは 考へ ぬのであります、 何 
方に 致しましても 是は 當然の 事であります、 何方に 
しても M 別は 無い ことであります、 又 小 選擧區 が少 
數 代表の 制度で ない、 是は大 選擧區 も少數 代表の 制 
度では ありませ ぬ、 即ち 大 選擧區 に 立つ た 少數黨 が 
一人 出る 場合は •是は 或は 少 r/ 代表が 出来 ませう、 
然るに 二人 以上 出る 時分に 於て は 其黨に 規律 節制が 
無ければ •二 人の 勢力を 持つ て 居つても 、一人は 落 
選して， たつた 一人し か當 選す る ことが 出来ない の 
であります (拍手 起る〕 又 多 數の黧 派で 五 人出る 所 
の 勢力が ありましても、 其の 規律 節制が 紊 るれば、 
五 人 {3: 三人に 減つ て 三人し か當 選が 出来ない と 云 ふ 
ことほ、 數 多の 例が 之を 證 して 居る のであります、 

(「制度の 罪に 非ず して 人の 罪な り」 r 默れ」 「の 

う^-^」 と 呼 ふ 者 あり〕 即ち 第 八 回に 東京 市に 於て 

政 友會は 二 千 百 八十 七 人の 有權 者で 以て 三人 s して 

居ります、 憲政 本黨は 二 千 四百 五十一 人で 二人 選出 

致して 居ります 是は二 千 四百 五十一と 云 ふ 多 數の投 

票を 以て 常 選せられ たる 數ほ 僅に 二人 >  政 友會は そ 

れ ょりも 少數で 以て， 二 千 百 八十 七 票で 三人 當選致 

して 居る のであります、 又奈 良縣の 郡部に 於て は、 

政 友會は 三千 九 百 三十 二 票で 二 人出て 居ります、 憲 

政 本黨は 三千 九 百 七十 五 A で 一人 出て 居ります、 即 

ち 憲政 本雜の 方が、 投票の 數に 於て は 多い けれども 

一人し か m す ことが 出來な いのであります (「それ 

は 過渡 時代の 例な り」 と 呼 ふ 者 あり〕 又 秋 田縣ほ 郡 


部に 於き ましては 六 千 六十 九 票で 政友會 は 二人 出し 
て 居ります、 憲政 本黨 ほそれよりも 少數 、即ち 五 千 
二百 七十 二 票で 三人 出して 居る ので あ 〇 ます、 又 愛 
媛縣の 郡部に 於て ほ、 四千 七 百 二十 票で 以て 二人 政 
友會は 出しました 憲政 本黨ほ 四千 六 百 八十 八 票で以 
て 三人 出て 居る のであります、 又 十二 回の 溺擧に 於 
きまして は、 山形 縣の 郡部に 於て I 萬 千 四百 五十六 
票で 政 友會は 二 人出て 居ります、 同志 會は九 千 七 百 
二十 一票で 三人 出して 居る のであります、 又 ® f 島縣 
の 郡部に 於て は 五 千 七 百 五十 九 票で 政 友會は 二人 出 
て 居ります， 同志 會は それよりも 多數の 投票、 即ち 
九 千 三百 六十 三 票で 以て， 一人し か 出て 居り ませぬ 
第 -1- 三回の 選 擧に 於き ましては 茨城 縣の 郡部より 政 
友會ほ 一 萬 七 千 七 百 一票で 五 人出て 居ります、 憲政 
會は一 萬八千 四十 七 票で 以て 四 人し か 出て 居り ませ 
ぬ、 福島縣 郡部に 於て は、 一 萬 三千 四百 八十 八 票で 
政 友會は 四 人出て 居ります、 憲政 會は一 萬 八 千 八 百 
四十 三 票で" 三人し ■か 出て 居り ませぬ、 高知縣 郡部 
に 於て は •政 友會は 六 千 九 百 五十 四 票で 二人 出て 居 
ります、 憲政 會は六 千 四百 五十二 票で 以て 三人 出て 
居ります、 斯の 如く 大選擧 M に 於て は、 規律 節制が 
紊 るれば 多數も 決して 多數の 議員を 出す ことが 出來 
ぬと 云 ふことは、 之を 見ても 明かなる、 私は 例 證で 
あらぅ と 思 ふので あります (拍手 起る、 「制度の 罪 
に 非ず 政黨の 節制な きが 故な り」 と 呼 ふ 者 あり〕 又 
小 選擧區 が少數 代表が 出来ない、 是ほ 決して 出来な 
いのでは ない のであります、 事實が 證 して 居ります 
今日の 市は 小 選擧區 であります、 然るに 國民黨 も m 
て 居ります •憲政 會も 出て 居ります、 政 友 fr も 出て 
居れば、 無所屣 も m て 居ります、 各々 其 勢力に 應じ 
て、 少數 代表と 云 ふ ものは、 完佘 に LU 来て 居る と 云 
ふこと を、 我輩は 斷言 致す ので ある (拍手 起る〕 又 
大正 六 年 寺 內內閣 の 下に 行 はれた ■る 所の 投票です， 
之を 各 選 擧區に 割 當 てまして、 按分 比例で 招へ たる 
表が あります、 其 表に 依り ますれば、 東京 m の 第一 
區は國 民黨が 三 割の 投票が あります から、 是は 一番 
多い から 國民黧 が當選 致します 第三 區は 憲政 會が五 
割 四 分あります から， 憲政 會が當 選 致します、 それ 
から 第 十區は 政 友會が 四 割 二分あります から、 是が 
i 番多數 の 勢力が あります から、 此所で は 政 友會が 
當選 致します、 又 少數黨 たる 國民黧 に 於き ましても 
福 岡縣に 於き ましては、 第 八區で 以て 五 割 M 分の 勢 
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力を 雄 持され て 居ります から* 是は H 民黨 が* -S 致 
します、 福 岡 弊  : ivi 黛 
が 四 割 九分を 占めて 居ります から、 lit の 所で も.；、 > 
數の 勢力を 占めて 居る から、 常 選 致します、 今日の 
國民黨 の狀 態に 於き まして、 福 岡 縣は 一人の 代 ^ 者 
を 出して 居ります けれども、 小潠舉 K を 施行し ます 
れぱ 、二人の 代表者を 得る と 云 ふこと になる ので あ 
ります、 其の 他 一々 朗 諧 すると 繁雜 になります から 
議長の 許可を 得て 是は 速記 錄に 添付 致す ことに 致し 
ます、 此 勢力の 分布した る ものを 見まして 之を 合計 
致します ると、 如何なる 結果が 出ます かと 申します 
れぱ 今回 改正した る 所の、 小 選 ar M に 成ります れば 
憲政 會が百 六十 艽入出 るので あります •政 友 愈が W 
八十 六 入 出ます、 國民黨 が 三十 七 人出る ので ありま 
す、 無 所 豳 が 七十 一人 出る のであります、 其 他大垣 
市 及 北海道" 不明なる 所が 二箇所ありまして， 勢力 
の 均衡を m て 居る 所が. 三 箇所あります から、 不明が 
五 人になります、 斯の 如く 國民撖 も 無 所 Ma も 5¢ 代表 
者を 出す ことが 出來 ，政 友 ir の Sri きは 百 八 t 六 人、 
今に 較ぶれ ば ®! かの 數が裉 して 居ります けれども， 
憲政 會はど うであります か ♦憲政 ir は 百 六十 五 入を 
選出す る やうな、 利益の ある 所の 選 擧 K 制に なつて 
居る のでは ありませ ぬか (拍手 起る) 斯 の 511 く 小 選 
擧 K を 以て 少數 代表が m 來な いと 云 ふやうな ことは 
事 ® が 否認して 居る ので ある f 笑 牌 起る〕 lit 事： けに 
依ります れば .小 選擧區 は 大選擧 M 以上に、 少敝代 
表と 云 ふ 事が 私は 出来る 制度な りと 申 上げて 范茭な 
いと 思 ひます (拍手 起る〕 唯々 彼 所に 二十 2 r 彼の 隅 
に 百 票、 彼の 所に 五十 票と 云つ て & 縣下で 搔築 めて 
何等の 根抵 •何等の 勢力の 無い 者を 出す 必要は 無い 
のであります、 斯 る少數 代表は 憲政 治下に 於て 私は 
腐敗の 根源で あると 云 ふ 事は 斷言致 すので あります 
斯の 如く 少數 代表は 小 選舉 に 於ても 出来る ので あ 
ります‘ 又多數 代表の 如きは 小 撰 擧 M に 於て は 完金 
であります •  j 區 一人が 原則であります から、 多數 
戴が 勝つ ので ある， 投票の 分列 も 無い のであります 
故に 小 選擧區 は大 選擧區 に 比較す れ ぱ多數 代表に 就 
ては 最も 完全なる 制度と 申して 私は 差 茭な いと 思 ふ 
のであります、- r 多 數 代表に 完全で あれば 少數 代表 
に 不完全； なる ffl は 分り切つ て 居る ,-, 三 木默 れ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 それで 先程齋 藤 君が 比例 代表の 制度を 唱 
へました、 成程 比例 代表の 制度は 少數密 ほ 其少數 に j 
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脚 じて 當選せ しむる 事が ! 1! 來ます 多數然 も 比例し 
て 其多數 が 當潠 する 事が / H 来ます けれども 之に ほ 大 
なる 缺點が ある、 今日 lit 界谷國 に 於て は 比例 代表を 
採り 掛つて 居る M 向が あると 云 ふ 事は 齋藤 君は 述べ 
られ ました けれども 是は大 なる 間違であります (「知 
らな いの だ」 と 呼 ふ 者 あり， 英阈に 於き ましては， 昨 
年潠擧 法の 改正に 於て、 比例 代表の 制度を 採らん と 
して、 潤 擧法改 正 案の 11 十條に 之を 規定して* 「グ 
レー ト ブリテン」 から 三 名 以上 七 名 以下の 選擧區 を 
桁へ て、 百 人 だけ 比例 代表の 制度に 於て、 _員 を 選 
ui せんと 云 ふこと を 企てた のであります* 而 して 此 
爲 めに 勅令に te り、 委員 會を 組織すべし と 云 ふこと 
になつ たのであります •然るに 委 W 會が組 織され て 
其委 M 會で はどぅな りました •昨年 五月 十二 日に 於 

て 比例 代表の 制度は 腌聚 された、 今 0V 比例 代表の 制 

度は、 英阀に 於て 採用し ない と 云 ふこと になつ たで 

は ありませ ぬか、 それは 如何なる 理由で 廢棄 された 

かと 申します れぱ 、少數 代表と 云 ふこと ほ、 立憲 政 

洽に 於て は ®: 敬し なければ ならぬ «{ であるけれ ども 

それ 以上に 注意し なければ ならぬ '] V が あるので ある 

即ち 如何なる 政府に 如何なる 政治を 爲させ るかと 云 

ふことは、 立憲政治に 於て， 少數 代表 以上に 考へな 

けれぱ ならぬ 事で ある、 即ち 大多數 の黨 派に 依て、 

栗 固なる 政 黨の 地盤に 依て 維持され たる 政 激内閣 で 

なければ 、犬なる 政策を ㈣ 家の e めに、 撤底 的に斷 

行す る ことが /!) 來な いと 云 ふこと になつ て 居ります 

(拍手 起る〕 是が 立懣 政治に 於て は、 最も 注意し な 

ければ ならぬ 所であります. 少數 代表と 云 .?. 事 も餘 

程 注意し なければ ならぬ けれども •少數 代表 以上に 

如何なる 政府に 如 H なる 政治を させる かと 云 ふこと 

if 最も 注意し なければ ならぬ のであります* 日 木 

に 於き ましても 近くに 例が あります •官 股 内閣の 爲 

したる 政治の 迹を見 •政黨 内閣の 爲し たる 政治の 迹 

を 見たなら ば、 lit の琪ほ 最も 明瞭に 判 斷され る こと 

が 出来る と 思 ふ (拍手 起る〕 現 内閲は 申す まで もな 

く、政友科なろ多數熬に維持されて居るところの政 

辩內閣 であります、 就 fr: 以来 日 未だ 淺き に拘ら ず、 

反對黨 ほ 如何なる 批評が あるかは 知り ませぬ けれど 

も (「君 等の 言 ふこと でない】 と 呼 ふ 者 あり〕 敎育 

を 改善して、 高等 諸 舉校 の大擗 張なる 政策を 撤底加 

に爲 したでは ありませ ぬか、 鐵 道問 題に 就ても、 交 

通 機 ■關を 速成す る大な る 政策を 傲 E 的に 斷 行した で 


はあり ませぬ か (拍手 起る) 官僚 内閣の 如き 時代に 
於いて、 假令 少數 代表が 完全に 出来ても、 左® ^ i 眄 
何等の ことを する ことが 出來な いと 云 ふことは 立憲 
治下に 於け る 所の 犬なる 缺點 であると 私は 考へ るの 
であります (拍手 起る) 斯の 如く 少數 代表と 云 ふこ 
とも 注意し なければ ならぬ けれども* それ 以上に 立 
憲政 治に 於て 注意すべき 點が あると 云 ふこと で、 比 
例 代表の 制度は 今日は 廢棄 して‘ 何 所の 立憲 國に於 
きましても I 小 弱 國を 除いて 何 所の 立憲 國に 於き 
ましても ''. 今日は 小 選擧區 を 以て 世界 共通の 制度と 
致して 居る では あ 〇 ませぬ か (拍手 起る、 「山 梨縣の 
辯 解を 願 ひたい」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 大選 擧區單 
記と 云 ふことは たつた 日本一 箇所し か 無い、 而 して 
此大選 擧區單 記で ある 故に、 私が 申した やうに、 少 
數を比 例して 其少數 通りに 代表す る ことが 出来ず、 
多數を 其 多 數に隅 じて 代表す る ことが 出来ない、 世 
界に 於け る 最悪なる 制度を 以て、 X 藤 君が 完全なる 
制度で あると 言 ふことは， 私は 何事で あるかと 申さ 
なければ ならぬ (拍手 起る〕 それから 小區 選擧 であ 
ると， 賄賂と か兹行 脅迫が 盛になる、 是 も大變 間違 
つた 餺論で あります、 買收の 如きは 大 選擧區 になつ 
て 非常に 盛んになつ て 來て 居る， 小 選 擧區の 時代は 
どうであります、 今日と 比較した 時分には 物價 が： 酿 
いで ありませ う. 物 {li が 廉 いので ありませ うけれ ど 
も， 31 舉费 用は 小選擧 の 場合 ほ 最も 少額で あつて、 
今日の 如く 多額に なつた のは、 大潠 擧區 になつて か 
らであ ると 申 上げる (「其 通り」 と 呼 ひ 拍手す る 者 あ 
り〕 或 者は 一 萬， 或 者は 二 萬 •或 者は 三 萬、 成 者は 
五 萬の 選 擧費を 使つ て當潠 する ことがある では あり 
ませぬ か C 「例へ ば 穴 水 君の 如し J 「止せ」 「默 れ」 と 

呼 ふ 者 あり) 又 之に 就て は大選 擧區に 於て 選 擧區が 

阬敗 したと 云 ふことは •茲に 統計を 以て 立 If する こ 

とが 出来る のであります、 即ち 二十 三年の 選舉に 於 

きまして ‘…： 

〔此 時發 言す る 者 多く 議場 騷然〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 靜肅に …： 

〇 松 田 源 治 君選擧 法の 違反に 依て 處罰 された 者は 

節 に 二百 八十 六 人であります、 第二 回の 選擧に 於き 

ましては 三百 二十 三人であります、 第三 回、 四 回を 

合併し まして •是は 明治 二 十七 年に 二度 選舉が あり 

ましたから、 之を 合併して 千 百 •五十 三人であります 

第五 回、 第 六 回 ii 、之を 合併して 千 二十 九 人で あり 


ます、 然るに 第 七回潠 擧か ら大 選擧區 になつ て、 此 
數は 一躍して 千 八 百 六十 一人に なり、 八 回には 千 九 
百 九十 八 人に なり、 九 回は 膝 かであります、 十回は 
千 九 百 二 十一 人に なり、 十一 回は 三千 九 百 五十人に 
なり、 十二 回は 八 千 三百 三十 二 人に なり、 十三 回は 
二 萬 三千 三百 七十 七 人に なつて 居る では ありませ ぬ 
か、 是は 檢擧に 付て 寬餱と 云 ふことは ありませ う、 
私は 此 統計を 以て 絕對 的の 眞理 とは 言 ひませ ぬけれ 
ども- 大 選！！ 區にな ると 云 ふと、 成金と か、 或 ほ 選 
擧區の 地盤を 持つて 居らない 人が、 先程 申した やう 
に其所で百票二百票、此所で三百蔑と云ふことで、 
全縣 下で 投票を 掻 集めて 當 選す る爲 めに、 買 收行爲 
と 云 ふ 者 •か 盛んに 行 はれる のであります •其爲 めに 
選擧の 地盤で 持つて 居る 候補者は 非常に 迷惑を する 
大選擧 區 であります と、 假令 定員が 十 人で も， 其 中 
にさう 云 ふ 候補者が 一人 出て —— 一入 出ても 全體十 
人の 候補者が 影® を 受ける のであります、 故に 大選 
擧區 になつて 以来 買 收行爲 が 盛んになつ たと 云 ふこ 
とは、 實に私 は 顯著な る 事例で あると 申 上げて 差 支 
ない のであります、 又 暴行 脅迫の 事であります が、 
是は 今圆 の選擧 法は 舊小潠 舉區 制とは 違つ て 居る、 
W 小 選 擧區の 場合は IB 名 投票であります， 而して 一一 
人 以上の 場合は 連記であります、 今回の 小 選 擧區は 
無記名であります、 5 S SE であります、 而して 大選擧 
區と 同じく 郡 別け に 投票を 開く のであります、 故に 
暴行 脅 ifl は 今回の 小 選 擧區 になり ましても， 以前の 
« 法 時 脅の 小 31 擧區 と； f 全く 其 相違を 生ずる であ 
らうと 思 ふので あります、 即ち 此以 前の 小選舉 區に 
於て は •暴行 脅迫が 行は れたと 云 ふこと で、 今回 改 
正した 所の 小 選 窣區も 矢 張 暴行 脅迫が 行は れ ると 云 
ふことは •記名投票と 無記名投票の、 E 別を 爲 さ y* 
る 所の 誤に 陷 つて 居る ものと 私は 考へ るので ありま 
す、 又大選 擧區が 小 選 舉區 に變 ります れぱ 、各 候補 
奢は 地 區の關 係が 狹少 になります からして， 政見を 
選窣區 民に 徹底す る こと も m 来ます、 立憲政治の S 
めには >  非 常なる 發 達を 期す る ことが 出來 るので あ 
ります、 又選擧 取締に 於き ましても， 無競细 なる 選 
擧區 が澤山 m 来ます からして、 他に 力を 用ゐる こと 
が 出来まして、 選擧戕 締も 完全に 從底 的に 私は 行 ふ 
ことが 出 來る と考 へる のであります、 又 選 擧干涉 の 
點は 如何で あるかと 申し ますれば、 選擧 干渉の 點は 
小 選擧區 になれば 政 黙の 地盤が 蝥固 になる、 大潠擧 


見た やぅな 散漫な もので ほ ありませ ぬ、 薄弱な もの 
では ありませ ぬ、 故に 事 實 を 以て 例設 致します れぱ 
明治 二十 五 年の 小 選 擧區の 時代に 於て 大 干渉を やつ 
たけれ ども、 政府 黨が 負けて 民 黛が 萬 歳で あつたで 
は あ 〇 ませぬ か、 然るに 大正 四 年の 選 舉干涉 に 於き 
ましては 、大 選擧區 の 下に 行 はれた ものであります 
からして-政府 黨は 一躍して 倍數 になり、 在野 餺は 
半減した では ありませ ぬか.. 「十三 回は どぅ だ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 斯の 如く 小選舉 區は 政黨の 地盤を 紫 固に 
し、 無 競爭な る 選 擧 M を 各地に 生ずる のであります 
例を 申します れぱ‘ 第 一 回の 時分は 十 箇所 出来て 
居ります、 第二 回は 九 箇所 ,, 1-, 來て 居ります、 第三 回 
の 時は 三十 七 箇所 m 来て 居ります、 第 四 回の 時は 三 
十八 箇所 出来て K ります、 第 艽 回の 時は 五十八 箇所 
出来て 居ります、 第 六 回の 時は 百 十一 箇所 出来て PI 
るので あります から •世の 所謂 大 A、 物 即ち 國家有 W 
の材は ，其 過半 14 が 無 競 爭で當 選が 出来る と 云 ふこ 
ととは、 國 家の 爲めに 私は 慶賀に 堪 へざる 次第で あ 
ると 思 ふので あります (拍手 起る〕 又補闕 選 梁の 如 
きに 至りまして It 、 大選 擧區 は 弊害が あると 云 ふこ 
とを 憲政 會の 諸君 も 誘め て 居る、 金 縣下 を騷 がし、 
無益の 競 P を爲 し， 實 に繁雜 極まる 所の 制度で あり 
ます、 故に 憲政 fr は不撤 I.HC なる 改正案を 出して 居る 
では ありませ ぬか、 大選擧 の 場合は、 同一の 選擧區 
に 於き まして 三分の 一 以上の 闕員が 生じない 場合は 
補 闕選擧 を 行は ない と 云 ふことの 規定を 設けて 居る 
では ありませ ぬか、 私は 是は！ 3 に 不徹底なる 規定で 
あると 思 ふので あります、 > >/. 憲政 治に 於て 閼 員が あ 
れぱ 、直ちに 選 擧する ことは 國家の 要求であります 
然るに 同一 i.1 擧區に 於て ! 一一 分の 一 以上に 達せ すん 
ぱ補 N il 擧を 行は ない、 東 M 市の 如きは 十五 人、 是 
•か 四票缺 M を 生じましても 五名 以上に ならなければ 
補 闕選犁 を 行は ない と： K ふこと になれば •立憲 治下 
から 見たなら ぱ 、頗る 不徹底なる 制度と 申さな けれ 
ぱ ならぬ のであります、 又 東京 市の みで ほない、 諸 
方の 選擧區 に闕 員が 生じまして、 三分の 一に 達しな 
ければ 選擧を 行は. ぬと 云 ふこと になつ たなら ば •百 
二三 十 人の闕 員が 生じても 選擧を 行は ない と 云 ふこ 
との、 大缺點 を 生ずる では ありませ ぬか、 斯る 事は 
杷發の 事で ありませ う、 併し 法 fit を 規定す る 以上は 
其 事も考 へなければ ならぬ ■期る 不徹底なる 所の 奋 
妙なる 所の 規定を 設けて、 大選 擧區の 補關選 擧の邨 
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害を揀 锋 する よりも， 其 _ を惣 つて、 吾々 の 小選擧 
K に 降參 した 方が、 餘程 男らしい 腌 度て あると 私は 
考へ るので あります (拍手 起る〕. 又 小選舉 になり ま 
して は* 同志 相 爭ひ 、同志 相 侵す と 云 ふ 事は ありま 
せぬ けれども •今日の 大選擧 區に 於て は、 同志 相宰 
ひ、同志卬侵し、選擧の時分に於て |3; 、同志の間に 
於て 燉列 一 なる 競 爭を 生ずる のであります、 是が 立憲 
治下に 於て 赏す べき 事であります か、 斯る事 をして 
決して 立憲政治は 圆滿 に發 達を 期す る こと it 出來な 
いと 私は 思 ふので あります、 政黧 の發 達を 爲 し、 政 
深の 地盤を 粟 固に する に 就て は、 今日 世界 共通の 小 
選炤跖を採るより外仕方がないと申上げるのであり 
ます(拍手起る〕それから別表の事であります、別 

表の 事 {3-. 是 より 後に 我撖 の武藤 君が 述べられます か 

ら 、武藤 君に 讓り ます (「山 梨 縣だけ やり 給へ」 と 呼 

ふ 者 あり〕 而し て齋藤 君の 述べた る 事は 理由の 無い 

と 云 ふことは、 其 時に 明瞭になる であらぅ と 思 ふの 

であります、 併し 郡を 割かず 町村を 割らず して 小 選 

擧 K を 作製す る 時分に 於き ましては、 今回 政府が 桁 

へた 案より、 _がや つても 私は 仕方がな いと 思 ふ， 

或け 地勢を 考へ 、或は 交通の 狀態を 考へ 、或は W 選 

擧制 時代の 狀態 を考 へ、 國の歷 史を考 へ 人情を 考へ 

たなら ば、 此 所の 人口は 此人 1:! に 較べて 五 萬の 差が 

ある、 此 所の 人口は 之に 較べて 六 萬の 差が あると 云 

ふこと は、 當然出 來る 次第で あると 考 へます、 諸君 

決して 選擧 法には、 多 數黨が 何時までも 多數 1¢ で 居 

れと容 して 居らぬ、 少數黨 は 何時までも 少數黨 であ 

ると 云 ふ 規定は 無い、 是から 立憲政治が 盛んになり 

ますれば、 政策に 依て 興 論が 励く のであります、 政 

策に 依て 興 論が 動く のであります から、 今日の 多數 

P; が、 決して 多數賊 を 永久に 維持す る ことが 出来な 

いのであります •今日の 少數黧 は 復た 輿論の ®! 迎を 

受ければ、 多數黧 になる こと も m 來 るので あります 

昨年の 英國の 潠擧 はどぅであります、 戰爭を 徹底的 

に 疼 行す ると 云 ふこと を 唱へた 所の 政黧 は、 大多數 

で 當 選した では ありませ ぬか •不徹底に 平和 論唱へ 

たる 所の 政黨は 、慘 めなる 目に 遭つ たでは ありませ 

ぬか r ァスキ ス」 黨の 如き、 百 何人から 二 十六 人に 

減つ たでは ありませ ぬか、 而 して 「アス キス」 氏 も 

落選し、 '1 r 院内 幹事 も 落選し、 前 大臣 も 落選し、 二 十 

六 人は、 之を 指漠 する 人が 無い 所の 國體 になつ たで 

はあり ませぬ か、 而 して 政府 黨は反 對黨を 超過す る 


こと 二百 六十 二人、 今まで 無い 所の 絕對的 の多數 を 
占めたで はあり ませぬ か、 立 憩 政治が 段々 發達 しま 
すと、 政策に 依て 國 民の 輿論の 關係は 違 ふので あり 
ます、 諸君 等が 今までの 歷史を 以て —— 四十 五年以 
來歷史 を拟 て、 小 選擧區 に反對 すると 云 ふことは、 
其 抱負の 小 •其 意氣の 小， 共に 立憲政治を 談ず るに 
私は 足らない と 思 ふので あります (拍手 起る) それ 
で 小 選 舉區ほ 政 黨の 便利を 圖 り、 政 黛の 地 線を 蝥固 
にす る 所の 案であります、 政黨ほ 今までの 感情を 棄 
て、 今までの 歷史 を棄 て、 此 小選擧 M を 維持され て 
而 して 日本の 政治を 改善し-日本の 政黨 政治の 發達 
を 期し‘ 而し て兩戧 交々 朝に 立つ て大 なる 政策を 徹 
底 的に 行 ふと 云 ふ 事は、 是は國 家に 盡す 所の 義務で 
あると 云 ふ 事を 私 ほ 申 上げる のであります •終に 臨 
みまして， 齋藤 君は 四十 五 年の 貴族院の 協議 會の速 
記錄を 朗讀 致しまして •脅 族院諸 公の 同情に 訴へま 
したが、 今日は 四十 五 年に 小 選 擧を行 はんとした 時 
代ょり、 時代が 餘 程進步 した、 必ずや 貴族院 諸 公は 
憲政の 進歩に 利益 ある 所の 小 選擧區 制を、 歡迎 する 
こと 、 私は 考へ るので あります (拍手 起る〕 之を 貴 
族院に 迫つ てまで 貴族院に 救濟 して 吳れと 云 ふやう 
な ことを 言 ふのは、 衆 _ 院の權 威を 失隊： 致す こと V 
吾々 は 思うて 居る のであります-衆議院が 憐を 貴族 
院に乞 ひ、 衆議院が 同情を 貴族院に 乞 ふに 至つ ては 
將來の 立憲政治は 如何になる であり ませう か， 實に 
私は 憲法 政治の 上ょり 槪 嘆に 堪 へぬ 次第であります 
(拍手 起る〕 どうか 衆議院の 耦 威を 發 揮し、 政黨政 
治の 完全を 期し、 立憲政治の 發 達を 期す るなら ば、 
諸君は 吾々 の 如く 小選犟 區に 賛成して、 此小 潠擧區 

制を 絶 對の大 多數を 以て 通過せられ ん ことを、 私は 

希 ■する ので ございます。 

〔拍手 起る〕 

(參照 〕 

谷 派 地盤 一覽 

小 選擧區 制に 基け る 

政府の 選擧 法改正 案に 依り 小 選擧區 制に 基け る 別 

表に 就き 各派の 各 選 擧區に 於け る 地盤 關 係を 見る 

に 左の 如し 尤も 左表は 前回 總選 擧當 時に 於け る 各 

派 候補の 得票を 各 選擧區 毎に 合計し 百分率に 依つ 

て 谷 勢力の 分布を 算出した る ものに て 今回の 改正 

案 通過 後潠擧 權擴 張の 結果 當然 有 ffi 者を 增加 する 
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十二 M  11  .夷  四 二  I  一三 
即ち 右の 表に よれば 一區 一入 の 11 擧區に 於いて 政 
憲兩 派對 立の 場合は 百 分の 五十 パ ー セント 以上の 
得 槊を以 て 當 選す る奔 と爲 すへ く隨 つて 三 派 鼎立 
の 場合は 三十 三 パーセ ント 以上 四® 以上 二十 五 パ 
丨セ ント 以上の 得 累を 要すへ く 旁 右 表に より 大體 

小 選擧區 制に 基け る 谷 派 勢力の 消長を 卜する を 得 

へき か 

0 議長 (大岡 育造 君〕 西 村 丹治郞 君。 

〔西 村 丹 治 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

0 西 村 丹 治 郎君 選舉原 掖張 問題に 就きましては、 

齋踱 君よ りして 詳しく 御 辯 論が ございました から、. 

私は 此 問題に 對 しては 甚 多< を 語らず、 尙ほ 吾々 同 

志 人が 後より 出て、 此 問題に 對 しては 十分に 辯 論を 

致す と 云 ふこと であります から、 此 問題には 多く 觸 

れず して、 私の 最も 重要視す る 所の 別表の 問題 ■即 

ち 原 制の 大小と 云 ふ 問題に 就て、 十分の 意見を 述べ 

て 見たい と ， W ふので あります。 

【議長 大岡 育造 君 退席 副議長® 出 國松君 議長 席 

に ^ く〕 

〇 西 村 丹 治 郎君 併ながら 極く 簡埴に 私は、 唯今 松 

田 君の® 述にな つた 所の 選擧 權擱 張の 吾鹈 提案に 對 

する 御 批評に 對 して、 一言 御 答して a きたいと 思 ふ 

のであります、 吾滋 提案の 中學程 度 以上の 者に 選窣 

權を與 へる と 云 ふことは 、不徹底な りと 云 ふこと を 

論斷 された のであります •中壤 校 卒業 程度 以外の 者 

にも >  智識を 有つて 居る 者に 與へぬ と； w ふことは、 

不 公平を 缺 くもので ある •故に： 小 徹底® まると 云 ふ 

ことを 論斷致 された のであります が、 然らぱ 私は 松 

田 君に 反問 せん、 政府の 提案た る H 接國税 三 [1 に 限 

定 された のは、 何 か 其 藕論の 根底が あるかと 云へ ば 

內務 大臣の 申された 如く、 恒產 ある 者 m 心 ありと 云 

ふ點 からして 、三 0 と 限§ したので あると 云 ふこ 


とを 申された、 然らぱ 諸 -© •世間には 恒 產な しと 雖 
も 恒心の ある 者は rp 多 あると 云 ふことは >  諸君が 御 
認にな ると 思 ふ-然 らば ! 1-fc si に 就て は、 松 田 君の 御 
賛成になる 政府案 も. 斷じ て撤底 的と 申す ことは 出 
来ない ので ある •それ故に 私は 吾黨の 提案は 徹底的 
とは 申し ませぬ が、 併ながら 政府案 も 徹底的で ない 
ので ある、 今日 も尙ほ 松 田 君の 御 話の 中學 卒業 程度 
以上の 者に 選擧權 を與 へた 所が、 僅に 十 萬人內 外に 
過ぎない ので ある、 それ故に 斯 る少數 の 者に 選 擧權 
を與 ふるの 必要は、 殆ど 無い かの 如き 御 辯 論で あり 
ましたが、 私は 少數 多數を 以て 論斷 すべき 間 題で な 
いと 思 ふので ある、 理窟 上 原則 上與 ふべき ものなら 
ば、 十 萬は 併 措て、 五 萬 人で も與 ふるが* 國家 立法 
機關 として、 參 政の 義務と してやらなければ ならぬ 
と 思 ふので あります (拍手 起る) 先年 餘 程 a い 話で 
あります が、 日露 戰役 以後の 議會に 於て •確に 西 園 
寺內閣 時代で あつたら ぅと 思 ひます、 其 時に 日本海 
に 於て 繫沈 された る、 奈古浦 丸と 云 ふ 汽船の 損害を 
賠 1H L て やる と 云 ふ 法律案を •時の 西囡寺 內閗は 本 
院に 提出した のであります、 何で ある、 ff に 一 商船 
である、 其 損害 や © 萬圓 に過ぎないので ある、 たつ 
た 此奈古 浦 丸 一隻の 救濟 をな さんが 爲 め、 一の 法律 
案で すら、 此 諺 會に 提出した のでは ないか、 是は決 
して 量の 多少に 依らず、 理窟 上 當然救 濟 すべき もの 
であるが 故に、 態々 一の 法律案を 提出して、 此救濟 
を させた のでない か、 然らば 國家 立法 機關に 於て や 
るべき 事は •決して 3: の 多少に 依るべき ものに 非ず 
して、 其 性質 •其 原則、 其 理論に 於て やるべき もの 
ならば やつて 宜しい と 云 ふの が、 當然 であらぅ と 思 
ふので あります c 拍手 起る〕 それから 更に X 兵役 義 

務を 了へ たる 者に 現 — 現役を 了へ たる 者に 選擧補 ' 

を與 ふると 云 ふこと に 就て， 何 か 物を M 賀す るが 如 

く、 一 牌の 報酬で あるが 如き 御 論であつた ので あり 

ますが、 吾々 同志 ! i 斷じて 左樣な る考を 以て 提出 致 

したので ございませぬ、 苟も 國家の 干城た るべき 責 

任 義務を 果し たる 者は、 確に 國 家の 運命を 荷 ふに 足 

るで ほ ありませ ぬか、 旣に國 家の 運命を 荷 ふに 足る 

としたなら ば •之に 向つ て 參政簡 を與 ふるに 何の不 

都合が あるか (拍手 起る〕 兎に角 選擧權 の 問題に 就 

きまして ほ、 後に 同志より 詳しく 辯 明 致す 都合で あ 

ります からして、 私は 此位 にして 置きまして、 次は 

別表 即ち 區 制の 問題に 就て， 少しく 辯 明 致して 見た 


いと 思 ふので あります、 第一には •大潠 擧區を 利益 
とする 點 を先づ 第 一 に 御 話し 申 上げます、 然る 後に 
小 選 擧區 論者の 主張に 向つて、 一二 批評を 加へ て 見 
たいと 思 ふので あります、 大選擧 傾の 第一の 利益は 
大人物を 出す のに 適する とか、 不適 當 であると か 云 
ふことは 申し ませぬ が、 大人物 か 小人 物 かは 知り ま 
せぬ が •兎に角 一國の 政治を 議す ると 云 ふこと に 於 
て •比較的 適當な る 人物を 選出し 捍 るの 機會は 多い 
と 云 ふことは、 私は 確に 爰に言 ひ fi ると 思 ふので あ 
ります、 即ち 廣き區 域に 於て 人を 求める. 小さき 一 
町 •一村 •若く は 一郡に 於て 人を 求める と •全縣 下 
に 於て 人を 求める と、 何れが 適當な る 人を 得る に 易 
きか 否かと 云 ふことは、 私は 殆ど 何等の 辯 論を 費す 
必要は ない と考 へます C 「選 擧權と 選擧 資格を 別に 
して 居ます よ」 と 呼 ふ 者 あり：；！ 此點に 就きまして* 
小 選 擧區を 主張な さる 所の 御 方 も、 小 選 擧區 を大選 
擧 區に變 へる 當 時に 於て、 小 選擧區 では 大人物を 得 
る ことは 出来ない、 それ故に 大選 擧區 にせねば なら 
ぬと 言て、 大選 擧區に した にも拘らず ，一向 大人物 
は 出て 来ない、 何も 小 選 擧區時 代と 變つ たことは 無 
いと 今日 言は れ るので あつて、 決して 大選 舉區 とな 
つた 爲 めに、 却て 大人物が 議會 に邊ら れな くな つた 
と 云 ふことは 申されぬ ので ある、 Is! は vr 小 is 擧區時 
代も大 選擧區 時代 も •人物を 得る と 云ふ點 に 就いて 
は 同一で あると 云 ふ 事 以上には •能う 御 辯 論な さら 
ぬので ある、 此の 一事を 以つて 見ても， 諸君、 大選 
擧區時 代と 小 選 擧區 時代と •人物を 煜るに 同じ 事で 
あると 致しましたならば、 何ぞ 故ら に 此の 法律を 改 
正す る 必要が ありませ うか、 吾々 ほ 確に 吾々 は 一人 
信ずる のみならず、 恐らく 滿 天下の 人 一人 だ も、 大 
撰 擧區と 小 選 擧區と 孰れが 適當な 人を 得る のに 易き 
か 六け 敷き かと 云 ふ 位の 事 は、 輙す く判斷 し 得る と 
思 ふので あります、 故に どうしても 小 ii 擧區 になつ 
たなら ば、 唯々 一地 方に 偏在せ る 豪族と か、 一郡の 
名望家で あると か、 殆ど 國 政と 云 ふ ものに ® して ほ 
何等の 決心， 何等の 抱負、 况や世 界の 局面， -lit 界の 
大勢 杯と 云 ふ 事に 就て は、 何等の 智識 •何等の 考も 
持たぬ やうな 者が、 彼方から も. 此方から も 多く 此 
諺 政 壇上に S られ ると 云 ふ 傾向を 持つ と 云 ふことは 
明な 事であります (拍手 起る〕 それ故に 私は 飽まで 
も此大 選 舉區は 、議政 壇上に 浍 るべき 適當な る 八を 
得る のには、 比較的 善良なる 制度で あると 云 ふこと 


を 爱に斷 言して® らぬ 所以であります (拍手 起る： X 史 
に少數 代表此 事は 今 松 田 君は 餘程御 辯 論に なり まし 
たが 齋藤君 も 申された 如く 政 友 會の委 員會に 於け る 
代表 演說 として 確に 大選擧 M 制は、 少數 代表の 主義 
の 徹底す るに 適つ て 居る と 云 ふ 事を 斷言 致された の 
である、 故に 此點に 就て は •確に 政 友會 諸君の 間に 
も «-•« 、 我黨の 提案に 内心 賛同して 居らる k 御 方が、 中 
々多い のでは ないかと 云 ふこと を (拍手 起る、 「のう 
<」 と 呼 ふ 者 あり〕 疑は ざるを 得ぬ のであります 
(「其 通り 其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 此大 選擧區 少數代 
表の 意味を 徹底す る 上に 於て は， 無論 私は 絕對 的と 
申す のでは ありませ ぬが、 比較的 便利で ある-所謂 
小 選擧に 比すれば、 確に 小數 代表の 主義を 徹底す る 
のに、 便利で あろと 云 ふこと を 申 上げる ので ありま 
す、 が此 事は だ、 唯々 政 友會の —— 全部とは 申し ま 
せぬ、 政 友會の 諸君の 或る 一部を 除く の 外は 恐らく 
此 議場の 人々 の 殆ど 六 七 分で ほない、 八九分 通りは 
御 同意な さる だら うと 思 ふので あります (拍手 起る 
「のう  <」 と 呼 ふ 者 あり〕 唯々 黨の 節制、 黨 の iu J}! を 
受けられる が爲 に、 已むな く-之に 御從 ひに なつて 居 
ると 云 ふ 事は (笑 聲 起る) 實に御 洞察 申す ので あり 
ます (「ひや 「六 人 組は ございませぬ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 で 之に 就きましては 私は I 之に 就て V- は あ 
り ませぬ、 即ち 大選 擧區 制を 維持す る 所の 理由を ki' 
にもう 一つ 此上 に- 附加 へる 事を 得る のであります、 
現在の 大選 擧區 —— 現在の 大選 擧區は 、床 次 内務 大 
臣の 申された が 如く 又 政 友會 諸君の 中に も， 仰し や 
つた 方が あるかの 如く 記憶して 居ります るが •現在 
の大 選擧區 は， 其實大 選擧に 非ず して 小 選擧區 であ 
る、 大 選擧區 の內に 候補者 谷々 其 勢力 腿 園を 確定し 
其 蹦 張を 定めて， 其區 M の內 、其 ! I 張の 内で 競爭を 
する ので あるから 大 選擧區 であ つても、 其實は 小 選 
擧區 の實を 行つ て 居る ので あると 云 ふこと を、 大選 
擧區 制を 否認す るの 理由と して 申された ので ある、 
併ながら 私は 此の 內務大 はが、 大 選擧區 制を 否認す 
る 理由の 一として 引かれた る、 此の 大選 擧區で あつ 
て、 而も 小 選擧 制の 實を 行つ て 居る と 云 ふ 此の 事柄 
はです、 弯ろ 私は 大 選擧區 制を 維持す るの、 有力な 
る 一の 理由と 爲し得 ると 思 ふので あります、 C 拍手 
起る〕 何故で ある、 即ち 大選 擧區 制の 下に 於て 小 選 
擧區 制の 主義を 行つ て 居る、 而 して V す —— 而して 
行 詰たならば、 小 選 擧區の 弊害を 矯め直す ことを や 
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〇 得る ものである、 何とな れば 同志の 中で 若し 役 票 
が 足りな. い •甲の 人 13; 投撰が 餘 る、 斯う 云 ふ 場合‘ に 
% て 13: •其 餘る ものを E つて 足らざる 者に 補 ふ •又 
一縣 下を 通じては， 彼の 郡に も 百 1 r 此 郡に も百槊 
彼方に も 三百漿 と 云 ふやう に、 縣下十 撰 郡に 散在し 
て 居る ところの 投绍を I 投溟で ほない 勢力を 持つ 
て 居る 人 も 確に 备郡 から 掻 集めるならば 當選點 を 得 
る ことが 出来る のです、 乃ち SJ 在の 大選 擧區な る も 
のは， 大選舉 區 制の 下に、 小 選 擧區 制の 主義を 實行 
して， 而 して 小 選擧區 の缺點 を 補 ひ 得る 所の、 謂は 
ゞ 大選擧 M の 長所と 小選擧 蓝 の 長所と を 兼併せ た 所 
の、 立派なる 制度で あると 云 ふこと を 私は 斷言 する 
に 憚らぬ ので ある、 それから 更に 大選擧 區 制の 害と 
して* 反對諭 者の 言は るる 第一は 何で あるかと 申し 

ますれば 、非常なる 费用を 要する 大選 擧區は 小 選窣 

M に 比すれば 大な る ? S 用を 要する、 是れ即 ち大選 擧 

制の 害な りと 斯く 申される のであります が、 私 ほ 费 

用の 問題は， 決して 制度 其の ものに 喰 付いて 居る 問 

題では なくして、 人と 場所と 時と* さう して 反 對候 

補 者の 如何に 依つ て费 用の 多茲は 定まる ものである 

と 云 ふこと を斷 言して If らない 、(「場所の 廣き は大 

選舉 M なり/ 同じ 事を 何遍も 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり 

) 場所の 照き は狹 きょ 〇费用 が 多く掛 ると 小 選 擧區 

制を 主張され る 御 方が 申される が >  是 は 何等 選擧の 

事に 經驗を 有せず、 選擧 の W 情を 知らざる 所の 素人 

騙と しては、 頗る 好い 御 議論で あるか も 知れ ませぬ 

が、 (拍手 起る〕 併ながら 荀 も選擧 の實愦 に 通じ， 

選擧に 經驗の 有る 者は， 大潠 擧區 制なる が 故に 澤山 

の费 用が 掛 る， 小 ii 擧區制 なる が 故に 少 いと 云 ふが 

如き ことは、 恐く 諸君が 自ら 胸に 手を lis: いて 御考に 

なつたなら ば、 さう 云 ふ 事は、 決して 口外の 出来 得 

る 事では ない と 思 ふので ある •(拍手 起る 「政 友 # 顏 

色 無し」 と 呼 ふ 者 あり〕 現に 此 議席に 列せられ て 居る 

御 方の 中に も •小 選擧 區の內 でも 十有餘 萬の 金を 費 

された と 云 ふ 御 方が、 5© に 聞けば 在る と 云 ふでは あ 

り ませぬ か、 小 選擧區 と雖も —— 小 選 擧區で はあり 

ませぬ、 郡部の 大選 擧區に 於ても、 數千圓 を 費さず 

して、 易々 と tb る 人が 今日 在る では ありませ ぬか、 

故に 私は @ 用の 多い a- いと 云 ふことは 素人 騙しに、 

大選擧 S は 贿い から、 澤山 a 用が 掛 ると 諸君が 仰せ 

られ るなら ぱ それは 宜しい、 俳ながら 玄人 對手 には 

全く 不通の _論で あると 私は 斷 言して 憚らぬ (拍手 


起る， 「君は 玄人です か j と 呼 ふ 者 あり) それから 又 
大選舉 弊は •同士 討の 弊が ある •隨て 政治 道饴を K 
壊. 丁る •憲政の 發達進 步の爲 めに， rfo に 忌むべき 事 
で & ると 云 ふこと を 申されます るが、 是亦 大小 選 si 
區の 制度 其の もの、 罪に 非ず して， 全く 人の 罪で あ 
ると斷 言して 傾らぬ ので ある (「ひや 「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 爰に 活ける 事 實を捉 へ 来つ 
て •御 話し 申 上げたい 事が あるので あります、 此所 
福 井 - e の 居られざる を 私 ほ 頗る 遺憾と する •我が 岡 
山縣に 於き まして、 大 ■擧區 制と なつて 以來數 一 i の 
選擧が 行 はれました が、 同志 間 互に 相 侵し •互に 投 
票爭恝 を爲 すと 云 ふが 如きは、 未だ 曾て 其 例を 見 ざ 
る 所であります、 現に 同士 討 どころ では ありませ ぬ 
私の 縣に 於て 明治 三十 七 年、 即ち 第 九 回の 總選犖 の 
場合に 當 りて 同志の 中 或る 一人の 候補者が 危險に 翻 
せりとの 故を 以て •我黨 の總 理犬泰 先生の 割 當の地 
盤ょり して、 數百 票の 投票を 選擧 のた つた 二 日 以前 
に 割つて、 同志の 中 危險な りと 思は る、 候補者に 與 
へ、 それが 爲 めに 支部 公認の 候補者は 全部 當 選を 見 
る ことが 出来た と 云 ふことは、 確に 現在 此議席 に 列 
して 居らる k 政 友會の 或る 代議士は 心の中で 確に さ 
うで あつたと 言つ て、 首肯せ らる X 事柄が あつたの 
であります， 是 杯は 同士 打 どころではない、 寧ろ 選 
擧場裡 に 於け る 一の 美風と して •社會 一般の 惡 風潮 
惡 傾向に 對して 一の 淸凉劑 となり* 一の 剌戟劑 とな 
つた 位、 我が 岡山縣 下に 於て は、 一の 美 譚と稱 せら 
れて 居る のであります、 故に 私は 大選 擧區 なる' か 故 
に 同士 打が 澤山 出来る、 小 選擧 人なる が 故に 同士 打 
が 無い と 云 ふが 如きは、 決して 政治の 上から 論斷す 
べき ものに 非ず して、 それは 黛の 節制、 若く ほ 其 人 

の公德 心の 多少 如何に 依つ て論斷 すべき もので あつ 

て、 斷じて 制度 其の ものに 罪を 歸すべ きもので ない 

と 私は 考へ るので あります、 それから 次に 大選 擧區 

の 弊と して 御擧げ になる のは、 補 闕選擧 の 弊で， 全 

縣 下を 騒がす が 如き 紛擾を 見る、 補 闕選擧 の 弊と し 

て 之を 御擧げ になる のであります が、 憲政 會の御 方 

は、 何だか 此 弊は 弊で あると 云 ふ 如き 言葉を 申され 

たと か、！ i に 松 田 君は 此所で 申されました が 私は 斷 

じて 弊に 非ず、 寧ろ 憲政の 進步 、憲政の 發 達を 期す る 

上から 申します るなら ぱ 、偶 まには 全縣 下を 一の 舞 

R として、 政治的の 訓練、 政治的の 敎育 を爲 すと 云 

ふ 事 も、 亦 必要では ないかと 考へ る、 丁度 大演習を 


爲すが 如く， 一縣 下を 一の 大演習 場と して、 所 11! 政 
治 的 訓練の 大演習を やる と 謂つても、 私は 差 支ない 

と 思 ふので あります、 是が 一年の 間に 何十 回 - 一 

年の 間に 數十 回と 云ふ數 多い のであるなら ば、 或 {± 
其 間に 非常な 弊が あるか も 知れ ませぬ が、 一年の 間 
に 彼縣に 一つ、 此縣に 一つと 云 ふが 如く、 全國 彼方 
此方に 偶々 此位な 事が あると 云 ふ 事 こそ、 寧ろ ® i 政 
發 達の 上に 於て、 政治的の 訓練を 爲す 上に 於て， 或 
は 此 位の 刺戟を 偶 まには 與へ るの が、 私は 必要では 
ないかと 云 ふ 位に 思つ て 居る のであります、 C 「國民 
黨は御 心配 ほ 入り ませぬ、 其點は …… 」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 それから 小 選 舉區の 利益と して 擧げ られた 中に 
無競爭 の區が 小 選 擧區に すれば 澤山出 来る、 是が憲 
政の 進步發 達の 上に •  S ぶべき 事で あると 云 ふこと 
を 申された、 私は 小 選擧區 制なる 故に 無競垂 の 所が 
澤山 m 來 •大選 擧區な るが 故に 今回が 競 爭舞臺 にな 
ると 云 ふことは、 是亦 制度の 上から 来る 問題では な 
いと 私は 思 ふ、 是も 人に 依る 問題で あると 思 ひます 
るが、 併ながら 日本の 現狀 —— 我帝國 の現狀 は、 確 
かに 松 田 君の 申された 如くな つて 居る ので ある、 無 
競©- の 小 選 擧區と 云 ふ ものは、 隨分澤 山 あると 云 ふ 
ことほ 現在の 事實で ある、 併ながら 此現 在の 事 Bf が 
果して 憲政の 運用の 上に、 憲政の 進 步發展 を 期す る 
上に 於て 慶ぷ べき 事で あるか、 將た憂 ふべき 事で あ 
るかと云ふことは、私大に疑はブるを得ぬのであり 
ます、 私は 申す まで もな く、 憲政の 進 步發展 を 期す 
る 上から 申します るなら ば、 競争 あつて こそ、 喧嘩 
あつて こそ、 玆に 政治 上の 進 步發搜 と 云 ふ ものを 期 
し 得られる と 思 ふので あります •私は 玆に 無競爭 の 

區域の 多い と 云 ふのは - ^大選 擧區に 比して、 小 選 

擧區 なる ものは 無 競 〔争の 箇所が 澤山出 來 ると 云 ふ 日 
本 現在の 事實は 、私 ほ 洵に S ふべき 事で あると 思 ふ 
のであります、 諸君、 昨年 十二月 十四 •日 英吉利に 行 
はれた る 所の 彼の 衆議院議員 撰 + 擧の狀 態を 御覽 にな 
つたなら ば、 如何なる 感じを 諸君が 起される か、 英 
吉利は 申す まで もな く、 御 承知の 通り 小 選 擧區 制度 
の國で あります、 小 選擧區 制度の 英吉利に 於て、 昨 
年 十二月 十四日に 行 はれた る 選擧場 裡の狀 態は、 果 
して 如何で ありました か、 衆議院の 議席は (i に 七 百 
十一であります、 七 百 十 一 の 議席を 贏ち 得ん が爲め 
に、 果して どれ だけの 候補者が 選 擧場裡 に 現れた か 
と 申し ますれば、 千 S: 百 七十 四 人と 云 ふ 候補者が 現 
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れたと 云 ふことは、 今から 三月 B た iQ ill の 英吉利の 
現在の話である、諸君、日本では小漣擧區制哼 
に 選擧を 行へ ば， 無競争の 所が 漆 山 出来る、 f. 

進步 の爲 めに 慶ぶべ き ijf であると 斯く 31 斷され ま L 
たが、 先進 國たる 英吉利， 患 法 政治、 狨 W 政治の： 3 
も發 達して 居る 所の 英吉利では、 近き 遝舉に 於て、 
随か七 百 十一 人の ^ 席を 颍 ち m んが爲 めに、 それに 
殆ど 三倍す るの 候補者が 現れた と 云 ふことは •是れ 
果して 何を 意味す るので あるか (「二倍では ないか J 
と 呼 ふ 者 あり) 三倍と 言つ たの ほ 大袈裟で -s> るか 知 
れませ ぬ (笑聲 起る〕 三倍が 一一 倍に なつても 宜しい 
二 倍 以上で ある、 是は 何を总 味す るか、 日本に 於て 
1 i 次第々々 に 小 選擧區 になれば 無 競 钳の 所が 滞 山 出 
来る、 向 ふで ほ 段々 其 競爭构 裡に 於け る爭は 激烈に 
なつて 來て 、候補者が 澤山現 れる •是れ 果して 英 四 
の狀 態が 悲む べきで あるか、 日本の 狀態が 菸ぶべ き 
であるか、 私は 寧ろ 日本の 如き 現在の 狀態に 向 ひつ 
、あると 云 ふことは、 確に 憲政の 進步發 達を 害する 

ものである， 寧ろ 是 あるが 故に - 是あ るが 故に、 

斯る ffi 向なる が 故に、 私は 小 選 擧 M はどうしても 否 
認しな ければ ならぬ と 云 ふ、 収 つて 以て 反 對論の 一 
つの 理由と しても、 私は 差 支ない 位な iif rl であらう 
と 思 ふので あります， C 「駄 と 呼ふ褚 あり〕 
是は 何故に 斯う 云 ふこと が 日本で ほ 出來 るので ある 
か、 英吉利と 違 ふて 何故に 斯 くなる ので あるか、 私 
は 確に 是は時 代 錯誤の 一つで あると 斷 言して 怖らな 
いので ある‘ 何故に 時代錯誤で あるか、 我國で は 八 
物 崇拜と 言つ ては どうか 知れ ませぬ が、 兎も角 虛名 
を 祟 拜 する 所の 傾が ある、 c「 虛名を 斑る 人が あるか 
らだ j と 呼 ふ 者 あ 〇) 政 誠が 次第々々 に宗敎 化しつ 
、あるので ほない かと 云 ふ 私は 疑を 持つて K るので 
ある. C 「お 手前の 方を 詮_ してから 仰し やい」 と 呼 
ふ 者 あり〕 我國の 政 黙 發 達の 歴史を 調べて 見ても， 
親 ■爺が 自由 黨で あつたな らば •其 子 も自凼 誠で ある 
其 孫 も 自由 黨で ある、 親爺が 政 友會で あつたな らば 
息子が 又 政友會 、孫 も 政 友會で ある、 殆ど 私は 日本 
現在の 政餹と 云 ふ ものは、 宗敎 化しつ i ある やうな 
傾向が ありは せぬ かと 思 ふので あります C 「そんな 事 
はあり ませぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 全體 の政緦 とは 中 さ 
ぬのであります、 (「それは！： 山縣 だけ だら う」 と 呼 
ふ 者 あり) それ故に 虛名 祟拜 、人物 祟拜 ，政激 が一 

—或 る政黧 ほ 宗敎 化しつ i ある 故に 選擧區 と 云 ふ も 

_  _ _  ■  . . -  -  -i  ― 
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のと 人と 云 ふ ものと 密著な る關 係を 生じて、 殆ど 或 
る 小 選 擧區に 向つ ては、 敵は 一指 •たも 染める の餘地 
は ない と 云 ふやうな 有樣 に、 次第 次第に 推移つ て 居 
るので & る、 是れは 主 蕺政策 の 如何に te つて、 無 競 
串が itl 來ると 云 ふなら ば ■ぷ べき ことで あるけれ ど 
もが さう ではない ので ある， 主義 政策の 如何で ! i な 
くして、 人と 其の 選舉 M と 云 ふ ものと 密著な る關係 
が 付いて 來る 、恰も 宗敎 的の g 念を 持つて来る、 恰 
も 骨#' 品を 弄ぷが 如き® 向に なつて 來て 居る、 是れ 
が 無 競 甲の / 11 來る私 は 重大 原因で あらう と 思 ふので 
あります、 それ故に 日本に 於いて ほ、 世に 所謂 第一 
流の 人物と 云 ふが 如き 人は、 議科始 つて 以来 今日に 
至る まで、 -t- つと 體© して 居る 人は 隨分渫 山 居る、 
第一 期と 云つ て ほ 弊が ありませ うが、 兎に角 十數年 

間 紐いて /? r る 人は 澤山 ある •是れ は 何で あるか 何故 

であるかと 云へ ば、 即ち 宗敎 ® 念、 入物 崇拜 、英雄 

崇拜、 虑 名崇拜 と 云ふ爲 めに、 殆ど 選擧區 と 云 ふ も 

のと 人と 云 ふ ものと が、 結 著いて しまう と 云 ふ關係 

から 生ずる ので あると •私は 爱に斷 言して® ららぬ 

ので ある、 諸 対 御 ! s£ なさい、 英吉利の 阼年の 選舉に 

於いて I 昨牢 前に 舉げ ました 十 | 片 の選舉 に 於い 

て どうで あるか、 稗て li 飛ぶ 鳥 も 落す が 如き Itf 判の 

あつた •勢力の あつた、 el Eg の あつた 前內闐 の 首相 

r ァスキ ス 」 はどうで あるか， 一 陸軍 大佐に 向つて 

競 ^ の 端を 開いて •遂に 大佐の 1S めに 破られて しま 

つたで ほない か、 (「政策を 誤つ た爲 めです 」f 心配 

するな」 と 呼 ふ 者 あ 失敗 したでは ないか、 更に 

勞磡掷 の 首領 r (ンダ ー ソン」 は ど 5 であつ たか、 

更に 「アス キス」 の大藏 大 !-:>: であつ た 「マッヶンナ 

1.1 はどうで あつたか、 把て 是 等の 者は 落選した で 

はない か， 〇 獨 探を した 爲で すょ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

宵 しい、 K 所に 理窟が あるので ある， 斯の 如く 此三 

大政 治 家の 破れた と 云 ふの (i 何が 爲め であるか、 ( 

「今 も 言つ た 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 國民が 其 主義 政策 

の 如何に 依て、 其 人に 對する 所の S 否の 判 斷を 決め 

たからで ある* 然るに 日本では どうで あるか、 前 内 

閣總现 大臣、 前大藏 大 H£ 杯と 云 ふやうな 人が、 諸君 

選 擧場裡 に 立つて 御赀な さい、 殊に 小 選 舉區に 立つ 

て 御 K なさい、 殆ど 萬 代： 个易 ，死ぬ るまでの 間は 砲 

に 其 選 擧區 よ〇落 ちる ことは 無い ので ある、 何で あ 

るか、、 K sg 政策に te て 判 斷す るので はない ので ある 

其 人に 依て、 K- 人 拘 に ^ て、 全く 主潢 政策と i xc ふ も 


のを 第二に is いてし まつて、 第一は 人と 人との 關係 
である (「岡 山縣 もです か」 と 呼 ふ 者 あり) 斯る 事情 
ょりして C 「間 椹」 と 呼 ふ 者 あり) 此 選 擧區に 於け る 
弊害と 中し まする ものは、 日本 現在の 如き 狀態 であ 
つたなら ば、 洵に 忌むべき 殺 ふべき 結果を 虽す ると 
云 ふこと を •私は 爰に斷 言して 怖らない ので ある- 
次には 又 候補者と 選舉 人との 關係が 密接に なつて 來 
る、 是ほ洵 に 嗟ぶべき 事で あると 斯う 云 ふの が、 小 
選擧區 を 主張され る 一の 理由に なつて K る， 私は 是 
亦小遝 擧區 を. 3:. 張 する の 理由 どころではないと 思 ふ 
是あれ •はこ そ* 斯る關 係を 虫ず れぱ こそ •小 選擧不 
HJ なりと 斷 言を茲 に 下さん とする ものである (拍手 
起る) 選擧 人と 候補者の 關係が 密接になる； 何を 意 
味す るので あるか、 情 實 、夤練 練 故， 何等 政治 上の 
意味， 政治 上の 主義を 以ての 密接 關係で ほ ない ので 
ある •それ故に 諸君、 小 選 舉區 となつ て 候補者と 選 
擧區 民との 關係が 密接に なつて 来たなら ばです、 或 
は鐵迫 の 問題、 港； S の 問題、 ii 路の 問題、 水道の 問 
題、 學 校の 問題と 云 ふが 如き もの、、 或は 建議 •或 
ほ 11 願、 或は il 動、 恐らく 選擧區 民と 關係が 密接に 
なれば なる 程， 是等地 方の 小 問題に 沒頭 する 所の 議 
a が、 更に 多く 此議會 に is ら る、 と 云 ふことは 免る 
ベから ざる iw 實で あります (拍手 起る〕 今日に 於て 
すら 隨分 —— 期る 事を 申して 諸 討の 逆鱗に 觸れ るか 
知れ ませぬ が、 隨分 T らない 地方の 鐵 道の 問題、 若く 
ほ 學校の 問題、 水道の 問題 港 i« の 問題 か、 或は 建 翳 
或は 請願と なつて 此 _會 に 現る X と 云 ふ 事は、 寧ろ 
私は 帝 國載會 をして、 地方の 議會に 其 性質を 變ぜし 
めた のでない かと 云 ふやうな 疑を - IH 間 插む者 ありと 
雖も、之を ?? 認する事が ;1,| 來ないと云ふやうな事に 

なつて 來はせ ぬかと 云 ふ 事を 遛 ふるので ある、 それ 

から 更に 小 選擧區 の 制度を 行 ふと 云 ふ 事は、 政黨の 

爲に 便利で ある >  政黨 の 地盤を 騖固 にす る 所以で あ 

ると 云 ふ 事を 内務大臣 も當 議場に 於て 言明せられ た 

ので ある、 私は 選 舉 M の 大小に 依て、 區 制の 大小に 
依て 政戧 の發 Eg 、 政治の 地盤が 56 固になる とか、 な 
らな いと か 云 ふやうな 事を 言 ふのは、 寧ろ 私は 政 黨 
の 一大 恥辱では ないかと 思 ふので ある、 決して 政黨 
の發 達は、 法律の 力、 規則の 力、 制度の 力に 依る ベ 

きものでは 斷じ てない のであります (拍手 起る〕 然 

るに 何； V、 小 選 擧 M 制度に して 政黨の 便利を 11 〇、 

政黨の 地盤を 8? 固に する、 何たる 事であります るか 


私 是あ るが S めに、 n 木 現在の 如き m 大思 想に 漂つ 
て 居る 今日の 有樣 •又 齒に 申しました 八 物 祟 拜 、若 
くは 政 ■の 宗敎 化せん とする が 如き 或る 方面の 傾 rnj 
此 傾向から 申しましたならば •成程 小 選擧區 にした 
ならば、 其 政 黨の地 盤が 益々 鞏固になる であり ませ 
う 其 政 黙の 爲 めには 確に 便利になる かも 知れ ませぬ 
併ながら 英吉利の 加き、 若く is 他の 先進 國の 如き、 
主義 政策に 依て， 國民が 一票の 投票を 投ず ると 云 ふ 
やうな 狀態に 推移つ たなら ば 率 ざ 知らず、 今 口の 如 
き 翁に 申 上げました やうな 國家の 狀勢に 於き まして 
小 選 擧區に 致しましたなら ぱ •則ち 成る 政 黨の地 盤 
は S- 固に なり、 或る 政 黨の爲 には 便利で あるか 知れ 
ませぬ が、 國民の 大多数 ほ、 其政黨 の e に it 牲に供 
せられ、 其政黨 の爲め には 確に 侦 利になる かも 知れ 
ませぬ、 併ながら 英吉利の 如き、 若く は 他の 先進 國 
の 如き •■主義 政策に 依て、 國民 が一 票の 投票を 投ず 
ると 云 ふやうな 狀態 に稚 移つ たなら ば 率 ざ 知らず、 
今 C の 如 ? S に 申 上げました やうな 國 家の 狀 勢に 於 
きまして、 小 選 擧區に 致しましたならば、 則ち 或る 
政黨の 地盤は 紫 固に なり、 或る 政黨 の爲 には 便利で 
あるか 知れ ませぬ が、 國民 の大多 触は ，共 政黨 の爲 
に犧牲 に 供せられ、 其 政 黨の 爲 めに、 すつ か 〇蹂溺 
される と 云 ふやうな 不幸を 見ぬ とも 限らぬ と 云 ふこ 
とを •私は 非常に 憂 ふるので あります (拍手 起る〕 
それから 松 田 君は， 少選 擧區 時代には 選擧 違犯者が 
非常に 少な かつた が、 大選 擧區制 度に なつてから、 
選擧 違犯者が 非常に 澤山 になつ たと 云 ふこと を 申さ 
れ ましたが、 其 統計を 御讀 上げに なつた 所から 見 ま 
すると 云 ふと、 成程 松 田 君の 言 ii る、 やうな 統計に 
なつて 居ります が、 併ながら 一步 退いて 考 へるなら 
ば、 私の 如き 法律に 對 して 門外漢なら ぱ率ざ 知らず 
松 田 ft の 如き 法律の 專門 家が、 之を 以て 小選舉 區時 
代ょりは， 大選 擧區 時代に なつて 選擧凉 反 者が 澤山 
になつ た、 是は 全く 制度の 罪で あると 云 ふ 如き 事を. 
此 壇上に 於て 憶 面 もな く 申された と 云 ふことは， 松 
田 君の 爲めに 之を 借まざる を煜 ぬのであります t 拍 
手 起る〕 其證據 を玆 に擧げ て 御 話 申したい と 思 ふ、 
松 田 君の 論斷の 全く 誤れ りと 云 ふこと を、 玆に證 據 
を 擧げて 御 話を 申したい、 即ち 御 承知の 如く、 大選 
擧區を 行 はれた のは、 明治 三十 五 年より であります 
小 選擧區 ほ 明治 三十 一年の 選擧を 最終と 致して 居つ 
たのであります、 此 明治 三十 一年を 最終と した 時分 


にほ、選铋運犯者は甚だ少なかつた、三十艽年に大 
選擧區 を 行 ふやう になつ て 違犯者が 澤山 殖えた、 是 
れ大 選擧區 の 罪な り、 斯く詾 斷され たので ある， 先 
づ第 一に 松 田 君に 間 ほんと する、 選擧 法を 實 施され 一 
た 明治 二 十三 年よ OH1 十一 年に 至る 間に、 選舉 に對 
する 収締 檢擧の 方針は •果して 今日と 同一で あつた 
か 否や、 よも や 同一で あつたと 云 ふこと を H-1 され ま 
いと 思 ひます •即ち 三十 一年 以前と •それから 其 後 
次第に 年を 經、 月を 經 るに 從 つて、 選 擧の度 毎に 檢 
擧の 方針が 次第々々 に 重くな つて 尻る と 云 ふことは 
松 田 君は 決して 否認し 能は ざる 事で あらう と 思 ふの 
である、 (拍手 起る) 而已な らず 明治 三十 一年 以前 
に 於け る 選 擧苻權 者の 總數と 申します る ものは* (1 
に 四十 五 萬 一一 一千 餘 人に 過ぎな かつた ので ある •然る 
に 其の後 松 田 君 も 御 祇 知の 通り、 地租が 增徵 致され 
—— 地租が 增徵 致され 選擧權 が膪張 致され、 即ち 十 
五圓の ものが 十圓に 低下され た 爲め に、 大 選舉區 制 
W 施の 即ち 明治 三十 五 年に 於て は、 有 權 者の 總數は 
九十 八 萬 三千に なつて 居る： 殆ど 小 選擧區 婦 後の 明 
治 三十 一年に 比すれば、 有 ffl 者の數 は 倍 以上に なつ 
て 居る ので ある、 更に 明治 四十 一年には 如何にな つ 
て 居る かと 云へ ば， 是が咐 加して、 即ち n 露戰 役の 
爲め に營 業' 8i 地租が 增徵 致された めに、 有權 者の 數 
が 增 して、 百 五十八 萬 人と 云 ふ ものに 增加 致して 居 
るので ある •諸君、 檢 ■の 手心 •檢擧 の 方針に 於て 
小 ii 擧區 時代と、 それから 段々 今日に 至る までの 間 
には 選 «i 有權 者の 數は 、四十 萬が 五十 萬に なり、 九 
十 萬が 百 五十 萬に なつて 居る と 云 ふ 今日の 狀態 であ 
る、 諸君、 ? K 罪 * の 多い と 云 ふことは、 何も 是が制 
度の 罪と 云 ふこと を 論斷 する ことは / JLi 来ないで は あ 
り ませぬ か (拍手 起る) 私は 茲に 最後に 選擧 區の區 
制の 事に 就きまして 簡萌に 一 言 費して、 諸君の 御參 
考に 資したい と 思 ふ (謹 鸱) 私は 齋藤赵 見た やうに 
W 識で ありませ ぬから、 さう 澤 山の 事例を 擧げる こ 
とはよう 致し ませぬ、 私の 縣の事 情を 先づ 第一に 御 
話して、 皆さんの 御參考 に 供したい と 思 ふので ある 
小 選 擧區提 案の 理由と して 申された る 如く •一 區一 
人を 原則と する •地理、 人情、 風俗， 交通、 區史の 
上に 鑑みて、 出來煜 る だけ 事情の 許す 限りは、 一人 
一區を 原則と すると 云 ふこと を 申された ので ある、 
是は 當然の 事で ある" 小 選擧區 制を 採る 以上は、 二 
區 三人は 變則で ある， どうしても 一區 一人なら ざる 
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ベから ず、 若し 痤 端に 言 ふなら ば， 郡を 割き、 町を 
g いても、 | 區 一人 制度を 尚 底 的に やる のが 常 然で 
ある、 併ながら 私 13: さう 極端な 事 ほ 申さぬ ので ある 
私の 申 上げん とする のは、 即ち 岡山縣 第五 區 ，齋藤 
君 (3: 通に 岡山縣 第三 區 を御擧 けにな りました が、 第 
三區は 無論胬 藤 君の 仰せられた 通りで ある、 四縣を 
縱斷 しやう とも、 喷 斷しや うと も、 縱斷 横斷 何れを 
間ほず，二郡々々に別てほ、人口が約十萬人程にな 
るので ある、 地理、 人情、 風俗 •歷史 ，何れに 依 〇 
ましても. 差 支の ない 所であります、 然るに 之を 四 
郡！ の 選擧區 として、 二人 出される と 云 ふこと にな 
つたのは、如何なる意味で爲されたか、それは知り 
ませぬ が、 私の 判 斷 する 所に 依れば、 どうしても 斯 
る 判 斷を 下さねば ならぬ ので ある-四 郡を 以て 一 選 

舉區 として 二 入 出す と 云 ふこと に すれば、 政 友會の 

騎 S は 恐らく 無競爭 で 此區 から 出し 得らる X と 云 ふ 

こと it; 、 私が 玆に 保證 して 滞らない ので ある、 若し 

之を 二 郡 宛に 割けば、 如何に 割いても、 四 郡の 組合 

せで 如何 やうに 割いても、 南北に 割いても 東® に 割 

いても， 之を 二に 割つ たが 最後、 一方では 絕對に 望 

が 無い ので ある (拍手〕 唯々 一方に 於て •可な り、 

競 P が 出来る であらう と 云 ふ 位の ものに なつて しま 

うので ある (拍手： 1 それから 更に 私が 唯今 第一に 申 

上げました 岡山縣 第五 區 なる ものは- 淺口郡 •小 田 

郡、 後月 郡、 此三 郡を 合して 二人を m すと 云 ふこと 

になつ て 居ります、 而して 總 人口は 二十 二 萬 七 千 四 

百 四十 九 人で ある， 之を 111 郡 合併せ ねばならぬ か、 

所謂 風俗、 人情、 地理、 交通、 歷史の 上に 於て、 二 

にす る ことは 出来ない かと 云へぱ 、寧ろ 人情 も 違 ひ 

地理は 無論の こと 大違 ひ、 ^ 史 4 違つて 居る、 如何 

かなる 點から 見ても 人情. 風俗 •習慣、 歷史 ，地理 

有 ゆる點 から 見て、 是は二 に ilj るの が當然 なので あ 

る (拍手〕 恐らく 福 井 君 も 其 所に 居られます が、 此 

三 郡が 分割 U1 来ない 程、 地理、 人情、 風俗、 交通， 

歴史に 差がない と 云 ふことは、 御認 になるまい と 思 

ふ、 然るに 之を 三 郡 一にして 二人 出す と 云 ふこと に 

された の ほ、 私の 判 irf する 所に 法れば、 淺口 郡の 一 

部に も 政 友會の 分子が ある、 小 田 郡の 一部に も 政 友 

會の 分子が ある、 後月 郡の 一部に も 政 友會の 分子が 

ある* 若し 之を 二つ に 割いて しまつたなら ぱ ，如何 

に 有力なる 政 友會の 人が 来られ やうと も、 斷じて 望 

を® する. ことは / 1! 來な いので ある、 (拍手〕 然るに 


三 郡の 一の 選舉區 に 做す と， 國民筠 ほ 無論 二人 候補 
者を 立てる に 決つ て 居る、 そこで 淺口 郡の 零れる 搔 
集め、 後月 郡の 零れを 搔 集め 小 田 郡の 零れを 搔 集め 
れば 、二人に 對 して 一人の 競爭は 出来 得られる だら 
う、 所謂 萬 一を隄 倖して、 此邊も 斯うして 置けば、 
一人の 政友會 員を 出せる と 云 ふやうな 考を以 てされ 
たので あらう と 申しても、 恐らく 內務 大臣 ほ 辯 解の 
言葉が あるまい と 思 ふ t 拍手〕 何故ならば 人口の 上 
から 申しても、 淺口は 一郡に 於て 十 萬 三千 人 程を 有 
して 居る 郡であります、 小 田、 後月 兩郡を 合して 約 
十二 人で ある、 諸君、 十 萬 三千 人の 淺口は 、是ほ 立 
派に獨 立させる ことが 出来る では ありませ ぬか、 山 
梨の 例を 御覽な さい (拍手〕 一方は 十二 萬 人で、 是 
亦獨 立させる に 適當で はあり ませぬ か、 併し 是が二 
に分れてほ、何れの選擧區に於ても恐らく三分の1 

- 當選點 に 達する 三分の 一の 投票を も 得る こと ! 3: 

斷じて m 来ない と 保證 して 置く ので ある (拍手) 更 
に 第 七區 、第 八區 、是 等に 就きましても 犬に 論議の 
地が あります、 詳しい 事は 申し ませぬ が •是 もです 
從來 の歷史 から 申しましても 又 人口 代表の 主義から 
伟 しても、 此 政府の 原案なる ものは、 確に 其 當を得 
て 居ち ぬと 云 ふこと を 申 上げて 差 支ない ので ある、 
歷 史的から 言へ ば どうで ある、 第七區 第 八區と 云 ふ 
ものは 元の 小 選 擧區の 組立と 申します ものは、 眞庭 
郡と遛 田 郡と 云 ふ ものを 以て、 一 選擧區 として 居つ 
たので ある， もう 一つは 久米 郡、 勝 田 郡、 英田 郡を 
一つの 選擧區 として 居つ たのであります* 然るに 此 
度は 之を 變更 致されて、 眞庭 、久 米を 一選擧 として 
居る、 而 して 其總人 口は 十一 萬 一千 人で ある •以前 
第 七區 に 13 して 居つ た 所の 11 田を 七區か ら 割いて、 

之を 第 八區に 加へ たから、 蘆 田、 勝 田、 英 田の 三 郡 

を 一 選 擧區 として 居られる •此 人口が 幾らで あるか 

と 云 ふと， 十七 萬 二 千 人で あるの， である、 一方は 十 

一 萬 千 人を 以て 一人の 議員を 出し、 一方は 十七 萬 一! 

千 人を 以て 一人の 議員を 出す、 斯る 不公平が 出来て 

居る のであります が、 之を 從來の 小 選 擧區の 如く、 

又 地方の 地勢の 上から 申しましても 眞庭鹿 田を 一 選 

擧區 として 元の通りに するならば、 人口は 十三 萬 九 

千 人になる、 一方の 久 米、 勝 田、 英 田の 三 郡は 十四 

萬 八 千 人になる、 さう すれば 人口 代表の 主義に 適合 

すると 云ふ點 から 申しましても、 元の 如く 致して « 

く 事が 當然 なので ある、 然るに 斯く 入 r.l 代表の 原則 


に 遠ざかる 所の 一方 {i 十七 萬 人、 一方は 十一 萬 人 斯 
る Ilf を 致された と 云 ふことは •私共 地方に 居つ て 地 
方の 莨 情を 能く 知つ て 居る 者から 申します と， 如何 
にも 政 友 會の爲 めに 便利に 出来て 居る と 云 ふこと を 
發 見す るに 苦しまぬ ので あ 〇 ます-若し 之を 以前の 
如く 致しましたなら ば* 福 井 君を 前に 置いて 言 ふの 
ほ 御 無 11 _な 申 分か も 知れ ませぬ •か、 作 州に 於け る 七 
區 、八區 でも. 決して 第三 區の上 道 •赤 磐、 和 氣、 
邑久の 四 郡を 一 選擧區 として、 此 所で 福 井 君が 競爭 
される よりは 更に 多くの 困 ii が あると 云 ふこと ほ， 
恐らく 福 井 君 も 御反對 は あるまい と 思 ふ， 唯 夫れ 政 
友會の 便利を 圖らん が爲 めに >  斯 く ui 來て 居る ので 
はない かと 云 ふこと を •私共 縣の 事情， 選擧の 事に 
二 十有餘 年の 間沒 頭して 居る が 故に、 殆ど 1$ 蟻の 這 
ふが 如く 知つ て 居る からさう 云 ふ 疑を 起さざる を 得 
ぬのであります (拍手 起る〕 それから 今度は 內務大 
臣の御 膝元に 就て 一言 申したい と 思 ふ、 (「内務 大 
臣の 方が 能く 知つ て 居る J と 呼 ふ 者 あり〕 無論 鹿 5i 
島縣に 就て ほ 私が 申 上げる ので あるから さう 仰し や 
るのは 無理なら ぬ、 さう 御感. しになる の {X 無理から 
ぬ 事であります けれども •併ながら 私が 之を 調べる 
が爲 めには， 餘程各 方面の 事情を 聞いた、 輕卒に 申 
上げる ので ありませ ぬ、 鹿 兒島縣 の 第二 區は 、鹿 r--l 几 
島 郡を 以て 一つの 選擧區 とされて、 此處か ら一 人出 
る やうに なつて 居る >  第 六區は 熊 毛、 肝蹈 •此 一| 郡 
を 一選擧 區と爲 し" 一人を 出す と 云 ふこと になつ て 
居ります •一方は 第二 if の 鹿兒島 郡の 方は 十 萬 四千 
であります、 それから 第 六 區の熊 毛 •肝屬 を 合せれ 
ば 十 萬 一千 人に なつて 居る、 若し 人口 代表の 主義を 
徹底的に やらう と 思 ひましたならば、 熊 毛 郡を 鹿兒 
島 郡に 附け ましたなら ば、 一方 第二 區の方 ほ、 人口 
十五 萬 入に なり、 片方は 十三 四千 人になる、 所謂 人 
口 代表の 主義に ir 確に 熊 毛 郡を 鹿兒島 郡に 附けた 
方が 宜いと 云 ふことは、 是ほ 數理の 上で 明かで ある 
是ほ 恐らく 何人も 否認 出来ない 數理の 結果で ある、 
そこて 數理 上は、 さう であるが 事實 はどうで あるか 
交通 其 他の 關 係の 上から 熊 毛 郡なる ものは 肝 11 郡に 
合した 方が 宜いか 鹿 兒島郡 に 合した 方が 宜い か、 事 
實の 上に 於て 判斷 する の 外は ない ので ある、 而 して 
事實の 上から 判 斷 すれば どうで あるか、 熊 毛 郡より 
鹿兒島 郡に 至らん とする のには、 一度 鹿 5,1 島に 来て 
鹿兒 島から 復た 後戾 りを して、 船を 乘換 へて 肝屬郡 


_ Q 六 二 

に 行かなければ ならぬ やうな 状 S である 、即 ち ^ 毛 
郡なる ものと 肝® 郡なる も 〇 の PJ1 には •何等 ;: i 接 〇 
IX 無い 所で ある、 どうしても 熊 毛 郡から 肝 ■ へ 
行かん と 欲するな らば、 一度 鹿兒岛 に 行つ て， 船を 
乘換 へて、 後に 戾つて 肝屬 郡に 行く と 云 ふ 交通 状® 
になつて 居る と 云 ふこと ほ、 恐らく 内務 大 U も：： .': 1  1 
認爲 さるまい と 思 ふ、 成程 池！ 一の 上から 申します れ 
ば、 近いの ほ 肝® の 方に 近いので ある、 併ながら 交 
通狀態 と 云 ふ もの ほ 近き 肝 2 i 郡には 大々 的！ f M であ 
つて 寧ろ 遠き 鹿兒島 郡に 交通 上 非常な 便 ii であると 
云ふことほ、其地方の事情に嵇通して居る所の\は 
何人も 否認し 能は ざる 所で ある、 是杯ほ 何が 爲めに 
斯の 如く 出 來た ので あるか、 私 li 其 事情は 知り ませ 
ぬが、 矢 張 其 地方の 事情に 通じて 居る 所の 人から 腔 
けば、 是 亦政黨 地盤 擁 _ の 上から 出来た ので ある こ 
とを 申して 居ります ，(拍手 起る) 其 他もう 一つ 申 
上げて 置きたい と 思 ひます のは、 和歌 山 縣の問 題で 
ある、 和歌 山縣の 第！ 一區 は、 海草 郡と 云 ふ 郡を 獨立 
されて、 一人 出す ことにな つて 居ります、 第三 K lt 
伊那、 那賀 、有 田の 三 郡 是亦獨 立選擧 M として 一人 
出す ことにな つて 居る ( r 郡の 名前を 知らぬ」 「そ 
んな ことでは 論ずる 資格が 無い」 「伊都 だ 伊都 だ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 _ 長 (濱 田國松 君) 靜® に ：… 

〇 西 村 丹 治 郎君 兎に角 伊都が 伊那で あらう と •そ 
んな事 ほ 一向 構は ぬ、 兎に角 此三 郡を 以て 第三 區と 
爲し •海草 一郡を 以て 一つの 選舉區 とされた と 云 ふ 
ことは、 其 地方の 地理に 精通され て 居る 人の 話を 腺 
けば， 海草 郡と 云 ふ ものを 中に 挟んで/有 田 郡と 云 
ふ ものは 向 ふに 腿 離れた 所の 郡 ださう であります、 
一つの 郡を 中に 挾む と 云 ふことは、 (「間違つ て 居 
る」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 若し 間違つ て 居る と 仰せら る V 
ならば、 私は それは 斯う 云 ふ 窓 味で あらう と 思 ふ， 
唯々 地 續きで あると 云 ふに 過ぎない、 成程 地は 紹い 
て 居る けれども、 那賀 郡、 伊都 郡の 方面ょり 有 田 郡 
に 至らん とする のに ほ、 縣道 若く は 郡 道と 云 ふ もの 
は、 どうしても 海草 郡を 通過し なければ 行けない の 
である (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 斷趿絕 壁の 山を 越 
えれば 有 田 郡に 行ける かも 知れ ませぬ が、 縣道郡 道 
に 依て 有 田 郡に 到らん とするなら ぱ •必ずや 海草 郡 
を 通過し なければ ならぬ ので ある、 是れ私 か 腿 離れ 
て 一つの 海草 郡と 云 ふ ものを 中に 挾んで、 有 田 郡と 
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云 ふ ものが 隔絕 して 居る 所に あると 申す のは 斯う 云 
ふ ? S 味です、 是 •か 否認し 得られます か、 斯かる 事が 
何故に 出來 たので あるかと 云 ふ 事は、 私は 他縣の 事 
ですから、 玆に 斷定 的に 諸 対に 申 上げ ませぬ、 是は 
諸君 自ら 公 弔に 御 判 斷を願 ふこと が 出 來るだ らうと 
思 ひます c 拍手す る 者 あり) 其 他 一 區 一人 制 —— 苟 
も 小 選 sifi M を 採る と 云 ふ 以上は、 事情の 許す 限り ど 
うしても j 區 I 人と する 方針を 以て、 馓底 的に 事情 
の 許す だけは やらねば ならぬ にも拘 はらず、 二區に 
割き 得る ものにして、 二 人と し 若く は 三人に して 居 
る 所が 隨分數 多い と 云 ふことは、 私が 申 上げぬ でも 
是ほ もう 政府の 案を 見れば 諸君 御 承知の 通りで ある 
而 して 私は 一々 に 付て は 申 上げ ませぬ けれども、 一 
端を 見て 私は 其 金 斑を 判 斷す るのは 左程 w_ では あ 

るまい と 思 ふ (拍手す る满 あり〕 それ故に 僅か 二 三 

の 事例を 申 上げまして、 他の 二人 若く は 三人 出て 居 

る 所は、 諸君が 愼重に 御調に なつたなら ば、 必すや 

其 間に 何 笠 かの 因 練、 何等かの 魂 11 ありと 云 ふこと 

を 御發 見なさる のは、 決して 苦しくない と 思 ふ (拍 

手 起る) 

〔副議長 濱田國 松 君 議長 席を 退き 黐 長大 岡 育造 

君 著 席〕 

〇 西 村 丹洽郞 君此 S 味に 於て 私は 若し 此小選 擧區 

制なる ものが 本院を 通過し —— 無論 本院を 通過す る 

と S ふ 事は、 唯今の 迸 場の 大勢 已むを 得ぬ こと、 思 

ひます が、 若し 是が 兩院を 通過す ると 云 ふやうな 事 

が ありましたなら ば、 或る 一派の 政绒の 地盤を 觉固 

にし、 成は 一派の 政激 の爲 には® 利で あるか も 知れ 

ませぬ けれども >  我 が 帝國憲 政 前途の 13 には 洵に® ! 

既 すべき 一大 不祥 取で あると 云 ふこと を a に斷言 し 

て、 此壻を 降る のであります (拍手 起る〕 

〇讅 長 (犬 岡 育造 君) 武 藤金吉 君。 

【武藤 金 吉 n 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 r> 大岡育 造 君) 此場合 時間の 切迫を 豫め 避け 

たいと 思つ て屛 ります、 最 n 十 俺 か 三十 分に 足らぬ の 

であります、 lit 選擧 法の 最後の 決を 採る まで 時間を 

延長したい と 思 ひます。 

二 「異 誘な し 異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

0 詔 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 時間は 延長 さ 

れ ました。 

〇武 藤金吿 君 衆 狨院讁 a 選 擧法中 改正 法箝案 は 多 


年の懸案でありまして、此度政府提出案及憲政會、 
國民詉 の务案 共に、 從來に 比しまして 、其 案の 内容 
の ~ 段の 進步を 見た るは、 憲政 運用の 上に 甚だ 喜び 
に堪へ ない 次第で あると 考 へます •今や 斯く 有力な 
る 主張に 基いて 其 綷綸を 行 はんとす るに" 此 重大な 
る 法律案を 決定せ んと する 場合に 際して、 政府 提出 
案に 燹成 をし、 我が 立憲 政 友會の 方針と 合致す るを 
閛 明して、 之に 反對せ ら る、 憲政 會及國 民黨 其の 他 
の 御主 張に 對 して、 玆 に , r/ くの 間論戰 を 交 ふる ® ® 
に 際した るは、 本員の 最も 光榮 とする 所であります 
諸君、 本案に 關 しての 論點の 要旨は 數點 であります 
選舉權 の® 張の 事、 大小 選擧區 制 利害得失の 事、 又 
之に 伴 ふ 別表 改正の 事、 選擧取 締に關 する 一切の 事 
であります、 我 黨の松 田 君ょり 述べられました 點は 
重複を せぬ やぅに 是 等の 事は 一切 避けまして、 簡單 
に 時間を 活用 致して 私 IX 宣 明す る 積り であります、 
諸嵙 、衆 識院 議員た る 吾々 御 同様は、 此衆議 院議 M 
の選擧 法に 付きまして ほ、 何事ょりも 能く 研究を 致 
されて あるので あります、 又 能く ® 情に 御 同樣は 精 
通 致して 居る のであります (「御 同樣は 闲 ります」 と 
呼 ふ 者 あり〕 然るに 選 擧の時 と 否と を 問は ず、 選擧 
に 付て ほ 尠から ざる 苦痛 辛酸を 嘗める こと 玆に 幾年 
であります が、 然るに 此實 際の 問題に なつて、 我が 
衆 識院の 論議が 聊か B 面目を 缺くが 如き ことは、 甚 
だ 私は ifi- 憾 とする、 諸君、 諸君は 最も 有力に して、 
各 家の 生 張は 最も 信用 ある 所の 論旨を， 國民及 一般 
に 之れ を撤 底せ しむる と 云 ふことは、 蓋し 吾々 が努 
めて 此事 をし なければ ならぬ 所で ほない かと 思 ふの 
であります、 故に 本案 提出 以來 本員は 本锊議 及 委員 
會に 於て、 諸君の 御 論旨の 在る 所を 謹んで 拜聽 致し 

ました、 又 本日の 會議 にも 諸君の 御 論旨を 拜聽 致し 

て 居りました が、 吾々 は此上 に 提案の 精神に tf かず 

衆議院の 權威を 傷け ないやぅ に、 自ら 大なる 注意を 

拂つて 、此 立法の 琪 業の 完成を 告げたい と 期す るの 

であります •諸君、 而して 問題と なりました のは、 

大小 選舉捣 制の 利害得失が 最も 主なる 論點 になつて 

居 〇 ます、 此點 に付きまして ほ 我 松 田 君の 論議せ ら 

れた點 は、 一切 避けまして、 松 田 君の 言は ない 點を 

私 ほ 三 四 申したい と 思 ふ >  小 選 擧區 制は 地盤 跫固な 

るを 以て、 議員の 議會に 望む 時に、 何回 解散が あつ 

て も 之を 恐れず、 議員を して 確に 其 所信を 行は しめ 

るのに は 最も 適 常なる 良い 制度で あると 私は 感じ ま 


す、 それから 運動費の 減少を 圖〇 、之に te て資產 の 
乏しき 適當な る 人材を 候補者に する 事であります、 
諸君は 運動費の 事、 費用の 事は 問題の 如く 考 へられ 
て 居らぬ か 知れ ませぬ が、 選擧に 於て 一大 苦痛と す 
る 所は、 選擧 運励费 ょり 外に 重い ものは なから うと 
思 ひます、 諸君、 此運動 費の 減少を 圖り 、金力が 無 
くても 此 衆議院に 谷 階級から 代表者を 送る と 云 ふこ 
とに 付きまして は ■小 選擧區 と大選 擧區 との 得失 利 
害と 云 ふ ものは、 自から 小選舉 區に あると 云 ふこと 
は 申す まで もない 話であります、 而 して 更に 重要な 
點 ほ、 候補者と 選擧區 との 關 係を 密接に して、 能く 
候補者の 人物 政見を 選舉區 民に 知らせ、 而して 常に 
有意義なる 所の 選擧 民の 意思を 代表す る 議論を、 此 
衆議院に 於て 行は しめる と 云 ふこと が 此小選 擧區制 
度の 上に 於て 最も 有力なる 力を 持つ のであります、 
諸君、 現在の 大選 擧區に 於き ましては、 何れの 縣に 
於き ましても 比例 代表を 行 ふことは 出来ます が •其 
比例 代表は 殆ど 其 人物 も、 名前 も、 品性 も •何も 知 
らない 者が、 何れの 縣に 於ても 一名 や 二 名は 選擧毎 
に當 選して 居る では ありませ ぬか、 而 して 其 人は 選 
擧區 とは 沒交 渉でありまして、 潠擧 民が 選擧 した 以 
上は、 何等 關係 のない と 云 ふやうな 關 係を 持つて 居 
るのは、 候補者 其 人の 罪で もなければ •選擧 人の 罪 
でもない、 大選擧 M 制度の 弊害の 最も 甚し いもので 
あります、 是 等の點 を 矯正を 致します るには 小 選 擧 
區の 利害得失、 大潠 擧區 との 比較と 云 ふことは， 自 
から 明かであります、 又 小 選 擧區ほ 大人物を 得られ 
ない、 又 選 擧區の 大小に 影響を 蒙らない と 申します 
が、 松 田 君 ほ 大人物の 例に 原 首相 等を 引合に 出され 
ましたが •私は ®: 敬す る脔 政會の 領袖 諸君の 御名 前 
を 申 上げて 見たい、 河 野さん、 武 富さん •尾 崎さん 
箕 浦 さん， 島 田さん •是 等の 領袖 諸君 ほ 小 選 擧區當 
時に 於き ましても 一回 も 落選せ ず、 議會開 設以來 今 
日まで 當 選され て 居る、 又國民 黨の犬 養 君に 於ても 
小潠 擧區 の當 時から 毎回 出られて 居る のであります 
故に 大潠 擧區で あるから 大人物が m ない， 小 選擧區 
であるから 小 八 物が 出る と 云 ふやうな 比例は ない の 
であります、 選 擧區に 致しました 所が、 決して 大人 
物が 出せぬ と 云 ふことは 議論に なり ませぬ， 殊に 小 
潠擧區 になり ましても、 少數の 代表者を m せる こと 
は 松 田 君から 述べられました から、 私は 之を 略し ま 
すが、 要するに 大選擧 區と小 選 擧區 との 利害； s 失に 


付きまして は •選擧 上の擗 害を 矯め、 又 人物を 出し 
其他總 ての 取締の 點 等に 就きましても •  一 點の 議論 
を狹む ことは ない と 信ずる、 更に 智識 階級に 選擧權 
を與 へる と 云 ふこと に付きまして は、 是は松 田 君 か！ 
ら述べ られ ましたから、 私 だけは 避けます が、 此小 
選 擧區に 伴 ふ 別表の 改正に 付きまして は、 憲政會 の 
諸君から も， 亦 國民黨 の 西 村 君から も、 其缺點 不 公 
平を 指摘され ました、 是は 委員 會に 於き ましても 數 
時間に S つて 齋藤君 も 述べられました、 又 本 議場に 
於き ましても 一々 之を 例擧 して 述べられました から 
私の 調べました こと X の 比較を 致しまして、 間違つ 
て 居る か 不公平で あるかと 云 ふ 御 判斷 に預 りたい と 
思 ふので あります c 「岡 山縣 」 r 山 梨縣」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 京都府の 第五 區 ，第 六區 に付きまして は， 委員 
會に 於て 問題に なつて 居りました し、 本會に 於き ま 
しても 攻擊的 質問を 齋藤 君は せられました が、 是ほ 
自分の 質問が 誤で あると 云 ふこと を 悟つて、 今日は 
述べられ ませぬ から、 敢 て攻擊 は 致し ませぬ が、 是 
は大變 違つ て 居ります、 合併す る 時は ® 域が 極めて 
廣く 適當で ない、 岐阜 縣に五 郡 一 選 擧區の 所は ある 
が、 是は各 郡と も狹 小に して、 比較には ならぬ もの 
であります 、此五 區六區 とも、 斯の如 く 組合す と 云 
ふことは、 地理の 上から 言 ひましても、 人情 •風俗 
文通の 上から 言つても， 嵌つ て 居る のであります、 
それから 大阪府であります、 大阪府の 六區 •西 成 郡 
東 成 郡を 一 選 擧區 として、 二 人を 出す と 云 ふ c ほ、 
何故 之を 二つに 分けぬ かと 云 ふ攻擊 でありました が 
是は 大阪府の 他の 區に 於て は 第 七區が 十一 萬， 第 八 
區が 十一 萬 九 千 •第 九區が 十一 萬 五 千、 第 十區が 十 
萬 五 千* 第 十一 區が 十三 萬 四千、 十三 萬 豪の 一區と 
云 ふ ものは 第 十一 區に ある だけでありまして、 此西 
成 郡の 卄六萬 M 千 七 百 十七と 云 ふ ものは* 餘〇 大き 
に 過ぎます が 故に、 此東西 成 郡を 合併 致しまして、 
他 區の標 準に 傚つた のでありまして、 大阪府 全體に 
付ての 均衡を 取る 爲 めに、 是は 斯樣に 編成され たの 
で、 是が最 も 公平なる 所の r' r 地理の 關係を 言つて 下 
さい」 と 呼 ふ 者 あり〕 區 制と 思 ひます、 それから 又 
(「 違つ て 居る j  r 地理の 關係を 言へ」 「默れ 」 と 呼 ふ 
者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 注 S 致します。 

〇武藤 金吉君 次は (「次は 何 "C す」 と 呼 ふ 者 あり〕 
岡 山縣の 別表に 付きまして 申 上げたい と 思 ひます， 
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六 四 


岡 山縣の 第五 區‘淺 口 郡、 小 田 郡， 後月 郡， 此三郡 
M 人に 付て •淺口 郡 { 3: 十 萬 二 千、 小 田 郡 ii 八 M 五 千 
後月 郡 {3: 三 萬 九 千でありまして •合計 二十 二 as 七 千 
四 西 四十 九の 數にな つて！ K ります が、 何故 之を 分け 
ぬかと 云 ふ 御 議論であります、 淺口 郡を 搦立せ しむ 
る時にほ、第八區にて人口十七萬二千九百四人を以 
て 一 M として あるのに、 較べまして、 餘〇に 人口の 
開きが 多過ぎる •又 地形 交通を 勘 酌して 斯樣に 組せ 
たのであります、 現に 鍀選 擧區の 時 も 此三郡 は 一 選 
舉區 にて 居つ たと 云 ふ 歷史を 有つて 居ります から、 
右樣の 次第で 是は三 郡 二 人と すると 云 ふことは、 最 
も 適當な りと 吾々 は 信ずる、 更に 第三 M の 上 道 赤 磐 
和 M 邑久 、此四 郡 二 人に 付きまして 十九 萬 七 千 五 百 
之を 何故 和氣 、邑久 の 二 郡を 以て 一區 と . L ないかと 

云 ふ 駁論であります が， 此四 郡は 極 M 四 郡と 稱 され 

まして、 | 地方と なつて 居る ことは， 其 地方の 御 方 

から 私は 親しく 承は つて 居る のであります、 邑久、 

赤 磐、 上 道の 三 郡 交通 至便なる も、 和氣は 交通 不便 

で、 殊に 邑 久和氣 との 間に 於て 最も 交通が 闲難 であ 

る、 故に 此四 郡を 强て 分割せ しめる となら ば、 51 選 

舉區時 代の 如く 邑久 、和氣 、赤 磐 及 h 道 だけを 以て 

一 選！ e 區 としなければ ならぬ と 云 ふことは、 是はど 

うしても 此和氣 、赤 磐の 兩郡は 九 萬 六 千で ある 選擧 

區で あるから して、 原案に 比して 一層 他區と 權衡を 

失する に 至ります から、 已むを 得ず 斯う 云 ふ 風に 組 

合せた と 云 ふこと に 御 諒察な されて 然るべ しと 思 ひ 

ます、 @ に此 地形、 此數字 許りに 依つ て、 此 縣が斯 

う 云 ふ 風に 組合せた もので ない と 云 ふこと を、 想像 

する に餘り あると 思 ふので あります (「山 .,' i 縣を願 

ひます」 「時間の 割 當を願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり) 靜 

岡縣の 間 題が 出ました であります るが、 靜岡縣 の 第 

三！ E1； 及第 四區は 、何故に 之を 人口の 平均を 期す る爲 

めに、 合併し ないかと 云 ふ 御 議論' か ありました が、 

是は 一郡 一區と 云 ふこと が 之を 決めます る 原則と な 

つて 居る のでありまして、 別段此 安倍 郡 一郡で 十一 

萬 三千と 云 ふことは、 人口の 點に 於ても 差 支 もな し 

又三區 四區を 合併 致します ると、 地積が 餘り 廣汎で 

ありまして、 中 選擧區 となる 故、 一郡 宛 之を 分割し 

たと 云ふ此 原案の 趣旨に なつて 居りまして 、此駁 論 

に付きまして (3: 一向 其 意味を 爲さぬ と 思 ひます から 

念の 爲 めに 之を 辯 明して 置きます、 更に (「辯 明な 

ら 山#' 縣を 言つ て 下さい」 と 呼 ふ 者 あり〕 石 川縣の 


二 區 と三區 を 何故 人口の 公平を 期す る爲 めに •雨 M 
を 合併して 二人 一區 としない かと 云 ふこと が ありま 
したが、 是は石 川 縣の谷 區を 見る と大瞠 に 於て 人口 
は 公平であります、 又 石 川、 江 沼を 合併す る 時 ほ 地 
域が 擴大 する だけで あつて、 交通 不便と なる 譯であ 
ります， 又 石 川 郡の 人口は 十一 萬 三千 餘 あつて •强 
て 之を 他に 合併す る 程の 必要 も 見ない のであります 
殊に 原案 ほ H 選舉區 昨日の 選 擧區を 全然 其 儘 興 用 致 
したので あります から， 是は 何故 合併を しない かと 
云 ふことの 御 希望 ほ、 甚だ 無理なる 御希菌 なりと 信 
じます、 次に 福 岡 縣の 事であります、 福 岡 縣の 事 13; 
同僚の 諸 打から 福岡縣 の事淸 は 唯今 御 話を 承り まし 
た •又 何故此 第 十 區と第 十六 區を 公平を 期す る爲め 
に •三 郡を 以つて 二人 區 としない かと 云 ふこと に 付 
きまして は、 是は 泡に 十區 の遠賀 、鞍手、 嘉穗と 十 
六 區の企 救、 田 川、 北 五 郡を 一人 宛に 割ります ると 
反對黧 の 諸君が 御 心配 爲 さるのは 政 友 會の爲 めに や 
つたの だ、 政 友 會の爲 めに やつた の だと 申します が 
諸君の 言 はれる 通りに fii します ると， 此五 郡から 遠 
賀 •企 救の 二 郡を 合併 致しまして 四つに 分けます る 
と、 政友會 許り 全部 出て しま ふと 云 ふやぅな ことに 
なる ので、 却て 是は 諸君が 政 友 會の爲 めに 作つ たと 
云 ふこと に、 反對 する 現象には 事實 ならない ので あ 
る、 諸君 遠賀 鞍手は 筑前 でありまして、 企 救は 豊前 
であります、 又遠賀 方面と 企 救との 便利なる 交通は 
11 立 選 擧區で あつた 八幡 市を 經由 する 許りで ありま 
す、 其 他の 方面は 山脈 續 きで、 此 組合は 決して 適當 
でない ので ある、 諸君は 地圖も 知らないで 唯 人口 だ 
けを 見て、 政 友 會の爲 めに 此郡は 勝手に やつた とか 
云 ふが 如く 言 ふのは、 甚だ 無理な 主張な りと 私は 思 

ふので あります、 更に (「違つ て 居ります」 と 呼 ふ 者 

あり〕 長崎縣 の六區 であります、 長 崎縣の 六區に 付 

ては 先刻 一 个 公平で あると 云 ふやぅな 說 明を 承り まし 

たが、 是は其 選出 區の 同僚から も 唯今 御 話を 承り、 

又 地 一一を 見 ますれば 長 崎 縣の五 區六區 は 北 松 浦、 南 

松 浦、 壹岐 、壹岐 は 御 承知の 通り 島でありまして、 

之を 何故此 通りに した かと 云 ふこと であります るが 

地圖を 御 , 1 なされば 分ります が、 交通の便から 考へ 

て、 P 選擧區 から 鑑みまして、 原案は 最も 其 交通に 

於ても、 行政 區劃に 於ても、 適 當の割 方で あるので 

す、 此 長崎縣 の 北 松 浦、 南 松 浦、 其 間にもう 一つ 島 

がありまして、 更に 對 馬を 入れろ と 云 ふこと であり 


ますが、 到底 是ほ交 通の 上から 總ての 取引の 上から 
さう はならぬ ものであると 云 ふことは、 此圖を 御赀 
なされ ぱ是は 贵方 がた の 中に も 長 崎の 御 方 •か 御出で 
でありませうから、能く實際に臨んで見ますれぱ、 
何も 私の 說 明を 踣く まで もな く、 無理で ない と 云 ふ 
ことが 明かになる であらう と 思 ひます、 以上の 次第 
でありまして、 即ち 此選 擧區 制に 付きまして は、 政 
府に 於ての 調査 ほ 相當の 理由と 相當 の根據 が あつて 
決して 一黨 派と か、 一部の 政 黨の爲 めに やつた もの 
で 無い と 云 ふことは 明かであります (「のう <」 と 
呼び 拍手 起る〕 殊に 此高 知縣の 事であります (「山 
梨を 願 ひます」 「山 梨 一つで 問題 . li 解決が 出来る J 時 
間 活用の 意味に 於て 山 梨 だけで 降壇を 願 ひます」 と 
呼 ふ 者 あり〕 高 知縣の 第二 區と 第三 區を 何故に 平均 
を 期す る爲 めに、 第二 區の長 岡を 合併して 二人 區と 
しない か、 斯う 云 ふ 主張で % ります が、 長 岡は 交通 
上 土 佐と 極めて 密接の 關係で ありまして、 舊選 擧區 
に 依りまして、 土 佐 長 岡を 以て 一區 として あつたの 
であります、 又 安藝は 縣の 東端に ありまして， 交通 
不便の 地域で あつて、 香 美を 中間に 挟んで 長 岡と 此 
兩方を 合併す るが 如きは、 交通 及 地形 上 適當で ない 
ので ある、 故に 原案の 第三 區は 小選擧 時代の 區域と 
同じでありまして-政府が 此 二 區三區 を 定めた と 云 
ふ 事は、 最も 適當な る 所の 是は組 方で あるので あり 
ます (「のう^^」 と 呼 ふ 者 あり) 次は 山 梨縣の 事を 
說明せ いと 云 ふこと であります から、 山 梨縣の 事を 
謹で 說明 しやう と 思 ふので あります (「_ 聽々 々 J 「 
ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 山 梨 縣の 問題に なつて 居 
ります 第二 區は 、東 山 梨 •西 山 梨、 北 S 糜 、中 巨 摩 
の 四 郡 一一 人區で あります、 是は 原案は 二 人區 になつ 
て 居ります ものを 津田 君から 昨日 修正案が 出まして 
東西山梨を一區とし、北巨 @ 、中巨_を一區とし、 
之を 一一 分す ると 云 ふこと になつ たのでありまして、 
吾黨は 之に 賛成 致した のであります cr 賛成の 理由 
は」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 賛成の 理由は、 元来 二人 區と 
iK ふ ものは —— 原則は 一人 區で出 せるならば 一人 區 
で 出す のが 宜 いので あるから、 此 趣意に 於て 二つに 
分ける と 云 ふことは 原則に 合致す るので ある* 又 人 
口の 點から 行きます と、 片つ 方は 九 萬 何千、 片つ方 
は 十七 萬に なつて 居ります から 權衡 は肢れ ませぬ が 
併ながら 地勢を 見ます れば 、東西 山 梨と 中 巨 摩 •北 
巨 磨と 云 ふ もの ほどう 云 ふ 所で あるか、 諸君の 如き 


は 先頃 名士 諸君が 舉 つて 山 ^ '.? S •: に £ii ;u でた やうで あ 
ります •山 梨の 地勢と 云 ふこと ほ 私が 説明す るより 
も、 殊に 下 岡 君、 西哲の 如きは 能く 知つ て 居られる 
からして •之れ を 二分す ると 云 ふこと に 付て は &' !$ 
成で なければ ならぬ のであります C 「能く 知つ て 罟 
るから 反 對 致します」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 此四 ;;2 の 
町村の 如きは、 訊 合 町村は 百 三あります、 又 町村の 
數ほ百 二十 四 ある， 全® に 於て、 一潠舉 M に 於て 村 
の ® [ •か 百 以上 ある 所は 三 箇所 有る やうであります、 
其一ほ钯州であります、钯州の日高、東两_が百 
十一 ある、 又もう 一つは 百 十五 有る 處があ ります、 
其 外に 三 箇所 有る やうであります、 其 一は 祀州 であ 
ります、 紀州の 日 高、 東西 牟® が 百 十一 ある •又も 
5 1 つは 百 十五 有る 處が あります、 其 外に 町村の 数 
が 百 二十 四 有る と 云 ふのは 此 山梨縣 の 第一 1M よ 0外 
は 無い のであります から、 lit 理由に te つて 吾々 は 之 
を 二 分す ると 云 ふことは ffl 當な〇 として 之に 资成致 
した 次第であります (拍手 起る〕 諸君は 今日此 1 
に 於て 左様に M 々反 對され ます けれども (「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸嵙の 中で 選擧の 事に 最も 精通 
せられて 居る 所の 安達 謙藏 氏は I 不幸に して 議席 
に 居られ ませぬ が、 安達 謙藏 君は 何と 言は れて 居る 
山 梨 縣の二 區に 就て K と 語られて 居る、 諸君、 二月 
二 十日の 東京 朝日 新聞の、 別表 原案に 對 する 安達 謙 
藏 氏の 責任を 持つ た 談話に 何と® いて ある， 「誰が sf 
任を 持つ たと if いて 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 资任を 持 
つたと 〇 いて 無くても、 省 も 政 旗の 首領が 斯の 如き 
是は 二分す るの が 相 當で あると 云 ふ 事を 明かに ® い 
て 居る ではない か (拍手 起る) 諸君、 諸裝の 如きは 
徒らに 其 時と 其 場合に 依つ て C 「のう <」 と 呼 ふ 者 
あり〕 喧 々 M 々として 其 都度に 依つて 反對 せられて 
居る (「徒らに 言 ふので はない」 「何んだ 徒ら とは」 
と 呼 ふ 者 あり〕 ? § 員會 及び 其 他に 於て 別表に 對 して 
問題に なつた 府 縣は澤 山あります が、 此_ 場に 於て 
問題に なつた 分 だけを 說明 致しまして、 決して 此別 
表は 私心を 以て 招へ たので ない と 云 ふこと を C 「のう 
と 呼 ふ 者 あり〕 私は 認める 者であります (拍 
手 起る〕 諸君 (「別表は 私心の 結晶な り」 と 呼 ふ 渚 あ 
り：！ 諸君は 此 別表の 如何と 云 ふ 事に 付きまして、 別 
表の 非難を する よりも、 もう 少し 御 同 _ に政攤 の發 
達の 上に 努力して •正々 堂々 と御戰 ひになる 方が ま 
だ 宜しい のであります、 諸君， 諸君は 大 選擧區 制を 
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主張し、 又 K は 普通 選擧を 提唱せられ て 居りながら 
私は 今 諸君 の提唱する所を見ますると>全く其非難 
を 別表の 上に 注がれて 居る やうであります が、 此別 
表の 爲 めに實 は 我黨内 に 於き ましても 隨分 別表に 寶 
成す るに 付きまして は、 我 : 1 内に 於ても 非常に 苦痛 
を 忍んで R る 者も澤 山 あるので あります、 @ 際 我激 
の 中に 於て、 決して 選出の 代議士が 之に 滿 足して 居 
る ^ ではない、 又 諸 ?? の 方の 側を 見ましても 、諸君 
の赞 誘で 御 決定に なつて、 三 木 君の 如き ぼ 元 氣であ 
ります が、 三 木 君の 本當の 心事は どう •た (拍手 起る 
〕 諸界 本 常の 心事は どう だ* どう 云 ふ 感じが する， 
諸君、 さう 云 ふやうな 事では いけ ませぬ (笑 膝 起る 
〕 憲政 會の 中に 於いても 黨議 は黧 _と して、 大體小 
選 舉 K に 於て —— 別表に 於き ましては 腔 十回 直され 
たと か 一一 一回 H にどう とか 申される が、 此別 表は 段々 

精 撰され て —— 交通の便 否、 總ての 上から 非常に 椿 

撰され て pr る >  今回の 政府 提出 案は、 數字な どは 煺 

ら啦つ 付けたい と 言 つても、 木を 割つ た 竹を 割つ た 

やうには いく ものでは ない、 地勢 人情 總て の點 から 

見て、 全く 公平に 出来て 居る •之を 行 ふ 上に 付 -C も 

服 心 坦懐！ €派 から 離れて 見た 時には 公平に 見える の 

であります、 諸君 私 li 政 友會 とか 憲政 會 とか 或は 國 

民黨 とか 云 ふ , M 派を 離れて、 假 りに 吾々 代議士  I 

衆 P: 院閾以 が 此 暍 で 無記名投票を した 時には、 此別 

表に しても、 小潠 擧區 にしても、 最大 多數で 決する 

であらう と 思 ふので あり ます (拍手 起る) 諸君、 實 

に lit 別表に 付ての 御 非難は 此根據 であります けれど 

も、 吾々 の 見る 所では •最も 公平に 出来て 居つて、 

非難す る 所の 取は ない、 落度がない、 斯の 如き こと 

であります から， 吾々 は 此 政府の 別表に 對して 同意 

致しまして、 之を 是な りと Ifi める 若であります、 更 

に 最後に 私は 一言 致したい と 思 ひます が、 齋藤君 は 

—— 惑 政會の 齋 藤 君と 三 土 君が 委員 會に 於て 我黨を 

代表した 所の 演説の 言葉 W を捉へ まして I 大選擧 

M と 申した の は、 小 isg 擧 K の 誤りで ある I 小罾罾 

區の市 を 申した のを 大潠擧 M を 採つ たやう に 御報传 

せられました が c  r のう <」 と 呼 ふ 者 あり) 三 土 

君の 演説の 荊 記を 御 51 なされば 明かに なつて 居る、 

諸君、 それで 此 席上に 於て 三 土 君が 憲政 會の 主張の 

如き 事を、 午 眼した ので 無い と 云 ふこと ほ， 熟して 居 

ないで 能く 冷 靜 にして あれを 御 52 なされば 明かに 分 

るので あります (「それ故に 速記 鈴を ¥ く 調製す る 


ことを 請求した の だ」 「男らしく やり 給へ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 決して 卑怯で ほない* さう 云 ふ ■であり ま 
す、 更に 國民黨 の 西 村 君から 別表の 事に 付きまして 
御說が ありました、 岡 山縣の 事は 西 村 5f4- は 岡 山縣で 
御 委しい から、 唯今 私が 申 上げた 事を I 兩者を 御 
比較に なつて 御 判 斷を 願へ ば 宜しい が、 鹿 兒島縣 の 
事で あ 〇 ます、 諸君、 鹿兒島 縣の事 は 偏頗な 事を し 
たと か、 間違つ た 事を したと 云 ふ 御說で あります が 
鹿兒島 縣には 私の 狸 や 狐 や 憲政 會や國 民 黨は 無い や 
うに 承知して 居る、 若し 有りましたなら ぱ少數 の も 
ので fll せる 地盤は 無い ので ある、 出せる 所の 地盤の 
無い 所を M す 必要は 無い のであります •何 か 内務 大 
臣たる 床 次 君が 自分の 縣に 都合の 好い やうに したと 
申されます が、 鹿兒 島縣は 何を 苦んで 11 擧區な どを 
變更す る 必要が あります か、 殊に 此 別表の ことに 就 
て (「失言々々 J と 呼 ふ 者 あ 又 和歌 山 縣の御 說 
も ありました が、 和歌 山 縣の事 ほ 決して 無理で ない 
又 和歌 山 縣の事 情に 通せられ て 居りましたなら ば • 
多少の 理窟を 付け ますれば、 山の ある 處とか 川の あ 
る處 とか-理窟は 付き ませう が •和歌 IJI 縣に 於て は 
國民 •« に 於て 大堀君 前 川 君が 居られます ことで ござ 
います から、 多少の 御 批判、 多少の 抑： 窟は 付き ませ 
うが、 此大 gs の 組立を 覆す 程の 根據の ある 議論とは 
受取れ ませぬ から、 私 ほ 此 原案の 方が 適當 なりと 信 
じて 申 上げる 次第であります •之を 要するに 別表の 
議論は 是は 悉く どの 縣でも 吟味を して 參 りまして、 
理窟を 付ける としま すれば 三府 四十 六縣 悉く 理窟が 
付きます (「それは 三百 だ」 と 呼 ふ 者 あり) それは 
三百 だから 言 ii ない 方が 宜しい から 諸君 も ごて < 
言 (3: ないで、 滿場 一致を 以て 111- 別表を 認めます こと 
に 御 賛成に なつたら 宜 いので ある、 で 之を 要するに 

(「何を 言 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君の ( r 安 離 
破滅」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君の 御主 張 も 決して 私は 無 
理で はない と 思 ふ、 此 改正案に 付きまして 主張 it 、 
假令二 圓と言 ひ 三圆と 言 ふ も 其 差は 一圓で ある， 唯 
々金の 一圓の 差の みであつて 其 重大なる s>i !x 政府案 
も 吾々 の、 王 張す る 所 も、 憲政 會諸 君、 國民黨 諸 3'!' の 主 

張す る 所 も 大差が 無い ので ある、 唯々 問題と なつた 

の ほ (「のう <」 と 呼 ふ 者 あり〕 少しの 差であります 

諸 財は 大變な 差が ある やうに 御考 にな 〇 ますが、 私 

は それ 程の 差の ある ものとは 思は ない ので ある、 決 

して それ 程の 差の ある 問題では ない 問題 ほ大 選擧區 


小 選 擧區 •此 別表が 木統の 問題でありまして、 此點 
に付きまして の 議論は 別であります が、 選擧 資格な 
どに 付きまして ほ、 それ 程靑 くな つたり 赤くな つた 
りして 論ずる 程の 事は 無い ので ある •若し 諸君が そ 
れを やる とするならば， それは 街 ふので ある. ( r 汝 
が 街 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 之を 要するに lit 
案は 諸君に 於き ましても •此 政府案と 云 ふ ものは 決 
して 無理で ない と 云 ふこと に大體 は 腹の 中で ほ 御 了 
承に なつて 居る ものと 私は 受収 るので あります、 故 
に此 場合に 於き まして 諸君は 男らしく 諸君の 案を 御 
撒 回に なりまして、 政府 提出、 我黨の 賛成す る 所の 
此 度の 改正案に 快く 賛成を せられまして、 諸君の 希 
望す る滿場 一致を 以て 此 政府案を 可決し まして •其 
上で 今度は 改 策に 依つ て爭 つて h 議 M の 頭數 の爭を 
やる と 云 ふ 御 決心を 持たれた 方が 國 家の 爲 めに 私は 
宜しから うと 思 ひまして、 政府案を 賛成 致しまして 
此、 王 張を 爲す 所以て あります。 

〔拍手 起る〕 

〔 f 政 友會は ほつ と 一息 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 /-'' 大岡 育造 君： 一本田 m 之 君。 

〔本 田® 之 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 本 田 1U 之 君 諸君、 此憲法 の附 K の m 大なる 衆議 
院議 員 選 擧 法改正 案を 議 する に當 りまして、 輯 々是 
れ迄の 御 辯 論の 傾向を 伺つて 見ます のに， 一時を 瞞 
過して 此の 案の 通過を 阃らん とする やうな (「のう 
,\」 と 呼 ふ 者 あり〕 奇怪なる 御 議論を ® 々 伺 ひま 
すのは、 私は 甚だ 遺憾に 存じます (「のう <」 と 
呼 ふ 者 あり〕 御 互に 此の 重要なる 法案を 議 する に當 
りまして ほ •最も 眞 撃に、 最も 0 面目 It 、 (「君の 
方が 不真面目 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 論じまして* 而し 
て 其の 間に 眞理 を發 見す る ことを 努めます るが 國家 
の 前途 永遠の 爲め でございます >  苟 も 此の 穀論を 通 
過す ると か •通過し ない とか 云 ふ、 喵々 目前の 目的 
の爲 めに 此 R 大の 法案に 對 して 奇妙な 議論を すると 
云 ふことは、 御 互に 遠隱 したいと 考 へます (「ひや 
と 呼 ふ 者 あり〕 それで 私が 申 上げます る 事 も 
議論の 順序と 致します れぱ 、前の 齋藤 君の 申 述べた 
事を 繰 返す 點が あらう と 思 ひます が， 私は 成べ く 之 
を 避けます、 出來 得る 限り 重複に 出づ ると 云 ふこと 
を 止めまして、 而 して 是 まで 反對の 意見を 論ぜられ 
た 諸君の 御 辯 論の 中に、 殆ど 一笑に 附 して 可な りと 


思 ふ點に 付て は、 一切の 反駁を 省略 致します、 極く 
m 来る 限り 時間を 儉約 致しまして、 後の 尚 ほ殘 つて 
居る 所の 多數の 人に、 十分なる 時間を 讓 ると 云 ふこ 
とが、 私の 此 場合に 於け る德義 だら うと 考 へます、 
大體 緊要な 二三 點に 向つて 卑見を Hi 上げます、 K 々 
是まで の 論者 も 論ぜられた る 如く、 此法 案の 緊要な 
る ! ii は 二 點 あります、 第 I は 選舉區 制の 問題、 第二 
は 選擧 撾の擴 張の 問題、 此二點 に 外な り ませぬ、 其 
選擧褪 横 張の 方の 側に 於き ましては、 國民黨 から m 
て 居ります る 案 も •吾々 の 案 も 政府案 も、 兎も角も 
十 圓と云 ふ 納税額を、 二圓 若く は 11 :圓に 減じた と 云 
ふ點 は、 同一の 方向に 向つ て 居ります， 更に 智識 階 
級、 詰り 中學校 師範 學 校の 卒業生 若く は 是と同 等以 
上の 學力 ありと 認めた る 所の 撿定試 驗の 及第者、 此 
智識 階級に 對 する點 に 向 ひまして は、 國民 黛と 吾々 
と 同一 方向に 立つ て 居ります けれども 政府案と 云 ふ 
ものは 全く 反對 になつ て 居ります 此點に 向つ て大體 
は® 藤 君から 御 辯 論に なつて 居ります が、 更に 一腦 
の 批評を 試みて 見たい と 思 ふので ございます >  一體 
床 次內務 大臣が 此點に 向つ ての 說 明の 大要を 申し ま 
すれば， 今中學 校の 卒業生が 日本に 五十 三 萬 人 居る 
其 中の 十五 萬 人と 云 ふ 者は ：一一 百圓以 上の 納税者で あ 
るから、 此中か ら引 かなければ ならぬ、 更に 二十 萬 
人を 引きまして， 詰り 殘る 所が 十八 萬 八で あるし、 
それに 又 我' か 憲政 會の 法案で 見 ますれば、 之に 獨立 
の 生計を 營む 者と 云 ふこと を 加へ て 居ります から、 
餘る 所が 十葸か 十二 三 萬に 過ぎまい、 斯う 云 ふ 御 推 
定で あります， 吾々 の考 でも 多分 其 位の 計算になる 
であらう と考 へます、 此 十八 萬の 中から 獨 立の 生計 
を ® んで 居る と 云 ふ 者を 収 除け ますれば、 約 三分の 
二が 此方で あると 云 ふ 計® を 致して 居ります から、 
十二 萬と 云ふ數 字が 出る、 此十二 萬と 云ふ數 'か 出る 
のは 政府の 御 計算 も 吾々 の 計算 も 一致いた して 居る 
のであります、 此十二 萬と 云ふ數 に對 して 何故に 之 
に 選舉撋 を與 へぬ かと 云 ふ 吾々 の攻 擊に對 しまして 
政府の 辯 明に 依り ますれば、 政府は 斯う 言 ふので あ 
る •第一に 學校の 卒業生 以外の 者に も 智識を 持つ た 
者が 澤山 居る 澤山 居る から それに 與へ るのは 不公平 
であると 云 ふが 第一の 理由、 第二の 理由と 致し まし 
ては 餓か十 萬 や 十二 三 萬の 人間に 撰 舉础を 與へた 所 
が、 今度 撋張 される 所の 選擧權 の總數 と 云 ふ ものは 
三百 萬で ある、 其 三百 萬に 對して 十 萬 や 十二 三 萬の 
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(此 時發 言す る 者 多く 「謹 踣々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 與へ 
ると 云 ふ 事 ほ 基に 大海の 一滴で.， 何等 潠舉淄 を擴張 
する 上に 影膂が ない と 言は れるが 、政府が 所謂 吾々 
の 主張す る 所の 智識 階級に 潠擧淄 を 與へな いと 云 ふ 
所の 理由 13: ，此 11 尚の 理由に 基いて 居る ので ありま 
す (「能く 分る」 と 呼 ふ 者 あり' 一 然るに (「簡 單々 々」 
と 呼 ふ 者 あり) 政府 (3: 甚だ 此間に I さう 云 ふ說明 
を 致して 居ります けれども • 此 間に 犬なる 誤謬の あ 
ると 云 ふこと を 政府は 發見 しないので ある、 先づ數 
の 方から 申します れば •政府が 吾々 に與 へました 所 
の此 表に fis つて 見 ますれば 、◊度 擴張 致しました る 
—— 今度 三圓 にまで 選擧 §' を 擗張 致しました る 市部 
の有權 '者の 總數と 云 ふ もの ほ •二十 八 萬 九 千 三百 四 
十五 人と 云 ふこと になつて 居ります、 約 三十 萬、 是 

が 郡部の 方になります れば 、二百： 3r 十七 萬 八 千 二百 

六 人と 云 ふこと になります、 約 倍になる と 云 ふこと 

になつ て 居ります、 それで 此十圓 を 三圆に 選擧權 を 

低下した 結果と 致しまして、 郡部の 方の 增加 率が ど 

うなる かと 申します ると‘ 其 % 加 率が 十 割 一分、 市 

部の 方の咐 加 率 (X 六 割にな つて 居る のであります、 

是が郡 市の 均衡を 保たない、 不公平で あると 云 ふこ 

とを 申します る ® 要な ^ になつ て 居ります ので ござ 

います、 然るに 誰 今 申しました c  r 辯士 交代」 と 呼 

ふ 者 あり) 十二 萬 人と 云 ふ もの 中に、 又 之を 假に 

郡部に 三分の 一、 市部に 三分の 二 住つて 居る と 致し 

まする と •市部に 住つ て 居ります 所の 學校 卒業生と 

云 ふ ものは .', 八 萬になる 其 八 萬の 有權 者と 申します 

る 者は 二十 萬 九 千 人の 市部の 有撋 者に 較べます ると 

約 三 割 六 分と 云ふ數 が 出る のであります、 諸君、 政府 

の當局 者は、 三百 蓖に對 して 十二 三 萬と 云 ふ ものは 

大海の 一滴 V ないか、 さう 云 ふ ものに 選擧 g を 與ふ 

るめ は、 與ふる も、 與へ ない も， 大した 影 if は 無 いぢ 

やない かと 言は れる のが •政府が 此 智識 階級に 選擧 

權を與 へない と 云 ふ 理窟の 一つに なつて 居る ので あ 

ります、 是は大 なる 間違で •智識 階級が 市部に 多く 

住つて 居る と 云 ふことは 、政府 も 異存がない、 大體 

に 於て 政府に 於き ましても、 認めて 居ります ので ご 

ざいます る >  さう 致します れぱ 、市部の 有權 者は 僅 

に :-- i 十 萬で ある、 三百 萬 足らずであります、 n 一十 萬 

足らずに 對 しまして 十 M の有權 者を增 すと 云 ふこと 

は是は 非常なる 增加で ある •詰り 正確に 申します る 

と 三 il ■六 分であります、 三分の 一 — 約 三分の 一と 


云 ふ有擱 者を咐 すので ございます るから •此 有 »: 者 
を 市部に 增加 致し ますれば •初めて 郡 市の 均衡を 得 
ると 云 ふこと を 吾々 ほ 主張す るので あります、 其 割 
合は どうなる かと 申します ると* 郡部の 方の 增加率 
は 十 割 一分 •市部の 方は 六 割であります から、 之に 
持つ て 參〇 まして 三 割 六 分と 云 ふ ものを 加へ まする 
れぱ •即ち 郡部 (3; 十 割 一分、 市部は 九 ® I 六 分と 云 ふ 
ことにな りまして， 略々 其 均衡を 保つ と 云ふ狀 態に 
なる のであります、 ( 「呰 とも 分らぬ」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 內務 大臣は 宴に 大ざつぱな 計算で、 十 萬 や 十五 
萬、 或 it 十八 萬 位の 數を どうす るか、 斯う 云 ふ 事を 
言は れ ましたが、 假に 之を 八 萬と 致しましても です 
八 萬と 致しましても ■諸君の 御 考圃を 願は なければ 

ならむ 事が ございます るのは - (「聞えぬ」 「靜 

肅 に」 と 呼 ふ 者 あり〕 今度の 改正案に 依る 市部の _ 
員の 定數が 全部で 百 八 人であります、 議員 定數は 西 
八 入でありまして、 今度の 市部の 有灌者 總數二 十八 
人 九 千 三百 四十 五 人と 云 ふ ものを 割つて 其 平均 數を 
見ます れぱ 、一人の 當選點 と 云 ふ ものが 二 千 六 百 七 
十九 人と 云 ふこと になります、！ 一千 六 百 七十 九 人の 
市部の 選擧權 と 云 ふ ものは、 一人の 代戧士 を 選出す 
る ことが / II 來る 所の 力を 持つ て 居る ©: 利であります 
(「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり〕 此二千 六 百 七十 九 人 
と 云ふ數 を以 ちまして、 市部に 住居して 居ります る 
智識 階級の 獨 立の 資格を 具へ て 居る と 見込んで 居る 
八 萬 人を 割ります れぱ 、三十 一入の 代議士を 選 IJ-1 し 
得る 所の 力になる ので ある (拍手 起る) 唯々 十五 萬 
だ、 或は 十八 萬 だ、 十二 萬 だ、 或は 十禺だ 、それ 位 
の數 はどうで も宜 いぢ やない かと 云 ふこと が、 內務 
大臣の 口吻と してあります る けれども •吾々 はさう 

大ざつぱ にして 此 法律を 定む べき もので ない (「ひ 

や <」 と 呼 ふ 者 あり〕 唯今 申 上げる 通りに、 八 萬 

だけ 市に 住つ て 居る と 云 ふ 計算を 致しましても、 此 

八 萬の 有權 者の 力を 以て 三十 人の 代議士を ii /Ji する 

力が あるので あります、 さう 致します ると， 私は 此 

八 萬の 有塯 者に 輕々 に 看過して、 俺 かそれ 位の數 ほ 

どうでも宜いと云ふが如きことほ-此選擧權と云ふ 

やうな 緊要なる 大法 律を 決定す る 場合に 於て、 餘り 

に 杜撰， 餘 りに輕 卒で あると 云 ふこと を 免れぬ であ 

らうと 思 ひます (拍手 起り 「ひや^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 

それから 此の 場合に 內務 大臣が I 此 間も說 明に な 

りました が 凡そ 今度の 有權 者は 三百 萬で ある 三百 萬 


に對 して 十 萬 そこ < の® 利と 云 ふ ものは 甚に數 に 
ならぬ ぢやな いかと 言は れ るが、 是は比 校の 根抵を 
謬つ て 居る、 吾々 は 此十 萬と 云 ふ 市部に 住つ て 居る 
入 間、 之に 滘擧權 を與 へるなら •は 郡 市の 均衡を 失う 
所の —— 郡 市の 此偏 m 偏輕な る 不結果の 均饱を 全う 
する ことが 出来る と 云 ふ 主張を する ので ある. 然る. 
に內務 大臣は 此に 於て 耄け まして、 三百 萬の 數と云 
ふ ものを 土 * に 置いて 勘定を 致します から、 十 萬の 
數と云ふものほ、僅かでありまするが、市部の全部 
の 有 hti 者の數 ほ 三十 萬 足らずで あります から、 之に 
對して 十 萬の數 と 云 ふ もの ほ 看過すべからざる 大 數 
であると 云 ふこと ほ， 諸君に 於ても 爭ふ 事の / JJ 来な 
い 一つの 事實 であらう と 思 ひます C 拍手 起る) 又 吾々 
は此 智識 階級に 選擧撋 を與 へる 利益の 一つと 思 ひま 
する のは、 選 擧界を ば廊淸 すると 云 ふ 上に 於て 非常 
なる利益があると思ふのである、御承知の通り腿々 
此演 壇で 御述 になり まする 通りに 現在の 日本の 選 擧 
界の 腐敗と 云 ふ ものは 殆ど 極點に 達して 居る 甚だ 御 
互に 國家 の爲め 憲政の 爲 にに 槪 歎に 堪へぬ と 思 ひま 
す此選 擧界の 腐敗を 如何にして 矯正す るかと 云 ふ 事 
は »• に JR 大なる 問題で ある、 是は 吾々 も 矢 張 普通 選 
擧と云 ふ 方式に 於て 非常に 有褪 者を 增 して 之を 救濟 
する のが 一番 良い と 思 ひます けれども >  此 普通 選擧 
を K 行す るに 付て は、 其 時の 社 會の狀 態と 適合し な 
ければ いかぬ、 我國 の社會 の有樣 は 未だ 普通！： 擧を 
實 行す るに 不適 當で あると 認めて’ 制限 選擧を 認め 
ました 以上と 云 ふ ものは 此 場合に 於て は 切め ては 此 
智識 階級に 潠擧權 を與へ まして、 之を して 日本の 選 
擧界の 腐敗と 云 ふ ものを 覺醒せ しむる と 云 ふ 利益が 
ある (「分りました」 「分つ たら 賛成なさい」 「 簡 
單々 々，一と 呼 ふ 者 あり〕 それ故に® に 三百 萬に 對す 
る十蓖 か 十八 萬の 敷は、 內務 大臣が 言 はれます 通り 
に ffi かな 數で はあります けれども •是が 一の 淸凉劑 
となる、 例へ ば •十 入の閼 敗した る 分子の 中に  >  一 
人の 立派な 人間が 居ります れば 、立派なる 人間の 行 
爲に恥 じて、 十 人の 者が 襟を 正しう する やうな もの 
だ、 わい <した 逋中が 居りましても、 其 中に 一入 
偉い人が 居る •例へ ぱ此 多数の 中に —— 先程 例に 出 
ましたから 私 も 名を 引く ことは ® り ませぬ が、 原 敬 
君の 如き 偉い人が 一人 居れば •何百 人 か 居る 者の 行 
が 原 敬 君と 同一の 行動に 行く ので ある、 是は 偉い人 
が 一人 居れば、 百 五十 入 二百 人の 人を 率ゐる ことが 
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出來る、三百里の人間で十茁 0 正しい\問が35〇ま 
すれば、 是が 選擧界 の 腐敗を 救濟 する に 付て 非常な 
利益が ある、 ^ へて 申します れば 、阔 つて 居る 水 〇 
中に 明猱を 投込む やうな も C 、 郎か な： '-] ?? -.- くれ ま 
しても， 其の 濁水が 悉く 奇麗になる やうな もので ご 
ざいます から 少數な りと 雖も 此の 沾凉な る 分子，. T U 
識ある 分子、 德義 ある 分子と 云 ふ ものに、 潠堺^ を 
分配す ると 云 ふことは •此の 日本の 閥 敗した る iii s -7> l 
場裡 を ® 醒す るに 就いて、 最も 必要なる 手段の 一つ 
と考 へます から、 此の 點か ら考 へても 吾々 •か 此の 智 
識階 級に 潠擧權 を 分配す る ことは、 必要な ことで あ 
ると 思 ふので ある (拍手 起る) 潠舉褪 の桢 張の 點に 
付きまして は、 多くは 其の 他に R る點ほ 齋藤 君から 
御 話に なりました から、 省略 致します C 「今度は 何 
だ」 r 分りました」 と 呼 ふ 者 あり〕 他に詢 點を Id へま 
して 申 上げます、 即ち潠 擧區 のこと に 就て 申 上げ ま 
す、 選 擧區の 事に 就きましても •幽 々諭 ぜられ て 居 
ります が， 私 (t 此點に 就て 殆ど 項目 だけを 申 上げる 
詰り 私の 考では 選擧區 と 云 ふ ものが 非常に 狹くな 〇 
ますれば ■選擧 區の彈 力を 失 ふと 云 ふの が、 私が 不 
適當で あると 考 へて 居る 一點で あります、 此點は 物 
の 見方に 故り まする が •政府とは 全く 反對 である > 
政府は 潠擧區 が 小さくな れぱ ，それが 固定して 固く 
なつて、 さう して それから 選出す る 代議士と 云 ふ * 
の 基礎が 固くなる、 それ故に 政 黨の發 達の 上に も宜 
いと •斯う 云 ふこと を 言は れ ましたが、 私は それが 
寧ろ 選擧區 を 小さく 致します る 所の 弊害の 一つと し 
て、 勘定す るので ある， 私は 選舉區 と 云 ふ ものは 頗 
る彈 力に 富んで 居なければ ならぬ、 彈 力に 常んで 居 
なかつ たなら ば、 此 立憲政治と 云 ふ ものは 發達 する 
もので ない と 云 ふこと を考 へる ので ある、 殊に 我國 
の 今日の やうな 政情に 於き ましては、 最も 是が必 嬰 
であります >  我國の 政情は どう 云 ふ有櫧 であるかと 
申し ますれば •或は H 接 若く は 間接に 於き まして、 
選擧區 が狹 くな り ますれば ■代議士と 選 擧區の 人民 
と 云 ふ ものの 間に ■政見を 以て 離合集散す るに 非ず 
して •情實 に 依つて 此間が 結合され る やうな 傾向が 
ある、 是は 私が 言 ふまで もな く、 諸君が 能く 御 承知 
の 通りであります、 斯う 云 ふ 場合に 於て は 此選擧 K 
と 云 ふ ものを 狹く すれば 狹く する 程、 其 情 0 の關係 
と 云 ふ ものが 必ず 密接に なつて 來 ると 思 ふので あり 
ます (「新しい 說では ありませ ぬな」 と 呼 ふ 者 あり〕 一 
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それで ど^' 致しましても lit 深 i. ® を fifi く 致しまして 
其 主義 政策に 依つ ては、 其 人の 常 選が 忽ち 危くな る 
又 主義 政策が 洵に 正しく あつて、 國民 多 ® £ の 同 ® を 
得れば、 其 人の 當 il と 云 ふ ものが 確 » になる と 云 ふ 
やうに、 屈 仲 自在、 师力が あると 云 ふこと でな かつ 
たなら ば •日本の 憲法 政治は 發 達しな からう と 私は 
考へる •此點 に 於て <+:  く 政 友锊及 政府の ; 1C 見と 吾々 
は 反 對の 意見を 持つ て 居ります、 又 唯今 も 武藤君 に 
法 つて 昨 R の 三 土 君の 演說の 趣意を 訂正され ました 
が、 政府と 云 ひ、 政 友會と 云 ひ、 此小潠 擧區と 云 ふ 
ものが 少數 代表に 不適 當であ ると 云 ふこと ほ 斷 言し 
ない、 唯々 三 土 君の みは 昨日の 委員 會に 於て斷 W さ 
れ ましたが、 政府の 從來の 主張に 依りまして は、 小 
選 舉區と 云 ふ ものが、 少數 代表者を 選 S する のに不 
適當 であると 云 ふこと ほ斷 言し 切らないので ある、 

而して 適當で あるかと 1 K ふのに、 適當で あると 云 ふ 

ことを 斷 言が 出来ない、 どつ ちか 分らぬ と 云 ふやう 

な 曖昧な ことを 言つて 居ります、 私は 此少數 代表、 

或は 他の 言葉で 申します ると， 勢力柑 應なる 代表者 

を此 議場に 出す と 云 ふこと が • * : 憩 政治の 發 達の 上 

に 於て 必要な 〇 や 否やと 云 ふこと を考 へて 見ます る 

のに、 無論 私は 必要で あると 思 ふので ある、 -lit 界の 

現今の 學者 政治家が、 勢力 相 常の 代表を 以て 此谷一 3 

の 勢力を 議場に 現は さう、 如何に すれば 現は れるか 

と 云 ふことは， 謎 論の 一 つと して 研究 致して 居り ま 

す， 言葉を 換 へて 申します れば 、少判 代表を 議場に 

浍 るには、 如何にして 送る かと 云 ふこと を 研究 致し 

て屛るのでございます、然るに內務大臣ほ此點に付 

て 少數 代表と 云 ふ ものを 出し ^ ると 云 ふのは •小 選 

擧區と 大選舉 M と 孰れが 善い か M るいか 不明で ある 

ii つきり 分らぬ と 云 ふこと を， 此® 上に 於ても 内務 

大臣が 言つ て 居る のであります、 併ながら 私は 斯う 

云 ふ 選擧 法の 如き 法 W を 謎すべき 場合に、 此茁 要な 

る 論を 逸して， 不明に a: いて、 1® 味に 付して、 其 儘 

に脔 決する と 云 ふことは， 甚だ 私は 宜くな い 跑 方で 

あると 考 へる、 吾々 (i 明に 少數代 表を潠 出す るのに 

不便で あると 云 ふこと を 確信 致して 居ります*  i 一々 

其 論ょりも 證 據を諸 君の 御覽に 供したい と 思 ふ c 「も 

う 分りました j  rig®」 「 ii e J と 呼 ふ 者 あり〕 少々 

咽喉を 痛めて 御 B 苦しう ございませう けれども、 W 

く 御 8@ きを 願は ぬと、 益々 時間が 掛かる だけで ござ 

います、 1 S1 P1 から ® 六 回まで が、 御 承知の 通りに 


小 選 擧區で 《 行され た 我國に 於け る 潤 擧 の度數 であ 
ります、 第 七 回から 第 十三 回まで が、 大 潠 擧區で 選 
擧を 致しました 寶例で ございます、 此選擧 の 結果を 
見ます るのに、 落選者が 収得 致しました 得票が、 當 
選者が取〇ました得票のどぅ云ふ割合になつて居る 
かと 申します れぱ 、第一 回が 御 承知の 通りに 九 割 一 
分、 第二 回が 六 割 六 分 三 H、 第 11 i 回が 五 割 三分 四 厘 
五毛、 第 四 回が 五 割， 第五 回が 四 割 七 分 五 厘 六 毛、 
第 六 回が！ 一割 五分一 厘 七 毛， 斯ぅな つて 居ります、 
詰り 落 ii 者の 収 りました 廢つた 票の 割合 ほ 有効に な 
つた 票と 殆ど 六 分 通りに なつて 居ります、 之を 正確 
なる 計算を 致しまして、 一回から 六 回までの 落選者 
の K りました 票の 步合を 平均 致して 見ます れば 、五 
割 五分 五 厘 八 毛と 云 ふこと になつて 居ります， 是は 
小 選 擧區に 於て 斯の如 く多數 の 無効の 票が 現は れた 
と 云 ふことの 一つの 證據で あります、 更に 第 七 回 か 
ら第十 彐 回を 見ます る！ T 一々 擧げ ませぬ が、 平均 
致します ると 二 割 六 分 . 7r ® 三毛と なる I 二割 六 分 
If 厘 三毛 落選者の 得票で ございます から、 全く 廢つ 
た 票で^ ^ 廢つた 票が 小潠 擧區の 場合は 平均 致し ま 
して 五 割 五分 五 ffi 八 毛と なる、 大選 擧區の 場合 1- な 
ります と 二 割 六 分 S BS 三毛と なつて 居ります、 如何 
に此 表を 見ます れば 、小 選 擧 M と 云 ふ ものが 少數代 
表を 選出す るに 不® である， 少數 代表を 選出す るに 
不便で あると 云 ふのは、 單り 理論 及 常識を 以て 判斷 
し ?H るの みならず、 實際の 證據に 基いて 否定す る こ 
との 出 來ない 事 實で あります、 (「選 擧の狀 態が 變 

つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり」 左樣 - 是が第 一回から 

第 六 回までで ある、 內務 大臣 もさぅ 言 ひます、 段々 
それから 發 達した と 言 ひます から、 私は 更に 最近の 
例を 此場合 に 申 上げて 見たい c 「 簡镇に j  r 一 向聽 

肢 れませ ぬ」 r 簡單々 々」 と 呼 ふ 者 あり〕 それは 昨 

年の 十二月 英國に 行 はれました 例であります •昨年 

の 十二月 英國に 執行 致しました (「何遍も e きまし 

た」 と 呼 ふ ？ f あり) 致しました る 總選擧 の 結果を 私 

の 議論を 確め る爲に 申 上げます， 總投票 數 が 九 百 六 

十八 萬 千 十四 票であります •其 中の 聯立 派、 即ち 政 

府黙 が収 りました 總數 が艽百 九 萬 千 五 百 二 十八 票で 

あります、 反 對黨が 収り ました 總數が 四百 五十八 萬 

九 千 四百 八十 六祺 であります、 さう 致して 政府 雜が 

五 r?l 九 萬 即ち 約 五 百 萬の 煜票に 於き まして 當潠 致し 

ましたる 代議士の 數が 四百 四十 七 人で ある、 で ござ 


いまする から 之を 一入 平均に 朝り ますと、 約 I 萬 六 
百 人 —— 約 一 萬 六 百 人に 付て 一人の 代 謎‘ 士を出 して 
居ります、 それが 政府 黧が肢 つた 即ち 當選 の數と 得 
票を ® 當てた 結果であります、 之に 對 しまして 之を 
反對黨 が 肢 りました、 四百 五十 萬と 云 ふ 票に 割當て 
ますれば、 四百 三十 入と 云 ふ ものが、 當選 しな けれ 
ばなら ぬ、 所が 實際 はどうな つて 居る かと 云 ひます 
と、 二 百 三十 九 人の 當選 しかない のであります、 是 
は 何故で あるかと 云 ふことは、 諸君に 向つ て說 明す 
る 必要が 無い 位で ある、 英國は 御 承知の 通りに 極く 
小さなる 小 選 擧區 を實 行して pr る 所の 國で あります 
から、 詰〇少 數 代表の 票と 云 ふ ものが 非常に 廢 つて 
居る、 四百 三十 人を 當 選し 得べき 投絮を 持ちながら 
僅に 二 百 二十 九 人と 云 ふ ものを 當選 せしめまして 二 
百 一人 失つて 居る と 云 ふ ものを と 云 ふの が、 此少數 
代表を 擧げ るのに 小 選 擧區が 非常に 不便で ある， 不 
都合で あると 云 ふ 的確なる 證據 であります (拍手す 
る 者 あり〕 是は何 誰と 雖も此 少數 代表者を m すのに 
は 不便で あると 云 ふことは 爭ふ ことが 出來な からう 
と 思 ひます、 唯々 此 P ふべ からざる 事實 があります 
爲め に、 內務 大臣は 此事實 を 正直に 話しを すれ ぱ、 
少數 代表に 不便で あると 云 ふこと が顯 著になる が爲 
めに、 此事實 を蔽ほ んが爲 めに、 内務大臣は 少數代 
表を IJ1 すのに は、 大小谶 擧區 孰れが どうなる か、 そ 
この 所は 不明で あると 云 ふこと を 言は れる •明敏な 
る 床 次 君に して 不明なる 箬はな い、 はつき り 分つ て 
居る、 日本の 例に 依りましても •英國 の 例に 依り ま 
しても 明瞭に 分つて 居る 事實 であります けれども、 
其 結論が 自然に 不利益で ある 爲 めに、 其點が 不明で 
あると 言つ て、 其 言葉を 濁される と 云 ふ 態度は、 甚 
だ 此選擧 法を 決する 場合に 於き まして、 內務 大臣の 
態度と して 不眞 面で あると 云 ふこと を 甚だ 遺憾に 考 
へます、 それから 小 選擧區 になり ますれば 候補者が 
非常に％ 加 致します、 候補 若の 數が 非常に 增加 する 
ことは •是 はもう 理窟 じ やなくても •選 擧區が 狭い 
郡長で も 二三 年して 居つ て、 其 有力者と 懇意に なれ 
ば、 直ぐに 候補者と なれる と 云 ふ 便利が あります が 
爲 めに、 候補者が 非常に 簇出す ると 云 ふ 弊が ありま 
す、 是は爭 ふことの 出来ない 事實で ある、 それから 
それ故に 候補者の 數が增 加す る 結果と 致しまして， 
競 1? が 非常に 激® になる、 さう して 競爭を 致します 
る 性質が、 非常に 險惡 になつ て參 ります、 是 ほ 日本 


の 現在の 此潠擧 法の 改まる 前の 狀態を 御 承知に なつ 
て 居ります 方は、 皆さん 御 承知の 铐で ある、 第 I 回 
第二 回、 第三 回 四 回と 云 ふやうな 潠擧の 場合に 於き 
まして* 日本の 各地に 行 はれました 所の 殺人の IS H 
殺人 放火 毆り合 非常な 亂暴な 狀態 に rl つたと S ふこ 
とは 諸君 御 承知の 通りでは ありませ ぬか、 撰 擧區が 
狹く なりまして， 非常に 競爭が 激しくなる と共に* 
競争を 致します、 性質が 非常に 險惡 になつて 來 る、 
是は又 云 ふまで もな く數が 迫つて 狭い 間に 戰 ひます 
れば •非常に 激しくな ると 云 ふことは 分り切つ て 居 
る、 此 弊に 堪へず して 大潠 擧區に 改めた のでは ない 
か、 此險惡 なる、 此亂 暴なる 競爭が 餘 りに 激しくて 
それが 爲 めに 殆ど 親族 友人 故 _の問、或は地方の自 
治 體な どを 破壊す ると 云 ふやうな 非常の 場合に なつ 
た爲 めに、 此大潠 擧を 設けた と 云 ふ 一つの 基礎に な 
つて 居る では ありませ ぬか (「もうどうです j 宜い 
でせ う」 と 呼 ふ 者 あり〕 でございますから、 小潠擧 
區を I 小 選擧區 が宜 いと 言 ほれる の ほ 唯々 政黨に 
搦 する 所の 代議士が 當選が 仕 易い、 唯々 是だ けが 政 
府なり 政 友會の 諸君な りが、 極力 主張 せらる る 所の 
理由に なつて 居ります が >  是ほ 或は さう かも 知れぬ 
大きな 政黨が 豫て 勢力を 張つて 居る 政黨は 、選 擧區 
を狹く 致しまして、 他人の 侵入を 防ぐ と 云ふ爲 めに 
其 候補者が 當選 仕 易い 便利が あると 云 ふこと ならば 
さう であるけれ ども •さう であるか も 知れ ませぬ が 
それが 決して 國 家の爲 めには 私は 利益に ならぬ と 思 
ふ、 即ち 原案 者は 無競爭 が 非常に 殖える •無 競爭が 
殖える と 云 ふの が、 國 家の 利益で あると 云 ふやうな 
口吻を 以て 言は れま すけれ ども— 無 競审の 場所が 殖 
える と 云 ふのは、 選擧區 が 狹つ て、 他の 人が 這 入り 
込む と 云 ふのを 杜絶した 結果であります、 決して 是 
が國 家の 爲め なり 憲政 發 達の 爲めな りと して 利益で 
はあり ませぬ、 斯樣 に考へ て 見ます れぱ私 は、 小 選 
擧區の 利益と 云 ふ ものは 殆ど 無い、 又况や 大人物と 
小人 物と 云 ふ 論が 大分 m まする が、 是 ほ 言 ふまで も 
なく 廣い 間に 候補者を 求め ■候補者が 廣 い範圍 に 於 
て競爭 する 爲 めに •色々 の 人が 出て 來るこ とほ 論ず 
るまで も ありませ ぬ、 小 選 擧區 時代と 大 選擧區 時代 
を 比較 致します れぱ 、自ら lit 代 _ 士と云 ふ ものの 心 
持、 代議士と 云 ふ ものの 氣風 、代議士と 云 ふ ものの 
識見、 代藕士 と 云 ふ ものに 大變な 盏が あると 云 ふ 事 
は、 是は申 上げる まで もな く、 諸 封の 實驗 せられた 
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所で あらう と考 へます* 唯々 此 場合に、 松 田 君 ほ 小 
漂 擧區と 雖も 必ずしも 障い 人を 出さない 譯は ない、 
偉い人を 出した である、 出した であると 云 ふ證據 の 
爲めに 原 敬 君、 床 次 君 及 中㈣ 君を 例に 引かれて 小 選 
擧區の 時代から •斯や うな 偉い人が 出て 居る ので あ 
るから 小 選擧區 と雖も 決して 偉い 者を 出さぬ 理窟は 
無い じ やない かと 松 田 君 ほ 言 ほれました、 私 ほ 此例 
に對 しまして ほ ££ に® いたので ある •私は 一體 斯う 
云 ふ 議論を 此 場合に、 眼の 前に 居る 人を 擔ぎ 出して 
證據に 供す ると 云 ふこと ほ 餘り 、釋當 の 遺 方で ない 
と 思 ふ、 原 君、 中 橋 君 及 床 次 君が 偉い か 偉くない か 
知らない、 偉い か 偉くない か、 或 ほ 倚い かも 知れぬ 
偉い かも 知れぬ が 眼の 前に 居る 所の 生きた 所の 人間 
を 持つ て來て 是 が小潠 擧區 制の 良い 所で ある、 gl に 

斯う 云 ふ 人が 出て 居る と 云 ふこと を 反對 黛に 盏 向け 

て 言 はれる と 云 ふことは、 私は 一 體卑性 な is 方で あ 

ると ®' ひます、 私を して 若し 忌 ft なく 言 ほし むれば 

忌 滞な く 私の 意見を 述べる ことが 私の Is ® を 害せぬ 

とするな らば、 私は 申して 見たい、 併ながら 荀も私 

は 紳士で ある •紳士で あるから •決して 紳士の 人格 

上の 非難 或 ほ 其 人の 人物 上の 事を 露骨に 此公席 に 於 

一て 論評す る ことは、 私は 洵に愼 まなければ ならぬ 事 

であると 思 ふ * F1. 又 私の 好まざる 所であります、 そ 

れほ 人間の 禮と して 當前で ある、 反對の 出來な い 例 

を 持つ て來 て、 斯や うな 譯じや ないかと 云 ふことは 

自分の 論 據を確 むる 上に 於て、 松 田 君は 甚だ 卑怯な 

m 方で ある、 從來私 の 知つ て pr る 松 田 君と して •如 

何に して 斯や うな 窮した 事を 言 ひ 出た かと 考へて 見 

ると •蓋し 松 田 f-v の冷靜 なる 理窟の 上に 闘 ふ 根據が 

ないから、 斯う 云 ふ 窮策を やつた ので あらう と 私は 

考 へる、 如何にも 私は さう 思 ふので ある， 是は私 許 

りで あるまい、 滿 場の 諸君 悉く 同じで あると 思 ふ、 

茌だ此 眼の 前に 居る 人を 持つ て 来て、 此人が 悼い か 

偉くない かと 云 ふこと を 討論の 材料に 供す ると 云 ふ 

ことは 怪しから ぬ •反對 の 出来ない 事を B 分の 論據 

に 供す ると 云 ふ 程 卑怯の 事は ない のであります、 反 

對 する のも宜 からう が、 私は 諸君の 德義心 に訴 へて 

甚だ 不 似合な 反對だ と 思 ふ •眼の 前の 人の 入物を 非 

_ する ことは、 諸君は 不德義 と 思は ぬか 知らぬ が、 

私は 斯の 如き 事は 議論の 材料と なすべき 事で ない と 

考へ る、 それから 松 田 君 (3: 唯今の 改正案を 實行 致し 

ますれば、 松 田 君の 御 計算では 政 友會が 百 八十 何 名 


憲政 會ほ百 七十 何 名が 當選 する、 國民黨 は 三十 何 名 
當選す る、 斯う 云 ふこと を 言 ほれました、 是 ほ 御 互 
の 見込であります から 論駁す る 必要が ありませ ぬが 
吾々 の 計算す る 所に 依れば" 是は 偶然で ありませ う 
が、 非常に 政 友會に 都合 好く 編成され た 此政 友會に 
都合が 好い やうに 區 制と 云 ふ ものが 編成され て 居り 
ますから、吾々の計算した所に依0ますれぱ、此儘 
に ® 行 致します れぱ‘ 政友锊 の當 選す る 者は 二百 = 
十 名、 此 二百 三十 名と 云 ふ 算盤が 吾々 に 出ます、 恐 
らく 松 田 君と 雖も百 八十 名は 出る だら うと 謙遜され 
た數を 御 出しに なつて 居ります が、 是 ほ 恐らく 極く 
間違いの ない、 堅い 堅い、 堅い 上に も 堅い 詮じ 上げ 
た數で ありませ うが， 何となく 潠擧 法を 實 施した 結 
果 、政 友會が 多數出 るのを 憚る 所以で ないか、 何故 
に斯の 如き iff を 言 ! 3; れま すか、 何も そんなに 遠慮す 
るには及ばぬ、彐百人出さうと四百人出さうと、政 
友會 は大な る 勢力を 有する ので ある， 何も 憚る こと 
ほない、 それで 吾々 が 極く 公平と 云 ふ 所を 見ても • 
二百 三十 人は 出る だら うと 思 ふ、 政友會 はたつ た 百 
八十 人、 憲政 會は百 七十 人、 國民黨 は 111 十 人し か 出 
ない、 政 友會ほ 改正案に 對 して 利益を 得 ませぬ と 云 
ふこと を 辯 解せられ て 憚 かられた と 云 ふのは、 抑々 
心中に 疚しい 事が あるから 斯う 云 ふこと を 言 ふので 

ありませ ぬが (拍手 起る〕 當前に - 堂々 たる 議會で 

あるなら ば、 政友會 は 勢力が 多い から 三百 名 出る、 
三百 五十 名 出る と 言 ふても、 何も 不都合は ない と 思 
ふ、 如何にも 政 友 會が餘 計 出 ませぬ と 云ふ爲 めに 辯 
解 さるる のは， 此案は 政 友會の 利益の 爲め解 決され 
て 居る と 云 ふこと を 頻りに 打消さん とする 辯 解で あ 
つて， 甚だ 女々 しき 次第であります、 それから 此大 

選擧區 になる と •非常に 違反者が 殖える と 云 ふこと 

ほ、 西 村 君が 前回に 辯駁 になり ましたので •私は そ 

れで西 村 君の 言を 拜 借して 置きます、 唯々 此 場合 松 

田 君は 逸された 事實が ある、 松 田 君と も あらう 人が 

何故 此事を 忘れた か、 此小 選擧區 時代には、 非常に 

酒を 飲み、 懇親 會を 遺つ たり、 御馳走を した 事は 檢 

擧しな かつた、 それ故に 選 擧競爭 に 行きます と •  一 

村 集つ て 犬に 酒を 飲み、 其處 で演說 をして、 互に 演 

說し合っこ、意志投合して選擧したことは、古ぃ諸 

君は 皆な 御 承知の ことで ある， 然るに 選擧 法改正 後 

はどうで ある、 有 ® 者が 来たら 「ラムネ」 一本 飲ま 

しても 是が 選擧 違反と なつて 拘留され る、 茶菓子を 


出した i 云へ ぱ 拘留され る、 斯う. 云 ふ 風な 苛 察な 苛 
酷な 檢舉の 仕方、 檢擧の 方針と 云 ふ ものが あります 
が、 前に 酒を 飲んだ 〇販を 食つ たりしても 檢舉 しな 
かつた 時代と 比較し まして、 どつ ちが 犯罪が 多い 
か、 即ち 大 選擧區 制が 違犯者が 多い、 小潠 舉區 制が 
少ないと云ふことほ，物の比較にならぬものを比較 
する のであります、 根底に 於て 大なる 誤り •か ありま 
す、 私は 衷心® 敬す る 松 田 君が， 斯や うな 事を 御存 
知ない 筈は ない と 思 ふ、 知つ て 居る から 斯う 云 ふ 比 
較の出 来ない ものを 比較して •此 議場を 瞞過 しやう 
と 云 ふに 至つ ては、 確固たる 證據 がない からで あり 
ます (拍手 起る〕 之に 對して 政府の 態度 及び 政友會 
の 態度に 付て —— 說明 に付きまして 私は まだ 了解し 
ない 點が 一つあります、 而 して それは 重要な 點であ 
るから 申 上げます、 此間も 私が 委員 會で 言つ て 置き 
ましたが、 更に此 場合 言 ふ 必要が あると 云 ふのは、 
此 案を il する に眞 面目で ない と 思 ふ， 例へ ぱ大選 擧 
區は 選擧に 費用が 非常に 多い、 選 擧範圍 が擴 くな れ 
ば潠擧 費用が 餘 計に 掛 る、 是が 良くない と 云 ふこと 
が 大選 擧區の 弊害と 政府が 述べられて 居ります、 或 
は 大選 擧區と 云 ふ 者は 金 部に 渉つ て競爭 致します か 
ら 、或は 郵便 代に 致しましても、 車代に 致しまして 
も. 多少の 費用が 殖える と 云 ふ 事は 間違 ひない 雜费 
等に 於ても 間違 ひあります まい 併ながら 內務 大臣 自 
身が 言 はれる 如く， 大 選擧區 とは 申しながら、 其 中 
に 各 私設の 小 選 擧區が 設けて ある、 备政黨 共に 私設 
の 小 選 擧區を 設けて 居る から、 結果に 於て 小 選擧區 
でない かと 云 ふこと を 云は れ る、 其 通りであります 
大選 擧區で ありましても、 谷政黨 共に 私設の 小選擧 
區を 設ける、 各々 根據 地を 置く と 云 ふこと に 於て、 
或る 範圍を 限つ て競爭 をす るの が、 今日 實 際の 有 _ 
であります、 それが 自然の 分配になります から、 少 
しも 谷 政黨共 無理が 行かない、 如何にも 其 通りで あ 
ります、 それ e あります から 私が 選擧 費用は どちら 
にしても 同一で ある、 選 擧區の 大小に 依らない と 云 
ふのは、 此理由 あるが 爲めで あります、 大 選擧區 制 
に 致しましても、 實際に 於て 私設の 小 選 擧區で 戰つ 
て 居る、 小 選 擧區に 致しましても 同樣 であります か 
ら 、選擧 «- 用と 云 ふ ものに、 大した 違 ひは ない と 主 
張す るのは 此故だ けで ありませ う、 然るに 内務大臣 
は 一方に 於き ましては 大選擧 區と云 ひながら、 實際 
は 現在の 有樣に 於て は、 私設の 小 選 舉區で 戰 つて 居 


I  二 六 八  _ 

るで ないかと 云 ふこと を 主張す るかと . {!'. ひます れぱ 
(「高 S に 願 ひます」 「分り ませぬ j  r 分ります」 又 
「簡單 々々」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 主張を する かと 思 ひま 
すれば、 又其费 用の 點に 付ての み •大 3? i?4 M ii !g f»J 
が 非常に faf いから、 金が 餘計掛 ると 言 ほれます、 如 
何にも 大選 擧區 制が. V :-. 、  • 

を 決定すべき 說 明と 致しまして It 、 砼 りに- .. -t s ft: し 
では ありませ ぬか、 受取 〇惡 いでは ありませ ぬか 他 
の 一般の 條項 を說 明す る 場合には、 選舉區 の 全. & に 
苴 つて 選 擧する 如き 口吻を 用 ひ、 他の 一面を 設 明す 
る 場合に 於き ましては •大 選辦區 の 中に 小さな 速 W 
區を 設けて、 狹い 範阇に 於て 競爭す ると 云 ふ 事 W を 
認めながら、 右に 於て は 狹い 事を 主張し、 左に 於て 
は 大な りと 主張す るに 至りまして ほ、 此案が 通過 致 
しましたならば、 此 案の 精神， 此 案の 根 據と云 ふ も 
の ほどうなら うが 構は ぬと 云 ふやうな 態度を 政府が 
執つて 居 〇 ますの ほ、 甚だ 此 R 面目を 缺 いて 居る と 
云ふ點 に 於て 遺憾に 存じます (拍手 起る 「もう 止し 
たら どう だ」 「やり 給へ 又 「簡 單々 々」 と 呼 

ふ 者 あり) それから 同志 打が 多い と 言は れる - 同 

志 打が 多い と 言は れる 、或は 多少 あるか 知らぬ 又 ( 
「簡單 々々」 と 呼 ふ 者 あり J 私は 此點に 就て 內務大 
臣に對 して 大選 擧區で どれ 位 同志 打が あつて、 小 ii 
擧で どれ 位 同志 打が あつたか、 事 H に 付て 伺 ほな け 
れぱな らぬと 云 ふこと を 質問 致しました 所が、 內務 
大臣は 調べた こと •かないと 言 ふ 調べた ことがない と 
言 ふの が內務 大臣の 實任 の 答 辯であります ょ、 さう 
致します と大 選擧區 ほ 同志 打が 多い と 云 ふ、 大選擧 
區の惡 い I 非なる 一 點 として 擧げた る 事 S は、 何 
等根據 ある 事® がない、 床 次 君の 一の 想像から 制 出 
して 居る 論點で あります C 「のう^'^」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 諸君が 如何に 「のう」 と 言は うが、 諸君が 如何 
に反對 され やうが、 主張され る內務 大臣が 其點を 調 
査した ことは ない と 云 ふこと を 明言して 居る のです 
小 選 擧區が 同士 打が 多い か、 大 選擧區 が 同志 打が 多 
いかと 云 ふことは •是は 調査し なければ 不明の 事 ® 
であります、 然るに 內務 大臣は 之を 何等 調べた こと 
もな く、 何等 根據な く， 唯々 同志 打が 多い と 云 ふ 一 
の 想像を ® いて、 內務 大臣に 言は せます ると、 之を 
達 翻して —— 內務 大臣 ほ 想像と 云 ふ 言葉を 達® と 云 
ふ、 之を 達 翻して >  さ うして 之を此 法案 維持の 一の 
理由に 供す るに 至つ ては、 如何にも 亂暴で ありませ 
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ぬか ( r 簡單 一と 呼 ふ 者 あり〕 甚だ 風聲で 御 牌 苦し 
いだら うと 云 ふことは 承知して 居ります c 「簡單 」 
f 部® に」 と 呼ふ界 あり〕 であります が、 もう 止め 
ますが ね、 止めます が、 甚だ 生憎と 此大 問題を 誘す 
るに 當 つて、 風餒で 御 腔 苦しから うと 思 ひます が、 
御 II ぎになる と尙ほ 間えない それから 先程 松 田 君は 
大 、選 擧 M でありながら、 少數激 が、 即ち 少數 の煜票 
を 有ちながら、 多數の 代 謎 士を當 選した と 云 ふ 事. H 
に付きまして、 日本に ®! 年 問 行は れた のを 此 所に 朗 
li になり ましたが、 それは さう 云 ふ 事が ありました 
らう、 さう 云 ふ ^ が あつたと 云 ふこと を 私は. 認め ま 
す， 認めます が、 それに K 對に 小選擧 M と； K ふ もの 
は， 又 多數の 得票を 有ちながら、 多数の 勢力を 有ち 
ながら、 代 讁士 を餘計 出し ¢1 なつた A. 云 ふ 凝が あり 

ます、 一つ や 二つの 例を 持つ て參 りましたなら ば、 

鞞 方 共に絕 對の ものでは ない のであります、 大選擧 

區だ つて 必ずしも 勢力の 割合に 對 して當 選者を 出す 

と i;- ふのに 一向 rrii 違ない とは 言へ ない、 小 選. 一 區で 

あるが爲めに少數代表荠が絕對に出せないと云ふこ 

とは 言へ ませぬ、 是は 何方に 致しましても、 絕對の 

もので ない、 けれども 此大 多 © を 比較 論究 致します 

れぱ •私の 申します 結果を 生 -f る、 であります から 

私は 何處迄 も此小 選绺 M と 云 ふ もの ほ sf に 今日 弊害 

の 多い、 殊に 我® に 之を ® 行して 非常な 弊害で ある 

大 選 擧區に 於て 僅に 我國 の此政 治 界の邨 害を ば 救濟 

し揭て 居る のであります から、 此際に 更に llt ii 擧區 

を； X に戾 すと 云 ふのは 我！ 2 の 憲政に 非常な 逆轉 をせ 

しむる と 云 ふ f,1; 果を S 起す と 云 ふこと を斷言 致し ま 

して •此政 府 案に 反 對を 致します。 

1 : 拍手 起る〕 

〇 諮 長 (犬 岡 育造 君) 中 西 六 三 郎君。 

〔中西六三郎嵙登叱〕 

r 拍手 起る： 

0 屮西六 三 郎君 懸案の 各 議案に 就きまして •先程 

ょり 旣に 長時間 論難 討 謎を 盡 されて 居ります、 靜に 

諸君の 御 論 謎を 拜牕致 して 25 ります るのに、 要する 

に 主題と なつて 居ります る 谷 論 giif 純理を 以て 解 

決する ことの /M 來る 論點で は ございませぬ 、要する 

に 實 際の綷 驗 と、 常 而の寊 狀に 於て 判 斷され べき 問 

題で ござ，， ますが 故に、 私が 今此 所に 又 多少 0 分の 

心 付く ? JJ 椚を m ねて 論じましても-最早 此議 場の 御 

判 Brf の 上に 何物を も 加 ふるな しと 認めます が 故に、 


丁度 此騁會 を汐時 と 致しまして、 私は 委員長の 報吿 
になり ましたる 政府案の 修正に 賛成を 表する に 付て 
I 言を a して 置きたい と 思 ふ、 楚ほ 政府案に 反對せ 
らる V 諸君の S めには 殆ど 無用の 業に 感ぜられる か 
知れ ませぬ が、 我院に 於け る當然 の 義務で ございま 
すから、 極く® 搾して 冏單に 申 述べます から、 暫く 
御 忍びを 願 ひます (「謹 臌」 と 呼 ふ 者 あり：！ 修正は 
政府案の 中八髄 條に涉 つて 居ります るが •委員長が 
報吿 されました る 通り •此屮 意義の ある 修正は 僅に 
三 箇條 であります、 即ち 第 十三 條 、第五 十 ? 1: 條 、第 
八十 九胳 ，此 三 箇條に 止り まして、 其 以外は 全く 法 
文の 整理、 a 然の 修正に 過ぎない のであります、 此 
三箇條 の 中に 就ても、 十三 條 即ち 法人の 發起 人を 原 
案から 削る と 云 ふこと. 五十 五條 即ち 開票を 谷 郡 Ti-j 
別に 於て 行 ふと 云 ふことの 如きは、 各派 共に 一致 さ 
れて 居る 點 で こざり まして、 何等 賛成の 趣旨を 辯ず 
る必耍 が 無い、 寊に 明白なる 事で ある、 八十 九條に 
就ても， 大體 には 左した る 議論の 無い ことで ござり 
まする が、 是 ほ 本案 審査の 上に 於て 吾 * • が 一膘辯 明 
をして 置く 必要が あると 感ずる •それは 此修 正の 如 
くに 致します ると 云 ふと， 八十 九條は 内容の 異なる 
別箇の 刑 E が 三つ 列ぶ ことになるので、 即ち 第一 項 
には 拧 M 漏洩の 罪、 第二 項には 此度 追加され て 居る 
即ち 修正に 係る 所の 選擧 妨害に 關する 罪、 第三 明に 
ほ 投票 表示 强耍の 罪、 一箇 條に斯 の 如く 罪の 內容性 
質を 異にする 所の 形 罰が 三つ 列記され る ことにな り 
まして、 此種 類の 事 ix 唯今の 刑® 法規の 制定の 例に 
依ります と、 甚だ 異例で ある、 例へ ば 是は 八十 九條 
の 一、 二、 三と でも 致し ますれば， 他の 法文と 權衡 
が JR れ るかと 云 ふこと に 心 付いた ので ある. 併な が 

ら更 に此 法文 全 體を 見ます ると 云 ふと、 現行の 法® 

の 中に 改正すべき® 條は 改正し、 削除した の {3; 削除 

し 放し、 其© 條の 整理 もしない と 云 ふ 風な ことが、 

近 來行ほ れる 一種の 改正の 仕方で ある， 大體が 左樣 

な 改正の 仕方で ござります るから， 他の 刑罰 法規の 

文例とは 稍々 趣を 異にする 嫌は あるが、 故ら に其體 

裁を® すまでの ことは ない として， 此 列記の 修正に 

同意を した 次第で ある、 尙又 第三 項の 修 IF 即ち 「官 

吏 又 ハ 吏員 其 職 權ヲ 濫用 シ J と ある 此職權 濫用と 云 

ふこと を 削る と 云 ふ、 是は 勿論 委員 會に 於ても 何等 

與謖の 無い S で ございました が、 政府案の 如く 致し 

まする と 云 ふと、 g fll の 濫用と 云 ふこと と* 內容表 


示の 强耍 と： K ふことの •此 二つ の 要素を 具へ て 初め 
て 罪が 成る と 云 ふこと になる ので ござります るが、 
11 權の 濫用と 內容の 表示の 强； 1 T 此二 つの 事は 殆ど 
多くの場合には 原因と 爲り 結果と なり、 互に 因果の 
關 係の ある 事柄で ござります るが 故に、 之を 法文の 
上に 別箇の 獨 立した る 1 一箇の 構成要素と 致します る 
と 云 ふこと になる と、 却て 實際 運用の 上に 於て 幾多 
の 疑義が 生じます、 寧ろ* は lit 修正の 如くに 職 權濫 
用を 削つ て、 m 一 の 表示の 强要を 以て 罪を 構成す る 
要素と して 何等 差 支ない と 認める のであります、 委 
員會に 於て は 一步を 進めて 此内容 の 表示と 云 ふこと 
を も、 强耍 する 文字を 取つ て •單に 表示を 求めた と 
云 ふこと に 於て 罪の 成立す る ことにした 方が 然るべ 
しと 云 ふ 意見 も ござりました が、 左様に 單純な る 行 
爲を fu する ことに 致します れぱ 全く 公正なる 貝 地に 
居る 吏員が、 適々 不用意の 間に 訊ねを 致しました 其 
事柄が、 直に 罪を 成す と 云 ふことは、 餘 りに 官吏 公 
吏を 危險 なる 位置に 置く 嫌が ござります から、 矢 張 
此 修正の 如く 致す •か 最も 妥當で あると 信じた 次第で 
ある、 此案を 審査 致します る 上に 於て、 以上 申 上げ 
た 外に も、 各箇條 に 就て 十分なる 注意を 怠らな かつ 
たのであります、 谷 法文の 間には まだ 此 外に 字句の 
雖解の もの、 或は 意義の 不明の ものと 認められる も 
の、 或は 法文 例と して ほ 多少 不體 裁の 嫌が ありと 感 
ずる もの 無しと しな かつた のであります、 例へ ぱ七 
十四 條の 如き、 又は 八 條の二 號三號 の 如き、 若く は 
五十 條の 但書の 如き、 或は 十 一條の 四號の 中に 「終 
リ」 と ある 文字 如き •是れ 等は 若し 吾々 の 最も 滿足 
する 法文に 爲さん と 欲すれば、 多少の 修正を 爲せぱ 
と考 へたので あります るが、 併ながら 五十 條或ほ 十 
一條の 如きは、 現行の 他の 法律に 同じ 文例が 在り ま 
す、 又 七十 四 條の 如きは， 之を 解し 易き 文章に 改む 
るが 爲 めには， 尠から ざる 修正を 加へ なければ なら 
ぬので ございます る、 旁々 是等は 政府の 說 明を 聽い 
て、 然る 上に 此 法文に 臨めば、 强ち解 し 難き もので 
ない と 認めました から、 必ず 修正す るの 必要 ありと 
も 認めぬ •總て 原案の 儘に 賛成す る ことに 致した 次 
第であります、 法文の 修正に 就て ほ、 槪耍斯 の 如き 
次第であります るが、 更に 別表に 於て 津田毅 一 君の 
提議に 依り 山 梨縣の 第二 區の 修正、 之に 就て 賛成を 
致しました ことを 矢 張 責任 上 一言 致す のであります 
るが、 併し 此事は 先刻 來盛に 討論を されまして、 私 


が 今 改めて 論難を する 必要 か 無い、 唯々 私が 賛成を 
致しました と 云 ふ 其 所信を 極く 概括して 申 述べて， 
修正 賛成の 理由を 明かに して 置きたい と 思 ふ、 別表 
を 如何にして 當局 者が 招へ たかと 云 ふこと に 就て は 
委員 會に 於ても、 此本 黐 場に 於ても、 內務 大臣が 極 
めて Bf ffi ある 言明を されて 居ります、 即ち 或る 種の 
原則を 豫め 示して 置いて、 其 原則に 基いて 13 僚の 手 
に 調を させた ので ある、 憨ひに 色々 實地 に關係 ある 
者が 之に 口を 入れる と 云 ふと 却て 多くの 論 戢 を惹き 
起して、 公平を 破る W が あるから、 原則を 與へて 屬 
僚に 机上で やらした ので あると 云 ふこと を 大臣が 言 
明され て 居る、 而 して 此 大臣の 言明され た 所に 向つ 
ては、 委 M 會に 於て 吾々 の 認めた る 所で、 總 ての 委 
員に 於て 其 大臣の 誠意を Is とされて 居つ たと 信ずる 
のであります (「のぅ^ j と 呼 ふ 者 あり〕 委員 會 
の 速記 錄 を御寶 になれば 分ります が、 現に 委員 會に 
於て li 對黧 諸君の 發 言の 中に も、 大 K の 誠意を 直ち 
に非雖 する 御言 葉は 全く 吾々 ほ 聽かな かつた ので あ 
る、 假令 大臣は 左_な 方法で 屬僚に 命ぜられた にし 
て も •其 出来た ものが 結果に 於て 不公平で あれば と 
云 ふ 事柄の 詮議は 色々 ございました、 併ながら 吾々 
は 諸君と 共に此 大臣の 言明を 信じました 以後 •今迄 
の經 過から 考 へます ると 今日 小選辦 區を 採用した 以 
上* 別表を 作る には 此 大臣の 執られた る 手段が 最も 
妥當 である、 若し 今日に 於て 實 地の 關 係に 蒞かな る 
人の 谷般の 情勢を 聽 くと 云 ふこと になれば、 此實地 
の關 係と 云 ふことは、 同時に 利害の 矛盾を 意味して 
居る ので あるから、 容易に 一: る ものでは ない、 故に 
斯樣な 方針で 大臣が 命じて 作らし ました 結果と して 
此 別表に 對し ては 反對黨 諸君が 色々 非難され るが， 
常に 反對黨 諸君の 不滿足 ばか‘ りで ない、 吾々 政友會 
同志の 中に 於ても、 澤山此 別表を 見て 一驚を 喫した 
人が ある、 是でほ 困 il である、 或は 是で は不 條理で 
ある、； f 公平で あると 云 ふことの 如き， 異_不 平は 
數々 聞え て 居つ たのであります、 併し 谷 派を 通じて 
斯の 如き 不平 異議が あると 云 ふ 事柄 か、 取り も 直さ 
ず此 案を 制定す る 上に 於て、〕 當局 者が 公平を 目的と 
された と 云 ふこと が 分る ので ある、 此點に 於て 吾々 
は c  r 何故に 改正せ ぬか」 と 呼 ふ 者 あり〕 御聽 きな 
さい、 唯今 私が 申す のは 其 意味に 於て 當 局の 發 案を 
信用して、 原案の 儘 修正せ ざらん と 欲して 居つ たの 
である、 現に 吾々 は 諸君が 御 承知で も あらう が、 原 
M 六 九 
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案は 修正し ない と 云 ふこと を 以て 目的 方針と して 居 
つた、 併ながら それは 唯今 言 ふ 通りに， 大勝' 當局者 
の 趣 尨を 信用して K るから、 吾々 から 之に 對 して 之 
を 直す とか、 それに ® れると 云 ふこと をし ない、 斯 
楞に 大腊 定めて 居る が、 併ながら 右樣な 見解から 生 
じ來 つて P. るので あるから、 若し 他派に して 道理 あ 
る 主張が ありましたなら ば、 それまで も 拒む に (3; 及 
ばぬ 話で ある (「誰が 津田嵙 に 賴んだ 」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 委員 會に 於て 津田哲 の 提議を 靜に 承りまして、 
吾々 から 斯の 如き 事を 發_ する ことは 好まない が、 
本來の 目的に 向つて 即ち 原训に 向つ て 近づく 所の 分 
_案で ございます から、 能く < 其點に 於て不 條理 
が あれば 一致は 致し ませぬ が、 其 土地の 狀勢及 人口 

の關 係から 見て、 必ず 之を 拒むべき 必要なしと 考へ 

たが 爲めに 同意を 與へた 次第で ある， 斯樣な 次第で 

あります るが 故に、 此 別表に 就て は 吾々 の 信ずる 所 

は當局 者が 之を 編成した る 其 所信に 於て 信用を 與へ 

其 信用の 下に 何等 異 _ を 挾まない ので あると 云 ふこ 

とを 御/解を 願 ひたぃ、 齋藤 君は 先程 別表を 攻_せ 

らる 、時に 當つ て、 委員 會に 於て 數 多の 質問を 爲し 

た •それに 封す る內 相の 辯 明は 一 も 信ずべ ぎ 4 のな 

しと 云 ふこと を大聲 疾呼され たので ある、 (「其 通 

り」 と 呼 ふ 者 あり) 然るに 現に 昨日の 委員 會に 於て 

下 岡忠治 君は 此 別表に 就て 當局 者が 說明 された もの 

、中で 多くを 承認され て 居ります (「のぅ^^*」 と 

呼 ふ 者 あり〕 「のぅ」 と 御 仰し やれば 速記 錄 を 50 む 

下 岡 君の 御 話は 斯樣で ある 「其 中 三 四は 確かに 道理 

ある ものが あつたと 思 ひます、 齋藤 君の 質問に 對し 

ては 金 然惡 いと ! 3; 思 ひませ ぬ、 其 例を 申せば、 群 馬 

縣の 如き、 神 奈川縣 の 如き、 其 一例であります" 其 

他數 箇所に 就て 政府 委員の 說明 が當を 得ぬ ものと、 

私は 有 肯し得 べき ものが あつた ことを 認めて 居り ま 

す」 現に 下 岡 君は 斯 くの 通りに 政府の 辯 明の 多數を 

首肯して 居らる るのに， 齋藤 君が 一も苒 肯 すべき も 

のな しと 玆に 確言して、 漫に 政府の 信用を 攻擊 せら 

る、 ことの 如きは、 あの 思 憩の 周到なる 齋藤 君に し 

ては、 甚だ M 任な き 4 言で あると、 私は 齋藤 君の 爲 

めに 惜しむ ので ある (拍手 起る 「それが 山 梨 縣の選 

舉に 何の 關係が あるか」 と 呼 ふ 者 あり〕 私が 此の 修 

TE 案に 就て f? 成 致しました る槪 念は 斯 くの 通りの 次 

第で ある、 其 他 詳しい 事は 先刻 来の 翳 論が 盡 きて 居 

ります から、 是で私 の 責任 |> 了る のであります。 


0 議長 (大岡 育造 君〕 村 松 恒一郞 君。 
〔村松《1郞君登®〕 

〇 村 松 恒一郞 君 諸君、 今日 ほ 大問 題の g めで も あ 
ります るが、 前 刻 來の發 言 者 諸君が 可な り 多くの 時 
間を 费や されました 爲 めに- 旣に八 時に も垂ん とす 
る有樣 であります、 今日は 現に 病蓐に 在らる X 方々 
も 力めて 御 登院に なつて 居る 場合であります から、 
本來な らば 私は 發言を 抛棄しても 宜しい ので ありま 
する が、 今日 吾々 の 立場 (X 少しく 異る 境遇に 居る の 
でありまして •現に 局外から 見れば 何と 評せら る、 
か 知り ませぬ が、 他年 所屬 國體と 別れ、 多年 提携せ 
し 所の 政 友と 手を切つ て、 今日 此 壇上に 上らな けれ 
ばなら ぬと 云 ふ 場合であります から、 © 時 御靜_ を 
願 ひたいので あります、 併しながら 私は 德義を 守つ 
て 今までの 辯士の 如く 唯一 人で 一時間 も 二 時間 も述 
ベる やうな ことほ 致し ませぬ 極めて 簡單に 私の 主張 
だけを 申 上げて 置きたい と 思 ひます (「謹 聽」 「同 
感」 と 呼 ふ 者 あり) それで 前 刻 來選擧 _ 擴張の 問題 
に 就きまして、 或は 二 圓と云 ひ I 或は 三 圓と云 ふ、 
之れ に 就て 賛否 交々 に 御意 見が / ii たのであります、 
之れ に 就きましては 政府案に 對 して 憲政 會の 諸君の 
非難せ ら る、 點は 、憲政 會の 諸君の 言は れる ところ 
が ® に 角 當を得 て 居る やうに 思 ふので ある、 又 憲政 
會、 國民黨 の 案に對 して •政 友會の 諸君の 非難せ ら 
る X S は、 是れ亦 尤のや うに 聞え るので あります、 
此の 二つを 綜合 致します ると 云 ふと、 政府案 も、 憲 
政锊案 も、 國民黧 案 も、 共に 不徹底に して 共に 姑息 
なる ものであると 云 ふことは、 旣に證 明せられ るの 
である C 拍手す る. 者 あり： 一 故に 私は 此處 で此點 に 就 

て 諄々 しく 申 上げる 必耍は 無い と 存じます るので あ 

ります るが、 唯々 政府案と、 憲政 會案 と， 國民黨 案 

との 中に ほ、 兎にも角にも 幾分の 相違が ある •幾分 

の 差が あるので あります から、 是に 就て は 多少の 批 

評を 試みなければ ならない のであります、 それで 今 

更申 上げる まで もない のであります るが、 選 擧權な 

る ものは 極めて 廣く 極めて 多く、 極めて 平等に-極 

めて 公平に 與へ ると 云 ふこと が 原則で あるのは 勿論 

の 事で あるので ある、 然らぱ 現在 此議 場に 現 はれて 

居ります る 政府案は、 果して 此 目的に 適うて 居る か 

否やと 申します れぱ 、極めて 此 原則に 遠い もので あ 

る 極めて 偏頗に して、 極めて 不公平なる ものである 

ので ある， 成程 十圓を 三圓に 引下げる、 甚だ 多く 政 


府が選 擧描を SI 張した 如く 見える ので ある、 又 政府 
の 辯 明に 依りましても •現在の 有權者 數の 倍額に 咐 
加した ので あるから >  是 は大擴 張で あると 言は れる 
之を 聽 くと 如何にも 尤 らしく 聞え るので あります る 
が， 現在の 數が旣 に 百 四十 何 萬、 倍額に なりました 
所で 僅に 二百 A 十 萬 人、 現在の 日本の 人口は、 大正 
二 年末の 調で さへ も 五 千 二百 萬 人、 今日は 恐らく 六 
千 萬 I 内地 だけで 六 千 萬に 達して 居る であらう と 
思 ひます、 して 見ます れぱ假 に 現在の 有權 者の 數が 
倍額に なりました 所が、 僅に 九牛の一毛、 百 人に 割 
當で ありま すれば、 即ち 僅に 五 人 二分と 云 ふが 如き 
低率の ものであるので ある、 是が 果して 國 民を 意思 
を 代表すべき 代議士と 云 ふこと が 言へ るので あるか 
又此 代議士に 依て 組織され る ® 會が 、果して 國 民の 
意思を 代表す る 議會と 云 ふこと が m 來 るので あるか 
否や、 而も 此三圓 なる ものは 成程 十圓 から 三 圓に引 
下げた と 言 ふけれ ども、 現在 此 所得税に 致しまして 
も •營 業税に 致しましても、 殆ど 十圓 以下は 先づ無 
いと 言うても 宜い 位の ものであるので ある、 又三圓 
に 引下げる 爲めに 均霑 する 者 は>  唯々 郡部の 趑家だ 
けで ある、 若く は 市街地に 於け る 極く 少數の 地主に 
止る ものである •此點 は 最も 偏 類 不公平と 言 ふので 
あるので ある、 然らぱ 此規 在の 政府案が 極めて 不撤 
底なる もので、 極めて 姑息なる ものである こと it 、 
今更 申 上げる 必要 もなから うと 思 ふ， 然ら ぱ此 憲政 
會若 くは 國民黨 、此 案に 依ります ると •一圓 下げて 
二 圓と云 ふので ある、 三圓 よりは M_ の 方で 幾らか 
割安に なつて 居る には 違 ひは ない ので ある (笑聲 起 
る) 然らば それが 爲 めに どの位 殖える かと 言へ ば， 
先刻 來 代る < 述べられた 通り、 僅に 五十 萬の 人が 
殖える に過ぎないので ある、 之を 政府案に 引 較べ ま 
しても-其 率步 合と 致しまして M か 二 厘の 差に 過ぎ 
ない ものである、 不徹底なる ことほ 共に 同じ もので 
ある、 先刻 齋藤 君は 頻に 政府案の 不徹底を 非難され 
たのであります るが、 是は 俗に 所謂 猿の 尻 笑 ひ、 三 
圓說が 不徹底なら ば、 二 圓說も 矢 張 不徹底で ある、 
唯々 此 憲政 會及國 民 黛に 於き ましては、 智識 階級に 
選擧 11 を與 へる と 云 ふこと が •政府案よりは 稍々 進 
んで 居る ので ある —— 稍々 進んで は 居ります るが、 
是も亦 共に 不徹底を 免れない、 是も 先刻 來旣 に御議 
論が 出ました から •私 ほ 繰返して 申し ませぬ が、 單 
に 中學校 卒業 以上に 興へ ると 云 ふこと では、 決して 


_ ^ 1 七〇 

智識 階鉍を 網 様した も C ではない、 2E に 屮ゆ卒 无 以 
上の 者に W! 利を 與へ ると 云 ふ 〇 なら •は、 何故に 一 JJ> 
進んで 小學 校の 卒業生に も 矢 張 fffi 利を 與へ ると y は 
ない ので あるか、 今日 學科 〇 上に 於き ましては •中 
l.- -十：. -こは多少 0 !7-、  • 

がら 是が 社會に 出て t0 く 上に 就て、 果して 幾許 c t-il 
違が あるか、 故に 若し lit 智識 階級と 云 ふ 名は 下 〇 常 
であるか 知り ませぬ が、 多少の 敎育を 受けた 方には _ 

潠 舉 ■を 與へ ると 言 ふなら ば、 總て此 小 取 校の 卒栾 
生までに 及ばさなければ、 決して 撤 底した ものと： i: 口 
ふこと 13: 出来ない ので ある、 それで 其 結果 •今日は 
何れの 案 も 悉く 不撤 底の 點に於 て 同一の ものである 
ので ある •殊に 此政府 案に 致しましても， 锘 政 案に 
致しましても •國民 斑の 案に 致しましても、 二 圆以 
下は 與へな いと 云 ふこと になる と •二圓 以下の 納税 
額に 居る 所の 人々、 並に 全く 納税し ない 所の 人に ほ 
全く 選擧の 能力な しと 云 ふこと を 表明せられ たも 同 
じ 事柄で ある、 一面から 言へ ば、 國 民に 對 する 犬な 
る 侮辱で あると 私は 思 ふので ある、 元来 此立遨 の 本 
義から 申し ますれば、 少數が 多數に 服從 すると 云 ふ 
のが、 是が 立憲の 本義で あらう と 思 ふ， 今日の 選舉 
制度に 於き ましては、 僅 に此 現在に 於て は 十 W 以上 
であるが、 之を 掖 張して 二 圓 以上 或 ほ 三圓 以上と 致 
しましても 僅に 二 百 八十 萬 若く は 三百 2r: 十 萬 位な 人 
間に 依つ て 代表 せらる、 所の 此議會 、是が 六 千 萬の 
國 民に 支配され ると 云 ふこと になれば、 即ち 少數を 
以て 多數を 服從せ しめる と 云 ふ 結果に 1-11 成る ので あ 
る、 立憲の 本義に 遠き こと 亦 甚だしと 言は ねばなら 
ぬので ある、 勿論此 選舉褪 の！！ 張と 云 ふこと に 就て 
は、 恐らく 總 ての 諸君に 御 異_ のない 事 的で あらう 
と 思 ふので ある、 現に 床 次 内務大臣 も、 此 政府の 案 
も尙ほ 不十分で あると 云 ふことは 認めて 居られる の 
である、 唯々 內相は 急激なる 選擧 權の擴 張は 却つ て 
弊害が あるから 、現在の 所が 丁度 宜 いと 云 ふこと を 
言つ て 居られる のであります る けれども、 此 案の 如 
きは 却て 寧ろ 此害を 多くす る もの'^ あると 私は 思 ふ 
で 吾々 の 主張す る 所 •必ずしも 急激に 選擧 權の撋 張 
をし やうと 云 ふ 者では ない のでありまして、 單に現 
在の 納税 資格を 撤廢 して、 さう して 二十 五 歳 以上の 
獨 立の —— 二十 五 歳 以ヒの 男子に して 獨 立の 生計を 
營む 者に、 選擧權 を與へ やうと 云 ふので ありまして 
まだ 理想的の 普通 選擧に 達する 事 遠い のであります 
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唯々 今日 納税 K 格を 撤廢 すると 云 ふことの、 即ち 普 
通 選 擧の 第一歩に 踏 入る ものと して， 吾々 は® く 之 
に 甘んじなければ ならない ので、 是が 何故に 大切で 
あるかと 申します れぱ •納税 資格を 存 する 以上は、 
此二阊 若く は 三 II の納稅 をす る奔に 非ず んぱ撾 利を 
與へず と 云 ふ玆に 一つの 制限を [a くので ある •隨て 
多數 の國 民は 悉く 除外を せられ， 排斥を せらる V と 
云 ふこと に柑 成る ので ある、 吾々 の 主張す る 所に te 
〇 ますれば、 此納税 資格を 撤 腿して >  如 何なる 奔に 
も搠 利を 與へ ると 云 ふ 原則 だけは， 玆に打 立てる こ 
とが 出來 るので ある •其 原則を 打 立てた 以上、 此實 
際の阀情に依〇國民の智識の進度に浓り姑く之を男 
子に 止め、 其 男子の 中で も先づ 以て 此獨 立の 意思の 
確立す ると 一 K ふ 時代、 即ち 二十 五 歳を 基礎と 致して 

而も此 11 立の 生計を 胬む 者に 與へた いと 云 ふので あ 

る、 何故と ならば 苟も 二十 五 歳に も 達する 所の 男子 

にして、 1 S 立の 生計を 營む ことの 出来ない 者で ある 

ならば、 獨立の 能力の 無い 者で ある、 趣 立の 能力の 

無 い 者が 自己の 代表济 を 選ぶ 资格は 無い、 國 政に 參 

與 する - ?? 格は 無い のであります から" 是は刖 ち自業 

■H 得で ある、 それだけの 能力が 無い ので あるから 是 

は 已むを得ないので ある、 併ながら 他 H 自ら 反省し 

自ら 悟つ て® 立の 生計を 赞む ことに なれば •忽ちに 

隅 利を 與 へる， 是が 吾々 の 現在の 納税の 資格を 基礎 

とする 諸 坍の 意見と 吾々 の 意見と 異なる 根本で ある 

ので ある、 斯 くして 幾何の 51 擧人 を咐 加す るかと 申 

しま すれば ：：： 

〔議 長大 岡 育浩 君 退席 副議長 濱 田 國松对 誘 長 席 

に 著く  J 

〇衬松惊一郎君今0此二十五歳以上の男子と云ふ 

ものが 千 三百 萬 人 あるので あります、 それから 其 中 

で獨 立の 生計を 移.： む 者が どの位 有る かと 云 ふことは 

明白に 知る ことほ 出来 ませぬ が、 少く も玆に 現在に 

戶主 と稱 する 者が 九 百 六十 五 lg 人 ある •中で 男子の 

戶主が 、八 百 八十 三茁人 有る のであります、 此八百 八 

十三 萬 人の 戶主は 無 1 獨 立の 生計を 營んで 屏 るので 

ある、 此 以外に 假令戶 主に 非ず とも、 或 下宿 生活を 

致して 屛る 者-或は 墒 生の 小 培に ffi つて 居る 者に 致 

しましても、 或は 二 男と か 三男と か稱す る 者に もせ 

よ > IG に！ £撖 立の 生計を 贅む 者が 1  i 百 萬 や 三百 萬は 

必ず 有る に柑 違ない のであります から、 吾々 の 主張 

に從 へば 一千 萬 人の 潠擧權 が 生ずる ので ある、 此 一 


千 萬の 選擧權 と 申します れば 、現在の 人口から 言へ 
ば 先づ五 分の 一 許りに 當 るので、 先づ二 十 「パ— セ 
ント」 に 相 成る のであります から， 先づ 以て 理想的 
の ; I 擧 人員と 言 ふこと が 出来る と 思 ひます、 吾々 が 
如何に 何でも 今日の 此 世 界の 大勢、 今日の 國民思 想 
の 上から、 此位の 選擧 權撋 張は 是非 致さなければ な 
らぬ ものであると 考へ るので ある (「 簡 » 々々」 と 呼 
ふ 者 あり〕 唯々 玆に 一言 辯 じて® きたい 事は、 期の 
如く 致し ますれば 或は 此 下宿屋 生活を 致して 居る 所 
の 者で 甚しき は 木 貸 宿に 生活 致して 居つ て、 半年 一 
年を 過して 鶴嘴を 擔い で鎊道 線路に 赴く 人々 も， 或 
は靑 服を 葡 けて 丁： 場に ® く 所の 人々 にまで も、 選擧 
權を 及ぼす と 云 ふ 事になる と>  それが S に 或は 一種 
の 危害が 生ずる ことがない ので あるか、 或は 危險思 
想を 生ずる 事が あるか も 知らない、 と 云 ふやぅな 危 
惧を 抱き祀 憂を 懷く 人が あるか 知れ ませぬ が、 是亦 
吾々 の 甚だ 意見を 異にする 所でありまして、 苟も 人 
として 其 局に 當れぱ 必ず 責任 觀念の 生ずる もので あ 
ります、 責任 觀念の 生ずる 以上は 必ずしも 常 規を逸 
した 思想を 機き、 常 規に 逸した 行 ひを する もので な 
い， 今日 ほ 奈何せ ん五千 萬 人の 國民 中に 僅に 百 四十 
萬、 之を 政府案の 通りに 掖張 致しましても 二百 八十 
萬の 人に權 利を 與 へ、 其 他の 者は 悉く 除外す る こと 
になれば， 除外せられ た 者が 果して® に國 家に 對し 
て自覺 ある 徹底した る 責任 觀念を 生ずる や 否やと 云 
ふことは、 疑問で あらぅ と 思 ふので ある、 若しも 此 
埴生の 小屋に 住む 水 呑 W 姓、 或 ほ 此 鶴嘴を 擔ぐ 所の 
H 夫に 至る まで も、 我は 阈 家の 政治に 參與 すべき 權 
利 有りと 云 ふ を與 へましたならば， 彼等は 恐ら 
く此國 家を 念と 致して •益々 國 家の 隆昌を Isi- り、 此 

國 家の 基礎を 蝥固 にしなければ ならぬ と 云 ふ 感じは 

必ず 起す に 相違ない ので ある、 今日の 國家は 即ち 國 

民 全體が 維持し なければ ならぬ、 上は 萬 世 無窮の 帝 

室を 戴き、 下には 五 千 萬 國民が 一致して 此國 家を 維 

持す ると 云 ふ 事で なければ、 迚も tt 世界 列强 の競爭 

の 間に 立て 調 運を 盛んにす る 事の 出來な いと 云 ふ 事 

柄 ほ 明かで ある、 之に 就て は 期く 申 上ぐ る 通り 荀も 

獨 立の 生活を 资む 位の與 子には、 悉く 選擧褪 を與へ 

て、 彼等を して 政治 上の ® 41 T 國 家の 基礎を 愛 固に 

すると 云 ふ 念を 生ぜし むる ことは 極めて 必要な 事で 

あると 同時に、 是は唯 々私の 申 上げる 選 擧 權の擴 張 

に 依つ て， 始めて 目的を 達せら る、 ものと 私は 信ず 


るので ある、 で 床次內 相は 現在の 此 制度、 此 政府案 
に對 する 維持の 理由と して、 例の恒 產 有る 者は 恒心 
有りと 云 ふ 事を 主張せ らる 、のであります る けれど 
も， 由來此 日本人は 支那 人の 如く 物質 本位の 人間で 
ない、 日本人の 中には 物質 以外に 犧牲 的の 崇高なる 
精神を 持つ て 居る ものである、 故に 恒產 無しと 雖も 
恒心 有る 者が 澤山 有る •之に 反して fg 在の 選 擧場裡 
の有櫧 は 如何で あるか、 十圓 以上と 言へ ば 地方に 於 
ては 最も惊 產 有る 所の 人で ある、 其 恒産 有る 人々 の 
選擧 上に 於け る狀 態は 如何であります るか、 今日 諸 
君が il 動 # が 多く 掛ると 言 はれる、 其 運動費は 何物 
に 費 さる k かと 云 ふ 事を 考へ たなら ば、 此恒產 有る 
者は 恒心 有りと 云 ふ 事は、 何等の 僧 値の 無い と 云 ふ 
ことが 明かで ある、 C 拍手す る 者 あり) 之に 反して 現 
在 地方の 靑年 、何等の 選舉 » の 無い 靑 年であります 
けれども， 彼等は 自己の 地位を 自覺 し、 現在の 政治 
の狀態 を 理解して、 所謂 ii 牲的精 神を 以て 諸君を 助 
け來 つて 居る に柑 違ない、 何れの 地方に 於き まして 
も， 靑年は 極めて 崇高なる ■牲 的 M 神を 以て 選擧場 
裡 に ® いて 居る と 云 ふ 事は 疑ない 事實で ある， 然ら 
ぱ內 相の 言は るゝ m 產 有る 者は 恒心 有りと 云 ふ 事は 
何等の 根據の 無い 議論で あらう と 思 ふので ある、 斯 
く 申します れぱ 吾々 の 主張 吾々 の 意思と 云 ふ ものを 
今日 實施 する に 於て 何等 差 支は ない、 何等の 不都合 
はない と 云 ふことは、 最早 明かで あらう と 思 ふ、 然 
るに 動もすれば 此 一種の 尙早 論と 云 ふ ものが ある、 
多數の 人々 悉く 前置きには 普通 選擧は 反 對でほ ない 
唯々 併ながら 時期が早いと 言は るる、 從來此 維新 前 
に 於き まする 開國 論に 對する 尚 ¥ 論、 或は 明治 七 年 
の 民選 議院の 建白に 對 する 尙早論 •或 ほ 明治 二十 年 
頃の 內地雜 居に 對 する 尙早 論、 是等は 皆な 事 實に於 
ては 無期延期の 意味の 尙早 論で あるから， 是は多 少 
の 理由が 立つ か 知れない、 今日の 尙 ¥ 論は どうで あ 
るか、 全部とは 申し ませぬ が、 少なくとも 議場の 過 
半數の 人々 が 今回は 此 儘に 致して 置いて， 此 冬には 
納稅 資格を 撤廢 する の 案を 出さう と 云 ふ 下心は， 恐 
らく 持つ て 居らる、 であらう と 思 ふので ある •私は 
千里眼は 持ち ませぬ 讚 心 術は 得て 居り ませぬ が， 是 
は 恐らく 間違の ない 推測で あらう と 思 ふ •然 らば 時 
期 尙 早と 云 ふても Is かに 一 年を 出で ない、 半年を 出 
でない 時期 尙早 となり、 甚だ 無意味なる 時期 尙 早で 
ある、 然らぱ 何故に 進んで 納税 資格撤 廢の 案を 出さ 


れな いので あるか、 之に 向つ て 賛成を せられな いの 
であるか、 此點が 私が 甚だ 怪訝に 堪へ ざる點 であり 
ます、 で 今日 吾々 共は 唯今 申 上げた 通り 苟も 獨 立の 
生計を 營む 所の 二十 五 歳の 男子に 向つ て. 全部 選擧 
■ を與 へる と 云ふ此 案 {X •兎にも角にも 一度 lib 議會 
の 壇上に 實現 させたい と 云 ふこと を 努力 致した ので 
あります るが、 不幸に して 時 至らず、 僅に I 名の 人 
を 一方に 得れば 一方に 失 ひ、 遂に 此議 場に 現は す こ 
との 出来ない の； r 甚だ 私 遣憾に 感ずる ので ありま 
す、 併し 諸君が 總て 之に 反對で あるなら ば、 兎に角 
諸君は 納税 資格の 撤廢 、若く は それ以上の 選擧權 の 
擴 張には、 恐らく 御 異論は あるまい と 思 ふ、 就中 政 
友會の 松 田 君の 如き、 つい 最近に 至る まで、 私の 目 
前に 於て 今日は r: 圓三圓 の 姑息 論を 唱へる 時期で {3: 
ない、 宜しく 普通 選擧に 依つて 進まなければ ならぬ 
と 云 ふこと を 高唱 されて， 餘 りに 其氣滔 の 高い 爲め 
に 私は 寧ろ 大に 驚いた 位の 程度で あつたので ある、 
若し 此松田 君に して 黨議と 云 ふ 枷が 無かつた ならば 
黨議と 云 ふ轡が 嵌つて 居な かつたならば、 恐らく 吾 
々以上の 急進的 普通 選 一' 論を 唱へ るで あらぅ と 思 ふ 
が •併し 此處が 所謂 黨の 節制、 黨の 一致の 上から、 
今日 此演 壇で 松 田 君の 御高 說を 伺は なかつ たのは、 
誠に 遺憾 千 萬で ある、 m り 松 田 君の みならず、 政 友 
會內に 於て尙 ほ 其 他に 数十 名の 急進 論者が あると 云 
ふ 事を 確信して 居る 是は 私が 最も 力强く 感ずる 所で 
ある、 又 憲政 會內に 於ても， 同 樣 •三 木武吉 君、 橫 
山 勝 太 郎君、 岡 部次郞 君、 大竹貫 一 君、 是 等の 人々 
は 政 友 會の人 ょり 今一 步 進んで， 院外に 於て 盛に 普 
通選擧 を唱 へられ， 現に 大會の 決議に 於て {X 速に 普 
通 選 擧を實 行すべし と 云 ふ決穀 •にまで 加つて 居る 方 
々である •是 亦此黛 _ と 云 ふ 足枷 手枷の 爲 めに‘ 此 
議場で 御高 說を伺 ふことの 出来ない のは、 甚だ 私 遺 
憾に思 ふので あります、 其處に 至ります ると、 私共 
は 局外者から 見れば 狂と 云 ふか S と 云 ふか 知れ ませ 
ぬが、 唯々 吾々 少數の 者が 玆に 吾々 から 申せば 姑息 
なる 選擧擴 張 案， 吾々 としては 不滿 足なる 納税 資格 
の撤廢 のこと すら も實現 する ことの 出來 ない のは* 
甚だ 遺憾であります けれども •旣に 内面に 於て は斯 
の 如き 熟 烈なる 普通 選擧 論者が 多數 あられる と 云 ふ 
ことは、 即ち 此 次の 議會に 於て 確に 微 々たる 吾々 の 
主張が、 此議 場に 大多數 を 以て 迎 へられる と 云 ふこ 
とを 信じまして、 それを せめても の 慰めと 致し まし 
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一七 二 


て此處 に 私は it 主張を 述べて la きます。 

〔拍手 起る〕 

〇 副議長 (濱 田 国 松 君) 松 本 誠 之 君。 
r 松 本 誠 之 君 登织〕 

〔拍手 起る〕 

〔「簡 單々 々 j  r 大にや るべ し j と 呼 ふ 者 あり〕 
0 松 本 ^ 之 君 宜しい —— 滿堂の 諸君、 何時も 私 li 
殿り を 引受けた やうな 風に なつて 居ります が、 極く 
g 單に申 上げます、 故にもう 私の あとに ほ 何 誰も 出 
る 方が ありませ ぬから、 暫くの 間の 御 辛 棒を 願 ひま 
す ( f_ 鸱々々 J 〕 

〔副議長 濱田國 松 君 誘 長 席を 退き 議長 大岡 育造 
君 著 席〕 

0 松 本 ; M 之 君 先刻 村 松 対は 現在の 立場を 御 話に な 

つて 諸君の 同情を 御 買に なつた が >  私が 此演摟 に 立 

ちました のは、 決して 新政 會を 代表しての 演說で ほ 

ない のです、 又御眾 知の 通り 我 蕺 の厫 して 居る 新政 

會は、 此選擧 法の 改正案に 付きまして は、 自由 行 励 

を 取つ たので ある、 故に 吾輩は 自由 行 励を 取つ て議 

長に 申込んで 此演 壇に 立つ たので あるから、 即ち 自 

分の® 見を膊 く 諸君に 御 al 取を 願 ひたい、 誠に 新政 

锊と云 ふ 一 囤體が ありまして、 斯の 如き 國 家の K 大 

なる 問題に 鲟 して、 自 由 行 励を 取る と 云 ふやう にな 

りました のは、 誠に 自分に 取りましても 不愉快に 感 

ずるの みならず、 他の 大绒の 政友會 、憲政 會 、或は 

國民脒 に 舞して 誠に If 愧の 至りに 堪へな いので あり 

ますが、 是は 已むを得ない、 而して 私共は 諸君 も 御 

承知の 通り 何等 政雜政 派に 關係は ございませぬ、 全 

く 不偏 不辦 ES JE 中立の 態度を 以て、 今日 自分の 立場 

に 居る ので ございます、 失禮 ながら 固ょ 〇 眼中に 今 

日政辩 政 派を 持つ て 居り ませぬ けれども， 他日 懣政 

會の諸 君が 私の 氣に 入る やうな 事を やつて 吳れ たな 

らば、 或は 其 驥尾に 從 つて 御 伴を する 時が 來るか も 

rx  L  *上、 〇 

〔「御免 だ  < 」 と 呼 ふ 者 あり 笑聲 起る〕 

〇讁長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 松 木 誠 之 君總て 何事を 爲す にも 大小と なく 事を 

起します る 上に 於き ましては、 一利の 之に 伴 ひ、 j 

害の 之に 隨 つて 来る のは 當り前 である、 又 事を 改め 

る 上に 於て， 其 結果た る や 改めた 事が 改善と もな り 

改悪と もなる と 云 ふ 事は、 是ほ 免れない けれども 諸 

君， 苟も 今日 吾々 が 好意を 以て 擁 s せんとす る 所の 


此织內 閣で ある， 此 内閣が 天下の BS 居に 立ち、 天下 
の JH 位に 立ち， 天下の 大道を 行 ほ んと欲 L て •此度 
此衆 ® 院謅員 選擧 法改正 案、 是が 即ち 國利 民 II であ 
る、 是が社 會の爲 めで あると 思つ て 信じて 出した こ 
となれば、 是が 改惡 になる か 改善になる か 其 結果 ほ 
分らぬ けれども •能く 之を 研究 審査した 上に 於て、 
やらせて 見る が 宜か らうと 思 ふので ある •而 して 自 
分が 聞く 所に據 ります と 云 ふと、 或は 觀 察する 所に 
據 ります ると、 明治 三十 五 年 以来 此大 選擧區 制を 以 
て •今日まで 押 通して 来たので あります が、 現在の 
有 糊 者 諸君に 於き ましても、 多くは 此大選 擧區 の繁 
雜に厭 忌 致しまして、 小 選擧區 制なる ものを 希翠： す 
ると 云 ふ 今日の 時代に なつて 居る、 又喵 今大 選擧區 
1 現行法に 依つ て、 即ち 諸君と 共に 此 競 CP- 場 裏に 
立つ たのであります けれども ■私の 思 ふには 恰も H 
質に 於て ほ 小 選 擧區の 形を 成して 居る、 何故 なれば 
一郡に 於て 某は 千 何百 票を 持つ て 居る、 此 郡に 於て 
は 千 五六 百贾を 持つて 居る、 此處 には 八 百 M 持つて 
居る、 あとの 足らない 所は 一府縣 下を 跋渉 奔走して 
投票を 取る と 云 ふやうな 風で、 所謂 應仁 年間の 如く 
群雄 割據 して、 谷地に 居る ので IX ないか、 是が恰 も 
小 撰 擧區の 形を 爲 して 居る と 云 ふ吾银 の 翳 論で ある 
(拍手〕 さう して どうで あるか、 能く まあ 憲政 會の 
諸君 も御聽 きなさい、 若しも 此小 選擧區 と 云 ふこと 
になり ましたなら ば、 私は 之に 賛成で あるから 申す 
ので ある‘ 大正 六 年に 諸君と 共に 隨分戰 つて 見た が 
まだ 今日ょり 物價ほ 安う ございました が、 彼の 時は 
どう だ、 諸君 •二 萬 阊の 金を使つ た 人間は 大正 十 年 
には 四 萬 五六 千 圓だ 、三 萬 圓を 使つた 人は 七 萬 五 千 

圓の 金を 持たなければ 到底 ill 擧場 裏に 立つ ことが 出 

來な い、 小 寺 謙吉は やる だら 5 が、 其 他の 者は 此腿 

は 恐く は 不可能で あらう と 思 ふ、 闲難で あらう、 是 

等の點 からして 選擧费 用の® 減と 云 ふこと に 付て* 

自分は、 是は各 候補者の 即ち戰 鬪場 裏に 立つ 人の 爲 

めに •選擧 の 費用が 減ずる と 云 ふ 上に 於て 宜か らう 

と 云 ふので、 此小選 擧區に 賛成を 致した ので ある， 

又其狹 域が 狭隘になります に 付て は， 選擧の 上に 於 

て も 取締と 云 ふ ものが 十分 能く 行屆 きまして、 必ず 

や 選擧 違反と 云 ふ ものが 無い とは 云へ ない が、 今日 

の 如く 大勢 出る やうな こと 無くして、 其 法網に 罹る 

と 云 ふやうな 人が 却て 此小選 擧區に すれば 少なくな 

ると 云 ふやうな ことがあらう かも 知れぬ と、 私は 思 


ひます、 是等の 事に 付て 自分は 此の 小 選 擧區の 方が 
宜しから うと 云 ふこと で、 即ち fis 正の 態度を 以て、 
中立の 態度を 以て 質 成を 致した ので ございます、 又 
候補者 其 人であります、 今日 大選 擧區に 致して S き 
ますと 云 ふと、 區域が 廣 いから i?i 西南 北に 跋渉 致し 
SC P つて、 さう して 政見 發 表、 ほら 演說 •ほら 有志 
會の 談話 會 、色々 な 事に 臨まなければ ならぬ、 中々 
行屆 かない、 是が小 選擧區 になり ましたなら ば、 自 
分の 政治 上に 於け る 所の 政見の 發 表に 付て ほ、 能く 
行渡る と 同時に、 國 民に 對 しては 政治 道德の 訓練を 
十分に 與 へ、 又 政治 思想を 十分に 養成し、 政治 敎育 
を ば 十分に 與へ ると 云 ふことの 利益が あると 深く 信 
じて 居る ので ある、 是は 即ち 選擧區 域が 狹くな ると 
十分 政見 發表が 出来る、 そこで 有權者 其 者は 彼の 人 
ならばと 云 ふこと で、 適當な 人間を 擧げる ことが 出 
來る 、此 意味に 於て 小 選. 擧區に 賛成で ございます、 
所が 年齢の 事な り、 或は 智識 階級の 事な 〇、 現役 兵 
を濟 して 来た 者に 權 利を 與へ ると 云 ふこと に 付て は 
色々 自分は 議論を 持つ て 居る けれども、 時間 も 迫つ 
て 居る が爲 めに もう 極く 簡鼠に 申します が、 唯々 三 
圓二圓 と 云 ふこと に 付て 政府案に 賛成の 意見は、 是 
れは 三 1! と云ひ 、二 圓と云 ひ、 ® は 五十 步百步 であ 
る、 二圓と 致した 所で 格別 大して 有 權者が 殖える と 
云 ふこと でもな. ければ、 三圓で あつても さう 滅ずる 
もので もない と 思 ふ、 けれども 私 思 ふに、 現行 府縣 
會 議員の 選 擧權も 三圓の 納税を 程度と 致して 居る、 
然らぱ 此 衆議院議員の 選舉權 の納說 資格を 三圓 とす 
ると 云 ふ 事は、 是は 府縣會 議員の 選擧 資格の 納税に 
於て 權衡が 保たれまして、 之を 二圓 とすると、 少し 
く 箸を 逆さ 向けに したやうな ことでは あるまい かと 
信じます 爲め に、 私は 此三圓 に 賛成した ので ありま 
す、 それから 別表の 事柄に 付て 大分 言 ひたい 事が あ 
る けれども、 是は 省いて 置く、 唯々 最後に 私が 一言 
を 申して、 賢明なる 滿 場の 諾 君の 御 耳を 汚して 置き 
たいの は， 他では ございませぬ、 それは 能く 諸君が 
御聽 取を 願 ひたい、 殊に 憲政 會の 賢々 明々 なる 諸君 
の 御 聽を願 ひたい、 吾 si は 兵庫縣 、僕の 鄕 里の 事を 
一つ 御 話す るが、 僕の 鄕 里は 兵 庫 縣川邊 郡で ある、 
能く 聞け C 笑聲 起る) 天下に 名高き 金 も あり 有力な 
る 小 寺謙吉 君は 有 馬 郡で ある、 此有馬 郡と 吾 K の 貧 
弱なる 川邊 郡と 總 合して 一名の 代議士を 出す ので あ 
る、 どう だ C 笑聲 起る) さう して 隣 郡の 武庫 郡は I 


名の 議員を 出す、 尾咤ほ J5 立して 一入 m す、 他日 大 
正 十 年に 於て 此 © !$ なる 吾银 は どう だ r -^ -^ e る；} 
金の 上な 〇、 他の 事は 別間 題と して 小夺 |« 吉 対と 松 
本 誠 之、 何十 萬 何百 萬の 金を 投〇 出しても R?? はぬ と 
云 ふ 人 問と、 大正 十 年に 於て 防 . れぱな ら 
ぬと 云 ふやうな 境遇で ある •宜しい か、，， ぺ '.•' ■) . !£ 此松 
本 誠 之 ほ 大潠 舉區 を锊 成して、 憲政 t7 c 諸君、 raw 
激の 諸君に 共鳴を 致しまして、 政府案に 反對 をし な 
ければ ならぬ のであります、 自分 等の 立場から 考へ 
で 見れば I 所が 先刻 來政 友會 、恋 政 ^ 、 國民獬 〇 
先蕷 諸君、 歷々 の 諸君の 御 說を聞 けば、 此 別表の ?] 1: 
に 付て 御 話になる のは、 矢 張 幾分 か此澉 派 的の Ift? fi9 
が あり、 或 ほ 自分 一身の 立場の 事が あり、 友人の 立 
場の 事を 仰し やる やうに 私は 思つ たので ある、 苟も 
天下の 廣 居に 立つて 諸君と 共に此 翳 政 抱 上に 立つた 
限りには、 幾分 か 自分の 立場から 見て、 現在は 斯う 
だ、 將來は 斯う だ、 大潠擧 ® は； f 利益 だ、 小選擧 M 
は 利益 だと 云 ふやうな 區々 たる 自分の 私心の 爲めに 
私の 爲めに 今日は 彼此 云 ふべき 事では あるまい と , W 
ふ、 幾らか 國を思 ひ、 國を逛 ひ、 民を 思 ひ， 國家を 
思うて 善政 良法を 布かん とする 所の 念 隙 ある 渚なら 
ば、 所謂 善政 良法を 布かん とする 念の ある 入なら ぱ 
所謂 先骚 後樂の 人であるなら ば、 幾分 國の爲 めに 公 
共の 爲 めに 云 ふ 事 ■の 眼を 以て、 此案 杯に 對 しては 寶 
否の 決心を しなければ ならぬ と 思 ふ、 それに 立場が 
どう だ •黯 派の 主張が どう だ、 勢力が どう だと 云 ふ 
ことは、 吾々 の 如き， 即ち 不偏不 鐵嚴 正中 立 態度の 
眼から 見れば、 政 友會、 國民黨 、憩 政 f,1- 、 ® に 笑 ふ 
に堪 へた 〇  ( 笑聲 起る) 吾 報は 即ち 此兑 地ょり して 
大正 十 年に 今 此處で 言うて s£ くが、 小 寺 謙吉封 潔く 
戰は う、 下 岡 忠治君 やつて 見やう、 大正 十 年に やつ 
て 見やう、 前の 次官 やら 金 持は 決して 恐れない、 此 
意味を 以て 政府案に 賛成を 表する と 云 ふこと を 申し 
て 置きます。 

〇 岩 崎勸君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

0 岩 崎勸君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 討論 終結の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 11 なしと 認めます、 仍て 
討論は 終結に なりました、 此 場合 諸君の 御聽を 願つ 
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七 

君 

藏 

'パ 

熊 

君 

藏 

君 

七 

君 

郞 

V; 

重 

君 

士 

i 

藏 

君 

爾 

君 

肋 

君 

明 

君 

吉 

君 

君 

慶 

君 

郞 

君 

通 

君 

i 

雄 

君 

作 

君 

君 

m 

君 

輔 

君 

三 

君 

平 

君 

郞 

君 

赤 

寺 

遠 

兒 

小 

藤 

福 

松 

松 

丸 

前 

山 

八 

藏 

熊 

X 

野 

則 

上 

漆 

村 

野 

常 

右 

衞 

門 

君 

長 

中 

中 

中 

根 

頭 

土 

竹 

高 

高 

高 

田 

高 

士 

傾 

神 

河 

m 

若 

岡 

奧 

尾 

田 

藤 

玉 

泉 

野 

本 

田 

浦 

山 

田 

內 

木 

內 

谷 

藤 

田 

元 

野 

峰 

野 

，橋 

村 

本 

本 

谷 

內 

橋 

橋 

岡 

村 

橋 

原 

田 

川 

上 

邊 

尾 

田 

田 

彥 

省 

良 

亮 

太 

郞 

君 

策 

太 

郞 

君 

正 

寅 

源 

五 

丘 

i 

君 

豊 

治 

郞 

君 

米 

範 

逸 

次 

郞 

作 

君 

直 

=t? 

卯 

太 

郞 

君 

由 

松 

次 

郞 

君 

(1 

與 

寅 

次 

郞 

君 

德 

五 

郞 

君 

喜 

元 

全 

明 

太 

郞 

君 

本 

辰 

唯 

郞 

君 

順 

之 

肋 

君 

光 

正 

千 

之 

肋 

君 

長 

哲 

祐 

幾 

Si 

作 

君 

m 

君 

士 

§ 

年 

君 

松 

君 

治 

君 

藏 

君 

造 

郞 

君 

太 

君 

次 

君 

庸 

君 

趿 

君 

君 

平 

君 

正 

君 

貞; 

T\ 

次 

君 

士 

§ 

m 

威 

君 

m 

君 

久 

君 

太 

君 

策 

君 

造 

君 

榮 

君 

造 

君 

大 

關 

美 

近 

松 

松 

佃 

富 

飯 

平 

北 

越 

山 

太 

刀 

涵 

君 

松 

松 

津 

橫 

我 

如 

古 

河 

金 

大 

尾 

花 

隅 

訪 

部 

m 

左 

衞 

門 

君 

淸 

元 

毛 

百 

匹 

志 

目 

淸 

南 

宮 

m 

佐 

佐 

木 

齋 

指 

赤 

穴 

秋 

林 

原 

_ 

藤 

田 

本 

安 

之 

丞 

君 

田 

鳥 

田 

田 

田 

浦 

井 

田 

井 

野 

杉 

脛 

崎 

井 

田 

鉴 

太 

郞 

君 

田 

里 

翻 

田 

水 

澤 

本 

田 

m 

田 

間 

水 

山 

森 

次 

郞 

君 

獅 

里 

君 

龍 

彥 

君 

慶 

i 

三 

德 

m 

剛 

吉 

君 

中 

君 

暢 

夫 

君 

君 

m 

太 

郞 

君 

豊 

三 

郞 

君 

與 

m 

趙 

文 

太 

郞 

君 

毅 

君 

藤 

四 

郞 

君 

樂 

郞 

君 

徹 

忠 

君 

英 

五 

郎 

君 

房 

次 

郞 

君 

元 

次 

郞 

卓 

藏 

君 

豊 

士 

i 

m 

保 

太 

郞 

君 

淸 

洽 

君 

銳 

=tr 

I 

藤 

彥 

君 

市 

太 

郞 

君 

宇 

忠 

治 

m 

1 

淸 

it 

君 

喜 

八 

封 

文 

君 

珪 

次 

封 

義 

雄 

君 

嘉 

之 

上 

§ 

耍 

七 

31 

金 

也 

君 

臼 

肥 

秋 

古 

松 

中 

武 

小 

林 

石 

北 

佐 

木 

小 

丨 

八 

郞 

右 

衞 

門 

君 

松 

上 

田 

士 

河 

金 

若 

尾 

堀 

石 

菅 

野 

m 

右 

瓶 

門 

君 

鈴 

關 

森 

望 

m 

m 

島 

三 

木 

m 

箝 

m 

阿 

天 

井 

田 

田 

川 

本 

川 

市 

川 

平 

四 

郞 

君 

原 

井 

島 

田 

島 

田 

崎 

尾 

崎 

尾 

川 

木 

矢 

田 

月 

韻 

岡 

田 

土 

輪 

村 

m 

來 

太 

fiii 

m 

部 

哲 

夫 

君 

景 

之 

君 

寅 

之 

介 

君 

淸 

君 

誠 

之 

君 

隣 

之 

輔 

君 

i 

鄕 

太 

郞 

君 

正 

太 

郞 

君 

波 

治 

a 

a 

平 

次 

m 

君 

a? 

君 

獅 

ii 

達 

策 

君 

羊 

治 

郞 

君 

助 

郎 

君 

仁 

作 

封 

八 

君 

敬 

君 

茂 

助 

哲 

玄 

三 

君 

錠 

m 

君 

氓 

V 

郞 

Vi" 

正 

路 

君 

圭 

介 

哲 

m 

之 

君 

宇 

m 

a 

俊 

雄 

君 

忠 

造 

註 

市 

夫 

政 

次 

155 

岩 

92 

君 

m 

雄 

舒 

安 

雄 

it 

武 

a 

武 

智 

雄 

対 

文 

君 

咬 諮 衆の 济 旣帝回 一 •四 第 


问 上 ？ f とする 誠 M の 氏名 左の 如し 


井原 百 介 君 
斶貝  浩君 
井 戶文四 郎君 
井原 离代太 郎君 
橋 本 喜 造 君 
早速 整爾君 
西  英太郞 君 
本 間 三 郎君 
富 田 幸 次 郎君 
大竹貫 一 君 
岡 部 次郞君 


岡 崎 
苴理 
川 崎 
唐 端 
河 If 

川 崎 

河 西 

川 村 

河 波 

横 •田 

賴母木 

田 中 

高 田 

高 橋 


運 兵衞君 
胤 正 君 
安之助 君 
淸太郎 君 
正義 君 

克君 

暨太郞 君 

精 之 君 

荒 次郞君 

孝史君 

桂吉君 

萬 逸 君 

耘平君 

久次郞 君 


添 田 飛 雉 太 郎君 

內藤傳 祿君 


武藤 

鹈 澤 

野 村 

山 口 

山 田 

牧口 


s u cr*  4 * -J 

宇 八 君 

嘉六君 

俊 一 君 

珠 一 君 

義矩 ?!■ 

町 田 忠洽君 

古屋® 睦岩 

藤澤幾 之輔 対 


小 寺 

小山 

小 池 

鹺部 

荒 川 


謙吉爵 

松爵君 

仁  君 

物 兵 衞 君 

五 郎君 


井原 
今 村 
石 川 
岩 佐 
半 谷 
西 川 
本 田 
戶井 
大森 
大津 
奥 田 
大谷 
片岡 
片木 
加 藤 
川 村 

加 藤 

河 野 

加 治 

® 山 

嘀 山 

高木 

竹 村 

田 中 

武富 

長 島 

長 尾 

村 松 

上 村 

久須美 

山道 

正木 

松 岡 

前 田 

降 旗 

小 泉 

小 林 

小 西 

睡得久 

淺野 

齋藤 


茂 作 君 
七 平 君 
又 八 君 

cf trt TJy  G  卜 J 
含- ^ 貞 1 

淸露君 
太 治 郎君 
恒之君 
嘉作君 
與三次 君 
淳 一郎 君 
柳 藏菪 
高寬君 
直溫君 
政治 郎君 
政 之 助 君 
惇君 
定吉君 

萌 中 君 

11 衞吉君 

勝太郞 烈 

金太郞 君 

正 年 君 

良® 君 

善 立 君 

時敏君 

律 太 郎君 

元太郞 君 

龜一 郎君 

耕作 君 

東 馬 君 

蕺 一 君 

照藏君 

勝 太 郎君 

卯 之 助 君 

元 太 郎君 

又 次 郎君 

惡平治 君 

和 君 

朝 惟 君 

顺 平 君 

隆 夫君 


© 

柵 

櫻 

行 

三 

下 

¢1 

平 

森 

關 

鈴 匿 
鈴 木 
犬 養 


井庄平 君 
翻 軍 之 佐 君 
井 兵 五郎 君 
德健男 君 
隅 哲雄君 
岡忠洽 君 
口 秀雄 S5 
岩彥岩 
秀次君 
禾 5SI 君 
倉次郎 討 
富士獅 君 
毅君 


山 


濱田國 松 君 


堀川 
大口 
渡邊 
柏 原 


高 
- » 

野 

牧 

藤 

近 

有 

關 

今 井 
中 村 
山 根 
秋 田 


戶 

添 

野 

井 

藤 

森 


美 哉 君 
喜 六 君 
昭君 
文 太 郎君 
郁三 君 
幸 太 郎君 
宗三君 
鐵九郞 君 
善 助 君 
達兒君 
新吉君 
直彥君 
嘉幸君 
靜興君 
正 次 君 
淸君 


坂 口 仁 一 郞对 
齋藤 宇一郎 君 
佐々 木正藏 君 
三 木 武吉君 
箕浦勝 人君 
日 比 野  寬君 
平 島 松 尾 君 
森 田  茂 君 


望月 
仙 石 
杉 山 
今 村 
犬 飼 
西 村 
土 井 
大內 
川口 
高木 
高 島 


小 太 郎君 
貢 君 
3i 太郞君 
勤 三 君 
源 太 郎君 
丹 洽郞君 
_ 大君 
暢三君 
木 七 郎君 
益 太 郎君 
兵吉君 


植原悅 二. 郎君 


野 口 

前 川 

古島 

小 橋 

白 河 

鈴 木 
K ，  H 

赤 木 
兒 玉 
坂 木 


孝 治 君 
虎造 君 
一 雄 君 

91 雲 

次郞君 
梅 四 郎君 
寅 六 君 
龜  i 
右 二君 
金彌君 


0 議長 (大 岡 育造 君〕 其 次には 中學校 及師龅 學校卒 

業 以上の 者と 且つ！！ 立の 生計を 營む 者に 選擧褪 を與 

ふべ しと 云 ふ此點 に f-J て 決を 採 〇 ます C 「反對 J と 呼 

ふ 者 あり〕 鸦く 御 e を 願 ひます、 是は二 通り ありま 

す， 中 學及肺 蹄 ¢5 校 卒業 以上の 者に 選擧權 を與 ふる 

と 云 ふのと、 其卒槳 者に して JI つ獨 立の 生計を 與ふ 

る 者 (笑聲 起る) と 云ふ此 一一 種類あります …… 生計 

を 營む者 —— 中 堞 及 師範 學校 卒業 以上の 者に して、 

JI. つ ru 立の 生計を 營む奔 に 選擧權 を與 ふべ しと 云 ふ 

に、 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 

〔「反 對 j 「 大多數 」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 18 長 (大岡 育造 君) 少數 であります、 否決 —— 此 
次は 中學及 師範 學校 卒業 以上の 者に 選犁權 を與 ふべ 
しと 言 ふ、 此點に 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 
起立 者  少數 
〔「反 對 」 「多 數 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 少數 I 否決 I 次に 選擧人 
の 年齡を 二十 年に すべし との點 及び 兵役 義務を 終り 
たる 者に 選舉 權を與 ふべ しとの 點に 付て 決を 採り ま 
す、 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 少數で あります、 否決され ま 
した、 其 他は 總て 委員長 報® 通りに 賛成の 諸君の 起 
立を 求めます。 

起立 者  多數 

〔「賛成々々」 「少數 々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 大多數 であります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 唯今の 決議の 結果、 議員ょり 
提出の 二 案を 廢棄せ られ 、政府案は 總て 委員長 報吿 
の 通りに 決しました。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 動 君 直ちに 政府 提出 衆 ® 院議 員 選擧法 中改 
正 法律案の 第三 讀會を 開き、 第二 讀會 議決の 通り 可 
決 確定せられ んこ とを 望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (太 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直ちに 三讀 
會を 開きます。 

衆議院議員 選擧法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
第三 讀會 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議 (3: ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 本案は 二 讀會 決議の 通り 一一 i 
會に 於て 可決 確定した る ことを 宣吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 今日は 是 にて 散 會。 

牛 後 八 時 五十 I 分散 會 


〇大 E 八 年 三月 十！ 日 (火曜日： 
午後 I 時 十 li 分 開 11 


議 辜 日程® 二 十一號 

質問 

I  1 取® に 關する 質問 (|群職贴) 

II 甘 1 作に 關する H F4 f 娥 _贴碟 一) 

三 g の 專 賫 生産 及 配給に 關する K 問 (刻 弛 

: 

四 终民 政策に 關す る K H 赴 _ 大) 

S 東京 市啻山 墓地 移轉 問題の 件 並 墓地 及埋 
葬 取締 規則 f 條に關 する 質問 (1 麵旣 

出) 

六 小學 校敎員 に 給す る 臨時 手當に 關 する 再 


質問 ( 11 1 平) 


第一 
第 II 

第三 

第 四 
第五 

第 六 


軌道 條例中 改正 法律案 (麵 g 第 I 讀會 
右 li 案の® 査 を 付託す へき 委員の 選 塑 
仙北輕 便鐵 道 . K 收費支 辨の爲 公債 發 行に 
關す— (_腑) 第 i 
右 議案の 蓉查を 付託す へき 委員の 選® 
11 中— 法律案 i® 贿) 第 
一讀會 

右 議案の 蒈査 を 付託 T へき 委員の il 擧 
第 f  I 市— 中改 案 (g ■數谓 外) 
第 5 會 

第 /\ 煙草專賣法中玫正法律案( ^ 琳隨纖储外) 

第！ 1 f  、 

第 九 織物 消費税 法 中 改 ijs 案 ( 4/J ts f 隨關 
出 長) 

第 十 朝鮮 神 f.t に 索 盞男酋 奉祀に 關する 建議案 

へ 高木 益 太 郎君) 

W 一 名 提出 i 

山口縣 德山 港を 特則 輸出入 港と 爲すの 

讓案 ( 11 1 策) 

_ 山川 也 修に關 する 建 ti 案 (綱 觸 H 

第 十 = 沖 纈縣に 於け る 「マ ラリ ヤー 豫防 襆逋 
に關す S 議案 (翻 _| |? |) 、 
第 十四 外客の 招致 及 待遇に 關 する 建 菡案 (g 


第 十一 


第 十二 


第 十五 


名勝 B 跡 其の 他 著 L き 事藶 ある 樹石进 

特较の 植物 保存 及 利用に 關する 建議案 

へ 小 西 和ン 


衆議院® c 選 擧法中 改正 法律案 第三 讚 ir 


七 31: 


院諮衆 會  帝冋 一十 四笕 


食® 政策に 關する 質 間の 答 辯  外交問題に 關 する 質問の 答 辯 


七 六 


萏 十六蒂 固 博物 e 完成に 1 § する 建議案 ^ 源 

費' 外  1 — ^ -I 

名 1 出  I 

第 十七 北 群. 窺 日本 瀨馮銥 路 延長に 關 する 建 

s  案 ( a sl ^ T sa  長 報 吿) 

第 十八 固 立營養 研究所 設立に 関する 建議案 

s il mIi ) (委 S  報  S 

第 十九 9 —i 校設 a に關 する 建議案 {譏 技 

牌 提) CS M 長 報 ^ ) 

第二 十 新兒 ‘； s 原 間 輕便鑲 道 建設に 關 する ■ 

w^(l il ls r ®if ) 

第 二 十 I  顔 N、 大泉 間國 有！！ ® 鐵道 建設に 關 

する  fM sl ll ll ) (委員長 
報界)  丨. 

第二 十二 財玫 整理に 擱する 臨時 調査 機關 設置 

e i® l* a 額驟牌 夕) i 員 長 報 

吿〕 

第 |一 十三 (特別 報 街 第 六十 四號〕 郵便局 管轄 區 

域 g! 更 の 1* 願 (委員長 報告) 

第一 一十 四 c 特別 報吿第 六十 ?/ 1: 號) 上 河內字 宿に 

.  郵便局 新設の 請願 (委員長 報 街) 

第 1~ 十五 c 特別 報 i!f 第 六十 六號〕 紀使押 手 郵便 

咼 に ® 信 ® 話袈設 の讅願 (委員長 

報吿〕 

第二 十六 (特別 報哲第 六十 七號： }高 千 帆 郵便局 

に 集配 辜 務開始 の if 願 (委員長 報 

吿) 

第 11 十七 (特別 報® 第 六十 八號〕 鎭 餌 村に 郵便 

局 設置の 請願 (委員長 報齿) 

第二 十八 (特別 報齿第 六十 九號 ^ 崎 山村に 郵便 

局 設置の 讅願 (委員長 報齿〕 

第一 一十 九 CW 別報 吿第 七十 號.〕 豊田下 村 大学 手 

浼字下 飯 塚に 三等 郵便局 設置の _ 願 

C 委 M 長 報吿) 

第三 十 (特別 報齿第 七十 一號〕 = 刀屋衬 郵便 

局に 電信 窖務 開始の 讅願 (委員長 

報吿) 

第三 十一 (特別 報告 第 七十 二號) 渡茛 郵便局に ' 

電信 事務 開始の 請願 C 委 M 長 報吿) 

第三 十二 (特別 報吿第 七十 三號〕 比樂島 村に 郵 

便 届 新設の if 願 (委員長 報告〕 

第三 十三 (特別 報吿筘 七十 四號〕 太 町村 福 母に 


無 第 S 三等 郵便局 設置の 讅願 (委 

員 長 報吿) 

第三 十四 (特別 報 ff 第 七十 五號〕 圉分 郵便局に 
電信 架設 並篥配 蛋務 開始の if 願 c 委 

員 長 報吿) 

第三 十五 (特別 報吿第 七十 六號〕 大森區 裁判所 
管內 登記 事務 管轄 區域變 更並溫 泉津 
町に 登 se 所 設置の 請願 (委員長 報 
吿〕 

第三 十六 (特別 報告 第 七十 七號〕 元三 國區裁 判 
所 復葚の 請願 c 委員長 報吿) 

第三 十 -fc ( 特別 報告 第 七十 八號) 西條 町に 區裁 
判 所設箧 の讅願 (委員長 報吿〕 

第三 十八 C 特別 報吿第 七十 九號〕 私立 學拉令 第 
五條 改正の 請願 (委員長 報告〕 

第三 十九 (特別 報告 第 八十 號〕 市町村 立 小學校 
敎員棒 給國庫 負擔法 支出額 增率の 請 
願 (委員長 報告〕 

第 四十 C 特別 報告 第 八十 五 號〕 福 山 今 市間輕 
便鐵遑 敷設の is 願 (委員長 報吿) 

第 四十 一 (特別 報齿第 八十 六號〕 山 隙 笨線暗 ii 
改造の 讅願 c 委員長 報吿 
第 四十 二 ( 特別 報吿第 八十 七號) B 光， 足 尾 間 
轉道适 成の 讅願 (委員長 報告) 
第四十三(特別報吿第八十八號〕熊板信號所密 
傅 車 場と 變更 の讅關 (委員長 報告) 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 諸般の 報吿が あります。 

〔原 田 書記官 朗 II 〕 

一 去 八日 政府ょり 提出せられ たる 議築 左の 如し 
軌道 條例中 改正 法律案 

仙 北 輕便鐵 道 買 收費支 辨の 爲公债 發 行に 關する 

法律案 

農工 銀行 補助 法 中 改正 法律案 

一 去 八日 議員ょり 提 IJ.1 せられた る 議案 左の 如し 

會計法 中 改正 法律案 

提出者 澤來太 郎君  秦豊助 君 

松 浦 五兵 衞君 

國立博 物 館 建設に 關 する 建議案 

提出者 井原 百 介 君  加 藤 定吉君 

粕谷義 三 君  鹈澤總 明君 

橫 井藤 四 郎君  萩  亮君 

山 根 正 次 君 


法 隆寺防 火設闸 に關 する 建 一案 

提出者 小 泉 策太郞 君  中 村 啓 次郞君 
田 中 善 立 君  今 村！ 一三 君 
. 昨 十日 議員より 提出せられ たる 菡案 左の 如し 
八丈島 漁港 修築に 関する 建議案 

提出者 高木 正 年 君  鹈澤宇 八 君 
小 泉 又 次 郎君  鈴 木 富士翊 君 
一 去 八日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 
如し 

陸海 軍 兵卒の 給 與に關 する 質問 主意 « 

提出者  高 田 耘平君 
復 權に關 する 質問 主意 書 

提出者  高田耘 平 君 
朝鮮 統治に 關 する 質問 主意 書 

提出者  山道襄一君 
一昨 十日 貴族院に 於て 本院の 送付に 係る 左の 議案 
を 可決した る 旨同院 より 通牒を 受領せ り 
大正 六 年 法律 第 六 號中改 正 法律案 (政府 提出〕 
一昨 十日 政府より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
衆議院議員 小擗藻 三 衞君 提出 食糧 政策に 關する 
質問に 對する 答 辯 書 

衆議院議員 押 川 方義君 提出 外交問題に 關する 質 
問に 對 する 答 辯 書 

衆議院議員 高 島兵吉 君 提出 吉野川 改修 H 事に 關 
する 質問に 封す る 答 辯 書 
衆議院議員 荒 川 五郎 君 提出 市町村 吏員® 遇に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 書 
衆議院議員 田 中 萬 逸君提 m 靑年 指導に 關 する 再 
質問に 對する 答 辯 « 

衆議院議員 田 中 善 立 君 提出 國民 思想の 善導に 關 
する 再 質問に 對 する 答 辯 書 
衆議院議員 白 河次郞 君提 W 高等 敎育機 關增設 に 
關聯 し^^ 育 振興に 關する 質問に 對 する 答 辯 書 
大正 八 年 三月 十日 

內 閣總理 大 S 原 敬 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 小 橋 il 三 衞君 提出 食糧 政策に 關する 質 
問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆議院議員 小 橋 藻 三 衞君 提出 食糧 政策に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 書 
政府は 食糧 問題に 對 しては 常に 深甚の 注意を 拂ひ 


銳 意封 策の a 行に 努めつつ あり BlJ -f. isi s; :^ として 
は 或は 米の 關稅 を撤箝 すると 共に 2 i 力 外米 C K: 入 
に 努め 或は 重要 食 sd 品 及 肥料の 篇 出を 制限し 或は 
食糨段產物 〇 佾航獎龆を爲し或は代：^貧打 〇 利用 
を獎 g し 最近に 於て は 更に 麥及麥 粉 関® の 減免を 

期す る 等 ®. 力 食 籼の 供給 增加に 努めつつ あ o ttT \ 
策と しては 耕地の 摭張 を阋 るは 勿論 現 耕地の 改臾 
食糨農作物の品補及栽培法の改良巧料の供铪蚜加 
病害 蟲驅除 豫防 の ^ 行 農業 # 611 の 普及 S 村 金融の 
改善 险良 技術 i-1 の莽成 及 運 SS の 改善 等 is UJ と 誠む 
る施設の迓行を圖〇つつあると共に朝鮮娱闶に於 
て も 極力 食 ® 品の佾 殖を 期す るの 方策を 講しつ つ 
あるを 以て 今後 益是 等の 施設を 撤 底し 以て 食 ftil の 
供給を 潤澤な らし めんと す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

內務 大臣 床 次 竹 二 郞 
農 商務 大臣 山 本 達 雎 
•  [  大藏 大臣 男！ S 高 橋是淸 
大正 八 年 三月 十日 

內閣 總理大 K 原 敬 
衆 識 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 押 川方蕺 君 提出 外交問題に 關 する贸 問 

に對し 別紙 答 辯® 差 進 候 

(別紙〕 

衆 ii 院議 員 抑 川 方蕺君 提出 外交問題に 關す 
る 質問に 對 する 答 辯 書 

帝國 政府は 講和に 關 する 聯合 與國總 會讖に 於て 未 
た 何等 講和 事項を 提案した る ことなし 之と 同時に 
巴 里に 於て 開催中なる 最高 軍事 會識五 大國 協議 ir 
及 各部 委員 會に 於て は 帝 國 委員は 夫々 機赏の 措置 
を 執りつつ ある も前顯 聯合 與國 總會 以外の 諸© 識 
に 付て は 其の 內容 及經 過は 會識 書記局 公表の もの 
を 除く の 外 之を 發表せ さるの 約 あり 從て右 諸 會議 
に 提出せられ たる 帝國 委員の 意見 又は 主張を 公示 
する は 妥當な ら すと 誠む 他の 聯合 與國中 亦 前記 諸 
會議に 提案した る 事項を 公表せ る もの あるを 聞か 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

外務大臣 子爵 內田康 哉 

大正 八 年 三日 十日 


院議 衆 &議國 帝 回 一十 四 第 


內閣總 珂 大 s 原 敬 
衆議院 鹩 長大 岡 育造 殿 

確 il 院議 M 高 島 兵 舌 封 提出 吉野川 改修 H 事に 關す 

る w f!g に對し 別紙 答 辯霄差 進 候 

(別紙〕 

衆讁院 議員 高 島 兵 吉君提 m 吉野川 改修工事 
に關す る 質問に 對 する 答 e 書 
吉野川 改修 H 事は 適當な る H 法に 依り 施行 中に し 
て 築堤 工事 粗略に 失する ことなしと _ む 又 昨年 夏 
季の出 水に 際し 流材 の爲め 築堤 竣功 尚 所に 趦少の 
損 ® を 受けた る 部分 ある も 決潰の 處ある 如き rn; 險 
の狀 態を 認めす 尤も 堤 腹の 保護に 關し ては 目下 最 
善の 方法を 攻究しつつ あり 尙流 材に關 しては 今後 
一胯 其の 収 締を勵 行す へき 見込な りと す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

_ 内務大臣 床 次 竹 二郞 

大正 八 年 三月 十日 

內 閣總理 大臣 原 敬 

衆議院 識 長大 岡 育造 殿 

衆_院 誘 a 荒 川 ? T 郎君 提出 市町村 吏員 ® 遇に 関す 

る 質問に 對し 別紙 答辯醫 差 進 候 

(別紙〕 

衆狨 院議 a 荒 川 五 郎君 提出 市町村 吏員 隄遇 

に關 する 質 間に 對 する 答 辯® 3 

市町村 吏 S に對 しては 最近 九十 六箇 町村 長に 對し 

敍勸の M 典 あり 加 之 其の 功 勞の顯 著なる 者に對 し 

ては 遲章條 例の 定 むる 所に 依り 之れ か 表 診を 爲す 

の途あ り 政府は 適 常な りと ig むる 所の ものに 對し 

て {3: 今後 尙之 か® 遇獎励 に勉 むる 所 あるへ しと 雖 

も 吏 Q 设 遇の途 は K に 政府の 施設に のみ 俟つ へき 

にあら す 一般 社 ^ も 亦 市町村 吏員の 任務の _ から 

さる 所以を 解し 其の 社會 上の地位を© 重す る こと 

最も 緊要な りと 思料す 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

I  內務 大臣 床 次 竹二郞 

大 JE 八 年 三月 十日 

內 閣總理 大臣 原 敬 

衆讓院 惑 ■長大 岡 育 ia gs 

衆議院 調 負 田 中 萬 逸 君提 m 靑年 指導に 關する 再 質 

問に 對し 別紙 答 辯 S 差 進 候 


(別紙 V-- 

衆馘 院議 員 田 中® 逸 君 提出 靑年 指導に 關す 
る 再 質問に 對する 答 辯 書 
一 政府は 餞に 答 辯した る 趣旨に 依り 靑 年の 指導に 
勉めつ 、ありて 何等 其方 針を 變更 したる ことな 

し 

一田 中 陸軍大臣は 大臣と して 何等 靑年指 ■の 方針 
に 關し說 示した る ことなし 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

內務 大臣 床 次 竹 二 郞 
文部大臣 中橋德 五郎 

大正 八 年 三月 十日 

內閣 總理 大臣 原 敬 
衆議院 謓 長大 岡 育造 殿 

衆議院® 員 田 中 善 立 君 提出 國民 思想の 善導に 關す 

る 再 質問に 對し 別紙 答 辯 e 差 進 候 

(別紙〕 

衆蓊 院議 員 田屮善 立 君 提出 國民 思想の 善 ®' 
に關す る 再 質問に 對する 答 辯 ® 

©に 國民 思想 善 镫に關 する 答 辯 W 中に 各般の 施設 
と あるは 健全なる 思想を 普及 徹底せ しむる 谷 種の 
施設 及 思想を 不健全なら しむる 原因と なる へき 社 
會狀 態の 改善を 目的と する 各般の 社 會的施 設の謂 
なり 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

內務 大臣 床 次 竹 二 郞 
文部 大 115 中 橋德五 郞 

大正 八 年 三月 十日 

內 閣總理 大 K 原 敬 
衆議院 誘 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 白 河 次 郎君 提出 高等 敎育 _關 設置に 關 

聯し敎 育 振興に 關 する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 

候 

(別紙) 

衆議院 SI 員 白 河 次 郎君 提出 高等 敎育 機關笮 

設に關 聯し敎 育 振興に 關 する 質問に 對する 

答 辯 書 

一義 務敎育 年限の 延長は 希望す る 所なる も 諸般の 

事情に 依り 之か實 施は 尙未た 其の 時期に あらす 

と 信す 而して 特殊の 地方を 撰 ひて 部分的に 之を 


» 施す るか 如き も亦愼 S の考 r® を 要す 

二 公立 中等 學校敎 員に 對 する 年功 加傢の 制に 關し 
ては 目下 調査 中に ® する を 以て 私立 學校敎 員 一 
般に對 し國 費を 以て 年功加俸を 支給し 又は 官立 
學校若 は 公立 學 校の 敎員に 對 する 恩給 又 ほ 退 隱 
料の制を直に適用するか如きは今日之を豫定す 
る ことを ^ す 

三國政 一切の 事項に 亘り之 か處理 する か 如きは 文 
部大臣 〇- 權限にぁらす而して臨時敎育會靝の如 
き 機關は 之を 常置す るの 意思な し 

四 社會敎 育の 振興に 關 しては 目下 調査 中に 屬す 

五 海軍 兵學校 及 陸軍 士官 學 校に 於て 敎育學 を 必修 
せし むる ことに 關 しては 目下 考究 中な り 

六國立 感化院、 商船 學校及 水產諝 習 所は 別に 之を 
文部省に 移管す るの 意志な し而 して 此の 補の 機 
關に關 しては 必要に 應し 適當な る擗張 改善を 圖 

りつ、 あり 

七 綜合 大學 又は W 科 大學に 其の 組織の 如何を 問は 
す 文學部 若は 文科 的 講座を 必置 する の 要を 認め 

八 京都市 立の 學校 を國 立と し 音樂學 校を 增設し 又 
神宮 a 學 館を 國 立大學 とする は 傾 重の 考® を 要 

九佛敎 谷 派に 於け る敎育 槌關は 之を 自然の 發 達に 
俟 つを 可とす 

十 質問 第 十四 項の 如きは 愼重 の考瞪 を 要す 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十日 

海軍 大 S 加 藤 友三郞 
陸軍大臣 田 中義一 
農 商務 大臣 山 本 達 雄 
內務 大臣 床 次 竹！ 一郎 
文部大臣 中橋德 五郎 
遞信 大臣 野 田 卯太郞 

〔左の 報吿は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 八日 延松鐵 道 速成に 關 する 建議案 委員 行德健 
男 君 辭 任に 付 其の 補闕 として 山田诛 一 君を 議長 
に 於て 選定せ り 

一昨 十日 私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 委 M 林 
毅陣 君辭 任に 付 其の 補闕 として 氣賀勘 重 君を、 
都市 計畫 法案 外 一件 委員 山田珠 一君辭 任に 付 其 


の補闕 として 森秀次 君を •大正 六 年度 f« 脯金茭 
出の 件 外 六 件 (承諾を 求む る 件) 委員 加 藤 政 之 
助 君、 鈴 木 富士彌 君 辭 任に 付 其の 補闕 として 本 
田恒之 君、 山 田珠一 君を 孰れ も 議長に 於て 選定 
せり 

一 今 十一 日 私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 is 員 
森 本是 一郎 君、 小 田 切 磐 太 郎君 辭 任に 付 其 補闕 
として 飯 田 精一 君 •隅 田豊吉 君を S 長に 於て 選 
定せり 

一 去 八日 辭任 したる 常任委員 左の 如し 

第 六部 選出 豫算委 M 井島 篛雄哲 
一 今 十一 日常 住 委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 
第 六部豫 算 委員 

毛 里 保 太 郎君 C 井島 義雄君 補闕： > 
一昨 十日 委員長 及 理事 3L 選の 結果 左の 如し 
都市 計® 法案 外 一件 委員 

委員長  小山  溫君 

f 前 田米贼 君 
横 山 勝 太 郎君 
理事  i 高木 益 太 郎君 
小川 鄕太郞 君 
(河 野徹志 君 

煙草 專賣法 中 改正 法律案 外 一件 委員 

委員長  武 藤金吉 君 

一隅 田 豊吉君 
理事  一森 本是 一郎 君 
一松 井 文太郞 君 

一 今 十一 日 私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 委 M 
長 補 ia 選擧の 結果 左の 如し 
私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 委員 

委員長  氣贸勘 重 君 
(委員長 林毅陸 君補闕 〕 
外交問題に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 二月 十日 

提出者  押 川方義 
賛成者  金 杉英五 郞 
外 三十 一人 

外交問題に 關する 質問 主意 書 
今回の 講和 會議に 於て 帝國 政府 か 提出した る 重要 
事 lii を國 民に 對し 公表せ さる K 意 如何 

右 及 質問 候 也 _ _ 

靑年指 S に關 する W 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
一一 七 七 
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七 八 


大正 八 年 二月 二十 五日 
提出者  田 中 萬 逸 
荇成者  武富 時敏 

外 三十 人 

靑年指 _ に關 する 再 質問 主 窓® 

I 本員の 提出に 係る 靑年指 海に 關する 質 間に 對す 
る 答 辯 ® に 依れは 政府は 靑年 をして 健全なる 國 
民 善良なる 公民た るの 素質を 得せし むる を 以て 
方針と し 之 か實 施の 方法は 地方の 情況に 應 して 
宜しき を 制せむ ことを 期しつ、 ありと 云へ るか 
果して 然らほ 從來の 統一的 指導の 方針を 一變し 
たる か 

一田 中 陸軍大臣は 常に 靑年國 の 指導に 對し 統一的 
方針に 邈るを 熟 心に 力說 せられつ i あるか 前記 

床 次內務 大臣、 中 橋 文部大臣の 指® 方針と 扞格 

する 所な きか 

右 及 再 質問 候 也 

國民 思想の® 導に 關 する 再 質問 主意 醫 

右成 規に據 り 提出 候 也  、 

大正 八 年 二月 二十 五日 

提出者  田 中 善 立 

質 成 者  武 富時敏 

外 三十 三 八 

國民 思想の 善導に 關 する 再 質問 主意 書 

益に 提出した る國民 思想の 善導に 關 する 質問に 對 

する 政府の 答 辯 中 各般の 施設を 整備し と あるは 如 

何なる 施設の 謂な り や 

右 及 再 質問 候 也 _ 

高等 敎育機 關咐設 に關 聯し敎 育 振興に 關 する 質 

間 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 八 年 二 月 十五 日 

提出者  白 河 次 郞 

賛成者  鈴 木 梅四郞 

外 Ill 十二 人 

高等 敎育摁 關增設 に關聯 し敎育 振興に 關する 質 

問 主意 書 

一 高等敎 育 機關佾 設の 必要は 固ょり 之を 認むと 

雖_ 務敎 育の 向上 充 實 も 其の 機運 方に 迫れり 

と 信す 列强戰 後の 文政に 於て 此の 趨勢 極めて 

願 著なる のみなら す 中等 敎育も 亦 之を 義務 敎 

育と なすへ しとの 議論 すら 生し つ、 あり 我 か 


國に 在りて <3: 現 時の 義務 敎育 年限 か旣 に列强 
に 比して 短 少なる のみなら す 我 か國に 特有な 
る 國字國 語の 敎授に 時間を 要する ことの 多大 
なる は 一 屏敎 育の 能率を 低下せ しむる もの あ 
り國民 全般 知能の 水準を 高め 國 木を 培養し 國 
力を吩 進す るか 爲に 義務 敎育 年限の 延長 ほ 速 
に 之を 寶 施せ さるへから す 政府 ! 3: 悠々 として 
國 費の 餘裕 若は 地方 財政の 豊滿を 待たむ とす 
るか 最近に 於て 之を 斷行 する の 意思な きか 
二 若 最近に 之を 斷行 する の 意思な しとせ (3: 必し 
も 他日を 待ちて 劃一に 全國 一時に 之を M 行す 
るの 必耍な しと 信す 財政に 於て 之 か 負擔 に堪 
ふる 地方 又 ほ 義務 敎 育を ¥ りて 他の 中等 程度 
の學 校に 進ま さる 兒 童の 高等 小學に 入る もの 
の 歩合 最多き 地方 又は 補習 敎 育の 稍 完備せ る 
地方を 擇ひ先 つ 義務 敎育 年限 延長を 强 制する 
の 制を 定めて は 如何 

三 中等 學校以 h の敎 負に 對 して 年功加俸の 制を 
設けら る i は 早晩 K- 行 さるへ きものな りと 信 
する も 之を 私立 學校敎 員に も均霑 せしめ 國費 
を 以て 支給せ むこと に對 して 考廬 せられつ X 
あり や 

四官 公立 學校敎 員 退職 恩給の 制は 之を 私立 學校 
敎員 にも 均霑 せしめ 同し く 國费を 以て 支給す 
るを 要す 當局の 意向は 如何 
五 臨時 敎育會 籤ょり 建 載した る敎 育の 本旨 貫徹 
に關 する 決 11 の條項 中 第二 項の 法制 改廢 第五 
項の 社會政 策の 如きは 最 賛同す へしと す是れ 
所謂 社 會 組織の 敎育 化と も稱す へき 一部 面に 
して 此の 類尙勘 少なり とせす 文部省は W に學 

校 行政の 首腦た るに 止ら す 最廣き 意義に 於け 

る 帝 國文敎 の 振興の 爲に 博大なる 政策を 定め 

敎育的 見地ょり して 國 政の 一切に 渉りて 非敎 

育 的なる もの 又は 敎 育の 効果を 薄弱なら しむ 

る ものを 指摘し 善導す るの 雄志な きか 而て之 

か爲 には 內 閣總理 大臣に 商 踁 する 今の 臨時 敎 

育會！ 一の 如き ものを 常設 機關 となす も 亦 可な 

りと 信す 如何 

六前條 の 調査 及 處理を 包括し 更に 最廣き 意義に 

於け る 社會敎 育の 振興を 刷る か爲に 文部省に 

社 會敎育 局の 新設を 要せ さる か 

七 海陸 軍に 於け る壯 丁 の 訓練は 之を 國民敎 育の 


補習 又は 完成と 見られ さるに 非す 將校は 此の 
意味に 於て 重要なる 普通教育 者な り 故に 海道 
兵 學校及 陸軍 士苜舉 校の 學科に 直接 兵事に 關 
する もの 以外を 佾設し 特に 敎育學 必修の 要 あ 
りと 信す 文政 當局ほ 速に 軍政 當 局と 之を 協定 
するを耍す而して是れ他日現役叉ほ豫後闹將 
校を 谷 稲 學 校の 敎官と 爲すの 準備と しても 須 
要な りと す 文部大臣の 意見 如何 

八敎育 行政の 統一を 計る か爲 に內務 省の 國立感 
化院遞 信 省の 商船 學校農 商務省の 水產講 習 所 
等を 文部省 所 is に 移さむ ことを 欲せ さる か 

九前條 の統 一 を斷 行し 而 して 更に 國立 感化院 及 
商船 學 校を 增設 する の 必要な きか 水產敎 育に 
至りて (X 帝 國の 地理 的 資源に 顧み 最擷 張を 要. 
す 政府は 現在に 於け る 水薙 講習 所 一校 及 帝 國 
大學 農學 部の 水產學 科の みを 以て 足れり とす 
るか 

十 物質文明 尊重の 弊害 it 這 次の 高等 敎育 機關增 
設の計 劃に 就ても 亦歷 々たる もの あり 精神 文 
明 向上の 爲に各 綜合 大 學に必 文學 部を 設けし 
め埴科 大學に 在りても 必須なる 文科 的！！ 座を 
置かし むる の 要な きか 

十一 美術 學校及 音 樂學校 か 現在 隙に 一校の みに 
止る ほ _ 術敎 育に 於て 餘 りに 貧弱な りと 信す 
又 同種の もの 一  i 校 以上 存立す る (i 研鑽の 競爭 
的 向上を 計る 所以な り 京都 學 校を 國立專 
門學 校と 爲し 其の 美術 敎育を 向上 振興せ しめ 
又 別に 關西 方面に 音樂學 校を 創設して は 如何 

十二 大 學文學 部に 於け る a : 學國學 の 研究に 關す 
る 施設の 外 更に 神宮 皇學 館を 國 立大學 と爲し 
別に 現在 程度の ® 門 部を 併設し 我か皇 學國學 
研究の 最高 淵叢と なし 以て 所謂 國體觀 念を 明 
徵 にして 之を 屮 外に . if 彰す るの 中心 ^ 府たら 
しむる は 文化 政策の 最須 急なる ものと 思惟せ 
さる か 

十三 佛敎 各派に 於け る 特殊の 敎育撻 關 の外佛 敎 
各宗の 連合を 以て 一の 財團を 組織せ しめ 宗派 
に 超越せ る通佛 敎の 最高 研究 機關た る 大學新 
設の 必要 ありと 信す 文部大臣は 之 か勸獎 斡旋 
の勞を 執る に 意な きか 

十四 高等 文官 及 判 檢事か 現 時の sa く單 に® 門に 
偏せ る學術 技能に 依りての み 登擧 せらる、 は 


時として行政又は司法 〇 運用に於て其の ^ :^ 
を發沛 する の途 1 v s o 及 社 l^ o fR ^ とな 〇  乂 
心を 卒ひ得 る 所以に 非す tt に 之 か ^ に 
は國民道德學社&學敎育舉..、心理 ^ . -.;' ° .、3: 
的學 科を 適宜 參酌 して ^ - 踝 せ さるへから すと 
信す 文部大臣は 文敎 の當 局と して 之を f'i J す 
るの 必耍を 認めさる か 
右 及 n 間 候 也 

以上 述ふる 所に よ on 間の 趣旨 明瞭な りと f,i する 
か故に特に識增に於ける辯明を省略すへく |!. £ ^ 
機關咐 設に關 する 預筘案 及 法 fit 案. の蒞蕺 と關 じす 
る もの あるに te り 文部大臣は 成る へく 速に ir? lfli を 
以て 文政 常 局と しての ;' a ii を 忌 tin なく 詳細 明晰に 
答 辯せられ むこと を阐む 一 
〇篛 畏 (大岡 育造 君) 是 よ〇會 認を 開きます 御 諮り 
申す ii-f があります 、鹩 R 輿 村 三！ 3 之 助 君よ 〇辭職 の 
願 出が あります 「今般 病 氣に催 〇翔師の勸吿に祁き 
靜義 の必耍 有 之 到底 職務に 難堪 候間茲 に辭任 仕 候 也 
J 右 許可す るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔異議な し異 II なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造嵙 ) 御 異議なければ 許可 致します 
尙ほ 左の 議負 より 請暇の 申出が あります-病 氣に付 
昨 十日より 向 ふ 二週間 恒松隨 题 君、 病氣に 付 今 十一 
日より 向 ふ 十日 間 亘理胤 正 君 >  右 許； 5 •する に 御 ^ 謅 
ありませ ぬか。 

〔「 異憩な し 異識な し J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

0 議長 ( 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 許可 致します 
更に 第三 部 選出 決 莴委員 川 村 悖 君， 第 八部遝 U1 決 x£ 
委員 a 理胤 正 ft 、 右 常 fr: 委 M 辭 任の 申 川が あります 
許可す るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 ® なし 異觳な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

0S 長 (大岡 育造 君〕 異議なければ 許可 致します、 
其 部の 諸君は 速に 補 闕選擧 を 行 ひ、 御 屈 / 11 あらん こ 
とを 希望し ます。 

〇 齋藤珪 次 君 是よ り木津 川 治水に 關する 建 謎 案の 
娶 員會を 開きます から、 許可を 願 ひます。 

0_長( 大岡育 造； 許可 致します = . 

〔齋藤 球 次 S 「どぅか 委 M 諸 裆は委 M 室に 御 出 
でを 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

〇 法學博 士鹈 澤總 明君 大正 六 年度 裸 備金茭 出の 件 
外 六 件の 委員 會を 開きます から、 許可を 願 ひます。 
〇識長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 
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〔法 學邸士 鵜 澤總明 君 r 委 a 諸君は 委員 室に 御 
集りを 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

〇屮鈐 萬 次 郎君 是から 耕地整理 法 中 改正 法律案の 
委員 會を 開きます から、 許 n7 を 願 ひます。 

0_長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

L 中 4 •萬 次 郎君 「委員 諸君は 委員 室に 御 集りを 
願 ひます」 と ^ ふ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 是 ょり 質問に 移ります， 社會 
主義 取締に 關 する 質問 —— 鈴 木 富士彌 君。 

0 赤間离 之 苦 君 決算 委 負 第五 分科 會を 開きたい と 
思 ひます から、 御 許可を 願 ひます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 赤 間 君 I 許可 致します。 

〔赤 間 嘉之吉 君 「どぅぞ 委員 室に 御 集りを 願 ひ 
ます」 と 呼 ふ〕 

社會 主義収 締に關 する 質 間 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 八 年 二月 十九 日 

提出者  鈴 木  富士彌 

賛成者  圃 口  秀雄 

外 三十 三人 

社會 主義収 締に關 する 質問 主意 S 

近年 社會 主義に 對 する 當 局の Jg 締 方針 苛酷に 過き 

却て 溫和な る 社 會 主義者を 驅て 過激に 赴かし むる 

の危險 あり 一槪に 社 會主遂 と 謂 ふ も 其の 分派 數十 

其の 總て か國家 存立の 基礎を 危く する ものに 非す 

加 ふるに 歐 米諸國 近代の 政治的 施設は 悉く 其 基礎 

を 社會 主義の® 念に 置く 然るに 帝國 官憲 獨り此 の 

世界的 潮流に 反抗し 

一 社會 主義に 關 しては 一般に 言論 出版の自由を 

萌ひ 

二 特に 社會 主義者に 對 しては 之を 遇する 恰も 罪 

囚の 如く 

其の 迫害の 辛辣 冷酷なる 世界 多く 其の 比を 見す 是 

れ rf に 帝 國の 一大 汚 ® なる のみなら す 却て 國 家の 

存立を 危險に 迫く の Is ありされ は當 局は 速に 其の 

方針を 改め 世の 所謂 社會 主義 及社會 主義者なる も 

のに 對 しては 先つ 所說 の黑 白を 甄 別し 其の 穩當な 

なる ものに 付て は斷乎 収締を 解放し 自由 討究 並自 

由宣傳 の餘地 を與 ふるを 以て 刻下の 急務な りと 思 

料す 内務 大 K の 所見 如何 

右 及 質問 候 也  ( 

I  社锊 主蕺収 締に關 する H 問 (鈴 木富士 


彌君 提出) 

〔鈴 木富士  S S 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 鈴 木 富士彌 君 社會 主義の 取締に 關 しまして、 政 
府に 質問を 致したい と 思 ひます、 質問の 要領は 質問 
趣意 害に 揭げ てあります、 今 其 趣意を 一層 明確に す 
る爲 めに， 事 實を三 段に 分ち まして、 卑見の 存する 
所を 申 述べて 見たい と 思 ひます、 第 I 段、 政府は 社 
會 主義を 危險 思想な りと 思料す る や •第二 從來の 社 
會 主義収 締 方針 苛酷に 失する と 認めざる や、 第三 政 
府は 社會 主義 取締 方針を 改む るの 意思な き や、 以上 
三點に 分ち まして 申 述べて 見たい と 思 ひます、 本論 
に 入ります、 前に、 I 應私の 立場を 申 上げて 置きた 
いと 思 ひます るが •私は 社會 主義者では ありませ ぬ 
曾て 社會 主義に 關する 論文を 書いた こと もなければ 
演說を 致した こと も ありませ ぬ •今回 此質 問演說 が 
社會主 義に關 する 言論の 皮切りであります、 將來の 
事 li 神なら ぬ 身の 知る 由 も ありませ ぬが、 少く とも 
現在に 於て， 又 過去に 於て、 私は 決して 社會 主義者 
であり ませぬ， 又 私の 友人 中には、 一人 も 此社會 主 
義 者と 云 ふ ものが ありませ ぬ此 質問 趣意書を 議會に 
提出 致しまして から 後に、 社會 主義者の 訪問を 三回 
許り 受けた ことがあります が、 何れも 初對 面の 人で 
あります、 即ち 私は 社會 主義者に 非ず、 又 社會 主義 
者の 友人で もない のであります、 が、 今回 此 KS 演 
說を爲 す 所以の もの ほ 何で あるか、 政府 二十 年来の 
傳統 的の 社會主 義収締 方針が、 餘 りに不 條理 であり 
餘 りに 非常識で ある 爲めに •外に 對 しては 帝 國の面 
目を 傷け、 內に 於て は 帝國を 却て 危殆に 導く の 虞 あ 
るが 故に、 見る に 見兼ねて 此 質問を 致す 次第で あり 
ます .…：  r 

〔議長 大岡 育造 君 退席 副議長 濱田國 松 君 議長 席 

に 著く〕 

〇 鈴 木 富士彌 君豫め 誤解の ないやぅ に、 政府に 於 

て も 御調 下さらん ことを 願 ひます、 第一 段の 質問 ほ 

政府は 社 會 主義を 危險 思想な りと 思料す る や •從來 

政府の 執り 来れる 社會 主義 取締 方針 か， 頗る 苛酷で 

あつたと 云 ふことは、 世 旣に 定評が あります、 獨り 

日本人 自ら •か 一般に 斯く 感じて 居る のみならず、 外 

國人も 亦 其 事 實を 認めて、 陰に陽に 日本の 政府を 非 

難 致して 居る のであります、 數年 前に 或る 外 國の雜 

誌に 「日本の 文化の 程度の 低い ことは 社會 主義者に 


對 する M 締 の ® i る 苛酷で ある 一事に 徵して も 略々 想 
像す る ことが 出來 る」 と 云 ふ 皮肉な 批評を 掲げて 居 
つたこと を 記憶 致して 居ります、 其莳 酷で あると 云 
ふ實例 ほ、 私が 手許に 澤山 持つ て 居ります、 是は後 
段に 申 述べます が、 確に 事 實で あります •元來 日本 
の 官憲は •どうして 斯く社 會 主義者に 對して 苛酷で 
あるかと 申します るのに •是は 多分 社會 主義は 危險 
思想で あると 考へ 居る からで あらう と 思 ひます、 勿 
論內務 省の 高等官の 連中は、 何れも 最新の 教育を 受 
けた 方でありまして 社會 主義に 對 して、 相當な る 了 
解を 有つ て 居る 人々 であります けれども •奈何 せん 
直接 取締に 從事 する 警視 廳 •並に 各 警察 親の 官憲は 
深き 了解が 無い、 何れも 社會 主義を 危險な る 思想な 
るが 如くに 認めて 居る 形跡で あるので あります 、社 
會 主義と 一槪に 申しましても 幾多の 分派が ありまし 
て溫 和なる もの も あれば、 隨分 過激なる もの も あり 
ます、 之を 一 率 一 體に取 扱 ふと 云 ふ 事は" 頗る i[ 暴 
であると 思 ふ、 一視同仁と 云 ふ 事が あります が，. 官 
憲の遺 方は •丁度 一視 同惡 とも 謂 ふべき ものである 
其 間 何等の 區 別を 致さない ので ある、 是は 畢竟 社會 
主義の 何物た るかを 知らぬ から •左 _ な 事になる の 
であらう と 思 ひます •まさか 知つ て 居れば •斯樣 な 
不條理 な 取締を する 理由が 無い、 世の中に 知らず し 
て 事を 爲す位 危險な ことは あるまい と 思 ひます、 丁 
度 盲人が 杖 無しに 道を 步くや うな もので、 傍の 迷惑 
は 假 りに 宜 いとしても、 終には 自身を 亡す やうな 事 
になり はしない かと 思 ふので あります、 社會 主義が 
果して 危險な り や 否やに 就て、 今 私の 存じ 寄りの 事 
を 申 上げて、 其 筋の 了解を 得て 置きたい と 思 ふので 
あります、 第一に 當 局の 御 留意を 願 ひたいと 思 ふの 
は、 社會 主義は 經濟 上の 主義で あつて， 政治 上の 主 
義でな いと 云 ふ 事であります， 唯々 其 主義を 實 行す 
るが 爲め には •政治 上の 力 も 藉らな ければ ならぬ け 
れ ども 是は其 手段で あつて、 目的では ない ので あり 
ます、 政治 上の！！ 革を 目的の 中に 强く 包含せ しむる 
主義 •例へ ぱ 無政府主義の 如きは， 正確なる 意味に 
於け る 社® 主義と 云 ふことは 出来ぬ のであります、 
近頃 鹿い 意味に 於き まして 「無政府主義」 「サン ヂ 
カ リズム」 の 如き もの も •一概に 社會 主義と 申して 
居ります けれども 是は 恰も 「ビス マ ー ク j を 社會主 
義 者と 申す やうな もので •唯々 廣い 意味に 於け る 一 
つの 形容詞に 過ぎない 正確なる 意味に 於て 政治 上の 


變革を 目的と する 主 は、 社會 主義では ない ので あ 
ります、 社會 主義者は、 時に 「革命」 なる 文字を 用 
ゐる ことがあり ます けれども ’是は 社會組 織の 革命 
を 意味す るの みで あ 〇 まして. 政治 上の 革命を 意味 
する ので ほ ありませ ぬか、 社會 主義者は 決して 國體 
の變 革を 希菌す る ものでは ない のであります、 唯今 
の社會 m 織が 惡い爲 に、 資本家の みが 利益を 觀斷致 
しまして， 勞働者 と 云 ふ ものは 洵に潤 むべき 狀態に 
在ります から r ' 之を 矯正し やぅと 云 ふの が 社會 主義 
であります、 此 主義 其の 4 のに 於て •何等 不穩な る 
分子は 認められぬ のであります、 決して 國家 存立の 
基礎を 呪 ふと 云 ふが 如き ことがあるべき 道 1® は 無い 
唯々 官憲が 其 本質を 知らず して 無暗に li 迫す るの 結 
果 、餘 憤の 迸る 所、 時に 暴力に 訴 へる ことがない と 
も 限らない、 是は 恰も 大河の 流れを 阻む と、 水が 汎 
濫して 堤防を 缺潰 し， 沃野 千里を 水中に 埋沒 する の 
と 同じ 事であります、 是は 畢竟 官憲が 其處 置を 誤る 
の 結果でありまして、 社會 主義なる ものは、 本來斯 
の 如き 革命的 思想を 有つ て 居る ものでは ない 「サン 
ヂヵ リズム. I 無政府主義は 此限 りに 在らず であり ま 
すけれ ども、 一般に 社會 主義と 稱せら る V ものは、 
經濟 上の 主張た るに 過ぎぬ のであります、 此點を 先 
づ第 一に 御 諒解を 得て 置かなければ ならぬ と 思 ふの 
であります、 第二に 於き まして、 社會 主義 ほ 社會に 
對 する 不平の 聲では なくして、 其 不平を 救濟 する 爲 
めに 起つ た 所の、 社會 改善の 叫聲 であると 云 ふこと 
ございます 、社 f? に 不平が あるから、 社 會 主義なる 
もの、 起る 必耍が 生じて 來た ので ある， 社 會に不 平 
が 無ければ 社會 主義の 起る 必要は 無い、 其 不平を 根 
絕す る爲 めに 歐羅 巴の 思想家が 腦漿 を榨つ て考 出し 
たもの が， 即ち 玆 に社會 主義と なつて 現れた ので あ 
ります 然らぱ 現代の 社會 には 如何なる 不平が あるか 
と 申します のに、 產 築 上の 利益は 資本家が 獨 
り 之を is 斷 して、 勞蚴 者 (i 其 分配に 與かる ことが 出 
ない、 是が 一つ、 (二〕 資本家が 益々 富んで 少數と 
なり、 勞働 者は 益々 貧乏に なつて 其の數 を增 すと 云 
ふ 事、 是が其 一つ、 此二 つの 不平の 聲と云 ふ ものは 
現代の 社 會の二 大病 弊であります •此 不平 •此病 脒 
の 由つ て 起る 根源は 何で あるかと 申します るに、 是 
は 現在の 經濟 組織， 即ち 私有 財產 制度と 產 業の 自由 
競爭 制度であります、 私有 財產 制度、 產 業の 自由 競 
串 制度と 申します ものは、 第 十八 1!i 犯の ェ 菜 革新の 

一一 七 九 
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起る 以前まで ほ 格別な 弊害が なく、 當 時の 社 锊 組織 
として ほ、 最も 其當を 得た ものであると して 何人も 
異論の 無かつた ものであります、 然るに 其 後に 至り 
弊害が 段々 生じて 來た のであります、 第 十八 世紀の 
後半期 千 七 百 六十 九 年に， 英國に 於て 「ヮット」 の 蒸 
汽機關 が發 明せられ て以來 、綏 いて 谷 種の 紡績 機械 
谷 種の H& ■機械が 發 明され て、 茲に 自家製 造に M し 
たる 工業と 云 ふ ものが、 一轉 して X 場 製造の 時代と 
なつた のであります、 而 して 勞働 者と 云 ふ 新しい 階 
級が 生じた のであります、 昔年 H 業を 以て 生計を 營 
ん で 居つ た 職人、 並に 副業と して 工業を 營んで 居つ 
た 農民と 云 ふ ものは、 此大 仕掛なる H 業經營 者に 壓 
倒せられ， 彼等は 職を 失つて、 遂に 其 H 場の 勞_ 者 
となる やぅに なつた のであります、 斯樣 な憫れ な 境 

遇に 陷つた のであります、 是に 於て 始めて 資本家と 

勞® 者との 階級が 分れて 来ました、 勞砌 者は 如何な 

る 地位に 居る かと 見ます れぱ 、浼に 憫れな る狀 態に 

在る のであります、 勞働の 時間 及 方法の 如きは 資本 

家の 勝手に 定めた 規定に 服從 しなければ ならぬ、 終 

日 H 場に 在つ て 黑い 煙に 塗れて、 機械と 共に 撰 息し 

て 家族幽 _ の樂 をも享 くる 事が 出ぬ と 云 ふやぅな 有 

樣に なり、 又衞生 設備の 不完全なる 爲め 、著しく 健 

康を 損じ •又 機械の 設備が 危險 なる 爲め に， 或は 不 

具 者、 或は 騣疾 になる と 云 ふ 者 も 多い のであります 

又 一朝 恐慌が 起つ て不 景氣 になれば、 忽ち 其 職を 失 

はなければ ならぬ、 然も 其 得る 所の 賃銀は •僅に 自 

分 自身と 家族を， •辛 じて 扶持す ると： K ふ 有樣に 過ぎ 

ぬのであります、 然るに 資本家の 地位は 著しく 懸隔 

がありまして、 X. 場から 生じた 所の 利益の 大部分は 

之を 手中に 收 めて、 資產は 日に咐 大して、 坐ながら 

勞せず して 富み、 酒池肉林、 飽食暖衣、 思 ふ 事 成ら 

ざるは なく* 爲す事 成就せ ざるは なしと 云 ふ 有樣で 

ある、 其 地位は 期の 如き 雲泥の 相違が あるので あり 

ます、 是に 於て 資本家と 勞働 者との 衝突の 起り ます 

のは 自然の 勢であります ，勞働 者 tt fffl 結して 同盟 罷 

業を なし、 勞 銀の 增 加， 勞働 時間の 短縮 杯を 資本家 

に 迫りました、 是に 於て 勞鋤間 題が 生じた ので あり 

ます、 斯くて 英吉利は 第 十八 世紀の 末葉ょり， 佛願 

西は 第 十九 世紀の 初葉より， 獨逸は 第 十九 世紀の 中 

葉より、 而 して 日本は 第 十九 世紀の 末葉より、 此勞 

働 者 問題が 起つ て、 私有 財產 制度 ■生產 の 自由 競苹 

制度の 缺陷 を is 憾なく 暴露す る ことにな つたので あ 


ります、 勞働 問題は、 畢党 社會 組織に 對 する 不平の 
聲 であります 此不 平の 聲を賴 挺すべく 良案と して 考 
出された のが、 此社會 主義であります、 即ち 社會主 
義理 想と する 所 ほ、 現在の 經濟 組織で ほ， 到底 勞働 
者の 窮狀 を救濟 する ことが m 來ぬ 、故に 之を 根抵か 
ら 破壊して、 玆に新 社會を 建設 L て、 生 產璣關 なる 
もの ほ 總て 之を 國有と 致して、 依て 資本家なる 社會 
階級を 絶滅せ しめ、 而 して 生 產 業を 悉く 之を 官業と 
して、 天下の 人民 悉くを 官吏、 又は 官業の 使用人た 
らし むるべし と 云 ふに 在る ので ございます* 社會主 
義の 流派は 色々 違 ひます けれども 、是が 今日 社會主 
義に 共通なる 觀念で あります、 故に 社會 主義は 不平 
の聲に 非ず して、 救 濟の聲 であります、 隨て其 思想 
は 元 來危險 の 伴 ふと 云 ふこと が 無い ものであります 
それから 第三に 當局に 御 留意を 乞 ひたいと 思 ふ 事は 
日本 社會 主義者の 大部分は 、「マルクス」 派の 純正 
社會 主義、 並 「フ H ヂ ナン ド、 ラッサ ル」 派 國家社 
會 主義者で. あると 云 ふこと であります、 無政府主義 
又は 「サン ヂヵ リズム」 を 奉じて 居る 者は、 極めて 
少數 であります、 私は 此 質問 趣意書を 提出 致し まし 
た 後に、 封書を 以て 東京 在住の 著名なる 社會 主義者 
二十 名を 標ん で、 其 抱懐す る 所の 社會 主義の 要旨 如 
何と 云 ふ 質問を 致しました 所が、 返答を して 来た 者 
が 十五 名 •其內 「マルクス」 派の 社會 主義を 華ず る 者 
は 七 人、 國 家 ) nt 會 主義を 奉ずる 者が 五 人、 共產 主義者 
が 一人、 基督 敎社會 主義者が 一人。 無政府主義者' か 
I 人、 斯樣 なる 內譯 になつ たのであります、 詰まり 
此 「マルクス」 派の 社會 主義者が 一番 多數で ありま 
した、 然 らば 「マルクス」 派 社會 主義は： 如何なる 
事を 主張す る 所の 「ソシ ア リズム」 であるかと 申し 

ますと 「マルクス」 は 御 承知の 如く 近世 社會 主義の 

鼻 ® 3 と稱 せらる、 程の 人であります、 其 著書 「共產 

黨 宣言」 r 經濟學 評論」 「資本論」 「餘 剩價値 學說 

論」 此四 種の 著書に 依つて、 略 ぼ 其の 思想を 窺 ふこ 

とが 出来る のであります 1 其 中で， r 資本論」 即ち 

p .y .ス 、ヵピ タル」 と稱 する 大著 述 •是は 頗る 難解 

の もので ありました、 社會 主義者の 「パィブ ル」 聖 

書と 稱 せらる、 もので、 是は 衆議院の 圖書 館に も 三 

冊 揃って 居ります、 「マルクス」 派の 社會 主義の 要旨 

は、 土地 及 資本の 公有であります 、一切の 生 產機關 

は 之を 公營 と爲 し、 各生產 L たる 物は 勞働の 功 程に 

應じ て、 之を 勞働 者に 分配し、 消費に 付て 財 產の私 


有を 許し、 家事 羥濟は 今日と rfil じく、 私 羥濟主 義を 
維持す ると 云 ふ學說 であります、 故に 此社會 主義は 
半 共產由 義 とも 申します し、 又 一名 集產 主義と も 申 
すので あります、 而 して 「マルクス」 派の 社會 主義 
の 根抵は 何かと 申します ると •其 一 ほ 彼の 歷 史論で 
ありまして •歷史 を科學 的に 研究して 煜たる 結論. 
即ち 唯 物 史觀が 一つ、 次に 其 二は 彼の 經濟 論で あり 
まして、 特に 餘剩價 値 論が 其神髓 となつ て 居ります 
此唯 物史觀 、並に 餘剩價 値 論の 二つ 大黒柱と なつて 
玆に 彼の ®: 會 主義は 組立 てられて 居る のであります 
詳細なる 事は 時 問が ありませ ぬから 申 上げ ませぬ が 
斯の 如くに して 彼は 斯樣な 結論を 與 へて 居ります、 
「總 ての 歷史は 階級 戰爭の 歷史で あつて 現在の 歷史 
は 有犛 階級 即ち r ブル ジョア ー シ ー」 と無產 階級 即 
ち r ブロ レ タリア ー ト」 との戰 爭に 外ならぬ、 即ち 階 
級の 成立 ほ 一定なる 經濟的 生產及 分配の 關係 から 起 
つて 来る、 權力 支配の 關係 も是か ら發 芽す る もので 
ある >  而 して 現在の 時代に 於て ほ 有產階 級が 經濟組 
織を 代表して 居る が •来るべき 時代に 於て は 無產階 
級が 其 代表者と なる に 相違ない 即ち 當今に 於け る 無 
產 階級 社 會運動 は、 其 兵備を 整へ て 有產者 階級の 城 
塞を 越 はんが 爲めの もので あつて、 私 生產 組織に 代 
ふるに 共產 主義を 以てせん とする に 外ならぬ」 斯ぅ 
云 ふこと を 申して 居る のであります、 それで 「マル 
クス」 派の 說く 所は •一の 制度を 主張す ると 言は ん 
ょりも、 歷 史上の 成 行を 論證す ると 言ぅた 方が 適當 
であるか も 知れぬ 現在の 社會は 進化の 法則に 驅られ 
て、 否で も應 でも 集 產的新 社會の 現出を 餘儀な くす 
ると 說いて 居る ので ある、 故に 人は 之を 溫和な る 社 
會 主義と 唱 へて 居る、 又科學 的社會 主義と 純正 社 會 
■主義 「オル ソドッ クス」 とも 呼んで 居る •尤も 「マ 
ルクス」 の敎義 には 矛盾 も あれば 誤謬 も あると 云 ふ 
ことは、 經濟學 者が 皆な 申して 居ります、 「マルク 
ス 」 の 流を 汲む 所の 「ベルン スタィン」 「カウ ッキ 
1」 の 如きに 致しましても、 尙ほ其 全部を 探 用して 
居る_ では ありませ ぬが、 此 「マルクス」 の 思想と 
云 ふ ものは、 今日 獨 逸の 社 會 民主 戴の 綱領の 基礎を 
成して 居る CD であります、 我 日本に 於ても、 此 流を 
汲む 者が 非常に 多い のであります、 安部磯雄 君の 如 
き、 堺利彥 君の 如き、 其 他 大部分の 人は 此 「マルク 
ス」 の社會 主義を 奉じて 居ります、 河 上® 士の如 き 
は、 新聞に 雜誌に 「マルクス」 の 敎義を 祖述す る こ 


二八 IO I 
とが 頗る 熟 心であります、 特に！ £士が® 力 C 出して 
居ります 所の 「社合 問題 研究」 と 云 ふ : s o tll き ! i 
殆ど 「マルクス」 主義の ®: 門 雄 誌と 云 ふ も 遇 ": 
いのであります、福田博士の如きは「マル，，ス，|の 
學說 には 誤 詡があると云ふことを屮して罟〇ながら 
「マルクス」 の 資本論を 紹介す るのに 全力を 注い -e 
居ります、 且つ 溥 土が 昨年 出版し ました 所の |辩 捫 
經濟 講話」 と 云 ふ e 物の 如き ほ、 卷时に 「マ？/ ス ー 
の 宵 揿を 入れて、 彼れ の 百年を 記念す る 爲 めに ai L 
たと 云 ふこと を醫 いて あ 〇 ます、 内心に 於き まして 
は、 大に 「マルクス」 に® 倒す る 所が ある ものの 如 
くに 見える のであります、 そこで 今度は 我が H 本の 
經濟 組織を 考へて 見ます るのに、 日本の 財政 經 W 政 
策の 上に ハ 段々 「マルク KJ 主義に 近い ものが H 現 
せられつつ あると 云 ふことは、 頗る 注目すべき JJf で 
あります、 例へ ば 鐵 道の 如きは 國有 であります、 塯 
草の 官營が あり、 腰の ¥ 迓 が あり、 又 製鐵 所に 於て 
ほ、 政府 自ら 鐵を 製造して 居ります、 日本 全 國の土 
地の 半分 以上と 云 ふ ものは •公有 即ち 國有及 町村 有 
然ら ざれば 皇室の 所有に なつて 居ります、 其 等の 取 
情を 見ます ると 云 ふと、 日本は 決して 社 #} • 主義 的 共 
產組 織で ほいけ ない けれども、 社會 主義の 主張す る 
一切の 生 產機關 の 公有、 即ち 土地 及 資本の 公有と 云 
ふ 方面に、 稍々 近付いて 居る やぅな 現象を M : して 居 
るので あります、 而已な らず歷 史を 調べて 見ます る 
と、 大 化の 新政と 云 ふ ものは、 即ち 此 社# 主義者の 
理想を 一部 ® 行した ものであると 云 ふこと も 言へ る 
のであります、 孝德 天皇の 大化二 年に、 唐の 制に 做 
つて 班田 收授の 法と 云 ふ ものを 行 ひました、 即ち 良 
家の 子 生れて 六 歳と なるや、 水田！ 一段 (女子には 其 
の 三分の 二〕 を 給し、 毎 六 年に 之を 移し、 嚴に 令して 
土地の 兼併と 賣買 とを 禁じました、 是等は 即ち 社窗 
主義者の 申す 所を 一部分 S 現して 居る のであります 
德川 幕府の 末年に 至りまして、 儒者の 佐 藤 信 淵と 云 
ふ 人が 現れまして、 垂統の 法と 云 ふこと を 主張して 
居ります 「垂 統」 の 法と 云 ふのは 何で あるかと 申し 
まする のに、 是は 即ち 今日の 社會 主義の 理想 其 儘の 
ものである 「マルクス」 の社會 主義と 殆ど 符節を 合 
する が ¢11 きものであります、 是は佐 勝 信 淵の ^ tt を 
讀めぱ 、自らは つきり する. のであります が、 河 上 W 
士は 之を 研究 致しまして r 垂統祕 錄」 と 云 ふ もの か 
ら 、彼れ 主義なる ものを 摘出 致して、 三 箇條の 基本 
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取 則を 舉げて 居ります、 即 ち 第一には、 一切の 賣 K 
貸借、 爾傭は 私人 之を 營むを 嘏禁 し、 凡て 之を 國家 
の公焭 と S す こと、 第二には、 凡ての 國民 は國 家の 
官矩 たる か、 然らずんば 阈 家の 勞働 者た るべ く、 要 
する に國 民を 擧げて S 家の M 接 使用人たら しむる こ 
と、 第三には \ 一切 の租稅 を全廢 し、 國家 政務の 费 
用は、 凡て 事業 公營の 利潤の 一部を 以て 之に 充 つる 
こと、 即ち 立派に 現在の 「マルクス. J 派 社會 主義の 
綱領に 合致す るので あります、 故に 「マルクス」 派 
の社會 主義が、 決して 笸險な りと 云 ふことの あるべ 
き 道理が 無い、 日本の 從來 の經濟 的 設備は、 寧ろ 社 
會 主義に 近い ものが あると 云 ふ 事實に 顧みたならば 
決して 其 性質が 恐るべき もので ない と 云 ふこと が、 
自ら 明瞭す るので あります、 それから 第二に 日本の 
社會 主義者の 比較的 多 K 奉じて 居ります るのは、 國 

家 社 ^ 主義であります •国家 社 # 主義と 申します る 

ものには 二種 類あります， r フ h ルヂ ナン ド、 ラッ 

サル」 と 云 ふ 人の 唱へ た阈 家社會 主義、 是は獨 逸の 

皇室を 中心として、 其 下に 集產 的の 新 社會を 建設し 

やうと 云 ふので あります、 「マルクス」 派の 社會主 

義は 萬國 的であります が、 併し 別に 獨 逸の 皇室を 否 

認 する 杯と 云 ふやうな 不穩當 な 說を 吐いた ことは 一 

度 も 無い、 民主的の 分子が 勝つて 居ります けれども 

決して 政治的 革命を 說い たもので はない、 「ラッサ 

ル」 の瓧會 主義に 至つては、 矢 張此點 は 同じで あり 

まする が、 更に 一步を 進めて 皇室の 力を 藉 りて、 其 

下に 社會 主義を 實行 すると 云 ふこと を 高調した ので 

あります、 之が 爲めに 「フェル ヂナン ド、 ラッサ ル 

」 は 「普® 两皇室 御用 社會 主義 一で あると 云 ふやう 

な 批評を 蒙つて 居る のであります、 日本の 社會 主義 

者の 屮 、白 柳秀湖 君の’ 如き、 高 畠、 遠 藤 •尾 崎、 原 

其 外 二三 氏は、 國 家社會 主義なる ものを 奉じて 居り 

ます、 特に 皇室 中心 社會 主義と 名前を 現は して 

之を 主張して 居る と 云ふ譯 であります、 此 主義は 「 

マルクス」 派の 社 a- 主義に 較べれば、 更に 危險の 分 

子は 少ない のであります、 筚ろ是 は 獎_ すべき もの 

ではない かと 私は 思 ふので あります、 それから 其 後 

に 至りまして 搁 逸に 「ビス マー ク」 が 一種の 社會政 

策を 行 ひました、 千 八 百 八十 三年に 强制勞 働と 云 ふ 

制度を 採用 致し ま -L た、 此經濟 政策を 世の 人が、 俗 

に 「ビス マ— ク」 の國 家社會 主義と 申した ので あり 

ます、 詰まり 現在の 社會 組織を 今日の 儘に IR 績をし 


て國 家の 力で 社 # 政策を 行 ふて、 別に 所有® を 否認 
する 譯で もな く、 又 自由 競爭 制度が 悪る いと 云ふ譯 
でもない、 唯々 其俩 人の 絕對 に爲し 能は ざる 事業、 
又は g 人よりは 政府で やる 方が 利益 ありと 信ずる 事 
業を、 國家 をして 經 營に當 らしむ ると 云 ふので あり 
まして、 是は嚴 格なる 意味に 於て 社 會 主義では あり 
ませぬ、 寧ろ 社會改 良 主義と 稲す るの が 適當で あり 
ます、 r ワグ ナル」 「シユ モラ—」 「プレン タノ」 
「シ H 丨ネ ベル ヒ」 杯と 云ふ學 者が 專ら 之を 帟じて 
居る のであります 、日本に 於き まして 國氏黨 の 鈴 木 
梅四郞 君が、 皇室 社會 新政と 云 ふ 新しい 熟語を 編 出 
して 居ります、 此 皇室 社會 新政と 云 ふ ものが、 詰ま 
〇 「ビス マー ク」 流の 國 家社會 主義を 意味す る もの 
であらう と 信じます、 詰まり 「ヮグネル」 r シユモ 
ラ 1J の國 家社會 主義の 別名に 過ぎぬ のでは ないか 
と 私は 信じて 居ります、 1-- て 帝國辩 と 云 ふ 政黨が 日 
本に 在つ たこと があります、 舊國民 協會の 人々 が、 
佐々 友 房 等を 中心として 組織した る 政黨で あります 
此帝阈 黛の 綱領の 一に、 確か 國 家社會 主義が あつた 
と 云 ふこと を 私は 記憶 致して 居ります、 であります 
るから、 此國 家社會 主義に 至つ ては、 尙更 危險 分子 
と 云 ふ ものは 少しも 無い のであります •福 田 博士の 
如きは、 國 家社會 主義は、 社會 主義と 國家 主義との 
私 生兒で ある 杯と 云 ふやうな 批評を 加へ て 居ります 
是は 純粹な る學 者の 立場から 言へ ば、 種々 又 非難す 
べき 所が あらう と 思 ひます けれども •兎も角も 國家 
社會 主義を 奉ずる 人が 我國 にも 澤山 ある ことは 事® 
であります、 少しも 危險 思想で ない と 云 ふことは、 
勿論 絮說 する 必要の ない ことで あらう と 思 ひます — > 
それから 私の 照 會に對 する 解答 中に 共產 主義と 目す 
べき 者が 一人 ございます、 共產 主義と 申します のは 

共同 生產 •共同 消 15 を 主張す る ものであります、 即 

ち 生 產財產 及 享樂的 財產は 、全部を 擧げて 之を 公有 

にす ると 云 ふ 主義であります、 是は 「マルクス」 派 

の社會 主義に 較べる と* 生產 鹋關を 公有に すると 云 

ふこと ほ 兩者相 通じて 居る のであります けれども、 

消費を 公有に すると 云ふ點 は 違つて 居る ので ありま 

す、 此共產 主義の 理想と 云 ふ ものは、 由つて 来る 所 

が 遠い のであります、 希 腿の 「ブラト ー J は 其 著書 

「共和 國」 「レ パブリック」 に 於て •共 產的新 社 會 

を 描出して 居ります、 其 後 「ト ー マス、 モ ーア」 の 

「 ュート ビヤ j に 於ても 亦 之を 描いて 居ります が、 


最近の 共產 主義の 代表者と も 目すべき 老は 、佛關 西 
の 「パ ボ ーフ」 と 云 ふ 人でありまして、 一切の 土地 
を 平分して、 極端なる 財瘅 共有 制度を 主張した ので 
あります、 其 後に 至りまして 谷 種の 共產 主義が 現は 
il ました* 「サンシモン」 の 如き、 「 フ ーリエ ー」 
の 5n き、 「 トー マス、 ォーゥ ヱ ン」 の 如き、 其說く 
所は 多少 違 ひます けれども •大 體 に 於て 共同 生產、 
共同 消費の 主義を 離れな かつた のであります、 是等 
の共產 主義は 何れも 皆な 感情的で あつて、 學理 上の 
根據は 何も 無い、 詰まり 架 空談で あつて 實際に 適せ 
ない、 それ故に 何れも 勢力を 得る に 至らず して、 遂 
に 世の中に 忘れられて しまつた のであります、 然る 
に佛關 西に 「ルィ ブラン」 と 云 ふ 人が 現れまして、 
一種の 共產 主義を 主張 致しました •生產 組合 設立を 
唱道し ました， 此說は 政府の 採る 所と なつて、 佛國 
革命 政府は 千 八 百 四十 八 年に、 彼れ の 說に從 つて 國 
立 工場を 造つ たが、 是は 遂に 良 結果を 奏する に 至ら 
ずして、 失敗に 終つ たのであります、 斯の 如き _で 
ありまして、 共產 主義と 云 ふ もの ほ、 靼竟 空想で あ 
つて、 實 際に 適しない と 云 ふの が 事實で あります、 
今日日 本に 一人 斯ぅ 云 ふ 主義を 唱 へて 尻る 者が あり 
ますが、 是は餘 り 有力で ありませ ぬ、 併ながら 是と 
て も 別に 危險と 云 ふ 程の もので ない と 云 ふことは、 
其 性質に 見て 自ら 明白であります、 それから 日本に 
は 極めて 少數の 無政府主義者が あります、 無政府 主 
義は實 に危險 であります、 是は 私共 も 其 危險な る こ 
とを 認む るので あります、 是は千 八 百 四十 年頃に、 
佛 蘭 西の r フル-- ドン」 と 云 ふ 人が 初めて 唱へ て、 
一切の 政府を 否認す ると 云 ふ 極端なる 自由を 主張す 
るので あります >  露 西 亞の虛 無 主義 も， 畢竟 此無政 
府 主義の 一別 名と 稱 して 差 茭な いのであります、 そ 
れで 無政府主義と 社會 主義と 何 所が 異なる かと 云 ふ 
と •社會 主義は、 國家萬 能 主義で あるに 對 して、 ぐ 無 
政府 主義は 國家を 否認す るので ある、 此點に 於て 雨 
者が 雪と 炭の 相違が あるので あります、 又社會 主義 
は 富の分配を 公平に 行 ふと 云 ふので あります が、 無 
政府 主義は 權力の 分配に 重きを 置きます、 前漭は 經 
濟 上の 革命 主義なる に反して、 後者は 政治 上の 革命 
主義を も 含んで 居ります、 又社會 主義は 或る 部分 專 
制 主義と 申しても 宜しい のであります が、 無政府 主 
義は極 端なる 自由主義であります、 それ故に 無政府 
主義の 危險な る ことは、 天下 何人も 認めない 者は 無 


い、 彼等 無政府主義者 自身を 除いて；？ r 何人も rii; 險 
視 して 居る ので ある、 國 家の 存立と 相 容れざ る もの 
であります から、 若し 日本に 此 無政府主義者が あつ 
たなら 之を 嚴重に 取締る のは、 當然の 事で-何 \ も 
異論は 無い のであります ，私共 も 決して 是 等の 入を 
も 寬大に 収締れ と 云 ふので はない、 尤も 無政府主義 
者は 極めて 少數で あります、 是 等は 今少しく 骽 重に 
取締つ て も 宜しい 位の 考を 持つ て 居ります、 此無政 
府 主義と 社會 主義を 混同す るから 色々 不徹底な 事を 
する やうになる、 此點 は當 局に 於ても 篤と 御 了 ® の 
ことと 信じます けれども、 直接 取締に 從事す る官® 
は M もす ると 混同す るので あります* 能く 御 留意を 
願は なければ ならぬ と 思 ひます、 日本に あります 社 
會 主義は、 此 外に尙 ほ 基督 敎社會 主義と も 申すべき 
ものが あります、 是は 基筲の 敎義を 以て 社會 主義を 
行 ふと 云 ふので ありまして、 是も 或る 方面から 言へ 
ば 一の 社會 改良主義であります 之を r ソシァ リズム 
j と稱す るのは 聊か 不適 當な名 前では ないかと 思 ふ 
其 詳細 (5; 時間が ありませ ぬから 略して 置く ことに 致 
します、 尙ほ此 外に 佛蘭 西の 「サン ヂヵ リズム」 の 
流を 汲む 者が あります けれども， 是は其 主義を 奉ず 
ると 云 ふょりも、 寧ろ 研究 致して 居る に過ぎない、 
此 「サン ヂヵ リズム」 if 一 の 革命的 勞働組 合 主義 
であります、 其 手段が 極めて 過激で、 直接行動に 依 
つて 主義を 實現 しやう と 云 ふので、 議會 政策， 政黨 
政策、 議會や 政黨の 力を 藉 りて 「サン ヂヵ リズム」 
を 主張す るので なく、 其樣な 手緩い ことは 一切 1H め 
て •直接 行 励， 同盟 罷エか 或は 其 他の 過激な 運 励に 
依つ て、 其 主義を 實 現せん とする ものであります か 
ら 、是亦 危險な る 主義で あると 申す ことが 出来ます 
併ながら 是は 社會 主義と 云 ふょりは、 寧ろ 無政府 主 
義に 近い 一種の 過激 思想で あると 申した 方が , K から 
うと 思 ふので あります、 其 他に 「ボリ シエ ビズ ム」 
露西亞 過激派の 主義が あります けれども 是も 別に 日 
本に ある _では ありませ ぬから rfl す 必要は ありませ 
ぬ、 其 他に 共同 連帶 社會 主義 法的 社會 主義 杯と 云 ふ 
のがあります けれども、 日本には 目下 之を 奉ずる 者 
が ありませ ぬ、 勘 樣な 次第でありまして •社會 主義 
は 本来の 性質に 於て轫 濟上の 主義であって、 政治 上 
の 主義では ありませ ぬ， 又勞働 問題が 發生 する 以上 
は •社會 主義と 云 ふ ものは 當然 起るべき ものである 
資本主義に 對して 社會 主義と 云 ふ ものが、 反 對に毒 
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ともなり* ^ ともなる のであります、 而して 日本の 
社 會 主 J1 なる t のは、 侍な ^ 和なる 所の 「マルクス 
」 社 會主義 者 か、 然ら ざれば 國家 社會 主義者で ある 
珣 政府 主義 「サン ヂヵ リズム」 の 如き ほ 棰め て少數 
であります、 然るに 政府は 此社曾 主義者を 一列 一瞠 
に骽 m なる fli 褅を加 ふると 云 ふこと ほ， ® に當を 得 
た ィので ない と 信ずる のであります •第二 段の 質問 
從來 の 社會 主義 収締 方針は 苛酷に 失すと 認めざる か 
政府の 1 5 •締が 是 等の 13 和なる 社會 主義者に 對して も 
如何に 苛酷に やつて P7 るかと 2: ふ. K 例 ほ 私此處 に澤 
山 持つて 居る のであります、 今 二三の 例を 申します 
れば 、言論 出版の 収締の 如き、 非常に 今尙嚴 m であ 
ります、 尤 .も © 内閣に なりまして、 此點は 稍々 探 •和 
せられた捋がありますけれども、併ながら二十八年 

來傳統 的の 政策と 云 ふ もの か 矢 張 其 形を 存 して 居り 

まして* 直接 此取締 に從事 する 官憲は、 中々 まだ 六 

ヶ敷 きこと を 申して 居ります、 現に 最近に 於き まし 

て堺 利彥 君の 「唯 物史翻 解說〗 と稱 する、 翻譯 街を 

本年 一月に 發賣 禁止を しました •其 內容 は旣に 久し 

く 「新 社會」 と 云 ふ 雄 誌に 續物 として 揭戯 されて 居 

つたので あります、 それを 翻め て W 行 本と すると 直 

ちに 發资 禁止に なつて しまつた •それから 言論の 如 

き ほ 最近 二十 年間に 於き まして、 社 fr 主義 溃說 會、 

若く は 社會主 蕺講演 會と fi の 付いた 集會で 、無事に 

最後まで 演 / した もの ほ 殆ど 一つ も 無い と 云つて 差 

突な からう と 思 ひます、 開けば 直ちに 解散を 命ずる 

それ故に 自然 社 ir 主義者 も 根が 盡きて 演說會 を 開か 

うとし ない、 開いても 無益で あるから 開かない と 云 

ふ 有糅で あります 又 最近 大正 六 年に 堺君が 社® 黨の 

候補者と して 衆議院 翳 M 選 擧場裡 に 現れた 際に， 東 

京 市中で 五 回 演說會 を 開きました けれども、 十分 乃 

至 二十 分に して 悉く 禁止され てし まつた、 而 して 其 

後には fr 場の 持主に 政府から 交渉 致しまして、 貸さ 

ぬ ことにな つてし まつた と 云 ふこと であります •又 

社 ® • 鹄寅言 政見 發 表の 印刷物の 如き、 或は 演說會 の 

「チ ラシ」 の 如き ものは、 殆ど 印刷所にまで 踏 込ん 

で 行つて 之を 押 收し ，或は 組版まで も 破壊せ しめた 

と 云 ふやうな 狀態で ありまして、 誠に 取締が 峻臌を 

極めた のであります、 m 版 物の 中で 發賣 禁止に なつ 

て 居る ものは、 其 e が 少なくない のであります、 今 

一々 此處で 其 名を 列擧 する ことは 致し ませぬ、 又 結 

社の 如きは 殆ど 絕對に 禁止され て 居ります、 又 交通 


に對 する 妨害 も 中々 峻殺な ものであります、 即ち I 
人で 道を 步 くこと が 出來な い、 外に 出れば 必ず 尾行 
巡査が 尾く、 是は 第二次 挂内閣 時代が 一番 酷かつた 
さう であります が、 最近に 於ても 矢 張 尾行 巡査が 廢 
されて ありませ ぬ、 殊に 最近 堺利彥 君の 如き ほ 尾行 
巡査が 三人 も 尾いて 居る、 尤も 其 中の 一人は 憲兵で 
ある、 陸軍の 側から 尾行を 一人 附 けて 居る と 云 ふこ 
とで ある、 而 して 住居の 如き もの も 下宿を 致して 居 
ります と， 刑事 巡査が やつて 来て、 下宿の 主人に 交 
涉して 逐出す やうな 事を する、 それ故に 下宿を 輾轉 
して、 殆ど 居る に處が 無い と 云 ふやうな 憫な 有樣で 
あります、 又 家主を 說 いて 其 家を 逐 出させる と 云 ふ 
やうな こと も あ 〇 ました >  又 職業に 就きましても、 
其 履 主に 對し 色々 の 干渉を して 逐出 させる、 其實例 
は 極めて 多い、 商 ® をして ir ります と 店の 前に 刑事 
巡査が 監視して 居る >  或は 得意先に 行つて， 何故 あ 
あ 云 ふ 所で 品物を 買 ふかと 云 ふやうな 事を 言つて 干 
渉 致します 爲に店 も閉ぢ てし まは なければ な. らぬと 
云 ふやうな 事に なつた 實例も 少なく ありませ ぬ、 總 
じて 就職口に 對す る K 迫と 云 ふ もの も 中々 酷かつた 
のであります、 詰まり 糊口の 途を 塞いで しま ふと 云 
ふ 事を やる、 世に 是 れ位殘 酷の 事は なから うと 思 ふ 
又 交際を 壓迫 すると 云ふ實 例 もあります、 何故 ああ 
云 ふ 者と 交る か •ああ 云 ふ 者と 手紙の 遣 取りを して 
ほいけ ない と 云 ふやうな 事を 言つて、 友人 或は 親戚 
杯と も 殆ど 文通を 杜絕 されて しまう •又 何かと 云へ 
ば 直ちに 險 束して 身體の 自由を 恋 ふと 云ふ實 例は 更 
に 多い のであります、 而 して ii かの 罪を 犯します る 
と嚴剖 を 以て 之に 臨む、 其 ® 例 も多數 あります、 併な 
がら 是 等の 事は まだ 社會 主義者 自身の 受 くる 所の 迫 

害で あるから、 假 りに 宜 いとして 我慢を しても •我 

慢の 出來な いのは、 社會 主義者の 妻子 眷族 及 友人に 

對して 爲す所 の壓 迫であります、 妻に 對 して 迫害を 

したと 云 ふ事實 も澤 山あります、 それが S めに 或 社 

會主義 者は、 協議の 上 妻を 離婚し， 其 妻は 敎師た る 

こ i が 出來ず して 產婆 になつ た、 さう 云 ふ 實例も あ 

ります、 又 結婚せ んと 致しました 所が、 p ffi 廳から 

色々 悪い 事を 報吿 された ので、 破談に なつた と 云 ふ 

實 例 もあります、 其 中 私' か 非常に 神經を 刺戟す ると 

思 ひました のは、 山 口 孤 劍と云 ふ 人の 妹の 某が、 小 

倉の 第 十四 聯隊の 陸軍 中尉の 村 上 某の 細君に なつた 

所が、 聯隊 長が 其 中尉を 呼出しまして、 彼の 妻を 離 


別しなければ隠を罷めるぞと言つて挞迫を致しまし 
たので、 遂に 彼は 賭 別す るに 忍びず して (K 嗷とな つ 
たと 云 ふこと であります、 是等ほ K に殘酷 極る m 方 
であると 思 ふので あります、 又社會 主 fil 者を 友人に 
持つて 居る 關係 で隘を 失つ た實 例は、 博 文 誼に 一人 
あります、 又 中央 新聞の 校正係に も 一人あります が 
名前は 留保して 置きます、 斯樣な 次第で あ 〇 まして 
隨分 政府の —— 政府と 云 ふょり ほ 官憲の 社 fr 主義に 
對 する ■迫 ほ、 實 に 峻烈を 極めて 居ります、 前述の 
如く 本人に 對 する ilf は假 りに 宜 いと 致しましても、 
親戚 故 a に對 して 斯の如 き隧迫 を 加 ふるに 至り まし 
てほ、實に何とも申しやうもない殘忍なる迫害であ 
ると 思 ふので あります、 此 結果は どう 云 ふ 事になる 
か、 斯の如 く殘酷 嚴峻な る肢締 を 加へ る 結果 ほどう 
なる かと 云 ふと、 極めて 明白であります •即ち 羊を 
驅つて 狼たら しむる ものであります 、人は 感情の 動 
物であります、迫害さるれぱ復響を思ひ、駆迫さる 
れぱ 反抗を 思 ひます、 是 ほ 人情であります、 特に 日 
本人は 向 ふ 意 氣の强 い 感情の 緊張した 阈民で ありま 
して、 是は佛 蘭 西 人に 稍々 似た 所があります が、 龆 
に觸 ると 隨分 酷い 事を やり * ねぬ のであります  >  然 
るに 穩和な る社會 主義を 唱 へ、 或は 皇室 中心の 社會 
主義を 唱へて 、社 會の缺 陷に對 して 救濟 の聲を 揚げ 
んと して 居る のに， 無 Iff に 政府が 峻嚴な る 迫害を 加 
へ、 親戚 故 si まで も 虐める， 其 結果は どうなる か、 
其結果を考へたならぱ、罟々ほ實に悚热として肌に 
粟を 生ずる のであります、 私は 玆に 一つの 實 例を 持 
つて 居ります、 大正 五 年の 夏 桑 港に 於て 日本人の 或 
社 fir 主義者が 領事の E 迫を 受けた 時分に、 片山 潜と 
云 ふ 人が 遙々 一書を 桑 港から 內地に 寄越して 居り ま 
す、 それに どう 云 ふ 事が 書いて あるかと 云 ふに r 此 
一事に 依ても 日本 官憲の 社會 主義者に 對 する 所の u 
迫 振を 想像す る ことが 出 來 ると 思 ひます 其 結果と し 
て 邦人 中の 社會 主義者の 多數は 漸次 無政府主義者と 
なつて 居ります、 彼等が 少しく 社會的 活動を すれば 
日本 官憲は 直ちに 注意人物 名簿に 記入して 鄕 里の 父 
兄に 謎 迫を 加へ るので 自然 父兄と も 音信を 斷ち 日本 
政府を 僧む と 同時に 日本を も 厭 ふやう になり 孤立の 
生活に 在って 唯々 絕望 的の 無政府主義 的 思想が 僅に 
彼等の 慰安と なつて 居る ので ある」 彼等は 無政府 主 
義に 於て 一の 慰安を 求めて 居る、 斯う 云 ふこと を醫 
いて 來て 居ります、 是か當 時の 「新 社會」 と 云ふ雜 


■二八 二  _ 

誌に SK つて 居る のであります、 決して 私 li 架空 o -'lf 
を rp 上げる のでは ありませ ぬ、 即ち 斯の如 く 過激 手 
段が 彼等の 絕留的 煩悶を 救 ふ 唯一 〇 方法で :? > ると 云 
ふこと になつ たなら ば、 其 結果は 如何に 恐るべき も 
のであると云ふことは、想俾するに餘あるので -0 〇 
ます厂此政府の二十年來傳統的の社符主茨〇収鉍方 
針と 云 ふ もの ほ、 丁度 德川嵇 府 •か 關ヶ原 合 Ills 後に 浪 I 

人 共に 加へ た 取締法と 罢泥た る ものが あります、 矢 
張 同 摞 の m 行に なつて 居ります、 關ヶ职 後 多 數 
の 浪人が 生じて、 其 浪人が 衣食の m を 求む る ^ めに 
江戶に 集つ た、 それを 収締 るのに 極めて 峻 S5 の 態度 
で 臨んだ、 江 戶に 親戚 故 K の 在る 客で なければ、 K 
ちに 引拂 ふべ しと： K ふ E5 命を 下した、 之が 爲め 左な 
き だに 糊口の 途を 失つ て W 却して rr る浪 /V は、 益 ヶ 
W 窮を 致した のであります、 其 時分に 當つて •是等 
浪人の 身元 引受 A になつ た 者が 即ち 由 井 正 雪で あり 
ます、 由 井 正® は 丸 橋忠彌 と共に 德川嵇 府の 額淠を 
企てました、 其 励 機に 就て は 色々 な ことを ffi* 史家が 
申して 居ります けれども •其® 相と 云 ふ ものは、 即 
ち是等 浪人の 德川幕 府から _ 迫を 加 へられた 所の浪 
人 共が、 由 井 正® を擔 いで 幕府に 弓を いて •一つ 
幕府を 引 繰返して やらう と 云 ふ 企を したと；； <ふ のが 
Is 相では ないかと 思 ひます、 殊に 此丸揺 忠彌の 配下 
に 龆して居つた所の老人颐と云ふもの (5: 、何れも六 
十 歳、 七十 歳、 年老いた る 浪人 共が 節 府の in 宵を 受 
けて、 もう此 世に 望が 無い から、 lit 世の 思 出に 彼等 
老中 共を 斬つ て 斬つ て - tor 捲つ て、 自ら 斬 死を しやう 
と 云 ふ 決心を 致して、 茲に決 死隊を 組織 致した ので 
あります* 實に悲 慘 極まる ことであります、 政府が 
無暗に R 迫を 加へ て、 彼等 糊口の 途を斷 ちます と‘ 

餘 憤の 迸し る所琪 此に 至る ことは， 理の睹 易き yf で 
あります， 斯う 云 ふ 史的 事 實は ‘古 今 JK 西 其 例が 乏 
しくない、 明治 四十 三年に 起り ました 所の 幸德 秋水 
一派の 大逆事件と 云 ふ ものは， 矢張蹉 安四 年に 起つ 
た 所の、 由 井 TK 雪の 變と 同じ やうな 形を 取つ て 居る 
のであります、 明治 四十 j 年 六月に 赤旗 事件と 云ム 
ものが、 神 田の 錦 輝 館に 起り ました •是 は洵に 詰ら 
ぬ 事件で、 白 蜜 瞥官と 赤旗の 乖 ®i をした と IK ふ W 微 
な 事 案であります、 然るに 此 赤旗 事件に 迎 坐した 所 
の 社會， 王 義者は •何れも 皆な ® 刑に 處せ られた ので 
あります、 官吏 抗拒 罪と か、 或 ほ 治安 镂察法 違 fe と 
か 沄 ふ 輕微な 犯罪で あるに 拘ら ず、 皆な S 役 一年 乃 
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至 二 年と 云 ふやうな •  m い 刑を W. 吿せ られた ので あ 
ります •而 して 其 後 社 # 主義者は 一 tg に 非常に 酷烈 
なる 所の 監視の 下に、 身 励き もなら ぬと 云 ふやうな 
酷い 蜓 irJ J を 受けた のであります、 殊に 幸德秋 水の 如 
きは、 自分の 家の 前の 1® 場に 磐 官が 天幕を 張つて、 
二 十八 三十 A ff 夜 詰 W けて 之を 監 S して、 湯に 行く 
にも M 行 巡査が 尾く， 友人を 訪問す るに も 尾行 巡査 
•か 尾く と 云 ふやうな 譯で ►弗 常に 壓迫を 加へ たので 
あります から： 彼等は 絕望的 煩悶に 陷ら ざるを 得な 
かつた ので あ or ます、 IL 乂此 赤旗 事件の 刑 s が餘〇 
酷烈じ0しを恨むの餘0,是等餘憤の迸る所，遂に 
過激の 事を 企つ るに 至つ たのであります、 大逆事件 
と 云 ふ ものは •斯の 如くに して 起つ たのであります 
是は決 して祕 密 でも 何でもない、 大逆事件の 判決と 
云 ふ ものが 雜誌に 載つて 居ります， 其雜 誌は 別に發 

a 禁止に も 何にもな つて 居り ませぬ から、 志 ある 御 

方は 一讀 になれば 、直ちに 明白になる ことで ありま 

す、 赤旗 事件に 起因す る 所の 絕望的 憤激に 依つて， 

此大逆 事件 を 生じた ので ある、 恰も 德川 幕府の ffi 迫 

に對 して， 由 井 正 雪の 變 •か 起つ たと 同じ 形式を 収つ 

て 的 る •洵 に危險 極まる 事で あると 私は 思 ふので あ 

ります、 甜 ほ 方 肋 を！！ へて 骰察 致します るのに •今 

日社會 主義が 非常に 琺んな 阈は 何處々 々であると 申 

します ると， 不 .fn. ss にも 社會 主義に 對 して ■迫を 加 

へた @ に 限つ て 居ります、 比較的 自由な 國にほ 、社 

ir 主義は 餘り熾 んで ありませ ぬ •其證 據には 北米 合 

衆 M はどうで あるか， 自由の 國で あります、 社會主 

義の 唱道に 對 して. 何等 № >11 を 加へ ると 云 ふことは 

ありませ ぬ、 嵇 て米阈 には 亜米利加 社 &•  王 義と云 ふ 

ものは、 殆ど 發展 して 居ない、 社會黛 杯と 云 ふ もの 

は， 殆と勢 力が 無い と 云つ て も 差 支ない、 英吉利は 

どうで あるか、 英吉利は 矢 張 自由の 國 であります • 

英吉利に 於て勞 脚 ?* と 云 ふ ものは 可な り 勢力を 得て 

居ります けれども ■癸 働 黨は 全部 社會. 王 義者で ない 

而も 其 勞脚货 たる や、 其 sa と 云 ふ ものは 極めて 少い 

ので ある、 尤も 昨年 鞀の總 選 犁に 於き まして 幾らか 

數が殖 えました けれども 〔他の 热胶に 比すれば 殆ど 

論ずる に. JI- .らな い •斯桴 に 自由な 國に 於て は •社會 

主義と 云 ふ ものは 決して ® にならぬ、 S! つて 甚制國 

と稱 せられて 居た 所の ^ 西 亞は どうで あるか 「カイ 

ゼル」の下に_迫を蒙って出た所の獨逸ほど5でぁ 

るか、 今 ：=社軻. 3-: 義の本場と云へば獨逸と露西亞で 


ある， 即ち 社會 主義を 常に E 迫して 来た 所の阈 に、 
此の 通り 社會 主義が 熾ん になつて 居る、 遂に 社會主 
義 者の 爲 めに 政府は® 挝され て rl るでは ないか、 露 
西亞 と擺 逸の 革命は 何人が 遂行した ので あるか、 ® 
國 、獨 逸の 政府は、 彼等が 力を 擧 げて應 迫した る 者 
の爲 めに 其 身を 亡ぼす に 至つ たのであります、 是故 
に 無暗に 社會 主義を 謎 迫す る ことの 如何に 危險 であ 
るかと 云 ふことは， 此實 例で も 知る ことが 出來 るの 
であります， 獨逸に 於き まして 「ビス マー ク」 が 社 
會 主義の 鎭麵法 と 云 ふ 法律を 作つ たこと があります 
さう して 社會 主義者に 非常に K 迫を 加へ ました けれ 
ども， 此結果 はどうで あるかと 申します るに、 社會 
主義 ifl K 法が 制定され た 時分に •社會 主義者に 對す 
る 選 擧投票 數と云 ふ ものは、 僅に 四十 三 萬であつた 
ものが、 其 法律の 廢止 をした 時分には •社會 主義の 
投票と 云 ふ ものが、 百 四十 三 萬 •即ち 百 萬の 數を增 
•加し ました-節 隨法を 出した 時分に 勞 _ 組合の 數は 
隨 に 五 萬し か 無かつた ものが、 之を 廢止 する 時に 至 
つて二十萬に殖ぇた，社會主義__法と云ふものは 
何等の 効力を 12 して 居ないで あります から 「フェル 
ヂ ナン ド、 ラッサ ル」 の 如きは 1社會主義_議法は 
社 ir 主義を 鎭 is する ことが 出来な くして* 却て 「ビ 
スマ ーク」 を IL1 K したので ある」 と 云 ふ 皮肉なる 批 
評を 致して 居る のであります、 斯_な 次第で ありま 
して、 ® 峻 苛酷なる 取締 方針は、 獨り 何等の 効果 無 
きのみなら ず 穩和な る社會 主義者を 騮 つて 過激に 赴 
かしめ る ものであります から、 政府 {3: 此傳統 的の 苛 
酷なる 取締 方針と 云 ふ ものに 付て は、 大に 考盧す る 
所が 無ければ ならぬ と 思 ふので あります、 そこで 私 
は 第三の 質問と 致しまして、 玆に 政府は 社會 主義 一収 
締方 針を 改むる 意思な き やと 云 ふこと を 間は なけれ 

ぱなら ぬのであります •先づ 第一に 申 上げて 置きた 

いのは， 危險 人物 名縐の 整理を すると 云 ふこと であ 

ります、 承は ります れぱ、 簪 視廳 には 要 視察 人名簿 

即ち 注意 八 物， 危險 人物の 名簿が ありまして ，それ 

には 甲乙丙丁と 分ち て、 社 會 主義者の 中 一番 激烈な 

る 者を 甲と し* 稍々 ■かなる 者を 乙と し •丙 丁と 云 

ふやう に 四 種類に 分けて ある さう であります が 此帳 
面に 一 度 名を 書かれた 者 ほ 容易に 抹殺され る ことが 

ない、® 令說を 改めて e 和なる 主義に なりましても 

矢 張危險 人物 名簿から 削除され る ことが 出来ない • 

恰も 南 亞米利 加に 在る 底 無地に 嵌つ たやうな もので 


一度 落ちれば 再び 上る ことが / -I'. 來な い、 是が變 視" & 
の 危險 人物に 對する 取締の 方針で ある、 併ながら 今 
B 此名筠 に 名が 載つ て 居る 人で、 初めから 極く 嵌 和 
なる 社會 主義者が あります るし、 又靑 年の 時には 隨 
分 過激な 事を 主張した けれども， 段々 年を 1U り、 社 
會の 經驗を 積む に從つ て、 是で はいかぬ と 云 ふので 
穩和な る 主義に 改めた 人も少 くないので あります が 
其 等が 矢 張 其 儘 危險八 物と して 名簿に 載つ て 居る、 
こんな 固定 的な 危險 人物 名 翰は 整理を して 戴きたい 
何等 危險の 無い 穩和な る 主義者は， 全部 削除す る こ 
とに して 貰 ひたいと 思 ふので あります •勿論 無政府 
主義者、 或は , サン ヂヵ リズム J を璀ず る 人、 激烈 
なる 主義を 奉ずる 者は 此 限に 在らず、 寧ろもう 少し 
嚴 M に J1X 締 つて 差 3k: ない と 思 ひます、 それと 同時に 
私が 玆に申 上げて 置きたい のは、 無政府主義 「サン 
ヂヵ リズム」 杯の 危險の 入物 もあります が、 立憲 政 
體の 下に 於て 立憲政治を 呪 ふやうな 言動を 爲す 者は 
矢 張 一の 危險八 物と 思 ふ •嘗て 或 人は 憲法 中止 論を 
唱へ たこと が ある* 其 八は 今日 果して 憲法 中止. is を 
持つ て屛 るか どうか 知り ませぬ が、 其 後 矢 張 官僚 一 
味の 間に •動もすれば 此 立憲政治を 呪 ふやうな 穩か 
ならぬ 言 励を する 者が ある、 是等は 矢 張危險 人物で 
ある* 無政府主義者 「サン ヂヵ リズム」 主義者と 共 
に危險 人物 名 ?® の 中に 載せて 置く 方が 宜 いと 思 ふ 位 
である、 それから 第三は 庵 行 巡査の 廢止 を ® 吿した 
いのであります、 尾行 巡査と 云 ふ もの ほ、 獨り 本人. 

の 業務を 妨害し 信用を 毁損す ると 云 ふやうな 弊害が 
あるの みで ない、 誠に 無益な ものである、 と 申す の 
は 社會 主義者 も 段々 尾行に 馴れて 来ます と、 巡査を 
出 拔 くことは 極めて 上手になる •之を 捲く ことほ 極 
めて 容易で ある、 と 云 ふのは 尾行 巡査が 尾いて 来て 
も、 途中で 自動車に 飛乘れ ば， 直ぐには ぐれて しま 
う、 又滿 員の 電車に 飛乘を すれば 捲く ことが 出来る 
或は 表から 入つて 裏口から 逃 出せば 捲く ことが 出來 
る •故に 彼等が B に不 ■當の 企を しやう とすれば、 
容易に 捲いて しまう ことが 出来る ので ある、 何の 役 
にも 立たぬ、 殊に 最近 尾行 巡査と 社會 主義褚 と 妥協 
して、 一緒に 遊廊に 女郎 買に 行つ たと 云 ふやうな 實 
例 杯 も ある， 或は 妥 y して 一日 H 分が 外 m しない 代 
りに， 尾行 巡査は 妻子を 伴れ て淺草 公園で 遊んで、 
歸 りに 牛肉 や 餅 杯を 土產に 持って 歸つ たと 云 ふ ® 例 
も ある、 誠に 無益な 事で ある、 斯る事 に國费 を 濫费 


する のは， 誠に 不都合で あると 思 ふ •崑行 巡査 ほ、 
社會 主義者が 旅行を すると 儲かる ので ある、 社會主 
義者が 大阪へ 行く と •本署から 旅费 を H- つて 尾いて 
行く、 儉 約して 歸れば 一度の 旅行に 彐 十圆位 は殘る 
さう すると 社 fr 主義者の 尾行に 依て 此 尾行 巡査は 儲 
ける ことにな り-甚だ 怪しから ぬ 11 である •斯樣 な 
次第であります から 一面 社會 主義者を 養成す る やう 
な 氣味 にもなる •社會 主義者が 全くなくなる と 役 52 
が 無くなる から 全部 社會 主義者の 無くならぬ やうに 
保 謎す ると 云 ふやうな 形も將 來 現れて 來 る、 と 申す 
のは 曾て 佛關 西の 北部に 非常に 狼が 現れた ことがあ 
る、 そこで 狼を 退治す る爲め •即ち 狩 狼 局が 出来て 
年を 經て旣 に 狼は 狩 盡 された 害で あるのに、 依然と 
して 狼が 出る •之を 調査 致しました 所が •焉そ 知ら 
ん內 A 狼を 養つ て 居た と 云 ふこと である* 即ち 取締 
るべき 目的物が 無くなれ ぱ職を 失 ふの 魔が あるので 
之を 養成す ると 云 ふやうな 不都合なる 結果に も 相 成 
るので あります、 斯樣な 事は 常に 在る 1 t で (i ありま 
すまい けれども •何となく 無意識に さう； K ふ 形に な 
ると 云 ふことは* 否認すべからざる 事實で あります 
第三には 言論 出版を 今少しく 開放して 賀ひた い、 社 
會 主義と 名の 付く 書物 ほ 殆ど 出す ことが H', 來な い、 
其癖經 濟學 者の 書きました 暫 物の 中には 社會主 義の 
事が 澤 UI 書いて ある， 唯々 名前が 社會 主義と なつて 
居らぬ から、 政府は 之を 許して 居る やうであります 
が •名前は どうで も 内容の 方が 大切で あるので あり 
ますから、 斯樣な 下 條理な る 取締は、 寧ろ 廢 止した 
方が { J0. からう と 思 ふ、 又演 說會の 如き も， 主催者の 
顔觸や 、或は 演說會 の 名稱を 見て、 之を 禁止す ると 
か 云 ふやうな ことは 無意味であります、 是杯 も餘程 
手加減を して 貰は なければ ならぬ と 思 ふので ありま 
す •それから 第 四に (i 罪を 三 族に 及ぼす の 主義を 改 
めて 貰 ひたい、 本人が 如何に 危險 入物な れぱ とて、 
妻子に 咎の ある 譯 はない 〔友人に 何の 責任が あるか 
本人が / S. 險で あると 親族 故 M まで 迫害す ると 云 ふこ 
とは* 昔の ? 1: 政 時代に 在つ たこと であります けれど 
も •今日 明治 大正の 御代に 斯る蠻 風の 行 はれる と 云 
ふことは •實に 悲しむべき 事で あると 思 ひます* 官 
憲は 傳統的 に 無 K( 識に 斯う 云 ふ ■風を 脫する ことが 
出来ずに、 動もすれば 親族 故 舊に迫 害を 及ぼす ので 
あるから、 此點 はどう か 改めて K ひたいと 思 ふので 
あります、 今や lit 界は 露. 亞西の 革命， 獨 逸の 革命の 
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影 彩を 受けて r ソシヤ ル、 デモ クラシ ー」 の 思潮は 
腹 然として 世界を 包んで 居る ので ある、 資本 侵略 主 
義に對 して、 社 侍 主義の 段々 盛んになつ て 行く と 云 
ふことは 寧ろ 當然の 勢力で ある、 世界の 列强 中、 何 
れの國 か 內閣に 社 會主遜 者の闆 M を 一人 も 持たぬ 國 
が ありませ う、 又 1|± 界列强 中、 何れの 國が社 會 主義 
者の 代 _ 士を 一人 も 持たない 國が ありませ う， 其是 
れ & るは 唯々 日本の みで ある •日本 ほ 此 世界的 大潮 
流の 中流に 船を 停めて S くこと が 出来る であり ませ 
うか、 速に 流に 從 つて 下る のでなければ、 却て 船を 
覆す 鹿が ある、 日本 政府 二十 年 來の傳 統 的社會 主義 
取締 方針と 云 ふ ものは、 誠に 危險 極まる もので あり 
ますから、 どうか 此點は 政府に 於 かれましても 篤と 

御考闹 を 願 ひたい、 殊に 原內閣 に 於 かれまして は、 

斯る事 に 了解の 多い 人が 関 員に 澤山 あるので ありま 

すから、 此點は 能く 調査を 致しまして、 若し 私の 唯 

今 申 上げた 三 段の 質問に 多少 採るべき 所が あつたな 

らば、 速に 方針を 改め、 國家及 皇室を して 直に 泰山 

の 安き に 置く やうに 1? 力せられ ん ことを •切に 希望 

して 已まな いものであります、 敢て 誠意 ある 內務大 

臣の御 答 辯を ® する 次第であります、 甚だ 長く 申 上 

げて 相濟み ませぬ。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 質問 第二、 甘 鹿に 關する 質 

間 我 如 古 樂一郞 君。 

甘蔗 作に 關する 質問 主意 書 

右成 », に 據り提 出 候 也 

大正 八 年 二 月 二十日 

提出者  我 如 古 樂一郞 

賛成者  金 杉英五 郞 

甘蔗 作に 關 する 質問 主意 書 

一砂 糖の 需給 關係 に對 する 政府の 所見 如何 

一從來 甘蔗 作を 爲し たる 四國 •中國 •九州 地方に 

於て 米 不足の 爲 米作に 轉業 する 傾向な き や 或は 

該 地方に 於て は 甘 鹿 作に 比し 米作の 經濟 的な り 

とする も 之 か 爲甘鹿 作に 對する 政府の 所見 如何 

一 政府は 米 不足の 爲關 稅瞇止 及 開 18 助成 法に 依り 

米の 輸入 若は 移 入棺 加 又は 生產增 加を® 行し 米 

の 調節を 圖りつ つ あり 隨て之 か 爲 K® に 於け る 

甘 鹿 作 及 米作に 影響を 及 ほさ さる や 政府の 所見 

如何 

一日 本 內地產 額の 六 割を 占む る 沖 11 縣の糖 業 改良 

獎励に 就き 政府の 所見 如何 


右 及 , fl 問 1^ 也— 

二 甘蔗 作に 關 する 質問 (我 如 古 樂一郞 君 
提出〕 

0 小川 寅 六 君 唯今ょり 會計士 法案の 委員 會を 開き 
たいと 思 ひます。 

〇 副議長 (濱 田國松 君：} 許可 致します。 
0小川寅六君會計士法案の委員諸君ほ、第六委員 
室に 御參 集を 願 ひます。 

〔我 如 古 樂一郞 君 登壇〕 

0 我 如 古樂一 郎君 私の 質問 ほ、 甘 鹿 作に 付て 申 上 
げやう と 思 ひます、 歌洲 戰亂の 結果、 歐 米に 於き ま 
して (S 甘 菜 糖が 減じ、 產 額が 半額 以上に なつて 居り 
ます、 其爲 めに 亞細 亞洲に 於け る 甘蔗 糖が 値段が 高 
くな つて 參つた ので、 吾々 國 民と しても、 戰前分 蜜 
糖 百 斤 十五 六 圓の相 場であつた のが、 今日では 旣に 
百 斤 二十 二三 圓の相 場で 消費しつつ あるので ありま 
す •斯 樣に相 ® が 高くな つて 居る のであります から 
我 國內に 於ても 此甘萌 作に 付ての •補給 作に 付て 質 
問 致さう と 思 ふので あります、 我 國內に 於け る 一箇 
年 砂糖の 消費量は 五六 億 萬 斤で ございます、 即ち 人 
口 一人 當りが 十 斤 餘に當 る、 之を 歐 米の 五六 十 斤に 
比較して 見ます れば 、餘程 少量で ございます、 それ 
から 大正 三年ょり 大正 七 年に 至る 五箇 年間の 輸出 人 
を 較べて 見ます れば 、大正 六 年に 於て 九 千 萬 斤 程の 
轍 出超 過が ありました、 此年は 日本 內地 及毫 K の 甘 
鹿の 豊作の g めと、 それから 歐洲戰 亂の爲 め 輸入が 
減少した ので， 斯樣な 事に なつて 居ります が ►其 他 
の 年に 於き ましては 總て轍 入超 過で •大正 七 年の 如 
き、 旣に 一億 七 千 萬 斤の 輸入超過に なつて 居る ので 

あります， 而 して 本邦は 年々 人口 も 殖ぇ、 並に 生活 

程度の 向上に 伴 ひ、 益々 砂糖の 消費が 增 すので あり 

まして、 今後 輸入超過になる と 云 ふこと が 思 ほれる 

のであります から、 此砂糖 の 需給 關 係に 付て 政府に 

御 質問を 致す 次第であります、 それから 國內に 於て 

甘 鹿 作を 爲して 来ました 所の 四國 、九州 •中 國邊り 

に 於き ましては、 近年 米 不足の e め， 米の 調節を 致 

され やうと して 居る 爲め 、國內 に 甘 鹿 作が 減り、 又 

間接に 臺 _ に 於ても 甘蔗 作が 減つ て、 益々 國內に 於 

ける 砂糖の 產額が 減る だら うと 思 ふので あります が 

果して 左樣な 傾向で あれば、 益々 此砂® の 需給 關係 

に 付て は、 餘 程の 注意を 拂はな ければ ならぬ と 思 ひ 

ますので、 政府に 其點を 質 間 致します 次第で ありま 


す、 それから 次に 其 質問の 耍點は 、甘 鹿 作の 適當で 
ある 所の 沖 纈縣に 於け る® 業の 問題に 付て •二通り 
の 質 間を 致さぅ と 思 ふので あります、 一つは 黑糖の 
H 菜、 一つは 分 蜜 糖の 工業に 付て 御 質問を 致す 次第 
であります、 此分蜜 賭の 工業に 付きまして It 、 政府 
が旣に 明治 四十 二 年に 沖 li 縣に 百 fsi の 能力 ある 分 蜜 
糖の 睽械 を据 付けまして， 分 蜜® 業の 有望なる こと 
を 示された のであります、 爾後 臺南 製糖 會 社の 工場 
が 數箇處 に 出来、 又 今將に 東洋 製 1® 會社が 、宮古 八 
重-山 兩 島に 設立され やぅと する 機運に なつて 居り ま 
す、 斯樣に 沖繩は 甘 P 作に 餘程 有望な 土地で ありま 
して、 糖 業 改良 事務局が 設置され た 場合に 於て ほ、 
僅に 產額が 五六 千 萬 斤で ありました が •大正 五 年に 
は 一億 一千 萬 斤に なつて 居る のであります、 約 十 年 
間に 於て 倍額 以上に なつて 居ります、 斯る p 勢ょり 
考へて 見 ますれば、 沖繩に 於き ましても、 數 年を 待 
たずして 二 億 萬 斤 以上の 砂糖、 即ち 日本 國內に 於け 
る 消費量の 約 三分の 一 以上を 得らる、 譯であ ります 
是は 如何なる 譯かと 申します ると •大正 五 年の 甘蔗 
作を 調べて 見ます れば 、まだ 全 耕地の 二 割 强で あり 
ますから、 尙ほ 其の 耕地を 擴め るの みならず、 開墾 
の 餘地も 多い のであります、 此 砂糖の 產額 を％ 進せ 
しめる と 云 ふことは、 今日の 糖 業 政策 上 最も 緊要な 
る 事で ございます、 而して 今 分 蜜 糖と 黑糖 との 割合 
を 見ます ると、 全產 額の 一割 內外 しか 分 蜜 糖は 作ら 
れて 居ない のであります、 此砂糖 H 業に 付て 最も 必 
要を 感じます るのは 榨 器の 關係 でございます、 
即ち 新式 壓榨 器と、 在来の それとの 步止 りの 差を 約 
一步と 見ましても ■砂糖 一億 萬 斤に 付て は、 百 萬 斤 
の 損失になる のであります、 故に 政府は 又黑糖 工業 
に 付て 必要を 認められて、 大正 二 年 三年に 於き まし 
て、 栽培 者 五十人 以上、 それから 產業 組合 二十 入以 
上を 有する 者に 對 して、 一 畫夜五 千 斤の 製造 能力 あ 
る蒸氣 器械 や、 石油 發 動機に 依る 壓榨 器に 補助 獎勵 
を與へ たのであります、 是は黑 糖 改良 上 最も 適切な 
る 方法であります が、 まだ 一般に 行渡つて 居ない の 
は 甚だ 遺憾と する 所であります 、而 して 此壓榨 改良 
器に 依る 榨汁を 焚いて 黑 糖に 仕上げる 籠の 釣合が 良 
くない 爲 めに 品質の 惡い 砂糖を 製造す ると 云 ふこと 
が、 今日 最も 缺點 として 居る 所であります、 此 改良 
K 榨器と K の關 係は、 共に 黑® 品質の 改良 上輕々 に 
着 過すべからざる 問題で ございます、 故に 政府は 之 


に 封して 技術者を して 研究せ しめられて、 十分なる 
黑糖 改良の 功 縫を 铝げ しめられる 街总 思は 無い 〇 で 
ありませ うか、 之に 就き 御所見を 承りたい ので ござ 
〇 ます •此の 黑糖の 品位 if 今 〇 所三步 、二 步中、 

二 步 、一步 半、 I 步 、半分 許りの 七 等級に 分た れて 
居りまして、 隨て其 悄 格に 於ても 大差が あります* 
而 して 今 二步 と一步 半の 差 ^ 黑迎 一: $に《きへ \|.' .:; 
十六 錢の差  >  1 步 半と 一步の 差、 同じく ; 1S -L 十 一; iG 
であります、 lr[i して 大正 六、 七 ^ c ;';' :1' : .: -; . 
所の 調赉に 依れば、 全產 額の 中二 歩以 L が :/ r o  v {v: 
である 故に、 黑糖百 萬 樽の 中、 五十 萬© は 一步 半以 
下で & る、 然るに® の 改良 及 製造 技術の 進 步 にょ 〇 
其 中 一步 半ょり 二步に 上る もの 十禺 ©とし、 一步ょ 
り一步半に上るもの十蓖榑とすれば、前者は三萬六 
千 圓 •後者は 又 七 萬 二 千 [1 , 計 金 十 萬 八千闼 〇 利益 
となる のであります、 それから 分 蜜 糖 業に 於て， 政 
•府は 旣に獎 _ 方法を 示されて 居ります けれどもが、 
まだ 其 分 蜜 糖 築が 十分に 進歩し ない のであります、 
其 原因は 色々 ありませ うけれ ども、 甘蔗 戟培 人と 製 
糖會 社との 間に 於け る、 ® 買 上の 經濟的 調和の 方法 
が 宜しき を煜な いこと が、 主なる 原因で. あらう と 想 
ふので あります、 而 して 沖 ffl 縣に 於き ましては、 旣 
に 申しました 通りに、 黑辦 工業と 分 蜜 糖 工業の 二つ 
の 政策を 執つ て 居ります る 故に、 甘蔗 裁 培 家は 0山 
に 甘 鹿を 分 蜜 糖 會 社に も販钗 し、 或は 又黑糖 の相权 
の最氣 が 好ければ、 自分で 又黑 糖を 製造す ると 云 ふ 
やうな 自由 制度に なつて 居ります、 是は內 地に 於け 
る黑 糖の 需要の 關係上 、 R むを 得ない ilf であらう と 
思 ひます、 想 ふに 砂糖の 相場と 云 ふ ものは 何れの 國 
何れの 地方を 問は ず、 總て 1!!: 界 的の 影® を 受ける の 
であります からして、 歐洲戰 亂 以來獨 逸 や、 坝地利 
佛蘭西 等に 於き ましては 甜菜糖 の產 額が 半額に 減少 
して 居る 今日であります、 それから © 時屮は 歐羅巴 
に 於き ましては、 旣に 食糧 制限 法の 爲 めに 砂糖の 消 
費 量が 矢 張 減つて 居る ので ふります が、 休戰 の IJJ が 
起り まして 以来、 砂. 棚の 需要が 段々 多くな つて HIT ": 細 
亞洲 殊に 瓜哇 島に 於け る 砂® を 買 込む と 云 ふやうな 
® 向に なつて 居りまして •段々 其 影響が 我が 日本に 
及 ひまして、 自然 高い 砂糖を 食は なけれ ぱいけ ない 
やうに なつて 居る のであります、 言 ひ換へ れば歐 繃 
巴に 於て 甜菜 糖の 減る 時は、 亞細亞 に 於て 甘 菜® の 
赀氣が 好い、 好い けれど 4 が、 若し や 亞細亞 洲に於 
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ける 甘 ' il 並に险 繃 巴に 於け る 甜菜猢 が # : 作で ありま 
した 楊 合に 於て は總て 其® 段が 非常に 栽 落す るので 
あります、 今日は 先づ甘 鹿 W 國に 於き まして ±T 歐 
洲戰亂 の 結果 嵌 氣は 宽 しう ございます けれども、 若 
しや 同地 方に 於て 砂糖が 豊作で ありましたなら ば， 
相場が 非常に 下落して 城 業者が 非常に 苦しむ ので あ 
ります、 それ故に 我阈内 に 於て 甘 鹿 作を 咐加 せしめ 
其の 生茚费 をして 少なから しめて、 世界の 競苹银 裡 
に S 應 して 行きます に 於て は， 結局 砂糖の 生產费 を 
減少せ しめる ことが、 W 業 政策の 根本 だら うと 思 ふ 
のであります 、斯る 方策を 我が 國內に 漸次 執りて 行 
くに 於き ましては、 黑糖ほ 將來其 需要の 減つて 行く 
一方であります からして、 此 文明 的の 分 蜜 城 業に & 
然進ん で 行く と 云 ふことは、 萬已 むを } y ない 事と 思 
ひます、 此意味 に 於き まして 甘蔗を 作つ て 居る 所の 

適當な る 地方， 例へ ば 小 笠 原岛 とか、 鹿兒 島縣下 に 

於け る大岛 、沖 1! 余 縣と云 ふ 甘蔗 作の 適當な る 地方 

に 於て、 今日ょ 〇 分 蜜 糖 工業を 漸次 進めなければ な 

らぬ 機 ® が 到來 して 居る と 私は 信ずる のであります 

故に 斯る地 刀 に 於き まして •牛： 產 m 合 又 13: 產業 組合 

が 適當な 分 蜜 wi を 疳へ やうと する 場合に 方つ て、 政 

府 は 之に 補助 獎蚴 を與 へられて、 產額 を咐 進せ しめ 

られ ると 云 ふやうな 御 方針が ある や 否や、 尙ほ 進ん 

で此甘 鹿を 作る 地方に 於き ましては， 產業 上® 犬な 

る關 係を 持つ て 居る ので ございます から、 或は 縣と 

其縣 民との 介！：、 即ち 半官半民 的の 事業に して， 此 

砂 辦 H 業 及 甘 ® I 菜、 分密独 H 業を して 十分に 發 

展せ しむる と 云 ふやうな W も 出來 るか 否や、 或 (X 私 

* 砂 城 H il ir 社と 縣民生 產家 との 間に、 M も 適當の 

方法 あり や m に 角 沖 ® 縣に 於け る 此分蜜 WH 業に 付 

て， 的础な る 政府の 御所見を 斌〇た いのであります 

rf 問の 嬰 點は是 だけであります。 

r 拍手 起る〕 

0 副議長 (想 FH 國松 君〕 質問 第三、 甥の 再 H 生產及 

配給に 關する 質 IHJ - 小 西 和 君。 


三 ra? の 萬 钗生產 及 配給に 關する 質問 (小 

西 和 君 提 3〕 

镅 の 再 資生產 及 配給に 關 する 質問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也  め 

大正 八 年 二 月 二十 二 日 

提出者  小 西  和 


1^  鹈澤宇 八 

外 二十 九 人 

鹽の¥«生產及配給に關する質問主意書 
一 政府は 镅 の堪賣 は 廢止 する か 若は 頰 の ® 賣に 
對す る收益 主義を 捨て 锞の檢 奄を行 ひ 以て 其 
の 品質を 保 證し ii 之 か 向上に 努 むる 外 主と し 
て社會 政策の 見地ょ 〇 其の 需給の W 滑と 價格 
の 調節を 爲 すに 止む るの 意思な きか 
二 政府は 内地 镅锊渡 の 僧 格を 引 上け さる 範 W に 
於て 先つ 之 か 賠償 價格を 引 上け II. 漸次 其の 賣 
® fti 格を 引下く るの 方法を 執ら さる か 
三 政府は 瀬戶內 海沿焊 方面の 如き 製® に 好適せ • 
る阔處 に 於て 新に鹽 田の 開拓を 認 許し 以て 內 
地 掬 產額 の咐 加を 計る の 意思な きか 
四 政府 ほ 支那 政府に 向 ひて 交渉を 遂け奉 天 山 ill 
の兩 省に 於け る ® の 輸出税を ! ta sl せし むる と 
共に 該兩笱 に 於け る镅 田の 摘 張に努 むる の 策 
に 出て さる か 

五 鐵道及 汽船に 對 して铟 の 運賃を 低減せ しむる 
と共に 其の 輸送を 迅速なら しめ 特に H 業 用 及 
漁業 用と して 奉 天 山東兩 省の 鹽を低 酸 a 迅速 
に內地 に 送致す るの 策を 執ら さる か 
右 及 質問 候 也 
〔小 西 和 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 西 和 君 唯今の 我 如 古 君の 甘い 砂糖の 御 質問に 
_ いて、 私は 馘い鹹 踊の 質問を 致したい ので ありま 
す •先日 此閼 場に 於き まして 豫算 案を 議決 致します 
る 際、 本院は S の 事に 付て 希 阐 條件 を附帶 致して 決 
識を 致した ことであります •申す まで もな く. 翻は 
米に も％ して 人生の 必要品であります、 米と 違つ て 

代用品が 無い のであります、 而も 我國は 元來蹈 の 潤 

澤でな い 所の® 柄で ございます 、殊に 昨年 來鹽の 生 

產の大 不足、 之が 爲 めに 國民は 生活の 安固を 失 ひ 又 

一方に 於て は 產業上 多大の 障害を 與 へて 居る ので あ 

ります、 斯く鹽 の； 个 足の 生じます る 原因は、 人口が 

近来 著しく 增加 致し --S する 事、 又產 業が 大に發 達 致 

します る 事， 就中 X 業 用の 原料と して® か 消費され 

る 額が、 非常に 急激に％ 加を 致します る ことが •是 

が® の 不足を 招致す る 所の 最大 原因であります‘ 即 

ち 大正の 初年 頃に、 我國 の® の 消費 額は 約 十二 三 億 

斤で ありました 所が 昨年は 十四 億 斤の 上に 上つ た 模 


樣で あります が、 本年は M に 十 3.: 億厅を 超過 致し ま 
する® 勢で ございます、 然るに 我が 内地の 蹓 の生產 
高は •大正 三年までは 年額 約 十億 斤を 超過す る狀態 
でありました， 所が 其 後は 却て 減少を 吿げて 励 もす 
ると 十億 斤の 以下に 陷ら ぅとす る狀 態で あるので あ 
ります、 斯の 如くで ございまして， 鹽 の 需要は 年々 
著しく％ 加 致します に拘ら ず， 其 生產は 却て 減少す 
る狀 態で ございます、 斯ぅ 云 ふ狀態 で ございまして 
は 國民 生活の 安固を 保つ 事が lli 來ませ ず、 特に 社會 
政策 上、 又產 業の 發達 上、 葚に 寒心に 椹へ ない 次第 
でございます、 是は爲 政 者と 致しまして は •是非と 
も 此缺陷 を 補 ひ、 J1 つ 適 當の 方法を 確立す る 必要が 
あるので あります、 而も 政府の 遺 方を 見ます と、® 
に對 する 政策は 甚だ 緩漫で あり •又 - f-: 徹底で ある， 
それが 爲め に國 民を 苦しめ •事業の 發 達を 阻碍 し、 
且つ 一方に 於て ほ 製锞 業者を 泣かして 居る ので ござ 
いまする、 斯る次 第で ございます るから， 私は 此鹽 
の 問題に 付て 質問を する の餘 儀な きに 致つ たので あ 
ります， 先づ第 一番に 伺 ひたい 事は、 政府は S の專 
費 を廢 止す るの 御意 思が ある や 否やと S: ふこと であ 
ります、 御 承知の 如く 鹽の 專賣は 明治 一一 十七 八年戰 
役の 際に、 非常な 場合 財政 策の 一として、 特別 税と 
して 賦課を される ことにな つたので あります. 其 後 
四十 一年に 戰役 の稅制 整理の 場合に 當然 整理せられ 
て、 即ち 撤廢 さるべき 筈で あつた ものが、 當時 歳入 
の缺陷 を 生ずる と 云 ふこと に 藉口して、 是が 其儘存 
置せられ て 今日に 至つて 居る ものであります、 元來 
鹽 を生產 致します 場合に、 其生產 費 (X 如何なる 狀態 
であると 申します ると、 大體に 於て 之を 三つに 分け 
る ことが 出来ます、 第一 ほ 鹽田 費、 第二は 勞力 費‘ 
第三は 燃料費で ある、 所が此 勞銀 並に 燃料費と 云 ふ 
もの if 是は 非常に 變動の 多い ものであります、 然 
るに鹽 萬 賣に依 る 所の 此賠償 僧 格は、 之を 引上げる 
事 も、 亦 之を 引下げる こと も 非常に 緩漫で ございま 
する が 故に、 @ら綷 濟の 原則に 反する ことにな り ま 
す、 即ち 今から 十 年 程 前の 如く 勞 § 賃銀の 非常に 安 
い 場合， 石炭も亦非^£に 安 い場合で ご ざ い ま し て も 
鹽の 賠償 俏格は 其 割合に 引下げられない ので ありま 
す、 それ故に 自ら 生產が 過剰に なり すの みならず 
製 ii 業者は 勞力及 燃料を 濫費 致して、 益々 其 生產に 
努めて、 それで 生產 能率 か 高まります るから、 鹽の 
生 產は過 剩の狀 態に 陷 る、 而 して® 田 業者は、 之が 


爲 めに 過 當の收 利を 擧げ るので あります、 邦 結果と I 
致しまして •政府は 鹽の 收納を 致します るに-其 倉 
庫に 充滿 して >如 何ともす る ことが 出来ない 狀 態に 
立 至る のであります、 又 其 ) 3: 對に 昨年来の 如く 鹽が 
不足を 致す 場合 も ある •政府は 此議會 に 於き まして 
阼年來 の、 鹽の不 足を 致しました のは、 天候 不良の 
爲め である、 斯樣に 申し、 又 暴風雨が あつた 爲で & 
る . 

〔副議長 濱田國 松 君！ 一长 席を 退き 謖 長大 岡 育造 

君 著 席〕 

〇 小 西 和 君斯樣 に 申します けれども， 其 眞の大 な 
る 原因は •此法 規に 拘束せられ て • 11. つ 商賣の 思想 
に 乏しい 所の 當局 者が. •豳の 生產に 付て 勞銀が 非常 
に騰 り、 石炭の 價が 高くな つて 居つて、 それが 爲め 
に豳の 生產を 致しましても •賠償 價 格が 低い 爲 めに 
算盤 h 引合は ない にも拘らず、 踊の 賠償 僧 格を 引 上 
げる ことを 致さぬ、 それが 爲 めに 非常に 天氣の 好い 
場合には‘ 漸く 生瘅 費を 償 ふこと が 出来る けれども 
少し 天 氣の惡 い 時は、 多大の 手數を 掛け •燃料を 澤 
山 使つ て S を 製造 致します るょりも •寧ろ 休業 致し 
た 方が 利益で ある、 斯ぅ 云 ふ 勘定になります るから 
自ら 鹽の 生產が 十分で なかつ たのであります >  即ち 
鹽の賠 fft 價格が 安い 爲 に、 自ら 勞力を 節約を 致し 又 
燃料を 節約を 致しまして 其 結果と 致して、 の生產 
率が 著しく 減つ て參 つたので あります、 斯の 如くに 
致しまして， 阼 年の 秋 以來 我國 民を 擧つ て鹽の 不足 
に 苦しみました 事は、 喋々 する まで もない 事で あり 
まして 諸君に 於 かれても •深く 御 承知の 事で あらぅ 
と 思 ひます、 昨年 來の狀 態は 恰も 謙 信 時代の 甲 州の 
人民の 如き 状態に 日本 六 千 斑の 國民が 陷 つて 居つ た 
ので ごまい ます >  而 て 之に 對する 政府の 遺 方は 假令 
今川義 元の 如くで ない と 致しましても 少く とも 上 杉 
謙 信の 如き 態度に 出る 事が 出来ないで 居ります のを 
深く 漬憾 とする のであります、 それ故に 此 際に 鹽の 
專賣の 遺 方を 改めて、 迅速に 機敏に 鹽の 賠償 僧 格を 
引上げ 引下げを する ことに 致せば 宜い のであります 
が、 果して 弊害を® 成す る こと 無くし て 「經濟 界の 
變 化に 順應 致して やる と 云 ふ 事は、 之を 政府に 韜み 
ますことは 闲難で あらう と 思 ひます、 故に顆 の專賣 
は 寧ろ 廢止 をした 方が* 宜く はない かと 思 ふので あ 
ります るが， 此鹽の 萬 K の廢 止の 善悪と 云 ふ 事は， 
是は大 に 議論の ある 間 題であります が、 政府は ? ¢5 の 


裂の 專 S 生產及 配給に 關する W 間 並 小 西 和の 質問 演説 


八 五 


院溻衆 會誘國 帝 回 一十 四 第 


鹽 の ¥ 質 生產及 配給 r. 闞する 小 西 和の 質 間 ; yt 說 


¥R の廢 止に 付て ほ， 果して 如何なる 御 方針で ある 
か -' 是が伺 ひたいので あります、 又此 S 費に 付き ま 
して iT 現行の 制度 (3; 元 來收益 主義に 出来て 居る、 
即ち 利益を 目的と した 撰の 專® であります、 所が 收 
益.： 土 義の 翦迓 ほ、 W 税 思想の 極めて 幼 W な 未開な 國 
に 於， ? まして 行 ほれる 制度でありまして、 殆ど 是 ほ 
人頭税と® らぬ のであります、 而已 ならず® の 消費 
ほ 下級の 社會に 於て、 特に 其贵が 多い のであります 
が 故に、 即ち 下級 社 會の 者に 酷に して、 比較的 上級 
の 若に 薄い と 云 ふ、 即ち 租税の 原則に 餘 り反對 を 致 
して 居る のでありまして、 此點に 於て鹽 の收益 主義 
の ¥ 迓 ほ， 甚しき 惡税と 見なければ ならぬ ので あり 
ます、 其 故に 若しも 政府に して、 獲の 專賣 制度を 廢 

止す る ことを 致さない と 云 ふこと であるなら ば、 收 

益. 3-. 義の 萬賣を 止めて しまつて、 專賣 は 1S に 豳の檢 

査を 致して 其 品質を 保證 すると 云 ふこと、 並に 鹽の 

品質の 保證 を阃 ると 云 ふ 事に 止む る ことが、 恰も 政 

府で 行は れて 居ります 所の、 米の 檢査 と大體 同じ 精 

神に 致す と 云 ふこと に 致し‘ それから 兼ねて 一方に 

於て 社會 政策 的の 立場から 致して、 願の 需要供給を 

圓滑 にす ると iK ふこと •又驗 の愤 格を 調節す ると 云 

ふ亊 の爲め に、 鹽シ 專賣 すると 云 ふこと に 止めた な 

らば 宜 いかと 思 ふので あります、 現に爾 專賣 の收益 

は M 初 一千 萬內 外で ございました が、 追々 に 減少し 

て、 特に 大正 七 年度に 於け る鹽崽 賣の 利益と 云 ふ も 

のは、 殆ど 絕無で あるの みならず、 或は 政府の 缺損 

に歸 して 居りは しない かと 思は れ るので あります、 

果して さぅ であり ますれば、 颗專賣 の收益 主義は、 

政府に 取つて _ に 骨折 損の 何とか 儲けと 云 ふ 結果に 

陷 つて 居る のであります •それ 故 政府は® 賣の御 方 

針を 改めまして、 唯今 申しました 如く* 品質を 磘保 

する こと I 品質の 向上を 阔る こと •社會 政策 的 見地 

より 致して、 豳の 需給を 圓滑 ならしむ る こと、 並に 

摺格を 引下げる ことに 努む ると 云 ふこと に SC したな 

らば、 是 'か 最も 良い 策と 思 ひます が、 政府は 此 策を 

採る の 御考が ある や 否や、 是が 第一 段の 質問で あり 

ます、 第二に 伺 ひたい 事は， 內 地の 鹽の價 格を 引 上 

げな い範圍 に 於き まして、 先づ其 賠償 價 格を 引上げ 

て、 それから 追々 に_ の 賣出僧 格を 引上げる と 云 ふ 

ことにする 方法を 執ります ことが 必要と 思 ひます る 

政府は 果して 此方 法を 執る や 否や、 それを 承りたい 

のであります、 御 承知の 如く 我 日本の 鹽の價 格の 高 


いことほ、殆ど世界に類ないと申して宜しいのであ 
ります、 それが 爲め國 民 •就中 下級の 社 會の多 設 の 
國 民に 於き まして (3: .非常なる 苦痛を 受けて 居る の 
であります、 斯の 如き 鹽の價 格を 高く して 置きます 
ことほ、 多數の 下級 民に 對 して、 非常なる 殘酷な る 
遺 方であります、 又 一方 製鹽 業の 狀態を 見ます と、 
昨年の 夏の 盛んに 鹽の 取れます 時から、 えらい 天候 
の 不良 もありまして •それが 爲め に憨は 減少を 致す 
趨勢であつて， 加 ふるに 勞銀が 騰り 石炭の 價 格が 騰 
貴 致しました 爲め に、 製镅 業者の 闲 _ ほ 一通りで な 
いのであります、 そこで 製阐業 者は 此 苦痛を 切 抜け 
る 策と 致しまして， 或は 低利資金を 借 入れる とか、 
或は 外に 融通を 求める とか 致しまして、 漸く 其の 日 
を 凌いで 居ります が、 私の 鄕 W. 香 川縣 の製鹽 業は、 
御 承知の 如く 我國の 最も 大 なる 製 ® 地で こざいます 
が •私は 鹽田 業者の 內 情に 相 當に 通じ、 又 之を 目擊 
致す のであります が、 昨年の 冬から 本年に 越します 
る 場合、 例年であります れぱ ，製 腰 業者 ほ 相 當に金 
を殘 す， 又 燃料 も殘 し、 鹽も貯 へて 廣 く、 又 濃厚に 
なつた 所の® 水 も、 貯藏 致して 居る と 云ふ狀 態で あ 
るに 拘ら ず、 昨年から 本年に 越えます る 場合に 於て 
は、 是等 の貯が 絕無で あります のみならず •多額の 
前借を 致し、 若く は 他から 負債を して 居る と 云ふ狀 
態であります、 それ故に 今後 本年の 如き 物價が 下落 
致し、 又勞 S 賃金が 下り ますれば" 兎に角、 又 ほ勞 
_ 銀 及物價 が 現狀の 儘でありまして、 鹽の 賠償 價格を 
大に 引上げる と 云 ふこと を 致し ませぬ ければ、 本年 
の 製® 事業者の 經營は 一層 困難に 陷 るので あります 
それが 爲め此 儘で 打 過ぎました ならば、 本年 も 亦 ffi 

生產の 上に 大なる 影響を 招きまして •それが 爲め需 

要 者た る 一般の 國 民を 苦しめる と 云 ふやうな ことに 

立 至る と 云 ふこと を 魔れ て 居ります、 斯る狀 態で ご 

ざいます から、 政府と 致しまして は、 先づ鹽 の 賠償 

價格を 引上げる、 さう して 製鹽 業者の 苦痛を 輕減す 

る ことに 致さなければ なり ませぬ、 其 次には 追々 に 

鹽の 賣渡價 格を 引上げて、 一般 國 民、 就中 下級の 多 

數人 民に 對 して， 低 酸なる 鹽を 供給す る ことに 致し 

まして、 さう して 鹽を 社會 政策の 一助と する ことが 

極めて 必要と 考へ ます、 之に 對する 政府の 御 考を承 

りたい のです、 尙ほ 此の 場合に 於て 政府に 承りたい 

事 ほ 鹽の 賠償 價 格を 査定 致します 場合、 製 ■業 奢 及 

鹽 田の 持主に 價 格の 決定に 付ての、 諮問を する のが 


宜か らうと 思 ふので あります けれども •更に 進んで 
鹽 の賠怊 價格を 定めます る 3 '合に、 鹽田 持. 王 及 製® 
業者を 委員と 致しまして、 それを 其 ffl 談に參 加せ し 
むることに致しますのは、意思の疏.通を圖ります上 
に 於て， 價 格の 衡平を 期します る 上に 於て、 其 他の 
樣 々の 關 係に 於き まして、 類る 美い 事. と 思 ひます が 
政府 (3; 斯る 方法を 執る 御考が ある や 否やと 云 ふこと 
を 承りたい のであります、 第三に 承りたい 事柄は、 
韻戶內 海の 沿岸 方面の 如き 製圈に 好適せ る 場所に 於 
きまして， 新に 鹽田の 開拓を 許し， それで 以て 內地 
鹽の產 額の % 加を [ii るの 御 考あ〇 や 否やと 云 ふこと 
であります， 政府の 當局は 、內地 踏の 不足の 場合に 
は 外國 から 鹽を 入れる" 之で 補給す るから して、 何 
も差茭 ないで ほない か、 是 ほ 當然の 遣 方で あると 申 
すの みならず、 場合に 依ります ると 云 ふと、 內地鹽 
不足の 場合 •外國 S を 輸入 致します るの -?: 以て、 政 
府當 局の 手柄の やうに 心得て 居る やうな 感があ るの 
であります、 併ながら 外國鹽 を ® 入 致す と 云 ふこと 
は ' 內 地の a の 制產に 付て 有 ゆる 手段 方法を 講じて 
尙 且 つ 不足を 致して、 巳む を煜ざ る 場合に 始めて 執 
るべき 手段でありまして、 外 s ffi の 輸入 ほ、 根本に 
於て 餘り徴 ぶべき 事で ありませ ぬ、 若しも 內地鹽 の 
不足の 場合には、 外 國鹽を 輸入す るから 少しも 差 支 
がない と S ふやうな 御考を 以て、 內地 S の 牛： 產の發 
展 向上を 阖らな いと S ふこと になり ましたなら ぱ. 
それ ほ 根本に 於き まして、 大なる 誤で あらう と 思 ふ 
のであります、 又當局 者は 題々 斯樣な 事を 申します 
內地豳 外 國鹽を 分析を 致す と •其 化 學的 成分の 差と 
云 ふ ものは 殆ど 言 ふに 足らない ので ある、 それ故に 
鹽の 需要 者が 舊來 から 因 ほれた 所の 習慣と 云 ふ もの 
を 破つ てし まつたなら ぱ 、內地 鹽を使 ふ も 外 國鹽を 
使 ふ も差茭 ない 喾 である、 斯樣に 申します る、 然るに 
實際に 於て 內 g 鹽を使 ふ 場合に 外國 鹽を使 ひまして 
其 成績の 非常に 不良で あり 相違の ある 事は， 是れ恰 
も 日本 米と 外國 米の 相違の 如くであります、 現に 染 
色 業者 ほ 外 國鹽を 使つ ては、 列 底 內地鹽 を 使つ た 如 
き、 良い 色 良い 光澤を 出す ことが 出来ない と 申して 
居る ので ありませ ぬか， 又 漁業 者、 醤油の 釀造 家は 
外國鹽 を 使つ ては、 到底 內地鹽 を 使つ たと 同一の 味 
を 保つ ことが 出来ない と 申して 居る では ありませ ぬ 
か、 又 製革業 者 即ち 革の 製造者は、 外 國鹽を 使 ふ 場 
合には 斑點を 生じ， 且つ 革の 收縮が 甚 しくて 困る と 
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申して 屛るで  .リま せ， い. -' --: .. 

します れば 、內 地 »| が 非常に 宜しい と 云 ふこ. とが 現 
れて參 つたので あります、 是等 の K から ^ へて 見 ま 一 

しても、 政府と 致しまして 大に內 地 ！ 99 0 生 ’を計〇 
之に 依て 國 民の嗒 好を 滿 足せし め •乂其 他 の : 1  : ; に -..C 
て 5E 憾なき 方法を 執らなければ なぬ ので ？, 〇 ます、 
幸に して 龆戶內 海の 沿岸には 到る 其 探 BI として m iij 
すべき 場所が あるので あ 〇 ます 而も 所 猓 田の 開拓を 
希望 致します る 者は、 決して 尠から ぬので ?/ ります 
閗く 所に 故り ますれば •政府に 於て は 戶内 •池の 沿 
岸に 於て-百 二十 町步 程の鹽 田を 新しく 描 張を 致す 
稗 定で あります、 之に 依て 年額 三千 M 斤の 辟： を 生 Iffi 
させる と 云 ふこと であります， 果して さう で ござい 
まするならば. 網 戶內海 の 沿 捧に 於ての® 田 の掖 張を 
致します る* ほ 結構で ある、 併ながら 折角の 桢張が 
僅々 百 二十 町 步>  其 產額 の豫想 が H 千 萬 斤と 云 ふこ 
とで ございまして ほ、 現在 及 將來に 於け る li の大不 
足に 對 -L ましては、 到底 是で 以て滿 足す る ことが 出 
来ない のであります、 それ故に 政府と 致しまして は 
此際翻 戶內 海の 沿岸の 方面に 於て大 に勉 田 の 開 段を 
窗 ろ獎勵 する 位に 致して •之を 認許 すると 云 ふ ijf が 
此 場合 極めて 必要な 事と 思 ひます るが、 政府に 於て 
は 此御考 が あり や 否や， 是が 御_ 致したい ので あり 
ます、 それから 瀬 戶內海 の® 田の 擗張と 關聯致 しま 
して 御尋を 致 L たいと 事 ほ , 昨年の 夏 秋來腿 の 供給 
が 不足に 至つ て、 國 民が 苦んで 參 りました 場合に、 
政府は 供給 不能と 云 ふ讲 の此失 態を 蔽はん が 爲めで 
ございませう、 阼年の 秋 冬の 頃に 至つ て、， 急に 祭 的 
並に 關東 州の 鹽を驭 寄せて、 それを 粉碎 致して‘ 即 
ち 粉に 致しまして 供給を 陶 りました 所が、 荽斟失 敗 
を 致しました のであります、 « 次に 更に 山 cl 縣の三 
m 尻 及 下 松に 天日 製臊の 再製 工場を 急設 中で ござい 
ます、 此 工場から ほ 最早 追々 に lit 再製 盥が 出て 參る 
やうな 狀態 になら うと , R1, ふので あります、 私は 政府 
が 此再製 鹽の 工場を 設けた と 云 ふことは •甚だ 晩い 
と 云 ふ憾を 持つ て 居ります、 而已 ならぐ 寧ろ 斯る规 
横-の 狹少な 小 仕掛の ものを 以て 致し ま L て、 果して 
是で 以て 滿 足を 致して 居らる i ので あるか H 本の此 
躕 の大 不足に 封して、 是で以 て 宜しい ので あると 政 
府が考 へて 居らる、 かを 疑は ざるを 3 E ぬので ありま 
す、 期の 如き 小规横 の 二 筒 所の 再製® H 場を 以て 致 
しまして は、 到底 此 不足を 補 ふに 足らない ことは 分 
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切つ た 話で ある、 扨て 此洱製 P の H 場の ? 5 用は 臨時 
事件 a から 支出を した 筈であります が、 初めの 設備 
费 は 姑く 措きまして、 W に此再 製鹽を やります る 加 
エ !5 です、 加工 费だ けの 事に f-J- て考 へて 見ましても 
其 加 H S5 を 湖 戶內海 沿岸、 即ち 十 州の ! s S 方面に 於 
ける 製 P 業者に 其 加 丁： 費を 補給 致して •さぅ して 原 
料 ® I を 供給を 致す と 云 ふこと にす るなら ば， 翻 田 築 
者は 喜んで 鹽の再 製を 致す のであります、 さぅな り 
ますれば 政府 事業と 致して、 山 口縣邊 りに 小規模の 
二箇所の 再 刺 T. 場を 設けます るょりも •一般的に _ 
又 自由に、 容易に、 輕便 に、 綽濟 的に、 多額の 再製 
鹽が 出來 ると 云 ふこと になります、 斯く 致しました 
ならば、 政府 も 牛： 產業漭 も ft 方の 利益で ある， 又 之 
に 依て 國民 をして 鹽の 不足から 免れし むる ことが 出 
來 るので あります、 然るに 政府が a 弱なる 糊 途策を 

執つ て屛 ると 云 ふことは、 是は 政府 萬 能 主義の 結果 

かと 思 ひます るが* 斯の 如きは 斷じて 不可で あると 

考へ まする が •政府は 果して 此方 法に 依りまして、 

十 州鹽 [H 策 若に 對 して 鹽の W 製を やらせろ と 云 ふ 御 

考 あり や 否や， 是も 承りたい のであります、 第 四に 

承りたい 事は、 支那 政府に 交涉 致して、 奉 天 省， 山 

東 有 邊 りの 鹽の轍 出税を 撤晓 致し r 其 上に此 兩 者に 

於て、 翻 IU の 棚 張を すると 云 ふ 事に 努める 御考が あ 

る や 否やであります、 牝茭那 の ! i を 日本に 入れます 

のには 主として 丁： 菜の 原料と して 用 ゐる爲 めで あつ 

たのであります •內 地に 於け る X 架の 原料® として 

支那の 瞬を KO ますことは、 我が 日本の 爲 めに 利益 

であります ことほ 勿論、 支那に 取りましても 亦 大に 

利益な 事であります、 殊に 關東州 方面の 如きは •日 

本人 經眢 の锻 田も少 からぬ のであります、 又 今後 日 

本人と して， 彼の 方面に ® W を 開拓すべき 場所 (3: 磲 

山に あるので あります、 又 山 fli 省の 靑島 方面 も 矢 張 

同 樣の狀 態で ござります る* それであります るが、 

あちらが® を 輸出 致します る 場合に 百 斤に 付て 十錢 

の 輸出税が 掛〇 ますこと ほ •彼の 方面に 於け る® の 

價格が I '  1 ; r f 'I ■ に 二十 銃 内外で あると 云 ふ點か ら見ま 

すると 云 ふと •是は 甚し き镅 に對 する m 額の 相違を 

起さし むる のであります、 それであります から 此關 

稅を廢 します ると、 自ら 工業用の® が 低 既に ili 入せ 

らるゝ ?|1 になります、 それが 爲 めに 我國の H 業發達 

を 助長し •又 支那の K? の 生 產の發 達を も 助長 致し ま 

して、 日茭兩 國の爲 めに 至大の 好都合で あるので あ 


ります、 御 承知の 如く .® : は 主として 曹達 灰に 作り ま 
すので あります、 そこで 試みに 外國 から 輸入 致し ま 
する 所の 曹達 灰と、 內地で 造ります る 所の W 達 灰の 
價 格を 比較 致して 見ます ると、 外！： の輸 人品の 方が 
現在に 於て は 餘程 «菔 であります、 それであります 
から 此狀態 に 於き ましては、 日本 內地 の鹽を 原料と 
致して やるべき、 化學丁 ： 業の 發 達を 期す る ことは 出 
来ない のであります、 それで 外國 から® 人す る 所の 
H 達 灰と •內地 製の 曹達 灰と が 互に 對抗 して 參りま 
する には •其职 料た る镧 に對 して、 即ち 外國 から 輸 
入す る 所の 1- 達 灰に 對 して 關税の 引 上を 致す か、 若 
くは 内地 製の 曹津 •灰の 原料た る鹽 の價 格を 安くす る 
か •此二 つの 中を 採らなければ ならぬ のであります 
所が H 連は 申す まで もな く 一般化 學 丁： 槳の 主要なる 
原料で ございまして •此 原料た る鹽 の關税 を 引上げ 
まする ことは、 H ちに 我 國の化 學エ槳 の發 達を 阻碍 
する ことになります から、 採るべき 策では ございま 
せぬ、 それ故に 我國の 化學 :|: 業の 發達を 助長す るが 
爲 めには、 どう致しまして も， 此® を 安くし なけれ 
ばなら ぬのであります •其镅 を 安くす る 方法と 致し 
ましては •先づ 第一に 支那から 収〇 まする 所の 鹽に 
付て、 關税 を撤廢 される と 云 ふこと が 必要で ござい 
ます、 又® 田掖 張が 日 支兩國 の爲め に 利益で ござい 
ますこと も， 是亦 FM すまで もない 事であります、 そ 
れ 故に 政府に 於て は 支那 S 政府に 交渉 致しまして > 
鹽 の輸 /II 税を 撤艘 させる か、 又 支那の 山 m 省、 奉 天 
省 海岸 方面に 於て、 a 田を 攒 張させる ことに 政府が 
致します る ことは •甚だ 必要な 事と 思 ひます るが、 
政府は 此事 を爲 さる 御考が ある や 否やを 承りたい の 
であります 、終りに 承りたい 事は、 鐵道 並に 汽船に 
對して 懸 の 運賃を 安くせ しむる と共に、 其 運送を is 

速なら しめ、 工業用と して 奉 天山柬 兩 省の 鹽を 低廉 

FL つ 迅速に、 內 地に 取る やうに する 所の 策を 探られ 

る や 否やと 云 ふ 事であります、 そこで 先づ其 中の 前 

段の 內地 の® の r:t 賃及輸 S のこと を 承る ので ありま 

すが、 從來颗 の 運賃 若く は 回漕に 付きまして は、 政 

府は其 主要なる 生 產地の 商人に 對 して 之を 勸誘 致し 

場合に 依つ ては 法 賴 する やうなる 態度を 執りまして 

回漕 ir 社を 組織せ しめまして、 其 同 漕 ir 社に镅 を 運 

ぶ 所の 手 ®! 料、 又 取扱 费を 交付して 居る ので ありま 

す •此方 法で 鹽を 運 is 致します るから、 それが 爲め 

に 運賃が 自ら 高くな り、 且つ鹽 の 配給が 頗る 緩漫に 


なる のであります、 之を 改めて 直ちに 船會 社、 若く 
は 船主に 翻の 運送を 競 爭 入札に させる と 云 ふこと に 
致しましたなら ば* 第一に 運賃が 安く 參〇ま *す •又 
船 25- 今日の く澤 U に & ります る 場合に 於き まして 
は、 自ら 迅速に 運搬 さる、 こと も 出来る ので ありま 
す、 其 上に 船舶 側から 見ます れぱ •近来 船舶業 者は 
追々 に不景 氣を唧 つやう にな りました， 中には 鹪船 
を 致して 居る 者 も / II 來掛 つて 居ります、 此 場合に 鹽 
の輸浍 を 船舶 榮者に 直接に 競爭 入札 <3 やらせる こと 
にしたなら ば， 船舶業 者の 此苦 痛を 輕減 する ことに 
も、 多大の 効果が あらう と 思 ひます、 又鐵 道の 側は 
同じ 政府 部內の 事で ございます から、 其 間の 交渉は 
容易に 纏まる、 隨て鐵 道に 付ての 搠の 運賃を 輕 減し 
又 運送を 迅速なら しむる ことは、 政府に 於て は 容易 
に 出 來る事 と 思 ひます、 此 策を 採る 此考が ある や 否 
やを 承りたい ので ある、 又 第二 段の 支那の® を 低 rt 
に P1. つ 迅速に 日本 內地に 取る ことに 付て 申 上げます 
が •此の 支那の ® を 安く 取ります のには、 彼 地の 關 
税を 撤躞 をさせる 外に、 此 運賃を 低減す る ことにし 
なければ なり ませぬ が、 所が 現在 支那に 於て 日本に 
送るべき 鹽を船 積 致します る狀 態を 見ます ると-多 
くは 船が 著き ました 場合に A 足が 鹽を 背中に 脊負つ 
て 脬に 運ぶ， 其 P から 更に 本船に 移す と 云 ふやうな 
緩 漫の事 をして 居ります それが 爲に 人夫 賃脖賃 及び 
船が 長く 停まる、 其 船賃 杯が 要り. ます 爲 に；；！ ら 運賃 
も 高くなる ことが 少から ぬのであります、 それ故に 
政府に 於て 適當の 方法を 執り •彼 地に 於け る 腰の S! 
込を 便に し、 せめて® 橋からで も 積む ことが 出来る 
ことに 致しましても、 運賃を 低廉なら しめ、 延て鹽 
の價 格を 低廉なら しめる ことに 於て •相 當の利 益が 
あると 思 ふので あります •兎に角 關稅の 撤廢と 運賃 
の 引下が 出来ましたなら ば、 自ら® の價 格が 下る の 
であります、 さう 致 L ますなら ば* 鹽を原 料と する 
所の 化 學 H 業 も發 達を 致し、 我國の 工業界の 發两を 
助長す る 事は、 蓋し 少 からぬ のであります •鹽 の價 
格が 若干 低廉に なりましたなら ぱ* 而 して® 達 灰の 
生 產費が 外國 から 日本に 入つ て 集ります 所の 價 格と 
同じ 位で 引合 ふやう にす ると 云 ふ 事は •左まで 闲 雛 
ではない のであります •此方 法が 出来ましたならば 
我國 の化學 工業の 發 達に 多大の 効果が ある ものと 信 
ずるので あります‘ それ故に 政府 ほ 支那 沿岸から ェ 
業 用、 漁業 用 又 農業 用と して •  ® を 安く [I つ 迅速に 


內地 に浍る 所の 御考が ある や 否や 此點に 就て 承りた 
いのであります どぅか 親切に して 明確なる 御 答 辯を 
希薄す るので あります。 

〇 岩崎勸 君 緊急 事件 港® の 都合 上、 自餘の H 問 全 
部に 對 して 延會の 動議を 提 m 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 0 K 岡 育造 君： >  御異 誘は ありませ ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育 ; 1 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
以下の 質問は 延會 になり ました、 日程 第一、 軌道 條 
例 中 改正 法律案 H 程 第三、 仙 北輕便 鐵道買 收費支 辨 
の爲 公債 發 行に 關する 法律案 此二 案を 一括して 議題 
と 致す に 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異_な ければ 一括 議題に 付 
します、 兩 案の 第一 IK 會を 開きます、 床 次 鐵 道院總 
裁。 

第 


第 


軌道 條例中 改正 法律案 (政府 提出) 
1 _ 會 

へ 本案は 本 卷七九 七 頁 貴族院 _事中 ン 
广に揭 載せる を 以て 再揭の 煩を 避く』 


第二 仙 北輕便 鐵道買 收費支 辨ノ爲 公© 發行〇 
關スル 法律案 (政盼 提出) 第一 讀會 
仙北輕 便鐵道 株式 會 社所屬 / 輕便鐵 道 買收費 支 辨 
ノ爲 政府 ハ 百 六 萬 五 千 九 百 五十 圓 ヲ限リ 公® ヲ發 
行 スル コト ヲ得 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

0 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君〕 兩 案の說 明を 致します 
軌道 條例 中の 改正 法律案" 是は齒 に 本院に 於て 可決 
せられました， 地方 鐵道法 第三 十六 條に 於て、 政府 
が 地方 鐵 道に 接近し、 又は 併行して 鐵道を 敷設す る 
場合に、 地方 鐵 道の 被る 損害を 補偾 する 規定を 設け 
られた のであります •此 同じ 規定を 軌道に 接近し 又 
は 併行して、 政府の 鐵 道を 敷設す る 場合に 於ても 適 
用 致したい 考を 以て、 玆に軌 道條例 中に 改 IH- を 致す 
ので ござります、 尙ほ又 地方 鐵道 法改正の 結果、 軌 
道 條例第 四條の 規定を 改正す る 必要が ありまして、 
玆に此 案を 提出した 次第で ございます、 宜しく 御 協 
賛を願 ひます …… 

0 荒 川五郞 君 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 まだもう 一つ 說明が あります 
0 政府 委員 C 床 次 竹 二 郎君) 仙 北輕便 鐵道 買收費 支 


軌道 條例中 改正 法律案 •仙 北 輕 便 鐵道 買收费 支辨 の爲 公 fn 發 行に 關 する 法律案 第 I 讀會 
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農 X 銀行 補助 法 中 改正 法律案 第一 绡會— 執達吏 規則 中 改正 法律案，— 執達吏の 手數料 及 立 替金增 額に 關 する 法律案 第一 ^ '; : 


辨の爲 公 值發行 に關 する 法律案， 是ほ® 城骁下 小牛 
田ょり 石卷に 至る 仙北輕 便鐵 道， 此鐵 道は 鐵道炒 設 
法の 豫定 線に 該當 致しまして、 陸 羽を喷 斷する 幹線 
の 一部で* こざいます が、 軌間が 二 沢 六 吋で ありまし 
て、 國有鐵 道との® 轍 連絡 上 支障 少 からざる 爲め、 
此度 之を 買收 致しまして、 隨て 軌間を 撾 築して、 交 
通 上 is 憾な きを 期したい のであります 此輕仙 鐵值の 
買 收代價 は、 公 fa を 以て 交付 致す のであります、 仍 
て 玆に公 依 發行 に關 する 本 法案を 提出した 次第で ご 
ざいます、 宜しく 御 協賛を 願 ひます。 

0_長( 大岡 育造 君) 荒 川 五 郎君。 

〇 荒 川 五 郞君此 軌道 條 例に fe て運轉 して 居ります 
雷 氣鐵 道の實 際の 取締であります が、 軌道 條 例には 

一時間に 八 哩以內 と 規定され て 居ります •然るに 東 

京の 市街 鐵 道の 如きは、 一時間に 八哩 どころ では あ 

り ませぬ、 十二哩 も運轉 致して 居る、 是等は 此 交通 

の繁き 多忙なる 場合に 已むを 得ぬ 事と 思 ひます が、 

诳 京の 如き 人馬 集散 輻_ する 市街地で すら、 八哩以 

上の 速力を 出して 居る のに、 地方の 交通に 妨げの な 

い 所で、 此條 例の あるが 爲 めに、 一 時間 八哩と 云 ふ 

制限を 課せられて 居ります， 是は 地方の 交通 上 速力 

を 早めても、 ® 際の 交通に 妨げない のであります が 

さぅ. 云 ふ 風に なつて 居る、 要するに 是は法 律 制定 以 

後、 四十 年と 經て居 るので あります から、 隨て 今日 

の 時勢に 合は ぬのであります、 東京 市の 加き は 其！ C! 

際に 合は ぬ ことを •確に 政府は H 々默認 せ' られて 居 

る、 然ら ば此 速力の 如きは、 此條 例を 改正 せらる X 

場合には、 先づ 第一に 改正せ らる べき 简條で あると 

思 ひます 政府の 之に對 する 意見は 如何であります か 

それからもぅ 一つは 唯今 床 次內務 大臣の 說明せ られ 

たる 地方鐵 道の ? JJ に關 する のは、 地方 鐵道 法の 第三 

十五 條では ないかと 思 ふので あります、 此 原案には 

地方 鐵道法 第三 十六 條の 規定は 軌道に 之を 準用す と 

あります、 是は地 方鐡通 法の 第三 十五 條で 、政府に 

於て 地方 鐵道に 接近し， 又は 並行して 鐵道を 敷設し 

ましたと きに、 地方鐵 道 業 若が 其 接近したり、 又は 

並行す る區 間の營 業を 繼續 する こと 能は ざるに 至り 

たると きは、 政府は 其の營 業の躞 止に 因つ て 生ずる 

損失を 補® する ことが 出来る、 殘存線 路のみ に 付て 

營業 を繼續 する こと 能は ざるに 至つ た 時分 も •亦 同 

樣で あると 云 ふことは 地方 鐵道法 の 第三 十 艽 條の钔 

定で はない かと 思 ひます、 此二點 を御尋 致します。 


〇葳長 C 大岡 育造 君) 鐵道 院總 裁。 

〔政府 委負床 次 竹二郞 君 登 ® 〕 

〇 政府 委員 (床 次 竹 二 郞君〕 荒 川 君に 御 答 致します 
第一 問は、 是 ほ 「軌道 條例収 扱 方 心得」 と 云 ふ もの 
が あつて、 それで 定められて 居る のであります、 平 
均の 速力を 定められて 居る のでありまして •地方々 
々に 依つて 多少 勘 酌を 加へ て 行く  •第二 問は 政府 提 
m の 案は 一一 一十 . 7r. 勝で ありました が、 本院に 於て 修正 
せられまして、 唯今 私が 申した 通り 三十 六條 になつ 
て 居ります。 

0 正木 照藏君  f 寸御尋 したぅ ございます、 政府は 
明年 ほ 此 軌道 條例 總體の 改正案を 御 出しになる 御者 
であります か •如何であります か。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 鐵 道院總 裁。 

〔政府 姿 員 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

0 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君〕 御 答し ます、 左 樣でご 
ざいます。 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 右二 案の 審査を 付託す へき 委 
fl の 選擧を 議題と 致します 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
〇 岩 崎勵君 日程 第一 及第 三を 一括して、 委員の 數 
は 特に 十八 名と し、 議長に 於て 指名せられ んこ とを 
望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩畸 君の 動® IX 御 異_ ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 動議の 如く 
決しました、 日程 第五、 農工 銀行 補助 法 中 改正 法律 
案の 第一 if 會を 開き ま i - 神 野 政府 委員。 

第五 農工 銀行 補助 法 中 改正 法律案 (政府 

提出) 第一 if 會 

農 H 銀行 補助 法 中 左ノ通 改正ス 

第五 條第一 一項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

前 9H ノ配當 金 ハ 之ヲ府 縣ノ收 入-一 繰 入 レ大藏 省 

預金 部 — 預入レ 地方 低利資金 トシ テ 融通 スル モ 

ノト ス 

第六條 m 書 及第 七條ヲ 削 ル 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之プ 定ム 

〔政府 委員 神 野 勝 之 助 君 登壇〕 

0 政府 委員 (神 野 勝 之 助 君) 農 H 銀行の 府縣の 持 株 

に對 します る 配 當金ほ •各 府縣 毎に 見ます ると 至つ 


て少額で 5> りまして、之を府縣の自由の處分に委し 
て 置きます る 場合には、 其 力が 小さく して 効果が 至 
つて 薄い と 思 ひます， それ故に 之を 大藏省 預金 部に 
預 入れる ことに 致しまして •集めて 一團と 致し まし 
て、 以て 公共 團體其 他 谷 種の 產業 上の 組合に、 低利 
資金と して 之を 融通 致し ますれば， 適當な る 資金を 
適當な る 場所へ 向かし めて、 其 効果は 至つ て 大きく 
なる だら うと 考へ ます、 さう して 第 七 條の各 府縣の 
持 株を 市町村に 交付す る ことを 得る と 云 ふことは* 
此 改正を 致さう と 云 ふ 趣旨と 相容れ ざる ことにな 〇 
ますから 第 六條の 第二 項、 並に 第 七條を 削除 致した 
いと 云 ふ 改正案であります、 何卒 御 協賛を 願 ひます 
〇內 藤® 祿君 一寸 御尋 致します が •此 谷府縣 農工 
銀行の 配當 額を 集めた 總額は 、どれ だけになります 
か、 尙又其 農工 銀行の 配當を 集めた も -〇 を 以て， 產 
業 組合の 中央銀行と 云 ふやうな ものを 設立す る 政府 
に 考案は ありませ ぬか、 右二 s を 御尋 致します。 
0_長( 大岡 育造 君) 神 野 政府 委員。 

〔政府 委員 神 野 勝 之 肋 君 登壇〕 

0 政府 委員 (神 野 勝 之 助 君) 御 答 致します 、農工 銀 
行の 府縣 に ^ する 配當ほ 、約 七十 二萬圆 位の 見込で 
あります、 之を 一府縣 に 平均 致し ますれば 約 一蓖五 
千圓 位， 全國の 市町村に 平均 致します れぱ ■一年に 
六十圓 位の ものになります、 それから 第二の 御尋の 
產業 組合 中央銀行を 設ける と 云 ふ 案は 無い かと 云 ふ 
御尋 であります が、 是等は 色々 講究 ほ 致した ことは 
ございます が， 唯今の 所では、 之を 直ちに 設け やう 
と 云 ふまで には 考は 持つて 居り ませぬ。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 委 M 選擧を 翳 題と 致します。 

第 六 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 岩 崎 1!) 君 本案は 天 春文衞 君 外 十七 名提 m、 農 H 
銀行 法 中改 正 法律案 外 一件の 委員に、 併せて 付託せ 
ら れんこと を 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _ ありま 
せぬ か。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 動議の 如く 決 

しました。 

〇 岩崎勵 君、 議事 日程 變& ^關 する 緊急 動_ を 提出 
致します， 即ち 玆に 執達吏 規則 中 改正 法律案 ■及 執 
達 吏の 手數料 及 立 替金增 額に 關 する 法律案の 第一 讀 


二八 IA — 

會 の la を 開き， 一括して 委員長の 18 传を 求め IL つ » 
蕺を 進められん ことを 沼み ます。 

0 議長へ 大岡 育造 君) 日程 變更の 励 SS に 御 jK s 
ませぬ か。 

〔「異 誔な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍 て 
日程は 變更 せられました、 右の 二 案を 域 題に 付し ま 
す I 委員長 則 元 由 跗 君。 

執達吏 規則 中 改正 法律案 c 政府 提出) 第一 n 
會の礅 (委員長 報吿 )( 確定 謎〕 

執達吏の 手數料 及立替 金％ 額に 關する 法律案 
(政府 提出〕 第一 閟會の 組 (委員長 報吿〕 (確 
定議〕 

〔則 元 由 庸君 登®〕 
f 拍手 起る〕 

0 則 元 由 庸君 執達吏 規則 中 改正 法律案 •並に 執 達 
吏の 手数料 及立替 金％ 額に 關する 法律案の 委 負符 に 
於け る經過 並に 結果を、 極めて 簡虽に 御 報 fr- 致した 
う 存じます、 第一の 執達吏 規則 中 改正 法律案は、 此 
規則 中の 第 十九 條に 、執達吏の 收人 金額 1 03 年 百 八 
十 圓に滿 たざる ときには 百 八十 圆まで 政府に 於て 補 
給す ると 云 ふ 規則であります が •其 改正の 理由と し 
て 政府の 說明 する 所に 依ります れぱ ，此 執達吏 規則 
の 出来ました のが 明治 二 十三 年で ございまして、 今 
日の 經濟 上ょり 鑑みて 見ます れぱ！ E 八十 11 までの 補 
給では、 執達吏の 事務を 執る のに 甚だ 闲難で あるか 
ら 、此佾 給 額の 程度を 四百 五十 圓まで に咐額 すると 
云 ふ 改正の 理由に なつて 居ります、 第二の 執 達 Hr の 
手® 料 及 立替金 ％ 額に 關 する 法律案の 改正の 趣意と 
する 所は、 是も現 時の 經濟 上の 現狀に 鑑みて、 沿 分 
の 間 勅令の 定 むる 所に 依て， 百 分の 五十 だけの 咐額 
をす ると 云 ふの が、 此 改正案の 趣意に なつて 居り ま 
す、 第一の 規則の 改正に 就て は、 委 M 會に 於て 何等 
異 翳 を唱 へる 人は ありませ ぬで ありました が、 此第 
二の 方になります と、 段々 裘員 中に 意見を 提 /.J1 され 
まして、 或は 此 執達吏の 中で 柬京の 執達吏の 如き も 
のは、 一た び 此職に 就き， 兩三 年に して 多額の 財產 
を 有する に 至る やうな 人が ある" そこで 或は Jii 京 11: 八 
他 特殊の 都# に 於て は、 此暫額 を 爲す 必要は ないで 
はなから うかと 云 ふやうな 意見を 提出され た 方 も あ 
ります、 其 他 幾多の 意見 も 出ました が耍 する に此裘 
員の 意見と して 提 m されました のは、 三箇 になり ま 
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して ございます、 而 して此 三 候の 意見は、 委 M 殆ど 
全部の 意嚮と 致しまして、！ の 希薄と して l!-fc 意見を 
述べられた のであります、 其 第一は 東京 及 K 他の 叙 
判 所の 中で、 執達吏の 職 秘を執 るに 常り まして 合同 
役場と 云 ふ ものを 推へ て ある、 其 所で lit 執達吏の 数 
名 及數十 名が 職務を 執る に當 つて 一つ 若は ®! 盥 の 役 
場に 之を 併合す る 事になります ると、 羝 多の 弊 禅が 
族 m 致しまして、 訴訟 人及此 訴訟に 關係を 右して 居 
ります る W 民が、 非常に 迷惑を 受 くる 事 も あるから 
して* 何とか 是 は 改善の 途はな からう かと 云 ふの •か 
即ち 其 第一の 希望であります それから 第二の 希®? と 
致しまして は、 東京の 執達吏の 收人は 褪に申 上げ ま 
したやう に、 聞く 所に 依 れぱ 、甚だ 多額の 金額に 上 
る やうに もな つて 居る からして •他の 裁判所の 執 達 

吏と： g 1 に 之を 収扱 ふと 云 ふの ほ>  其 當を 得ぬ もの 

であらう •そこで 政府は 此 本案を 執行 さる、 に當り 

ましては、 , 3: しく 谷地の 事情を 深く 精赉致 しまして 

さう して 百 分の ? T 十 以内で、 十分に 考撖を 費し、 愼 

m に 取捨 按排せられ ん ことを 希® すると 云 ふので あ 

〇 ます •それから 第三は 此 執達吏の 職務を 執る に當 

つて、 從來 一!々 國 民に 不平を 陳ぷ る漭も ある、 及怨 

睹の聲 を 聞く に 至る ので ある •是は a だ 迷惑 千 萬で 

あるが、 要するに 是 ほ 此 制度の 不備な 點も あるで あ 

らう 及 執達史 の 職務を 執る 其方 法の 上に 於ても、 多 

少の缺 陷を牛 ：じて 居る のでは あるまい か •之に 對し 

ましては •政府 も 十分に 考 r« を a して、 何 か此點 に 

就て 改誇を 施されん ことを 希望 T ると 云 ふので あり 

ます、 此三简 の 希 ! a に對 しまして •政府は 第一の 方 

に 就きまして ほ、 全然 委員の 希望と する 所の 理由に 

賛同を 表せられた のでは ありませ ぬ •即ち 從來執 達 

吏の 職務を 執る に當 りまして、 一人 一箇の 役場を 設 

けて あつたの であ 〇 まする が、 それに 就て ■?« 々邸 番 

を 中す るから at 規則を？ g きました、 後に 此合同 役場 

と云ふものを設けて‘此の合冏役場を設けて後ほ、 

却て 一箇々々 に岣務 を 執つ て 居つ た 時ょりも， 其の 

弊害を 少 くした ので あるから、 < ，日此 の 合同 役場を 

設けた 爲 めに， 多大の 弊害 •か あると 云 ふことは 認め 

ぬ、 併ながら 大分 近年 K 民の 怨嗟の 龊が あると 云 ふ 

ことを •井に し， 又委 M 會の筘 望 も ある ことで あるか 

ら 、政府は 此の 東京の 執達吏 设場を 三 節に 分 - i-r. せし 

めて —— 之を三っに分ちまして、而して其の實行の 

期は、 此法律 1 £ 施の 際， 及び それよ 〇餘 り遲 からぬ 


時期に 於て 實行 する やうに 致す であらう、 それから 
第二の 手數 料の 率の 問題に 付きまして は、 谷地 方 裁 
判 所の 所長を して 十分に 収調 をせ しめ •之を 司法 省 
に 持 出させて •司法 大 f;i が 十分に 調査を して、 而し 
て 其 率を 定める と 云 ふこと に 致し、 さう して 其 調査 
の 如き もの ほ •愤 重に 愼 重を 加へ て、 委員 會の筘 菌 
に 適 ふやう に、 十分の 考瞪 を费す であらう と 云 ふ 答 
辯であります、 それから 第三に 付きまして は、 委員 
の 希望に 同感で ある、 何とか 考瞪を 費して、 此國民 
怨嗟の 聲を 緩う する やうに する であらう と 云 ふ 答 辯 
であります、 委員 會は此 政府の 言明に 信用 致し まし 
て 之に滿 足を 表し ま L て、 金 會 一致を 以て 第 > 第 
二 案 共に， 政府案 提出の 通りに 可決 確定す るに 至つ 
たのであります、 此段御 報吿に 及びます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 14 君兩 案を 一括し • !! 會の顺 序を 省略して 
省略して 委員長 報 吿の 通り 可決 確定せられ んこ とを 
薄み ます。 

〇翦長 C 大岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 ？ > り〕 

OS 長 (大岡 育造 君) 御異 誘なければ S 會の 順序を 
省略して、 兩案共 可決 確定した る ことを 宣告 致し ま 
す、 日程 第 七、 家畜 市場 法 中 改正 法律案 第一 讀會を 
開きます、 提出者 高橋嘉 太郞 君。 

第 七 家畜 市場 法 中 改正 法律案 C 齋藤硅 次 
君 外 十三 名 提出) 第 一 讀會 
家畜 市場 法 屮左ノ 通 改正 ス 
第 一條 「牛馬 羊 豚」 ヲ 「牛 羊 膝」 M 改ム 
〔高 橋嘉太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

〇 高 橋嘉太 郎君 家 m- 市場 法 中 改正 法律案‘ 極く ® i 

單で ございます から 簡 111 に說 明を 致します、 家 S 市 

場 法の 第 一條に r 本 法-一 於 テ 家畜 卜稱 ス ル ハ 牛馬 羊 

豚 ヲ謂フ 」 と あるので あります、 其 中から 馬を 除い 

て 之を 「牛 羊 豚 J と改 むる， 斯う 云 ふ 趣旨で ござい 

ます •極く 文字 ほ 簡 W でございます けれども、 馬を 

除く と 云 ふに 付て は、 除く だけの 理山も ございます 

併し K 理由に 就て 長く 申します れぱ 時間 も 費し ます 

から _ 大體 のみ 申 上げます •か， 產馬 地方に 於て は、 

旣に產 误 組合 法に て 設置して ある 所の 市場 も ござ 

います， 二 歳雜钩 市場と 申します が， 又 養馬牠 に 於 

ては それ f 從來の 慣行 も あり、 事情 も あるので あ 


るから、 其 等の 點を 十分 申します れぱ 、徒らに 時間 
を 費す の ts があります から •どうも 御 採用に なつて 
委員付託になる こと、 信じます から、 其 等の 詳細の 
事 if 委員 # に 譲る 方が 便利な りと 信じます、 宜しく 
御 賛成を 願 ひます。 

〇 荒 川 五郎 君 謎 長。 

0 岩 崎 ® 君 議長、 

〇謅長 (大岡 育造 君) 荒 川 五郎 君。 

0 荒 川 五郎 君 一つ 質問が ございます、 此家畜 市場 
法 ほ、 唯今 提 m 者の 述べられました 通りに， 牛馬 羊 
豚を 支配す るので あります、 然るに 此中で 馬 だけを 
除かう と 云 ふので あります けれども， 提出者は 馬の 
產 地の 御 方と 心得ます c  r 其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) 
我が 全國の 農業は、 馬を 多く篚 する 處は 馬を 農業に 
用ゐ ます、 牛の 多い 處は 牛を 農業に 用ゐ ます、 牛 耕 
馬耕、 < -!•: 國は 凡そ 其 地方で M 分して 居ります、 然る 
に 馬の 產地で ほ 馬を 農業 用に 使 ひまして •農家 總て 
が 馬を 持つて 居ります から、 隨 て 此 一人 一個の 農 者 
が、 賣買其 他に 家畜 市場 法の 支配を 受ける のは 迷惑 
だと 言は れま すが、 それと 同じ やうに、 牛を 主に 農 
業に 使うて 居る 處 は、 等しく 馬と 同じ 事で ある •中 
國 地方は 決して 馬を 農家は 用ゐ ませぬ •まるで 牛 if 
である ■其 牛 耕地 方も此 案の 精神と 同じ 事で ある、 
若し さうな りまして 馬を 除き 牛を 除く と 云 ふこと に 
なつたなら ば、 此 家畜 市場 法は 全く 骨拔の ものに な 
つてし まう のであります、 豚 羊 だけでは、 實際此 法 
律は 役に立たぬ ことになるので & り ま T、 豚の 如き 
は 千葉縣 地方に あります けれども、 全國 から 見れば 
甚だ !''': かなもので ある、 羊は 政府が 獎勵 せられて 居 
ります けれども， 羊は 極く 軟か いものであります、 
我 日本の 草 It 茅の 質を 含んで pr る、 笹の 質を 含んで 
居る、 極く 日本の 一般の 草は 粗い のであります、 此 
粗い 草は 軟かい 羊に ij: 適せぬ と 云 ふ說が あります、 
隨て 羊なる ものは， 政府は 多大な 事を して 保護 獎勵 
をして 居ります けれども、 前途 甚だ® 束ない と 云 ふ 
ことがある のであります、 さう 云 ふやうな 譯で ある 
から、 羊 も 豚 も 殆ど 微々 たる ものである* 其微々 た 
る もの だけの 家畜 市場 法 だけでは、 此法律 ほ 全く 骨 
拔にな つてし まう のであります が、 提案者は 全國一 
般の 目から 見て， 牛 耕と 馬耕と どちらが 多い とせら 
れ て、 此馬だ けを 除く と 云 ふので あります か、 本 M 
の 見る 所に 依れば、 日本 半分から 西の方では 總て牛 


耕で あると 思 ふので す、 隨て全 國農 業者は、 馬耕ょ | 
り も 牛 耕が 多い と 思 ふので あります、 此 法律の 精神 I 
に 法れば ，更 に 牛を も 此家袼 市場 法から 除いて 宜い 
と 云 ふ 意味に なりは しない かと 思 ふので あります、 

大 體御尋 致します。 

〇 高 搭嘉太 郎君 御 答 致します、 牛 ほ 除く と； 2C ふの 
ではない のであります. 此 改正案の 通りに •馬 だけ 
を 除く と 斯ぅ 云 ふこと であります。 

〔「ぅまい  <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 

0 岩 崎勸君 本案は 議長 指名を 以て •九 名の 委員に 
N 託せられん ことを 菌み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 翳 は ございませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 tv 〕 御 異議が 無ければ  >  本案は 議 
長 指名、 九 名の 委員に 付託す る 事に 決しました I 
日程 第 八 及第 九 if 同一 SM に 付託せられ たる 識案 
なる に 依り、 一括 ii 題と 爲 すに 御異戤 ありませ ぬか 
t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ、 第 八 第 九を 
一括して、 委員長の 報 ft を 求めます I 武藤 金吉君 
第 八燁 草！# 賣法中 改正 法律案 (小 林 源 藏 
君 外 十六 名 提出) 

第一 讀 會の績 C 委 W 長 報告〕 (確定 
議) 

第 九 織物 m 費 税法 中 改正 法律案 c 小 林 源 
藏君外十六名提⑴) 

第一 讀會 の©  (委員長 報告〕 (確定 
議〕 

〔武藤 命 吉君 登壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇武跽 金 吉君唯 今 議題に 供され ました 煙草專 賣法 
中 改正 法律案， 織物 消費税 法 中 改正 法律案、 此二案 
に 就きまして， 昨日 委員 會は 委員長 理事の 互選を 行 
ひ、 直ちに 辨議を 終了 致 - L ました、 其 成 W を 御報吿 
致します、 此煙 草 - ¥ 賣法 中の 改正の 耍旨 は、 第二 十 
條の 二を 改正 致しまして、 煙草 耕作 組合， 之に 組合 
の 實 費を 補償す る：^ 的を 以て 獎勵の 意味を 以て 交付 
金を 致す 法案であります、 其方 法に 付きまして は、 
政府は 命令を 以て 適當の 方法を 以て、 段別 割 •人頭 
割 •若く は 箇所 割 等を 能く 研究を 致しまして、 交付 
すると 云 ふこと であります、 其 金額 ix 十二 ^; 七千圓 
でありまして、 何れ 追加 li ® を 以て ® 求せ ら る、 と 
二八 九 
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云 ふこと であります、 此檢物 消 s s> の 方の 改正は、 
琺物 消 © 役 法 中の I 一十 二 勝を 改正を 致しまして ，織 
物 同 菜 組合に、 此碎 物税を 傚 集す る 手 ® ( 料と して 交 
付す ると 云 ふ 案であります、 是は 從來に 於き まして 
吋 合が 此货稅 の 方法を 手® つて 尻る， 其 ？ § 用に 當嵌 
る だけの ものを 交付す ると 云 ふ 案でありまして •即 
ち 織物 ^ 上 高の 千分の 一、 一 > '物 消® 税額の 百 分の 一 
に 常る ものを、 m 合の 出来て 居る ものに 交付す る、 
而 して 此金額 は 十五 萬 八千餘 圓に當 るので あります 
勿論， € 物 消费税 は 大正 八 年度の 稗 算に依 て 見ます る 
と， 二 千 萬 圓以上 を 計上して あります が、 組合の 出 
来て 居らぬ 所があります から. 其 紐 合の 出来て 居ら 
ぬ 所は 約 三 割を 控除 致します から、 此十五 萬 八千圆 
と 云 ふ ものが 出る のであります、 是は 多年の 懸案で 

ありまして、 本案 提出に 付ても •谷 派 異議なく 大多 

數を 以て 提出に なりまして* 委員 會は 政府の 意見を 

確め ました 所、 二 案と も 政府は 同意を 表せられ まし 

て、 委員 會は滿 場 一致を 以て 可決を 致しました、 何 

卒全會 一致を 以て 御膂成 あらん ことを 希 菌 致します 

0 岩 崎 動 君 日程 第 八 及第 九の 兩案を 一括し、 讀會 

の 順序を 省略して 委員長 報告 通り 可決 確定せられ ん 

ことを 望みます。 

o _ Ja c 大岡 育造 君〕 御 異議が ありませ ぬか。 

〔「異議な し， 一と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ •二 案と も讀 

會の 順序を 省略して •可決 確定した る ことを 宣吿致 

します I 日程 第 十、 朝鮮 神社に 素 盞男锊 奉祀に 關 

する 建議案を 議題と 致します、 提 m 者 高木 益 太 郎君 

第 十 朝鮮 神社に®' 盞男© 奉祀に 關 する 建 

議案 (高木 益 太 郎君 外 一 名 提出) 

朝鮮 神社に SI 盞鳴 ©奉祀に 關す る雜議 

朝鮮 神社に 我が 潔 盞鳴® を 奉祀す へし 

右 建議す  • 

r 高木 益 太 郎君 登壇〕 

0 高木 益 太 郎君 茲に ■で 明治 大帝の 御產 土神で あ 

らせ られ 、我 國 海外 發展の 積極的の 神と 尊ばれ、 文 

武の 神、 航海の 神贿林 の 神と 尊崇を せられ、 忝な く 

も 天 身 陛下 It 四方 拜の特 には、 御 姉 君の 天 照 皇太 

神宮に 續 いて 御拜 あらせら る、 ものは、 即ち 素盞男 

钗で あります、 此素盞 男痄祀 に關 する 建議案に 付き 

ましては、 此案を 提出 致します る 前に、 先年 新聞紙 

上で 今回 朝鮮に 朝鮮 神社を 御設 になる ことが 現れ ま 


したから して， 或は ;' -V 内省の 計® で ほない か、 斯う 
云 ふ考を 持ちまして 宮內 大臣 波 多 野 敬 ® 君に «? 面を 
以ち まして， 朝鮮に 朝鮮 神社を 御設に なる 以上 ほ • 
是非とも 建 速素盞 男® を 第一に 御祀 をし なければ な 
らぬ 筈で あると* 斯う 云 ふ 願書を ば / 11 しました、 所 
が宮内 大臣は、 貴 ■の 請願の 趣意 ほ 尤 至極で ある、 
併ながら 此 朝鮮 神社の 設置 {3: 政府の する 仕事で ある 
宮內省 ほ 與り 知らぬ ので あるから* 朝鮮 總督府 の 方 
へ 申出て 然るべき ものであると、 斯う 云 ふ 返事が 參 
りました、 其 後 暫く 致します と、 先頃の 議會に 朝鮮 
神社 設置の 豫算 案と 云 ふ ものが、 諸君の 御手 許に 配 
付せられ たのであります、 そこで 神社を 御設 になる 
以上は 吾々 は 此 同化 政策の 上に 付て、 最も 精神的に 
最も 歷 史的に， 是非とも 素盞 男® を 奉祀すべき もの 
であると 確信して 居る のでありまして、 朝鮮 總督府 
の 意 II 如何と 云 ふこと を 質問 致しました、 然るに 朝 
鮮總 督府に 於き ましては、 山縣 伊三郎 君が、 未だ 此 
神社の 御 神體に 付て は、 何等 朝廷から 仰 出された こ 
とは 無い ので ある* 斯う 云 ふ 御 答であります るから 
乃ち 爰に 朝鮮 神社に 素盞 男® 奉祀に 關する 建議案を 
提出 致しまして 諸君から 眞に 精神的 滿場 一致の 御賛 
成を 仰ぎたい のであります (拍手 起る〕 大體此 山縣さ 
んにほ 、私の 意思が 未だ 徹底し ない のであります か 
らして、 此 建議案 提出の 理由を 謹んで 此處で 述べ ま 
す 日韓 合 邦 以来、 內地 民族と 朝鮮 民族とは 彼我の 區 
別を 徹底し まして 同胞の 交際 漸く 親密を 加へ まして 
畏くも 我が 皇室に 於 かせられまして は、 梨 本 宮方子 
女王 殿下と >  王世 子李垠 殿下との 婚約を 御聽 許に 相 
成りまして、 將に 御慶 事を 擧げ させられん とする に 

方り まして、 洵に 不幸に も 李 太 王 殿下には 薨去 遊ば 

され、 朝鮮 八道の 人民は 更なり、 我が 七 千 萬の 同胞 

擧げ て哀 誠の 意を 表し、 帝 國議會 に 於ても、 李 太 王 

殿下の 御國葬 費を 協賛し 奉り、 上下 俱に 渾然 一家の 

輯睦を 示して 居る にも拘らず、 奈何 せん 中古 以 還の 

迷 霧 未た 全く 鮮 民の 或る 一部の 心頭を 去らざる もの 

がありまして- 注々 にして 思想の 隔絶を 来し-天道 

敎主 孫秉卿 i なる 者の 騷掇 事件 等の 爆發が ありました 

爲に國 家 進展 上の 一大 障礙を 招く の® あるを 免れす 

と 云 ふことは、 甚だ 遺憾 千 萬の 事であります、 是は 

畢竟 皆な 內地 民族と 朝鮮 民族と が 先天的 血族の 正 傍 

にして、 遠く 其 根本に 遡れば、 齊 しく 同® 同宗より 

生じ 來れ る、 一河の 分流た るを 知らざる の 過に 座す 


る ものであると 確信 致し 玄す 、政府 ! 3: 宜しく 鲜民に 
向つて、 大和民族た る拫本 的 思 S! の諒舒 を 興へ、 0 
個に 一心 同體の 融合を 蹈 〇、 左 提右携 ，以て 報 木 ぼ 
姶の寶 績を擧 ぐるに 努めなければ ならぬ 次第で ある 
と 信じます (拍手 起る〕 

r 此時私 語す る 者 多し〕 

0 議長 (大岡 育造 君： >  靜 肅に願 ひます。 

〇 高木 益 太 郎君 惟 ふに 日韓 合 俳は、 大和民族 有史 
以來の 宿 契に して、 之を 國史 に稽 へ、 之を 斟迓 に徴 
して、 內鮮 一家の 證左 は歷々 として 爭ふ ベから ざる 
事であります、 而も 地理が 多少 隔絕 して 居る が 爲め 
に I 或る 地理 學者ほ 昔し 連 ® して 居つ たと 云ふ說 
もあります が、 兎に角 現在に 於て は •地理が 多少 隔 
絕 して 居る が 爲め に、 久しく 兩者 邂逅の 期を 妨げ ま 
したが、 時運 際會 して、 今や 全く 同胞 握手の 大 理想 
を 實現 しました 以上 ほ • 咚 は 相鬨 ぐの 嫌を 避け、 外 
は 侮を 禦 ぐの 實 を擧げ て、 相互 思想の 統 I を圖 り、 
眞に 帝國 民た るの 心性を 鑄 冶し、 朝鮮 一千 六 百 萬の 
民衆に 對 して、 日本 旨義 、特に 日鮮 同根 的槪 念を 與 
へ、 以て 將來 不拔の 基礎を 樹 てるの iT 誠に 刻下 吃 
緊の 事で あると 信じます、 之を 爲す に付きまして は 
明治 大帝の 御 詔勅 中に、 皇祖 皇宗の 遺訓 L: 遨ひと 云 
ふこと を 仰せられて 居ります が* 唯々 表面此 勅語を 
奉 |» をし， 若く は 忠孝 I 忠孝と 言つ ただけ では 十 
分に 徹底せ ぬの e あります、 之には どうしても 開國 
以来の 歷史を 頭に 刻み 込む と 云 ふこと が、 最も 必要 
であらう と考 へます、 吾々 が 小學 校に 在りました 時 
に、 或は 仁德 天皇の、 民は 國の 本で ある、 民の 籠は 
賑ひ にけ りと 云 ふ 御言 葉、 若く は 醍醐 天皇の 寒夜に 
御衣を 脫し給 ひて、 民の 疾苦に 叡慮を 惱 せられた と 
云 ふ 御 話、 或は 又 楠氏歷 代の 忠節、 兒島 高德の 奮闘 
の 有 _ を 顧みます ると、 其 日本 外史を II んで 居る 間 
に、 涙が ぼろ < 零れた、 是は啻 に 私 ばかりで ほな 
い、 諸君 も尙ほ 一層 感激せられ た 事で あらう と考へ 
ます、 それ 故 唯に 忠孝を 盡せ とか、 勅語を 奉讀す る 
とか 云 ふことは、 固より 難 有い ものには 相違 ありま 
せぬ が、 明治 大帝の 御言 葉に、 皇祖 皇宗の it 訓を紹 
述 すると 仰せられた のは 何で あるかと 云へ ば、 開國 
以来の 歴史と 云 ふ ものを 日本 民族の 頭に 入れる >  さ 
うして どの位 皇祖 皇宗が 御盡 しにな つた、 即ち 萬 世 
一系 連綿たる 御皇威 が 益々 增 して、 我 日本 帝 國の赫 
赫たる 光 揮を 放つ と 云 ふこと に、 どの位 御 苦心 遊ば 


5 れた かと 云 ふこと ; i * ':i r- : -*l-- c:.，、 , • &: 、、 て； .-.: ： i 
の 事で、 如何に 我國民 が 數 千年 来； 3 恩を； 5V-C*. ぃ 室に 
對し 奉り •忠義を 盡さな ければ ならぬ かと 云 ふこと 
が  >2:然に頭を刻込むこと (3: 論を俟たぬ .-||!: .2で ?, る 
と 信じます、* れ ほ 内地人た ると 朝鮮人た ると に (i: 
つて異 る 所は 無い と 信じます、 それであります から 
之れ を爲 すに ほ， 先づ 朝鮮人の 同化 政策と しては、 
鲜民祟 敬の 標的を sf めて •之れ に te つて 人心 〇 恝 
ふ 所を？ 1 1 せし むる に 若く は 無い と考 へます、 而し 
て 朝鮮 開國の 起源に 際しまして、 酝めて 彼 ® に 射 臨 
し •檀君と 祟 稲せられ 給 ひました のは 誰 方 棟で ある 
かと 云へ •は、 即ち 我が 建 速 素 盞舛® にして-素 盞男 
@ は 五十猛 其 他 七 王子を 伴 ひ、 朝鮮に 御 渡航 遊ばさ 
れて 、今の 江 原 道 春 川府の 道 fej に 在る 曾 尸 茂 梨の 地 
を根據 とし， 又 平安 道に 在る 妙 香 山の 跡に 今 H も 御 
寺が ia つて 居ります が、 其 處に御 在で 遊ばされて、 
朝鮮 開發 の爲 めに 日夜 其 御 經營を 怠り 給は ず、 御風 
沐雨 多年 御盡摔 の 間に 於て、 癒 煙 辦鎔 の爲 めに K 生 
の疫痈 に惱 まさる k を 棚 ませ 給 ひ、 御自身 疫癣 除の 
守護神と 云 ふこと を 誓 ほせ 給 ふた、 之に ffi て 其 後 桓 
武帝の 二 十八 年に 出来た 京都の 八 阪神 社と 云 ふのは 
何樣 であるかと 云へ ば、 京都に 非常な 「サン コロリ 
」 が 流行した 時に、 祇閛 神社と て 御 ilill り 巾して、 播 
癖 國廣峯 神社から 御 移し 申した‘ 是は明 洽大帝 の產 
土神である‘先般今上帝御大禮の吨に贷幣太社に 
御 昇格に なつた こと は>  諸君の 能く 御 7& 知の 事で & 
る、 播 _國廣 嵌 神社と 云 ふの ほどぅ 云 ふ 神で あるか 
と 云 ふと、 唐に 行つ た 大使 吉 tf K 備が 、素 盞奶 粒の 
動 功の 偉大なる ことを 感じて* 姬路 から 上陸して 潘 
磨の 廣峯 山の 麓で 夢を lil て、 素盞 を 御 祀り啡 上 
げたの だ 即ち 廣峯 神社で ある、 斯の如 く 朝鮮の 人民 
の爲 めに、 朝鮮 開發の 根據を 造らせ 給 ふたのは 蹈 -a 
即ち 素盞與 尊で、 其 居られた 所の 曾 尸 茂 梨の 地、 若 
くは 妙 高山を 一度 拜 1 たる 者は 疑ない 次第で ありま 
す、 慶尙道 •江 原 道の 入 民は 最も 多く 參詣を すると 
云 ふことは、 天下 公知の 事 實で あります、 夫 故に 内 
池と 朝蛘 との 聯合の 行 励は 此に端 緒を 開いた ものと 
斷定 する ことが m 來 るので あります‘ 即ち？ fly B 人に 
して 開國の 檀君 即ち 我 素 盞 男 @ と 云 ふこと を 知れば 
同祖 同宗の 信念を 開拓して、 其 障壁を 撤廢 する こと 
が 出来ます、 斯ぅして 國民 性の 淵源に 遡つ て II 先 崇 
拜の 思想を 涵養す る ことは、 今 Q 最も 必要なる 時期 
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であると 存じます、 斯る趣 意で 御手 許に 配付して ご 
ざいます 通り、 熟 田 神宮 宮司 角田忠 行 氏の 調资に 係 
る f 翰 ® 開 腿」 に關 する 古 yf 記、 及 神代 記を 根膊に 
したる 說 •並に 文學溥 士原秀 四 郞 氏の 調査に 係る 日 
本書 钯に基 く說 、及 文科 大學敎 授 M 野 M 氏の 說 、文 
學邱 士并 上賴図 氏の 素 盞男 ©と 朝鮮と 題す る說 ，森 
潤三郞 氏の 調査に 係る 朝鮮 年表、 並に 朝鮮 史腐 文庫 
の I 節、 日本霄 钯、 謠 曲 拾 葉抄花 筐、 fi 鹽草 •閑 田 
耕®, 古事記 傅、 それから 出雲大社 宮司 千家® 統氏 
の大國 主祖神 傅 說 、次に 照 野 大社 由緒 »、 是は熊 野 
權現は 朝鮮の 熊 川の 熊を 取つて •熊 野 權 現と® 稱し 
華つ たのでありまして、 即ち 朝 鲜忠淸 道 公州に ある 
のであります、 それから 朝鮮の 木を 持つ て 來て钯 伊 
國に楠 えて、 木の！： 即ち 紀伊國 となつ た、 故に 檀君 

と 申 h lf る 木を 収 つて fl と 云 ふので す、 是は八 王子 

の 一 柱で、 ? T 十菝 筏 と 云 ふ of 達 家の 御 先祖で ありま 

すが、 紀伊國 各 草 ? if. 即ち 高 日 川の 卜： 流に 於て、 先達 

官幣 大社に 昇格 遊ばされた る 伊太 祁曾 神社と 申 上げ 

るので あります が、 是が 神樣が 父の 素盞與 @ の 仰せ 

に te て、 钯 州へ 朝鮮から 御歸〇 遊ばして 名 草 郡に 御 

著に なつて 伊太 祁曾 神社が 川來た 、此 外® 州に 有 ^ 

なる 熊 野 大社、 熊 野搠現 と 御 祀り 申した 神社 も ある 

熊 野 滞 現は 何から 出た かと 云 ふことは、 歷史に 於て 

明白な事で ある、 それから 八 王子の 中で M も 動 功の 

著しい のは 多岐 都姬 命、 市 杵島姬 命 >  多 紀理姬 命， 

是は 安戥一 :嚴岛 神社、 肥前國 田 烏 神社筑 前阈 宗傺祥 

社で ある、 傳敎弘 法兩 大師 以来、 兩部 神道では 竹 生 

島の 辨 天、 rr 之 島の 辨 天、 安魃 の宮島 の辨 天と® 稱 

し 奉る 本 と 同一で ある、 水に 關係あ り 海に 關係あ 

る 所で、 大抵 御 祀〇 する 辨天は 何樣で あるかと 云へ 

ば、 素 兼 男 «t の 八 王子の 內 、三 柱の 女神で あらせら 

れ る、 此 女神 即ち 開運 辨天の 御 誓は、 海原に 向つて 

大 に發展 せし むる と 云 ふので あつて、 之を SC 祟して 

如何なる 處と雖 も 日本 國屮津 々浦々 に 至る まで 御祀 

して ある、 又 宇佐 八幡の 第二 殿は 邊律 莒>  中津宮 • 

海津宮 と 云 ふ 即ち 辨 天であります が、 內 地と 朝鮮と 

の 平和を 守 謎す ると 云 ふ御替 になつて 居る、 成程 御 

內 殿の 中に ほ 腿 神 天皇 仲哀 天皇を 御祀り 申して あり 

ますが、 是は神 功 皇后が 三韓 征伐を 爲 すって 後に、 

彼の地に 錨 守府將 軍を S いて 御歸 りに なって、 其 御 

歸 〇の途 十二月 十四日に 御安產 遊ばされた のが 腮神 

天皇で ある、 それから 宇佐 八幡に 御祀し 申した ので 


あるが、 それは 後の 事で、 其 前に 祀 つて あるのは 素 
鳴 男の 八 王子の 中の 三 柱の 御 神を 祀 つて あると 云 ふ 
ことは、 歷史 にも 明白な事® である、 斯る國 史の上 
に 於て 明確で あり、 又 唯今 項： E だけを 申 上げました 
出雲大社， 其 他の 調査 書類に 依つても 明白なる 次第 
であります のに、 肝腎なる 朝鮮 總督府 と 云 ふ ものは 
朝 P は 何人の 御蔭に 依つ て 今日 開發 'か S 来た か、 さ 
う 云 ふこと を 閑却して 居る と 云 ふことは 如何にも 情 
けない 次第で あると 存ず るので あります、 そこで 此 
第 四十 謎 ir の 初に 朝 P 神宮の 翔 5? が 川ました 時に、 
吉楠 君が 主査でありまして、 さう して 政府 委員 山縣 
伊三郎 君、 鈴木稷 君と に御尋 した 所が、 何等 確かり 
した 御 答がない、 成程 斯う 云 ふ 人物が 朝鮮に & つて 
其 本を 忘れて 末に 趨 つては、 立派の 政治が W 来る も 
のでない、 矢 張 政治家の やる 仕事は 形 ばかりでは い 
けない、 眞に歷 史を尊 Is して、 國民性 に 入つ て、 十 
分に 彼と 我との 諒解が あつて， 初めて 朝鮮の 同化 政 
策が 成功す る 次第で あるのに、 自分が 朝鮮の 統治に 
關 係して 居り、 樞耍な る 地位に 在つ て、 朝鮮の 歷史 
を輕ん じて 居る と 云 ふやうな 事では， 甚だ 私は 歎は 
しい 事で あると 存じます 此第四 分科の 豫算 委員 會に 
於て* 大 に III 縣さん 鈴 木さん と 論議を したので ある 
我々 は 小學 校に 居る 時から、 素盞男 尊が 朝鮮へ 御 出 
遊ばして 御苦勞 なすつ たと 云 ふことは •我々 の 頭に 
深く 刻 込まれて 居る、 又 何人も 知らぬ 人は 無い ので 
ある、 然るに 朝鮮 統治の 局に 當る當 局 者が さう 云 ふ 
事では、 朝鮮の 前途は 甚だ 憂慮に 堪へ ぬ、 それで あ 
るから 吉擗君 も是は 神樣 に關 する 問題で なくして、 
他の 同化 政策の 問題で 段々 と 論議を 盡され た 時に、 
政府 委員の 說明が 要領を 得ない ので、 其 出席 停止を 

しやう と 云 ふまでに、 擰齿的 要求が あつたと 云 ふこ 

とは、 諸君 も 速記 錄 に 0C て 御 分りに なつて 思る こと 

と 思 ひます •私は 山縣 さん 御前さんは 何處に 居つ た 

か、 昔は 愛知 縣に 書記官を された ではない か、 御 父 

さんの 御蔭で なつた かも 知らぬ が …… 愛知 縣の熱 田 

の 神宮 ほ 何樣 を木體 にして 居る か、 倭姬か ら 受けた 

草雜 劍を苹 じて、 さう して 東夷 征伐の 爲 めに 日本 武 

符は 何で あるか、 此八岐 大蛇から 取つ た 所の荩 薙の 

劍 を 以て 御 本 gg として 居る、 愛知 縣に 書記官と して 

居つ て 知らぬ 譯がな い、 君が 東京 府の 書記官で あつ 

たが •東京 府の ーノ莒 氷 川 神社 ほ 簸の 川上の 稱號に 

基いた もので、 即ち 日本 武尊が 東夷 征伐を して さう 


して、 大宮へ 行つ て 彼處 へ素盞 舆® の 御 遺德を S 崇 
する 爲 めに 氷 川 神社が 趄つ た、 關 JK で武藏 と 云 ふ 名 
前は それから 起つ たので ある •其 名前は 何かと 云 ふ 
と， 素盞 男® の 御 勤を 日本 武® が® んで 居られる、 
又 神 功 皇后が 三韓 征伐を して 凱 陣の 時に， 須 i： 明 石 
の邊 から 御上 陸に なつて、 其 第一に 崇んだ のは 何樣 
かと 云 ふと 素盞男 命で •相生の松が あるので 有名の 
縣社高 砂 神社で ある 此 神社は 神 功 皇后が 立つ たので 
はない か、 斯の 如く 國 史上 明白な 神樣に 向つ て、 是 
から 研究を しやう と 云 ふのは 何事で あるか、 斯う 云 
ふ 工合で 餘 程論爭 を 致した 所が •委員 中 さう 云 ふ 心 
懸で あると、 必ず 天 P] 立 所に 到る (笑聲 起る〕 と 云 
ふこと が 委員 會の筆 記に 載つて 居ります、 果して sn 
何で ありませ う、 まだ 其 問答を してから 數 箇月 經た 
ぬのであります が、 如何なる 方面に 如何なる 事が 起 
つた か、 識者の 判 斷に 任せます、 畢覚 同化と 云 ふ 精 
神 問題を 閑却して 居る からで ある、 其 根本に 誠意が 
無い から 斯う 云 ふやうな ことになる. 私は 牧山耕 藏 
君 や 其 他の 諸君から して、 第三 分科の 豫算 委員 會に 
於て、 頗る 適切なる 朝鮮 同化 政策に 就ての 御 問が あ 
りました けれども、 彼等は 赤心から やらう と 云ふ考 
を 持つて 居らぬ から、 何時も 上の空で ある、 私は 實 
に國 家の ため 慨嘆に 堪へ ぬのであります、 どうか 本 
案は 洵 に一點 疑の 無い 日本 國史に 基く ものである、 
尤も 山縣 さんが 言 ふのに、 日本書紀の 中に 素 盞男尊 
が 永く 朝鮮に 御 出が なかつ たと 云 ふこと が 書いて あ 
る， であるから 君が さう 言 つても いかぬ と 云 ふこと 
を 言は れた 、私は 言 ふた、 日本書紀 や 古事記は 何時 
洧 へたので あるか、 古事記に しろ •日本 W 紀に しろ 
奈良朝 時代に 桁へ たのでは ないか、 稗 田安禮 等に 向 
つて 編 慕を させた ので、 奈良朝 時代は もう 佛敎が 百 
濟 から 来て、 蘇 我 氏 や 物 部 氏が 互に 戰つ て、 或は 牛 
を 喰 ふ 者は 睽多 にす ると かと 云 ふ佛敎 全璁 時代で あ 
る 今日 吾々 が 帝國議 會の此 演壇で 論を した ことで も 
或 反對黨 の 新聞 SE 者は どう 云 ふこと を 書く かと 言 ふ 
と* 右と 言つ たこと を 左に 書いて ある、 今日で さへ 
さう ではない か、 官報の 速記録に 出る ことで も 或る 
新聞に 依る と、 右に 論じた ことを 左に 書いて ある、 
况や 神代の 幽遠な 事で ある、 それが 何千 年經つ た 後 
の卒； 良 朝に なって、 佛敎 全盛時代に 出来た 日本書紀 
の 中に どう 云 ふこと が ® いて あつた 所が、 そんな 事 
を 以て 赫々 たる 尊の 御 事歷を 括 殺す ると ほ 畏 入った 


譯で ある、 山縣君 にしても さ うぢ やない か、 朝鮮に 
居つて 時々 自分の 住居で ある 所の 富士兑 町の 本邸へ 
歸 つて 來るで ほない か、 朝鮮人 天の 日 第五 世の 孫た 
る 神 功 皇后に しても、 御歸〇 になつ たに 相違ない の 
であるから •其 御 偉蹟を 永く 念 ふべき であつ て* 御 
歸り になつ たことは 關係 ない、 素盞男 尊は 御 承知の 
通り 御 母伊姅 冊の 尊に 非常な 御 孝行で 在せられ たの 
であります、 又 出 雲の 簸の 川上に 御歸〇 になつ た、 
出 雲の 簸の 川上に (i 稍 田 姬と云 ふ奥樣 .大國 主と 云 
ふ 御子 供 衆 も 御 在で になつ たので ある、 必ず 朝鮮で 
御 残りに ならなければ •朝鮮 神社に 奉祀せ ぬと 云 ふ 
さう 云 ふ 理窟は ないで はない か、 と 言 ふたら 山縣君 
は 何れ 調べて 見る と 云 ふから、 乃 木 大將が 命じて 御 
作りに なつた 日本 合併の 裏面と 云 ふ 本には， 支那の 
書物の 上から 朝鮮は 決して 併合で (3; ない、 日本の 昔 
からの 領土で あつた、 之を 唯 復薦 したので ある， 斯 
う 云 ふ 本を 御 If みなさい と 言つ た 所が •山縣 さんは 
手帳を 出し、 初めて そんな 話を 聽いた やうな 顔を し 
て、 吾々 の說 を Is いたのであります •成程 斯う 云 ふ 
やうな 人 許り 揃つ て 居る と •朝鮮で 暴動を 起す のは 
暴動を 起す 人間 も惡 いけれ ども •又此 上に 居る 役人 
も， 大に私 は 心を 變へな ければ ならぬ、 場合に 法る 
と 其 全部 即ち、 あ、 云 ふ 人間を 追拂は なければ なら 
ぬかと 云 ふ 感じを 持つ ので ある、 所で 本 建 翳は 洵に 
精神的、 根本的に 出て 居る 案であります から、 何卒 
諸君 (X 滿場 一致を 以て 御 可決 あらん ことを 懇願す る 
次第であります (拍手 起る〕 

0 岩 崎 14 君 議長。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 岩崎勸 君。 

0 岩 崎 1!) 君 本案は 議長 指名を 以て* 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

一 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 岩 崎 君 動議の 
如く 決しました i 日程 第 十一、 山 口 縣德山 港を 特 
別 輸出 人 港と なすの 建議案を _ 題と 致します、 提出 
若 渡 邊祐策 君。  i 

第 十一 山口縣 德山 港を 特別 輸出入 港と 爲 
すの 建議案 (渡 邊祐策 君 提出) 

山 口縣德 山 港を 特別 輸出入 港と 爲 すの 建議 
政府は 速に 山口縣 德山 港を 特別 輸出入 港に 指定し 
之に 關 する 豫算を 編成して 帝 國議會 へ 提出せられ 


山 n 縣德山 港を 特別 輸出入 港と 爲 すの S! 謎 案 
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むこと を 項む 
右 訊 該 す 

〔殴 邊祐策 君登搜 〕 

~ 拍手 起る〕  I 

0 渡 邊祐策 君 今日 程に 上りました 所の 德山 港を 特 
別の篼 m 入港に する 必要を 述べる に當 つて， 此德山 
港の 位 鼢 形勢を 申せば •德山 港 (3; 山 1:1 縣の都 潜 郡 德 
山 町の 沿岸で あり * す、 陸地 即ち 北の方 {i 連架 並 出 
して あつて* 北風を 能く 防いで 居る のであります、 
而 して 西北の 方は 仙 島、 黑髮 島， 大津島 等の 諸島が 
相 連つて あつて •西北の 風 若く は 西の 風を 防いで 居 
るのである、而して東南の方ほ大島半島に圍繞せら 
れて 居る ので ある、 而して 東南の 風を 此島に 依つ て 

防いで 居る ので ある、 港 內は 餘程廣 く  •其 鹿 さは 三 

「コンマ .J 四 平方 里 あるので あります •而 して 其 深 

さは 干潮 時に 於て 五 尋 以上の 深さの 處 にても" 尙ほ 

二 「コンマ J 六 平方 里は 席 さが あるので あります、 

而 して 其七_ 以上の 廣さと 言つても、 尙 一平 方里の 

幅を 有して 居る、 最も 深い 處は 十八尋 ょり 二 十 ^ に 

至つて居るのである-而して其@口に二十_以上あ 

るので あつて、 其 幅 も 十四 町餘 あつて 實に 天然の 良 

港で あるので あります、 其 天然の 良港た るを S 證す 

るには 大 JH 六 年の 秋に 於て， 我が 海軍の 三 艦隊が 聯 

合 運動を 爲す當 時に 當つて •其 港 內 に戰圆 艦が 十六 

隻 ，驅逐 艦が 十八 隻 、潸 航艇 、水雷艇 等 以上 港內に 

七十 八隻の 軍艦を 按排せられ， 尙ほ其 外に 數十隻 の 

戰闘 艦を 包容し 得る だけの 餘 力を 示した ことに 見て 

も. 明かに 良港なる ことが 察せら るので ある •而し 

て 六 年中に 軍艦が 此港內 へ 入つ たこと が 百 五十六で 

ある、 又 煉炭 所に 關 係して 港內に 入つ た 汽船， 西洋 

型 帆船を 通じて 六 百 五十六 隻の ものが 人つ て 居る、 

入港 數 も。 之と 同 樣の場 數が ある、 入つ たのは それ 

だけあります から、 IJ-1 港した 隻數も それだけで あり 

ます、 其 外に 此德山 港に 物資を ■出入す る 所の 商船 

が 三百 六十 六隻 入つ て 居る のであります、 此 船の 總 

噸數は 四十 五 萬 八 千 W 七十 八噸で ある、 而して 此陸 

揚の貨 物は 三十 三 萬 百 五十 九 ® であります、 而 して 

陸から 籾 / II した' g 數は 三十 五 萬 四百 九十 九 噸 、所謂 

貨物の 11 出入の 總高は 六 - 1- 八 萬 六 百 五十八 噸であ り 

ます、 而 して 此總體 の 金額は 千 四； E 七十 三 萬 千 三百 

六十 二圓 、-而 して 此本 港より 主 もに 輸出す る 所の 物 

は 所謂 煉炭、 石材， 杭 木 等が 主なる もので、 其 仕向 


地は 支那、 朝鮮， 靑烏 方面に 主 もに 仕向けて 居る の 
である、 输人 せらる、 主なる 物 ! 3; 無煙炭 •鉛鳐 鐵鑣 
石灰 斯かる 物が 這 人つて 來る • 此 位地 ! 5: 英國 、米國 
近くに 靑島鑷 南 浦 等の 如き 方から 主 もに 入つ て來る 
ので ある、 斯か ら德山 港は 陸の 通信に 於て 交通に 於 
て、 海の 便利 良好た るを 以て、 a に 此德山 港の 沿岸 
を 卜して 海軍の 煉炭 所を 匿 かれて 以来、 爾來亞 鉛の 
製煉 所 W 達 灰の 工場、 或は 棟瓦 工場 •製鋼所 等が 種 
種 大規模の 計 sir •を 以て、 此 沿岸に 設立せられ て 居る 
殆ど 此 沿岸に 於て は 剰す 所の 無い 程に 計诳せ られて 
居る ので ある、 尙ほ 諸種の 事業が 計 晝せ られつ、 あ 
るので あります、 此上德 山 港 I 德山町 も 近来 入口 
を數萬 以上を 有し •日に 月に 繫榮を 極めて あるので 
ある， 此德山 港に 對 して 物價の 集散 ほ 近来 著しく 膨 
膜した のであります、 此 場合に 當つ て德山 港を 開港 
をし、 以上 述べた る 所の 諸 工業に 對 する 原料 諸 材料 
又 ほ 之れ に 生產 する 所の 生產 品， 若く は 地方ょり 受 
くる 所の 總 ての 產業 をして、 轍 出 人 上に 尙ほ 一 暦 の 
便益を 與へて 貿易を 助長す ると 云 ふことは、 國家が 
當然の 施設で ある， 殊に 又 最も 急務を 要する ものと 
信じて 疑は ぬのであります、 故に 此德 山を 開港す る 
に 付て は •作 年 請願が 出まして 本 議場に 於ても 滿場 
一致を 以て 採 擦に なつて 居る •貴族院に 於ても 是な 
〇 として 之を 採擇せ られて あるので ある、 何卒 滿場 
の 諸君に 於て •本 建 s に 数し 賛成 あらん ことを 熟 望 
して 止まぬ 次第であります。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩崎勸 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 本案は 議長 

指名 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました， 日程 

第 十二、 圓 山川 改修に 關 する 建識 案を _ 題と 致し ま 

す、 提出者 齋藤珪 次 君。 

第 十 Iri 圓 山川 改修に 關 する 建議案 (齋藤 

珪次君 外 一名 提出〕 

圆 山川 改修に 關 する 建議 

圆 山 111 は 第二 期 政府 rf 轄の洵 川に 搦 すと 雖 其の 水 

害 年を 追 ふて 甚 しく 沿岸の 困 雛 實 に名狀 すへから 

さるもの あり 政府は 速に 之 か 改修に 著 手せられ む 

ことを 菌む 


右纽諉 す  . 

「 齋藤珪 次 君 登 挝〕 

〔拍手 起る〕 

〇齋藤 珪次君 本 建議案 提出の 理由を 說明 致します 
圓山 川は 御 承知の 通り、 兵庫縣 但馬國 の 出 石、 城 崎 
兩 郡の 沿岸 其 田畑 三千 五 百 町 步と稱 する ものを 浸 害 
する 所の 河川であります、 其 水害は 歳を 逐ぅて 大に 
なる のであります、 况や 昨年 九月 十四日に 於け る 彼 
の 山陰 方面の 大 降雨 •大洪 水の 結果と 致しまして、 
此河 川の 沿岸に 於け る 山岳 ほ 潰 崩し、 爲めに 土砂の 
非常な 流出を 致しました から 一層 河川の 埋沒を 致し 
さぅ して 此浸害 や 大なる ものと 信ずる-丁度 私 も 山 
陰 道の 此 水害 視察と して、 實地を 見ました‘ 如何に 
も 積年の tf 害の 積つ て 居る •又 昨年に 於け る此 大災 
害の 爲 めに 將來 一層 害の 大なる ことが 推察が 出来る 
のであります、 是は 是非共 速に 改修の 必要が あると 
認める のであります、 旣に御 承知の 通り 現行の 治水 
政策が、 四十 三年に 於き まして 確立 致しました 時に 
此圓 山川は 第一 一期 川に ® して 居る のであります、 故 
に 早 晚是は 致さなければ ならぬ ものと して 國家ほ 誠 
めて 居る、 然るに 唯今 申 上げました 所の 昨年の 大水 
害の此 埋沒 は、 一層 甚だしく 相 成りました る 故に、 
政府は 速に 此 改修に 藤 手せ らる 、事が 相當と 存じ ま 
する が 故に. 本案を 提出 致しました 次第で ございま 
す、 ど 5 か滿場 諸君の 御 賛成を 仰ぎます (拍手 起る〕 
〇 岩 崎 動 君 本案は 木津川 治水に 關する 建議案 姿 a 
に、 併せて 付託せられ んこ とを 菌 みます， 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「 異_な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君 d 御 異議が なけれ ぱ 本案は 岩 崎 
君 動議の 如く 決しました 、日程 第 十三 ■沖 ffl 縣に於 
ける 「マラ リヤ」 翔 防 撲滅に 關する 趄 議案を 議題と 

致します、 我 如 古樂一 郎君。  _ 

第 十三 沖 S 縣に 於け る 「マラ リヤ」 豫肪 
撲滅に 關 する 建議案 (我 如 古樂一 
郎君 外 四 名 提出〕 

沖繩縣 に 於け る 「マラ リヤ」 豫防 撲滅に 關す 
る 建議 

沖 繩縣下 八重 山 郡は 農 產物並 水產 物の 產額夥 多に 
して 殊に 石炭は 沖 ffl 縣 唯一の 產地た り 然るに 同 郡 
內ほ 一部分を 除く の外殆 と 「マラ リヤ」 病毒獅 漫 
熄む 時な く 爲に住 民の 健康を 害し 作業 能率を 妨く 


る こと 甚しく  ： !... § 步 を阻遏 し 開拓の * を 
舉くる 能 IX す 故に 政府 li 適 常の 内 « を B し 速に 之 
か 1« 防 撲滅の 方法を 講 せられむ ことを 沼む 
右纽潘 す 

〔我 如 古樂 一郎 君 登 取】 
r 拍手 起る】 

〇 我 如 古樂 一郎 君 諸君， 沖® 縣に 於け る 「マラ リ 
ャ」 病は 旣に 明治 十八、 九 年の 頃、 政府に 於 かれ ま 
しても 此慘 害は 格別で あると 云 ふので、 調 ? t 娄员を 
置いて 調査を 致された のであります、 即ち 明治 十八 
九 年に 古 rr<[ 餞 學士  •それから 三 浦 溥士 、それから 沖 
繩縣の 病院の 餺員 、それから 近頌 守屋 阙學士 ，それ 
<政府 としても 認められて 調査を 進められて 今日 
に 及んだ のであります、 何故 さう 云 ふ 風に なり まし 
たかと 云 ふと …… 

〔議長 大岡 育造 君 退席 g 議長® lil 國松对 謎 K 席 
に 著く〕 

0 我 如* 樂一郞 君此 沖 W 縣に 於け る 八 ffi lll i K ,1.- 
とは 實に 人 cl が 少ない のみならず、 開 酸に ii a の あ 
る 土地であります からであります、 此八 «■: 山 郡は 十 
八の 島を 以て 成立つ て、 沖 11 縣のず つと 雨の 端に 位 
して 居ります、 其總 面積が 四十 三方 里で 戶數 が :/.: '— 
二百 三十， 人口が 二 萬 六 千 九 百 四十 人 有 〇 ますので 
あります、 產 物と 致しまして は 沖 « 縣 として ! X ® り 
八 K 山から 石炭が 出る のであります •それから 米、 
雜穀 •甘蔗 それ かも 砂糖 •上布， 材木、 牛馬 •水產 
として S 節 等が S るので あります、 產骷 はま だ 十分 
開發 されて 居ない のであります から、 今日と して (i 
先づ 二百 十餘萬 iil 位であります、 ! 2( 原 平野が 多く、 
土地が 沃 [1!:! で 未開 懇 地を 調べて 見ます ると •七 千 六 
百 九十 九町步 ，牧場と しても 五 千 六 W 六 町 ル ありま 
すけれ ども、 各 離島の 中 (1 かな 部分を 除く の 外は 總 
て此 「マラ リャ j の 有 柄 地で ございます •其 病 氣の 
爲めに 部落が 自然 消滅した 處が 數箇龌 あるので あり 
ます、 該島 をして 開拓 致さう と 致します けれども、 
此 病を 恐れて 移住し やうと 云 ふ 者がない のは •今日 
に 於て 非常に 齒憾 として 居る 所であります、 殊に 西 
表 島と 云 ふ 所は ' r\' 石炭が 隨分出 る 見込であります、 
それから 尙ほ 材木 も渾山 出る のであります が、 璐夫 
や 樵 夫の 募集に 腿ず る 渚が 少ない、 縱令有 つても 此 
病を 恐れて 間もなく 立 去る やうな 狀况で あ 〇 ます， 
旣に二 三の 事業家が 隨分 資本を 卸して 居られた けれ 
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,. とも，有望なる事業が失敗を招いたと云ふこと (3: > 
全く lit 病の然 らしむ る 所であります、 それで 十分に 
開槊を 要する 土地であります からし V4、 沖 繩縣 とし 
て も明洽 四十 三年 以来、 大正 二 年まで 縣费 一! S! 七 千 
六 百 餘阊を 掛けて 該涡 の豫防 撲滅と •患 ^ の 治療に 
從事せ しめたので あります が、 微かなる 縣絆濟 の 許 
さない 所でありまして、 中止す るの 巳む を 得な かつ 
たのほ、宵に吾々共の逋憾とする所であります、思 
ふに 此 「マ ラリ ヤ J —— 稷城地 をして (i 康池な らし 
める と iK ふことは、 一に 摘 生 施設に 俣たなければ な 
り ませぬ 事は、 世界 谷® 植民地の 狀况に 依つ て 見て 
も 明かなる ことで ございます、 而 して 近 牢又 八重 山 
島民は 此 「マラ リャ .1 の 是非 豫防撲 滅をや らな けれ 
ばなら ぬと 云 ふ H ® 心から / l-i まして、 昨年拽 肪期成 

會と云 ふ ものを 組織して、 同會 から 縣へ豫 防 撲滅と 

して ffl 當の S 用の 寄附を 申込んで 居り 現狀で ありま 

す、 而 して 今日の ^ 舉上 、此 「マラ リャ J 病の 拽防 

撲滅を 期せん と 致します るには、 第一 lit 病 氣の 媒介 

奔 たる 「ァ ''フエ ー レス」 蚊であります、 蚊 族の 發 
生地で ある 池沼 や 原野を 開拓し， 樹木 雄 荩 SV (JC り拂 
つて、 日光を 能く 射 人せ しむる と 云 ふこと が 第 一で 

あります、 第二には 此病原 蟲 •即ち 「ブラス モジ ユ 

ゥム」 と 云 ふ もの、 保有者 若く は 患者の 血液を 檢鏡 

して、 一定の 期間 强制 的洽療 を 行 ふので あります、 

それから 第三の 豫防 法と しては 「キ ニー ネ .』 の BfJ 用 

を 致しまして、 拽防の 方法を すると 云 ふこと •それ 

から 蚊に 喰 ほれない 裝 S であ 〇 ます-それから 第五 

には 衞生組 合を 組織して、 衙生 思想を 向上せ しむる 

と r 2s ふこと， 是が 今日の 释 氓 上の 方法に なつて 居り 

ます、 是等の 方法を @ 行 致します るに 付きまして ほ 

前 申 上げました 通りに‘ 相 當の费 用が 要る ので ござ 

いますので， 同様の 經濟の 今日の 有糅で は、 十分に 

其 目的を 達し 52 られな いのであります C 簡單々 々〕 

要するに 此 「マラ リヤ」 病の 撲滅を 致さぅ とする に 

は •開 i? 事 菜と 並び 行つ て 行く のが、 今日 最も 捷徑 

なる 所で あると 存 ず るので あります から、 政府に 於 

かれましても 十分に 是が調 迸を 致され •適切なる 雅 

防 撲滅の 方法の ® 行を！ r せられて、 此 八 ffi 山 島民 並 

に 開 18 事業者を して、 - 1- 分に 其 土地に 安心して 事業 

を やらし むる と 2: ふこと li •今日 吐 八 JR 山の 開拓 上 

並に 「マラ リヤ」 病 Is 防 法の 要點だ らうと 姐 ふので 

あります、 此 rlt 謎の 趣 S ほ 期の 如き 次第で ございま 
外 ?? I の 招致 及 侍 遇に 關する 建 謎 案 


すから •滿場 諸 e の 御 I.J) 惝を以 て、 御 協賛を 與 へら 
れむ ことを 深く 希菌致 す 次第であります (拍手〕 

〇 岩 崎勸君 本案は _误 指名を 以て、 九 名の 委員に 
W 託せられん ことを 望みます。 

〇 副議長 (濱 田國松 岩〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

t 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長； 濱 W 頭 松 君) 御異 SS なければ 岩 崎 君 動 _ 
の 如くに 決しました-質 間 第 十四。 

〔「質問に あらず U 程な 0 1- と 呼ふ漭 あり〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 ^ 問は 間違 ひました、 日 段 
第 十四、 外客の 招致 及 待遇に 關 する 建議案、 小 西 君 
0 小 西 和 君 十五 も 一緒に 說 明したい と 思 ひます。 
0 副議長 C 濱田國 松 君〕 十四が 濟し ますれば 引續い 
て 御 發言 になつ て も 宜しい。 

第 十四 外客の 招致 及 待遇に 關 する 建議案 
(小 西 和 君 提出) 

外客の 招致 及 待遇に 關する 建議 
我 か 帝阈 風光の 明媚なる は 世界に 冠絶す と 謂 ふ も 
取て 過言に 非 さるへ し而 して f-E 昔 以来 人工を 以て 
钮築 美術 其の 他 ^ 般の施 設を爲 せる もの も 亦 枚 擧 
に暇あらす國内到る處名勝»賴遊资地に富み外客 
をして 感賞措 く 能は さらしむ る もの 豈偶然 なりと 
せむ や 况や _ 戶內 海と 之に 臨める 近畿 方面 並 富 士 
山を 中心とせる 中駿及 豆 W 地方の 如き ほ 眞に 本邦 
獨得景 趣なる に 於て を や 今や 歐洲の 大戰亂 も旣に 
講和の 時期に 入れり 國際 間に 於け る 障壁の 撤去せ 
ら るると 共に 列國相 K 民人の 接觸愍 頻繁 IL 親密を 
加 ふるを 疑 ほす 殊に 帝 ® ほ 世界の 樂闽 として 向後 
©3 光 外客の 蛸 雄を 見る や 必 せり 然るに 現下 外客の 

招致 及 待遇に 就て 殆と何 等の 施設を 見さる に 止ら 

す： 史に 其の 方法の 確立せ る ものな きは 對外關 係 並 

對内事 惝 の兩點 ょり 見て 有形 上 又 無形 上 基に 潰 憾 

とする 所な り te て 政府 ほ 旅館、 船 単 •道路 其の 他 

外客に 對する 各般の 施設に 就て 速に 適當の 方法を 

¢1 立し 著々 之 か實 行に 努められむ ことを 望む 

右 St 議す 

〔小 西和对 登®〕 

〔拍手 起る J 

〇 小 西 和 君 日程 第 十四の 外客の 招致 及 待遇に 關す 

る 建議案の 趣旨を 申 上げます、 御 承知の 如く 我國に 

ほ、 風光の 極めて 明媚な 處が 到る 處 に散點 して 居り 


ます、 又 纽 築 美術の 側， 其 他 各般の 事物に so まし 
て 頗る 立派な 物が 澤山 にある ので ございます、 從つ 
て 我 @ 到る / S として 名所 * 赜、 若く は 遊 ! € 地を 見 ざ 
るな しと 云 ふ狀 態で ございまして、 外國 から 參〇ま 
する人々ほ、之に對して翻賞措く能はざる狀態でご 
ざいます、 屮 にも 翻 戶内 海の 方 rffi 及び 其 沿 捃の 樞區 
たる 近畿の 方面の 如き、 又は 富士山を 中心として 甲 
州、 駿 河， ffl 横， 伊豆の 方面の 一區 域、 此 《 戶内海 
及び 富士山の 景色の 如きは • 實 に 世界に 無類， 我國 
獨特の ものと 中して 宜しい のであります、 偌 て歐羅 
巴の® g? は 最早 講和の 時 湖に 入りました、 今後 國際 
間の 障壁が 撤去せられ ましたなら ば、 列國の 人々 と 
の 往来 交通は 益々 頻繁を 加へ 其の 親密の 度は 益々 深 
きを 致す に 相違 ございませぬ、 而 して 我 國は唯 今 中 
しました 如き 風光の 明媚な 所であります るので •所 
謂 世界の 樂園 たる 芯に 背かない のであります るが 故 
に、 今後 ® 3 光の 外客が 數多 集つ て參 つて 犬に 外國人 
を 以て 脤ひ まする ことは 疑 ふの 俺 地は ございませぬ 
然るに 現在 我國に 於き ましては、 外國 の此 等の 御 客 
人を 招 寄せます る こと、 並に 此 等の 人々 を 待遇 致し 
まする 點 に 於て、 殆ど 何等の 設備 も ございませねば 
又 何等の 方法 も 立つ て 居ない ので ございます， 斯の 
如き 狀 態で ございまして は、 對外關 係に 於て 外國と 
親交を 累ね ると 云 ふ 方面 其 他から 見まして、 甚だ is 
憾と する 次第であります るし、 又 折角 風光明媚な 箇 
所が 澤 山ありまして 世界の 樂 園と稱 へらる、 に拘ら 
ず* 之を 利用 致して 外 國の御 客さん を 呼ぶ と 云 ふこ 
とを 致し ませぬ のは、 折角の 寶 物の 持 腐れと； K ふ狀 
態でありまして-有形無形の 兩方面 から 見まして 洵 
に 遺憾な ことと 思 ひます， それ故に 此外國 の 御 客を 
招 寄せる こと、 及び 之を 待遇す る ことに 付きまして 
適當 なる 方法を 立てまして、 是が實 行に 努む るの 必 
耍があ るから* 之を やつて m' ひたいと 云 ふこと が、 
此 ?t 議案の 趣意であります、 其方 法の 如きに 至り ま 
してほ、自然委員に御付託を願ひまして御審諉を煩 
したいので あります が、 大體の 希望を 申 上げ ますれ 
ば •先づ 「ホテル」 の 完全を 期し 1L つ 其數を 殖やす 
と 云 ふこと であります、 是は 「ホテル」 を 建てます 
る 場合には、 之を 政府より 致して 保 Is すると か， 或 
は r ホテル」 の 建築を 獎励 すると か、 或は 又鐵 道院 
に 於て 適 當な場 所 じ 「ホテル」 を逑 てると か、 又 船 
會 社に 於き ましても 例へ ば 翩戶內 海の 如き 適 當の島 


島 •若く は 海岸に 「ホテル」 を 推へ ると か、 又 地方 
廳に 於ても 此 等に 付て 相 當の 考慮を 費す 所が ありた 
いと 思 ひます、 第二に 希 題いた します 事は- is 路を 
改善 致す ことで ある •名所 舊晴の 在ります る 所の 外 
國 人の 散 步い たします る 場所に、 自動 単を 通ず る や 
うに 致します ると か、 或は fi(c 步を 致す に 都合の 好い 
適當な る 道を 挢へ ると 云 ふこと も 必要であります、 
第三には 案內 者であります 、即ち r ガィド」 を 改善 
を 致し、 0. つ 其 敷を 殖やし、 又 其 取締を 嚴 重に 致し 
又 「ガィド」 の 向上を 圖 ると 云 ふこと が 必要で あら 
うと 思 ひます >  第 四に 必. 势なる ことは 船 車 即ち 船な 
り 汽車な りの 問題であります •先づ 船の 側に 於き ま 
しても、 外國の 船 會社乂 は 外國の 汽車と 互に 聯絡を 
致し •又 汽車 も聯裕 を収る ことに 致し， R つ 特に 遊 
覽を 致します る 者に 便 ]•!: を 計る やうに 致し、 又游覽 
する に 都合の 好い やうな 時間割を 作り， 又 之に 對す 
る適當 な 設 觔 をす ると 云 ふこと が、 必要で あらう と 
思 ひます、 第五には 國 民に 對 して 外國 人を® 遇する 
と 云ふ氣 風を 吹 込みたい のであります， 我 日本の 國 
民は 世界の 一等 國 、又 文明 國 にも 似合 ひませ ず、 外 
國 人に 對して は 頗る 不體 裁の 事を 演ずる 場 八 n 方 ® な 
からぬ ので あ ひます、 此等は 公 德心を 養 ひ、 又 K 外 
の 方法を 以て 此不體 裁を 無から しめ •更に 進んで 大 
に 外® 人を '©! 迎し礙 持し、 親切に してやる と 云 ふこ 
とに國 民の 氣風を 養 ひたいと 思 ひます、 第 六に it 外 
國 人の 案内 •招致 即ち 招寄ぜ る こと、 之に 付て 御 承 
知の r ジャパン ッ ー リスト、 ビユ—  口— ' が 出来て 
相 當に卿 いて 居ります， 併ながら 鼠に 是だ けでは 甚 
だ逍憾に思ひますから、政府に於て此「ッーリスト 
ビユ ー a  I」 を 指 9 し 保護し、 又 益々 其 基礎を 鞏固 
にして 活動す る やうに する ことが 必要で あらう と 思 
ひます， 第 七に 政府の 部内に 適當な る 機關を 設置す 
る こと •か 必耍 であらう と 思 ひます、 現に 佛蘭 西の sn 
き瑞 西の 如き、 伊太利の 如きに 於き ましては、 翻 光 
外客を 招き、 又 之を 待遇すべく 政府の 部內に 相當の 
機關が 出 來て 居ります、 我國に 於き ましても 斯の如 
き 機 關を描 へる ことが 必婴 であると 思 ひます し、 又 
場合に te りまして は lit 等の 事柄を 處理 する 會を 桁へ 
る こと も宜 いと 思 ひます ■先 づ大 體斯樣 に考へ るの 
であります が、 此 問題に 付きまして 宜しく 御洧議 を 
願 ひます" 

〇 副議長 c 濱田國 松 君〕 此場合 一寸 議場に 御 諮りを 
二 九 三 


院漭衆 帝冋 一 + 四 第 


名挺 ^ ズ其の他の著しき亊辞ぁる澍石並特殊の楠物保存及利用に ||| する违篛案  帝國 博物 Ifl 完戚 に關 する 建議案 
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致します が、 日程 第 十四 •第 十五 IX 提出者 同一の ^ 
案なる に 依り、 一括 遘閣 となす ために、 引 松き 日程 
第 十 5T. の說 明を 求む る ことに 御 異議 ! £ ありませ ぬか 
〔「異議な し， 「異 _ なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 憩 長 ハ濱 田國松 君〕 御 異議がなければ 引 g< き提 
案 者の 說明を 求めます —— 第 十五、 名勝 舊跡其 他の 
著しき 事 歷あ る樹石 並 特殊の M 物 保存 及 利用に 關す 
る 建議案。 

第 十五 名勝舊 跡 其の 他の 著しき 事歷 ある 
樹石並 特殊の 楠 物 保存 及 利用に 關 
する 建議案 (小 西 和 君 提出〕 

名勝 if 跡 其の 他 著しき 事歷 ある 樹石並 特殊の 
楠 物 保存 及 利用に 關 する 建 _ 

我が 帝 國にほ 自然の 協秀 ，由緒の 特殊 又 ほ 人爲の 

周到なる 爲 名勝 a 跡 其の 他 著しき 事歷 ある 樹石並 

特殊の 植物 類に して價 値の 頗る 犬なる もの 極めて 

多し 之 か 保存 及 利用の 方法を 誤ら さるに 於て は 永 

久に苴 りて 內外 人士の 遊覽 •觀 光の 目的物と 爲り 

或は 子弟の 敎育 、社會 の風敎 上に 補 益し 且國 光を 

宣拟 し國 富を 增進す るの 一助と 爲るや 必せ り人爲 

の 國锊た る 古社寺 乃至 古器 物 等に 對し ては 旣に其 

の 保存 法の 制定 H 施せら るる もの あるに 拘らす 人 

力を 以て 創 成し 能は さる 天 與の國 赘 に if して 深く 

顧 厳す る 所な く甚 しきに 至りて は 其の 荒廢と 滅亡 

に 放任して 省みさる もの あるか 如きは 豈逍憾 なら 

すと せむ や 近年 是等 天然 物の 所在地 方に 於け る 個 

人、 團體 又は 自治 體等 にして 如上の 事項に 注意し 

其の 保存 及 利用に 努むる ものな きに 非す と雖 素ょ 

、り 之を 以て 缺陷な しと， 謂 ふへから す 加 之 天 與の國 

寶に S して 保存 及 利用の 方法を 講 する (3: 國 家當然 

の M 務な りと 信す 此の 故に 政府は 須らく 適當な る 

法規を 制定して 之を實 施し 依て 以て 名勝 S 跡 其の 

他 著しき 事歷 ある 樹石並 特殊の！ i 物を 保存し 於 利 

用し iL 永久 毀損す るの ) 1 なから しむる に 努められ 

むこと を 望む 

右 建議す 

0 小 西 和 君 それでは 引續 いて 日程 第 十五の 名勝、 

爾跡其 他 著しき 事歷 ある 樹石並 特殊の 楠 物 保存 及 利 

用に 關する 建議案 提出の 理由を 申 上げます、 我國に 

は 自然に 風光の 明媚なる 所が 澤山 あるので •こざい ま 

す、 又 由緒の 特殊な ために 保存を しなければ ならぬ 

又 大切と しなければ ならぬ 所も澤 山に あります、 又 


天然 物で ございます るが、 人® の 周到なる 注意 手段 
が 加つ て 居 〇 まする 爲に ，借馗 の大な る もの も澤山 
にご ざいます •又 著しき 事情 歷史の ある 樹木 若く ほ 
岩石 も •其 處此處 に 見受ける のであります， 又我國 
ほ 特殊の 捕物 類に ^ 乏しくない ので ございます 、そ 
れで私 ほ 我國で 國寶 として ございま する ものは、 是 
は 入の 力で 描へ たもので あつて 人爲の 國寶で ござい 
まする が、 天地 自然に 我 國に此 等の 價値 の大な る 物 
が 存在 致します る ことほ、 是ほ 我國の 天然の 國寶で 
あると 申して 宜いと 思 ふので あります、 偖此 天然の 
國寶を 適當に 保存を 致し， 又 之を 利用 致して、 永久 
に滅 失する ことなから しむる やうに 努めましたなら 
ば •內外 人士の 遊 S2 •觀 光の 目的物と なります こと 
は 勿論、 或 ほ 子弟 敎 育の 良い 材料と なります るし、 
或 Is 社 會風敎 の 上から 見ましても， 洵に 良い 材料と 
なります るし、 或 13; 社 會風敎 の 上から 見ましても 泡 
に 良い ことであります るし •即ち 國の 光を 揚げる と 
云 ふ 事に なり、 國の 富を 增す 所の 一助と もなる ので 
•こざいます， 所が 我國 には 古社寺 古器 物を 保存 致し 
まする 所の 制度は、 御 承知の 如く 備つて 居ります る 
が、 此天然 の國寶 に對 しまして、 保存 及 利用の 方法 
に 付て、 何等の 途が 立つ て 居ない のみならず、 殆ど 
之に 就て 顧 憩す る 者 も 無い と 云ふ狀 態で あり、 甚し 
きに 至りまして は、 徒らに 荒廢 滅亡に 委して あるの 
でございます， 此の 如きは 泡に 遺憾 千 萬な 事で あら 
うと 思 ひます、 唯々 近來個 人、 或は 團體 、若く は 自 
治體に 於き まして、 是 等の 保存 及 利用に 就て 幾許 か 
の 方法が 立ち、 注意が 拂は る、 やうに なつて 參りま 
した けれども、 是位の ことでは まだ <行 屈いた と 

ほ 申し兼ねる ので ございます、 のみならず 是 等の 天 

然の國 寶を保 存す る途を 立て 利用す る ことを 考 へま 

する のは、 是は國 家と 致しまして、 當然盡 さな けれ 

ばなら ぬ 事柄で あらう と 信じます、 それ故に 此 事柄 

に 付て、 政府に 於て 速に 適當な る 法規を 制定して、 

是が實 施を 希望す ると 云 ふが、 本 建議案の 理由で ご 

ざいます る、 此 事柄に 付きまして は， 私共 本 建議案 

を 提出 致しまして、 數日經 まして 後に. 貴族院に 於 

て 德川賴 倫 侯ょり 名所 H 隱其他 楠 物 保存に 關 する 法 

律 案' か 提出に なつて 居ります、 私の 此 建議案の 趣意 

も、 德川侯 の 貴族院に 提出せられ た 所の 趣意の 實行 

が 出来る やうに ありたい ので ございまして、 其 根本 

の考に 於て は 全く 同一で ございます る •それで 御參 


考旁々 特に 或は 御氣 付に ならない かと 思 ひます る此 
樹 石、 及 植物の 大切な ものを 一寸 申 上げます るが、 
植物の 側に 於て •木 曾の 御嶽に 钩草 •かご ざいます る 
是 <3: 殆ど 我が 日本に 特有なる 大切な 高山 楠 物に なつ 
て 居 〇 まする が、 近来 登山の 氣風 が琉行 致しまして 
而し て此钩 草が 盛んに 登山者に 依つて 蹂溺せ られて 
今や 將に 絕滅に 瀕して 居る のであります、 又 北海道 
ほ 特殊の 植物に 乏から ぬので ございます が、 近來拓 
地 植民の 進 步に伴 ひまして •立派な 楠 物が 皆無 慘々 
々と 滅 失に 歸 しつ V あるので ございます、 或 13; 又题 
まりました 植物と 致しまして、 別段 種類 ほ 良い もの 
で ほない と 致しましても 舞子の 濱の 松、 三 保の 松原 
の松是 等 (1- 豳まつ 、て 適當の 場所に 生えて 居ります が 
故に、 價 値が あ 〇 まする し、 又 鎌 倉の 八幡宮に ある 
公孫 樹 、或 It 唐 崎の 松の木、 京都 祇園の 櫻の 如き、 
是は 多大な 樹齡 を經て 適當な 場所に あります 上に、 
立派に 生育を 致して、 柿 物 學上洵 に麗は しい 標本で 
ございます 點に 於て、 又觀光 3 目的物と 致しまして 
も是 は洵に 大切な 物であります、 是等も 追々 に 被害 
を 受けつ X ある 狀態で ございます、 是 等の ものは 是 
非 保存の 方法を 立てなければ なり ませぬ、 又 近年 米 
國に於きましてほ、 或は 「エー ロ ー、 ストン パ ーク」 
の 如き ものを 持へ、 或は 「ナショナル パーク 」 の 如 
きものを 捲へ まして •是 等の 天然記念物を 保存す る 
事に 努めて 居ります が、 我國に 於き ましては、 或は 
北海道の 原始林の 生えて 居る 場所、 或は 信 州 地方、 
或は 四國 の石槌 山地 方の 如き 所に 於き まして {3: •此 
原始林の 儘 即ち 人の 足跡の 到らない 儘、 斧 •鋸の 災 
害の 及ばない、 即ち 古代の 儘で 居ります る 場所を、 
永久に 保存す る 方法を 立てます る 事は 極めて 必耍で 
あつて、 國 家の 天から 與 へられた る 所の 寶物を •永 
，久に 保存す る 所以で ございます から、 是は 決して 慰 
_み 事で も ございませぬ、 又 閑 事業で ない、 是非共 や 
らな ければ ならぬ 事 だと 存じます、 どぅか 第 十四、 
第 十五の 兩 建 Bi 案 とも •滿場 一致を 以て 御 賛成 あら 
んこ とを 希望 致します (拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君蕺 長。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君。 

0 岩崎勸 君 日程 第 十四 及第 十五は、 一括して 議長 
指名を 以て、 九 名の 委員に 付託せられ ん ことを 望み 
ま^^〇 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 


ませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o mlj s 長 (濱 田 ka 松 君〕® 異 F がなければ 岩 ^ - fr 励 
謹の 如く 決します、 日程 第 十六、 帝 國 博物館 完成に 
關 する 建議案、 柏 原文 太 郎君' 

第 十六 帝國博 物 it! 完成に 關 する 建 S 案 
(柏 原文 太 郎君 外 一名 提出) 
帝國饨 物 誼 完成に 關 する 建® 

天然と 人文との 資料を 蒐集 整理し 學術的 説明を 施 
し 實物敎 育を 爲すは 溥 物 誼に 若は なし 故に歐 米の 
大都市に 於て は 到る 所廣大 なる 國 立！ g 物 舵を 設け 
其の 効果を 舉 くるに 銳意せ さるものな し 然るに 我 
か 國の恧 物 誼に 在りて ほ 其の 規模 小に して 其の 利 
用 亦 普ね からす 政府は 宜しく 國费を 以て 之 か 施設 
を 完成し 以て 民衆と 學 生と に ® 物敎 育の 資を 供す 
るの 方法を 謂せられ むこと を 望む 
右 建 _ す 

〔柏 原文 太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 柏 原文 太郞君 帝國博 物 館 完成に 關する 建議案の 
理由を 簡單に 申 述べます. 我國か 最近 . 7r: 十 年間に 各 
種の 方面に 致しました る進步 は>  著しき ものが ある 
のであります けれども、 尙ほ 不完全な 點が 少なくな 
い、 學問 上に 即ち 科學の 上に 基礎 學の 必要なる が 如 
く、 文明の 上に 於き ましても， 其 文明の 基礎 根抵と 
なるべき ものが 確立 致し ませぬ で 5 T 其發 達を 見る 
ことが 乏しい のであります、 然るに 我國に 於て ほ、 
文明の 具體 的の 發達史 とも 見ら る、、 若く は 入 生の 
智識 若く は 思想 感情 等の 結晶と も 見ら るる 所の 此邱 
物 誼が、 一 も國 家の 經營に 成る ものが 見當ら ぬ やう 
であります、 是は 誠に 我が 文運の 上に 於て 一大 缺點 
と 言は なけな れぱな らぬ 事で あらう と 思 ひます" 一 
國の 文運を 進めます には、 どうしても 其 0 體の 本質 
並に 國民 性の 特長を 感得し まして •之を 以て 其 品性 
を 陶冶し、 又 其 趣味を 高尙に 致しまして、 而 して 創 
作 力 若く は 應用の 才能を 啓發 すると 云 ふこと が 必要 
である、 之を 爲 すには 博物館の 如き ものが 瑙も 有力 
なる 機關 であります、 それ故に 歐 米の 备國に 於き ま 
しては •夙に 此 施設の 完成を 圖 りまして、 多大の 努 
力を 致して 居ります* 英國に 於き ましても 二百 年 前 
ょり 撖物 誼の 創設を 見、 現に 今ょり 三十 年 前の 調に 
依りましても •二 百 二十の ffi 物 館が あると 共に、 又 
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倫 啟に 於て li 有名なる 六つの t® 物 誼が あります、 御 
承知の 通り 天產 物の 博物館 •若く は 「ブリ チ ッシ、 
ミ ユ ーゼ アム」 即ち 大英 PS 物 館 •若く ほ 「サゥス、 
ヶン シン トン」 ® 物 g、 若く は M 立の 繪脔 館、 それ か 
ら 「テ ー ト J 繪进 舵、 「ヮ ー レス」 館と 云 ふ ものが あ 
りまして、 其 緙费の 如き も 二百 萬 圆を费 し、 其 他に 
多大の 铬附を 得て 此事 業を 完成 致して 居ります、 其 

外 「オック スフ オ ー •卜」 「マン チ H スタ—」 等に 於き 

ましても 中々 宏大なる ® 物 館が ありまして、 其 陳列 
品は 闻る 完備 致して 居ります、 又亞米 利 加に 於き ま 
しても •現に 今ょり 七十 五 年 前に 「スミソニアン、 
ィンス チ チ rk. 丨卜」 の 中に 於き まして、 議會の 決議 
に 依つ て I つの 國立 if 物 館を ffi へまして 之を 四十 年 
前に 全然 ® 立の ものに 移して しまいました* 各 稲の 

方面に 天然 物 若く は 歷 出 的、 若く は 人類 學上 、若く は 

考古學 上等の 部分の 宏大なる 邱物館 を 造つ て 居り ま 

す、 是も 何れも ®! 西 萬の 資贫を 投じて 居る と 云 ふ 有 

様であります、 斯の 如くに して 歐 米の 先進 國に 於き 

ましては、 博物館を 完成し、 而 して 之を 利用す る 方 

法を 講ずる ことに 誠に 努めて 树る に拘ら ず、 我國の 

一 g 物 舵に 於まして は 唯一つ の 帝室 博物 誼が ある 許り 

である、 而も 其 純费た る や 滞に 二 十五 萬 1M1 、 之を 奈 

良 M 都 東京の 三つに 分けて 使 ふので ある、 さう して 

其 物品 等を 集めます る费 用に 於て は， 誠に 申 上げに 

くい 位の 少額であります るに te つて、 迚も 物資を 集 
める 事が 3 来ない、 又 各種の 報吿等 も 谷 阈と 交換す 
る ことが 出来ない 爲 めに、 1J5 物 館に 於て は 谷 國の資 
料を f-3 るに 苦しむ と 云 ふやうな 有 棟で ある、 诹の如 

き 事は 誠に 目下の 我 阈に 於て は一大缺點と諧はねぱ 

ならぬ と 思 ひます、® P が 济み まして 外來® 光の 客 

が 多く 运り ましても、 我國 には 一の 文明の 標本で あ 

る 所の 博物 誼がない、 斯う 云 ふやうな ことで あ 〇 ま 

すると， 我 Mil の ss rfii 上に も 5n 何で あらう か、 又 現在 

敎育 等の 爲め には ' I' 々政府が 御 嵆發な すつて •多大 

の經 a を 投じて 居る に拘ら す、 此 最も 普 la 的で あり 

最も 一般的で ある 所の 博物館に、 一つの 綷 S も 投じ 

てない と 云 ふやうな ことは 國民の 敎 育の 上 —— 民衆 
敎育の 上に 於ても 1 大缺點 と 思 はれます、 それ故に 
私は どうか 政府が 15¢ 物 誼の 完成に 付て、 尙 ょり 多く 

の — 現在あります る ものを 完成す るな り、 或 ほ 之 

を 移管を し、 若く は 如何なる 方法を 以てしても •一 

つの 國の經 管と 致して 博物館を •東洋の 先進 ® であ 


る 我 國の智 11 文明の 標本で あると：； ムふ のに t!ii ぢぬだ 
けの ものに 設備を 致して m ひたい、 斯ぅ 云 ふ 趣 53- に 
te つて 此建 議案を 提出 致しました のであります、 詳 
細なる ことは 委員 會 等に 於て 必迪が あれば 申 述べる 
こと、 致しまして、 簡單に 提出の 理由を 申して 置き 
ます どぅか 御资 成を 願 ひます c 拍手 起る) 

0 岩崎勸 君 本案 (t il 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 闺み ます。 

〇 副 謎 長 (濱 田 P3 松 君) 岩 崎 ^! • の 励 翳に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異 諮な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議なければ 本 建議案は 
岩 崎 君 動議の 如く 決します。 

0 岩 崎 剧君 日程 第 十七 以下に 對 しては 延會 の励_ 
を 提出 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 _ 長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異_ ほ あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 御異 誘なければ 日程 第 十七 
以下は、 延會 する ことに 決します、 次回の 日程は 公 
報に依り御通知致します，本日は是にて散會。 

午後 ? 1. 時 二十 六 分散 會 
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提出者  田 中 善 立 君 
I 昨 十二：！： 謎 fl ょ 〇 提出した る 質問 主意 ! 3 左の 如 
L 

外交 間 題に 關 する 再 質 間 主意 S 

提出者  押 川 方義君 
f 左の 報告は 朗讀 を經 さる も參昭 のた め玆に 
掲載す〕 

一 去 十一 日木津 川 治水に 關する 建議案® 員 小 田 切 
舞 太 郎君、 長 田 桃藏君 蹄 任に 付 其の 補闕 として 
坪 田十郞 君、 奥 田龜造 君を、 都市 計 迸 法案 外 一 
件 委員 描 山 金太郞 君辭 任に 付 其の 補闕 として 戶 
井嘉作 君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 
一昨 十二 日 都市 計 56 法案 外 一件 委員長 田 桃藏君 柵 
顔 軍 之 佐君辭 任に 付 其の 補闕 として 三輪 市太郞 
君、 櫻 井 兵 五郎 君を、 木 律 川 治水に 關する 建議 

案 委員 川 崎 安之助 君、 川 崎克君 辭住に 付 其の 補 

闕 として 齋 藤隆 夫君 正木 照 藏君を 孰れ も讅 長に 

於て 選定せ り 

I 今 十； 一; 日木津 11! 治水に 關する 建議案 委員 森秀次 

君辭任 に 付 其の 補闕 として / S 端 淸太郞 君を， 朝 

鮮 神社に 素盞 男© 奉祀に 關する 建 31 案 委員 今 村 

七 平 君辭任 に 付 其の 補闕 として ) II 崎 党 君を 孰れ 

も 議長に 於て 選定せ 〇 

一昨 十二 日委 M 技 及 理事 互選の 結果 左の 如し 

軌 m 條例中 改正 法律案 外 一件 委員 

委員長  上埜 安太郎 君 

(熊 谷 直 太 君 

浬 事  A 井島 茂 作 君 

一有 森 新吉君 

家畜 市場 法 中 改正 法律案 委員 

委員長  佃  安之 承 君 

理事  西 村種禮 君 

朝鮮 神社に 素盞與 尊 奉祀に PJ する 建議案 委員 

忝 員 長  輻 井 三 郎君 

理事  牧 山耕藏 君 

山 口縣德 山 港を 特別 轍 出入 港と 爲 すの 建議案 委 

隊 

委員長  坪 田 十 郎君 

理事  近 藤 S  一君 

沖 纈縣に 於け る 「マラ リヤ J 預防 撲滅に 關する 

建_案 委 貝  . 

委負長  伊東  重 君 


理事  我 如 古 樂一郞 君 
外客の 招致 及 待 週に 關する 建議案 外 I 件 委員 
委員長  牧野 鐵九郞 君 
理事  山 a 恒太郞 君 
帝國博 物 誼 完成に 關する 建議案 委 M 

委員長  津田毅 一君 
.理事  鳴 海 文 四 郎君 
一昨 十二 日常 住 委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 
第三 部 

決 1£ 委 ® 櫻 井 庄平君 (川 村惇君 補闕) 

第 八 部 

決® 委員 苴瑚胤 正 君 (川 村 精 之 君 補闕〕 
一昨 十二 日 衆議院 規則 第 十 五條 但書に 依り 顏 長に 
於て讖席を左の如く變更せり 


四 村 松® 一郎 君 
七 伊東 知 也 君 
九 湯 淺凡平 君 
一二 小 橋 a 三 衞君 
一九 高戶 郁三 君 
四 〇今村 勤 三 君 


三 神 谷 卓 男 君 
五 高 松 正道 君 
八大堀 孝 君 
一一 高 島 兵吉君 
一四 浬邊昭 君 

二 六 川  口 _ / 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 是 ょり 會談を 開き 御 諮を 申す 
事が あります。 

〇 福 井三郞 君 議長。 

011 長 C 大岡 育造 君) 福并 三郞 君、 何です か。 

〇福 井 三 郞君唯 今ょり 朝鮮 神社に 素盞 男® 奉祀に 
關する 建議案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます、 御 許 
可を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 唯今 まだ 議員の 關係 上、 許可 
は 致します が、 もう 一時間 程 後から 許可 致します。 
0 福 井 三 郎君もう 一時間 後です か。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君： >  さ うです。 

〇上埜 安太郎 君 軌道 (1^ 例 中 改正 法律案 外 一件の 委 

員會を 開きたい と 存じます、 どうぞ 一時間 經ち まし 

たら 御 許 nj を 願 ひます。 

0 翳 長 (大岡 育造 君： •許可 致します。 

0 小川 寅 六 君 私 も 會計士 法案の 委員 會を 開きたい 

と , W. ひます ^ うか 一時間 後に 御 許 nr を 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します、 第五 部 選出の 

決算 委員 牛： 田 和平 君から、 常任委員 辭 任の 申出が あ 

ります が、 許可す るに 御 異議は ありませ ぬか‘ 

〔r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 許可 致します、 ? 1: 部の 諸君は 


速に 補闕 選犖の 上 屈 oi あらん ことを 朝み ます、 日程 
第一、 阿片 法 中 改正 法律案の 第一 讚 會を 開きます、 
内務大臣。  i  I 

第一 阿片 法 中 改正 法律案 c 政府 提出〕 

第一 ii 會 
阿片 法 中 左 ノ通改 正ス 

第三 條中 「費 下 クル モノ トス」 ヲ 「賣下 ケ又ハ 交付 
スル モノ トス J- , 「政府 ノ賣下 ケタ ル 阿片 ノ外ハ 
J ヲ. 「阿片 ハ 政府 ノ寶下 ケタ ル モノ 又 ハ 交付 •ゾタ 
ル モノ-一  非 サレ ハ 之ヲ」 -1 改ム 
第三 條ノニ 阿片 ハ內務 大臣 ノ 許可 ヲ受 ケタ ル 場 
合ヲ除 クノ 外之ヲ 輸出 スル n トヲ 得ス 
第 五條 中 「卸 賣 人」 ヲ r 释藥用 阿片 販賣 人」 — 改 

ム 

第六條 醫師 、歯科 醫師 、厭 醫、 _ 劑師又 ハ 製藥 
者 醫藥用 阿片 ヲ要 スル トキ ハ 行政官 廳ノ證 明ヲ 
受ケ 释藥用 阿片 販賣 人-一 賣渡ヲ 請求 ス ヘシ 
醫藥用 阿片 販賣 人販賣 用/阿片 ヲ 販賣ノ 目的 以 
外 _| 供 セム トス ル トキ ハ行 政 官廳ノ 許可 ヲ受ク 
へ シ 

第 六 條ノニ 地方 長官 必要 卜認ム ル トキ ハ 內務大 
臣ノ 認可 ヲ受 ケ醫肺 、齒 科醫師 、獸醫 >  藥 劑師 
又 ハ 製藥 者- 115 シ醫藥 用 阿片 ヲ賣下 クル コト ヲ 
得 

第七條 醫藥用 阿片 ハ 第六條 第一 項 若 ハ前條 二佐 
ル 場合 又 ハ 命令-一別 段ノ 規定 アル 場合 ヲ除 クノ 
外醫師 、齒 科醫師 又ハ獸 一! ノ 處方箋 ヲ以 テス ル 
二 非 サレ ハ 之 ヲ讓狸 シ又 ハ讓受 クル コト ヲ得ス 
第 七條ノ ニ醫藥 用 阿片 販賣人 ハ 第六條 第一 項-一 
依 ル 請求 ヲ受 ケタ ル 場合 — 於 テ 正 當ノ 事由 ナク 
シテ 醫藥用 阿片 ノ賣 渡ヲ 拒ム コト ヲ得ス 
第七條 ノ三 醫藥用 阿片 阪賣人 ハ 政府 ノ定 メタル 
價格ヲ 超 H テ 醫 _ 用 阿片 ヲ阪賣 スル コト ヲ得ス 
第 八條醫 藥用阿 片販賣 人 ハ 政府 ノ封緘 ヲ施シ タ 
ル醫藥 用 阿片/容器 ヲ 開披シ 若 ハ改裝 シ又ハ 封 
滅 ヲ破毁 スル コト ヲ得ス 

醫藥用 阿片 販賣人 ハ 政府 ノ 封緘 ヲ施シ タル 醫藥 
用 阿片-ー シテ 封緘 ノ無効 トナ リタ ル そノ 又ハ容 
器ヲ 改裝シ タル モノ ヲ販賣 スル コト ヲ得ス 
第 八 條ノニ -1 左ノ ー項 ヲ加フ 

前項-一依 リ賣下 ヲ受ケ タル 阿片 ハ 命令- 1 別段 ノ 
規定 アル 場合 ヲ除 クノ外 之ヲ讓 渡シ又 ハ _ 受ク 


ル コト ヲ得ス 

第 八 晓ノ三 官廳又 ハ 官立 ノ 病院 若ハ學 校- 1 於 テ 
阿片 ヲ要 K ル トキ ハ 命令 ノ定ム ル 所 一一 依 リ交付 
ヲ受ク ヘシ 

第九條 第三 滕 第二 項 又 ハ 第彐 條ノニ -1 違背シ タ 
ル 者 ハ ニ 年 以下 / 懲役 又 ハ 千圓以 下ノ 罰金-一 處 „ 

ス  ™ 

第十條 第三 條第二 項 二 這 背シテ 所有 父 ハ 所持 ス 
ル 阿片 ハ之ヲ 沒收ス 

第 十 條ノニ 第 一條、 第六條 第一 一項、 第七條 乃至 
第 八 條又ハ 第八條 ノニ 第一 一項- 1 違背 シタル 者 ハ 
一年 以下 ノ懲役 又 ハ 五 百 圓以 下ノ罰 金 一一 處ス 
第 十二 條削除 

第 十二 條ノ五 第 十二 條ノ ニ. 又 ハ 第 十二 條ノ 三-一 
依 ル 場合-一 於 テ ハ 懲役、 禁錮 又 ハ 拘留ュ 處スル 
コト ヲ 得 ス 

第 十三 條中 「醫藥 用 阿片 卸 K 人」 ヲ 「醫藥 用 阿片 
販賣 人」 -1 改ム 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
本 法 施行 ノ際 現- 一 醫藥用 阿片 卸賣人 タル 者 ハ 第五 
條- 一依 リ 指定 ヲ受ヶ タル 醫藥用 阿片 阪賣 人卜 看做 

ス 

本 法 施行 ノ際現 M 醫藥用 阿片 卸 《 人- 1 非 サル 藥劑 
肺 又 ハ藥種 商- 1 シテ 醫藥用 阿片 ヲ 所有 スル モノ ハ 
本 法 施行 ノ日 ョリ 三十日 內 M 命令 ノ定ム ル 所- 1 法 
リ 地方 長官 — 買上ヲ 請求 シ又ハ _ 藥用 阿片 阪 « 人 
醫肺 、齒 科醫痂 、獸醫 、藥劑 師又ハ 製 藥者二 題 狸 

スル n トヲ得 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

〇國務 大臣 一: 床 次 竹 二 郎君) 阿片 法 中 改正 法律案の 
理由を 說明 致します、 阿片 法 制定せられ て 以来 旣に 
二 十 年になります るが •實 施の 狀况を 見ます るに、 
年々 阿片 賣下數 量は、 多く も 三百 貫を 超えない ので 
ございました、 さぅ して 別段 需給 上 何等 差 支 もな く 
取締 上に 於ても 少しも 不都合を も 認めな かつた ので 
ございま する， 然るに 此 度の® 爭以來 谀 に其數 量を 
% しまして •大正 彐 年 以後 一箇年の 阿片 調製 數量は 
五 百 貫に 咐加 致しました、 而も 常に 品物の 挑 底を 吿 
ぐる 如き 有樣で ありまして、 而も 價も 益々 騰貴 致し 
まして、 今や 定僧の 五倍 以上に 達して 居る 有樣で ご 


阿片 法 中 改正 法律案 ml 譖® 


九 七 


院議 衆 會蕺國 帝 回一 十四 第 
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ざいます、 之を 現狀， の 儘に して S きます るなら ぱ， 
或は 其 間！ f 正 行 e を 生じ、 或は： メ藥用 阿片の 普及を 
妨げまして、 延て 公衆 衞生上 支障を 来す® も ござり 
ます、 仍て是 等の 弊害を 除きたい のが 此 度の 改正の 
主眼であります •乃ち 從來藥 品 營第者 間 相互に 迓 買 
授受を 許しました のを、 此度は 禁止を 致しました、 
尚 ほ販 M の手續 上の 改正を 加へ まして •政府で 封緘 
を 致した 儘定價 を 以て fi 渡す でなければ、 或は 小 分 
けを して 販賣 すると 云 ふことは 許さぬ ことに 致し ま 
した， 尙 又 §15 則に 於き ましても •其 中に ii 刑を 加へ 
まして •以て 取締 上 犯罪の 防渴を 致したい 考で ござ 
います、 以上 改正 理由の 大體 でございます。 

0 正木 照 破 君 臺 1释 府と M 製 藥會 社の 間に 成立 

つて 居ります 所の 阿片 H 下の 契約は、 之を 改める 御 

考 でございます か、 或は 此儘 にして、 尙ほ 之を 繼續 

させる 御考 であります か、 承つ て 置きたい。 

〔政府 ® M 杉 山 四 JI: 郎君 登壇 J 

0 政府® 員 C 杉 山 四 K 郎君) 御 答 致します、 本 問題 

に 就きましては. 過日 豫算 總會の 節と 記憶して 居り 

ますが、 原內 閣總理 大臣ょり、 政府の 大體 方針の 在 

ります る 所を 明に 申して あると 存じます、 耍旨は 一 

月の 十八 日であります るが、 總理 大臣 首め 内閣 备大 

R が 閣議の 開かれまして、 單り內 地に 於け る 所の 阿 

片の 取締を 嚴に する のみならず、 植民地 即ち 今 御 問 

の 如き、 ® ！ a 總督府 の 所管、 及關 東都 督府 、其 他 軍 

政 施行 中の 土地柄に 向つ て、 阿片の 取締に 向つ ては 

虑越せ る 方針の 下に 之れ を 取' 締る 、其の 方法は 關係 

官衙の 代表 員が 集つ て、 それ < 調査を 進めつ、 あ 

ると 云 ふこと を 申されて 居ります が* 今 其方 面に 向 

つて 折角 調査の 進行 中であります から‘ 右 御了承を 

乞 ひます。 

〇識長 (大岡 育造 君) 右識 案の 審査を 付託す へ， き 委 

員の 選擧を 翳 題と 致します。 

第二 右 翳 案の 審査を 付託す へき 姿 員の 選 

擧 

0 岩崎剧 君 委員の 數は九 名と し、 翳 長に 於て 指名 

せられん ことを 犁み ます。 

0 議長 C 大岡 育造 君；} 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ 、動議の 如く 

_ 長 指名 九 名の 委 M に 付託す るに 決しました —‘ 日 

程 第三、 私立 學校 用地兔 租に關 する 法律案の 第 一 讀 


會の續 を 開きます —— 委員長 氣 W 勘 重 君。 

第三 私立 學校 用地 免租に 關する 法律案 
C 政府 提出〕 第一® 會の緵 (委員長 
報告) 

〔法 學溥士 氣賀勘 重 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇法學 博士 氣賀勘 重 君 御 報告を 致します、 此 法律 
案の 委員 會は •前後 四 度開會 致しまして* 政府 當局 
と 種々 質問 應答を 致しまして、 愼 S の 審議を 致した 
のであります が、 案の 大體 は此 私立 學 校の 用地に 對 
して、 地租を 兔除 すると 云 ふ 極く 簡單な 案で ありま 
しても 而も 前數回 本院に 議員の 提案と して 提出せ ら 
れたこ との ある 案であります， 案 其の もの、 ff 神に 
ほ 異議 ほ 無い やうで ありました、 唯々 一つ 此 案に 封 
して 問題と なりました のは、 私立 學 校の 用に 供す る 
土地の 中で 有料 借地 •詰まり 料金を 拂 うて 居る 所の 
借地に 對 しても 同一に、 詰まり 學 校の 所有地 若く は 
無料の 借地と 同じ やうに、 地租を 免除す ると 云 ふこ 
とに したいと 云 ふ 意見でありまして、 洵に御 尤の耍 
求とは 思は れ ましたので あります が-政府 當局 者に 
對 して、 此 有料 借地の 免租に 關 する 所の 意見を 質し 
ました 所が、 是は まだ 外に もさう 云 ふ 土地が ある、 
現に 公立 學校で も， 其 他の 公共 的の 營造 物で も •有 
料 借地は 免租に なつて 居らぬ ので あるから、 單に私 
立學 校に だけ 免除す ると 云 ふことは •權衡 を 缺く憂 
が あると 云 ふので、 直ちに 同意の 意見は 無い やうで 
ありました， それで 種々 意見を 鬪は しました 所が、 
先 づ 地租 條 例の 改正 其 他 種々 な 手續の 面倒 も あるし 
尙ほ 講究す る 餘地も 必要で あるから. 是は 後日の 問 

題と して、 原案の 儘に 此法律 案は 通過 させて 置かう 

と 云 ふ 意見と、 それから 此法律 案に 於て、 有料 借地 

を も 何 所まで も 免除し やうと 云 ふ 修正 意見と 二つ が 

出た のであります、 種々 協議 も 致しました が、 協議 

が 調は ずして •遂に 此 意見は 採決に 依つ て 決する ょ 

り 外は 無い ことにな りました、 所が 其 修正 意見は、 

少數 意見と して 別に 提出され て 居る 通〇で ありまし 

て， 詰まり 「有料 借地 ハ此ノ 限-一 在 ラス」 と 云 ふ 文 

字を 削除して しまは うと 云 ふ 提議で ありました、 是 

は 委員 會で 決を 採りました 所が、 可否 伺 數で ありま 

して、 そこで 委員長は 已むを 得ず 原案の 意を 諒 とし 

て* 原案を 採決す る ことに 致しました* もう 一つ 問 

題の ありました のは、 第 I 條の 第二 項に 在ります 所 


の 免租すべき 私立 學 校の 認定す るの が、 大踩 大臣に 
なつて 居 〇 ますので、 之を 文部大臣 及 地方 長官に 移 
さ 3 と 云 ふ 意見で ございます 是も少 數 意見と して 御 
手許に 配付され て 居る 所の 案で ございます が、 是も 
前と 同様な 成 行でありまして、 詰まり 委員長に 於き 
まして* 原案 通りに 採決した のであります、 で 其 外 
に ほ 別に 議論 も ありませ ぬので、 全部 右 12 な 次绾で 
原案を 可決す る ことにな りました、 但し 有料 借地 も 
免除したい と 云 ふ 希望 ほ、 尤の 意見と 一同 思 ひまし 
たので、 唯々 現在 修正案と して 揭げ ずに、 唯々 希望 
として 此 議案に 對す る附帶 決議を したいと 云 ふこと 
になり まして、 是に 於て此 原案を 可決す ると 同時に 
一つの 附帶 決議を 致しました のであります、 それは 
斯ぅ 云 ふ 文案であります 「政府 (5: 來議會 に 於て 地租 
條 例に 適當 なる 改正を 加へ 私立 學校 用地 中の 有料 借 
地を も 等しく 免除せられ むこと を 望む」 斯ぅ 云 ふ 希 
望 決 _ を附 加へ たのであります、 斯樣 な譯で 原案を 
可決した のであります から、 此段 御報吿 致します。 
〔拍手 起る〕 

〇 荒 川 五郎 君 一寸 委員長に 御尋 申したい と 思 ひま 
す、 委 M 會は滿 場 一致で 附帶の 希望 決鐵 をした ので 
あります が 其 御報吿 はありました のであります か* 
私 聽取れ ませぬ でありました が I: … 

0 議長 C 大岡 育造 君) 唯今 ありました。 • 

〔荒 川 五郎 君 登壇 J 
〔拍手 起る〕 

0 荒 川 五 郞君私 立學校 用地 免租に 關する 法律案の 
委員 會に 於け る少數 意見の 事は、 唯今 委員長から 御 
報吿が ありました から、 私は 之に 對して 特に * 要と 
認む る點 を簡單 に說 明して、 私學の 保護 助成、 延て 
は 一般 敎 育の 振興 發 達の 爲め に、 切に 滿堂 諸君の 御 
賛同を 乞 ふので あります、 爰に豫 め 二 言 致して 置き 
たいのは、 私共は 決して 機に 投じて 辯 論を 弄び、 以 
て 自ら 快と する 者では ありませ ぬのは 申す まで もな 
い、 此 修正 如何は、 公平無私な るべき 國の 政治の 上 
に、 將た 一視同仁た るべき 國の 法律に 對 して、 國民 
正義の 觀 念に 及ぼすべき 影響、 並に 國民 道德靑 年の 
心理の 上に 影響す る其關 係の 結果が 極めて 重大なる 
べきを 念 ひまして、 衷心 憂盧 に堪へ ない 次第で あり 
ます、 又是は 委員 會の 事であります が、 委員 會に於 
て 此 種の 議案に 稀なる 珍しい、 委員 會 中に 数人の 委 
員の 更迭が あり、 又 委員長 も 人が 更 ると 云 ふやうな 


I  二 九 八  I 
ことでありまして、 數回を 坩 ねて 開 伶を 致しました 
其 間に ほ 一旦 決めた 日の、 交渉の 爲 めに疋 に 延期 致 
したり、又旣に會諉を開きながら是も延 ':;| :を致し， 
憨々 討 惑の 場合と なつて、 九 名の 委 a が 企 部抝 ふて 
さう して 討論の 半ばで 速記を 中止して 龙談 したる 笠 
種々 折衝の 結果、 私の 修正 說には 柏 原文 太 fiB 7f ; 井 
原 百 介 君 等の 熟 心なる 齊 成：？ 說があ 〇 •原® に 就て 
は、 隅 田豊吉 君、 ® 田砧一 君 等の 有力なる 維持！ i が 
ありまして、 S に 各々 正半數 の 四 名宛と なつて • 委 

員 長の 決する 所が 即ち _ 今 御 報告の 通〇で ありまし 
て、 少數の 意見と ほ EI3 せ •四 名 一致の® 見で ある こ 
と、 並に 右 申 T やうな 斯る成 行で あると 云 ふこと も 
此 案の 意義に 對 して豫 め 御 承知を 乞 ふて® きます、 
又 本案は 是まで 度々 衆 翳院を 通過しながら、 政府の 
賛成を 得ない 爲め 、隨て 貴族院で 止められて 居つ た 
のであります、 然るに 此度 政府案と して 現れた る こ 
とほ •現内閣に 對し敬 謝する 所であります、 然るに 
惜しい 哉鐾に 瑕、 全體を 公平に 1J らる i ことが 足ら 
ずして、 有料 借地を 除外して、 唯々 無料 借地 •自有 

地の みの 免租と せられた のは、 私共の ia 憾と する 所 
であり ォ .す、 此 無料 借地の 外、 有料 借地 も 加へ て • 
均しく 此恩典 に均霑 せしめ やうと 云ふ爲 めに、 原薬 

第 一條の 但書を 削る、 此 但書を 削る と 云 ふ 事が 私共 
の 意見の 骨子であります、 折角 英斷 以て 私 學を獎 ra 
せらる、 其 精神に 對 して、 璧に 瑕を 除いて、 现內閣 
の 精神を 完全なら しめ、 徹底せ しめ やうと 云 ふ、 ) S 
〇 も 直さず 現 內閣に 御 忠義を 致さう と 云 ふので あり 
ますから、 政 友會の 諸君 も •虛心 坦懐 以て 私共の 誠 
意を 容 る、 に 苔なら ざらん ことを 祈ります、 諸君、 
有料 借地は 免税し ない と 云 ふので あります が、 無料 
借地は 免税しても 直接 學 校の 利益には ならない、 無 
料で ® 地を 借りて 居る のであります から、 免税せ ら： 

れても 免税せられ なくても、 學 校には 損得は 無い、 
唯々 利す るのは 地主で ある、 地主が 無料で 學 校に © 一 

地を 貸 L て 居る のは 感ずべき 次第であります から、 
之を 褒める の ほ 宜しい、 併し 本案は 善行 や 奇特の 者 
を 表彰す る 精神では なく、 私立 學 校を 保譴 助成し や 
うと 云 ふので あります から •直接 學校 側に 關係 無い 
地主を 利す ると 云 ふことは I 寧ろ 之は 附隨の 事で、 
主と する 所は 學 校を 利す る ことになら なければ なら 
ぬ、 それに ! 3: 地税 だけの 料金で 借りて 居る 有料 借地 
は 其 地税を 免除して 貰へ ば、 結局は 全く 無料 借地と 
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I 同じ やうになる、 又地稅 以上に 料金を 出して 借りて 
居る ものは、 地稅だ けの 支出が 減ずる ことにな り ま 
すから、 此所が 卯ち 學校を 利し 保護と なる ので あり 
ます、 是が私 共有 料 借地 も 無料 借地と 同じく、 免 8i 
したいと 望む 第一の 理由であります、 此點 から 申せ 
ば、 無料 借地ょりも •却て 有料 借地を 免税せ らるべ 
き 11 大なる 意義を 有する ので ある •何とな れぱ 我が 
土地を 無料で 學 校に K す 位の 人 iT 多くは 土地 持 K 
產家で ある •昂 校の 敷地の 免 m 位の ことは® て 意に 
解せない ので ある、 又 資產家 や 土地 持で ない にして 
も 旣に篾 志を 以て 無料で 貸して 居る のは、 自ら 相當 
の 地代を 取り得る ものを 無料で fi すので あります か 
ら是亦 免税を 軍 大視 する ことほない 人と 見なければ 
ならぬ、 然らば 免税を 左して S としない 是等 篤志家 
を 免税す るょりか、 少しで も 支出を 減じて、 學校敎 

育を 完全に したいと 切々 ® 々 熟 望して 巳まない、 學 

校 側を 利す ると 云 ふやう にす るの が" 本當で ありま 

せう が、 次に 全 !! f 敎 育の e めなら、 地主 も 無料で 貸 

して 吳れれ ば 宜い のであります けれども 無 •料に して 

吳れな い、 それで 又冇料 借地で あるから と 云 ふので 

政府 も. il 料に しない、 即ち 免 fii しないと 云 ふことは 

政府と 地主と 餓 方から 寄つ て 集つ て 學 校を 苦しめる 

やうに 見られる， 地主は 刺 人の ことで あり、 又 谷地 

其 人が 違 ひます から 巳む を以な いとしても、 政府は 

一視同仁で なければ ならぬ、 平等 公平でなくて はな 

らぬ 、然るに 同じ 私® でありながら、 此恩典 を 受け 

る 者と 恩典を 受けない 若が あると 云 ふことは、 偏頗 

不公平の 鹿 岡では ありませ ぬか， tla 主 ほ 篤志家で な 

くて 料金を 取り さう して 政府 も 亦 寄せ付けない、 免 

税しな いと 云 ふのは、 何と 其 學校ほ 不幸では ありま 

せぬ か、 此 公平を 缺 くと 云 ふこと が 第二の 大な る理 

由であります、 殊に 世間には 無料で K す 篤志の 個人 

も あるのに、 政府が 無料に しない、 即ち 免税し ない 

と 云 ふことは、 堂々 たる 大政府 、一 ® 私人に も 及ば 

ずと 申すべき では あ 〇 ませぬ か、 而 して 此 有料 借地 

を 免稅 すれば、 何程の 國 阳 の收 入を M -f るかと 申す 

に、 私は 極めて 少額で あらう と 思 ふので す •政府案 

の 通りに して 政府の 見込に 依る と、 大約三 萬 六 千 M 

內外で あらう と 云 ふこと であります から 、 llt 上に 五 

千 ra 咁す か、 多くて 一 萬 M も咐す か、 孰れに しても 

少額に 止まる こと、 思 ひます、 私共の 地方では 有料 

の 借地 ほ 無い やうに M ふ、 束 京邊に は 隨分 あらう と 


云 ふこと であります が、 余 體から 見れば 九牛の一毛 
決して 國庫收 人 上の 問題と する 程の もので ほない の 
である、 希く は 百 尺 竿頭 一步を 進めて、 是非 此 有料 
借地 も 免稅せ られ たいので あります、 此 有料 借地の 
免税 ほ、 委員 會に 於き まする K 對 諸君 も， 決して 其 
精神には 反對 でない のみならず、 全 委員 九 名 共 皆な 
一致の 希 S3 であります、 それは 唯今 委員長の 報告に 
希 阐 條件 を附帶 して 決議した、 此事に 依る も 明白で 
あります、 是が唯 々地租 條 例に 關係が あるから、 明 
年に も 地租 條 例を 改正して、 其 時に 此 有料 借地 も 免 
税と なるやう にせられた いと 云 ふ 事であります けれ 
ども 地租條 例に 差し響を 生 f ると 云へ ば、 本案 自體 
がそれ であります、 地租 條例は 全國の 御料地， 國有 
地を 除いて ほ、 全部 地租を 課する のを 本體と 致して 
居る 學 校の 無料 借地に しても、 自有校 地に しても、 
之を 免租す ると 云 ふ 事は、 地租 條例の 例外を 爲すも 
ので、 旣に 御料地 官冇地 以外に 有税 主義の 例外を 爲 
す 以上は、 有料 地に 免税を 認むる 事は 何等 差 支は 無 
い譯 であります •旁々 此點 だけで も、 權威を 持たな 
い 希菌 決議と して 自ら 甘ん ずるより ほ、 si 刀 直 入* 
戳切嚴 明に、 權威 あり 効力 ある 法文の 修正を 容れら 
れんこと を 祈る のであります、 次に 此 但書 「有 租借 
地 ハ 此ノ 限- 1 在 ラス」 と 云 ふこと を 削りまして、 有 
ffl 借地 も 免税と 改むる 結果と して， 此免稅 を 申請す 
る ものを， 原案の やうに 唯々 納税 義務 者の みとしな 
いで、 之に 學校符 理者も 加へ、 納稅 義務 者 及® 校 管 
理 者と 致した のは、 有租地 主たる 納税 義務 者が 唯々 
單獨に 申請して、 其 免税の 利益を 學 校に 與へな いで 
知らぬ ®] をして 居る と 云 ふやうな 事の 出来ない やう 
に連裝 申請に したので あります、 又此 納税 義務 者と 
學校 管理者との 連署 申請 (i 無料 借地の 場合， 即ち 政 

府 原案の 通りで も 其 必要は あるので ある、 何とな れ 

ぱ學 校の 連署がない と， 地主は 有料で 貸して 置きな 

がら、 無料の 如くに して 免税を 申請して、 二重の 利 

益を 一一る と 云 ふやうな こと も， 絕對に 無い と (3: 斷言 

(11 來な い譯で あるから である， 以上 申 卜げ ましたの 

ほ 第 一條 本文の 修正であります が、 其 次に 同じく 重 

要な 意義に 於て、 第 一條 第二 號の 修正であります， 

第二 號は 「第一 號以 外ノ私 立學校  >ー シテ 大蔵大臣 ノ 

指定. S タルモ ノ」 と あるのを 大藏 大臣の 指定と せず 

して 之を 「文部大臣 ノ認 定學校 J と 改めたい 即ち 「文 

部大は 又 ハ 道廳 長官 府縣 知事 ノ 認定シ タル 私立 學校 


f ゾテ 前號二 揭ケ サル モノ」 と 修正したい ので あり 
ます、 其 理由は 凡そ 四つあります、 即ち 第一は 學校 
の 事は 之を 文部た る專 門の 文教の府に 統一すべき も 
ので あると 云 ふ 事 •第二は 大藏 大臣の 指定に すると 
きは、 大蔵省に 學校 指定と 云 ふ 一の 事務を 加へ まし 
て、 繁文 縛禮 となると 云 ふ 事、 第三は 第一 號の 方は 
文部大臣 又は 地方 長官の 認定して、 小學 •中學 、大 
學又 は專 門學 校と した ものであります から、 第一 號 
は 即ち 文部 大 K の 認定を 取つ て 居る、 さう して 第二 
號だ けを 大藏 大臣の 認定と する のは 理由を 爲さな い 
第一 號第 二號 共、 同じ 官府の 認定に すべき もので あ 
ると 云 ふ 事  >  第 四 ほ 文部 il nj の學 校は 皆な 此恩典 に 
浴せ しめたい、 免税 せらる i ものと 免税せられ ない 
ものが あると 云 ふのは， 公平を 缺く 次第であります 
以上此 四つの 理由を 極く 大略 申 上げます、 第一 學問 
敎 育の 事は、 之を 文部に 統一すべき ほ 勿論の 事で、 
學 校の 地位 資格 等 (3: 總て 文部の 決定に 侠つべく、 是 
は 政務 分課の 當然の 事で、 大藏は 財政を 掌り、 文部 
は 文敎の 事を 管し， 陸海 軍は 軍事を 掌る と 云 ふやう 
に， 旣に谷 省 分擔の 政治 組織を 立て k 居ります 以上 
ほ、 當然其 分課 分業の 處務法 に據 るべ く、 是が 又簡 
明に して 有利で ある， 文部の 管すべき 學 校の 指定 事 
務を大 臓が 爲 すと 云 ふ 事は、 徒らに 勞 多くして 結果 
が 少ない 是が 租税の 免除 如何に 關 するとは 云へ、 稅 
務の 取調に 非ず して 學 校の 取調で ある 以上は、 當然 
文部に 歸す べき ものと 信ずる， 委員® に 於て 加 何な 
る學 校を 指定せられ る 積り かと 問 ひました のに、 政 
府 委員は 判 任 文官 認定 學校 とか、 高等 學校入 學有資 
格と 認める 學校 とか、 さう 云 ふやうな 總て 完全した 
る學 校、 或 ほ 地方 其 他ょり 補助を 受けて 居な もの、 
成緩隄 良なる もの、 其 等を 此第！ 一 號に依 つて 大藏大 
臣が 指定す る 積り であると 云 ふ 答 辯で あつた、 併し 
是等は 皆な 文部の 仕事では ありませ ぬか， 殊に 其 答 
辯の 中に、 補助を 受け、 成續 佳良なる ものと 云 ふが 
如きは、 文部で なければ 是 ほ 分らない 事であります 
尤も 是 等の 事は 文部に 聞いて やる とか 云 ふやうな 說 
明 も あつた やうに 思 ひます が、 然らぱ 文部に 任す が 
當然 では ありませ ぬか、 文部に 聞くなら 文部の 意見 
通りに する ので あるから、 特に 之を 大藏 大臣の 名を 
以て 指定す ると 云 ふ 名義の みを JS る 必要は ない •些 
々たる 名義に 拘は り、 政治 組織の 分擔 方を 紊 ると 云 
ふことは、 甚だ 考な いこと i 私は 思 ふ、 文部の 認定 


した 其 儘を 條件 として 資格を 與 へて 居る-例へ ぱ他 
に 段々 あらう と 思 ひます、 一つ 其 例と して 彼の 徵兵 
令に 於て、 文部の 認定 學校を 卒業した 者に 一年 志願 
兵の 資格を 與 へ、 又 一年 現役 兵の 資格を 認めたり す 
るが 如きは 即ち 是で あります、 決して 是等は 陸海 軍 
大臣の 指定した る织 校を 卒業した る 若と しては 居ら 
ぬ、 全く 文部大臣の 認定に 任して 居る、 此 兵 tic の義 
務の 如きは、 國民 憲法 上の 大義 務で ある- 國民 皆兵 
の 精神から 言うても， 金 國民 に關 係す る W 大な事 明 
である、 唯々 單に 一の 私立 學 校の 敷地を 免税す ると 
云 ふが 如きと ほ、 勿論 同日の 論で な'、、 而も 尙 a つ 
文敎に 出づる 事は， 文部に 任じて 居る では ありませ 
ぬか、 海陸 軍は 兎角 褊狹な る氣 味に も 認められて、 
自ら 用 ゆるの 嫌 も ある やうに 世間には 言 はれて 居り 
ます •其 陸海 軍です ら是で ある •彼 や 此や を考 へて 
も •大藏 大臣が 指定の 事務を 執つ たり、 其 fi 義を IK 
ると 云 ふ 必要は si に 無い と考 へます、 尤も lit 徴兵 令 
の 取扱 方を 幾分 改められる とか 云 ふ 話 も 聞きました 
が •若し 是が 事實 とすれば 逆 施 倒 行で あると 思 ひま 
す、 玆に 文部 大 fa 又 (3: 地方 長官の 認定した る學 校と 
して-地方 長官の 認定 も 入れました のは、 地方 長官 
は 文部大臣の 支配の 下に 管内の 文敎の 政を 掌り、 委 
任の® 限を 行 ふを 以て あります、 決して 文部 統一 
の 精神を 害する こと 無き のみならず、 是が統 一精 神 
の當然 の 方法で ある， 殊に 第 一 號 の當然 免税す る箇 
所の 中の 幼椎 園、 小學校 等は‘ 地方 長官に 於て 其 事 
務を 執る のであります から、 是等 の權衡 から 申して 
も、 齊 しく 斯う 云 ふやう に 改正す る ことが 必要と 思 
ふ、 次に 第二は 此法邵 を設 くる 結果と して、 大藏省 
に學校 指定の 一 事務を 加へ るの (3- 宜しくない、 凡そ 
國の 政務は、 成べ く 之を 簡易 明瞭に すべきを 旨と す 
るので、 一 令出づ る 毎に 一 事務を % し、 繁文 複雜を 
加 ふるは 最も 避くべき 事と 信ずる， 繁文 複雜は 忍ぷ 
べしと する も、 其增 す國 費を どうす るか、 之を 負擔 
する 國民を どうす るか、 左な き だに 國 防、 敎 育. 其 
他必毁 避くべからざる 國費は 、年々 に 加 ほり 来る こ 
とで あるから、 成るべく 簡鼠敏 活の 方法を 執らな け 
ればな らぬ •重複 煩雑を 避けなければ ならぬ、 從來 
の 政務 すら 之を 整理して、 財政 行政の 刷新 改善を 圖 
らな ければ ならない 今日に、 今 新なる 法を 立て、 無 
くもが なの 事務を 增すと 云 ふのは、 甚だ 謂 はれ 無い 
ことでは ありませ ぬか、 それ も 他に 途が 無ければ 休 
一一 九九 
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む、文部なる¥門の役所がある以上は、之に任すこ 
とほ 至 當と思 ひます 1 第三は 大蔵大臣 指定と 原案の 
通りに しま すれば、 前後が 矛盾になる、 「ほこ とん ' 
になる •何故ならば 第一 號の 幼椎 園、 小學 校， 中學 
校， 高等 女學 校、 專門學 校、® 業學 校、 高等 學 校、 
大學 等は それ 學校 令の 規定に 依る は 勿論で、 其 
學校 令の 規定に 依つ て •果して 規定 通りの 中學 たり 
得る や、 又是 ほ¥ 門學 校た る や、 實業學 校た る や 等 
は、 皆な 文部 大 K の 認定 ■に 依る のでは ありませ ぬか 
今日の 私立 學 校の 如き も 大學の 名を 附 けて 居ります 
が、 文部省 ほ 之を 大學 と視 ないで、 專門學 校と して 
貶 扱 ふて 居る で It ありませ ぬか、 是ほ 谷種學 校と す 
べき か、 又是ほ 實科 高等 女學 校た る 資格が 有る かと 
云 ふやうな 事は、 皆な 文部の 調査 認定に 依る ので あ 

る， 即ち 之を 約言 すれば、 結局 第一 號は 文部大臣の 

指定で あるのに、 第二 號ほ 大贼 大臣の 指定と 云 ふこ 

とになる， 不條理 の 至りでは ありませ ぬか" 支離滅 

裂と 云 ふても , H: いと 思 ふので あります、 是が 修正す 

べき 第三の 理由であります、 第 四に 原案の 通りで ほ 

文部省 認定の 谷 種學 校の 中に 免税せられ る ものと 免 

税 せられない ものが 出来る、 是は實 に 不公平 偏頗の 

至りで 齊 しく 私立 學 校を 保護す る 以上は、 一視 公平 

なる を 必要と する、 大藏 大臣 指定の 標準と して 政府 

の考 へて 居る のは、 委員 會の答 辯を 前に 申 上げた や 

うに、 比較的 組織の 完全した、 成績の 良い ものと 限 

られて 居ります けれども、 學校 成績の 表菡な ら それ 

で 宜しい、 良い 學 校を 表彰す るのは さう であるが、 

此 法律は® 良學 校を 表彰す る 精神では ない、 學 校を 

獨立 維持して 完成し 悪い 者を 保護 完成せ しめ やうと 

云 ふ 私 學保 謎に 在る から >  餒 良學 校ょりも 寧ろ 其以 

下の 者に 此 保護の 必要が ある， 又 其 効力が 多い ので 

ある、 何となら ぱ礙 良學 校は 主として 資力 も 比較的 

裕で ある、 故に 內部 も完 金に 成續も 好い 謅で ありま 

すから、 格別 其の 保® を 望む 急は 無い が、 其の 以下 

の學 校は 最も 苦しい ので ある、 今一と 奮發す れば此 

の 坂を 登り 著いて、 頂上 宏闊な る 愉快なる 鹿に 達し 

得る ので あるが、 此坂が 中々 苦しい >  之に 一 押し 押 

してやら うと 云 ふ、 此所が 即ち 此免税 保 II の 効力が 

障 大なる 結果を 致す 所以で ある、 三 歳の 幼兒が 立つ 

ことが 出來た のを* 手を 添へ て 助けて 立たして やつ 

て、 さう L て 遂に 自ら 立ち、 自ら 步み 、所謂 獨立獨 

步し煜 るので あります、 自ら 立つ から、 自ら 步くか 


ら 、手を 取つ て 助けて やらう， 得 立たぬ から 助けな 
い、 搭ほ ぬと 云 ふ 母親が 居り ませう か、 手を 添へ て 
立たして やつて、 遂に 自立 獨步し 得る やうに 進步し 
發 達する やうに、 是が 目的で ある、 本 法 ほ® 良學校 
の 表彰 法で なく、 私 學の 保護 助成を せんとす る 以上 
は、 是非とも 此 修正は 必要と 信ずる 成績の 良い もの 
を 免稅 すると 云 ふこと になる， 兎角 世間に 免れない 
通り、 内容の 改善と 云 ふ 事を ; S: つて、 外形を 立派に 
しやう と 云 ふやうな 弊が 起きて 來 るので ある、 是が 
最も 恐るべき ものである • 一體 に 於て 表彰と か 保護 
と 云 ふこと if 兎角 混同して 居る 事が 政府筋の 仕事 
には ある やうに 思 ひます、 學校や 組合 等の 補 肋に し 
て も、 成績の 良い ものに 補助す る、 所謂 富める に 注 
ぐ ものである、 富者に 貢 <• ものである、 世間 成績の 
良い ものを 補助す ると 云 ふ 事が あります から、 隨て 
成績の® 良を 裝ふ が爲 めに 内容の 充實 を忽 せに して 
外形の 整理 帳簿の 整理と 云 ふやうな 事に 沒頭 する 傾 
が ある、 事® を 虚飾して 表面を 誇張す ると 云 ふ 弊が 
あるのは、 私共の 常に 遣憾 とする 所で ある、 是れ蓋 
し 內容實 質と 云 ふ 事は •外から 時偶 見た 位では 容易 
に 分らない (「何を 言つ て 居る」 「委員 會じや ない」 
と 呼 ふ 者 あり) だからして 誤魔化し 县い 、外部の 飾 
は 目 著き 易い、 そこで 彼の fl 腌町 村の 如きで も、 樓 
範 として 表彰せられ た 町村に 犯罪が 多い と 云 ふ 事實 
を 示して、 天下の 人ス をして 觀蹙せ しめた、 是は確 
に內容 を 飾り、 外形を 立派に する ことに 努めた 結果 
では ありませ ぬか、 產業 組合の 如きで も 成績の 良い 
ものでなくて は、 農 H 銀行が 貸さない と 云 ふ C 「少數 
意 見の 報吿じ やない か」 「それで 宜い々 々J 默つて 
_ いて 居れば 好い加減に せい」 と 呼 ふ 者 あり) 少數 

意見の 修正の 趣意を 說 明して 居る C 「報告は 報吿だ け 

で 宜 い」 と 呼 ふ 者 あり) 又 競うて 外形を 糊途 する 結 

果 、信用を 基礎と する 產業 組合が、 不正 不信用の 甚 

しき 醜態を 暴露す る 例は 乏しくないで はあり ませぬ 

か、 是等 は實際 法令の 結果 取扱の 有樣を 見れば、 現 

實 の狀况 は、 世人を して噓 を 言 ふ 事を 獎 _ する やう 

な 遣 方と しか 思 はれない 是で國 民道德 商業 道德が ど 

うして 發達 しませう か、 之を 若し 此學 校まで 斯樣に 

外形を 繕 ひ、 一時を 糊 造し、 免税 保護を 受けし むる 

やうな 方法を 開く やうに なつたならば、 言葉に こそ 

敎へ ざれ、 自然 行動に 表 はれ、 自然の 感化を 受けて 

所謂 彼の 人の子を 害 ふ 事が 果して 幾何で あるかと 思 


へば、 Ef に國 家の 前途 ■國 民の 將 來の爲 めに、 寒心 
に堪 へない 次第で ありませ ぬか ：… 

〔「報告 じ やない」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 靜 e に 願 ひます。 

〇 荒 川 五 郞君僅 か 五 千圓か 一 萬 足る か 足らぬ の 金 
を 出します が爲め に、 國民 精神の 根 抵に惡 彩 P を 及 
ぼ さしむ るが 如きは， 實に 猛省すべき 事では ありま 
せぬ か、 私は 私立 保護の 此 法案を 政府が 出された こ 
とを 敬 謝する と 同時に、 此點の 事に 想 及び、 一 層 心 
配に 堪へぬ 次第であります、 原案の 修正 其 及ぼす 所 
の關係 重大なる ことを、 衷心より 切に 諸君の 誠意に 
訴へ るので あります、 終りに 臨んで 一言 致して 置き 
ますが、 此敎 育は 國家 當然の 大切なる 仕事で ある、 
國 家の 爲 すべき 仕事の 及ばない 所を 私人が 經營 して 
國家敎 育の 不足を 補うて 吳れ るので あります から、 
國 家は 些 々たる 名義 や 感情に 拘ほる 事な く、 須 らく 
大 眼を 高處に 著け て、 公平に 保 ii を與 ふべき は 寧ろ 
國 家當然 の 責任では ないかと 思 ふ、 政府の 大雅 M あ 
らんこと を 切望 致します、 以上 修正 意見の 趣意を 說 
明 致しました、 滿堂 諸君の 御 賛同を 祈ります。 

〔「反 » 々々，|と呼ふ者あり>拍手する者あり〕 
〇上埜 安太郎 君 先刻 …… 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 唯今 討論 中であります から， 
もう、 少し 御 待なさい。 

0 隅 田 豊吉君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 隅 田 君 何です か。 

〔「討論 通吿 して ある喾 です」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 通吿 はして あります が* ■一寸 
御 待を 願 ひます、 唯今の 少数意見が 修正と して 提出 
せられた やうであります、 御說 明に 依れば I 然ら 
ば 二十 人の 賛成が 要る ので … ■: 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (犬 岡 育造 君) 定數 ありと 認めます— 隅 田 君 

〔隅 田豊吉 君 登壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 隅 田 豊吉君 諸君、 本員は 委員長の 報告に 賛成し 
て、 唯今 荒 川 君が、 委員 會に 於け る少數 意見の 說明 
なりと 稱して 、頗る 長き 御 演說が ありました が-そ 
れに對 しまして 反對を 表する 者であります •此私 立 
學校 用地 免租に 關する 法律案に 對 しまして、 荒 川 君 
より 御 修正が ありました が、 其 修正の 要點ほ 、要す 
るに 私 學を奬 g し、 其の 振興を 一一る 意味に 於て、 有 


料 借地に も 免租の 恩典に 齊 しく 浴せ しめ やうと、 期 
5 云 ふ 大 fa o 御 趣 SE であります、 此私® を !! 5 » し、 
其 振興を 圖る琪 に 付て は •吾々 何等 典 S なきの みな 
らナ •大 に饺成 を 表して 居る 所な 〇 であります-准 
々此 法案に 對して 今 修正 S 見の 如く 致します る VJ® 
一に 地租 條 例と S 觸して 来る のであります、 ば '7 J< 知 
でも ありませ うが、 地租 條例の 第 四條に 於 ? まして 
「左-- 揭 クル 土地- 1 付 テ ハ 其 地 Ttl ヲ免 ス」 と ありま 
す， 而 して 其 第一 號には 「國 府縣郡 市町村 其 他 勅令 
ヲ以テ 指定 スル 公共 脚 gif — 於 テ ハ 公用 又 ハ 公共 ノ用 
-1 供 ス ル 土地」 とあります、 さう して 但® に r 但シ 
有料 地 借 池 ハ此ノ 限-一 在 ラス」 と 明記せられ て ある 
のであります、 それから 明治 三 十八 年 勅令 第 百 艽十 _ 
九號に 於き まして、 「地 '? R 條例第 四 條第 一項 第一 號 
及第 二號 -1 依 リ 左/公共 團體ヲ 指定 X」 と 云 ふ 規定 
でありまして、 其 第 一條には 「地租 條例 第一 項 第一 
號及 第二 號 _ 依 リ左ノ 公共 國體ヲ 指定 ス J と ござい 
まして、 其 公共 團體 の內 には 幾多あります が、 今 問題 
になつ て 居ります 所の 學校 に關係 致しまして は 「 111 
町村 學校 組合、 及 町村 學校 組合 市町村 內ノ區 、琛 MJ 
斯樣に 書いて あるので あります、 さう 致します ると 
云 ふと 私立 學校 用地は 此 法案に 於て 今 修正案の 如く 
「有料 借地 ハ此ノ 限-一 在 ラス/更に 斯う 修：止 すると 
此 公立 學 枝の 用地に して 有料 借地に なつて： £ る もの 
が、 其 恩典を 受 くる ことが 出来ない、 即ち 公立 學校 
の 有料 借地を 免 机す る 事が 出来ない、 私立 學校が 免 
租 さる X こと、 なる のであります、 荒 川 封は 是 ほ埴 
行 法律で あるから、 さう しても 椴は ない と 云 ふ 御？！ 
見で ありました が、 凡そ 法律と 云 ふ ものは、 其關聯 
を 有つ て 居る ものに 對し て、 相當な る 修正を 爲 すべ 
きものと 本員 ほ 信じて 居る のであります、 例へ ば 今 
日の 地租 條例に 於て 適當 なる 修正を 加へ る ことは、 
會期切 迫の 今 R に 於て 「其 餘裕が ない のであります 
故に 本員 等は 其 修正に 賛成し ますが、 寧ろ 本 M 等は 
其寸を 得れば 寸を一 I し， 尺を m れば尺 を 廻す 1E 味に 
於て、 政府 提出の 本案、 即ち 委員長 報 街の 如く 原 某 
に 賛成を 表しまして、 而 して それに 對 して 希 菌； X]; 見 
を附 L たのであります， 即ち 先刻 委員長より 報 ® せ 
られ たる 如く、 第二 回に 於て 政府 地租 條 例に 適當な 
る 修正を 加へ て、 私立 學校 用地 中の 有料 借地に も 弾 
しく 免租せられ ん ことを 望む と 云 ふ 事を 明記して 而 
して 之に 對 しては、 委員 1!- は 全 # 一致で 可認 したの 
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であります、 即ち 委 ft 會に 於け る 所の 討論の 結果、 
斯の 如く lit 委員長の 報告の 如く、 即ち 原案 通り 可決 
されました、 而 して此 希望 條件な る ものは、 附帶決 
蓊 として 委員 會-致 の 決議を 經た ことでありまして 
吾々 の 信ずる 所に 法れば、 此の 希望 條件は 委員 會 一 
A を 以て 可決され たもので、 此點に 就て は 修 TE 意見 
は 出されぬ こと、 信じて 居つ たのであります、 然る 
に 御 諒解が 無かつた のであります か、 此少數 意見を 
出された 事は、 本 a 等 K だ 不可思議に 存じて 居る 次 
第であります、 それから 第二の 修不： 意見た る 所の 即 
ち 本案の 第 一條 第二 號 「前 號 -1 揭ヶ サル 私立 昂校ュ 
シテ大 藏大 s-一 於 テ 指定シ タルモ ノ」 と あるを 「文部 
大臣 若 ハ 道廳長 官 •府縣 知事 ノ認 定シ タル モノ」 云 
々「私立 學 校-ー シテ 前號- 一揭ヶ サル モ /」 と斯樣 に 

修： JE せられて 居る のであります、 赴は 枝葉末節の 處 

S と 存じます、 荒 川 君は 摆 々其 必要なる 點を 御述に 

なりました が、 要するに 是は稅 務租税 に關 する 問題 

であります から、 是 は 大藏 大臣に 於て 指定す るの が 

極めて 適法なる 處 a なりと 信じて、 本員 等は 原案に 

资 成した 次第であります、 餘〇 長く 申します と 諸君 

の 御 倦怠を 来します から、 甚だ giw に 原案 55 成の 理 

由を 申 述べた のであります。 

.c 拍手 起る〕 

〇謨長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 讚會を 開く や 否やを 


〔「二 讀會 でない のです J と 呼ふ荠 あり〕 

〇 謎 長 (大岡 育造 君) まだ 移して ありませ ぬ。 

〇 岩 崎 勤 君 二 譖會を 開く に 異議な し。 

0 諮 長 (大岡 育造 君〕 二讀會 を 開く に 御 異議 ありま 

せぬ か。 

〔「異 謅 なし 異讁な し」 の聲 起る〕 

〇謅長 (大岡 育造 君〕 御 異 ST か 無ければ、 一一 IB 會を 

開く ことに 決しました。 

〇 岩 崎 S 君 直ちに 本案の 第二 讀會を 開かれん こと 

を ^ みます。 

〇 議長 (大岡 育浩 君) 直ちに 本案の 二 讀會を 開く こ 

とに 御 異議 ありませ ぬか。 

【r 異議な し異 謎な し」 の 限 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 直ちに 第 i 

會を 開きます。 _ _ _ 

私立 吊 校 用地 免租に 關 する 法律案 (政府 挺 

出).. 第二 讀會 


〇藕長 (大岡 育造 君〕 唯今の 少數意 見の 修正は 成立 
つて rr ります。 

〔「修正案に 反對 J 「賛成 一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇謅 長 (大岡 育造 君： >  之 を 誘 題に 供す るに 御 異議 あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 「異議 あり」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 篛長 (大岡 育造 君〕 議題に 供す る ことに 御 異議 無 
いものと 認めます、 別に 討論が 無い やぅであります 
から、 先づ修 JH 意見に 就て 決を 採 力ます、 少數 意見 
に 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  少数 

〇 議長 C 大 岡育拽 君〕 少數 であります、 否決、 委員 
長 報告に 就て 決を 採ります、 委員長 報告に 御 異議の 
無い 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 多數で あります、 委員長 報告 
通り 可決し ました。 

0 岩 崎 ifl 君 ia ちに 本案の 三 讀會を 開き、 第二 讀會 
議決の 通り 可決 確定 あらむ ことを 望みます。 
o_ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「巽 翳な し」 「異飄 なし」 の聲 起る〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 御 異議 無しと 認めます、 仍て 
直ちに 三讀會 を 開きます。 

私立 學校 用地 兔 租に關 する 法律案 C 政府 提 
出〕 第三 Is 會 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議が 無い やぅであります 
第二 讚 會議 決の 通り 可決 確定せられ たる ことを 宣告 

致します - 唯今よ 〇 先刻の 御 希望を 許します。 

〇 岩 崎 勵君今 議事 日程 變 ：史 に關す る 緊急動議を 提 
出 致します •玆に 大正 六 年度豫 備金茭 出の 件、 大正 

六 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 外 支出の 件、 

大正 六 年度 特別 會計豫 備金茭 出の 件、 大正 六 年度 特 

別會 計豫備 金 外に 於て fl 算超 過及豫 算外茭 出の 件、 

大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 豫備費 支出の 件、 大正 

六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 支出の 件、 大正 六 年 

度帝阈 鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て 豫算 超過 支出の 

件、 以上 七 件の 承諾を 求む る 件を 議題と 爲して 、委 

員 長の 報告を 求め、 其 群 謎を 進められん ことを 望み 

ます。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 餞な し」 の聲 起る〕 


(謂 求) 


〇 議長 (大 岡 育造 君) 御異謖 無しと 認めます、 仍て 
日程は 變更 する ことにな りました •委員長の 報吿を 
求めます。 

大正 六 年度豫 備金 支出の 件  \ 

大正 六 年度 豫備金 外に 於て豫 算 
超過 及豫算 外 支出の 件 
大正 六 年度 特別 會計 豫備金 支出 
の 件 

大正 六 年度 特別 會計豫 媚 金 外に 
於て 豫算 超過 及豫算 外茭 出の 件 
大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 fl 
備費茭 m の 件 

大正 六 年度 帝國鐵 道 特別 會計積 
立 金 支出の 件 

大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計積 
立 金 外に 於て 豫算 超過 支出の 件/ 

0 議長 (大岡 育造 君〕 鹈澤總 明君。 

〔法 學博士 鵜澤總 明君 登壇〕 

0 法學博 士賴 澤總 明君 唯今 議題に なりました 大正 
六 年度 豫備金 支出の 件 外 六 件の 委員 會の 模樣を 御 報 
吿 致します、 此 fi 備 金の 支出 及剩餘 金の 支出 等に 付 
きまして は、 年々 議會の 問題と なりまして 就中 憲法 
上の 議論が Bfi 々鬪 はされ たのであります が、 今年に 
於き ましては、 委員に 於て 憲法 上の 議論は 無かつた 
のであります、 憲政 會の高 田 君からの 質問に 依り ま 
して、 大藏 大臣の 答へ ました 所は、 要するに 此大體 
の 問題と 致しまして は、 從來 政府の 解釋 したる 所に 
依れば •憲法 第 六十 九條の 規定に 依つ て、 政府は 豫 
算 中に 豫備 金を 設け、 之を 以て 豫算 超過 又は 豫算外 
の 支出に 充 つる も、 右の 豫備 金を 拂切 つて 尙ほ 緊急 
已むを 得ざる 玛算の 不足、 又は 豫算外 支出の 必要 あ 
ると きは、 政府は 其 責任を 以て 國庳 剩餘 金ょり 之を 
支出し、 而 して 右の 支出は 憲法 第 六十 四條 第二 項の 
規定に ffi り、 转備金 支出と 共に 事後承諾を 求むべき 
ものと して、 之を 帝 國議會 に 提出したり、 此 趣旨を 
答へ まして 別に 委員 會に 於き ましては、 此點に 就て 
の 討謖は 無しに 濟んだ と 云 ふやぅな 狀態 になつて 居 
るので あります、 それから 此大體 の 案に 就きまして 
は、 互に 委員と 政府との 間に 質問 應答 がありまして 
然る 後に 討穀に 移つ たのであります が、 此 案に 就き 
まして 承諾を 與ふ べしと する 所の 鈴 木 君の 意見に 依 
ります と 云 ふと、 是は大 體の數 字 ほ、 本會議 に 於て 


大藏 大臣の 演說も ありました からして、 之を 繰 返す 
必要は なから うと 思 ひます けれども、 多少數 字に 渉 
つて 居ります から、 其點を 御 報吿を 致さう と 思 ふの 
であります、 即ち此 鈴 木 君の 意見に 依ります と 一般 
會 計に 於て 第一 TI 備金が 二百 萬 圓 、第二 豫備 金が 四 
百 萬圓 、剩餘 金が 七 百 !, H 萬 千 四十 三圓 、それから 大正 
三年の 臨時 事件 豫備費 是が七 千 六 百 二十 二 萬 千 八 百 
一 一圓、 合計 致しまして 八 千 九 百 二十 六 萬 二 千 八 百 四 
十五 圓 ，それから 特別 會 計に 於て 第一 豫備 金が 百 七 
十二 萬 五 千 八 百 十三 圓、 第二 豫備 金が 11 一 萬 六 千 
三十 三圓 、•一兵 HK 豫備 金、 千 住製絨 所の 費用と 合 
せまして 百 一一 十八 萬 四千 七 百六圓 •鐵道 幀 立 金 三百 
九 萬 九 千 三百 十五 圓 ，歳入 金 支 辯が 六 千 八 百 六十 二 
萬 百 五十 三圓等 •是れ 等を 總て 合計 致しまして 七 千 
六 百 七十 六 萬 六 千 十五 圆と云 ふやうな 數に大 體 なる 
ので あるが、 是れ 等の 事に 就きまして 多少 研究を す 
べき點 も あり、 批評すべき 所の 點も あるけれ ども， 
大體に 於て 承諾すべき ものである、 斯う 云 ふ 趣旨に 
於き まして、 本案は 決議の 結果、 多 數を以 て 承認を 
與ふ べき ものと 云 ふこと に 決せられた のであります 
併ながら 之に 對 しまして は、 憲政 會の山 田 君から 致 
しまして、 少數 意見の 提出が あります から、 其少數 
意見の ことに 關係 致しまして は、 同 君 或は 外の 委員 
から 報告の ある こと、 信じます からして、 是は略 し 
まして、 此段大 體の經 過の 御 報吿を 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 高田耘 平 君。 

〔高 田耘平 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 高 田 耘平君 唯今 議題に なつて 居ります る 豫備金 
支出の 件 外 六 件、 承諾を 求む る 件に 就ての 少數 意見 
の 報告を 致さう と 思 ひます、 少數 意見は、 是れ 等に 
就て 承諾を 與ふ ベから ずと 云 ふこと であります、 今 
斯の如 く少數 意見を 述ぷ るに 至りました る 理由を、 
簡單に 申 上げ やうと 思 ひます、 本案は 唯今 委員長ょ 
り 詳細 其 金額を 申 述べられました 通りで ございまし 
て、 總 額が 殆ど 一億 六 千萬餘 圓の茭 出に 關 する こと 
でございます、 私共は 餘程此 問題は 愼重に 審議し な 
ければ ならぬ もので、 或 意味に 於て は、 豫算以 上に 
其 內容に 就て は 質問 密議 等を なすべき 責任が、 議會 
として ある ものと 思 ひます、 憲法 上の爭 S と 云 ふこ 
とに 就きましては、 年々 爭が ございました やうです 


私立 织校 用地 兔租 に關 する 法 紐 茅 第二 諮 會 第三 P 會  豫 算案大 正 六 年度 31 備金 支出の 件 外 六 件 承諾を 求む る 件 


二 01 


院讓衆 曾！^ 帝 回一 十 闪第 


'fi K 案 大正 六 年度 -/ t 備金 支出の 件 外 六 件 承諾を 求む る 件 


けれども、 之 I' 就て 徹底的の 解決の 付いた ことは 吾 
齊 知り ませむ、 唯々 併ながら 此提 S 致しました 所の 
內容に 就きまして ほ、 最も 此事實 の 如何に 依つて， 
?IJ K の 正しい ものに 付て Is 認める、 事 S の 正しくな 
いものに 付て は、 認定を 與へな いと 云 ふこと に® 著 
する ので， 结局此 一億 六 千 萬 吲餘の 金額の 何百 件 何 
千 件に 付ての 詳細の 事 實の說 明を 求めて、 然る 後に 
此 案の 可否を 決する と 云 ふこと が 當然の 順序で ある 
又 さう しなければ ならぬ と 吾々 (3: 固く 信じました、 
所が 委員 會に 於き ましては、 甚だ 50 憾なが ら是が 盡 
されて ありませ ぬ、 委員 舒は 成程 五 P 開 ir L ました 
第一 回は 委員長 理事の 選 3 T 第二 回に 於き ましては 
定刻、 時間の 四十 分に 至る まで、 委員長 理事が 御 出 
席が ございませぬ のです、 それが 爲め逍 路な がら 流 

，锊 同様にな りました やうであります、 私共 參つて 居 

りました が、 四十 分まで 待ちました けれども •委員 

.長 も理琪 も 御 出席に なり ませぬ、 第二 冋 ほ 是で 何等 

の 質問を せずに 終りました •第三 回に 至つて 三十 分 

許り 過ぎ V 開會 して、 傾か 一時間 許り 質問を 致し ま 

した、 ■其 時に 委員長の 報 fr は、 本日は 午前 午後に 苴 

つて 質問を 致したい、 Sr う 云 ふこと で ございました 

私 も 結構で あると 思 ひました、 所が 十一 時半 頃に 至 

つて 是亦 質問を 終られた のであります、 第 四 回 H の 

日に 至りまして、 是も 一時間 半 許り 質問を すると 云 

ふと •鳩 山 君から 質問 打 切の 励議が 出まして、 私共 

其 非なる を 述べました けれども， 多數で 質問を 打 切 

られた のであります •そこで 本日 午前に 討論に 移つ 

た、 斯う 云 ふ譯で ございます、 甚だ 私は 此 一億 六 千 

萬 の、 而も 最も 事 K の 内容を 調 ^ すべき 必 5? の ある 

問題に 就きまして、 政友會 の諸冇 が 非常に 質問 等を 

遮る 傾の あるを 遺憾と 思 ひます、 何故に 左_ に 御 急 

ぎになる. かと 云 ふこと を 伺 ふと* 本案 ほ 貴族 偏に 回 

付すべき ものであるから、 遲れ ては闲 ると 云 ふこと 

であります、 是は | 應其 通りであります 、併ながら 

K 族院に 回した 所が， まだ 二週間 餘ご ざいます、 若 

し 又 左様 御 急ぎになる ならば、 何故もう 少し 政府が 

早く 御 / J1 しになら なかつ たかと 云 ふこと を 私は 思 ふ 

ので ある、 本案の 提出され た 日は、 私は 一寸 記憶 致 

しませぬ が、 木 月の 二日 か 三日と 思 ひます、 而 して 

質問を 爲した 時間の 總 時間は 二 時間 か 三時 間で ござ 

います、 それで 此金額 の 支出を 認定す る ことは 到底 

出来ない 事で ある’ 若し 又 其 質問が 谷 自に涉 つた も 


ので あれば 兎に角 も、 私の 知り 得る 範園に 於て、 否 
な ^ 際に 於て此 質問を したの if 第一 豫備 金、 第二 
豫颀 金の 六 百萬圓 と、 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫 
算外 支出を 爲した る 七 百萬圓 と、 特別 會計 豫 備金支 
出の 事と、 是だ けであります、 其 他の 大正 三年の 臨 
時事 件豫備 費の 七 千 六 百萬圓 、及 谷 特別 會計 豫備金 
外に 於て、 豫算 超過 及豫算 外 支出を 爲した る 金額 等 
に 就きましては、 何等の 質問 隈 答の 自由を 與 へられ 
ない のであります、 それでです、 若し 疑問が 無しと 
せ ば 仕方が ありませ ぬけれ ども、 吾々 ほ 澤山 質問が 
有つ たので ある、 否な 質問せ ざるを 得ない 事が 澤山 
ございます、 此大正 三年 臨時 事件 豫備費 等を •他の 
前年度と 比較す ると どうで あるかと 云 ふと、 大正 四 
年の 臨時 事件 豫備 費の 支出額 ほ、 千 七 百 五十 萬 圓で 
ございます、 大正 五 年度に 於て ほ 二 千 八 百 五十 萬圓 
でございます 、然るに 大正 六 年度 ほ、 其 金額が 七 千 
六 百餘萬 阊に 達して 居る のであります >  それで 又 其 
內容 等を 一寸見ましても， 例へ ば 外務省 所管の 機密 
费 に 就て 見ましても、 成程 機密費は 機密費で あるか 
ら ，其 內容 の說明 ほしない と 云 ふか 4 知れ ませぬ け 
れ ども， 說 明の 有無 ほ 兎に角 も， 大正 四 年度に 於け 
る 外務省 所管の 機密費 ほ、 僅に 二十 餘蓖圓 であつ た 
ものが、 六 年度に 於て は、 八十 一 萬 餘圓の 機密費の 
支出を 爲 して 居る のであります、 吾々 は 其 内容の 細 
かな 支出に 就て は •質問した 所が 答 辯を 得まい と 思 
ひます けれども ， ff: ながら 兎に角 八 卜 一 萬圓の 機密 
費を 支出す ると 云 ふこと に 付て は、 其 理由の 大體四 
園の 狀况 如何に 依つ て、 斯の 如き 大なる 機密費を a: 
出す るの 必要 ありたり と 云 ふ 事 位の 說明ほ 、常 然聽 
く 必要が 有つ たらう と 思 ふので あります、 然るに 是 

等に 付て ほ 吾々 質問の 自由を 與へ られ ませぬ、 更に 

又 陸軍省の 所管、 海軍省の 所管に 至ります ると •海 

軍 省の 所管に 於き ましては、 三千 六 百 萬圓と 云ふ委 

託 兵器 製造 费と云 ふやうな ものが あ' 〇 ます けれども 

是等も 何が何だか 分り ませぬ、 其 他 陸軍に 於き まし 

て も、 四百 萬圓の 物件費と 云 ふ ものが あります. 四 

百 萬 圓と云 ひ， 三千 II 圓と； K ひ、 五 千 萬 圓と云 ひ、 

其內容 —— 如何に 支出せ しや、 如何なる 故を 以て 斯 

の 如き 大支出 を爲せ しやと 云 ふ 事に 付て ほ、 吾々 ほ 

一言 も 質問の 自由を 與 へられ ませぬ ので ございます 

私は 之を 甚だ 遺憾と 致します る 詰まり 此總計 一億 六 

千 萬 圓に對 する 支出に 付きまして は、 此內容 に 就き 


まして 詳細に 說明 を Hti きまして、 然る 後に 諾否を 決 
すべき ものであると 信じます に 拘らず 、吾々 li lfi 否 
を 決する に 必要なる 判斷の 材料と なる へき 質問の 途 
を •全然 遮られた のであります (「のう <」 と 呼 
ふ 者 あり〕 確に 遮られた のを is 憾と 致します (「の 
う <」 r 嘘を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり〕 詰まり 斯様 
なる 大茭出 を 吾々 が 審議を 爲す に當 つて， 質問を も 
する ことを 得ず して、 此 案に 同意を すると 云 ふこと 
ほ、 到底 / H 來な いので ございます、 乃ち 內容の 不明 
な ものに 付きまして ほ、 吾々 は 到底 承諾を 與 ふるこ 
との 得ない 狀况に 在る ことを 遺憾と 致す ので ありま 
す， 一言 以て 少數 意見の 報告と 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 法學博 士鹈 澤總 明君 此 席から 一膘辯 明したい と 
思 ひます が、 如何です か。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇法學 博士 鹈澤總 明君 唯今 高 田 君の 少數 意見の 御 
報吿に 依ります ると、 項目の 質問の 自由を 與へな い 
やうに 述べられて 居ります けれども、 是ほ 全く 間違 
であります、 第二 回目に 於き まして ほ、 從來 ほ此豫 
備 金の 承諾 案の ai ますろ ときには、 必ず 此印 刷を 致 
しました 憲法 第 何條に 依つて 提案と 云 ふ 案が / J} て來 
る铐で ある-所が 是が 何等かの 間違に 依りまして 議 
案に 附いて 居り ませぬ、 それで 是が附 いて 居り ませ 
ぬから、 大藏 大臣の 提案の 說明 を讀ん で 見ましても 
同じく 憲法 第 何條に 依つて 提案を せらる ると 云 ふこ 
とが 書いて なかつ たのであります、 それで 大藏 省の 
當 局に 交渉を 致しまして、 此紙 ほどうした ので あら 
うかと 云 ふこと を 尋ねます る 間に •時間が 經過 致し 
たのであります、 それから 委員 會の 席に 參 ります る 
と、 委員の 方が 御 m が 無 かつた と 云 ふこと になつて 
唐る ので ございます、 從來の 慣例に 依りましても‘ 
委員 會を十 時に 開く、 それが 必ず 十 時に 集つて、 其 
時間に 人數が 揃は ぬければ" 常に 流 會と云 ふこと に 
なつて 居る のであります から、 此點 だけを 以て 此委 
員會を 御 攻めになる と 云 ふことは、 甚だ 當を得 ない 
事で あるので あります 、それから 其 次には 皙問が 午 
前 午後に 渉る と 云 ふこと に 致しまして 質問を 始め ま 
した >  其 速記錄 を御覽 下さいます れば 分ります が、 
高 田耘平 君が、 殆ど 間斷 なく 御 質問を せられて 居る 
事實 になつ て 居る のであります、 所が 午前中に 於て 
最 ¥ 質問す る 人 も 無くなり、 委員の 方 も 居られな く 
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なつて しま ひました から、 ど 5 しても TT 間を 止める 
外 仕方がない のです、 午後に 於て 之を 街 ru1 する こと 
が 出来ない と 云 ふやうな 状 ！ 1 になつ たのであります 
それから 次に 又會を 開きまして、 而して llt n: r'. をす 
ると きに 當りま して ほ、 逸 政 锊から 御 出しに なられ 
る 委員 諸君の 中に 於き ましては、 前の 委： a li 他に W 
用が 有つて、 他の 姿 員と 御代りに なつた やうな 次第 
である、 其爲 めに 前の 委員に 御 竹 問が あつたので あ 
らうとは 思 ひます るが •新に 委員に なつた ^ めに、 
宵 問が 出来ない からと 云 ふこと で 御發 111 n が ありまし 
たけれ ども、 是は 委員 ^ に 於て， 左 棟に 此 W 問を较 
返して 居る と 云 ふこと になる と •際限が 無い からと 
云 ふこと で， 委員 愈の 決議に te つて K 問を 打 切る と 
云 ふこと になつ たのであります •斯の 如き H-J 例は、 
從來の 委員 會 でも ffl 々ある yf でありまして、 特に 諸 
君の 發 言の 自由を 恋 ふと 云 ふやうな ことほ 無かつた 
のであります (「委員長 公平」 と 呼 ふ 者 あり〕 委員 
會に於ては、決して是が政友會の問題になつて居る 
のでは ない のであります、 前 內閣の 時代の 事に 係て 
居る のであります から、 特に 此質 問の 自由を 恝 ふ 杯 
と 云 ふ •黨略 上の 事 も 何も 無い のであります からし 
て、 此點に 就て は 一 應辯明 致して® きたいと 思 ふの 
であります。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩崎勵 玆 本案は、 委員長 報告の 通り 承諾を 與へ 
ら れんこと を 望みます。 

一 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 宵 造 君〕 御異 _ ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 承諾を 與ふべ しと 云 ふ 諸君の 
起立を 求めます。 

起立 者  多數 

0 議長 (大岡 育造 君〕 多數 、承諾を 與 ふること に 決 
しました。 

〇 岩崎勸 君 再び 議事 日程 1 {更に 關する 緊急 励 _ を 
提出 致します、 乃ち 爰に軌 道 條例中 改正 法律案、 及 
仙 北 輥 便 鐵道買 收費茭 辨の g 公 ffl 發 行に 關 する 法律 
案の 第一 請 會の續 を 開き、 一括して 委 M 畏の 報告を 
求め、 且 其審鹩 を 進められん ことを 菌み ます。 

〇 識長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 中 倉 萬 次 郎君 議長、 是 ょり 耕地整理 法 屮 改正 法 
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律 案の 委員 會を 開きます、 許可を 求めます。 

0 諮 長 (大岡 育造 君) 許可 致します。 

〔中 倉 萬 次郞君 「委員 諸君は ど 5 か 御 集りを 願 
ひます」 と 呼 ふ〕 

〇議 長 C 大岡育 造 君〕 日程 戀： 更に 御異 P はあり ませ 
ぬか。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 _な しと 認めます、 仍て 
軌道 條例中 改正 法律案， 仙北輕 便鐵逍 買收费 支辨の 
爲公愤 發 行に 關 する 法律案を 蕺 題と 致し， 委員長の 
報告を 求めます、 香 員 長 不在に 付き， 0! 事 熊 谷 直 太 
君の 報吿を 求めます。 

軌道 條例屮 改正 法律案 C 政府 提出) 第一 
語 會の®  (委 M 長 報吿〕 

仙北輕 便鐵道 買收费 支辨 の爲 公® 發 行に 關 
する 法律案 (政府 提出)  第一 讚 會の續 

(委 M 長 報告) 

【熊 谷 茼太君 登®〕 

〔拍手 起る J 

0 熊 谷 直 太君諉 題に なつて 居ります、 軌道 條例中 

改正 法律案 及 仙北輕 便 鐵 道 R 收费支 辨の爲 公憤 發行 

に關 する 法律案の 委員 會の經 過と、 及 結果と を爰に 

報 传 致します、 第一に 軌道 條例 中の 改正 法律案は， 

最も 簡單な る 所の 案であります、 是が 二つ の 點に分 

れて 居ります、 即ち 軌道 條 例の 第四條 を改 IK する の 

は、 通に 本會を 通過し ました 地方 鐵道 法に 依り まし 

て、 是は 當然 改正し なければ ならぬ 所の 修正で あり 

ます、 第二 s>i lx 地方 锊道法 第三 十六 條の規 定は 、之 

を 軌道に 推 用す ると 云 ふ 所の 改正であります るが、 

是も 地方锊 道 法の 第三 十六 條に 於て、 斯ぅ 云 ふ 意味 

の 規定が あるので あります、 即ち 政府に 於き まして 

地方鍅逍に接近し又ほ並行して鍅范を架けたる場合 

に 於て、 地方 鐵 道業漭 が 其 接近し 又は 並行す る 所の 

岡 間の 管 業を 繼紡 する ことが 出来ない 場合は、 政府 

は 其 资業廢 止に 依つ て 生ずる 所の 損害を 賠® する こ 

とを 得と 云 ふこと が、 第三 十六條 に 規定して あるの 

であります、. 旣に此 地方 錨 ill に 補償の 撺 利を 與 へら 

るる 以上には* 軌道に も是と 同樣な る 滞 利を 與へな 

ければ、 不公平を 来す の Is があります から、 第五 條 

に tli! 方鐵道 第三 十六條 の 規定は、 軌道に 之を va 用す 

ると 云 ふ 改正案が 出た のであります， 此點 に關 して 

委員 f? に 於き ましては、 此 二つの 改一 Jh は 洵に相 常に 


して、 理由 ある ものと 認めまして* 滿場 一致を 以て 
可決した のであります、 第二の 仙 北 輕便鐵 道買收 費 
支辨 の爲 公債 發 行に 關 する 法律案に 就きましては、 
皆樣の 御 承知の 如く 仙北輕 便 鐵适は 、奥 羽 線の 小牛 
田ょり 石卷に 至る所の _ 便鐵道 であります、 其哩數 
は 十七 哩四 分に 當つて 居る、 其 買收 する 目的物は、 
鐵道 の趄築 費の 费 目に 11 して 居る 所の 一切の 物， 其 
他營窮 費の 費目に® して 居る 物の 一部を 買收 する の 
であります •而 して 此買收 は 會 社と 政府と 協定の 上 
に 百 六 萬 五 千 九 百 五十 圓 、五分 利附の 公債を 發 行し 
て、 之が 買收 費に 充てる ので ございます‘ 是が 即ち 
此案が 出た 所以であります が、 之を 强 制買收 にし ま 
すると、 地方 鐵道 法に 依りまして、 百 七十 七 萬 二 千 
七 百 圓と云 ふ多额 の 金を 拂はな ければ ならぬ 譯であ 
ります が、 幸に も 政府と 禽 社との 間に 穩便な る 契約 
が 出來 まして， 百 六 萬 五 千 九 百 五十 圓 、五分 利 付の 
公 償を 發 行して 之を 買收 する ことに 至 t> たので あり 
ます、 此鐵造 に付きまして は、 元 來鐵道 敷設 法の 豫 
定線路 に當つ て 居る 處で ありまして、 之を 國 家に 買 
收 して >  國 有鍅 道に して 本線に 敷 直す 場合に 於き ま 
しては、 表日本の TI 卷港と 云 ふ ものと、 裏日本の 酒 
田 港と 云 ふ ものと 相 ai 關 する 所の、® 斷の 立派な 鐵 
道に 相 成る 次第であります、 尙ほ 此石卷 港と 云 ふ も 
わ に付きまして は、 委員 正木 君ょりも 質問が ありま 
したが、 即ち 此處に 出入す る 所の 船と 云 ふ ものが、 
水潯の 上、 川 ^ の 上に 於て、 吃水の 大なる 所の 船舶 
を 入れる ことが 出 來な いが、 此點 に關 する 政府の 計 
诳 如何と 云 ふ 御 質問が ありました が， 政府 ほ、 石卷 
港を 隔 つる 四 里 許りの 所の 女 川と 云 ふ 港が あります 
其處は 立派な 港であつて、 他日 此女 川に 相當の 設備 
を 作つ て、 海陸 連絡の 最も 便利なる 方法を 講ずる で 

あらぅ と 云 ふこと でありました、 委員 會は此 輕便鐵 

道の 買 收と云 ふ ものは、 今日に 於て洵 に 相當で あり 

まして、 而も 其 ® 格は 洵に酿 であり、 實に 必要なる 

ものと 認め、 滿場 一致を 以て 可決した のであります 

願く は 滿 場の 諸君 も 委員 會の それの 如く， 速に 御賛 

成 あらん ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎剧 君兩 案を 一括し •_ 會の 順序を 省略して 

委員長 報吿 通り 可決 確定 されん ことを 薄み ます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「與議 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ® 案を 一括し 
て 顧 題と 致します。 

軌道 條例中 改正 法律案 C 政府 提出) 第二 
譖會(確定諉〕 

仙 北輕便 鐵道買 收費茭 辨の爲 公債 發 行に 關 
する 法律案 (政府 提出) 第二 讀會 (確定 
議〕 

〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 更に 御 異議 ありませ ぬから 讀 
會を 省略して 兩案 とも 可決 確定した る ことを 宣告 致 
します、 日程 第 四、 刑事訴訟法 中 改正 法律案， 第五 
人權 保護に 關 する 法律案 •右二 案を 一括 L て 議題と 
する に 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ、 二 案を 一括 
し 議題に 供し ます、 高木 益太郞 君。 

第 四 刑事訴訟法 中 改正 法律案 (高木 益 太 
郎君 提出〕  第一 讀會 
刑事訴訟法 中 左/通 改正 ス 

第 四十 八條ノ ニ 第二 十條 第二 十 一條 第 九十 二 條 
第 九十 五條 第 九十 六條及 ヒ第百 三十 I 條ノ 規定 
ハ檢 事、 警察官、 憲兵、 税務官、 林務官 其他ノ 
公務員 犯罪 捜査-一 關>  ル 書類 作成 ノ 場合 M 之ヲ 
準用 ス 

第 六十 一一 一條 被告人 ノ 身分 — 依リ 起訴 手 續ヲ區 別 

スル コト ヲ得ス 

第 七十 五條 ノニ 勾留 狀ヲ 執行 シタル 時 ヨリ ー月 
ヲ經過 シタルト キハ豫 群 判事 ハ 被告人 ノ 請求 二 
依 リ又ハ 職 權ヲ以 テ 其 勾留 ヲ繼 續シ又 ハ 被告人 
ヲ 放免シ 若クハ 保釋ヲ 許ス旨 ノ 決定 ヲ爲 ス コト 
ヲ要ス 

讓辭 終結-一至 ル マテ ハ 順次 一 丹 毎- 1 前項 ノ 決定 
ヲ爲ス コト ヲ要ス 

第 七十 五條 ノ三 公訴 ノ 提起 アリ タル 時 ヨリ 重罪 
事件-一 付 テ ハ 三月 其他ノ 事件 a 付 テ ハ ニ月 ヲ經 
過 スル モ仍 ホ豫審 / 終結 M 至 ラサル トキ ハ 被吿 
人 ハ .^ 審判 事 ノ屬ス ル 地方裁判所-一 對シ 速- 1 豫 
審 終結 命令 發付ノ 請求 ヲ爲ス n トヲ得 
地方裁判所 ハ豫齚 判事 ノ意 見ヲ求 メタル 上 決定 
ヲ以テ ー定 ノ期 間內- 一豫裢 ヲ 終結 ス可 キコ トヲ 
命ス ヘシ 

前項 ノ 期間 ハ 豫審 判事''  申立-一依 リ之ヲ 延長 ス 


ル コト ヲ 

第 九十 二 條ノニ 被告人 其 他 ノ豫審 調書- 1 ハ 供述 
人ヲシ テ 其 谷 葉-一 契印 セ シメ IL 揷入 削除 及ヒ _ 
外 ノ 記入 アル トキ ハ 之-一 認印セ シムル コト ヲ要 
ス 

第 九十 三 條 -1 左ノ ー項 ヲ加フ 

豫審判 事 ハ 被告人 ヲ訊問 スル-一先 チ 公訴 事實ヲ 
吿知 スル コト ヲ要ス 
第 西 九十 四條 第二 項 ヲ 左/如 ク改ム 

陪席 判事， 檢事及 辯 護士ハ 裁判長-一 吿ヶ證 人 及 
ヒ被 吿人ヲ 訊問 スル n トヲ得 
第 百 九十 八條 -- 左/一項 ヲ加フ 

被 吿人ノ 利益 ノ爲メ 重要 ノ證據 方法 ノ 申立 ア y 
タル トキ ハ 裁判所 ハ 其 取調 ヲ S ス コト ヲ要ス 
第 二百三條 刑ノ言 渡ヲ爲 ス -1 ハ 左/事項 ヲ明示 
シ 丑 法律 ヲ適 用シ其 理由 ヲ付 K.vn トヲ要 ス但 
控訴裁判所 ハ 原判決 理由 ノ ー部 又 ハ 全部 ヲ 援用 

スル コト ヲ得 

第一 公訴 事實及 ヒ爭點 ノ摘示 
第二 裁判所 ノ 認定シ タル 犯罪 構成 要件、 犯罪 
ノ 日時、 場所 及ヒ 之ヲ認 メタル 證據 
第三 攻擊防 禦- 一關 スル 重要 ナル 證據 方法 採否 
ノ理曲 

第二 百 十九 條中 「必要 ナル」 ヲ r 內容 ヲ證據 トス 
ル」- 一改ム 

第二 百 六十 九條 -- 左ノニ 號 ヲ加フ 

第 十一  m 耍ナ ル爭點 -i 關ス ル證 據調ノ 申請 ヲ 
却下 シタルト キ 

第 十二 不當- 一 刑/執行 猶豫ノ 言 渡ヲ爲 ササ ル 
トキ 

第二 百 七十 九條 -1 左ノ ー項 ヲ加フ 
第二 百 四十 五條 第二 百 四十 七條及 ヒ第 二百 四十 
八條ノ 規定 ハ 上告 趣意書 提出 ノ 場合-一之 ヲ準用 

ス _ 

第五 人 ffii 保護に 關する 法律案 (高木 益 太 
郎君 提出〕  第 一 讀會 
第一 條檢 事、 警察官、 憲兵、 税務官、 林 務官其 
ノ他 犯罪 搜査ノ 職 權ヲ有 スル 公務 M 事件-一 付 嫌 
疑者ノ 取調 ヲ爲ス トキ ハ 其/市町村/公民 權ヲ 
有 スル 鄰佑 ノ立會 アル n トヲ耍 ス但シ 取調 ヲ受 
クル 者/請求-一依 リ辯護 士ヲ以 テ 之 — 代 フル コ 


'得 


二〇三 


院褎衆 會漭國 帝ヲー r 四 第 


贫 計 法 中 改正 法律案 第 一 讀 薄  I 
前項 ノ 規定-- 依 ル コト 能 ハサ ル トキ ハ 其ノ 市町 
村 吏®: ノ立會 アル n ト ヲ耍ス 
第二 條前條 / 公務員 若 ハ 立會人 又ハ此 等ノ 職 — 
在 リシ 者故ナ ク其ノ 取調 ノ祕 密ヲ ■ 泄シ タルト 
キハ 六月 以下 ノ蒽役 又 ハ 百圓以 下ノ罰 金- 1 處ス 
本 條ノ罪 ハ吿訴 ヲ待テ 之 ヲ論ス 
第三 條搜丧 、訊問 ノ臌 擷ヲ有 ス ル 公務員 事件- 1 
付 嫌疑者 又 ハ關係 人-一 對シ 取調 ヲ爲 NJI 當ル恐 
喝又ハ 詐言ヲ 用 ヰ タル トキ ハ ー年 以下 ノ 懲役 又 
ハ 百圓以 下ノ 罰金 二 處ス 

第 四 條搜査 上作 成シ タル 文書 八 斷 罪ノ證 據卜爲 

ス コト ヲ得ス 

第 37: 條搜査 、訊問/職 權ヲ有 スル 公務員 二對シ 
本 法 並 刑法 第二 編 第二 十 章 第二 十一 章 第二 十二 
章 第二 十五 章 乃至 第二 十八 章 第三 十一 章 第三 十 

二 章 第三 十四 章 第三 十五 章 乃至 第 四十 章ノ 犯罪 

二關シ 吿訴 吿發 アル トキ ハ 犯罪 地 ノ 地方裁判所 

-- 於 テ 起訴ス へ キヤ 否ヲ 決定 スル n トヲ得 

此ノ 決定-一 對シテ ハ 抗告 ヲ爲ス コト ヲ得 

裁判所 ハ 職權 ヲ以ヲ 探知 ヲ爲 K コト ヲ得 

第一 項-一依 リ起 訴ノ 決定 アリ タル トキ ハ 豫審判 

事 ハ 當然 公訴ヲ 受理 シタル モノ トス 

起訴 ノ 決定 ヲ爲シ タル 判事 ハ 其ノ 事件 ノ豫審 及 

公判- 1 干與ス ル n トヲ得 ス 

〔高木 益太郞 君 登壇 一 

〔拍手 起る〕  一 

〇 高木 益太郞 君 本案は 人權 保護、 並に 刑事訴訟法 

手緻の 適正を 圖る爲 めに 提出した のであります、 其 

條 章の 俄 分は、 前 議會に 於て 諸君の 御 協賛を 賜は り 

まして、 貴族院へ 送付に なりました が、 遂に 審議 中 

閉會 になつ たと 云 ふ 次第で、® だ 殘 念であります、 

其條 目に 就きまして の 詳細なる 理由は、 何れ 委員 會 

に 於て 十分 討論を 致したい のであります、 洵に 今日 

の 時節は、 司法 行政の 現狀に 就て 甚だ M Et. すべき 事 

があります から， 本案に 就て (3; 十分 御 討_ あらん こ 

とを 願 ひたいので あります。 

0 岩 崎 動 君 日程 第 四 第五 兩 案を 一括し、 翳 長 指名 

九 名の 委員を fj 託されん ことを S みます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御異 _ ありませ ぬか。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異謅 無ければ 岩 崎 君の 動議 

の 如く 決しました、 日程 第 六、 會計法 中 改正 法律案 


の 第 I 讀會を 開きます、 提出者 澤 來太郞 君 

第六會 計 法 中 改正 法律案 (澤來 太 郎君 外 
二 名 提出 J  第 I 讀會 
會計法 中 左ノ通 改正 ス 

第 十七 條中 「第 四 谷 省 物品 會計 計算書」 ヲ加フ 
〔議 長大 岡 育造 君 退席 副議長 is 田國松 君 議長 席 
に 著く〕 

〔澤來 太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇澤 來太郜 君 會計法 中 改正 法律案に 關 して、 極め 
て簡單 に 提出の 理由を 申 上げて 置かぅ と 存じます、 
申 上ぐ るまで もな く此會 計なる ものは、 兩 面相 對照 
して、 始めて 完全の 會 計を 期し 得る のであります、 
此點に 於き ましては， 地方の 會計た ると、 中央の 會 
計た ると、 又 一家 庭の 會計た ると、 一會 社の 會計た 
ると、 何等 異る 所は ない ので ございます、 然らぱ 其 
兩 面とは 何を 言 ふかと 申し ますれば、 是亦 諸君の 御 
承知の 通り、 一面は 即ち 金 錢の會 計であります、 一 
面は 物品の 會計で あります、 此兩 面が 相 合致して^ 
初めて 會 計の 完全と 云 ふこと を 期し 得る ので ありま 
す、 隨て 其會 計の 結果た る總 決算に 於き ましても、 
一面に 於て 金 錢の會 計を 明に すると 同時に、 他面に 
於き ましては、 物品の 會計な る ものを 明に せぬなら 
ば、 是れ亦 完全なる 總決算 と 云 ふことは 出来ぬ ので 
ございます、 隨て會 計に S する， 又 決算に 對 する責 
任なる もの も、 矢 張此兩 面に 分れる ございます 
即ち 政府は 國 民に S し、 議 會に對 しまして は、 一面 
に 於て 金錢會 計、 金錢 決算の 責任を 負 ふと 同時に、 
他面に 於き ましては、 矢張此 物品 會 計に對 して、 責 
任を 負は なければ ならぬ ので ございます 、又 隨て御 
同！ g の 監督 權なる もの も、 一面に 於き ましては 金錢 

會計 、決算に 對 して 監督 權を行 ふと 同時に、 他面に 

於き ましては 此 物品 會 計に 對し て、 監督 權を 行は な 

ければ ならぬ ので ござります、 斯の 如くなら ざれば 

總て此 會計 決算の 完全と 云 ふことは、 絕對 的に 出来 

ぬので ござります、 然るに 諸君、 現行 我が 會計 法な 

る ものは、 果して 此金錢 、物品の 兩 面に 於て、 完全 

なりと 謂 ふこと を 得べき か、 本員 甚だ 遺憾ながら、 

不完全 極まる ものと 斷言せ ざるを 得ぬ ので ござり ま 

す、 何故と ならば 御 承知の 通り、 毎 期の 議會 に對し 

て 政府は 決算 霄を提 m し、 會計檢 査院は 其 審査 決定 

の報吿 を議會 にされ て 居る のであります から' 會計 


の 一面、 決算の 一面た る 金 錢會計 方面に 於き まして 
は、 御 同樣 十分に 監督 擷を 行ふ亊 が 出来る ので あり 
ます けれども" 其 半面に 於け る 物品 會 計に 於き まし 
ては、 毫も此 議 會に對 して 報告 も 提出 も 無い ので ご 
ざり ます、 又 さう せぬ でも 宜しい 規定に なつて 居る 
ので ござ 0. ます、 斯の 如き 會 計決筇 は 之に 名稱 を附 
するならば、 半面 會計 、半面 決算と 謂 ふ 事を 得べき 
も •到底 完全なる 決算と 言 ふ 事は 出來 ぬと 私は 思 ふ 
ので ござります、 不思議なる 哉、 議會 開設 以来 今日 
に 至る まで、 斯の 如き 不完全なる 會計 法と 云 ふ もの 
が、 其 儘に 看過せられ て 今日に 至つ て 居る と 云 ふ 事 
は實に 私は 大に疑 ひ、 且つ 其 內容を 怪しまざる を 得 
ぬので ござります、 斯樣な 案は、 其 政府の 超然 內閣 
たると 政黨内 閣 たると を 問は ず、 苟も 政府 者に 収〇 
ましては、 餘り 歡迎を 受けざる 問題で あらう と 思 ふ 
けれども それは 政府の 私で あつて、 若し 國 家の 公に 
就て 考 へて 見たなら ば， 是は 一日 も 早く 改めな けれ 
ばなら ぬ、 最も 必要なる 重大問題で あるので ござり 
ます •然 らば 我が物 品會 計なる ものは 如何 やうに 扱 
はれて 居る か、 更に 何等の 規定 も 無い かと 申します 
れぱ 、左樣 ではない ので V」 ざり ます、 御 承知の 如く 
物品 會計 なる もの ほ、 別に 物品 會計 規則と 云 ふ もの 
が あつて、 此下 に是が 取扱 ほれて 居る ので ござり ま 
す、 御參考 までに 其 物品 會 計の 上に 於て， 物品と 稱 
する範 園を 申 上げて 見ます れぱ ，物品 會計 規則 第一 
條に 「此ノ 規則 — 於 テ 物品 卜稱ス ル ハ 政府-: 屬 スル 
器具 器械 備品 消耗品 動物 其ノ 他！ 切ノ励 產ヲ 云フ但 
シ 陸海 軍ノ 兵備-一 關ルモ ノハ各 其ノ規 則-一依 ル」 斯 
うなつ て 物品の 範圍と 云 ふ ものが 限られて 居る ので 
ござります 「而 して 國 防の 祕 密に關 する 陸海： 卓の 兵 
備に 至つては、 此 物品の 中に 入つて 居らぬ ので あり 
ます、 同 第 十條に 「物品 會計 官吏 ハ 物品 ノ出納 帳 憩 
ヲ備ヘ 其ノ出 納ノ 事實ヲ 登記 スへシ 」 と 斯う 規定 さ 
れて 居る、 第 十 五條に 「物品 會計 官吏 ハ會計 檢査院 
ノ檢查 判決 ヲ受 ル爲 メ毎筇 度 間- 一 執行 シ タル 物品 出 
納 / 計算書 ヲ製. ゾ會計 檢査院 所定 ノ 期間 内 — 證憑 書 
類ヲ 添へ 之 ヲ本屬 大臣 一一 差 出 K へ. ゾ J 斯樣に 規定 さ 
れてご ざいまして， 現に 會計檢 査院の 審査 判決を 受 
けて 居る ので ある、 會計檢 査院の 審査 判決は 受けて 
居ります けれども、 其の 結果を 當議會 には 報吿 され 
てない のであります、 それ故に 折角 會計檢 奄院に 於 
て 檢査判 決した る 事 も， 殆ど 是は 無意義 同樣に 終る 
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ので ござります、 隨て吾 々 sa 及 it 32 !に於 きまし 
ては、 物品 會 計に 對 して 灌を行 ふこと が 出來ぬ 
と 云 ふ 結果に なつて 居ります、 而し て# ：'- 
於ける物品出納計萁锊式なるも 0 は、どぅなつて居 
るかと 申します と •是亦 諸君の 知の 如く、 受人 
拂出 、現在と 三 項に 分けて ある、 而 して 受入の 部に 
於て (3: 、 前年度の 越 高 並に 買 入 高、 之を 明細に r：;q 
して 居る •それから 第二に 至りまして 拂出 、是は m 
耗 、拂 下、 それから 亡失、 毀損、 斯く 分けて 此內容 
を 明に して 居る、 それから 現在と 云 ふ I 項を 見ます 
ると、 是ほ 現在に 供用して 居る もの、 及 在 LIJ 品は 拗 
らと云 ふこと を明瞪 に 記載す る ことにな つて ago ま 
す、 斯樣な もの ほ 獨〇會 計 檢査院 の 門戸に 限られて 
あつて、 會計檢 査院に 於て 如何に 斯樣な る 内 好を 明 
細に審査し、判決致しましても、當_矜に報传の規 
定が ありませ ぬ爲 めに、 lit 審齐 判決は 何等の S 義を 
成さぬ ことに 相 成つ て 居る ので ござ 〇 ます、 以上の 
次第でありまして、 今日ょり 之を 見ます れば、 0 に 
不 思 ® なりと 思 ふょ 0外 ない のであります •疾ぅに 
此會計 法なる ものは 改正され て、 さぅ して 日本の 0- 
計なる ものが、 所謂 兩面 完全した る會 計に なつて 居 
らな ければ ならぬ 筈で あるのに、 今日に 於て 尙 .11. つ 
依然として 現行法の 如き ものが 存す ると 云 ふこと ii 
洵に國 家の 不幸と 謂は なければ ならぬ と 思 ふので ご 
ざ 〇 ます、 尙ほ 詳しい 事け 委 M ir に 於て 說明 致す こ 
と、 して、 是 にて 私は 說明を 打 切つ て S きます、 以 
上の 次第であります る 故に、 本案は 一見 致します れ 
ば、 甚だ 瞇微 なる が 如き 問題であります る けれども 
其 係ります る脑圍 から 言へは 政府 各® に a つて 居り 
ます •而 して 從來不 完全なる ものを 完全に すると 云 
ふ關 係を 持つ て 居る ものであります から、 希く は 滿 
場 一致を 以て、 御 賛成 あらん ことを 希望の 至りに 堪 
へぬ ので ござります。 

〔拍手 起る j 

0 岩崎勵 君 本案は 議長 指名を 以て， 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 望みます。 

〇 副 _長( 濱田國 松 君) 岩 崎 君の 動 識 に御異 翳は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し異蘸 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議が 無ければ 励 ^ の 如 
く 決します —— 日程 第 七、 治安 瞥 察法屮 改正 法律案 
の 一 讀會 を 開きます 提案者の 辯 明を 求めます — 小 
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山松諄君。  _ _ 

第 七 治安 涔察 法 中 改 JHI 法律案 (小山 松 孬 
君 外 二 名 提出〕  第一 it 會 
洽安, 察 法 屮左ノ 通 改正ス 

第 十七 條屮 「シ又 ハ 第二 號ノ 目的 ヲ以テ 他人 5* 誘 
惑 若 ハ 堀 動】 ヲ削ル 
〔小山 松 i_ 君登檀 J 
〔拍手 起る〕 

0 小山 松 11 君 本案を 提出 致しました 理由を 說明致 
します、 勞働 問題は， 國際 的に も 研究せられ、 殊に 
最近 我 國起第 の 勃興と 工業の 發 達と、 勞 砌 者 階級の 
思想の 進步 等の 狀勢に 鑑みまして、 資本家と 勞働者 
の調和を阏ると云ふことほ、最も緊切なる間題と考 
へる のであります ，元来 - K 本勞働 の 關係； 5T 其 因果 

に 於て 離るべからざる もので ありま 十が、 而も 一方 

に 有利に して、 一方には 不利の 立場に 在る と 云 ふこ 

とほ f? へぬ W W であります、 今日の 勞砌 者は 一般に 

無 ' rt 產で ありまして、 日々 の 生計を 梵む もので あり 

ますから 、生活の 根據が 薄弱でありまして、 且つ 同 

階級の 渚が 其數 多くして、 時の 盛 一 我に 依りまして 競 

P を 生じます が 故に-生活の 保障の 事に 付きまして 

極めて 不安であります、 一般の 起 第が 幼稚なる の 時 

代に 在りまして は、 小規模に 經赞せ らる V 場 <口 等は 

霭給の 一 4 |51 诹 く JI. つ 多き 關係も ございます が、 經濟 

的 進步は 次第に 資本 •王 蒸 〇 隆盛を 來 しまして、 大起 

業の 發達は 漸次に 蹄 阴を狹 め、 其 ® [ の % 加せ ざるに 
ぼ しまして、 生計の 不安を 辟ず る 渚は 益々 咐加 する 
を 以て I 商 H 業 渚が 同 菜 組合の 組織を 致し， 相互の 

利益を 捲 1® する が 如く  •赞抛 者自衙 の rffl gg を 組織し 

共： 於の 途を 求めん とする は S! 明の 3® なりと M ふので 

あります、 然るに 現行の 治安 膂一 祭 法は， 明治 三十 三 

年の 制定に 係りまして、 起業は 小規樓 に •工業は 幼 

稚なる 時代に r3 します、 ^ 卿 階級は 智識の 低級なる 

時代に 致しまして、 日 Eg ® 役を 綷て事 業界 及社會 上 

に 一變 革を S したる 今 R ょり 見ます れ ば" 二十 年 前 

の 法規であります が 故に •時運に 適_せ ざる ことは 

是は論 無き 所で あると 存じます、 殊に 治安择 察 法は 

明治 二十 六 年 法 m 第 十 叫 號を以 つて 公布せられ たる 

所の •集 f-T 及 政 社 法に 1  i 三の 條項を 加へ まして 改正 

を 致し •制定した る ものであります、 衆 趣 院の本 法 

の 特別委 M 符は 、明治 三十 三年 二月 十六 日 tB に 一回 

の 開 會を 見まして •質問 應答を 終つ て 居ります、 而 


も主として政談の集會、若は結社等の論議に涉つて 
居りまして、 本 法の il 用が 瞇 て經濟 界に 及ぼす 所の 
影 缪 に 付て は •多くの 注意を 抛は れて 居ら ざり しこ 
とは、 當 時の 速記 錄に 明かであります、 殊に 本 法 第 
十七 條の 規定 中、 特に 注意を 要する 如 動 誘惑の 行爲 
を ffil する の 一 事の 如き •其 意義を 明に する ことなく 
決定 致されて 居ります 按ずる に 立法者の 意は 幼稚に 
して，低級の勞_者が感情に走0,輕擧妄動の却て 
彼等 自己に ^' 利益なる ことを 考 憩し、 保護す るが® 
に、 勸課の 行爲を 罰する の 精神で あると 云 ふこと に 
も 見られます けれども、 今日の 如く 權利 思想が 發達 
致しまして* 自得： を 有する に 於て は 有害に し. て、 且 
つ嫛 察 , B- の 解 踩 に 依りまして， 其一擧 一 動を 緊縛せ 
らるゝ と 云 ふが 如き* 勞卿莕 階級 自衞 の爲め 團體の 
組織 組合の 設立 等の 自然の 發 達を 妨げ、 延て 工業の 
發择進 歩を 害する ものなる のみならず、 其 字句に 頗 
る 疑義 ありと 考へ るので あります •結果 ほ 官憲に 反 
杭の 思想を 激成 すると 謂 ふこと が 認められる こと も 
出來や うと 思 ひます から •此 法文の r 誘惑 j 若は 「S 
動」 の 文字を 除去 致しまして、 疑義の 起り まする も 
のは、 之を 判明せ しめて is くと 云 ふこと が 最も 必耍 
なりと 考へ るので あります、 敎育は 年々 普及 致 L ま 
して， 智力 ほ 二 十 年 前と 今日と 較べます れば •殆ど 
隔世の 感を致 し •隨 て勞磡 者の 能率は 漸次 高まり、 
勞働者 階級の 責任 翻 念の 自從を 認める のは， 是れ社 
會上純 濟 上、 殊に 阈阽上 大に努 むべき 事な りと 思 ふ 
のであります、 詳細に 渉りまして 13; 、何れ ® 員 會に 
於て 准 _を盡 さう と W じます が、 何卒 諸君の 御 協賛 
を經 まして、 本案の 成立を 速に せし むる やうに 希 ひ 
たいと 思 ひます (拍手 起る) 

〇 岩崎剧 君 本案 ほ、 日程 第 四 及第 五の 委 貸に 併せ 

て 付託せられ ん ことを 菌み ます。 

0 副議長 .'' ■ 濱田國 松 君) 岩 崎 ft の 動議に 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 c il 田 M 松 君〕 御 異議が 無ければ， 日程 第 

四、 日程 第五の® 員に 併せて 付託す る ことに 決し ま 

した —— 日程 第 八、 馬匹 獎勵 に關 する 建議案、 提案 

者の 辯 明を 求めます - 八 田宗吉 君。 

第 八 馬 P5 獎呦 に關 する 建議案 (八 田宗吉 

君 外 三 名 提出) 

馬匹 獎勵 に關 する 趄識 


馬匹の 蕃殖は 國防上 農業 上最獎 嘞 すへ き 重要 事た | 

るに 拘らす 近時 其の 生 庵 數 年年 減退し 農民 亦 其の 
飼育を 恸 ふ® 向 あるは 最遛 ふへ き 現象な りと 信す 
依て 政府は 左の 施設を 爲す へし 

一 官民 共同の 馬 政 調 奄會 を設 崮 する こと 
二 產馬畜 產 組合に 國 庫より 補 肋 金を 交付し 其 
の發 達を 期す る こと 

三 飼育 法の 改善 牧草 栽培の 獎勵 を圖る こと 
右® 譁す 

〔八 田宗吉 君 登壇〕 

〇 八 田 宗吉君 本員は 昨年 第 四十 議會此 に 於き まし 
て、 阈防 上より •農業 上より •此 馬匹の 獎勵を 立論 
致しまして， 政府に 對 して 三つの 質問 事項を 提起 致 
しました、 即ち 其 I は 馬の 種 付 料の 免除であります 
g 民より 申します ると 國 家の 要求す る-即ち 軍事上 
から 欲する やうな EI 格の 大きな ものは •農民の 欲す 
る 所の 馬で ない、 詰まり 餘り 大きから ず、 妻 も 子供 
も 使用し ^ い 所の 馬を 欲する と 云 ふ 見地より しまし 
て， 國家 が强て 種付けせ しむる に當つ て、 料金を 徵 
する のは 不當な 事で ある、 是は 宜しく 免除す べしと 
云 ふこと を 政府に 質問 致しました 所 •政府に 於き ま 
しても、 是は 漸次に 低減す る 積り である、 斯様な 回 
答で ございました •所が 其實 地に 至りまして は、 餘 
り 著しき 低減を 見. さる 今日の 狀况 になつて 居ります 
る ことは、 遺憾と する 所であります* 又もう 一つの 
質問 事項は、 二 哉 物、 種 付馬 •斯う 云 ふ もの V 輸送 
運賃は 宜しく 低減すべし •馬の 產地た る 東北 方面の 
馬は •自分の 師幽の 馬に 殘らず 動員の 際に 是が 徵發 
に應 じて、 而も 其餘 つたる 馬は 殘らず 之を 全 國の馬 
の 不足なる 四國 、屮國 、北陸、 斯樣な 力 面に 馬の 徵 
發に應 じて 居る、 斯樣な 見地より しまして、 不足な 
る 方面に 對し •平時に 當 つて 馬を 輸送して 普及せ し 
むる ことは 必要で ある、 賃銀を 低減して、 さう して 
普及を 阃る ことは 最も 必要で ある •斯う 申 述べ 又 本 
員 等は， 平生 馬の 獎励 上よ りしまして >  日淸 日露の 
戰 yf の 勝利 も、 實は君 等 馬を 產出 する 所の 人々 の 力 
であると 言ひ煜 る 程、 それ 程產 馬は 國家 に貢獻 する 
ものである •斯樣 に 獎勵 致して 居ります る 見地より 
して、 政府に 於て は、 從來二 歳 駒の 運賃を 低減して 
居つ た 所の 運賃を 今更 之を 停止し‘ 運賃を 低減し な 
いと 云 ふことは、 its だ 其當を 得ない として 質問し ま 
した 所、 二 歳 駒の 運賃の 低減は， 其後實 行せられ る 


ことにな りました のであります、 此事は 裔產界 の 爲 
めに 大に鼹 ぶべき 事であります けれども. 未だ 種馬 
の © is 運賃の 減免せられ ない 狀况 になつ て 居ります 
ことは. 嘆は しく 感じます、 其 次に 最も 此產 馬獎勵 
上に 捷徑で あると 考へて 居ります 所の 競馬 法の 制定 
であります、 競馬 法の 制定に 對し て、 是は 111- の 中に 
旣に 定論 •か ある、 農民の 欲せざる 馬を 强て 斯樣な 體 
格の 大きい 馬を 生 / 11 して •さう して それを 阪路の 無 
いのに 窮せ しむる やうな ことにな つて、 そうして 馬 
を 好む 心 も 一般の 人に 漸次に 薄らぐ、 斯樣な 方面よ 
〇考 へまして 馬の 獎 » を ^ らんと するなら ば、 どう 
しても 競馬 法を 制定せ ざるべからず、 斯樣な 結論は 
旣に 皆な 知つ て 居る、 然るに 之を 何故 政府は 爲さな 
いので あるか、 斯樣に 質問し ました 所、 政府に 於て 
は 目下 調査 中で ある、 斯樣な 答 辯で ありました、 而 
して 鴆政 長官は 豫算 委員 會の 分科 會に 於き ましては 
確に 此競馬 法の 制定 ほ、 次年度に 於て 之を 實施 する 
積〇で ある， 斯樣に 言明して 居つ たに 拘らず 今 R 尙 
ほ此 制定を 見 ませぬ ことは、 國防 上より 考 へまして 
も •洵に 痛嘆に 堪へ ない 次第であります、 人 或は 歐 
洲戰串 の 結果に 徵 しましても、 武力 主義の 必要 無い 
ことを 唱へ 、或は 飛行機 •潜航艇 •自動車、 斯様な 
物の 兵器と なつた 今日に なつて は •武器た る 馬の 値 
を 頗る 疑 ふ 者が あります けれども、 事實は 決して さ 
うでない のて あります、 軍事上の 調査の 爲 めに、 歐 
洲 方面に 行かれた る 人の 調査に 依つて 調べて 見ます 
るのに 軍馬と しては 使用した る數は 、聯  <= 軍 側 今回 
の 歐洲戰 役に 於て 三百 六十 萬 頭， 同盟軍 側が 二百 四 
十 萬 頭、 合計で 六 百 萬 頭の 多き に 達して 居ります、 
而も 此六百 萬 頭の 數 は •後方 兵站 部隊に 使用した る 
數を 除いた る數で あります、 其數 a に 出征 軍隊の 三 
分の 一、 斯樣 に澤 山な 數で あります， 之を 歴史の 上 
より 調査して 見ます のに、 千 八 百 六十 一年の 普® 西 
と SI 太 利の® 爭の 際には、 兵卒 百 人に 付て 思の 使用 
敷が 十五、 五 二で ありました、 其 後 千 八 百 七十 一年 
獨佛戰 爭には ，百 人に 付て 使用 馬數が 十七、 三 九、 
日露 戰爭 には 十九 •七 二であります、 所' か 今回 歐洲 
戰承は a に 兵員 百 人に 付て 三十、 五一、 斯樣な 割合 
であります、 此數 字は 先程 申しました 通り、 後方 勤 
務に使 用した る 馬の數 を 除いた のであります、 今後 
如何に 火器が 進步し 器械が 進みましても、 馬匹の 軍 
事 上に 於け る 値と 云 ふ ものは、 決して 減ずる もので 
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ない と 云 ふこと を斷 言して tl らな いのであります、 
然るに 我阈今 日の 馬匹の 生 產狀 !1 を 見ます ると、 漸 
次に 減退 致して 居ります •即ち 四 南賤爭 の 頃 明治 十 
一年には， 我阈の 馬匹の 數が西 五十 四 萬 五 千 頭で あ 
つたので あります、 所が 二 十一 年に ほ 西 五十 三 萬 頭 
に 下り •其 後 四十 一年に ほ 百 四十 九 萬 頭に 下り まし 
た、 此年 になつて 我阀の 軍 ® 描 ■張の 計 5!? に 伴うて 馬 
政局を 設 ia せられ， 艰馬 補充 部を蹬 . 3- / 陸 ig ほ 外國 
及 内地ょ 〇瞄 入した る 馬の 數五萬 頭 許りを 加へ まし 
衆 一た 爲めに •漸く 其 數を盛 返しまして 百 五十八 M 二 千 
頭に 達しました、 其 後段々 減じまして、 大正 五 年に 
ほ 一 萬 頭、 段々 減る やうに なつて 參 りました、 現在 
百 3r. 十七滇 二 千 頭の 現在 數で あります、 >是ほ 年を取 

つた 馬 も 小さい 馬 も 混ぜた る數で あります、 此中戰 

爭に 役に立つべき 數 ほ 極く 隨 少なる 部分、 四十 萬に 

過ぎない と 云 ふことは、 此方 面に 於て 調査して 深く 

兹へて 居る 人の 話を 聞きまして、 本 負は 之' か 爲めに 

膽 殆ど 寒し、 斯樣に 感ずる 者であります •  ® に國防 

上 ; It 大なる 一事で あらう と考へ ます、 之を 農業 上ょ 

り 申しましても、 日本 今日の 農業 ほ* 實に 之を 商工 

業に 比します ると 萎靡 不振、 其 現狀を 改良し •其 進 

步發 達を 一一らなければ ならぬ と 云 ふ實狀 であると 云 

ふことは、御謀承の亊である、政府に於きましても 

從 來此點 に 力を 注がれ、 色々 な 施設 も 致し 來 つて 居 

ります が、 此度 の大戰 に 依つて、 益々 我國の 農業を 

改善し なければ ならぬ と 云ふ敎 訓を與 へられて 居る 

のであります、 一言に して 申します ると 我凼の 農 il 

は ■其 經濟 力が 非常に 郢弱 である •歐 米 の農榮 家に 

較べる と W に 其 程度が 低い、 國 民の 大多數 六 © J 五分 

を 占めて 居る 農業 家に 依つ て、 國民が 衣食を 致して 

居る 譯で あります からして、 國 家の ® 力を 增進せ ん 

と 欲したならば •多 數阈 民の 從 事して 居る 農業を 改 

1? しなければ ならない と 云 ふことは、 時局が 最も 痛 

切に 敎へて 居る 所の 一事であります 今日 我國の 農業 

家の 多くは、 自分の 家族が 勞 磡 する 勞螂賃 に 依つて 

滞に 是が 所得で あると 數へ煜 る やうな、 憫むべ き 狀 

態に なつて 居ります >  勞蚴 に對 する 賃銀は 即ち 農業 

の收 入で ある、 資本を 投じた る 資本に 依つて 得る 所 

の收 入で ない、 勞 » 收益が R 本 農業の K 狀で ある、 

今：：： is 民 位 其 收 益の 少い棚 むべき 者は 無い ので あり 

ます、 或は 勞働 問題を 提げて 色々 御 話な さる 人が あ 

るが’ 大に其 人の _論は蜎 聰 すべき ものであります 


けれども •木 M 等の 考 ふる 所に 法り まする と、 農民 
位 勞働 する 者が ありませ うか •而 して 其收 益の 少い 
者が ありませ うか、 私は 日本の 今日の 狀况に 於て. 
農民 問題を 解決す るの が 一番 急務で あつて、 而 して 
後に 此 H 場邊 にある 所の 勞硼問 題を 攻究す るの が、 
時代に 適 pi したる 事と 考へ るので あ 〇 ます (拍手 起 
る) 况や馬 匹 ほ 耕 15 上 必要なる のみならず 肥料 即ち 
1st 肥 •此 基本 肥料た る 肥料は， どうしても 家畜に 依 
らな ければ ならぬ* 勞蚴 を輕 減して 行かん とすれば 
畜力を 利用し なければ ならぬ、 畜產 を獎勵 して、 畜 
力を 以て 勞 卿 を輕 からしめ るの が 必要であります、 
家畜を 獎® する こと 1* 、一而 肥料を 容易に 得る ので 
あります、 農民が 家畜を 飼養し なかつ たなら ば、 到 
底 金肥に 依る の 外なくなる， 金肥を 用 ひ •借金を す 
る、 遂に 其 土地が 高利 貸の 手に入つて •土地 ほ 段々 
都會の 人の 手に 移る ことになるの が 今日の 狀况 であ 
ります (拍手 起る〕 金く 農民が 家畜を 利用す る こと 
を 痛切に 考へな い、 考へて も 間に合は ない、 是 等の 
事が 彼等を 驅つ て斯樣 な 狀况に 至らし むる もので、 
馬を 飼養せ しめる のが、 農業 改良 策の 一番の 主義と 
存じます、 然るに 馬は 段々 農民が 飼育を 厭 ふ， 是は 
度 に 馬を 扱つ て も 間に合は ぬ、. 斯樣な 情况が 彼等を 
驅 つて 然ら しめる ので ある >窗 に 私共 農 業界の 實情 
に rrfi じて 居る 御同樣 の、 憂 |/« 措く 能は ざる 次第で あ 
ります-以上 述べました 事 實に考 へまして、 本員は 
此際 第一に 官民 共同の 馬 政 調査 會を 設置す る こと、 
陸軍に ほ 馬 政局を 設けて、 旣に 十二 年經つ て 居り ま 
す、 -! • 八 年 計 s£ の 下に 最早 剩す所 僅に 六 年、 成程 馬 
の 改良 ほ 行 ほれました 、大に 見るべき もの •か ある こ 

とは 慶ぶ べき 事で ございます が、 馬の 頭數が 漸次 減 

りつ- 1 ある ことほ、 以上 申しました 通り 由々 しい 大 

事であります、 然るに 未だ 馬の 統一 も 著いて 居らぬ 

洵に遨 憾に堪 へざる 事の み 多い のであります、 馬 政 

を擧げ て 陸軍の みに 委ねて 居る 今日 陸軍 管轄の 下に 

馬 政局， 軍馬 補充 部， 斯樣な 組織は あります けれど 

も •農民と 最も 關係 ある 所の 農 商務省 邊りは 關しな 

い、 馬に 付て は 殆ど 我關せ ず焉と 決めて 居る 今日の 

狀 態、 即ち 馬の 生 產數の 減少す る 原因が lit 邊に ある 

ことを 信じます、 今回の 歐洲に 於て單 り此乘 馬 ばか 

りで ない、 駄馬の 必要を 非常に 減じて 來た ので あり 

ます、 聞きます ると 坝太 利の 方面に 於け る 山地 戰に 

於て は —— 山の 勝 爭に 於て は、 駄馬を fill 用した こと 


は 非常な © に 達して 居ります、 馬 格の 改良 も必耍 で 
あります けれども、 先程 も 申しました 通り-馬 〇 頭 
數を殖 すと 云 ふこと が 一番 急務 中の 急務と 考 へます 
元来 日本の 馬 政局 等 馬 政に 關 する 搏關ほ ，佛 関西の 
制度を 做うて (15 來た さう であります けれども ■我國 
には 此塥政 調 孢會が 缺 けて 居る 佛閑 西に 於て は 高等 
馬政會 と稱 へて 常設 —— 毎年 a く 所の 高等 馬 政 會 が 
あつて 行政官 吏の 外に、 上下 兩院 の_ 員 及 斯道の 學 
者 有力者を 網羅して、 此高等 馬 政會を 通じて、 一國 
產馬の 方針を 定めつ、 ある ことを 聞く のであります 
我國に 於て は此 機關が 無い ものであるから、 馬 政の 
事 甚だ 振は ず、 當然實 施しなければ ならぬ、 先程 申 
しました 競馬 法の 如き— 馬を 好む 精神を 與へな け 
れぱ 迚も 駄目な ので ある、 競馬 法の 如き 當然哲 施す 
べきを ば， 實施せ ざる 所の 狀况 になつ て 居る、 即ち 
馬を 掌る 方面が、 甚だ 國 勢に 對 して 無力 萎靡 振は ず 
其 力が 弱い、 斯樣な 狀况 になつ て 居る ために、 此國 
家の 上から 申しましても* どうしても 實 施しな けれ 
ぱなら ぬ 競馬 法が、 實 施されぬ と 云 ふ 狀况に 在る で 
あらう と考 へます， 農民の み 洵に 欲せざる 所の 不適 
當な 馬を 國家 から 押 付けられ、 さう して 價格が 間に 
合け ない、 隨て生 產數が 漸次 減ずる、 馬 政の 缺陷ほ 
確に 斯樣な 有力な 機 關を缺 き、 意見を 發 表して » 行 
せし むる だけの 事に なつて 居らぬ、 缺點 であると 深 
く 信ずる ものであります、 どうしても 此場合 速に 馬 
政の 統一の 爲に馬 政 調査 會を 設置して" 爲す べき 事 
を どん'^ せしめたい と考 へる ものであります、 第 
二に ほ 產 馬畜產 組合に 國 庫より 補助金を 交付す る こ 
とであります、 谷地の 產 馬畜產 組合 谷 組合 共、 未だ 
自立 自治、 斯樣な 經營 を爲 すだけ の 程度に なつて 居 
り ませぬ、 大抵 郡 費から 多大の 補助金を 受けて 居る 
のであります、 本員の 知る 所の 組合は、 大抵 千圓內 
外の 補助金を 郡から 受けて 居る やうであります、 或 
ほ 馬の ! 1 庭より 步合 金を 徵收 する 費用を 以て 組合費 
に 充て、 居つて、 さう して 成立して 居る 組合と 云 ふ 
ものは 數 ふる 程し か 無い のであります、 是は 宜しく 
_家 は此 組合を 活動せ しめて、 馬匹の 生產 改良を 圖 
らしむ る ® 要なる 機關で あります から、 是が 郡より 
補助を 受けて 居る 金額は、 國 庫より 當然 補助す るの 
が 至當で あると 思 ふので あります、 農會で あると か 
耕地整理 組合で あると か •水產 組合と か、 斯樣な 組 
合は 何れも 國 K より 補助金を 受けて 居る ので ありま 


す、 產馬畜 南 al 合の みが 補 WJ 金を S: けて R M ぬと 云 
ふこと if 頗る 其當を 得ない、 地方 〇 郡 ?? を 以て 漸 
く 補助して 馬 〇 生 產を圖 つて 居る と 云 ふことは、 ya 
家0上ょ〇見韦しても、 :|:: 、 :  . : 

へる ものであります、 是非 是は國 面ょり 補 肋 金を 受 
くる ことにしたい" 是が 第二であります、 第三は 飼 
育法の 改 ■、牧草 栽培の 獎锄 を阃る ことであります 
今 前段に 申した 如く  •馬匹の 減退す るのは、 馬の 13 
が 安いと 云 ふの が 原因の 一であります けれども、 又 
馬を 飼 ふ 方法が 頗る 面倒で ある、 手數が 非常に 掛る 
费 用が 非常に 掛 る、 斯樣な 斟も 馬の 減退を 来す fiii la 
の 重なる もので あらう と考 へます、 此飼ふ 方法を fin 
單 にして 改善す る ことは、 馬匹蒗 m 奬勵の 一耍法 で 
あると 信ずる のであります、 本® は 常に 我鄕 里 方面 
に 於け る 農民が 馬を 飼育す るに、 常に 馬を 手® く 扱 
つて* 大切に し 過ぎる と 云 ふこと を ® へて 尉る もの 
であります、 馬の 食物の 如き、 常に 之を 領て さう し 
て與 へて 居る， 冬になる と 水を 飲ませない、 場を 肽 
ませて 居る、 馬を 使役す ると 必ず 馬に 沐浴せ しむる 
場で 馬を 洗つ て吳れ る、 其勞力 煩雜 中に 大抵の 3!i で 
ない のであります、 隨て煮 炊を する ものです から、 
馬の 焚 物と 稲し まして、 農民は 專ら 夏から 秋に 掛け 
て 馬の 草を 刈つて 居る 以外に、 薪を 刈 •取る 爲 めに 非 
常に 勞 力を 費して 居る、 遠方の 山から 薪を 運搬して 
S うして 馬の 薪を 澤 山積んで 匮く 所が 農家の 附近に 
到る 處に あります 、元来 馬は 野生動物であります、 
決して 斯る 鄭重の 飼育 法を sg さない のであります、 
所謂滿 洲式 —— 滿洲の 農夫が 馬を 飼育す るが 如く 
に 冷つ こい 水を 呑ませ、 煮 炊を せずに 飼は なければ 
ならぬ、 今回 西 伯 利 ; Li 征 軍の 多くの 日本內 地方 面 か 
ら行つ た 馬が 踏れ て 居る、 寒 氣に堪 へない、 何故か 
と 云へ ば 矢 張 平素の 飼育 法が 手厚い 結果で あつて， 
滿洲 方面から 徵發 した ものは 寒 氣に堪 へ、 而も 强健 
にして、 其の 任務を 果すだ けの 體力を 有して 居つ た 
と 云 ふこと を考 へても* どうしても 火 貪を 腿す る こ 
とが 飼育 法の 急務と 信ずる、 それが 簡單 であります 
し、 馬の 强健 を來す 原因と して W' 大に® 迎す べき 方 
法では ないかと 思 ひます、 陸軍では 現に 水を荇 ませ 
て 火食は して 居らない 陸軍が 徵發 した 馬は 峨時に 於 
いては 煮 炊は しないので あります から 矢 張 平素に 於 
いても、 煮 炊を せしめない 飼育 方法が 必耍と 信じ ま 
す、 中々 此の 事を 吾々 が 話します けれども 農民は 從 
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来の 慣習に 囚はれ て 改める ことを 致し ませぬ のは、 
頗る 芾鹿 界の爲 めに 歎は しい 次第と 思 ひます、 獸 
聞學 者に 贈いても、 « 驗家に 依つ て 其の 說を徴 して 
も、 煮 炊を する ことを 廢する 方が、 馬を 31: 夫に する 
一番の 良 方法で あると 云 ふこと を 言は ない もの ほな 
いのであります， 若し 政府が 此の 慣習を 打破せ しむ 
ベく 講演せ しめ、 農民を 導き 此の方 法を 講じたなら 
ば、 農民 も 其 事を 悟つ て、 燃料を 刈収る こと も 無く 
なり •隨て 山には 木が 生へ て 来る、 洪水の# が 無く 
なる、 肥料が 澤山 出來る 薪を 刈 Is る 力を 以て •さぅ 
して 馬の 飼養を 求む ると 云ふ餘 力が 玆に 生じて 來る 
のであります、 農 菜 改良の 拢徑 之に 過ぐ る もの (t 無 
いと 確信し ます、 又牧荩 栽培の 獎勵 を爲す こと、 是 
は 善 草 無ければ 良馬 無し —— 善い 草が 無ければ 良い 

馬が 無い ことは 明かで ある、 牧荩問 題は 此 馬の 問題 

と 離れる ことは 出来ない、 政府は 今回 [1 墾 助成 法案 

を 提案して、 食料 間 題 解決の 一策と せられました 事 

は、 大に 喜ぶ 所であります が、 一方 此馬の 飼料の 上 

から 考へ ると •草を 刈 15 る 地は 段々 狹 めら れて 居る 

苺 ii 乏しくなつ て 来る •馬の 飼料を 得る に して 

來 るので あります から、 {凡し く 玆に牧 草を 栽培せ し 

めて、 小さい 面積から 澤 山の 飼料を 収集め る 方法を 

11 ずる ことが、 一番 急務と 考 へます、 牧草 戟培 の獎 

勵 ほ 是に 於て か大 に 0 が爲 すべき 责住 ある ものと 考 

へます、 牧草 中に 於ても‘ 「アル フヮ ル フヮ—」 と 云 

ふ 大きく 仲び る苡 、斯ぅ 云 ふ ものは、 牧草と して 非 

常に 好い と 云 ふ 定論が あるので あります、 農事 試驗 

場の如きも、牧草の試驗等に對してほ、甚だ冷淡な 

る狀 態に なつて 居る こと (3: 歎 ほ しい ことに 考 へます 

政府は 宜しく 斯る點 に對 し、 十分 獎 g の 策を 執る こ 

とが 必要な 〇と考 へます、 其 他联 g 策と して 攻究す 

べき 事は、 種々 ある こと、 考へ ます けれども、 差當 

り 以上 三 ®: 項を 申 述べて 建譎 案の 趣意と 致します、 

何卒 諸君の 御® 同を 仰ぎます C 拍手 起る) 

0 岩 崎® 君 本案は 薙 長 指 ^ を 以て、 特に 十八 名の 

委員に 付託せられ んこ とを 望みます。 

〔「賛成々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 田®% 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 

り ませぬ か。 


九、 福并縣 三 阈港築 港に 關 する 建 1! 案を _題 と 致し 
ます、 提案者の 辯 明を 求めます I 熊 谷 五右衛門 君 
第 九 福 井 縣三阈 港 築港に 關する 建_ 案 
(熊 谷 五 朽櫧門 君 外 四 名 提出) 
福并縣 三 國港 築港に 關する S5 議 
福 井 縣三阀 港は 縣下三 大河 川の簏 合せる 九 頭 龍 川 
及 竹 田 川の 河口に 位し 通 舟の 區域甚 た 照く 之 か 交 
通の 便 否は 金 縣下產 業の 發展 に影锻 する 所大な る 
のみなら す 木 港の 築港 事業は 陸に 鐵道を 有する 今 
日 海陸 連絡 上 Mr に 緊切の 事業な りと す te て 政府は 
速に 調査を 遂け少 くと も M 千噸級 以上の 船舶 出入 
に 支障な き 程度に 於て 築港を 爲し 以て 一は 國家有 
事の 際に 備へ 一は 地方 海陸 產業の 發展に 資し 日本 
海 沿 择 海陸 交通の 良 商港た るに 至らし むる ことを 
望む 

右 建議す 

〔熊 谷 K 右衛門 君 登壇〕 

〇 問 谷 五 右德門 君 唯今 議題に 上りました、 福井縣 
三國港 策 築港に 關す る妞識 案の 提出の 理由を I 言 述 
ベます、 本案は 昨年の 諉會に 於き まして、 滿場 一致 
を 以て 可決 致した る 議案であります、 此福井 縣三國 
港と 稱 へます 港は、 福 4r- 縣の三 大川九 頭 龍 川に 竹 田 
川を 合せまして •日本海に 注ぐ 所の 河口に 在る ので 
あります、 福 井縣 の總 ての 物資は、 多く 此 港に 集散 
致した のでありまして •藩 政 時代に 在つ ては 大に繁 
昌を 致した ので ある， 又 石 川縣 杯に も 物資を 供給 致 
して 居つ た 港であります、 此 北陸 鐵 道が 開通 致し ま 
してより、 少しく 形勢が 變つ て參 りました が、 近年 
又此 三阈 港へ 向けて 金津驛 より 支線が 出来まして、 
海陸の 迎絡は 出来て 居る のであります、 然るに 陸上 

の 設備は 出来ました けれども、 海の 方の 設備は まだ 

出來て 居らぬ ので ある， 即ち 跛の 形を 爲して 居り ま 

す、 先年 九 頭 龍 川の 改修が 行 はれました、 然るに 港 

灣の 設備が 完全で ない 爲 めに、 出水 致します る 度 毎 

iT 却て 三阈 町の 家屋に 浸水す ると 云 ふやぅな 變態 

を來 して 參つた のであります、 又此 水は 逆流 致し ま 

L て、 其 附近に 在ります 所の、 廣原溫 泉 場を 浸水す 

ると 云 ふやぅな 慘狀 を呈 する のであります、 此九頭 

龍 川 改修と 能く 似て 居ります、 富 山 縣の庄 川 改修と 

云 ふの が 同時に 行は れ ました、 其 時に 當 りまして、 

庄 川 改修の 殘餘 金を 以て •伏 木の 築港が 出来た ので 

あります、 然るに 九 頭 龍 川の 殘餘 金を 以ち ましては 


此港內 の 設備を 直さず して、 上流の 日 野 川へ 持つ て 
參つ たのであります、 それ故に 同樣な 港であります 
所の 伏 木 港は、 其大 築港が (11 来ました が、 三 國港は 
其 儘に 放任して あつて、 却て 出水の 度 毎に 家屋に 浸 
入す るの 慘狀 を呈 する ことにな つて 居ります， 段々 
此浦矂 方面 及淸津 地方と 連絡の 頻繁になる に 際し ま 
して、 此 三 國築 港を 致しまして、 三 國築 港が / ii 來ま 
す 上に 於て ほ、 啻に 三國 町の 繁榮を 来す のみで 13- あ 
り ませぬ、 即ち 附近の 一市 三 郡の 洪水を 防ぐ と 云 ふ 
ことにな 〇 ますから， 何卒 諸君の 御 賛成を 願 ひたい 
次第であります。 

〇 岩 崎 is 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (m 田國松 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱田 國松 君) 御 異議がなければ 動議の 如 
く 決します。 

0 岩 崎 黝君此 場合侦 宜上 日程 變 更に 關する 緊急 動 
讅を 提出 致します、 即ち 玆に 日程 第二 十四、 染料 エ 
檗 保護の 爲關税 改正に 關 する 建 翳 案を 議題と し、 委 
員 長の 報告を 求め、 H つ 其 審議を 進められん ことを 
望 みます。 

〔「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議が 無ければ 日程は 變 
更せ られ ました I 日程 第二 十四を 議題と 致します 
委員長の 報告を 求めます。 

第二 十四 染料 H 業 保_ の爲 關税 改正に 關 
する 建議案 (鈴 木銨藏 君 外 一名 
提出〕 (委員長 報告〕 

0 中 村 啓 次郞君 議長。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 中 村 啓 次 郎君。 

〔中 村 啓 次 ■郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 中 村 啓 次 郎君 染料 H 業は、 一面は 染色 品の 製造 
工業であります るが、 他の 面に 於き ましては、 工業 
の 行程 中に 於き まして、 高度の 爆 發藥が 出来る ので 
あ 〇 ます、 又 綿 火藥の 自爆を 防止す る 安定 藥も 出来 


るので あ 〇 ます* 一朝 有事の 場合に 當 りまして は、 
毒 瓦斯に 消毒 瓦斯 等を 製造 致します る 工場に >  充當 
する ことが 出来る のであります、 右の 如く 日常に 於 
て 必要で あるの みならず* 軍事上に 於き ましても、 
洵に 必斟な る 工業に® する のであります、 從來 染料 
に 付て は 獨逸 が獨占 的 立場で あつたので あります が 
戰爭の 結果 獨 逸より 染料が 入つ て 来ない と 云 ふこと 
になり まして、 御 互 其 生活を 脅かされた る ことが、 
甚だ 犬で あつたので あります、 然るに 國 民の 非常な 
る 努力 奮勵の 結果、 今日に 於き ましては 稍々 其 製品 
は 獨 逸品の 壘を 摩する やぅに なり、 亞米利 加 品に 對 
しては、 亞米利 加よりも 尙ほ 優越なる 製品を 得る に 
至つ たのであります、 今 暫く 之を 援助して 助長す る 
ことになります れぱ 、自給自足を 致した る 上に、 尙 
ほ 支那 及 南洋 方面にまで も阪路 を横大 する に 至る 勢 
を 有して B る 次第で あるので あります、 然るに 休哦 
後急轉 直下の 經濟 上の 打擊を 受け •まして、 此盛ん に 
起らん としたる 有望なる 事業は •此儘 傍® 致して 置 
きます る 場合には、 遂に 衰滅に 歸す るより 外ない 有 
樣に なつて 居る のであります、 建議案は 之を 救濟す 
る 方法と 致しまして、 五 割の 輸入 關稅を 打 立てたい 
と 云 ふことの 建議案で ありまして、 委員 會は 三回 開 
かれました、 政府の 言明を is き、 委員長は 委員 會の 
旨を 承け まして、 政府と 直接 交渉を 致した ので あり 
ます、 委員 會の 意嚮に 於き ましては、 關税を 打 立て 
まする のには、 勢 ひ 列 强に對 する 外交 上の 事 も考へ 
なければ ならない のであります るが、 幸に 米國に 於 
きまして ほ、 旣に此 染料の 關說六 割の 輸入 關税を 打 
立て i 居る のであります るし 英國に 於き まして ほ， 
本年の 二月 二十 五日に 於き まして、 絕對 に外國 品の 
轍 入を 禁止 致した のであります、 右樣の 次第で あり 
まする が 故に •帝 國 が關稅 保護の 政策を 執りました 
所で、 外交 上 何等の 支障を 生す るに 至らない ので あ 
ります、 而して 現今 日本の 此 染料に 關 します る關税 
政策 ほ、 どぅしても 此關 税法を 改正し なければ なら 
ない 事情に 差 迫つ て 居る のであります、 それは 戰前 
に 於き ましては、 國內に 於て は 何等の 染料は 無い の 
であります が、 fl に 藍が あります ばかりで、 其 他の 
染料が 無い ので あるから、 染料を 保篚 すると 云 ふこ 
とは、 更に 必要が 無い、 そこで 原料 品で ある 所の 「 
ア-ー リン オイル」 とか、 或は 「ベン ゾー ル」 とか 云 
ふやうな 原料に 對 しては、 從價 二十 割の 重い 税が課 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田 K 松 君〕 御 巽 議が 無ければ、 諮 長 指 

r. 十八 名の 委員に fi 託する ことに 決します、 日程 第 

ill 井縣三 國港筚 港に 關する 建 P 案 3=1 料 工業 保 ill の爲 關税改 正に 關する 建議 豸  ,  一二 〇七 
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つて 居る にも 拘ら す、 染料に 對 しまして は 即ち 此 「 
ァ -I リン オィル. 一 より 採る 所の 「ァ -I リン 染料. I 若 
N '.' l ア ニリンソル-:-  してほ、 | 方 ほ 
傣に七 「パ ーセン ト 」 I 方は 九 『パ— セント」 原料 
ほ 二十 . ハ 1 -e ント J であつて 染料が 七 「パ ー セン 
卜 .1 乃至 九 「パ ー セント」 と 云 ふので あるから、 此 
染料を 製造す ると 云 ふ 立場に なりました る 今日に 於 
きましてほ，此染料エ業は保護を受けさるのみなら 
ず、 迫害を 受けて 居る 次第で あるので あります、 此 
點に 於き まして* どうしても •此 染料に 關す る關税 
ほ 改 JH をし なければ ならない、 立場に なつて 居る の 
で ある、 而 して 從來日 本は 此 染料に 對 しては、 保護 
政策を 執らない かと 言 ひます ると 云 ふと、 @1 に 唯一 

の此 藍を 保 _す る爲 めに I 藍の 染料を 保護す る爲 

めに、 人造藍に 對 しては 人造藍の 粉状の 物に 對 して 

は® 百 斤 四十 M > 泥 狀の 物に 對 して ほ從僧 二十 割の 

保 謎關税 を 立て X 居る のであります から、 主義と 致 

しまして は、 其 程度より 今 私共の 要求 致して 居る 

ものは 五 劑で あり •從來 此關 税法に 定めて 居る もの 

は 二十 割で ある だけでありまして. 主義と 致し まし 

ては 矢 張 染料の 保 P 關税 政策を 執つ て 居る ので あり 

ます •今 n 此儘 座視 傍觀 すれぱ 衰滅に 歸す べき もの 

を， 五 割の 關稅を 打 ■* てま すれば、 玆に喵 今 申した 

やうに 1 立派に 將 來發展 すべき 國 ^ 事業が 起る ので 

あります が、 どうか L て此 案を 5M 過 させたい、 而し 

て 政府を して 直ちに 之を 實行 させたい、 直ちに® 行 

する に 非 ざれ ぱ>  巧 みに して 遲 からん よりも •極め 

て 拙速を a んで 、之を 救濟 すると 云 ふこと でな けら 

ねば— 唯今 染料 工業は 眞に轍 腑 の 嘆が あるので あり 

ます、 之を 救助す る こと 遲 きに 至れば、 遂に 如何な 

る 名案を 以て 之を 救助しても •再び 救 ふことの tl-i 來 

ない 狀® に 在る のであります、 右樣な 委員 會の意 翻 

ほ， 政府 者 も 之を 聽取 しまして、 政府の 方では、 矢 

張 何等かの 方法を 以て 之を 保護し なければ ならない 

が、 政府と しては 補給の 方法に 依つ て 救助し やう か 

或は 閥 税政策 を 以て 之を 保 ii L やう か、 或は 關税及 

補給の 兩案を 提げて 之を 補給すべき か、 保譴 をす ベ 

きかと 云 ふ點に 付て、 唯今 考閥 中で あると 云 ふので 

あります、 右糅な 質問 應 答を 重ね 交渉を m ねたる 結 

果、® 員會は 全會 一致を 以て 此 案を 可決 致した ので 

あります、 速に 可決 せられん ことを 希 銷 致します ( 

拍手 起る) 


〇 岩 崎 勤君議 良" 

〇 副議長 (濱田 國松君 〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎 II 君 本案 ほ、 委員長 報告の 通り 可決せられ 
んこ とを 闇み ます。 

0 副議長 (濱 田 國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あ 
り ませ. ぬか。 

〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田阈松 君) 御 異議 無ければ， 動議の 如 
く 決します I 日程 第 十、 衞生® 覽會 開設に 關する 
建議案を 議題と 致します、 伊東 重 君" 

第十衞 生 博 M 會 開設に 關する 建議案 (伊 
東 ® 君 外 六 名 提出〕 

衞 生博赀 會 開設に 關する 建議 
衞生 思想の 普及は 一日 も忽 にす へからす 今や 平和 
克復 列强相 競 ふて 國 民の 冋復 を !® -I るの 秋に 於て 衞 
生 思想 涵養の 急なる 今日の 如きは なし 仍て 此の際 
衢 生大陴 镗 會を 開設して 國 民の 耳目を 新に する の 
必要 ありと 認む 政府は 速に 之を 開設せられ むこと 
を 詔む 
右 雖 議す 

〔伊東 重 君 登壇〕 

【拍手 起る〕 

〇伊苽 重 君 本 議題に 就て、 極めて 簡單に 其 理由を 
申 述べます、 我國に 於ても、 職 後の 經營 極めて 多種 
多樣 あります けれども、 其 中に 就て 衞生思 想の 普及 
向上を 圖ると 云 ふことは、 最も 必要に して、 rl つ 急 
なる もの、 一つで あると 吾镅は 信して 居る， 御 承知 
の 通り 世界の 大亂 終熄して、 各國 皆な 銳意國 力の 回 
復 を圖 りつ k ある 次第です が、 其國 力の 回復を 圖る 

に 付て、 各國 は先づ 此衞 生と 云 ふ 事に 重大の 注意を 

拂つて 居る ことほ、 我國に 於ても 深く 考へな ければ 

ならぬ 事と 思 ひます、 聞く 所に 依れば 英國 政府は 特 

に衞生 省と 云 ふ 一省を 新たに 設けて、 衞生 大臣を 置 

かる、 と 云 ふ 議案を 議會に 提出して 居る と 云 ふこと 

です が、 實に戰 後の 經營 として 最も 適當な る 思 付と 

思 ひます、 我國に 於て は 昨年 同僚の 金 杉英五 郎君は 

衞牛： 行政 中樞機 關擴大 の 建議案を 本 議場に 提出 レて 

諸君の 御 賛成を m ました けれども、 此 四十 一議 會に 

於て は 政府より 精神病院 法案、 結核 豫防 法案 「トラ 

ホ ーム」 预防 法案、 僅に 此 = 案の 提出を 見る だけに 

して、 戰 後の 衞生的 經營 施設と して、 何等 雄大なる 

抱負の ある ことを 聞く ことを 得 ざり しは、 吾輩の 深 


く遣樯とする所であります、西洋に於ては此硪後の 
羥營を やる に 皆な lit 衙 生と 云 ふ 思想に 其 基礎を i>£ い 
て 居る •御 承知の 通り 學校 衙 生に も、 軍隊 德生 にも 
工場 衛生に も •鹿 業衢 生に も、 皆な 悉く 衙 半： に關せ 
ざる ものは 無い し， 殊に 目下 1¢ 間で 公表され つ、 あ 
る 所の 社會 政策なる もの も、 或 ほ 疾病 救 肋、 或は 治 
療救譃 、其 他 色々 の點に 於て 衛生と 相俟つて 111? 決を 
得るものは、社會問題の半ぱ以上に居る_です、西 
洋でほ 目下 其國 力を冋 復す るに 汲々 として •又 其國 
力の 回 俊の 速度 も 甚だ 速なる 譯で あります、 現に 休 
隄條 約後陆 に 四 箇月に して、 今日 我凼の 輸入超過を 
見ても、 如何に 彼等の 努力して 居る かと 云 ふことは 
窺は れる 次第であります、 翻つ て 我國を 見て 如何と 
云 ふに、 西洋の 醫 者、 殊に 傳染病 研究者は 斯う 云 ふ 
事を 言つて 居る， 傳染 病の 研究に (X 先づ 日本に 行く 
べし、 それほどう 云ふ譯 かと 云 ふと、 我が 日本に 於 
ては 總 ての 傳染 病が 能く 具備して 居る 「ペスト」 も 
ある、 虎 列 刺 も ある 窒扶斯 も ある、 發疹窒 扶斯も あ 
る、 赤痢 も あるが、 他國に 行く と是は 別々 に 研究し 
なければ ならぬ けれども， 日本へ 行く と 皆な 是 等を 
一緒に 研究す る 便宜を 得る から、 先づ傳 染病を 研究 
しやう と 云つ たら*  □ 本に 行く が 一番 便利で あると 
言 ふ、 我國は 幸に 國威發 揚 して、 今日で ほ 五大 列强 
國の 一に ® へられて 居ります が、 實 に此衞 生の 一點 
に 至りまして は、 斯う 云 ふ闇黑 面を 有して 居る 次第 
である、 是は 吾等 一衞 生に 關 係して 居る 者の みの 遺 
憾 とする 所で あるまい と 存じて 居る* それで 今此 衞 
生 博 ！® 會を 設けたい と 云 ふ 手 短 かなる 趣旨は、 彼我 
の衞 生の 懸隔は 甚 しき 今日に 於て、 最も ii 簡 にして 
短時日の 間に 能く 此目 的を 達して、 衞生 思想の 普及 
向上を 圖 ると 云 ふこと には" 先づ 或る 一定の 場所に 
色々 な 衞生 上の 新 智識 材料を 蒐 めて •我が 國 民の S 
前に 暴け 出し、 彼我の 優劣を 親しく 示し •又 彼我の 
戰 前 life 後の 衞生的 智識を 皆な 一堂に 蒐 めて、 彼我の 
比較を mi 前に 敎へ ると 云 ふ 事 iT 是は 最も捷 徑であ 
ると 信じて 居る、 是は 吾等 同志の 衞 生 ffi 覽會 を戰後 
の 第一 薪 手と して 開設したい と 云 ふ 所以であります 
何卒 滿 堂の 諸君の 御 賛成を 仰ぐ 次第であります (柏 
手 起る〕 

0 岩 崎 動 君 本案は、 帝 國® 物 ft 完成に 關する 建議 
案の 委員に、 併せて 付託 致したい と 思 ひます。 

〔「賛成々々」 の躂 起る〕 


〇 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 vf c i. a に ;'-- -..; ベ is ii あ 
り ませぬ か。 

〔 r 異链な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり】 

〇 副議長 (贺 田國松 君〕 御 異通が なければ、 岩 埼 君 
の 動議の 如くに 決します — 日程 第 十一、 ' li M 帝 2 一- 

大 學醫科 大學璀 學科拽 張に 關する  a  通 案を ;:1 s i'l; :!  と  ii 
ます I, 提出者 金 杉英 ?/r: 郎君、 

第 十一 東京 帝 S 大舉 r« :科 大壤喁 m i'" 抝張 
に關す る 13 謅案 (： 小 林： 滩较君 外 三 
名 提出〕 

1K M 帝國 大學谘 科 大學藥 舉 科 棚 張に 關す る ! as 
議 

政府 ほ 東京 帝 國大逛 腌 科大织 槩學 科の搁 張を 計览 
し 速に 實施せ られむ ことを 望む 
右建謅 す 

〔醫學 博士 金杉英 五郎 君 登 ® 〕 

〔拍手す る 若 あり〕 

0 醫學® 士金杉 英五郞 君 私は 唯今 識 題に 上り まし 
たる 東京 帝 國 大學醫 科 大學藥 學科锁 張に 關する 
案に 付て 其 趣旨の 大膛 を御說 明 申 上げたい と 忍 ひま 
す、 申 上げる まで もな く 生活 體の變 化、 即ち 疾病を 
豫防 治療 致します るのは 翳 術であります、 之を 研究 
致します る學 問は 释學で あります、 而 して 其 ^ 術に 
付て は 種々 の 補助 材料 補助 機關 を耍 します る けれど 
も， 最も 必要なる ものは 藥物で 有ます、 其藥 物を 研 
究 致します る學 問が 即ち 藥學で 有ます、 其 故に 生活 
體の變 化、 即ち 疾病を 治療 救濟す るに 當 りまして は 
醫學と 藥學と 云 ふ ものは 恰も 車の 兩 輪の 如き もので 
有まして、 決して 偏 倚す るを 許さ y る 锊 の もので 有 
ます、 然るに 我國に 於き ましては 御 承知の 通 〇糊 學 
は 著しき 進步を 見た る にも拘らず、 藥學 は遝 々とし 
て 振は ざる 狀態 にある のであります、 其 一の 證摭は 
世 界の大 亂に當 て、 歐羅巴 並に 亞米利 加 等ょりの 藥 
物® 出が 杜絕 された るが 爲 めに、 常 局 渚 並に 醫事櫥 
生に 關係 する 人々 の 狼狽 周章 致しました ことは、 各 
位の 周く 御 承知 あらせら る、 通りの 次第であります 
當時 吾々 は 國 民の衙 生保® の 上に 頗る 心配 致し、 如 
何に 成 行く もの やと 苦 厳 致す こと尠 から ざり しもの 
であります、 然るに 我が 東京 醫科 大學に 於て、 藥學 
部に 於き まして ほ 專心 努力 •不足なる 藥 物の 製造に 
取掛 りまして、 數 種の 貴重なる 藥物を 製 出す る こと 
が 出来て、 範を 一般に 示して、 他の 製 藥會社 其他衞 
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生 試險 所と 云 ふやうな 所に、 藥劑を 製浩す る ことに 
付て 頗る 0H 宜を與 へました る 次第であります、 避に 
於て 今日の 所では 漸く n 給の 途が蒋 いたやう では あ 
ります けれども 、率 ！ 1? に 申します れぱ •其 品質 決し 
て 精 良で ありませ ぬ、 而 して 其 僧 格が 決して rt く あ 
り ませぬ、 之を 精 良なら しめ 僧 格を 低減す るの 方法 
を 講ずる ことは、 R 下の 急務で あると 信ずる ので あ 
ります、 今後 若し 事 有つ て外國 ょり 輸入を 杜絕 さる 
、やうな ことが 長く 纜く ことがあつ たなら ば、 吾々 
は 再び 國 民の 保 ® 槪生に 付て 非常なる 心配を せねば 
ならぬ ことに 立 至る のであります、 何故に 醫學の 進 
步した る にも拘らず、 藥舉は 右の やうな 狀態で ある 
かと 申します るに •指導者 其 人 無き にあらず であり 
ます、 作業 者 其 入 無き にも あらず、 材料 某 もの 無き 

にも あらず、 全く 綷 ?5 の； f 足から 來て 居ります る や 

5 な 次第であります、 即ち藥 學の研 究所 としては 最 

高 學府 であるべき 苦の 柬.： M 帝® 大學释 科大彤 藥學科 

の 純 S と 云 ふ ものは 給料を 除いては 年額 能に 八 千 M 

であります* 少し 物を 粗末に する 人で あつたなら ば 

試 驗脊を 酋 ふだけ でも 八 千 M 位の 金は If きに 使つ て 

しま ひます、 陆に八 千 g の 年額の 經 ©では 何を する 

こと も 出來な いのは 常然で ありまして •之を 指導し 

之を 作業す るの 人 あり" 材料 も 十分 ある にも拘らず 

完全に 之を 製 /. H する ことの 出来ない の ほ， •金く 費用 

少 くして 設艄の 不完全なる 爲 めと 申さなければ なら 

ぬので あ 〇 ます、 右 棟の 次第であります 爲 めに、 學 

生钻集 も 僅に 十五 人 —— 藥學の 最高 學府 で ffi に 十五 

人の 昂 生を 芬成す るに 過き ざる やうな 狀 .11 であり ま 

す、 現 政府 13: 木 諮 e に 於き まして 高等 敎宵機 關の揹 

大を鬪 られ 、空前の 大事 業を 御 企てに なりました こ 

と ±r 頗る 鹿 ばし き ., Jf であります、 高等 學校 の佾設 

可な り、 學校 の讨格 可な 〇、 又藥學 校の咐 設可な 〇 

であります、 併ながら ® 高 织府 の藥學 部が 如何にな 

つて 居る かと 云 ふ ^ にも 御注意なら ずに、 唯々 漫に 

卑 校を 贿や して ■中には 試 險管 一つ も 無い と 云 ふや 

うな 3f が 後來出 來 したなら ば、 苡に表 だけは 立派で 

あつて、 馬鹿々々 しき 事に 立 到り ほせぬ かと 心配す 

るので あります、 新たに 藥學 校を 設けます 事は 決し 

て 不同意で； i ありませ ぬが* どうしても 親く よ〇設 

けられ 研究され て 居る 所に 比較 致します れば 決して 

是れと 比較す る ことは 出来ない 罟の ものであるので 

あります， 况や *71? 國大吊 科 科 大學藥 舉 部よ 〇 出た 所 


の 人が、 其の 新しい 吊 校の敎 肺になる やうな 始末で 
あります から 本に 付いても 大に考 厳を 傾は さな けれ 
ばなら ぬと 考へ るので あります、 是れが 本案を 建議 
致しました る 趣旨の 大駆で ございます るが、 序に 政 
府當局 も、 局長な ども 見えて 尻る やうで あ 〇 ます か 
ら 、一言 申 上げて 茼きた いことは、 吾々 は！！々 _ 謅 
を 致しました* 昨年 も數冋 建議に 干與 つて 居ります 
而 して 諸 沿の 非常なる 御：！ 情に te りまして •滿場 一 
致 可決して 居ります •而 して 政府 當局者 も 何時も 大 
賛成 だと 云 ふこと を 言は れて 居ります、 然るに も拘 
らず先刻伊帘：重君の述べられた通り、衙生行政の中 
樞璣 關撾 大に關 する 事の 如き も， 本年は 何等かの 形 
になつ て調會 に 現 はれる と 存じて 1 E りました 所が、 
何時も 調 资中 である 考賊屮 であると 云 ふので， 今日 
朱 だ 現 ほ れて 來ら ざる やうな 狀態で あります、 他に 
多額の 金を 出して 新設の 事を やる にも拘らず、 滿場 
一致 衆議院を 通過して 居る 所の 建議案に 向つ て， 政 
府も 同 ; 1S して 居る と 云 ふ ものに 對 して、 何等の 形 も 
現はれざると云ふことほ、私は此趄議案と云ふもの 
ほ 議員に 對する 一の® 安 法と 心 挝て 居る のでは ない 
かと 疑 ふ 次第であります、 今 □實 は此事 も賴 まれ ま 
して — 小 林 源 破 *!■ か 大口 e がする 菩 であつ たので 
あります が、 私に 娃 非して 吳れと 云 ふ 事で あるから 
此處に 現は れた譯 であるが >  窗 は 建 11 案の 時に 現は 
れて茲 に 御 話す る 事は、 私は 御免 蒙る と 云 ふ * を 申 
して 頗る 考へた 次第であります が、 折角 明 友 諸君 か 
らの御 依賴で も あるし 又此 事は 非常に 必要な 事で あ 
ると も 信じた る爲 に* 二年掛 るか、 三年 掛る か、 慰安 
法で あるか 知らぬ けれども、 兎に角 私の 責務 だけは 
盡 して B! く 次第であります、 當局 者に 是だ けは 御 注 

意 申して 置きます、 宜しく どうぞ …… (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 Is 君 本案は 議長 指名を 以て， 九 名の 委員に 

付託せられ んこ とを 望みます e 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動識に 御 異議は あ 

り ませぬ か。 

〔 r 異誦な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君) 御 異議なければ、 岩 崎 君 動 

議の 如く 決します一^ 日程 第 十二、 工業 原料 楠 物 研 

究所 設置に 關する 建 識案を 議題と 致します、 鹈澤總 

明君。 

第 十二 工業 原料 楠 物 研究所 設置に 關 する 建議案 

(鹈 澤總 明君 提 U5 ) 


H 業 原料® 物 研究所 設置に 關 する 建議 
近時 H 業 用 柿 物 原料の 缺乏 日に 甚 しく 之を 等閑に 
付す ると きは 將來 S 内の 生產 力を 減損す るの ® あ 
り 因て 政府 ii 速に : n 業 原料 植物 研究所を 設け 以て 
原料 植物に 關 する 研究を 行は しめ 汎く 利用 及 供給 
の 途を講 せしめむ ことを 菌む 
右®: 議す 

〔法 學 博士 鹈澤總 明君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 法學溥 士鹈辟 總明君 H 業 原料 柄物 研究所 設置に 
關 する 建 ii であります るが 是は 事柄に 付きまして は 
全く 門外 浅で ございま すして、 十分に 專門 家の 說明 
を 承つ て、 初めて 極めて 重大なる ものであると 云 ふ 
事を 覺つた 案で ございます るが、 此案は 三月 十日に 
貴族院に 於き まして 全く 同一の 趣旨を 以て 建議せ ら 
れ まして、 然も 重大なる 案なる が 故に 特別委！ r に 付 
託して 研究すべき 攻究すべき 4 ので ある、 斯う 云 ふ 
風に なつた 案で ございます、 而 して 此 案の 大髀 は說 
明 書に 諧され て 居ります からして、 極めて 大體を 中 
上げたい のであります るが、 此 普通の H 業 試驗 所に 
於き まして 研究 致して 居ります 事柄 ほ、 原物の 原料 
品 或は 製品と 云 ふやうな もの k 調査に 掛つて 居る の 
でありまして、 此原料 品の 本と なります る M 料 植物 
それ 自體の 研究と 云 ふ ものは 無い のであります、 所 
が 此 工業の 盛になる に從 つて 原料 品を 要する ことは 
固より であ 〇" 原料 品を 要する ことが 段々 多くな り 
ますれば 隨て其 原料 品の 根本と なつて 居ります る植 
物質の 研究と 云 ふ ものは、 甚だ m 大なる もので あら 
うと 思 ふので あります、 詰まり 此案に 於き ましては 
例へ ば驗 維 M 物に 付ての 事と 致します るなら ぱ 、如 
何に して 此攒維 の數 量を 增 し、 又 ほ 纖 維の 實 質を 改 
良して 良くす る ことが 出 來る かどう か、 斯う 云 ふや 
うな 事を 研究す るので ありまして、 非常に 大事な も 
ので あらう と 思 ふので あります、 そこで 先づ 原料植 
物と して 研究すべき もの、 其 項目と 致しまして ほ、 
纖維楠 物、 染料 楠 物、 香料 楠 物 •軍需 用品の 原料と 
なる® 物、 食品の 原料と なる 植物 •嗜好の 原料と な 
る 植物， 脂肪油 酸の 原料と なる 植物、® 脂 護謨 漆の 
原料 fill 物 •單寧 原料 植物、 鳥黐 原料捣 物、 木材 植物 
並に 竹材 捕物、 「コルク」 原料 植物、 醱酵 微生物 酵 
素 原料 植物、 泥炭 楠 物， 砂防 捕物、 水衞生 植物、 斯 
う S ふやう に 研究すべき 材料が 澤山 あるので ありま 


す、 是等 に付きまして 此 研究と 致しまして は、 固よ！ 
り此楠 物 其 物に a つて 深く ¥ 門 的 研究を 遂げる ので 
あります からして、 どうしても 國 立の 組織と 致し ま. 
して、 十分に 專門學 者を 網羅す るに 非ず んぱ 、實際 
に 研究を 完 うする ことが 出来ない と 云 ふこと になる 
ので $> ります、 併ながら 單に 研究 それ自 體が 目的で 
ない ので ござりまして， 其 研究を 段々 に H 業に 應用 
する、 即ち 利用 厚生と 云 ふこと に 目的が 存在して 居 
るので ございます からして •どうしても 料 用を 離れ 
る ことは 出来ない、 藥 用の® 物は 或 (3: 農 商務省の 管 
Is に 於て 研究して 居る やうで も ござります し* 其點 
に 付て は此 工業 原料 法には 入つ て 居り ませぬ けれど 
も、 此 H 業 原料の ffl 物 研究と 致しまして (£ •どうし 
て も 是れは 農 商務省の 所管に ®) すべき もので あらう 
と 思 ふので あります、 それで 先づ 極めて 槪略で ござ 
ります るが •創立 費と 致しまして、 建築 •機械、 器 
具 等を 合せて 先づ約 三十 蓖圆 乃至 四十 萬 圓を耍 する 
ことで あらう と 思 ふので あります、 而して 此年々 の 
經常费 は 七 萬圆 乃至り 萬 圓の 程度を 以つて 、先づ 臨 
時の 目的を 達する ことが 出来る 次第で あると 云 ふこ 
とになる のであります、 斯の如 き 研究所は、 英 、米 
獨 、佛或 は 塊 地 利、 是 等の 諸國に 於き ましては、 旣 
に 谷 種の 名稱を 以て、 或は 各種の 形式を 以て 研究 さ 
れて 居ります るし， 殊に 北米 合 衆國の 農務 省の 如き 
に 於き ましては、 非常に 大なる 研究所が あると 云 ふ 
やうな ことにな つて 居りまして、 洵に 重大なる 事捫 
であらう と考 へる 次第で ございます から、 どうか 諸 
君の 御 賛成を 仰ぎたい と 思 ひます、 尙ほ 貴族院に 於 
きまして 三 宅 博士の 提案の 說明が ございます から、 
是は 併せて 御參考 にして 戴きたい と 思 ふので ありま 
す、 どうか 宜しく 御 賛成を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎® 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 望みます。 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異 _ なし 異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長', 濱田國 松； 5〕 御 異議がなければ 、岩 崎 君 
の 動 翳の 如くに 決します， 日程 第 十三、 大船 渡、 久 
慈 間 鐵道敷 設に關 する 越 議案を 議題と 致します、 提 
出 者 高 橋 嘉太郞 君。 

第 十三 大船浊 久慈間 鏺道 敷設に 關 する 建 


ェ 穿 1!;( 料 SH 物 研究所 設置に 關する 建議案 


二 0 九 


院 漭 衆 會發國 帝 回一 十四 第 


大器 ; 1 久袪問 ai ia 效設に 明す る 建篇案  鐵道統 一に 關する 建 la 案 


薄： 案 /". 高® 砮太郞 君 提出〕 

大船 渡， 久慈間 鐵道 © 設に關 する ? 11 錢 
本鐵 道は 鈒手縣 氣仙郡 大船 海ょり 上 閉伊郡 釜 石、 
大槌 ，下 閉伊郡 山 田、 K 古、 田老 等を！！ て 九戶郡 
久慈 町に 達する 海岸線に して 其の 沿線た る 海には 
魚族の 鏗常な る あり 陸には 埋藏せ る 無 盡趿 の瓣物 
及 曾て 斧鉞を 入れさる 欝资た る大 森林 あり 之 等は 
忽 にして 運輸の 便を m る 等 產業發 達 上 其の 益 する 
所 啻に 東北 振興の 一端を sf 現す るの みならす 國家 
の 碑 益 多大なる を 信す 政府は 速に 之 か 敷設に 著 手 
せられむ ことを 薙む 
右 建餞す 

〔高 橋玆 太郞君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇萵橋 諮 太 郎君 Ifi 翳 案の 趣旨を 簡單 に說明 致し ま 

する、 詳細 ほ 建議案に 載せて あります から 略し まし 

て、 唯々 此處に 一言 致します るのは、 此一 n 陸 沿岸 鐵 

道 線路なる ものは、 日本海に 於け る 羽 越 沿岸 鐵 51 と 

相俟って、 共に 完成を 吿ぐ べき 資格 ある ものと 信じ 

ます c  r ひや/ \J 「 1® 聽 一と 呼 ふ 者 あり〕 果して 

斯の如 くなります れば ，三 陸兩 羽の 並行を 保ち まし 

て、 束 北 振興は 期せず して 實現 する ので ございます 

其 結果 即ち 國 家の 福利を 佾進 する こと 多大なる もの 

なりと 信じます、 是れ 本案を 提出 致しました 大體の 

理由で ございます" 

〇 岩 崎 勵封 本案は 翳 長 指名 九 名の 委員に 付託せ ら 

れんこと を留み ます。 

〔 r 寶成々 々」 の聲 起る〕 

〇 副議長 (笟 田國松 君〕 岩 崎 君の 励議に 御 ial 議はあ 

り ませぬ か。 

〔【異 讁なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 > 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御異 _がな ければ、 岩 崎 封 

動議の 如く 決します、 日程 第 十四、 鐵道 統一に 關す 

る 建議案を 議題と 致します" 提出者 柏 原文 太郞 君。 

第 十四鐵 道 統一に 關する 建議案 (柏 原文 

太郞君 外 四 名 提出〕 

鐵道 統一に 關 する 建議 

惟 ふに 國家經 濟及國 防の 發展 ょり 視て鐵 道の 完備 

を 急務と する は 固より 言を 俟たす 之を 歐洲 大戰の 

實 蹬に徴 する も歷 々として 鐵道か 國 家の 生存の 命 

腿た るを 證示せ さるは なく 政府 か 職 後 經營の 第一 

著 手と して 其の 延長 改良を 斷行 せむ とする は 洵に 


機宜に 適する の國 策と 謂 {3: さるへから す 
從來 政府 か抆々 として 國有線 の 延長 改良に 努力す 
るに 拘らす 顧みて 幾多 分立の 私設 輕便鐵 道を 看れ 
は 其 線路 ほ 區々® 哩乃至 數十哩 の 短距離に 終始し 
て殆と 百哩に 達する ものな く 其の 資本 ほ甚た 少額 
にして 其の 設備は 亦 頗る 不整な り 而も 是等鐵 道中 
中越， 成 田、 中國 、南海、 ■多 ® •東 武の如 きは 
最國 有線に 相 密邇 して樞 要の 聯絡 接 ^ に 當り地 勢 
の fai 利より 見る も輸邊 の 系統より 察する も將た 國 
家經濟 の 見地より 判す るも須 らく 統一的 設備の 下 
に 管理せ さるへから さるもの にして 國有法 制定の 
常時 首め に 我 6 衆 _院 を 通過した る 原案は 正しく 
此數 者に 川 越. 上武 、水戶 、近 江、 河南、 尾 西、 
费 川、 高 野、 豆 ffl を 加へ 通計 此等 十五 鐵 道を 併せ 
て 一氣に 之を 買收 する の豫定 なりし なり 亦 以て 至 
然の 趨向を 察すへ し 唯 偶 貴族院 か買收 費の 膨大を 
顧 ■する あり 兩院 協議 姑く 此等 十五 鐵 道を 削除し 
たる か 爲十數 年後の 今日に 至る 迄此 等の 鐵道 は箇 
々分立して 其の 營業 を 11 續し 来れり 然れ とも鞔 近 
鐵道資 品の 暴騰に 會し 各社 皆 其の 經營 に闲 しみ 纔 
に 運 ■« の 値上に 依りて 膘急 姑息の 計を 執れる もの 
X 如く 其の 設備の 改善の 如きは 得て 容易に 望む へ 
からさる の狀 あり 此如 くむ ほ國 有線 趣り 延長 改良 
に銳意 努力す る も 私設 線の 步武 之に 伴 ふ 能は すし 
て 國家鐵 道 全 ii より 大觀 すれは 恰も 半身不 隨の病 
者た るを 免れさる へし 今日の 輕便鐵 道中 其の 首 要 
なる ものは 單に國 有線の 營養 線た るに 止ら す 其の 
手足と して 大に 活躍を 要する ものなる に 其の 血行 
の 不良 lit の 如き もの あり 豈關 心の 事態に 非す や 

抑 小會社 分立の 國 家經濟 上に 不利なる は 固より 言 

を須た さる 所に して 殊に 鐵道に 於て 甚 しと 爲す蓋 

鐵 逋 か 小會社 分立の 爲に 設備の 整齋 運賃の 統一を 

缺くは 勿論 監督 機關ほ 重複を 來し 貨物の 積換 旅客 

の乘換 等には 多大の 時間を 徒費し 車輛 蓮轉の 能率 

は 減耗し 資 品の 購入には 不利を 招く 等 其の 弊 や 殆 

と 枚擧に 遑 あらす 現內閣 にして 苟も 交通 機 關の完 

備を 標榜し 旣に鐵 道に 對 する 延長 改良の 大計® を 

確立した る 以上 ほ 百 尺 竿頭 一步を 進め 更に 私設 線 

の 首 要なる ものを 銓考 して 速に 第二次 買 收を斷 行 

し 個々 分立の 鐵道を 統一して 或は 海陸 聯絡の 設備 

を 整へ 或は 幹 枝 線 接續の 敏活を 計り 或は 貨車の 不 

足を 補充し 或は 車 S 運轉の 能率を 增進 する 等 先つ 


現存 機関の 內 容を充 實して整唏凴頓の迓劲を擧け 

さるへから す是れ S に 我 か 交通 政策に 於け る 眼前 

の 急務な りと す 

右 建 誘す  . 

〔柏 原文 太郞君 登壻〕 

〔拍手 起る〕 

〇 柏 原文 太 郎君 鐵道 統一に &| する 7 di is 案 提出の 理 
由を 簡單に 申 上げます、 鐵道國 有 法の 施行 以来 十三 
年を 經過 致しまして、 此 間に 鐵 道の 改良 建設 等も大 
に 進步を 致しました 事は、 確かに 認められ るの ござ 
います、 殊に 本年度に 於き ましても、 三千 萬 圓の建 
設 費と •九 千 五 百 四十 一 萬 餘圓の 改良 費と 云 ふ、 さ 
う 云 ふ 多額の 費用を 投じて、 此 改良を 圖 ると 云 ふこ 
とであります るから* 政府の 經營 致して 居ります る 
所の 鐵道は •大に 面目を 一新 致す のであります、 殊 
に 現 內閣は 交通 機關の 整備を 主なる 事項の 一と 致し 
て 掲げられて •之を 實行 する が 爲めに •前に 述べ ま 
したる 費用を 計上した るの みならず、 此度七 億 四千 
四百 萬圓と 云 ふ 多額の 費用を 投じて、 八 年度ょり 十 
八 筒 年間の 計畫を 以て •此鐵 道の 建設 並に 改良の 大 
業を 完成し やうと 云 ふ 案を 御 立てに なつた やうで ご 
ざいます、 是は 宴に 結構な 事で あると 考へ ます、 鐵 
道が 國家 の經濟 上 若く は國防 上、 其 他の 交通 上に 必 
要なる ことは、 申 上げる まで もない 事で、 殊に 此度 
の歐羅 巴の 職 績に徵 しまして、 鐵 道が 國家 存立の 上 
に至大の關係を持つて居ることほ、明に示されたこ 
とで ございます、 此 際に 於て戰 後の 經營の 第一 著 手 
と 致して 此 大計 ffi を 定めた と 云 ふことは、 裳に 機宜 
に 適した る處 置と 思 ひます、 唯々 奈何せ ん此 計 « を 
爲す と共に、 現 內閣に 於て はもう 一つして 戴かねば 
ならぬ 事が あるので あります 、此 計 ® は 如何に 之を 
なさる か、 詳細の 事 ほ まだ 發 表を 得 ませぬ ので あり 
まする が、 政 友 會の內 閣に 於て 鐵道國 有 法を 11 會に 
提出した る當 時に 於て は 三十 二 線の 私設 鐵 道を W 收 
致しまして、 之を 一氣に 改良を 加へ て， 完成を 期す 
ると 云 ふ 意味で あつたので あります、 然るに 貴族院 
の 修正に 遭 ひまして、. 其 中 十七 鐵 道の 買收を 致し ま 
して* あと 十五の 鐵 道は 其 儘に まだ 私設と して 今日 
殘つて 居る のであります、 此 十五の 鐵道は 長く も 百 
哩に 達せず、 短き は 十數哩 の ものであります、 是等 
が 分立 致して 居りまして、 未だ 國 家の 施設と 相 應ず 
る ことの 出 來な いものが 中々 多い のであります、 其 I 


I  一二 一〇  ■ 
中に於て此國有逛适と鉍も阀接0:沔を右して « り 
政府 も —— 其 時の 內 fa も诂初 に 於て は 銥 is 政策 上 * 
だけは どうしても 統一せ ねばならぬ と 云うて •提出 
を 致しました もの  中に 於て-或は 中越 P 2I の 二 十 
九哩の 如き， 是は 臨港の 猙 道 でありまして- 殊に 北 
越の 幹線に 迎 つて 居 〇 ます、 或 ほ 成 田 迸 m の 四十 :'/ £ 
哩の如 き， 或は 東武鐵 道の 九十 六哩の 如き •或は！ g 
多 罔鐵 道の 十七 哩の 如き、 或は 中 ® 羝 m の 五十 «fl の 
如き、 或は 河南 诏 道の 四十 二 哩の 如き、 斯の 如き も 
のは 最も 國有 線と 密接の 關 係を 作つ て 居りまして、 
どうしても 之を 統一し ませぬ と 云 ふと、 四 有 由の 機 
能を 十分 發揮 する ことの 出来ない やうな ^ 合が あら 
うと 思 ふので あります.、 (「ひや'^」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 加 之 其 他の 鐵 道に 於き まして、 尙ほ殘 つて 席 〇 
まする 水 戶鐵道 以下の 九鐵 道に 於き ましても ■何れ 
も 其樣な る關 係が あつて、 當初 内閣に 於て は 此線を 
撰定 致した もので あらう と考 へます、 然るに 此鍅 m 
は 十三 箇 年の 間、 其 儘に 放 S されて 居る、 斯様な 狀 
態であります 、翻つ て 私設 鐵 道の 狀 態を 見ます と 云 
ふと、 どうも 近時 鐵道 用品の 騰贵を 致しました 爲め 
に、 經營が 甚が W 雛で あると 云 ふので、 輕便鐵 道と 
云 ふやうな 風に 變形を 致して >  運賃 の 値上を して、 
纔に 姑息なる 計 fi を 致して 居る と 云 ふやうな 有 棟 も 
あるので ありまして、 到底 其 改良の 實な どは 擧げる 
ことは 出 來な いやう であります、 で 斯の 如き 事で あ 
ります ると、 唯々 幹線の み 單り 完成を 致しまして、 
大に改 良され た 所が、 どうも 之を 管 茜す る 所の 莢 山 
若く は 臨港線と 云 ふやうな 、最も 肝要なる 線が、 ど 
う も 十分なる 照應 をす る ことが 出 來な いやうな 有隸 
になり はせ ぬかと 考 へます、 で 政府は 今度 斯の 如き 
鐵道の大計畫を立てまして、之を遂行するに於ては 
其 改良 事業の 一つと して •當 然是 等の 鐵 道は 買 收を 
致して、 或は 其 中に 於て 銓衡を 致 L て、 緩急 前後の 
差は あらう と 思 ひます けれども、 之を S 收 致して 之 
を 統一し •而 して 運輸 系統を 完全に し， 地勢を 利用 
して 此 運 © 上の 便益を 大に圖 る ことでは あらう と考 
へます が、 殊に 此鐵 道國有 法を 制定 致した る 所の 內 
閣に 致て は、 貴族院に 於て 一時 修正を 加へ たと 云 ふ 
けれども それ も、 其 理由と しまして は 鐵道 資金が 餘 
り 大きく あつて， 財政 上 經濟 上に！ f 安を 感じは せぬ 
かと 云 ふ 理由で •是は 暫時 見合した のであります が 
其 時と 今日とは 大に 經濟 上 W 政 上の 狀態 が異つ て 居 
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るので， 殊に 七 億 四千 四百 萬 Bf の 以上 資を 投じて 改 
良す ると - A* ふ 今日であります から、 是 等の 鐵 逍 を 買 
收す る K 力に 於て は 缺けて 居らぬ と 思 ひます、 3¢ 故 
に此 際に ど 5 か 最初の 鐵道 政策で ある 所の 其 政策の 
茂 行を 做 a 的に 致し、 而 して lit 幹 支 兩線の 聯絡を 完 
企にし、運糙の効果を咐進する、.即ち運輸能率と云 
ふ ものを 咐進 させる ことが、 國家 の必耍 なる 施設の 
I つでは ないか、 斯ぅ 考へ まして 此 案を 提出した の 
でございます、 詳細の 事は 委 M 會 にて 申 上げます、 
どぅか 御 賛成を 願 ひます。 

f 伊東 知 也 君 r 定足數 を缺 いて 居ります」 と 呼 
ふ〕 

〇 岩崎瑚 君 本案は il 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 蓮み ます。 

〔「锊 成々々 J の聲 起る〕 

0 副 謎 長 (濱 田國 松對〕 御 興 謎 ありませ ぬか。 

〔「異_な し 異議な し」 と 呼ふ濟 あり〕 

〇副 議長 (濱 田國松 君〕 御 異_が なければ、 岩 崎 君 

の 動 謎の 如くに 決します、 此 場合 諮問 事項が ありま 

すが 第一 部 il 出 豫筇 委員 武藤 金吉 君、 第一 部 選 m 裸 

»委員枕毅陸君、第二部選出悚览委员中村啓次郞君 

第！ 一部 選出 预算委 貝 望月 小 太 郎君、 第三 部 選 111 豫 算 

委員 小 01 切 5? 太 郎君， 第五 部 選出雅 3? 委員長 田桃趿 

君、 右 六 名より 常任 委 M 辭 任の 申出が ありました、 

許 0J する に 御 異蕺 ありませ ぬか。 

.〔「異議な し異 JS なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 御 興 議がな ければ， 許 nl す 

る ことに 決します、 各 其 部の 諸君は 速に 補缺 選擧を 

せられて、 御屆出 あらん ことを 望みます。 

〇岩崎勤岩 日程 第 十五 以下に 對 しまして は、 延會 

の 励 謎を 提 m 致します。 

〔「R 成々々」 の ! S 起る〕 

〇 副 讓長濱 田國 松 ?！ ) 御異謎 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 蓀長 ( 滔出國 松 君〕 御異 謎がなければ、 岩 崎 君 

の 動議の 通り 日程 第 十五 以 > 總て延 會 と 決します、 

次の 日程は 公報を 以て 報じます、 今日は 是にて 散 會 

致します。 

午後 四時 三十 一分 散會 


〇大正八年三月十五01<:土曜日〕 

午後 I 時 十三 分 開 ii 


議事 日程 第二 十三 號 

第 I 耕 i i 法 中 改正 法律案 (卿 聰) 第 I 讀 

會の績 ii 韻 長 一 

第 = 史 s 名勝 天然 紐 念 物 保存 法案 (搬瞄 院) 

第 一 讀會 

第三 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
i 東京 市に 關 する 法 i (瓶 捕 傾 観 腺) 第 
I 讀 畲 

第五® 會法中 改正 法® 案 (仲 僧 瓶 杉 1 君) 第 

一讀會 

第 穴 葬士 法案 ( ^l ll g) 第 5會の續 

第 -fc 司@書人法案(_4館杜通君)第|讀 

蓮 (輕 1 長) 一 ：- 

第 八 地租 條例屯 改正 法律案 服) 第 

i  星 SS 長)！ 

第 九— 法 中；^  i w fj 嫌 配 職)- 
第— 級 (顴 長)  > 

®+^ !lz: s^ tg ® ^ fc ^ -r 5 ffi li ^ M l_ 

提出、 

第 十 I ,'A WS 漁港 修築に 關す 5 建議案 (庇 g 

君 外三ノ I 
名 提出) 

第 十 II 八 戸、 久慈 間輕便 I 道 速成に 關 する 建 

星  l il l  雌) 

第 十三 小學 兒啻 U 腔衞生 施設に 關 する 建議案 

/ 木 下 謙 次郞君 一 
广 外 二 名 提出 一 

第 十四 長_港 海陸 聯絡 設備に 關 する 建議案 

/ fllJ i TC- Fh' c?:?〆 

一外 じ 名 提出、 

第 十五 兩肥筑 貫 is 鐵道 敷設に 關 する 建議案 

へ III 原 茂 ® r 君) 

产外二 名 提出/  P— 

第 十六 ' I 'I 校設 if に關 する m 議案 {塊 辦似 

■ 

第 十七 財政 整 II に關 する 臨時 調査 接關 設置の 

建 li ^ ft l 纖順 外) i 長 報 吿〕 

第 十八 北鮮、 裏日本 拼絡 航路 延長に 開す る 建 

18 案 (&練 财 g 君) C 委員長 報吿 5 

第 十九 國立榮 養 硏究所 設立に 關 する 建議案 

( 3 11 _外) (委員 義吿 り、 

第二 十 Bis 學校設 運に 關 する 建 it 案 (譏；^ 

, 〔委員長 報告〕 


第二 十 I 


I 提) 

新 見 •庄原 間 輕便鍩 道 建設に 關 する 


a ii 宏： (_1侃 妍牌 )  8 長 f り 

第二 十 二 P 岡、 太 泉 間 固有 輕 {1 鐵道 敷設に 關 

す 1 (■唂 额酞瞄 ) S 長 

報吿〕 

第 II 十 = 木津川 治水に 關す 1 ( 謂 规艇 

n)  c 委員長 報吿〕 

第 一一 十四 (特別 報告 第 六十 四號) 郵便局 管轄 區 
域 變更の 請願 (委員長 報告〕 

第 二 十五 (特別 報 {*f 第 六十 五號 〕上 河 內字 宿に 
郵便局新設の讅_(委員長報吿〕 
第二 十六 (特別 報 ff 第 六十 六號〕 紐 伊 押 手 郵便 
局に 電 信 雷 話 架設の 讅關 (委員長 
報吿〕 

第 = 十七 (特別 報告 第 六十 七號〕 高 千 帆 郵便局 

に 集配 事務 開始の 請願 (委員長 報 

吿〕 

第二 十八 C 特別 報吿第 六十 八號〕 鎭西 村に 郵便 
局設 a の 讅願 c 委員長 報告〕 

第 11 十九 (特別 報吿第 六十 九號) 崎 山村に 郵便 
局 設置の 諸 願 (委員長 報吿〕 

第三 十 (特別 報吿第 七十 號 d 豊田下 村 大字 手 
洗 字 下 飯 塚に 三等 郵便局 設置の if 闞 
(委員長 報吿〕 

第三 十 一 (特別 報 rr 第 七十 一號〕 三 刀屋村 郵便 

局に ■信 事務 開始の ii 願 (委員長 
報吿〕  . 

第三 十 二 ( 特別 報告 第 七十 二號 j 渡 良 郵便局に 
雷 信軎務 開始の 讅願 C 委員長 報告〕 
第三 十三 C 特別 報告 第 七十 彐 號〕 比樂島 村に 郵 
便 局 新設の 請關 (委員長 報吿〕 

第一 二十 四 C 特別 報告 第 七十 四號)大 町村 福 母に 
無 葉 配， 二 等 郵便局 設置の 請願 (委 
員 長 報 $0 

第三 十五 (特別 報告 第 七十 五 號〕 固 分 郵便局に 
雷 信 架設 並 集配 專務開 始の諳 願 (委 

員 長 報告〕 

第三 十六 (特別 報告 第 七十 六號〕 大森 II 裁判所 
管內 登記 事務眷 轄區 域變更 並溫 泉津 
町に 登記所 設置の Is 願 (委員長 報 
带： > 

第三 十七 (特別 報齿第 七十 七號〕 元 = 國區 裁判 


所 復舊の 讅願 (委員長 報吿〕 

第三 十八 (特別 報 街 第 七十 八號〕 西條 町に Is 裁 
♦判析 設置の is 願 (委 M 長 報 $0 
第三 十九 (特別 報齿第 七十 九號) 私立 學校令 第 
五 條 改正の |» 願 (委員長 報告) 

第 四十 (特別 報告 第 八十 號〕 市町村 立 小® 校 
敎員俸 級 國 庫負擔 法 支出額 增率の 請 
願 L 委員長 報吿〕 

第 四十 一 (特別 報吿第 八十 五 號〕 福 山 今 市間輕 
便鐵道 敷設の if 願 (委員長 報 ft) 

第 四十 一一 ( 特別 報吿第 八十 六號〕 山陰 本線 暗渠 
改進の 請願 C 委員長 報吿) 

第 四十 = ( 特別 報吿第 八十 七號〕 日光 •足 尾 間 
鍩道 速成の 請願 (委 員長報齿) 

第 四十 四 (特別 報告 第 八十 八號〕 熊 抜 信號所 を 
停車場と 變更の 請願 CS 員 長 報告〕 
第 四十 五 (特別 報告 第 九十 四號 ^ 賣藥 印紙税 全 
廢の讅 願 (委員長 報告) 

第 四十 六 (特別 報吿第 九十 五號〕 賣藥營 業稅法 
中 改正の 請願 (委員長 報告〕 

第 四十 七 C 特別 報 怦 第 九十 六號〕 山林 伐採 所得 
稅率改 正の 諮 願 (委員長 報告) 

第 四十 八 (特別 報告 第 九十 七 號立梅 井堰 水 掛 
耗 地特别 地價 修正の 請願 (委員長 
報告〕 

第 四十 九 (特別 報告 第 九十 八號〕 町村に 於て 委 
任 事務 處理に 付 國庫金 交付の if 願 

(委員長 報吿〕 

第五 十 C 特別 報吿舘 百號神 域 保存の 請願 

(委員長 報告〕 

第五 十 I  (特別 報吿第 百一號 〕 1 目 速 神； iro: を國 
幣大社 多 度 神社 座 位に 加 列の 讅願 

c 委 fl 長 報吿) 

第五 十 II ( 特別 報告 第 百 三 號〕 培 玉縣秩 父 郡 名 
栗 村を 入 間 郡に 編入の 請願 (委員 

長 報吿) 

第五 十三 (特別 報吿第 百 四 號〕 埼玉縣 秩父郡 吾 

野 村 &入 間 郡に 編入の 請願 (委員 

長 報吿〕 

第五 十四 (特別 報 吿第百 五 號〕 按擘 業を 盲人の 
專葉と 爲 すの if 願 外 一件 (委員長 
報告) 
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第五 十五 C 特別 報 吿第百 六 號) 新聞 ii 誌上 御 
眞 影奉揭 方に 關 する 請願 (委員長 
報吿) 

第五 十六 (特別 報齿第 西 七號〕 新聞 雜誌に 街 眞 
影 奉 揭取褅 の 請願 c 委員長 報告〕 
第五 十七 C 特別 報吿綰 百 十一 號〕 刈 谷 田 川大堰 
賽 補助の If 願 (委 0 長 報告〕 

第五 十八 (特別 報告 第 百 十二 號〕 下 關港犛 修築 
の 請願 (委員長 報告) 

第五 十九 (特別 報告 第 百 十三 號) 利根 運河 治水 
に關 する 諮 願 (委員長 報吿〕 

第 六十 (特別 報告 第 西 十四 號〕 利根 江戸 雨 河 
川淺凍 に關 する 請願 (委員長 報吿〕 
第 六十 一 (特別 報 ff 第 百 十五 號〕 佳の 江 港を 輸 

入港に 追加の 請願 C 委員長 報吿〕 

第 六十 I 一 ( 特別 報 吿第百 十六 號) 三 國港 開港の 

.  請願 C 委員長 報告〕 

第 六十 三 C 特別 報吿第 百 十七 號〕 維內 築港 速成 

の fs 願 (委員長 報告) 

第 六十 四 C 特別 報告 第 百 十八 號〕 日本 佳幽 吸蟲 

病豫防 撲滅 事業 費 一! 鹿 補助の 請願 ( 

委員長 報告〕 

第 六十 2L (特別 報吿第 百 二十 號〕 錢 子港渙 港改 

築の II 願 (委員長 報告) 

第 六十 六 t 特別 報告 第 百 二十 一號〕 富 江 港を 漁 

港に 修築の 請願 (委員長 報哲) 

第 六十 七 (特別 報吿 第 百 二 十二 號) 發明 事： 葉 獎 

勵補助 金下附 の if 願 (委® 長 報告〕 

第 六十 八 (特別 報 街 第 百 二十 四 號： >馬 西 保健‘ 

搿生 に關 する 法 制定の 諦願 (委員 

長 報吿〕 

第 穴 十九 (特別 報 吿第百 二 十六 號：蒂 國在触 蓖 

人會國 庫 補助の 請願 C 委員長 報告) 

第 七十 (特別 報告 第 W 二十 七號〕 山 崎 郵便局 

よ y 三 河 郵便局を 經て千 ■郵便局に 

達 T る 公衆 用 電信 及 特設 ® 話 設置の 

請願 (委 a 長 報告〕 

第 * fc 十一 (特別 報告 第百二 十八 號〕 德島 縣® 間 

郵便局へ 電信， 電話、 郵便 集配 惠務 

開始の 諳_  (委員長 報 ¢0 

第 七十 il (特別 報 吿第百 二十 九號〕 木 田 村に 郵 

便 局 新設の 請願 (委員長 報吿) 


第 七十 三 (特別 報 吿第百 三十號 〕露領 沿岸 漁場 
に 遇 信 連® 接關設 M の 請 II (委員 

長 報吿〕 

第 -fc 十四 C 特別 報 吿第百 三十 一號〕 北 千島 湧 場 
に 無線電信 設置の 請願 (委員長 報 
吿) 

第 t 十五 (特別 報告 第 百 三十 二 號〕 黑松 村に 郵 
便 局 新設の 諮馘 (委員長 報告〕 

第 七十 六 (特別 報告 第 百 三十 三號> 幸 袋 郵便局 
に 集配 並® 信 事務 取扱 開始の 請馘 
C 委員長 報吿〕 

第 -fc 十 -fc ( 特別 報 吿第百 三十 四號) 岐阜 縣下伊 
自一艮 郵便局 篤 配寫務 開始の if 願 (委 

員 長 報吿) 

第 - fc 十八 (特別 報 吿第百 三十 五號 '沼 律 本町郵 
便 局に® 信 電話 事務 新設の 請願 C 委 

員 長報吿 } 

第 -fc 十九 (特別 報哲第 百 三十 六號〕 大垣 郵便局 
を 二等 局と 爲す の讅願 〔委員長 報 
吿〕 

第 八十 (特別 報 吿第百 三十 七號) 船 N 村 郵便 
局設簏 の 讅關 (委 ® 長 報吿〕 

第 八十 一 (特別 報吿第 百 三十 八號〕 脇 町 II 裁判 
所 白地 出張所 設置の if 馘 (委員長 
報吿〕 

第 八十 =( 特別 報吿第 百 三十 九號〕 元三 本 松 
區裁判 所復舊 の ii 願 c 委負長 報吿) 
第八十三(特別報吿第百四十號〕狩川村に區裁 
判 所 出張所 新設の 請願 (委員長 報 
苦〕 

第 八十 四 (特別 報 吿第百 四十 四號) 陰陽 聯絡 鐵 

道 伯備線 敷設の 請贼 (委 M ±4 報吿) 

第 八十 五 C 特別 報告 第 百 四十 五號〕 相 金 釧路間 

銷道 敷設の 請願 C 委員長 報吿〕 

第 八十 六 (特別 報吿第 百 四十 七號) 能越鐵 道 敷 

設 速成の 讅願 (姿 員 長 報吿〕 

第 八十 セ (特別 報吿第 W 四十 八號〕 山陰 鐵道于 

代 ; II 鐵橋 改築の 請願 (委員長 報告，) 

第 八十 八 C 特別 報吿第 百 四十 九號〕 平 町 小名濱 

間鐵 路穀設 の 讅願 (委員長 報吿〕， 

第 八十 九 C 特別 報 ^ 第； G 五十 號〕 本吉郡 縱貫輕 

便鐵道 敷設の ii 願 c 委員長 報告〕 


〇諉長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報吿が あります。 

〔原 田 害 記 官朗讀 一 
一議 負の 異動 左の 如し 

愛媛 縣郡部 選 m 議負 古谷久 綱 君の 補充と して 岩 
崎 一高 君當 選せられ たり 
一昨 十四日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
(第三 號〕 大正 八 年度 歳入歳出 總預算 追加 案 
(特 第一 號〕 大正 八 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 预算 
追加 案 

(追 第 r. 號〕 豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
爲 すを 要する 件 

一 去 十三 日 貴族院よ 〇 受領した る同院 提出 案 左の 
如し 

史瞳 名勝 天然 紀念物 保存 法案 
一 去 十三 日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
市制 中 改正 法律案  • 

提出者 大口 喜 六 君  白 河 次 郎君 
渡邊  昭君  近 藤 達兒君 
植原悦 二 郎君  柏 原文 太 郎君 
町村制 中 改正 法律案 

提出者 大口 喜 六 君  白 河 次 郎君 
渡邊  昭君  近 藤變君 
植原悅 二 郎君  柏 原文 太 郎君 
府縣制 中 改正 法律案 

提出者 大口 喜 六 君  白 河次郞 君 
渡邊  昭君  近 藤證君 
植原悦 二 郎君  拍 原文 太 郎君 
郡制 中 改正 法律案 

提出者 大口 喜 六 君  白 河 次 郎君 
渡逷  昭君  近 藤寶君 
楠 原悦二 郎君  柏 原文 太 郎君 
柬京 市に 關 する 法 ® 案 

提出者 近 藤 達兒君  高木 益 太 郎君 
關  直彥君  橫山勝 太 郎君 
三 木 武吉君  賴母木 桂 吉君 
礎 部  尙君  鳩 山 一郎 君 
農會法 中 改正 法律案 

提出者 中 倉 萬 次 郎君  天 春 文衞君 
武 藤金吉 君  上埜 安太郎 君 
井原 百 介 君  齋藤 宇一郎 君 
川 崎 安之助 君  西 村 丹 治郞君 
土 井 權 大君  堀 尾 茂 助 君 


I  J  二 一二 

小 捜 •ベ 郞右 衢門哲 

诳 北 本線 安達 驛又は 松 川 驛、 川误 町 仲 功； i:i 
建設に 關 する 建 劲案 

提出 界平島 松 尾 君  近 藤 速 |1| 儿《 
愛媛 縣今治 港 開港に 關する a 漭案 

提出 * 河 上 ® 太 君  政！ @ 藤吉君 
藤 野 正 年 君  成 田榮 fri #r 
福 島 縣下松 川 驛又ほ 安達 驛 ，川 俣 町 Ri! 鉍 f'li 沒 m 
敷設に 關す る纽 議案 

提出者 八 田宗吉 君  高 岡 唯 一郎 fj 
石 射 文 五 郞 S5 

常 磐 線 複線 : c 事 速成に 關す る趄馘 案 

提出者 高 岡 唯一 郎君  八 田 宗吉君 
石 射 文 五郎 君  小 林 源 藏君 
根本 正 君 

貴 生 川、 加 茂間輕 便 鐵道 建設に 關する 建！！ 案 
提出者 井上 敬 之 助 君  長 田桃藏 君 
中 村 喜 平 君 

官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規程の 改正に 關す 
る 建議案 

提出者  齋藤珪 次 君 
一昨 十四日 _ 員より 提出せられ たる 該案 左の 如し 
竹林の 病害 研究に 關 する 建議案 

提出者 川 崎 安之 肋 君  山內範 造 君 
一 去 十三 日 議員より 提出せられ たる 質問 主意密 左 
の 如し 

陸 海軍大臣 及 air 朝鮮 總督 並關 Jti 都 皙任用 K 
格に 關 する 質問 主意 ! B 

提出者  植 原悅二 郎君 
支那に 於け る 帝 國 商標 權倥 害に 關する 質問 主 葸 
書 

提出者  上田獅 兵衞君 
一昨 十四日 議員より 提出せられ たる W 問 主® « 左 
の 如し 

靑年指 迫に 關 する 第三 質問 主意 « 

提出者  田 中 萬 逸 君 
1今十五日_員より提出せられたる質問主葸迅左 
の 如し 

東京 市に 於け る 風水害 豫 防に 關 する 質問 主意® 
提出者  高木 益太郞 君 
〔左の 報吿 ほ朗 讀を經 さる も參照 のた め玆に 
掲載す〕 


阼讅衆 會露调 帝冋一 十四 第 


去 十三 日辭 任した る 常 « 委 M 左の 如し 


第 一 部 選出 豫算 委員 
第一 部 選出 豫算委 员 
第二 部 il ul 豫 W 委員 
第二 部 選 m 豫算 委員 
第 彐部選 出 豫算 委員 
第 3r 部潠 出豫 算委 M 
第 ?;; 部 選出 決算 委員 


武藤 金吉君 
林  鉸陸君 
中 村 啓 次郞君 
5? 月 小 太 郎君 
小 田 切 磐 太 郎君 
長 田 桃藏君 
生 田 和平 君 


今 十五 n 常任委員 柿 闕選擧 の 結果 左の 如し 
第一 部 

豫筘 委 M  粕谷義 三 君 

C 武藤 金吉君 補闕) 
预 -3?. 委 fl  狸 S 陳平君 

(林  鉸  陸 対 補闕) 

第二 部 

豫箅 委員 

裸 33: 委 M 

第 三 部 

預算委 負 

第五 部 

預 -K 委員 

第五 部 

決 3?. 委員 


南澤宇 忠洽君 

C 中 村 ^ 次郞君 補 闕) 

齋藤隆 夫君 

(望月 小太郞 君 補關〕 


井上 敬 之 助 君 

(小 田 切 磐 太 郎君 補闕) 

三 土 忠造君 

(長 田桃藏 打 補闕〕 


匹田銳 吉君 

(生 田 和平 君 補闕) 

昨 十四日 委員長 及 理事 瓦 選の 結果 左の 如し 

阿片 法屮 改正 法律案 委員 

委員長  大口 喜 六 君 

理事  高 橋 本吉君 

刑事訴訟法 中 改正 法律案 外！ 一件 委員 

委 M 長  エ藤吉 次 君 

理琪  近 藤達兒 君 

疴 計 法 中 改正 法律案 委 £1 

委 £4 長  木 下 謙 次 郎君 


理 5f 澤 

馬匹 獎勵 に關す る as 誔 案委员 

費 長  0 

『八 

a  0  川 


來太郞 君 


內次郞 作 君 

田 宗吉君 

崎  克君 

村靜興 君 


柬 M 帝阀 大學饨 科大 擧藥學 科拗 張に 關 する纽 謅 

案賃 

委員長  大林森 次 郎君 
理事  鳩 山 一郎 君 
福并縣 三國港 築港に 關 する i:!t sl 案 委員 

委員長  熊 谷 艽右德 門 君 
理事  石 原 正太郞 君 
工業 原料 楠 物 研究所 設置に 關 する 建 諉案委 M 
委員長 15 澤總 明君 
理事  尾 崎 元次郞 君 
鐵 通 統一に 關する 建議案 委負 

委員長  小 林 源 藏君 
理事  柏 原文 太郞君 
大船 独， 久慈 間鐵道 敷設に 關 する 建 翳 案 委員 
委員長  高 橋嘉太 郎君 
现 事  古川  淸君 
一昨 十四日 理事 補闕 選擧の 結果 左の 如し 
辨理士 法案 外 一件 委負 

理事. 浦 水 市太郞 君 

(理事 H 藤 吉次君 補 闕〕 
木津川 治水に 關する 建 +1 案® 員 
理事  奥 田 ffl 造 君 

(理事長 田桃藏 君 補闕) 

一 今 十五 日 委負長 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 
水產 講習 所內に 淡水 科 特設に 關する 建議案 委員 
委貝長  跋 翻鎚之 君 

(委員長 小 田 切 磐太郞 君 補闕〕 
一昨 十四日 辨理士 法案 外 一件 委員 加 藤定吉 君辭任 
に 付 其の 補闕 として 降 旗 元太郞 君を， 都 T1J 計 蛮瓜 
法案 外 一件 委 M 川 崎 安之助 君辭 任に 付 其の 補闕 

として 西 川 太 治 郎君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ 

り 

一今十五日水產講習所內に淡水科特設に關する建 

諺 案 委員 小 田 切 磐 太 郎君 辭 任に 付 其の 補闕 とし 

て 高 橋 本吉哲 を、 東京 帝 國大學 餞 科大學 藥學科 

餾 張に 關 する 建_ 案委負 林 爲 良君辭 任に 付 其の 

補 闕 として 小 林 源 藏君 を、 都市 計 斑 法案 外 | 件 

委員 井坂 光暉 君、 米 田 一一 君， 磯部 尙 君、 三輪 市 

太郞 君辭 任に 付 其の 補闕 として 山 內範造 君、 廣 

岡 宇一郎 君、 小山 田 信駁 君、 赤 尾彥作 君を 孰れ 

も 議長に 於て 選定せ り 

一 今 十五 日 衆議院 規則 第 十 31; 條 {H 書に 依り 議長に 


於て P. 席を 左の 如く 指定せ 〇 
一四 0  岩 崎 一高 君 
0 議長 0 K 岡 育造 君) 新に 蕺席に 著 かれた る 方を 紹 
介 致します、 愛媛 縣郡部 選出 議員 岩 崎 一高 君。 

〔岩 崎 一高 君 起立〕 
r 拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 鬼より 會議を 開き 御 諮り 申す 
事が あります、 第三 部 選出 豫算 委員 鈴 木 富士彌 君、 
第 六部 選出 豫® 委員 紫 安 新 九 郎君、 第 四 部 選出 請願 
委員 一宮 房 治 郎君、 第 七 部 選出 請願 委員 藏内 次郎作 
君 右 常任委員 辭 任の 申立が ありました、 許可す るに 
御 異議は ありませ ぬか" 

〔「異議な し異 諉 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 諮， 長 C 大岡 育造 君) 御異 |一 無ければ 之を 許可 致し 
ます 谷 部の 諸君は 速に 補闕 選擧を 行 ひ sm あらん 事 
を希望致します、更に尾崎行雄君、望月小太郞君海 
外 旅行に 付き、 来る 十七 日より 二十 六日まで 請暇の 
申出が あります、 許可す るに 御 異議は ありませ ぬか 
t 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 許可 致します、 极氣 に付き 今 
十五 日より 向 ふ 十 H 間， 磯野 敬 君より 請暇の 申出が 
あります、 許可す るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異篛 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 之を 許可 致 
します、 日程 第 r 餅 地 整理 法 中 改正 法律案 第一 讀 
會の_ を 開きます、 委員長 中 倉 萬 次郞尅 。 

〇藏內 次 郎作君 今 馬匹 獎勵 に關 する 委員 會を 開き 
たいと 思 ひます、 どぅか 許可を 願 ひます。 

〇鹩 長 C 大岡 育造 君〕 馬匹 獎励法 1 許可 致します 
〇 高橋嘉 太郞君 大船 渡 久 慈間鐵 道 敷設に 關する 建 
_ 案の 委員 ff を 開きたい と 思 ひます、 御 許可を 願 ひ 
ます 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します —— 第 八の 地租 
條例中 改正 法律案と， 第 九の 耕地整理 法 中 改正 法律 
案と 關聯 したる 議案なる に 依り、 一括 報吿を 求めら 
れ ました、 委員長に 之を 許可す るに 御 異議 ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬから 許 nr 致 
します。 

第一 耕地整理 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 讚 會の續 C 委 M 長 報吿) 


第 八 地租 條例中 改正 法 fli 案 (田 中 隆三君 
外 二 名 提出) 第一 讀會 の ® (委員 
長 報告〕 

第 九 耕地 鞍 理法 中 改正 法律案 (田 中隆三 
君 外 二 名 提出) 第一® 會の緵 (委 
員 長 報吿) 

〔中 倉 萬 次 郎君 登壇 J 

〇屮倉 萬 次 郎君 便 ., H: 上 今 議長よ 〇 許 BJ になり まし 
た 三 案を 一括して 御報哲 致します、 吾々 委員に 付託 
を 受けました 所の 餅 地 整理 法 中 改正 法律案 •此法 餅 
の 骨子と する 所は 即ち 國民 食糧の 產額增 加の 爲 めに 
政府 ほ 開墾 塊 立 干拓の 事業を 獎勵 して、 此耕地 の 摘 
張を！ I ると 云 ふ 趣意に 於き まして •先般 開 駆 助成 法 
案が 提出に なりました、 本會に 於て 通過せられ まし 
て、 目下 貴族院の 群議 屮で あります、 此 開 18 助成 法 
を 實施 する に當 りまして， 此 耕地整理 法の 改正の 必 
要の 點が多 々あるので あります、 之が 改正を 致し ま 
して、 開 11 助成 法の H 的を 達する に 付ても、 便宜を 
得たい と 云 ふやぅな 趣意が 骨子と なつて 居ります、 
委員 會に 於き ましては、 數 回の 委 M 會を 開きまして 
政府 當局 者の m 席を 求め、 政府より 提案の 趣旨 も 精 
細に 說明 をされ ました、 委員 諸君に 於いても 殆ど 谷 
條 項に 苴 つて 質問 應答が ありました、 最後に 農 商務 
大臣の 出席を 求めまして、 未だ 發表 にはな つて 居り 
ませぬ けれども、 新聞 等に 於て 聞 及ぶ 所の 開懇會 社 
と 云 ふ もの も、 追々 成立す ると 云 ふ 傾- 樣であ るが、 
此會社 が 成立す る曉に 於て、 開 if 助成 法に 依つて 與 
へる 補給 —— 補助と、 今の 開 _ 會 社に 對する 補給 等 
に 付て、 權衡を 失する 所は ないかと 云 ふ 所まで、 齋 
藤 君より 質問が ありました が、 農 商務 大臣に 於いて 
は 其れ 等の 褪衡を 失する やぅな ことは 無い と 云 ふ、 
大要 答 辯で ございました、 質問は それで 終了 致し 
ましたが、 本案は 修正 BJ 決すべき ものと 決定 致し ま 
した、 其の 修正は 數 字に 渉ります ので ございます、 
少しく 時間を 要します けれども、 一寸 御 紹介 致し ま 
す、 此 政府 提出の 耕地整理 法 第 九條の 次に 左の 條孭 
を 加へ ます， 第 九條の 次に 第 十四 條第二 項 中 「一一 十 
年 以上 三十 年 以內」 を 「四十 年」 に、 但書 中 「二十 
年 以內」 を 「十 年 以內」 に改む •第 十四 條の二 中 「 
五十 年以內 J を 「六十 年】 に、 「十 年 以内」 を 「二 
十 年」 に、 m 書中 「二 十 年 以内」 を 「十 年 以內」 に 
改む •第 十五 條中 「九 年」 を 「二十 年」 に、 第三 號 
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中 f 十 年 目」 を I 二十 一年 目 一に改 む， 第 十六 條屮 
「九 年. I を 「二十 年」 に改 む、 此通 りの ものを 第 九 
條の 次に 挿入す ると 云 ふ 修正であります、 それから 
此政府 M 出の 耕地整理 法改正 案の 末項に 「本 Vi:- 施行 
ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム J と 云 ふ 其 次に 「本 法 施 
行 前 第 十四 勝 及第 十四 條ノニ ノ規定 = 依 ル 許可 アリ 
タル 土地 m 關シテ ハ仍 從前ノ 例-一 ^ ル」 斯う 云 ふ 一 
項を 加へ ました、 此修 正 には 滿場 異議は ありませ ぬ 
政府に 於ても， 初め ほ 同意し 兼ねる やうな 口 氣も見 
えました が、 此修 正の 通りであるなら ば 敢 て )-/： 對 ほ 
しない、 先づ資 成される と 云 ふので あります、 之を 
群議 討論 致し ま , L て， 可決 致します 際に 當りま L て 
高 岡 唯 一 郎君より、 是 まで 耕地整理 事業に 付て は， 
非常に 弊害が £# る ことが 多い ので ある、 政府は 十分 

今後は 此 弊害を 除去す る爲 めに 監督を 骽 にして， 此 

弊害 無から しめん ことを 希望す ると 云 ふ 希望を 述べ 

て 田 中 君の lit 修正案に 賛成され ましました* それよ 

り片木 政治 郎君より >  大瞠 此修 正には 賛成で ある， 

饩成で あるが， 第 八十 七條の 場合に 於き まして、 知 

事が 決定す ると 云 ふ 明文に なつて 居る、 夫 等の 事に 

付て は、 餘 程® 重に 之を 調迤 しなければ、 輕擧に 決 

定 されて 非常に 迷惑を 感 する 事が 起つ ては ならない 

それで 事の 輕 重に 依つ ては‘ 參事會 の 諮問で も經て 

決定す ると 云 ふやうな 方針を 執つ て、 極く 娜 重に 之 

を 決定す る やうに して 貰 ひたい、 第一. には 耕地整理 

を爲 すに 當 りまして は、 耕地整理、 道路の 整理、 之 

に 就て 注々 今日まで 耕地整理 事業に 致しても、 非常 

な 不便を 與へる ことがある のであります、 此耕地 整 

理に對 しまして、 其 農業 道路を 附帶 事業と してやる 

に 付て は 今後 政府に 於て は 十分 監督を して、 此便益 

を與へ 得る やうに して 貰 ひたいと 云 ふ、 斯う 云， ふ條 

件を 附 して 希 菌 して 此 修正案に 賛成され ました、 此 

修正案は 滿場 一致を 以て 修正 可決すべき ものと 決定 

致しました、 それより 田 中 11 三 君 外 二 名より 提出に 

なりました 地租 條例中 改正 法律案、 之に 就きまして 

も大體 に 就て は 委員 會は 異論は ございませぬ、 ござ 

いませぬ でありました が、 政府に 於ても 最初の 提案 

の 通りで あれば、 到底 遺憾ながら 全然 同意す る こと 

が 出來な いと 云 ふやうな 横樣で ありました、 そこで 

玆に 決定 致しました 通りの 修正 決議を して、 政府の 

意 織を 間 ひました 所が、 今日は 最も 食糧 自給と 云 ふ 

ことに 就て は、 努めて 此獎 _ を爲 しつつ ある 場合で 


ある、 此修 正位の 所で あれば 敢て 反對せ ぬ、 賛成 - r 
ると 云 ふ® 味の 答が ありました、 之に 就て ほ 掘 尾 茂 
助 君から 此修 正に 就ても 多少 S 見が あると 云 ふ 事で 
此 明治 三十 四 年 法律 第三 十號 を廢 すと 云 ふ 案で あり 
ます けれども* 是 13; 活かす ことに 修正 致しました が 
之に 對 しては 別に 此 法律に 修正を 加へ て、 決議した 
いと； K ふこと で 研究 も ありました、® 員會で 法 鉗を 
制定す ると 云 ふこと (i 穩當 ならぬ 事で、 是は 別に 已 
むを 得 ざれば 法律 改正案を 提出す ると 云 ふこと で、 
此 修正に ほ rnj 意され ました、 滿場 一致で 此 修正 も 可 
決 致しました、 其 修正の 箇條を 一寸 紹介 致します、 
地租條 例 第 十六 條 第二 項 中 「十 年 目」 を n 一 十一 年 
目」 に、 第三 項 中 「三十 年 以内」 を 「四十 年」 に、 
第 四 項 中 r 十 年 以内」 を r 二 十 年」 に、 第五 項 中 「 
五十 年 以内」 を 「六十 年」 に、 第六孭 中 「三十 年以 
內 一を 「四十 年」 に改 む、 其 以下は 削除 致しました 
それから 附則の 「本 法 施行/期日 ハ 勅令 V 以 テ之ヲ 
定ム」 と 云 ふ、 其 次に 「明治 三十 四 年 法律 第三 十號 
ハ 之ヲ 廢止ス 」 と ございます が、 此條項 だけ ほ 修正 
致しまして 取消す 事に なりました、 それから 其 次に 
字句の 修正が あります 「本 法 施行 前 第 十六 條第 一項 
ノ屆出 ヲ爲シ 又 ハ」 の 間に 「同上」 と 云 ふ 二 字を 揷 
入 致しました、 「第三 項 乃至 第 六項ノ 許 Br ヲ受 ケタ 
ル モノ」 と 云ふ此 「モノ」 の 二 字を 収り 「許 151 ヲ受 
ケタ ; t 土地」 に 改めました •其夹 に r  土地 二 關シテ 
ハ 仍 ホ」 の 中に 「ホ」 の 字を 入れて ありました が、 
此 「ホ」 の 字を 削る と 云 ふこと に 修正 致しました、 
此 修正 も滿場 一致で 決定 致しました、 次に 田中隆 三 
君 外 二 名の 提出の 耕地整理 法改正 法律案、 是は 先刻 
申 述べました 通り、 政府 提出の 耕地整理 法改正 法律 

案に 修正を 加へ ました 結果、 此 改正案は 決議を 要せ 

ざる ものと 決定 致しました、 左樣の 如くであります 

から、 此段御 報告を 致します。 

〇讖長 c 大岡 育造 君) 本案 二 讀會を 開く や 否やを 諮 

ります。 

〇 岩崎勸 君 第一は M 讀會を 開く に 異議な し。 

〇 高 岡 唯一 郞 君‘ 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 髙岡 君、 何です。 

0 高 岡 唯一 郎君 委員長 報吿に 賛成の 意見を ：：： 

0_ 長 (大岡 育造 君) もぅ 旣に 二讀 會に掛 つて 居る 

所です。 

〇 高 岡 唯一 郎君 此 場合 政府に 向つ て —— いかな け 


れば 宜しぅ ございます。 

〇 謎 長 C 大岡 育造 君〕 二讀 窗 を 開いて 御尋 になる の 
です か。 

0 高 岡 唯一 郎君 止し ませぅ。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 第一に 對 して！ 1 19 會に 移す に 
御 異議 ありませ ぬか。 

1「 異蓊な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議 無ければ 二® 會に 移す 
ことに 決しました。 

0 岩 崎黝 君 H ちに 本案 二® 會を 開き、 三 13 會を省 
略して， 委員長 報吿 通り 可決 決定せられ ん ことを @ 
みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ K ちに 二 11 會 
を 開きます。 

耕地整理 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

第二 讀會 (確定 議) 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (大岡 育造 君〕 三 讀會を 省略して、 委員長 報 
吿 通り 可決 碗 定 して 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し J の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無しと 認めます、 仍て 
本案 ほ 可決 致しました。  丨 
〇 岩崎勵 君 議事 日程 變更 に關 する 緊急 動 BI を 提出 
致します、 即ち 玆に 都市 計畫 法案、 及 市街地 建築物 
法案の 第一 if 會の續 を 開き、 委員長の 報吿を 求め、 
n. つ 其 審議を 進められん ことを 望みます。 

〇 議長 C 大岡育 造 君) 日程 變更の 動議に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し異 S なし」 の聲 起る〕 
0議長(大岡育造岩〕御異織なしと認めます、仍て 
日程は 變更 せられました、 都市 計琺 法案、 市街地 建 
築 物 法案 •右二 案を _題 と 致します。 

都市 計畫 法案 第 會の續 (委員長 報告) 
市街地 建築物 法案 第 了 ® 會の續 (委員長 
報告〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 委員長の 報告を 求めます、 小 
山溫 君。 

〔法學 博士 小山 溫君 登壇 J 

〔拍手 起る J 


0 法 ^ W  士 小山 溫君 唯今 ■事 日程に 40 ました 二 
案に 就て、 委員 會の經 過 -.l'; : , :  i す 
此委員 會は五 回 開きまして、 全部 政府 Kt 案 〇通〇, 
可決すべき ものと 委員 會では 決定した ので あ 〇 ます 
度々 國務大 由 並に 政府 委負に H 間 致しました、 :) i; 、 'ii 
問 ほ 中々 多數で ございます が、 大要を 申します と. 
lit 都市 計 班 法案の 方に、 都 m 計 ^ 委 M と 云 ふの が :;, 
〇 ますが、 此委 負會等の組陆等に就て&:間がムりま 
したし •それから 都市 計 3!E 法案 K 行の 曉に 行は るる 
都市 計 喪に 關する 多くの 質問が出されました、其沾 
市計螯 に關 する 質問を 申します と、 i gs 都市 »l' i!J 法 
が 行は れた 時に •都市の 計进ほ どうす るので あるか 
都市の 形 |§ に 付て ほ 腹案が あるか、 例へ ぱ棊盤 の H 
形になる 方形 式 も あるし、 傘を 開いた やうな 町の 放 
射 線 式 も ある、 どつ ちの 方に する 松り で & るか、 典 
形式に 付て は 成案が あるか、 或は 電信 線 >  m 話 線、 
電燈線 等、 空中に 架設して ある 線' か 在る、 隨て H が 
在る， 是 等の もの ほどう 片 ^ ける秸〇であるか市街 
地內に 兵營 、監獄、 墓地と 云 ふやうな ものが rfc- るが 
是は どう 云 ふ 風に する ので あるか、 或は 遊 踽， 或は 
之に 類す る營 業の ものが 在る が、 是 等の ものは、 都 
市の 何れの 部分に どうす ると 云 ふ 計 班が 有る か、 腿 
めて しま ふの か、 行政官 廳が諸 處に散 在して 居つ て 
不便を 感ずる か、 是等 を！ 一め て 地 缺を設 ける と 宏 ふ 
計 迸 ほ 無い か、 地下に 水道 •瓦斯 等 色々 な ものが 埋 
設 して あるが >  是 等の ものに 付て It どうす る 計 进が 
あるか、 まだ 他に もあります が、 斯樣に 諸 ® の n 問 
が ありました のに 對す る當局 者の 答は、 今度 都 m 計 
© 委員 會は 二つ にす る稻 りで ある、 中央 委 M ST と 地 
方 委員 會 と、 兩 方に する 積り である、 中央 委員 會は 
名の 如く 內務 省に 置く けれども， 地方 委 M fr は 谷 都 
市に 置く 積り である、 さう して 計 嵌は 主に 此處 から 
提案を して、 認可を すると 云 ふ手續 にす る 積り であ 
る* それで あるから •當局 者が 豫め形 を 定めて しま 
つて 置いたり、 何處を どうす ると 云 ふ 事を 定めて 盥 
いたりす る ことを しないで、 谷 土地々々 に 依て 特殊 
の 事情が 在る ことで あるから •其 地方 委員 會か ら提 
出されるのを待つのであつて. 1|] 1なる計进はしな 
い 方が 却て , H: からう と 思 ふ、 要するに さう 沄ふ 答に 
なりまして、 今 或は 墓地を どうす る、 或 It 何を どう 
すると 云 ふやうな 事は、 腹案は 無いで は 無い けれど 
も、 さう 定めて しま ふと 云 ふことは 却て 惡いと 思 ふ | 
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から、 無い と此處 では 答へ る、 斯う 云 ふ 意味で あつ 
たのであります、 それからもう 一つ 甫耍だ と 思 ひま 
する 質問は >  都市 計 迸に 關する 財源の 事であります 
此 都市 計® 法案に 依ります ると、 河岸 地で あつて 不 
用に なつて R る ものを •其 都市 計 ® をす る團體 に 下 
付す る ことを 得と 云ふ條 文が 在る が、 財源に 付て ほ 
一向 規定が 無い、 市 區改 正條 例を 踏襲し ましたる 税 
の 賦課は ございます るが、 进では 一向 都市 計蕺と 云 
ふ ものは 出來惡 い， f 一 體 都市と 云 ふ もの ば、 國に對 
して 多くの 負擔を 埝 し* 多くの® を 爲して 居る ので 
あるから、 都市 計 ffi に 付て は •國庫 から 補助を 貰 ふ 
のが 當然で あらう と 思 ふのに、 此法 律には さう 云 ふ 
事が 些とも 無い がどう 云ふ譯 か、 獨り 河岸 地の みな 
らず •國有 地の總 てを. 若し 不用であるなら ぱ •都 
市計畫 の爲 めに 下付され ても宜 いぢ やない か、 斯う 

云 ふやうな 質問が ございまして、 之に對 する 答は、 

政府に 於いても 國 lai 補 肋は 爲す ベから ずと 云 ふので 

はない、 爲した いので ある、 併ながら 法文に、 都市 

計 ? i に對 して P3 6U より 補助 企を 下付す ると 云 ふ 規定 

を 置く 譯には 參らぬ 、若し r 付す ると 云 ふ 規定を it 

くなら ば、 何分の I を 補助す ると か、 或は 幾何々々 

を與へ ると か 云 ふ 規定を 置かねば ならぬ が、 さう 云 

ふ 規定を 岡く ことになると， 詮議が 屮 々六 ヶ趿 くな 

つて、 何と® いて 宜い か、 一寸 案が 出来ない、 さう 

すると 云 ふと 高々 補助す る ことを 得と 云 ふ 規定し か 

{a かれない、 補助す る ことを 得と 云 ふだけ ならば* 

胳文が 有つ て も 無くつ て も 出來 るので ある， 現に 今 

上水道の 扭設 •或は 港 ^ の 修築 等に 補助金を 下付し 

て K- る 例 も 有る ので ある •それで あるから 都市 計 

に 付ても 〔必要と 誌む れば雅 3? を 提出して、 補助金 

を 下付す る ことが / II 来る ので ある-それ故に 殊に 補 

助を 爲す ことを 52 と 云 ふ 規定は 要せない ので ある • 

それから 又 河岸 地に 付て は， 是は 市區 改正 條例を 踏 

职 して •其 儘 斯う 云 ふ條 文が 在る ので あるけれ ども 

是も河焊地の外ほ‘都市計畫の爲めに下付すること 

が 出来ない と 云 ふ fi 味では ない ので ある •國有 地の 

不用に 龆する ものが あつて、 必要と 18 むれば、 公共 

團體に 下付す る 手挖が 出来る ので ある •それで ある 

から、 是ほ沿 革 的に 市® 改正 勝 例より 移り 来った の 

であるけれ ども、 他の もの (3: 斯 くせぬ と 云 ふ® 味を 

含んで fr らな いので ある、 必要に 廳 じて 下付す るの 

であるし、 又 内務大臣の 答は. 內務 大臣と しては 下 


付したい ので ある* 下付す る ことに 努める ので ある 
それから 國阳 補助 も爲す ことに 努める ので ある、 斯 
う 云 ふ 答で ありました •さう して此 都市 計蛰法 の 方 
は、 現に 在ります る 所の 東京 市區 改正 條 例に 基いて 
屛る ものでありまして、 之を 谷 都市に 適用 m 來るや 
うに 整珂 致しました のと* それから 地 felc 地區の 設定 
土地 做饥の_瑚、建築物の收用、行政裁判所に出訴 
を 求む る、 斯う 云 ふ® に 就て 新しい 規定が 置いて あ 
るに 過ぎ ませぬ、 それから 又 市街地 建築物 法の 方は 
市街地に I 是は都 m に li 限り ませぬ、 市街地に 地 
域を 設けて、 住居 地域、 h 業 地域、 商業地 域と 云 ふ 
ものを 設けて， 其 地域に 從つて 建築物 等に 制限を 付 
する ことが 出來 る、 斯う 云 ふ 案であります、 兩 案と 
も委 « 會に 於き ましては、 委員 多數の 意見は、 政府 
原案の 儘 可決すべき ものと 決定 致した のであります 
が、 斯う 云 ふ 修正 說が出 たのであります， それは 唯 
今 質問 應 答のと きに 申しました 國庫 補 11JJ I 此國庫 
補助の 事に 付て 明文を 匮 きたい、 即ち 「内務大臣 ノ 
特- 1 指定 セル 都市 計诳事 業 二對シ テ ハ 國庫 ョリ 其 費 
用ノ ー部 ヲ補肋 スル コト ヲ煜 j と 云ふ條 文を 入れた 
い、 それからもう 一つ 河岸 地に 限らないで、 其 河岸 
地と 云 ふ ものを 土地と 改め >  國有土 地を 下付す る こ 
とが 出来る、 斯う 云 ふ 事に したいと 云 ふ 修正 說が 出 
ましたが 是 ほ 少數で 否決に なりました、 何れ 後で 少 
數总兑 として 報 ff が ある ^ になつて 居ります、 此兩 
_ の 修正に 對 しまして は 委員 一同 •內矜 に總 て反對 
と 云ふ譯 では ございませぬ I ございませぬ が 併な 
がら 政府の 答 辯に 依 れば 、補助す る 事を 得と 云ふ條 
文が 無くても、 補助す る 事が 出来る のであつて 而も 
補助す る 事に 努める と 云 ふ 明言が ある、 河岸 地の 條 
文に 付ても 河岸 地の みならず、 他の 土地 も 下付し 锷 

ベ くん ば 下付す る 事に 努める と 云 ふ 事を、 政府が 言 

つて 居る ので あるから 殊に 條文を 設けなくても 其 通 

り 行は るるで あらう、 若し 行 はれなければ 後に 至つ 

て —— 後年に 至つ て條 文を 抑 人し、 若く は 修正した 

所が 宜しい ので ある •それで あるから 今年は、 いざ 

こざ 無しに 原案の 儘 通過せ しめて 置く 方が 宜しい、 

斯う 云 ふ 方が 多數 になつて、 原案の 通り 可決した の 

であります、 以上 大略 御 報告 申します。 

〔拍手 起る〕 

〇餺長 (大岡 育造 君) 小山 松露 君。 

〔小山 松 R 君 登®〕 


〔拍手 起る〕 

〇 小山 松壽君 唯今 委員長の 御 紹介に 在りました 通 
り， 都市 計 J1E 法案、 及 市街地 建築物 法案の 兩 案に 對 
しまして、 玆 に少數 意見を 申 述べて、 諸君の 御 密議 
に 供したい と 思 ひます、 兩 法案の 立法の 趣旨に 就き 
ましては、 全然 同感を 表する 次第であります、 市街 
地の 區盡が 近時 發達 致します る關 係と 致しまして、 
甚だ 亂雜に 流れ， 其 施行 上の 一日 も 早ければ •それ 
だけ 經濟 上の 利益の みならず、 多數住 民の 安寧 福利 
を增進 すると 云 ふこと に 於て は、 是は異 _ 無き 事で 
あります、 而 して 近時の 都市の 膨脹の 有 ^ を 見ます 

ると、 何れの 都會 - 鼠り 大 都 tf のみならず、 何れ 

の 都 M に 於き ましても、 人口の 集中が、 年と 共に激 
しくな つて 參 つて 居ります ことは、 事 實で ありまし 
て、 本土の 入口が 五 千 六 百 八十 萬 許りの 中、 JI: 萬以 
上の 都 會の 人口が 八 百 八十 七 萬 人 居ります、 即ち 全 
入口に 對 して 一割 五分 六 厘， 其 中で 柬京 ，京都， 大 
阪 、橫濱 、名 古屋 、神戶 、所謂 六 大都市に 住居 致して 居 
ります る 人口が 五 百 九十 萬， 勿論 是は 大正 六 年末の 
統計でありまして 此數は 恰も 一割 四 厘に 當 つて 居る 
のであります、 此 I 割强の 人口の 居住して 居ります 
る 六 大都市， 今回の 都市 計 # 法に 依ります る、 勅令 
を 以て 指定す る 都市と あります のが、 即ち 之に 當る 
のであります ，此 都市の 薦都 市と、 此都 市の 連® 致 
して 居ります る 即ち 近接の 町村の 發展は 、諸君の 御 
覽の 通り >  年 一年 非常な 速力を 以て 進んで 居る ので 
あります、 計畫 法の 第 一條に 「市 ノ區域 內一 一 於 テ 又 
ハ 其 ノ區域 外-一至 リテ 執行 スル コト ヲ得」 と 云 ふこ 
との 精神は、 蓋し lit 時 蓮に 相對 して 施設を しやぅ と 
云 ふこと に tf 當 るので あります、 而 して * 都市の 整 
理と云 ふこと に 著 手 致します れぱ ，是は 今日まで 都 
市計畫 と 云 ふやぅな ことに 對 して， 餘〇 多くの 注意 
を 假 りに 持ちましても、 費用 上此 事を 實 行し 得な か 
づた爲 めに、 今日 W 市街の 整理を 致す と 云 ふこと に 
なります れば 、非常に 巨額の 金を 要する と 云 ふこと 
になります るから、 W 市街の 整理と 云 ふこと も必袈 
であります が •今後の 都市 計 迸は、 主として 隣接 町 
村に 新 市街の 建設を して、 之に (1-: 居 致す 者の 安 ^ 福 
利を 增進 すると 云 ふことの 方針に 出 づる ことは* 是 
は 何人が 論じても そこに 行く と 思 ふので •$> ります、 
斯の 如くに して 其鄰接 町村を 統一 致しまして、 初め 
て 玆に理 想 的 都市の 親 設に達 する のであります るが 


之には 非常なる 巨額の 支辨を 致さなければ ならぬ こ 
とになる のであります、 殊に 又 近時 住民の 多 數に趨 
きます ると： 25L ふことの 結果と して， 此 交通の 整備の 
事は、 是亦 非常なる 物議を 起す ことにな つて 參つた 
のであります るから， 此に 於て 妞築法 に 地域の 設定 
即ち 住居、 商業/工業 等の 區畫を 定めまして 、又 之 
に縱啼 無盡に 其 利便を 圖 ります る 所の 路面の 築造、 
或は 水利の 改築、 是 等の 事は 時間の 徒費と 勞力 の不 
經濟 とを 考慮 致して、 當然此 に 至るべき ことに 相 成 
るので あります、 殊に 又此衞 生保 安の 見地から 見 ま 
して、 此地區 を 限定す る : n 業 地區内 に 於て 特別の 地 
區を 設け、 或は 防火の 地區 ，若く は 住居 地 •其 他に 
於て 美觀の 地 區を 設け、 或は 風致 若く は 風紀に 關す 
る 等の 地 區を 設ける と 云 ふこと も •此 建築物 法に 於 
て 規定され るので ありまして. 此趄築 物 ほ、 單に六 
大都市 若く は 勅令に te つて 規定され まする 大都會 の 
みならず、 此 建築物 法に 依ります 方針は、 全 國の都 
會に 之を 施行し やぅと 云 ふことの 精神でありまして 
都市 計畫 法案ょりも、 此 運用 施行 ほ 汎く 一般に 苴つ 
て 居る のであります、 斯の 如くに して 計 蜜 事業を 進 
めて 參 ります る 必耍上 、玆に 耕地整理 法を 準用す る 
更に 此 一大 雜設 事業に 對 しまして は， 土地 收用法 を 
適用す る、 併ながら 土地 收 用法の 適用の みに して 置 
きまして は、 一日 急を 要し、 一箇 巧 速 かなれば、 そ 
れだ けの 利益を 2 £ るので あります るから、 茲 に計畫 
法の 第二 條の 精神に 依りまして、 特別 施設 執行を す 
るの 機能を 與へや ぅと 云 ふの 精神 も 含まれて 居る の 
であります •玆に 唯今 委員長 も此 事に 就て は， 特に 
委員 會で 論議を 致されました 點を御 紹介に なり まし 
た‘ 即ち 斯の 如く S 市街の 整理， 新 市街の 建設 之に 
伴 ふ 地域の 設定 •地區 の 限定， 交通の 關係 •水運の 
便 不便、 主として 安寧、 保安 •經濟 、衞 生、 斯樣な 百 
般の 施設を 致す のであります るから 此經费 は 蓋し 莫 
大な ものに 達する のであります、 先日 本會に 於き ま 
して 即ち 本案の 提出され ました 當 時に 於て、 内務 大 
臣 の御說 明に 對 し、 高木 益 太 郎君の 御 質問が、 即ち 
主として ft 點に 在つ たのであります 何千 蓖圓尙 且つ 
足らず >  何 億 萬圓を 要する ので あるかと 云 ふことの 
御 導が ありました が、 蓋し 其 何 億 萬圓 にも 達し やう 
と 思 ひます、 斯の 如き « になり ますれば， 勢 ひ茲に 
重要 問題と して 審議を 致さなければ ならぬ のが KO ち 
財源であります、 此の 財源の 事は 本 法に 依りまして 
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は、第八條に「特別稅ノ賦課ヲスルコトヲ得」と云 
ふ | 勝が ありまして* 主として 此财源 に & て， 此計 
S を 進めたい と 云 ふこと に 明記され て PT るので あり 
ます、 即ち 「池 SI 割 •地租 百分ノ 十二 半以 內國税 營 
業税 割、 國稅赞 P •稅 百分ノ 十七 以內 ，赞業 税雜種 税 
又 ハ 家屋税、 谷 府縣税 十分 ノ四 以内、 其 他 勅令 ヲ以 
テ定ム ル モノ」 斯樑 にあります 、氓に 是だ けの 財源 
を以 ちまして、 能く 此計进 を 遂行し 得られる や 否や 
此點が 吾々 少數意 見を 申 述べる 一番 要點に 相當 るの 
であります， 此事 に付きまして は •本 sa a ir で數回 
の應 答を 致しました、 劈頭に 於て 大藏 大臣の 御 出席 
を 求めまして、® 回の 質疑瞒 答を 重ねました が、 is 
憾な がら rs 橋大藏 大臣の 御 答 辯は 其耍領 を 得 ませぬ 

蓋し 自治 踏の 仕事なる ものは、 主として 其 自治 體が 

負擔す べき ix 當然で ある、 國家が 之に 對 して 補助す 

る や 否やと 云 ふことは， 別問題で あるの みならず、 

今 日 圃费 多端の 際’ 都市の 計 迸 事業に 國庫が 支辨を 

すると 云 ふやうな 事は* どんな もので あら う かと 云 

ふやうな、 極めて 冷淡なる 御 答を 得た のであります 

斯の 如く 冷 かなる 御 答 辯に 依り ますれば 此 法案を 御 

提出に なりました 床 次 內務大 K が 力說せ られた る 所 

の 趣旨は 金く 大藏大 E の 御 答 辯に 依て 破壊され るの 

であります、唯今委員長が，主務大尚は斯_々々に 

本案 遂行の 上に 付て は 茭辨の 事に 考礅を 持つ て 居る 

と 御 答に なりました が、 大藏 大臣の 御 答 辯に 依り ま 

すれば 何等の 御考隱 を も拂つ て 居られな いと 云 ふ 事 

に 思は ざるを 得ぬ のであります* 而 して 本案 御 提出 

の E 任と しては、 總现 大臣、 大藏 大臣， 內務 大臣の 

名に 於て 本案は 提出され て 居る のであります るから 

益々 此大藏 大 R の 御 答 辯に 對 して 吾々 は 疑義を ^ ま 

ざるを 得ぬ のであります、 今 H 地租の 總額は 幾許 あ 

るかと 申します れぱ 、全國 の 田畑、 山林、 宅地 fit は 

七 千 五六 百 萬圓 あらう と 思 ひます、 其 中で 宅地 租が 

1千六百萬圓許り邦一千六百萬圓許りの中、喵今申 

しました 即ち 本 法を 先づ施 行し やうと 致します る 六 

大都市の 地租は 五 TT 萬 阊内 外を 國庫が 收 入して 居る 

のであります、 全國 宅地 狃の 三分の 一 弱に 相當 るの 

であります、 而 して 本案の 立案 當時 の然ら ば 茜議は 

如何で あつたかと H3 します ると •本案 立案 當 時の 本 

計诳施 行に 關す る费用 支 辨の 精神は、 其 計 迸に 依る 

事業 费の 三分の 一を. 國 庫より 補助し やうと 云 ふの 

詮議が あつた ことを 私は 確信 致します、 更に此 三分 


の 一の 國雎 補助 •此群 諉があ り， 而 して此 審議の 三 
分の 一なる 此 裁 M- の數字 ほ， 其 次の 審議に 至り まし 
て、 特に 内務大臣の 特定す る 都市 計 叢 事業に 封して 
國 脂 ょり 補助す ると 云 ふこと に改 つて 參つた ので あ 
ります、 又是は 事業 費 支辨 のこと であります が、 其 
外に 製して 先刻 委員長の 御 報告に も ありました 通り 
此幽庫 支 辨 以外に 於て 即ち 國有 河岸 地と 云 ふ もので 
公共の 用に 供せ ざる ものは、 此計畫 事業 遂行の 財源 
の 一たら しむる と 云 ふこと に、 玆に 法文の 明記が あ 
るので あります が、 唯今 申しました、 三分の 一 の國 
庫 補助を すると 云 ふことの 審議 當 時に 於て は、 更に 
斯樣な 內_ が あつたので あります、 即ち 都市 計 ae JSJ. 區 
域内に 存 する 國有 土地に して 公用に 供せ ざる ものは 
全部 又は 一部の 都市 計® 事業の 費用を 負® する 者に 
下付す るを 得と、 斯樣な 議も あつたので ありました 
が、 如何なる 關係で ありました か、 本 法には 金く 兩 
事業 共 削除され て、 御覽の 如き 法文に なつて 參つた 
のであります •此に 於て 吾々 少數 意見を 有します 者 
は、 唯今の 委員長の 報 苦に 依ります る， 現 主務大臣 
たる 床 次 君の 御言 明の 其 事理を 盡して の 御 話に 對し 
ては、 全然 吾々 は 敬意を 表し、 FL つ 其 言を 信ずる 者 
であります が、 法は 一度 制定 致します れぱ ，其 修正 
容易なら ず、 R. 又 本 法は 其 及ぶ 所 甚だ 至大で ありま 
すから、 主務大臣の 御 辯 明を 得た と 致しましても 單 
に此事を以て法文に明記を省くと云ふことほ、到底 
立法の 精神の 上から 見ても， 忽せ にすべき 事では な 
いのみなら ず、 其 常 路者 たる 床 次 主務大臣の 御意 見 
は、 幸に して 床 次 君が 何時までも 御 就職であります 
れば •是は 別 問题で あります が、 今日の 事、 明日を 

知るべからざる ことであります、 而已な らず床 次 君 

の 御 辯 明が ありましても， 唯今 申します 通り， 高 橋 

大廠 大臣の 本員の 質問に 對 する 應 答に 舞して は、 其 

誠意を 疑は ざるを 得ぬ のであります、 更に 吾々 が 補 

肋を 必耍 とする 理由 - 强き 理 由の 一を 申 上げます 

と >  此 官有 地は 東京には 可な り多數 の 面積に 苴 つて 

居ります>其他荀も都會を成して居る所には、相當 

の 官有 地を 有して 居ります、 而已な らず此 都市 計 ffi 

事業の 結果と 致しまして、 if 市街を 建設 致します と 

きには、 耕地整理 法に 依りまして、 其 市街の 建設を 

致す のであります が、 此區 域外に a つて、 鄰 接 ' «1 村 

に 其 市街を 建設す る 所の 即ち 市街 宅地 •此 市街 宅地 

なる もの ほ， 何人に 依て 之を 建設せられ、 何人に 依 


て 此地饴 を 高める かと 申します れぱ *即 ち lit .U 治 6S 
唯今の 地區を 成して 居ります、 各 公共！ 5 15 の 费用公 
共 ® Is 住民の 負® 支辨に 依りまして、 悉く lit- 計进が 
行は れ るので あります、 而も 公共 刚 體 の支辨 したる 
所の 經费を 以て 其 事業を 行 ひました のを 國庫ほ 市街 
宅地に 依て、 益々 其 宅地の 騰 a に 依ります る 地租の 
收 入は •國 庫に 於て 之を 取 入れる と 云 ふこと になり 
ますから、 其 費用 ほ 自治 體が 負擔し •其收 入は 國庫 
が 之を 收人 すると 云 ふこと に當 りまして ほ、 益々 國 
庫 補 肋の 必要を 認める ことにな りは せぬ か、 此 貼 か 
吾々 が 一面に 於て 不道理で あり •一面に 於て 當然主 
張すべき 道理 ありと 云 ふが 爲め に、 此阈庳 補助を 主 
張す るので あります、 又 河岸 地と 云 ふ 一部を 限 〇 ま 
して、® に 財源と して 國有 河岸 地の 公共の 用に 供せ 
ざる ものを、 費用を 負擔 する 公共 幽體に 下 fj すると 
云 ふことの 精神であるなら ば、 今日 大都市を 首め 各 
都市に 實見 致 - L まする 所の 官有 地に して、 公共の 用 
に 供せ ず、 不用 地に 屬し て、 居ります る 土地 等は、 
其 公共 團體 若く は .H 治 體に 之を 下付して、 一面に 於 
て此事 業を 遂行す るの 財源たら しめ、 一面に 於て 唯 
今 申す 通り、 國 家の 收人 を ^ 加す る ことの 根本を 有 
する のであります から、 此 根本の 理由に 對 して 之を 
助成す る、 而 して 國家が 本 法律を 制定 致します る 所 
の 趣旨を 達する やうに したなら ば、 多數 住民の 安寧 
福利と 云 ふこと を 目的と 致します る 上に 於て •旁々 
國 家當然 の 責務では なから うか、 殊に 又 近時 食糧 問 
題 等の 關 係ょり 致しまして、 政府は 一大 開 18 會社を 
持へ て、 其 資本金 三千 萬 圓 、十五 箇 年の 期限を 附し 
て、 年 八 朱の 補給を もして 行かう と 云 ふやうな 計 畫 
を 持つ て 居られる 事であります から、 都市 計 it!: の — 
殊に 床 次 內務大 ££ は、 頗る 熱心に 此計 iii; を 進めたい 
と 云 ふ 御 希望を 持つ て 居られる のであります から、 
此各 都市に 散在す る 所の 官有 地を 無償に 下付 致し ま 
して， 是 等を 財源と して、 公共 土地 建物 會 社と 云 ふ 
やうな ものを 設立し、 之に 政府が 或る 程度まで 補給 
をす ると 云 ふ、 即ち 開 ■會 社と 同樣な 趣旨に 於て 致 
しましたならば、 此都 市計畫 事業を 進む る 上に 於て 
最も 便利 多し と考 へます るが 故に、 唯今 申 上げた 通 
り、 一面に 於て 國 BB 補助を する ことの 必要を 吾々 は 
認め、 又 一面に 於て、 官有 地 無償 下付の 必要 ある こ 
とを 認めまして、 而 して 少數 意見と して 之を 提出 致 
したので あります、 即ち 此 理由に 依て、 本案に 對し 


て 先刻 委 員長の御報贵せられました纽〇 〇 ^ 正案を 
is ai すると i;- ふこと  、 
卒諸 君の 御 審逋に 依りまして、 吾々 の 意見の 連 せら 一 
れるや ぅに 御 協铎を 願 ひたいと 思 ひます 0 
〔拍手 起る j 

〇 誤 長 (大岡 育 is 君〕 唯今の 修正 S 見； j、 伤正笼 と 
して 提出され た譯 になります か、 定規の -5? 成が あり 
ます か。 

〔「あります」 「饺 成々々. | と 呼ふ淇 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育 it 討〕 锊成 ありと 認めます、 «■) 案の 
二 ^ 會を 開くべき や 否やを 諮ります。 

〔「E 共 謅な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇駿長 (大岡 育浩 君〕 御 異鹩が 無ければ、 二 ira fcr を 
開きます。 

〇 岩 崎 ® 君兩 案を 一括して、 直ちに it 〈二 詔 fj を g 
かれん ことを 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御異識 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御異翳 無ければ it ちに 第二 ^ 
會を 開きます、 兩案の 全部を 議題と 致します". 

都市 計诳 法案 (政府 提出) ^-1 
市街地 建築物 法案 (政府 提出) 第一 響 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 修正案に 就て S 成の 諸君の 起 
立を 求めます。 

起立 者  少數 

0_長 (大岡 育造 君〕 少數 であります、 少数 案は 否 
決せられました (笑聲 起る) 修正案 比 否決せられ ま 
した、 委員長の 報 吿に御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御異 翳が 無ければ、 委 M 長 報 
宵 の 通りに 決しました。 

〇 岩 崎勵君 直ちに 兩 案の 第三 13 會を 開き、 第二 10 
會 翳 決の 通り 可決 確定せられ んこ とを 圉み ます。 

0 翳 長 (大岡 育造 君) 御異識 はあり ませぬ か。 

〔「異 謅 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 君) 御異竊 無ければ 直ちに 第三 aa 
會を 開きます •議案 全部を 鹩 題と 致します。 

都市 計 |?| 法案 (政府 提出〕 第三 證 會 
市街地 建雜物 法案 c 政府 提出) 第三 酌 ir 
〔「E 共 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ、 兩案 共に 
可決 確定した る ことを 宣吿 致します。 
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〇 熊 谷 : fr: 右® 門 封 節 長。 

0 議長 (大岡 育造 e) 熊 谷 s 右 ij 門 君、 何です か。 
〇鹋谷五右衞門釘喵今から一井縣三阈港槩港に關 
する 0? 議案の 委員 會を開 きます から、 御 許 ' MJ を fj1. ひ I 
ます。 

〇篛 長 (大岡育造君)許可致します。 

0 熊 谷 ? >: 右 衞門君 委員の 諸君は、 委員 室に 御 集り 
を 願 ひます。 

OP 長 (大岡 育造 君) 日程 第二、 史隨名 勝 天然 紀 念 
物 保存 法案 •貴族院 提出。 

第二 史阽 fi 勝 天然 紀念物 保存 法案 (貴族 
院提出 〕 第一讀 會 ■ 

史阽 名勝 天然 ID 念 物作存 法 
第一 临本法 ヲ適 SK ヘキ 史阴名 勝 天然 圯念物 ハ 
内務 大 K1 之 プ 指定 ス 

前 明 ノ指定 以前 = 於 テ必耍 アル トキ ハ 地方 長官 

ハ假 -I 之 ■■/ 指定 スル コト ヲ得 

第二 條史超 名勝 天然 紀念 物ノ調 査- 一關. ゾ必耍 ア 

ル トキ ハ 指定 ノ前 後プ問 ハス 常 該史 M ハ 其ノ土 

地乂 ハ鄰 接地- 1 立入リ 土地 ノ發掘 陣 碍物ノ 撤去 

其ノ他 調査- 1 必要 ナル 行爲 ヲ爲 ス コト ヲ得 

第三 條史蹑 名 勝 天然 m 念 物- 一 關シ 其ノ現 狀ヲ變 

更 シ又ハ 其ノ 保存- 一 影醫ヲ 及 ホス ヘキ 行 爲ヲ爲 

サム トス ル トキ ハ 地方 長官 ノ 許可 ヲ受ク へ シ 

第 四條內 務 大臣 ハ 史£ 名勝 天然 紀念 物ノ 保存 — 

關シ地 域 ヲ定メ テ ー定 ノ行爲 ヲ禁止 若 ハ 制限 シ 

又 ハ必耍 ナル 施設 ヲ命 スル コト ヲ得 

前 扨 ノ 命令 若 ハ竭分 又 ハ 第二 滕ノ 規定 二 依 ル 行 

爲ノ爲 损 害ヲ被 リタ ル 私人- 1 對シテ ハ 命令 ノ定 

ムル所 -l te y 政府 之ヲ補 IH X 

第五 條內務 大臣 ハ 地方 公共 團粒ヲ 指定 シテ 史蹟 

名勝 天然 1C 念 物ノ 管理 ヲ爲ナ シムル コト ヲ得 

前 明 ノ符理 -- 要 スル a 用 ハ 當該 公共阐 62 ノ负擔 

トス 國阳ハ 前 ？ ri /fflfflM 對シ 其ノ ー部 ヲ； i 肋 ス 

ル コト ヲ © 

第 六 胳第 彐 條ノ 規定 -I 違反シ 又 ハ 第 四條 第一 孭 

ノ 規定- 一依 ル 命令 — 違 K シタル 者 ハ 六月 以下 ノ 

禁朝若 ハ 拘留 又 ハ 百 ® 1 以下 ノ罰金 若 ハ 科料 ユ處 

ス 

n- 

奸貝 

本 法 施行-一 關シ 必要 ナル 事項 ハ 命令 ヲ以テ 之ヲ定 


本 法 施行 ノ期 R ハ 命<? ヲ以テ 之 ヲ定ム 
古社寺 保存 法 第 十九跷 ハ 本 法 施行 ノ日 ヨリ 之ヲ廢 
止ス 

〔「發 言な し」 と 呼 ふ荠 あり〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君〕 發言 者が ありませ ぬから 次の 
日程に 移ります •右 鹩 案の 密 赉 を 付託す へき 委 fl の 
選犁を 謎 題と 致します。 

第三 右 議案の 涟齐を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 剧君 本案 (3: 外 容の 招致 及 待遇に 關する 建議 
案外 一件の 委員に、 併せて 付託 されん ことを 望み ま 
す。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇® 長 (大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか I 御異 
議 無ければ 励 謎の ftn く 決しました、 日程 第 四、 東京 
市に 關 する 法 钳 案の 第一 ^ 會を開 きます、 鳩 山 一郎 
君。 

第四诳京市に關する法律案(近藤達兒君 
外 七 名 提出〕 第一 if 會 

第 一條 ® 京 市 ハ 從來ノ  K 域-一依 y 之 ヲ府 縣ノ區 
域外 トス 

第二 條東 京 市 ハ 法人 トス 官 ノ監膂 ヲ承ヶ 法令 ノ 
範阐内 — 於 テ其ノ 公共 事務 並從來 法令 又 ハ 慣例 
ユ依リ 府又ハ 市-一 屬スル 事務 及將來 法律 勅令 二 
依リ 市-一 齠 スル 事務 プ 處理ス 
第三 條束京 市 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 5 y 其/市内 
-|於ヶル衞生交迪二關スル警察事務ヲ掌理ス 
第四條 市制 屮市税 ノ賦課 -1 關スル 規定/外 府縣 
税ノ 規定 ヲ ys 用ス 

從來府 m 於 テ 賦課 スル 賦命 ノ徴收 -I 付 テ ハ 市税 
二 准 シ 市-一 於 テ之ヲ 賦課 シ 其/支 辨ハ從 前ノ規 

定- 法 ル 

第 五條 束 京 市 ハ內務 大臣 之ヲ 監督 ス 

第 六 條 市制屮 府縣 知事 又 府參事 會ノ嵇 限-一 屬ス 

ル 事項 ハ 內務 大臣 之 ヲ行フ 

第七條 市制 中 監督官 廳ノ 裁定 •決定、 裁決 又 ハ 

處 分-一 關シ 出訴 シ得 ヘキ 事項-一 付 テ ハ 直-一行 政 

戥判 所-一 ⑴訴ス ル n トヲ得 

第八條 市制 中府參 事會 -1 於 テ 市 會又ハ 市參 事 ir 

-I 代リテ 處盥ス ヘキ gf 5! ハ 内務大臣 ノ許可 ヲ經 

テ 市長 之ヲ處 置シ 次ノ m 會乂ハ 市參 事會 m 報吿 


第 九條本 法- 1 規定 K ル モノ ノ外總 テ 市制 ノ 規定 
二 據ル 

附則 

第 十條本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
第 十 一條 本 法 施行 ノ際 必要 ナル 規定 ハ 命令 ヲ以 
テ 之 ヲ定ム 
t 鳩 山一郞 君 登壇〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

0® 山 一 郎君 提出者と して 本案の 說明を 致します 
本案 提出の 理由の 大要は、 理由 書に 依て 明白で あり 
まする から* 玆に 之を 再び 致し ませぬ- 旣 .に 十分に 
諸君の 御 了解を 得て 居る 事と 考 へて 居ります、 唯々 
特別 7ti 制 若く は 高級 m 制と 稱へ られて 居る 制度 ほ、 
奶何な る ものである かと 云 ふ lij に 就きまして、 一言 
申述 へて® きたいと 思 ふので あります、 現行の 市制 
に 依ります ると •柬京 市 も 亦 他の 小 都市と 同樣に 第 
一次に 於て 府知事の 監督を 受け、 第二次に 於き まし 
て、 內務 大臣の 監督を 受けて 居る のであります、 之 
を 改正して 內務 大臣の みの 監督の 下に 置かん とする 
のが、 其 制度の 一つであります、 次に si 京 市を 郡部 
から —— 郡部の ® 域から 全く 分離 させまして* さぅ 
して 府 市の 間の 關 係を 金然 無關 係に しやぅ とする も 
の、 是が 第一 一の 制度であります、 此制 度を 徹底的に 
行 ひます ると、 現在 郡部の 爲 めに 年々 東京 市が 支出 
して 居ります る 約 二百 萬 圓の經 費を-爾後は 東京 市 
の爲 めに、 市 自身の 爲 めに 之を 使用す る ことが 出 來 
る ことになるので あります、 併し 此 制度は 郡部に 對 
して 氣の 毒で あると 云 ふので、 今日まで 貴族院 若く 
ほ 本院に 提 W せられた る 案に 依ります ると、 其 間に 
連 帶支辨 の 規定を 設けましたり •組合の 規定を 設け 
たりして 居る のであります、 今回 提出 致しました の 
も、 第 四條の 第二 項に 於て 之を 折衷して あるので あ 
ります 第三の 制度 ほ、 警察 事務の 中 •交通 並に 衞生 
に關 する 事務を 市に 移したい と 云 ふので あります、 
現在に 於き ましても >  警視 廳と東 京 市と 協力す るに 
非 ずん ば、 此 事務は 行は れて 居らない のであります 
之を 一つの 機關の 手に 移しましたなら ば •非常なる 
便宜を 得る と 云 ふので、 此 制度 も 亦； f 級 市制の 一 制 
度と して 認められて 居る のであります、 今回 提出 致 
しました のは、 唯今 申しました 三 制度を 併用して 居 
るので あります、 元來此 K 京 市に 關 する 法律案と 云 
ふ もの ほ、 明治 三十 二 年 以来， 丁度 東京 市が 現在の 


人口よりも 約 一 百 B5 も 少なき 時代、 其 緙濟に 於ても 
今日の 經濟の 十分の一 にも 足り ませぬ 時代から して 
本院 も 通過し、 又 貴族院から も 此方の 方に S 付せ ら 
れた 案な のであります、 多年の 懸案であります るか 
ら 、此 議會に 於き まして、 東京 市に 適當 したる 法律 
案を 御 可決 下さいまして、 帝都 市制の 改更と 事 «? の 
振興と を圖ら れんこと を、 切に 希菌 する 次第で あり 
ます。 

〔拍 芋す る 者 あり J 

0 岩 崎 勵君 本案は _ 長 指名を 以て •九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 村松恒 I 郎君 本員は 本案に 就きまして、 質問の 
通吿を 致して 置きました が 如何です か。 

0_長( 大岡 育造 君： 一 それ ix 私の 方へ 屈いて 居り ま 
せぬ I 村松恒 一 郎君より 質問の 通吿が あります、 
通吿の 質問が あつて 後に 決を 採ります。 

0 村松恒 一郞君 それに 就きまして 尙ほ 伺つ て ®! き 
ますが •本員は 政府に 向つ て •質問 致したい と 云 ふ 
ので あ 〇 ますが、 大臣 若く は 政府 委员が 御 出席に な 
て 居 〇ま すか。 

0 調 長 C 大岡 育造 君) 唯今 呼びに やりました。 

〇 村松恒 一郎 君 出席まで 待ちます —— m 席に なり 
ました か、 まだ …… 

〇 議長 c 大岡 育造 君： 一 まだ 1 政府 委員が 出ました 
〔村 松® 一郎 君 登壇〕 

〇 村 松恒 一郎 君 諸君， 唯今 提出の 理由を 辯 明に な 
りました 所の 裒京 市に 關する 法律案に 就きましては 
本員 も 金 然 賛成なん であります、 それに 付きまして 
一應 政府の 意思を 碰 めて 置きたい と 思 ひます るから 
節 K に 質問を 致したい と 思 ふので す， 唯今 鳩 山 君 も 
述べられました 如く、 此東京 市に 特別の 制度を 設け 
ると 云 ふ 事に 付て は、 此 11 場に も、 十數 年来 ai 々提出 
を 致されました 問題でありまして、 現に 本 M 等 其 他 
東京 市に 關 係の 有る 諸君より して、 阼年も 建® 案を 
提出 致して 居る 次第であります、 其 建議案は 委員 會 
を 滿場 一致を 以て 通過 致し， 併せて 此 議場に 於き ま 
しても、 亦滿場 一致を 以て 通過 致して 居る ので あり 
ます、 其 委員 會に 於き まして， 當時の 水 野 內務 次官 
の 其 建 載 案に 對 する 答 辯に 依ります ると 云 ふと 「市 
と 郡との 關係を 調和して 其 市 •と 郡との 兩團體 との 間 
に 支障を 来さない 程度に 於て 何 か 適當な 案を 考 へる 
ことが 必要で あらう と 云 ふこと に 付て は 政府に 於て 
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も考® を 運ら したいと 云 ふ考を 持つ て 居ります」 洵 
言葉 (?. 婉曲であります るが、 兎に角 政府に 於いて、 
此柬京 市に 對 して 特別の 制度を 設けねば ならぬ と 云 
ふ必耍 if 確に 認められて 居る のであります、 更に 
之を もう I 步立 入つ て 申します ると 云 ふと •昨年 本 
員 等が 建 3g 案を 提出 致します る 以前に、 常時の 內務 
大 K の 後藤 料、 內務 次官の 水 野 君と、 市に 關 係の 有 
る 代 籤 士 と、 此院 内に 於き まして 非公式に 協議を 致 
しまして、 其 際 吾々 ょりは、 東京 市の 特別 制度に 關 
する 法律案を 提出 致したい と 云 ふので ありました が 
其 際 水 野 次官の 言は れる 所に 依る と、 此事に 就て は 
政府に 於て は 相 當の考 ■を® して 居る ので ある、 近 
き 將來 に、 必ず 或る 程度の 特別の 市制を 蘧會に 提出 

致したい と 云 ふ考 であるか らして、 若し 御 出しに な 

るなら ば •寧ろ 雜識 案と して 出して 貰つ た 方が、 政 

府が 法律案を 提出す る 上に も 却て 都合 •か 宜しい から 

左様に 願 ひたいと 云 ふ 御 話が あつたので あります、 

で 吾々 は 此水野 次官の 言明に 信賴を 致しまして ，乃 

ち 建 銥 案を 提出 致した 次第でありまして •唯今 申 上 

げる 通り？ 7 委員 會を滿 場 一致を 以て 通過し， 此議場 

も滿場 一致を 以て 通過 致しました と 云 ふ 次第で あり 

ますから、 吾々 は 無論 特別 市制と 云 ふこと に 就て は 

此識會 に 於き まして、 政府ょり 法案を 提出せ ら る、 

ものであると 云 ふこと を、 固く 今日まで 信じて 居つ 

たのであります、 然るに 早 や 將に會 期 も 終りを ^ • げ 

んと する 際に 於て， 今尙ほ 提出が ありませ ぬ 爲めに 

唯今の 如き 法案が 提出 致された やうな P であるので 

あります るが、 是ほ 勿論 水 野 君の 次官、 若く は 大臣 

であつ た 時と 今日とは、 內閣が 更迭 致して 居ります 

し. •大臣 も 無論： 史 つて 居る のであります るから、 •多 

少內務 省 若く は 政府の 方針に 變更の あると 云 ふこと 

も. 已むを得ないので あります けれども， 俳ながら 

一時的の 問題と 興り、 斯の 如き jlj: 大なる 問題に 就て 

は、 恐く從 來內務 省に 於ても 十分なる 調査 研究を 盡 

して、 餐詆を 定められて 居る であらう と 吾々 は 信ず 

るので あります るから、 內閣が 更迭を 致し •大臣が 

交代を 致されても、 此案は 必ず 提出 さる、 ことで あ 

ると 信じて 居つ たのであります るが •唯今 申 上げる 

が 如く、 今日まで 何等の 御 提案 も 無い、 而 して 一面に 

於き まして 7 都市 計进法 案の 如き、 若く は 市街地 建 

築 物 法案の 如き、 都市に 關 する 法案が 續 々提案 致さ 

れ るので ありまして、 政府に 於き ましても、 都市 就 


中此 大都市に 向つ て 注意を 拂つて 居られる と 云 ふこ 
とほ、 確に 認められる のであります が、 旣に都 m の 
SI 設若 くは 頫 張と 云 ふこと に 就て、 十分なる 注意を 
持つ て 居られる 以上 ほ、 此 都市の 制度と 云 ふこと に 
就ても， 必ず 相 當の注 意を 拂 つて 居られる に 相違な 
いと 思 ふので あります るが、 政府 ほ 近 §■ 將來に 於き 
まして、 別に 此 Jli 京 市に 對 する 特別 市制を 提出 せら 
る、 御考が 有る のであります か、 否か、 或は 唯今 提 
出になりました此法案に就てほ、全然御同意を爲さ 
る、 や 否や、 此點に 就きまして、 政府の 御言 明を 得 
たいと 思 ふので あります。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 添 田 政府 委員。 

〔政府 ®- 員 添 田 敬 一 郎君 登壇〕 

0 政府 委員 C 添 田 敬 一 郎君〕 唯今 東京 市に 關 する 特 
別 TFi 制の 事に 就きまして •昨年の 委員 會に 於て 政府 
當 局との 答 辯の 次第に K て、 何故に 本 謬 會に 提出し 
なかつ たかと 云 ふ 御尋で ありました が、 此事に 就き 
ましては、 政府に 於き ましても 相當に 考慮を 致し、 
調 杏' 進行 中で あるので あります る、 併ながら 甚だ 遺 
憾では あります るが、 其 影® する 所が 非常に 重大な 
る關 係を 有して 居ります るので、 各方 面の 調査は 進 
めて ほ 居ります けれども 未だ 成案を 得る に 至らぬ の 
であります、 隨て 今期 議會に 之を 提出す るに 至らな 
かつた 次第であります る， 尙ほ此 法案に 就て 政府は 
如何なる 意見を 持つ て 居る か、 斯う 云 ふ 御尋で あり 
ましたが* 御 提出に なりました る 法案を 拜見 致し ま 
すると 云 ふと •根本に 於て 東京 市を 吏 京 府の 團體の 
以外に 置く， 獨 立の 公共 團體 にす ると 云 ふ 事が、 主 
眼に なつて 居る やうであります る* 是 等の. 點に 就き 

ましては、 東京 府と云 ふ團體 の 組織に 關係 致します 

問題でありまして、 地方 制度 全體 にも、 影響を及ぼ 

す 所の 關 係を 持つ 次第であります _る ので" 直ちに 此 

案に 對 して、 唯今 御 同意を 申 上げる と 云 ふことは 困 

難で あらう と 思 ひます、 唯々 此 特別 市制の 問題に 就 

きまして は 考慮 調査 中で あると 云 ふこと に 御 承知を 

願 ひたいと 思 ひます。 

0 村 松 恒一郞 君もう 一度 政府 委員に 伺 ひたい、 唯 

今の 御 答に 依て、 槪略 政府の 御意 見は 相 分りました 

が、 唯今 御 話の ありました 通り、 昨年 本員 等の 提出 

致しました 建 _案 は、 現在の 儘で 東京 府の 監督を 脫 

して、 內務 大臣の 直接の 監督を 受けたい と 云 ふだけ 

なんです、 今回のは 即ち 東京 府と分 離して、 全く 取 


京 市を 1L 京 府の內 ょり 除外して、 m 京 市が® 立した 
いと 云 ふこと であります から、 無論 非常なる 相 ® が 
有る のであります が、 若し 政府が 今回の 吐 提出 案に 
同意が 出 來な いとしても •昨年 本 ti 等の 提出した 所 
の 建議案の 程度 位で あれば、 直ちに 御 lif 行になる 御 
考が 有る のであります か 否や、 もぅ 一應御 返事を 伺 
ひたい。 

OS 長 (大岡 育造 君) 添 田 政府 委員。 

〔政府 委員 添 田 敬 一郎 君 登檀〕 

〇 政府 委員 (添 田 敬 一郎 君) 御 答を 致します が、 其 
點に 就きましては、 先刻 申 述べました る 通りで あり 
まして、 今後の 調査の 進行の 狀况に 依る ことで あり 
ます、 進行の 程度に 依りて 決定を する， 斯ぅ 云 ふ 事 
に 御 承知を 願つ て 置きたい と 思 ひます。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 本案は 岩 崎 君の 動 _ の 如く， 
議長 指名、 九 名の 委員に 付託す るに 御 異議 ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕  ， 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異_ なしと 認めます、 乃ち 
動 11 の 如く 決しました、 日程 第五、 農 會法中 改正 法 
律 案の 第一 , If 會を 開きます、 提出者 中 倉 萬 次 郎君。 

第五 農# 法 中 改正 法律案 C 中 倉 萬 次 郎君 
外 十 名 提出〕 第二 讀會 
農 會法中 左ノ通 改正 ス 

第一 條ノ三 農 會ノ經 費 ハ 市町村 農會 -1 在 リテハ 
會 員/負 擔トシ 其 ノ他ノ 農 會 -I 在 リテハ 之ヲ組 
織 スル 農會 ノ負擔 トス 

市町村 議會ノ 經費又 ハ. 過怠 金 ヲ滯納 スル 者 ァル 場 
合-! 於 テ 市町村 農會 長ノ 請求 ァル トキ ハ 市町村 ハ 
市町村 稅ノ 例-一 te リ之 ヲ處分 ス 此ノ 場合-一 於 テ 市 
町村 農會ハ 其 ノ徵收 金額 ノ百分 ノ四ヲ 市町村- 1 交 
付ス ヘシ 

前項 徵收 金/先取 特權ノ 順位 ハ 市町村， 水利 組 
合 其 ノ他之 M fs K へ キモ ノノ 徵收 金 — 次ク モノ 

トス 

.  附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
〔中 倉 萬 次 郎君 登壇〕 

「拍手 起る〕 

〇 中 倉 萬 次 郎君 簡 Irl に 提出の 理由を 述べます、 此 
農會法 中 改正 法律案 ほ 現行 農會法 第一の 二の 次に 二 
を 加へ まして 「農 會ノ經 費 ハ 町村 農會 -I 在 リテハ 會 
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貝ノ負挖卜.ゾ其他ノ £| 0 --在リテハ之ヲ ?'1 « -,'. >1. ^ : 

會 ノ負擔 トス 」「市町村農位/奸 ^ 又ハ過 .12; 3ヲ滞 
納スル 者 アル «i 合 = 於 テ 市町村 S 0 長/ 求 アルト 
キハ 市町村 ハ 市町村 税ノ 例-一依 リ 之ヲ處 分 ス此« 合 
-- 於 テ 市町村 農 0- ハ 其 ノ 徵 收金 額ノ ?| 分 ノ四ヲ 市町 
村 二 交付 ス へ シ J 「前項 徴 收金ノ 先取 特播 ノ啪位 ハ 
市町村 水利 組合 其 他 之 一1  _  K ヘキ モノ，'？ 3 收说 二次 
クモノ トス' 一 「附則 本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 
ヲ定ム J 斯う 云 ふ 改正の 要旨であります、 此 S 打法 
改正に 就きましては、 數年前 ょり 本 0- に 於き まして 
も、 度々 或は 全會 一致、 大多數 を 以て 通過 致し まし 
たが、不宰にして贵族院に於て、__の都合に佐て 
其 儘 _了す る ことが 出来な かつた と 云 ふ 運命を 被つ 
た 案であります’ で 昨年 も 丁度 此 通りで ありました 
が、 今年は 御 承知の 通り 農 會の發 展 、町村の 振興と 
云ふことほ、第一食糊問题等ょ0申して、_家の战 
礎獨 立に も關 係す る 案であります から、 是非兩 院を 
通過 致しまして、 さう して 法律と なること を 希 !•?-] 致 
して 居る のであります、 今少し 早く 之を ffi lii する ^ 
りで ありました けれども、 仄に 承る 所に te ると、 或 
は 政府案と して 提出す る ことがある かも 知れぬ と 云 
ふので、 是まで 差控へ て模櫧 を 見て 居つ たので あり 
ます、 所が 今日に 至つ て も， 其 提案を M る こと' か LL1 
來ま せぬ ので、 已む を煜 ず lit 議會の 切迫したる 今日 
提出 致した 譯で あります、 本案の 理由に 就て ほ、 數 
回 本 議場に 紹介せられ て 居ります から、 今玆 に K- 說 
明は 耍 しませぬ ことを 思 ひます、 成べ く © 11;). 切 iL の 
今日であります るから、 滿場 一致の 同意を 得まして 
若し 委員 會に 付託され ましたなら ば‘ 委 fi fr も 速に 
結了され まして， 貴族院に 廻され て、 本 印は K 族院 
も 通過す る やうに 致したい と 思 ひます、 どうか 御饺 
成を 願ます (拍手 起る〕 

〇 岩崎勵 君 本案は 農工 銀行 法 中改 JH 法律案 外 11 件 
の 委員に •併せて 付託され ん ことを 菌み ます。 
o_ 長 (大岡 育造 君) 御異讁 ありませ ぬか。 

〔「異 鬪 なし」 と 呼 ふ褚 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御異 BI 無しと， 誠め ます、 乃ち 
動議の 如く 決しました， R 程 第 六、 會計士 法案 第一 
if 會の續 を 開きます、 委 M 長 小川 寅 六 君。 

第 六會 計士 法案 C 近 藤 達兒射 外 l ti 捉出〕 
第一® 會の續 (委員長 報 苦〕 

〔小川 寅 六 君 登！ 0 


院 蕺衆會 溝!^ 帝问 一十 四 第 


〔拍手 起る〕 

〇 小 ) || 贸 六 君 唯今 議長ょり 茛言 になり ました、 e 
計士 法案の 娄 M 何に 於け る 純 過 並に 結果を 御 報 «• 致 
します • •^ M # を 開きます こと 前後 ^ r [a, であ 〇 ます 
質問 腿 答の 末、 愼 茁 准 _を 遂げまして •御手 許に 廻 
してあります 通り 修正 議決を 致しました‘ 成べ く 手 
短に 委員 會 の內祥 を 中 上げます、 姿 W 屮提案 者に對 
しまして、 本案 提出の 理由の 説明を 求められました 
提案者の 說明は 詳しい ことで ありました けれども. 
之を 簡略に 申します れば、 R 下經濟 界の發 達が 著し 
くな つて屛 る， 瞇 時 中 株式# 社の 出來 ました •其 l}f 
業に 投ぜ られた 資本 だけで も 五十 億 ifll である、 拂込 
額が 十 3r {a- ltMl に h つて 居る， で 其資木 が 果して 正確 
に 宵 理せら る、 や、 又 有効に 運用せ らる 、やと 云 ふ 
ことに (-J- ては、 最も ¢5? 密の 調査を 要すべき もので あ 

る、 B5 密に 檢査 されて、 始めて 資本を 投じた る 入 も 

安心し •又阈 家の 經濟 の爲 めに も 安 5E を 得る ことに 

なります •就きましては、 玆に公 平にして 不搵搦 立 

利害 關 係の 無い 第 三 莕 、又扣 當の 吊識 經驗の ある 渚 

即ち會 計士を 公認して 此檢 is の 任に 當ら しめ、 若く 

は證 明の 任に 當 らしめ る ことを 必要と すると 云 ふの 

であります、 是は營 利 9- 社の ことであります が、® 

利 事 菜を y 的と せざる 社！ T 父は 財 M の 法人に 就て 

も 同 棟であります、 會 計狀陴 を 明確に すると 云 ふ 事 

になれば •今後 公益事業が 段々 發 達して 來 るに 違 ひ 

ない、 それで &計士 法と 云 ふ ものを 作つて ir 計 土と 

云 ふ 者を 公認す るの が、 最も 必赳な りと 云 ふ 意見で 
あ 〇 ます， 是が 提案者の 會計士 法案を 提出せられ た 

る 理由の 最も 主要な 點で あつたと 存じます 、委員 會 

は 山 本 農 商務 大臣の 出席を 求めまして‘ 政府の 所見 

を 靜ね たのであります、 山 本 S 商務 大臣は、 誠に 此 

會計七 法案 <3: 其 趣总に 於て 最も 资成 である、 唯々 自 

分が 心配す るのは 此會 計士法 が 出来ましても •果し 

て 其 効果を 犁げる やどぅ か、 其® に 少し 心配が ある 

又 ^ 計士 法が 出來 ました 所で、 ^ 計士が 果して 其 人 

を 得らる V ので あらぅ か、 lit 二つの. 點が 、自分は 甚 

だ 心配に 椹へ ぬので ある •然れ ども 決して： 小 S 成で 

ほ ない、 政府案と して 提出す る 程の 勇氣は 無い けれ 

ども、 決して： 个燹 成の ^ ではない と 云 ふこと であり 

ました、 是が山 本 is 商務 大 I:': が m 席せられ たる 上に 

政府の 所見を 述べられた のであります， それで 政府 

の 所見 も 略々 分りました から* 貌談會 に 入りまして 
锊計士 法案 第 I 諝锊の 結 


提案者と 委員、 並に 政府 委員が 協同 一致 致しまして 
修正に 關す る 1E- 見を 交換 致しました 、其 結果 委員長 
及理 4f の兩 八に 修 JI-: 娄託と 云 ふこと に 相 成りました 
で 私と 理事の 萩 ® と 協 黐の 結* 修正案を 作 〇 ました 
併し 此修正 案は、 懇談 會に 於け る 提案者、 委員 ■政 
府娄 員と 協同 一致して， 先刻 申 k げた 通り 描 上げた 
のであります から H ちに 其 修正案の 通りに BJ 決に 相 
成りました 次第であります •其の 修正案の 大要は、 
諸 対の 御手 許に 差 卜げ て 置きました 通りの ことで あ 
ります， 字句の 點は 別に說 明を 致し ませぬ、 唯々 m 
嬰な 點だ けを 申 上げて :;'' t1 きます、 第 一條に 「和解 j 
と 云 ふこと が 眢 計 士の職 務の屮 に 入つ て 居る ので あ 
ります. が-和解の 事柄 ほ>  職務を 離れても m 来べき 
ものである •必ずしも 會計士 の 職務の 範圍內 に 置く 
必要 も あるまい と 云 ふので 「及 和解」 と 云 ふのを 削 
除 致しました* 第二 條に 「會計 士ハ農 商務 大臣 ノ監 
督ヲ受 ク」 と 云ふ條 項を 置き、 監督者を 明に する 必 
要が あると 云 ふので、 新たなる 條文を 設けました、 
又 ' a- 計士の 資格の 中の 第三 條で あります" 會計 士銓 
衡 委員# と ZC ふ ものが 造られる、 會計士 銓衡 委員 會 
ほ、 高等官、 a 族 院議 員、 衆議院 _员 、及 學識蛑 驗 
ある 渚の屮 より f:r: 命せられ たる 委員を 以て 組織せ ら 
れ るので あります から、 此中 「貴族院 議員 衆議 院議 
員」 を 削除 致しました、 是ほ 專ら 政府 委負が 今まで 
の 法制の 中に、 i'i: 族 院議 員 衆 鞣院 _员を 加へ たる も 
のが 無い、 尤も 其槠神 決議と して 或は 衆議 院議 M を 
銓衡 委員と する も、 亦 貴族 院議 負を 銓衡 委員と して 
爲す も差茭 ない けれども 之を 條 文に 現す 事は、 どぅ 
も異謎 が ありました ので、 委員 會に 於て は 之を 削除 
致しました、 それから 第 六_ に 「會 計士ハ 報酬 アル 
公務 ヲ兼 ヌル コト ヲ得ス ，Jm し， 貴族院 議員 衆議 院議 

fi 」 とあります のを 制限が しすぎる と 云 ふので 單に 

「_ 員 若 ハ 委員」 と 致しました •それで 縣會 議員 も 

市 ir 謎员も 或は 郡锊_ 員、 又は 學務委 負で も 差 支な 

いと 致しまして、 r 議 M 若 ハ 委 負」 と 改めました、 そ 

れから 第 六條の 第二 項に 「又 ハ 會社ノ 代表 若 若 ハ會 

社」 とあります のを 「法人 ノ収締 役 其ノ他 之， スヘ 

キ者若 ハ 無限責任 社員 卜爲リ 又 ハ 法人」 と 云 ふ 事に 

改めました、 主として ir 社と 申します ると、 商事 會社 

の やうに 聞え ます、 民法に 規定して ある 所の 社國法 

人、 又 財 ra 法人 も 之に 加へ るが 宜しい と 云 ふ 事で、 

會 社を 法人と 云 ふ 方に變 へまして 其 文面を 改め まし 


た 次第であります、 第 十二 條を 新たに ts きました、 そ 
れは 「會 計 士又ハ 會計士 タリ シ莕 故ナク 其 業務 上® 
扱ヒ タル 事 頌-- 付 祕密ヲ 漏泄 シ ダル トキ ハ 六月 以下 
ノ懲役 又 ハ 千 圓 以下ノ 罰金-; 處ス j と 沄 ふ 條羽を 加 
へました >  會 計士が 祕密を 漏す こと. が あつて (X 闲る 
又 會計士 は* 會計士 を 罷めた る 後に 祕密 を ! « すと 云 
ふ IK でも 闲 ると 云 ふので、 「會 計士タ リシ 者」 と 云 
ふのを 加へ ました、 それから 第 十三 條に 「刑法 第 西 
九十 七條 及第 百 九十 八條ノ 規定 ハ# 計 士ノ 業務 ノ執 
行- 1 付之ヲ 氓 用ス」 と 云 ふこと に 原案の 第 十 一條を 
改めました， 此刑法 第 百 九十 七條 ほ， 公務員が 收賄 
したる ときの 條 文であります、 又 第 百 九十 八條は 、公 
務 員に 聰賄 L た 者の 條文で あります、 是は 元来 原案 
の 趣意が さう であります けれども， 條 文を 擧げて 之 
を 明確に する 方が 宜 いと 云 ふこと で 唯今 申 上げた 通 
りに 刑法の 條 文を 揭げ ました， 原案の 第 十七條 即ち 
修正案の 第 - 1- 八條は 「懲 成； 會計士 銓衡 委 貝 會之ヲ 
行フ」 と あるのを 「委員 會 / 議決 ヲ經テ 農 商務 大臣 
之 ヲ行フ J と 云 ふこと に 致しました、 それから 附則 
の 中に 「會 計 士銓衡 委員 會ノ 銓衡 ヲ經 タル 者 ハ當分 
ノ內 第三 條 第二 號及 第三 號ノ 規定 — 拘ラス 會 計士夕 
ル コト ヲ煜 ，一と 致しました、 それ ほ 當 分の 内 會計士 
銓衡 委員 會の 銓衡に 依り、 會計士 たるべき 資格 あり 
と認む る 者は， 當分試 驗を しなくて、 又 三年 以上 會 
計士の 事務所に 在つて、 修習 しなくても 會計士 銓衡 
委員 會の 銓衡で 許しても 差 支 あるまい と 云 ふので、 
其 通りに 附則を 改めました、 是が 重要なる 修正で あ 
ります* 提案者に 於き ましても、 此 修正に 就き まし 
て滿 足の 意を 表せられて 居る のであります、 尙ほ終 
りに 申 上げて it きたいのは、 特に 委員 锊の 決議に 依 
りまして* 御 報吿を する やうに と 云 ふ 事であります 
其 一つは 此 會計士 法に 依ります ると， 會計士 なる も 
のが 出来ます れぱ 、勝手に 會 社に 行き、 又鋲 行に 行き 
其 財產の 狀况を 檢查 し、 又は 其 帳簿を 閱覽し 得る や 
うに 見える， それは 全く さう ではない と 云 ふこと を 
一つ 明に する 必要が あるとの 事で、 此點に 就き 娄員 
ょり 質問が 出まして、 提案者が 返答せられ る 所に 依 
りまして は、 此 會計士 法案は 會討 士と囑 託を した 者 
即ち 囑託 者との 間の 關 係を 規定す るので ある、 又會 
計士の 業務の 範圈を 定めた ので ある， それで 法律上 
_ 託 人 か 銀行 又は 會 社に 行き 調査を 許されざる 場合 
は、# 計士 も亦乘 込んで 銀行 又 ほ 會 社に 行き 調査す 


る こと も 出 來な い、 早く 申します ると •先方が 承知 
すれば 格別、 法律上 51 託 人が №.1 人と して 銀行に 行き 
會 社に 行つ て帐翊 を 檢査し 得べき 場合は 別と 致し ま 
して、 他人が 許されざる 場合に 決して # 計士が 行つ 
て檢査 をす る こと (3: 出来ない のでありまして •强制 
的で ない と 云 ふこと を 明に する 必要が ある、 是 は 提 
案 者の 意見で ある •念の 爲 めに 政府 委 a の 松 村 法制 
局 參事官 •司法 省の 山內參 事官 •農 商務省の 岡 本 商 
H 局長の 之に 對して の 意見 も 尋ねて 見た ので ありま 
すが •皆な 同樣で あります 1 提案者の 御意 見の 如く 
法律に 許されざる 場合に ほ、 決して 相手の 承諾を 煜 
ずして •銀行 其 他の窗 社に 乘 込んで、 會計士 は 調査 
が 出来ぬ ものである •詰まり 會計士 は ® 託 人の K 51 
に 基いて する 仕事で ある、® 託 人が 出 來 ざる 事柄は 
會計士 に 於ても 決して 出來る もので ない との 意見で 
s> ります、 是は 申す まで もない 事であります けれど 
も、 合資 會社の 場合の 如き ものは， ^ な 其 社 M は 會 
社の 調査が 出来る のであります 合 名會社 の 無限責任 
社員で も •其會 社の 帳鷀 を檢査 する こと も 出 來 るの 
であります 、合 K 會社の 有限 社員の 如き ものは 制限 
がありまして、 裁判所の 許可を 得なければ ならぬ、 
又營業 年度の 終りで なけれ ぱいかぬ と 云 ふ， ち やん 
とした 規定が あります、 株式會 社の 如き も亦此 K 限 
が あるので あります、 總て此 规定の 範圆 外に 於て は 
會計士 が 行つ て 帳簿を 檢査 し、 又は 财產の 狀况を 調 
査 す ると 云 ふことは 決して 出來 ない ので ある、 此點 
が 提案者の 御意 見 も 政府の 御意 見 も 一致 致した ので 
あります I'1 此點に 於て 特に 委 fl 會の 決_ を 以て， 諸 
君に 中し 上げよ と 云 ふこと であります から. 是だけ 
を 申 上げて SC きます、 第二の 希望と して 委員® で 政 
府當局 者に 斯う 云 ふ 手續を 執つて 貰 ひたい、 即ち 「利 
害 關係 人の « 託に 因り 會計士 が 其 職務を 執行す る 場 
合には 別段の 規定 ある 場合を 除く の 外 調査を 受 くる 
もの、 承諾を 22 さるへ らす J  i 云 ふ 意味を、 主務 大 
臣が 本法實 施の 際に、 手 ® 法を 規定 するとき に 其の 
手 _法 に 之を 規定す るか、 又 手績法 中に 規定す る こ 
とが 出来ない と 云 ふこと になれば、 其 他 適宜の 方法 
で宜 いから 世人の 誤解の 無い やうに、 其 誤解を 防ぐ' 
だけの 手 續を 執りたい と 云 ふこと を 政府 當 局に 希望 
して 置きたい、 丁度 委員 會に 出席を せられて 居り ま 
した 政府 委員 も此點 が 如何にも 御尤な 事と， 此 法案 
通過の 曉には 、其 手續を 執る やうに 致し ませう と 云 
1 i 二 九 
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ふ 言明を 得ました のであります、 是だ けが 報 吿でご 
ざいます、 此の 案は 申す まで もな く、 三十 一蓊 會、 
三十 六議會 三十 七！！ 包 四十 議會の 四 度 も 出て 居り ま 
して •三十 七議 if/ ij: ね 場 一致を 以 つて、 此の 案は 通 
過した のであります 何卒 三十 七議會 の 如く 諸君に 於 
ても修 TE 案の 通りに 一つ 御 可決 あらん ことを 希望 致 
します(拍手和る) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
諮ります。 

t 「異翳 なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 (大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ， 二讀會 を 
開く に 決しました。 

〇 岩 崎 勸君 商ち に 本案の 二 讀會を 開き、 三 謅會を 
省略して 委員長 報吿 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 ® 

決の 通り、 可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

〔「異議な し異 s なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 W 造 君〕 御 異議 無ければ K ちに 二讀會 

を 開きます。 

會計士 法案 C 近 藤 達 兒君外 一拓 提出〕 第二 

讚會 (確定 議) 

r 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (大岡 育 •造 君) 御 異議が 無ければ 三 的 會を省 

略して、 委員長 報吿の 通り 可決 確定した る ことを 宣 

吿 致します、 第 七、 司法 代® 人 法案 第一 _ 會の續 を 

開きま^ - ® 員 長 松 田 源 治 君。 

第 七 司法 代書人 法案 (鈴 木 富士蹦 君 外 一 

名 提出〕 第一 讀 會の續 (委員長 報 

吿) 

r 松 田 源 治 君 登壇〕  .  . 

〔拍手 起る〕 

0 松 田 源 治 君 司 決 代 W 人 法案の 委負會 の經過 並に 

結果を 報 苦 致します、 本 委員 會は 二回 開きまして 提 

出 者 及 政府に 質問 應 答を 重ねた るの 結果 • 委 員 中ょ 

り發蕺 致しまして、 本案に 就て 委員 間 並に 政府の 間 

に 於て 一致 點を 見出して， 修芷 案を 起草す る爲 めに 

小委 fl を 設けたい、 其 委員の 數は 委員長を 別にして 

五名 委員を 選んで、 而して 政府 及 委員 中に 於いて 懇 

談を 重ねて >  1 致點を 見出したなら ば 修正案を 作製 

する ことに 致したい、 此の 發篛が 可決 致しまして， 

委員 中より 五名 委員を 選びまして、 而して 小委 員會 

を 二！ II 開きまして、 政府 及 委員の 間に 於いて 懇談 協 

翳を 重ねまして、 一致 點を 見出しました から、 修正 


案を 作製 致しました、 此の 修正案は 本日 御手 許に 配 
付せられ て 居る 案で ある、 殆ど 原案 全部が 修正に な 
つて 居ります、 原案の 意味を 採つ たる 箇所 も 澤山あ 
ります けれども、 文字に 於て は 殆ど 全部 修正に なつ 
て 居ります から •其 修正案の 大要を 御 紹介 致します 
第 一條に 司法 代書人と 云 ふ 者は 如何なる 者を 司法 代 
R 人と 云 ふか、 此 定義を 下しまして、 是ほ 他人の® 
託を 受け、 裁判所 及檢 事局に 提出すべき 書類の 作製 
を爲 すを 業と する 者が、 司法 代書人で あると 云ふ定 
義を 加へ まして、 それから 第二 條 に何廳 の所屬 にす 
るか、 それは 地方裁判所の 所！ 一にす る、 それから 第 
三條に 誰の 監督を 受ける、 是 は 地方裁判所 長の 監督 
を 受ける、 併し 地方裁判所の 無き 所の 裁判所 も あり 
ます、 區 裁判所の みある 所在地が あります から、 其 
時には 地方裁判所 長は、 區裁判 所 判事を して 司法 代 
書 人を 監督せ しむる ことが 出来る、 即ち 事務の 委任 
をす る ことが 出来る、 それから 第四條 に、 司法 代 B 
人 (X 所龆 地方裁判所 長の 誠 可を 受 くる ことを 要する 
第 五條に 司法 代書人 ほ 地方裁判所 接の 定めた る 書記 
料を 受ける、 それから 第六條 に 事務所を 設けて、 而 
して 是ほ 地方裁判所 長の 認可を 受 くる ことを 要する 
第七條 に 司法 代書人 ほ 正當の 理由が 無ければ、 囑託 
を 拒む ことが 出来ない、 第八條 には 司法 代書人は 當 
事 者の 一方の 囑託に 依りて 取扱 ひたる 事件に 付き、 
相手方の 爲めに 書類の 作製を する ことが 出来ない、 
即ち 利害 關 係の 反する 場合に 一方の 囑 託を 受けて 書 
類を 作つ た 場合は、 相手方の 爲めに 書類の 作製が 出 
来ない、 第 九條に 司法 代書人は 業務の 範圍を 超えて 
他人 間の 訴訟 其 他の 事件に 關與 する ことが 出来ない 

一言に 申せば 三百を する ことが 出來な い、 即ち 訴訟 

事件、 非訟 事件、 訴訟の 鑑定、 其 他事 件の 取扱、 又 

辯護士 等に 訴訟事件を 依賴 致す、 さぅ 云 ふ 事は 全く 

出來 ない ので ある、 又 其 第 十條に 於て ほ 司法 代書人 

は 其 取扱つ た 事件を 漏泄す る ことが 出来ない、 但し 

裁判所 又は 檢 事局の 召喚を 受けて 訊問を された 場合 

は 此の 限に 在らす， 第 十 一條に 於て は 司法 代書人の 

風紀 維持の 規定を 設けて、 司法 代書人は、 其 業務に 

違反して、 品位を 失 _ すると 云 ふやぅな 行爲の あつ 

た 場合には、 地方裁判所 長は 司法大臣の 認可を 受け 

て、 業務の 禁止 又は 停止、 五 百圓 以下の 過料 處 分を 

する ことが 出来る、 此五 百圓 以下の 過料 處 分に 付て 

は 非 説 事件 手續 法の 第二 百 八條の 規定を 準用して、 


强制 執行を 爲す ことが 出来る、 それから 附則を 設け 
まして •附則には 「本 法 施行/期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 
ヲ定ム J 斯う 云 ふこと に 致した のであります、 之を 
本 委員 會に 報吿を 致しました 所が 本 委員 會は 全會一 
致を 以て 可決 致しました、 政府の 本案に 對する 意見 
を 確め ました 所が、 政府 ほ 本案に 就て ほ、 全然 同意 
を 致す と 云 ふこと でありました、 即ち 全然 賛成を す 
ると 云 ふこと でありました* 而 して 委員 中より 第 四 
條に 質問が ありまして、 現代に 於て 區 裁判所の 構內 
に 居る 所の 代書人、 及 構外に 居る 所の 代書人に 付て 
は、 認可の 方針 ほどうす るかと 云 ふこと を 尋ね まし 
た 所が， 政府の 方針と しては、 裁判所の 構内に 居る 
所の 代書人 ほ、 司法 代書人と して 認可す る 積り であ 
り、 構外に 居る 所の 代書人と 雖 も、 其 能力 技倆が 司 
法代書人に適する場合ほ，成べく寬大に認对する積 
りで あると 云 ふこと を 答へ ました、 それから 是 ほ KI 
法 代書人の みに 關 する 法律案であります から、 lit 法 
律 案が 成立 致しました 時分に 於て は、 他の 代書人に 
關 する 法律 も 必要で あると 云 ふこと を 認めまして、 
委員 中より 內務 省の 政府 委員に 質問 致しました 所、 
司法 代書人 以外の 代書人に 就て ほどう 云 ふ 取締を す 
るか、 其 風紀を どうして 維持す るか、 其 向上 發展を 
どうしてす るかと 云 ふこと を_ ねました 所、 政府に 
於て は、 此 法案. が 成立したら， 今まで 府縣で 出来て 
居る 所の 代書人の 法規は、 之を 統一的に して、 斯る 
案を 桁へ て 取締る ことが 適當と 認める から、 成べ く 
御 希望に 副 ふやう にしたい と 云 ふこと を 明言 致し ま 
した、 是が 委員 會の經 過 及 結果の 大要であります、 
此案 は數 年間の 懸案でありまして 毎年々々 本院に 謂 
願と して 現れまして 採 擇 致して 居ります、 一昨年の 
如き も 法律案が 出まして 本院を 通過し ました， 併し 
政府が 反對 でありました から、 貴族院を 通過す る こ 
とが 出来な かつた のであります、 本年は 幸に 政府が 
全然 本案に 賛成を 致して 居る のであります から、 貴 
衆 兩院を 通過せ しめて •多年の 懸案を 解決したい と 
考 へます、 どうか 本會に 於ても •滿場 一致の 御 可決 
を 願 ひたいので あります (拍手 起る) 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 本案は 二讀會 ■を 開く や 否やを 
御 諮りし ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ、 二 s fr を 
開く ことに 決しました。 


一ニ ニ〇 

〇 岩 崎 勤 君 直ちに 二 讀鈐を 開き、 一；； : > :' •' :•! 略し 
て 委員長 報告の 通り、 即、 

可決 確定せられ ん ことを 圉み ます C 

〇諉長 (犬 岡 W 造 君) 岩 崎 君の £-;涔 に 御 KJ SS O VC 

せぬ か。 

t 「異篛 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇顗長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ It-l ちに： i: 介 
を 開きます- 

司法 代醫人 法案 C 鈴 木 富士镅 君 外 一名 提出) 
第二 誚會 (確定！ 一〕 

〔「 異誔な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇篛長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 三 泊 a を 1*J 
略して、 委員長 報告の 通り 可決 確定した る ことを H 
吿 致します 日程 第 八、 地租條 例 中 改正 法律案 第 一 蹈 
會 の ^ を 開きます、 旣に委 M 長の 報吿は 終つ て KO 
ます、 第二 if 會を 開く や 否やを 諮ります。 

〔岩 崎 II 君 「二 調 會を 開く に異 _ なし」 と 呼 ひ 
「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 _ が 無ければ 二 irl fr を 開 
くこと に 決しました。 

地租條 例 中 改正 法律案 (田 屮隆三 君 外 二 名 
提出) 第二 讀會 (確定 _) 

0 岩崎勵 君 直ちに 本案の 二 讀會を 開き、 三躋 a- を 
省略して、 委員長 報告の 通り， 即ち 委員 會修正 議決 
の 通り 可決 確定せられ ん ことを 望みます。 

OS 長 (大岡 育造 君) 御異 _ ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御異識 が 無ければ 直ちに 二 13 
會を 開きます。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異_ が 無ければ 三 If 會を省 
略して、 委員長 報吿の 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します、 日程 第 九 耕地整理 法 中改 JH 法钳案 •是 
も旣に 委員長の 報告は 濟んで 居ります。 

0 岩崎勸 君 本案 ほ 日程 第一 耕地整理 法 中 改正 -7J;- 律 
案 修正 議決の 結果 •闞 決を 要せず と 決定され ん こと 
を圍み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君 動識の 通り 御 興 議あり 
ませぬ か。  ■ 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異_ 無しと 認めます、 即ち 
本案 ほ 議決を 要せず と 決しました、 日程 第 十‘ 國立 
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傅物 舵 IE 設に關 する 纽 鄧案を と 致します、 提出 

者并原 西 介 君。 

第 十一 國 立： g 物 館 鉗 設に關 する 建 BI 案 
(井原； 2 介 君 外 六 名 提出) 

國立 傅 物 館钱設 に關 する 建 讚 
政府は 戰後の 純營 として 社符敎 育 及產業 開發 の搏 
關た るへ き 國立溥 物 館を 建設す へし 
右沌 謀す 

〔并原西介君登杻〕 

0 井原 百 介 君 本員は 唯今 蕺題 となつ て 居ります る 
國立邱 物 館 建設の 件に 就て、 提出の 理由を 簡 m に 申 
上げます、 國民の 智識の 普及 並に 產業 の發 達を 要す 
る こと 益々 急に なつて 來 ましたる 今日， 一般國 民の 
常識の 發 達と 云 ふこと を阏 るのは、 最も 今日の 急務 

と考 へて 居る のであります るが、 之に 對 しては 色* 

其方 法は 在る と考 へます る* 尤も 申す まで もな く， 

彤校敎 育の哿 識發達 の必 嬰で ある ことは 勿論の 事で 

あります る、 殊に 初等教育に 對 する 改善の 必要と 云 

ふことは •此際 非常な 急に 迫つ て 居る のであります 

る •併し lit の敎 育と 云 ふ 事は •無論 學校敎 育の みに 

止る のでは ない のであります、 社會敎 育の 効果と 云 

ふ もの、 犬なる ことは、 御 承知の 通りで あるので あ 

ります •此の 115 物 館を 建設し ませぅ と 云 ふ 目的は、 

即ち W 民の 常識を 發達 させる と 云 ふこと を、 吾々 は 

第一の n 的と して 居る のであります、® 物 館なる も 

の、 種類は •申す まで もない、 色々 あります けれど 

も、 兎も角も 本 U 等の 希 9 f して pr る 所の ものは、 即 

ち 此の 常識の 發達 に资 十る と 云 ふこと、 延ては 產荣 

の發 達を r#J むと 云 ふこと が 即ち 趣旨で あるので あり 

ます、 其の 點から 申します ると： K ふと、 方法は 色々 

ありませ ぅが •罟々 の 第一に 希 沼す る 所の ものは、 

即ち 吾々 が： □常用 ゐ て pr る 所の 衣食住に 必要なる 物 

lit 物は 如何にして 生 鹿され る ものである か •吾々 が 

衡耍す るまでに は 如何なる 純 過を 經て 形を 變 へて • 

所謂 著 物と なり 家 M となりす る ものである かと 云 ふ 

事を 知らし むる と 云 ふこと も、 非常に 必要な 條 件と 

考へ るので あります、 斯の 如き 物 li 總 ての 物を 一党 

に 集める と 云 ふ 譯には 行かなくて ® も 1 W 通な 物 

に對 して rs 料から 生產 の WI 序 •其 間に 機械を 運 Is す 

べき ものが あるなら ば、 其_械を述轉して、其生產 

の狀况 を 知らせる と 云 ふこと に 致したい と 云ふ考 を 

有して！ E るので あります、 其 他 策 氣 即ち 今日の 電車 


であると か、 -ISC は m 話で あると か 云 ふやうな もの、 
其 他の H 業 品等に 對 しても、 今日 吾々 が 需要す る ま 
での 锊過が 、如何にして さう 云 ふ 形に なつて 居る か 
と 云 ふ 事を 知らせたい のであります •其 他總 ての 科 
學に 就きましても、 普通の 智識を 要する ことが 頗る 
多い と 思つ て 居る のであります から、 之に 對する 所 
の總 ての m 來るだ け 多くの 設備を！ g 覽會に 設けて、 
普通 智識の 發達を 劂 りたい、 斯う考 へて 居ります， 
併し 唯々 其皰に 品物を 腧へ 、或は 機械を 運轉 する ば 
かりで なく、 是等の 物を 見まして 幾分の 智識を 得た 
結果と して、 斯の如 き 事業に 自分の 身を 將來 委ねて 
見たい と 云 ふ 者 も、 必ず 起つ て來 るで あらう、 或は 
自分の 一身を 委ねなくても •之を 更に 研究して 見た 
いと 云 ふ 者 も 起つ て 來るだ らうと 思 ひます •果して 
左 g な 事が 出 來た蜴 合 には •之に 十分の 指導を 與へ 
彼等の 希望す る 程度までの 研究を 十分に する だけの 
設備を 致したい と 云 ふ考で あるので あります •隨て 
或は 活励寫 0の方法にも法〇ませうし，或は講話の 
方法に も® り ませう し， 或は® 門 家を 紹介して、 十 
分に 研究の 餘地 を與 へて やる と 云 ふこと も 必要 だら 
うと考 へます、 故に 此 @ 覽會邱 物 館に對 しまして は 
各種の 方面の 學莕 に囑 託して 之を 網羅し 得る と 云 ふ 
事 も •亦 一つの 手段と 吾々 は 考 へて 居る ので ありま 
す、 又もう I つには、 此 目的は 東京に® きたいと 云 
ふこと が 吾々 の考で あるので あります •か、 斯く しま 
すると 云 ふと •地方の 者の 其 便宜を 得る ことが 出来 
ぬのであります から、 東京に 於け る 博物館が 稍々 完 
成しましたならば、 或は 其 I 部の 物は 地方に 之を 持 
行きまして、 適當な 建物を 利用して、 矢 張 巡回 的の 
W 物 舵と 云 ふやうな もの も 開きたい と 云ふ考 である 

のであります， 是が 大體の 仕組であります るが、 詳 

細の 事は 何れ荽 員會で 申 述べる 積り であります、 斯 

う 云 ふ ものを 持へ まする に 付て， どれ 位の 金が 要る 

だら 5 .どの位の © 地が 要る だら うと 云 ふことは、 

第一に 浮んで 来る 問題であります が、 吾々 の 希望と 

しまして は、 少 くも 之に 就て 二 萬 五 千 坪 乃至 三 萬 坪 

位の 地所を 充てたい と考 へて 居ります、 建物 も 亦 三 

階 •場合に ffi りますなら ば 四 階と 云 ふ ものにし まし 

て、 矢 張 平面© にしましたなら ば、 二 萬 坪 前後の も 

のは 必ず 要る だら うと 考へて 居ります ，綷 費と しま 

しては、 銪設の 場合に 矢 張 七 八 百 萬 乃至 千 萬 H 位の 

ものは 要する と 云 ふ考で ある •隨て 之を 一年 二 年に 


完成す ると 云 ふことは 到底 m 來な いと 思 ひます から 
繼 s 事業と する の 外は 無い のであります、 併ながら 
此 地所と か 或は 建物と か 云 ふやうな ものは、 斯の如 
き 性質の ものであります るが 故に-寄附に 待つ こと 
も 決して 雛くない と 思 ひます、 隨分 富豪の 人に なり 
ましたなら ば •吾々 の 希 菌を充 たして 吳れる 人 も あ 
るで あらう と考 へます、 現に 御 承知の 如く 外 國に於 
きます る 所の ra 物 館 杯は、 個人の 物に なつて 居る 物 
が 少なくない のでありまして、 果して 千 萬圓耍 ると 
しました 所で、 金 部國 庫が 之を 負擔 しなければ なら 
ぬと 云ふ譯 では あるまい かと 云 ふ、！#:々 は考を 持つ 
て 居る のであります、 此 問題は 矢 張 國民黨 の 柏 Ki 文 
太郞 君から 先達 提出に なつて 居る のであります、 案 
としまして は 同じ 矢張國 立® 物鉈 趄設と 云 ふこと に 
なつて 居ります が •少しく 柏 原 君の 說明を 伺つ. て 見 
ますと， 内容は 變 つて 居る のであります •併ながら 
完全な博物誼としますにほ、柏原君の御提出になつ 
て 居る 所の ものと 本 M 等 即ち fl- 派の 一— 國民黨 を 除 
く 谷 派の 方々 の 御 提出に なつて 居る ものと 綜合し ま 
したなら ば、 頗る 完全な！ g 物 rB が 出來 るで あらう と 
思 ひます、 故に 柏 原 君から 御 提出に なつた もの も、 
無論 吾々 は 賛成を しないので ありませ ぬ、 成べ くな 
らば 期の 如く 完金な ものが 出 來るや うに 吾々 は 希望 
して 居る 次第であります、 どうか 谷 派から 提出に な 
つて 居る 案で もあります る ことであります から、 御 
群議の 上 御 賛成 あらん ことを 請 ひます (拍手 起る) 
0 岩 崎 動 君 本案は 帝 國博 物筘 完成に 關 する 建謖案 
外一件の委員に"併せて付託せられんことを留みま 
す。 

0 議長 (大岡 育造 君) 御異蕺 ありませ ぬか。 

一 「異議な し異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君：* 御 異議が 無ければ 励 議の 如く 
決します， 此際 報*: があります。 

〔原 田霄記 官朗讀 J 

貴族院ょり 回付せられ たる 政府 提出 案 左の 如し 

精神病院 法案 

結核 豫防法 案 

「トラ ホ—ム J 豫防 法案  _ 

0 岩 崎 S 君 再び 日程 變更 に關 する 緊急 励餓を 提出 
致します、 即ち 此 所に 唯今 報吿 になり ました、 本院 
の 送付に 係る 政府 提出 精神病院 法案， 結核 豫防法 案 
「トラ ホ— ム」豫 防 法案に 對 し-貴族院は 之を 修正し 


て 本院に 回付せられ たるに 依り、 lit 際 貴族院の 修正 
に 同意すべき や 否やを •辞 議せら れんこと を溻み ます 
0 議長 (大岡 育造 日程 變：史 に 御 異識は ありませ 
ぬか。 

C 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛長 (大岡 育造 君： 一 御 異_が 無ければ 日程は 變更 
せられて* 右の 三 案を SI 題と 致します。 

精神病院 法案 (政^^— ffi! , ®i & 付〕 

結核 7® 防 法案 t 政府 提出、 貴族院 回付〕 

「トラ ホ— ム」 豫防 法案 (政府 提 出、 貴族院 回付} 
0 小川 平吉君 此三案 に對 します る 貴族院の 修正は 
已むを 得ざる ものと 認めます >  仍 て 之に 同意 致した 
いと 考 へます。 

〔「寶 成々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異® なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異_が なけれ ぱ 、貴族院ょ 
り 回付せられ たる 三 案は、 同意す る ことに 決し まし 
た。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 十 一、 八丈島 漁港 修雄 
に關 する 建議案を _ 題と 致します、 高木 正 年 君。 

第 十一 八丈島 浼 港 修築に 關 する 妞 議案 
(高木 正 年 君 外 三 名 提出) 

八丈島 '// /J 港 修築に 關 する ^ 議 
八丈島 漁港 修築を 國庫支 辨 とし 速に 之 か 施設を ^ 
さむ ことを 要す 
右 建 _ す 

〇 高木 正 年 君 私は まだ 十分 ® 康 が m して 居り ませ 
ぬから •座席で 極めて 簡單 に說明 を 致したい と 思 ひ 
ます、 許可を 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 高木 正 年君此 案は、 從來此 漁港 修築は •其 半を 
國庫 の負擔 とし、 其 他は 地方 費に 依て 經營 をされ た 
のであります 然るに 此八丈 島の 漁港に 付きまして は 
漁港 其の もの、 性質の 上から も、 決して 一 縣一府 の 
者の i； 業を する 處でな い、 何れの 者 も 從來三 宅 島、 
八丈島， 大島等 に付きまして、 此漁 業を 爲し たので 
あります、 近來漁 區の變 化に 依りまして 、硫黄 島 或 
は 寡 島 附近が 鰹 漁の 中心と なつて 居ります、 此領海 
に 於け る 所の ® 沏と云 ふ ものは* 極めて 赝大な もの 
であります。 

二三 一 


_立邱 物 館 fit 設に關 する® 謎 案  砧神恥院法案、結核拽防法案(贵族院回仞) 八丈烏 漁港 修築に 關する 建 諮 案 
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八戶久 慈 問 輕便鐵 lia 速成に. 凝す る！ s 薄， 案 
〔議 長大 岡 育造 君 退席 Re 議長 滔田國 松 お 蕺長席 
に 著く〕 

0高木正年君此提出は從來の關係上，千埏縣、靜 
岡縣 •神 奈川縣 、取 京 府 の代謖 士に依 て 提出され て 
居 〇 ますが 遠く 和歌 山縣 よりも 來 つて浼 業を 致す 者 
があります、 然るに 此 所謂 水產 H 業 地に 是 等の， 漁船 
の 寄 泊す る 場所が 無き掹 めに、 一旦 自分の 本土より 
餌を 嵇んで 硫黄 島 若く ほ 芻 岛に 行きます けれども， 
一た び 漁を 爲 して滿 船になる 時分には 假令餌 が 殘つ 
て 居つても、 一旦 靜岡縣 であ 〇 ますれば 靜岡縣 の 沿 
痒、 千 葉縣な らば 千 葉の 沿岸に ！ 1 つて 来なければ な 
らぬ •殊に 鰹 漁の 如き ほ 餌を 得る ことが M 難で ある 
餌を 粗末に する こと も 極めて 愼まな ければ ならぬ の 
であります が‘ 斯樣な 狀態で あるから 常に 餌を 無駄 

にして" 航海に 多くの 日子を 费 して、 十分 漁 璲を得 

ない と 云 ふやうな 今日の 15 際で ある、 所が 硫黃寡 島 

附近に 於て {£ •港！！ を 造るべき 所の —— 硫黄 島 (3: 稍 

々大な る 島であります けれども、 所謂 活火山の 系に 

1) しまして 常に 天災の ある 所で 有ります るから 迚も 

漁港に ほ 適しない 、巳む を 得ず 最も 近き 所の 八丈島 

の 漁港を 修築す ると 云 ふ 事が 多年の 問題で ある、 農 

商務省が 嘗て 日本の 漁港の 總 てを 調査した る 中に 何 

時 も 第一位に 置かれる もの ほ、 此' 丈 島であります 

所が 今日まで 政府の 執り 來つた I 前 内閣 以来 稍々 

擴 張され た 結果と して、 其戥 用の 半を 國陳 の 負擔と 

し、 其 半は 地方の 負擔 とした 所で、 神 祭 川 縣の鎌 倉 郡 

千 葉 縣の安 房 郡 等より 绘出す 所の 漁船 總てを 包容す 

るに 付て は， 餘程 大きな 港® を 要する ので ある， 迚 

も 二十 萬 三十 萬の 金で —— 其 半の 十 萬圓 位の も to で 

行けば、 地方に 於ても 負擔し 得る のであります が、 

どうしても 五十 萬 或 (X 四十 萬圓の 費用を 負擔 しなけ 

れぱな らぬ 、極めて 必要を 感じて 居ります けれども 

靜岡縣 に 於ても •千 葉縣に 於ても、 其 費用を 負擔す 

る ことが S 來な い、 况や束 京 府では 石油 酸 励 機を 持 

つて 漁に 行く ので & ります からして* 島の 關係 から 

東京 府の 者が 主！ S になつ て PT るので あります •斯樣 

な 狀態 であります から、 どうしても 從來の 漁港 修築 

國 庫 補助の 方針では V 迚も 數府縣 に S つて 一大 漁港 

の根據 地と 見るべき A 丈 島の 漁港 修築に 就て は、 矢 

張是は 何 所 かに 新なる 方面を 開いて、 國庫の 負擔と 

してやる より 外に 途が 無い と 思 ひます、 神 奈川縣 知 

事に 於ても、 千 葉縣 知事に 於ても、 靜岡縣 知事に 於 


て も •是 等に 就て は 交渉を 致した のであります が、 
何れも 同意 同感であります、 どぅしても 國 庫 の 補助 
を增 したい、 漁業 組合に 於ても、 消 業關係 者に 於て 
も， 同一 意見で あつて、 現に 過日の 謂 願委 M 會 にも 
唐 端 代議士ょ 〇 請願が {11 て 居ります が、 即ち 八丈島 
漁港 修築の 問題であります、 私共 ほ 戰 後の 我 國の產 
業の 方 rai に 就て 常に 考察 致して 居ります るが、 工業 
方面に 就て ほ •恐らく 此 世界の 競 爭場裡 に 立つ て， 
日本が 獨 立の 力で やり 得る と 云 ふ ものに 就て ほ、 甚 
だ 不安定の 立場に 居る のであります， 獨〇 漁業 方面 
ほ 我が 沿海 地の みならず、 遠く ほ 南洋の 方面へ 行つ 
て も， 又 南太平洋 辍洲の 方面へ 行きましても •漁船 
の屮繼 渡さへ ありま すれば —— 且つ 石油 發動機 汽船 
の 稍々 大なる もの さへ m 来ます れぱ ■世界に 手を 振 
つて H 本人の 活動し 煜べき 場所は， 多々 益 ある もの 
であると 斯樣に 信じて 居ります、 それであります る 
から、 水產 業の 戰後發 展を爲 す ことは •我 國の戰 後 
の發 K- 事業 中 最も 利益に して， 最も 爲す べき 事業の 
一で あらぅ と 思 ふので あります、 それに 付て は 先づ 
島嶼の 漁港を 造つ て 之を 根據 として， 是 ょり 南洋 方 
面に 出 づる •現に 南洋 方面に 於て 昨今 頗る 良き 成績 
を 得て P? る、 勢ひ是 等の 島に も、 矢張润 港を 造る 必 
要が 將來 起つ て來 ると 思 ふ、 而も 其 所要 金額は 澤山 
であるかと 云 ふと、 僅か 百萬圓 若く ほ 百 萬に 近き 金 
が あれ ぱ出來 るので ある， 戰 後の 發展 事業と して、 
價少 くして 最も 利益の 多い ものである •一時に 左樣 
な 大きな 事 も 出来 ませぬ から 先づ 八丈島に 依て 此端 
緒を 啓いて •將來 我國沿 岸の 所謂 島崾に 於け る 所の 
大なる 漁港 修築は >  成べ く國 庫の 負擔 として-小さ 
いもの ほ 地方 若く (X 國の 補助に 依て やるべき ものと 

すると 云 ふ 先例 か 作りたい 爲 めに、 此 案を 提出 致し 

たのであります •尙ほ 詳しく 申 上げたい ので ありま 

する が •何分 健康が 十分で ございませぬ から、 何れ 

是は $ 員 ® に 御 移し 下さる こと、 思 ひます るので、 

委員 會に 於て 詳細の 事を 申 上げたい と 思 ひます、 ど 

ぅぞ御 賛成を 願 ひます。 

〇 岩 崎 S 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ ん ことを 望みます" 

0 副 ■長 (濱 田國松 君) 岩 崎 君の 動議に 御異 81 あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議が 無け れぱ 動議の 如 


く 決します I 日程 第 十二、 八户 ，久慈 間 玆 ia 
速成に 關 する 建 P. 案を 議題に 致します •提出者 站 木 
錠藏 君。 

第 十二 八戶 、久慈 間 輕便鐵 道 速成に 關す 
る 建議案 (鈴 木 錠 蔵 封 外 一名 提出〕 
八戶 、久慈 間 輕 便鐵 道 速成に 關する 建篛案 
靑森縣 下八戶 港よ 〇趿手 縣下久 慈 町に 通す る輕便 
鐵 道に 就て は 政府 も已に 其の 必要を 認め 大正 九 年 
度より 十七 年度に 至る 九 箇年計 斑を 以て 其豫算 を 
計上せられ たる か 太鐵道 決定の 際は 貨物 中 石炭の 
如きは 殆と 算入せられ さるものな りしに 爾來 本線 
沿道に 於け る备 石炭 坑の發 達隆々 たる もの あり 久 
慈 町の みに 就て 見る も 出炭 量 挺に 年額 十 萬 咽に 及 
ふへ し 現在 鐵道院 ほ 遙に常 磐 炭を 仙战 以北に® 31 
する を 見る も 此の 線路の 敷設に & り 燃料の 利便を 
獲る や 大なる もの あるへ し 且又 八戶港 貨物の 八 割 
は 海上 風浪の 厄難 あるに 拘らす 久慈町 取 te の 貨物 
なる に徵 する も 本線 竣功の 上は 其の 面目を 一新す 
る や 期して 待つ へし 依て 本鐡道 速成の 必要 あるを 
認む 

右 建議す 

〔鈴 木 錠藏君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 鈴 木錠藏 君 本案 ほ 靑森縣 の八戶 港より 綴 手縣の 
久慈 町に 到る 輕便鐵 道を 速成 せんとす る 建議案で ご 
ざいます、 御 承知の 如く 三 陸 沿岸は >  平 素に 於ても 
風波 險惡に 致しまして、 航運 甚だ 不便で， 殊に 冬期 
三 箇月 間の 如きは、 交通の便を 缺 くと 云 ふやぅな 有 
樣で ございます、 之を 陸路に 求めん とすれば、 道路 
頗る 險惡 にして、 殆ど 道路と 謂 ふべき ものが 無い 位 
であります 、纔 に八戶 より 久慈 町に 到る 里程 十六 里 
を、 三日路を 費さなければ 達する ことが 出来ない と 
iK ふやぅな 不便の 處でご ざいます、 政府 も此地 方 民 
の 多年の 希 圍を容 れられ まして， 来年 大正 九 年より 
大正 十七 年に 至る 九箇 年度 計 書を 以て、 其の 間 三十 
四哩 •此 豫算 三百 七十 餘萬圓 を 以て 輕便鐵 道を 敷設 
する ことにな つて 居ります、 實に 是れは 結構な 話で 
ございます る けれども •抑々 此計畫 と 云 ふ 4 のは 唯 
々三 陸 沿岸が 甚だ 不便の 地で ある， 之に鐵 道が 開け 
れば 、隨て 其 地方が 開發 される と 云 ふやうな， 簡® 
なる 意味から 來たや うに 想像 さる X のであります が 
併ながら 近年 此 地方は 非常に 發展 致しまして、 殊に 


一ニ ニニ 

此沿道 に 於け る 石炭 坑の烫 達は、 1? I に搭 々たる も 〇 I 
がご ざいまして、 一  iS: 小 七茁噸 以上 十® ^ - 
やうな 有様で •货 押 築 散 〇 狀熊は 、面目を 一访 し - C 
居る 有樣で ございます •  W て 私 ほ 是が迚 成 c i'i' : ;  1 1 
して 二 三 0 1$ 例を 申 上げたい と 思 ひます、 第一 に 
此久慈 町を 包含す る 所の、 九戶郡 役所の ^ vt を 一寸 
申 上げて 見たい と 思 ひます， 詰まり 九 戶郡内 〇 出 人 
荷 表と 云 ふ もの if 一箇年の出荷が木材が三十茁石 
一車 七 嘲 稍と して 一 萬 罪、 木炭が 西 五十 萬 依 •是が 
五 千 車、 大豆が 八 千 石、 是が百 六十 車、 麥が 1 V.T 山 二 
千 石 _ 是 •か 二百 車， 豳が： =千以、是が三珥、將麥が 
一千 石、 是が 十八 車>  砂 鐵が十 萬 九 千 五 百 nA •水 產 
物が 十五 萬 六 百 四十 四 H 、 石炭が 七 ? I 二 千®、 又 入 
荷の 方では 主なる 物が 米.®、 石汕 、肥料、 雜 « 、 
總 重量が 三百 六十 七 萬 六 千 貫の 多き に 及んで 居り ま 
す、 斯の 如く 澤山な る 貨物が ございます、 第二には 
此八 戸驛 からして 東北 本線に 積 出す 荷物は、 大 J1-: 七 
年度の 平均を 見ます るに •一日 五十 車 以上 六十 七 Ili 
にして 尙ほ停 滯 貨物が | 萬 五千噸 の 多き を ^ して lar 
ります、 而 して 其 八 割の 荷物は 久慈 町ょり 石油 發胧 
機の 如き 不完全なる， 僅に 彐 四十噸 の 船を 以て 輸送 
し來 つた ものであります、 第三は 本年は 殊に 寒氣甚 
しく、 八戶 港は 一箇月 も 結氷して 居りまして， 之が 
爲めに 同 港の 貨物は 四 分の 一に 減じました、 それと 
反 對に久 慈 町に 於け る 所の 木炭 材木は、 山の 如く 堆 
積した ので ございます、 又 今回の 预站に 計上され て 
居ります る 所の 鮫 港、 即ち 八戶 ょり 一哩 —— 一 現苽 
の齩 港は 漁港と なりまして、 其 T» 3?: •白 二十 斑 M 計上 
されました、 而 して 其 中 八十 萬 圓と云 ふ ものは •此 
材料費で ございます、 然も 其 中には M だ 交通 不 他の 
爲め 一日 二 百 貫 積と 致しまして 馬車が 七圆と 云 
ふやうな 高僧を 貪つて 居る と 云 ふやうな 次第で、 若 
し 是が輕 便鐵 道を ¥ く 敷設す. れば 、漁港 改築に 於て 
も 非常なる 便利を 得る と考 へます、 それから f5 :-/L に 
鐵道院 自身 も、 今日 ほ 仙 K 以北の 燃料は 遙々 磐 城 炭 
を 運んで 居る やうな 有 S2 でありまして、 若し輕 便 鐵 
道が 竣工の 曉には 、鐵 道院 自身 も 甚だ 低販な る 燃料 
を煜 るの 便利が ございます、 以上の 理由に 故り まし 
て、 九® 年に ] 5 るが 如き ® だ餒漫 な 計 J!;: を 一璲 され 
まして、 速成せられ ん ことを 希 菌 する 次第で ござい 
ます、 然も 是が験 H 致します る A s> ra 橋崧太 郎君 - H- 
他 五名の 諸君の 提 m せられた る、 久慈 大船 渡の 鐵 ffil j 
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j と迎 絡し、 ai に 政府が 预览に 姐んで 居ります る 所の 

I 戶 より 大船跑 に 至る所の 鐵逍と 通 絡を 致しまして 
三 陸 沿 择線が 完成す る 次第であります、 右 ^ の 理由 
に法りまして、此案を提出しましたから、何分御密 
押の 上 御 S 成 あらん ことを 希望 致します。 

0 岩 崎勵君 本案は 誘 長 指名、 九 名の 委員に 附託せ 
られん ことを 菊み ます。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 岩 崎 君の 動 謎に 御 與謅は あ 
り ませぬ か。 

f 「異蕺 なし 異謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 誔長 (is IH 國松 君〕 御 異議が 無ければ 励 篛の如 
く 決します。 

〇 岩 崎 判 君 〇 程 十三に 對 L て、 延# の 動議を 提出 
致します。 

〇副謎 長 山 國松 君： >  動 謎に 御 異議 ありませ ぬか 

〔「異 謎な し - ffi 雜なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 .vilj 議長 (® 田 W 松 君) 御 興 P が 無ければ 延會に 決 

します、 日程 十四 •長 崎 港 海陸 聯絡 設腧 に關 する® 

謎案，提出者則元由仍君。 

第 十四 長 崎 港 海陸 聯絡 設 fiii に關 する 建議 

案 (則 元 由® 君 外 七 名 提出〕 

長 崎 港 海陸 聯綹設 備に 關 する 紐 議 

一長 崎 港 海 陴聯絡 に 必要なる 設偷 を爲す こと 

一港 內の蹈 船 浮標を 整 №1- する こと 

長 崎 港 罔の 浚渫 改良を 行 ふて よ〇旣 に 十 餘年其 の 

境域 少しく 狭き の 憾みな きに 非され とも 海港と し 

て諸多の形勝に富めるに於て他に多く匹鎰を見す 

而して 今後 世界 商工業の 中心 市 *M たるへ き 支那 南 

洋とは 随に一 衣 帶水を 隔て \ 古來通 商 K 易 上 極め 

て 密接なる 關係を 有す 支那 南 徉を屮 心と して ®: 洋 

諸 港に 來往 すへ き 内外の 船舶 « 客 か畏 崎を 純 由す 

るを 便と すへ きは 論を 街た す 殊に 上海の 長 崎に 於 

ける は 釜 山の 關 門に 於け るか 如く 相； ai の關 係® に 

密なる もの あり 今日 未た 其の 間を 聯絡す る 直 通航 

路なしと雖早晚之を抨现すへきを疑はす即ち長崎 

港は 束 洋諸 々航路に 來 往 する 内外 大小 船舶の 炭 水 

供給 港と しても 突 那 南洋を 華 主と する 貨客の 集散 

地と しても 將又 上海 K 通航 路 の基點 としても 極め 

.て 多忙なる 前途を 有する を 以て 施す に vfa 陸の 聯絡 

船舶の sg 留 、碇泊、 炭 水の 供給、 貨物の 積 卸 •旅 

客の？ f 降等に 必要なる 諸 設龆を 以てする を 急務な 

りと認 む 依て 政府は 速に 適當の 方策を is し 本 建議 
長峪港 海陸 聯絡 設糊 に關す る iitl 敢 案 


の 趣旨を 遂け しめられむ ことを 望む 
右建識 す 

〔則 元甶 庸君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 則 元 由 1,1 君 唯今 議題に 上つ て 居ります る •長 崎 
港 海陸 聯絡 設備に 關する 紐 蕺 案の 提出 理由を 申 上げ 
たぅ ございます、 長 崎 港は 諸君 御 承知の 通りに、 昔 
し ? 2 永年間に 開港され ましたので* 三百 年 以上の a 
い歷史 を 有つ て 居ります、 其 港の 形狀を 申し ますれ 
ば、 柬 、北、 西の方は 高い 山を 以て 圍 まれて 居り ま 
す，® り 南方が 開けて 居りまして、 海水 深く •船の 
碇泊には 最も M 利 好き 港であります、 昔ょり 此港は 
種々 の歷史 を 有つ て 居りまして、 幾多 西洋文明の 門 
戶とな りまして、 我 帝 ka に 非常なる 貢獻を 致して 居 
る ことは、 今 ? ii ょり 申 上げる まで もない、 培り H い 
，史を 有つ て屛 るの みならず、 現今に 於き ましても 
最も 樞耍 なる 港で ございまして、 il 又 次第々々 に發 
展進步 を 爲 しつ i あるので ございます、 即ち 麗長崎 
の 時代に 人 n® か 三 萬を 览 して 居りました、 明治 二 
十二 年 市制 SS 施の 際に if 漸く 六 萬'.! /,. ハの 人口で あ 
りました が* 現在に 於き ましては、 十九 萬 何千と 云 
ふ 大数を 数 ふること にな りました、 即ち 三十 年間に 
於て、 三倍 以上に 人口の 蕃殖を 來して 居ります •而 
して此 S 内に 經營 されて 居ります 造船所は、 御 承知 
の 通り 束 洋 第一の 三菱 造船所が あり、 其 他 大小 幾多 
の H 場 >(>. 近頃 經營 されまして、 次第に 發展を 致して 
居ります、 港外には 又 彼の 有名なる 三菱萵 島の 炭礦 
其 他 幾多の 大小 礦區が 散在 致しまして、 此 港に 出入 
する 所の 船の 燃料を 供給す るに 餘り あるの みならず 
一方 石炭の i!i 出港と して 名を 成して 居る 港で ありま 
す、 而して 尙ほ此 地形は、 九州の 西 端に 位して 居り 

まして、 吾々 は 最も 此茭 那贸易 上に 重きを 爲す 所の 

上海、 東洋 唯一の 贸易 港た る 上海と 日本との 間に 於 

きまして •最も 此港は 近いので あります、 即ち 此長 

崎と 上海との 龃離 を 申 上げます と、 (1 に 四百 六十 九 

哩で ございます、 で 今日 船の 交通 致して 居ります る 

大 ~ta の 船の 時 問を 要します る ことが 約 四十 時間で あ 

りまして、 若し 快速 力の 船で ありましたならば* 僅 

か 一晝夜 即ち 二十 四時 間 内外で、 到達す る ことが 出 

來 ると 云 ふやうな 處で あります、 斯樣な 次第で あり 

ますが、 遣憾な がら 此 度の ® 亂以 後， 僅に 一週間に 

一回 だけの 定期船が ありまして、 元と 二回で あつた 


P が 戰爭 の餘 響を 受けまして •半減 即ち 半分に なつ 
て 居ります、 然るに 前 申 上げました やうな 次第で ご 
ざいまして、 又 吾々 の 聞く 所に 依り ますれば. 上海 
には 近く 大築 港の 計 E が あると 云 ふこと を飧つ て 居 
ります、 又此 後方の 九州と 本土との 聯絡に 付き まし 
ては、 政府に 於き まして 海底の 瞇道を 設けて、 此九 
州と 本土と を 唯今の やうに 迂濶な る 方法を 用 ひず、 
知ら 7 識ら ずの 間に 通過す る ことの 出 來る御 計晝の 
あると 云 ふこと を 承つ て 居ります、 さう して 見ます 
ると、 此長 崎と 云 ふやうな ものは、 跟離 に 於き まし 
て も 其 他の 點 ょり 考へて 見ましても， どうしても 此 
支那との 交通を， 一曆便 利に しなければ ならぬ こと 
、私は 考 へます、 唯今は 御 承知の 通りに、 直通列車 
が關 門を： 抑 過 致しまして •朝鮮を 經 て歐羅 巴に 交通 
する ことにな つて 居ります、 吾々 が 最も 熟 望 致して 
居ります 即ち 對茭貿 易を 是 以上 發達 をせ しむる 方法 
として、 丁度 關 海峡を 通つ て歐羅 巴に 通ず る 彼の ii 
絡 船と 同樣 に、 我 長 崎 港ょり 上海に 向 ひまして、 一 
週 問に 二回は 愚か， 毎日 若く は 關門 通り 一日 に 一一 回 
位の 交通を しても、 尙ほ 足らぬ と 云 ふやう に 後 来は 
なる だら うと 思 ひます、 然るに 唯今の 狀熊は 前 申 上 
げ ました やうな ことで、 甚だ 長 崎と 上海との 航路は 
閑却され て 居ります が、 是ほ遺 憾千 萬に 思 ひます、 
此 航路は 是非とも 何等かの 方法を 以て、 近い 内に 御 
攻究を 願 ふやうな 方法を、 私共 も尙ほ 他の 別 案に 於 
て 攻究 致したい と 思つて 居ります が、 其 前に 當りま 
して 先づ此 港の 改善を 計りまして、 互に 交通す る 所 
の 船と 陸との 間の 設備を 完全に 致し ませぬ ければ、 
如何に 船 ほ 澤山 持つ て 居りましても、 何等 其 効用を 
爲さ ぬと 云 ふこと を 考及ぴ まして、 乃ち 本案を 提出 
致しました やうな 次第で ございます、 此建 議 の 主旨 
となつ て 居ります のは！ 一つ ございまして、 第一は 此 
陸上 等の 設備であります •此 設備に 付きまして は、 
® 多 方法 も ございませう が、 即ち 棧 橋を 設け、 若く 
は 淺い處 は 浚渫を 致しまして •兎に角 も 船と 陸との 
間の 接續 を完う 致したい と 云 ふので、 上海に 交通 致 
します 位の 船は、 直き <に 接 橋に 著く やうに 致し 
まして-さう して 大なる 船の 歐羅巴 航路の 如き もの 
.は、 即ち 沖の 方に 著け まして、 さう して 石炭 船で あ 
れぱ 左右より 積' 取を 致し， 又 寄港 船で ございま する 
と 云 ふと、 他の脬 船を 以て、 人の 送迎を 爲すと 云 ふ 
やうな 方法に したいと 云 ふの が、 即ち 此第二 項に 當 


ります ので、 唯今 浮標を 港內に 政府より して 設けら 
れて居 ります けれども •其 浮標 即ち 「•フイ」 と 云 ふ 
ものが， 谷 處に點 々散在 致して 居ります が爲 めに、 
之に 犬なる 船を 盤ぎ ますと •却て 港内 船舶の 通路を 
妨害 致します、 と 申します ものは. 點在 致して 居り 
ます r ブイ」 に 大きな 船を si ぎます ると、 潮流の ま 
に/ \ ，又は 風の 都合に te りまして 其の 船が 位置を 
變動 致します、 さう 致します ると 云 ふと、 挾い 港の 
「ブイ」 であり ますと 他の 船の 非常な 妨害を 致し ま 
す、 故に 政府に 於て 相當な 力 法を 用ゐて 之が 整理を 
爲す 、即ち 或 一つの 「ブイ」 に 船を K ぎます 場合に 
當り ましては 舳を繫 4 、次の r フイ」 に li を騰 ぎ、 
舳と 舳 と 兩方繫 ぎまして、 さう して 之を 連結 致し ま 
すと、 他の 船の 妨害を 爲さ ず， 其 船 自體の 安全を 得 
る こと、 私共は 考へて 居ります、 併し 是 等の 方法に 
就きましては-何れ 當局 者に 於て、 尙ほ より ！  1 .上の 
成案が ありましたならば、 兎も角も 是は 其方に 御委 
せを する のであります けれども* 吾々 の 希望す る 所 
は •何を 言 ひましても， 現 狀の有 樣に滿 足す る こと 
は 出來 ませぬ からして、 此二つ の ものを 完全に した 
いと 云 ふので あります、 尙ほ 終りに 私は 港の 經歷に 
就 ■て 一言 致しまして、 •御 參考に 供し やうと 思 ひます 
私共の 考ふる 所に 依ります れば 、此長 崎 港と 云 ふ も 
のは 國の 港であつて、 市民の 港では 無い、 即ち 國の 
港で あるから して、 此港の 設備に 付きまして は、 國 
の 力を 以て 爲す べき ものであると 信じます、 然るに 
從來歷 代の 政府に 於き ましても， 餘り 此の 長 崎の 港 
に 重きを 措かず、 何時も 閑却され て 居ります やうな 
次第で ございます が 偶々 日淸 戰爭 後に 船舶の 出入が 
非常に 頻繁と なりまして、 次第に 支那との K 易 も發 
達する 場合に 當 りまして、 悠々 として •過去る 譯に 
行き ませぬ から、 當 時の T1J 民は 非常なる 奮發を 致し 
まして、 約 五 百 萬 ! 11 の 巨 •« を 投じて、 港 ® の 改良を 
企てた のであります、 其 時分に 國 庫の 方より 八十 萬 
の 金の 補助を 受け、 縣 費より 二 十 萬の 補助を 受け ま 
して 其 餘の約 四百 萬 圓と云 ふ 金を 市より 出しまして 
今日に 至る まで、 尙ほ 其市價 の 償却に 苦んで 居る と 
云 ふやうな 次第で ございます、 斯う 云 ふやうな 譯で 
ございます が、 日淸戰 串 後に やりました 所の 港_ の 
改良と 云 ふ ものは、 唯々 第一 期の 工事と も 謂 ふべき 
もので ございまして、 即ち 淺き處 を 掘り、 其 掘り ま 
した 坪數が 、約 五十 九 萬 立方 坪で ございまし -C- , 埋 
一一 三 三 
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築 致しました 所の 士地 は、 約 11 十 萬 平面 坪で ござい 
ます、 其 二十 萬 坪の 中より 通路、 薛渠 、及 工場 敷地 
の 如き ものを 設けて， 玆に大 長 崎を 成す と 云 ふやぅ 
な、 其資に 供して 居る 次第で ございます、 今日 以後 
に 於き まして ほ、 即ち 第二 期、 第三 期の 計 ®! を 致し 
まして、 前來申 上げます る 如く、 我 長 崎と 上海と を 
結 著け て 今日 以上の 大なる 發展を 致したい と 云 ふの 
が、 即ち 本 建議案を 提出 致しました 所の 理由で ござ 
います、 尙ほ 詳しき 顚 未に 就きまして ほ， 委員 會に 
於き まして 詳細 政府の 御意 見 も 叩きます し、 吾々 の 
意 控の 在る 所を 御 話 致しまして、 御 協賛を 得たい と 
思 ひます、 一應說 明を 致して 置きます。 

0 岩 崎 動 君 本案 ほ 謬 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ ん ことを 望みます。 

0 副議長 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「 異藕な し 異議な し」 と 呼 ふ 者. あり〕 

0 副議長. 濱 W 國松 君) 御 異議が 無ければ 励 議の如 

く 決します、 日程 第 十 J;: 、 雨 肥筑貫 通鐵道 敷設に 關 

する 建議案， 提出者 Kf fi] 十衞君 。 

第 十五 兩胪筑 貫通鐵 道 敷設に 關 する 建議 

案 (川原 茂 輔君外 二 名 提出) 

兩肥筑 貫通 鐵道 敷設に 關 する 建議 

一佐 賀縣 下佐賀 市より 福岡縣 下若津 港を 經て九 管 

矢 部 川驛を 過き 熊 本縣 下南關 町， 山 鹿 町 及隈府 

町を 經由 して 大津 町に 至り 豊肥 線に 聯絡す る. 

道 

右鐵道 ほ產椠 の發展 交通 機 關の不 備を補 はむか 爲 

sift 設の 必要を 認む 政府は 速に 調査を 遂け 建設せ ら 

れんこと を 望む 

右 建蕺す 

〔原 田十衞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 原 田 十 衞君此 建議案 ほ 佐 賀縣 下佐賀 市より、 福 

岡縣 下若津 港に 至りまして •それより 更に 九州 本線 

の 矢 部 ) 1! を經 まして、 熊 本縣の 南關町 •山 鹿 町、 隈 

府町 等を 經 まして、 熊 本より 大分に 達する 所の 豊肥 

線に 速 絡せ ん とする 所の 約 五十 三哩 許りの 鐵道 であ 

ります， 此鐵 道を 敷設 致しまして 、沿線の 產 業、 交 

通の 發睃を 期した •いと 云 ふの が、 本案 提出の 理由で 

あります、 此 沿線は 肥 前 •筑 後、 肥 後の 最も 生產の 

豊富なる 土地を 貫通 致す のでありまして、 物資の 豊 


富なることほ、申すまでも無いのであ0ます、どぅ 
ぞ 諸君の 御 協賛を 得まして、 滿場 一致の 御 賛成を 希 
望 致します。 

【拍手 起る〕 

0 岩 崎 剧君 本案は 露 長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられん ことを 菌み ます。 

〇 副議長 r 濱田國 松 君〕 動議に 御 異議は ありませ ぬ 
か。 

=, 異_な し 異_ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (m 田 國松君 〕 御 異議が 無ければ 動議の 如 
く 決します、 日程 第 十六、 音 樂學校 設置に 關 する 建 
議案を 議題と 致します、 提出者 賴澤總 明君。 

第 十六 音 樂學校 設置に 關 する 建議案 (鵜 
澤總 明君 外 二 名 提出〕 

音 樂學校 設置に 關 する 建議 
音樂は 優雅なる 情操を 涵養す ると 共に 又 能く 剛健 
沈勇の 氣象を 帥ゐて 高遠 雄大の 協調を 運 成し 殊に 
諧律 整然たる 共同 精神を 發 揮す るに 於て 最威力 あ 
り 一般 風尙 と道德 とに 及 ほす 影 ■絕大 なりと 謂は 
さるへから す 然るに 現在に 於て は 唯 東京に 一箇の 
音 樂學校 あるの み 時代の 趨勢に 鑑み 誠に 遺憾な り 
とす 政府は 速に 大阪又 ほ 京都に 音樂學 校を 設置し 
て 殊に 洋樂 の敎 育を 盛なら しめむ ことを 望む 
右 ^ 議す 

〔法 學博士 鵜澤總 明君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇法學 博士 鹈澤總 明君此 建議案は、 日本に 於て 唯 
唯 東京に 國 立の 音樂學 校と 致しまして ほ m 京 音 樂學 
校 一つ あるの みであつて、 甚だ 此 音樂敎 育の 上に、 

殊に 此洋樂 の 敎 育の 上に、 不十分で あると 云 ふこと 

を 感じて、 提案を した 次第であります、 我國が 正義 

公道を以て世界に鳴つて居ると云ふことほ，明白で 

あるに 拘ら ず、 斯の 如き 國に 於て、 而も 音樂敎 育の 

未だ 十分で ない と 云 ふことは、 甚だ 遺憾に 考 ふるの 

であります、 而 して 先づ 建議者の 提案と 致しまして 

は、 大阪 若く は 京都の 方面に 於き まして、 今一つの 

音樂學 校を 國 家の 施設と して、 經營 をして 貰 ひたい 

と 云 ふこと になる のであります、 一昨年 三 田の 博物 

舘を 見ました 時に、 丁度 九 鬼 男爵の 紹介に 依り まし 

て 「オル チン」 と 云 ふ 大阪に 居ります 西洋人に 會う 

たこと が あるので あります、 所が 此 「オル チン」 氏 

の 話に 依ります ると、 日本に 於て 伊藤 公爵 其 外の 名 


流の 求めに 依りまして、 初めて 米国から 「ビヤ/」 
を 取 寄せて、 さう して 「ビ ヤノ」 の 演奏を やつた の 
が • & 分の 一番 初めの 羥驗で ある、 其 後 三十 年 以上 
を轾 過した 今日の 日本の 音 樂の狀 態と 云 ふ ものは、 
基に 淮步 した もので あつて、 殆ど 隔世の 感があ ると 
言うても 差 支ない、 斯う 云 ふやう に 言 ほれて 居り ま 
すけれ ども ■併ながら まだ 歐米諸 國の音 樂敎 育に 比 
較を 致します るなら ば、 甚だ 遲々 たる もので ありま 
して、 決して 誇る に 足らぬ のであります、 } 1 逸の 如 
きは 千 九 百 十三 年の 調査に 依りましても、 全 國に四 
百 三十 三 箇所の 音樂學 校が 在りまして、 其內の 十一 
は國立 音樂學 校であります， それから 英國 である • 
或は 佛蘭 西で あると 云 ふやうな 諸國に 於ても、 殆ど 
之に亞 ぐ や 5 な狀 態であります、 今度の 戰爭に 於き 
ましては、 其國 民の 思想の 統一の 場合に 方り、 或は 
非常に 雄大なる、 或は 勇氣を 現は して 非常に 此國民 
が 大捷を 得る やうな 事に なつた のは、 音樂 の影饗 が 
多 かつた と 云 ふこと ほ、 明白の 次第にな つて 居り ま 
す、 我國に 於ても、 どうか 此 思想 問題と 共に 音樂敎 
育を 一層 完全に 致しまして、 健全なる 音樂 を， もつ 
と國民 的に 普及せ しめたい と 思 ひます、 假 りに 敎育 
家と して 敎 壇に 立ちます 場合に、 最も 進步 せざる， 
最も 幼稚なる ものは 洋樂で あると 思 ひます、 どうか 
其 意味に 於て 此 建議案を 御 研究の 上、 本案の 通過 あ 
らんこと に 御 賛成を 願 ひたい。 

〇 岩崎黝 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 励 議に御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 の聲 起る〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 御 異議 無ければ、 動議の 如 
く 決します 、日程 第 十七、 財政 整理に 關 する 臨時 調 
査機關 設置の 建議案を 議題と 致します。 

第 十七 財政 整理に 關する 臨時 調査 機關設 
置の 建議案 C 犬 養 毅君外 三 名 提出〕 
(委員長 報吿) 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 委員長の 報吿を 求めます、 
川原 茂 軸 君。  . 

〔「氣 賀勘重 君が 說明 します」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 委員長が 居られ ませぬ けれ 
ぱ 、理事の 氣賀勘 重 君ょり 報吿を 求めます。 

, C 法學 博士 氣賀勘 重 君 登®〕 


二三 四 

0 法 學 博士 氣这勘 IRI ti I 委 a l fi l t: l f' l tf. I で •こざい ま. TI 
から、. 私から 御 報吿申 上げます、 此建班 案の 朽， 
提出者 —— 犬 養 君から 木钤に 旣に述 ベら れま した も 
のでありまして，® 承知の こと、 存じます が、 押 ^ 
界大變 革の 後を 承け た 時であります から •政府 CW 
政 計 SH にも、 種々 龄理を 加 ふべき 3f が 非常に 多いだ 
らう、 其 整理の 爲 め、 llio 野の 學識 經險あ る湃を 犯め 
て、 調査 機關 を設 匿したら K からう、 斯う 云 ふ 印 通 
案で ございます、 特別委 員 會は此 案に 就きまして， 
委員 锊を 開く ことが 四 度で ありました、 さう して 提 
案 者に 對する 質問、 並に 政府 當局殊 に大藏 大臣 •並 
に總理大臣の出席を求めまして*質問を爾ねたので 
あります、 其 重 ねました 結果は、 之を BJ 決する と 云 
ふこと になつ たのであります、 其 經過を 大骶申 h lf 
ますと、 初めに 此案を 密議す るに 方つ て 先 づ第 一に 
疑問と なつた のは， 一體審 奔すべ き 叫 M は、 如何な 
る範 園に 渉る ものである かと 云 ふこと であります • 
此 事に 就きましては， 提案者の 野 添 君から して、 0 
面を 以て 調査 項目を 提出され ましたので あります、 
其調赉 項目は 八つあります、 即ち 谷 W1 税制 整理、 取 
賣斟 第 整理、 公® 及 借入金 整理 •各 裨宫梁の整®、 
谷 柿 特別 ir 計の 整理、 谷稱 S: 任綷理 の 整理、 地方 財 
政の 整理‘ 殖民 地 財政の 整理、 斯樣 に'® 條褐げ て 
ありまして、 それに 附帶 して、 尙ほ 財政 整理に 關聯 
して 攻究すべき 問題と して、 尙ほ鐵 逍 とか* 港 §2 と 
か、 社會 政策と 云 ふやうな 七つの 項！^ を擧げ まして 
是 等の 事に 就て 調査す る やうな 機關を 設けたい と X; 
ふ事であ0ます，此書面を見ますと、非常に其諷 -;';- ' 
範圍が 廣くな つて •恰も 內 閬 の 仕事に 金 部涉る やう 
に 見えました ので、 餘り範 _ が I3r 過ぎは しない かと 
云 ふやうな 議論 も 大分 & つたので あります が >  段々 
質問を 重ねます に從 つて、 提案 漭の 趣旨 も Y 解され 
て參 つたので あります、 其 趣葸は 最後に 總 理大以 に 
對し て、 提案者の 野 添 封から して 質問を した 時に、 
斯う 沄ふ 事を 申された ので、 大體 分る だら うと 思 ひ 
ます、詰まり先程申した税制整现、專 !3 琪椠とか、 
公債 借入金の 整理と 云 ふやうな 事 tt'j を 研究して 貰 ひ 
たいと 云ふ筘 望で ある、 但し 是は大 體 斯う iK ふ 事を 
調査して ® ひたいと 云 ふこと であつ て、 必ずしも 是 
等の事椚を金部調丧せねばならぬと云ふ趣怠の妞® 
でない、 調査すべき 項目の 事 •それから 機關の 組織 
の 事、 是 等に 就て は 唯々 提案者が 希 朝を 述べた だけ 


n p 衆街羚 ra 帝 同一 十 r 笕 


| であつ て、 其 詳細を 決定す る ことは 政府の 採 掙に委 
せる ので ある . 

『副 耦揭苽 田國松 打 ^ 長 席を 退き 謎 長大 岡 育造 
君 ® 席〕 

〇 法 ^ |'5 士 氣贺勘 重 S だら う 其 全部を 調 ? t されて 
も、 幾分を 調 1? されても •其點 に 就て は 政府に 委せ 
ると 云 ふ、 斯様な 譯で あります、 斯う 云 ふ 申 IU が あ 
りました ので、 大體此 調 杏 項 H なる もの 5 r さう 確 
定的の 御 定案 でない と 云 ふこと を 吾々 は 了 ! i!? したの 
であります‘ 其 m 織に 就ても， 唯， 朝野の 學識經 驗 
ある 苦と 云 ふだけ であつ て、 之を 兩 院議 M から 採る 
其 他 如何なる 方面から 採る かと 云 ふ ?} -f に 付て は， 政 
府の裁 话に 委せる、 斯や うな 趣意で あると 承り まし 
た、 是に封 して 總理大 臣 は大猾 同 r( の® 味を 表明 さ 

れた のであります、 今日の 際に 常つて、 財政の 整理 

の 必要なる ことは 認めて 居る-又 唯今 野 添 君の 中し 

たやうな 希 a であつ て •斯う 云 ふこと を 望む と 云 ふ 

ことで あれ ぱ 、之を 參酌 して考 へて 見ても K しから 

うと 思 ひます， 其 細かい 組織の 琪に就 ては、 尚 ほ 十 

分考 ts しなければ ならぬ •御 ® 旨け 御 尤で 賛成して 

宂し いと 云 ふ W 明で ありました、 此 言明を 諒と 致し 

まして、 委 fl a- の 各位は 此 案に 锊成 された ので あり 

ます、 m し 序に 御 報 f? 致して !.■? きます が •此 案に 就 

て 遇 政 斡の 野 村 君と 思 ひます が、 財政 計 51E と 云 ふ も 

の ほ、 璁 て K 內閣 の經输 の 表れる M も 主 もなる もの 

で， 内閣の 經綸 iT 殆ど 此 W 政 計 迸の 上に 表れる の 

である 、此 計 W に 就て 整 Bli の £1 め委 M を 設ける と 云 

ふことは、 內閣を 信 任す る ことが /II 来ない から、 斯 

う 5C ふ 機 關 >v .設ける 必要が あるかと 云 ふ fr 問 も あり 

ました、 之に 對 しては 提案者は 決して さう 云 ふ SS 味 

ではない、 政府 不 信任で ほない と 云 ふ 答で ありまし 

た •それから 討論の 際に 常り まして、 此建諸 案は、 

政府 不 信任の 意味で ない と 云 ふなら ば， どうも 葱 味 

を 爲さぬ やう だ •詰まり 財政 計奄は 、政府の 純 輪を 

十分に 示すべき ものである、 政府が 全力を 以て やる 

べき ものであるから、 斯樣な 調査 隗關を 設けて、 更 

に 色々 な 事で 製 时を 加へ る やうな 事を しては、 却て 

煩雜 面 ®! ではない かと 云 ふやうな 御 趣旨で， 反對の 

御 SS 見が ありました が、 此反對 尥 見は 少數で 消滅し 

まして、 結局 K 案 可決と 云 ふこと になつ たので あり 

ます、 何れ此 反對 意見 ほ， 野 村 打から 十分に 說明せ 

られ る af と M ひます から* 私は 其 ffic 見の あつたと 云 


ふこと を 御 報 牛 |-'| して、 可決し 次と 云 ふこと を 御 報 佐 
する に 止めて ®' きます。 

〔拍手 起る〕 

〇? 一長 (大岡 育造 君： >  野村嘉 六 君。 

〔野 村 嘉六嵙 登 ® 一 

〇 野 村 諮 六 君 私は 木 案に 反 對す る莕 であります、 
唯今 委員長の 報带 にも あ 〇 ました 通り、 财 政の 關係 
は 國家 の S 大なる 仕事でありまして、 即ち 財政の 按 
排考 tt を 十分に やりましたなら ば、 其 政府の 成 紐を 
得る、 萬 一之に 反して 其 按排 計 迸を 誤つ たなら ば， 
其內闐 は 即ち 能力の 足らぬ、 所謂 政治を 爲す 資格の 
爲 い 内閣であります、 故に 政 3S 内聞 li 勿論、 藩 M 内 
閣に 致しましても、 財政 計畫と 云 ふこと に 就き まし 
て ほ、 至大の 注意を 柳 ふので あります、 言ひ換 へれ 
ば 内閣の 第一の 貴仟 問題で ある、 第一の 使命で ある 
それで あ 〇 ますから して， 社會は 新に 出來た 原內閣 
又 如何なる 内 [H] に 向つ て も、 如何にして 其 財政の 按 
排を する かと 云 ふこと ほ，：： S も注愆 して 見る ので あ 
ります， 現内閣 も 成立 常時總 理 大臣は 常 議會に 於て 
財政に 關する 所の 一 班を 述べられた、 其 時には 現 內 
閣は 成立 日が 戌 い、 それで あるから 十分の 施設が 出 
来ない、 要するに 來 るべき 年度に 於て は、 此社會 の 
變 遛に腮 じて •相 常なる W 政 計 螯を 立て •さう して 
諸 射の 協 ?? を 經ると 云 ふ® 旨の 演説が あつた、 即ち 
現内閣；！ T 本年 It 十分の 純 論を 施す ことは 出来な か 
つたが、 來年ほ 述べられる 如く 經綸抱 負の 見るべき 
もの ありと 云 ふこと を* 今から 表示され たので あり 
ます、 又內閣 として さう あるの が 常然で ある、 國 K 
も 斯く期 待して 席る ので ある、 財政に 關する 現內閣 
の綷綸 抱负 旣に斯 の 如し、 加 ふるに 谷 政黨政 派に 於 

ては， それ'^ 財政 税制に 對 しては、 繼紉 的の 調査 

_關 を 設けて 居る ので ある， 他の 臨時 的 一時的の も 

のでな くして、 ® も 必耍な 琪 であるから、 それ f 

繼緵 的に 委贷を 設けて、 さう して 財政 税制に 關 する 

所の、 諸般の 研究 討！！ を R ねつつ あるので あります 

加 之 吾々 三百 八十 一人の 黐 M け、 是亦财 政に 關する 

所の 研究 討 謎は、 當然 しなければ ならぬ 責任が ある 

のであります、 議員の 最も ® んずべ きものは 此點で 

あります、 故に ll-h 謎 ir に 於き ましては、 豫算委 貝と 

して 常 tt 姿 員 六十 三人の 委員を 以て、 密議 討論され 

つつ あるので あります、 斯の 如く 政府に 於て は、 旣 

に來 年度に 於て 經綸拘 負の 聲 明を 爲 し、 谷 政 黨に於 


ては それ^- © 續的の 調 丧機關 を 設け、 又識員 の 職 
寶 として、 吾々 が 十分 沲識 討論せ ねばならぬ、 其 •>. 
に尙ほ 別箇の 調 . « 機關を 設ける と 云 ふことは、 私は 
屋 上屋を m ねる やうな もので ありは せぬ かと 思 ひま 
す、 さう して此 調赉 機關 に對 する 所の 提出者の 御意 
見は、 躂菌家 ょりは、 成るべく 學識 經驗に 富んだ 者 
を 以て 組織した いと 云 ふ 御說 である、 それは 聲望家 
を 以て 組織され て pr る 所の 調资 ir は， 從來の 經驗上 
成績が 餘り 良 くないと 云 ふこと である、 併し 私の 考 
では、 智識、 經驗 、修養を 積んだ 結果、 所謂 聲望家 
となり、 人望家と なり、 技 舸 家と なつて 現れる ので 
あつて、 聲菌 家を 拔き にした 智識 純 驗 者と 云 ふ もの 
は、 餘 りさう 餘計 にある もので ないやう に 思 ひます 
煎じ詰めたならば •即ち 睇 S 家と 云 ふ ものは •必ず 
や 智識 純 驗から K- 要素を 成して 居る やうに 感ずる の 
である、 さう 致します と-結局 從來 ある 所の 調査 會 
と 五十 步百步 でありは せぬ かと 思 ふので す， 故に 私 
ほ 此 特別 調査 會は •特殊の 効能 無しと 思 ふので ある 
又 反對の 議論に 於て は •興 論の 代表と 云 ふ 議論が あ 
るか も 知れ ませぬ、 併ながら 國 論の 代表、 興 論の 代 
表は、 吾々 11 一 百 八十 一入の 議 M が爲 して 居る ので あ 
る， 又 時の 政府が 輿論を 顧みず、 輿論を 參酌せ ずし 
て， 財政の 計盡を 立てる やうな 無謀な 事は せぬ と 思 
ひます、 陆か の人數 で少數 と 云 ふこと であるから* 
其 人數の 程度は 分り ませぬ が、 若し 是が 二十 入 か 三 
十 人であつた ならば •此！ 一十 人 三十 人の 者が 輿論を 
代表して、 吾々 H 百 八十 一人の 者が 輿論を 代表せ ぬ 
と 云 ふ 理由は、 見 US す ことが 出来ぬ ので ある、 時の 
政府が 輿論に 構は ずに やる と 云 ふやうな 事は 思 ひ 浮 
ばない ので ある、 况や斯 の 如き 調査 機關 はどう か 致 
します と， 責任の 避難所になる 腐が あるので ありま 
す、 今；！！ も G 々質問 致します と 云 ふと， 政府は 動 も 
すれば， 調 夜 會に 於て 未だ 決定して 居らぬ と 云 ふや 
うな 言葉を 以て、 答 へられる ことがあ るので ありま 
す* それであります から、 政府 當然の 責任た る 財政 
計* に對 して、 一の 避難所を 掊へ ると 云 ふことは、 
立憲 政 體に 於て、 決して 好い 事で ない と 私は 信ずる 
のであります •又此 調査に 依らなければ， 財政の 方 
針の 確立を 期す る ことが 出来ぬ、 斯の 如き 事で あつ 
たなら ば、 私は 其 政府 自身が， 自己の 力を 以て. 國 
政を 熒理 する 所の 力が 無い と 云 ふこと を， 自白した 
ものと 思 ふので あります、 又 極く ^ 微な 問題で あつ 


たなら ぱど ぅで あると 申し -i すると 云 ふと •是ほ 委 
員長の報吿の通 .0 、謂はば手足蹦になる所の傾があ 
るので ある， 併ながら 調査 會 中に 國 民の 施設と 相 須 
つべき 性質の ものが ある、 it へて 見れば 國民經 濟調 
査會の 如き 是であ る •是 等の 如き ほ、 人民と 相 須つ 
て 施設を 講ずる に 非ず んぱ •其 効果を 擧げる ことが 
出來 ませぬ からして、 斯の 如き ものに 對 しては 調査 
機關 が必 's.i である •財政は 獨り 政府の 任ずべき もの 
である， 此 意味 合に 於て、 私は 斯の如 き 機關は 不必 
要な りと 信ずる ので ある、 併し 特殊の 臨時 敎育 調査 
會の 如き、 稍々 是ほ特 殊の 技術に 13 する ものである 
財政は 普遍的， 一般的の 政府の 政策經 綸に 屣 する 事 
である、 それで あるから， 偶々 臨時 敎育 調査 會の成 
績が 少し 許り 擧つた 所で， それを 以て 律す る 事は 出 
来ない、 それから 從 來調资 會が補 々ありました 、併 
ながら 多くは それは 政府 自身の 仕事に 腐す るから し 
て、 任命され た 所の 委 M は， 矢 張 政府の 役 八の みで 
あります、 種々 の 調 茲會が あります けれども， 斯の 
如き 次第であります から、 私は 財政の 整理、 税制の 
整理と 云 ふ 事は、 最も 必要と 信じて 居る、 併ながら 期 
の 如く 手足® にならず んぱ ，無能力 表示の 機 關を設 
ける 必要は ない と 思 ふ •况や 提案者は 曩に 提出され 
た 時には、 其範圍 非常に 廣くあ りまして、 殆ど 財政 
の 全般に 渉り、 責任の 無い 一つの 此 所に 政府を 造る 
かの 如くで あつたが、 それが 唯今の 委員長の 述べら 
れた 通り、 此範圍 が 段々 縮小され まして、 財政 整理 
に關 する 調査 要目と して、 最後に 八箇條 殘つた ので 
あります、 此八 箇條も 確信が あつて、 必ず 之を 調査 
して 吳れと 云 ふので はない、 取捨は 政府の 自由な り 
と 言つて、 提案者 自身が、 初めには 殆ど 第二の 政府 
の 仕事を する かの 如き 語氣を 以て 說 明され ながら、 
最後には どれでも 望み次第、 決して 不平 (3; 言は ぬと 
斯の 如き 結果に 立 至つ たのは、 要するに 提案者 自身 
も、 磘信が 無い と 云 ふことの 證據で あると 思 ふ (ひ 
や  <) 故に 私は 期の 如き 案に 對 しては、 全然 ! 2. 對 
する のであります、 併ながら 財政 整理、 税制 整理， 
是は 必要で ある、 故に 萬 一此 W を擧げ るなら ば， 原 
總理 大臣の 言は れる 如く デニ 年 1 一一 年後に なつて 漸く 
効果が 現れる と 云 ふこと である、 二 年 三年 後に なつ 
て 効果が 擧 るのを 待つ よりは， 寧ろ 進んで 總理 大臣 
の言賀 に對 して‘ t« 政府に 於て、 是非 来年 度に 於て 
相當財政整理、税制龄理の方案を以て，議會に臨む 
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北鮮； S 日本 忍 I2rr 舫络延 長に 閱すろ 建 ls§ 案— 
と 云 ふこと を 請求して K くの が， 却て 提出者の 本® 
の 効果を 琛げる 所の 捷徑で あると 信ずる ので ありま 
す、 私の 本案に 對 する 反 對の諮 論は 以上の 如くで あ 
ります (拍手 起る J 
〇 諮 長 C 大岡育 迭 君) 小 林 源藏 君。 

〔小 林 源 藏君 登杻〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 林 源 藏君 諸君、 本 H ほ 少々 咽喉を 痛めて 居り 
ますので、 今日 國民然 の 提案せられ たる 此 重大なる 
案を X 持し， 併せて 遨政會 の 駁論を 辯駁 する には、 
驻だ不 適 當な境 遇に 在ります けれども， 案 其 物が 極 
めて 雄 辯で ある、 之を馼 喂せ られた る 所の 議論 ほ、 
筇の大 なる に 拘らず 、論旨 甚だ 不徹底で ありました 

から •此明 喉を 痛めて 居る 所の踩 でも •或は 支持す 

るに 適 當 であるかと 思 ふので あります (拍手) 野 村 

君の 反對せ られ たる 所の 理曲 を e きます ると、 苟も 

政资内 閣と ある 以上に ほ、 抱負 も あり、 經綸も ある 

だら う •內閣 に 立つ たる 以上は、 財政 整理を 爲すこ 

とは 當然の 職 資で ある、 當然の 職責と して 爲す べき 

興 内閣に 對 して、 調 杏 機關を 設け やうと 云 ふことは 

恰も 屋上 屋を架 する ので あつて、 內閣の 煩累と なる 

ばかりでなく、 励 も すれば 內閣 が责任 を冋 避す るの 

n K となる かも 知れぬ と 仰し やる 點に 在る かの 如く 

見える のであります、 政 M 內® と 云は ず， 苟も 內閣 

を 組織す る 者には >  經輪 あり、 抱負 あり、 政 友會に 

は 岡ょり 抱負 も & り、 政見 も あり 主義 も あり、 政策 

も あるので あります、 憲政 會の 諸君は、 口を 開けば 

現 內閣 の經給 抱負 如何と 問は れ るので あります、 現 

1 2 閣には 、即ち 政友會 には 宵 行す る 所の 經綸 あり、 

抱負 あり* ®? 行す る 所の 政策 ありであります， 憲政 

© の 如く， ® 行せ ざる 政策は ありませ ぬ、 (のうの 

う〕® 行せ ざる 所の 口の 先 ばかりの 經輪 抱負は あり 

ませぬ (拍手) 其 經綸 抱負なる もの、 一端は、 旣に 

此第 四十 I 餞 會に 於て 諸君の 前に 提案 致しまして， 

旣に協 赞を 受けた もの尠 からぬ のであります、， 而し 

て 原總 裁は、 税制 財政の 事に 關係 致しまして は、 內 

閣に 入つて 以来 日尙 ほ淺 きが 故に、 此 蕺 會にほ 提案 

する ことが 出来な かつた けれども‘ 必ずや 之を 提案 

する の 日が あるで あらう と 明言して 居る ので ありま 

す、 其 財政 若く は 税制の 整理 等に 關 係して、 抱負を 

行 ふ 際に 方り まして、 朝野の 學識 經驗 ある#© 意見 

を徵 して 能く 研究して、 完全なる 整理の 方 案を 立て 


國立榮 養 研究所 設立に 開す る 建蓊案 
ると云ふことほ、其經輪抱負を贤行する上に於て1 
當に爲 政 者の 爲す べき 事で あらう と 私 ほ 信じて 疑 ほ 
ぬのであります C 拍手 起る〕 然るに 國民黨 の 諸君 ほ 
其 事を せられん ことを 望む と 云うて、 建議案を 出さ 
れた ので あるから して、 何の 理由に 基いて 之を 拒む 
ことが 出來 ませう か、 違に 尤なる 要望に して、 用心 
ある 穩健な る 政治家 ほ 之を 容 る、 に吝 ならざる こと 
は-勿論の 事で あると 信じて 疑は ぬのであります、 
(拍手 起る •「內 閣不 信任 案 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 一 
體此建 翳 案なる ものは、 決して 不信任案では ない、 
內閣を 信任す るが 爲めに 建 ® を 出して 來 るので あり 
ます (拍手 起る〕 或 ほ學制 振興に 關 する 建讅 案なる 
ものは、 不信任の 意味を 以て 建議され たか も 知らぬ 
それ だから H ちに 否決せられ たぢや ないか (拍手 笑 
聲 起り 【何を 言つ て 居る の だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 さう 
云 ふ 事を 聽かん 沢 爲めに 不信任な りと 言つて 居る の 
だ、 (拍手 起る〕 現 內閣 には 鐵 道の 問題に 就ても、 
敎育の 問題に 就ても •それ < 抱負が ある， 而も 毎 
日の 如くに 憲政 會の 諸君が、 鐵 道を 敷いて 吳れ 、鐵 
道を 敷いて 吳れと 云つ て 建議案を 出す ではない か、 
(拍手 笑 膝 起る〕 是は 果して 不信任の 意味を 以て 出 
すので あるか、 現內閣 は鐵 道に 對 する 眞 の經綸 抱負 
が あるから …… C. 「葉 煙草 交付金 ほどう だ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 其 抱負に 基いて， どうぞ 鐵 道を 架けて 下さ 
い と 云つ て、 毎日の 如く 建議を 出して 居るぢ やない 
か (「葉 煙草 交付金を 閑却され ぬ やうに 願 ひます」 
と 呼 ふ 者 . & り〕 而も 今日は 世界の 大戰爭 に 際し まし 
て、 御 承知の 如く 旣 に交戰 各國は 三千 億 餘圓の 金を 
費し、 社 會 上經濟 卜 •世界の 备國を 通じて、 大變 動を 

來し たるの 今日であります •此 際に 於て 或は 社 會上 

の變 態に 基き、 或は 人心の 傾向に 基き、 税制 等に 就 

て、 至大な 按排を 加へ ざるべからざる の 時勢に 到達 

して 居る と 思 ふので あります‘ 此機會 に 於て 國民黨 

諸君の 提案を 容れ て" 朝野の 學 識經驗 ある 者の 意 織 

を 斟酌して、 財政の 整理 •特に 税制の 整理に 向つ て 

調査を 致す と 云 ふことは、 極めて 適切の 事で あると 

信ずる のであります、 蓋し 第 四十 二議會 に 於て は、 

其 調査 機關を 通じて 来' た 所の 成案なる ものが、 諸君 

の 前に m される であらう から、 其 時に 此 調査 機闊に 

出された る 所の 案が、 斯の 如く 不都合で あると 論難 

攻_ する が ®: い、 殊に 此建 議案の 委員 會に 於て、 原 

總理 大臣と 提案者なる 野 添 君との 間の 應答は 、旣に 


委員長に 依て 報告せられ たるが 如く、 全く 八® 晓の 
要目を 提出して 居る けれども •是 とて 此調赉 捭關の 
設置の 條 件では ない、 基礎 條件で はない、 希望に 止 
まるので ある、 原 總裁亦 —— 原總理 大臣 亦 —— (笑 
聲 起る〕 調査 會設笸 の 方法と 時期と ほ •政府に 一 住 
せらる-^ と 云 ふ 意味に して、 全く 此 調査 項目の 如き 
希望に 止まる とせば、 調査 撻 關を設 くるに 於て、 敢 
て咨 ならざる のみならず 、違に 結構の ものであると 
言ぅて 居る， 立派な 立憲政治の 總理 大臣で ほない か 
(拍手 笑聲 起る〕 憲政 會 諸君の 如く 狭隘なる 考を以 
て •一杯 桝の 中で ごち や  <し て 居る やぅな 者と ほ 
其 精神に 違 ふ 所が あると 私 {X 信ずる 者であります、 

C 「何の 事 だ それは」 と 呼 ふ 者 あり〕 以上 私の 陳述 
致しました る 意味に 於き まして、 私 ほ 此 案に 賛成し 
併せ 憲政 會の 御意 見に 反對 する 所以であります (拍 
手 起る〕 

0 岩崎黝 君 本案 ほ 委員長 報吿 通り， 可決せられ ん 
ことを 望みます。  . 

〔「反 對々 々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長の 報告に 賛成の 諸君の 
起立を 求めます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 多數 、可決 致しました (拍手 
起る〕 I 日程 第 十八、 北鮮， 裏日本 聯絡 航路 延長 
に關 する 建議案を 翳 題と 致します、 委員長 代理 理事 
傾 井藤 四郞 君。 

第 十八 北鮮、 裏日本 聯絡 航路 延長に 關す 
る 建議案 (上 埜 安太郎 君 外 九名提 
出) (委員長 報告〕 

〔橫 井藤 四 郎君 登壇〕 
f 拍手 起る J 

〇 横 井藤 四郞君 本 建議案の 委員 會の經 過 並に 結果 
を 極く 簡單に 御 報吿申 上げます、 委員 會を 開きます 
る ことが 三回で ございます、 提案者 又 政府 委員との 
間に 質問 應 答を 重ねまして、 尙ほ其 上に 小委 員會を 
開きました ので ございます、 小委 員會に 於て 政府 委 
員の 說 明に 依ります ると、 伏 木、 七 尾の 雨 港は、 大 
に 近年 發展 をして 來て居 ると 云 ふことは 認める が 故 
に、 此 趣旨に 付て ほ 大に 同情を 致し、 賛成の 意を 表 
する けれども •併し 此建 議案の 趣旨を 實 行す るに 方 
つては、 二つ の 困 雛なる 理由が あると 云 ふので ござ 
います、 其 一は 此 建議案の 趣旨を 實 行 する に 方つ て 


—  二 三 六 

は、 現在 | (3 年に三十回 0 莰海をして居るも 0 が， 
其數減 じて 二十 回と なる 〇 でございます •斯の 加く 
なれば 現在の 敦賀並 に 其 他 〇 関係 諸 港が :':: 常に 不. V. 
な 結果を 来す、 斯う 云 ふの が 第一の 理由で ございま 
す、 それから 第二の 理 山 として、 其回數 を 矢 張 三十 
回に 維持す ると したなら ば、 更に 三十 餘茁 p の 柿 助 
金を 增加 しなければ、 其 回 r{ を 維持す る ことが 出来 
ない と 云 ふので ございます、 若し 其 通りに せんと 思 
うても、 朝 鲜總 督府現 在の 财政上 堪へる ことが 出來 
ない と 云 ふこと が、 第二の 理由で ございます、 然る 
に 委員 諸君の 中に ほ、 此航 運の ことに 頓る. M 通した 
御 方 も あ h まして、 段々 と SC 見の 交換 も 出来ました 
其委員側の意見と致しましてほ、.現在の補肋金二十 
九 萬 餘_ を 以てする も、 現今の 如く 船 aa に 非常の 餘 
裕が 生じて 來 、 J1 つ 船 © の 低落を 致して 来て 居る 今 
日で あるから、 今後に 於て 千 五 百 ® 級の 船舶を I 一艘 
持つ てしたなら ば •回數 も 減ずる 迎 がな く. 又 決し 
て 補助金の％ 加を せず して、 sf 行の 出來な いことは 
ない と 云 ふの が、 委員 會側の 意見で ございます、 斯 
の 如き 意味に 於き まして、 委員 會ほ 必ず W 行すべし 
と 云 ふ 意味に 於て、 本 建議案は 全會 一致を 以て 可決 
致した ので ございます、 尙ほ 希望と 致しまして、 關 
係 地方の 石 川 富 山 兩縣の 方に 於ても、 多少の 補助金 
を 出す ことにし •又 朝鮮 總督府 の 方に 於ても、 或 程 
度の 補助金を 出す と 云 ふこと にして •北鮮と 伏 木— 
七尾兩 港との 間に、 直通 航路を 開始して H ひたいと 
云 ふ 希菌で ございます、 此希 望は® 員 諸君の 特に ra 
まれた 點 でございます、 どうか 滿 場の 諸君に 於き ま 
しても， 全會 一致を 以て 御 可決 あらん ことを 切に 希 
望 致します。 

0 岩 崎 動 君 本案は 委負 長報吿 の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御異識 無しと 認めます、 仍て 
本 建議案は 採用す る ことに 決定し ました >  日程 第 十 
九 •國 立榮養 研究所 設立に 關する 建議案を 翳 題と 致 
します、 委員長 吉植庄 一郎. ST 

第 十九 國立 熒義 研究所 設立に 關 する 建 ii 
案 (河 野 徹志君 外 十四 名 提出〕 
(委員長 報吿) 

〔吉植 庄一郞 君 登壇〕 


院蒎 衆© 露預帝 同一 十四 第 


〇荇 楠'： Hi 郎君 木 案は 國立榮 益 研究所 設立に 關す 
る &’ 議案で ございます、 提出 奔河野 徹志 君ょり 提出 
の 理由け 十分 徹底して 御演說 になつ て 居ります から 
此趣 总ほ 各位の 十分に 御 承知の こと ゝ存 じます、 之 
に 付いて 關係 各省の 意見を ® する S 必要が ありまし 
たから、 R 務當 局は 勿論、 農 商務 文部 陸海 il 並に 大 
碑 等の 政府：® 員の 111 席を 求めて、 三 间に II つて 辨 讖 
を諶 しました、 内務 VS 局は 此纽 議案に 對 しては •熟 
心に S 成の ® 思を 表せられました、 其 他の 各省に 於 
て も 文部の 如きは、 榮莠學 〇 科 ^ 的 研究の yf に 付て 
はま だ 十分に 手が 著いて R ら ない が、 食物の 料理 若 
くは ^ 物 利用と 云 ふやぅな ことに 付て は、 色々 方法 
を 以て 國 W に 神 S を 與へん と 努めつ ゝあ ると 云 ふこ 
とで ございます  >傻商 務省も 貧 物 調 r!?J の 上から して 
之に 付て It 十分考 f« して 居る と 云 ふこと で ございま 

す、 陸 取 ^ に 於ても 貧 湿の 點 から， 此問 題に 付て は 

調 拖 もして 居る が、 何れも まだ 徹底的の 科 ^ 的 研究 

を 基礎と して、 如何にして 食物を 調節すべき か、 或 

は 如何にして 國民保 地の 方法を れ體 的に 定める こと 

が m 來る か、 如何にして 一朝 有事の 日に® 民に 食物 

の 分配を して、 其 分 M f.B 類 等を 定める ことが m 来る 

かと 云 ふ 根本の 問題に 付て は •各省と も 未だ 研究 さ 

れて 居ない、 そこで 符 « 關係者の恝见も果非國防の 

見地から ft 、 國民 保 ® の！： 題から 見， 又 食物 調節の 

問題から 見ても、 速に 科學的 の 研究を 基礎と して、 

之に te つて 國策を 立てなければ ならぬ と 云 ふ 事に 一 

致しました、裘员會は此問題ほ我國に於て、此大哦 

の 一’ ど 終りを 传げん とした 時に 於て •まだ 之が 具體 

化されて 居らぬ と 云 ふ 事 13: 甚だ 5a 憾で ある、 獨 逸の 

如きは 烈 爭を 始める 時に、 旣に 此科學 的 研究を なし 

問 哦と 同時に® 民の 食物の 分 M を 定め、 食物 調® の 

宵を 舉げて 居る、 彼等は 斯の 如き yd fiiH を 有して 居つ 

たのであります、 然るに 我國に 於て 未 •た 此根本 研究 

が 出来て 居らない と 云 ふこと ほ、 如何にも 殘念 のこ 

とで ある* 速に 是はや つて 欲しい、 成べ くは 追加 li 

筘でも 出して K ひたいが、 それは 出來 ぬと しても 一 

刻 も ¥■ くして 欲しい、 現に 過般； 一 僚 荒 川 3J: 郎君ょり 

貪 物 調節の n 的の 〇 めに、 玄米 食を 國 民に 强 制した 

ら宜 からう と 云ふ纽 謎 案が 出た 時に も •此趣 尨に 對 

しては 調 W は 誰も fci 對しな いけれ ども、 まだ 是は素 

人考で あつて、 學術 上の iy 礎に 立脚し ない もので あ 

るから、 政策と して 之を 採る こと 13: 出来ない と 云 ふ 


ので、 該笼は 之を 否決して 居る. •其 他 色々 な 方法に 
於て 現在の 食物 CO. 調節、 並に® 民の 保 ® 並に 國 防の 
爲め から も ft 々な 考を宵 さん 有して 居 つても- 此研 
究が m 來な ければ 诗素八 の 論であつて、 徒らに 喧麗 
を K ねる だけで、 何等 成功を 奏する もので ない、 故 
に是は 速に 此研兜 に 著 手せられ ん ことを 希望す ると 
云 ふので •段々 大藏當 局と も折姻 を 致しました が、 
唯 政府 ほ 趣意に 於て は —— 主義に 於て は 本 建議案に 
は滿 幅の 同 H を 表する けれども、 之を阈 立 研究所と 
して、 特に 一つの® 立した る ものと して 研究す る 方 
が 宜い か、 若く は衞生 機關の 擴張統 一と 云 ふが 如き 
議會 に SS 誔案 も /. II して 居つ て、 さぅ 云 ふ 方面の _關 
を 踏 理 する、 其 一機 關 として 之を 置く ことが 必要で 
あるか、 又 他に 方法が あるか、 是 等の 手段 方法に 付 
ては 尙ほ 攻究の 餘地 ありと 思 ふから して， 此 主義に 
付て は W 成で あるが、 直ちに 追加 豫算を 以て 之を 出 
すと 云 ふこと li 少々 W ると 云 ふ 話で ありました けれ 
ども， 耍す るに 得 省總て 一緒にな つて、 此 目的を 貫 
徹する ことに 付て は 努力され ると 云 ふこと を •皆な 
胃 明され ましたので あります、 是で 委員は 總て！ f 足 
を 致して •全會 一致を 以て 本案は 通過せられ たので 
あります、 願く は 本 議場に 於き ましても •滿 場の 御 
賛成を 以て、 ® も强い SM 味に 於て •本案は 玆に 可 決 
せられん ことを 希望 致します (拍手 起る〕 

〇 岩 崎® 君 本案は 绞 a 長 報 15- の 通り、 可決せられ 
ん ことを 菊み ます。 

0_長( 大岡 育浩 君) 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な L 異議な L j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異 _ が 無ければ 姿 fl 長報吿 
の 通り 決定 致しました、 日程 第二 十、 日露 語學 校設 
置に 關す る ® 議案を 識題と 致します、 委員長 小 橋 藻 

三衞 君。 

第二 十 RI 露語 學校設 置に 關 する 建議案 

(松 本 誠 之 君 提出〕 (委員長 報 

吿〕 

〔小 橋盜三 德君 登壇〕 

0 小橋蔆 1 二熠 君簡 S に 御報吿 申します、 本案に 付 

きまして は 委 負 共 ix 提案者 並に 政府 當局に 種々 質 間 

應答を ■しまして* 港 議研究 を 遂げた のであります 

るが、 要するに 今日の } W 勢に 於き まして、 日露 兩國 

の 國交ほ 益々 親睦を 加へ なければ ならぬ し •又 兩國 

民は ¥. に 接近を 益々 致しまして、 各種の 事業を 經營 


致し、 互に 利益を 進め 幸福を 佾すと 云 ふこと に付き 
ましては， 政治 •經濟 、文學 、宗敎 等ょり、 人情 風 
俗 生活 等に 至ります るまでの、 其 根源た る 所の 即ち 
國民 性を 深く 研究を 致しまして、 互に 誤解な く 謬 想 
なくして 1 相 融和 一致す ると 云 ふこと が 最も 緊切で 
ある、 斯擷に 致します るには •即ち 兩國 民 » 7/. の 思 
想 感情の 表現で ある 所の 言葉を 研究す ると 云 ふこと 
が、 又 最も 必要で ある、 此言葉 の 研究を 致します る 
機關と 致しまして は、 現に 外 國語學 校 其 他の 設備が 
あります る けれども、 之を 以て 足れり とは 致し ませ 
ぬ ■殊に 此哈 爾賓の 地は 申す まで もな く 滿洲の 中心 
地點で あります から 此處に 於て 斯の 如き 學 校を 起す 
と 云 ふ 事は 最も 必要で ある •恰も 上海に 於て 東亞 同 
文 書院を 置きまして、 日 支 兩國の 間に 於て、 此 日本 
支那の 兩國の 間に 於いて、 頗る 貢獻 する 所が あると 
同じく、 此 日露 語學 校を 哈爾賓 の 地に 於て 緙營 する 
事は、 最も 適當と 認めた のでぁります、 政府に 於き 
ましても •恰も 日露 協 會なぞ から も 同一の 希望の 申 
出が ごさいます から、 之を 研究 致されて 居る、 最近 
には 現に 政府は 若干の 露語に 通 -f る 者を 装 集 致され 
たさぅ であります が、 31 定の 人員を 得る ことが 出來 
ないで、 頗る 迷惑を 感ぜられた と 申す ことで ありま 
す、 現に 政府は 外 國語學 校 其 他の 機關 を， 或 程度 ま 
で、 擴張 すると 云 ふことの 計畫も あると 申す 事で あ 
〇 ますが、 尙ほ 之を 以て 足れり としない から、 斯の 
如き 學校 設備を すると 云 ふこと ほ、 政府 も大に 賛成 
であると 云 ふことの 趣意であります、 そこで 委員 會 
に 於て は 如何なる 程度の もの、 如何なる 年限 •如何 
なる 內容 ■其 他 設立の 形式を 如何にす るかと 云 ふが 
如き、 施設 上の 事は 總て 政府の 考暖に 待つ こと X し 
て、 金 會 一致を 以て 可決した のであります" 願く ほ 
本會に 於ても 速に 御 確定 あらん ことを 希望 致します 
0 岩 崎 1¢ 君 本案は 委員長 報吿 通り、 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〇識長 C 大岡 育造 射〕 御 異議 ありませ ぬか。' 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇駿長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 委員長 報告 通 
り BJ 決 致します、 日程 第二 十 , 新 見 庄原間 it 便鐵 
道 建設に 關する 建議案を 議題と 致します、 委員長 代 
理理事 湯 淺凡平 君」 

第二 十一 新 見庄 原間輕 便鐵道 建設に 關す 
る 建 _案 C 湯淺凡 平 君 外 11 名提 


出〕 (委員長 報 ® J 
〔湯 淺凡平 君 登壇〕 

C 拍手 起る〕 

0 湯 淺凡平 君 御 報告 申 上げます、 本案の 委員 會に 
於き まして、 委 M の 質 間に 對 して、 政府 も 本 建 ■案 
に對 する 所の 線路は、 鐵道 網を 完成す る 上に 於て、 
頗る 必要なる ものと 認め •成べ く 速に 調査を 致し、 
測 ift を 致す と 云 ふこと を 明言され ました、 仍て 委員 
會は 全會 一致を 以て 可決 致しました* 願く は 本會に 
於き ましても、 滿場 一致を 以て nr 決されん ことを 望 
みます。 

0 岩 崎 li 君 本案は 委員長 報吿の 通り、 可決せられ 
んこ とを 希望 致します。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御 異議 無ければ 委員長 報告 通 
り 可決した る ことを 宣吿 致します、 日程 第二 十一 i、 
鶴 岡、 大 泉間國 有！ 一 便 鐵道敷 設に關 する 逑 議案を _ 
題と 致します、® 員 長 熊 谷 直 太 君。 

第二 十一 一鶴 岡、 大泉 間國有 輕便鐵 道敕設 
に關 する 建議案 (熊 谷 直 太 君 外 
五名 提出) (委員長 報告〕 

〔熊 谷 直 太 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 熊 谷 莨 太 君 唯今 議題に なつて 居ります る 鶴 岡、 
大泉間 國有輕 便 鐵道敷 設に關 する 案に 付きまして は 
委員 费に 於て 提出者 及 政府の 意見 等を 交換し ました 
る 結果、 政府に 於ても 此輕侦 鐵道 は洵に 重要なる 所 
の 線路で あつて、 將來に 於て 有望で. ある •而 して 羽 
越 沿岸 線の 營養 線と なることは、 疑ない 線路で ある 
と 云 ふことの 明言を せられた ので & ります、 但し 未 
だ 此 線路に 對して 豫算と 云 ふ ものを 要求して ありま 
せぬ からして、 相當の 時期に 於て は， 必ず 之に 必要 
なる 費用を 提案す る ことに 咨なら ぬと 云 ふ 所の 答 辯 
が ありました、 福 本 君より して 建設費の 總額と 云 ふ 
ものは 約 百 三十 萬圓 位で ある 以上は、 政府が 販く必 
要で あると 云 ふ 所の 線路で ある 以上は •萬 障を 排し 
て 速に 建設せられ ん ことを 希 SI すると 云 ふ 事の 御 希 
望が ありま L て、 委員 會は滿 場 一致を 以て、 此福本 
君の 希望を 賛成し まして、 本案を 可決した 次第で ご 
ざいます、 願く ! ± 此福本 射の 希望の 趣旨に 於て、 本 
院に 於ても 滿場 一致を 以て 御 可決 あらん ことを 熟菌 
一ニ ニ 七 
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致します。 

0 岩 崎 ® I 君 本案 ほ 委員長 報告の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〇謠 長 0 K 岡 育造 君： 一 御異誔 はあり ませぬ か。 

一 「異蕺 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0® 長 L 大岡 育造 君〕 御異蕺 が 無ければ、 委員長 報 
街の 通り 可決し ました、 日程 第二 十三、 木津川 治水 
に 關する 建 装 案を 謎 題に 致します —— 委員長 齋藤珪 
次 君。 

第 I  i 十三 木津川 治水に 關 する 建議案 (齋 
藤珪次 君 外 二 名 提出〕 (委員 
長 報吿〕 

〔齊藤 珪次君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 齋藤珪 次 君 木潘川 治水に 關する 建 _ 案® 員 會の 

經 過を 報告 致します、 本 建議案に 付きまして は、 政 

府も 非常に 傾 重に 考暾 致されまして、 結局す るに 政 

府は淀 川％ 補 工事の 効果を 十分に 擧げん とする には 

本木津 川の 改修と 相俟た なければ ならぬ、 それ故に 

本 rif 議案が 本院を 通過 致しました 以上は 院篛を 重ん 

じて 商ち に 改修の 計 5!? •を 調査し >  隨 つて 其 費用 も 之 

を 定め、 而 して 京都府が 其 費用の 負擔 に堪 へ掲る や 

否や 等の 事情 も 斟酌して 1 然る 後に 其 施設すべき 具 

體 案を 立てる、 斯樣に 政府は 申された のであります 

即ち 本 改修は 淀川の％ 補 H *f と 相 待つ て 必要で ある 

と 云 ふこと を 認められ >  且つ 其 費用の 如き も 京都府 

の 事情を 參 酌して、 而 して 立案す ると 云 ふまでに 明 

言され ました、 そこで 委員 會は 之を 相當と 認め、 且 

つ 委員 會ほ 木津 川の 水源が 荒 廢致 しまして、 近頃 土 

砂の 流出が 基し く、 淀川 本流の 河 身の埋 沒 致す こと 

が 甚だしい 爲 めに、 此木津 川の 水源地の 砂防 工事に 

十分に 注意せられ ん ことを 附帶 決議と して、 而 して 

委員 會は全 ：會 一致 本案を 可決 致しました 次第で あり 

一ます、 右 御 報 ff 致します。 

0 岩崎黝 君 本案は 委員長 報告の 通り、 可決せられ 

んこ とを 菌み ます。 

0 誘 長 (大岡 育造 君) 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 諉なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 委員長 報吿 

の 通り 可決 致しました、 此際 諮問が あります* 第二 

部 gl 出豫 33: 委員 片岡直 品 君、 第三 部 選出 豫算 委員 加 

藤 政 之 助 君、 第三 部 選 / I'. 豫算 委員 關和知 君、 第 四 部 


選出 裸 3¢ 委員 下 岡 忠治 君、 第 四 部 選出 裸® 委員 湯淺 
凡 平 君、 第 37 部 il 出 豫算裘 員 森 田 茂 君、 第五 部 選出 
豫® 委員 高 橋久次 郎君、 右 常任委員 辭 任の 申出が あ 
ります、 許可す るに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇 謬 長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 
ます、 此部の 諸君は 速に 補 缺選擧 を 行 ひ、 御屆出 あ 
らんこと を 望みます 1 是 ょり 請願 委員長の 報吿が 
あります 、日程 第二 十四 乃至 八十 九は、 一括して 議 
題と 致して 報吿を 求めます。 _ 

第二 十四 (特別 報告 第 六十 四號〕 郵便局 
管轄 區域變 更の 請願 (委員長 
報吿) 

第二 十五 (特別 報告 第 六十 五 號) 上河內 
字 宿に 郵便局 新設の 請願 (委 
員 長 報告〕 

第二 十六 (特別 報告 第 六十 六號 ) 紀 伊 押 
手 郵便局に 雷 信 電話 架設の 請願 
(委員 成 報告) 

第二 十七 (特別 報告 第 六十 七號) 高 千 帆 
郵便局に 集配 事務 開始の 請願 
(委員長 報吿〕 

第二 十八 (特別 報告 第 六十 八號〕 II 西 村 
に 郵便局 設置の 請願 (委員長 
,  報告〕 

第二 十九 (特別 報告 第 六十 九號〕 崎 山村 
に 郵便局 設置の 請願 (委員長 
報告) 

第三 十 (特別 報吿第 七十 號) 豊田下 村 
大字 手 洗 字 下 飯 塚に 三等 郵便局 
設 S の 請願 (委員長 報告〕 

第三 十一 (特別 報告 第 七十 一號) 三刀屋 

村 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 

(委員長 報告〕 

第三 十二 (特別 報吿第 七十 二號) 渡良郵 

便 局に 電信 事務 開始の 請願 

(委員長 報告〕 

第三 十三 (特別 報告 第 七十 三號) 比樂島 

村に 郵便局 新設の 請願 (委員 

長 報吿〕 

第三 十四 (特別 報吿第 七十 四號) 大 町村 

福 母に 無 集配 三等 郵便局 設置の 


詰 願  C 委員長 報告) 

第三 十五 (特別 報告 第 七十 五 號) 國分郵 
便 局に m 信 架設 並 集 iB 事務 開始 
の 請願 (委員長 報吿) 

第三 十六 (特別 報吿第 七十 六號) 大森區 
裁判所 管內 登記 事務 管轄 區 域變 
更並溫 泉津 町に 登記所 設 a の 請 
願 ( 委員長 報吿〕 

第三 十七 (特別 報吿第 七十 七號) 元三 國 
區教 判所復 |§ の 請願 (委員長 
報告) 

第三 十八 (特別 報告 第 七 卜 八 號) 西條町 
に 區栽判 所 設置の 請願 (委員 
長 報告) 

第三 十九 (特別 報告 第 七十 九號) 私立 學 
校 令 第 五條 改正の 請願  L 委員 
長 報告〕 

第 四十 (特別 報告 第 八十 號〕 市町村 立 
小 學校敎 員 俸給 國庫 負擔法 支出 
額增 率の 請願 (委員長 報吿〕 

第 四十 一 (特別 報告 第 八十 五 號〕 福 山 今 
市間輕 便鐵道 敷設の 請願 ヘ委 
員 長 報告〕 

第 四十 二 (特別 報告 第 八十 六號) 山陰 本 
線 暗渠 改造の 請願 (委員長 報 
吿〕 

第 四十 三 (特別 報吿第 八十 七號〕 日光、 
足 尾 間鐵道 速成の 請願 (委員 
長報带〕 

第 四十 四 (特別 報吿第 八十 八號〕 熊 坂 信 
號 所を 停車場と 變更 の mil 願 
(委員長 報告) 

第 四十 五 (特別 報吿第 九十 四號) 寶藥印 
紙税 全廢の 請願  (委員長 報 
吿) 

第 四十 六 (特別 報告 第 九十 五 號) 賣藥營 
業 税法 中 改正の 請願 (委員長 
報吿〕 

第 四十 七 (特別 報告 第 九十 六號〕 山林 伐 
採 所得税 率 改正の 譁願 (委員 
長 報告〕 

第 四十 八 (特別 報吿第 九十 七號〕 立 梅 井 


堰水掛糾地枋别地捫修正の轺® 
C 委 a 長 報吿) 

第 四十 九 (特別 報告 第 九十 A 號) 町村に 
於て 委任琪 務 店 理に f-J- w Mi s?. 交 
付の 請願 (委 〇 長報缶) 

第五 十 (特別 報 吿第西 號) 神域 保存 〇 
請願 (委員長 報吿 ) 

第五 十一  C 特別 報吿第 西一 號〕 一目迎 神 
社を 阈幣 大社 多 度 神社 座 位に 加 
列の 請願 (委员 長 報吿) 

第五 十二 (特別 報带第 百 彐 號) 埼玉韩 秩 
父 郡 名 栗 村を 入 間 郡に 編入の 1.5 
願 (委 M 長 報吿) 

第五 十三 (特別 報 吿第百 四號) 埼玉縣 秩 
父 郡 吾野 村を 入 間 郡に 編入の 請 
願 (委員長 報 吿〕 

第五 十四 (特別 報吿第 W 五 號〕 按腌 業を 
盲人の 现 業と 爲 すの 請願 外 一件 
(委員長 報吿) 

■第五 十五 (特別 報 吿第百 六號) 新聞 雜誌 
上 御® 影奉揭 方に 關する 請願 
(委員 揭 報吿) 

第五 十六 (特別 報告 第 百 七 號) 新聞 雜誌 
に 御 眞影奉 揭収締 の 請願 
(委員長 報告〕 

第五 十七 (特別 報吿第 百 十 I 號〕 刈 谷 田 
川大 堰费 補助の 請願 (委員長 
報吿〕 

第五 十八 (特別 報 吿第百 十二號 〕 下關港 
阕修築 の 請願 (委員長 報 吿) 

第五 十九 (特別 報带第 百 十三 號〕 利根 運 
河 治水に 關 する 請願 (委員長 
報告〕 

第 六十 (特別 報传第 百 十四 號) 利根 江 
戶兩 河川 浚渫に 關 する 請願 
(委員長 報吿〕 

第 六十 一 (特別 報 街 第 百 十五 號) 住ノ江 
港を 轍 入港に 追加の 請願 (委 
員 長 報告) 

第 六十 二 (特別 報 吿第西 十六 號) 三國港 
開港の 請願 (委員長 報告〕 

第 六十 三 (特別 報 吿第百 十七 號) 雅内築 
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報 
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括 
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崎 山村に 郵便局 設迓の 請願 外 八 件 


二三 〇 


年靑物 市場の 設 a: あり K の 他 官公满 及 多 數の商 店 
ありて 其の 52 引 比較的 頻繁なる に 拘らす 所 1* 局た 
る f!5 塚 町を m る こと 三十 餘町乃 至 三 里に 達し 而も 
交通；' f ffi なり 法て 沆 西 村に 三等 郵便局を 設 S せら 
れた しと 諧ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと ® ■決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也  — 

特別 報齿第 六十 九號 
意見 醫 

請願 文 S 表 第五 八四號 

崎 山村に 郵便局 設置の 請願 長 崎 縣南松 浦 郡 
崎 山村 長 手 鄕千百 二十 二 番地 平民 農 野 崎 利 
平 外 十五 名 呈出 (紹介 11 員牧 山耕藏 君) 

右 請願の 要旨は 長 崎 縣南松 浦 郡 崎 山村は 福 江 島の 

東端に 位する 農 漁村に して 人口 四千 六 百 餘を有 し 

他 地方への 轍 m 入 年額 十二 萬 圓に 達する 盛况に 在 

りて 郵便 事務 繁多なる に拘ら す 所轄 福 江 局への Eg 

離 ほ 村の 屮央 ょりす る も尙二 里を 存し 住民の 不便 

尠から す® て 前記 崎 山村に 郵便局を 設置せられ た 

しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 某の 邮' 旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御浍 付 候 也  j 

特別 報吿第 七十 號 

意見書 

請願 文書 表 第五 八七號 

豊田下 村 大字 手 洗 字下皈 塚に 三等 郵便局 設置 

の 請願 山 口縣® 浦 郡 鹽田下 村長 松 井修三 

.呈出 (紹介 議員 林 平四郞 君) 

右 請願の 要旨は 山 口縣豊 浦郡豊 田 下 村は 村 內に一 

市街を 爲せる 部落を 有し FL 小 月、 西 市 間輕便 鐵道 

停車場の 所在地に して 該地方 人民は 總て此 の 地に 

來壤 し將來 益 繁盛なら むと す從て 郵便® 務多 きに 

拘らす 一里 餘を隔 つる Bi 市 郵便局に 到ら さるへ か 

ら すして 村民の 不便 戡から す 依て 前記 15 田 下村大 

字 手 洗 字 下 飯 塚に 三等 郵便局を 設置せられ たしと 

謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摺す へ 

きものと _決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及 御 ; S 付 候 也 

特別 報吿第 七十 一號 


意見 S 

請願 文 ® 表 第五 八九號 

三 刀屋村 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 

島根 縣瓯石 郡 三 刀屋村 大字 三刀屋 三百 二十 
九番 地平 民販； K 業 南京 正 三郞外 十六 名 呈出 
(紹介 _員愤 松隆慶 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨 ほ 島根 縣飯石 郡 三 刀 屋村ほ 戶數二 百 
六十 有餘 、松 江ょ 〇廣 島に 到る 街路に 當り 薪炭、 
木材、 米、 萌 等の 集散地に して 商取引の 敏活を 製 
する もの あるに 拘らす 同村の 郵便局に ほ 電信 事務 
取扱な く _ 村 木 次 局に 到る には 一里 乃至 三 里を 隔 
て且 其の 間に 斐 伊川を 挾み 出水の 際は 河水 氾濫し 
交通を 杜絕 する こと 越に して 村民の 不便 尠 からす 
依て 前記 三 刀屋村 郵便局に 電信 事務を 開始せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 七十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第五 九一號 

渡 良 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 長 崎縣壹 
岐郡渡 良 村長 中 山 延二郞 外 M 十五 名 呈出 
(紹介 議員 牧山 耕藏 君〕 

右 請願の 要旨は 長 崎縣* 岐郡渡 良 村 村民は 農、 漁 
業を 營むを 以て 通信 機關の 完備を 望む こと 切なり 
然るに 現在 電信 管轄 所は 一里 以上を 隔つる 鄕の浦 
郵便局に して 村民の 不便 甚 しきに 依り 渡 良 郵便局 
に 電信 事務を 開始せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擦す へ 

きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御逛 付 候 也 

特別 報告 第 七十 三號 

意見書 

請願 文書 表 第 六 ニニ 號 

比樂島 村に 郵便局 新設の 請願 石川縣 石 III 郡 

比 樂島村 字 水 島へ 六十 八番 地平 民 村 會議負 

島 野 由 松 外 十七 名 呈出 (紹介 議員 米 田 _君〕 

右 請願の 要旨は 石 川 縣石川 郡比樂 島 村は 國道小 松 

町より 松 任 町を 貫通し 金澤 市に 達する 經路 にして 

鶴來 、美 川 間の 郡 道 交叉 點に 位し 隣 傍 各 村に 於け 

る 貨物 集散の 衝路 たるに 拘らす 最近 集配 郵便局 所 


在 地との 路離 一里 六町餘 にして 通信 上 蚊 活を缺 く 
こと 甚し抜 て 同村 字 水 島に 三等 郵便局を 設 S せら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 13 め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 35: 條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 七十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 二六號 
大 町村 福 母に 無 集配 三等 郵便局 設置の 請願 
佐 賀縣杵 島郡大 町村 大字 福 母 四百 二 番地 士 
族農嬉 野 米 一郎 外 十二 名 呈出 (紹介 議員 西 
英太 郎君) 

右 請願の 要旨は 佐 賀縣杵 鳥郡大 町村は A n 七百餘 
にして 大正 七 年ょり 炭坑 事業 發展し 移住者 數 千の 
多き に 達し 尙增 加の 傾向 あり 然るに 同村に is 郵便 
局の 設置な く 隣村 所轄 局に 到る には 一里 以上を 隔 
て a 交通 不便なる を 以て 村民の 不利 尠から す 依て 
同村 大字 福 母に 無 集配 三等 郵便局を 設置せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆 _院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと S 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 達 付 候 也  • 

特別 報吿第 七十 五號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 二 七 號 
國分 郵便局に 電信 架設 並 集配 事務 開始の 請願 
長 崎 縣壹岐 郡 那賀村 大字 國分百 九番 戶農馬 
場 國四郞 外 二 十八 名 呈出 (紹介 議員 牧山耕 
藏君) 

右 請願の 要旨は 長 崎 縣壹岐 郡那賀 村國分 郵便局は 
明治 四十 年 無 集配 局と して 事務を 開始し 同 四十 二 
年 鄕の浦 局 郵便物 交換 事務を 同局に 移した る 結果 
事務 繁忙を 極む 然るに 同村 (X 郡內の 中央に 位し 近 
隣の 電信 及 集配 事務 取扱 局に 到る には 一里 以上を 
隔て 而も 道路 險惡 にして 不便 甚 しく H. 之 等 通信の 
經路は 印 通 寺、 鄕の 浦、 勝 本、 芦邊の 各 局を 迂回 
し 配達に IX 二日 又は ill 日を 要し 電信 事務の 如きは 
最 急速を 要する ものなる に 拘らす 一日 乃至 三日間 
を 費 さ V れは 急用を 辨 する 能は す 同村 ほ 郡內 屈指 
の大 村に して 官 公署 あり 從て 通信 事務の 敏活を 要 
する も 其の 機能を 缺 くを 以て ® 當局に 哀願した る 


に其の必要を認め..，-2於て寄附餌を決 1| 開 
陳し たる 事情 も あり 依て 前記 阔 へ.- ■、郵便 
货 配 事務を 開始せられ たしと IW ふに 在 〇 
衆議院ほ其の趣旨を至常な〇と認め之を捋涔すへ 
きものと 謎 決せ ote て 謎 院法第 六十 五 昨に 法り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 七十 六號 
意見® 

請願 文書 表 第五 九〇號 

大森區 裁判所 管 內登 記讲務 管轄 M 域 3 ^史並溫 
泉津町に登記所設蹬の請願岛极縣遡ぬ郡 
馬路 村長 家 迫 伊三郎 外 3r 名 呈出 t 紹介 謎 ii 
愤松陵 璲君外 一名〕 

右 請願の 要旨は 島根 縣下 大森區 裁判所 登記 管 M に 
屘 する 適瞍郡 內馬路 、湯 里、 TS- 泉 律の 一町 二® 村 
と 井田 出張所 管 區内 大濱 、福 光， 福 / HJ の三箇 村に 
於け る 管轄區 域を 變更 して 前記溫 果绾 町に ! li 張 所 
の 新設を 耍求 する ものにして 右關係 町村の 交通狀 
况を觀 るに 所轄 登記所た る 大森町 及 井田 村に 到る 
には 何れも 二 里餘 乃至 三里餘 あり 而も 交通 不便に 
して 殊に 冬期 積雪の 頃には 通行 危險 にして 村民の 
不便 甚大な 〇 反之溫 泉津は 交通の 中 樞に位 し 各 村 
との 跬離 近く Ji 鐵路の 便 あるの みならす 同町 ほ 商 
取 ^ I 最隆盛 の 地に して 前記 五箇村と 密接の 關係を 
有するか故に前記の如く管輅區域を |@ 更し溫泉津 
町に 登記所を 新設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擷す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 七十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 三七號 
元三 國區 裁判所 復® の 請願 福 井 縣坂井 郡 三 
國 町長 岡崎悌 二郞 呈出 (紹介 議員 熊 谷 五 右 
衞門 君〕 

右 請願の 要旨は 福 井 縣下 元三 國區 裁判所は 明治 三 
十五 年中 廢止せ られた る も镖管 轄地た る 坂 井 郡は 
縣下 第一の 大郡な るの みならす 該區裁 判 所 所在地 
三 國港ほ 物貨 集散 繁多 商業 取引 盛大に して 從て訴 
訟 事件 も 多く 敏速に 處理 を耍す る もの あるに 拘ら 
す區 裁判所を 有せ さるは 住民の 不 利不促 甚大な り 
依て 速に 元三 國區 裁判所を 復 爾 せられた しと 謂 ふ 


~ 菰國帝 回一 十四 第 


に 在り 

衆雜院 ほ 其 C 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 採す へ 
きものと 誘 決せ 〇故て漭院法第六十：九临に依〇別 

冊 及 御； 保 付 候 也  I  _ 

特別 報 街 第 七十 八號 
.意見 pf 

請願 文 S： 表 第 六 四〇號 

西條 町に M 裁判所 設？ ||-'1 の SI 願廣岛 縣賀茂 郡 
西條町 七 西 九十 七番 地平 民 農吉川 常 夫 外 四 
百 四十 六 名 呈 m  (紹介 菰員井 上 角 五 伽 君 外 
二 名〕 

右誧 願の 要 疔 は faj 島 縣 1 M 茂縣 西條町 は !® 島 市と阐 
道 市との 屮央に 位し 戶數約 八 百を 有し 山 P1 線の 通 
過に 依りて 四通八達の 仙 あり . fl. 1-4- 公鹊舉 校 及 銀行 

等 各 M 機關 の設闹 完金し 町民 ほ 主として 商 梁を 營 

み 其の® ^ I 亦 盛な 〇 從て民 刑 其の 他の 裁判 事務 繁 

劇を 極む るに 拘ら す廣岛 及 14 の 道 區裁判 所所 ^ に 

屘 する を 以て 關係民 の； ^迚不 利尠か らす依 て 土地 

及 敷地 逛 調の H nf を 負擔 すへ きを 以て 前記 两條町 

に ?? 茂 ® 田 二 郡の 中部 及 北部の ft 町村と 1« 在吳區 

裁判所の所轄に盥する賀茂拙内阿饯、诹、仁方、 

川尻、 內海跡 の Jr: ® 町村を 除く 他 町村を ^' _ 區敁 

とする K 裁判所を 設 M せられた しと 謂 ふに 在り 

衆讁院 ほ K の 趣 if を 至 常な りと 認め 之を 採. 一す へ 

きものと 通 決せり 依て 眾院法 第 六十 31: 條 に te り 別 

册及御 is f-i 候 til I 

特別 報 街 第 七十 九 號 

si 

請願 文 丙 表 第 四 五 〇 號 

私立 學校令 第 K 條改正 の 謂 願 K M 府 s 京 市 

神 IU K 突 土 代 町 H 丁目 P-: 番地 北海道 平民 ili 

京％ 荇敎 W 华 柯 附 S3 私立 ^ M 主計 ^ 校 設立 

渚 ? lif 校長 城 生 菊 四 郞早： 出 (紹介.： 一員 根本 正 

君) 

右 謂 願の ® 疔は明 治 三十 二 年 八 H 勅令 第 彐 百 五十 

九號 私立 壤校令 钔 五 賄に 私 * : m 校の 敎员 に關 する 

規定 あり ® に 明治 三十 六 年 二 / i 文部省 ff 示 第 百 十 

號敎 H 檢定 に閲 する 規定、 同年 三月 同省 令 第 十三 

號 公立、 私立 iff 門 壤 校规定 及 fro 四十 年 同省 令 第二 

十八 號公- V:、 私立 •抨锘 學校敎 員 R 格に 關 する 規 

定等に teo 私立® 校 敎 M に 採用せ むと する 場合に 

於ても 若 相 常 學科の •免許 狀を有 せ さると きは 文部 


大 I--:': 又は 他方 長官の 認 nl を受 くる ことを 要する の 
不蚱 理に陷 るの みならす 辟て , B- 公立 學 校の敎 職に 
在りて ^ 識® 留兼備 の 稱 ある 舉士！ £  士と雖 之を 私 
立學 校に 招聘せ むと する に當 りて は、 前記の 認可 
を 仰 かさる へから さるの 不合理を 牛： し S に敎育 の 
發連 を m 寄す る こと 斟 からす 人文の 進步 したる 今 
日に 於て は 前記の 勅令は 適用 上 莊た不 便に して 且 
實 際 行は れ さるを 以て 寧 多少の 改正を 加へ 私立 學 
校に 於て 前述の 諸 學校 卒業 者を して 其の 再 攻 科目 
を擔當 せし むる 爲数 員に 採用す る 場合に 於て は 單 
に at の 旨を 監督官 廳に 具申す るの みを 以て 足れり 
とする か 如き 簡晶臨 擁の處 置を 採り 得る 餘地 を與 
へられ 敎育の 發展 と學 術の 進步 とに 適切なる 法規 
を 制定せられ たしと IW ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 皆を 至 當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 讅決 せり te て 鹩院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報传第 八十號 
窟見書 

請願 文 W 表 第 六 二九號 

市町村 立 小 學校敎 S 依 給阈庫 負擔法 支出額 佾 
率の 請願 滋 賀縣屮 賀郡 水 U 町長 西 田繁造 
外 二十 一 名呈 •出 (紹介 議員 井上 敬 之 肋 君) 
右 請願の 要旨は 大正 七 年 三月 法律 第 十八 號 市町村 
義務 敎 WSS 國 庫 負 擔 法制 定實 施せられ たる も 同年 
同月 文部省 令 祐四號 を 以て 發布せ られ たる 小學校 
令 施行 规則 改正の 結果 市町村 费旣 定務遛 額增 加せ 
されは 之 か 支給は 不能の ことに 鹿す 即國庫 金 交付 
を 受け 却て 該 ® 濟の 膨脹を 来した る も 是れ本 法制 
定の 趣旨に 非され (3: 大正 八 年度ょ 〇國庫 支出 金を 

咐 額 し 併せて 本 法には 高等 小學 校を 除外す る 如き 

も 其の 理由 妥當 ならされは 高等 小學 校に も該 法を 

適用す る ことに 取 計ら はれた しと 謂 ふに 在り 

衆蕺院 ほ 其の 趣 皆を 至 常な りと 詔め 之を 採擇 すへ 

きものと _決 せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 吿第 八十 五 號 

意見 醫 

請願 文氍表 第 ？ T 九八號 

福 山 今 市間輕 迚 鐵菹敷 設の 請願 島根 縣販石 

郡 吉田村 大字 吉田二 千 四百 七番 地平 民鎩業 

田 部長 右衞 門外 二百 四十 六 名 呈出 C 紹介 議 


M m 松隆廋 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は ! ffi S 縣下福 山 町ょ 〇 三次 町に 入り 
鳥 根縣版 石 郡を 縦貫し、 簸川郡 今市驛 に 出て 同地 
に 於て 山陰 縱 K 鐵 道の 幹線 m 雲 大社 鐵道並 一畑 輕 
便鐵 道と ia 絡す へき 鐵逍 は兩 道の iill 絡 上 緊要なる 
のみなら す 山間の ia 利を 收 拾し 地方 產 業の 發達幹 
線 及 支線の 營養上 最 必要な りと す 而も 本線 鐵 道の 
敷設に 付て は 大正 元年 以来® 請願し 其の 都度 採擇 
を 得た る も 未た 其の 實施を 見さる は甚た 遣 憾とす 
依て 速に 右 線路に 對し輕 便鐵 道を 敷設せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆 識院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 , is 付 候 也 

特別 報吿第 八十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第 六〇二 號 
山陰 本線 喈渠 改造の 請願 鳥 JI2 縣岩美 郡 J1C 村 
長 寺 谷 純一 呈出 (紹介 議員 奥 田龜造 君) 

右 請願の 要旨は 山陰 本線 居 組 岩 実 間に 於け る 鳥 JR 
縣岩美 郡 束 村 大字 陸上 字間 藤 口 間 藤 川の 暗渠は 現 
在 人造 「コンク リート J を 以て fa に 幅 八 尺の 構造 
ょり 成れる を 以て 一朝 降雨の 際 ほ 排水を 阻止し 附 
近の 耕地 及 入 家に 及 ほす 慘害基 大なる もの あり 依 
て 間 藤 谷の 山 問 耕地 百町步 に對 しては 幅 三 間 以上 
に 改造 捣張 する か 若は 同 幅の 鐵 橋を 架設せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 頴院法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也  1 
特別 報吿第 八十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 一九號 
日光 足 尾 間 鐵道速 成の 請願柺 木縣 宇都 宮市 
墙田町 三百 七十 七 番地 下野 電力 株式 會社取 
締役 社長 植竹龍 三 郞外五 名 呈出 (紹介 _ 員 
渡 邊陳平 君 外 二 名) 

右 請願の 要旨は 日光 及 足 尾は 栃木 縣 下に 於け る 著 
名の 地に して 兩毛 連絡の 樞 要地なる に拘ら す 未た 
鐵 道の 敷設な きは 世® の 進步に 伴は さるものと 請 
はさる へからす 殊に H 光 足 尾 間は 僅に 五 里の 行程 
に 過き すして 信越 方面 及 工業 地た る 群馬縣 との 交 


通 便益 上 及 日光 並足 尾鏞 業の發 展上遨 憾尠 からさ 
るを 以て 速に 日光 足 尾 間の 鐵道を 敷設せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 S- を 至 當な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に te り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報俾第 八十 八號 
意見書 

請願 文霄表 第 六 三三號 
熊 坂信號 所を 停車場と 變更の 請願 福 井縣坂 
井 郡 坪 rr 村 牛の 谷 二番 地平 民 農 山本庄 右衞 
門外 四百 二十 一名 呈出 (紹介 議員 熊 谷 五 右 
衞門 君〕 

右 請願の 要旨は 北陸 鐵道 線路 中 福 井 縣細呂 木驛と 
石川縣 大聖 寺 II 間は 約 五 里 其の 間に 熊 坂 信 號所あ 
り 該信號 所は 細 呂木驛 ょり 北進して 設けられた る 
隧道の 入口に 位置し 隧道 中は 複線なる を 以て 汽車 
は®: 此處を 待合 場所と し 附近には 吉崎 御坊靈 所 あ 
りて 之に 參詣 する莕 年々 數萬に 達し 其 往復 乘降に 
多大の 便益 あるの みならす 又 各 縣立學 校 郡 立 女子 
實業學 校農學 校に 通學の 便を も 得る に 至る を 以て 
右 熊 坂信號 所を 停車場と 變更せ られた しと 謂 ふに 
在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め、 之を 採 播す 
へき ものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 
別册 及 御 送付 候 也 _ _ 

特別 報告 第 九十 四號 
意見書 

読 願文 書 表 第 九七號 

賣藥 印紙税 全廢の 請願 富 山 縣賣藥 同業組合 
組長 中 川久正 呈出 (紹介 議員 野 村 嘉六君 外 
一名〕 

右 請願の 要旨は 醫藥賣 藥 共に 其の S 的と する 所は 
疾病の 治 癒 にして 彼此の 差違 ある ものに 在らす 然 
るに 醫藥 と賣藥 との 區 別を 立て 賣藥 のみに 苛® の 
印紙税を 課し 獨當 業者の みならす 需要 者た る 貧 入 
病 者に 苦痛を 與ふ るの みならす 斯業の 改善 發展を 
pfl 碍 する こと 鮮少なら さるもの あり 依て 賣藥 税法 
を 改正して 印紙税を 全廢 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
き ものと 髒決せ 〇依 て 議院 法 第 六十 JI: 條に依 り 別 


西晓町 に 區 裁判所 設 S の諧願 外 七 件 


二 三 


院議 衆锊笾 項 帝 回 一 十四 第 


藥管纪 稅法中 改正の 諳願外 八 件 


二三 11 


冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 九十 五 號 
意見® 

請願 文羿表 第 九 八 號 

賣藥營 菜 税法 中 改正の 請願 富山縣 a 薬 同業 
m 合 組長 中川久 正 呈出  < 紹介 露 貝 野村谿 六 
君 外 一名) 

右諝 願の 要旨 ほ 斑 薬 管 業稅は 賣藥 税法 第 一條の 二 
に 於て 藥劑 一方 毎に 一年間 製造 高定惯 總 額に 應し 
て 賦課 せらる る ものなる を 以て 一方 劑 にて 數百萬 
圓 の f? ??i を 製造す る 者 ft; に 十 萬 ! 1 を 製造す る 者と 
同一の 稅金を 負攒 する か 如き 奇觀 を呈 せり 富山縣 
の 如き 販賣 高の 做 少に し. て 谷 種の 方_ を 製造 販賣 
する 者 多き 土地に 於て は 此の稅 率に 痛苦を 感 する 

こと 邦し 依て 營業者 谷自の 一年間 賣上 金高 總 額に 

依り 税率を 定め 課税 せらる る やぅ 費 藥營業 税法を 

改正せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 3T 條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 

.特別 報吿第 九十 六號 

意見書 

請願 文齊表 第五 五 四號 

山材 伐採 所得税 率 改正の 請願 秋 -H 縣秋田 市 

上 川口 十番池 儘 所 焊調查 委 M 加 質 谷 長 丘 i 

外 三十 八 名 呈出 C 紹介 議員 池 田龜君 外 三 名) 

右 請願の 要旨は 現行 所得税 法に 於て は 山林 伐採 所 

得 ほ 之を 第三 種 所得と 看做し 他の 普通 所得と 同一 

税率を 課すと 雖 山林は 五十 年 又は 七十 华 毎に 傑に 

一回の 伐採を 爲し 所得を 得る ものなる を 以て 性質 

上 普通 所锷と 異にして 之と 同一 税率を 課する は不 

衡平なる を 以て 之を 他の 普通 所得と 區 別し 隨時別 

箇に， 課税す るの 趣旨を 以て 山 伐 探 所得税 率を 改正 

せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採撐 すへ 

きものと 議決せ り 依て 識院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 九十 七號 

意見書 

請願 文書 表 第 六！ 一一 號 

立 梅 井堰 水掛 耕地 特別 地價 修正の 請願 三重 

縣多氣 郡 五ヶ谷 村 大字 古 江 二 十 四番 屋敷 山 


本 鹿之亟 外 三百 六十 七 名 呈出 (紹介 議員 天 
春 文 衞君外 一名) 

右 請願の 要旨 13: 三重 縣多氣 郡 五ヶ谷 村 及 丹 生 村は 
山間に 脾 在し 水利の 便 乏しく 秋實 稔らす 人口 凋落 
する を迓ひ 文化 年中 藩 帑を 以て 阪南郡 粥 見 村立 梅 
に 一大 堰塘を 築き 延長 七 里餘の 水路を 開通し 灌漑 
の 便に 供したり 然るに 右 堰堤 水路 修理 費と して 巨 
费を 要する 場合には 落 箱を 以て 之を 補充し 來 りし 
に 其の後 地租 改正に 際し 廢止 せられた 〇仍て 其の 
後 幾度 か 政府に 之 か 救濟を 哀願した る も 採用 せら 
れす 村民は 止むな く 起債に 依りて 之を 補 ひ 而も 最 
近十數 年間に 於け る 水利 組合の 經費は 年年 三、 五 
千 圓 乃至 一 萬 圓餘に 上り 之を 組合 區城 耕地 面積 百 
五十六 町餘步 に割當 つると きは 一反 步三圓 に 當り 
殆と 正租と 均しき 苛 重の 負 擔を爲 しつつ あり 之を 
同 縣下他 水利 組合の 一反 步 一圓 乃至！ 一十 錢な るに 
比較す ると きは 倍額の 租税を 負擔 すると 同し くし 
て玆に 村民 良田を 畑と爲 し 其の 負擔を 免る る者頻 
m し 水田 漸く 荒 蕪せ むと する 有樣 なり 依て 之を 救 
濟す る爲に 地租 改正 當時 理事 者 か不當 なる 地 價を 
附した る 誤謬を 修正し 村民の 負 擔を輕 減せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆 _院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 付 候 也 _ _ 

特別 報告 第 九 i-l AI 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 二 七號 

町村に 於て 委任 事務 處理に 付 國庫金 交付の 請 
願 福 岡 縣糸鳥 郡 小富士 村長 鎌田鎭 雄 呈出 
(紹介 議員 赤 間 嘉之吉 君) 

右 請願の 要旨は 國家か 自己の 事務を 自治 體の 機關 

に 委任處 理せ しむる 1. 當 り國税 徵收 事務に 付て は 

國 庫ょり 相當 交付金 あるに 拘ら す戶籍 、兵事 其の 

他の 事務を 處理 する 場合には 其の ことなく 爲に町 

村は 經 費の 增 加を 来し 之 か 支辨上 困難なる に 依り 

毎年 國庫 ょり 役場® の 二分の 一 以上の 補助金を 交 

付せられ たしと 諝 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也—  I 

特別 報吿 第百號 


意見書 

請願 文爵表 第 31: 〇四號 

神域 保存の 請願 靜岡 縣较東 郡 大岡 村長 芹澤 
福 太郞外 四十 名 呈出 (紹介 議 M 岩 崎 勤 君〕 
右 詰 願の 要旨は 靜岡 縣駿東 郡 大岡村 字 造 道 千 八 百 
二十 番神地 二 十步及 同所 千 八 百 二十 九祗 山林 一 畝 
二十 步 ほ 熱 海 線の 鐵道敕 設地に 編入せられ ある も 
右 ほ 同村 元日吉 部落 地籍に 在りて 古来 無 格 社 山 神 
社を ia 座せ り 然るに 考古 學者朿 京 帝 國大學 理科 大 
學助手 柴田常 惠並濟 學博士 三 島 通 良兩氏 H 地 調査 
の 結果 該 地籍は 奈良朝 前期の 寺址 にして 國史 上洵 
に 重要 且稀 有の 名蹟な る こと 判明した るに 依り 右 
は 永久に 保存し 溫 古知 新の 資に 供した きを 以て 鐵 
道 用地ょり 除外せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擰 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊及御疾呀候也— 

特別 報告 第 百一號 
意見® 

請願 文書 表 第 六 二 八號 

一目 連 神社を 國幣 大社 多 度 神社 座 位に 加 列 
の 請願 三重 縣桑名 郡 多 度 村 大字 戶津六 百 
六番 地 西 田芝壽 外 千 二百 二 十三 名 呈出 (紹 
介 議員 •天 春文衞 君) 

右 請願の 要旨 ほ 三重 縣桑名 郡 多 度 村に 鎭座 まし ま 
す 一 E 連 神社は 古来 多度兩 院と稱 し 多度祌 社と 合 
祀せ られ たる ものなる に 大正 四 年中 多 度 神社の 國 
幣 大社に 昇格せ ら るるに 際し 一目 連 神社の み 其の 
選に 漏れた る も 本社 祭神 天 目 一箇 命は 多 度 神社 御 
祭神 天津 彥根 命の 御子に 座し 武勇 絕 倫の 御 神と し 
て 古今の 武門は 擧て武 蓮 長久を 祈願し 靈驗勘 著に 
して 其の 御 威 德を仰 かさる 者な し 依て 本社を 國幣 
大社 多 度 神社の 座 位に 加 列し 祭典の 禮を古 態に復 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 機す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 接 付 候 也 

特別 報吿第 百三號  • 

意見書 

請願 文書 表 第 六 六〇號 
埼玉縣 秩父郡 名 栗 村を 入 間 郡に 編入の 請願 
埼玉縣 秩父郡 名 栗 村 大字 下名 栗 九十； 一番 地 


平民 材木商 加溪幹 一外 三； C A 十 名 呈出 (招 
介链 a 粕谷遂 三 君 外 一名) 

右 請願の 要旨け 埼玉縣 秤 父 郡 名 栗 村は 抶 父 ! it: の *^ 
內に 在りと 雄 地勢 及 其の 他の 關係 上人 nil ?!!; に； 3 せ 
しむる を 便 益 多大な りと is む 依て 前記 名 栗 W を 人 
間 郡に 編入せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 諮 院は其 の 趣旨を 至 常な りと Eg め 之を 採 摺 すへ 
きものと 誔決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 胰也  I 
特別 報吿第 百四號 
意見 钽 

請願 文 譜表 第 六 六一號 
培 玉 縣秩父 郡 吾野 村を 人間 郡に 編入の 請 如 
埼 玉縣秩 父 郡 吾野 村 大字 北 川 六 百 十 . TI: 番地 
平民 大野嘉 太 郞外七 西 十一 fi 呈出 (紹介 謎 
員 綾部 惣兵衞 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 埼玉縣 秩父郡 吾 a!? 村は從 來秩父 郡 
の 管內に 在りと 雖地勢 及 其の 他の 關係 上 A 間 郡に 
搦す るを 以て 便益 多大な りと 認む依 て 前記 吾野 村 
を 入 間 郡に 編入せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 翳院は 其の 趣旨を 至當な りと lg め 之を 採 探す へ 
きものと 議決せ 〇诙 て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報带第 百 五號. 

意見書 

請願 文書 表 第 六 九〇號 
按糜 業を W 人の 專業 と爲 すの 請願 群 馬縣前 
橋 市 本 町 九十 九番 地平 民按瞍 椠高瞭 關四郞 
外 百 五名 呈 紹介 議員 高木 正 年 君 外 四 名) 

同 第 六 九一號 

同上 東京 府荏 原郡大 井町 百 三十 番地 平民 
狻糜業 細 井 武賀外 三百 三十 二 名 呈出 (紹介 
議員 高木 正 年 君 外 四 名) 

右 請願の 要旨は 按瞍業 は 盲人 保 ■の愆 味を 加へ 其 
適業た るの 故を 以て 由來專 ら肓 人の 從斟す る 所た 
り 然るに 近世に 當り常 八に して 斯業を 營む者 多き 
に 及 ひ爲に 盲人は 其の 業を 恋 はれ 不具 騣疾 者た る 
彼等の 生活 上の 闲難 一方ならぬ 又國 家と しても 分 
業よ 〇來る 利益を 失 ふこと ® からさる もの あるを 
以て 按瞍を 肓 人の ®: 業と せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を « 掙 すへ I 
きのと 識決せ り 依て 議院 法® 六十 31: 條に依 〇 別册 | 


防 SI 衆界筘 PI 帝间 一十 四 第 


及 御 送付 候 也  I 
特別 報传第 百六號 
S  見 af 

請願 文辨表 第 六 〇 I 號 

新 ra 雜誌上 御 (3 彩 帟褐 方に 關する 請願 鳥 
取 縣鳥取 市 西 町 十一 番地 ® 刺 職 井 n 千代 藏 
呈出 (紹介 議 fl 奥 田 ^ 造 討) 

右 sis 願の 嬰 旨は 近時 畏れ多くも 御拽 影並勑 語 
を 新 [l-'fi 雜誌 等に 帟揭 する を 以て 不識； 个知の 間 之を 
汚® せらる、 の處な しとせ す 之れ 天子を 奉® す 
る 帝 阈 は 民と して 誠に 恐馏 に堪 へさる 所な り 法 て 
之を 永久に 窣拜し 得 る S  (一 〕 其の 揭載 方法と し 
ては 紙® の 上段 又は 附錄 として 揭賊 せしめ g? 面は 
白紙と する こと (二) 窄拜 方法と しては 之を 切 拔 

き 谷. 3 の 神棚に 納め 奉拜 せし むる ことに 収締 あり 

たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺すへ 

きものと 議決せ 〇依 て識院 法茁 六十 ? 1: 條 に te り 別 

冊 及御浍 付 眩 也 II  _ 

特別 報吿第 百 七 號 

S 見觀 

謂 願文 界 表 第 六 四七號 

新間雄誌に御 〇 忍華揭収締の謂願新潟縣 

中 頸 城 郡 ^ 町村 1 1! 十 一番 戶 平民 S 内 藤 fs 守 

呈出 (紹介 誘 Q 福 井 三 郞嵙〕 

右 謂 願の 要旨 li 近時 畏れ多くも 御® ^ を 新聞 雜 

誌 等に 揭 狨 する か 1S に 不知 不識の 間に 之を 汚 fa し 

不敬に 渉る 等の ？ 15: なしと せす 斯の如 き 13: 臣民と し 

て 恐 腿に 堪 へさる のみなら す國民 風敎 上忽 にす る 

能は さるを 以て 新 間 雜誌等 の 諸 印刷物に 御 筏 影 

を帟揭 せしめさる やぅ 相 當の収 締法を 設けられた 

しと 謂 ふに 在り  ■ 

衆諉院 は 其の 趣旨を 半 常な りと 18 め 之を 採 掙 すへ 

きものと il 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送 lli 候 也 I  _ _ 

特別 報 吿第百 十一 號 

S0 

請願 文 0 :衷第 ：九五 二 號 

刈 浴 HI 川大堰 费補叻 の 請願 新 潟縣南 蒲 原 郡 

刈 谷 田 川大堰 普通 水利 組合 屮之島 村長 星 野 

次郎 呈出 (紹介 識 M 大竹 M 一 君〕 

右 請願の 要 ff li 新® 縣南蒲 原 郡 刈 谷 田 川大堰 は 遠 

新 間 雜忒上 御 归影窣报方に關する謀願外七件 


く 明， 年間に m 設し常 時の 領主 新 發田藩 主は 民業 
翼铵の 趣旨を 以て 木 郡 中の 田畑 原野 等 五十 町步を 
下附せ られ .R 取 間 人夫 扶持米と して 年々 四十 石 四 
斗 紐 給與せ られた 〇 しも 明治維新 廢 藩 阇縣の 結果 
前記 土地 ほ 上 地を 命せられ 扶持米は 廢止せ られた 
〇而 して 明治 政府は 之 か 代 fa として 明治 七 年より 
向 十 ® 年間 緙费の 十分の 三即 一箇年 金 千 二百 六十 
四_1 一一 十九 錢七厘 宛を ^ 庫より 補 WJ すへ き 旨 採 許 
せられ 年々 其の 交付を 受けつ ゝぁ りたる も 明治 十 
三年 限 太政官 布齿第 四十 八號を 以て 突然 之を 地方 
税茭辨 に 移された 〇浓 て 其の 交 f-l 方を 縣 令に lii 願 
せし も縣 色に 於て は 地方税 支 辨外な りとの 理由を 
以て 却下せられ たる e 三 简华の 補助金は 之を m す 
して 今日に 至れり 然るに 一方 水源 荒 鼯し刈 谷 田 川 
の 河水 年々 涸渴 して 耕地の 灌漑 殆と 不能と なり 二 
萬の 民衆を 飢渴 に陷 らしむ るの® 狀を早 ：せむ とす 
今に 於て 適 當の 施設を 爲し之 か 救濟 を爲 すは 刻下 
に 於け る 焦眉 緊嬰 のこと に 隙す と雖现 狀に 於て は 
_费の 都合 上 如何と も爲す 能は す 依て 未収 E£ 箇年 
分の 補 肋 金 *'Z4. 之に 對する 利 m 金を 國 庫より 一時 支 
出 補助せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 誔決せ 〇依 て P 院法第 六十 五 條に依 り 別 
冊 及御绘 付 候也丨 

特別 報 街 第 百 十二 號 
意見 軎 

請願 文 W 表 第 六 二 四號 

下關 港： ぬ 修築の 請願 山 口 縣下關 市 大字 上田 
屮 町 山の 口 三百 十九 番地 士族 公吏 不破彥 ® 
外 一; 百 四十 一名 呈出 (紹介 議員 林 平 四郞君 
外 一名〕 

右 請馘の 要旨は 關門は 古来 帝 國有數 の要津 にして 

就中 下關港 は 帆船 時代より 船舶の / 1; 入 夥しく 大船 

巨舶の 碇舶に 適す 現今 下關港 の M 易 狀况は 海陸 運 

共に 內 外の収 引 額 逐年 激增し 之を 過去 八 年 前即明 

治 四十 四 年の 輸移出 入 高 合計 千 H 百 萬圓と 大正 六 

年度のと を 比較す ると き (3: 實に 二 十倍の 咐額を 示 

し 近き將 來に 於いて 束洋 貿易の 一大 市場た るへ き 

運 命を 有す 然るに 本 港は 港® の 設備 觀る へき もの 

なく 水底 淺く 港內狹 隘 にして 常に 貨物 停滯し 不便 

不利を 極む te て 之を 設備 方法と して 小戶の _戶 を 

閉銷 して 下關廣 島 間の 海底を 浚渫し 內務省 埋立地 


及 海岸 一帶を 整理して 大船 巨舶の 碇泊に 適する 一 
大關門 港を 修築し 海陸 運の 趨勢に 適應 する 施設を 
講 する 爲市事 業と 相 俠て 國费を 以て 本 港の 改良を 
實行せ られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 3 日を 至 常な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 蕺 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 百 十三 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 三！ 號 
利根 運河 治水に 關する 請願 千 葉縣柬 葛 飾 郡 
野 田 町 郡 農 會長 山中 竹 樹外百 四十 K 名 ii 出 
(紹介 議員 吉楠庄 一郎 君 外 二 名〕 

右 謂 願の 要旨は 利根 江戶兩 川を 連絡す る 千 葉縣東 
葛 tflj 郡 新 川 村より 同 郡 田 中 村に 至る 二 里 二 町に 亘 
る 利根 運河は 現 時 一 私設 會 社の 純營に 委ね ありと 
雖該 運河は 霞 ヶ浦及 利根 川の 本 支流より 江戸川を 
經て菜 京に 通す る 水路 約 百 十 哩の 咽喉に して 帝都 
と 密接なる 關 係を 有する のみなら す 利根 川 改修 X 
事の 効果に も 至大の 影響 あり 依て 政府は 右 運河の 
利 1® を 買收 し！ 面に 於て は _E 由 通航を 許し 他面に 
於て は 利根 川 改修 丁： 事の 附帶事 業と して 該 運河の 
改修を 行 ひ 以て 利根 川 治水の 完成を 期せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依  6 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 百 十四號 
意見書 

請願 文 JT 表 第 六 三二號 

利根 江 戶兩河 川 浚渫に 關 する 請願 千 葉縣東 
莴 飾 郡 新 川 村 東 深 井 三百 六十 番地の 四 平民 
農 森 田繁男 外 百 四十 七 名 呈出 (紹介 議員 吉 
植庄 一郎 君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 江戶 、利根 兩川は 一府 5rr 縣に 跨る 
物資 輸送 上 唯一の 水路に して 船舶の 航行 最 頻繁な 
る も 利根 運河 西口  (深 井〕 より 取手 間 十 浬 餘及松 
戶關宿 間 二十 一 浬の 區間は 通航 闲難な 〇 其の 間 無 
數の淺 網 現出し 殊に 改修工事 W 施以來 土砂 流 下し 
河床の 隆起 漸次 其の 度を褙 加した る爲 船舶の 通航 
を 遮 止し 從來 通航 一日 平均 百 餘艘に 上りし も 今や 
殆と 其の 半 數に減 したり 是れ 一府五 縣の殖 產 興業 


及物俏 調節 上忽 諸に 附す へから さる 緊耍 事な り 依 
て 之を 浚渫して 右兩區 間の 障碍を 根抵 より 除去し 
船舶の 通航を 完全に せられた しと 謂 ふに あり 
衆議院は其の趣一一日を至當な〇と認め之を採擇すへ 
きものと 議決せ り 依て as 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報 吿第百 十五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 五 九號 

住ノ江 港を 輸入港に 追加の 請願 佐 賀縣小 城 
郡 芦刈 村長 森 永 政憲外 一名 呈出 (紹介 議員 
S 英太郞 君) 

右 請願の 耍 3 c は 住/江 港は 佐 賀縣下 南方 唯一の 港 
にして 旣に 明治 三十 九 年中 © 出港の 指定を 得たり 
然るに 同 港 西北 隅に 位する 有 明 海の 沿岸は 曠漠た 
る 一大 平野に して 藤津外 五 郡に 跨り 其の 面積 三 萬 
二 千 町步餘 之に 要する 肥料の 需用 高年 額 百 六十 萬 
圓 以上に 達し 其の 他 石油、 砂糖の 如き 日用品の 多 
くは 長 崎、 門 司 等より 供給を 受け 又 大豆粕、 砂糖 
の 如き 北淸 地方の 輸入品す ら 輸出 船舶に 依ら さる 
へからす して 經濟上 產業上 不利 不便 尠から す 依て 
前記 住ノ江 港を 輸入港に 追加し 地方の 利便を 計ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 百 十六號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 八 .? r 號 

三國港 開港の 請願 福 井 縣坂井 郡 三 國 町長 岡 
. 崎涕 二郞 呈出 (紹介 議員 熊 谷 K 右 衞門君 外 
i 名) 

右 請願の 要旨は 福 井縣 下三國 港は 敦賀七 尾の 間に 
在りて 同 縣及石 川縣の 咽喉を 扼し 北陸 要港の 一と 
して 長き 歷史を 有す 而 して 近時 鐵道 三國茭 線の 敷 
設を 見る に 及 ひ 海陸 運輸 聯絡 上の 設備 玆に完 きを 
得物 貨の 集散 日を 追 ふて 盛なら むとし 協に 對外貿 
县港 としての 資格を 具備す るの みならす 而も 該港 
の 開港た る や 露 領浦鹽 及 滿鮮 方面に 對す る發展 上 
より® た 緊要なる もの あるを 以て 速に 前記 三國港 
を 開港 地と して 指定せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捜す へ 
二 1 三 三 


院諶衆 3 蒗罚帝 冋一 十四 芡 


槐内薬 港 速成の 請願 外 七 件 
きものと 涔決せ り 依て 謎 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 rr 第 苗 十七 號 
兗 見 沿 

請願 文 y} 表 第 七 〇七號 

抑 内 築港 速成の 請願 北海道 北 見！ 一宗 谷 郡稚 
內町大字稚内字小濱通りニアロ商藤野和平 
外； 5 八十 五名 呈出 (紹介 _貝苋 武君外 一名 5 
右 請 ii の 要旨 ほ 嵇內港 ほ 北海道 天 瞬 沿岸 唯一の 良 
港に して 國防及 運 織 交通 上樞耍 の 地に 在り 殊に 近 
く 起工せ らる 、宗芥 線 及 天陳線 の 開通せ ら るる！！ 
には rr;] 港は 木适屈 指の 物 K 集散地たり 故に 海陸 運 
轍の 焦® 地と なる ほ 明な り 加 之 pi 太 島との 交通を 
開拓す る 國防上 緊切の w 業に 搦す 此の 見地に 基き 

前記 秤 内 築港を 決定し 起 H を 速に せられた しと 謂 

ふに 在り 

衆 懿院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 揮す へ 

きものと 鼸 決せり 依て 懿院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御级 付 候 也 

特別 報 吿第百 十八 號 

意見 S3 

請願 文 r'i 表 第 四 九八號 

R 木忭血 吸蟲病 豫防 撲滅 ilf 業 a 國 昭 補助の 請 

願 ) s£ 烏 縣深安 郡 川 南 村 外八箇 村 地方病 豫 

防 撲滅 組合 管理者 深 安 郡長 熊 谷 桐 介 呈出 

(紹介 議 M 井 h 角； : />: 郎君 外 一 名〕 

右 請願の 要旨は 廣島縣 深 安 郡を 中心として 漸次 猖 

» の 勢を 51 ふせむ とする 日本 住 Jfll 吸蟲は 感染 @ 播 

の力最 迅速 激甚に して 其の龅 園は 人類の みならす 

諸種の 家脔に も 及 ひ  一 . 0. 本 病に 侵さる る 者は ?-'? 易 

に 恢復せ さるの みならす 之 か 爲に死 亡す る者尠 か 

らす而 して 該病毒 の ある 地方に 於け る 小學猊 蛮を 

檢す るに 罹 難 者 百 人中 平均 三十 二人 强に 達し 延て 

壯 丁 檢査成 樹の如 き甚た 不良に して 公衆 衞生 上戰 

溧す へき ものたり 故に 明治 四十 年 一月 地方冇 志 者 

相 謀り I1J1 方； SW 究會を 組織し 研究の 結果 其の 病原 

を閛 明し 豫防 撲滅の 方法を 講究し 實行上 大正 七 年 

三月 二 十二 日、； 土た る關係 村に 於て 公共組合を 組織 

し旣 に縣费 の 補助を 仰き 應 急の 施設を 實行 しつ、 

ある も尙之 か耍 求を 充す こと 能は す 依て 國庫 補助 

に 依りて 之 か 撲滅を 實 行した しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採櫸 すへ 


きものと 議決せ り 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 二十號 
意見 寄 

請願 文®: 表 第 四 四六號 
跳 子 港 漁港 改築の 請願 千 葉 縣市原 郡 八幡 町 
九 百 八十 六番 地 千 葉縣水 產會會 長 宮吉長 五 
郞外 五名 呈出 (紹介 議員 賴澤總 明君 外 一名〕 
右 請願の 要旨 ほ 千 葉縣餓 子 港の 漁獲物 (3: 年額 三百 
有餘萬 圓に 達し 一箇年 船舶の 出入 一萬艘 其の 出入 
は 菜 京， 神奈 川、 靜 岡の 谷府縣 より 愛知 •茨城、 
福 島、 宮城の 谷 縣に 跨り 南 相 横灘 より 北方 金 華 山 
沖に 至る 約 二 百餘 海里に 及 ふ廣漠 たる 漁船 根據地 
なる も 港口に 岩礁 點 綴し 船舶の 覆 沒 、破壞 等の 危 
險あ りて 常に 水產 界の爲 遺憾と する 所なる も 之 か 
修築に ほ 多大の 經費を 要し 府縣の 到底 堪ゆる 所に 
在らす 依て 國費を 以て 該 港を 速に 修築せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摆 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 百 二十 一號 
氣 見 書 

請願 文書 表 第 七 一三 號 

富 江 港を 漁港に 修築の 請願 長 崎 縣南松 浦 郡 
富 江村 長 近 藤淳吉 呈出 (紹介 議員 牧山耕 藏 
君〕 

右 請願の 要旨 ほ 長 崎 縣南松 浦 郡 富 江 港は 本邦の 西 
南端に 位する 唯一の 漁場に して 毎年 S 瑚船 鰹釣發 
励_船 を始 とし 其の 他 谷 種の 漁船の 碇泊す る もの 

常に 四 五十 艘 より 三百 餘艘の 多き に 達す 加 之數多 

の 漁獲物 加 丁： 所 珊瑚 入札 場 及 彫刻 場 等を 有し 又 避 

難所と しての 便 あり 此の 見地より 當局 にても 嘗て 

築港の 計 ft を 試みた る こと あり 右 工事は 漁業 保證 

獎 S 上 緊要の ことに 屬す るを 以て 從來地 方 費を 以 

て 之を 施行し 来りし も 其の 完成を 期せむ には 十 萬 

圓以 上を 要し 到底 村民の 負擔 に堪 ゆる 所に 非す 依 

て國 費を 以て 前記 漁港を 修築し 漁民の 福祉を 計ら 

れた しと 謂 ふに 在り 

衆 戳 院は其 の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 搦 すへ 

きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 5S 付 候 也 


特別 報告 : 

意見 軎 

諸 願文 軎表 第五 三四號 

發明 事業 奬勵 補助金 下附の 請願 東京 府東京 
市 本 所 區永倉 町 一番 地 M 號 平民 商 野：！ 榮吉 
外！ 一名 呈出 (紹介 議員 佐々 木 文 一 君： > 

右 請願の 要旨は 國 富の 主 源 ほ H 業 firl 興 策に 在り 之 
か 振興 策 ほ 工業 品の 發明 改良の 力に 侯つ 所 極めて 
大 にして 發明 事業の 保® 驿勵は 刻下の 急務な りと 
信す 請願 人 等は 嘗て 東 京大 阪に發 明 研究所を 設け 
むと 企圖し 明治 四十 四 年中 發 明獎勵 補助金 下附の 
請願を 呈 m したる も 其の後 世の 變遛と 商工業の 發 
達と に 稽へ益 之 か 急設の 必要を 感せり 政府は 遨に 
理化學 研究所の 設立を 企圖 せられた る も 專門學 者 
の 研究は 學理 的に 偏して 比較的 其の 効力尠 なきの 
みならす 實 地に 適應 する 研究 發 明を 企圖 する には 
資金、 學 理及實 地の 三 要素を 具備せ さるへから す 
如上の 趣旨に 依り 各 專門學 者と 實地發 明 家と に 依 
り 組織せ る發明 研究所を 設立して 時代の 要求に 順 
應せ むと 欲す 依て 之 か 補助 費と して 大正 八 年度ょ 
り 以後 十箇 年間 毎年 十五 萬圓 宛を 下附せ られた し 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 撰す へ 
きものと 歸 '決せり 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 二十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 三二號 

馬匹 保健 •衞 生に 關 する 法 制定の 請願 大阪 
府 大阪市 西 區江戶 堀 北 通 三 丁目 四十 七番 屋 
敷 平民 ® 油 販賣業 中島 辰 臓 呈出 (紹介 議員 
金 澤仁作 君) 

右 請願の 要旨は 近時 民 問に 於け る 馬匹の 取扱 過度 
にして 動物 使役の 道を 失 ひ 其の 待週甚 酷に して 風 
敎上惡 感化を 及 ほす もの 尠 しとせ す 是れ國 家の 產 
馬獎勵 の 趣旨を 滅却す るの みならす 一朝 有事の 場 
合に 於て 軍用 上 一大 危險 を感せ すむ は あらす 近時 
人道 會愛 _ 會 等の 組織せられ 復 荷馬車の 重量を 制 
限す るの 規程 ありと 雖其の 目的と する 所を 當 にし 
直接 馬匹の 使役に 對 する ものは 未た 其の H 的を 達 
したりと 云 ふを 得す ffi て 請願者の 希望 要項を 含蓄 
する 一般 馬 H 保健 衞 生に 關 する » 行 法規を 制定せ 


二 一三 四 

られた しと 謂 ふに 在り 

衆 謅院は 其の 趣旨を： f: v:Y な 〇 と3 め 之を；； iK i^ すへ 
きものと 謎 決せり 依て si 院法第 六十： -7L 成に 依 〇 別 
冊 及 御 送付 候 也— 

特別 報告 第 百 二十 六號 

rc 見 1J 

請願 文 界 表 第 七〇五 號 
帝國 在鄕祇 人 伶 國 萌 拙 肋の 請願 朿京府 JJi M 
市 下 谷 M 仲 御徒町 一  丁  U 十四 番地 平民 ^ 油 
及 ja 物 商山埼 金 五郎 外 三十 九 ^ 呈出 (紹介 
翳 M 黑須 龍太郞 君〕 

右 請願の 要旨は 帝 國在鄕 軍人 e- は 軍人 精神の 汩練 
と 軍事 知識嶒 進の： H 的を 以て 設立せられ たる もの 
にして 同# の 腿 金なる 段 達は 國述 の隆 U t3 を 招來す 
る 所以なる に 典の 經 fi の 大部分は ® - M たる 在 鄉 iii 
人の醒 出 する 所に して 爲に其 維持に W 難を / g する 
分會 あるは is 憾に堪 へす 1:1. 斯の 如く 經 fi を 0 a に 
負擔せ しむる は 兵役 義務の 上に 更に 物® 上の v-* yji 務 
を 加 K する ものにして 在鄕軍 人を 遇する 所以の 途 
に 非 さるへ し 依て 同會 に對し 事業 迓施基 本 金と し 
て 相 當の 金額を 國嘩 より 補 肋せられ たしと It!! ふに 
在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採！ g すへ 
きものと 翳 決せり ffi て 議院 法 第 六十 S 條に依 〇 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 百 二 十七 號 
意見 W 

請願 文® 表 第五 二 一號 
山 崎 郵便局より 三 河 郵便局を 經て千 種 郵便局 
に 達する 公衆 用 電信 及 特設 m 話 設置の 請願 
兵 庫 縣宍粟 郡 千 種 村長 尾 崎 a 太郎外 十二 名 
呈出 (紹介 _ 員土井 檝 大君) 

右 請願の 要旨は 兵 庫 縣宍粟 郡 地方は 近年 夥しく 產 
業 勃興し 郡 內三河 村、 千® 村 等には 銀行 諸會 社、 
齲 業 所、 畜產 組合 牛馬 市場、 製材所 其の 他 各 補の 
購買 又は 販賣 組合 等 設置せられ 通信 事務の 独 咐を 
来し 過去 數年 前の 狀况 とは 隔世の 感 あり 然るに 電 
信 電話の 設け ある 山 崎 局には 七 里 乃至 四 里 •を 隔て 
該地方 民の 不利 不便 尠から さるに 依り 山 崎 郵便局 
より 同 郡 三 河 郵便局を 經由し 同 郡 千 稲 郵便局に 達 
する 公衆 電信 及 特別 m 話を 設置して 地方 開發 の資 
に 供せられ たしと 謂 ふに ffi り 


^ 沉1?: 愕隳阀 帝 同一 十 内茁 


衆議院は 邦の 趣旨を 至 常な りと 13 め 之を 採 捭 すへ 
きものと 謎 決せ 〇依 て讅院 法 第 六十： A 胳に teo 別 
冊 及 御 is 付 候 也  I 
特別 報 {frl 第 西 二 十八 號 
意見書 

請願 文爵表 第五 3i: 六號 
德 ね 縣 ffi + 間 郵侦 局へ m 信 •  m 話、 郵促渠 削 琪 
務開姶 の 請願 德島縣 三 好 郡 迸 問 村 大字 迸 
間 三百 三十 三番 屋敷 公吏 大瀧 半三郞 外 二 十 
名 呈出 (紹介 誘 fi 原 田 佐 之 治 対) 

右 請願の 要旨 ほ德 島縣 ili 好 郡® 間 村 li 現在 而 植 三 
方 er 人口 六 千 七 W を 有する 大村 にして 峨近 S 業 
及 製糸業 際 盛を 極め SC 阪地 方との Is 引 頻繁と な 〇 
通信 機阅 の® 活を耍 する に拘ら す 所 辟 £1: 町 局に 至 

るには 吉野 川を 隔て InJ 流 JT. 毎牢數 十回 出水し 交通 

の杜絕 する琪 耻 ありて 不便 ® からす 依て 前記 逬 間 

郵便局に mir 策 話 及 郵便 集配 事務を 開始せられ 

たしと 謂 ふに 在り 

衆 謎院ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採揋 すへ 

きものと 狨決せ り te て 誔院法第六十五脐に依〇別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 饵第百 二十 九 號 

意見 B 

謂 願文 fff 表 第 六 四八號 

木 m 村に 郵便局 新設の 請願 E- 根縣 那賀郡 木 

田 村長 佐々 岡延藏 呈出 (紹介 議 M JS- 田 俊 雄 

君〕 

右 請 願の 要旨は 島根 縣那賀 郡 木 田 村は 小 村な れと 

も 比較的 郵便 ! J; 務多 きに 拘らす 郵便局の 設 fa なく 

所 j® 局. に 到る には ® t al を ^ て 其の 集配に 三日間を 

要し 不便 M しきに 浓〇 前 IU 木 ra 村に 郵便局を 設置 

して 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な 〇 と 認め 之を 採掙 すへ 

きものと 謎 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第； G 三十 號 

r( 見 a 

請願 文£: 表 第 六 六 七 號 

露 領沿岸 溯 場に 通 ffi il 輸搏 關設 {2 の 請願 靜 

岡縣坍 田 郡屮泉 町 七 百 四十 八番 地の 二 平民 

農川烏龅藏外六名呈出〔紹介阈员唐端淸太 

■of? ) 


右 請願の 耍 皆 は 勘 察 加を 中心とする 遇® 沿岸 件 地 
ほ 31 路 ■捃梁 、車馬 •郵便局 等の 設備な く 荒寥た 
る嘣原 な 〇 と雖 口 露の )! ((1 場 三百® 所 開設せられ 其 
產额 一简年 千數百 萬 [0! に 上る の 盛况に 在り 然るに 
通信 並 運輸 機 關不 完全に して 不利 不便 甚し依 て 露 
領沿捃 g 場に 對し 通信 並® ® 機 關を 完備せられ た 
しと IW ふに 在り 

衆議院は 其の ® n 旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ り 依て 謎院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報吿第 百 三十 一號 
意見書 

請願 文 ® 表 第 六 七〇號 
北 千島 沖 場に 無線 m 信設 iffl の 請願 靜岡縣 磐 
田 郡 中 泉 町 七 百 四十 八番 地の 二 平民 農 川 島 
瀧贼外 七名呈 /11 ( 紹介 識 M 唐 端 淸太郞 君〕 
右誧 願の 要旨 ほ 千島は 吾 國有數 の 大漁 坳 にして 其 
の / 1! 稼浼 夫の數 年々 三千 人を 下らす 就中 鱈 漁は 遠 
洋漁業 として 益發展 の翊 勢に 在り 然るに 同 島嶼に 
對する 通信 機關； 小 備の爲 漁具 食料 等の 破損 缺乏に 
際し 之 か 供給に 迫な きのみなら す風濤 の爲漁 菜に 
故障を 生す る 場合 ある も 本國と 通信を 交換す る こ 
と 能 ほさる ほ 漁業の 獎勵發 達 上 一大缺 陷な りと 謂 
ほさる へからす 依 て 速に 北 千島 漁場に 電信局を 設 
置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 讁決せ 〇依 て識院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也—  — 

特別 報 齿 第 百 三十 二 號 
意見® 

請願 文 S 表 第 六 七八號 

黑松 村に 郵便局 新設の 請願 島根 縣那 賀郡黑 

松 村長 1® 利 兵 市外 十三 名 呈出 (紹介 議員 島 

田 俊 雄 君) 

右 詔 願の 要 疔ほ 島根 縣那賀 郡黑松 村は 戶數 三百 人 

口 千 ? 1: 百を 有し 村民は 商、 エ 、漁 農業を 營み J1. 其 

の 附近 數熵 村落は 山陰 鐵逍濱 田 線の 開通と 相 佚て 

通信 事務は 近 牮著 しく％ 加した るに 拘らす 所 轉淺 

利 局 及 都 治 村 郵便局に 到る には 其の ff-fi 離 一里 餘に 

して 不侦狨 しきに fe り 前記 黑松 村に 郵便局を 設 K 

して 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ii 其の 趣旨を 歪 當な りと Is め 之を 採 捋 すへ 


きものと 謎 決せ ote て 議院 法 第 六十 5F;: 勝に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 


特別 報 吿第百 三十 三號 
意見書 

SI 願文 慰 表 第 六 七九號 

幸 袋 郵便局に 集配 並 電信 事務 取扱 開始の 請願 
福 岡縣嘉 穗郡宰 袋 町 大字 中 八 百 三十 七番 地 
平民 公 山 近 平 外 九十 五名 呈出 (紹介 議 
員 赤 間 嘉之吉 君〕 

右 請願の 要 , rf ほ 福 岡 縣嘉穏 郡 幸 袋 町 及 隙 村 二 翻 村 
には 製鐵 所所 II の 高 雄 炭坑を 始 とし 數箇の 炭坑 事 
業 勃興し 合資 锊社宰 袋 工作 所は 大阪 以西 第一の 大 
鐵 工場に して 從て其 取引は 國內に 止まらす 遠く 滿 
洲 地方に 及 ひ 通信 事務の 劇增は 昔日の 觀に 在らす 
然るに 幸 袋 郵便局 ほ 集配 事務の 取扱を 爲さす 集配 
事務は 一里 乃至 二 里 餘を隔 つる 飯 塚 局に 到り 又電 
信 事務は 幸 袋 停車場 又 13: 販塚 局に 於て 取扱 {X る-' 
も 常に 敏活を 缺き爲 に 町民は 往往 商機を 誤り 意外 
の 損失を 蒙る ことを 尠から す 依て 前記 幸 袋 郵便局 
に 集配 並 電信 事務 収扱を 開始して 土地の 利便を 計 
られ たしと 謂 ふに 在 〇 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報 吿第百 三十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 八 二 號 
岐阜 縣下 伊自良 郵便局 集配 事務 開始 © ' 請願 
岐阜 縣山縣 郡 上 伊. H 良 村長 梅 田 翳 外 一名 呈 
出 (紹介 1I M 佐々 木 文 一 君 一 
右 請願の 耍旨ほ 岐阜 縣山縣 郡 下 伊自良村 ほ 米 •繭 
薪炭 等の 產 物に 富み II. 滿 俺鑛區 十六 尚 所 ありて 其 
產額 一箇年 數十 萬圓に 達し 猶漸 次增 加の® 向 あり 
其の 他 郵便貯金 簡易 生命 保險 申込 者 等の 遽增 する 
點 ょり 觀るも 通信 事務の 敏活を 要する こと 明な り 
然るに 下 伊自良 局に ほ 集配 事務 肢扱な き爲二 里を 
隔 つる 高 富 局の 集配 區域 に J1 し 而も 道路 險惡 にし 
て 村民の 不便 甚し きに 依り 前記 下 伊自良 郵便局に 
集配 事務を 開始せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 Si 院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撐す へ 
きものと 議決せ り 依 て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 


冊 及 御 浍付候 也 

特別 報齿第 西 三十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 八八號 
沼； a 本 町 郵便局に 電信 電話 事務 新設の 請願 
靜岡 縣駿東 郡 沼 津本町 八十 六番 池 平民 農 和 
田傳 太郎外 九名呈 m (紹介 難 貝 岩崎勵 君〕 
右 請願の 嬰 旨は 靜 M 縣 下沼焯 本 町は 沼 津町樞 要の 
地に 位し 商賈 旅舍旗 亭の 大半を 包 擁し 殊に 伊豆 諸 
島駿河 5 帶の漁 商® を 掌握し 分秒の 商 摁を爭 ふ 
者の 金 部は 右 沼 津本町 郵便局 區內に 本 據を構 ふる 
を 以て 通 m 事務の 敏活を 嬰 望せ 〇 試に 大正 七 年度 
に 於け る 沼 ； ii 郵便局の 發電件 數六趙 二 千 七 百 六十 
二通の 內沼津 本 町 郵便局 區域內 居住者の 發 信數實 
に 四 萬 七 千 餘通 にして 總數の 約 百 分の 七十 . 71: 件に 
相 當す然 るに 沼津局 ほ 町の 北端に 在り 而して 沼津 
本 町 局に 於て は 電信 電話の 事務 取扱な き爲 不便 甚 
大なるに依り同局に電信電詰の事務収扱を開始せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 擦す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 I  I 
特別 報告 第 百 三十 六號 
意見書 

請願 文 表 第 七 〇九號 

大垣 郵便局を 二 等 局と 爲 すの 請願 岐阜 縣大 
垣 商業 會議所 會頭戶 田 銳之助 呈出 (紹介 議 
員 牧野 鐵九郞 君) 

右 請願の 要旨は 岐阜縣 大垣 町は 同 縣下樞 要の 地に 
して 近く 市制の 施行を 見む とし H. 養老 鐵 道の 開通 
に 依り 商 H 業 著しく 發展 したる に拘ら す大垣 郵便 
局は 特定 三等 局に して 設備 不完全なる は 通信 事務 
の 敏捷を 期す る 上に 於て 遺憾 尠から す 依て 大垣郵 
便 局を 11 等 局に 進められた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 18 め 之を 採攞す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 5S 付 候 也 _ 

特別 報告 第 百 三十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 一六 號 

fc 岡 村 郵便局 設置の 請願 鳥 E 縣八頭 郡大伊 
村 大字 殿 十八番 屋敷 八 頭 郡畜產 組合 評議員 


德 a 縣逬 PFIi 郵便局へ ® 信 策 話 郵便 集配 flf 務開始 の 件 外 十 件の 話 願 


~ 三 五 


院 菝衆涔 游頌帝 回 一十 四 m 


捣 ' «; 段 教跔所 白地 出張所 設改の 件 外 八 件の 請願 


山 根 金藏呈 出 (紹介 漭 M 輿 田 a 菇 君) 

右諳 願の 要 As !?. 烏 Jli 縣八頭 郡 船 岡 村 ほ 戶數三 百 有 
餘に して 商 H 業の 中心地たり 又隣 村大伊 村 及 隼 村 
は , K 大なる 農村に して 其の 生產 年額 十茁圆 に 達し 
電信 事務 H に 咐加せ るに 拘らす 郡 家 又は 安井 郵便 
局に 至る には I 里 乃至 三 里を 隔て 加 ふるに 中間に 
31 川を 挾み 諸般の 取. t;l 上 不便 尠から す 就中 船 岡 村 
ほ 地方 物資の 集散地と して 家 帟市 場を 始め 諸種の 
製造 場 及 商工業の 機關础 ほり 益 通信 事務の 蚊 活を 
感 する こと 緊切な り 佐て 該村 に大 伊村 •牮 村を 管 
區 として 電信 事務を J5 扱 ふ 郵便局を 設匿せ られた 
しと 謂 ふに 在り 

衆 顔 院は其 の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 藕 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也  ! 

特別 報吿第 W 三十 八號 

意見 醫 

請願 文 e 表 第 六 一八 號 

脇 町區裁 判 所 白地 m 張 所 設置の 諝 願 德島縣 

三 好 郡 佐 馬 地 村長 高 橋 虎三郎 外 一名 呈 ui 

c 紹介 la 員 原 田 佐 之 治 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 德島縣 三 好 郡 佐 馬 地 村 大字 白地に 

在りし 脇 町 M 裁判所 出張所は 大正 三年 六月 躞 止せ 

られた る も該出 張 所 所在地 方 13: 土地廣 くして 人口 

多く 登 IR 事件 數亦 從て尠 からさる に 所管 池 田 出張 

所に 到る には 数 里の 距離 ありて 關係 人民の 不便 大 

なる を 以て 佐 馬 地 三繩雨 村を 管 g 區 とし 佐 馬 地 村 

大字 白地に 脇 町區裁 判 所 白地 出張所を 設置せられ 

たしと ! II ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 撰す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  I 

特別 報 吿第百 三十 九號 

意見書 

81 願文 書 表 第 六 JI: 〇號 

元三 本松區 裁判所 復舊の 請願 香 川 縣大川 郡 

三本 松 町長 岡 田 浩外 十八 名 呈出 (紹介 _ 員 

三土忠 造转〕 

右 請願の 要旨は 香 川縣下 元三 本松區 裁判所は 大正 

二 年廢 止せられ 遠距離なる 高 松區裁 判 所の 管 la と 

なり 不便 尠から さるの みならす 近年 諸會社 勃興と 

共に 入口 劇枏 して 從て區 裁判所 所管 事務 增 加し 就 


中悸 察處 分に 對 する 正式 裁判 申立の 如き 之 か S に 
要する 日子の 比較的 多大なる を 處れ 空しく 之を 抛 
棄す るか 如き 人民の 權利 義務の 消長に 大なる 影響 
ありて 關係 町村の 蒙る：  个利尠 からさる に 依り 高 松 
區 裁判所の 管內 一部の 接 ^ 町村を 分離した る もの 
を 管轄 區域 として 元三 本松區 裁判所を 復舊 せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御. 送付 候 也 _  I 
特別 報 吿第百 四十 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 五 四號 

狩 川 村に區 裁判所 出張所 新設の 請願 山形 縣 
東 田 川 郡 狩 川 村長 奥 III 良 平 呈出 (紹介 議員 
伊東 知 也 君) 

右 請願の 要旨は 山形 縣東田 川 郡 鶴岡區 裁判所 藤 島 
出張所の 管轄は 藤 島、 泉、 is 前 •横 山、 押切、 長 
沼、 入榮 島、 東榮 、手 向， 立谷澤 •淸 川、 狩 川、 
十六 合の 十三 箇村 にして 其の 區域 擴大に 失し 登記 
事務 繁多に して 將來 益增 加の 傾向 あり 依て 前記 立 
谷澤 、淸 川、 大和、 狩 川の 四箇 村を 管_區 域と す 
る 登記所を 狩 川 村に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 闞院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 搾す へ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也  _ _ 

特別 報吿第 百 四十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 四九號 

陰陽 聯絡 鐵 道伯媧 線 敷設の 請願 岡 山 縣吉脯 

郡 一一 萬 村畏 木谷靖 外 四 名 呈出 (紹介 議員 西 

村 丹 治 郎君) 

右 請願の 要旨は 陰陽 聯絡 鐵道 伯備線の 敷設 ほ 第 四 

十回 帝 國議會 に 於て 確定した る もの なれは 地方 民 

は 其の 速成を 熟 望し 居れり 然るに 巷說に 依れは 本 

線に 對して 某會 社の 買收 運動 又は 智頭津 山間 鐵道 

敷設 案 提出の 結果 本線の 敷設を 變更廢 止 又は 無期 

延期に 終る へしとの ことにて 地方 民は 憂慮 措く 能 

はす 殊に 陰陽 兩地ほ 地理 的 關係上 貨客の 集散 狀態 

を 異にする を 以て 之を 適應 する 策と し 本線を 南北 

兩 方面より 起工し 一 日 も 早く 速成せられ たしと 謂 

ふに 在り 


衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 誘 院法第 六十艽 晓に 依り 別 
冊 及 御 送付 If 也 

特別 報 吿第百 四十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 五三 號 
相 生釧路 間鐵道 敷設の 請願 北海道 網 走 郡 美 
幌村 大字 飜木禽 村 第一 基線 八十 九番 地平 民 
農 甲斐 孫 七郞外 四百 七十 九 名 呈出 (紹介 議 
員 1: 武君 外！ 一名〕 

右 請願 ほ 要旨は 北海道 北 見國相 生より 釧路 港に 達 
する 地方は 北 見 網 走 川 及 釧路國 阿寒 川の 二大 流域 
に 沿 ひ 面積 廣大 地味 1¥ 沃林 鏈產に 富み 就中 硫黄の 
無盡藏 なると 阿寒湖畔の 風光明媚なる とは 歷 史上 
著名の 事 ® に 屬し之 か 產 出及來 遊客 年年 劇咐 する 
のみなら す 右 地方に 移住す る 者 多き に拘ら す 未た 
鐵道の 敷設な きは 地方 富 源 開發上 遺憾 尠 からさる 
に 依り 速に 前記 北 見國相 生より 釧路 港に 通 絡す る 
鐵 道を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 艽條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也  I 

特別 報 吿第百 四十 七號 
意見書 

請願 文書 表销六 八〇號 
能越鐡 道 敷設 速成の 請願 富 山 縣氷見 郡 氷 見 
町長 長 澤市郞 呈出 (紹介 議員 問 蹴 網 之 君) 
右 請願の 要旨は 富 山 縣氷見 郡 氷 見 町 ほ 北陸 唯一の 
良港た る 伏 見 港に 接近し 縣內樞 要の 地たり 北 m は 
日本海に 面し 年內 漁 ® の收獲 百數十 萬 m に 達す 又 
西南 ほ 土地 廣漠 にして 米 其の 他の 陸 產 物に 富み 其 
の產出 多き に 拘らす 交通 機 關備は らさ る爲遺 憾尠 
からす 依て 前記 氷 見 町より 七 尾 港に 達する 鐵路を 
敷設して 運輸 交通の便を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 謅 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報告 第 百 四十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 八 三 號 

山陰 鐵道 千代 川鐵橋 改築の 請願 烏 取 縣鳥収 
市 西 町 二十 一番 地 士族 烏 取市會 議長 木下義 


一二三 六 

之 外！ 一名 呈出へ 紹介 3 U 臼 田 A f^ ft 外 一名；} 
右 請願の 要 g1 は . OF 収^ . a ili 市外 千 ^ 川に ^ « 0 銥 
橋は橋足低く洪水の際には河水市中に氾 :^ し年年 
其 被害 ほ 狀を摔 む 法て 現在 G ^ ® を 三、 四圮萵 め 
蒱該鐵 搭 ょり 烏 取 ^ 車 根 に 到る RJ! の 適當の 位 芯に 
更に 錄櫧を 架設して 洪水の 忮畨を 免る V やぅ 施設 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆 諺 院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 f?5 すへ 
きものと 議決せ 〇依て諮院法第六十五條に依〇別 
冊 及御找 f-j- — 候 也 

特別 報告 第 百 四十 九號 
意見 ® 

請願 文® 表 第 七 〇〇號 
平 町 小名 濱間鐵 道# 設の 請願 福 島 縣石城 郡 
平 町長 伊坂 員 ] F. 外 十三 名 呈出 C 紹介 戢员高 
岡 唯一 郎君) 

右 請願の 要 3 1=3 は 福 烏縣石 城 郡 平 町 及 小名 m 沿岸 地 
方は 海陸の 產物に 富み JL 右 兩區間 の鐵路 趿設は 西 
日本海と 東 太平洋との 聯絡を 完成す る 上に ■於て 繫 
要の 線路なる を 以て 前記 平 町 及 小名 濱 間に 鐵道を 
敷設して 地方 產業發 達の 資に 供せられ たしと！ i ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 譴院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第 百 五十 號 
.意見書 

請願 文書 表 第 七 〇四號 
本 吉郡縱 貫 輕便鐵 道 敕設の 請願 宮城 縣本吉 
郡柳津 町長 II 井 陽 儀 外 4 六 名 早； 出 (紹介 翳 
員 小山 東 肋 君 外 六 名〕 

右 請願の 要旨は 宮城 縣本吉 郡は縣 の ]} i 北端に 位し 
海陸の 物 產に 富む と雖郡 外に 通す へき 道路は 朝 も 
嶮惡 にして 鐵 道との PI3 離 ® た 遠く 富 源の 開發 人文 
の 進 步を妨 けらる、 こと 久し 然るに 常 局に 於て は 
東北に 於け る 有望なる 漁港た る 同郡氣 仙 沼を 起點 
とし 巖手縣 一の 關に 於て 本線に 接續 する 磐 仙 線に 
國有輕 仲 鐡道敷 設 の _ ある やに 聞く を 以て 其の 場 
合には 更に 之を 延長し 同 郡の 中樞な る津谷 志津川 
の备 驛を經 由し 西 端柳津 を 終點 とする 郡 縱斷輕 便 
鐡道を 速に 敷設して 以て 該 地 ^ の開發 を 阏 ると 共 
に 三 陸 沿岸 鐵 道の 前 驅た らしめ られた しと 謂 ふに 
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在り 

衆議院は 其の 趣 窓を 15 常な りと 認め 之を 採 摺する 
ものと 魏決せ ote て調院 法 第 六十 S 條 に te り 別册 
及 御 S- 付 候 也 
0 岩 崎 動 対 謎 長。 

0 譏 提 C 大 N 育造 君〕 岩 崎 勸君 1 1 寸御 待 を ^ ひ 
ます、 n 程 六十 四の 請願に 對 して、 河西杈 太 郎君よ 
〇 政府に 對し て n 疑が あります、 之を 許可 致します 
〇 河 西® 太 郎君 »ffi 今委 M より 御 報 齿 にな りました 
日程 第 六十 四、 日本 住血吸 蟲病豫 防 撲滅 事業 费國鹿 
補助の 件に 付て， 一寸 政府娄 fl に 御尋 して 置きたい 
と 思 ひます。 

0 諸 長 C 大岡 育造 君) 許可 致します。 

〇河两 農 太郞君 此件ほ 防 島 縣 より 謂 願に なつて 居 

〇 ます琪 柄で ございます が •山 梨 縣 よりも 矢 張 之と 

同一 話 願が m て pf る 笛で ございます、 元來此 码 氣は 

廣 島山 梨 外 四 五縣に 特有す る 一 補の 地方病で ござい 

ま す、 山 梨 縣跋島 縣の 如き 殊に 最も 其慘 害を ^ けて 

居る 地方で ございます、 01 に 山 梨 縣の 如きは、 其 病 

氣の 分布の 傾 2 r が 一市 五十 餘简村 に S 〇 まして、 10 

在此 病氣に 罹つて 居る 者が 一 萬 有餘 人、 年々 の 死亡 

漭 は 殆ど！ c 有餘 人を 超える と 云 ふ狀况 でございます 

是が爲 めに 官民 共に 此病氣 を 预防 撲滅す る ことに 就 

て •非常なる 努力を 柳つ て 居りまして、 縣税の 補助 

は 勿論、 町村に 於ても ?！ i 犬の 負擔を 致して、 预阽撲 

滅 4f 榮に從 琪 して 居る 有棵で あります 、併ながら 到 

底 一地 方の 微かなる 資力を 以て、 此病氣 の拽阽 撲滅 

の 大事 業を 遂げる と 云 ふこと ほ、 殆ど 今日： 小 可能の 

狀態 でございます ，期の ill くして 益々 萵延し 益々 ® 

播する ことにな りましたなら ば、 國 家の 上より 見て 

も 由々 敷き 祺椚で あらぅ と 存じます が 故に、 願く ほ 

E 家の 力を 藉りて どぅか 此病氣 の 79; 防 撲滅の 事を 致 

したい、 之に 對 して 政府 當 局は 如何なる 御考を 御 持 

ちで あるか、 此際承 つて ® きま すれば， 非常に 仕 合 

であります、 一寸 御尋 致します。 

〔政府 委員 杉 山 四 . 7T 郎君 登 糖〕 

0 政府 委 Ac 杉 山 四 五 P" 君 1 河 西 ?! より Q 本 住 血 吸 

蟲の 我が 同胞を：： しつつ ある is « に 就きまして、 或 

は 山 梨 或 lj 腐 B の 例を 御 引きに なりまして、 我が 同 

朐の牛 命を剝 悲し •又 缒康 を ^ 害しつつ あると 云 ふ 

ことの 御 話が ありまして、 而して 之に 對 して 政府 當 

局の 考は如 何で あるかと 云 ふの 質問を 蒙りました、 


仰せの 如く 日本 住 血 吸 蟲 病は獨 り 山 梨 ®? 島の みなら 
ず、 佐賀 、岡 山， 靜岡 、茨城、 而も 此萤齡 の 下で あ 
ります M M 府下に も* lit 病 氣が あるので あります、 
河 西 君の 仰せの 如く、 此 日本 ft 血 吸蟲 病なる ものは 
日本と 云 ふ ^ 前を 冠す る 如く、 他の歐 米の 國 には 無 
くて—! SO SJC M 胞の 17!] に 此の 住 血 吸 蟲涡が あると 云 
ふことは* 頗る ia 憾と する 若であります、 而して 之 
に對 します る 請願が 廣島縣 よ 〇出 て 居ります る、 其 
縛 is は 三 萬 有餘圆 と 云 ふ ものを 阈庫 よりして 補助の 
御 希望であります るが、 請願 分科 會に 於て •政府 當 
局 (3: 大： 嬰 之に 對する 所の 考を披 _ して 居ります る 次 
第であります るが， 其 際に も 申 上げました る 通り、 
此 ft-: 血 吸蟲一 g なる ものは、 福 岡闻 科大 ® の敎校 であ 
〇 ます K 入 ® 士に依 りまして* 中間 宿主、 何 か 此涡 
毒を 媒介す る ことに 付て は、 中間 宿主， 俗に 「ビン 
ロ ージユ 」 と云 ふやぅな 名前を 冠して 居ります が、 
法螺の 貝を 小さく したやぅな 貝であります" 其 中間 
宿主なる ものに te つて 涡海を 段々 傅播 すると 云 ふ 事 
が 分つ たのであります， 併ながら 住 血 吸蟲な る もの 
の 病原 體 は、 如何なる ものに 屣す るかと 云 ふ 事は、 
未だ %; 門 家に te つても 之を 研究す る 所の 域に まだ 進 
んで 居り ませぬ、 故に ia 憾な がら 此 中間 宿主と 云 ふ 
ものを 撲滅す ると 云 ふことの 方面に 於て， 其 病氣の 
流行して 屛る處 に 之を 用ゐて 居る、 詰り 中間 宿主の 
m 滅策を 執つ て / S るので あります •それで 廣島の 方 
からの 謂 願 も •其 中間 宿主を 撲滅す るに 向つ ての 補 
助 であります、 固より 病原 體の 決定され ない 間は、 
其 中間 宿主と 云 ふ ものの 撲滅を 以て 滿足 する 外は あ 
〇 ませぬ、 故に 政府は 典 爲 めに 幾多の 考激を 加へ て 
は 居ります が、 flf ながら 是 よりもです、 まだ ti 生當 

局と しまして は 急 中の 急なる ものが あるので す、 是 

ほ 請願の 分科 0- に 於き ましても I 私より 詳細に 申 上 

げた 所の ものが ある、 それは 何で あるか •即ち 寄生 

蟲の中 に 於き まして 蛔蟲 •虫 扁に第 I 回 第二 回の 回 

と 云 ふ 字、 此蛔蟲 と 云 ふ ものに 殆ど 侵 il を 受けて 居 

らぬ 所の 者 It 無い、 日本 國屮殆 ど津々 浦々 に 至り ま 

すまで， 此蛔蟲 の 侵 襲を 被つ て 居る、 此蛔蟲 なる も 

のに 付きまして は、 一昨年まで ほ 唯々 普通の 吾々 の 

御 rM] 樣の阪 の 中に 浦き まする 所の 蟲 l.il 樣 に、 之を 輕 

10 して 居りました 所が、 一昨年の S に 至 〇 まして、 

長い間の 研究 調査の 結果、 福 岡 醫科大 學の敎 授宮入 

邱士に 依つ て、 蛔蟲な る ものは 初め |思 胃腑に 入り 


ますが •胃腑 からして 腹璧を 破つ て 肺臓に 至り 肺を 
侵して、 而 して それが 再び 食道を 通つ て來る •何處 
に 出る かと 言へは P 腔に 來 まして、 それが 遂に 又 再 
び胄 中に 入つ て 行く、 而も 其 間に 於て 肺贓を 侵す、 
其關 係から 致しまして、 吾々 の 同胞 中 此幼兒 M 兒、 
年の 若い まだ 十分に 發育せ ぬ 所の 子供 等を 侵し、 而 
も 最近 五六 年の 統計に 徴 します ると 幼兒 ai 兒の 死亡 
率が 著しく 進みます 事に 付きまして、 何が 原因で あ 
るかと 言へ ば、 內務 省に 於け る 保健 fi 生 調査 會に於 
て、 规 多の 原 W が あら 5 と 云 ふこと に付きまして 講 
究しつ つあります が、 未だ 徹底的の 原因を 究む るに 
至ら ざり し 際に、 偶々 一昨年 宮入 博士に 依つて •藍 
し此. M 蟲なる ものが 吾々 の 幼兒 嬰兒を 侵す 爲めに 幼 
兒嬰兒 の 死亡率が 殖えつつ あるので あるまい か、 或 
は 幼兒與 a のみならず、 どぅも 出生より 死亡の 方が 
段々 殖えつつ ある、 此死亡 率の 殖える 原因 ほ、 此蛔 
蟲の 所業では ないかと 云 ふこと に 博士が 眼を 著け ま 
して* 而 して 爾來 昨年より 實地 調査と 云 ふ ものを 致 
して 居ります •か， 靜岡縣 の周智 郡の 中の 一村を 取つ 
て •一村に 居ります る 所の 人々 を 片つ端から 、內務 
の 醫者で あります る 技師に 技手 二 人を 附 けまして， 
看護婦 其 他 介 添を 附 けて、 片つ端から 實は 調べ まし 
た、 固より 谷 方面の 健康 診斷 をした のであります が 
諧便を 谷 戸に 就て 調査して 見る と >  實 に® くべ し， 
其 一村 だけの 人々 の r パ ーセン テージ j が 百 分の 九 
十三を 示して 居る ことを 發 見した のであります、 若 
夫れ 期の 如く 靜岡 のみならず、 斯ぅ 云 ふ 筆法で 日本 
全國 を -S して 居る ものと すれば 大變な 問題で ある* 
それで 寄生 蟲の 中に 於ても 最も 恐るべき 所の 蛔蟲の 
みならず、 申 上げる まで も ありませ ぬが •此 十二 指 
Is 蟲 •此 十二 指 S1 蟲なる ものは 殆ど …： 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御注意 申します が， 成べ く 質 
問の 要 ® に 御 答を 願 ひたい。  . 

0 政府 委員 c 杉 山 四 五郎 君) 了承 致しました (「成 
るべ く 詳細に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり) 此 問題は 實ほ 
此 神聖なる 演壇に 立ちまして ■河 西 君の 御 質問に 對 
して 御 答す ると 云 ふこと ほ、 私は 非常に 此 保健衞 生 
の 見地から 考 へまして、 重大なる 案件と 心得て 居る 
のであります からして、 謎 長よりの 御注意 も 至極 御 
尤もで ほあります が、 是ほ 政府が 何を 爲 しつつ ある 
かと -S ふこと を 申 上げる の 前提であります、 如何に 
御注意が ありましても、 必要の 際に 於て ほ 當 局の 苦 


心の 在る 所を 申 上げなければ ならぬ (拍手す る 者 あ 
り) 而して WO 蛔蟲 のみならず、 十二 指腦蟲 に 至り 
まして ほ、 殆ど 日本 全國 九十 五 「パ ーセ ント」 から 
九十 八 「パ ーセ ント」 の FI くべき 所の® 數を 示しつ 
つ あるので あります， 殆ど 吾々 同胞の 健康と 云 ふ も 
のが 脅かされつつ あるので あります* 斯う 云 ふやう 
な實况 であります が 故に、 實は 甚だ 御耻か しい やう！！ 
な次第でありますが，吾々同胞と云ふものほ、自分| 
の 腹の 中に 蛔 蟲を蓄 へ、 自分 共の 五 體が 十二 指腦蟲 | 
に R されつつ あると 云 ふやうな 實况 である •而も 氣 
著かずに 居る のであります けれども 、政府は 此に見 
る 所がありまして、 旣に御 協賛を 得ました が-僅に 
二 萬圓 •國 家の 財政が 許さない 爲めに 已むを得ない 
と 申せ ぱ已む を 得 ませぬ けれども、， 實は 僅に 各府縣 
に 二 千 五 百圓の 補助の 豫算を 要求して 居る ので あり 
ます、 而 して 是は 幸に 兩院を 通過 致しまして、 固よ 
り 衞生當 局は 其 金額は 輕微で あります が、 其 苦心の 
在る 所が 兩院の 協賛に 依つ て假令 少額な りと 雖も芽 
が 生へ たと 云 ふこと を， 茲に此 壇上に 立ちまして、 
兩院議 《 諸君が 吾々 同胞の 保健の 爲 めに、 如何に 銳 
意 熱心に 在らせられる かと 云 ふことの 茲に 感謝す る 
者であります c 拍手す る 者 あり) 而 して 其 寄生 蟲の中 
恐るべき 蛔蟲と 十二 指 隄蟲と 云 ふ ものを、 吾々 の 理^ 
想と 致しまして は •宮 入博士 あたりの 意見を 參酌致 
しまして、 成るべく 一年の 中に 適當の 時機に 於て、 
之を 一 齊に驅 除す ると 云 ふこと を 熱烈に 希留 する の 
であります、 それに 付きまして は •迚も 二 萬 圓 許り 
の目瞞 金では 徹底的の 事は 出来 ませぬ、 幸 ひ 河 西 君 
の 御 質問に 依つ て， 吾々 同胞の 共同の 敵で ある もの 
に 付て •大藏 當局者 等は 如何に 財政 逼迫て あつても 
自分の 健康に ほ 代へ られな い、 國 民の 健康には 代へ 
られな い、 藍し 来る 大正 九 年度の 豫算に 向つ て it 數 
十 萬 圓 、百餘 萬 圓の —— 國 庫の 事情が 許す 限り 豫算 
を 計上したい と 云 ふ 熟 烈なる 希望を 持つ て 居ります 
而して 本 問題に 立 返ります が、 日本 住 血吸蟲 より 急 
中の 急なる ものが ある、 併ながら 其 請願 分科 會に於 
て も 私が 辯 明 致しました が、 若し 廣島縣 に 於て 十二 
指隖蟲 、蛔蟲 よりも 日本 住 血 吸蟲の 方が BI くべき 勢 
を 以て •鹿 島縣の 吾々 同胞を 侵しつつ & ると 云 ふこ 
との 實况で あります るなら ば、 固より 緩急 斟酌 致し 
まして、 柱に 臌せぬ 方法を 執つ て、 寄生 蟲驅除 補助 
B であります から、 固より 其範 圍內に 於て 日本 住 血 


A 本 ft 油 吸 蟲涡預 防 戊 滅祺槊 费 國庫補 助の 1?/ 願 


二三 七 


院顏衆 會誘碉 帝冋 一十 W 芡 


钪 空® 締に閱 する K 問の 答 辯 


11 三 八 


吸 蟲の 方面に 向つ て， 1 S 島縣に 向つ て 袖 助す ると 云 
ふこと lr. •常 局 者と 致しまして IX 適 當の考 を 持つ て 
居る のであります、 (「山 梨は どぅです」 と 呼 ふ 者 
あり〕 夼り m 梨と 限り ませぬ、 茨城と 限り ませぬ、 
其 ft:- 血 吸 蟲のあ る 所に 向つての 御 答と 御 Is 承を 願 ひ 
たい。 

0 岩 蛄勁君 日程 第二 十四 乃至 第 八十 九の 請願 ほ 全 
部 一括して 委員長 報 街 通り 採 擇せら れんこと を 望み 
ます。 

〔「異議な し異 P. なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 載 長 C 大岡 育造 君) 採 掙に 御異蕺 無しと 認めます 
全部 採 擇に決 します、 本 H は 是 にて 散 if 。 

午後 五 時 二 十 U 分散 會 


0 大正 八 年 三月 十八 日 (火曜日〕 

午後 I 時 十一!! 分 開 ri 

議事 a 程 第二 十四 號 

質問  ： 

_  —i に關 する S 問 (社 __ 大) 

11 東京 市 晉山 基地 移轉問 題の 件 逝 墓地 及 埋 

膝 取 i 則— 條 fc 關す § i  (1 麵 ■ 

U) 

三 東京 帝 國穴學 翳 科 穴學內 に®; 一 病® 敎室 

及 病室 新設に 闊する 質問 mLJ 碰证次 ) 

四 地方 i 限に 關する 質問 (削 g 驢 卿) 

五 P] 仁 §¥ ?> 質問 (|_脸|) 

六宗敎 法 制定に 關す る ® 問 (_| 膳 立) 

セ 睦海 p .  is 給 與に關 I  ( 鴨 ■陈 


八 


1 yn lc p l( lw ls-) 


第 I 度— M 中 改正 法律案 (雛 細 11 - 付) 第 

一窗 

第一 一 右 11 案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 

第111 1§ |1(_讲纪1)第| 

讀窗  i 

i  市制 中  i  法® s ll sg ) 第一! n 

窗 

S 町村制 中 改正 法律案 (狀 r:p lg 賭) 第 I 


第 六— 制中改 i  (似 g 51 腿) 第 I 
讀會  、ご i- 

第 -t: 1 中改 i e 第|讀 

會 

第 八 明治 三十 S3 年 法律 第三 十 號中 改正 法律案 
(i li ii )  5 讀會 
第九島計 |^ | 1£/ 法律案(_ || 1| )第| 
_§  (震 長) 

? 變翅行&ゼ 正 法律 程® a ll 外) 

2 響の 緩 ( 81 長)； セ 名 提出、、 

第 十一 法隆寺 防火 設^ j 關する 建議案 (制 战 
着 外 三' I  / 第大 
名 提出) 

第 十二 和 @1 神社 异格に 關 する 建議案 
外 八 名) 

提 iii J 

第 十三 朝鮮 西岸 各 港と 穴阪 、横 濱間並 仁 川と 
脊島 、上海 間に 定期 航路 開始に 關する 

建 聾 (顺線 » ) 

第 十四 小 學兒童 口 腔 ®. 空 施設に 關 する 建議案 

へ 木 下 謙 次 郎君' I 
广外 二 名 提出) 

第 十 S 東北 本線 安達 驛叉は 松 川驛 ■川 误町間 
fip 設に Is — 案 


S 1I 


第 十六 


福 島縣下 松川驛 又は 安達 驛、 ;!i 俣 町 間 

II に關す 1 ® 案 fA 郡 觸 

提 S)  、 SI 
第 十 i: 愛 鐽縣今 治 港 開港に 關 する 建議案 ( hr 

哲太 君；^  / J 
三 名 提出) 

错 磐 線 窺 線 H 事 速成に 關する 建議案 


第 十八 


議 i 8 考 


第 十九 貴 金 川. 加 莰間輕 便鐵道 建設に 關 する 

_案(_ -± |1 請君) 

第二 十 , i1 吏 恩給 法 及 之に 關聯す る 諸 規程の 改 

正に 關す I 議 -ii __ 次) 

第 U 十一 松 戸高 等 園 一 學校移 管に 關 する 建議 

晶 SI 5 

络 11 十一 一 水產敎 育 機關擴 張に 關する 建議 蓥 

へ 關矢儀 八 郎君) 

1外 二 ^ 提 3  ) 

〇 議長', 大岡 育造 君〕 諸般の 報告が あります。 

〔原 田 書記官 朗讀〕 

一 今 十八 日 政府よ 〇 提出せられ たる 議案 左の 如し 

大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 


一 去 十五 日 議員より 提出せられ たる 該案 左の 如し 
明治 三十 四 年 法律 第三 十號中 改正 法律案 
提出者 ®! 尾 茂 助 君  天 春 文® 君 
■內藤 傳祿君  淸水 市太郞 君 
松戶 高等 園 藝學校 移管に 關 する 建議案 

提出者 吉 扼庄 一 郎君  鹈澤總 明君 
木 村 政 次 郎君  土 屋淸三 郞君 
饑野敬 君  柏 原文 太 郎君 
津田毅 一 君  關和知 君 
鹈澤宇 八 君  鈴木久 次 郎君 
水 產敎育 機關熘 張に 關 する 建 諉 案 

提出者 關矢儀 八 郎君  鹈澤宇 八 君 
佐々 木 平 次 郎君 

一昨 十七 日 議員より 提出せられ たる 謅案 左の 如し 
新聞紙 法改正に 關 する 建議案 

提出者 松 田 源 治 君  吉植庄 一郎 君. 
東  武君米 田 ® 君 
山口恒 太 郎君  竹 村 良 W 君 
小山 松壽君  鈴 木 富士彌 君 
白 川 次 郎君  前 川 虎造 君 
秋 田淸君  木 下 謙 次 郎君 
尾 崎 敬義君 
狩 野 川 改修に 關 する 建議案 

提出者 岩 崎 s 君  小 泉 策 太 郎君 

一 去 十五 日 貴族院より 受領した る 政府 提出 案 左の 
如し 

度量衡 法 中 改正 法律案 

一 去 - + 五日 貴族院に 於て 本院の 绘付に 係る 左の 議 
案を 可決した る 旨同院 より 通 喋を 受領せ り 
家祿赏 典 祿處 分に 關 する 法律案 (本院 提 m) 
沒祿處 分を 受けた る 者に 對する 給與處 分に 關す 
る 法律案 (本院 提出〕 

一 去 十五 日 議員より 提出せられ たる 質 間 主意 書 左 
の 如し 

滿蒙 懸案 地經過 並に 西 伯 利の 現狀及 議員の 政治 
道德 に關 する 質問 主意 書 

提出者  兒玉 右二 君 

一昨 十七 日 議員より 提出せられ たる 質問 主意* 左 
の 如し 

神祇 管掌 特別 官衙 設置に 關 する 質問 主意 書 
提出者  岩 崎  勵 君 
復權 に關す る 再 質 間 主意 書 


提出者  萵田 !£ 平岩 
一 今 十八 日 題 fl よ 〇 提出せ.： れ.； ■- つ ■,i ,:J v :l-. .'...'. u: 左 
の 如し 

吉野 111 改修 T. yf に關 する： f'l w 間 卞 ;G i'} 

提出者  高 B 兵吉君 
一 去 十三 R 政府よ 〇受領したる答辯 :〇 ::左の如し 
衆議 院議 W ® 山 勝 太 郎君 提 3 钪沾収 純に 關 する 
質問に 對 する 答辯卺 

衆議院議員 高 田耘平 君 提出 小 舉 校敎 M に 給す る 
臨時 手 當に關 する 再^に 對する 答 辯 ta 
衆議院 謎 M 高 田耘平 君 提出 役 棚に 關す る r{ 問に 
對 する 答 辯 ® 

一 去 十四日 政府より 受領した る 答 辯 !*? 左の 如し 
衆髅 院議 員 川 崎克君 提出 朝鮮 ijj g! に關す る n lyj 
に對 する 答 辯 書 

一 去 十五 日 政 狩より 受領した る 答 辯® 左の 加し 
衆識 院議 員 加 藤 定吉君 提出 西 伯 利に 關する K 间 
に 封す る 答 辯 B 

一 今 十八 日 政府より 受領した る 答辯辨 左の 如し 
衆議院議員 高 田耘平 君 提出 陸海 軍 兵卒の 給與に 
關 する 質問に 對 する 答 辯 * 

衆議院議員 小 林嘉平 治 君 提出 地方税 制限に 關す 
る 質 間に 對 する 答辯醫 

衆 , @ 院議 員 土 井 fi 大君 提出 移民 政策に 關する 質 
問に 對 する 答 辯 書 

一 今 十八 日 政府より 受領した る 答 辯® 左の 如し 
衆 _院 翳 M 小山 松露 君 提出 內務大 1::-: の言讁 に對 
する 質 間に 對 する 答 辯 書 
衆議院議員 我 如 古 樂一郞 君 提出 甘蔗 作に 關する 
質問に 對 する 答 辯 書 

衆 翳 院議 員 小 西 和 君 提出® の® 質 生 產及配 給に 
關 する 質 間に 對 する 答 辯 ® 

衆 _院 識員蹢 山 勝 太 郎君 提出 公娼 制度の 存腿に 
關 する 第三 質問に 對 する 答辯醫 
一 今 十八 日 政府より 受領した る 答辯書 左の 如し 
衆 _院_ 員 山道 襲 一 君 提出 朝鮮 統治に 關 する 質 

問に 對 する 答 辯 書  _ 

大正 八 年 三月 十三 日 

內閣 總理 大臣 原  敬 
衆® 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員® 山 勝太郞 君 提出 航空 肢 締に關 する 質 
問に對 し 別紙 答 辯 Rf 差 進 候 


P 孩衆忾 JJTd 帝 同一 十 


(別紙) 

衆議院 s? u ra 山 勝 太 郎君 提 I  15 航空 収締 に關 
する ft 問に 對する 答 辯 fs 
航空 収締 に關 しては 旣に 現行法規に 於て 阀 防 上緊 
急の 必要に 應する もの 之れ ありと 雖尙國 防 上及國 
家の 安寧 並 入 民の 保 譃上 他に 特別の «J 定を設 くる 
の 必要を 認め 相 當考撖 屮に龆 す 又 今回の 講和 锊讁 
に 於て 未た 航空 法の 制定に 關し特 に 協狨會 を 開始 
したる の 事資 なし 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十三 日 

外務大臣 子爵 內田康 哉 
內務 大臣  床 次 竹 11 郞 
陸 III 大臣  田 中義一 
海軍大臣. 加 藤 友三郞 
大正 八 年 三月 十三 日 

內 閒 總理 大臣 原  敬 

衆 調院鹩 長大 岡 育 is 殿 

衆識院 議 ® 高 田耘平 君提川 小 S 校敎員 に 給す る 臨 

時 手 常に 關す る洱 K 問に 封し 別紙 ?? 辯 ® 差 進 候 

(別紙) 

衆 ^ 院郊 M K W J5 平 ^ 提 ⑴ 小堞 校敎 A に 給 

する 臨時 手 常に 關 する )' f K lilJ に對 する 答 辯 

0 

I 政府は 市町村 財政の s fiif に 鑑み 適 常と 認むる 方 

法を，？ I したり 

I 明治 三十 年 勅令 第二 號第 彐條 を改 JH する の 可否 

に 付て は 政府は 愼 m なる 考撤を 加へ つつ あり 

I 政府 ほ ss を 支 / 11 し 又は 市町村を 强 制して 大正 

七 年度 四月に 遡り 一般に 臨時 手當を 支給す るの 

S 岡を 有せ さる も 市町村 財政の 許す ® 園に 於て 

更に 相 當の 手段を 行は しめむ とす 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 111 月 十三 日 

丨—  文部大臣 中橋德 五郎 

大正 八 年 三月 十三 日 

内閣 總理 大臣 原  敬 

衆 SI 院議 長大 岡 育造 殿 

衆 謎院顶 田 転 平 君 提出 0/ 邢に關 する H 問に 對 

し 別紙 答 辯 © 差 進 候 

(別紙〕 

衆 謎院顏 « 高田耘平君提出设 に關する質 


問に對 する 答 辯 S 

復馏 は 刑の 言® を 受けた る 特定の 密に對 し 刑の 執 
行 終了後に 於け る 本人の 行狀其 他參 考と爲 るへ き 
事項を 調査した る 上 上奏の 手 紐を 縛す ものにして 
小 野 崎 某に 付て は M 赦に 浴せ しむへ き 情 狀 ありと 
認めた るに 因る 
右 及 答 辯 候 也 

大 正 八 年 三月 十三 日 

[  司法大臣 原  敬 
大正 八 年 三月 十 PVII 日 

內閣總 现 大臣 原  敬 
衆狨院 謎 長大 岡 育造 殿 

衆議院 誘 員 川 崎克 封 提 W 朝鮮 事變 に關 する 質問に 

對し 別紙 答 辯® 差 進 候 

(別紙) 

衆諶 院議 員 川 崎 克対 提出 朝鮮 事 變に關 する 
W 問に 對する 答 辯 S 

I、 今回の 騷搜は 所謂 民族自決の 13 を揭け 一部 
の 若 之 か 示威 運§ を® したる に 因る ものにして 
I 般 人民は 之に 關與 せる ものに あらす 政府に 於 
ては 朝鮮 内に 於け る进等 一部の 者に 對し常 に 深 
甚の 注® を拂ひ 居れり 

1 、今回の 躲励は 民族自決に 對 する鮮 人の 誤解に 
出て たると [n] 時に 迷信 深 3- 宗敎 類似 團體 之に 加 
りたる ものなる を 以て 政府は 其の ' ttl 励 者 首謀者 
に對し 嚴甭な る處 分を爲 すと 同時に 蛘 人の 誤解 
を 解く の途 を講 せむ とする ものな り 
I、 現行瞥 察 制度は 朝鮮の 狀况に 照し 適當な りと 
認 むる も 地方 治安の 維持 上 財政の 狀况に 鑑み 適 
宜 措置す るの 必耍を 認め 居れり 
一、 官吏 任用に 付て ほ 內地 人と 鮮入 との 間に 何等 

差等を 設けさる のみなら す鮮 人に 對 して 幾多 特 

別 任用の 途を 設け 居れり 

一、 內鮮 人の 融和を [.11 る爲 特設の 機 關を設 くるの 

必要を 認めす 寧ろ 國民 一般の 諒解と 協力に 依り 

全般の 融和を 計る の 必要 ありと 思料す 

右 及 答 辯 候 也  - 

大正 八 年 三月 十四日 

—內閣 總 原  敬 

大正 八 年 三月 十五 日 

内閣 總理大 Is 原  敬 

衆蓊 院議 長大 岡 育造 殿 


衆 觀院鹄 員 加藏 定吉君 提出 西 伯 利に 關 する 質問に 

對し 別紙 答 辯 》 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院 議 M 加 藤定吉 君 提出 西 伯 利に 關 する 
質問に 對する 答 辯 書 

1、 帝 國の西 伯利出 兵に 就て は 諸 外國と 充分 意志 
の疏 通を阏 り 彼 地の tTr 勢を 審 察する ことに 關し 
て も 用意を 1: りたる ことなし 又 我 出征軍の 行動 
を 統一す る ことは 特に 細心の 注意を 用 ひ 常に 必 
要なる 指 ^ を 怠らす 又 帝 國 出兵の 目的た る 「チ 
エッ クス ロヴァ ック」 軍の 救援 及 極 ® 露 領の洽 
安 維持は 充分の 効果を 收めた る ものと 誠む ffij し 
て與國 亦 其 意を 同 ふす と 信す 尙西们 利亞に 於け 
る 我 行 Lil/J に 付て は 絕 えす 實地の 情 _ に 照し 機宜 
の 措 [a に U1 てむ ことを 期す 

二、  政府 ほ H 下の 狀態に 於て は 西： g 利亞 出征軍を 
更に 減少す る 意思な きも 之を 交代せ しむる こと 
あるへ し 

三、  政府は 將來に 於ても 極 K の 治安を !® 亂 する 目 
的を 以て 我 軍に 反抗す る ものに 對して は 抑壓を 
加 ふる 方針な り 

四、  西 伯利亞 を 援助す る 手段と して 交通 機 關を整 
備 する ことの 必要なる は 政府 も 亦 之を 認め 目下 
浦 潮に 於て 關係 諸國 と共に 西 伯利鐵 道の 改善に 
就き 銳意 講究 中なる か 物資 供給 方に 付て は 旣に 
西 伯 利亞 經濟 援助 委員 會を して 著々 之を H 行せ 
しめ 居れり 又 外資を 輸入して 富 源を 開拓す る も 
亦 一方 法た るへ きも此 等は 極東の 秩序 か 完全に 
維持せられ 統一 政府の 成立を 見る にあら されは 
今 俄に 之 か 完璧を 望む へからす と 信す 

五、  西 伯 利亞に 於け る 帝 國の眞 意を 露國 人に现 解 
せし むる ことは 政府に 於ても 其 必要を 認め 爲之 
適當な る 手段を 執る ことを 怠ら さるへ し 又！： 療 
に 關し露 民を 救濟 する ことは 旣に實 行中に して 
相當の 効果を 收めつ つ あり 學校 病院の 設立 も 右 
等の 事業と 等しく 日露 親善の 爲頗る 有益と 認め 
目下 其の 方法 等に 關し 講究 中な り 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十五 日 

外務大臣 子爵 內田康 哉 

_  陸軍大臣  田 中義一 

大正 八 年 三月 十八 日 


內 閣總理 大臣 原  敬 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 高 田 耘平君 提出 陸海 軍 兵卒の 給與 に關 

する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆 謅院譟 員 高 H' 耘平君 提出 陸海 軍 兵卒の 給與 
に關 する 質問に 對する 答 辯 書 
一、 陸軍 現役 兵卒 給料の 恒久的 咐 加に 就て は 目下 
考 ts しつ、 あり 

一、 陸海 軍 丘 ハ 卒の給 與は谷 其の 動 務の狀 態 異なる 
を 以て 同一に 律し 難き も將來 成る へく 其 均衡を 
保つ ことに 努めむ とす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十八 日 

海軍 大 K 加 藤 友三郎 

_ 陸軍大臣 田 中義一 

大正 八 年 三月 十八 R 

內 閣總理 大臣 原  敬 
衆_ 院議 長大 岡 育浩 殿 

衆議院 il 員 小 林 嘉平治 君 提出 地方税 制限に 關 する 
質 間に 毀し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕  . 

衆 翳 院議 員 小林茲 平 治 君 提出 地方税 制限に 關 
する 質問に 對 する 答 辯 書 
現行 地方税 附加税 の 制限 率は 從 前の 慣行と 負擔の 
關係 とに 鑑み 定められた る ものな り而 して 商工業 
者と 農民との 負擔の 均衡に 付て は 政府は 絕 えす 深 
甚の 注意を 狒 ひつ、 あり 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八年三 月 十八 日 

内務大臣  床 次 竹 二 郎 
大藏 大臣 男 尉 萵 橋是淸 
大正 八 年 三月 十八 日 

內 閣總挪 '大臣 原  © 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆_ 院議 M 土井權 大君 提出 移民 政策に 關する 質問 

に對し 別紙 答 辯 W 差 進 候 

(別紙) 

衆議 院議 負土并 權 大君 提出 移民 政策に 關する 
質 間に 對する 答 辯 書 

一、 政府は 海外 渡航の 奬勵か I 我國に 於て 人口 
調節 策の 一た る ことを 誠む ると 共に 之 か 獎勵に 

一二三 九 


小 m 校 鈐： ：； に 給す る 臨時 手 常に 關 する 6 :質問 の 答 辯 外 六 件 


院譯衆 f/K: 深 帝 回 一 - F-P'f- 


戀 _讓藝|! 答 辯 J__p 答 1— 震 靈^ 
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常り ては 渡が 地に 於け ろ 法 fir! 及 移民に 對す ろ需 
要等各”らポ焫を斟：由するを耍するものと思料 
す 

二、  政府 (X 從來 前記の® 旨に 法り 移民の 保護に 留 
rr すると 同時に 適當 と認 むる 程度に 於て 移民の 
菝航を 獎 ® せり 尙ほ 質問 中指 摘せられ たる 例示 
の琪项 に 付て ほ 次の 如し 

い、 政府 15; 移民 取扱 業を 一二の © ■ 社に 獨占せ し 
むる の 方針を 採りた る ことなし 唯 移民 業の 如 
き 粘 害を fT ひ 易き 築 務に從 事す る 者は 基礎の 
特に 確？ 以な るを ？? する を Ji) て 之を 許可す るに 
付て ほ ^ めて惯 重なる 考査を 加 ふへ きものと 
認む而 して 現在の 移民 K 扱 人は 谷地 方に 出張 

所 又は 業務 代理人を 設置し 跋く 移民の 募集に 

努め 居れり 從來 往々 應鉍 者數 の鉍 » 員數 に充 

たさる こと ありた る も 之れ 主として 其の 當時 

に 於け る 谷地の 經濟狀 態に® 因す る ものにし 

て 移民 収扱 人の 少數な るか 爲に 非す 

ろ •政府は 移民 獎 励の爲 めに 特に 移民 取扱 業を 

海 iia 築 者 又は 貿易業 者の 附帶 業務たら しむる 

を 必要な りとは 思惟せ さると 同時に 現行 制度 

に 於て 移 Jvi 取扱人 か 他の ti 務を® 營する こと 

を 禁止し 若は 兼 赞業 務の脑 園を 限定す る こと 

なし 現行 決は 移民 取扱人 力 移民と 直接 關係あ 

る 業務を 兼® する に 付て は 行政 廳の 許可を SC- 

くへ きこと を 規定す る も 移民と 牌 接關 係な き 

業務 ! 3; 何等 之を 兼營 する ことを 妨けす 現に 目 

下 移垛 取扱人に して 有力なる 海運業 者と 密接 

の關 係を 有せ さるものな し 從て現 行 制度 か 移 

民 取扱 業に 對する 投資を 屬躇せ しむる の 事 實 

あるを 認めす 

三、  政府は 府縣 別に 依り 移民 取扱人を 許可す るの 

意思を 有せす 尤も m 要なる 府縣 には 前述の 如ぐ 

移民 取扱人は 現に 其の 出張所 又は 業務 代理人を 

設置し 居れり 

四、  政府は 公益の 見地に 重きを 措き 新に 移民 Is 扱 

人た るの 許可を 申請す る ものに 對 しては 其の 基 

礎 碗 资 にして 弊害を 半： する 魔な しと 認むる 場合 

に 限り 許 HJ を與 ふる 方針な り 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十八 日 

外務大臣 子爵 內田铤 哉 


內務 大臣  床 次 竹二郞 


大正 八 年 三月 十八 日 

內閣 總理 大臣 原  敬 
衆議院 篛 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 小山 松 ^ 君 提出 內務 大臣の 言 議に關 す 

る K 問に 對し 別紙 答 辯 罸 差 進 候 

(別紙〕 

衆議 院議 M 小山 松壽君 提出 内務大臣の 言議に 
對 する 質問に 對 する 答 辯 B 
大 II-: 八 年 三月 十日 ®: 族 院本 會議に 於て 衆 謬院_ 員 
選 培 法 中 改正 法律案の 提 m 理由 說明中 安達 謙藏氏 
の談 として 引用した るは 大正 八 年 二月 二十日 發行 
東京 朝日 新 KI 所載の 「別表 原案に 對 する 非難」 と 
題す る 記事に 依りた る ものなる か 其 後 右 ほ 同氏の 
談に あらす して 憲政 會側の 非難を 綜合した る もの 
として 揭載せ られた る ものなる ことを 發見せ り 依 
て 其の 旨 之を 訂正せ り 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十八 日 

_ 內務 大臣 床 次 竹 二 郞 

大正 八 年 三月 十八 日 

內 閣總理 大臣 原  敬 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院 _員 我 如古樂 一 郎君 提出 甘 鹿 作に 關 する 質 
問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
r glj s、 

衆議院議員 我 如 古樂 一郎 君 提出 甘 鹿 作に 關す 
る 質問に 對 する 答 辯 書 

一、 本邦の 糖 業は 近時 著しく 發 達し 漸く 自給自足 

の狀 態に 達せる ものと 認む 

1、 經濟 事情の 變遷に 伴 ひ 有利なる 作物を 選摆す 

るに 至る ほ已 むを 得さる 所な りと 認む 

一., 米に 對 する 現下の 政策は 裏 H の 甘蔗 作 及 米作 

に對し 格段の 影響な きものと 認む 

一、 沖_縣 の 糖 業に 對し ては 現 時相 當の 保護 獎勵 

を 加へ つ X あり 將來に 於ても 出來煜 る 限り 之 か 

改良 發 達を 期せむ とす 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十八 日 

內 閣總理 大臣 原  敬 

農 商務 大臣 山 本 達 雄 

大正 八 年 三月 十八 日， 


内閣 總理 大臣 原  敬 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議院議員 小 西 和 君 提出 鹽 の專賣 生產 及 SE 給に 關 

する 質問に 對し 別紙 答辯軎 差 進 候 也 

(別紙) 

衆 P 院議 員 小 西 和 君 提出® 〇 專費 生產及 配給 
に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
一、 政府 ほ 鹽專賣 法を 廢 止す るの 意な し 又 社會政 
策產業 奬勵 等を 無視して 收益 主義を 取る の : GC な 
し 

二， 賠憤價 格 ほ 鹽 製造者に 對 し生產 費を 似 ひ 且つ 
相 當 利益を 與 ふる 程度に 於て 之を 定む るか 故に 
必要 あれは 之 か 引 上を なすに 吝なら す 
賣躞價 格は 可成 之を 低廉に する の 方針な 〇 
三、 平和 克復し ® の 需給 關係 安定したる 後に あら 
されは 內地 產鹽の 過不足を 判定し 難く 從て今 直 
ちに 內地鹽 田を 擴張 する や 否やを 明言し 難し 
四， 支那® (X 現に 轍 出を 禁止せ ら る、 を 以て 輸出 
税なる ものな し 

本邦に 於け る鹽の 配給 上 奉 天 山 東兩 省の 鹽田横 
張を 求む るの 必要を 認め f 
五、 鐵道及 汽船 運賃の 低減 並に® 送を 迅速なら し 
むる ことに 付て ほ 常に 深甚の 注意を 拂ひ 殊に 鐵 
道 輸送に 付て は 他の 貨物に 比し 迅速に 輸送 せら 

れつ、 あり 

工業用 鹽に 付て ほ R 海 鹽關東 州鹽 靑島鹽 を 可成 
安價に 供給す る ことを 力め 又 其の 輸送 方を 迅速 
ならしむ る ことに 付て は 常に 督励し つ、 あり 
天日 製 鹽は 原® の 儘に ては 漁業 用に 適せ さるを 
以て 已むを 得さる 場合の 外 內地鹽 を 供給し つ、 
あり 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十八 日 

大藏 大臣 男爵 高 橋是淸 
外務大臣 子爵 內田康 哉 
大正 八 年 三月 十八 日 

內 閣總理 大臣 原  敬 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 橫山勝 太 郎君 提出 公娼 制度の 存磁 に關 
する 第三 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆  院議 員 橫山勝 太 郎君 提出 公娼 制度の 存蹬 


に關 する 第三 苡問に對する答辯汫 

第一 明治 三十 三年 內務省 令； 一? 四十 PH K に te り K S4 
ほ 同年 法律 第 八十 ^ 毁行政執行法に邛きたるも 
のとす 

第二 収締上 及 保 ii 上 平素に 於て 《 总せ りと 雖今枝 
亦 相 當監視 する 所 あらむ とす 

第三 钗 問の 如き 事 m' なし 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十八 日 

內務大 'K 床 次 竹二郞 

大正 八 年；： i /i 十 / V U 

內 閣總理 大臣 原  敬 
衆議院 翳 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 山 is •製 一 君 提出 朝鮮 統治に 關する 質問 

に對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 山道 蕺一君 提出 朝鮮 統治に 關する 
質問に 對 する 答 辯 書 

1、 朝鮮人 子弟に 對し 義務教育 制度を 設 くるは 未 
た 其の 時餿に 非す 

二、  現今に 於て は 民度 及 言語に 差異 あり 一般的に 
合同 敎育を 31 す ことを 得す {11 し IJJ 情の 許す 限り 
希菌 にょり 便宜內 地 入を 敎育 する 學 校に も鮮人 
の 入學を 許し 又鮮 人を 敎 育す る资 業學校 及 導 門 
學校 にも 旣に內 地 人を 收容し 合同 敎育 をな しつ 
、あり 

三、  朝鮮に 於け る學 校に 就て は 併合の 當初朝 鮮統 
治の 方針に 合致せ さる 敎 育を 施す もの ありし は 
事實な りし も 明治 四十 四 年 私立 學校 規則を 發布 
して 取締の 方針を 確立す ると 同時に 視® 官吏を 
派遣し 實 地を 視察せ しめ 之 か 取締を 行 ひつ、 あ 
り 殊に 敎 員の 採用に 就て は 充分なる 注意を 加へ 
內地 人敎 員の 探 用を 獎 めつ ゝ ありて 近来 其の敎 
育の 內容大 に 面目を 改む ると 同時に 不健全なる 
私立 學校は 漸次 if 校す るに 至れる もの 多し 尙定 
州 五三 學校は 何等 不穩の 狀况な し宣 川の 明 信學 
校 平壞の 安興 學校 平 a の 大同 學 校 {X 今日 存在せ 
す 

四、  未た 何等の 効果 ありし を 聞かす 

五、  國語 を 1: 及す るは 最も 急務なる を 認め 政府は 
極力 之を 努めつ、 あり然 れ とも 朝鮮 現 時の 狀况 
に 於て ほ 官吏 特に 朝鮮人と 直接 接觸 L て 之 か 指 
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梅 ^ 發の fr: に當 るへ きものは 朝鮮語に 精通す る 
にあら され ほ 適切なる 行政を なすこと 闲難な り 
故に 官吏を して 朝鮮語を 修得せ しむる 方針を 變 
更 する ® 思な し 

六、  聯纪の 如何を 問は す 善良なる 内地人の 移住は 
® も ? 1; 6 f する 所な り 

七、  漭兵制 度 撤龄時 機は si 今に 於て 之を 明言し ffi 
し 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八年三 月 十べ 日 

内閣 總理 大臣 原  敬 
〔左の 報传は 朗逍 を經さ る も參照 のた め玆に 
揭 ie す 一 

一 去 十五 日筘 任した る 常任委員 左の 如し 
第二 部 選出 拽算委 負  片岡 直溫君 

第三 部 選 ,, II 豫 K 委 M 加 藤 政 之 助 君 

第三 部 選出 裸 xc s fl 關  和 知 君 

第三 部 選 fli T* ® 委 M 鈴 木 富士鋤 君 

第 四 部 選 m T* 览姿員  下岡忠 洽君 

第 四 部 ii m 裸 菇委 M 湯 淺凡平 君 

第 W: 部 選出 !* K 委員  森 田  茂 君 

第五 部 選 3 豫笫委 M 高 橋久 次郞む 

第六部選川拽算委员  紫 安 新 九 郎君 

第 四 部 31 出 &I 願委 M 一 宮房 治郞 ti 

第 七 部 選出 詔 願委 M  破 內次郞 作 君 

I 昨 十七 日常 任 委 0 補 闕選窣 の 結果 左の 如し 

第二 部. 

拽筘 委員 井原 爯代 太郎封 C 片 岡® 溫君 補闕〕 

第三 部 

神 . p: ?s a 本 田 m 之 君 (加 藤 政 之 助 君 補 闕〕 

矜 苋 委 a 降 枚 元 太郞冇 (閱和 知 君 補闕〕 

掩 筘 委 fl ?s 藤 乎 一 m 君 (鈴 木 富 士挪打 補 闕〕 

1 s 四 部 

豫筘 委 fl  w tll 柳砝君 c 下 岡 忠治 君 ? ifl 闕) 

拽 览委员 犬 飼 源 太 郎君 (勘 淺凡平 封 補闕〕 

第五 部 

豫 算盃 £1 久須 美 31 馬 君 C 森 UI 茂 君 補闕) 

预 3? 杏 A 傾 田 孝史君 (高 橋久次 郎君 補 闕： > 

第 六部 

抟 37. 委員 扑原 ?1 介 君 (紫 安 新 九郞れ 補闕〕 

第 四 部 

詣願委 a 森 田 ! E 路君 C  ! 宮房治 郎君 ? ifi 闕) 


第 七 部 

請願 委 M 奥田榮 之 進 君 (藏内 次郞作 君 補 闕〕 

一昨 十七 日委 M 長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
東京 市に 關する 法律案 姿 員 

委員長  姐 山一郞 君 
理事  近 藤達兒 君 
八戶 、久 慈 |?|] _促鐵 道 速成に 關 する _ 鼓 案 委員 
委員長  阿部 武智雄 君 
理事  柏 原文 太 響 
長 崎 港海陴 聯絡 設備に [1 する® il 案 委員 
委 it 長  則 元由爾 君 
理？ iir  づ川贸  六 君 
兩肥筑 ft 通 mm 敷設に 關す る糾 m 案 m M 
委員長  原 田十衞 君 
理事  津末良 介 君 
八丈島 漁港 修築に 關 する ffi 議案 委員 

委員長  漆  昌趿君 
理 斟  尾 崎 元 次 郎君 
音樂壤 校設 eg に關 する 建 if 案 委員 

姿 員 長  三 土 忠造君 
理事  小川 鄉太郞 君 

一 去 十 JT: 日豫算 姿 員 長は 理事を 左の 通 指名せ り 
預算 委員 

理事 彐 土忠造 君 (林毅 陸 君 補闕) 

理事 松 RI 源 治哲 (小 田 切 磐太郞 君補闕 ) 

小 吊 校 敎 員に 給す る 臨時 手 當に關 する 再 質問 主 
意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大 E 八 年 二 月 二十 六日 
提 U1 者 高 田耘平 
賛成者 田 中 萬 逸外 二 十九 人 

小學校 敎 a に 給す る 臨時 手 當に關 する 再 質 間 

主意 * : 

小學 校敎 員に 給す る 臨時 手 當に關 する 本員の 質 間 

に 對し文 部 大臣ょり 書面を 以て 答 辯せられ たれと 

も 要領を 得る' 能 {3: す ffi て 左記 谷 項に 就き 更に 問は 

むと す 

一小學 校敎 員の 多くは 目下 全く 生活の 安定を 缺き 

泰然 其の 職に ある もの 甚た 少し 然るに 政府 ほ 大 

正 七 年 九月 地方 長官に 發した る 一片の 通牒を 以 

て 小 ^ 校敎員 に 給す る 臨時 手當を 普遍なら しめ 

得る と 信し FI 最善の 方法を 採りたり と 確言し 得 


る や 


一 現今 市町村の 狀况ほ 眾に 地方銳 制限 城 張の みに 
て (3; 小學 校敎 員に 給 r る 臨時 手 當を普 遍な らし 
め克ほ さるの 實情に 在 り 殊に 臨時 & 當茭給 額を 
國 鹿 支辨 官吏と 同し く 本俸の 五 割と a すか 如き 
は 頗る 至難と 思は る 政府 ! 3; 此の 場合に 於て 明治 
三十 年 勅令 第二 號第 三條に 改正を 加へ 市町村 負 
擔の 最少 額を 咐 すの 方法を 採る の 必要を， 一め さ 
る や 

一 小 學校敎 員に 對 しては 國庫茭 辨 官吏と 同し く大 
正 七 年 四月ょり 臨時 手當 を茭 給す へき か 常然な 
るに 同年 度に 於て 市町村ょ 〇 支給せられ たる 額 
は 極めて ffi 少 にして 且不 公平な 〇 政府 ほ 國费を 
以て 大正 七 年 IS-1 H に 遡り 臨時 手當を 一般に 相當 
支給す る 方策を 採ら さる も 小 學校敎 員を して 滿 
足して 其の 職に pr らしめ 得る と 信す る や 
右は 全國 十七 萬の 小 學校敎 員の 齊 しく 懐抱す る 疑 
問な り 明快 適切なる 答 辯 あらむ ことを 
右 及 再 質問 候 也  I 
復簡に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り枧 出 候 也 
大正 八 年 三月 八日 
提出者 高 田耘平 
賛成者 本田恒 之 
復_ に關 する K 問 主意醫 

復權 は必齡 K 公平に 行は れ さるへから す 同一の 情 
狀に ある もの 幾多 ある 場合に 於て は 同時に 復褪せ 
しむる を 以て 滴. 當の處 置と 信す 大正 七 年中 栃木 縣 
小 野 崎 某は 復權せ られ たり 而 して 恩赦 令 第 十五 條 
に 基き たるに 非す して 司法大臣の 發 意に 因りた る 
か 如し 

政府は 何故に 小 野 崎 某と 同一の 情 狀に ある 他の 幾 
多の 選擧權 被 選 擧權停 止 者を して 同時に 聖恩に 浴 
せし むる の 方法を 採ら さりし や 
右 及 質問 候 也 

朝鮮 事變 に關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
火 正 八 年 三月 八日 

提出者 川 崎  克 
賛成者 尾 崎 行 雄 外 二 十九 入 
朝鮮 s)f 變に關 する 質問 主意 fj 
l ffi に 朝鮮 學生不 穩の 行動 あり 今乂朝 P に 勃 發し 


たる# 動は 其の範 圍全 M に a o ft 地 聯絡 ある 内 
亂的騷 挺を •一す に 至り 其の 根底 極めて 深く 波及 
する 所 基大な 〇 是れ朝 鮮統治 の 方針を 誤りた る 
に拽 因す る も 政府は 何故に 斯る 重大 事を 未然に 
防止す る 能は さりし や 以て 公安 維持の K 任を 盡 
したりと 爲す哉 ~ 

一 今回の 暴動は 其の 原 W 夥多 ある も 之を 誘導した 
る ほ 一面 思想 間 ® に對 する 曲解と 他面 宗教 的 運 
励に 依りて 激 成せられ 又 某國人 等の 煽動 等與て 
力 ありた るか 如し 政府は 其の K て來れ る 所以を 
叨 にし 思想 問題の 鮮明、 敎 育 方針の 徹底的 改善 
其の 他の 一切の 疑惑を 解く を 以て 焦眉の 急務な 
りと 思惟せ さる か 

一武 斷政 治の 弊害 (X 擧て數 ふへから ずと 雖今冋 の 
暴 動 の 如き Jt め 之を 探知し 其の 原 W を 芟除す る 
能は さりし は 憲兵 行政の 無能を 遺憾な く 曝 ^ せ 
る ものにして 政府は 地方 公安の 維持 上是等 機關 
の 刷新を 企 1SI する の 意思 あり や 否や 
一鮮 人文 武官 任用 並 待遇の 如き 從來名 實相 伴は さ 
る もの あり 政府は 是等鮮 人 協 遇の 途を 開き 渠等 
をして 名 , W 相伴 ふの 制度に 據ら しめ 危懼の 憂な 
からしむ るの 要 ありと 思惟す 政府の 所見 奈何 
I 日蛘 人和拟 一致の 機 關を特 設し相 互の 理解に 資 
すへ き 方法に 關し政 府 ほ 何等か 方 案を 有する や 
否や 

右 及 質問 候 也 _ 

西 伯 利に 關 する 質 間 主意 書 

右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 八 年 三月 七日 
提出者 加 藤定吉 
賛成者 高 田 耘平外 三十 一人 
匪 伯 利に 關 する 質問 主意 ！ 0 
一、 政府 ほ 昨年 A 月 西 伯 利に 出兵を 爲した る も 諸 
外國の 意向と 彼 地の 情勢と を蒞 察する に 於て 用 
意を 缺き II 帝 阈谷 出征軍の 行動 一致せ す爲に 内 
外の 誤解を 招き 結果 目的に 副は さるもの 多 L 政 
府 ほ 從來の 措置に 缺陷を 認めて 之を 改善す るの 
意な き や 如何 

n、 政府は 西 伯 利 出征軍を 更に 減少す るの 意な き 
や 

三 •最近の 情報に 依れは 西 伯 利の 或 地 點に 於て 過 
激跟 跳梁を 逞 うし 之 か 掃蕩の 任に 當れる 我か將 


小职 校敎負 に 給す る 臨時 手 常に 關する 再筲 問  役 描に 關 する 質 間  朝鮮 事 變に關 する 質問  西 伯 利に 關する 質問 


二 四 
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:. 兵卒の 给與に 切'_ -, ■  I 地方說 制限に 関する 質 間— 移民 政策に 關 する 質問 内務大臣の 言議 に関する 質問 公娼 制度の 存菝 に関する 第三 筲問  一二 四 二 


卒の拟 偽 多大な りと す 政府の 過激派に 封す る® 
念如何而して此の嵇の討伐は將來之を紐行する 
の ® 志なる や 

四， 西 伯 利を 援助す るの 手段 (i 交通 機關を 整 KS し 
て 物資の ? 1 人を M にし 外資に 依りて 其の 富 源を 
開拓す るに ありと 信す 政府の 之に 對 する 具體的 
の 方策 如何 

五、 西 伯 利に 於て 帝國 の R 窓を it 憾なく 露 國人に 
理解せ しめむ とせは 大都市 數 箇所に 於け る 新聞 
紙の 發行 を必耍 とし IL 露國 人と 永遠の 親善 提摅 
を 策せ むと せ {3: 學校 病院 等の 設立 急務な りと 思 
惟す 政府 ほ 此 等に 就て 何等 考 遨 する 所 あり や 

右 及 f  _ 

陸海ボ .!r- --; - V  二 4 る 質問 主 ? SI 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 八 年 一一 一月 八日 

提出者 高 田耘平 

熒成者 本 田 恒之外 三十 三人 

陸海 車 兵卒の 給 與に關 する 質問 主意 書 

一 現役 入營 中の 陸軍 兵卒に 對する 給料 少き か爲其 

の 父兄ょり 送金す る (3-. 現下 一般の 狀況な るに 鑑 

み M 下の 臨時 手當を m 久 的の ものと し尙 其の上 

或 程度 迄 增 額す るの 必要 ありと 誠む 

一英 卒に對 する 給與に 付 海軍と 陸軍との 間に 幾分 

の 差 あるは 止 11 を 得さる ものと 認むれ とも 今日 

の 如く 著しき 差 あるは 均衡を 失する ものと 調む 

前 二 項に 對 する 政府の 所見 如何 

右 及 質問 候 也  I 

地方税 制限に 關 する 質問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 八 年 三月 一日 

提出者 小林嘉 平 治 

賛成者 川 崎 安之助 外 三十 人 

地方 掛制 限に 關 する 質問 主意 書 

1、 地方税 制限に 關 する 法律に 依り 其の 制限 率を 

比較す るに 農民の 地方税 負擔 率は 商工業者の 負 

擔 率の 二 倍强 にして 均衡を 得さる こと 最甚し 其 

の 制限 率の 因て 来る 理由 如何 

二、 菇に 政府より 提出せ る 時局の 影 ip に 因る 地方 

税制 限擗 張に 關 する 法律 B! 施 後に 於て は 商工業 

者に 比し 農民の 負擔胲 々過重なる を認む 政府は 

明治 四十 一年 法律 第三 十七 號 地方税 制限に 關す 


る 法律に 於け る 制限 率を 改む るの 意思な き や 
右 及 質問 候 也 
(參 照) 

S S 5 握 基本 租說麵 報 配 張 率 合計 
『 i 田畑 山林 百 分の 百 分の 百 分の 

道府 I S 等の 地租 三十 二 |1十五、六 3£ 十 -^ 六 

縣税一 商  H ® ® ®  相 - g 這 ACO 傾 切 / VO 

f a. K 田畑 山林 百 分の 百 分の 百 分の 
市區町 i£ 等の 地租 二十 一 十二、 六 151 r 六 

I 一 商工® il ffi 相 砂の s 分の 

* 地方税 制限 擴張 率は 基本 租税に 對 する 率に 換 
算せり 


移民 政策に 關する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 二月 二 十二 日 
提出者 土 井權大 
賛成者 鈴 木 梅 四郞外 三十 二人 
移民 政策に 關 する 質問 主意 書 
1、 我 か國に 於て 年々 激增 しつ X ある 入口の 調節 
策と して 海外 渡航の 獎® を爲す ほ 刻下の 急務な 
りと 思惟す 政府の 所見 果して 如何 
二， 從來 政府 ほ 移民 保 @ に 重きを 置き 渡航 獎勵を 
等閑に 付す るの 傾向 あり 其の 一二を 例示 すれ ほ 
C い〕 現行 移民法の 運用に 關し單 に 移民 取扱 業 
を 一二の 會社 のみに 獨占 せしめた るか 爲め全 
國に 渉り 海外 渡航 思想 普及せ す 移民 募集に 際 
し 常に 豫定琛 集 人員に 達せ さるの 奇 現象 あり 
C ろ〕 更に 海外 渡航者 取扱 業に 關する 制度 不完 

金な り 即ち 移民 取扱 業の 如きは 海運業 者 又は 

贸易 業者の 附帶 業務たら しめ 夫 等に 對 し相當 

獎勵 の途を 開かは 自ら 移民 業の 發 達を 見る に 

係らす 夫 等の 制度を 設けさる のみなら す 寧 其 

の 兼營を 禁止す るの 制度たり 固ょり 現行法に 

依れは 移民 取扱人 ! 3: 行政 廳の 許可を 得て 移民 

と 直接の 關係を 有する 業務を 營 むこと を 得と 

定めたり と雖 其の 業務の 範圍 狭隘に 失し a 移 

民業を 主と し狹 it なる 兼營 業務を 主と する か 

故に 海外投資 家を して 移民 業は 一顧に 値せ さ 

るの 事業たり との 念を 起さし め 移民 取扱 業に 

對 する 海外投資を 躊踏せ しむる の 現狀た り以 


上；！ i 獎澉を 等閑に 付す るの 例と す 政府は 是等 
を改 むる の 意思 あり や 否や 

三、  政府 ほ 少く とも 一府縣 に 一個の 移民 取扱 業を 
許 BJ する の 意思 あり や 否や 

四、  政府 ほ 相當の 者ょ りして 移民 取扱 業 許可の 願 
出 あれ ほ 之を 許可す るの 費 思 あ 〇 や 否や 

內務 大臣の 言 議に對 する 質問 主音： 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 三月 十一 日 
提出者 小山 松 S 
賛成者 長 島 律 太郞外 三十 人 
內務 大臣の 言議 に S する 質問 主意 書 
大正 八 年 三月 十日 C 月曜日 ^ 貴族院 本會に 於て 衆議 
院議 員 選 擧法中 改正 法律案の 提案 理田說 明 中に 引 
用した る內務 大臣 床 次 竹 二 郎君の 左の 陳述は 何を 
根據 として 爲し たる ものなる や 

貴族院 議事 速記 錄第 十六 號一 六〇頁 第一 段 中 
r 此 修正 も 其 裏面に 立 入って 玆で申 上げます れ 
ば 修正の 結果は 政 友會の 方が 有利で あるので ご 
ざり ます、 政府は 左 樣に考 へます、 併ながら 此點 
に 付て は、 先き に此 改正案が 新聞に m ました 時 
分に、 憲政 會 側の 安達 謙藏君 選擧に 最も 通じた 
人であります、 此 人が 原案に 對 して 非難を 加へ 
て 居ります •其 非難の 一箇 條の 中に 不公平の 實 
例と して 即ち 此 山梨縣 の、 今 申 上げた 區が 擧げ 
てあります、 それに 依り ますれ は 「山 梨 縣の第 
11 區の西 山 梨、 東 山 梨、 北 巨 靡、 中巨糜 四 郡を 
一 選 擧區二 名と せる は、 此內中 巨 H のみを 中堅 
とせる 憲政 會を 打破し、 政友會 ょり 二 名を 出た 
さむと する 魂 膽な ひ.」 云々 
想 ふに 大正 八 年 三月 八日 (土曜日〕 衆 _ 院本 會議に 
於て 政 友 會所屬 議員 武藤 金吉 君の 衆議院議員 選擧 
法 中 改正 法律案の 議事 中に 略 同一の 事例を 引用し 
て 演說せ り 即ち 

衆議院 議事 速記 錄第二 十一 號三二 〇頁第 三 段 中 
「諸君の 中で 選擧の 事に 尤も 精通せられ て 居る 
所の 安達 謙藏 氏は —— 不幸に して 議席に 居られ 
ませぬ が、 安達 謙藏 君は 何と 言 はれ . T 居る、 山 
梨縣の 二區に 就て 何と 語られて 居る、 諸君 •二 
月 二 十日の 東京 朝日 新聞の 別表 原案に 對 する 安 
達謙藏 氏の 責任を 持つ た 談話に 何と 書 i て ある 
c 「誰が 責任を 持つ たと 書いて 唐る」 と 呼 ふ 者 あ 


り〕 H fr: を 持つ たと ^ いて 無くても • ■•« も 政 * 
の 首領 か 斯 〇 如き — 是は 二分す る 〇 が Hl ^ -e 
あると 云 ふこと を 明かに af いて 居る ではない か 
(拍手 起る： >」 一 K々 

依 之 見 之 同 君の 引 rs を 根 1!2 と爲 したる ものなる か 
然るに Je 京- S 日 新 S9 大正 八 年 二月 二 十 Hr 木で 
發行 第一 萬 一千 七 百 三十 四 號市内 版 第一 一而 第 七 段 
に 於いて 第 I 號活字 を S ゐ 「別表 原案に 對する 非 
ii J と 二 段 抜きの 大見 出を fl け 「访政矜側の見旧」 
と SII S したる IP, 事 中 安達 謙藏 氏の 談は f 不徹 联 〇 
私案. 一と 二 號 活字を 以て 一段の 小 見出を 附せら れ 
たる 記事に 終 〇向 二 而第八 段別碩 の 「不公平の « 
例」 と 題す る 二 號上 字 〇 小 見 .' 11 を附 したる 記 ? Jf ij; 
同 記事の 同 頭に 記 腿され たる 龌に法 る も 安 违：观 級 
氏の 談 とは 全然 別箇の 記事た る ことは 明白な り 
床 次 内務大臣の f;: 族院に 於て 安達 謙藏氏 の談 とし 
て 引用せられ たる 文句 ii 武 藤氏の 演說 若は 東京 朝 
日 新聞を 指摘した る ものの 如し 果して 然らは 同大 
臣の 引用した る 陳述は 全く 誣罔 の甚 しきものな 〇 
右當 日の 東京 朝日 新聞 一葉を 添付し 併せて 之 か 
辯 明を 求む 
右 及 質問睽 也 

公娼 制度の 存瞇 に關す る 第三 ? 31 問主总 a 
右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 八 年 二月！ 一十 七日 

提出者  ® 山 勝太郎 
賛成者  島 田三郞 

外 三十 人 

公娼 制度の 存廢 に關 する 第三 質問 主意 ! 3 
第一 本員は 大正 八 年 一月 二 十 一 日 公娼 制度の 存 
廢に關 する 質問 主意 書を 提出し 其の 主意を 辯 明 
したる も 政府の 答 辯 要領を 得さる を 以て 更に 同 
年 一月 三十 一日 再 ひ 質問 主意 書を 提出し 去 11A 
一一 十五 日の 本會 議場に 於て 再 質問の 主意を 辯 明 
したる に 同 R 政府は® に 「去 一月 二 十一 日 質問 
第一 現下の 公娼 制度 並 其の 實狀 は國法 に® 觸す 
る ものと 認めす 第二 及第 四 前回 答 辯に 依り 其の 
要を S せりと 認む第 五寶 笑 行爲に 付て は 法令に 
依り 相當 取締を® 行しつつ あり」 との 答 辯！ 2 を 
提出した るに 止まり 政府 か® 然として K 問の §? 
點 に 觸れた る 答 辯を 爲さ さる it 本員の 深く ia 憾 
とする 所な り 抑 本員の K 問の 主たる 點は惑 法 ? T5 


院 誘衆矜 SI 闊帝冋 一十 ra 第 


I 一 十二 临に成 れ は 「日本 以民ハ 法 ai ノ範閉 内ユ 
於 テ K 住 及 移轉ノ 自由 ヲ有 7. J と あり 我 か阈民 
は 法 f It を 以てする に 非す む I i K K ffi 及 移鞞 に關 
し 何等 制限を 受 くる ものに 非 さる こと 炳 として 
明な り 然るに 公扪 に關 する 現行 取締 法規を 案す 
るに 明治 彐 十三 年内 務 省令 第 四十 四號 には 「娼 
妓 ハ鱭 府縣令 プ以テ 指定 ゾタル 地域 外-一 住居 ス 
ル コトヨ 得べ、 娼妓 ハ 法令 ノ規定 若 ハ官 廳ノ命 
令-一 te リ又 r 磐 5 sis 廳二出 頭 スル ヵ爲 外出 スル 
場合 ノ外妗 察 , CV ノ許 HJ ナクシ テ 外出 スル コト ヲ 
得 ス J と规定 し 一片 の 行政命令を 以て 前褐 憲法 
の 保障した る 日本以 民の 居住 及 移轉を 制限す る 
は 旗 憲の甚 しきものな り 然るに 政府は 何等 國法 
に K 觸する ものと 認めす と 答 辯せ 〇 其の 根據は 
何邊に 在り や M に 詳細に 答 辯せられ むこと を 留 

む 

第二 所.？ i.y 由 隧業は 法令の 認むる 所なる と 同時 

に 常該官 淡 も 亦 之を 腿 許す る 場合 ありと 雖 其の 

多くは 自由 廢檠 を is さむと する もの ある 場合に 

於て (A5 務の辨 濟を强 耍し速 借人に 判す る 强制執 

行を 爲す ことを 以て 威嚇し 其の 他 詐稱誘 翦 以て 

意思 弱き 娼妓を して 遂に 跋椠 を Bli 念し 更に 醜業 

を 網 ^ する の餘依 なきに 至らし むる もの 決して 

鮮少なら す奶妓 の營菜 踐筘 共に 本人の. Hm 意思 

を； g m せ さるへから さるは 勿論の 事に S3 す 政府 

は ' It の悲 t§ なる SJ 憐 の I1? 狀を如 何に して 救濟せ 

むと する 乎 從來官 遨の此 の點 に關す る 取締は 國 

民の葙 足す る fil! ほさる 所な り 政府の S 見 如何 

第三 頃茗即 ふる 所に 故れ li 幣砌 廳 IX 所謂 私娼 撲 

滅の 到底 1' 可能なる を 悟り 之を 公許す るの 方針 

なること を 哫明せ りと 謂 ひ、 又 M 近溥 ふる 所に 

依れは 内ね ^ 沿 局は 現今の 遊 g 制度を 以て 非 現 

代 的な りと し 散 娼の 制度に 變改せ むと すと 云 ひ 

又敔妓 に對し 所謂 二 枚 鑑札を 交付して 致 笑 行爲 

を ハム 18 せむ とすと 稱せら る 之れ 果して 取 K なり 

や 

右 及 n 問 候 也 

朝鮮 統治に 關 する ?, fl 問 主® 書 

右成 規に胯 〇 提出 候 也 

大 IH 八 年 三月 八日 

提出者  山菹餌一 

资成宥  小山 松 霞 


外 二 十九 \ 

朝鮮統治に關する質間主惹逛 
朝鮮 統治の 方針は 產業及 制度の 改善を 主と する か 
又は 新附國 民の 同化作用に 重きを 膣く か 思 ふに 今 
回の 鮮人 騷擾 事件の 如き 唯 形式の 整備に 努め 人民 
統治の 根底に 觸れ さるの 結果に ょらす むは 非す 政 
府 ほ 其の 善後策を 奈何に せむ とする 乎 怒れと も產 
業 及 制度の 改善は 國民 幸福の 增進 乃至 鮮人 同化 作 
用の 完成を 期す る 手段に 外なら すと せは 
1、 排日 思想の 蔻成 所た るか 如き 耶蘇 敎徒の 設立 
に 係る ® 校に 鮮人靑 少年 子女を 敎 育せ しむる 事 
なく 善良なる 國民敎 育を 施す 爲 義務 敎育 制度を 
採 HJ する の S3 志な き 乎 若 其の ® 志な しと すれは 
其の 理由 奈何 

二、 鮮 人を 日本人と 分離して 谷 別の學 校に 於て 敎 
育す る ことは 政治的に も 社 ff 的に も 面白から さ 
る 感情 誘發す る ものな り 故に 日鮮 人を 親和せ し 
むる 爲從來 の 制度を 改め 合一 敎育を 施す の 意志 
なき 乎 

三， 朝鮮に 於け る 耶蘇 敎 徒の 設立せ る學 校は 朝鮮 
統治の 方針と 相反す る敎 育を 施す もの 多し 例 令 
は 宣 川の 明 frr 學校 •安 州の 安興 學校 、平壤 の大 
同學 校、 定 州の 五三 舉校等 の 如き ほ 修身 作文 飜 
譯歷史 等の 行 ^ 科に 於て總 て韓國 獨立思 想の 皸 
吹に 努め 而も 運 励 會に 於て は 父兄 其の 他の 群衆 
を 集めて r 大韓 國獨立 萬 歳」 の 綴字 競技を なさ 
しめ 剰へ 韓國獨 立の 歌なる ものを 作製して 之を 
高唱せ しむる 等 危險思 想の 養成 挑發 至ら さるな 
きこと 玆に十 年 之れ 實に 今回の 騷擾の 原因たり 
前騮た り 政府は 之に 對し 取締を 爲 せる こと あり 
や 又 之に 關し 外交 上 執りた る經過 及 結果 奈何 

四、  今冋朝 鮮人か 北米 合 衆 國議會 其の 他に 民族 自 

決 朝鮮 獨 立の 請願を 爲した りと 聞く 其の 結果 奈 

何 又 之に ^ し 政府の 執りた る 手段 及經過 奈何 

五、  鮮 人に Q 本 語を 習 f§ せしめ 普及せ しめされは 

同化作用 上將又 經濟上 政治 上 障害 多し 然るに 日 

本人に して 官溝に 奉 P せむ とする ものに 朝鮮語 

の 試 驗を 施す か 如き 制令を 設 くるは 統治 作用 上 

の 矛 ,, 0 掎著 あるを； S： 現す る ものな り 政府は 斯る 

制令を 廢す るの みならす 官用 語は 總て 日本語を 

以て 統一す るの 意志な き 乎 

六、  日本人 移民の 多少と 3¢ の 地方 排日 思想の 强弱 


とは 比例す る こと 谷地 №1 情の 證明 する 所な り te 
て 東洋 拓殖® 社の 移民 其の 他 一般人 移住を 獎勵 
し fa に 移民の 標準を 熟練なる 農工 商人と せす し 
て ® 勝なる 日本人を 移住せ しめ 鮮 人の寶 業 敎育 
國民敎 育に 資する のみなら す 能力 思想 感情 言語 
の 統一增 進を 1MI り 併合の 目的を 完成す るに 努む 
るの 意 忠なき 乎 

七、 警察 行政に 代 ふるに 變則な る 憲兵 制度を 採用 
せる は 一時 R む 能は さる 事態に 依りし ならむ も 
果して 如何なる 時期 迄 此の 制度を 持續 せむ とす 
る 乎 之れ 民心に 影 饗する のみなら す 朝鮮 財政の 
獨 立と 關係 する 所大な るを 以て 政府の 所見を 求 
む 

右 及 質問 候 也 
0 川 崎克君 議長。 

〇 議長 C 大岡育 造 君〕 一寸 御 待ち 下さい、 答 辯 ® は 
皆な 速記 錄に 載せます から 御 覽 を 願 ひます、 是 ょり 

會議を 開きます - 川 崎 君 何です か。 

0 川 崎 克君 本員の 朝鮮 事變 に關 する 質問の 答 辯 書 
に對 して、 意見を 申 述べたい と 思 ひます から、 適當 
な 機會に 於て 其 時機を 與へら れんこと を 希菌 いたし 
ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 了承 致しました •諮問の 箇條 
があります 、第三 部 選出 豫算 娄 員 山 田珠一 君ょり 常 
任 委員 辭任の 申出' かあります， 許可して 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御異蕺 が 無ければ 之を 許可い 
たします、 第三 部の 諸君は 速に 補闕選 擧を行 ひ屆出 
あらん ことを 望みます、 東京 市靑山 墓地 移轉問 題の 
件、 並 墓地 及 埋葬 収締 規則 第一 一勝に 關 する 質問 —— 

齋 藤 IB 1 君。  _  _ 

二 東京 市靑山 墓地 移 Ml 問題の 件 並 墓地 埋 
葬 奴締 規則 第二 條に關 する 質問 (齋藤 
紀一君 提出〕 

東京 市 靑山墓 池 移 轉 問題の 件 並 墓地 及 埋葬 取締 
規則 第二 條に關 する 質問 主意® 

右成 斑に 據り提 出 候 也 
大正 八 年 二月 二 十二 日 
提出者  齋藤 紀 一 
賛成者  小 林 源 藏 
外 三十 七 人 


3A T.C 市 財 山 墓 ill! 移 轉問題 の 件 並 墨 1111. 及 ts! •雄 ili 
締规則 第二 條に關 する 質問 主意 書 
靑山 墓地の 現 狀を視 るに 東 SC 市中 M 布 M 赤 坂® の 
中心に 存在し 今や 其の 周 間は 人家 稠密に して 墓地 
との 距離 描に 二 三 間に 過き す 其の 甚 しきに 至りて 
は 軒先に 死體 を埋 るの 現象を 呈せり 如斯は 人道 間 
題と して 講究せ さるを 煜す加 之 此の 死 la 中には 恐 
るへ き傳染 病 則ち 肺結核 • 腦 窒扶斯 ，實 布； g 利亞 
其の 他 種々 の傳 染涡 e 菌を 有せり 斯の 如く 危險極 
まる ? E ii を 帝都た る 市の 中心に 埋葬す るか 如きは 
衞生上 看過す へから さるの みならす ] fi . /i'; 市の 體面 
を 汚す と 同時に 日本 帝 國の 一大 恥辱と 謂は さるを 
得す 然るに m 當局 者は 今猶 放任して 是を移 轉せさ 
るは 如何なる 理 出 ある や 了解に 苦しむ 故に 之を 監 
督す る內務 大臣の 責任と して 其の 所見を 質し FL 太 
政 官布吿 墓地 及 埋葬 取締 規則 第一 一條に 關し 疑義の 
點 あり 依て 其の 說 明を 求む 
右 及 質問 候 也 

〇 八 田 宗吉君 馬匹 獎蚴 に關 する 訊 議案の 委員 會を 
開きたい と 思 ひます、 御 許可を 願 ひます。 

〇識長 C 大岡 育造 君) 許可 致します。 

〇 八 田 宗吉君 委 M 諸君は 第 四 委員 室に 御 集りを 願 
ひます。 

〔齋藤 ffi  i 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇齋跽 紀 一 君 私は 東京 市靑山 墓地 移 II 問題の 件、 
並に 太政官 布 fr 墓 m 及埋報 収締 規則 第二 條に關 し， 
內務 大臣に 質問 致す のであります、 第一 現今 W 山 墓 
地の 狀况を 見る に、 麻布 區及 赤坂區 の 中心に 存在 致 
しまして 今や 其 周 圍は 人家 稠密を 極め、 隨て 民家と 
此 墓地の 踣離 は 甚だ 近接し まして、 (I に 二 三 間に 過 
ぎない のです、 甚 しきに 至りまして は、 此 人間の 屍 
體を 人の 軒先に 葬る が 如き 今日の 狀况に 立 至り まし 
たのです、 此屍體 中には 恐るべき 所の® 染病 、即ち 
陽 窒扶斯 •肺結核、 或は 實扶的 里， 其 他 種々 の傳染 
病 徽菌を 有する 所の 屍體を •人家 稠密なる 所の、 而 
も 人の 目の前に 葬る が 如き 事は、 衞生上 山々 しき 問 
題と して 攻究せ ざるを 得ない と 信 1: ます、 一例を 舉 
げます れぱ 、此傳 染病程 恐るべき もの ほ 無い のです 
目下 我 日本で 猖頫を 極め、 貴重なる 身 體を害 ひつ、 
あります 所の 西班牙 r イン フル H ン ザ」 此傳染 病の 如 
きも， 木を 乱せば 僅に 西班牙の 一 小 部分に 止って あ 


朝鮮 統治に 關する 質問  斑 M T(3 W UJ 苺 地 移 g 間® の 件 並 墓地 埋葬 取締 规則 第二 條に關 する 質問 及 齋藤紀 一の 質問 油 說 


二 四 三 


院® 衆旮聚 國帝回 一十 四 第 


胡 坪 -^ 變に關 する 川笱克 の 質問 演說 


二 四 四 


る、然るに共货蔚が南洋方而に茲延し、或は歐米其 
他世界 谷 國に 至つ て、 之が S めに R 重なる 人身を 殺 

しつ、 あります、 それ故に . 

〔8 ■長大 岡 育造 君 退席 副漭 長 © 田 國松君 議長 席 
に 著く〕 

〇爾 藤®‘ 一 君 靑山蘂 地の 如き 人家 稠密の 中心に、 
傅 染病 屍 gi を 葬る が 如きは、 I 朝 不幸に して 一人に 
傳潘 する 時に ほ、 東京、 否な 日本 全國 、或は 今日の 
如き 世界 |般に基延せぬと云ふことほ、理學上及學 
問 上から 言 つても 想像 せらる、 ^ 様であります、 加 
之 此靑山 墓地は 地位は 驻だ髙 い、 其周圍 に 住する 所 
の 民 宅と 云 ふ ものは 低い のです、 それ故に 人間の 屍 

瞪 を沏む ると きには、 隅 敗す るに 從 ひ、 其 汚物は 自 

然と 彼等が 日々 飲用す る 所の、 井水に 浸入す る 事は 

少しも 疑は ない のです、 而已な らず 屍腊が 腐敗す る 

に從 つて 蒸汽 となり、 瓦斯と なり、 此空氣 に 混同す る 

と 云 ふ 事 も* 理學上 少しも 疑ない と 信じます •斯の 

如き 衞生 上から 言 ひま すれば、 危險極 まる 所の 傳染 

病で 弊れ た 屍 踏、 並に 衞生を 害する 所の 飲料水、 或 

ほ 空 氣を溷 濁す る やぅな 有 樣は ，朿 京 市 理事 者が 何 

等 攻究 もせず、 而も 我が 日本 帝都の 人家 稠密なる 所 

の 中心に 傳染病 を 葬る 如きは •最も 危險に して、 最 

も 有害なる 恐るべき 所の 現象と 思 ひます、 何故に 東 

京 市當局 者が、 今：： E の 如き 文明を 標榜す るに も拘ら 

ず 放任して 居る か、 泡に 吾々 が國 民と して T 解に 苦 

しむ 次第であります、 又 之を 監督す る 所の 內務大 111 

の 責任と して、 何等 } G 京 市に 此衞生 上、 或は 傅 染病 

豫防法 としても、 亦 或は 市の 體面 としても 放任して 

_ みざると 云 ふこと ほ、 內務 大臣の 無責任 ぢやな い 

かと 思 ふ、 それ故に 私が 質問す る 所は •內務 大臣は 

速に 此靑山 墓地に 恐るべき 傳染 病を 埋葬せ ざる こと 

を、 市现事 者に 命令す る や 否や， 進んで 速に 靑山墓 

地を 郊外に 移轉 する ことを 命令す る や 否や， ft 務大 

臣の 所見を 質問す る 次第であります、 第二に 靑山墓 

地は 畏 多く も靑山 御所に 甚だ 接近して 居る、 其 pfj 離 

(1 に 11 三 町に 過ぎない のです、 然るに 其 御所の 附近 

に 恐るべき 所の傳 染 病の 16 體を持 運び、 それを 埋葬 

する が 如き ほ •吾々 は 國民 として 大に 恐 ti に堪 へな 

いので ある、 然るに 市當局 者は， 是 等の 事を 何等 も 

鑑みず、 畏 多い 所の 皇室に 對 する 所の 敬意を 柳は ず 

して、 今尙ほ 恐るべき 傳染病 を 其 附近に 持つ て來る 

と 云 ふこ 卜は 、是 亦實に 了 W に 苦しむ 次第で ありま 


す、 內務 大臣が 監督す る 所の 東京 市が、 斯の 如き 由 
由し き 大事を 放任して S くと 云 ふこと ほ、 甚だ 以て 
吾々 iT 內務 大臣の 市政に 對す るの 誠意 無き のみな 
ら ず、 皇室に 對 しても 畏多 い事ぢ やない かと 思 ふ、 
それ故に 此靑山 墓地と 云 ふ もの ほ、 どうしても 移轉 
すべき ものと 云 ふことは (「卵 劾演說 ですな」 と 呼 
ふ 者 あり) 輿論と して 一般に 今日 攻究し つ、 ある 場 
合であります、 當局 大臣が 此 皇室に 對す るの 所感， 
並に 其 意見は 現在の 儘に て 置く や 否や、 其點を 質問 
する 次第であります、 第三、 今や 我が 帝！！ ほ自 から 
文明を 標榜し、 殊に 五大 强國の 班に 列し 然るに 我が 
日本 帝 國の帝 都た る 3.1 京の 大 市の 中心に、 傳染 病に 
斃れた 屍體を 葬り、 或は 此 恐るべき 事を ® みずして 
今日の 狀態は 何事であります か、 吾々 は 是亦大 に 文 
明國 として 執るべからざる 事と 信じます、 顧みる に 
文明 國の此 墓地を 移轉 した 實例を 今 述べます る ■英 
國の 倫敦に 於て は 今を 去る こと 殆ど 六十 四 年 前、 即 
ち 西曆千 八 百 五十 五 年に、 倫敦 市ょり 市外 數哩 の處 
へ移轉 したので あります、 又獨逸 伯林 も 今を 去る こ 
と 四十 七 年 前， 即ち 西歷千 八 百 七十 二 年に 於て、 市 
外に 墓地を 移轉 しました のです、 又 佛國の 巴 里に 於 
て も、 今を 去る こと 四十 五 年 前 ■西曆 千 八 百 七十 四 
年に、 市外に 墓地を 移轉 しました のです、 其 他 文明 
諸國の 大部を 見る に、 何れの 市と 雖 も， 市の 中心に 
墓地を 有して 居る 處と云 ふ ものは ありませ ぬ、 然る 
に 何ぞや 、我 日本 東京は まだ 其 墓地 も 移 轉せず して 
傅 染病 まで 其 墓地に a  くと 云 ふが 如きは 1S に 恐る ベ 
き 現象と して、 吾々 が 國民 として S- へざる を 得ない 

のであります、 內務 大臣に 於て は、 此外國 に對 して 

も •此 大都市の 中心に® 染者 病死んだ 所の 屍體 を埋 

め •又 放任して 置く が 如きは， 甚だ 以て 我 日本の 體 

面を 汚す もの ぢや ないかと 思 ひます、 否な 東京の 耻 

@ — 日本 帝 國の耻 辱で あらう と 思 ひます、 又 東京 

市の 體面 としても 期の 如き 事は 甚だ 以て 吾々 が 憂へ 

る 所であります、 而已な らず此 外國が 大都市から 墓 

地を 移轉 したと 云 ふことは。 如何なる 理由で あるか 

と 云 ふと、 五六 箇條の 理由が ある •第一には 此 市に 

さう 云 ふ 墓 til' を 置く と 云 ふことは、 # i 生 上 甚だ 宜し 

くない、 第二には 市の 發展 上、 大都市の 中心に 墓地 

を 置く と 云 ふことは 弊害で ある、 第三には 人道 上憐 

むべき 所の 同胞を 人家 稠密の 中に 堀む ると 云 ふこと 

は 宜しくない、 第 四には 都市 計畫 として 市の 中心に 


墓地ほ迓くものぢやない、それから第五にほ墓地を 
市の中心に置くと云ふこと (3: 、市の美骰を害する、 
美觀を 保たん が爲 めに ^ したので ある、 それから 第 
六に ほ 市の si 面 上 大都市と なつて ほ、 市の 中心に 墓 
地を W  くべき もの ぢやな いと 云 ふ、 sg 面を 保つ が 故 
に 移した るので ある， 第 七には 經濟 上、 繁華なる 所 
の 一 坪 何千 圓と云 ふやぅな、 地の 高い 處に 置くべき 
ものぢ やない と 云 ふ， 此七 箇條の 理由を 以て、 何れ 
の 文明 國も 旣に數 十 年の 昔， 墓地と 云 ふ もの ほ 市外 
に 移 Is された のであります (「ひや <」 r® 動し 
てはいかぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如き 狀 態に 就て、 內 
務 大臣 {i 如何なる 感想を 持つ て 居る か、 此 墓地は 移 
すべき 者な り や 否や、 內務 大臣の 所見を 御 © 申した 
い、 第 四、 墓地を 現在の 儘に 靑' 山に 置く と 云 ふこと ほ 
入道 h 及 敎育上 不適 當なる 事を 聊か 質問 致します、 
苟も 東京 市の 中心に 在る 所の 靑山 墓地の 今日の 狀態 
を 見ます と 云 ふと、 _ 壁が 無い •それ故に 悲しむ ベ 
き 所の 塊 葬狀 態、 並に 其 埋めた 有樣を 見ます と 云 ふ 
と、 ft 々同胞が 非常な 悲哀を 感ずる のです、 殊に 人 
家の 軒先 僅に 二 三 間を 離れて 人を 埋む るが 如きは， 
人道 上甚た 以て 許す ベから さるものと して 外國， では 
論じて 居る、 我 か當局 大臣は 如何なる 感想を 持つ て 
居る か、 それから 次には 靑山 墓地は •それに 接近し 
まして 赤 坂 區靑 山小學 校と 云ふ學 校が ある， 而已な 
ら 寸 其 周 園に g 壁が 無い が 爲め に、 其 周 園に 住する 
所の 兒童は 、悉く 朝と なく 夕と なく 此埋 _ の狀 態、 
並に 悲しむべき 有樣を 見る と 云 ふこと iT 敎 育上甚 
だ 是も國 民と して 放任すべき もので ない と 私は 信じ 
ます、 內務 大臣は 此點に 於て、 靑山 墓地を 速に 移軔 
する や 否や、 此御 意見を 御 導したい のであります、 
それから 第五、 明治 四十 四 年靑山 墓地と 云 ふ ものは 
東京 市の 中心に 置くべき もので ない と 云 ふことは* 
市民 一般の 輿論で あつた、 此 際に 臨んで 赤 坂區及 麻 
布區ほ 率先し まして •此 墓地を 移すべき ものである 
と 攻究した 結果 •兩 區會が 之を 議案と して 研究し > 
玆に 議論の 結果 •今日の 狀態 では どぅしても 移す ベ 
きもので あると 云 ふことは、 赤坂區 並に 麻布 區が滿 
場 一致を 以て 可決した のです、 其® 案を 提出 案と 致 
しまして、 市當 局に 提出して ある •是は 明治 四十 四 
年で ある •然るに 今日に 至る まで 東京 市 理事 者 ほ.、 
何等 此提出 案に 對 して 處 分も爲 さず、 之を 議案と し 
たと 云 ふこと も 聞かぬ、 斯の 如き 衞生上 並に 人道 上 


に關し •及 教育 上 其他雅 防 上に ie て も、 今日 等閑に 
して 置くべからざる 墓地を •妞遒 策 が あるに も拘ら 
ず、市理事者は、今尙ほ5;在 0 6! ;* し -: :;1: ^ 坟，、し 
ない と 云 ふの ほ •吾々 市民と して 大に S1 へる.：，.、；- で 
あります， 內務大 K は 此 胜 に 就て、 v!i に 市 fi' -Jf A に 
命じまして •此墓 地を 移 轉せ しむる や 否や、： li litj 致 
す 次第であります、 それから 終りに 臨みまして、 太 
政 官布一 ic 莛地及 塊 葬収 締规則 第二 胳 •此钽 則 0 y !i'u 
を 見ます ると. ® 地を 新設す るには w ia 、 縣 sr ii 
道， 大 川に 沿は ず、 人家を 隔 つる こと 六十 間 以上に 
して、 土地 高燥 • 欣 料 水に 隙り なき 地を 探ぶべし と 
云 ふ 規則の 法文が あります、 吾々 は 之を 了解す るに 
基 だ 苦む、 何とな れば例 へば 内務 は、 所謂 國 范> 
縣逍 •鏺 道、 大 川に 沿は ず、 人家を 隅つ る こと 六十 
間 以上 ある 場合は •果して Is 地と して 許可す る もの 
と 信じます が、 其 許可した 後に 於て、 地主が 墓地に 
接近して 自分の 住宅を， 造る とか、 或は 別莊家 宅を 造 
りし 場合、 並に 飲料水と する 所の 井戸を 掘つ た * S 合 
さう 云 ふ 時に 至つ ては、 政府は 如何なる 處分 をす る 
か、 此 規則に 依ります と ! H 觸する やうに 思は れ ます 
が、 此點に 就て ほ 吾々 は 了解に 苦しみます から、 是 
亦內務 大臣に 御 導 申して、 見附を 下して 狨きた い、 
或は 吾々 が 想像す るに、 新しく 惡池を 設 くると きに 
於て は、 墓地は 境界ょり 六十 間 以内に して 居る もの 
である や 否や， 此點に 就て 解 釋を願 ひます、 もう 一 
つは 國道 、縣道 並に 鐵道 は， 雞地に 沿は ずと； M ふこ 
とがあります が、 成程 許可す る 時に 於て さう 云 ふ縣 
道、 鐡道或 は 國道ほ 無い としましても、 K 許 Hr した 
後に 於て、 此基 地に 沿 ふて 縣道 、國 道、 鐵 道を败 く 
場合は、 如何なる 方法を 以て 此规则 を K 行す る や 否 
や、 了 W- に 苦しむ 次第であります、 此 2.: 箇條 、並に 
墓地 及埋雜 収締规 則 第二 條に關 しまして， 御說 明を 
願 ふ 次第であります。 
f 拍手 起る〕 

〇 副 識長 (濱田 國松君 y 川 崎 克 君の 要求に 係る、 質 
疑の 發言を 許可 致します。 

朝鮮 事！！ に關 する fjl 問 (川 崎 克君 提出〕 

〇 小 林源藏 君鐵道 統一に 關す る® 翳 案の 委 M 會を 
開きたい と 思 ひます から、 御 許を 願 ひます。 

〇 副議長 c 濱 m 國松赵 〕 許可 致します。 

〇 大 tl 喜 六 君 阿片 法の 委員 倉を 開きたい と M ひま 
すから、 御 許可を 願 ひます。 


皖讓衆 符露國 帝冋一 十四？ R 


〇 副 戡長 C 濟田國 松 パ) 許 ' "/ 致します。 

0 杖 田 寅 之 介 君 決 JJ: の 第 彐 分科 & を 開きた ぅご ざ 
います、 御 rF nJ を 願 ひます。 

〇副 謎 長 cm 田阈松 お) 許可 致します。 

〔川 崎 克嵙登 擠〕 

〔拍手 起る〕 

0 川 崎 克君本 月 八日、 本員 ほ 朝鮮 yf 變に關 する 質 
問 趣意 W を 提 m 致して ^ きました、 之に 對して 一昨 
H 答 辯 W を 得た のであります るが、 其 答 辯 書は， 私 
の贸 間の： 势點 に觸 れて屏 ない ので、 之に 對 して M に 
S 疑を 致したい のであります、 大體今 回の 此琪變 は 
我が 帝 s の爲 めに itt だ 悲む べき； 个祥の 事で ありまし 
て  >此問 題を 如何に 踞理す べき かと 云 ふことは、 政 
戧政派 の 問題で なく， 日 木 國 K として， 能く 研究を 

遂げなければ ならぬ 間 題で あると 斯棟に 思 ふので あ 

ります、 I 言に して 之を 言へ ば， 日本 帝 國の砘 W 能 

力に 關 する l!ii 題でありまして、 W 々は 未だ 曾て lit 殖 

民政 治の 上に、 斯の 如き 經 驗を将 めた る ことのない 

國民 として •之れ を愤 ffi に 研究すべき 問題で あると 

思 ふので あります •此の度の 騷励の 起り ましたる 原 

因は、 種々 傅へ られて 居ります る けれども 、嬰す る 

に 湖 鮮入が 時代の 潮流で ある 所の， 民族自決の ! S に 

共 ', ,a して •似て 非なる 所の 民族 .H 決を唱 へて、 而し 

て 斯る輕 舉妄励 に m でた と 云 ふこと に對 しては、 寧 

ろ 鮮 人の 其の 輕舉妄 励を 戒め、 11 つ 其# 励に 對して 

は 吾々 將來に 向つ て、 大な る戒 ff を 加へ なければ な 

らぬ事 であると m ずるので ある •此場 合に 此由 つて 

來つた る 所の 原因を 明に し、 又將來 に對 する 所の 政 

府の fii K を 政府 0 ら言 明を すると 云 ふことは • 此 場 

合に 最も 踔宜 を焊た る 68 SS であると 思 ふので ありま 

す、 是は本 M の說明 前に 常て、 政府 自ら llt JC 態を！！ 

會あ らば 報倂 すべき 性質の もので あつたと 恐 ふので 

ある •  I IS 此： ：s •動の 起り ました n ー  パ 朔 日の 午後 二 時 

恰も 一擗 にが tii が *? i 起 致した と 云 ふこと (X 特に 注意 

すべき 琪捫 であると 思 ふので あります、 其® l»j は 京 

钹， 平安 南北 兩 m を屮心 として、 谷 is に 11. れる所 の 

都 ^ 地に >  同 一時期に 同一の 行動が 現れた と 云 ふこ 

とは、 如何に 彼等が K 初から 謀 合せた、 № 33 深き 計 

汲に 依て 成立つ たもので あるかと 云 ふこと を證 明す 

るので ある， 1 IS 一月の 末に 李 太 王 殿下の 薨去の 事 

あります る や、 M 々なる 風說を 傅へ て 之を 励 g とし 

て、 天 is 敎の 如きは 蛘 人を 迷は すべき 色々 の浮說 を 


傅へ たこと が 其 一闪として-他而には浦销及滿洲方 
面に 移住して 居ります る、 常に 日本人に 對 して 快 か 
らぬ感 じを 持つ て 2 S る 所の 鮮人 等が 同じく 之に 共鳴 
し， 又在學 して 居ります る 日本の 留學生 中に も •民 
族 自決の 聲に 共 ', .1 して、 誤れる 斯る考 を 以て、 此計 
进が企 てらた と 云 ふこと ほ、 明かな 事！！： である、 而 
して 其 間の 關係は 約 四十 四 5rr. 日、 五十 日に ) a つて K 
るかと M はれる のであります が、 此間に 於て 政府は 
何等 之を 知らな かつた、 總督府 は 之を m1 知し 得な か 
つた 此迂濶 と , M; 2 !とは 、吾々 は 總督府 に對 して 責め 
なければ ならぬ 點で あつて、 總毡府 は 之に 對する 明 
確なる 言明を 與へな ければ ならぬ と 思 ふので ある、 
元來此 騷励が 起つて， 諭 ff 文と 云 ふ ものを 總膂府 が 
發し たのは、 本 月の 朔 U の 午後 八 時 官報を 以て 之を 
知らし めた のであります る けれども •其 時は 旣に其 
午前 一時 か 二 時の 間に 於て、 此騷 動が 行は れて 居る 
ので あ 〇 ます、 然るに 後の祭に 等しい やうな 諭吿文 
を與 へて 居る、* ほ 其 常時の 新聞から 見たなら ば、 
丁度 本 月の 六日 七日 頃まで 新聞記事の 祭 載せられて 
居りました 爲 めに、 或は ® 動な かりし ものと 云 ふや 
うな 狀態に 在つ たので ありませ うけれ ども、 今日 か 
ら考へ ると •朔 H の 正午に 起つ た 所の 騷動 を、 朔 U 
の 午後 八 時論 告文を 發して 置いて、 之に 對 する # 戒 
を 加へ て 居る と 云 ふが 如き ほ、 何たる 迂濶 であるか 
是れ 一に總 督府 の搜迸 機關 にして、 十分 其 責を 負は 
なければ ならぬ と 思 ふので ある、 一體 今日の 總督府 
が 憩 兵を 使用 致しまして •行政の® に 當らせ て 居り 
まする 結果、 此搜赉 の 十分なら ざる ことを 致して 居 
ると 云 ふこと も、 今回の 騷 励を 未然に防ぐ ことの 出 
來な かつた 大なる 原因で あると 思 ふ、 一體 憲兵 制度 

なる ものは 寺 内 伯 K の總督 時代ょりの 遺物で ありま 

して、 武官に 偏 ffi 政策を 朝鮮の 政治に 用ゐ C, 上は 

總督 ょり 下は 一憲 兵に 至る まで、 聯絡 ある 所の 惟 命 

惟 從 主義に 法つ て 政治を 行 はんとし 、地方 官ほ 一憲 

兵に 對 しても 之を 左右す る 所の擗 能を 有せし むる 5fr 

き 政治を 施いた と 云 ふこと が、 今日斯 る 禍根を 生じ 

たる 所の 大 职因 であると 云 ふので ある (「ひや < 

J と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 而 して 憲兵は 單に 憲兵 窖 

察 事務に 當る だけで ない のであって、 其範圍 は 贿汎 

である、 行政 事務に 容喙す べき fi 能を 有つ て 居り ま 

す爲 めに、 地方の 道 長官 並に 府尹 等と、 常に 其 糊 限 

の 上に 於て 衝突を 生ずべき ことは 明かで あつて、 斯 


る 制度を 現在 is いて 居る と 云 ふ國は 、破 « 經營を B 
して 居る 所の 何れの 國に 於ても 見ない ので ある、 武 
官を以 て此舫 民 地を 經® する 所の 政策を 執つ て 居る 
國と云 ふ ものは •今日は 殆ど 其 影を 見ない、 聚 洋に 
於て 傾に 膠 州 @ の 一角に， 獨逸が 軍人を 以て 之を 施 
いた 制度は ありました けれども、 日獨 戰爭の 結果、 
趣 逸の 喵一 の 膠 州® 2 に 在つ た 武官 制度は 撤陂せ られ 
今 英吉利の 如きは， 五十 四箇 固の 殖民 地を 有して 居 
ります けれども、 單 に 「ジブ ラ <L タル」 海峡の 一角 
に 其武斷 政治を 留めて 居る， 强は 已むを得ない、 海 
軍を して 其衝 に當 らしめ なければ ならぬ 必要 上 >  留 
めて 居る のであります る けれども、 谷 國の殖 民 地 殆 
ど 此 例を 做 ふ ものは 無い に拘ら ず、 日本 獨り —— 唯 
々獨 り此 武斷政 治に f/c つて @ る •朝鮮の みならず、 
® s の 如き、 關東 州の 如き、 武人に 非 ずん は 政治を 
治む る權 能無しと 云 ふが 如き . It 例を 作つ て 居る、 而 
して 彼等の 爲す 所を 見れば、 今日 斯の如 き 事態を 釀 
して 居る ので あつて 武人は 內地に 於て 其權 力を 利用 
する の 時代は 段々 薄くな つて、 船 民 地に 根を 張つて 
隨に 彼魃 に餘 命を 保たん として 居る のであります が 
此 餘 命を 保たん として 屛 る 所の 武人の 一角は、 此楗 
ir に 於て 根抵 ょり ) tti 収 り>  而 して ® に 意義 ある 所の 
文人 政治を 殖民 地に 成立た せなければ ならぬ と 云 ふ 
ことほ、是は立憲内閣を以て任する所の、原2閣の 
重大なる 使命では あるまい かと 思 ふので ある， 此意 
味に 於て IH 内閣は、 此際 總督 政治、 武人を 廢し •同 
時に 憲兵 制度の 改革を 加へ ると 云 ふこと に對 して、 
如何なる 考を 持つて 居る か、 是が私 が 質問 致したい 
第一 點 である、 第二に 今回の 事件の 根本 問題と も 謂 
ふべき 此 同化 政策に 關 する 問題であります、 朝鮮を 
治む る 上に 於て、 どぅしても 同化 政策を 執らな けれ 
ばなら ぬと 云 ふことは 、是ほ 朝野 殆ど 一致して 居る 
點で ある、 總督府 は 果して 如何なる 同化 政策を 朝鮮 
に用ゐ たか、 過日 も 委員 會に 於て 此點に 就て 政府 委 
員の 說明を 求めた のであります が、 吾々 の 調査 致し 
た 範圍 、想像 致した 範圍 以上に 出でなかつた、 唯々 
學校敎 育の みに 依つ て 同化 政策を やつて 居る と 云 ふ 
の 外 何物を も 有して 居ない、 其の 學校敎 育に 依つ て 
果して 同化 政策が 行は れたる や 否や、 考へた ならば 
此 總督府 の 同化 政策の 手段を 裏切るべき 所の 事 實が 
現れて 居る ので ある* 今回の 暴動の 中心と なつて 働 


ば 天道 敎が 中心に なつて 居ります けれども •主と し 
て 働いた 人間 (3: 學生で ある、 而も 普通 學校 の學 生， 
宗敎學 校の 生徒、 是 等が 中心に なつた のであつて 總 
督府が 同化 政策を 行 ひ 得たり と稱 する 學生が 之に 加 
はつた と 云 ふに 至つ ては、 明に rfTJ 化 政策の 失敗を 證 
明す るに、 是 以上の ものは 無から うと 思 ふので あり 
ます、 斯る事 に 依つ て •同化 政策は 出來る ものでは 
ない、 成程 總督府 の 云 ふが 如く  •同化 政策と 云 ふや 
うな 地味な 問題は、 二 年 三年 五 年の 日 ; i を 以てして 
は、 到底 闲 _であると云ふ所の言槊ほ、吾々も强て 
無理の 無い _ 論と聽 くので ある、 併な から rflj 化 政策 
を 行 ふには、 必ずしも 學校敎 育に 依る と 云 ふ 事 13: 不 
可能で ある、 其 他 種々 なる 機關が 無ければ ならぬ、 
其 機關に 就て は 何等 手を 著け て 居らぬ ので ある、 此 
同化政策と共に私の甚だ奇怪に堪へない問題ほ、吾 
吾 {3; 此朝鮮 人に 對 して、 日韓 併合と 同時に、 新しき 
國民 として 朝鮮人を 迎 へて B るので ある* T'f き歷史 
を 忘れ、 古き 關係を 忘れ、 新 附の 民と して、 日本の 
國民 として •文明 國 人の 間に 伍して、 其 待遇を 受け 
るべき 資格 ある 者と して、 吾々 は迎へ て 居る ので & 
る、 ful 化 政策 も 斯樣な 意味に 於て 打 立てられな けれ 
ばなら ぬと 思 ふので あるが、 焉ぞ 知らん、 普通 學校 
の 敎科書 の 中に 用ゐて ある 物の 中に ほ、 祖先 祟 拜を 
敎へて 居る ので ある、 其 敎科用 書の 中に ffi かれた る 
文字を 見る に、 祖先を 尊敬し •祖 光の 名 譽を傷 けぬ 
と 云 ふやうな 文字が 書かれて 居る、 祖先の 名を 傷け 
ざらん と 欲すれば. 如何にしたなら ぱ宜 いので ある 
か、 朝鮮人 以外の 宗敎關 係 者は 是等を 採つ て 以て、 
排日を 鼓吹す るの 材料と する に 至つ ては、 危險此 れ 
ょり 甚し いものは 無い と 思 ふので あります， 吾々 は 
此 日韓 併合に ffi つて、 第一 一大 S1 元を 置かなければ 
ならぬ 事は、 明治天皇を 中心として、 明治天皇 
が Itb 日韓 併合の 爲に 下された 詔勅 並に 非常に 良き 侍 
遇の 下に、 薦韓國 皇帝、 其 皇族 關係者 一同を 遇せら 
れて >  今まで 朝鮮人は 李 朝の 虐政の 下に 在つ た 者が 
日本 國民 として 公平なる 司直の 府に 於て 裁判せ らる 
る ことが 出來 •又瘅 業の 上に 於て ほ 非常な 利益を 受 
け、 鐵道を 架けられ •港® は 修築せられ •斯の 如く 
物質的に 精神的に 種々 なる 利益を 受けた ので ありま 
すから して、 之を 一つの 紀元と して 新しい 民と なつ 
たと 云ふ自 覺 を、 朝鮮人に 與へな ければ ならぬ に拘 
ら す、 古き 歷史 に懂 愦れ ると 云 ふこと を敎へ ると 云 


いたる 所の 人々 ほ 如何なる 人で あるかと 云つ たなら 
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ふ 取 ほ •茲だ 搾 著の 间化政 策で あると 諧は なければ 
ならぬ、 總 籽 府は是 等に 對 して、 如何なる 考を 持つ 
て 居る ので あるか •此敎 科 ! 3 は 自體斯 の 如き Bt 大な 
る ものは、 文部大臣の 許 SJ を 受け 又 文部省の 相留 に 
. W5 謎すべき 性 資の ものであると 思 ふので あります け 
れど も、 從來 の ？4'. # 府は 、斯る 大切なる 敎科再 を 編 
むに 當 つても 總咨府 獨斷で 以て 之に 爲し來 たつた と 
云 ふ 事蹟が あるので あつて、 吾 吾が 此 問題を 調 3S す 
るに當 つて 調べた 所が、 文部省 IX 之に 與り 知らな か 
つたので ある、 斯る事 に 依つ て 朝鮮人の 敎 育と 云 ふ 
ものは •武人 萬 能の 敎 育を 施いて 居つ た 結果 {3; 此に 
まで 及んで 尻る と 云 ふ 事を 誑 明して 居る ので ありま 
す、 此 同化 政策の 根本で ある 學 校敎宵 の、 更に 根本 

思想と 謂 ふべき 其 問題に 就て、 現在の 敎科 書を 如何 

に改晓 すべき か、 此事に 就て 11 督府の 辯 明を 求めた 

いので ある、 第二に 此同化 政策を 行 ふに 就て 最も 必 

要なる 事は 思想界の 中心を 握る と 云 ふ 事で ある、 然 

るに 朝鮮に 於け る 思想界と 云へ ば、 先づ 宗敎 •敎會 

斯る ものを 數へな ければ ならぬ のであります るが、 

今日の 朝鮮は、 殆ど 思想界の 中心は 外國 入に 支配せ 

られて 居る、 殊に 多い の ほ® 米 利 加 人でありまして 

京畿及 平安 南北 兩遒 に R つては、 殆ど 三百 人の 亞米 

利 加 人が 居る、 朝鮮 全道に S つては 六 百 人の 亞米利 

加 人が 居る- 是等の 宣敎師 は 朝鮮の 舊慣を 能く 守つ 

て、 さぅ して韓 語に 熟達して、 而も 朝鮮人と 其 居を 

同じく して、 成べ く 同化に 努める と 云 ふ 方針を 執り 

来つ て 居る ので ある、 其 結果と しては， 朝鮮 八は 外 

阈 人に 懷 いて’ 同化せ ざらん とする も 能は ないやぅ 

な 狀况 になつ て 居る に拘ら ず、 是 等の 事に 對し ては 

何等の 手を 著け ないで、 全く 外國 人を して 自 由 自儘 

に 思想界を 占領せ しめて 居る と 云 ふ 事は、 大なる 失 

態と 謂は なければ ならぬ •外國 人の 朝鮮人の 思想に 

與へて 居る  >  其 思想の 程度の 深い ■ことは、 深く , W 想 

の內 面に 喰 入つて 居る ことに 至つ ては、 實に 驚く ベ 

きものが あるので ある、 然るに 此點に 就て 之に 對抗 

的の 方法を 何等 講じて 居ない、 而して 學校敎 育の 之 

に 依つ て 同化を 行 はんとす るも煜 ベ けんやで ある、 

殊に 今 0 の騷 動の 裏面には 外 國の宣 敎師が 其關 係を 

有して 居る と 云 ふ 事に 傅 へられて 居る、 果して 外國 

入が 其の 關 係を 有して 思る か 否かは 知らないが、 有 

して 居る ものであるなら ば、 其 材料を 摘發 して、 宜 

しく 之を 矯正し なければ ならぬ， 其實 情を 明に 爰に 


披_せ ら れんこと を 希菌す るので あつて、 吾々 の 見 
る 所に 依れば 今回の 騷励の 中心 ほ、 京畿 •平安 南北 
兩道 に亘 つて 居つて、 而も 其處 には 外國宣 敎師が 最 
も 多く 居を 占めて 居る と 云 ふこと から 見て •外 國宣 
教師の 思想が 此 問題の 中心に なつて 居る と 云 ふこと 
を ダ 設據 立てられて 居る やぅな 感じが すので ある、 
此點に 就て 政府は 如何なる 調査を して 居る ので ある 
か， 又 調査を した 結果は、 如何なる 結果を 見た ので 
あるかと 云 ふこと を •公開せられ んこ とを 希 菌 する 
ので ある •同化 政策の 第三 點 Ai しては、 移民を 獎_ 
すると 云 ふこと に 待たなければ ならぬ ことは* 言 ふ 
を俟た ぬので ある. 此の 移民獎 勵に對 しても •日韓 
併合 後 十 年になります けれども、 總督府 は 年々 二 萬 
人 宛 移民を したと 云 ふこと である •俳ながら 日本人 
は 能に 三十 三 萬 人し か 居らぬ ので ある、 朝鮮の 人口 
千 六 百 萬 人に 對 して， 僅に 三十 三 萬 人を 以て、 如何 
に 同化 政策を 實行 せらる、 ので あるか， 唯一の 移民 
會社 とも 云 ほるべき ところの 東洋 拓殖會 社は、 弊害 
百出 •殆 と收 拾す ベから さるものに なつて、 移民の 
上に 於て は大な る 失敗を 爲し たので ある •其 他に 於 
て 如何なる 計 1 IJE を 立てた ので あるか •移民に 就て 政 
府の 立てた 所の 方針を 伺つて 見たい のであります* 
次に此 騷励の 原因と 見るべき ものの 中の 注意を 喚起 
する 問題は、 朝鮮 會計の 獨立で ある •此 朝鮮 會 計の 
獨 立と 云 ふことは、 成程 表面に 於て は 獨 立した るが 
如き 形に 現れて 居ります、 併ながら 似て 非なる 獨立 
であつ て >  朝鮮の 會計は 決して 獨立 致して 居らぬ， 
朝鮮人 は>  大正 八 年から 朝鮮は 自立 自營 を爲 したる 
もの、 如く 思つ て 居る けれども、 又當 局は、 朝鮮は 

自立 自 營を爲 すに 至つ たもの なりと 吹臑 して 居り ま 

すが， 決して 自立 自營は 致して 居り ませぬ、 現在 1th 

獨立會 計に なつた ものと するなら ば， 憲兵の 費用の 

如き 二百 五十 萬 圓の 多額の 茭出を 致して 居る、 憲兵 

は單 に » 備に 任じて 居る のみでな く  •行政の 關 係を 

持つ て 居る ものであるから、 どぅしても 是は 朝鮮 會 

計の 中から 支出すべき 性質の ものであるに 拘ら ず、 

憲兵の 费 用の 二百 五十 萬圓 は、 □本の 國庫 から 支 辨 

して 居る ではない か、 大正 八 年度の 豫算の 上に 之を 

支辨 して 居る で ほない か、 而 して 似て 非なる 會 計の 

獨 立を 唱 へて、 彼等 朝鮮人を して 會計 の獨 立せ る 如 

く 思 ほしめ る 事は •全く 誤れる の甚 しきものと 謂は 

なければ ならぬ、 又 本年の 朝鮮の 會 計に％ 税を行 ひ 


たるが 如き、 他に％ 坆を行 ふ途は 幾ら も あつたと 思 
ふので ある •然るに 陆に三 百 六 萬 [S1 の％ S: を 行 はん 
として、 朝鮮人 千 六 百 萬の 國民 全 tg に 利害 關 係を 持 
つ 酒 煙草の 杻 8i を 行 ふて、 其 中から 割 m したる もの 
ほ 僅に ?| 八十 七 萬に 過ぎない、 此 少額の 金を 得る 爲 
に， 朝鮮人 千 六百蓖 全體の 上に 係る やうな％ 税を行 
つたと 云 ふこと ほ •大な る 失態と 謂は なけれ ぱなら 
ぬ、 斯 くして 朝鮮人 ほ、 段々 税金を K く is られる も 
ので あるかの 如き 感じを 懐かしめ ると 云 ふことは、 
總督府 政治の 失態と 謂 (X な けれげ ならぬ ので ありま 
す、 又 更に 此 文官 任用に 關する 問題の 如き、 元来 政 
府は 日韓 合併の 當 時に 於て、 朝鮮人を 成べ く 使用す 
るの 考を 持つ て 居つ たので ある、 今尙ほ 其考を 持つ 
て 居る ものな りと 吾々 は 理解 致して 居る、 然るに 僅 
かな 事に 之を 更迭せ しめて •朝鮮 入を して 危惧の 念 
を 深から しむる やうな 事を して 居る ので ある‘ 最初 
道 長官 ! 3: 殆ど 朝鮮人で あつた、 然るに 今日は 如何 か 
と 云 ふと、 日本人が 八 人で 朝鮮人が 五 人に なつて 居 
る、 是だけ 朝鮮人が 少なくな つて、 日本人が 喰 込ん 
で 居る、 又 道 書記の 如きは 日本人 三百 三十 五 人 あつ 
て、 而 して 朝鮮 入は 僅に 百 五 人で ある、 郡 守の 如き 
は 全部 朝鮮人で あつた ものが 昨年度と 其 以前と 二 十 
三人 も 日本人を 入れて 居る、 何の 必要 もない 事で あ 
る、 斯る 事は 日本の 希望では なくして、 日本 政府 ほ 
決して 斯る 希望を 持つ て 居らぬ と 思 ふ、 然るに 斯る 
枝葉末節の 問題で あるけれ ども‘ 段々 今まで 朝鮮人 
の 有した 地位を 日本人が 奪 ふと 云 ふやうな 感じを、 
彼等に 持たし むる と 云 ふ 如き 方針を 孰る と 云 ふこと 
は、 總督 政治の 大 失態と 謂 (X なければ ならぬ、 殊に 
日本に 留學； h る 朝鮮人は >  前途 何等かの 途を 開いて 
之を 任用す る 方法を 執る のが 適當 であつ て、 斯る者 
に 前途 失望の 念を 懐かしむ ると 云 ふことは， 非常な 
る 弊害を 其 間に 生じ 来る ので ある •以上 擧 ぐる 所に 
依 つても 總督 政治の 失態が 今回の 暴動と 大な る關係 
を 有する 事は 明かであります、 一體 朝鮮の 獨立 を爲 
すと 云 ふが 如き 事は、 今度の 戰串に 依つ て も 明に 證 
明せられ て 居る ので あつて、 白 耳義の 如き 立派なる 
國と雖 も、 其 財力に 於ても， 文明の 程度に 於ても、 
立派なる 國と雖 も、 一國 として 存在して 行く のには 
非常な 犧 牲を拂 はなければ ならぬ、 而 して 其國 防を 
充實 して 行く ことの 闲難で ある 朝鮮の 如き 國が 、擺 
立を して 海陸 軍の 軍備を 充實 しなければ ならぬ と 云 


ふ 事になる と •年に 一位 ly 以上の 金を 丈 出す る も 及 
ばぬ ので ある、 而し て澤 山な 人を！ f 生命 的に № 111 し 
なければ ならぬ、 斯る ことを 朝鮮人が 考へ ると 云 ふ 
こと IX ■誤れる も甚 しきもので あつて、 斯 る , 11: を ！: i 
本 的に 理解せ しむる やぅに 努む ると 云 ふことは 
画に 在る 者の 當に 努めなければ ならぬ ? Jf で ? > るに h 
ほらず、 是等に 就て ほ 何等の 方法 も 執らぬ ので ある 
殊に 恐るべきは 浦搜に 在る 朝鮮人、 又滿 -: 

る 所の 朝鮮人で ある、 滿鐵 沿線に 在る 训 鮮人は 其數 
百 萬を 越えて 居る、 而 して 是等は 日本に 好き 考を持 
つて 居ない ので ある、 i® 鐵沿 線に 關係す る 所の 方 ffii 
に 向つ て ほ •病院を 開くな 〇 •敎歡 を 造るな り， 何 
等 か 彼等 人心を して 同化 慰安せ しむる の 方法を 執ら 
なければ ならぬ に拘ら ず >  是等 に 就ても 何等の 法 策 
•か 無い ので ある、 將來 政府が 是等の 問題を 如何にす 
るので あるか* 此 言明を e きたいので あります るが 
第一 總督 更迭に 關する 問題 •又 憩 兵制 度陂 止に 関す 
る 問題 ほ、 總理 大臣 若く {3: 內務大 rs に 非 ざれば、 答 
辯が 出来ない 問題で あると 思 ひます から、 度 支部 長 
官及 之に 關 して 拓殖 局總 裁の 答 辯は、 私から 回避 致 
します。 

〇 副議長 (濱田 國松君 d 質問 第三、 東京 帝 國大 舉笆 
科大學 内に 精神 恥 學敎室 及 病室 新設に 脇す る 竹 問— 
—山根 正 次 君。 

三 東京 帝國 大學醫 科 大學内 に 精神病® 敎 
室 及 病室 新設に 關する 質問 (山 根 In 次 
君 提出〕 

東京 帝國 大學醫 科 大學内 に 精神病 學敎室 及润室 
新設に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 二 月 二十 七日 
提出者  山 根 正 次 
賛成者  大林森 次郞 
外 二十 九 名 

東京 帝 國大學 醫科大 學內に 精神病 舉敎室 及 病室 
新設に 關 する 質問 主意！ 一 
目下 東京 帝 國 大學醫 科大學 内に 所 嵐の 完全なる. 精 
神 病 學敎室 及 病室を 缺くか 如し 當局は 速に 之を 設 
置す るの 企 圖 あり や 
右 及 質問 候 也 

〔山 根 正 次 君 登壇〕  . 

〔拍手 起る〕 


院蓀衆 於 P 國帝间 一十 四 第 


0 山 根 In 次 君 m M 锊科大 a は， 從來專 嵐の 精神病 
舉敎室 及 病室を 有せず、 假 りに ffi 鴨 病院を 借り •其 
11 內に is 堂を 設け、 學生に 辛くも 臨床講義 及 學術的 
研究を 211 さしめ て 居る のであります， 然るに 東京 府 
は， 费多摩 拙 松澤 村に 新に 精神病院を 建築して ■  m 
鴨 痫院は 本年 七月を 以て， 全部 之に 移 轉 する ilf に 決 
定 して 居ります、 隨て菜 京 醫科 大學は 、今後 精神病 
學敎授 の機關 を缺 くに 至ります、 蓋し 新 精神病院 所 
在 地なる 松澤村 は、 醫科 大舉 ょり 遠隔の ことで ござ 
いまして、 其 ffi 復に 三時 間 餘の貴 m なる 授業時間を 
浪 K しなければ なり ませぬ、 今や 内務省の 提出に 係 
ろ 精神病院 法は、 常 謎 fr の 協 资を經 、近く 法令に 依 
り， 谷 府縣に 新に 精神！ 3 院の 公設せられ ん とする の 
時に 當〇 まして、 取 門 释茧 成のは めに 精神； g 學の完 
全なる 教授 講習は， 闻學敎 育 上 一胯切 實なる 必要を 

感 ず るの みならず 、該法 令の 指示す る 所に 從 ひて， 

精神病 苦の 監譃 治跄 の ® 組を ^ げん爲 めに ほ、 斯® 

の發速 を 期す るが 〇 め， 其完金 なる 研究 機關を も 亦 

缺くべ からざる ものと m じます* 然るに 金 國 の先驅 

たるべき 柬 M 释科 大學に 於て、 n 今 精神 涡學 の敎授 

並に 研究 機關を 全く缺 如す る ことは、 文敎の 不備な 

りと 云 ふょりも 寧ろ 國 家の 必要なる 施設を 忽諸 に附 

する もので、 洵に is: 憾に堪 へませ ぬ、 常 局 ! i m ffi 病 

院の 移轉に 伴 ひ、 近き 將來に 於て 東京 醫科 大繆が 、 

其 所 艏精神 涡學敎 病室を 失 ふに 至るべき を 如何と 見 

るので あるか、 又此觖 點 を 如何なる 新 施設を 以て塡 

補 せんとす るか、 又 精神病院 法の 實施 と共に、 必然 

其必耍 を 感ずべき 再 門 餞の 養成、 並に 斯堞將 來の研 

究上 の進步 を、 如何なる 機關 設備を 利用して 企 # せ 

んと する か. 是れ 本員が 此 打 問を 發す るの 理由で あ 

ります、 現に sj 逸國 の 5n きに 至つ ては、 各 翳 科 大學 

に 皆な 敎室 を ffii へて 尻る、 码室も 亦 同じく 其 上に 精 

神 病院が、 公立 私立 共に 四百 四十 二 も あるので あり 

まする のに •日本に 於て 今日 病院を 描へ る 法 fu が 出 

来たが •其 問 界が無 い、 それを 招へ る 所の 醫 科大學 

は， 最も 古いのに 拘らず 之を 缺いて 居る、 是はど ぅ 

云 ふので あるか、 どぅ 云 ふ !* 梅に して、 其 補塡 をせ 

ん とする ので あるかと 云 ふこと を御尋 したいの であ 

ります (拍手す る 者 あり) 

〇 副 _長笟 田阈松 君) fi 問 第五、 同仁會 に關 する 

質問 — 秋 山 金 也 君、 ( 

五 同仁锊 に關 する H 問 (秋 山 帝 也 君 提 山〕 


同仁 會 に 關 する 質問 主意 W . 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 三月 一日 

提出者  秋 山 金 也 

賛成者  土 谷 全 次 
外 一一 十八 入 

同仁 會に關 する 質問 主意 SJ 
一 同仁 會の 經營せ る 北京 H 華 同仁 開院は 規瞟狹 
小に して 我 か 同仁 醫院 として 內 外に 對し甚 貧 
弱の 感あり 政府 IX 同會を 宵 勵 して 之を 棚 張せ 
しむる の 意思な き や 

二 同仁 會は 大正 七 年度ょり 三箇 年間 毎年 十 萬圓 
宛國 bli 補助を 受け 第！ 一期 計 a£ として 漢 口、 濟 
南、 南京と 順次 释院を 建築す ろ 5f 定なる も 同 
會は之 を寶 行し m る a a あり や 否や 疑な きを 
得す 之に 對 する 政府の 所見 如何 
三 同仁 會 は 第二 期 第三 期と 豫 定計畫 通胬 院を趄 
築す ると 假定 する も此等 各醫 院の經 常费 を茭 
辨し得 るの 實力 あり や 否や 疑な きを 得す 政府 
の 所見 如何 

四 同仁 fr は 大正 七 年度ょり 同 十六 年度に 苴〇莫 
大の寄 附金を 琛集 する T« 定な るか 各 府縣に 於 
て 大正 七 年度に 寄附 命 何程を 琛集 せし か 政府 
は 之を li 査せ しこと s> りや^ s 何 
右 及 質問 候 也 

〔秋 山 金 也 君 登®〕 
f 拍手 起る 一 

0 秋 山 金 也 君 同仁 會の 趣旨は、 諸君 も 御 承知で ご 

ざい ませう が >  詰り 我國 の進步 したる 所の 醫 術を 彼 

の 四 億の 支那 國民に 施し、 彼を して 衞生狀 態を 改善 

せしめ、 尙ほ 彼の！ S 苦を 救濟 しまして* さう して 我 

一視同仁た る 所の 精神を、 我_ 民が 彼の 國 民に 向つ 

てからに、 徹底的に 了解せ しめ やうと 云 ふ 所の 精神 

であるので あります、 それで 其 我國 民の 精神を 彼に 

十分に 了解せ しめまして からに、 彼の 國民が 詰まり 

我國 民の 意思の 在る 所を 了解し ましたな らば、 彼と 

我と 相 共に 此取洋 の 富 源を 開發 して， 東洋の 富强を 

阔〇 まして、 さう して 東洋の 平和を して 永遠に se 固 

ならし めんと する H 的を 以て， さう して 此 同仁 會の 

精神は 起つ たもので あります、 是 等の 事に 就き まし 

て ほ、 所 il'J 會 長大 隈 侯が 常に 此趣 旨を 日本 全 國の國 

民に 指 ^ して、 さう して宣 ® して 居られる 所で あり 


ます， 然るに —— それ故に 吾々 4 亦 大に此 趣旨を 賛 
成しまして、 第 四十 識會に 於て、 多額の 補助 費を 之 
に與 ふる 事に 賛成を 致した のであります 、今や 歐洲 
の戰亂 も旣に 終結に 近つ きまして、 此所謂 國民的 外 
交の 最も 振興を 圖らな ければ ならぬ、 大切な 時期で 
ある ことを 考 へて 居る のであります •然れ は 此 同仁 
會は 、此際 に 向つ て 十分に 活動を して， 支那 谷 方面 
に 向つ て、 我國 民の 詰まり 彼の 國民 に對 する 所の 精 
神を 尚 底 的に 了解せ しむる に 就て は’ 十分の 活動と 
十分の 設備と をす ると 云 ふこと が、 最も 必要で あら 
うと 云 ふ考で あるので あります、 所謂 此國民 的 外交 
の機關 としては. 最も 適切なる 所の 機關で あらう と 
自分は 考へ るので あります、 然るに 此機關 が 私が 昨 
年支那、臺_、朝鮮等を步きまして見ますのに、其期 
待に K して 其設腧 が實に 見るべき ものが 無い ので あ 
ります、 吾々 ほ 此 同仁 會が旣 に 支那 方面に 向つ ては 
十分に 其 趣旨を 伸ばして 十分なる 活動を 爲し 居る と 
云 ふ 事を 期待して 居つ たのであります が、 彼の地 方 
に往 つて 視察し まする と 云 ふと、 支那 方面に 於て は 
南部の 方に も 北部の 方 も 更に 此 同仁 會と云 ふ もの、 
働が 吾々 の 目に 觸れな いので ある， 唯々 北京に 於て 
一の 北京 日華 同 r. 醫院と 云 ふ 醫院が 一つ あるの みで 
此醫院 が どんなに 立派に して、 どんなに 廣大 なる も 
ので、 支那 四 億の 國民が 此同 仁醫院 に 期待して 、我 
國民が 支那® 民に對 して、 所謂 國民的 外交を なすと 
云 ふ 其 精神に 適合して、 彼の 國民が 信賴 する かどう 
かと 云 ふ 事を 考 へて 見ます ると 云 ふと •此 病院は 實 
に 貧弱に して 殆ど 我 國の一 開業 餞の 病院と しても， 
尙ほ ょり 以上に 盛大なる もの •か あるので あります、 
唯々 外形の 貧弱なる、 內 容の不 設備なる >  實 に 吾々 
_業者として之を見まするときに |3: ,一 ^ を喫する 
次第で あるので、 勿論 目下 建築中で あると 云 ふ 新築 
の 病院 も 見ました けれども •其 新築の 病院 も洵に 貧 
弱なる もので、 是 が出來 上つても 到底 吾々 の 期待に 
合する ことは 出来ない と 云 ふこと を 認めて 參つた の 
であります、 同仁 會は御 承知の 通り、 二 十 年 以上 此 
事業に 就て 盡 力して 居られる ので あるから、 斯く茭 
那の內 地に 向つ ては， 相 當に其 威力が 伸びて 居る と 
思 ふので あります が、！ 一十 年 以上 掛つた 病院と して 
實に獠 入つ たる 次第であります、 それで 詰まり 外に 
今 支那に 出来る 病院は どんな 病院が 出来る かと 聞き 
ますと 云 ふと、 亞米利 加の 「ロック フヱ ラー」 と 云 


ふ 基金幽 の 病院が、 其 日本の 同仁 病院の 隣り に 立派 
な 病院が 出来る のであります、 所謂 醫學校 病院を 併 
合して* 二 百 萬 11 からの 金を 「ロック フヱ ラ—」 が 
之に 投じて、 其 中の 一部分の 金を 以て、 立派な 病院 
を 造る と 云 ふこと であります、 さう します と •其 ^ 
院が出 來 ますと、 日本 病院と 隣合つ て 居ります から 
是の對 照が どう 云 ふ ものである か、 日本人と しては 
其 立派な 亞米利 加の 病院の 脇に， 一 私 立 病院に も 及 
ばぬ やうな 病院が あつたと すれば、 P 本國 民の 所謂 
國民 外交と して 意を 注いだ 病院と しては， 實に# 憩 
に堪へない次第で & ります、それでありますからし 
て >  此 同仁 會なる ものは、 實に國 民 外交の 指導者と 
して、 必耍缺 くべ からざる ものと 云 ふこと を 自分 U 
考 へて 居ります、 之を して 日本 國民 として 恥 ぢざる 
所の 立派なる 病院に どうかして したいと 云 ふの が、 
自分の 希望であります が、 それに 付て は、 政府が 之 
に 向つ て/今後 同仁 會を督 _ して •吾々 國 民の 期待 
をして 滿足せ しむる やうに 發達せ しむる か 否やと 云 
ふの が、 質問の 第一で あるので あります、 それから 
第二に (3; 四十 議會に 於て、 吾々 が 毎年 十 萬圓づ 
三箇 年間 三十 萬圓の 補助を 與 ふること に 致した ので 
あります が、 其當時 同仁 會が 今後發 肢 しやう と 云 ふ 
計畫を 見ます と、 第二 期の 計® として 漢 口に 病院を 
造り、 又濟 南に 病院を 造り， 南京に 醫院を 造る と 云 
ふこと であります、 それに 向つ て 年々 十 萬圓づ 、寄 
附を して、 其 他の 後との 不足は、 會 員の 寄附 金を 以 
て 之に 充つ ると 云 ふ 計畫で あるので あります‘. 所が 
同仁 會の 今日の 狀 態を ii ますと 云 ふと、 十 萬 M の 寄 
附を得 て、 其 他の 費用、 即ち 漢 口の 建築費と して 二 
十二 萬圓 ，其屮 十 萬 圓で あると 後と 十二 M 圓 が必耍 
である •是が 大正 七 年度 八牢度 に 掛ける 所の 事業で 
あります が、 此 十二 萬 圓の寄 附が 同仁會 の 力で、 今 
日の 遣 方で 得られる か ? f か ゾ 間 題で あるので ありま 
す、 で 自分は 此 寄附が 得られる か 否かに 付て •大正 
六 年度 大正 七 年度の 同仁會 の 寄附の 狀况を 見ます と 
云 ふと、 大正 六 年度には 十三 萬 二 千 六 百 三十 一 _ と 
云 ふ 寄附 金を 募集して 居ります、 併ながら 是は ffl 金 
ではない、 其 中で 現金と しては 九 萬 一千 八 百 八十 七 
圓と云 ふ 現金を 得て 居る のであります >  唯々 一 班を 
申します と •斯う 云ふ狀 態であります •然るに 此募 
集に 對 して どの位の 費用が 掛 つて 居る かと 云 ふと， 
大正 六 年度は 四 萬 二百 十二 圓六 十一 錢と云 ふ 茲集費 


同仁 會に關 する W 問 及 秋 山 金 也の 質問 演說 
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が 掛 つて K ります、 さう すると 云 ふと 其の 発 犯 ？ S を 
引きます と 云 ふと、 現金で 受けた ものは 槪筇に しま 
して 五六 萬 ra しか殘 らぬ のであります、 其の 外に 同 
仁 包の 费 用も耍 ります から、 之を 以て 十二 SS 以上の 
支 辨を爲 すと 云 ふこと ほ， 不可能の こと、 思 ふので 
あります、 勿韵其 の ??; • 時の 同仁 ^ の計丧 を 見ます と 
云 ふと、 寄附 金の筘 集の 豫定 が、 大正 七 年度から 大 
正 十六 年度の 間に、 六 rl ffi 闾の 寄附 金を ¥ 集し やう 
と 云 ふこと が あつて、 六 ?, T S*; 岡を 十® 年と 云 ふと、 
一筋 年 六十® 圆であ ります、 然るに 大 正 七 年度の 
鉍集ほ どの位 かと 云 ふと 十一 ? i5 八 百 五十 七圆 しか 無 
い、 六十 沉 y も鉍集 しなければ 足らぬ ものが 十一 萬 
PJ しか 無くて さう して兹 集 K が どの位 かと 云 ふと， 

大正 七 年度の 駐集费 ほ まだ 分らぬ と 云 ふので 知り 

ませぬ けれども、 併ながら 今までの 茲橥 i'i の © J < rl を 

以て 見る と、 茲 集金の 三 割は 兹集费 に 使つて 居る や 

うであります、 それでは、 到底 六十 萬圓の 十分の 一 

も 出 來な いのであります から、 此の 同仁# の 計 ! S は 

到底 K 行が m 來る もので ない と 自分は 思 ふので あり 

ます， それ故に 案の 如く 大正 八苹の 二 月に‘ 第二 期 

の 計进 を變 If して 參つた のであります、 同仁 ® r が 其 

計 讲を變 K する 所の 理由 ほ •どう 云 ふ 理由で あるか 

と 云 ふと、 物惯の 職 貴と、 銀惯の i の變 調の 爲め 

に、 所 1 i 前の 大正 七 年度に 計 迸し ました 所の 計 迸に 

咐額 をし なければ ならぬ、 已むを 得ざる 事情が m 來 

て來た と 云 ふこと であります、 それで それに 依り ま 

すと 云 ふと， 今後 大正 九 年度から f,'.} ほ 一 箇牢三 十 萬 

圓づ 、、一 —. 箇年 間に 九十 蓖圓の 寄附を 願 ひたいと 云 

ふ 計 i!i をして fr るので あります、 此 改正の 計 iff を 見 

ますと 云 ふと、 大正 八 年、 九 年， 十 年 >  十一 年の 四 

箇年、 此四箇 年間に 漢 口に 先程 申した 醫院 •それ か 

ら上 海に 醫院を 一つ 設けたい と 云 ふので あります* ■ 

其 外に 所謂 同仁 病院 —— 所謂 北京の 日華 同仁 病院に 

對 して 研究室を 作り、 或は 學 校を 設けて、 敎育 をし 

たいと 云 ふことの 希望が あるので あります、 大正 八 

1 S- 度から 四箇年 問に 要する 所の 费用は どの位で ある 

かと 云 ふと、 國庫の 補助が 九十 萬圓 員の 寄附が 

百 六十 八 萬 圓と云 ふ ものが 無ければ、 此大正 八 年 二 

月の 計 - si の 遂行が 出 來な いのであります、 さう しま 

すると 此百 六十 八 萬 圓の寄 附を 一箇年に 割當 てると 

云 ふと、 四十 二 萬 ! 1 であります  >  此 計 畫も亦 前の 計 

歌の 如く、 今日の 同仁 會の 寄附の 募集の 遣り方、 寄 


附の 狀况を 以て <i 、 迚も 此計范 を 遂行す る ことは 出 
來な いので ある， 假 りに 四十 11 萬 ® の ^ 集を しやう 
と 思 ひま すれば、 之に 三 割の 鉍集 25 を 掛けます ると 
五十六 斑 圆と云 ふ 一箇年に 寄附を 茲集 しなければ m 
來な いので ある、 此 位の 寄附 ほ、 阈民が 所謂 ya 民 外 
交と して 十分なる 理解を 致し ますれば、 自分と して 
は 界 易に 出来る もの だと 思 ひます るが、 併し 今日の 
狀萌 、今日の 同仁 會 の® 〇 方で、 谷府縣 に 向つて 他 
はどう か 知れ ませぬ が、 14 の縣で 丁度 生命 保 險の豁 
集 員の やうな ものを 派 ia して、 各戶に 就て どうか 發 
集に應 じて 吳れと 云 ふこと を やつて 居る やうで ほ、 
到底 此同 仁會の 趣旨を 國 民に 惣へて ，國 民の 外交と 
云 ふことの n 的を 達する ことは、 不 耵 能 だら うと 自 
分は 思 ふので あります、 それです からして、 どうし 
ても發 集 方法の E 的を 變へな ければ ならぬ と 思 ふの 
である •それ故に 自分の 第二の 質問と しては， 此第 
二の 計进の 遂行が 出 來る かどう かと 云 ふこと を 質す 
のであります、 第三には 若し豫 定 通り 病院が 出来 ま 
した 所が >  此费 用です、 此經常 費と 云 ふ ものを ば > 
どう 云 ふ 風に して 支 辨す るので あるかと 云 ふこと を 
御尋したのであります、それから第三にほ、大正七 
年に どの位の 募集が /J1 来た かと iK ふこと をぱ 、常 局 
に 於て 御調に なつて 居る か 否やと 云 ふこと を 質問し 
たのであります が、 咄今 申します 通りの 狀態で あり 
ましては、 到底 此 同仁 ir の 目的た る 所謂 國民 外交と 
云 ふ ®: と、 それから 正義 人道と 云 ふ、 此道に 就て、 
十分の 目的を 達する ことは 不可能に 思 ふので ありま 
する が、 併ながら 大隈會 長が 此際 十分の 奮励を なさ 
いまして、 さう して 此國民 外交と 云 ふ 大切な 事と、 

それからもう 一つ ほ 正義 入道と 云 ふ 所の 道に 向つて 

彼の 大隈 內閣の 時の 總選擧 に 御 ffi しにな つた 如く、 

各府縣 に會長 自ら 御 出に なつて" さう して 十分に 此 

國民 外交の 必盟 なる 事 等を 十分に 御 吹 ii になれば、 

此 六百蓖 位の 十 年の 寄附绝 杯は、 县々 たる もので あ 

ると 自分は 考へ るので あります、 どうか 會 長に 御 奮 

發あ らんこと をぱ 、自分は 此席に 於て 御 願 致して 置 

くので あります。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 質問 第 六、 宗敎法 制定に 關 

する 質問 - 田 中 善 立 君。 

六 宗敎法 制定に 關する 質問 (田 中 善 立 君 

提出) 

宗敎法 制定に 關 する 質問 主意 書  . 


右成 規に拽 〇 提出 候 也 
大正 八 年 三月 五日 
提出者 田 中 善 立 
S 成 者 高 B 耘平外 三十 二 人 
宗敎 制定に 關する 質問 主 S PJ 
憲法 政治 布 かれて 三十 年を 明み する にも 拘ら す宗 
敎法 未た 制定せられ す國 家の 宗敎 に對 する 根本 方 
針 確立せ さる ほ宗敎 行政 上 幾多の 支障を 来し 民心 
敎 化に 不良の 影 i： を 及 ほす のみなら す K に 法 洽國 
としての gs 面に 關すと 信す 政府の 所見 如何 
一 聞く 所に 依れは 前 内閣に 於て 宗敎法 制定の 必耍 
を 認め 今期 議會に 提案の 準 il を 急き 居りし も 現 
內閣に 至り 提案を 延期せ りと 果して 事 © なら ほ 
延期の 理由 如何 

一宗 敎法の 制定は 關係 する 所 頗る 重大に して 愼 重 
の 調査を 要する か 故に 學制 改正に 於け る 臨時 敎 
育 調査 會の 如く 內閣に 宗敎制 度 調査 會を 設置し 
專門學 者、 兩院 _ 員、 宗敎關 係の 代表者 (管長 
等に 非す 實際 上の 執務 者 並宗敎 役員 等に 非 さる 
一般 社 # に 於け る佛敎 と關係 ある 有權 者) を以 
て 調査 研究す るの 必要を 認めさる か 
一前 內閣 は宗敎 に對 して 干渉 方針を 採りた るに E 
し 現 內閣は 不干涉 放任主義を 探れり とて 監督 下 
に 在る 宗敎界 は 適從 する 所に 迷 ひつ、 あ 〇  (主 
務大 U1 の 更迭に 依りて 宗教 監督の 根本 方針に 励 
搖を來 たす ほ 其の 半面に 於て 宗敎 法の 制定 せら 
れさ るに 職 由す と 謂 ふへ し〕 現 政府の 宗敎 監督 
の 方針 如何 

i 中 橋 文相は 宗敎法 制定に 關し歐 米の 宗敎 制度を 
知る の耍 ありと し 近く 視察 員を 派 遺す るの 計 迸 
ありと 聞く 歐 米の 制度を 參酌 する は 固ょり 必 §? 
なれと も 我 か國 の宗敎 には 自ら 特有 Q •歷史 沿革 
組織 其の 他 谷 般の 事情を 異にする か 故に 我 か宗 
敎制度 ほ 外國制 度の 横 做 飜譯を 許さす 須 らく獨 
創 的 見地を 以て 我 か國に 於け る 宗敎の 實狀に 適 
應する 制度を 樹 つるを 要す 政府の 所信 如何 又 外 
國 の宗敎 制度の 如きは 政府に 於て 旣に 調査を 遂 
け 居る 筈な り 未た 調査し 居らす とせは 政府の 怠 
慢に 非す や 
右 及 質問 候 也 

〔田 中 善 立 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕. 


|二四べ  I  I 
o :ii 中苒立 君 本 M の 質 間は* 宗敎 法 M 定に H 十る 
JIf 椚であ 〇 まする から、 順序 として { -.K J ■{ と w ' |< 义 ^ 
民 思想に 就て 一言 申 述べます • R. :v :.-; 'K .' :v; :r r,-' c 
や •其 原因 繁多に して •教育、® w,  h - ,、 

の充 1? すると 否と に、 多大 £0 關係を有すること，1 ^ 
であ 〇 まする が •其：：； 5 も m J  1. 大きな ろ Ki l*J Ji !sw o 
思想 ！). &:. H なり や 否やに 在つ て存 する ことは ， ，'.- へ， 
ili ^e ^ .w に te つて 明かであります、 而 し. 

の 思想を W も 能く ® 1? ならしむるのにほ、どぅして 
も此 宗敎の 力に俟 たなければ ならぬ ので ある， 亦 
古今 3* 西の阳人您士等の言行に依つて明彤較湃たる 
ものであります、 凡そ 人心には 智 悄总 の彐 大作 出が 
ございまして、 知 i は 教育に te つて 開發 訓練が /JI 來 
まする けれども、 愦 と S 思の 作用は、 到底 敎苛の 力 
のみを 以て、 能く 之を 訓練し、 搦 正す る ことは 出來 
ぬのであります、 情が 一度 猛烈に ti かんか、 邦 狀恰 
も 大風 起て 天日 爲 めに 暗く、 狂 糊 怒窃 船を 弄ぶ が ¢11 
き 狀態 になり まして、 如何に 智力が 勝 かれて ありま 
しても •猛烈なる 情が 一度 働きます れぱ 、其 光を 失 
つて 以て、 意思の ffj ほ， 恰も 狂猢怒 焓 の rull に 於け る 
小船の 如き、 哀な る狀 態に なつて しま ふので ありま 
す、 故に 古今 随分 立派な 人に して、 思 (3; ざる 犯罪を 
犯す 者の尠 らざる ことは、 即ち 之が S めで あるので 
ある、 之を ® 宗に 開祖 見 K 大師は 斯ぅ 2;- ふ IJf を W つ 
て 居ります、 淸の働 に 就て、 愛憎 連 順す る こと (X 商 
峰 岳 山に 異らず * 實 に是は 評し 得て 妙なる 言と 姐 ふ 
ので あ 〇 ます-人が 愛し， 憎み、 違 ひ、 顺ふと 云 ふ 
其 情の 働と 云 ふ ものは、 大山の 峻險な るが 如く， 忽 
ちに して 愛し、 忽ちに して 憎み、 忽ちに して 違 ひ、 
顺ふ >  實 に 恐るべき 卿を 持つて 居る のであります， 
故に 此情の 作用を 牽制し、 抑 齡し、 矯正せ ん とする 
に 付て は •どぅしても 此入間 以上の 絕對無 限の 力に 
依らなければ ならぬ のであります、 然れば 我 ほ 怪力 
亂 神を 語らず と 表に 宗敎 を排厗 しました る 孔子、 1? 
人す らも •矢 張 彼れ 自らの 精神 修養 ほ、 天命 敎の力 
に 依つ て、 我は 其 修養を 得た りと 云ふ哲 白を して 居 
るので あります、 即ち 論語の 季氏第 十六 篇を 御 ® に 
なれば 分る 「君子 有 三畏畏 天命 畏大 人畏 ft! 入 之 言」 と 
言つ て 居る、 彼の 天命は 決して 今日 天文 ^ 者の 言 ふ 
が 如き、 物質的の 天體に 非ず して、 形而上の 所謂 神 
佛と云 ふ 如き 糊 威を 有する 所の 天命 論で ある、 之に 
依つ て 彼 も 其 君子の 道を 誤らずに、 末代に 敎を ia L 


睽巧衆 ❸葯阀 帝问 一^ [.四 筘 


たので ある-して 見れば 吾々 凡人は、 如何にしても 
所謂 天 或は 神 佛の擗 大なる 力に 信賴す るに 非 ずん ば 
到底 十分の 精神 修養を S す ことは 出 來ぬ ので ある、 
然るに is 憾なる ことには、 我が 明治維新 當時の 志士 
仁人に、 宗敎と 云 ふ ものは 勘 人の 信ずべき もので あ 
る、 吾々 如き 曾 明なる 志士 仁人には、 全く 無 HJ の 長 
物で ある、 否な 寄 物で ある、 斯う 云 ふ考 を以 つて、 
千 幾百牢 の 間 我が M 民 思想の 基礎を 成し， 美術、 文 
學 、風俗 •習 m の 訓練と なつて 居りました 所の 佛敎 
を •一擧 にして 破滅 せんと 企てた ので ある •所！ i 廢 
佛毀釋 論は 是で ある， 彼等 政 ® を 執る や、 先 づ神佛 
分離 令と 云 ふ ものを 出しまして、 寺を IR ち •其 財產 
を 沒收し •佛前 に 神體を 安置せ しめて >  鳥や 魚を 供 
へしめ て 僧侶に 柏手を 打たせる と 云 ふやうな 亂暴の 

祺をせ しめたの e ある、 彼等は 其當時 全國の 寺院よ 

り、 朱印 黑印の 地を 沒收 したる 其而積 と 云 ふ ものは 

實に 莫大なる ものである， 其總而 積より 年々 收 瓰す 

る 所の 利益は、 約 四百 萬 HI あると 云 ふこと であり ま 

す、 之を 年 . ^ 分の 栩利 にす れぱ 挺くべき 總额 になつ 

て、 十搲萬 に 五十 苹後の 今日に なつて 尻る やうな 次 

第であります-若し 此 4 ；- 分は 一割で も 之を 元に 戾し 

て， 社 锊® 家の 爲 めに 卿 かしめ たなら ば、 餘 程の 貢 

獻を する であらう と 思 ふが、 15 に殘 念な 次第で ある 

併ながら 彼等 も 到底廢 佛毁蛘 と 云 ふことは、 言 ふべ 

くして 行 はれぬ と怙 りました が爲 めに、 明治 十七 年 

に 至つ て 初めて 太 政官第 十九 號を發 布 致しまして、 

それに f/c つて 佛敎並 に 神道の 管長の 制度を 規定 致し 

ました、 CT ながら 今日よ 〇 之を 見ます れぱ .實 に不 

完全 極まる ものでありまして 今日 寺を 打 @5 たんと す 

れぱ、一知事の任葸で容易に出來得るのである、又 

一宗を 存亡せ しむる と 云 ふこと も •文部大臣の 一片 

の iffl 吿に te つて 11*1 來得 ると 云 ふやうな、 不安な 狀態 

に佛敎 谷宗 IX 在る のであります、 今日は 申す まで も 

なく 111: 界戰 氓 の 後， 思想 間 題は 谷 國を 通じて 最も 重 

大なる 問題で ある、 其忠 • £! に M も 密接に して ffi 大な 

る關泽 を 有する 所の 此の宗 敎に對 して、 旣に懑 法 發 

布され て 三十 年の 今日、 我® に 一定の 方針が 立つ て 

居らぬ と 云 ふことは •法制 上の 一大缺 點で ある •如 

何に しても 最 1.1 十 今日は， 此 儘に 打 捨て、 置く ことは 

m 來ぬ のであります、 故に 私は 常 然次 S f4' 問を 政府 

當 局に 試む る 次沱で あります、 第一には 前 内閣は 旣 

に從來 の 調 ?c 方針 - 4C 基いて，％ いと も此篛 斡に 宗敎 
度贽衡 法 中改 JH 法 fit 案 第一 13. 會 


法案を 提出す ると 云 ふ、 準備に 就いて 35 つたと 云 ふ 
ことを lif! いて 居ります が、 何故に 現内閣は 尙ほ 之を 
純. 期した ので あるか •是が 第一の 質间で あります、 
第二に 若し 此延期 の 理由が w 頗る 重大で ある、 關係 
する 所が閊 汎で あるが 故に、 尙ほ 愼甫： に 調 杏： する 必 
盟が あると 云 ふ 理由であるなら ば、 第二に 伺は んと 
する のは •恰も 敎育制 度 改正の 爲 めに、 臨時 敎育調 
査會が 設けられ t した 如く、 ょり 以上 重大なる 此宗 
敎制度 問題に 就て は、 臨時 調 J!t 會を 設けられまして 
萬 門學 者、 兩院 議員， 及 各 宗敎關 係の 代表者を 集め 
て、 以て 調査 會を 開く 意思 ある や 否や、 是が 第二の 
質問の 點 であります、 第三は 前內閣 までは 隨 分谷宗 
敎に對 して、 殊に佛 敎に對 して， 色々 踏 込んで 世話 
をされ ましたが、 現內閣 になり ましては >  全く 放任 
主義を 執つて 居られる やうであります、 之が 爲 めに 
谷 宗敎關 係 者に 於き ましては、 非常に 迷つ て 居る の 
である •要するに 是ほ 一定の 方針が 著いて 居らぬ か 
ら 、斯の 如き 狀摆 になる のであります が、 縦し 宗敎 
法 制定は 他日に 延ばす と 致しました 所が、 現今 宗敎 
に ® する 監督の 方針 ほ、 どこまでも 無 干渉 主義 放任 
主義で あるか、 或る 程度まで 色々 世話を すると 云 ふ 
考 であるか、 是が舆 三 點で あります‘ 第 四に ほ 開く 
所に 依ります と、 現 常 局に 於 かれまして は、 更に 歐 
米の 宗敎 制度を 知る 必要が & つて、 ifili 察 員を 派遣す 
ると 云 ふこと であります が、 是は 成程 必要な 事には 
相違ない、 併ながら 歐 米の 制度は、 大槪是 まで 調査 
が m 來て 居る 筈で & る、 更に 進んで それを やらる、 
暇に、 我國の 特別の 歷史 沿革 組織 等、 宗敎の 從來の 
歷史組 織 等に 就て、 一層 十分に 調査され ては どうで 
あるか、 而 して 之に 對 しては、 決して 歐 米の 摸 做 翻 

_ に 非ず して、 獨創的 見地を 以て、 十分 我國 の宗敎 

の實情 に 適する やうな 制度を 立てる 御意 見が ある や 

否や、 要するに 此點に 就て、 政府 當 局ょり 懇切 -J- 寧 

に 御 答 辯 あらん ことを 希 5 ^す る 次第であります。 

0 副議長 (贸 田阈松 君〕 質問 第 七、 第 八は、 共に 政 

府の答 辯 書' か 參つて 居ります から、 此儘 日程に 移り 

ます、 日程 第一、 度量衡 法 中 改正 法 雖案 、政府 提出 

貴族院 送付の 第一 is 宵を 開きます。 

第一 度 fi 衡法中 改正 法律案 (政府 提出 貴 

族院浍 付〕  第一 si 會 

度量衡 法 中 改正 法 钳案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 P 決せり 依て 議院 法 


第五 十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 八 年 三月 十五 日 

貴族院 議長 公爵 徳川家 達 
衆讓 院諉 長大 岡 育浩 殿 

へ 行間 空な きもの 及) 

广 —— は 貴族院 修正〉 

度量衡 法 中 左ノ通 改正 ス 

第 四 條ノニ 度散 阨二基 キテ 定ムル 溫度 、密度、 
壓力 •工率 其ノ他 ノ狀態 及 能率 ノ 計量 / m 位 二 

シテ 度量衡 又 ハ 度量衡 及 度量衡-一 非 サル 他/ H 
位-: ffi リ テ定ム ル モノ-一 關シ〇 
關シ 〇 テ ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 八條中 「阪 賣シ若 ハ 販賣ノ 爲 所持シ 又 ハ収 S 上 
若 ハ證明 上- 1 於 ケル 度量衡 ノ 計量 u ffi 用シ又 ハ 使 
用-一 供 スル @ 所持 スル コト ヲ得ス 」 ヲ 「之 ヲ阪賣 
シ又ハ 販賣ノ 爲之ヲ 所持 スル コト ヲ得 ス」 二 改ム 
第 八條ノ ーー 度量衡 器-一 非 サル モノ 及前條 谷號ノ 
一-一 該當 スル 度量衡 器，、 命令 ヲ以 テ定ム ル 場合 
ヲ除ク ノ外 取引 上 又 ハ 證明 上-一 於 ケル 度量衡 ノ 
計量 二 之ヲ 使用 シ又ハ 使用 11 供 スル 爲之ヲ 所持 

スル コト ヲ得ス 

第 八 條ノ三 度量衡-一依 ル 正味 量ノ 表記 アル 商品 
0 表 巳 

-I  . ゾテ 其ノ〇 正味 量 力 實量ヲ 超過 スル モノ ハ 命 
令ヲ以 テ定ム ル 場合 ヲ 除クノ 外之ヲ 阪賣シ 又 ハ 
販賣ノ 爲之ヲ 所持 スル コト ヲ煜ス 
商品 ノ度 量衡 -1 依 ル 量目 ノ 表記 ハ 正味 量ノ表 記 
11 非 サル コト 明 ナル 場合 ヲ除ク ノ 外之ヲ 度量衡 
二 依 ル 正味 量ノ 表記 卜看 做ス 
第九條 中 「使用 ノ制限 J  ノ 下-一 「並 度量衡 ノ 計量 
ノ収 締」 ヲ加フ 

第十條 中 【度量衡 器収締 | ラ 「度量衡 器/ 収締又 
ハ 度量衡 ノ 計量ノ 取締 J  -1 改ム 
第 十一 條ノニ 當該官 史 ハ 度量衡-一依 ル 正味 量ノ 
〇号 巳 

表記 アル 商品-ー シテ其 /  〇 正味 量 力 實量ヲ 超過 
スル モノ  ノ 表記 ヲ更正 シ又ハ 消去 シ 3 !;■ ノ他 収締 
上 必要 ノ處分 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 十三 條中 「第 八條 J  ノ下- 1 「、第 八條ノ  M 又 ハ 第 
八條ノ 三 第一 項」 ヲ加フ 

第 十六 條及第 十七 條中 「又 ハ 業務 上」 ヲ 「、業務 上 
」- 一改メ 「度量衡 器ヲ使 用 K ル 者」 ノ下 M 「又 ハ 度 
量衡 -1 依 ル 正味 量ノ 表記 アル 商品 ヲ販 H スル 者 j 


ヲ加フ 

第 十九 條ノニ 第 六條 乃 9R •論 八條ノ  ir 第 九 條乃 
至 第 十 一條 及第 十！ 一條 乃至 前條ハ 勅令 ヲ以 テ定 
ムル 計量器-一之 ヲ _ 用ス 

第二 十條屮 「度量衡 器」 ヲ r 度量衡」- 1 改ム 

附  則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令ヲ 以テ之 ヲ定ム 

〔副 s 長 濱田國 松 封 退席 議長 大岡 育造 君復 席〕 
〔政府 委員 岡 本 英太郎 君 登壇〕 

0 政府 委 fl (岡 本 英太郎 君〕 近 來我國 に 於き まして 
® 術 並に 產菜 の顯 著なる 發達に 伴 ひまして、 壓力計 
寒暖計、 比 m 計 等の 所謂 計 母 器の 使用せ らる 、もの 
が， 著しく 咐 加す るに 至りました けれども， 是が檢 
定肢 締に關 しまして は、 今日 何等の 規定で ございま 
せぬ 爲 めに •不正確なる 4 のが 甚だ 多く  •一般の： 个 
便 不利が 少く ない のであります、 仍て 計 器の 中で 
主要なる ものに 就て は、 度 M 衡器と 同 樣に 、政府に 
於て檢 定取締 を 行 ひ •以て 是が JK 確を 期す る こと 極 
めて 緊要と 考へて 居る のであります •又 長年 度 fk 衡 
法 實施の 結果 if 不正確なる 度量衡 器の 使用が 年々 
M 少す るに 至りました のは、 宴に 喜ぶべき 現象で ご 
ざいます けれども、 度量衡に 依りまして 奴 引 せらる 
V 商品に 致しまして-其 の 1¢ 一目を 包裝 等に 表 SR 致し 
て 居る に 拘らず 、實 際の 量目の 不正確なる ものが 漸 
く 多き を 加へ まして， 殆ど 常習的の ® 向を 呈 する も 
の も ございます、 斯の如 き鞒 風は 一 殺 取引 上の 信用 
及 公益を 害する は 勿論， 殊に 海外 輸出品の 販路に も 
影響を 致す こと尠 からざる が 故に、 此正硿 を 期す る 
爲 めに 必要なる 規定を 出しまして、 K 締を 致したい 
考で ございます、 其 他 fM 行 法の 不飽を 補ふ爲 めに、 
度量衡 法 中 改正を 爲 すの 必要を 認めました ので あり 
ます* 是が木 案を 提 /ii 致しました 所以で ございます 
御 審議の 上に、 御 協賛 下さる ことを 望みます 次第で 
あります 尙ほ 本案 中數 箇條 に亘 りまして、 貴族院で 
修正が ございました、 其の 修正は 何れも 法文の 意義 
を 明確なら しめる のが 趣旨で ございます から、 政府 
に 於き まして ! 3: 同. fl を 表しました 次第で ございます 
右御訪 承 あらん ことを 望みます。 

0 K 長 (大岡 育造 君) 日程 第二、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委 M の 選罌を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 密 査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

一二 四 九 


院潢衆 锊銥國 帝 回 一十 四货 
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0 岩 fcs ® 君 否 fl の 數 を 九 名と し、 漭 長に 於て 指名 
せられん ことを ^ みます。 

〇演長 (大 岡 育造 君 j 御異链 はあり ませぬ か。 

〔r 異菝な し 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長^ K 岡 育造？；： P 御 異議が 無い と 認めます、 仍 
て本案ほ錢長指名、九名の委員に付託することに決 
しました。 

0 岩 崎 勘 君 袋 事 日程 變更 に關す る 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 茲に 政府 抛 出 大正 四 年 法律 第 十六 號 
中改 JH 法律案の 第一 讚會を 開き •政府の 說明を 求め 
几 つ 之を 祥謎 し、 引 續き右 議案の 審 ^ を 付託す へき 
委員の il 擧を 行は れんこと を 望みます。 

〇遵長 e 大岡 育造 君〕 日程 變 更に 御 異議 ほ ありませ 

ぬか。 

〔「異 鄹な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 日程は 變更せ 

られ ました、 大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案の 

第 I 譖 會を 開きます。 

大 JH 四 年 法律 访 十六 號中 改正 法律案 (政府 

提出) 第 一  _ 會 

大正 四 年 法律 第 十六 號中 左ノ通 改正ス 

「二千四百萬 «1 」ヲ「五千四百萬圆」-|改ム 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 大藏 次官。 

〔政府 委員 神 野 勝 之 助 君 登®〕 

〇 政府 委員 C 神 野 勝 之 助 封〕 大正 三 四年戰 役 以後の 

戰役 に從事 致しました る、 陸海 軍部 險が lit 度歸 還し 

て參る 分が ございます •其 功續 ある 人々 に對 しまし 

て、 成べ く 速に 論功行賞を 行つて， 相當の 恩賞に 浴 

せしめる と 云 ふこと が 至當と 認めまして、 大正 四 年 

法律 第 十六 號に 、大正 三年 臨時 事件に 關 する 論 功行 

賞の 爲 めに、 公債を 發行 する 制限 額の 三千 萬 H を％ 

加 致し ま L て、 公 (I の發行 限度を 高めたい と 云 ふの- 

が 木 案の 趣 S でございます、 何卒 御 酷 議の 上、 御 協 

賛 あらん ことを 希望 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君」 委員 選 擧を 議題と 致します、 

右 翳 案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 

0 岩 崎 111 君® 員の 数は 九 名と し、 鹩 長に 於て 指名 

せられん ことを 望みます。 

〇 議長 c 4 < 岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「 異鹩 なし」 と 呼 ふ 者 あ OJ 

0 議長 C 大岡 育造 封〕 御異餓 無ければ 動議の 如く 決 

します、 日程 第三、 醫 師法屮 改正 法律案の 第一 讚會 


を 開きます >  設 明 者 Iri 武君。 

第三 發師法 中 改正 法律案 (臑 并三部 君 
外 七 名 提出〕  第 |筘 會 
閃 師法屮 左ノ通 改正 ス 
第 十三 勝 m 三 孭但界 及第 四 項ヲ削 ル 
〔诳 武君登 扨〕 

〔拍手 起る〕 

o ili 武君 本案 ほ 醫肺法 中に 於き まして、 限 地醫の 
M 域を 撤廢 したいと 云 ふ 法案であります、 此 法案に 
就きまして ほ •從來 共 多少の 反對は あるので ありま 
すが、 併し 毎年 當 議院に 提 m されて 通過 致し、 又 各 
派と も 共通の 提出に なつて 居ります、 時代の 趨勢に 
鋸み まして. 限 地 醫の 制度を 撤廢 すると 云 ふこと (i 
科 學に對 する 撋 威を 害する の 鑑みなら ず、 時代の 趨 
勢に 伴は ない と 云 ふ 反 對論も あるので あります が、 
併し 事 實 今日は 最早 さう 云 ふ 心配は •無い、 段々 醫學 
が發 達し 日本 全 國に翳 肺は 十分 分布 致して 居ります 
それで 自由 競爭と 云 ふ ものが 行 ! 3: れて 居る ので あり 
ますから、 下手な 醫 肺に 貴重な 人命を 託する と 云 ふ 
やうな ことを する* 今日は 國民 であり ませぬ、 3 舊 
くょり して 此限 地醫と 云 ふ ものは、 祖先 以来 | つの 
傳習的 定見を 持つて 居ります、 それが 爲めに 近来の 
科學 から 見ます ると 云 ふと、 正式に 學問 はして 居ら 
ぬが、 之に ほ 亦 非常に 有利なる 治療 方法 も あるので 
あります、 近來 漢法學 杯が 段々 復興して 參 ります、 
或は 草根木皮を 以て 醫 術の 用に 供して 居る と 云 ふや 
うな 事 も 段々 發 見され て 居る、 して 見る と 云 ふと、 
必 しも lit 漢方 醫と云 ふ ものが、 時代の 趨勢に 伴は な 
い、 國 家に 害が 有る と斷定 する ことは ない 筈で あり 

ますから、 寧ろ 是等の 者を 或る 地 點を 限つ て、 足 も 

手 も 束縛して、 さう して 自由競争を 許さぬ と 云 ふや 

うな rd: 險な 今日は 時代では ない と考 へる、 現在の 限 

地 i? は 恰も 手 も 足 も 束縛して 置いて 競爭を やら さう 

と 云 ふこと で， 是れは 國 家と して洵 に悲 ® な 遺 方で 

あると 考へ ますから、 全國 二百 名 許りの 限 地 醫と云 

ふ 者が あるので あります が* 是 等の 地域を 撤廢 して 

自由 競萌を させて、 自由に 營 業を させて 吳れと 云 ふ 

趣意に 外ならぬので あります、 各派から 多數の 賛成 

者に 依つ て、 毎年 當院を 通過して 居る 案であります 

から、 願く は 御 賛成 あつて 通過せられ ん ことを、 切 

に希菌 する 次第であります 〔拍手〕 

0 岩崎勡 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 


付託せられ ん ことを 渚み ます" 

〇鍫長 (犬 岡 育造 君〕 御異 _ はあり ませぬ か： 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 謹 長 (大岡 育造 君〕 御異該 か 無ければ 励 漭 〇 如く 
決します、 日程 第 四 乃至 第 七の 議案 ほ>  同 荊 閱聯せ 
る 議案に して、 旦つ 提出者 同 一 1 人なる に付き •一 
括 議題と 爲 すに 御 異議 ありませ ぬか e 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 一括 諉題と 致 
します、 楠 原 悅二郎 君。 

第 四 市制 中 改正 法律案 (大口 S- 六 君 外 
. 五名 提出)  第一 讀會 
市制 中 左ノ通 改正 ス 
第九條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

帝 國 臣民-ー シテ獨 立/生計 ヲ營ム 年齢 二十 年以 
上 ノ 男子 六月 以來 市/住民 トナ リ其 市ノ 負擔ヲ 
分 任 スル トキ ハ 其ノ市 公民 トス 但シ 貧困 ノ爲公 
費ノ 救助 ヲ受 ケタ ル 後 二 年ヲ經 サル 者、 禁治產 
者、 準 禁治產 者 及 六年ノ 懲役 又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 

二 處セ ラレ タル 者 ハ 此ノ限 二 在 ラス 

同條 第二 項 中二 一年」 ヲ 「六月」- 一 改ム 
第 十三 條 第三 項 中 r 人 口 zfi; 十 萬 ヲ超ユ ル 市-一 於 
テ ハ 人口 二十 萬 J ヲ 削 ; U 
第 十四 條第一 一項 乃至 第五 項 ヲ削ル 
第 十五 勝 削除 

第 4 六條 第一 項 中 「二 級 又 ハ 三級 選擧ノ 爲ノミ M 
付 亦同シ 」 ヲ 削 ル 
同 條第四 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

選 擧人ハ 住所-一依 リ所屬 / 選 擧區 ヲ定ム 
同條 第五 項 ヲ削ル 

第 十七 條中 「一 i 級 又 ハ 三級 選 _ ノ爲ノ ミ M 付 亦 同 
シ」 ヲ削 A 

第 十八 條第四 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

父子 兄弟 タル 緣故 アル 者 ハ 同時 M 市會謬 員ノ職 
11 在 ル コト ヲ得ス 其ノ 同時 二 選擧 セラ レ タルト 
キハ得 票ノ數 U 依 リ其ノ 多キ者 一人 ヲ當 選者 卜 
シ同數 ナル トキ 又 ハ 選 擧區プ 異 -I シ テ選擧 セラ 
レ タル トキ ハ 年長者 ヲ當選 者 トス 同年 月日 ナル 
トキ ハ抽讓 -I 依リ 市長 之 ヲ定ム 其ノ時 ヲ異ニ シ 
テ潠擧 セラ レ タル トキ ハ 後 二 選 擧セ ラレ タル 者 
議員 タルコ トヲ得 ス 
同條 第五 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 


1二 |:-/.: :0 

泜：3卜爲リタル後前孭/找故ヲ生シ《^«&二 一 

於 テ ハ 年少 ^ 其 ノ  K V 失 フ C1 年月日 ナ A トキ ハ 
抽较 utey 市長 之 ヲ定ム 
第 十九 條第二 項 中 「第一」 V 削 «w 
同條 第； — 项中 「S 级各 別-こ 及 「及 等®  J ヲ削ル 
第二 十陆 第一 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

市 f1? 諺舄 中闕 fl ヲ生 シタルト キ及 市 ^ 評 U ノ定 
數-1 異励ヲ 生シ タル e 越 W ノ潠 切ヲ耍 ス >1. トキ 
ハ ni 月以內 = 之 ヲ行 7 ヘシ 
同條 第三！？ 中 「等級 及」 ヲ削ル 
第二 十 一條 第一 項 中 「選 堺期 □前 六十 日 V 期 トシ 
其ノ 日ノ 現在 二 ^ リ」> 「毎年 九月 十五 •日ヲ 期 トシ 
其ノ 日ノ 現在- l ffi リ 十月 十五 日 迄-こ-- 改ム 
同條 第三 項中一 選 擧期日 前 四十 日ヲ期 トシ 其ノ日 
ヨリ 七日 間」 ヲ 「毎年-；- 二月 二十日 ヨリ 十 ? T 日間」 
-一改 ム 

同條第 七 項 中 「其ノ 確定 期日 前-こ ヲ 「直-こ- 1 改ム 
同 條第八 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

選鋇 人名 憩 ハ 十二月 十五 日 ヲ以テ 確定 期限 トシ 
確定 ® ハ 次年 ノ十二 月 十四日 迄 之 ヲ据篮 クへシ 
同 條第九 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

第三 條又ハ 第四临 ノ處分 アリ タル 場合-一 於 ケル 
名簿 ノ分合 -1 關. シテハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
同條第 十三 項 及第 十六 項 ヲ削ル 
第二 十一 一條 第一 項 中 「各 級 ヨリ」 及 「等級 及」 ヲ削ル 
同條第 三 項 ヲ削ル 
第二 十五 條 第五 項中但 シ書ヲ 削 ル 
第二 十七 條削除 
第二 十八條 第二 項 ヲ削ル 

第三 十條 第一 項 中 「谷 級-- 於 テ j 及 「各 級ノ」 ヲ削 y 
「七 分ノ 1 J ヲ 「K 分ノ 1 J-- 改ム 
同條 第二 項 中 「年 齡同シ キト キ」 ヲ 「同年 /! 日 ナル 
トキ」- 一改ム 

第三 十二 條 第三 項 中 「數級 又 ハ」 及 「最終-こ ヲ削ル 
第 四十條 第二 項ヲ削 ル 

第五 十五 條第 一項 中 「年 齡同シ キト キ J ヲ 「同年 月 
日 ナル トキ」 二改ム 

第 六十 五條 第 四项中 「市會 _員 ノ任期 -I 依 ル」 ヲ r 
二 年 トス」-- 改ム 
第 百 四十 六條 第三 項 ヲ削ル 
附  則 

本 法 ハ 大正 八 年 七月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 


院議 衆 0 窬國 帝冋— •十四 第 


本 法 施行/際 必势 ナル抝 定 ハ 命令 ヲ以テ 之ヲ 定ム 
第 ;/.: 町村制 屮改 JT- 法律案 (大口 喜 六 君 
外 S; 名 提 ⑴〕 第一 19 會 
町村制 中 左/通 改正 ス 
第 七條第 I 項 ヲ左ノ ¢[1 ク改ム 

帝 國臣 民- 1 シテ獨 立ノ 生計 ヲ營 ム年齡 二十 年以 
上/男子 六月 以来 町村' ft 民卜 B U 其ノ町 村ノ 
負 擔ヲ分 任 スル トキ ハ 其ノ 町村 公民 卜 n ■但シ 貧 
闲 の S 公費の 救助を 受ケタ ル 後 11 年ヲ經 サル 者 
禁治產 者、' -£fi 禁治 產莕及 六年ノ 炤 役 又 ハ 禁錮 以 
上ノ刑 -I 處セ ラレ タル 者 ハ 此ノ限 二 在 ラス 
同條 第二 項 中 「二 年 J ヲ 「六月」 二改ム 
第 十二 條 第二 項 7!» 至 第一 fi' 項 ヲ削ル 
第 十 三 條 削除 

第 十四 勝 中 「二 級 選擧ノ 爲ノ ミ- 1 付 亦同シ J ヲ削ル 

第 十 ? r 條第四 项 ヲ 左/如 ク改ム 

父子 兄弟 タル 找故 アル 者 ハ 同時-一町 村齊 議員/ 

獄二在 ル コト ヲ得 K 其ノ同 時， 一 選 舉 セラ レ タル 

トキ ハ 得 费ノ數 M 依 9 其/多 キ者 一人 ヲ當選 者 

トシ 冏數 ナル トキ ハ 年長界 ヲ常選 者 トス 同年 月 

日 ナル トキ ハ 抽籤 Mte リ町村 長 之 ヲ定ム 其/時 

ヲ異 -1 シテ ae 舉セ ラレ タル トキ ハ 後-一 S1 擧セラ 

レ タル 者議负 タルコ トヲ得 ス 

同條 第五 項 ヲ左ノ 如た ノ改ム 

熟 fi 卜爲 y タル 後 前 51 ノ綠 故ヲ生 シタル 場合-一 

於 テ ハ 年少 渚 ?!: • ノ職ヲ 失フ 同年 月日 ナル トキ ハ 

柚 銀- |依リ 町村 長 之 ヲ定ム 

第 十六 胳第 二 項 中 「第 r ヲ削ル 

同 條 第三 項 中 「捋級 各 別-こ 及 「解任 ヲ耍ス ル 等級」 

ヲ削ル 

第 七 條第！ 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

町村 ® • 調 fl 中闕 負 ヲ生シ タル トキ 及 町村 會题 員 

ノ定數 -1 異励 ヲ生シ タル 爲 E 員 ノ選 擧ヲ耍 スル 

トキ ハ 三月 以内-一之 ヲ行フ ヘシ 

同條 第三 項ヲ削 ル 

第 十八 條第 一項 中 「選 舉期日 前 六十 日ヲ期 トシ 其 

N 日ノ 現在-一依 リ J ヲ 「毎年 九月 十五 日ヲ期 トシ 其 

/日ノ 現在ユ & y 十月 十五 日 迄-こ- 1 改ム 

同條第 二 項 ' I' 「 選 H'5 期 H 前 四十 日ヲ期 トシ 其ノ日 

ヨリ 七日 間」 ヲ 「毎年 十月 二 十日 ヨリ 十 . vr 日間」 二 

改ム 

同 條第六 項 中 「其 •'確定 期日 前-一」 ヲ 「直- 一 j -I 改ム 


同條第 七 項ヲ 左/如 ク改ム 

選 擧 人名 ?® ハ 十二月 十五 日ヲ以 テ 確定 期限 トシ 
確定 名簿 ハ 次年 ノ十二 月 十四日 迄 之 ヲ 据置ク へ 

ヘシ 

同條第 八 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

第三 條 / 處分 アリ タル 場合-一 於 ケル 名簿 ノ分合 
-I 關シテ ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
同條第 十二 項 及第 十五 項ヲ削 ル. 

第 十九 條 第一 項 中 「各 級 ヨリ」 及 「等級 及」 ヲ削ル 

同條 第三 項 ヲ削ル 

筘 二十 1 一條 第五 項 中但シ 書 ヲ削ル 

第二 十四 條 削除 

第二 十五 條 第二 項 ヲ削ル 

第二 十七 條第 一項 中 「各 級- 1 於 テ」 及 「谷 級ノ 」 ヲ削 

リ 「七 分-'  i 」 ヲ 「五 分ノ 1 J-1 改ム 

同條 第二 項 中 「年 齡同シ キト キ j ヲ 「同年 月日 ナル 

トキ」- - 改ム 

第二 十九 條 第三 項ヲ削 ル 

同條 第 3J; 項 中 I’ 第三 項ノ 場合-一 於 テ 何 レノ 當選 -I 
應ス ヘキ カヲ 申立 テ サル トキ ハ 總テ之 ヲ辭シ タル 
モノ ト 看做 ス」 ヲ削ル 
第三 十 一條 第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

第二 十九 條第二 項ノ 期間 ヲ經過 シタルト キ 、同 
條弟 'A 項/申立 アリ タル トキ ハ 町村 長 ハ 直-一 當 
潠者ノ  ft 所 氏名 ヲ 吿示シ 併 セテ 之ヲ 郡長-一報 吿 

スへシ 

第三 十七 條第二 項 ヲ削ル 

第五 十 一條 第一 項 中 「年 齡同シ キト キ J ヲ 「同年 
月日 ナル トキ J 二改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 八 年 七月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 

本 法 施行 ノ際 必要 ナル 規定 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第六府 縣制中 改正 法律案 (大口 离六君 外 

五名 提出〕 第一 讀會 

府縣制 中 左/通 改正ス 

第六條 第一 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

府縣 内/市町村 公民 M シテ 市町村 會 議員 ノ潠擧 

_ヲ 有 スル 者 ハ 其ノ 府縣ノ 府縣會 議員 / 選擧權 

並 被 選. 擧權 ヲ有ス 

同條 第二 項 第 ill 項 及第 五 項 ヲ削ル 

第 九條 府縣會 議員 ノ 選擧- 一耍 スル 選 擧 人名簿 ハ 

其ノ 市町村 ノ 市町村 會 議員 ノ選擧 人名 ？ @ ヲ以テ 


之 — 充ッ 
第 十 條削除 
第 十 一條 削除 

第 十二 條選擧 人名簿- 1 登 錄セ ラレ サル 者 ハ 選擧 
一 I 參與 スル n トヲ煜 K 但シ 選擧 人名簿 二 登 錄セ 
ラル ヘキ 確定 裁決書 又 ハ 判決 書ヲ 所持シ 選擧ノ 
當日選 擧會場 二 到 ル 者 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
選擧 人名簿-一登 錄セ ラレ タル 者 選擧權 ヲ有セ サ 
ル トキ ハ 選擧 二 參與 スル n トヲ得 ス 但シ名 翰 ハ 
之 =? 修正 スル 限-一 在 ラス 

第 十八 條 第三 項 中 「選 擧 人名簿」 ノ下 -1 「又 ハ 其 
ノ膪 本」 ヲ加フ 

第二 十九 條第 一項 中 「七 分ノ ー J ヲ 「五分 ノ ー J 
- 一改ム 

同條 第二 項 中 「年 齡同シ キト キ J ヲ 「同年 月日 ナ 

ル トキ」- 1 改ム 

第三 十二 條第二 項 中 「年齢 同 シキ トキ」 ヲ 「同年 
月日 ナル トキ」 二 改ム 

第 四十 八條 第二 項 中 『年 齡同 シキ トキ」 ヲ 「同年 
月日 ナル トキ」 二改ム 

第五 十條 第二 項 中 「毎年 一回」 ヲ 「毎會 計 年度 一 
回」 M 改ム 

第五 十五 條第 一項 中 r 年 齡同シ キト キ 」 ヲ 「同年 
月日 ナル トキ」 二改ム 

第 六十 六條第 四 項 中 『年齢 同 シキ トキ」 ヲ 「同年 

月日 ナル トキ」- 1 改ム 

同條 第五 項 中 「毎年」 ヲ 「二 年毎」- 一 改ム 

+MJ  nM- 

^  nH 

此ノ 法律 ハ 大正 八 年 七月 一日 3 リ之ヲ 施行 ス 
此ノ 法律 施行/際 必要 ナル 規定 ハ 命令 ヲ以 テ之プ 
定ム 

第 七 郡制 中 改正 法律案 (大口 喜：！ ハ 君 外 五 
名 提出) 第一 讀會 
郡制 中 左 / 通 改正ス 
第六條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

郡內ノ 町村 公民-ー シテ 町村 會靆 員ノ選 擧嵇ヲ 有 
スル 者 ハ 其/郡 ノ郡會 鹩員ノ 選 擧權並 被 選 擧槌 
ヲ有ス 

同條第 二 5'! 第三 項 及第 五 項 ヲ削ル 
同 條第六 項 第 四號中 「神官」 ノ下二 r 神職」 ヲ加 

フ 


郡 二 對シ 請負 ヲ 爲ス 者 及 其ノ茭 配 人 又 ハ 主 トシ 
テ 同ー ノ行 爲ヲ 爲ス 法人 ノ無限 貴 任 社員 重役 及 
支配人 ハ 其ノ 郡-一 於 テ 被 選擧權 ヲ有 セス 
第 十 一條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

郡會 議員/選 擧- 一耍 スル 選 擧入 名簿 ハ 其ノ 町村 
ノ 町村 會 議員 ノ選擧 人名 顔 ヲ以テ 之 二 充ッ 
同條第 二 項 乃至 第 八 項 ヲ削ル 
同 條第九 明 中 「確定 名簿」 ヲ 「選擧 人名簿」 -I 改 

ム 

同條第 十 ? fl 中 「確定 名翊」 ヲ 「選擧 人名簿」- 1 改 

ム 

同條第 十一 項ヲ削 ル 

第 十五 條第三 項 中 「選 擧人 名簿」 ノ 下-一 「又 ハ 其 
ノ腾 本」 ヲ加へ 「投票 薄- 1 捺印シ 」 ヲ 削 ル 
第 十八條 屮 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」- 一 改ム 
第一 一十 一條 中 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」- 一 改ム 
第三 十八 條第一 一項 中 「毎年 一回」 ヲ 「毎會 計 年度 
一回」- 一 改ム 

第 四十 三條中 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」- 一改ム 
第五 十四 條中 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」- 一改ム 
同 條第六 項 中 「郡 會議 M ノ 定期 改選」 ヲ 「二 年」 

-I 改ム 

附則 

此ノ 法律 ハ 大正 八 年 七月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
此 / 法律 施行 ノ際 必要 ナル 規定 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 
定ム 

一 楠 原悅 二郞岩 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇植 原悦二 郎君 唯今 議題と なつて 居ります 所の 市 
制、 町村制'  郡制、 府縣制 中 改正 法律案に 對 する 提 
出の 理由を 說明 致します、 御 承知の 如く 此の 四 案は 
我國の 自治 政治の 根本に 關係 する 法案であります の 
みならず‘ 立憲 政體の 根元 も、 亦 之に 依つて 定まる 
所の ® 大なる 案で あると 思 ひます* 故に 暫くの 間 御 
淸聽 あらん ことを 希菌 致します、 此四 案を 提 m 致し 
ました 所の 理由は、 大體二 つ あるので あります、 第 
一の 理由は 府 ，縣 、郡、 市， 町村制、 此四 案に 就き 
まして、 府縣 、郡、 市、 町村の 政 洽實情 に 鑑み まし 
て も、 今日は 是非共 之を 改正し なければ ならぬ、 之 
を 改 正 する ことは 今日の 急務で ある、 是が 一つの 理 
由であります •もう 一つの 理由は 裸て 我 黛に 於き ま 
して、 衆 _院 議員 選 擧法中 改正案を 提出 致しました 
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際に も、 豫め此 祺 を 申 上げて K きました •か、 tf 際 今 
日 衆菝院 菝 i-1 選 舉法中 改正を するなら ば、 第一に 此 
問 KJ から 改めて 來な けれ {7: ならぬ ので ある、 殊に 今 
日 ほ 申す まで もな く、 恐らく 滿 天下の 國民ほ 、納稅 
資格 一つの 問題 •即ち 政府の 主張され ますが 如く、 
一國 の® 抟國没 三_以上 を納稅 する 若 ii i fu 產 あつ 
て tu 心 ある 者で ある、 故に 是のみ が 現在に 於て 衆議 
院 謎 M 選擧糊 を 有して* 他の 苦 ほ まだ 今日 資格を 有 
たない と 云 ふやぅな ことは、 時代の 要求に 副は ざる 
ものと 思 ひます* 若し 立遨 政治の 健全なる 發建 を y 
らな ければ ならぬ とすれば •必ずや 邦 國 民的歸 結な 
る ものは、 哿通 選擧 を S 現しなければ ならぬ ことが 
急務で ある、 其 階梯が 極めて 槩 K であるな らば、 1 i 

り箝政 の發 達の みならず、 我 國の 將來の 政治の 進 運 

を •俺め て P 滑なら しめる ものであると-吾々 は 信 

じて 居る のであります 、此 所に 到達 致します のに も 

第一に 市制、 町村制， 府縣制 •郡制を 改めなければ 

いけない のであります、 是が 詰まり 二つ の 理由で あ 

ります* 私共 ¢3: 恒產 ある 者が 愤心 ある、 m 心 ある 者 

に 非 ざれば 一國の 政治に 參與す る® 能無しと 云 ふ 如 

き、 賢人 政治 や、 数 頭 政治の、 壬 義を 主張す る 者で 43-. 

ありませ ぬ、 吾々 は 民法に 於て滿 二十歳になります 

れぱ 、當然 法律上の 主體 となるべき 權利 義務を 生ず 

ると 同じく， 帝國の 臣民で ある、 而も それが 立 憩 治 

下の； £ 民で ある 以上は' ■各人 法律上 社會上 の ' W 任を 

有すべき 者は、 當然 選擧權 を 有すべき 資格 ある 者と 

主張す るので あります、 唯々 之を 現在の 實狀 と歷史 

の上に鑑みまして、其所に到達するにほ、多少の階 

梯を 作らなければ ならぬ、 で 唯今の 市町村 制の 沿革 

を 見 ますれば， 我國に 於て 明治 二十 三年に、 立憲 政 

治 >  即 ち阈會 の 開設す る 十四 年 も 前に 町村制が 定め 

られ •此當 時は 郡 M 町村制と 申しました けれども、 

是が 初めて 我國に 定められました のは、 明治 九 年の 

事であります、 更に 明治 十 一年に 至つ て、 郡區 町村 

編成 法なる ものが P 布され て 居ります、 是と 同時に 

府縣 # の规則 も發布 されて 居ります、 是は丁 度 立憲 

政治 建設の 十三 年 以前の ことであります、 何れの 國 

に 於き ましても、 立 憩 政治の 健 金なる 發 達を！ 一ら ぅ 

とすれば、 どうしても 地方自治に 依らなければ なら 

ぬ、 英國の 如き 立憲政治の 母と 言は るる 國に 於き ま 

しても， 地方自治は 立憲政治の 母で ある、 學校 であ 

ると 言つ て 居ります、 此 意味から 考 へましても、 是 


等の 地方自治 辟 關を 改革せ -f して、 直ちに 普通 選舉 
に到達すると云ふ如き事ほ不可能であります、で唯 
今の 市制 町村制と 云 ふ もの ほ 明治 四十 四 年の 制定で 
あり •* す、 其 前に 唯今の 市制 町村制と 云 ふ 如き もの 
が 定められました、 それ fi 明治 二 十一 年の 事で あり 
ます、 二 十一 年に 初めて 市制 町村制が 定められ 是が 
明治 四十 四 年に 改正され たもの が 所謂 現行法で あり 
ます， 又府縣 制、 郡制 も 明治 十一 年に 初めて 制定 さ 
れ ，其 後明 治 二 十一 年に 改正され、 更に 明治 三十 二 
年に 改正され 現在の 府縣 制、 郡制の 本と なつて 居り 
ます、 現行法は 此 時に 制定され たのであります， し 
て 見 ますれば 現行法の 制定され た 時から 考 へまして 
も、 旣 に十數 年を 經過 致して 居ります 、故に® に 立 
憲政 治の 問題を 別問題と 致しましても •府縣 制、 郡 
制， 市制、 町村制を 其の ものと して 改正す る 所の 必 
耍が ある、 此の もの 旣に 時勢の 進 運に 伴は ざる もの 
である、 此二つ の 理由で、 私共は、 玆に 右の 四 案を 
提 111 する ことにな つたので あります、 で此 改正の 要 
點ほ頗 る 多岐に 涉つて 居ります、 第一には 選擧 資格 
の 改正、 第二には 是は 市制、 町村制に 限る ことで あ 
ります が、 階級 選 擧の撤 駿 、第三には 被 選擧權 資格 
の 改正 •第 四には 補觖選 擧に關 する 規定の 改正で あ 
ります、 第五は 選擧 人名 躍 調製に 關する 規定の 改正 
第 六は 市、 府 、縣 、郡、 是 等の 自治 體の參 事會 員の 
任期に 關する 規定の 改正であります、 第 七には 市町 
村 府縣會 の 選擧に 於け る、 常 選者の 法定 數に關 する 
所の 改 )E であります、 第 八は 是は 特に 市に 關 する 事 
であります が、 大都會 に 於け る 所の 市會 議員の 定數 
の褙 加であります、 第 九は 府縣 郡制に 於き まして" 

府 縣郡會 の會期 に關す る 規定の 改正であります、 是 

等が XB なる 改正の 要項であります が、 此 中には 市町 

村、 府縣 、郡制 共通の もの もあります、 然ら ざる も 

の もあります、 故に 之を 共通の ものは 共通と し •然 

ら ざる ものは 然ら ざる ものと して 區別 致 L て簡單 に 

說 明を 致します、 第一に 選擧權 の 資格の 改正で あり 

ます、 現行法に 於き ましては、 是は 市制、 町村制. 

府縣 制， 郡制 >  悉く 違つ て 居ります 、現行法に 於て 

市制に 於き ましては、 帝國の 臣民に して、 年齢 二十 

五 歳 以上、 二箇年 以来 市の 住民と なり、 地租を 納め 

若く は 直接 國税二 圓を納 むる 者を 市 公民と して、 之 

に選擧 願を 與 ふること になつ て 居ります" 又 市制に 

於て は 御 承知の 如く 年齡を 二 十五 歳、 居住を 二 箇年 


地租 及 直接 鸱稅 二 [gl を納む る 者が、 公民 ^ 格を 有す 
る ijt になつて 居ります、 府縣 制に 於き まして；！ i 町村 
公民に して， 一箇年 以來诳 接國 稅 三 Ba を納む る 者 •か 
府縣鈐 謅 員の選舉撾を有する安格になつて居ります 
郡制に 於て は， 市町村 公民に して、 |箇 年以來 直接 
國稅三圓を納むる者、斯ぅ云ふ規定になつて屛0ま 
すが>私共の改正案に於きましてほ、帝國の臣民に 
して 獨 立の 生計を 營み 、年齢 二十歳 以上の 男子、 二 
箇 年と 云 ふのを 六 箇月に 改めまして、 六 箇月 以来 市 
の ft 民と なり •其 市の 負 擔を分 住する ときは 其の 市 
の市公民とす、此資格を以て市制に於ける市會_員 
の選舉 資格に したので あります、 簡單に 申せば 年齡 
二十 五 歳を 二十歳に 改め、 而 して 居住に 付きまして 
二 年 以来と あるのを 六 箇月と 改め、 地租 或は 直接の 
國税と 云 ふ 規定， 納税 資格と 云 ふこと に m きを 置か 
ずして、 唯々 其處に 居つ て、 幾分な. りと も 市の 負擔 
を 分 任した る 者で あれば 差 支ない、 斯ぅ 云 ふ 規定に 
致しまして、 殆ど 或る 意味の 所謂 普通 選擧で ありま 
す、 其狀 態までに 選擧權 の 資格を 槭張 致した ので あ 
ります、 それと 共に 町村制に 於ても 府縣 制に 於ても 
郡制に 於ても 此選擧 資格を 共通の ものと 致した ので 
あります、 是が 第一 改正の 耍點で あります、 第二に 
ほ 市制と 町村制に 關 する 事であります、 府縣制 郡制 
には 直接 關 係の 無い 事であります が、 其れ ほ 階級の 
徹廢 選擧 であります、 御眾 知の 如く 唯今 都市に 於て 
は、 三級 選擧の 方法が® 施されて 居ります、 町村に 
於て は 二級 選擧の 方法が 行 はれて 居る のであります 
が、 是は獨 逸の 自治 制に 於け る 所の 階級 選擧の 模造 
をして、 日本に 採用した ものなる ことは 明かで あり 
ます、 斯の如 き 選擧 法は、 市民の 公平を 保つ こと 能 
はさる のみならず、 今 □の 時勢に 最も 適腦 せざる も 
の だと、 私共は 固く 信じて 居る のであります •故に 
私共に 市制に 於て 此階級 制度を 徹廢 し、 町村制に 於 
て 二級 制度を 撤廢 する ことに 致した のであります、 
次に 被 選擧人 資格の 問題であります、 是は 市制 町村 
制に 餘り 直接 關係の 無い 事で、 唯今の 若し 階級 選擧 
を撤廢 すると 致し ま 1 れぱ I 府縣 制に 於き まして 
被 選擧權 ほ 市町村の 公民の 外に、 直接 國税 年額 十 M 
を納 むる 者を 以て 規定して 居ります、 又 郡制に 於き 
ましては、 市町村の 公民に して •直接 國税 年額 3T: 圓 
を納 むる 者を， 郡制に 於け る 所の 被選擧 人の 資格と 
定めて 居ります、 是亦旣 に 選擧入 資格に 就て 申 述べ 
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ました 如き 理 山に 依りまして * SJ 在 o ff? .# 把 .' , ' ':^ ^ 〇 
货侦に 鑑みても •亦 立 港 政治の 根本に 依つて 考へま 
しても、 洵に 時勢に 適は -—4 のと ^ じたる が 故に 
何れも 撤 菝 して、 選 挺 搠资格 と R.1 等に、 被 選 舉 M R 
格を 市. 町村 •府辟 •郡制を 通じて 規定した 〇でち 
ります、 次に 選. 雄 入 名 翔の 調製の 琪で あります、 市 
制に 於き ましては 、選祺 名 翔の 調製は、 浬 雄 5 H  、 
十日を 期と して 調製す る ことに 現行法では w. '/ii され 
て- &り ます、 又 町村制に 於き ましては •遝秘 十 
日を 期と して、 其 度 毎に 選擀 名 ® を 調製す る ことを 
規定され て 居 〇 ます、 府縣制 に 於て は、 每非九 ZC 町 
村長が 其 町村に 於け る 所の遝 玷资格 の 者を 定めて、 
選. 街 名翘を 調製す る 規定に なつて 居ります、 郡制に 
於て は 矢 張 市町村と 略々 同 ^ に、 51 出前 六十 u を 限 
つて， 選擧名 邸 調製の ことに 定められて 肢〇 ます、 
之を 私共 (3; 斯樣に 改正し やぅと 云 ふので あります、 
旣に 選斟隨 被 選擧褪 の 資格が、 市、 町村， 府縣 •郡 
を 通じまして、 市町村の 公民と 定められた もので あ 
る 以上 ほ、 市町村に 於て 毎年 一回 十月 二 十日より 十 
艽 日間の 規定 內 に、 其 市町村に 於け る 所の 選 舉名紉 
を 調製せ しむる 所の 規定を 定めた ので あ 〇 ます、 而 
して lit 同じ 名簿を 府縣 、郡制に 使用す る ことが m 來 
る、 總 ての 選 擧撾被 選擧權 の 資格に 於て 共通で ある 
からであります、 此 意味に 於て 選 擧 入 名簿の 調製は 
此四制 —— 四つの 法律案 共通の 規定を 定めた ので あ 
ります、 次に 補 闕選擧 の 問題であります、 是は 府縣 
制、 郡制に 於て は、 補闕の ありました 都度に、 現行 
法に 於ても 補闕 をす る ことにな つて 居ります， 併な 
がら 市町村に 於き ましては、 闕員が 識 M の E1 分の 一 
以上に 達した 場合、 然らざ れば闕 M が あつて， 其 闕 
員を 細 充する 必要を 府縣 対 事 又は 市 ^ が 認めて ? Ir lw 
選擧を 行 ひ、 町村に 於き ましては 、郡長 或は 町村 设 
の 其 必要を 認めた 場合に、 補 闕を行 ふこと に 規定 さ 
れて 居ります、 是は地 方 自治の 精神から 巾し まして 
も、 立憲政治の 根 本義から ^ しましても •甚だ 誤つ 
たものと 信じて 尻り ます、 何故か なれば 市會 議員に 
せよ、 町村 會憨 員に せよ、 其 餓員を 選 m すると 云 ふ 
ことは —— 其 機關に 人民の 代表者を {a くと 云 ふこと 
ほ、 之に闕 良を 生じた 場合に 直ちに 之を 補充せ ざる 
と 云 ふことは、 原则に 於て 誤つ たる ものである， 此 
意味に 於て 私共は、 市町村に 於き ましても、 府縣制 
郡制と 同樣 に闕 員を 生じた 場合には、 三 箇月 以内に 
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補 闕選舉 を 行 ふと 云 ふ 規定を 定めた のであります、 
次に 選擧 に關 しまして、 常 選 ^ の、 法定 數を 、現行法 
に 於て ほ 七 分の 一として 居ります けれども、 選擧權 
が 非常に 桢張 された が 故に、 之を 五分の 一に 定める 
必要 ありと 認めまして、 市制、 町村制、 府縣 制に 於 
て、 當選 者の 法定 數を 、匕 分の 一を ?/ T 分の 一に 改め 
る ことに 致しました* 次に 是は大 裡會に 於け る市會 
_ 員の 定數で あります、 是は 市町村 制 •府縣 制、 郡 
制に ば 關係の 無い 事であります が、 現行法に te り ま 
すと， 入口 三十 斑 以上の 都市に 於け る 所の 市會一 員 
の數は 、四十 五名と 定められて® ります， 而 して 三 
十 M 以上の 都市に して、 人 n 十 萬を m す 毎に， 市會 
K A を 三 右 咐 U する ことにな り •入口 ? 1: 十 萬 以上を 

超ゆる都市に於ては*人 [| !1十萬を咐す毎に三名の 

市會議 a を％ す ことに 規定され て 居ります •此點 に 

於て 私共は 五十 SS 以上の 都 m と 三十茁 以 k の 都市を 

特に 市符 議員の 數に 於て 區 別す る必耍 が 無い と 見て 

五十 萬 以上の 都市に 對 して 二十 览 以上の 人口を 增す 

毎に と 云 ふ 規定を、 f'/IJ 除す る 事に 致した ので ありま 

す、 次に 市參事 員の fr: 期を 市锊 議員の 任期に te ると 

あるを 三年と 改め やうと 云 ふので あります、 又府縣 

制に 於て 府市 會參事 會 員の 仟期 が将 年と なつて 居る 

のを 之を 市制 總て 共通に 二 年と 改め やうと 云 ふので 

あります、 郡參事 fr 員の ffi 期に 對して も同樣 であり 

ます、 もう 一つ 府縣 制と 郡制に 於き まして •府縣 制 

の齊期 を将 年一冋 と 現行法に 規定され て 居ります、 

郡锊に 於ても 是と同 _で あります、 之を 毎 會計年 度 

と 改めたい、 lit 理由は 翌年 度の T* 37 がま だ 編成され 

ない のに、 此 毎年 一回と 云 ふ 規定が あるが 爲め 、年 

末 非常に 迫つ て 府縣會 を 召集す る やうな Bf 例が ある 

若し 之を 捋會計 年度と 改めましても、 事 锊は® 年 一 

回 開會 する ことで あつて、 H 質に 於て は 溝は ない の 

みならず、 非常に 府縣會 郡 會に 於て 拽算 を議 する 上 

に 十分蒗 議 する 所の 時間を 得る ことが fll 来る、 斯う 

云 ふ SC 味で 此改 正を 企つた のであります •是 等が 改 

正の 主なる 耍點 であります、 其 他の i>i は 多くは 之に 

關聯 して 必要と認め、 其 他 衆 誔院調 fl の選擧 法に 於 

きまして 改正され た 項目に te つて 字句を 改めた 方が 

より 能く 明 Kf で '^ ると 云 ふやうな 简條が あります、 

其 等の 點は多 く 字句の 改正であります、 改正の 要旨 

は 斯の 如くであります から、 是は寶 際 日本の 地方 制 

度と 立 1! 政治の 啜 H なる、 然も 迅速なる 時勢に 適 應 


する gl 達を する に 就て は、 目下 此改正 を 急務と 信ず 
るので あります、 何卒 諸君に 於 かれましても、 十分 
に 御 抱蕻の 上、 吾激 提出の 此® 案に 御 资成あ つて、 
一日 も ¥ く此 案の 成立を 見る やうに 御 助力 ある やう 
に 希望 致します" 

〇 三 木 武吉君 提案者に 簡 m な 質問を して a きます 
喵今補 原 君の 提案の 說明 を拜聽 致します と、 自治 團 
腊 の 選 擧糊 の此擗 張は， 立憲政治の 論理的 歸 結に 到 
達する 手段で ある， n: つ 時勢の 進 運に 作 ふ 必要なる 
改正で あると 云 ふ御說 明に なりました •御 尤のや う 
に拜 e 致して ございます が 果して 植原 君の 言 ふやう 
な 改正と なるなら ば、 此選擧 機の 掖張が 依然 納税 資 
格と 云 ふこと に 拘束され て、 即ち 市町村の 負 擔の分 
任 と 云 ふこと に 拘束せられ て FT る ことが、 何等の 意 
味を 成さない やうな 工合に 私共 拜聽す るので ありま 
す、 植原君 の 改正の 理由と 其 納税は、 少く とも 市町 
村の 負擔分 任と 納税 資格を 喰 付けた る 所の 理由を 拜 
e 致したい、 それを 御尋 する のは 私共の 黛の 提案は 
市町村に 就ての 資格に 付て は>  楠 原 君の 御 提案と 變 
る 所が 殆ど 無い のであります るが、 府縣 制の 側に 於 
ては •市町村 公民に して >  府縣税 を 納めて 居る 者と 
制限して 居る、 之に 就て は それ 相應に 理由 も ござい 
ますが、 柿 原 君の 提案は、 府縣制 に 於け る 選擧 資格 
が、 尙ほ 市町村 公民 なれば 宜い となつて 居る 餘程此 
間に 差の ございます 事で ございます から、 特に 楠 原 
君 提案の 理由と、 此負擔 の 分 任と 云 ふこと に 矛盾が 
無い か 矛 眉が 無い とすれば •どう 云 ふ 理由で 斯う 云 
ふ 制限を 加へ たので あるか •御說 明を 願 ひたい。 
〇桢 原悅 二郞 君簡單 であります から 自席から —— 

唯今 三 木 君の 御 質問は 洵に 御尤な 御 質問と 思 ひます 

若し 絕對 の齊 通選擧 であるな らば、 何故 市町村の 公 

民の 資格を 定む るに 當 つても、 市町村の 負 擔を分 任 

する — した ものと 云 ふ 制限を 置いた か、 是は泡 に 

御 尤當然 起るべき 質問で あらう と 思 ひます が、 私共 

此 制限を 置きました る 理由は、® 際 市制 或は 町村制 

に 於き まして、 市會穀 員 或は 町村 會 議員の 多く 審議 

決定す る 所の 問題は、 市 或は 町村の 所有の 共有 财產 

或は 其 地方に 關 する 土木 事業、 衞生 事業と 云 ふやう 

な 事に 多く 關 係して 居る のであります、 衆議院の 選 

擧 法でありますなら ぱ ，殆ど 總ての 法律， 換言 すれ 

ぱ 、一俩 人の 總 ての 生活 其の ものに 渉る 所の 法律を 

定むる 機關 であります から 是は或 場合に 於て 選舉權 


を定む る 場合に 於て はさう 云 ふ 制限は 要るまい、 併 
ながら 小さな 地方の 市町村 制に 於まして は-居 11-: の 
年限を 六 箇月と 定め、 是に 何等の 制限を 置かず して 
其 町村に 全く 關 係の 無い やうな 者に、 選 舉 ti を 與へ 
ると 云 ふこと になつ たなら ば， I-II1 方の 自治を 叫 在の 
状態では、 多少 階亂 する 阖が あり ほせぬ かと 云 ふ 意 
味で、 そこに 制限を 1C いた _ であります •もう 一つ 
の 御 質問の 中に 含まれて 居つ た项 目は、 策 政會で 提 
案され た 所の 府縣 制では、 府縣會 議員の 選擧 資格は 
府縣税 を納 むる 者に した、 然るに 私共の 提案に 依れ 
ば， 市町： S の 公民を 以て、 直ちに 府縣 制に 於け る 所 
の 府縣會 議員の 選 擧_ の 資格と したの ! 3-. どう 云ふ譯 
か 斯う 云 ふ 御 © 問で あると 思 ひます、 で 憲政 會の諸 
君が、 府縣會 議員の 選擧 資格に 對 して、 府縣の 税金 
を 納める と 云 ふこと を 御 規定に なつた に 付て は、 ffl 
當の 理由 ほ ありませ う •併ながら 私共の 見る 所に 依 
れぱ 、市町村に 於て 公民 資格を 有する 者なら ぱ "是 
は 府縣の 税金を 納むる 如何に 拘ら す， 其 居住す る 所 
の府縣 の 府縣 會 議 M を 選 m する 資格を 有しても 現在 
今日の 狀態で は 何等の 弊害 も 無い のみ •なら. ず， 當然 
是まで 擴張 する ことが、 尙更 地方自治の 健全なる 發 
達を 圖れ ると 思うた からです。 

〇 三 木 武吉君 唯今 楠 原 君の 説明を 伺 ひます ると 市 
町村の 公民は I 市町村 公民 資格の 制限に‘ 市町村 
の 負擔を 分 任す ると 云 ふ 事を 加へ たのは、 市町村に 
於て 議 する 所の 大體の 項目は、 市町村の 税金の 事と 
負 擔の事 •及 市町村の 共有 財產の 管理と 云 ふ 事が 主 
たる 問題で あるから. 之を _ す るには •それに 對し 
て 利害の 關 係を 有つて 居る 者で なければ 安全に 竪實 
なる 方法と 云 ふこと が 出来ない、 斯う 云 ふ 事を 此制 
限を 置かれた 理由と して 述べられた •若し 其 理由が 
正しい ものと するなら ば、 府縣會 に 於て 議 する 所の 
項 HT と 云 ふ ものは、 府縣の 財 產>  府縣說 の 賦課 等に 
關 する 事で ございます から、 府縣 會_ 員の 潠擧權 は 
又 府縣の 財產の 管理、 府縣税 の 協議に 與る 者、 府縣 
税の 賦課に 利害の 關係を 有する 者が， 府縣會 議員の 
選擧權 を 有する と 云 ふ、 當然の 結論の やう 1-. 思 はれ 
るので す、 柿 原 君の 御說 明は •此 間に 明かなる 矛 B 
が ある やうに 思は れ まする が、 もう 一應 はつき りし 
た 御 答を 願 ひたい。 

0 楠 原悅二 郎君 三 木 君に 御 答を 致します (「委員 
會で宜 い」 と 呼 ふ 渚 あり) 市町村 制に 於き まして、 


市町村の 負擔を 分 ffi すると 云 ふこと に 定めた のは， I 
さう すれば 市町村 制の 事を 謹 決する に 於て •安全と 
云 ふ 理由 も 一つあります、 加 之もう 一つの 理由は、 

三 木 君が 御聽 取に なられた かどう か 知り ませぬ が • 
憲政 會 の諸哲 が •多分 居住の ^ 限を 一一 年と 御 定めに 
なつて居ると思ひます、私共はそれを六简月と規定 
して 居ります、 六 牌 月 市町村に 居る 者で、 其 市町村 
の 負 擔を分 任しない やうな 莕 であるなら ば. 比較的 
放浪者が 多い、 斯う 云 ふ 者に 資格を 與へ るのは， ど 
う も 今日の 狀 態では 危險の やうに 思うた のです ( 「 
三 木 君は 居り ませぬ 一と 呼 ふ 者 あり) もう 一つは 府 
縣 制に 於き まして 市町村の …… (「一一 一木 君は 逃げた 
• ) 「居らる 者に 答へ るには 及ばない」 と 呼 ふ 者 あり 
〕 市町村の 自治に 關係 する， 是ほ 納税 資格の 關係は 
無い のであります、 市町村の 0 治に 關係 する ことが 
出来るだけの 資格の ある 者なら ぱ 、府縣 會の事 務に 
も關 係して 宜いと 云 ふ 理由で、 私共は そこに 制限を 
置いた と 云 ふことは 御了承 願 ひた ひのであります。 
0 岩 崎 勵君 日程 第 四 乃至 第 七を 一括して、 下岡忠 
治 君 外 四 名 提出の 市制 中 改正 法律案 外 三 件の 委員に 
併せて 付託せられ んこ とを si みます。 

〇 議長 (大岡 育浩 君〕 御異 戳 ありませ ぬか。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 難 長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 動議の 如く 
決しました、 日程 第 八、 明治 三十 四 年 法律 第 彐 十號 
中 改正 法律案の 第一 讀會を 開きます ，提出者 堀 尾 茂 
助 君。 

第 八 明治 三十 四 年 法律 第三 十號中 改正 法 
律 案 (堀 尾 茂 助 君 外 三 名 提出.〕 第 
一讀會 

明治 三十 四 年 法律 第三 十號屮 左ノ通 改正 ス 
「地租 條 例」 ノ下二 「又 ハ 本 法」 ヲ加へ 「五十 年」 

ヲ 「六十 年」- 1 、  n 二十 年」 ヲ 「四十 年」 二、 r 
七十 年」 ヲ 「八十 年」- 一改ム 
附 則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令ヲ 以 テ之ヲ 定ム 
【堀 尾 茂 助 君 登壇〕 

〔拍手 起る j 

〇 堀 尾 茂 助 君 私は 唯今 議題と なりました、 明治 三 
十四 年 法律 第三 十號 改正の 理由を 簡單に 申 上げます 
明治 三十 四 年 法律 第三 十號の 初にあります 所の 「地 
租條例 二 依 リ」 とあります るのを 一 地租 條 例」 の 下 


明治 三十 四 年 法律 第三 十號中 改正 法律案 第 i Ia ir 一二 五三 


院議 衆尙  帝 同—- 十 m 访 


.  :'1 ,: ri 窗の la ISH 鋇行 11): 中 改正 法律案 第一 S&. 


に | 又 ハ 本 法 一の 四 字を 加へ るので ございます、 そ 
れ から T つと 末に 參 りまして 「開 懇鍬下 年期 及 地 削 
据 罱 年期 ノ土 地- 一 付 テ ハ iin シテ五 十 年」 とあります 
のを , 六-!- 年 I と 致します 「開拓 鍬 T 年期 ノ  土地 二 
付 テ ハ 通シテ 三十 年 I とあります のを 「四十 年」 と 
致します 、それから 「新開 免租 年期， 土地 二 付 テ ハ 
通ジテ 七十 年」 とあります のを 「八十 年 ' と 致し ま 
す、 期く 何れも 十 年 宛の 延長を する やぅに 改正した 
いと 云 ふの が、 本 改正案の 要旨で ございます、 其の 
理由 (3: 目下の m 大間 題た る食糨 の增殖 を 岡る には、 
次に 開 _ 等を 獎励 して •耕地の 锁 張を 圖 ると 云 ふ 目 
的より して、 旣に 政府よ 〇ほ 開懇 助成 法案を 提出 さ 
れ まして、 是れは 本院で も 可決に なつて •目下 fl 族 

院に 於いて 群 1S5 中で ございます、 又 開墾 fr 社に 對し 

ては、 利子を 補給す ると！ K ふ 案が、 旣に 豫算委 員# 

に 於いて 范謅 中に なつて 居ります、 I 面 又 地租 條例 

に 依つ て 許可すべき 開 ig 開拓 埋立 等の 年期に 於いて 

は、 之れ を獎蚴 の 目的を 以 つて 延長す ると 云 ふ 改正 

案を、 齡 に田屮 嵙 其の 他の 諸 封より 御 提出に なり ま 

して、 委員 會に 於き ましては 何れも 十 年 宛 延長す る 

と； K ふこと に 決しまして、 是れが 又 一昨日 本會に 於 

いても 可決され て， 目下 貴族院の 方へ 廻つ て® り ま 

する やぅな 次第で ございます、 然るに ! It 明治！ — 十四 

年 法律 第三 十號 なる もの；！ T 遜に 今日の 如く 開 の 

智識 もま だ 幼稚な 時に 當 つて、 巨 額な 勞费を 要し， 

非常な 苦心 慘澹 を甞 めて、 一大 開® 事業を 爲した 者 

に對 して、 特に ^ 励の 意味を 以て、 明治 三十 四 年 法 

律 第三 十號 なる ものを 制定して •現行の 地 粗 條例の 

年期よりも〆 二十 [s'i 年 宛 延長す ると 云 ふこと になり 

ましたので、 それに 依つ て 何れも 年期を 許可され て 

尻り ますので ございます、 今や 開墾獎 勵 の爲め に 開 

_ 助成 法案 も 出、 又 開懇會 社には 利子を 補給す る、 

又 I 面には 一般の 開 ii 湃に對 して、 年期を 延長す る 

と 云 ふ 場合で ございます るから、 此明治 三十 四 年に 

制定され た __ 特別法と して 制定され た 所の 此法律 

も、 それと 舞 照 致します れぱ 、十 年間 何れも 延長す 

るは、 極めて 當然の 事で あると 考へ ますから、 之を 

委員 會に 於て 何とか 改正を 致したい と 云 ふことは、 

色々 攻究を 致しまして ございます が、 委員 會に 於て 

は 少し 穏當で あるまい と 云 ふこと で、 特に 此案 を玆 

| に 提出 致しました ので ございます ，要するに 現行法 

| よりか も 二 十 年 宛 延長を 許可す ると 云 ふ - 其當時 


制定され た 法の 趣旨から 見ましても、 無論 他の 一般 
の 地租 勝 例に 佐って 許可され る ものが、 十年づ 、延 
長され た 以上 ほ •均衡 上と しても、 之を 十 年 宛 延長 
する のは 至當で あると 斯ぅ 云ふ考 ょり、 玆に 本案 改 
正を 提 m 致しました 次第であります から、 願く は 滿 
場の 諸君の 御 賛成 あらん ことを 一 … (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 剧君識 長。 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 岩 崎 剧 君。 

0 岩 崎剧君 本案は 議長 指名を 以て， 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 翳 長 (大岡 育造 君〕 御異謖 はあり ませぬ か。 

【「興 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議 無ければ _ 長 指名、 九 
名の 委員に 付託す る ことに 決します —— 日程 第 九、 
43 計 法 中 改正 法律案 第一 _ 會の續 を 開きます 、委員 
長 木 下 謙 次 郎君。 


第 九 會計法 中 改正 法律案 f. 澤來太 郎君 外 
二 名 提出〕 第一 讀會 の®  (委員長 
報告〕 (確定 翳)： 

〔木 下 謙 次郞君 登壇〕 
t 拍手 起る〕 

0 木下訑 次 郎君 會計法 中 改正 法律案の 委員 會は、 
提案の 趣旨を 認めまして、 金 會 一致を 以て 可決 相 成 
りました‘唯々此際に一寸申上げて置きたい事は、 
本案に 對する 政府の 態度であります るが、 政府は 色 
々な 議論を 持 出しました のであります るが、 反對な 
るが 如く、 或は 賛成なる が 如く 甚だ 其の 要領を 摑む 
ことに 闲 りました のであります るが、 要するに 歸著 

點 は 二點 でありまして •其の 二 點 の歸蘄 點は 、第一 

點 が 本案の 趣旨を 貫徹す るに 付いて は 多少の 人と、 

多少の 金と、 多少の 手數を 要する ので あるが、 此の 

手 數を使 ふ 割合には 審査の 効果が 少か らうと 云 ふ、 

斯う 云 ふ 議論が 一つ、 第二に 時勢の 進 運に 伴つて、 

政府は 會計法 全體の 改正の ことに 就て 考慮を 致して 

居る、 隨て唯 今 本案の みを 先んじて 改正す る ことは 

—— 甚だ 不同意で あるか、 或は 迷惑で あると 云 ふや 

うな 意味で あつた やうに あります るが， それに 對す 

る 委員 ir の 意見は， 第！、 人と 手數 と金を 要する、 

其の 手數の 割合には 効果が 尠か らうと 云 ふことは、 

是れ は議會 自ら 考慮すべき 間 題であって 委員 會の意 

見と しては、 政府に 要らぬ 御世 話で あるとは 言 ひま 


せぬ が、 併しながら 本案 反 對の 理由と IX なら.：！ と 云 
ふこと を， 認めました のであります、 Iff 二の & 計 法 全 
eg の 改正に 就ての 考® •か ある、 隨て太 案の みを 先ん 
じて 改 IF する ことは 迷惑で ある •此の SC 味は 然らば 
政府 13: 何時の 時機に 於て •會計 法 全 12 の 改正 y:- 律 案 
を 提出す るかと 云 ふことの 問に 對 しては •其 時两を 
明言す る ことを _ 躇致 したので あります* 而 して 本 
案と 政府が 考 憩 して 居る と 云 ふ 所の 他の 改正の 條項 
に 就て、 何等の 關 係、 或 ほ 關 係の 事項を 說明 する こ 
とを しな かつた のであります、 故に 委員 會は此 點 に 
對 しては、 本案に 反對 すべき 主義， 或は 財政 上の 根 
據が あつての 問題では ない と 認めた のであります、 
隨て單 に手續 に關 する 問題で あつて、 委 fl ir と 政府 
委員との 間に 段々 ^ 難 研究の 結果， 遂に 政府 も 主義 
として、 本案の 改正に 反對は 無い と 云 ふこと を 明言 
致した のであります、 主義と して 本案の 改正に 反對 
しないと 云 ふことは、 言葉を 換へて 言へ ば、 消極的 
ながら， 本案 改正の 趣旨には 賛成す ると 云 ふこと を 
明言した ものと して、 委員 會は 認定を 致した ので あ 
〇 ます、 斯の 如き 經過に 依つて、 本案は 遜に 申 上げ 
ました 通り •全會 一致を 以て 可決 相 成りました 次第 
であります、 本案の 趣旨は 極めて 簡靼で あります る 
が、 併ながら 問題は、 或る 意味に 於て •■» 餘程 重大で 
あるので あめます、 過去 數 年間の® 會に 於て •議會 
と 政府との 間に ® 々 爭 閾 の 種と なつた 問題で ありま 
する が、 幸に 今回の 委負會 に 於て、 政府 も 消極的な 
がら 賛成の 窝 味を 明言し >  而も 委員 會は 全會 一致を 
以て 之を 可決 致しました ことほ >  我 が 誘# が 財政 監 
督 上の 權 能の 上ょり 見て、 私は 兎に角 欣ぱ しい® で 
あると 考 へて 居る のであります’ 願く ほ _ 諸君の 
賛成を 得て •本案の 趣旨を 貫徹せ ん ことを ? § 留する 
次第であります。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎勸君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩崎勵 君。 

0 岩 崎 動 君 本案は is 會の 順序を 省略して、 委員 畏 
報告の 通り 可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 翳は ありませ ぬか。 

L 「異 _ なし 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 讀會の 順序 
を 省略して、 可決 確定した る ことを 宣吿 致します — 
日程 第 十、 農工 銀行 法 中 改正 法律案、 第一 讀會 の® 


I  1 二 五 四 
を 開きます、 ® :：: 長 天 葬 文 ^ ir 。 

第十恐エ銀行法中改正法伐案 --\ 天作文® 
君外十七名提出〕(茁18^:の.；2〕 
(委 S 長 報告) 

〔天 春 文衞封 登®〕 
r 拍手 起る〕 

〇 天 春文衙 君 本案の 委 M Q- O 經過及 結果を； a ' : 
致します で ござ 〇 まする が， 委員 ^ を 開きます る こ 
と 四 回でありまして、 結局 大啟 大臣の 出席を 求め 
まして 應答を 致しました る 所が、 此の 第 六 版 中 〇 
「五分 ノ ー 」 を r 三分 ノ ー 」 にす ると 云 ふこと、、 
第二 十六 唏屮の 「五倍」 を 「十倍」 にす ると 云 ふこ 
とに 就きまして は、 他の ! il 槳 銀行、 又 ほ 拓 瓶 銀行、 
其の 他 I 般の 銀行 等の 釣合を tfii らな ければ ならぬ 
からしまして 、能く 考撖 して* 次の 耦科に 何分の 改 
正の 提案を すると 云 ふこと であります が 故に， 而し 
て 此の 五條 中の 「二 十 人」 を 「十 入」 とすると 云 ふ 
こと、、 第 十三 條 中の 「一箇 條 I を 削つ て、® に r 
五箇 年以內 一にす ると 云 ふこと に 就きましては、 是 
れほ同 意を 表する と 一 2S: ふこと でありました >  故に溢 
員會は 先づ 今回に 於き ましては， 政府の S 明に frr llj 
致しまして •修正の 通り 可決 致しました 次第で あ 〇 
ます、 而 して 此 改正案の 最も 骨子と 致します 駆 3a は 
定期 貸付の K 分の 一を 三分の 二に すると 云 ふこと \ 
第二 十六條 中の 「五倍」 を 「十倍」 にす る、 即ち 侦 
券發行 額を％ すと 云 ふこと が 沿 も必耍 である、 一面 
には 此定期 貸が 年賦 貸の 3r. 分の 一では， 今日 此時勢 
の進步 に 伴 ひまして、 どうしても 定期 贷を耍 する こ 
とが" 段々 多くな つて 來ます やうな 次第で ある、 又 
其 定期 貸を 致し、 又 年賦 貸を擗 張 致す に付きまして 
は、 どうしても 低利の 資金と 云 ふ ものが、 最も 必要 
であるので ございます から、® 券 發行 額を ^ 加す る 
と 一 K ふこと が、 最も 必要な のであります、 然るに 政 
府の說 明は •他の 銀行との 釣合を 能く 考礅せ ぬなら 
ぬから、 次の _會 に 何分の 提案を すると 云 ふことの 
說 N.'l e ございました が  >  此 提案の 最も 骨子と 致し ま 
すの ほ， 今 申 上げました る 所の 二 點が 最も 骨子で あ 
ります、 故に 諸君の 御手 許に 御 廻し 致し ませぬなら 
ぬので ございました が、 活版の 靴 合で 御 廻し 出來ま 
せぬ でした が、 付 帶決議 を 致しました •此龌 で それ 
を ffl 上げます 「政府 ほ 農工 業 金融の 現狀に 鑑み 濃 ': 1: 
銀行 定期 償還 貸付の 制限 及债券 發 行の 限度 擗張 に關 
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する 改正案を 次 !! 1] 謎 @ に wm せられん ことを £s む」 
と 云 ふことの 付 ® 決 讁を致 しました 次第で ございま 
す、 故に lit 付 帶決讅 を 致しまして •本案の 方は、 政 
府の 次期 ® ^ に 何分の 提案を すると 云 ふことの 言明 
を 信賴 して、 修正 致しました 次第で ございます から 
どぅか！ f 場の 御 饺成を 希留致 します (拍手 K る) 

〇 議長へ 大岡 育造 君) 本案の 二 Is ir を 開く や 否やを 
御 諮り 致します。  * 

〇 岩 崎 黝君 二 sa e- を 開かれん ことを 閨 みます。 

0 狨長 (犬 岡 育造 財) 二 阐锊を 開く に 御與議 はあり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 二 讀會を 開 
くに 決します。 

〇 岩 崎勸 君苒 ちに 本案の 二 讁會を 開き、 三 讚 會を 

省略し •委員長 報齿の 通り， 即ち 委員 會の 修正 議決 

の ai り、 可決 確定 あらん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異謎は ありませ ぬか" 

〔「異 黐な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育浩 君〕 御 異議が 無ければ ft ちに 二 la 

會を 開きます。 

農 H 銀行 法 中 改正 法律案 •(天 春 文 衞君外 十 

七 名 提出〕 第二 S1 0 ( 確定 議〕 

〔「 異誶な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ、 岩 崎 君の 

動議の 如く 三 讀銬を 省略して •委員長 報 街 通り 可決 

確定し ました I 日程 第 十 I 、 法 陵 寺 防火 設備に 關 

する 建議案を 議題と 致します •提出者 小 泉 策 太 郎君 

第 十一 法 陡寺防 火 設備に 關 する 建議案 

(小 泉 策 太 郎君 外 三 名 提出〕 

法 隆寺防 火 設備に 關 する轨 誘 

法隆寺 の 火災を T« 防す る設砌 を 爲す爲 政府は 滴 常 

なる 方法を 講す へし 

右妞筠 す 

r 小 泉 策太郎 君 登 垵〕 

1 :拍- 小 起る〕 

〇 小 泉 策 太 郎君 法 降 寺 防火 試® に關 する 建 謎 案で 

ございます が、 此趣 ®c は 極めて gw でありまして、 

llt EI! 山？ S に 盡きて 居ります ，去りながら 唯 /% ■ 理由 ® 

の 通りと ばかりでは 餘 oiri fli に 失します から、 此大 

要を 申 卜げ や 5 と M ひます、 御祇知 の 通り 法 陸 寺の 

铊築ほ、推古天帛及聖德太子の御建立になったもの 


でありまして. 今を ! I'-.s •る こと 千 三百 年 以前の a? 築で 
あります、 で 法 隨 寺の 姝起を 詳しく 爰に申 上げる こ 
と li 御迷惑で ありませ うが .s' 在 古社 券 保存 法に 依 
りまして、特別保_砘造物の中に指定して&ります 
ものが 合計！ 一十一で ございます、 それから 法 隆寺の 
«傲 迸 物の 屮に •是 も r *r )li t 寺 保存 法に te 〇 まして 國 
寶に 指定され ました 物が 綃晝に 於て 七點 、彫刻に 於 
て 西 五十 Jr ®,  丁：藝 品で 百 十五 郜 、合せて 二百 七十 
七點 の國法 が 指定され て ® ります、 更に 又 有名なる 
法睹寺 金堂の 辟： 盡と云 ふ ものに 付きまして は、 是は 
帝 國議會 の 特別なる 協賛に 依りまして、 壁 畫保存 會 
と 云 ふ ものが 設けられまして、 是で 研究され て 居り 
ます， 斯樑な 多數の 特別 保護 建造物 •又 斯 II に 冬 数 
の國 熨、 是が 一廊内 に 保存され て 居る と 云 ふ もの ほ 
全國に 唯一の 法 隆寺 あるの みであります、 是が總 て 
火災の 危險に 暴露され て pr りまして 、何時 燒 失の 虜 
が あるか 知れぬ のであります、 由來此 古社寺 保存 法 
に 依りまして、 特別 保護 建造物の 復爾 修繕の 費用と 
云 ふ ものは、 幾分 阈庫 から 補助され て 居ります けれ 
ども、 現在の 古社寺 保存 法に 依る 國庫の 補 WJ 金は 僅 
に 十五 萬 M •之を 今度 五 萬圓增 しまして、 合計 二 十 
萬_で あります、 此二 十葸 _ を 以て 全國の 特別 保護 
建造物 •又 全阈 古社寺の 國寶を 修絕 すると 云 ふこと 
は、 中々 手が 廻らない のであります、 此點に 就き ま 
しては、 自然 古社寺 保存 法の 改正を して •更に 完全 
なろ 保存 法を 講ずる 必要が あらう と 思 ひます が- 是 
れは間 題 外で ありすから、 爰には 申 上げ ませぬ、 さ 
う 云 ふ 僅かの 金額であります から、 此 金を 以て 法隆 
寺の 防火 設備を 作る と 云 ふことは •到底 不可能の 事 
であります、 隨て此 火災を 防禦す る 設備を する には 

どうしても 國陆 から 特別の 支出を して •特別の 設備 

をす る 必要が あらう と 存じます る -% 從來其 事に 就て 

奈良縣 に 於て 段々 調査を 致しました、 其 防火 設備の 

設計は、 約 十 町 許りの 山に 貯水池を 作りまして、 其 

處から 水道を 引いて 自働唧 筒 杯を 推へ て やります る 

と、 完全に 防火 設備を する ことが m 来る ので ありま 

す、 元來御 飱 知の 通り 古社寺の 建築物と 云 ふ ものは 

自然に 防火 設 惝 の 事を 考 へまして •楝數 を 幾つ もに 

分けて、 多少の 間隔を 持つ て 居ります から、 非常な 

大風の 時、 又 大火で なければ •全部 燒け ると 云 ふこ 

とは 無い のであります、 それで 喵今申 す やうな 防火 

設備を 致します と •類燒 の® は 無論 ありませ ぬ、 又 


自火と 致しましても •其 火災を 一部に 防ぐ ことが 出 
來るだ らぅと 思 ひます、 1!> 設備 も奈 良縣に 於て 調査 
した ものが、 果して 完全で ある や 否や 分り ませぬ け 
れ ども、 政府は 宜しく 適當の 設備を して- 而 して 之 
が 保存を する ことに 努めて 貰 ひたいと 云 ふ 事が 建 _ 
の 生 旨であります •詳細の 事は 委員 會で申 上げます 
0 岩 崎 ® 君 本案は PI 立® 物 rB 建設に 關 T る ^ 議案 
外 二 件の 委 M に、 併せて 付託せられ ん事を 闺み ます 
〔『異 翳な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 動議の 如く 
決しました 、日程 第 十二。 

〇 岩崎剧 君 日程 第 十二に 對し て、 延期の 励 議を提 
S 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御與議 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 延期に 決し 
ます、 日程 第 十： 一 i、 朝鮮 西海择 谷 港と 大阪 、描 濱並 
仁 川と 靑島 、上海 間に 定期 航路 開始に 關す る ? R 議案 
を 議題と 致します， 提出者 牧山耕 藏 君。 

第 十三 朝鮮 西海岸 各 港と 大阪， m 濱並仁 
川と 靑島 、上海 間に 定期 航路 開始 
に關 する 建議案 (牧山 耕 藏君外 五 
名 提出〕 

朝鲜 西海岸 各 港と 大阪 、陆濱 問 並 仁 川と 靑島 
h 海 間に 定期 航路 開始に 關 する 建議 
一 大阪 を基點 とし 神戶 、下關 C 又は 門 司〕 經由 
釜 山， 木 浦， 群 山、 仁 川を 經て鑷 南 浦に 至る 
定期 航路 

二 瞄濱を 基點 とし 大阪 、神戶 、下關 (又は 門 司〕 
釜 山、 木 浦、 群 山， 仁 川を 經て鎭 南 浦に 至る 
定期 航路 

三 仁 川を ? S 點 とし 鎭南浦 を經 由大迎 、芝罘 、靑 
島、 上海に 至る 定期 航路 

右 IX 朝鮮 西岸 重要 地と S 國の大 m 場た る 阪神、 京 
濱間並 朝鮮と 滿茭 間を 速 絡し 相互の 貨容 輸送 交通 
を 敏活に し 以て 其の 豊富なる 物資の 需給 關 係を 計 
り 生活 資料の！ f 足を 補 ひ PL 將來の 貿易 發展 促進に 
資せむ とす 依て 政府は 速に 定期 航路の 開始に 關し 
適當の 方策を 立てむ ことを 望む 
右 建議す 

r 牧 山耕藏 君 登壇〕 

〇牧 山耕藏 君涑 議案 提出の 理由を 簡 m に 申 述べた 


いと 思 ひます、 朝 P の 贸易は 近時 產 業の 發 達に 伴 ひ 
まして、 長足の 進步 發璲を 致した のであります、 殊 
に 日本 内地との 貿易 ほ、 歐洲の 大亂が 勃發敛 しまし 
て以來 、內地 の 生產品 が 歐 米の 輸入品に 代りました 
爲 めに、 此方 面に 就きまして の經濟 貿易の 關係は ， 
非常に 密接の 度を 加へ たのであります、 然るに 朝鮮 
と 日本 內地 との 交通 運輸の 關 係を 兌ます るに、 IX 海 
择の 方面に 於き ましては. ニーの 定期 航路が 開かれ 
て 居る のであります が、 西海岸の 谷 港と •  H 木の最 
大 市場であります 大 阪神 戸、 此方 面とは •大正 四 年 
までは 大阪 商船 會社に 依つて、 定期 航路が 開かれて 
居りました が、 是亦戰 爭勃發 以来 船 ra 不足の 結果* 
大正艽 年ょりは 此 定期 航路が 廢 され、 全く 定期 交通 
が杜絕 し、 今日に 於き ましては、 豊富なる 朝鮮 西 海 
岸の 物資は、 主として 關釜連 絡 船に 依つ ての 輸送を 
されて 居りまして、 其 外は 唯々 臨時 廻航の 自由 不定 
期 船の みに 委せられて 居る と 云 ふ狀 態であります， 
而 して 關签 連絡船の 輸送 能力は どぅで あるかと 申し 
ますと •是 は 随に j 日 六 百 噸闪 外の e jg 力し か 有し 
ない のであります、 其爲 めに 鐵道沿 線に 於け る® 富 
なる 物資は. 谷 停車場に 山積 致して 居る と 云 ふやぅ 
な 狀態で あります •殊に 朝鮮 總督府 に 於き ましては 
從來米 大豆 等の 主要 瞼 m 品に 對して 、長距離 遞滅の 
特定 運賃 制度を 設けて 居つ たのであります、 それが 
爲め鐵 道 沿線の 物資は、 主として 釜 山に 集まり、 西 
岸の 各 海港は 大打擊 を 受け， 甚 しく不 贺 氣に險 つた 
のであります， 所が 朝鮮 鐵道は 諸君 御 承知の 如く、 
南 滿洲 鐵道會 社に 其 經營を 委託され たのであります 
が、 南硪洲 鐵道會 社が 經營を 引繼 ぎました 以来、 此 
長距離 興 減法は、 交通 政策 上 甚だ 弊害 ありと 認めた 
る 結果、 大正 七 年 十一月 以降、 穀類に 對する 長阳 離 
蓮 賃の遞 減法に 改正を 加へ まして •短 tfg 離 運賃を 約 
半分に 減じました 結果、 從來谷 鐵道沿 線に 堆積 致し 
て 居りました る 豊富なる 貨物の 大部分は， 呑吐を 谷 
西海岸の 海港に 求めに 參つ たのであります、 然るに 
前に も 申します る 如く、 大阪 、神戶 、横 濱 方面と 朝 
鮮两 海岸 •即ち 群 山 •木 浦、 仁 川、 鎭南浦 の方而 と 
は、 一定の 定期 航路が 開かれて 居らぬ のであります 
から， 昨年の 荈 より 本年 一月に 掛けまして、 日本 内 
地に 於て は 米穀の 不足を 感じて、 天井知らずに 穀價 
が 栽 騰 致しました 際に も I 朝鮮の 西海岸の 谷 港には 
米が 非常に 豊富でありまして、 海岸に 堆積して 居つ 
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i たのであります るが、 之を 輸送す るに も ® •か 十分で 

ない* 之れ 全く 自由 航路に 任せて 居る 爲め であり ま 
す、斯樣な交通狀萌では，朝鮮と内地との 1? 舄を促 
進し、 又 特産た る米涊 の 配给上 より 見ましても •甚 
だ 溃憾の 事と 思 ひまして、 是非此 航路を 定期に して 
n ひたいと 云 ふの が •本案 提出の 要旨であります、 
又從來 内地と 朝鮮との 贸易は 、殆ど 大阪朝 鮮贸易 の 
熙を呈 し •航路の 如き も、' 2 地 起 独を 大阪 として 居 
つたので あります が、 近時 朝鮮 米の if 要が 關 W 、 方面 
に激咐 し， 隨て贸 易 關係が 磺濱朮 京方 面と 密接に 1--H 
成つ たのであります から •  m に大阪 を 起點 とする 定 
期 航路を 開始す るの みならず、 喷濱を 起點 とする 航 
路を も必 嬰な りと 信じて、 此 一線を も 定期 線の 中に 

加へ た 次第であります、 更に 朝鮮' € 南部に 於き まし 

ては、 農產 U III1 である 米 殺の 大 R は 勿論、 產業の 勃興 

に 伴 ひまして ，谷 種の 輸 m 品 ffl が 非常に 咐加 致し ま 

して、 朝鮮よりは 原產 品を 內 地に 送つ て、 內 地に 於 

て 之を 加 : n して 更に 移出 致す のであります が、 是等 

の 一般 產業發 歴の 結果は， 勢 ひ 支那との 貿易 關係に 

も 非常に 密接の 度を 加へ たのであります、 そこで 將 

來は仁川を起點として、_南浦經由大迪、芝罘、靑 

島， 上海の 定期 航路を も 必要な りと 信じまして、 此 

が 開始を 蓮む 次第であります、 野田遞 信 大臣 ほ 昨年 

の 慕より 今年の 春に 掛けまして、 朝鮮 西海岸の 科 港 

に 於け る 米穀の 滯貨 の锊愦 を 考察され まして、 之を 

輸送す るが 爲 めには、 特に 日本 郵船 及大阪 商船 會社 

に 交渉し、 臨時 船の 廻 航 を計畫 せられた ので ありま 

す、 而して 此二大 汽船 會社も 朝鮮の 滯 貨の實 情に 同 

情を 寄せまして、 多大の 犧牲 を拂つ て、 本 月より 臨 

時 船の 1 ;航 を 開始し、 谷 港の 商 民 4 犬なる 利便を 得 

たのであります、 併ながら 是も 全く 一時の 應急 策に 

過ぎぬ のであります ，現に 前述の通り、 大正 四 年 ま 

では 大阪 方面と 朝鮮 西海岸 谷 港の 間には、 定期 航路 

が 開かれて 居つ たのであります が、 尙ほ 今日の 如く 

贸 易の 關係が 密接を 加べ ました ll-h 際に 於き ましては 

此建識 案に 書いて あります る： 一り、 內地 •朝鮮、 中 

部 支那を 連絡す る 三 線の 定期 航路の 開始が、 朝鮮の 

開 發並に 東亞の 交通 經濟の 上より m まして - 極め 

て 緊要の 施設な りと 信ずる のであります， 此 建議案 

の 要旨は， 仁 川 錨 南 浦、 群 山、 木 浦の 谷 商業 ir 議所 

よりも、 本員の 紹介の 下に 請願® が 本院に 提出され 

て 居る のであります" 尙ほ 詳細なる 提出 理由は、 幸 


に 本案が 炎 £4 £7 に 付託せられ ますれ ぱ 、其 席上に 於 
て 細密に 申 述べたい と 思 ひます、 何卒 諸君に 於 かれ 
ましても. 本案に 御资成 下す つて* 政府を して 一日 
も 早く、 朝鮮と 支那 及び 日本 内地の 間に、 定期 航路 
の 開始を 斷行 せられたい と 思 ふので あります (拍手 
起る) 

91 !?崎勁 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

1 「珥 議 なし異 篛な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異 _が 無ければ 議長 指名 九 
名の 委員に 付託す る ことに 決します、 日程 第 十四、 
小 學兒童 P 腔衞 生に 關 する 建議案を 議題と 致します 
提出 老木 下 謙 次 郎君。 

第 十四 小學兒 童 口腔 衞生 に關 する 建 BI 案 
(木 下 謙 次 郎君 外 二 名 提出〕 

小學兒 童 口腔 衞生 施設に 關 する 建議 
政府は 小 學兒童 の 口腔 衝生 に關し 相當の 施設を 爲 
すへ し 
右雜 _ す. 

〔木 下 謙次郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 木 下 謙 次 郎君 小 學兒童 口腔 衞生 に關 する ® _ 案 
の說 明を 申 上げたい と考 へます、 衞 生の 事に 付き ま 
しては* 私は 素人でありまして、 甚だ 柄に 無い 事で 
あると 思 ひます るが、 私の 說明申 上げる 事は 悉く 專 
門 家に 敎は つた I 專門 家の 受賣で あります から、 
或は 間違 ひました る ことがある かも 知れ ませぬ が、 
其の 遇は 御 許を 願 ふて 置きます、 總て齒 牙の 疾患は 

樹牙 それ 自身の 病氣に 止まらず して， 全身の 健康に 

至大な 關 係を 有する と 云 ふことは、 極めて 明白な こ 

とで ありました、 隨て齒 牙の 保健が 國民衞 生の 上に 

最も 雷耍な ものであると 云 ふことは、 專門 家の 研究 

に 依つて 明かであります、 而 して 此の 建議が 口腔 衞 

生 普及 策の 第一歩と して 小學兒 童を 選びました 理由 

は是れ 亦專門 家の 意見に 從ふ たのであります が、 第 

i 齲齒 のこと であります、 齲 樹と稱 する 齲齒と 結核 

と 「トラ ホー ム」 此の 三種の 病氣が 最も 大きな 災害 

を 小學兒 童に 加へ ます もので ありま L て， 之れ を專 

門の 言葉で 學校 病と 名 づけて 居る さう であります、 

それから 第二は 齒 牙の 疾患 殊に K 齒 であります が、 

此の 齲飽 ほ 少年 時代の 時には 豫 防す れぱ 十分 豫防の 


出來る ものである さう であります、 それから 第三に 
は 兒童は 身 3i の發 育が 非常に 盛んな 時であります か 
ら 、其 時に 口腔 衙 生に 十分なる 注 S を 加へ れぱ、 eg 
の 形 4 或は 全身の 發育 も、 十分 完全に 發達 させる こ 
とが 出来る と 云 ふこと であります ，大瞠 是れ 等の 理 
由に 依りまして、 小 學兒竜 を 選びました もので あり 
まする •か、 扨 諸 外國の 事 a はどうな つて 居る かと 云 
ふと、 是も私 は fff 物の 上で 見た のであります が、 或 
ほ 獨逸と 云 ひ， 或 13; 亞米利 加と 云 ひ、 或は 英 TV 利と 
云 ひ、 兒 童の 口腔 衞 生に 關 する 設備 ほ、 非常に 盛ん 
な もの ださう でありまして、 其 盛んな 實例ほ 何れ 委 
員會で 委く申 上げ やうと 考 へて 居ります が， 現に 昨 
年暮 東京 市ょり 亞米利 加の 敎育 視察 團と名 ける 小學 
校敎 員の 一行を 派遣した ことがあります •か  敎育 
視察 團が歸 朝 致しまして 、報 街の 一番 主なる 1^ ほ、 
亞米利 加が 小學兒 童の n 腔 簡 生の® 設に關 しては 非 
常に 盛んな もので、 凡て 小舉兒 童に 對 する 一般の 衞 
生 設備の 中で も、® 牙の 衞 生を 第一に 致して 席る と 
云 ふこと で、 甚だ® いた 報吿を 致して 思る ので あり 
ます、 成程 日本の 小學敎 員が 亞米利 加の 設備を 見て 
亞米利 加の 衞生 設備が 齒 牙の 保健が 第一で ある こと 
を 見て 驚きました のは、 無理から ぬ ことで あるので 
我 日本に 於て は 小學兒 童に S する 齒牙衞 生の 設 fi は 
全然 閑却され て 居る、 誠に ia 憾の事 であります、 專 
門 家の 統計に 依れば， 我 國小慇 兒童の 百 人屮 八十 五 
八 乃至 九十 八 人まで 悉く 趙牙の 疾患を 持つ て 居る と 
云 ふこと になつ て 居る、 或る 統計に 依れば 小 學兒童 
の內 一人に して •七箇 以上の K 樹を 持つ て 居る 者が 
一 學級中 必ず 半數 以上に 達して 居る と 云 ふこと を祇 
つて 居る のであります、 斯の如 き狀 態に 放置 致して 
置く ことは， 國民衞 生の 上から 輕 々に 看過す ベから 
ざる 問題で あると 私 (3; 信ずる のであります* 大體以 
上の 理由に 依りまして、 本 建議を 提出 致しました の 
であります が、 願く ! 3; 政府は 歐米 先進 國の事 蹟を參 
酌して‘ 速に 小學兒 童の 口腔 衞 生に 關する 相 當の施 
設を爲 し、 我 國の衞 生 上 並に 敎育 上の 一大 缺陷を 補 
はれん ことを 希望す る 次第であります、 私は 滿場諸 
君の 御 賛成を 希菌 致します。 

0 岩 崎 ® 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託され ん ことを 希望 致します。 

〇譎長 C 大岡 育造 君〕 御 異_ ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 溢 長 (犬！： 育 ia f? )® M ^^ lt H ii* -.fc .v li fT:ym 
. ことに 決します •次は H 程 
五、朿北本線安達 §9 父ほ松川驛川俣町1*便« 
道 建設に 關 する 建 si 案を 费題と 致します、 提出# 平 
島 松 尾 君"  !  • 

第 十五 苋 北 本： 安達 驛又は 松 川 卵川 2 :町 
問！！ 便 錄范纽 設に關 する 纽通案 
(平！： i? 松 尾 君 外 一 名 提出〕 

來 北 本線 安達 驛又 ほ 松 川 邸 •川 俣 町 l!ll ,i f'li' J3< 
逭雜 設に關 する 建 猫 

一福 島 縣安一 i 郡 安達 驛又ほ fn- 夫 郡 松 川 防より 分 K 
し ot 達 郡 111 误 町に 達する 輕 便 鍅道 
右川 俣 町は 古來羽 二 m 織物の 產地 にして 福 井 令 滞 
に 次く と稱せ られ殊 に近华 該品 の ® 出咐加 し隨て 
商賀 旅客の 來 往 頻繁と なり K 物の 集散 亦 著しく 咐 
加し 交通 機關の 設備を 耍 する 益 切な て 政府は 
速に 該鐵 道の 建設に 著 手せられ むこと を 闍む 
右 建鹩す 

〔平島松尾君登扭〕 

r 拍手 起る〕  . 

〇 平 島 松 尾 君 本案は 趣旨の 明な ものであります か 
ら •極めて 簡單に 本案の 說 明を 致します、 嵬 北 線の 
安達 驛は 上野を 去ります る 百 五十六 哩の驛 、又は 百 
五十八 九哩 程隔つ て 居ります 松川驛 、此 何れ かより 
分岐 致しまして •福 島 縣伊達 郡 川 俣 町に 輕侦鐵 逍を 
敷設す ると 云 ふ 建 翳で ございます、 で 川 俣 町は 福. 品 
縣の大 郡の 一町 村で ございまして、 伊達 郡は 南方 部 
中 方 部 西方 部と 大體 三方 Ifli に 分れて 居ります、 其 南 
の 方に 位 致しました 唯一の 市街で ございます、 人口 
は 約 一 萬 程で ございまして •火なる 市街 till では ござ 
いませぬ が、 羽二重 織物 等に 關 係の 諸君は 大 槪御娥 

知で あらぅ と 思 ひます が . 

〔_ 長大 岡 育造 君 退席 副 li 長濱田 國松君 葯 長 席 
に 著く〕 

〇 平 島 松 尾 君 川 俣 町 ほ 古來羽 二 m の琵地 で ござい 
まして •神奈 川 又 (X 福 井に 亞ぎ ます 市場で ございま 
す、 川 俣を 屮心 として 縣内の 谷 方面よ 0 111 でます 羽 
二重が、 ft 地に 統一され て 外 國へ輸 出になる 龌でご 
ざいます、 其 點から 申し ますれば •羽 二® に對 して 
は 福 島 縣の產 地に あらず して •全 國に對 する 所の 產 
地と も 申すべき 土地で あるの -e ございます、 左_な 
事で 近來 外國向 の 羽 二® も 次第に % 加を 致しまして 
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相 塊の 好き 時は 其 產出額 二 千 ;' H ltil を 3? する に rR つて 
居 〇 ます、 隨て# 降 旅 ^ の往來 も 次第に 頻繁を 加へ 
て ^ 〇 ます、 又 L5! 物の 拔散も 近来は 著しく 加つ て 席 
ります ので、 交通 碑 關 の必耍 を 感ずる 事 益々 切で ご 
ざ ■います、 で lit 機 關が ございませぬ 爲 めに、 是は本 
線から : 1R 數に 致します と 三 IR 半 乃至 四 里 位し か 無い 
宓で ございます が、 其 間の 運賃と 松 川驛 若く は 安達 
郡から安達驛に出まして、诳京まで達する所の運賃 
と 比較 致しまして 其 s ffi 離の ) II 俣と 安達 若く は 松 川 
の 間の 運 « の 方が、 尙ほ高 い 運賃を 要する と 云ふ實 
况で ございます、 斯く不 便に して 斯の 如く 運 貸の 高 
きは. 自然 生活 上に も影罂 を 致し、 隨て 工賃が 高く 
なります から、 羽！ 1® の 上に も 影 雜を すると 云 ふこ 
とけ 免れない 事で ございます、 pr.fl 接には 外 阈 貿舄の 

上に も影髀 を 及ぼす ものと 申しても 宜い 位の 形况に 

なつて 居る ので ございます から、 gi に此 間に 輕便鐵 

道 の 架設を 致したい と 云 ふ 希留 であるので ございま 

す、 企 國を 見渡しましても、 外國向 の 製品 二 千 茁 HI 

を產 する 位の 場所で あつて、 釾 道の 建設の 無い 所は 

恐らく 無いで あら 5 と考 へる ので ございます、 斯樣 

な ^ 所に 對 しては •政府 も 特に 魚 設を 致して、 而し 

て地力の促宂を岡り，益々外 1«| 贸品の獎_を致すと 

云 ふことは、 常 然の事 であらぅ と考 へる ので ござい 

ますから、 願く は 此唞惝 を 詰して、 政府 ほ 速に ll-t 間 

に輕便 鐵道を 敷設せられ ん ことを 希 0 ? する 次第で あ 

るので ございます •幸に 木 案は S 民 m- の 近 藤 君が 共 

に提川 * の 一人と なつて 尻 るので ございま すし、 又 

次の R 程には 政 友會の 同僚 諸君から も、 御 提出に な 

つて！ £る ので •こざいます ので、 旣に 大多數 の 御 同意 

を 得て 尻る と Eg めて 宜しい 木 案で ございます ので、 

どぅか 御荇 成を 得て， 本案の 通過を 希 轺する 次第で 

ございます 

0 岩 崎 勘 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 右の 委員に 

付託せられ ん ことを 望みます。 

0 副議長 田！！ 松 君) 岩 崎 ? I の 励 謅に御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し異 謎な し」 と 呼 ふ莕 あり〕 

0 副 諉長 t 酒 田園 松 君) 御 異議が 無ければ 岩 崎 君 励 

穀の加 く 決します、 H 程 第 十六、 福. JS 縣下 松川驛 又 

は 安達 驛 •川 俣 町 11 輕便鐵 51 -® 設に關 する 建議案を 

誘 題と 致します、 提出者の 説明を 求めます、 八田宗 

吉 君… 


0 商 岡 唯一 郎君， 議長。 

〇 副 謅長 (濱 田國松 君： 一高 岡 唯 一郎 10 

第 十六 福 島 縣下安 達！：  乂は松 川 驛川俣 町 
問 輕便鐵 a © 設に關 する 01 議案 
(八 田宗吉 君 外 二 名 提出) 
福島縣下松川驛又は安達驛、川俟町閊輕便鐵 
道 敷設に 關す る趄製 

一福 島 縣下松 川 驛乂は 安 建 驛を起 點 とし 川 俣 町に 
達する 輕便 錨 ii 

本輕 便鐵 道は 產榮 の發 胳 に K し 交通の 不便を 補 ふ 
爲急設 を 要する ものと 認む依 て 政府は 速に 本線の 
建設に 著 手せられ むこと を菌む 
右 ilt 謎す 

〔高 岡 唯 ~ 郞嵙 發®〕 

〔拍手 起る〕 

0 高 岡 唯 一郎. S 太 問題は 唯今 憲政 會の平 島 君より 
提出され ました 案と 同一であります ，又 其 趣意 も E 
的 も 同一であります から、 今更め て 其 理由を 說明す 
るの 耍ほ認 めて ない 次第であります 、幸 ひ 委員に 付 
託 致されました から、 此詳 細の 事は 委員 會で 十分 說 
叨を致 したいと 存じて 居ります、 ffli して 此案は 過般 
請願に なつて 居りまして、 堀 切 代議士が 紹介 人と な 
つて、 請願 委員 ir では 採擇 してあります >  其當 時の 
政府の 辯 明に te り ますれば •明治 四十 年屮 に此鐵 道 
ほ 調べた ので ある、 其 際に 七哩八 分で あるが、 此 H 
毀ほ一 哩約八 萬 BI で / 11 來る  >  而 して 利 廻り ほ 三分 八 
M である、 川は 一 つ あるけれ ども、 此 川の鐵 橋に 金 
が掛る だけで、 其 他の H 事は® めて 安いので ある， 
是は 明治 四十 年の 調で & るから、 今 H 調べた ことな 
らば 又 多大の 利益は 咐すに 相違ない から、 政府 も此 

鐵 道に 向つ て ix 經濟の 許す 限り、 財政の 許す 程度に 

於て 設した いと 云 ふ 同意を 得て， 委員 會ほ滿 場 一 

致を 以て 此 Is 願を容 れ 、又 本院が 滿場 一致の 院 S を 

以て 可決して ある 次第であります、 斯樣な 事で あり 

ますから、 此案ほ 政 友會 でも 提 m 致し、 尙又 憲政 會 

よりも、® 民黨 よりも 同一に 出た 案であります から 

政府の同意した以上ほ、無論是ほ本院の院議を以て 

可決す ると 同時に、 政府 も 之に 向つ ては 必ず 直ちに 

同窓を 致して •明年度に も 政府 (3: 建設に 著 手す る こ 

と、 信じます 、斯様な 次第 X- あります から、 f/.i ほ詳 

細は 委員 會で 述べる ことに 致します。 

0 岩 崎 黝君 本案は 日程 第 十五の 委員に、 併せて 付 


託せられん ことを ii みます。 

0 副 誘 長 c 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _ あり 
ませぬ か。 

【 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君： >  異議が 無ければ 岩 崎 君 励議 
の 如くに 決します •日程 第 十七、 愛媛縣 今 治 港 開港 
に關す る Mi 議案、 提出者 河 上 哲太君 。 

第 十七 愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建. Is 案 
(河 上锊太 君 外 三 名提 al 〕 

愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建 K 
政府は 職 後に 於け る 內地產 業 及 海外 K 易 發展 助長 
の 趣意を 以て 速に 愛媛 縣越智 郡 今 治 港を 開港と し. 
て 指定せられ むこと を轺む 
右 趄議す 

〔河 上 哲太君 登壇〕 
r 拍手 起る j 

0 河 上 啓 太 君 本案 (3; 第 四十 SI 會に嘗 て提 /!'. 致し ま 
した 案で ございまして、 委員 啓に 於き ましては 喵 一 
回 開きまして、 直ちに 即決を 致しました のみならず 
本 會_ に 於き ましても •全® 一致を 以て 可決を 見た 
ので ございます、 故に 今回 も 詳細 ほ 委員 會に讓 り ま 
して* 極く 簡 ® に內容 を說明 致しまして* 御 賛成を 
願 ひたいと 思 ひます •愛媛 縣今治 港は 港と 致し まし 
て 全 國の 港の 屮 、內務 省の 統計に 依り ますれば、 船 
舶 の / 11 入 ® 數の 上に 於き ましては 綰 十八番に 居る の 
でございます、 之を 三十 餘港の 開港 場に 比較 致し ま 
すと， 十三 位に屛 るので ございまして、 其 他は 今 治 
港に 劣つ て 居る ので ございます、 又 e 出入 品の 物貨 
の 金額から 申します ると、 全國の 港の 二十 57: 位に 居 
るので ありまして、 之を 開港 場、 即ち 橫濱 初め 特別 
輸出港を 一括 致しました ものに 比較 致します ると， 
十 位に PT るので あります、 即ち 他の 二 十餘 港と 申し 
まする ものは、 今 治 港ょ 〇 劣つ て 居る のであります 
今 治 港の 幟 / 11 致します る 主なる もの、 內 、最も lit 輪 
出 開港 地と 致しまして 必要を 感じて 居ります る 原因 
になつて 居ります る、 生產品 は 綿織物で あります、 綿 
織物が 大正 七 年度の 計算に 依ります ると， 實に二 千 
萬圓の 生產を 今 治 及 附近に 於て 產出を 致す ので ござ 
いまして、 其 内約 九 百 萬圓と 申します る ものは、 朝 
鮮 ，支那、 南洋 •西 伯 利の 方面に 轍 出さる、 もので 
ございます、 此他に 綿 絲‘肥 料， 若し 開港され まし 
たなら ぱ>  鎢產 物も此 港を 通つ て 行く ので ございま 


して， 11 m 港と しての —— 開 港 場と しての 資格は 十 
分で あらう と 信ずる ものであります、 唯々 一點 玆に 
昨年よりも 開港 場と しての 資格を 進めて 居る ことを 
I 點申 上げて® きたいと 思 ひます、 今 治 港：！ i 港と 致 
しまして は 海面 甚だ 深いので ありまして-現在と 雖 
4 陸より 約 百 七十 間、 沖まで 參〇 まする と、 干潮に 
して 倚 ほ 三十 五 尺 あり、 二百 rrn 參〇 ますれば、 四十 
尺餘 あるので ありまして-而も 干滿の 差は 十二 尺 も 
あります るから して、 現在と 雖も殆 ど 一萬噸 苦く は 
二 萬 噸の船 を 著け ましても 荷役に 闲らな いので あり 
ます >  唯々 東の 方の 風が ございます 時には、 荷役 其 
他に W 雛が あります からして 、皆様の 御 賛同に te り 
まして •開港が 必ず 今年から / 11 る ものと 期待して 居 
りました 縣民ほ 今 治 港の 此不便 を改 むべ く  •昨年の 
縣會に 於て 築港 案を 可決 致した ので ございます、 其 
案は 四 箇年で 完成す るので ありまして 其 案が 實行さ 
れ 、其 » 行の 完結 致しました 時には 一番 深い 處の三 
十五 尺の 處を防 股 堤に 於いて 取圍 むので あります、 
千噸若ほ五千噸或け一蓖噸以上の船も今治港へ安金 
に 入り •安全に 荷役が 出来る ことになるので ありま 
す •尙ほ 此の 他に 於き ましても， 今 治 町は 附近の X 
業の 發 達の 關係 上、 鄰村 の日吉 村と 合併を 致し まし 
て、 近く 市制を 布 かれる と 云ふ狀 態に なつて 居る の 
でありまして、 今 治 港の 開港 場と しての 資格は • (! 
か 一年の 間に 於て 非常に 進んで 居る のであります の 
みならず、 最近 輸出 貿姑の 盛に なりました 結果、 取 
引の 上に も 必要が 益々 迫つて 来ます と 同時に、 不便 
は當 業者に 於ても 非常に 感じて 尻る のであります か 
ら 、どうか 昨年の 通りに 此 案に 御 賛同を 願 ひまして 
政府を して 必ず 近き 將來に 於て 開港せ しむる やう 御 
盡力 あらん ことを 望む 次第であります。 

0 岩 崎勸君 本案 ほ 誘 長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられん ことを 望みます。 

0副_ 長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ほ あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
0 副議長- 濱田國 松 君) 御 異議なければ 動議の 如く 

決し ま. 5 - 日程 第 十八、 常 磐 線 複線 工事 速成に 關 

する 建 翳 案 •提出者の 說阴を 求めます 、高 岡 唯一郞 
君 

第 十八 常 磐線褪 線 工事 速成に 關 する 建議 
案 (高 岡 唯一 郞君外 四 名 提出〕 


福 ^ 縣下安 達驛乂 は 松 川 防 川 俣 町間輕 便鐵逍 敷設に 關する 建議案  愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 建 _案  常 磐 線 複線 H 事 速成に 關する 建議案 


二 五 七 


险 sr 表绮 诱琢 帝冋一 十四 第 


a 生 川 加 茂 間 转便搔 道 建設に 關 する 建费 案— 官吏 恩 拾 法 及 之に 関聯す る 諸 規程の 改正に 閱する 建 ^ 案 


常磬線 複線 x yf 速成に 關する 建 謎 
東京ょり福岛踩下平町に至る百三十哩中四十七哩 
は 旣に 完成した る も 八十 二哩の 未成 線 <£ 大正 十二 
年度 迄に 完成を 期す る 政府の 計 遊なる も 本案 複線 
H 事の 完成と 否とは 我 か 邦 工業 發展上 非常の 影赞 
あるは 勿論 炭 價調節 にも茲 大の關 係 あるを 以て 政 
府 ほ 本 H 事を 大正 九 年度 迄に 速成す へし 
右 建議す 

〔高 岡 唯一 郎君 登 壁〕 

〔拍手 起る〕  . 
0 高 岡 唯一 郎君 本案 ほ 東京ょり 福 島縣平 町に 至る 
百 三十 哩 間の 複線 工事の 完成を 期したい と 云 ふの が 
此建 _ 案の 趣意であります、 尤も此 百 三十 哩の 線路 

中、 四十 三哩は 旣に 完成を 致して 居る のであります 

八十三哩の未成線が政府の計进に依りますれば、大 

正 十二 年度までに 完成す ると 云 ふので， 過般 豫算袭 

員會に 於ても 亦 本院 も 通過して あるので ありまして 

喵今は 貴族院の® 員會に 於て 港 議中で 在る ので あり 

ます、 然れど も 大正 十二 年と 云 ふ 今 五 年 も か > ると 

云 ふやぅな、 寶に 悠長 緩漫な 政府の 計 ffi には'  吾々 

は 同意 Hi 来ない ので ある， 何とな れば 此鐵道 ii 御 承 

知の 通り •炭 鎩鐵 道と 稱すべ きものであります、 而 

して 昨年 來朝 野の 間に 於て 非常に 喧しかつた 炭價の 

調節と！ K ふ 問題が あつたので あります るが、 昨年と 

本年に 於き ましても‘ 尙ほ 炭奶が 非常に 昂騰して あ 

るの (3: 何が 故で あるか、 此機會 に 於て I 甚だ 最 ¥ 

時間 も經 過した 場合に 於て、 斯かる 事を 申 上げる の 

は、 諸君の 倦怠を 招く 所以 か 知り ませぬ けれども， 

是は俄 國の產 業 上 容易なら ざる 大 問題で あるから、 

腰 くの 間 諸 封の 御淸 蹦 を 乞 ひた， いと 存じます、 我國 

の 石炭の 產額は 大約二 千 一一 三百 萬 噸の間 を 往来して 

あるので あります. 而 して 此中常 磐 炭が 約 三百 二十 

萬«、それに北海道炭が約五衍萬噸，殘る所_ほ九州 

の 千 六 百 萬 噸で あります る、 それに 今日は 輸入 炭が 

約 千 蓖噸內 外でありまして、® m の 方が 超過を 致し 

百 八 九十 萬 噸 あるので あります、 而 して 現在 全® に 

於け る 谷 炭 鍋の 採掘 高と >  それ から 此全國 に 於け る 

消 费髙の 差は どぅで あるかと 云へぱ 過去 十 年間の 統 

計' を 見れば 丁度 步合が 一割 三分 乃至 五 割の 超過を 以 

て 採掘 高よりも 消費 高の 方が 佾 して あるので ありま 

す斯 かる 數 字の 趨勢を 以てしましたならば 將來は 石 

炭が 非常に 不足を 生じて 隨て 價裕が 昂騰す ると 云 ふ 


取は、 需給の 關係に 於て 是は蔽 ふべ からざる 事迓で 
あります、 故に 昨年 來ほ朝 野に 於て、 此炭俏 調節と 云 
ふ ? if ii 非常に 本議會 に 於ても 喧しかつた に 拘らず 今 
や 更に 聲 無しと 云 ふは 何事で あらう か •本年度の 鐵 
道の 契約が 三百 三十 萬 嘲の 契約を する のであつて、 
北海道 並に 九州の 石炭 {51 どうかと 云へ ぱ四割 上げて 
居る、 昨年の® 格より 四 割と 云へ ば 三百 三十 萬圓の 
捫 格と 云 ふ もの ほ 三千 六 百 萬圓 であります、 昨年 ほ 
i 噸 平均 十圓と 見ます れば 、丁度 三百 三十 萬 嘲 ほ 三 
千 三百 萬圓 、而 して 本年 (i ll に 四 割の吩 加を したと 
すれば 一千 三百 二十 萬圓 、斯る 金額は 吾々 國民が 此 
炭價 暴騰の 爲めに 支出す ると 云 ふこと ほ 何事で あら 
うか、 是は 要するに 此 轍® の 不便で ある、 現在に 於 
て 石炭の 我が 金 國の 山元に 在る 貯炭は 約 二百 二十 萬 
噸で あるので あります、 而して 殊に 此常磐 線に 於け 
る此谷 炭坑の 貯炭が 今日で も 四十 五葸噸 あるので あ 
ります、 此四 十五 萬 噸の 石炭を 東京 並に ^ 古 屋或ほ 

兩毛 等に 輸送し まする には‘ 一日 百 車の - 十 咽 車 

百 軍を 迥 して •尙ほ 三百 六十 五日 間、 一箇年 間 輸送 
致しても. 此貯 炭を 掃ふ謅 に 參らぬ のであります、 
而 L て 谷 工場は 今や 如何なる 有樣 になつ て 居る かと 
申せば、 非常に 此 燃料が 不足して、 而かも 昨年度よ 
り 二 割 乃至 二割 五分と 云 ふ 高い 石炭を 買つ て 居る の 
であります、 今日 磐 城の 此常磐 炭が I 箇年 三百 三十 
萬 W を 採掘して 居る にも拘らず* 現在の 鐵 道の 能力 
を 以て 致して ほ， 二 百 八十 萬 * より 輸送が 出来ない 
のであります >  で あります から 此採掘 力と 並に 輸送 
力が 相伴は ない 結果が 即ち 石炭が 不足す るので あり 
ます， 若し 此鐵道 の e 送が 十分で ある ことなら ば、 

谷 工場へ 此 需給の 關係が 恰度 調節 致します るから、 

山に 貯炭が 無くなる と 同時に、 各 工場には 此 石炭が 

供給され ますから して、 決して 斯る 暴騰 ほ 来ない の 

であります、 世界の 戰 局が 收 まると 同時に. 總ての 

物價が 今や 下落し つゝ ある 時に、 單り 石炭が 斯く高 

値を 維持して 居る の ほ、 何が 故で あるかと 言へ ば、 

即ち 需給の 關 係が 大に然 らしむ るので あります •其 

原因は 多々 あります が， 一に 幟 绘を便 否 如何に 在る 

のであります、 勿論 九州 ^ 北海道に なりまして は、 

船腹が 昨年までは、 不足で ありました が、 船腹は 十 

分に なつて 參 りました、 然るに 此常磐 炭に 於て は 船 

の 必要 ほ 無い、 現在では 詰り 鐵 道の 便に 依る 外途は 

無い のであります から、 故に此 複線の 工事の 進めて 


即ち 大正 九 年度までに 速成せ しめて、 節 送を すると 
同時に、 炭 IS の 調節を 致したい、 所謂 朝野の 問題と 
なつて 居ります る •石炭の 調節を 致したい、 それが 
即ち 大な る此 ?ft 議案の 趣意であります る、 倚 ほ 十分 
此調査 を 致した もの ほ あります るが* 之を 一々 數字 
を 申 上げ ますれば， 却て 諸界の 倦怠を 招く ことにな 
ります から、 何れ 是ほ印 刷に 付し まして 皆さんの 御 
手許に 提出を し、 Ifli して 木 員が 唯今 此建 議案を 提出 
したの ほ •決して 所謂 御土產 案で ない と 云 ふこと を 
御 Y 解を 願 ひたい、 何とな れば是 ほ 我 國の產 業 上最 
も 必要なる 急の 急なる 問題であります、 であります 
から 願く ほ 滿場諸 君の 御 同情を 得まして、 是非とも 
此 院の權 威を 以て、 是は 速成を 期したい と 思 ひます 
から、 どぅぞ 是 ほ 我國の 工業の 發展の 上に 御 賛成 あ 
らんこと を 切に 願 ひます。 

0 岩崎勸 君 本案は 日程 第 十五 及第 十六の 委員に 併 
せて 付託せられ ん ことを 菌み ます。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

01  制 議長 (濱 田國松 君〕 動議に 御 異議 ありませ ぬか 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 _ 長 (濱 田國松 君) 御異 _ がなければ 日程 第 十 
五、 第 十六の 委員に 併せて 付託す る ことに 致します 
—— 日程 第 十九、 貴 生 ) 1] 加 茂 間_ 便鐵道 建設に 關す 
る 建 _ 案 、井上 敬之叻 君ょり 說明を 求めます。 

第 十九 貴 生 川 加 茂間輕 便鐵道 建設に 關す 
る 建議案 (井上 敬 之 助 君 外 二 名提 
出〕 

貴 生 川、 加 茂 間 輕便鐵 道 敷設に 關 する 建 _ 

一 滋賀縣 下 甲 賀郡貴 生 川ょり 京都府 下 相 樂郡加 茂 
に 至る _ 便鐵道 

右鐵 道は 蓆 業の 發展に 資し 交通 機關の 不備を 補は. 
むか 爲急設 の 必要を II む 政府は 速に 之 か 建設に 著 
手せられ むこと を 望む 
右 建議す 

〔井上 敬 之 助 君 登壇〕 

0 井上 敬 之 助 君 大分 御 倦怠で ございます から 極め 
て 簡略に 申 上げます ，此線 は 關西茭 線 草 津 線の 貴 生 
川驛か ら關西 本線の 加 茂驛に 達します る 約 二 十六哩 
間の 輕便鐵 道 敷設の 案で あるので あります， 此 地方 
に 於き まして ほ 御 承知で も ござり ませう が， 最も 古 
くより 彼の 信樂 陶器と 稱 しまして 澤山な 陶器が 產出 
される のであります" それで 主なる 地方の 物 產と致 I 


I  一二 五八  _ 

しまして は， 即ち 此陶 器、 5? 系、 並 眭 fi と 云 ふ も 〇 
で' - 〇 り - S して、 ',, -:-■ '  .  一 
い 目方の 重い 物であります るが 故に、 其 CD ® 掏には 
非常に W 雄を 致して 居る のであります、 然るに ft iill 
方の 道路と 云 ふ ものは どう 云 ふ 有 棟で あるかと 云 ひ 
ますと •滋贺 縣の 方に 向つ ては 漸く 二 RI1 幅の 23 «f が 
一線 通つ て 居る、 京都府に も 其 通 〇府适 として 二 nil 
幅 許りの ものが 一線 あるので ありまして、 此 适 路に 
法つ て 此多數 の 而も m f.!: を 述撖致 して 居る ので あり 
ますが 故に， 此道路 は 雨 —— 雪の 時は 泥濘 M を 沒す 
ると 云 ふやうな 有様で ? > 〇 まして •此運 投に常 に 苦 
痛を 感じて 思る ので あ 〇 ます •是 等の ものを 救； £ を 
致しまして、 さう して 此地 方の 人文の 開發を 致し、 
而 して 產 業の 發展を 致したい と 云 ふの が、 即ち lit 鍅 
道 敷設を 希望 致して 居ります ろ 主なる 理由で ありま 
す、 其 他には 南海と 日本海と 迎絡 致します 上に 於て 
加 茂より 此線に 依りまして- U 生 川に 達して • « 生 川 
から 近 yr 線 ir 依つ て彥 根に 至つ て、 而 して 米 原に 行 
き、 而 して敦 賀に 達する と 云 ふこと になります れば 
極めて 捷徑で あるので あります、 斯樣な る 理由で あ 
りまして、 此 他に 色々 此地 方の 種々 なる 調齑も 致し 
てあります るが、 是等の ものは 委員會 に 於て 委しく 
申 上げる ことに 致しまして* 兎に角 此 問題、 即ち lit 
鐵道 は此 地方の 開發上 最も 必要な 鍅道 であると 考へ 
ますから、 どうか 諸君の 御 賛成を 求めたい と 思 ふの 
であります (拍手す る诸 あり〕 

0 岩崎勵 君 本案 ほ _ 長 指名を 以て 九 名の® 員に 付 
託せられん ことを 望みます。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 動識に 御異戤 あり 
ませぬ か。 

.  〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 ( 濱田國 松 君〕 御 異_ がなければ 動議の 如 
く 決します I 日程 第二 十 •官吏 恩給 法 及 之に 關聯 

する 諸 規程の 改正に 關 する趄 11 案 I 齋藤珪 次 君。 

第二 十 官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規程 

の 改正に 關する 建議案 (齋 藤珪次 

君 提出) + 

官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規程の 改正に 關 

する 建 a 

現行 官吏 恩給 法は 遠く 明治 二 十三 年の 制定に 係り 
其の後の 社 會狀態 に 鑑み 其の 適用 上 幾多 不備な り 
と 認めら るる點 尠 しとせ す rl 之に 關聯 する 諸 規程 
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I  に 付ても 亦 改正の 餘地尠 からさる を 以て 政府は 是 

等 諸規拐 に關 する改 芷 案を 成る へく 速に 提出せ ら 
れむ ことを 阐 む 

右議す 

C 齋藤迪 次 君登檀 〕 

〇齋藤 珪次对 官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規定の 
改正に 關する 建議案の 理由を 說明 致します、 此理 山 
« にも 謎め ましたる が 如くに、 現行の 官吏 恩給 法は 
明治 二十 三年の 制定に 係る ものでありまして、 即ち 
三. 十 年 前の 背に 於て 制定せられ たのであります、 隨 
て 社 會狀 態に pi みます れば 、此 適用 h 如何にも 不備 
であるので ある、 總て此 二 十三 年に 於て 謎 待 開會前 
に、 時の 政府は 是 等の 事を 制定 致しました るが 爲め 
に、 咄嗟の 間 HD ち 議會と 云 ふ ものが 如何なる 嫁を 容 

れるか と 云 ふこと を 心配して、 此案 を識會 前に 咄嗟 

に 造つ たもので あります から、 總て此 等に 關す る規 

定は 11 十三 年の 六月ょ 〇諮會 の 開ける - 1- 一月までの 

間に 制定され たもので あります、 以て 其 用意の 不十 

分た るを 知らる i のであります が、 兎に角 三十 年の 

年 / I を經 過して 居ります から、 今日の 時勢に 適瞧せ 

ざる ことは 全く 無理は ない のであります、 一體官 K 

は 申 上げる まで もな く、 一® ? i 念 奉公の 至誠を 以て 

阀家に 仕へ て、 さぅ して 其 老後を 安樂に 其 安定を 得 

んが爲 めに、 他の Iff ほ 願み ず •此官 史 の 職に ■して 

居ります 故に、 之を 待つ に ほ、 相 當の禮 を 以て 致さ 

な it- れぱな らぬ 、然るに 三十 年の 昔の 待遇が 今日 依 

然として 滞 Ti する のであります から、 此 M 生活に 適 

^ ざ る こと 13: 無論の ことで あるので あります •それ 

故に此 關 £す る 規定を 併せて 私は 改正を 是非 菌んで 

居ります が、 如何にせ ん此 官史 恩給 法に 關聯 する 規 

定は 幾多 あるので ありまして、 之を 改正せ ん とする 

には、 到底 短 日月 の 調査では ない ので、 それ 故已む 

を m ず 私の I-S 力 到 la 之を 起 ^: する ことが IJ'. 來ませ ぬ 

から、 建議案と して 政府に 迫つ て、 さぅ して 政府を 

して 此改 正 案を 成べ く 速に 提出せ しめんと 致す ので 

あります が、 其 先づ嬰 點 だけを 玆 に列舉 して 申し ま 

すれば， * R- 吏 恩給 法の 第五 條に ある 恩給の 率、 即ち 

前 申 上げました 通り， 三十 年の 昔に 於て 其 la 安を 與 

ふべき 率で あるが 故に， 今日の 物 m 騰 K に 於て 到底 

盡 すべく もない、 之を 適當の 率に 改め、 又 其官史 の 

逍 族の權 利と なつて R る 扶助 法の 第 四條の 扶助料の 

率 も， 同時に 改正を する 必要が あると Ig むる ので あ 


ります、 是等は 適當 なる 佾 加を 必要と Is むる ので あ 
ります、 それから 第 八條 に M M が 月給を 受けて、 さ 
うして！ 定年 限 以上 同 一 官廳 に勤樹 して 居つ て、 判 
仟 官に探 用され た 時分， 现 在の 恩給 法に 於て は 其 W 
數と云 ふ ものを 恩給に 加へ ない のであります、 恩給 
年限は 其® fl の 勤めて 居つ た 履 給の 間の 分は 加へ な 
いのであります けれども、 是は相 當の 力倆を 有し、 
相 當の熟 心を 以て 其 奉公の 货 を擧 げたる ことは 同一 
であるが 故に、 是ほ 恩給 年 ® [ の 中に 全部 加へ ざる も 
相 常の 期間と 云 ふ ものは 加へ るが、 相當 であると 存 
じます ので、 即ち 之を 加へ ると 云 ふことの 一項を 加 
へたい、 それから 第九條 第一 號に 年齡二 十 歳 未滿の 
在 {R 者には •其 在官 年 ® J を 恩給に 加へ ない ことにな 
つて 居る、 是も如 何にも K しい 不都合で ある， 即ち 
其 人の 能力に te つて 二十歳 以 內と雖 も 十分 力 ある 者 
であるな らば、 其 勤めた 年數々 .恩給 年限に 加 へても 
少しも 差 支な からう、 况や 今日の 現 制度に 於て、 此 
官 史 試驗 文官 fT: 用 令の 試驗に 於て は、 二十 哉 以下と 
雖も 之を 試 驗する ことにな つて、 即ち 年齢の 制限を 
撤廢 してし まつた、 然らば 二十歳 以下と 雖 も、 其 技 
倆 技術に 於て 相當な る もの ほ， 是は 立派な 官吏 資格 
を 有する ので あるが 故に、 一面 資格を 與 へて e きな 
がら、 此試驗 をして 採用して •それを 恩給 年限に 加 
へない と 云 ふことは、 非常な 不都合の 點と 見られる 
ので あ 0ます、此二十歳未滿の济の在官日子を加へ 
ない と 云 ふこと も， 之を 改めなければ な b ぬと 存じ 
ます それから 恩給 法 第 十八 條及 官吏 it 族 扶助 法 第 十 
三條の 違 IX 者に 制裁を 加へ るの 規定を 設 くると 云 ふ 
こと •或 ほ 金 然此 規定を 1® して 自由に 致す かと 云 ふ 
ことにし やうと 云 ふので あります、 是は御 承知の 通 

〇此宫 史 が 恩給を 受けて 居る •此 又官史 の ja 族を 扶 

助 料を 受けて 居る 所の ものを 擔保 となし、 或 ほ 賣買 

讓渡、 質 入、 ! 3 入と なすこと に 付て ほ •之を 爲させ 

ない と 云 ふこと を 規定して ある* けれども 其爲 した 

ものに f-J' ては 何等 制裁が ございませぬ が 故に， 今日 

に 於て ほ 殆ど 是ほ 默認 されて、 自由 勝手に lit 恩給を 

抵 當又ほ P 入 等 致して 居る、 甚 しきは 惡 漢の爲 め國 

家よ 〇與 へた 貴 ra なる 權 利を 想 {i れて しま ふと 云 ふ 

が 如き 3¢ が 幾多 あるので ございます が 故に、 之を 自 

由に 爲した る 者に 制裁を 加 ふる か、 然らざ れば 今日 

の 時勢に 故つ て 恩給 港と 雖も •或は 事業を 營む とか 

或は 其 他 金融の 途を焊 る 必要が ありと 認めれば 、此 


金融の 途を與 へる に. 付て は、 國家か 管理す る >  制限 
を 加へ て さう して 民間 金融 者に 此 恩給を 以て 安全に 
金融を 與へ るべき 途を 立てる か •何れ かの 途を 立て 
なければ ならぬ •今日の 有樣に 放任し 置き ますれば 
折角 國 家の與 へたる 恩給を ぱ官 吏は 之を 惡漢の 爲め 
に藓ほ れ る， 又 ifi 族は 之を 失 ふと 云 ふやうな 現況で 
あります が 故に、 此 改正の 必要を ^ むる ので ありま 
す>  それから 第 十六條 に 恩給 請求 期間と 官吏 扶助 法 
請求 期間と が 違つ て 居る のであります、 即ち 官吏は 
恩給を 受く べき 事由が 生じて 以来、 七箇 年間は 恩給 
請求權 を 有つ て 居る •然るに 遺族扶助 法の 第 十二 條 
に 於て 其 請求 期間を 三箇 年と 短縮 致して 居りまして 
是が兩 立 致さない ので 之 も 一致 させなければ ならぬ 
と考 へる 點で あります， それから 尙ほ 十六 條に 改正 
を加へたいのほ、現行法に於ては官史恩铪法の舘十 
六條 には 先刻 申 上げた 通り、 官吏が 恩給 機の 事由の 
發 生した 時分に、 之を 七箇 年内に 請求し なければ 其 
權 利を 失 ふと 云 ふこと になつ て 居りまして， 其官史 
は 在職 中 或は 又 一時官 を辭 して 再び 官に就 いて， 在 
官 中と 雖も 何れにせょ •七 缶 經過 すれば •其 人は 恩 
給の權 利を 失 ふので ありまして、 是は 非常に 誤解を 
生じて 居る、 實は 私は 此 問題の 爲 めに 之を 提出す る 
励 機に なつた のであります •一  體官 11! の 在職に して 
居る、 若く は 在職して 一旦 其 職を 龍め て尙ほ 在職 中 
と 云 ふ ものに 於て は、 恩給は 請求せ ざる も、 恩給は 
繼纘 する ものと 思つ て 居つ た、 何故ならば 職に 就い 
て 居る 間は 恩給は 吳れ るので ない， 罷めた 場合に 初 
めて 恩給は 吳れ るので あるが 故に、 在官 中け 請求 攛 
は 停 JI-. されて 居る ものであるが、 斯う 思つ て 居つ た 
恩給の 支給を 停止す ると 同時に、 請求 糊を 停止す る 
ものと 斯う 思 ふた、 然るに 左 _ にあらず して、 法律 
は 七 年の 間に 所謂 請求を 停止せば， 在官して 居る と 
否と に拘ら ず、 總て随 利を 失 ふこと になつ て 居り ま 
すが 故に、 實際に 於て 實に氣 の 毒に 堪へな い 者が あ 
る， 私の 知つ て 居る 者が 官吏と して 十五 年に 三 箇月 
と 云 ふ 其 期限に 達した 時に 病氣で 辭 して、 さう して 
滿 一年の 間に 病氣が 癒つ て 再び , t. 吏に なつた， 恩給 
の 時期に 達して 居る が、 在職 中で ある、 在職 中で あ 
る 故に 恩給は 支給され ぬので あるから、 請求 權は停 
めて 宜いと 思って、 在職して 居る 間に 七 年間は 過ぎ 
去つ てし まつた、 此人は 恩給 鼎を 失つ たので ありま 
す、® に氣の 毒で ある、 然も 二十 七 年 四 箇月 國家の 


爲めに 奉公した 人であります が、 是 は 如何にも W つ 
たと 云 ふ 事で あるから， 私が 調べて 見る と琪窗 いけ 
ない、 之を 段々 恩給 局長に 就て 調べて 見る と 全國此 
厄難に 遇 ふて 居る 者が 幾多 在る のでありまして* 如 
何にも 恩給を 停止され て 居る •請求 權を停 止されて ■ 

居る やうに 考 へて. 之を 出さな かつた と 云 ふこと が 
幾多 ある •然ら ぱ是は どうしても 救濟 する もので あ 
つて、 恩給 支給が 停止され て 居る が 故に、® 利 も 亦 
停止され て 居る と 云 ふこと ほ 强ち 無理で ないから し 
て、 此七年 と 云 ふことの 制限には 一つ條 項を 加へ た 
い、 乃ち 之に 就て は 前 ? ri の 期間 內に 再び 官に 就き 滿 
一年 以上 在官した る 者に 付て は 其の 退官の 時ょり 前 
項の 規定を 適用す、 と 云 ふこと にして 之を 救濟 した 
い、 尙ほ 此の 事は 咄今中 上げた 通り、 社 會に實 際此 
の 厄難に 遭うた 人が 幾多 あると 云 ふこと を 見ます れ 
ば、； たび 此の 改正案に して 政府が 提出され る 以上 
は、 是等不 幸 者に 向つ ては、 此の 恩典を 溯らせ まし 
て、 而 して 旣 に失權 して 居る 者に も、 此同 一事 情の 
者に ほ 之れ を 復活せ しむる と 云 ふこと に 致したい と 
云 ふの が •此の 趣意に なつて 居る のであります、 先 
づ大體 の 趣意は 右樣 のこと で ございまして， 之れ を 
應 用して 參 ります ゎぱ 、乃ち 軍人恩給 法、 市町村 立 
小 學校敎 員 退隱料 及 ia 族 扶助料 法、 それから 府縣立 
師範 學 校長 俸給 並 公立 學校職 員 退隱料 及 m' 族 扶助料 
法、 巡査 看守 is 隱料及 遺族扶助 料 法、 朝鮮に 於け る 
學校 職員に して 國 庫ょり 俸給の 支給を 受けさる 文官 
判 任 以上の 者の 退 隱料及 遺族扶助 料に 關する 法律， 
臺 _ に 在勤す る 地方税 支辨の 俸給を 受 くる 文官 判 任 
以上の 學校 職員 退隱料 及 ji'i 族 扶助料に 關 する 法律， 
樺 太 廳立小 學校敎 員 退隱料 及 ja 族 扶助料に 關する 
法律と 云 ふが 如き、 是れ 等關聯 したる ものが 皆此に 
幾多の 改正を 致さなければ ならない、 尙 11 官吏 恩給 
法 中に 於いても、 私の 爰に申 上げざる 點に 於て •ま 
だ 改正を 致すべき 餘地 甚だ 少なから ざる もの ありと 
認めます るが 故に、 之を 政府が 速に 調査を 致して， 
而 して此 不幸なる 官吏を 救濟 する の 改正案を 速に 提 
出される ことを 望む のであります (拍手 起る) 

0 岩 崎 動 君 本案 li 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 付 
託せられん ことを ^ みます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 岩 崎 君 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

1 i 九 


钉史 恩給 法 及 之に關 聯する 諸 規程の 改正に 關する 建識案 


院菝衆 符蕺忒 帝 回一 十四 第 


松 戶 强 等 :, 0 ® 學 校移资 に 铖する 雄 溝 案  水 產敎育 機 晃攒張 に關 する 雄猫 案 


0 副® 長 广價田國松君)御異遒が無ければ_逄の如 
く 決しました、 日程 第二 - 1- I 、 松戶 高等 圈戥學 校 移 
符に關 する 建遨案 —— 吉 柿 [£ 二郞 君。 

第二 十 I  松戶高 等 [a 藝學校 移管に 關する 
建_案广吉柿庄|郎君外九名提 
出〕 

松 戸高 等闽 藝學校 移管に 關する 建 譏 
松戶 高等 園题吊 校を 文部省 所 , ff に 移し 國费を 以て 
該校 設立の 目的を 完成せられ むこと を 琛 む 
右 建 謎す 

〔吉楠 庄 一郎 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇吉槠 庄一 郎君 本案は T 度是で 私は 三回 提出 致し 

ま， 5 - 三回 目の 提案で ございます、 此松戶 園藝學 

校の 事に 付きまして は、 前 M 回と も 本院を 大多數 に 

て 通過 致して 居りまして、 其 都度 政府 も 之に 賛成を 

表明 致して 居りました， 其 結果、 昨年の 豫算に 於き 

ましては文部省豫算の中に - 直ちに 移管す る こと 

ほ 闲 難で あるが、 先づ 以て 補助し やぅと 云 ふこと で 

多分 六 千 圆程と 存じました が、 文部省の 補助费 の 中 

で 之を 補助され て 居ります、 本年の 51 算の 中に も是 

は 編入され て 居つ て、 旣に其 豫算は 當院を 通過し， 

尙ほ 本日 貴族院を 通過した 謅で あります、 併し 吾々 

の 提出 致して 居ります 趣意は、 一部 補助に あらず し 

て、 千葉縣 立の 此學 校を 文部省の 所管に 移して、 國 

费を 以て 當然 經營 すべき ものな りと 云 ふ 意見を 持つ 

て 居る のであります、 政府 も 趣意に 於て は 賛成 致し 

て 居る のであります るが、 财 政の 都合で 常に 是が引 

張られて •漸く 随 かの 補助金を 昨年ょり 出して K ふ 

と 云 ふこと になつ て 居ります、 此學 校は 日本には 唯 

一の 學 校であります —— 高等の 園藝を 專門に 敎授す 

る處は 日本に 唯一つ である、 此學 校を 旣に卒 菜 致 L 

たる 者が 二百數 十 名、 約 三百 名 近くの 者に なつて 居 

りまして、 縣が此 學校を 描へ てから-約 十 年間 縣费 

を 以て 之を茭 辨 して 居ります •最初は 經常 费 年額 一 

萬 八 千 圓の もので ありました が、 段々 設備を 加へ、 

生徒の 殖える に從つ て、 今は 三 萬 五六 千 圓 の縣费 を 

之に 投じて 居ります ，此學 校を 卒業した る 生徒は ど 

う 云 ふこと になつ て 居る かと 申します と、 是は 全國 

に 分布され て 居ります、 入學す る 生徒 も 千 葉 縣松戶 

に舉 校は 在ります が、 此學 科の 性質 上、 全國 から 入 

顯致 します 生徒の 比例を 申します ると、 千 葉 縣に在 


锫の 者が 三分の 一 弱であります •即ち 十分の 六 七と 
云 ふ 者は 全 國 から 集まる 所の 學生 であります、 而し 
て 卒業した る 所の 者が 各 府縣に 分 @H されまして、 或 
は S 事 試 驗 所の 技師と なり >  或は 地方 簡易 農學 校の 
敎諭 となり、 さう 云 ふ 若が 最も 缺乏 致して 居ります 
からして、 凡て さう 云 ふ 方面に 使つて 居ります、 到 
る處の 諸縣に 於て 此學 校から 出た る 卒業生が 大變に 
調法な ものに なつて 居りまして 其府縣 に 於け る 果樹 
ISI 藝と云 ふ ものに 就ての 進步 を、 常に 是ほ 促進し つ 
、あるので あります、 それで 御 承知の 如く 今日は 食 
糊の 問題が 八 釜 敷う ございます が、 日本の 副食物と 
して 主に 日本人の 食物に 供され て 居る ものが 植物で 
ある、 即ち 菜食 國民で ある* 此 采食國 民と して 主食 
の 米麥に 次く 所の ものが、 果實 蔬菜であります るが 
此果樹 蔬菜の 闹藝裁 培と 云 ふ 事に 就て 從來 多く 
研究され て 居らぬ、 是は此 菜食 國民 としては 實にど 
う も 不用意 千 萬であつた のであります が- •此學 校に 
依て 學理 を敎 へられ、 又 改良 進步の 方法を 授けられ 
た 所の 此 卒業生が、 备府縣 に 分配され て 今は 金國蔬 
菜 果樹と 云 ふ もの、 事業の 進步を 促しつ、 あると 云 
ふ 事は、 國家 に對 しても 貢 ® する 所 決して 小で ない 
と 思 ふ 斯う 云 ふ 性質の ものが 何故に 千 葉縣で やつた 
かそん な ものは 初から 國でや れば 宜しい、 何故に 千 
葉縣で 之を やつた ので あるか、 やつた のが 惡いぢ や 
ないかと 云 ふ 斯う 云 ふ 議論が 出るなら ば、 是は{ 是に 
潜 越の 沙汰であります， 去りながら 千 葉縣も 蔬菜の 
裁 培地と しては 東京に 近接して 居りまして、 蔬菜 果 
樹が千 葉 縣の產 業の 一つであります、 そこで 縣の當 
局が 之を 計® して、 縣會も 之に 賛助を してやつ たの 

であります、 然るに 最初は 一 萬 四 五 千 圓の經 費で 足 

ると 思つ たのが、 段々 增加 致しまして 三 萬 七 八千圓 

乃至 四 萬圓 、尙ほ 改良 すれば もう 少し 要る と 云 ふこ 

とに なつて 參 りました* 而 して 縣下 から 僅に 三分の 

一以 內の學 生し か 入つ て 居ない、 而も 其惠は 全國が 

之を 享け るので ある‘ 千 葉 縣會で は 之を 永久に 持つ 

て參 ると 云 ふこと に 付て は、 段々 に 異論が 起つ て參 

りまして >  年々 縣 ir は 之を 文部省に 移管して K ひた 

ひと 云 ふので、 黨 派の 異同を 間は ずして、 常に 全會 

一致を 以て 縣會 は此 決議を 致して、 其 請願は 縣會ょ 

り 常 局に も 始終 其 都度 提 m されて あるので あります 

玆に W つた 事を 生じました の if 阼 年の 縣會に 於て 

— 昨年 末の 縣會に 於き まして、 どうも 五 千 圓や六 


千 [01 の 補助金で |£ やり切れない、 今に 政府が やつて 
吳れる だら う、 建漭 案を 提出して から、 旣に 本年で 
六 七 年を 粹過 して 居る、 建議案が 委員 會を 通 過して 
政府 も 同意を 唱へて 居る ので ある、 今に 財政 0 都合 
が 付いたなら •は， 是ほ當 然ど うに かして 吳れ るで あ 
らうと 思 ふ、 樂しみ に 致して 居つ たのであります が 
それが どうしても 随に五 千圓そ こ. b* の 補助金と 云 ふ 
ことにな つて 參 りました から、 其 位の 事で (3; 到底 縣 
が 負 擔に堪 へない、 段々 縣費 も增 加して 參 ります か 
ら 、負擔 に堪へ ない と 云 ふこと から、 昨年 秋の 縣會 
に 於て は、 廢 校の 事に 一致した ので ある、 さう して 
縣 知事に 向つて、 此豫算 は 通過せ しむる けれども， 
條 件を 附けた 、即ち 若し 政府が 之を 移管して やつて 
吳れ ると 云 ふ 事になる ならば 宜いが 、さもな くん (t: 
廢 校の 外は ない、 さう して 縣だ けの 人々 が 其恩惠 に 
浴すべき 簡易 農學 校な り •甲種 農學 校の 如き ものに 
して、 豫算の 組 變を して 出す と 云 ふこと を、 滿 場の 
一致の 決議を 以て 此の 豫算を 縣會は 通過 致して 居り 
ます、 即ち 條件附 決議に なつて 居ります >  此 に 於て 
知事 も 何とか 此處 分を しな けれは ならない、 斯う 云 
ふ 破目に なつて 居ります、 それで 今日 入學 して 居る 
學生は 、非常に 憂慮して、 學校が 溃れる 事になる の 
であるか、 其 儘 持つ ので あるか" さう 一 K ふ 事に 付て 
非常に 心配す るから、 學問も 手に 著かない、 又 今は 
丁度 學 生の 募集 期に 當つて 居ります けれども， 募讓 
すると 云うても. 今 潰れる 學 校に 誰も 入らう と 云 ふ 
者は ない、 殆ど 現在の 學生か 方向に 迷つ て 居る のみ 
ならず、 將に 進んで 斯の如 き 敎 育を 受けん と ゴる學 
生 も、 方向に 迷つ て 居る と 云ふ狀 態で ある、 それで 
旣に縣 の 方では 此學 校の 敷地の 加き も 百 四十 五町 步 
を 持つ て 居りまして、 色々 の 試 驗場も 其 中に 出來て 
居りまして、 相當 設備には 金が 掛 つて 居ります が、 
其 敷地 も 設備 も ■學校 全部を 擧 げて國 家に 蹴納 致す 
から、 之を 國に 於て 經營 して * ひたいと 云 ふので あ 
り ま 丁、 是ほど うしても 此 場合に 速に 政府の 方針を 
決して 貰 ひませ ぬければ 、来年の 四月までは 長算が 
兎に角 條件附 でも 何でも 此學 校を 經營 する だけの 經 
費 ほ 通過 致して 居ります から、 来年の 年度 代りまで 
は此學 校の 存續と 云 ふことは、 幸に 知事の 配慮に 依 
つて IJI 來て 居ります が、 それから 先と 云 ふ もの (5; ど 
うなる 事 やら 分らない と 云 ふやうな 事に なつて 居り 
まして、 殆ど 是は 迷惑 千 萬な 事に なつて 居ります、 


_  1 二 六 〇 

斯う 云 ふ 譯柄 になつ て 居ります 〇 で** 非 ^ パ G (:; 
同情に 0>F へて、 海® 成を 仰いで •是非 是は® に 政府； 
が 昨年度に 於ても、 本年度に 於ても、 是は へ .,. 1 K !,, •り 
しなければ ならぬ と 云 ふ 趣 总の 一 端と して f!n 助が 出 
て 居る のであります、 永久に 是は縣 が やるべき もの 
であつて、 唯々 國が かの 補助を しやう と 云 ふ もの 
ではなく して、 總て是 までの 内閣 も & は ® で やる が 
相當な 〇、 相當で あるが 財政の 都合 •か 之を 許さぬ も 
の だから、 }) § ろな くどう か 財政の 餘裕が 付いたなら 
ばと 云 ふので、 ffi か 五 千 01 か 六 千 II の 補助が 出る や 
うにな つたので ある、 此經 過に 徴して 以て 見ても、 
今更 起つ た 間 題では ない のであります、 又 政府の 釕 
思を 翻 さう と 云 ふので もない、 是は國 家 金 fis の 上 か 
ら云 へば 僅か 三 四 萬 圆の事 であります、 併ながら 我 
國に於ける家亊阑题の敎育と致しましては，唯一の 
日本 屮 他に 一 も 無い 學校で ある、 此處 までに 縣が十 
年 以上 も 金を 掛けて、 賴まれ もせぬ ? Jf を やつて 來た 
と 云 ふ 事に 付て は、 國 としても 相 當に考 へて やつて 
貰は なければ ならぬ、 決して 吾々 は m 校を 分 拙らん 
と 欲する とか、 どうし やうと 云 ふ 事では なく、 又 唯 
今 思 ひ 付いた 事で も ありませ ぬ、 是は 5® 際と しても 
國でや つて 莨は なければ ならぬ 事柄に なつて 居る の 
であります、 千 葉縣に 於て は 谷 派の 代 懿士も 總て一 
致して 居ります、 縣會 議員 も 金 部 一致して 居 〇 ます 
此 問題の 爲 めに 始終 頭を惱 まして 居ります ので、 何 
卒是を 諒察 下す つて、 滿 場の 御 賛成を 煜て •政府 事 
業と して 速に * 行させる やうに 御援 WJ を 仰ぐ 次第で 
あります、 巨細の 事は 委員 會に 於て 申 上げます。 

0 岩 崎 Ml 君 本案は 音 樂學校 設置に 關する 建談 案の 
委員に 併せて 付託せられ ん ことを 菌み ます。 

〔「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 岩 崎 君の 励 翳に 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御異鹩 がなければ 音樂學 校 
設置に 關する 建議案の 委員に 併せて 付託す る ことに 
決します ！ 日程 第二 十二、 水 產敎宵 機關擗 張に 關 
する 建 il 案を 議題と 致します I 關矢儀 八 郎君。 

第二 十二 水 產 敎育機 關擗 張に 關す る® 議 
案 (關矢 儀 八 郎君 外 二 名 提出〕 

水 產敎育 機關撾 張に 關 する 建靆 
我 か 國に 於け る水產 事業は 年 一年に is 展し随 て 水 
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產 上の 學問 技術 ある ものを 嬰 求す る將た 多き に 3S 
れ〇然 るに 之 か需 に聰 する 人材 極めて 乏しく 常 業 
渚の is 憾と する 所たり 故に 之 か敎育 機 關を擷 張し 
て 人物を 莢 成す るは 蓋 常 面の 急務た るを 認む 依て 
先つ 左の 方法を 講せら れむ ことを 湧む 
一 現在の 水產講 習 所を！！ 張して 生徒の 收袢力 を 
咐 如す る こと 

二竹府陴に勸獎して屮级程度の水產舉校を起す 
こと 
右 5S 謎す 

【關矢 诮八郎 对 登 增〕 

〇閱 矢谘 八郞舒 本案 速 議の大 嬰を 厢棋に 述べます 
木 案は ® きに 日本 全 ® 水 鹿 組合 大會に 於き まして 要 
溪 したる 所の 一事 項でありまして、 即ち 吾々 も 之に 

nrl s したる もので あつて、 是は 全阈 の當 業者の 聲で 

あるので あります、 御 案内の 通り 水 產敎育 と 云 ふ 方 

で 13: 是 まで餘 〇學 問の ある、 即ち？ 5 識ある ものを 耍 

さなかつ た、 別に 學荠即 ち 吊 識者を 要さない やうに 

考へ て！ e りました が、 最近 歐羅巴 の 大腿な どに 促さ 
れ まして 段々 日 木の 水產 Mg と 云 ふ ものが、 海外に 輸 
(1: される やうに なつた、 此に 於き まして どうしても 
學珂に te て 製造し なければ ならぬ と 云 ふ 事が， 水產 
菜 苦の 頭に 感じて 来たので あります、 斯様な 譯であ 

りまして  方面から 水產學 校 出の 人を 要求す る も 

のが 甚だ 多くな りました， 然るに 此敎 育を 受ける 所 

の 場所 及 其 卒業 奔と云 ふ ものが、 極めて DK 々たる も 

のであります‘ 御 案内の 通〇大 m 校に もあります、 

北海道の 段 科の 方に もあります けれども、 極めて fl 

々たる もので 五名 か 十 名の 卒桀奔 を 見る 位の ことに 

なつて 居る、 それから 又 m- 京に 在ります 水產講 習 所 

の 方 も、 M に 生徒の 收抨 力は 八十 名に 過ぎない ので 

あります、 是亦 卒業 ? f を (J5 します こと CE に 三 十 名 か 

三十 五名し か 出して 居らぬ のであります， 斯様な _ 

で 需用と 供給が 莊だ 均衡を 失して 居る のであります 

から 玆に 一の 案を 立てた のであります、 それは 色々 

の 希 !?! もあります けれども 兎に角 喵 今の 水產講 習 所 

を 撾張 致しまして-生徒の 收界力 を 倍加す ると 云 ふ 

こと if® めて ^ 濟的で あり、 極めて R 地に 適應し 

たる 方法で あらう と 云 ふ ? Jf に 決定した 次第で ありま 

す •是が 钫 一の 方法であります、 第二は 一體此 水產 

講習 所な り、 又は 大學の 方に 入る 人の 少ない と 云 ふ 

ことは、 文部省 あたりでは 赴は 其 希 菌者が 無い ので 


あると 云 ふやうな 話 もあります る けれども、 さう で 
なくて、 此一體 に 水產敎 育を 受けた る 人が 無い から 
して •自然と M 所に 人る 者が 少ない のであります、 
其 01 由に 依りまして、 どうしても 府 縣に獎 勵 を 致し 
まして、 中學 程度の 水 ii 學校を 起さなければ ならぬ 
のであります、 E 下の 所 日 木金 國に漸 く 北海道、 巖 
手， 宮城 •新 潟、 福 井に 中學 程度の 水產學 校と 云 ふ 
ものが 六 校し かないので あります、 而 して 其 卒業 者 
は 漸く 西 十數 名を數 ふるに 過ぎない のであります、 
左 樣な事 であります から 其 上の 學校 がありまして も 
そこへ 入る だけの 力を 持つ て 尻る 荠が 無い から、 實 
は 上の 方の 機關が 振は ぬのであります、 此 故に 之を 
谷府縣 に ? 1 獎 致しまして、 必ずしも 谷 府縣の 者に 命 
じて 中 吊を 立つ る 杯 云 ふので ありませ ぬが、 餘〇慢 
然たる 中 學を澤 山 立つ て 岡く ことは、 御 案內の 通り 
屮學 生の 遣り場に W つて、 政府が 頭を 惱ま される 一 
つの 惡 るい 1® 向を 持つ て 居ります 故に、 水產の ある 
府縣 には 當局 者が 之に勸 興して、 中學 程度の ものを 
變更 する の も 一つの 策で ないか、 斯う 云 ふ 理由の 下 
に 谷 府縣に 勸獎 して ■成べ く 水 產の盛 なる 縣には 中 
學程 度の 水產學 校を 擴 張させる やうに して 戴きたい 
以上の 方法を 以て 此 今日の 最も 必要なる 所の 技術 家 
を 揮 山 供給して 載きたい と 云 ふ 趣旨であります、 宜 
しく どうぞ 賛成を 願 ひます。 

〇 岩 崎 fJJ i!- 本案は 前日 程と 同樣 、音樂 學校 設置に 
關する 建議案 外 一件の 委 M に 併せて 付託せられ んこ 
とを 望みます U 

〇 副議長 (濱 田阈松 君〕 岩 崎 君の 動 S に 御 異国は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱田 國松射 ) 御 異議が なけれ ぱ岩崎 君の 

動 謎の 如く 決します、 ^ にて 本日の 日程は 終り まし 

た、 次回の 議事 日程は 公報を 以て 御 通知を 申 上げ ま 

す、 本 H は是 にて 散 會 致します。 

午後 五 時 一一 十四 分散© 


0 大正 八 年 三月 二 十 B〔 木曜日) 

午後 一時 九分 開謅 

II 事 H 程 第二 十五 號 

第 I  朝鮮. 羥便鐵 道 補助 法案 第！ is 會 

第 II 右 議案の 蓉査 £• 付託す へき 委員の 選慇 


1 ?q 4 热 神— 格に 開す i li 案 (gp 
^ 提  一.  / 
出/ 

第 四 朝鮮 及 ■灣の 產米 増殖に 關 する® 議案 

へ 牧 山耕藏 君ン 
フ  f  卜 ^- is. ii y 

第五 1 改正に 關する 建一窠 (機 
nu  ^  J 
第 六 狩 野 川 改修に 關 する ®: il A fl 翻 诚 外) 

f  夢 1 政策に關する碌 1 &挪願此) 

第 A — T -H ま— に關 する 建 ii 窠 (哺綱 總 

Ji f - 

第九北满道 |§ |成に關| !1 11 案(辭綱略 
^ 出) 

第 十 發 @ 阁水利 權 の 法規 制定に 關 する 建議案 

へ 石 原 正太郞 君 一 
一外 I 名 提出 ) 

第 十 I  能 代， S, 所 川原 間鏺道 建設に 關する 建 

謅農 s sl i r 委 8 報吿り 

第 十！ 一 延 松鐵道速成に關する建 1« 3| (1號刚 

ll r 寶長馨 〕 二— 

第 十三 山 口 縣德山 港， を 特別 It 出入 港と 爲すの 

建_  (醜 雷 策) (養 長 報告〕 

第十 0 0山 ;!! 改&關す 5 建1(纖觸|^ 

_)  C 委： s： 長 報吿〕 

第 十五 水産 顧^^ 內に 淡水 科 特設に 關 する 建 
ii s (晒 - 7-:]| 欲 n)  C 委員長 報吿〕 

第 十六 水產粢 統 一 榇關 に關 する 建議案 

细赌咖 ：)  8 長報吿 5  If 

第 十七 -7JC 連 is; 行 設立に 關 する 建 ii 案  難 

に阶) C 委員長 報告) 

第 十八 c 特別 報吿第 百 五十 四號〕 葉 煙草 耕作 段 

别に戰 L 補償 贫交 付の if 願 (委員長 
報吿〕 

第 十九 (特別 報告 第 百 六十 三號 M 空 事 槊國庫 
補助の 請願 C 委員長 報告〕 

第一 一十 (特別 報 f-f 第 百 六十 四號〕 大任 村に 郵便 
局設 g の 請願 (委員長 報®) 

第一 一十一 (特別 報 報 吿第百 六十 五號〕 皆瀨 郵便 
局に橥 SB 並® 信 事務 開始の @ 願 (委 
員 長 報 传〕 

第 = 十 II ( 特別 報吿第 W 六十 六號〕 濱田 郵便局 
に® 信 事務 開始の 請願  (S 員 長 報 
吿) 


第一 一十 - (特別 報 ffi' f? ?-] i ハ 十七 號) 枝 幸 村 字音 

檁に 翮 便 局 新設の 諝願 (委 M 長 報 

S 

第 — 十四 (特別 報吿第 百 六十 八號 '吉： J.W 郡へ 12 

達する 小包 郵便物 遞送 線路 變更の is 

願 (委員長 報 $1〕 

第 |1十五 C 特別 報 吿第西 六十 九號 J 坂 上 郵便局 
と 幸 kf 郵便局との 間に il 送® 飴の is 
願 (委員長 報吿)  • 

第二 十六 (特別 報吿第 百 七十 號) 日本海 横斷航 
路を七 尾 港に 延長の gf 願 (委員長 
報吿) 

第 U 十七 (特別 報吿第 W 七十 一號〕 茅 沼に 無 第 
配 郵便 尚 設置の 諮 願 (委員長 報 吿ソ 
第 II 十八 C 特別 報 吿第百 七十 二 號東國 分 郵便 
局に 集 軺 輿 務開搏 の ii 鼬 (委員長 
報 街) 

第 二 十九 (特別 報告 第 百 七十 n 一號〕 中和 郵便局 

に篥配 事務 開始の 請關  ( §5 員 長 報 

吿 d 

第 H 十 (特別 報吿第 百 七十 四號〕 大崎村 字 大 
崎に 郵便局 B* 置の 誘 關  c 委 fi 長 報 
吿〕 

第 = 十一 (特別 報吿第 百 七十 五號〕 栗 太 M 郵便 

局に 集配 事務 開始の 騎願 (委 M 長 

報吿〕 

第三 十 II (特別報吿第百七十六號)山崎郵便局 

に 集配 事務 取扱 開始の Is 願 (委員 

長 報吿〕 

第三 十三 (特別 報告 第 百 七十 七號) 木 下 郵便 

局に 特設 電話 設置の 請願 (委員長 
報告) 

第三 十四 C 特別 報® 第 百 七十 八號〕 田 平 村に 無 
篥配 郵便局 設置の If 關 (委員長 報 
吿〕 

第三 十五 (特別 報 ff 第 西 七十 九號〕 膝 折 村に 郵 
便局設 a の 請願 ( 95 員畏 報吿) 

第三 十六 (特別 報齿第 百 八十 五號韻 川 村に 登 
IE 所 設置の Bl _  (委 員丧 報告〕 

第 ill 十七 (特別 報 街 第 百 八十 六號 X 舞 村 字 清 
水に 1? 記 所 設置の 請騮 ； 委員長 報 
齿) 
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二 六 二 


第三 十八 (特別 報 吿第百 八十 七號 野 春 村に 
登記所 設茜の 諝龆 e 委 a 長 報 齿〕 

第三 十九 (特別 報 佐 第 百 八十 八 3 T S 連 川 町 外 

1 1® 村 5 宇都 宮 E 裁判所 萑轄 に 望 更 

の is 願. 委員長 報告) 

第 四十 C 特別 報吿第 百 八十 九號〕 大野 村 大字 
黑野に 登記所 設笸の 請願 (禿 員 長 

報 G 

第 四十 I  (特別 報 街 第 W 九十 號〕 八 束、 川上、 

中和 1 li 村 中に 匿 裁判所 出張所 設 匿の 

諮 |?3 (委员長報吿〕 

第 四十 二 (特別 報 佐 第 百 九十 一號： 盲啞敎 育 令 
發布の 諝随外 十九 件 C 委員長 報吿 '一 
第 四十 三 (特別 報告 第 百 九十 二號〕 公立 盲啞學 

拉設 匿の 誘 願 外 十九 件 (委員長 報 

笆 

第 四十 四 (特別 報告 第 百 九十 三 號) ~ 陸 沿岸 缀 

道 敷設の 譜願外 三 件 (委員長 報吿) 

第 四十 五 (特別 報告 第 百 九十 四號〕 八 戸、 久慈 

間輕便 鐵道 延長の 讅 §  (委員長 報 

S 

第 四十 六 (特別 報告 第 百 九十 五 號〕 天鹽綈 速成 

の諝願(委員長報吿) 

第 四十 七 (特別 報 吿第百 九十 七號〕 弘 前 •田 代 

間輕 便鐵道 速成の 請願 (委員長 報 

吿} 

第 四十 八 (特別 報吿第 百 九十 八號 '天 鹽線 速成 

の 請願 (娄員 長 報告〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 諸般の 報齿 があります。 

〔原 田 W 記官朗 證〕 

一昨 十九 日 政府より 提 m せられた る 翳 案 左の 如し 

朝鮮 輕® 鐵适 補助 法案 

一 今 二十日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

北海道 拓殖 鐵道補 肋に 關 する 法律案 

一 去 十八 日 誘 員より 提出した る 議案 左の 如し 

農業 政策に 關 する 建 _ 案 

提出 渚  赤 間 嘉之吉 君 

陸軍下士卒礙遇に關する建識案 

提出者  高 田 耘平君 

北海道 拓殖％. 成に 關 する 建 _ 案 

提出者 寺 田省歸 君  東  武君 

中 西 六 三 郎君 


發 W ■用水 利 權の法 規制 定に關 する SI 遝案 
提出者 石 原 正 太 郎君  松并文 太 郎君 
一昨 十九 日 誘 員より 提出せられ たる 諮 案 左の 如し 
產業 組合 法 中 改正に 關 する 建議案 

提出者 內藤傅 祿君  堀 尾 茂 助 君 
褒業# 菔 業 法 中 改正に 關 する 建 調 案 

提出者 內藤傳 祿君  堀 尾 茂 肋 君 
一 今 二十日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 ® 左 
の 如し 

地方 稅制限 に關 する 再 質問 主意 書 

提出者  小 林 嘉平治 君 
一 去 十八 日 貴族院に 於て 本院の 浍付に 係る 左の 議 
案を 可決した る 旨！： 院 より 通牒を 受領せ り 
開 懇 助成 法案 (政府 提出〕 

大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 八 年度 谷特 
別會計 歳入歳出 豫算案 

豫 箅外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲 すを 要す 
る 件 

(第一 號臨時 軍事 费豫算 追加 案 
(第一 號〕 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
(追 第一 號 5 豫算 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 
爲すを 要する 件 

大麥 、小麥 及小麥 粉の 輸入税 減免に 關する 法律 
案 (政府 提出〕 

一 今 二十日 貴族院より 受領した る 政府 提出 案 左の 
如し 

餺肺法 中 改正 法律案 . 

一 今 二 十日 貴族院に 於て 本院の is 付に 係る 左の 議 
案を 可決した る 旨 同院 より 通牒を 受領せ り 
執達吏 規則 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

執達吏の 手數料 及 立 替金增 額に 關 する 法律案 

(政府 提出) 

利息 制限 法中改 JH 法律 率 ;'' 本院 提出〕 

煙草 專賣法 屮改正 法律案 C 本院 提出〕 

織物 消費税 法 中 改正 法律案 C 本院 提出〕 

一 今一 一十 日 貴族院に 於て 本院の 送付に 係る 左の 議 

案に 對し 第二 a 會を 開か さる ことを _ 決した る 

旨 同 院 より 通牒を 受領せ り 

未成年者 飲酒 肢締 法案 (本院 提出〕 

〔左の 報吿 は朗 讚を 經 さる も參照 のた め玆に 

揭馘 す〕 

一 去 十八 日 帝 國® 物 舵 完成に 關 する 建議案 委員 百 


11 淸治君 辭任に 付 其の 補闕 として 小 泉 策 太 郎君 
を 誘 長に 於て 選定せ 〇 

一昨十九日外客の招致及待遇に關する纽蕺案外一 
件委 M 赤 尾彥作 君、 澤 來太郞 君 辭 住に W 共の 補 
闕と して 隅田费 吉 君、 八 木 逸郎 君を， 刑 34P 訴訟 
法屮 改正 法律案 外 二 件 委員 井島 義雄 君辭 住に 付 
其の 補 闕 として 前 田米賊 君を， 明治 三十 四 年 法 
律 第三 十號屮 改正 法律案 委員 磯部 尙君辭 任に 付 
其の 補闕 として 河 上哲太 君を 孰れ も 誘 長に 於て 
選定せ 〇 

一 今 二十日 3i 京 市に 關する 法律案 委員 秋 本 喜 七 君 
辭 任に 付 其の 補闕 として 漆昌趿 君を 議長に 於て 
選定せ り 

一 去 十八 日辭 任した る 常任委員 左の 如し 
第三 部 選出 豫算 委員  山 田 珠一君 

一昨 十九 日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 
第三 部 

豫算委 貴 高 田 耘平君 C 山 田 珠一君 補闕〕 

一昨 十九 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 加し 
大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法饼案 委員 
委員長  松 浦 五兵 衞君 
理事  松 田 三德君 
度量衡 法 中 改正 法律案 委員 

委員長  齋藤 安雄 君 
理事  臼 ■田 久內君 
醫師法 中 改正 法律案 委員 

委員長  八 木 逸郞君 
理事  中村靜 興 君 
明治 三十 四 年 法律 第 11 一十 號中 改正 法律案 委員 
委員長  三輪 市 太 郎君 
理事  堀 尾 茂 助 君 
朝鮮 西岸 谷 港と 大阪 •横 濱間並 仁 川と 靑. 3 r 上 
海 間に 定期 航路 開始に 關する 建議案 委員 
委員長  渡 邊祐策 君 
理事  牧山 耕藏君 
小 @兒童口 腔衞生 施設に 關 する 建議案 2a 員 
委員長  佃  安之 丞君 
理事  赤 間 嘉之吉 君 
東北 本線 安達 驛又は 松川驛 、川 俣 町 間 輕便鐵 道 
建設に 關 する 建議案 外 二 件 委員 

委員長  高 岡 唯一 郎君 
理事  近 藤 達兒君 


愛媛縣今治港開港に關する纽邊案 -:§ :3 

委員長  政昆 锃吉君 
理琪  河上哲 太 対 
K 生 川、 加 茂 間 輕 便 銥适 ffi 設に關 する Ifi 沼 案 ii 
員 

委員長  井上© 之 助 a 
理事  度邊昭 君 
官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規程 G 改正に 關す 
る纽議 築 委員 

委員長  锴藤硅 次 君 
理事  小川鄕 太郎赵 
一昨 十九 日现事 補 闕選舉 の 結果 左の 如し 
趦務省 新設に 關する 建潢 案委 a 

理事® 尾 茂 助 君 (上田 彌兵衙 封 補闕〕 
一昨 十九 日 衆® 院规 則筘 十 ? .* 條 {[1 ©に依0謎長に 
於て 讁席を 左の 如く 指定せ 〇 

二 一三  大岛 宇吉 君 
〇 翳 長 (大岡 育造 君〕 是 ょり# _を 開きます、 御 諮 
り 申す® があります、 第 七部遝 出豫 3?. 委員® 设陳平 
君、 第 四 部 選出豫 算 委員 磯部 尙 君、 第 八 部 51 出矜 a;c 
委員 元 田 K 君、 右 常任委員 辭 任の 申出が あります、 
許可す るに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 諉長 c 大岡 育造 君〕 御 -®- 議 無ければ 許可いた しま 
す、 最早 會期も 切迫して 居ります から、 即刻 補 IW 選 
擧を行 ひ 御 屈 あらん ことを 希望いた します、 日程… 
〇 三 木 武吉君 議長。 

〇 諉 長 (大岡 育造 君〕 三 木 君、 何です か。 

〇 三 木武吉 君 翳 班の 進行に 關し緊 急 励 調が ありま 
す、 本日の 旣定 日に 入る に 先たち まして、 國民 多數 
の 與り腿 かんと 欲する 講和 會 識の經 過、 西们利 •  X 
那 ，並に 南洋 占領地に 關 する 外交の 經過を •我 您小 
寺謙吉 君の 名に 依つ て 質問を 爲 すべく 提出を 致した 
いので ございます 、日程を 變更 して 直ちに 上程せ ら 
れんこと を ^ みます。 

〇 誘 長 C 大岡 育造 君) 今日は 總理 大臣 ほ 出席が 111 來 
ぬ さぅ であります が、 それでも 宜しぅ ございます か 
〇三 木 武吉釘 甚だ is 憾でご ざいます けれども、 總 
理 大臣の 答 辯は 最近の 後日に 期しまして、 資問演 說 
だけを 直ちに 許されん ことを 希韹致 します。 

0_長 (大岡 育造 君〕 議事 日程を 變更 して 質問を 致 
したいと 云 ふ、 喵今御 聴の 通り 111 木 君から 励 蕺 が m 
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ましたが、 許可す るに 御 興 議はあ り ませぬ か。 

〇 岩 崎 動 討 日程 變更の 動 譏に 饩成致 します。 
〇閼長 (大岡 育 is 君) 御異謎 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異 謎が 無ければ rF 可 致し ま 

す、 小 赤 謙吉君 。 _ _ 

外交に 關す る ! Ml 急！：！： 問 
〔小 砟 謙 r'f 君 登 捎 J 
〔拍手 起る J 

0小乔謙吉君謡和钤.：.：|も3下進行中でございます 
が， 政府は 今日に 至る まで •未だ 其の 經過及 政府の 
方針に 於き まして， 何等 國民 を滿足 せし むる •又 今 
日國 民が 懷 いて 居ります 所の、 不安を. 収去る 手段を 
せられない ので あるか、 去る 一月 二十 一日に 政府は 

方針を 述べられ、 又 S 紹き 緊急 問題と 致して 吾々 同 

志を 代表して、 武富 君が 二月 四 H に , 3 問を され まし 

たが •それに 就きましても 亦 政府は、 巴 里 講和 會議 

の 申 合、 或は ことを 外交の 祕 1 e に藉 られ 、滿 足なる 

答 辯を せられな かつた のであります、 最早 會期も 切 

迫 致しまして、 問題は 緊急であります、 又國 民に 大 

關係を 有する 問題であります、 今日は ia 憾なが ら總 

理大 15 は 御 出席が 無い さう であります るが、 問題が 

m 大で あります、 又 緊急で ある、 最：： ！- 會期は 琺らも 

無い のであります から、 此の 場合に 質問を 致し まし 

て、 其の 答 辯は、 成べ く 迅速に 答 辯を® したいと 思 

ふので あります •唯今 H 問を 致さん とすると ころの 

問 朝は、 大體を 申 上げます ると、 國際 聯盟に 關 する 

人 T-R の W 遇 間 閥、 151 際 聯盟と 日英！ 2盟 協約の 問題、 

又 南洋諸島に 閱する 問題、 國際勞 _間 題 •及 講和 豫 

簡會 _に 於け る 支那 委員の 鹿 度 •及 日本 委員の 態度 

に 就き W 問を 致したい と 思 ふので あります、 又 西 伯 

利 出兵 問 Is 、 此の 前途は 如何になる ので あらう か、 

又 政府 •か 期待せられ ましたと ころの 支那 和平 統一 問 

題、 是も 今日は 莊だ 行惱の やうに なりまして •政府 

が宣 明せられ たると ころの 御 轭 S は、 全く ® 底 致し 

て 居らない やうに 見受ける ので あ 〇 ます、 是れ 等に 

就きまして、 漸次 項目を 分ち て 質問を 致したい と 思 

ふので あります、 先づ 第一に 人 柿 待遇 問題 であり ま 

する が、！ S! 國際 聯盟 上人 稲の 待遇に 關し 、政府は 

如何なる 柿 類の 提謎 を 〇 せり や、 lit 事迓 如何、 第二 

に 政府は 一 且 抱 SS せんと 決心した る 以上 ほ、 飽まで 

も是が 貫 ffi を 期す るの 確信 あり や、 第三に 右 提議に 
外交に 關する 小 寺 謙 吉の皙 問 演說 


先だって、 政府は 英米！！ 國の如 き 特殊の 關係 ある 政 
府と 、预め 隔意な き 協 猫を 遂げて、 遺憾な き 操 備行 
励を 肢〇 しや 否や、 人 稲 侍 遇 間 題に 就きましては、 
政府は 此內閣 を 組織せられ てから 以来、 一定の 案が 
無 かつた やうであります， 唯々 國論が 此 問題に 就き 
まして 騷然 として 起る に會 ひ、 忽ち lit 國論 に lilri 聰せ 
んが爲 めに •何等かの 案を 講ぜられた やうで ありま 
す、 尤も 國際 聯盟 案が 成立す る 以上は、 日本人が 世 
界に 於け る聯介 與國 として、 ? T 大强國 の 中に 入つ て 
居る •又 一定の 文化の 程度の 進んだ 國民で ある、 此 
者が 他の PH 大强國 の國民 と 同一の 特權を 有し、 待遇 
を 受ける に 到る ことを 留む のは、 國民 一般が 非常に 
期 侍し rr る點 であります、 殊に 今日 政府 側で 頻りに 
申される 所に 依 ります ると、 人種 羞別撤 臌の議 を提 
唱 して， 其 主張を 貫徹せ ん とする 志が ある さう であ 
る、 或は 又人稱 差別は 申さない が、 門戶 開放を 主張 
する考 である、 兎に角 政府の Itfc 問題に 對 せられる 名 
R は 何れと 致しましても、 何等か 玆に 一種の 提案を 
爲さん と 云 ふこと を 考 へられて 居る ことは 事實で あ 
ります、 我 講和 委員の 牧野 男は、 二 月 十三 日 巴 里の 
電報に te ります ると， 講和 全權 委員の 懇話 會の席 上 
に 於て、 ® 際 聯盟を 爲す 以上は、 移民 條項に 入 種 的 
の 差別を 設ける ことを 得ない と 云 ふ 事を、 規定を し 
たいと 云 ふこと を 述べられた ので ありました、 所が 
何者 も 之に ほ 賛成し なかつ たと 云ふ狀 態で ある、 事 
實を 承ります ると、 米國 大統領 「ゥヰ ル ソン」 は、 
主義と して 習 成の 意を. 漏した、 又英國 外相 r ハル フ 
ォ ー ァ. 一 君は、 此提 蕺 は 驻だ 成立に 闲難な るを 說い 
たと 云 ふこと である* 又 佛國の 「クレマン ソ ！」 君 
は* 同じく 闲 _ なること を 說いた と 云 ふこと であり 

ます、 さう します ると、 此人種 問題 ほどうな つて 居 

るので あるか •成程 政府は 仰し やる かも 知れぬ、 牧 

野 W の 非公式の 席の 言葉で ある、 政府は 之に對 して 

は 何も 責任 {3: 無い ので ある、 公式の fr 合で ない ので 

あると 斯う 仰つ しやる かも 知れ ませぬ が、 一 體全權 

委員なる 者は、 何れに 於て 發 言され て も、 それ ほ Ax 

も 11: さず 公開の席た ると 私の 席た ると を 問は ず* 帝 

國の 政府を 代表し •國民 を 代表した る 意義に 歸 著す 

るので あります、 然るに 講和 委員は、 唯々 賛成者が 

無 かつた から、 之を 將來に 保留す ると 云 ふ 一語を 殘 

して 其 席は 終つ たと 云 ふことは、 實際 如何なる 事で 

あるか、 政府 ほ 初めから 徹底的に 是が 目的を 達する 


と 云 ふ 御 考は無 かつた ので あるか、 又實際 承ります 
ると、 人種差別 撤踱 ではない、 門戶 開放 主義を 言 ふ 
ので ある， 成程 ja 近の 米國の 電報を 見ます ると、 石 
井 大使は 人稱 差別 撤廢を 主張せられ た、 併ながら 勞 
働 問題 或は 称 民 問題とは 沒交涉 の 事で ある、 斯う 云 
ふ 無 旨の 御演說 であつ たやう である、 之に 就き まし 
て も、 米國に 於て は 甚だ 議論が 多い ので ある、 又內 
地に 於て {3; 如何であります か、 新聞紙の 傳 ふる 所に 
依れば、 旣に 人種差別 •此 問題に 就て は 何 所まで も 
開放 主義に 依る、 之を 講和 會 翳の 議題と すると 云 ふ 
決心を 以て、 政府は 十五 日 西 園 寺 侯に 電報を 發 して 
さう して 協商 與國と 隔意ない 交渉を 遂げる 努力 中で 
ある •此 事業は 實際 でございまする か， 單に 風說に 
止まります るか、 之を 穿 Is する 必耍は ございませぬ 
が、 兎も角も 政府 ほ 此 問題に 就て >  何等かの 解決を 
したいと 云ふ考 は ある やうで ある、 唯々 初には 漫然 
と？ 1 民條項 に 差別 的 待遇を 規定す ると 云 ふことは、 
不可で あると 云 ふこと を 言つ て a きながら 、今日 ! 3: 
移民 條項 とは 沒 交渉で ある、 さう して 門戸 解放 主義 
の 下に 人種 待遇を 迫る ので ある、 さう すると 政府は 
初めから 一定の 考が 無くして 唯々 事に 臨んで 一つの 
說を出 し、 又 それが 破れれば 復た 他の 意見を 出して 
居る， 講和 會議の 如き m 大な る會 _ に 於て" 斯の如 
き _卒 なる 不徹底なる 所の 考を 以て、 帝國の 主張が 
貫徹 さるる と 云 ふ 事は、 吾々 は 信ぜん と微 しても 信 
じ 得ざる ものであります、 一體此 交渉を 開いて 聯盟 
案を 作る 會 S に 於て， 其 一 箇临に 入れん とするなら 
ば、 初めょり 最も 關 係の 多い 所の 英國 或は 米 國と隔 
意な き 交渉を 遂げて、 さう して 其 承諾を 锝て 、さう 
して 之を 國議に 出して 多數の 賛成を 煜 て* さう して 
成立す ると 云 ふだけ の 見込が 立たなければ ならぬ、 
政府は 是だ けの 準備 行爲を 手落ちな くやら れた ので 
あるか どうか、 牧野 男が 顏話會 の 席上で 發言 すると 
それが H ぐ 3V. 消へ になつ てし まう •さう 云 ふやうな 
事では、 迚も 遺憾な き 折衝が あつたと 云 ふことは、 
吾々 は 見る ことは 出來な いもので ある、 殊に 此 移民 
問題、 人種問題、 之を 提供す るに 至ります と 米國が 
反對 すると 云 ふことは、 是は 年来の 日米の 關 係上當 
然の 事で ある、 千 九 百 十二 年の 大統領 「タフト」 君 
の 演說を 見ましても •移民 問題は 國內の 問題で ある 
外國と 折 ■すべき ものでは ない、 又 昨年の 夏 英帝國 
の會 謬を 見ましても、 印度人の 侍 遇の 問題に 就て， 


殖民 地 (X 谷 意見を 異にして 居る 實際で ある •さう し 
て此問 題は 解決す る ことを 好まない と 云ふ狀 態で あ 
ります、 左 樣な關 係で ございます から、 英阈に 於て 
も 移 lii 問題に 就て は、 甚だ 議論が 多い のであります 
今日まで 之を 解決す る だけの 順序には なつて 居らぬ 
殊に 加奈太 或は 潦 州に 於き ましては、 此 亞細亞 人を 
排斥す ると 云 ふことは* 今日までの 是が 重大なる 案 
件であります、 一朝に して 之を 變へる ことは、 餘程 
重大の 理由が 玆に 無ければ ならない、 其 等の 事は 我 
講和 全權 委員に 於ても、 能く 御 承知な さらなければ 
ならぬ のであります、 然るに 漫然と 說を唱 へ、 さう 
して 其說が 成立たない、 今度は 又 手を 變へて 一つ 案 
を 出して 見やう、 外務 當局 の談 として 新聞に 載つ て 
居る 所を 見ます と、 當初の 所信を 貫徹す ると 云 ふ 御 
宣言であります が、 果して 貫徹す るた けの 御 確信が 
あるので あるか、 其 內容は 如何で あるか、 之を 御尋 
したい、 又 今日までの 經 過を 見ます ると， 聯合 與國 
と 十分なる 所の 下 维脯 が 出来て >  承諾 を 通じて 居る 
と 云 ふやうな ことは、 吾々 遺憾ながら まだ 知らない 
のであります から， 是 等の 點に 就ても、 政府は 明瞭 
なる 所の 說 明を爲 され、 此 A® 問題に 對 する 政府の 
確信を 御述 になりたい と 思 ふので あります、 又 今日 
まで 見ます ると、 政府が 重大なる 案件に 就て、 豫備 
行動を 執 ^ なくして 出 來た例 は 無い ので ある、 さう 
すれば 政府なる ものは •唯々 國民が 議論を して 居る 
それを 抑 へんが 爲 めに 出された と 云 ふので ある， そ 
れで は餘り 政府が 無責任では ないか、 此外國 との 交 
渉顚 末、 之を 國 民に 明に せられん ことを »' むので あ 
る、 人種問題 ほ 理想の 間 題では あります が、 又國際 
上の 今日は 現實 問題で ある、 府は國 民の 惑を 解く だ 
けの、 十分なる 所の 說明 をせられ なければ ならない 
と 思 ふので あります， 又 第二に 南洋 問題であります 
.が. 是ほ帝 國海軍 が 今日 占領して 居ります る 中で* 
特に 「ヵロ リン」 群島、 或は 「マ— シャル」 群島、 
「マリアナ J 群島の 始末に 關 する 問題であります， 
第一 政府は 南洋諸島 領有 問題に 就き， 大隈 內閒 以来 
の 政策に して •國 民の 齊 しく 希 菌 措 . < 能は ざる此 南 
洋 問題を、 如何に 處理 せんとす るので あるか、 政府 
の il 和锊議 に 於け る 所見 如何、 第二に 國際 聯盟 案に 
して 成立せ んか 、南洋諸島 領有 案 (X 全然 否認せ らる 
べき ものの 如し •即ち 所諧國 際 管理の 下に、 委 f-r: 絞 
治を 爲 すに 至らん とする ものの 如し •政府 ほ 講和 會 
一二 六 三 
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外交に 1^ する 小 芽 謙 吉の货 間 演説  I 
透に 於け る 其 進行の 程度を 國民に 公開し、 之を 說明 
する の S 思 無き か、 it 南洋の 諸島 ii 日 獨開瞄 の结果 
帝國の 占領に e したる ものであります、 而 して © 後 
之を 如何に 墘分す べき か、 或は 之を® 逸に 還附す ベ 
きか、 或は 帝國が 占領すべき か， 大 隈內閣 の 常時に 
於て は， 赤 5H 以北は 之を 帝 K の 所領に？ S する、 以南 
は 之を® 州に 渡す と 云 ふ 協定が 出來 まして、 旣に之 
に 就きて ほ、 英佛 兩國 に對 しても 內諾 を焊て 居る过 
際であります、 寺 內內閣 に 於ても •矢 張 南洋諸島の 
領有の 意思を 以て 外交 上の 折衝を 爲 された ので ある 
がるに 現 內閣に 於き ましては、 靑島の 還附問 題に 就 
きまして は、 誘 會に 於て 蹓明 致されました が、 南洋 
諸. fii の 處分問 題に 就きましては ■何等の 御意 見が 無 
いので ある、 そこで 國民 は是は 如何なる 處 分になる 

ので あるか、 莊だ 惑を 起して 居る のであります、 近 

頃講和會敦の經過に依りまして之を考へますると、 

太平洋の 諸 鳥は 他の 獨 逸の ij 領地と 同じく、 委任 統 

治の 形式に 依りて 統治 さるる と 云 ふ狀况 に陷つ て 居 

るので あります、 或は 聯合 與國の 管理の 下に 統治せ 

ら るる もの も ある、 或は 又 殆ど I 國の 領土と 同じき 

理 質に 於て、 統治せ ら るる ことにな つて 居る もの も 

ある やうであります ，又 說を爲 す 者 ほ 日く、 南洋 諸 

島は 總て操 州政府の 統治 下に 入る ものであると 云 ふ 

說も ある、 又 或 者は 日く， 南洋諸島は 日本の 委任 統 

治の 上に歸 する ものであると 云ふ說 もあります， 諝 

和斡_に於きまして、是等の諸島の最後の處分案は 

如何なる 結末に 歸す るので あるか、 今日 も 新聞を 見 

まする と， 多分 日本の 主張が 聞 入れら るるで あらう 

其 聞 入れら るるので あらう と 言は るる ことは、 委任 

統治 問題の 何れに 歸す るので あるか、 共同の 管理に 

歸す るので あるか、 或は 日本 租獨の 委任 統治に 歸す 

るので あるか* 是 等に 就きまして 十分なる 所の 說明 

を與 へられて、 今日までの 經 過、 及將 來に對 する 所 

の 抱負を 述べられん ことを 望む のであります、 第三 

に國際 聯盟と 日英 同盟との 關 係に 就きまして、 二 三 

御尋を したいと 思 ふので あります (  5 •崎 fl' が 泣く 

ぞ」 と 呼 ふ 渚 あり〕 國際 聯盟 草案に 依れば、 該 規約 

に牴觸 する、 有 ゆる 國際 間の 義務を 一切 廢窠 せし む 

るの 趣旨なる が 如し、 政府は 帝 國 外交の 中軸た る 日 

英同盟 協約を 廢棄 する の 意思を 以て、 國際 聯盟に 賛 

成しつつ あり や、 將又 日英 兩國 政府は 旣に 隔意 無き 

交渉を 遂げ、 日英 同盟 協約を 存續 する の 意思を 以て 


國際睽 盟に S 同しつつ あり や、 國際聯 盟 荩 案は 無 諂 
荩案 で fe りまして、 まだ 決定した もので a ございま 
せぬ が、 此荩 案に 依ります ると、 該規 約に 拽 觸 する 
有 ゆる 國際 間の 義務は •一切 廢棄 すると 云 ふこと に 
なつて 居る のであります、 さう 致します ると、 極東 
平和の 保障の 協約を 致して 居ります る 所の 日本、 是 
と 或は 佛闕 西， 或は 亞米利 加、 或は 露國 、是 等の 協 
商 協約 ほ 一切 瞹棄 さるる ものと 云 ふこと も， 亦考へ 
なければ ならぬ ので ある、 又尙ほ 重大なる 事は、 日 
英 同盟 協約 4, 同樣の 運命に 陷 ると 云 ふ 事 も 知らな 
ければ ならぬ ので ある、 そこで 吾々 の 甚だ 不安に 堪 
へない のは、 此 日英 同盟 榀約な る ものは、 帝國 外交 
の 中軸で ある、 旣に二 十 年間 之を 相互に 維持し 来つ 
たので ある， 是が極 東 平和の 保障と なりまして、 今 
日まで 來た ので ある、 無論 此 間に 幾度 か 或は 極東の 
平和を 破らん とした 者 も ありました が、 皆な 此の 日 
英 同盟の 協約の 存在せ るが 爲 めに (「ごく 東の 平和 
だ」 と 呼 ふ 者 あり；} 其 保障は 究極に 於て 維持され た 
ので ある、 例へ ば 日露戰 争に 於て は 如何で ありまし 
たか、 日英 同盟 協約 ありし が 故に、 斯の 如き 偉大な 
る 効果を 生じて •極東の 平和を 保障 致した ので あり 
ます (「ごく 東の 平和」 と 呼 ふ 者 あり〕 又 今回の 世 
界戰亂 に 於き まして ほ 如何で ございます、 軍國 主義 
の獨 逸を 打破す る、 成程 當時獨 逸の 軍國 主義を 崇拜 
したる 人、 或は 日獨 ® 職を 輕卒な りと して ^ 磁 せら 
れた 人は 別であります が、 今日の 結果から 見ます る 
と、 同じく 是は東 亞細亞 の 平和を 十分 保障 致し，、 又 
世界の 平和に 貢献 致した ので ある、 さるが 故に 日英 
同盟と S ふ ものは、 帝國 外交の 生命で ある、 萬！ 國 
際 聯盟の 成立に 依りまして、 是が 根底から 意義を 失 

ふやう になり ましたなら ば 如何で ありませ う、 帝國 

の 前途に 封し ましては、 甚だ 憂 盧に堪 へぬ 事 •か 澤山 

起つ て 來 るので あらう と 思 ふ、 我國 民は 今日 も尙ほ 

日英 同盟 協約に 信賴を 致し、 而 して 其 極東の 平和を 

保障す る ことを、 之に 依つ て 維持せ んと する ことに 

熟 心に 努めて 居る のであります、 此 政策が 一朝に し 

て 廢棄せ ら るるに 至つ たなら ば， 甚だ 國民ほ 憂慮を 

禁じ 得ない ので ある、 政府は 一方に ほ國際 聯盟に 賛 

成を して 居る" 是は 日英 同盟を 廢棄 する 精神を 以て 

賛成を せられて 居る のであります るか、 或は 又 日英 

同盟を 維持し 焊る範 圍內に 於て、 此國際 聯盟に 賛成 

を 致されて 居る ので あるか、 又是 等に 就て は •日英 


兩國の 間に 項 S 無き 所の！^ を is げられ、 一種 〇 了 
解を 揭られ て 居る ので あるか、 此 S を 御 % J 致したい 
のであります • ( 「中々 原稿の sa が 多い ね」 r SR e 」 
r 默れ」 「関係' か 無い わ.」 「五 時半 戥れ .1 と 呼 •ふ 者 
あり， 笑 K 起る〕 第 四に 國際勞 棚 問題に 就きまして 
一二 ff 問を 致したい、 國際 聯盟 草案に 依れば、 ■聯盟 
國の 男女に 封し、 公平 乱つ 人道に 合せる 勞磡 者の 狀 
態を 維持せ ん とする に 在りて、 我が 講和 全權委 民は 
其 手段と して 常設 勞砌 局の 設置に 同 S したる ものの 
如し、 此 結果 最低 賃銀 及勞® 時間の 制限を S くに 至 
るべ し、 歐米 备國と 同一の 制限に 依りて は、 我が 幼 
稚な る產 業を 保_ して、 是が發 達を 期す る こと W 難 
なるべし •政府 ほ 之が 爲め 何等かの 適當な る 手段を 
執る の 意思 無き か (「早く 讀 め'^」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 
勞働 問題は 世界的の 大 問題であります、 今度の 歐洲 
戰亂に 於き ましても、 國家 を强 くす るには 國 民の 力 
を强 くす るに 在る、 國 民の 力を 强く する には、 多數 
の勞働 階級の 健康 狀 態、 道德狀 態を 改善す るのに 在 
ると 云 ふこと に、 备國の 政治家は 著 眼を 致した ので 
ある、 さるが 故に 此 問題が 國際 聯盟の 一箇條 となつ 
て 現れて 来たと 云 ふこと も、 決して 不思議では ない 
ので ある •日本は 主義と して 賛成せられ て 居る と 云 
ふこと であります が •此實 際 問題に なりまして 如何 
であり ませう、 歐羅 巴の 方では、 或は 勞働 時間は 六 
時間で 宜しい、 又 其 賃銀は 最低限 度は 斯々 で 宜しい 
期の 如き 事は、 直樣 日本に 是が 無條 件で 以て 適用の 
出来る もので あらう かどう か、 c  r 君 等の 仲間が 宣 
傳す るの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 我 日本の 現在の 狀態で 
は， 總 ての 物が 歐米 谷國と 同一の 狀態に はならぬ の 
である、 唯々 勞働 者の みに、 歐米と 共通の 事を 立て 
ましても、 他の 總 ての 物が 進まな かつたならば、 却 
つて 非常なる 所の 不結果に 陷 つて、 或は 將に發 達せ 
ん とする 所の 我が 工業、 之に 對して 或 ii i  ® の 打 _ 
を 被らぬ ことは 無いで あらう か、 之を 心配す るので 
あります、 そこで 政府は 果して 我が 產 業の 發展を 期 
する 上に、 彼の 歐米 諸國と 同一の 最低 賃銀、 或は 勞 
働 時 問の 制限を、 日本に 行は んとす るの 意思を 持つ 
て 居らる るか どうか、 之を 承りたい のであります、 
(「演 說を 止めて 速記録に 原稿を 載せて 置き 給へ」 
と 呼 ふ 者 あり) 又 第五に 御尋 したいのは、 講和 豫備 
會議に 於け る 山 東 問題に 關 する、 支那 及 日本 委員の 
態度であります、 巴 里 會議に 於け る 支那 委員の 態度 
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は>外交上の {« 问を破〇て， ^ -.''; ;0交 ,'1 に反する所 
の 行 励を敢 て 致し， K だ 日本の 一: . 和 ' s d ii rM つたと 
云 ふ 話であります が、 政府は 其 - S U C 萌咙 を 改むる 
や 5、 支那 政府に 封 L て、 友誼 的の B 吿を與 へられ 
たので あるか どうか、 或は 支那 政府 委員の® m= 、：.，、 
何等の 言葉を 型さず して、 唯々 默つ て il て 居らる る 
ので あるか、 之を 御尋 したい、 又 第二に* 山 QS 期 
の講 S の雅媚 符謎の 部 •題と なりました SP 合に、 我が 
全 鼎 委员は 何が 故に 先づ五 大國 の v'r 謎を 開き、 さう 
L て 日本の 公明正大なる 態度を 辯 明して、 尙ほそ れ 
で 不足と あれば、 支那の 委 W を 喚 ばれて 御 B きにな 
つては どうで あるか、 英 g 代表者の r ハル 7 ォーア 
」 君が、 支那に 全潲委 M を 人れ て B いては どうで あ 
らうと 言へ ば、 直ぐ 日本の 委 M は 之に 追從 されて、 
さう して 支那の 金 糊 委 M が 色々 な Jjf を 述べる、 成は 
祕密條 約の ■露、 或は 帝國の 支那 陝西 問題に 就き、 
全く 間違つ たる 所の 說明を 致して 居る、 是等に 就て 
彼の 支那 全陳委 員 が滔々 と述ぷ ると、 日本の 金 糊 ® 
員は 唖然として 之を 聴いて 居つ たと 云 ふ、 莊 だ 不始 
末なる 事であります、 是は 11 和金 {1 委员が 金く 不 3 
意の 結果で も ございませう が、 先づ 第一に 3T. 國拽備 
會顬を 開いて、 其 問題を 明に して、 それから 支那の 
全隨委 fl に 辯 明を 求める と 云 ふ 所の、 手段に m でな 
かつた 結果で あらう と 私は 思 ふので あります (拍手 
起る〕 政府は 是 等の 失態に 就きましては、 どう 云 ふ 
事を せられた であら 成程 珍 田 大使、 或は 牧野 金 
_ 委員が、 □本の 山 東 問題に 對し て、 辯 明 ! ff を 新昍 
に 出されて 居る と 云 ふことは 承つ て 居ります が、 そ 
れは 唯々 一部の 入の滿 足を 買つ ただけ であつ て、 講 
和會議 の 委員 總體 の滿 足を 買 ふに 至らな かつた と 云 
ふこと であります、 甚だ 是 t:" 不始末な 事と , ILI ふので 
あります るが， 政府 ほ 此 失態に 就き ©' どう 云 ふ SJ を 
せられた か， 又 西 伯 利 出兵 問題に 就きましては、 西 
伯 利 出兵の 目的 如何、 第二に 西 伯 利 駐屯 軍の 必要 兵 
數の 標準 如何、 第三に 政府は 如何なる 時期まで 東部 
西 伯 利に 日本軍を 駐屯せ しむる の 意思な 〇 や、 it 三 
箇條に 就きまして 御 聴きを したいので あります、 m 
兵當初 の 目的は 何で あつたかと 申します ると、 寺 内 
內閣の 時代には 「チ h ック 、スロ バック」 の 援助で あ 
る、 又 過激派に 與 して獨 塊の 俘購が 秩序を 紊す 、之 
を 掃蕩す ると 云 ふこと に 在つ たのであります、 旣に 
此に 大目 的が 達せられまして、 寺 內內閣 が沒 落し、 
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原 内閣が 出来た のであります が、 82 内閣は 方針を！ 
變せら れて 、地方の 秩序 維持と せられた ので ありま 
す、 西 伯 利 駐屯 車の 目的は 地方の 秩序 維持で ある、 
然る 所 今日 K 際を 見ます ると、 我 ; |'| 征部隊 に 於て は 
過激派 討伐を 目的と せられて pr る やうであります、 
然らぱ 過激派なる ものなら ば， 如何なる M 類の 過激 
派で も、 總て 之を 討伐せ ら るるの 御考で あるか •政 
府の今 日まで 詔會に 於け る 言明に 依ります ると •過 
渤派を 敵と する もので ない、 又 出兵 A* る ものは、 地 
方の 秩序 維持で ある、 左様で あれば 今日 日本の 此駐 
屯 ill の 第一の 目的は、 鐵菹 線路の 磬戒 、又 日本人の 
生命 ！ 1-1 產の保 謎、 及 聯合 興 ^ の！ i 民の 生命 财產の 保 
_ に 止まる ので ある、 何等* 以上に 內政 干涉に 及ぶ 
•か 如き 振舞は、 一切 許されな いので ある、 是が 政府 
の 方針で ある、 然るに W1 際 ほ 如何であります か、 先 

日の 山 旧 枝隊の 悲 tt なる 2« 命に 陷つた のは、 如何な 

る珂曲であつたか、過激派と锊薩克との間に爭闘が 

起つ て、 之に 自ら 干與 して、 さう して斯 の 如き 不姶 

末が / li 來たと 云 ふでは ありませ ぬか-山 m 少將 は 露 

國沿黑 龍 江 司令官 「ゥ h ル トブラ ホフ」 此 人の 名義 

で 以て 貼 札を さした、 其 命令の 一箇條 には 如何なる 

ものが ありました か 「過激派の 手に 歸せる 村落は 其 

人 n の多苏 と而 積の faf 狭と を 問は ず 日本 m に 於て 燒 

羝 つへ し」 との I 箇條が ある、 又 最近 山 田 司令官は 

如何なる 布告を 出して 居る か (「無味乾燥」 と 呼 ふ 者 

あり〕 「木 職は 公明なる 年 段に 依〇過 傲 派 討伐に 從事 

しある を 示さん とす」 又 日く  r 本職は 本 討伐に 於て 撤 

底 的 打幣を 敵に 加 ふる」 云々 と 言つ て 居る、 c 「人に 書 

いて 11 つた ftif 説は 駄目 だ」 「無 禮な 取 を 云 ふな 五 時 

半」 と 呼 ふ 者 あり〕 又豫算 の 委員 會に 於け る 政府 委員 

の說明 は sn 何で あるか、 露 國の內 政に 干涉 せざる と 

共に 其 渦 激派な る ものに 對 しては、 何 所まで も 描 逛 

すると 云 ふやうな、 考を 持つ て 居り ませぬ と 云うて 

居る、 然らば 西 伯 利 駐屯 逛の趣 旨と 又 山 田 枝隊の 目 

的とは、 事' ® に 於て 非常に 相反して 居る と 云 ふ 事を 

言は なければ ならぬ、 又 山 田 枝隊が 悲慘な る 運命に 

pri つた 場合に 米眾に 校 助を 求められた と 云 ふ 事で あ 

る、 然るに 米軍は 其 援助を «< 絕した と 云 ふ說が あ〇 

ましたが ■.最近 I ジャパン アド* ゥア タィ ザー」 記者 

一に 米閔 K] 令宫 「グレ— ブス」 將 1U が 語られた る 一節 

には •將茁 は 過激派 討伐を：：：： 的と せる 日本軍の 請求 

に對 し . レブ リン」 大佐を して 日本 參謀 部に 赴かし 
外交に 閲する 小 寺 謙 T*fl の扩問 演説 


め、 蜂起せ る ものは 過激派な り や、 或は 哥薩克 兵の 
行 ひ來れ る If 虐な る行埝 に對 する、 自衞 上單 に武裝 
せる に 止まれる 一般人 民の 群集な り やを 質さし めた 
將軍 は單に 迫害と 暴行と に 抵抗せ る 民衆に 對 し、 米 
國軍隊 を 使用す る ことを ^ ずと 答へ たと 云 ふこと で 
ある， さう © します と、 日本 軍隊の 行動と 米國 軍隊 
の 行動とは、 協調が 維持 / ii 來て 居らない と 云 ふこと 
になる ので ある、 政府 ほ 出兵の 目的. 駐屯 軍の 目的 
と 相反せ る 所の 行 励を 我が 忠勇なる 軍隊に 强 ひて， 
さう して斯 の 如き 所の 忍びざる 所の 結果に 陷ら しめ 
て 居る ので ある (柏 年 起る) 吾々 は 日本軍 膝が、 其 
H 的 帝 s 政府の 0 的に 合した 行動を する ことを 閣む 
ものであります が、 帝 國 政府の 目的に 反する 行動を 
出先の 部隊の 司令官が やる に 至つ て ほ， 吾々 は 之を 
看過す る ことは 出來な いのであります (拍手 起る〕 
政府は 其 木 来の 0 的に 鑑みて、 出征 軍隊を して 政府 
旣定の 方針に 適合せ しむる の 意思は 無い ので あるか 
今日の 如き 出征 lii 隊の振 11 では、 露陕 入の 反感を 惹 
起せし め-さう して 又 聯合 與國 から 種々 樣々 の 疑を 
受ける、 何 か Q 本は 領土 的の 野心で も あるので はな 
いか、 而 して 中々 高き 所の 馑 牲を拂 つて 居る、 實に 
是は國 民の 忍び 得ざる 所であります、 又 其 出兵の 數 
今日 現在 駐屯して 尻 〇 まする 所の 日本軍の 兵數ほ 、 
何を 標準と 致して 定めた ものである か C 「君の 意見は 
撤兵せ ょと 云 ふの か」 と 呼 ふ 者 あり〕 寺 內內閣 は 漫 
然と 七逭五 千の 出 丘 (を 致し さう して、 米國 との 協調 
も 全く 無 かつた やうで ある、 (「何が 漫然 だ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 そこで 其 出征 眾隞は 如何で ございます (r 何 
が 漫然 だ、 何が 漫然 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 小 寺 謙吉君 其 軍紀 或は 風紀.， 是 等の® に 就き ま 

して、 缺 くる 所が 甚だ 多かつた ので ある、 Q 他人に 

書いて M つた 原稿 ほ 駄目 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 現内閣 

は 內閣を 組織せられ て 以来 (「R ら 書いて やれ J 「お 

前と 違 ふ」 「好い 肢組だ J と 呼 ふ 者 あり) 大部分を 引 

揚げられ、 さう して 二 萬 三 四 吁 の數に 之を 減少せ ら 

れた ので ある， 此二萬 三 四千の 兵數な る ものは 何を 

標淮 として 定められた ので あるか、® に 地力の 變備 

鐵道 線路と、 日本人 及 聯合 與國 人の 生命 財產の 保障 

であつ たなら ば、 或は 尙ほ I 層 減少す る餘 地が ある 

かも 知らない •乂政 府は 今一 層此駐 屯 軍の it- 數を減 

ずるの 意思は 無い ので あるか、 强て 過激派の 如き 者 


を 討伐し •或は 又 過 燉派に 非ざる 者 も 過激派と して 
强て 討伐して 居る と 云 ふこと が 今日の 實際で ありま 
す (「のう 呼 ふ 渚 あ 哥薩克 に 非ざる もの 
は、 總て 過激派の 如く 解 釋を 致して 居る ので ある^ 
期の 如き 事が 果して 正當な る 所の 解釋で あるか， 又 
聯合 與 M 力 r の 如き 考を 持つて 居る ので あるか cx il 
會始つ てから 原稿の 數が 一番 多い」 と 呼 ふ 者 あり〕 近 
頃 西 伯 利から 歸つた 者の 言に 依ります ると、 日本軍 
を 撤退した 其方 面の 狀 態を 聞きます ると、 日本軍の 
多く 撤退せられ た 處 程， 露國 人は 日本に 對し て、 賢 
明なる 政策と して 喜んで 居る、 之と 反 舞に 撤退 數の 
少い 方面 程、 露 國人は 一種の 悪感を 懐いて 居る と 云 
ふこと である (「のう <Jr 飛んでも ない ことを 言 
ふ」 . 馬鹿な ことを 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 然らぱ 政 
府は今 一 段と此 駐屯 兵數を 減ずる の 意思 ほ 無い ので 
あるか どうで あるか、 又 日本の 駐屯 軍は 何時 引 揚げ 
るので あるか •是は 中々 答 辯す る ことは 困難で あり 
ませう， 露 國に繁 固なる 中央政府が 出来る まで-之 
を 置かなければ ならぬ かも 知らぬ、 併ながら 何とか 
して 地方の 秩序の 維持が •露國 人の爭 に 依つ て 出 來 
ると 云 ふ 一の 方法を 講ずる ことが、 聯合 與國當 面の 
急務で あらう と 思 ふので ある •斯の 如くして 自治の 
方針を 與へ たなら ば •自然 騷亂 に飽 果てた 所の 露 西 
亞 人が、 秩序を 重んずる やうに なりまして、 自治の 
實が谷 方面に 起つ て來 るで & らう、 さう したなら ば 
跫固な る 中央政府を 或は 造る 途が 開ける かも 知れな 
いのであります、 今日 c 「金で 買つ た 總務 には 分らな 
い」 と 呼 ふ 者 あり〕 露國が 無政府 狀態で ある、 まだ 
鹜 固なる 政府が 出來な い、 而も 東部 西 伯 利に 於き ま 
して、 如何なる 事が 最も睽 亂の原 因に なつて 居る か 
之を 研究 致します ると 金く 物資の 缺乏で ある、 物資 
の缺乏 は 即ち 鐵 道の 不整 理で ある、 鐵 道の 不整 理が 
今日の 騷亂を 演じて 居る と 云 ふ實 際で ある、 然るが 
故に 政府は 此方 面に 力を 注いで、 成程 經濟 的の 援助 
もせられ ると 云 ふこと でございますが-今一 段と此 
方面に 力を入れて， 單に 日本人が si 部 西 伯 利に 仕事 
する に (3: 援助を 與へ る、 他國の 者には それ 程の 援助 
を與 へない、 さう 云 ふやうな 窮屈なる 所の 考を持 た 
ず、 日本人と 露西亞 人と 共 rnj してやる 事で も 之を 助 
ける、 又歐 米の 資本家と 露西亞 人と やる 事 も 之を 助 
ける， 又歐 米の 資本家と 日本の 資本家と が 共同して 
やる 事 も 之を 助ける •斯の 如き 方法を 執られて (「そ 


れはや つて 居る J と 呼 ふ 者 あり〕 さう して 成べ く 地 
方の 自治 思想を 1 I1 く 起させて， 自治の 兵力を 備 へる 
やうに 致し、 さう して 駐屯 軍の 兵を 成べ く 早く 引撝 
げると 云 ふやうな 方法を 講ぜら る、 ことが >  最も必 
要で あらう と 思 ふ*  E 本と 致しても、 最 H 十 今日まで 
に 二 億に 垂んと する 所の 軍資金を 投じて 居る、 其 観 
牲の拂 はれた 高 も 甚だ 少くな いのであります、 此上 
國民が 尙ほ 一層の 搦牲を 拂 ひ、 又財產 上の 負擔 をす 
ると 云 ふことは、 又 腿 後の 經營上 甚だ 是は 苦痛と す 
る 所であります、 政府は 是 等の 事情に 鑑み •又 列强 
との 協調 も 今 b ょりは 能く 維持せられ、 勝手 氣燼な 
振舞を せずに、 西 伯 利 救濟の 目的を 達する やうに 努 
力を 願 ひたいので あります か、 何者の 間違 か 始終 是 
は 日本には 起る 事で ある， 出先の 者が 政府の 意思に 
反した 事を やる， 政府は 是 等の 政府の 方針に 反した 
る 軍隊の 司令官に 對し て、 何等の 戒飭 をす るので あ 
るか、 其 責任を 問 ふので あるか、 之を 御聽 する ので 
あ 〇 ます、 支那の 和平 統一 問題， 是は 一月 二 十一 日 
の 議會に 於き ましても 政府が 滔々 と 述べられ* 又 政 
友 會の原 總裁ほ 、其 大會の 席上に 於き ましても •妥 
協 ほ 見込が ある、 日 支 親善は 必ず /! i 来る と 云 ふ 事を 
言は れ ましたが 今日に 至りましても まだ 和平 統一は 
出來な い、 如何なる 狀態で ある、 之を 質問が 致した 
い r 支那 南北 和平 統一 上の 障碍 問題は 陝西 問題と 參 
職 問題と に 歸著 せる もの、 如し 陝® 問題 (3; 事 支那の 
內 政に屬 する を 以て 支那 自體に 於て 之を 解決すべき 
を當然 とする も參戰 軍 問題は 其 組織 援助 借款 引出 兵 
器 供給に 付き® 接 日本と 關係 あるが 故に 政府が 此問 
題に 就き 列强と 協調を 保ち 友誼 的. W 吿を發 して 南北 
妥協 上の 障碍 物を 除却し 以て 茭那の 和平 統一を 促進 
せし むる の 意思な きか」 寺 內內閣 ほ 段祺瑞 一派を 擁 
護 致して、 長い 月日の 間 茭那 の政爭 を繼續 せしめた 
寺 內內閣 に ST ほられた 所の 現内閣は 其 失敗の 成鈸に 
鑑みまして、 援段 政策を 抛棄せられ、 借款 政策に 就て 
も 又 一の 新しき 政策を 執られた ので ある 是ほ 吾々 同 
志が 年来の 主張でありまして 此議會 に 於き まして 4 
或は 豫算 S 負 會に 於き ましても、 長らく 唱へ た說で 
ある、 之を 現 €:閣 が 御用 ゐにな つた、 甚だ 吾々 の賛 
成す る 所で ある、 併し 今日までの 結果 ほ 如何で ある 
か、 貧 政府の 聲明せ られ たる 政策と， 其 結果は 全く 
矛盾 致して 居る のであります、 所謂 政策が 徹底的に 
行は れて 居らない、 其 事 R の 一つを 申 上げます ると 
一二 六 五 
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w' 切を 政府に 於て 聲明さ れた が、 昨年 十一月 十 
二月に： 辛つても、 矢 張 六 ? 1 七十 萬 [f-il 程の 金額を 特殊 
浯 行を して 提供せ しめられて 居る、 又 兵器の 供给は 
如何で ある 二月 十 一 日に も 到 著して 居る、 又 本 月 一 
坏ほ何 所まで ると 云 ふで {j ないか 又參戰 班を ^ 
i 成す る， 三阴肺 W を 編成す るのに 日本の 将校を やつ 
て畀乙-日本の將校ほ法然として今日參硪茁の喟成 
に 努力 致して 屛 る狀况 である、 所謂 口に ほ 援段 政策 
突： il 和平の 铳一を 薄' むと 言 13: れて 居ります が 又 一面 
には 友誼 的の 援助 ほ 與 へる •忠 f? はする •併し 內政 
干渉は しない、 今 R 此南北 妥協 疴議に 於て 如何なる 
ものが 問題と なつて 居る か、 初め Is 陝岡 問題で & る 
陝拽と 福 建 省の 問 §r 外交 上に 於き ましては 此參戰 

眾の始 末で . i, る， 陝西福 建の 問題 ほど 5 であつ たか 

と 云 ふと • 鈣 建 省の 問題 ほ 解決 ほ 致した •か、 陝西省 

の 問題は 今以て 南北 妥協す る ことほ 出 來な い、 又 一 

面に i/. 如何で あるか， 參： 1 軍の II 分に fi きまして は 

列國と 協調を 保つ と 云 ふこと を 現 內閣ほ 頻りに 聲明 

せられます るが、 それは m 来て 居らない、 南方の 方 

ほ 初めから 參戰 軍の 廢止 を 3 -. 張して 居る、 其 同 的は 

何で あるか、 3£ 那の 政局を 熠亂 した 所の 段祺瑞 なる 

莕が其 編成の 任に 當 つて 居る， 此始 未が 著 かなけれ 

ぱ •どうしても 支那の 和平を 遂ぐる .琪 は 出来ない、 

一體 段祺瑞 なる 人は 如何なる 人で あるか‘ 支那の 共 

和 憩 法を 破壊し さう して 自分に 都合の 好き 憲法 草案 

を 作らう とした 人で ある •今日の 獨逸 軍國 主義を 信 

ずる 人は 兎に角、 苟も 秩序を ® んじ 、法律を K んず 

る 入の 立場から 言へ ば どうしても 段祺瑞 の 今日まで 

の ; f( 方には 锊成が 出来ない ので ある， 然るに 或る 一 

部の 人は、. 盛んに 段祺瑞 を援 け ,? = うとして 居る、 此 

一事に 至ります ると •吾々 は 政府に 於き ましても、 

今日まで 援段 政策の 抛棄を 膝 明しながら 、是が 結果 

に 於て 徹底して 居らない のは、 或は 政府 不統一の 實 

が あるで ほない かと 思 ふので ある、 或る 一部の 無責 

任 なる 軍閲者 流、 此者が 矢 張 S 先に 於て， 甚だ 心得 

運の 考を以 て >  色色の 事を する のが， 是が禍 の 本で 

はなから うか、 併ながら 政府と 致しましても、 部下 

の 者が 政府の 恝 思に 反した 事を やる と 云 ふので 其責 

任を 同 僻す る ことは 1(! 來な いので ある C 「誰が 援 けて 

居る の だ I と 呼 ふ 者 あり，) 參戰 軍の 臌止 問題に 就き 

ましては 議論は 澤 山あります、 又其紆 餘 曲折は 甚だ 

長いので ある、 此锊期 切迫の 場合に 於き まして •喋 


々と 此處 に述ぷ るの ほ！： 「然 0¢/ 间單 々々J と 呼 
ふ 者 あり) ifs だ 吾々 の 好まない 所で ある •さるが 故 
に 私 <3; 此問 題に 就て は 述べ ませ 5 r 唯々 參硪诋 組婼 
問題に 就て， 英米 11 國 の公迚ほ、 是ほ 延期を 致して 
はどうで あらう かと 云 ふ 事を 言つ て 居る、 然るに 日 
本祇ほ —— 日本の 公使 ほどう W うて 居る か’ 前 内閣 
が爲 したる が 故に >  面因 上 之を 止める ことが 出來な 
い、 斯の 加き 事が 原 W となりまして、 今日の 不始末 
を 演じて 居る、 是が K 際で ある、 政府が 和平 統一の 
促進を 希留 するならば •旣に 前 內閣の 誤れる 政策を 
放椠 した 以上は、 何が 故に 其 和平 統一の 障碍と なる 
ものを、 政府 {3; 進んで それを 除却し、 さう して 和平 
促進を 計る の ;' it 志は 無い ので あるか、 是れは 吾々 の 
贸 問の 大要であります， 政府 ix 今日まで 幾度 か 機會 
がご ざいました が、 殊に 民意を 尊重せ らる 、所の 政 
满內閣 である、 今日 ほ 選擧權 を擴 張して. 愍々 政黨 
の 地盤を 浩られ ，それが 爲め には 政 黛の 意見を 徹底 
的に. B: 傳した いと 云 ふ 所の 内閣で ある •然るに 今日 
に 至る まで も 國際聯 盟 案の 如き 重大なる —— 或は 其 
結果が 日英 同盟に® 大なる 結果を 來す 、是 等に 就き 
ましても、 政府は 何等 國民を して 其 不安を 解かしめ 
又 國際聯 盟 成立の 上は 新しき 所の 國際 的の 鼢 明に a 

る - 是 等に 就きまして 安心を 與ふる 所の 事は せら 

れな いので ある •一! 伯 利 出兵 問題に 於き ましても、 
亦 近頃 if. 何 か 御考 が變 つたので はなから うかと 云 ふ 
こと も 聞く ので ある、 又 支那 和平 問題に 就きまして 
も 如何で ある、 自ら 確信が あると 唱へて 置きながら 
一向 結果から 見ます ると 出来ない、 其 裏面に 這 入つ 
て 見ます ると •矢 張 寺 內內閣 の 誤れる 政策、 それを 

踏襲を 致して B ら其禍 に 嵌つ て 居る ので ある、 成程 

現內閣 ほ 寺 內內閣 の繼踣 柯 閣で ある C 「ひや <」 と 

呼 ふ 者 あり) さるが 故に 外交 調奄會 に 於て (「しかる 

が 故に」 と 呼 ふ 者 あり) 彼の 誤れる 政策を 援け られた 

る關係 上>  或は 此改廢 が 急には m 来ない かも 知れな 

い (拍手す る 者 あり) 併ながら 寺 內內閣 に 代つ た 所 

の 原 内閣は， 民意を ®: 重す る內閣 であります c 「ひや 

ひや」 と 呼 ふ 者 あり) 民意を® 重せられ る、 以上は 

交 那の 和平 促淮 問題に 就て は、 總て是 までの 官僚 的 

内閣が やつた 所の 總 ての 誤れる 政策は 徹底的に 抛棄 

せられて、 新しき 所の 政策を 徹底的に 行 はれて は ど 

うで あるか， 吾々 が 質問す るのは 此箇條 であります 

今日は 遺憾なる 事には-先刻 申しました やうに •此 


fw t£ 者た る總理 大臣 及 外務 大 HS は ffl 出席に なつて 居 
〇 ませぬ が、 吾々 主張の 在る 所を 能く tg 研究 下さい 
まして、 政府 ほ 速に 是等の 諸點 に對 して、 外.： 父上の 
锊過 結果、 及 其 抱負に 就て 國民 を滿 足せし むる 所の 
明快なる 答 辯を 與 へられん ことを •切に 希 頃す る 次 
第であります. 

. 〔拍手 起る〕 

〇吉楠 庄一郞 封 唯今 小 寺 君の 御演說 中に …… 

0_ 長 (大岡 育造 君) 吉硝 庄一郞 君、 ^ 問です か。 
〇吉 植庄一 郞君洵 に 重大なる 事で、 外國 に關係 し 
世界に 反辫 すべき 所の 問題で あつて、 一一! H して S 
かなければ ならぬ と 思 ひます， 小 寺 君 ほ 西 伯利亞 に 
於て …… 

〔「暫 問に 質問は 許し ませぬ j  r 演說 者に W 問す 
るのは 差 支ない， 一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 質問に 質問 ほ 許されぬ 例に な 
つて 居 〇 ます。 

〔「前例が あります j  r ありませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 別に 質す る 方法を 御 執りに な 
る やうに して、 質問に 質問を 許さぬ 慣例に なつて ) I-T 

ります から、 別段の 方法を 採る ことに . 

〇 廣岡 宇一郎 君 質問者に 質問を 爲す前 例が ありま 
す (「ありませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 現に 四十 議 會の當 
時に 於き まして， 正木 君の 質問に 對 して 私が 質問を 
して、 正木 君が 取消した 先例が あります、 故に 質問 
に對 する 質問 ほ、 慣例に 於て 許す ことを 相當と 信じ 
ます、 四十 議會に 於て 私が 質問して、 正木 君が 取消 
したる 前例が ある。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 是は 保留して 置きまして、 更 
に 質問の 出来る やうな 調を した 上で 其 機を 與 へます 
〇吉揃 庄一 郎君 許されても 差茭 ないで せう。 

〇 廣岡 宇. 一郎 君 演壇に 於て 爲し たる 質問に 對して 
質問を 爲した る 例が あります c「 廣岡君 誰が 發 言を 許 
したので すか」 「お前は 誰に 許された の だ/ お前 も 誰 
に 許された，- 「默れ J 「馬鹿」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 
〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 御聽を 願 ひます >  唯今 議長の 
記憶に® れぱ 、質問に 質問 ほ 許さぬ 例と 思 ひます が 
併ながら 是 ほ 重大な 事で あると して、 11 場が 之を 許 
せ ば 差茭な いのであります、 故に 此際質 間を 許す ベ 
き や 否やを 諸君に 御 諮り 致します (「のう と 呼 
ふ 若 あり〕 許すべし とする 諸君の 起立を 求めます ( 


一二 六 六 
拍手 起る〕 

起立 者  多数 

〇涵長 (大岡 育造 君」 多 sa i a めます。 

〔「少数 J, 多數 / 異 SI あり 異绒あ り』 「是が 整々 
党々 の® だ/ 默れ. f 腰 拔 W 郎 一と 呼 ふ 者 あ 0 8 
場 暗. S J 

〇通長ハ大岡育造哲〕 訝瞄に願ひま^ - 吉 iiffi 一 

郞宕。 

〔吉柿 庄 一郎 君 登 堺〕 

»*- » 拍手 起る j 

〇吉 M /'i:: 一郎 君 ^ 今 淡 政 0- を 代表せられ て、 小夺 
總務が 一時間 以上に a つて M 々な 〇 御 vt 問が あり ま 
した、 吾々 は ^ 極めて 1R 大なる 吊： 件な 〇 として、 si! 
鸱 の義秘 を 守りました、 幾多 御 論 謎の 中に • 一點 ど 
ぅしても 吾々 が® めて ja かなければ ならぬ ? Jf が あ 〇 
ましたので、 爱に登 扨 致した のであります、 それは 
西 伯 利の 出征軍に對する事であります、小寺君 |3; , 
西 伯 利に 於け る 所の 我が 軍隊が， 過激派に 非ざる 所 
の 良民を 虐げ， 甚 しき 暴虐の 振舞 ある 如く 斷定的 に 
爰に御 話が ありました 、而 して 米國 出征 ill 司令 V1- の 
新聞 上に 表れた る 所の 記事を 引 證せ られて 、之に 汲 
書を されて， 之を 一餓 疑 ふべ からざる ものの 如くに 
此前提 の 下から、 我が 軍隊が m 征以 外の n 的に rn] つ 
て •何 か 或る 一種の 野心を 包贼 し 〇.* 若く は 何 か 領土 
的の 野心が 有る かの 如き 爰に 斷定を 下しました ' 「の 
ぅ<」 「違 ふ述ふ 」 r 其 通り」 と 呼 ふ 渚 あり〕 而 して 
若し 是が運 つて 居るならば •何故に 出征して 居る 所 
の 軍隊が、 政府の 命令に ii-? いて 左樣な 事を 致して 居 
る 者を 懲罰して I 之を 懲戒 L ない のは、 是は 何故 
だと 言つ た c 拍手 起る〕 即ち 事 域を If 定的に 決めた 
れば こそ、 出征して 居る 所の將 茧に對 して、 懲剖し 
なければ ならぬ と 言 ふ 必要が 起つ たので あるが (拍 
手起る〕此一言は世界聯盟會 8| の今や當に開かれつ 
X ある 場合に 於て， 蜚語 流言 荐〇に 飛んで、 動 もす 
れば 我が 日本の： 个 利を！ 一らん とする •獨探 的の 行 励 
が 世界に 彌蔓 して 居る、 此機會 に 於て 帝 國餓會 の 壇 
上に 於て， 大政鐵 である 所の 憲政 會が 、其 總務 をし 
て斯の 如く 肯定的の 言論を 爲 さしめ たに 付て は、 必 
ず 確乎 不抜の 材料を 持つ て 居る に 違 ひない と 思 ふ、 

C 「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) 此 材料が 有るならば、 
爰に 之を 示す 必要が 有る， 是は 德義上 諸君の 爲めに 
甚だ 必耍な 事であります、 苟も 一數を 代表 1 て、 國 


f-ン亨: ネ R! 帝问一 十 叫眾 


民の 三分の I を 代表して 再る 所の 憲政 ¢7 が C 「ひや ひ 
や J と 呼 ふ 者 あり 笑 5¢ 起る) 世界に 如何なる 反響の 有 
るか 位の 事は 御 承知の 铐で ある、 此壇上 に 於て 斯の 
如. ? 事 寶苻 りと Kff 言せられ て而 して lit 燃 剖 問題まで 
も 政府に PI !1? せらる、 に 至つ ては， 必ずや 確なる 瞪 
據を御 持に なつて 居る こと、 信じます から •果して 
此に確 なる 證據か 有るならば， 唯今 小 寺 君の 言 はれ 
た 事に、 吾々 は 全然 同感を 表する ものであります け 
れども •此 一事は 決して 一時の 放言と して 看 遁すこ 
とは m 來ませ ぬ (「ひや <.1 「違う 違う」 と 呼 ふ 者 あ 
〇) 爱に 小夺君 が 其 材料を 禅 供して •我が 誘 院と云 
はず，滿天下と云はず、此世界に向つて、日本が果 
して 左樣な W をして 居る や 否やと 云 ふ 事の、 明證を 
與 へられん ことを 希 閉す るので あります (拍手 起る： > 
〔「憲政 © 答 辯すべし/ 答 辯の 嬰な し」 「答 辯は 

出来ない だら う」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 小 寺 謙 吉君 議長。 

〇蕺長 (大岡 育造®〕 登壇を 筘 r€ しま-一 - 登堉を 

希 S します。 

〔小 寺 謙吉 君登擠 J 

f 拍手 起る〕 

〇小夺 謙吉君 吉柄君 に 御 答を 致します、 私の 前 刻 

述べた ? If を 極く 冷靜に 御 e 下さいましたなら ば、 左 

る 御 W 間 ほ 出な かつた であらう と 思 ふので あります 

(拍手 起る 「のう 0 ^ 呼 ふ 者 あり〕 私は 過激派を 

討伐す ろのを 问的 として 居る ので あるか 否やと 云 ふ 

ことを、 n 問 致して 居る のであります、 若し それに 

異つ たる 所の 事を して 居づた ならば， それは 政府の 

方針とは 違つ て 居る で ii ないかと 云 ふこと を 申した 

ので あ 〇 ます、 左様に 御 承知を 願 ひます c 拍手 起る： 一 

〇吉觸 庄一 郎君 ^ 長。 

0 誠 長 C 大岡 育浩 君〕 吉柿庄 一郎 君。 

〔I .登®々々 /古 楠 V? しつ かりやれ」 「闲ら せて 

やれ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔吉舫芘 一 郎君 登 抱 J 

〇吉楠 庄一郞 君 小 寺 君の 唯今の 御 答は、 吾々 が© 

敬す る 紳士の 言論と も 3 : ■えない C 「ひやく」 「铙え 

ました」 と 呼 ふ 者 あり) 同 君が 冷！ S に 判斷を すれば 

そんな ことは W はな かつた ことが 分る と 仰せられ ま 

したが， 恐らく 同 君が 此の® 上に 於いて 描く 御 冷 靜 

であつ たなら ば •言うた ことは 御 忘れに ならぬ i: で 

ある (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) 私の 5? 問した こと 
外交に 關 する 小 寺 謙告の 竹 問 演說 


に對 して、 恐らく 踽 m の 大部分は •皆な 同じ 御言 葉 
を 御聽 になつ たで あらう と 思 ふ、 涊政會 の 諸君の 中 
でも、 冷靜 なる 方々 は 同 _ に 御 e になつ たに 相違な 
い (「のうく j  r 一 人 も 無い」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 
左様な 事を ~ Fi も 言は ない と 言は る、 ならば、 どう 
して 出征 班 隞司<?{ 目が、 政府の 方針に 背いて 左樣な 
不都合な ことを したと 云 ふ 質問を する 必要が 何 所 か 
ら 起つ て來た か (「速記 鈞を 見ろ」 と 呼 ふ 者 あり  >  何 
等の 必要から、 出征軍 隞 司令官を 懲罰し なけれ ! £• な 
らぬと 云 ふこと が 起つ たのであります か、 殊に 亜 米 
利 加の 司令官の 新聞に m た 所の 材料を 引證せ られて 
尙ほ K 所說を 碗め られた で ほ ありませ ぬか、 何の 必 
嬰が 有つ て 左 樣な 事 を 言は れた のであります か、 私 
は 爱に 於て 更に 問 ひ、 SI に 小 寺 君に勸 街 致します， 
同 君が 爰に 壇上に 於て 言うた 事を 言は ない と 言 ふな 
らぱ >  私 は 容赦す る ことが 出来ない と 思 ひます、 言 
うたに 相違は ない が， それは 間違で ある (「生 意氣 
を 言 ふな」 と 呼ふ漭 あり〕 それが 間違で あると 言う 
て、 此 壇上に 於て 之を 是正せ らる 、ならば •前 士は 
情を 知つ て P •る (「何が 武士 だ」 と 呼 ふ 者 あり 笑 i? 起 
る〕 其 以上の 追窮は 致し ませぬ が、 若し どうしても 
言うた 事を -1 此議 場に 於て 明言した 事を、 左 _ な 
事は 言は ぬと 仰し やる ことで あ. るなら ば， 是は W に 
言葉爭 ではない C 「速記 錄々々 々 J と 呼 ふ 者 あり〕 此事 
が 天下に 明に なつた る 以上 ほ •世界に 向つて 立場を 
明に しなければ ならぬ* 此意 味に 於て、 同 君が 今少 
し一黨 の總理 たる 所の 責任を 持つ て (「總 理とは 違 
ふよ」 と 呼 ふ 者 あり) 十分 賣 fr: ある 御 答 辯 あらん こ 
とを 希 絮 致します、 是 ほ 決して 追窮を する のでは あ 
り ませぬ， 憲政 會の 諸君の 爲めに 此亊を 明に する の 

が、 諸君の 利益であります、 どうぞ 重ねて 同 君の 御 

答 辯を 願 ひます (拍手 起る〕 

~ 「無用々々」 「默 殺々々 j  r 登壇々々 j と 呼 ふ 者 

あ 〇〕 

〔小 寺 謙吉君 登壇】 

〇小莽 謙吉 君吉植 君に 御 答 致します るが， 山 田少 

將 の布传 なる もの ほ、 地方の 谷 方面に 貼 札に せられ 

たので ある、 是 ほ 政府が 承認な さるの かどう か、 其 

中には 「過激派の 手に歸 せる 村落は R 本 軍に 於て 燒 

棄つ べし」 と 云 ふ 事が あろ、 又 此の 少將の 西 伯 

利派逍 隊 宣言 •之に 依りましても 「本職 ! i 公明なる 

手段に 依り 過激 脈 討伐に 從事 しつ V あるを 示さん と 


す」 斯ぅ 云 ふ 事が あります るが、 是 ほ 政府に 於て 御 
承認な さつ. て 居る のであります か、 如何で あるかと 
云 ふこと を聽 いて 居る、 其 材料を 彼方此方の ものに 
就て 列 擧して 样 る， 是だけ 御 答して it きます。 

〔「違 ふ^ ^  J と 呼ふ老 あ 〇〕 

〔吉柄 庄一郞 君 登壇〕 

〇吉植 庄一郞 君 唯今 二 回に 於け ると 小 寺 君の 御 辯 
明に 依りまして、 私は 玆に甚 た 遺® を 感ずる もので 
あります、 到底 同 ft は H ら省み て改む るの 意思の な 
いこと を 認めました から、 玆に 速記 錄を更 めて 調 ? t 
して、 而 して 21 に此 問題に 就て 解決す る 所 あらんと 
欲する のであります、 どぅぞ 御 賛成を 願 ひます。 

〇 小川 平 吉君唯 今の 問題 if 事 頗る 重大で ござい 
ます， 演說者 ほ 憲政 會を 代表せられ まして、 特に 今 
日日 程を： S 更 して 緊急 質 間を せられた のであります 
吾々 又 之に 向つ て 質問を せらる、 事には 同意を 表し 
た 次第であります， 此重大 なる 質問に 於て、 先刻 吉 
朗 君の 質問せられ たるが 如き 事 實があ つたと 致し ま 
すれば、 誠に 是は容 易なら ぬ 事であります、 內國 K 
全般の 疑を 招く のみならず、 世界 # 國に 向つ て •左 
なきだに ® 々 吾人の 迷惑を 蒙る 如き 疑を 受けて 居る 
此 時に 當つ て、 此 大政 黨の 代表者が 帝 國議會 の 壇上 
に 於て、 吉楠 君の 言 はれた が 如き 事を 斷定 的に 述べ 
られ たと 云 ふ 事に なりましたならば* 吾々 は 之を 輕 
々に 看過す る ことは 出 來な いのであります、 然るに 
小 寺 君の 辯 明に 依れば、 斯の 如き 事を 述べた る 事な 
しと 答 へられて 居ります、 幸に して 斯の 如き 事を 述 
ベら れなか つたなら ば、 吾々 の 最も 仕 合と する 所で 
あります、 不幸に して 若し斯 の 如きが あつたと 致し 
ましたなら ば、 或は 是れは 御 取消になる ので あるか 
御 取消に ならぬ と 云 ふなら ぱ吾々 に 更に 此問 題に 向 
つて 研究を 進めなければ ならぬ のであります、 事 宴 
に 重大に して、 而も 其事實 あり や 無し やと 云 ふこと 
に 就て、 諮 場に 於て 疑が 起 〇 ました 以上は、 速記 錄 
の 練 課を 調べまして 、此 速記録に 依つ て、 而 して 吾 
々の 考を 決する ょり 外 ! i 仕方がない のであります、 
玆に © く 休憩を 宣告せられ まして •此 速記 錄の出 來 
上る のを 待つて、 速記 錄に 基いて 更に * 讓 を 進める 
ことに 致したい と 思 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 之を 留保して 他の 翳 事に 移る 
ことほ 如何です か。 

〔「いけ ませぬ」 「休憩々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇 議長 (大岡 育造 君〕 直ちに 諮つ て 見 ませう. 速記 
錄を 調査す る 間 •即ち 小 赤 謙吉 君の 演說の 速記 錄を 
調査す る 間、 休憩す る ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔異 調な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君い御 異議が 無い と 認めます、 仍 
て © く 休憩 致します。 

午後 一一 時 三十 71: 分 休憩  ゝ 
午後 五 時 九分 開議 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 新たに 議席に 著 かれた る 方が 
あります から 御 紹介を 申します、 愛知 縣郡部 選 / 11 議 
员 大島宇 吉君- 

〔大島 宇吉 君 起立〕 

〔拍手 超る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 休憩 前に 引績 いて 會議を 開き 
ます — 吉植 ffi i a!! 君。 

〔吉植 庄 一郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る」 

〇吉 M 庄一郞 君 前 刻 来の 問題と なりました る 小 寺 
謙吉 君の 御演說 中の 言論に 對 して、 言うた 言 ほぬ と 
云 ふこと が 問題と なつて、 速記録を 調査す る ことに 
なつた のであります- 而 して 速記 鈴を 檢案 致します 
ると， 斯樣に 書いて あります、 前後の 長い 所 ほ 除き 
まして •問題の 中心と なつた 所 だけ 朗 _ 致します、 
「又 政府は 今一 ® 此駐屯 班の 兵數 を. 一ず る 意思 ほ 無 
いので あるか 强て 過激派の 如き 者を 討伐し 或は 又 過 
激 派に 非ざる 者 も 過激派と して 强て 討伐して 居る と 
云 ふこと が 今日の 實 際であります j 斯樣に 速記 錄に 
明記して あります、 太 員が 小 寺 君に 對して 御尋 した 
のは 此點 が要點 であります、 之に 對して 小 寺 君は 左 
樣な 事は 言は ぬと 云 ふこと が 問題に なつた ので あり 
ますが、 速記 錄の 事實は 言うた に 相違ない と 云 ふこ 
とに 玆に歸 著 致した のであります が、 斯の 如き 較著 
動かす ベから さる 事實 が茲に 現れましても、 尙ほ小 
寺 君は 前言を 固執して 言は ぬと 云 ふこと に 仰し やる 
のであります か、 或は 又此事 實と云 ふ ものが、 旣に 
公平無私なる 速記 錄の 書いた ものに 依つ て、 其 誤を 
正す 御 考があ るので あります か" 重ねて 此事を 御尋 
して ® きます (拍手す る 者 あり， J 
〇 議長 '' 大岡 育造 君〕 小 寺謙吉 君。 

「小 寺 謙吉君 登®〕 

~ 拍手す る 者 あり〕 

〇 小 寺 謙 吉君前 刻吉楠 君から 御注意が ありました 
一二 六 七 


院澴衆 q て 3 帝:? r 一十 pn 氕 


诩詳 n f'£ rs il 柿 助 法 衆 m 


北海？ Ija 拓葫玆 51 補助に 閱 する 法 雄 案 第一 fa f? « 師法屮改正法律案第1 :;| & 


二 六 八 


私の 淀 ...-: の 趣 i u (r ‘ i 2a is を 討伐し つ、 ある や 否や 
を ff iHj する のが 趣旨で ありました， K 中に 速記録に 
現れ /- 所；： T 私 の 本旨と 違ぅて 居る のであります， 
全く it 速記録に 現れた る 言語を 語んで 兑ます ると、 
B 分の 元々 本 S に 非らざる 失言でありまして S だ 造 
憾の至 りであります >  茲 に 誠 S を 以て K 消を 致し ま 
す (拍手 起る) 

0 議長 ^ 大岡 育造 君 - y R ?s 第一、 朝鲜輕 便錄道 補助 
法案の 第 ~ ®? 倚を 開きます I 鈴 木 政府 委員。 

第一 i 鮮 §l sj igi¥ ，政府 提出：* 
第一諮會 

朝鮮 輕便鐵 的 補助 法 

第 一條 朝鮮- 1 於テ輕 便鐵道 ヲ經營 K ル 探 式# 社 

ノ洱8-'業年度-1於ヶル益金力輕便鐵道ノ經營二 

要 スル 拂込 株金 額-一 對シ年 七分ノ 割合-- 達 セス 

卜認ム ル トキ ハ 朝鮮 總锫 ハ®; 社-一 對シ設 立 登記 

ノ日 ヨリ 十年ヲ 限リ 其-'  不足 額 ヲ 補給 スル コト 

ヲ煜 {II .ン 補助金 ハ輕® 鐵菹 ノ經營 -1 要 スル 拂込 

株金 額-一 對シ年 七 分-一 相當 スル 額 ヲ超ユ ル コト 

ヲ得ス 

第二 條 朝鮮 總督ハ 必要 アリ ト認ム ル トキ ハ ー會 

社ノ緙 營 N' ル輕 便鐵道 ヲ數區 二分 チ 备區 一一 付 前 

條ノ 規定-一 if. ゾ補肋 ヲ爲 K コ トヲ得 此ノ 場合 二 

於テ會 社力狒 込 株金 額 又 ハ 資本 ヲ％ 加； N 一 區 又 

ハ 數 M ノ輕便 鐵道 ヲ經營 スル トキ ハ當該 區ノ輕 

便鐡 通- 1 對スル 補 肋 ノ 期間 ハ 拂込株 金額 變 更 又 

ハ 資本咐 加ノ 登記 ノ日 ヨリ 之ヲ 起算 スル コト ヲ 

得 

第三 條 社債 又 ハ 借入金- ーシテ 輕便鐵 道ノ雜 設費 

一 一充 ッル モノ ハ 前 二條ノ 適用  一 I 付 テ ハ 之ヲ拂 込 

株金 額卜 看做 ス 

前顼ノ 規定 -i 依 y 拂込 株金 額卜 看做シ タル 社債 

又 ハ 借入金-一 毀 スル 補助金 額 ハ 其 ノ社债 又 ハ 借 

入金 n 對 スル 益金 卜社債 又 ハ 借入金 ノ利 息トノ 

差額 トス 但シ 社債 又 ハ 借入金 ノ 利率 年 七 分未滿 

ナル トキ ハ. 其ノ 利息 額、 七 分 以上 ナル トキ ハ 社 

值又ハ 借入金- 一 對シ年 七 分- 1 相當 ス ル 額 ヲ超ユ 

ル コト ヲ掲ス 

社 M 又 ハ 借入金- 1 對スル 補助 ノ 期間 ハ 社 11 ノ登 

記/日 又 ハ 借 入 ヲ爲シ タル 日 a リ之ヲ 起算 スル 

コト ヲ ス 

第四條 第 一條 乃至 第三 條ノ 規定-一依 ; L 益金、 拂 


込 株金 額 及 社 frt 又 ハ 借入金 ハ 朝 P 總茲ノ 定ムル 
所- 1 依 リ 莴 出 •ゾ タル 金額- ル 
第五 晓 補助ヲ 爲ス ヘキ 輕 01 錄菹ハ ニ 沢 六 吋 以上 
ノ軌間 ヲ有ス ル モノ  11 限 ル 
第 六條輕 便羧道 ヲ羥營 スル 0 社 力 法令、 法令-一 
基 テ 爲 ス 命令 若 ハ 許可、 補助 M 附シ タル 临件 -I 
違反 - y 又 ハ 公益 ヲ害 スル 行 爲ヲ爲 シタルト キハ 
朝鮮 總督ハ 其ノ 補助 ヲ停止 又 ハ 廢止ス ル コト ヲ 

得 

第 七條 詐欺-一因 リテ 補助金 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 法 
定ノ 利息 ヲ附シ テ之ヲ 償還 セ シム 
前項 ノ償還 金 ハ 國税 滯納 處分ノ 例-一依 リ 之ヲ徵 
收スル コト ヲ得 但シ 先取 特權 / 順位 ハ 國段 -I 次 

クモノ トス 

附則 

本 令 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〇齋藤珪次君是ょり豫算委員會を開きますから、 
同委 M の 御參 集を 11 ひます。 

〔政府 委員 鈴木穆 君 登壇〕 

0政府裘員(鈴木穆君〕朝鮮_姐鐵道補助法案に就 
きまして ノ 私ょり 御說明 申 上げます、 鐵 道の 普及は 
朝鮮の 開發上 最も 急務と 致す 所でありまして、- 財政 
の 許す 限り 是が敷 設に 努めて 居る 次第であります， 
併し 地方 的經濟 線路の 敷設に 付きまして は、 寧ろ 之 
を 民間の 企業に 依る 輕便鐵 道を 以て、 之を 獎勵 致す 
ことを 今日の 急務と 考 へて 居る のであります" 此趣 
意 を以 ちまして， 是まで 毎年の 豫算に 基き まして、 
別に 命令を 以て 補助を 致して 居ります ので あ P ます 
るが、 期の 如き 法律の 規定に 基かざる •眾に 命令に 

依りまして は， 長 日月に a る鐵 道の 如き 事業の 獎勵 

には •甚だ 適當せ ざる ことを 認めまして、 今回 特に 

補助 法を 制定し まして、 補助の 基礎を 確立 致し- 獎 

励の 趣旨を 徹底 致さん と 云 ふ 趣意で、 此 法案を 提出 

致しました る 次第であります* どぅか 御 審議の 上、 

御 協賛 あらん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第二、 右 議案の 審議を 付 

託すべき 委 負の 選擧を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

〇 岩 崎勸哲 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 a 君。 

〇 岩 崎 a 君 委員の 數を 特に 十八 名と し、 議長に 於 


て 指名せられ んこ とを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 誘は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇觀長 (大岡 育造 君〕 御 異諉が 無ければ， 玆長 指名 
十八 名の 委員に 付 託す る ことに 決しました。 

0 岩 崎勸君 議長。 

0 議長 L 大岡 育造 君： >  岩 崎 1111 君。 

〇 岩 崎 15 君 議事 日程 變更 に関する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 玆に 一, 北海道 拓殖 鐵道 補助に 關す 
る 法律案、 政府 提出 第一 讀會 、二、 右諉 案の 群奄を 
付託す へき 委 M の選犖 、三、 政府 提出 瞪師法 中 改正 
法律案、貴族院送付案であります、第1_龠、四、 
右 議案の 審斑を 付託す へき娄 員の 選擧 ，五、 大正 四 
年 法律 第 十六 號中 改正 法律案， 第一 讀會の 緒 委員長 
の 報吿 、六、 政府 提出 阿片 法 中 改正 法律案 第一 讀會 
の續 委員長の 報告， 七、 貴族院 提出史 躜名勝 天然 紀 
念 物 保存 法案 •第一 讀 會の續 委員長の 報告を 議題と 
爲し •何れも 其 審議を 進められん ことを 望みます。 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

C 「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり；！ 

0 議長 (大 岡 育造 君〕 御異 S が 無ければ a 程は 變更 
せられて、 唯今 擧げ られ たる 备箇の 法律案 及 委員の 
選擧を 議題と 致します、 北海道 拓殖 鐵道 補助に 關す 
る 法律案を 議題と 致します"'  政府 提出であります、 
床次鐵 道院總 裁。 

北海道 拓殖 鐵道 補助に 關 する 法律案 (政府 
提出) 第一 讀會 

北海道 拓殖 促進 ノ爲 必要 アリ ト認ム ル 地方 鐵道 -I 
對シテ ハ 政府 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ該鐵 道營業 
開始 ノ日 ヨリ 五 年ヲ限 y 北海道 拓殖 費 ヨリ 補助 ヲ 
爲ス コト ヲ得 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 政府 委員 (床 次 竹 二 郎君〕 北海道の 拓殖に 就て、 
鐵 道の 敷設 最も 大事な 次第であります、 fl に 拓殖 鐵 
道 公債 利子 支出の 法律を 制定せられ まして、！ 般鐵 
道の 建設 計畫 以外に 於て、 拓殖 鐵道 速成の 計 ® を 立 
て、、 今日 進みつつ ある 次第であります るが、 是と 
共に 地方 鐵 道の 敷設を 獎勵 致します る ことが 拓殖の 
促進 上、 最も 必要なる 事と 考へ ます、 即ち 大正 四 年 
度 北海道 拓殖 費豫算 に 於て、 必要なる 金額を 計上 致 
して 置きました 次第であります、 此 補助 ほ 數 年に 亘 


つて 之を 掴； 2 致したい * であります から* 特に 茲に 
法律の制定を要する次第であ0ます、どぅぞ：に浩ば 
を 願 ひます。 

〇讁長 (大岡 育造 君〕 右淇 案の 蒞 2C 々付託す へき 3S 
負の 選舉 を諉® と 致します" 

右雜 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 * 

〇 岩 崎 勤 君委 M の © を 九 名と し •域 長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

〇 諺 長 (大岡 育造 君) 御異链 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議な し J  i 異誔な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 憩 長 (大岡 育造 君) 御 異誔が 無ければ 岩 崎 君 励 銥 
の 如く 決します I 特肺 法 中 改正 法律案の 第 1 51 包 
を 開きます、 床 次內務 大臣。 

際師 法 ' IM 改正 法律案 (政府 提出、 e 族 院送 
付) 第一 謫會 
陵 肺 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 識決せ り 依て 顔院法 
第 fn; 十四條 に 依 〇及邊 付 候 也 
大正 八 年 三月 二十日 

贵 族院謎 長公腊 德川家 達 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 
醫師法 中 左 ノ通改 正ス 

第 一條 中 「帝 國 大學骼 科大學 释學 科」 ヲ 「大樓 令 
二 依 ル 大學- 一 於 テ 醫學ヲ 修メ舉 士卜稱 スル コト ヲ 
得 ル 者」- 一改ム 

第二 條中 第一 號ヲ 左ノ如 ク改メ 第二 號 ヲ削リ 第三 
號ヲ 第二 號トス 

一 六年ノ 懲役 又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 -I 處セ ラレ タ 

ル 者 

第三條 中 「禁錮」 ヲ 「六 年 未 滿ノ 懲役 若 ハ 禁錮」 

-I 改ム 

第 八 條醫肺 ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ 郡市區 骼師 
會ヲ 設立ス へ シ 

郡 市區醫 師會ハ 勅令 ノ定ム ル 所 — 依リ道 府縣醫 
師會ヲ 設立 スへシ 

郡 m 區醫師 會及道 府縣餞 師會ハ 法人 トス 勅令/ 
定ムル 所-一依 リ醫事 衞生ノ 改良 發達ヲ ーー ルヲ以 
テ 目的 トス 

第 九條郡 市區醫 師會ハ 命令-一 別段 ノ定 アル 場合 
ヲ除ク ノ外郡 市 又 ハ 北海道 若 ハ 沖 M 縣ノ 區ヲ區 
域 トス 

公私 立ノ 診察 所 若 ハ 治療 所 又 ハ其ノ 出張所 M 於 
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テ 診察 又 ハ 治療- 一 從事ス ル闻 M ハ 其 ノ診怒 所、 
治 取 所 又 ハ / li 張 所 ノ 所在地 ヲ區域 トス ル 郡 市 W 
闻師# ノ鈐員 トス 

第 九條ノ ニ m 府縣羧 肺 會ハ 道府 縣ヲ區 域 トス 
道 府縣內 -1 在 ル 郡 市 K 粹師會 ハ 其 ノ迫府 縣ヲ區 
域 トス ル 道 府縣醫 filB ir ノ會員 トス 
第 九 ぼ ノ三 前二唏  一|揭 ク t 會 1M ノ外邯 majf 師 
•乂ハ lil 苻踩焭 師敔 / 會 a 卜 to I ル コト ヲ [{g I ル 艿 
ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 

三 

第 九 條ノー .郡 市區 释師會 又 ハ 道 府縣释 師會ハ 勅 
令 ノ定ム ル 所-一依 リ會員 ヨリ 徵收ス ヘキ 收人 -- 
關シテ ハ 民事訴訟 ヲ 提起 スル コト ヲ得 

四  四 

第九條 ノー fl. 前 I3r 條プ 規定 スル モノ ノ外郡 市 K 醫 

師會及 道 府縣释 肺會ノ 設立 ノ手緻 •_ 關ノ組 織 

經费ノ 負®、 監督， 會員ノ 懲戒 其ノ他 必要 ナル 

# 項 — 關シテ ハ I/J 令ヲ以 テ 之 ヲ定ム 

第 十條中 「第二 條第 一號乂 ハ 第 ii: 號」 ヲ 「第二 條 

各號ノ ー」- , 「萘 錮」 ヲ 「六 年 未滿ノ 懲役 若 ハ 禁 

銅 J  -1、 「第二 條 S 三 號」 ヲ I 第二 條第 二號 J 二 改 

ム 

第 十 一條 中 「 3T. T-I 圓以 下ノ 罰 金」 ヲ 「五 百圓以 下 

/罰 金 又 ハ 十圆 以上 ノ 科料」 — 改ム 

寸  MU 

rp.  p> 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

木 法 ノ適 用-一 付 テ ハ 帝 國大 氓释 科大學 释學 科ヲ卒 

業シ タル 者 ハ 大學 令-一依 ル 大吊 二 於 テ鹄學 ヲ修メ 

學士 卜稱ス ル コト ヲ得ル 者卜湣 做 ス 

本法ノ 適用-一 付 テ ハ 明治 十三 年 第三 十六 號布吿 刑 

法 ノ  m 罪 ノ刑 -- 處セ ラレ タル 渚 ハ 六年ノ 懲役 又 ハ 

禁錮 以上 ノ 刑-一、 同 法ノ 禁錮-- 處セ ラレ タル 者 ハ 

六 年未滿 ノ 獄 役乂ハ 禁錮-一 處セ ラレ タル 者卜 看做 

ス 

本法施行ノ際現-一存-〇鹄師 ^- ハ本法施行ノ日ヨ 

リ 六月 內 W 從前ノ 例-一法 ル コト ヲ得 

〔國狗 大臣 床 次 竹 二 郎君 登 柄〕 

r 拍手 起る〕 

013 務大 fK (床 次 竹二郎 岩) 此法 案 13: 前 间本院 に提 

出せられ て 而して 可決に なつた 法案で ございます、 

其 大腊を 収 りました ものでありまして、 即ち 聞 fils 會 

ほ 之 KV 設 !g すべし、 释肺會 は 法人と する、 大 體 右 棟 


な 事でありまして， ft 族院に 於き まして、 第九條 の 
三の 所に 於て 修正を 加へ られた のであります けれど 
も、 何等 差 支 無い 箇條 であります から、 政府は 之に 
同意 致した 次第であります-前に 申 上げる 如く" 大 
體 本院に 於て 旣 に nr 決に なつた 案で ございます るで 
宜しく 御 賛成を 願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 右 閾 案の Hf 莪を 付託す へき 委 
員の 選舉を 議題と 致します。 

右 議案の 群 査を 付託す へき 委員の 選擧 
〇 岩 崎 勸哲識 長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎勸哲 。 

〇 岩 崎 勸君 本案は 福 井 三郞君 外 七 名 提出、 醫師法 
屮改正 法 pli 案の 委 M に 併せて 付託せられ ん ことを 瓖 
みます。 

〇識長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 黐な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 誠‘ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 動議の 如く 
決しました I 大正 四 年 法律 第 十六 號 中 改正 法律案 
の 第一 讀會の 紹きを 開きます、® 員 長 松 浦 芄兵衞 射 
大正 四 年 法® 第 十六號 中 改正 法律案 (政府 
提 Hi 〕 第一 讀會 の續 C 委員長 報吿〕 (確定 
議〕 

〔松 浦 五兵衛 君 登 檀 J 
〔拍手 起る J 

〇 松 浦 五兵 衞封 大正 四 年 法律 第 十六 號の 改正案の 
委員 會の經 過 及 結果を 御 報告 申 上げます、 本案は 十 
六號 の法钳 中 「二 千 四百 萬圓 J を 「五 千 四百 蓖圓 J 
に改 むと 云 ふ>  洵 に簡 單 な 文句であります が、 其內 
容は相 當 注意を 耍す べき 事が あります から、 委員 會 
は 三回に a つて 開會 致しまして、 種々 質間應 答、 並 

に 政府の 説明を 受けまして、 其 結果 總て 原案を 相當 

なる ものと して、 之を 是認す る ことに 決しました、 

而 して 其 委員 會に 於け る 質 間 應答 中、 内容を 明に し 

た點に 就て 御 報吿申 上げる 必要が あると 信じます が 

本案 ほ 大正 ー ニ 年の 臨時 事件 費の 論 功行 赏に 使用す る 

公 W の 募集 案でありまして、 © に 法律に 依つ て 二 千 

四西茁圓が決定されて屛りますが、其後西伯利出兵 

及 海軍 戰線 の熘張 等に 依りまして、 非常に 多數の 軍 

隊を励 かした が爲 めに、 一層 論功行賞 賜金の m 額を 

要する ことに 相 成りまして、 其 結果 更に 三千 萬 圓の 

咐加を 要する のであります、# に 決議され て ありま 

す 所の 二 千 四百 萬圆に 付て は、 旣に靑 島の 職 爭に對 


する 所の 論 功行赏 、又 それに 關聯 した 所の 行賞に 依 
〇 まして >  最¥ 一千 七 百 萬圓を 支出して あると 云 ふ 
ことであります、 尙ほ 他に 三百 萬圓內 外の 支出す ベ 
きものが あります から •唯今 殘る 所の ものは 四： c 萬 
圓に 過ぎぬ と K ふこと であ 〇 ます， 然るに 海 革 及 陸 
軍の其後の励員に依りまして、今回更に論功行赏致 
すべき 所の ものが、 約 三千 四百 萬圆耍 すると 云 ふこ 
とであります、 陸軍に 於て は 十五 萬 人、 其 金額が 二 
千 九； c 六十 萬餘圓 、海軍に 於て 一 萬 九 千 人、 其 金額 
が 四百 三十 五 萬 餘圓と 云 ふやぅな _ に 相 成りまして 
此 人員 及 金額 等に 付ても、 委員 會ほ愼 重に 質問し 調 
55 したので あります が* 總て 最も 適當な る ものと 信 
じたので あります、 斯の 如くして 今日 法律の 改正に 
依つ て耍 求す る 所の、 三千 蓖圓の 公債を 募集す ると 
云 ふことは •最も 目下； i 於け る 所の 必要の 事で ある 
と 認めまして、 委員 會は 全會 一致を 以て 之を 可決し 
ました、願くは本會に於ても，全會一致を以て可決 
せられん ことを 希望 致します (拍手 起る) 

03 ?崎勸 封 本案 ほ 讀會の 順序を 省略して、 委員長 
報告の 通り 可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

〇 議長 ( 大岡 育造 君) 動議に 御 異議は ありませ ぬか 
〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇骸長 c 大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 讀會 の ft'i 序を 

省略して， 可決確定したる事を宣吿致しま^ - 阿 

片法中 改正 法® 案 第一 讀會 の續を 開きます — 委員 

長大 口 喜 六 君。  _ _ 

阿片 法 中 改正 法律案 (政府提出)第一讀會 
の續 C 委員長 報告〕 

〔大口 喜 六 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 大口 喜 六 君 阿片 法 中 改正 法律案に 封す る 委員 會 
の經過 •並に 結果の 御 報吿を 致します、 委員 會ほ去 
る 十四日に 委員長 及 理事の 選擧を 行 ひまして、 引 ^ 
き 會議を 開きました が* 爾 來開會 致します る ことが 
五 回でありまして、 其 間內務 大臣を 首め， 谷 關係政 
府 委員の 出席を 求めまして •質問 應 答を 重ねました 
が •極めて 愼 重に 審議を 致した 考 であります、 殊に 
此 問題は、 一面に 於き ましては、 醫藥上 極めて 必要 
であります 所の 阿片の IE 締に關 する 問題であります 
るし •一面に 於き まして ほ* 又 人類を して 極めて 悲 
慘なる 境遇に 陷ら しむる 所の 阿片 煙の 取締に 密接の 
關係を 有つ て 居ります る 次 弟であります る 故に、 其 


結果 (S 延 て外國 との 關係を も 生ずる のであります* 
其 爲めに 外務省の 當局 者に も W 席を 求めまして、 其 
等の點 に 就きましては， 調査を 進めました 次第で あ 
ります， 又毫 is に 於け る 阿片 政策と 云 ふ ものに 對し 
て も、 極めて 密接なる 關係を 有する ことであります 
る ことは 旣に 諸君が 御 承知の 如くであります、 それ 
故に * 灣に關 係を 有つ て 居られる 所の 政府 委員に も 
m 席を 求めまして、 或る 場合は 之を 祕密會 と 致し ま 
して、 詳細に 質問を 致した c であります、 尙ほ 本案 
の s 則に f-J' きまして、 刑法の 第 十四 章に 揭載 されて 
居ります 所の 阿片 煙に 關 する 罰則 ？: , 7 ^ 極めて 深き 關 
係を 有して 居る ことであります る 故に、 此點に 就き 
ましても 司法 省の 當局 者の 出席を 煩し まして、 ffl 當 
の 研究を 致した 考 であります、 斯の 如く 質問 應答を 
續 けまして、 色々 研究を 致した 結果、 本委® 會 に 於 
きまして は、 滿場 一致を 以て 本案に 修正を 加へ まし 
て、 修正 以外の 箇所 ほ、 原案を 是な りと 認めまして 
決した 次第であります， それ故に 此際先 づ此 修正を 
致しました 箇所から 說明を 致したい と 思 ふので あり 
ます、 即ち 修正を 致しました 箇所は 三 箇所で ありま 
すが、 其 第一は、 第 六條 中に 政府から 出されました 
原案に 「製 藥 者醫藥 用 阿片 ヲ要ス ル トキ ハ」 と あり 
ます 某の 下へ 『命令-- 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ 除クノ 
外」 此 十七 字を 加へ るので あります、 其 理由は どう 
云ふ譯 かと 云 ひます と、 今回の 改正に 依つて 阿片の 
賣買 授受に 關 する 取締と 云 ふ ものは、 頗る 1¢ 重に な 
るので あります が、 其 結果と 致しまして、 醫師 ，齒 
科醫師 、獸 醫、 薬 劑師と 云 ふが 如き もの も、 一々 行 
政 官廳 の證 明を 受 くるで なければ ■醫藥 用に 使 ふ 所 
の 阿片の 瞒 入を も絕 對に爲 す ことが 出來 ない、 斯う 
云 ふ 事になる のであります， それは 頗る 闲難な る 事 
情を 生ずる であらう と 云 ふ 所から して 或る 一定の 量 
を 限りまして、 取締り 得る 範圍內 に 於て は、 其等醫 
藥 用に 釾し 、醫療 用に 要する 所の 阿片の 購入 方 ほ 簡 
易に 致したら 宜か らう* 即ち 自ら 自己の 資格を 證明 
して， 醫師で あると か、 藥 _師で あると か 云 ふこと 
の證 明を 致しまして、 直ちに 買 入る る ことが 出来る 
やうに する のが 適當で あらう、 併し 又餘 〇寬大 に 失 
しまして、 収締上 支障を 生ずる やうな 事が ありまし 
ては な 1 ませぬ から， 其邊は 之を 命令の 規定に 謝り 
まして 命令に 依つ て 相當に 之を 定められる やうに 致 
したい、 勿論 政府 も此點 には 同意を 表されまして、 
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|相當に命令に法つて 51:- 事を定めやぅ、斯ぅ云ふこと 
であ 〇 ます 苜め に、 唯今 申 述べました 通りの 修正を 
加へ る ことにな つたので あります、 それから 第二の 
修 IH ii 第九晓 でありまして、 第 九 能の 第二 ? fl に 「阿 
片ヲ 輸入シ タル 者ノ 罚前孭-1同シ」と云ふ箇條を加 
へやぅ と 云 ふので あります、 此 理由を 序ながら F13 上 
げます るが* 即ち 原案に 於き まして* 阿片の 轍 m 者 
又は 無 許可で 筠買授 與を爲 した 者の 制裁と 云 ふ もの 
があります けれども、 阿片を 輸入す る 者に 對し ての 
制裁と 云 ふ ものが* 何等 記載して 無い のであります 
之に 關して I 寸說 明し ませぬ と 分り ませぬ が、 從來 
阿片 煙に 關 します る もの ほ •假令 其 現物が まだ 生 阿 
ft でありまして^ — 生の 阿片です、 生の 阿片の 狀 

態でありまして も 其 生の 阿片を® 人す る 所の 經 過が 

阿片煙に關すべき閗向を有つて屏りまする場合ほ、 

矢 張 刑法の 第 十四 章に 依りまして、 處 ■すべき もの 

であると 考 へて 居つ たのであります、 然るに 本年の 

三月 十一 日、 つい 此間 の ^ であります が、 去 三月 - [- 

一日に なりまして、 初めて 大器 院に 於て 新たなる 判 

決 例が 現れた のであります、 其 判決 例に 依ります る 

と、 假令其 意 , H は —— 心 ほ 阿片 煙と 爲す考 を 以て 轍 

入した ものでありまして も、 其 輸入した® 物が まだ 

生 阿片で ありました 場合には —— 生の 阿片で ありま 

した 場合には、 之は 刑法の 第 十四 3K に 在る 所の 阿片 

煙に 關する 罪と 云 ふ ものに 依つ て 適用 せらるべき も 

のでない、 結局 阿片 法の 茭配を 受ける ょり 外に 致 方 

がない と 云 ふこと になつ たのであります、 さぅ 致し 

まする と、 此 阿片 法 中に 阿片の it 入を 爲す涝 の 制裁 

を 定めて {® かないと 宏 ふと、 遂に 其 者が 法網を 潜る 

ことになるので あります、 元來 阿片の 輸入と 云 ふ 事 

は、 政府 以外に ほ 絕對に 許して ない ので あ ひます /.* 

それ故に 此法钳 中に、 何れの 所に も 阿片の 幟 入と 云 

ふ 文字 ほ 無い のであります けれども 此第 九條に 其 制 

裁に 關 L て、 是非 之を 揭げて 置く 必要を 認める こと 

になつ たのであります •之に 就て は 內務當 局 者は 勿 

論 •司法 省の 當局 者に も 出席を 請 ひまして、 色々 質 

疑 致しました 所が、 政府 委員は 之に 同意であります 

のみならず、 進んで 其 修正を ii まれた のであります 

此に 於て 此 修正を 加へ る ことにな つたので あります 

次に 第三であります、 第三は 第 十二 勝の 31: の 次に 第 

十二 條の 六と 云 ふのを 設けまして、 其 文章は 「第 十 

二 條ノニ 乃至 第 十一 一條 ノ四ノ 規定 ハ 第 九條ノ 犯罪- 1 


付之ヲ 適用 セス」 斯う 云 ふ！ 項を 加へ る ことにした 
のであります >  是ほ 保： めて 簡堪な 理由でありまして 
第九條の如き重き體刑を科する老に對してほ、行爲 
者 其 者を 釣す るの が 當然で あ 〇 ます、 行爲 者の 代理 
入で あると か、 M 主で あると 云 ふが 如き 者に 罪を 負 
はしむ るのは、 甚だ 酷で あると 云 ふ考 からして 此修 
正を 加へ たのであります、 是亦 政府 ほ 同意で ありま 
して •內 務當局 司法 當局 も， 進んで 此 修正を せられ 
んこ とを 望まれた 次第であります、 修正に 對 しまし 
て、 御 報告 及 理由は 先づ それだけであります が、 之 
を耍す るに 此 法案は、 一面に 於て ほ 阿片の i!i 人 轍 出 
を 首め® 買授 與に關 する 所の 取締を 嚴 重に 致します 
ると 同時に、 一面に 於て は， 醫師 用の 阿片の 普及を 
全から しめんと する に 出で たもので ありまして、 國 
際 阿片 會議の 精神から 考へて 見ましても 亦是は 相當 
な 事で あると 考 へられる のであります， それに 就き 
まして ほ 我 日本 國ば かりが 斯る 法律を 制定 致し まし 
て、 其 取締を 嚴に 致しました 所が、 世界 各國が 之に 
順應 して 吳れな ければ、 決して 完全なる 目的を 達す 
る ことほ 出来ない のであります •それ故に 我 政府は 
一方に 於て 此法 律を 制定され ると 同時に， 宜しく 谷 
國に 向つ て も、 相當の 協調を 進められる やうに 致し 
たいと 云 ふ 意味の 希望が、 委員 會に 於て 發 1 日された 
のであります、 之に 關し まして、 阿片 煙を 次第に 減 
じ、 滅却す る 所の 方策 上， 阿片の 製劑 に關 しても、 
顧 厳しなくて はならぬ ではない かと 云 ふ 意味の 質問 
も、 ® 員 會に 起つ たので ありました が、 是に對 して 
政府は、 目下 其 等の 事 も 調査 中で ある、 考趙 中で あ 
ると 云 ふこと であります、 次に もう 一つ 申 上げて 置 

きたいのは、* _阿片 との 關係で あります、 我國の 

阿片 制度の 完成を ril ります るには、 是非とも ® 灣に 

於け る 阿片 制度に も 論及し なくて はならぬ ことで あ 

ります、 是は 大分 長い 時間に a りまして 政府に 質問 

致しました が、 餘り 管々 しくなります から、 細かい 

事は 愛には 申 上げない、 唯々 此事 に對 しまして、 內 

務 大臣の 御 答 辯に なつた 事を 申 上げて 置けば‘ それ 

で 適當で あると 思 ふので •& ります、 即ち 內務大 苗は 

此事 に關 して 委員 會に 於き まして、 前段の 目的を 達 

する には、 自然 臺 海の 阿片 制度に 就ても， 改正 致さ 

ねばならない 點が あらう と 思 ふ、 各省 協議の 上適當 

の 方法を 11 ずる 積り になって 居る •斯う 云 ふ 意味の 

御 答 辯を された のであります、 •是で 此大體 は 御 了解 


を 願 ふこと、 致したい と 思 ひます、 尙ほ最 後に 一言 
附加 へて S きたいと M ひます のは， 木 法が 15 施され 
まする 結果、 醫師 、藥翔 師の 如き 藥用 阿片を f!!! 用す 
る 所の 者が、 非常に 迷惑を しほし ないかと 云 ふこと 
は、 頗る 一面に 於て S へられて 居る 所の 事で ありま 
す、 之を 政府 委員に 質問 致しました 所 •か、 決して 斯 
る闲 難な 事は 致さない 積り である、 即ち 細則を 發布 
する 場合に も、 右の 御 心配の 如き 事を 爲して 、當業 
者を 苦め る やうな ことは しない やうに 十分 注 ® する 
考で ある、 例へ ぱ一 々其 使用量を 帳簿に 記載 させて 
其 結末が 寸毫て も 違つ ては ならない と 云 ふが 如き、 
苛酷な 事は 致さない 考で あるから、 安心して 宜しい 
と 云 ふ 意味の 答 辯を された のであります、 何分 未だ 
速記錄 が 廻つ て 居り ませぬ ので、 唯今 申 述べた 事は 
私の 記憶に 依りまして 確實 なりと 信ずる 點に依 つて 
要 點だ けを 御報吿 致した 次第であります、 故に 多少 
申 落した 所が あるか も 存じ ませぬ が 詳しい 事は 追て 
速記 錄が 廻り ませう から、 それで 御® を 願 ふこと に 
致しまして 、咐今 は 大要の みに 申 述べまして 御 報告 
致す 次第であります、 どうか 委員 ir の 御 報 i!r に御賛 
成を 願 ひたいと 思 ひます (拍手 起る) 
0穀長广大岡育造 » )本案の二_會を開くゃ否ゃを 
諮ります。 

〔「二 一一 會を 開く に 異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 
OS 長 c 大岡 育造 君) 御異 _ ありませ ぬか I ㈣ け 
れば二 讀會を 開く に 決まりました。 

〇 岩崎勸 君 直ちに 本案の L 一 讀會を 開き、 三 11 會を 
省略して、 委員長 報告の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修 
正 _ 決の 通り、 ro 決 確定せられ んこ とを 望みます。 
0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか j 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 直ちに 二 讀會 
を 開きます。 

阿片 法 中 改正 法律案 C 政府 提出) 第二 讀會 

(確定 議〕 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 御 異讖が 無ければ 三 ® 會を省 
略して、 委員長 報告の 通り 可決 確定した る ことを 宣 
吿 致します^ ^ ^ 史蹟 名勝 天然 紀念物 保存 法案 第一 if 

會の績 を 開きます、 委員長 牧野 鐵九郞 君 - ^豫 め 申 

し 置きます、 若し 此審議 中に 時間が 經過 しましたら 
それ (3: 延長す る ことに 致します。 


_ L  二 七 0 

cr 異 g な LJ と 呼 ふ 者 あり〕 

史 ?.ri, 名勝 天然 纪念物 保 茂 案 ^ 族 K 提出) 
•第一 讀鈐 の^. 委 ^ 長钳半ご 
〔 牧野 銥九 郎君 登敢 j 

〇收 野釾九 郎君 史 阽名勝天然钯念物保存法案に況 
て、 委 W 會の經 過 並 結果を 御 報吿 致します、 案は 我 
國の明媚なる山水、光栉ある出^这讯广べき 115 逛 
參考 すべき 美術、 钯念 すべき 天然 物と 云 ふ ものを 長 
へに 保存 利用して、 我國 體 を 維持し、 國民性 を 涵芬 
すると 云 ふ、 斯ぅ 云 ふ 趣 SSC に 法つ て 成つ たので あり 
ます， 從來 民間の 篤志家に 於て 協 K e- 杯を 設けて、 
それ </其目 的を 達せん と 遜 力し つ- 1 ある 方 も ？ > る 
のであります が •どぅも 法制の 力に 依ら ざれば •其 
目的を 完く する ことが 雖 いのでありまして* それが 
爲め に此 案の 出来た 所以であります •政府 ほ 無論 之 
に 同意に なり. 委员钤 に 於き ましても 竹問應答の結 
果 、一人の 異讖な く、 全會 一 致を 以て r'J 決 致し まし 
た、 此段 御報吿 致します (拍手 起る) 

〇閾長 C 大岡育 造 君〕 本案の 二 in 會を 開く や 否やを 
御 諮り 致します。 

〔「二 讀會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御異 翳が 無ければ i 2 位を cfl 
くに 決しました。 

〇 岩崎勸 君 本案の 第二 _會 は、 特に 明日の 本 fr e 
に 付議せられ ん ことを 菌み ます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇驗長 c 大岡 育造 君〕 御異餓 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 是で 今日の 時間は 最早 切迫 致 
しました から、 本日の 會 を散會 しまして、 明日 引 ® 
き 本會を 開きます、 今日は 是 にて 散會。 

午後 S 時 四十 八 分散 會 


0 大正 八 年 三月 二十 1 B C 金曜日〕 

午後 I 時 十 = 分 開 II 
議事 B 程 第二 十六 號 
第一 史® 名勝 天然紀 念 物 保存 法案 ® 1 3 
铸 II 踏 窗  ,  ■ 

第 II 和氣 神 ifi 昇格に 關す 1 (跡 雛歷 AH 
名提' \  f 
出) 

第三 朝鮮 及 臺灘の 產米增 殖 に關 する 建議案 


e 铲衆锊 誘國帝同 一十 四 第 


へ 牧 山耕滅 君) 

H 丨 fl ^' H、  /&  C  臣 台 

第 四 新聞 淡 法改 IE に關 する 建 ! i 案 (■f -lt j 

第 五 狩 g? 川 改修に 關する 建 li 案^ fli 狀 外) 
第 六® 英 政策に 關する 0 111 窠 (赫綱一 歐) 

第 -fc 牆覃下 士卒 馑遇 に關 T る St 議案 (限 杻酿 

第 A 北海道 拓殖 完成に 關 TS 建 If 案 (蹄 畑 傾 

二 名. 一  VP 外 

s- al- i 

iC 九發® 用水 利 M の 法規 制定に 關す 5 建讅案 

へ 石 原 ]1:. 太郎冇 '一 
一外 一名 提出) 

第 十能 代、 五析 川原 間搿道 逮 設に關 V る 建 II 

案 s II l r l〕 _ 

第 十 I  延 : ri 雜 ji 速成に 關 する！！ sl ri 案 俯 M 

t 此) (委 M 長 報吿〕 

第 十二 山 口縣德 叫 港 £■ 特別 輸出入 港と 爲すの 

唐讓 ^ _| ^ (委员長報 ^ 

第十 = ,山川改修に關する@諾案(機觸1微 

(委員長 報告〕 

第 十四 水産 講^^ 内に 淡水 科 特設に 關する 建 

3  (l a g ml )  is  報吿〕 

第 十五 水產英 統一 榇關設 a に關 する 建 li 案 

(S  長報哲 

第十六水産鈕行設立に關する建議案(城|5 

ffi- 狀) c 委 fl 長 報吿) 

第 十七 c 特別 報传第 百 五十 四號〕 葉 煙草 耕作 段 

別に 對し 補® 金 交付の 讅馘 (委員長 

報告) 

第十八(特別報齿第苗六十三號航空事業國庫 

補助の if 願 (委員長 報 i}i 0 

第 十九 (特別 報 齿茁； a 六十 四 號) 大任 村に 郵便 

局 |£ 茜の if 願 c 委 fi Ja 報 吿) 

第 11 十 c 特別 報 吿第百 六十 五 號) 皆， 一 郵便局に 

箄 S 並 ffi: 信 事相 開始の 請願 (委員長 

報告) 

第二 十 I  广特 別報 传第百 六十 六號〕 溶 田 郵便局 

に 雷 信 事務 _ 始の諮 願 (委 a 長 報 

吿) 

第 II 十 II  ( 特別 報吿 第； a 六十 七號) 枝 幸 村.！ ：+ 音 

揼に 郵便局 新設の 請願 (委員長 報 


吿) 

第二 十三 /-' 特別 報® 第 PI 六十 八號) 吉城 郡へ 配 

達する 小包 郵便物 遞送糨 路變更 の 請 

願 f 委員長 報 带) 

第二 十四 (特別 報吿第 百 六十 九號〕 板 上 郵便局 

と 幸 野 郵便局との 間に 遞送開 飴の 諸 

願 (委員長 報 街) 

第二 十五 (特別 報 街 第 百 七十 一號} 茅 沼に 無 集 
配 郵便© 設置の 請願 C 委員長 報吿〕 
第 ||十六(特別報忤第 |'| 七十二號〕東國分郵便 

局に 集配 事務 開始の 請願 (委員長 
報齿〕 

第 1 i 十七 (特別 報吿第 百 七十 三 號) 中和 郵便局 
に荬配 事務 開始の 請願 (委員長 報 
吿) 

第二 十八 (特別 報® 第； G 七十 四號) 大崎村 字 大 
崎に 郵便局 設置の 請願 (委員長 報 
吿) 

第 II 十九 (特別 報告 第 百 七十 五 號) 東太茛 郵便 

局に 集配 事務 開始の 請願 (委員長 
報告〕 

第三 十 C 特別 報吿第 百 七十 六號〕 山 崎 郵便局 

に篥配 事務 取扱 開始の 請願 (委員 

長 報吿〕 

第三 十一 (特別 報告 第 百 七十 七 號) 木 下 郵便局 
に 特設 ® 話 設置の 読 IM (委員長 報 
吿) 

第三 十 II  (特別 報 吿第百 七十 八號〕 田 平 村に 無 
篥配 郵便局 設置の 讅 願 (委員長 報 
街) 

第三 十三 (特別 報 茜 第 百 七十 九號〕 膝 折 村に 郵 

便 局 設置の 請願 C 委員長 報告) 

第三 十四 C 特別 報 rr 第 酉 八十 五 號〕 鵜 川 村に 登 

12 所 設茜の 13 願 (委員長 報吿〕 

第三 十五 (特別 報 ffi- 第 W 八十 六號〕 人 舞 村 字 清 

水に 登記所 設遗の 請願 (娄員 長 報 

第三 十六 (特別 報 街 第 百 八十 七號〕 日 野 春 村に 

登 le 所 設置の rfl 願 (黍 員 長 報吿) 

第三 十七 (特別 報带 第： W 八十 八號〕 喜 連 川 町 外 

I 一箇 村' ;* r 宇都 宮區 裁判所 管轄に 變更 

の if 朗 c 委員長 報吿〕 


第三 十八 (特別 報 吿第百 A 十九 號) 穴 野 村 穴 字 

黑 野に 登 fe 所 is a の 請願 (委員長 
報 ^ ) 

第三 十九 C 特別 報齿 第； C 九十 號〕 八 京、 川上、 

中和 三 村 中に ！ 1 裁判 W 出張所 設置の 

讅 願 (委員長 報告) 

第 四十 (特別 報吿第 百 九十 一號〕 盲啞敎 育 令 
發 布の 請願 外 I 件 C 委員長 報告) 

第 四十 I  (特別 報 吿第百 九十 二號〕 公立 盲啞學 
校 設置の 請 ! IM 外 十 丸 件 (委員長 報 
吿) 

第 四十 il (特別 報告 第 百 九十 三號〕 三 陸 沿岸 鐵 
道 敷設の 請願 外 三 件 (委員長 報告) 

第 四十 三 C 特別 報 吿第百 九十 四號〕 八 戸、 久慈 
間輕 便鐵道 延長の 設願 (委員長 報 
吿〕 

第 四十 四 (特別 報 吿第百 九十 五 號〕 天鹽線 速成 
の譜關 (委員長 報吿〕 

第 四十 五 (特別 報 吿第百 九十 七號〕 弘 前、 田 代 
間輕便 鐵道 速成の _ 願 (委員長 報 

吿) 

第 四十 六 C 特別 報 吿第百 九十 八號) 天 11 線 速成 
の 請願 (委員長 報吿) 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報吿' かあります。 

〔原 田 書記官 朗讀〕  . 

一 今一 一十 | 日 貴族院に 於て 本院の ; S 付に 係る 左の 
議案に 對し 承諾す る ことを 翳 決した る 旨 同 院ょ 
り 通牒を 受領せ り 

大正 七 年 勅令 第三 百 七十 三號 C 承諾を 求む る 件〕 
一 今 二十 一日 貴族院に 於て 本院の 绘 付に 係る 左の 
議案を 可決した る 旨 rffj 院 ょり 通牒を 受領せ り 
道路 法案 c 政府 提出〕 

時局の 影響に 因る 地方税 制限 擴 張に 關する 法律 
案 (政府 提出〕 

私立 學校 用地 免租に 關 する 法律案 C 政府 提出) 
耕地整理 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

地 粗條例 中 改正 法律案 (本院 提出〕 

一昨 二 十日 議員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
本邦 基礎工事の 保 li に關 する 建議案 

提出者 田中隆 三 君  鈴 木銨藏 君 
小 松 島 港 改良 修雄 に關 する 建議案 

提出者 原 田 佐 之 治 君  秦豊助 君 


〔左の 報 街は 朗 讀を經 さる も參照 のた め玆に 
揭賊す 一 

一 去 二十 R 辭任 したる 常任委員 左の 如し 
第一 部 選出 豫算姿 員  渡 邊陳平 君 
第 四 部 選出豫 算委 M 磯部  尙君 
第 八 部 選出豫 算委 M  元 田  肇君 
一 去 二 十日 常任委員 補闕潠 擧の 結果 左の 如し 
第一 部 

豫 算 委員  寺 田 省歸君 

(狸 邊陳平 君補闕 ) 

第 四 部 

豫算 委員 

第 八 部 

豫算 委員 


大石五 

(磯部 


郎君 

尙君 補闕) 


今 井 今 肋 君 

C 元 田  _ 君 補闕〕 

一 今 二十 一日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
朝鮮 輕便鐵 道 補助 法案 委員 

委員長  小 林 源藏君 

■*. 小 泉 策太郞 君 
理事  土井權 大君 
〆 秋 田 寅 之 介 節 

北海道 拓殖 鐵道 補助に 關する 建 _案 委員 
® 員 長  粕谷義 三 君 
理事  佐々 木 平 次 郎君 
〇 議長 (大岡 育造 君) 是 ょり 會議を 開きます、 日程 
第一 史蹟 名勝 天然 紀念物 保存 法案の 第二 讚 會を 開き 
ます I 前 田 米 藏 君。 


第一 史瞳 名勝 天然 紀念物 保存 法案 (貴族 
院 提出) 第二 讀會 C 確定 議〕 ヰ 
〇 前 田 米藏君 本案は 第三 讀會を 省略して， 委員長 
報告の 通り 可決 確定せられ ん ことを 希望 致します。 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 二 讀會に 於 
て 三讀會 を 省略して， 可決 確定した る ことを 宣吿致 
します。 


0 岩 崎勸君 議事 日程の 變更 に關 する 緊急動議を 提 
出 致します、 即ち 玆 ，に 第三 號 大正 八 年度 歳入歳出 豫 
算 追加 案、 特 第一 號大正 八 年度 各 特別 會計 歳入歳出 
豫 算 追加 案、 追 第三 號 豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 
契約を e すを 要する 件を 一括 議題と 爲 し， 委員長の 


史 阽 浴 勝 天然 紀 念物保 存 法案 第二® 會 
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院 讓衆符 ■透 深 帝 回- •十四 贸 


大 7]-: 八 年 rre 4 ^人復：山巧 1 总追加案(第：二毀4二件 


報 吿を求 め • !!. つ 其の 矜迹 を 進められん ことを 求め 
ます、' 

C 「異漭 なし 異 眾な し」 の箨 起る〕 

〇链 長 0K 岡 育造 君 J 日程®! 更に 就て 街 異錢 は 無い 
と 試め ます、 仍て婼 藤委負 長の 報 I1? を 促します 

(第三 毀 大 7H 八 年度 歳入歳出 總豫滹 追加 案 
(特第 一號〕 大正 八 年度 谷 特別會 計歲入 歳出 
豫 sc 追加 案 

C 5Q 第二 號痦算 外國 M の 負 e となる へき 契 
約を 爲すを 耍 する 件 
t 齋藤珪 次 君 登 羽 J 
〔拍手す る 者 あり〕 

〇婼藤珪次君玆に笫三號大正八年度歳入歲⑴總豫 

箕 追加 案外 二 件の 案件に 對 します る， 3§ 員 位の 經過 

及結粜 を 御 報 ff 申します る、 本 粥 (3; 一般 會計經 常 部 

に關 しまして ほ、 內務 、大藏 、文部- 遞 信の 谷 省に 渉 

りまして、 臨時 部に 於て ほ 陸眾朽 、海眾 省、 農 商務 

省に 渉つ て 居ります、 後と 特別 會 計に 於き ましては 

大藏省 •文部省、 それから 豫算 外國 wi の負擔 となる 

へき 契約に 關する 件は， 內務 省， 大藏省 、農 商務省 

の所脊 に 1) します、 斯く懋 多の 關係を 有つ て 居り ま 

する が、 興 突 S の 合計 等に 就きましては 玆に略 しま 

して， 大體に 於て 本案 ほ 必翦缺 くべ からざる ものと 

して* 委員 會に 於き ましても • 誶 論の 無 かりし もの 

が 多い のであります、 冽へ ぱ 大阪府に 於け る濟 i 察 費 

に 關す る國 庫下踉 金の 制 合の咐 加の 如き、 或は 織物 

消® 税徴收 事務に 關 する 補助の 組合 交付金の 如き、 

又 臨時 軍事 ST 高等 諸學校 創設 並に 擺 張 18 支 辭の埝 

め 公 ft5 を發行 する 爲 めの 利子の 如き 费 用の 如き、 或 

は m 人 恩給 決 附則の 改正に fl- ふ 恩給％ 加の 如き 總て 

餘り 質問 も ございませぬ、 皙 問の ございました もの 

は、 神戶 門司铤 港に 關 する 事、 及 鳥 取 縣外四 縣に於 

ける 災害 土木 费借 入金に 對 する 利子補給の 其 金額に 

對する晳問>及今回新に帝阈開懇株式會社なるもの 

が 設立せ らる X に 付て、 食彌問 題の 解決の 必耍 とし 

て、 政府が 之に 向つ て 八 朱の 補給を 爲すと 云 ふこと 

の 提案の ものに 就て は、 是は 最も 質問の 多 かりし も 

のであります、 W 問の a 過の 大體に 就て 申します る 

に、 神戶門 司兩 港に 對す る贾 問の 如きは、 何れも 其 

事業の 洵に 適當に して 必要なる (3: 皆な 認めます •唯 

唯 將來に 於て 此 事業が 擴張 若く は 完成を 吿 ぐるに 於 

て、 安 障な き や 否やを 確め られた のでありまして、 


即ち !:? 來の按 張に 於て 今日の 小規換 で ij: 却て 妨を爲 
し 1?. しない か •或 {3: 又 雄 道との 水陸 連絡に 於て 其宜 
しきを 得ざる もの あらざる や 等の 勁 に 就て K 問を 致 
されました が 是等に 就て ほ 政府 當局 者より 適 當に皆 
な 答 辯を 致されて. ia ® なきを 示された やぅに 存じ 
ます >  烏収 縣外 四縣に 於け る災窖 土木 毀 借入金に 對 
し 利子シ 補給す る 勁 も是 is 又袪だ 迆 憾で あります、 
即ち 同時に 災害を 受け、 最も 部分的 災害の 非常なる 
ものと 認められた る 典 庫縣但 馬 地方に 於け る 分 •及 
京都府 下 丹 後方 面に 於け る 部分が、 此 借入金を 爲し 
得られましても、 補給の 利子を 國 @x よりして 下付 さ 
る k と 云 ふこと ほ 出來な い、 是ほ即 ち國庫 に 於け る 
內规が ありまして >  其内 規に 未だ 適合せ ざる 餻めに 
此 補給を 支給す る ことが 出来ない と 云 ふので ござい 
まして， 雨 縣の其 慘狀闲 難は、 f 4 に 當局者 も 之を 深 
く 詰と 致して、 內務 ‘大藏 兩 大臣 も •之に 對 して 厚 
き 同 tl!? を 表して 居ります るが、 唯々 內規の 示す 所已 
むを 得ず、 是に 補給を する こと 能は ざるの 實况 であ 
る、 併ながら 此内規 なる もの も •必ずしも まだ 完金 
の內規 とば かしは 申されない が* 兎に角 何 か條規 が 
無ければ 濫に陷 るが 故に、 今日 ほ 此內規 に 依つ て已 
むを 得ず 補給を 差控 へて 居る， •# ながら 何 か 特例の 
方法を 見 53 すに 於て {S 之を 補給す るに 決して 吝なら 
ざる ものである  >  故に 今日に 於て (X •何 か 將來に 於 
て 他に 濫出の 弊を 起さざる 範圍に 於て 特例を 見出し 
たなら ば •之に 依つ て 支給す ると 云 ふこと に 付て は 
一一 踡しな い、 唯々 其方 法を 攻究 中で あると 云 ふこと 
の 上に 於て、 是が 未だ 保留され て 居る と 云 ふので， 
質問者に も 十分なる 滿 足を 與へざ りし ことを. 遺憾と 

思 ひます る、 其 他に 於て は 帝國開 ii 株式® 社の 補給 

に關 する 外は、 餘り 質問 も ございませぬ し、 又 何等 

の P 諭 も ございませぬ、 獨り 問題の 最も 八签敷 きも 

のほ、此帝國開_株式會社の_1條でございます、是 

に 就て ほ 兎に角に 先頃 本院に 於て 可決せられ た 所の 

否な K 族院に 於ても 旣 ir 通過せられ た 所の 開 18 助成 

法なる ものが 政府に 於て 提出 致され 而して 之に 法つ 

て 兎に角 食糧 問題を 解決す ると 云 ふことの 政府の 聲 

明 ありし 爲め に、 後より 又帝國 開 S 株式 會 社なる も 

のを 出す と 云 ふこと {X .其 食糧 問題に 於て 矛盾を せ 

ぬかと 云 ふこと が、 主として 其 質問で ありました、 

又此帝 國開懇 枕 式會 社なる もの ほ、 天下 呼んで 富豪 

と稱 する 八々 の發 起たる が 故に、 何等か 其 間に 於て 


富 竅を按 助す るかの 如き 疑惑 も 生じた やぅな f31 が あ 
〇 まして >  爲 に 其 發起人 の 姓名を 示せ， 其 定款の 內 
界を說 明せ よと、 政府に 對して 質間ほ 随分： S 發され 
たので ございます-故に 大體を 私よ 〇 御 報告 申し ま 
する が、 先づ 以て 帝 國開粲 株式 會 社の 發起 人なる 者 
の 氏名を 顺序 として 申し まれば、 政府に 請願し 來〇 
し 所の 發起 入なる 者 (3: 二 十一 名でありまして 是 ほ 政 
府 よりして、 提出され たもので あ 〇 ます、 即ち 其 人 
名 {X 龆澤榮 一、 武 井守 正， 大倉萬 八郎 •益 田 孝、 藤 
山 雷 太、 村并吉 兵衞 ，大橋 新太郎 •根 津嘉 一郎 •內 
藤久寬 ■木 村久壽 獅 太， 松方趿 •杉 原 榮三郎 、嵇村 
澄三郎 、中島 久萬吉 、團 琢磨、 馬越恭 平、 鄕誠之 助 
古川 虎之助、 藤 村義朗 、加 藤 正義， 安田 善三郎 ，以 
上 二 十一 氏が 即ち 發起 人と して 請願を 致した ので あ 
ります、 而 して 之を 前 申す が 如く、 開 18 助成 法案が 
旣に 通過して 居る のに、 更に 又 之を 立てし 政府の 意 
見は 如何なる ものである かと 云 ふことの 質問に 對し 
まして、 政府 ほ 斯樣に 辯 明 致して 居ります、^ @ 問 
題は 何れの 方面よりも 攻究せ ざるべからざる 問題で 
ある， 未開墾地を 開拓して 米穀の 產額を 豊富なら し 
むる 事は、 刻下 措き 難き 方法の 一な りと 信じつ-'. 居 
つたる 所 •偶々 東北 振興 會及 國產獎 K 會 より 同樣の 
建議を 爲す 者が ありし 故に、 政府の 所見と 同一なる 
を 以て、 s 互の 利益を rt つて 遂に 本案を 提出した と 
云 ふこと が •政府の 骨子の 趣意であります。 而 して 
尙ほ 開墾 會 社の 內容と 開墾 助成 法と を 比較して ., 政 
府の說 明す る 所に 依り ますれば •開 18 助成 法の 趣 匕 日 
は •未開の 地所を 有する 者に して 開 ■を 爲さん とす 
る 者に 對 して K 資金の 利子を 補給 せんとす る もの 
である、 即ち 是は 自ら 開懇し 自ら 耕作を 爲さん とす 
る 者に 資金の 利子を 補給す る， 即ち 補助す るので あ 
る， 今度 政府の 補給せ ん とする 帝國 開墾 株式 會 社の 
趣 匕 日は、 其 會社ほ 開墾 事業を 以て 目的と して 居る、 
即ち 耕作は 目的で ない、 故に 收利も 亦 目的で ない、 . 
收益も 目的で ない、 開懇 事業が 目的で ある、 即ち 大 
面積の 開懇 を爲 して、 其 H 來 上りし ものは 總て 之を 
自作農た らんと する 者 •或は 緣故 ある 者 •公共 團體 
等に睃 價に賣 却す るを 目的と して 居る、 故に 言ひ換 
へて 見ます れば 、寧ろ 社會 政策の 一方 法で あり >  又 
國家 的の 事業で あると 云 ふこと が 趣意の 違 5 所で あ 
る •而 して 前者 即ち 開 i {助成 法案に 依る 補助 ほ、 六 
朱と 云 ふこと に ほなります が、 併ながら 此開 is 助成 
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法に 依つ て 開 梨を @ さんと する : VY •か ml 4 して* 把し 
て 補助を 受ける 其 ln if _ 段步に 付て 十九 H 八十 II 
と 云 ふ » 3? に ? S- るので ある •さう して 之に K つて 自 
耕 自作を する 者で ある、 而して 後者 即ち 関*# 社の 
方は、 八 朱と 云 ふことは 確に 八 朱で あるけれ ども • 
開绍會 社の 詔 求す ろ 所の ものは、 十五 年 [?:1 ?. 5 限 と 
は 云 ひながら •其 期限 ほ 十五 fs 年に しても、 開 期 IJ 
社 o yf vf IHi 求す る 補助 額は 四 年間、 而して m 年間に 
對する六百茁闾，四年間として居るのは何故である 
かと 申せば •四 年間に 於て 三千 , ^ 101 全部の « 本 企を 
拂込む 、其 八 朱の 利子 六！ 〇 萬 聞を 補 肋され ゝば 、之 
に K つて 開墾 gr 社は 一通りの 開 ^ を 致して、 .7T 年 n 
より 此出來 上りし 士地 を 12 却 致し •即ち 小作 S たら 
むと する 者 •或は 公共 幽 es に Ef 搜 して •其 ft} たる 4 H 
員を 以て 更に 又 第二の 開 18 に 著 手す るので あるから 
もう， 3r f@ 年後 ほ 政府の 補給を 要さない、 即ち ra Dg 
年を 補給され k ば 足りる と： _N ヽふ ことが、 SJf w に 於け 
る 希望な のであります >  請 願で あるので ある、 併な 
がら 十五 箇年八 朱の 補給と 云 ふ 事を 公に する 所以の 
ものは、 此八 朱の 補給と 云 ふ 後援 力に 依つ て此株 に 
應ずる 所の 人達に 安心を 得て 放 資で しめて-さ うし 
て爰 に圓 滑なる 運用を 起す と 云 ふこと にしたい と； K 
ふので ある、 即ち 八 朱の 補給 is 是は 向 ふに 見せる 潜 
板で ある •此 後援 力に 依つ て 天下よ りして 腿 秘蒋を 
偽て、 此仕 事を 爲 すと 云 ふこと になる ので ある、 而 
して 其 株の 方法は 如何で あるかと 云へ ば、 三千 SS 11 
の 五十 圓券で すから 六十 萬 株、 其 六十 萬 株の 中 ! a 起 
人は 天下の 富豪と 云 はれる けれども* 是は 十 SS 株し 
か 持たない、 殘り五 十 萬 株は 天下に 之を 公 P する、 
而して 其 發起八 一人に 付て は 又 一千 株 以上を 持つ こ 
とを 許さない、 一人 一千 株 以内た る 事、 さう して 百 
人 許りの 人達で 凡そ 十 萬 株を 持つて、 殘〇五 十 萬 株 
は 確に 之を 一般より >  「ブ レミ アム」 付けず の公縣 
を爲 すと 云 ふこと になつ て 居る のであります、 即ち 
此 Jr: 十 萬 株に 應ず るの 人達が、 八 朱と 云 ふことの 後 
援 力に 依つ て、 安んじて 之に 應ぜ しむる と 云 ふが 爲 
めに’ 此八 朱は 表面に 之を揭 げて 居る、 SJJ H に 於て 
は 四箇 年に して 足れり、 斯う 云 ふこと になつ て 屛る 
と說 明を 致しました、 而して 此 等の ijf に 封して 此八 
朱の 利子を 得る 開墾 會社が 、 23 作 農た らんと する 六 
朱の 補助を 得る 開懇 希望者の 事 業を ^ 迫し はせ ぬか 
或は 土地の 競萌を 惹起し はせ ぬかと 云 ふ 事に 對 して 


院 潢 衆酋漭 國帝冋 一十 PM 第 


は、 政府は 又 之を 防ぐべく， 土地利用 調 - f^ 舒を設 け 
て、 是等の J]f に 就ても ttl 當防ぐ ことに 致す、 斯 〇 に 
骡明されました>是等が先づ大體に於ける開 |8 鈐社 
に對す る , rr 問の 嬰點で あります， 此に 於て 質問 四日 
間に艿0まして、結局宵間を打切0ましたが、最後 
討論に 移 〇 まして、 井上 角 五郎 ?1 よりして、 以上の 
如き 種々 なる 質問を 綜合 致して、 政府に 確め て 置き 
たいと 云 ふこと で、 史 に 最後の 質問を 試みました、 
其最後の質問ほ、株式は公平に琛集せしむることに 
する ので あるか、 即ち fr it に 向つて 政府が 命令を す 
ると 云 ふこと に fj- て* 株式は 公平に 琛集せ しむる こ 
とに する か、 それから 計算を 監 rr し、 特に 重役 報酬 
總係涔用に對し、路茁に監蹵すると云ふことに致す 
か、 年々 開絮塊 立すべき 地積を 拽定 せしめ •個人 乃 

至 法人の 肋 成案に 依る ものと、 素 fill の收得 其 他に 關 

して競苹せず、即ち個人乃至法人の開_肋成法案に 

依て 開 梨せ ん とする 者と、 Jt 帝 國開 i5 & 社の 開墾せ 

ん とする 素地に 就て それを 起 ふと 云 ふが 如き 競爭ほ 

せぬ と 云 ふこと に 命令を する か、 第二には 天災 其 他 

にて 損害の® 多き ものに 莉手 せざる 事と する か、 損 

をす ると 云へ ば、 國家が 帝 阈 開 18 會 社に ほ 損失を 補 

怊する 義務が* こざいます が 故に •天災 其 他に 於て 损 

害の 處多 きものは、 ® りに 之には 著 手せ ぬと しなけ 

ればな らぬ 、斯様な 事 もす るか、 第三に ほ 豫定の 町 

步の著 手を、 徒らに 減少す るに 至らざる ことを 期す 

る ことが 3 來る か、 場合に te つては 以上の 開, 埋立 

に關 する 地 稍を 豫定 する に f'i ては、 先に 申 上げ まし 

た 通り、 土地利用 調 1€ 會と云 ふ ものを 設ける ことが 

,'11 來る か、 それから 助成 案に te る 開 ■者が 其 工事を 

委託 1- たると きは、 之が 請負を 爲 さしむ る 事、 即ち 

開 梨 漭が肋 成 法に 依つて 開 梨を rf されて， 之を 更に 

帝國開 明 株式 锊 社に 仕 gt シ 賴んだ ときには、 それを 

請負と 爲 さしむ る ことが /ii 来る かどぅ か、 m し 其 開 

梨 ^ に對 し、 « 爲 めに 助成 法に te るの 補助.： 父 付を 妨 

げざるものとす、邢ち賴んだからと云つて、肋成法 

に ffi る 補助 六 朱が IIZ れな いと 云 ふやぅな 事が 無い も 

ので あるか、 斯椟な yf •か 帝 阀開艱 株式 fr 社に 對 する 

の 命令胳 項と して、 政府は 斷行 する ことが 出来 得ら 

る、 かと 云 ふ ? Jf に 就て、 結 rw を 確め ました 所が 大藏 

大臣が 政府を 代表して， 是等の 事に 就て は 總て 政府 

も 同 I 意見で あるから、 Z. を S 行 致さ， r と 云 ふこと 

を 言明 致された のであります、 そこで 更に 希 5 ?を提 


m 致しました、 即ち 井上 討よ 〇 して 希 塑を提 m 致し 
ました、 それは 帝 國開黏 fr 社に 對 する 政府の 命令 事 
項が ございます るが、 それに 追加して、 以下 玆に申 
上げます る 五 項を 追加す る ことを、 必ず 實 行して 貰 
ひたいと 云 ふことの 希 閉でご ざいました‘ それは 第 
一 配當ほ 如何なる 場合に 於ても、 八 分を 超 ゆる こと 
を 得ざる 事、 八 分よりは 決して 超 ゆる ことは /li 來な 
い、 前項の 配當を 爲し尙 ほ餘 あるときは •旣 f!-: に 於 
ける 資本の 缺損 に對 する 補給を 返還せ しめ、 尙ほ餘 
あるときは •其 餘に腮 し 開 _ 地 R 拂 代金を 減額す る 
事と し、 其 減ずべき 金額 ほ 谷尔度 に 於て 政府の 承認 
を！！ る 事 •第 H 開 鋁 地 (3; 自作農た らんと する 者 •緣 
故 者， 又は 公共 團 體の顺 位を 以て® 先賢 渡を 爲す亊 
第 四 前 明の 場合に 於け る 開 IK i'l!! の賣却 價格は 、開 18 
成功 85 の 五 割咐 に當る 金額の 範園內 に 於て 之を 定む 
むる 事 m し 其 他の 場合は 政府の 承認を 拇て 、此 標準 
に 依らざる ことを 得. 是は即 ち 自作農、 練 故 者、 公 
共團體 の 外に 賣る ときの 事を 意味して 居ります、 3 
爵以 下は —— それから 第五 北海道は 除外し 北海 S 長 
官の 要求 あるとき ほ 此限に 在らず、 是は私 より 說明 
中 上げざる も、 又 討論の 場合に 於て 當事 者の 御 方よ 
りし •て 御 話が あらぅ と 思 ひます から 別に 私 申し ませ 
ぬ、 唯々 玆に二 言 申して 置きます るのは 帝國 開墾 探 
式會社 が、 助成 法案に 依つ て 六 朱 ■の 補助を 受ける^ 
開 18 者の 土地を 請負つ て爲 すと 云 ふこと に 就き まし 
て、 是が 二 重になる かならない かの 問題に 就て •委 
a 會に 於て 鈴 木 梅 四 郎君、 吉楠庄 一郞君 等より 質問 
致しました、 之に 就て 多少 言語 か 錯綜 致しまして、 
其 解釋に 苦しむ やぅな 點が ございました が、 最後 井 
上 君よ 〇 質 間に 對 して 政府が 言明を 致して 居ります 

から、 此言明 に te る ものを 相 當 として 之に S 觸 しま 

す ものは、 収 消される ことに 御 承知 置を 願 ふこと に 

致します、 先づ 以上の 趣旨に 依りまして 質問 希望 等 

が 出で まして、 玆に 討論に 移りました、 討論に 移り 

まする と、 憲政 會を 代表 致しまして 町田忠 治 君より 

して、 此 追加豫 筇 外 二 件屮に 於て、 帝 國開墾 株式 會 

社に 關す る ? 5 用 •即ち 大正 八 年度に 於て、 政府が 八 

朱の 補助と して茭 出せん とする 三十 萬 圓と云 ふ もの 

を ば •總て 之を 削除す る •即ち 網 豫算の 農 商務省 歲 

出の 產業 獎嘞 費の 中から 之を 削除し 更に 豫算 外國庫 

の負擔 となる へき 契約を 爲すの 件に 於て •此一 n 十 萬 

圓の茭 出を 削除す る、 斯う 云 ふ 動篛を 提出 致され ま 


した. 而して 其 諭旨は •帝 國開墾 株式會 社の ^ に 就 
ては 種々 疑惑を 有つ て 居つた が、 唯今 井上 君の 質 間 
に對 する 政府の 辯 明 •又 井上 君の 說 明に 對 する 希望 
條件等 に说 つて —— 希 阁條 件と 云 ふの ほ， 即ち 會社 
の 命令 條 件の 希望 等に 依つ て 大に其 疑惑は 緩和 致し 
た、！ g 致した けれども. 併ながら 政府の 食 ffl 問題の 
根本に 於て まだ 疑 ふ點 あるを 以て、 是は容 易に 賛成 
が 出 來ない 即ち 玆に 否決を 致さん とする ものである 
併し 其 理由に 至つ て ほ 本會_ に 於て 之を 陳述す る， 
斯樣な 則で 否決の 動竊を 提出 致されました、 之に 對 
して國 民澉の 鈴 木 梅四郎 氏が 之に 質 成 致されました 
其 理由は 他日 後と でと 云 ふ 事でありまして、 理 山は 
述べられ ませぬ、 玆に 井上 角 五郎 氏は 此 原案 總てに 
替； 成の 意志を 表しまして、 是は 食糧 問題解決 法と し 
て 帝 國 開 S8 會 社の 事は 必要の ものである， 其 他に 於 
て も 必耍缺 くべ からざる 費途で あるが 故に* 全部 原 
案を 質 成す ると 云 ふこと でありました、 而して 北 井 
波 治 目 君ょりも 亦 賛成の 御 趣旨が 演說 されました が 
是も 最初 多少 疑を 持つ て 居つ たが、 今日は 1: く此開 
梨 會 社に 對 する 疑 霽れて， 唯々 將來に 於て 政府 (t 宜 
しく 監督を して， 國费の 支 m を 十分に 愼しむ やぅに 
して 欲しい、 愼し むと 云 ふこと も 十分に 管理して 欲 
しい、 開 ■會 社に 餘り 多くの 補助が 行かない やぅに 
して 欲しい と 云 ふ 希望を 述べました 、兒玉 右二 君は 
無 條 件に 於て， 此帝國 開 II 貪 社の 補助は 最も 賛成す 
る 所で ある >  而 して li 算全體 も 之を 認むる •斯樣 な 
結果で ございまして、 是に 於て 討論 終結して 採決を 
致しました， 即ち 町 田 君 提出の 否決 意見は 擧 手に 問 
ひました る 所 二十 四 名で ございました、 即ち m 席 五 
十九 名に 付きまして 二十 四 名で ございました ので、 
是は 否決に なりました、 尙ほ念 の 爲め原 案 賛成を 問 
ひました 所 •三十 五名で ございました •即ち 多數に 
依て委員會は全部原案の通り決定致しました次第で 
ございます、 此段御 報吿申 上げます」 
r 拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 本案に 就て は 討論の 通 ff が あ 
ります、 町 田忠治 君。 

〔町 田 忠治君 登壇〕 
r 拍手 起る〕 

〇 町 田忠治 君 * 4 ほ 此汜加 翔 3¢ 案 中農 商務省 所管の 
中、 帝 K 開 18 株式 鲆社 助成金に 關する 金 彐 十 萬圓を 
削除したい と 云 ふ 修正 動® を 提出 致します •期く 申 


します と此 金額は 今年に 於て 現る、 所 極めて 少額で 
大體に 於て •大な る 利害 關 係の 無い 問題 かの 如く 見 
えます、 去りながら 此 案を 將 來に亘 つて 考 へます と 
啻に 此 案に 依つ て國 庫が •三千 五 百 . S; 1MI の 補助金を 
少なくとも 支出せ ざるべからざる のみならず、 若し 
此會 社が 缺損 を m ね、 此缺 a を 補塡 した 上に， 年 八 
朱と 云 ふの 補給を 致す 場合に 於て は， 恐く は 十五 箇 
年間に •四 五 千 萬圓を 政府が 支出す る_務 を 負 ふべ 
き 大なる 問題であります、 御 承知の 通り ■に 我 衆議 
院が 、開 _ 助成 法案に 對して 谷 派 小委 員會 まで 開き 
まして， 國家 食 e 問題の 解決を 急と する が爲め に、 
國家 問題と して、 谷 派 虚心 平 ® に 開 is 助成 法案を 修 
正 致しました ., 而 して 之れ が爲 めに 國民 は， 少なく 
とも五千萬圓を支出することほ_蹯しなかつたので 
あります、 然るに 其 案 僅に 衆 K 院を 通過す る や •政 
府は遽 然として 又 lit 開 懇株 式锊社 の 補助の 案を 提出 
された のであります. 御 承知の 通り 連日 8 員會に 於 
きまして 質問 應 答に 依つ て、 政府の 此案を 提出 せら 
れたる 趣意の 大要， 又 吾々 議員が 之に 對して 稀々 な 
る 質問を 致した ことは •新聞に te つて 天下に 公に せ 
られ てあります から. 私は 玆に 詳しく 申し ませぬ. 
而して 昨日の 豫 算總會 に 於て、 政 友會の 井上 君より 
此帝國 開 18 株式 會 社の 命令 案に 對 して •頗る 重大な 
る 修正を 加へ られ 、政府 之に 同意せられ ました •若 
し此修 正 せられた る 命令 霄を 以て、 政府が 溢に 吾々 
に 示した る 所の 命令 ，書 と 比較し ましたなら ぱ •其 内 
容も頗 る 改良され、 其體. W も 頗る 改良され て 居り ま 
す" 去りながら 此 兩者柑 比すれば 彼れ此 より 善き の 
みでありまして •食糧 問題の 解決の 根本に 至つ ては 
二者 何等 異なる 所は ありませ ぬ、 私は 此國家 間 題を 
決する に當つ て、 諸 岩に 向つて 聊か 玆に 希望を 述べ 
て 置きたい のは 此 問題は 一阼日 政 友 會總理 の 方より 
內 交渉の ありし 如く* 私は 之を 黨派 問題とは 致した 
くない、 飽まで も國家 問題と して •出来るならば 一 
致點を 見出して、 衆議院 一致の 希望と して 之を 決議' 
致したい 希望を 持つて 35 ります、 故に 是 より 私が fM 
.上げる 事に 對 しては、 事數 字に涉 る 煩瑣なる 問題 も 
あります が、 努めて 省略して 大腭を 申す 箬 であり ま 
すが 故に、 暫時 御 淸聽を 煩したい と 思 ひます， 本 問 
題を 解決す る要點 は 分って 一一つ と 致します、 ? rs l ii 
翁に 衆蕺院 が 谷 脈 一致 決議した る 開 _ 助成 法案は、 
今後 我國の 食糧 間 題を 根本的に 解決す るに 定るや 否 

二  — 
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や、 若し® りに 政 友 & 諸君の® 考の如 くに あらず と 
しても、 開 梨 助成 法案と 帝！ 3 開 梨 株式 f7 社の 此兩者 
は、 果して 兩立し 得る か 否や、 it 二つ の 間 題で あり 
ます、 申 上げる まで もな く、. 閒來胁 成 ii; 案の 本會に 
提出せられ、 開 柴 助成 法案の 委 に 於て、 政府 •&• 
局の W 明す る 所に 依 れば 、此 助成 法に 依つて、 今後 
十一 年に して 日本の. 王た る 米の 問題 13: 解決し 得られ 
る， 政府の 言明 斯樣で あります、 而 して 此開绍 助成 
法案に 0C つて 開 懇す べき 地 M 如何と 云へ ば‘ 唯今 搜 
箱 委 M 長の 御報吿 と 13: 全然 相違して 居ります、 政府 
は斯 _に 申して 居る、 是が要 ®i であります、 日本 内 
地に 今後 開 ii T べき もの 凡そ 二 百 ®; 町步 、其 中內地 
に 於き まして 開墾 し 得べき 見込の ある 所は 百 三十® 

町步 ある、 而して 政府が 昨年 來 十三 班の 委員を 派逍 

して. H 地に 調べた 結果に 依る と、 大集幽 __ ^ 百 町 以 

上 の 集 瑚地 として 開 駆し 得らるべき ものは 全 國に千 

六 百 箇所 ある、 故に 政府 ほ 此 開 S 助成 法案に 依つ て 

先 づ第一 著 手と して 十 :/ 1: 箇 年間に 百 町 以上の 大集圈 

地に 向つ て •其 內二 十 ?}: 萬 町步を 開 i? 致し、 此二十 

五 萬町步 を 開懇す れば 、其 他の 農 S 改良 等の 方法に 

故つて得たる收撻の份加と相俠つて>今後十一华に 

して、 日本の 米に 關 する 食 糊 問題は 解決し 5 S られる 

と 云 ふの が， 開 報 助成 法案を 吾々 に 提出せられ たる 

所の 大體の 趣意でありまして、 唯今 委員長が 申さる 

、か 如き 開 賴 助成 法案 (3: ‘ 小規模の 開懇 、自作 ® の 

s£ 味で 出 來た もので ない と 云 ふことは 明かで ありま 

す、 若し 唯今の 委員長の 報 t'f の 如く、 政府は 此開 _ 

助成 法案に 法つて 開 S8 すべき ものは-小規模 自作農 

—— E ら耕す 者に 限定して 居る と 云 ふ 意味で あつた 

ならは 何故 政府當 局 者が 開 S 助成 法案を 本會に 提出 

する に當つ て tt 助成 法案の 21 的と する 所の 百 町 以上 

の 大集圈 地 ■二十 五 萬町尜 を 開拓す るを 以て E 的と 

なる 斯様な 言明を 爲され たので あるか， 此 矛© を 承 

りたい 吾々® 員は 御 承知の 通り 政府の 開懇 助成 法案 

に對 する I 政府の 原案に 對し て大な る 修正を 加へ 

ました、 此 修正を 加 ふるに 當つて ほ、 獨〇我 憲政 會 

のみでは ありませ ぬ、 國民賊 、殊に 政 友 會の婺 員 諸 

君 も 御 熟 心に 之に 大 修正を 加へ た、 其 修正の 主なる 

ものは •第一は 原案には 豫算 の範圍 內に 於て 支出す 

ると 致しまして、 八 年度に 現れた 金額 ほ 十 萬 以內で 

あります、 併ながら 目下の 食糧 問題を 解決し、 並に 

將來の 食® 問題を 解決す るには、 斯る小 規植 の計畫 


で {3: 宜 からぬ、 宜しく 7¢ -!¢ の範 [3 内と 云 ふ 文字を 削 
つて、 苟も 他の 勝 項に 相 常す る 開 梨 業 若に 向つ ては 
今後 法律の 結果と して 之を 支出す るが K いと 云 ふの 
が、 衆頦院 一致の 希望 -T?- あります， ft 族院に 於き ま 
しては，之に對して種々なる解釋を加へられ、大藏 
大 rri ir rs K の範阳 内と 云 ふ 文字を 削つ て も 削らず 
とも、 同様で あると 云 ふ說 明を したと 承ります が、 
少 くも 衆彭二 致の 希菌ほ 、憲法 上 法律の 結果と して 
之を 支 iji する 意味に 於て 吾々 {3; 修正を 加へ たので あ 
ります、 lit 修：止 一つ、 第二の 修正 ほ、 政府の 原案は 
開 is 地 ? f. 十 町 以上 大集 _ 地に 向つての み 開 ■する、 
補助を 致す と ふ 原案を 修正して、 吾々 It 之を 五町 
まで引下げて、小规模の開_も大規樓の開墾も，齊 
しく 此法律 の 恵に 浴 せんと 云 ふの が 吾々 の 提案で あ 
ります、 唯 だ； ]/ 1: 町步に 向つて、 國民黨 の 委員の 方の 
御 希葳で あります が、 一町 步五 町步 と雖 も、 一計® 
の 下に 此開墾 が 出来るならば、 集めて 之を 五町と し 
たなら ば、 齊 しく 之に も 助成 法に 依つ て 補助を 與へ 
る •社 會 政策に 依り 現に 我 國の 自作農 ほ 年々 減じ、 
一方 大地 主に 兼併の 擗が ある、 此社 會の狀 態を 改良 
し、 農村の 開發を 計る ® めに. は、 备 村に 向つて 出来 
得る だけ 自作農を 恥 付ける と 沄 ふ" 此 趣意に 依つ て 
我 衆議院は 备派 I 致して， 之を 五町 步に 引下げた の 
であります、 齒 に 農 商務 大臣は、 或は 此五 町に 引下 
げたる 意味を 以て， 開 ii 助成 法は， 恰も 小規模の 開 
懇に 限られる が 如き 言を 弄されました が、 斷 じて 吾 
吾 衆議院の 修正は 左樣 であり ませぬ， 大規模の 開 II 
も此肋 成案に 依つて 行 ひ、 小規模の 開墾 も此 助成 案 
に 依つて やる、 大小 孰れ も 此惠に 浴す るの が： 吿 々の 

本旨であります (拍手 起る〕 然るに 政府 ほ © に此案 

を 出す のは、 今後 十五 箇年 二十 五 萬町步 をぱ開 ■助 

成 法に 依つて 開 II し、 然も 大規模の 而積 百町步 以上 

の ものを ば 之に 依つ て 開墾を して、 先づ 今後 數十年 

にして、 我 國の食 糖 問題は 解決し 得る と 吾々 に 先刻 

說明 された が、 併ながら 吾々 は •更に 此 意味を 演張 

して >  一 府大な る開懇 の 面積を 得ん が爲 めに、 此制 

限を： :/ 1. 町に擴 めた が 爲 めに、 若し 十五 年に 二十 五 萬 

町步 1:11 来る 政府の 案で あつたなら ば、 吾々 の 修正に 

te つて 三十 萬町步 乃至 三十 ? T 萬町步 ほ、 此の 助成 法 

の 結果より 得られる と 思 ふので あります、 然るに 此 

案が 做に 衆議院を 通過す る や、 何故か 直ちに 帝國開 

■株式 會 社と 云 ふ、 一稱 廣大な る 補助の 下に、 特殊 


の會社 を 造る と： K ふこと を 提出され ました-私は Hi] 
申 上げました 如く、 開 18 肋 成 法案に 依つ て •政府が 
资に 今後 十 5rr 箇年 間に， 我國の 一 f 足と する 所 〇 食 &! 
問 iia を 解決し 得た のみならず、 吾々 の 修正に 依つ て 
更に 多くの 米の 生產が 玆に得 られ ると. 云 ふこと を础 
信 致します、 然るに 政府が 更に 之を 出した 趣意を 承 
ります れば 、其 趣 S 何れに 在る かと 云 ふと、 諸君 御 
承知の 通りに、 總理 大臣の 之を 提出され た 動 搏 、尨 
思、 農 商務 大臣が 此案を 揺 / 1} された 理由‘ 又大菝 大 
臣が農 商務 大臣に 代つ て I!h 案を 提出され た 趣意 •そ 
れ f 異つて 居 〇 ます、 總理 大臣 ほ 日く、 fg て 斯る 
會 社を 以て、 開 ii 助成 法案と 相俟つて、 日本の 食糧 
問題を 解決したい と 思ぅて 居る 矢先、 幸 ひ 富豪の 某 
某 相 集つ て此 希菌を 提出した るが 故に、 之を容 れた 
豫て斯 g なる 考を持 つて 居つ たと 云 ふの が 總理 大臣 
の 言明であります、 農 商務 大臣は 日く、 斯樣な 考ほ 
無かつた、 唯々 衆議院が 開墾 助成 法案を 改正して、 
小規 横の 開墾を する ことを 補助す るに 至つ たが 故に 
大規褪 の 開墾は 此會 社を して 其 任に 當ら しめ やぅ、 
斯樣に 言明され て 居る ことは‘ 豫算 總會 委員 諸君の 
何れも 御 承知の 次第で あり‘ ます、 此點に 就て 前に 私 
が說明 致した 如く、 吾々 の 修正 {3: 大規模の 開 
此法 以外に 排除す るので はあり ませぬ >  大規糙 小規 
撰 併せ 之を 行 ふの が、 開墾 助成 法案の 趣意で ある 以 
上は、 lit 修正に 依つて 農 商務 大臣が 食糧 問題に 對す 
る 政策を 直ちに 變 化して、 大規模の 開 S は 會社 をし 
て 之を やらし むる と 云 ふ 其 意味が、 吾々 ほ 了解に 苦 
しむ 所であります、 更に 大藏 大臣は 日く、 吾々 は 斯 
樣な 案を 出す 考はな い、 唯々 富豪 連中から 希望が あ 
つたから、 受 働 的に此 案を 受けて 帝 國議會 に / 11 した 
の だ、 大藏 大臣の 演說ほ 斯樣 であります、 而 して 此' 
計畫の 內容に 於て 吾々 委員の 質問に 對し •連日の 政 
府の答 辯 ほ’ 或は 右し、 或は 左し •一向 其歸 著す る 
所を 知らぬ のは 私の 申す まで も ありませ ぬ、 凡そ 計 
进 の 杜撰 — 駆々 _ 會に 現れます 計 Mf の 杜撰と して 
計 * の 不十分なる ことを 評する ことが 多い が、 若し 
m に 如何なる ものが 杜撰で あるかと 云へ ば、 先づ帝 
國開懇 株式 會 社の 如き もの ほ、 杜撰の 最も 好い 適例 
であると 思 ひます (拍手 起る) 若し 內閣 大臣の 說明 
に 矛盾 若 X は 支離滅裂と 云 ふこと が あるなら ば， 此 
案に® する 首 相、 大藏 大臣、 農 商務 大臣、 此三 大臣 
の 答 辯 ほど 支離滅裂、 矛盾の ものは ありませ ぬ (拍 
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手 起る〕 凡そ 我が 今日  c » d に ' ,\ 欠て， i5 rj '-; , 

の爲 めに •開架 肋 成 ?'; • 案に 於て . V/: 千 ffi flrll を 支出す る 
と 云 ふことは、 顔る愤 m の 態度を 要すべ た！： ! a' -e あ 
ります、 之を 決しながら、 而 し て 今後 十 ： /r: is 年に 於 
て 食 ftl 問題は 之に te つて W 決し 得られる と、 :'. -' . n と 
吾々が信じて火修正を加へながら，其小が未だ《婭 
せられざる 一: i 常り •尙ほ 之を 以て 足れり とせず、. r 又 
に少 くと も 三千 五 百 萬 圆を耍 する 所 o w f.: 

會 社 に 向つ て 肋 成を 致す と 云 ふなら ば •少なくとも 
衆！； 詫と しては、 輕舉妄 勤た るを 免れぬ と 私は afi だ 
造 憾に思 ふ (拍手 起る) 若し 吾々 をして 言 IX しむれ 
ば、 諸 射 も 御 同感で ありませ ぅ、 開 梨 W1 成 法案に 於 
て 若し K 行が 出来ざる 勘が ありと すれば、 それは 其 
開墾す る 者に 向つ て、 如何にして 3? 金を 供給す るか 
と 云 ふ 此機 關の備 ら ぬ ことが、 開 梨 助成 法案の K 施 
に 於け る 一大 故障であります、 吾々 は 委員 舒に 於て 
此開懇 助成 法案を 寶 施す るに 於て、 政府が 農工 銀行 
若く ほ勸業 銀行 法を 改正して •開 ^ 資金を H 接に 供 

給す るの 意志 無き や - 有る や ? i やと 云 ふこと を 問 

ひました、 政府 ほ 斯る 意志け 無い と 答へ た、 若 
くは ? i 業 銀行 法を 改正して >  K Jt 金を 裕に 1 る途微 
つせば、 私は 更に 開 is に關 する 一の 特別なる 金融 機 
關を 設ける と 云ふ爲 めに、 天下の 富璨 相 w つて 傚 社 
を 作り、 それに 向つ て 補助を 希望す るなら ば • 一考 
の 似 ある ものと 私は 斯 樣に考 へる、 併ながら 政府は 
更に 其 邊の考 を 持たず して、 俄に 之を 提出した、 若 
し 1 私は® に斯樣 に 思 ふ、 政府が 開 ii m 成 法を 提 
出せず して， 單 に此 #T 社を 保 謎して •  H 本の 開 懇に 
從事 せし むる 意味を 以て、 特殊の 開墾 會 社を 作る と 
云 ふ 提案で あつたなら ば、 國家社 會 主義の 15 から 考 
へて 見て、 此內容 を 幾分 か 訂正 致したならば >  國家 
に 代つ て 事に 當る 所の 一種の 保 1® 會社 として •之を 
して 開懇 に從 事せ しめ •其 成功した る 土地を 以て、 
公共 團體 若く は 自作農を 楠 付ける と 云 ふ 社 © 政策を 
實行 する であつ たなら ぱ 、私は 此® 意は 一考の® が 
あると 思 ひます、 又 更に 一 步を_ つて 政府が 開懇肋 
成 法案を 提 m すると 同時に、 此帝幽 開懇株 式 W 社 補 
助の 議案を 出 L て、 此兩 者の 按排を 攻究し、 兩々 相 
進み 行かる X 一 の 考を罟 々に 求めたならば、 或 ほ 開 
艱肋成 法案に 4 修正を 加へ、 此帝國 開 18 株式 會 社の 
命令に 向 つても 修正を 加へ て、 兩者相 迆 み fvf る 所の 
I の 成案を 得た かも 知れ ませぬ、 然るに 政府は 開 18 
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肋 成 法案を 准 謎す るに 常つ て 其 意味を 問 ひ H すと、 
政府は 更に 斯樑な 會社を 以て、 開 m 助成 法案と 迪絡 
を収 るが 如き 會社を 作る览 味が 無い と斷 言され て 居 
る、 私は 今に 於て 常時 政府は、 何故に 期ん 言明を 吾 
吾に した か* 其 心事を 如る 疑 ひます、 若し 更に 一步 
を 謂つて、 同時に 此兩 案を 提出せ ずと も〗'  吾々 開 ■ 
助成 法案を 窬議 する に 際して、 首相が W 明せ ら る、 
如く 何等かの 方法に te つて、 政府 保護の 一の 會社を 
作る 葸 ,1*5 ありと 云 ふこと を 胃 明したならば" 吾々 は 
開帮 助成 法案を ^ 調す るに 際して、 之に 向ぅて 十分 
の考瞪 を 加へ る餘地 が ありました、 政府は 之に 向つ 
て 何等 言明 致さず、 寧ろ 斯の 如き 計 斑 ある ことを 隱 
蔽して •先づ 助成 法を 通過せ しめ、 然る 後に此 案を 
遜 然として 出す、 恰も 吾々 が 密議し、 各派 一致して 

國家 問題と して JK 扱つ た 開 梨 肋 成 法案を 裏切す るが 

如き 膝 度に 至る のは、 吾々 の 甚だ 迫 憾 とする 所で あ 

0ます、將た大闕大臣ほ、此會社を希菌した富豪は 

更に 一點 私 S を關 るの 考ほ 無い と斯棟 に 仰し やる、 

私 も 今 委員長の 此處で 示された 發起 入の 顔觸 、其 人 

格、 其聲轺 の點 から H に 彼の 人々 は 食紛 問® を® ふ 

るの莳 〇國を 愛する の餘 りに 出て 此愈 社を 發起せ ら 

れたと 云 ふ ijf に對 しては 一點の 疑を 持ち ませぬ、 併 

な •から 何故に 此伶 社に 向つて 政府は 斯 る遠撖 II 世 

間の 非_ を 恐る、 が 如き 菔 度を 執る か， 若し 八 朱の 

補給を し —— 缺 拟 を 補顷 した 上に 更に 八 朱の 補給を 

する に 非 ざれば、 此财界 の 有力な 人が 發起 人と して 

手を 下さぬ と 云 ふなら ば、 吾々 は 與論が あります、 

去りながら 若し « に大藏 大臣が 言は る、 が 如く、 斯 

る會 社に 向つ ては、 少く とも 八 朱を ^ 助す るに 非 ざ 

れば 出來 ぬへ 大藏大 K の 言を 藉 りて 言へ ば、 是 等の 

人々 の此 計识ほ 、愛 ® 心の 發励 であると 言 ふ， 若し 

愛 國心 の發励 にして 倚 ほ缺 ia を ？ itl 塡 し、 更に 八 朱の 

利益を 促 障す る こと 十 yl: 简牮に 及ぶ に 非ら ざれば 此 

會社が 成立たぬ と 2;- へぱ 、恐らくは 斯る 民間 一流の 

济裒 のみならず、 天下の 人々 は 何 八と 雖も 、勃然と 

して 斯る愛 _ 心を 出す ことは 咨舄 であります (拍手 

起る) 若し® に 開 梨 助成 法案と 合せて 一種の fr 社を 

作つ て兩 々相 對 して此 m 大なる 食 fill 問題を W 決する 

の 誠意 あらしめば、 何故に 贫 蒙の 迚中 は， 開 _ 助成 

法に 與ふる 所の 六 朱の 配當を 以て iiJJ 足して、 天下に 

率先して、 六 朱を 以て 大に開 梨すべき の 先例を 作ら 

ぬので ?, り ませう か (拍手 起る) 驻だ 大藏 大臣の 先 


頃の此 處に 於け る辯讁 は 私 it 採らぬ •發起 入は 千 株 
づ 、ょ 〇収ら ずして、： 大 下に 成た け 之を 汎く與 へる 
若し 愛 阈心 の發励 で >  資脔 豊なる 富豪が 天下の 爲め 
に此 業に 從事 するなら ば、 天下の 應じ 得られぬ だけ 
の 不利益なる 晓 件を 以て、 铒 ろ 全； 部 之を 引受くべき 
こそ 當然で あらぅ と 思 ふ (拍手 起る) 然るに 自ら 利 
益を 考へず ，國 家の 爲め にやる と 云 ふ 事が ホ： であり 
ながら、 lit 利益 保障の 岡 大な るが 爲 めに、 世間に 遠 
慮 して、 發起人 自身が 多くの 株を 持たぬ と 言明す る 
のは、 此會社 の保讁 の狀態 か、 頗る 险週 過ぎる と 云 
ふこと を ffif 明して 餘り あるので ある (拍手 起る〕 井 
上 君が 昨日 政 友會を 代表して、 政府の 命令に 頗る 重 
大なる 修正を 加 へられ •前 私が 申す 通り 內容に 於て 
も 面目に 於ても 頗る 改良した， 唯々 一點玆 に 疑の あ 
るの ほ、 委員 會に 於て 國民热 の 鈴 木 君から 農 商務 大 
臣に 向つて -W 問され た 際、 其 質問の ® 菏 を 一言 申し 
ますれば、 開墾 助成 法案に 於て、 六 朱の 利益を 受け 
更に tt 助成を 受けて 居る 開墾 業者が •開墾 會 社に 事 
業を 委託した ときは、 更に 八 朱の 保 ii を此 部分に 對 
しても、 帝 國開明 株式 會 社に 與ふ るかと 云 ふ 質問に 
對 しては、 農 商務 大臣 ほ、 公平に 眞 面目に、 其 重複 
する Ha は 與 へませ ぬと 言明した 铕で あります、 吾々 
も是 ほ當然 と 思 ふ、 然るに 昨日 井上 君の 質問に 對し 
ては、 拾 も 二 m の 保 §g に 近き 助成金を 雙方 から 與ふ 
ると 云 ふやぅな 答 辯が 大藏 大臣から ありました、 此 
計算の 仕方は まだ 不明であります、 唯々 唯今 委員長 
の 報 する 所に 依つ て 見る と、 諸 岩 御聽の 如く、 何 
等か二重の利益を得られる方法が、裏面に隱在して 
屛 り ほせぬ かと 云 ふ 疑が あります (拍手 起り 「あり 
ませぬ ょ」 と 呼 ふ 者 あり) 是は 計算 不明であります 

計 K 不明なる が 故に、 吾々 は 疑問と して 更に 之を 研 

究す る餘 地が あ 0ます，故に吾々の希望ほ、帝國議 

e が 旣に五 千 斑 II を 費して， 今後 十五 筒 年間を 限り 

食 ffl 問題を 解決し 得られる と 信じて、 旣に 衆議院を 

通過し a 族 院を通 過した 今日に 於て、 少 くも lit 開墾 

助成 法の ® 拔を 見る が 常 然と 思 ふ、 今後 數牢に 苜 つ 

て、果して此方法の實緝如何を見るが當然である、 

若し 其 結果 吾々 の豫期 する 如く 至らな かつたならば 

更に 今 IT 提出 さる^ 1 如く  •帝國 開墾 株式 會 社の 事を 

—— 斯様な ものを ぱ提出 されて、 吾々 更に 之を審 戥 

する も晚 しと 致し ませぬ、 更に 百 步を讓 つて •若し 

此帝國 開 ■株式 會社が t 開墾 助成 法案と 兩立し 得ら 


る、 ものと 政 友會 諸君の 信ぜら る、 如く ありと する 
も、 此兩 者の 關係 甚だ 明瞭を 缺くが 故に 先づ 本年は 
之を 見合せ て、 来年 更に 十分 之を 密議し •更に 開墾 
業者に 向つ て 金融 摁關た る 性質を 加へ た 所の， 一種 
の 保護 會社を 造る も亦晚 しとせ すと 云 ふの が、 吾々 
の 諭旨の 大要であります (拍手 起る) 井上 君の 今後 
の 之に 對 する 御 演說を 承りまして-更に 吾々 同志 か 
ら 詳細なる 意見を 申 述べ ませう が、 私は 此修正 動議 
を 提出す る 理由と して、 大要 右の 事を 申 上げて、 諸 
君の 御 參考に 供す るので あります。 
r 拍手 起る〕 

0_ 長 (大岡 育造 君： 一井 上 角 五郎 君。 
r 井上 角 五郎 君 登®〕 
r 拍手 起る 〕 

0 井 卜： 角 五郎 君 諸君、 私 It 豫算 全體に 賛成を 表す 
る 者で ございます、 さう 致しまして、 私 の 翳 論は 即 
ち 此豫算 中に 於て、 削減 修正を 加へ ら れんと -t る點 
に 就て、 原案 維持の 議論を 爲 すに 限らう と 思 ひます 
諸君、 開, に 依り、 埋 立に 依り、 耕地を 擴張 すると 
云 ふ 事は、 ® に 食-一! 問題の 上に 於て 必要なる のみに 
止まり ませぬ. 是ぞ 所謂 富 源の 開發で ありまして、 
多々 益々 其 必要を 感ずる のであります、 故に 吾々 は 
開 II 助成 法案に 向つて 賛成を した、 其 助成 法案の 成 
立を 見なが ら 、尙ほ 今：：！ 帝 國 開墾 株式 # T 社の 補助 契 
約の 件に 關 して、 賛成を 表する のであります、 此點 
に 就きまして ほ、 最早 何も SI 論を する 事が ございま 
せぬ けれども、 反對 論者の 議論、 又 世間に 傳 へて 居 
る 所の 議論 それは 内容を 知ら. ずして 傳 へて 居る 議論 
も あり、 內容を 知つ て 稍々 反對の 意を 表して 居る 者 
もあります が •是 等を 擧げて 論ずる 前に 當つて 、先 
刻豫 » 委員長が 報告せられ たる 命令 條 項の 一二を 擧 
げて •其 意味を 先づ 以て 明白に して 置きたい と 思 ひ 
ます， 命令 條 項の 中には 個人 法人の 開懇 助成 法案に 
依つ て 開 ii をす る 者と、 此會 社とは、 競爭 をせ しめ 
ない と 云 ふ 一箇條 が ある •例へ ば 玆に 一の 國有 山林 
が ある、 之を 拂 下げて 開 ■をしたら 定めて 宜か らう 
と 思つて、 個人が lit 山林の 柳 下を 望む 場合に 當つて 

會社が - 堂々 たる 大會 社、 三 千 萬の 資本を 有し、 

立派な 者が 株主に なって 居る 會社が 又 其 山林の 拂下 
を rs んだな らば •時の 政府の 如何に 依つ ては* 或は 
會 社の 爲 めに 其 山林が 11X られ るか も 知れない、 故に 
土地の 收煜其 他に 關 して 競爭 をせ しめない と 云 ふ* 


命令胳 項に 一の 特な る® 胳を 加へ たのであります、 
斯う 云 ふやうな 競举は させぬ 積 〇 であります •又啻 
に此會 社は 利益の み 八 朱と して 補給す るので はなく 
萬 一 損失が あつた 時には •其 損失を 袖 塡 してやる の 
であるから、 如何に 其 損失が 多くな つて、 國 家の 負 
擔が どの點 に 至る か 分らぬ と 心配す る 者が あるから 
命令條 項は 即ち 著 手す る 前に 當つて •天災 其 他の 危 
險 損害の® の 多い 4 のは •之を 差 止める と 云 ふ條項 
を 加へ て あるので ある •又 十 五箇 年間に 二十 五 萬 町 
步の 開墾を する ので あるから、 之を 一年に 割つ て 見 
れぱ一萬六七千町步、必ず此會社 |3-. 、一萬六七千町 
の 町歩は 著 手し なければ ならぬ と 云 ふこと も* 又 命 
令條 項に 書いて あるので ある •果して 然らぱ 此開 匏 
會社は •開 si 助成 法案に 依る 所の 開墾の ものと， 決 
して 競审 しない、 衝突し ない、 而も 大なる 損害を 受 
けず、 而も 豫定の 地積 ほ 開 is し 得る、 必す焯 させる 
と 云 ふの が、 此 命令 勝 項の 趣意で あると 云 ふことは 
諸君 も 御 了解で あらう と 思 ふ、 又此 開 18 會社が ，開 
艱 助成 法に 依つて 開墾の 權利を 得、 許可を 受け、 其 
助成 法の 交付金を 貰 ひ， 其 仕事を 請 合 ふこと が —— 
其 時には 請 合は ぬと 云 ふこと が、 命令 條項の 一箇條 
には 載つて 居る ので ある、 此點に 就て 唯今 町 田 君が 
それでは 開墾 助成 法案に 依る の 六 朱の 補給を 爲しつ 
つ 又 更に 會 社に 對 する 八 朱の 補給を 受けて 1 補給の 
二 m 取を する のでは ないかと 云 ふこと を 言は れ まし 
た、 町 W 君に して 斯樣な 疑問の 起る のは •如何は し 
く 私は 承りました けれども、 併し 町 田 君は m 書を 加 
へて、 尤も 計算は 能く 知らぬ けれども. と 仰し やつた 
計算を 能く 知らぬ 事は •町 田さん だつ て 間違 ふだら 
うと 思つ て 私は 此點に 就て は 强ち 深く ix 咎めない の 
である c 拍手 起る) 試みに 考 へて 御覽な さい 五町 步以 
上の 開墾を する、 假 りに 五町 步 以上の 開 18 をす る 者 
が 五 萬圓 之を 實費 として 政府に 屆出で \ さう して 五 
萬 圓に對 して 六 年 乃至 七 年間 年々 六 朱の 補給を 受け 
る、 之を 會 社に 持つて行つ たら ば どうす るで せう， 
會社が 矢 張 五萬圓 で 引受ける でせ うか、 之を 五萬圓 
で 引受けたなら ぱ政府 は會 社を 保護す る 趣意に 外れ 
たる 重役の 行爲 と、 之を 認めざる を煜 ない、 何故な 
らば 政府が 會 社を 保護す るのは、 三千 萬圓 に對 して 
年々 八 朱の 配當は 必ず 爲 さしめ る、 之を 義務と して 
之が 報酬と して >  一一 十 3T 萬 町步の 開 ig をす ると 云 ふ 
のが 命令で ある •其 二 + 五 萬町步 以上の 開 is をして 
一二 七 五 
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得た 所の 土地 ij; 、 R 分で 所有す る ことが 出来ない、 
之を 安く K れと云 ふの が， 之が 命令で ある、 人の 仕 
取 をして —— 唯々 してやれ、 人の 仕 yf を 請 合つ たら 
S 55 で 自分の 諸 入 ^ ほ 持 出して やつて やれと 云 ふ 命 
令 ほ 無い、 故に 唯今の 五町 步の開 絮 をす る 個人が a- 
社に 賴みに 行けば， 此五町 步の開 梨の Kgr 例へ ぱ 
五 ffi 冏と するなら ば、 五 K M 以外に a- 社は 相 常の 手 
數料 、それに 掛る 所の 役人の 監耔 ST 並に ¢7 社が そ 
れに 向つて 要する 所の 資本の 利益 だけは 別に 要求す 
るので ある、 此點が 町 田さん に まだ 御 分りに ならな 
い， 私は 政府 娄員に 對 して、 豫 s£ 委员會 に 於て 斯樣 
な 事 13: 踏き ませぬ、 H 問 ほしな かつた から、 政府 委 
貝 も 答 (3; せぬ でした けれども， 凡そ 斯樣な 場合には 

斯樣 になるべき もの だ、 決して 是ほ 二® になる もの 

でない と iK ふことは、 申 上げて S かなければ なり ま 

せぬ •會 社の 配當ほ 年利 八 朱で ある •此八 朱と 云 ふ 

ことの意味は、是から先に私が_論に入るに當つて 

必嬰が あるから* 明瞭に 申 h げて置 きます、 會社が 

¢1 失を したと きに {3; 政府は 補 塡 します、 さぅ して 八 

朱の 配當 をし ます、 幾ら 利益を / 11 しても  社 (i 八 

朱の 配當 しか m 來ませ ぬ， 八 朱 以上の 利益が あれば 

或は 前日の 掲害 補塡を 返還せ しめ、 或は 成功した る 

土地の 直 段を 減 似せし めて，# 社には 少しも 八 朱の 

配 常 以外の 利益を 殘 しませぬ， 故に 解散の 時に 當つ 

て會 社は 如何なる 狀態 になる かと 云へ ば •所謂 法定 

稻立金 ！ 年々 幾らか 積んだ 所の 法定 積立金が 五箇 

年間 殘 ると 云 ふのと， 株金 三千 萬 la 殘る 外には 何も 

殘ら ぬ， 其 法定！ 5 立 金は、 取 も 班さず ir 社の 解散の 

费用其 他になる ので あるから、 此會 社の 株主は 十五 

箇 年間の 極めて 長い 年限 間 ••八 朱の 定つた 利子を 以 

て 金を 以て 金を 貸付け たと >  同 じ ものであると 云 ふ 

ことに 了解す る こが 出来る ので ある、 尙ほ玆 に 命令 

勝 項に 就て 一つ 申 上げて® かなければ ならぬ ことは 

其 出来 上つ た 所の 田畑は、 自作農た らんと する 者， 

鞔故 者、 又は 公共 團體の 順位を 以て 之に 賣渡 す、 此 

姐 段は 如何にす るかと 云へ ば •即ち 開 if® 費の 五 割 

以內 —— 開 梨 筲费 の ?/ r. 割 咐以內 —— 例へ ぱ開懇 搜 S 

が 千 MI 掛つた ものなら ば •千 五 百 圓以內 、斯樣 にし 

て 自作農 者、 緣故 者、 公共 團體 に賣 渡す と 云 ふので 

ある、 千 ¢3 掛つた ものが 或は 二 千 圓も する、 三千 圓 

もす ると 云 ふ 場合が あつたな らば. 中々 に 其 土地は 

買手 it 多い、 それでも 尙 M. つ 千 五 百 W で 賣ら す、 若 


し乂 千 131 掛つた 土地が l!f 際の 相場が 千 二 百 la しかし 
ない* 或 (3: 千 [til しかしな いと 云 ふ 時に ほ •時の 相場 
で 之を W らす •是が 即ち 命令 條 項の 五 制 Jff 以内と 云 
ふ言壤に當るのである、諸君，此艽割增以内と云ふ 
ことを 吾々 が 決めて、 又 之を 政府が 锊 成した る 豳 に 
就きましては、 少しく 御煦収 を 願 ひたい vf が あるの 
であります、 私 も 町 FI:I 君に 做つ て 稍々 數 字が 交る と 
云 ふこと があります から， それは 能く 間違 ! i ぬ やう 
に 御 K JS を 願 ひたいと 云 ふこと を 願つて 置かな けれ 
ばな り ませぬ、 開 II 助成 法案の 第二條 に 「肋 成金 ハ 
命令 ノ定ム ル 所-一依 リ H 事 開始 ノ年 ョリ H JJJ 終了後 
四 年-- 至 ル 期間 內二於 テ」 云々 とあります、 果して 
第二 條の 如しと すれば、 開墾に 著 手して 終了す る ま 
で、 是が假 りに 三年 掛る とする、 其 後 四 年間で ある 
前が 三苹掛 つて 後が 四 年であるなら ば 合計して 六 年 
1  右し H 事の 期間が 四圯掛 つたなら ば 工事 期間が 四 年 
其 後が 四 年で あるから、 合計して 七 年 一年 (X 八重る 
ので ある、 開 is 助成 法案に 依つ て 年利 六 朱の 交付を 
受ける のは、 先づ 通常 六 年間 或は 七 年間と 見て 宜か 
らうと 思 ひます、 玆に 一人の 人が あつて、 開 艱 助成 
法案に 依つて 開 ® i する 場合に 當つて •其 人が 幸に 金 
が 有つ たなら ば 此上も 無い 仕 合で ある， 若し 金が 無 
かつたなら ぱ 、借財を して 開 18 に 著 手を しなければ 
ならぬ、 此 借財 金利は 正に 幾何と 見て 相 當で ありま 
せう か、 殊に 自作農た らんと する 者と 云 ふ 如 §• 身分 
を以 ちまして、 他人に 金を 借りて 開墾を するとした 
ならば、 年利 一 ® 1J 二分は 已むを得ない 利子で あらう 
と 思つて 居る、 年利 一割 二分の 金を 借りまして 開懇 
に 著 手して、 六 朱は 肋 成 法案に 依つて 交付せられ て 

殘り六 朱と 云 ふ もの ほ， 開懇實 費 以外に 之を 何とか 

して 融通せ ざるを 得ない、 其 殘り六 朱の ものを 融通 

する に 付て、 六 朱を 長 利で 計算 すれば， 六 年 掛れば 

即ち 四 g 一分 八 厘になる、 七 年に すれば 即ち 五 割 二 

分になる， 故に 開懇 助成 法案に 依つて 開 襲を する 者 

が、 資本を 一割 二分で 借りて やつた とするな らば、 

他人に 開 18 をして 貰つ た， 一割 五分 以内で 買つ たの 

と 別段の 運は ない と 云 ふこと が 起つ て來る 、艽 町步 

以上の 開懇を .33 ら 企て 得る 人 ほ 旣に 中農であります 

或は 場合に 依つ ては、 艽町步 以上の 開墾を 企てる 者 

は、 地方に 於け る 金 持と 謂つ て 宜しい ので ある、 將 

に 自作農 者た らんと する 者の 如き ほ、 斯樣な 計 a£ は 

出来 ませぬ、 斯樣な る計搽 が 出来ない ものが， 此開 


fl 肋 成 法案に 依つ て 其 計 遊を する 苦と 同じ やうな 計 
筇を 以て、 土地を 我 所有に 筠する ことが 出来る、 况 
や會社が利益して居る時ほ、其皑段を一屉5£じられ 
て 居る， 况や 政府 ほ 左鞣な る 自作農 者 若く ほ 公共 ! iw 
蹬 に 向つ て， 低利資金の 融通を してやる と 言つ て 居 
るなら ば. 此開墾 助成 法案 こそ、 中 S 以下の ^ 民を 
救助す る 唯一の 便宜な， る もので あつて、 公共 M 髓之 
に 佐つて、 初めて 自治の 精神-を 發撺し 得る もので あ 
ると 云 ふこと を 言 ひ 得る と •私 ほ 信じて 疑 ! 3: ぬので 
あります (拍手 起る〕 諸君， 斯樣に 政府の 命令 眩 明 
に對 して 解 釋を 企て k 見ます れば 、恐く ! X 此 案に 對 
して 反對 すべき 者 ほ 無いで あらう と 思 (X れ るので あ 
ります けれども、 尙 fl. つ 町 FII 君の 如き 經濟に 長 じた 
る 御 方ょり 反 S の顏 論を德 くに 至りまして ほ •更に 
進んで 十分なる 議論を 試みざる を 得ない ので ありま 
す、 其 私が 試みん とする 所の _ 論は、 第一が 米麥の 
過多に 至る のを 虞れ ると 云 ふのは* ■果して 眞實の 虞 
であるか、 所謂 杷 憂に ) 1 する ものである かと 云 ふこ 
とが 第 一 であります、 第二は 補助が. 3 i: きに 失する、 
殊に 開懇 助成 法案と 此會社 契約の 案と を 較べて 潲衡 
を 失つ て 居る と 云 ふのは、 果して 道理 ある 反對 であ 
らう か、 第三には 是ぞ 所謂 開 ■の 本旨を 果たし、 是 
ぞ 所謂 農民の 救濟 であると 云 ふこと を、 反對 論者は 
忘れて 居る のでは ないかと 云 ふ、 此三點 に 就て 論じ 
て 見やう と 思 ふので あります、 町 田 君は 必ず 記憶せ 
られ るで あらう-否な 確に 記憶せられ て 居る •開 IB 
助成 法案を 提 m する 時に， 政府は 說 明して 斯樣に 言 
うて 居る、 斯樣に 開 _肋成 法案を 實 行し、 尙ほ 從來 
の 如き 手段に 依る 所の 開墾を 進め、 耕地整理を 爲し 
農事に改良を爲し、並に朝鮮« « の米麥を我國に移 
入したなら ば* 米は 十 年 以後に して 初めて 自給す る 
ことを 得る、 麥は二 •- 年 以後に して 初めて 自給す る 
ことを 得る 斯樣 に開懇 助成 法案を 說明 する 時に 政府 
は說 明を して 居る、 幾度 か 委員 會に 於て， 政府 委員 
は 開墾 助成 法案に 於て 說明を 致して 居ります、 私は 
實は其 委員 會に 臨んでも 見 ませぬ が爲 めに、 委員 會 
の 速記 錄を 調べて 見ます るのに、 政府 委員が 唯一 人 
として、 此 開墾 助成 法案が あれば、 最早 米麥の 供給 
は 十分な りとは 申して 居り ませぬ、 斯く 色々 の 方法 
を 行 ひ、 併せて lit 開 is 助成 法案が 豫期の 如く 進めば 
米は 十 年 以後に して 自給す る、 麥は二 十 年 以後には 
自給す ベ L と 申して 居る のであります、 十 年間は 足 


二 一七 六 

らな くても {几し いので あら -r か、 二十 本 f?!! i £ f' - ^ し 
て も 防 ほぬので あらう か、 國家 2E 給 FI 足を 沼 む >- 云 
ふ 點は， 11 ほ 明日を 侍たず 今日ょ onJJVH 足を !'? > む 
ので ある •故に 開墾 助成 法案を /H す 時には， 之を や 
つたなら ば 十 年 一  i 十 年後 ii 幾らか 安心に なれる と . I!'. 
つたが、 今や 帝 S 開 起し 
て， 開墾 肋 成 法案と 稍々 効力 〇 匹敵した る も G を !!} 
して 來た から、 もう 一つ 之を K 行して 米の 十 年で 自 
給す る ものは、 切め て 縮めて 五 年に し •麥の 11 十 年 
に 自給す る もの (3: •切め て 細めて 十华 にし やうと 云 
ふの が 此 案の W た 所以で ある、 町 田 君は 彼の 案を 出 
した 時に 一緒に 出して 奥れ たら K からう、 彼の 案を 
出して 吳れた 時に、 切め て斯 5 云 ふ 案を m すと 云 ふ 
ことで も 言つ て 吳れた ら宜 からう、 此問题 は 挑 派 問 
題で ほない， 此 問題は 即ち 國家問 題で ある， 根本的 
に 之を 論じなければ ならぬ と 仰し やる 御 方が、 何も 
其 _ 案を / .11 すのに、 同時で なかつ たらう が、 遲かつ 
たらう が、 平 かつたら うが •そんな 手 ？ 3 の 彼此を 言 
ほず (拍手 起る〕 其 手 紐の 彼此を w ij: ずして 十 氺が 
五 年になる の ほ 仕 合で ある •二十 年が 十 年になる の 
は 仕 合で あると 論じられて こそ- 國 家の 根本 問題に 
觸れ たもので あらう と 私は 信じて 居る のであります 
(拍手 起る〕 諾君>  果して 然らば 其 :/ 1: 年 十 年 經つた 
後に 自給自足が 濟んで 、開墾 肋 成 法案に & つて 二十 
五 萬 町步 成功し •此會 社 補助の 案に 怯つて、 二 十五 
萬町步 成功して、 五十 萬 町步の 田畑が 殖えたならば 
米麥 過多と 云 ふこと に 苦しむ 一! は 無い かと 言 ふか も 
知れない、 諸君， 是即ち 强て 言へ ば 意 氣地の 無い 誠 
論、 桑が あるでは ないか， ®！ C が あるで ほない か、 鈽 
憩 玉 も ある (笑聲 起る〕 馬 鈴鴃も ある， 海外に rs 出 
すべき 農產は 甚だ 少くな いのであります、 现 に 今日 
我國の 耕地 面積に 較べて 唯今の :/ 1: 十 萬 町步を 計篮し 
て 見れば， 僅に 百 分の 八に 過ぎない、 幾ら 我 日本 國 
の 田畑が 百に 付て 八の 割合で％ 加した から、 之が 爲 
めに 耕作に 堪へ ない、 之が 爲めに 米麥の 多き に 苦し 
む、 之が 爲めに 新しき 農產を 見付けて、 海外と 貿站 
を 開き 得る と 云 ふに 至らぬ と 云 ふ 程の 農家で もなか 
らうぢ やない か、 それ 程の 我國で もなから うぢ やな 
いか 要 +す るに 根本の 問題に 就て 二十 五 萬 町 步旣に 開 
墾し ，更に 二十 五 萬 町步開 18 すると 云 ふのは •根 木 
の 問題に 觸れ ると 言は れる けれども、 何 所が 觸れる 
自給自足を 早めて、 尚 ほ 其 上に 海外の K 舄 を 肋け る 
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亳も 根本 問題に 觸れる 所 ほ 無い、 l>ft 々觸れ るのは 議 
案の 提出 其 53: しきを 5 E なかつ たのが、 ^ に嫜る 位の 
障 方より 外には 無い ので ある (拍手す る 渚 あり 「百 
分の 八* そんな K 盤が 何 所に ある j 「苽 盤が 違 ふ」 
と 呼ふ荠 あり) 諸君、 十五 箇 年利 八 朱の 貸付 同 ^ の 
枕 式は、 株、 K に収 つて 果して 厚き に 失する もので あ 
らう か、 私は 之を 以て 湖き に 失する とは 言は ない け 
れ ども •決して p,i きに 失する ものとは 言は ない、 今 
日の 經濟狀 態から 考へ 「今日の 金融 狀態 から 考 へ、 
或は 三年 乃至 五 年の 据 K で 借りる の すら、 七 朱 八 朱 
の 利子は 钾 な 出して 居る、 十五 箇 年間を 据 置いて、 
十五 PS 年 M に 忽ち 總て を戾 される と 云 ふやうな 斯樣 
なる C 命に 對 して、 八 朱と 云 ふ もの ほ 强ち 喜んだ 金 
利では ない ので ある， 尤も 此八 朱が 全く どうも 捨て 
た 金利で もない のは、 政府の 保障 か 付いて 居る から 

確に 貰へ る だけは 信用が あるので ある、 之を 若し 南 

滿鐵逍 の 株と か、 或は !？ I 洋柘殖 の 株と か、 近くは 染 
料锊 社の 株の 如きに 較ぷれ ば， 年利 八 朱 ■年利 八 朱 
.でなくて 七 朱で も， 現に此 頃 水力電 氣鐵 道錡 社 杯を 

始めれば、 年利 五 朱の 株を 喜んで 人が 持つ、 年利 五 

朱で も 喜んで 人が 持つ と 云 ふのは、 前途に 菌が ある 

南滿矜 社と か、 東洋 拓殖、 乃至 若く は 染料 會 社の 如 

きは、 或 13: 大 に 1® 張せられ て、 株券が 尚 ほ 咐加 する 

の 見込が ある、 或は 利益が 咐 加して 配當が 殖えて 來 

ると 云 ふ 5T か ある， 前途に 望が あるから， 輕® 鐵道 

水力 m 氣の 如きは、 五 朱の 利子で も尙 11. つ 之を 持つ 

者が ある •之を 今回の 此事 業は 年利 八 朱、 どんなに 

藻® いても 騷いで も 年利 八 朱より 多くは ない、 但し 

減らない、 減らない とは 云 ひながら、 爾 役が I 之 

を監科 して 行く m 役 も 人間で ある、 萬 一間® •かない 

とは 言へ ない •其 重役 個人の 間違から 會 社に 生じた 

る搰芮 は、 符 社 株主の 負擔 とならざる を m ない、 多 

少危險 は 帶ぴて 居る けれども、 唯、 八 朱に 決つ て 居 

ると 云 ふ. ので あつて、 何等 面白味 も樂み もない から 

之を 南滿 、朿拓 、染料、 若く は 一 便 鐵道 とか、 水力 

m 氣の如 き 株式と ^1§する_ には 行かない、 或は 言 

はん、 公 偵よりは 利子が 宜しい、 其 通りで あるけれ 

ども‘ 公債の 如き 便利な 融通の 品物とは ならない、 

郵便貯金 よりは ^ しく 利子が {凡し い、® 0! 貯金 ほ 且 

に 預けて 夕に 出す こと •か出来る‘ 左様な もの ぢやな 

い、 是が 決して 今日の 經浒狀 態から 考へ 、金融の 狀 

况か ら考 へて、 金利が 商き に 失して 居る ものと ほ 言 


ふこと が 出来ない ので ある、 唯々 一 つ茲に 技る 所の 
問題は、 開 _助 成 法案に 於て は 六 朱， lit 會 社の 補助 
契約は 八 朱で ある、 六 朱よりは 八 朱が 多い と 云 ふこ 
とを 意味して 居らる、 と 見えて 町 aj 君 も 助成 法案は 
六 朱 だが 云々 と 云 ふこと を 言は れ る-町 田 君、 —— 
君の 如き 計筇に 達した 御 方は、 計算に 於て HIT か 違 
へば， 即ち 其 答は 違う ものであると 云 ふことは、 御 
承知に ならなければ ならぬ ので あ 石 (拍手す る* あ 
る) 開 梨 助成 法案は、 支出した る實费 に對 して 年々 
六 朱、 それを 貰う のが 開 ^ 助成 法案の 取 極めで ある 
安出した る實 19 の總額 、今回の fr 社 補助の 契約は S 
本に 對 して 八 朱， 此資 木なる ものは 折返し-折返し 
折返し 使 ほれた ものが 支出の 總額 である •(笑 聲起 
る) 之を 私が 論ずる に當 つて、 或は どう だら うと 御 
疑の 御 方が あると 見えて 笑つ て 居る、 笑つて居る 御 
方に 向つ て餘 〇微 字の ilf のみ 言つて 居る の も •少し 
倦き が 來るで せう から、 外の 御 話を 申 上げる、 小學 
校に 於て 四 年 級 •此 生徒に In] つて 先生が 日給 一圓の 
職 :]: と 時給 十錢の 職工が あるが、 何方が 餘計 取る か 
と 云 ふ 問題を 出した、 一日の 給金 一圓の 職工と 一時 
間の 給金 十錢 3®H が あるが ■何方が 多く 取る かと 
iK ふ 間 題を 出した、 一番 劣等な 生徒 答へ て 日く > 1 
圓の 方が 多い と 言つ た、 稍々 礙つて 居る 方の 生徒は 
答へ て 日く， 十錢が 多い と 言つ た 1 最も @ つた 生徒 
が、 先生 時給の 職 H は •日に 何時間 働きます かと斯 
う 言つ た、 日に 九 時間 働けば 一圓より 少ない けれど 
も、 日に 十一 時間 ® けば 一圓より 多い ので ある、 徒 
らに數 字の 八と 六と を 較べて 八より 六が 少ない、 六 
より 八が 多い と 云 ふこと を 言 ふのは •算術を 知らぬ 
議論と 言は なければ ならぬ (拍手 起る〕 左樣な 有樣 

であります から •御覽 なさい (「違う'^ と 呼 ふ 

者 あり) 唯今 町 田 君の 言 はれた 如く •此 開 18 助成 法 

案に 依つて 二十 五 萬 町步を 成功す る、 (「議題が 違 

ふ」 「何が 分る か， I と 呼 ふ 者 あり) 其 補給は 一年 一 

朱で ある、 開墾 助成 法案に te つて 二十 J; 萬 町步を 成 

功す る、 其 補給は 一 年 六 朱で ある、 然るに 合計で 政 

府の 豫算は 四千 九 百 萬圓 になつ て 居る、 帝國 開 II 株 

式會 社は 同じく 二 十五 萬町步 を 成功す る、 其 補給の 

利子 ほ、 始めから 終りまで 悉く 利益が 無かった とし 

て 三千 六 百 萬 圓で ある、 一方は 二十 五 萬 町步を 扱へ 

るに 三千 蓖圓の 金を 以て 掛る 、政府から 貰へ る もの 

は 一一 一千 六 百萬圆 一方は 年々 六 朱で 一つ  <ゃっ て 行 


く， 其 金高は 政府の 豫算 に® れぱ四 千 九 西 斑 li 1 何 
故に 斯んな 六 朱の 方が 八 朱ょ 〇 多い と 云 ふ 答が (1.1 て 
來 る、 是に 於て 日給と 時給の 差を 諸君は 能く 知らな 
ければ なるまい と 思 ふ c  r 駄目の 僧 値が 下るぞ 」 と 
呼 ふ 者 あり) 諸君、 锊社は 三千 六 百 萬圓の 金を、 年 
々八 朱 やる とすれば やらなければ ならぬ けれども* 
# 社は 其 目論見 書に 於て は、 1! に 六 百 萬圆 貰 へば 後 
とは « ほぬで濟むであらぅと言つて思る，是は會社 
の 言つ て 居る ことで、 吾々 は 之を 當て にしない けれ 
ども、 豫算ほ 即ち 豫算で 、恐く は 六 百 萬圓內 外の 補 
給で 濟むと 思つて 居る •是は 何故で あるかと 1K へば 
即ち 資本に 對 しての 補給で あるから 左樣で あります 
若し 此 開 18 株式 會社が 、助成 法案の 如く 支出した 總 
高に 向つ て 六 朱の 補助を 受ける ものと したなら ば、 
如何なる 計算と なります か、 開 18 株式 會 社の 目論見 
書には、 十五 年間 著 手す る、 其 田畑の 總 計、 其 算出 
の 資金 總高は 一 億 六 千 二 百 五十 萬圓を 計上して 居る 
此一億 六 千 一一 百 五十 , i; 圓に釾 して、 問 ■助成 法案は 
即ち 六 年若く ほ 七年掛 る、 之を 六牮と 見て、 六 箇年 
間 六 朱つ k の 利子を 掛けて 見たならば 幾らになる か 
五 千 八 百 五十 萬圓の 金を やらなければ ならぬ ので あ 
る 强て狹 いこと を 言へ ぱ •帝 國閛 18 株式 會社 が斯樣 
なる 會社を 立て、、 斯樣な る 補助を H ふ， さぅ して 
契約を して 命令を 受けて 窮屈に してやる ょりも •開 
■助成 法案に 依つ て どん  やつて 行きます れば、 
貰 ふべき 補助 多くして、 出来 上つ た 品物は、 自分 勝 
手に 自在に 始末が 出来る、 それ にも拘らず 斯様なる 
ものを 桁へ て、 幾らか 國家に 富豪の 面 E を 保つ て 見 
たいと 云 ふのは、 近頃 富 聚として卜出來なることで 
あると、 私は 思つ て 居る やぅなる 次第であります* 
然るに 之に 對し て豫算 委員 會 杯に 於き まして、 諸君 
から 是れは 政府から ? I めた か、 是は資 業 家から 題ん 
だかと 云 ふて， 甚だ 富豪々々 と 云 ふ 言葉を 頻 りと 言 
つて 前年の 銅片拂 下問 題と 類似した 問題で ないかと 
5? ふ 如き 念 傲を 11  く 人に 起さし めた のは 片腹痛き 次 
第で あると 私は 思 ふ C 拍手 起る〕 諸君、 開 盤は 一種 
の營利 事業であります 、開 ii は 一種の 營利事 業で あ 
る、 儲ける が爲 めに やる 仕事で ある、 何れ 儲ける が 
爲め にやる 仕事で あるのを， 開 Is 助成 法案は 一つ 一 
つに 打 切って， 之に 補助を やる ので ある、 故に 開 Is 
助成 法案に 依つ て 開 ii した 者の 中に ほ、 大變な 仕 合 
な 者 i ありませ う、 開懇 した 土地 ! 3; 實 費の 倍に もな 


り ri 倍に もなる、 然も 其 間の 利子 六 朱を 貰つ て 又甚 
だ； f 仕 合の 人 も ありませ う-開 _ した けれども 物が 
出 來な い、 物が 出來は 出来た けれども •  r 度 翌年 水. 
害で 流して しまつた と 云ふ不 仕 合な 入 も ありませ う 
是等は 利子の 補助 額を 貰つ たと 云 ふ 事が、 天から 役 
に 立たない、 要するに 開 梨 助成 法案は 一つ一つに 切 
つて 補助す るので あるから 或 者は 仕 合を 受け、 或 者 
は 不仕 合を 受ける >  帝國 開墾 株式 會社は ，始めから 
終りまで 二 十五 町步を 一纏めに して、 之に 對して 補 
肋を 加へ るので あるから、 或 者は 儲ける、 或 者は ffi 
をす る •復た 或 者は 儲け •或 者は 損を する ことを K 
ね m ねて 行つ て、 然る 後に 所謂® 利 ^ 社で ある •徒 
らに 損の 立つ 仕事を する もので ない、 結局 儲かる と 
云 ふこと が あるから、 年 八朱づ 、の 配 當を爲 すだけ 
の 補助を 貰つて 居る けれども、 僅に 四年經 てば、 六 
百 萬 ! 1 位を 貰へ ば、 殘り 三千 萬 圓は 貰は ぬで 濟むと 
云 ふ 計算が 出る ので ある、 是に 於て 乎 八 朱の 補助を 
爲す 場合に 在つ て ほ、 缺 損を 補 塡 してやる と 云 ふこ 
との 間 題が 生じて 來 る、 一つ々々 の 場合に 缺損を 補 
塡して 來ると 云 ふ 間 題 ほ 生じない、 一方に 缺損を 補 
塡して やり、 一方には 補 塡しな いと 云 ふことは、 其 
間に 於て {1 衡を失 ふでは ないかと 云 ふ 反對 、是ほ 町 
田 君から 聽かな かつた けれども、 さう 云 ふ 反對が あ 
るのは 唯今の やうな 譯で あるから 是亦 權衡を 失つ た 
もので ない と 云 ふこと ほ* 玆に 明白に して E- くこと 
が 出来る ので ある、 諸君、 八 朱の 配 當を補 給す ると 
云 ふことは、 今日の 經濟狀 態、 金利の 有 樣か ら考へ 
て 決して 厚き に 失しない、 さう して 其 八 朱と 六 朱と 
較べて、 若く は 一方は 損害を 補塡 し，； 一方は 損害を 
補塡しないと云ふことが、助成法案ほ、會社契約と 
の 間に 何等 權衡を 失つ たもので ない、 是だ けの 事は 
明瞭に 御 分りに なり ませう、 先刻 町 田 君が 御演說 を 
爲すつ て， 井上の 說は 今 1! けぬ、 聽い たら M に 代つ 
て 論ずる 積り であると 仰し やつた から* 願く ほ 明瞭 
に、 左樣 ならず と 云 ふことの 反證 を擧げ て 戴きたい 
と 思 ふので あります、 加 之此五 町步以 上の ものは、 
即ち 助成 法案に 依る の 開 18 は、 開懇 したる 土地は 自 
ら 所有す る ことが 川 來 る* 入に K る こと も 出 來 る* 
又 自分に 所有して 人に 小作 さす こと も 出来、 勝手 次 
第に - K 土地の 處 分が 出来る •會 社に 於て は 必ず 之を 
自作農た らんと する 者、 或は 鞔故者 •若く は 公共 ®) 
體に賣 柳は なければ ならない •然ら ざれば 則ち 之を 
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:Lf 通に K ろと して、 a ら所持 する ことが 出來な い、 
開架 肋 成 ii: 第に 依る もの if 自由に 土地の 撰掙 を e 
し 得る ので ある •此矜 社 is 左 探な 取は 出 來な くて、 
政府の 命令に 從ほな ければ ならぬ ものである. さう 
して 政府ょり 補給され まして、 補 IK せられた る 金 髙 
に 至つ て iT 先刻 も 申 上げた やうな ものであると す 
るなら ば、 此锊社 こそ 助成 法案ょり ほ、 惡き ものな 
りと 云 ふこと も 言 ひ 得る と 思 ひます が、 私は 徒らに 
惡き ものな りと 玆にほ 申し ませぬ が、 願く ほ 斯樣な 
る 包 社が 成立ち 得れば TC しいが と必 配して 居ります 
是非 成立た せたいので あります から、 まあ 相 常に 申 
して 一 A きたいと M ひます、 諸君* 果して 然らぱ •第 
|の米麥の過多に至るを怖れると云ふ间題ほ、旣に 
祀逛 に過ぎない、 第二に 其 補助が P?: きに 失し、 就屮 

兩者 檝衡を 失して 來ると 云 ふ 問題 ! * 、 §? する に 算術 

を 知らざる 荠の 頭から 言つ たので ある •否な 多少の 

理山 13*. 此に 在る， それは fr 社が I 帝 國開懇 株式 會 

社であります、 H 論 見 !1 f と 云 ふ ものを 印刷して、 其 

口論見朽の定款第三十五條には斯様な事が»いてあ 

ろ 「前 條 ノ 闸當 金ガ拂 込濟株 金額-一 對シテ 年； r-l 分ノ 

八ノ割 合 ヲ超ユ ル トキ ハ 其 ノ 超過額 ノ半額 ハ 特別 _ 

備金 トシ テ 之ヲ® 立 テ 某 殘額ハ 谷 株主 — 配 當シ又 某 

一部 ヲ役 員ノ贷 與金又 ハ 後期 繰越 金 トス 但 v Jt ノ超 

過 額 ョリ 特別 進 備金ヲ 控除 シタ ル殘額 ハ拂込 株金 額 

ュ對シ 年 百 分 ノ四ノ 割合 ヲ超ユ ル トキ ハ 其 超過額 ハ 

之ヲ 特別 维備金 トシ テ 積 立 ル モノ トス」 斯 11 な 事が 

!5 いて ある、 言 ひ換 へれば 損を したと きは、 總て損 

を ¢1! めて 貰つ て 八 朱の 配當 をす る •魅* 儲かつ たな 

らば 八 朱 どころ でない、 一割 二分まで 配當 する、 而 

も 利益の 半分 ほ 積んで 置いて‘ 後日 何 かの 時に 之を 

分配す る* 斯う 云 ふやうな ことに L たいと 云 ふこと 

が 定款に 書いて、 印刷にまで したので あるから、 世 

の 耳： e を 以て 任ぜられる 新聞記者 其 他の 人々 は， 早 

くも此 事に 注意して >  此 開懇窗 社の 要求は 甚だ 多き 

に 過ぎる、 此開懇 會 社に對 する 手當ほ 、甚だ 厚き に 

過ぐ ると 云 ふ 議論が 起つ たのであります、 私共 も當 

時 此 印刷物を 見た 時には •此 案に 反 對しや うと 思つ 

た、 然るに 政府 if 左様な 事を 排斥して、 八 朱 以上 

の配當 はさせ ない 若し 餘る 金が あれば， 之を m 役に 

分た させない， 之を 積 立て i 置く ことほ させない、 

即ち 政府の 補給した る 金を 返還せ しめて 尙ほ餘 あれ 

ば •成功した る 田畑の 値 打を 安くさせる、 况や其 田 


畑を S 却させる に {£ 01 分の 思 ひ 思 ひの 値段を 以て E£ 
らしめ ない、 開 絮许 费の五 分までを 制限と して 其 制 
K に 於て 钗 らしめ ると、 斯う 制限を 付けた、 諸君は 
或は 昨日 豫 K 委員 0 の 結果 ■一度 何 かの 御 都合で 離 
席を して、 今日 豫斟委 員 長の 御 報 缶を 御 随き になら 
ぬで、 其 前の 祺を 以て 彼此 W うて 居る のでな からう 
かと 私は 思 ふやうな 心 特が する c 拍手 起る) 是は旣 に 
取消して、 今日の 政府の 態度に 立 戾れ ば、 何 所に 褪 
衡を 失した ものが ある、 何 所に W: きに 失する ものが 
あるかと 云 ふこと ほ、 恐く ほ 故ら に 反對 する 意思な 
き諸君にほ、明瞭に諒解せられたることであらうと 
思 ふ (拍手 起る) 諸君， 最後に I 最後に I 最後 
にと S ふのは、 即ち 第三 番目の 議論、 今日 地方 農家 
の 利益を IS1 らんと するなら ば. 何が 必耍 であるかと 
云 ふなら ぱ •自作農の 數を殖 す、 即ち 中流 以下の 農 
民を して、 安堵を 32 せし むる と 云 ふこと が 大切な 事 
である •第二に 何が 必要で あるかと 云へ ば、 自治 團 
1 T 町村 •是等 町村を して 相當な る 基本 財產を 得せ 
しめ、 相 當な る收 入を 得せし むる と 云 ふこと' か、 是 
が 一番 大切な 事で ある、 地方 農民の 便益を 圖 り、 till 
方 農家の 改良を |1!1 る， 勿論 金融 璣關も 設けなければ 
ならぬ、 勿論 農事の 改良を させて 行かなければ なら 
ぬ， 彼等に 對して 又敎 育を 十分に してやらな ければ 
ならぬ と' 云 ふことは 分り切つ て 居る けれども、 就中 
公共 卽體と 云 ふ ものは、 相 當 の財產 の餘裕 あらしめ 
殊に 自作農を 多くして •農民に 安堵の 場所を 得せし 
むる と 云 ふことは、 目下 第一の 急務で あると 云 ふこ 
とは 分り切つ て 居る， 若し此 開懇 問題は 取り も 直さ 
ず、 食 糎 問題で ある-食 搦 さへ 得られ、 ば 宜しい の 

である、 其の 他の ものは 顧みる に 及ばぬ と 言 ほれる 

ならば 兎も角も、 開 ■問題は W に 食糧 問題で ない" 

即ち 富 源の 開發 である •富 源を 開發 して， 自ら 富 源 

に 近づき 得ざる 者を して 近づかし める と 云 ふの が、 

開 ffi 興 a の 本旨な りと せ ば、 自作農を 進める こと、 

公共 画 |§ をして 財 產の餘 俗を 得せし める と 云 ふこと 

は、 自ら 開 _ 其の ものと 相次いて 起る 問題と 言は な 

ければ rjr らぬ 、然るに 昨日 も 議論を 聽 くこと を 得 ま 

せぬ でした けれども， 隣り に 列んで 居る 鈴 木 梅 四郎 

君 ■私は 此鈴木 梅 四 郎君に 封して、 從 前より 敬意を 

拂 つて 居ります けれども、 兎も角も 今日に 至る まで 

所謂 社會政 策に 沒 頭して、 中流 以下の 農と 云は ず， 

商と 云は ず、 ェと云 ほず •中流 以下の 人民、 就中 無 


K 無産の 人々 を 救 it すると 云 ふこと に 殆ど 日に 夜を 
次いで、 所謂® 生活 主義を W 行せられ て 居る のは 感 
心して 居る のであります、 故に 私は 言つ た • « 下が 
若し 開 梨と 云 ふ 問題を、 社 0 政策と 云 ふことの 上に 
引 較べて 御考 下さいますなら ぱ 、假し 開架 助成 法案 
に ほ K 對す ると も、 此 案には H 成な さる 箬で あると 
斯う 私は 言つ たが、 中々 燹 成 13: 爲さら ぬ、 要するに 
•失 禮なが ら ©字が 御 分りに ならぬ と 云 ふ 事を 申 上げ 
る 外ない ので & る (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり：：- 何故と 云 
ふなら ば、 五町 步以 上の 開墾を すると 云 ふ琪ほ 、尋 
常一樣 の 者には 出来 ませぬ、 今や 將に 自作 fi となり 
たい、 人間と 生れて 鋤 鍬を 擔 いで •朝に 家を 出で、 
夕に 歸 るので あるけれ ども、 切め ては 生きて 居る 內 
に 自分の 名義の 土地が 五段 歩で も 一町 步でも 有つて 
見たい と 云 ふ 位の 人間で， 五町 歩 以上の 開 si をす る 
資力は ございませぬ、 又 町村に 依つ ては 色々 の狀態 
があります けれども、 此 町村に (1 五十 町步 或は 七十 
町 步の荒 地が ある •森林が あると 云 ふが 如き 町村に 
行つ ては、 五十 町步 七十 町 步と云 ふ 土地を 開 _ する 
資金を 調達す る 力は、 其 町村 其 公共幽 體には ござい 
ませぬ、 斯樣な る 場合に 於て 帝國 開墾 株式 會社が 大 
なる 資本を 以て 開懇 をした ものを、 恰も 開懇 助成 法 
に 依る と 同一の 値段で 以て お前 ？/ i: 段步 要るなら やら 
う、 七 段 要るなら やらう •此 村で 之を 全部 持つ と 云 
ふなら ば •持たして やらう と 云 ふこと が あつたなら 
ば、 五町 步 以上の 者は 開墾 助成 法の 恩惠 に與り 得る 
も、 五町 步以 下の 者は， 此會 社に 居ら ざれば 其 恩惠 
に與 かれない (拍手 起る) 然るに 徒らに 富豪の 發起 
であるから と 云 ふ 言葉に 抱 泥して、 鈴 木 君が 之に 反 
對され るに 至つ て ほ、 私は 極く 分り 易い 一例を 申 上 
げ る、 丁度 昨年 も 米が 高くて、 其 時に 米を 安く 賣る 
が 宜しい と 云 ふので、 志 ある 者 ほ 多少の 義捐を した 
畏多 くも， 天皇陛下ょり 御 賜金が あり、 政府には 
臨時の 支出を 爲した 、金 持は 皆な 多少の 金を 穀捐し 
た、 所が 是は 村の 名を 申して 宜しい が、 或 縣の或 郡 
の 或 一村に 於て は、 吾々 は 天子 樣の 御金 や 政府の 金 
は M ふけれ ども >  何も 金 持の 金を 貰は ぬで 宜しい、 
それ 程 困つて 居らぬ と 言つて、 之を 拒絕 した 處があ 
ると； K ふこと を 知つ て 居る (「然 り<」 と 呼 ふ 者 
あり) 之を 拒 絕した 其 者の 精神は 兎も角で あるけれ 
ども、 苟も 義捐と 名の 付いて 救助に すべき 金が 集つ 
たなら ば， 其 金が 何處 から 集まらう が、 救助す る 目 
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的が 達すれば 宜いぢ やない か、 救助の 2： 的に 足らぬ 
ものなら ば、 如何なる 金と て もい けない けれども、 

救 肋の 目的に 足る ものなら ぱ •金 持 〇 金： r_ とて : tc し 
い、 S 乏人を 救 ふが K しいので ある • 然るに： -:: 〇 计： 
ifK ^ ^n 論んだ ので あるから 、小 S 若く ii 地方 . il 
瞠の 利益には ならぬ であら うと、 一 も 二 もな く抹斥 
して、 折角 永年 やつて 居らつ しやつ た 社 〇政馆 ^ 行 
に 聊かたり とも (「八 朱々々」 「八 朱は どうした」 
「まだ 分らない の だ」 と 呼ふ漭 あ 〇) 社 a 政策の 上 
に 於て 如何 かと 云 ふ考を 起さし める のは、 鈴 木 君に 
不 似合な やうな 心 持が する のであります' か ""恐 らく 
此點に 就て は、 鈴 木 君より 後から e くこと を fu る こ 
とが 出来 やうと 思うて、 之を 樂み にして 居る ので & 
〇 ます、 諸君， 斯様に して 小 S- が 土地を 得、 斯探に 
して 公共 國膛が 土地を 得、 其 土地は 一時に 金を 出さ 
ぬで も 得られぬ ので •低利 K 金を 借 〇て俱 ら れると 
したなら ば、 寶に此 案 こそ •地方 救済に-- S も 大切な 
る ものであると 申す ことが m 來 るので、 反 對； が 
忘れた 所の 良 i!i •反對 論漭が 言は ない けれども —— 
反對 論者の 氣 付かい 所の 此 案の 最良なる 點は 、娃で 
自ら 御 了解を 得た こと、 思 ふので あります、 諸君、 
私は 一昨年 歐洲戰 P の眞最 中に 於て、 一の 印刷物を 
持へ て、 諸君の 御手 許に も 差 上げた ことがある 、要 
する に此 際大な る 公債を 募つ て、 さう して S いて 腿 
後必ず來るべき所の反動が來つた時分にほ、其公似 
の 金を ; 11 して* 鐡 道を 架けるな 〇、 治水 «f 架を やる 
なり、 其 他 港 ® 改良 可な 〇、 道路の 建設 可な り>  谷 
種の 事業を 戰後に 起して、 共 來る反 励を 幾らか 防ぐ 
が K からう と 云 ふ 事を 論じた ことがある •今 原 - R ffl 
が 出來て 以来の 全 體の 施政を 見る のに、 即ち K 対の 
在野の 時に 長く 唱 へられた るが 如き：； 積極 政策を lif 
行して、 旣に 今までに 於て 成立した る 所の 預览に 於 
て 諸君が 了解せ らる k が 如く， 鐵 道の 建 雄が 大に咐 
加した、 道路、 港 灣 ，治水の 改良 も 亦 大に咐 加した 
其 他 谷 種の 事業を 積極的に 企てた、 之に 依つ て 池 方 
が 現に 米で も 安くな れぱ 、地方が 不景氣 を 檜す ので 
あらう けれども •其不 赍氣を 幾らか 抑へ る ことが 出 
來るで あらう と、 私は 原 君が 從來 積極的 方針を 唱へ 
られ •原 內閣の 積極的 方針が、 國家 施政の 上に 最も 
適して 居る が爲 めに、 之を 謀ら 宵 行す ると 云 ふ (拍 
手 起る) 此點に 於て K- だ 私は 原 君の 内閣を 謳歌す る 
者で ある， 況や此 内閣は 苟も 左樣 なる 事を して >  哦 
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後の 不设氣 を 防ぐ に 足る 機 ^ あれば、 之を 捉へ て： 个 
景氣を 防がん として、 即ち 開 Is 肋 成 法 築の 成立して 
未だ 日淺 きに、 平く も此 帝國開 梨 株式 ® • 社の 補助 契 
約の 案を 出して、 更に 此碳 彼魃に 幾 百 幾 十の 人が 這 
入つ て 仕 yf をして、 地方を 賑は すの 手段を 執る と 云 
ふ 事に 就て は，！ 開 _ 其の ものに 對し て此内 閣 •か 
能く 要領を 得て K るの みならず、 S 家の 大勢に iffi じ 
社 e の氣 連に 通じて e T べき 仕事を 爲 すべき 時に 於 
て 企て、 居る ものであると 云 ふこと を、 爰に斷 言し 
て 傾らぬ ものであります (拍手 起る) 是だ けを 以て 
木案寶 成の 理由と 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育浩 君) 鈴 木 梅 四 郎君。 

〔鈴 木 梅 四 郎君 登擠〕 

〔拍手 起る〕 

〇 鈴 木 梅 四 郞君諸 君 ■開 绍锊 社の 間 題に 就き まし 

て、 立論の 基礎に 於いては 多少の 差は ございま する 

點 も ございます るが、 大體に 於て 私と 所見を：！ じぅ 

する町田君が此案に對して、政府の矛 0 、砌突、其 

他 有 ゆる 失 辟を 來して •讅 tti に 一種の 感を與 へまし 

た 事に 就て は、 溃憾な く 御 話に なつて 居ります るか 

ら、私は此點に就て爰に繰返して申すことは止しま 

す、 唯に 此 案の锊 成莕で ある 所の 井上 君が 長々 と 雄 

辯を 揮 はれました、 それを 謹 鸱 致して 居りました が 

此并上 肘の 御 議論に 對 しても •大した 駁幣を 加へ る 

程の 値 打が 無い と 私は m じて 居ります c 【 ひや < 

」 「生 S 氣言 ふな j 「分らぬな」 と 呼 ふ 者 あり) 此 

點も餘 り 深く は 論じ ませぬ、 (「大 に 論じろ」 と 呼 

ぶ 者 あり〕 私 li 本案に f? 成を 致します ことの m 來な 

い 根本的の ■由を、 一二 申 上げて 見たい と 思 ふ、 政 

府が開 梨 ! yj 成 法案 シ 提出 致しまして、 此案に 依つて 

米 麥の供 給 ほ 近き 二 彐十 年の 問は、 之に te つて础 に 

米麥の 調節を 免ぅ する ことが 出来る、 所諧國 民の 食 

糊 問題を pi? 決し 得る と 云 ふ •寶任 を 持つ て 提出され 

たる 助成 法 — 其 肋 成 法案と 云 ふ ものが 町 田 君の 

御 説明の 如く、 殆ど 根本的と 申しても K しい 位な 大 

修正が 出 來 まして、 衆議院を 通つ て 居る ので ありま 

する、 そこで 此案に 就きまして は、 各派 一致して 饺 

成 致して eg るの if® ち 政府の 提案の 趣 r( に對 し更 


ら 、後と から 開！； 0- 社なる ものを 造る ことの 提案を 
して、 之に 趟渥な る 補助を 與へ ると 云 ふこと になつ 
たが® めに、 折角の 此開斟 助 法案と 云 ふ ものに 非常 
な 打 S3 を與 ふると 云 ふことの 結果を 生ずる と！ K ふこ 
とを、 第一に 私は 說明 致したい のであります /,' i 謎 
聰」 と 呼 ふ 者 あり〕 御 承知の 如く 開 IK 會社は 、政府 
の 提案と 較べます ると 云 ふと、 大分 斧鉞を 加へ られ 
まして， 形が 13 つて 居ります •併ながら 此會 社の特 
色と 申します る ものは 何 所に あるかと 申し ますれば 
如何に 赞業上 に 損失を 致しましても • !? 本 金を 損を 
する ことは 絕對に 無い と 云 ふ 大安 心を 持つ て 居る， 
それから 第二には 其 資本金の 損失 I 資本金 以上の 
損失が 有つ たと すれば •それに 對 しても 何等の 不安 
心の 無い 上に* 必ず 年 八 朱の 利益 配當を 得られる と 
云 ふこと であります、 それから 此會 社には 競茚 者が 
無い、 私が W 問し まする と. もぅ ilt # 社の 外には、 
是と同 一の H 的を 以て 斡 社を 招へ ると 云 ふ 人が あつ 
て も 許さぬ、 絕對 に 111: 開 18 事業と 云 ふ ものを、® 賣 
にす る ことが 出來 ると i zc ふこと であります、 此の 三 
つが 先 づ主な る 特典の 箇條で あります ，即ち 之れ 有 
るが 爲め に、 折角 吾々 が 心血を 注ぎまして 修正を 致 
しました 開懇助 成 法案なる ものは、 非常な 實行 上に 
妨害と なつて、 殆ど 目的を 達する ことは 出 來な いこ 
とになる ので ある、 何故かと Eh L ますと、 若し 此の 
會社が ありませ ぬなら ば、 吾々 の 修正 致しました る 
開 if 助成 法案に 依りまして、 開 梨して 見込の あるべ 
き 土地 (X 必ず 事業に 著 手され、 又 之れ を 助けて 世間 
の 資本家が 之れ に 金融を 與へ 、若く は 其の 他の 便宜 
を與 へて、 十分に 此開梨 のこと を 助ける と 云 ふこと 
は、 自然に 起つ て來 るので あります るが、 特殊の 性 
質を 鞘び た特權 を 持つ た 所の 開 _會 社と 云 ふ ものが 

m 来た 爲 めに、 左様な ものは 最早 出来な くな つた， 

起つ て 來な くな つた*  ( r そんな ことは ありませ ぬ 

ょ」 と 呼 ふ 渚 あり) 是れは 所謂 計算に 明かなる 者は 

能く 分る、 斯様な 者が あつて やる と 云 ふ 事に なり ま 

すれば、 決して 資本家と 云 ふ 者は、 所謂 開墾 助成 法 

案に 法って やる 者に 大なる 力を 與へ ませぬ、 それ か 

ら又 何故 それが 與へな いかと 云 ひま すれば、 此の 助 

成法案に依って若し開墾饩社が無ければ、大仕掛に 


其 助成 法案に te つて 開 18 する 者は、 自分の 所有に す 
る ことが 出來 ると 申しましても、 開 si 地を偈 ると 云 
ふ點に 於て、 どうしても 大 仕掛の 者は 之を 得る こと 
が 出来ない 事になる、 是は 即ち 開墾 會社が あるが 爲 
めであります •それから 井上 君の 御說 明の 中に 斯う 
云 ふ 事 も ありま L た、 極く 計算を して 見る と 云 ふと 
一 » 11分の利息を借りて開 || をした其計 311 と開懇會 
社が 開 18 を 致しました 拂下 値段が、 實價の 一割芄 分 
と 云 ふ ものに 實價の 五 割と 云 ふ ものを 加へ て 賣る値 
段と 云 ふ ものと， 丁度 同じ 位になる と 云 ふこと を 昨 
日も說 明され ましたが •今日 も 一寸 御說 明に なつた 
やうであります、 さう 云 ふ 計算になる と 致します と 
是が 又此開 if 助成 法案に 依つ て 開 IB しやう と 云 ふ 者 
を 妨げる、！ の 支障になります 、何故かな れぱ 開懇 
助成 法案で 色々 の 面倒な 手 給を してやつ て も •開 懇 
會社で 排へた 物を 買 受ける、 どう 云 ふ 場合に それと 
同等 若く は それょり 以下の 代 僙で 簡便に 手に入れら 
るる、 公共 團體 若く は 自作農と 云 ふ ものが 得らる る 
と 云 ふこと があります から、 是は 何ょ 〇數 字の 上 か 
ら 申しまして •少 くと も 地方の 公共 團體 'か、 其 池 方 
の e めに 開 ■事業を しやう と 云ふ濟 が、 之が 爲めに 
確に 其 望を 起す ことが 出來な くなる‘ 其菌を 起す 者 
が 馬鹿で ある， 色々 の 苦心を しないで も、 開 18 會社 
が 描へ て賣る ものを K つた 方が、 手取り 早い と 云 ふ 
ことになるので あります、 斯樣な 點から 致しまして 
計算 上から 此開 18 助成 法案を 妨げて 居ります る •か、 
其 結果 どうなる かと 申します と、 開 ■助成 法案で 出 
來 まする 開墾は、 洵に 少なくな つてし まつて、 開_ 
會社で やる 方が 若し 豫定の 通り 出來 たと すれば •そ 
れだ けの 開 ^ が 出 來な くなる と 云 ふこと であるから 
即ち 此 食糧 問題に 最も 大事で ある 所の 開 _ 事業と 云 
ふ ものが、 此特權 會 社の爲 めに 限られて しまつた 結 
果にな るので あります、 是ほ 能く 御 考を願 ひたい、 
是 'か 若し 第一 一 第三の 會社が m 来た 場合に 許した もの 
であるなら ば 宜しい けれども、 開®: 事業と 云 ふ もの 
は、 此會 社の 全く 專賣 にして しまつた のであります 
であ 〇 ますから、 開 18 助成 法に 依る に 非ざる 以上は 
開 18 する ことは ni 来ない、 數 字の 上から 之と 競 ff す 
るのは、 馬鹿 氣て居 ると 云 ふこと で やらぬ と 云 ふこ 
とになります と、 即ち 二百 萬町步 も 開 IK し 得べき ± 
地が .*, る にも拘らず •斯 る特權 を 持つ て —— 今 日の 
時勢に ある 間数き 特權锊 社を 桁へ た 爲め に、 却て 開 


懇 を 非常に 妨害して 居る と 云 ふ 結果になる ことは、 I 
私の 茲に斷 言して 滞らざる 所で あ 〇. ます、 (「開 P _ 
事業の 性質を 知らぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 是が 私が 此開 
懇會 社に 反對を 致します る 第一の 理 出 である •第一 i 
は 何で あるか、 開 _ 會社な る もの、 性質は、 唯今 申 
しました 通りに 限られて ある、 今の 發起 人の 顏觸で 
拖 へました 會社 のみに 限られた ので あるから、 是は 
今日 一般に 衆議院に 於ても さう であるが、 總て 公平 
摁會 均等と 云 ふ 近代の 意思に 反した 所の、 非常な 退 
步した 仕事が 川 來 ると 云 ふこと であります、 殊に此 
開 ■會 社の ^ ら最初 計 « されました 所と 較べます と 
大に其 利益は 減少され て 提案され て 居ります るが、 
俳し それにしても 此 開墾 會社な る ものは、 まだ < 
中々 えらい 安心な ものであると 云 ふことは、 私が® 
に說 明した 通りであります が、 今日の 時勢に 於き ま 
して、 此：大 下 第一流の 富豪の 企てた 者 だけに 許して 
其 他に ほ 許さぬ、 斯う 云 ふ 事は どう 云 ふ 理由に 基く 
ので あるか" 

〔議 長大 岡 育造 封 退席 副議長 濱田國 松 君 議長 席 

•に 著く〕 

0 鈴 木 梅 四 郎君 そこに 何等の 理由が 無い、 私は 此 
點に 就て 當局 大臣に 再 iil 質問した ので ある、 何故に 
此發起 者の 計 畫した 會社 のみに 許して 他には 許さぬ 
か、 命： 體此 人には 山林を 開拓し、 沼澤を 開く、 此仕 
事に 就て 實際の 經驗を 持つて 居る 人々 であるか 、或 
は 其 仲間の 中に 斯道に 堪能なる 所の 技術を 右つ て 居 
る 人が あるか、 斯う 御尋 した 所が、 それは 無い ので 
ある， 然らぱ 何で あるか •天下の 富豪で あると 云 ふ 
爲め に、 斯樣な 特褪を 與へ るので あるかと 斯う 質問 
します ると、 いやさう 云 ふ譯で もない けれども， 兎 
に 角 天下の 富豪で あるから して、 是 等の 人々 が やる 
ことであるなら ば、 間違は あるまい と 思 ふ (拍手 起 
る〕 唯々 理由を 尋ねる と 云 ふと、 菇だ けに 過ぎない 
のであります •諸君、 今日 進んだ る 所の 此世の 中に 
於き まして、 斯樣な 薄弱なる 理由を 以て •一つの 會 
社の みに 此 大事な 開 ii 事業と 云 ふ ものを 許して >  僅 
に 十五 箇年に 二十 五 萬 町 步 ょりもょり 多く ほ 開く こ 
との —— 開_ する ことの 川來な い锊 社に 專賣權 を與 
へて、 まだ； s 七十 萬 町 步 以上 も ある 其開懇 と 云 ふ も 
のを* 何人の 手に fe つて 開 _ し 32 る ことが 出 來ませ 
うか、 是が 即ち 近代の 政治の 意義から 考へ まして、 
非常な 不當な 事な のであります、 如何に 致しまして 


により 多くの S3 を 盤け て 修正を して、 是なら ば 大丈隨 分 大きな 開 _ を 企てる、 所が それが 斯様な 松 渥な 

夫で あらぅ と 3;- ふので 是が出 來て 居る のであります る 所の 保 趣の ある 會 社と 云 ふ ものが ある 以上は、 ど 

るが、此案に對しまして政府も冏总をして &' きながぅも稱々の點に於て競萌することは出來ない、縱し 
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も若し此開绍が必要があつて，斯籾な矜社の成立を 
菌む必 5? があります るなら ば， 第二 第三の fr pfe に 矢 
張 許して 宜しい、 決して !: t 再 K を與 へる と 云 ふこと 
は， もう 理論に 於て惡 い 事であります、 斯樑な 取を 
致します ると S ふと、 今日の 世の中に ほ 種々 な 讅論 
もあります る、 色々 な 間 ig つた ® も K 間に；！ i ありま 
して、 天下の 人心に 甚だ 面白くない 所の 印象を 與へ 
ると 云 ふこと (?. 、 私が もう 玆に明 言して (-15 らない 所 
であります (拍手 起る) K は 此點に 就きましては、 
政府の 常 局 者に も 念を 抑し ましたが、 政府の 當局者 
ほ 之に 對 して •左 棟な 心配は 無い と 仰し やつて 居り 
ますろ が、 * ほ 自ら 欺く の K しい ものでありまして 
試に： 大下の 新， S 紙雜 誌を 御赀な さい、 此開 18 锊 社に 

對 する 天下の 興 論の 非 雛と 云 ふ ものが， 如何に 猛烈 

であるかと 云 ふことは， 政府 當局者 及 與饿の 諸君 ほ 

御 承知 無い ので あらう か C 拍手 起る〕 今日の 時勢に 

斯る 開拓 使 時代の 遲れ たる 所の 方法を 以て， 開墾 事 

業を やる と 云 ふやうな 如き 事は、 是 {3:. 寧ろ 私は 國辱 

としても K しい ?; 、 玆に斷 言 致します のであります 

(拍手 起る〕 それから M に 私は 此開 懇 會 社の 爲 めに 

現 政府 及 政 友鈐政 輝の 諸君が、 心に も あらない 誤解 

を來す 所の、 一つの ® が あると 云ふ事 を 弊 吿 して 置 

きます る、 何故に 誤解を 来す か、 私は 必 しも lit 問の 

或 人の 申します る 如く、 此の 開 ® I 會 社の 發 起と 云 ふ 

ものが、 政 友會が 天下の 金權 者と 近つ く爲 めに、 强 

て挢へ たもの だ 杯と 云 ふことは 決して 信じても 居り 

ませぬ、 左 厳な 事は 信じて 居らぬ のであります、 併 

ながら 今日 此說を 信ずる 者が 中々 多い と 云 ふのは、 

事！ 2 である ことを 奈何せ んやで あります (拍手 起る) 

それは 何故に 斯樣な 疑惑を 起させる かと 申します る 

と、 此 開懇會 社の 成立に 於て® る 辻 ^ の 合は ない 他 

人を して 疑は しむる 事柄が 澤山 ある、 第一は 政府は 

此肋 成案と 開 is 會社 と兩々 相俟つて、 此 開墾を 十分 

にさせる ので あると 云 ふこと を聲 明して 居ります る 

が、 之を 裏切る 事 ® は澤山 ある‘ 何が 之を 裏切つ て 

居る か、 開懇 助成 法案を 出しました 政府の 案は、 最 

初は 年 六 朱の 利息を 貸して 之を 助ける と 云 ふに 過ぎ 

ない r、 二十 年間 —— 成功 後 二 十 年間に 之を 返さし む 

ると 云 ふので ある >  補給を 與へ ると 云 ふので ほない 

唯々 之を 肋け て" 成功の 上には 返却せ しむる と 云 ふ 

の 原案で あつた、 それが 衆議院の 修正に 依つ て •年 

六 朱を 與 へても 返す に 及ばぬ と 云 ふこと になつ たの 


であります るから •非常に 根本的に 案は 改 つて ある 
こと ほ， 先刻 申す 通りであります るが、 斯糅な 案を 
出して、 さう して 此案 の® 員 £? に 於き まして、© 面 
R に 委員の 中から 政府 當局 者に 向つ て、 國產 獎勵會 
若く は m 北 振興 會と云 ふや 5 な 所から、 斯樣な 锊社 
が出來 ると； 友ふやうな琪を承つて居るが、此事業と 
主要な 關係が あるが、 其® の 消息は 如何で あるか、 
說明を 得たい と 云 ふ 質問を 委員から して 居る、 所が 
之に 對して 政府 當局 者 {3: 何と 答へ たか、 左樣な もの 
ほ 殆ど 存ぜ ぬと 云 ふ 答を して 居る、 何故に 雨々 相 俠 
つて 開 ii を やる と 云 ふなら ば， 此案を 出した 時分に 
苡 は 斯う 云 ふ計进 も あると 云 ふこと を 言 ひ 得ない の 
であるか、 それを 强て隱 すが 如くに して 居つ たのは 
何で あるか、 而も 其 後餘り 時日を 經ざる 間に， 總理 
大臣 官邸に 天下の 富 綦を 集められて、 此 問題の 話の 
あつた 時分には、 定款なる ものが 確に もう 印刷して 
出来 上つ て、 ち やん と 發起人 も 定まつ てあつた と 云 
ふ事實 が 玆に 明かであります、 何故に 此衆篛 院に出 
すべき 其 案を、 此委 員から 質問した 時分に 隱 して 置 
いて、 何 か 其娄 員會で それを 報吿 して、 知らせて は 
都合が 惡いか の 如き 態度を 執られた か、 それが 今 H 
に 至る まで 不思議に 堪へな い、 左樣な 態度を 執つて 
居られる、 さう して 此 案が 出て 天下の 非常な 非難を 
受け、 殊に 與黨の 間から も 非常な 反對的 の 質問 杯 も 
出て 參 り-八 釜 敷な つてから 色々 な 說明 をされ て、 
兩々 相 俠 つて やる ので あると か 云 ふやうな 御 話 も あ 
りました が、 要するに 是 等の 事實を 擧げて 見まして 
も、 甚だ 此會 社の 成立に 付て、 どうも 世人を して 疑 
はしむ る點が あるので あります、 私共は 決して 左樣 

な 事を 信ずる のでは ありませ ぬ、 併ながら 歷 代の 內 

閣が此 所謂 富豪 階級 金 持と 接觸を 保つて、 其 金 持の 

御機嫌を 取る と 云 ふこと を、 一つの 務の如 くにして 

居りました のが 過去の 實際で ある’ 桂 內閣は 其 最も 

甚し いもので、 大隈 內閣が 之に 負けずに 又 富豪の -® 

心 政策を 執つ た、 寺 內內閣 も 同樣な 事を した、 併し 

政友會 内閣、 此政黨 を 基礎と して 居る 所の 所謂 純 政 

黧内閣 は ' 眞 逆に 左 1 g な 事 ほ あるまい と 私共は 信じ 

て 居つ たのであります るが、 此開 ■會 社の 設立に 方 

りまして、 日本一の 富豪 だけを 集めて、 而し て是だ 

けに 許した、 ■此開 _ 事業を、 外の 者には 許さぬ と 云 

ふやうな 事を 計畫 される に 至りまして、 まだ 此儀が 

所謂 政黨 內閣が 矢 張 金® 政治を 行 ふ 所の、 所謂 日本 


の 政治家の 餌套 を脫し 得ざる 所の 內 5? であるかと 云 
ふ， 疑を 起さざる を 得ぬ ので ある、 是は 確に 斯樣な 
疑は 私 ばかりでなくして、 どうも 天下の 人は •之を 
信ぜん とする； £向があるのであります、 11[: 胜に於き 
まして、 私 It 太 案は 政治 上の 純理から 申しまして、 
今日の 時勢に 斯樣な 計 迸と 云 ふ もの ほ、 全く 相反し 
たる 所の 計进で ある、 天下の 人心に 一钝の 疑を 起さ 
しむる 所の 惡 政策で あると 云 ふこと を， 斷言 する に 
憚らぬ のであります (拍手 起る〕 井上 角 五郎 •君から 
挑隞を 受けまして ございます から、 一 - S 酬 ひて m lri き 
ます、 井上 角五郞 君は 長々 と 雄 辯を 撺ほれ まして 私 
は 謹聽 致して 居りました が、 要するに 私は 井上 君の 
議論に 反駁を 加へ る 必要は ない と 云 ふこと を 先刻 申 
しました が、 それは 實際 必要が 無い •何故なら ば 吾 
々の 此 案を 否認す る 根本の 理由に 於て は、 何等 觸れ 
て 居らない、 唯々 揚足 的の 議論を 爲され て、 さう し 
て 此 案の 辯 護に 汲々 として 居られた に過ぎないと 云 
ふからで ある， 其 一例を 擧げて 見ます， ると 云 ふと、 
開懇會 社を 保護したい と 云ふ爲 めに です、 同じ 事 實 
を 二 樣に使 分を して 居らし やる、 P 宵を して 此會社 
に專橫 を 許さぬ と 云ふ爲 めに、 若く は 不測の 損害を 
起さし めない 爲め にと 云 ふので， 此會 社が 許可を 得 
て 開 is をす ると 云 ふには 十分な 吟味を して •危い 所 
はやらせない やうに I の箇條 を 設けた と 云つ て、 此 
事に 就て は餘程 意 氣揚々 御 得意に 說 明され て 居る、 
是 •か 一つの 事 賢、 所が 之を 會社が 失策を しない" 損 
をし ない 爲め に、 斯樣に 注意を すると 云 ふ 此方に 一 
つ 之を 御 使に なつて、 又 今度は 反對に 之を 御 使に な 
つて 居らつ しやる、 どう «; つて 居らし やる かと 云 ふ 
と、 開墾 助成 法に 依る 開墾と、 此會 社の 開墾とは、 
大變違 ふと 云 ふ此 時の 話に 之を 特に 使つ て 居らつ し 
やる* どう 云 ふ 風に 使つ て 居らつ しやる かと 言へ ぱ 
開 18 會社は 自由に 選擇 する ことは 出来ない、 此 開墾 
助成 法案に 依つ て開懇 する 者は、 好きな 所を 擇取を 
してやる ことが 出来る が、 開墾 會社は 政府の 檢定を 
得て、 さう して 自由な 事が 出来ぬ、 斯う 云 ふ 同じ 材 
料を 彼方此方に 反對の 意味に 使用され て 居る， 是は 
即ち 唯々 政府の 辯 ii をす る爲 めに 汲々 として 居られ 
る 一つの 何よりの 證據で ある、 斯樣な 譯で あります 
るから、 私は 井上 君の 長々 と御述 になり ました 其說 
は、 辯 護と して ほ 如何にも 巧妙であります けれども 
論理と 致しまして は* 甚だ 薄弱の ものであると 云 ふ 
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ことを唯々申して既きまする、 2£ に私に向つて、 6!; _ 

が 社 ^ 政策の ? if に 就て 心 ®; をして 罟るが、其心 |'-;' 」を 
し て 居る 點は兹 成 だが、 此案に K 成しない のは 社# |一 

政策 云々 と IK ふ 御 話で ありました が、* は 火なる U 
當谅で あります フ是ほ 井上 5ff が 社 ^ 政 . ft の 何 ， H たる 
を. 能く 御 研究に なつた 上の ことで あらう と 存じ ま 
すが，私の信ずる所に依りましては、所諮今口の针 
會政 策なる もの ほ、 斯棟な 富 ^ のみに 特榴 を與 へた 
其會 社で 描へ たものを， 恩淇的 でも ありませ ぬけれ 
ども、 先づ形 から 申します ると、 恩 班 的に 安く ^ つ 
て M ふと 云 ふやうな ことは 必 しも 所謂 K の 社 何 政策 
であるか否かと云ふことは、近代の政洽总遜を了解 
して 居る 者は 能く 分ります、 凡そ 社 ^ 政策を 主と し 
て 致します るなら ば •公平、 機 科 均等、 斯う； 2C ふ 立 
派な ものに 根據 して 行かなくて はならぬ ので ありま 
す、 で 私は ® f は 锊社 が、 果して 井上 封の 言 It る 通り 
に ■社 if 政策の 一部分を 助ける ことが 出 來るか 否や 
と 云 ふこと を大に 疑つ て 居ります から、 此點に 就て 
は、 私は 社 會政 策に it 熟 心て あります る けれども、 
此 案に 反對 する を 以て、 社 fr 政策に 微鹿 も® を 與へ 
て 居らぬ、 否、 斯の 如き 時勢 遲れの 怪物を 招へ ると 
云 ふこと に反對 する のが、 眞の 社會 政策の tc 或に 適 
うて 居る ものと 私は 確信して 居る ので ございます る 
から (拍手 起る〕 此點を 一言 申します。 

〔拍手 起る〕 

〇 副 _長( 滔田 國松嵙 〕 吉櫛 庄一 郎君。 

〔吉擗 庄一郎 君 登®〕 

〔 拍手 起る〕 

〇 吉擗 ffii 郎君 段々 憩 政會の 町 al 君の 御演說 、並 
に 國民黨 の 鈴 木 君の 御演說 を拜艄 致し まし ? C が、 町 
田 君の 御演 設に對 しては、 Is'] 僚 井上 君の 明細 正確な 
る 反駁が ありました ので、 それに 格別 反對戴 の 方 か 
らも* 「のう <」 の聲が 出な かつた のであります 
から 是は もう 御 承認に なつた ものと 考 へます (「の 
う^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 餘り 追究す る ことは 感心 致 
しませぬ から、 其方は それと して® いて、 國尺锨 の 
代表者た る 鈴 木 君の 御演說 は、 井上 君が 少しく FI 船 
的に 議論を して 居りました が、 是は 大分 鈴 木 君から 
反 對の御 意見が ありました から、 大嬰鈴 木 fs- の御讁 
論に 對 して、 自分の 反對の 意味を 申して 見たい、 併 
し 追究せ ぬとは 申しましても、 時に ほ ? S 政 會の力 の 
謅 論に も 論及す る 場合が あるか も 知れ ませぬ から、 
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是も御 斷 りを 致して i.vf きます 鈴 木 肘は、 平生 吾々 
は 同 財の 該邱な る學識 と、 其 雄 P に 多大の 敬意を 拂 
つて 居りまして、 本 U の 如 キ/殊 に ra 君 糊 得の® 上 
とも ! H ふべき 問題に 對 しては、 深遠 W 大なる 御 雄 辯 
が ある 事と、 K は 先刻 來銪 B 致して 居つ たので あり 
ます、 平 口とは 遝 つて ^ めて 間 單であ 〇 まして •而 
して 甚だ 造 憾なが ら： -1' 明瞭で あつたので あります、 
鈴 木 君の 反 對の一 IM n は 三 點に 分れて 尻る •若し 私の 
軺 きました のに 誤が ありま すれば •後と で御訂 しを 
I 願 ひたいので あります、 第一の 反對の 理由は 本案が 
成立てば、 即ち 帝！！ 開 5? 株式 ® 社な ろ ものが 此儘に 
通過す るなら •は、 過：：！ 本會を 通過した 所の 開 _ 助成 
法に 大打幣 を與 へる、 それが 宜しくない、 第二の 反 
對の 理由 ほ、 時代思潮と か 申しまして、 _會均 等と 
云 ふ近來 の 思潮に 反く から、 宜しくな いと 云 ふ 御主 

張の やうに 拜煦致 しました、 第三は 政府が® に 開 _ 

肋 成 法案 1 V 提 S する呦 合に、 何等の 帝！！ 開 ■株式 會 

社を 補助す る砧 りのある ことを W はないで、 さう し 

て 助成 ;, JC 案の 通過 後に 突如と して 之を 出した S めに 

天下に 種々 の 疑惑を 招いて K- る、 殊に 富豪に 阿つて 

全 棚 政治を e す ものであると 云 ふ 非難を 招く と 云 ふ 

斯阀に 拾卜： けて 兑ます と •此 = つに KS 著される やう 

に考へ られ ます。 

I 副 認長濱 田 國松君 議長 席を 退き 議長 大岡 育造 

君 ® 席〕 

〇吉： g Jil 一郎 嵙此第 I の K 對理由 の， 助成 法に 大 
打 ■を 與へ ると 云 ふ 其 理由を 更に 二つに 御 分けに な 
つて、 此會社 以外に 同じ やうな 會 社を 挤へや うとし 

て も 出来ない、 即ち 助成 法に te つて 事業を 計 迸 せん 

とする 者、 若く は 之に 資本を 供給せ んと 欲する 者が 

ある 垛合に 於ても、 此帝阀 開懇 株式 會 社と 云 ふ湄大 

なる 锊社が S 来る 〇 めに、 其 成立を 妨げる 處があ る 

かの やうに 巾され て屛る •併し 此御 論の 殆ど 理由と 

する に 足らぬ ことは， 先刻 井上 君が 數字 上に 於て 詳 

しく 述べられた ■即ち m に會社 若く は 個人が、 政府 

ょり 一段 步の 土地を 開 ^ せんが 爲に 受けん とする 命 

額を 計上して 見ます ると 開 辦 •肋 成 法に 依れば、 I 段 

步に對 して 十九圆 八十 錢の 補助を 受けら る、 に 反し 

て、 帝 阈開梨 51 式 fr 社の 方に te れば 、一段 步に 毀して 

十五 圆であ る、 钤 社の gg 明す る 如くす るなら ば ® に 

三圓で ある， 併し 十五® 年 全部 打 通して 保 謹を する 

一ものとしても其總額は十艽 に過ぎなぃ、一段步當 


〇 保 證の 少ない 事 四 脚 八十 錢で ある •此開 si 會社な 
る ものは 助成 法に 依る 所の 保 謎よりも •一段 步に付 
て、 四_ 八十 錢 安い 保 謎を 受けて！ I 足して 居る ので 
あります から、 開 ^ 助成 法に 依つ て (M 人が 政府より 
補助を 受けん とするな らば、 其爲 めに 打 14 を 被る と 
云 ふことは、 殊に 數 字に 明かなる 所の 同 君と して、 
如何なる 論理の 矛® であるか-私は 了解に 苦しむ の 
であります、 勿論 是は假 想の 議論であります、 同 君 
の讅 論は 推測の 雜論で あります、 併し 推測は 必ず 數 
理を 以て 推さなければ ならぬ、 現 實の 事實 を捉 へた 
_ a に 非ず して 推斷 をす る 以上には 、正確なる 數字 
の根抵 より 論斷 しなければ ならぬ が， 同 君の 推論は 
漫然たる 推論で® 字に 基礎を It かないので あります 
斯の 如き 反 對の御 韻 論は、 吾々 垠抵に 於て @ 敬の® 
値を 認める ことが m 來な いのであります >  殊 に 私 か 
ら更に 進んで 之を 論ぜし むるならば •開 ？ M 會社に 依 
らず して、 開 梨 助成 法の 方の 補助の 金額が 多い ので 
あるから、 斯の 如き 會 社の 力に 依つ て多數 の 田畑の 
/-(5 來る と 2? ふことは •國家 全體の 利益であります、 
芄 町步 以上の 土地を 開 _ する 者は 中流 以上の 人で あ 
る、 即ち 資本 階級で あつて、 勞働階 級 庶民 階級では 
ありませ ぬ、 此者 に對 して 一段步 に 付て 十九 圓 八十 
錢補 肋を して 居る， 却て 帝國 開墾 株式 會 社なる もの 
は、 一段步 に 付 十五 圓 に過ぎないので ある、 是が何 
で 富豪 援助に 當る であり ませう か、 富豪の 保護に ど 
うして なる ので ありませ うか、 富豪と 云 ふ 文字は、 
甚だ 蟒昧な 文字で あつて， 所謂 比較的の もので あり 
ます、 庶民 階級に 比較す れば 、同 君の 所謂 庶民 階級 
と 云 ふ ものに 之を 比較す るなら ば、 五町 步 以上の 土 
地の 開懇 をす る 者は、 矢 張 或 富豪であります" 是は 
平素の 同 君の 御謅論 に對 して、 どうも 了解に 苦しむ 

のであります、 第二の g 會 均等 云々 の 御 論で ありま 

すが、 國際 聯盟の 御 議論で もな さる 場合には、 所謂 

機 釘 均等 li 近代の 思潮と して 御尤で あります が、 吾 

吾；' f 學 にして， 此帝國 開 ii ir 社が 是非 他に やりたい 

者が あつても やらせぬ と 云 ふこと が* 機會 均等と 云 

ふ 時代 M 潮に 反く と 云 ふことは、 餘 りに 鷄を 割く に 

牛刀を 御 W ゐにな り 過ぎは せぬ か、 元 來鈴木 君 も 亦 

憲政 會の町 田 君 も、 彼の 會社は 一割 二分 以上の 配 當 

も 川 来る、 又 其 儲けた ものを _ 立て、 置いて、 K 役 

の配當 も 出來 ると 云ふ會 社の 希留 であつ た 所の、 頗 

る會 社に 有利の 條件を 具備して 居つ たものを 其 儘に 


御 !® になつ て 居つ た、 是が頭 に 先入して 居る、 さう 
して 此檀 上に 井上 君が 明言され た 如く、 十五 箇年を 
通じて 如何に 會社が 利益が あつても、 年 八 朱 以上の 
配當 は絕對 に 許さぬ と iK ふ此 命令 條 件に te つて、 此 
會社ほ 八 朱の 十 . 7.: 箇 年の 公 偵と 化し 去つ たこと を 閑 
却せられ て 居る ので あると 思 ふ， 年 八 朱の 十五 箇年 
の 公 M と 少しも 性質の 變らぬ 此 資本に 對して は、 鈴 
木 君 自身 も 喜んで さう 云 ふ ものに 御 投資になる だら 
うと 私は 思 ふ •現に 日本 染料 株式 會 社の 保護は、 是 
は 嘗て 大隈 內閣の 時に 御 ifi りに なつた こと、 私は 記 
憶して 居ります が、 此 染料 株式 會 社の 保護は、 殆ど 
此帝阈 開懇 株式 會 社に與 へた 所の 保_ と间 一で あろ 
缺 拟 も 補 ひ、 利益 配當も 保障す る、 同じく A 朱で あ 
る、 而 して 此 日本 染料 株式 會 社の 本日の 市場に 於け 
る 市 僧は 如何で あるか、 先刻 大蔵省を 介して 株式 市 
場に 問合せた、 之に 依ります ると 四十 圓拂 込の もの 
が、 或 店では 彐十一 一】 圓で ある， 或 店では 三十 三 [1 四 
十錢、 々々新聞の 相場 表の 所を 調べても 三十 111 
圓 四十 錢 ■即ち 拂込 ょり 約六圓 七十 錢 乃至 七 圓の低 
價で あるので あります、 即ち 八 朱を 保障され た 所の 
日本 染料 株式 會社が 市價に 於て 其拂 込ょり 蹴込む こ 
とに 二 割 以上であります、 此 現在の 事情に 於て、 會 
社が 株式を 募集せ んと する 時に 旣に 成立つ て 居つ て 
補助を 十分に されて 居る ものが 三十 三圓 四十 錢であ 
るなら ば •之を 拂 込む 者 ほ、 餘 程の 愛 國心が 無 けれ 
ば 出来ないで はない か、 先刻 來腫 々町 田 君は、 愛國 
心が あるなら ば、 富豪 者 (3: 何故に も 少し 奮發 をせ ぬ 
かと 云 ふこと を 言 ほれました が、 若し 愛國 公債 若く 
は 義捐金と 云 ふこと であるな らば 御 P. 論は 立ち ませ 
う、 併ながら 資本家と 雖 も， 元 も 子 も 無くして まで 
やれと云ふ事は、國家ほ之を强ゆることほ出來ない 
三 井、 三菱の 如き 富豪が 一人で 三千 萬 M 出して •無 
代で 之を やる と 云 ふこと であるなら ぱ是は 至極 奇特 
な 事であります が、 左樣な 事は 立法府に 於て、 金 持 
が 浙樣な 事を やる 場合に ほ、 ® 盤 勘定を 外づ して 愛 
國の爲 めに 金を / JJ せと 云 ふ •左綠 な 事は 是は r 卜 a 
ツキ ー」 「レ 1-1  VJ の 政府で なければ， 出來な い 
事で あると 私は 思 ふので あります (拍手 起る 「誰が 
强 ひろと 言つ た」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) 殊に 同 君 
—— では ありませ ぬ、 鈴 木 君の 第二 段に 申された 機 
會 均等 云々 の 事は、 是に 由って 觀ても 恐らく 今日 鈴 
木 君が 曾て 此 原案を 提出せられ た 場合に、 會社の 目 


論 見 W を 見た 時の、 先人 主の 誤れる 觀念 から 結論を 
導いた のでなければ， 今日 八 朱の 補助を されて 居る 
會 社が、 四十 圓の 4 のが 三十 三圓と 云 ふ狀况 に 於て 
之と 競 爭 して 帝 國開懇 株式 會 社の 多くの 競审若 が 出 
來や うと 思 ^ しになる ことは、 是は どうも 誤りた る 
御 推斷で は あるまい か、 御椎斷 は 勝手であります が 
併し 是は 無理な 御 推 ■でありますなら ば、 此 問題は 
多く 論 翳す るの® 値は 無い、 此 故に 機 ir 均等の 御議 
論は 是で 止めて 置きます、 第三 15 の 疑惑と 云 ふこと 
±r 甚だ 町 田 君 も餘程 疑惑と 云 ふこと に W はれて 居 
る、 併し 此 疑惑は 昨日 委員 ir に 於て、 井上 君ょり 此 
會 社に 種々 なる 命令 條 件を 附 する ことに 於て •政府 
が 全然 同意で あると 云ふ此 聲明 を ! ® いた 時に、 先づ 
自分の 疑と 云 ふ もの、 大部分は •除却され たと 云 ふ 
ことを 同 君は 明言され て 居る、 同 君は洵 に 公平なる 
方であります、 併ながら さう は 仰し やつた が、 矢 張 
此 壇上に 於て は 復た 疑惑を 繰 返された、 どうも 先入 
は拔 けない ものであると 見えて、 先入に 囚 はれて 居 
る、 即ち 八 朱の 補助を 政府が して 居る 會社が 四十 M 
の ものが 三十 三 圓の時 價 になつ た 時に 描へ た 會 社が 
是と 同一の 條 件の 下に 募集す ると 云 ふ 場合に、 何 所 
に 運動を したり 請託を したりす る餘地 があります か 
是が 多くの 「プレミアム」 が 付く とか， 或は 製鋼 會社 
とか 何とか 云 ふが 如き、 拂 込の 十 fs にもなる やう さ 
う 云 ふ 「ブレ ミ アム」 の 付く ir 社で あつたな らば 此間 
に 株を 分配して M ふと 云 ふやうな こと も ありませ う 
併ながら 其 事業と 此 事業とは 全く 違つ て 居ります か 
ら 、御 懸念に ほ 及び ませぬ C 「のう  <」〕 旣に此 幾多 
の 疑と 云 ふ ものは 手© がどうな つて 居る とか、 前に 
なつた とか 後に なつた とか 云 ふ 事は， さう 云 ふ 事は 
問題に ならぬ、 要するに 事 實が 問題で ある， 內容が 
'問題で ある、 此 锊 社が 暴利を 貪る 會社で あり 富豪が 
非常に 利益を 貪る 會社で あるなら ば， 玆に 政府との 
間に 怪しい 事が あるので はない か、 それに 關係 すれ 
ば 報酬が あるので ほない かと 云 ふ、 當然 疑が 生ずる 
のであります けれども、 それが 拂 込ょり 引 込んで 居 
ると 云ふ實 例が 出て 居るなら ば、 何の 疑が あるか • 
之を 疑 ふ 者は， 柳を 幽靈と 見る 以上の 臆病者と 言は 
なければ ならぬ (拍手す る 者 あり) 是は 詭辯を 以て 
人を惑すものでぁる，最後に鈴木君に私ほ、难今新 
らしき 社會 政策の 講義を 承りまして 洵に 有 ii く 存じ 
ますが、 吾々 は 社會 政策なる ものを、 學莕の P 釋其 
一二 八 一 
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和：？ 约针讨 格に 問す ろ 趄 薄 案 
倭に 用ゐん とする 者では ない ので ある •學 者 {S 一 1$ 
防 手な 熟を 吹きたがる ものであります、 併て 政治家 
が 時代に 相 當 する 政策を 立つ る 場合に 於て ほ、 其 間 
に 餘程時 代と 云 ふ ものを 考へて 見なければ ならぬ の 
である、 今日の 場合に 於て， 鈴 木 君の 如く 熟 心に 攰 
に 「皇 宰 社 fj 新政」 を ?? して 私共に 下され， 又 今回 
は 「社 ^ 政策の 驻 礎， 一と 云 ふ® 锫を薺 して 私共に 下 
され、 又 (KI 僚に も 下された のであります、 平生 同 君 
ほ 氓に 熟 心に 論ぜら る、 のみならず 、社 ^ ■ 政策の 15 
行に 常に 非常に 御盡 力に なつて 大阪 には 「犬 大阪 J 
と 云 ふ 新 ra に 向つ て 同 君は 努力せられ 、近来 其勞磡 
_ の總 裁に なられた やうに 新聞に 見えて 居る ので あ 
ります、 資本を 投じ、 勞 力を 投じ、 又 時間を 毀して 

非常に 努力を 遊ばされて 居る ことは 敬 SC を 表します 

併ながら 同 君に しても、 社會 政策の H 行と 云 ふこと 

を それ 程に 御 努めに なつて 居るならば、 假に鈴 木 君 

の 十分 滿足せ らる M 所の 學說に 合致し なくと も、 兎 

に 角 H 本に 於け る 今日の 地方に 於て、 多くの 勞働者 

が開帮せんとするに資木無く>耕さんとするに地所 

無くして、 年々 吩加 する 人口は 海外の 移住と なり、 

或 (i 都 m に渠中 して、 農村が 漸次 荒廢に 赴く と 云 ふ 

ことは •是は 同 f:'; に 於ても 發隞す べき 事で あると 云 

ふ® は、 定めて 御 同感で あら 5 と 思 ふ •今日 是 等の 

者に 何とかして 簾を 與 へ、 是 等の 者に 土 著の 希望を 

與へ ると 云 ふことは、 是は 政治家と して、 凡そ 何 派 

を 間は ず、 悉く 一致す る 問題で あらう と 思 ふ* 諸君 

は 助成 法案に 於て •五十 町步と 云 ふ 原案を 五町 步に 

引下げられた と 云 ふこと も、 稍々 さう 云ふ窟 味を 加 

味され て 居つ たと 記憶し ます、 併し それで {3: 尙ほ徹 

底し ない、 2;. 町步以 上は 前 刻 私が 申しました 通り、 

比較的 富豪で ある、 此 富豪 階級に 援助を 與 へて S- い 

て、 五段 百姓 も 一緒で 宜いと 云 ふので は、 此多 くの 

最大 多 數の是 等の 地方の 農民に 對して 、何等の 恩恵 

を 及ぼす ことは 出来ないで はない か、 助成 法の 之に 

依つて 出來な いが 爲 めに 此 案を 出す ので ある、 之に 

依つ て それ 以下の 者に 二十 箇 年間の 低利資金で 以て 

此會 社が 桁へ た 所の 土地を 或は 一町 步 、或は 一一 町步 

其 人員に 臊じ >  其勞 働 力に 應じて 之を 分配して V 將 

に 流離せ ん とする 所の 全國の 多い 農民を して、 土 著 

の 安心を 與へ 、生活の 安定を！！ ると 云 ふことは、 是 

が I 社 ir 政策と 云 ふ ものに 色々 あるが、 色々 項目 

は あるけれ ども —— さう 云 ふ もの も 少なくとも 、其 


中の 大なる 項目と 爲さな ければ ならぬ-鈴 木 君の 社 
f? 政策が •果して 斯の fcl き 問題を 除外した る 社會政 
策な りと すれば、 吾々 は 此社會 政策に 對 しては、 絕 
對に 反對 をす るので あります (拍手 起る： >  斯 の 如き 
問題を 鈴 木 君は、 何が 故に 此 場合に 欣んで 率先して 
御荇 成に ならな かつた かと 云 ふと、 私の 推測す る 所 
に 佐れば、 平素 潔癖なる 所の 同 君 ほ、 此富竅 階級、 
若く は 資本家 階級に 向つ て保篚 する ことは いけない 
金撋 政治に 反對 すると 云 ふ 趣意に 取られて、 富豪の 
報-に 斯う 云 ふ 事を させる の ほ、 いけない と 云 ふ 議論 
を 致された ので ありませ う* 若し 此筆法 を 以てする 
ならば、 同 君が 其 豊富なる 财遛を 開いて •中 民 階級 
の爲 めに 今日 新聞を 桁へ、 色々 運動を して 種々 の援 
助を 與 へて 居らる、 こと も 亦 宜しくない と 思 ふ、 同 
君は 我國 富豪の 一人であります、 併ながら 富豪の 口 
にした 社會 政策は 社 會 政策に 非ず 富豪の 手に 依る 社 
會 政策は 社會 政策に 非ず と 云 ふのは、 堅 白 同異の 言 
に 非ず して 何ぞや (拍手す る 者 あり〕 斯う 論じて 見 ま 
すると •此會 社は 名 こそ 寓豪と 云 ふ 名前に なつて 居 
る けれども、 其 手を 通して 全 國多數 の 細民を 地主た 
らしむ る 所の、 堅實 なる 社 fr 政策を 徹底す る爲 めに 
なつて 居る のであります、 是と五 町步 以下の 開墾を 
爲すと 云 ふ 者と、 兩方 相俟つて 此 政策を 遂行 せんと 
する ので あつて、 即ち 先刻 町 田 君が、 原總理 大臣は 
此案を 提出す るに 當つ て、 豫て考 へて )? r つた 事で あ 
ると 言 はれた、 他の 大臣は さう は 言は なかつ たが、 
原總理 大臣は ® て考 へて 居つ た 事で あると 言は れた 
と 云 ふことは ，即ち 一面に 於て は、 資本家 階級を 援 
けて 土地の 開 懇を爲 さしめ る， 一 面には 此機關 を 通 

じて 全 國多數 の 農民、 小 民を して 自作農 業 家たら し 

めて、 一つの 徹底せ る社會 政策の 實行 をす る、 是で 

雨々 相俟つて 行く、 即ち 豫て考 へて 居つ たと 云 ふの 

は 是れで ある、 何も 之を 怪しむ 所 も 無ければ、 不思 

議も 無い、 是が 後に なつた、 前にな つた® めに 之に 

議論の 生ずる と 云 ふことは、 私の 甚た 了解に 苦しむ 

所であります、 最後に 町 田 君に 一言 致して 此壇を 下 

らんと 欲する のであります が、 憲政 會の 諸君は •染 

料の 問題 —— 染 物の 事 だけで も、 政 黧內閣 の 時分に 

も、 是 と同樣 なる 八 朱の 補給を 御 出しに なつて 居る 

と 思 ひます、 然らぱ 全 國の炱 糎 問題、 此 食糧 問題に 

就て は， 諸君 4 非常に 御 心配に なつて 居る では あり 

ませぬ か、 現に 前內閣 時代に 於て、 僅か 半年 許りの 


間に 米の 不足した 爲め に、 どれ だけの 金を f4i つ て 居 
ります、 前後を 通じ 二 千 五 百萬圆 、国 01¢ は 之に 對し 
て 米 (M 調節 费を S して 居ります、 僅か 半年の 間にで 
も、 米 M 調節と 云 ふ 間 題が 事 &• 起り、 即ち 食 pi! の 調 
節が 起れ ぱ •二 千 五 百萬圆 と 云 ふ 金を 爝に して 居る 
ので ある •それでも 十分 米 沿 調節 ほ 出來な かつた、 
然ら ぱ此會 社の 三千 六 百 萬 圆 、十五® 年金 部を 補 肋 
して 見た所で、 それで 二十 五 萬 町步 出来て それに 依 
つて 食糧の 調節を 圖る ことの 補助と なるならば、 諸 
君は 困つ た 時の 二 千 五 百 萬圓 は吝 むに 足らずと して 
永久に 善良なる 効果を 有する 所の 此確實 なる 政策に 
向つて、 反對 すると 云 ふ 理由は 無い と 私は 思 ふ、 是 
で 私は 此 原案の 通過せられ ん ことを 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 a 君 議長。 

〇 議長 c 大岡 育造 君：} 岩崎勸 君。 

〇 岩崎勵 君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成々々」 「反 對々 々 」 と 呼 ふ 者 あり〕 
os 長 (大岡 育造 君〕 討論 終結の 動 _は 先決問題で 
あります、 討論 終結の 励議に 賛成の 諸君の 起立を 求 
めます。 

起立 者  多數 

0 議長 (大岡 育造 君〕 多數で あります、 仍て 討論は 
終結せられ ました I 唯今ょり 決を 探ります、 委員 
長の 報吿せ られた る 中、 農 商務省 所管 臨時 部 第一款 
產業獎働費金三十萬 1| 、第叶八項帝國開懇株式會社 
補助金 三十 萬圓 ，之を 削除す ると 云 ふ 意味で あると 
思 ひます が 間違 ひ ありませ ぬか I 1th 修正に 成規の 
賛成が あります か。 

〔「あります」 「ある''..^」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 成規の 賛成は あると 認めます 
仍て此 修正に 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  少數 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 少數で あります 、委員長の 報 
吿に 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

起立 者  多數 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 多數で あります、 委員長 報告 

の 通りに 可決 致しました - 日程 第二、 和氣 神社 昇 

格に 關する 建議案を 議題と 致します、 小 橋 藻 三 櫥君 
第二 和氣 神社 昇格に 關 する 建議案 (小 橋 
藻 三 衞君外 八 名 提出〕 

和氣 神社 昇格に 關 する 建 識 


Ir lx 二 

和 笱浈踩呂公の忠烈天日を《き锊.3诉史を照すは 
固よ 〇  S 言を 網た す 其の 姑 法 均 尼 公の SJ K 仁 S 4 
亦 天下 後 lit の 敬 仰 措か さる 所な 〇然るに -lc c fIJ q 
の 地に 於て 公  c 7: .: を -f-i .Tl る^:;" n: ..; . .  : . J 
和氣 神社を 永く 村 社の 列に W くは 世 迫 人心を 肤 11 
する 所以の 23 に 非す 政府は B: しく 速に 木 社を 训 1.1 
Tf 幣 社に 昇格し 法 均 尼 公を 合祀し 以て 神 E1 を H め 
民心を 滿たさ しめられむ ことを 5 ?む 
右建識 す 

〇 天 春 文 ® 君 吾々 は 袋 ^ 法の® w fj を 開きたい と 
思 ひます から . 

o_ 長 (犬 岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 小 林源趿 岩 朝鮮 輕便鐵 适補助 法の 委 aa を 開き 

たいと 思 ひます から . 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔 小 橋 藻 三 德 君登挝 し 
〔拍手 起る〕 

0 小 橋 藻 三 衞 君和氣 公の 事 ii に 就て は、 今更 呶々 
述べる 必要は ございませぬ、 唯々® 單に 一言を 致し 
て 置きたい と 存じます るのは、 諸君 御衹 知の 通りに 
此當時 宇佐 八幡の 神官が、 我が 光郎 ある國 腿と、 我 
が 此尊嚴 なる 歷史を も 破壊 致すべき、 恐 6 しい 事 1 
を 奏上 致した ときに 當 りまして、 時の 政府 it 此诹大 
なる 問題を 如何に 取扱つ たかと 申し ますれば 、時の 
道 鏡の 權威は 朝の 內 外を 傾けまして、 廟堂の 太 , P; 鉅 
公は、 悉く 一 身の 安 金を 計る ことに 是れ急 に 致し ま 
して、 全く 其 道 鏡の權 威に 媚びて、 Ifi 1 人 起つて lit 
恐るべき 計® を 遮り、 之を 防ぐ と K ふこと に 努力を 
致した 者は 無い のであります、 此時に 勅命が 此和氣 
公に 下りまして、 今一 應神瞭 を 伺へ よと 云 ふこと で 
ありました、 所が 道 鏡は 極烈な る 脅迫と、 非常なる 
甘言と を 以て* 兩 面より 之に 猶迫を 加へ たので あり 
ます， 此 時の 我國 の狀態 と 云 ふ ものは， 洵に累 卵の 
危さと 申します るか、 千 釣 一髮の 危機と 申します る 
か、 實に 恐るべき 時機で あつたので あります、 然る 
に 此和氣 公 ほ 非常なる 大決 心を 以て、 -fv' が 大和魂の 
大權 化と なつて、 非常に 貢 蹴を 致した のであります 
即ち 所謂 天柱は 折け 地 維 ほ 將に缺 けんとす る 時に 當 
つて、 公は 一人の 力を 以て、 斷 然として 所謂： ;/ >: 色の 
石を 錬 り、 1 热の 足を 斷つ たのであります 我國 の歷 
史に 於て 忠臣の 鑑と稱 せらる る 人は 幾人 もあります 
けれども， 時に 於て、 事に 於て、 處に 於て、 此和氣 _ 


院誘衆 會漭國 帝 同一 十四 承 


公の 如き 大なる 忠烈、 大な る ® 勤と 云 ふ ものは 我が 
三千 年 來の膝 ■史に 於て、 朱 だ 曾て 見ざる 所で あるの 
であります c 拍手 起る〕 其 姉 法 均： 5 公に 於ても 御 承知 
の 通りに 此の 公の 忠烈を 御 助に なりまして •又 一而 
には 孤 兒を渾 山收容 されまして、 即ち 後世の 孤 兒院 
の ; K i ffi とも 申すべき •慈 仁なる ra 德を 當阽に 施され 
たのであります 、期る 此大忠 臣の 人が、 典 鄕 里に 於 
て 如何に 収扱は れて居 るかと 申します れぱ、 lit 和氣 
公の 祖先 以 來の廟 食せられ たる 神社は •今に 此眇た 
る 一つの 村 社と 致しまして、 寒 烟基 草の 屮. に 封 じら 
れて屛 るので あります 、思 ある 者を して 低徊 額 望、 
無 M の感概 に 打たれる の有樣 であります、 故に 吾々 
は 第； 一一 十七 帝！ S 謎 r? に 於て、 此神社 抖格の 提案を 致 
しまして、 滿場 一致の 御 H 成を 得た ので あ 〇 ますが 
今 n 尚 ほ 村 社の 列に 立つ て、 官幣 社と 4 國幣 社と も 

ならない のであります、 若しも 一社 一 神で あると 云 

ふ 事の 〇 めに (旣に 京都に 誠 王 神社の ある 以上は、 

同一 祭神を >  外 に 於て官 國幣社 とする の 要 無しと 云 

ふこと であると 致します れぱ 、旣に KH 公の 如きは， 

各所に 官幣 社と して 祀られ て 居る と 云 ふ 例 も ありま 

す、 又 若しも 左様で なくして、 考證が 如何で あるか 

と 云 ふこと で ござります れぱ ，今日の 官 g m 社と 致 

しましても、 之を 吊說 上ょり 見 ますれば、 其考設 に 

於て、！ g る魏 すべき ものが 無しと せぬ と考 へる ので 

あ 0ます、若し又京都に旣に護：+:神社のある以上は 

斷 して 是が其 鄕甩に 於て 祭る 事が 不都合で あると 云 

ふこと であります れば •和氣 公の mn 先を繹 ねま すれ 

ば、 御 承知の 通りに 人皇 第 十一 代！ 一仁 天皇の 御子 鐸 

石 別命 三世の 孫の 弟 彥王は •神 功 皇后の 征韓の 役に 

隨はれ まして、 當時 武略に 於て、 又 其 勇氣に 於て 非 

常に 秀！ I: されて 居りまして •征韓 の 役に 於て は， 絕 

大の哦 紱を舉 げられ たのであります、 神 功 皇后 御 凱 

旋の 時に 當 りまして は、 是亦歷 史上 御 承知の 通りに 

カノ コ 坂、 忍 熊の 二 皇子は 確に 逆 謀を 企て、 さぅ し 

て播脬 に 兵を 出して 神 功 皇后を 邀擊を 致した ので あ 

ります、 此の 時に 神 功 皇后は 數 多の 群臣の 中ょり 最 

も 軍略に® れ 、最も 武勇に 長け た 人を 選拔 致され ま 

して 即ち 弟 彥王を 差 向けて、 播 _、 備 前の 間に 關所 

を 揺へ て、 遂に 此の 二 皇子の 亂を平 げられ たので あ 

ります、 そこで 此の 功に 依つ て備 前國 の磐槊 の縣， 

即ち 藤 野 鄕を 、永く 弟 彥 王に 賜った のであります、 

それ以来 勝 代 子孫 繁榮を 致されて、 和 氣公の 時代に 
朝鮮 及踣罔 の 爺 米咐贴 に關す る纽詆 案 


なつた のであります、 此 永い 間の 歷史 を此 地に 持つ 
て 居り、 其 祖先 以來 の哨墓 が此地 に 在り、 さぅ して 
茲 に和氣 神社が あるので あります る けれども、 若し 
一 神 一社で なければ ならぬ と 云ふ當 局の 御意 見で あ 
ると 致し ますれば、 斯の 如き 國家に 大功 勞 ある、 歷 
史上に 光輝の ある 弟 彥王は 、何れの 地に 於ても 未だ 
曾て祀 られ ては® ない のであります， 斯る國 家の 大 
忠臣が №11 られ ざるの 神と して 御隱れ になつ て 居る と 
云ふことほ、吾々=本人の蚶先を崇敬致し，晞史を 
©重す る 國 民 tt に 於て は>  甚だ ia 憾な 事で ある. と考 
へる のであります、 願く は 此弟蔻 王を •王 神と 致して 
•M- 幣社に 之を 祀られ まして、 之に 合祀を 致され まし 
て 和 氣公及 炻 虫 公を roll られ ると 云 ふこと に 相 成り ま 
すれば， 常 局の I 社 一 神と 云 ふ 御 搁 ■意に 適 ふこと か 
とも 考へ るので あります、 斯る 趣意であります るが 
故に 願は くは 滿場 一致の 御 賛成を 以て、 速 かに 此建 
諉の 可決せられ んこ とを 御 願す る 次第であります。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 S1J 君 本案は、 朝鮮 神社に 素盞嗚 男绿 奉祀に 
關 する 建議案の 委員に 併せて 付託せられ ん ことを 望 
みます。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御異謎 ありませ ぬか。 

〔「興 識な し與菰 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議が 無ければ 動議の 如く 
決しました I 日程 第三、 朝蛘 及臺 3 の產 米增殖 に 
關 する 建議案を 議題と 致します、 提出者 牧山 耕藏君 
第三 朝鮮 及毫 K! の 產米增 殖に關 する 建議 
案 C 牧山耕 藏君外 十 名 提出) 

朝鮮 及聚® の產 米 % 殖に關 する 建 _ 

我 か國食 糊 問題の 根本的 解決は 國民 生活の 基礎を 

確立し 國家 生存の 安定を 期す る 上に 於て 最喫緊 重 

要の 急務たら さるへから す 今や 我 か 國の主 要 食料 

は 國内の 生產汆 部を 以てする も 遠く 其の 需要を 充 

す こと 能は す 而も 毎年 夥しき 人口の 增殖は 年と 共 

に 益 其の：' f 足を 增大し 三十苹 後の產 米 不足 高は 實 

に 三千 二 百 萬 石に 達すへ く應 さに 之れ 國民 生活の 

一大 脅威たら すむ は あらす 政府は 之に 對し 開墾 肋 

成 法を 制定し 以て 其の 解決を 期せむ とすと 雖憾む 

らくは 其の 範闻傲 に 日本 内地に 限られ 彼の 天與の 

米產 地と して將 來 多大の 餘 力を 有する 朝鮮 及臺阕 

の 地に 及は す 即ち 是等殖 民 地に 於け る灌溉 開艱事 

業 及 金肥の 施 M] 獎 _ 等 谷 種 積極的 施設 經營は 直に 


以て 我 か 國食一 : '問題の 解決に 絶大の 効果 ありと 認 
むる を 以て 政府は 速に 是に關 する 方策を 樹て本 建 
議の 主旨を 達成せられ ん ことを 望む 
右 建 誘す 

〔枚 山耕藏 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇牧山 耕藏君 朝鮮 及臺 @ -co 產米咐 殖に關 する 訧_ 
案 提出の 理由を、 簡單に 申 述べたい と 思 ひます、 今 
回の 歐洲 大戰 ir ltt 界の有 ゆる 方面に 向つ て大な る 
波動を 與へた のであります るが、 就中 產業 政策に 就 
きまして は、 自給自足の 必要なる ことを 自覺せ しめ 
特に 食糧の 獨 立が‘ 國家 生存の 上に 於て 極めて 緊要 
なること を 痛切に 吾 入に 敎へ たのであります、 我が 
帝國に 於け る 食糧は I 主要 食糧た る米麥 は、 國內 
に產 出を 致します る 全部を 以てしましても、 尙ほ遠 
く 其の 需要を 充たす ことが 出来ない のであります、 
而 して 年々 S 灣及 朝鮮の 餘剩 米を 移 A- 致します る 外 
に、 二 三百 萬 石の 外國 米を 輸入 致して 居る と 云 ふ 有 
樣で あります、 而 して尙 ほ 我が 同胞は 年々 非常なる 
膨脹を 致しまして、 推定の％ 加に 依り ますれば、 十 
年の 後には 八 百 六十 四 萬 八 千 人を增 加 致します、 之 
に 伴 ふ 所の 米の 消費量 增加は 、實に 八 百 八十 二 萬 一 
千 石を 算す るので あります、 又 二十 年後に 於き まし 
ては 一千 八 百 六十 一 萬 M 千 人、 之に 伴 ふ 所の 米の 消 
費景增 加は 一千 八 百 九十 八 萬 四千 石、 更に 三十 年後 
に 於き まして ほ 三千 九 萬 三千 人 •之に 伴 ふ 米の 沿 費 
量增 加は 三千 六十 九 萬 五千石を 算す るので あります 
然る 時は 現在の 不足 及び 將來 の； f 足％ 加を 合計 致し 
ますれば， ィ牢 後に 於て ほ 一千 萬 石 二 十 年後に 於て 
は 二 千 萬 石、 三十 年後に 於て は、 實に 三千 二 百 萬 石 
の 不足を 生ずる のであります 、是 S に國民 生活の 一 
大 脅威でありまして、 是が 解決に 就て は、 朝野の 政 
洽家が 最も 苦心を 致して 居る のであります >  政府は 
是 が對應 策と して 開墾 助成 法を 制定して" 向 ふ 十五 
箇年を 期して、 田畑 合して 二十 五 萬町步 、水田の み 
で 十二 萬 五 千 町步の 開墾を 實現せ んと 企て、 更に 其 
實 行を 確實な らし めんが 爲 め、 資本金 三千 萬 圓の帝 
國開 _ 株式 會 社の 創立に 盡力 をせられ ■唯今 之に 耍 
する 補給 三十 萬 圓に對 して、 本院は 協賛を 與へ たの 
であります、 是は洵 に 機宜に 適せる 企劃と して、 國 
家の 爲め に ® ぶべき 事であります、 併ながら 此 計 ffi 
は 唯々 B に 日本 內地 のみに 實施 せらる る もので あり 


まして、 毫陶及 朝鮮の 地に 及ばず とは、 政府 當局者 
の 言明を 致して 居る 所であります •朝鮮 及 « 灣ほ. 
本 fl が 此處で 更めて 申す まで もな く天與 の米產 地て 
ありまして、 改良 及 開 18 の餘 地が 頗る 多い ので あり 
まする から •此方 面に 向つ て、 母國と 通じて 此開 S8 
助成の 計畫を 立 -L られな かつた のは、 洵に 遺憾に 存 
ずる 次第であります、 大正 六 年度に 於き まする 臺灣 
の 米作 付而 積は 約 四十 七 萬 町步 でありまして、 其收 
® 高は 四百 八十 三 萬 石を 算 して 居ります、 窺 縛には 
糖 業 政策と 云 ふやぅな 重大な 問題が あります るので 
此點も 大に考 慮しなけれぱならぬので&〇まするが 
兎も角 一年 二回の 米作が 出来る と 云 ふやぅな 所で あ 
りまして、 尙ほ開 S 濯溉 の餘 地も少 からぬ ので あり 
ます、 灌漑 設備を 施すべき 餘地は ，尙ほ 十 萬 町步も 
あると 云 ふこと であります， 然るに 大正 八 年度の 臺 
_ 總督 府豫算 を 見ましても •此產 米 增殖 に關 する 計 
帯は 一向 見當ら ない のであります、 更に 朝鮮は 洵に 
天與 の米產 地でありまして 、同時に 我國 唯一の 溫帶 
殖民 地であります、 朝鮮には 現在 水田の 面積が 百 五 
十 萬 町步冇 るので あります、 此の 中に 灌漑 設備の 施 
されました のは、 僅に 三十 萬 町歩に 過ぎぬ ので あり 
まして、 殘る百 二十 萬 町 步と云 ふ ものは、 未だ 濯溉 
が 施されて ない， 所謂 乾田で あつて、 天水を 待つて 
收獲を 期す るので あります、 內 地に 於き ましては 水 
田總 面積の 八 割は 旣 に濯溉 設 術が 有る のであります 
が， 朝鮮には 二割し か 濯溉が 施されて 居らぬ ので あ 
ります、 それで 朝鮮と 內 地とは、 丁度 反 對の狀 態に 
相 成つて 居る のであります、 此西二 十 萬 町歩の 八 割 
即ち 九十 萬町步 の灌溉 №1 積を％ 加す る ことが /l-i 來ま 
して、 之に 一反 步に付 て 八 斗の 增收を 得る と 致し ま 
すれば、 K に 七 百 二十 萬 石の 坍收を 得る ことが 出来 
るので あります、 尙ほ 朝鮮に 於て は 河邊 荒蕪地 七 萬 
町步 、干潟 地が 二 十一 萬町步 、，畑地が 二百 九十 萬 町 
步 、山林 原野の nT 耕地が 七十 二 萬町步 ，合計 三百 九 
十 萬 町歩の 內 、水田と 爲し得 べき 所は 五十 萬 町 步 〇. 
廣い 面積が 有る のであります、 之を 今一 段歩の 平均 
收璲を 一石 3;; 斗と假 定 致します れぱ 、七 百 五十 萬 石 
の產米 咐加 を爲し 得る のであります、 之に 前 申し ま 
した 所の 濯溉に 依る 咐收七 百 二十 萬 石を 加算 致し ま 
すれば， 實に千 四百 七十 萬 石の 產米咐 殖を S み 锊 る 
のであります、 併し 是は 農事 改良 M 他 肥料の 普及 等 
に te つて， lit 成績を 得られる と 思 ふので あります、 
二 一八 三 
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新聞 飫法改 正 に 關す る i at 淡 案 
尙 ほ 朝 群が 天 與の米 產地 として、 唯一の 溫帶菇 民 地 
として、 又 其 計 ® に 封す る砼 地の 逋大な るに 於て、 
我國の 產米吩 研 計 ^ 上 1R 要なる 地步を 占めて 居る と 
云 ふことは •之に 依つても 知るべき であります、 右 
の 理由を 以て、 本 M 等は m 懇肋 成案の 趣旨が •  m 民 
地に 向つ て诚充 せられん ことを 希 ふ 者であります* 
尙ほ朝 鮮總 锊府 は 大 IH 八 年度の 豫算 に、 水利 事業 組 
合 補助 ?! i として 十 5T;: 萬 ml を 計上され て 居ります、 是 
は 向 ふ 十簡 年に a つ V、 十 25 六 千 町步の 水利 計 迸を 
肋 成す る、 其 一端が 現れた のであります が、 先刻 も 
申しました やぅに 水利の みで ない、 尙ほ 開墾の 餘地 
が 非常に ある， 又 水利と 開染： とは 離るべからざる 關 
係を 有つ て 居る のであります、 それで 挪 ■溉 事業と 水 

利事笫とほ：之を併せて致さなけれぽ撤底致さない 

のであります、 尙ほ朝 鮮には 肥料を 使用す る ことが 

甚だ 行渡つ て 居らぬ のであります" ■そこで 金肥の 使 

用を獎 勵致 しま すれば， 茲に數 百 萬 石の％ 收を得 る 

ことが / rl 來 るので..' '. ります‘ 之を §? する に 政府 (X 產 

米咁殖 の 方策に 就きまして、 多大の 心血を 注いで 居 

られ ると 云 ふことは 認めます けれども •其 計 Jft 4 が 唯 

唯 取に 日本 內地 のみに 限られまして‘ 天 與の米 產地 

である 朝鮮 及簌狩 に是が 及ばな かつた と 云 ふことは 

龍を 进きて 未だ 其 晴を點 せざる の憾が あるので あり 

ます、 それで 本 M 建議の 要旨は、 內地殖 民 地を 通じ 

て 徹底せ る產米 枬殖の 計 迸を 立て、 食 綿 問題の 解決 

を完 ふせん ことを 切菌 して 止まざる 次第であります 

尙ほ 詳細の S に 至りまして は、 精し い 調査 書類を 持 

つて 居ります から、 何れ 委員 會に 於て 陳述した いと 

思 ふので あります が、 提案の 要旨は 以上 述べました 

通りであります、 どぅぞ 滿 堂の 諸君に 於 かれまして 

も， 本案に 御 同意 あらん ことを 切に 希望して 已みま 

せぬ。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 1!) 君 本案 ほ ® 長 指名、 九 名の 23 員に 付託せ 

ら れんこと を 望みます。 

〇識長 C 大 岡 ft 造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇蕺長 C 大岡 育 it 君) 御 異議 無ければ， _ 長 指名 九 

名の 委員に 付託す るに 決し ま L た I 日程 第 四、 新 

聞 紙 法改正に 關 する 建議案を ■題と 致します、 提出 

者 松 田 源 治 君。 

第 四 新聞紙 法改正に 關 する 建議案 (松 田 


源 治 君 外 十二 名 提出) 

新 冏 紙 法改正に 關する 建 窺 
現行 新聞紙 法は 時勢の 進 運に 適 腿せ す 政府 (3: 速に 
之 か 改正案を 起草し 次期 議會に 提出せられ むこと 
を 望む 
右 建議す 

〔松 田 源 治 君 登®〕 

C 拍手 起る〕 

〇 松 田 源 治 君 諸君、 本案 ほ 各派 聯合の 提出で あり 
まして、 私ょり 提案の 趣旨を 說明 致す のであります 
言論の 自由 ほ 悫 法の 保障す る 所であります 、併し 我 
國の 憲法に 於き まして ほ、 言論の 0 由は 法律の 範圍 
內に 於て 之を 許 乙て あるので あります、 故に 新聞紙 
法と 云 ふ 法律に 於て 嚴重 なる 取締を し* 制裁 等を 加 
へま すれば、 憲法の 認めて 居る- H 由は、 新聞紙 法に 
於て 全く 破壊され るので あります， 而して 新聞紙 法 
は 憲法 附搦の 法律であります、 即ち 憲法に 於て 言論 
の 自由 ほ 此 法律に 依る と 云 ふこと になつ て 居る、 恰 
も 衆議院議員の 選舉は 衆議院議員 選擧 法に 依る と 云 
ふこと になつ て 居る のと 同じく、 衆議院議員 選擧法 
が SI: 大で あれば、 新聞紙 法 も 同 一 に 重大なる 所の 法 
律であります、 故に 私は 此會期 切迫の 場合で ありま 
すけれ ども、 少 々提案の 趣旨を 述べまして、 諸君の 
御 消 汚したい と 思 ふので あります、 言論の 自由 
ほ 素ょり 10: 重し なければ ならぬ、 併し 言論の 自由に 
就て 是と 相 fi 的の ものは 新聞紙の 責任であります ノ 
新聞紙が 責任を 重んじなければ、 言論の 自由を 極端 
に 開放す る ことは 出來 ないで あります、 然るに 日本 
の 新聞紙 it. 、 全部とは 申し ませぬ、 全部とは 申し ま 

せぬ が、 無責任の ! E 事を 掲載す る 新聞が あるので あ 

ります、 そこで 私 ほ 新聞社に 菌む 、憲法の 保障して 

居る 所の 言論の 自由を 得ん とするならば •先づ 自ら 

責任の 重大なる ことを 自贽 されん ことを 望む ので あ 

る、 此點に 於て は 英國の 新聞紙 等は 頗る 責任の 重大 

なること を 感じて 居る ので ある" 諸君 も 御 承知で あ 

り ませぅ、 歐洲の 大腿が 開かれた 時に •英國 に 於き 

まして 臨時 原稿 檢閱 局と 云 ふ ものが 出來た ので あり 

ます、 軍事に 關する 行動 ほ、 總て此 臨時 原稿 檢閱局 

の 檢閱を 受ける ことにな つたので ある、 檢閱 局は 多 

忙で あります から、 今日 出した る 所の 新聞に 載せる 

原稿は >  明日で なければ 返つ て來な い、 是では 新聞 

紙 ix 大變揭 載に 不便を 感ずる と 云 ふこと で， 集會を 


開いて 如何にす るかと 云 ふこと を 研究せ ん としたの 
であります， 然るに 其內の 一人が、 若しも 之を 檢閱 
を 受けず して 出した 時分に 於て ほ、 制裁' か 英國の 法 
規に 於て 有る ので あるか 無い ので あるかと 云 ふこと 
が 問題に なつた ので ある、 調査の 結果、 それ (5: 無い 
ので ある、 即ち 臨時 原稿 檢閱 局の 檢閱を 受け ' r して 
出しても、 制裁は 無い ので ある •無い けれども 英國 
の 新聞紙 ほ 面目に 掛けても 國 家の 害になる 事 ii しな 
いので あると 云 ふこと を 申した、 即ち 新聞紙の 面目 
名譽と 云 ふこと が" 言論の 自由を 得る に 付て、 新開 
紙の 大に 重んじなければ ならぬ 事で あると 私は 考へ 
るので ある、 而 して 日本の 新聞 界の現 狀を見 ますれ 
ば、 私は 決して 政府の 取締が 可な りとは 申し ませぬ 
矢 張 藩閥 政治、 專制 政治から 傳來 的に 取締を して 居 
る 新聞紙 法も傳 來的に 記載され たる 條孭 が數多 ある 
のであります‘ 日く 安寧秩序を 紊亂 し'  日く 朝憲の 
紊亂 •日く 政體 の變改 、斯ぅ 云 ふことは 皆 藩閥 政府 
以来 傳來 的の 文字で ある、 而して 藩閥 政府が 新聞紙 
を 取締る や， 峻嚴な る 法律、 苛酷なる 所の 刑罰を 以 
て 臨んだ のであります から、 新聞紙の 方に 於ても 其 
法律を 潜る ことを 考へた ので ある、 それが 即ち 新聞 
紙の 編輯 人の 犧牲 的の 人物を ffi へる、 活版の 職工を 
以て 編輯 人と し •實 際の 編輯 入は 何等 責任が 無い と 
云 ふやぅな ことに、 新聞紙が 法律を 潜つ て爲 したの 
である， 此事が 矢 張 今日の 新聞紙に も殘つ て 居る、 
全部とは 申し ませぬ けれども， 或る 新聞紙 ほ 此の 傳 
來 的の 慣行を 受けて 居る、 政府の 刑罰、 政府の 法律 
上の 制裁を 兔 れんと する が 爲め に、 活版の 職 H 其の 
他 無責任なる 者を 編輯 人と L て •其の 責任を 免れん 
とする の 態度を 取つ て 居る と 云 ふことは、 是は 言論 
の 自由を 許す ことに 就いて、 頗る 私は 遺憾な りと 考 
へる のであります (拍手 起り 「ひや^^」 と 呼 ふ 者 
あり〕 故に 新聞紙 法を 改正 せんとす るなら ば、 政府 
も 言論を ® 重す る、 新聞紙 も國家 社會に 影響す る こ 
とが 重大な りと 云 ふこと を考へ 、& 己の 責任に 鑑み 

て、 責任を 負 ふところの - 責任を 負擔 すると ころ 

の實を 明かに すると 云 ふこと が、 是れが 新聞紙 法改 
正の 第一の 根 本義に ならなければ ならぬ と 私 ix 考へ 
るので あります (拍手 起り 「ひや'^^」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 次は 何かと 申します れば 、第二の 根 本義は、 思 
想 問題の 取締に 關 する 事であります、 新聞は 思想を 
發表 する 重要なる 機關で あります、 即ち 歷 代の 內閣 


は —— 現 內閣は 私は 5?? : ,: 紙 Jii i': :'-.' 方：？ iT に i;£ て - -fc だ  M  は 
ないから 知り ませぬ けれども、 11^ の 政府の W 想を 
取締る 所の 考ほ問 運つ て 居る •どの 内閣で も ral ® つ 
て 居る、 思想を 取締る に、 法钳， >: 以て )! t E- 〇、 刑 s 
を 以て 取締る と 云 ふことは、 是は 抑々 末で ある* 思 
想と 云 ふ もの ほ 思想を 以て 取締らなければ ならぬ、 
即ち 日本の a ss に 害が あり、 安寧秩序を 妨 W する や 
うな所の思想が發表された時分には、それょりも5 
良なる 一 §化したる所の思想を以て浓制せしめ、制限 
せしめ， 誇 沿せ しめて， 某 悪い 思想を 収締 〇、 さう 
して 1! い 思想 も 之を 間 化せし めて、 而して 日本に 沿 
が 無い 所の 思想に すると 云 ふこと が、 是が私 は 根本 
義で あると 考へ るので ある (拍手 起る) それで ある 

に 拘ら； 5 - さう しなければ ならぬ に拘ら ず、 今 ま 

での歷代の內閣が、落_政府の殆ど迆物と謂つて宜 
しい 所の 「安寧秩序を 棻亂 し」 と 云 ふ 總括的 の fj 迆 
を 以て、 總 ての 言論を 停める だけの 絕對の 取 ぼを 持 
つて 居る やうなる 新即紙 法を 振 廻して、 さう して t. 
論の 自由を ffi 迫す ると 一:ム ふことは、 私は 立憲 治下に 
於て 頗る ii 憾に感 ずる 一人で あるので こざいます、 
諸君 >  我國は 中す まで もな く蓖國 に 秀で、 屛る 所の 
國體を持つて居る、下六千 35 の國民ほ陛下に ||'1 隸 
致し、 君 意 民心は 同一 !® 不可分で ある、 一つ あつて 
11 つなき ものである、 M つ あつて 一つ ものである、 
此 君民 一致の 國體に 於て、 世界 谷國 から 來る 所の 思 
想を 同化し、 之を 善導して 日本の 國體に 適する 所の 
思想たら しむる ことは 日本 民族の 3 来ない IJ-f で (X な 
い、 斷じて 私は 出来る 事で あると 考へ るので ありま 
す (拍手 起り r s 膘々々 」 と 呼 ふ 者 あり) 即ち 我 E 
は 東西 兩文明 の 思想を 受 入れ 之を 咀嚼し •之を M 化 
して 醇良な る , W 想と して 又 之を 吐出し、 而 して 世界 
の文阴 に 寄與 する 所の K 大な る實仟 を 持つ て /?; • る 帝 
國なり 民族な 〇 と 私 ほ考 へる ので ある、 即ち 思想は 
思想を 以て 醇化し •思想を 以て 善導す ると 云 ふこと 
が. 是が 新聞紙を 収締る 所の！® 二の 根本 菝にな らな 
ければ ならぬ と 私は 思 ふので ある、 今 Q 新聞紙 法な 
る ものが ある ことは、 新聞紙の 不铝 啓 である —— 新 
聞 紙の不 名 響で あると 考へ る、 出来 得べ くん ば 私は 
新聞紙 法の 全臌 論を 爲す 者で ある、 新聞紙が 實 任を 
自 ® L *  E1 家 社會に 影響す る ことの 大なる ことを 考 
へ、 新聞の 面目 名 智 に 掛けても 國家 社會に 害の ある 
事 個人の 名# を 毁 損する 斟は絕 對に新 間 紙に 記賊し 
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ない 所の 態度を !)■< つたなら ば、 新聞紙 法なる ものは 
不必要な りと 私は 論 ^ を 致す ので ある、 理想と して 
は 私は 新聞紙 法の 廢止論 者で ある、 併さう は 參りま 
せぬ、 惡い 新聞 も ある、 言論の 寶任を K んじな い 所 
の 新聞 も ある te て 憲法に 許した る 所の 言論の 自由を 
如何に 法律で 制限す るかと 云 ふこと が •是が 立法 家 
の 苦心す る 所で ある •先 づ英國 等に 於き ましては、 
新聞紙は 完全に 言論の 自由を 莩有 致して 居ります、 
極く制限ほ阳である，殆ど一般法から來る制限のみ 
である •個人の 名譽 を毁 損する ことは 出来ない、 誰 
譏 罪から 来る 所の 制限で ある、 第二が 刑法から 來る 
制限で ある、 第三が 法廷侮辱 罪に 關 する 制限で ある 
此 三つの 制限を 除けば、 言論は 自由であります、 唯 
々反 亂罪 を敎晈 する 所の 新聞紙は •裁判所の 命令に 
於て 差 押 ふること が 出来る と 云 ふ 規定が あります， 

米国の 如きは 補修 憲決の 第 一條に 於て 議會は 言論を 

制限す る 一の 法律を も 制定す るを 得ず と * いて ある 

米國は 言論の 自由を 憲法に 法つて 完全に 保障され て 

居る、 即ち 言論の S 由を 減 縮乂は 制® する 所の 一つ 

の 法律 だ も •蕺會 で 制定す る ことが 出来ぬ となつ て 

居る、 但し 邴便 法に 於て 例外が あります 郵便 法に 於 

て 風俗を 壊亂 する 所の 記事を 揭 ® したる 新 lii-l を邮便 

に 於て 發送 したる 時分に 於て は •郵便局が それを 差 

押へ て、 さう して 發浍 入を 吿發 すると 云 ふことの み 

があります、 其 3}f を 除けば H に 言論の 自由を 享有し 

て rr る國 であります 、佛 №1 西の 如き も 言論は. H 由に 

享有され て 居ります、 卯ち 犯罪を 敎唆 する 事項は 制 

限し、 又 犯 邪 入を赏 恤す る爲 めに 龚 捐金を 募る 廣吿 

する 事項を 报戤 し、 又 li 公判 前の 訴訟の 事件を 掲載 

する ことは 出 來な い、 此位な 制限な ものであります 

日本の 新 fi!-! 紙 法の 如く 安寧秩序を 紊亂 すと 云 ふ總括 

的の胳 文に 其の 名を 藉り て、 行政官が 萬 制を 爲す規 

定は •英吉利、 佛關 西、 亞米利 加の 立法には 毫も 無 

いと 云 ふこと を ?/. ほ 斷言 致す ので ある-唯々 安寧 秩 

序を 紊亂 しと 云 ふやうな 總括 的の 規定を 設け 行政官 

の sc t/fi に 一仟 して 屛 る國 もあります、 それ ほ 官愤政 

治、 眾間 政治の 盛なる 國で ある、® 逸の 如き •澳太 

fl の 如き ^ ^ 亞の 加き、 是な りと 申す のであります 

併し 獨逸 でも、 塊 太 利で も， 日本の 如き 再 制は やら 

ない のであります、 假令 公安を 害し 公益を 齊 すると 

云 ふ琪で 新聞の 發钗を 禁止し ましても、 それを 司法 

戲判 所に 於て 氓 ふ途が 開いて あるので ある、 絕體の 
新聞紙 法改正に 關すろ 残 誘 案 


取權で はない、 而 して 司法裁判 所が 其 事件を 辨理す 
る 上に 於て は， 二 日間に I 一一 日 内に蒞 理判 決しな 
ければ ならぬ と 云ふ蚱 件 も あつて •新 lia の 自由と 云 
ふ ものは、 官燎 軍 M たる 所の 獨逸澳 太 利 等に 於ても 
日本よりも 完全に 保障せられ て ir るので ある、 而し 
て此 分界を 決める —— 言論の 自由に 分界を 決める の 
は 如何にす るかと 申します れぱ私 の考で は 六つの 制 
限が 矢 張 必要で あらう、 それは 第一に 皇室の® 餞を 
同 ® する 事項、 第二が 國體を 害する 事項、 第三が 犯 
罪を® 動し 若く (i 曲庇し 刑事被告人 —— 犯罪 入を 赏 
恤救 i a し 又は 刑事 被吿 人を 陷 窖 する 事項 •第 四が 風 
俗を 害する 事項、 第五が 名 铹 を 毀損す る 事項、 第 六 
が 公判に 付す る 以前に 於て 豫蕃 判事の 特に 指定した 
る 稗 *- の內容 並に 檢 事の 差 止めた る 捜査 事項、 此六 
つは 矢 張 言論の 自由を 如何に©® 致しましても、 今 
日の 日本の 現狀に 於て は 制限し なければ ならぬ 事と 
考へ るので あります、 而 して 個人の 名 # を毁 損する 
事項に 付て は、 rr 聞 紙に 於て 例外を 設ける 必要が あ 
ると 思 ふ、 即ち 新聞紙が 惡意に 出で ず， 專ら 公益の 
S めに する 場合に 於て は， 新聞紙に 事 , « の證 明を 許 
して 其說 明が 立つ た 時分に 於て ほ 無罪を 宣吿 し、 損 
害 賠償 も遁 がれる、 此 六つの 制限が 今日の 日本の 現 
狀に 於て は 必要でありまして、 其 他の 制限は 私は 必 
要は 無い と考 へる、 之を 是より 我國の 新聞紙 —— 現 
行の 新聞紙に 適用して 論じて 見たい と考 へます、 第 
一に 現行の 新聞紙 法に 於き ましては 安寧秩序を 紊亂 
し 風俗を 害する 事項を 記載した る 時分に 於て は、 二 
つの 制裁が ある、 一つの 制裁は 司法 的の 制裁で あり 
ます •一つの 制裁は 行政 的の 制裁であります 、司法 
的の 制裁は 刑 削を 以て 之を 制裁し •行政の 制裁は 安 
寧 秩序を 紊 し Ml 俗を 害する 所の 記事を 記載した る 新 

聞 紙は、 內務 大臣 か絕對 の專權 を 以て 其發賣 頒布を 

禁止 致しまして、 其 新聞を 差 押へ る ことが 出 來 ると 

云 ふ 事に なつて 居る のであります ，然るに 安寧秩序 

を紊亂 しと 云 ふやうな る 所の 樫 準の 不明なる 文字を 

以て、 言論の 自由を® K しないと 云 ふことは、 立憲 

治下に 於て 私は 許すべからざる 事で あらう と 思 ふ、 

私は 此 安寧秩序を 紊すと 云 ふこと を 政府に 具 Iff 化し 

て 貰 ひたい、 私の 申す や 5 に 列記 的に して 貰 ひたい 

列記 的に して、 其 以外には 制裁を 與へな いと 云 ふこ 

とに しなけ れぱ •新聞紙は 筆を 執る に 付て 標準が 無 

い、 先達てまで —— 先達てでは ありませ ぬが •近き 


過去に 於て 例が ある、 官僚 内閣に 於て は 政府と 國尜 
と 云 ふ ものを ® 同 致して 居る、 國家に 何等の 害が 無 
くても 政府に 害が ある 事は， 安寧秩序を 紊亂 すと 云 
つて、 商ち に吿發 し、 其 新聞紙の 發迓 頒布を 禁じ、 
差狎 へる 譯にな るでは ありませ ぬか、 近き 過去の 內 
閗 に 於て此 例は 澤山 ある、 或る 内閣に 於て は、 事 實 
の 報道を 以て 安寧秩序を 紊す ものな りと して 此處分 
を やつた もの もあります、 此安寧 秩序を 紊 すと 云 ふ 
ことは、 先程 申した やぅに、 藩閥® 制 政治の® 物と 
申して 差 X な V、 之を 具體 的に する •政府は 私の 述 
ベた る 所の 六 項の 制限 以外に 尙ほ あると 云 ふこと な 
れぱ >  ~ 二は 加へ て も 差 ? < ない、 國 家に 害が あり、 
國體に 害が ある 事項は、 新聞社が —— 新聞記者が 放 
縦に 之を 論ずと 云 ふこと ならば •私が 今 示した る 所 
の 六 項が、 七 項に なつても 宜けれ ば •八 項に な •つて 
も 宜し V, 要は 安寧秩序と 云 ふやぅな 事 IX 今の 裁判 
官の 認定 >  行政官の 認定に 依つ て ■如何にもなる と 
云 ふ 事を 今日 存在せ しめて 置く は 立憲 法治 下に 於て 
許すべからざる 事と 考へ るので ある、 此安寧 秩序を 
紊すと 云 ふ事ほ 削除して 貰 ひたい、 是 'か 私の 此現行 
法に 對 する 第一の 要求であります、 而して 私の 述べ 
ました 所の、 例へ ぱ六 孭 の 中の 皇室の 尊嚴 を H ia す 
る 事と か- 國體を 害する とか 云 ふ 事は 是は 口 本には 
起り ますまい、 起り ますまい が、 法を ffi へる 以上は 
是は矢 張 書いて 置かなければ ならぬ， 此二つ の 事項 
及 風俗を 害する 事項， 犯罪を® 励す る 事項と 云 ふこ 
とを 新聞紙が 記載した 時分には， それは 內務 大臣 ほ 
矢 張發賣 頭 布を 禁止して 羞押 へて 差 支ない， 國家社 
會に 害を 爲す 新聞紙は、 其發賣 頒布を 禁止して 差 支 
いないので ある、 併し 私は それに 就ても 要求が ある 
絕對 的に 內務 大臣の 萬權 を屬 せし むる ことは 宜しく 
ない、 新聞紙の 發賣 頒布を 禁止す る權を 、内務大臣 
の絕對 認定 權に 一任す ると 云 ふことは-立憲 國に於 
て 決して 許すべからざる 制度で ある、 故に 私は 是は 
裁判所に 於て 串 ふ途を 開いて 貰 ひたい、 內務 大臣が 
私の 申 述べた る 所の 六 項の 中の 三 項 位な 10 大な もの 
—— 重大な 事項を 記載した る 場合に 於て は、 其發賛 
頒布を 禁止し、 其 禁止した る 所の 行政 處分 は、 裁判 
所に 於て 新聞紙を して 争は しむる と 云 ふことの 途を 
開かな けれ ぱいけ ない と 思 ふ、 之を 行政 裁判所に す 
る' か、 司法裁判 所に する かと 言 ひま すれば、 私は 法 
律の 系統から 言へ ば、 是は 行政 裁判所が 當然で あり 


ます けれども •谷國 の 立法 例を 見ます れば 、新聞に 
爭ある 事は 皆 司法裁判 所で 決します から、 日本に 於 
て も 窺 法に 據つて 保障せられ て 居る 天皇の 名に 於 
て 裁判す る 所の 司法裁判 所に內 務大臣 の爲 したる 魃 
分の 當否 を银 ふ途を 開く ことが 當然だ らうと 考 へる 
是は 內務 大臣の 絕對 專權に 向つ て 制限を 加へ る. 而 
して 言論の 自由を # 15: する ことになるで あらう と考 
へる， 次は 何かと 申します れぱ 、次は 現行の 新聞紙 
法の 「皇室 ノ® 嚴ヲー :®.〆 政體 ヲ變更 シ又ハ 朝憲 ヲ 
紊亂ス 1 事項 ヲ記 載シタ ル 者 ハ」 云々 と 云ふ條 文が 
ある、 之れ に 司法 的の 制裁が あります， 刑 E 的の 制 
裁が あります 、皇室の® 嚴を n 贽 する 記事に 向つ て 
は、 嚴罰を 以て 之に 臨む ことは、 我が 帝國の 臣民と 
して 希望す る 所で ある、 Jtif 樣な 事 は 起り ますまい が 
起つ た 場合に 嚴 15 を 以て 制裁を する ことは、 私は 固 
より 當然 とする 所で & る、 然るに 立憲 治下に 於て • 
政 體 を變改 すると か， 朝憲を 素 亂 すると か 云 ふやう 
な ♦藩 間 政府 以来の 傳來的 文字が 此に 在る、 是も安 
寧 秩序を 紊すと 云 ふこと >同 じく、 頗る 0S 味な 文字 
であります、 政體 を變改 すると 云 ふことは、 立憲 政 
治を 專制政 治に でもす ると 1 K ふこと であります， 併 
し 今日 立憲政治を 專制 政治に すると 云 ふやうな 誘 15 
を 書いても、 國 家社會 にさう 大した 害も與 へます ま 
い、 又 今日の 憲法 ほ 不十分な 事が あるから、 之を改 
正す る 必要が あると 云 ふこと を la じても、 政體 を變 
改 する ものと 裁判官から 認定され るか も 知れない、 
然るに 我が 立憲 治下に 於て、 我が 國體 を m んじ 、憲 
法に 斯る不 完全なる 事が あるから、 之を 改 正 しなけ 
ればな らぬと 云 ふこと を 平和的に 論ずる ことほ 當然 
である、 又 朝憲を 紊亂 すと 云 ふこと も 頗る 暖昧な 文 
字で ある、 學 者が 之を 定義して y 政治 組織を 變更す 
る ことが 朝憲の 紊亂で あると 斯 5 言 ふ •併し 國體を 
害せずに 政治 組織の ® 更 を 求む ると 云 ふ 者を 剖す る 
必要は 無い， 期る 政治 組織に したなら ば、 立憲 治下 
に 於て 適當と 信す るが 故に、 斯う 云 ふ 政治 組織を 朝 
むと 云 ふこと を® いても 一向费 支は ない、 國體を 害 
さない 範園で 論じて、 政治 組織は 斯る ものにした 方 
が宜 いと 云 ふこと を 論じても 差 支は 無い、 斯 る _論 
をしても 朝资紊 亂と云 ふ 事に 當るや うな 疑が ある* 
斯る條 文を 適用す る 場合は 殆ど 無い のに •刑法に 於 
ては 朝憲を 紊亂し 暴動を 爲した る 者 {t 處罰 すると 規 
定 して 居る •暴動を 爲した る 時分には 固より 之を 處 
二 一八 五 
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帮する も 可な り、 併し 是は 朝 ？ SI 紊 a と 崧励 とが 原因 
結果の 關係 VV S すに 非され ぱ、 刑法に 於ても 之を f-1 
しない、 平和的に 我國の 盗 法 13; 斯く改 7H する が 宜し' 
い、 我國の 政治 狃较 ほ 斯る 政治 組 fs に 赍 M する が 宜 
いと 云 ふこと を ^ じても. 私は 一向 痒. 支ない と 思 ふ 
斯の如 ? 著 阅政 府以來 の 傅 來的 文字は ■斷然 新 冏紙 
法より 削除す るの が當然 であると 私 (3: 考へ るので あ 
ります、 それから 次に 要求すべき 間 題は、 官讲公 箸 
又 ほ 法令を 以て 組筠 したる 議 矜 に 於け る 公に せざる 
文芯、公開せさる所の籙事を新聞に記載することが 
出来ない、 請願； £ 又は 訴願 再 も 亦 fw] じと 云ふ條 文が 
あります、 是 も官悅 政治の S 物で ある， 今日 役所に 
於て は 祕密で ない 所の 文 If に 『祕 一の 字が 榇 して あ 

る •見れば 一年 も 前に 公に された 文® が あるのに、 

之に 「 祕 J の 字が 捺 して ある、 之を 新聞紙に 褐賊し 

て 何の 害が あるか、 又 今日 a 族院 ， 衆_ 院の 委員 會 

は 公開し ませぬ* 併ながら 公開せ ざる 委 M 會の 議事 

を 記載しても、 g せられた 新聞紙は ない、 111: 人も少 

しも 之を 疑は ない、 斯る 事は 決して 禁す る必耍 ほ 無 

い、 喵々 S 衆兩院 に 於け る 祕密會 の 議事を 揭 載した 

時分には どぅす るか， 是は 新聞紙の 自省に 俟ち •責 

任を 自贤 して揭 載し ないやぅ にす る， 是は又 議員が 

祕密を 漏さなければ 洩れる 氣遺 ひがない、 斯る 事を 

新聞紙に 揭載す る ことが 出來 ない として、 司法 的の 

制裁を 以て 之に 臨む と 云 ふことは •私は 立憲 治下に 

於て 是は 官僚政治の 遣 物な りと 申さなければ ならぬ 

ので ある、 又 翳會に 出た る 所の 請願書を 掲載す る こ 

とが 出来ない、 是は 先達て 例が ある、 或る 雜誌 社が 

自分で 請願を 識會に 出しました、 其 m さない 前に 請 

願の 全文を 雜 誌に 掲載した のであります、 東京 區裁 

判 所の 檢事が 呼出して ， 75 前の 雜 誌には 請願 ® が 載 

つて 居る、 新聞紙 法 m 反で あるから 百 圓の剖 を 科す 

るが 宜 いか、 所が 取調の 結果 •それは 翳 ir に 出さな 

い 前に發 行した 雜誌 である、 是は 議會 に m たる 請願 

と 謂 ふことは 出 來な いので •罰せられずに 濟ん だ、 

議會に 出さない 前の 請願 R は、 新聞 雜 誌に 掲載して 

も 差 支ない* 議會に 出した る 後の 請願と 雖も 、之を 

新聞紙に 揭載 する ことを •刑 il を 以て 之に 臨む と 云 

ふことは、 私は 時代 後れの 法律で ある •又 主務 官廳 

に 出る 所の 訴願 書を 掲載す る ことが 出 來な いと 云 ふ 

是も 立憲 治下に 必要が 無い、 斯る專 制 政治 や 官僚 政 

治を 擁_ する やうな 規定 ほ 立憲 法治 國の 法律より 削 


除を 願 ひたいので ある、 官设 政治、 堪制 政治は 秘密 
を K び， 立 遊 政治 (3: 公開を S •ふので ある‘ 然るに 斯 
る 規定を 殘 すと 云 ふことは 、官僚政治を 保護して、 
立憲政治の 發達を 阻碍 すると 云 ふ*.- とになる ので あ 
〇 ますから、 斯る 規定は 斷然新 聞 紙 法より 削除して 
言論の 自由を 尊重 されん ことを 望む のであります、 
次の 問題は 何かと 申します れば 、平時に 於き まして 
眾事 外交に 付て 陸海 軍大 E、 外務大臣が 新聞の 記事 
を 禁止 制限す る _利を 有して 居る、 是が 果して 必要 
であるか どぅか、 而 して 軍機の 祕密を 保護す る 法律 
ほ、 別に 在る、 軍機 保護 法と 云 ふ 法律が 在る ので あ 
る， 即ち 軍機の 祕密を 漏洩し •軍機の 祕密を 公に 示 
した 時分に 於て ほ 1? 重なる 刑罰を 以て 制裁して 居る 
故に 軍事の 祕密 にならない ものを、 陸 海軍大臣が 平 
時に於て新閗紙を制限禁止すると云ふことほ、是ほ 
矢 張 言論の 自由を 尊重す る 上に 於て、 頗る 遺憾に 感 
ずる 條文 であると 思 ふので ある、 斯ぅ 云 ふ 必要は 無 
い、 軍事の 祕密 になれば 軍機 保護 法が 之に 制裁を 加 
へ、 又 他の 法律を 以て 之を 所 罰する ことが 出來 るの 
である、 其 以外の ものを 立憲 決 治 S に 於て、 陸海 軍 
大臣に 軍事の 祕密に 渉らざる 新聞紙を 制限 禁止す る 
所の 權利を 持たせる ことは、 却て 私は 立憲政治の 主 
義に反 する ものと 論 PT する ので ある， 外交 上の 問題 
1 外交 上の 問題 も •祕密 は 當局 者が 漏さなければ 
新聞に 載る！！ がない、 又 今日は 外交は 公に せよ、 外 
交 ほ 公開せ よと 云ん 論が ある、 新聞紙が 外交を 論ず 
ると 云 ふことは、 國民 外交の 實 を擧げ るので ある 外 
國に 於て は 講和 問題 等 も、 當局 者が 輿論を 喚起し、 

新聞紙が 輿論を 喚起し、 而して 國 論を 統一して 外 

に 向 ふから、 其の 主張が 强 いので ある、 其の 主張が 

貫徹す るので ある、 故に 日本の 外交に 於いて •外務 

大 昉 か 新聞紙の 制限 禁止を 爲さ ず、 之れ を 開放して 

も 差 支ない 新聞紙が 責任を 重んじ、 全國の 輿論を 喚 

起し， 國論を 統一して 政府の 後援を 爲すが 如き 熊 度 

を以つ て、 外交問題を 解決す ると 云 ふこと にしたい 

のであります (拍手 起る〕 併し 職 時 非常 事變の 場合 

は 此の 限に 在らず、 戰時 若く は 非常 事變に 於いて、 

陸 海軍大臣 及 外務大臣が、 軍事 外交に 向つ て、 新 

聞 紙に 對 して 禁止 制限の 權 利を 有して 居る と 云 ふこ 

とは 私 も 認める、 併し戰 時 非常 事變の 場合は、 戰時 

非常 立法であります から、 平時の 新聞紙 法に 規定す 

る 必要は 無い， 戰時 非常 事變の 場合は 天皇の 大權 


施行 も 妨げない、 戒 S5 令も發 布す るので ある， 故に 
言論の 自由と 云 ふ ものは、 或る 場合に 於て！ f 全く辣 
溺 されて 居る と 云 ふことは、 我國の 新聞紙が s i-ii し 
なけれ ぱなら ぬ、® 時 非常 事變の 場合に 此 制限 禁止 
が あるので あるから、 平時の 場合に 於て 軍事の 秘密 
に 渉らざる 事項に 就て は、 陸海 軍大 K 及 外務 大： £ が 
新聞紙の 制限 禁止を すると 云 ふこと！ T 絕對に 新聞 
紙 法より 削除して 貰 ひたいと 私は 考へ るので ありま 
す、 私は 先程 申した やうに、 安寧秩序を 紊亂 する 文 
字を 削除しても 餘り妨 はない が、 私の 希望す る 六 項 
の 制限、 其 以外の 制限は、 政府が 必要が あれ ぱ揭げ 
て も差茭 ない、 今までの やうな 官僚政治 其 他の 政府 
に 於て if 社會の 安寧秩序は 官僚政治の 官吏の みが 
する 事と 考ヘて 居る、 是は 大變 間違で ある， { T4 吏は 
少數で あり \ 民は 多數で ある、 立憲 治下に 於て は、 
官吏 も 安寧秩序の 維持 者で あるけれ ども、 人民 凡て 
が 安寧秩序の 維持 者で あると 私は 考 へる" 新聞紙の 
如きは 無論の 話、 有識の 士が箝 聞を 書く ので ありま 
す •安寧秩序を 維持す る ことは、 新聞紙の 一大 任務 
なりと 申しても 差 支は ない ので ある、 故に 此安 寧秩 
序を 素亂 すと 云 ふこと を 削除しても 之を 具體 化して 
新聞紙を 制限 禁止す る 所の 條項を 掲げて 居れば， 少 
しも 國家 社會 には 害を 爲さ ぬと 云 ふこと を 論斷 致す 
ので & る、 諸君、 其 他に 新聞紙の 枝葉なる 改正は あ 
ります、 例へ ば 今日の 新聞紙 法に 編輯 人 以外に 實際 
に 編輯を 擔當 したる 者を 制裁す る 規定が あります、 
今日では 必要であります、 併し 私が 述べた る やうに 
實 際の 編輯 人 —— 今日の 新聞紙で 申せば 編輯 長と か 
主筆と か、 社長と か 云 ふ 者が、 責任を 帶 びて 編輯 人 
になれば、 それ 以上 實 際に 擔當 したる 所の 記者を 罰 
する 必要が 無から うと 思 ひます、 私の 議論が 通れば 
責任を 帶ぴた る 紳士が 編輯 人に なれば •實 際に 編輯 
を擔當 したる 者を 處罰 する 必要 ほ 無から うと 思 ひま 
す、 其 他 論ずる 事 ほ餘 程あります けれども 、是は 私 
ほ 委員 會に 譲りまして、 此 新聞紙 法の 專制 主義、 官 
僚 主義を 變更 致して、 新聞紙 法の 民主化を 請求し、 
立憲化を請求するのであります、政府に於ても私の 
述べた る 事を 容 れられ まして、 部分的の 改正と せず 
して、 根本的の 改正案を 作り、 藩閥 政治 •專制 政治 
の 時分に あつたる 所の 遺物た る 文字は 削除して、 而 
して 民主化した る 立憲 化した る 所の 新聞紙 法たら し 
め、 根本的に 我國の 言論 尊重の 實を 擧げ ると 云 ふこ 


_ L 二べ 六 

とに S1 ひたい 〇 であります，.、 

も、 « 圧を 5|1 んじ、編树人も * 際に局に饮る研 
輯人 を ？ 9 旣人に 致しまして •其 穴 tc の ® を！' かにし 
て、 而して 1-';1 鹄に共に社け0:^.: ''; .: 

の 態度を 持つ て I'? ひたいと 云 ふこと が 私 C 希 !? J でち 
ります、 本案の 大耍 の說 M は 是で 止めて 柄を； S る 〇 
であります (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勸君漭 長。 
o ss 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 勸 辑。 

〇 岩 崎 勁 君 本案は 議長 指 -- « を 以て、 特に 十八 名の 
委員に 付託せられ ん ことを 詔み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 誘は ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 御異蕺 が 無ければ 顔丧 指名 十 

八 名の 委員に 付託す る ことに 決します - 日程 第 : 7F; 

狩 野 川 改修に 關す る建讁 案を 讓 題と 致します 、説明 
者、 小 泉 策太郞 君。 

第五 狩 野 川 改修に 關 する® 議案 (岩 崎 励 
君 外 一名 提出〕 

狩 野 川 改修に 關 する 建議 
政府は 速に 相 當の 計 « を 立て 靜岡縣 下 狩 野 川の 改 
修を爲 さむ ことを 望む 
右 建議す 

〔小 泉 策太郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 小 泉 策 太 郎君 建議案の 趣意を 極めて 簡單に 申 上 
げま す、 狩 野 川は 天 城 山から 沼 津の海 へ m る 川で あ 
ります るが、 其 水害の 程度が 年々 激しくなりまして 
此 川の 流域に® します る 伊豆の 田 方 郡 •又駿 河の 駿 
東 郡の 約 二十 箇 町村 許りは， 其 都度 非常なる® 害を 
受けて 居ります、 此 川の 氾濫の 程度が 年々 激しくな 
ると 云 ふ 原因、 又沿诗 町村 民の 被ります る 損害の 程 
度、 其 事實の 調査 も 略々 m 來て 居ります けれども、 
今の 場合 此處で 委しく 申 上げる のは 甚だ 御迷惑で あ 
らぅと 思 ひます から、 是は 委員會 で 詳細に 申 上げる 
ことに 致しまして， 結局此 洪水の 被害を 除く には、 
河川を 改修を して 治水 事業を 完成す ると 云 ふ 以外に 
方法は 無い のであります るが、 地方 費と して <+: 部 此 
費 用を 負擔 すると 云 ふことは、 到底 不可能の 事で あ 
ります るから、 國 家と して此 治水 事業の 經營 をして 
相當の 調査を 爲 し、 又 速に® 行して M ひたいと 云 ふ 
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のが、 此扭 蕺 案の 趣 ; 1 であります、 どぅぞ K しく 御 
賛成を 願 ひます。 

0 岩 崎 動 君 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 1!| 封。 

〇 岩 崎 勦 封 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 

付託せられ ん ことを 薄み ます。 

o_KC 大岡 育造 君) 御 興 ^ はありません か。 

異 SI なし 異謎な し」 と 呼ふ荠 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異讁 無ければ 議長 指名 九 名 
の 港 員に 付託す る ことに 決し ま i — 日程 第 六 •農 
業 政策に 關 する 建議案を 議題と 致します、 提出者 赤 
間 嘉之吉 君。 


第 六 農 築 政策に 關 する ill 議案 (赤 間嘉之 
吉君 提出〕 

農 菜 政策に 關 する 建議 

政府は «■ 種の 農 菜 政策を 立て 之を uf 行しつつ あり 

と雖 未た 充分なら さるもの あり 或は si に 計 iij すへ 

きもの あり 故に 左の 政策を 立て 之を 實行 せむ こと 

を sg む 

一 農業 勞蚴 者％ 加の 方法を 講する こと 

一 農具 改良の 方法を 講する こと 

一 農業 上の 發明者 及 篤志 渚を 推獎 する こと 

1 '肥料の 廉彻瞄 入の 方法を 講する こと 

一 牛馬 耕を 獎勵し 農 菜 用 牛馬販 俏瞄 人の 方法を 講 

す る こと 

一耕 地の 排水 的 整理を M に 大に獎 蚴する こと 

右® is す 

〔赤 間嘉之 吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 赤間嘉 之吉 君歐 洲鸱 P の敎訓 に te りまして、 我 

國 にも 幾多の 新しい 問題を 生じて 參 りました、 其 中 

に付きまして 貧 ffl 問題 {'i 昨年の 謎會以 來 、官民の 間 

に隨分 論 謎せられ ました JR 大な問 題で ございます る 

が此 食糧 問題を 解決 致します るに 付きまして、 本 期 

諮 fr に 於て 政府から も G 々な 提案が •こざいまして， 

吾々 も 之に 對 して 協 锊を與 へました が、 食 糊 間 題を 

根本的に 解決 致します 所の 耍點 は、 第一は 農業 政策 

を 確定す るに 在る と 云 ふこと を 私は 信じて 居ります 

農 ii 政策の 上に 付きまして は、 先程 も 論 雜せ られま 

した 開 懇 助成 法 •或は 開懇锊 社と か 云 ふやうな 事 も 

必要で ございます るが、 新たに 開 18 をし、 埋立 をし 
農業 政策に 關す る® 謎 案 


干拓を 致します ると冏 昤 に、 從來旣 に 開 懇せ られて 
2 go、 耕作せられ て； g る 所の - [-. 地 の 利用を 咐大 する 
と 云 ふことは， 食_ 問拽を 解決 致します るに 付き ま 
して"码大錄務であると私は信じて尻りまする、從 
來開 _ せられて 屛る所 の 土地の 利 W を 射 大す る Sf5 一 
は>  耕地の 排水 的 整理を する のが 一番 必要で あると 
思 ふ •現に If M 府近を 見ましても， 郊外には 幾多の 
水田が 今 水が 溜つ て 其 ^ になつて 居る， 冬の 間は 之 
を 耕作す る ことが / li 來な いこと になつ て 居る •汽車 
に乘 つて ®: 海 ia 線を 見ましても •鐵道 沿線には 幾多 
の 水田が 冬の 問は ぢ つと 遊んで 居る と 云 ふやうな 有 
樣で ある、 隨て 農民は 冬の 間には 仕事が 出 來な い、 
夏は 農民は 農事に 忙殺 さる ゝけれ ども、 冬の 間は 遊 
んで尻 ると 云 ふやうな 有 櫧で ある、 東京の 附近の 如 
き 野菜なん ぞに 致しましても、 隨分高 價の 物を 買つ 
て 居る、 其 東京 市外の 周圍の 方には 水田が ぢ つと 遊 
んで 尻 ると 云 ふやうな 有様で ある、 斯う 云 ふ 土地に 
對 しまして は、 第一に 耕地の 排水 的 整理を すると 云 
ふ 事が 最も 必嬰で あると 思 ふ、 從來 政府の 方で も 耕 
地 整理， 排水 骼理と 云 ふやうな 事は 色々 獎励を 致し 
まする し、 之に 對して 補助金 も與へ て PT る， 又 耕地 
整理の 基本 調查 をす るに讨 て も •補助金を 與へて 居 
ります るが、 まだ 甚だ： 个十 分で あり、 極く ® かな も 
ので ある、 昨年の _會で ありました か、 一昨年の 臨 
時 謎會で あつたか， 土地の 利用に 關す る經費 と 云 ふ 
ものを、 初めて 議會に 政府から 提案を 致しまして. 
吾々 に 協賛を 與ヘた のであります、 是は 新たに 開 _ 
すべき 土地 塊 立を すべき 土地、 或は 干拓すべき 土地 
を 政府の 方で 調査を 致しまして， それに 對 して 十分 
なる 設計を 立て、 收支拽 算まで も 政府の 方で 致して 

さう して 土地の 所有者， 或は 地方の 人に 開墾 ffl 立 干 

拓を勸 誘す ると 云 ふこと になつ て 居る、 新' たに 土地 

を拓 くこと も 必耍で あるけれ ども、 今 申 上げる やう 

に 現在 されて FT る 土地が 遊んで K る、 其 利用を 

咐大 する に 付て ほ、 政府は {■! かに 基本 調査を する に 

fl て* 補助金を 與へ ると 云 ふこと に 止まつ て 居る、 

新たに 開 P (する に 付て 政府が 多額の 經费を 投じ、 其 

調査を し. 設計を し、 收茭 豫算を 出して 居るならば 

旣に開 ■されて K る 土地に 對 しても •排水 的 整理の 

基本 調査を 政府の 方で やつて JC しいと 思 ふ、 さう し 

て 土地の 所有 渚に 向って 排水 整理を 勸誘 する ことに 

なれば >此 事業は 從來 よりも 一層 長足の 進步 をし 發 


達する ことで あらう と考へ ます- 從來 政府の ia 方を 
見ます ると、 農業 者 或は 農業に 釾 する 政府の 遣 方は 
どうも® だ不滿 足の 點が ある •明治 政府の 初めに 於 
きまして 地租 改正を 斷 行した 時には、 其經 費の 大部 
分は 民 地と して 土地の 所有者が 負擔 して 尻る •又 二 
十ー ニ 年の 頃 地租 輕 減の 目的を 以て 地 僧 修正を した 
時に も、 其 大部分の 經费は 土地の 所有者が 負擗 して 
居る、 當然 政府が 負擔 しなけ れぱな らぬ經 费の 大部 
分を、 土地の 所有者が 負擔 して 居る のであります > 
今 耕地の 排水 整理を する に 付ても •政府は (1 かの 補 
助を して •大部分は 土地の 所有者に 設計し 調査 させ 
る ことにな つて 居る、 越 だ 私は 斯う 云 ふ 點は遺 憾で 
あると 思 ひます、 願く は 政府の 方が 排水 整理の 基本 
調査を 致しまして、 土地の 所有者に 大に勸 誘す るが 
最も 必耍 であらう と考 へます， 次に 耕地の 面積を 開 
墾 し 排水 整理を 致しまして、 土地の 利用を 增大 する 
に 付て >莳 接 必要を 感ずる のは 農業 勞卿 者の 缺乏で 
ある、 段々 鍋 山 或は 製造 H 業 等が 發 達します るし • 
都市が 發展 する に 付て、 農民が 都會の 地に 移住し、 
或は 轉業 する ことにな つて、 農業 勞働 者が 少く なる 
今 衆議院を 通過した 開 18 助成 法、 或は 開 il 會社 等が 
m 来ましても •農業 勞働 者が 段々 減少す る やうでは 
此 0 的を 完成す る ことは 出来ない、 隨て 農業 勞働者 
の衔 加と 云 ふことは、 政府の 方で も餘程 考へな けれ 
ばなら ぬ 問題で あらう と 思 ふ、 如何にして 農業 勞働 
者を 增加 する かと 申します と、 私の 考では 支那の 勞 
働 者、 支那 苦力を 日本に 入れる ことを 政府の 方で 考 
へて 貰 ひたい、 支那とは 確か 條 約の 關係も あると 思 
ひます から、 單り農 商務省 だけの 問題で なく、 外務 
省、 農 商務省 內務省 あたりと 共に、 此 問題に 向つ て 
何とか 致して 支那 勞働 者を 日本に 入れる， 或は 鋸 山 
なり 或は 製造 丁； 業な り、 さう 云 ふ 方面に 支那 勞® 者 
を 入れる ことになると •消極的には 農業 勞卿 者の 去 
るのを それを 以て 引 留める ことが / 1-! 來 ると 云 ふこと 
になつ て參 ります、 次には 農具の 改良， 從 來我阈 で 
用ゐて 居る 農具は、 谷地 方谷糅 の 物を 用ゐて 居る • 
此農具の改良に付てほ、從來農業試驗所或は農學校 
とか、 農科 大學 とか 云 ふやうな 各種の 學校も ござい 
ます けれども、 此 農事 試驗 場と か 或は 各學 校に 於き 
まして、 農具の 改良に 向って ほ 餘り 力を 用ゐて 居な 
いのであります が、 是は勞 力を 節約し、 勞働 者の 減 
少する 半面に 於て ほ、 農具の 改良を 致しまして、 勞 


磡 者の 減少に 對 する 補を 付ける と 云 ふこと が* 最も | 
必耍で あらう と 思 ふので あります、 願く は 政府の 方 j 
に 於き まして •此 農具の 研究所を S きます ると か、 

或 is 學校 とか •農事 試 驗所に 於き まして、 農具改 a 
の 事に 今少し 研究を して 戴きたい と 思 ふので ありま 
す， 次 ヒ は勞働 節約の 一端と 致しまして、 牛馬 餅の 
獎勵で あります ハ此 牛馬 耕の 獎励に 付て 全國を 見渡 
します ると， まだ 田畑を 耕す に 人の 手で やつて 居る 
所が 多い ので ある、 是は 牛馬 耕を 用ゐる ことになる 
と、 人の 勞力を 節約し 工程 も餘提 推 捗す ると 考 へま 
す、 現在 我國に 於て は 牛馬を 產出 する こと 甚だ 少な 
く、 對 岸の 支那に ほ 陕西省 四川 省 河南 省 等に 澤山牛 
馬を 產 出し、 又 有名なる 山 K 牛、 是 等を il 人す ると 
云 ふと 餘程 我國の 牛馬の 缺乏を 補 ふこと が (J-5 來 る、 
さう 云 ふこと に 致しまして 牛馬の 不足を 補 ひ-一面 
に 於て 牛馬 耕を 獎励 すると 云 ふことは •最も 農事の 
改良を 圖り勞 力を 節約す る 上に 於て 必盟で あると 考 
へます、 次は 肥料の 問題、 我 國の肥 料は 段々 改良 さ 
れて參 ります けれども" まだ 金肥 所謂 瞒買 する 所の 
肥料は 價 格が 高い、 肥料 會社 は隨分 多額の 利益を 得 
て 居ります が、 農民は 此 高い 肥料を 農業に 用ゐな け 
ればな らぬ 、何とか 致しまして 此肥 料の 菔價瞵 買の 
方法を 政府の 方に 於て 考 へて K ひたい、 次には 農業 
の 進步發 達を 圖る 上に 於て， 農業 上の 發明者 及び 篤 
志 者を 奬勵 する ことが 最も 必要で あると 思 ふ， 軍事 
上の 關係或 ほ 軍器の 發明 改良を 致した と 云 ふこと に 
付て は， 直ちに 動 章を 與へ る途が あるけれ ども、 農 
業 上の 發明 者に 向つて は、 さう 云ふ途 が 未だ 嘗て 開 
かれて 居る ことを 聞き ませぬ、 是は 甚だ 造 憾に思 ふ 
今日の やうに 食 _ 問題の 解決に 官民 共に 力を 注ぐ と 
云 ふやうな 時に 方つて は、 一層 此農業 上の 發明者 篤 
志 者 等に 對し て、 獎® する 途を 開いて 貰 ひたいと 思 
ひます、 或は 稍 種の® 水 撰の 發明 とか、 或は 權 rfl 式 
の麥を どうしたと か、 近来 私の 地方 あたりでは 一地 
方の 役場の 農業 技手が 稻作の 改良に 付て 非常な 發明 
をして、 麥の潲 田 式より 以上の 發明 をした 者が あり 
ます、 さう 云 ふやうな 者に 對 して 未だ 嘗て 之を 推獎 
する 途が 開かれて 居らぬ のは il ti と 思 ふ、 或は 藍授 
賜 葷綠綬 褒章と か'  褒章を 與へ る途ほ あるけれ ども 
未だ 是 等の 者に 向つ て敍 黝 せられた ことは 聞き ませ 
ぬ、 願く は 斯う 云 ふ 者に 向つても 軍事上の 發明或 は 
軍器の 改良した 人と 同じ やうに、 挺 遇の 途を 開く と 
i  ー ニ 八 七  . 


睽 潢衆涔 蓀國帝 冋一十 叫 功 
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か、 或 {X 其 他に 推 ^ の途を 開く ことに 致しました な 
らば、 農 菜の 改良 進步の 上に 餘程の 効果が あると 私 
は 信じて 疑 ひませ ぬ、 で以 h 申 上げました 政策と 相 
俠つて 、政府が 今期 男色に 提案され ました 開积 助成 
法な り、 開 社 等の 事檗と 共に 保 謎し ましたなら 
ば、 食 糊 間 題の 解決 (X 決して 雜祺で ない と 信じます 
敢て 本 5t 該案を 提出した 所以であります" 

〇 岩 崎 勤 君 本案 (3: 日程 第三の 委員に、 併せて 付託 
せられん ことを S •みます'' 

U. 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり 一 
〇讁長 (大岡 育造 君〕 御 興 篛無 しと 認めます •仍て 
岩 崎 君 励 餞の 如く 決します、 日程 第 七、 陸軍 下 士卒 

險 遇に 關する 建議案を 議題と 致します I 提出者 高 

田耘平 君。  丨 

第 七 陸眾 下士 卒松 遇に 關する 建議案 (高 

田 耘平君 提出： I 

陸軍 下士 卒甾 遇に 關する 建議 

陸眾下 士卒の 給與甚 た菲薄 にして 現役の 兵卒に 對 

し 父兄 等ょ 〇 送金しつつ あるは 目下 一般の 狀况な 

り尙 下士の 生活 も 極めて 闲難 なり 依て 政府 (3; 成る 

へく is 速に 下 士卒の 給與を 改善す るの 方法を 採ら 

れむ ことを 圉む 

右 建 謎す 

〔高 田 耘平君 登®〕 

〇 高 田 耘平君 大分 御 倦怠の 所で ございます から、 

長く 申 上げる 積り でありました けれども， 極めて 大 

綱 だけを 申 上げます、 目的は 陸軍の 下 士卒の 給與、 

即ち 給料 食糧と も 甚だ 菲薄 であるから、 之を もぅ 少 

し 改善す る必 S? が ある， 斯ぅ 云 ふ 事で ございま すそ 

れだ けでは 餘り 簡單で ございます から、 其 理由を 簡 

萌に申 上げます •即ち 現在の 陸軍の 下 士卒の 給與が 

果して 十分で ある や 否やと 云ふ事 を 見る と 之を 备 it- 

卒の 家庭が 一 母 月 *! ‘ 分 宛 か 其 父兄ょり 兵卒に S 金す る 

の狀况 を 見ても、 其の 不足す ると 云 ふ 事 ほ 明かで あ 

る又喵 々逆': 命す るから それが 不足で あると 云 ふ 事で 

は 徹底し ませぬ が、 實 際に 陸軍省の 調べられた もの 

を 見ましても、 確に 不足の 狀况に 在る、 委しい 數字 

になります から 是ほ略 します が、 現在 不足で あると 

云 ふこと を 第一 申 上げます、 それから 第二には 其 兵 

卒の 多くが どう 云 ふ 家庭から 出て 居る かと 云 ふ 事、 

即ち 兵卒の 多くの 財產 程度は どう 云 ふ ものである か 

と 云 ふ 事 も、 是も 一の 理由に ならう と 思 ふ、 是 ほ 私 


が 陸 lit 省で 調べて ]: ¥ つた もので 詰り 第一 師團 ■第 十 
四師 幽、 第 十五 師幽 の此三 箇師幽 の 兵に 就きまして 
大正 六 年の 兵卒の 總 員に 就きまして、 どう 云 ふ 風な 
財產狀 II になつて 居る かと 云 ふこと を 調べて M ひま 
した •か、 千分比 例に 致しました、 直接 阈税百 圓 以上 
を納 むる 家庭の 者が、 千分比 例で 十五 人で ございま 
す‘ それから 直接 國税 卫 圓未滿 二十 圓 以上の 納稅者 
の 家庭の 者が 百 三十 人で ございます、 それから 直接 
國税 二十 圆未滿 の 納税者の 家庭の 者が 五 百 三十 人で 
あります、 商 接國税 不納 者の 家庭の 者が 三百 二十 五 
人、 是 ほ 第一 師幽 、第 十四 師_ ，第 十五 肺團 の三箇 
肺 幽に就 きまして、 陸軍の 當 局の 手に 依つ て 調べて 
H ひました 、其 B 類 も ございます、 此書類 必ず 全般 
に 渉る とは 申し ませぬ けれども* 尠な くと も 之を 以 
て 我 帝國の 陸軍の 兵卒の 財 產狀 態を 窺 ひ 知る ことが 
大體に 於て m 來や うと 思 ひます、 之を 見ます ると 中 
產 階級 以下に 15 する、 直接 國税二 十圓以 下の 者と、 
商 接國税 不納 者と を 合せて、 全體千 八に 付 八 百 五十 
五 人と 云 ふこと になつて 居ります 、是 は餘程 看過す 
ベから ざる ことで あらう と 私は 思 ふので あります、 
即ち 此 等の 中產 階級 以下が 國家 最大の 兵役の 義務を 
負うて 居つて、 其 上に 尠な からず 二三 年間 年々 小 遣 
の 足りない ものを 受ける と 云 ふ 現狀は 、見やう に 依 
つては 餘程大 問題と 謂 ふこと が 出来る と 信じます、 
是が 第二の 理由、 第三の 理由は 最も 一寸數 字に なり 
ます けれど、 徵兵令 施行 以来 今日までの 陸軍の 兵卒 
の 給料を 比較して 見る とどうな つて 居る か、 委しい 
ことは 略します が、 ざつと 申 上げます ると* 明治 四 

年に 一等卒と 云 ふ ものは 一箇月 二圓で あります 即ち 

一日 七錢 であつ た、 それから 明治 三十 二 年頃は 幾ら 

であるかと 云 ふと， 一等卒 一一 等 卒を 通じて 一日 四錢 

である、 それが 明治 四十 三年より 一日 五錢二 厘に な 

つて、 さう して 大正 七 年 四月より 二 割 五分を 增 しま 

して-九月より 四割增 となり、 現在 一、 二 等卒が 一 

日 七錢二 厘と 云 ふこと になつ て 居ります、 斯う 云 ふ 

やうな 風で ございまして ，徴兵 令 施行 當時 は、 非常 

に 今日より 待遇が 好かつ たので ある、 此歷史 から 見 

まして、 私共は ずつと 古き 以前の 兵卒の 手當 と其當 

時の 物價 と、 今日の 手當と 今日の 物價 とを 對 照して 

見ます ると、 不足で あると 云 ふことは、 歷 史上より 

も 明に 1? 明し 得る と 思 ふので あります、 第 四は 陸軍 

と 海軍との 比較 問題で ごいます、 之を 食糧の 方面と 


铪 料の 方 ns より® 察し ま t- ると、 陸 4i の 方の 上等兵 
とふ ものが 定額 六錢五 厘で 之に 四 割 咁 しまして 九錢 
一 厘と なつて 居ります、 そこで 海軍の 一等卒は どう 
であるかと 云 ふと、 I 日の 定額が 二十 六錢で 、是に 
四 割を 咐 して 三十 六錢 となつ て 居ります 、さう する 
と 陸軍の 上等兵 |£ 海： 也の I 等卒と 比較して、 一日の 
給料が 陸軍より 海軍の 方が 四 倍であります、 是は總 
ての 兵卒に 通じて その 通りで ございます、 詳しい 事 
は 略します， それから 又 陸軍の 兵卒と 海軍の 兵卒 i 
の 食糧が どうで あるかと 云 ふと， 米麥 等には 大差 ほ 
ございませぬ が 野菜 類に も 大差は ございませぬ、 唯 
々肉類になる と 非常に 差が ある、 海軍の 方の 食糧の 
表を 見ます ると 一日の 食 S が 牛肉 六十 55 T 魚肉が 四 
十 匁 合計 百匁と なつて 居ります >  所 が是が 第 十四 師 
團に 就きまして 肉類の 調べた 物を 見ます ると 一 ; 1 間 
に 九十 匁であります、 魚肉、 豚肉、 牛肉を 通じて 九十 
匁 •是が 一週間 分であります、 所が 海軍に 於て は 魚 
肉牛 肉を 通して 一日 必ず 百匁の 肉類を 食 ほせて 居り 
ます、 斯う 云 ふこと になつ て f?f りまして、 甚だ 權衡 
を 得ない のであります、 若し 今日の k, で 往き まする 
と、 海軍に 志願す る 人は 悅ぴ ます けれども、 陸軍に 
居る 人 {3: 甚 しく 不平を 持つ やうになる と 思 ふ， 此意 
味より しても、 どうしても 陸軍の 給與 をもう 少し 高 
める 必要が あると 思 ひます、 以上 四 S がどうしても 
陸軍の 下 士卒の 給 興を 更に 改善し なければ ならぬ 理 
由と なる のであります、 是は餘 程 見やう に 依つ ては 
大 問題と 思 ひます から、 是非 一つ 諸君の 御 賛成を 請 
ひたい 積り でございます， 何れ 詳細の ことは 委 M 會 
で 申します。 

0 岩 崎 1) 君 本案は 官吏 恩給 法、 及び 之に 關聯 する 
諸 規定の 改正に 關 する 建議案の 委員 會に 、併せて 付 
託せられん ことを 望みます。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 動議の 如く 
決しました I 日程 第 八 •北海道 拓殖 完成に 關 する 
建議案 —— 寺 田省歸 君。 

第 八 北海道 拓殖 完成に 關 する 建議案 (寺 
田 省 歸君外 二名提 m) 

北海道 拓殖 完成に 關 する 建議 
現今 北海道 拓殖® 業 計 ffi の 財源た る 自然 咐收 は拓 
殖 完成に 至る 迄 本道 經營の 資源に 供す るは 北海道 
拓殖 計 ffi 案の 精神な り 故に 左 fli 事項に 對し 更に 時 
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代に 適 腿す る 計 を ® 立せ むこと を rH む 
一拓 殖錢菹 救 設 
一港！； 及 漁港の 4S 築 
一洽 水琪纪 
一 土地改良 gf 槊 
一 其の 仙 必斟な る yf 菜 
右建誔 す 

〔寺 D-i 省 歸君登 松〕 

0 寺 田 梢 &ff 君 時 f;!l が 切迫 致しました から、 保 <: liil 
單に說 明 致します 「北海 遒 拓嵇 ?Jf 梁 計 5!E の w i'IS たる 
自然 咐收は 拓殖 完成に 至る ia 本 S3 經键 o ft ' 湖に 供す 
る」 ほ 明治 四十 四 年に 定められた る Jii wi 計％ 1  ; 紐 神 
であります、 仍て 「左記 事 w に對 し： 炎 に 時代に 釣 腿 
する 計 5¢ を 樹立せ ん ことを 闱む」 と 云 ふの が、 此扯 
議案の 精神であります、 即ち 拓船 鐵逍 の ! K 設 、港 isf 
及 漁港の 修築、 治水 事業、 土地改良 事業 > 3¢ 、 他 必要な 
る 事業であります、 理由を 聊か 說明 致します、 北海 21 
は 明治 二 年 拓殖 長官 東久 111: 通 ra 卿が、 先帝 陛下の 
ffi 渥なる 詔勅を 奉戴し まして、 開拓に 從祺 して 以來 
旣に 五十 餘年 を經 過. 奴し ます、 其 間 r;' 民 共に 銳 SC 熟 
心 開拓に 從事 致しました 結果、 今や 人ロ ニ t*! 有餘茁 
開懇地 七十 餘萬 町歩、 生 產高三 億 萬 [H に ho まして 
其 進步 稍々 見るべき ものが あります、 然れど も Mf 袤 
六 千 方里に 亘る 北海道の 大に 比します れぱ ，未だ 開 
墾 の H 程は 其 半に も 達しない ので ございます、 海に 
於て ほ， 沿海 漁業は 稍々 S 頸の® かあります けれど 
も. 逯洋 漁業に 至りまして は 未だ 一指を も 染めず、 
無盡の 魚族に 富み、 此 魚族を して 益し く 北海に 游泳 
せし むる 有樣で あります >  又 山に 在りまして は， 千 
古； f 伐の 森林は 跋大の 地區に M りまして >  迸» 暗き 
所があります、 又 谷 種の 鉞物ほ 無限の 鋸 £i を 包贼し 
て， 事業家を 持つ て 居る 有樣で ございます、 al に Ki 
野を 見ます れば 、尙ほ 吾々 の 見る 所で ほ、 百 萬 町歩 
の 開墾 適地 •か 存 して 居る のであります、 刻下 朝野の 
最も 苦心を 爲しつ m ある 米穀に 於ても •今後 殆ど 五 
六 百 萬 石を 產出し 得べき 餘地が 十分 あるので ありま 
す、 工業に 至つ ては 谷 所に ® 富の 原料を 篚する を 以 
て， 多大の 發展を 見る ことが 出来ます、 其 外裔 塵に 
養！！ に數へ 来れば 日 も 亦 足らぬ のであります、 故に 
北海道の 開拓の 仕事は、 寧ろ 是から と言ぅても 宜い 
のであります、 故に 若し 北海道 拓殖 完成し、 產業大 
に發 達する の 時には、 人口に 於て 七 八 百 萬 人、 生 產 
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總 高 十 偽 萬 0 に 上る ことは、 敢 r 雖事で ない と 思 ひ 
ます-故に lit 點から 申します れぱ ■北海道は 一は 米 
餃 の 調節を 助け •一は 内 til! に 於て 年々 增加 する 過剩 
の 人民を 柊 入れまして、 彼等を L て 十： 著 永住の 樂土 
を 得せし むる 使命を ^ して 居る ので ございます、 政 
府は 明治 四十 I ! 年拓砘 事 槳計 喪 を 立て ゝ以來 時運の 
形勢に 鑑みまして， 豫定 の計进 に 多少の 改正 追加を 
爲 し， 是が 遂行に 努めつ、 あります けれども， 拓 m 
の 完成を 期せん と 欲せば、 未だ 不備 不足と 謂は なけ 
ればな りませぬ、代るに一而時代の進運ほ，北海道 
拓殖の 速成を 耍轺 して 止まぬ のであります、 又 一面 
本道 自然の 哬收は (「詳細は 委 M 會 J と 呼 ふ 者 あり) 
一時豫 定の 如き 收 入が ありませ ぬでした が、 近年に 
至りまして 頗る 好况を 呈 し、 此旣 定計进 の 完成 期， 

即ち 大正 十五 年に 至る まで， 少 くも 二 千 有 餘萬の 金 

高に 上る T« 想で ございます るから、 吾々 は 此 最初の 

計敷に基いて、此|1千有餘萬の金を支出して、以て 

此拓殖 の 完成を 期せん と 欲する 若で ございます、 ど 

ぅか 御 fl 成を 願 ひます。 

【拍手 起る〕 

〇 岩 崎 黝君木 案 li 謎 長 指名を 以て >  九 名の 委員に 

付託せられ ん ことを 轺み ます。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 興？！ はあり ませぬ か。 

〔「異議な し -® 讅な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 岩 崎 君 動 載の 

如く 決し ま. 5 — H 程 第 九、 發 m 用水 利_ の 法規 制 

定に關 する 建 謎 案を 議題と 致します 、石 ll:l f: l'-: 太 郎君 

第 九 pm 用水 利 拙の 法規 制定に ! /;i する 建 

談案 (石 原 JH 太 郎君 外 一名 提出) 

發 m 用水 利 糊の 法規 制定に 關 する 建 閟 

近時石炭の價格暴脾したると谷嵇エ業勃興の結果 

水力 笛氣 の yf 第は 益 盛大を 加へ 而 して 1 :家 の產業 

上 m なる 位® を 占む るに 至れり 而 して 水力 甯氣の 

根 原た るへ き 水利は 3 家の 所有物に して 之 か 使用 

許可の 方法の 宜しき を 得る と 否とは W 家 經濟上 m 

犬なる 關係を 有し il. »jf 業 家の 利畀消 長に 影！ 一： する 

ところ 大なり 然るに 此の 水利 糊 使用の 許可に 關し 

未た 統一的 法規の 定まれる ものな く 所謂 行政官 廳 

の 手加減に te りて 決定 せらる へきを 以て 時として 

其 間 不正の SI ® 行は れ 公明なる 經濟 上の 發睃を 阻 

害する こと 少から す te て 政府は 速に 適 常なる 方策 

を講 し本纽 諮の 趣旨を 遂け しめられむ ことを 圏む 


右 建議す 

〔石 原 正 太 郎君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 石 原 正 太 郎君 極く 簡 li に 趣旨を _ 述べます、 最 
近 水力 電 氣の琪 業は 非常に 勃興 致しまして 殊に 時局 
以来 石炭の 似 格が 脾 ft し、 エ菜の 勃興に 伴うて 此水 
力 電氣が 非常な 發達 を來 したので あります •近い 調 
に 依ります ると、 水力に 依る 發電が 約 九十 萬 馬力， 
之に 投下せられ て 居る 資本が 約 三 億 五 千 萬圓に 達し 
て 居る のであります， 數年前 遞信 省に 臨時 發電 調査 
局と 云 ふ ものを ® きまして、 全國の 主要なる 河川 百 
四十 七に 付きまして、 經濟上 利用し 得べき 發 電力を 
調査した ことがあ ります、 其 調査の 報 佐 書に 依り ま 
すると、 此百 四十 七の 河川に 付ても 尙ほ六 百 五十六 
萬 馬力の， 經濟 h 利用し 煜べき 水力が あると 云 ふこ 
とであります、 左樣な 譯で あります るから， 今後 此 
水力 電氣 に投 ド せらるべき 資本は、 十： ;/ 1: 億 乃至 二十 
億を 下らぬ もので あらう と 思 ふので あります •誠に 
水力® 氣ほ •國 家が 所有して 居る 富 源の 最も 大なる 
もの、 一つで あつて、 幾ら 之を 使用しても —— 之を 
使つ て も盡 きないと 云ふ點 に 於き ましては、 或る 意 
味に 於て は 鋸 山ょりも ょり 以上 價® ある 國 家の 一大 

fe' 源で あらう と 思 ふので あります、 此 © 源た る - 

鎇山 に付きまして は 鐵業法 と 云 ふ ものが ありまして 
是れが 肢 扱の 規定が 完金 に规定 されて 居る ので あり 
まする が、 此の 水力の 水利 椭 に 就きまして ほ、 統一 
されて ある 纏まつ た 法規が 無い のであります、 各府 
縣 勝手な 手 縛 IT の やうな ものを 設け、 遞信 省は 遞信 
省で 内規の やうな ものを 設け、 內務 省は 內務 省で そ 
れに類 したる やうな ものを 設け、 其爲 めに 此の 貴重 

なる 富 源の 開發 を #® からしめ 妨ぐる ことが 非常に 多 

いのであります、 のみならず 斯樣な 有用な 富 源で あ 

る爲 めに、 其_ 利を BI 得すべ く 色々 の鞔 故を i!Ii つて 

忌むべき 運動な ども 行 はれて， 官 ffi 上 裳に 厭 ふべき 

事 椚も 起る のであります (「分りました」 と 呼 ふ 者 あ 

り) 色々 當纪 转 が 此水 力電氣 の 水利權 の 許可に 對し 

まして、 政府が 現に 執りつ、 ある 方針に 就て、 尠か 

らず不 安を 懐いて 居り、 又 多くの 疑 點を 持つ て 居る 

のであります、 是等に 就きましては 、詳細に 委員 會 

に 於き まして 政府の 御說 明を 願 ひたいと 思つ て 居り 

ます、 どうぞ 街 賛成 あらん ことを 希菌 致します。 

〔拍手 起る j 


〇 岩 崎 11 君 本案は 議長 指名を 以て， 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〔「異 譎な し異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 励識に 御 異議は なしと 認め ま 
す、 乃ち 岩 崎 君 動議の 如く 議長 指名 九 名の 委員に 付 
託する ことに 決しました、 日程 第 十-能 代、 3?; 所 川 
原間鐵 道 建設に 關する 建議案を 議題と 致します、 委 
員 長 池 田 親 治 君。 

第 十能 代、 五所川原 間鐵逛 建設に 關する 
建議案 (エ 藤 iii 爾君外 四 名 提出〕 

C 委員長 報吿) 

〇 池 H] 龜治君 極く fa ® であります る 故に、 此席か 
ら說明 致したい と 思 ひます。 

0_長( 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 池 田龜 治君喵 今日 程に 上つ て 居ります る 所の 能 
代 五所川原 間鐵道 建設に 關 する 建議案の 委員 會の經 
過 並に 結果を 御 報告 致します、 委員 會に 於き まして 
は. 0 を m ぬる こと 三回、 提案者に 質問を 致し •政 
府の說 明を聽 き、 愼 重に 審議 致しまして、 其 結果 滿 
場 一致を 以て 可決す る ことにな りました、 今此 大要 
を 申 上げます ると c 「簡 m 々々」 と 呼 ふ 者 あり： >  極く 
簡單 にやり ます c 「靜肅 に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり) 
此鐵 道は 奥 羽 線 機 織驛 より 分岐して 能 代までは 支線 
になつ て 居ります が、 能 代よりは 森、 岩 館を 經 て、 
靑森縣 の 鰺澤に 到り、 それから 木造を 經て五 所 川原 
に 達し 同所よりは、 私設 鍅 道に ffi つて、 靑森 縣奧羽 
線の 川 部驛に 速 絡す る 線でありまして、 政府に 於て 
も 其 線は 幹 松と 相俟つて 重要なる 路線で あると 云 ふ 
ことでありまして、 旣に 大體に 於て 調査は 遂げて あ 
る さぅ であります、 其說 明を 聞きます と •五所川原 
鰺澤 間の 延長 十三 哩六 十六 餓最 急勾配は 六十 六 分の 
一、 建設費 總額 八十 四 萬 七 千 八 百 六十 四圓 、一哩 平 
均 六 萬 千 三百 二十 八圓 ，資本に 對す る收 益の 割合が 
六 分 七厘、 利用者の 利益は 二 割 六 分 三 厘， 總 益金の 
割合は 二 割 六 分 九 屈、 それから 能 代 鰺 深間の 延長は 
六十 二 哩 七十 一 _ ，最 急勾配は 五 十分の一、 建設費 
總額は 五 百 六十 八 萬 六 千 餘圓 ，一哩 平均 九 萬 圓餘、 
利用者の 利益は 五分 七 ® , 斯ぅ 云 ふ 風に なつて 居り 
まして、 私設 fgi 道を 設けても 十分 やれる と 云 ふやう 
な 線であります、 併し 是は 大正 元年 十月の 調査で あ 
ります か 故に、 今日の 物價を 以てして は此惯 格で 出 
来ない と 云 ふことは 當然で あります けれども、 此鐵 


疽 を ® 設した 後の 向上發 展は夥 しい ものが あらぅ と 
思 ひます が 故に 此利 益の 步 合に 決して 下らぬ と 云 ふ 
ことは 政府 委員の 辯 明に もあります、 其 他 地方を 開 
發す べき 色々 な 質問 應答が ありました けれども- 最 
早 時間 も 切迫して 居ります から、 是だけ 申 上げ まし 
て •委員 會に 於き ましては 右の 事態を 諒と 致し まし 
て. なるべく 速に 建設す るの 希望を 付して- 滿場一 
致を 以て 可決した 次第で ございます。 

〇 岩 崎勸君 本案は 委負長 報 缶 通り 可決せられ んこ 
とを 薄み ます。 

0_長( 大岡 育造 君： I 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます、 仍て 
本 建議案は 可決せられ たこと を宣吿 致します、 最早 
時間 も 切迫 致しました から、 今 U は 是 にて 散會。 

午後 五眭 五十六 分散 會 
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第 <_ 山 ; 關す i e f 紐 歡腿) 

(委員長 報 吿) 

第 九 水産 講習 松內 に 淡水 科 特設に 開す る 建議 
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第 十 I 水產鍺行設立に關する建_案 7^ |捋 


發诹 W 水利 M: の 法規 制定に 間す る纽謎 案  能 代 . 7r. 所 川原 間 絡 道 建設に 關 する 遮 議案 
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委 M 長  灭 春 文衞対 
rfi w  赤 間 嘉之吉 君 
發 m lfj 水利 撋の 法規 制定に 關す る妞讖 案 姿 員 
委員長  中 倉 萬 次郞君 
理事  石 原 正 太 郎君 
狩 野 川 改修に 關する 建 阈案 委員 

委員長  小 泉 策 太 郎君 
理事  北 井 1 & 

0 議長 C 大岡 W1 造 君、 是ょ o fT: 議を開 きます。 

0 岩 崎 ® 君 議事 日程㈣ 更 の 緊急 ! M 議を 提出 致し ま 
す、 即ち 玆に 政府 提出 ig: 族院绘 付 度 M 術 法 中 改正 法 
律案の第一諮會の續を開き、委員長の報赀を求め、 
次に 政府 提出 fl 族院送 付！！ 師法屮 改正 法律案の 第一 
讀位 の緻を 開き、 委員長の 報 押を 求め、 其 次に 第 四 
號大正 八 年度 歲人歳 /]1 3|豫 » 追加 案を 謎 題と 爲 し、 

委員長の 報 街を 求め、 各々 其 密議を 進められん こと 

を |§ みます。 

0 誘 丧 (大岡 育造 君) 御與 _ぁ り ませぬ か。 

C 「異議な し異讁 なし」 と 呼 ふ 者 あり」 

〇 調 長 C 大岡 育造 君) 御異豳 がなければ H 程は 變： si 

せられました、 度 iit 衡法中 改正 法律案の 第一 讚會の 

綏を開 きます、 つ L.1 1; . : 安， ' /;■ 

度量衡 法 中 改正 法律案 (政府 提出、 貴族院 

送付) 第て： i ir の ^ (委員長 報告) 

0 天 春 文衞君 吾々 は 朝鮮 及 S 罔の 產米咐 殖に關 す 

る、 a p. 案外 一 件の 委員 會を 開きます •許可を 願 ひ 

ます。 

〇謅長 (大岡 育浩 君) 許可 致します。 

021 井 三 郎君 二 時ょり 本 fi 受持の 委員 會を開 きた 

いと 思 ひます、 御 許可を 願 ひます。 

〇蕺 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇屮 旮斑 次 郎君 鼓 m E 水利 權の法 規 制定に 關する 

建踽 案の 委 fl ir を 開きたい と 思 ひます、 許可を 願 ひ 

ます。 

0 謎 長 (犬 岡 育浩 君〕 許可 致します。 

〇 川原 茂 輔君 新 lia 紙 法改正に 關する 建 闊 案の 委員 

會を開 きたいと 思 ひます、 御 許を 願 ひます。 

〇涵長 (大岡 育造 君) 許 BI 致します。 

〇 渡 邊； i 策 ?,, • 朝鮮 西 海恃谷 港と 大阪 、横 濱間並 仁 

川靑 島、 上海 問に 定期 航路 開始に 關 する 建議案の 委 

員會を 開きます、 許 rrf を 願 ひます。 

〇 議長 c 大岡 育 is 君〕 rf 可 致します。 


〇 漆 昌趿君 八丈岛 漁 踢 修築に 關する 找 _ 案の 委員 
會を開 きます、 許可を 願 ひます。 
o_ 長 (大岡 育造 君) 致します。 

0 佃 安之 丞君 小堞兒 童 口腔 衞生 施設に 關する 親 議 
案の 委員 會を開 きます、 許 I1J を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔齋藤 {女 雄 君 登 ® 〕 

〔拍手 起る〕 

〇 齋藤安 雄 君 御 報 街 致します、 此 度量衡 法 中 改正 
案の 耍點が 三つ ございます 、其 第一は 近来 谷 種の 計 
量器 即ち 例へ ば 踮量 計で あると か、 比® 計で あると 
か、 寒暖計で あると か 云 ふやぅな 各種の 計 S 器の 製 
造 及 使用の 高は， 翊る 多額に 上つ て參 つたので あり 
ます、 然るに 此谷 種の 計 fl 器の 檢定及 取締に 關 する 
规定と 申します ものが •從來 全く ございませぬ 爲め 
に、 ® C 多 製造され まする 所の 各種の 計量器の 中には 
頗る；' f 正確な 如何は しい 所の もの も數多 あるので あ 
ります、 是ほ 甚だ 不都合で あります るが 故に、 此改 
正 案に 於き ましては、 度 ft 衡法 屮に此 一項を 設け ま 
して、 各種の 計量器の 檢定 をし やぅと 云 ふの が 一箇 
條で あります， 第二は 此 ffii 品の 厄 引を 致します 場合 
に、 各種の 商品の 表面 >  包裝 等に 其 容量の 分量を Iti 
載 致しまして、 朊 引の 便益に 供す ると 云 ふことは 洵 
に此 ll^i 取引の 進展 上 必要なる 事であります が、 是も 
近来 餘程此 表面に 容量の 記載す ると 云 ふこと が 多く 
行 ほれる ことにな りました のは、 商取引 上洵に 喜ば 
しい 現象で あるので あります が， 併ながら 其 多く ご 
ざいます 屮には 、表面に 記載して 居る 所の 分 ft より 
共 内 實の 即ち K 際の 分 a が 注々 不足を 致して、 即ち 
之を 極端に 申します れば •斯 く斯 くの 量が あると 云 
ふこと を 表面に 記載す る にも拘らず， それに 不足し 

て 居る 所の容 设 でございますから、 極端に 言へ ぱ是 

は 詐欺 的 行 励と も 申す ことが 出來 るので あります、 

斯_な 事が 政府の 手に 依つ て肢 調べました 結果に 依 

ります と、 STi る 其數は 多い のであります、 是ほ此 儘 

に 放任す ると 云 ふことは 商業 取引を 進める 上に 於て 

甚だ 不都合であります から、 之を 矢 張 度量衡 中に 規 

定 致しまして、 表面に IB 載した 分量に 對 して、 實際 

の容 ffl: が 不足して 居る 商品を 出した 者は、 それ <-- 

處 g をす ると 云 ふ flf が 第二の 改正の 耍點 であります 

が、 此 趣旨に 對 しましても、 委員 會に 於て は 勿論 異 

存は 無かった のであります が、 但し 此點 に對 して 二 


つの 疑問が 委員 會に 起つた のであります、 其 一つは 
折角 此表固 に 分 ffl を 記載す ると 云 ふ 商業 上の 好 習慣 
が 起り つ、 ある 場合に、 其 内容と 表面との 差の ある 
物は、 之を 嚴罰 に處 すると 云 ふやうな 法律を 强行致 
したなら ぱ 、之が 爲 めに 折角 起り つ、 ある 所の •表 
面に 分量を 記載す ると 云 ふ 商業 上の 良 習慣が 妨げら 
れて 、卯ち 表面に PH 載し ない 所の 商品が 多くなる 憂 
は 無い ので あらう か、 是が 一つの 疑問で ありました 
が、 是に對 する 政府の 意見は、 一寸 左樣な 心配 も 起 
る譯で あります が， 併し 次第に 此晚業 上の 習慣 も改 
善せ ら る、 と 云 ふ® 向から 考へ ますれば、 若し 表面 
に 分 fi の ft! 載して ある 所の 商品と •之を 記載せ ぬ 所 
の 商品と 二つ ある 場合に ほ、 需要 者の 方の 考が 、分 
量の 記載して ない 物は* 先づ 如何は しいと 云 ふ 推定 
を 下す ことになるので あるから、 自然 需要 者の 考の 
上から して 4 •決して 左 樣に 心配す る やうな 事 ほ あ 
るまい、 又 政府と して if 益々 此 表面に 其 分量を 記 
載し、 而 して 其の 內容の 分量 も 亦 之に 伴 ふと 云 ふや 
うな 商 習慣を 養 ふこと には、 十分に 力を 効す 積り で 
ある， 斯樣な 答 辯で ございました •もう . つは 矢 張 
此の 趣旨には 賛成で あるけれ ども、 併し 現在 政府の 
取調べる 所に 依る と、 表面の 記載 量と 內容の 量と； 小 
足を 吿げて 居る 所の ものは、 殆ど 從來の 習慣 的の 有 
樣にな つて 居つて， 左樣に 罪 惡を 含んで 居る もので 
はない と 云 ふやうな 習慣 的の 感じから して、 測ら ざ 
る 間に 此 改正 度量衡 法の 處罰を 受ける 者が 餘程 多き 
に 上る やうな ことがありは しまい か、 それ故に 此改 
正 案が 法律と なつて 實 行され る 場合に 於いては、 之 
れを實 際に 處罰を 行 ふと 云 ふ 際には 餘 程の 注意を 拂 
つて 實際に 執行を 行は ぬ 場合に 於て；！ T 商業 取引 上 
に、 意外なる 闲雛を 生ずる S が ありは しまい かと 云 
ふこと を 疑問と 致した のであります、 之に 對 しまし 
ては、 政府 も此法 律の 立案 當時 ょり 頗る 愼重 なる 考 
を 持つ て 居る と 云 ふこと でありまして. •先 づ此 法律 
を筲 行す る 場合には 各種の 商業 團體 等と 十分に 氣脈 
を 通じて 十分 表記 分量に 對 して 不足を 生ずる 商品は 
處 K' をす ると 云 ふことの 趣旨を、 徹底的に 各 商人に 
知らした ると 云 ふこと に 就て は、 勿論 最善の 手段を 
盡す のみならず、 之を 富 際に 處罰 すると 云 ふやうな 
事は、 最初に 於き ましては、 其 商人の 行爲が 惡 意に 
佐つ て、 即ち 故意に 此表記 量に 對 して內 容を減 した 
と 云 ふやうな、 惡意に 依って 生じた 所の 行動を 認め 


て、 始めて 之れ 1- 刑罰を 科する と 云 ふやぅな 先づ大 
體方 針で、 其點に 就て は 十分に 注意を 拂ふ稻 りで あ 
ると 云 ふこと を 明言され たのであります、 第三の 點 
は 度量衡に 類似して 居る 物を 用ゐて ，度量衡と 同一 
の 分 S の 計 ®: に用ゐ た 例が あるので あります が、 是 
も 現行の 度量衡 法に 禁じて ありませ ぬ 爲め に、 之を 
制裁す る途が 無い ので， 此類似 度量衡に 關する 規定 
を 設けまして •度量衡に 非 さる 物を 以て、 計量の 用 
に 供す る ことを 禁ずる と 云ふ條 項を 設けた ので あり 
ます、 是が第 三 點 であります、 斯樣な 趣旨 e ありま 
して、 其 改正の 趣旨 ほ、 何れも 時勢に 適當な る もの 
と考 へました ので、 前 申 上げました やぅな 點 に、 十 
分の 注意を 加へ る ことを 政府に 注意を 與 へました 上 
に、 委員 會は 全會 一致を 以て、 原案 即ち贵 族 院の修 
正 案を 可決 致しました 次第であります、 此段御 報告 
を 致 L ます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やに 
就て 御 諮り 致します。 

〔「二 |» 會を 開く に異 翳な L J  f 異議な し」 と 呼 
ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御異戳 が 無ければ 二 讀會を 開 
くに 決します。 

0 岩 崎 勸君直 ちに 本案の 二 讀會を 開き、 三 讀會を 
省略して、 委員長 報吿の 通り 可決 確定せられ んこと 
を菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔r 異閾な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 so 御 異議が 無ければ 直ち 二讀會 
を 開きます。 

度量衡 法 中 改正 法律案 (政府 提出 貴族院. 送 
付〕 第二 讀 ir c 確定®) 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異鷇が 無ければ 三 讀會を 省 
略して、 可決 確定した る ことを 宣吿 致します。 

0 小 林源藏 君 朝鮮 輕便鐵 道 補助 法案の 委員 會を開 
きたいと 思 ひます 御 許を 願 ひます。 
0議長(大岡育造君〕許可致します。 

〇 小 林 源 藏君 委員 諸君の 御參 集を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 翳 師法中 改正 法律案の 第一 ® 
會 の續を 開きます、 委員長 八 木 逸郎 君。 

醫肺法 中 改正 法律案 政府 提出 © 族院绘 付) 
一二 九 一 
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第一 rl 會の〇 广委負 長 報 吿 '一 
〔八 木 逸您 W 登 ^ 〕 

〔拍手 起る〕 

0 八 木 逸郎 君 ^ 師法中 一部 改正 法律案 ほ、 委 〇 锊 
に 本院から 提出され たのと， 政府から 提出され たの 
と、 二つ の 委託を 受けた ので ございます が、 政府 提 
出 案に 就て ~1问 討論を して 群 謎を 致しました 結果， 
其 政府 提出 案に 就て a 族院ほ 或る 部分を 修正 致して 
居ります が、 其 修正を 委員 會に 於て 認めまして、 fi 
族院 回付 築に 對し て， 滿場 一致を 以て 可決 致し まし 
たのであります、 其 修正 致しました 简_は 第 九條の 
三で 一前 二條- -揭 クル f?T a ノ外郡 市 K 豁師會 又 ハ 道 
府縣释 師會ノ 會 員 卜爲ル コト ヲ得ル 者 ハ 勅令 ヲ以テ 
之 ヲ定ム j 是で释 師會 以外の ものを、 勅令を 以て 五 

分の 一 以内の 股を 特別龠 員と する ことを 煜と云 ふ 政 

府の 案で ありました のを， fir 族院で 修正され たので 

•こざいまして、 此修 正 {S S M 會では 尤 として 赞成を 

した 譯で あります、 而 して 本案の 政府から 出された 

所の 骨子は、 释肺會 を强 制する と 云 ふこと •それと 

兒 師會を 法人と すると 云 ふこと、 此二點 であります 

而 して 是等に 向つ ては、 §1 員會で 何等 苦情 ! 3: ありま 

せず、 悉く 賛成で ありました が、 例へ ば 東京の 如き 

大阪の 如き、 M 都の 如き、 市の 外に まだ 下級 機 關| 

—K があります が、 玆に區 醫師會 を 設立し、 其區醫 

師會を 又 法人と 認める と 云 ふこと が •本案に 無い の 

であります、 其點に 向つ て 政府の 辯 明を 求めました 

所が、 政府は 矢張區 醫師會 を 認め、 若く は 區 醫師會 

を 市 一: 師 會 の 支部と する こと も 認める、 而して 區醫 

師會を 法人と する こと も 認める、 而 して 其 ffl ii 勒令 

で 記載す る 積り であると 云 ふ 辯 明を 煜た ので ありま 

す， 更に 監督官 廳が醫 師會の 行 励に 對し て不當 な處 

分を 致しました と S- に、 訴願を すると 云 ふこと をし 

得る か 否や、 する のなら ば 此 法律に 記載して ない の 

はどぅ 云 ふ譯で あるか、 斯ぅ 云 ふ 事 »- 就て 政府の 辯 

明を 求めました が、 政府は 是も ffl 當 であるから、 励 

令に 規定す ると 云 ふこと を 言明した のであります* 

それから 翳 肺の 行政 處 分を、 地方 長官が 内務大臣に 

求める 場合に 於き まして、 親告罪に 願す る 部分は 地 

方 長官が 所 1) 释師 會の惹 見を 徴して 其 意見と 並び 書 

して、 然る 後に 內務 大臣に 行政 旗 分を 求める と 云 ふ 

ことが 醫師界 の 社會の 希望で あるが、 政府 ほ 之に 對 

して 如何なる 考を持 つて 居る か、 斯う 云 ふ 辯 明を 求 


めました 所が， 政府 も 尤もで あるし、 無 1% 是ほ 勅令 
の 中で 規定す る、 斯ぅ 云 ふ 辯 明を 致しました ので、 
本案 li ft 族院の 修正案の 通り、 委 M €r ほ ^ 場 一致で 
可決 致しました， 此段御 報吿 致します (拍手 起る) 
〇适 長 0 K 岡 育造 封〕 本案の 二 Is 會を 開く や 否やに 
就て 御 諮り 致します。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇踽長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 二 請 # を 開く 
に 決しました。 

0 岩 崎 SS 君 R ちに 本案の 二讀會 を 開き、 三 ® 會を 
省略して、 委員長 報告 通り 可決 確定せられ んこ とを 
菌み ます。 

〇蕺 長 C 大岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異 翳 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讁 長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 直ちに 一一 讀會 
を 開きます。 

醫師法 中 改正 法律案 (政府 提出、 貴族院 邊 
付〕 第二 讀會 (確定 議) 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 c 大岡 育造 君) 御 異議が 無げ れば三 讀會を 省 
略して、 可決 確定した る ことを 宣吿 致します (拍手 
起る) 第 四號 大正 八 年度 歳入歳出 總豫 ， ¥ 追加 案を 議 
題と 致します， 齋藤 委員長の 報告を 求めます。 

ハ 第 四號〕 大正 八 年度 歳入歲 出總豫 算 追加 案 
〔齋 藤珪灭 君 登 《〕 

〔拍手 起る〕 

011 藤 珪次君 第 四號 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追 
加 案に 對す る， 委員 會の經 過 結果を 御 報告 致します 
本豫算 は 歳入歳出 共に 二 十五 萬 九 千 餘圓で ありまし 

て >  歳出を 要する 所以は、 彼の 貴族院に 於て 提出 さ 

れ ました 史蹟 名勝 天然 ffi 念 物 保存に 關 する 法律案が 

本院に 於ても 通過を 致して、 之が 制定 さるべき 都合 

であります ので、 之を 施行す るに 付ての 經費が 計上 

されました、 唯今 又玆に 御報吿 された 度量衡の 改正 

に 伴 ふ 準備 費を 二十 餘萬圓 計上され ました、 孰れ も 

法律の 結果と して、 必要 缺くべ からざる ものである 

ので ございます、 委員 會に 於て は 二 三 質問 も ござい 

まして* 政府の それ 說明 を聽 きまして ございま 

すが、 一の 異論な く總て 原案 通り 可決 致しました、 

此段 御報吿 致します、 ® いて 御參考 までに 申します 

るが、 本案を 以て 大正 八 年度 一般 會計ほ 全く 打 切と 

云 ふこと に —— 一般で ない、 總 ての 豫淖は 打 切と 云 


ふこと に 政府 も 申して 居りまして、 詰まり それに te 
つて 見ます ると、 大正 八 年度 歳入歳出 I 殺 通常 預驿 
總計額 と 云 ふ ものが、 十 倥 六 千 四百 四十 九 萬 三； a 四 
十 圓と云 ふ 額に なりました、 K に 近來罕 に；！ •るの 大 
豫 算と云 ふことの 結果になります、 此段 御參考 ま -e 
に 御 報吿致 します (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勤 君 木 案は 委 M 長 報 吿の通 〇、 卽時 可決せ 
ら れんこと を菌み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 委員長 報吿 通り 御異謎 ほ あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 委員長 報告 通 
りに 決しました —— 日程 第一、 竹林の 病害 研究に 關 
する 建議案を 議題と 致します 、提出者 川 崎 安之助 fv 
第一 竹林の 病害 研究に 關す る建籙 案 (川 
崎 安之助 君 外 一名 提出) 

竹林の 病害 研究に 關す る鈕 議. 

竹の 用途 ほ 甚た 廣汎に して 其の 生產額 も 亦 巨大な 
り 然るに 輓近極 々の 病害 蔓延し 生產の 減退を 来す 
こと 尠から す 依て 政府は 之 か 研究を 遂け 以て 其の 
病害を 除かれむ ことを gi む 
右 建議す _ 

〔川 崎 安之助 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 川 崎 安之助 君 竹と 云 ふ 植物は、 日本 及 支那の 特 
有產 物であります、 而 して 其 產額も 私の 取調べる 所 
に 依れば、 全國に 於て 殆ど 一千 五六 百 蓖圓 の價格 が 
出るやぅに思ひます、殊に大正元年度に於てほ、二 
百 二十 八 蓖圓と 云 ふ 輸出を 致して 居ります、 又 大正 
六 年の 船腹の 少ぃ 時に 於ても 百 六十 五 萬 圓と云 ふ® 
出を 致して 居ります、 而して 其 使途 ほ 近 來餘程 色々 
な 物に 使ぅて 鐵の 代用に して 居ります •即ち 太い 竹 
ほ鐵 管の 代用に し 又 近頃 建築に 鍅筋 「コンク リ —卜」 
が 犬に 流行る、 其鐵筋 の 代りに 竹 筋を 用ゐ ると 云 ふ 
說を 立て、 居る 所の 學莕 があります、 斯 11 に需 5? が 
增 加して 来る にも拘らず、 玆に憂 ふべき I 種の 病が 
十數 年來 起つて 居る のであります、 總て 昔から 竹の 
記錄を 見ます ると •竹は 百年 乃至 百 二十 年に 自然に 
枯れる と 云 ふこと が 書いて ございます 所が 是れが 五 
六十 年 目に、 必ず 一巡 廻つ て 枯れる 時期が 來るや う 
であります、 それ ほ 百年 若く は 百 二十 年で 枯れる も 
のが 一部分の 者は 殘り 、一部分の ものは 先に 五六 十 


年で 枯れた* 斯う 云 ふこと になつ て來て 居る から* 
近頃 先に 殘つ たと ころの も 〇 •か 枯れべき 邛明 になつ 
て 居つ て旣に 其 0 话 候は 賭 B tL 'c ^ o .l l-' r-v u 'c 
居る のであります、 尙 ほもう 一つ 恐るべきと ころ 〇 
病氣は •普： >{11 の 自然 枯と云 ふ 外に •菡 自然 te と 云 ふ 
新しい！ 1T か 起つ て 來た のであります、 是れは 十 數 年 
來 竹の 葉 •か 落ちて、 枝が 茲 G 如く 枯れて 來 る- 是れ 
ほ 全 3 到る魃 の齩 に旣に 生して 居る '？ = うであります 
此の 病に 罹ります ると、 生產額 •か 減るのみならず、 
追々 其 太い 新が 細くな つて 来て、 餘程收 搜も滅 つて 
來 るので あ 〇 ます 全 ga 先程 申しました 如く 竹と 云 ふ 
もの ほ 西洋に 無い、 3> 洋の舫 物で あるから、 S 擧若 
とか 或 ほ 林學 者で も、 竹の 研究を して 居る 人が 大 S 
少 いので. あ 〇 ます、 唯々 我國に 於て ほ、 岐阜 縣に坪 
井伊 助と 云 ふ 篤志家が ありまして、 四 五十 年 竹の 研 
究を されて 居ります けれども、 是は战 理的 にされ て 
居る のでな く  •唯々 自分の K 驗上ょ 〇 された ので あ 
つて、 今日 殆ど 二 千 踏に 趣ん とする 產額を 生ずる 竹 
に 就て、 一 も 學理的 研究を しないと 云 ふの ほ に 
國 家の 爲め に大な る損窖 であらう と 思 ひます、 政府 
は 大正 八 年度の 豫萁に 於て >  一 萬 五 千 y の 命を 以て 
竹林咐殖を验 » すると踢明して居0ます、併ながら 
此病根 を 究めず して 無暗に 此咐疝 を fei つた 所が、 J' 
度 結核 患者に 結婚を 强 ゆる もので あつて、 徒らに 涡 
氣に 罹つ た 所の 竹を 破す のみで、 寶用に 間に合は な 
いこと になら うと 思 ひます* 故に 之に 完全-なる gf 理 
上の 研究所を 設けて、 さう して 益々 此竹を 栽培した 
いと 云 ふの が、 是が 本案の 提出の 要旨であります、 
どうか 審査の 上 可決 あらん ことを 希望 致します。 

0 岩 崎 1!| 君 本案は 工業 原料 植物 研究 )!) r 設跑 に關す 
る 委員に ■併せて 付託せられ んこ とを 菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異講 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 封〕 御 異議が 無ければ 励 讁の 如く 
決しました 日程 第二 第三は 提出 渚 Ini 一なる に 依 
り、 一括 議題と 爲 すに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 _ なし 異讖な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 翳 長 C 大岡 育造 君〕 御異騎 が 無ければ 一括 P 越と 
致します、 提出者 內藤傳 祿 君。 

第二 產業 組合 法 屮 改正に 關 する 建 誠 案 
C 內藤傳 祿君外 一名 提出〕 

產業 組合 法 中 改正に 關する 建 識 


院茫 來會 巧阀 帝冋 一十 四 第 


現行法に 於て ほ產策 紐 合 聯合 fr か 更に 産業組合 聯 
合 ^ を 設立す る ことを 得す 之か爲 聯合 ir の活励 力 
仲 長せ す 延て癍 榮 組合の 効果 充分なら さるの 憾あ 
るを 以て 速に 法の 改正 あらむ ことを 菌む 
右纽雜 す 

1 SH 農業 倉 011 築 法 中 改正に 關 する 趄議案 
02 藤傳祿 財 外 一名 提出) 

農 菜 fr I® 槳法中 改正に 關する 超 _ 

農 弟 倉庫 槳經營 の 主 體 として 產業紐 合を 認められ 
たるは ^ 槊倉阳 の 1 n 及發達 上 至大の 便益を 得る も 
然も 瘅 業 紐 合の區 域外 尙 一郡 若は 夫れ以 .L の 地域 
を 以て 農業 ^ Hi ri を經赞 する を 侦 とする もの 尠か 
ら さるは 該 法 K 施の 愤况 に徴 して 明な 〇 依て 產第 
m 介 聯合 會 にも 斯業の 經營を 爲し得 へく 法の 改正 

あらむ ことを 菌む 
右砘諌 す 

〔內藤 © 祿君贷®〕 

〔拍手 起る J 

〇內 藤® 祿 君 本案を 提 3 致しました 理由を® 駔に 

述べます， 第一 鹿 ti 組合 法 中 改正に 關する 建 謎 案に 

就きまして I 言 申 上げます るが、 現行法に 於き まし 

ては、 信用組合 聯 <C0 に、 他の 蒲 業 組合 聯合 0 が 加 

入す ると 云 ふことは is めら れて 居る のであります る 

が、 脔 業 m 合 聯合 ^ が、 更に 聯 結して 一の 齑業 組合 

聯合會 を 組桫 すると 云 ふことは 、造 憾な がら 未だ 認 

めら れて 居らない のであります、 然るに 現今の 狀態 

に 於き まして ほ、 此法が 認められて 居ない 爲め に、 

却て 脔 業 紐 合 聯合 分の 活励 力を 殺ぎ、 延ては 爺 業 組 

合の 發展を 阻害して 居る と 云 ふ 感じを 懐いた ので あ 

ります >  現今 我國に 於き まして、 社 ir 政策と して 唯 

一の 此產業 組合 法に 不備の 點が あると 云 ふことは， 

最も ia 憾に堪 へない 爲めに 本案 を 提 /II して 速に 改正 

あらん ことを 希望した 次第であります、 次に 農業 倉 

阳業法 中 改正に 關 する 建 M 案であります るが、 是亦 

現行法に 於き ましては、 農業 灯 頭 業 經 校： 者と して、 

其 主 Ef として、 產第 組合 或は 町村 S 會と云 ふ ものが 

指されて あ 〇 まする のは •甚だ 結稱で ございま する 

が、 奈何 せん 目今の 狀態に 於き ましては、 產椠 組合 

はま だ 基礎 極めて 一一 弱、 加 ふるに M 域が 狹小な る爲 

めに、 多大なる 建設 ? 5 を 投じて 之を 經货 すると 云 ふ 

ことは、 甚だ 闲難な る狀態 であります、 之を 一郡 或 


組合 聯合 會を以 て 經赞せ しめたな らば、 始めて 目的 
を 達し 得る だら うと 思 ふので あります、 旣に此 法が 
發布 せられて 以來 •各 府縣に 於て は 競うて 獎勵 しつ 
V あるので あります る けれども， 其 W 縫が 甚だ 擧ら 
ない、 獎勵费 も餘 りつ、 あると 云 ふ理 山ほ、 一に 此 
に存 する の だら うと 木 fl は 感じた 次第であります、 
仍て 本案を 提出 致しました が、 兩案共 今日の 時勢に 
適應 して 居る 所の、 ffi も 急務なる ものと 思 ひます る 
から'  宜しく 御 禆狨の 上-御 K 成 あらん ことを 希絮 
致します (拍手 起る) 

0 岩 崎® 君 日程 第二 第三を 一括して ，農工 銀行 補 
助 法 m- 七條の 宵 施に 關 する 建議案 外 二 件の 委員に、 
併せて 付託せられ んこ とを 罌み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 翳は ありませ ぬか。 

〔「與 議なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり I 
0 議長 (. 大岡 育造 - « :- 御 異議が 無ければ 動議の 如く 
決しました I 日程 第 四、 本邦 基礎 工業の 保護に 關 
す 〇 建議案、 提出者 田 中 際 —. • 一； S。 

第 四 本邦 基礎 工業の 保護に 關 する 建議案 
(田 中 隆三君 外 一名 提出〕 

木 邦 基礎 工業の 保護に 關す る雜議 
本邦の 基礎 工業に 屣する ものにして 戰時の 影 S を 
享け 漸次 i?i 薪なる 發 達を爲 し 稍 自給の 域に 達せむ 
とする に 際し 昨秋 腿 局の 終焉に 伴 ひ 俄に m 價の暴 
落に 逢 ひ 殊に 意外に 低 敗なる 外國品 の |§ 来を 蒙り 
殆と 其の經 營に堪 へす 之を 自然の 推移に 放任せ む 
か續々 衰滅の 非運に 陷り延 て 一般 經濟界 に 涅亂を 
1C 起し 收拾 すへから さるに 至るな き やを 保せ す 政 
府は 速に 之 か K 際の 情 况に關 して 公平なる 調査を 
遂け 之に 對 して E に適當 なる 施設を 爲すの 必要な 

るを 認む 
右 建 譏す 

〔田 中 隆三君 登®〕 

一 拍手 起る〕 

0 田 中隆三 君 私共ょり 提出 致しました、 本邦 基礎 

H 業の 保 _ に關 する 建議案と 申します るのは、 御 7ft 

知の 通り 段 掘 巴の 大戰爭 が， 我 國のェ 業に 種々 の 影 

發 を 及ぼして 尻り まする ことほ 勿論で あり -S- する が 

其 影響の 中に 最も IT ふべき 影® の 一つと して •國家 

の獨立 自營に 最も 必要なる 產 業の、 非常に 著しく 進 


步した る 事であります、 殊に 多年 技術 上 非常に 闲難 

は 其 以上の 岡 域の 下に 設立せられ て 居る 所の、 產業 一なる 事と して、 技術者が ^ 蹯 した 手を 染める ことの 


出來 ない のは 勿論‘ 又經济 上の 點 から 觀 察しまして 
どうしても 算盤 勘定が 引合は ない と 云 ふやうな 事で 
あつてから に、 資本家が 皆 之に 投資す る ことを 肯じ 
ない、 國 家の獨 立自營 に 最も 必要なる 工業で あると 
云 ふことは、 百 も 二百 も 承知であります る けれども 
今 咿上げ まする やうに、 或は 技術 上 困難で ある、 或 
は經濟 上闲 難で あると 云 ふこと で、 一向 ; > に 手を 染 
める 者が 無かつた •其 大琪な 仕事が 偶々 此歐 羅巴大 
戰の 影響と して、 我 國に續 々として 芽を 出して 來た 
と 云 ふことは 洵に慶 ぶべき 現象で ある、 何人も 其 現 
象に 就て は 非常なる 慶を 以て 迎へた 譯であ りました 
所が 漸くに して 其 仕事が 芽を 出して 是から 仲び やう 
と 云 ふ 際に、 まだ 其 根抵 が闽 まらない、 基礎の 脆弱 
である lit 時 此 際に 於て， 突然 此平和 と 云ふ聲 に 伴れ 
て、 是等 生產品 が 暴落に 暴落を ® ねる、 其聲 に® い 
て 非常に 理由な き 暴落を m ねました のみならず、 又 
他の 方面に 於て は、 事實で あり や 否やは 私共 もま だ 
多少 斷言 する ことは 出來 ませぬ けれども、 或は 政府 
筋、 或は 相當商 H A 、 色々 見込を 立て ゝ蓄 積して 居 
つた 所の 其 材料が、 いつ 何時に も此 市場に 殺到し 來 
ると 云ふ氣 勢が 示されて ある、 無論 是ほ 事實で ござ 
いませう、 唯々 其 事實 として 現れ 來る程 度 ほどの 邊 
に 至る もので あり やは、 容易に 判 斷ほ出 來ませ ぬけ 
れ ども、 兎も角も 皆な I 殊に 此 | 般エ 業の 爲 めに 
も 必要であります る けれども、 殊に 此戰爭 等の 爲め 
にも 必要なる 原料であります るから して、 各國 政府 
共有 ゆる 力を 盡 して、 此 材料を 蓄積した と 云 ふ 事 實 
が ある、 是 ほ隞 が熄 むと なると 云 ふと* 皆な 何 かの 
手を 經て 、之を 市場に 吐出して 來ると 云 ふこと にな 
つて 居ります るから、 其糅 子に ® 迫せられ て、 此市 
場と 云 ふ ものは， 急轉 直下 暴落を 重ね. ると 云 ふこと 
ほ 是は已 むを 得ぬ、 兎も角も 此暴 落に 蟲落を m ねて 
非常な © 澹た る有樣 になる と 云 ふこと ほ 事實 であり 
ます、 殊に 其 仕事の 中の 最も 聲の八 釜 敷い のは •或 
は鐵 であります ると か •或は 染料であります とか、 
或は 亞鉛 であります ると か， 或は 曹達であります る 
とか、 種々 雜 多の 物が ございます、 さう して 其 等の 
受けた影_、蒙つて居ります所の其悲 |§ なる有樣は 
大同小異 皆な 同じ 事であります、 是は 政府と して、 
如何 やうに か 何等かの 方法を 以て 此！ 時の 急場を 救 
濟す べき 途を 講ずる の ほ、 當 然の處 置で あらう と 私 
共は K ふので & ります、 然るに 政府の tt 車と S ふ も 


の ほ 洵に 結構な 事であります けれども-御 W 心に 御 
用心が m なつて、 御 話で ほ 能く 分ります けれども、 
考憩を 要して 居られる (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 
熟慮して 居られる と 云 ふ 事が、 どうも 其 時間が 長く 
掛 つて闲 る •今 大# 風雨が 起つ て- 此鼓 風雨の 爲め 
に、折角育ち掛つた所の樹木が倒れんとする場片， 
其 樹木が 折れん とする 場合に、 一 體此教 風雨の 速力 
ほ 何 米突 あると か* 何 米突の 暴風雨に 黝抗す るのに 
は、 何寸 角を 何て 突 張 棒と しなければ ならぬ とか > 
どれ だけの 直徑の 丸太を 持つ て 行つ て •之に 充行は 
なけれ はならぬ と 云 ふやうな 事を 言つ て、 色々 調査 
に 其 時間を 費して 居られる、 さう して 居る 間にもう 
其 木は 倒して しまう、 折れて しまう、 調査は 結擗で 
あります が、 調査に 時間を 費して 居ります と 云 ふと 
其 本® の 樹木、 而も 基礎の まだ 確立し ない 所の、 此 
國家 の獨 立自營 に 最も 必要なる 所の 產業と 云 ふ もの 
は* 根 こそぎ 破壊され てし まう ので ある， 而して 其 
結果は どうか、 11 り 其 折角 伸び 掛つた 所の 事業が、 
此に 於て 根抵 から 崩される のみならず、 其 結果は 延 
て 一般の 產 業界に 容易なら ぬ 影響を及ぼす だら うと 
私共 思 ふので あります， ^ 業界は 幸に 平穩に 順調に 
今や 發 達し 來 りつ、 あるので ある、 それに 此 一角に 
此基礎 工業の 如き ものに 打擊が 起り ますと 云 ふと— 
I 段々 吾々 の肢 調べます 所に 依ります と 云 ふと •鐵 
のみに 投資せられ た 其 資本で も、 最近に 於て 旣に五 
六億圓 にも 達して 居る と 云 ふこと であります. •一般 
の 基礎 工業に 關 する もの ゝ 投資 額が、 十億 以上に ほ 
確に 達して 居る であり ませう、 此 資本の 上に 唯今 申 
上げます やうな 恐慌が 起り ましたなら ば •延て 一般 
產 業の 上に 容易なら ざる 關係を 及ぼす と 云 ふことは- 
是は 明白な事で あると 思 ふ、 どうしても 此際 速に 何 
等 かの 方法を 立て i 以て、 其救濟 策を 講じなければ 
ならぬ ものと 私共は 信じて 居る のであります、 唯々 
之に 就て 一言 辯 明を 致して 匿きたい と 思 ひます る 事 
ほ， 兎角 大 體 論と して、 私共の 說にほ 皆樣が 御 賛成 
下さる やうであります が、 蔭 言が &: 々ある、 それ ほ 
鐵を 首め 今日 救 濟を 叫んで 居る 所の 仕事は、 先達 ま 
では 非常な 暴利を 得て、 所謂 世 問で 謂 ふ 何とか 成金 
と 云 ふやうな 事で、 世間を して 散々 羡 まし がらせる 
程 旨い 事を L て 居つ た、 それが 今度 平和の 聲 と共に 
暴落した、 さう して 非常に 困 雛に 陷つた と 云 ふこと 
で、 直ちに 悲鳴を 揚げ 救濟を 求める と 云 ふことは、 


農 菜 旮 W.: 菜 法 中 改正に 關する 紐 燄案  本邦 祺礎 H 業の 保 li に關 する 建議案 


二 九 三 


玟ス衆 芍冋一 十 叫で 


小 e/. r-: ,? :-!; 改良 修第に 閲 する 比 消 系 |5 を 盗 ili J! へ 成に .^ する -!- - 3?^ -: 


於り に 蟲が好 過ぎる， ?/? 手放 !, y である， あんな 荠设 
ふに 及 ! t: ぬと 云 ふやうな ことが* 注々 にして 間 ゆる 
のであります •，培れ (i 或 : rs 味に 於て、 之れ に當嵌 ろ 
如き 人ィ- 或 i?. あるか も 知れぬ、 併しながら K 際の K 
愤 を 能く 2;: $ 致して 見ます ると 云 ふと、 5'; の非炫 ほ 
一 常らぬ のであります、 それは どう 云 ふこと であろ か 
と 云 ふと、 其の 所謂 儲けた とか •大 M 利益が あると 
云 ふこと に rt 際抵 つて 居る 人は、 其の 儲けた 利益の 
何十 倍 も •より 以上 却て 0 分の 懐から、 更に それ 以 
上の ? t 木を 投じて、 此の flf 粢の擴 張 創設に 投資して 
屛 るので あります、 喵今申 上げます 通り、 旣に鐵 ば 
かりで も 五 );® 六 0; 以上、 一寸した 調で もさう 云ふ資 
本 額が ある、 儲げ た 金は と 云 ふと， 其の 何 十分の一 

にも 足らぬ のであります、 儲けた と 云 ふよりは、 儲 

けた ものより 以上に より 多く rc 木と して、 國 家の 爲 

めに 斯う 云 ふ 必要な 產第 の發 達を pa りつ、 ある 此の 

際に 於いて、 前 申げ ます やうな 窮 狀に陷 つたので あ 

ります から、 どうしても 是ほ何 か 相當な 方法を 以て 

救済を してやらな ければ ならぬ と 私は 思 ふ、 それ か 

ら又 今一つは、 之を 救 濟 する 相 當の保 謎を すると 云 

ふとき に ほ、 其 半面には 必ず 其 物の m 格を 釣 上げる 

と 云 ふ 結果を 來す 、是は 多くの場合に 於て さう であ 

り ませう、 さう すると 1 を 需要す る 人が 迷惑を する 

是も其 通りであります、 一般の 需要 者に 出来 得る 限 

り菔い 材料を 供給す ると 云 ふことは、 產業 獎勵 の® 

めに 必耍 なる 事で あるから して、 所謂 保護 政策を 執 

つて 其 生 產品の 柄' 格を 釣 上げる やうな 事は、 主義と 

して 宜しくない と 云 ふやうな 論を 唱 へらる、 方 も あ 

る、 是も洵 に 御尤な 議論でありまして* 決して 間違 

つて 居る とは 私共 申し ませぬ が、 併ながら 世の中の 

苡 際の 活世 界活舞 竊と云 ふ ものは、 敎 場の 机の 上で 

講義を する やうな 事とは 違 ふ、 世界を 一つの 政府の 

下に 翻め て 洵に無 事 平穏、 何も 無くして 將來に 行渡 

つて 行く と 云 ふ 見込が 立つ たなら ば 兎も角 4、 然ら 

ずして 各 國谷 々獨 立の 旗を 振つ て， 其 國の產 業の 爲 

めには、 冇 ゆる 手段を 盡 して 之を 保_ 獎勵 すると 云 

ふ 今日の 有様に 於て は、 さう 沄 ふ 論を する 時機は 未 

だ 到来して 居らない、 現に 諸君 も 御 承知の 通り、 此 

賊 ff 中に 於ても、 造船 其 他 機械、 種々 な 關 係に 於て 

鐵が 入用 だと 云 ふても、 澤山な 鐵を產 出す る 所の 國 

々が、 a 本に 一つ も 之を •送って 吳れ ませぬ、 如何な 

る 手を li しても •如何に 哀訴 嘆 韻しても それを ; S つ 


て 吳れま せぬ、 加 之 R 本から 或る 品物を 3 つて やつ 
て も 代金 も拂は ない、 金货 の韵出 を 差 jh める ■一方 
の 法令で 以つ て、 ri つた 物の 代衍 も拂ほ ない と 云 ふ 
やうな のが 今日の 世の中の , pf 際で ある、 であります 
るが 故に、 國 家の 獨立 自衛に 最も 必要なる 產 業の 如 
•§- (t 、 oi び 52 る 見込が あるなら ば， 如何なる 保 誰 手 
段を 盡 しても •如何なる 獎励の 方法を 執 つても、 之 
れを 平時に 於いて 引立て V さう して發 達せし めて、 
如何なる 出来事が 起つても、 其の 國の獨 立 H 衞に聊 
かの 缺 點 を も 認めない と 云 ふやうな ことにする に !?. 
吾々 平素から 大に 注® しなければ ならぬ 事と 考 へて 
居ります、 此 意味に 於て 本雜 議案が 提出せられ た譯 
であります、 而して 其 如何なる 方法を 執つて、 如何 
なる 施設に 依つ て、 此保 _ 獎勵 の途を ■すかと 云 ふ 
事に 就て は •色々 方法 も ありませ う •吾々 として ほ 
多少 考 へて 居る 事 もあります る けれども、 惟 ふに 政 
府に 於ても、 旣に 其點に 就て は 御 著 眼に なつて、 種 
種の 方法を 案出せられ て 居る こと、 私 ほ 確信す る、 
唯々 奈何せ ん其 調査と か 何とか 云 ふ 事が、 如何にも 
長い 時日を 要せられて、 速に 其 結果を 見る ことを 得 
ざる ことを jl 憾 とする が 故に •本雜 議案を 今日 旣に 
會期の 切迫して 居る 際に 於て、 提出す るの 巳む を？ J 
ざるに 至つ た 次第であります、 何れ 數字 上に 苴つた 
事 や 何 か ほ、 吾々 の 調査した 限りは 委員 會に 於て 又 
說 明を 申 上 tf' る ことに 致します、 どうぞ 御 賛成を 願 
ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 1IJ 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無ければ 動議の 如く 決 

します - 日程 第五、 小 松 島 港 改良 修築に 關 する 建 

認 築を 議題と 致します - 提出者 原 田 佐 之 治 君。 

第五 小 松 鳥 港 改良 修銮に 關 する 建議案 

(原 田 佐 之 治 君 外 一 名 提出) 

小 松 烏 港 改良 修築に 關 する 建 翳 

德島縣 下 小 松 鳥 港に 於け る 鐵道院 線 船 車 聯絡に 依 

る 旅客 貨物輓 近著し く增 加す るを 以て 政府は K L 

く 先つ 鐵道院 小 松 島 驛船車 聯絡に 必要なる 設備を 

整へ 而して 四國 本土 間 運 ri 交通の 發展 に應 する 爲 

政府は 大に 進む て 本 港の 規模を 擴 張し 速に 其 設備 


を完 整す るの 調 5¢ を S け國费 支 捽に依 り 相當な る 
改良 修築の 施設を 爲し 以て 四國诳 門の 耍港た るに 
至らし めむ ことを®! む 
右 建謬す 

〔原 田 佐 之 治 君 登 扨；！ 

〔拍手 起る J 

0 原 田 佐 之 治 君 私は 小 松 島 港 改良 修築に 関する 纽 
議案の 提出の 砰由を 申 述べます、 德島縣 下 小 松 島 港 
は、 四國 沿岸 中有數 の 良港 ^ であります、 而 して 我 
が 四國に 於け る 交通 ! X ■港 翳の 整備と 云 ふこと が最 
も 必要であります、 然るに 今 R まで 四 國の港 S に對 
して ほ、 政府の 施設せられ る ものを 見ない の ほ>  常 
に迆憾 とする 所であります、 近時 四國に 於け る產業 
は 益々 開發 されまして、 此 交通を 要する こと 最も！ i 
切に なつて 居る のであります、 四國の 交通 ほ 內鐵道 
を哿 及し、 外港 一を 整理して、 本土との 連絡を N る 
に 在る こと， 最も 切要な ものが あります、 殊に 小 松 
島 港は、 西 九州 ほ 大分 •宮 崎、 鹿兒島 >  是 等の 方面 
と， 高 知縣須 崎に 連結し‘ 高 知 縣須崎 ょりは、 將に 
大正べ 年度ょり 鐵道敷 設に著 手せられ る四國 縦貫 鐵 
道に 依りまして、 我が 小 松 島 港に 通ず るので ありま 
す、 小 松 島 港は 御 承知の 大阪 ，神戶 に 最も 近い 地 fii 
であります、 之に 依つ て 本土 殊に 關西の 商業の 中心 
たる 大阪 、神 戶と結 著 付ける 上に 於て、 四國港 灣中 
最も 交通 上 必要なる 港であります >  而 して 此 港 is に 
葑 しまして ほ、 明治 四十 五 年に 縣營を 以て 現今 此設 
備を 整へ る ことを 計つ て 居ります、 然れ ども 此港灣 
の領 する 區域は ， 窗 に德 島一縣 のみならず， 南 四 國 
は 申す に 及ばず、 两九 州の苽 南部 方而’ 又 本土に 於 
ては、 神戶 、大阪 は 勿論、 岡 山、® 島 • 聚 の 方面に 當 
り ましで、 和歌 山、 名 古屋 •靜 岡縣 の淸水 港に 至る 
海運を 連絡すべき 港であります が 故に、 此 利用 M 域 
の 上から 致しまして、 一 縣の力 •即ち 一縣の 經濟上 
堪へ 得ない のみならず、 其 利益の 及ぶ 所、 利用の 及 
ぶ 所、 斯の 如く閊 い 方面に 及ぷが 故に、 今後 國费を 
以て 之を 改修す る ことの 調査を 遂げられ、 而 して 適 
當の 時期に 於て， 政府 ほ 國費茭 辨に 依つて 此 改良 修 
築の 計を 立てられん ことを 希 菌す るので あります、 
而して 現今に 於け る 港の 狀况は 、政府の 院線鐵 道に 
依りまして、 南 四國の 旅客を 神戶 、大阪 に 吞吐 する 
上に 於て、 近年 旅客に 於て ほ 毎年 三 割餘 逐次增 加し 
て 居ります、 貨物に 於き ましては •一年に 殆ど 倍額 
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づ、 の 射 加を 来して f,'r る • 然る に' :'.. f ill s o 於 .' •ri iij ^ 

( : て- -! っ；'  : . ' 、 ■一 
此船 甩迪 絡に 於て， 洱 岸に 相 常 〇 改的を 加へ、 !>? は 
上屋を 建設す る、 或は 其 他 船 IP 迎济 に -？,. 要なる si f llli 
を 整へ まして、 現今に 於け る阳客 K 物 〇 多 K の . v!i : s< l'Il 
に、 其® 活を阏 るの 要が あらぅ と 思 ひます ， l;l: .':, li 
政府に 於き まして ほ、 先づ以 て 速に 此設 №1 を龄 へる 
ことを 必耍と 私共 ほ 信ずる のであります、 而して 其 
經造 ほ肪に一茁五千有餘 18| を以て爲し得るのであ0 
ますが 故に、 に 兩院を 通過して rr る鐡 m の木預 
に 依つ て、 II-t H yf ほ 大正 八 年度に 於て S し斟る こと 
と 私共 ほ 信ずる のであります が 故に、 此點は 政府に 
於ても 相當 の考瞪 を 加へ て、 此海 運 の 蚊 活を 計られ 
ん ことを 望む のであります* 何卒 相 當の沲 链を盡 さ 
れ ま L て •深 原なる 御 同 fiff に ffio、 木 0- の 協饺を U 
まして、 以て 政府の 考阐を 促し •本 建 钱案 の：： 2 的を 
實現することを切に筘 ?1 する次第であります<.拍手 
起る〕 

0 岩 崎勸君 本 築 ほ 愛媛 縣今洽 港 開港に 關する 纽汰 
案の 委員に、 併せて 付託せられ んこ とを 轺み ます。 
0_毋， 大岡 育造嵙 ) 岩 崎 君の 励 蕺に御 與 謎 ありま 
せぬ か" 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ 励 狨の如 く 
決しました ，1 日程 第 六、 延松鐵 道 速成に 關 する 建 
_案 を 載 題と 致します I 長 峰與一 君。 

第 六 延松鐡 道 速成に 關する 建 識案 (長 峰 
與一君 外 三名提 出〕 (委 ft 長報呰 レ 
〔長 峰 與一君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 長峰與 一 君 本鐵菹 に關 する 委員 愈は， ® ffi に審 
議 致しまして、 n. つ 政府 委員の 出席を 求めました、 
政府 委員の 言明す る 所に 依ります れ ば， 本 鐡道ほ 五 
州の橫 斷線 でありまして、 IL つ鐵道 網の I 部で あり 
ます 故に、 財政の 按排を 一一り、 速に ® 测建 設に著 手 
すべき ものである ことを 認める と 云 ふ 言明が ありま 
した •委員 ir に 於て は、 滿場 一致を 以て 可決に なつ 
た 次第で ございます •以上 報 苦 致します。 

〇 岩 崎 黝 君 本案は 委員長 報传の 通り •可決せられ 
ん ことを 望みます。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 委員長 報哲通 〇御異 認 ありま 
せぬ か。 


r'f 龙穴式 T 带冋 一十 ram 


r 「異認 なし j と 呼ふ莕 あり〕 

〇绒 長 (犬 岡 W 造 岩〕 可決した る ことを 官 ilj rl 致し ま 

•i - - 程 第 七， 山口縣 德山港 を 特別® m 入港と S 

すの 趄調ポ を 漭® と 致します I 逛 H 長 坪 nj 十饳君 
第 七 山 nl 縣德山 港を 特別 輸川 入港と ^ す 
の jm 議案 C® 邊祐 策 rv 描出〕 c 委 
員 長報诉 〕 

〔坪 田十郞 冇 登®〕 

「拍手 起る〕 

〇 坪 田 十郞封 木 案に 對 しまして、 委 M 會の經 過 及 
結果を 御 報 茜 中 上げます， 委員 會を m ねます ことが 
二冋提 出奔の 說明も 求め、 FL つ 政府 常 局 渚に H 問應 
答 致しまして ，傾 市に H? 讅の上 金會 一致を 以て nr 決 
致しました ので ございます、 今 其 大要を 申 上げます 

が、 德山 港は 水深 it 五 辱 以上 二 づ ©許りあります、 

港内は 殊に 廣 く、 又 開港 致します のに も 格別の 人工 

を 加 ふる 必耍は 無い ので ございます、 /. '.J 岡は 迪 山山 

嶽 等の 關係に 依りまして 、更 に 波 も 起らず、 潮流 も 

最も B に、 干滿の 差 も® く少 いので ござい -i す、 大 

, .: 、：ぃ 中： .'; : ,'1- 炭 所 等の 關係 等は 別に 致しまして、 

商船の 出入が 三百 六十 餘艘あ るので あります、 又貨 

物の 輸出入が 七十 萬 呦 に垂ん として 居ります、 目下 

陸上 德山 町は、 事 第 も 益々 勃興 致して 居ります •隨 

て 商業 も®々 繁榮 を來た して 居る ので ございます、 

随 上の 交通 運搬 等に 付きまして は、 十分 完 砌 致して 

尻ります、右の次第に依りまして、委員會は最も開 

港を 必要と認めました ので ございます、 どぅぞ 御賛 

成の 程を 願 ひま 1 ( 拍手 起る〕 

0 岩 崎剧君 本案は 委員長 報吿通 り 可決せられ んこ 

とを 望みます。 

〔「 異謎な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇? 5 長 C 大岡 育造 君〕 御異誔 なきに 依り •委員長 報 

小：： の 通り 可決した る ことを 宣 借 致します、 日程 第 八 

[11] 山川 改修に 關す る ifi 雜案を 謅題と 致します、 委員 

長® 藤珪次 君。 

第 八 [«| 山川 改修に 關する 建 e' 案 (齋 藤珪 

次 君 外 一名 提出) (委員長 報吿〕 

015 藤 珪次君 極く 簡® でございますから •是 ょり 

申 上げます。 

0戧長(大岡育浩对〕許可致します。 

015 藤珪次 君 [fa 山川の 改修工事は、 政府 も 其必耍 

を M に 認められて 尻り まして、 調赉を 進行して 居る 


際、 恰も 昨年 九月の 大 洪水に 際しまして、 其 洪水 ilt 
を 知る ことを 煜た ので 更に 本年 夏季に 茧 つて ffi 水 a 
を 測 ® する ことが 出來 ますれば、 是に 於て 水 *; 調 3K 
が 終了 致します る 故に 大正 九 年度より 改修：  丄事に 著 
手す る ことが ui 來ると 申します •而 して 是れは 地方 
と國费 で 分攒 すると 云 ふ 政府の 意思でありまして、 
地方 負擔 の ® ffl の關係 上から して、 全 川を 一時に 著 
手す る こと 能は ざれば •璺岡 町より 下 渡を 第一 期と 
しそれ より 上流を 第二 期と し、 即ち 第 |一 期に 分割し 
て、 先 以て 傀 岡 町より 以下に 著 手す る ことを 妨ない 
と 云 ふこと を 明言 致して 居ります， 即ち 政府は、 本 
川の 改修 H 1JI を砬も 必要と認めて 居る ので ございま 
す、 故に 委员锊 は 全 曾 一致を 以て、 本 建議案を BJ 決 
致しました、 此段御 報 f1? を 致します (拍手 起る) 

0 沿 崎 動 君 本案は 娄員長 報 i1;- の 通り、 可決せられ 
ん ことを 菌みま す。 

〔「異 誠な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讁長 (大 |«1 育造 封〕 御 異議な きに 依り， 委 M 長 報 
吿の 通り 可決 致します、 日程 第 九、 第 十、 第 十一は 
同一 委員に 付託した る 議案なる に 依り、 一括 翳 題と 
爲すに 御 E? 議あり ませぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 勖 なければ 一括 is 題と 致 
します、 委員® 廣 g 錨 之 君。 

第 九 水® 講習 所 内に 淡水 科 特設に 關 する 
纽馘案 (西 川 太 治郞嵙 外 五名 提出〕 

( 委員長 報告) 

第 十 水淹業 統一 II 關設笸 に關 する 建議案 
C 唐 端 淸太 郎君 外 二 名 提出〕 (委員 
長 報®〕 

第 十一 水產 銀行 設立に 關す る趄議 築 (鵜 

澤宇八 君 外 二 名 提出) (委員長 

報吿) 

〔防 ® l fel 之 君 登®〕 

f 拍手 起る〕 

0 'K 湖 錨 之 君 水®: 11 習 所 内に 淡水 科 特設に 關する 

建 篛 案、 水產業 統一 機關 設置に 關 する® 議案、 水産 

銀行 設立に 關す る纽 議案， 此三 案を 一括 致しまして 

委 fl a- を 開きました こと 前後 六 回で ございます、 其 

間 應答 質疑を® しまして、 第一の 水產 講習 所內に 淡 

水 科 特設に 關 する 建議案は、 希望を 附 して 可決を 致 

しました のであります、 其 希望 條件は 、中央に 水產 


研究所 1 ,v 設け •調齐 と 水產の 二部を® キ/魚 介の 習 
性 •浼 場の 調査 •販賣 の 調査、 海洋の 調査， 又此試 
驗部に 於き ましては、 漁撈、 製造、 S の試驗 を S 
さしむ ると 2: ふこと、 尙ほ獨 り 淡水 科に 限り ませず 
鹹水の 方面に 於き ましても、 前 申しました 通りの 調 
査試驗 を 行は しめ •さう して 必要の 有る 場處 には、 
適 當の處 に 出張所を 設けて 其 事に 當 らしむ％ と 云 ふ 
ことにした いと 云 ふ 希 圍 の條 件の 下に、 第一の 水產 
講習 所 内に 淡水 科 特設に 關 する 建議 築は、 BT 決せら 
れ ましたので あります、 次に 水產業 統一 摁關 設置に 
關 する 建議案， 是は 農會 法に灌 據 致しまして 組織せ 
らる X やうに と 云 ふ 希望の 下に、 是も滿 場 一致 可決 
致しまして ございます* 次に 水產 銀行 設立に 關 する 
雜 議案、 是は 政府 委員 大藏當 局に も 色々 質疑を 致し 

ましたので あります - あります が， 大藏當 局は 旣 

に此 農工 銀行， ill 業 銀行 等に 對し て、 水產に 關 する 
事業の 爲めに 融通を 與 ふること が 必要で あると 1K ふ 
所から して、 其 銀行 法の 條項を 改正して さう して 多 
少 S: 通を 付けて 居る ので ある， 其 額は 約 三百 萬圓位 
に 上って 居る、 故に 特殊の 水 塵 銀行を 設立す ると 云 
ふことは、 時機に 於て まだ 相當 であると 認めない と 
云 ふ 政府の 答であります‘ 是に 於て 古川 淸君 の說に 
依りまして、 斯う 云 ふ 希望を 附 して 否決 致しました 
のであります、 今日 財界の 狀况は 、水產 銀行を 設立 
すべき 時に 非ず と認 むる を 以て •大藏 農 商務 當局は 
現行法規の 下に 在る 特殊 銀行を して， 一層 水產 業に 
對する 金融を 容易なら しむる やう 考 ■努力を 希望す 
る •斯う 云 ふ 希 sa を附 して、 此案は 否決 致しました 
のであります、 以上 申 上げました 通りの 次第で あり 
ます、 何卒 御 燕 議あ らんこと を 望みます (拍手 起る： 一 
〇鹈澤 宇 八 君 議長 —— _ 長。 

0_長 (大岡 育 i?i 君〕 赖澤 君。 

〔鹈澤 宇 八 君 登； so 

〔拍手 起る〕 

0 鹈澤宇 八 君 私 15; 唯今 委員長の 報 吿屮に 於き まし 
て， 第 九、 第 十の 報 ffi- に锊 成す る 者であります が、 
第 十一の 水產 銀行 設立に 關する 建議案に 對 しまして 
反對の 意見を 表示す る 者で ございます る、 此水產 銀 
行は、 獨 り水產 業者の 利害 休戚に 關 する ばかりでは 
ございませぬ で， 國民七 千 萬 人の 榮養 上に 關 します 
る 所の 重大なる 問題であります、 此意義 ある 重大 問 
題を、 政 友會が 一朝に して 否決し 去らん とします る 


ことは、 私の 夢想 だに もな く、 苺ろ； f 可 解に 苦しむ 
ので ございます、 諸君 •御祇 知の 通り 本案は、 吾々 
许 派を 通じます る 多 數_员 を 以て 網羅して あります 
る 所の 水產 同志 俱樂 部、 此同 志倶樂 部の 過般の 精 養 
軒の 總會の 席上に 於て、 滿場 一致を 以て 決議 致し ま 
した 所の 案件であります る* 此粟を 私共が 佐々 木 君 
と 唐 端 君と に 依つ て提 m 致しました ので ございます 
るか 爲 めに 當然 即ち 可決すべき ものであるの にも 
拘ら ず、 此 否決を 見ん とすると 云 ふことは •即ち 議 
院 中に 於け る 諸君の 中に 於て 說を二 一一 一にす る 者が あ 
〇 まする 所の、 罪に 坐す るので ございます ると 云 ふ 
ことを 以て、 私は！！！ だ « 憾に存 する 次第であります 
而 して此 反對の 要旨を _き ますのに、 政府 委員の 答 
辯と して、 今日 K ちに 此水產 銀行を 設立す ると 云 ふ 
ことは‘ 稍々 早い所の 感があ ります ると 云 ふ 答 辯に 
囚ほれ て、 否決 せんとす るに 至りまして、 私は 其 意 
の 在る 所を 却る に 苦む のであります、 吾々 議員 ほ 即 
ち此 議場に 於き まして、 意義 ある 決議の 下に、 政府 
を督® 發憤せ しめて、 即ち 其實 行を 求むべき 義務 あ 
ると 同時に、 又 tt 事を 爲すべ きこと が、 國民に 親切 
なる 所以な りと 信ずる ので ございます る、 又 其 附帶 
條件な る ものに 至りまして は. 無き に 勝る ので あり 
ませぅ、 併ながら 此 銀行と 漁業との 屮 間には 一の 城 
鞞が 設けて あるので ございます 、即ち ® 保の 一項を 
削除す るに 非 ざれば， 如何に 政府が 努力す ると して 
も、 其 改良を 求む るに 非 ざれば •其 目的を 達する こ 
とは . tK 來ぬ のであります る、 即ち 垣 一重の 鐵壁が あ 
ります るので あります るから、 恰も ffi 場に 通ず る 所 
の 障害物でありまして、 魚が 其 網に 入る ことが 出来 
ない のと 同じ 事で ある， 所謂 聲 ほ 聞く けれども •親 
子の 面會は II'. 来ない、 甚だ 無慈悲なる 所の 條文で あ 
るので あります •此條 文を 議會と 云 ふ 最も 强き 力に 
依つ て撤廢 させなければ、 此漁 業者の 立つ涵 ほない 
と 云 ふこと に歸 if T るので ございます、 斯く 申し ま 
すると、 政府 委員 ほ、 i にも 貸付が 出来る ので あ 
る、 唯々 此 場合に 於て 1® 保と して収 る ことが 出来る 
即ち 「得」 と ございます 所の 一字が ある だけで 即ち 
「煜」 と 云 ふ 一字は IR らず とも 貸せる ものである か 
ら 、差 支ない と 云 ふので あります、 諸君， 凡の 銀行 
が擔 保を 収り得 るのに 拘ら ず、 肢らず に 貸付け まし 
て、 若 も 肢れな かつたならば、 其 重役が 何と 株主に 
申 &1 が 立ち ませう か、 恐らく ほ 即ち 其 擔保 を収ら ず 
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に 1T 付を する ことが、 出來る もので 15: ない ので ある 
况や一 殺の 國民ほ •今日 水產 菜は 本物な りと して、 
危險場 なりと して 居ります、 此 場合に 於て、 13 行が 
即 ち此條 項 ある 以上に 於き まして ほ、 此勝項 を Is に 
して栩通を祀むと云ふことほ、常然の结果になるの 
であります、 若しも 日本 興業銀行が， 彼の 鑛山槳 者 
に鍺 山を 扔保に 金を fc 付ける か、 更に 又 有 {f? 詢 券、 
若く (3: 不则 產を 提供せ ょと 云 ひましたならば 恐らく 
は 其 融通を 5 E る ことが /i{ 来な かつた ので ある、 即ち 
缭山 業の 今 H に 至る ことは、 私 ほ 窺み 得な かつた の 
であらう と 思 ふので あります、 之を 思 ひ 彼を 思 ひま 
すれば •水 產家を 保雖獎 咧 致します に 於き まして li 
必然と して 水 藍 銀行の its るべき ことを •望まな けれ 

ばなら ぬ ことになるので あります、 諸君 •鏺つ て 今 

日 内外の 形勢を 見ます れば どうで ありませ 5 か、 彼 

の 貧 易の 如き もの ほ、 歐 洲の戰 苹 中に、 幸か不幸か 

ほ 姑く 措きまして、 常に 輸 tji 超過を 示しつ i 來つた 

のであります、 然るに® P が 終りまして、 半 歳に 至 

らざ るの 今日に 於き まする 狀勢ほ どうで ありませ う 

か 傅 ふる 所 報ずる 所の 貿易 if 何畤も 輸入超過の み 

を 報じて 居る のであります、 最も 最近 即ち 一昨々 日 

箝ずる 所の 電報に 依ります れば 、千 五 百 十一 萬 五 千 

圆と云 ふ 中に、 少なからぬ 所の 巨額の 轍 入超 過を 示 

して 居る のであります、 今後 益々 此の 有樣 を呈 せん 

としつ、 あるので あります、 諸君の 歐米 入は 化學エ 

槊 の多牢 蘊蓄せ ると ころの 智識に、 更に 此の度の 戰 

爭に依 つて 得た ると ころの 智識に 鑑みまして、 戰後 

に 於いて、 K 失した ると ころの 戰 費を ® (X んと 致し 

まして、 般も猛 烈な る經濟 的の 侵入を 來す ことで あ 

ると 私は 思 ふので あります、 此 場合に 於き まして、 

我國 人は， 我 政府は、 能く 果して 之に 對抗 する の 策 

あり や 否や， 私は 甚だ 寒心に 堪へな いので. あります 

今日 內に 在りまして は鐵 道の 延長、 又 高等 學院の 施 

S 等 多々 あります が、 if 外 政策に 至りまして (3: 如何 

なる 計 敷が ありませ うか、 眞に私 ほ 憂 慰に 堪へ ぬの 

であります、 此 場合に 處 しまして-唯々 | つ 私は 漁 

業獎励 發展 あるの みで & ると 考へ るので あります、 

我國ほ 遠く 神代ょり 農業と 漁業と を 以て 立つ た國柄 

であります、 隨て國 民の 多數 は、 漁業に 對 する 手段 

と 方法に 至りまして 一 f 他阈 人の 企に 及ぶ 所でない 

のであります、 此多數 の國 民の 多年の 經驗 、又實 際 

的 智識と に 鑑みまして、 漁業 者に 十分の 資本を 供給 


致しましたなら ぱ、 鬼に 金棒です •必ず - «= 其 JF 額す 
る 所の 漁 E§ と 云 ふ ものは •巨额 に 上る のであります 
隨て 此咐韶 に 依りまして、 I 面に (i 食® の 補足を 致 
します、 又 一面に ほ 國 民の 95 莠上 に も 必要で ありま 
す、 而し て贸易 の 市場と 致しましたならば， 二 值三 
億 (3: 容易なる 事で あると 思 ふので ある •我國 に 於て 
唯一の m 嬰 物產た る 所の 生 絲をも 凌鹆す ると 云 ふこ 
とは、 必ず 出来 得る Ilf であると 私は 確信す るので あ 
ります、 然らぱ 諸君、 此方 法と 致しまして ほ、 即ち 
水產 銀行を 設け、 以て 遍く 多くの 漁民に 融通を 爲す 
と 云 ふこと に歸著 致します のであります、 然るに 本 
案の やぅな 最も 緊切なる 問題を 否決す ると 云 ふやぅ 
な 事は， 國 家の 爲め に甚 •た ia 憾千萬 であります が 故 
に‘ 政 友 會の諸 君 も， 又 無 所靥の 諸君に 於ても、 新 
政會、國民激の諸君に於ても，此事情を深く酌収り 
まして •若し 木 案を 旣に 黨議で 決した が爲 めに、 否. 
決する の已 むを 得ざる と 云 ふこと であるなら ば、 暫 
く假す に 休憩を 以てしても， 再 P の 上に 本案を ifli 過 
即ち 可決す る こと ii 御 賛助 あらん ことを 私 ほ 此に 
於て 諸君に 切に 希望す る 次第であります、 以て 反對 
の 理由と 致します。 

〇 岩 崎® 君 日程 第 九 第 十は 委員長 報吿の 通り、 各 
々可決 せられん ことを 望みます 、日程 第 十一、 水產 
銀行 設立に 關 する 建議案は、 折角の 鹈澤 君の 御 討論 
であります が、 委員長 報告の 如き 理由の 下に、 委員 
長 報吿の 通り‘ 之れ を 否決 廢棄せ ら れんこと を 望み 
ます 

〔「賛成」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 先づ第 九 >  第 十に 就て 決を 採 

ります、 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 奸御 異議 無き に 依り 可決した 

る ことを 宣告 致します、 第 十一 15: 賛成の 諸君の 起立 

を 求めます。 

〔「反 對 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〔「委員長 報 吿に賛 成です か、 何を 賛成です か J 

と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長 報吿で はない、 本案に 

賛成の 諸君です。 

起立 者  少數 

0_長( 大岡 育造 君〕 少數で あります， 否決、 委員 

長 報告 通り —— 日程 第 十二、 福并縣 三國港 築港に 關 


する 廷謎 案を 該段と 致します •委員長 fig ; 介 五 右 si 門 

1 ir  ' 

第 十二 |_ 井 除 三 國港築 港に 關する 建議案 
(熊 谷 五 右 衙 門 君 外 四 名 提出〕 
(委員長 報告〕 

〔熊 谷 五 右馏門 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 熊 谷 五 右衞門 君 ® 1 井 縣三國 港 築港に 關 する 越 諉 
案委 貴 fr の菘樣 を 報吿致 します、 委員 ir に 於き まし 
てほ、娶員諸君の政府委員に對する熟心なる質問應 
答が ありました、 然るに 政府 委員 ほ、 此三國 港は 十 
四重 耍 港の 如く， 國費を 以て 之を 調査し •之を 計 ffi 
すると 云 ふまで に ほ まだ 至つて 居ない と 云 ふやぅな 
不得要領な 答 辯で ありました、 そこで 委員 諸君に 於 
きましてほ、此三國港は九頭龍川改修以前に在つて 
は、 三國 町の 家屋に 浸水せ なんだ のであつた のに も 
拘ら ず、 九 頭 龍 川を 改修 致して 後、 ® 々家屋に 浸水 
すると 云 ふやぅな ことにな つて 居る •是 等を 放任し 
て 置かれる と 云 ふこと も洵に 酷で ある、 又 先般 此提 
出の 理由と して 私より 說明 致しました る 如く  •伏 木 
港の 修築は、 庄川 改修の 殘餘 金を 以て 修築され て あ 
るので ありまして 、之に ^ して 此三國 港は、 九 頭 龍 
川 改修の 殘餘 金を 以て此 港內の 設備を 餻さ すして、 
之を 上流の 日 野 川に 持つ て 行き， 又縣費 三分の 一を 
寄附 致しまして 出來て 居りました る 所の エ營 所拂砂 
工事の 機械、 又 浚渫船 •之に 附屬 する 所の 曳船 等を 
全部 內務 省が 之を 引 揚げた と 云 ふこと ほ、 此庄 川改 
修に對 して 大に 不公平で あり、 又 酷で あると 云 ふ 質 
問が ありました、 之に 對し ては、 政府 委員 ほ 答 辯す 
る ことが. 出來 なかつ たのであります、 是に 於て 委員 
會に 於き まして ほ、 本案に 封して ほ、 全會 一致を 以 
て 之を 可決した 次第であります、 爰に 報告を 致し ま 
して、 諸君の 御 Tf 成を 願 ふ 次第であります。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 1/ 君 本案は 委員 长報吿 の 通り， 可決せられ 
んこ とを 菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長 報告に 御 異議 ありませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 封〕 可決した る ことを 宣吿 致し ま 
す —— 日程 第 十三は 延期の 申出が あります、 之を 許 
可 致しま^ — 日程 第 十四、 沖* 縣に 於け る 「マラ 


一二 九 六 

リャ ，|抟 防 撲滅に 関する 纽ぶ东 を：^ ,, 2 と 致し ま-! -I 
I 委員長 伊 mm 封 = 

第 十 四 ： ;'1' |-: _. '.': に於 !-- る|マ1”：-| ;-' .:1 
择滅に關する纽3案(我如 -.'.- 纪一 
郞君外 四 名®  S) (委 £i ;x 報齿〕 
〔伊诳蜇君登扭」 

〔拍手 起る〕 

〇 伊 ! li 重 君 本案に 就て 前後 三回娄 W B- を m きまし 
た •今茲 に 其 ^ 過の 大要を 御報带 中 上げます "本案 
には E に 沖觀縣 とあります が •其资 「マラ リャ」 

の 最も 猖锻を 極めて 居る 處 は、 八 m 山 郡 即ち 7V JR 山 
列島、 此 中に 西 表 島 及 石垣 島に 於て 其 frt tg が 及 も ? C 
しい、 是は 沖纈縣 に 於ても 四十 二 年ょり 大正 11 年 ま 
で 艽箇年 の 間、 一 萬 七 千 六百餘 圓の縣 « を 以て、 是 
が 豫防 撲滅に 從事 しました が、 其 阪域 も跋く  •病 担 
も 亦 頗る 頑 强 にして •容易に 其 成 組を 见る ことほ W 
来ない、 それで 縣の 薄弱なる 力を 以てして ほ、 容易 
に成功の昆込は立ちませぬから、政府の力を以て是 
が豫防 撲滅を やつて 貰 ひたいと 云 ふの が、 本 a 謎 案 
の 趣旨であります、 此兩島 の 人口は E 下 二 萬 六 千 有 
餘人で あります が 明 和 六 年 即ち 今を 去る こと 百 五十 
年 程 前に！ r 三 萬餘の 人口が あると 稱せ られて 居つ 
たので ある、 それが 今日 此 「マ ラジャ」 病毒の 爲め 
に、 略々 六 分の 一の 減少を 見て 居ります、 勿論 此六 
分の 一の 減少は 悉く 「マラ リャ」 病と ほ 言へ ない が 
多數ほ 「マラ リャ」 病毒の 爲めに 減少を 来して 居る 
事 迓が ある •'隨 て 此方 面が 產を 興す の 資力に 乏しく 
意氣 沮喪して、 石炭の 採掘、 森林の 採 伐、 或は 原野 
の開懇 、製糖 事業 等、 此島 には 色々 有利なる 幾多の 
事業 あるに 拘ら ず、 之を 其 儘 捨てて置く と； k ふ 有様 
である， 偶々 內 地ょ 〇多數 の 人夫を 引 速れ て來 て lit 
srf 業に 從事 した 者 もあります が、 皆な 矢 張此 病毒の 
爲 めに 人夫の 多數が 、或は 病氣を L、 或は 死亡す る 
と 云 ふやぅな _で 、皆な 休止す るの B むな きに 至つ 
た、 大正 Z: 年 以来 今日は 唯々 手を 袖に して、 病毒の 
?| 贩す るを 傍觀 して 居る と 云 ふ 有樣で ある、 委員 © 
に 於て ほ 愼重 群議の 末、 此 案の 趣旨の 在る 所を 必要 
と 認め、 滿場 一致 之を 可決し ました •政府 委員 も 亦 
之に 同意して， 可及的 速に 技師を 派 遺して •實 地の 
調査を すると 云 ふ 言明を された 次第であります、 何 | 
卒滿 堂の 諸君の 御 賛成 あらん ことを 希圉 致します。 
〔拍手す る 者 あり〕 


睽菝衆 fr 蒎 R； 帝冋 一十 四 第 


0 岩 崎 II 封 木 案は 委員長 報 i1?- の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〇議长 C 大岡脊 造 君) 御異謎 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 遇 長大 岡 育造 君〕 御異蕺 無ければ 委員長 報告の 
通り 決しました、 日程 第 十五、 八戶 、久慈 間 輕促鏺 
道 渖成 に關 する 建議案を 議題と 致します 、委員長 阿 
部武智雄封。 

第 十五 八戶 、久 慈間輕 便 錫 道 速成に 關す 
る a 議案 c 鈴木銨 藏対外 一名 提 mw 
(委員長 報齿〕 

【阿部武智雄君登一^ 
r 拍手す る 者 あり〕 

〇 阿部 武智雄 君八戶 、久慈 間輕侦 鍅道 速成に 關す 
る纽謎 案の、 委員 ^ の 經過及 結果を 御 報 ff 中 上げ ま 

す、 此の 鍅 51 ほ W 森縣 の三戶 郡の 八戶 町から、 蹑手 

縣九 戶郡久 慈 町に 至る 間の 鐵 道で、 里 數が 陸路で 十 

六 m あります るが、 大槪三 R 間で 通 ' t ると 云 ふやう 

な 極く ® 1 0! な 場 鹿に なつて 居ります •さう して 他に 

海の 通 ひがあります けれども •御衹 知の 太平洋の 荒 

浪で 、中々 容易に ft •復 の / 11 来ない 處にな つて 居り ま 

す、 1!-!: 頃 地方の 新 間で 見ます るに、 八 戶の郡 長が 此 

速成浊 議案の 出た のを 見まして、 其狀况 を 話した 一 

節 •かあります が、 久 慈と 八戶問 if 馬萆 一 臺 片道 五 

十 IR1 で 屈 はれる、 往设す ると w_ の 馬 車賃が 掛 る* 

又 &t 中を tl で步 きます るには、 一 S 三十 五 [ffl の 賃金 

を収 られ ると 云 ふこと を 言うて 居ります. さう 云 ふ 

やうな 極く 邗儀な 場處で あります けれども、 而も 尚 

ほ斯の 如き 商い R 金を拂 つて、* 非 ffi 復せな ければ 

ならぬ 肝要な 土地に なつて 居る のであります、 此羝 

道の 琪に 就きまして ほ， 此頃鈴 木 君 •か 詳細に 御說明 

にな 〇 ましたから、 私は 極く 簡單に 申 上げる ことに 

致します、 此鐵 沿は豫筘に出て居りまする通0、三 

十餘哩 で， H 取 •か 三百 七十 餘蕖 [01 で、 大正 九 年度ょ 

十七 年度に 至る 九 © 年間に、 是ほ 通ず ると 云 ふこ 

とに なつて 居ります、 其 年度 割の 如きは •大正 九 年 

度ほ五萬 101 ,十年度は十萬 [01 >十一年度は|1十茁圆 

十二 年度は 二十 五萬圓 •十三 年度は 111 十五 萬圓 .十 

四 年度は 四十 四 萬 _ 1 千 [a •十 . 7T 年度 (5: 七十茁 M、 十 

六华 № 13: 八十® 圓 ，十七 年度 ほ 八十 四® 七十 圆- 斯 

の 5n き 年度 alj で、 斯の 如き 長い 年数で 架ける ことに 

なつて 居ります ので、 是が 兎に « 架る ことにな つて 


居りまして •滿 足すべき 所であります けれども •過 
日 鈴 木 君から 之に 關 する 色々 な 統計 上の 數字を 示さ 
れた通 〇、 #' 非 早くして M ほなければ ならぬ、 非常 
な 關 係の 苻る場 磁であ ります から、 此鏺 道に 就き ま 
して 政府の 意見 4 能く 聴いて 見ました •政府 當 局の 
申します には、 此鐵道 は 利益の 點に至 つて if 鐵道 
純益の ! $ 本に 對 する 制 合一 M 七 毛、 鐵道 利用者の 利 
益の 資本に 對す る ® 合 八 分 nil 毛 •資本に 對する 
純益の ® J 合 八 分 五 厘と 云 ふやうな 割合にな つて 居る 
ので •有望な 場處と 認められて 居る のであります、 
次に !! t 鐵道は 御 承知の Sri く 一は 八戶 から 通じまして 
彼の 三 陸 沿岸 線に 通ず る 即ち 關門で あります、 此鐵 
菹 が 出来なければ、 三 陸沿焊 線と 云 ふ ものを 造る こ 
とが / Ji 來ない 形に なつて 居ります、 順次 此三陸 沿 痒 
線を 造る には、 先 以て 一方は 八戶 から 久慈 間を 造り. 
一方は ーノ關 から 大船 渡 間を 造り、 大船 渡より、 釜 
石と 云 ふやう に  >  物 -! 5 の運绘 が 斯の如 く來な けれぱ 
此鐵 逭 を 造る ことになら ぬ 形に なつて 居ります、 斯 
う 云 ふ譯 であります からして， 是非此 鐵道を 先 以て 
早く排 へて 莨は なければ ならない のです、 久慈 と大 
船 独 間の 即ち 三 陸 沿岸 線 ほ 年々 I 靑森縣 會、 巖手 
縣會’ それから 容 城縣會 等から、 年々 趄謎 として m 
て 居ります る 三 陸 沿岸 線と 云 ふ必袈 な 此 海岸線 ほ、 
諸君が 御 承知の 通り 百 十三哩 あります ので c  mw 
に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 此頃 政府® 员の說 明を 
聽き まする と 設迆が 約 三千 萬 K! 、 それから 一哩 
當 りが 約 二十 七茁圓 と 云 ふやうな 難 工事が 在る ので 
あります、 さう 云 ふやうな 譯であ ります から、 先 以 
て此鍅 道を 先に 造りまして •而 して 此三陸 沿岸 線に 
及ぶ やうに 致したい と 云 ふ、 避が I の關 門で ありま 
す、 次には 委員 會で此 政府の . R 見を 腿いて M ました 

政府 當 局の 申します に ほ、 政府は 此速 成に ほ 全然 IMJ 

意で あつて、.， 唯々 財政の 都合 さへ 付けば、 成るべく 

平く 桁へ ると 云 ふ 意見を 持つ て / Jf る‘ 年度 割は 斯の 

如く 畏い問 に 出来て 居る けれども •財政の 都合 さへ 

fj- けば 成る たけ 一年で も 一 一年で も 繰 上げて、 早く 造 

る やうに したいと 云 ふこと を 言明され て 居ります、 

次に 此建 謎の 希菌 としまして ほ、 此九箇 年と 云 ふ 年 

數を 成る たけ 半分^ — 或 ほ 四 年 五 年で 造るな 〇 又も 

う 少し 早く 造る やうに して 貰 ひたいと 云 ふの が此建 

蕺の希 菌であ ります、 委員 會ほ滿 場 一致を 以て 此建 

案の通り可決を致しました、どぅぞ御贊成ぁるゃ 


ぅに 御 願 致します。 

〔拍手す る老 あり〕 

0 岩 崎 1!1 対 本案 ほ、 委員長 報 宵の 通り 可決せられ 
ん ことを 望みます。  . 

0 議長 C 大岡 育造哲 ： >  御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君： I 御 異議 無ければ 可決した る こ 
とを 宣 街 致します I H 程 第 十六、 鐵道 統一に 關す 
る 建議案を 議題と 致し ま-一 — 委員長 小 林源藏 君。 

第 十六 鐵道 統一に 關する 建議案 (柏 原文 
太 郎君 外 四 名 提出〕 (委員長 報 
吿〕 

〔小 林 源 藏君 登壇 J 

0小林源藏君鐵道統一に關する建 1| 案の委員會の 
經過 並に 結 架を 御報吿 致します、 委員 會を 開く こと 
二 回、 愼® に ？ f? 議を ffl ねました ことであります が、 
御 承知の 通〇鐵 道の 計畫 として、 日本の 鐵道ほ 國有 
法に 伎る 所の 國有鐵 道， 並に 地方 • 局部に 關す る鐵 
道で、 之を 稱して 地方 鐵道 若く は 輕便鐵 道と 申す 所 
の もの、 此二 つの 區別を 立てて、 鐵道が 漸次 敷設せ 
られて あるので あります が. 此 建議案の 趣旨に 依り 
まする と、 少しく P1 議案が 冗漫に 流れて 居 〇 ますの 
で、 意義の 明確で ない 處も あります 、要するに 建 ■ 
案の CT 的は， 今まで 輕侦鐵 道と なつて 居る 所の 線路 
でも、 國有法 に 依つ て 國有鐵 道と して 宜しき 所の 線 
路も あるので あるから して、 それを 買收 統一せられ 
んこ とを 望む と 云 ふ 趣旨に 外なら ない、 而 して 曾て 
國有 法制 定の際 に 於て、 衆議院に 於て 可決した る 所 
の 線路なる ものが、 貴族院に 於て 其數を 減ぜられた 
からして、 其當時 衆議院が 國有 たるべし と 決した る 
ものの 中に 就て、 國有 とする に 最も 適當 としたる 所 
の 線路を、 買收せ られた いと 云 ふ 趣旨であります け 
れ ども、 更に 委員 會に 於て 審謅を 重ねました 結果* 
或は 曾て 政府が 國有 とする ことを 必要と して、 衆議 
院に 議案を f 出して、 此衆 議院が 町 決した る 線路の 
中で も、 今日輕 便 鐵道 として、 私立 鐵道 に殘 して 置 
くこと も差茭 ない 線路が あります ると 同時に、 其 後 
私設 輕便鐵 m として 数 設せ られた 線路で も、 鐵道全 
般の發 達と 同時に、 國有 とする に 適 當なる 線路 も 亦 
出来て 来たので あります から、 此 建議案を 修正 致し 
まして、 建議案の 意義を 明快なら しむる と 同時に、 
今 申 上げた 趣旨に 於て、 此建 議案を 尨 正す る ことを 
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必要と すると 云 ふこと になつ たのであります •而し 
て 委員 會滿場 一致の 決 謎を 以て* 斯の 如くに 修正し 
たいと 云 ふこと にな 〇 ましたので あります 「政府 Is 
私設 輕便鐵 道中 線路の 系 絡 上 國有 と爲 すを 必 耍と認 
むる ものを 速に 買收 統一せられ んこ とを 望む 右 建議 
す」斯の如く修正する方が適切なりと云ふことに， 
滿場 一致を 以て 議決 致した 次第であります、 右 御 報 
吿を申 上げます。 

〇 岩 崎® 君 本案 ほ 委負長 報 街 通 〇 •即ち 委貝會 に 
於て 修正 議決の 通り 可決せられ ん ことを 望みます。 

〔「異議な し 異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 C 大岡 育造 君〕 御 異議が 無ければ， 委員長 報 
吿 通りに 可決 致しました I 日程 第 十七、 長 崎 港 海 
陸 聯絡 設備に 關する 建謅 案を 議題と 致します I 委 
員 長 則 元 由 庸君。 

第 十七 長 崎 港 海陸 聯絡 設備に 關する 建議 
案 (則 元 由 庸君 外 七 名提 m) 

(委員長 報告) 

〔則 元 由 庸君 登壇} 

「拍手 起る j 

0 則 元 由庸お 長 崎 港 海陸 聯絡 設備に II する 建議案 
の， 委員 會に 於け る顚 末を 御 報告 致します •本案の 
理由と 致します る 所は •鼎に 提案の 理由を 說明 致し 
まする 際に 詳しく 申卜げ てあります から、 今日は 之 
れを 省略す る ことに 致します •委 M 會は數 回 開き ま 
して、 政府の 所見を 敲 きました のであります が、 政 
府 委員は 大體 本案に 就て it 同意を 表された ので あり 
ます、其の答辯されたところに饺りますれぱ、長崎 
港は 十四 重 切 港の 一でありまして、 ® 々 調査を 致し 
ました こと も あるが、 近く 何とか 方法を 講じて 此の 
港灣 の改- a を 爲さな ければ ならぬ と 云 ふこと を考へ 
て 居る 尙ほ 吏員を 派して 調査に 著 手し、 然る 後に 其 
の 後の方 法に 就て 考慮を 運ら すで あらぅ と 云 ふこと 
でありました、 委員 中より 委員 I 致の 希望と 致し ま 
して、 111: 問題 ほ 對支對 南洋に 關する もので ありまし 
て、 殊に 對茭 問題に !; if きまして は、 貿易 W 他 重大な 
る關 係を 有する ので あつて、 一地 方 一部の 問題とは 
自ら 異なる ものであるから、 政府に 於ても 旣に 同意 
を表されました以上ほ、相成べく事情の許す限0調 
3S に 著 手せられ、 P]. つ 其 後の方 法に 就て， 速に 本 建 
議案の 趣！！ 日の實 現を 見る やうに 御_ 力を 願 ひたいと 
云ふの希望を述べまして、全會一致を以て可決致し 
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一ま した、 どぅか 本 fir に 於ても • 琛 場 I 致を 以て® 同 

® あらん ことを 望みます， 右 御 報吿 致します。 

0 岩 笱激君本案 (?. 、委 £4 長報吿の通り可決せられ 
んこ とを 绍 みます。 

〔「異 淺な し異葯 なし」 と 呼 ふ •者 あり〕 

0 遇 K (大 5 ?竹造封ッ委員長報吿に御異葯無きに依 

り、 !?; 定した る ことを 官-侍 致します - 日程 第 十八 

ai v: 帝 阈大组 r 科 大壤藥 學科钺 張に 關 する 建 謅案を 
と 致します I 委員 長大 林 森 次 郎君。 

G -I- A III 京 帝！！ 大學铐 科 大學藥 學科搦 張 
に關 する 超 議案 (小 林 源 鈒岩外 三 
名 提出) (委員長 報告〕 

〔大林 森 次 郎君 登 ® 〕 

〔拍手 起る〕 

〇大林 森 次 郎君 唯今 議題と なつて 居ります る 建議 

案の委 M ir の經 過、 並に 結果を 問 單に御 報 i'-f 申 上げ 

ます、 我 國に 於け る敎 育は、 谷 方面に 1L りまして 其 

面 R を 新に し、 是が 進步發 達を 期しつ、 ある 今日に 

藥學敎 育は 多年 同一の 狀態に 留まりまして 更に 世の 

進逑に伴つて居りませぬ、即ち鹚學敎育機關の唯一 

の J}* 京 帝 國 大學醫 科大學 藥學科 ほ、 最高の 學府た る 

にも拘らず、 極めて 微々 たる 有樣で ありまして 誠に 

m  くべき 不遇の 狀態で 、之が 内 祥の充 1¢ 改良 並に 顿 

張 ほ、 疾 くに 認められて 居る 次第であります、 敎育 

振興に 最も S を 注がる V 所の 現 學府に 於て は、 此度 

高等 敎育機 關 の缺陷 を 補 ふべ く、 從來 曾て 見ざる 所 

の 大計 喪を 立てられました にも拘らず、 此藥學 科の 

其 恩 m に 浴す る ことの 出来 ませなん だのは •洵に 遺 

憾な 次第でありまして • 藥 學の 將來を 思 ひ、 藥 業の 

前途を 考 へます ると、 現狀に 甘ん ずる ことは 出 來な 

い、 乃ち 此建 議案を 提出され ました 所以で ありまし 

て、 政府に 於き ましても、 此雜 _の趣 旨には 至極 同 

感で ある、 次の 議 fr までには 之を 容るべ く 誠意を 以 

て考瞪 するとの 言明を 得まして* 委員 會に 於て は 全 

會 一致 之を 可決 致しました、 どぅか 本會 一致 御 可決 

あらん ことを 希望 致します。 

0 岩 崎黝君 本案は、 委員長 報 街の 通り 可決せられ 

ん ことを 菌み ます。 

〔「異議な し」 と 呼ふ衮 あり〕 

〇識長 C 大岡 育造 君) 委員長 報 吿 通と 御 異議 無き に 

依り nr 決した る ことを 宦 f-f 致します — 日程 第 十 

九、 農務 省 新設に 關 する 建 融 案を ■題と 致します、 
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第 十九 S 務省 新設に 關すろ 建議案 C 中 倉 
S 次 郎君 外 十 名 提出〕 (委員長 
報吿〕 

〔中 介 §5 次 郞封登 挺〕 

〔拍手 起る〕 

〇中总 萬 次 郎君 御 報告 致します、 此 案の 骨子と 致 
します所ほ、御承知の如く國家の進運に伴ひまして 
S 業 商業 工業の 事務が 煩雜に 赴きまして、 殊に 歐洲 
趿 a の突發 以來、 尚 ほ甚 しく 廣汎に 渉り 煩 雄を 極む 
る ことにな りました、 就きまして ほ、 今日までの 農 
商務省の 事務の 中を， 官制を 改正され て 農務に JS す 
る I 省を 設けて、 農業と 云 ほず、 商工業と 云は ず， 
十分 今後の 政策 基礎を 固く して 貰 ひたいと 云 ふ 意思 
であります， 委員 會を 開きまして 提案者より 提案の 
理由を 說明 致しました、 實は此 問題は 總理 大臣の 御 
tli 席を 求めて、 御所見を 伺つ て 方針を 決定したい と 
云 ふこと で、 委員 會を數 日 延ばして 居りました が、 
色々 總理 大臣に も差茭 がありまして 御 出席が 出来 ま 
せぬ ので •會期 が 切迫 致しました 故に、 農 商務 大臣 
に 出席を 求めて、 委員 中より 詳しく 提案の 趣旨を 述 
ベて 所見を 求めた のであります'  其の 答 辯に 依り ま 
すると、' 此 問題は 未だ 閣 g に 現れた. 問題で ない、 故 
に此處 で 如何と も 明言す る ことが 出來 ない、 併な が 
ら側 人と しては、 今日 農 商務省の 事務が >  日に 月に 
煩雜に 至る と 云 ふことは 拖ふ ベかざる ill である* 早 
晚是 は實 行に 値する 問題で あるから、 官制 改正の 場 
合に 於て は、 諸君の 意思を 貫徹す る やうな 時期 も 遠 
きに 非ざる かと 思 ふと， 斯う 云 ふ 意 te の 答 辯が あり 

ました、 で 質 間 終了の 際に 當り まして、 井原 百 介 君 

より、 今の it 商務 大臣の 答 辯は 洵に滿 足を 致す から 

成べ く 政府に 於ても、 急に此 趣旨の 實現 する やうに 

御 研究を 願 ひたいと 云 ふ 希望を 附 して、 他は 一人の 

異議 者な く滿場 一致を 以て 可決すべき ものと 委員 #- 

は 決定 致しました* 此段御 報告 致します。 

0 岩崎勸 君 本案は、 委員長 報告の 通り 可決せられ 

んこ とを 望みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 委員長 報告に 異議 無き を 以て 

報吿 通り 可決 L たる ことを 宣吿 致します - 日程 第 

二十、 食糧 政策 及 小作農 保® に關 する 建議案を 議題 


と 致します •委員長 飯 田 精 I 君。 

第二 十 食 a 政策 及 小作農 保護に 聞す る 建 
議案 (土 并® 大君 外 一名 提出〕 
(委員長 報吿〕 

〔飯 田错一 君 登®〕 

「拍手 起る〕 

〇販田 精一 君食羯 政策 及 小作農 保護に 関する 建 謬 
案の 委員 會 〇. 、 純 過 及 結果を 報吿 致します、 本 建 通 
案は 二 項に 分れて 居りまして、 第一 項は 「政府に 於 
て 食糧 政策と して 米麥收 _ 後に 於け る 減損 防止の 方 
法を 講す へし」 第二 IX 「更に 米 麥收掇 後に 於け る滅 
損 防止 獎勵及 小作農 SS 業 防止の 爲 ，小作農 保 S の 方 
法を 講すへ し」 と 云 ふ 二 狭に 分れて 居ります が， 委 
員會に 於て ほ 第一 項は 此儘 可決し >  第 二 項は 之を 修 
正して 「前項 減損 防止の 實 行の 爲 小作農の 利益を 害 
せ さる ことに 留意す へし」 斯う 云 ふ 事に 修正 可決 致 
しました 次第であります 、大要 其 理由を 申 上げます 
が、 御 承知の 如く 此 食糧 問題は、 目下 朝野に It る 所 
の大間 題であります* 即ち 積極 政策と して 見るなら 
ば •此 米麥の 生產增 加を 一一る と 云 ふこと が 主たる 目 
的であります が、 此積極 政策に 就て は、 例へ ば 林野 
の 開懇で あると か、 或 ほ 耕地整理で あると か、 肥料 
の 改良で あると か、 或は 蟲害 の驅 除で あると か、 斯 
う 云 ふ 事に 就きましては， 是まで 政府に 於ても 周到 
の 施設を 加へ て、 旣に本 議會に 於 -t も •政府 自ら 開 
懇 助成 法案 其 他の 法律案 •又 議員 諸君から 建 S 案 等 
も 出て 居りまして、 相 CI- 此 問題に 就て は、 攻究 施設 
が fl されて あるので あります が‘ 消極 問題に 磁 する 
即ち、 此米麥 等の 消費の 節約で あると か、 或は 代用 
品の 獎勵で あると か 云 ふこと に 就きましては、 比較 
的行屆 いて 居らぬ やうであります、 即ち 此 消極 政策 
即ち 減損 W 止の 方法と 云 ふやうな 事 乾燥 方法で ある 
とか、 或は 又 調製と か、 或は 荷 作の 事で あると か 或 
は 包裝の 事で あると か、 更に 進んで は 運輸 保管 等の 
問題に 就きましては、 比較的 研究が 行屆 いて 居らぬ 
ので ございます* 而し て此 消極 政策を 十分に 改良し 
施設し ましたなら ば、 米穀の 腐敗であります とか、 
或は 蟲 害の 驅除で あると か 云 ふ 風な 事を 十分に 防止 
する ことが 出来る のであります が、 此 問題に 就ての 
十分の 設備が 無い 爲め に、 本 建 H 案を 提出した 所以 
でございます、 而 して 今日 此 減損 防止の 方法に 就て 
の 相當な 設備と して 見るべき ものは、 農業 倉庫 及 米 
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麥檢莪 法 だけであります、： - L fd i'f 法に « きまして は 
御 承知の 如く 別に 法 fit ' , .: ■  J-' も ござい -* x . w ぬで， 5- 府联 
或は 目 洽國® に 於て、 適宜 之を* 行して 居る ので あ 
〇 ます、 併な •から、 屮央鸨 關と云 ふ も 〇 が ありませ 
ぬ 爲めに •區々 になつ て 居りまして、 成は 其 檢 « も 
一等 若く は 三等に 區 別す る處 もあります、 成は 一等 
から 七 等まで 匪 別して 居る と 云 ふや -r な ことで、 其 | 

一等に Mi T る 物 も备 府縣 に te つて* は異 つて B る， 
隨て阪 K 者 も、 消 费者 も、 生產满 も •非常な 不便 不 
利を 感じて 居る 次第であります るが， 本迚謎 案の ® 
旨ほ、是等の爲めに特に中央拽；1を設けて絞一して 
行きたい と 云 ふの が 眼目で ございます、 而して 今日 
は 0E か三縣 のみ 同業組合に 於て 檢 3£ をして 居り まし 
て、 其 他は 殆ど 府縣 の yf 業と して 檢査を 致して 居り 
ます* 併ながら 此 自治 國膛の 常と しまして、 多くは 
さう 云 ふ 風な 檢査 に關 する經 fi を 削減し やうと する 
傾があります 、或は 又 自治 幽體 の監皙 者が 檢： 、，へ 促 槊 
員を、幾らか感情の上‘或ほ一時の狀况に依0まし 
て、 之を 随迫 したりす る やうな 關係 からして， 公平 
に忠實 に、 安心して 檢査の 事務に 從事す る ことが 出 
来ぬ と 云 ふの が、 今日の 明かなる 弊害で ございます 
是も 畢竟 中央に 統一の 機關が 無い 結果、 さう 云 ふこ 
とに 立 至つ たのでありまして 、現に 或縣の 如き ほ、 
旣 に檢査 費を 削除した 處もあ る， 或は 又 此 米の ff! :rt 
と 云 ふ ものは、 全然 必要が 無い と 云 ふこと を 言うて 
居る 人 も ある 位であります から、 將來政 府に於 て 減 
损防止 の 方法の 一方 法と して、 檢赍 法を 趿 重 にす る 
爲 めに、 統一的 中央 機關を 設けて 賀ひた いと 云 ふ 事 
が、 第一の 建議案の 趣旨で ございます， それから 第 
二の 「更に 米 麥收酸 後に 於け る 減 ffl 防止 獎勵及 小作 
農轉業 防止の 爲小作 農 保證の 方法を 講す へし」 と 云 
ふこと を、 前 申しました 如く、 之れ を 修正 致し まし 
たの ほ、 滅損肪 止の 方法は、 十分 政府で 監锊 を臌重 
にす る 以上は、 獎勵と 云 ふこと を 特に 第一 一項に 11 う 
必要が 無い、 尙ほ 小作農 轉 業肪 止と 云 ふ yi が ありま 
したが >  雜議 者の 理由と して 居る 所は、 近時 工業の 
勃興に 伴 . 5 て、 農業 者が 工業 方 rfii に轉 業す ると 云 ふ 
ことで ありました が、 政府 當局 者の 統計に 依ります 
ると I 說 明に® ります と、 却て 此 小作農は 寧ろ 漸 
次增 加して 居る、 多少 エ椠の 盛んなる 所の 府縣に 於 
きまして は、 聊か 其 傾 もあります が、 一般的に 申す 
ならば-寧ろ 小作農の 方は 漸次 殖えて 尻る、 斯う 云 
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ふこと でありました から、 此小作 農の® 業 防止と 云 
ふ ^ に 閱 する 問題は •他日の 研究に 課り まして、 寧 
ろ此 檢秃を 磷軍： にす ると 云 ふ 結果、 小作農の 利益を 
害する ことの 無い やうに、 留意して K ひたいと 云 ふ 
ことに 訂正を したので あります 、元来 此檢赉 の 目的 
と 云 ふ ものは、 米の 信用 I 市價の 信用を 高める こ 
とが 目的であります るが •市價 の 信用を 高める 爲め 
には •品種を 良くす ると か、 或は 減損を 防止す ると 
か云ふ事ほ> |1 然に起る結果であります、而して此 
檢外费 に 就きましては、 是ま で阈 lili から 一文の 吏 出 
もして 居り ませぬ、® に 大正 五 年に 於き ま L ては、 
貯藏檢 杏 费と云 ふ B に 於き まして、 二 萬 六 千 圆 許り 
出しまして、 西ヶ 原の S に 於き まして 米の 貯藏檢 
赉の 研究 ? 5 に 充て！ £ るの みでありまして 、其 後 何等 
支出 もして 居らぬ、 钤 な 府縣 若く は E 治 幽 SS の 支出 

になつ て 居りまして 小作農 者が 米の 檢奄を 受けん と 

する 場合に 於て は、 33 分が 其 ? 5 用を 負擔 しなければ 

ならぬ、 そこで 地主を して 其 檢 % 鸮の 一部を 補助せ 

しめ， 或 ほ 米で 補給す るか、 或は 金で 補給す るから 

しで、 補叻 して® ります が、 n の檢 赉 に 依つて 利益 

を 受けます 莕ほ 全く 地主であります'  小作農 者は、 

此檢赉 の Is めには， 勞と费 W とを 非常に 耍す るので. 

あります から、 餘 〇此 檢杏 を賤 m にす る爲 めに 小作 

S 奢が 非常に 迷惑す る やうな ことがあつ ては ならぬ 

から、其點に就，て (3: 、特に政府常局者に於て留葸し 

て H ひたいと 云 ふこと に、 第二 項で 訂正した 次第で 

あります ，尙 ほ 本 誘 案が 誦松に 現れました 時に、 

汶 政 曾の 諸君は 即決 否決を 箱 阐 せられました が、 是 

は 教育 跟興 に關 する 建 諶案 とほ 稍々 趣を 與に して、 

尻り まして， 政府に 於て fA? ほ 十分 考賊 せらるべき 事 

も あり •又 施設 經兑を 要すべき 事が 多々 あるので あ 

ります から、 どうか 唯今 私が 申しました 修正 通り、 

滿极 I 致を 以て 御 苡成 あらん ことを 筘轺 致します。 

0 岩 崎 1!1 君 本案は 委員長 報 ^ の 通り、 卯ち 委員 會 

に 於て 修 正謎決の通〇可決せられんことを轺みます 

〔 「现 謎な し異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇齡長 '，大 岡 宵 造 ?,； 〕 ¥s fl i4 報齿に 御 異議 も 無い や 

うであります から、 可決した る ことを 宦告 致します 

—— 日程 第二 十一 及第 二十 二は 同一 委 M に 付託した 

る蕺率 なる に 依り、 一括 謎. 3 と爲す に 御 與讁あ 〇 ま 

せぬ か。 

〔「興 諮な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0 謎 長 (大岡 育造 封〕 御现謎 無ければ 一括 11 題と 致 
します、 委 is 長 牧 :!'r 鐵九郎 対- 

第二 十一 外客の 招致 及 待 週に 關 する 建議 
案 (小 四 和 君 抛 出〕 (委員長 
報吿) 

第二 十二 名將 P IS 其 他 著しき 事歷 ある 樹 
石 並 特殊の 柄物 保存 及 利用に 關 
する 建議案 (小 西 和 君 提出〕 
(委員長 報告) 
r 牧野 羝九郞 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 牧野 铙 九郞对 外 ^ の 招致 及 待遇に 關する 建 翳 案 
の委 M 會の繂 過を 報 ff 致します、 政府 委員の 言明に 
依 〇 ますれば、 從來 外容招 致に 關 しまして 「ッー y 
ストビ ユ ー n  I」 を 組織して、 鐵道院 、南滿 、商船 
郵船、 劇場 等 四十 三の 組合で， 以て 鐵道院 で 13; 五 萬 
圓 を £ して 衷京に 本部を 設け、 其 他耍處 に 支部を 置 
いて， それ 〇 案內 W なん ぞも配 付し 相當 招致に 努 
めて 居る と 云 ふこと であります、 大正 二 年の 如き、 
外来の 遊客は 二 萬 二 千 人 J 一一 年 ! i 一 萬 八 千 人、 四 年 
ほ 一 萬 四千 人、 五 华は二 禺人 、六 年は 二 萬 八 千 人、 
七 年は 十月までに 11 萬 -7T; 千 人 あつたと 申す ことで あ 
ります、 又 明年 ほ 日曜 學 校の 生徒が 三千 人から 来朝 
すると 云 ふこと であります が、 E 下の 設備では 京 濱 
間に 於て、 僅に 五六 百 人の 收容 しか 出來な い爲 めに 
已 むを 得ず 汽船の 便に 依つ て， 船宿を 應用 する ょり 
外に途 が 立たぬ と 云 ふ 次第であります、 又 近き 將來 
に 於て 大阪驛 の 改築の 場合は、 外人の 收容 すべき、 
「ホテル」 を 東京 驛同樣 に ffi へたい、 或は 敦賀 にも 
一箇 處設 ける 必要を 認めて fr る、 斯樣な 言明で あり 
まして、 委員 會に 於て は 政府に 注意を 致しまして、 

更に 施設を 棚大 致しまして •計 ilf を 立てられる やぅ 

に 希 阐を 述べて、 全# 一致を 以 つて 可決 致しました 

此段御 報 街を 致します、 次に 名勝 蘀 _ 其の 他 著しき 

事 ^ ある® 石 並 特殊の ftl 物 保存 及 利用に 關する 雜 議 

案， 是は 貴族院の 提出に 係ります 史蹟 名勝 天然紀 念 

物 保存 法案、 是の 議決の 結果に 依つて •自然 議決を 

要せざる ものと 決定 致しました、 此段御 報 f'f を 致し 

ま 

0 岩 崎 SJj 君 日程 第二 十一は、 委員長の 報告の 通り 

可決せられ んこ とを SS みます， 日程 第二 十二は、 是 
亦 委員長 報 吿の通 〇、 驳に 木院に 於ても？ U 族院 提出 


の史 _ fi 勝： 大然 ffi 念 物 保存 法案を 可決 確定 致し まし 
たる 結果、 r4 決を 要せざる ものと 決定せられ ん事を 
菌 みます e 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長 報吿の 通り 御 異_ あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇纖長 C 大岡 育造 君) 乃ち 第二 十一は 可決、 第二 十 
二 {3; 議決を 要せず と 決しました、 日程 第二 十三、 愛 
媛 縣今治 港 開港に 關 する 建議案を il 題と 致します、 
委員長 政 尾藤吉 君' 

第二 十三 愛_縣 今治港 開港に 關する 建議 
案 (河 上 哲太君 外 三 名 提出〕 
(委員長 報告) 

〔法 學博士 政 尾 藤吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 法學®  士政尾 藤吉君 愛媛 縣今治 港 開港に 關 する 
建議案の 委員 會の經 過 及 結果を 御 報 吿申上 げ ます、 
今 治 港は 船舶の 出入の 噸數に 於き ましては 、全 ® の 
港の 中で 十八 位に 居る 港でありまして、 又 之を 全國 
の 開港 場 三十 幾つの 港に 比較 致します れ ば、 其 中の 
第 十三 位に 居る ものであります. 此今治 港から 出 ま 

する 所の 綿織物 - 綿 「ネル」 と 申します る もめが 

是が 年々 二 千 萬圓に 達する のであります， 又 今洽港 
は 水の 深さが 干潮の 時に 於き ましても 三十 五 尺 あり 
まして、 滿潮の 時には 四十 七 尺あります、 唯々 防 波 
堤を 造る 必要が あります、 其 故に 愛媛 縣民は 愛媛 縣 
の 縣會の 決議に 依りまして、 縣費を 以て此 防波堤を 
造りまして、 今 治の 築港を 致します る ことにな つて 
居 〇 ます、 右の やぅな 次第でありまして、 委 H 會に 
於き まして ほ 愼重な る ii? 査を 遂げました る 末、 全會 
一致を 以て 可決 致しました、 何卒 諸君に 於 かせられ 
ましても •滿場 一致を 以て 御 可決 あらん ことを 希 II 
致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎勸君 本案は、 委員長 報告の 通り 可決せられ 
ん ことを 望みます。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 無き に 依り、 委員長 報 
吿の 通り 可決した る ことを 宣吿 致します、 日程 第二 
十四 兩肥筑 貫通 鐵道敷 設に關 する® 議案を 議題と 致 
します、 委員長 原 田十衞 君。 

第二 十四 兩肥筑 貫通 鏺道救 設に關 する 建 


蕻案 (川原 茂輔君 外 二 芯 提出〕 
(委 M 長報哲 〕 

〇 原 田十衞 ff s m であります から、 當席 より 御 報 
传を申 上げます。 

〇 顏長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇 原 田 十衞財 此 建議案の 要旨は、 佐賀 縣佐賀 市よ 
り 福 岡 縣若津 に 至り， それより 福 岡 縣柳河 •矢 部 川 
を經 まして‘？ RS 本 縣大津 に 至る 約 五十 三 哩の鐵 道で 
あります、 委 M 會を 開く こと 二 回でありまして、 政 
府の 言明を 聽き ましたが •政府 も 極めて 必要な 線路 
で， 有瑶 なる 線路で あるから-速に 調査を 遂げる と 
云 ふこと でありました、 尙ほ 之に 就きまして 委员の 
中から、 此建 議案の 名稱が 、筑 前， 筑 後、 肥 前、 肥 
後に 亘 つて 居る 名稱 であるから、 此 地方に 於け る e 
道を もう 少し 調査した いと 云 ふ 希望が ありました. 
即ち 一は 久留 米を 中心と 致しまして ■陸軍の 飛行場 
を 經て折 尾に 至る所の 線， 一面に 於て は 久留 米より 
熊本縣 山萌に 至る 線路を 調査して 貰 ひたいと 云ふ筘 
望が ありました" 是も 政府で 調杳 致さう と 云 ふこと 
でありました、 又 一つは 建議案の 線路の 終點 となつ 
て 居ります る大津 と 申します 處から 、三 srr 町を 經ま 
して 八 代に 至る 線路を、 併せて 調査して 貰 ひたいと 
云 ふ 希望が ありまして、 是も 政府で 調査を 致さう と 
云 ふこと でありまして、 建 ■案は 滿場 一致を 以て 可 
決 致しました 次第であります、 此段御 報告を 致し ま 
す 0 

0 岩 崎 li] 君 本案は 委員長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〔「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇讁長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 無き を 以て、 委員長 報 
吿の 通り 可決した る ことを 宣言 致します、 日程 第二 
十五、 馬匹 獎 _ に關 する 建議案を _ 題と 致します、 

委員長 藏 內次琎 作 君。  _ 

第二 十五 馬匹獎 g に關 する 建議案 (八 田 
宗吉君 外： 1 :名 提出〕 (委員長 報 
吿〕 

〔藏內 次 郞作君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇藏內 次 郞作君 本案は 馬匹 奬勵 に關 します る 建議 
案で ございます、 で 本案は 先日 當本會 に 於き まして 
建 _ の 諸君より 一通りの 理由を 述べて 居ります 、爱 
に R ねて 其 理由を 申 上ぐ る ことは、 餘り 必要で もな 
二 九九 


s§ ill lll 8gl s? ill r  名 1 lll ss l'Ll lll lli ssg— 物— 及 利用  IT  る 議案 震 縣今蠢 SS する 建議案 


••帝 问一十 て， 


加 H ノ- : .:' :-.; ; -,-.-, flii j3 =:i .: 3 ク-に 诏 すろ -'!? S： 


いかと 存じ ま T るが、 私は 少しく 此迂通 案を 提 m 致 
し .W した 理由と 致しまして* 少し 申 上げたい と 存じ 
ます， 15 -./ ち :- XI の ® 匹に 就. ? まして (i , 諸君 が 御 承 
1 知 下されます る M りに ■•是 まで 有 h の ^ に 於き まし 
て 馬 FC の®; S を 致します ると •其 時に 初めて 馬の 少 
いと --- 八 ふことの 强'ケ. ^.; くなります るので ございます 
今一; の 四 们 利に ja します る 十二 肺 M の 馬匹を 地方で 
诏發を 致しブ したが- 是は 前の 日露 钺氓あ たりより 
其-s 合が - — 頭 數に對 します る 沿 /! J に 適 ひます る 馬 
の數は 洵に少 うご ざいます、 尤も 地方に も & り ませ 
うが、 九州 あたり ほ 昨今 非常に 鞍 ; ri を 致し ませずに 
馬に矜 な ' :( 力で m 荷を 糸 かせます、 田 # の惡路 でも 
三百 I't 四百 H の ^ 物を 背負せ まして、 馬を 磨 侍して 
酷く 使 ひます る 故に- 葸外に ||= 1が衰退を致しまして 

陸 屯の 御用に 立つ r3 が 油に 割合が 少うご ざいます、 

で； 方から 咿 します ると •大正 六苹に ほ 牛が 高く ご 

ざいます る，： 3 めに、 馬を / f<- 殺 致します る數が 五 萬 頭 

位 ございます-大正 七 年に ほ 一 蹓 致しまして 、十一 

萬 頭 も 屠殺 致しで 0 e ります， 尙ほ此 八 年に なり まし 

たなら ば 如何になります るか、 或は それ以上の 頭數 

を 屠殺す る やうな 次 餡で ほ あるまい かと. 存じます， 

又脔馬 地の 狀况 を 7J5: ります ると. 飼 糖 も 高し、 總て 

の 毀 用が 高く ございます るが 〇 めに、 馬の 蕃瓶ほ 至 

つて 近頃 ほ 少數で ございます" 漸年 —— 年々 尻戾〇 

のす る 課で ございます‘ 減る 譯で & り ます、 さう し 

て JI: ハ 減ります るの みなり ませず、 馬の 全體に 於き ま 

しても、 踏 格が 惡いと 云 ふこと でございます、 斯の 

in . ;s- .l ^ rl で ございまして、 若し 有事の 際に 至り まし 

て、 多數の 徴 發を行 ふと 云 ふ 場合に 於き ましたなら 

ば， 確に ：=木の馬と云ふものは、眾用に使はる\4 

のは、 兵 數に 比例を 致し ますれば •迚も 引 足り ませ 

ぬ， 現に 今 K 十二 肺 團 の徴發 で、 騎兵 杯を 召集 致し 

ました 中で、 十六 貫 以上 ある 人は* 悉く 召集して 皆 

な 赀 所で 遊んで 居つ た、 それほどう 云 ふ譯で あるか 

と 云 ふと、 十六 M の體 格の ある 者に 武装を 薪け ます 

ると •乘せ て やる 馬が 無い と 云 ふ、 洵に馬 が 装へ て 

居ります、 それが 爲 めに 達者な 掛 同 の 多い 者け、 召 

集しても* 资 所で 色々 な 事を して 遊んで 居る、 斯う 

云 ふ 有樣 であります、 で 金く 此建 議案を 出しました 

趣 3 1:.| ほ、 右 樣の如 き 趣意に 依りまして、 已むを 得ず 

.Efi ffi 奬 一; の 建議 築を 出しました 次第であります* で 

本趄識案に就きまして (3: 、其經渦及結畀を御報吿致 


i I.J: l i5: 之に 诏瞵す る 諸 甩 程の 改 I TE に 胡す る 扭迢案 


しま すれ ぱ* 委 员 長に (3: 不肖 本： 3 を 舉げら れ •又理 
事に ほ 八 田宗吉 君、 川崎克 若、 中 村靜與 君の 御 三 君を 
選 ! X れ ました、 委 0 矜 を 開 3- ました こと 前後 五 冋開 
きました •政府ょりは 陸 m 大 f-rl 及淺川 馬 政局 長官の 
御 出席が ございました •备 委員と 質 間 腱 答を m ねま 
して肮茁沿链を諶しました，政府に於きましても， 
國防 上、 ^ 業 上、 本 建？； 1 案の m ■要なる ことを！ I めら 
れ まして •悉く 本 建 諮 案に 賛成の 意を 表せられ まし 
た 次 f5 であります、 殊に 官民 共同 馬 政 調査 會と 申し 
まする ものを 設 K- 致しまして、 馬 政 上の 政策 及 方針 
を定む る ことに 就きましては、 陸軍大臣は 確に 之を 
設問す る ことを 明言せられ ました、 又數 ^ 來削 野の 
fHI 題と なつて 居る 競馬 法 制定の 事に 就きましても， 
此調诳 會 I 官民 共同の 馬 政 調査 會で ございます— 
此 調査 fr に 諮 g して、 次年度の 議會に 政府案と して 
提 m すべき ことの 言明が ありました * 調査 fr 設置に 
關する經费ほ，預凜なき故如何にするかと質問を致 
しました、 是は随 かのこと であるから、 何とか 政府 
で 都合を すると 云 ふこと であります、 第二 項の 畜產 
矶 合 補助金を 國 庫 ょり 支出す る ことは、 政府に 於て 
ほ 考慮す るとの ことで ありました、 第三 項の 飼育 法 
改 ffi 、 牧草 栽培の 獎勵 を！ I る こと、 是も 政府は 其 趣 
意を 容れ 、其實 行を 期す る ことの 答 辯で ありました 
斯く 致 - L まして、 委員 fr は 滿場 可決を 致し まし 
た‘ 以上の 報 街を 致します る、 諸君は 國 家の 爲 め、 
滿場 一 致の 御 賛成 あらん ことを 玆に筘 望 致します る 
次第で ございます。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 1!! 君 議長。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 ill 君。 

0 岩崎勵 君 本案は" 委員長 報吿の 通り 可決せられ 

ん ことを 望みます。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 委員長 報告に 御異識 なきを 以 

て、 可決した る ことを 宣吿 致します - 日程 第二 十 

六、 f!: 生 川 加 茂 間 _ 便鐵道 建設に 關す る雜翳 案を 議 

題と 致します、 委員長 井上 敬 之 助 君。 

第二 十六 貴 生 川、 加 茂間輕 便鐵道 建設に 

關 する 建 _案 C 井上 敬 之 肋 君 外 

M 名 提出〕 (委員長 報吿〕 

〇 井上 敬 之 助 君簡單 であります から， 本 席から 發 

言を 御 許を 願 ひます。 


〇篛長 (大 W 育造 君〕 許可 致します。 

〇 井上 较之助 君 本案 ほ 二回 委員 位を 開きまして、 
全愈一致可決を致したのでありま.丁、勿詢政府姿员 
の 出席を 求めまして 、政 / f-f の 所見の 在る 所を 叩き ま 
したが、 政府 ほ 未だ 寶 測を 致して 居り ませぬ から、 
之に寶否を決することは出來ませぬが、兎に角 1? 測 
を 致した 上に 於て 採否を 決する と 云 ふこと であり ま 
した、 以上の ai りであります から* どぅか 諸君の 御 
賛成を 願 ひます。 

〇 岩 崎 ® 君懿 長。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 勸君。 

〇 岩 崎勸君 本案は、® 員 長 報 街の 通り 可決 あられ 
ん ことを 望みます。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 別に 御 異議な き 故 •委員長 報 

街 の 通 〇可 決した る ことを 宣吿 致します - 日程 第 

二十 七、 官吏 恩給 法 及 之に 關聯 する 諸 規程の 改正に 
關 する 建 P 案を 議題と 致します、 委員長 齋藤珪 次 君 
第一 一十 七 官吏 恩給 法 及 之に 關 聯 する 諸規 
程の 改正に 關 する 建 翳 案 (齋藤 
珪次君 提出) (委員長 報 吿) 
〇齋藤 诖次 君此席 より 發 言を 御 許を 願 ひます。 

0 _長 (大岡 育造 君〕 許 nr 致します。 

〇 齋藤珪 次君此 現行 恩給 法 其 他關聯 する 法規の 改 
正趄箴 案 ほ、 政府に 於ても、 今日の 恩給 法が 制定 後 
餘 りに 年 所を 經る こと 久しくして、 幾多の 不備が あ 
るから して、 之を 改正す ると 云 ふことは 大體に 於て 
同意で ある、 1L つ 過日 提出者より 陳辯 致しました 所 
の 理由 等に 就ても， 大體一 一意であります、 故に 政府 
は 社 會 政策 上の 緊切なる 次第と して、 十分に 時勢に 
適合す る 所の 相當 なる 改正を 加 ふべき 考を 以て 調査 
研究を 致して 居る、 斯樣な 趣意で ありました、 尙ほ 
之に 對 しまして、 委員 諸氏より 質問が ございました 
其 主なる ものを 申します れば •恩給 及 扶助料を 擔保 
として* 幾多 金融 上 忌は しき 顼狀を 早： して 居る、 之 
を 何とか 整理す るに 就ての 意見は 無い かと 云 ふに 對 
して、 政府 も 現行法に 於て 之を 禁ずる と 云 ふこと も 
大體其 意味に なつて 居る が •其 制裁 ほ 甚だ 不十分で 
ある、 故に 寧ろ 今日の 時勢に 於て ほ、 此 擔保抵 當を 
致す 事を 禁ぜず して、 相當 金融の 途を 開く が 適當か 
とも 考 へて 居る •就て (3; 徒らに 國家の 恩典を 失は ざ 
る •か 爲 めには、 貯金局を して 此 恩給 扶助 法に 就て 相 


當金® 0 途を開かせるのも一方決と /'- :ずる*:; !-.|. に* 
れ等 のこと も 十分に 攻究して 、改正までに {X 成案を 
煜る見 a である •又 官史 の辭 n には ず； s vr VJ: •ムふ 
ことが 附隨し なけれ ぱ、® 給の M 典に 浴せ ぬと ic ふ 
やうな 有 揉から、 病 1 5*11 ならざる 漭も筠 て 病 ^ として 
辭職 する ことの 弊を 改めて-さう して ¢1 に；； g: ?i-.l なる 
渚は 病： S、 其の 他の 者は 病氣で ない と 云 ふことの 小 
K を 以てしなければ、 ^ 肺が® fis の ^ 斷を して、 §"0 
則に 當る 者を •虛趦 の 診断 ？ 1? を >!f かなければ ならぬ 
と 云 ふやうな M 々な H 問が ありました， それに 對し 
て も 政府は 官吏が 恩給を 受くべ き 相 當の 年限に 達し 
た 以上 (3: , 必ずしも ?. M 氣と iK ふこと でな くと も、 111 
當の邱 ：由を 以て 國家 に盡 したる 邦 功 紐に 對 して 恩給 
を與へ れば宜 いので あるから、 將來は 病氣で なけれ 
ば 恩給を 興へ ぬと 云 ふこと でな く  •之に 或る 相當時 
期に 於て は 辭し捋 られ •さう して 恩給を 與へ ると 云 
ふことの 改正を 爲す こと' か ffl 當と思 ふと 云 ふこと で 
あ 〇 まして-それから 又 恩給 法に 依る もの I U0 
恩給 -L1;- に 依る 扶助料に 依る ものと ■地方の 例へ ば 袢 
察 , B- 看守の やうな 者の 縣费支 辨に； 一 する やうな 奔に 
付て M 別が ある、 例へ ば 小 學校敎 員、 郡視學 と 云 ふ 
が 如き 者の® 別が ある， 郡 視學は {R icr 恩給 法の 交配 
を 受け、 小 學校敎 員は 小 學校敎 員の 恩給 扶助 法と 云 
ふ もの、 支配を 受ける が爲 めに、 小® 校敎员 が 榮軔 
致して 郡視學 になれば、 其 恩給の 場合に 於て は、 小 
學校敎 員の 時ょりも 恩給 率が 減ずる、 避 it 即ち 官 If 
となると I 郡 視學 になる と 官吏 恩給 法に te るが 小 
學校敎 員で あれば， 小 學校敎 員の 恩給 法に 依つ. て 給 
與を 得られる ので あるから、 それが 爲 めに 郡 ® 學に 
滎轉 すると 恩給 率が 減ずる 爲め に、 郡 M 學にな る 入 
が 甚だ 少ない、 郡 視學を 望まぬ と 云 ふこと である、 
又 之と 同 樣に 、巡査 看守の 如き も， 今日 ほ H 守は 國 
費を 以て 支 辨 して 居る のに、 依然として 縣费の 時の 
給 與を受 くる やうな 工合に なつて 居る、 總て是 等を 
統一して、 學校敎 員ょり 郡 視學 に榮轉 した 者は、 却 
て 之を 忌む が 如き ことのない やうに、 總て 之を 統一 
して、 恩給 法の 恩典に 均 |;5 する やうに 致す 方針を 執 
らうと 云 ふ 政府の 趣意で ありました， 其 他 幾多 法規 
上 改正すべき 點は 、大に 攻究を 致して やる ことに 致 
さう、 唯々 恩給 率 或は 扶助料 等の 增 加は、 財政 上に 
幾多の 關係を 及ぼす が 故に、 大藏 省の 同 SE を 得な け 
れば 、是 等の 點に 就て は輕々 に 同意す る - H 行す 
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1 る ことは 出來な いが、 先づ 以て 法制 上の 事に 於て は 
政府は 十分に 努力して 之を 改善 致し、 又 適 常なる 咐 
加 等 も、 是非 政府 も 之を 爲す ことの 考を以 て、 出来 
得られる 限り 努力を 致して、 来期 葳會 には 成べ く提 
出す る考を 以て 努力 致す と 云 ふこと を 聲明 致して 居 
るので あります、 委員 ^ は 之を 諒と致 しまして、 全 
會 I 致で 本 建議案を 可決した 次第であります •以上 
御 報吿 致します。 

0 岩 崎® if 本案は、 委員長 報 i»f の iili り 可決せられ 
んこ とを 5 ? みます。 

f 「異 諮な し異讁 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 f 大岡 育造 君) 別に 御 異謎' か 無ければ、 委員 

長報吿通り可決したることを铉诉致しま-一 - 日程 

第二 十八ょ 〇绝 五十 七に 至る までは、 請願 特別 報吿 
なるを以て、例に依り一括鄧题と爲し、委負長の報 

吿を 求め ま -s — 委 U 長 佐々 木 文 一 君。 

1 S :: ! へ  ' : ; /l: li: 波) 氓 悼 ^ 

耕作 反別に 對し補 傲 金 交付の 謂 

願 (委員長 報告〕 

第二 十九 (特別 報 W 第 西 六十 三號〕 航空 事 

業 國菔 補助の 話 願 (委員長 報告〕 

m 三十 (特別 報齿第 百 六十 四號 >k 任 村 

に 郵便局 設蹬の 詰 願 (委員長 報 

吿) 

第三 十一 (特別 報 街 第 西 六十 五 號〕 皆 瀬 郵 

便 局に 集配 並 mm 事務 開始の 請 

願 (委 M 長 報告〕 

第三 十 1 1 ( 特別 報 街 第 百 六十 六號〕 阌田郵 

便局に常信事務開始の請願(委 

fl 長 報 S 

第三 十三 (特別 報 佐 第 百 六十 七號) 枝 幸 村 

字音挖 に 郵便局 新設の 請願 (委 

員 長 報吿) 

第三 十四 c 特別 報 宵 第 II 六十 八號〕 吉城郡 

へ 配達す る 小包 郵便物 娛绘線 路 

窃 ：史 の Is 願 (委 灼長報带> 

13 三十 五 (特別 報 «- 第 百 六十 九號) 坂 上郵 

便 局と 幸 野 郵便局との 間に遞 送 

開始の， T" 願 (委員長 報吿) 

第三 十六 (特別 報 ft 第一 c 七十 一號〕 茅 沼に 

無 集配 郵便局 設 S の Is 願 (委員 

長報齿」 
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转 JS 郵墘 局に 饵 11 :! 並 Es‘t ;i' )<- 務開 始の莳 弨 外 九 件 


て} f 兜 防から さろ I' 依り 前記 大任 村に 郵便局を 設 
r? せられた しと 謂 ふに 在り 

衆 3? (% (r 5t- の 班 §• を 至 常な りと 認め 之を 採！ S すへ 
きものと 謎 決 - «: り 依て 窈院法 第 六十 ?/: 條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 六十 五 號 
S  見 rn 'I'f 

請願 文 ? f 表 第 六 三 九號 

许 翻 郵 fli w !" 犯 ffl 並 铽信讲 務開姶 の 請願 長 
崎 縣北松 浦 郡 f? 釣 村 误中山 友 太郎早 ：出 (紹 
介錢員中訐茁次郞君) 

右 請願の 要 S- ほ 長 崎 縣皆蛸 郵便局 (T- 無 集配 局に し 
て 不便© からさる に 依り 現在 浦 和 局 集配 傾内 屮里 
村の 一部 及 大野 局 集配 區內皆 ■村 金 部を 郵侦 集配 

悶 として 皆 例 局へ 郵便® 配 及 常 信 事務を 開始 せら 

れた しと！ I ふに 在り 

衆 r4 院ほ 邦の 挪' 旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 調 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿 第 rll 六十 六號 

贲 見 B 

請願 文 ff 表 第 七 四一號 

溶 田 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 秋 田縣山 

本郡濱 口村 長 浦 水 新 ？ ■/!: 郞 呈出 (紹介 議員 高 

橋本吉 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 秋田縣 山 本 郡 濱 口村は 秋田縣 海® 

物搏得 の 要地たり 而も 其の 發展の 狀况は 十 年 前の 

比に 在らす 仍て濱 田 郵便局に 電信 事務 開始の 必要 

を感し 昨年來 北部 遞信 局經理 部に 交渉の 結果 工事 

费二千 八 百 圓に對 し 其の 七 割を 寄附す へき 必要を 

認め 村 © の 決議を 以て 二 千 圆の 寄附を 爲す ことに 

決し 其の 寄附 願 B を呈 53せるに拘らす未た電信の 

開始な きは 村民の TS た jt 憾と する 所な り 依て 大正 

八 年度に 於て 濱田 郵便局に 電信 事務を 開始せられ 

たしと 謂 ふに 在り 

衆議院 {3-. 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 探擇 すへ 

きものと 議決せ 〇 依て 識院法 第 六十 ? »: 條に依 り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ _ 

特別 報吿筘 百 六十 七號 

意見書 

請願 文書 表 第 七 七 五 號 

枝 幸 村 字 音標に 郵便局 新設の 請願 北海 il 枝 


幸 郡 枝 幸 村 大字锷 文 村 字 音標 代表者 石 川耍 
三 外 三十 一名 呈出 (紹介 袋 員 苽武 君) 

右 請願の 嬰 旨は 北 見 国 枝 幸 郡 枝 幸 村 大字禮 文 村 字 
音標 ほ 戶數三 百に re むとし 地勢 一面 ほ 海に 一面は 
沃野を 控へ 船舶の 出入に 適する 港闵を 有し 土地の 
產物ほ 麥 殺、 鯆粕 其の 他 諸種の 海陸 產 物に 富み 其 
の收搜 金高 毎年 四十 四 萬 II に 達し 轍 入 又 之に 伴 ふ 
其の 他 耕地 開懇豫 定地及 牧場 等 合して 九 千 六 百 町 
步 あり 外に 未開 is 地數 千町步 を 3? し 移民の 數ほ三 
百 人を 下らす 將來 開拓の 餘地甚 た 多くして 交通 旅 
肢 引 日に岈 加す るに 拘らす 郵便物は 九 里を 隔つる 
枝 幸 局の 第 配に fa し 不便 甚 しきに 依り 前記 音標に 
一 S 便 局を： K- fff して 住民の 利便を 計られた しと 謂 ふ 
に 在り 

衆 識院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報吿第 百 六十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 八 五 號 
吉城郡 へ 配達す る 小包 郵便物 遞送 線路 變更の 
請願 岐阜 縣吉城 郡國府 村長 岡 村 利 平 外 二 
名 呈出 (紹介 議員 松 岡 勝 太 郎君) 

右 請願の 要旨は 岐阜 縣吉城 郡 古川 町 外 五箇村と 東 
京 名 古 屋 地方との 間に 遞送せ ら るる 小包 郵便物は 
富 山 縣下富 山 郵便局を 經由 する 規定なる を 以て 發 
薪に 多大の 時日を 要し 不便 尠から す 依て 岐阜 縣下 
岐阜 郵便局 又 ほ 同縣 下中津 郵便局ょり 同縣 大野 郡 
高山 郵便局を 經由 せし むる やぅ 小包 郵便物の 遞 ，送 
線路を 改正せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆識院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也  I 

特別 報 吿第百 六十 九號 

意見 If 

請願 文書 表 第 七 八六號 

坂 上 郵便局と 幸 野 郵便局との 間に 遞绘 開始の 

請願 岐阜 縣吉城 郡 坂 下 村長 小#  1 Sim 之 肋 外 

二名虽 出 (紹介 議員 松 岡 勝 太郞哲 〕 

右 請願の 要旨は 岐阜 縣 下坂 上 郵便局より 幸 野 郵便 

局 間は 其の 距離 僅に 四 里 而も 縣 道に 沿 ひ 交通 便利 

なる に 拘らす 其の 間は 遞绘區 域に 屬せ さるを 以て 


坂 上 局よ 〇發す る 郵便物は 同縣下 河 合 局外 三 局と 
富 山縣下 細 入 局 間を 迂廻 して 幸 野 局に 達する 有 揉 
にて發 著に 三日 乃至 五日を 要し 不便© からす te て 
前記 坂 上 局と 幸 野 局との 間を is s の 商 通 區钱 に改 
正せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 誔院法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 吿第百 七十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第二 一一 八三號 
茅 沼に 無 集配 郵便局 設置の 請願 靜岡 縣駿東 
郡 小山 町 大字 菅沼 平民 農 湯山敏 行 外 百 三十 
九 名 呈出 (紹介 議員 岩 崎 動 君〕 

右 請願の 要旨は 靜 岡縣駿 東 郡 小山 町は 戶數二 千 五 
百 J;: 十餘 人口 一  萬 六 千 九 百餘に 達し 而も 富士 瓦斯 
紡績 會社 の X 場數多 ありて 之 等外 来の 男 女工 數を 
通算す ると き ほ 優に 二 萬 人に 達す 其の 他 交通 並產 
業 上等の 谷 方面より 觀察 するとき は 郵便 事務の 劇 
增した る こと 昔日の 比に 非す 然るに 同町には 其の 
最 東端に 小山 三等 郵便局 あるの みに して 常に 通信 
事務の 齙滯を 来し 不便 尠から す 依て 前記 小山 町大 
字 菅沼字 茅 沼に 無 集配 郵便局を 設置せられ たしと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 百 七十 二 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 三 八八號  ， 

東國分 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 鹿兒島 
縣 姶良 郡 東國分 村長 肥 後 喜次郎 外 十五 名呈 
出 (紹介 議員兒 玉 好 熊 君〕 

右 請願の 要旨は 鹿兒島 縣始良 郡 si 國分 村は 戶數千 
百餘を 有し 一方は 國 道に 沿 ひ 他方は 水 戸川 港を 控 
へ 商業 取引 頻繁に して 貨物の 集散地たり II. 出 稼 人 
多く 其の 結果 郵便 事務 fJJ 增し たるに 拘らす 東！ M 分 
局は 集配 事務 取扱を 爲さ さる 爲敷 根方 面より 来る 
郵便物 Is 濱之市 及國分 郵便局 間を 逆 送 配達せ らる 
る狀况 にして 常に 遲 著の 不便を 免れす 依て 前記 東 
國分 郵便局に 集配 事務 取扱を 開始せられ たしと 謂 
ふに 在り 


I  I 三 〇二 

衆 费院は 其の 趣旨を 至 * f なりと :: : 择 すへ 
きものと 越 決せ 〇依 て路院 法 第 六十： 九 胳に依 〇别 
冊 及 御 送 f-l 候 也 

特別 報吿笫 W -L- M:.:;:; 

意見 a 

請願 文 » 表 第一 三 九七號 
中和 郵便局に 集配 i{lp ®s 開始の 請願 岡 山 為 W 
庭 郡 中和 村 大字 下 和 八 百 三十 七番 地平 民 S 
村龠鼓 員 中 fi 大一 一外 八 名 呈出 (紹介 諮：：： 福 
井 三郞 君) 

右 請願の 要旨は 岡山縣 G 庭 郡 中和 村は 戸^ 三百 tt 
餘に 過き さる も 製鐵並 製材所 其の 他 諸種の H 槳勃 
興し . rl 農 產 物に , W める を 以て 其の収 W 多く 從 て郵 
便 事務 年を 逐ふ て衔 加す るに 拘らす 中和 郵便 / 61 は 
無 集配 局なる を 以て 遠隔 JI 交通 不便なる 提 IJ-I 局 又 
ほ 湯 本局の 集配に 龆し不 便尠 からす fic て 前記 中和 
郵便局に 集配 事務の 収扱を 開始せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採摞 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 七十 四號 

意見 霤 

請願 文書 表 第一 三 九八號 
大崎村 宇大 崎に 郵便局 設 is の 請願 岡山縣 勝 
田 郡大崎 村長 內田淸 一外 四 名 呈出 (紹介 謎 
員 福 井 三 郎君) 

右 請願の 要旨 ほ 岡 山 縣瞇田 郡大崎 村は 戶數四 百 人 
ロニ 千 五 百を 算する 商工業 地たり 而 して 其の 主な 
る 產物ほ 紙、 米穀、 ii 等に して 之 か 取引 頻繁を 極 
むる のみなら す 其の 他 著名の 神社 佛閣ぁ りて 交通 
機關の 設備と ffl 俟て 通信 機關の 完成を 要 菌 する こ 
と 切なり 依て 右 大崎村 字大 崎に 集配 並 電信 電話 事 
務 取扱の 郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 機す へ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 七十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四〇三 號 
東 太 良 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 鹿兒島 
縣 伊佐 郡 束 太 良 村長 時 fr: 市 熊 外 一名 呈出 


暌 3 衆© 讓 R 帝间 一十 四® 


(紹介 讅 M i/d 玉 好 股 君〕 

右 請願の 嬰 ！ f は 鹿兒島 縣 が 佐 郡 ili , l's 太 良 村は 菱 
川郵 f>ii 局の 集配 M 域に fei し 菱川村 ほ说>  西 太- U 村 
との 間に 洪水 多き 川 内 川を 狹み II 該局の 區域 
席大に失する爲 1> 、西太苡村への配達には二日乃 
至 一週間を 费す こと あるの みならす 郵便物 年々 咐 
加し 不 侦尠 からさる を 以て 苽太良 郵他 局に 災、 西 
太 良 村を： 管轄 M 域と して 集配 事務 収扱 を m 始せら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆誠院 は 其の 趣 tf を 至 常な りと 認め 之を 採掙す へ 
きものと 讅 決せり 依て 蕺院法 第 六十 五條に 依り 別 
M 及 御 送付 候 也  丨 
特別 報吿第 苗 七十 六號 
愆 見 r'J 

請願 文 ?,} 表 第一 四 ー ニ號 
山 崎郵 fir! 局に 集配 4f « 取扱 開始の 請願 鹿兒 

島縣 lis 頤郡山 崎 村 二 百 六番 戶 士族 農 酒 匂 基 

.彥外 二 十六 名 呈出 (紹介 謎 U 萩 兒射) 

右 請願の 驳 疔は鹿兒 ;:.,; 縣_躲郡 1|| 崎村は郡の中央 

に 位し 戶竹 C- 7-1 八十 餘 ベロ 六 千 1-1 八十 餘に 達し 運 

轍 交通 上樞嬰 の 地たり 而 して 產業 S 狀態及 谷 種 H 

場の 勃興に 伴 ひ 其の 収引頻 繁 にして 通 f;1 2rf 務の繁 

忙 ほ 又 昔 n の骰に 非す 然るに 山 崎 村に 配達せ らる 

る 郵便物 ほ 岡 送 捣路 の關係 上 川 内郵 M 局ょり 上 m 

郵便局を 捋て宮 之 城 郵便局に. 送致し 更に 同局の 配 

達に 依り 山 崎 村へ 逆 送 せらる る 有様に して 其の不 

便 ^ 狀 すへから す te て 前記 III 崎 郵便局に 集配 事務 

収扱を 開始して 村 W の 利便を 計られた しと 謂 ふに 

在り 

衆 ^ 院は其 の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 謎 決せ ote て 詔 院法第 六十 五 临に依 り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

« 別報 街 第 百 七十 七號 

苡 見 ! » 

請願 文 Tff 衷第 一四 四三號 

木 下 郵便局に 特設 策 話 設 趵 の 請願 千 蓰縣印 

旛郡木 下町 竹 於 千 四百 五十 一 番地 平民 石綿 

セメント ス レー ト業販 田 鐵之助 外 四十 一名 

呈出 C 紹介 戠 u i*f 楠 0£ 1 郎君) 

右 謂 馘の嬰 旨は 千 sg 縣下木 下 •大 森、 布 佐の 三箇 

町は 印 瞄邯 及 Jli a- 飾 郡 内に 於け る 商工 菜の 中心地 

に： S し 加 ふるに 成田鍅 道 及 利根 川 水利の 便 ありて 


物資の 築 散 地たり 從て 其の 取 CJI 盛な れば 前記 木 下 
郵便局に 特設 電話を 架設して 町民の 利便を 計られ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆 誠院は 其の 趣旨を 至 當な〇 と 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 議決 €-• り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 ; g 付 候 也 

特別 報 ffl 第 百 七十 八號 
意見 If 

請願 文 B 表 第一 四 九 四號 
田 平 村に 無 集配 郵便局 設 S の 請願 長 崎縣北 
松 浦 郡 田 平村丧 川上 義繼 呈出 (紹介 _ 員 中 
倉 萬 次 郎君〕 

右 請願の 要 s' は 長 崎 縣北松 浦 郡 田 平 村は 廣袤 東西 
一里 餘南北 二 里に a 〇戶數 四百 人ロ ニ 千 七百餘 に 
達し 近時 文運の 發展 に邙ひ 通信 事務 も 夥しく 增加 
す 然るに 所 1® 南 田 平郵侦 局に 到る には 遠隔： 个 便に 
して 其の W 雛名狀 すへから す 依て 同村の 中央 村 役 
場 附近の 地に 無 r3 配 郵便局を 設置して 村民の 利便 
を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 ¢3 を 至當な りと 認め 之を 採 捜す へ 
きものと 额 決せり 依て 謅院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也  _ 

特別 報 街 第 西 七十 九 號 
意見® 

請願文醫表第一五〇一號 
膝 折 村に 郵便局 設置の 請願 埼玉縣 北 足 立 郡 
膝 折 村 長大 畑 ' H' 輔外 一名 呈出 (紹介 議員 加 
藤 政之叻 君) 

右 請願の 嬰 旨は 埼玉縣 北 足 立郡歧 折 村は 郡の 西南 
部に 偏在し 川 越 Jji 京 街道の 要衝に 當り 水利の 便 郡 

中に 冠たるの みならす 隣村け 山村 ほ 其の 西南に 接 

續し 同一 水路を 利用し 仲 銅製 粉 等の 事 築 勃興し 通 

信 事務 如 繁な るに 拘らす 通信 璣關 不備に して 關係 

村民の 不利 尠 からす 依て 片 山村を も 管 _す る 郵便 

局を膝折村に設置せられたしと謂ふに在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと Is め 之を 採掙 すべ 

きものと 謎 決せり 依て 謎 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第 百 八十 五 號 

意見書 

請願 文 W 表 第一 三 六六號 

鹈川 村に 52 記 所 設置の 請願 秋 田縣山 本郡鹈 


川 村長 = 浦 駒 藏 外！ 一十 五名 呈出 (紹介 &1 M 
高 橋 本吉 君〕 

右 請願の 要旨は 秋 田 縣山本 郡鹈川 村は 郡の 南部に 
位し 八郞 湖の 北岸に 瀕し 奧羽國 疽及男 鹿 半島より 
森 岳驛に 通す る 要衝に して 貨客の 運輸 交通 頗る 頻 
繁を 極め 戶 ©七 百 五十人 口 五 千 有餘耕 地 八 百 四十 
八 町 步餘あ りて 郡 內二 十六 箇 町村 中 第二 位を 占め 
谷 棟の 商工業 亦 進步發 達して 生活 上 必要の 摁關槪 
ね備は ら さるは なし 然るに 獨〇權 利 義務の 確保に 
大な る關係 ある 登記所の 設置な きのみなら す 所 _ 
裁判所との 距離 遠くして 不利 不便 甚 しきもの ある 
を 以て 能 代區 裁判所 所管 中より 83 口村を •森 岳 出 
張 所所 管 中より 鹈川村 及 金 岡 村 大字 外 岡の 一 + 部落 
を 割き 是等を 管轄す る 登記所を 前記 鵜 川 村 大字賴 
川に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと® 決せり 依て 議院 法 第； K 十 五條に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 


特別 報 吿第百 八十 六號 
意見 窗 

請願 文書 表 第二 二 九〇號 
人 舞 村字淸 水に 登記所 設置の 請願 北海道 上 
川 郡 人 舞 村 字 淸水本 通 三 丁目 七番 地平 民 商 
中 田 兼 藏外十 一名 呈出 r 紹介 _ 員 中 西 六 三 
郎君 外 二 名) 

右 請願の 要旨は 北海道 上 川 郡 人 舞 杓 及 屈 足 村の 二 
箇村は 戶數二 千 餘人 ロー  萬 以上に 達し 更に 移民の 
數年々 松 加し 開 _ 事 菜 甚盛な り 從て不 動 產に關 す 
る 登記 事務 著しく 增加せ り 試に 右二 箇村に 於け る 
大正 六 年度 中の 申請 件 M を 調 .? -t する に不励 產登記 
事件の み にても 千 六百餘 件に 達し 之を帶 廣區 裁判 
所管 内 各 出張所の 収扱 件数に 比較す るに 最多き 川 
合 出張所の 千 百餘件 に 比すれ は 五 百 件 多く 最少き 
最寄出 張 所の 四 ZI 九十 餘 件に 比すれ は殆と 四 倍に 
垂む とす 然るに 所轉帶 廣區 裁判所は 其の 事務 多く 
常に 蹦滯 する のみなら す 遠隔に して 鐵 道の 便に 依 
る も 二日 以上を 要し 不便 尠から す 依て 村民 ほ 廳舍 
敷地 一切の 設備を 寄附す へきを 以て 前記 入 舞 村 字 
淸 水に 登記所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 觀院法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 御 ia 付 候 也 

特別 報告 第 百 八十 七 號 
意見書 

謂 願文 書 表 第一 四 〇六號 

日 野 春 村に 登記所 設置の 請願 山 梨縣 北巨糜 
郡 日 野 春 村 二十 七 番戶 平民 農武井 佐太郞 外 
五名 呈出 (紹介 議員 穴 水耍七 君) 

'右 請願の 要旨は 山 梨 縣北巨 _ 郡 日 野# •淸春 、確 
尾 •小 淵澤 村の 四® 村は 登記 事件 多き に拘ら す 所 
_登 記 所た る 甲府 區 裁判所 管 原 出張所に 到る には 
其の 間に 釜 無 川を 狹み 出水 毎に 交通 杜絕し 不便© 
からす 依て 前記 四® 村と 同 判 判 所 熱 見出 張 所管 內 
同 郡 秋 田 •甲、 大泉 •小 泉 村の 四箇 村を 併せ 管轄 
區域 として 交通 上 利便なる 日 野 春 停車場 所在地に 
登記所を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採捭 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 K 勝に 依り 別 

冊 及 御 送 [f-J'. l^ 也 _ I 

特別 報告 第； 白 八十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 九一號 
喜 速 川 町 外 二 箇村を 宇都苒 區 裁判所 管轄に 變 
更の 請願柺 木 縣鹽谷 郡 喜 11 川 町長 淺沼成 
久外二 名 呈出 (紹介 S 員 高 田耘平 君〕 

右 請願の 要旨は 杌 木縣® 谷 郡 喜 連 川 町 及 北 高 根澤 
熟田兩 村は 元 太 田原區 裁判所の 管 踏に 屬した る も 
同 裁判所の 廢止せ ら るる や 宇都 宮區 裁判所の 所管 
に 移され 爲に 地方 民の 利益す る 所 多大な りしに 今 
復太田 原 區狨判 所の 復羅 と共に 其の 所管に 移され 
しは 不便なる を 以て 前記 喜 連 川 町 及 北 高根澤 •熟 
田の 兩村を 宇都宮 區 裁判所の 管 S に _ 更 せられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと； 1 決せり 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 也  _ 

特別 報 吿第百 八十 九號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五〇二 號 
大野 . W 大字 黑 野に 登記所 設置の 請願 岐阜 縣 
稅斐郡 富 秋 村、 豊木村 •大野 村 組合 管理者 
飯 沼 德三郞 外 五名 提出 (紹介 議員 松 岡 勝 太 
•3K  君 W 


I I l sig Ri 局に &l f?' 5!v 狡 収扱兕 始の詰 願 外 八 件 


三〇三 


院羅衆 &蕊ス 帝 冋一 十'".^ 


A 朿川上 中和 三村屮 に K 教判所 出張所 設一 a の 諸 ^ 外 三 件 


右 SS K の 要 n- ii K 取 筏 梅 费都 大野 村 ほ 同 郡 及 木 m 
二 郡の 中心に 位し 揖斐郡 费木村 外七简 村 及 本 ffi 郡 
土 ft 村 外 71: 箇村を 包 擁して 交通 K 引 上 ?? I 要の 地位 
を 占む 而 して 以上 十四 简村 の戶数 合計 七 千に 達し 
其の S; 記 -If 務又胗 か. しす 然るに 所 铊登記 所は 交通 
上 3U: も： - T- 便なる 楫斐郡 椅斐町 木 傲 郡 北方 町 及 安八 
郡 神戶町 登記所の -: 筒 所に 分！ S し 就 屮神尸 登記所 
の 如 ? (?. 捋斐 川を 狹み m 水 期に IX 交通 杜絶して 其 
の 不便 名狀 すへから さるもの あり 故て 右 十四 節 村 
を 符轉捣 域と して 前記 大野 村 大字黑 野に 登記所を 
設蹬し 村民の 利® を 計られた しと 諮 ふに 在り 
衆 謎 院は其 の构旨 を： < 71-. 當な りと 認め 之を 採摇 すへ 
きものと 謎 •決せり 佐て 諮' 院法第 六十 五條に fe り 別 

册及御 送付 候 也 

特別 報 吿笕百 九十 號 

意見 If 

請願 文爵表 第一 五三 三 號 

八 束、 川上 •中和 三 村 中に M 裁判所 出張所 設 

置の 詔 願 岡山縣 B 庭 郡 八朿 村長 立 田 糊 造 

外 11 蒞呈出 (紹介 _ 員福井 三 郎君) 

右 請願の 要旨は 岡 山縣眞 庭 郡 八 束 村、 川上 村、 中 

和 村 ほ 湯 原 村 所在 勝山區 裁判所 m 張 所の 管轄に 搦 

する も該出 張 所に 至る には 3 路 ill 四 里を 越へ さる 

へからす 殊に 冬期 降雪に 際して は 雖澀甚 しく 住民 

の 不利 不便 犬な り 依て 前記 三 箇村内 適 當の地 に 區 

裁判所 出張所を 設篮せ られた L と 謂 ふに 在り 

衆® 院は其 の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採榴 すへ 

きものと 謅決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 一 號 

意見書 

請願 文書 表 第一 四 四！ 一號 

盲啞敎 育 令發 布の 請願 和歌 山 縣西牟 ® 郡 田 

邊町 大字 本 町 九十 六番 地平 民 龜田盥 吉外十 

.九 名 呈出 (紹介 戳員屮 村 啓 次 郎君〕 

同 第一 四 九八號 

同上趿 手縣盛 岡 市 平 山 小路 六 番户 士族 私立 

趿 手盲啞 學 校長 柴內魁 三 外 二十 六 名 呈出 

(紹介 詞員ェ 藤 吉次君 外 一名) 

右 請願の 耍旨は 現今 敎育 上の 施設は 殆と 完備し 邑 

に 不學の 者な きに 至りし は® に 聖代の 恩澤 なりと 

雖獨り 盲啞漭 に 封して は 身體の 一部に 缺陷 あるの 


故を 以て aw 敎育を 免し 徒に 劣敗 ? J- たるの 地位に 
S  く !£ 社 ¢7 政策 上 E it lis とす 世に 之 か 敎育撻 N な 
きに 非す と雖 公立は eg 々十三 校に して 他 ほ 篤志 者 
又 ii 慈 誇 家の 手に 委ね從 て 其の 內容 ©弱なる を 免 
れす娃 れ 盲啞老 敎育 上の I 大缺陷 と 謂は さるへ か 
ら依て 速に 盲啞敎 育 令を發 布し 谷府縣 をして 該敎 
育撻關 を設 'u'f せしめられた しと 謂 ふに 在り 
衆 餞院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摞 すへ 
きものと 懿 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也 _ 

特別 報吿第 百 九十！ 一號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 q 七號 

公立 盲唖 學校 設置の 請願 京都府 京都市 上京 
區吉田 本 町 二十 八番 地 士族 京都市 立盲啞 院 
長廣翻 爲 四 郞外 十三 名 呈出 ハ 紹介 議員 渡邊 
昭 君〕 

同 第一 四 四 八 號 

同上 茨城 縣水戶 市上 市上 金 町 千 六 百 八番 地 
平民 私立 茨城 盲 啞學校 理事 本 間 正 行 外 一名 
呈出 (紹介 議員 近 藤達兒 君) 

同 第一 四 四九號 

同上 長 野 縣長野 市 橫町一 一十三 番地 平民 敎員 
小 林 照 三郞外 一名 呈出 (紹介 議員 植原悦 二 
郎君) 

同 第一 四 五 〇號 

同上 埼玉縣 入 間 郡 川 越 町 平民 私立 埼 玉盲學 
校長 中村存 雅外 二十 九 名 呈出 (紹介 議 員大 
堀 孝 君) 

同 第一 四 五一 號 

同上 福 島 縣石城 郡 平 町 字 白銀 町 甲 二 番地 士 

族 石 城郡會 議長 吉田禮 次郎外 三十 五名 呈出 

(紹介 議員 近 藤達兒 君) 

同第一四！一號 

同上 三重 縣津市 丸 之 內泉町 二 千 六十 ノ三十 

三 平民 敎員中 山 哲三外 一名 呈出 (紹介 _ 員 

堀川 美 哉 君〕 

同 第一 四 5?: 三 號 

同上 神 奈川縣 橫須賀 市 旭町 十 番地 平民 鐵灸 

按術業 野 村 吉藏外 十芄名 呈出 (紹介 議 員大 

堀 翠 君〕 

同 第一 四 五 四號 


同上 靑森縣 三 戶郡陀 村 大字 ri 市 二番 地平 民 
弒按餒 業 北 村 利 助 外 二 名 呈出 (紹介 S? 員 近 
藤達兒 君〕 

同 第一 四 五 五號 

同上 鳥 15 縣馬収 m 藥師町 二 十 三番 屋敷 士族 
敎員遠 藤窮外 七名呈 m (紹介 謎 M 大捆孝 君： > 
同 第一 四 五六 號 

同上 靜岡縣 靜岡市 二番 町 三十 六番 地 士族 数 
員揍鹅 政 吉外七 名 呈出 (紹介 議員 大口 W 六 
君〕 

同 第一 四 五 七號 

同上 愛知 縣 名古屋 市東區 富 士塚町 二 丁目 八 
番地 平民 名古屋 市立 盲啞學 校長 橋 村德 一外 
十一 名 呈出 (紹介 議員 大口 喜 六 君〕 

同 第一 四 五八 號 

同上 岐阜 縣岐阜 市住吉 町 二番 地平 民 岐阜 訓 
盲 院長 小 坂 井 桂次郞 外 八 名 呈出 (紹介 議員 
牧野 鐵九 郎君〕 

同 第一 四 五 九 號 

同上 兵 庫 縣津名 郡 洲元 町の 內幸町 乙 七十 八 
番地 平民 淡路 新聞社 長 安倍 長太郎 外 七名呈 
出 (紹介 議員 土井灌 大君〕 

同 第一 四 六〇號 

同上 香川縣 高 松 市 三番 丁 十一 番地 士族 私立 
香 川縣盲 e 學 校長 三吉艾 外 一一 名 呈出 (紹介 
議員 高 島兵吉 君) 

同 第 一  S! 六 一號 

同上 愛知 縣岡崎 市 康生町 三百 七十 七番 地平 
民 私立 岡 崎 盲啞學 校長 佐 竹 政 次郞外 一名 呈 
出 (紹介 議員 大口 喜 六 君： > 

同 第一 II 六 二 號 

同上 新 潟 縣刈羽 郡 大洲村 十番戶 平民 私立 中 
越 盲啞學 校長 肖 川 文 平 外 八 名 呈出 (紹介 g 
員 野 口 孝 治 君〕 

同 第一 四 六三號 

同上 新 潟 縣高田 市中 寺 町 三番 地 士族 私立 高 
田盲學 校長宮 越 辰太郎 外 四 名 呈出 (紹介 _ 
員 野 口 孝 治 君〕 

同 第一 四 六四號 

同上 鹿 !; il 島 縣鹿兒 島 市 草 牟田町 四千 四； E 七 
十一 番地 平民 敎員 南雲總 次 郞外十 名 呈出 
(紹介 議員 大內暢 三 君〕 


ニニ 0 四  I 

冏 第一 四 六 五 號 

同上 長 埼厉長 埼 市 西 山 町 百 三十 六 fff 地 士族 
公吏 山 本 明 外 三十 五名 呈出 (紹介 B 貝大內 
i 君〕 

同 第一 四 六六號 

同上 岡山縣 岡 山 市 大字 上 出 石 町 ill 十 番地 ノ 
一平 民 敎師 ;•$ 设 賴 母 外 : 7.: 名 里 al c 紹介 ^ a 
B5 戶郁三 君) 

右 請願の 要旨 ほ 8J 今 我 か 四に 於け る H 啞艿 に對す 
る 敎育ほ 主として 谷地 方 篤志家 及 慈 釣 家の ri' w に 
係り 極めて 小規模の 訓盲院 又は 盲 啞氓校 に 一 任 せ 
られ從 て 就舉 者の數 も M! 少なり 而 して 現在 我 か 2 
內地に 於け る W® 莕の數 約 十 ？；; as の 多 股を 3?: する 
に拘 らす敎 化の M 澤に 浴す る こと 能 IX さるは 誠に 
昭代の 恨事に ® T 依て 全 by 谷 府縣に 公立 育啞喂 校 
を設 匿して 普通 兒童 と同樣 に敎 育の 普及を 計られ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採！ £ すへ 
きものと 翳 決せ 〇依 て 翳 院法筘 六十 五條に te 〇 別 
册及御 接 付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 三號 
意見書 

請願 文 雷 表 第 七 五 九號 

三 陸 沿岸 鐵道敷 設の請 願趿手 縣下閉 伊 郡宮 
古町 向町 十八番 戶關口 松 太郎外 七十 八名呈 
出 (紹介 議員 高 糙嘉太 郎君 外 一 茗〕 

同 第 七 六〇號 

同上 趿手縣 上 閉伊郡 遠 野 町 五 百 九十 九番 戸 
農 高 橋 重 太郞外 六十 四 名 呈出 (紹介 議員 高 
橋 嘉太郞 君 外 一名〕 

同 第 七 六一號 

同上 趿手縣 氣仙郡 盛 町 一番 地 海 產商刈 谷 友 
治 外 七十 九 名 呈出 (紹介 翳 員 高踏 恶太郞 君 
外 一 名〕 

同 第一 四 二 四號 

同上 厳 手 縣九戶 郡 種市衬 長 千 葉 倉 之 肋 外 百 
六十 ==. 名 呈出 C 紹介 讖員高 橋嘉太 郎君 外 一名) 
右 請願の 要旨は 宮城 縣 小牛 田 石 卷間輕 便 鐵道前 谷 
地ょり 分岐し 巌手縣 下 釜 石 宮 古を 經て靑 森 縣下八 
戶に至 る 三 陸海 岸鐵道 の 敷設に 關し鐵 道院に 於て 
け 之 か 調査 測量を 了したり と 聞く 今 此の 三 陸海 岸 
鐵道 にして 開通せ むか 沿線の 山海は 頓に K の ?; V 源 


皖菝衆 irs 國帝 间一 十四 第 


を 啓き 地方の 交通 亦 俄に 其の 便を 咐す のみなら す 
羽 越 g と扣俟 て 彼此 71: に 通 S1 周！ S して tli 北 企 局の 
開®! 13: 勿論 延 て全國 の ® 輪 交通に K 大の 効果を ! sf 
す や 必せ 〇依 て 速に 三 陸海 择鏹 道を 敷設せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆 顏院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと _決 せり & て鼓院 法 第 六十 五 临 に ft り 別 
册及御 浍 付 候 也 


特別 報齿第 百 九十 四號 
意見 if 

謂 願文 射 表 第 七 六 二 號 

八戶久 慈 間 輕便鐵 菹 延長の 請願 趿手 縣九戶 
郡久慈 町 大字 大川目 四十 ~ 番戶 平民 農晴山 
1B 三 郎外百 九十 一  ; 名 M 出 (紹介 議員 高 橋潞 

太郞君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 宮城 縣石卷 を 起 點 とし趿 手 縣签石 

宮古を 經て靑 森縣下 八戶に 至る 三 陸海 岸 ® 道の® 

設謂願 に關 して li 第 四十 回潢 會 に 於て 採！ S せられ 

たり 今 ra 八 戸久 慈轉 便鐵道 数 設の案 今期 讁會 に提 

出せら ると 聞く te て 鍩挝經 済 上 及 沿 01 住民の 瞄閲 

钺張上 より ® 察し 之を 八戶を 跹 る fiE 七 哩弱な る 九 

戶郡野 田 村 迄 延長せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆菝院 は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 挥すへ 

きものと 謹 決せ ote て 謎 院法第 六十 ? 7T 號に依 り 別 

冊 及 御. 送付 候 也 


特別 報忤第 西 九十 五 號 

意見 ^ 

請願 文 R 表 第 七 七六號 

天睞视 速成の 請願 北海 e 北宗芥 郡 稚内 町大 

字 稲 s 小 m 通 り_ 野 和平 外 八十 五名 呈出 

(紹介 部‘！ 2:班 武君) 

右誧 願の 嬰 ft は 北海道 •犬 睽線ほ 政府 旣に 大正 十二 

年度を 以て 完成す る計进 にて 起工 進行 中なる も 地 

方鈣展 の狀况 に徴 し該 H lJf を大 11: 十 年度 完成に 繰 

上け 天鹽松 の終點 を稚 内港と 決定し 而 して 右 線路 

中音 威 子府以 北は 斷 IH 絕壁 の ffif 所 多く 工事 闲 難な 

るを 以て 丁：彤矜 を 分割して 終點 とすへ き稚内 港ょ 

り も 起 H し 双方 相 俟て 一日 も ¥ く 完成を 吿 けられ 

たしと 調 ふに 在り 

衆 is 院ほ其 の 趣旨を .- M 常な りと 認め 之を 採 桦すへ 

きものと 鼓 決せり 法て 議院 法 第 六十 S 條に依 り 別 


冊 及 御 ; S 付 候 也 


特別 報 街 第} a 九十 七號 
总 見 m 

請願 文 P 表 第一 三 七 七號 
弘前田 代 間！ 一 便 鐵 m 速成の 誧 麒靑 森縣弘 前 
商業 會議 所锊頭 佐 藤才八 呈出 (紹介 _员 伊 
m IR 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は W 森縣中 淖輕郡 西 村 及 相 馬 村 
は 岩 木 川の 上流に 位し 山嶽 の 間に© 良なる 林 
鍋產を 無限に e し 加 ふるに 名勝 社寺の 旅客を 招致 
する もの 多き に 拘らす 交通 機關不 備にして 關係地 
方 民の 不便 不利 尠 からさる のみなら す該地 方鐵 道 
は 旣に當 局に 於て K- illiJ を 了し 工事 亦 闲難な らさる 
を 以て 速に 奥 羽 線 弘前驛 ょり 中津輕 郡 西 H 屋村大 
字 田 代に 至る_ 便 鐵逛 を躱設 せられた しと 謂 ふに 
在り 

衆 錢院は 邦の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 摔 すへ 
きものと 誠 決せり te て 調 院法第 六十 五條に 依り 別 
册及御 探 付 候 也 

特別 報 代 IBI 百 九十 八 號 
意見書 

請願 文 霄 表 第一 3T 〇〇號 
天 11 線 速成の 詰 願 北海道 天镅郡 幌延村 平民 
農 山田權 左® 門外 二百 五十 七 名 呈出 (紹介 
誘 M 東武 ?| 外 r: 名〕 

右 Si 願の耍 旨は 北海 ia 天換 線は 大正 十 JI: 年度 竣工 
の ?* 定を以 て輕便 鐵 近 砂 設の計 费 成り 其の後 第 四 
十回 帝 國謎會 に 於て 二 筒 年 rH 縮せられ たる も 其の 
實 地の H 程は 2g も 進捗せ す 現 狀の如 くにして 推移 
せむ か 何時 完成す へき や 窺知す へからす 然るに 產 

業 振興の 急務た る 今 H: 大蹈股 野の 開發は 一日 も忽 

にす へからす 依て 木 線： 丄事を 大正 十 年度 速成の こ 

とに 1S 施せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 33 を 至當な 〇 と 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 謅決せ り 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

0 岩 崎 勤 24- 日程 第二 十八 乃至 第五 十七の 請 6?-i'i 特別 

報吿は 、一括して 委員長 報 1¥ 通り 採 揮せられ ん こと 

を 望みます。 

【「與 _ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 委 貝 長報街 に 御 異議な きを 以 

て 可決した る ことを 宣 ft- 致します - 明日 も 定刻よ 


〇 會懿を 開きます、 木 日は 是で散 會。 

午後 三時 四十 セ 分散 會 


0 大正 八 年 三月 二 十 3S 日 (火曜日〕 

午後 I 時 二十！ 一分 開議 

議蕻 日程 第二 十八 號 

贸問  I 
I 勞働 政策に 關する 再 質問 (#|诚 壽) 

II 溃凉飲 料水營 菜 取締 並 内務省 令 改正に 關 
する M 問 (I 観 腑君) 

= 固 民 思想の 善 S に？！ する 培 - i s 問 (■神 

is 提)  - 

四 陸 海軍大臣 及臺 ST 朝 3 !! ® 並關 東都® 

任用資格に！1する質_(_繩搬1) 

五 支那に 於け る 帯 固 商 撻權 侵害に 關する 質 

上田 S 兵〆 

六资年 指® に關 する 第三 質問 (■ 8 脱 JI 

七 東京 市に 於け 5 風水 窖豫防 に 關す S' K- 問 

へ ^ 木 益 太) 

八® 齧 懸 S 地經 過， 西 伯 利の 現狀 及 il fl の 
政治 道 德 に_ する ® r 問 (视驻 诫二) 

九^? 川— 缓に關す5再質問(鵠酿酿 

十 «! 方 税制 限に 關 する 再 K 問 (制郝廳卿) 
十一 中 ii 校敎員 待遇に 關する 質問 (_银 

君 ® •  感口 
lm — 、 _ _ _ . 

第一 大正 五 年度 決算 

第 こ afa 法 中改 正 法律案 (沖 憤 随驗扣 君) 第 
1 S S 長 飞 f 、 

第三 國有 林野 £ 地方自治 體に 下付の 建議案 

/ 石 射 文 五郎 君ン 
广外 三名提 m i 

第 四 f 方 金— s に關 する 建議案 

腿)  一- プ 

I  PIGI に關す 51 窠 (触 慶@ 

1 ハ 13 に 關 T S  (編 W 妇娜腿 ) 
第， , C 大船 渡 •久慈 間鐵道 敷設に 關す る® 議案 
( ^ If mfil 君) (.委員長 報吿) 

第 A l it-, 完成に 關 する 建 li 案 (g 應 g 

馱 i 名) c 委員長 報吿〕 


井 E*: 百 
.介 K 外 


S5 九 涸立惊 物 館 建設に 關 する it 議案 

ESA iir )  C 委員長 報吿〕 

/ 小 泉 策 
V 太郞岩 


第 十 法隆寺 防火 設備に 關 する 建 11 某 


第 十 I 


避 m= 名) (委員長 報 
?3 |1 開設  UI_  (II 


提出 


第 十三 


第 十四 


第 十 11 H 業 原料 植物 硏究所 設置に 關する 建. Is 

案 (l_s 明) (震 長 報吿〕 

膊野川 纹修に關する !* 議案(瑞1倒| 
U 一 (委員長 報告〕 

朝鮮 西岸 各 港と 大阪 、横濱 間#! 仁 川と 
黄 53 •上海 間に 定期 ® 路 開始に 關する 

建 SW  (服 1 II 瞒 j  C 委員長 報货 
第 十五 小 ® 兒童 口腔 衞生 施設に 開す る 建議案 

cl r.T ll s  君) (委  S  雲) 

新 _紙 ;£ 1 に關 する© II 案 (_| ■層 

別 / br 名) C 委員長 報告〕 

音 梁 ®: 校 設置に 關す る ® 議案 Jffi 谓權 
に 贴) C 委員長 報吿〕 

第 十八 松 戸高 等 園藝 學校稔 管に 關す る® 11 案 

s r ml ) ( 賣義  S 

水 產敎育 襪關錢 張に 關する 建： 一案 (i 
J 蹈陡 M)c 委員長 報吿〕 

一十 東北 本線 安達！！ 又は 松 川驛、 JII 俣 町 間 
U 便 1 @設 に關 する® (I 娼肺 
f 姑)，、 委員長 報吿〕 

福 島 縣下松 in lf 又は 安 逶驛 、川 俣 町 
間 煙 便鐵 道觳設 に關す る 建 ri 案 ( I1A 

一議) 費—) 

常 S 綍菝恕 Hi 學速 成に 關する 建議案 

(隔  君) C 2- M 長 ^ 吿〕 

サ〕 海道 拓 M 完成に 關する 建議案 (碑 
fl Il l)  —長—} 

■  C 特別 報 吿第 九十： i: 號；} 明治 三十 年 法 

律 第五 十號 改正の 請願 (委員長 報 
吿) 

i 十 S  (特別 報吿第 西 九十 九號詐 〔吊 皇居 
及 國務所 钟 置の is 願 (娄蜀長報吿) 
一十 六 (特別 報 ffi- 第二 百 號) 固 民大遨 の 公式 
制定の 讅關 (委員長 報带- 
(特別 報带第 二 百 一號〕 印紙 稅法 中改 


第 十六 


第 十 -fc 


第 十九 


第 


第 


第 


第 


第 


第 


第 


第 


一十 


一十 二 


一十三 


一十 四 


I 十七 


八戶久慈問輕便羝 51 延長の請願外 _: :件 


三〇五 


院遝衆 會議國 帝 回 一十 四 第 


正の as.  - 2e ti 長 報吿〕 

第 11 十八 /-' 特別 報告 第二 百 二號 _ 業 税法 中改 
正の if 顆 (委員長 報吿) 

第 II 十九 (特別 報吿 第二 百 三 號) 穴豆 關税撤 it 
の 請 S 外 九 件 t 委 0 長 報告) 

第三 十 (特別 報告 第二 百 yr: 號〕 食控 自給自足 
法 施 ig の If gM 外 三 件 (委 « 長報传〕 
第三 十 I  (特別 報吿 第二 百 六號) 第三 種 所得税 
に對 する 課税 法改正の Is 願 (委員 
長 報吿ン 

第三 十 II ( 特別 報 ^ 第二 百 七號〕 内海 町に _ 煙 

苜收納 出張所 設笸の 請願 (委員長 
報 街〕 

第三 十三 (特 別報 街 第二 百 八號〕 葉 煙草 耕作 組 

合並篱 煙草 耕作 罹災 補給 法 制定の 請 

願 (委員長 報吿〕 

第三 十四 C 特別 報吿第 二百 九號〕 國民恩 想 養成 

上 紳官神 職 優待の If 願 (委員長 報 

吿〕 

第三 十五 (特別 報吿 第二 百 十號〕 靑年圏 又は 寅 

年會へ t: 申 詔書 及敎育 勅語 下賜の 諳 

願 (委員長 報告). 

第三 十 K  C 特別 報吿 第二 百 十一 號〕 東京 市 南海 

面の 防備 施設の 請願 (委員長 報吿〕 

第三 十 -t: (特別 報® 第二 百 十三 號〕 勝苯港 修築 

の If 願 (裘員 長 報吿〕 

第三 十八 (特別 報齿 第二 百 十四 號〕 那賀川 改修 

速成の 請願 (委員長 報吿ソ 

第三 十九 (特別 報吿第 二 百 十五 號〕 利根 渡； 良 潮 

兩川 改修 後の 管理に 關 する 讅願 ハ委 

員 長 報告) 

第 四十 (特別 報吿 第二 百 十七號 ：； 內務 省令 第 

三十 號溃凉 飲料水 營椠取 祿 規則 中 改 

正の 誘 願 (委員長 報 ', * 〕 

第 四十 I  (特別 報 吿第 二百 十八 號〕 産浓俵 装 改 

善 調査の 請願 (委員長 報吿〕 

第 四十 一一 C 特別 報吿 第二 百 十九 號〕 重要 物痠同 

業 組合 法中改 2E の is 願 (委員長 報 

吿) 

第 四十 = ( 特別 報衔第 二百 二 十號〕 染料 H 業 保 

籤の 讅願 (委員長 報告〕 

第 四十 四 (特別 報吿 第二 百 二十 一號〕 株式 現物 


市場設笸の誇關(委员長報吿〕 

第 四十 五 (特別 報 ff 第二 百 二十 二 號 d 潮 戸港修 
築の if 願 ( 委員長 報 半：：〕 

第 四十 六 (特別 報告 第二 百 二十 三號〕 王 之 浦 港 
修築の 諸 願 (委員長 報吿) 

第 四十 七 (特別 報哲 第二 百 二十 四 號〕 國立蠶 業 
試® 場 支部 設 a の if 願 (委員長 報 
吿) 

第 四十 八 (特別 報吿第 二百 二十 五號〕 高 知 市內 
陸萆省用地及遲信省用地の 〇 :換並建 
物 移 If の If l9l c 委員長 報告〕 

第 四十 九 (特別 報 ff 第二 百！ 一十 六號〕 陸海 軍 下 
士荜 優遇の ff 願 (委員長 報告〕 
第五 十 (特別 報吿第 二百 11 十七 號〕 平 塚 村に 
無 集配 郵便局 新設の is gl (委員長 
報告) 

第五 十 I  (特別 報 fr 第二 百 二十 八號) 瀬戸 浦郵 

便 局 ■話 通信 事務 取扱を 電信 事務 取 
扱に 愛 更並篥 配 事務 開始の 讅願 C 委 

員 長 報告) 

第五 十一 一 (特別 報告 第二 百！ 一十 九號) 野测 郵便 
局に 集配 並® 信 事務 取扱 開始の if 願 

(委員長 報吿〕 

第五 十三 (特別 報告 第二 百 三十 號〕 位 治 村 大字 

加瀨本 に 郵便局 新設の 諸 願 (委員 

長 報告) 

第五 十四 (特別 報 吿第二 百 三十 一號〕 下 B3 郵便 
局に 集配 事務 開始の is 願 (委員長 
報吿〕 

第 S 十 S  (特別 報告 第二 百 三十 三號〕 本邦 歐米 

間 命令 航路 線を 小 樽 港に 延長の 請願 

外 I 俘 (委員長 報吿) 

第五 十六 C 特別 報 皆 第二 百 三十 四號〕 福 弁 村に 

富 岡 區裁判 所 出張所 設 S の 請鯧 (委 

員 長 報 齿〕 

第五十七(特別報吿第二百三十八號〕陰陽聯絡 

松江驛 •廣島 驛間鐡 道 敷設の 請願 

r 委員長 報齿〕 

第五 十八 (特別 報告 第二 百 三十 九號〕 陰陽 聯絡 

線 木 次、 序 原間鐵 道 敷設の 讅關 (委 

員 長 報告) 

第五 十九 (特別 報 街 第二 百 四十 號〕 北 見 國遠輕 


石 狩®! 旭川 ! 1 圚鍩道 敷 is fo 諮 ^ (委 

員 長 報告) 

第 六十 (特別 報吿第 二百 四十 一號〕 北海道 羝 

道發設 法律案 中 改正の 請 3  (委員長 
報吿 J 

£ ハ 十 I  C 持 別報 茜 第二 百 四十！： 號〕 天 藍 沿岸 
錯道敷設の請馘(委員長報带) 

第 六十 - C 特別 報 tt- 第二 百 四十 三號〕 石 狩 川 右 
岩 鏡 道 敷設の 讅铀 (委員長 報告〕 

第 六十 三 (特別 報 吿第二 百 四十 五 號〕 廣江鐵 道 
速成の 請願 (委員長 報吿〕 

第 六十 四 C 特別 報吿第 二百 四十 六號； 尻內 、千 
曳間鐵 道 敷設の 請願 C 委員長 報吿) 
第 六十 五 C 特別 報吿 第二 百 四十 七號〕 山形、 仙 
* 間 鐘 道 敷設の 請願 (委員長 報告〕 
第 六十 六 (特別 報® 第二 百 四十 八號. 旭絪鐵 道 
敷設の 諮 願 (委員長 報吿〕 

第 六十 七 (特別 報饩 第二 百 四十 九號〕 自 1¢ 車 運 
減の 請願 外 一件 (委員長 報吿〕 
第 六十 八 (特別 報吿第 二百 .? T 十號〕 食 ■自給 自 
足の 請願 外商 S 十 i: 件 (委： r:l 長 報 
吿 一 

第 六十 九 (特別 報告 第二 百 五十一 號) 明治 三 十 

年 法律 篛 迓 十號 改正の If 願 外！ 件 

C 委員長 報吿 d 

第 - fc 十 (特別 報告 第二 百 五十 四號) 酒造 稅法 
中 改正の 諮 願 C 委員長 報告) 

第 - fc 十 i  (特別 報 吿第一 一 百 五十 五 號〕 酒造 税法 
中 改正の 請願 (委員長 報吿) 

第 セ 十二 (特別 報告 第二 百 五十六 號〕 醬油釀 造 
用に 內地鹽 使用の 請_  (委員長 報 
吿) 

第セ十 = (特別報吿第二百五十七號〕酒造稅納 
期 繰 下の 讅願 (.委員長 報吿〕 

第 -fc 十四 (特別 報吿第 二百 五十八 號〕 砂糖 酒税 
輕減の讅馘(委員長報吿) 

第 -fc 十 s  C 特別 報吿 第二 百 五十 九號〕 賫藥稅 法 
中改 iE の讅願 C 委員長 報告) 

第 七十 六 (特別 報告 第二 百 六十 號〕 駿輸 A 稅廢 
止の 請願 C 委員長 報吿〕 
第七十七(特別報吿第二百六十一號)田畑地價 
特别修 正 の 請願 (委員長 報吿) 


— 1— 三 0 六 

第 七十 八 ( J'-'F I 別 技 -;, M m : l I'l I 六十 二 K 田 8 » 憤 
特别 修： 止の 讅既外 二 件 (.尨 n ^ iu 
吿) 

第 -fc 十九 C 特別 報传第 ilw 六十 ;' -l r« :; 菜 S i4 li 

坩價 格 引 上の 請 烦外 一件  r is u 長 

報吿) 

第八十(特別钳吿第二百六十五 5? 」豬煙苺收 
納所 設茜の 讅 朗 C 委 只長報钳、 

第 八十 一 (特別 報 吿第 二百 六十 六號 、內地 囝增 
收 の If 願 (裘員長報齿) 

第 八十 II ( 特別 報 街 第二 百 六十 七號 1縣 社 八 梅 
神社 昇格の 請願 r' 委員長 報 苦) 

第 八十 三 (特別 報 街 第二 百 六十 八：、 白鳥； 脚 社 
昇格の 請 g  (委 M 長 報 ft 〕 

第 八十 四 (特別 報吿 第二 百 六十 九號 .淫 島紳社 
昇格 C 讅關 (娄貝 長 報 吿 
第 八十 五 (特別 報齿第 二百 七十 號吉 御子神 社 
漆殿を特别保蔑建造物に指定の諳一 
(委員長 報吿〕 

第 八十 六 (特別 報吿 第二！ S 七十 三 號〕 河岸 及 海 
岸に 於け る 堤防 勾配 地 並 堤 外 草 生地 
利用の 諝願 (委 只長報 |'? 〕 

第 八十 七 (特別 報 吿第 二百 七十 W: 號) 巡査 肴 守 
退隱料 及遐族 扶助料 法改正の 請邮 
(委員長 報 iff 〕 

第 八十 八 (特別 報传第 二百 七十 六號〕 根 室港修 
築 速成の 請願 (委員長 報 茜) 

第 八十 九 (特別 報吿第 二 百 七十 七號 、手 取 川 治 
水 费國_宽 辨の請 一 C SS- M 長 報®) 
第 九十 (特別 報吿第 二 百 七十 八號〕 渡茛潮 川 
茧流秋 山川 改修の 讅願  C 委員長 報 
吿〕 

第 九十 I  (特別 報吿第 二 百 八十 號〕 鹽 化 加里 H 
業保蘸 の讅願 (委員長 報 $0 
第 九十 一 I 「特別 報 街 第二 百 八十 一號漢 方骼藥 
硏究 保存の 請願 C 委員長 報吿) 

第 九十 三 (特別 報® 第二 百 八十 二 號〕 麥飯 獎勵 
の 讅願 (委員長 報告〕 

第 九十 四 (特別 報吿 第二 百 八十 三號〕 馈 要 物産 

同 is 紐 合法 中 改正の 讅願 (委員長 
報吿〕 

第 九十 五 C 特別 報吿 第二 百 八十 四號 〕鏟 業 法 中 


院議 衆會蒸 P3 帝冋一 十四 第 


改正の 請願 (委 M 長 報吿) 

第 九 ■+ 六 (特別 報告 第二 百 八十 : ■/!: 號) 水産 紐 合 
法 中 紐 合 le 强制徵 收に關 する 規定 追 
加の 1* 願 e 委負長 報 ¢0 
第 九十 七 (特別 報 1!f 第二 百 八十 七號〕 國立 水産 
試 驗 場 設置の 請願 (委 a 長 報吿) 

第 九十 八 (特別 報吿第 二百 八十 八號〕 魚市場 法 
^  制定の 誘 願 C 委員長 報吿一 
第 九十 九 c 特別 報 ff 第二 百 九十 號 ，.養殖 事業 奨 
© 法 制定の 請關 (委員長 報吿〕 

第 百 (特別 報 ff 第二 百 九十 一號〕 製 乳 事業 
保 fi 法 制定の 請願 (委員長 報 
第 百！ (特別 報 ff 第二 百 九十 一一 號) 畜牛及 乳 
牛 li 送 法改正の 請願 c 委員長 報吿〕 

第 百 II  C 特別 報告 第二 百 九十 三號〕 畜産 組合 

法 中 改正の 誘 願 (委員長 報告) 

〇 謹 長 (大岡 育 is 君〕 諸般の 報吿 があります。 

r 原 HJ 書記官 朗讀〕 

一昨 二十四日 貴族院に 於て 本院の is 付に 係る 左の 

議案を 可決した る 旨同院 より 通牒を 受領せ り 

地方 鐵道 法案 C 政府 提 /II 〕 

輕便鐵 道 補助 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

鐵道拥 當法中 改正 法律案 C 政府 提出') 

鐵 道 船舶 郵便 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

鐵消资 業 法 中 改正 法钳案 C 政府 提出〕 

軌 m 條例中 改正 法律案 (政府 提出) 

仙 北輮便 玆 31 買 收 S 支 辨の爲 公位 發 行に 關 する 

法律案 (政府 提出) 

大正 七 年 法律 第三 十七 號中 改正 法律案 (本院 提 

出) 

一 去 十九 H 政府より 受領した る 答 辯 書 左の 如し 

衆 謀 院誘 _ n lu 根 JH 次 君 押出 iu M 帝 @3 大學將 科大 

學内に 精神病 a 敎宰 及！ g® 新設に 關する K 問に 

對 する 答 辯 ® 衆議院 P H 田 屮善立 君 提 111 宗敎法 

制定に 關 する 質問に 對する 答 辯® 

一昨 二 十四日 政府より 受領した る答辯 書 左の 如し 

衆議 院議 M 鈴 木富士 彌君提 川 社 會 主義 ) |-< 締に關 

する 質問に 對する 答 辯 書 

衆議院 蕺 n 押 川 方 a 君提 m 外交問題に 關す る pi 

質問に 對 する 答 辯 3 

衆 誘 院 SI A 岩 崎 ■君 提出 神祇 管掌 特別 官衙設 置 

に關 する 質問に 對す る答蟒 f? 


衆議院 調 M 高 田耘平 君 提出 復 權に關 する 再 質問 
に對す る答辯 書 

一 今 二 十五 日 政府ょり 受領した る 答 辯 書 左の 如し 
衆涵院 K a 秋 山 金 也 君 提 /P1 间仁會 に關 する 質問 
に對す る 答 辯 書 

衆截 院議 M 小 ! 1-1 松 霞 対 提 m 勞® 政策に 關 する 再 
質問に 對 する 答 辯 書 

衆 譎院謬員噃山勝太郎君外三名提出淸凉欧料水 
營業 肢締 並に 內務 省令 改正に 關する 質問に 對す 
る 答 辯 書 

衆議院議員 上田 测兵衞 君 提出 支那に 於け る 商標 
權 倭 害に 關 する ® 問に 舞す る 答 辯 書 
衆議 院議 M 高木铳 太郞对 提出 m 京 市に 於け る 風 
水害 豫防 に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
衆議院 崴員高 島 兵 吉君 提出 吉野川 改修工事に 關 
する 再 質問に 對 する 答 辯 書 
衆議院載员箝藤紀一君提3東京市靑山墓地移鞞 
の 件 並 基地 及 埤 _ 収締規 则第 二 條に關 する 質問 
に對 する 答 辯 書 

衆議院議員 田 中 善 立 君 提出 國民 思想 善導に 關す 
る 第三 W 問に 對 する 答 辯 B 
衆議院 P 員 柄 原悅 二郞君 提出 陸 海軍大臣 及*® 
朝鮮 總耔 並に 關東 都 ' H 仟用 資格に 關 する 質問に 
對 する 答辯書 

衆議院 篛 » 田屮啟 逸 対 提出 靑年 指導に 關 する 第 
三質問に對する答辯爵 

衆議 院議 M 小 林嘉 平洽君 提出 地方 稅制限 に關す 
る 再 質問に 對する 答 辯 » 

衆議院 _員葙 森 新吉君 提出の 中等 學校敎 員 待 週 
に關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
大正 八 年 三月 十九 日 

內閣 總理 大臣 原 敬 

衆議院 諮 長大 岡 育造 殿 

衆議院 議 M 山 根 正 次 君 提出 東京 帝 國 大學醫 科大學 

內に 精神病 學敎室 及 病室 新設に 關 する , H 問に 對し 

別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院 鹩员山 根 正 次 ff 提出 束 京 帝 國 大學醫 科 

大學内 に 精神病 琛敎室 及 病室 新設に 關 する 質 

問に 對 する 答 辯 書 

束 京 帝 國大學 餚科 大學に 於て は 精神码 學の 研究に 

付 目下 m 鴨 病院を 使用し つ、 あり IV, 1 將來の 事に 關 


しては 十分 之を 考慮せ むと す 
右 及 答 辯 候 也 

大 IE 八 年 三月 十九 日 

文部大臣 中 橋德五 郞 ■ 

大正 八 年 三月 十九 日 

內閣 總理大 S 原 敬 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院議員 田 中 善 立 君 提出 宗敎法 制定に 關 する 質 

問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院 il 員 田 中 善 立 君 提出 宗敎法 制定に 關す 
る 質問に 對 する 答 辯 書 

政府は 宗敎法 制定の 必耍 を認 むと 雖も之 か 調査は 
最も 愼重を 加へ さるへから す 

一 現 內閣に 於て 宗敎 法案 提出を 延期せ る 事實な 
し 

一宗 敎制 度調奔 會設 置に 關 しては 今日 未た 言明 
する を fi す 

一宗敎 監督の 方針は 變更 を來せ る ことなし 
一 政府は 歐 米の 宗敎 制度に 關し 更に 充分の 調査 
を 加へ 之を 參酌 する の 要 ありと is む 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 十九 日 

_  文部大臣 中 橋德五 郞 

大正 八 年 三月 二 十四日 

內閣 總理 大臣 原 敬 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆 誘 院議 員 鈴 木 富士蹦 君 提出 社會 主義 取締に 關す 

る 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆 調 院議 M 鈴 木富士 彌君 提出 社會 主義 取締に 
關 する 質問に 對 する 答 辯 書 
社會 主義に 關 しては 從來 其の 内容を 檢蕻し 社會の 
實 情に 鑑み 必要に 應 して 之 か 取締を 爲せる ものに 
して 敢て 苛酷の 取締を 爲せる ものと 認めす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月！ 一十 四日 

内務大臣 床 次 竹 二 郞 

大正 八 年 三月 二 十四日 

内閣 總理 大臣 原 敬 
衆議 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院 員抑 川 方 義君裡 出 外交問題に 關 する 再 質 


問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆議 院議 . a 押 川 方義君 提出 外交問題に 關 する 
再 質問に 對 する 答 辯 書 

講和會 議の 目的は 蛍に 敵 國と 和を 講す るの みなら 
す 世界 ' i'u 久の 平和を 確保す へき 諸條 件を 審議 決定 
する に 在り 而 して 之に 對する 帝國 政府の 方針は 誠 
意 列 國と協 戮して 右目 的に 貢獻 すへ きこと を努む 
ると 同時に 帝 阈の； 止 當な る權 利と 大局の 利益と を 
保 金せ むこと を 期す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 二十四日 

_ ^務 1 * 臣子爵 內田康 哉 

大正 八 年 彐 月 一一 十四日 

內 閣總理 大臣 原 敬 
衆議院 _ 長大 岡 育造 殿 

衆 _ 院議 M 岩 崎 動 君 提出 神祇 管掌 特別 官衙 設置に 

關する 質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙) 

衆議院議員 岩 崎 ® 君 提出 神祇 管掌 特別 官衙設 
置に 關 する 質問に 對 する 答 辯 * 

神社 行政 振作の 必要は 政府 も感を 同 ふす る 所な り 
今次の 神社 局 横 張 豫算も 亦 其の 趣旨に 外なら す更 
に 必要に 依りて は 相當の 考慮を なすへ し 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 二十四日 

內務 大臣 床 次 竹 二 郎 

大正 八年三 月 二 十四日 

內閣總 理 大臣 原 敬 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆議 院議 a 高 田耘平 君 提出復 權に關 する 再 質問に 

對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 高 田 耘平君 提出 復權 に關 する 再 質 
問に 對 する 答 辯 書 

復權の 上奏を 爲 すと 否とは 選擧權 被 選 擧權を 禁止 
せられた る 者に 付 谷 別に 諸般の 情狀を 考査した る 
上 決定す る ものにして 右 選 擧權被 選 擧權を 禁止せ 
られた る 者 か麗 派の 何れに® する やは 上奏の 手續 
を爲 すに 付 何等 關係 する 所な し 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 二 十四日 
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司 -//: 大 [;': 取 敬 

大正 八 年 三月！ 一十 五日 

内閣 總理大 は 原 敬 
衆 顔 院議 長大 岡 育造 殿 

衆 誘 院 SW &*: 山 金 也 君 提出 同仁 ^ に 關 する H 間に 

封し 別紙 答 辯 畀 差 •進 候 

(別紙) 

衆 諮 院議 M 秋 UI 金 也 ^ 提出 同仁會 に關 する 質 
問に 對 すろ 答 辯 W 

一同 仁 © • の經资 に 係 ^ 北京 日華： g 仁 ^ 院か規 横 狭 
小なるは事货と認む1!1下冏會に於ても該鉍院の 
規換を 11 張せ むと する の議 あり 唯 其の K 行 ほ 巨 
額の 經 致を 要する を 以て 遽に 完® を 期す る 事を 

m さる も醫院 の 內容に 茧 りて ほ 速に 之 か充實 を 

岡ら むか e 有力なる 勘 任 院長を 招聘す る 等 種々 

計 5!? 中に して 政府は ttl 當の膂 S を 怠ら さるへ し 

二 同仁 會は其 第二 期計进 として 漢口濟 南 南京 (又 

は 上海〕 に顺次 醫院を 建設す る豫定 なりし 處其 

後事 情の 變化及 谷地 居留民の 窓 搠等 に ® み 先つ 

淡 口 及 上海の 兩 地に 規模 大な る醫院 を 設立す る 

の 急務なる を 認め M 庫 補助金％ 額 方 政府に / 11 願 

せり 依て 政府に 於て は 目下 右 願意 詮議 中な り 

三 同仁 會に 於て it 先つ 第一 一期 計® を 完成して 一段 

落を传けたる上始めて第三湖計飛に移るを得策 

となせり而して同會ほ谷醫院完成後に於ても當 

分の 間は 純 常 費の 補助を 仰く の 必要 ありと なし 

前項 出願 中の 國庫 補助金 % 如 ほ 追て 之を 寄附 金 

の 一部と 共に 經常费 補助に 充實せ むと する もの 

にて 政府に 於て は 前 二 項と 併せて 目下 詮_屮 な 


四 同仁 會か 大正 七 年度に 於て 募集した る 寄附 金額 

は 九 萬 七 千 二 百 七十 九圆な り 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 一一 十五 日 

外務大臣 子爵 内 田康哉 


大正 八 年 三月 二十 五日 

內 閣總理 大臣 原 敬 

衆議院 誘 長大 岡 育造 殿 

衆諉院 _ M 小山 松 P 君 提出 勞 ffi 政策に 關 する 再 質 

問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院議員 小 III 松爵君 提出 勞卿 政策に 關する 
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勞砌 政策に 關 する 再 質問 主意 書 
右成 規に摅 り 提出 候 也 
大正 八 年 三月 六日 

提出者  小 

震 者  武 


賛成者  前 田米藏 
外 三十 一人 

神祗 管掌 特別宫 衙 設置に 關する 質問 主意 書 
衆誘院 は 內 外の 情勢に 鑑み 陬後 思想界の 趨勢を 察 
し 我 か國體 の 精華た る 祭祀 制度を 振 張せ むか 爲に 
大正 七 年 神祇に 關する 特別 官衙を 設置し 神社 行政 
を 統一し 神宮 神社 神官 神職に 關 する 諸般の 施設を 
完全なら しめむ ことを 建議し 國務 大臣は 內務大 E1 
の 管掌を 離れさる 範圍に 於て 該建議 の 趣旨に 同意 
なること を 答 辯せ 〇而 して 大正 八 年度の 豫算を 見 
るに 僅に 神社 局擴張 費 一一 萬 餘圓を 計上せ るに 過き 
す 政府は 斯の 如き 貧弱なる 經 K を 以て 能く 本院 建 
謬の® 旨を « 徹し 得へ しと 思考す るか 
今や 歐洲峨 亂俄に 終結を 赀 くると 共に 果然 思 級 界 
の動嵇 容易なら さるもの あり 敬神 崇祖 の國 風を 振 
張し 萬 邦 無比の 國骰を 擁 S する の必耍 態 念なる を 
謎む 政府は SI に 神社 行政 振作の 計畫を 立て 相當の 
施設を 爲 すの 意思 あり や 
右 及 質問 候 也  , 


復權 に關 する 再皙問 主意 書 
右成 規に據 〇 提出 候 也 
大正 八 年 11 一月 十七 日 

提出者  高 田耘平 

賛成者  本 田恒之 
外 三十 二 A 

復權 に關 する 再 質問 主意 霤 
復 _ に關 する 質問に 付 書面を 以て 答 辯せられ たる 
も 要領を 得す 依て 更に 答 辯を 鞀む 
小 野 崎 某を 復權せ しむる と 同時に 同！ 情 狀 にある 
他の 選 擧權被 選擧權 停止 者を 復權せ しむる を 以て 
公平の 處腎と 信す 然るに 特に 小 野 崎 某の みに 就き 
上奏の 手 續を爲 し 他を 顧みさ りしは 同人と 同一の 
情 狀に ある もの 無しと 認めた るに 因る か 或 {t. 小 野 
崎 某 か 政府 與黨の 一員た るに 依り 特に 同人の みを 
復權せ しむる の 方法を 採りた るか 
右 及 再 質問 候 也 


衆議院： 一 ii 有 森 新吉對 提出 中等 學校敎 M 恃遇 に關 

する 竹 問に對 し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院 誘 員 有 森 新吉君 提出 中等 學校敎 員 待 
遇に 關する 質問に 對 する 答 辯® 

一中 等 學校敎 員の 待遇は 尙未た 十分な りと 認むる 
能は す 政府は 地方 當局 を督瞰 し 地方 公共 團體の 
M 政狀態 を 斟酌して 相當の 措置を 講せ しめ 其の 
他 待遇の 向上に 關 しては 目下 考瞭 中な り 
二 私立 中舉 校敎 員に 對し 恩給を 支給す る ことに 就 
て [3; 今日 之を 豫定 する を 得す 
右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 三月 二十 艽日 

文部大臣 中橋德 五郎 

〔左の 報告は 朗讀 を經 ざる も參 照の ため 玆に 
揭 載す〕 

一昨 11 十四日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
新聞紙 法改正に 關 する 建議案 委員 

委 a 長  川原 茂輔君 

I 丸 山豊治 郎君 
理事  小山 松壽君 
一白 河 次 郎君 

北海 疽拓贿 完成に 關 する 建議案 委員 

委員長  柬  武君 
理事  佐々 木 平 次郞君 
外交問題に 關 する 再 質問 主意 醫 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八 年 三月 十二 日 

提出者  押 川方義 

賛成者  金 杉 英五郞 
外 三十 一人 

外交問題に 關 する 再 W 間 主意 書 
本 a 提 53 に 係る 外交に 關 する 質問に 對し政 府の答 

辯に 依れ ほ 聯合 與國 總會議 に 於て 未た 何等 諝和事 

項を 提案した る ことなしと 然るに 講和 會議に 於て 

帝 國 政府の 執らむ とする 外交 上の 方針 及 政府の 決 

意の 存 する 處に付 了解す る 能は す te て 更に 明確な 

る 答 辯 あらむ ことを S? む 

右 及 再 質問 候 也  _  I 

神祇 管掌 特別 官衙 設置に 關 する 質問 主意 書 

■右成 规に據 り提 m 候 也 

大正 八 年 三 月 十七 日 

提出 ^ • 岩 崎  動 


關束 都督は 之を 文武 , §• の 何れょりも 任用し 得る 如 
く 近く 改正す るの 譏 ある も 其の 他は 目下 改正の® 
無し 

右 及 答 辯 候 也 

大 JH A 年 三月 二十五 日 

內 閣總理 大臣 原  敬 
海茁大 W 加 藤 友三郎 
陸軍大臣 田 中義一 

大正 八 年 11 i 月 二 十五 日 

內 閣總理 大臣 原 敬 
衆議院 議長 大岡 育造 殿 

衆讁院_01田屮厲逸君提出靑筇指_に關する第三 

質問に 對し 別紙 答 辯 書 差 進 候 

(別紙〕 

衆讁 院議 員 田屮萬 逸 君 提出 靑年 指導に 關す 

る 第三 質問に 對 する 答 辯 e 

靑 年の 指 ^ に關 しては 當 初ょり 一貫せ る 方針に 據 

り 何等の 變革を 加へ たる ことなし 從て癀 も 方針 S 

更の 訓示を 爲す の必耍 を Ig めす 

右 及 答 辯 候 也 

大正 八 年 M 月 二 十 3t 日 

內務大 IS K 次 竹 二 郞 

IX 部大 K 中 橋德 五郎 

大 JH 八 年 三月 二十 五日 

内閣 總理 大臣 原 敬 

衆蘧院 _ 長大 岡 育造 殿 

衆 ^ 院議 M 小 林 茲平洽 君 提出 地方税 制限に 關 する 

再 W 問に 對し 別紙 答 辯 ff 差 進 候 

(別紙〕 

衆議院 漭員 小林豁 平 治 君 提出 地方 稅制限 に 

關する 再 問に 對する 答 辯 !1} 

現行 地方税 附加说 の 制限 率は 溢に 答 辯せ し 如く 負 

腔の 關係 に鑒み て 定められた る ものにして 政府は 

目下 大 瞠 に 於て 商 h 菜 者と 農民との 間に rl 挖の均 

栖を锊 さるものと 認めす 

右 及 答 辯 候 也 

大 JH 八 年 三月 二十 五日 

内務大臣 床 次 竹 二郞 

大藏 大臣 男® 高 橋是淸 

大正 八年三 月 二十 五 B 

內閣總 理大以 原 敬 

衆諉院 調 長大 岡 育造 殿 


勞 働 政策に 關する W 質問 主意 書 
勞® 政策に 關する 本 i\ の 質問に 對し 政府の 答 辯は 
耍領 を f-y す 左記 事項に 付 更に 明答を 求む 
一 講 和會議 に 列し 國際聯 盟の 設定に 同 a し勞 ffl 立 
法の 決議に 加 * A したる 我 か委 M は 勞砌の 自由、 
平等、 無差別、 門戸 開放に 關し 主張を 透徹せ し 
むる の 準備 ある こと 勿 ir なる へしと 信す 政府の 
之に 對 する 所見 如何 

一 國際勞 働 立法の 主要 n 的 (S 聯盟 條約國 の勞卿 港 
の 公正に して FL 人道的 位地を 得せし むる に 在り 
卽ち勞 磡 資本 兩 者の 協調を 以て 相互の 一一 利を增 
進せ しめむ とする ものにして 加盟 國の规 約 i% 反 
に對し 經濟的 制裁を 規定せ むと す 之れ 我 か產業 
に® 大の關 係を 有する 制度 改造の 問題な り 之に 
對し 政府は 如何なる 所信を 有する や 
一 國際勞 働 條 約に 加盟す る國 の rc 格と して 勞购組 
合を 有する ことを 其の條 件と す 然るに 我 か® に 
は 未た 勞砌組 合と 認む へき ものな し 之 か 成立を 
促進す るに 付て は 救 濟事椠 調査 會の 政府に 對す 
る 答申 ほ 治安 警 P 法 第 十七條 第二 號の謀 惑 掘 動 
に關 する 規定を £除す るを 以て 適 當の 方法な り 
とせり 政府の 所見 如何 若 政府に 於て 其の 答申と 
見解を 異にすと せは 國際勞 働 立法 加盟に 伴 ふ 措 
置を 如何にせ むと する か 
右 及 質問 候 也 


淸凉 飲料水 膂業取 締並內 務 省令 改正に 關する 質 
問 主意 書 

右成 規に 據り提 111 候 也 
大正 八 年 三月 七日 

提出者 横 山 勝太郎  三 木武吉 
田 中铸立  鈴 木 富士蹦 

賛成者  橄 口秀雄 
外 ' 1十六名 

淸凉 飲料水 管 業 取締 並內務 省令 改正に 關す 

る 質問 主意 書 

第一 今や 學術上 ょり 統計 上ょり 酒の 性質を 論斷 
して 禁酒は 世界の 大勢と なれり 獨逸は 國 產の麥 
酒を すら 01 迫せ り 米 國四 十九 洲中 の殆と 全部の 
谷洲 は 禁酒 令を 勵 行し 最近の ® 報に 法れ は 禁酒 
令は 上院を も 下院を も 通過せ り 先年 日本の 米國 
視察 國員か 受けた る 四十 回の 繼迎會 中 酒を 使用 

二 一一 〇九 
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明治 三十 三 ： 

內務 省令 第三 十 M 

現行 省令 原文 

第一 晓本 則- 一 於 テ 淸凉飮 料 水卜稱 スル ハ® S ノ 
用- 一 供 スル 「ラムネ」 . 「 リ モナー デ x 果 H 水、 
薄荷 水 及 桂皮 水 ノ類ヲ 含 ム〕 、曹達 水 及 其 ノ他炭 
酸 含有 ノ飲料 水 ヲ謂フ 

淸凉飮 料 水管 業者 卜稱ス ル ハ 淸凉飮 料水ノ 製造 

( 41 稀  f f l s T ^ ls 泉) SH 

卜爲ス 者 ヲ謂フ 


第五 條淸凉 飮料 水營 業者 ハ 左 ノ淸凉 飲料水 ヲ販 
賣シ又 ハ 販賣ノ 目的 ヲ以テ 陳列シ 若 ハ貯藏 スル 
n トヲ 得ス 

一 溷濁又 ハ 變敗シ タル モノ 

沈澱物 又 ハ 固形 ノ夾雜 物 アル モノ 
堕 酸、® 酸 及 硫酸 其ノ他 遊離 鑛酸ヲ 含有 ス 

ル モノ 

砒素、 安知 母紐謓 、鉛、 亞鉛 、銅、 錫ヲ含 

有 7 、ル モノ 

有害 性 其ノ他 製造 地 又 ハ 輸入 地 地方 長官 ノ 
許可 ヲ受ケ サル 「テ ール」 色素 ヲ 含有 スル 

モノ  * 

「サツ カリン」 其ノ他 人工 甘味 質ヲ 含有 スル 

モノ 

有害 性 芳香 質ヲ 含有 N、 ル モ / 

防_ 腐ヲ 含有 スル モノ 


二 

三 

四 

五 


六 

七 

八 


改正案 

第 一條 本則 M 於 テ 油 凉飮料 水卜稱 ハ .: I 琴 

供 スル 「アル n 丨ル J ヲ へ B マサ 又 ハ 天 ^ 

ノ炭酸 瓦斯 含有 飲料 •食 戊 用 勘. « 及 人工 又 ハ 天 
然ノ果 货 汁、 果贲 蜜、 桂皮 水/類 ヲ云 フ但シ 芳 
香 ヲ附ス ル爲 -- f-L; 用 スル 「ア a- n 丨 >1 」 >; 制 a 
リ來ル 〇〇 ^ 以下 ノア ル n 1 >L 含 初 ハ此ノ 限- 1 
在 ラス 

淸凉飲 料 水 製造 脔 業者 卜稱 スル ハ 淸凉' 欧料水 ノ 
製造 販賫 ヲ爲 スモ ノヲ IB ヒ沾 isi l?5c 料 水販 W 業者 
卜稱 スル ハ 淸凉飲 料 水ノ請 迓ヲ资 菜 トス ル - £■ / 
ヲ謂フ 

第五 條淸 凉砍料 水 製造 椠者ハ 左ノ淸 凉欣 料水ヲ 
製造シ 販 SS シ又ハ 阪 遛 ノ目的 ヲ以 テ貯较 スル n 
トヲ 得ス 

一 溷濁又 ハ 變敗シ タル モノ 

但シ 【レモン スクヮ ツシ J 又 ハ 「スト ー ン 

ジンジャ .1  ノ如キ 本來ノ 性質 トシ テ溷濁 又 
ハ 沈 ® 物 アル モノ 又 ハ 「ソ ー ダフ オソン テ 

丨ン J  M 於 テ 天然 果 H ヲ 混和シ テ 即席- 1 飲 
用 セ シムル 飲料 ハ 變質セ サル 限 y 不良品 卜 
認メス 販賣シ 得 ル モノ トス 
二 沈殿 又 ハ 固形 ノ夾雜 物 アル モノ 

但シ 本来/性質 上 沈® アル モノ 又 ハ 「ソー 
ダフ オン テ— ン」 -I 於 テ 天然 果實又 ハ 「 ジ 
ャミ J ヲ 使用シ 即席 ノ販賣 -- 供 スル モノ ハ 
此ノ限 m 在 ラス 
三 及 四 ハ 原文 ノ通 

五 以下 八 項 迄 ハ 第 四條- 1 規定 サレ アル ヲ以 テ玆 
二重 出 - b シムル 必要， ナシ 


せる ^ は f-fi L® 二 箇所に 過き さりし と 云 ふ 酒に 代 
ほる ノ  0 •の 飲料 <3: 淸凉 飲料水 及果 踅 汁に して 此 
等の 飲料は 各 阐共に 國民の 保健 飲 轺と して 安全 
美味なる 飲料を !^ {L1 に 供給す る 工夫を 考趙 しつ 
、あり 我 か 邦に 於ても 阈 民の 保煺衞 生 上 並 風 IE 
上淸 ?iv 欣料水 或 ほ 果 ri 汁の 製造 販 S を獎 励し 以 
て 多年 Ml 民 飲酒の 惡弊を 矯正す るの 必要 ありと 
信す 政府の 所見 如何 

政府 (5: 淸凉飲 料 水 及 果 IS 汁を 以て！ 一民 的 飲料と 
する の 意 恐な き や 如何 

第二 從來淸 凉飲料 水 及果抨 汁に 對する 政府の 取 
締 方法を 見る に茲た 酷に 失し 斯業 獎励の 趣旨を 
沒却 する もの あり 例へ ほ 麥酒の 如き 何等の 取締 

法規な きを 以て 都鄙 %. 通して 如何に 溷 濁の甚 し 

きものを 阪賣 する も 何等 制裁を 加へ さるは 顯著 

なる 周知の 事 宵なる に淸凉 飲料水 及果實 汁 等に 

對 しては 些の 沈澱 溷濁 ある も 直に 之を 檢擧 して 

司法 處分に 移し 以て 當 業者を して 罰金 刑の 處罰 

を 受けし む 之か爲 に 當 業者は 營業數 年に して 數 

間 若 (3: 數 十回の 處罰 を受 くる ものを 生す 

抑 明治 三十 三年 法律 第 十五 號第 一條に ® れは 

「販寶 ノ用 -I 供 スル 飲食物-ー シテ衞 生 上 危害 

ヲ生 スル II アル モノ ハ 法令 ノ定ム ル 所 一一 依リ 

行政 廳 -1 於 テ其ノ 販賣ヲ 禁止 スル コト ヲ得 

前項 ノ 場合-一 於 テ 行政廳 ハ 物品 ヲ廢棄 セ シム 

ル コト ヲ得 

但シ 所有者 若 ハ 所持者 II 於 テ衞生 上 危害 プ生 

スル ® ナキ 方法-一依 リ之ヲ 處置セ ム コト ヲ請 

フトキ ハ 之ヲ 許可 スル コト ヲ得 J 

と ありて 斯業 取締に 關 する 根本的 取締法 規に於 

ては 「衞生 上 危害 ヲ生 スル 處アル モノ」 の 取締 

を 爲 すに 過き す又當 業者を して 「衞 生 上 危害 ナ 

キ 方法-- ヨリ 處置 スル コト ヲ許ス 」 ものなる に 

此の 當 業者の 自由 處置を 絕對に 許容せ さるの み 

ならす 明治 三十 三年 內務 省令 第三 十 號淸凉 飲料 

水赞業 取締 規則なる 行政命令の 第 五條に 於て は 

B に溷 濁した る もの 沈澱物 又は 固形の 夾雜物 あ 

る ものは 其の 危害の 有無に 拘らす 之を 罰する か 

如き 法規を 作りた るを 以て 行政官 吏は 苟も 沈澱 

物 若 I 3: 夾雜 物 ある ものは 悉く 之を 檢擧 し當 業者 

は 何等 危險な き塲 合に 於ても 尙處 罰せら るるの 

不幸に 遭遇す 政府は 淸凉 飲料水 若 ほ 果實汁 製造 


販锊菜 若に 對し 細菌絕 無の 製品を 出す ことを 要 
求す るか 又細荫 絕 無の 製品を 出す ことを 得と 信 
する か 又 空中 水中の 僅少なる 無害 酵母の 潜入に 
依て 酒精 酷 酸を 起し 沈澱 溷 濁を 生す るか 如き 場 
合に 於ても 有害な 〇 として 取締ら むと する 乎 
(大正 八 年 二月 二十日 付 衆 11 院議 員 岩崎勸 氏 
外 三人の 紹介 ;. 係る 淸涼 飲料水 營業 取締 內務 
省令 改正 請願® 參照 d 

第三 斯業の 歴史を 案す るに 西洋に 於て は 約 二百 
年の 沿革を 有する ものの 如き も 我 か 邦に 渡来せ 
るは fi に 二三 十 年に して 「サィダ」 の發資 の 如 
きは 十ー ニ 年 前の ことに )1 す 犬に 斯業を 奬 S し 
て發達 進步せ しむへ き 必要 ある や 勿論な り 然る 
に 一面に 需要 多き 麥 酒の 如き ものに 對する 取締 
を 放擲し 一面 斯業 者に 對 して 明治 三十 三年 內務 
省令 第三 十號の 取締 法規を 適用して 檢擧の 峻烈 
を 極む るは 淸涼 飲料水 及果實 汁に 對 する 根本 行 
政に 於て 甚た 失當な りと 思料す 政府の 所見 如何 
又 該內務 省令は 斯界の 現狀に 適せ さる 過酷なる 
法規な りと ほ 信せ さる や 如何 換言す れは 内務省 
令 改正の 急を 認めさる や 如何 
第 四淸凉 飲料水 及果實 汁の 取締に 關し 何等 專門 
的 知識を 有せ さる® 察 官を以 て 直接 監視の 衝に 
當 'らしむ るは 斯業 者 側に 於て 大に 危懼の 感を生 
せ さるを 得さる 點なり 元来 斯業 者は :: 般 需要 者 
の 保健 衞 生を 顧慮し 官憲の 監督 指示の 下に エ塲 
及 製造 法の 改善に 關し 非常なる 苦心 勞力 費用を 
投して 製品の 信用と 糊 威を 維持せ むと する に 急 
にして 得る 所の 利益の 如き 製造業 者に 在りて は 

問屋 仲買 等の 配給 機關を 通して 需要に 臊す るの 

狀况 なる を 以て 其の 間に 利益を 分配せられ 四 打 

一 箱に 付 僅に 二十 錢 以上 三十 錢 以下の 少 利を 得 

るに 過き さるな り 然るに 何等 鑑識な き ® 察： K か 

其の獨 斷を 以て 販賣 を禁 する か 如き ほ國 民財產 

權 の 危機な りと 云は さるへから す 此の點 に關し 

現 政府は 何等 改善を 加 ふるの 意な きか 如何 

第五 淸凉飮 料 水に 關 する 現行 內務 省令は 其の 制 

裁 過酷に 失し 斯業 者を驅 て 悉く 犯罪者たら しめ 

すむ ほ已 まさるの 槪あり 

依て 大要 左の 如く 改正す るを 以て 適當な りと 思 

料す 

此の s に關 する 政府の 意見 如何 


第 六 條淸凉 飲料水 製造者 ハ 其ノ 氏名、 社名、 營 
業 所 ノ 所在 並製 造 年月日 ヲ 記載シ タル 票 紙ヲ以 
テ淸凉 飲料水 ヲ販賣 スル 容器 ヲ封緘 K ヘシ 但シ 
製造 地 地方 長官- 1 於 テ 許可 シタル モノ-一就 テ ハ 
此ノ 限-一 在 ラス 


銪六條 (新設) 

淸凉 飲料水 請賣 業者 ハ 左ノ 淸凉飲 料水ヲ 阪毁シ 
又 ハ 販賣ノ 目的 ヲ以テ 陳列シ 若 ハ貯藏 スル n 卜 
ヲ掲ス 

第五 條 第一 項 第二 項 N 同シ 
第七條 (原文 ノ IT 六 條〕 
i 項 原文 ノ通 
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院禳衆 侉鼐國 帝间一 十四 第 


政 

府 

に 

於 

て 

ほ 

商 

保 

m 

に 

關 

す 

る 

规 

則 

發 

布 

せ 

ら 

れ 

製 

照 

造 

の 

如 

難 

を 

蒙 

り 

た 

る 

事 

例 

尠 

し 

と 

せ 

す 

往 

年 

麦 

那 

m 

m 

せ 

れ 

た 

る 

の 

多 

< 

に 

邦 

貨 

は 

故 

な 

< 

し 

て 

m 

商 

品 

の 

m 

造 

m 

倣 

等 

到 

る 

所 

に 

行 

は 

れ 

我 

か 

邦 

商 

權 

の 

支 

に 

於 

て 

ほ 

未 

た 

商 

m 

法 

の 

制 

定 

な 

き 

を 

以 

て 

我 

か 

邦 

意 

m 

支 

那 

に 

於 

け 

る 

帝 

商 

m 

m 

害 

に 

關 

す 

る 

W 

問 

主 

n 

成 

金 

杉 

英 

五 

郎 

不 

A 

提 

/H 

者 

上 

田 

彌 

丘 

i 

大 

IH 

八 

士 

百 

右 

成 

規 

に 

據 

提 

出 

(1¢ 

也 

S 

支 

那 

に 

於 

け 

る 

帝 

國 

商 

m 

m 

侵 

害 

に 

關 

す 

る 

質 

問 

主 

意 

右 

及 

¥1 

間 

候 

也 

以 

上 

第 

1 

乃 

至 

第 

m. 

條 

m 

背 

シ 

夕 

ル 

者 

者 

認 

可 

ヲ 

受 

ヶ 

ス 

シ 

テ 

第 

ii 

焭 

業 

ヲ 

爲 

シ 

夕 

ル 

處 

ス 

第 

十 

i 

左 

m 

ク 

ル 

者 

ハ 

五 

圓 

以 

下 

ノ 

罰 

金 

者 

ハ 

辛 

五 

日 

以 

下 

重 

禁 

錮 

處 

ス 

封 

緘 

m 

紙 

二 

虛 

fti 

ノ 

改 

m 

ヲ 

シ 

若 

ハ 

爲 

サ 

シ 

メ 

夕 

ル 

ル 

封 

緘 

m 

紙 

ヲ 

貼 

m 

シ 

若 

ハ 

貼 

用 

セ 

シ 

メ 

夕 

ル 

者 

又 

ハ 

第 

十 

條 

淸 

涼 

飲 

料 

水 

業 

索 

嘏 

僞 

si 

賊 

ヲ 

爲 

シ 

夕 

) 

r 

f 

鋒 

转 

皆 

ン 

r 

司 

ン 

Fk 

y 

S 

分 

ス 

ル 

3 

h 

ヲ 

得 

本; 

則 

背 

シ 

夕 

ル 

水 

$ 

シ 

テ 

ハ 

明 

不 

5 二 

m 

律 

第 

十 

3T. 

號 

第 

m 

九 

m 

m 

方 

長 

e； 

ハ 

第 

1 

ノ 

器 

具 

第 

五 

[ぼ 

ノ 

淸 

凉 

飮 

又 

i 

会 

ノ 

棍 

T. 

& 

ノ 

文 

字 

ヲ 

明 

IE 

— 1 

T 

) 

ル 

色 

素 

ヲ 

念 

有 

ス 

ル 

淸 

m. 

吹 

抖 

水 

ハ 

製 

造 

者 

帝 

m 

の 

首 

都 

た 

る 

東 

京 

市 

の 

並 

其 

の 

附 

近 

の 

地 

た 

る 

書 

東 

京 

m 

に 

於 

け 

る 

風 

水 

W 

豫 

防 

に 

關 

す 

る 

質 

問 

主 

意 

賛 

成 

者 

鈴 

木 

梅 

四 

郞 

外 

九 

人 

提 

出 

者 

高 

木 

益 

太 

郞 

大 

正 

八 

I 

十 

55! 

日 

右 

成 

規 

に 

據 

0 

提 

出 

候 

也 

菜 

M 

市 

に 

於 

け 

る 

風 

水 

書 

m 

防 

に 

關 

す 

る 

質 

問 

主 

意 

書 

右 

及 

質 

問 

候 

也 

む 

と 

す 

る 

や 

政 

府 

の 

所 

I.L 

如 

あ 

0 

や 

亦 

將 

來 

如 

な 

る 

方 

針 

を 

以 

て 

之 

か 

K 

締 

を 

爲 

さ 

へ 

0 

帝 

國 

政 

府 

It 

之 

に. 

對 

し 

till 

な 

る 

措 

置 

を 

執 

0 

つ 

つ 

た 

ろ 

も 

遂 

に 

之 

か 

實 

施 

を 

見 

る 

に 

至 

ら 

す. 

し 

て 

今 

日 

に 

及 

第 

(9 

第 

m 

及 

第 

m 

i 

背 

シ 

夕 

ル 

者 

第 

五 

條 

第 

項 

第 

二 

項 

背 

シ 

夕 

ル 

者 

料 

處 

フ、 

r\ 

但 

シ 

巧 

處 

分 

り 

左 

m 

ク 

ル 

者 

ノ、 

販 

ヲ 

禁 

止 

ス 

ル 

力 

又 

ノ、 

i 

以 

下 

§5 

十 

四 

條 

Wt 

S/U 

xvC 

背 

シ 

者 

第 

1 

第 

四 
條 
及 
第 

五 

條 

/ 

m 

m 

第 

四 

項 

i 

者 

許 

可 

ヲ 

受 

ヶ 

ス 

シ 

6 

m 

ノ 

營 

:ぉ 

ヲ 

爲 

シ 

夕 

ル 

左 

m 

ク 

ル 

ハ 

百 

j、i 

下 

m 

金 

m 

ス 

第 

十 

1 

文 

第 

十 

i 

處 

ス 

ヲ 

ナ 

シ 

若 

ハ 

爲 

サ 

シ 

メ 

夕 

ル 

モ 

ノ 

ハ 

〇 

〇 

圓 

ノ 

罰 

金 

用 

セ 

シ 

メ 

夕 

ル 

モ 

ノ 

乂 

ハ 

請 

m 

入 

i 

テ 

虛 

僞 

ノ 

改 

竄 

— 1 

レ 

ク 

テ 

ル 

% 

能 

書 

又 

ハ 

封 

票 

紙 

ヲ 

貼 

用 

シ 

若 

ハ 

貼 

淸 

涼 

飲 

料 

水 

製 

造 

業 

者 

ノ、 

旎 

僞 

記 

ヲ 

爲 

シ 

夕 

ル 

第 

十 

m 

i 

文 

第 

十 

條 

淸 

凉 

飲 

料 

水 

二 

關 

シ 

テ 

ハ 

r\ 

以 

下 

原 

文 

i 

シ 

地 

方 

長 

官 

ハ 

m 

S 

器 

具 

m 

四 

m 

第 
: JT. 

m 

m 

ハ 

條 

ノ 

第 

十 

i 

文 

ノ 

第 

九 

條 

本 

m 

m 

除 

家 

屋 

全 

潰 

明 

琀 

T- 

風 

り 

浸 

水 

同 

年 

八 

月 

十 

B 

船 

舶 

損 

宝 

浸 

水 

同 

破 

損 

同 

半 

潰 

家 

屋 

全 

潰 

行 

衞 

不 

明 

者 

傷 

者 

死 

者 

同 

年 

七 

互 

+ 

-X-. 

B 

r\ 

海 

嘯 

\y 

洲 

崎 

堤 

防 

m 

せ 

り 

船 

舶 

損 

圭 

浸 

水 

同 

破 

損 

同 

半 

潰 

家 

全 

m 

傷 

者 

死 

者 

明 

治 

四 

十 

四 

年 

十 

九 

1] 

の 

水 

害 

風 

像 

に 

餘 

り 

0 

飾 

郡 

砂 

村 

及 

fr 

方 

面 

に 

於 

け 

る 

被 

害 

と 

損 

害 

と 

は 

實 

に 

想 

¥• 

五 

百 

M 

圓 

な 

り 

と 

云 

ふ 

此 

の 

他 

に 

京 

橋 

月 

島 

南 

葛 

又 

は 

浸 

水 

せ 

し 

損 

害 

ほ 

深 

川 

區 

役 

所 

の 

調 

査 

に 

依 

る 

も 

約 

其 

の 

他 

エ 

場 

倉 

m 

の 

損 

害 

居 

住 

民 

の 

商 

品 

家 

財 

の 

流 

失 

床 

下 

浸 

水 

床 

上 

浸 

水 

家 

半 

潰 

家 

屋 

全 

潰 

行 

m 

不 

明 

者 

傷 

者 

死 

者 

深 

川 

區 

の 

み 

を 

以 

て 

し 

て 

大 

TE 

-1-. 

$ 

十 

月 

慘 

狀 

を 

呈 

せ 

り 

s 

の 

へ 

り 

是 

を 

最 

の 

實 

例 

に 

見 

む 

A 

の 

U 

き 

に 

- 

回 

の 

割 

ム 

rl 

b 

SL&, 

M 

の 

害 

it 

三 

十 

六 

回 

fil 

ち 

九 

年 

に 

多 

き 

に 

及 

ひ 

其 

の 

內 

海 

嘯 

の 

害 

は 

不 

i 

即 

ち 

十 

五 

年 

7[： 

九 

年- 

間 

に 

於 

け 

る 

風 

水 

害 

は 

に 

1 

+ 

七 

回 

の 

川 
J 又 
人 

即 

ち 

天 

正 

十 

年 

X 

大 

正 

八 

年 

に 

至 

る 

水 

m 

を 

蒙 

る 

h 

連 

に 

し 

て 

之 

を 

歷 

史 

に 

徵 

す 

る 

に 

德 

? 

八 

戶 

七 

m 

¥ 

七 

百 

十 

9 

ハ 

雨 

水 

」- 

9 

-JL. 

七 

艘 

九 

萬 

千 

四 

十 

八 

百 

〇 

三 

戶 

八 

士 

声 

音 

四 

十 

八 

戶 

十 

五 

人 

四 

十 

八 

人 

五 

十 

百 

士 

m 

八 

五 

士 

五 

百 

-〇-. 

+ 

五 

十 

九 

戶 

九 

十 

七 

戶 

十 

A 

A 

二 

百 

四 

十 

八 

戶 

三 
萬 
五 
千 

-JL. 

9 

四 
十 
四 
戶 

九 

十 

八 

戶 

百 

四 

十 

四 

戶 

未 

詳 

百 

+ 

A 

七 

十 

九 

人 

0 

の 

水 

害 

九 

月 

四 

a 

1 

嘯 

り 

八 

月 

二 

十 

0 

:？: 

嘯 

邊 

橋 

流 

失 

の 

爲 

往 

來 

を 

中 

止 

し 

龜 

久 

橋 

上 

0 

往 

來 

せ 

橋 

三 

萬 

坪 

X 

り 

茂 

森 

町 

に 

m 

せ 

る 

橋 

等 

流 

失 

又 

海 

八 

月 

日 

海 

邊 

は 

m 

水 

し 

深 

川 

金 

岡 

人 

船 

寬 

K 

海 

嘯 

あ 

0 

文 

政 

五 

年 

八 

月 

十 

五 

0 

X 

1 

Q 

に 

至 

る 

風 

死 

若 

數 

千 

人 

り 

高 

輪 

人 

家 

浪 

の 

爲 

流 

れ 

た 

り 

高 

浪 

人 

家 

浸 

さ 

れ 

死 

人 

傷 

者 

多 

し 

記 

錄 

に 

依 

る 

に 

文 

政 

>-1- 

八 

月 

十 

七 

H 

洲 

崎 

辨 

天 

土 

手 

破 

潰 

天 

保 

七 

年 

七 
月 
十 

八 

H 

を 

呈 

せ 

匕 

1 

載 

あ 

0 

水 

災 

の 

損 

m 

は 

地 

m 

の 

損 

害 

X 

り 

屯 

更 

に 

慘 

狀 

本 

所 

深 

川 

ほ 

床 

上 

爱 

餘 

浸 

水 

砂 

村 

圆 

高 

浪 

の 

m 

流 

出 

死 

夥 

し 

洲 

崎 

辨 

天 

附 

近 

茶 

屋 

小 

屋 

金 

部 

潰 

れ 

深 

川 

仲 

町 

假 

宅 

游 

屋 

m 

れ 

西 

本 

願 

木 

堂 

ほ 

風 

の 

爲 

に 

倒 

れ 

記 

錄 

に 

徵 

す 

れ 

ぱ 

安 

政 

1 

八 

月 

不 

五 

日 

葛 

西 

消 

面 

浸 

水 

せ 

0 

安 

政 

— L. 

七 

月 

辛 

五 

日 

深 

川 

の 

浸 

水 

床 

上 

五 

餘 

慶 

應 

兀 

年 

— I— 

十 

五 

日 

夜 

明 

治 

四 

年 

七 

月 

十 

九 

日 

m 

嘯 

死 

m 

者 

を 

m 

せ 

0 

明 

治 

土 

革 

十 

J1 

四 

13 

同 

年 

八 

月 

不 

j- 

0 

叨 

治 

十 

七 

年 

九 

月 

十 

五 

明 

治 

十 

八 

年 

七 

月 

a 

明 

治 

年* 

九 

月 

十 

0 

十 

百 

明 

治 

不 

四 

年 

九 

+ 

n 

明 

治 

八 

年 

七 

T* 

五 

日 

浸 

水 

七 

餘 

戶 

洲 

崎 

辨 

天 

町 

堤 

防 

百 

間 

決 

潰 

明 

治 

rr 

不 

九 

月 

ハ 

海 

m 

激 

浪 

浸 

水 

萬 

四 

-  P 

七 

西 

五 

十 

同 

破 

m 

千 

百 

八 

十 

七 

戶 

同 

半 

m 

九 

戶 

m 

潮 

嘯 

m 

嘯 

m 

嘯 

m 

潮 

風 

り 

r\ 

山 

水 

r\ 

風 

r\ 

1..; 

潮 

r\ 

颱 

風 

r\ 

Sq 

風 

r\ 

蹄 

風 

\y 

支那に 於け る 帝 g 商 挖權 K 害に 關する 質問  菜 京 市に 於け る 風水害 豫防 に關 する 質問  ニニ ーー 


院 戣衆符  帝 回一 十四 第 


w l^ VJ ui/ •修  h- lJJ{ に r〕' lr' K-': rlI> « l!!i] 國民思 想の 1?? 沿に I'K すろ 第三 In 間  ぶ ITti liii 大 IMf l& l-': ぶ、， ^ び  e l-ef 技 '- y :-i 私 ; f lrr MI i-c 格に； -： f 


佐 K 町 S 水 床上  六七寸 
越 中 £- 四 尺 
木場 町  M 三尺 
寺 町  二 尺 
扇 橋  11 尺 
黑江町  M 尺 
猿 江 裏  三尺 
六 間 堀 町  一尺 
永代槪 破壊し！ 一十 七— 

洲崎 附近 被害 最甚だ しく 辨天前 の 住民 家屋 共 
流失して 行 li 不明 

本 所、 深 川、 砂 村、 龜井戶 ，死人 多く 親船 三艘 
永代 橋へ 突當り 二艘は 三 ッ又迄 流る 

吉 P 寺 門前 金 佛 流れ出し‘ 辨天の 土手 一一! S 八 

1 - r  □J 

T JI 問 

爲に石 標を趄 て 人家を 建つ る ことを 禁せり 

銘に 日く 

此 所 JS 政 三年 波 荒の 時 家 流れ 人 死す る もの 

少から す 此の 後 高 浪の變 計〇雖 く 流失の ii 

謂 ふべ からす 是 ょり 西は 入船 町を K り 吏は 

吉祥 寺に 至る 迄 凡 長 三 西 八十 五 間 餘の所 家 

居 K 拂ひ明 地と な L iffi くもの なり 

寬政六 年 葛 西 甲 寅 十二月 誌 

此の 外に 

明 和 二 年  (海 嘯) 

延亨 元年  (海 嘯) 

寬保二 年  C 海 嘯〕 

齊永四 年  C 海 嘯) 

延鞔八 年  (海 嘯) 

延赘五 年  (海 嘯〕 

以上の 外 山水 s 雨の 被 寄 等を 數へ 来らは 實に 夥し 

き 統計を 示す へく B に 海 嘯颳 風の みを 以てして 前 

記の 實跶に 依り 十五 年に 一回の 大海 嘯と 九 年に 一 

回の 大颱風 海水の 災害は 免れ 能 ぼ さる ことを 證せ 

り 

殊に 近年 都市の 膨脹は 益 激甚を 來し本 所、 深 川、 

砂 村の 如き 人家の 稠密と 人 r-l の咐大 とは 15 くべき 

もの あり FI, 苽京市 か H 業 地と して 今後 益多數 工場 

の 建設を 見る へき W 向 あるに も拘ら す來 るへ き 海 

嘯の 災害を 想像せ むか 大正 六 年に 於け る 深 川區の 

損害 三千 五 W 萬圓 より 拙して 是を數 年の 後に 想到 

せ l-x ii? に 七 千 萬 圆乃至 一億 览圓 にも 達するなら む 


か是れ 取に 啓 社 H «i 及 偶人 10: 接の 菸害 のみを 以て 
見る へきに 非す 固 家 其の 者の 19 害 や K に 多大な 〇 
と r,? ふへ く 而も 多 ©: の 死 似 者を 出す に 至りて は 社 
會人 31 上 M 却す へから さる 間 題な りと 謂は さるを 
得す 然〇而 して 是等 水害の 結果 間接に 影 ？? すると 
ころは 惡性の 病根の 發 生と 爲り其 の 及 ふところ 單 
に 水害 被害地の みに 止らぬ 斯の 如くむ は 住民 爲に 
生活の 安定を 缺き 商工 爲に 振は さるに 至らむ こと 
必せ〇 

今風 水害 其の ものの 主因を 見る に 
一 海 嘯 
二 颱風 
三惡 風雨 
•四 大雨 
五踩雨 

の 五 種に して 後者の 暴風、 大雨 等に 基因せ る 水害 
は 荒 川 改修 H 事の 落成に 侯ち て 其の 損害を 除却す 
るを 得へ く霖 雨に 因る 地 水は 盛土に 依りて 是を防 
くを 得へ し 若 夫れ 海 嘯 颱風の 水害に 至りて は 是か 
根本 策は 到底 一地 方 自治 團體の 能く 爲し能 ふ 所に 
非す 之 か 根本的 防禦 策の 施設は 刻下の 急務な りと 
認む 

之を 經驗 ある 者の 言に 聞く に 固ょり 海 嘯 颱風の 
水害を 防く へき 根本 策と して ぼ 現在の 堤防を 以 
てして は 寛に 不可能に して 一度 突擊 し來 りたる 
怒濤は 堤防 上 二 丈 若は 三 丈に 上騰し 斯 して 堤防 
を 打ち 越し 來り たる 强大 なる 水力 ほ 縱橫 に si 漫 
して 家屋 樹木 等を 倒潰し 去る に 至る 
故に 是か 防止 策と しては 海中に 防波堤を 築く に 

在り 此の 防波堤を 以て 打ち込み 來 る高浪 又は 平 

押しに 襲 ひ來 る大浪 を此 に打當 らしめ 怒濤を し 

て乘り 越さ さらしむ るに 在り 斯 して 一度 姻 突し 

たる 激浪 及乘り 越し 来りた る 水力は 此の 防波堤 

の爲に 終に 扭勢し 去らる 是等打 越し 來りた る 高 

潢 の 堤の 內 面に 展開し 再 ひ 現在の 堤防に 衝突し 

来る も 亦 是を打 越す の餘 力なく 此に 始めて 現在 

の 堤防 ほ 能く 防水の 効を 奏する に 至れは なり 

此 ■に 於て か 隅 田 川々 口より 中 川の 川口に 至る 海 

中 防波堤を 築造す るの 急を 認む 

若 夫れ 中 川々 口より 千 葉縣 方面に 至る 防波堤を 

延長し 来ら ほ 其の 結果 更に 良好なる もの あるへ 


今 其の w lx fe の 築 提 版離及 防 is を 私考す るに 
現在の 堤防より 相 當の肢 離 約 一 _ 沖へ 高さ 十八 
尺上租 み 三間权 底 之に 氓した る 堤防を 築く に 在 
り而 して提 上に© 木を 配し I 1H- 燈を魁 し 夏時に 於 
ける 納凉地 若 ほ 平時 遊 園の 地に 使用す へく 美 劫 
を 添へ ほ 更に 妙と 云 ふへ し 
然ら さる も 海苔の 干塌等 有益 ！_>使 用し 得る の 手 
段敢て 一二なら さるへ く是 か經费 の 大略 ほ 延長 
約 五 千 間と して 一間 五 百 [W 計 二百 五十 SS 岡を 以 
て 出来し 得へ きも 是等ほ I に 其の擗 造に if 據せ 
さるへから す 

而 して匏 堤の 土壤ほ 防波堤の 内側より 求め 此に 
隅 f-II 川と 中 川と に 通す る 一大 蓮 河を 造る を 要す 
元來荒 川 及 中 川の 川口は 常に 川上より 流る る 砂土 
の 爲に淺 願を 成し 大船を 入る、 に 由な し 依りて 此 
の 新 河に 依り 隅 田 川と 中 川との 連絡を 保た ! X 蓋 其 
の 効果 實に 偉大なる もの あるへ し 
一說に 龜井戶 より 分岐して 海中 鐵 道を 越 中島に 延 
長せ る鍅道 線路を 造り 此の 線路に 依り 防波堤を 代 
用せ しむる の議 ありと 云 ふ も 此の 如きは 毫も 防 波 
堤の 効果 無く 且是 を L て 怒 穩扼 勢の 用に 供す とせ 
は 運輸 交通 上 重大 責任 ある 鐵道 として 餘 りに 危險 
なりと 謂は さるへから す 一朝 海 嘯の 觀來 と共に 忽 
ち 不通と なり 汽 Ill tl 物は 激浪の 爲弄 ふところと な 
り 其の 損害 ほ 測り 知られ さるへ L 鐵道 延長に 就て 
も 先つ 防波堤を 築造し 海 嘯に備 へ 其の 內面な る 安 
全地 帶に 之を 敷設す るの® なる に 如か さるな り 
政府の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 

吉野川 改修工事に 關する 再 質問 主意 書 
右成 規に依 り 提出 候 也 
大正 八 年 三月 十八 日 
提出者 高 島兵吉 
賛成者 鈴 木 梅 四 郎外二 十九 人 
吉野川 改修工事に 關 する 再 質問 主意 B 
# に 本員の 爲した る 質問に© し 去彐月 十日 床次內 
務 大臣より 受領せ し 答 辯 書に 依れは 「改修工事は 
適當 なる 工法に 依り 施行 中に して 築堤 工事 粗 ■に 
失する ことなしと 認む」 と あれと も 北岸の 旣成築 
堤 中 缺壞徵 候の 箇所 あるの みならす 北岸 閘門及 運 
河の 如き 未た 何等の 施設を 見さる か爲 南岸の 完全 
なる 工事と 對 比せす 然るに 是 等の iii に關 しては 更 


ニ ニ： 一  _ 

に： 染領を 得す 

右 及 sr TT 间候也 _ 

國民思 恝 の 酱導に H する 第三 HS 主 童 S 
右成 規に摅 〇 提出 S 也 
大正 八 年 三月 十一 日 
提出者 田 中菡立 
替 成者武 这 時敏外 三十 三人 
國民思 想の e af に閱す る茁三 主 sd 
國民思想の善瑙に關する拼打問の答3|巧中「陆企 
なる 思想を 苦 及撤底 せ しむる 谷 M の 姑 設及 挝 想を 
不健全なら しむる 原 M となる へき 社 fr 狀態 の改妁 
を 目的と する 各般の 社 包 的 施設」 と ある 邦の 施設 
ほ 如何なる 施設な り や 

風敎の 源 极た るへ き 明治： 大皇の 御； $ 記 ^ 修 11 及 
御詠 編 ^ 總教 或 ix KI 問に 入 格 醜悪に して 縲® の 恥 
辱を 受けむ とせし 伯 g 田 ' I' 光顯賊 邊千秋 を 住 出し 
又幾度か醜名を謳ほれ終に釕一密に於て奋罪の身 
となりし 古 賀 账造 を大宮 に 就任せ しめたる は 一世 
の風敎 上將た 官紀 振肅上 更に 交 障 之れ なきや 明治 
四十 四苹 二月 十一 日 濟生會 へ 下し 給 ひし 御 詔勅に 
も W 戾せ すと 思惟せられ る 乎、 

世界の 大勢は 民主主義 極度に 陨溢せ るに拘 らす我 
か國は 今尙趄 國以來 政治の 根本 遜た る 君民 M 治 即 
ち 民本主義の 實現 全から す . 77: 箇胳 の 御 秤 文中 r',- 武 
一途 庶民に 至る 迄 谷 其 志を 遂け 人心を して 倦ま さ 
らし めん 事を 要すとの 御 ft! 旨は 未た 行 はれす 武官 
に 在らされは 陸 海軍大臣 及總督 たるへから す 又 非 
立憲なる 文 , R- 任 ffl 令 及 治安 f? 察 法は 尙改路 せられ 
す 依然 庶民の 志を 抑 顧し 言論 集 a- 等の .H 山を 拘朿 
す 如斯 にして 目下 大に 安定を 缺け る國 民以想 を if 
導す るは 難 中の 至難と 思 ふ 之に 對 する 政府の 所見 
如何 

右 及 質問 候 也 

陸 海軍大臣 及嶔海 、朝鮮 總 S 並關诳 都督 任用 K 
格に 闊 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 八年彐 月 十三 日 
提出 著 植原悦 二 郞 
賛成者 鈴 木 梅四郞 外！ 一十 九 人 
陸海 軍犬 陡及窺灣，朝鮮總督並關诳都瞥任用 
資格に 關する 質問 主意 ® 

時世の 進 運と 我 か 憲政の 過去 及 9,! 在と に 鑑み 陴： 也 | 
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—  — 轵府靑  右  右す 都政 而及 又政改 期の 大大 
勢 やく 國は見 再な のつ 欲對 事は 統內 りち 爲現 切の 年  成靑 及之筲 治し 朝毫府 正せ 途中 [: i 
大も m 式 決て 度る 必て せし 贲 主一 閣靑 寺し 政 明答 指 w  大规年 w に 制 のて 鮮 m の しむに 將の 
廟知 朵に し 或に か耍 方は てに と 方 時 年内つ 府 快辯鎢 尔苡提 正に 指 問 對度煺 « 總 總所此 と 非に 住 
にれ を 非て は 苴  あ 針 先 答 非し 針 代を 內つ はな te に 指 成； ii  ’ 據给叹 すを 全の® 督兑の 欲さ 制 出 
參さ 訓す統 前れ  りの つ 辯す てに に指閗 あ盘る 然關: 〇 に 也る 撤な基 政 政 如 制せる 限 資 
拜る 示從- •内る  と® 全し や 軍 遵於铅 時る に 答 嬰す に  三提關  政 趿る礎 治 治 何 限は はす 格 
の もす つ 的 閲政  m 更 阐 た然阀 りけ 針 代は 答 辯 領る關 武田パ 出す  府す發 已實實  を 速 明るを 
途現 るて 方即府  すを 靑 るれ 式 而る 育に 本 辯を を 本す 戶 小 十 候る  のる 達に 施 施  撤 になは 陸 
次 内の 何 針 ち 答  然示年 趣は 指し w せ 於 u し求焊 a る®1 四 也 第  所官を 定以以  廢 之り 涝 m 
汽閣要 等に 寺 辯  るし 團旨現 _ て 年して 是 たむ す提筘 防 iVr  U  三；！ 制 圖 ま來來  せに 立法 大 
ip 成を 方 非內の  に以 並に 内に；!!:- 指には をる  因 出 三1 ザ1 ん  H  如 のられ 何 二  さ の 中 
屮立認 針す 内怨  未て 其莪閣 由の 導 非 金 了 趣  ての 質敏逸  問  何改 むりれ 十  るす 政運將 
にの めを 共 閣切  た懇 のき かり lif のす 然得旨  左 W 間  主  正と 今 も 有  へる 治阳に 
訪 當す變 ののを  其 切® 靑齒た 施 方や統 すに  の 锊主外  意  を 欲 や十餘  か 陸のを、 
問 初と 更 H 靑缺  のに 接 年に るの 針 別一然 由  事 間 S 三  書  爲せ S 有 年  ら海 健闾海 
し 床の す 施 年け  事 指のを 本は 方は 言 的る り  項 書 書 十  さは 領 餘關  す 取 金 滑 軍 
た 次 答る の 指る  な 導 指 指 il 天 法 明す のに W  に に  五  さ武地 斤： JK  之 省な な 大 
る內 辯の 方 導の  き敎 给捣の 下に にれ 方 前年  對對  人  る官 及を 都  にの るら 臣 
新 相を 必法 の點  は 育 者せ 質 公 至 國は針 内 指  しす  へ總 殖經督  對官發 しを 
聞 か 爲要亦 方よ  何す にむ 問 知 り 家 寺に 聞 導  更る  か 督民過 政  す 制 達む 海 
記 伊すな 軍 針り  故る 向と にの て 的 內依即 を  に 政  ら並 地す 治  るを をる 軍 

- *  mt  • 

成 地 及る す屮 襲て 僅方片 斯對內 現れを の  に 前し 施 然る 針以  こ 依 渚 

大规方 質 かる 心せ 、に 針の くな 內内 むし 記® や自か ハ試陳 きのる へのて 載 云 軍す 中 的 ハと りに 
正に 税問敢 の國む 典 方を 訓其 る閣閣 とて 事 日な 好 知 靑み 仿 を 方に し統床 床々 國る 心の 前 左靑爲 
八據制 候て 結 家との 針 明示の このの す 個に 新い いら 年た 勢 制法遝  一次 次 -n 主の た 下 内の 华せ 

年り 限 也 明果隆 す實の 示た 方と 實 執る 々徵 聞か とん M る大 せに に  的 内内 大義は るに 閣如 指る 

.三提 に  答寬昌 る施變 せに 針關施 れ のにし 所 U 思 がを 談廟む 至 本  な 相 相 正 的 考靑爲 のき 導談 

月 m 關  を々 の 所の 革む 下の 明し る 意 其 内 載 云つ 統統 話參 こり 員  りか 談七統 へ 年 さ 行 あを 話 

二 候す  求 乎根存 方を とさ 全せ た靑 思の 相 床々 た —— 即拜 とての  し 前 話 年一 者團れ ひり 行に 

十 也る  むと 元な 法 示は す然 りる 年を 特ほ次  一！ 方な すち のをは 質  を 内の 十な でを たた  ひ 依 

日  再  したる はすせ 又 相 政靑指 有色 非內大 がんる  際 期 地 問  認閣 一月 どは一 かる  たり 

質  てる か 依は す 天 背府年 導す を統相 正特 かと  床し 方に  識の節 二の な 定は靑  る 寺 

問  無 靑或然 U 唯 下 反の 指め る 發一談 七色す い  次つ の 答  せ 執し 十 非 かの 知 年  の 内 

主  爲 年は 寺に 本に せ 所 導 方 こ 揮 的 話 年を るふ  内つ 情 辯  るり  二 はら _ ら國  事 内 

意  以指又 內方員 向る 見の 針と せ 方の 十 發必の  ffl あ况せ  はた  R 謂う 型な 統  實閣 

書  て 導此內 針の つに 果 方は 明し 針 一月 揮 要は  かりにら  目る  大 ふかの い 一  を か 

今の の閣の 質て 拘し針 前 白む 即節 二す は ど  同 ^ 應れ  ら靑  阪迄 、中が が  指統 

日 問 國の變 間 其ら てと 内なる ち 一十れ 認う  くと しし  明年  朝 も 時に一 如  摘 一 

に 題 民 方 革に のす 如全閲 りに 谷  二ぱ めい  新の て一 >  々指  日な 代篏國 何  認的 

迨を元 針を 答 新 未 何然即 從努靑  日 好な ふ  聞® 其其  白 導  新い 遲め 元な  識方 

ひ 輕氣を 叫 へな た  正ち つめ 年  大 いい 意  記 意の の  々の  聞 がれむ 氣る  せ 針 

た視の 踏む てる 一  反 寺て ら團  阪ぢ各 味  者 並宜實  た 方  所り のとの 目  るに 
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〇  〇 願へ たに 省 〇  〇  〇 致が 日 〇  無 議に聞 二よ 〇  〇 

押議 ひまがな 令 横議 橫 しあの 誘  け 長賀致 十り 議橫右  二  一  右  右 何 負 現 

川 長ます 、り 改山長 山 まり 質 長  れに 表し 九 會長山 及す 私 何 遇 中  成 中 及 詳擔行 

方 $ す 、當ま 正 勝 0 勝す ま 問 2 滿ば 御を ま 日 義 $ 勝 質る 立  の 等 中  大規等 再 細の 地 地 

義奈 。其 席し に 太 為 太 ° しの 產場 御一捧 す * を 裔太問 政 中  劣舉 等賛提 正に 學 質な 均 方方 賛提 

君 S  時よ た關郎 S 郎  た 日 S 起 起任呈 ，皇開 S 郞 ，候 府等  る 校 學成出 八據校 問る 衡税税 成 W 

1  期：） のす 君 1 君  か 程 1 立 立 あ 致 就 太き I 君 也 の學  處敎 校者苒 年り 敎候說 を 附制者 者 

昨罢  と 唯で る  s  ら 第3 4  をら して 子 御 岩  !  所 校  あ員敎  三 提負也 明煜加 限 

a  s  場々， 本 唯 S 懿  '  a  E  希ん たは 殿 諮 s 議  見敎  るの 員 鈴 有 パ 出 待  やた 税に川 小 

本  合一 御 員 今  長  八を  菌 こい 此 下り  長 | 如 員  を 待 待 太 杏二 候 遇  菌 るの 關！^ 什 

M 承  は 言 意の 浦®。  つ除滿  致と と 際 御 申 ま。 何に  見 遇 遇 不珠十 也に  む も 制す1 11  ^ 

の 知  議だ見 質凉山  だく 場  しを 存  成す だ  は  るは に 梅 邦一 關  の 限る 安嘉 

'外 致  長け の 問 飲 勝  け 外 一  ま 望じ兩 年事會  恩  之他關 四*^ 日  す  と 率 再 之 平 

交し  に發 在に 料 太  を、 致  すみ ま陛 式が 議  給  にの す郞吉  る  認は質 肋 治 

に ま  於 言る 對水郎  殘總可  。ます 下を あを  法  對舉る  W  む 商 間， 

關し  てを 所し 營君  して 決  す、 並 擧り開  j  の  す 校 質 外  問  る 丟主外 

すた  然 許は1 業、  て 政 致  、其に げ まき  j  恩  る 敎問二  主  や 業 意 二 

る。 る さ 略 答肢何  他府し  幸賀  さす ま 1  典  政 員 主 十  意  政 者 書 t 

質  ベれ々 辯締で  はよ ま  に表皇 せ、 せ  な  府に意 九  書  府と  人 

問  くた 分霄 並す  之り し  御 及 太る 來ぬ  し  の 比 書 人  の 農 

に  御い りを にか  を 答た  異捧子 やる 1  之  所し  所 民 

就  計と ま朗 内。  削 辯、  翳呈 殿に 四 i  に  見て  見と 

き  を考し S 務  除® 本  がは 下 拜月是  對如待  如の 

三 

る 縣し〇  〇 御 W  〇 も 〇 てに の對〇  か 〇  許に ま 

右一  一  一  右  質 案た 議有許 問 田あ議 、は 答し 抑  。講鞏 テし 

门及 _ に 西 如地滿  成德滿  問 地上 長 ^ 森し の 中り 長 意 _ 辯 圏〗！！  q  q  -  ft •て 
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〔拍手 起る〕 

〇兒 •土 右二 君 私の 提出 致しました 第一の 質 間 {3: 滿 
蒙 ± 地 懸案の ？ If であります、 是は lir ii 私が K 問を し 
たいと 云 ふ •私自身の 考で はない のであります、 私 
共同 设の松 永 安左衙 門 君が" is: 米 ® 遊の 時に 當 つて‘ 
是非 私から 質問を して 吳れ ろと 云 ふ 私は 佐賴を 受け 
たのであります、 併し 其 事柄た る や、 頗る 議員と し 
て £s かざる を 得ない W 柄であります から、 採つて 以 
て M ちに 私の 物と して 之を 質問したい と 思つ て屛り 
ました、 所が 此佐 々江 嘉吉 君と 云 ふ 日本人が、 蒙古 
の 土地を 開拓 せんとす る 時に 於て、 張作霖 との 交渉 
に關 する 事柄であります が、 是は 日本の 方に 於て (3; 
外務省が 非常に 親切に 佐々 江 君に 對 して 交渉の 步武 

を 進めまして、 而 して 奉 天の 總領 事に 於ても •日本 

人の權 利 仲 張の 爲めに 極力 其途を 執らる、 と 云 ふこ 

とでありまして、 今 之を 表立つ て 餘り言 ふと 云 ふこ 

とは、 面白くな からう と 云 ふ 其 筋からの 注意 も あり 

ましたから、 此第一 質問は 私 ほ 取消す のであります 

第二の 質問は m く廣汎 的な ものでありまして、 西 伯 

利に 於け る 日本 軍隊の 現狀 、是は 度々 議員から も 質 

問され て、 政府から も 答 辯が m て 居ります が、 殊に 

日米 關 係に 就て は、 政府 ほ 成べ く 其 鋒を 避けて、 言 

を 左右に 託せら る、 と 云 ふやうな 觀が 見えます、 故 

に 私は 極く 率直に 政府から 日米 關 係に 就て、 詳細に 

承りたい と 思 ふので あります、 殊に 軍 «f 行動に 就き 

まして •亞米 利 加の 陸軍 少將 某が 執らる、 總 ての 手 

段が •吾々 日本人と しては 賴る不 愉快な 感 K を 持つ 

こと •一再に して 止まらない のであります、 故に 此 

關 係に 就て ほ、 陸軍 大 に 於ても、 外務大臣に 於て 

も、 率 H に 話したい と 云 ふやうな 御意 1 T か あるかの 

やうに 71: つて 居ります るが 故に， 此西伯 利 間 題、 殊 

に 日米の 關係 •兵制の 關 係、 兵力の 關 係， 及® 伯 利 

人に對する亞米利加の懷柔策が如何に陰險陋劣を極 

めて ) s るかと 云 ふこと を， 率直に 陸軍大臣、 及 外務 

大 K ょり 御 答 辯を 倶た いと 思 ふので あります、 第三 

の _ 員の 政治 道 德に關 すると 云 ふ 事は、 本来 私の 如 

き德の 足らざる 者が 政治 道德 呼は りを すると 云 ふこ 

とほ、 頗る 不遜の 事 かの やうに 自ら 考へ るので あり 

ます、 議員 中に 於ても、 最も 先 SS と 吾々 が® 敬す る 

德の 高き 長者より •此 事の 御發 言を 吾々 は 希望し な 

ければ ならぬ と 思 ひます 去りながら 私の 如き 者が 之 

を 叫ばなければ ならぬ と 云 ふ 事態が 若し 起つ て 居る 


ならば、 是 ほ 反 布すべき 院内の | 大事で あるかの や 
ぅに考 へて 尻る のであります、 併し 此事も 成べ く 其 
外 侮を 防ぎたい と 思 ひます 故に •甚だ 形容 犬に して 
——質問 の隧大 にして、 其 S 質が 甚だ 貧弱で ありま 
すけれ ども， 此穀 員の 政治 道 措に 關する 質問 も 願く 
ば 私共 自 ら良心 を 質め、 己れ を 反省して、 背 德非倫 
籾に 發成 をして 夕に 翻り、 或は 1® 力の 下に 直ちに 其 
節を 二三に する、 昨年 決議を した 事項が 本年は 撋力 
の K 迫の 爲め に、 ころりと 翻る 杯と 云 ふことの 無い 
と 云 ふこと を， 本員 自ら 良心に 之を 責めて、 而 して 
多く 此 侮を 外に 防ぐ の 意を 奉戴 致しまして， 此質間 
も 打 切りたい と 思 ふので あります >  故に 質問の 時間 
も 甚だ 短縮せられ て 居ります から、 私が 一寸 一言 失 
言で あつたと 云 ふこと を E 消して 置きたい と 思 ひま 
すが、 木 年の 一月の 二十 二日の 晚で ありました か* 
三日の 晚で ありました か •總理 大臣の 施政の 御演說 
の あつた 晩に、 私が 質問を 致した 時に、 天皇を 殺し 
たと 云 ふこと を 私が 申した、 是は 甚だ 言葉の 足りな 
い I 愼の足 りない、 泡に 不 _ 愼な 言葉で あつたと 
思 ひます が 故に、 謹んで 此 壇上ょり 取消す ので あり 
ます、 是は御 承知の 通りに 大寶 令を 見ます と I 詔勅 
には 天子と 謂 ひ、 公文に ほ 天皇と 謂 ふので あります 
列國の 天子 天皇の 議論 も 多少 調へ て 採つ て 居ります 
が、 斯樣な 事を 言 ふと， 學 校の 先生ら しくなる から 
止めに 致します が、 此 天皇が 斷頭 K に 上つ たと か、 
天皇が 殺された とか 云 ふ 言葉は、 是は實 に 我 日本 帝 
國の萬 世 一系の 天子を 載く 吾々 臣民と してけ、 實に 
不讁愼 な 言葉で あつて， 列國の 官僚 思想の 進步 した 
—— 貴族政治の 進步 した I 箇長 政治の 進步 した 國 

の 王樣が 殺された とか、 牢獄に 投ぜ られた とか 云 ふ 

やぅな* 其 列 國に 在る、 斯の 如き 卑近なる 最も 卑し 

むべき 慣例の 言葉を 以て、 我 國の國 民ょり、 而も 議 

員の 私と して、 諸君の 前に此 天皇と 云 ふ 言葉を 吐い 

たと 云 ふことは， 非常に 不謹愼 な 言葉と 思 ひます が 

故に、 謹んで 此事を 謝し •，此 言を 取消しまして-'  而 

して 本日の 質問は 是で打 切る のであります (拍手 起 

る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 Is 山 勝 太 郎君。 

〇 摘 山 勝太郞 君. 此 場合 今日の 日程の 第二、 淸凉飲 

料水營 業 取締 並內務 省令 改正の 問題に 就て、 一言 政 

府に申 上げて 置きたい と考 へます、 答 辯 書の 內容も 

甚だ 不備であります が、 併し 會期 切迫の 墩合 ，多く 


の 時間を 费す こと (£ 誌んで 之を 避けます >  唯-*、 政府 
が 答 辯 S の a 頭に 於き まして、 淸凉 ft 料 水を 國民的 
飲料と して •獎锄 しなければ ならぬ と 云 ふこと を 御 
認 になつ たと 云 ふこと ほ、 深く 之を 感謝す るので あ 
ります が、 それと 同時に 淸凉砍 料 水は、 御 承知の 通 
〇 六月、 七月、 八月、 九月、 所謂 夏季の 候に 於て， 
最も 多く 之を 使用す るので あります •若し 政府が 御 
認に なりました 如く， 內務 省令の 改正の 必要が ある 
と 致します るなら ば、 此時此 際 至急に 御 著 手になる 
ことを 希望す るので あります、 此 時期を 經過 致し ま 
すれば、 本年 亦 一箇年 全 國 幾多の 當 業者が， 甚だ 迷 
惑を 致す のであります からして、 折角 吾々 より 提出 
したる 質問の 趣 & ‘敢に 請願 pf の 趣旨を 御容れ にな 
りまして、 當 業者に 關 する 省令の 改正の 必要の ある 
と 云 ふこと を、 御認 になつ て 居る やうであります か 
らして、 どうか 其 說を參 酌せられ まして •此際 請願 
書 並に 質問 趣意書に 明揭 して ある 所の 事項に 關 して 
至急に 改正に 御 著 手 あらん ことを 切に 希望 致します 
是だ けを 申 上げて 置きます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 以下 尙ほ抑 川 君、 田 中 君、 有 
森 君から 通吿 があります、 之を 一々 許可し やうと 思 
ひます、 併ながら 時間 (i 成た け 之を笱 きたいと 思 ひ 
ます、 成べ くなら ば 自席で 御 辯 じになる 程度に 願 ひ 
たい —— 押 川方義 君。 

0 押 川 方義君 自席で 述べる 程に 短く 壇上で 述べれ 
ば、 宜しう ございます か。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 
r 押 川 方義君 登壇〕 

〇 押 川 方 義君私 が數 週間 以前に、 外交問題に 就て 
質問を 提出 致して 置きまして、 昨日で！ 一度 外務大臣 
より 答 辯を 得ました のであります* それに 就き まし 
て 先例に 基づきまして、 聊か 意見を 述べたい、 今議 
長の 許可を 得た 譯で あります" 御 承知の 通り 今日は 
外交 上の 問題に 就きましては、 實に 日本は 大切なる 
場合に 遭遇して 居ります 、現内閣は 民論を 代表せ ら 
れ まして、 永年の ^ 望に 基づきました る政黧 內閣で 
あります、 是 まで ,. • 外交問題に 就きまして、 殆ど 歷代 
の 內閣が 失敗を 致して 居ります、 是は 悉くは 列强の 
鼻息を 窺 ひ、 或 It 彼等の® 心を 求めん とする ことを 
主として、 自動的に 自發 的に 堅固なる 主張を する こ 
とを 怠つ た 結果で あると 思 ひます、 今日の 內閣は 民 
意を 代表して、 國 民に 代つ て 居らる る 所の 內閣で あ 


.〇 ます、 ねに 外交問題に 就きましては、 珐 3¢ に H 新 
して 贳ひたい 0 であ0ま.丁*吾强@な0と1|も*唯 
々暴 虎 .® 河の 勇を 撺つ て K ひたいと 云 ふの ■(? {£ ない 
けれども， 是まで の 藩閥 若く は 官僚 内閣は、 E 民の 
S 思の 如何を 問み - r して、 少 數公 る 入の 想 Ji を 以て 
唯々他人の员息を窺つて此眾を椹理して畀たと；：ムふ 
ことが 失敗の 大 原 H である、 現内閣は 左！ 2 な： ') t が 
ありませ ぬ ことを 希翅 します、 私共の no に： J 解に ?. ; 
んで居 〇 まする 事柄は、 現内閣が 何故に R 木 tsl -si -.- 
代表して、 論？ S を S1 ほさなければ ならない やうな 巩 
項を、 國民 にどう L て御传 にならぬ のであります か 
是は 锊 に殘念 であります、 又不 了解であります， 又 
現内閣の 爲 めに も莊だ 不利益で あると 私は 姐 ふ、 日 
本國民 は、 國民を 代表した る內閣 である 故に、 どう 
か 之に 十分なる 援助を 與へて 、再び M 族 內閣杯 の现 
れ來らぬやうに熟心希墦して尉るにも拘らず、如何 
なる JIJ を 援助して 此内閣 を 助くべき かと 云 ふこと に 
就きまして迷ひますでございます、どう云ふ黙を现 
內閣 は爲 して 居な さる か 分らない、 吾 fl? は 外交問題 
は、 多く 機密に ® する ことを 知らない こと もない け 
れど も此 度の やうな 天下の 谷國が 集りまして、 世界 
の榆舞 豪に 於て 永久の 國家大 問題を 翳す ると きに 臨 
みまして、 そんなに 祕密な んどが あらう 半；； がない、 
又祕密 杯の 行は るべき 筈の ものでは ない、 唯々 是は 
對內 政策の 爲 めに 祕密に 付す ると 言へ ば 別， 天下に 
公言して、 外交問題を 議する 事に 於て 何等の 差 突 も 
無い、 吾輩は 祕密と 申します けれども、 英米 杯の H 
民の 知らない 大 問題を 議 して 居る ことを、 國民が 跌 
つて 堪 へて 居る とは 思は ない、 日本人は © に從顺 で 
あると 申し ませう か、 冷淡で あると 申し ませう か、 
殘 念の 極みであります、 そこで 今度 日本が :/t: 大强國 
の 中に 入れられた、 斯う 云 ふ 事を 以て 一の 榮 W と 思 
つて 居ります やうであります が、 此歐洲 の 火 亂に向 
ひまして、 今度の 如く 英佛 1-jf に 大勝 利を 得させ まし 
た 者は、 日本と All 米 利 加です、 日本は 大手を 振つ て 
「ヴ H ル サィ ユ J に 臨む のであります、 日本人の li 唯 
々精神的で 消極的であります が 故に、 世界は 知らな 
いのであります 亞米利 加は 積極的に して 物質的で あ 
ります から、 世界は 謳歌して 居ります、 併し 之を 彼 
に 較べます るなら ば •是 は 彼よりも 勝れる 所の 貢獻 
を 立て 居る のであります、 英吉利は 大國で あります 
又 佛も伊 も强國 であります、 併ながら 今度の 大戰に 
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臨んで、 今日の 如き 花々 しき 大勝 利を 得させました 
所の 者は • 喵 々大日 木 帝 國の 援助であります 、之を 
我陳 民が 十分に 自资 して 屛 るべき 道理が ある* 之に 
就きましては、 哨々 f の 空， 一で ない 事を 申 述べたい 
のであります、 所謂 袁世凱 の 支那の 帝政， 是は御 承 
知の 通り M に 順序を 逐 うた 所の 組 描でありまして、 
もう 將に帝 政が 成立つて 、戴冠式を も 行は れんと す 
る 所の 期日まで も 迫つ て •年號 まで 定めました •而 
も 「レフ レン ダム」 と 云 ふ ものを 以て、 四百 餘 州の 
入 民を 代表すべき 者を 集めまして 、さう して 正式の 
投票を させました* 是が 一千 九！ E 九十 五 人の 人で あ 
ります、 支那の 國 體 を 變化 する のが 善い か惡 いかと 
云 ふ 投票 •其 次に 之を 帝政に するなら ば、 帝王には 
誰を 選ぶ かと 云 ふ 事に 就きましては、 一人の 異議 者 
一な くして 決定して 屛 るので あります。 

〔黐 長大 岡 育 is 射 退席 副 誘 長 am® 松 君 RI 長 席 

に 著く〕 

0 押 川 方 a 打 それからして 亞米利 加の 國から 選れ 

た 所の 「グッド ノゥ」 と 云 ふ總統 府の 法律 ® 問官は 

阀政を 論じます 序に t'SI gs を 論じまして •遂に 支那の 

_民性からほ、帝阈主義が良いと云ふことを述べて 

居るので&0ます、此後ろには御祇知の通り，隱然 

たる 所の 搵塊の 手が —— 誔 手が I 魔手が 袁 111; 凱を 

揮へ て 居る のであります* 此時に 臨みまして 日本は 

袁世 凱に 向 ひまして ■非常なる 忠言を 與へ たので あ 

ります、 日本が 主_ となつ て •今日の 南北 平和の 時 

に 他の 者シ課 ふて やり 居る やうな 所の忠 畀 ではない 

萬 一間 違 ひま すれば， H 本は 武力を 以て ゞも 之を 脅 

かさう と 云 ふ ® m をし C、 忠告した のであります、 

初め (i 英？ g を 誘 ひ 次に ほ 英鹆佛 伊を 誘 ひまして 党々 

たる 忠言を 與へた のであります、 故に斯 の 611 く 決つ 

て 居る にも 掛らず 、それが 爲めに 遂に 彼の 奸雄 wf 操 

とも 匹敵すべき 所の 袁 -1¢ 凱は 遂に 屈しまして、 帝王 

たる ことを 抛 菜 致しまして、 谷阈に 向つ て それを 宣 

言し， 09 内に 向 つても 収消を 宣言 致しまして、 遂に 

年號 まで も収 消して しまつた のであります、 是が何 

の爲 めに 用を 爲した かと 云 へげ， 諸君、 若し赏 世 凱 

をして 帝王たら しめたなら ぱ 、今日の 歐羅 K の戰の 

結果が 如何にな つた かと 云 ふこと を •御考 及ぼしな 

さる ことが 出来 ませう •此 後ろに li 獨逸が 居つ たの 

である、 若し 支那 四百 餘 州に® 逸の 陰 毒が 充滿 致し 

まして、 而も K 世 凱が 獨逸 に囚へ られ まして、 次で 
外交問題に 關する 押 川 方 義の再 質問 演説 


或る W を 爲すや うな ことがありましたなら ぱ 、諸君 
どう 御考な さいます、 此時に 臨みまして、 日本は 日 
英 同盟の 誼を 重んじて、 唯々 信義と 云 ふ 一片の 爲め 
に、 何 所まで も 之を拔 肋して 居た のであります、 其 
時には 彼の© 大を 以て 任じて 居る 英吉利で も、 遂に 
公文を 以 ちまして 日本と 先づ 以て 協商を 遂げな けれ 
ば、 支那の 政治 上の 問題 y 向つ ては， 容喙 をせ ぬと 
まで 言は れたで はあり ませぬ か、 若し 此時に 四百 餘 
州が 獨逸 と祕密 に結托 致して 居りましたならば、 英 
吉 利は IK 洋の 艦隊を 引 提げる ことが 出來 ます か、 露 
西亞は 西 伯 利の 大軍を 西に 向ける ことが 出 來ま すか 
印度が 安全であります か、 波斯が 安全であります か 
阿 富 干斯坦 は 安全であります か、 それの みならず J1 
逸は 隠然と 日本が 支那に 向つ て爲す 所の 事には 自由 
行動を 何 所まで も 許す と 申出て 居る、 ® 洲を取 る 事 
「ヶ ーブ n  ロニー」 を 取る 事 •日本に 向つ て 之を 餌 
として 日本を 誘 はんとした のであります >  若し 日本 
が 一朝 願 起します れぱ 、濠洲 位は 朝販 前の 仕事では 
ありませ ぬか、 然る にも拘らず 日英 同盟の 誼を 守つ 
て、 何 所まで も值 接に やらなくても 宜 い事椚 まで、 
全力を 注いで 英吉利を 援けた のであります、 若し 日 
本が 此時に 唯々 名目 ばかり 日英 間 盟の 誼に 反かない 
やうな 事を して 居つ たと すれば、 例へ ば 英吉利の 「 
ヂス レリ ー」 が やつた やうな 事、 又は 「ゼルマン」 
の 「ビス マ ーク」 が やつた やうな 事、 或は 日淸戰 萌 
の 時に 英吉利の やつた やうな 仕方， 或は 日露 戰爭の 
時に 佛關 西が やつた やうな 仕方を 日本が 若し やり ま 
したなら ば •今 R の 結果は 如何な つて 居る と 御考な 
さいます か、 日本 ほ 實に 大義名分を 重んずる 所の 國 
であ 〇 ます、 若し 日本が 暖昧た る 所の 事を 致して 居 
りましたなら ば、 北米 合衆阈 は、 起つ て 歐洲を 援助 

する ことが 出来 ませう か、 どうで せう か、 成程 公に 

申します るなら ば、 富 天下を 持つ て 居ります る 所の 

北米 合 衆 H であります •去りながら 日本が 精神的に 

消 掙 的に、 若し 英吉利に 加擔を 眞實に 致して 居り ま 

せぬ であつ たなら ば， 二 年の 間考 へて 居つ た r ゥヰ 

ル ソン」 は、 迚も 彼 時に 腿 起す る 勇氣か 出 やう 害が 

ないです、 それの みならず 露 西亞の 狀况は 御 承知の 

如く、 動ともすれば 獨逸と 相 結ばん として 居つ たの 

であります、 是は f レニ ン トロッキ ー」 の 出た 後で 

は & 〇 ませぬ、 官僚政治を 專ら にして 居りました 時 

に、 皇后陛下が 內 々結んで 居つ た 位であります、 五 


分 ? n 分では ない、 四分六 分であります、 若し 日本が 
何となく 獨 逸の 味方ら しい 風を しま すれば I 或は 
風を 致し ませぬ でも， 日英 同盟の 誼を 餘り 重んじ ま 
せぬ やうな 狀態が 顯れ ましたなら ぱ •露 西亞 は獨逸 
と 手を 結ぶ ことは 分り切つ た 事で ある、 さう すれば 
® 西 亞か巴 爾幹 半島に 向つ' て 大兵を 動かす ことは 何 
でもない、 恐く は 英と 伊と佛 とは •今日は 敗北して 
R るので あります、 之を 助けた ものは 日本で ありま 
す， 是は 講和 談判に 大日 本 帝國を 代表して 行かれ ま 
す 所の _ 和全權 大使は 能く 之を 自覺 して、 自分は 大 
功績を 擧げ たと 云 ふこと を 承知して， B 本が 要求す 
る 所の ものは、 英と雖 4 佛と雖 も、 聽か なければ な 
らぬと 云 ふことの 自信を 懐いて 彼の 議場に 臨みます 
る ことは I 彼等の 仲間 入を された のでは ない， 一 
番 上席に 座つ てょ い 位の ものであります、 是 位の 覺 
悟は 決して 傲慢では ない、 國の 名譽で あります •國 
の 格式であります、 國の體 面であります、 斯う 云 ふ 
ことを やつて 居る か 居らぬ かと 云 ふことは、 歷史を 
調べて 見れば 能く 分つ て 居る のであります 、唯々 日 
本は 得る 所な く總 てのもの を襪牲 にして •日英 同盟 
の 誼を ® ん じて 斯の 如き 事を やります 時に、 當時獨 
逸は どう 云 ふ もので ありました か、 天下の 大 H では 
ありませ ぬでした か、 戰况 の有樣 は 如何でした か、 
獨逸ほ 七 分 勝つ て 居つ たぢや ありませ ぬか， 恐らく 
聯合 軍は 負ける と 思つ たぢや ありませ ぬか、 其 時分 
に袁世 凱が 種々 樣 々反問 苦肉の策を 計 ひまして、 日 
本 杯に 向つ ても國 論を 分つ た 位では ありませ ぬか、 
實に □本？！！ 國の士 が、 如何 成り 行く かと 言つて 心配 
した 位の 有樣 では ありませ ぬか， 此位國 家が ii 性を 
拂 つて 居る のです、 是だ けの 大貢獻 を爲 して 居る の 
であります、 此國 家が 金 權 代表者を 送りまして、 何 
で此 講和 談判に B si する 必要が あります、 此事は 彼 
等に 於て 十分に 覺 52 致します る やうに 先頭 第一に 說 
明し なければ ならぬ こと、 吾輩は 思 ふので す， 何ぞ 
.亞米 利 加 や 英吉利の# 息を 窺 ふの 必要が あります、 
日本の 御蔭で 英は 勝つ たの ぢや ないか、 佛は 勝つ た 
のぢや ないか、 伊は 勝つ たの ぢやな いか、 然るを 熟 
さが 過ぎて しま ひま すれば、 もう 其 事を 忘れる と 云 
ふゃぅなる、不義不埒なることを許しますことほ、 
日本の 德義に 反き ます、 彼等に 向つ て 日本の 主張を 
述べる 所以は、 唯々 日本の 爲めぱ かりで ない、 天下 
正義の 爲め であります、 彼等の 迷 心を 破る 爲め であ 


ります、 餘り 長い ことは 許されて 居り ませぬ から、 
終りに 一 w Efl k げ ますが  >  此 講和 談判に 臨みまして 
日本の 唱 ふる 所は 何で あるかと 云 ふと， 一に 大義 公 
道で ある •何の 恐る、 所が ある •彼等は 利害 5 £ 失 種 
種樣 々な ものに 束縛せられ て 居ります •日本が 人種 
論を 致します こと、 或は 移植 民の 自由を 要求 致し ま 
す こと、 日本の 國 情は 英でな い、 米で ない、 故に 日 
本の 國 情に 適 ふ 所の 軍備を 備 へます こと* 荀も 日本 
は 天下 萬 邦の 一大 帝 國で あります る 故に、 主 _ に® 
觸 する やうな ことは 何 所まで も 許す ことは 0} 來ぬと 
云 ふこと を、 先づ 以て 彼等に 承知 さすべき 害で あり 
ます、 彼等 日く、 日本が 此四年 半の 間に 大なる 所の 
利益を 收め たと 申します、 何ぞ 知らん や 日本が 金を 
造つ た 所以の ものは， 物を 賣つて 儲けた ので ありま 
す、 加 之 軍器の 如き ものは、 亞米利 加ょり 三分の 二 
の價を 以て 賣 つて 居る のです •其 外の 高い 安いと 云 
ふことは 時の 相場であります •彼等の 恩恵に 依つ て 
儲けた ものでは ない、 却て 彼等を 援けて 居る ので あ 
ります、 我輩 ほ 日本の 正論 公義が 「ヴヱ ル サィ ュ J 
で 行は れぬと 云 ふ 理窟は ない、 若し 行 はれな かつた 
ならば 全權 大使の 誤りであります 、彼等は 宜しく 割 
腹して < も、 日本の 礙れる 事情を 現す だけの 氣槪が 
なければ ならぬ •» さう でな くして •唯々 指を 咬へ て 
歸つて 來るや うな ことがありましたなら ば、 もう 再 
び 之を 取 返す 時は 無い のであります •日本人が 十分 
なる 此覺 悟を して 現内閣を 援 けんとす るに 拘ら ず* 
現內閣 は 公開すべき 事を 祕密 にして 今以て 吾々 に 明 
確に 知らせない と 云 ふことは、 最も 殘念の 極みで あ 
ります 願く は 正々 堂々 たる 議論を 爲し て、 彼の 四國 
の 契約は あります、 國際條 約は あります •英で も、 
佛で も、 伊太利で も， 日本の 同意を 得ぬ ことに 於き 
ましては， 講和 談判を 開く ことは 出来ない ので あり 
ます •故に 日本の 主張が 許されないならば‘ 彼等の 
主張に 向 ひまして、 日本が 異 謬を 言 ふ fi 利が ありま 
す， 若し それを 破る と 云 ふなら ば、 宜しく 彼等と 別 
れて歸 つて、 臥 薪 嘗膽の 力を 以て やるならば •天下 
廣 し* 何ぞ 日本 國の 發展 する の途 なからん やで あり 
ます (拍手 起る) 

0 副 蕺長 (濱 田國松 君〕 田 中 善 立 君。 

0 堀 M 茂 助 君 一寸 …… 

〇副 議長 (濱 田國松 君〕 一寸とは 何です。 

〇 堀 尾 茂 助 君 一寸 一言 …… 

一三 一 五 


院議 衆 鈐議國 帝 回一 十四 第 


國民 恐 想の 善導に 關 する 田 中 善 立の 第 ili -H :  ' 


〇 副議長 US 田國松 君) 田 中 君に 許しました。 

〔田 中 善 立 君 登 捜〕 

〔拍手 起る〕 

0 田 中 善 立 君 本 M: の K 問 ほ、 國民 思想の 善 ^ に關 
する 最も m 要なる 竹 問であります から > er5 ! 回の 52 
問は、 T« 得 嬰 領の答 辯が ありました から、 更に 第一 一 
回の 竹' 間を 致しました 、所が 過日の 答 辯 n 中に、 抽 
象 的の 斯う 云 ふ 御 答が ありました から •更に 第三 質 
問の 質問 趣® ® を 出した 所以であります r 健 金なる 
思想を 普及 徹底せ しむる 谷 秤の 施設 及 ひ 思想を 不煺 
全なら しむる 原因と なるべき 社 會狀態 の 改善を：：！： 的 
とする 谷 般 の社會 的 施設」 云々 ■是で ほ 一向 其內容 
が 分ら 灯ので あります るから、 是に 於て M に 第 111 質 

問を 爲した 次第であります、 諸 打の 御手 許に 廻つ て 

旣に御 承知では あります けれども" 餘 りに喵 今： S ま 

した、 答 辯が 其 肯綮を 外れて 居ります から、 更に 繰 

返して 玆に其 趣 S の點 を EH 上げます‘ 私の 第三 竹 問 

趣意に 糊げ ました 事は 斯う 云 ふので あります r H 敎 

の 源泉た るべき 明治天皇の 御傳記 編修 局 及 御詠 編 

簕總裁 或は 11 問に 人格 醜惡 にして 縲紲 の耻 ® を 受け 

むと せし 伯爵 田 中光顯 渡邊千 秋を 任 W し又餓 度 か 醜 

济 を 謳は れ終に 第一 密に 於て 有罪の 身と なりし 古賀 

廉 造を 大官に 就任せ しめたる ほ 一世の 風敎上 將た官 

紀振肅 上. If に 支障 之 なきや 否や j  r 明治 四十 四 年 二 

月 十一 日 濟生會 へ 下し 給 ひし 御 詔勅に も 其 行爲が 背 

戾せず と考 へて 居られる かどうで あるか」 次に 「世 

界の 大勢は 民主主義 極度に® 溢せ るに 拘らず 我國ほ 

今 尙建國 以来 政治の 根本 a たる 君民 同 治即 民本主義 

の® 現金から ず 五 ® 條 の御截 文中宫 武 一途 庶民に 至 

るまで 「各 其 rs を遂け 人心を して 倦ま さらん ことを 

嬰す」 との 御聖- 1! は 未だ 行は れず 武官に あら ざれば 

陸海 yl 大 nf 及總督 たるべ からす 又 非 立憲なる 文官 任 

用 令 及 治安：© 察 法は 尙改騷 せられす 依然 庶民の 志を 

抑 K し 言論 集會等 の 自由を 拘 來 して 居る 斯の 如くに 

して m 下 大に安 定を缺 ける 國民 思想を 善導す る こと 

は ffi 中の P W と 思 ふが 之に 毀す る 政府の 所見 如何」 

と IK う K ふ fr 問の 趣意で あるので あります、 之に 對 

して 唯今 受 llr o ましたる 御 答 辯は、 其 肝腎なる 私の 

質問の 趣旨を 誤解して 居られる やうであります、 笕 

一に 「社 會的施 設の脑 園は fpr 汎 にして 玆に 一々 之を 

列 fi する を 得ず 國民 思想 W 鉛 上 必耍 なりと 認めら る 

る 諸般 事項に 關 しては 銳意 其の 改善を 期しつ X あり 


.一 相 la らず袖 象 的であります、 次に 「田 屮趣邊 阐伯 
及 古 贺敗造 任用の 件に 關 して ほ 一月 三十 一日 衆議院 
諮 a 鈴 木 富士赖 君の 質問に 葑する 原 内閣 總 0! 大臣の 
答 辯の 趣旨に 依り 了 得せられた し」 斯う 云 ふので あ 
ります、 私の 問 ほんと する 二つ の點の 趣旨を 能く諒 
解して 居られぬ が 故に、 斯の 如き 御 答 辯が 出た もの 
であらう と 思 ひます からして、 『會期 切迫の 今日 甚た 
恐縮に ! t 存じます けれども、 事は 至つ て 重大で あり 
ますから、 聘 くの 間 私の 幾度 も 重ねて 御尋 する 趣旨 
の 在る 所を •辯 明したい と 思 ふので あ 〇 ますから、 
靱 く 御 淸聽を 煩し ます、 凡そ 一國 の興鹾 盛衰は •申 
すまで もな く、 國 民の 思想の 堅實 なり や 否やに 在つ 
て存 する ことは 明かであります、 此例は 枚擧 に遑あ 
らずで あります が、 近く 露 西亞の 崩壊し、 塽太 利、 
獨逸の 亡びました る 其 原因 ほ、 全く 國民 思想が 不堅 
實 の 極に 陷 〇し爲 めで あると 云 ふことは、 最も 明か 
なる 事實 であります、 即ち 有 ゆる 階級を 打破し >  何 
物を も 破 SI し盡さ ずん ば 已まぬ と 云 ふ>  恐 るべき 過 
激思 想に 同され たる 爲め であると 云 ふことは •多言 
を耍 さぬ のであります、 而 して 斯 る危險 極まる 所の 
思想が、 如何にして 露 西 亞に發 生し， 又 忽ち 澳太利 
獨 逸に 傳播せ しかと tH します ると •一に 是 れ少數 政 
治 家が 國民の 意思を 無視して、 恣に 一國の 政を II 斷 
せし 結果に 外ならぬので あります、 故に 此危險 なる 
思想を « 遏せん とする に 就て どうしても 民意を 
して 國民 基礎の 下に 政治を 爲すに 非ず んば •到 
底 此險惡 なる 思想を 防逼 する こと (X 出來ぬ ので あり 
ます、 此故に 是れ まで 旣に 民主主義が 能く 行 はれて 
居つ た 英吉利、 佛 蘭 西に 於ても ■尙 且つ 及ばざる こ 

とを 鹿れ て、 更に 益々 民意を® 重す る ことに E 下 汲 

々たる やうな 次第であります、 然るに 我國の 現狀ほ 

如何であります か、 明治 大帝が 皇祖 皇宗の 精神に 遵 

つて 君民 同 治， 即ち 我建國 以来の 政治の 根 本義た る 

民本主義を 發揮す る爲 めに 明治 大維 新を 行は せられ 

て、 即位 元年 三月 十四日に、 齋戒沐 浴して 天地神明 

に 御 誓 ひ 遊ばされた のは r 即ち 五箇の 御 誓文で あり 

ます •其 中に 今 申しました r 官武 一途 庶民- 一 至 ル マ 

テ 各 其 志 ヲ遂ケ 人心 y シテ倦 マシ メ サラン コト ヲ要 

ス. J と、 此 ~ 條 は 五箇の 御 誓文 中の 骨髓で ありまし 

て、 最も 重要なる 御 聖旨であります、 之れ 行は れて 

眞に 上下 心を j にし、 盛んに 經綸を 行 ふこと も 出来 

又 能く 萬 機 公論に 決する こと も 出来 得る ので ありま 


する けれども， 此御 聖旨が 憲法 發 布され て以 來旣に 
三十 年に 至る 今日， 尙ほ 能く 行は れて 居らぬ ので あ 
る、 何れの 立甬國 に 於き まして 斯の如 き 事が ありま 
すか、 是は® に 憲法 治下の | 大奇赜 と 謂 ほなければ 
ならぬ、 如何に 人材 ありと 雖も .身を 軍籍に SI1 くに 
非ず んば 、陸 海軍大臣 或は 總督 たる ことほ ill 來ぬ、 
锊 に 非 立憲 棰 まる 制度であります、- 7¢=: が 今日 尙ほ 惙 
然として 存して 居る、 而 して 又 rln v. oic の is 壁と ia 
みし 文官 任用 令は 依然として 存— 义 言論、 集會， 
人褪の 自由を 極端に 束 純して 两 る h の、® 逸の 治安 
醫察法 を 其 儘 椹 做せる 非 立憲なる 治安 暨窃法 iT 今 
尙ほ存 して 居る やうな 次第であります、 斯の如 くに 
して 此 安定を 缺ける 所の 我 現今の 民心を 能く 指導す 
ると 云 ふことは、 實に 木に 緣つて 魚を 求む るが 如く 
難い 事と 私は 思 ふので あります、 此 故に 私は 政黨内 
閣 、平民 首相を 以て 任じて 居られる 賢明なる 原 首相 
は、 何故 速に 此改廢 を 御斷行 遊ばされぬ ので あ 〇 ま 
すか 是が 私の 第一の 質問の 嬰 點で あります、 次で 今 
申しました 田 中光顯 伯、 渡邊千 秋 氏の fr: 用‘ 及古賀 
酿造 氏の 任用であります、 此御 答は 過日 豫算總 ©に 
於き まして、 原 首相より 私 も聽 きました、 鈴 木 窝 士 
彌哲 の 質問に 對 する 御 答 辯を 私は 聽き ました •か、 其 
御 答 辯の 趣旨た る や、 田 中 伯渡邊 氏の 兩 名の fr: 用の 
事は、 宮內 大臣の 職 K に關 する 事で、 本 大臣の 與り 
知る 所でない と 云 ふ 職責 上に 就ての 御 答 辯で ありま 
すが、 鈴 木 君の 質問の 趣旨は •其點 でなかつたら う 
と 思 ひます けれども， 更に 質問は されな かつた ので 
ある、 私の 此點に 就て 御 伺す るのは、 さう 云 ふ 職責 
上の 事柄で ほない ので ある、 無論 此事 は宮內 大臣の 
主宰す る 所であります けれども •併ながら 苟も 輔弼 
の大 責任を 有して 居られる 所の總 理大臣 が、 此問題 
が 風敎上 如何に 害を 與へ るか、 我 安定を 缺 ける 所の 
國民思 想に 如何に 悪影響を 及ぼす かと 云ふ點 を、 如 
何に 考 へて 居らる- 1 かを 私は 御 伺して 居る ので あり 
ます， 又 古 賀廉造 君、 lit 人の 色々 の 奪の ありし 事は 
天下 普く 知る 所であります、 一々 私 ほ 紹介は 致し ま 
せぬ が •此 事に 就ての 質 間の 當 時の 答 辯は， 成程 第 
一群に 於て は 有罪の 宣吿を 受けた けれども、 其 後實 
に 公明正大の 身と なりし が 故に、 最早 之を 問 ふ必耍 
ほ 無い、 旣に 無罪の 宣吿を 受けた 以上は、 最早 之を 
住 用す るに 就て、 何等 差 支ない と 云 ふ 御 答 辯で あり 
ます、 成程 一 應御尤 であります けれども、 私の 質問 


の 趣意は そこで ほない •假令 世 fL!] のぬ •か ? IP M fec •根 C- 
第一 密ほ 司法官の 扱 劣な りし B めに、 二 〇 .5 き =4 つ 
た 判決を 下した と 致し ま L た 所が、 斯 る丫ナ ;, <  . 

上は、 國 民 一般に 非常に 惡 しさ (1J 免を 深く 興へ て K 
るので あります、 其 印象が .-* <だ 全く 柏 拭せられ ざる 
今日に 方つ て， 强て十 u tl 服 造 哲を大 0 ：3 に fr: !ij されし 
と 云 ふやうな 琪にな ります ると、 平時 -e も ;'.? ri te o 
べき 結果を 来します が 况や 今日 人心 敁惡に 向は んと 
して 居る 3 T 合で あるから-非常に 此點に 就て® i RW す 
べき 結果を 來す隄 が ある •此點 に 就て E W1 大 tli の *: 
見を 伺つ たのであります、 然るに 唯今 中し •* したや 
うに、 鈴 木 rf の 答 辯に 依つ て了煜 せられた し、 どう 
しても 私は 之に 依つ て了帖 する ことは 出 來ぬ ので あ 
〇ま す 「御 眾 知の 如く 明治 四十 四 年 二月 十一 日濟生 
會へ 下し 給 ひし 御 詔勅の. 中に 何と 仰せられて ありま 
す 「人心 励 モス レ ハ 其 歸嚮ヲ 誤 ラン トス 政 V 爲ス密 
宜シク 深ク 之- 1 鑑ミ 益 £5 勤シ テ槊 ヲ勸 メ敎 ヲ敕 フシ 
以テ 健全 ノ發達 ヲ遂ヶ シムへ シ J 是が彼 の濟 生 ^ へ 
下し 給 ひし 明治 大帝の 御 詔勅の 大切なる 御 n 葉で 
あります、 此遣瀬 なき 明治 大帝の 御 聖旨を、 何と 
原總理 大臣は 御考 になつ て 居る か、 此 いであります 
私の K かんとす る點は ：… 如何に 一: H 內大 K の隘 W で 
あらう とも、 荀 も一國 の大宰 ffl たる 以上は、 斯う 云 
ふ點に 就て は 十分に 責任を 重 じて、 誤を 正さな けれ 
ばなら ぬと 私は 深く 信ずる のであります、 所が 之に 
就て 今 何等の 御 答 辯が 無い ので ある、 故に 此の點 ほ 
更らに 明かに 御 答 辯を 願 ひたいので あります、 次に 
伺つ て 置きたい のは 敎育 問題に 關し て y' あゎます、 
教育 問題は、 巾す まで もな く 現內閣 の 政綱 中の • 最 
も 重要なる 政策であります、 故に、 私の 考 へる 所で 
は •此の 問題 こそは 現今の 人心の 辋 向 に 鑑みて、 飽 
くまで も K 意を 尊 S すべき 方針に US て 居る こと、 f/i 
じて 居つ たのであります、 然るに 何んぞ 21 らん •其 
の 大政 策た る や、 殊に 空前の 奠大 なる 御 下賜 さへ あ 
つたと ころの、 其の 大政 策が 如何に 計赘 された かと 
申します ると. 貴族、 窩 者に 厚く して、 一般 庶民に 
は 甚だ 薄く、 今日の 一大缺 陷たる 所の 國民敎 宵の si 
に 就て は、 一向 深き 注意を 拂つて 居られない やうな 
狀態で あります、 是等は 今日の 場合に 於て、 卵 常に 
國民 思想 上 憂 ふべき 結果を 來す 鹿が あると 信ずる の 
であります、 如何に 高等 敎 育を 受けた 者が 殖へた 所 
が、 國民 一般の 智識が 低く、 今日の 如く 其 點に 於て 
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I 非常な 缺陷 があります 以上 if 笮 ろょ 〇大な る ^ を 
来す ® が あると 私は 信ずる ので あ*' ます、 所謂 高等 
教育を 受けた る 浮浪の 陡が贿 えましたなら ば - is に 
其 結果 や 恐るべき もので あらう と 私は 思 ふので あり 
ます， RI 民敎育 は 卽ち敎 育の 基礎た るべき もので あ 
〇 ますから、 十分に 其缺陷 が充實 されて 始めて 國家 
と 云 ふ ものが 健全になる のであります からして* 其 
缺陷を 一向 御！ |ないと云ふことは、£:に私逍憾に存 
ずる 次第であります •次に 高等教育 _關 に 就き まし 
て 私の 了解し 能は ざる 點は ，斯の 如く 大な る計银 を 
爲 された に拘ら ず、 國民の 思想と 最も 深き 關係が 有 
〇 ます 所の 宗教 間 題 (「簡 單々 々 J) もう 直き 濟みま 
す I 宗敎研 究の is; 等敎育 機關と 云 ふ ものが、 更に 
額み られて 居られぬ •我阀 には 申す まで もな く、 千 
幾 百年の 間 我が 阀民 思想の 基礎を 成し、 美術、 文學 

風俗、 習® の 抛 泉を 成して 居る 所の 高尙な る佛敎 が 

ある、 此佛敎 を 研究すべき 所の咪 關を 何故 設けられ 

なかつ たので あるか、 何れの 先進 國に 於き ましても 

其 H の宗敎 を 研究すべき 摁關 が、 必ず 高等 敎 育捭關 

の 中に 設けられて あるので あります、 是 等の «f 柄は 

今日の 場合に 於て S も 適切なる 事柄と 私 ii 信じます 

るが、 何故に 之を 設けられな かつた ので あるか、 斯 

う 云 ふ 點 が 即ち 私の 問 はんとす る 所であります、 尙 

ほ lit 外に I ニー： あります が  >  それ |£ 省いて 置きます、 

どうそ 此點に 就て 明瞭 的確なる 御 答 辯 あらん ことを 

轺む 次第であります C 拍手 起る) 

〇 副 讓長潢 m w 松 岩) 此場 合發 言の 諸君に 議長の 

希 頊を 述べて K きま 丁、 尙ほ此 政府の ?? 辯に 對 して 

窓 見を 述べる 方が 四 名あります 、順序と して 無論 之 

を 許可す る 筈であります、 併し 本日の 議事は 諸君 も 

御 诋 知の 通り， 逑讓案 だけの 日程が r: 十三 願が 

七 八十 ある やうであります から、 定刻までに 13: 餘程 

蕺事の 進行を 11 り ませぬ と、 日程が 次に 移る ことに 

ならう と 思 ひ ■* す、 # 期 切迫の 際であります から、 

それ 程に 上つ て 居ります 誘 案を 議了 致し まし 

て， 提出者の 御滿 足を 杩ら る、 ことが 苒だ宜 からう 

と 思 ひます •此® 味に 於き まして •質间 と 云は ず、 

凡て 發 言の 谷 位 ほ、 別段 戢 長ょり 制限を 致す 趣 ® [ で 

はあり ませぬ •か、 成べ く 間 明に 御發言 になる やうに 

特に 希望を 中 上げます —— 有 森新吉 君。 

〔有森新吉君登坰〕 

/-» 「 1 g にして 明なる 所を 御 願 申します」 と 呼 ふ 者 


& り〕 _ 

0 有 森 新吉©  .畏まりました I 屮等學 校の 敎 M 侍 

遇に 就て 政府に 質問を 致したら、 斯う 云 ふ簡 ® な 御 
答 辯を 得た、 抽象的に して 頗る 要領を 得ない 「中等 
學校敎 M の 待. 遇は 尙未た 十分な 〇と認 むる 能は す 政 
府 ほ 地方 當局を 督勵し 地方 公共 團牿 の时 政狀 熊を 斟 
酌して ttl 當の 措置を 講せ -L め 其の 他 待遇の 向上に 關 
しては 目下 考 [S 中な り、 二 「私立 中等 學校敎 員に 對 
し 恩給を 支給す る ことに 就て ほ 今日 之を 稗 定す るを 
得す」 斯う 云 ふので あつて、 第二は 全く 否認され て 
居る， 私 li 少し 調べて 來て 居る、 中等 學校敎 員の 待 
遇が 最も 惡 るい、 小學 校では 正敎 員、 准敎 員、 代用 
敎 «、 總 てを 通じて 平均が M 十四 圓 五 六十 錢で あり 
ます、 それから 中等 學 校の 敎員 平均 額は どうで ある 
かと 云 ふと‘ 1111] 範學 校敎 a の 月給が 五十！ 阊餘 、公 
立 中學が S 十 一  公立 高等 女學 校が 四十 W 内外、 
斯う 云 ふやう になつて 居る、 それから 高等 學校は ど 
うなつ て 居る かと 云 ふと， 年額が 千 五 百 二 十圓 •來 
年度の 豫® には 千 七 百 五十 圓にな つて 居る、 して 見 
ると 小學 校の 殆ど 二 倍が 此の 中學 校の 敎 員の 給料で 
ある、 中 ^ 校の 敎 M の 三倍が 高等 學 校の 敎 員の 俸給 
になつ て 居る、 小學 校の 方は 段々 俵 給 令が 改正に な 
つて 居る •偖 給 令の 改正は 明治 三十 三年 八月の 改正 
以来、 四十 四 年 四月と 大正 七 年 三月と 旣に 二回の 改 
正が あつて、 即ち 三十 三年の 小 學校敎 3 :の 一級 俸は 
七十 五 0 であつ て 今日の 一級 1® ほ 百 五 圓にな つて 居 
り、 尙ほ 特別の 功勞 ある 者 ほ 百 三十 圓の俥 給を 受け 
る こと •か出来る、 之れ に E して 中學 校は ど 5 である 
かと 云 ふと、 明治 三十 六 年 三月 以来 一度 も 改正を 受 
けない、 依然として 判 任は 一級 俸が 七十 五圆 、今日 
の小學 校の 一級 俸ょり 甚だ 下に 在る 尤も 中學 校には 

奏任 敎授と 云ふ荠 が ある-併しながら 是れは 随かな 

數で あつて、 全敎员 の 五分の 一外 無い、 今までの 比 

較を 見る に、 明治 三十 六 年頃の 小學 校の 敎員の 平均 

額は 十二 圓で あつて、 今日は 二十 四圓 某と 云 ふ もの 

になつて 約 十二 割强 の咐舶 である， それから 三十 六 

年頃の 髙等學 校の 敎授の 平均 額と 云 ふ ものは 一千 圓 

である， それが 來 年度 ほ 千 七 百 五十 圓に 0 つて 居る 

から •是れ 亦 七 割 半の 咐額で ある、 肺 範學校 屮學校 

の 平均 額に 至っては、 三十 六 年頃 四十 m であった 

が、 今日は 五十 一圓と 云 ふので、 隨に二 割 强の咐 額 

である、 是れ まで 中學 校の 敎 員と 云 ふ もの ほ 比較的 


少ない、 だから 之れ を 政府に 向つ て 十分の 注意を 與 
へ、 地方自治 围體 をして、 此の 平均 額を どうかして 
咐加 させなければ ならぬ 必要が あると 認めて 居る、 
それから 年末の 質 與金 杯が どう 云 ふやう になつ て 居 
るかと 云 ふと、 月給の 二 一一： SIJ 位 ゐ外與 へない、 1K 京 
では 小學 校の 先生の 方が 餘程 多い、 まだ 地方では さ 
う 13: 行き ませぬ が、 理窟を 言 ふと 明治 年代に ほ、 ま 
だ 日本では 學 校の 敎 員と 云 ふ ものに 非常に m きを 揞 
いて 居つ た， 所謂 士族なる 者の 後 •か 澤 III あつた もの 
であるから、 所謂 武士は 食は ね ど 高 楊枝で、 十分に 
高 尙の考 を 持つて 精神的に 薄給で 立派な 人間が やつ 
て 居つ た、 然るに 此頃は どうで あるかと 云 ふと、 物 
質的 進步と 云 ふ ものが 駸 々として 進みつ、 あるので 
此商業 界の 方へ 多くの 人材を 持つ て 行つ て •後來 の 
日本 國民を 養成す る 所の 點に 至つては •非常に 缺け 
て P,1 る 所が ある、 それで あるから 十分に 此點に 就て 
は、 政府 當局も 注意して 貰は なければ ならぬ、 それ 
から 叙 泣 叙 ® I の 事であります、 衆議院議員 杯 も 年限 
が經つ と 位階が 上る、 今 注意され た 所の 福 井 君 杯は 
びか  <  し た 物を 下げて 此 間も步 いて 居られた が、 
彼は 善い 事で ある， 學 校の 先生方に も • 働いたなら 
ば 十分に 斯う 云 ふ 物を 與へて •さう して 精神的に 奬 
励して 行かなければ ならぬ、 私 杯が 中學 校の 校長 會 
議杯に 出席して 見る と •中々 立派な 人間が 澤山 ある 
或は 地方の 知事、 或は 內務 部長、 或は 理事 官 杯ょり 
ほ、 遙に 立派な 人 問が ある、 それで あるから 矢 張 己 
れは御 粗末な 人格を もつ て 居 つても、 位階が 上で あ 
るから、 自由自在に 動かした りする •此 間も愛 知縣 
の津鳥 中學 校と、 福 島の 安積 中學 校の 校長を 取換へ 
ました ことがある、 兩方 とも 憤然として 去つ て 其 位 
置に 薪かない、 さう 云 ふやうな 事が ある. 左な くと 
も學 校の 敎員を 十分に 挺 遇する と 云 ふこと が 一般の 
頭に 無い、 矢 張 行政官の 方が えらい やうに 思つ て 居 
るから、 斯う 云 ふやうな 間違を 生ずる、 それで ある 
から 叙位 叙勸‘ 或は 年限に 依つ て 進級 さすと 云 ふや 
うな 事は、 中學 校の 敎 員、 總て敎 育に 從 事して 居る 
者を、 精神的の 方から 奬 励して 段々 進步 されて 行か 
なければ ならぬ、 此點に 就て どう 云 ふ 案を 持つ て 居 
られ るかと 云 ふこと を、 私は 政府 當局 者に 御尋 する 
それから 私立 中學校 今日 私立 中學 校と 云 ふ ものは ど 
う 云 ふ 風に なつて 居る かと 云へ ば、 矢 張 文部省 令に 
抜つ て、 所謂 中學 令に 依って 設立され て 居る もので 


ある それ だのに 中 ^ 校の 敎 M には 何等の 恩給と 云 ふ 
ものが 無い •中 學校の 敎 M と 云 ふ もの ±f 矢 張 試驗 
をした 上で 資格を 與へ て、 さう して 中學 校の 先生に 
して挥 るので ある-それ だのに 其 人が 私立 中學 校に 
人る と此 恩給を 與へな い、* が 分らない、 學 校の 設 
立 者は 公立で あらう が 私立で あらう が 學 校を 招へ た 
者に 向つ て. さう して敎 員の 挺 週を すると かせぬ と 
か 云 ふやうな 事は‘ どうしても 此理窟 が 分らない、 
即ち 文部省 令に 依つ て屮學 校を 招へ た、 其 省令に 依 
つた 所の 學校 の敎 員に 對し ては、 總て 官吏に ff じて 
恩給を 與へ て宜 いので ある、 私は 此點に 就て 十分に 
政府 當局者 に考 へて M つて、 さう して 設立者が 公で 
あらう が 私が あらう が* そんな 事に ほ 關係 せず、 文 
部 省令に fe つて 中學 校を 持 へれば、 其 省令の 命ずる 
所に 從つて 行く ので あるから， 之には どうしても 恩 
給 法と 云 ふ ものを 當 嵌めて 行かな けれ ぱなら ぬ、 そ 
れは 六ヶ ■い 事では ない、 私 杯の 考で 或學 校を 總て 
法人と する が宜 からう と 思 ふ •斯う 云 ふ考を 持つ て 
居る、 是は 根本的 問題になる から、 此處 では 申し ま 
せぬ が 文部省から 一 つの 省令を 出して •爾今 其 省令 
に 依つて 設立せ し學 校は， 總て 何々 學 校と 一公 立 私立 
の名稱 を 付す るを 嬰せ ず、 斯う 云 ふ 一つの 條 項を 文 
部 大臣が 書いて 全國へ 出し さへ すれば 宜い 、私立と 
か縣 立と か 云 ふこと を 瞇して しまう さう して 省令に 
依つ て 設立せられ たる 學 校敎師 は、 總て官 吏に 準じ 
宫 吏の 受 くべき 恩典に 預る ものと す、 斯う 云 ふこと 
を 觸れて 恩給 法に 從 つて やり さへ すれば、 何等の 不 
都合 も 何も 無い、 それで 行は れ るので， 吾々 は此通 
りを 文部大臣に やつて 貰 ひたい、 是だ けであります 
0 副議長 (濱 田國松 君〕 楠 原 悅二郞 君。 

〇 楠 原悦 一一 郞君簡 第 に 述べます から 自席から 御 許 
を 願 ひます。 

0 副議長 C 濱田國 松 君) 簡單で すか。 

〇舶 原悦二 郎君 簡單に 致し ま -i - 私の 質問は 陸 

海軍大臣を、 現在の 陸海 軍 省の 官制に 依つて、 陸海 
軍の 大中將 に 定めて 居る、 又 朝鮮 臺 S の總督 を 武官 
に 定め •關 東都 督府の 都督を 武官に 定めて あるに 付 
きまして、 之を 改正して 文官を 任用せ しむる やうに 
する 政府で 意思が 有る か 無い か、 斯う 云 ふ 質問で ご 
ざいます、 此 W 問は 極めて 重大なる 質問で あると 私 
は 存じて 居ります •一點 憲法の 條孭 から 申しまして 
も， 國務 大臣を 任命す るに 方つ て、 制限を 置くべき 
一三 一七 


屮 等 吊 校敎 待遇に 關 する 有 森新吉 の W 問演說  陸 海軍大臣 及《 « 、 朝鮮 總督 並關 ai 都督 任用 資格に 關 する fill 原悅二 郞の 質問 演說 


院潢衆 疴通习 帝 回一 十四 苋 


勞»政策に閲する小山松 ;;- :の洱 0[ 問演說|吉野川改修ェ事に關する高島兵吉の再钗問邡說 


理由 (£ 無い のであります 、之に 制限を 骹いて やる と 
云ふことほ、第|に非立短の琪であるのみならず、 
此沿 革を 見ます ると K だ 怪しから ぬ 事で ある， 此官 
制の /}} 來 ましたの ほ 明治 三十 一二 年山縣 內閣の 常時で 
あります、 而も 其 前に 初めて 日本に 於き まして、 國 
務大臣 に 政黨 員が なれる ことが、 大隈板 垣の 聯立 内 
閣に出 來た •其 後を 承け た 所の 官位 總 川 で 作つ た 山 
縣內閣 が、 明治 三十 三年に、 而 4 之を 陸 海軍省の 官 
制の 職員の 別表の 備考に 規定して、 殆ど 餘程穿 隳し 
なければ、 此規 5E が 分らぬ 程の ものであります、 憩 
法の m 大なる 所の 問題を •斯の 如き 砦々 たる 将 令に 
依つて制限すると云ふことほ、此案其のものに對し 
て も、 つ驻だ 沿革 上 crii 甴から ざる 點が ある、 rrr: 巳なら 

ず 今日 锊際此制度を用ゐて居ると云ふことほ、憲政 

の 毀 達に 對 して 少から ざる 障害と なつて 居る ことほ 

事 K の證明 する 所で ございます、 現在の 總理 大臣 原 

敬 閣下が、 曾て 第二次 西 園 寺內閣 の內務 大臣で あつ 

たのであります、 其 時に 現在の 原內閣 總理大 R ほ， 

其 障壁と なる 理由を 明に 御 承知で なければ ならない 

で 第二次の 西阑寺 內閣の 倒れました の ほ、 咐肺問 題 

に 就て 軍閥と 提抵 して •上 原 中將が 陸軍 大 e を辭臌 

して、 其 後任 者を 得る に闲 難で あつたと 云 ふこと ほ 

是は 歷史の 明に 證明 して 居る 所で ある、 第二次の 西 

阈 寺內閣 と 2;- ふ ものは、 議會に 於ても 有力で あつて 

又 國民ほ 二 肺幽％ 設 に反對 であつた •然るに 11 か 此 

陸軍 翁に 於け る 所の 規定に 依つ て， 陸軍の 大中將 に 

非 ざれば、 陸軍大臣になる こと 能は ずと 云 ふ 規定の 

爲 めに、 第二次 西！！ 寺 内閣は 其 後任 者を 得る こと 能 

はずして* 遂に 瓦解した ので ある、 又 山 本 内閣の 後 

を 承け て 「旣に 大命まで 降つ た 淸沛 子 KP が、 何故に 

內閣を 成立せ しむる ことが 出来な かつた かと 云へぱ 

山 本 内閣が 倒れた る •是は 殆ど 海軍と 陸軍との 爭と 

云つても 差 ? C ない ので ある •而 して 其の後 繼内閣 の 

海軍 大 K になる 人が 無かつた、 此淸浦 內閗が 大命を 

奉じながら* 遂に 其 成立を 完 ぅする 事が 出来な かつ 

たと 云 ふ 事 ® から 考 へて 見ます れば 、陸軍省と 海軍 

省の 官制に 於け る此 規定は、 我國の 陸軍の 大中將 に 

我 國の內 間を 破壊す る® 能と、 又 我國の 內閣の 成立 

を 不可能なら しむる 所の 權 能を與 へたる ものと 斷言 

して 決して 彼此 言 ふ 事は 出来ない のであります (柏 

手 起る〕 斯の 如き 官制の 存在して 居る ことは、 實に 

| 我國の 憲政 政治の 發達を 一! るに 一大 障碍で あると 云 


ふこと if 恐らく 此潢& に il 席を 有する 諸君の、 一 
人たり とも異 菝なき 所で ある だら 5 と 思 ひます、 而 
して 現內閣 ほ 政黨 內閣で あると 申して 居ります けれ 
ども、 其 政黧内 閗 も、 此 官制 あるが e めに、 陸海 軍 
大臣と 云 ふ 政 然と 何等 關 係の 無い 大臣を •存在せ し 
めて 居る のであります まい か、 而已 ならず 此内閣 は 
前 内閣と 主義 方針が 變 つて屛 るか變 つて 居ない かほ 
疑問であります けれども， 政激 內閣で あるから 變つ 
て屛 ると 言つて 居る、 其變 つた 內閣 、而も 立憲 H に 
於ける内閣は、全部資任内閣で連帶責任を負ほなけ 
れば 、決して 健全なる 立 1! 政治の 發達を 見る ことが 
出 來な い、 責任 內閣 政黨 內閣を 造らぅ とすれば、 此 
官制を 速に 改正して、 其 他の 國務 大臣と 同等に 何人 
と雖 も寶 際國 民の 信望を ！！ i ぐに 足る 者で あつたなら 
ば， 國務 大臣の 資格 ありと 云 ふ 事に， 憲法の 條項に 
依つ て 其 運用が 出来る 途を 開かなければ ならぬ、 之 
に對 する 政府の 意見 如何、 で 現内閣は 私共は 政 : « 內 
閗 であると , H ひませ ぬ、 又 賢 任內閣 で是が ある 杯と 
は 毛頭 信じて 居り ませぬ M 際 憲政の 何もの なる か 
を 理解せ ざる# は、 之を 政黨内 閣で あり >  國 民內閣 
であると 申す かも 知れ ませぬ が、 事實に 於て 陸海 軍 
大臣と 云 ふ、 二 名の 政 簾に 何等 闊係 のない 者が 存在 
して 居る 理 DU を 見ましても* 政黨 內閣 とは 申され ま 
せぬ、 併ながら 現 內閣ほ 政黨 內閣で あると 公言して 
居る、 其內閣 であります からして •之に 對 する 所の 
御所見 如何と 云 ふ 質問を 致しました、 所が 內 閣總理 
大 Ki の 答 辯に 依ります と、 政府は 固 下 其 意思な しと 
云 ふので あります， 陸 海軍大臣 、朝鮮， s ia の總督 
の 官制 改正に 就て は、 其 意思な し、 併し 關聚 都督 府 

の 都督 官制に 就て は、 近く 改 JH する 積り である、 斯 

ぅ 云 ふ 御 答であります、 其 他 私は 臺 _ の總督 、又 朝 

鮮の 總督に IS しても， 武官を 任用す る 所の 官制は、 

甚だ 以て 我 國の 憲政 發 達の 障壁で あるの みならず、 

今日と なりまして は、 日本が 此大戰 に 加つ て 正義 人 

道の 爲に戰 ひ、 又國際 聯盟に 加擔 して、 人種的 差別 

撤廢を も 主張 せんとす る 時に 當 つて、 斯の如 き 官制 

を 存在せ しむる は、 明に 天下の 誤解を 招く ものと 何 

人 も 首 首の 出來る ことで あると 思 ひます、 之れ に對 

しても 政府は 其 意思な しと 云 ふので あります、 是で 

は政黨 內閣 、責任 內閣の 面目が 殆ど 潰される 次第と 

思 ふ、 更に 私は 政府 當局 者に 對 して、 時勢の 進 運と 

世 界の 大局と、 日本の 現下の 事情に 鑑みて、 御 再考 


を 煩す のであります" 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 小山 松 
C 小山 松孬 君 ® 單で あります から、 此席 から 御 許 
を 願 ひます。 

1 T 賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 謙 長 (濱 田國松 君〕 許可 致します。 

0 小山 松 B 君 本員の 質問を 致しました 趣旨は、 講 
和會諉 に 於け る國際 聯盟に 對 して、 我 帝國 ょり 之に 
參 加して、 其 議事を 進めつ、 あるので ありまして、 
而して 更に 分科 會に 於て、 國際 勞硼 に闊 する 所の 審 
議を ■し* 方に 其議は 進 涉 しつ、 あるので あります 
から、 此 結果と して、 我 國內の 法規 上の 事 ほ 勿論、 
產業 上に も 至大の 關 係を 及ぼす ことに 考へ るから、 
帝國 政府と しては、 當然此 事に 就て 相當の 準備 ある 
べき 事と 信ずる が 故に、 此點 に對 して、 如何なる 所 
見を 有する かと 云 ふこと を 質問の 耍 旨に 揭げ て、 其 
所見を 敲いた のであります、 然るに 政府の 今日 附の 
答 辯に 依り ますれば 「國 際勞働 問題に 付て は 未た 具 
體 的に 確定す る 所な く 本件に 關 しては 尙未た 答 辯す 
るの 域に 達せす 右 及 答 辯 候 也」 斯樣な 答 辯に 接した 
のであります •か、 是は 邀 くべき 事で あると 私は 考へ 
る、 現に 我國の 講和 使節は 國際會 譲に 列し、 其 分科 
會に 於て は、 それ-^ 大使に 依つて 任命せられ たる 
所の 委員が 加つ て 居る に拘ら ず、 具體 的に 確定す る 
所な し、 斯樣な 答 辯を煜 ましては 吾々 國民 としては 
甚だ 不安の みならず、 其 前途を 憂 ふる 事を 深く 致し 
ます 具體 的に 確定す る 所な しとは、 無 方針、 無定見 
其 場々々 にやつ て ff くと 云 ふこと に 解 釋する も 致 方 
ない のであります、 此答辯 書に 左樣に 明記して 居る 
ことに 就きまして、 吾々 は 一層 不安の 念を 感 す .? > の 
であります 其 仄聞す る 所に 依ります れば 、我 黨の小 
寺 君の 外交に 關 する 質問に 對し まして、 明日內 田 外 
務 大臣は、 當議會 に 出席して 詳細なる 御 答が あると 
云 ふこと を 承りました、 本員の 質問は 小 寺 君の 皙問 
と 相 類似し、 若く は 事 實を 同じく して 居る S も あり 
ますから" 今日此 答 辯 書に あるが 如く、 具體 的に 確 
定 する 所な しと 云 ふが 如き 無 方針 無定見なる 御 答 辯 
に對 しては、 其 場合に 於て、 十分に 其 所見を 述べら 
れんこと を玆に 希望 致して 置きます。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 高 島兵吉 君。 

〔高 島 兵吉君 登壇〕 

〇 高 鳥 兵吉君 私は fffi に吉野 川 改修工事に 關 する 質 


二 一二 八 

問を 致しました が •それに 對 して 政府は ; «f lifi rf* 以て 
答 辯せられ たこと であります、 作る に it . Vi- : '. y o も 
の ほ、 私の 問 ふ 所と 御 答と が K だ 矛 / fl して £5 0 ので 
ある、 又茲 に； S-H liij を 致す に對 しても、 ra じく 不铒 
耍領の答辯であつて、大に私の打問の本 0- と1.3し 
て 居る ので ある、 餘谈な く尙ほ H I11J を發 しなければ 
ならぬ ので ある、 大 骹 問 ふ 所と 御 答との 趣旨 •か 反す 
ると 云 ふこと に 至つ ては、 洵 に [M つた ？ If で ?, る、 私 
の PO ふたる 所は 吉野川 改修 H gf 其の ものが、 根本； S 
に 施行 方法 其の ものが 誤つて 居る と 云 ふこと に對し 
て it 、 具 6S 的、 殊に 證撾的 ，迓 際 上に 對して 竹 (ill を 
致して 居る ので ある、 然る にも拘らず 、政府は 改修 
H 事は 方法に 依つ て 施行 中で ある、 決して 粗 ! 11 はな 
い、 尙ほ 又危險 の磁 もない、 昨年の 出水には 、流 《 
の爲め に 築堤が 少 々拟 したと 云 ふだけ の 答 辯で ある 
更に 危險 がない、 と 云 ふやぅな 答 辯で ある、 之には 
甚だ 驚かざる を 55 ない ので ある、 私の 問 ふたる 所は 
此河川 改修なる ものは、 浚渫を 致す ると 同時に、 兩 
择に 於け る 築堤を 完全に しなければ ならぬ、 而も 其 
完全なる ものに 對 しては、 兩岸 とも 均 一 に 完全し な 
ければ ならぬ、 挺 劣を 生じて はならぬ ので ある、 然 
るに此 吉野川 改修工事に 對し ては、 苽 部の 築 松の 如 
きは、 南岸が 完全で あつて、 北岸は 澉弱な ので ある 
是が第 一 著に 工事 方法を 誤つ て 居る ので ある、 又 北 
岸の 如きは 薄弱なる 提肪 であると i< ふ 所の 理 山は、 
川 敷の 固 著 力なき 土を 以て 築堤して 居る， 又 北岸に 
於け る閘門 運河 も備 つて 居らぬ ので ある、 南择は 築 
堤が 完金 になつて 居る • 閘 門 運 ? iff も 施設が 出 來 て ® 
る、 出水と 云 ふ 時分に ほ、 調節の 出來得 べき だけの 
用意が 出 來て 居る ので ある •是が 即ち 11 違 ふて K る 
一方が 完全で あつて 一方が 薄弱で あると 云 ふこと が 
是が大 に 間違つ て ) S- るので ある、 水は 必ず 抵抗力の 
弱い 方を 突破す ると 云 ふのは 當然 である 弱い 方に 向 
つて 浸水す ると 云 ふの ほ 當然で & る‘ 殊に 北 焊の 如 
き 藍 圓村 、應祌 村 •住 吉 村の 如きは、 昨年の 中 m 水 
でさへ 缺 ffl し 掛けた ので ある、 然るに 拘らず 農民は 
生命を 惙性 にして、 r 一舉に 之が缺 潰の 口を 止めた と 
云 ふやぅな こと ■になつて 居つ たので ある、 是が活 き 
た證據 である， 是等 に對 して 何等の 答は 無い ので あ 
る •又 西部 築堤の 實况を 見る に、 是も 甚だ H 事が 進 
んで 居らぬ、 又 比較的 H 事が 進まぬ が 爲め に、 北岸 
に 於け る 築堤、 殊に 第 十堰 、此第 十堰 の il 河ょり 浸 一 
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水する處、即ち洪水に依り浸水する竭は、或は榮村 
板 W 村、 或は 松 坂 村の 如き 處も浸 水す ると 云 ふこと 
になつ て 居る ので ある、 是は 即ち 改修 丁； 琪の 方法が 
根 木 的に 誤つ て 居る からさう 云 ふこと になる ので あ 
る、 又此第 十堰 の® 河なる ものけ それの みならず 是 
は 用水路で あつて、 此 沿岸の 良田に 對 する 灌漑 水路 
である、 咽喉で ある、 是等の 改修工事の 不始末の 爲 
めに、 時々 閉联 する ことがあ つて •此 & IJ1 に 於け る 
米作を 殆ど 昨年の 如きは、 涸渴せ しめたる' か 如き 不 
幸を 生じた 事が あるので ある、 それから 此剪 人. 寺 川 
と 云 ふ 處に對 しては、 如何なる エ辦 を 施して 居る か 
と 云へ ば、 上流は 五 百 間、 下流が 五 百 間、 然るに も 
拘らず 、善 入 寺 川に 限り 幅 M を 千 間収つ て屛 るので 
ある、 殊に 良田 五 百 町を 糨牲 にして、 さう して それ 

を 游水地 として 居る、 避が 即ち 根本から 誤つ て 居る 

ので ある 上流 下流に 順腋 致すべき 所の 幅で 足れ りで 

ある、 さ.^ すれば 下流の 被害 も 自然 少ない ことにな 

るので ある •其處 ばかりに 限つて 千 間に 幅を 11 める 
と 云 ふこと が、 根本から 誤つ て 居る ので ある •是等 
に對 して槪 に 質問しても 何等の 答 も 無い、 耍す るに 

北痄の 如きは •做 少の石 卷を 以て 1® 岸 H 事を 致して 

K るので あるから •斯の 如き 結果に なつて 居る と 云 

ふと， 5!¢ も 中 / li 水で さへ 浸水す るので ある、 どうし 

て -^ 金 部 T7 卷を 以てせね ばなら ぬ 所の a 况に なつて 

居る ので ある、 是等 に對 しても 大に問 ふて 居る が、 

何等の 沢 事が 無い ので ある、 斯の 如き 結果に 終れば 

吾々 一千 萬 IM 近き 金を 入れた 即ち 此改修 工事 なる も 

のは、 M 頭 蛇 S に 終つ てし まう ので ある、 諸 n 吾 

々の 竹 間した る 所の もの ほ • 迓 際と 證摊に 依つて H 

問を 致して 居る ので ある •仍 て K 際の 御 答を 願は な 

けれぱならぬのである*然るに吐エ琪の非なるを吾 

々が訴へて居るにも拘らず、此丁：事は是なりと云ふ 

ことの 御 答に なつて 居る ので ある、 斯う 云 ふ 運命に 

なつて 居る ので ある、 是は どうしたる 事で あるか 非 

ほ 非で s;,1; 11 である， 非で あるから と 云 ふて 御 ffl 談申 

して、大に此丁；事を筘良にしなければならぬと云ふ 

所で 竹 問 致して 居る ので ある、 殊に 起工 後 殆ど 十 年 

になる、 此十 年の Rn の睹史 に 於て ほ、 或 (t 官僚 內閣 

閥族 内閣が 斯の如 き 誤りを 致した ので あるから して 

決して 今 現內閣 が 之を 非と 言うて 差茭 ない ので ある 

之を 怖つ て llt T. 事の 非なる ものを 是と する や、 是が 

苒だ 怪訝に 堪へぬ ので ある、 吾々 は 非なる 工事を 以 
決算， 大 F 3TI 年度) 


て 御柑談 申す ので あるから， 速に® 際 上の 御 答を 願 
はなければ ならぬ にも拘らず、 意外な 茫漠 として 居 
る 答を 以て 突 放さう としては 私 (i 是で 承知しても • 
沿岸の 民が 承知せ ぬので ある、 此に 至つ て餘 儀な く 
w 三 再 四の 質問を 發し て、 誠意 ある 答 辯を 願は なけ 
れぱな らぬ ので ある、 是で演 壇を 降る ことに 致し ま 
す (拍手 起る) 

〇 副 _ 長 c m 田阈松 君〕'^ より 日程に 移ります、 日 
程 第一 、大正 ? 1* 年度 決算、 委員艮 の 報吿を 求めます 
委員長 武市彰 一 君。 

第一 大正 五 年度 決® 
r 武市彰 一 君 登壇〕 

〔 拍手 起る〕 

〇武 市彰 一君茲 に 決算 委員 會の經 過 並に 結果を 御 
報 苦 致さう と 存じます、 決算 委員 會は 、大正 五 年の 
一般 會計總 決 ^ 、 並に 谷 特別 會計 歳入歳出 總 決算を 
港 夜； 致しました ので ごさいます** 審査に 當〇 まして 
は、 TS て fr 計檢 赍 院の檢 査報半 |:1 « も參照 致しました 
並に 之に 對する 政府の 辯 明 書 も 參考と 致して 薄 查を 
遂げた のであります、 初め 總會を 開きます 場合に 當 
りまして は •  m 例に 依りまして、 總理 大臣を 首め > 
大殿 大臣、 並に 關係 所 t? の 政府 委員の 列席が ありま 
して、 數囬の 質問 會を 開きまして •十分 審査を しま 
した 次第であります、 此 間に 尙ほ 分科 會に 移し まし 
て， 周到な 質問 應答 調査 審議を m ねまして、 さう し 
て 唯今 御手 許に 配 fj- 致しました やうな 結果を 得 まし 
た、 典 結果の 要 明 ほ 數に 於き まして、 一般 會計に 於 
きまして は， 三十 四 件の 不法 不當を 決定し 又 特別 會 
計に 於き まして 十五 件の 不當を 決定し、 未了 事件で 
ございました 四 年度の ものに 對 しまして、 三 件の 不 

當を 決定 致した 次第であります、 此 大要に 就き まし 

ては、 御手 許に 配付して ございます る 調 ?? 報吿 書に 

大勝 御 分りになる だけの 事由を 記述せ しめて ござい 

ますが 故に、 唯今 此席 から 其 事由を 繰返しまして 御 

報 街 致します る 必要 ほ 無い ものと 信じまして、 總て 

省略 致さう と 存じます、 唯々 委員 會の經 過 中に 一二 

御 報 ff 致します、 即ち 御 紹介 致します る 多少の 價龃 

ありと 信じました ものを、！ 一三 擧げ まして 御 紹介し 

て® かう と 存じます、 委員會 は 劈頭に 於き まして、 

先づ 何故に 大正 五 年 fe-: の 決 SC の 提出が 今年の やうに 

遲れた ので あるか、 諸君 も 御 承知の 通り、 二月 二十 

五日に なって、 大正 ? T 年度の 決算の 提案が あった の 


である、 二月 二十 五 ほ 會朋の 過半を 終りました 時 
期で ございまして、 甚だ 緩 梅と 申し ませう か、 惡例 
と 申し ませう か、 宜しき 類 向で ない と 信じました が 
故に (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり；} 

〔副議長 濱 111 國松君 議長 席を 退き 議長 大岡 育造 
君復席 J 

0 武市彰 一 嵙 委員 會に 於き ましては、 之に 對 して 
政府の 所見を 質した ので ございます、 所が 當時 出席 
の大藏 次官は、 何だか 會計 檢査院 との 折衝の 手續に 
暇が 要つ たと か、 或は ; |£ しきは、 印刷 手績が 遲れた 
とか 云 ふ 事由を 以て 陳辯 致しました が、 委員 愈は 左 
樣な 事を 以て 理由と ほ 認め ませぬ、 所が 當 局大藏 大 
H ほ 之に 對 して、 諸君の 言は る V 所 {i 御尤 である， 
實は 色々 の 手續は ある —— 洵に據 ろなかつた 次第は 
ありました けれども、 是ほ 深く 理由と する には 足ら 
ない、 故に將 來 深く 注意して 、期の 如き 遲延を 再び 
せざる やうに 致す、 斯樣な 言明が ありまして ••此 言 
明を 委員 會の 誠意 ある 言明と 信じまして、 其邊で 打 
切りまして、 總體 質問に 移つ たと 云 ふ 次第で ありま 
す、 それからもう 一つ 御 紹介して 置かう と 思 ひます 
るのは、 決算 不當不 法を 決定し ました 件數 は、 上陳 
申 述べました 通りで ございま する •其 中に 主に 分科 
會 並に 總會に 於て 審 g の 焦點 になり ました ものは、 
內 地の 問題に 非ず 致しまして、 主に 植民地の 問題が 
多い のであります、 是は 著しき® 分が あるので あり 
ます、 内地に 於て は、 件数は 數 十件不 當と 決定を 與 
へて ございます が， 是 {± もう 1 純なる 徵税 上の 間違 
であると か、 或は 簡單な 間 題' か 多い のであります、 
主に 論争の 焦點 になり ました 問題は、 ia 憾なが ら植 
民 地に 多 かつた のであります •此傾 向は 御 互に 決算 
を 審査し まする 上に 於ても、 大に 注意を しなければ 
ならぬ 問題で あり、 又 政府當 局に 於き ましても， 百 
般の 政務を 總攬 して 行きます 上に 於て、 今日 以後に 
於て 此五 年度の 決算の 成® に 鑑みて、 犬に 植民地の 
行政 上の 監督に 就きましては 常に 深甚の 注意を 拂は 
んなら ぬ こと、 我等は 信じた のであります， 是も無 > 
意味の 事で ri ない と 存じます から、 一應御 紹介を し 
て 置く のであります、 0 ; それから 豫て此 決算を 調べ ま 
する. に當つ て、 從來 檢査院 が 意見を 付けました もの 
に對 しまして、 政府 當局の 辯 明なる ものは、 一般に 
左樣 だと 斷定ほ 出 來 ませぬ が、 從來の 慣行と 致し ま 
して •往 々にして 甚 しき 强辯で あらう •所謂 說明の 


爲 めの 說明で はなから うか、 根據も 不十分な 基礎の 
下に， 漫 りに锊 計 檢 YC 院の 非難に gf して 辯 解を する 
と 云 ふ 傾は、 多年の 谷 内閣に 於て —— 谷 政府に 於き 
まして 辯 明し ました 事項に 就て， 諸君の 御 承知の 通 
〇 左樣 な® が あつたと 云 ふこと だけは 否定の 出 來な 
い 問題で ある、 然るに 現内閣が 大正 五 年の 決算に 對 
します る 會計檢 资院の 認定に 對 する 說明 は‘ 甚だ 妥 
當で あつて、 宜しから ずと 認めた もの ほ >  备少辯 明 
の餘地 ある 如き ものまで も. 斷 々乎と して 之に 賛成 
をし， 少しも 其 間に 强て辯 明す る 如き 形を 見 ませぬ 
と 云 ふことは •是は 等閑に 看過すべからざる 良 習慣 
斯く あつて こそ •洵 に內閣 の 辯 明と 云 ふ もの も •甚 
だ 信用の 措ける 問題でありまして (拍手 起る) 事 些 
事に 似た 〇と雖 も， 一言 申 上げて 置きます る必耍 が 
あると 信じました から、 _ 上げて 置く のであります 
それから 以上 審査 致しました 不當不 法と 決定し まし 
た 案件は、 報吿書 に 明かであります から •之を 省き 
まして、 唯々 爰に檢 査院 が不當 不法と 決定 致し まし 
たものを 數件 決算 委員 會は 承認を 與 へまして， 遺憾 
ながら 會計檢 査院の 意見と 違つ た 結果に なつて 居り 
ます、 是ほ 一應 一二 事例を 御 紹介して 置く 必要が あ 
らうと 存じます から、 簡 單 に 御 紹介し やうと 思 ひま 
す、 其 一般 會計歳 人の 部の， 北； 一道 空 知 税務 碧に 於 
て、 大正 CT 年に 地目が 定つ て、 さう して 北海；' 5!1 廳ょ 
り 通知が あつたのに、 空 知 税務署 ほ 此地 M を 定め ま 
する ことが 緩漫 であつて ，大正 五 年 —— 四 年の 六月 
に定 つて、 五 年の 十月で、 第一 期 地租の® 收まで に 
地價の 決定を； S なかつ た， 遂に 其 年度の 徴税が 出来 
なかつ たこと ほ 甚だ 緩漫で ある、 故に 不當 であると 
斯樣に 會計檢 査院は 認定して 居る ので ございます が 
委員 會は此 事に 就て 當 局の 辯 明、 谷 補の 關係を 調査 
致して 見ました 所が、 成程 一市 以上 も遲れ ましたと 
云 ふのを 一而から 見ます と， 會計檢 査院の 非難の 通 
りで ございます が、 又靜に 翻つ て 研究 致して 見ます 
ると、 北海道は 1 S 君 も 御 承知の 通り 新 開拓地で ござ 
いま レて、 全 耕作地 全部の 地價 が定 つて 居ります る 
の も， 各種の 關 係に 依つ て、 僅に 一割 か 一割 强 位し 
か 有租 地に なつて 居らぬ と 云 ふ 狀况で ございます る 
が 故に、 隣 地 比較の 權衡を 取ります 上に 於て、 税務 
署が其 執行を 遂げる ことが 出来なん だ， 據ろな く 谷 
種の 調査の 間に 遲延 したと 云 ふ 事實は •何等 此 間に 
惡 意の揷 つた もので も ございませず、 新開 拓地 とし 
一三 一九 


院蕺衆 f? 遇 國帝囬 一十 ra 第 


1 1會 法 中 改正 法 雄 案 第一 笊 矜の® 第二 諧&  园有抹 J1/ を 池 方 自治® に 下付の 建： 一案 


三 二 C 


ては洵に據ろなき琪悄であると信じます>政府に於 
て も •左 挖な辯 明を 强く 致して 居る やうな 次第で ご 
ざいます から、 委員 ^ ほ 姑く 此行政 上の 據ろな き 事 
m を 認めまして、 之を 承 02 を與 へました のが 一の 例 
なんで、 又もう I つ 例を 申します ると， 芝の 幸搦の 
税務 胬の符 內に 於き まして、 相© 税を 賦課し まする 
に 常つて •宅地の 坪 常り の 評 ff5 を 致した 所が、 邦 坪 
常り の、 評 mm 格が、 隣 地の 勝 K して 尻る 贷借其 他 
と 比較して 甚だ 安かつた から、 是は不 當で あると 云 
ふこと を e 計 lt 2c 院が 承認して 居る のであります が 
委 M ^ if 段々 調査して 見ます し、 又 政府 當 局の 意見 
も 求めて 見ました が、 是は據 ろ あつて して 居る ので 

ございまして、 隣 地の 相當 賃貸 偎格 を収 調べ、 それ 

に 二 十倍す る ものを 以て 標 _ として、 基礎の 調査が 

出 來て屏 る、 一 槪に隣 地 比較と 申しても 甚だ 分り惡 

い 問題で ございます、 此幸橋 税務 碧の 調査は、 妥當 

なりと 吾々 は 認めた のであります、 此 理由の 外に 又 

一 牌 柑砧税 を 賦課す る 場合で ございます、 斯糅な 場 

合に當 りまして は 税務 鹄は 濫りに 課 求に 近き 苛酷な 

取扱ょりも， ffl 當據 ろが ございま する 以上は e 當な 

方 か 適 當 なりと 斯樣な 判 斷の 上から" 委員 會ほ之 を 

是認した 謬で ございます、 それから 植民地の 支出の 

金額 中に、 大迪の 上水道の 鐡管 、是が 某 請負人に 請 

負は して、 上水道を 築造して 居つ たので ございます 

然るに 大正 五 年の 初に、 今更 申す まで も ございませ 

ぬ、 鐵 の缺乏 ，價 格の 暴騰、 此二大 原因に 制せられ 

まして、 實行が 不可能に なつて 来て •到底 豫定の 期 

限に 納入す る ことが W 來な いから、 延ばして 吳れと 

云 ふこと を關 聚 都督 府に參 つて 請求 致しました が、 

都督 府は大 通 市民の 伢 健の 上、 衞 生の 上、 最も. 必要 

なる 上水道の 建設の il 延を •一 請負人の 情 實の爲 め 

に 延期す る ことが 1-11 来ぬ と 云 ふ 理由に 佐り まして、 

其 延期の M 求を报 絕 致しましたら ば、 更に 重ねて 解 

約の 請求を 致した と 云 ふ 事 SS が あるので あります、 

そ. こで 都督 府は 之に 對し まして 解約を 實行 致し 1 其 

時の 契約に 基つ きまして’ 保 證 金を 一割 積んで あつ 

たものを 沒收 して さう して、 此 問題を 一段落 藷けて 

當時 品物が 無い 宵 况で ございます から、 枝 光 製_ 所 

に 事情を 話して、 さう して 製鐵 所の 材料を 都督 府自 

ら瞒 入し、 さう して 一方 製造者に 鐵管を 鑄 造 致させ 

て， 大通水 通の 敷設を 豫定の 期限に、 甚 しき PB 延な 

くして 完結を 致した と 云 ふ 事柄が あるので ございま 


す、 之に 對 して & 計檢査 院ほ 、其 轵約の 損害を 何故 
© らなん だ、 成程 保 設金ほ 没 收し たが、 契約 ?* f の 七 
尚と かに •或は ffl 害が 生じた 時分に ほ、 更に 損害 賠 
« を 諸 求す る饳 利が あるのに， 其 松 當賠似 權を 抛棄 
して •さう して 保 fg 金の 沒收だ けに 止めた 處分は ， 
國 S に 損 帯を 與へ て不當 だと 申す 意見で ございます 
が、 委 は 之に 就きまして、 分科 並に 總會に 於き 
まして 愼 m に 調査を 遂げ、 各關係 者に 對 して 相 常の 
質疑應答を致して研究を甭ねましたが、どうも大に 
是は大 連の 前 申します る 上水 iH の 期限に m 來上り ま 
すると 云 ふこと ほ、 大連 市民 保健. 衞生 •其 他の 爲 
めに、 一日 も 看過の 出来ぬ 事情で ございます るが 故 
に、 寧ろ 謂 負 人の 事情 も參 酌した に 非ず して* 大連 
の 行政 處分 として 保證金 だけを 沒收 して さう して 之 
を W 決 致して、 枝 光 製鋼所に 原料を 仰いで、 第二 策 
を 講じて 速に 工事を 實 行した と 申す ことは、 決して 
檢査院 の 申す 如く不 當な もので ほな くして、 行政 上 
據ろな きもので あつて、 甚 しき 其 間に 弊害は 無い と 
信じまして、 左樣に 認めました、 故に 檢査院 とは 意 
見を 異に 致します が、 決 * 委員 會が 之を 是認 致し ま 
したのと、 斯樣な も 3- か 即ち T 幾 件 檢査院 の 承認 あ 
るに 拘ら ず、 委員 會は 大體 から 翻 察 致しまして、 相 
當の 理由を 認めまして、 之を 認定した と 云 ふ 成績で 
ございます、 以上 二三の 例を 申 上げまして 大體 決算 
委負會 に 一貫 致しました 方針， 調査 致しました 趣意 
を、 明に 御 參考に 供す る 事に 致しました のです、 以 
上が 決算 委員 會の經 過の 中で、 諸君に 御 紹介 致し ま 
して 多少の 價値 ある ものと 信じました が 故に、 申 上 

げ ました 次第で ございます が、 要する 報告書に ござ 

いまする 通り、 總計 四十 九 件 •其 外に 前年度 未了 分 

を 三 件、 付議 認定 致しました と 云 ふ 結果に 歸著 致し 

ましたので ございます か、 何卒 決算 委員 # の 審査を 

御 信認を 戴きまして、 多數の 諸君、 どうぞ 此際 決算 

委員 會の 決定 通り •本 會も尙 ほ 御 承認 あらん ことを 

偏に 希望 致します •右 御 報告を 致します。 

0 岩崎勵 君 大正 五 年度 決算に ® しては、 決算 委負 

長の 報吿を 是認せられ ん ことを 望みます。 

〔「異議な し 異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 無しと 認めます、 仍て 

決算 委員長 報告の 通りに 決します。 

0 高 松 正道 君 1§ 事の 進行に 就て 發言を 求めます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 何です か I 高 松 君。 


0 高 松 正道 君 一言 御 許し 下さい、 私が 見溲 します 
所に s o ますと、 唯今 御 出席の 議員が、 定足數 を IW 
いて 居る と 思 ひます (「の 丨<」 と 呼 ふ 者 あり) 定 
足 股 ほ 憲法 第 四十 六條に 確に 規定され て 居る ので あ 
ります から、 事は 甚だ 輕微な やうであります けれど 
も、 非常に 重大な 案件と 思 ふので あります、 (「今 呼 
んで來 ます J 居ります J と 呼 ふ 者 あり) 兎に角 謅 院規 
則の 第 十六 條に法 ります れば ，若し 疑問が あります 
れば 、議長は 二回まで 御調に なつて、 仍ほ 不足な れ 
ば， 延會 を宣吿 すへ し， と 云 ふこと があります から 
私 ほ 十分 御調を 願つ て， 相 當手緻 をされ んこ とを 希 
望 致します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 調査 致します。 

〔「定 數 以上あります」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 河 上 哲太君 唯今ょり 小 松 島 港 改良 修築に 關 する 

建 ii 案の 委員 會を 開きた うご ざいます . 

〇 議長 (大岡 育造 君) 今聘く 御 待を 願 ひたう ござい 
ます I 日程 第二， 農 會法中 改正 法律案の 第一讀 會 
の續 きを 開きます、 委員長 天 春文衞 君。 

第二 農 會法中 改正 法律案 (中 倉 萬 次郞君 
外 十 名 提出〕 第一 讀會 の©  (委員 
長 報吿) 

〔天 春 文衞君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 天 春 文 ■君 私は 此農會 法 中 改正案の 委員 會の經 
過， 及 結果を 御報吿 致します でございますが 、此改 
正 案の 要旨た る 各 級農會 費の 徵收 金の 必要な ことは 
多年の 懸案でありまして、 旣に 本院に 於き ましても 
二回 ま , C も 確定 致しました る ものであります、 殊に 
食糧の 自給自足を 11 るは E 下の 急務に して、 本期議 
會に 封し ましても、 開 is 助成 法案と か、 又は 耕地 整 
理法 案 等の 改正 等を も 提出せられ て、 犬に 農事の 獎 
勵 •生篚 の咐殖 を K るの 時に 當 りまして は、 益々 氍 
會の 活動と 云 ふ ものは 必耍で あるので ございまして 
委員 會は 最も 此の 法案の 必要を 認めました 次第で ご 
ざいます、 又 政府 當局 者に も 質問を 致しました る 所 
が、 政府の 意見に 於き ましても、 農會 の活蚴 を 望む 
上に 於て、 本案は 最も 必要と 思 ひます と 云 ふことの 
言明を 得ました 次第であります、 故に 委員 會は 、本 
案の 二 項目の 市町村 農 會の經 費の 下に 「又は 過怠 金」 
と 云 ふこと がご ざいます が" 過怠 金まで も徵收 金を 
附 します と 云 ふことは、 如何な もので あらう と、 云 


ふ 考 で、 贺 •ろ 是ほ削 除した 方が 31: しいと IK ふ ^ «. で 
ございまして， 其 五 文字を fi'ij り •* し.： . -即ち 
斯の 如く 修正を 致しまして 委 ：3<:;は全 0- 1致を以て 
可決致しましたやぅな次第でござい '-; . '1 -故に此段一 

を 御 報吿 致します でございますが、 何卒 木 代に 於き 
ましても、 g 場 一致を 以て 御 荇 成 ' n; 決 あらん こと ル 
希 S 致します (拍手 起る) 

0騎長(大岡育造君)本案の二譖位を開くや否やを 
御 諮りを 致します。 

〔「M® 锊を開 くに 異猫 ありませ ぬ」 と 呼 ふ 奔あ 
り〕 

0_ 長 C 大岡 育 is 君〕 御 異讁が 無ければ •一一 諮 & を 
開く に 決します。 

0 岩 崎 翻 君 直ちに 本案の 二 讚 1B- を 開き •三 ^ © を 
省略して、 委員長 報 吿の通 り、 即ち 委员 e に 於て 修 
正 可決の 通り •可決 確定せられ ん ことを 菌み ます" 
〇 議長 (大 岡 育造 君) 御 異讁は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

01 長 c 大岡 育造 君、 直ちに 二 s ■會を 開きます。 

農會法 中 改正 法律案 C 屮倉萬 次郞君 外 十 名 
提 23〕 第二 ® 會 (確定 誠) 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_提( 大岡育 造 君〕 ili Rf ir を 省略して •可決® 定 
する に 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異_ なし 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 本案の 可決 確 

定した る ことを 宣吿 致します - 日程 第三、 ^ 有 林 

野を 地方自治 體に 下付の a 議案を 讁 題と 致します、 
提出者 石 射 文 五 郞趙。 

第三 國有 林野を 地方自治 體に 下付の 建讖 
案 (石 射 文 五郎 君 外 三 私 提出) 
國有林 野を 地方 目治體 に 下付の ai 議 
山野 地租 改正 以前 地方自治 踏の 住民に 於て W 理し 
使用 収益の 慣行を 有せし 國有林 野は 相 當の條 件を 
附し無 償を 以て 之を 該自 治體に 下付し 其 <0 蕋本时 
產に 編入せ しむへ し 
右 建 翳す 

〔石 射 文 五 郞君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 石 射 文五郞 君 私の 建議案は 「山野 地租 改正 以前 
地方自治 體の 住民に 於て 管理し 使用 收益の 慣行を 冇 
せし 國有林 野は 相 當の條 件を 附し 無 fa を 以て 之を 該 


K  % 衆 爾游阀 帝 同一 十四 狖 


自治 ! @ に 下 f-l し 其の 栽 本财淹 に 編入せ しむへ •し」 斯 
う云ふ案であります、此案ほ旣に第二卜四調會に此 
謎 場に 現れまして ，矢 張 之と间 一の ® 味の 犯謅を 以 
て 通過 致して 居ります •定めて 諸君の 先强の 中の 人 
々は、其事情を御求知のこと、考へて£5ります、故 
に 極く 簡 m に 唯今 茲に提 ui 致しました 理由を ！ II 述べ 
る ことに 致します、 lit 元の 起り と 中し ますのは、 明 
治 十！ 年の IJI 野の 地租 改正の 折に、 谷地 方廳の 改正 
の 方針と 云 ふ ものが 一定して 居り ませぬ ので、 隨て 
其 係官の sn も 亦 M 々になつ て 居りました のです、 地 
方の 事情 も 深く 考へな いで、 面積の 多い ものは 之を 
宵林に編入するとか或ほ宵有地に編入するとか云ふ 
やうな、 洵に錯 雄 錯誤を 極めた 方針を 以て 之に 臨み 
ました 爲め に* 古 來 ょりして 此地方 K が 自分の 田畑 

と 同じく 租税を 拂つ て、 さう して fsli 用收 益を 致して 

居りました 土地を •む ざ<  と官林 K 有 地に 編入 さ 

れ ましたので あります •中には 此 係官の 成 者の 如き 

は tl!! 方 民が 徒らに 大面稍 の 山林 原 腿を 有つ て 居つ た 

所で、 租税の 爲 めに 却て 苦しむ やうな ことが 起る か 

ら JT4 て 政府が 山林 !! :( 野を 持 去る と 云 ふでは ないから 

荜ろ 林 官有 地に 編入して 趵 くこと が 宜しい と 云 ふ 

ことを 諭して 官 林 官有 地に 肢上 げたと 云 ふ 事 1-i も澤 

山あります ので， 其 當時の 地方 民 も 至つて •幼 槌で 

| あります から、 租税と 云 ふ 聲に摺 へて、 唯々 諾々 と 

一して其地方腔及官吏の方針に依つて，之を宵林官有 

地に 赉定 される のに、 甘んじて 居つ たと 云 ふこと に 

なつて ® ります から， 此官林 官有 地 IT- 地方 豳 の 所管 

になつ て® 〇 ますので、 今の やうに 林政が 確立して 

KO ませぬ から、 監筲 ^iv 理と云 ふこと も 至つて 節 B- 

でありまして、 格別 地方 R としては、 苦痛 ■も 不便 も 

感じないで 居りました、 然るに 迫々 國 家の 林野 制度 

が }. 1 立して* 多り まして 監料. 収締が S5 IH になる と 同 

I 時に、 追々 に 地方 民は 不便を 感じ 不安 を 感ずる と 云 

ふやうな 琪にな りました、 是で此 儘に 經過 すれば、 

K 地方の S 業の 上に 至大なる 影對を 及ぼす と 云 ふの 

で* 谷地 方が 一齊に 腿 起しまして •さう して、 官林 

官有 地 2 誤つ て赉定 された ものを 下戾 す^ — 引戾す 

と S ふ rl 励を した 琪が あります、 それは 明治 二十 三 

四 年頃から 三十 一二 年頃まで 盛に 地 刀 民が 叫んで、 

さう して 哀訴 歎願し •或は 誔拉杯 にも 請願を 致し ま 

した、 併ながら 時の 政府は、 一 向 其 等の 膝に 耳を 籍 

さない ので， 巳む を 得ず 謎 tt 諸 ? f を 訪問す ると 云 ふ 
淞 讥漭 の 救 B1I に 閱する 妞 諮 案 


やうな 地方 民の 熟 誠で， 遂に 謎 ^ を 励 かして、 議© 
から 識を して H ひました のです、 其 結果と 致して 
政府 も已む を 得ず llt ltft 調を 法律案と しまして、 それ 
を 夥しく 改竄 致しまして、 ® ほ 骨 拔同樣 にして、 さ 
うして , B- 有 地 林野 下戾法 と 云 ふ ものを 制 5C して發 布 
しました、 之に 依つ て 地方 民は 大に 喜んで 愁眉を 開 
いたと 云 ふやうな 形で ありました のです が、 豈に計 
らん や 此法律 を 執行す る 所の當 該官廳 は •此法 S を 
以て， 恰も 刑法 か 民法で も 執行す るが 如く、 證據 | 
方で収 扱 ひました 爲め に、 多くは 皆な； 小 許可に なり 
まして* 殆ど 百 件 中の 一件 も 許可に ならぬ と 云 ふや 
うな 結果に なりました のです、 其爲 めに 折角 期待し 
た 地方 K の 希望 も >  遂 に 5!E 餅に ® すると 云 ふやうな 
有 樣にな 〇 ましたの で、®々 此上は 何とかし なけれ 
ばなら ぬと 言うて， 頻りに K 善後の 策に 頭を痛め ま 
したので あります が， 遂に 政府を 励 かす こと も 出來 
ず、 矢 張 下戾法 以外に 執るべき 手段な く經過 致し ま 
した 次第であります •併し 一方には 行政 裁判に 訴へ 
ると 云 ふこと が 出来ます ので， 此下戾 法に 依つ て 不 
許可に なりました ものを、 行政 裁判所に 訴 へました 
若 も あ 〇 ました けれども、 併し 下戾 法に 依つ て不許 
可に なりました 方が •寧ろ 行政 裁判の 上の 弱點 とな 
つたと 云 ふこと で、 それ も 遂に H 的を 達する ことが 
出來な いと 云 ふ 5f -)c なりました、 夫是致 して 居る 內 
に、 一方の 林野 制度 整理の 進行す るに從 ひまして、 
益々 此 地方の 農村の 從來 の收益 ■利用して 居つた 慣 
行が 狹 めら れて參 りました ので、 非常に 地方 民は SI 
地に 陷つ たやうな ことにな りました のであります、 
それで 諸君 も 御 71: 知の 通り、 我國の 農業 ほ 山林と か 
或は 畜產 とか-俣 業と か、 此 三つの ものを 集約して 

さう して 初めて 一の 業態を 爲 して 居りました のに、 

其 一部分が 缺 ける ことにな りました から， 愍々 其 儘 

に [2 きます ると、 農村の 是等 に關 係の ある 部分 ほ > 

袞亡に K する ょり 外ない と 云 ふので、 明治 四十 一年 

か 二 年頃、 宫 7-'r 啓三郞 君が 此議 場に 於て 下戾法 の 解 

釋に 就て 政府に 質問を して •大に 論議した ことがあ 

ります、 併し 其 時は 旣に 下戾 法の 期限を 經過 致し ま 

したから、 何分に も M 早遲馳 になり まして、 どうす 

る ? if も 出來な かつた のであります、 其 翌年 かに 此處 

に 居られます 小川 平吉岩 其 他の 諸君が IE に 唯今 玆に 

提出 致しました 建讅と 同じ ® 謎を 提出して， さう し 

て 何とか ILt 際に、 其 等の 誤って 官有 地官林 に 編入し 


た 部分を 地方に 無- 3 で 交 fj- して さう して 此地 方の 基 
木 財產に 編入す る やうに と 云 ふこと を， 政府に 逑 _ 
致しましたことが&〇ましたが-それが何等の反響 
もな く、 遂に 今日まで 經過 致しました 次第で ありま 
す、 然るに 一方は 假令此 林野の 整理が 關 K になり’ 
取締が嚴重になりましても、政府で持つて居る間は 
何とかして 此餺 來の慣 行の 一部分を 殘して 、下 ^ の 
拂下 とか、 土地の 貸 下と 云 ふ ものを 受けて、 幾分 か 
不便を 補つて 居ります が、 政府が 追々 に 林野 制度の 
整理の 進行に 從つ て、 遂に 近來 は 其 等の 以前 民間 か 
ら肢 上げた 林野の 屮から •林尠 經營の 上に；' f 適當な 
りと 認めた 部分を 解除して 、不要 存 M 林と して ® 却 
する ことにな つたので あります、 此 ffl 却を する に 就 
て も、 地方の 町村は 特別の 拂 下の 資格が ある やうに 
規定の 上に 於て 出來て 居ります が、 其 實矢張 他に 競 
茚者が あります と •其 競 爭者だ けの 發を出 さな けれ 
ぱ假令 其 資格を 明記して 置きましても 遂に 其 土地 (3; 
他に 取られる やうになる 外は 無い 事になります、 隨 
て 今日まで 國有 になつ て 居る 間は どうにかな 〇 まし 
たが、 是が 若し 競爭に 負けて， 他の 者に 此土 地を 競 
落される ことになります と、 最早 一® 人の 物に なれ 
ぱ 、一本 一草 も 自由にす る ことが 出来ない と 云 ふ 結 
果にな りまして •全く 最早 其 土地との 關係を 離れな 
ければ ならぬ と S ふ 結果になる のであります、 是に 
於て 地方 (t 非常に 此 際窘窮 の 立場に 陷らな ければ な 
らぬ のみならず、 此 儘に 抛棄して 置きます と 遂に 農 
村の 衰亡を 侍つ ょり 外は ない と 云 ふので、 近來頻 に 
此國有 林野を、 其關係 市町村に 交付して 貰 ひたいと 
云 ふ聲が 高くな つたので あります、 今日から 見れば 
膝 yi も舊 く 11. つ 長い間 抛 梨して iffl きながら、 急に 騷 
立てる と 云 ふ 事は 餘〇 感服 致し ませぬ けれども， 唯 
今 ill 上げます 通り、 此儘に 抛 梨して 置いて， 競爭に 
委せて 其 林野が 一個人の 手に 歸す ると， 永久に 地方 
の 農業の 最大 要素に なつて 居た 林野を、 失つ てし ま 
はなければ ならぬ と 云 ふ 事になる ので •是非 此 際に 
特別なる 法钳を 設けて， さう して 林野 中で、 以前 緣 
故が あり 使用 收 益の 事 K 明なる ものは、 政府ょり 關 
係 市町村 團膛に 交付 致して、 之を 基本 財產 として、 
長く 監督官 廳が 之を 保 11 して， 地方 民の 便宜と 利益 
を圖る ことは 最も 急 要なる 事と 考 へます， 一體 斯樣 
な 問題は， 今日の 如き 龠期 切迫の 際に U1 すのは K だ 
不本意であります が •之を 一日 延せぱ 、一日 だけ 林 


野の 處 分の 進む に從 つて-地方の 利益を 殺 がれる こ 
とになります ので、 斯樣な 時を も考 へずして、 匇卒 
に提 m した 次第であります から、 どうそ 此 意を 御賛 
成の 上-農村 救 濟の爲 めに 御 同意 あらん ことを 希菌 
致します。 

0 岩崎勸 酋 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
fj 託せられん ことを g みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議は あ 〇 ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 謅長 (大岡 育造 封〕 御 異議が 無ければ •議長 指名 
九 名の 委員に 付託す る ことに 決します I 此際  一！ l H j 
御注意 申して 置きます が， 定數 に關 する 注意 も あり 
ました、 成べ く 席を 御 保ち 下さる やうに、 忽 にして 
定數 となり、 忽 にして 定數 を缺 くが 如き 励搖が ある 
のであります、 御注意を 願つ て 置きます、 日程 第 四 
地方 金融 改 藓 に關 する 建 1 案 —— 提出者 小山 松壽君 
—— 小山 君が 席に 居られ ませぬ から •次の 日程に 移 
ります I 日程 第五、 願 患者の 救濟 に關す る 建議案 
を 議題と 致します、 土 屋淸三 郎君。 

第五 願 患者の 救 濟に關 する 建議案 (土 屋 
淸三郞 君 外 十三 名 提出〕 

願 患者の 救 濟に關 する® _ 

政府は 顚患 者を して 其の 家族ょり 離れて 部落 的 生 
活を營 ましむ る爲 適當な る 施設を S すへ L 
右 建議す 

〔土 屋 淸三郎 財 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇土屋 淸三郞 君 諸 岩， 私は 猶病 患者の 救濟 に關す 
る 建 11 案に 對し て、 提出者 に 代りまして， 其理 
由の 大要を 申 J: げやう と 思 ひます、 會期 僅 に 一日を 
餘す 今日-特に 貴重なる 時間を 消費 致します ことは 
甚だ 恐縮の 次第であります が、 問題が 吾々 同胞の 中 
の 最も氣 の 9 K なる 人々 の 身の上に 關する 事で ありま 
すから、 ® く 御 辛抱 あらん .:. とを 希 留 致します C 「成 
ベく 簡單に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕. 類 病の 傳染病 
である ことは、 今日 最早 疑 〇 ない ことであります が 
其傳染 ょりして 發 病に 至る までの 間の 經 過の 長い こ 
と、 隨て其 感染の 動機を 明に する 事の 出来ない と、 

其 病狀が 如何にも 醜悪を 極めます 爲め に、 今尙ほ 世 
間多數 の 者は、 此氣の « なる 願 病患 者に對 して、 天 
刑 病の 名を 以て 之を 擯斥し •啻に 患者の みならず、 


一一 三 


院眾衆 ■汸ヌ 济 冋一 十四 交: 


部落 改茜 に 诏する _ 

其 Jft 族 親族まで も 之 を 擯斥し， m 斥せ ん としつ、 あ 
ろ狀 態であります 、欺 米の 主なる 國 々に 於き まして 
は‘ 早くよ 〇眈 病氣の 裸 防 撲滅は、 m 渚を 煺康 者と 
隔超 する に 在りと 云 ふ 加に 敦 E 致しまして、 今日に 
於き まして ほ‘ 羚 學 校の 材料に すら 乏しい と 云 ふ 程 
に ' J1 防 撲滅 致した のであります が •我が ® に 於て (3; 
©近の統計ほ&りませぬけれども、今より十餘年前 
の 內務) T-I の 統計に 依ります れば ，全國 に 於て 此 患者 
の總 數が約三茁艽千人、其系統を有する所の者が、 
九十 九 ?£ 幾らと 云 ふ數 になつ て 居る と 云 ふこと であ 
ります、 併ながら 極く 最近に 於け る數尔 間の 壯： J 檢 
査 の成紹 から 推定 致し ますれば •啓 察の 調を 基礎と 
した 所の 内務省の 統計より ほ、 更に 興 數が 多くな り 

まして、 35; 千 萬 人の 同胞の 中には、 少く とも 六 萬 五 

千 人の® 病 姐 者が あると 云ふ狀 態 !'： なつて 居る ので 

あります、 併ながら 此豫防 に關 しまして は •明 洽四 

十 年に 願豫 防に 關 する 法律が 發布せ られ まして， 是 

に 基づきて 、全國 に . 7i; 箇所の 府縣 聯合の 療養所が 設 

S せられまして、 願 患者に して 療養の 途を 有せず、 

又監讁 濟なき 所の 所謂 浮浪 患者は *>' 悉く 此所に 收容 

せられました が、 併ながら 興 數は眩 に 一千 人で あつ 

て 之を 六 萬 五 千の 總數に 較べます れぱ實 に 五十 分の 

一に も 足りない のであります 而 して 其餘の 大多數 の 

思 者は 多くは 自分の 家に 健康な 家族と 同居 致し まし 

て衞生 i: 察の 監視の 下に 111: の 耳 因を® つて 頗る 悲慘 

なる 所の、 恰も 牢獄に 於け るが 如き 窮屈なる 生活を 

忍びつ X あるので あります、 是は堪 り 其 患者に 對し 

一て 氣の S である ばかりでなく、 斯る思 者を 有する 所 

の 家族の 經濟 上、 並に 精神 上の 苦痛と 云 ふ もの ほ’ 

资に ^ 大なる ものであります、 私共が 此案を 提出 致 

しまして、 是等 の齠 ffl 奔を衄 賄 者より 隔離して- 是 

に 向つ て 一定の 島 或は M 域に、 部落 的 生活を 營 まし 

めたい と 云 ふ 趣旨 ほ 是 等の 思 者を して. 同病 相 憐む 

の 境遇に a いて， / M 來得る 限り 自由と 慰安と， 而し 

て 適當な 療養を 得せし めたい のと •今一つ ほ 彼等の 

家族を して、 經濟上 並に 精神 上の 苦痛よりも 免れし 

める と 同時に、 更に 其 病 鍵の 感染より 免れし めたい 

が 爲 めに、 此案 を提 s 致した のであります、 私 (X 玆 

に 本案を して 一府 KS 味を 徹底せ しむる が爲 めに、 

更に 二 一を 附加 へる ことの 御 許を 願 ひたいので あり 

ます、 特に 私は 癩病患者 並に 家族に 代って、 玆に滿 

均の 諾対 に訴 へなければ ならぬ、 阼年 米騷砌 が あり 


まして 以來 ，特殊 部落の 人々 の 救； 1£と云ふ唞 {3: ,可 
なり m 犬な 問題と なつて 居ります、 而も 今日 私の 後 
とには、 吾戡の 先 3W II 并三郎 君が、 此纽議 案の 御說 
明を なさる と 云 ふ 事であります •特殊 部落の 入々 に 
は洵 に氣 の氣で ある、 併ながら 米騷動 を_會 にして 
其 待遇改善の 動機を 作り 得る 所の 人々 ほ、 尙ほ 幸福 
であります、 六 萬 Jr: 千の 願 病患 者、 百 萬の 慰 血統 者 
は •遂に 何れの 所に 向つても 其 救 濟を訴 ふる 所がな 
.いのであります、 况や彼 等龆 病患 者が 此惡 病を 得た 
所の 動機を 考 へて 見 ますれば 私共 ほ 益々 同情に 堪へ 
ない のであります 病 (3: 豫 防し 得べき ものである 
旣に歐 米 谷 副に 於て は、 之を 豫 防し 盡しで 居る •若 
し 日本の 政府が 早く 是に著 目せられ まして、 隔離 豫 
防の 施設を 致しましたなら ば， 今日の 如く 願 病患 者 
を 蔓延せ しむる 事は 無かつた であり ませぅ、 言ひ換 
へま すれば、 今日 多 數の齠 患者 ほ 國家が 是に對 する 
適當な る 施設を 窓つ た 爲めに 出来た 所の 氣の 毒なる 
患者であります、 隨て國 家は 彼等 及び， 彼等の 家族 
を 救濟 する 所の 義 ir が あり、 又 彼等 及び 彼等の 家族 
は、 此救濟 を 要求す る 所の權 利が あると 思 ふので あ 
ります、 更に 私 {3: 癩病患者 以外の 吾々 11 康なる 同胞 
の 立場から 申します， 癩病患者 ほ 初期に 於て は 素人 
の E に容晶 に 之を 發見 する ことは 出 來ませ ぬ、 併な 
がら 他 A の 病毒を 傅 播する 所の 力は、 此初期 の 時代 
が 最も 猛烈なる のであります、 諸君の 乘る 所の 電車 
汽車 "諸君の 行く 所の 料理店 •旅人 宿， 時として 寧 
ろ 邸々 此輕い 願 病患 者が m 入 致して 居る ので ありま 
す* 而 して 被 等の 一滴の 鼻血の 中、 一回の 嚏の 中に 
は， 數百 萬の 生氣 潑涮 たる 齠 病の ® 菌が 居る ので あ 

る、 吾々 日本 國民は 此六萬 五 千と 云 ふ多數 の危險 な 

る 癩病患者を 同胞の 中に 置いて、 何時 之に 感染す る 

か 知らない やぅな 狀態 にある のであります、 今日 こ 

そ 1?- 々ほ 齠病患 者を 擯斥し、 彼等の 家族と 結婚す る 

ことを 嫌つ て 居ります る けれども ノ翌の 日には 或は 

吾々 も 病氣に 罹らない とも 限らない、 吾々 の 血族 親 

戚の 中に、 此惡 病に 侵さる k 所の 者が 出来ない とも 

限らない のであります 此點 から 見ましても 私共は ® 

菔なる 吾々 同胞を 代表して •此 患者の 隔離に 對する 

施設を 要求し なければ なり ませぬ、 更に 私 (X 我が 日 

本 帝 國の名 譽、 並に 國 民の 面目の 爲めに 申します" 

日本に 於て斯 くも 多數な る 願 病患 者が あるに 拘らず 

金 國に五 箇所の 公設の 療 gi 所を 除く の 外、 私立の 療 


養 所 ほ 何人に 依つ て创 立せられ、 何人に 依つて 經登 
せられて 居 〇 ます か、 茲に私 ほ 内務省の 調奄を 引い 
て 申します る •公設の 療養所 外に、. 私設の 揿菱所 は 
全國に 四つあります， 朿京 府下の H 黑に慰 療院と 云 
ふの があります、 而し て是は 亞米利 加の 「ヤング マ 
シ J と 云 ふ 人の 創立に 係つ て 居 〇 ます、 靜 岡には 神 
山復生 病院と 云 ふの があります、 是は佛 _ 西の 宣敎 
師 「テス トシ ヰ ット」 氏に 依つ て 創立せられ 經營せ 
られて 居 〇 ます， 又 熊 本に 回春 病院と 云 ふの が あり 
ます、 是は 有名なる 英國の 婦人 「リデル」 餽に依 つ 
て 創立せられ 經營せ られて 居る、 同じ 熊 本に 待勞院 
と 云 ふの が ある* 是亦佛 ® 西 人の 「ゴー ル」 と 云 ふ 
人に 依つ て 創立せられ •經營 せられて 居 〇 ます、 是 
れ 以外に 於て 日本の 政府 日本の 國民ほ 、是 等の 人々 
の 創立した る 所の 療鍪 所に 對 して、 多少の 援助、 手 
傳 は 致して 居り ませう、 併ながら 積極的に 何等の 施 
設經營 も 致して 居らない のであります、 今日 吾々 日 
本 國民ほ 一等 國な りと 誇つ て 居ります、 併ながら 10: 
界 何れの 一等 國が 、其 同胞の 中に 六 萬 五 千の 顏 病患 
者を 交へ、 之と 雜 居して 平然として 居る 所の 者が あ 
ります か、 何れの 國 何れの 一等 國 民が  >  己の ! il に 於 
て 己の 同胞を 他國の 人々 に 救濟を 受けさせて >  平然 
として 居る 者が あります か、 私は 數日前 鍛冶 橋の 畔 
に 於き まして、 一人の 癩 患者が 通り 過き る 所の 外國 
人に 對 して、 手を 合せて 救助を 求めて 居る 有 樣を見 
ました、 私は 實に 面を 掩 うて 過ぎた のであります、 
私は 其點 から 見て 我が 日本 帝國の 名譽 、日本 國 民の 
面目の 爲め に" 是非共 此建識 の 趣旨の 徹底を 希望し 
なければ なり ませぬ 最後に 或は 斯樣 な說が ありませ 
う、 それ ほ 何人も 認めて 居る ので ある、 併な' から 财 
政の 許さ 7 るを 奈何 せん、 併ながら 全國五 箇所の 公 
設 療養所に 於て 費やして 居る 金額は、 一箇年 二十 萬 
圓に 過き ない のであります、 日本の 一 植民地の 專賣 
局は •其 「モルヒネ」 の 原料を 柳 下げる に當り まし 
て、. 内地の 政府が 原料と して 拂下 ける ものよりも 三 
分の 一の 安き 價 格で拂 下げ、 總額に 於て 約 二百 四十 
萬 圓だ けの ものを 國 庫に 損失を 與 へて 平然として 居 
るので あります C 「それは 嘘 だ J と 呼 ふ 者 あり〕 若し 
暫く 此方 面に 向つ て 財政の 緊縮を 致しましたならば 
百 萬 二百 萬の 金は 立 どころ に 出来る であり ませう > 
私 ほ 以上 簡 S に 其 要領を 申 上げました •痛 患者の 爲 
め 其 家族の 爲めに >  他の 吾々® 全なる 同胞の 自衞の 
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爲 めに 並に n 木 帝 H の 名 * •日本 S 民 C 而： ：10s め 
に、 切に 此建 a の*® 諸 尹-:/  れて •撤匠せ る 
施設を 見る Ijf を 切 轺して 、此抱 を} t るので あります 
〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 動 君 議長。 

〇淺長 C 大岡 育造 ¢5〕 岩埼勸 嵙。 

〇 岩 犄 剧君 本案は _畏 指名を 以て、 九 名 C -S U に 
付託せられ んこ とを 望みます。 

〇譴 長 (大岡 育造 50 岩 SF 君の 励 通に® 異逛あ 〇 ま 
せぬ か。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な きを 以 つて、 謎 長 指 
名 九 名の 委切に 付託す る Jit に 決しました I 日程 第 
六、 部落 改善に 關する 建 遴案を 議題と 致します、 提 
出 者 福 井 三 郎君。 

第 六部 落改 ©に 關する 纽 讁案 C 福 井 三郎 
君 外 十 名 提出〕 

部落 改善に 關 する 建識 

維新の 初 政 四民 平等の 制度を 布 かれて より 玆 に :-/ 1: 
十 年を經 たりと 雖 一般國 民と 所謂 特钝 部落との I.'!] 
鴻溝 を af し ¥1- 公 题の 待遇 文® 等尙 之を 差別す るか 
如きは 一視同仁の 聖旨に 副 ふ 所以に 非す 政府は 
宜しく 官公吏の 選 叙 其の 他の 待遇を 異にする の ffi 
慣を 革め 一般 國民 をして 賤視輜 侮す るの 陋習を 打 
破せ しめ 一面 部落 比の s fi を 促し 家 M の 改築、 衞 
生の 設備 等に 改良を 加 ふる 爲國诹 より 相 當金 額を 
支出し 其の 毀途に 充て 官民 相 待ち 改菡の 方法を 講 
せむ ことを 圍む 
右 建 11 す 

〔福 井 三郞君 登®  J 
〔拍手 起る〕 

0 福 井 三郞君 本案は 議院 內に 於け る 谷 派 有志 議 M 
の 提出に 係る のであります、 木 M が 之を 代表 致し ま 
して •提 U1 の 趣意を 說明 致します、 唯今の 日程より 
一つ 前の 日程に、 願 病患 者を 隔離す ると 云 ふ 案が ご 
ざいました が、 瀬 病の 人と て も 同胞で •ある •之を Iwi 
_ する ことは 實 にしなければ ならぬ けれども、 する 
に 忍びぬ ことであります けれども， 是れほ 一人の 人 
が 癩病で あつて 其の 害毒が 千 萬 人に 及ぶ と 云 ふ S が 
あるなら ば、 隔離す るの 外は 致 方がない、 然るに 癩 
にも あらず、 一の r バチルス」 を も 有せず して、 晋 
々の 同胞の 中に 一部 社會に u ら隔 離せられ て 居る 者 
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に 云 衞居人 こい そ 法た うけ 益 だまる 變 さませに しこ 落い に改 にる 習異 特殊 古で ふ逐铒 のき 大が 
授ふ 生り 迚 とかれと らに も々 けれ 方る う すず 付 なにと と對 めも汛 俗な 殊部〇 あ 有しな 交 稱御あ 
い も 機 勝のを らもし ぱ 致せ 進の な 法 邡と 、 、けい一 し 云す て 悖は をる 部落 阀〇 様て る 際 呼 期る 
ての 關ち雄 致 lil て* Ji： しずん 助 けを なす 故 比て がつ て ふる 大つ 、今 こ 落 民ら まに 、に 待は 旨の 
簡 がの のつ しそ 家は いた 渝で けれ 15 しるに 較も爲 の m の 情 御た MT 尚と K 杯は すな 共 も遇總 にで 
易 、設 やた た れが •かいる 來 をぱぜ とと 再 的 卯め 世 斥が 誼染 ろに ほ はでと しかつに 拘 もて 法 あ 
的 M 備 う 部ら を 金 共と と3 II る 致なら 云 同々 ft ちに 界せ 趣を S* 琪 忍改無 あ稱き 知て 交ら 吾 取つ 〇 
染も  4 こ 落 如す 部 H 中 思 な •しられ ふ 時 が W 下 ノ をれ ST (完 のでび めい 0 し 名 り 码ら ず々 除て ま 
妬 必殊难 に 何 るし 浴し ふき 兩 、なな m に 此 も 向 何 形た で 全 如 あざず のまて 稱 まるず * とか、 す 
の耍 につは でのて 場 まの 等方 彼い け 念 、人 此 き？ Jf 作る ごに くりる しでせ 居を せの 、今 何れ 四、 

P 力で-! て 、あは やの すでし 相の 、れ を此達 部® につ 同 ざ 遜 、ま 事て あうる 言ぬ で 共に 等 、民 御 
渴あ卜 居 斯り補 る 新れ あき 俟人 故ぱ以 人と 落 向 付 て胞 いす 又す で 、りかの ふが あに 於 變肢平 承 
方る ラる うま 助と 雄け：  0 同つ々 になて 達 何に でけ 、のまべ 吾 、あ斯 ま •での * り 婚 いる 除 等 知 
法 さ ホの 云す 烈 云で 、ま胞 ては 吾ら 、も 等 多 •て！® 入す く々 本る のす 吾 あを 甚 ませて こかとの 
もう 丨でふ かを ふ も 先す？： 遂 ；!!；■ 々な 吾 我！？ い 向 もく々、 •が 案と 如 、々り 遠し すず 之 とれ 云 如 
亦で ムあ設 •で i 罢致づ 、云に 助 共 い々 亦る と上不 吾の 勿一 同 は 同き 然と ま！® き 、、をな た ふく 
必 あ1- り偷'  惟 もに し 物 そふ 斥けは 、と 多 所 云 も 便々 中 論の 胞ど 時 K る 同す しは 誰 共 社く とこ 維 
嬰り のまが ふ 肋 もま 質れ 結 けに 之 又 等くな ふせを とに 此 設と うに 扱に 胞1 た 之が に 倚 等 同と 新 
で ま 治す 常にけ 參す的 を果ら 信に 其 しのき 有ず 感交 は一榀 しぞ 、を糂 兄 何 積を 付 飲の し 時で 當 
あす 療 、に 貧る 0 事改如 をれ 細 m 植く 人實様 、じ 際 、部を て此大 致き 弟 故り 呼け せ 一 かに、 初 
る 、所 隨缺 しと まに 善 何 得ず し來〇 向と をで 富 、を 自特致 、陋 御し 卑 、にで ぷた ず 方る 、忌 先 
さそ 杯つ けき 云す しのに る  'て 得で 上 何 現 あみ 何共ら 殊し同 習聖て し何是 、に 名と にべ 又は 帝 
うれと てて 此 ふまて 方し や 斥 、る 進す 等は り も 事に そ 部た 胞を旨 居き 等が 特 、前 云驅き 其し の 
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K 案是 3¥ 額な 傅 こ云耍 此と來 根ら 少 信に ひ 妨 も々 ig と 助 主の 檳 住の しに うがる 有す 於と 用る で 
かも ほへ を もで とふが 部 しる 本う 數念致 まげ 存 も 思 费 a 吾 斥 ふ 補て fl-: ぞあ家 形る け 云の さあ 
ら持疑 上 求の もでの あ 落ての にか 一にし すなじ 励 缺ひ即 に々 せて 助 向 ほ 此り屋 的 手る ふ 補う 0 
うつ 問げ めを 、もを るに 、でな 、部 於 ま 、いま 車け まち 於 のら 貰を 上 せ 人 まは に 傳部方 助で ま 
とてで た な 積 爲あ迚 さ 開 常 あつ 左 集て しそ やせで てす 改て 方れ ひ もす て 達す. 、致を 落 法 、あす 
云 居 あるけり しりれ ういに りて 様つ 多 てれう ぬ も 居 •雄 、よたた 致る •を 、極し も營か 又り* 
ふり り 設れま 得 まてで て說ま •なて くも かなけ 乘る 又の 此 0 るいし や fl-: 今 諸め た 、のら 物ま隨 
制 まま 備 ばす ベせ 行 あ •敎 す然 こ、 の 、ら路 れ込さ 其 補陋 、方け たう 居少 君て い 成 市し が すつ 
限せ すがな とくう くり 此 * かると 何 同 信 何を どめ う 部 助屋少 のれい に 心し も陋 ^  0 揚て胶 、て 
もぬ '  * ら 云ん しと ま 人 謎ら 後は で胞 念よ ももる で落费 をき 人 ど 、致 地く 御 屋_ 又 得、 •  く此其 
認と今 凡ぬ ふぱ 、云す々 演 、に 無 ことが 0 造少と あに 等改 同々 も是 しの 淸 承で 此 ベ 若 共 H 等設 
め 同 確 そ 事と 致さ ふ、 に 、其 形 いん 變根大 つく 云り 於 もめ 胞は 、等て 好 潔 知 あ 人く  く 同べ を 媚 
て 時に 幾に、 しう こ 是親講 道のと なる 本 切て とふ まけ m ての 少 其の もい なでる 達 ばは のて 設も 
はに 是 何な 國た 云と も 切 話理上 * 悲 こで な •もやす る來 •人 數處入 行と る あこの * 產販 、く頗 
居 又 だのり 庫い ふは 舉 にと をに 斯哀と あの 便 人う 、道俗 少 達では々 き 同 、らと 最多 業 費 生る る 

0 是け金 まに と 事 滿者廳 云理も うのな りは 利 力な 是路べ しに あ即 にた 時 今う はも 少組 所活に （|决 
まだで です 對思 に更若 かふ 解 向 云 境き ま 如を 舉路 ものく 良 肋 るち 自 いに 少と吾 J4 の 合、 が 付 如 
せけ 出 出る しひ 掛只 くせ やせ 上 ふ 遇 吾す 何 與 のに 希 交ん きけ か 吾 身、 、し 思々 し 補の 或 便て た 
ぬで 來來 がて まるでは るう し 進 M に々 るに へ往 もく 通ぱ家 をら々 自隨 其く ひ もき 肋設は 利の る 
故 致る ま 、相す 費 も 偉と なむ 步い 居が か 形 た® 及は 機 與を致 多 はらて 心 良 ま 見 人 金 置 其に 設も 
にしと せ扨當 • 用 出 い 云 も る 致 信る •ら をい 位 ぱ齊關 へ 造す き 多造衞 がきす たのを 等 部 m  ® の 
如 た 云う 以な 斯の來 人 ふの 方 し 念で 特 し綺 とに ぬ々 杯た るの 同 數つ生 勇 家 、こ 住以 に落來 のが 
何ら ふか 上金樣 手ぬ と必を 法て が あにて 麗思 はか 堂は い 補で 胞 、て 上進 屋 どと へて 對 にる 费 & 

しあの い 答 著 非ち る 船 府の錄 のて し 〇  長 間 付 0  ま 0 付 〇 立る 立 開 政 積す うはずに 

たり 都と に 手 ざ 大事 渡が 最に 間、 ま 高  高鐵 託議  せ _ 託 岩 錐の て か府つ 本に 主、 し 

* ま 合 云は すれ 船に 間 提も委 に 十す 橋 n  ~  橋 逍す長 n ぬ 長せ 崎 ので、 れ でて 年 致と 之た 

— すに ふ、 る ば 渡な の m 重し 數五 、离拍 高  嘉 敷る： *：  g か $ ら黝地 あ 、る も， もしし にら 

關 、依の 必考著 * つ エせ耍 く 回 日 去 太 手 橋  第 太 設に裔 H  。益れ 君 もり 議議 出斯旣 たて 悪宂 

氣又 つで ずで 手久て 事ら な ごのに る 郞起誘  七郞 に 決！ 2  f  響ん  なま 會會 來樣 にい 其す か 

仙 そて はし あせ 慈 居 ほれる ざ 質委十 君る 太  君關し H  f  显こ 本く すの ま 兼な 餘と世 るら 

沼れ は な もる ぬ 間り 、た 點い問 負 叫  ^ 郞 g  _ 大 ° すま 碧 >k  豈と案 諸 、協で ね 案す 云 話 相う 

間 に 著い 十 かの のま 孰 所を ま應會 h 委  君 寅 案 船  るし ft  6 をは 君 ど賛に まを 所 ふを 當か 

ほ附手 •七と で： n すれの 御す 答を に 員  登； P  g 澳  建た  fr  望議 のうを 此せ立 今の すのと 

九 帶す十 年 云 あ 事 、も 八紹 かは 開委會  «  S 1S  '  蕺丨本 ,ょ  岩み 長御ぞ 求のう て 明が る 金 姐 

年し る 七 度 ふるの 然大戶 介ら あき 員の  一 1 f 久  案丨 案と  崎 ま 指 賛此め 趣と た 日 即こ額 ふ 

度て 考年以 問 か 著れ 正 、致 略 〇 ま長經  S 契 慈  を 日 ほと  君す 名 成 趣る 意思り 、ちとを 所 

に 斯で度 降に 或季ば 十 久しし まし 理過  盗 間  議程議 呼  の-。 をを 意 やに ひと 扨 本の® よ 

著う あ以に 對はほ 本 七 慈 まました 事 並  製 鐵  題 第 長 ふ  動  以請 にう 於 まも 此 案 方 庫 〇 

手 云る 前非し 又， 建 年間す すた、 のに  お 道  と 七 指 者  _  て ふ 於に いす •議の 法よ し 

しふ 、こざ て；!！; .十諉 度 並が、 が 委選結  3 敷  致、 名 あ  に  ，次け 致て か如會 趣を りて 1 

て質斯 あれ、 以 七 案に に 、唯 、員 擧果  杂設  し大 九*)  御  九 第る し 立ら 何に 意 立 支 

十 問う つば 政 前年の 落氣 本々 そとを を  為に  ま 船 名 ^  異  名で 建た 派 希に 幾で て Ui  & 

三が 云て 著府 .に 度 線 成 仙 薙玆れ 政 行 御  掊關  す餿の  議  のあ議 いなく  M 何 こ';; 3 し 浦 

年 あ ふ も手委 於以路 を沼會 には 府ひ報  6 す  、、委  は  委り をと るは 切の されて 宝 

度り 答 純し 員て 降、 忤 、に 二 •.速 委ま吿  る  委久員  あ  員ま滿 考案 次な 金い る辞定 

にまで 濟 なの もに 即 （チ •大政 三 記 員し 致  m  員 慈に  り  にす 場へ をに るを まや 府め 

三 
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〔拍手 起る〕 

〇津田 毅 I 君 御 報告 申します、 唯今 蒗題に 上つ て 
居ります る 帝國® 物 館 完成に 關 する 建議案、 それと 
殆ど 大同小異なる ぽ 立 1¢ 物 誼 建設に 關する 建 JS 案、 
此兩 案が 付託に なりました、 此帝國 博物館 完成に 關 
する建篛案は柏原文太郞荇外一名ょ〇提出になりま 
した、 國立 W 物館建 設に關 する 抑' 謎 案 ほ 井原 西 介 君 
外 六 名ょり 提出に なりました、 此兩 案 (3: 要するに 我 
帝 國に 於て！ g 物 館ら しい 1¢ 物 館が 無い、 是は ia •た 歐 
米 先進國 に對 して 耻 入る 次第で ある、 依て どうか 此 
ig 物 館を 完成したい と 云 ふの が 本案の 趣旨で ありま 
すが 噍此兩 案の 異 つて 居ります る 所 ほ、 井原 君の 案 
は 腿 後の 經營 として 社會敎 育及產 業の 開發の 機關に 

したい、 斯う 云ふ點 からして 此邱 物 館に 付きまして 

も、矢張此の產槊と云ふ事に甫きを既 ? まして設嫻 

をしたい と 云 ふの が 趣意であります 、柏 原 君の 提出 

の 案は 現在に あります る 所の® 物 館を 基礎と して、， 

之に 對 して 歷史 部， 美術、 H 藝 、土 族學 、人 稲 

考 古 ^ と 云 ふやうな 此 ものを 完全に したい、 それに 

付きまして は 唯今あります る 所の 此帝國 155 物 誼を • 

或は 移符 をして 戳いて 、さう して 此 完成を すると 云 

ふ 事が、 或は 最も 捷徑 ではなから うかと 云 ふ 事で あ 

ります が、 是ほ «f 帝室に 關 する ことであります から 

直ちに 之を 以て 基礎と する こと ix 出來 ぬので ありま 

す、 兎に角 唯今 阈立と 致して あります る® 物 館は、 

此 御茶の 水に 在ります る敎 育® 物 館 •是 ょり 外に 無 

い、 是は兹 だ 不完金 な ものである、 どうか 歐 米に 對 

しても 譲らぬ やうな 所の® 物 誼を 中央に 設け ? J い- 

さ うして 此耍 所  S?  所の 場所には  一つの® 物 館を 設け 

まして •而 して 社 會敎育 實物敎 育を 施したい、 斯う 

云 ふの が 趣 ® であります、 ® 員 會に 於き ましては 愼 

重審識 を 致しまして、 政府 委 fl と 質問 膘 答を 重ね ま 

して、 此兩 案に 對 して、 之を 一つの 案に 合併を 致し 

まして、 修正を したら どうで あらう かと 云 ふ 事に 付 

きまして、 « 原 君と 井原 君との 間に 相談が 出来 まし 

た、 是に 於て 委員# で ほ 御手 許に 配付して あります 

る 通りの 修正案が 出来ました、 是は簡 いであります 

るから •此處 に朗 仕を致します 

天然と 人文との 資料を 蒐集 整理し 學術的 說 明を 施 

し國 民の 知識を 開發 する ほ® 物 館に 若くな く 其の 

効果 最顯著 なり 故に 歐米 諸國に 在りて は 薄物 館の 

設備 如何は 其の 國 文明の 程 ® を 表示す る ものな り 


との rj 念に 基き 备國競 ふて 之 か 施設に 努め 大. 都市 
に 於て は 到る 處 fat 大な る國立 邱 物 誼を 設け 其の 効 
果を翠 くるに 銳 rc せ さるものな し 然るに 我 か國の 
邸 物 館に 在りて ほ 其の 規換狹 小に して 其の 利用 亦 
普ね からす 政府 {X 宜しく 戰 後の 經營 として 國 罚 を 
以て 之 か 施設を 完成し 以て 學 者の 研究に 資し 一 ほ 
以て 民衆の 智德 の咐進 に 資し 延て產 業の 發 達に 貢 
趿す るの 方法を 講せ られ むこと を 菌む右 議決す 
斯の 如き 修正案が 出来まして、 滿場 一致を 以て 可決 
致しました 次第であります、 次に 此法隆 寺の 防火 設 
備に 關 する 建議案、 是亦本 委員 會に 付託に なり まし 
て、 政府 ® 員の 答を 賴 きまして、 愼重 に審談 を 致し 
ましたので あります が、 法隆 寺は 御 案內の 通り 此古 
きは 千 3ii 百年 •新しき も 四百 年を 下らざる 所の 建築 
物であります、 我國の 美術の 最も 粹なる 所の ものが 
此處に 保存せられ て あるので あります が、 此 法 ii 寺 
ほ 防火の 設備が 更に 無い、 是ほ 甚だ 遺憾 千 萬で ある 
我 國の國 K となるべき ものが、 多分に 法隆 寺に 保管 
されて あります が、 防火の 設備に 付て は缺 如して 更 
に 無い、 是は 甚だ 遺憾で ある、 故に 何とかして 防火 
の 設備を する のが 最も 必要で ある、 それに 付て は 丁 
度 法 隆 寺ょり 十 何 町 先に 水源地が ある、 其 水源地は 
丁度 山の 上で ある、 仍て 更に 貯水を 致しまして、 水 
道を 設け -i' すると 云 ふと、 法隆 寺の 附近まで 持つ て 
來る ことが 3 來 る、 其處へ 蒸汽唧 筒の やぅな ものを 
備付け まする と 云 ふと、 防火. 上の 設備は 全きを 得る 
と 云 ふこと である、 是には 約 三十 . 7r. 六 萬圓の 金を 要 
する、 三十 五六 萬圓の 金は 基し く呰少 で ほ ありませ 
ぬけれ どもが、 斯の 如き 我國の 古の 文明を 紹介す る 

所の 古 美術、 之を 保存す るが 爲めに 三十 萬 や 五十 萬 

の 金 ほ 惜 むには 足るまい 、委員# は 是亦滿 場 一致を 

以て 可決 致しました 次第であります， 次に 衞生邱 蹵 

# 設備 •此 案は 伊柬重 君 外 六 名ょり 提出に なり まし 

た 案で あ 〇 まして、 ill: 界 の大戰 後國 力を 恢復すべき 

所の 經營の 一として、 衞生博 覺 會と云 ふ ものを 設け 

衞 生 思想の 普及を H ると 云 ふことは、 最も 喫緊なる 

仕事で ある •是は 是非 我國に 於て 爲す べき ことで あ 

る、 我 國に 於て ほ 翳學は 非常に 進步を 致して 居り ま 

する が、 一般 民衆の 衞生 思想と 云 ふ ものは •甚だ 缺 

如して 居る、 此衞生 思想を 普及す るが 爲め に ix 耳よ 

りも自 に 入れる が 最も 必要で ある、 故に 此 衞生陴 覽 

會を 開きまして， 通俗的に 一般的に 國 民の 目より し 


て 衛生 思想を ? t- 入す ると 云 ふこと ほ、 非常に 有益な 
事で 必要な ことで ある •斯う 云 ふ提 m 者の 理由で あ 
ります、 委員 會 IX 政府 委員の r( 見 も 聞きまして. V5' 是 
亦 最も 必嬰な 事で あると 云 ふので、 全 貝 一致を 以て 
可決した る 次第で ございます、 以上 述べました る 如 
き 次第で ございます から、 本會に 於き ましても 金 院 
一致を 以て 燹成 あらん ことを 希轺 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 1!| 君 日程 第 八、 第 九は 之を 併合 致しまして 
委員長 報吿 通り •即ち 委員會 修正 識 決の 通り 可決せ 
ら れんこと を 望みます、 日程 第 十 及第 十一は 何れも 
委員長 報告の 通り 可決せられ んこ とを 望みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 唯今の 動議に 御 異議 無しと 認 
めます、 即ち 四 案と も 委員長 報 吿の通 〇 に 何れも I1J 
決 致しました， 日程 第 十二、 工業 原料 植物 研究所 設 
置に 關する 建議案を 議題と 致します、 委員長 鹈澤總 
明君。 

第 十二 工業 原料 楠 物 研究所 設置に 關 する 
建議案 (鵜 澤總 明君 提出) (委員 
長 報吿〕 

0 法學® 士 鹈澤總 明君 簡鼠 であります から 此席か 
ら御 報告を する ことの 許可を 仰ぎます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 法學邸 士鹈 澤總 明君 此 工業 原料 植物 研究所 設置 
に關 する 建議案 ほ、 貴族院に 於ても 间樣な 案が 出 ま 
して、 愼 重に 審議を せられて 居る やうな 狀況 は、 豫 
て 御 報吿申 上げました、 委 M 會に 於き ましても 愼重 
に 審議を 致しまして、 當 局の氍 商務省の 所管の 政府 
委員に も 出席を 乞 ひ、 段々 と H 業の 原料と なる 植物 
其の 植物の 分量， 即ち il 維の やうな もので あれば、 
其 分量を 殖やす、 或は 油の やうな、 亞麻の やうな も 
ので あれば、 其實 質を 良くす ると 云 ふやうな ことに 
付て、 十分に 專門 的の 研究を 施さなければ ならぬ、 
隨て專 門の 學 術を 持って 居る やうな 人に 立派な 研究 
所を 設けて 研究せ しむる 必耍が あると 云 ふやうな 事 
を、 段々 協議 致した のであります、 それから 尙ほ竹 
の 如き 東洋 特有の 楠 物、 是ほ 木で あるか 草で あるか 
分り ませぬ が、 兎に角 特有の 植物に 付て ほ •是も 色 
々研究を する やうに 致したら 宜か らうと 云 ふこと、 
併せて 單純な 學問 的に 研究す るので なくして、 利用 
厚生 上、 工業の 原料と する 其 材料を 咐加 せし むる の 


である、 其 ? I を 良くす るので あると 云 ふ ® ! b o 協#; 
が、 委員 A に 於て a々 JK w された 〇 で ? > り i す、 そ 
れで 政府 も此 趣旨に 於て ほ 苡成で ございまして、 全 
曾 一致を 以て 可決に なりました 次第で .% 〇 ますから 
此段委 M 色の 轾過及 結果を 御 報 S に 及びます。 

0 岩崎勸 君 本案 It 委 员 長報传 の 通り 可決せられ ん 

ことを ? S みます。 

〔「異 謹な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 諮 長、. 大岡 育造 対) 御 異鼓は ない と 認めます、 委 
員 長 報吿 通り 可決した る ことを 宣吿 致します •日程 
第 十三、 狩 野 川 改修に 關 する 建 薄 案を 蕺 題と 致し ま 
す、 委員長 小 泉 策 太郞封 。 

第 十三 狩 野 川 改修に 關する 建 謎 案 (岩 崎 
剧君外 一名 提出〕 (委員長 報告) 
0 小 泉 策 太 郎君 極めて 簡單 で. あります から 本 席 か 
ら …… 

0P 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇 小 泉 策 太 郎君 木 案は 委員 何れも 同感で ありまし 
て、 又 政府に 於ても 狩 野 川 改修の 必要を 認めて •成 
ベく 速に 此 設計の 調査に 著 手す る やぅに 言明され ま 
した， 隨て 全會 一致を 以て 可決に なりました、 此段 
御報吿 致します。 

0 岩 崎 S 君 本案は 委員長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御異翳 無き を 以て 本案は 8 員 
•長 報告 通り 可決した る ことを 宣带致 します、 日程 第 
十四、 朝鮮 西岸 谷 港と 大阪描 濱並仁 川と 靑島 上海 間 
に 定期 航路 開始に 關 する 建 _ 案を 議題と 致します、 
委員長 渡 邊祐策 君。  . 

第 十四 朝鮮 西岸 谷 港と 大阪 横濱間 並 仁 III 
と靑島 上海 間に 定期 航路 開始に 關 
する 建議案 (牧山 耕 藏君外 九名提 
出〕 (委員長 報告」 

〔渡 邊祐策 君 登壇〕 

〇 渡 邊祐策 君 朝鮮 西海岸 谷 港と 大阪 橫饀間 並 (-: 川 
と靑島 上海 間の 定期 航路 開航の 建_ に 付て、 委員 會 
の經 過を 御報吿 致します、 委員 會は前 後 二回 開會致 
したので あります、 而 して 提出者の 精し き說 明を 求 
め， 政府 委員と 色々 質問 應答 蒞_ を 凝した ので あり 
ますが、 此 定期 航路 開始の 線路は 內容は 、三 箇所 あ 
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理笕て 内 二 案 〇  すまめ 〇  ん〇決 出改期 不 るは 決缺 はの しつ 必 5 之 保並至 仁一 山り 

由で •務问 の 佃  るす ま狨  こ 岩し し 良に 良 も 现 _ 陷 でで 、た 嬰と にち にる 川 ほ、 ま 

を あ 結 文 開委安 ^  ^  m  、す 長 ^ と 崎た て 施 於の 未に しを はあ尙 のを 云對 、滿 航 を 哦 木し 

申 0  Mi 部 f7  M 之拍佃  諮 次 、 2  G を剧の 、設て 際た 汲た 認 尚る ほで 讁ふ し一致 格 起 m 浦て 

上才、  _  . : 安  ム _ 頊 V! •で &: を挝 は貨航 のむ ほ ，娄 あめのて 府間 を點 を、、 

げす fMli しの 君 起 之  十を n  H 货泛み  あ 案 爲 も汴 客一でる 不そ U り 、で 政 M の 開と 起 郡一 

ま 、一の ま晓  る丞  五 _ 程 長® で ま 木り もさ 莊 々の 千 あ 、足れの ま 現 あ 府越貨 設し點 山は 

す 唯 致 三し •了-小。 パ  題 第 報锝 為す 案 ま 亦ん し 交 輸噸〇 故を ほ牧 すに り 常の 物す てと、 大 

で々 必 政て々 n  、 ， 3 小と 十 fr  〇  s  。はす 此 こと 通 送 級 まに 感現 山、 考 ま 局 向の る 網し 丨： 闪 

ご樹 耍府 、御兒  怊费案 m 致 五 通  f.  委 、希と 爲 のを 夜す 其 じに 君故谢 す济 上輸の て 川を 

ざく の 側 政 報？ a  。豈 ハ兒 し •〇委 V  何 rs をす 杜爲航 、寇 、關 よに 中、 はを 逸で 浦 前、 起 

い 而 事の 府诉 1 1  磬木 笾 ま 小 可 a と  保卒條 $  、 絶す 三 其 味 殊签り 委で第 第 岡 を あを 記蹤點 

ま m と 出 常 申 腔  莖下 口 す學決 長 と  報 御 件む 仍 をに 千 希に に 聯筘員 あ 三 一る w り經の 南と 

す に 誠 席 局上衞  ち 謙 腔 、兒し 報 呼  fr 饺も _— て 見十嘲 消 於 « 絡 港 愈る の 第と 沿 まて 航浦じ 

が 其め を诉げ 生  次 衞委 ffi たく1 f ふ  の 成 姿と 政る 分 級條て 物上陆 はと 滿 二 云に す芝路 にて 

、可 ま 求と ま 施  郎生 a  口る に 渚  通を a 云府 こなの 件一 のに 件 原 云 支は ふし •罘を 至 下 

劭 決しめ 致す 設  君 施長肫 こ 御 あ  り願& ふは とら 船は つ偷 對を案 ふ 間考 のて 朵 •開る 關 

にを て說 し、 に  外 設( 伽 衞と異 り  、ひ一 希 之 あす 舶っの 送し 提の所 の 厳： S  N 丈 w 姶の門 

建 致 可 明 ま此關  二に 安生を 謎 "" 可 ま 致 薄に り •を 關筘 にて 出 如の 航研思 彼 木 島す が 司 

蕺し 決を し 姿す  名 關之施 贫な  決すを 條適  '加 使 釜 朝 付 •せく 辯路究 で我岛 •る 一を 

案 まし 拐て 員る  提す 丞設吿 •い  せ ° 以件腮 殊之 用聯條 て 現ら 決 明は を あ 補と 上* 航經 

提し たまは 會 ■  m る 君に 致と  ら  てを すに 天し 絡件大 在れ 定で 最 要る 充朝 悔 一路、 

出た 次し  >  は 該  w 趄 ° 關し認  れ  可 提る冬 候 あ 船を にの たを あ もす •を鮮 には、 签. 
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く 門て て 決がず 口 吊 吾た し 向 會らて 呼 諸て て 年 常壯信 まがと し 人が 取を 徒と に 校 今す 口げ 說老 
眼の 居 、つ、 、腔 校々 とたつ にぬ 國ふ君 來丙漸 な r じせ 惡 のて 、八 京 見が 云 ほ 生 文と 腔 ま 明の 
科 事る 所て 學擧 櫬兒が 云と て 於 次 民 者と て 柿 次る に まう い 比 居 女 十の ま 五 ふ 男 徒 部 云 内せ を一 
專 にや 謂 居 校 校 生 童 閑 ふ 云は き 第の あ 共 居 若 數成對 すが* 較〇生 七 如し 十 數 生の 省 ふに ぬ 致 人 
門關う 百り 醫醫 をの 却 やふ提 まで 體 〇 にる くが 敁 する 、或を ま 徒 人き て 人で 徒 平のと 於が した 
释 しな 般ま のの 第 口を うや 出し あ 力 ^ 袋とは 減を る *  — ほ 見す が、 は •四 あが 均 調齒け 、てる 
を ま 次の す規 力一 腔すな う してり を 朵へ云 丁つ 現徴 翻に 祀 まる 八 大大漸 七り 四數査 牙る® ご 我 
m し 第 吊で 定をに 疾る 次な* はま 旺 れ るふ 柿て し 兵つ 飲竟す 、十 正正 次、 ま 十 をに の所竟 ざが 
託てで 校 、と 俟十病 こ 第 次 又 、す 盛は 次 事と 參て檢 て 食 生と 斯七四 三 罹 女し 六 見 依 病の 國い同 
しほ あに 普 云た 分のと で 第- n 政 るに 雖 第 柄 云り 來赉 我物 活 •の 人 年年 涡 生た 人 ま 0 氣衞民 ま 僚 
て一！  <J 對 通 ふな に 間の あで 卜府 がし 覚で はふ まての 日の 狀ど 如と にに數 徒が 五 すまに 生の すの 
* 卜 ます 全 もけ し 題 出り 、ラ か 、改國 あ 、所し 居 成本關 態う く云屮 男を が 、四と し 罹 上 基 か 木 
其 ラす る 科 のれ やで 來ま即 ホら 此 良家 り甚 のて り 緩の 係の も 都 ふ 野生 咐 四十、 、たつの 礎ら 下 
檢ホ る衞释 はばう あなしち 1 結點 鼓の まだ 數 、支を 陴で與 都 會 何に 徒し 十 年 女 百 明て 缺と 、君 
赉丨が 生を 、なとりいた 玆ム 核に 達發す 我が そす 見 軍 あつ 會 のれ 於 がた 三 後生 人 治 居 陷な手 か 
若ム * のし 文ら 思 まもが にし 翔 向を 展へ國 、れ  ま にらての 兒 もて 八 _ 人の 徒に 四る をる 前ら 

< し 併 主て 部ぬ ひすの ’兩豫 防つ 阔を -1 家漸に g す 於う 居 兒脔不 男 十で 〇大が 就 十 者 調 所 か懇 
ほに な腦之 省の ま 、は 是院防 法て ら阏 ひと 次反雙 るき とる 童と 良 生 八 あ 五 正 四て 年が 査 のら々 
治對 がと に 令です 小 、との 法案 旣 なるや 致咐對 怠と ま云點 の 郡の 徒 人り と 五十 明の 非を 小は 此 
療 しらな 當 にあれ 學即相 可 案を に け 上/し 加 致 平 •す ふで 方 部 成が 、ま 云牢 一治 全 常 し 學特席 
の •て 矢ら ら依り ば兒 .ち俟 決を-- 今れ に \ まを し 者 近る こ もがの 辍八 女し ふは 入四阈 にて 兒 にに 
方 成 張し しつ ま 1 童此 つを 提面期 ば 於1- し 致 まが 年 所と あ 成 兒を十 生て 結 男 六十 小 多 見 蜇申於 
法べ：® めめ て す 必の小 て 得 出に 議 ない とてし し 近 非のを 0 績童现 五 徒 、果生 九 年學く まの 上て 

〇  ん〇 申を な來 まま 獎〇謂 ほ 意は 其し す 敎文載 てんさ しし 聲を しと 未 云て にを 衞擧の 醫疾を 

議  こ 岩 上 可る のしす 勵ま講 今 味 居 疾てか 負 部 す 見で う めて 明賛 まが然 ふ 置齒設 生げ 如を 病說 

長 門と 崎げ 決必國 てるを す演 日に り 病 、ら 其當 るた 會 しや も 致 成し 最 にやく 牙け のつ き 囑に明 
を 黝て致 要 民、 、すが 會 實 於 まに さ 、入 局 考い煜 てう 、し 致ても 豫 うのを ま完 v は 託對す 
奈蠢望 君 置し がと 兒獎る 、を 際て す對う 現に ほで 、す義 と 今て しも 必防 なは 保す 全 あ 、致 L る 
函 旁み  きま あな 蜇す考 之組爲 、るし し 在 其 小 あさる 務思後 居 ま •嬰す 事 身 金と をる 今し ま 事 

盘 f ま 木 ま しる りの るで を 織し 十が てて 講衞學 るう こ敎 ひは り し 本で るを 體 しか 圖や 日て しに 
罢 とす 案す たと 、齒 にあ 更 致つ 分 、能 能 習 生 校と しと 育ま 更 まて 建 あ方說 のて 、りう® 行て 當 
(5 と 。は 。や 云國牙 全る にし、 の尙く  く# 上の 云ての をす にす 、議ら 法い 煺行展 まな 科く もら 
呼  委 ^ う ふの の 員と一 まあ 事 ほ通會 なの 谷 ふ其爲 終し 一 、內 にう をて 康く覽 す狀释 、、し 

別 ふ  員 柏な こ 安保 皆 云 層し るを 一吿得 ど知衞 こ 中し 了  * 層即務 就と 能 聞 上方 會に態 を 現 亦め 

に 者  長 手 次と 寧 存此ふ 便て 民 致 層を せを 識生 とに 得し 又 注ち 衞き 思く か 極 法を 付 で實 在® る 

御 あ  報 起 第 か秩と 建こ宜 谷間す 本す し 開を 上を 口ら た衞意 保 生ま ひ說 せく と 催き ご 地® 門 如 

異り  吿る でら 序云議 とを 地の 考 建る めき 汴の申 腔る 者 生を 健當 しま 明ま必 かしま ざに 京 間く 

m  ^  のし あ 致を ふのを 蹦 方 斯で議 とて 、人 問し 衞 るに のし 衞局 てす 致し 要 •ましい 囑 若た、 

も  通  りし 圖こ 必聲 つを 業 あの 云  >  又す 題て 生 程は 小て 生は は 、してな 或して ま 託く る 矢 

あ  〇  ままる と 要 明て 遊 家り 趣 ふ 生 印る は 居の 度 、册 此調斯 、で ま 、るは ては すを は 所 張 

り  '  すし 上に をを 其說 のま 旨 方 徒刷必 、り 事の 其 子 事奄う 大政す 成 所® 父'  、致 京の 此 

ま  可  •てに 付 非 致 事 講 有すを 法 並 物 要 先 まを 雄 小を 項會 云に 府 るべ 以を兄 或 其し 都 成 n 

せ  決  右 、於て 常し 捫演 志る 貫を にを が づす十 誌册發 をに ふ此 常と くで 丈 並は 他て •ベ 腔 

ぬ  せ  御木て はに てを しがし 徹請 父拖あ 第る 分を 子 布 調 於 この 局 云 之 あ 夫に 講此成 廣く饱 

か  ら  報會、 、認 居尙 て、 •すじ 兄へ り一 しに 持を し査 きと 趣と ふれる に兒 演口績 島® 牙 

ら  れ  吿_ 大將 めり ほ 居所 尙る てに ままに 、記へ ffi てせ まを 旨 致 こを とし 童 會 腔を 縣 科の 

云 

ぬ 議日委 〇  と 〇  て あ 致 見 多り 意斷會 じの る ま 法 其のり 旨 こ 速て で會〇  す 十本 

か 案 程 員 議  を 岩  、りを をの まの 言に て 趨點し 案 他 こまを とに、 あの 川  * 六 案 

n  u な 第 長長 ^ 望 崎 n 御 ま以參 質す 存す於 、勢 あたは よと し 此を之 現り 結 原 n  n  委 •も 

m  る 十 報 $  f み 勸拍賛 すて 考間 とする て 目を る 以誠り とて 壇 望が 行 ま 果茂拍 川  負新委 

裴  に 七吿命 _ ま 君 手 成 、本と 應 云る こ 必下觀 こ 来に 再存 •上む 改新す を 輔手原  第 長 聞 員 

^  依  'の 響寶す  起 下 本案し 答ふ斯 とら 調 察と 多重 演じ 其に と TH 聞け 御 君 起 茂  十, 川 紙 長 

,  り 十 通： ^  f  。本る さ會は •が こを ほず 査 しもの 大 せま 論 於 云 案 紙 れ報  る輔  六 原 法 報 

と  、八り 導と  案 ^ らに即 其 あと 尊 闲此攻 て發歳 のらす 旨て ふを 法ど吿 新。 君  ： 茂改吿 

と 一 、 に g と  ほ  ん 於ち 希り を 重 雛改究 、見 月 問れ、 は曾單 起は も 致 聞  登 長 田 新輔 正の 

呼  括 十 可  呼  委  こき 探 望ま 言し で 正屮改 しを 題ま委 速て 簡草時 •し 紙  壇 報 源 聞 _ 君に 通 

ふ  議九 決別 ふ  M  とま 用は し 明て あ 案で 正て 經 でし 員 記 松な し 勢 其 ま 法  ^ 吿治 紙,：。 關り 

者  題は しに 者  長  をし す® たす、 るを あを 居て あた 會錄 田る 次の 關す改  w 君 法； すに 

あ  と、 た 御 あ  報  希て る 重が る 改け提 るなる 1 つに にに 君案期 進 係* 正  外改 j る HJ 

り  爲 同る 異り  吿  望 もこす 、の 正れ 出 ，すの 今て 對於 依よ での 運は 本に  十 正 i  纯決 

U  す一 こ 露 U  通  しどと ベ 政で を どす 隨 ベで 日、 してて あ議に 頗案關  二に i  _ 致 

に委 とが  り  まう にし 府あ爲 もる てき あの 改ても 諸 十り 窗 適る はす  名關 1  案し 

御 員を あ  可  すか 決と ほり さ、 と來 時る 時 正、 此君分 まに 合 重 誠る  提す  を ま 

異に 實 ij  決  。滿定 答® まん 成 云る 期'  勢 法 政 趣が にす 提 せ 大に建  出る1  議す 

議付吿 ま  せ  場 致へ 員す とる ふ 四な 殊にを 府旨旣 御、 出ず で單議  w 建  題 1 

あ 託 致せ  ら  一し、 諸、 考べこ 十ら に _ 制 はを に演此 せ、 あ簡案  議  と丨 

り ししぬ  れ  致た 滿君 其へ くと 二ん 此腦定 新 松御說 案ら 政り なの  ハ 案  致 日 

また まか  ん  をの 場の 他て 此 はのと 輿せ 致 聞 田 熟に のれ 府 まる 委  委ハ  し 程 

せる すら  こ  以で 一意 幾 居 民 * 議 信 論 ざ し 紙 君 知な 趣ん はし 案 員  員 松  ま 第 

院眾衆 明 帝 可 一十 四 第 


抒密令 校 設 W に関する 建 ^ 案外 二 件  束 北 本線 安 ^ 辟 又 は 松 川 ^ 川俟 町間輕 使 鎵道建 設に 関する 建. S 案外 二 件 


0 通 長 广大词 育造 御異筠 無ければ I 括 詔 題と 致 
します、 委 a 長 三 土 君の 報吿を 求めます。 

坊 十七 音樂學 校 設篮に 關 する 建 織 案 /-'. 翊 
浮 ^. 明君 外 二 名 提出) ( 委 M 長 
報告) 

第 十八 松戶高 等 Ka 麴學校 移管に 關 する 建 
謎 案 (吉植 ffi 1 郞君外 九 名 提出) 
(委 M 長報齿 〕 

第 十九 水 蒲 敎育 機關媸 張に 關す る建譴 案 
( 關矢儀 八 郎君 外 二 名 提出) (委 
員 長 報吿) 

〔三 土忠造 君 登 10 
〔拍手 起る〕 

〇彐 土忠造 君 三 案と も 極めて 節® な 案であります 

から、 簡單に 御 報告 致します 、第一 音 樂學校 設置に 

關 する 建議案であります が、 之に 對 しては 政府は 餘 

り 其 必要を 認めて 居らぬ やうであります、 現在の 東 

京の 音樂舉 校 だけで、 相當に 間に合つ て 居る と 云 ふ 

やうな 意 ;; 1 でありました が ' 委員 會に 於き ましては 

何れも 大阪又 は 京都の 中に、 尙ほ I 箇所の 音 樂學校 

を咐設 する ことを 必要な りと 認めまして、 之に 對し 

て 一人 も 異論 奔 ほ ありませ ぬでした が、 唯々 本 建闞 

案の 趣 S- は 末 文に 於て 「特に 洋樂の 敎 育を 盛なら し 

めむ ことを 圍 む」 と あつて、 西洋 音樂 だけに 重きを 

S いて あるので あります が >  單 り 西洋 音樂 許りで な 

く、 束 洋音樂 、殊に 邦樂 にも 重きを 置いた が宜か ら 

うと 云 ふので、 將來音 樂學 校を 咐設 する 場合には 此 

等の 取捨 撰 樫を 政府に 一任す ると 云 ふ 意味に 於て、 

「殊に 洋樂」 と 云 ふ 四 字を 削りまして、 其 代りに、 

「斯道」 と 云 ふ 二字を 入れた のであります、 斯の如 

くにして 「政府は 速に 大阪 又は 京都に 音樂學 校を 設 

置して、 斯道の 敎 育を 盛なら しめむ ことを 望む」 斯 

_ に 修正 致しまして、 猫 場 一致を 以て 可決 致し まし 

，た、 それから 次に 千 葉縣に 在ります る松戶 高等 園藝 

學校移管に關する妞_案でありますが、是ほ御承知 

の 通り 旣に 建 ii 案と して 數回 本院を 通過して 居る 問 

題であります、 政府に 於き ましても 此學 校は 他に 種 

類の無い 學校 であり、 專門學 校 程度と して 園藝 に關 

する 敎育 をして 居る 學校は 〜單 り此织 校 あるの みで 

あります るから して、 どうかして 之を 存續 せしめ、 

且つ 肋 長せ しめたい 考を 持つ て 辟る、 少 くと も是ま 

での 補助金を m 額して 织 校の 成立す る やうに して 見 


たい、 補助金 (?. 總轷费 三 萬 二 千 1HI の 中で 政府から 出 
して 居ります の ほ 七 千 圆 であります が、 之を % 額し 
て 見たい と 思つ て 居る、 尙ほ 移管 〇 問題 も 篤と 考撖 
する、 十分 研究して 見る a りで あると 云 ふ聲明 を 得 
ました、 そこで 委員 諸君ょり 異口同音に、 どうか 移 
管の 間 題は 財政の 都合 其 他の 爲 めに、® ちに 之を 決 
行す る ことほ 出來ぬ と 致しましても， 學校が 存立し 
て 行ける やうな ことにして M ひたいと 云 ふ 希 阐 を. 
皆 述べた 次第であります、 斯の 如くに して 本案 も滿 
場 一 致を 以て 可決され ました •第三には 水產 敎育摁 
關腦 張に 關する 建 _案で ありまして、 本案の 趣旨は 
二箇條 であります ' ノ即ち 第 一 は 現在の 水產 講習 所を 
媸 張して、 生徒の 收 容 力を 增加 する こと、 第二 ほ 谷 
府 縣に獎 励して 中學 程度の 水 ffi 學 校を 起す こと、 此 
の 二つの 趣旨を 含んで 居る のであります が、 二つと 
も 政府に 於て ほ 至極 同感であります、 初めの 水產講 
習 所の 方は 農 商務の 所管でありまして、 次の 中學校 
程度の 水產學 校と K ふこと になります と、 文部の 所 
管であります が， 兩 者の 政府® 員は 孰れ も 趣旨に 於 
ては 至極 賛成で ある、 殊に 農 商務の 所管に 付き まし 
ては 現在の 水產 講習 所の 定員が 七十 名に なつて 居る 
此擴 張の 必要を 認めて、 本年 即ち 大正 八 年度の f® 3¥ 
に四十五名だけ坍員することになつて，旣に豫算が 
通過した のであります から、 直ちに 此 上に 又 定員を 
增す ことほ 如何 かと 思 ふだけ の 懸念が あります が、 
大體に 於て 此增 員を 計る ことは、 時勢の 進 運に 鑑み 
て 最も 必要な りと 考 へて 居ります ，斯う 云 ふこと で 
ありました、 ■それから 文部 所管に 於き ましても、 中 
學 程度の 水產® 校を 獎勵％ 設 すると 云 ふこと ほ 至極 
賛成で あるが、 唯々 府縣 費に 屬 します から 中央政府 

ょり 强る 課に 行かぬ、 成るべく 建議の 御 趣旨に 基い 

て獎勵 する 積り である、 斯う 云 ふ 言明を 得まして、 

此案も 金員 一致を 以て 可決 致しました 、以上 御報吿 

致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎® 君 日程 第 十七は 委員長 報吿の 通り、 即ち 

委員 會に 於て 修正 議決の 通り 可決せられ ん ことを II 

みます， 日程 第 十八、 第 十九は 孰れ も 委員長 報告 通 

り 可決され ん ことを 望みます。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 三 案 共に 御 異議 無い と 認め ま 

す、 委員長 報吿 通りに 可決した る ことを 宣吿 致し ま 


す、 日程 第二 十、 第二 十 , 第二 十二は 同一 委 H に 
付託し、 同 柿 關聯の 謎 案なる に 依り、 | 括 競 題と 致 
すに 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 一括 議題と 致します、 委員長 
の 報吿を 求めます —— 高 岡 唯一 郎君。 

第二 十 Jfi 北 本線 安達 驛又ほ 松川驛 、川 
俣 町 間 11 便 鐵道建 設に關 する 建 
議案 (平 島 松 尾 君 外 一名 提出) 
(委员 長報吿 〕 

第二 十一 福 島縣下 松川驛 又は 安達 驛 、川 
俟町間 輥便鐵 道 敷設に 關する 建 
議案 (八 田 宗吉君 外 二 名 提出) 
(委員長 報 侍) 

第二 十二 常 磐 線 複線 工事 速成に 關する 建 
議案 (高 岡 唯一 郎君 外 四 名 描出) 
(委員長 報告) 

0 高 岡 唯一 郞君 極めて 簡單で あります るから， 此 
席から 御 報吿を 致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 登壇を 希望 致します、 數の多 
いこと であります から。 

〔高 岡 唯一 郎君 登壇〕 

Q 高 岡 唯一 郎君 日程の 第二 十、 第二 十一は 目的 趣 
旨を 同じく する 所の 同一 議案でありまして、 一は 平 
島 松 尾 君 外 一名ょり 提出に なつて 居ります" もぅ 一 
つは 八 田 宗吉君 外 二 名ょり 建議に なつて 居る 案で あ 
りまして‘ 孰れ も是れ は 同一 議案であります から、 
委員 會 (X 併合 審議 致した 次第であります、 委員 會に 
於き ましては 此建 議案の 趣 S1 たる 即ち im 的た る 所の 
川俣ほ、全國に於きまして羽二贾の_出地として有 
名な 土地であります、 殊に 又此地 方は 非常に 物產も 
富んで 居ります が 故に、 委員 會に 於て は 二 日に 亘つ 
て 質問_ 答を 重ねた 次第であります、 然るに 政府 委 
員の 說 明に 依り ますれば、 是ほ 以前 調べた 處も あつ 
て將 來有菌 な 線路で ある、 それであります から 財政 
の 許す 限りに 於て は、 此鐵 道を 建設 致したい と 云 ふ 
の 言明を 得まして、 委 M 會は 全會 一致を 以て 可決す 
べき ものと 決した 次第であります、 其 次は 常 磐鐵道 
複線 工事 速成の 建 _ 案であります、 是は 過日 も 本員 
より 委しく 說明 申した 通り、 物資の 供給 集散 並に 石 
炭の 需給 關 係に 於て、 極めて 必要なる 鐵道で ありま 
す、 是も亦 委員 會に 於き まして、 二回 委員 會を 開い 


一三 二 六 

て十分に審戡討論を致した次 ;« であります、而して 
又政府委員0説明を 〇 きました所が、玫苻ム：：：に於 
きましても、 是 は捶めて今日杓行の麽合並に歴铪等 
に 於ても， 必要な 鐵道 である 故に、 一日 も 速に «; の 
鍅道の 速成を 期したい、 即ち 祓探 H 21P 0 速成を 期し 
たいと 云 ふの® 明を 得まして、 委 fl 包は I!t ® IQ に 向 

CV-P 二つ の 希望 條 件を 付して、 さ 5して. . 

場 一 致を 以て 可決 致した 次第であります、 其 二つの 
條 件と 云 ふのは、 如何に 常 磐錄道 の 抱 線 H yf か 出來 
ましても、 ]} i 京の 二 線 x 3f 、 所謂 山手 エ琪 •か al 来な 
ければ 詰り 烏の 兩鉍に 於け る、 或 {i 萆の兩 輪に 於け 
る 密接の 關係が あるので あるが 故に、 此の 希 轺 陆 件 
と 致して r 一 常 磐 線 複線 工事 速成と 同時に 山手 二 線 
咐設 H 事を 速成す へし」 もぅ 一つは 委 負 の 一人より 
希望 條件 として 提川 されまして、 是も亦 姿 員 e は滿 
場 一致を 以て此 希韹條 件を 容れた 次第で あ 〇 ます、 
即ち 「E 下の 急務に 應す る爲輸 接 能率を 咐 加し It 物 
の 停滞な きを 期す へし」 此 二つの 條 件を 付し まして 
委員 會は 全會 一致を 以て 是亦 可決 致した 次第で あり 
ますから •本會 に 於き ましても 何卒 全會 一致の 御饩 
成を 求めます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 福 井 三郞 君。 

〔福 井 三 郎君 登壇〕 

0 福 井 三 郎君 一寸 僅かの 時 問を 拜借 致しまして、 
此 案に 付て 政府に , s' 問を 致して 見たい のであります 
特に 此案に 付て と 申します るよりも、 凡そ 鐵道と f 2\ 
ふこと に 付て 質問 趣意 W を 提出 致しまして、 演扔で 
滔 々五六 時間 も 所信を 述べて、 政府の 答 辯を 求めた 
いと 思つ たのであります けれども、 時が 無くして 此 
に 至りました から、 ほんの 簡 M に 理由の 在る 所を 述 
ベて、 簡單な る 政府の 說 明を 求めれば 足りる ので あ 
ります •成程 鐵道は 旣成 の鐵道 六千哩 >  其中 複線の 
ある もの ほ 旣に 八百哩 に垂 々とする、 今 又 幾多の 建 
議案、 或は 政府の 計进 等に 依つ て 鐵道が 延びて 行く 
唯今 問題に なつて 居る 鐵道も 亦 即ち 有る が 上に 殖え 
て 行く 鐵 道の 一つで ある、 洵に 結構な 事であります 
交通 椴 關 ほ 一つより 11 つ、 二つより 三つ、 多々 益々 
多くして 四通八達になる のを 圍み ますが、 W に鐵道 
許りが 其 如く 出来て、 それで 交通 運輸の 目的が 達し 
得られる と 政府 ほ 信じて 居らる る や 否やと 云 ふこと 
が、 問 ひたいので す、 具體的 事 B を擧げ て 問 ひたい 
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何故かと 申せば 銥道は 羝迫 自身で 以て 本来の 闕能を 
發し枵 る もの ぢやな く、 鐵 25 と 相俟つて 脚く 者が 他 
にあつ て， 是れの 助けを 得て 初めて 鐵道と 云 ひ、 船 
と 云 ひ、 谷々 其 本能を 發揮 する ことが 出 來 るので あ 
る、 それは 何ぞや 、貨物 iR 扱運绘 菜 者なる もので あ 
る、 此 貨物収 扱運浍 業者の 手を 離れて は、 鍅道も 船 
舶 も ® 同 揉で ある、 自から 何とす る こと も 出来ない 
此 貨物 連' 送収扱 業 若なる 者が、 眞 面目に 能く (1 いて 
それで 鐵通の 助手と なり 船舶の 手傳 となりして •初 
めて 完全なる MJ を 達する ものであると 云 ふこと に 付 
ては、 誰 方に も 御 異存は なから うと 思 ひます、 そこ 
で 其 貨物 112 扱 業者なる 者が、 今 日収 扱つて 居る もの 
は、 どんな もの かと 云つ たなら ば* それは 生活 上に 
關 する ものは 擧げて 其 手に 掛ら ざる ものは 無い と 言 
つて 差 支な からう， 先づ主 もなる 物を 拾 上げても 米 

麥 、貨幣 ， ft 金51 、喪 玉、 兵器 類， 絹織物、 下は 薪 

炭 蔬菜に 至る まで 國民の 生活 上、 I として 彼等の 手 

に 依つ て収扱 はれざる ものは ない のであります、 故 

に 言換 へま すれば | 國の 貨財は 悉く 運送 収扱 業者の 

手に 姿して 屛 ると 言つ て も差茭 がない、 典 運 浍業老 

の 手に 委して ある 貨財が、 價熒 何で あらう かと 言 ひ 

ますれば、 IH 確の 統計を 得 ませぬ から 明かに 数字を 

舉げて 御 示す る ことは 出 來ませ ぬけれ ども、 想 ふに 

數十 億 IRI を 下らないで あらう と 思 ひます、 帝 園の 公 

债 多額と 雖も二 十六 億 有餘 、三十 ts には 足らない の 

であり ませう、 帝國が 即ち 國 ffl として 負 ふ 所の 義務 

で すら 三十 {e に 足らない ので ある、 然るに 此些 々た 

る迤浍業者が荷主に對して佔務として負ふ所の義務 

ir fs に 十 la {s .K の 負 控で あると 言は なければ なら 

ぬ、 是 程の 大きな 國 民の 生活 上に、 大切な 事を させ 

て 居る 貨物 il 送 K 扱 業者を 何釾 m の 方から 取締 

つて 居らる るか、 どう 云 ふ 取扱を して 居る か、 何等 

の 規定を 以て どう 云 ふ 脈絡が 取つて あるかと 屮せば 

運绘業者と申すものと鐵道との間は、琪實に於ては 

一日 も 接 手し ない 日は ないやう に 頻繁で あつても、 

法規の 之を W する も' の 無く、 法律の 之を 拘束す る も 

の 無く， 申さ •は 法律 規則の 上から 見て、 鐵道 貨物 収 

扱 菜 者と S1 らの 他人で、 何等 闞係が 無い、 沒交涉 と 

云つて 差 支ないで はあり ませぬ か、 先づ 運輸 第 若な 

る 者は どう 云 ふ —— 連 送 業者なる 者は どう 云 ふ狀態 

に 於て 出來 て、 今 何 ぼ あつて 何を e しつつ あるかと 

言へ ば、 呰つ とも 之を 桁へ るに 制裁 も 無ければ 法律 
北海道 拓磓 完成に 際： する gi n-r I 求 


も 無い のであります から、 一雨々々 毎に il 送 業者が 
舫 ぇて 來る •今日 間く 所に 依る と M 有 餘の數 に 上つ 
て e ると S ふこと である、 それが 即ち 御 同樣の 生活 
に必耍 なる 總 ての圆 富を 犁げて —— 貨財 國 富を 擧げ 
て 其 掌中に 掴つ て！ £ るので ある、 萬 有餘の 即ち 貨物 
収 扱 業者なる ものが •成程、 其 等の 中には 一入に し 
て 幾 百 萬圓の 資本を 以て 信用 隨 々たる 株式 組織で や 
つて 居る 運送業者 も ありませ うけれ ども •多くは 申 
さば 傘が 一本 •天秤棒が 一つ、 秤が 一つ、 破れ 車が 
一輛 位が 高々 の 身代で、 此商锊 をして！ £ る 者が 多い 
のであります、 其の 微々 たる 危なつ かしい 蓮 送 菜 者 
か 何 «f をす るので あるかと 云へ ば、 容易なら ぬ こと 
をす る、 所謂 荷の 引換 證なる ものを、 荷主に 向つて 
交付す るので ある、 法律上の ことは 講釋せ ずと も、 
其の 荷の 引換 證なる ものが 市場に 出て 步きま すれば 
即ち iffi 業 上 經濟上 大なる 法律上の 關係を 有する ので 
ございます* それに K つて 安心すべく それに 依つ て 
心配すべく， それに te つて 儲かるべく  •それに 依つ 
て 損すべく、 毎日の 經濟界 の 波 il は それに 依つ て 生 
じつ、 あるので あると 思 ひます、 即ち 天秤棒 一つに 
破れ 傘 I 本 •厚司， 印 絆 翻 一つの 危か しいと 運送業 
若が 左樣な 事を やつて、 それに 御 同様は 大事な 物を 
委ねて af 心して 居る ので あるから、 ともす ると 容易 
ならぬ 事が 起きて 來る 、現在 證據 を擧 げたなら ば © 
限り もあります まいが、 其 中の 顯著な る 一二の 例を 
擧げて も、 たつた 此間の 事であります、 北海道の 函 
館 に 貨物 運送業者の 西 谷 某なる 者、 及び 丸 和合 名 會 
社なる ものが、 大正 六 年中に 鐵道 運绘 中に 事故に 依 
つて 損害' か ある、 其 貨物の 害の 賠《 金を鐵 道 院ょ 
〇受収 つて 荷主に 交付す る 場合に、 盲つ た 部分 殘ら 

ずで あると 云 ふやうな 顔を して， 其 大部分を 著 服に 

及んで、® か 一部分し か 荷主へは やり ほしな かつた 

其 猫糞が 課 朝に 及んで 遂に 刑事の 制裁を 受けて、 奴 

さん il 役に 行つ た、 是は此 間の 事で ある、 其 次に {X 

又 同じ 驛の 近所で 以て 雜穀 三十 有餘 車と ある. から， 

中々 太 ^ な もので ありませ う •それが 荷主の 法賴に 

依つ て 倉 Eli の 中に 假預 をす るに 當つ て， 其預證 の受 

取 八を 自己の 名義と して 置いて、 漸次に 該雜穀 を 倉 

庫よ 〇収出 し 之を 他に 費 飛ばして、 本 當の荷 主に 莫 

大 の ！ fl 失を 掛けて、 是 は 目下 やつ さもつ さの ごたく 

さ 中で ある、 さう 云 ふ 例は 餘り澤 山 ごた < 擧げて 

も 嘸 ぞ御 腔悲 からう し •時間 も ありませ ぬから 省略 


して iff きます が、 彼 處に數 十！ SK 此 處に何 十 俵と 云 
ふが 如く、 荷主に ffl 害を 掛けて 懲戒に 行き、 裁判 さ 
れつ、 あると 云 ふことは、 席く G 本の 全土を 見 ■渡し 
ますれば、 三 日 四日 掛つ ても數 へ 切れぬ 程 あると 思 
ひます、 現在 御 同樣に 於ても Ki が ある、 fl かな 物が 
小包 一つで 來 る、 否鐵道 便に 依つ て 運； 送屋の 手を 經 
て來 ると 致しましても-全く 自分に 松茸 一貫 H 來れ 
ぱ 良い 所の 部分は 取つ てし まつて、 僅か 六 七 百匁し 
か來な かつた 甚だしき に 至つ ては 本員 昨年の 冬 
大阪 から 瞬 ® ¢1 を ® 寄せたら ば •四 分の 一の 身を 取つ 
てし まつて、 引つ 込んだ 所に 顔を 入れて、 a の 如く 
裝つ て蓮浍 して 来たので ある， 是ほ 勿論 懇意な 友人 
ょ 〇 本員へ 寄贈して 來た ものである、 11IJ が 立つて 堪 
らぬが 捕へ る ことが 出来ぬ、 送つ た 人 も 不本意な れ 
ば 本員 も 甚だ 迷惑で ある、 殊に 正月の 視物で ある、 
實に 草の根を 分けても 導 / J1 してやりたい と 思つ たが 
—— 斯る 事は 本員 許りでは ありますまい、 是は 如何 
はしい 運.® 屋なる 者の 肢締が 行屆 いて 居らぬ、 否 取 
締 らうに も 取締る 規則が 無い 故に、 規則 無くして 取 
締ら うと 思 ふなら ぱ •百年 黄河の 淸む のを 待つ と 一 
般で 、己れ 縛るぞ と 言つ て 来た 巡査が、 繩を® らぬ 
と 同じ 事で ある、 向 ふの 方で 縛る 積り ならば fl を 持 
て* それから 御出でなさい と 云 ふやうな 有 樣に なつ 
て 居る •故に 鐵 道を 持へ る ことほ 益々 必要で、 多々 
益々 多く 出来る ことを 希菌 致します が、 如何に 鐵道 
が澤山 出来ても •船舶を 十分に Ifi 數を增 して 完全に 
造りましても， 之に 關 係を 有する 所の、 相俟つて 用 
を爲す 所の 貨物 取扱 運 5S 業者なる ものを 取締る と 云 
ふ 方法が 立たな かつたなら ぱ>  恰も 数の 無い 袋の 中 
に 物を 詰める に 等しい ことにな 〇 はしない かと 思 ふ 
のであります •政府 ほ 現在 貨物の 運绘収 扱 業者なる 
もの ゝ弊 害を、 本員が 唯今此 處で述 ぶる' か 如く 御認 
めになります や 否や、 それとも 貨物 取扱 業者と 云 ふ 
ものは、 釋迦や 孔子の やうな 善人 許りの 者で あると 
云 ふこと に 御 承知に なつて 居る か、 左 樣に御 承知に 
なつて 居るならば •是が 取締を する 必要 —— 制裁を 
加 ふることの 必要がない と 云 ふ 御 答になる か、 本員 
の述ぶ るが 如き ものに 思つ て 居る や， 今後 其 邊の取 
締を しやう と考 へる と 云 ふ 御 答になります か、 二者 
其 一の 御 答を 承って ■次第に 依つ ては 更に 復 何等か 
の演® に 立つ て 申 上ぐ る機會 か 牛； じ やしない かと 存 
ずる 次第であります、 どうぞ 之に 依つ て簡黾 な 御 答 


に 希望 致します。 

〔政府 委員 中 ] II 正 左 君 登壇〕 

〇 政府 委員 (中 川 正 左 君〕 福并 さんの 御 質 間に 御 答 
を 致します-政府に 於き ましても 此鐵 道に 關 する 運 
绘肽 扱 業者の 改善の 必要を 認めまして、 目下 調査 中 
であります。 

〇 岩 崎 1!| 君 日程 第二 十 及 二十 一の 兩 案を 併合して 
委員長 報告の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 議決の 通 
り 13 決せられん ことを 望む、 U 程 第二 十二は 委員長 
報吿の 通り 可決 確定 せられん ことを 55 む。 

t 「異議な し 異議な し」 の 聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 別に 御 異議は ない と 認めます 
三 案と も 委員長 報吿 通りに 可決 致しました、 日程 第 
二 十 三、 北海道 拓殖 完成に 關 する 建議案を 議題と 致 
します - 東武君 U  . 

第二 十三 北海道 拓殖 完成に 關 する 建議案 
(寺 田 省 鼸君外 二 名 提出〕 

c 委員長 報告} 

〔東 武君 登壇 i 

〇東 武君御 報告 致します、 本案 (± 北海道 拓殖に 關 
する 建議案と 云 ふので あります、 其 内容は 北海道の 
拓殖 費の 自然 增加を 以て、 北海道に 拓殖の 施設に 充 
當 して 貰 ひたたい と 云 ふ 意味で、 是だけ なれば 頗る 
簡單 であります が、 此建 黐に ほ 頗る 重要なる 事が 含 
まれて 居る のであります が-時間が ございませぬ か 
ら 極く 簡 W に 概要 だけを 申 上げます、 北海道の 拓殖 
計畫は 矢 張 一般 會 計の 取扱の 規定に なつて 居る のを 
明治 四十 三年 度に 拓殖の 十五 年 計 畫と云 ふ ものを、 
時の 河 島 長官に 依つて 立てられた， 此立 てられた 時 
の 精神は、 時の 內閣が 更 まり 政 變のあ る 毎に 拓殖 政 
策が 常に 異励 する ことは、 國 家の 爲め 甚だ！ f 利益で 
あると 云 ふので、 特別 會計を 施設す る考で あつた、 
所が 內地 府縣の 法制 卜 ■幾多の 關係が ありまして、 北 
海道 ほ 內地 同樣な 行政を 布 かれて 居る 爲 めに •特別 
會計 制度を 立てる ことが 出來 なかつ た 故に， 一種 變 
態なる 特別 會計 制度を 執つ たのであります、 其 時の 
計晝の 基礎は 十 五箇 年を 以て 北海 is の 拓殖 第一 期を 
完成す る、 それに 對して 政府は 七 千 萬圓の 金を 拓殖 
費に 役ず る、 斯ぅ 云 ふ 事に なつて 居つ た •此七 千 萬 
圓を 十 ？ r. 箇 年に投 ずると 云 ふこと (3: 美であります が 
其 内容は 四十 三年 度に 於き まして 政府が 一般 會 計に 
收 入して 居る 所の 國庫收 納金の 基礙を 定めて、 四十 
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地方 令 迓改 lr? に 関す ! 7, 扭透案  諸 願 If7 遝 
三年 度に 國 5B に 入つて 居る 金が 幾らと 云 ふこと を， 
それを抑へて、其费用千三百萬§国§に納つて居る 
から、 其 千 11 ild^g の 基礎を Ja つて、 其 以上に ^ 額 
した もの ほ 北海 m の拓破 费に 充て， 一般 -f? 計に 果を 
及ぼさない と 云 ふ 或 程度を 決めて、 從來の 如く 阈 BE 
に 入れ >  其 以上 ほ 北海道の 拓殖 22 に充當 する、 所謂 
之を自然咁收と言ひました、其時|!西五十萬 10 國睹 
が 年々 出す と 云 ふこと になつ て、 之を 北海疽 の 拓殖 
の 自然 培收と 云 ひ、 而 して 十 K 简 年計詖 を 立つ たの 
であります、 所が 此計进 を 立つて 以来 •  S 然咐收 は 
甚だ 少なく して、 大正 三年 度まで 六简 年間 ほ K だ此 
lit の 中が！ f# 氣 、若く は S 災相 踵ぎ， 爲 めに 拓磓計 
把： たる 自然 咐收に 當てた る もの ほ、 繰延々 々にして 
遂に 其 計 ! S が 十分に 行は れな いけれ ども、 政府と 一 

般 fT 計との 協定 事 项のあ る爲め に、 北海道 拓殖は 進 

まなかつ たで あらう と 信ぜら る、 有樣 であつ た* 然 

るに、 幸に 大正 三年 度 時局 以來 、一躍 拓殖 事業 ほ 促 

進せられ て， .2: 然咐收 が 非常に 殖えた， 故に 七 千 萬 

圆と云 ふ 金 it. 、 大正 六 年度に 更に 計 迸を 改正 致し ま 

して、 現在は 八 千 九； 白 萬 1M1 になつ て 居ります から、 

此建鞔 案の 精神から 見ます れば 、尙ほ 現在に 於ても 

二 千 二 百 萬 H 許りの 剩餘 金を 生ずる ことにな つて 居 

る、 是は其 儘に して® けば •一般 會 計に 皆な 入れて 

しま ふので あるから、 初めから 此本體 の 特別 會 計を 

施行して 來た のであります から-其 當 初の 契約に 基 

いて 金の 剩つた 場合、 北海道の 必要の 事業に 充當し 

て M ひたいと 云 ふこと であります、 此 法制 上 或は 豫 

» の 上から 見ます れば 、此 事は 一種の 契約に なつて 

居らぬ、 契約に なつて 居らぬ から 金が 剩 つても、 一 

般會 計に 入れる と 云 ふことは 當然の 結論になる ので 

あります けれども、 此決算 に 於て 金が 繰越した 時は 

繰越し やうと 云 ふこと が 協定 事- ? S になつ て 居る、 そ 

れだ から 一年に どれ だけの 金を使 ふと 云 ふ 標準が 立 

つて 居ります から •それは 自然％ 收の あつた 場合は 

決算 上增加 額は 制限 外にす ると 云 ふ， 斯う 云 ふ 協定 

になつ て 居る、 是は 内閣の 協定 事項に なつて 居る • 

それであります から 決算 三年 目に 金が 剰つ たら、 そ 

れほ 制限 外と して 使つて 宜いと 云ふ條 件に なつて 居 

ります から、 此建 議案は 其 趣意 其 精神に 基いて、 北 

海道の 施設 事業は 多々 益々 あつて" 港 ffi の 如き、 道 

路の 如き、 a 道の 如き、 治水の 如き、 まだ 少しも 手 

が屆 いて 居らぬ のみならず、 近來 耕地整理， 開 IM 助 


成 法案， 若く ほ 帝國開 绍 株式 0- 社と 云 ふやぅな 仕事 
は、 北海道 拓殖 ffi を 以て if! つたなら ば、 本員が 申 上 
げ ると 多少 我田引水の 嫌があります けれども •此食 
ffl の楹立 問題な どは 钣く 解決が 出 來 るので あります 
乂北海 道 拓殖 事業 ほ 僅かに 三分の 一位で、 前途 益々 
遼遠であるのであ〇まするが此豫箅の糙神に依〇ま 
して I 依 らな ければ 巳を 得ない が、 剩つた 金が あ 
つたなら ば、 更に 拓殖 計 SE を 改訂され まして、 其 S 
用に 充 資することは當初の精神であると云ふことに 
依つ て、 此雜 議案を 提出した 次第であります、 委員 
會は滿 場 一致を 以て 議決し •政府の 答 辯を 求め まし 
た、 內務省 政府 委員 ほ 之に 向つ て滿 腔の 同意を 表し 
大藏 省の 政府 委員 ほ 是ほ 計數 上の 基礎に 渉りまして 
重大の 關係が あります から、 明言が 出來な いと 云 ふ 
ことで ありました‘ 政府 委員の 答 辯を 求め 全會 一致 
を 以て 可決した 次第であります、 成べ く 御 賛成 あら 
ん ことを . 

0 岩 崎 動 君 本案は 耍 員 長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 望みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議が ありませ ぬから、 本 
案は 委員長 報告 通り 可決した る ことを 宣吿 致します 
其 他に 先刻 後 廻し に 致しました 日程 第 四に 付て 報告 
を 求めます， 提出者 小山 松壽 君。 

第 四 地方 金融 改善に 關する 建議案 (小山 
松} 一一 君 外 九 名 提出〕 

地方 金融 改善に 關 する 建議 
政府は 地方 金融の 改善を 計る 爲 日本 勸業 銀行 法に 
適當な る 改正を 加へ 不動 產 抵當惯 _ に 關し此 の兩 
行と 普通 銀行 及 貯蓄 銀行との 間に 連絡を 計る の途 

を講 すへ し 
右 建議す 

〔小山 松壽君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小山 松 1 t 君 本 建議案は 各派 聯合に 依つ て 提出 致 

した ものでありまして、 同僚の 他の 諸君から 說明を 

致すべき 箬 でありました が、 著 席が ありませ ぬ爲め 

に 私ょり 說 明を 致します、 地方の 金融 機關 になつ て 

居ります 普通 銀行の 有して 居る 不動 產擔 保を、 資金 

化する と 云 ふことの 趣旨に 外ならぬ もので ありまし 

て、 御 承知の 通り 四十 議會に 於き まして 滿場 一致を 

以て 可決され た 案であります 、殊に 現 內閣の 高橋大 


踩 大臣は •本案の 趣旨に 於て は 平素の 御 持論 も あり 
まして、 又 農 : n 銀行 法の 委員 會に 於き まして •木 案 
に關聯 したる 所の 御意 見 も あ 〇 ました やぅな 次第で 
あります から、 旁々 此案は 其 希 S1 を 達する ことに 近 
くな つたと 思 ふので あります、 何卒 諸君の 御 赞 成を 
得まして •一日 も 早く  •此 建議の 希轺を 達する やぅ 
に 致したい と 思 ひます。 

〇 岩 崎 勤 君 本案 ほ 農工 銀行 補助 法 第 七 條钙施 に關 
する 建議案 外 四 件の 委員に、 併せて 付託せられ んこ 
とを 望みます。 

〔「異 翳な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育， 造 君) 御 異議が ありませ ぬから 岩 崎 
勵 君の 動議の 如く 決します —— 是 ょり 日程 二十 四 乃 
至 百 二までは 請願の 特別 報吿な るを 以て、 例に 依り 
一括して 報告を 求めます、 委負長 佐々 木 文 一 君。 

第二 十四 (特別 報告 第 九十 三 號〕 明治 三十 
年 法律 第五 十號 改正の 請願 
(委員長 報吿〕 

第二 十五 (特別 報 吿第百 九十 九號〕 非常 
皇居 及 國務所 設置の 請願 

(委員長 報告〕 

第二 十六 (特別 報告 第二 百號〕 國民 大禮の 
公式 制定の 請願 

(委員長 報吿〕 

第二 十七 (特別 報告 第二 百 一號〕 印紙税 法 
中 改正の 請願 (委員長 報告) 

第二 十八 (特別 報吿第 二百 二 號# 業 税法 
中 改正の 請願 (，委員長 報告) 

第二 十九 (特別 報吿 第二 百 三 號) 大豆 關税 
撤廢の 請願 外 九 件 

(委員長 報告〕 

第三 十 (特別 報告 第二 百 五 號〕 食糧 自給 
自足 方法 施設の 請願 外 三 件 
(委員長 報吿〕 

第三 十一 (特別 報告 第二 百 六號〕 第三 種 所 
得 税に葑 する 課税 法改正の 請願 
(委員 畏報 吿〕 

第三 十二 (特別 報告 第二 百 七號〕 內海 町に 
葉 煙草 收納 出張所 設置の 請願 
(委員長 報吿〕 

第三 十三 (特別 報告 第二 百 八號〕 葉煙蕻 耕 
作 組合 並 葉 煙草 耕作 罹災 補給 法 
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制定の 謀' 3  (姿： 3 及 報 齿) 

第三 十四 (特別 報告 第二 -er 九 號： IWW &'. 想 
赛成上 神官 神職 设待 〇 ぴ阁 
(委 U 長 报 讶〕 

第三 十五 (特別 報告 第二 百十號 年 也 父 
ほ 靑 年 fj へ rjc 申 sgw 及 沢 W 奶； 治 
下賜の 請願 (委 W 長 報 佐〕 

第三 十六 (特別 報告 第二 百 十一 號〕 取 3;( 市 
南海 面の 防備 施設の 請願 

(委 M 長 報吿) 

第三 十七 (特別 報吿第 11 西 十三號 )將 本 港 
修築の 請願 (委 0 長報併) 

第三 十八 (特別 報告 第二 百 十四 號〕 那 ?5 川 
改修 速成の 請願 

(委 W 長 報吿) 

第三 十九 (特別 報告 第二 百 十五 號〕 利根 渡 
良翩兩 111 改修 後の锌 理に關 する 
請願  (委員長 報吿) 

第 四十 (特別 報吿 第二 百 十七 號  >2： 務省 
令 第三 十號淸 凉肷 料水營 業 取締 
規則 中 改正の 請願 

(委 M 長 報 街」 

第 四十 一  C 特別 報告 第二 百 十八 號〕 產 米 ffi 
裝 改善 調査の 請願 

•  (委 M 長 報吿〕 

第 四十 二 (特別 報® 第二 百 十九 號 嬰 物 
產 同業組合 法屮改 正の 請願 
(姿 員 長 報 吿) 

第 四十 三 C 特別 報吿第 二百 二 十號〕 染料 エ 
業 保護の 請願 C 委員長 報吿〕 

第 四十 四 (特別 報告 第二 百 二十 一號〕 株式 
現物 市場 設置の 請願 

(委員長 報告〕 

第 四十 五 (特別 報 侍 第二 百 二 十二 號) S 戶 
港 修築の 請願 (委員長 報告) 

第 四十 六 (特別 報吿 第二 百 二十 三號〕 EE 之 
浦 港 修築の 請願 

(委員長 報告〕 

第 四十 七 C 特別 報吿 第二 百 11 十四號 〕國 立 
蠶業試 驗場支 部 設置の 請願 
(委員長 報告〕 

第 四十 八 (特別 報 ^ 第二 百 二 十五 號) 高 知 
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院笼衆 穴 ブ项帝 同一 十 


明治三十年法饼第五十諕改正の諳願外五件 _ l— Eiy 〇 

ます， 報告の 便宜上 日程の 二 十四より 八十 一まで 3r 


十八 件を 一括して 御 報吿申 上げます、 是 ほ 何れも 委 
員 # T に 於 3- ましては、 院蓊に 付すべき ものと 認め 採 
摺に決 しました、 尙ほ例 の 如き 件名 請願 人の 件 所 氏 
名 及び 紹介 織 M 諸君の 御 氏名 ほ •速記 錄に 揭狨 致す 
ことに 致します* 日程の 八十 二 •八十 三、 八十 四， 
此の 三 件は 詔 願 姿 負® に 於き まして 小裘 員を 選任 致 
しまして、 さぅ して •小裘 員 會に 付託 致しまして、 
港 ^ を 致しました Jrf 項で ございます から、 是れだ け 
ほ 一つ一つ 御 報 ffi- を 申 上げます、 日程 八十 二は 縣社 
八幡 神社の # 格の 請願であります、 是れは 滋贺 縣阪 
田 郡長？ s 町 八幡 神社 社司征 原 泉 外 十一 名の 請願で あ 
りまして 紹介 議員は 福 井彐 郎君 外 二 名であります、 
此の 八幡 神社は 祭神は 神 功 皇后であります が、 之れ 

に 併せて 足 仲 彥拽並 啓 田 別® と 仲 哀 天皇、 腿 神 天皇 

を配祀 して 御祭を する 神社であります、 此 神社は 現 

在は 縣社で ございます、 之を 官幣 社に 昇格を せしめ 

たいと 云 ふ 請願の 要旨で ございます、 小難 員會に 於 

きまして は 政府に 折衝を 致しました 所が •政府に 於 

きまして は 色々 他との 馏衡上 直ちに 同意は 闲難と 云 

ふこと で- こざいました 、委員 ® に 於き まして ほ當時 

の M ffl 界其 他に 於き ましても、 特に 敬神 愛 國の趣 意 

を哿 及す る 上に 於き ましては、 是非 此社 格を 昇格せ 

しむる を 相 當と 認めまして、 小委 員會に 於ても 其 結 

果を箇 らしまして、 請願 委員 會に 於て は 之を 採摺と 

決しました、 次は 同一 小® M 會に 付託に なりました 

日程の 八十 三、 白鳥 神社 昇格の 請願であります、 是は 

長 崎 縣 m 松 浦 郡 玉 之 浦 村鄕社 白鳥 神社 社 司宗寬 治 外 

一名の 請願でありまして 紹介 議員 ほ 牧山耕 藏君で あ 

ります、 是は白 鳥 神社は 現在は 鄕社で 日本 武 @ を祀 

つてあります、 是も同 樣小姿 員會に 於て 政府と 折® 

の 上、® 員總會 に 報带を 得まして、 前と 同樣の 趣意に 

於き まして 採擇に 決しました >  次は 日程の 八十 四、 

津島 神社 昇格の 請願であります、 是は 愛知 縣海邊 郡 

津島 町聩田 理平外 五 百 九 名の 請願であります、 紹介 

. 識員は 三輪 市 太郞君 外 一名であります、 津島 神社は 

現在は 縣社で ございまして、 素盞 鳴 ®: を 奉祀され て 

居る 大社で ございます、 古來は 伊勢 若く は 熟 田 神社 

と 同糅の 社 格であって， 高い ので ありました が、 現 

在は 縣 社の 社 格で あるから， 之を 官幣 社に 昇格せ ら 

れた いと 云 ふ 請願の 趣意で ございま す、 是も矢 張 小 

委 M 會に 於て 同様 政府と 折衝の 結果、 請願 委員 會 'に 


於き まして {3: 是も 同様 採擇に 決しました- 此三 件に 
付きましてほ、特に詰願委员會に於きまして本畲に 
特別の 御 報吿を 致す のみならず、 政府に 於ても 全部 
此昇 格に 對 する 希望を 容れ られた いと 云 ふこと を附 
して 決議を 致しました 次第で ごさいます* 特に 是だ 
け ほ 御報齿 致します， 日程の 八十 五から して 百 二に 
至る 十八 件、 是も矢 張 全部 必要と認めまして 採 擦に 
決しました、 右 御 報 rr 申します。 

特別 報告 第 九十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第五 〇二號 

明治 三十 年 法® 第 37; 十號 改正の 請願 熊 本縣 
球 鹽郡大 村 丙 千 六 百 八十 七番 地 士族 農 襲 田 
才藏外 七 名 呈出 (紹介 議員 原 田十衞 君) 

右 請願の 要旨は 11 願 人 等は 熊 本 縣球磨 郡 舊人吉 藩 
主 相 良 遠 江 守 譜代の 卒族 にして 明治 二 年 三月 藩主 
版籍 靡 還 後に 於ても 祖先の 功勞に 依り 三 反 步の田 
を 無税に て 給與せ られ 苗字帶 刀を 許され » 人吉藩 
に 於て 三 反 地 拜領鄕 士と稱 し. 累代 襲領 したる もの 
なり 然るに 其の後 藩 制 改革に 依り 右 家祿の 給與を 
廢せ られ 平民 籍に 編入せられ たるに 依り 其の 處分 
の不當 なる 事情を 具して 腿 政府に 之 か 恢復を 請求 
し 又は 行政訴訟に 依り 救濟を 仰き たる 結果 平民 籍 
に 編入した るは 不當 なりと して 之を 士族に 編入せ 
られた る も 家 祿給與 の點は 更に 探 用な きは 失當に 
付 明治 三十 牢 法律 第五 十號 家祿赏 典 祿處分 法 第 一 
條に 明治 三年 九月 十日 太 政 官布吿 藩 制 施行 以後 家 
祿賞典 祿を 有する と あるを 「明治 二 年 六月 二 十五 
日 行政官 布吿藩 制 施行 以後 家 祿賞典 祿ヲ有 K ルモ 
ノ」 と 改正し 請願 人 等の 家祿 を復祿 せられた しと 

謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採摇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 識院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 百 九十 九號 

意見書 

請願 文書 表 第 六 二 五 號 

非常 皇居 及 國務所 設置の 請願 長 野 縣下伊 

那郡 山吹 村 三百 三十 五番 地平 民 農林 虎三 呈 

3  ( 紹介 議員 河 野 廣中君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 我 か 皇居と 中央 國務 所との 安泰 

を 期せむ か 爲 皇居と 東京 ！ 8 との 著彈龃 離を 調査し 


几 又 内地 要害 〇 地に 非常 皇居 及® 務所を 設 ES せ 
られ たしと 謂 ふに 在 〇 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撺 すへ 
きものと 謎 決せ ote て 議院 法 第 六十 ? T 條に 法り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 百號 
意見書 

読 願文 書 表 第一 三 六 八號 
國民 大禮の 公式 制定の 請願廣 島縣 御調 郡 三 
原 町 甲 五 百 七十 五番 地の 二 平民 神道 敎導職 
池 田 由 己 止 呈出 (紹介 翳 員 花 井卓藏 君 外 一 
名〕 

右 請願の 要旨は 國民 思想を 統一して 社會の 秩序を 
維持す る爲 皇室の 制度に 準據し 上下の 禮 服を 改 
造し 以て 婚禮喪 儀に 關 する 國家的 公式を 制定し 一 
般國 民を して 之に遨 甶 せしめられた しと 謂 ふに 在 
り 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也  I  _ 

特別 報告 第二 百一號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 一八 號 
印紙税 法 中 改正の 請願 京都府 京都市 上京 區 
智惠光 院笹屋 町 下る 生糸 問屋 竹 上 藤 次 郞呈 
出 (紹介 議員 小川 鄕太 郎君〕 

右 請願の 要旨は 税制の 整理は 緊要 事に 屬し 就中 時 
勢の 進步 に適應 せす 且國 家の 收人亦 比較的 少く而 
も擔税 者の最 苦痛と する 印紙税 法の 如きは 改正の 
要最 急な りと す 依て 印紙税 法 第二 條中 「五 圓 以上 
」 と あるを 「一一 十圓 以上」 として 課税 標準を 高め 
第四條 第一 項 第 十八 號 「賣買 仕切 書 印紙税 三錢」 
及第 四條第 一項 第 十九 號 「 一  ' 送 狀印 紙税 三錢」 を 
削除し 以て 苛徵 と手數 とを 省き 其の 結果 第五 條第 
一項 第 九 號を單 に r 一 S 狀 」 とし 第 十一 號を 「一 
賣買 仕切 書」 と 改められた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探擇 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  _  _ 

特別 報吿 第二 百 M 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 一九 號 


營槊役法中改正の 8.5 0京秸府夼私市上.：- .>>' 2; 
智 S5 光 院笹屋 町 下る 生糸 間；® 竹 上蕺次 您呈 
出ヽ 紹介 翳 M 小川 鄕太 郎君，) 

右 SS 願 〇 要旨 li 現行 赞菜稅 は 惡税 にして 帟 笫の發 
達を 阻 蒔す る こと a£ しきを 以て 該稅法 に 依！ 0 缺垃 
たる 收稅 官吏の (« 铋を 制し 課税の 過 5R を £ き 蚋 ^ 
を 容易なら しむる 爲營業 税法を 改正し 第三 十三 iin 
を 「收税 官吏 ハ 課税 標维 申吿者 又 ハ納稅 遂務莕卜 
認ムル モノ-一 對シ營 業-一 關シ i スル ? Jf ヲ 得」 と 
し 第 十八條 第二 項 中 「直接 又 ハ 間接 一と ある や W 
に rM 接」 とし 又 徴税 期を 所得稅 と 同し く 四 期と 
せられた しと 謂 ふに 在 〇 

衆議院 (t 其の 趣旨を 至當な りと 18 め 之を 採掙 すへ 
きものと 議決せ 〇 抜て 謎院法 第 六十 五條に ffio 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第二 百三號 
意 i,l 書 

読 願文 書 表 第五 二 三 號 

大豆 關税 撤廢の 請願 宮城 縣仙祭 TIJ 大町二 十 
二番 地 味噌 if 油 釀造業 佐々 木 重兵衞 外 三 名 
呈出 (紹介 謅員岩 崎 總十郞 君：* 

同 第一 五一 六號 

同上 大阪府 南 河內郡 三日 市 村 字 小® 四十 三 
番地 平民 凍豆腐 製造業 井谷 重德 門外 九 名呈 
出 (紹介 議員 前 川 虎造 君〕 

同 第一 五一 七號. 

同上 大阪府 大阪市 南區元 町 一丁目 七 百 四十 
三番 地平 民 凍豆腐 製造業 戸川 淸澄 呈出 (紹 
介 議員 前 川 虎造®〕 

同 第一 五一 八號 

同上 兵 庫 縣多賀 郡 野 間 谷 村 大字 貴 船 平民 凍 
豆腐 製造業 門 脇 儀三郞 外 十二 名 呈出 (紹介 
_ 員 前 川 虎造 射) 

同 第 一 五一 九號 

同上 廣島縣 福 山 市 今 町 平民 廣島縣 P 油釀造 
同業組合 長 河 相 三郞 呈出 (紹介 議員 前 川 虎 
造 君〕 

同 第一 五 二 〇號  . 

同上 新 潟縣長 岡市宮 原 町 二十 五番 地平 民瞪 
油釀造 業 池 野 忠吉外 二 名 呈出 (紹介 議員 前 
川 虎造 君〕 

同 第一 五一 一一 號 


「界 ネ齊游 ^ 帝间一 十 mm 


同上 岡 山 縣兒岛 郡 鉾 立 村 大字 番田千 二百 四 
十三 番地 平民 醬汕醏 造 菜 近 藤 敬 次郎外 六 名 
呈出 c 紹介 ^ a 前 川 虎造 君〕 I 
同 第一 五 11 二 號 

同上 和® 山縣 伊都 郡 山 田 村 大字吉 原 二百 八 
十 番地 平民 凍豆腐 製造業 多 山 政十郎 外 九 名 
呈出 (紹介 鶸 3 前 川 虎造 君： > 

同 第一 五二三 號 

同上 奈良縣 山邊郡 針 ヶ別所 村 大字 萩 平民瑰 
豆阔製 造 業 中 辻 鶴 松 外 八名呈 出 (紹介 雜 M 
前 川 虎造 君〕 

同 第一 五 二 四號 

同上 和歌 山 縣有田 郡 K5 村 大字 a' : 个民鞞 油 ga 
造 業 玄後市 良 兵衞外 一名 呈出 (紹介 議員 前 
川 虎造 君) 

右 請願の 要 §■ は ? S に 政府は 外米の 输 入稅を 撤瞪し 

米價を 低 * ならしめ 以て 生活 费の 一: 減を 計りた る 

に拘ら す 等しく R' 常必如 の 貪 料 品た る大 S に對し 

ては 關税 を撤瞇 せ さるを 以て m 格は 逐年 瞬 f*i し 米 

價 との 均衡を 失する のみなら す 貪 料 品と して 加工 

する 場合には 更に m 投を 課せられ 當業者 の 苦痛 基 

しく 殊に 我 か 領土 剡鮮の 大豆に 關说を 課する か 如 

きは H 苛 !® m Jt の 宜しき を 55 さるものな るを 以て 

大豆の 關税 は 之を 撤跤 せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 (3; 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 探す へ 

きものと 諮 決せ oft て鼓院 法 第 六十 K 條に依 り 別 

冊 及 御 送 IM 候 也  I  I  _ 

特別 報齿第 11 百 五 號 

恋 見 ! y 

請願 文 《 表 第 I 三 六七號 

食闽££給{3足方法施行の請願遛島縣御調郡 

屮庄村 四 丁目 三十 二番 地 ノニ 平民 農 1® 島縣 

御調 郡 中庄 村 g a- 長 ^ 山蛉樹 呈出 (紹介 isl 

員 花 井 車 藏君外 I 名) 

同 第一 四 一七號 

食 ig. l-J 給 自足の 請願 香 川縣絃 歌 郡 川 西村大 

字 西 二 千七百 九十 II; 番地 倉 井 房義外 七 名 呈 

出 C 紹介 城 fl 大林森 次 郎君〕 

同 第 一 四 九七號 

同 上趿 手縣紫 波 郡 煙 山村 大字 下 矢 次 二 十五 

番地 長 沼 千代 治 外 七 芯 呈出 (紹介 謬 員 高 橋 

菘太郞 5； 外 一名〕 


同 第一 五三 六 號 

食 il 自給自足の 請願 高 知 縣土佐 郡 森 町 樫 山 
百 ? T 十八番 地平 民遛川 田 龜吉外 七 名呈 ai 
(紹介 譴員宫 田 幸 次 郎君) 

右 P/ 願の ^ 皆は 昨 s 未曾有の 一大 米 擬亂を 惹起す 
るに 至りた る 原因の 主なる ものは 大正 六 年度に 於 
ける 內地產 米の 不足に 在り 而 して 之 か 救 m 策と し 
ては 先 以て (一 〕 外米 關稅の 復活す る こと (二) 
內地 S 產物殊 に 米麥の 收拯咐 加を 期す る こと (三 
〕 肥料を 國營 とする こと c 四) 拓殖 地の 米作を 獎 
锄せ しめ 特に 朝鮮に 於け る 肥料に 課しつつ ある 百 
分の 五の 移入 fft を廢止 し 寧 之を 保 Is して 使用を 潤 
澤な らしむ る こと 等の 施設を 誚 して 食 糖 自給. H 足 
の 方法を 計られた しと 謂 ふに あり 
衆 誔院ほ 其の 趣旨を 至 當な りと M め 之を 採擇 すへ 
きものと 諺 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御； 5S IW 候 也  I 
特別 報告 第二 百六號 
意見 © 

請願 文 W 表 第 七 六六號 

第三 種 所得税に 對する 課税 法改正の 請願 福 
岡縣 八幡 市 前 田 五十 三 號 3J: 十四 舍 平民 農 中 
川 喜 一郎 呈出 (紹介 誘 員 菌月小 太 郎君) 

右 1 nw 願の 嬰 旨は 日給 職工 勞硼 者に 對 する 第三 種 所 
得稅賦 課 法は 月給 職工 勞卿 者と M 別せ さるは 其の 
當を得 さるものと 認む 尤も 數 @ ;3 缺勤に 在りて ほ 
其の 收入滅 を 来す こと 甚 しきを 以て 徴税 上申 吿す 
へき 方法を 認められ ありと 靴 手鞛簡 便なら さる 憾 
あり 依て 之を ffl 常 減 稅せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 皆を 至 ^ なりと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 顏決せ り 依て 戢院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  I 

特別報代第二百七號 

意見窖 

請 輒文 3 T 表 第 I 七三 八號  , 

內海 町に si 煙 萆收納 出張所 設 置 の 請願 廣島 

縣贺茂 郡 内海 町長 平山鬆 平 呈出 (紹介 議員 

山道 蕺一 君) 

右 請願の 要旨は 廣島縣 rl 茂 郡 内 仁 方 町 外 十三 箇村 

と 安藝 部下 fHI 刈 島 村の 葉 煙草 耕作者は 其の 葉 煙草 

を 1st 島 裸 迓支局 竹 原 m 張 所に 納付す る 規定なる も 

前記 町村との eh: 離 遠隔 il. 交通 不便に して 其の 不利 


名 狀 すへから さるもの あり 然るに 當局は 今回 右收 
納 出張所 咐設 の計进 ありと 間く 果して 然り とせは 
地形 上设 便利なる 同 郡內海 町に 收納 m 張 所を 設置 
して 右多數 耕作者の® 益を 計られた しと 謂 ふに 在 
.〇  • 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擰 すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 I  . 

特別 報告 第二 百八號 

意見書 

請願 文書 表 第一 四 四六號 
葉 煙草 耕作 組合 法 並 葉 煙草 耕作 ■災 補給 法制 
定の 請願 鹿 兒島縣 鹿 兒島郡 谷 山村 大字 上 
福 元三 百 七十 九番 戶農内 村 直 次郞外 四百 三 
十九 名 呈出 (紹介 is 員 奧田榮 之 進 君 外 一名〕 
右 請願の 要旨は 葉 煙草 餅 作業の 改善 發 達は 當 業者 
團體 の活励 に俟つ こと 緊切な り 然るに 現在の 組合 
及 其の 內容は 遺憾の 點尠 からす 殊に 鹿 兒島縣 の tM 
草 作は 其の 生育 期間怜 も 暴風雨の 襲來期 に 際會し 
年々 其の 被害 甚 しく 注々 收經 皆無に 歸する こと あ 
りて 當業 者の 苦痛 尠から す 然るに 政府は 是に對 し 
何等 補給 法の 制定な きを 以て 常に 不安を 感 する こ 
と甚 しく S に 斯業 者は 桑園 其の 他の 耕作に 轉 して 
萎廳 不振の 衰運を 示す に 至れり 依て (一〕 法人 組 
織の 系統的 葉 煙草 耕作 組合 法を 制定し R. 其の 經費 
を 補助す る こと (二〕 葉 煙草 耕作 罹災 補給 法を 制 
定 して 斯業の 改善 發 達に 資せられた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 誘 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 ^ -I 第二 百九號 
意見書 

詰 願文 書 表 第二 11 七九號 
國民 思想 養成 上 神官 神職 優待の 請願 東京 府 
東京 市 深 川 區深川 公園 十二 號 士族 岡 部長 呈 
出 (紹介 議員 河 野 廣中君 外 二 名) 

右 請願の 耍旨は 國家ほ 官吏に 對して 名譽 ある 官位 
を附與 して 之を 礙 遇する に拘ら す s 貴なる 神職の 
待遇を 閑却せ ら るる 嫌 あるは 敬神の 本義に 反し 遺 
憾尠 からさる もの あり 依て 伊勢大神宮 及 熟 田 神宮 
司を 親任官と し 同時に 官 、國幣 神社の 神職を 勅 奏 


任 官 とし 以て 神德を 顧彰 し國民 思想 養成の 實を擧 
けられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の ffi 旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと ® I 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百十號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 九三號 

靑年團 又は 靑年會 へ 戊 申 詔 霄及敎 育 勅語 下賜 
の 請 ®' 長 野 縣下 伊那 郡 山吹 村 二 百 三十 五 
番地 平民 農林 虎三 呈出 (紹介 議員® 口秀雄 
君〕  - 
右 請願の 要旨は 一國 の事靑 年に 俟つ こと 多し 依て 
其の 基礎を 固む る爲 市町村 W 年團 又は 靑年# に JJ< 
申 詔 ® 及敎育 勅語を 下賜せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 櫸すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第二 百 十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五一 五 號 
東京 市 南海 面の 防備 施設の 請願 東京 府策京 
市 深 川區久 永 町 五番 地平 民 材木商 太 田 信 治 
郞外千 西 四十 九 名 呈出 (紹介 議員萵 木 益 太 
郎君 外 三 名〕 

右 請願の 要旨は 東京 市 本 所、 深 川 二區に 隣接せ る 
郡部は 其の 南方 半而海 に 面し 一朝 强暴な る 南風の 
襲来と 共に 怒濤 激浪の 爲に 物資の 流失 家屋の 倒潰 
人畜の 死傷 等 其の® 害 名狀 すへから さるもの あり 
即 明治 十八 年ょり 本年に 至る 二百 二 十七 回の 海 嘯 
又 二十 有 三回の 水害 か 商工業 上に 及 ほせる 損害に 
至て は 三千 五 百 萬 圓の巨 額を 算す 依て 中 川尻ょり 
隅 田 川尻に 至る 約 五 千 間 高さ 十八 尺 幅 上 積 三 間の 
一大 防波堤を 椠造し 以て 風水害 並 海 嘯の 11 来を 防 
止す へく 根本的 治水 策を 樹立し 以て 南方 海面の 防 
備 施設を 講せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候^ _ I 

特別 報告 第二 百 十三 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 五六 號 


大 s 關 税 榴 趿の颉 願 外 八 件 


111 三 


院菝衆 伶 露 3 帝 冋ーィ -叫坊 


辨本港 修築の 諸 頤外八 件 _ 

1 :,, 木：， ^ 築の 請願 長畴 縣壹岐 郡 香 椎村可 須 
八 百 M 十番 戶奋椎 村 fir 潢以 原 In 卯八郎 外 五 
十 II 名 里 出へ 紹介 謎 M 牧山耕 璲君) 

右；： !:• 願の 要旨は® 後 ^ i/f 磁设 勝の 施設と しては 港 
网修築の$其の一なるを信す長崎縣 £: 岐郡勝本港 
ほ 统海上 梃® の 港た る こと 往昔の 歷史及 内務省 遞 
信教の 施設を a る も 明な 〇 之を 以て 村民に 於ても 
两 に 内務省の 設計を 站 礎と し咋 大正 七 年縣找 の 補 
助を 措て 第一 防波堤の 築造 X 取に 著 手せ りと襁 第 
二 防波堤 築造 港 S の 浚渫に 至りて は 到底 村民の ® 
行し 能 {3: さる 所な り 依て 遛 に內務 省に 於て 調査せ 
られ たる 設計に S き 勝 本 港 ^ を 修築せられ たしと 
1 i ふに 在り 

衆 P; 院は其 の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 探す へ 

きものと 議決せ り 依て 篛院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御潑 付 候 也 _ 

特別 報 苦 第二 百 十四 號 

-S 見® 

請願文侑表第七八八號 

那 rl 川 改修 一' 成の 請願 德島縣 那賀郡 坂 野 村 

大字 坂 野 二百 五十 四番 屋敷 平民 農淺石 患 八 

外 五 百 八十 名 呈出 (紹介 議員 生 田 和平 君 外 

一名) 

右 誧 願の 駆 旨は 德島 縣那賀 郡を 流る る那賀 川は 全 

國中 大河 川の 一に 15 し 流域 [S- く 治水 闲難に して 毎 

年 出水 時期に 於け る 郡 民の 被齊 甚大に して愤 慘を 

極む 然して 現 時は 縣费を 以て 治水 策を s 縫しつつ 

ある も 到底 完全を 期し 難く 若 此の儘に して 看過せ 

むか 同 郡は 近く 荒躞 に歸 せむ とす 依て 第一 期 H 斟 

として 國® を 以て 速に 該川 改修工事を 施行し 以て 

治水 策の 完成を 期せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探 撰す へ 

きものと _ 決せり 依て 閟院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御沃 付 候 也  — 

特別 報吿第 二百 十五 號 

意見書 

諝 願文 ® 表 第一 三 八二號 

利根 艘良獅 雨 川 改修 後の 管理に 關する 請願 

群 馬 縣邑樂 郡 ® 林 町 大字 re 林 九 百 六十 二 番 

地 ig 熊 谷 直 方 外 三千 三百 二 十七 名 呈出 (紹 

介 翳《 武藤金 .吉 君) 

右 請願の 要旨は 利根 渡 良澜兩 川の 改修 T. 事は 政府 


の 施設に 佐り 將に 完了せ むと す然れ とも 完成 後に 
於け る 管理 方法に して ' EC しきを 得さら むか 再 ひ 荒 
蔌の爱 あるを 免れす 而して 政府の 之に 對す 7, 處 S- 
を冏くに谷典の關係各府縣の管理に委せらるるの 
諮 ありと 果して 然らは 如斯 施設の 効果を 奏せ さる 
ことは 旣往 の 事實 に徵 して 明な 〇依 て 前記 兩 川に 
對する 改修 後の 管理 ! X 國家 之に當 りて 統一し 且永 
久 治水の 根本 策を 樹 てられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 IX 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 播すへ 
きものと 識決せ 〇 依て 謫院法 第 六十 K 條に 依り 別 
冊 及 御绘付 候 也 

特別 報告 第一 一 百 十七 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 九六號 

內務 省令 諂 三十 號淸凉 飲料水 管 業収締 規則 改 
正の 請願 神奈川 縣橫濱 市- M 萊町四 丁目 四 
十八番 地平 民淸凉 飲料水 製造業 西 崎 謙 三 外 
廿一 li 名 呈出 (紹介 議員 田邊熊 一 君 外 三 名 J 
右 請願の 要旨は 現行 內務 省令 第三 十號淸 凉飲料 水 
營業 収締 規則は 學理上 及 事業の 實情 上ょり 考盧す 
る も 峻烈 過酷に して 其の 實行 不能なる ことは 當業 
漭は 勿論 該 法令 制定に 參與 したる 學者も 等しく 之 
を 是認し 其の 改正の 必要を 唱道す る 所な り 依て 案 
を 具して 該取締 規則の 改正を 請願す と 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採櫸す へ 
きものと 識決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 百 十八 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 三 八六號 
產 米俵 裝 改善 調査の 請願 福岡縣 京都 郡 仲 津 

村 大字 松原 二百！ 一十三 番地の 二 平民 農縣會 

議員 筒井 省 吾 呈出 (紹介 議 《 佐々 木 正 臓 君 

外 一名〕 

右 請願の 要旨は 近年 產米 檢査の 行は るる 結果 备縣 

僂 民は *' 来の 俵裝を 改め 备新 式に 依る と雖其 作製 

方法 相 同し からす 而も 不完全に して 之 か 改善の 必 

要 あり 殊に 福 岡縣の 如きは 形式 實質 共に 不良に し 

て 製作 上 並貯藏 上手數 及 損害を 多から しむる もの 

あるを 以て® 縣當 局に 訴へて 其の 改善を 要求す る 

も容 れられ す 依て 常 局 大臣に 於て 技師を 派 遺し 篤 

農 者と 協定して 以て 之 か 改善を 期せられ たしと 謂 


ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な 〇 と 誼め 之を S 摞 すへ 
きものと 議決せ o te て 誔院法 第 六十 五 陆に too 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 十九 號 
意見 fl? 

請願 文書 表 第一 四 六 七 號 
重要 物 產 同業組合 法 中 改正の 詰 願 奈良縣 _ 
，城 郡 三輪 町 素麵業 奥山 寬平外 二 十一 名 呈出 
(紹介 議員 八 木 逸郎 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 數 年来の 宿題た る 現今 重要 物產同 
業 組合 法 中 「第 十 一條の 二 同業組合 同業組合 聯合 
會 の經费 は 定款の 規定に 從ひ 同業組合に 在て は ? 11 
合 員の 負擔 とし 同業組合 聯合 fr に 在て ほ 聯合 會を 
組織す る 組合の 負擔 とす、 同業組合の 經费 又は 過 
葸 金を 滯納 する 者 ある 場合に 於て 組長の 請求 ある 
ときは 市町村は 市町村 税の 例に 依り尙 處 分す、 此 
の 場合に 於て ほ 同業組合は 其の 徴收 金額の 百 分の 
四を 其の 市町村に 交付す へし •前項の 徵收 金の 先 
取權の 順位 ほ 市町村 水利 組合 其の 他 之に 维 すへ き 
ものの 徴收 金に 次く ものと す、 本條 市町村と ある 
は 市制 町村制を 施行せ さる 地に 在て ほ 之に 準す へ 
きものに 該當 す」 と 追加し 以て 重 耍物產 同業組合 
の發 達に 資せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 35 當な りと 認め 之を 採搦す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也 

特別 報吿 第二 百 二十 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 八三號 
染業 工業 保護の 請願 廣 島縣遛 品 郡 府中 町 平 
民 廣島縣 染料 同榮 組合 副 m 長 市 川 鶴 松 外 十 
六 « 呆 出 (紹介 議員 望月 圭介君 外 一名〕 

右 請願の 要旨 ほ 黒色 硫化 染料は 染料 H 業 中 其の 製 
造 方法 發 達し 又 其の 產額巨 額に して 內地の 需用を 
充し 海外に 販路を 擗 張し 更に 前途 多大の 需用を 要 
求しつつ ありて 我 か國の 工業 並 貿易 上 重 嬰なる 產 
業な り 依て 本 事業 保 ii 策と して (一〕 黑色 硫化 染 
料の 轍 入を 禁止す る こと (二〕 黒色 硫化 染料 以外 
の 染料の 輸入税 率を 從價五 割に 引 上る こと (三〕 
本 事業に 對し 所得税 及營 業税を 免除す 乙 こと (四 
〕 所得税 及戰時 利得 税 を還附 する こと (K) 本 事 


I  二 一一 三 二 

菜の 保 匪 法を 設 くる こと 等 c isi を ^ せられた しと 
謂 ふに 在り 

衆 雜院ほ 其の 趣旨を 至當な りと ^ め 之を 採 «? すへ 
きものと 通 決せり 依て 忒 院法第 六十 ;/-: ^ に 法り K3 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 二十 一號 
3S 見 崧 

詣願文扔表鲂一五二七號 
株式 现物市 相 設 la の 諧 願 JCL lic 府 亚证疖 日本 
rs M 奴 本 町 十五 番地 平民 ^ M 採 式 现； i 浆狃 
合委 员長米山利之肋虽出(紹介訝3:诹湖幻 
之 君〕 

右 請願の 要旨 IX 今や！^ E% 進に 従 ひ 商 yf 代 社の 2¢ 
立 夥しく 就中 株式 會 社に 至て は K- の 股 二 萬を 超え 
公稱 資本金 九十 億の 巨額に 達し 其の 株主 數六 行说 
人を 下ら さろ 盛况な 〇 期る 時代に JSE iffl して 有 ft'i rg 
券の 現物 市場の 設立 か經濟 力の 咐進を 促進し 锯邸 
供給を 調節し 収引の 阅滑を 期す るに 於て 必嬰 IL 51 
切なる ことは 米穀 公設市場 設 is に©  丁る も 明 K な 
り况や 公 侦、 社 2 T 株式 等の 如き 其の {f3 格の 商低 
は # 社财產 の狀况 と共に 日に 消長 & る ものにして 
之 か m 物 市場を 有せ さるは 經濟 力の％ 進上 不便！ f 
利尠 からす 诙 て有價 證券の 現物 設 a を 公許し 
て 國富增 進と 共に 一般 顧客の 便益を 計られた しと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採拶 すへ 
きものと 騎決せ り 依て 議院 法 第 六十 3T. 條に依 〇 別 

冊 及 御 送付 候 也 _  I 

特別 報吿 第二 百 二十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 七 二號 
蹴 戶港 修築の 請願 長 崎 縣壹岐 郡 箱 崎 村 百 十 
七番 戶 士族 農 券 田 長 四 郞外 三十 二 名 里 出 
(紹介 篛員牧 山耕藏 君〕 

右 請願の 嬰 旨は 壹岐國 獅戶港 は 我 か國有 數の漁 場 
にして 常に 中國 、四國 、九州 等 谷地 方の 漁船の 根 
據地 にして 其の 數約六 百餘艘 に 達する 盛 况に 在り 
て 鮮海 方面に 於け る 遠洋泐 船の 避難 港たり 然るに 
港 內狹隘 にして 且 土砂 塊 沒し船 舶の m 人に 不便を 
極む 依て 港 底を 俊 渫し a 之を 11 張せ むと する も 巨 
費を 要し 到底 地方 民の 負锴に 椹へ さるに 依り 國 扔 
を 以て 本 港を 修築し 水產 業の 發展を 計られた しと 一 


院葯衆 位 諶国 帝冋一 十四 第 


謂 ふに 在り 

衆 S 院は 其の 趣 S1 を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 誠 決せり te て蕺院 法 第 六十 3r: 條に依 〇 別 
冊及御送 (-| 攸也 

特別 報告 第二 百 二十 三號 

sac 

誧 願文 15 表 第 八 〇八號 
玉 ; > »(] 港 修築の 請願 長 崎 縣南松 浦 郡 玉 之 浦 
村 玉 之 wli 鄕六！ 5 1 1 十九 番地 平民 問 ^ 業 屮村 
平兵衞 外 二 十 名 M 出 C 紹介 穀 W 牧山耕 藏君) 
右誚 願の 嬰 旨は 長 崎 縣南松 浦 郡 玉 之 湘港は 五島 列 
島の 西南 端に 位し 二 十 有 餘の定 H 漁 菜を 有する 漁 
業根拇 地に 鋁し 珊瑚を 初め 谷 稱茁耍 なる 海 產物に 
常む 然るに 近来 蒸 氣又は 石汕發動機等の裝蹬を用 

ふる M! 釣船 其の 他 此の 種の W! 船 頻繁に 出入す る爲 

發则摊 の 音 55 又は 炭 骸の投 粟 か 原 M を 爲し常 に 漁 

道を fs sl し該浼 蚴 ほ 3? に睃滅 せんとす る狀 態に 在 

り 法て 之 か 救済策と して 本 港 西部に 在る 梁 口と 稱 
する 小水 23 を 開 ？ 1 して 船舶の fji 入に 供す ると 同時 

に 前記 玉 之沛 港を 修築し 溯 場と して 造 憾なき 設備 

を諝せ られ たしと 謂 ふに 在り 

衆 誘院ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 諮 決せり 法て 議院 法 第 六十 5i; 勝に teo 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 吿第二 百 二十 四 毀 

意見 iy 

謂 願文 i*{ 表 第 七 七七號 

國立 SS 菜 W 驗場支 部 設置の 請願 . ffi 島縣踗 種 

冏 第 SII 合 代表 若 驵畏 照® 定太郞 外 一名 呈出 

(紹介 謎 M 早沌 輅爾君 ) 

右 請願の ii'.l & u i X 政府の 施設に 係る 國立產 業 試驗場 

支所の闸奸ほ適常ならす就屮屮阀及四阀地方は其 

の所輅 たる 京都府 又は 熊 本縣地 方と氣 候 風土を 異 

にし從 て I..1 所ょり 配 1-! せらる る 原 苡釉 は： 个 適 常な 

るの みならす il is: 少 くして 〇 菜の 發 K- 上 ia 做 尠か 

らす te て屮阀 適 當の 地に 該試驗 場 支所を 設置して 

斯 m の改 .U 發展 に ！ 5 せられた しと 謂 ふに 在 〇 

衆謎院 は 其の 抓 旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 r へ 

きものと 通 決せり 法て 諮 院法第 六十 五條に « り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 rr 第二 百 二十 3Ti 號 

意見 皆 

玉 之 浦 港 修築の 請願 外 八 件 


請願 文霄表 第一 五 〇九號 
高 知 市内 陸茧将 用地 及澜信 省 用地の _換並 建 
物 移 轉の誧 願 高 知縣萵 知 市長 屮岛和 三 里 
出 (紹介 調 a 屮野寅 次郞 君) 

右 請願の 要*! は C 一 〕 陸： iji 省 用地た る 高 知 憲兵 分 
隊廳舍 敷地 高 知 市 本 町 三百 七十 七番 宅地 百 二十 六 
坪 九 合 四 勺 •同帶 m 町 四百 三十 四番 宅地 十 3;; 坪 ? 1: 
合と (二〕 翊信省 用地 萵知郵 便 局長 官 舍敷 m 高 知 
市 本 町 三百 七十 六 rf 下 宅地 九十 一 坪の 地籍は！： 市 
本 町と 帶 m 町と を 聯絡せ る縣道 の 敷地に 充用 あり 
該縣 道 (3: 市内 ® 殷盛に して . FL 交通 頻繁なる |:1 婴の 
逍 路な〇 從て交 通 を w fis し 街路の K: 裁を 3fl する こ 
と尠な からす 殊に 同縣に 於て 今 囬縣 道の 擴張と 共 
に 交通を® ならしむ る必耍 上 陸軍省 及 遞信省 用地 
を 原狀 に復し 建物を 移 轉せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆 謎 院は其 の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 燄決せ ote て 謎 r* 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報 ft-! 第二 百 二十 六號 
S  見 B 

謂 願文 》 表 第一 五三 七號 
陸海 軍 下 士卒 险遇の 請願 兵 庫縣揖 保 郡 龍 野 
町 龍 1!? 七 百 八十 11 一番 M 敷 平民 無職 三 木 源 左 
衞門早 ：出 (紹介 議員 土 卯 嵇大封 ) 

右誧 願の 要旨 ほ 帝 阈 陸海 茁人 服役 屮の 給料 及 偽 給 
額 li 節 少なる か 爲在鄕 の 父兄 ほ 常に 之 か 補給を 爲 
しつ ' P あり 斯如は 兵役 服務 若に 更に 兵役税 を 課す 
るの ® ありて 中® 以 1- の老は 其の 負擔に 苦み 慘狀 
看る に 忍 ひさる もの あり 之 か 救済 方法と して 兵役 
税の 設定 篤志家 若は 免役 老の 父兄ょり 寄附 金を 徵 

し 之を 以て Bi 源に 充當し 前記 陸海 軍 下士 ¥ の 給料 

及 体 給を％ 額す るか 又は 手當命 を 給 與し以 て 其の 

礙 遇の 途を講 せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採攞 すへ 

きものと 謎 決せり te て 議院 法 第 六十 5rl: 條に依 り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報 街 第二 百 二十 七號 

意見書 

請願 文 W 表 第 六 九 二號 

平 塚 村に 無 集 se 郵便局 新設の 請願 東京 府荏 

原 郡 平 塚 村 大字 下 蛇 窪 四百 二 十三 番地 平民 

農 伊藤 四郎外 六 名 呈出 (紹介 P. 員 高木 正 年 


君〕 

右 請願の 要旨は 取 京 府荏原 郡 平 塚 村は 其の 周 園に 
於け る 品 川、 大井 、大崎 町 等の 商工業の 發展に 伴 
ひ 就中 平 塚 村 大字 下 蛇 窪は 束 京 市内 電話 架設 區域 
に 願し >'4- 河、 三菱 H 業 研究所 及 中 村醫藥 研究所 等 
の 設置 ありて 其の 繁榮 却て 大井 、大崎 兩 町を 凌く 
もの あ o Fl 住民の© 亦 日に 增加す 然るに 所轄 品 川 
局に茧 るには 上 蛇 窪 其の 他 二 1 n の 部落民は 遠く 南 
大井停 茁場及 北大 崎 町を 迂回す る爲 不便 勘から す 
依て 前記 平 塚 村に 無 集配 郵便局を 設置して 住民の 
利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆 鹩院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採攒 すへ 
きものと 議決せ り 依て _ 院法第 六十 五條に 依 〇 別 
册 及御绘 忖 候 也 

特別 報吿第 二百 二 十八號 
意見書 

請願 文 W 表 第 七 七三 號 
■戸浦 郵便局 電話 通信 事務 肢 扱を 電信 事務 取 
扱に 變更並 集配 事務 開始の 請願 長 崎縣壹 
岐郡箱 崎 村 百 十 七番 戶 士族 農 寺 田 長 四郎外 
三十 二 名 呈出 (紹介 篛員牧 山耕藏 君) 

右 請願の 要旨は 壹岐 國瀨戶 浦 地方 民は 漁業を 主と 
し 其の 取引 盛なる と共に 通信 事務の 敏活を 要する 
を 以て 明治 四十 年中 當 局の 內 示に 依り 架設 費を 寄 
附 して 電信 事務 開始の 中 謂を 爲した るに 當局は 之 
を變更 して 芦 ® 局 中繼の 下に 電話機を 設匿せ られ 
爲 に 誤信 遲 著を 来す のみなら す往々 通信 漏® して 
地方 漁民は 商機を 失し 損失を 蒙る こと 尠から す 又 
集配 事務 ほ 對岸 芦邊 局 か 郵便船を 以て 航绘 する 爲 
海難に 際して は 陸路 二 ffi 餘を迂 11 して 願戶浦 の 集 
配を 行 ふ 有様 なれ ほ 其の 不便 忍 ひ 得さる もの あり 
依て 前記 韻 戶浦 局を 集配 局と爲 し 同時に 電信 事務 
取扱を 開始せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摇 すへ 
きものと 諮 決せり 依て _院 法 m 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也  I 

特別 報吿第 11 百 二 十九 號 
意 兕 書 

請願 文醫表 第 七 七 四號 
野 洲郵便 貼に 集配 並 電信 事務 取扱 開始の 請願 
滋賀縣 野 洲郡野 洲 町長® 田 平吉外 四十 名呈 
出 (紹介 鹩員 井上 敬 之 助 君〕 


右 請願の 要旨は 滋賀郡 野 洲 郡は 面橫六 里 四方 戶數 
七 千 七 百 人 cl 四 萬 四千に 達し 農 商 H 業の 發 達と 共 
に 之 か肢 引は 谷地 方に 伸張す る 有様な り 然して 郡 
內 には 守 山 江 頭の 二 局 ある 4 1 は 郡の 两南に I は 
東 隅に 偏在して 郵便物の 集配には 場 rfr に 依り 三日 
間を 費す こと あり 然るに 野 洲町は 郡の 中央に 位し 
交 卵 及収 引 . h 重要の 地位を 占め且 物資の 集散地た 
り 殊に 養 ■時期に 於け る 取引は 殆と 全國谷 池に n 
る有樣 なれは 常に 通信 ffi 滯 して 町民の 不便 尠から 
さるに 依り 前記 野 洲郵 便 i«j に 集配 事務 取扱を 開始 
して 之 か 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ邦 の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと g 決せり ffi て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  J 
特別 報 苦 第二 百 三十 號 
意見書 

請願 文書 表 第 七 八二號 
佐 治 村 大字 加 翻 木に 郵便局 新設の 請願 鳥 取 
縣八頭 郡 佐 治 村 大字 古市 百 七十 二番 地平 民 
農 下限 甚哲外 十五 名 呈出 (紹介 議員 奧田柳 
藏君外 一名〕 

右 請願の 要旨は 鳥 JTZ 縣八頭 郡 佐 治 村 13; 廣袤 東西 四 
里 南北 一里 餘 面積 五 方里に 達し 其の 戶數八 百餘人 
口 四千 八 百 四十 餘を 有する 大村 にして 紙，®、 生 
絲 其の 他 諸種の 物產に 富み 就中 和紙の 年產額 五十 
五 萬圓に 達し 猶將來 益 發展の 望 あり 其の 他 新に 通 
信 事務を 增加せ しむへ き 事業 計 sf せられつつ ある 
に拘ら す 所 _用願 郵便局に 到る には 二 里 乃至 六 里 
餘 ありて： 个便尠 からす 依て 前記 佐 治 村 大字 加 瀬 木 
に 三等 郵便局を 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆_院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 .依て！！ 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御缀 付 候 也 

特別 報告 第二 百 三十 一號 
意見® 

請願 文書 表 第一 四〇 M 號 
下 UJ 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 滋賀縣 甲 
賀郡 下田 村長 谷 藤 右衞門 呈出 (紹介 議員 井 
h 敬 之 肋 君) 

右 請願の 要旨は 滋賀縣 甲賀郡 下田 村は 戶數五 百 人 
ロニ 千 有餘に 達し 村民 ほ 主として 商工業を 營む殊 
に 同村 ほ 蒲 生 郡ょり 關西 支線 三 雲驛に 通す る耍路 


院蓀衆 河 巧;^ 帝 冋一个 四芡 


本邦 B 米 間 命令 航路 線を 小撖 港に 延長の 諸 願 外 七 件 


に隄 する を 以て 収引 盛な 〇 加 之 毎年 人口の 佾硕に 
伴 ひ 北海道 及滿鮮 地方に 移住す ろ，' .-.: を 擴張 
する 荠多く 郵便 ? If 務劇岈 したる に拘ら す® ® ? If 務 
は 交通 不便なる iliB 局の 雄 配 K 域に 妃し其 の發著 
共に 多くの 日時を 要す 下 ra 局には 旣に 村民の 寄附 
1 y 以て ^ ^ 並 ,. K 話を 架設した るに 拘ら す獨 览 配 gf 
務収 扱な く不侦 尠 からす 依て 同局に 集配 ? JV 務収扱 
を 開始せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆謎院ほ共の趣旨を至當なりと認め之を棟櫸すへ 
きものと 識決せ り te て 謎院法 第 六十 五條に 法り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 吿第 二百 三十 三號 

ffis  . 

請願 文 ； rt l-r 衷第 一四 九二號 
本邦 歐米問 命令 航路 線を 小 ^ 港に 延長の 請願 

北海道 小© M 色 内 町 七 丁目 二十 二番 地 小® 

雜毀润 同業組合 長 弓 削 萬 治郎 呈出 (紹介 _ 

員 寺 ; ra 省 .® I 君 外 二 名) 

同 第一® 九 三 號 

同上 北海道 小© 商業 會議所 會頭山 本 厚 彐 呈 

s  (紹介！ ia 寺 田 省 歸君外 二 名) 

右 請願の 要 If は 我 か 國の農 產物屮 菜 豆、 豌豆 及 澱 

粉は旣往 :/^ :简年間に於て海外に輸出せられたる數 

迓俏 格 中 北海道の 牛： 產高は 約 百 分の 八十 乃至 九十 

を 占む る 盛 况 なり 然るに 該輸出 品た る や 同道 小 樽 

に 於て 集散す る ものなる に 現在歐 米 線路の 命令 航 

路線は 橫濱 若は 神戶を 起點 とする を 以て 小 樽ょり 

直接 海外に 轍 出す る ものは 日本 郵船 株式 會 社の 通 

し 荷物と しては 內國 航路に 依りて la 横濱 又は 神 

戸に 運送 陸 揚し更 に外國 航路に 積替せ らる るか e 

其の 運 If 積 替® 3¢ の 他 多大の 拟 失を 蒙りつつ あり 

是れ獨 り產出 地方の 損失の みならす 又國 家の 損失 

なりと す 依て 國家經 濟上並 北海道 拓殖 開發 上の 便 

益を 計らる る やぅ ri! 出 調書を 添へ て 請願す と 謂 ふ 

に 在り 

衆 懿 K は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 探櫸 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 邊付候 也 

特別 報 ffl 第二 百 三十 四號 

意見書 

請願 文 fff 表 第二 一一 七四號 

福 井村に 富岡區 裁判所 /!'; 張 所 設置の 請願 德 


岛 縣那賀 郡 福 井村 長 森 勇 呈 3  ( 紹介 議員 原 
田 佐 之 治 君) 

右 請願の 要旨 ほ 德息 縣那贺 郡 福 井村 ほ 郡の 南端に 
位し 班 西 三 里 南北 I 甩 に垂む とし而 锁二 方里 餘戶 
數六百 人口 三千 六 百 餘を 有し 其の 他產業 交通 並 物 
rt の關係 等ょり II 察する に 年々 登記 件數劇 咐して 
隣接 町村に 比較す ると きは K の 第一位に 在り 然る 
に 所輅富 岡區 裁判所は 一里 乃至 四 里を 隔 つる 極め 
て 不利め 地に 偏在し 不便 尠から す 依て 前記 福 井村 
に 富 岡區 裁判所 出張所を 設置せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採摇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及御 送 1# 候 也  I  _ 

特別 報 街 第二 百 一 二十 八號 
意見書 

請願 文醫表 第一 四 ニニ 號 
陰陽 聯絡 松 江驛跋 島 驛問鐵 道 敷設の 請願 島 
根 縣松江 市 白波 魚 町 五十 三番 地 松 江市會 議 
長 三 島 佐 次右衞 門外 三十 3?; 名 呈出 (紹介 議 
員 小川藏 次挪君 外 一一 一名) 

右 請願の 要旨は 山陰 山陽 雨 道を 速 絡す へき 鐵道ほ 
現在 唯一の 播但線 あるの み 然るに 其の 間に 於け る 
交通 並、 產業上 の狀况 ょり 觀 察すれ は 第五 肺 團の設 
匿给鎭守府の開設及廣島控訴院，税務監臀局等其 
の 所 S 區域を 同 ふす るの みならす 該 地方は 境、 宇 
治の 兩港 を控へ 殊に 島根 縣八朿 郡及廣 島縣鍵 三、 
比 婆 郡 等の 地方に 諸種の 農、 林、 鑣產 物に 富み 且 
產業 盛な り 加 之 鳥 取 縣日野 郡內に 於け る 石炭 及鐵 

鋸 等 海陸 產の富 源 地を 包 擁す 此等天 與の寶 庫を 開 

拓し 充分 其の 生產を 促進す るには 交通 機關の 完全 

に俟 つ所大 なり 然るに 播但線に 遠隔せ る 松 江 市 及 

rrr 島 市は 其の 往復に 十八 時間を 要し 不便 尠から す 

依て 山陰 鐡道 幹線 松 江驛 と、 山陽 鐵：迫 幹線 廣島驛 

と 直通す へき 陰陽 聯絡 鐵道を 敷設して 該 地方の 便 

益を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 皆を 至當な りと 認め 之を 採 擦す へ 

きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也 

特別 報吿 第二 百 三十 九號 

意見 ® 

請願 文書 表 第 一 四 一四號 


陰陽 聯絡 線 木 次庄原 間鐵道 救 設 〇 請願 島根 
縣仁多 郡 八 川 村 大字 大谷八 百 五十六 番地 平 
民 農 糸 原 武太郞 外 二十 一一 一 名 早： 出 (紹介 SS M 
小川 藏次郞 君 外 三 名) 

右 請願の 要旨 li 山陰 鐵道 幹線 宍戶驛 より 分岐した 
る菔 上鐵道 線の 終 點 木 次驛と 山隄鐵 道 幹線 E5 島驛 
より 分岐した る 藝備鐵 道 線の 終點 地た る 岡 島 縣庄 
原 町に 到る 沿道 地方は 各種の 物資に 富み 旅客の 交 
通 頻繁なる のみなら す 軍事上 重要なる に 拘らす 未 
た 鐵 道の © 設な きは 地方 產業並 人文の 發達上 迫憾 
なり 殊に 該 工事の 延長は 僅々 四十 哩の 短距離なる 
のみなら す 該鐵道 完成の 曉に は藝 簸線鐵 逭經 1? を 
琵固な らしめ 陰陽 兩官線 凭 義 線に 屬 する！ i に 於て 
は 其の 便益 多大な りと す 依て 速に 前記 木次驛 と re 
原 町との 間に 鐵 道を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御邊 付 候 l.m I  _ 

特別 報吿 第二 百 四十 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 一六 號 
北 見 國遠輕 石 狩 國 旭川 區間鐵 道 敷設の 請願 
北海道 紋別郡 上 顔 別 村 大字 遠輕 m 街 公園 通 
番外 1111 平民 農 三 澤恒助 外 百 六十 名 呈出 (紹 
介議負 小 池仁郞 君) 

右 請願の 要旨は 北 見 國遠輕 より 石 狩國 旭川 區に到 
る 地方 ほ 北 見國邸 別 川の 一大 流域に 沿 ひ 面積 九十 
六方 里の廣 漠たる 沃野に して 戶數 三千 有餘に 達し 
殊に 森林 及觸 山は 無限の 富力を 藏し 移民の 來往頗 
る 多き に 拘らす 未た 鐵 道の 敷設な き爲地 方 產業上 
遺憾な り 加 之 本線の 敷設は 鐵道營 業 上 有利なる の 
みならす 近時 提唱せ ら るる 網 走 •旭川 間の 分岐線 
に 比較す ると きは 工事の 容易に して 而も 交通 上 便 
利なる こと 遙に 其の上 位に あり 依て 速に 前記 遠輕 
より 旭川 區間 に鐵 道を 敷設して 地方の 利便を 計ら 
れた しと 謂 ふに 在り  . 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御缀 付 候 也 _ 

特別 報吿第 二 百 四十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 一八 號 


一三 三 四  _ 

北海迢鏵道&:'、一：：. .| 、マ：0^願北*® 
17. 岸 郡 KE 痒 町 大字 若 n 町 五十 ：/.: 番地 平 《 海 
產商 上田 W 兵 iw 外 七十 ?/ 1: 名 Mm .'. 幻 介 gs tl 
束武君 外 11 名〕 

右 請願の 嬰！ 33 ほ 第 四十 一间帝 ra# v7 に 於け る 3'<: 盼 
提出の 北海 m 鍅 5-1 既設 法案に 依 れ は iv:: 岱 3 wir nll 
方の老 は 其の 恩 浮に 浴す る こと 能は す te て該法 汸 
二條 第一 號屮 「石 狩 國 旭川 ヨリ 十 勝® 十 防 太 及 釧 
路國® 持 ヲ經 テ北兑 國網 走- 1 至 ル 鍅迫」 と あるを 
「石 狩國 旭川 ヨリ 十 勝 阀十勝 太及釧 路及 北見阀 沙 
里ヲ經 テ同阀 網 走- 1 至ル馘 迫」 と 改正す る .^ 史に 
同 法 中に 「釧路 國標茶 ヨリ 同 國太田 村ヲ經 テ 15 捽 
二 至 ル 鐵适」 の 分岐線® 設の 件を 加へ 以て 同 33 玆 
道の掖張と拓航の發肢を計られたしと謂ふに在〇 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 捋すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報 rrl 第一 一 百 四十 二號 
意見書 

請願 文 》 表 第一 四 二〇號 
天® 沿岸 鐵道 敷設の 請願 北海道 留萠 郡 ® 肋 
町 大字 留萠村 南大通 九十 一番 地 士族 印刷 築 
出 田 平 馬 外 五十 四名呈 出 (紹介 讖员東 武君 
外 一一 名〕 

右 請願の 要！！ 日は 北海道 天鹽國 沿海 五十里に 苴 るの 
地方は 人口 十 萬 餘哿腴 S 沃 にして 拓殖に 適する は 
勿論 林，' 鍋產 の ® f 富なる 本 51 中 他に 比類な く 溯 利 
亦 本道に 冠たり 然るに 留萠港 以北 四十 里の 沿诗一 
帶は 港 H なく 1-L 舟航の 便 極めて 闲難 にして 冬季 四 
五箇 月間は 注々 風浪に 妨 けられて 寄航す る 能は す 
爲 に米鹽 に缺 乏を來 すの 悲境に 陷る こと pit にして 
同地 方 人民の 不便 不利 甚し 依て 留舰 港ょり 留萠、 
苫前 •天® の 三 郡を 經て北 兑國稚 內港に 至る 天® 
沿岸 線を 速に 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 _院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 讖 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 付 候 也  _ 

特別 報吿第 二 百 四十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第一 四 ニー 號 

石 狩 川 右岸 鐵道敷 設の 請願 北海道 曄戶郡 浦 
臼村蹈 族 農業 倚 長 岩 村 八 作 外 十 名 呈出 (紹 


，衆 矜穴 R： 帝间一 十四 铊 


介 議員 取 武君外 二 名) 

右 請願の 要旨は 北海 ia 雨 龍 郡 上 北 龍 村 沼田 P ょり 
旣成線 たる 留 g 線と 分岐し 同 郡 北 龍、 雨 龍の兩 村 
及 陴戶邯 新 十津 川、 浦： n、 月形の 三 村 並 石 狩 郡 當 
別 村を 純 ill に札蛻 郡 札幌 村を 過き 札幌驛 に 於て 旣 
成跺たる |.$1 陀線に聯絡する延長約六十七 |'!|{ に 11 る 
石 打 川 右 3 i 鐵道 を晚設 せられた しと 謂 ふに 在 〇 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採撐 すへ 
きものと 谣決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に ffio 別 
冊 及御浍 付 候 也  I 
特別 報诉第 二百 四十 五 號 
S  見 S 

請願 文 « 表 第一 四 七 二 號 
萌 江 鍅 m 速成の 請願 B 根 縣那 賀郡濱 田 町長 
野 S 忠孝 外 一名 呈出 (紹介 溝 M 島 田 俊 雄 君： > 

右 詰 願の 要 皆は 陰 隄迎絡 の孢定 線た る廣江 線は 陰 

隈兩道 を 貫通す る 江川の 河 谷に 沿 ひ 其の 沿 is 地方 

の 商 菜 交通 上の 關係 ょり即 察すろ に C 1 ) 同地 方 

に 於け る 農、 林、 鐲產の 開發上 (二〕 江川 河口の 

江 律 町 及® ra 町は 水產 物の 中心として 跋岛 市 並 東 

朝鮮に 對す る贸易 港た る こと 0 5 山陰 線は 同地 

方の陆畀多く印炅秋水苦の爲交通を遮斷し海陸の 

便を 缺 くこと ^ なれ li 之が 補充 線た る こと 等の 點 

に 鑑みる ことは 之 等 交通 產業並 人文の 發展上 極办 

て m 要なる のみなら す 其の 敷設 X JJJ の祥姑 なるこ 

と 並 陰陽兩 幹線の 培 萎 線と して 多大の 便益 rr- 有す 

依て 速に 前記 ! ff; 江 線羝适 を 既設して 地方の 利® を 

計られた しと 謂 ふに 在り 

衆讁院 は 共の 趣 S* を 至 常な りと 認め 之を 採 探す へ 

きものと 漭 決せり te て 謎院法 第 六十 . 7T 條に 依り 別 

册及御 送付 候 也 

特別 報 街 第二 百 四十 六號 

S 見® 

P 願文 9 :表第 I 四 九 ■九 號 

尻內千 曳間鐵 道 救 設の 請願 靑森縣 上 北 郡 七 

戶町： 白 六十 三番 地 士族 遝 H 藤 轍 郞外 一名 呈 

出 ~紹 介 謎 0 :阿 部武智 排君外 四 名〕 t 

右 諸願の耍疔は货森縣上北郡七戶町地方は典の地 

勢 .|-. ;».' 內砰ょり五戶、三本木、七戶の三简町を經 

て 千 曳驛に 達する 51 路は -,'r 来よりの 國道 に S3 し 沿 

荊 人 乾 多く 物 ft 又热 W なり 然るに 現在の 鐵逍線 路 

は 三 戸より 八 戶方面 に is り海择 に 沿 ふて 千 曳に出 


つるを 以て 其の 迂廻甚 しく II 沿道は 荒寥たる 原野 
なる を 以て 5$ 輪 交通 上 其の 趿 設計进 の 失 當な りし 
こと 明かな り而 して 前記 尻 內 より 國 道に 沿 ひ 千 虫 
に 至る 地方は 人文 產業 の發 M に 伴 ひ 政府 yf 業には 
軍馬 補充 部 及® 羽 牧場の 如き K 業には 十 和 田 湖の 
水力 利用に 依る m 氣祺業 及 鉞山 業の 如き 農 工業の 
勃興に 作 ひ 交通 _關 の 完成を 要する こと 切なり 依 
て 前記 尻 內 より 國道に 沿 ひ 千 曳に 至る 鐵 道を 敷設 
して 地方 富 源 開 發の 策に 供せられ たしと 謂 ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 ft 第二 百 四十 七號 
意見 魯 

請願 文 £： 表 第 一 五 〇三號 
山形 仙蠆間 鐵逍 敷設の 請願 山形 縣 山形 市幽 
燭町西 三十！  一 番地 平民 商 叶 內長兵 衞外二 十 
九 名 里 出 (紹介 議 员 戶狩權 之 助 君 外 一名 J 
右 請願の 嬰 皆 ほ 仙绕市 及 山形 市は 共に m 北 地方に 
於け る 主要の 都市たり 而して 兩市間 に 直通 鐵道を 
敷設せ むか 興の 工程 WJ かに 四十 哩内 外に 過き すし 
て 軍事上 人文 ! g 達 上 及 交通 產業 の發 K 上洵に 緊要 
の 線路たり 然るに 現在の 奧羽線 板 谷 線を 經由 する 
ときは 百 «fi 乃至 百 四十 哩餘 にして 其の 不便 尠から 
す fe て 前 nE 山形 市を 起點 とし 仙臺 市に 直通す る鐵 
道を 趿設 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ix 其の 趣旨を 至當な りと is め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 讖院法 第 六十 35: 條 に te り 別 
册 及御浍 If-! 候 也— 

特別 報 苦 第二 百 四十 八號 
js 見 書 

請願 文 if 表筘一 五 〇四號 

旭 網鐵逍 敷設の 請願 北海道 網 走 郡 網 走町大 

字 北 見 町 南 通 裏 一丁目 五番 地平 民金錢 貸付 

栗萵田 源 藏外七 百 六 名 呈出 (紹介 議 M I1 武 

君 外 二 名.) 

右 請願の 嬰 旨は 石 狩 阈 旭川 M より 北 見 國網走 町に 

至る 北 見 幹線は 其の 延長 cfi に 八十 七 哩に 過き さる 

も 北海道 屮部 を縱 貫す る 幹線に して實 に 本道 交通 

_關 の大励 脈に 當〇 拓航の 促進 產 業の 振興を 期す 

る 上に 於て 最 m 要なる 線路に® す 又 鐵道政 策 上よ 


诹江 餅 5ri 速成の 訪願 外 ?/ 1: 件 


り觀る も 其の 利益 多大なる もの あり 依て 前記 北 見 
幹線 錄 ffi を 急速に 敷設せられ たしと rl ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 ; S 付 候 也 

特別 報告 第二 百 四十 九號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五三 〇號 

自轉車 運賃 低減の 請願 滋賀縣 阪田 郡長 濱町 
大字 船 山 五十 五番 地平 民 商 木 田 磯 右衞 門外 
十二 名 呈出 (紹介 議員 中 村 喜 平 君) 

同 第一 五三 一號 

同上 滋賀縣 東 淺井郡 竹 生 村 弓 削 五十 三番 屋 
敷 平民 賣藥商 藤澤萬 九郞外 二 十三 名 呈出 
(紹介 議員 中 村 喜 平 君〕 

右 請願の 要旨は 近時 自轉 車の 用途 普く 其の 便益 多 
大なる もの あり 就中 商工業者 間に 於て は 又 一層 便 
利の 具たり 然るに 現行 運® 規定に 依る 自轉車 運賃 
率は 比較的 高く 之を 一般の 運賃 率に 比較す るに 其 
の 距離の 遠隔に 從 ひ遞滅 せらる るを 原則と する に 
反し 自轉車 運賃に 限り 却て 遞％ せらる る ! 3; 彼此 fi 
衡を 失す 法て 自轉車 使用者の 保 fa 獎励上 右 運輸 規 
定を改 正して 自轉車 運賃を 低廉なら しめられた し 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 二百 五十 號 

意 暴  . 

請願 文 W 表 第一 五六 〇號 

食 ffl s 給 自足の 請願 兵庫縣 武庫 郡 瓦 木 村 高 
木 字 上 河原 二百 六十 三番 地平 民農津 高力藏 
外 七 名 呈出 (紹介 誘 員 松 本 誠 之 君〕 

同 第一 五六 一號 

同上 兵庫縣 武庫 郡大庄 村道 意 四十 番 屋敷 平 
民 農 矢 野 武 一外 七 名 呈出 (紹介 議員 松 本 誠 
之 君〕 

同 第一 . 7T. 六！ 一號 

同上 兵庫縣 川邊郡 稍 野 村 池 尻 三十 一番 屋敷 
平民 農攏內 g 一 外 五名 rv-. 出 (紹介 議員 松 本 
誠 之 君〕 

同 第一 五六 三號 


同上 兵 庫 縣加古 郡 神 野 村 西 條 四十 六番 屋敷 
平民 農大西 玉之輔 外 七 f; 呈出 (紹介 議員 松 
本 誠 之 君〕 

同 第一 五六 四號 

同上 兵庫縣 加 rjr 郡 別 府村西 脇 百 三十 六番 地 
の 二 平民 農 好 崎 安秀 外 七 名 呈出 (紹介 議員 
松 本 誠 之 君〕 

同 第一 . 7T 六 JT: 號 

同上 兵 庫 縣加古 郡 別 府村西 脇 二百 五十 三番 
地平 民 農 稻田 吉次郞 外 七 名 呈出 (紹介 議負 
松 本 誠 之 君) 

同 第一 五六 六號 

同上 鳥 取 縣西伯 郡 所 子 村 大字 所 子 三十 三番 
屋敷 門 脇 元右衞 門外 四 名 呈出 (紹介 議員 松 
本 誠 之 君〕 

同 第一 ? r 六七號 

同上 岡 山 縣眞庭 郡 八 束 村 大字 下 福 田 百 六十 
番地 二 若太郞 外 七 名 呈出 (紹介 議員 松 本 誠 
之 君〕 

同 第一 五六 八號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 新宮村 下野 七十 七番 屋敷 
平民 農 堀 勇太郞 外 七 名 呈出 (紹介 議員 松 本 
誠 之 君) 

同 第一 五六 九號 

同上 兵 庫 縣加古 郡 二見 村 東 二見 千 九 百 一一 十 
九番 地平 民 農 辻 村 寬堯外 七 名 呈出 (紹介 議 
員 松 本 誠 之 君〕 

同 第一 Jr: 七〇號 

同上 兵 庫 縣加古 郡 鸩里村 縮 後 二 百彐十 番地 
平民 農菅野 貞二外 九 名 呈出 C 紹介 _ 員 松 本 
誠 之 君) 

同 第一 3T 七一號 

同上 兵 庫 縣美方 郡 溫泉村 湯 九十 四番 地平 民 
農 森 田 庫治 外 十二 名 呈出 (紹介 議員 松 本 誠 
之 君) 

同 第一 五 七 二號 

同上 兵 庫縣揖 保 郡新宮 村新宮 七十 六番 屋敷 
平民 農 藤 井 重太郎 外 七 名 呈出 (紹介 議員 松 
本 誠 之 君〕 

同 第一 五 七三 號 

同上 兵 庫 縣神崎 郡 船津村 三百 二十 六番 屋敷 
井上 儀藏外 七 名 呈出 C 紹介®  M 松 本 誠 之 君〕 


三 三 21: 
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_ 食 箝 自給 0 足の 葫願 _ 

11111 HI  •  n^nf  HHMIIH«li^ililf^i.^lli^iii^iii 

同 第一 五 七四號 

同上 兵 №1 縣美方 郡 熊 次 村 葛 畑 千 三百 六十 - 
番地 平民 農 西 ハ 介 稚外 十二 名 呈出 (紹介 菡 a 
川口 木 七 郎君 外 三 名) 

同 第一 五 七艽號 

同上 兵 BU 縣美方 郡 小 代 村 水 間 百 二十 七番 地 
平民 ii /i 浮 倍太郞 外 七 名 呈出 (紹介 翳 M 川 
口木 七鄺打 外 三 名) 

R 第一艽 七六號 . 

同 卜： 兵 ! rti 縣氷上 郡 罪 日 部 村 千 五 百 七十 四番 
地平 民 農 畑 七右锱 門外 六 名 呈出 (紹介 翳 員 
川 rl 木 七郎封 外 三 名〕 

同 第一 5fi: 七 七號 

同上 兵 鹿 縣氷上 郡 生鄕村 平民 農 岡 林 久右衞 

門外 yr: 名 呈 m  (紹介 謎 員 川口 木 七 郎君 外 三 

名) 

同 第一 K 七八號 

同上 兵； 一縣飾 @ 郡 城 北 村 平野 五 百 四十 三番 

地平 民 農 小 松原 軍 三 郎外七 名 呈出 (紹介 議 

M 川口 木 七 郎君 外 三 名〕 

同 第一 艽 七九號 

同上 兵 賄 縣明 石郡攄 太村菅 野 二百 七十 二番 

地平 民 ^ ® 田 桂 太郞外 七 名 呈出 (紹介 翳 員 

中 / II 幸 太 郎君 外 三 名〕 

同 第一 S 八〇號 

同上 兵 庫 縣飾勝 郡 白 濱村甲 四百 七十 一番 地 

平民 農贸口 與三松 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 

井 fl 大嵙外 三 名) 

同 第一 五八 ~ 號 

同上 兵 庫 縣飾磨 郡 廣村農 會長瀨 尾 鐵治外 一一 

名 呈出 (紹介 議員 野 添 宗三君 外 三 名) 

同 第 一 五八 二 號 

同上 兵 庫 縣宍粟 郡 下 三方 村 福 知 百 七十 四番 

地平 K 農 橋 本 博 行 外 七 名 呈出 (紹介 議員 中 

川 幸 太 郎君 外 三 名) 

同第一五八三號 

同上 兵 庫 縣宍粟 郡 千 種 村黑土 二十 四番 屋敷 

平民 農® 崎 g 太郎外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 

井 獺 大君 外 三 名) 

同 第一 五八 四號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 栗 栖村下 i 助 原 三十 八番 屋 

敷 平民 農 小 谷 住洽外 七 名 呈出 (紹介 議員 中 


川 幸 太 fa 君 外 三 名) 

同 第一 五八 五 號 

同上 兵 1¢ 縣宍粟 郡 富 栖村末 逋 五十 二番 屋敷 
平 Mi 農 小 林 善太郎 外 七 名 呈出 (紹介 SI 員 中 
川 幸 太郞君 外 三 名) 

同 第一 五八 六號 

同上 兵 ® 縣飾磨 郡 荒 川 村 井の 口 百 七十艽 番 
地平 民 農 高見 林藏外 七 名 呈出 C 紹介 議員 野 
添 宗三君 外 三 名〕 

同 第一 五八 七號 

同上 兵 111 縣宍粟 郡 西 谷 村 日 見 谷 七十 四番 地 
平民 農 岸 根源 七郎外 七 名 呈出 (紹介 翳 員 野 
添 宗三君 外 三 名) 

同 第ニ ハ 五一 號 

同上 石 川縣石 川 郡 出城 村 農 a- 長 米 永 茂 三 郎 
外 七 名 呈出 (紹介 議員 西 村 正則 君) 

同 第ニ ハ 五 二 號 

同上跋 岛縣 ffi 三 郡 板木 村 大字 上 板木 平民 農 
片岡 長太郞 外 十二 名 呈出 (紹介 識員橫 山 金 
太郞君 し 

同 第一 七 二 七號 

同上 兵 瓸縣 三 原 郡 m 加 利 村 農 會長奥 野 勝 次 
郎外六 名 呈出 (紹介 議員 ® f 岡 宇一郎 君〕 

同 第一 七 二八 號 

同上 丘 (庫 縣明石 郡 押 部 谷 村 木 見 十 一番 屋敷 
平民 農 中垣 芳太郞 外 十二 名 呈出 (紹介 議員 
廣岡 宇一郞 君) 

同 第一 七 二九號 

同上 兵 庫 縣明石 郡 魚 住 村 西 岡 二十 三番 地平 

民 農 田口英 三 外 七 名 呈出 (紹介 議員 廣岡宇 

I 郞 君) 

同 第一 七三 〇號 

同上 兵 庫 縣津名 郡 廣石村 二百 五十 三番 地平 

民 農 坂 東 常 吉外七 名 呈出 (紹介 議員麗 岡 宇 

一郎 君〕 

同 第一 七三 一號 

同上 丘 (庫 縣三原 郡 市 村 八十 六番 地平 民 農 河 

翻 敬 一外 二 名 呈出 (紹介 議員 廣岡 宇一郎 君) 

同 第一 七三 二號 

同上英 庫縣津 名 郡 山 田 村の 內山田 村 二 百 八 

十 一番 屋敷 平民 農 芦原 要 次 郞外七 名 呈出 

(紹介 議員 BS 岡 宇一郎 君) 


同 第 I 七三 三！ K 

同上 兵 BB 縣津名 郡 都 志 村の 內都志 村 平民 農 
空 野 喜 市外 七 名 呈出 (招 介議 M Hf 岡 宇一郎 
君) 

同 第！ 七 — i 四號 

同上 兵 庫縣津 名 郡 鳥 飼 村 平民 農 山 本® 吾 外 
七 名 呈出 (紹介 議員 廣岡 宇一郎 君) 

同 第一 七三 5/5; 號 

同上 兵 庫 縣津名 郡® 田 村 百 十 一番 屋敷 平民 
農 曾 輪 行次郞 外 七 名 呈出 (紹介 篛員廣 岡 宇 
一郎 君〕 

同 第一 七 111 六號 

同上 兵 庫 縣三原 郡 大野 村 大野 大野 組 八 百 五 
十二 番地 平民 農 酒 井 保 明 外 七 名 呈出 (紹介 
_ 負 跹 岡 宇一郎 君) 

同 第一 七三 七號 

同上 兵 庫 縣明石 郡 岩 岡 村 十八番 屋 敷 平民 農 
吉岡梅 太 郞外七 名 呈出 (紹介 _ 員廣岡 宇一 
郎君〕 

同 第一 七 II 一八 號 

同上 兵 庫 縣明石 郡 伊川谷 村 前 開 六十 二番 屋 
敷 平民 農 中 尾 兵太郞 外 ®; 名 呈出 (紹介 議員 
廣岡 宇一郎 君〕 

同 第一 七三 九號 

同上 兵 庫 縣明石 郡 平野 村 印路 二百 二 番地 平 
民 農 有馬一 :太郞 外 九 名 呈出 C 紹介 議員 廣岡 
宇一郎 君〕 

同 第一 七 四〇號 

同上 兵 庫 縣明石 郡 神 出 村 東 二 十 二番 屋敷 平 
民 農 藤本 翳 外 七 名 呈出 C 紹介 議員 廣岡 宇一 
郞君) 

同 第一 七 四一號 

同上 兵 庫 縣加古 郡 氷 丘 村 中津五 十八番 地平 
民 農 吉田喜 代 松 外 六 名 呈出 (紹介 議員 廣岡 
宇一 郞君〕 

同 第一 七 四 二 號 

同上 兵 庫 縣加古 郡 鳩 里村備 後 三十 二番 屋敷 
平民 農 藤 田太郞 治 外 九 名 呈出 (紹介 議員 腿 
岡 宇一郎 君〕 

同 第一 七 四三號 

同上 英庫縣 加 古 郡 野 口村 長 小山 十 郞外九 名 
提出 (紹介 議員 廣岡 宇一郎 君〕 


一三 三 六  I 
同 第 I 七 四四號 

同上兵雎縣加古部母里村印闲百六十九番 .^ 
吸 平民 造 井澤 ^ 太 郎外七 右 呈出 r5^:T i4 
诹 岡 宇一 rjB e 〕 

同 第 一 七 四 五 Is 

同上 兵 ai 縣加古 郡 阿 閗村平 民？ s 黑 石 鹿 一郎 
外 十二 名 呈出 (紹介 狨 M fsc 岡 宇 I 郞赶， ) 

同 第一 七 四 六 號 

同上 兵 1® 縣逋名 郡 郡 家 村 百 九十 三番 M 股 平 
民 ia 石 上 言 三 外 七 名 呈出 . -N 紹介 調 fl fsc 岡 宇 
一郎 君) 

同 第一 七 四七號 

同上 兵 ai 縣三原 郡 松 帆 村 二百 五十六 番地 平 
民 農 販田儀 太郎外 七 名 呈出 (紹介 調 fl fst 阿 
宇一郎 君) 

同 第一 七 四八號 

同上 兵 庫縣津 名郡淺 野 村の 內淺野 村 九十 八 
番屋敷 平民 農 上田 多 吾 外 3?: 名 呈出 C 紹介 ^ 
員廣岡 宇一郎 君〕 
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同上 兵 庫 縣三原 郡 志 知 村 高 烏 二十 四 番 M- 敷 
平民 農村 上 正 一外 七 名 呈出 (紹介 _齒诹 岡 
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民 農 岸 人眞吾 外 七 名 呈出 f 紹介 議員 胺岡宇 
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5?/ 平 '？ ^ 磅本吉 十 配 外 七 名 呈出 (紹介 憩 M 
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同 第 I 七 九九 號 

同上 兵 萌縣拘 保 郡 新宮村 下野 七十 七番 展 敷 
平民 農 堀 五六 外 七 名 呈出 (紹介 議 pi 土 ) r- 拙 
大君) 

同 第一 八 〇〇號 

同上 兵 庫 縣按保 郡 神 岡村琛 田 七 百 三十 八番 
地平 民 農 井原 s ■治 外 七 名 呈出 (紹介 熟 負 土 
井嵇 大君) 

同 第一 八 〇一號 . 

同上 兵 確 縣揖保 郡 中 臣九百 十三 番地 平民 農 
横 田敬浩 外 七 名 呈出 (紹介 蕺 員土并 權 大君〕 
同 第一 八〇二 號 

同上 兵 庫 縣赤襯 郡 若 狹村福 井 四十 番屋敷 平 

民 農 米澤 安之助 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 井 

權 大君〕 

同 第一 八 〇三號 

同上 兵 ffi 縣赤摁 郡 有 年村榈 原 三十 五番 屋敷 

平民 農 小 河 治 郞吉外 九 名 呈出 (紹介 議員 - ± 

井 嫻 大君〕  . 

同 第一 八〇四 號 

同上 ^ 庫 縣赤稱 郡 船 坂 村 下 百 十五 番地 平民 

農® 谷太郞 兵 ®! 外 七 名 呈出 c 紹介 議員 土 井 

_ 大君〕 

同 第一 八 〇五號 

同上 兵 庫 縣赤穗 郡 尾 崎 村 八 百 二十 九番 地平 

民 農 小川 俊 一郎 外 七 名 呈出 (紹介 P 員 土 井 

鼎 大君〕 

同 第一 八 〇六號 

同上 兵 庫 縣赤穗 郡 新濱村 一番 屋敷 平民 農 木 

村 啓 太 郞外七 名 呈出 (紹介 81 員土并 權 大君) 

同 第一 八 〇七號 

食糧 自給自足の 請願 兵 藤 縣揖保 郡 太 田 村 平 

民 農 八幡 新藏外 七 名 呈出 C 紹介 識負 土井權 

大君) 

同 第一 八 〇八號  ， 

同上 兵 庫 縣赤穗 郡 那波村 陸 四十 六番 屋敷 平 

民 農 矢 野 幸 信 外 七 名 呈出 (紹介 _ 員 土井權 

大君〕 

同 第一 八 〇九號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 林 田 村上搆 十二 番 屋敷 平 


民-? レ 矢羽 野迎外 七 名 呈出 (紹介 5I M 土 卯® 
大君〕 

同 第一 八 I 〇號 

同上 兵 eg 縣赤穂 郡 矢 野 村 上 11 百 六十 四番 地 
平民 農 藤 田 達 志 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土并 
鼎 大君〕 

同 第一 八 一一 號 

同上 兵 庫 縣宍粟 郡 戸原 村 宇原 九十 番 屋敷 平 
民 農 宮本 仙吉外 七名呈 {!'. ( 紹介 議員 土 井權 
大君〕 

同 第 I 八 二 一 號 

同上 兵 庫 縣宍粟 郡 駿盛村 平民 農 小 倉 丑 之 助 
外 七 名 呈出 (紹介 議員 土井權 大君〕 

同 第一 八 一三 號 

同上运 賄 縣揖保 郡 香 島 村下笹 四十 五番 屋敷 
平民 農淼 本 ^ 治 外 五名 呈出 (紹介 議員 土 井 
權 大君〕 

同 第一 八 一四 號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 石 海 村 福 地平 民 農 尾 野 喜 
太郞外 十三 名 呈出 (紹介 議員 土井權 大君〕 

同 第一 八 一五號 

同上 兵 康縣赤 穂 郡 高 雄 村木津 六十 六番 屋敷 
平民 農 米 ロカ藏 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 井 
■大君〕 

同 第一 八 一六 號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 小 宅 村 JI: 番地 平民 農 山 南 
賢 路外七 名 呈出 C 紹介 議員 唐 端 淸太郞 君〕 

同 第一 八 一七 號 

同上 兵 確 縣宍粟 郡土蓖 村 鹽山 四十 番屋敷 平 

民 農 西 島 文太郞 外 七 名 呈出 C 紹介 _ 員 土 井 

權 大君〕 

同 第 一 八 一八 號 

同上 兵 庫 縣宍粟 郡 安 肺 村長 原 田 耕 造 外 七 名 

呈出 C 紹介 _ 員 土井權 大君) 

同 第一 八 一九 號 

同上 丘 (庫 縣宍粟 郡 三方 村 三十 三番 地の 一平 

民農栃 尾菔外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 井權大 

君〕 

同 ■第一 八 二 〇號 

同上 兵頎 縣揖 保郡東 栗栖村 平野 四百 五十 九 

番地 平民 農 永 井 德太郞 外 七 名 呈出 (紹介 議 

員 土 井 權 大君〕 


同 第一 八 二一號 

同上 兵 BS 縣宍粟 郡 染河內 村 上野 田 八番 屋敷 
平民 農 田 中 治 三 郎外七 名 呈出 (紹介 gl M 土 
井權 大君) 

同 第一 八 ニニ 號 

同上 兵 BS 縣宍粟 郡 三 河 村 西 下野 十二 番屋趿 
平民 農 阿部 元 生 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 井 
_ 大君) 

同 第一 八 二 三 號 

同上 兵 BR 縣飾磨 郡 水上 村 白 國七百 四十 五番 
地平 民 農 白 井新 太郞外 七 名 呈出 (紹介 議員 
川口 木七郞 君〕 

同 第一 八 一一 四號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 越 部 村 市 野 保 二 十 六番 屋 
敷 平民 農 富 田 勘 治 外 六 名 呈出 (紹介 謅員野 
添宗三 君〕 

同 第一 八 二五 號 

同上 兵 I5S 縣宍粟 郡 奥 谷 村 飯 見 四百 三十 番地 
平民 農 一野 嘉藏外 七 名 呈出 (紹介 議員 野 添 
宗 三 君〕 

同 第一 八！ 一六 號 

同上 丘 (廂 縣多可 郡 松井庄 村の 內熊野 部 村 四 
百 二十 三番 地平 民 農 細 田 昌二外 十一 名 呈出 
C 紹介 議員 野 添宗三 君〕 

同苎八 二 七 號 

同上 兵 庫 縣宍粟 郡 西 谷 村 日 見 谷 七十 四番 地 
平民 農 岸 根源 七 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土 井 
癯 大君〕 

同 第一 八 二 八號 

同上 兵 庫 揖保郡 太 田 村 百 十 三番 屋敷 平民 農 
太 田治吉 外 七 呈出 (紹介 議員 土 井 fa 大君〕 
同 第一 八 二 九 號 

同上 兵 庫縣宍 粟 郡 神戶村 杉 田 三十 八番 屋敷 
平民 農大前 貢 外 七 名 呈出 (紹介 議員 土井權 
大君) 

同 第一 八 三 〇號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 綱 干 町 新 在家 三百 十五 番 
屋敷 平民 農 奧本傳 吉外七 名 呈出 (紹介 il M 
土井權 大君〕 

同 第 一 八 三 一號 

同上 兵 庫 縣揖保 郡 河內村 馬場 八十 三番 屋敷 
平民 農芦杵 太 作 外 七 名 呈出 (紹介 _ 員土卄 


一彐 三 八 
ffi 大君〕 

同 第一 八 三 二 K 

同上 兵 I.E 縣飾转 郡 城 m 村 5E 鄉百 K 十六 桥 te 
敷 平民 段 阿部 十 }® 外 六 名 呈出 02 介蒗 n 川 
口木 七郞 君) 

同 第 I 八 三 三 號 

同上 兵 OB 縣神崎 郡 大山 村 平民 S 屮山林 法外 
七 名呈 01 (紹介蕺员川口木七阢忍〕 

同 第一 八 三 四號 

同上 兵 ffl 縣飾脬 郡 谷 内 村 小 原 新 九 番 M : 救 平 
民 農 福 永九郎 平 外 七 名 呈出 (紹介 川口 
木 七 郎君) 

同 第一 八 三 五 號 

同上 滋賀縣 栗 太 郡 上田 上 村 大字 堂 第 七 番 M 
敷 北川毁 市外； a 四十 六 名 呈出 r 紹介 謎 n 西 
川 太治郞 对 外 四 名) 

同 第一 八 三 六號 

同上 滋賀縣 愛知 郡 八木莊 村 大字 元 m 平民 S 
吉岡五 平 外 百 五十二 名 呈出 (紹介 議員® 川 
太治郞 君 外 四 名) 

同 第一 八 三 七號 

同上 滋賀縣 苽 淺井郡 七 尾 村 相 摸 庭 九十 三番 
屋敷 平民 毂 山田挪 土 外 百 七十 名 呈出 C 紹介 
_ 員 西 川 太 治 郎君 外 四 名) 

同 第一 八 三八號 

同上 滋賀縣 甲賀郡 寺 ff 村 大字 深 川 二 千 四百 
九十 八番 地平 民 農 小山庄 平 外 t-l ?/i: 十 2?; 名呈 
出 (紹介 議員 匝 川 太 治郞財 外 四 名〕 

同 第一 八 六四號 

同上砖庫縣飾赙郡手柄村西延末十四番屋敷 
の 一平 民 農廣岡 嘉平外 八 名 呈出 (紹介 議員 
川口 木七郞 君〕 

同 第一 八 六 五 號 

同上 兵 庫 縣飾 _ 郡 糸 引 村 JK 山 二 百 八十 八番 
屋敷 平民 農 小 林 德藏外 七 名 呈出 (紹介 議員 
川口 木七郞 君〕 

同 第一 八 六六號 

同上 兵 庫 縣飾磨 郡 谷 外 村 S 會長小 林 蠅 之 IIJJ 外 
八 名 呈出 (紹介 識員 川口 木七郞 君〕 

同 第一 八 六七號 

同上 兵庫縣 飾 @ 郡 曾 左 村 刀 出 四百 十六 番地 
平民 農 田 靡 亨次外 七 名 呈出 (紹介 蕺 a 川口 
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木 七郞封 \— < 

词第 一九 三 一一 號 

同上 兵 BB 縣印南 郡 jli 志 方 村 細 エ所五行四番 
屋敷 平民 S 村 W 木之藏 外 十一 名 呈出 (紹介 
議貝 川口 木七郞 君) 

同 第一 九 三三號 

同上 兵 I.li 縣印南 郡 上 莊村井 の 口 三番 屋敷 平 
民 農 内 m 竹 之 助 外 七 名 呈出 (紹介 SS M 川口 
木 七 郎君) 

同 第 I 九 三四號 

同上 兵庫縣 飾 磨 郡 八幡 村甜 田 三百 九十 二番 
地平 民 S 販塚常 雄 外 七 名 呈出 (紹介 謹 員 川 
口木 七郞 君〕 

同 第一 九 1 r 五 號 

同上 兵 fill 縣印南 郡 西 志 方 村 西 牧十 六番 屋敷 

平民 農 内海 a 次 外 七 名 呈出 (紹介 識員 川口 

木 七 郎君〕 

同 第一 九 三六號 

同上 兵 M 縣 印南 郡 米 田 村 米 田 五十 八番 镜 趿 

平民 農 松木衔 吉外九 名 呈出 (紹介 議員 川口 

木 七  s fi- 、 

同 第一 九 三 七號 

同上 兵 CB 縣 印南 郡 東 神吉 村神吉 百 二十 九番 

屋趿 平民 S 神吉龜 太 m 外 九 名 呈出 (紹介 議 

G 川口 木七郞 君) 

同 第一 九 三 八 號 

同上兵雎縣印南郡志方村志方町三十一番屋 

敷 平民 農 船 江®  11 一郎 外 四 名 呈出 (紹介 議員 

川口 木 {6哲〕 

同 第一 九 三 九號 

同上兵诹縣印南郡北嵆村北脇百十二番地平 

民 « 川 本 ^ 之 助 外 -' 1, 名 呈出 (紹介 謎 員 川口 

木 七 郎君 J  > 

同 第 I 九 四 〇號 

同上 兵 阳 縣印南 郡 西 神吉村 大國百 三番 平民 

農 竹本伊 平 次 外 十三 名 S 出 (紹介 誘 員 ± 井 

椭 大君) 

同 第一 九 四一號 

同上 兵阳縣 nil 南 郡 平 莊村赛 老 五十 3T 番屋数 

平民 偽 擺商二 外 七 名 呈出 (紹介 議員 川口 木 

. 七 郎君) 

同 第一 九 四 二 號 

明治 一: 一十 年 法 饼茁 :/.:| 十號改 正の 151 願 外 :/ r I 件 


同上 兵 庫 縣飾髀 郡 余 部 村 飾 西 二 百 八十 七番 
地平 民 is' 石 見 勝 治 外 七 名 呈出 (紹介 議員 川 
口木 七郞 君〕 

同 第一 九 四三號 

同上 兵 BU 縣 印南 郡 阿彌陀 村 魚 橋 三十 番尾趿 
平民 農 原 田 四 郞作外 十一 名 呈出 (紹介 _ 員 
川口 木七郞 封〕 

右 請願の 要 & は 昨 夏 未曾有の 一大 米掩亂 を 惹起す 
るに 至りた る 原因の 主なる ものは 大正 六 年度に 於 
ける內 地瘁 米の 不足に 在り 而 して 之 か救濟 策と し 
ては 先 以て C 1 〕 外米 關稅を 復活す る こと (二〕 内地 
農 產物殊 に 米麥の 收撻砑 加を 期す る こと C 三) 肥料 
を國營 とする こと (四〕 拓殖 地の 米作を 獎勵せ しめ 
特に 朝鮮に 於け る 肥料に 課しつ、 & る 百 分の 五の 
移入 税を陂 止し 寧ろ 之を 保護して 使用 潤 澤な らし 
むる こと 等の 施設を 講 して 食糧 自給自足の 方法を 
計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 薇 決せ 〇依 て 誔院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 


特別 報® 第二 百 五十一 號 
意見 B 

請願 文書 表 第一 六 一〇號 

明治 三十 年 法律 第五 十號 改正の 請願 靑森縣 
上 北 郡 野竭地 町 大字 野邊池 百 十 一番 戶一號 
平民 農 中 利 安之助 外 四 名 呈出 C 紹介 議員 菊 
池 良 一 s  i) 

同！ s 一 六 二號 

同上 靑森縣 三戶郡 三 戸町 大字久 慈 町 一番 戶 

平民 農 太田弘 三 外 六 名 呈出 (紹介 誘 員 菊 池 

良 一 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 家祿賞 典 祿 享有 者 ほ 明治 三十 年 法 

律 第五 十號に 依り 明治 三年 九月 十日 以後の 分 ほ 給 

與せら る、 琪とな りたる も 明治 二 年 六月 二十 五日 

達 第五 百 七十 五 號 に te り恶籍 奉還 卽 同年 六月 以後 

の 分を も當然 給與せ らる 、へき ものと 認む るを 以 

て 前 ? H 明治 三十 年 法律 第五 十號を 改正し 以て 不足 

家 祿給與 の 起算 點を同 二 年 六月 二 十五 日と 改めら 

れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 共の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 1 £ すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報吿 第二 百 五十 四號 
意見 ti 

請願 文書 表 第一 六 〇九號 
酒造 税法 中 改正の 請願 京都府 伏 見 町 字竹屮 
町 四方 合名會 社 代表社員 四方 卯三郎 外 二十 
四 名 呈出 (紹介 51 員 長 田桃藏 君〕 

右 請願の 要旨は 淸酒 と味淋 とは 其の 釀造 方法 其の 
他貯駄 、販賈 に 至る 迄 之 か 操作に 於て 著しき 差違 
ある ものに 在らす 從て二 者 同一 法規の 保護を 受く 
へき ものなる に拘 らす淸 酒， 濁酒 及 燒酎 に對 して 
は 制限 石 數を 規定す るに 拘ら す單 に味淋 のみを 除 
外した るは - f; 權衡 なり 依て 明治 九 年 法律 第二 十八 
號 酒造 税法 中 C 一 〕 第 五條 第一 項に 「味淋 ノ 制限 石 
数 五十石 以上 J と 加 ふること C1 一) 同 法 第八條 第二 
項 中 「命令 ノ定ム ル 所-一依 y 淸 酒味淋 ハ 査定 石 數 
百 分/五 以內 / 滓 引 減量 及貯藏 減量 ヲ 控除 スル コ 
トヲ 得」 と 改正し 之 か 均等を 計られた しと 謂 ふに 
在り 

衆議院 (X 其の 趣 ■を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _決 せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報 街 第二 百 五十 五號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 七 二 號 

酒造 税法 中 改正の 請願 神奈川 愛甲 郡 玉 川 村 
全國酒 造 組合 聯合 會長小 林 作 五郎 呈出 C 紹 
介 議員 鳴 海 文 四 郎君) 

右 請願の 要旨は 淸酒は 滓 ^ I に 於て 約 百 分の 二貯藏 
に 於て 約： I--I 分の 七を 減す 依て 酒造 税法 第 八 條中淸 
酒 滓 引 減量 及貯藏 減量の 査定 石數百 分の 五を 百 分 
の 七と 改 JH せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な ゲと認 め 之を 採擇す へ 
きものと _決せ り 依て 讖院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊及御浍_^ _ 

特別 報吿第 二 百 K 十六 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 四九號 
醬 油釀造 用に 內地鹽 使用の 請願 東京 府北豊 
島 郡 王子 町 大字 農 島 二 千 三百 六十 二 番地 平 
民 石 井 孫治郎 外 三十 七 名 呈出 (紹介 1： 員 秋 
本 喜 七 君 外 二 名) 


右 請願の 要旨は® d 常 局は 一般 II 油！ 一造 業者に 對 
し； 2： 地鹽 咫 用を 禁止せられ 之 か 代用と して 外鹽使 
用の 旨を 示達せられ たり 然れ とも 醬汕酿 造 用と し 
て 外 ii を 使用す ると きは 品質を 粗惡 ならしむ る 事 
甚 しく 產業獎 動 の 旨 趣に 反す 然るに 當局は 斯業 保 
_ に 冷淡なる 結果 目下 谷 所に 鹽田 の荒臌 せる もの 
多き に 拘らす 何等 之に 對 する 施設を 講せ さるは 甚 
た 遺憾な りと 謂は さるへから す te て 政府は 速に 內 
地锻 噌收の 途を 計り 醤油 釀 造業漭 の 爲需嬰 供給を 
潤澤な らし めら る、 樣相當 施設を 講せ られ たしと 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 ,; S 付 候 也  I 

特別 報吿 第二 百 五十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 七一號 

酒造说 納期 繰 下の 請願 神 奈川縣 愛甲 郡 玉 川 
村全國 酒造 糾合 聯合 會長小 林 作 五 翩 呈出 
(紹介 議員 鳴 海 文 四 郎君) 

右 請願の 要旨は 現行 酒造税 の 納期た る 第三 第四沏 
は 二月 及 三月に して 恰も 釀造最 盛の 時期に 當り多 
大の 資金を 嬰す る 場合に 際して 納税 期の 半額を 引 
續き 納付す る ほ 當業漭 の 非常に 苦痛と する 所に し 
て 其の 結果 小 資本家の 役 H とな 〇經濟 界に惡 影® 
を 及し 延 て ! X 納税の 確實 を缺 き收稅 常 局を 煩 ほす 
に 至る へし 依て 第 四 期を 21: 月に 繰 下け 以て 之 か 調 
節を 阔られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 1 

特別 報吿第 二百 五十八 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 九 四 八號 

砂糖 酒税 SS 減の 請願 東京 府小笠 原 島 父島大 
村 字 束 町 十六 番地 平民 農久世 延吉外 四十 六 
名 呈出 C 紹介 議員 秋 本 喜 七 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 小 笠 原 島に 於て 醸造す る 糖 灰を 原 
料と する 砂糖 酒 {X 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法に 法り 
課税 せらる、 を 以て 税額 頗る 多額と なる 斯くては 
永年 飲用 習慣を 有する 小 笠 原 島民の 最苦 痛と する 
所な り ffi て 明治 四十 一年 三月 法律 第二 十四 號に依 
HJ1 三 九 


院議 衆 ff 窃 帝 回 一十 四 第 


S 薬 税法 中 改正の 諸 願 外 七 件 


三 四 0 


り 現 税額の 三分の I に 減せ らる せられた しと 
謂 ふに 在り 

衆蘧院 ほ 其の 趣 & を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ り 依て 鼓 院法第 六十 ? ;: 條に依 り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報 rr 第二 百 五十 九號 
S  見 e 

請願 文 苦 表 第 I 六 九七號 
K 藥税法 屮改正 の 請願 大阪迓 藥同菜 組合 長 
山 田 安民 呈出， 紹介 議 M 金澤仁 作 君〕 

右 請願の §? 旨 ほ 明治 三十 八 年 法律 第 七十 一號鉍 薬 
税法は其の最高標準額を十萬圆とし见一方劑毎に 
課税す る 規定なる か 故に 之 か負擔 の 均衡を 失する 

のみなら す赀菜 者 {i 同 法 第二 條に 依り 從似 一割 年 

費 藥 印紙税を 負擔 する を 以て 營業税 の 賦課 ほ 二重 

となり 殊に 近年 致 藥 原料 品 (7. 勿論 材料 勞銀等 昂騰 

したる に拘 らす定 僧は 之と 伴は されは 當諾 者は 甚 

しき闲 雛を 感せり 依て 同 法 第 一條の 二を 添付せ る 

私見 案の 如く 改正し 以て 課税の 均衡を 保ち 其の 負 

擔を輕 減せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擦す へ 

きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 ; S 付 候 也 

特別 報吿第 二百 六十 號 

恝見® 

請願 文 暫表 第一 五 九四號 

魃 輸入税 廢止の 請願 東京 府 東京 市 京 橋區新 

富 町 M 'r E 二 番地 大日 本畜牛 改良 同盟 會主 

幹 木村翦 太郎外 十四 名 呈出 (紹介 議員 中 野 

寅次郞 君 外 二 名〕 

右 請願の 要 S 日は 家畜 飼料の 暴騰は 畜 產經營 家に 一 

大闲 難を 感し殊 に 濃厚 飼料と して 最 重要なる 魃か 

近年 非常の 昂騰を 吿けた る 結果に 一般 畜產 業の 發 

達を 阻 碍す るの みならす 動物 體軀の 能力を 減殺し 

家畜の 生產上 憂 ®: に堪 へさる ことに 願す 殊に 麩の 

慕騰は 其の 代用と して 穀類を 使用す る 事 多く 吾人 

の 食料 問題に 影響を 及す こと 尠から .す 依て 製の 輸 

入稅 を撤躞 して 一は 畜產 業の 發展を 計り 一は 食料 

問題を 緩和せられ むこと を 大日 本畜牛 改良问 盟會 

の 議決を 經て 請願す と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 11 め 之を 探擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 ff 第二 百 六十 I 號 
窓 見 S 

請願 文 ! 5 表 第一 六 五七號 
田畑 地 m 特別 修正の 請願 山形 縣東田 川 郡 泉 
村 大字 野 田 柏 倉 ® C 之 外 百 三十 八 名 呈出 ( 紹 
介 議員 熊 谷 直 太 君〕 

右 請願の 要旨 ! S 山形 縣 m 田 川 郡 泉 村 大字 荒 川、 仙 
道、 野 田 •黑川 村 大字 田 代、 黑 川の 一部は 地味 最 
下等の 腐蝕 地に して 收璲 基た 尠 きに 拘らす 地租 改 
正當時 其の 評® を 誤られた る 爲地價 格外に 高く 從 
て 公課の 負擔 過 ® にして 經濟 上の 困難 甚し法 て ® 
に 腿 貴 衆 兩院に 請願して 採擇を 得 旣に 其の 調査 も 
經た るを 以て 前記 土地の 地價を 特別 修正し 相當の 
輕 減を 爲 された しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 s' を 至當な りと 認め 之を 採 握す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 六十 二號 
意見書 

請願 文書 表 第一 九 一九 號 
田畑 地價 特別 修正の 請願 山形 縣東田 川郡廣 
嫻村 大字 上野 新田 字上臺 八番 地平 民 農 小 林 
洽 郎右衞 門外 三十 七 名 呈出 (紹介 議員 伊東 
知 也 君〕 

同 第 一九二 〇號 

同上 山形 縣東田 川郡廣 翻 村 大字 猪 俣 新田 字 
田屋前 八十 一番 地平 民 農 渡 部 米 治 外 十六 名 
呈出 c 紹介 議員 伊東 知 也 君〕 

同 第一 九 三 號 

同上 山形 縣東田 川 郡 廣獺村 大字 高 寺 字 南 畑 

三十 三番 地平 民 農 山 本文 吉外 二十 九 名 呈出 

(紹介 韩員 伊東 知 也 君 VJ 

右 請願の 要旨は 山形 縣東田 川 郡 廣麒村 所在の 請願 

人 等 所有の 土地は 地質 最 劣等の 腐蝕 地に して 收毽 

甚た少 く 且氣候 交通 運輸 治水の 點 ょり 見る も 農耕 

地と して 其の 價値甚 た少 きに 拘らす 地租 改正の 當 

時評 價を 誤られ 爲に地 僧 格外に 高く 從て 公課の 負 

擔 重きに 過き 困難 一方なら す 依て 前 IB 地方の 地 價 

等級を 特別に 修正し 以て 負 擔を輕 減せられ たしと 

謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 


きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五 ^ に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿 第二 百 六十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五 五一 號 
葉 煙草 賠炤價 格 引 上の 請願 茨城 縣那珂 郡 八 
里 村長 長 山 彥四郎 外 九 名 呈出 (紹介 諾員根 
本 正 君〕 

同 第一 九 一八 號 

同上 栃木 縣芳賀 郡 中 川 村 煙草 耕作 組合 長大 
町庄 五郎 外 二十 八 名 呈出 (紹介 議員 高田耘 
平 君 外 一名) 

右 請願の 要旨は 茨城 縣那珂 郡 八 里 村に 於て (3: 達 靡 
煙草の 栽培を 以て 主要の 犛 業と 爲す 殊に 煙草 栽培 
法は 巧妙なる 技術を 要し 天候の 關係亦 其の 豊凶に 
至大の 影響を 及し颇 る闲 _ なる 事業に® す 故に 當 
局は 葉 煙草 賠償 價 格を 定め 耕作者の 保 謹に 供せ ら 
れつ、 あり 然るに 大正 八 年度に 於け る 葉 煙草 收納 
に 適用す へき 改正 等級は 水府葉 其の 他の 種類に S 
し價格 引 上 ありた るに 拘らす 達 B 薬に 對して は毫 
も 之 か 引 上の 恩典に 浴せ さるは 地方 耕作者の 遺憾 
とする 所な々 殊に 右 耕作者 中には 經 濟上甚 しく 疲 
弊し 產 地の 維持 困難に 陷る虞 ある 者 あり 依て 速に 
達 摩葉堙 草に it しても 賠償 價格 二等 以上の 引 上を 
斷 行して 耕作者 救 濟の途 を講せ られ たしと 謂 ふに 
在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第二 百 六十 五 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 七四號 
葉 煙草 收 納所 設置の 請願 福 島 縣田村 郡片曾 
根 村長 助 川 啓 四 郞外五 名 呈出 C 紹介 議員 石 
射 文 五郎 君) 

右 請願の 要旨は 福 島 縣田村 郡 及 安達 郡の 束 部は 三 
百餘 年の 歷史を 有する 葉 煙草. の生產 地に して 就中 
松 Jlr 葉は 素質の 良好なる を 以て 著名な り而 して 郡 
民は 主として 葉 煙草 耕作を 業と し 之 か 改良 發展を 
計る 爲に 苦心 經營 する 所尠 からす 然るに 收 納所は 
僻遠に して 交通 不便なる 三春 出張所 及常蓰 收 納所 
に屬 し蓮搬 上 多大の 勞 力と 費用を 要し 殊に 冬季 降 


雪の 際は 其の 闲 济 名状す へから さるもの ? > り 法て 
交通 運抝上 M 便利なる 同 郡 片付 ffi 村 大半 rJ tfl G に 
收納 取扱 所を ® £ 岡して 斯栾若 の 咫 益を 叶 : % れたし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 §■ を 至 常な りと Ig め 之を 採 捋すへ 
きものと 链決せ ote て誔院 法 第 六十 ? T 肢に依 〇 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 二 百 六十 六號 
窓 見 e 

請願 文 sf 表 第一 五 九 五 號 
內地鹽 咐收の 請願 JK 京 府北 ffis 郡 板 磘町大 
字 下 板 橋 八 百 十八番 地平 民 花 井 源 兵 衞外四 
十四 名 里 m c 紹介 議员前 田 米 級 対外 一名〕 
右 請願の 嬰 旨は 東京 府北铿 島 郡 上、 下 練 馬 村 外 十 
一箇 村 及® 多 蛭 郡 中 野 町 外六箇 村 地方 ! 3: 練馬大根 
の產 地に して 年收の 大半は 之に 依れり 殊に 近年は 
澤庵漬 として 海外に 輸出せ らるる 金額 尠少な らさ 
るに 其の 材料た る 内地 鹽は 一昨年 來茜不 足の 結果 
sir 靑 島、 關菊 州產鹽 を ffi 用す る 結果 澤庵溃 の 
香味、 色澤の 特色を 失し 爲に從 來の收 益に 比し 年 
々數千 萬圓の 減收を 見る に 至り 從て 練馬大根の 生 
產を 阻礙 する こと 尠から す 依て 當局に 於て 內地踮 
の％ 收を 計り 地方 產業救 濟の途 を諝せ られた しと 
謂 ふに 在り 

衆 _院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採！ £す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 3.. 條 Ic- ffi り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿 第二 百 六十 七 號 
意見書  ■ 

請願 文書 表 第五 〇八號 
縣社 八幡 神社 昇格の 請願 滋賀縣 阪田 郡長 ® • 
町 三十 八番 屋敷 士族 八幡 神社 社 司 笹原 泉 外 
十一 名 呈出 (紹介 議員 福 井 三 郎君 外 二 名) 
右諒 願の 耍旨は 滋賀 縣阪田 郡長 濱町縣 社 八幡 神社 
は 三韓 征服の 大業を 成し 皇威を 海外に 發揚せ られ 
たる 神 功 皇后 息 長足姬 尊を 奉祀せ る 神社に L て往 
昔ょり 武門 武將の 祟 敬 厚く 湖北 隨 一の 大社たり 殊 
に阪田 郡は 息 長足 姬© 御 發祥の 地なる を 以て 報 本 
反始の 本義を 一層 明に し JI 尊の 雄大なる 擗業 を國 
民に 深く 知悉せ しめ 以て 一は 國民敎 育に 資し 一は 
神祇 祟 敬の 趣旨を 普及す る爲足 仲 裔 翰 並锣 FH 別 ® 
を 其の 配 祀と爲 し 前記 八幡 神社を 官幣 社に 昇格せ 


院誘衆 會鼐國 帝 冋一十 PM 第 


られ たしと 謂 ふに 在り 

衆蕺院 は扣 の 網 旨を： 生 當な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 誘 決せ offi て 謎院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  I  . 

特別 報告 第二 百 六十 八號 
S  見 W 

請願 文書 表 第 七 一 四 號 
白鳥 神社 丼 格の 謂 願 長 崎縣南 松 浦 郡 玉 之 浦 
村 七 百 八十 二 番地 鄕社 白鳥 神社 社 司 宗宽治 
外 一名 呈出 C 紹介 辣 M 牧山 耕藏 君) 

右 請願， の W 旨は 長 崎縣南 松 浦 郡 玉 之 浦 村に 奉祀す 
る鄕 社内 烏 神社は 日本 武找の 祭神に して 其の 由緒 
の扠跋なる御威德の你大なること又地方守_神と 
して 祟 敬淺 からす 依て 神職 氏子 一同は 一 萬 金を 奉 

納 して 神殿 拜 殿の 改築を 完成し 本社の 昇格を 祈願 

して 想ます to て 神社 hM 緒 ® を 添付して 鄕社 白鳥 神 

社を 縣 社に羿 格せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 捲す へ 

きものと 議決せ り te て讁院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報吿 第二 百 六十 九號 

意見 W 

請願 文 ^ 表 ?} 5 七 九 〇號 

律 i: 神社 舛格の 詔 願 愛知 縣海部 郡 津 島町大 

字津島 八 13 八十 二 番戶 平民 商 ® 田理平 外 五 

百 九 fi 呈出 (紹介 謎 fi 三輪 市 太 郎君 外 一名) 

右 si 願の； s 's ll は 愛知 縣海部 郡 ni 島 町に 鎭 座す る縣 

社 律 纪 神社は 文武 雨 iH の ffl 神た る素盞 男® を 奉祀 

せる 大社に して 古 沖 今來國 民の較 祟 阈の內 外に 洽 

し斯 る rll 粘 深き 大社な れは 旣往に 於て ほ 伊勢大廟 

及 熟 01 神 ;' ■■■• と 御 同列な りしに 拘らす 今猶縣 社に 止 

まるは 敬神 崇 II •の 道に 反す te て 典の 社 格を 宵 m 社 

に 昇格せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆銥院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採！ g すへ 

きものと 葯決せ ote て 迸 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御揆 付 候 也 

特別 報 作笫 二百 七十 號 

愆見 a 

請願 文 茜 表 第一 八 四八號 

吉御子 神社 本殿を 特別 保 謎迚 造 物に 指定の 請 

願滋 賀縣中 K 郡 石 部 町 大字 石 部 二 千 七 百 

六十 三番 地平 民 村 社吉御 子 神 nil: 社 掌 松 村 八 

白 烏 神社 昇格の 請 願 外 八 件 


十 次 外 五名 里出 (紹介 議 rt 井 卜：敬之助对〕 
右誚 願の耍 ib は 京都府 卜： 加 茂 神社 御 本殿 ほ 蒽府に 
於て 二 十 2/: 年捋に 改築 蹴 納し 以て 皇室に 對し筏 
敬の 誠意を 表せら るるを 恒例と したり 然るに 本社 
改築 後旣に 五十 有餘牮 を經 過し 其の g 物の 如き 大 
破閼朽 し 敬神の 道に 反する のみなら す 其の 間 世態 
著しく 1? 遛し 所在 石 部 町の 如き 殷賑を 極めた る 宿 
驛も忽 ち 寂 ® たる 一 寒村と 化し 又 ff 影を 止めさる 
に 至り從 て歷史 上 著名なる 加 茂 本社 建物の 改築 も 
現 時 同社 殿に 鎭座 する 吉 御子神 社 氏子の 力を 以て 
改築す る こと 能は さるに 至る は 溃憾な り 然るに 該 
社 本殿は 特別 保 ^ 纽造 物に 編入せられ ありと 聞く 
果して 然らほ 敬神 敌祖の 美風を 維持す ると 同時に 
歷史 上記 念す へき 古社に 15 する ものな れは 相當保 
存 方法を is せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 抓 旨を 至 當な りと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 謎 決せり ffi て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
M 及 御 ,; S 付 候 也 

特別祁 №1 第二 西 七十 三號 
意見 ® 

請願 文書 表 第一 六 六一號 
河焊及 海择に 於け る 堤防 勾配 地 並 堤 外 草 生地 
利用の 請願 愛知縣 名古屋 市中區 S 宜町百 
四十 七番 戶平民 倉 I.H 製造業 石 m 伊助 外 二 名 
呈出 f 紹介 薄‘ 員 佐々 木 文 一 君) 

右 請願の 要旨は 河 痒 又は 海岸に 於け る 堤防 勾配の 
土地 若は 堤 外 草 生地を 生產 上に 利用す るは 國家經 
濟上 有用な りと 認む 依て 牧草、 紫雲英、 桑苗、 川 
柳、 楮 、三股、 亞 P、 ラ ミ ー、 大麻、 黃. 一、 マ — 
ラへ ンブ 等の舶 付の 如き 適當 なる 方法に 依て 之 か 
使用を 許可せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆_院 は 其の锕 旨を 至 當な りと 認め 之を 採 揮す へ 

きものと 謎 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

研 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報：} n 第： 一 百 七十 五號 

意見書 

請願 文 軎表第 一六 九 六號 

巡赉霜 守 ifi 隱料及 逍 族 扶助料 法改正の 請願 

fri 京 府 東京 市芝區 白金 丹 波 町 八 番地 平民 藤 

福 鳥 安孝 呈出 (紹介 _ 員 福 井 三 郎君〕 

右 請願の 要旨は 明治 三十 四 年 法律 第五 十八 號 巡査 

看守 退 ■料 及 造 族 扶助料 法 第三 條 中の 年金 加 »: 年 


限の 起算 ® を 現行法よ 〇 永年 勤續 者の 利益と なる 
ことに 改正せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆蕺院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及 御 ; S 付 候 也 

特別 報 街 第二 百 七十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 〇八號 
根 室 港 修築 速成の 請願 北海道 根 室 郡 根 室町 
大字 本 町 二 丁目 二 番地 細 谷 與吉外 四十 八 名 
呈出 (紹介 議員 小 池 仁 郎君〕 

右 請願の 嬰 旨は 北海道 根 室 港の 修築は 往年 園 田 長 
官の十 年 計 ft 案に 其の後 河 鳥 長官の 十五 年經贷 案 
に 計上せられ たる 小®、 釧路 、留萠 、網 走の 谷 港 
と 同し く 同道 中樞 要の 良港なる に 拘らす 現 俵 長官 
は 鐵道 速成の 資金を 得む か 爲に繰 延と爲 し 築港 計 
畫 より 削除せられ たり 然るに 右鐵道 速成 案は 旣に 
政府 之を 決定し 大正 六 年度より 同 十 年度 迄に 完成 
せらる る ことに 至〇た るを 以て 前年 當 局の 計畫せ 
られた る 根 室 港 修築 M 金 百 八 萬 二 千 九 百 六十 二圓 
を 計上し 他の 先進 港と 等しく 速に 本 港 修築の 途を 
講せ られ むこと を 同 港の 輸出入 額 調書を 添へ て 請 
願す と 謂 ふに 在り 

衆_院 は 其の® 旨を 至當な りと 認め 之を 採摔 すへ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報 吿第二 百 七十 七號 
意見書 

請願 文 « 表 笛 一六 四四號 
手 取 川 治水 毀 國 庫支辨 の 請願 石 川 縣能美 郡 
川 北 村長 村 上 市右衞 門外 十六 名 呈出 (紹介 
議員 戸水 K 人君 外 二 名〕 

右 請願の 耍旨ほ 石 川縣 下手収 川は 北陸 著名の 河川 
にして 源を 白山に 發し美 川 町に て 日本海に 注き 流 
路二 十餘里 水流 急なる のみなら す 土砂の 流出 夥し 
きを 以て 沿岸 地方は 比 年 洪水に 苦しめら るる 爲之 
か 治水工事に ほ 旣に幾 多の 勞费 を投し 更に 大正 元 
年に 於て 根本的 治水 !!• « を 立て 其の 經費は 主と し 
て 地方 費支辨 と爲 したる も是れ 他の 治水 事業に 多 
大の 負 ii を 荷 ふ縣民 の堪へ 雛き 所と す 依て 治水 事 
業の 完成と 縣民負 擔の輕 減を 期す る爲 前記 手 取 川 
治水 費を 阈鹿 支辨 と爲 し 且つ 第一 期 H 事と して 速 


に 其の 調査に 著 手せられ たしと 諧ふに 在り 
衆議院は 其の® 旨を 至當な りと 認め 之を 採 櫸 すへ 
きものと _決 せり 依て 翳院法 第 六づ五 條に 依り 別 

册及御 送付 候 也  _  I 

特別 報 iff! 第二 百 七十 八號 
意見書 

請 馘文書表第一八八七號 
渡 良 瀬 川 支流 秋 山川 改修の 請願 栃木 縣安蘇 
郡 楠 野 村 大字植 野 一番 地村會 議員 植野區 長 
高 ! il 勘 太郎外 二十 八 名 呈出 (紹介 _ 員 秋 山 
金 也 君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 栃木 縣下渡 良 瀬 川の 支流た る 秋 山 
川は 河 身 屈折し 幅員 狹く 流路乂 急 斜なり 加 之 本 川 
渡 良 瀬 川の 逆流 之に 合し 出水の 際は 田 沼、 佐 野 方 
面ょり m つる 激流は 安蘇 郡 植野 村に 入り海 陸橋 下 
を 奔流して 字彌 左衞門 淵を 簡き 更に 東 流して 字 川 
入 越後 原 等 s 堤防を K し 水勢 益 擴大南 流して 宇大 
古屋 、裏- W 川 淵及大 古屋 抬 に® 突し 大古屋 東方 谷 
郡の 堤 M を 決潰し 就中 1® 野 村の 耕地 約 七 分は 全く 
浸水し 其の 慘况名 狀すへ からさる もの あり. 政府は 
S に 渡 良 籾 川 改修工事と 共に 植野 字間 之 田 町 下 河 
原 以南を 改修 區 域に 編入せられ たる も 完全を 期し 
難し 依て 右植® 村字植 野 海陸 橋 迄 改修工事を 施行 
して 治水の 策を 講せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の « 旨を 至 當な りと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 議決せ り 依て W 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也 _ , 

特別 報吿第 二百 八十 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 六 三 號 
鹽化 加里 工業 保 1® の 請願 東京 府 IK 京 市 京 橋 
區南傳 馬 町 一丁目 十二 番地 鈴 木 商店 萬 務収 
締役鈴 木 忠治外 六 名 吊 出 (紹介 議員 吉擗 IE 
一郎 君〕 

右 請願の 駆 旨 ! 3: 擁化 加里は 火藥 、爆 藥並 一般 加里 
工業の 原料た るを 以て 之 か. H 給 自足の 政策を 11 す 
るの 必要は 他の 工業 品に 比し 一層 切實 なる もの あ 
り歐 洲大戰 の 影 1? ほ 著しく 斯業 上に 一大 勃興の 辟 
運を 促した るに 反し 平和 克復 後に 於て ほ 外阈 品の 
殺到を 見 我 か 國襯化 加里 工業は 根底ょり 破壊 せら 
るる Is あり 依て | には 國防上 自給 政策の 見地に 立 
脚し 他方 國薛獎 ilj の 策と して 關税 定率を 改正し rii 

ニニ 四 一 
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潢 方邛藥 研究 Iff: 存の 請願 外 九 件 
入 頸 化 加 Ef に 對し從 偾 三 割 以上を 課税し 以て 斯業 
保 S? の 途を講 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆 謎 院 は 其の 趣旨を 至當 な， 〇 と 認め 之を 採擇す へ 
きものと 築 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報 苦 第二 百 八十 一號 
3S 見 ® 

請願 文 1? 表 第一 六 八九號 
漢方 释藥 研究 保存の 請願 31 京 府 班 京 市本鄕 
原 63 砂 町 三番 地平 民 通信 記者 島田武 男 外 一 
名 呈出 C 紹介 餞 員 澤來太 郎君) 

右 請願の 要旨 ほ 當今 漢方释 ほ 胬術 として 認められ 
す 殆と廢 滅に® せむ とす 顧 ふに 支那に 於け る醫術 

は 現代 醫學と 其の 主力 及 論理を 異にし 從て 長短 渴 

失の 存 する 事瞭 なり然 れ とも 漠方醫 か 現代 科學の 

研究に 資し® 理研究 の 方針を 示す もの 尠 しとせ す 

而 して 我 か國 民に 於け る 漢方 醫の 元祖と も稱 すへ 

き 明 和 時代の 大餞吉 益 安則 之を 振興して 皇漢醫 と 

稱へ 同氏の ja 著、 類聚 方、 方 極、 藥徵 等は M に 本 

邦藥 m 研究 上に 至大の 關係 ある 名著たり 殊に 最近 

世界 大戰後 轍 人藥 品の缺 乏に 因り 藥 局の 裡 、漢方 

藥 局に 從ふ 部分 ありと 雖未た 漢方！； 術 藥 方の 研究 

，を爲 す 者な きは it 憾 のこと に 15 す 依て 政府は 速に 

漢方 焭藥研 究 保存に 關し相 當の 施設を 謂せられ た 

しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の « 旨を 至 當な りと 認め 之を 探攞 すへ 

きものと 議決せ り 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 

册及御 绘付候 也 


特別 報吿第 二百 八十 二號 

意見書 

請願 文書 表 第一 八 七七號 

麥阪獎 励の 請願 東京 府東京 市 牛込區 柳 町 十 

九番 地平 民雜誌 編輯 者麥飯 常用 期成同盟 會 

代表 中澤辨 次郞外 一名 呈出 (紹介 議員 隅 田 

豊吉 君) 

右 請願の Eg 0 は 國民 食® の 不足を 補 ひ 需用 供給の 

原則に 適膘せ しむる 爲當 局は 國民 全體 に米麥 混合 

食を 普及し 之 か獎 g の 策を 講 せられた しと 謂 ふに 

在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 撰す へ 

きものと 議決せ り 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 


冊 及御浍 付 候 也 

特別 報告 第二 百 八十 三號 

賣 S} 

請願 文® 表 第一 五 四四號 
重要 物產 同業組合 法 中 改正の 請願 岡 山縣美 
作 郡 穀物 同業組合 組長 高山 宇一郎 呈出 (紹 
介 諮 員 高戶郁 三 君〕 

右 請願の 要旨 (3: 重要 物產 同業組合の 活動 (3: 商工業 
の 振興 並經濟 の 發展を 促進す る 上に 於て 便益 あり 
之か活 励を 期せむ に ほ 同 組合に 於け る經 費の徴 收 
を 便なら しむる を必耍 とす 依て 該 組合の 經費 徵收 
上に 明治 三十 年 法律 第二 十 一 號國 税徵收 法を 適用 
して li sg 物 塵 同業組合の 活動を 計られた しと 謂 ふ 
に 在り 

衆 翳院ほ 其の翊 旨を 至當な りと 認め 之を 探 擦す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 ; a 付 候 也 _ _ 

特別 報齿第 二百 八十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第一 九 八四號 
鑛業法 中 改正の 請願 福岡縣 鞍手 郡 新入 村 農 
會長 向野 齋外 四十 五名 呈出 (紹介 議員 赤 間 
嘉之吉 君〕 

右 請 跡の 要 皆は 近時鏞 業の 發 達に 伴 ひ 農業 上に 及 
ほす 損害 甚た 多し 殊に 福 岡 縣遠賀 、鞍手、 嘉穗、 
田 川 四 郡の 如き 炭坑 採掘の 暫進は 即ち 耕地の 陷落 
を來 たし 有害 濁水の 浸 害を 始め 家屋の 浸水 飲料水 
の枯渴 墓地の 陷落等 其の 被害 慘狀を 極む 現に 右 四 
郡 下に 於け る 被害 反別を 調査す るに 二 千 七 百町步 

を 超へ 全 耕地の 一割 一步に 達す 之 か 整理 復舊 には 

巨費を 要し 而も 完全を 期し 難き のみなら す 損害 塡 

補を 得る 途な きに 終る 場合尠 からすして 農民は 不 

安に 堪 へす 從て耕 地は 漸次 荒 蕪に 歸せ むと す 殊に 

今や 倉 糖 問題の a しき 時に 於て 實に默 靦す るに 忍 

ひ S る もの あり 依て 當局は 之 か救濟 方法と して 現 

行鑛業 法に 適當な る 改正を 加 へられむ ことを 被害 

現况 調 ® を 添へ て 請願す と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探櫸 すへ 

きものと 誘 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第一 一 百 八十 五號 

意見書 


請願 文 1§ 表 第 六 六三號 

水產 組合 法 中 紐 合 費 强制徵 收に關 する 規定 追 
加の 請 顏靜 岡縣磐 田 郡 中 泉 町 七 百 四十 八 
番地 s 二 平民 農 川 島萷藏 外 六 名 呈出 (紹介 
議員 唐端淸 太 郎君) 

右 請願の 要旨は 水產 組合 1 f 專ら 公益を 中： 眼と する 
を 以て 直接に 組合員に 對し 利益を 享受せ しむる 事 
能は さる 爲紐合 費の 徵收 に闲 _ なる 事情 あり 依て 
水產 組合 法 中 組合费 强制徵 收に關 する 規定を 追加 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 撰す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 二百 八十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 六六號 
國立 水產 試驗場 設置の 請願 靜岡縣 磐 田 郡 中 
泉 町 七 百 四十 八番 地の 二 平民 農 川 島瀧藏 外 
六 名 呈出 (紹介 議員 唐端淸 太 郎君〕 

右 請願の 要旨は 水產 業に 關して ほ國に水產講習所 
あり 谷 府縣に 水 產試驗 場の 設置 ありと 雖 其に 設備 
不完全に して 其の 成® 見る へき ものな きは 甚た 遺 
憾なり 依て 全國を 數區に 分ち 海面の 同し きものを 
區畫 と爲し 適當の 地に 國立水 產試驗 場を 設置せ ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 網 旨を 至當な りと 認め 之を 探 捲す へ 
きものと 翳 決せり 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 百 八十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第 六 六九號 
魚市場 法 制定の 請願 靜岡縣 磐 田 郡 中 泉 町 七 
百 四十 八番 地の 二 平民 農 川 鳥 瀧 藏外 六名呈 
出 (紹介 議員 唐 端 淸太郞 君〕 

右 請願の 要旨は 魚市場 法の 制定は 水產 業の 改善 發 
達 上 緊要の ことに 屬す 然るに 我 か國の 魚市場は 舊 
慣に 因り 各地の 取引 一定せ す 爲に 斯業の 發 達に 影 
響す る こと 尠から す 依て 速に 魚市場を 制定して 水 
產 事業の 發 達を 期せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 機す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 御 送付， 

特別 報 押 第二 百 九十 》 

意見 » 

請願 文 評 表 第 六 七一號 
萎 殖琪業 獎勵法 制定の 請願 靜岡婼 SW 8E 屮 
泉 町 七 百 四十 八番 地の 二 平民 ^ '!！ .；^ 一 ^ 外 
六 名 呈出 r 紹介；！ M 唐 端 f.ii 太 m -n ) 

右 請願の 要旨 (X 3S 明 ^ 業は 未開の 地を H3 拓 し :- A: 然 
資源の 開 發上有 紫の aif 粢な〇 殊に 本邦 ほ 斯紫 に 6/- 
適地 多し 故に 政府に 於て 其の 調奔 を爲し 利用 方法 
を 指導し 事業 經營 者に 對 しては ffl 當 〇 補 肋を 與へ 
之を 獎勵 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆 翳院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 掙すへ 
きものと 讖 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別® 吿第 二百 九十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第 一  W: 九〇號 
製 乳 事業 保護 法制 定の請 願 束 京 府诳京 市 京 
橋 區新富 町 二 丁目 二番 地平 民 大日 本 帝 牛 改 
良 同盟 會 主幹 木 村 萬 太郞外 十四 名 sm  c 紹 
介 議員 中 野 寅 次 郎君 外 ~ 名〕 

右 請願の 要旨は 本邦に 於け る 製 乳 事業は 近年 著し 
く發 達したり と雖 未た 國内の 需用を 充 すに 足らす 
將 來外國 品と 競爭場 裡に 立ちて 生產 力を 保持す る 
必要 上 適切なる 斯業 保護 法を 制定せられ むこと を， 

大日 本畜牛 改良 同盟 會の 決議を 經て私 見 案を 具し 
請願す と 謂 ふ 1- 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 掙すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也  1 
特別 報 街 第二 百 九十 二 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 5S 九 一號 
畜牛及 乳牛 輸送 法改 JH の 請願 束 京 府 東京 市 
京橋區 新 富 町 二 丁目 二 番地 平民 大日 本畜牛 
改良 同盟 會 主幹 木 村 1: 太郞外 十四 名呈 m 
(紹介 議員 中 野 S 次 郎君 外 二 名) 

右 は 願の： 嬰 旨は 國民 食料 問題に 關し帟 牛 業者の 立 
場ょり 考 ふるとき は 近時 生產 費の 膨脹 甚 しく 斯業 
の經 營乂闲 _ を訴 ふる 時に 際し 之 か 救濟 策と して 
畜 牛の 飼料 其の 他に 於て 極力 其の 低廉を 期す ると 


院 链衆會 if 屈 帝 同一 十四 第 


共に 一而 國家 の鐵 in 轍 送 機關 に對 して 帝 牛 及 乳牛 
の 轍 送 貸金を 引下け 以て 1 1 獎供 給の 原則に 適 腿す 
る樣啬 牛 及 乳牛の 輸这 法を 改善せられ むこと を 全 
國帝牛 家 大 符 の 決 il に 依り 私見 案を 具し 請願す と 
謂 ふに 在り 

衆 謎院は K の 趣 & を 至 當な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御绘 _ 候 也  _  _ 

特別 報告 第二 百 九十 三號 
意見 B 

請願 文書 表 第一 五 九三號 
畜產 組合 法屮改 正の Is 願 m xc 府 纪 京 市 京 橋 
M 新 富 町！ 一丁目 二番 地平 民 大日 本 畜牛改 良 
同盟 會主幹 木 村 ®: 太郎外 十四 名 呈出 (紹介 
謎 fl 中 野； K 次郞君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨 ほ SJ 行帟產 組合 法には 組合 經费及 過 

怠 金の 强制微 收に關 し 典の 期限の 設けな き 埝 に 組 

合の 活 g 上 造 憾尠 からす 依て 「同 法茁 十五 條に一 

{55 月以內 に 之を徴 收す へき 旨の ms 若は 1 51 を 追 

加し . H. 其の 强制執 行の 場合には 組合 役 W 立會の 上 

之を 行 ふこと」 に改 正 し 以て If?]' 組合の 發战を 期せ 

られむ ことを 金 國畜牛 家 大會の 決 難を 經て 請願す 

と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の ffi 旨を 至當な りと 認め 之を 採撵 すへ 

きものと 齚決せ り 依 て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 ® • 御、 送付 候 也 

〇 岩 崎 勤 君 日程 第二 十四 乃至 百 二に 31 る諝願 特別 

報吿 は、 全部 I 括して 詰 願 委員長 報齿の 通り、 採擇 

せられん ことを 朝み ます。 

〇 謎 長 (大岡 育造 君) 御 興 議は ありませ ぬか。 

〔r 興 議なし 異議な し」 と 呼ふ莕 あり 〕 

0 諮 長 (大岡 育造 君〕 御異筘 無き を 以て 請願 全部 委 

0 長 報 1*? 通り 採 探に 決しました —— 本日は 是 にて 散 

0 、 明日 (i 午前 T" p# よ 〇 本 ir を 開きます。 

午後 ? I 時 一一 十八 分散 會 


〇 大正 八 年 三月 — 十六 日 (水噃 日〕 

午前 十 時 二 十六 分 開 ii 

諾 事 日程 筘二 十九 號 

第 I  朝群—及臺酱の產米増殖に關する建諾案 

(舰？ 11 1)(— 長 報吿り 

畜產 組合 法 中 改正の 請願 


第 II  ® 菜 政策に ¥る ® 議案 (s /ll:> 」u 委 
貝 長 報齿〕  . 
第三 竹林 G_ 病害 i に關 す— _  (划 1 概 

1 i ^ )  C 委 15 長 報吿〕 

第 四發雷 用水 利晚の 法規 制定に 關 する 建 ii 案 

( ^ g _® r ls 

第五 本邦 基礎 H 菜の 保 lg に關 する 建議案 {阳 

S1 I 脱) (委 養馨) 

第 六 外松島 港改 S 修築に 關 する 建議案 (㈣烈 

II 崎  一) ii 吿； > 

舆 -fc (特別 報 ft- 第 九十 九號 '朝鮮に 官幣脚 社 奉 
祠の讅 問 (委員長 報 iff 〕 

第 八 (特別 報 吿 ai r-l 九 號' '質 局 取： g 法 中 改正の 
請 籾 (委員長 報吿) 

第 九 (特別 報 铒第； c 二 十三 號〕 家畜 市場 法中改 
正 の If 關外四 件 (委員長 報告) 

第 十 (特別 報吿第 百 五十 九號： }家畜 市場 法中改 
正の 請朗 (委員長 報吿〕 

第 十 一  (特別 報吿 第二 百 十二 號〕 質屋 取 綺法中 
改正の 請願 外 十 I 件 (委 M 長 報告) 

第 十 II ( 特別 報告 第二 百 七十 二 號〕 東京 市制を 
設 くる 諮 願 (委員長 報吿 d 
第 十三 (特別 報吿 第二 百 七十 四號〕 部落 EJr 善の 
諝閩 (委員長 報告〕 

第 十四 (特別 報吿 第二 百 八十 九號) 家畜 市場 法 
中 改正の 請關 C 委負長 報吿〕 

第 十五 (》 別報 吿第 二百 九十 六號〕 滿 洲 競馬 法 
制定の 請願 (委員長 報吿〕 

第 十六 (特別 報吿 第二 百 九十 七號： >上 半 山村に 

蕪 筅配郵 便 局設 a の ii ll!! (委員長 報 

街) 

第 十七 (特別 報 街 第二 百 九十 八號〕 野 崎 郵便局 

に 集配 事務 間 始の 讅_  (委員長 報 

吿〕 

第 十八 (特別 報告 第二 百 九十 九號〕 彥 ft 村 郵便 

局の 位庹 2- 變 更 し並筅 配 w 務開始 の 諳 

願 (委員* 柄 報 街) 

第 十九 (料 別報 吿第 三百 號〕 內 B 郵便局に® 信 

專 務開始 の 請願 (委員長 報齿) 

第 II 十 (特別 報告 第三 百 一 號〕 沼津及 111 島 郵便 

局遍話 區域 變更の 請願 (委員長 報 吿〕 


第二 十 I  ( 特別 報 街 第三 百 二 號〕 奈留島 郵便局 
に 電信 事務 開始の 譜閎  c 委員長 報 
吿〕 

第一 一十 II  ( 特別 報吿 第三 百 三號〕 五千石 郵便局 
に 集配 - 3i 務 開始の 諳關 (委負 長 報 

吿〕 

第 II 十三 (特別 報吿 第三 百 四號〕 吉田 村に 郵便 

局 設琶の 誘 願 (委員長 報吿〕 

第二 十四 (特別 報 i!f 第三 百 五 號〕 ，多羅 尾 村に 無 

集配三等郵便局設 « の讅願 (委 M 

長 報吿) 

第二 十五 (特別 報告 第三 百 六 號〕 穴 野 郵便局に 
集配 事務 取扱 開始の if 願  ( $ 員 長 

報告〕 

第二 十六 C 特別 報哲第 三百 七號) 德® 郵便局 電 
話普遇區域編入の諝願 (委員長 報 
吿〕 

第一 I 十七 (特別 報告 第三 ] 1-1 八號： }芝生郢 伺 局に 
電 信 ® 話 辜務 開始の 諳願  員 長 
報吿) 

第 II 十八 (特別 報吿 第三 百 九號〕 面 志 和 is 便 局 
に 電信 並»阑 事務 取扱 開始の 諮 願 

( 委員長 報告〕 

第 II 十九 C 特別 報告 第三 百 十號〕 高 田 郵便局に 
特設 電話 設置の K 願 (委員長 報告) 
第三 十 C 特別 報告 第三 百 十一 號〕 平 町 郵便局 

を 二 等 局に 變 更の讅 願 (委 M 長 報 

吿〕. 

第三 十一  C 特別 報吿第 三 西 十二 號) 大代 郵便局 
に 電信 銮務 開始の 請 糊 (委員長 報 
吿) 

第三 十 II ( 特別 報吿 第三 百 十三 號〕 大代 郵便局 
特設 電話 新 加入者 許可の 請願 (委 

員 長報传 } 

第三 十三 (特別 報吿 第三 百 十四 號) 安塚、 菱里 
郵便局 間® 信 事務 開始の If 願 (委 

員 長 報吿， } 

第三 十四 (特別 報吿 第三 百 十五 號)： 11 山 木 郵便 

局 蒈轄區 域を 變更し 集 ie 並 SI 信 事務 

開始の 諝關 (委員長 報吿) 

第三 十五 c 特別 報吿第 三百 十六 號〕 野洲 町に 特 
設電話 設置の 諮 願 (委員長 報告〕 


第三 十六 (特別 報吿第 三百 十七 號〕 顆桂村 上别 

府靑 戸に 無 集配 tii 便 局 設置の 請 Ei 

(委員長 報告) 

第三十七(特別報吿第三百十八號〕椋川村大字 
田に 三等 郵便局 設 S の 讅願 (委員 

長 報吿〕 

第三 十八 C 特別 報吿第 三百 十九 號〕 志 木 町 到 便 
局： 電話 急設の if 願 c 委員長 報齿〕 
第三 十九 (特別 報告 第； 一一 W. 二 十號〕 上 市 W 井村 

字 足 立に 郵便局 設置の 讅願 (委員 

長 報 佐) 

第 四十 c 特別 報 吿笫三 百 二十 一號〕 大 崎 町 桐 

ヶ 谷に 無 集配 郵便局 設置の £5 願 (委 

員 提 報 吿〕 

第 四十 I  (特別 報 吿第 三百 二十 二 號富河 局を 

集配 郵便局に 變更の 請 IM ( $ 員 長 

報吿〕 

第 四十 二 (特別 報告 第三 百 一一 十三 號：} 靜浦 村に 

無 集配 郵便局 設 H の if 願 (委員長 
報告〕 

第 四十 三 (特別 報吿 第三 百 二十 四號) 靜浦 村を 

沼津 郵便局の 電話 遇 話區域 に 編入の 

諦關 (委員長 報吿〕 

第 四十 四 (特別 郓传 第三 百 二 十五 號 _ 宮郵便 

局に 謹 信# ill lg 寒務開 飴の IS III (委 

員 長 報 茜) 

第 四十 五 C 特別 報告 第三； S 二十 六號靜 岡 地方 

薪 判 所 沼津支 部 復活の is 願 (委員 

長 報吿〕 

第 四十 六 (特別 報 吿第彐 百 二十 七號〕 高 崎區裁 
判 所 復蓠の 讅願 (委員長 報告) 

第 四十 -i: (特別 報吿 第三 百 二十 八號： 浦 幌 村に 
登記所 設置の 讅_  ( 委員長 報 吿〕 

第 四十 八 (特別 報吿第 三百 M 十九 號；} 網 走 B 裁 
判所權限擴張の請_(委員長報吿5 
第 四十 九 (特別 報告 第三 百 三十 號〕 嵙里村 に 登 
記 所 設置の 請願 (委員長 報告〕 
第五 十 (特別 報吿 第三 百 三十 一號〕 宇都 宮監 
獄移鞟 の 請關 (委員長 報告〕 

第五 十 I  (特別 報 吿第三 1 11 十二 號： 5 福 并 村に 
富 岡 ! 1 裁判所 出張所 設置の 請願 (委 
員 長 報吿) 
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第五 十一 一 C 特別 報 街 第三 百 三十 三號 1 海 宿 町に 
登記所 設 S の 諝關 C 委員長 報告) 
第五 十三 C 特別 報吿！ S: 二百 三十 四 號ッ II 訪村窪 

平に 登記所 設笸 の is i$l C. 委員長 報 

吿' > 

第五 十四 (打 別報 代 第三 ？) 三十 五 號ノ額 家 村の 

內黑 目、 S 谷 登記所 苞辖區 域 望更の 

請願 (委員 畏報齿 ) 

第 S 十五 C 特別 報吿坑 三： C 三十 六號ノ 町村 立 小 

® 校 敎 H 給料 固 庫支辨 の 請願 外 I 件 

(委 M JS 報吿) 

第五 十六 (特別 報吿第 三} 〇 四十 號〕 町村 费輕減 

の 爲國鹿 下 渡 金 増加の 請願  (® 員 

長 報吿) 

第五 十七 c 特別 報吿筘 三百 ra 十五 號： 5 歧萆富 山 

間縱贳 鐵 il 敷設の 請願 (委員長 報 

吿〕 

第五 十八 C 特別 報 荇 第三 苗 四十 八號〕 石 狩、 北 

見铖 絡鐵道 敷設 速成の 請願 (委員 

長 報吿〕 

第 55 十九 (特別 報告 第三 百 五十 號：野 岩羽鏺 道 

延長の 請願 外 一件 (委员 長 報告) 

第 六十 (特別 報吿第 三百 五十一 號' 中央線 中 

野、 八 王子 間鐵道 雷 草 供 招の ii 願 

C 委 M 長 報告)  • 

第 六十 I  (特別 報吿 第三 百 五十二 號〕 渚 滑、 サ 

クー ル間輕 便鐵道 速成の 諝願 C 委員 

長 報 吿) 

第 六十 一一 ( 特別 報 ff 第三 百 五十 三號) 美幌 、相 

生 拓殖 事 諸 鐵道敷 設速成 の if 願 c 委 

員 長 報吿〕 

第 六十 三 C 特別 報吿 第三 百 . 7K 十四 號〕 B 勝線鐡 

道 速成の 諮 願 (委員長 報吿〕 

第 六十 四 (特別 報吿第 三百 五十 五 號〕 豊蜊 線杵 

築驛 位置 ii 更の讅 願 (委員長 報吿〕 

第 六十 五 C 特別 報吿第 三百 5T; 十六 號〕 泉 村 大字 

右籾へ 停車場 lg 置の 請願  ( 8 員 長 

報吿〕 

第 六十 六 (特別 報吿 第三 百 五十 七號〕 古 JII に 停 

車 場設笸 の讅願 (委員長 報吿〕 

第 六十 -fc (特別 報告 第三 百 五十八 號〕 吉野縱 貫 

鐵道敷 設の讅 願 (委員長 報告) 


第 六十 八 C 特別 -:- i 佐 填 三：，：！ 五十 九號〕 石北綍 数 
設の is il c 委 負 長報齿 ) 

第 六十 九 (特別 報告 第三 W 六十 號〕 栃木、 古河 

町 間 及 栃木 •鹿 沼 •今 市 間 is 道 敷設 
の 詰 願 外 1 1 件 (委 M 長 報告〕 

第 七十 C 特別 報告 第三 百 六十 一號〕 仙 愚、 山 

形 間鐵道 敷設の 請願 外 I 件 (委員 

長 報 吿) 

第 七十 I  C 特別 報吿第 三百 六十 二號〕 上越 鎔道 
駿設 線路 一部 變更の 請願 (委員長 
報 倚) 

第 七十 II C 特別 報告 第三 百 六十 三號〕 中津 川、 
下 呂間鐵 道 敷設の 請願 (委員長 報 
吿) 

第 -ir 十三 (特別 報吿 第三 百 六十 四號〕 都 賀鐵道 
駿設の 請願 (委員長 報吿〕 

第 セ 十四 (特別 報吿 第三 百 六十 六號〕 新 見 •三 
次間鐵 道 敷設の 諮 願 外 HH- 件 (委 
員 長 報告) 

第 - 1: 十五 C 特別 報吿 第三 百 六十 七號〕 文官 恩給 
者の 恩給 增 額の ii 願 (委員長 報告〕 
第 七十 六 (特別 報吿第 三百 七十 一號〕 鹽專赍 法 
中 改正の if 願 (委員長 報吿) 

第 ±: 十 -fc (特別 報吿 第三 百 七十 二 號〕 B T 蔀税 
務署 復活の if 願 (委員長 報告) 

第 * fc 十八 c 特別 報吿第 n 一 百 七十 三號」 岩 内 町の 
財政 救 濟 に關 する 讅願  C 委員長 報 
吿) 

第 セ 十九 (特別 報吿 第三 百 七十 四號〕 讐部 退隱 

料 及 遠 族 扶助料 法 制定の 請願 (委 

員 長 報告 J 

第 八十 (特別 報吿 第三 百 七十 五號〕 一一 一達 口 港 

_ 利用 調査の ii 願 (委員長 報告〕 

第 八十 一  c 特別 報吿 第三 百 七十 六號〕 大阪市 水 

源 地 營造 物に 因る 損窖擗 僧の if 願 

c 委員長 報吿〕 

第 八十 II ( 特別 報告 第三 百 七十 七號〕 舊 八重洲 

橋復舊 の 請願 (委員長 報吿〕 

第 八十 三 (特別 報吿 第三 百 七十 八號〕 多摩川 改 

修費並 水源 涵養 費國庫 支辨の 讅願 

(委員長 報吿) 

第 八十 四 (特別 報告 第三 百 七十 九號〕 東京！！ 治 


水に 關する 請願 外 I 件  c 委 M 畏報 

吿 ) 

第 八十 五 (特別 報吿 第三 百 八十 號 ：>鬲 速 統泔に 
開す る IW 閱 (委 a 長報铒 ： > 

第 八十 六 (特別 報 1¥ 第三 百 八十 一號) 氷 見 郡 沿 
海内に 漁港 修築の If 願 (委員長 報 
吿 〕 

第 八十 七 (特別 報告 第三 百 八十 三號〕 佐 香村大 

李 坂 浦に 集 画 郵便局 設置の 請願 (委 

員 長 報吿) 

第 八十 八 c 特別 報 街 第三 百 八十 四號) 上國崎 村 
に 郵便 居 設置の is 願 (委員長 報吿〕 
第 八十 九 (特別 報告 第三 百 八十 五號〕 關都 郵便 

局を 集配 局に 復罾の 諸 願 (委員長 
報吿) 

第 九十 (特別 報告 第三 百 八十 六號〕 白 岩村大 

字 a 岩に 三等 郵便局 設置の 請願 (委 

員 長 報吿〕 

第 九十 一  c 特別 報吿第 三百 八十 七號柏 崎， 高 
崎 間 直通電話 袈設 の謅願 (委員長 
報吿) 

第 九十 二 (特別 報告 第三 百 八十 八號〕 川上 村 迫 

郵便局に 集配 裏 務開飴 の讅願 (委 

、員 長 報吿) 

第 九十 三 (特別 報吿 第三 百 九十 號〕 七 里 村に 登 
記 所 設置の 請願 (委員長 報告〕 

第 九十 四 (特別 報吿第 三百 九十 一 號〕 東京 M 裁 
钊所所 屬親達 吏の 職務 執行 改善に 關 
する 諝願 C 委員 ft 報 带〕 

第 九十 五 (特別 報吿 第三 百 九十 二號〕 町村 費輕 
減の 爲國廣 下 渡 金增 如の 讅願 (委 
員 長 報告〕 

第 九十 六 C 特別 報告 第三 百 九十 六號〕 久 慈， 那 

珂雨 郡よ y 氏 家 町間大 .子 線 速成の 請 

願 r 委員長 報告〕 

第九十 -& (特別報吿第三百九十七號}断子村に 
停車場 設® の 讅願 (委員長 報吿〕 

第 九十 八 (特別 報告 第三 百 九十 八號〕 清 海 村に 
停 葸場 設置の 請願 (委員長 報吿 ) 

第 九十 九 (特別 報吿第 四百 號〕 |1變 取引所 設立 
速成の is 願 c 委員長 報吿一 
第  百 (特別 報告 第 四百 一號〕 和 束 郵便局に 


一三 四 四 

迸 信 迸 話 事務 開始の »B  iawK 

報告) 

第 百 I  f 特別 報 W 第 四百 二 毀-里 庄 郵便局に 
罡信饱 話#: 集 sffi 務開始 の 請 5| ( '5: 

員長報半口) 

第 百 II  ( 特別 報 吿第四 百 三號〕 天® 校哲迸 天 
鹽 市街 經由の 請願 ( ® fl 姣報佐 ) 

0 謎 長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報 街 があります。 

〔原 田 » 記官朗 諕一 

一昨 二十 五日 i't 族 院に 於て 本院の 送付に 係る 左の 
謎 案を nj 決した る 旨 同 院 より 通牒を 受領せ り 
高等 諸 fs 校 創設 及 桢張费 茭 出に 關する 法律案 
(政府 提出〕 

(第二 號〕 大正 八 年度 歳入歳出 fi 豫笳 52 加 案 
衆篯院讖民選舉法中改正法律案(政府提出) 
〔左の 報吿 は朗 13 を 經さ るも參 照の ため 玆に 
掲載す 一 

一昨 二十 五日 委 M 長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
本邦 某： 礎 丁： 業の 保護に 關 する® 識案委 M 
委員長  井上 角 五郎 君 
理事  若尾琼 八 君 
一 今 二 十六 日 衆議院 規則 第 十五 临似 R に 依り 證苌 
に 於て S 席を 左の 通 變更せ り 

M ハ ー  井坂 光暉 君 
二 六 三  高 知縣郡 Js il m 誦 a 
〇諉長 C 大岡育 造 君) 是 より 會識を 開きます、 日程 
第一 及第 二は 同一 委員に 付託した る 議案なる に 依り 
一括 議題と 爲すに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造. 起〕 御與 _ 無ければ 一括 議題と 致 
します、 委員長 天 春文衞 君。 

第一 朝鮮及臺躞の產米增殖に關する建讁 
案 (牧 山耕藏 君 外 十 名 提出) (委員 
長 報告〕 

第二 農業 政策に 關 する 建議案 (赤 間嘉之 
吉君 提出) (委員長 報告〕 

0 福 井 三 郎君 議長。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 福 井 君， 何です か。 

0 福 井 三 郎君 唯今より 特殊 部落 改善に 關する 建蕺 
案の ® 員會を 開きたい と 思 ひます。 御 許可を 願 ひま 
す。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 


際 諮 衆搿济 调帝冋 一十 四 第 


〔福 井 三 郎君 「委 a ffi IS は 第 八 委员室 へ 御參胡 
を 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

【天 春 文衞嵙 登 稱 〕 

〔拍手 起る〕 

〇 天 奉 文 衞君刟 鮮及 ff 好の 產米咐 硓 に關 する 建識 
案の 委 tt 會 の »? 過 及 結果を 御 報吿 致します で ござい 
ます、 本案の 委 Me を 開きまして、 政府 及 朝鮮 祭 r4 
兩 總督府 の 政府 姿 0 の 出席を 求めました ので ありま 
す、 而 して 本 建議の 大要、 食 糊の 搦立 •自給自足の 
必要、 阈家 生存 上敁も 緊要なる こと (3: 申す まで も ご 
ざい ませぬ、 然るに 我阀の 主要 貧® たる 所の 米穀は 
胡 群、 赛湾ょ 〇の秣 入 米を 除きて >  尙ほ 年々 二 百 萬 
t J'< は 三！ c 萬 石の、 外米の 轍 人に 侍たざる を ST さる 符 
晓で あります、 而 して將 來我阈 の 人口 % 加 率は， 十 
年後に 於き ましては 八 百 六十 萬 餘 、又 二十 年後‘ に 於 

きまして は 千 八 ？-! 六十 萬 人餘 ，又 三十 年の 後に 於て 

ほ、 三 千 九 百 ®: 八餘の 推定咐 加と なる のであります 

之に 伴 ふ )！ rf の 米の： 个足は 、十 年後に 約 一千 萬 石 •二 

十尔 後に 於き ましては ~ 千 26 石、 三十 年後に 於て は 

三千 二百 萬 石を - It する ので ありま L て、 政府は 此 K 

要なる 食 糊 問題解決の 方策と 致しまして* 開 ^ 助成 

法を 制定し •向 ふ 十陏 年の 間に •田畑 合せて II 十五 

萬 町步 の開绍 を 11S さんと して 居ります、 又 耕地整理 

法を 改正して、 十 eg 牢の年 抑を 11 十 p?i 年に 改める と 

云 ふやうな， それ 年數を 改めまして、 開 _ 者の 

便宜を 11 ると 云 ふやうな 有 揉で ございまして、 多大 

の 苦心を J1 して 屛 るので あ 〇 ます、 然るに 是ほ誠 に 

阀 家の 爲め ST ふべき 事であります るが、 俳ながら 此 

計进ほ 唯々 内地の みに 止り まして V 天 與の 米產地 た 

る所の、朝群，获费に及ぷものでないのであります 

朝鮮、 祭 釋は 、申す まで もな く 帝國 領土內 に 於け る 

最も 初 望なる 米作 地でありまして 尙ほ鹿 米咐殖 の餘 

地が、 非常に 多い のであります 、現に 朝鮮には 水田 

百 五十 萬 町 步の屮 百 1 1 十； 二 萬 町步は 天水を 待ちて 收 

搜 をせ ぬければ ならぬ と 云 ふやうな 雄で ございまし 

て 傾に 三十 ? £ 町步 が、 所 謂 水利の 便を 撙て 居る と 云 

ふやうな 有 棟で あるので ございます 、之を 内地 同 樣 

澦 515 の設 {'ill を哿及 すれば， 數 百茁 石の咐 收を得 られ 

る 1K でありまして 其 他 未開 梨 地 及 畑地の 水 IU と 化し 

得べき ものが、 約 五十 萬 町 JJ;- であります、 之に 依つ 

ても既 ?1 茁石の佾硇を得られると云ふ祺は、明かな 

る 事であります、 其 他 朝鮮に ほ 金 Bp. の 使用が 行 狸つ 


て rr り ませぬ からして 之を 獎蚴 しても 多大の 咐收を 
得られる のであります、 又竅 M は 糖 業 政策に 最も m 
B? な 土 11!! であります るから して 朝鮮と 同 樣に は參り 
ませぬ ので ございます るが、 併ながら 是亦 多大の 餘 
地 かありまして， ^ 收を N る J!f が ai 來 るので ありま 
す* 故に 本案に 對 しまして 政府の S 兑を腔 きました 
所が、政府は钭れも资成を表しまして、祭@總督府 
民政長官の 下 村 料 杯 ほ、 IW 政の 都合が 許せば、 大正 
九年度に於てほ-約十五萬町步の水利灌溉設擗の計 
帘 を 15 行したい と 云 ふこと を 述べられた 位で ありま 
す， 故に 委員 ^ に 於き ましては ，本案は 帝 ® 食 ffl lfy 
題 解決策でありまして、 最も 重要なる 事で、 楠 民 地 
に 於て 商 米咐殖 の 方策を 立つ るに 就て は， 中央政府 
と 能く 協調を 保ちまして、 之に耍 する 經费の 支 出に 
付ても、 fi 弱なる 所の 柿 民 地の 特別 會 計に 委ねて 置 
くと 云 ふことは， 茈だ 5H 憾な 次第で ございまして、 
十分に 此 R 的を K 徹致 します るに 付きまして 政府の 
所見を e きます るに •更に 大に考 ■を 费すべ しと 云 
ふこと で ございました、 喵々 本案 ^ 査に當 りまして 
總 S! 大 icr ia 商務 大臣 等の 出席を 求めて、 十分なる 
r( 見を 脗きた いので ありました が、 何分 會期切 迫の 
場合でありまして、 ft 族院 等の 都合が ありまして、 
出席を 求める ことが 出来 ませなん だ やぅな 事で あり 
ました •是は 大に逍 憾と する 次第で •こざいます、 併 
し 右 中 述べました 通りの 次第でありまして、 此摘民 
地の 米作の 5 =殖 を 岡る と 云 ふことは* 最も 必要なる 
事 であります るが 故に、 委員 會は 以上 申 述べました 
る 如く  •傾 m SF 誠を 重ねた る 結果、 內地 •植民地を 
通じて、 產 米の 咐殖に 付て 徹底的に 政策を 確立す る 
の 必要を 認めました ので、 全會 一致を 以て 可決 致し 
ました 次第で ございます から， 本 fi? も 亦 滿 場の 御 賛 

成を 希轺す る 次第で ございます、 fi} 又 農業 政策に 關 

する 建 蘧も 同一 35 員に 付託 致されました ことで あり 

ますが 故に、 此 委員 ir の經 過を 御報吿 致します で ご 

ざいます、 食 fill 問題を 解決す るに {-J- きまして は、 開 

梨 助成 法と か、 成は 耕地整理 等が 必要なる ことは、 

申す まで もない yf でありまして、 新に 計® を 立てる 

と 云 ふこと if それ'^ 政府 も 提案 等を 致され まし 

たこと でございます けれども、 併ながら 從來旣 に 開 

墾 し- fr る 所の 完金な る 餅 呲に對 しまして* 其 利用を 

岡る と 云 ふことは •  M も 生產％ 殖に 付て 必要で あり 

ます、 然るに 農 詔 政策に 關す る妞 諮の 要點 は、 農 楽 


勞® 者の咐 加の 方法を 講ずる 事、 農具 改良の 方法を 
講ずる斟，それから農齡ヒの發明密及篤志者を獎勵 
する事、肥料の販僧||人の方法を講ずる事，牛馬耕 
を獎励 し 農業 用 牛馬 廉惜瞄 入の 方法を 講ずる 事、 耕 
地 排水 灌漑 整理を 更に 大に獎 to する 事と 云 ふの が、 
本妞議案の 51- 3であ〇ましたが、委10:會で意見を閫 
はしました 結果、 病害 蟲豫防 驅除 方法の 改良を 講 ず 
る 事 等が 最も 必要で あつて、 政府 姿 員に 其 意見を 確 
めました 所が、 此 問題 等に 就きまして ほ、 政府は 從 
來 それ t 改良の 方法を 講じて 居る 次第で ある、 併 
ながら 委員 會に 於き ましては、 未だ 十分なら ざる も 
のと 認めました るが 故に、 此箇條 に 就きましても 最 
も 政府は 考鬧を 費され まして、 十分の 發 達を 期せら 
れんこと を 希望す ると 云 ふことの 方針で、 本案 も委 
員會は 全會 一致を 以て 可決 致しまして ございます か 
ら 、どぅか 本 ir に 於き ましても 滿場御 質 成を 希望 致 
します、 此段 御報齿 申 上げます。 

〇 岩 崎 fJJ 君 n 程 第一は‘ 委員長 報告 通り 可決せ ら 
れんこと を 望みます、 日程 第二は 委員長 報告 通り、 
即ち 委 M 會に 於て 修正 議決の iffi り、 可決せられ んこ 
とを a みます。 

t 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大 岡育锆 君〕 岩 崎 1!| 君の 御意 見に 御 異議は 
無い と 思 ひます、 仍て二 案 典 委員長 報 吿の 通りに 可 
決 致しました I 日程 第三、 竹林の 病害 研究に 關す 
る 建議案を 議題と 致します、 委員長 鹈澤總 明君。 

第三 竹林の 病害 研究に 關する 建議案 (川 
崎 安之助 君 外 一 名 提出) (委員長 報 
吿〕 

0 法學博 士鹈 澤總 明君 郭長 —— 此 席ょり 說明を 致 
したいので あります が、 御 許可を 願 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 許可 致します。 

〇 法學 邱士鹈 澤總 明君 此案は 昨日 報吿を 致し まし 
た H 業 原料 植物 研究所に 於き まして， 大膛 病害 等の 

詳しい 調査を する - 研究を すると 云 ふこと が | 面 

にあります、 他の 一面に 於き まして ほ、 農 商務省に 
於き まして •本年の 林業 奬励 の豫算 の 中で、 約 一 萬 
四千 圓 位は 竹林の 獎勵に 廻す ことが 1!*. 来る ことで あ 
らう、 其 意味に 於て， 成るべく 紐 議 者の 意思に 副 ふ 
やうに 致したい ものである、 斯う 云 ふやうな 政府の 
答 辯で ございまして 結局 13: 阼 日報 fr の 案に 含んで 居 
ると 云 ふこと になり まして* 決 S をす る ことを 耍し 


ない •斯う 云 ふこと を 委員 會全會 一致を 以て 決議を 
致しました から， 此段 御報齿 致します。 

〇 岩 崎勸君 議長。 

0P 長 (大岡 育造 君) 岩畸剧 君。 

0 岩崎勸 君 本案は 委員長 報 ifr の 通り、 本 除に 於て 
旣 に エ椠 原料® 物 研究所 設置に 關す る趄 議案を nj 決 
したる 結果， 議決を 要せざる ものと 決定せられ んこ 
とを 望みます。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君：} 御 異議が ^, ければ、 委員長の 
報告の 通り 決議を 要せず と 決しました I 日程 第 四 
發電 用水 利 權の法 知 制定に 關する 建議案を 議題と 致 
します、 委員長 中 倉 萬 次 郎君。 

第 四 發 m 用水 利權の 法規 制定に 關する 紐 
議案 (石 原 正 太郞君 外 一名 提出) 

(委 S： 長 報 牛 ： 3 

〔中 倉 萬 次 郎君 登 ® 〕 

0 中 倉 萬 次 郎君 御報齿 致します、 此發電 用水 利 fl 
の 法規 制定に 關 する 建 S 案 ■是は 委員 fr に 於き まし 
て、 修正 可決すべき ものと 云 ふこと に 決しました、 

此 委負會 を 開きました こと 一 一回 - 二 日に a つて、 

委員 中ょり 精細に 質問 應答が ありました、 內鉍 省に 
關係 する 政府 委員， 遞信 省に 關する 所の 政府 委 負の 
出席を 求めて', 數回の 質問 應答が ありました 、一々 
之を 御 紹介す る こと も 泡に 困難で あ 〇 ますから、 追 
て 速記 錄で 皆樣に 御 承知を 願 ふこと に 致しまして、 
其 四 五の 質問臊 答の S? 點だ けを 申 上げ やうと 思 ひま 
す、 其 質問の 主なる もの ほ •中央の 方針が 地方 長官 
ょり 徹底して 居らない ことがある-其 等の點 に 就て 
は、 今後 十分 注意を して K ひたい. •それは 質 間の 中 
で、 先づ 要求 注意と 云 ふやうな S 味を 含んで 質問が 
ありました、 之に 對し ては 政府に 於ても •大 1® に 就 
て ほ 今後 尙ほ 一層 注意す ると 云 ふやうな 意味の 答 辯 
でありました、 第二は 府縣地 方廳に 於て， 此 水利® 
の 出願に 付て 往 々數日 —— 数 月 或 ほ M 年の 間 此 願書 
の 處理を 延引 致しまして、 出願者 ほ 非常に 迷惑を 生 
ずるの みならず， 此國家 的 事業の 發 m —— 電氣 事業 
に fj' て も、 非常に 不利益を 與 へる 事が 多い から、 是 
も 成べ く 速に 處理の 出来る やうな 方針を 執つ て M ひ 
たい、 又 其 中には 此出 願に 對して 、其 m 方 町村の 32 
見を 問 ふ 場合に 當って は、 其 町村に 於て は‘ 水利 其 
他の 關係 上、 實際差 交の 著しき もので ない ものに 限 
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三 四 五 


院 遝衆尙 菝阈帝 回一十四 男 


本笄 基萑 H 菜の 保 lli に 脚す る 建 額 案 
つても 3' 相當な 答申を しないと 云 ふやうな 弊害 も あ 
るので あるから •是 等の 點に就 て if 其 ®; 見を 徵せ 
ずして 處理 すると 云 ふやうな yf il 出來ぬ だら うかと 
1 K ふやうな 竹 問 も 起り ました* それに 對し ては 政府 
の 方で も， 其 地方の 利害 等に 就て 調资 すると 云 ふ 事 
は 必要で あつて、 是ほ 無視す る ことは 出来ない と 云 
ふやうな is 味の 答 辯 も ありました-其 次には 此競願 
の 場合 1 競 願の 場合に 色々 此馈窗 が 聰綿 致し まし 
て、 或は 甲に 許可すべき ものを 乙に 許可す ると 云 ふ 
嗯害も ある やうに 認める、 之に 就て は 政府は 此願 S 
の 順序に te つて、 許可す ると 云 ふ 方針を 執つて 居る 
か、 共 H 際の 事 H に 就て ^ 問が ありました が、 御 承 
知の 如く 此出 願に 對 しては、 先 願權に 許す と 云 ふや 

5 な 確然た る 法規が 出来て 居ない、 H 業 法の 如き 其 

願 ?,? の 先 後に te つて 許可す ると 云 ふこと ではない が 

先づ某 實際出 願 者の 事贸を 調査 致しまして、 同じ も 

のであるなら ば、 先 願の 方に 許可す ると 云 ふやうな 

方針を 執つて 居る と 云 ふ ® 味の、 答が あつたので あ 

ります、 それから 發電 用の 土地 收用 のこと に 就ても 

質問が ありました， 是は國 家事 業で ある、 發雷 '事業 

は 國家的 事 築で あれば， 成べ く 土地 收用法 の 例に te 

つて、 之れ を處理 する やうな ことにして M はな けれ 

ば、 其 土地の 狀况に 依つて 色々 苦情が 起つて、 此事 

業の 發展 を妨 ぐると 云 ふこと が往々 あるので ある* 

之を 土地 收用 法に 依つて 處理 する やうな ことほ >  出 

来ない かと 云 ふやうな 質問 も ありました* 是は此 電 

氣事 業は、 國家的 事業とは 云 ひながら、 公共 的 事業 

とは 申しながら •金 然此 電氣事 業を 以て-公共 的の 

事業、 國家 的の 事業と 云 ふこと にの み 取扱 ふと 云 ふ 

ことは 到底 六ヶ敷 い、 總て此 問題を 土地 收用法 に 依 

つて 處理 すると 云 ふことは •困難で あると 云 ふやう 

な 意味の 答が あつたので あります、 地方自治 體に許 

すと 云 ふことは どうかと 云 ふ 質問 も ありました が、 

是は 場合に 依つ ては 自治 體に 許す と 云 ふことは、 差 

支ない と 云 ふ 意味の 答が あつたので あります、 それ 

から 是まで 電燈會 社の 其 事業に 對し其 池 方に ^ する 

所の 往 々不始末な 事 も あるので ある- 此 等に 就て は 

十分 今後 取締を して、 さう 云 ふ 弊の 無い やうに 資行 

致させる ことにして 貰 ひたいと 云 ふ、 是も筘 望 同 _ 

の 質問であります、 それから 外國 人に、 成べ く 許可 

を與 へない やうに すると 云 ふやうな 意味で 質 間 も あ 

りました が、 全然 此所で 外國 人に 許可せ ぬと 云 ふ 明 


言を する こと は出 來な い、 俳し 成べ く 注 1C をす ると 
云 ふ 位の 答 辯が あつた のであります、 此發 電甩 水利 
II の 制定に 付 3- まして if 隨分此 以外に も H 問 晒 答 
も ありました が、 政府の 方で 申される 所では、 唯々 
此制定ほ、發電用のみに限つて法規の制定をすると 
云ふことほ、少し闲難らしき答辯があつたのである 
併し 大膛 の此 水利 法と 云 ふこと に 就て は、 旣に 調査 
に 著 手を 致して 居る、 追々 此調赉 が 完全に 出來 上れ 
ば 此法規 を 制定す る ! a りで ある、 此水 利と 云 ふ 問題 
に 就て ほ、 第に 發電用 其 他の みならす 、灌漑 用水 等 
に 最も 關係が 多い ので ある、 全般に 渉つ て此 水利 法 
と 云 ふ ものは 制定し なければ ならぬ と 云 ふ 意味の 答 
辯が ありまして、 委員 會は 種々 審査 討議を 盡 しまし 
た 上に、 先刻 申 上げた やうに 修正 nr 決すべき ものと 
決しました、 其 標題の 修正を 一寸 御 紹介 致します れ 
ぱ 「發電 用水 利 機の 法規」 と 云 ふ 九 字を 削りまして 
「水利 法の」 と 云 ふ 四 字を 加へ ました、 此 全文は 「 
水利 法の 制定に 關 する 建議案」、 斯う 云 ふこと に 致 
しま すれば、 此 水利 法の 全體 に涉 つて、 完全なる 法 
规を 制定して 貰 ふと 云 ふこと になれば •或は 濯溉水 
其 他の 事に 就ても、 差 支が 後日 生じない と 云 ふこと 
になつ て宜 からう と 云 ふ南澤 君からの 修正 励議が 出 
まして、、 政府の 方に も此 修正に 就ての 意見を 質し ま 
した 所が、 斯の 通りなら ば， 或 ほ內務 省の 管轄 •農 
商務省の 管轄， 遞信 省の 管轄と 云 ふ、 總 てを 網羅し 
て此法 律を 制定す ると 云 ふこと になれば •將 來大に 
に 便利で あると 云 ふ 意味に 於て、 政府は 金 然此 修正 
に 同意を された のであります 、以上 申 上げる 如くに 
致しまして， 委員 會は滿 場 一致で 修正 動議を 可決す 

る ことにな りました のであります、 此段 御報吿 致し 

ます。 

〇 岩崎勸 君 本案は 委員長 報齿 通り、 即ち 委員 會に 

於て 修正 議決の 通り 可決せられ ん ことを 望みます。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 ^4 議な しと 認めます、 仍て 

委員長 報 i'f の 通り 決しました。 

0 天# 文 衞君是 ょり 產業 組合 法 中 改正に 關 する 建 

_ 案 •外 二 件‘ の 委員 會を 開きたい と 思 ひます。 

011 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 小 橋 藻 三 衞君是 ょり 國有林 野を 地方自治 體に下 

付の 建議案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます。 

o_ 長 (大岡 育造 君) 許可 致し ま ^ - 日程 第五、 


本邦 基礎 工業の 保 ii に關す る 建 沼 案を 迹 題と 致し ま 
す —— 委員長 井上 角 五郎 封。 

第五 本邦 基礎 工業の 保 謎に 關 する 建费案 
(田 中 隆 三 君 外 一名 提出〕 (委員長 
報吿〕 

〔井上 角 五郎 君 登®〕 

0 井上 角 五郎 君 本邦 基礎 工業の 保 •謎に 關す る fB 識 
案は、 時日 切迫の 折 柄で ございまして、 昨日 一日を 
以て 其蒞議 を 遂げ、 之を 可決 致しました •戰後 基礎 
工業が 一般に 急激なる 打 曝を 受けて 居る に對 しまし 
ては、 政府は 相 當な る考趙 を用ゐ まして、 之が 救濟 
を爲し •之が 維持を 爲 して、 自給自足の 本旨を 貫か 
しむる ことに 對 しては、 十分なる 誠意を 持つ て 居る 
ものと 私共は 認めまして ございます、 又 吾々 は 提出 
者 田 中 君の 說 明を 聽 きまして、 尙ほ 民間 當 業者が 或 
は 公に 發 表し、 或 (X 其 筋へ 請願 致して 屛る 所の 書類 
を參 酌し •先づ 基礎 H 業なる ものは 果して 何で ある 
かと 云 ふこと に 就きまして、 即ち 申 上ぐ るが 如く 時 
日 切迫の 析柄 でございますから 鐵 •亞鉛 •染料 1W 
達 此四點 に 限つ て 十分なる 調査を 致しまして、 戰後 
の變 動は 中々 に ih 激に來 つて 居ります、 さう して 今 
尙ほ 其變 動の 最中であります、 殊に 歐洲に 於て 講和 
會議が 開かれて 居ります が、 此 講和 會_ の 結果は、 
直接に 又 間接に 經濟狀 態に 影 @ する 所の ものが 多い 
のであります、 今日 果して 是等 基礎 工業の 製造 費用 
が 幾何で あらう か是等 基礎 工業の 市價が 幾何で あら 
うか、 外國の 製造 物品 ほ 忽ち 殺到して、 我國に 輸入 
せらる、 に 至る であらう か、 又 其 需要 (3: 戰 時に 於て 
非常に 梢 加した ので あるが、 果して 幾何の 減少を 來 
すで あらう かと 云 ふことは-恐く は當 業者に 於ても 
十分なる 見込は 立ち ませぬ， 政府に 於ても 尙 且つ 其 
見込が 立たぬ のでありまして、 政府は 今 申 上ぐ るが 
如く， 救 濟に對 し、 又 維持に 對 して、 十分なる 誠意 
を 持つて 辟り まする けれども、 之を 果して 如何にす 
べき かと 云 ふ 事に 就て は、 未だ 十分なる 方針を 決定 
する に 至らぬ と 云 ふことは、 吾々 に 於て は强ち 無理 
ならぬ 事で あると 認めた のであります、 鐵は 政府に 
於て ほ、 現に 出来 得る 限り 之れ を 買 上げて 現在 市場 
にある 所の 所謂 停 滯 貨物に 對 して、 救濟を 施して 居 
ると 云 ふこと を 言明 致しました、 其の 他 此の 現在 停 
滯 して 居る 貨物の 救濟に 付いて 所謂 一時的の 手段は 
谷 方面に W- つて 攻究を して 居る ので あつて、 出來煜 


るだけ之をやつて見たいと云ふ考を持つて极ると云 
ふこと を 言明 致しました、 又此 f.r 跗 ir fK- v> に 封 
しては、 必ずしも 海關 税制 定に 反對 する，；  0 で はな 
い、 現に 海關 税制 定 〇 ことに 就て は 調 ? £ を 致して 居 
る>  併しながら此の海關稅制定と云ふ垠捫は、资に 
製造 若 〇 利益を 考へ るの みならず > 'n« 要 漭 C 利： 
も考へなけれぱならず—殊に調和价晶〇訪果が、 ^ 
國 間の 關稅政 策に 向つ て 如何なる 冇锬に立帀るかと 
云 ふこと も考趙 しなければ ならぬ から、 强 ち反對 を 
表するものではない、十分なる調丹をして /,';- るけれ 
ども、 今 直ちに 之を 1? 行す ると 云 ふ Jti 合には 立 S1 ら 
ぬと 云 ふので あります、 ?; £ 中 染料に (-J- きまして は| 
|我國に於て鐵、鍋の製浩の癤立を得ることほ言ふ 
まで もない が、 染料に 至りまして ほ、 其 材料 も 我 kg 
に 現在して 居る し、 5C 今 H まで やつて 來た所 に 於て 
見れば、 從來 之を 維持して、 即ち 獨立な る我阈 の 物 
脔 となる ことは 兑込が 十分で あるから、 政府に 於て 
は 保 譴會 社に 命令し、 保 誰 fr 社を 監 @ して、 保 豳色 
社と 保篚會 社 以外の 民間の IJJ 築 者と 競 せしめず、 
能く 其 一致を 保たし むる のみならず、 保 讁會社 SV- し 
て、 成べ く 原料、 或は 之に 僅に if® を 加へ たる 半 製 
品を 民間の 染料 會 社に 供給して、 之を して 完成せ し 
め、 保 ii 會 社と 保 謹會社 以外が 調和を 保つ て、 典々 
に發 達して、 行々 は 我國の 一の 物產 となる ことを 期 
して 居る と 云 ふの が、 政府 委員の 言明で ありました 
曹達に 至りまして は、 所謂 W 達 灰 又 苛性 W 達 共に 見 
込を 持つ て 居る、 曹達 灰の 製造 ほ、 是 まで 試みて 度 
々失敗を したが、 今に 於て は 餘程 見込の ある ものに 
なつて 来た、 苛性 ® 達に 至りまして は、 それに 附帶 
して 洒粉も 出来、 殊に 電氣 分解の 方法が 十分 進んで 
来たから、 必ず 我國 の化學 工業 品の蕋 礎と なつて、 
避 亦 一の 物產 となり 得る ことを 信じて 居る から、 差 
向の 所 其 原料た る鹽が 、到底 內地 の PI では、 如何に 
しても 安く 之を 供給す るの 途が 無い から、 農 商務省 
に 於ても、 大藏 の當 局に 於ても、 關朿州 若く は S 陶 
又 朝鮮に 於け る 製造の 1! を 安き、 運賃を 以て ilt 人し 
て、 成べ く總 ての® 用を 掛けない やぅに して、 之を 
當築 者に 安く寶 渡す の 方法を 攻究して 屛 ると 云 ふこ 
とが、 當局莕 の 言明であります、 最後に 斯く 一時的 
の 救助を 爲 し、 斯く 永久 的の 救 肋に 向つ て考 慰を 煩 
すの みならず、 製造は 要するに 製造 @ を 安くす るの 
が 何ょり 必要で あるから、 其 材料に 向つ て li 十分な 
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る汴 S を 拂ひ 、殊に 政府の 力で 許す 所の ものは、 最 
も 其 材料を 安くす るに 努める、 例へ ば 砂 鐵槊 者の耍 
する 木炭、 lit 木炭は 山林の 木を 伐つ て燒 くので ある 
故に 砂 鐵第 者が 要する 所の 木炭の 原料た る 山林の 如 
きものは、 之を 安く 拂下げ るの 方法を 執る 稍り であ 
る、 又汽革 の 運 S- —— 备 種の 製造 工業に 向つ て、 固 
ょり 汽車の 運賃の 安い ことは 要する けれども、 殊に 
基礎 工業に 向つ ては、 汽取の 運 質を 安くす ると 云 ふ 
方法の in きも ハ、 方に 考瞅 して 居る 所で あつて、 是が 
實行を やつて 兑た いと 思つ て屛 ると S ふことは、 政 
府當 局の 言明す る 所で ありました、 要するに 大 ga に 
於て 木 邦の 基礎 丁：_ を 保護して、 其 今日の 窮狀を 救 
ひ 其 維持を 阏 つて、 是等鐵 、亞鉛 、染料、 若く は V? 
達の 如き 物の e 給 自足を g つて、 共に 我 固の 一の擷 

立なる 物 商と なること を 期す るのは、 政府に 於て M 

も 注意す る 所で あると 云 ふことの 言明で ございまし 

た、 斯棵な る 意味を 以て 私共は 本案を 锊成 し、 滿場 

一致を 以て 可決 L たる 次第で ございます、 此段を 御 

報 ^ 致します (拍手 起る〕 

0 岩 崎 動 君 本案は 委員長 報 is- の 通り、 可決せられ 

んこ とを 望みます。 

〔「饺&一 「異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翔 長 (大岡 育造 君) 本案は 別に與 謎 無き を 以て、 

委員長 報吿の 通り 可決した る ことを 宣吿 致し ま-一 -I 

I 日程 第 六 小松岛 港 改 修築に 關 する 建 謎 案を 誠 題 

と 致し ま， 5 — 委 a 長 政 賭 藤吉君 —— 委員長 不在の 

やぅであります から、 理事 河上哲 太 君。 

第 六 小 松 島 港 改良 «%> 築に 關 する 建議案 

(原 田 佐 之 洽君外 一名 提出〕 (委員 

長 報告〕 

〔河 上 rr 太 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇 河 上铒太 君 本案は W て 提出 苦が 本諶 勘に 於て 說 

明 致しました 如く、 德岛縣 小 松 a 港は、 海陸の 通 絡 

港と して、 將來大 に 改修 改良すべき 必要が あり、 現 

在に 於ても 四 國及 本土の 海陸 速 絡 港と して、 四國に 

於け る 有 ？！ 5 なる 港であります るから して、 !!? 來 の S 

めに國 费を 以て 之を 改修し、 少く とも S3 在に 於て、 

成べ く 早く 鐵道院 の 船 車 通 絡に 必要なる 設備を 國费 

を 以て 爲 し、 小 松 B 驛の沿 痒の si 痒 H 2JJ T ブラット 

ホー ム J、 h 屋の趄 設 を 致しまして、 四國 本土の 交通 

の 便宜を 岡ら れるや うに 希 留 すると 云 ふ 案で-こざい 


ます、 筲期 切迫の 間で ありました からして、 @6 に阼 
日 一日を 以て 決定を 致した のであります るが、 皆樣 
の御援助に伎り、御聲援に依りまして —— 四 國は元 
来 S 家事 槳 として 疎外され、 或 意味に 於て は 繼兒扱 
をされて居りまして、交通 |1 關と云ひ、敎育機關と 
云 ひ、 殊に 1 :國 には、 一港 も阈 随 の 支辨に 依り まし 
て 改修 致して 居る 港 無く、 一つの 開港 場が 無い と 云 
ふやうな ことは、 今日 當 局の 大に 同情を 致して 居る 
やうな 掬 梅でありまして、 政府 委員に 於き ましても 
此趣® に锊 成し、 或る 方面の 如きは 懇談 的に &し た 
のであります が、 rrL ちに. W 地 調査を 致しまして、 此 
港の 改修の 事に 就ても 十分 力を 識 して 見たい、 但し 
時期は まだ 言へ ぬけれ ども、 趣® に 於て 賛成 致す の 
であると 云 ふやうな 說明が ありました から、 委員 諸 
君 も M も 熟 心なる 希 留、 即ち 成べ く  1 十く 此 案の 趣意 
を 貫徹す る やうに と 云 ふ 希望を 以 ちまして、 全會一 
致を 以て 可決 致した のであります から、 皆樣に 於て 
も、 どうか 全會 一致 此築に 御 賛成 あらん ことを 希望 
致す 次第であります。 

0 岩 崎 勁 君 本案は、 委員長 報告の 通り 可決せられ 
ん ことを 留み ます。 

【 「荇成 」 r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 謎 長 (犬 岡 育造 君〕 本案は 別に 御異謅 も 無い やう 
であります から、 委員長 報吿の 通り 可決した る こと 
を宣缶 致します、 此際 陸軍 大 K ょり、 西们 利の 近况 
に 就て 發 言の 通告を 求められました、 之を 許可 ■致し 
ます —— 陸軍大臣。 

t 國務大 E 田 中 義一君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國 務大 !■;': (田 中義一 君〕 私は 此會期 切迫の 折 柄、 

皆 探に 最近に 於け る 西 伯 利の 狀况を 御報界 して 證く 

と 云 ふこと が必耍 だと 心捣 ます、 尤も 過日 「西 伯 利. 

出兵 經 過の 概要」 と 云 ふ ものを 印刷に 付し まして { 

皆！！ の 御手 許に 差 上げて あります、 御 承知の 琪と存 

じます から、 其 後の 經過 を槪略 申 述べ やうと 思 ひま 

す、 併し* も 後刻 印刷に 附 して、 J1 つ 軍 隙 行動の 迹 

を @ の 上に 示して、 皆樣に 印刷物を 配付 致す ことに 

致して K きました から 詳細の 51 ほそれに 就て 御 承知 

を 願 ひます、 昨年 八 fl 我 軍が 西 伯 利に 出動 致し まし 

た 以來 、我 取の 行 励は 皆® 御 承知の 通りに、 極めて 

迅速に 進捗 致した のであります、 所謂 一瀉 千里の 勢 

を 以て、 獨塽勢 力を ？-, f 措と して 居る 所の 過激派 ほ 掃 


蕩せ られ て、 之が 爲めに 過激派は 各地に 分散 致し、 
其の 大部分は 我 軍の 攻 _ 乃至は 包圍に 抵抗す る こと 
が 出来ず して、 遂に 大部分は 「ブラ ゴ H シ チ H ンス 
ク」 及 其 附近に 潜伏して 一時 全く 沈默 致した ので あ 
ります、 是に 於て 總 ての 我 軍の 西 伯 利に 於け る 行 励 
又 之に關 聯 しまして、 政務 及 運© 交通の 業務は、 之 
を 統一せ しむる 必要が あります 爲め に、 一切 之を 全 
部 浦 潮 派 iEI 軍 HJ 令官 の指撺 下に 入れた のであります 
又 是と典 一^後 貝加爾 州に / -H 動して 居ります 第三 師團 
北滿洲 に 居ります 第 七 師團 も、 共に 浦 潮 派 ia 軍 司令 
官 の指撺 下に 入れた のであります が、 更に 此統 一指 
揮の 系統を 明に すると 共に、 其 際 我が 軍事行動の 方 
針を も 確定せ しむる と 云 ふことの 必要が あつたので 
あります、 1th 目的の 爲 めに、 軍司令官を して 漸次 兵 
力を 1S 要な 地點に 集結 させて、 此 力に 依つ て 其 附近 
の 地方の 治安を 確實に 保持せ しむる と 云 ふこと を、 
大體の 方針と したので あります、 又此 軍陳の 駐在し 
て 居る 地點 以外に 發生 しました 所の、 過激派の S 励 
に 原因す る騷擾 に對 しまして は、 我 車 ほ 自衞 上巳む 
を 得なかつたならば、 成べ く B 國の 官憲に 之を la 定 
せしめ、 好んで 自ら 手を 下す ことのない やうに 致し 
たのであります、 去りながら 露國の 官憲の 力が 足ら 
ぬと 云 ふ 場合には、 此軍隊 は 之に 抵抗す る 所の 處 置 
を 執らなければ ならぬ、 是が 即ち 其當 時に 於け る 軍 
事 行動の 方針であります、 言ひ換 へます れぱ我 軍事 
行動の 方針は、 露 國の釋 健 分子を 援助して 治安を 維 
持す ると 云 ふこと が、 一般の 方針と 申して 宜しい の 
であります、 然るに 一度 潜伏 乃至は 散亂 致しました 
所の 過激派 ほ、 何時か _微 の 間に 再 擧の 計 ！ 5£ を 企て 
たのであります、 此計畫 の 內容は 、或る 方法に 依つ 
て 書類を 手に入れて 調赉 致しました 所が、 隨分 組織 
的に 計 fi をされ て 居つ たやう であります 、先づ 同 主 
義の 代表者を 谷 村落に S きまして、 又 必要な 地點に 
は 其 代表者を 支配す る 所の 支部を S いたので ありま 
す、 さう して 密に 軍隊を 「トロッキ ー」 の ^ を 以て 
召集を した、 又 丁度此 際 日本軍の 爲めに 四散 游 伏し 
て、 居つ た 所の 過激派に 靥 して 居る 兵卒は、 衣食に 
窮し た爲め に 三々 五々 密に 集合した と 云 ふこと も 分 
つて 居つ たのであります が、 此 形勢 {S 日を 逐 うて 漸 
次不 穩の狀 態に なった のであります、 遂に 過激派の 
首領た る 「ム ーヒ ン」 是が 「ブラ ゴェシ チェン スク」 
を 根 據と致 L まして、 日本軍の 「ブラ ゴ H シチ ェ ン 


スク」 附近に 於け る 所の 守備隊を、 拖擊を しやう と 
云 ふことの 計 迸を して 居つ たこと も 分つ たので あり 
ます、 此 計 ffi が 日本軍に 偵知 致されました のは、 即 
ち 一月 十日に 三 四百の 過激派 兵が 「ム ーヒ ン」 の統 
制に 從は ずして、 勝手に 「アレ キセー フス ク J 附近 
の 日本軍の 少將が 居ります 「マ ザノ フ」 と 云 ふ 所の 
村落に 於て、 日本の 守備隊を 製 _した ので、 此駿 _ 
を 致した と 云 ふこと が、 即ち 彼の 所謂 手 違で あつた 
ものと 見えて、 之に 依つ て 彼の 計畫が 暴露され たの 
であります、 此 際には 谷 所に 潜伏して 居りました 1 f 
良の 徒が 漸次 集合 致しまして、 農村の 農民を 掠脔す 
る、 種々 な 甚だ 容す ベから ざる 行動を 恣に すると 云 
ふやうな 狀况 になつ たのであります、 然るに 丁度 此 
際 御 承知の 通り、 巴 里 會議に 於て 「ブリン ス」 島に 
露 西亞の 過激派の 代表者を 招致す ると 云 ふことの 問 
題が あつた 時であります、 是が 端な くも 過激派の 行 
動を、 昂奮させる と 云 ふことの 狀態に 導いた かの や 
うに 思 はれる のであります、 中には 亞米利 加が 過激 
派を 援助す る ものである かの 如くに、 又此 誤解を し 
た 者 も ございます、 又 誤解を 眞實 らしく g 播した と 
云 ふ 事 もあります、 是に 於き まして 陸軍 當局ほ 、此 
軍司令官に、 荀も 日本軍の 守備す る 地方の 治安を II 
亂する 目的を 以て、 兵器を 以て 我 軍に 抵抗す る 者は 
之を 抑壓 せょ と 云 ふ 趣旨を 與へた のであります、 然 
るに 敵は 益々 兵力を 集結 致しまして、 遂に 我 軍の 守 
備 地を 犯し、 或は 鐵道を 破壊し、 乃至は 電線を 切斷 
して 交通を 遮斷 する 杯と 云 ふ 行動を 執り ま !• て、 漸 
次 我 守備 軍を 脅迫す ると 云 ふことの 行動に U1 たので 
あります、 然るに 露 西： 亞 軍の 力は、 到底 之を 制 E す 
る ことが 出來な かつた のであります、 又 其 力 も 足ら 
なかつ たのであります、 そこで 第 十二 肺團 長は 唯今 
申 述べました 方針に 基づきまして、 此際 彼等に 大打 
繫を與 へなかつたならば 、到® 此黑龍 州の 治安 を 維 
持す る ことが 出来ない と 云 ふこと に考へ たので あり 
ます、 それで 「ブラ ゴェシ チェン スタ」 附近の 守備 
滕を して、 露 國の黑 龍哥 薩克 から 成立つ て 居る 所の 
黑龍州 大隊と 云 ふ ものが あります、 此黑韻 州 大隊と 
協同を 致しまして、 此 附近の 過激派を 掃蕩す ると 云 
ふ 行動を 執つ たのであります、 此軍事 行動の 大要を 
申 述べます 〔二 月 上旬 以來 「ザ イ タヤ」 と 云 ふ 村落 
の 附近に 蜂起 致しました 所の 過激派は、 此良民 に危 
害を 與へ 、乃至は 掠 si をし、 或は 守備 軍を 襲擊せ ん 

二 一一 四 七 
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とする 所の 狀况が 現れた のであります、 此報街 に 接 
しました 爲め に、 第 十二 師幽の 高 tg 枝 除は 「ブラ ゴ 
ェシチ H  V スク J の 山 田 少將の 率 ゆる 枝隊の | 部と 
協同を 致しまして ^ 今 申した 所の 過激派を 諸 處に於 
て 描 蕩に從 事した のであります、 就中 十七 日に 於き 
ましては、 堀 枝隊 ほ 「アンドレ— フカ」 と 云 ふ 村の 
附近に 於て、 約 五 百の 敵と® 突を したので あります 
此® 突が 時間は 僅かで ありました 、僅 二 時間で あり 
ました けれども、 此短 時間の® 突は 又 極めて 激戰で 
あつた ものと 見えまして、 遂に 過激派に 多大の ffl 害 
を與へ て、 彼は 約 二百の 屍體 を此腿 場に ifi 棄 して 退 
却 致した のであります、 又 我が 枝 陵 も 堀 少佐 以下 將 
校 五名、 士卒 以下 四十 名の 死 is を此際 生じた. ので あ 

ります、 是に 於て 「ブラ ゴェシ チェン スク j の 守備 

隊長た る 山 田 少將ほ 、此 過激派の 狀况が 容易で ない 

と 云 ふこと を 察知 致しました 爲 めに、 速に 彼等を 掃 

蕩 して、 後患を 除かな くち やならぬ、 又 露國の 良民 

をして、 我 帝 國 軍の 保護の 下に 安堵せ しむる と 云 ふ 

方法を 執らな かつたならば、 治安を 保持す るの 責任 

を 全 ふす る ことは 出 來な いと 云 ふこと を考 へまして 

自分の 手に 握つて 居ります 所の 主力を 擧げ て、 掃蕩 

に從 事した のであります、 是が 「ブラ ゴ H シ チェン 

スタ」 を 出發 致しました のが 二 月 二十日であります 

此山田 枝隊の 出 励を 見まして、 過' 激 派の 軍は 逐次 北 

の 方に 退却を 致しました が、 兎に角 此退 却を する 敵 

を 追駿 致します のには、 極めて 猛烈なる 追 P を 致し 

ました 爲 めに、 到底 敵は 各 處に停 止す る ことが 出 來 

ない と 云 ふ 狀况で ありました、 而 して 二月の 二十 四 

R には、 此山田 枝隊は 「アレ キセノ フス ク」 と 云 ふ 

處に 達した のであります、 折 柄 第 十二 肺幽 長が、 「ハ 

パロ フス ク」 から 新たに 派 遺 致しまして 田 中 少佐の 

率 ゆる 所の 二 中隊ょり 成る 大隊は、 之を 山 田 少將が 

r ィフ タ」 と 云 ふ處に 差遣を して、 而 して 自分は 敵 

を 急迫す る此田 中の 大隊を 以て 敵の 退路を 遮 if させ 

たのであります、 是に 於て 敵は 所謂 進 谷 退 まる 難 境 

に陷 りました る爲 めに、 此田 中の 大隊の 方面が 兵力 

が 少なく ありました から、 全部此 田 中 少佐の 大隊に 

向つ て、 即ち 二 中隊ょり 成る 小 部隊の 方に 向つ て脫 

出を 計つ たのであります、 所謂 窮鼠 反つ て 猫を 咬む 

と 云ふ狀 態で あつたので あります、 此際田 中の 率ゐ 

て 居ります ものは、 約 十倍の 敵に 對して 奮戰を 致し 

たのであります る、 が 彼には 始終 用ゐて 居ります る 


播 を、 3 屮 のこと でございますから 之を 利用した 爲 
めに、 遂に 此 十倍の 敵に 包® をされ まして、 全隊殆 
ど硪 死を 遂げる と 云 ふやうな、 It に 悲壯滿 烈な狀 態 
になつ たのであります、 此 時に 負傷を して r>> 生命を 
取 留めて 居つ た 者 It ■に 九 名であります、 後と ほ 皆 
な 峨死を 致した のであります、 大隊 長が 自双を 致し 
たと 云 ふの が 即ち 此 時であります、 それから 敵は 田 
中 大隊と 交戰を 致しました 後に、 更に 退却の 方向を 
轉換 して、 東北 方の 方へ 向つ て 退却を 致しました、 
高搦 枝隊の 追擊が 猛烈なる 爲め に、 非常な 困窮の 狀 
態に 陷 りまして、 遂に 三月 二日に 「ハバロフスク」 
と 云 ふ處に 達した のであります、 此處で 又 r ボ チヵ 
レオ」 と 云 ふ 方向から 前進を して 来ました 高 橋 大佐 
の 指揮して 居ります る 一部と、 それから 高 橋 少佐の 
引いて 居ります る 所の 枝隊と に、 更に 挾擊を 受けた 
のであります、 兩 方から 所謂 挾擊に 遭つ たので あり 
ます、 此戰鬪 は 又 極めて 激烈で あつた ものと 見え ま 
して、 遂に 此過激 派が 屍體を 其戰 場に 棄 置いた 數が 
約 五 百であります、 而 して 山 田 少將の 率 ひて 居り ま 
す隊 は、 尙ほ 屈せずに 敵を 追擊 致しまして、 三月 十 
日に 「ブレ ー ヤ」 と 云 ふ處に 達した のであります、 
此時に 第 十二 師團 長が 绘 りました 所の％ 加隊 、第三 
師幽 長が 5S りました 所の 增加隊 と、 さう して 航空隊 
と 併せ 指揮し まして、 更に 鐵道 線に 沿うて 北の方に 
退却す る 敵を 急追を 致して 居ります が、 此 急追の 爲 
めに、 敵は 有 ゆる 手段を 講じた のであります、 殊に 
此の 停車場を 破壊す る、 鐵 橋を燒 落す、 乃至は 村落 
を略窮 する、 或は 靑 年を 拐帶 する、 乃至は 婦女を 辱 
しめる、 實に 暴虐なる 行動を 執つ て 退却を したので 

あります、 去りながら 我 軍の 急追が 激しい 爲め に、 

遂に 今日は 到底 日本軍に 抵抗す る ことは 出來ぬ と 云 

ふ狀態 になり ました 爲め に、 士氣 •か 頗る 袞へて 、今 

日は 又 三々 伍々 形を 變じ て鄉 里に 歸 ると 云 ふやう' な 

狀態で あります、 此狀 態に 在ります るから、 多分 日 

ならず して 此 附近の 過激派は 鎭定 する こと、 信じ ま 

す、 殊に 此 首領で ありました 所の 「ム ーヒ ン」 ほ、 

三月 八日に 露西亞 軍の 手に 捕 へられて、 遂に 銃殺 さ 

れた のであります、 先づ此 所で 此 附近の 過激派の 暴 

動は、 是で 一段落で あらう かと 考 へられます、 右 申 

しました 通りに、 我 軍は 疾く 過激派の 計畫を 偵知 致 

しました 爲 めに、 此防逼 手段を 適時 攻究を 致し まし 

て、 之が S めに 彼の 計 迸が 挫折せられ たと 云 ふこと 


は、 洵に 幸福で あつたので あります、 併し 我が 軍联 
の 行 励 致しました 區域ほ 、約 百 1R に a つた 行 励を 執 
つたので あります、 此 間寒氣 を N して、 ！？ 3 分雖® 苦 
闘を 致した のであります るが、 克く闲 苦缺乏 に ® へ 
て帟哦 努力した と 云 ふこと ほ、 我 軍の 行 励と して、 
洵に稱 讚！ J 値する 事 だと 思 ひます (拍手 起る) そこ 
で 昨年の 夏 以 來谷處 に轉戰 を 致しまして、 帝 國 軍の 
威武を 發揚 致しました 所の fs 十二 師國が 今日まで 執 
りました 行 励は、 實に軍 隊 としても 勞苦 多大な こと 
だと 思 ひます、 近く 第 十二 師幽ほ 他の 師幽と 交替 さ 
せて、 之を 內地 に歸還 せしめる と 云 ふ 考を持 つて 居 
ります、 又 第 七師團 は、 旣に 駐屯 致して 居ります る 
こと 二 箇 年に 11 つて 居 〇 ます、 此第七 肺 團も亦 近く 
京都の 第 十六 肺團と 交替を させて、 內地 に歸 還せ し 
むる 考で あります、 第三 師幽は 比較的に 出 励の 時期 
が 後でありまして、 又 第 十二 肺團程 直接瞇 鬪に從 事 
して 居ります ると 云 ふこと も少 いのであります る e 
めに、 是は 暫く 此 儘に 致して 置く 積り であります る 
が、 去りながら 本年の 冬 ほ、 彼 地に 於て® た 冬營を 
させる と 云 ふこと には 參 りますまい と 思 ひます るか 
ら 、冬季 前に 之を も 交替させる と 云 ふ 積り で 居り ま 
す、 今回の 戰鬪に 於き まして 我 軍の 死傷者 ほ、 戰死 
者が 三百 一名、 負傷者が 百 五十八 各であります、 尙 
ほ 先刻 申しました 如く、 書 を 差 上げます るから、 
而も 此 軍事行動の 迹は圖 に 記述して あります るので 
是と 引合せて 御 覽 下さいましたならば、 詳細の 事は 
御 了解 下さる こと、 存じます、 序に 申 述べて 置き ま 
する が、 今回 r ブラ ゴエシ チ m ンスク 」 附近に 起つ 
た 所の 過激派の 兵 數と云 ふ ものは、 的確には 能く 分 
〇 ませぬ が、 少 くも 三千 以上の 兵力で あつたと 斯ぅ 
認めて 居ります、 此敵に 對 して、 百 里の 地域 內に苴 
つて 是が 掃蕩に 從事 致しました、 我 軍は、 約 一千 六 
百の 數で ありました、 此際 序に 申 上げて 置きます る 
が •今日 称 軍の 守備して 居ります る 所の 戰 線の 長さ 
ほ、 約 四千 哩に 1L つて 日本 軍隊が 配置され て、 而も 
其 地方の 治安を 是で 維持して 居る と 云 ふ狀况 であり 
ます， 四千 哩と 云へ ぱ 日本の 里數で 約 千 五百里で あ 
ります、 隨分廣 い 土地に 我が 軍隊が 配置して ある 次 
第であります るが、 之に 依つ て 治安が 維持され ると 
云 ふことは、 隨分 我が 軍隊の 行動と しては、 苦難な 
事で あると 云 ふこと ほ 御 推量を 願 ひます (拍手 起る〕 
〇 加 膝 定吉君 陸軍大臣に W 問が あります。 


〇蕺 長 (大岡 育造 君) wr ': .  : ' ' 於て 
外務大臣の 出席 發言の 通告 もあります から、 共 上に 
爲 さつて は 如何です か、 

0 加 藤 定吉君 それで ! EC しぅ •こざいます。 

〇 域 長 C 大岡 育 is 君) 今日は 午後 も 開きます が， 1 B 
く 休® 致します。 

午前 十一 時 四十 一分沐 憩 
午後 一時 二十 九分 開 調 
〇蕺長 (大岡 育造 封) 報吿が あります。 

〔原 田 »記 官朗 遛〕 

一 今 二十 六 H 政府ょり 受領した る 答 辯 * v'f 左の 如し 
衆議院 誠 員兒玉 右二 君 提出 滿 蒙 颗案地 純 過、 
西们利の現狀及题員の政洽沿螆に關する&;間 
に對 する 答 辯 a.- 
大正 八 年 三月 二十 六日 

內閣總 理大； 敬 
衆 il 院議 長大 岡 育造 殿 

衆議院 蘸員兒 玉 右二 君 提出 滿蒙膙 案 地 經過 、西 伯 
利の 現 狀及翳 員の 政治 道 德に關 する H 問に 對し別 
紙 答 辯 書 差 進 候 
(別紙〕 

衆議院議員 兒玉 右二 君 提出滿 蒙 懸案 地 經過、 
西 伯 利の 現狀及 議員の 政治道徳に 關する H 间 
に對 する 答 辯 書 

一帝國 政府 ほ 露國民 現下の 窮 狀に對 し 深 ) P: なる 同 
情を 有し 一意 同 國民か 速に 有力なる 政府を 11 立 
し 秩序と 平和を 享有す るに 至らむ ことを 希 ^. す 
る ものにして 之 か爲 露國內 政干涉 に苴ら さる範 
圍內に 於て 應 分の 肋 力を 同國 民に 寄與せ むと す 
之と 同時に 入道 上の 見地ょり して 西 比 利 亜 住民 
の 窮乏を 救濟 する 爲生活 必需品の 供給 並 勝 療其 
の 他の 救助に 努力し つ、 あり 西 比利亞 の 現勢に 
付て ほ 尙ほ 過激派 等 時々 地方の 治安を 棻る か !! (n 
きこと あるを TI 期せ さるへから す 此の 情勢に S 
[1 する爲 には ffl 在 派 遺 軍の 兵力を 必要な りと認 
む尙ほ 形勢の 變 化に 伴 ひ 兵力を 增減す る こと あ 
るへ し 

一 _ 員の 政治道徳に 關して は 答 辯す るの 限に 在ら 
すと 認む 
右 及 答 辯 候 也 
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外務 大 R 子 W 内 田 lill 哉 
陸 m 大臣  田 中義一 

、 〔 左の 報 街は Iw la を 1¢ さる も參 Ki のた め玆に 
揭賊す 3 

一 今 二十 六日委 a 長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
國有林 蚪 を 地方自治 體に 下付の 建議案 委 fl 
委員長  澤  來太郞 哲 
理事  小 rg i i 君’ 
阚思奔 の 救 濟に關 する a 諮 案委 M 

委員長  河 野 fi 志 君 
理事  土屋 ii 
部落 改荮 に關 する 建 惑 案委 it 

賃長  福 井 三 郎君 

nK  f  4  I  eo.  v  1 4^ > r* 

理 2» _ H  ssc 之 萌滔 

〇潢長 (大閊 ff' 造 君) 是 より會 謎を 開きます、 内 田 

外務 大 FS より 發 言の 通® があります、 之を 許可 致し 

ます。 

〔 W 務大 臣子昭 內田康 哉 君 登壇〕  ヂ 

f 拍手 起る〕 

0S 務 大臣 (子 fff 内 田谈哉 君) 去る 二十日の 本會 議 

に 於き まして、 小吞 代謎士 より 外交 竹 問が ござり ま 

した、 當 S 總理 大臣 も 私 も 差 支が ありまして、 親し 

く 本 席に 出まして、 其 當時御 回答 致す ことが 出来 兼 

ねましたのは洵に逍憾に存じます、併し其差支のあ 

ると 云 ふ 事に 對 しては、 質 間者の 御で_ を煜た こと 

、存じます、 尙ほ其 節の 御 竹問 は、 打 問 趣意 Ilf の 御 

提出が ありませ ぬ 故に、 的確に 御 質問の 邸を 知る こ 

とが 出来 ませぬ けれども、 議事 速記錄 に 法り まして 

略々 御 H fHJ の 點 を 知る ことを f3 まして、 それを® 上 

げ まして、 fA? ほ 御 S 疑の 日より 大分 日數が 羥 つて 居 

ります から、 今日 ^ 々 御 答 辯 71; けを 申しましても， 

或は 趣 皆が 明瞭で ないか も 知れ 患せ ぬから、 多少 繰 

返す 勘 も-こざいます し， R つ自間 自 答の 嫌 も ありま 

すけれ ども、 先づ 御 n [i!J の點 を， 私が 斯 く あるで あ 

らぅと 云 ふ i>i を 申 上げまして， 之に 對する 御 答 辯を 

致したい と 思 ふ、 第一の 御 質問の 點は人 柿 的 差別 待 

遇间 題， それを 三 項に 分た れ まして 第一 項は r 國際 

11 盟 上人 柿 的 盖別待 遇に 關し 政府は sn frij なる 铈 類の 

提議を 爲せる や、 此事 H 如何」、 第二は 「政府は 一 

た ひ提菰 せんと 決した る 以上は 砲まで も是が W 徹を 

期す るの 確信 あり や」、 第三は r 右 提锚に 先たち 政 

府 ほ 英米： €0 の 如き 特殊の 關係あ る 政府と 裸め 隔® 


なき 脇 銥を遂 けて it 憾な 5S- 7S 棚 行動を 執りし や 否や 
J 、 是が第 I 問と 認めまして ございます、 之に 關し 
て 御 答を 致します、 で 政府は 國際聯 似の 根 木 原則が 
世界永遠の平和を維持致しまして、平等正 «| の觀念 
を 宵 1« する に 在る 點に 鑑みまして、 此國際 聯盟の 成 
立を拘 會と 致しまして、 人種の 相違に 基つ く-谷 聯 
合 國内に 於け る 法 fit 上の 差別待遇を 撤隧す る 趣旨を 
明に致しますることは、此阈際聯盟をして，完全に 
TL つ 光郎 あらしむ る ことに fti めて 重耍な る ことを 疑 
ひませ ぬ、 それ故に 此趣旨 を以 ちまして、 我が 全權 
にも ili 初より 訓令を 致しました 所があります、 父 我 
が 全 糊 も此訓 令を 泰 じまして、 巴 里に 於て 行 励を 致 
して PT る ことと M ひます、 然れ ども 加 何なる 行 励を 
爲 し、 又 如何なる 提案を 爲 し、 11. つ 其 等の 事に 就き 
まして、 關係諸 g と 交際を 致して 居ります 其 成行經 
過、 又は 今後の 方針に 就て 今日 玆に 言明 致します る 
ことは、 遣憾な がら 其 機で もな く、 又國 家の 利益で 
もない と 思 ひます、 抑々 此國際 聯盟の 提_ を 大統領 
が 致しました ことは、 亞米利 加が 此世界 の大® に參 
加 致します る 前でありまして、 大正 五 年の 末で あり 
ます、 此 提_に 對 しまして は、 當時 聯合 國 相談を 致 
しまして、 大 IH 六部 一月 十日の 米國 大統領の 提案に 
對し て、 全世界を 通じて 此 平和と 正義を 保障 致し ま 
する 國際 聯盟の 提案に 對 しては、 滿 腔の 同意を 表す 
ると 云 ふこと を 回答して ある 次第で ございます、 是 
が抑々國際聯盟の起りました發端でございます、之 
に對 して 日本 政府 も 無論 此 聯合國 の 一員と して、 滿 
腔の 同意を 表した 次第で ございます、 で 其 後 講和の 
交 捗を 開きたい と 云 ふこと を！ g 逸から 申 a みました 
時に、 「ゥ牛 ル ソン」 大統領-即ち 其 時には 亞米利 

加 も 交 戰 國の 一员 となつて 居つ た 時であります るが 

所謂 r ゥ斗ル ソン」 大統領の 十四® 條と云 ふ ものが 

此講 和條 件の 基礎を 成した 次第であります、 其 十四 

間 條の第 十四 條 ，即ち 般 後の 條項に 於て、 此國際 聯 

盟の 事が 提唱して ある 次第であります、 それ 故此十 

四 飼 勝を！！ 和の 基礎と 致しまして 之を 承認した る 各 

國は 、矢 張此 十四 條にあ る國際 聯盟に 同意を 表した 

次 sfi; で ごさいます、 政府に 於き ましては 其當 時より 

此國際 聯盟が 我國に 及ぼします 影響に 對 しまして は 

愼 m なる 考撖 を拂 つた 次第で ございまして、 無論 此 

木 文に なつて © ります、 人 稲 的 差別待遇 問題の 如き 

も考瞅 を 加へ たる 次第であります、 決して 突發 的に 


時 A- 此問 題に 對 して 考を變 へたと 云 ふやぅな ことは 
毛頭 無い 次第であります、 左_ 御 承知を 願 ひたい、 
第二 問の 南洋諸島に 關 する 叫 題であります、 此間題 
に封する御質即の趣旨ほ‘凡そ第二點で盡してある 
と , ii'. ひます、 其访 I 點は 「政府は 南洋諸島 領有 問題 
に付大 隈內聞 以来の 政策に して 國民 の齊 しく筘 望 措 
く 能は ざる lit 南洋 問題を 如何に 處理せ んと する か 政 
府の諝 和會藕 に 於け る 所見 如何」、 第二に r 國際聯 
盟案 にして 成立せ んか南 洋諸島 領有 案は 全然 否認せ 
ら るべき もの V 如し 即ち 所 諝國際 管理の 下に 委任 統 
治を 爲すに 至らん とする もの ゝ如し政府は講和會® 
に 於け る 其 進行の 程度を 國 民に 公開し 之を 說明 する 
の ^ 思な きか , 御皙 間の 趣意 ほ 唯今 申 上げました 
點に 在る こと、 存じます、 本質 問に 對し まして 御 答 
を 致します が、 此獨逸 南洋諸島の 處分は 、矢 張 一般 
11 領殖民 地 聪分 問題の 7: 部分を 成して 居る ものと 思 
はれます、 それ故に 此船 民地 全部の 處分が 、如何に 
か 決定す る ことを 待つ より 外は ない こと X 思 ひます 
其 殖民 地 全部の 協定は‘ 勿論 協商 各國が 協議 決定を 
致す 次第であります、 然るに 此國際 聯盟 條 約の 1 
固よ 〇是は まだ 草案に 過ぎない 次第であります る、 
委員 會は 通過を 致しました が、 本锊議 に 於て、® に 
報吿に 止つ て 居る 次第でありまして、 其 後まで 何等 
の此 案に 對 して、 協議を 進めた ことは ありませ ぬ、 
其國際 聯盟 規約に 依り ますれば、 獨® 殖民 地 全部を 
特定 國の® 任 統治に すると 云 ふ 主義が あります， 其 
委任統治の主義と云ふものほ、國際委員會は採用致 
しました けれども、 先刻 申します 通りに* 是は まだ 
確定 載に 至らざる 次第で ございます から、 今日 是以 
上に 申 上げる ことは 出来 ませぬ が、 我が 日本が 今日 
占領して 居ります 南洋諸島に 對 します る 立場は、 關 
係 列 强の 諒解を 得て 居る こと X 思 ひます からして、 
決して 我國に 取りて 不利益になる やぅな 結果を 来す 
ことほ、 萬 無き こと、 信ずる 次第であります、 尙ほ 
政府は 何 所まで も 我が 國 家の 利益に 鑑みまして、 適 
當の處 置を 本 問題に 對して 執る 積り であります、 唯 
々是 までに 於け る此 問題に 對 します る 彼我の 間に 於 
ける 交渉 や、 或は Bl st の內界 に鄴 しまして、 講和 會 
議の 決 P に te る 外ない と 思 ひます、 玆に自 m に說明 
する の權を 私は 有して 居る 次 af5 では ありませ ぬ、 第 
三の 御 W 問 (3: •國際 聯盟と 日英 同盟との 關 係， 其 御 
質問の 趣旨は •政府 (I 帝國 外交の 中樞軸 たる 日英 同 


盟協 約を 廢粱 する. M 思を 以て •阀際 聯盟に 賛成し つ 
k あ 〇 や、 將亦 H 英兩國 政府は 旣に隔 意な き 交渉を 
遂げ、 日英 同盟 協約を 存續 する の 意思を 以て- 國際 
聯盟に 賛成し つ、 あり やと 云 ふが 如き 御 趣意と 収〇 
ました、 日本 政府は ia 初ょ 〇此 日英 同盟と® 際 聯盟 
が， 徹底的に 成就 致します 時の ことを 考® に 入れ ま 
して， 其關 係に 就て は •從 來愼 重なる 考憩 を拂ひ 來 
つた 次第で ございます ，帝 國 政府の 考に依 り ますれ 
ぱ •此國 際 聯盟の 趣旨 及 目的に 對し まして ほ、 先刻 
申 上げました 通り， 去る 大正 六 年 米國の 大統領に 賛 
同の 意を 表しました 以來 、誠意 之に 饺同 致して 居る 
次第で ございます、 然るに 此 n 英 同盟と 國際聯 盟の 
趣旨を 能く 考へ ますれば、 是は 同一の 事で あつて， 
決して 此 趣旨の 間に 杆格 する 所は ない 次第と 確信 致 
します、 萤に杆 格せ ざるの みならず* 寧ろ 日英 同盟 
の 趣旨を 確認す る ものと 思 ひます る 次第であります 
から •決して 小 寺 代 翳 士の御 質 間中に ありました 如 
く、 此 日英 同盟の 協約を 陂粱 しやぅ 杯と 云 ふ 意思を 
以て、 國際 聯盟に 賛成して 居る 次第で ほご ざい ませ 
ぬ、 どぅか 左樣に 御 承知を 願 ひたい •第 四の 御 質問 
ほ、 國際勞 働 問題に 關 する 御 質問で ございます、 其 
御 質 間の 趣旨 ほ、 r 我が 講和 金 _委爲 は 常設 勞磡 局の 
設置に 同意した る もの、 如し 此 結果 最低 賃銀 及勞働 
時間の 制限を 置く に 至る へし 歐 米谷國 と 同一の 制限 
に te りて は 我が 幼稚なる 產 業を 保護して 是か發 達を 
期す る こと 困雖な るへ し 政府は 之か爲 め 何等かの 適 
當なる 手段を 執る の 意思 無き か | 國 際勞砌 問題は、 
此の度の 巴 里 锊議に 於け る國際 聯盟に 亞 での 重大な 
る 問題と 思 ひます、 11 つ此 問題 ほ 我 國に對 して 最も 
特殊の 關係 、最も 重大の 影 ■を 持つ て 居る ことは 申 
すまで もない 次第で ございます 然るに 此國 際勞卿 
問題に 關 しまして、 今日まで 講和 會 S 委員 會に 於け 
る 議題と なつて 居ります る ものは， 國際常 設機 關設 
置條約 案に 關する 事でありまして、 未だ 勞卿 法制の 
實質 問題には 立 入つ て 居り ませぬ、 それ故に 御 質 間 
の點 に對 して、 唯今 何等の 御 答を 致す こと も m 來ま 
せぬ が、 此 問題は 唯今 申します 通り、 洵 に我國 に 取 
りて は 特に 重大な ものであります から、 無論 政府に 
於て 勞卿 者の IH 當なる 利益を 保護せ んが爲 めに、 適 
當なる 施設を 爲 すに 怠らざる ことは 勿論の 次第で ご 
ざいます が、 我が H 業狀 態は 歐米諸 國に 於き まする 
H 業狀 態とは •趣を 異にして 居る 點が ある •是は 申 
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外交 I ) ' 凝す る 内 田 外務 大 I [;>: の 答 辯 
すまで もない 事であつて、 歐 米 IK 國に 於ても •此點 
は 能く 諒解を して 居る こと V 思 ひます， 隨て歐 米に 
行は れたる 通りの 法制を 我が 帝 國内に 於て 行 ふこと 
ほ、 甚だ 六ヶ 数い 勁 も あらう と 思 ひます、 是等の 點 
を考® に 加へ まして、 木 間 題に 對 しては、 帝國政 苻 
ほ 最も 愼重な ろ . 0§ 度を 執る 13 りで 居ります から、 何 
卒此點 に對 しましても 左様に 御 諒解を 得たい と 思 ひ 
ます、 第 3;: の 御 質問 (3: 「講和 豫備 會議に 於け る 極' 東 
問題に 關する 支那 及 日本 姿 員の 態度 一 是も二 項に 分 
れて 居ります、 第一の 御. f •意は |巴里會_に於ける 
支那 委員の 態度 ix 外交 上の® 例を 破りて 善隣の 交誼 
に 反する 行動を 敢 てし 是れが 爲め 日本 委員は 闲 却し 
たりと 云 ふ 政府は 支那 委員の 態度を 改 むる やう 支那 

政府に 對し 友誼 的の 勸吿 を與 へたる や 或は 同委 周の 

態度は 何等の 言葉を 费 さすして 之を 默視 したる や J 

第二 「山 東 問題が 講和 豫備會 _ の 議題と なりたる 場 

合 我が 全權 委員 ほ 何が 故に 先づ JT: 大國 の會議 を 開き 

日本の 公明正大なる 態度を 辯 明し 右に て尙ほ 不十分 

ならば 支那 姿 員を 招き 聽収 する 所 あらさり しか ' . 此 

二 si で ざいます、 此豫備 會議に 於き まして 支那 問 

題が 其 群議に 卜 •りました る 節" 日本 及 支那 姿 員の 執 

りました る 熊 度に 關 する 唯今の 御 質問は、 其 S は 五 

大國會 翳に 於て 致された もので ございまして， 其內 

粹や經 過に 關 しまして は、 遺憾ながら 先刻 來申 上げ 

ました 通り、 此處で 言明す るを 得ない 次第で ござ t 

ます、 唯々 此會議 に 於き まして、 日 支 兩國 委員の 態 

度に 關し まして、 歐洲に 於ても 亦 東洋に 於き まして 

も、 色々 の 誤報が 傅は つた 其 中には 恰も 帝 國 政府が 

此事 柄に 關 しまして、 支那 政府を 壓 迫して、 巴 里に 

於け る 支那の 全搠委 員の 態度を. 改めし めんと した 

と 云 ふやうな 誤報が 傳ほ りました 次第で ございます 

當時 支那 方面に 於け る 支那 新聞 及 英字 其 他の 歐文新 

聞に 於て、 洵に 激昂した やうな 記事 も 掲げて あつた 

やうな 次第で ございます が、 帝國 政府に 於て は， 毛 

頭 K 迫が ましき 事は 致した 覺がご ざい ませぬ に 依つ 

て、 洵に 之を ； fi 憾と 思つ て 居りました が、 支那 政府 

に 於き ましても 同 樣の感 を 懐いた ものと 見えまして 

二月 十日には 自ら 進んで、 誤報で あると 云 ふこと を 

說 明を 致しました •其說 明の 次第 (X 當 時の 新聞紙に 

詳しく 載つ て 居る 次第であります から、 私が 爰に喋 

々と 辯ず るを 俟たな いこと 思 ひます、 r 第 六の 御 質 

問は 西 伯 利 m 兵 問題に 關 する 御 質問で ございます、 


此點は 三 項に 分れて 居ります •第一 (3: 「西 伯 利 出兵 
の 目的 如何 I  •第二 『西 伯 利 駐屯茁 の 必要 兵數の 進 
備如何 I 、 第三 「政府 ほ 如何なる 時期まで 東部 西 伯 
利に 日本軍を 駐屯せ しむる の 意思な 〇 や 一、 此 三 S 
でございますが、 西 伯 利 / II 兵の 目的に 關 しまして は 
是まで 私よりも 亦 他の 大臣、 又 ほ 政府 委員よりも 度 
々御 答 辯に なり、 又は 說明 として 申 上げた 次第の 通 
りで ございまして、 其當 初の 主要 目的は •  r チェ ッ 
ク、 ス ロ 1* ゥ アッ ク. I 軍の 救援す るに 在つ た 次第で 
ございます、 然るに 其 目的は 先づ 以て 成就せられ た 
と 見て 宜しい、 然れ ども 其 目的が 成就せられ た 故に 
直櫧此 丘 (を 引 揚げる と 云 ふ_ にも 參り ませぬ から， 
政府の 最初の 軍備 的 設備を 改めて、 秩序 維持に 十分 
なる 兵數に 之を 減ずる ことにな りました、 詰まり 日 
本 軍が 一旦 占領を し'. 其 地方の 治安を 保つ 義務を 負 
ひました 以上 ほ、 之に 代つ て 治安を 維持す る 勢力が 
出現し 来らざる 中は、 濫りに 引く と 云 ふことは、 我 
人民の 利益 保護に 對 しまして、 又露國 民、 各國 民の 
保護に 對 しましても •致し 兼ぬ る 次第であります る 
が 故に， 此 秩序 維持が 露 西亞國 民に 依つて 十分に 出 
來 ると 云 ふ 見据が 付く までは、 兵數の 多寡は 別問題 
と 致しまして •矢 張 之に 當 るの 義務 ある ものと 思 ひ 
ます、其考よりして兵數を減じまし-て、今日でほ約 
二 萬 六 千に なつて 居ります、 で 目下 西 伯 利に 於け る 
我 軍の 行動 ほ、 一に 此 治安 維持を 目的と して 居る 次 
第で •こざいます、 固より 毛頭 露 國の內 政に 干渉す る 
が 如き 事は、 我が 方針では ありませ ぬ、 然れ ども 若 
し 我が 治安 維持に 對して 妨害を 與 へる 者が あります 
れば 、之を 討伐す る ことは 勿論の 話でありまして、 

先般来 過激派を 掃蕩 致しました こと も、 此方 針に 出 

た 事であります、 尙ほ 何時まで 此西伯 利に 我 日本軍 

を 駐屯せ しむる 意思で あるかと 云 ふ 御 問で ありまし 

たが、 是ほ哨 今 申しました、 昨今 駐屯せ しめます る 

其 趣旨が 繼續 致して 居ります る 間は、 勿論 之を 撤退 

する 1 s に 行かない、 即ち 秩序 回復 致しまして、 我 軍 

の 駐屯の 必要を 認めない 時に 至れば、 無論 之を 撤兵 

する 次第で ございます、 最後の 御 質問は 支那の 和平 

統一 問題に 關 する 御 質問で ございます が、 其 御 趣旨 

は 「支那 南北 和平 統一 上の 障碍 問題は 陝西 問題と 參 

戰間 題と に歸 著せる もの ゝ 如し 陝西問 題は 事 支那の 

內 政に 屬す るを 以て 支那 自體に 於て 之を 解決すべき 

を當 然とす る も參戰 軍 間 題は 其 組織 援助 借款 引出 兵 


器供铪 に 付て 直接 日本と 關係 あるが 故に 政府が 11+ 問 
題に 付て 列國と 協調を 保ち 友誼 的窨吿 を 發して 南北 
妥協の 障碍 物を 除却し 以て 支那の 和平 統一を 促進せ 
しむる の 意思な きか」、 是 'か 最後の 御 質問で •こざい 
ます、 此御 質問の 要旨 結局 參腿軍 問題、 參戰借 
款の 引出、 及 兵器の 供給 •此の 三點に 歸著 する 次第 
であります から、 此 點に對 して 御 答！！ を 致します gj 
りで ございます、 元 來參戰 軍 ほ 犬 正 六 年 八月、 即ち 
支那が 此歐洲 戰に參 加し ました 其 時と 共に 生れ 出た 
ものでありまして、 此軍は 支那 政府 自ら 是が 編成を 
計 ® した もので ございます、 それ故に 其參峨 軍の 存 
廢 ■之を 存す るか、 之を 廢止 する かと 云 ふこと (X 全 
く 支那 內 政の 事項で ございまして、 帝國 政府に 於て 
は 何等 之に 干渉す るの 意思を 存 して 居らぬ 次第は、 
申す まで もない 事であります、 併し 此參戰 軍と 云 ふ 
ものは、 元と 其 目的と する 所が、 專ら對 外 作 II の 用 
に 供せ らる 、もので ございます から、 大正 七 年の 五 
月に 至りまして、 帝國 陸 m 當 局と 支那 陸軍 當局 との 
間に 取 極めました 此 共同 防敵條 約、 是は 先般 I 是 
までは 祕密 にされ たものを* 先般 公表 致しました 次 
第で ございます から •其 詳細は 旣に御 承知の こと k 
思 ひます、 此條 約の： 1 旨ょり 申します も、 之を 防 敵 
の 趣意、 即ち ® 外作戰 の 用に 供せ ずして、 之を 内輪 
揉の 用に 供す ると 云 ふやぅな ことがあつ ては、 帝 國 
政府の 立場と 致しまして ほ •之れ を默視 する _には 
行き ませぬ、 それ故に 本年 二 月 二 日に 支那に 居り ま 
す 公使を して、 支那 外交 總 長に 申込 ましめ たこと が 
ございます、 其の 槪耍は 參戰 軍の 編成に 就て 時局 問 
題に 關聯 致しました、 近頃 內外 人間に 色々 疑惑を 懐 
く 者が 多い からして、 同 軍が 決して 南北 和平 會議の 
障碍と なる が 如き ことに 利用し ない のは 勿論 •將來 
に 於き ましても， 其 運用が 政權 の爭 奪、 若く は 內亂 
の 原因を 誘 ふ 如き ことがない ことを 保障して 貰 ひた 
い、 斯ぅ 云 ふこと を 支那 政府に 聲明せ ら れんこと を 
要求し ましたが、 二月 二十日に 至りまして、 外交 總 
長 代理ょり 此 日本 政府の 要求に 對 しまして •本件 參 
戰 軍は •敵國 人に 對す るが 爲 めに 設けられた もので 
あるから、 現に 歐洲に 於て 停 戰の® が ありと 雖 も、 
和議 未だ 決定せ ざる 今日、 兵備は 俄に 緩める ことが 
出来ない、 JL つ 露國國 境の 變亂は 紛糾して、 支那の 
邊境に 近 迫して 来た、 露國逷 境の 防備を 堅固に する 
爲 めに、 本 軍の 編成 訓練は 實に緩 ふす る ことが 出来 
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ない、 金® 軍！！ た 基 以上は 阀内 に®: 

て 何等 政治的 作用が 無い と •斯 5 云 ふ！ iJo の imj 
寄越しました 次第 ございます. 之が S R 軍の 事に a 
しまして、 尙ほ茭 那 南北 和平 妥協を •  U 本 政府が 切 
过に希沼します考と扣考 ';1: 致しまして、！：：木政杞 '-'--. - 
執りました 處 S の槪 要で ございます、 第二の 參 fii? ぼ 
款問 題で ございます が、 是は 全く 此參® 眾 3 :成 c ii 
途に備 へる が爲 めに、 我が 特殊 三 銀行より 支那 政府 
に 貸付け たの も ございます •旣 に此 事は 前 内 ! K! 時 fc 
に 其 代 M 付を 終りまして、 全部の 金は 支那の 方に 移つ 
て 居る 次第で ございます、 唯々 支那 政府に 於て 之を 
其當時 一時に 引出さず、 我が 銀行に 預金と して ffl 人 
れて ある 次第で ございます、 固よ 〇斯の 如き ®; 八 n の 
金であります から 我が 政府より 之に對 して、 何等 干 
渉し 得る 次第では ございませぬ •前段 申しました 參 
戰 軍に 對 します る 帝國政 府の 態度に 順 應 一致せ しむ 
る爲 に、 政府は 更に 此問 題に 關係 致しまして 茭那政 
府に對 して 全く 友誼 的に 申出て 居る •其 趣旨は、 本 
件 借款は 引續き 支那 政府に 於て 使用し 得べき 立場に 
在りと 雖も •時局 解決の 促進 上 -, r/ く 是は使 用を 屮止 
して、 內 外の 疑惑を 除去す るの 態度に 支那 政府が (L1 
る 事が、 日本 政府に 於て は 得策と 思 ふ， さぅ； K ふ 趣 
旨を 申出ました， 此 申出に 對 しまして は •是は 三月 
一日 北京に 於け る 我 公使は 1! 令を 窣じ て、 支那 政府 
に 申出ました 次第であります が、 j 昨 昨日 即ち 二 十 
二日に 外交 總 長より、 本件 借款 引出 見合 方に 關して 
支那 政府は 愼重に 之を 考趙 すると 云 ふ 旨の 返答が 參 
つた 次第であります、 第三は 兵器 供給の 間 題で あり 
ますが 是は 大正 七 年 支那 南北 共に 和平 會議 開催の 主 
義を まだ 決定 致し ませぬ 前に 支那 政府よ 〇 の 注文に 
依つ て、 泰平 組合が 供給 方を 引受けた 問題で ありま 
す、 其 後 新規に 引受 契約が m 来た ものは ございます 
が、 全く 從來 通り 行 はれました 所の 普通の 商取引で 
あります、 併し 日本 政府は 和平 會議の 成 行に 顧み ま 
して >  妥協 成立に 至る までは W く此 供給を 見合せ た 
方が 宜いと 思 ひまして-泰平 組合に 對 して それ < 
必要なる 處置を 執りました‘ 尙ほ 先月 下旬に 在 支 公 
使を 以て 支那 當局に 其 旨を 通告 致しました、 然るに 
此 日本 政府の 通告に 對 して、 是も 一昨 昨， 日 即ち 二 十 
二 日 外交 總 長より 我 通吿の 趣旨を 承知す る 旨を 申し 
て參 りました、 第三 問題に 對 します る 帝 國 政府が 執 
りました 處置は 、唯今 申した やぅな 次第であります 
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是で御 質問に 對 して I 陬御答 した ことになります 尙 
ほ 御 質問 中に、 歐 州に 於け る 講和 ^ 謖に關 する 報 ！* f 
が 甚だ 不十分で あると 云 ふ 御 質問が ありました が、 
是は 事！：： 不十分で あると！ K ふ 事は 認めます、 然れど 
も 先般 御手 rF に 差 h lf ました、 調和 ^ 誠に 關 しまし 
て 書記局ょ 〇發表 致しました ものに 就て 御 承知 下す 
つた 通りに 今日は まだ 多く 此委 髟會 の 謎に 付せられ 
て 居る yf が 多くありまして 未だ 總會に m たものは 殆 
ど 無い と 云うて 宜しい、 唯々 國際 聯盟の 苺 案の みが 
第三 回の a e でありました か m まして 報吿 になり ま 
した けれども •是は 眾 に報铒 に 止つ て、 其 後 「ゥィ 
ル ソン ー大 統領は 亞米利 加に 歸〇 、昨今は 再 ぴ佛 _ 
西に®- つて rr ります けれども まだ 之に對 し， 公然 的 
に 討議は 開始され て 屛な いやう であります、 それで 

書記局の 公表 も洵に 概要に 過ぎない 次第であります 

が* 獨〇此 報吿が 十分で ない と 云 ふことは 日本ぱ か 

〇 でない、 谷 ^ に 通じた る： 2じ 事柄と M ひます 次第 

であります、 然れ ども Itfc nf に 就て は •聯合 W 申合せ 

ました 次 第 もあります から* 假令御 報 ^ したい 事が 

あつても •其 約束に K いて 日本 政府の み 申す ことが 

出來 ませぬ から、 lit 點は 幾 JB にも 御了承を 願 ひたい 

尙ほ此 支那の 統一 問題に 關 しまして、 御 質問の 演說 

の 中に も ありました、 又 新聞紙に も 能く 出て屛 〇 ま 

す、 洵に 悲觀説 か 多い、 今日は 此會 謎は 行惱ん で 居 

る •又 日本 政府の 立場と して •初め 四 國を 誘うて 南 

北 妥協の® 吿を しながら、 趣旨が 撤 豉 しない、 斯う 

云 ふ悲® 說が往 々見える 次第であります、 是も或 意 

味に 於て は、 事 K 無き にし も あらず と 思 ひます が、 

日本 政府と して、 殊に 日本 國民 としては 、一日 も ¥ 

く 我® S- が 傲 庇して、 支那 南北 妥協が 出来て 天下の 

大勢に 順 應する ことを 希 沼 致します、 娃れは 事 先方 

の 事に！ £ し •如何に 此方が 焦撖 つても 致 方がない と 

思 ひます-併し 私は 總 じて 此铃餓 を 左程に 悲® して 

居り ませぬ、 第 一 i 番 初め 南北 ^ 誘が 開ける かどう 

かと 云 ふこと も 心配した 次第で* めり ます， 然るに ^ 

多の 折！® を m ねまして、 遂に 羚議を 見る 事に 至つ た 

次第で， 先づ第 一の ■問は， 鞺方對 等 無 勝 件で 锊合 

すろ と 云 ふこと が 第一の 111 問で ある、 北方は 對等無 

條 件と 云 ふことは どうしても 承知し なかつ た 南方で 

it fl-fc 對 等の {* 固で なく ぱ 、到底 'S? 錢を 開いても 駄目 

であると 云 ふこと を 主張し まして •詰ま 〇此問 題 も 

通り、 K 次に It 委員の 選定、 南北 十名づ 、出す と 云 


ふこと に 就ても* 非常に なる 事 Iff が ありました 
けれども •是 も® なく 解決 致しまして、 十 名づ V 委 
員 を W す ことにな 〇、 更に fr is 地を 南京に する か、 
又 上海に する かと 云 ふこと に 就いて 非常に 轵 が あり 
ましたが、 是も解 決を ff げて 上海に 開く ことにな 〇 
ました、 其 次に 福违問 題、 是も 解決を 吿げ 、今日で 
は 陝四 問題と 參哦 問題で 互に 串つ て 居る 次第で あり 
ますが、 私は 切に 希 謅 致します る、 是まで の® 問題 
を 解決した 如く.  ¥晚此 問題 も 解決せ らる 、であら 
うと 云 ふこと， 尙ほ 又此二 問題の 外に m 民 分 治 問題 
或は 督軍處 分 問題の 如き •國法 問題の 如き、 中々 重 
大なる 問題が 殘 つて 居ります が •是亦 南北 當局 者が 
支那百年の長計を考へ、诳距の安寧，世界の平和に 
貢 隙す ると 云 ふ 見地より、 11 足なる 解決を 吿ぐ るで 
あらう と 期 侍して 居る 次第であります、 一言 御 質問 
に附 加へ て 私の 所感を 述べて® きます。 

0 謎 長 c 大岡育 造 君) 先刻より 陸軍大臣の 演說 に® 
して 加 藤定吉 君より 御 通 街が ありました、 陸軍大臣 
は 先刻まで 出席して 居りました が、 貴族院に 據ろな 
き 公務を 以て 川 席 致しました* 纏て 出席せ ら る、 こ 
と、 思 ひます から、 是は 保留して 置きたい、 左樣御 
承知を 願 ひます。 

0 加 藤 定吉君 後に m 席され るので あります か。 
0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 さう です I 外務大臣の 演說 
に對 しては、 小 寺 謙 吉 君の 通 吿が あります、 小 寺 謙 
吉 5 5。 

0 小 寺 謙吉时 ® ® であります から 此 席から 御 許を 
願 ひます。 

〇 謎 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

0 小 寺 謙吉君 唯今 外務大臣の 御 答 辯を 拜膣 致し ま 

したが、 日英 同盟を 主張せ ら る、 iii に 就きましては 

甚だ 吾々 の 意見と 同じ 意味で ございます、 滿足 致す 

のであります、 唯々 人 稀 問題に 就きまして {3: •政府 

は 如何なる 程度まで 貫撤の 意見を 持つ て 居られる か 

是等に 就きましては 何等 御 辯 明が 無い のであります 

又 西 比 利 出兵 問題、 支那 南北 和 協 絞 一問 題に 就き ま 

して ほ、 政府の 述べられる 政策と 其實 行の 點に 就き 

まして、 不統一の 實が あるので あります から、 之を 

fr 問した のであります が 今日 (i 此 不統一の 點に 就き 

まして 何等 御 辯 明 (3: 無い のであります、 又國際 聯盟 

是 等の 問題に 就きましても 、最も ® 要な 所は 飽まで 

も祕密 外交 主義を 御守りに なって、 何 所まで も 或 程 


度まで 之を W 民に 公開して、 PI 民の 後援に 依りて 貫 
撒す ると 云 ふ 御考 {i 無い やうであります、 此上 之を 
如何に 致しました 所で、 吾々 の滿足 致す やうな 
御 答 辯は 無から うと 思 ひます、 又國 民の 不安を 御 解 
きになる やうな _會が あつても. 故ら 爲 さらぬ から 
であります から、 最早 lit 質問は 是 に X 打 切と 致し ま 
す。 

〇 諮 長 (大岡 育造 君〕 押 川方義 君。 

【抑 川 方義君 登壇〕 

〇 押 川 方義君 外務 大 la が 唯今 御 答 辯に なりました 
る箇條 に 就き. ましては •色々 疑念を 生じました 事が 
ございます、 それに 就きまして 大臣の 御 答 辯を 得た 
いのであります •第一 現內閣 は 我 日本 國民を 代表し 
て 立つ て 居られる のであります c  r 代表は して 居な 
い」 と 呼 ふ 者 あり〕 それで 日本 國 民を 代表して 政を 
S さる 所の 現內閣 である ことは、 吾輩 信じて 疑は な 
い、 然るに 今日の やうな 重大なる 問題に 就きまして 
其 事を 國 民に 言 ふこと 13: 無益で あらう、 國 家の 爲め 
に 益が 無から うと 言は れる ことは、 最も 不思議な 事 
であります、 或は 外務大臣は 斯の 如く 御考 になる か 
知れ ませぬ が、 我 國民 ほさう 思うて 居らぬ， 必ず 其 
大事なる 外交問題に 就きまして ほ •逐一 承知を した 
いのであります、 新聞の 所論 杯を 御® になります れ 
ば、 輿論の 在る 所は 分つて 居る ので、 然らば 外務 大 
臣の 御考と 輿論とは、 一致して 居らぬ のであります 
故に 立憲 政體の 本義に 基いて 政を 御 執りになります 
限りは、 抂げて も國 民の 希望に 從 ひまして、 祕密主 
義ほ 撤冋爲 さらな けれ ぱなら ぬ 筈 だと 思 ふ ( 「違つ 
て 居る」 「そんな 事を 何時までも 言は ぬで も宜 い」 
「何を 言つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり) 此事に 就き まし 
ては 無益で ない. 必ず ; > を 公開な さる、 が 益が ある 
是が國 民の 後援を 得る 所の 最も 大なる 力であります 
國民が 知らなければ •後馁 をし やうと 思つ て もす る 
ことが m 来ない のであります から、 國民は 援 ける 爲 
めに 知りたい のであります、 それから 次に 伺 ひたい 
のは 人種差別 問題であります が、 唯今の 御 答に 就き 
まして 無論 此事 

〔此時 發言 する 者 多く 議場 騷然 J 
〇 諺 長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇 狎川 方義君 日本より 提案され て 居ります ことは 
明かであります、 併しながら どれ 位までの 程度で 以 
って提案して居なさるかと云ふことほ、最も大切な 


事で あると 思 ふ" 若し 此の 差別 撤廢 論が 行は れなか 
つた 時には どう 爲 さる c 笑赵 起る) 諸君は 之を 一笑 
に附す る こと X 思 ひな さる か 知り ませぬ が、 國家は 
笑つ て 居らない* 決して 笑つ て 居らない c「 w 聽 J 
と 呼 ふ 者 あり〕 若し 日本の 主張が H 撤致 しませぬ で 
も‘ 國際同 盟に矢 張 同意を 爲 さるので あります かど 
うです か、 それなら ば H 本の 主張と 申します ものは 
極めて 軟弱な ものであります、 そんな 軟弱な ものを 
以て (「さう 云 ふ 弱い ことを 言 ふ もので ない」 と 呼 ふ 
者 あり) 是は弱 いこと でない ことを 希 阐す るから 言 
ふので す、 唯々 現 政府が 弱くな つて ほなら ぬと 思 ひ 
ょるから 言 ふので あります、 是 までの 有 樣で考 へま 
すと 或は 弱く あるまい かと 疑 ふので あります (「ひ 
や <」 「弱い <」 と 呼 ふ 者 あり〕 故に 若し 此主 
張が 貫撤 致し ませぬ で、 國際 聯盟から 離れても やり 
なさる 御 決心 かどう かと 云 ふこと を聽ぎ たいので あ 
ります、 是 は御考 憩に ならなくて はならない ので あ 
ります、 是は もう 旣に國 家た る ものは、 決心を して 
置かなければ ならぬ 事柄 かと 思 ひます から， 外務 大 
臣の 御考を 聽き たいので あります C 「そんな 愚問に 
對する 答は 無用 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 其 次に 
は 人種差別 撤廢 論を 何時 御 出しになります か 御聽し 
たい、 私の 考へ ますのに は， 先頭 第一に 日本が 其 主 
張を しなければ ならぬ 事椚と 思 ひます、 それは 議事 
に 臨みます 時に、 勢力に 於て 非常な 差等を 爲 します 
ものと 思 ふので ある、 日本の 隨分 重大なる、 又 或 意 
味から 有色 人種を 拖護 する 爲めに 日本が 代つ て 言 ふ 
ょり 外に、 此 十億 萬の 人間の 中に、 努力の 有る 國家 
は 無い のであります から， 必ず 日本 ii 之を 心に 致し 
まして、 言 ふて 吳れ ました ものと 思 ひます が、 是は 
何時頃 御 出しに なりました か、 第 一番に 御 出しに な 
つて 主張な さる ことにな つて 居ります からどう か* 
御聽 したいので あります、 其 次には 此差 別間 題と 一 
諸に 移砧 問題、 日本 國民が 移贿 する 所の 其 ffl 利を， 
主張して 居な さる かどう だか 承りたい のであります 
唯々 若し 是が 所謂 此 日米の 間の 紳士 契約の やうな も 
のとな りまして "唯々 名 ばかり 取つ て實を 失つ てし 
まう と 云 ふこと でございますれば， 日本 國 家の 將來 
に 於き まして、 大に 益す る 所 ほ 無い かと 思 ふ、 それ 
故に 必ず 是は移 破 民の 權利 と、 一緒に 結んで 行かな 
ければ ならぬ 事 かと 思 ひます •石 井 大便 ほ是は 別な 
もの、 やうに 言は れたと 云 ふこと を 新聞で 見ました 


外交に 關する 内 m 外務 大 K の 答 辯 


三 五 
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沔 伯 利の 狀况に 閱す る加預 定吉の 打 問 
が •現 內閣も 若し 亦 斯の 如き 考を 持ちまして， 空理 
を 捉 へて、 實理を 捨て、 しま ひな さる やうな ことが 
あり {t しまい か i 云 ふ ？ If を、 非常に 祀爱致 して 居る 
のであります、 (「ひやく」 と 呼 ふ 若 あり) それ 
ほ 吾輩が 現內閣 に 對 して考 へる •はかりで なく、 前例 
旣に其 事が あります る 故に、 或 ほ 現内閣 も、 其 轍を 
履み なさる やうな ことがあるまい かと 惧れて 居る の 
であります C 「ひやく. | と 呼 ふ 者 あり) 兎角 列强 
の 協商と 云 ふやうな 事を 重く考 へられます が、 是ほ 
洵に結 擗で あります •併ながら 此協 商が 變じ まして 
唯々 彼等に 阿附 すると 云 ふ 事になります れぱ (「ひや 
</ のう <」 と 呼 ふ 者 あり ノ 非常なる 所の 誤に 陷 
ります、 是は是 までに 多く 內閣が やつた 事で ありま 

る 故に， 現内閣に ほやら したくない のであります、 

併ながら 或 ii 現内閣が 之を やる とすれば、 對外 問題 

に 就きましては、 由々 しき 大事が 起る のであります 

是 までは 或は 藩 間 内 開と か 官僚 内閣と か 申します る 

ものでありまして、 少數 內閣 であつ たから 或は 誤り 

ましても •彼等に 影®! する 所は 少な かつた けれども 

今日は 國 民を 代表す る 所の 內閣で 、日本 金 國を 率ゐ 

て やる 內閗で あります、 此 内閣は 矢 張 外交に 就き ま 

して、 非常なる 弱い 所を 現し 爲 さる やうな ことで あ 

ります れば •  A 本は 之を 取 返します る ことに、 非常 

に闲_ が 起り ます 故に、 現内閣は 對外硬 の 外交を や 

つて W ひたいので あります、 吾 ffi ほ 此事に 就て 紳士 

條 約の 事で なくして、 移 殖民の 權 利と 一緒に、 此人 

稱 差等の 問題を 解決す る やうに 主張して 貰 ひたいの 

であります るが、 果して 現 內閣が それだけの 御 決心 

が 有る か 無い かを 眾りた いのであります、 それから 

勞 S 問題に 就きましては 今 愼 重に 考礅 を爲 さつて 居 

なさる さう であります るが、 是は 日本人が 唯々 愼重 

とか •考鹿 とか 云 ふこと では 不安心な 問 §1 であり ま 

する 故に、 決して H 本と 外國 とほ， 國 情を 同じう し 

て pf り ま ぬから、 日本は どう 云 ふやう にす ると 云 

ふ 事は •豫め 御 決心が 有って 御 交渉になる べき 筈の 

ものであります、 決して 彼等の 指揮 命令の 下に 妥協 

を 旨と して、 己れ の國の 利益を 衽げて 彼等と 相 結ぶ 

と 云 ふやうな る ことは、 彼等を 益す る 事で もな く* 

又 日本を 益す る 事で もない のであります (「何を 言 

つて 居 るんだ、 先生」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 日 支 

軍事 契約の 事に 就きまして、 是まで は 公然と 祕密で 

やつて 居な さらな かつた かも 知れ ませぬ が、 總ての 


荠の 諒解して 居る 所に 依り ますれば、 秘密 契約で あ 
つた かと 思 ひまず、 何故に 越 密契 約た る 所の ものを 
兩國が 相 結んで 居る のに 拘らず 、他の 國が 之に 就て 
色々 なる 疑を 起した からと 申しまして 之れ を 公開 致 
しました、 疑 ii しいので あります、 他の 國から 異議 
を言ほ れ まして 之を 公開す る 位の ことなら、 初め か 
ら祕密 契約と 云 ふこと ほ 必要が 無い ので あ 〇 ます、 
日本と 支那と 镯 立の 兩箇國 が 堂々 たる 契約を 致し ま 
した 亊に 就て* 假令 他の 國が疑 ひました からと 申し 
まして、 其 事を 恐れまして、 K ぐに 是まで 祕密と 言 
うたる 所の もの ■を 公開す ると 云 ふやうな る 主義の 無 
い國 家は、 彼等に 輕 蔑され まする ことは 明なる 事で 
あります； ■「ひや'^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 國を 異にし 
て、 或は 日英の 間に、 或 (3: 日米の 間に 契約が あつた 
と 申しましたなら ば、 他の 國が疑 ひましても、 英で 
も 米で あ， 決して さう 云 ふ 事を 公開す る ことは 肯じ 
まいと 思 ふので あります、 吾輩は 外交に 就て は、 甚 
だ 軟弱なる 事を 現して 居る ことを 遺憾と 思 ふので あ 
ります (「ひや^^」 「のう'^-」 と 呼 ふ 者 あり) 
先づ是 等の 數點に 就きまして、 外務大臣の 御 答 辯を 
願 ひたいので あります、 故ら に 人種差別 問題と 移 殖 
民の 事に 就きまして、 必ず 結んで 斷乎 として 之を 主 
張なさい まする か、 或は どう 云 ふやう に爲 さる か 承 
りたい のであります (拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 外務大臣。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 唯今 押 ) II 君の 御 質問 
に對 して 答 辯を 致します、 書取り ましたる 所に 依れ 
ば、 凡そ 六孭に 分れて 居ります が、 初の 四孭 は、 第 

一の 人種的 差別 問題に 關聯 して 御尋 になり ました 

が、 此 問題に 舞し ましては、 先刻 小 寺 君に 對 しまし 

して 致しました 答 辯で ■して 居る と 思 ふ、 即ち 「此 

際 我が 提案の 內容 乃至 關係 諸國 との 交渉の 經過 又は 

今後の 方針を 玆に 明言す るは II! 家の 利益に 非す と認 

む」 是で盡 して 居る と 思 ひます るが" 尙ほ 聊か 說明 

を 加へ ます、 此會議 を 公開に すると 云 ふ 事は、 巴 里 

會議 の將に 開かれん とすると きに 方り まして. 我國 

に 於て は 之を 希望した 次第 も あるので す、 又 或は 是 

までの —— 從來の 慣例を 打破つ て、 凡て 公開 的に や 

れるや うな 事がない とも 申し難い 形勢で ありました 

が 開いて 見れぱ 敵 國に對 する 關係其 他 交渉 事件を 一 

々公開し ますに 於て は、 出來得 べき 事 も 出来ない と 


云 ふ 事を 15 めまして •矢 張是 まで 通りの fa 例を 铃ぅ 
て是は 秘密に する， 秘密に せざる もの ii 新聞記者 も 
或數を 限つて 之を 許す、 即ち a 會にほ 先づ 之を 許す 
と 云 ふ 原則を 立てた、 其總窗 ほ 今日に 至る まで 先刻 
申しました 通り 第三 回 開きました。 第 I 回、 第二 回 
は 多く 手續の 問題、 第三は 国際 聯盟 •か出来た と 云 ふ 
事を 報告した に 止まる 話で 其 他の 會議の 模様は 先刻 
申しました、 即ち 諸君の 御手 許に やりました 書記局 
より 公表した 公表 以外には 無い、 其 他の 事は 互に 祕 
密に すると 云 ふ 申 合が あります から、 此祕密 を 破つ 
て 現在 交渉 中の 事に 對 して 私が 爰に 外務大臣と して 
言明す る 事 ほ、 どんな 事が あつても 出来 ませぬ (抑 
川 方義君 「さぅ 云 ふ 事を 聽いた のでは ありませ ぬ」 と 
呼 ふ〕 是で 第一 即ち 第 四 項を 括め ての 御 質問に 對す 
る 答 辯と 致します， それから 勞働 問題に 對して 更に 
御 質問が ありました が、 是も 先刻 申しました 通りに 
今日 勞働 問題に 對 して 巴 里の 會議に 於て SI して 居る 
のは、 委員 會に 於て 國際 常設 機關 設備の 問題に 關し 
ての 話でありまして、 まだ 實 質には 入つ て 居ない の 
であります、 其實質 如何は 我が 勞 § 状態に 非常な 影 
響を 及ぼす 故に、 之に 對して 政府は 愼 重の 考慮を 柳 
ふと 申しました、. 是 より 以上の 事は 言 ふこと が 出來 
ない と 私は 思 ふ， それから 其 最後には 祕密條 約に 對 
しての —— 支那の 祕密條 約 即ち 協同 防 敵條約 、之を 
何故に 外國の 請求に 依つ て •祕 密條 約を 發 表した か 
と 云 ふ 質問の やぅに 聽取 りました が， 是れは 決して 
外國の 請求に 依つ て 互に 發 表した 次第では ありませ 
ぬ、 元々 是は 軍事上の 必要より して 起つ た 條約 であ 
りまして、 軍事上の 必要より 之を 祕密 にす るのを 肝 
要と 致しました から、 今日まで 之を 祕密 にした 次第 
であります けれども 、獨 逸との 戰爭 が m みました 以 
来は、 日本 政府に 於て ほ 其 必要を 認めな かつた •何 
時で も 機會が あれば •發 表して 差 支ない と 云 ふ® 念 
を 持つ て 居りました けれども •元と 支那と 相談を し 
て 決めた 條約で あります から、 互の 合意が 成立つた 
時を 待つ て 之を 發 表する、 即ち 合意が 先般 出来 まし 
たから、 之を 發 表した 次第で ある、 之を 發 表する 事 
に 付て 何等の 差茭が ありませ ず、 又發 表した 方が、 
日 支 ® 方の 爲めで あると 云 ふこと を 認めました から 
之を 發 表した 次第で、 決して 外國の 請求に 依つ て發 
表した 次第で ありませ ぬ、 是れ だけ 御 答 致して® き 
ま 


_  i 五 二 

0 通 長 (大岡 育造 若) 加な 定吉ぢ 
C 加莪定 吉君登 甩〕 

〇 加 藤 定吉君 先刻 陸逛 大臣の、 西 W 利に 於け る 我 
軍 除に 對 する 行 励に 就て. 詳細の 御說 明が ありまし 
て、 吾々 は 西 伯 利に 於け る 我將士 の «} 忾と勞 苦に h 
しては、 多大の 敬意を 表し、 H. つ 謝 SI を 表する 次 ^ 
であります、 それに 就きまして 第一に 私が 极木 liJJ J 
として 伺 ひたいと 思 ふのは、 帝國 政府 今一! の W 
出兵の 趣 ®: と 申します ものは、 S 言 にご ざいます 
通り、 聯合 列强 に對 して 步 武を弭 うし、 ) fy fii の W を 
擧 ぐると 云 ふこと が® いて ございます 、聯合 列强と 
始終 協調を 保つ て、 其 行 励を 爲して 居る ことと m じ 
て 居ります が、 今回の 西 伯 利の 我が 討伐に 付き まし 
ては、 詰まり 列 强の或 國 と、 相 當に 協定が 成立つ て 
居る かどう かと 云 ふこと & 疑 ふので あります’ 第一 
に 新聞紙の 傳 ふる 所に 依ります と、 我が 政府は 米 四 
に對 して 今回の 過激派の 討伐に 對して 援助を 乞うた 
然るに 米 國の軍 隊は ，過激派と 云 ふ ものを 敵と 認め 
ない と 云 ふこと を 言つ て、 援助を 拒絕 したと 云 ふ yi 
であ 〇 まする が、 是は官 .哦の 目的た る、 步武 を辨う 
し、 履 信の 實を擧 ぐると 云 ふ 意に 副うて 居らぬ やう 
に 思 ふので あります、 我が 政府は 之に 對して •如何 
なる 考を 持つ て 居られます か、 又 今回 日本が 討伐し 
ましたる 過激派の 暴徒の 中には •米國 人が 居つ たと 
云 ふ 話 も 聞いて 居ります が、 是も 事實 であります か 
どうであります か、 御 分りに なつて 居つ たら、 其 邊 
も 伺 ひたいと 思 ふので あります、 第二に {3: 私共の 理 
解して 居ります 所です と •我大 谷 司令官は、 各聯 < |:| 
軍の 司令 機を 梶つて 居る やうに 思 ふので あります、 
然るに 我 軍隊の 行 励が、 先刻 申しました 通りに、 ilii 
米 利 加と 步武を 一にして 居らぬ と S ふ 事に なつて rl 
ります と、 我大谷 司令官の 擷 限と 云 ふ もの ほ， 果し 
て 如何なる ものであります るか、 之を 第二に 伺 ひた 
いのであります、 それから 次に 先刻 陸軍大臣 は>  露 
國の 政府 若く は 露 國の 官憲と 云 ふ 言葉を 度々 御 使 ひ 
になり ましたが、 露國の 官憲 若く は 政府と 云 ふ もの 
は、 是は 何を 御 指しになる のであります か 「オム ス 
ク」 政府であります か、 私の 理解して 居ります 所で 
は、 まだ 露西亞 には 谷 國が認 めて 政府と 云 ふ 所の も 
のが 無い やうに 思 ふので あります、 之に 對 する 政府 
若く は 官憲の 御 解釋を 伺 ひたい、 それから 次に 陸軍 
大臣の先刻の御話でほ、穩和派を援け、さうして過 
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激派を 討伐す ると 云 ふ 御 話で ありました が、 唯今 又 
外務大臣の 御 話では、 内政には 干涉 しないと 云 ふ 御 
言 ? F: が あつた やうであります が、 此內 政に 干渉し な 
いと 云 ふこと ほ •無論 我 外交の 方針 だら 5 と 思 ふの 
であります、 然らぱ e 和 派を 援 けて 過激派を 討伐す 
ると 云 ふこと が、 內政十 涉と云 ふ * If になり はしない 
かどう か、 此點 に a ての 明快なる 御 答 辯を 伺 ひたい 
(拍手 起る) 更に 政府は 過激派に 對 して、 一體如 何 
なる 砌念を 御 持に なつて 居る か‘ 何 所まで も 之を 敵 
として 討伐な さる かどう か、 我 聯合 國の 一國は •過 
徴 胶 を 敵と 認めない と言うて 居る、 又 R 際 聯盟に 於 
きまして は、 過激派の 成 者を 「ブリン セス」 島に 招 
致して 居る と 云 ふ 事 も ある、 さう します ると 聯盟の 
一部と しては、 其 過® 派を 招致す ると： K ふ 方に、 帝 

國ほ 仲 pn'l に 入つて 居る のでは ないか、 而 して 西 伯 利 

亞に 於て は、 之を 討伐す ると 云 ふ 事に なつて 居り ま 

すと* 之に 對 する 政府の 見解 13: どう 云 ふ ものである 

か、 ai に 角 過激派に 對す る® 念と 云 ふ ものを， 明快 

に 伺 ひたいので あります 、どうも 我 帝 國の西 伯 利 出 

兵の 趣意と 云 ふ ものが、 幾らか 明瞭を 缺 いて 居る や 

うに® ふ、 さう して 此西伯 利 出兵の 爲 めに、 日本は 

七 萬 三 四千の 兵隊を 出し •さう L て阈 15 を 消 25 する 

こと I 是は 私は まだ 秘密に 計 3K 致して a ませぬ が 

兎に角 二 {a に 近いだら うと 思 ふ、 斯の如 き 多 數の兵 

を /] { し、 斯の如 き PI 费を 处 ひ 、さう して 其 目的と 云 

ふ ものは 幾らか 不 6¥ 明で ある、 さう して 討伐は どう 

かと 申します と •先刻 陸軍大臣の 申された 所に 依り 

ますと， 殆ど 阳線は 1 c 哩の餘 に苴 つて 居る、 斯の如 

き 討伐を 日本の H 衙の爲 めか も 知れ ませぬ が 兎に角 

斯う 云ふ悲 22 な 討伐を 緩行す ると 云 ふことは， 私の 

考 とします と 非 ? S- に悲 挖 なやう に 思 ふ、 政府は 尙ほ 

斯の 如き 討伐を 絡 行す る 御 考で あるか どうか、 之を 

伺 ひたいので あります、 次に 政府は 七茁 ill 千の 兵隊 

を •今回 二 萬 五六 千に 減した と 云 ふ 御 話であります 

是 ほ 私と して 至極 結® な 事と 思 ふので あるが、 更に 

之を M 少する と 云 ふ® 思が あり や 否や， 無論 此出兵 

と 致しましても- la 在 討伐 致して； ir る 「スラ ゴエ」 

方面に 致 L ますと、 是は 不踗 でありまして、 無論 今 

□の狀 態で 減 兵す ると 云 ふやうな ことは、 六ケ趿 う 

ございませう が •併し 西部の 方に 於き ましては 「イ 

ルク —ツク J とか、 若く は 「ヴ H ル フネ ウ ー ヂンス 

ク J とか 「チタ」 とか 云 ふ 方面に 於て は、 更に 減少 


しても 差 支 (i 無から， つと 思 ふ、 殊に ia 憾な事 に 2T 
我が / 11 兵と 云 ふ ものは •今 申 上げました 此两 部の 方 
面では 餘 りに 人氣が 好くない、 或る 誤 西亞 \は， Q 
本の 今回の 減 兵を 以て、 n 本の 賢明の 處 ® だと 言つ 
て 褒めて 居る 渚 も ある、 又 先般 「オムスク」 の 方 か 
ら歸 りました 武 藤少將 の 如き も •日本が 兵隊を 減し 
たと 云 ふことの S めに、 西 伯 利 人の 感情を 非常に 好 
くした と 云 ふこと も 言つ て 居る、 詰まり 是は相 當に 
不入氣 な / J1 兵と 思 ふので あります、 全® とは 申し ま 
せぬ， 詰り 西部て す、 其方の 方面に 於て、 更に 減 兵 
をす ると 云 ふことの 御意 思が あるか どうか、 更に 伺 
ひたいのは、 四 伯 利に 於き まして 軍事行動 以外、 經 
濟方而 には 殆ど 手を 著け て 居らぬ、 是は私 の實 見し 
た 所で さう であります、 私の 考は どうか 此軍費 を 成 
ベく 節約して 、純 濟 方面の 發展を 心掛けた いと 思 ふ 
のであります c「 同感」 と 呼 ふ 者 あり〕 此點に 就て 殆 
ど 何等の 施設を されて 居らない やうで ある •先般 外 
務 大臣に 此讲を 申 上げました 所が， 外務大臣 ほ、 そ 
れは 政府 も 相 當に考 へて 居る •實は 其 中に 日本の 相 
當な る 1¢ 業 家を 呼んで、 其方 面の 攻究を しやう と 思 
ふと 云 ふ 御 話であつて、 一回 さう 云 ふ御會 合が あつ 
たやう であります るが、 其 後 殆ど 二 © 月の 間、 杳と 
して 其 消息が 無い のであります、 で 現內閣 と 云は - f 
從來總 ての 政府が、 斯樣な 問題を 何時も 考へ ます 時 
には、 先づ 銀行家と か 富豪と かと 云 ふ少數 の 人を 集 
めて 御 相談な さるの が、 是が是 までの 例であります 
併し斯 う 云 ふ 風な； f M 底な a} 方では、 迚も 西 伯 利の 
現在の 混亂 したる 狀態 に、 撤底 的に 經濟 上の 施設を 
すると 云 ふことは •六 ヶ趿 いと 思 ふ (「ひや  <」 
「犬に 同感」 と 呼 ふ 者 あり) 是はど うか 政府が 政府 

自ら 手を 下すな り、 若く は 35 る 有力なる 一二 の # 社 

に 相當な 保護を して •さう して 迅速に もつと 徹底的 

に 此方 面の 御 攻究を 爲さら なければ •迚も 現在の 經 

濟狀腌 と 云 ふ ものを I 日本の 勢力を 扶殖 すると 云 

ふことは、 語弊が あるか も 知れ ませぬ けれども， 兎 

に 角 ffi 伯 利 人の 財政を 援助し、 若く は 其經濟 的の 膨 

脹をさすと云ふことほ、六ヶ趿いと思ふのでありま 

する が， 此點に 就て 政府が 現在 御考 になつ て PT る以 

上に、 更に 何 か 御考が あるか どうか、 之を 伺 ひたい 

のであります、 西 伯 利 問題 ix 大體 それであります る 

が、 此機會 を以 ちまして、 外務大臣に 一寸 伺 ひたい 

のは、 支那の 鍅逍で あります るが、 今 支那では 鏺逋 


を 統一して、 さう して C 本の 現在 敷設して 居ります 
る 南滿鐵 道 其 他 有 ゆる ものを •一つの 管理の 下に 整 
理した いと 云 ふやうな 考を 持つ て 居る と 云 ふこと が 
新 問に 出て 居ります るが •政府は 之に 就て 何等かの 
照 ir •若く は 何等かの 御考隞 が ありました かどう か 
若し こざいましたなら ば、 其 點を 一つ 伺 ひたい、 もう 
一つ {3: 最近 新聞の 報ずる 所に 依ります ると-外蒙古 
に 於て 或る 外國 人が 蒙古 人を 煽 励して* さう して 蒙 
-r'r の獨 立を la ると 云 ふやうな 事が 出て 居ります るが 
是ほ 事實 であります るか どうか、 若し 事實で ありま 
したら ぱ •之に 對 する 政府の 御考は 如何で あるか、 
此點を 何 ひたいので あります、 是が私 の 質問の 要旨 
であ. 〇念 す。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡育 造 君) 田 中 陸軍大臣' 

C 國務 大臣 田 中 義一君 登®〕 

〇國務 大臣 (田 中義一 君〕 唯今 加 藤 君ょり 多般に 渉 
つた 御 質問が ありました が 私の 關 する 限りに 於て 御 
答を 致します、 第一に 日本軍が 「ブラ ゴ エ チヱ ンス 
ク」 附近の 過激派を 鎭隨 する 際に， 亞米利 加の 軍隊 
に 應援を 乞うた が、 其 結果 如何と 云 ふこと であつ た 
是 (3: 亞米 利 加の 軍隊に 其方 面に 出動を 求めました 所 
が、 亞米利 加が 之に 應しな かつた と 云 ふことは 事 實 
であります、 それに 澄いて 第二の 御尋は >  然らぱ 大 
谷 司令官の 聯合 軍に 對する 指揮 權を疑 ふと 云 ふこと 
であります、 御尤な 事で あると 思 ひます、 去りな が 
ら爰 には 申 上げて 置きます るが、 亞米利 加 軍が 日本 
の大谷 司令官の 指揮に 入ります る 時には， 其 事柄が 
亞米利 加の 國の方 針と 違つた 限りに 於て は、 指揮官 
に 其 指揮を 受ける と 云 ふこと になつ て 居ります 、そ 
こで 其 次の 問題は， 然らぱ 亞米利 加と 云 ふ 國と此 過 
激派一 i 對 すると 云 ふ 事に 就て、 協調が 調つ て 居らぬ 
ではない かと 云 ふことの 御 質問に 移られた ので あ 〇 
ます、 此 黯 に 於て ほ 唯今 御尋の 如く、 或は 日本の 過 
激 派に對 する 觀念 と， 亞米利 加の 過激派に 對す る® 
念とは 相違の ある 點から •亞米 利 加 m が 之に 參 加し 
なかつ たと 云 ふこと であらう と 思 ひます、 此點は 更 
に 外交 方面に 於て、 何等かの 手段を _ ぜられ る こと 
だと 考 へて 居ります (「正 商なる 答 辯』 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 次に 露國 官憲 云々 と 云 ふことの 御尋で あります 
成程 今日は、 露 西亞と 云 ふ 列國が 承認を した 確乎た 
る 政府 も ありませ ぬ、 隨て 官憲と 云 ふ 言葉 も使は れ 


ぬち やない かと ttr う 云 ふ ffl 尋のや うであります、 成 
程 さう か 4 知れ ませぬ、 ® 格に 言へぱ I が 今日は 
列 國共 、何等 確定した る 露 西亞に 政府が ありませ ぬ 
から、 即ち 「オムスク」 政府に 對 して 總ての 交涉を 
致して 居ります、 隨て此 「オムスク」 政府から 任命 
した 所の 極 K に 於け る 機關は •矢 張 之れ を 相手に 日 
本は 交渉を 致して 居 〇 ます* 少 くも： 車 yf に關 しては 
1 :父涉 を 致して 居ります、 此 意味に 於ての 露® 亞の官 
憲と云 ふこと であります、 さう 御 承知 >> 願 ひます， 
それから 穩煺 派の 援助 云々 と 云 ふこと であります、 
即ち 日本が 「オムスク ー 政府に S して、 唯今 申した 
如き 狀 態に 在る •又 日本の みならず、 列 國も 其狀態 
に 在る のであります が* . オムスク」 政府の 之に 同 
情を し、 又 露西亞 の 恢復を 一一る と 云 ふことの 目的を 
以て、 此 「オムスク」 政府と 共に 行動を する ものを 
之を 穩健 派と 私共 ii 稱へて 居ります、 此穩健 派を 支 
持す ると 云 ふこと が、 即ち 今日の 治安を 維持す る 所 
以だ と考 へて 居ります、 次には 尙ほ 過激派を 討伐す 
るかと 云 ふ御尋 if 此 過激派が •主. 一 i'j: 日本の 堪隐 
としては 問は ない のであります が •苟も 治安を 維持 
する 目的を 以つて 守備して 居る 日 本の ! e 滕に ffi 抗す 
る ものは、 之を 抑 K をす るので あります (拍手す る 
者 あり〕 尙ほ 次に 是 ょり 兵力を 減少し m ないかと 云 
ふこと であります が、 今 U の狀 態では、 兵力を 減少 
し 得ぬ ものと 心 煜て 居ります、 尙ほ縊 いて それなら 
ぱ I 武藤 少將の 言葉を 御 引きに なつて、 最初の 兵 
力は 多過ぎた のか， 斯う 云 ふ 御 尋で ありました、 最 
初の 兵力は 多過ぎた とは 考へて 居り ませぬ、 苟も 兵 
器を 以て 敵と S6 ふと 云 ふ 時は •勝つ と 云 ふの が 目的 
であります •隨て 積極な 兵力を 用ゐ ると 云 ふことは 
當然な 事で あると 心得て 居ります (拍手 起る〕 尙ほ 
此外 に經濟 上に 關 係を 致しました 事柄 等に 就き まし 
ては、 是は私 が llt ri で 御 答を する 限 〇 であり ませぬ 
私の 御 答 13; 是限 りに 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 國務 大臣 (子 M 內田版 哉 君〕 議長。 

〇 謅 長 (大岡 宵 造 君〕 內田 外務大臣。 

〔國務 大 l-ii 子爵 内 田 康哉君 登壇 J 
〇 國務大 Ki (子 ® 內田既 哉 対〕 唯今 加 藤；：； ょり 實業 
西们 利の 實難 問題に 關 して 御 問が ありました か 
ら 、それに 對して 御 答 致します、 無 13 日本が 西 伯 利 
に 出兵を 致しました ことは* 先刻 も 申 上げました や 


丙 伯 利の 狀况 •1 關 する 田 屮陸雄 大 K': の 答 辯 
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5 な 趣旨で &り まして* 決して 火 ?lf 場 ie 棒 や ■ら何 や 
らをや らうと 云 ふこと ほ 毛頭 無い 次第であります* 
然れ ども 我が ^ 民が JH 常の 利 3!! を 西 {1*1 利に 於て 色々 
の ? If 策に 從邡 する ことは、 最も 希望す る點 であり ま 
する が、 此點に 就 5- ましては、 1 £ 業 家：：：： 身 も fji て や 
つて 居る 奔も あります し •又 出 來焊る だけの 援助 及 
® 宜を 我が 眾部當 局に 於て 與 へて K る やうな 次第で 
ございます、 又 加 藤 君が 言は れ ました 通りに、 此 S 
槳 S 皑なろ ものを 今日 描へ て、 旣に其 幹部 も 出 來て 
著々 其 (t nf に JE 掛 りつ、 ある 次第であります から、 
早晚何 かの r; gi を擧げ る こと、 希 菌 して e ります、 
然れ ども 御 承知の 如く 今日の 狀態に 於て は、 中々 基 
礎 ある 事業と 云 ふ ものは、 之を 西 伯 利に 見る ことほ 

餘程 六ヶ敷 い、 探 際の 間 題と して、 日本の みならず 

谷 阐で何か目甩しい事槳を起したことはまだ聞及ぱ 

ない、 其 理由は 幾つ も ありませ うが、 第一に 闲〇ま 

すのは 果して 誰の 所有に® して PT るか、 どの 官 SS を 

相手に する か •是が 決しない 場合で あるから、 西 伯 

利に 备國が 認め 得べき 政府 あり、 政治 國 fl§ が 出 來ぬ 

限りに 於て は、 中々 六ヶ敷 い、 其 上に 交通の 不 fill 又 

ほ 此 最も , ilf 業 的の 事に 對 して 障碍を 及ぼして 居る の 

は、 此貨幣 問題 —— 通貨の 問題であります、 先づ是 

等の點 に 向つて、 政府は /II 來る だけの sg 力を 致して 

谷 W とも 能く 協議を 致して， 早く 西 伯 利 •か 世界の 貿 

县 ，世界の si-f 業に 開放 されん ことを 希望して 居る 次 

第であります、 — まだ 二つ 程あります、 其 次は 支 

那の鐵 道の 事に 就ての 御薛が ありました が、 今の 東 

淸鐵通 •西 伯利鍅 迎' か 支那 全膛の 管理 問題で ありま 

すか、 どちらであります か、 ii 落しました が . 

0 加 藤定吉 君全體 の 管理。 

OM 務大 11«: ( 子擗 內田康 哉 君) 支那 全 !§ の 管理 問題 

は 矢 張 事 H 上 色々 の 話が 支那 方面に ある やうで あり 

ます、 支那の 當局者 中に も此 事を 憤 重に 考へて 居る 

次第で あらう と 思 ふけれ ども ■此 問題は 誠に 重大な 

問題で あつて、 私は 支那 自身が 解決すべき 問題で あ 

らうと 思 ふ、 支那は 十分なる 考 慮 を 加へ て-支那 及 

世界の 爲 めに滿 足なる 解決法を 考 へる ことを 希望 致 

して 居ります， 此問 題は 日本に も 大變な 關 係を 及ぼ 

す 問題であります から*  3 本と しても 無 論考 盧を加 

へなければ ならぬ 問題と 思 ひます、 今日は 表面上は 

何も 事 H faJ 題と して 谷國の 間に 於て 協議に 上つ て 居 

る 次第で It ない、 色々 の議諭 があります か、 其 議論 


が m に 新 KI や 民間の 淡 論の みならず、 支那の 有力者 
の 中に も 攻究して 居る のであります •それから 支那 
の 外交の 琪に 就て 御 ff 問が ありました が •是も 事 13 
であらう と 思 ふ •果して 外國の 士官が 居つ たか 否や 
私は 玆に明 言す る ことが 出來 ない けれども， 蒙古の 
人が 「チタ」 に 集まつ て獨 立の 計 5tE を 致した、 代表 
濟を巴 m の ir 籤に 出して、 人民 自決® に 依つ て 蒙古 
の獨 立を 阏り たいと 云 ふ考が あった 取は 事 K であら 
うと思ふ、然れども斯の如き事ほ、蒙十 [:| 入自身の爲 
すべき ことで あつて、 日本 政府 —— 日本の 干與 すべ 
き 事で ありませ ぬから、 我が 軍部の 官憲に 訓令を 出 
しまして、 何等 關 係を 禁じて 居る 次第であります、 
是だけ 御 答を 致します。 

〇議丧 0 K 岡 育造 君〕 北 井波 治 目 君。 

〔北 井波 治 E： 君 登檀〕 

〔拍手 起る〕 

〇 北 井波 治 目 君簡單 に 陸軍大臣 —— 極めて 間單で 
ございます、 二 三分 御 玆ね 申したい、 西 伯 利の 狀况に 
付て ほ 吾々 國 K が 常に - M ふる 所であります、 本日 陸 
帘大臣 ょり 詳細なる 御說 明を 得まして、 甚だ 感謝に 
椹へ ませぬ* 其御說 明に 依りまして、 どうして 41 
二御尋 を 申 -L たいので あります， 大臣の 說 明に 依り 
ますと、 過般 二 (P.1 中隊は 殆ど 金 滅した I 負傷者が 
陆か にあつ て、 餘は金 部 全滅した と 云 ふ 御 報告が あ 
りました、 尙ほ 現在の 兵數は •外務大臣の 說 明に 依 
ると 二 萬 六 千で ある、 而 して 其 守備す る處は 四千 哩 
千 ^ 1: 百 里 以上で ある、 斯う 云 ふ 御 話であります るが 
兵數は 常 初出 兵ょりも 殆ど 三分 一に 致しまして、 而 
して 今日の 如き 慘狀の あつた 不幸の 後に 於き まして 

ほ 今の 陸軍大臣の 御說 明の 如くに 致しましたならば 

現在の 西 伯 利に 居る 兵士は、 安心して 此 守備が 出来 

る や 否やと 云 ふこと を 吾々 が 疑 ふので あります、 素 

人が 見ましても、 四千哩 に乖； 々とする 所で あつて、 

而して 其兵數 は 僅かに 二蓖六 千を 以て •如何にして 

此守 備を完 うする ことが 出來 るで ありませ うか、 現 

在は 過激派は 殆ど 討伐して 殄滅せ られた と 云 ふ 御 話 

であります が、 彼國 は復た 何時 過激 黨が 起る か 知れ 

ぬのであります、®々 此事 柄が 將來に 於て 繰 返へ さ 

る、 ことは ないか* 若し 斯の 如き 事を 繰 返へ され ま 

して、 過般の 如き 慘狀 を®々 致される ことがあるな 

らば 吾々 國民 として 到底 滿足 する ことは /II 来ない の 

であります、 故に 質問の 要旨と 致しまして は、 陸軍 


大臣 (3: 現在の 兵數を 以て 我 ka の 西 伯 利に 於け る 兵の 
守 (iti に 於て ほ、 將來 過般の in き fs 状を 生ぜぬ と 云 ふ 
ことに 付きまして •如何なる 方策を EC 行され て 居る 
か， 承りたい のであります、 軍事の 祕密 に閱 しませ 
ぬ其範 闼内に 於き まして、 吾々® 民と して此 點は^ 
かんと 欲する 所であります、 唯々 先刻の 御 說明 に ffi 
〇 ますれば、 吾々 國 民と 致しまして-出征軍人の 家 
族 其 他の 者に 對 して、 益々 此點に 就て 心配 致す ので 
あります、 京都の 十六 師團を 交替され ると 云 ふ 事で 
あります が、 其 t-E くべき 兵は 無論の 事であります が 
其關係 者は 如何に 愛へ るで ありませ う、 御 承知の 如 
く 西 伯 利の 地は 甚だ 僻遠の 地で、 地球上 最も 不毛の 
處 であります、 人口 稀薄の 地で ある、 斯の 如き 土地に 
於て 我 兵を 駐屯せ しめて I 之に 對 します る 相當な る 
設備 方法に 付て、 吾々 が 十分 安心の 出 來るや うに 御 
說明 になりたい、 先刻の 如き 御說 明なら ば、 益み 疑 
惑に 陷 るので あります 、どうぞ 此點に 付いて 吾々 の 
安心の 出来る やうに 御說 明を 願 ひたい、 之を 具體的 
に 申し ますれば、 先刻 加 藤 君 ほ 兵數 を M ずる 意思は 
無い か >  それ は 如何で あるかと 云 ふ 御 話が ありまし 
たが 私は 外務大臣の 言は るゝ 如く、 西 伯 利の 秩序 維 
持の S めに 兵を 駐屯せ しむる 必要を 御 認めになる な 
らば、 もつ と 兵を％ 加す る 必要は ないかと 思 ふ、 二 
萬 何千の 兵を 以ては 不十分で ある、 若し 必要を 御認 
めに ならぬ のなら ば、 兵は 一人 も殘ら ず 倒 引 揚を願 
ひたい、 十分なる 守備を 必要と するならば、 相當の 
兵を 御殖 しになら なければ ならぬ と 云 ふ 御考は 無い 
ので あるか、 丘 ハ も 殖やさず して、 今日の 儘に して 置 
いて、 我壯 丁を して 危地に 置く と 云 ふことは、 國民 
として ., どうしても 忍ぶ ことほ 出来ない ので ありま 
す、 故に 現在の 兵を 增大 する 意思 あり や 否や •若く 
は 咐大 せず して 之を 或る 局部に 集中して、 其 守 ffii の 
目的を 達する やうな 方法を 講ずる の 意思な き や 否な 
此點を 承りたい と 思 ふので あります、 其 次には 先刻 
も 二 個 中隊の 全滅の 御 話が ありました が、 其 中 際は 
何れの 中隊なる か >  豫 後備なる や 否や、 1! いて s き 
たいので あります、 又 今後 守備隊を 派遣す るには、 
現役を 派遣す るか、 成 ほ 今の 如く 豫 後備を 腋遺 する 
ので あるか 否や， 承りたい のであります、 申す まで 
もな く 豫後筛 兵は 三十 或は 四十の、 女房 も あり 子 も 
ある 一家の 中心であります、 此壯丁 を 今日の 如き 時 
局に 出征せ しめて、 K 々危險 の 地に 置く と 云 ふこと 
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は 甚だ 吾々 としては 承知が 出 來ぬ讲 である •以上 0 
點に就 きまして、 叶 S 終の 眾 けに 於き まして、 a ヶ 
国民 ii 陸 ili 大 R ょ 〇眄く說明を0<拽矜があ〇ませ 
ぬから， どうぞ 西 伯 利守簡 の S めに 出 ; ir: ic --e . A c -5{ 
族及關 係 苦の 安心の 出來る やうな； a ^ を； 2 たい c 
であります。 

〔國 務大 R 田中菡 一 f? 登®〕 

〇 阈 務 大臣 (田 中 義一君 ) 唯 今 北 井 君の 御 ^ に對し 
て 御 答 致します、 第一の 今後 日本は 此狀况 に 於て咐 
兵を する 必耍は 無い か、 斯う 云 ふ 御 尊であります、 
今日の 如き 狀態に 於て ほ、 今 H ちに 兵を 份加 すると 
云 ふことは 起るまい と 思 ひます、 去りながら 私共で 
も此 將來 の K 西 Illi と 云 ふ ものが 如何なる 狀况 になる 
であらう と 云 ふことは、 甚だ 判 斷に 苦しむ ので あり 
ます •若し 此狀况 が％ 兵を 必要と しま すれば 兵力を 
增加す るに 付て 何等 ^ 路は致 しませぬ、 又 田 中 大隊 
は 何れの 陳であ つた かと 云 ふ 御尋で あります、 是は 
大分の七十二聯隙であります、 :|!: 、屮に預後備兵が居 
つた かと 云 ふ御尋 であります， 「 U 備兵は 居り ませ 
ぬ、 尙 今後 兵を 出す に、 预. W .I'- ; を 召集す るかと 云 
ふ 御®、 今日の 所は 縦し |1'1- 1;- 多少 兵力を％ 加 致し ま 
L て も、 現役 兵を 以て 事を is すと 云ふ考 で 居ります 
〔拍手す る 者 & り〕 

0 載 長 (大岡 育造 君〕 此 際報吿 があります、 大正 八 
年度 歳入歳出 總豫算 追加 案は贵 族院 回付 案が ありま 
す、 之を 日程を 變更 して 議題と 爲すに 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し M 一一 なし」 の ES 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異蕺が 無ければ 貴族院の 修 
正 部分の 朗識を 命じます。 

(第三 號 、大正 八 年度 歳入歳出 總豫览 追加 案 
(贵 族院 回付〕 

〔原 田醫記 官朗讀 〕 

(第三 號〕 大正 八 年度 歲入 歳出 總豫算 追加 案 中 貴 
族院 回付の 箇所 左の 如し 

(第三 號〕 大正 八 年度 歳入歳出 總豫赵 追加 案 
歳出 臨時 部 
農 商務省 所管 

第一 款脔 業獎 « 費 金 三十 萬圓 削除 
第 十八 項 帝 岈開 _ 株式 ® • 社 補助金 三 十 
萬圓削 除 

右 削除 ノ 結果 翔 K 第 一條 歳入 臨時 部 及 合計额 -1 金 
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〇 議長 (大岡 宵 造 S) 此 際總理 大 K の發 言の 通 ^ - が 
あります、 之を 許可 致します。 

務大 r3 原 敬 封 登 ® 〕 

〔拍 印 起る〕 

〇阀務 大 [;> (职 敬 打〕 唯今 報传 に柑成 りました 追加 
浅 -® の 取に 付きまして 、簡 ® に 政府の 所信を 申 述べ 
まして •御 參考に 供したい と 思 ひます >  貴 族院に 於 
ける 修正の 筒 所は、 喵 今報齿 に 依つ て 御了承に 相 成 
つた ^ : であります るが 耍す るに 帝 國開懇 株式 會 社の 
補助に 關 しまして、 此 gg ?5 を 削除せられ たので あ 
ります、 段々 其 削除せられ たる 理由を 承知 致し まし 
た 所では、 如何にも 會期切 迫 致して、 之を 薄 査 する 
に ^ 裕が 無い と 云 ふこと であります、 是は 如何にも 

尤の 事に 思 ふので あります、 本日 初めて ft 族院に 於 

ては 此蒞齑 に 著 手せられ たのであります、 之を 傾か 

數時問 に ifl つたる 今 U の fT 期に 於て 讁了す る ことは 

容易に 出来ぬ と 云 ふことは 、巳む を 32 ざる 次第と 考 

へる のであります •政府と しては 如何にも ; W M の 次 

第で あ 〇 ますが、 斯の 如き 5S 時間に 會期の 迫つ た 場 

合に 於て、 吐 ^ 査が出 来ぬ と 云 ふことは 如 何にも 已 

むを 得ざる 次第で •驻だ 迆 挝 に考 へます、 而 して此 

追加 预 W 中には 如何なる ものが 含まれて K- るかと 申 

します ると •御 眾知の 通り >  神戶門 司の 築港、 大阪 

に 於け る 弊 察 费の歩 合を® {更致 した 爲 めの fi 用、 又 

は 眾人® 給の ? 3 用 •其 他數 多の もの •か， 如何にも 緊 

急に して 巳む を 得ざる fi 用が 多々 揭げて ある、 此會 

期 切迫の ^ 合に 於て、 茁 々 I 此追 加拽 览 が！ f 成立 等 

に 終りまして け， 如何にも 國 家の 爲めに 甚だ 不幸な 

る 結果を 見る のであります、 锊期の 延長を 奏請した 

ら 如何と 云 ふこと も 一腋 考の 浮ぶ 事であります、 併 

ながら 茲 に一兩 日の 尙期 延長を 奏請 致しまして、 栽 

可を 得ました 所で， 此一兩 日間に、 斯の 如き 問題の 

是非蕺 了を ! S むと 云 ふこと ほ 如何にも 無现な る 注文 

と考 へる のであります •故に 斯の 如き 場合は ■々あ 

る (「何故 出した (— 「默れ J と 呼 ふ 若 あり) 故に 政府 

に於ては ?5 だ迆憾なる琪に思ひまするけれども、此 

場合に 於て は ft 族院の 修正に 御 同意 あらん ことを 深 

く 希 閉する 次第であります (拍手 起る〕 

〇 三 木武吉 君 總理大 m に對 して K 問が あります、 

御 許しを 願 ひます。 

〇蓀 長 (大岡 育造君)御浦界がぁりますから、許し 


ます。 

〔三 木 武吉君 登壇〕 

〇三 木武吉 君 私の 皙 問は 極く 簡 B な 事柄で •こざい 
ます 政府は 帝 國開懇 株式 ir 社の 國闹 補助に 關 する 案 
を 御 提案に なりました 際に 於て は、 國 民の 貪糰 問題 
を 解決す るの 方法と して、 前に 開懇助 成 法案の 提出 
を ® し、 a: 衆兩院 に 於て 之が 通過を 見た ので あるけ 
れ ども， 未だ 是のみ を 以ては 滿足 する ことが m 來な 
いと 云 ふ 所から、 最も 緊急を 职 する 案件と して、 當 
鼓 場に 此開 墾會 社の 補助 案を 提出せられ たので あり 
ます •吾々 は會湖 切迫の 際に 斯の 如き 重要なる 案の 
提 m せらる、 と 云 ふこと が、 祎だ其 當を煜 て 居らな 
い •又 前に 開 18 助成 法案を 提出せられ た 際に 於て、 
之に 依つて 帝 國 の食糨 問題の 解決が 出 來 ると 云 ふこ 
とを 做 語せられ て 居る 朵 等の # 寶 を 以てすれ ば、 今 
ia ちに 此 案に 對して 贤成を する ことは 出 來な い、 寧 
ろ此處 一年の 時日を 假し 、十分なる 調査 研究を 爲し 
て、 適 常なる 方法を 攻究す るの が宜 いでは ないかと 
云 ふ 理由の 下に、 本案に 對 して 反對を 致した ので あ 
ります、 然るに 政府が 之に 對 する 態度と 云 ふ ものは 
他の 多くの 法案に 付て 執る ょりも •ょり 一瞥 熟 心に 
本案の 通過に 盡力 致し、 又與黨 の 諸 封 4 非常なる 力 
を此 案に 注がれて •私共から 申し ますれば、 不幸に 
して 111: 案が 我 か 衆議院を 通過して 貴族院に 送付せ ら 
る、 やうに なつた のであります、 洵 に ®' 家の e めに 
歎 かは しい 事で あると 思 ふて 居りました 所、 焉んぞ 
知らん 腎明な る 貴族院 〇 .諸 公は、 吾々 の 意を 諒とせ 
られた ので ありませ う、 政府の 態度 及 政 友會の 之に 
阿附 する鸱 度は 國 家の 爲 めに 宜くな いと 信ぜられた 
ので ありませ う、 言を會 期 切迫の 故に 藉 りまして、 

遂に 本案 否決の 揮 命を 見た と 云 ふことは、 我 か 衆議 

院の院謅を锊蜇すると云ふ意味に於てほ洵に遺憾で 

ございます、 我が 衆 蒎院の 決議の 權威を 貴族院に 蹂 

涵 せられた が 如き 形に 於き ましては、 吾々 ほ 非常に 
逍 憾に感 ずるので あります、 政府 以上に 遺憾に 感ず 
るので ございます るが、 國 家の 爲 めに ほ 洵 に結栴 な 

事で、 吾々 同志の 爲 めには 實に 痛快 千 萬な 事で ある 

と 感ずる のであります、 唯々 此に 於て 私が 一言 政府 

に御尋 しなければ ならぬ、 政府は 今日 期の 如き 運命 

に iH 遇する を 知りながら、 會 期 切迫の 際此 案を 提出 

し、 極力 支持して， 遂に 贵族 院の爲 めに 否決の 運命 

を 見、 而も 已むを 得ず 之に 同意を せられた と 云 ふこ 


とは 其 意を 諒 とする か、 諸 公が 此 態度、 此案に 對す 
る 責任を 如何にして 帶 びら れ るので ございませ うか 
一寸 承りたい ので ございます。 

〇國務 大臣 (原 敬 君： 一 議長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 原總理 大臣。 
f 國務大 Fs f';': 敬 君 登壇〕 

〇阒務 大臣 (原 敬 君) 唯今 三 木 君の 御 質問は、 責任 
を 如何にして 取る かと 云 ふ 御 質 間であります、 斯の 
如き 事 (X どう 云 ふ M 任を 取る のであります か (「それ 
が 無責任 だ」 「やかましい」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長 (大岡 育造 君〕 靜 g に ，…： 

〇阈務 大臣 (原 敬 君〕 固より 帝國 _會ほ 兩院 より 成 
立して 居る、 兩院の 意見が I 致せざる 場合 ほ 幾ら も 
あるので あります、 政府は 和衷 協同の 精神より 致し 
て， 此 間に 處 して 色々 なる 處置 を収ら なけれ •はなら 
ぬ 或は 衆_院 の 靉に從 はなければ ならぬ 事 も ありま 
す、 贵族院 の _に從 はなければ ならぬ こと も あるの 
であります、 政府は 固より 提出 致した 案の 貫徹を 致 
し、 其 通過を 111 ると 云 ふことは 、常 然 の W 務で あり 
ますが， 去りながら 其 案が 不幸に して 通過 致さず、 
殊に 通過 致さざる 所の 理由は， 審奄の 期限が 無い と 
云 ふこと であります、 斯樣な る 場合に 於て、 悉く 責 
住を収 ると 云 ふことは、 如何に 責任を 重んずる 入と 
雖も •是は 餘程 出來惡 い 事と 思 ふ、 故に 私は 此際に 
於て (「問題が 違 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 際に 於て 
衆議院 諸君に 望む 所は" 貴族院の 修正に 同意して 此 
追加 豫算の 全部の 成立を 希望す るので あります、 憲 
政會の 諸君は 反對せ られた と 云 ふこと であります が 
今日に 於て ほ 御滿 足らし い (「痛快」 と 呼 ふ 者 あり) 
私は 左樣 なる 事は 考ふ べき ことで なから うと 思 ふ ( 
「ひや \^J ir 期 切迫は 初より 分つ て 居る」 「やか ま 
しい」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇 阈務大 RC 原 敬 君〕 斯樣な 事に 一々 御 答す る 必要 
ほ ありませ ぬけれ ども、 帝 國篛會 の # 期は 節に 二三 
箇月であります" 多くの 問題を 悉く 會 期の 初に 提出 
する 譯に 參ら ぬのであります •審査に 時を 要する、 
色々 事情が あれば、 隨分大 問題で も、 會期 切迫の 場 
合に 提出を 耍 する ことが 多々 あるので あります、 此 
場合に 於て 幸に 通過 すれば それで 宜い 、然ら ざる 場 
合に 於て は、 玆 に ffl 當な る處置 を 取る より 仕方がな 
い、 前數 回の 蕺# に咙 /%■ 前例を M る 事であります C 


I’ 問題が 違 ふ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) 斯の 如き 事は 
群 査に時 を 要し* 調査に 時を 要し， 段々 會 期の 末に 一 
提出したることほ、甚だ政府の遺憾とする所であり 
ます けれども 巳む を 得ぬ、 さぅ 云 ふ 場合は 幽々 ある 
のであります (r それは 分つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君：} 三 木 君 …… (「何です」 「無禮 
な 事を 言 ふな」 と ^ あり〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君) 此 案の 通過を 一! り、 今日此 案 
に對 して 成立を 希望す るので あります けれども、 會 
期 数 時間に 迫つ た 今日に 於て、 他の 數多 の案仵 の關 
係を 考 へます れば ，此 場合に 於て 寧ろ 貴族院の 修正 
に 同意せられ まして 追加 豫算 全部の 成立を 希望 致す 
のであります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 小 ; II 平吉 君。 

0 小川 平吉君 貴族院の 修正は 會期 切迫して 審査の 
遑 無しと 云 ふ 理由であります、 洵に 事情 已 むを 得 ざ 
る ものと 認める のであります、 吾々 は 此原 案に 對 L 
まして 賛成を 表する 意思は、 今日に 於て 毫も _ りは 
ない のであります、 併ながら 此 貴族院の 削除の 理由 
を 全く 無視す ると 云 ふこと ほ、 基 だ 隱當で ない と考 
へます、 况や此 問題に 就て 吾々 が 前議を 固執 致し ま 
したる 結果と して、 不幸に して 他の 重要なる 幾多の 
豫 凝 案が 一! て 不成立に 終る が 如き ことが ございまし 
たなら ば、 ® に國 家の 不幸 焉ょ り大な るは なしと 考 
へます (「ひや'^—」 と 呼 ひ 拍手す る 者 あ 〇〕 故に 此 
場合、 吾々 は 姑く 前議を 翻しまして (笑 翳 起る〕 貴 
族院の 修正に 從 つて、 此 追加 !* ® の 全部を 成立せ し 
むる と 云 ふこと が、 最も 機宜に 適した る處 置で ある 
と考へ ますから、 貴族院の 修正に 同意を 致します。 
〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 貴族院の 修正に 同意の 諸君の 
起立を 求めます。 

起立 者  多® 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 多數 —— 同窻 する に 決せられ 
ました。 

0 岩 崎® 君 _事 日程！！ 更に 關する 緊急 勁 SI を 提出 
致します、 即ち 玆に便 宜上 部落 改善に 關する 建 il 案 
及ぴ癩 患者の 救濟 に關 する 建議案、 此兩 案を 議題と 
なし、 委員長の 報吿を 求め、 且其 •括 _を進 めら れん 
ことを 望みます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 變 更に 御 異議は ありませ 
ニニ 五 五 
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藏 恩 者の 教 151 に 關す る找笾 案  部落 改善に 関する 纽菝菜 


ぬか-* 

1 「異謎 なし 異葯な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇莰長 r 大岡 W 造 君：} 御異謎 なしと 認めます、 依て 
日程 IX 變更 せられました I 願 患者の 救 濟に關 する 

511 EC 案を a3 s 3 と 致し ま-一 - 委員長 河 野撤志 君 

河 野 徹志 君： 

.一 「理事の 土 M •君に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 厂大 岡 育浩 君〕 珂事に 代って 報吿せ ら れんこ 
とを ^ みます。 

.省の救濟に關する纽氐案广土屋淸三郞 
君 外 十三 名 提出〕 (委員長 報吿」 
r  土屋 淸三郎 登增： 〕 

〔拍手 起る〕 

〇 土屋淸 三郞君 願 患者の 救濟 に關 する 建議案は、 

本日 午前中 委員 會を 開き ま--' て •委員と 政府 委員と 

の皙 問應 答を S ねました 結果、 政府は 本案に 對 して 

は 從來 調査の 結 梁、 全部 好； 成を 表する ものであると 

云 ふ 御 答 辯を 得まして、® 員會 は滿場 一致 之を 可決 

致しました のであります 此段 御 ^ 吿 申します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎® 君 本案は 裘员長 報吿の 通り 可決せられ ん 

ことを 望みます。 

0_長( 大岡 育造 君〕 別に 御 異議な きに 依り、 委員 

長報吿の通り可決したることを實半3致します - 部 

落 改善に 關 する 建議案を 議題と 致します - 委員長 

福 井三郞 君。 

部落 改善に 關する 建 齩案 C 福 井 三 郎君 外 十 

名 提出) (委員長 報告〕 

〔福 井 三 郎君 登摁〕 

〔拍手 起る〕 

0 福 井 三 郞君委 員 會の經 過 並に 結果を 御 報告を 致 

します、 本案の 委員 ff は 先づ 今朝を 以て 委員長 理事 

の 互選を 致しまして， 不肖 本員が 委員長に 當選致 し 

ました、 引 lli いて 會議を 開きました、 政府 側ょりは 

陸軍當 局‘ 內務當 局、 文部 當局等 所管 政府 委員の 出 

席を 求めまして、 質疑 膘 答の 結果、 全會 一致を 以て 

原案を 可決 致しました のであります* 之に 就て 其 可 

決に 至る 迄の 內 容を經 過と して、 少しく 御報吿 申し 

I て 藍く 必要が あらう と 存じます、 何故ならば 本案 ほ 

i 部の 同胞に 最も 了解を 得べき 必要の 案で ございま 

すから、 少しく 其 內容を 御 報吿を 申して 置きます、 

先づ 委員 側より 質問と して 六つの 問が 起り ましたの 


であります'  大別 致します ると - 其|つほ、部落 

民を 官公吏に 採用す る ことを 否む や 否や、 第二 ほ、 
從來官公文畀に身元調奄等の爲めに特殊部落又ほ其 
他 忌むべきの 文字を 記賊 して 應答 する ことがあ るら 
しいが、 今後 も ^ いて 左樣な 事を する のかし ない の 
かと， 又 軍 險內に 於て 一般 同胞と 此 種の 人達より 出 
たる 所の 兵卒と 寢 食を 異にせし むる 杯と 云 ふやうな 
特殊の 取扱を したる 例が あるか、 ありと すれば 今後 
も それを _續 する や 否や、 第 四は、 敎育 上に 於て 諸 
學校で 一般の 同胞より 出た る 生徒と、 或は 室を 區別 
すると か、 取扱を 異にする とかと 云 ふやうな As が 從 
來あ つた か 無い か、 あると すれば 今後 それを ® •松す 
る や 否や •第五は、 部落の 改善に 付て 團體で も 組織 
したら ば、 一つの 改善 方法が 立ちは せぬ かと 思 ふが 
政府に 其 意思 あり や 否や、 又 物質的 改善 方法と して 
企てる 事には、 種々 習 用， の 要る 事が あるが •改善に 
必要なる 费用 としては、 或る 程度 迄の 金額 ほ 國 庫よ 
り 支出す るに 於て 異議な き や 否や、 斯う 云 ふ 事が 委 
員會で 質問 もせられ たのであります、 政府は 之に 對 
して 斯う 言つて 居る のであります 、第一の 問た る 部 
落 民を 官公吏に 採用を して 居る と 云 ふこと ほ、 現在 
にある、 今後 も 無論 才俊が 現は るれば、 區別 なく 其 
上より 用ゐる 害で あつて、 寸毫も 之を 區別は しない 
顾外 はしない、 斯う 云 ふ 事であります、 それから 第 
二の 公文書の 身元 調 等に、 特殊 部落と か 又は 其 他 忌 
むべき の 文字を 以て 應答 をす ると か 云 ふこと が ある 
か 無い かと 云 ふこと に 付て ほ、 政府 ほ 非常に 此の 答 
には 苦痛を 感じて 居る >  何故ならば， 斯う 云 ふ 御 答 
でありました、 明治 四 年の 八月に 忌むべき ■稲 呼を 

駸せ られて •四民 同等の 待遇を 下さるべき 一視同仁 

の大 御 ® 旨に 背か ざらん ことを 務めて、 爾来 其の 心 

を以 つて 之れ を 扱 ふて 來た ので あるけれ ども， 鍵 方 

の關 係が 勢 ひ 自然の 疎隔を 爲すに 至つ たので ある。 

で 此の® の 人達 ほ 一種 住居を 異にして， 同じ 所に 住 

つて 居ない、 さう して 自づ から 一般 同胞に ほ 遠ざか 

ると 云 ふ 傾が ある、 一般 同胞 4 亦自 から 此の 人達を 

忌避す る 傾が あるから して、 それ e 進まざる 者は、 

益々 低下す る やうな 有樣 である-それから | 方の 方 

は 益々 忌擗 する 傾が あるから、 是れ では 捨て 、置け 

ない •改善し なければ ならぬ と 云 ふこと で、 改善の 

方法と して 幾度 も 種々 の 手當を 施す ことを 企てた、 

で 企て、 今 も 尙ほ實 地に やりつ X あるが、 其の やり 


つ V ある yf fil を 成 遂げる やうに 何とかし なければ な 
らぬ 、一般 國民も 何とも 言 ほず 一部の 人 〇 改良と 云 
つても、 唯一 部 だけで あると 云 ふこと ほ 自から 明か 
であるから、 已むを 得ず ば 其の 稱呼を 廢 して. •新 平 
民と して 改善す ると 云 ふ 意味で •代名詞を 新 平民と 
變へた のであつた-此の 新 平民と 云 ふ 最も 忌むべき 
斯う 云 ふ稱 呼を 受ける ことにな つて 居つ たので ある 
が、 それで 新 平民 其 人達が 甚だ 迷惑を 来した ので あ 
るから、 名前を 變へ ると 云 ふこと ix 如何にも 尤もに 
思 ふから、 * H: しく 變 へて 新 平民と 云 ふ稱 呼を 用ゐし 
めぬ と 云 ふこと で， 左 樣な 代 fi 詞 を用ゐ た、 それを 
又此で 改めて 特種 部落民と 斯う 云つ て來た ，それ だ 
から 地方 民は 特種 部落と 一! つて 来て 一寸 K かつた が 
それ も 終には 特種 部落民と 稱 する ことは、 此 間まで 
新 平民と 云 ふ 事を 特に 言換 へたと 云 ふ 事が 分つて 見 
ると •其 間に 總稱 せらる、 人達が 又 苦しがつ て來た 
當局も 越々 さう 稲せられ る 人から、 直接 小言を 受け 
て 如何にも 尤なや うに 感ずる 特種 部落の 稱呼 も宜く 
ない と 斯う 考へ て、 今度は 細民 部落と 言つ て 見た け 
れど も、 細民 部落と 云つ て も、 改善の 方法と して斯 
う 云 ふ 表を 作つ たり、 樣々 やつて 居る、 此表 にも あ 
る 通り 何とか 改善す るに 宜いや うな 代名詞を 使は な 
ければ ならぬ と 云 ふので、 特種 部落を 今度は 細民 部 
落と 云つ て、 此表 にも 細民 部落 階級と 稱 して ある、 
斯う 云 ふこと である、 何とか 代名詞が 無ければ 闲る 
と、 斯う 云 ふて 此 名が 付いた が、 是でも 納まらぬ、 
細民 部落と 言へ ぱ例 へば 貧乏を 標榜して 居る やうな 
ことで あるに も拘ら ず、 何ぞ II らん 其 中に (3; 陶朱綺 
頓を 欺く やうな 者 も ある、 それな どは 決して 細民で 
はない と 云 ふ 事實も あつて、 細民 部落と 云 ふの も穩 
ならぬ、 で 如何にも 困る、 此事に 付て は 今尙考 證 中 
考へ中 で、 何 か 良い 工夫は 無い か 知らぬ、 斯う 云 ふ 
やうな ことで あつた •故に 此稱 呼は 一般 國 民と 區別 
して 稱へ たくない、 別に 區別 した 名前を 付けて 呼び 
たく ほない が、 一般 國 民の 中から 一部分の 稱 呼を 躞 
して 盖支へ ると 云 ふやうな 理窟 も 立たぬ から、 何と 
か 代名詞が 無ければ どうも 捉へ 所がない、 言 ひやう 
がない •そこで 以て 此 名前を 著け て 居る ので あるが 
是が或 ほ 其 間に 特種の 名前て、 特殊に 扱う と 云 ふこ 
とに 當り ほしない ので あらう か、 斯う 云 ふこと であ 
る、 其 外に 於て は 身元 調の 中に 舊何 族に 屣 する 者で 
あると 云 ふ、 忌むべき 稱呼を 付けて、 人の 卑しむ や 


二 11 五六 

うな ことは 總て致 して 3 £ ない •か、 V V し 2 j して Jfi 扱 
ほれた 者が 假〇 にあつ たと したなら ば** つた 所に 
於て 間違つ てして 居れば 此後 {X 諮 じて 左 ばな 小 ; i せ 
しめないやうにする33りである、今後も無 ;' ::政 |':; :と 
して 左樣な M 別した 取扱は しない、： -' ■l: :J i., :>. 
をして、 若し 過つ てす る 所が あれば、 E5 -ic に戒飭 を 
加へ て 左樣な 事を せしめず、 一般 同咆と 何等 異らな 
い 扱を する Ki o である •斯う 云 ふ 答で あるので す- 
それ から 軍隊に 於て は 初めょ  別 ほ 付けない、  少 
しも 區別は 付けず、 又 細民 部落と 言 ふたこと もな け 
れば 、特秫 部落と 言 ふたこと もな し、 何等の W 別 も | 
付けす に 一般の 同胞と 间樣 にして 居る、 けれども 玆 
に 一つ 誠に 悲しむべき 事が ある、 何故ならば 其 人迖 
が 自分 自ら 僻んで、 何となく 樾 子の やうになる、 さ 
うなる と附 合惡ぴ なと 云 ふ 結果、 一般の 同胞ょり 出 
でた る 者が、 其 親しき 同胞の 間を 忘れて 口 から 去る 
者 日に 疎し と 云 ふこと に 立 至る、 それが KJ 然に 何等 
か 一目して 變つた 扱を する やうな ことに もな 〇 はし 
まい かと 思 ふ、 故に 此建戤 が 有つ て、 此 不幸なる 一 
部の 同胞を 改善して 行く と 同時に、 其 改善 向上を せ 
しめ やうと する* 其 人達 自身 自ら 麵んで 、多くの 同 
胞と 何等 變らな い、 多くの 國 W と rro し K 格を 持て 居 
ると 自ら 先づ 身體 も淸 くし、 其 行 も高尙 にし、 其 住 
居 も 成べ く淸 潔に 爲 し、 其 行 も 勇く して， 此入達 が 
自ら 向上して 吳れ ると 云 ふ 方法が 立たなければ、 改 
善せ んと 欲しても 改善す る ことは 出来ない と S ふこ 
とになる、 此 人達に も 51 身 向上す ると 云 ふ 心を 持つ 
て 莨 ふと 同時に、 又國 民と しても (U 來得る 限り 之に 
力を 憩して- 此不 幸なる 同胞 一部の 改善 向上に 努め 
なければ ならぬ ものである、 此事に 付て は 政府は 内 
務省 の當 局と て も 少しも 異議は 無い と 云 ふ、 斯う 云 
ふこと でありました， それから 文部省に 於ても 此 種 
の 人を 敎 fl に 用ゐた ことがある、 用ゐ たこと も 現在 
最近まで あつた、 それは 其人自 ら退 職を した、 何故 
ならば 其 入に も 自ら 僻みの 心が 起き、 一方に も 亦 左 
S な 眼を 以て 見る 入 も ある やうな ことで、 其 間が 餘 
り 面白くなくて、 自ら 退職した. こと も ある、 それ か 一 

ら智識 の點 で、 其 種に； 一す る 人の 向上 進步 の經過 は 
どうで あるかと 云 ふに、 其 一派の 國民 ほ敎 へれば 從 
える. 敎 へさへ すれば ® える と 云 ふに も拘 はらず、 
一部 不幸なる 此钝の 人達は、 敎へぬ から 進まぬ ので 
ある、 敎 へても 進まぬ かと： 2.N ふに 斷 じて さう でない 
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I 現在 文部 常 局の 政府委 边 の 言 はれる のに、 B 身は <fe 
澤の高 笠 m 校を 卒槳 して、 取 京の 帝 國大學 に 人つ た 
ので あるが、 其 間金澤 高等 學校 時代から iili 立つて、 
それで 帝 國大學 ま で 一 緒に 居つ た 共に 卒業した、 而 
も 中々 ffi 等で あり 俊才で あつた、 知つて fr る 限りの 
人に 斯う 云 ふ 人が あるから， 其 他に も 所謂 萵才逸 足 
の 士が往 々あると 云 ふこと も 知つ て 居る、 惟 ふに 知 
ら ざる 範圍に 於ても 多いだら 5 と 云 ふこと である > 
故に® 校に 於て 之を M 別す ると 云 ふ 如き «1 が あれば 
最も 惡い 事と 思つ て抟 めて 尻る けれども、 寒村 僻地 
に 至つては 或 (t 隅には さう 云 ふ yv が、 文部當 局の 知 
ら ざる脑 E に 於て 無い とも 保證が 出来ない が， 有つ 
たと すれば、 骰爾 に戒飭 を 加へ て I  i 般同咆 と 異な 
る 所な く敎 へしめ る ことに 努める 扨り であります、 

斯う 云 ふ 御 答であります • 關 する 所 委 の 質疑 應 

答の 結果は、 國 家の 力の 及ぷ限 りを 注がねば ならぬ 

と 2 1: 時に、 又此 人達が 目 分 自ら ? § ひ H ら進ん で-向 

上 心を 以て 行く と 云 ふこと にしな かつたなら ば •助 

けても 行は れな いので あるから して、 此人 達に も汎 

く llt s 味を 知らし めて、 H ら 向上す る考を 持つ て K 

ふや うに 箱 かう、 隨て 一般 國民も 亦大御 心に、 即ち 

先帝の 大御心 に 立 つて、 さう して 自ら SS 醒を しな 

けれ ぱいけ ない、 此 一部の 不幸なる 人を 疎外した 〇 

賤んだ 〇 •嫌忌した りする が 如きは •所謂 陋習の 未 

だ 破れざる ものである、® 夢の 未だ 關 めざる もので 

あつて、 獨〇此 不幸なる 一部の 入の みが 進步改 誇に 

後れて居ると云ふのみならず、大に進んで居る此國 

民 一般が、 Ilt fes 習を 破る 祺が m 来ない のは、 甚だ 以 

て 同胞に 對 して 無 tl!j なる のみならず、 又 甚だ 務 とし 

て も缺 けたり と 言は なければ ならぬ ので あるから、 

一般 闼民は 汎く 自ら® 酷すべし ，不幸なる 此 人達は 

自ら 進んで 改善の 緒に 就くべし、 斯う 云 ふ ? Jf を 成べ 

く 多く lit の 中に 知らし むる やうな 方法を 執りたい、 

而して 政府の® 锻 としては， 世話は 成べ く —— 公共 

の 幽體 或は 地方の 自 治の 固 gs 等に 向つて、 改斡進 步 

の 仕事を せしめて、 それに 幾何 かの 出来 得る だけの 

經济の 許す 蹄® の 金 轺を補 助す る ことにした いと 思 

ふ， それ も 今日拔 何の 金を 如何なる 方法に 依つ -r 出 

すかと 云 ふこと は、 今日 咄嗟に 開かれた る 委員 符に 

向つ て 答へ る 程の 案を 持つ て 居らぬ からして、 それ 

は 異 日の ? K にして K ひたい、 唯々 今まで 此の 改 1¢ を 

計つ たる® 牌に fn] つて、 i ffi: 八！ S IR1 程の 金を 出して 
賭 願. 付議 


屛 る、 斯う 2< ふ yf である、 それは 極めて 01 少の 金で 
あるが、 それを どう 云 ふ 風に 出して 居る かと 云 ふ 事 
を 聞いたら、 內務 « の 地方 改良 費の 艽萬 _ の屮 から 
是は 有益な 方法で あると か、 是は 有効な 企てで ある 
とか、 此 改善に 向つ ては 朝 蒋なる 効力が あると 誠め 
たものに 幾何 かづつ の 即ち 褒美 ^ 勵の 意味で ある、 
それが 立 どころ に 資本金に なつて- 大に测 け やうと 
思 ふ 程の 金では ない、 根が 地方 改良 毀の 五 萬 圓の中 
から •全® に 散在して 居る 者に 向つて 分配す るので 
あるから して、 其 少額なる ことは 又 致 方がない 譯で 
ある 此に 於て 或る 限度までの 金を 政府が 支出す ると 
云 ふことは、. 出 來ぬ かと 云 ふ 折 ffl も 致しました 所が 
出来ない 事 も 無から うけれ ども、 唯今 申す 通り， 今 
出来た 委員 锊に 向つ て 今 幾らの 年額を 補助し やうと 
云 ふやうな 答を する 程の 成案 ほ 持たぬ から、 是 ょり 
政府 も其考 想を して、 大に改 善の 方法を 圖 つて 見や 
う 建議案 其 ものに 付て は 全然 異議 ほない、 斯う 云 ふ 
事で ございました 故に 委員 會ほ 斯樣な 經過 を經て 、 
全會 一致を 以て 本案を 可決 致しまして ございます 1 
玆に 御報吿 申します。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勵君 本案は 委員長 報吿の 通り 可決せられ ん 
ことを 菌み ます。 

0 議長 (犬 岡 育造 射〕 別に 御 異議 も ありませ ぬから 
本案は 委 M 長 報告 通 〇可 決した る ことを 宣吿 いたし 

ま -5 - 唯今 ® 族院の 方に、 尙ほ 法律案が 議了 せら 

れぬ ものが あります* 此關 係から 暫く 閉會 を吿 ぐる 
には 待たな くち やならぬ のであります から ® く 休憩 
致します。 

午後 三時 I  Jr 十四 分 休憩 
午後 五 時 三 十四 分開戳 

〇 諮 長 ( 大岡育 锆嵙) 新たに 議席に 著 かれた る 方を. 

紹介 致します、 高 知縣選 出 議員 濱口雄 幸 君。 

f i® 口雎幸 君 起立〕  . 

〔拍手 起る〕 

〇詾長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報 吿が あります。 

〔原 m» 記 官朗 1@ 1 

一 今 二十 六日 K 族院に 於て 本院の 绘付に 係る 左の 

議案を nj 決した る 旨 同 院 より 通牒を 受領せ り 

C 特第 一號) 大正 八 年度 各 特別 會計 歳入歳出 豫算 

逍加案 

(第 四號〕 大正 八 年度 歳入歳出 總豫* 追加 案 


都市 計 班 法案 (政府 提出) 

市街地 扭築物 法案 (政府 提出) 

阿片 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

大正 四 年 法律 第 十六 號中改 ： IE 法律案 (政府 提 m) 
農工 銀行 法 中 改正 法律案 (本院 提出) 

司法 代書人 法案 C 本院 提出〕 

一 今 二十 六日 貴族院に 於て 本院の 绘付に 係る 左の 
議案に 對し 承諾す る ことを 議決した る 旨 同院よ 
り 通牒を 受領せ り 

大正 六 年度 豫備金 支出の 件 (承諾を 求む る 件〕 
大正 六 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫 算外茭 
出の 件 C 承諾を 求む る 件〕 

大正 六 年度 特別 會 計豫備 金 支出の 件 (承諾を 求 
むる 件〕 

大正 六 年度 特別 會計 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及 
裸 算外茭 出の 件 (承諾を 求む る 件〕. 

大正 六 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 備費茭 出の 件 
C 承諾を 求む る 件〕 

大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積. >: 金 支出の 件 
(承諾を 求む る 件〕 

大正 六 年度 帝 國鐵道 特別 會計 積立金 外に 於て豫 
算 超過 一文 出の 件 (承諾を 求む る 件〕 

一 今 二 十六 日 貴族院に 於て 本院の 送付に 係る (追 
第二 號) 翔® 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 爲 
すを 要する 件は 一般 會計農 商務 街 所管 帝 國開 _ 
株式 會社 補助の 件を 否決し 他は 可決した る 旨 同 
院 より 通牒を 受領せ り 
一議 員の 異動 左の 如し 

高知縣 郡部 選出 闞員白 石 直 治 君の 補充と して 濱 
口雄宰 君 當選せ られた り 
一 今 二十 六日 內閣 總理 大臣より 左の 通牒を 受領せ 
り 

本 月 二十 七日贵 族院に 於て 帝 國議會 閉會式 執行 
被 仰 出 候 

〔左の 報 吿は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
揭載 す〕 

一 今 二 十六 R 貴族院に 於て 左の 議案を 否決した る 
旨同院 より 通牒を 受領せ り 
借地 法案 (政府 提 iii 〕 

〇 議長 c 大岡 育造 哲) 体 憩 前に 引 la いて 會謅を 開き 
ます、 日程 第 七 乃至 第 百！ 一は、 請願 特別 報告なる を 
以て、 例に 依り 一括 議題と 爲し 、委員長の 報吿を 求 


めます、 佐々 木 文 一 君。 

第 七 (特別 報吿第 九十 九號〕 朝鮮に 官幣神 
社奉詞の誧願  ( 委員長 報吿〕 

第 八 (特別 報吿第 百九號 〕質® 取締法 'P 改 
正の 請願  (委員長 報 吿) 

第 九 (特別 報 吿第百 二 十三 號) 家畜 市場 法 
中 改正の 請願 外 四 件 (委員長 報齿〕 
第 十 (特別 報 吿第百 五 十九 號〕 家 寄 市場 法 
中 改正の 請願  (委員長 報吿〕 

第 十一 (特別 報齿 第二 百 十二 號〕 質屋 取締 
法 中 改正の 請願 外 十一 件 

(委員長 報告〕 

第 十二 (特別 報吿 第二 百 七十 二 號) 诳 京 市 
制を 設 くる ^ 願 (委員長 報吿) 

第 十三 (特別 報吿 第二 百 七 - (• 四號) 部落 改 
善の 請願  (委員長 報告〕 

第 十四 (特別 報吿 第二 百 八十 九號〕 家 3? 市 
場 法 中 改正の 詢願 (委員長 報告) 
第 十五 (特別 報吿 第二 百 九十 六號〕 滿洲競 
馬 法 制定の 請願 (委員長 報 ^ ) 

第 十六 (特別 報告 第二 百 九十 七號) 上半 山 
村に 無 集配 郵便局 設 ft の 請 Ml 
(委員長 報 ^ ) 

第 十七 C 特別 報吿 第二 百 九十 八號〕 野 崎郵 
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開始の 請願  (委員長 報吿〕 

第 十九 (特別 報吿 第三 百號〕 內日 郵便局に 
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第二 十 C 特別 報告 第三 百 一 號〕 沼 津及三 島 
郵便局 通話 區域 變更 の P 願 

(委員長 報吿〕 
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(委員長 報告〕 
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第二 十三 (特別 報告 第三 百 四號〕 吉田 村に 
一三 五 七 
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院透衆 Q 巧 同一十 R 第 


互に f (時 印.} K I- 之を 行 ひ 來りた る ものにして ®: て 
何等の 不都合を 惑せ さりし なり 然るに 一度 家 杏市 
場法行はれて以來一頭の馬匹を设贸交換せむとす 
るに も 幾多の 勞朽を 徒 ？? せ さるへから すして 農家 
の生瘁 1 し Jt 繁に堪 へさる もの あり 依て 家 ^ 市 
場 W 第！ 條 ょり 馬を 除外せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆辍院 (?. 邦 の S 日を 至 常な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 薄 ■決せり 佐て 通院 決 gr5 六十 五條に 依り 別 
冊 及御涝 付 候 也 

特別軺 街 第 百 五十 九 號， 

森 見 m ITr 

詰 願文 爵表第 一四 九六號 

家 杏市 場 法 中 改正の 請願 跃手縣 和 賀郡江 釣 

子 村 大字 北 鬼 柳 第二 十 I 地_ 字 田 中 I 番ノ 

一平 民 農 高 焐德兵 衞外百 三十 六 名呈 m  (紹 

介 議員 商 橋 慕 太 郎君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 馬匹は 農家 一般に 飼蓊し 以て 農業 

遝 搬 に ^ 用 され 從來 其の S" 買 交換 等は 當事者 相互 

に隨 時隨 葱に 之を 行ひ來 りたる ものにして 敢て何 

等の 不都合を 感 せ さりし なり 然るに 一度 家蓄 市場 

法 行は れて以 來一 頭の 馬 PC を K 買 交換せ むと する 

にも 幾多の 勞费を 徒 ?, i せ々 るへから すして 農家の 

生產を 害し 其の 繫に堪 へさる もの あり 依て 家畜 市 

場 法 第 一條ょり 馬を 除外せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 ? T 條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 吿第一 一 百 十二 號 

意見 * 

請願 文 胃 表 第 七 四六號 

W 屋取締 法 中 改正の 詰 願 朝鮮 京 城府 本 町 四 

丁目百十二番地平民質商橋本茂雄外七十七 

名呈 S  (紹介 1 :員牧 山耕藏 君〕 

同 第 七 四七號 

同上 朝鮮 平安 道 網 南 浦 府三和 町 九十 六番 地 

平民 質商片 掛みつ 外 九 名 早： m c 紹介 課， 員牧 

山耕藏 君) 

同 第 七 四八號 

同上 朝鮮 忠淸南 道 大田郡 大田而 木 町 一丁目 

平民 質 商 井上 冽 外 十 名 呈出 (紹介 議員 牧山 

耕藏 君〕 

同 第 七 四 九號 


同上 朝鮮 釜 III 府富平 町 二 丁目 三十 一番 地平 
民 fr. 商 上野 階右衞 門外 七 名 呈出 (紹介 議員 
牧 山耕駁 忍) 

同 第 七 五 〇號 

同上 朝鮮 京 城府 龍 山榮町 三十 M 番地 平民 龍 
山 質 尾 組合 取締 松本彌 三外二 十二 名 呈出 
(紹介 議員 牧山 耕駁 君)  . 

同 第 七 五一號 

同上 朝 鲜京畿 道 仁川府 花町 一丁目 五十 八番 
地平 民 質 商 板 倉 伊平 外 六 名 呈出 c 紹介 議員 
牧 山耕藏 君〕 

同 第 七 五 二 號 

同上 朝鮮 慶尙北 道 大邱府 田 町 四十 九番 地平 
民 質 商大 塚 健 治 郞外四 名 呈出 (紹介 議員 牧 
山 耕 藏 君〕 

同 第 七五三 號 

同上 朝鮮 咸鏡南 道咸興 大和 町 二 丁目 平民 質 
屋業武 藤雷藏 外 三 名 呈出 (紹介 議員 牧山耕 
藏君〕 

同 第 七 五 四號 

同上 朝鮮 平譲府 旭町 十二 番地 平民 山村 章 外 
十二 名 呈出 (紹介 議員 牧山 耕藏 君〕 

同 第 七 五 五號 

虱 上 朝鮮 全羅南 道 木 浦 府幸町 二 丁目 保 見つ 
ね 外 十七 名；！ EE 出 (紹介 議員 牧山 耕藏 君〕 

同 銪七九 五 號 

同上 朝鮮 全羅® S 光縣 郡光縣 東面 東門 道 二 
十二 番地 平民 質 商 千 原靜男 外 二 名 呈出 (紹 
介 議員 牧山 耕藏 君〕 

同 第一 四 九〇號 

同上 朝鮮 京 城府 惠化洞 百 十九 番地 平民 李完 

翼 外 二十 五名 呈出 c 紹介 議員 牧 山耕藏 君) 

右 請願の 要旨は 質屋 營業は 下層 社會の 金融 機 關と 

して 最も 必須の ものなる に 現 質屋 奴締 法は 明治 二 

十八 年の 制定に 係る を 以て 時代の 推移に 伴は す 却 

て 本 法制 度の 趣旨を 沒却 する もの あるを 以て 同 法 

中 (一〕 第三 條に 「確認 シタル 後」 と あるを 「認 

メタル 後」 と 改め (二〕 第五 條 第二 項に 「m 質 置 

主- 一 於 テ之ヲ 必要 トセ サル トキ ハ 交附セ サル コト 

ヲ煜」 との 趣旨を 附加 する こと (三) 第 十 一條 中 

r 經過ノ 後 何時 タリ トモ 其ノ 質物プ 處分ス ル コト 

ヲ徨 」 と あるを r 經過ノ 時 ヲ以テ 所有權 ヲ取得 ス 


」 との 趣旨に 改むる こと (四〕 第 十六 條を 「善 窓 
無 過失-- テ 盗品 又 ハ it 失 物ヲ質 物- |取 リタ ル トキ 
ハ 被害者/請求 -I 依リ 質 Jg 主 ハ K 金 半額 ノ辨 愤ヲ 
受 ヶ其ノ 物件 ヲ 返還 ス若 被害者 知 レサ ル トキ ハ 不 
正 品 タル n トヲ發 見 セラ レ タルト キヨ リ六 箇月 間 
保管. ゾタル 後 其 ノ所 有權 ヲ肢得 ス但 刑法 第二 百 四 
十條ノ 犯罪 物件-一 付 テ ハ此ノ 限-一 在 ラス ' との 趣 
旨に 改むる こと (五〕 現在に 於て 不正 業者 ほ 組合 
員 以外の 者に 多く 爲に 善良なる 組合員 も 不利益の 
取締を 受 くる 有糅な るを 以て 强制 組合に 關 する 規 
定を 以て 自ら 響 制する の 道を 開く と共に 取締 上の 
利便に 供す る こと 等の 諸點を 追加 改正せられ たし 
と|^ふに在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擦す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 佐り 別 

册 及御浍 付 候 也 _ 

特別 報吿 第二 百 七十 二 號 
意見書 

読願文書表第一六五四號 
東京 市制を 設 くるの 請願 東京 市長 法學 博士 
子爵 田 尻 稻次郞 呈出 (紹介 議員 鳩 山 一郎 君 
外 七 名) 

右 請願の 要旨は 東京 市は 輦 載の 下に 在る 帝 國の首 
府 にして 人口 二百 四十 萬を 有し 一歳の 經費茭 出總 
額 五 千 萬圓に 達し 又 布の 事業と しては 目下 著 手中 
の もの 及 將來に 起工 完備を 要する 大事 業 多々 あり 
其の 規模の 廣 大 にして 經營の 多端なる 各市 各府縣 
と 比すへ くも あらす 然るに 斯る 大都市を 律す るに 
他の 小 都市と 同一 市制を 以てせん とす 容易に 其の 
治績を 擧 くる 能は さる や 論を 俟た す是を 以て 本 市 
をして 普通 市制の _絆 を脫し 特別 高級の 市制を 布 
き 内務 大 E の 監督に 直屬せ しめ 市內に 於け る衞生 
交通に 關す る簪察 事務を 掌理す る 等 本 市の 現狀に 
鑑み 本 期 議會に 於て 帝都に 適合す へき 新法を 制定 
し 東洋の 大都市た るに 耻ち さらし めら れ むこと を 
東京 市會の 議決を 經て 請願す と 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て _院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 5S 付 候 也  I 
特別 報吿 第二 百 七十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 六 37; 號 


部落 改善の 15 願 京； £ 苻识 ^ 市下京 ^ 屯七胙 
下 之 町 十 番地 ^ 社 £1 明 石民强 外 九 名 呈出 
(紹介 蕺貝福 井 三 郎君 外 六 名) 

右 請願の 要旨 IX 我 か國に 於て 四民 平等 o LM -UIJ lt 
先帝 陛下の 御 ^ 文に teo て 明な り 然るに 現 時 !, 1 持 
種 部落を 云爲 して 輕侮 賤祓す る 嫌 あるは 油に 1 H 代 
の 恨事に 屘す 依て 政府 {i inf る擗 害を 打 政し 部落 ivi 
の 改善を Ef 行し 一般 國 民と 和衷 協調し 四民 平等 一 
祓 同仁の 型 旨を a 撤し 以て K 'K の 福利を 射 進せ 
られむ ことを 私見 案を 具して 請願す と 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 誠め 之を 採 探す へ 
きものと 詆決せ 〇依て議院法第六十五條に依〇別 
冊 及 御 送付 候 也  I 

特別 報告 第二 百 八十 九號 
意見書 

請願 文書 表 第一 七 二 六號 
家畜 市場 法 中 改正の 請願 宮城 縣名収 郡 岩 S 
町 字柬館 下 一番 地 士族 農 古内 省 三郞外 百 八 
十 名 呈出 (紹介 議員 村松龜 一郎 君 外 一名) 
同 第一 八 八八號 

同上 靑森縣 上 北 郡 百 石 村 字 上 明 堂 九番 地 士 
族 商 高 橋 歌 吉外 三十 九 名 呈出 (紹介 闊员 高 
橋嘉太 郎君〕 

右 請願の 要旨は 馬匹は 農家 一般に 飼蔻し 以て ^ 業 
運搬に 使用され 從來其 の賣買 交換 等は 當事者 相互 
に 臨時 隨意に 之を 行ひ來 りたる ものにして© て 何 
等の 不都合を 感せ さりし なり 然るに 一度 家畜 市場 
法 行 はれて 以来 一頭の 馬匹を 賣買 交換せ むと する 
にも 幾多の 勞費を 徒費せ さるへから すして 農家の 
生產を 害し 其の 繁に堪 へさる もの あり 依て 家 ??? 市 
場 法 中 第 一條ょり 馬を 除外せられ たしと 謂 ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 P  _ 

特別 報吿第 二百 九十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 五 五號 
滿洲 競馬 法 制定の 請願 東京 府斑京 市 麻布 區 
竄笥町 六十 三番 地 士族 出版業 牛 丸潤亮 呈出 
(紹介 _员 古川 淸君) 

右 請願の 要旨 ほ 內地の 馬 四 改良 方法に 付て は 他に 


家帟 市場 法 中改 IH の 請願 外 十七 件 


三六〇 


院眾衆 钤菝阀 帝 回一 十四 第 


途 あらむ も 邦人 か滿 A 及！！ 比 利亞 方面に 活動す る 
には 特に 馬匹に 對する 組 想を 普及せ しむる に 在り 
其の 方法と して 馬券を® 行して 競馬を 行は しむる 
を 以て 圾拖徑 なりと す 殊に 滿洲 地方に 於て 行 ふと 
きは ^ -,'r 方面の 思 PC を 課 致 改良す ると M 時に 在住 
邦人の 事業と して 諸 M の牧薄 及 家 TS 飼 赛等 の發達 
を < JR 闕し 殖民 地發 M 策と 相俠て 有効 適切なる 方法 
な 〇 依 て 政府は 速に . TS 洲に 適 W すへ き 競馬 法を 制 
定し 邦人の 馬 W に對す る 思想の 向上と 共に 91 也 .(!0 
匹の 改良を 計り 他日 ^ ijf の / IJ に ^ せられた しと 1 i 
ふに 在 〇 

衆議院 ほ 共の ® i 皆を 至 常な りと 認め 之を 採！ S すへ 
きもの， J II 決せり 依て 讓院法 第 六十 五 临に 依り 別 
冊 及御浍 [ f-l flv. 也  I 
特別 報吿！ S 二百 九十 七 號 

謂願文畀表第1|五號 

上 牛 山村に 無 旭 fie 郵 侦 局設 la の 11 願 高 知縣 

高 岡 郡 上半 山村 長 西岡寬 M 出 (紹介 謎 a 岡 

FH 榮  M) 

右 謂 問の 要 SH は 商 知 縣！ £ 岡 郡 上半 山村は 户數 七； 2 

七十 餘戶 を冇し 村 内の 中央には 高 知 種馬 所 上半 山 

村 秫圮所 及 製糸 H 場 等 ありて 郵 OJi JJf 務の 繁多なる 

に拘ら す 所轄 郵便局に 到る に ほ l m 乃至 三 里 ある 

のみなら す 交通 不 间 なる e 關係 村民の W 難® から 

す te て上屮 山村に 無 集配 郵便局を 設 S せられた し 

と 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 tr を： 中 -i'.'- ill なりと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 鞔決 せり te て 沭院法 第 六十 五條に 依り 別 

肪及御 送付 蚁也  I—  I 

特別 報 吿第二 百 九十 八號 

r( 見迅 

謂 願文 5 $:衷 第 七 九 四 號 

野 崎 郵便 ^ に 雄 it' JJf 猝 開 始の颉 齡扔 木縣那 

須郡野 崎 村 挺 蓮 見ぬ 太郎外 三十 四 名 呈出 

右# 冏 の 要 @ は 拆木縣 那拟郡 野 崎 村は 戶數六 百 餘 

A nwr を冇 し 3i 北 本線 <3: 村の 中央を 傾 斷し野 崎 

II を控 ふるを 以て 多數 貨物の 出 人 あるの みならす 

各 邱 -Iri 嬰なる 產 物に W み 就 屮祚 E 秋 三 期の 馬市 等 

ありて 取引の 籾 繁に伴 ひ郵侦 事務の 劇增 を來 すの 

みならす { P, 公 讲の 設立 ありて 通 f,i 两關 の完 妯 を 嬰 


する こと 切なる もの あ〇 然るに 野 崎 郵便局には 集 
配 艰務収 扱な き 爲道 路險恶 にして 遠隔なる 佐久山 
局を 經由 し逆绘 集® する か然ら されは 其の 他の 隣 
局に 至 ote 托する か 如き 有 12 にして 不便 尠から す 
te て 右 sf 崎 局に 雄 配 邪 務取 扱を 開始せられ たしと 
謂 ふに 在り 

衆鄧皖ほ其の趣旨を至常な〇と認め之を採摺すへ 
きものと 翻 決せり te て讁院 法 第 六十； 31: 條に依 〇 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 11 百 九十 九號 
篇見害 

謂 願文® 我 m 1 五 五四號 
彥島村 郵便局の 位置を 變：史 し 並 集配 事務 開始 
の 請願 山 口縣覺 浦 郡彥島 村長植 田 謙輔呈 
出 (紹介 誘 員 渡 邊祐策 君〕 

右 請願の 耍 ir lx 山 口 縣豊浦 郡彥岛 村は 近年 村內字 
西山に日本命龆株式會社彥島製錬所及諸會社エ場 
等の 設 H に 伴 ひ 俄に 戶數及 人 tl の 佾加を 來し從 て 
通信 事務 も 又 繁忙を 極む 然るに 集配 事務 (X 村 内 西 
端に 在る 元 浇乌 郵便局ょり 其の 東端に 在る 江の 浦 
局所 宵に 移された る 結果： 个 便© からす 試に 其の 便 
否を 調査す るに 江の 浦 局 集配を 便と する 戶數千 四 
百 六十 一人 n 六 千 八 百 八十 八に 對し彥 島 局 集配は 
戶數 二千艽 百 十四 入口 一 萬 一千 八 百 六十 七に して 
殆と 後 sf は 前荠の 二倍に 垂む とす 依て 彥島 郵便局 
を彥島 村 字 本 村に 移 轉し冏 時に 集配 事務を 開始し 
て關係 村 设の利 便を 計られた しと ^ ふに 在り 
衆 謎院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採！ £ すへ 
きものと 議決せ り te て 諮 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報 街 第三 百號 

rc 見 fi 

詰 願文 19 表 钫 I 五 四三號 

內 n 郵便局に 雷 信 事務 開始の 請願 山 口縣豊 

浦 郡 内 日 村 大字 楠 田 千 二百 四十 一番 地平 民 

熳 竹永豁 一外 五十一 名 呈出 (紹介 議員 越邊 

祐策 君〕 

右 請願の 要旨 <3: 山 口縣® 浦 郡 内 日 村は 戶數 六； C 有 

餘 人口 四千に 達する 郡 內有數 の大村 にして 東北 地 

方より 下 關方 面に； g する 要路に 常 〇從 て該 地方と 

の 取引 頻繁なる に拘ら す 電信 事務は！ 一里 餘 を ® る 

隣 局の収 扱に 係り - K- の 不便 尠 からす 依て 前記 內日 


郵便 / rij に 電信 事務 収扱を 開始し C 村民の 便利を 計 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 (3: 其の 趣旨を 至當な りと 11 め 之を 採 擇 すへ 
きものと _決せり 依て 議院 法 第 六十 J.: 條に 依り 別 
冊 及 御. 送付 候 也 

特別 報 ff 第 三 百一號 
意見書 

請 M 文 ffj 表 第一 五 四 五 號 
沼 滓 及 三 島 郵便局 通話 區域雜 £ の 請願 靜岡 
縣隧似 郡 沼津町 長大 場 藤 :-/ 5; 郞外七 名 呈出 
(紹介 議員 岩崎勸 君) 

右 請願の 要旨は 靜岡縣 駿東郡 沼 雉 町 及 三 島 町は 駿 
豆兩 州の 咽喉に 在りて 唇 齒の關 係を 有し 商 収引其 
の 他 公私 一般の 交通 及 通信 上 極めて 密接なる もの 
あり 加 之 近年 工業の 發 達に 伴 ひ 附近 村落に 件 種の 
H 塌設置 せらる る もの 多く 交通 取引の 狀况ほ 殆と 
同一 市內 の® を 里し 從て 前記 雨 WJ 間に 於て m 外 通 
話の 肢 扱を 受 くる ことは 通信 上 常に 敏活を 缺き且 
不利益の ことに 儲す 依て 現在の 沼津 郵便局 及 三 島 
郵便局 M 域内の m 話を 同一 加入 區域 と爲し 市外 通 
話 料金を 徴せ さる ことに 變更し 以て 關係町 村民の 
便利を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆 P: 院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きもの， 翳 決せり 依て K 院法第 六十 五條に 依り 別 
M 及 御 , is 付 候 也 

特別 報告 第三 百 二 號 
意見書 

詢願 文霄表 第一 31: 四七號 
奈留岛 P 便 局に ® 信 事務 開始の 請願 長崎縣 
南 松 浦 郡奈® 島 村長 宿 輪 単 爾 呈出 (紹介 議 
員 牧山耕 藏君) 

右 請願の 要旨 ほ 長崎縣 南 松 浦 郡 奈留島 村 {3; 人口 四 
千 九百餘 を 有する 五島 列島 中の® 要の 地に 在る 漁 
村に して # 地方に 對す る產業 上の 取引 盛な 〇 殊に 
毎年 夏 秋の 鰹の 盛 漁期に 於け る 餌鳃 の轉邊 ほ 極め 
て 敏速を 要し 分秒を 爭 ふか 故に 之 か 通信の 便に 據 
らさ るへから す 然るに 電信 事務は 福 江 局 若 {X 奈良 
尾 局の 取扱に 係る を 以て 常に 通信の 敏活を 缺 くの 
みならす 其の 仙 直接 間接に 航海 h 及 漁業 上 蒙る不 
便！ f 利尠 からす 依て 前記 奈留島 郵便局に 電信 事務 
収 扱を 開始して 村民の 便益を 計られた しと 謂 ふに 
在り 


衆一院 は 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り te て 81 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 缶 第三 西 三 號 
意見 戢 

請願 文書 表 第一 五 五六 號 

五千石 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 烏収縣 
西 伯 郡 五千石 村長 生 田 熊三郞 外 一名 呈出 
(紹介 議 « 臼 田久內 君〕 

右 請願の 要」： n は 烏 E 縣西伯 郡 五千石、 幡鄉 •尙德 
の三箇 村は 米 子 町を距 る 三 里餘米 子， 津 山間の 沿 
道に 在り 從て岡 山縣ド 西方 谷 郡 及 岡 山 市を 控へ又 
備中 ，備 後の 西 東北に 隣接し 其の 交通 上の 要衝た 
り從て 通信 事務の 如き も 敏活を 要するに 拘らす 集 

配 事務は 二 里 餘を隔 つる 米 子 其の 他の 局に J1 し不 
便尠 からす 依て 前記： A 千 石 郵便局に 集配 ijl 務を開 

始 して 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り . 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 謅 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 [# 候 也 _ 

W 別報 吿第 三百 四號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 五三 號 
吉田 村に 郵便局 設置の 請願 千 葉縣 香 JS 郡吉 

田 村 二 千 九 百 七十 番地 椎名和 介 外 百 七名呈 
出 (紹介 銻 員吉植 庄 一 郎君) 

右 請願の 嬰 旨は 千 葉 縣香取 郡 吉田村 外 二 箇村は 戶 
數 合計 千 三百 三 十四 人口 八 千 四百 四十 有餘を 有し 
近時 產業 著しく 發展し 殊に 吉 [11 村に ¢3: 小 0 組 製糸 

業會 社の 出張所 ありて 其収 引苒 多く從 て 通信 事務 

又增 加す 然るに 郵便物は 所_ 八日 市場 及 多 古の 兩 
局ょり 一旦 該村 落を 通過 遞逡し 更に 遞浍 配達 せら 
るる 狀况に 在り 殊に 多 古 局日吉 村 間を 流る る 栗 山 

川は 年々 出水 氾濫し 交通 杜絶す る こと ありて 其の 
不便 尠から す 依て 吉 田、 日吉販 高の 三箇 村と甍 榮 

村の 一部を 併合 管_區 域と 爲し 前記 吉田 村に 郵便 
局を 設逋 して 村民の 利 . ffi を 計られた しと 謂 ふに 在 
り 

衆 誔院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙す へ 
きものと 諺 決せり 依て _ 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送 f-J- 候 也 

特別 報 苦 第一 一 一 百 K 號— 

一三 六 一 


1 :半 山村に 無 垅配郵 仙 局設 H の fs 願 外 七 件 


院麫衆 分 誘頌帝 河一 -I-W" 


多 SI 尾 村に r-ic . -K ffi 三等 郵® 局設 a: の！：' ' Tri 願 外 十 件 


S 見 贯 

請願 文 B： 表 第一 六 5rr 五 號 
多羅 尾 村に热 ：犯 配 三等 郵便局 設 H の 諸 願 溢 
K 縣甲 M 郡 多 妊 尾 村長 北 崎 辩 太郞虽 出 ( 紹 
介 P 員并上 敬 之 助 君) 

右 請 K1 の婴旨 ほ 滋贺踩 甲贺郡 多羅 尾 村 ほ 郡の 南端 
に 偏在し 3< 南は 伊賀 國に 西 {3; 山城 國に界 し 山岳 ® 
® の 間に M 立す る I 村 部落に して 戸數 使に 百 九十 
% 人口 約 一千に 過き さる も 村 内には 著名なる 陶器 
及 製茶の 產地 として 年々 產 rl 百茁圓 に 達し 谷地 方 
との 取引 盛な り 其の 他 米 -S •木炭、 林產等 の 1 g ui 
多く 之 等 取引 上 郵便 事務 多き に拘ら す 所轄 長 野、 
朝 K 雨 局に 至る に (3-. 遠隔 . H. 難路に して 其の 不便 名 

狀すへ からさる もの あり te て 前記 多羅 尾 村に 無 集 

配 三等 郵便局を 設岡 して 村民の 利便を 計られた し 

と 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 揮す へ 

きものと 餓決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 街 餡 三百 六號 

葱 見® 

謂 願文 f» 表 第一 六 . 77; 六號 

大野 郵便局に 集配 斟務肢 扱 開始の 請願 滋 M 

縣 帀 賀郡大 1? 村長 長 政次郎 呈出 (紹介 議員 

井上 敬 之 助 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 滋賀縣 甲 賀郡 大野 村は m 海道の 耍 

歯に 當〇 水 n 土山兩 町の 間に 介在し 明治 七 年 集配 

事務 取扱 局に 指定せられ 其の後 陂局と なり 同 四十 

二 年 現在の 無 集配 局 設置せられ たり 爾後 產 業の發 

展と共 に 通信 事務咐 加した るに 依 〇 旣に雷 信 m 話 

事務 取扱を 開始し 殆と 通信 機關 は完 からむ とすと 

雖 集配 事務の み 水口 局の 所管に 13 する を 以て 一日 

陆に 二一 间 配達す るに 過き され (3: 其の 不利 不便 尠 

からす 依て 右 大野 郵便局に 集配 事務 肢 扱を 開始し 

て 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擦す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第三 百七號 

意見 ® 

請願 文® 表 第一 六 六四號 

德島 郵便局 電話 普通區 域 編入の 請願 德烏縣 


名诳郡 國府 PT 骰音寺 三百 三番 地平 民 刺 薬 業 
富 松武助 外 一名 呈出 (紹介 議員 原 田 佐 之 治 
君) 

右 請願の 要旨は 德島縣 名 31 郡國府 郵便局の 管 區は 
德島 局 m 話 普通を 爲す もの％ 加した るに 拘らす 公 
衆 笛 話は 獨國府 局に 設備せ ら るるの みなる を 以て 
住民の 不利 不便 大な〇 依て 國 府局內 伊豫 街道に } S 
ふ 諸 部落を 德島 郵便局 m 話 普通 區 域に 編入せられ 
たしと 111 ふに 在り 

衆蕺院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

塒 別報 吿第三 百八號 
意見書 

請願 文書 表 第ニ ハ 六六號 
芝生 郵便局に 電信 電話 事務 開始の 請願 德島 
縣三好 郡 三 野 村長 平 尾 周 策 呈出 (紹介 議員 
原 田 佐 之 治 君〕 

右 請願の 要 2 日は 德島縣 三 好 郡 三 野 村は 郡 內の大 村 
にして 而も 商工業は 發 達し 就中 麗 業 及 製糸 事業は 
縣 下有數 の 生產 額に 達し 爲 に京濱 間の 取引 頻繁に 
して 通信の 敏活を 要する も 其の 機能を 缺くを 以て 
® 當 局に nfj ls したる も 未た 其の 目 柄を 果 さす 殊に 
三野枕 ょり 電信 事務 収扱 局た る三庄 村 江 口 局に 至 
るに (X 洪水 多き 吉野 川を 挾み 交通 杜絶す る こと ffl 
なり te て 施設 费ほ 村民に 於て 負擔 すへ きを 以て 所 
轄芝牛 ： 局に 電信 電話 事務 取扱を 開始して 村民の 便 
益を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 三百 九 號 

意見書 

請願 文書 表 第一 六 七四號 

西 志 和 郵便局に 電信 並 集配 事務 取扱 開始の 請 

願廣島 縣加茂 郡 西 志 和 村 大字 別府 七十 一 

番邸 平民 農 三 宅 太郞外 十四 名 呈出 e 紹介 翳 

員 小 池 仁 郎君 外 一名〕 

右 請願の 要旨 ほ 廣島縣 加 茂 郡 西 志 和 村は 戶數九 百 

人口 ？;: 千有餘 に 達し 郵便物 激咐 したる に拘 らす電 

信 強 集配 事務 ほ 遠隔なる 志 和 堀 局の収 扱に 13 する 

を 以て 其の 集配 常に 遲延 を來し 不便尠 からす 依て 


前記 西 志 和 局に 電信 並 集配 事務 取扱を 開始して 村 
民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院；！ i 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 謬 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第三 百十號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 八 二 號 
高 田 郵便局に 特設 電話 設崮の 請願 11 島縣大 
沼 郡 高 田 町 田 川 村 組合 長 外 井 喜 章 外 一名 呈 
出 (紹介 議負八 田宗吉 君〕 

右 請願の 要旨. ほ 福 島 縣大沼 郡 高 田 町 及 永 井野 村は 
人家の 隣接す る こと 恰も 一町 村に 等しく 而して 高 
田 WJ には 國幣 大社、 伊佐 須美 神社、 高 田 P 察蕺、 
大沼電 燈會社 等 あり 且將來 商 H 業の 繁榮大 に 見る 
へき もの あるを 以て 高 田 郵便局に 特設 電話を 設置 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採播 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 51 付 候 也 

特別 報吿 第三 百 十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第. H ハ 八七號 
平野 郵便局を 二等 局に 變更の 請願 福 鳥縣石 
城 郡 平 町長 伊賀 員正 呈出 (紹介 議員 高 岡 唯 
一郎 君) 

右 請願の 要旨 ほ 福 島縣石 城 鍵 葉の 兩郡ほ 東北 唯一 
の 鑣業地 にして 之 か 採掘の 爲に 設立せ る！ 一十 有餘 
の會社 及來往 S? は 皆 石 城 郡 平 町を 中心と ぜ るを 以 
て 通信 機 關の完 脯 を 期す る や 切なり 依て 現在 特定 
三等 局を 二 等 局に 變更せ られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御缀 付 候 也 

特別 報告 第三 百 十二 號 
意見書 

請願 文書 表茁 H ハ 九 二 號 

大代 郵便局に 電信 事務 開始の 請願 德島縣 板 
野 郡大津 村長 齋藤 寅 J.: 郞呈出 (紹介 議員 原 
田 佐 之 治 君) 

右 請願の 要旨は 德島縣 板 野 郡 大津村 大代 ほ 戶數二 
百 三十 人口 一千一 ii 百に pi ん とし 撫養 町、 德島市 間 


I 三 六 二 

に於ける一大部落にして.：、 -:- .:, ドフ.-.: と柑探 て 
通信 搏關の 完備を 要す 然るに 電信 事務は 連 N8 なる 
撫養岗 又は 西 堀 JI: 局 〇 :へ投に係るを以て：卜阽肜か 
らす 依て 前記 大代 郵便局に 笊 m 坩務取 扱を 開始し 
て 村民の 利便を 計られた しと 調 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 常な 〇 と 認め 之を 採 捋すへ 
きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 ? T 肢 に te り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _  _ 

特別 報吿第 三百 十三 號 
窓 見 S 

請願 文®； 我 第一 六 九 三 號 
大代 郵便局 特設 電話 新 加入 若 許可の 請願 德 
島縣板 野 郡 大律 村長齋 藤 寅 五郎 呈出 (紹介 
議員 原 田 佐 之 治 君) 

右 請願の 要旨は 德晶 縣板蚜 郡 大津村 大代 郵便局に 
設置せ る 特設 電話 加入者 ほ 大津 村役場の 外 一名に 
して 他の 加入 出願漭 には 之を 許可せられ さる ほ 村 
民の ;* 遺憾と する 所な 〇 依て 其の 新 加入 出願者に 
も 許可せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採熠 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 S: 條に依 〇 別 
冊 及御浍 付 候 也—  I 
特別 報吿第 三百 十四號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 九 四 號 
安塚 菱里 郵便局 間 電信 事務 開始の 請願 新 潟 
縣束頸 城 郡 菱里 村長 榮口孝 呈出 (紹介 誘 員 
丸 山 « 治 郞君〕 

右 請願の 要旨は 國民 生活 上文 明の 利器は 一日 も缺 
くへから す盘に 政府に 對し新 潟 縣東頸 城 郡 安塚、 
菱里兩 郵便局 問に 電信 事務 開始の 義を出 願した る 
も 未た 其の 設備を 見る に 至らす 依て 大正 八 年中に 
之 か 開始 ありた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採撻 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報吿 第三 百 十五 號 
意見書 

請願 文 害 表 第一 六 九八號 
三 山 木 郵便局 管轄 區域を 變更し 集配 並 電信 事 
務 開始の 請願 京都府 綴 喜 郡 三 山 木 村長 木 
屋獅 一郎 外 二 名 呈出 (紹介 謅 M 神 谷 41 男 


r 譯衆尙 誘 K'TTfirn — - r 四 第 


5 

右 詔 願の 要旨は M 都 府辍- V:: 郡 彐 山 木 •普 K 寺 及 ffl 
樂郡泊田の ~ :箇村ほ戸©合計千 ?| 七十钌餘ぁ0て 
其の 村民は 怨商を 業と し 其の 中： なる 茚物は 米涊 • 
茶* 繭 等に して 就中 製茶の 茚地 として 著 fi なり 從 
て 其の 収引 繁多に して 常に 通信 yj 務の敏 活を耍 す 
るに 拘らす 彐山木 局 ix 集® 4f 務シ収 扱は さる e 村 
民の 蒙る： 个利尠 からす te て Hij 記 ^ 贤寺 及 ffl PI の 二 
简 村を 分割して 三 山 木 局！： M 轄 M とし IL 同局に 集配 
並 電信 事務を 開始して 村 K の 利 ® を 計られた しと 
謂 ふに 在り 

衆 鞔院ほ 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 摺ずへ 
きものと 詡決せ り 依て 謎 院法第 六十 7,: 條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  _ 

特別 報 街 第三 百 十六 號 
3S 見  S 

請願 文 K： 表 第一 六 九九 號 

野洲 町に 特設 m 話設 蹬 の ? 15 願滋 贺 縣野洲 郡 

野洲町長辉山平吉外四十一名里出(紹介鄧 

員 井上 敬 之 助 君〕 

右 請 阏の耍 旨は 溢 H 胺野洲 郡 野洲 町は 郡の 中樞に 

位し 交通 運® 上 m 要の 地位を 占め 殊に }? i 海 m 線 野 

洲 驛の設 [« せらる る や 郡役所 其の 他 谷 種の P 關撕 

はり 商 丁： 菜の 勃興に 伴 ひ 11 物 常に 軸 骹し収 C5I 驻た 

盛な り從て 町民は 特設 m 話 架設の 必要を® し！！ 當 

局に W 願し 架設 » は 有志に 於て 铬附 すへ き 旨を 具 

陳し たるに 拘らす 未た 其の n 的を 達せ さるは itt 憾 

なり 依て 速に 野 洲町に 特設 m 話を 架設して 町 民の 

利便を 計られた しと 115 ふに 在り 

衆窈院 は 其の 趣 Iff を： 由 常な りと 認め 之を 採！ £す へ 

きものと 誘 決せ 〇伤 て 誘‘ 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿一 S 三百 十七號 

意見 S 

請齡 文 ^ 表 ? B 一八 四三號 

頴挂村 上 別府 w- 戶に無集配郵便局設阎の請願 

萌兒 U 縣楫宿 郡 颖娃村 上別府 ill 百 九十 七 番 

戶平民 is K 代 三 之 助 外 六 名 呈出 (紹介 誘 H 

志々 e 藤 彥封〕 

右； 1願 の 要旨 |± 鹿兒 B 縣扮衔 拙顯 娃村上 別府ほ 戶 

g; 八' ra 冇餘职 校 巡 奄 駐在所 及 W 有秫馬 秫付所 等 fc 

るの みならす 出稃人 多くして 通信 琪務尠 からさる 

野 洲町に 特設 笛 話 設 K の 調 願 外 八 件 


に拘ら す 所 辟® 他 局に 至る には 淙隔 ,|1. _路 に して 
S 不便な り 依て 右 2 i 蛙 村 上 別府靑 戶に無 集配 郵便 
局を 設置して 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在 

り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採捋 すへ 
きものと 議決せ り 依て 踽院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報齿第 三百 十八號 
意見® 

請願 文 ? ? 表 第一 八 四五號 
猿 川 村 大字 田に 三等 郵便局 設置の 請願 和歌 
山 縣那賀 郡 猿 川 村 大字 松 ヶ峰百 六十 六番 地 
平民 農 柬浦 ffi 太 良 外 六十 一名 呈出 c 紹介 議 
貝 兒玉亮 太 mss 外 一名) 

右 請願の 要旨 (5: 和歌 山 縣那贺 郡 猿 川 •細 野 二 箇村 
及 上 神 野 村 大字 赤 木、 高 畑， 桂 網の 三部 落 ほ 戸數 
合計 六 百 人 C 三千 五 百餘を 有する 農村に して 木材 
木炭 其の 他 谷 種の 物 節に 富み 殊に 筠業 の發展 著し 
く 其の 取引 K 盛な り從て 郵便 事務 日を 逐ふ て激唞 
する に拘ら す 所轄 局を fifi る こと 遠く 郵便物の 集配 
に 多くの 時日を K し： 个® 尠から す 依て 前記 二 箇村 
三部 落を 一 區域 と爲し 其の 中央た る 猿 11! 村 大字 田 
に 三等 郵便局を 設 iffl して 村民の 利便を 計％ れたし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ JI- の 趣 & を 至當な りと 認め 之を 採挥 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 謎院法 第 六十 3r 條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也  —II 
特別 報 f?! 第三 百 十九 號 
^ 見軎 

謂 願文 S 表 第一 八 八〇號 
志 木 町 郵便局 m 話 急設の fpj 願 埼玉縣 北 足 立 

郡 志 木 町長 三 上 ^ 兵 衞外四 名 呈出 (轺 介議' 

M 秦毁助 君 外 一名〕 . 

右 請願の 要旨 ほ 埼玉縣 北 足 立 郡 志 木 町は 縣 廳を跑 

る 二 ffi 强四通 八達の 要地に して 商業 夙に 隆盛を 極 

め附近亦趿エ發遝著しく同町近時の盛况は大正四 

年度の 統計に 見る に ®: 上 鐵道志 木 驛の乘 客數三 萬 

七 千 餘 を - W し 鐵道及 舟揖の 便に 依り 貨物の 集散す 

る もの 夥し II. 商業 収 CJI 等に 要する 電信 電話の 發受 

七 千 二 西 通に 達し 之 か發受 ほ ^ 趼離 遠き 大和 田 局 

又は rtn 和 局に fe ら さるへから すして 住民の 被る 不 

莉不便 © 少なら す 依て Fr] 町 所在 志 木 町 郵便局に 電 


話を 急設せられ たしと IW ふに 在り • 

衆議院は K の 趣 J PJ を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 5rr 條に 依り 別 
冊 及 御 ,； S 付 候 也 

特別 報告 第三 百 二十號 
意見書 

請願 文 W 表 第一 八 八 三 號 
上 市 村 井村 字 足 立に 郵便局 設置の 請願 岡 山 
縣阿哲 郡 上 市 村長 石垣 直 人 €• 出 (紹介 議員 
西 村 丹治郞 君〕 

右誚 願の 要旨は 岡 山縣阿 哲郡上 市 郵便局の 管 g 區 
域に 關する 上 市 村 大字 井村の 內字足 立、 田 曾、 芋 
原， 吉 川の 各部 落 ほ 同局を 跑る こと 一一 里 半 乃至 三 
里な 〇 就中 字 足 立の 地は 戶數 四十 有餘 にして 諸般 
の 便 K を 占め H. 北米 合 衆國に 移住せ る 者 三十 有 餘 
名に 上り 巨額の 绘 金を 受領し つ、 あるに 拘らす 三 
里餘 を隔 つる 郵便局に 至ら さるへから さるは 關係 
住民の 苦痛と する 所な り 又隣 接 神代 村 大字 油 野は 
地域 廣濶 にして 所轉釜 郵便局に 至る には 二 里 乃至 
三 里の 行程を 有し 是又關 係 住民の 苦痛 尠 からさる 
を 以て 前記 上 市 村の 足 立 以下の 谷 部落 並 神代 村大 
字 油 野を 集配 區域 とする 郵便局を 上 市 村 大字 井村 
字 足 立に 設置せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 {3: 邦の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採摆 すへ 
きものと 載 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報告 第三 百 二 十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 八六號 
大 崎桐ヶ 谷に 無 集配 郵便局 設置の 請願 東京 
府荏原 郡 大崎町 大字 桐ヶ谷 二百 九十 八 ■番地 
藤 田 淺次郞 外 十七 名 呈出 (紹介 議員 高木 正 
年 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 東京 府荏原 郡大崎 町桐ヶ 谷 (3: 郡の 
西部 諸 町村を 聯絡せ る大幹 道に 臨み 人馬の 往来 諸 
H 場の 建設 夥しく して 繁榮を 極め 爲替 貯金 等の 郵 
便 事務 激增 したる に 拘らす 郵便局の 設置な く 不便 
尠から す 現 時 幸に 局舍に 適する 新築 家屋を 有する 
に 依り 特別の 詮議を 以て 桐ケ 谷に 無 集配 郵便局を 
設置して 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと P 決せり fe て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 御 送 1-J- 候 也 

特別 報吿第 三百 二 十二 號 
意見 * 

請願 文書 表 第一 九 一七 號 
富 河 局を 集配 郵便局に 變 11 の 請願 山梨縣 南 
巨 摩 郡 富 河 村 一番 戸平 民® 望月 角藏外 七 百 
六十 一 名 呈出 (紹介 議員 福 井； 一一郎 君 外 三 
名) 

右 請願の 要旨は 山 梨 縣南巨 摩 部 富 河 村は 戶數八 百 
人口 六 千に して 隣村 萬澤に 比し 遙に隄 れ〇 然るに 
富 河 郵便局 ほ 無 集配 局な れは 萬澤 局を 經て 一日 一 
回 配達せ ら るるに 過き すして 不便 ®! からす 依て 富 
河 局に 集配 事務を 開始して 村民の 利便を 計られた 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採摆 すへ 
きものと 議決せ oft て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御绘 _  I 

特別 報 ff 第三 百 二十 三 號 
意見書 

請願 文 《 表 第 一九二 六號  • 

靜浦 村に 無 集配 郵便！ E 設蓝の 請願 靜岡 縣隧 
東 郡 靜浦村 志 下 三百 五十一 番地 ノ  ー 佐 藤 S 
太郎 呈出 C 紹介 調 員 岩 崎 動 君) 

右 請願の S? 旨 ほ靜 岡縣駿 束 郡靜浦 村は 郡の 東南 端 
に 位し 戶數 一千 有 餘駿河 _ を控へ 殊に 同村 字 志 下 
は 沼津 御用邸の 所在地に 接近す るを 以て 貴顯 紳士 
の 他 學 生團體 の 避暑 寒 客の 來往 逐年 頻繁を 加へ 從 
て 郵便 事務 も激咐 す 然るに 所_江 ノ浦 局に 至り 所 
用を 果 すには 不便 尠から され (3: 靜浦 村 志 下 保養 館 
の 附近に 無 集配 郵便局を 設置して 村民の 利益を 計 
られた しと 謂 ふに 在 〇 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 三百 二十 四號 
意見書 

請願 文 霄表第 一九二 九號 
靜浦 村を 沼津 郵便局の 電話 通話 區域 に rl 入の 
請願 靜岡 縣駿束 郡靜浦 村長 佐 藤 祐次郞 外 
三十 五名 呈出 (紹介 _ 員 岩崎勸 君〕 

右 請願の 要旨 13; 靜岡 縣駿東 郡靜浦 村は 郡の }? i 南端 
に 位し 沼津御 用 邸に 接近し 戶數 一千 餘を 有し 駿河 
二 一一 六 三 


院誘衆 帝冋 一-- ! 


一 { /-*. 郵便局に ':| ^ 並说话 |^ 務開姶の請顆外九件 


e に E み' 光 ^ 作なる のみなら す 村民は 润槳商 菜 
を ^ み 消®' の 生 m ri 額 年々 二 百 萬 E1 を 超へ 又 石材 
rr 炭の 物資に 富み 其の 取引 甚搏な り 加 ふるに 沼 律 
三 S 町 及 共の 附近は エ 菜 著しく 勃興し 大 H 場 及 m 
is JT-. (户阁 の 5fr 設 ありて 前記 物資の 供給 1-. 通 信 勝 y 
の 敏速を 感する こと 切なり 然るに m 報 {i 江/浦 局 
扱に 依る も 多くの ? 3 用を耍 する のみなら す 商 辟を 
逸し 不便 不利 尠 からす 依て 靜浦 村を 沼津 郵便局の 
電話 通話 K 域に 編入して 村民の 利便を 計られた し 
と 謂 ふに 在り  . 

衆_院 !?. 其の 趣旨を -M 常な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _決せり 法て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 

冊 及御浍 ! (-J- 候 一也 _ 

特別 報吿第 三百 二 十五 號 
意見 ^ 

請願 文 B 表 第一 九 四六號 

一宮 郵便局に 電信 並 ®: 話琪務 開始の 請願 德 

鳥縣名 苽 郡 上 八 萬 村 多 田 攏次郎 外 三 名 呈出 

(紹介 議員 原 田 佐 之 治 君〕 

右 謂 願の 要旨 ほ德 烏縣名 東 郡 上 八 萬 村 及 入 田 村は 

近時 道路の 開通と 共に 運 轍の 便 啓け 殖產 興業の 隆 

盛に 赴く に從ひ 通信 機關の 完成を 要するに 拘らす 

電信 ft 話 ? tf 務は遠 隔なる 國府局 又は 石 井 局に 至り 

所用を 辨す る有樣 にして 不便 尠から す 依て 一宮 郵 

便 局に 雷 信 並 電話 事務を 開始して 村民の 利便を 計 

られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探擇す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也  I 

特別 報 吿第 三百 二 十六號 

意見書 

請願 文 ® 表 第一 五 四六號 

靜岡池 方 裁判所 沼津 支部 復活の 請願 靜岡縣 

駿苋 郡沼绍 町 長大 場 藤 五郎 外 三 名 呈出 (紹 

介 議員 岩崎勵 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 元 靜岡 i-lt! 方 裁判所 沼 津支 部は 大正 

二 年に 廢止せ られた る爲舊 管_區 域 住民の 不便 一 

方なら す 殊に 該支部 所在地た りし 沼津町 地方は 近 

時會社 工場の 勃興 著しく 從て 訴訟事件 益咐 加せ む 

とする に 際し 其の 不利 殊に 甚し又 前記 沼 津町 は靜 

岡以诳 に 於け る縣下 唯一の 要衝に して 海陸 交通の 

便 具備し 支部 所在地と して 最適 當な るを 以て 前記 


靜岡 JH2 方 裁判 (rf 沼 痣 支部を 復活せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆 翳 院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 漭決せ 〇 依て g? 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報锴第 三百 二十 七號 
意見® 

請願 文 W 表 第一 六 七 五 號 

高 崎 區裁 判所復 ffl の 請願 群 馬縣高 崎 市長 古 
木 秀太郞 呈出 (紹介 議員 土 谷 全 次 君〕 

右 請願の 要旨は 群 馬 縣前撟 地方裁判所 高 崎 甲號支 
部 (3; 往年 當 局に 於て 行政 整理の 際廢 止せられ たる 
も 時運の 進展に 鑑み 速に 復舊 して 關係 市民の 福祉 
を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 當なり t 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿 第三 百 二十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第！ 六 七九號  、 

浦 幌 村に 登記所 設置の 請願 北海道 十 勝 郡 浦 
幌村 大字 浦 幌村字 浦 幌本通 八番 地平 民 農 井 
上吉衞 外 二十 六 名 呈出 (紹介 議員 東 武君外 
'二 名〕 

右 請願の 要旨 ほ 北海道 十 勝 郡浦幌 村は 戶數 一千 有 
餘 人口 五 千 餘を算 し曠漠 たる 耕地 牧場 山林 等尠か 
らす 殊に 大和 及久 原鑛業 株式 會 社の 石炭 採掘 業を 
開始す る や 年々 戶數 人口の 增殖 と共に 登記 件數又 
激褙す 然るに 同町は 帶廣區 裁判所 大津出 張 所の 管 

蜂に 13 し 遠隔 FL 交通 不便に して 不利益 尠から す 之 

を 以て 大正 四 年 衆議院に 請願して 採 擦を 得 次て 同 

七年當 局 大臣に 具屮 したる も 其の 目的を 達し 得さ 

るは 遺憾の ことに 屬す 依て 速に 前記 浦幌 村に 登記 

所を 設置して 村民の 便益を 計られた しと 謂 ふに 在 

り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採櫸 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御邊 付 候 也 

特別 報告 第三 百 二 十九 號 

狖 見 書. 

請願 文書 表！ S 1 六 八〇號 

網 走區 裁判所 權限擗 張の 請願 北海道 網 走 郡 


網 走 町 大字 北 見 町 南 通 裏 一丁目 五番 地平 民 
金錢贷 付 業 高 田 源 韨外 九十 九 名 呈出 (紹介 
議員 1K 武 冇 外 二 名) 

右 詰 願の 要旨 ほ 網 走 K 驻判 所管內 件 民 13; 近時 非常 
の 進步發 展を爲 し 殊に 近来 移住の 農家 多く 從て民 
刑 訴訟事件 亦 之に 伴 ふて咐 加し 釧路 地方裁判所 管 
內备區 裁判所の 件數に 比し 遙に 多き に拘ら す該區 
裁判所の 管 * S に龆せ さる 訴訟事件に 關 して： it 網 走 
町ょり 百 八十 餘哩 を ge る ill 路地 方 裁判所に m 頭す 
るを 要し -1L 同 地方裁判所は 其の 北 隅 若 (X 南陬 ょり 
殆と 四百 哩に 近き 距離 ありて 不便 尠 からす 依て 網 
走區 裁判所に 甲號 支部を 設置せられ たしと 謂 ふに 
在り 

衆議院 (3: 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採撻す へ 
きも fo と 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報告 第三 百 三十 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 八一號 
■斜里 村に 登記所 設置の 請願 北海道 斜 里郡斜 
里 村 大字 斜里村 士族 公吏 中島 繁次郞 外 九十 
九 名 呈出 (紹介 議員 東 武君外 二 名) 

右 請願の 要旨 ほ 北海道 斜里 郡斜里 村は 日々 移住者 
多く 土地の 開發に 伴 ひ 登記 件 數又激 增す 然るに 所 
轄 網走區 裁判所に 至る には 遠隔 且不便 なれは 村民 
は 登記 手 續を怠 o fl 利 義務の 消長に 關 する こと® 
からす 依て 前記 斜里 村へ 登記所を 設置して 村民の 
福祉を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 達 付 候 也 

特別 報告 第三 百 三十 一號 
意見書 

請願 文書 表 第 H ハ 八八號 
宇都 宮 監獄 移轉の 請願 栃木 縣 宇都 宮 市會議 
長 村 山 金平 呈出 (紹介 議員 上野 松 次 郎君〕 
右 請願の 要旨 ほ 宇都宮 監獄 ほ 宇都 宮 市の 中央 に， 在 
るか 爲 同市の 發展 を阻碍 する のみなら す 風 敎上惡 
影響を 與 ふること 尠から す 依て 速に 適當の 位置を 
選み 前記 宇都 宮監獄 を移轉 せられた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議院 (X 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 探摆す へ 


一三 六 四 

きものと SS 決せ 〇依 て 板 院法第 六十 : 7,: I 歧に依 〇别 

冊及御送け..  _ 

1 ^ 報告 第三 百 三十 11^1, 

S  見 ? i 

請願 文 ! 3 表 第一 八 :/ r I 一號 
岡 井村に 莴岡 K 裁判所 出張所 設 抝 
B- :# 部 質 那 fs 村長 ! -SC 潮. - |: 治 郎虽出 f 紹介 迠 
a 原 田 佐 之 治 ^ 〕 

右 請願の 要旨は 德烏縣 那 S 郡 ffi 村 li 郡の 南端に 位 
し 東 四 四 里 南北 二十 町餘 にして 戸數九 百 五十人 口 
七 千に e むと す而 して 年々 商、 H、 漁 粢の發 睃に 
伴 ひ 登記 事件激 咐し たるに 拘らす 所 輅济岡 K 栽 判 
所は遠隔：个便の地に在〇てげ役に多大の日時を以 
し不科 甚し& て 富 岡 M 裁判所 出張所を 间抒鹉 M fe? 
內 中央 地た る那贺 郡 福 井村に 設 la して 村民の 何 益 
を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆 _院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 熠 すへ 
きものと 議決せ， 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報吿 第三 ?- II 三十 三號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 五 四號 
御宿 町に 登記所 設置の 請願 千 葉縣 夷隅 郡 御 
宿 町長 井上 寅 吉外西 六十 八名呈 S  (紹介 謎 
員 隅 田豊吉 君) 

右 請願の 要旨 (£ 千 葉縣 夷隅 郡 御宿 町 及 布施 •浪花 
一 一箇 村民は 農、 商 •漁業を 營み爲 に 地方 唯一の 資 
金 基礎た る 土地， 船舶， 建物の e 保迓買 等 頻繁に 
行 はれ 之 等 登記 事件の 多き に拘ら す 所轄 勝 浦 /. 11 張 
所 ほ 遠隔 fl. 事務 輻_ して 登， IG 手續に 多くの 日時を 
費し 不便 尠から す 依て 右一 町 二 筒 村を 管轄 M 域と 
する 御宿 町に 登記所を 設置して 村民の 利便を 計ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 探攧 すへ 
きものと 議決せ り 伎て， 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報吿第 三百 三十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第一 八 七〇號 
_訪 村 窪 平に 登 WK 所 設置の 請願 山 梨 縣東山 
梨郡諷 訪 村長 上野 實呈出 (紹介 議員 生 原忠 
右 衞門君 外 一名〕 


吃 笊 衆 frzK 帝问 一十 四钪 


右 請願の 耍 疔ほ 山 梨縣東 山 梨 郡_訪 •中牧 ，三 富 
松里，西條の五简村は屮府肫裁判所日下部出張所 
の f? 稃に屘 し 其の 間 二 里 乃至 七 :, R を 隔て 交通 ® め 
て； f 便なる のみなら す 登記斟 件は 布々 激 W する を 
以て 前記 31: 简 村を 管 辖區域 と 爲し其 の屮央 樞耍の 
地た る諷訪 村渾 平に 登記所を 設 S して 村民の 利便 
を 計られた しと 謂 ふに 在 〇 
衆蕺院 け 其の 趣旨を 至 常な りと as め 之を 採摺 すへ 
きものと 謎 決せり 依て 議院 法 第 六十 . 7T 條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 I 

特別 報吿 第三 百 三十 Trl : 號 
总 見 S 

請願 文 畀 表 第 一九二 二 號 
領家 村の 內黑 目， ® ハ 介 登記所 符路 K 域 變更の 

請願 ra r.'; 縣甲奴 郡 領家村 助役 古森 義維呈 

出 (紹介 誘 員 井上 角 五郎 君) 

右 謂 願の 耍 §• は ® f 鳥 縣甲奴 郡 領家 村は 大正 七 年中 

福 山 K i! 判 所 福 永 出張所の t}1 略に 移された る も 同 

村大字黑〇:及皰ハ介の二部落ほ戶數二百四十餘人口 

千 二百 餘を苻 す而 して 登記 申請の 爲福永 村に 至る 

に ほ 山道の 人跡 稀なる _路 を迂廻 せ さるへから す 

して 不便 不利 as し & て從前 の 山 下 出張所の 所 ^ に 

S 翔して 村民の 利便, v 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の® 旨を 至當な りと 認め 之を 採摇す へ 

きものと 謎 決せ 〇依 て漭院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御浍付 候 也—  I 

特別 報 i»;-l 第三 百 三十 六號 

窓 見 S 

請願 文铒表 第一 六 六〇號 

町村 立 小 吊 校 敎 M 給料 K nf 支辨の 請願 長 崎 

縣北佐 久郡岩 村 F1I 町長 市 川 市 助 外 二 名虽出 

(紹介謎员エ藤善助君外一名〕 

同 第一 九 八 三 號 

同上 愛知 縣愛知 郡 笠 守 村長 柴田五 十吉虽 出 

(紹介 議員 三輪 市 太 郎君〕 

右 請願の 要旨は 町村 教育 5S ほ 年々 膨脹し 町村 W 政 

のみに てけ 到底 維持す る こと 能は す 肋に 市町村 遇 

務敎育 四阀阳 負 } 8 法に 依り 補 肋せられ たる も 未な 

其の 完きを 期し ill し！ i て 一般 社會 の狀况 を® 察す 

れほ年 々生徒の 研 加に 伴 ひ 校舍其 の 他 諸秫の 施設 

1 >.-要し之か费用の支出上洵に弪馓に堪へさるもの 

あり 依て 敎 M の侬 給金 額を！ 1S 負 拾の 方法に 改め 


られた しと 調 ふに 在り 

衆 謎院ほ 其の 趣 3 IJ を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと 謎 決せり te て 讅院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報® 第三 百 四十 號 
意見 ffi 

請願 文 ff 表 第一 六 五八 號 
町村 ?, i 輕減 の爲國 Mi 下 渡 金 佾 加の 謂 願 福 井 
縣大野 郡大 if 町長 寺 田 秀弘外 二十 四 名 呈出 
(紹介 il M 柳 原 九 兵 r 3 君〕 

右 請願の 耍 VT ほ 世運の鸿步に伴ひ町村の經費ほ年 
年 膨脹し 一般に 之 か 負 擔に 苦む の 狀况な 〇 從て敎 
育榉關 の設猫 改善を 初と し勸 鋩、 土木、 衞生 其の 
他 諸般の 施設を 企 岡す る餘 力なく 町村 A 治の 發展 
上洵 に ifi 憾の ことに S3 す 政府は _に 義務 敎育費 國 
g 負 拾 法を 制定し 之を 實 施せられ たる も 朱た 其の 
R 的を 達する 能は す 依て 大正 八 年度より 國鹿 下® 
金を 更に 一千 萬 囘 m 額せられ 町村 ® の輕 減を 計り 
自治！！ の發展 を 期せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 謎院 if K の 趣 §■ を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 謎 決せり 於て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ I 

特別 報 ft- 第三 百 四十 五 號 
意見書 

請願 文 W 表！ S 一 四！ 九號 

岐阜 富 III 間 縱 W 鐵 道 敷設の 詢願岐 阜縣武 儀 
郡 5 ff m 町畏屮 岛松 太郎外 七 名 里 出 (紹介 P. 
員 松 岡 勝 太郞 君) 

右 請願の 要旨は 岐卑掊 山 問 縱 ly' 鐵迫豫 定線は 岐阜 
縣武僙 郡 上 麻 生 村、 神 淵 村、 赍田 町を 經て益 田 郡 

下 原 村に 到達す へき ものと す 然るに 巷 說に依 れほ 

右 ??; 定線 を變 ：史 して 同 縣加茂 郡 下 麻 生 町より 飛 la 

川に 沿 ひ 益 田 郡 下原衬 に 到達せ しむへ く 沿 ia 村長 

より 衆 P' 院に請 阏 書を 里 m したりと 然れ とも 之を 

常 局の 操 定線に 比較す るに 其の 延長に 於て 五 哩を 

迂廻し 其の 間 大鐵 橋の 架設， 隧道の 開 駿等ぁ りて 

エ 费の咐 加を 來す のみなら す 地勢 上より® 察する 

も 我 定線 地方 ほ (一〕 帝室 林野 七宗 山より 出つ る 林 

產(二〕右線路に密接の利害關係を有する茕田町外 

七箇 村より 出つ る 谷 補 陸 產物 (三〕 前段 町村は 交通 

上 fti めて 讯耍な る縣道 飛！ g、 名 古 屋 街道 又 ほ 郡 道 

に 沿 ふ 等 其の 運輸 交 ilQ の關係 に® すろ も 右 豫定線 


の 有利なる こと 明な り & て 岐阜 富 山間 縱貫鐵 道は 
最初の 豫定 線を 採用せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 誘 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 街 第三 百 四十 八號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五 五 〇號， 

石 狩 北 見 聯絡 鐵道 敷設 速成の 請願 北海道 旭 
川區 一條 通 十三 丁目 左一號 平民 釀造 業并內 
椴 二 外 七十 九 名 呈出 (紹介 議員 中 西 六三郞 
君 外 一 一名) 

右 請願の 耍音は 石、 北兩國 連絡 鐵道敷 設は 其の 沿 
線 地方に 於け る產 業 (') 開拓 h 及 北海道 中部 (•« 斷鐵 
道 幹線と して 緊要の 線路たり 殊に 該線路 の 一部た 
る 旭 「ルベシべ ル」 間 輕便鐵 道 敷設の 如き ほ 前記 
の 目的を 達する こと 不可能に 屬す 依て 前記 石狩國 
旭川區 を 起點 として 北見國 南北 縱貫鐵 道に 聯絡す 
る 石 狩 北 見 間の 鐵道を 速に 敷設せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 浍付候 也 

特別 報吿 第三 百 五十 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五 五 .7T 號 
野 岩 羽鐵道 延長の 請願 栃木 縣下都 賀郡壬 生 
町長 大山 嘉七外 二十 三 名 呈出 (紹介 議員 秋 
山 金 也 君 外 一名〕 

同 第一 九 四四號 

同上 栃木 縣 下都貿 郡 壬 生 町 大字 壬 牛： 三百 四 
十五 番地 藥種商 出 井 善 兵衞外 千 ？- I 七十 六 名 
呈出 (紹介 議員 秋 山 金 也 君 外 一名) 

右 請願の 要旨 (3; 栃木 縣上 都賀郡 鹿 沼 町 及 下 都賀郡 
壬 生 町を 經て柬 北鐵道 小山 驛に 達する 沿 11 地方 ほ 
主として 米麥 、薪炭、 木、 石材 等の 產 物に 富み 且 
地勢 平坦に して 鐵道物 設の 工事 容易なる ものと す 
而 して 該鐵 道の 興 設せら る-' 曉にほ 束 京、 水戶及 
日光 方面との 交通 運輸 上 至大の 便益を％ 進す 故に 
地方の 產業 人文の 發展上 重要の 線路に 屬 する を以 
て 野 岩 羽鐵 道を 延長して 栃木 縣今 市より 鹿 沼 町 及 
壬 牛： 町を 經て 東北 鐵道 幹線 小山驛 に 達する 鐵道を 


敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿 第三 百 五十一 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 五 五 九號 

中央線 中 野 八 王子 間鐵道 電車 併用の 請願 東 
京府八 王子 市 明 神 町 二 十六 番地 平民 公吏 柴 
田 榮吉外 n 一 百 五十一 名 呈出 (紹介 蕺員秋 本 
喜 七 封) 

右 請願の 要旨 ほ 東 M 市 郊外两 北方 面は 地勢 上 居住 
に 適し 市民の 轉住 する もの 逐次 增 加し 其の 發展唰 
目す へき もの あり 而 して 該 方面の 唯一の 交通 機關 
たる 中央線は 國 分寺驛 に 於て 川 越 線に 立川驛 に 於 
て靑梅 線に 速 絡し 貨客 從て 多し 又 八 王子 ほ 府下 唯 
一の 都 會に して 織物の 產地た るを 以て 旅客の 交通 
物資の 運輸 頻繁な ろに 拘らす 木 線の 電車 併用 區間 
ほ 中 野 以西に 及は さる か 爲該 地方 民の 不便 尠から 
す 依て 更に 中 野 八 王子 間に 電車を 併用し 發 著回數 
の佾加 と ffl 俟て 往復 時間の 短縮を 計られた しと 謂 
ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと _決せ0依て謖院法第六十五條に依0別 
冊 及 御 送付 候 也  _  . 
特別 報吿第 三百 五十二 號 
意見書 

詰 願文 書 表 第一 六 三六號 
猪 滑 サク ー ル 間 輕便鐵 道 速成の 請願 北海道 
紋別 郡攏上 村 字櫳ノ 上 八 線 七番 地平 民 農 岡 
本 政道 外 四百 九 名 呈出 C 紹介 議員柬 武君外 
二 名) 

右 請願の 要 H- は 北海道 渚 滑 サク— ル 間輕便 鐵道敷 
設は當 局に 於て 大正 十 年ょり 同 十三 年間に て 完成 
のこと に 決定せられ ありと 雖地方 民は 拓殖 事業の 
發展上 之 か 速成を 渴 望して 止ます 依て 本鐵道 敷設 
の豫足 诈期を 繰 上け 一日 も 速に 敷設 完成せられ た 
しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採摺す へ 
きものと 鹩決せ 〇依 て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘  1  付^^ 

特別 報告 第三 百！/ 十三 號 


餌 家 村の 內黑 Ha 谷 登 IR 所管 辟 M 拽® al の 請願 外 九 件 


一三 六 五 


院 BfT 泛爾帝 回一 十四 第 


美躲扣 生 拓 访 事業 锫通毁 設迚 成の 請願 外 九 件 
S 見® 

請願 文 ^ 表 第一 六 三九號  . 

美 蜆 相 生拓葫 事業 鐵 道 吸 設速 成の 請願 北海 
道 網 走 郡 美幌村 大字 詡 木® 村 字 •ホン キキ ン 
原野 十一 線 十七 番地 平民 農 泉 菊 太郎外 七十. 

四 名 呈出 (紹介 誘 a m 武君 外 r 名〕 

右 請願の 翦旨は 北海道 美秘 '相 生 間 拓殖 鍈 范 の 敷設 
速成 ほ 常 局に 於て 大正 十 年度ょり 起工に 決定せ ら 
れある も 網 走 川、 阿寒 川の 二 大流域 ほ 腐 漠た る拓 
破 地域を 包 擁し 地味 肥沃に して 無限の 林， 羱產に 
富む 殊に 移民の 來住 する もの 頗る 多し と雖 未た 鍅 
道の跸 設な き爲 日用品 ほ 極めて 高惯な るに 反し 生 
產物沿 低 rt なる 結果 K の闲 窮名狀 すへから さる も 

の あり 加 之美幌 相 生 間の 鐵道# 設は陴 設線網 走 及 

釧 路の跟 離 八十 哩 短縮し 鐵逭營 業 上越た 有利な り 

依て 本線 鐵逍の 起工を 大正 九 年度に 繰 上け 速に 完 

成せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院 (3; 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 誠 決せり 依て 蕺院法 笫六 十五 條に 依り 別 

冊 及御浍 It 候^ _ 

特別 報吿 第三 百 五十 四號 

意見 « 

請願 文書 表 第一 六 四〇號 

日 勝 線 S 道 速成の 請願 北海道 ？ PT 西 郡 帶廣町 

大通六 丁目 十 一番 地平 民商萵 倉 安次郎 外 六 

百 五十 三 名 呈出 (紹介 議員 東 武君外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 日 勝 線鐵道 敷設は 北海道 拓殖 事業 

完成の 大策 として 多年 唱道し 又 衆議院に 請願して 

採摺せ られ たる もの 一再に 止ら す 之に 徵する も 如 

何に 其の 重要なる かも 窺知す るに 足る 然るに 未た 

其の 實現を 見さる は甚 遣 憾 のこと に屬す 殊に 同道 

十一 州 中 一條の 鐵 道を 有せ さるは 日高國 あるの み 

當局は 狩勝國 境以柬 の i!! 5g 能率 增 進を 銳意 努力せ 

られつ、 あれと も 未た 地方の 耍 求を 充すに 足らす 

想 ふに ®: 海岸 地方 貨物® 5S の對 策と しては 日 勝 線 

を 速成して 朿西兩 海岸の 聯絡を 計る に 若く はなし 

依て 速に 十 勝國 帶廣驛 ょり 分岐し 廣尾 を經 日高國 

を縱斷 して 室關 、苫 小牧に 聯絡す る 日 勝 線鐵 道を 

敷設して 拓殖 事業の 開發を 期せられ たしと 謂 ふに 

在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依り _院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 三 ?1| 五十 J/r, 號 
意見 ! § 

請願 文® 表 第一 六 四二號 
煨 洲線杵 築驛 位置 變：史 の 請願 大分縣 速 見 郡 
杵築 町長 矢 野 直 太郞外 十七 名 M 出 C 紹介 議 
員 元田锻 君 外 二 名) 

右 請願の 要旨は 大分 縣速見 郡 杵築町 ほ 藩 杵築藩 城 
下の 都 a- にして 東國 fM 郡一圆 西國谌 郡の 半 部 及 速 
見 郡 一部の 物資の 集散地に 屣し 商取引 >« 盛な り殊 
に豊洲 線 開通 後に 於て は 一層 其の 繁榮を 加へ たり 
加 之 同町に 接辍 せる 國東 半島 唯一の 良港た る 江 守 
港 あり 從て 交通 運輸の 夥しき こと 他に 比類な し然 
るに 現在の 忤築驛 は杵築 町に 遠隔せ る 速 見 郡八阪 
村 字 野 添に 設置せられ あるを 以て 不便 不利 尠から 
す 就中 同驛 以西に 在る 山 香 鄕五箇 町村 地方 民は 該 
驛 の 位置 適當な ら さる 爲鐵 道を 利用す るには 鹿 鳴 
越、 赤 板 峠の 峻坂を 越へ 八 坂 川を随 斷す るを 以て 
時間 i'i 用 典に 多くの 不利益を 招き 今猶 徒步 又は 車 
馬 1- 依り 交通 運 轍を 爲しつ X あり 依て 杵築町 市街 
に 接近せ る地點 に 杵築驛 を 移轉 L て 町村 民の 便益 
を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 U 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと _決せ り 依て II 院法舘 六十 五條に 抜り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 三百 五十六 號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 四八號 
東 村 大字 右籾へ 停車場 設置の 請願 茨城 縣新 

治 郡 東 村長 靑山延 之 助 外 六 名 呈出 C 紹介 議 

員 鈴 木錠藏 君〕 

右 請願の 要旨は 茨城 縣新治 郡 及稻敷 郡は 常 磐 線 開 

通の 結果 年々 產 業の 發展 と共に 百貨 輻輳し 交通 機 

關の圓 滑を 期待す る こと 頗る 切なる もの あり 而し 

て 新 治 郡 東 村は 土 浦 荒 川 沖 兩驛の 中間に 位し 東南 

は稻敷 郡に 西北は 筑波 郡に 接近し 縣道及 谷 田 街道 

に 沿ぅて 運輸 交通の 要路なる に 拘らす 右 各 驛に至 

るには 迂 S 曲折す るを 以て 不便 甚 しく 爲に 地方 產 

業 並 人文の 發展 上遣憾 尠から す 依て 前記 東 村 大字 

右籾 地 內に 在る 信號 所を 停車場と 爲し 以て 地方 民 

の 利便を 計られた しと 諝ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 探擇 すへ 


きものと §1 決せり 依て 蕺院法 第 六十 五 勝に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報齿 第三 百 五十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六 六七號 
古川に 停車場 設置の 請願 千葉縣 安房 郡 千歳 
村 r!r 川 二 千 七 百 十九 番地 加 溜 捨次郞 外 二十 
五名 呈出 (紹介 議員 島 田 俊 雄 君) 

右 請願の 要旨は 千 葉縣 安房 郡 千歳 村 古川は 郡の 中 
央に 位し 北條松 田 間の 鐵道 延長 線に 接し 物 貨の集 
散 地たり 殊に 近年 社 會の進 運に 伴 ひ 各種の _ 關完 
備し 年々 人口 增 加し 房 州 地方に 於け る 旅客 貨物の 
■通路と して 益發展 の® 向に あり 依て 前記 古川に 停 
•車 場を 設茼 して 交通 運輸の 便益を 計られた しと 謂 
ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り ffi て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御缀 付 候 也 

特別 報吿第 三百 五十八 號. 

意見書 

請願 文書 表 第一 六 七七號 
吉野 縱貫鐵 道 敷設の 請願 奈良縣 吉野郡 上 市 
町 大字 上 市 百 九十 六番 屋敷 林業 北 村 宗四郞 
外 四十 三 名 呈出 (紹介 議員 福 本 寅 松 君〕 

右 請願の 要旨は 奈良 縣吉野 郡は 縣の 南部に 位し 東 
西 二十 四 里 南北 二十 九 里 面積 百 三十 三方 里に して 
人口 十數蓖 を算 し巍峨 たる 山脈は 郡の 東南に 園繞 
し » 蒼た る 森林 重 ®' 起伏し 交通 極めて 不便な り而 
も 林 離 塵 其の 他 諸種の 產 物に 富む と 雖之か 運輸 機 
關は僅 に吉野 北山 十津川 等の 水 蓮を 利用す るに 過 
きされは 其の 不便 不利 名狀 すへから す 殊に 南牟堇 
郡 通過の 沿線 地方は 賀 田の 良港を 控へ 海陸の 聯絡 
に 便利な り 加 之吉野 縱貫鐵 道の 敷設せられ むか ffi 
勢 縱貫鐵 道の 開通と 相 俟て國 防の 完備を 期し 得へ 
く 極て 重要の 線路に )1 す 依て 右吉 野驛 を起點 とし 
同 郡 上 市町 中莊 、川上、 下 北山の 各 村を 縦貫して 
三重 縣に 入り 南 牟奠郡 神 川 村 飛鳥 村を 經て南 輪 內 
村 賀田灣 に 達する 吉野 縱貫鐵 道を 敷設して 節 業 開 
拓の 途を講 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


一三 六 六 
冊 及 S S 付 陀也 


特別 報 ff 第三 ? I 五十 九 a? 
f M 見 ^ 

請願 文 ! 9 表 第ニ ハ 七八號 
石 北 線 ^ 設の誚 願 北海道 常 呂藥郡 武華村 字 
留邊 士族 公吏 千 葉淸治 外 百 四十 名 呈出 C 紹 
介 議員 iu 武君 外二右 〕 

右 請願の 要 苛 13; 北海 Ja 北 見 四 郡は 其の 胺袤は 二 越 
加能四闹國に等しく煙、林、銷產鸿る«济なるも 
之 か開發 に必耍 なる 鐵通ほ 石 狩 十 勝の 速 絡 迂廻線 
に te て 僅に 網 走に 達し 得る のみなる を 以て 同地 方 
の 貨物； i 滯し迆 憾に堪 へす 而 して 約 百 二十 哩を 短 
縮し 得へ き 北 見 石 狩 二 lil の 近接 線の 吸 設は间 SI 拓 
殖經濟 上 焦眉の 急務なる を 以て 旭川 s lifj ■間 鐵逍 
を 急速 延長し 北 見の 中央を m 斷し石 狩 本線に 合す 
へき 石 北 線を 敷設せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣 音 を至當 なりと 認め 之を 採 擷すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に &- り 別 
冊 及御绘 付 候 也 


特別 報告 第三 百 六十 號 
意見書 

請願 文 軎表第 I 六 八三號 

栃木 古河 町 間 及 栃木 鹿 沼 今 T1J 間鐵 逍 敷設の fllf 
願 栃木 縣下 都賀郡 栃木 町 大字 栃木 城內百 
七十 八番 地平 民 縛 油 製造業 早乙女 丈 右 §] 門 
外 百 四十 七 名 呈出 「紹介 議員 田 村 順 之 助 君 
外 一名〕 

同 第一 六 八四號 

同上 栃木 縣 下都賀 栃木 町 大字 固 部 三十 六 
番地 士族 辯 護士 S 原 經武外 百 六十 八 名 呈出 
C 紹介 議員 田 村 順 之 助 君 外 I 名) 

同 第一 六 八 57 ; 號 

同上 栃木 縣上 都賀郡 南 抑 原 村長 石 塚 農作 外 
百 二 名 呈出 C 紹介 議員 田 村 IM 之助嵙 外 一名) 
右 請願の 要旨は 栃木 縣 下の 袞運を 挽回し® 同地 方 
の物簏 搬出を 圓滑 にして 地方 產 業の 開 發充實 を 計 
らむ爲 栃木 縣下 栃木、 茨城 縣下 古河 町 間 及 栃木 縣 
鹿 沼 及 今 市町 間鐵 道を 第一 期 線と して 敷設せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 
きものと _ 決せり 依て 議院 法齡 六十 五條に 依り 別 I 


際 菝 衆符菸 P3 帝 同一 十四 第 


冊 及 御 S 付 候 也 

特別 邦 齿翌 一一 百 六十 一號 
意見 * 

請願 文 爵 表 第一 六 八 六號 
仙 祭 山形 間 鍅 范 拽設の 請願 仙 -! S 商業 會通所 
會 頭 淸野喜 平 治 呈出 (招 介議貝 3 ^崎總 十郎 
君 外 六 名) 

同 第！ 八 五 I 號 

同上 K 城 縣 fill 祭 市長 山 田 揆一 呈出 (紹介 諮 
岩 崎 總 十郎 ?t 外 六 名) 

右 請， 3 の耍 JJ H ix 仙※ 市 及 山形 市に 通す る 沿 通 ほ 林 
瓣產 物に 济 み 明 签の 良港を 控へ苋 北 振興 上 歪 大の 
關 係を 冇す然 るに 0i rE l<l-i 市 [;!■] を is 通す る鐵 e は JR 
北 木 線 小 平 田を 經て陸 羽 線に 依る か 又は 福 島 市を 

轲由 する 奥 羽 跺に依 るの 外な く 交通 運輸 上 不便 甚 

大な り te て 右： l«f'j rlT f!-!] を IIS 通す へき 鐵道 を趿設 して 

艰 北 振興の 大策を 樹てら れた しと 謂 ふに 在 〇 

衆議院は 其の 趣 浮を 至 常な りと 認め 之を 採 揺すへ 

きものと 誘 決せ 〇依 て 潢院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御. 送付 候 也 

特別 報 吿第 三 rll 六十 二號 

裔 見 » 

請願 文迅表 m i 八 六〇號 

上越 鐵 適 敷設 線路 一部 铤更 の 請願 新 潟縣北 

魚 沼 郡 小 ui 町 大字 小 出 島 九十 二番 戶 平民 會 

社 M il 沿' 敬 太郞外 二 十七 名 呈出 (紹介 議員 

田 過 熊 一 君) 

右 請願の 要旨は 上辨 鐵逍败 設豫定 線は 高 崎 市を 起 

點 とし 新纪縣 北 魚 沼 拙を tt i!ll して 長 岡 市に 達す 

る ものと す而 して 右 徑路 ほ 長 岡 市ょり 信 ® 川の ai 

擇に沿 ふて lll tl 村に 至 〇 又 川口 村 以南は 魚 野 川の 

3r 岸を 測 -i.!- せられた る ものを 和南潘 に 至り 突然 魚 

野 川を 陆斷 して 西岸に 移り 山 卯を 經て南 魚 泊 郡 浦 

佐 村に 達すへ く s af せられた 〇然れ とも 和 南 雄は 

©. 以川沿 2 i 屮の邮 所に 紹し婼 梁の 架設 •膝 ia の 開 

58 エ事 あり 3¢ の他危 險の坳 所 多き のみなら す 魚 野 

川 西 说地方は山問；二の小部落あるに過きすして 

交通 並產 架上 却て 冇利な る 北 魚 沼 SB 八箇 町村 及 南 

frl l 沼 班 位 部 各 村民の 利 f>i! を沒却 せらる るに 至る 依 

て 常 局に 於て fll 常 調 - (*1: を 逸け 川口 村 以南 浦 佐 村 rr!] 

は fl-l i s-'f 川の 束 ) li を！！  W する ことに 一部紹 更趿設 せ 

られた しと ii ふに 在り 


衆 蕺院は 其の a 旨を 至® なりと 認め 之を 採櫸 すへ 
きものと 謎 決せ 〇依 て讁院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ 

特別 報 传第 三百 六十 三號 
窓 見 9 ： 

請願 文 fff 表 第 I A 六 二 號 
中 律 川下 呂間鏺 Ifi 既設の 調 願岐皐 縣湛那 郡 
中津 町長 市 岡 正 武外六 名 呈出 C 紹介 議員 佐 
々木 文 一 君： > 

左 請願の 要旨 ほ 中央線 屮 、屮津 川と 岐阜 高山 線屮 
の下呂 間鐵逍 豫定 線は 中津 川驛を 起點 として 岐阜 
縣 S： 那郡 苗木 町 •福 岡 村、 fl 知 町、 加 子 母 村 及 益 
田 郡 竹 原 村を 經て 下呂 村に 達し 岐 l;l f、 高山 間鐵道 
に 聯絡す へき ものにして 其延接 随に 二十 六哩に 過 
きすと 雖其の 沿道 一帶は 帝室 林野に して 其の 年産 
額 約 二百 0S 圓を 算し 其の 他 薪炭、 石材を 初め 各種 
の 陸 蓆 物に 常み fl. 第 十 2;: 師阁 の設岡 ありて 產業開 
發上並 軍事上 極めて ff; 要の 線路に 阔す 依て 前記 中 
律 川、 下呂！ i 鍅 m を 敷設して 交通 並 產 業開發 上の 
便益に 資せられた しと 謂 ふに 在 〇 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 謎 決せり 依て 讁院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御滂 付 候 也  ， 

特別 報吿馆 三百 六十 四號 
意見書 

詣 願文 钭 表 第一 八 八二號 
都 賀錄逍 敷設の 請願 柅木縣 上 都賀郡 JE 大芦 
村長 高山 角 造 外 四十 一名 呈出 (紹介 議員 田 
村 順 之 助 料 外 一名〕 

右 請願の 嬰 皆 は 梆木縣 柄 木 町ょり 茨城 縣 T'r 河 町に 

至る 古河 街道 地方 及 栃木 町ょり 今 市町に 至る 各地 

方は r1.- 來交 通® 輸頻繁 に 行は れ し K 要の 街道な 〇 

然るに 近筇诳 北 線 rfc ii 及兩毛 線 鐵 道の 開通 せらる 

V や 漸次 衰頹 して 又 昔日の 翻を Jh めす 然と も 右 沿 

道 地方 ほ 米 殺 木材 麻’ 其の 他 各 ® の 物產に 富み 之 

か產出甚多きに拘らす其踰遂は荷馬苹荷单等に依 

るを 以て 不便 苒 しく 庫 業の 發展を 阻碍す る 事尠か 

らす 依て 柅木 町を 屮心 として ほ 一は 茨城 縣下 古河 

町に 至 〇 1 は 同町より 上 都 贺郡 西方 村 及淸 川、 粟 

野 南® ■加 蘇、 JK 大诨 、西大 芦、 小來 川を 經て今 

市町に 達する 钱迫を 趿 設 して 產業開 發の途 を講せ 

られ たしと IR ふに 在り 


衆議院は 其の 趣 0 を ? R 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 誠 決せり 抜て 識院法 第 六十 3.: 勝に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報 fyl 第三 百 六十 六號 
意見書 

請願 文 B 表 第一 九 五 〇號 
新 見， 三次 間鐵道 敷設の 請願 廣島縣 雖三郡 
八 次 村長 尾 曾 根策郞 呈出 (招 介 議員 井上 角 

同 第一 九 五一 號 

同上廣 島 縣比婆 郡 ® 信 村長 松 園 譲 呈出 (紹 
介 議員 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 五 二 號 

同上 岡山縣 阿哲 郡 神代 村長 小豆 澤 ■雄 呈出 
( 紹介 議員 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 五三 號 

同上 廣島縣 比 婆 郡庄原 町長 加 藤權六 呈出 
( 紹介 議員 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 五 四號 

同上 廣島縣 比 婆 郡帝釋 村長 赤 木修作 呈出 
(紹介 議員 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 五 五 號 

同上 岡山縣 阿哲 郡 矢 神 村長 三 上芳郞 呈出. 
(紹介 議 M 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 ? K 六號 

同上 岡 山縣阿 哲郡上 市 村長 石垣 直 人 呈出 
(紹介 議員 井上 角 五郎 君) 

同 第一 九 五 七號 

同上 岡 III 縣阿 fv 郡野馳 村長 沖 田 糊 太郞 呈出 
(紹介 _員井 上 角 五郎 君) 

同 第一 九 五八 號 

同上 岡山縣 阿哲 郡 新 見 町 助役 上 村 金 一 郞呈 
出 C 紹介議 M 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 五九號 

同上 兵 庫縣神 石 郡 小 野 村長 谷 木榮眞 呈出 
(紹介, 員 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 六〇號 

同上 廣島縣 神 石 郡牧村 外三箇 村 組合 村長 福 
萬德三 郞 呈出 一 紹介 議 M 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 六 S 

同上 廣鳥縣 神 石 郡新阪 村長 岡 和 藤 二 呈出 
(紹介 識員井 上 角 五郎 君) 


同 第一 九 六二號 

间上 Kf 島縣神 石 郡 永 渡 村長 赤 木 B 藤 太 呈出 
(紹介 誠 M 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 六三號 

同上 廣島縣 神 石 郡 高 光村 外 一箇 村 組合 村長 
毛 利. 平 之助呈 1!! ( 紹介 議員 井上 角 五郎 君) 

同 第一 九 六四號 

同上 廣島縣 神 石 郡 油 木 町長 原 熊 太郎 呈出 
(紹介 _ 員 井上 角 五郎 君) 

同 第一 九 六 五 號 

同上 SS 島 縣比婆 郡 美 古登 村長 渡 邊英登 呈出 
(紹介 議員 井上 角 ?/}; 郎君〕 

同 第一 九 六 六號 

同上 fffi 島 縣比婆 郡 小 奴 可 村長 松 尾 正 八 呈出 
(紹介 翳 M 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 六七號 

同上 廣島縣 雙三郡 和 田 村長 原 升 卓郞 呈出 
(紹介 議員 井上 角 五郎 君) 

同 第一 九 六八號 

同上 廣島縣 比 婆 郡 八幡 村長 横 路康一 呈出 
(紹介 議負 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 六九號 

同上 廣島縣 比 婆 郡 山內西 村長 岩 竹豊秋 呈出 
(紹介 議員 井上 角 . -A: 郎君〕 

同 第 I 九 七〇號 

同上 廣島縣 比 婆 郡 高 村長 淸水巖 呈出 (紹介 
議員 井上 角 五郎 君) 

同 第一 九 七一號 

同上廣島縣比婆郡峰田村長藤谷厭一呈出 
(紹介 議員 井上 角 S: 郎君〕 

同 第一 九 七二號 

同上廣 鳥 縣比婆 郡 久代 村長 高 坂穩 呈出 C 紹 
介議 M 井上 角 五郎 君) 

同 第一 九 七 Hi 號 

同上廣 島縣比 婆 郡 山內東 村長 戶谷亨 一 呈出 
(紹介 議員 井上 角 五郎 君〕 

同 第 一 九 七 四號 

同上 廣島縣 比 婆 郡 本 村長 / ri 口芳爾 呈出 (紹 
介議 K 井上 角 五郎 君〕 

同 第一 九 七 五 號 

同 上肢 島 縣雙三 郡 十 H 市町 長髄 口百樹 呈出 
(紹介 讓员井 上 角 ? T 郎君 外 一名〕 


一一 i 六 七 


仙 ^ 山形 f;n 鍅济吸 ;u の H.E 願 外 R 件  新 見 三 次 r  W 


院葯 衆符羅 q  -rm — - 


新見三次間以辺較設の葙願五件  文官 思 給 者の IM 給％ 餌の 親 nnpm 


同 第一 九 七 六 號 

同上 廣烏縣 J.t sc 4 郡 3{ 城 町 助役 名 越 源 太郎呈 
m  (轺 介 遇 0 井上 角 37: 郞訂外 一名し 
同 第一 九 七 七號 

同上 ffif 島 縣比婆 郡 八 鉾 村長 前 田 瓶 作 呈出 
(紹介 謅员井 上 角 五郎 君 外 一名〕 

同 第一 九 七八號 

同上肪 ^ 瞇比婆郡诳城町大字苽城百三十三 
番屋 敕 山本笾 吉外 二十 名 呈出 (紹介 SS M 井 
上 角 五 外 I 名〕 

同 第一 九 七九號 

同上 fs? 島縣比 婆 郡 田 森 村提私 趣 久市呈 ai 
(紹介 誘 員 井上 角 ？ if; 郎君 外 一名〕 

同 第一 九 八〇號 

同上 ® C 島 縣 ■三 郡 三次 町長 坂 本忠親 呈出 

ハ 紹介 謎 員 井上 角 五郎 君 外 一名〕 

右請願の耍旨ほ岡山縣阿哲郡新見町ょり廣島縣雙 

三 郡 三 次 町に 至る 沿線 地方は 中 國の寶 庫に して 到 

る 所 天 與の 物資 農 富なる に拘ら す 南北 ほ 急峻なる 

中國 山脈に 妨け られ 輸送 鞞從の 便を 缺き其 富 源を 

開發 する に 由な かりし と雖之 か 前記 區 間に 於け る 

線路を 中國 山系に 並行せ る縱 谷に 探る に 於て は 其 

の 間雖 工事と 誠む へき 地 勦な く 建設工事の 易々 た 

る 寧 豫 想の 外に あり 而 して 三次 町に 於て 簡備鐵 道 

に 聯絡す るに 於て は敍 上の 富 源は 即時 開發せ られ 

他方 痒 S? の 勃興を 促し 更に 旣定線 の 能率を 咐大す 

へきを 以て 速に 前記 新 見 三次 間の 鐵 道を 敷設せ ら 

れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採櫸 すへ 

きものと 讖決せ り 依て _院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 ; a 付 候 也  _ 

特別 報吿第 三 W 六十 七號 

意見書 

請願 文書 表 第二 〇 二七號 

文官 恩給 者の 恩給 咐額の 請願 福 岡 縣企救 郡 

大 ffi 町 四千 三百 九十 六番 地平 民 無® 山口斐 

夫早： /|1 (紹介議員赤間嘉之吉君〕 

右 請願の i 日 ほ 1 近 物偎の 暴騰に 伴ひ當 局は 比較 

的 生活 上 mg を 感する 下級 官 S! 並 武官 恩給 者に 對 

し旣に 相 當の咐 俸增 給を 下賜せられ たる も獨 文官 

恩 給 者の み 此の 恩典に 浴せ さるは 不 ffl 衡なれ は是 

等の ？ f に對 しても 平等に 恩給 增額の 恩典に 浴せ し 


むる 摆 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆 s; 院 ほ 其の s •旨を 至 常な りと 認め 之を 採 揮す へ 
きものと 謎 決せり 依て 謎 院法第 六十 五條に 依 〇 別 
冊 及 御 送付 候 也. 

特別 報 ff 第三 百 七十 I 號 
窟 見® 

詰 願文 ® 表 第二 〇四 三號 
鹽斟迓 法 中 改正の 請願 福 島 縣相馬 郡 福 浦 村 
長 鈴 木 正宜外 九名蛊 出 (紹介 雜員近 藤達兒 
© 〕 

右 請願の 嬰 旨 ほ 鹽は 人の 生活 上缺 くへから さる も 
のな り 然るに 政府は 税源を 求む るた め專 H 法を 設 
け 又 明治 四十 三尔 中一府 二十 七 縣に製 甥 業を 禁止 
せられた るは la 制、 經濟 、食 a の 谷 問題ょり 觀察 
して 極めて 不合理の 政策な り 殊に 福 島 縣相馬 郡， 
新 沼‘ 松 川、 耳 谷の 三 浦は 地勢 潮流 共に 天然の 鹽 
地に 適し 古來鹽 田 製 願を 生業と 爲し 子孫 相® へて 
一家を 維持した る も 一朝 製鹽業 禁止の 命に 接する 
や 里 民途に 迷 ひ 相 離散し 其の® 狀名狀 すへから さ 
る もの あり 加斯 事例 it 多々 存する ものと 思料せ ら 
る 依て 明治 三十 八 年 法律 第 十一 號鹽專 賣法第 六號 
を 削除して 製鹽 業を 復 » せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採攞す へ 
きも S と 議決せ り 依 て _ 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御逛 付 候 也 

特別 報 街 第三 百 七十 一一 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇五 一號 

日 下部 税務 - §?- 復活の 請願 山 梨 縣東山 梨 郡 後 
屋敷 村長 堀 內茂啓 外 六 名 呈出 L 紹介 議員 生 

原 忠右衞 門 君〕 

右 請願の 要旨は 山 梨 縣東山 梨 郡 日 下部 村 所在 元日 

下部 税務署 廢止せ られた る 爲郡中 三十 一箇 村民の 

被る 不利 不便 甚大な り 依て 元日 下部 税務署を 復活 

せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 標すへ 

きものと _ 決せり 依て 閾院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿 第三 百 七十 三號 

意 見 書 

請願 文書莪 第二 〇 四七號 

岩 内 町の 財政 救濟 に關 する 謡 願 北海 iM 岩內 


郡 岩內町 大字 御鋅內 町 八十 番地 II 油 ！ IR 造 業 
本 5il 作 平 外 十五 名 呈出 (紹介 誘 員 柬武君 外 
二 名) 

右 請願の 要旨は 北海道 後志 國岩內 町は 同道 西海岸 
中 須要の 港に して 戸數二 千 四百 餘 人口 一 萬 六 千 八 
百有餘 を算し 諸般の 設備 大に 成り 港 两修 築 JJi 業の 
如き 明治 四十 年度に 於て 第一 沏 丁： 费 として 五十 三 
萬 八 千 餘圓 を投し 更に 大正 三年 度に 於て 第二 期 H 
費と して M 十 萬 七 千餘圓 を投 したる も H 程 未 半に 
達せす 而も 右 第一、 二期 HS に 於て 負擔 したる 六 
十七 萬 五 千 圓の町 債と 此の 外に 备種の 町 事業の 經 
營上 巨額の 延滯 町愤 ありて 孰 も 償還 不能に 陷り之 
か 救濟の 策な き狀况 に 在り 然るに Ji 定の 目的を 達 
せむ に ほ 更に 互資 を 要する のみなら す 其の 他 道路 
の荒廢 、橋梁の 破損 >  校舎の 腐朽 其の 極に 達し 其 
應急 施設を 爲 さむと する も 町 財政の 困憊 如何と も 
なし 難 - L 依て 速に 國 費を 以て 適當 の救濟 策を 講せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 三百 七十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇 四一號 
耧部退 隱料及 遺族扶助 料 法制 定の詣 願 兵 庫 
縣揖保 郡 石 海 村 岩見權 七十 番地 平民 農 塚 原 
策 利 呈出 (紹介 議員 土井撺 大君，」 

右 請願の 嬰 旨は 巡査， 看守、 ® 部 補 等に 對し ては 
其の 勤續 年數を 交互に 通算し 勤續十 年に 達した る 
場合に 退隱料 若く は 扶助料を 支給せ らる V に拘ら 
す 同 職務に 從事 する 警部に 對して は單に 官吏 恩給 
法に 依り 恩給 權 利を 取得す る も 巡査の 勤 續年數 を 
通算せられ さる 爲巡査 ょり 昇進した る 書 部に 在り 
ては 恩給 ffl を 取得す る 迄 多大の 年數を 重ねさる へ 
からすして 他の 官吏 又は 文官に 比較して 不權衡 な 
れほ 警部 退 隱料及 遺族扶助 料 法を 制定し® 週 安定 
の 途を諝 せられた しと 謂 ふに 在り  _ 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摆すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別' 
冊 及 御 送付 候 也  I 
特別 報告 第三 百 七十 五號 
意見書 


一三 六 八 

請願 文 S 表 第一 九 八 八號 

三津口 港 ? § 利用 K 12 の 諸®  w Ai 縣 n 茂 郡 三 
津口村上田纪浩呈出^:招介班兑半速轳' 

右 詰 願の 要旨 ほ 食 fu 充 货 を 計る に ii w 土  C  S を 
獎锄せ さるへから す 開架 '! L には #: 々 あるへ しと 一 
干拓を 以て最 有利 有留 の 策と す 然るに BK Ai r-r. ' fi 茂 
郡 三 ? 1 11 村 ほ 良港® を 有し aa 百 町 C0 干 ffi 餘地あ る 
も贫 弱なる 村の rc 力を 以て ほ 到底 企阏 し fy へき も 
のに 在らす 依て！ 3 费を 以て 三渾口 港 ？ 1 利用の 調 n'c 
を爲し 以て 地方 產業の 振興を 計られた しと iR ふに 
在 0 

衆議院は 其の 趣 g* を 至當な りと 認め 之を }, tl 捋すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に teo 別 
冊 及 御 S 付 候 也 

特別 報吿綰 三百 七十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇 二四號 
大阪市 水源地 營造物 に 因る 損害 補償の 諮 願 
大阪府 西 成 郡 西 中島 村長 欠 田吉三 郎外二 十 
五名 呈出 (紹介 翳 M 井坂 光邮群 〕 

右 請願の 要旨は 大阪府 西 成 郡 西 中島 村の 樞耍地 點 
に 於て 大阪市は 面積 四十 一町步 に亘る 水源 池を 設 
置せ り 之に 對 しては 些の 公課を も M- 課し 得さる の 
みならす 水源 池の 周 圍 五 町以內 の地敁 は 製造 HS? 
の 設立を 禁した り 此の 面積 百 三十！  一 町 步餘 にして 
全 村 總面稻 三百 七十 町 步中約 四 割の 地域は 唯 徒に 
放 iil L 置か さるへから すして 同村の 受 くる 不利 粧 
し 依て 右水 源 池た る營造 物の 爲に 被れる ffl 失に 對 
し 補償 方法を 講せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 翳 決せり 依て 翳 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也 

特別 報吿第 一一 I 百 七十 七 號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇三 一號 
舊 八重洲 橋復薦 の 請願 東京 府斑京 市日 本 橋 
區通町 四 丁目 七番 地平 民 K 藥商津 村 ®. 和 外 
四十 名 呈出 (紹介 議員 磯部 尙嵙〕 

右 請願の 要旨は JK 京 市 內吳服 橋と 鍛冶 橋の 中間 ii. 
設 H しあり し »• 八重 洲橋は 三 lii 餘 年間 •/!: 戶繁滎 の 
要路に 當り 人馬の 往來股 脤 を 極めた る歷史 を 右す 
然るに Bi 京 停車場 設 it せられて 該 橋は 収拂は れ© 


院謎衆 會諉風 帝 间一十 W 第 


に右停甩場ょ〇乔吐せらるゝ懋鸪の公衆は多大の 
不 便を蒙〇帝都の交通摊關上界過すへからさる緊 
翅 事に 15 す* 翔 八 11 洲橋 M 去の 結果に して 猶 他日 
斑 京 2 :耶 場と 上野 停車場との 間に 高架線の 吸 設せ 
ら る、 に 至らむ か 更に 甚 しき 不便を 感す るに 至る 
へし f/i て 速に @ 八 10 洲橋を ia ffi して 公衆の 利便を 
計られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 0- を 至 當な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 鄧 決せり 依て 謎 院法第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也  _ 

特別 報 itfl 第三 百 七十 八號 
意見書 

謂 願文逬 表 第二 0 三三號 
多豳川 改修 2S 並 水源® 養 ! S 國庫茭 辨の謂 願 

災 京 府取京 市 京 橋 M 二 丁目 一番 地酒 井 泰外 

十四 朽呈出 (紹介 議員 戶井嘉 作 君 外 四 名〕 

右 請願の % I 旨 ほ e 下 改修 H 亊著 手中の 多躲 川は 東 

京府及 神 奈川縣 に 於て 負擔 する 外® 庫ょり 總 工費 

の 二分の 一を 補助せられ つ、 ある も 右 府縣は 連年 

水害の 爲财 政枯 渴し殘 餘 の負擔 に堪 へす 殊に 多 靡 

川 水流の 大部分は 災京市 三： rl 萬 人の欣 料 水に 供す 

る M JR 要なる ? 61 川な れほ 其の 修築 s'i ほ 古來國 !4i 支 

辨に® せし ものを 明治 十 彐 年中 地方 支 辨に 移され 

たる ものな れは特 別の 詮議を 以て 右 多 Bsi 川 改修 费 

並 附 2 i iw 菜た る 水源 涵菇费 の 全部を 阈 E1I に 於て 支 

辨せ られた しと 謂 ふに 在 〇 

衆谜院 |£ 其の 趣 if を 至 常な 〇 と 認め 之を 採 揺すへ 

きものと； S 決せ ote て潢院 法 第 六十 五 临 に te り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 ? 1!| 街 第 111 百 七十 九號 

請朗 文 SI 表 第二 〇 ?I: K 號 

觅 京 5 e 治水に 關す る 11!/ 馘班京 府南葛 飾 郡 砂 

村長 宇田川 啓輔 呈出 (紹介 謎 M 島 田 三 郎君〕 

同 第 110: 力 六 號 

同上 III •: M 府 3* 京 市 深 川 M 新 安宅 町 十二 番地 

平民 纽築業 兼 材木商 晶田藤 吉外 十四 名 呈出 

(紹介 謎 M 島 BI 三郞冇 〕 

右 i§ 願の 耍 旨は 诳 M 府南葛 飾 郡 砂 村 及 其の 附近は 

南方 一帶 海に 面し 11. つ 土地 低き Is に 南風の 賜 來と 

共に 激浪 怒ぬ 狂奔して 在來の 堤 E/j を 破壊し 海 嘯の 

S 家屋の 倒. B 人畜の 死 似 其の 他 商 H il に 及す 損害 


R 額に 達し If 苦 f; 狀す へから さるもの あり 依て 右 
救 濟方法 として S 费を 以て 適當 なる 根本的 治水 策 
を講 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆蕺院 は 31- の 趣旨を 至 常な りと E8 め 之を 採 探す へ 
きものと 謎 決せり 依て 鄹院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 ffl 第三 百 八十 號 
意見® 

請願 文 W 表 第二 〇 六 三號 
聚鞔統 治に 關する Si 願 茨城 縣多賀 郡 豊浦村 
大字 砂 渾三百 五十 番地 平民 高津達 呈出 (紹 
介 謎 M 澤 來太郎 れ〕 

右 請願の 嬰 旨は；* i?l は 我 か 帝 國の 領土に 屘 してょ 
り旣に 二十 有 ? T 年の 久 きに 達した るに 拘らす 同 島 
民族 か 未た 我 か 民族に 同， 化せ さるは 統治 上 施政 方 
針の 適切なら さるに 基因す と 謂は さるへから す 抑 
K 族 冏 化の 要諦 li 敬神の 道に 在り 依て 當局は 此の 
際該 土に 神社を 建設し 神職を 養成し 崇祖 敬神の 觀 
念を 普及し 之と ffl 侠て 敎育 機關の 改善、 風俗 改良 
の 方法と して 結婚 及 演劇 機關を 設け 以て 德 化を 普 
及し 同 島民 族 同化の 實を擧 けられた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 議決せ 〇 依て 錢院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 Itli 

特別 報 ft 第三 百 八十 一號 
意見欝 

請願 文 W 表 第二 0 六〇號 
氷 見 郡 沿海 内に 漁港 修築の 請願 富 山 縣氷見 
郡 氷 見 町 南中 r. 十七 番地 平民 商 伏見久 作呈 

U1 C 紹介 謎 M 廣顧馘 之 君 外 一名) 

右 詰 願の耍 旨は 锫山縣 氷 見 郡は 縣の 西北 隅に 在り 

て 一町 二十 fig 村を 包 擁し而 積 十八 方里に 達し m' 方 

一帶ほ 越 中 Fi に 臨み 肢浪 潮流 共に 靜穩 にして 定置 

漁 架 甚盛な 〇從て 其の 產额頗 る 多く n. 年々％ 進す 

然るに 同 郡 沿海 內には 一箇の® 港 及 漁船の 定繫場 

なく 爲に 冬期 獵 期に 際して は 裏日本 海に 於け る 

激浪の e に 船舶 顚捋し 漁民を 海中に 葬る か 如き 慘 

害 夥しく 產 業開發 h jfi 憾尠 からす 而も 同 郡 海岸の 

如き 0 然的港 形を 爲し漁 港の 施設 上 極て 便宜 なれ 

は 政府は 速に 漁港を 修築して 斯業の 獎勵發 酸に R 

せられた しと iw ふに 在り 


衆戤院 は K の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 摞すへ 
きものと 翳 決せり ffi て謀院 法 第 六十 五條に 佐り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報齿 第三 百 八十 三號 
意 見 書 

請願 文書 表 第一 九 八六號 
佐 香 村 大字 坂 浦に 集配 郵便局 設置の 請願 島 
根縣簸 川 郡 佐 香 村 大字 坂 浦 十五 番地 平民 農 
一二 島 藤 次郎外 二十 一名 呈出 f 紹介 議員 高 橋 
久次邡 君) 

右請願の耍旨は島根縣簸川郡佐香村は戶數五西七 
十、 人ロ ニ 千 六 百餘を 有し 漁業 盛に して 其の 一® 
年の 酒 搏高九 萬 餘圓に 達し 之に 伴 ふ水篚 商業 家 亦 
尠から す 加 ふるに 漁業 上該 村民の 他 府縣に 出 稼す 
る もの 年々 數百 人を 算し從 て 普通郵便は 勿論 爲替 
貯金 事務 亦 頗る 繁多なる に拘ら す 所 轉平田 郵便局 
に 至る には 二 ®. 半の K 離 あり 而も 道路 險惡 にして 
住民の 被る 不利 不便 尠少 ならす 又隣 接 八 束 郡 伊野 
村 {3; 戶數 三百 六十 八 人口 千 七 百餘 大野 村は 戶數四 
百 四十 餘人 ロニ 千 百 餘を有 する も 其の 距離 一里 乃 
至 二 里なる を 以て 佐 香 村 所在 郵便局の 管 區た るを 
便と す 依て 速に 前記 n 一箇 村を 管轄す る 集配 郵便局 
を 佐 香 村 大字 坂 浦に 設匮せ られた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御缀 付 候 也 

特別 報吿 第三 百 八十 四號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇 四四號 

上國崎 村に 郵便局 設置の 請願 大分 縣 東 H 東 
郡 上國崎 村長 光永 順 平 呈出 (紹介 議員 松 田 
源 治 君〕 

右 請願の 要旨は 大分 縣東國 苽 郡 上 國崎村 ほ 村 運の 
進展に 伴 ひ 郵便 事務 增 加した るに 拘ら す富來 郵便 
局符_區域に藺するか爲事務遲滯して不便尠から 
す ffi て 同村に 郵便局を 設置して 村民の 利便を 計ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 - 75: 條に依 り 別 

冊 及 御 送付％、 也 _  _ 

特別 報吿 第彐百 八十 五 號 


意見書 

請願 文書 表 第二 〇四五 號 

關都 郵便局を 榘配 局に 復薦の 請願 福 島縣耶 
麻 郡 月輪 村長 佐々 木 佐 三 呈出 (紹介 議員 八 
田宗吉 君〕 

右 請願の ® 旨は 福 島 縣耶麻 郡 月輪 村 關都郵 ¢1 局 (£ 
明治 初年 以來 月輪、 長翻兩 村を 管 ^ し 集配 事務 取 
扱 局たり しに 大正 五 年中 無 集配 局に變 圯 せられ 不 
便 甚し依 て 月® 村 一圓を 管 _區域 とする 集配 局に 
復 * ■ して 村民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 
きものと 黐 決せり te て 議院 法 第 六十 五條に 依 〇 別 
冊 及 御 浍付候 也  . 

特別 報吿第 三百 八十 六號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇 四六號 
白 岩 村 大字 白 岩に 三等 郵便局 設 笸 の 請願 福 
島縣 安達 郡 白 岩 村 大字 白岩鹽 崎 百 六十 五番 
地平 民 農 石橋 辟 外 二 W 九十 二 名呈 m  (紹介 
議員堀切善兵衞君〕 

右諝 願の 要旨は 福 島縣 安達 郡 白 岩 村は 地勢 四 通 八 
達の 要姻に 在りて 生函 、蠶 種、 葉 煙草、 米麥 等の 
產地 にして 其 取引 甚盛な り 殊に 養篇 時期に 於て ほ 
各種 郵便 事務 激增し 其の 取扱 敏活を 要するに 拘ら 
す 所轉小 濱局及 隣 局 本 室、 三春、 二 本 松 等の 谷 局 
に 至る には 二 里 乃至 三 里 餘を隔 つるを 以て 不便 尠 
からす 依て 同村 大字 白 岩 地內に 三等 郵便局を 設置 
して 村民の 便益を 計られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及御浍 付 候 也 _  _ 

特別 報吿第 三百 八十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇五 八號 
柏 崎 高 崎 間 tt 通 電話 架設の 請願 新潟縣 刈 羽 
郡 柏 崎 町長 武藤庄 藏外三 名 呈出 (紹介 議員 
關矢儀 八 郎君) 

右 請願の 要旨は 新 潟 縣刈羽 郡 柏 崎 町 及 K の 附近と 
群 馬縣高 崎 市との 商取引は 輓 近著し く發展 したる 
に 依り 相場の 變励 其の 他 敏活に 商機を 知® する に 
は 通信 機 關の完 肺を 要す 依て 柏 崎 町 及 高 崎 市 間に 
K 通 11 話を 架設して 町 K の 利便を 計られた しと 謂 


多搜川 改修 费並 水源 涵養 國昍 支辨の 請願 外 九 件  一三 六 九 


院 潢衆侉 議  回一 十四 第 


’リ上 1 I J 迫 郵便 司に !^ 配 I J}f 拐 ra 始の 謂 1^ 外 九 件 
ふに 在り 

衆 SI 院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 掙すへ 
きものと 節 決せ OK て 謎 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報 街 第三 " eri 八十 八號 
尨 見® 

諮 願文 ? If 表 第二 〇六二 號 
川上 村 迫 郵便局に 集配 事務 開始の 請願 奈良 
縣吉野 郡 川上 村 M 山 本 久吉 呈出 (紹介 議 M 
福 本 寅 松 君〕 

右 請願の 要旨は 奈良縣 吉野郡 川上 村 大字 迫 ほ 村の 
中央に 位し 村役場 其の 他 諸® の 機 關備 はり 商収引 
の 中心地たり 從て谷 種の 郵便 事務 繁多な れは旣 に 

電信 m 話 事務 開始せられ たるに 拘らす 集配 事務は 

遠隔なる 大棚 局の 取扱に 係 offi に 一日 一回 配達せ 

ら るるに 過き すして 其の 不便 尠から す 依て 迫 郵便 

局に 集配 事務を 開始して 村民の 利便を 計られた し 

と 謂 ふに 在り 

衆顗院 は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 三百 九十 號 

意見書 

請願 文 ® 表 第二 〇 K 〇號 

七 里 村に 登記所 設蹬 の詣願 山 梨 縣東山 梨 郡 

七 里 村 助役 相 澤德重 外 五名 呈出 (紹介 議員 

穴水耍 七 君〕 

右 請願の 要旨は 山 梨 縣東山 梨 郡 七 里 村は 入口 九 千 

餘に して 商工業の 發睃に 伴 ひ 各種の 機 關備は り當 

記件數 は 管内 第 一 位を 占む 然るに 所轄 日 下部 出張 

所は 其の 管轄 十九 箇 村に 苴り 事務 繁多に して 常に 

其の 取扱 進埗 せす して 不便 尠から す 依て 廳舍は 村 

民に 於て 越 設貸附 すへ きを 以て 七 里、 奧野 田、 大 

藤， 神 金、 玉宮 •松 里、 PS 訪 、中牧 、西 保の 十箇 

村を 管轄 區域 とする 登記所を 七 里 村に 設置して 村 

民の 利便を 計られた しと 謂 ふに 在り 

衆_院 は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採拶 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 K 勝に 依り 別 

冊及御绘：^也 

特別 報吿 第三 百 九十 一號 

意見®: 

諝願 文書 表 第二 〇 六四號 


ill M K 裁判所 所硗 執违 y '■ の 職務 執行 改善に 關 
する 詰 願 JJi 京 府柬京 市 芝 M 愛宕 町 一丁目 
二番 地平 民會 社員 高 相 葛 則 外 二名虽 出 (招 
介 誘 fl 描 山 勝太郞 君) 

右 請願の 要旨は 東京 區裁判 所所® 執達吏の 職務 執 
行は 法規 上缺陷 多き捋 其の 手數 料、 送達 料 及旅费 
3 類の ; 3 達、 差 押 解除、 競 贤 執行 等に 就て 常に 奸 
策 行 ほれ 訴訟 當事 者は 多大の 損害を 蒙る に 反し 執 
達 吏は 莫大なる 而も •小 當の收 益を 取得して 其の 弊 
害 ® からされは 速に 之 か 改善を 計られむ ことを 私 
見 案を 具して 請願す と 謂 ふに 在り 
衆 _院 は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 識決せ り 依て fl 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御邊付 候 也 

特別 報吿第 三百 九十 p 號 
意見 ® 

請願 文書 表 第二 〇 二三 號 
町村 ® f 輕 減の 爲國萌 下 渡 金％ 加の 請願 新 潟 
縣岩船 郡 村 上 町長 澤田耍 人外 二十 九 名 呈出 
C 紹介 鬪員高 橋 光威 君) 

右 請願の 要旨は 世 運の 進 步に伴 ひ 町村の 經费は 年 
々膨脹し 一般に 之 か 負擔に 苦む の 狀况な り 從て敎 
育 II 關の 設備 改善を 始 とし® 業、 土木、 衞生 其の 
他 諸般の 施設を 企阏 する 餘力 なく 町村 自治の 發展 
上洵に 遺憾の ことに 1! す 政府は _ に 義務 敎育 费國 
庫 負擔 法を 制定し 之を 實施せ られ たる も 未た 其の 
目的を 達する 能は す 依て 大正 八 年度ょり 國頭下 渡 
金を％ 額して 町村 費の 輕 減を 計り 自治 體 の發展 を 
期せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 閾院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇す へ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也  I 

特別 報吿第 三百 九十 六號 

意見書 

請願 文書 表 第一 九 八九號 

久慈 、那珂 兩 郡ょり 氏 家 町 間 大子線 速成の 請 

願柺 木縣鹽 谷郡羁 通 川 町長 淺沼成 久外三 

名 呈出 (紹介 翳 員 高 H3 耘平 君〕 

右 請願の 要旨は 茨城 縣久 慈、 那珂兩 郡より 栃木 縣 

那須 郡鹽谷 郡を 通過して 同 郡 氏 家 町に 達すへ き大 

子鸨定 線は 其の 工事 遲々 として 進捗せ す 而も 茨城 

縣久 慈， 那珂兩 郡 及 右 沿道 地方に 於け る 馬頭， 武 


茂、 那 5 : •  S 速 川、 熟 田の 谷 町村 li 孰 も 土 池 肥沃 
物打曉多なるに拘らす交通運篛の途全からさる爲 
郵須郡 馬頭 町ょり 锞谷郡 氏 家 町 間は 馬 背に 法り 捃 
出しつつ ありて 地方 產業 開拓 上 造 からす 而し 
て 此の 豫定 線と 接近 並行して 敷設せ ら るる 烏 山 線 
ある も 全く 其の调 絡を 異にし 前記の： n 的を 達する 
こと 能 ix す te て 速に 右大 -T- 豫定 線を 完成して 地方 
產業開 發の途 を 謂せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 讖院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 法り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 三百 九十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第二 〇 四八號 

所 子 村に 停車場 設置の 請願 烏 取 縣西伯 郡 所 
子 村長 門脇榮 I 外 — ; 名 呈出 (紹介 議員 頭 本 
元 直 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 烏 収縣西 伯 郡 rff 子 村は 山陰 線御來 
屋>  淀 fr 兩驛の 中央に 位し 入 家 稠密 鏤產 物豊抗 に 
して 殊に 無限の 林 產を藏 す 然るに 兩驛 間の f® 離殆 
と 六哩に 達し 人文 並產業 開發上 不便尠 からす 依て 
所 子 村 地 內に停 車 場を 設置して 地方の 便利を 計ら 
れた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 三百 九十 號 
意見 W 

i BR 願文 書 表 第二 〇五 二號 
淸海 村に 停車場 設置の 請願 千 葉縣 夷隅 郡淸 
海 村 鵜 原區長 保 呂田宇 之 助 外 三十 二名虽 出 
c 紹介 議員 磯野 敬 君〕 

右 請願の 要旨は 千 葉縣禹 隅 e 淸海 村は 勝 浦 町の 西 
部に 接- S L 有名なる 松 部 石の 產地た り 又 森 下 港は 
船舶 輻輳して 漁躐の 利益 多く 同村鹈 原は 馬貝鞮 の 
產 m 額 房總 半島 第一位を 占む 尙 中外 水產 株式 會社 
の經營 ，に 係る 養魚場は 近く 竣工す へく 其の 他 砂子 
の 浦 勝地 等 ありて ft 等 物資の 収引 並® 客 等 年々 盛 
况を呈 する を 以て 同村に 停車場を 設置して 富 源 開 
拓並產 業の 發展に 資せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て a 院法第 六十 五條に 依り 別 


一三 七〇 
冊 及 御 送付 保 til 

特別 報吿第 四； n §!?! 

釕 見 82 

請願 文 13 表 第二 〇 六八號 
鏔矜 取引所 設立 速成の 詰 願 : 4* 京 府见 K 市 N 
谷區霞 岳 町 十六 番地 平民 村 上 先 呈出 (招 介 
謎 M 石 原 IE 太 郎君〕 

右 謀 願の 要旨は 商界に 於け る 物品 公定 lll ST o 成定 
及物俏 調節の 唯一 陕關 として 収引 所の 必要なる こ 
とは 言を 俟た さる 所な 〇帮 释總将 府は旣 に 十八 九 
年 前ょ o p. 引 所 設立に 脚す る 綱 査に著 手し 大正 三 
年 同府の 律令 港 識會に 於て 該肢引 所 令を 可決した 
るの事资に徴するも亦祭阀収引所の設立如何は：^ 
早 や 可否の 問題に 非す して 其の 1$ 行 ii 速の 問題な 
りと 謂は さるへから す 依て 袋 眄物 產の収 引の爲 速 
に臺释 肢引 所を 設立せられ たしと 謂 ふに 在 〇 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採！ g すへ 
きものと 識決せ り ffi て 議院 法 SB 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 ,('!• 候 也 

特別 報吿第 四百 一號 
意見 W 

請願 文書 表 第二 〇 六七號 
和朿 郵便局に m 信 ® 話 事務 開始の 謂 願 京都 
府相樂 郡 中和进 村長 西 井 行次郞 外 三 名 呈出 
(紹介 議員 長 田桃藏 君〕 

右 請願の 要旨は 京都府 相 樂郡 中和艰 、場 船、 西 和 
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世界 ノ 平和 將 11 成 ラム トス 帝 國ノ任 益々 重ヲ加 
フ臣等 謹 テ 聖旨 ヲ奉 體シ愼 重 群議 上 
陛下 ノ隆 恩-一 對ヘ下 國民ノ 委託-一 酬ム コト ヲ期ス 
衆議院 議長 臣大岡 育造 誠 恐 誠惶謹 テ奏ス 

第 ® 十二 議會 國務 大臣 


_ff gs 


原 


敬 


床 次 竹 二 iffi 
石 丸 IR 奕 
永 井  亨 
中 川 正 左 
佐 竹 三 吾 
0  0  迓 

水 野 鈍 太郎 

河 內山樂 11 i 
大塚常 三郞 
田  郎治郞 

下 村  宏 


神 野 勝 之 肋 
西 野  元 


三 七 二 


鐵道院 總 裁 
鏟 23 院副總 :i5 H®!g  士 
缂 a 院 理事 
鍅道 院理 琳 
錄道院 1 i 事 法 學邱士 
朝鮮 總® 男 K 

M 鮮總® 盼 政務 
總監法 學 |15 士 

朝鮮 總督府 时務 局長 
朝鮮 fj 督府參 事 官 
窺® 總籽男 K 

HII 總 督府總 務 
長官 法學® 士 

S 海 總甯府 事務官 
關東 長官 男爵 
關柬廳 事務 總長 
關 诳 廳事 務官 
嬅太 長官 

外務省 所管 

外務 次官 
外務省 政務 局長 
外務省 通商 局長 
外務省 條約 局長 
外務 奮 記 官 
總領事 

內務省 所管 

內務 次官 
內務省 神社 局長 
内務省 地方 局長 
內 務省鳖 保 局長 
內務省 土木 局長 
內務 省 fj 生 局長 
內務 省參事 官 
內務 省參事 官 
北海道 廳 長官 

大藏省 所管 

大藏 次官 
大藏省 主計局 長 


第 四十 一該& を 終へ て 第 四十 二 蓮 會へ 

第 四十 二帝國 

第 四十 一議 會を 終へ て 第四士 一議 會へ 


平和 條 約の 成立 

大正 七 年 十一月、 獨塊と 休 alii 條約締 結せ ら るる や 
檝 和#  ■は 佛國ヴ h ル サイ. U CT に 於て 開かれた が、 
關係國 甚だ 多® に苴 れる爲 、主要なる 條約 は、 日本 

英國 、米國 ■佛國 、伊 國の五 大國 代表者の 會議に 法 

つて 大瞪 決する 事と なつた、 我が 全 糊は 西 園 寺 公圍 

牧野 仲顯 、珍 田捨 己、 松 井 薩四郎 の 四 人で、 之に 列 

席した ので あるが、 英佛 伊は 何れも 現任の 首相 外相 

が 列席し、 米國に 至つ ては 大統領の ウイルソン.： m 身 

が 出席した。 

この 會議は 列席 諸 國甚た 多く、 谷 その 利害を 異に 

した 爲 、全® 達は 自國を 有利の 地位に 置かん として 

その 活躍は 頗る 冃 ¢2 ましい もので あつた、^^ て久 

しきに 1L つて 協 _に協 翳を 重ね、 大正 八 年 六月 二十 

四日を 以て 平和 條約は 成立し、 谷 國金權 は 之に 記名 

調印を 了し 我全灌 西 園 寺公閤 は 八月 末を 以つ て ® 朝 

した。 

然して、 此の 平和 條 約の 第一 編に 規定され たもの 

は國際 聯盟に 關 する 事項で あつて、 國際 聯盟は 北米 

合衆國 大統領 ウイルソンの 提唱せ る處の もので •世 

界 永遠の 平和を 期す る爲 、腿 垂を 避ける と 云 ふ 趣旨 

の 下に 生れ 出で た 谷 國 間の 約束で、 聯盟 加盟の 國は 

日本、 英國 •佛關 西 •伊太利、 白 耳義等 三十 一箇 國 

であつ た、 殊に 滑 fs なのは 亜米利加 合 衆國で 、その 

大統領の ウイルソンが 提唱して、 この 聯盟が 成立し 

たもので あつたが、 その 本國に 於て は、 上院が 加盟 

の批淮 を 否決した 爲め •之れ に 加盟す る ことが 出来 

ない とい ふ 破目に 陷つた ので あつた。 

平和 條約 は對獨 、對澳 、對 土， 對 勃の 各 條約 から 

成立して 居る が、 其 主なる ものは 数獨 平和 條 約で、 

頗る 浩瀚な ものである、 その 編 目 だけを 擧げ ると， 

第一 編 國際 聯盟 規約  第二 編獨 逸の 境界 

第三 編歐洲 政治 條項 


第 四編獨 逸國 外に 於け る 獨逸國 の ■利 及 利益 
第五 編 陸軍、 海軍 及 航空 條約 
第 六 編 俘 鹿 及 墳墓  第 七 編制 裁 
第 八 編 賠 ®  第 九 編 財產條 項 
第 十 編 縛 濟條項  第 十一 編 航空 
第 十二 編 港 水路 及 鐵道第 十三 編勞働 
第 十四 編 保障  第 十五 編雜則 
此の 平和晓 約に 於て 得た 日本の 利益と いふのは、 

一 支那 靑 島に 於て、 獨逸が 有した 權 利を 繼 承した 
る こと 

ニ マリアナ 群島、 マ ー シャル、 ヵロ リン 兩 群島の 
北部の 統治を 委任され たる こと 
三軍 艦 三隻 ，潜航艇 三隻及 商船 數隻 の 1® 渡を 受け 
たる こと 

等が その 主なる ものであつた。 

對 外の 事情は この 外に 支那との 交情 {3: 紛糾に 紛糾 
を 重ねて 居つ たので あつたが、 內治は 多數を 擁する 
政 友 會內閣 に 依つ て、 靜穩を 極めて 居つ た。 

第 四十 二 議會 開院 式 勅語 

C 大正 八 年 十二月 二 十六 日〕 

第 四十 二議會 は 大正 八 年 十二月 二十四日を 以て 召 

集せられ、 越えて 二十 六日 開院の 式を 行は せられて 

左の 勅語を 賜つ た。 

眹玆 -1 帝 國議會 開院 ノ式 ヲ行ヒ 貴族院 及 衆議院 ノ 

谷 員-一 吿ク 

帝國卜 締盟 各 國トノ 交際 ハ 益々 親厚ヲ 加へ 平和 ノ 

協定 其ノ成 ヲ見ム トス 朕深ク 之， プ欣フ 

朕 ハ國務 大臣- 1 命 シテ 大正 九 年度 豫算案 及 谷 般ノ 

法律案 ヲ帝 國議會 -1 提出 セ シム 卿 等克ク 朕 力意ヲ 

體シ 和衷 審議 以テ 協賛 ノ任 ヲ竭 サム コト ヲ望ム 

勅語 二對 スル 泰答 〔貴族院〕 

C 大正 八 年 十二月 二 十七 日〕 

貴族院 議長 臣德川 家 達 誠 恐 誠 惶謹テ 


天 杉 若 肥米秦  大宮 中小 白 齋石長 副 村 崎 鶴 四 岡 迫 犬 
岡  宮 後田  塚 内 井川 仁 藤 黑滿島 上 川兑條 本家 塚 


内 久志祸 

田野 佐內 

m  曾 

次 

成 エ勝郞 


松 本 m K 
森  俊 六® 
小 野義一 
藤 井 ¢5 信 
勝  正 ^ 
保 位 熊 三 郞 
佐々 木 謙 一郎 
河 田  か 
太 田 SS 太郞 
神 鞭 常 孝 
野中  淸 

山 梨 半 造 
淺川敏 靖 
井上 幾太郞 
田 中 政 明 
谷 林 德太郞 

志 水 小一 郞 


勝 太郞 
齊 

英太郞 
隆英 
左吉雄 
才四郞 
隆吉 
千 八 
欽司 
忠篤 
龜三郞 
武 

藏次郞 
勵作 
1 一太郎 
健 洽 

豊肋 
奈良吉 
八 次 
貞夫 
精 三 
直嘉 


鈴木臺一一郞 

豊島 直通 

谷 田三郎 

山內確 三 郞 

池 田 寅 1  !郞 

山 岡® 之 助 

販島玆 平 

近 藤 三郞 

南  弘 

松 浦 龆次郞 

赤 司 隞一郎 

山 崎 達之輔 

柴田 rril 三 郞 

黑 澤次久 

武部欽 一 

關 屋龍吉 

渡 部 rr 之 介 


貴族院 議員の 異動 


至 第 四十 二 議會閉 M 式當日 (奎杂二 月廿六 日〕 


議員 氏名 
® 退任 if? 員 
伯 律 輕英腰 
子 外 山 光 / fB 
陨 山久 太郞 

恒久 王 

公德大 寺 © 則 

多勢 龜五郞 

小 野 田 元 照 

大森鹿 次郞 

侯大炊 御門 幾® 

柴田 家門 

男 山內萬 li 洽 

子久 留鳥 通簡 


異動 年月日 


異励事 由 


大正 八 年 四月 五日 死  C 


四月 九日 

四月 - 11- 三日 

六月 四日 

六月 九日 

六月 十三 日 

七月 八日 

八月 十一 日 

八 乃廿五日 

九 fl 十八 日 

十月- -ll- iu 


辭 

死 


辭 

死 


任 

亡 


任 

亡 


S 商務 村 所！：：： 

農 商務 次官 
農商猝省焊務局畏 
農 商務 笛 商務 局長 
農 商務省 工務 局長 男 K 
s HJi 務将 山林 局長 
偽 商 ^ 朽鉞山 局長 
農确 務辑 水產 局長 
農 商務 帮 記 官 
農 商務 畀 記 官 
農 商務 # 記 官 
煶 商務 Tci 記 官 
製 e 所 長官 
製 ® 所參事 
特許 局長 
硪時 保險 局長 
臨時 米穀 管理 部 事務官 
遞信省 所管 

遞信次 !•• 
遞信省 通 m 局長 
興 信 街 策 氣局長 
趿 信 省 管 船 局長 
遞信将 經理 局長 
爲 替貯金 局長 


大破 省 主税局 及 
大藏杏 理財 局長 
大藏辑 銀行 局長 
大破 省 參椹官 
大藏 fff 記 官 
大藏爵 記 官 
大藏軎 記 官 
大藏書 記 官 
大藏霄 ;1H 官 
大藏 書記官 
苏 S 局 長官 

陸軍省 所管 

陸軍 次官 
陸軍 中將 
陸軍 少將 
陸 m. -1- 計總監 
陸軍 一 等 主計 正 

研 A 

海 項 省 所 Tf 

海 m 次 TJ- 

fti sp 主計 中 W 

海軍 主計 少將 

主理 

司法将 所管 

司法 次官 法® W 士 

司法 劣 刑事 局長 法學！ g 士 

司法 竹 監獄 局長 法 舉 博士 

司法 省 民事 局長 法 舉 R? 士 

司法 省 參 ?Jf 官法呼 邸 士 

司法 省參 唞宵 法 吊！ S  士 

司法 省參祺 官 

司法 ? f 記 官 

文 部将 所符 

文部 次官 

文部省 垛 問 ^ 狳 局長 

文部 ^ rf 通 拽務 局長 

文部省 實粢吊 務局長 

文部省 宗敎 局長 

維新 史料 編 Ji yf 務 局長 

文部 ^ 參 叫 官 

文部 齊 記 官 

文部 ^ 岡 ？1? 監 5 £官 


第 四十 一 諮 fr を 終へ て 第 四十 二 謎 ^ へ 


子 小 笠 原 勁 一 
平 山 成 信 
侯屮 U1 孝 ® 
岩 村 兼 善 
牟田 口元 學 
公二 條基弘 
子 一柳 末德 
折 田彥市 
苻 松英義 
® 就任 li 員 
男 屮村雄 次郞 
裕仁 親王 
男 永 山 武敏 
子 柳 生俊久 
子 秋 田重季 
伯勸修 寺經雄 
子 戶澤正 己 
公 德大寺 公弘 
平 井 六 右衛門 
近 岡 理三郎 
秋 山 源兵衞 
侯屮 山輔親 
子 蒔田廣 城 
子 高 倉 永 則 
恒憲王 


十一月 三日 ク 
十一月 五日 辭 
十一月 廿 七日 死 


大正 九 年 一月 十三 日 ク 
ク  ー月 十四日 資格 消滅 
ク  ー月 十七 日辭住 
ク  ー月 -11- 六日 死  亡 
ク  ニ月 廿 四日 辭  任 

大正 八 年 四月 十！ 一日 新  任 
ク  四月 九日 ク 
ク  五月 十日 補 缺當選 
ク  五月 十七 日 ク 


ク  六月 十四日 
ク  六月廿一日 
ク  六月 三十日 
ク  八月廿一日 
ク  十月 四日 
ク  十月 二 4 
ク  十二月 二十日 
ク  十二月 - 1.1* 六日 
大正 九 年 一月 十七 日 
ク  ー月 il' 七日 


新任 
補 缺 當_ 


新任 
補缺當 選 


任 


衆議院議員の 異動 


至 第 四十 二議 會閉會 式當日 eg 益 一一 / i/ 卄六 日〕 


議員 氏名 
® 退任 議員 

我 如 古 樂一郞 
江 藤哲藏 
づ 山 東 助 
野 添宗三 
中 山 梅治郎 
古川  淸 
岡 崎 運 兵衞 
白 河 次郎 
福 本 寅 松 
井坂 光輝 
望月 長 夫 


府縣  異動 年月日  異動 事由 


沖® 
熊 本 
宮城 
兵 膝 
奈良 
烏 根 

ク 

大阪 

奈良 

大阪 

滋賀 


空 ^ 五月 十四日 
ク 六月 廿 四日 
ク 八月 - 11- 五日 
ク 八月 廿八日 

ク -7-月 -1]- 四 日 

々十一月 卄 九日 
ク十 二月 十七 日 
々十二月 -11- 五日 
ク 十二月 -1.1* 九日 
空 * 二 月 九日 
クニ 月 十日 


選擧法 
違  反 
死  亡 


當選 無効 

死  亡 


岸 本賀昌 
尾 越 辰 雄 
菅原  0 
砂 田 重 政 
片 山太郞 
佐々 木武生 
桑原 羊次郎 


沖繩 
熊 本 
宮城 
兵 庫 
奈良 
島根 

ク 


大正 a 六月 十六 日 
ク 九月 九日 
ク 十月 七日 
ク 十月 十日 
々十一月 三十日 
ク十 二月 廿三日 
奎杂 一月 十九 日 


補 缺當 31 


松 本强二 奈良ク ー月 十六 日ク 
板 野 友 造大阪 クー 月 册 一日々 


一三 七三 


院族 ft 會議國 帝 回 二十 四 第 


笠 山 池 潮 堀川 添 塚 小 
井田 田 田 村 田 本 橋 


藤 岡 松田芳 W 

田 本 田 中澤原 

彼 武道 都 謙 正 

郞 三-* 吉吉 K 
封 君 君 君 射 射 


神 野 勝 之 助 君 
西 野  元 君 
松 本 重 威 君 
森  俊 六 郎君 
小 野 義一君 
藤 井 Is 信 君 
勝  正憲君 
保 倉 熊 三 郎君 
佐々 木 謙 一郎 li' 
河 田  烈君 
太 田 嘉太郎 君 

sff 屮 a fs- 


一 太 岩 
淸洽君 
敬 I 郎君 
竹 治 君 
貢 赴 
之輔君 
宏君 
準 次郞君 
信  I 君 


石 丸 JR 奕 a 
永 井  夺 君 

1  I  f  義  t 

■: r  =;芷左老 
佐 竹 三： 吾 君 
水野鍊 太邡哲 
河内 山 樂三君 
大塚常 一 i 君 
下 村  宏君 
阿部  涝君 
杉 山 四 五郎 君 
永山鹁 之 助 財 
永 井 金 次 郎君 


菡 員の 異動  政府 委員の 任命 


三 七 四 


第 四十 二回 帝 國議會 貴族院 


0 大正 八 年 十二月 二十 七日 C 土唼 日〕 

午前 十 時 五分 開諾 
議 m- B 程 第一 號 
第一 全院 委員長の 選！ i 
第二 常任委員の 選 舉 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： >  昨 二十 六日 本院 議員に 當 
選せられ ました 子 辟 蒔 田肪城 君の 席次 ほ 子 ! i'f 大浦兼 
一 君の 次席と 確定いた しました、 其 部靥は 第五 部に 
定めました、 去る 七月 九日 外務 次官より 講和 條約調 
印に 際し 貴 衆 雨 院議 長に 對し ィス パ-ー ァ國 上下 兩院 

より視 意の 表澎 ありた るに 付き 同國 公使より 通報の 

件 通牒が ありました、 同月 十三 日兩 院議 長より 回答 

方を 外務 大度へ 法 賴を 致して 置きました、 其 他の 報 

吿ほ官 報に 掲載す る ことに 致しまして、 本 議場では 

御興議 なければ 省略いた します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の報齿爵は&||を經さるも參照のため玆 

に 載 錄す〕 

第 四十 一回 懿 會閉會 後に 於け る 事項 報吿 

去る 三月 二十 七日 外務省 政務 局長 代理より 左の 如 

く在佛 松 井 大使の 回 雷 ありた る 旨の 通知を 受領せ 

•S'  . 

クレマン ソ ー 首相 慰問に 關する 貴族院 決 翳の佛 

譯を 添へ 右 決？ 1 <® 達摊延 の 理由と 共に 同苜 相へ 

傳達方 外務大臣に 依 賴 し a きたる 處同 大臣より 

本 月 十四日 付を 以て a 族 院議 長に 對し 深厚なる 

謝意 表 澎方冏 首相より 依賴せ られた る 趣 申出 あ 

りたり 

從 三位 II 四 等 伯爵 津輕英 @ 君 

去る 四月 五日 薨去せ らる 依て 九日 弔 辭を 贈れり 

從 三位 子爵 外 山 光庸 君 

同日 薨去せ らる 依て 十日 弔辭を 贈れり 

® 山久太 郎君 

去る 四月 九日 願に 依り 貴族院 翳 M を 免せ らる 

正三位 動 一等 功 四 級 男 if 中 村 雄 次 郎君 

去る 四月 十二 日 貴族院 令 第 一條 四 項に 依， リ貴 族院 

議眞に 任せら る 

去る 四月 二十 一日 恒久 王 殿下 御 病氣御 危篤に 付議 

長は 穀院を 代表して 參殿 御見舞を 爲せり 


陸軍 少 將大勸 位 功五 級 恒久 王 殿下 
去る 四月 二十 三日 薨去 あらせら る 依て 二十 六日 議 
長參殿 弔辭を 捧呈せ り 

大勸 位裕仁 親王 殿下 
去る 四月 二十 九日 貴族院 令 第二 條に依 り 翳 席に 列 
せらる 

去る 3T 月 七日 皇太子殿下 御成 年式に 付議 長は 議院 
を 代表して 宫 內 大臣を 經て 賀表を、 東宮 大 夫を 經 
て賀賤 を 捧呈せ り 

正 四 位 II 三等 功五 級 男爵 永 山武啟 君 
去る 五月 十日 男爵 議員 補 闕選擧 に 當選 せらる 

正 四位勵 三等 子爵 柳 生 俊久君 
從四位 子爵 秋 田 重， 季君 
去る 五月 十七 日 子爵 議員 補闕選 擧に當 選せ らる 
從一 位大勸 位 公爵 德 大寺窟 則 君 
去る 六月 四日 薨去 せらる 依て 六日 弔 辭を 贈れり 
多勢 龜五郞 君 

去る 六月 九日 死去 せらる 依て 十三 日 弔 辭を贈 れり 
從二 位勸 一等 小 野 田元搠 君 
去る 六月 十三 日 薨去 せらる 依て 十六 日 弔辭を 贈れ 
り 

正 四 位 伯爵 ■勸修 寺 經雄君 
去る 六月 十四日 伯爵 議員 補闕選 擧に當 選せ らる 
正 五位 子爵 戶澤 正已君 
去る 六月 二十 一日 子 K 議員 補 闕選擧 に當 選せ らる 
正三位 公爵 德大寺 公弘 君 
去る 六月 三十日 貴族院 令 第三 條に 依り 議席に 列せ 

らる 

去る 七月 一日 對獨 平和 條約 調印 確定に 付議 長は 議 

院を 代表して 參内 宮內 大臣を 經て祝 詞を 言上せ り 

去る 七月 四日 大井第 十二 肺 園長ょり 左の 謝 電を受 

領せ力 

無事 歸還に 際して 出征 中は 深厚なる 御 同情と 御 

援助を 深謝す 

大森慶 次 郎君 

去る 七月 八日 願に 依り 貴族院 議員を 免せ らる 

正三位 勸 三等 侯爵 大炊 御門 幾 麿 君 

去る 八月 十一 日 薨去 せらる 依て 十三 日 弔 辭を 贈れ 


動 ra 等平并 六 右 ri 門 君 
去る 八月 二十 一日 K 族 院令第 一條 五 項に te o n- 族 
院議 員に 任せら る 

正三位 勤 一等 柴田 家門 君 
去る 八月 二十 五日 薨去せ ら る te て 二 十八 日 弔辭を 
贈れり 

從三 位 ® 一等 功二 級 男爵 山內 萬 si 治 君 
去る 九月 十八 日 薨去せ らる 依て 二十 二日 弔 辭を贈 
れり 

勸 八 等 近岡理 三 郎君 
去る 十月 四日 貴族院 令 第 一條 五 項に 依り® 族院翳 
員に 任せら る 

秋 山 源 兵衞君 

去る 十月 二十日 貴族院 令 第一 條五孭 に 依り 貴族院 
議 負 に 任せら る 

從 二位 » 三等 子爵 久留島 通簡君 
去る 十月 二 十一 日 薨去 せらる 依て 二 十五 日 ^ 辭を 
贈れり 

從四位 子爵 小 笠 原 勁 一 君 
去月 三日 卒去せ らる 依て 五 H 弔辭を 贈れり 

從 二位 勸 一等 平 山 成 信 君 
去月 五日 願に 依り 貴族院 議員を 免せ らる 

正 二位勵 一等 侯爵 中 山孝陲 君 
去月 二十 七日 薨去 せらる 依て 二十 九日 弔 辭を贈 れ 
り 

從 四位勸 二等 岩 村 兼 善 君 
同日 卒去せ らる 依て！ 一十 九日 弔 辭を 贈れり 

從五位 侯爵 中 山 輔親君 
去る 二十日 貴族院 令 第三 條に 依り 議席に 列せ らる 
去る 二十四日 本院 成立の 旨 政府 及 衆議院に 通知せ 
り 

同日 衆議院ょり 同院 成立の 旨 通牒を 受領せ り 
同日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 
政府 委員 

內閣 統計 局長 牛 塚 虎太郎 君 
法制局 長官 橫田千 之 肋 君 
法制局 參事官 馬場 鍈一君 
法制局 參事官 松村眞 一郎 君 
拓殖 局長 官法學 博士 古 賀廉造 君 
軍需 局長 原  象 一郎 君 
鐵道 院總栽 床 次 竹 二 郎君 


鐵 适 院副璁 裁 H 棵博 土 
鍅 适 院理祺 
鐵道院 理祺 
錄 逭 院现 yf -.t: 、 ほ ^ 士 
钡詳綍 si 4 ?政務 

朝鮮總筘府財衫局長 
朝鮮總 宵 狩 參 yv 官 

長官 法 E-W -1-4 
寮 ?? 總 ff rftf 事務官 

關班 K' ilf 務總長 
關 i!i 鹿 sit 務宫 
陣 太廳 長官 
外務省 所管® 務政府 委 M 
外務 次官 
外務省 政務 局長 
外務省 通商 局長 
外務省 條約 局長 
外務 氍記官 
總 領事 

內務省 所管 事務 政府 委 M 
內務次 官 
內務省 神社 局 張 
內務省 地方 局長 
內 務省臀 保 局長 
内務省 土木 局長 
內務 省衞生 局長 
內 務省參 事官 
内務省 參事官 
北海道 廳長官 
大藏省 所管 事務 政府 委员 
•  大藏 次官 
大藏省 主計局 長 
大藏省 主税局 長 
大藏省 理財 局長 
大蔵省 銀行 局長 
大藏 省參 事官 
大藏 書記 11- 
大藏 書記官 
大藏 書 IE 官 
大藏雷 記 官 
大藏 書記官 
專 寶 局長 !• 


院 族贵會 IS 既帝问 二十 四 第 


塚內 井川 仁 fi 上 川 見 條木家 塚  部 擇田崎 司 浦  藤 島 田 内 田 島 木  田野 佐內  林 中 川 梨 


睦艰省 所 竹 yf 独 政府 娄 M 

，陸軍 次官 山 
陸 眾 中 將 ほ 
陸 茁主 計總監 0 
陸軍 一等 主計 正 谷 
海軍省 所符事 我 政府 委 M 

海軍 次官 柝 
海軍 主計 ' I' 將志 
海® 主計 少將久 
主 理内 

司法 省听管 事務 政府 委 M 

司法 次官 法 學傅士 鈴 
司法 省 刑 2JV 局長 法 ^ 邱士 豊 
司法 省監 1 g 局長 法 ^ 邱士 谷 
司法 省 民 211 局長 法 學 邱 士 山 
司法 « 參 出官法吊邱士池 

司法 省參事 官阪 

司法 省 ？,? 記 官近 

文部省 所 狩 ? If 務政 府委 li 

文部 次官 南 

文部省 ¥ 門® 務局畏 松 

文部省 普通 2 S 務 局長 赤 

文部省 H 業 學務 局長 山 

文部省 宗敎 局長 柴 

維 铄史料 編ぬ 班 務局長 0 

文部省 參唞官 武 

農 商 猙祺 所犄琳 務 政府 委員 

S 商務 次官 犬 

農 商務 杏 is 務局 長 33 

尨 商務 雀 商 独 局長 岡 

S 商務省 H B 局畏 男时四 

農 商務 翁 山林 局長 鶴 

煨 商務省 鋁 m 局長 崎 

農 商務省 水產 局長 村 

s fa 務 pf 記 f; 副 

製 釣 所 捩 官白 

製鍅 所參琪 小 

特許 局畏中 

鸱時保 險 M5 長宮 

臨時 米 鉸 管理 部巩 務官大 

碑 信将所 7? 事 我 政府 委 U 

遞信 次官 秦 


半 造 君 
觖钺 君 
政 明哲 
德太郎 君 

曾 次 郎君 
勝 君 
H 君 
ffl 成 君 

喜 三 郎君 
H 通 君 
三 郎君 
確 三 郎君 
寅 二 郎君 
喬平君 

三 fil5 君 

弘 趙 

節 次 郎君 

朦一 郎君 

達 之_ 君 

的 三郞君 

次久君 

欽 一 君 

勝 太郞君 

齊君 

英太郞 君 

_ 英赳 

左吉雄 君 

才四郎 君 

蝰 吉君 

千 八 君 

武 舒 

藏次郎 君 

蚴作君 

國太郎 君 

(5B 治 君 

豊助君 


遞信栢通信局長米田奈良山：：君 
遞信 省 ffi 氣 局長 肥 後 八 次 君 
遞信 省脊船 局長 若宮 13 夫君 
遞信省 純理 局長 杉  撾 三 君 
爲 替貯金 局長 天 岡 ua 嘉君 
一昨 二 十五 H 内閣 總理 大臣より 左の 通 政府 委員 仰 
付けられた る 旨の 通牒を 受領せ 〇 
政府 委 a 

朝鮮 總督男 擗 齋藤  寶君 
察 if 總督與 爵田  健 治 郎君 
關班 長官 男爵 林  權助君 
正 五位 子爵 蒔 田 BS 城 君 
昨二十六日子辟謙门讪關浞舉に當選せらる 
〇 議長 (公 ® 德川家 達 君： >  是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 昨 H 開院 式の 節 賜 ほりました 勅語に 對 する 奉 
答 * を 起草いた しました から 諸君の 御意 見を 伺 ひま 
す、 是よ OESis いたします。 

rc 族院讖 長 1:1 徳川家 達 誠 恐誠惶 謹 テ 
锇 期 文武 天 a 陛下  一 | 上奏 ス 
第 四十 二问帝 國謎會 ノ開會 -1 際シ玆 -1 盛典 ヲ擧 
ヶ ® 渥 ナル 
勅語 ヲ賜フ 臣等謹 テ 

額 旨 ヲ辩體 シ愼 茁密 额協 资 / 任 V 榀シ以 テ 
S 猷ヲ钱 盤 セム コトヲ 期 ス臣家 達 恐 tf ノ 至-一任へ 
ス謹テ 華答ス 

〇蕺 長 & K 德川家 達 君〕 唯今！ E みました 奉答 文で 
御 異存ない 御 方は 御 起立を 請 ひます。 

總 3 起立 

〇藕長 (公 © 德川家 達 君) 全會 一致と 認めます。 

〇 謎 長 (公 13 德川家 達 君) 是 より 本日の 識事 日程に 

移ります 、第一、 全 1% 委員長の 選擧 、御注意を 致し 

て ®; きます が、 本 院議 a 屮には 同爵 にして 同姓の 御 

方が 渾山ご ざいます から、 成るべく 投罌紙 には 姓名 

を 御 記 e に 相 成る ことを 望みます、 是 より 投票を 集 

めます 爲に s： 記 官を御 席へ 差 III します、 尙ほ念 の爲 

に 申 上げます が 御 ti 刺を 御 添へ になる 事を 望みます 

〔R 記官 投票を 収集む〕 

0 議長 (公 f]? 德川家 達 君) 投票 漏は ございませぬ か 

…… 是 より 開 摆いた させます、 御異 謎がなければ 投 

蕻の譖 上は 省略いた したく 存じます。 

t「Ef 議なし J と 呼 ふ 者 あり} 

〔e 記 官投 M を 計 K す〕 


〇篛長 (公 wf 德川家 達 君〕 投票の 結果を 御 報 吿に及 
びます、 投票 總數二 百 十二、 侯爵 德川賴 倫 君 二 百 九 
公 脬德川 殴 久君 一 蕻、 侯爵 細 川 _ 立 君 一票、 無効 一 
祟、 故に 德川侯 K 多數を 以て當 選せられ ました。 
〇讅長 C 公勝 德川家 達 君〕 熟 事 日程 第二、 常任委員 
の 選擧 、御 異篯 がなければ 是よ o rff ちに 谷 部に 於て 
互選せられ むこと を菌み ます。 

〔「興 謅な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇 調 長 c 公 斟德川 家 達 so® 時 休憩いた します。 

午 時 三十 一分 休憩 
午前 十一 時 二 十分 開會 

〇議设 C 公爵 德川家 達 君〕 il 長 ほ 午前 十一 時 今朝 全 
會 一致を 以て _決 せられました 華 答 « を携へ まして 
參内 致しました、 本 a ほ 陛下に (S 輕微な る 御 不例の 
爲に 出御は あらせられ ませなん だ、 鳳凰の 間に 於て 
奉答 書を宮 內 大臣に 渡しまして、 然るべ く 奏上せ ら 
れむ ことを te 賴い たしました、 然るに 宮內 大臣より 
更に 礙渥 なる 勅語の 傳達を 受けました、 是 より 其 
勅語を 捧讀 いたします。 

總員 起立 

朕 貴族院 ノ 深厚 ナル 敬禮 ヲ嘉ス 
〔一同 敬禮〕 

0 議長 c 公 餌 德川家 達 君〕 是 より 谷 部に 於て 當選せ 
られ ました 常任委員の 氏名を 書記官を して 朗 _ いた 
させます。 

〔長 谷川 書記官 朗讀〕 

第一 部 

資格 審査 委員 
伯 辟 大木 遠吉君 
豫算 委員 

子 ■稻垣 太祥君 
江 木 千 之 君 
男 W 藤 村義朗 君 
西 川甚五 郎君 
懲 罰 委員 

公爵 近衞 文® 君 
請願 委員. 

侯 辟 蜂須 賀正 韶君 
律 村 JC 陵 ^ • 

決算 委員 

男爵 西 村 If i 君 
安立 綱 之 岩 


男爵 村 上 敬 次 郎君 
男 ® 佐 竹 義準君 
男 Ef 藤 堂 高 成 君 


大村彥 太 郎君 
山 田 純 精 君 

男爵 若 王子 文 健 君 
龆 山  章 君 


第二 部 

資格 審査 委員 

大久保 利武君 

豫算 委員 

伯爵 柳 澤保惠 君 

子爵 伊 Jri 祐弘君 
河 村 讓三郞 君 
阪本釤 之 助 君 
懲罰 委員 

子爵 片桐 貞央君 
請願 委員 

伯爵 川村鐵 太郞君 
伊丹 獅太郞 君 
決算 委員 

子爵 本多忠 鋒 君 
鍋 島 挂次郞 君 

第彐部 

資格 群 査委員 

服 部 一三 君 
豫算 委員 

伯爵 松 平 賴壽君 

子爵 井上 匡四郞 君 
湯 淺倉平 君 
勝 田 銀次郎 沿 
懲罰 委員 

內田 嘉吉君 
請願 委員 

伯爵 副 島 道 正 君 

男爵 高 崎 弓彥君 
決算 委員 

子爵 板 倉 勝憲君 

男爵 眞田幸 世 君 
第 四 部 
資格 審奄 委員 

男爵 島津久 賢 君 
豫算 委員 

男爵 石 黑忠腐 君 
荒 井 賢 太 郎君 
高 橋 作衞君 
安田 善 三郞君 
懲罰 委員 

伯爵 廣澤金 次 郎君 


子爵 前 田 利定君 
高 崎 親 章 君 
男爵 福 原 俊 丸 君 


男爵 阪井 重季君 
矢 口 長 右衛門 君 

男爵 藤 田 平 太 郎君 
星 島 謹 一郎 君 


男爵 小 澤武雄 君 
上 山 滿之進 君 
江 原素 六 君 


子 辟 吉田淸 風 君 
川上 親晴君 


男爵 沖 原 
男爵 伊丹 


光孚 君 
春 雄 君 


男 W 阪谷芳 郎君 
男 W 平野 長祥君 
橋 本 辰 二 郎君 


viv 任 委員の 選 擧 


三 七 五 


勒恝 奉答 文の 件  全院委 M 長の il 擧 


院族设 會  帝 0 二十 四 第 


平和晓 約に 1^1 する 上奏 案 _  .  _  _  _ I 三 七 六 


m 

委 

員 

資 
伯 格 

淸査 

63 賃 

家 

敎 

君 

第 

七 

部 

秋 

山 

源 

丘 

i 

君 

男 

m 

毛 

利 

五 

郞 

君 

決 

委 

員 

岡 

本 

榮 

士 

暑 

鈴 

木 

摁 

丘 

i 

君 

靜 

願 

委 

員 

英 

義 

君 

懲 

罰 

委 

員 中 橋 
村 本 
圓妻 

郞 1 
君 君 

福 

原 

銳 

涵 

君 

第 

豫 資六 
伯： w 男 格 部 男子 
捣 委爵審 爵爵 
林 員目査 太 野 
賀委  m ... 

田 員 粲 w 

IJ  供 益 

郞 郞  康三 

君 君  君 君 

決 

K 男 
委爵 
員 村 

木 

雅 

美 

君 

子 

爵 

立 

花 

種 

忠 

君 

請 

願 

委 

L\ 

m 

罰  男 

委  m 

折 員石鄕 

田  黑 

客  五 誠 

彥 十 之 
市  二 助 

君  君 君 

子 

m 

m 

本 

武 

m 

君 

伯 

m 

松 

浦 

眩 

君 

豫  55 

U  格 

裘  群 

員 岡 杏 

野 費 

次 

郞 

君 

第 

五 

部 

八 

木 

久 

兵 

衞 

君 

男 

レ. 

北 

大 

ゾ. 

VI 

信 

君 

決 

算 

委 

員大 

谷 

R. 

君 

男 

iff 

一 

川 

n 

君 

諳 

願 

姿 

高 

橋 

隆 

君 

平 

尾 

喜 

gg 

君 

成 

淸 

信 

愛 

君 

石 

谷 

傳 

四 

郞 

君 

鎌 

田 

榮 

§ 

男 

m 

千 

秋 

季 

m 

君 

子 

m 

®  三黑 

口  木 岡 

誠  璺帶 

康  蓺刀 

君  君 君 

倉 

知 

鐵 

士 

i 

子 

m 

戶 

澤 

正 

己 

君 

男 

m 

鄕 

安 

君 

小 

松 

謙 

次 

郞 

君 

子 

m 

牧 

野 

忠 

m 

m 

高 

m 

源 

次 

郞 

君 

男 

r> 

池 

田 

康 

君 

近 

岡 

m 

君 

澤 

m 

政 

太 

郞 

君 

子 

爵 

西 

大 

路 

光 

君 

決 

算男 

委爵 

員淸 

水 

資 

治 

君 

子 

m 

淸 

岡 

長 

言 

君 

請 

願 

委 

員 

松 

室 

致 

VI 

懲 

ft 

委 

員 

山 

之 

內 

君 

藤 

田 

四 

く 

君 

和 

田 

彥 

次 

郞 

君 

伯 

m 

奧 

平 

昌 

恭 

君 

« 

算  格3 

委審 
員江査 
委 
木 員 

m 

m 

lu  決  請  還 

部男算 男子 願  W 

m 委爵® 委  s 

山 藤 員 矢 竹 員® 長 

H 井  吹屋  部 

包  省 春  四 

歛總  三 光  郞 

君 君  君 君  君 

? . 

!  男 
S  爵 
i 仁 坂 

尾 本 

惟俊 

茂 篤 
君 君 

淺 

田 

德 

則 

君 

子 

爵 

靑 

木 

信 

光 

君 

第 

豫  資八 

筇 男 格 部 
委爵審 
員 南 3S 
岩委 
倉 員 

具 

威 

君 

野 

及 

村 

久 

次 

郞 

君 

侯 

m 

細 

川 

m 

立 

君 

決 

览  男 
委  擗 

M 藤 山 

本 根 

閑武 

作亮 
君 君 

請 

願 子 
委掼 
員 伊 

m 

院 

兼 

知 

君 

m 

罰 

m 

a 

伊石 
藤 渡 

傳敏 

七— 
君 君 

石 

塚 

英 

W. 

君 

子 

m 

大 

河 

内 

正 

君 

子 

m 

池 

田 

政 

時 

君 

西 

久 

保 

弘 

道 

君 

男 

爵 

名 

和 

長 

憲 

君 

若 

m 

禮 

次 

m 

君 

男 

爵 

船 

越 

光 

之 

丞 

君 

子 

爵 

豊- 

岡 

圭 

資 

君 

男  男 

爵  爵 

田 二  中小 

中條 山 ||| 

淸正 愛 四 

文 磨 薇郞 
君 君  君 君 

男 

爵 

斯 

波 

君 

男 

爵 

宇 

佐 

川 

正 

君 

子 

爵 

酒 

井 

忠 

亮 

君 

田 

中 

源 

太 

郞 

君 

男 

爵 

西 

紳 

_ I- 

ul 

君 

櫻 今 
井井 
伊 五 

丘 立 

葡介 
君 君 

市 

來 

乙 

彥 

君 

谷 

森 

眞 

男 

君 

子 

m 

八 

條 

m 

正 

君 

正 

莅 

動 

辱 

子 

m 

柳 

末 

德 

君 

去 

る 正 
十三 
七 位 
日勵 
子 二 
爵孽 
議功 
員 四 
補 級 
闕子 
選爵 
擧 

に 高 
當 

選 倉 
せ 

ら永 

る 

則 

君 

資 

格 

消 

滅 

せ 

れ 

た 

る 

匕 

の 

通 

牒 

を 

受 

領 

し 

た 

る 

に 

依 

貴 

族 

院 

議 

員 

の 

同 

□ 

宗 

秩 

寮 

上 

り 

大 

正 

八 
年 
十 

月 

九 
B 

I 

せ 

ら 

正 

二 

位 

勵 

奪 

公 

爵 

條 

基 

弘 

君 

內 

侍 

從 

長 

を 

經 

て 

祝 

詩] 

を 

言 

上 

せ 

去 

る 

十 

四 

n 

平 

和 

克 

復 

に 

付 

議 

長 

は 

議 

院 

を 

代 

表 

し 

て 

參 

去 

る 

十 

三 
日 
卒 

せ 

ら 

る 

依 

て 

十 

四 
日 
弔 
辭 
を 
贈 
れ 

正 

五 

位 

牟 

田 

元 

學 

君 

月 同を 
二日 政 
十衆府 
日議及 
ま院衆 
てよ 議 
休り 院 
會 同に 
す院通 
るは 知 
旨翌せ 
の 二り 

通 十 
牒八 
を 日 
受よ 
領り 
せ大 
り 正 
% 

年 

正 

九 

年 

月 

不 

日 

ま 

て 

休 

會 

す 

る 

b 

に 

定 

め 

た 

る 

匕 

定敬選 〇 
大  め 君せ 議_ 

正 ^ ま のら 長 
八 長 し 次れ；^ 

年 谷た 席ま盖 m 
十 川  'とし 
二 w 是確 た节 
月 記よ 定子裂 
二官り ぃ樹蹵 
十朗 諸た 高 置 • 
七讀般 し 倉 B 
日 ■'"のま 永. 

本  報し 則 去 

院  吿た 君る 

は  を、 の 十 

翌  致 其 席 七 

二  さ 部 次 日 

十  せ璐は 本 

八  まを 子院 

日  す 第 爵 _ 

よ  ° 二 本員 

り  部 多に 

大  に忠當 

箜  m 

右 有 平 
議權和 
案に 條 
の關約 
@ すの 
査る實 
を 法 施 
付 律に 
託 案 伴 

lil 

特 證 
別 第 券 
委 一 & 
員讀エ 
の會業 
_ 所 

本 

多 

政 

以 

君、 

平 

井 

* 

衞 

門 

君 

讅 

の 

件 

m 

君 固爵公 
、順庳 爵 
子 君津毛 
爵  '忠利 
五 侯重兀 
條 爵君昭 
爲小 、君 
功 松 公 ' 
君 蹿爵公 
'久 穴爵 
內 君山德 
田 、柏 穴 
嘉子君 寺 
吉爵  '公 
君 松侯弘 
'平爵 君 
男康德 * 
爵民川 公 

m 

辜 

E3 

程 

第 

M 

T" 

前 

十 

時 

六 

分 

W 

m 

〇 

大 

正 

九 午 
年  前 

-  十 
月  一 
二 時 
十 三 
二  十 
B  一 
Q  分 

B  ® 

本 〇 

a  m 

は 長 

b  m 

聲川 

穹家 

達 

君 

御 

異 

m 

な 

い 

と 

認 

め 

ま 

す 

si 

m 

な 

し 

1 ― 
と 
呼 
ふ 
者 
あ 

〇 
\ — r 

御 終 
異と 
存致 
ごし 
ざま 
いす 

j- 、 

4  m 

ぬ 年 

かほ 
〇  — 

月 

辛 

日 

ま 

で 

休 

會 

を 

致 

L 

0 

議 

長 

£ 

爵 

ぬ 

川 

家 

達 

君 

本 

年 

の 

m 

出 

は 

本 

日 

を 

以 

て 

堂 

1 

h. 

衞 

•門 

君 

土 

田 

m 

助 

君 

賛 

成 

者 

發 

侯議 

挝者 

黑 

田 

長 

成 

侯 

爵 

德 

川 

賴 

倫 

大 

正 

九 

年 

月 

百 

右 

貴 

族 

院 

規 

則 

第 

— L. 

¥ 

四 

條 

に 

依 

0 

提 

出 

候 

也 

上 

奏 

案 

ら 

是 

り 

上 

奏 

案 

の 

會 

議 

を 

開 

ぎ 

ま 

す 

黑 

田 

侯 

m 

0 

議 

長 

rN 

公 

爵 

德 

川 

家 

達 

君 

政 

府 

の 

同 

意 

を 

得 

ま 

し 

た 

か 

〇 

議 

長 

r、 

公 

爵 

德 

川 

家 

達 

君 

御 

異 

議 

な 

い 

と 

認 

め 

ま 

す 

議 

な 

し 

呼 

ふ 

者 

あ 

0 

V—/ 

の 

動 

議 

に 

御 

異 

有: 

1： 

ま 

せ 

ぬ 

か 

〇 

〇  〇 

m  伯 

長 ^ 爵 
g 其 廣 

0  m 

i  5  % 

-成郞 

鐘1- 君 
S 备 賛 

ふ 成 
黑者 ° 
由 あ 
侯り 

m  ^ 

の 

議 

事 

日 

程 

m 

更 

ま 

す 

に 

依 

ゥ 

て 

議 

事 

日 

程 

變 

更 

の 

動 

議 

を 

提 

出 

い 

た 

し 

ま 

す 

對〇ま 〇 

す 侯す 議  賛 

る爵 ° 長 陸上 成 
感黑  g 海奏を 

謝 田  益 軍案以 

決 長  | に  て 

議成  ffi 對  左 

案 君  ^ す  の 

の  1 る兩 

會查  瑟感  案 

議員 号 謝 を 
を ほ  決發 

直此  是議  m 

ち 際  よ 案  せ 

に 上  0  〇 

開奏  本 

か 案  H 

れ並  の 

たに  會 

い 陸  m 

と 海  を 

存軍  開 

じに  き 

本 

日 

_ 臨 
員 時 
侯 米 
爵穀 
黑管 
田理 
長 部 
成 事 
君務 
外官 

名大 

X 

り 塚 
备 

三 健 
十 

八洽 

名君 

の 

農 

商 

務 

省 

所 

管 

m 

政 

m 

委 

m 

り 又 

左  農 

の  商 

通  m 

政  省 

府  所 

委 農農竹 
員 商 商 iji 
兔務 務務 
せ Sf  ?5’ 政 
ら 記記府 
れ 官官委 

た  广 IA 

通 

牒忠欽 

を 

受篤司 

領君君 

せ 

文 

部 

省 

阔 

監 

官 

之 

介 

君 

文 

部 

記 

官 

關 

屋 

-»： 

§ 

文 

部 

省 

所 

管 

m 

m 

政  陸 

府  屯 

委理少 
員事將 

志 井- 

水  上 

小 幾 

m  $ 

君赵 

け 

陸ら 

軍れ 

省た 

所る 

Vf  S- 

事の 

務通 

政跋 

府を 

II 

せ 

0 

昨 

日 

內 

m 

理 

大 

臣 

X 

0 

左 

の 

政 

府 

14 

仰 

f't 

關平 
す 和 
る條 
法 約 
律の 
案 锊 
施 
に 
伴 

琉 

通 

證 

券 

及 

X 

i 

UI 

有 

m 

に 

去 

る 

十 

九 

日 

政 

府 

X 

0 

乂： 

の 

法 

m 

案 

冷 

Sd 

出 

せ 

り 

同 

日 

n 

族 

院 

•rjn 

iCi 

£1 

の 

£? 

iSB 

允 

栽 

ぁ 

4 

院族 迓符諮 K 帝间二 十四 钫 


伯 §柳取袭光 
子 -1 M 極髙® 
子爵 酒 井忠亮 
子拊 Hf 本武懣 
淺田 德 則 
男鹊中 村 雄 次郞 
江 木 千 之 
和 田 彥次郞 
男时 宇佐川 一正 
男捋坂本俊篤 
男 l?f 内 田 正 蚊 
中 村 是公 
男爵 千 秋季 陵 
男擗岛 律 久贤 
谷 森 ra 男 
石 狸 敏 I 
山 之內 一次 

髙 既作衙 

佐 藤 友 右 1J 門 


伯 似 小 笠 I!K 長 幹 
子 辟 W 木 信 光 
子 防 前 田 利定 
子 13 伊 JII 祐弘 
高 崎 親 章 
男擗村 上 敬 次 郞 
荒 川義 太郞 
河村讓 三郞 
小 松 謙 次郞 
谷芳郞 
福 原銳二 郞 
男 ! 3 平野 畏祥 
男擗黑 田 長 和 
男 wf 鄕  誠 之 助 
石黑五 十二 
橋 本 圭三郞 
伊澤 多 喜 男 

鈴 木 B5 兵® 

安田 著 三郎 


丹 族院蕺 長 公路 德川家 達 殿 

贵族院 謎 長 I-S 德川家 達 誠 恐誠惊 詫 テ 

fa 梨 文武 天皇陛下 — hK 入ス 

伏シテ 惟 ル-一 歐洲 ノ大戰 終局 ヲ齿ヶ 平和條 約 新 

-I 成 リ其ノ 好 布ヲ見 ル-- 至リ 

陛下 大詔 ヲ下シ 

架 & ノ在ル 所ヲ宣 示シタ マフ 臣等 感戬捎 ク所ヲ 知 

ラス抑モ今次ノ大硪ハ前後： :/|'. 箇年-| 11 リ紛亂殆 

卜令 ：世 界 M 及へ リ帝阀 ハ ili i'r: ノ 平和 ヲ保持 セム 

力爲 .獨國 -1 對シ テ rffi ヲ宣 セラ レ 先 ッ敵ヲ w a 

-1 掃銳シ 锫 テ 陸海 ノ師ヲ 遠洋朔 北-一分 派シ 與國 

-- 策腮シ テ 梆 K ヲ制シ 帝！ s  ノ光瞄 ヲ 中外- 一 宣揚 

シ 和ノ邡 起 ル-一 及ヒ帝 闽 ハ 又 友邦 主要 ノ位地 

-1 列シ 共- ー カヲ世 界ノ 平和- 一 効 セリ 大硪勃 發 以 

來 

陛下 ! w -I 13 1® ヲ勞. ゾタ マヒ舉 阀黽勉 事-一 從ヒ遂 -1 

今日 ノ辟 *tf ヲ見 ル-- 至 リタ ル ハ是皆 

陣 下威德 / 致ス 所- 1 シテ萬 民永ク 休 明ノ磾 -1 浴 セ 

ムトス K 等 明 時-一 ; 1? 遇シ 揪扑拽 躍ノ 至-一任 フル 

ナシ茲 - 一恭 テ 表ヲ？ 泰頌ス 

〔侯 辟 黑田長 成 君 演担 に . t? る〕 

〇 侯 辟 黑田長 成君訧 君、 本 fl は 玆に 上奏 案 提出の 

趣 -S を說 明いた す ことほ 誠に 光榮 に存 します 次第で 


ございます、 此上奏 案を 是 ょり 讚み ます 
贵 族院識 長 I::': 徳川家 達 誠 恐 誠 m 謹 テ 
锇聖 文武 天皇陛下 -I 上奏 ス 

伏. ゾテ惟 ル-一 歐洲 ノ大脫 終局 ヲ吿ヶ 平和 條約新 
-I 成 y 其 ノ發 布ヲ見 ル-一至 リ 
陛下 大詔ヲ 下 •ゾ 

染 旨 ノ 在 <1- 所ヲ宣 示シ タマ フ K 等感 戴措ク 所ヲ知 
ラス 抑 モ 今次 ノ大戰 ハ 前後 :-/}: 箇苹- I -EI I リ紛 亂殆 
卜金世 界二及 ヘリ 帝 國ハ 東洋 ノ平 和ヲ 保持 セム 
力 爲- - © 國 -1 對シテ 戰 V 宣セ ラレ 先ッ敵 ヲ靑島 
-I 描 铖シ紹 テ 陸海 ノ 肺 ヲ 遠洋 朔北- 分派 シ與國 
-I 策腮シ テ 機宜 ヲ制シ 帝 凼ノ 光輝 ヲ屮 外-一 宣揚 
•ゾ 講 和 ノ篛起 ル- 1 及 ヒ帝國 ハ 又 友邦 主要 ノ 位地 
-1 列 シ 共-一カ ヲ 111: 界ノ 平和- 1 効 セリ 大戰 勃發以 
來 

陛下 頻 M 宸撤 ヲ勞シ タマ ヒ舉國 黽勉 事-一 從ヒ遂 -I 
今日/ 感祺ヲ 見 ル- 1 至 リタ >1- ハ是皆 
陛下 威 德 ノ致ス 所 -I シテ萬民永ク休明ノ澤-一浴セ 
ムトス 臣等明 時 M S7 遇シ檄 扑踴 躍'  至-一任 フル 
ナシ玆 _ 恭テ 表ヲ捧 ヶ 奉頌ス 
旣に 諸君の 御 £r. 許に 上奏 案は 配付して ございま すか 
ら 、朗讀 は 一 同 だけに 致して® きます、 一應 趣意を 
中 上げます が、 此度 平和條 約發 布せられ まして 畏く 
も天皁 陛下には 大詔を 下した まひまして 帝 國 臣民は 
感激 措く 所を 存じ ませぬ、 型 旨の 在る 所を 奉戴いた 
して 參〇た いと 姐 ひます、 此 度の 歐洲の 火戰亂 は 殆 
ど 地球の 全面に 及びまして 五 年の 久しき にも亘 り ま 
した、 は 先づ 柬 洋の 平和を 保ちます る爲 に靑島 
に 敵を 描 挝い たし、 絞いて 陸海の 師を 或は 南洋、 太 
平洋 、印度洋、 更に 遠く 地中海にまで ui 励せ しめ、 
又 一方には 湖北の 野に 轉戰 して 能く 聯合 諸 國と協 同 

策戰を 致し、 其 51: しきを 得て 我が 國光を 中外に 宣揚 

する に 至りました、 それょり 講和の a- 謎が 開かれ ま 

してからは、 帝國は 列強の 班に 入りまして、 更に 世 

界の 平和に 力を 致した のであります、 開戰以 來栗® 

に 在らせられまして は 大御心 を符 肝に 勞せ られ まし 

て、 朝野 拮据 黽勉いた して、 それ <事 に從 ひまし 

て斯る 格 ? IV を J1 るに 至りました ので、 億兆 永く 平和 

文明の 光輝を U; まして、 聖澤に 浴す るので ございま 

す、 是は聖 德の然 らしむ る 所であって、 臣民は 聖明 

の 世に ® 遇いた して 感激 極り なき ことで こざいます 

茲 に ! € んで 表を 捧げまして 聖德 を頌し 奉りたい と存 


じます、 今や 恰も 帝國讅 會の開 會屮 、玆に 諸君の 御 
S 成に 依りまして 本案の 速に 可決に 相 成ります こと 
を 本員は 切に 希望いた します。 

〇 謎 長 (公 © 德川家 達 君) 上奏 案に 同 ® の 諸君の 起 
立を 請 ひます。 

總員起 立 

〇 議長 (公爵 德 川 家 達 君〕 全會 一致と 認めます。 
〇謖長 C 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 陸海 軍に 對 する 感 
謝 決議案の 會議を 開きます、 侯 辟 德川賴 倫 君。 

陸海 軍に 釾 する 感謝 •決議案 
右 提出 候 也 

大正 九 年 一月 二 十二 日 
發議者 

侯爵 黑田長 成  侯爵 德川賴 倫 
賛成者 

伯爵 聊 原義 光  伯爵 小 笠 原 長 幹 
子脬京 極高德  子爵 靑木信 光 
子爵 酒 井忠亮  子爵 前 田利定 
子 辟 樹本武 葱  子爵 伊東 祐弘 
淺田德 則  高 崎 親 章 
男爵 中 村 維 次郞  男 搿村上 敬 次 郞 
江 木 千 之  荒 川雲郞 
和 田 彥次郞  河 村認三 郞 
男爵 宇佐川 一正  小 松 謙次郞 
男爵 坂 本 俊 篤  男爵 阪 谷芳郞 
男樹內 田 正敏  福 原 銃 二 郞 
中 村是公  男爵 平野 長祥 
男爵 千秋 季 _  男爵 黑田長 和 
男爵 島津久 賢  男爵 鄕  誠 之 助 
谷 森眞男  石黑五 十二 
石搜敏 一  橋 本圭三 郞 
山之內 一次  伊澤 多 喜 男 
高 橋作衞  鈴 木 1 衞 
佐 藤 友 右衞門  安田 善三郞 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
陸海 軍に 對する 感謝 決 _ 

褪に 歐洲戰 亂の 起る や 我 陸海 軍は 大命を 奉して 海 
.外に 出動し 聯合與 國と 協同して iB に 當り苜 として 
東洋の 平和を 萬 全に し尋て 遼遠の 海洋 及朔 北の is 
野に 驅馳奔 走し 前後 五箇 年に a り 忠誠 勇武 終始 克 
く 其の 任務を 盡し與 國の期 侍に 負かす 帝國の 威武 
を屮 外に 輝かした るは 國 民の齋 く稱歎 して 已まさ 


る 所な り 今や 尚 一部の 班 肺を M ろに 至ら さるもの 
ありと 雖平 和の 大局 旣に定 まる 贵族院 は 玆に我 陸 
海軍の 功勞に 封し 深く 感謝の 意を 表す 
〔侯 WJ 德川賴 倫 対 演壇に 登る〕 

0 侯爵 德川賴 倫 君 唯今 議題に なりました る 陸海 軍 
に對 する 感謝 決議文を 一 いいたします 
鍵に 歐洲戰 亂の 起る や 我 陸海 軍は 大命を 奉して 海 
外に 出動し 聯合 與國と 協同して 事に 當り 首と して 
取 洋の 平和を 萬 全に して尋 て 遼遠の 海洋 及朔 北の 
曠野に 驅馳 奔走し 前後 五箇 年に a り 忠誠 勇武 終始 
克く其 任務を ii し與國 の JWI 待に 負かす 帝 W の 威武 
を 中外に 輝かした るは 國 民の 齊く稱 歎して 已まさ 
る 所な 〇 今や 尙 一部の 班師を 見る に 至ら さるもの 
ありと 雖 平和の 大局 旣に 定まる 貴族院は 玆に我 陸 
海軍の 功勞 に對し 深く 感謝の 意を 表す 
簡鼠 に提 m の理 I1J を 申 述べます、 旣往五 箇年の 久し 
きに S りまして、 全世界を jl SL いたしました る戰局 
は 全く 治りまして、 玆に 平和 克復の 時期 到來 いたし 
まして、 大詔 煥發も あらせられます に 至りました る 
ことは 洵に 慶賀、 御 同慶の 至に 堪へ ぬと 存じます、 
是は 畢覚 我が 天皇陛下を 始め 奉りまして 聯合 與國元 
首の 德望 威力と、 與國 民衆の 奮闘 努力 協同 一致に 依 
りまして、 此鹋 運が 到達いた した ことは 申す 迄 も ご 
ざい ませぬ けれども 、一面に 於き ましては 帝 國の陸 
海軍が 開 戰の當 時ょり 今日に 至ります まで、 大命を 
奉じまして 海外に 出動いた し、 東洋の 平和を 萬 全に 
又 世界の 福祉を 增 進いた さむが 爲に 聯合 與國の 陸海 
軍と 力を 合せまして t, 或 ! X 單 11 に戰鬪 奮闘いた しま 
して、 炎 熟鐵を 溶かす の 日、 又は 猛寒 肌を 刺す の 夕 
遼遠の 海洋 朔 北の 曠野に 驅馳 奔走いた しまして、 具 
に 其 辛苦を 嘗め、 國 家の 爲め又 平和の 爲に 身命を 糨 
つの 覺悟 を以ち ま L て、 忠誠を 柚んで 勇武を 撤 かし 
ましたる、 其 辛苦 功勞は 實 に 多大なる ものと 考 へま 
す、 國民ほ 之に 斡し まして 深く 感謝の 意を 表する 所 
で、 且つ 聯合 與 國も齊 しく 之を 認めて 居る 所と 信じ 
て 居ります、 今 仰 ほ 一部の 班 肺を 見る に 至らざる も 
の も ございま する けれども、 今日の 時 拙. に 於き ま L 
て 帝 國の 陸海 軍に 對し まして、 我が 貴族院は 感謝の 
念が 如何に 深 原で あると 申す ことを 表彰いた します 
るには 誠に 適當な ことと 私は 信じて 居ります ので、 
之に fe りまして 滿場訪 卿の 御 賛成を 得まして 本 決議 
案の 速に 成立せ むこと を 切望いた して 巳まぬ 次第で 


陸海 市に 對する 感謝 決 謹 案 


三 七 七 


院族 fl: 宵 窈國帝 回 二十 四 第 


施 :: ■/ 方針に M する 原總理 大臣の 演說  外交に 關す る內田 外務大臣の 演說 


二 七 八 


ございます。  产 

〇裝長 C 公 ^ : 1 i 川家迖 趙) 本 決 SI 案に 同 S の 諸君の 
起立を 請 ひます。 

m 員 起立 

〇 議長 c 公 槪德川 家 達 君： >  全貧 一致と 認めます。 

〔國務 大臣 加 藤 友 三 郎君 演捥に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君) 唯今 (i 平和 克復に なり 
ました 璣會に 於き まして 海軍の 聯合 策戰 に參 加いた 
しました ことに 付きまして 感謝の 意を 表せら る、 決 
議 文を 御 決議に なりました ことほ、 私は 海軍を 代表 
いたしまして 篤く 御 ® § を 申 上げます、 御 趣旨の 在り 
まする 所 ほ 速に 電報を 以ち まして 各 指揮官に 傳 達を 
致します 心得で ございます、 一言 御 禮を申 上げます 

〔國務 大度 田 中 義一君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (田 中義一 君〕 唯今は 我が 陸軍の 策戰行 

励に對 しまして、 深厚なる 御識 決が ありまして、 泡 

に 感謝す る 次第であります、 玆に私 は 陸軍を 代表い 

たしまして 感謝の 意を 表 L ます、 又此御 議決の 次第 

は 速に 各 部隊に 傅 達いた しまして、 貴族院の 御 同情 

の 在る 所を 直ちに 傅 達を 致す 心得で ございます、 御 

禮を申 上げます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 諸君、 本 期識會 の開會 に 際し 

まして、 玆に 卑見を 陳ぷる ことは 私の 最も 光榮 とす 

る 所であります、 御 承知の 如く 約 五箇 年に 宜り まし 

た 所の戰 亂は 、一昨年 末に 休戦と 相 成り， 昨年 六月 

に 至りて 講和條 約は 調印せられ たのであります 爾來 

稀々 の經 過が ありまして、 本 月に 至り 此 講和 條 約の 

BJ 施を 見た のであります るが、 斯樣に 平和の 克復い 

たしました ことは •諸君と 共に 泡に ® 賀に堪 へざる 

所であります、 併ながら 退いて 考へ まする と、 此講. 

和條 約ょり 生ずる 所の 我國の 責任、 又 今後 國際 間に 

處する 所の 諸般の 措 ® 及 國 民の 今後の 覺悟 等を 考へ 

まする のに、 最も 此 場合 K 重なる 考慮を 要する 時期 

であると 存じます、 先般 講和 條約 の發 布に 際し まし 

て、 畏くも 大詔を 煥發せ られ まして、 而 して 國 民の 

向 ふ 所を 示した まひた るので あります るが、 此皇謨 

の 深遠なる こと 我々 恐懼の 至に 堪へ ませぬ-謹んで 

聖旨を 奉戤 いたして、 銳意此 裂 旨の 貫徹を 期さな け 

ればな らぬ と考へ るので あります、 我國 と列國 との 

關係は 日英 同盟の 鞏固なる ことは 勿論 其 他の 國に對 

しても 交際 益々 深 ® であります るのは 國 家の 爲に喜 


ぶべき Ilf であります、 西 比 利亞の 問題 ii 彼の地 方 未 
だ 安定を 焊 ませぬ， 如何にも 今日の 現狀に 於て 差 措 
き 難き 狀况 にあります るが 故に、 多少の 兵を吩 派い 
たした のであります、 多少の 兵を 西 比利亞 に％ 加い 
たした と 申しても、 是は 固より 彼の地に 對 して 何等 
領土 的 野心が あつて ^ 兵を 致した の. で (3: ない ので あ 
ります、 無論 又 露 國の內 政 上に 干 2t- する の 意思で も 
ない のであります、 支那の 間 題に 至りまして は 支那 
の國民 中には 御 承知の 如く 我國を 誤解いた しまして 
漫 りに 排斥を 試みる 者が あるので ございます、 併な 
がら 我國は 支那に 對 して 何等 野心 ある 次第で も あり 
ませぬ、 我國の 誠意は 漸次に 支那 國 民の 諒解す る こ 
とに 相 成る であらう と 云 ふこと を 疑 ひませ ぬ、 山 東 
問題に 至りまして ほ、 講和 條約旣 に 成立いた したる 
今日に 於て は 速に 還 附の取 計 ひを 致す ことが 適當な 
りと 考 へます るから、 政府に 於て は 支那 政府に 對し 
まして 此澴附 の 協商を 開く ことを 旣に提 S いたした 
のであります、 內 政に 關 しまして は 前期 議會に 於て 
協 質を 得ました 件の 諸 案を 實 行いた したのは 無論で 
あります るが、 尙ほ 今後に 於て 其 効果を 十分に 致さ 
と考へ まして、 大正 九 年度の 豫算に 於き ましては 
敎育產 業 等を 初めと 致しまして、 鐵 道、 港 « •電信 
電話 •若く は 道路 改良と 云 ふやうな る 諸般の 案件に 
付て 財政の 許す 限りに 於て 是が 計畫を 立てた 次第で 
あります、 國防 のこと に 至りまして ほ， 我 國の國 防 
は 今更 申す 迄 も ありませ ぬ、 何等 侵略的 意味を 有し 
て 居る ものでは 無論ない のであります、 併ながら 歐 
洲の大 戰 の 示す 所の 實驗に 依ります れば 、我が 國防 
ほ 今日の 狀 態に 置く ことは 出来 ませぬ ので、 此國防 

の充實 を圖ら なければ ならぬ と 云 ふことは 恐らく ほ 

何人も 異論の ない 所で あらう と考 へます るが、 前期 

議會に 於て は內閣 組織 日も淺 うご ざいました し是等 

II 大なる 問題に 付て 計® を 立つ る餘日 もなかつ たの 

であります から、 つい 十分なる 計畫を 立て X 提出す 

る譯 に參ら なんだ のであります が、 今期 議會に 於て 

は 此國防 計® の 案を 立て X 御 協賛を 仰がう と考へ て 

居ります、 併し此 國防 のことは 多大の 費用を 要 1- る 

のであります、 故に 已 むを 得ず 所得税 及 酒税の 增收 

を 計 ® いたしまして、 成るべく 斯_な る ことなぐ し 

て 出來煜 る ことなら ば 其 按排を 致したい ので ありま 

すけれ ども、 財政 上眞 に已 むを 得ざる 事情で ありま 

する から、 是等 のことは 蓋し 國民も 之を 諒と する で 


あらう と考 へます、 又 前期 議 fir に 於て (X 衆議院 誘® 
の 選擧法 改正案を 提 115 いたしまして、 其 御 協燹を 得 
た 次第であります るが、 今期 議會に 於て は ! E に ilk 方 
制度の 改正の 必要を 認めまして、 此 案を 計諧 いたし 
ました、 又 陸海 軍 軍法 會議 法の 改正は， 是も 多年の 
問題でありまして •段々 調査いた した 結果、 今回 其 
成案を 得ました から、 是 等の 案は 不日 議會に 提出い 
たしまして 御 協賛を 仰がう と考 へて 居ります-又 今 
日 世界の 大勢を 見まして 之に 順牕 する が爲 に (3: 我國 
に 於け る 制度 各般の 改正を 必要と 致します、 それが 
爲に 政府に 於て は 先般 法規 整理 委員 會を 設けまして 
維新 以來の 法令を 悉く 整理いた さう と考 へて 居る の 
であります、 又 財政 S 濟 調査 會を 設けまして， 糖 食 
問題を 初めと 致しまして 財政 經濟の 根本的 基礎を 定 
め やうと 考 へて 此 調査を 致して 居る のであります， 
又 法制 薄 議會を 設けまして、 民法 上 我が 國 情に 適せ 
ざる 所に 改正を 企て、 及び 陪審制度を 設け やうと 考 
へまして、 是等 のこと を 今 調査 中であります、 是れ 
等の 問題の 中には 成案を 得まして 今期 議會に 提出す 
る こと も ありませ うと 思 ひます るし. 又 次期の 議窗 
に 非 ざれば 提 W する 事の 出来ぬ もの も あるで あらう 
と考 へます けれども 要するに 今日 世界の 大勢に 順膘 
いたします るには 我國の 諸般の 制度を 改正す るの 必 
要を 認めます るから、 此改 正を 十分に 致す 積り であ 
ります、 さりながら 玆に 特に 申して 御了承を 得て 置 
きたい ことは、 近来 動もすれば， 質 實隱健 の氣 風が 
減退いた す やうな 有樣で あります、 又 或は 極端なる 
外 來の思 想に 感染いた しまして、 精神 上の 動搖 を來 
すが 如き 11 ある もの もあります、 是等 のこと ほ 諸般 
の 制度を 改 IH すると 致しましても •國 家の 爲に是 は 
斷 じて 排斥いた さなければ ならぬ と 信ずる ので あり 
ます、 終に 臨みまして 朝鮮臺 _ 及關東 州の ことに 付 
て 一言いた して 置きたい、 是等 地方の 制度の 改正と 
云 ふ ものは 多年の 問題であります、 依って 先般 之を 
改正いた した ことは 諸君の 御 承知の 通りであります 
が 殊に 朝鮮に 付きまして は 朝鮮人の 意外なる 誤解よ 
り 昨年 13: 騷擾 いたしました ので、 甚だ 遣 憾なる 次第 
であります るが 之に 就て は豫 て |§ 勒 にも 示さる、 所 
の 一視同仁の 精神を 以 ちまして、 朝鮮人 民の 幸福 安 
寧の 爲に 諸般の 制度の 改正を 施した のであります， 
是等 地方 制度 上の ことに 關 しまして は、 今期 議會よ 
り 朝鮮、 豪®, 關東 州の 總督及 長官 も 政府 委員と し 


て 初めて 譁 色に 出席す る ことに 致した の 
るから •必要に 應じ まして 詐 細に 其 地方の 狀况 を銳 
明いた すの 1 :會も あらぅ と 考 へる のであります、 尙 
ほ 外交 上、 財政 上 其 他の 事に 關 しまして は 常 局 ：' V よ 
〇說 明を 致さぅ と考 へます から、 之を 諒せ られむ こ 
とを sg みます。 

一阀 務大 R 子 P 内 田 版 哉 封 演® に 登る〕 

〇國 務大 匝 (子 辟 內田康 哉 君) 本日 茲に過 去 一年 IIJ1 
に 於き まする 帝國外 交の 經過 に關 しまして K 大攰を 
說 明いた し 併せて 政府の 所見を 開陳す る陕® を 得 ま 
した 事は 私の 甚だ 欣幸 とする 所で ございます •旣 往 
五 年に 苴 りました 世界の 大励亂 も 魅々 終結いた しま 
した 次第で ございまして、 此終 結を 吿げ まする 爲に 
昨年 一月 以來佛 0 巴 里に 於て 聯合 各 國の平 和 科 謎を 
開きました 爾か 致しまして 平和 條 件を 討識 し、 1W く 
同年 五月に 至りまして 聯合 國 間の 協識が 成立いた し 
ましたので ございます、 此 協議に 港き まして 平和條 
約 案を 作成して 敵國獨 逸全權 ほ 交付を 致しました、 
數回 t-l-: 復 折衝の 後 昨年 六月 二 十八 日に 至りまして 聯 
合 與 國及獨 逸は 支那を 除きます る 外 全部 之に 調 ! --IJ い 
たしました、 其 後 獨逸ほ 此條 約を 批准いた しまして 
之に 次いで 伊太利、 英吉利、 佛购西 の三國 が顺 次批 
准を 濟し ました、 我が 帝國に 於き ましては 昨年 十一 
月 七日に 御 批准の 運びと 相 成つ た 次第であります、 
次いで 本 月 十日 巴 里に 於き まして 日本、 英吉利、 佛 
關 西、 伊太利 等の 十三 箇£ と &■ 逸の 代表者の 問に 批 
准 書 寄託の 第一 回 調 W を 作成 調印いた しました 次第 
でございます、 此 寄託 書の 調印に 依り 條約は 之を 批 
准いた しました 國の 間に 同日 即ち 本 / f 十 H よ 〇魃々 
實施せ ら 、ことにな りました ，其 結果 本 月 十日 附の 
官報を 以て 憨々 條約 全部 公布に 相 成つ た 次第で ござ 
いますゝ諸君も旣に御承知の通り此平和條約は^盟 
及 ■盟幽 と獨 逸國 との 講和條 件を 規定いた します る 
と 同時に 世界 恒久 平和の 基礎を 確立す る もので ござ 
います、 其 規定の 浩瀚なる 其 內容の 祓雜戴 耍な ると 
の點に 於き ましては 古来 其 比を 見ざる 所で ございま 
す、 其內獨 逸との 講和條 項は il ff に 数し まする 獨逸 
の 責任を 轧し ， n. つ將 來に對 する 保障を 定むる もの 
でありまして、 戰爭の 結果を 附け其 再 發を防 止す る 
上に 極めて 重要なる ことは 申す 迄 もない 所で ござい 
ます、 之と 同時に 永久 平和の 基礎た る國際 聯盟 規約 
及勞卿規約の如きほ正に新世界の大邀章と 4- 稱すべ 一 
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きもので ありまして、 即ち 國際聯 盟规 約は 從來 の® 
際關 係に I 步を 進めまして 國際協 調の 主 遂に K き ^ 
際 間の 平和を 完成し 國際協 力を 促進せ むこと を H 的 
とする 新 組織に 關する 規約であります 而 して國 際 聯 
盟の執 行_關 であります 所の 理祺會 も米國 大統領の 
案内に te りまして 旣に本 月 十六 日を 以て 巴 里に 於て 
其 第一 回锊讁 を 開 ？ たる もので ござります、 又穷砌 
規約は 社 色 正 a を 基礎と する 世界の 平和を 確立せ む 
が0に勞 (# 狀態を改誇する事を1=的とするものでご 
ざり ます、 過般 華 辟 頓に 於て 其 第一 回勞卿 總會を 開 
他いたしました、帝阀姶め四十箇國の代表者が此會 
謎に 列席いた しまして 勞働條 件を 規钳 いたします 所 
の 方法 や 其 原則に 關する 種々 の 問題を 決 謎いた しま 
した 次第で ございます、 fi1.} 又 敵 ® たる lit 塊 地 利に 對 

する 平和 临. s li 阼年 九 ; J 十 n を 以て關 係 列 國の IH1 の 

調印 •か出来まして •塊 地 利 及 伊太利の 二 國に旣 に 其 

批准を 終りました、 * 715 阀に 於き ましても 0 下 其 缃 ffifi 

中でありまして、 ¥ 晚御 批准を 終る こと、 存じます 

其 塽地 利との [Is 約の 内界は 大 •}£ に 於き まして 對 獨 平 

和條 約と異 る 所は ございませぬ，： 史に勃 爾牙 利、 洪 

牙 利 及 土 其其に 對 します る 平和 條約も それ < 進行 

中でありまして、 此中勃 雨 牙 利に 對し まする 條約は 

旣に其調印を終つて呙ります、斯の如く約五年に亘 

りました る大戰 爭 も：：； Im 度く 茲に 決定的に 終結を 吿 

げま した 次第でありまして •世界平和 も 碗 定いた し 

ました 次第で ございます •此朱 啓 有の 阀際間 の 大典 

たる 國 s •聯盟が 完全-に Ifu 行せられ まする や 果して 成 

功を 5|埒 る や 不成功に 終ろ かは 侃に 共の ia 用の 5rl 何 

に存 する 次第であります、 H 本 13; 過去に 於き t し て 

國際條約の打行を怠りました琪はございませぬ、今 

回の： 个和胳 約に 付きましても ili も ',!', W に 之を Its 行す 

る國家 の！ たるべき ことは 申す 迄 もない ことで ござ 

います、 私は 我が (SJI 野 一间鞀 勅に ; i えました 架 旨を 

體しまして茁阈の公是に循ひ世界の大純に仗りまし 

て 一枒 の ! S I5 努力を 以て 精神的 物 rz 的： €方 面に a り 

M 力の 充 13 を N o、 1!t 界の進 運に ?1 獻いたしまする 

と 同時に 世界に Q ひます る 所の a 務を 完全に 果さむ 

ことを 希 ES いたす 次第で ございます、 目下 時局 屮重 

大なる もの {i 對支關 係と 封 露關 係と でございます* 

此 二つの 問® (X 世界の m 大問® であるの みならず、 

K に 我が 帝国に 収 りまして は 最も 深き 利害 關 係を 有 

して &r る 問題で •こざいます、 先づ第 一に 支那 關 係に 
外交に 關する 内 田 外務 大 Fill の演說 


付きまして 申 述べた く 存じます、 御 飱知の 通り 帝 國 
は 大正 三 屯 八月 日英 M 盟の 誼に 依りまして 世界の 大 
戰爭 に參 加し 獨逸 に對 して ty ® いたしました る 結果 
獨 逸の 租借地た る 膠 州 ^ を 攻略いた しまして 獨 逸の 
極 m* に 於け る根據 地を 搜した 次第であります、 其 As 
州 好の 磁分 に付きまして は 帝 國は： I 初ょり 之を 茭那 
に 還 附す るの 決心を 有した 次第で ございまして、 即 
ち 大正 四 年の 日茭條 約 並に 昨年 巴 里に 於け る 帝 國 全. 
® の呢明 、並に 累次 外務 大 1:1; の睬 明に teo 明白なる 
次第で •こざいます が、 尤も 山 3{ 問題なる もの i 主要 
構成 部分は 勝 州 ^ 租借地と 山 jK 鐵道 とで ございます 
膠 州 ^ は 右の 肋 く 之を 支那に 還附 し、 又 山 東鐵 道は 
一昨年の 日茭肢 極に 依りまして 兩國の 合 辨と する こ 
とに 決定して 尻り ます、 玆に 序に 一 言 申 述べたい 事 
がご ざいます が、 外 國人中 には 此山東 問題なる 名稱 
あるに 拘泥いた しまして、 恰も 山 東 命： 部が 問題の 目 
的 物と なつて f} る やぅな 誤解を 懐く老 がご ざいます 
旣に 此點 に付きまして は歐 米に それ^-誤解を 解く 
の 方法は 講じて 居ります 次第で ございます、 尙ほ本 
日の阀 會に 於て此 則を 申 述べて 置きたい と 思 ひます 
斯の 如き 誤解が 生ずる ことは 帝 國 政府の 甚だ 遺憾と 
する 所で ございます、 申す 迄 もな く 帝國 政府は 翁に 
述べました 所の 決定を 資行 する 決心 ほ 終始 渝ら ざる 
ことを 玆に塍 明いた します、 今や 平和临 約は 旣に實 
施 期に 入りました 結果、 右 租借地 及鐵道 等 |± 完全に 
帝國 に 1® 趣せられ た 次第で ございます、 故に 帝國政 
府は 右の 決心を a 行いた します 爲に 目下 必要なる 手 
松を 執りつ、 ある 次第で ございます 阼年巴 里に 於き 
まして 此山艰 問題の 商議の 起り ます や 之に 關聯 いた 
しまして 支那に 於て 排日 運動が 起り まして 不幸に も 

今尙ほ 終 m 1:: 至り ませぬ 次第は 日 支 兩 國の關 係上甚 

だ iet 憾とす る 所で •こざいます、 右に 付きまして は 帝 

國 政府は &il 々帝 國公使 及 支那 在 ® の 領事を 致し まし 

て 中央政府 又は 地方 官憲に 對 しまして 排日 運動の 取 

締を 交渉せ しめ 最近 更に 中央政府に 對し まして 骽重 

なる 交渉を 遂げつ V ある 次第で ございます、 支那 當 

局に 於き ましても 川 來得る 限り 収締の 方法を 講ずる 

旨を 證言 いたしました •大 g§ に 於て 取締 實 行の 誠意 

を 有する ものと 認められます る* 目下 實際に 於き ま 

す JE 締の成 阽を注 視い たして 居る 次第で ございます 

此排 日蓮 動に 對 しまして 我が 朝野が 大局を 顧 念して 

冷 靜に 之を 迎へ 、陰 忍自 K L て茭那 國民 B 省の 時を 


待 つの膀 度は 必ずや 列 國識 者の 認識を 得る 所と 信じ 
て 居ります、 それの みならず 我が 函人が 支那に 於て 
排斥を 被り、 又 貨物が 抵制 を受 くる ことありまして 
も 支那の W 政が W 厄いた しまして、 其 結果 fri] 政府の 
維持を 危くす る 如き ことは •我が 帝 ^ は 隣邦と して 
坐視す る ことの 出来ない ことは 申す 迄 も & り ませぬ 
ft 故に 政府は If てょ 〇啄 明いた しました る對 茭 借款 
方針に 從 ひまして •南北の 紛爭を 助長す るの 疑 ある 
對支 借款は 今 尙ほ 之を 収締 つて 居ります る y)> ; ' 同 時 
に茭那 政府の 維持に 必要 已む を煜ざ る财政 援助に 付 
きまして は、 關係 諸國と 協調を 保ち、 支那の 急に 應 
ずる ことを 擗せ ざる もので ございます、 JJ. 又此 南北 
紛爭 問題に 付きまして は， 前 議會に 於て 御 報告 申 上 
げ ましたる 通. り 帝 國は 勿論， 英佛米 伊の 列 强も帝 國 
と 協同いた しまして、 一昨年 十二月 南北 兩 方に 和平 
の拗 带 を 致しました、 又阼年 六月 再度の 勸吿を 致し 
ましたが、 未だ 其 解決を 見る に 至り ませぬ、 此事は 
關 係列强 と共に 帝國 政府の 某 だ 遺憾と する 所で ござ 
います、 申 上げます 迄 もな く 我が 帝 國は 地理 上、 歷 
史上、 又 政治 上， 經濟 上、 支那とは 最も 親密なる 密 
接なる 關係を 有して 居る 次第でありまして、 其 内 爭 
の 多年に 亘 ります ことは 最も 好まざる 所で ございま 
す I 此 故に 苟も 南北の 間に 和平の 成立を 見ます 爲に 
は 借款の 取締， 兵器輸出の 禁止 等 •雉 多の ? 1 性を 柳 
ひまして 苦心を 费し たる 次第で •こざいます、 從 つて 
今後に 於き ましても •適當 の 摁會を 得ます るに 於き 
まして if 列 强と協 _いた しまして、 速に 南北 和平 
に 至る やぅ 相 當壶 力いた す考 でございます •要する 
に 帝 國と 致しまして は 一日 も 速に 支那 統一の 大業が 
成就せ むことの 切望して 已ま ざる 所で ございます、 
第二の 問題た る 露國の 事椚は 帝國に 奴り まして 支那 
同樣 甚だ 爾耍な る もので ございます 、今や 過激派 軍 
進出の 爲に 更に 事態に 重大なる 街 化を 来たしました 
一時 「オムスク」 に 於き まする 「n ル チ ヤツ ク」 政 
府の 下に 北 露 及 南 露に 於け る兩 政府 及 極東に 於け る 
勢力を 統一いた しまして、 露國の 復興を 見る に 至ら 
むと する 形勢が 見えた 時 も ございました、 然れ ども 
最近には 歐 露の 反 過激派 も ia だ 振 ひませ ず、 英吉利 
佛闕西 等 も露國 の 援助を 打 切らむ とする - /J 針に 出で 
居る 次第で ございます， 又 我が 最も 關 係の 深き 西 比 
利亞に 於き ましても、 最近 「コルチャック」 軍の 敗 
北に 因りまして、 「n ル チャック J 政府は 「オ ムス 


ク」 を ffl 沿いた しまして* 「イルク ック」 に 移る の B 一 
むな きに 至りました が. 目下 r イルク ック」 も 頗る 混 一 
爵 V たしました 次第でありまして、 「コルチ ヤッ々」 
政府は 最¥統 治の 力を 失つ た 有様で & ります、 帝 國 
政府は 從來西 比 利 Ilii に關 しまして は、 列國協 調の 精 
神を 茁んじ*特に米阀に對しましては，十分協調に 
力め、 最近 鐵道 守龆の 手 通なる 所に 多少の 咐兵を 行 
ふの 問題に 關 しまして •米國 政府の 諒解を 求めつつ 
あつた 次第であります、 本 月 八日に 至りまして 在 浦 
鹽 の米阈 派 遺 軍司令官より 我が 司令官に ® し 米國陸 
軍中央當局の命に依りまして米_軍炫を西比利亞よ 
り 撤退すべき 旨を 通吿 いたしました、 次いで 翌 九日 
鐵道 特別委 員會に 於き まして 米國姿 員よ 〇米國 政府 
は 西 比 利 j:g 鐡道 監督に 參加 する ことを 止めまして、 
其 委員を 委員 會よ り脫退 せし むる ことに 決定いた し 
ました 旨を 餒明 いたしました-次いで 本 月 十二 日本 
件に 對 します る米國 政府の 回答に 接しました 次第で 
ございます るが、 其說明 に 依ります れば浦 S に 於け 
る米國 司令官の ; S- 佐に 先 だつ て 帝國 政府に 到 著す ベ 
き米國 政府の 回答が 手 違の爲 に 同 iir! 吿 より 遲れて 我 
が 方に 到 著いた しました 次第で ございます が、 米國 
當局者に於きましては本件に對し誠に«_なる態度 
を 以て 遺憾の 意を 表して 參 りました 次第で ございま 
す、 本件に 關 します る米國 との 交渉の 始末は 大要 唯 
今 申 述べました 通りで ございます、 西 比利亞 に 於き 
まする 我が 鐵逍 守備の 補充は 同地 方に 於き まする 狀 
勢の 切迫に 依て 益々 緊要を 加へ 来りました 次第で ご 
ざいまして、 帝 M 政府は 最近 約 牛 №1 師團 を％ 遺す る 
の處 置に 出た 次第で ございます、、 露 國が 今日の 闲雖 
を惹き 起す ことに 至りました ことは 露 國の爲 のみな 
らず 世 界 平和の is に B に 發磁 に堪 へない 次第で ござ 
います ■我が 帝 國は常 に 健全なる 政府が 一 日 も 早く 
確立いた しまして、 露國の 復興を 成就せ むこと を 希 
望す る ものであります 、終りに 臨みまして 速に 隣邦 
兩國の 平定を 見、 世界 全般に 亘 つて K に 平和を 问復 
いたします る 日の 近から むこと を 祈ります、 帝國政 
府は 常に 世界平和の 完成國 際 協力の 進捗を 念と する 
ものでありまして、 同時に 正義 公道を 以て 國際關 係 
の 指針と 致す ものであります、 巴 里議 會 に 於き ます 
る 帝國の 行動 乃至對 支對 露の 政策は 十分に 之を if)1 明 
して 居る ことと 思 ひます •今や 國際 聯盟 新に 成就い 
たしまして、 我が 帝 國の國 際 上に 於け る 地位は 一層 
ニー I 七 九 
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重大なる ことを 致しまして* 列國 との 關係ほ 更に 一 
段の 親密を 加へ、 世界 全般の 幸 握に M M する の 機 色 
ii 益々 多から むと する 時に 至りました. 政府は 斯る 
時機に 際しまして 諸君の 饺 助に 依り 克く 帝國の 使命 
を 全うせむ とする a 悟を 有する もので あり. ます。 

f 阀務 大臣 田 中義 一君演 搜に 登る〕 

〇國務 大臣 (田 中義一 君) 西 比利亞 の !® if} 軍の 狀况 
!r 昨年 蓀會の 終に 於き まして •皆様に 印刷して 御 配 
付を 致して la きました、 又 其 後 昨年 九月に 其 後の 槪 
略を 同 糅 印刷して 御 廻し して {a きました、 大 膛 御 了 
解 下さつ て 居る ことと 存じます、 今日は 更に 其 後に 
於け る 事態の 一 ' >: 要 だけを 皆樣 に此 機會に 於て 報吿い 
たさう と 思 ひます- - r1 大正 七 年 八月 出兵を 致され まし 

た 以來 •西 比 利 亞に販 逝され ました 所の 第三 •第 十 

二師 _は共 に 昨年の 四月から 九月の 間に 第五、 第 十 

四 師團と 逐次 交代を 致しました" 又 旣に南 滿洲に 二 

简 年間 駐在を 致して 居りまして 且つ 時局の 爲に 一部 

を M 比 利 亞に 派遣せられ ました 所の 第 七師幽 も 昨年 

四月に 第 十六 師题と 交代を しました ■而 して 其 第 十 

六 師國は 直ちに 固有の 任務と 致して 居ります る 所の 

南 »• 树 の ^ : 備に 就きました のであります るが、 之と 

同時に 浦 1! 派锻堪 の 兵力の 不足を 補 ふ 爲に此 第 十六 

師幽 ょり 歩兵を 約 一個 旅團 •之を 北 滿洲及 浦 1! 方面 

に 派遣を して 一時 派 if 軍司令官の 指揮 下に 入れ まし 

た 次第で ございます、 然るに 其 後 南滿洲 に 於き まし 

て も 種々 不意の 事態が 突發 いたしまして、 それが 爲 

に 南 滿洲に 於け る 又 我 •か 兵力の 不足を 感ずる と 云 ふ 

やうに なりました ので、 | 時 北滿洲 方面に 派遣して 

岡き ました 所の 第 十六 肺 團の 部隊 も是は 更に 南滿洲 

に 返さなくて はならぬ と 云 ふことの 必要を 認めた の 

であります、 是は 交代の 爲に 新に 昨年 九月 第 十三 師 

團から 步兵一 旅團砲 丘 (二 中隊を 西 比 利 亜に 派遣せ ら 

れる ことにな つたので あります、 然るに 此 部隊が 浦 

隳斯德 に 上陸いた しました 常時は、 恰も 沿海州 方面 

には 頗る 事故が 頻發 いたしまして •それが 爲に 折角 

南滿洲 の 部隊と 交代を すべく 派 遺されました 所の も 

の も、 遂に 其 儘 沿海州の 守備に 任じな くち やならぬ 

と 云 ふやうな 狀 態に 立 至つ たのであります、 r 「オム 

スタ」 政府は 昨年の 夏 以来 大勢を 挽回せ むが 爲に歐 

露の 過激派 軍に 對 しまして、 九月の 中旬に 攻勢に 轉 

■•したので あります、 此爲に 一度は 勝利を 得た ので あ 

ります るが、 十一月 中旬に 至りまして 、再び 比 「才 
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ムス > ' 政府 軍の 勢が 不利と なつた のであります， 
遂に 退却を すると 云 ふ狀况 に 至りました、 併し 此退 
却ほ渐次敗走と云ふ形に㈣じまして如何にも慘澹た 
る狀態 を 呈し たのであります、 十一月 中旬には 「n 
ル チ ヤツ ク J ほ 遂に 「オムスク」 を 撤退し なくち や 
ならぬ と 云 ふ狀况 になり ました、 更に 十一月の 十五 
日 li 全く 「オムスク」 と 云 ふ もの {3: 過激派の 手に 委 
したので あります、 此 情報が 極東の 各地に 傳 はり ま 
すると、 さらぬ だに 不安の 念に 騸られ て 居りました 
所の 民心 (X 益々 動搖を 致しまして、 il 又此機 會を捉 
へて 活励を 始めました 所の 「コルチ ヤツ ク」 政府に 
反對 しました 一 部の 政治 團體は 益々 此人心 を 煽 励す 
ると 云 ふ狀况 になつ たのであります、 之が 爲に 極東 
は 再び 混 亂の狀 態を 呈した のであります、 此事 態を 
申します ると.. 昨年の 夏 頃に 較べます と 交通 線、 即 
ち鐵道 線の 被害、 電信 線の 被害と 云 ふ ものは 一層 其 
度を 高める やうに なりました、 之が 爲に 我が 派 遺 軍 
ほ lit 交通 線の 保持 修理と 云 ふ ものの 爲に 、實に 東奔 
西 走と 云 ふ 如何にも 努力は 致しました のであります 
るが， 何分 御 承知の 通り、 廣大な 地域で 思 ふやう に 
此 成果を 擧げる ことほ m 來な かつた のであります、 
日 木の 派 消 軍の 兵力は 南滿洲 から 增派 されて 居り ま 
す 所の 部隊を 合しまして" 今日の 守備兵の 力は 約 二 
萬 六 千であります >  而 して 其 兵站 若く は、 鐵道 兵、 
電信 兵の 如き 交通の 部隊を 合しまして •約 三 萬に 過 
ぎ ませぬ、 而 して 此 守備兵の 守備して 居ります 所の 
■箇所は 百十餘 箇所に 及んで 居ります、 又此 兵の 守備 
して 居ります 所の 鐵 道の 延長は 實に 三千 哩 にも 達し 
て 居る のであります、 昨年の 八月 以來此 我が 守備兵 

の 守備して 居ります る 所の 鐵 道の 橋梁を 破壊され ま 

した 箇所は、 毎月 平均 百，！ 一十 五箇 所 破壊され るので 

あります、 甚 L きに 至つ て ほ 一晩に 四十 箇所を 破壊 

される と 云 ふ 狀况も あつたので あります、 唯 此數字 

から 見ましても、 我が 脈 遣 軍は 實に 辛酸なる 任務に 

服して 居る と 云 ふこと を どうか 御 了解を 願 ひます- 

殊に 唯今 申しました 如く、 「 イルク ツク」 に 政變が 

突發 いたしまして •それ以来 極東の 狀况が 著しく 變 

態を 呈し たと 云 ふ 姿であります、 それが 影響を 受け 

ましたる 所の 我が 派遣軍の 將士の 心 勞と云 ふ ものは 

今日は K に 同情を 禁ずる ことが 出来ない 程度に 在る 

のであります、 先刻 申 上げました 「n ル チャック」 

の 政府が 「オムスク」 を 撤退いた しました と共に、 


其 政府は 「イルク ツク ，1 に 移つた のであります、 又 
此 「イルク ツク， | に 移りましても、 形勢の 挽回と 云 
ふこと に |£ 大に 努力を 致して 居りました ので ありま 
す、 さりながら 此 「コ ル チヤ ック J 政府に 反對 をし 
て 居ります る 所の 政治 围體の 努力 も 著々 効を 奏し ま 
して， 遂に 十二月 下旬 f イルク ツク J に 於き まして 
は 嘗て 「コルチ ャッ ク」 の 部下で ありました 所の 軍 
陵が 叛亂を 起しまして、 本年に 入りまして は r コル 
チャック」 政府の 權 威と 云 ふ もの ほ 殆ど 地を 拂つた 
のであります、 今日は 事實上 「イルク ツク ' の 市街 
は 全く 「コルチ ャツ >」 政府に 反對 して 居ります 所 
の 政治 團體の 勢力に 歸 して 居ります •從 つて 目下此 
西 比 利 亞の狀 態と 云 ふ ものは 全く 不統一の 狀態で あ 
る、 斯う 申して 差 支の ない ことで あらう と 思 ひます 
唯 聯合 與國 軍の 威力の 力に 依りまして、 ii に 秩序を 
保つて 居る と 云 ふこと が 今日の 眞狀 であります、 扱 
て 斯の如 き 變體は 直接に 極東 全部の 狀 態に 影響を 致 
しまして、 各地を. 今日まで 「コルチ ヤツ ク」 の 政 
府 に服從 して 居りました 所の 露 西亞の 軍隊の 中に も 
續 々叛亂 者が 出来る と 云ふ狀 態であります、 就中 浦 
R 斯德 方面に 近い 烏 蘇 里 地方に 於き ましては 軍隊の 
中で 兵器を 持つ て 逃亡す ると 云 ふ ものが 纘々 出来 ま 
すると 云 ふ 狀况で あります、 此狀況 から 考 へまして 
も、 日本軍は 唯 日本軍 自己の 存立と 云 ふ 見地から 考 
へましても 此儘 情况を 繼續 いたして 蘭く 譯に は參ら 
ぬのであります、 如何にも 危險を 感ずる 次第で あり 
ます、 此狀况 から 致しまして 先刻 申 上げました 第 十 
三 肺 團の殘 部を 之に佾 加す る ことの 必要を 認めた の 
であります、 唯今 外務大臣ょり 述べられました 如く 
昨年の 十二月 始め 以来、 從來の 協調の 關 係に 顧み ま 
して 此第 十三 師團 の殘 部を 增加 すると 云 ふこと に 付 
て 米國の 了解を 求めた のであります、 然るに 一月 上 
旬 米國は 突然 西 比利亞 に 駐在して 居ります る 所の 全 
部の 撤兵を 聲明 すると 云 ふこと になり ましたので、 
日本軍と しまして は 益々 日本軍の 所謂 自己の 存立の 
危險を 感ずる やうに なつた のであります、 最早 lit 情 
况に 於て 痼豫 する ことを 許さぬ と考へ ましたので、 
一月 十五 日に 第 十三 肺 團の殘 部を 派遣す ると 云 ふこ 
とに 付ての 御 命令が あつたので あります、 此派遺 部 
隊は目 下 輸送の 途中に あります、 それから 「チェ ッ 
ク」 の 軍隊は 「チタ」 に 向って 歸 還の 途中 御 互の 誤 
解から 「コサ ツク」 軍と 衝突を 致しました が、 是亦 


日本軍の調啐に佐0まして、今は：-.」ガに和て.を致し 
ま L て、 「チ ユック」の軍除は再ぴ«送の途中に居 
ります、 日本眾 と 致しまして li: 守® いたして 居 〇 ま 
する 所の 交通 校に 危害を 加へ る、 又は 我 -iil に對 して 
攻 P 的の 賭 度を K つて 來ませ ぬ 限りは， 作 - •: '<' に 之を 
好んで 討伐す ると 云 ふやぅな ことは 致し ませぬ、 ik 
は 左樣な 榀 合には 努めて 盔西亞の .'1': ;、5をして：」づ2 
に從 事せ しめる と 云 ふこと に 致して © 〇 ます、 御 承 
知の 通りに 西 比 利 亞に出 勘いた しました W 初の 育 - a 
に 於て 「チェック」 の茧 除を 救授 すると 云 ふこと が 
主なる 目的であります、 此 Els li 今日と 雖も齠 給し 
て 居る と 云 ふことは 申す まで もない ことで あ 〇 ます 
從つて U 本 軍と しては 此 「チ H ック」 軍の： 一遝 駝绘 
と 云 ふこと に 今日 (t 十分に 援助を 與へて 席る と 云 ふ 
狀態であります、唯今本院よ0深 @ なる御決謚を承 
りました が、 日本の 軍險は 一昨年 八月 出兵以 來 S に 
複雜 至難なる 狀况の 下に 勤務に 服して 居ります 、又 
殿し い氣候 とも！ i つて 居ります、 Kf に此動 務の狀 態 
ほ 私共から 見ましても 同情に 堪へぬ 程 辛酸な ものと 
心得ます、 又此 勤務 中に 今日まで 職 死いた しました 
る 者が 七 百 七十 •病死いた しました 者が 四 I-T 七十、 
合計千二百四十名と云ふ損害を出しましたのほ、誠 
に 遺憾な ことと 心得ます、 さりながら 一般の 狀態か 
ら 申します ると li 生狀 態は 誠に 良好であります、 II 
つ 軍隊の 軍紀、 又單隊 の 士氣は 破 A- 級® で FI. つ 旺盛 
であります、 ji 憾な く帝國 軍の 面 e を 發撺 し、 國咸 
を 中外に 發揚 して 居ります るの ほ 皆様と 共に 最も 喜 
ぶ 所で ございます、 又 衷心より 私共は 此派遺 眾の將 
士の勤 勞に對 して 感謝いた して 尻る 次第であります 
何れ： 4 隊勤務 の 細い 情 况は不 H 印刷に 致して 御手 許 
に 御 配布いた す 積り であります 、其 冊 - ]• に 依つ て 御 
覽 下さい ますれば 大體の 細い 情況 (3; 一入 能く 御/解 
下さる ことと ® ひます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 是 より 通 街 順に 依 り まし 
て 質疑を 許します、 男爵 島津久 賢 君。 

〔男爵 鳥 津久賢 君 演壇に 登る〕 

0 男爵 島 津久腎 君 唯今 内閣 總理大 R より 施政方針 
の 御演說 、續 いて 內田 外相の 外交に 關 する 經 過の 御 
演說が ありました に 付て、 現內閣 に 御 尋ね 致したい 
ことは 多々 あるので あります、 併し 今日 ほ 外交に 關 
する ことのみ を 御尋 したいと 思 ひます'  第一 P 和 # 
簌の際 我が 講和 大使より 提 /II せ L A 種 差別撤 腿 案の 
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否決せられ し理 山 及 ! It 加 fl-' に対する 我が？！ 和 使節の 
態度 如何、 w 際 聯盟 規約 中に 人沌 の ffl 違に 莊く 差別 
的 待遇を M 腿すべし と 云ふ晓 項を Mil 後 三回 ¢51 際 聯盟 
委 兵锊 に 提出され たるに 拘らず •  ® 洲 の首柑 「ヒユ 
1 ズ .一氏の 反對 にて 否決せられ たる 所、 我が 牧野 大 
便 (I 非 際 H 本 政府 及 八 民は 我が JK 常なる 嬰 求が® M 
锊の衿 れざる ことを 深く 溃憾 とし、 今後尙 ほ 此提案 
が阀咬聯盟に依りて採用せらるるに至るまで之を主 
張して 巳まざる べし •斯く 言は れ まして 後は 沈默し 
てし まは れた のであります、 最初ょ 〇斯の 如き 案を 
提 s せ ざれば 兎も角、 苟も 提 m せし 以上は 徹底的に 
解決を 畀 げざるべからず と考へ るので あります、 常 
局は之を失敗の外交と思はざるや如何、第二、责岛 
3S 管 唐 留 地の聲 言は 外® の釈淡 ありし が 〇 か、 將た 
日本 政府の 的 膝 言な 〇 しか 如何、 外 ^ ょりの 干 

渉な 〇 とせば 我が 國内の 事に 言及す る ことにな 〇、 

又自發 的な りと せ ぱ 講和 會諾 の旣焊 隨を何 故 放棄せ 

しやと 云 ふこと になります、 即ち 昨年 八月 二日 内 田 

外務 大！ £ が 强明？ a を 公表せ し 末 frri に、 日 木 政府は •# 

島に 於て 千 九； c 十 ? T 年の □茭協 約に 依つ て當然 主張 

し 得る 日本 取 管 居帟 地の 代 〇に符 阀 共同 rr 留地 を設 

H する の {??• に付考 撖屮な りと 言 i i れて 居ります が、 

随分 長い間の 御考 [t 中で ある や 5 であります、 共同 

屛留 地 ¥ 宵 居留地 何れに 決せら るる や 若 も 公 會で御 

確答を 御 蹬緒 になります れぱ祕 密 符 議にて も S し • 

御明 fin を 得たい と考 へます、 此埸合 附言して 罔き た 

いのは 日 支 問の 條約 にて 與へら れし旣 13 の 糊 利を 放 

粜する ことにな れぱ 、現 政府 ほ 我が 國 K を 欺く こと 
になる と考 へます、 ^ 三、 南洋 「ヤップ」 岛及同 島 
所屬の 海 14- 常 fn- ii 日本に 於て 管理す る や 否や、 尙ほ 

同 P B に ほ ra 防 上の 設備を ts し 得る や 如何、 本員 曾 

て 我が 占領した る 南洋を 祓察せ し 際、 汴 E いたし ま 

したの ほ 此 「ヤップ ' JB であります、 同 E- は武裝 せ 

る米領 I グァム」 島に 近く 特に 海底 银信 の 陸 揚地で 

あ 〇 ます、 然るに 米阀 大統領 ほ 先頃 米國 上院 謎 J4 と 

の a- 見に 於き まして 「ヤップ」 島 及 其 海底電信は 米 

國に 於て 管理すべく 巴 里に 於て 英佛其 他の 了解を 得 

れ りと W 明し、 又 海 -.s 大 |;1 は、 米 同 海軍 根 魄 地と 

して 適 常な りと 力説して 居ります •若し 果して 斯の 

如き ことにな 〇 ましたな らば、 南洋 群 B 竹 理の價 値 

何處に 在り やと 思 ひます から、 常 局の 御明 言を 得た 

いと 思 ひます、 第 四、 支那に 於け る 排日 S の 原因 
外交の 竹 問に 對する 内 ml 外務 大 R の 答 辯 


は 何磁 にあり や、 fA} ほ 晒 後 ES 親藓の H を 擧げ JL つ 
排 H 思想の 絶滅を 期し m る や 如 H、 近來 の排 H の ! 1 
作 (i 從 前と 比し 其の 性質を 異にし、 m に排貨 問題と 
のみほ 思は れず、 R つ 其 排日 思想の 實 现 は 學牛： 等に 
り 行は れて R ります、 却つ て !;; l rt i 沾 等 ょり № 5! 
を 受ける 現象であります、 從來の 排日 思想は 或る時 
_ に 於て 終局を 侍げ ましたが •今 R の排 H は 局部に 
於て は 其 終局を 街げ る ことにな つて K ります るが、 
例へ ば 福 州 a)f 件、 寬城子 事件、 上海に 於け る： 小 敬琪 
件 等の やうな ものであります、 併ながら 一 事收 まれ 
ば 一 事 起り、 常 局 も 先程 婷吿 を蚍 々し たと 仰せに な 
りました が、 遂に 終局を 見る 能は ざるに 至つ て 思る 
やうであります、 故に * には 背後に 排日を tti 動し 或 
は 過激 思想の 宣 _ を爲す 何者かが 有る に 非ざる やを 
疑 ふので あります、 其® は 如何で ありま f か、 第 : V.: 
米阀の 提議に 對し仍 款刚 に滿 蒙を 除外して 參加 すべ 
しとの 交涉は 如何に 進行しつつ ありませ うか、 借款 
團に參加するに伢ては敢て異議ない所でありまする 
が、 滿鼗に 於て 或® の 除外 條件 を附 する は 當然な り 
と 信ずる のであります、 然るに 內田 外相は 閣議に 於 
て無條件參加を生唱せられたと申すことで&りずす 
が、 願は くば 外相 及 政府の 主張と 該問題の 成 行を 承 
りたい のであります、 第 六、 政府 ほ 何故に 在米 同胞 
の寫 13 結婚 S 女の® 米を 禁止せ り や、 併せて 政府 (3: 
rlc R 結婚 其 ものを 認めざる や、 本 S I3: 如何に 米國と 
我阀の 風俗 曾 «'{ が 異なる と {± 云 ひながら、 扶養と 同 
居の 義務 ある 妻女を 呼帮せ 得ざる 理由を 解せ ぬので 
あります、 米國 、殊に 加州には 他の 外阈 人には 市民 
础も十 ：地 所有 棚 も與 へ、 米阈 人との 結婚は 何等 差 支 
ない に拘ら ず、 日本人に 限つ て 許されて 屛 らぬ ので 
あります >  現 今 糊 利と して 認められて 居ります のは 

11 :简 年の 土地の 倍 地 ® と S 女の寫 R 結婚の 二つで あ 

〇 ます、 此 砟 の旣得 椭を 我が 政府. H ら放棄 せし (3: 米 

阀の要 求に te りし ものなる や、 又 s 發的に 出で しも 

のなる や、 其理 I+J を 承りたい のであります  >  筘 七， 

政府 ほ 何故に 同胞の l!s 國移住 を禁 止 したり や、 其 现 

由 如何 •現 政府は 我が 同胞の 對 外發展 に對し 特に 移 

民 殖民に 封し 何等かの 方針 あり やを 疑は しむる こと 

が ffi 々あるので あります、 予の 一友 入 最近 米國 より 

關朝 して 申します るのに は、 P. 西哥國 の 内務 外務 兩 

大 I:i に锊 見せし 所、 兩 大臣より ほ B 本 入の矜 住と 投 

行 とを© 迎 し、 而 して 最大の 便宜と 援助と を©: ふべ 


しとの 睬明を n 本人に 與へ られ たとの ことで ありま 
す 然るに 渡航を 摆 止せられ たるは 墨 國官 民の 筘菌に 
依る や、 米國 の耍 求な り や 又は 我が 帝！ 一の 自發 的な 
〇 や、 之を 何 ひたい、 第 A •對露 殊に 對® 比 利亞根 
本 方針を、 先刻の 御演說 等に ては 少しく； f 十分に 思 
ひます るが、 故に、 今少し 徹底的に 根本 方針を 承り 
たいと思ひます、次で左の數項にーロ：つて御說明を願 
ひたいと 思 ひます、 第一、 西 比利亞 の 現 狀は 政府の 
出兵 當 初の EE 的 及狀况 と 異なれる ものな き や-第一 一 
:… 第 八の ir5 二であります、 米國の 撤兵は 出兵の 目 
的を 達した る爲な り や* 而 して 出兵 當初 の官 •言 通り 
日米協 調の 下に 行 はれし や 否や、 然るに 先刻 何等か 
手 違の ありました 爲に 甚だ ：… n 本と 協調の 意味で 
ありました が， 是も 徹底いた しませぬ が-米 國 ょり 
通赀が あ 〇 しが 如き 御說 明で ありました •此 事は 彼 
我 W 交 上、 如何に 政府は 解 餞せられ て 居ります るか 
之を 承りたい 、第三に 御 尋し たい. のは* 先 ほど 米國 
が 撒 兵に 關する 手 il を 陳謝した との 御 話で ありまし 
たが、 其の 書面 又は 大使の 口頭の 內容等 も あらぅ と 
考へ ます、 それを 承りたい と 思 ひます、 次に 四と し 
て 承りたい のは 政府の 出兵の E 的の 中に •過激派の 
東漸を 防止す るで •もな く、 又 さぅ でも あるが 如き M 
だ 要領を 5 r さる 御說 明で ありました が、 若 も 我が 日 
本の 東亞に 於け る 特別の 立場、 地 埋的關 係に 於て， 
自主的 意味に て 出兵せ らる 、としたなら •は、 唯今 御 
說明の如く彐個師團を增兵せし其理由を正々堂々と 
其 立場を 世界に 聲明せ ら れてほ 如何 かと 考へ るので 
あります、 其聲 明が 無い のを 甚だ 遺憾と 致します る 
が 故に •何故 聲明せ ざる かと 云 ふ 事を 御® したいの 
であります 、次に、 五 •日本の 目下 …… 唯今 陸軍 大 
臣 ょりの 御 話が 委しく ありました が、 我が 出征軍 ほ 
過激派 軍に if 杭し、 攻勢を 執りつ、 あり や、 或は 守 
勢を 執りつ、 あり や、 之を 御 伺したい、 以上 八简條 
に苴 りまして 御 質問を 申 上げました る 多くの ことは 
對米 外交に 關する ことが 大部分であります •諸君 御 
承知の如く、米國は口に「モン 0 1.」主義を唱へな 
がら 嘗て 「テキサス」 「ニ ユ ー メキ シ n .L_ 巴奈 馬、 
布哇 、比 律賓 、玖 馬を 併吞 したる は 如何、 其 手段と 
方法とは 果して 彼等の 常に 標榜す る JH 義 、自由 •人 
道の 言に 合致す る や 否やと 反問せ ざるを 得ない ので 
あります、 然るに 最近 •米國 の議會 に 於き まして、 
彼の 上院議員 諸君が 議政® 上に 於て、 公然 我國を 目 


して 侵略 主 a なり、 第二の 獨逸な り、乂趙だしきは 
國際 上の； S 陆 海賊を 以てし、 皆に 傍若無人の 言行を 
恣 にした るは 天下 周知の 事 實で あります、 聰明なる 
米 國の_ 員 諸氏を して 斯の 如く 思惟せ しめ、 IL つ斯 
の 如く 絶叫せ しむる に 至らし めし l!rr 以の ものは、 我 
が當 局の 責任に あらず や 否やと 考へ るので あります 
今や 米國 をして 日本一を 理解せ しむる には、 消 tei 的 
に出づ るに 非ず して、 東洋に 於け る我國 の 特殊の 地 
位、 日本 國民〇 大铋神 等を、 徹底的に 宣言す るに あ 
りと 信ずる ものであります •然るに 現内閣の 對米外 
交は， 一 も 二 もな く 米國の 提唱の みを 傾 is して、 日 
本國 としての 自主的 主張 あり や 否やを 疑は しむる こ 
と ® に 多々 であります， 恰も 日米 親善の 途 ii sl 步と 
盲從 する にあり と、 傍ょり 見ら る、 が 如き 嫌が ある 
のであります、 希は くば 御 懇切に 要領 ある 御 答 辯を 
切望 致します。 

〔國務 大臣 子爵 内 m 康哉君 演壇に 登る〕 
o w 務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 唯今の 鳥 律 男の 御 質 
問に 對 して 御 答を 致します、 御 質問の ! s/i が 甚だ 澤山 
であります から •或は 御 質問の 要旨を 瞭肢り 兼ね、 
若は く 記憶して 居ない 點が あるか も 知れ ませぬ が， 
鸱 収 りました 順序に te つて ! 15 來得る 限り 御 答を 致す 
積り であります、 第一の 御 質問は、 昨年 巴 里 會議に 
於て 我が 全權が 提_ を 致しました 人稱的 差別 撤躞に 
關する 件で あ 〇 ます •何故に 我が 提議が 採用せられ 
ざり しや， 此 理由 如何、 又 採用を 焊な いやぅな 問題 
を 何故に 提 /II せし や、 且つ 其 宣言の 態度に 對 しての 
御 質問と 思 ひます が、 此 人種的 差別が 實際に 存在を 
して 居る ことは 事 If であります、 我が 海外に 於け る 
在 代 民 も 諸 所に 於て 此待遇 を 受けて 居る 事實が あり 
ます、 此度巴 里に 於て 對敵 講和 條 約を 議す るに當 り 
まして、 先刻演 說屮 にも 申しました 通りに、 啻に 敵 
國に對 する 條 約を 規定す るの みならず， 將來の 平和 
に對 して， 恒久の 平和を 維持せ むが 爲に 、國際 聯盟 
規約の 翳 も 提出され た 次第であります、 此！ 一際 聯盟 
規約の 提出を 見ます 以上は， 斯の 如き 人 稀 的 差別 待 
遇の 存在す る ことは、 國際 聯盟の 趣旨と 相容れない 
話であります から、 我が 宣言は 其 提議の 成敗を 顧み 
ず 之を 提 m した 次第であります、 固ょり 此問 題は 甚 
だ 1< ;大な問題であ0まして、最初ょり必ず出來得る 
と 云 ふ 確信 も 付け 兼ねる 問題であります る， 併し 此 
世界に 於け る 此大な る 正義の 間 題は なか < 1 朝 一 
一三 八 一 
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外交の 問 I I' 對する 内 I ;!•  ! 外！ §大 |£;1 の 答 辯 
夕に (?. 成就す る もので ない、 故に 假 令 此贪菡 に 於て 
敗れる も險會 の ある 毎に 此我が IH 義の 叫を なしたい 
と 云 ふ考 で、 是ほ 提出した ことであります、 然るに 
K 際の ® ® は 如何で あるかと 申し ますれば、 我が 提 
菝 (?. 多 數の燹 同を 得た •殆ど 九分までの 賛同を 得た 
と 云つても 宜しから うと 思 ふ、 谷 國も 我が 態度を 諒 
とした 次第であります、 然れ ども •今回の 巴 姐に 於 
ける #? 諮は 一人の 不同意 者 もない 皆の 誼 解を 得て 會 
觀を 決する と 云 ふ 方針を 採つ た 次第であります から 
結局 此問 題は 他日の 機會に ■りまして、 不幸に も 我 
'か 提議は 昨年の 會謅に 於て撤 底 する ことほ 出来な か 
つたので あります、 併し 今後と 雖も 撺窗が あります 
れば --■' 飽くまで も此 提議の 趣旨を 主張し 結局 其 貫徹 

を圖 りたい と 思うて 居る 次第であります、 第一 一の 御 

質 間は 靑島 に關 する 御 質 間と 思 ひます、 昨年 私が 聲 

明いた しました ものは 自發的 か， 或は 他國に 迫られ 

て やつた ので あるか、 と 云 ふ 御 質問、 是は 申す 迄 も 

なく 自發 的に 出ました 塍 明であります >  當 時世 界の 

件 方而に 於て 我が 態度を 誤解した 者が 多々 あります 

からして、 彼の 聲肌 を發 する ことを 以て， 其 時機を 

得た ものと して 致した 次第であります*  R つ 其聲明 

中に 萬 管 居留地の ことに 言及いた してあります、 之 

を 以て 旣に我 か旣煜 の ffl 利を 放 梨した のでは ないか 

と 云 ふ 御 質問の やうに 聞 収 りました が、 決して さう 

云 ふ 次第で ありませ ぬ， 是は聲 明 中に も 明に ® いて 

あります 通りに •所謂 此問 題に 對し て考隞 を辭せ な 

いと 云 ふこと であります、 其旣得 の權 利は 日 支の 條 

約に 明に 書いて あります から、 是ほ臌 乎と して 存在 

する 次第であります、 然れど も條 約に 規定した もの 

は 其 通りに 致さな くち やならない、 それに 背く のは 

國 民を 欺く もの だと、； K ふやうな 御 議論で ありまし 

たが、 是ほ私 は 決して さう 思は ない、 大局に 顧みて 

我が 關係 人民の 利害に 顧みて、 ょり 良き ものが あれ 

ば、 此 翳を 進める も 少しも 差 支ない ことと 思 ふ、 其 

居留地 間 題に 對 しましても 果して 專管 居留地が 我が 

靑島件 民の 爲で ある、 又 大局に 顧みて 煜策 であるか 

此邊 のこと を考 憩し やうと 云 ふ 趣意に 外ならぬ 話で 

あります、 其の 結果を 何故に 發 表しない かと 云 ふ 御 

質問であります が、 斯る 結果は 發表す べき もので あ 

り ませぬ、 其 時機に 至つ て 其 結果を 或は 發 表し、 或 

は 本 問題の 如きは 相手の ある ものでありまして、 支 

那の 承認を 得ざる 限りは、 此方の 思 ふ 通りに 行く や 


うな yf で {5: ありませ ぬ •何れ 支那と it 交渉を 始め ま 
したなら ば、 或は 支那に 對 して 我が 條件を 述べる、 
或 is 支那との 協調の 結果を 言 ふこと も あるか も 知れ 
ませぬ けれども、 それ迄は 昨年いた しました 聲 明に 
何等 追加すべき ものな く > 又 之を 變更す る 必要 も認 
め ませぬ、 第三 ほ 「ヤッ ブ， I 島の 海底 電線の ことに 
付ての 御 W 問であります が、 是は 總て獨 逸の 所有に 
超 して 居りました 海底電信の ことに 付て は* 更に 關 
係國の 間に 協議を 致す ことにな りました、 獨り 「ヤ 
ッブ J の 海底電信の みで ありませ ぬ、 山 東靑 島ょり 
上海 及 芝罘に 至ります 海底 電線は 是は 我國に 於て 完 
全に 讓渡を 受けた 次第であります が、 此海底 電信を 
除く の 外の 海底 電線 (3: 結局 他日の 協議に 侯つ 事に な 
つて 居ります、 それから 我が 委任 統治に なりました 
赤道 以北の 南洋諸島に 對 して 砲壘を 築く ことを 禁止 
せられて 居る と 云 ふ 御 質問であります が、 是ほ國 際 
聯盟の 規定の 中に 明に 書いて あります のであります 
唯 其 土地 限りの 防備の 爲に 施す 物は 宜しう ございま 
すけれ ども、 之を 以て 大規模の 海軍 根據 地を 造る と 
か、 其 他の ことに 致さざる ことにな つて 居ります、 
第 四の 御 質問は 安那に 於け る 排日の 原因 如何、 又 其 
排日は 結局 終 ® する 見込が あるか どうで あるかと 云 
ふ 御 質 間、 の やうに 聽 取りました が， 排日の 原因は 先 
に、 演說 中に も 申しました 通りに 昨年 巴 里に 於け る 
此山 柬 問題の 結末が 將に茭 那の爲 に 不利なら むと す 
ると きに 勃發 した 次第でありまして、 此 原因に 關し 
ましては 私が 此に 喋々 述べます る ことほ 何等の 利益 
を 認めない 次第であります から" 是 までの 成 行に 關 
して 御 研究を 戴きます れば 宜しく 判明す る ことで あ 

らうと 思 ひます •是 までの 排日は 大抵 事件の 後に 起 

りました から 其 終 }; I の 時期 も 格別 長き に宜ら ずして 

熄み ましたが、 今般は 山 東 間 題を 主因と して 起り ま 

した 排日であります か 故に， 其 山 東 問題の 解決を 俟 

たない と 中々 之が 終 想を 見る ことは むつ かしから う 

と 思は れる 、然れ ども 先刻 申しました 通り 日本 政府 

は 出来 得る 限り 此終熄 をして 一日 も 速なら しめむ こ 

とを 希望いた しまして、 支那 中央政府 及 地方 關係當 

局に 對し て嚴 重に 取締を やつて 居りました •一時 殆 

ど 終熄の 狀態に 立 至りました が、 更に 福 州 事件を 機 

と 致して 勃發を 致しました から、 今日に 於て は 支那 

官憲の 取締 も 餘程骽 重に なり、 又 誠實に 取締りつつ 

あります から、 益々 終熄の 槙樣を 呈し來 りました、 


願は くば 此狀 態が 益々 改良して 行かむ ことを 希® ?す 
る 次第であります、 第五は 亞米 利 -Jn の 提議に 係る 新 
借款 團の成 行は 如何で あるか •殊に 滿 蒙の 利 sg は 我 
が 特殊の 利褪 にも m 大の關 係を 及ぼす 問題で あるか 
ら 、其 進行を 御 承知に なりたい と 云 ふこと であり ま 
すが， 是ほ 今尙ほ 進行 中でありまして •今日 (i it 憾 
ながら 其經 過を 御 話し 申す 譯に參 り ませぬ、 唯一 言 
申 加へ たいことは 私の 意見に 對して 唯今 御述 になり 
ました ことがあります が、 是は私 も 新聞紙で 見た こ 
とであります が、 甚だ 意外の ことでありまして* 事 
實と大 に 相違して 居る こと だけ 申 上げます •第 六は 
在米に 於け る 我が 移住 民が 此 日本ょり 其 妻子を 呼 寄 
せます 事柄に 付て 所謂 俗に 申して 居ります る寫眞 結 
婚を廢 したと 云 ふこと に 付ての 御 質問であります が 
是亦 自發で あるか、 米國 ょり 請求され て やつた かと 
云 ふこと であります が、 是は 全く 自發で あります、 
此 取締を なすこと が 我方 米國に 於け る 住民の 利益を 
將來に 取つ て 確保す る ものと 思 ひまして 此 二月 末日 
を 機と 致しまして 寫眞 結婚を .…： 寫 K で 結婚し 渡米 
をす ると 云 ふこと を 差 止めた 次第で ございます、 第 
七は 墨國に 移民す る ことを 取締つ て 居る と 云 ふこと 
是は 今日に 始った 話で ありませ ず、 先年亞 米 利 加に 
對 して 我が 移民の 渡航に 對して 所謂 是亦 俗に 申し ま 
す 紳士 協約、 詰り 米 國に渡 航 する ことを 止めて 居る 
次第であります が、 此 事を 決します ときに 是亦 日米 
の國 交に 顧み、 我が 移住 民の 爲を 思うて 其當時 制定 
された 次第でありまして、 其當 時墨國 に S して 類似 
の 取 極を …… 肢締 をな す ことを 得策と 致した 次第で 
あります、 第 八は 中々 澤 山に 列記して ございます が 
第 八の 第一は 西 伯利亞 の狀况 ほ / Ji 兵當 時と 異なる こ 
とが あるかと 云 ふ 御 質問の やうに 存じます が •是も 
事柄に 依りまして ほ 大に變 つたこと も あらう と 思 ひ 
ます •唯 我が 出兵を 致しました 目的と 關聯 して ど 5 
變遷 をして 居る かと 云 ふこと を 申 上げれば •御 質問 
の 趣旨に 或は 適 ふか も 知れぬ と 思 ふ、 それで 一昨年 
出兵を 致しました 時には 米國の 商議に 應 じまして- 
當時谷 方面に 分れて 居ります 搵澳 、又 過激派の 爲に 
非常に 困難を 位置に 陷つて 居りました 此 「チ ニック 
ス ci ヴ アツ ク」 軍を 救出す ると 云 ふの が 主眼で あ 
りまして、 此 救出の 目的は 先づ 以て 達せられた 次第 
であります、 是は 昨年の 議會に 於き ましても 題々 聲 
明した 次第で ございます が、 1 に 救出せられ たのみ 


らず 「チ H ック * ス ロ  ー ■>* アッ ク J が一 ^ となつ て 

露 國西比 利亞政 府の极 も 有力なる 授助者 となつ て ^ 
は 「ゥラル」 を 越えて 「ペル ム .|方面まで ;1 出し. 
遂に 過激派の 勢 下に ある 段 S を 描 切 .U -W た 
る 「チェック、 スロ ーヴ アッ ク J S に K ら むと する 
勢を 呈した 時が あつたので あります、 然るに 其 後 武 
運 拙く して 結局 彼等は 段 ^ より 引上げな くち やなら 
ぬ ことにな り、 又 「n ル チ ヤッ ク」 の 治 政に 對 する 
不滿も 段々 と 起 〇來〇 、彼等の ti7i 威 も 漸次 货へ 、先 
刻 申しました 通り， 遂に f オムスク」 に 引上げ 「ィ 
ル クック」 に 移らなければ ならぬ やうに なりました 
然るに 今 尙ほ五 茁 以上を 數 へます る 所の 「チ H ック 
1 <  ロ ー ヴアッ ク J が ® らむ として ! 55 る ^ を 得ず 「ィ 
ル クック」 より 「オムスク」 に 至る 間の 鐵 2i を 守 糊 
して 居ります 彼等 ほ歸心 矢の 如くに して、 どこ 迄 も 
一日 も 早く 本國 に歸ら むとして 居 〇 ます、 之に f'J- き 
ましては 英米の 間に 相談の 結果， 跎國 より 半々 づ、 
歸 らしむ る やうに 話が付いた やうな 次 fs であります 
それで 此 「チェック、 スロ ーヴ アッ ク J が總て 2 :比 
利亞を 引上げます 迄は、 矢張り 初めに 出兵いた しま 
L た 目的が 完全に 完了され たとは 或は 言 ひ 兼ねる か 
も 知れ ませぬ、 其邊の 所を 見れば 亞米利 加 も 先づ、 
「チェック、 スロヴ アッ ク j の 大部分を 還した 後に 亞 
米 利 加の 兵 も 完全に 引 揚げる 手 給に なつて 居る やう 
であります、 若し 相違が あると 申します れぱ さう 云 
ふ 次第で ございます •それから 米 國の撤 兵は = 的を 
達した か、 第二と して …… 日米協 調の 下に 此撤段 を 
する ことにな つた かと 云 ふの 御 ^ 間で ありました が 
是は 唯今 申し. ます 通りに 米國ほ 矢 張 〇 まだ 「チェ ッ 
ク、 スロ ー ヴ アッ ク」 の 本國に 歸る 事が 事 K 上 行は 
れざる 限りは 其 目的を 完了した ものとは 兇て 唐ない 
やうであります、 米國 政府の 今般の 回答に fic り まし 
て も .…： 故に 其 唯今 申します 通り 其 大部分が® つた 
後に 米國の 兵を 悉く 引 揚げる ことになる だら うと 組 
ひます、 出兵の ことに 付きまして は 米國と 協調して 
出兵いた しました が、 此撤 退の ことに fj- きまして ほ 
何等 約束は ない のであります、 日米 兵に 各 の S 
書に 於て 目的を 達した 場合には 西 比利亞 よ〇撤 比 す 
ると 云 ふこと {t 書いて あります が、 必 しも ffl 談しな 
くて はならぬ と 云 ふことは 書いた もの ほご ざい ませ 
ぬ、 尙ほ 今回の 行 違 ひの 事に 付て 御 皙 問が ありまし 
たが、 是は 先き に 申しました 通り 先 づ以て H 木 政府 
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施政，外交方針に閱すろ |?/5 5:作衙の？ . 
こ とを 申します ると 云 ふと、 私共の ¥ 門から 見る と 
云 ふと、 K は 申して は 失 f?J であります る けれども* 
撤联せ ざる 勁が 非常に 多い ので ござります、 是に於 
て か 私 I 個と 致しましても n に 弪® に 椹へ ない 所の 
®i が 多い ので ござります るから して* 承りたい こと 
が 非常に 澤山 あります、 あります る けれども、 之を 
一々 御 ^ すると 云 ふこと になります ると 云 ふと、 Q 
も 亦 足らぬ と 云 ふ硌 じが •こざいます るので、 私 ほ 其 
中* 非 御 S せねば ならぬ と. H 资いた しました る 所の 
郵だけを御薛する次第でござります、先づ大膛に就 
て 御 薛を 致します るが、 申す 迄 もな く 我々 個人と 雖 
も 自己の 存立の 自铙が 無くて 他に 對 して 折衝 應對の 
/!', 來る ものでは ない >  又 何等 行動す る ことの 出 來る 

もので ない と 私は 思 ふので、 國家亦 其 通りで ある、 

國 家の 存立の 自踅と 云 ふこと 無くして 何等の ことを 

爲し 得る もので ありませ うか、 是は 申す 迄 もない こ 

とでありまして， 總理大 R に 於て は 無論 其 やうな こ 

とは 分り切つ たと 云 ふこと を 仰つ しやる ので ござい 

ませう けれども •どうも 其 政治 上に 於け る 施設の 有 

糅 を 見ます ると 云 ふと、 どうも 國家 に關す る 所の H 

迓に 乏しき やの 疑が 私には あります るので ございま 

す、 此® に 付て 總理 大臣は 所 謂 如何なる 程度までの 

nr 赀を 有つ て 御出でな さる かと 云 ふこと を 御！ It した 

いので ある、 若し 自既 と 云 ふ 翻 念が 十分に 御 有りな 

さると すれば です、 何故に 其 内外に 關 する 所の 所 1st 

政治 上の 施設に 於き まして、 もう 少し 自主的に 事柄 

をな さらぬ ので あるか、 例へ て 見ます るなら ば 西 比 

利亞 問顏で あると か、 或は 其他茭 那に 毀す る 問題で 

あると か、 又 講和に 關 する 所の 旣往 の事實 を 見 まし 

て も •どうも 自暨に 乏しき や 5 に 私は 考へ るので あ 

る、 fv 人の 疑を 晴らす だけの 御說 明を 仰ぎたい と 思 

ひます •是は 少し 枝道であります けれども、 亞米利 

加 あたりに 於き まして 政治を 爲す 所の 最近の 方針を 

見ます ると 云 ふと、 爲す 所の 事柄は 政 黙 政 派の 上に 

餘ほど 超然たる 所が ある ものと 思 ひます 「マサ ツチ 

ユー セツ ツ」 の 市長 「ク— ドリ ツチ」 を 選 擧した 場 

合に 於き まして、 彼は 共和 邋侯湖 渚 t あります、 是 

が 「口—、 エンド、 ォ—ダ I し 即ち 法律 並に 秩序の 

爲に 決然たる 方針を 以て爲 したる 所の 行 励が 却つ て 

反對常  ：並共 和黧の 同情を 得て 非常に 多數の 投票を 得 

まして、 市長に 再選され た 事窗が あります、 其 時に 

現 大統領が 反 i.i 激で あるに 拘ら す、 病床から 喜んで 


m 報を 打つ た，..- 云 ふこと であります、 即ち 亞米利 加 
あたりで ほ 政治家の 白迓 と 云 ふ ものは 國 家と 云 ふ も 
のが 第 I になつて 居つて、 政 ??; などと 云 ふこと (t 第 
二に なつて 來て屛 る 形であります， ®: て 問 ふ， 原 首 
ffl 閣下 (X 國 家に 關して 如何なる 自 © を 有つて 御 居で 
になる のであります か、 政黨だ けの 3E 迓で あります 
か、 そこらの 邊 の御說 明を 仰ぎたい と 私は 思 ふので 
あります、 若し 此自钗 の 程度が 政 黨と云 ふくら ゐの 
所 . 1C 止まる と 云 ふと、 物 M の 調節 云々 と 云 ふ 所に 於 
て 徹底的に いかぬ 所が あると 思 ひます、 英佛 等に 於 
ける 所の 所謂 豪商 •俗に 所謂 成金 等に 對 する 所の 態 
度を 見ましても 思 ひ 切つ たこと を やつて 居ります が 
是は國 家と 云 ふ もの、 觀念が あるから であります、 
政 E と 云 ふやうな ことを 考 へます と、 それが 徹底的 
にいかぬ こと も あらう と 思 ひます、 自 K と 云 ふこと 
の 程度 如何と 云 ふことの 大 體御說 明を 願 ひたい、 次 
に 大勢 順 應と云 ふこと を 昨日 も 仰せられました、 大 
勢 顺應と 云 ふ 意味は 如何なる 意味であります か、 も 
う 少し 明 Kf に 精細の 御說 明を 仰ぎたい と 思 ひます、 
賢明なる 原 首相に 於 かれまして は 特に 注意の 事柄を 
そこへ 附け られ て， 外來 思潮の 如き ものを 放任す る 
稻り はない と 云 はれました、 併し 是は 言葉の 上 だけ 
>思 ひます、 首相の 言 はれた 言葉と 云 ふ ものが …… 
なされた る 事柄を 見ます と 云 ふと、 どうも 此兩 者の 
混同が ありは せぬ か、 W 換 へて 見ます れば 混同され 
て 居り ほせぬ か -i. 云 ふ實 際の 有樣で ある、 朝鮮の 呂 
なる 者が 「ユ- 1 ヴア— サル、 ムーヴ メン ト」 世界一 
般の 運動と 云 ふこと を 云は れて大 に 活動して 居る、 
之を 十分 取締ら なかつ たと 云 ふ 事柄は、 大勢 順 應と 

云 ふこと と、 所謂 世界 一般に 氾濫して 澎湃 たる 一種 

の 空氣な る ものとの 間を 混同され て •どうも 所謂 大 

勢 順 應と云 ふやうな 名義の 下に 首相が 抑へ ると 仰つ 

しやつ たこと を 抑へ られ ずに 居りは せぬ かと 思 ひま 

す、 大勢 順 應と云 ふこと を 表彰して 之を 最も 適切に 

履 行 せらる、 ことは、 是ほど 結構な ことほ ありませ 

ぬが、 言葉と 實と 伴は なかつ たなら ば、 殊に 國 家の 

爲に娆 ふべき ことと 思 ひます、 又 大勢 順應 事柄の 下 

に政艱 問題に 關 して 他の 言 ふこと を 心配して 見たり 

色々 な 事を したなら ば、 H に國 家に 取つ ては 重大な 

影 S を 及ぼす ことと 思 ふので あります から、 大勢顺 

應なる 所の 意味を もつ と 明瞭に どれ だけの ことは 屹 

度して 見る と 云 ふこと を 言つ て 貰 ひたい、 是が 大方 


針に 付ての 御尋で あります、 唯今まで 御 尋いた した 
所の 事柄は 寧ろ ? f. 括 的の 事で ございます から、 私は 
是 ょり 四 . 7K 胜 外交 並に 內治に 付て …； 內 治の 或 もの 
に 付て 御 尋を したいと 思 ひます、 ^ 柄は 恐らく 具 ^ 
的になります からして、 其 具體 的の ことに 付き まし 
て も、 細かい ことに 付きましても* 十分なる 御 答 辯 
を 煩は したい ことを ^ め 申 上げて a きます、 先づ謅 
和 會議の 事に 付て 御尋 いたします が、 一體此 講和 er 
議に 臨む に 當 りまして、 所謂 自主なる 觀念 が先づ 初 
めにあつ たか どうか、 是が 唯今の 問題に 關 しての 一 
番初 めの 御尋で あります、 それを 各々 の 問題に 付て 
申せば 際限が ありませ ぬから、 此 s に 付て 二 點に付 
て 二 點ぱ かり 御尋 いたします、 五大 國の 加入に 付て 
どう 云 ふ御考 であつ たか どうか、 どうも 諸 材料に 依 
つて 調査いた します 所に 依ります と、 7T. 大國の 一に 
加入す る ことを 得る と 云 ふことの 自覺が 無 かつたら 
しく 思 ひます、 講和の 使節 も あちらに 行つ て 居られ 
て、 殆ど 呼 出されて 五大 國の 一にな つたと 云 ふこと 
で、 自ら 大に驚 かれた と 承つ て 居る、 それが 四大國 
になつ た、 さう 云 ふ 減らされた 時に 當つて 唖然とし 
て 何も 言は ない、 或は 言つ たか 知らぬ が、 徹底的に 
言 ひ 得な かつた と 云 ふ 所を 見ます と 云 ふと、 五大 國 
の 加入と 云 ふこと に 付て ほ 殆ど 自® が 無くて 他動 的 
に 引上げられて、 又 他動 的に 落されて、 又 偶々 引 上 
げられ たり、 引落された と 云 ふやうな もので ありま 
す、 而 して 平和 條約が m 来た 今日に 於き ましては、 
五大 國の 加入と 云 ふこと を 以て 自己が 作り出した こ 
とを 以て 自晝自 讚の やうな 御言 葉を 時々 承ります が 
私 ほ 能く 考 へて 見る と 云 ふと. どうも 研究の 結果が 
五大 國に 加入され たの も 今 自分で 壞しつ 、あるので 
ほない かと 思 ふ、 •$; 大國の 加入が 出来ました のは 決 
して 一朝一夕の ことでは ございませぬ、 是は御 分り 
のこと で 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

先帝 陛下 御 即位 以來 、今日に 至る まで 五十 餘 年の 間 
苦心® 濃を 經て 、さう して 極東の 平和を 維持し、 世 
界の 平和を 維持す るに 於て缺 くべ からざる® 力を 菱 
つて 今日に 至つ たのでありまして、 其據つ て 来る 所 
極めて 久しい のであります、 其 五大 國に 加入され た 
のを 喜んで 居る 內閣諸 公は 之を 一 々壞 しつ i あると 
云 ふこと を 疑 ふので ある •何を 以て 之を 言 ふか、 即 
ち 五大 國 其の ものの 實 質の 御 研究を 願 ひたいので ご 
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ざいます 、詰り 明治 初年 以来 屯 洋の祖 劣 0 中： ^ -- 0 
所の朝鮮の地位と云ふものを «- 定するが ^ |- -';; . -:-, な 
苦心を されて、 今日では 其 計 说 に從 つて 行き さへ す 
れぱ朝 鮮の風 so と 云 ふ ものが 收つて ]{£ 洋の平 和 1 V 
持す る ことが m 來る ものに なつて © ると 云 ふこと-: 
なつて 居る、 而して 朝鮮が 我 手に 在る、 琉球も 其 iaj 
〇, 嶺罔 も 其 通り、 又陣 太の 半分 も 我が 版 1K] に W す 
ると 云 ふ 事は 是は 先帝 陛下 以來 決して < ;■'! 土 ^ 胳主淡 
と 云 ふやうな もので 起つ たもので ない、 極 lli の 平和 
を 維持す ると 云 ふ 事の 大方 針の 下に 苦心 1§ 恐 亡る 結 
果を 得て、 日本の 15 力と 云 ふやうな ものが - IV 2 まつて 
來たのである、斯の如く鈣资的に五大强國の一たる 
實質が 出來た ので、 其 © K が 川 來 ましたのに 今 口に 
於て 如何で ございませう 「ュ -1 ヴァー サル、 ムーヴ 
メン ト」 世界 一般の 運 励の やうな ことを 云 ひ .' 1! して 
朝鮮 獨立せ しむべし と 云 ふやうな m' 京の ! a 'i> 'c ; ;v! . i! 
する のを 十分に 抑へ る こと も m 來な かつた > W B 叫 
題に 付て 山 JK と靑 島の 分らぬ やうな 亞米利 加 人が、 
彼れ 此れ 言うても、 それを 心配して SS 大な 所 K に 出 
でむと する が 如き 如何なる 有樣で あ 〇 ます， W に m 
き入つたる話なんで、五大强國になり得る捋資を日 
本が 五十 餘 年の 苦心で 桁へ たものを 一つ 減らし 二つ 
減らし、 段々 帽子を 投げ出し、 羽織を 差 上げ、 薪 物 
を脫 いで、 正に 赤裸々 たる 日本 本國だ け殘 ると 2< ふ 
方針を 實 行して 居らる、 のでは ありませ ぬか、 此 點 
に付きまして 明 K なる 御 答を 聽きた い、 さう沄 ふや 
うな ことで 日本の 政治に 當 つて® も 验 ふべき ことを 
なして 居る と 沄 ふ考を 持つ て 居る ので ございます か 
ら 、十分なる 說 I1JJ を 仰ぎたい、 それから 講和 會議の 
ことに 付て、 是ほ 御尋す まいと 思つ て 思り ましたが 
昨日 島津男 爵の 質問に 對する 御 答が 餘〇耍 領を得 ぬ 
から 御尋 します が、 人嵇 問題の ことで ございます、 
人種問題に 付て 何故 •成功せ ぬ やうな ものを 御 出し 
になつ たかと 云 ふやうな 大體の 意味の 質問で ござい 
ました、 其 質問に 對して 成功せ やうが せまいが 正義 
の爲に 之を 提出した んだ 、斯う 云 ふやうな 御 答で & 
つた、 是は餘 ほど 無責任の こと、 思 ふので す、 成功 
する か 成功せ ぬか 分らぬ と 云 ふのは 自主と 云 ふ II 念 
自 毁 が 無い ので ある* さう 云 ふやうな ものを l.l's すと 
云 ふの が 適當な る ことで ありませ うか、 私共は 其當 
時 -lit 間の 議論とは 反對 に、 人種問題な どを m すのは 
間違つ て 居る と 云 ふこと を 明言した 一人で ございま j 
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す、 入 補 問 is の 如き ことが 通る 箬もな し •假 に ,' is w 
の 蕺で 通つ て 4 ik は 亞米利 加との 約束を 改正し なけ 
れぱな ら ぬ、 又 !!! i 米 利 加の 1! 法を ® へる のでな けれ 
!+; 行 は れぬ と： 2< ふことは明瞭な話なんであります， 
即ち 米國 の ^ 州の 立法した る 法の 中には， 所謂 土地 
所有 褪を或 入に 與へ まい . t すれば 與へぬ ことが 出 來 
得る こ. とに. なつて P;- る. 婷察關 係に 於ても、 壤校の 
ことに 於き ましても、 自己が いや だと 思 ふ ものは 學 
校に 人れ ぬと 云 ふこと も m 來るや うにな つて ;？ T る、 
入 補 的 痄別が 出 來るや うに 州 法が 出來て 居る、 假令 
滇 W 會澦 に te つて 胳約が /II 来た 所で ]! 1< 米 利 加に 行は 
れぬと 云 ふこと が 其 處に 起つ て 居る のです から、 さ 
う 云 ふやうな ものを /J1 すと 云 ふことは、 先づ 見込の 
無い ものであると 云 ふこと を 與 々も 私は 申した こと 
があります •か、 人 稲 問題は 人氣問 題で. ありませ う、 

其 人 氣に 投合す るが 爲に 、ちょつ とこん な ものを 出 

すと 云 ふやうな ことで あつたなら ば、 餘ほ ど_卒 な 

こと V 思 ふ、 軻卒と 云 ふこと は 政治家に JIX つて 大禁 

物で あらう と 思 ふ， 獨 〇人秫 問 ® ばかりでは ありま 

せぬ •故に 此 問題を 提出して 通らなくても 仕方がな 

いので ある、 又 出す と 云 ふこと も 何等 弊 茜がない と 

仰し やつて® ります が、 私は 弊 畓が あると 思 ふ、 s'; 

0 行謅に人嵇問題などを出したものであるから、其 

時の 投槊 の數な どは、 問 ふ 所に 非ず • 苟 も 否決に な 

つた 以上は 今後亞 米 利 加に 對 して 何等かの 問題を 提 

供しても-即ち 其の flf に對 する lit 否決と 云 ふ ものが 

非常な 邪 E2 になつ て )？, r ると 云 ふことは 御 分 〇 になり 

ませぬ のです か， 何等 眯逬が ない、 又 持 出す， 其 持 

⑴ す If.'!- も si らく 5I1J るか 通らぬ か 分らぬ、 そんな 定見 

の伽|*いことで |3-. 政：一 |1| (,-. 出來ぬだらうと思ふのです、 

ですから lit ® に f-J て撤贱 的の 御 挨拶を 伺 ひたい、 fl; 

二に ほ wa IHl 題であります 私の 所謂， 靑 島と：' み ふの 

は 山 ？ Ji では ございませぬ， lit W 岛に pr fy i 地々： 3 く、 

崧竹尻 绍地を K  く、 又 W ^' K 绍 m と 並べて 共 N li>'r 留 

地 を 置く、 或 ほ® 軒 居留地を 止めて 共 IriJ K s 地を 遛 

く、 或 は：^近鹉になつて屛〇ます所の向開商坶地と 

云 ふ ものを la くと 云 ふ此問 題は， 事® めて 小なる が 

如くであります けれども、 其 常 該問題た る 所の w J;i 

の 尻 切地を 取 竹に するとせ ない との 其 琪捫 B 身に 於 

て 非常に ffi 要なる のみならず、 斯る 場合に 於き まし 

て ? li ^ K ^ t OJ と 云 ふ ものを 放 ^ すると 云 ふことは で 

す， 次の 問 sfj に 於て 一の 調步ほ 他の 鄧步を 惹起し、 


他の 顿馊を 招く と 云 ふ 結果 •何を しても 向う は g 足 
せぬ と 云 ふこと. に 段々 運びが 進んで 行く と、 先き ほ 
ど 申した a 本が in; 十 年 以上 苦心した 所の 極 觅の平 和 
を 維持す ると； K ふことの 根本まで 崩す ことに 至る だ 
らうと 云 ふこと を 私は S ふるのであります、 故に 此 
れは贽晶の問題に付きましては私は細かい御尋を致 
します、 成るべくなら ぱ立 つて 居る 間に 腿 對が 出来 
て >  1つ< に 御 答 辯を 仰げ ぱ尙ほ 便と 思 ふ 位で あ 
ります •第！ に 御 尋す るのは 講和 會識に 使節を 出す 
前に 何故に W 島 間 題を K 決な さらな かつた か、 解決 
する 時機は なかつ たので あるか どうか、 支那の ^ 節 
が 橫爾を 通りまして、 それが 病 氣で 来られぬ と 云 ふ 
のを 無理に 來るや うにして 鈐见な さつた ことは 御 祗 
知の通りであります、又我々を招かれて官邸で御說 
明の 時に も 御 話に なつた ことであります、 あの 場合 
にです、 何故に 此間 題を 解決す る ことが 出来な かつ 
たか、 交 那を して 講和 锊 謎に 勝手次第の ことを 言は 
せる と 云 ふこと をな ぜ典時 に预 防が 出来な かつた か 
あの 時に 章 公砧 が 朝から 晚まで 方々 を 元老で ありま 
すか、 どなた か 存じ ませぬ が、 兎に あれ 主要なる 人 
人を 訪問して 何を 話された か、 恐らく 解決 案は 其 礎 
に 在つ たの だら うと 思 ひます •其 解決 案に 對 して 内 
111 外相 ii 何と 御 答に なつた か、 解決 案に 對して 答を 
避けた のか、 斷つた のか、 其點を 腹 藏なく 御 答を 願 
ひたい、 恐らく 一の 解決 方法が あつたので はなから 
うかと 思は れ ます、 此事椚 の 或點に 至ります ると， 
公開の席で 御 話の 出來ぬ こと も あるか も 知れ ませぬ 
御 話の / II 来ろ やうな 勘所と して 御 話を 願つ て {几し い 
ので ございます •是ほ 颇 る JR 大な問 題で あらう と 思 
ふ， 大問 題の 所謂 飽を 逃がして 仕舞つ たと 云 ふこと 

が ありは しない かと 思 ふので ございます、 それから 

其 時機を 失つ た 後で 誠 和委 負を 御 H L になつ たのに 

何. 故に 十分な 材料を W 岛と云 ふやうな ことに 付て 御 

與へ になら なかつ たか、 又 出掛けて 行く 所の 講和の 

使節 も 講和の № 15 であらう と 思 ふ， 十分. を 以て 

進み 得る 材料を なぜ 持つて行かれな かつた か、 靑島 

の 港の 入口 も 何方に あるかと 云 ふやうな ことまで も 

又 「ィ ルチス J. 砲？# の 西の どの位の 地位に 於て どう 

云 ふ 地域が あるかと 云 ふこと も、 すつ かり 御 研究に 

なつて 出られる のが 當り前 だら う， そんな 御 研究は 

なかつ たらしい、 其 結果、 言 ふべき 時に 十分 言は ず 

W うて 見た所で 知識が 足りない から、 十分な ことは 


言へ ない と 云 ふこと になる だら うと 思 ふ、 私の 云 ふ 
知識は 能力と 云 ふ 意味では ない、 靑！ 3 の K 際は どん 
な もので あらう かが 分らぬ ■どんな 良い 頭で も 迚も 
解決が 付く 話で ない、® が 第一の 御靜 ，それからし 
て それ にも拘らず、 私の 信ずる 所では 出先の 講和 使 
節は 其 持つ て ® る 所の 材料の 範 [ffj 內に 於て : 1 大 努力 
をして、 堪管 居留地に 付て、 一向 讓步 して 居らぬ や 
うに 私は 信ずべき 材料を 持つて 居る のであります、 
即ち ? J 人が 西洋の 新聞 等に 法り まして、 精密に 材料 
を蒐 めました 所の 結果に 依ります ると 云 ふと、 四月 
二十 二 日に 首相 會_ に 於て 牧野 委員の 演說中 、日本 
の 居留地 設置の 儀 (3: 支那の 主婴 開港 又は 開 市 ii に 見 
らる 、如き 特別の . m 織 及 法 ©: の 下に 日本人 並に 他國 
人 c 支那 八を 含む〕 居住の 爲特 に區 劃せ ら るべき 市 
區の 一部分の みに 關 する ものな りと 云つ て •詰り ¥ 
管 居留地を 抛棄す るなん と 云 ふことは 少しも 言つ て 
居ない、 所謂 支那に 在來 あつた 所の 居留地と 云 ふ も 
のを 矢張り 5-¢ 處に K  くと 云 ふこと だけを 云 ふて 居る 
其 場所は 何魃で あるかと 云 ふと、 市 區と云 ふこと を 
言つ て 居る、 即ち 市區な る 所の 言葉の 解釋 、是も 色 
色 ありませ う、 獨 逸の « 市街な りとの 解 釋 、又 それ 
より 大なる 所の 獨 逸の 法令より 見た る 所の 市 ® と 云 
ふ此二 つの 解 釋が あります、 私共の 解釋す る 所に 依 
れば、 此市區 「シ タット、 ゲビ ー ト J 即ち 獨 逸の 租 
借地に 於て 獨逸が 見た る 所の 市區な る ものは、 「. ゾ 
タッ ト 、ゲビ ート J である、 非常に 鹿い ので ありま 
す、 其廣い 所の 一部と 云 ふ ものに 專管 居留地を 置く 
と沄ふ 風に 解 釋 する も 決して 間違つて 居らぬ と 思 ふ 
其 故は 何故で あるかと 云 ふと 玆に又 「マック レ—」 
は 支那 側に 於て は 日本が 靑島の 港 ! « 設置 •埠頭、 倉 
庫 等を 悉く 其 手に 收め 、靑島 市 全部を 專管 居留地と 
なす ものと 考へ ると 逐一 質問した ものに 對 して 矢 張 
〇雜 管 居留地と 云 ふ ものを 某 一部分に 置く， 市區の 
一部分に 置く と 斯う 答へ て 居る、 此處 にある 所の 突 
那 側で 心配して 居る と 云 ふこと ii 何で あるかと 云 ふ 
と、 靑島の 港_ 設置 埠頭 倉 BI 等を 悉く収 るので ある 
かと 云 ふに 在る， 此問 題と なつて 居る 所は if 市街よ 
り廣い 所に 付て， 靑 島の あの方 面 全 if に 付て 云 ふの 
で， あの方 面と 云 ふのは 所謂 獨 逸の 法令に 云 ふ 所の 
九つの 區を 含んで 居る 所の r シタ ット 、ゲビ ート」 
に 付て 言うて 居る、 それの 全部に 日本が ¥ 管 居留 i'ol 
を 11 くので あるかと 云 ふと、 いやさう でない、 矢 張 


〇 其 一部で ある， 斯う 云 ふ 所を 見ます と 云 ふと* 問 I 

題と なつて 居る 所の 地域と 云 ふ もの は賴 市街と 云 ふ 
やうな ものと 違 ふので ある、 所謂 獨 逸の 法令に 云 ふ 
所の 市^: 金 體と云 ふこと に 付ての 說 明を 求めた ので 
あると、 解釋 する より 外 仕方が ありませ ぬので、 是 
等を 以て 見ます と 云 ふと、 今日に 於て ¥ 管 居留地な 
る ものは、 搵 逸の 法令に 見た る 所の 其 「シ タット、 
ゲビ —卜」 と 云 ふ 其 一部分に 日本の 専管 居留地を 置 
くと 云 ふことは 巴 里の 平和 會議で •もう 諒解が m 來 
て 居る ものと 云 ふこと が 出 來る であらう と 思 ふ、 併 
し乂 一面に 於て 3IT う 云 ふこと を 言 ふ 八が ある、 珍 田 
大使が 向 ふの 追究に 迫られて 「ィル チ ス」 ，： 一豪の 西 
若干の 距離を 置いて K 西の方に 專管屛 留 地を 置く、 
斯う 云 ふので ある、 是は 一向 差 支ない と 私は 思 ふの 
である 所謂 「ィル チス」 砲 豪の 西の方の 獨 逸の 「シ 
タット、 ゲビ ート」 が ある、 其 中の 一部と 云 ふので 
あります るから して、 そこに どんな 圖が 書いて ある 
かも 知れ ませぬ けれども •珍 田さん は 測量 肺で ない 
而も 鉛筆で 何 か 書いた 所で、 それ (t 經度 緯度を 合し 
て どれ だけの 間にあると 云 ふやうな こと も 正確に な 
つて 居る のでは ない、 大 瞠 の 言葉は 此處 に ® いて あ 
る 所の、 所謂 向う との 應 答の 結果、 並に 珍 田さん が 
言 ほれた 所の、 r ィルチ ス」 砲* の 西方なる 市街の 
一部分と 云 ふこと に 見て、 それは 即ち 九區を 含んで 
居る 所の、 所謂 日本人が 益々 發展 して 居る 所を 全部 
含んだ 所の 一部と* 斯う 見る ことは 決して 間違ない 
ものと 私は 思 ふので ある、 私 ほ 私の 解釋が 間違つて 
居る と 云 ふこと を 御 答 辯を 仰ぐ 爲ぢや ありませ ぬ、 
私の 言 ふ 所の ことほ 相當に 調べて置いた ので ある、 
間違ない と 信ずる から、 其 通りで あると 云 ふこと を 
答 辯を 煩は したいと 云 ふ 位の 考で 居る， 人の 答 辯を 
こちらで 言 ふのは 甚だ 無理な 話であります けれども 
相 當に 調べ 上げて、 斯うで あらう と 信ずる から、 其 
點は 如何で ござる かと 云 ふこと を 御 尋 t» るので あり 
ます、 斯の 如くもう 專管 居留地と 云 ふ もの ほ 日本が 
設置す る ことを 英佛其 他の 國即ち 其國々 の 代表 若が 
少しも 疑は ずに 諒解が 出来て 居る ので. あるので ある 
然るに 自發的 とか 云 ふこと で 內田 外相が、 昨年 八月 
二日に 一柿の 保 明を なされた、 專管屛 留 地と 云 ふ も 
のを 止めて、 共同 居留地を 置く と 云 ふこと を 考慮し 
て 居る と 云 ふやうな ことを 言は れた 、何の 考で こん 
な n 發的 の瞇 明を なされた ので あるか、 實に內 田 外 


施政、 外交 方針に 關 する S 的 作 衞の竹 問 
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施政 •外交 方針に 関する 高 橋 作 si の K 問 


三 八 六 


相の 心理 狀態を 私 ! I 疑 ふので ある  >过 に贽き 入る の 
である、 事は 決つ て屛 るので す、 協約で 決り、 又 P 
和 只 諺に 於け る 所の m 和 使節の 適當な る 所の 答 辯に 
て 十分 決つ て、 ¥ 宵 码 绍 地の 抛棄と 云 ふことの 必要 
がない ので ある、 然るに 此の 如き S? 明を したと： 2C ふ 
のは、 どう 云 ふので あります か、 亞米利 加の 諮 M の 
言論を 調和、 せむ と 欲する とか、 棑 H の 根本を 絕た 
うな どと 云 ふこと ほ、 私 ほ 非常に 間違つ て屛 ると 云 
ふこと を 私 ほ 信ずる が、 ft 方が たは どう 御考 へに な 
ります か、 一您排 日な どと 云 ふことの 根據 ほ是ほ 御 
承知で も ありませ うが、 支那の 排日と 云 ふ もの ほ 屮 
中靑鳥 ぐらゐ の堪资 © 留 地を 抛粱 した ぐら ゐ のこと 
で 治まる と 思つ て 御 居で なさる の ほ 間違で ある、 そ 

れは 私は 此處に 御 居での 先 裁の 江 木さん から 拜 借し 

た， 國耻 小史と 云 ふ ものを 二三 度 ® んで 見ました が 

支那の 考ほで す， 琉球も 返せ、 朝鮮は 獨立 させ， 總 

て 所謂 滿洲鐵 道の 要求、 あれら の 租借 權 まで 皆 返さ 

してし まへ と 云 ふ 所の 大設 計を 有つて 居る 所の茭 那 

であります， 其 支那が 偶々 靑島 の ¥ 管 居留地を 共同 

居留地に すると か 云 ふやうな ことで、 其冏 題が 解決 

せらる ると 御 ^ ひな さるので すか， 是は 非常な 間違 

だら うと 思 ふ、 どうも やり 口が 私は 不安心で 堪らな 

いので ある、 それで 以て 果して 排日が 止む ことなら 

結稱 であります けれども* どうも さう は 思へ ない の 

である、 ですから 何故 さう 云 ふ聲 明を なさつ たもの 

であるか 、又 亞米利 加の 方 も 先程 申した 通 リ山東 と 

靑 島との 分らぬ や 5 な 連中が、 興 國內何 かの 關係で 

以てから に 議論を して 居る のを こちら •が 氣に 病んで 

居つ たなら ば 隣の 夫婦® 曄を こつち が 心配して 家の 

財產を 提供す る やうな ことにな つて 仕舞 ふので ある 

K に 痛嘆に 堪へぬ ことであります 、殊に 私の 御 尊し 

たいことは 昨日の 御 答 辯は 一向 要領を 煜 ない と 私は 

思 ■ふ、 所謂 今の 排日が 山 3i 問題で 起つ たから、 それ 

を靑岛 の 運 管 居留地と か， 或は 放棄して 仕舞へ ぱ、 

宜 いと 云 ふやうな ことまで 言つ て 居る のぢや ないか 

と 思 ふ、 若し さう でなければ 仕 合で ある、 專管 居留 

地を 放粱す る窟 味で ない と 云 ふこと であれば 仕 合で 

あります- 冏き 方に 依つ ては さう も 取れます が， 甚 

だ# ふべき こと、 思 ふ>  殊 に專管 居留地を 放棄 云々 

と 云 ふこと に 付て ! 3: 今日 其 意見を 發 表すべき もので 

ない •發表 すべき 性質の もので ない と 云 ふことまで 

言つ て 居られる、 是は 頗る 妙で ないかと 私は 思 ふ、 


それから 又 斯う 云 ふこと も 言つ て 居られます、 此所 
謂 山 31 問題の ことに 付て ほ 協約 •又は K 極軎も ある 
し •本大 眨の秘：々蹈明する所に依0て明白なり、斯 
う 云 ふこと を 言つ て 居る、 是は頗 る 不明 白で あらう 
と 私 {3; 思 ふ， ¥ 管 / rr 留地の 間 題の ことに 付て は考 II 
屮な りと 言つ て 不明 白に 存 して 居ります •即ち 外務 
大臣 ほ 自己の 聲明に 位つて 明白な りと 云 ふことは 何 
が 明白であります か- 考廬 中と 云 ふこと が 明白で あ 
ります か、 更に 一步 進んで 考慮が 極つ て 居る と 云 ふ 
のであります か* そこらを 御 聞きし なければ 私 (X 分 
らぬ のであります、 能く a: 分の 仰し やつた ことを 此 
速記で 以て 御赀を 願 ひます， 私 ほ 確に 聞いて 居り ま 
す、 兎も角も 確に 外務大臣が 睬 明され たこと に 依つ 
て 明白な りと 云 ふのは、 決して 明白なる もので ない 
考 瓰 中の ものが …… 考盧 の餘 地を 存 して 居る ものが 
明白な りと 云 ふことは ない、 又發 表すべき 性質の も 
のでない と 云 ふこと ほどう 云 ふこと である‘ 若し 專 
管 居留地 云々 と 云 ふこと に 付て 發 表すべき もので な 
いとするならば、 何故に あの 如き 聲 明を爲 すつ たの 
であるか、 發 表すべからざる もの、 考 ® 'll であると 
云 ふこと を發 表する の ほどうで あるか、 どうも 解ら 
ぬ ことを 言つ て 居る やうに 私は 思 ふので、 甚だ 無 遠 
瞪の 言葉 使 ひであります が、 眞に憂 !1 の 餘に斯 の 如 
き 言葉を 以て 御尋 する 次第であります、 言葉の 末は 
どうぞ 御 宥恕を 願 ひまして、 私の 精神に 付て 御酌 量 
の 上に 御 答 辯を 願 ひます、 又 支那と 交渉 中で あるか 
ら話せ ぬ、 妥協 中で ある、 專管 居留地の 問題は 協約 
の 示す が 如く、 是は茭 那と 妥協す る 云々 の 問題の 中 
に 這 入つて 居り ませぬ、 專管 居留地は どれ だけの 範 

岡 にす るかと 云 ふやうな ことは 妥協の 問題で ある* 

專管 居留地を 設置す る や 否やと 云 ふ 事 (X 旣に條 約に 

於て 明で ある， 設置す るか 設置せ ぬか 分らぬ、 考暾 

中で あると 云 ふこと ならば •即ち 設置す るか どうか 

と 云 ふこと を 此際聲 明す るの が 支那と 交渉 中當然 爲 

すべき ことで あらう と 思 ふ、 所謂 妥協 問題に 觸れず 

して 協約に 極つ て 居る 以上 ほ、 其 協約に ffi つて 設置 

する ので あるか， K 梨す るので あるかと 云 ふこと ! X 

何故に 御 答 辯が 出来 ませぬ か、 大に 疑を 容れ ざるを 

得 ませぬ、. 又 新聞の 傳ふる 所に 依る と 或は 專管 居留 

地と 云 ふ ものを 放棄して 共同 居留地を 設ける か、 大 

なる 共同 居留地を 設ける よりか 小なる 專管 居留地が 

宜いと 云 ふこと を 言つ て、 結局は 專管 居留地を 置く 


か、 或は 即ち 開商坶 地と 云 ふ ものを K くと 云 ふや 
うな ことになるので あるか、 洵に不 明瞭で ^ 入 ほ 心 
配に 堪へな いのであります、 此點に 付て 有の 31 のこ 
とを 御 話を 願 ひたいので ある， 大局に IK 應 すると 云 
ふこと を 仰し やつた が-大局と 云 ふこと ほど -r 云 ふ 
ことを 意々 して 居る のであります か、 突 那の言 ふこ 
とに 順 腱して 亞米利 加が 之に ：： 山 東と 靑 島との 別 
ち も 解らぬ ものが それに 共鳴す ると 云 ふこと を 以て 
それを 折 合を 付ける と 云 ふこと を 大局に 順 腿す ると 
云 ふ 御考な らば 共、 大局なる ものは 非常に 恐るべき 
結果を 來たす •斯う 云 ふこと を ^ みると 恐るべき 結 
果を來 たす、 吳々 も 申す、 日本 五十 餘年極 の 平和 
を 維持し、 世界の 平和に 貢 e すべき® 據の 破綻 か專 
管 居留地の 放棄から 出て 來 ると 云 ふこと を 恐れる の 
であります、 それ故に 是ほ 国家の m 大問 題で ある、 
眞つ正 K に 御 話を 願 ひたい、 それ も 公開の席で、 具 
合が 惡いと 云 ふこと ならば、 祕 密會議 の 上で 御 話を 
願つ て も K しいので あります、 序に 西 比利亞 間 題に 
付て 簡單に 御尋を 致します、 是れは 私 一個と しては 
意見 も 有つ て屛 るので あります、 併ながら 唯今は 意 
見を 申述ぶ る 場合で ほご ざい ませぬ から、 遺憾な が 
ら申 しませぬ、 政府の 爲され ろと ころの ことを 見る 
と、 どうも どう 云 ふところに 頭 一 V」 据えられて、 さう 
して 行動して 居る かと 云 ふこと (> 分らぬ の だ、 之を 
世界の 大體 から 見ましたなら ば、 露西亜が 混亂 して 
居る、 英吉利が 力を入れ やうと 思つ て も 力が 這 入ら 
ぬ、 佛關西 が 努力し やうと 思 ふ も是も 力及ばず >  此 
前 も 腿々 此議會 に 於て 御尋 する 時に も 申した， 長 鞭 
馬 腹に 及ばず 如何と も 仕方がない ものが 日本の 相手 
になつて 居る ので ある、 其 態度に くつ 付いて行つ た. 
ならば 問題の 解決し ない のは 常り 前の 話で ある， ど 
うして 見ても 日本 ほ 日本の 立場と して 極 ®: の 平和を 
維持し、 世界の 平和に 貢！！ せむ と 欲するならば、 其 
露 西 亞に對 して 最 4 適當 なる 池 位に 在る と 同時に、 
大影 «| を 蒙るべき 所の 日本が 西 比 利 亞に何 かやら な 
ければ ならない と 云 ふこと (X 明な 話で ある •先に 立 
つて やれば 英吉利 も佛關 西 もこ ちらに 附 いて 來 ると 
云 ふこと になる ので ある* と 云 ふの が 適當の 順序で 
あると 思 ふ •即ち 西 亞と云 ふ 所の 國を 造る とか 
或は 一の 政治 團體と 云 ふ ものを 組 ® せしめて、 其自 
力に 依つ て 組織せ しめて、 それを こちらが 擁_ して 
行く と 云 ふこと に 於て は 少しの X-C (では 足らぬ ので あ 


う 云 ふやうな 大 杷 據から 出て 居る もので ない と 云 ふ 
こと ほ明 で ?, る、 去年の 第 四十 一涵鉍 に 於ても、 又 
昨日 原！！ 理大 L;': の 仰し やつた こと も 少しも： K らぬ * 
前に 仰し やつた ことと；！ じこと を鞔 i!s されて S? るの 
である •それで 原 首相の 仰し やつた ことは 「チ エッ 
ク J の 所謂 引上げを 枵肋す る、 從 つて銨 ffl の 守 fin を 
せぬ ければ ならぬ と 云 ふ， さう 云 ふこと に 3 :比利 亞 
の 所謂 治安と； K ふ ものを 維持して 行く -2: 云 ふやうな 
ことを 去年 も 申されて 居ります、 まあ それ 等の 13 に 
必要の 限度まで ほ 兵を 留めて、 其 必要が 去れば f« 兵 
する， 斯う 云 ふこと であります、 其 時に 私は 御； し 
たこと ! 3: 御 承知で あらう と 思 ひます が、 - 1^ 要の ?^ に 
丘 (を 留めるならば、 必耍が 增せば 兵を 咐す ことがあ 
ります かと 言つ た 時に、 何とも 御 答が なかつ た、 是 
はどう 云 ふ 御考で 御 答がなかつた か、 それは 私が 分 
らぬが 、御 答な さらな かつた のは 大變御 便宜で あり 
ませう、 併し 私の 今日 御 尋せ むと する こと IX 斯う 云 
ふこと である、 西 比 利亞に 兵を 留める と 云 ふことは 
「チ H ック J の 兵尙ほ 未だ 皆 撒 ill されて 居る 課で あ 
〇 ませぬ から、 それまでは 前 目的 通り、 又® 通の 守 
備と云 ふこと も 元通りに やつて， 其爲に 兵の 足りな 
くな つた 部分 だけは 增す ，斯う 云 ふこと に见 る .': と 
が iii 来ます、 是は 原總 ii 大臣の 御 話で ある、 所が 昨 
日 陸軍 大一 nj の 言は る、 所を 聞く と 斯う 云 ふこと を 言 
つて 居られる、 日本軍の 所謂 自己の 存在の 爲に兵 を 
留めて 置く， 故に 非常に 苦心して、 1H に 摘 梁を ?/ >: 

一十 も 落される と 云 ふこと で 滴に 赀が折 れる •是は 誠 
に 同情の 至りに « へない のであります が、 兵を / U し 
て S1 くと か 撤 すると か 云 ふ 問題に 付て 總理大 K 外務 
大臣の 云 はれる 事と 陸軍 大 K の 言 はれる ことに 所謂 
目的に 付て 多少の 懸隔が ある だら うと 私は 思 ふ>  統 
一せ ぬと 思 ふので ある， 所謂 軍の 存立を 維持す る、 
卽ち 軍の 自衞權 の e に 兵を ii£e くの だと 云 ふこと だけ 
は 一方に 於て は 云 はれて 居らない ので ある、 或は 疑 
ふ'  陸軍 大 i-11 の考は 私が 前き に 申しました 所の 大根 
本の 如く  •所謂 日本茭 那の如 く  •接讓 の 地位に ある 
所の 國に 於て は， 他の © 害を 受ける 所の ^ を 防ぐ が 
爲に相 當の 設備を 爲し て* 其 害が こちらに、 其 勢力 
が こちらに 進んで 來な いやう に 防ぐ と 云 ふこと が 必 
要で あつて、 所謂 國家の 自存の 爲に 兵を 送るべし と 
云 ふ考が 、陸軍 大 [fi の 頭の 中に 在る のぢや ないかと 
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想 愧され る、 さ 5 すると 四 比 利 出兵 間 題と 云 ふこ 
とに 付て 總理人 臣外 務大 2 と、 陸 班 大 E の 間に S 思 
の颗闷 が あるので はない か、 是は铿 方の 御 説明を 仰 
ぎたいと 云 ふのは、 一: 比利亞 問題に 對する 質 fiu であ 
ります、 次に 是は 私は 御 尋ねは せまいと 思つて 居つ 
たが， 亞米利 加 問題を つい 御 ^ せなければ ならぬ や 
うになつたと云ふことほ、昨日寫眞結婚の間題に付 
きまして、 島 潘男 13 が 御 尋し たこと に 付て- 內 田 外 
阳の御 答 辯と 云 ふ ものは、 頗る rlj さば 要 锁 を 得ぬ と 
思 ふので ある、 al に 私は 無 遠® な ことを 申します る 
が， 亞米利 加の 事悄 が、 能く 御 解りに なつて 居る か 
どうかと 云 ふこと •か、 どうも 疑は しいので ある、 現 
在の 亞米利 加の 事 悄に 付て、 私の 研究した ことを 述 
ベて 御 K IHI 申 上げます が、 民、 - r. 枳が此 .71: 年間に 於て 
财政計 进 と 云 ふ ものが 非常に 紊亂 して、 放漫なる 所 

の 施設を 爲した る •か S に、 非常なる 財政 李： 亂の 有様 

になつ て R ると 云 ふやうな 所から， 國民の 同情を、 

所謂 「デモクラット」 搽が 失つて 仕舞つ て、 來る所 

の 大統領の 潠擧に 共和然 が 勢力を 占めて， 而 して 其 

背後に K 本家が 居る 「ノックス」 の 如き •所謂 滿洲 

鐵 in に 付て、 曾て 言蕖を 捕んだ と 云 ふやうな 迪中が 

努力を 収 つて、 今後 四 五 年と 云 ふ ものは、 亞米利 加 

ほ 共和 ^ の 勢力の 下に 在る と 云 ふことは 疑は ありま 

せぬ、 それが 資木家 の 勢力、 -11; 資本家なる ものは® 

〇華 盛頓 、或は 紐 fr とか 云 ふ 即ち 31 海焊ぱ かりで な 

く、 市 ffi rlr の 資本家の 勢力と 云 ふ もの も 加つ て、 其 

勢力と 云 ふ ものは づん  <--此谌 洋極 lli 方面に 仲び て 

來ると云ふことほ、巾すまでもない話であります， 

此態度 を 5 £ する に、 [11 すまで もな く 支那に 於て、 支 

那 木部 ばかりでは ない， 或は 滿 蒙 方面に 於き まして 

又 今日亞 西 伯 利から ! 2 米 利 加は 撒 兵す ると 言 ひなが 

ら 、まあ 謂は ば 一沌の 留保を して S いて •矢 張 協調 

と 云 ふことは il れぬと 云 ふこと になれば， 都合の 好 

い 時には 又 力を ? 5 さず して、 人の 働いて 利 _ を 取る 

時に， 金の 力で 先に 手を 廻して •西 伯 利 方 rsl に發展 

す ると 云 ふことは、 想 傑す る ことは 出 來 るので ある 

斯の «fn き ^ 合には、 今後 四 五 年と 云 ふ もの ほ 此 ：n 本 

It w 米 利 加の 共和 洗の 爲 めに、 一から 11 三 云 ふや 5 

に、 押 へられ 押へ られと 云 ふやう になる と 云 ふこと 

は， 申す まで もない 次第で ある、 斯の 如き 場合に 於 

て 日本の 採るべき 鹿 度 如何、 飽くな き 所の ：… 如 手 

が 相子を 脫げ 羽織を 取れ 「チョッキ」 まで 取れと 云 
施政、 外交 方針に 關する 商 防 作 衞の竹 問 


ふ 風に 云は れて 、それに 一々 腦ず ると 云 ふこと にな 
るなら ぱ共和 戴の 勢力は、 四 五 年の 間に 於て .：… H 
本は 非常な a 弱なる ものに なつて 什 舞 ふと 云 ふやう 
になる、 即ち 日 木は ]! 5 米 利 加に 對 しては 正義を 重ん 
じ‘ 眾國 主義と 彼が 言は うと、 何と 言は うが、 少し 
も 顧 [S する 必要がない、 S 己の 信ずる 所に & つて、 
自己の 帕子は ¢0 子で ある， 羽織け 羽織で あると 云 ふ 
ことを 深く 信じて •一歩 も s!i らず して 立つ て 行かな 
ければ ならない、 靑島間 題で も 其 通り、 總て其 態度 
で 行かなければ ならぬ もので あらう と 思 ひます、 是 
れが 一た び ra する 時は 到底 仲び る 時は ありませ ぬか 
ら 、其 S 悟 あり や 否や， 四 五 年の 後は亞 米 利 加の 共 
和 黛が’ 彼が 資本家の 勢力から して、 一般の 勢力 r 
ヵレ ッヂ •メン 」 か 誰かの 系統の 勢力になる と 云 ふ 
ことは 疑 ひませ ぬ， それまで 持 堪へて 我 1# をして 行 
くと 宏 ふことは、 日本の 政策で ないかと 思 ひます、 
さう 云 ふ 御 ® 悟が あります のです か. どうです か、 
是は亞 米 利 加 企 es に 付ての 御 話であります、 寫眞問 
題の 話、 是は餘 〇大な る 問題で ほ ありませ ぬが、 米 
S 間 題が 問題と して 御 5¢ する ことにな りました から 
.…： それで 此問 題に te つて 御 尋する ことにな 〇 まし 
たから …… 此 所に 御 問いた します が、 寫 K 結婚の 邨 
害の & りました ことほ、 今日に 始まつ たこと で ござ 
いませぬ、 私共 十 年 位 前に 彼 地に 參つた 時に 寫 K 結 
婚の膊 害と 云 ふ もの ほ 見て 知つ て 居ります、 又 其 利 
益 ある こと も ^ 著であります、 日本人が 加州 等に 於 
きまして 結婚し やうと 思つ て も、 外阈 人は 11 も 嫁 さ 
んに來 ない と 云 ふ、 それでは 勞 脚 者と か 或 ほ 向 ふへ 
行つ て 居る、 稼ぎを して K 木 家と なりつ、 ある 人で 
も •  0 分 一人で 子孫と 云 ふ ものは 仲び ない ので..：： 
結婚す るに あらす んぱ ：：： それです からして •本國 

からして 妻女を 迎へ ると 云 ふことは、 是は 當然の H 

本人の 鼓 ® ， 並に 其の 谷々 の 幸福の 大なる もので &' 

る、 又 利益の 大なる ものである、 然るに 若し 其 弊害 
が あるから、 惡 いと 云 ふこと であるなら ぱです •外 
務大 K になつ た 其 時に •何故 御廢め にならぬ， 今 H 
まで 待つ て 居る と 云 ふことは •どう 云 ふ理 rJH である 
か、 . 1! いものな らば ¥ く胺 める が 宜い ，又 良い と 云 

ふ 所が あるなら ば、 惡い 所の 弊を 矯め C、 良い もの 

は 殘し て ! a くと r 2\ ふこと が 常り 前で ある、 又® に寫 

0 結婚なる 4 のを 禁止 すれ ぱ亞米 利 加の 排日が K る 

と 云 ふやうな ことを 御 考な さるなら ば、 是 は ® る 間 


違つ て 居る、 そんな ことでは ありませ ぬ、 亞米利 加 
の反對 する 排日と 云 ふことは •いろ < の 原 Ly で 來 
て K るので あつて、 寫眞 結婚を 許す 許さぬ と 云 ふこ 
とを 以て、 排日が 止む と 云 ふことは ない-それを だ 
しにして 他の 獲物を 肢ら うと 云 ふやうな， さう 云 ふ 
考では ，少 くも亞 米 利 加 人に 向つ ては、 所謂 小刀 細 
H と 呻す か、 小策 IX 行 はれませ ぬ、 0 直に 直進して 
行つ て惡 いものなら 惡い所 を 矯めて、- R いものに し 
たなら ば rl: からう と 思 ひます、 何故 之を 禁止され た 
か， 其 弊害の ある 所を 私は 略々 知つ て 居ります けれ 
ども、 私の 弊害と 思 ふより、 より 大なる 弊害を 感じ 
て 御 m なさる か 知らぬ •其 事を 承りたい と 云 ふの が 
此亞米 利 加に 對 する 所の 問題であります、 次に 外交 
問題を 離れて、 內政 のこと に 付て 簡® なる 質 間を 試 
みたい と 思 ふ， 是は 寧ろ 敎育に 關係す ると 言つ て , XC 
いか、 或は 内務の ことに 關係 すると 言つ て宜 いか. 
即ち 時代思潮と 云 ふこと に 付て、 簡 W に 承りたい、 
總理大 E が 大局に 順 應す ると 云 ふこと を 言は れた後 
で、 間違つ たる 所の 外来の 思想と 云 ふ ものは、 制限 
して 行かなければ ならぬ と 云 ふこと を 言は れた のは 
洵に 適當な る 御言 葉と 思 ふので あります、 先程 申し 
た 通り、 御言 葉 だけで ほ 感服 も ，, 11 來ませ うが、 實際 
がどう もさうな つて 居らぬ と 云 ふこと を憾 むので & 
る、 私 ix 先頃まで 帝 H 大 學の敎 授 をして 居りました 
それで 能う 事情が 解つ て 居ります、 一體此 東西 帝 國 
大學 等に 於き まして、 超國家 と 言へ ば 言 方が 巧みな 
方で ありませ う、 非國 家と 云 ふやうな ことを、 無 遠 
處 に 言論に 表は して 居る と 云 ふことの 傾向が ある こ 
とは •周知の 事柄であります、 其 或 者は 旣に實 際の 
問題と なつて、 所謂 「ク n ボトキ ン J の 所謂 主義の 
研究と 云 ふやうな ものを 發 表して、 實際間 題と なつ 
て 居る と 云 ふことは、 明な ことであります が、 それ 
よりも まだ 餘ほど 調べて 見る と 云 ふと •問題は 靼に 
それば かりで ない と 思 ふ、 勞働 問题 が颇る やかまし 
くな りました 時に 於て、 勞働間 題を 研究す る 所の m 
铴を 作る と 云 ふこと が、 大學 の敎授 助 敎授の 連中の 
間に 起つ た 時に、 其 意見書を 書いて、 趣意書を 書い 
て、 其 趣意書の 中に 「吾人は 國 家の 爲に 此勞® 問題 
を 研究す る 者な り、」 と 云 ふ 意味が 最後に 書かれた 
時に、 二 三の 大學の 連中が 言 ふのに は、 國 家の 爲と 
云 ふ 字を 削れと 云 ふので 勞働 問題を 研究す ると 云 ふ 
ならば 勞蚴問 超を 研究す るので、 國 家の 問題を 研究 


する のでない、 闕家と 云 ふ 文字を 削れと 云 ふこと を 
» かれた、 又 大學の 或 方面には、 日本には 武士道と 

か 云 ふ 4 のの、 あると 云 ふこと を . 公々 然に 明言 

された と 云 ふこと を 聞いて 居る、 斯の 如き 思潮が 蓊 
勃と して 起つ て 居る と 云 ふことは >窗 に 憂 ふべき こ 
とで あると 思 ふ、 國家が 設立した る 所の 所謂 最高 學 
府なる ものが， 國 家の 組織を 認めぬ と 云 ふやうな こ 
とで あると すれば 問題 {3: 頗る® 大であ らうと 思 ふ、 
又實に 恐るべき ことで あらう と 思 ふ、 國家 が、 國家 
を 壊は すと 云 ふこと を 無 遠 嵐に 漏した る ものを-立 
つて ! S く必 slf が あり やと 云 ふ 所まで、 問題が 行く だ 
らうと 思 ふので ある、 又 或 私立 大學に 於き ましては 
十一月 二十 六日に 大杉榮 なる 人を 聘して .若手 逋中 
が 苗 人 ばかり 寄つて 其 講演を 贈いた と 云 ふこと を 聞 
及んで 居ります、 是亦輕 々しく  •即ち 雲煙 過 眼 観す 
る ことの 出来ない 問題では なから うかと 思 ふので あ 
ります、 又 それよ '0 も® 柄は 小さう ございます けれ 
ども， 三輪 [JJ 元 道さん と 云 ふ 人が ある さう であ 〇 ま 
す、 其 人が 報知 新聞に 連日 速 載して 居る 所の ものを 
見る と、 正月 元日に 學 校に 登校す るの ほ 廢した ら宜 
からう、 一家に 於て 家族 團戀 して 正月を 視ふ のが 宜 
からう と 云 ふので、 君が代を 唱 ふと 云 ふこと を廢し 
たら 宜 からう 松飾を K したら 宜か らうと iK ふこと を 
〇 いて あるが、 それは 恐く 或 女學 校の 先 牛； である だ 
らうと 思 ふ、 學 校の 系 絞に 斯う 云 ふやうな 人が 出て 
さう して斯 んな無 遠 Eat な 事を 云 ふと 云 ふことは、 抛 
つて S ける ものである か、 どうか、 此所に 於て 私が 
大に疑 ふことは、 斯の 加き 氣運を 肋 成した のは， 文 
部 大臣が 大に與 つて 力 あると 思 ふ， 文部大臣は 嘗て 
は 『デモ クラシ—」 と 云 ふ 問題が -1!!: 間に (3; やらぬ 時 
分に， 或 私立 大學に 行つて 「デモ クラシ ー」 の 賛成 
演說 をされ た、 それから 後に どう 云 ふこと をされ た 
か， まあ 餘程 急進主義で ある， 詰り 役所の 文書は 「 
左様で ございます、」 斯の 如く すれば、 免狀に 「貴 
方 ほ 今日 卒業な されました」 と 云 ふこと を II かれる 
かも 知れぬ、 毛 is ほ 廢し 、漢字を 陂 し， 年始 狀のや 
り収 りは 廢さ うぢ やない かと 云 ふこと で* 餘り にさ 
う 云 ふ 風に、 新しい 珍しい ことを 好む と 云 ふことは 
上の 好む ことほ 下 之に 做 ふ、 上の 好む 所は 下は 十步 
も 進む と 云 ふやうな ことで、 所謂 斯の 如き 放漫なる 
空氣が •谷學 校に 澎湃 として te るに 至つ たと 云 ふこ 
との 端緒， と 云つ ては 語弊が あります が、 さう 云 ふ 
一三 八 七 
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趦政 、外交 方針の ^ 問に 對する ':-I i 理大 1:1 の ;; !; 設 


氣 風を is 5i すると 云 ふこと It 文部 大以の 行 励が 與つ 
て 力 あると 思 ふ、 それを 以て 見る と 云 ふと、 S 理大 
臣 は 大勢に ほ ^ 應す るが、 外 來の思 想を 抑 明す ると 
S ふこと I 3: 矛 frr すると , a ふ、 此 a1; に 付て 文部 大 IJ.l の 
所感を 伺 ひたい、 次に …… 甚だ 長く 質問して 恐 入り 
ま -i-' が、 もう 一つ だけ 承りたい と 思 ひます、 朝鮮に 
關 する 問題であります、 即ち 內治關 係の 問題で あり 
ます、 朝鮮の 呂 ;1 .¥と 云 ふ 者が ありまして、 是が上 
海に 朝 P を 獨立 する 政府を 組織して、 現に 假 政府を 
紐 ^ して 居る と 云 ふこと であります •彼 ほ 去年の 三 
乃の 朝鮮に 於け る# 励なる ものと 相關迪 して、 即ち 
其の 愚 勁の 所謂 在外 屮樞 地と 云 ふ 所に 身を S きまし 
て、 今日と 雖も尙 ほ 其 生 義宣挪 を 窓らず •尙ほ 朝鮮 

の 迎中 と氣 脈を 通じて 居る と 云 ふこと であります、 

是 (?. 呂溪亨 なる 湃の演 說に依 つて 私が 知り 得た こと 

であります， 又其獨 立の 趣意 雷 等に 照して 見ても、 

彼が frtij まで 獨立 政府を 造る と 云 ふことの 主義を 有つ 

て K- る、 單〇 主義を 有つて 居る ばかりでなく， 所謂 

暴 励なる ものと 關速 して 居る ものである、 即ち II 動 

の维備 を爲 して 居る 所の ものであると •斯う 解 釋の 

出 來る行 励を 執つ て 居る ものであります、 其 者が 先 

般 …… 去年の 十一月に 日本へ 參つ て、 さう して 十一 

月の 二十 七日に 帝 國 「ホテル」 で 都下の 新聞の 關係 

者を 呼びまして、 滔 々と 獨立 演說を 致した と 云 ふこ 

とは、 其 翌日の 「アド ヴ ー タィ ザ ー」 にはつ きり 書 

いてあります、 それから 又 二十 八日の 朝日 新聞に 大 

耍 B いてあります と 云 ふ 所の 事柄と 云 ふ ものは， 矢 

張り 1JIJ ち 「ユ  >ー ヴーサ ル、 ムーヴ メン ト」 世界 一般 

の 大勢から 照して 朝鮮の 獨 立は 巳む を 得ざる もので 

ある 、 .n. 又是ほ ：亞 細 ii!; の 平和を 維持す る 大局から 見 

て 大事で ある、 大局を 以て 唱 へて 居る、 又是は 神の 

命令で あると 云 ふ宗敎 的考を 以て 鼓吹して 居る 無 遠 

傲なる 演說 が、 「アド グ ー タィ ザ ー」 に 載つ て 居る 

ことは、 御 SS の 通りで ある、 其 後 諸 所からの 材料を 

集めて 見ます と， 彼は 上海に 於て 朝鮮の 暴 励に 關連 

して 準備 行動を 爲 して 居つ て、 而も 今度は 3R 京に 來 

て、 其 意見を 無 遠 [1 に發 表して 居る と-斯う 云 ふ _ 

である、 斯の 如き 人が 如何にして 日本に 來た かと 云 

ふこと を 調べて 見る と > 111: 間の 報ずる 所に 依れば、 

是は 日本の 有力なる 官憲の 方々 が 諒解の 上で， 危險 

がない から 是非 來 いと 云つ て、 さう して 去年の 暴動 

に K 大なる 聞 係の あつたる 所の 此張 德秀 とか 云 ふ 男 


とを、 それを 無理に 島流しに なつて 居る 者を 之を赦 
して 同道され て 来る やうに、 S うして 大事に してや 
るから 安心で あると •斯う 云 ふて 招いた と 云 ふこと 
である、 而も 此方に 來 まして 「ァド* ゥータ ィザ 1J 
の 報す る 所に fe ります ると、 いろ <な 大臣 方に も 
面會 して 或る. 一八 臣の 如き ほ 御馳走まで 供して 居る， 
又 畏くも 宮中の 菊花を 拜 見にまで 有力なる 官憲の 方 
が 鹿々 連れて行つ たと 云 ふこと が 書いて ある、 問題 
ほ 是で ある、 此問題 に付きまして 私 ほ 二 樣の點 から 
御 薛 を 致したい、 即ち 此法律 間 題から 申します と 云 
ふと 刑法の 第二 條に 佐り ますと 刑法 ほ 「何人 ヲ問 .ハ 
ス帝阈 外-一 於 テ 左-- 記 1SS シ タル 罪 ヲ犯シ タル 者-一之 
ヲ適 用. ゾ」 と 云 ふて 「刑法 第 七十 七條 乃至 is 七十 九 
條ノ 罪」、 それの 第二 號 として 掲げられて 居る、 而 
して 又 第 七十 七條に 於き まして 「政府 ヲ頭 覆シ又 ハ 
邦土 プ 潜竊シ 其 他 朝憲 ヲ紊亂 スル n トヲ 目的 トシ テ 
暴 励 ヲ爲シ タル 者 ハ 內亂ノ 罪 卜爲シ 左 ノ區別 M 從テ 
處斷ス J とあります、 七十 八條に 於き ましては 「內 
亂ノ豫 備又ハ 陰謀 ヲ爲シ タル 者 ハー 年 以上 十 年 以下 
ノ 禁錮- 1 處ス」 と 斯う 云 ふ 法文が ある、 此 法文に 照 
して 見ます ると 呂蓮亨 が 東京へ 來て 彼が 演說 をした 
と 云 ふことは 唯 演說 に過ぎないので ありまして、 其 
事柄は 先づ 措て 呂運亨 なる 者は 朝鮮人で ある •日本 
の 臣民で ある、 其 者が 臣民で あると 何人た ると を 問 
はぬ が 兎に角 朝鮮人で ある、 是が帝 國 外の 上海に 於 
きまして 朝鮮 獨立 運動を して、 其 朝鮮 獨立 運動を 爲 
したる 行動の 範圍は 去年の 三月の 暴動と 關聯 して 居 
るので あります、 其 行動は 即ち 內亂 の豫備 又 (X 陰謀 
を爲 したる 者と 云 ふ 事に たつぷり 當嵌つ て 居る* 即 

ち 朝鮮に 於け る 暴動と 氣 脈を 通じて 孫なる 者と 相 應 

じ 張 德秀な る 者と 親密なる 關 係を 以て 即ち 暴動の 中 

心點になつて居る、豫脯又は陰謀にかつちり當嵌つ 

て 居る A 間であります、 斯の 如き 入 間が 日本に 來た 

場合に 刑法の 適用を して 外國に 於て斯 の 如き 事を 爲 

したる 者は 押へ ねばならぬ ので ある 然るに 何故に 司 

法 官憲は 之を 放任な すつ て 置いた ので あるか、 實に 

奇異の 感に堪 へぬ ので ある、 一方に 於て ほ 人權 に對 

して 殆ど 蹂蹓の 行動を 爲 して 居る やうな 實例が 京都 

方面に も ある にも拘らず、 斯の 如き 所の 人が 東京へ 

来て 居る のに 之を 何故 押へ なかつ たか 何故 御調べ に 

ならな かつた か是は 行政府に 於て 所謂 大なる 所の 即 

ち 大官が 危害を 加へ ぬと 云 ふ 事を 云 ふたから と 言 ふ 


て ? C- 約束を 重んずる •か 爲に 司法官 透が 爲す べき 行 E/J 
を 放 ® して K いたと 云 ふなら ば 司法 撖の 獨 立を 如何 
せむ、 此點は 司法大臣なら ば 司法 大 HT 總理大 K な 
らば 總理大 K から 法律 的の 明瞭なる 答 辯を なして た 
まほら むこと を筘 望す る、 それから 又此 問題た る や 
政治問題と して It 非常に 重大なる ものであるが， 詰 
り 日本の 主 ©; の 下に 立つ と 云 ふこと を 忌避して、 而 
して 日本の 做 絆を 離れて 獨立 しやう と 斯う 云 ふこと 
を 言 ふので ある、 所謂 反 亂者で ある、 反 亂を爲 さむ 
として 居る 者であります、 斯の 如き 者を です， 日本 
へ 連れて来 ると 云 ふ、 さう して 演說を 十分に させる 
と 云 ふこと を 政治 上 許して 置く ことが 出来る もので 
ありませ うか、 斯の 如き ことを するとき ほ 詰り 朝 ® 
の獨立 運動と 云 ふこと を 公言す ろと 云 ふことは 日本 
の認む る こと、 なる、 又 運動を 爲すと 云 ふこと も敢 
て 問 ふ 所に 非ず、 さう 云 ふ 人間を 寧ろ® 待す ると 云 
ふやうな ことにな つて、 果して 一體 朝鮮に 對 する 所 
の 所謂 監督と 云 ふか、 政治は 行 ほれる ものと 思つ て 
御 居で なさる のです か、 實に是 は 由々 しい ことで あ 
るので、 斯の 如き 者を 呼ぶ 者の 方針が 何から 起つて 
居る か、 實に 疑は しくて 堪 まらぬ のであります、 能 
く 世間に & る 所の 商人が 何 か 物を 賴ま うとす る 時に 
人を 御 客に 呼んで 賴むと 云 ふ、 そんな 利益を 求む る 
爲に 御馳走す ると 云 ふやうな 心 持で 居つ たなら ば、 
それは 國 家の 政治 ほ 大變な ことになる だら うと 思 ふ 
緣日 商人が やる やうな ことを やつて ほ 1¢ も 日本の 國 
家を 安全に 治めて 行く ことは 出来ぬ、 又 唯 大局 論な 
どを 下手に 考へ ると つい 亞細亞 の 大局から 觀る とか 
或は 世界 一般の 蓮 動から 觀 ると 云 ふこと につい 引 張 
り 込まれる や 5 になつ て •又 現在に 於て は 引 張り込 
まれて 居る 形跡が 出て 来たと 言は なければ ならぬ、 
是ほ 政治から 言 ふて 由々 しき 間 題で あらう と 思 ふ、 
此點に 於て 若し 過ちが あつたなら ば 過つ たと 云 ふこ 
とを はつき り 言 ふて 戴きたい、 又說 明し 得べき 理 由 
が あるなら ば 十分なる 御說 明を 得たい、 以上を 以て 
私の , Br 問は 終りました、 どうか 詳細に a つて 御說明 
を 仰ぎたい と 存じます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今 高 橋 君より 御 質問が あり 
ましたが、 如何にも 數 件に亘 る 長い 御演說 であり ま 
したから、 或は 1! 漏して 居る かも 知れ ませぬ" 兹に 
心 ® の爲に 問題を 記載し ました けれども 漏れて 居る 
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か 知れ ませぬ から、 其 : X-J れた所 は. 史に tic ;«s ' がちれ : r 
御 答を L ますから、 其邊 のこと に _承 を 願 ひたい 
のであります、 最初の 御 S 問の 國家 に對 する ADgij か 
あるかと 云 ふやうな 御 質問に 承 〇 ましたが、 實は* 
ほ意味が分り詖ねました、學問上などで [-3 來に對す 
る自 S と 申せば 忽ち 分る ことか も 知れ ませぬ けれど 
も、 それは どう 云 ふ 御趣总 であるか 甚だ 了解に 苦ん 
だので ある， 併ながら 其 言琚 の屮 には 政然 に對 して 
云々 と 云 ふやうな こと も ありました から、 さう する 
と 01 家と 政 然と どちらを 考へ て ff るかと 云 ふこと に 
相 成る ので あ 〇 ませう が、 兎に角 私には 了解を 沿 ま 
せぬ けれども •併し 今日 局に 當 りまして 諸般の 政治 
上の 處 S を 執ります るのに、 我國は 如何なる 位地に 
屛る か、 世界に 對 して 我が 國惝は 如何なる もので あ 
るか、 我が 國力は 如何なる ものである か •之を 了解 
せず して ほ 局に 立つて 居れ ませぬ、 此取 の自 S なら 
ぱ 21 ® ありと 御 答す るの 外は ありませ ぬ、 若し 又 外 
.の 意味であります れば 、政黨 云々 と 云 ふこと であり 
ますれば それ 等は どう 云 ふ® 味 か 分り ませぬ が、 政 
黨を m しとして 國 家を 顧みない と 云 ふこと ii 是は勿 
論左樣 のことの あるべき 箬はな いと 云 ふことは 分り 
切つ たこと であります、 又 世間に ほ 反對 攤 の 人々 は 
色々 申し. ます けれども、 今日まで 私の 行 励を 御踨に 
なりましても、 政黨の 方を 重し と 致して 居る か國家 
を 重し と 致して 居る か 位の ことほ 容易に 御 諒承の m 
來る こと、 思 ひます 1 大勢に 順腦と 云 ふことは 何の 
意味 か 斯う 云 ふ 御尋で ありました， 大勢に 顺應 する 
と 云 ふことは 左樣 にむ づ かしい 言猓で はない ので あ 
ります、 今日 歐洲 大戰爭 の 結果と して 物質的に も 精 
神 的に も 種々 の變 励を 生じて 來て 居る ことは 御眾知 
の 通りであります、 從 つて 列國の 間に 處する 所の 外 
交に も經濟 上の ことに も 色々 のこと に 及んで 居り ま 
すが、 殊に 今日は 國際 聯盟の 精神に 載き て …… 
〔議畏 公爵 徳川家 達 君 識長 席に 復す〕 

何れの 國に 於ても m 獨に 自分の 國のみ の 意見を 以て 
世界を どうす ると 云 ふことは 許さぬ、 何れに 於ても 
協調を 致して 列國 協調で 永久の 平和を 維持し や 5 と 
云 ふの が 目的であります、 是 It. 外交 上の ことで あり 
ます、 是 等の 大勢と 云 ふことは 玆に 喋々 の說阴 を 残 
さんで も 御 了解 あらう と 思 ひます るから、 私は 斯 _ 
なる 大勢で ある、 內外 共に 斯樣な る 事情で ある、 世 
界の變 化 ほ 斯_な る 形勢で あるが， 故に 之を 無 ffi! し 
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て 或は 之を 逆行して 行く と 云 ふこと ほ 政治の 常を 煜 
たる もので It ない と考へ まする から， lit 大勢に 順 瞧 
いたして 扣常なる措趵を執りたいと云ふ褚神であり 
ます， 講和 問題に 付て； 31: 大 阈 の 一に 列す る •初め か 
ら 列す る稻 りで 符つ たか 無 かつた かの やうな 御 尋で 
あります るが、 是は それであるなら ば K は 中 す la も 
ない ことであります、 自ら ra 民が 如何なる K である 
と 信じて pr つた、 何人に も 謎 論を 用 ひずして 分つ て 
居る、 日本 ほ 決して 他國 に 1!; つて Is る 稍り ではない 
のであります けれども、 併ながら 向 ふの ^ 謎に 參〇 
まして、 ^ 際に 於て どうなる かと 云 ふことは 何人に 
も豫言 する ことは 出來な かつた のであります けれど 
も •五大 阈の 一として H 本が 相 當なる 位 i?f に 立つ こ 
とが 出來た と 云 ふことは 誠に 國 家の 爲に什 合せで あ 

ります、 而 して 五大 阈の位 S にも 立つ て 居る、 其 J 

貝と なつて K- る 日本の H- 位 ® を 段々 斯う 自ら 破つ て 

行きは しない かと 云 ふ 御 隅 念で あ 〇 ましたが、 典 事 

の 例と して 籾 鮮と 山 lli のこと を 加 へられました けれ 

ども- 是 ほ 如何にも gS でありました けれども 御 趣 

rc は □木が 3T 大阀の 位 : H を 段々 毀して 行く、 自ら 五 

大國の I に 列した る ことを a 分で 破つ て 行く と 云 ふ 

や，*' なる 行 励を すると 云 ふやう にも rza えました が、 

さう 云 ふこと ほ 毛頭 ありませ ぬ、 益 v 此阀威 を發展 

いたしまして、 此上 にも 五大 國中 にあつ て も ^: も 有 

力なる 21 となる ことを 希 頃いた し、 又將來 左様なる 

ことは ®' 10 いたす であらう と 碗 信せ ざるを 揭ぬ ので 

あります •決して 此 五大 國の 一とな つて 思る ことを 

今 H に 於て 段々 之を 破つ て 行く と 云 ふやうな る® 思 

は 毛 BJ1 あ 〇 ませぬ、 左 籾 なる 處 ¢5 を 執つ たことは 一 

切 ありませ ぬ、 次には 人 M 問題の ことであります、 

人 稀 間 題が 始から 通り さう もない 問題で あるのに 之 

を m したのは どう 云 ふこと であらう と 云 ふ 御 辱で あ 

ります、 殊に 高 橋 対な どは 始から 出來な いこと と自 

分に ほ 分つ て！ £ つたと 云 ふやうな 御言 粥 も ありまし 

たが、 是 は 如何な もので ありませ うか、 苟も 五大 國 

の 一に 列し 同等の 糊 利を 有ち . 7K 大. _ の 一® として 會 

謎を する ので あ 〇 ます、 決して lit 五大 國會 諮なる も 

のに 訴 へる 位 ! S! にあらず して n ら 其會滋 を 成す ~ 員 

であります、 fT 猻を成 す Ifl である 所の 我凼が 自ら 

信じて 是な〇 とする ものを 提出いた さず して、 通り 

さうな もの ばか 0 /15 して、 iili らな いものは 出さない 

と； K ふこと であつ ては 如何な もので ありませ うか、 


五大 阈共 に左櫧 であります、 ,7r 大國 共に 谷々 自ら 信 
じて斯 く 致さなければ ならぬ と 云 ふ ものを 皆 提出い 
たしました、 提出いた しまして 會讁の 結果と して 谷 
國共に それが 通過した もの も あ 〇通 過せ さるもの も 
あるので あります、 日本が 3! ら 信じて 斯くせ ざるを 
得ぬ と 云 ふ考で 提川 する ことほ §1 に毙茭 ない、 是こ 
そ 五大 國の 1M となつ て！ £ る 以上 ほ 相 當 のこと では 
あるまい かと 思 ふので あります、 而し て是が 通り さ 
うでない かも 知り ませぬ けれども、 併し 是は 各は 谷 
谷 見る 所であります、 先般 講和 會 謎に 於て は 通過い 
たし ませぬ けれども _會 ある ffi に 提出いた して 遂に 
H 撤を期 すると 云 ふこと が ? t 然 のこと であり ませう 
若し 之を 當然な らず として* いかぬ から 止める と 云 
ふこと であれば* 即ち 差別 的 待 迎 を甘諾 いたす こと 
に 相 成ります， 是は私 ほ 國家 として 出来ない こと、 
考へ ます、 殊に 艽大 强國の 一員と して 其 位地を 占め 
た 今日に 於て ほ 尙更此 是なる 所は 段々 措置を 致して 
行く 考が 必要で あらう と考 へます、 それから 靑 島の 
問題、 此 問 題が 前以て 解決が m 來 さうな もので あつ 
たが どう 云 ふこと かと 云 ふ御尋 でありました が、 前 
以て 話が付き 焊 る ことでありますなら ば 誠に 仕 合せ 
でありました が、 併し 靑 島の 處 分を 致す のは •講和 
條約が 成立を 致して、 日本が 自由に 處分 をす る tl 利 
を 得た 時に 始めて 此問 題を 解決す るの {S 條 約の 示す 
所であります、 故に 前以てと 云 ふこと ほ 諝し前 以て 
能く 支那と ffl 談をし 合 ふ •陸 徵祥な どの 參つた 時に 
話 合 ひを 遂げて a いたなら ぱ さう 云 ふ 間違が なかつ 
たで あらう と 云 ふ 御 懸念であります が* 如何にも 其 
通りであります •陸 徴祥が 日本に 於て 申した 所は 極 
め 日 支の rEI] に 協 fM) 提携を 致して 此會に 臨む と 云 ふや 

うな ことを 申して 思つ たので あ 〇 ますが、 案外 左様 

でな かつた、 是は 誰の R 任で あるか、 誰の 罪で ある 

か、 之を 以て M ちに 政府の 處 S 宜しき を 得ない と 云 

ふ 御言 葉は 如何なる もの かと 思 ひます、 それから ® 

1 :: 居留地 云々 のこと であります が •是は 專管 辟留 地 

を 設けて 宜しい と 云 ふこと ほ 日 支 協約に 存在いた し 

て 居ります、 併ながら 固よ 〇區敁 が 確定いた して 居 

る！ S では 無論ない のであります るが、 左樣な る 問題 

は！： く 措いて 此專宵 居留地を 此 儘に 萬 管 居留地と し 

て靑岛 の 一 部分に a く か、 或は 共同 居留地と する か 

と云ふことは随分考賦すべき問題と私は思ふのでぁ 

ります， 併ながら 此亊 を愍々 宵 現いた して 相談を す 


ると 云 ふ 事柄は 交 那に向 つて 提案を 致さなければ な 
らぬ 、支那に 向つ ては 昨日 旣に 申した る 如く 謅 和條 
約 成立の 今日であります から 成るべく 山 東 問題の 解 
決を 致す が 適 當と考 へて、 之が e に财 方で 委負で も 
任 命す ると 云 ふ處 ® を 執りたい と 思 ひまして 其 事を 
支那 政府へ 申込んで 居ります、 支那 政府 之に 應諾い 
たします れぱ 始めて 實際問 題と して 此時 稲々 の 案件 
を 具へ て 支那と 協議し なけれ ぱなら ぬから 今日に 於 
て 敢 て 其 問題に fj' て m1 め 斯様す る •斯 くす ると； K ふ 
ことは 外交 上申® ねます けれども、 併し 此事に 付て 
は 日本の 利害、 谷 方面の 關係 等を 考 へまして , 1C しき 
を 制する より 外ない のであります から、 共同 居留地 
にし やう かと 云 ふこと を考虛 して 居る と 云 ふこと を 
申した と 云 ふことは 何等 差 支ない こと、 考へ るので 
あります、 西 比 利亞の 問題に 付て 私 並に 外務 大 K、 
陸軍大臣の 弾 明に 相違が ある やうなる ことに 付て 御 
尋のや うに 聞え ましたが 1 何等 相違は ありませ ぬ、 
西 比利亞 111 兵の 目的は 明瞭なる ことであります、 私 
は 喋々 を费 しませぬ、 f)r- し 陸軍 大！ n: の 屮した 中に 兵 
の 存立と！ 2C ふやうな 言葉が あつたから 云 々と 云 ふこ 
とで ありました が、 是ほ 斯樣な る 意味で あるので あ 
ります、 守備の 兵が 居る のであります、 此兵が 手薄 
である 故に 度々 過激派 か 他の 暴民 か 明瞭なら ざる こ 
ともあります が、 何れにしても 此鐵道 線路に 妨害を 
加へ 甚だ 闲 _ を 致します、 其 時々 僅 ばかりの 守備兵 
では 到底 守り 切れぬ 所が あるので あります、 從つて 
其 兵の 傷く こと も 多い のであります から、 是等の 事 
情から 考へ ましても 相當な る 兵を #? ■ さなければ なら 
ぬと 云 ふ 意味であります、 兵の 存立と 云 ふやうな 言 
葉が ありました とすれば 從 つて 此の 意味に 外ならぬ 
こと、 御 IM 祇を願 ひたいので あります、 それから 撤 
兵の ことであります が 米國 の國情 は 高 橋 君 能く 御 承 
知であります から K から 申し ませぬ、 寫眞 結婚の こ 
と 13:. 長い間の 問題でありまして、 日本に 於て は、 寫 
眞 であらう がな からう が、 婚姻を 戶籍 吏に 屈け ます 
れば 、婚姻が 成立す るの* P あります が、 御 承知の 通 
〇 亞米利 加に 於て は、 非常なる 風俗の 相違で ありま 
す、 玆に 至つ て： '! !• 米 利 加の 風俗 習慣に 11 ほず、 日本 
が 日本 だけで 押 通して 參る か、 多少は 彼の 國の 風俗 
にも g じて、 相當 なる 處匮 を肢 るかと 云 ふことは 考 
へなければ ならぬ 問題で ある、 J1. •つ 又寫眞 結婚 •一 
向 見た こと もない ものと 婚總す るので あります から 


i M IB の爲 に I 3; 案外 旨く 參る こと も ありませ うけれ ど j 
も ，® 外なる 不幸を 一一す こと も 多い のであります、 
是も實 は 好ましから ざる …… 况や 所謂 . 7T: 大國の 一と 
列して 居る 今日の 位® から 考へ ましても、 又 日米の 
協調の 上から 考 へて 見ましても • 此 寫眞結 ® を朵非 
維持して 居らなければ ならぬ 必嬰は 毛頭ない ので あ 
ります， 故に此 寫眞 結 ® などを 止める と 云 ふことは 
我國の 品位に 對して も、 又 其 他の 交際上の 事淸 から 
考へ ましても、 適 常な ことで あるまい かと 存じて 居 
るので あります、 思想 問題は 之に 付て は 商 橋 君 も 御 
異存の ない ことであります が、 唯 大樹 敎 K 其 他* 或 
は 新聞 等に 現 はれる のに 色々 なる 問題が ni るが、 外 
来の 思想、 雜然 たる 思想には 感染し ない 方が 宜 から 
うと 云 ふ 演說の 趣意に 對 しては、 どう 云 ふ もので あ 
らう かと 云 ふこと であります が、 無論 私 (X 相當な る 
収締を 致す 考で あります、 固ょり 學 問の 獨立は ®K 
いたさなければ ならぬ、 或 程度までは® 者の 議論を 
放任して 置かなければ なり ませぬ、 併ながら それが 
國家 に危險 を 及ぼす Eg が ある、 又 我國の 建 國の 大本 
にまでは 觸れぬ でも、 國情に 合は ぬ こと、 國體に 合 
ほぬ やうな 處の ある ものは、 止めなければ な 〇 ませ 
ぬ、 是は 無論 左 棟なる 鋁置を 取る 積り であります、 
そ ■れほ 色々 な こと も ありませ うけれ ども ■、大 體 此方 
針を 以て、 餘 りに 亂雜な る 言論を 爲して •我 國の思 
想の 混 亂を釀 すと 云 ふことは、 避けたい ものと 思 ひ 
ます， 尤も 我國は 建國 以来、 國 民の 思想の 健全なる 
玆に冗 辯を 費し ませぬ から、 是等 のこと に 依つ て、 
俄に 大變動 を 起すべき こと 程に、 弱き 思想の 國 民と 
は 考へ ませぬ けれども、 併ながら 是は國 家と して 放 
任は 出来ない こと、 考へ ますから、 相當な る處 置は 
執る 積り であります* それから 呂運亨 の 問題 •是は 
新聞紙 等に も 色々 な ことを 0 へて 居ります、 而 して 
是は 簡單な る 話で、 呂運亨 なる 者；！ T 不穩當 なる 行 
動で も あつたと 云 ふこと も、 段々 聞え て 居る ので あ 
ります が、 併し それを 以て 直ちに、 日本に 參つ たな 
らば 之を 處分す ると 云 ふやうな 狀 况を備 へて 居る か 
又 相 當な 搜査 が屆 いて 居る かと 云 ふと、 左樣な 者で 
はない のであります、 况や呂 運亨が 日本に 參る 折に 
色々 な 風説が あつたに 拘らず 彼の 行動 意思が 思 ひの 
外にぁったと云ふことは、同伴して參った0本の傳 
逍師 等の 申す ことであります、 又 □本に 於て 演說を 
致した と 云 ふこと であります が、 何 か演說 と 言 ひま 
ニニ 八 九 
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すれば、 公開 演說 でも 致した やうに 聞こえます けれ 
ども、 旅 ^ から r ホテル」 に 於て、 新聞記者 等に 面 
鈐 して、 彼是 申した に過ぎない ことでありまして、 
是も 锊ほ 其 ^ 菜て K けぬ と 云 ふやうな S 思 も ありま 
して， 調べて 見た のであります が、 同席いた した 所 
の ®! 人の 傅 51 肺が、 新聞紙に 1!? いて ある 通りは 中 さ 
なかつ たと 云 ふこと も證 明して 居ります、 彼是の 事 
情より 彼を 罪人 扱す ると 云 ふことは、 法律 的に 考へ 
て も、 政治的に 考へて も、 見合 (3: さなければ ならぬ 
こと V 思 ふたので あります、 而 して 又 彼が 上海に 歸 
りました 所の、 今日に 於け る 所の 狀况を 承ります と 
彼が" IFi 〇 日本に 對 して 敵意を 持たない のみならず、 
或は 獨立な どを 唱 へざる のみならず、 却て 左！！ なる 

不心得なる 奢を 說明 して pr ると 云 ふ， 純然たる 傳瑙 

肺に 返つ て pr ると 云 ふこと を 承りました ので ありま 

す， 斯樣な る 次第でありまして、 此噂た る、 何等 日 

本の 法律上から 見ても、 政治 上から 見ても •不都合 

なることの あつた ことは 考へら れな いのであります 

此 E 相は 色々 に 新聞紙 等が 傅 ふる 爲に 、明瞭いた さ 

ぬが 爲めに 、誤解を 来たす こと も 多い のであります 

が、 事 资は 斯樣な ことであります から、 能く 御 諒承 

を 願 ひますノ 

〇騎 長^; 公爵 德川家 達 君〕 議長は、 昨日 全會 一致を 

以て 可決せられ ました 賀表を 携 へまして、 今朝 十一 

時に 宵 内省に 出頭いた しました 宮内 大臣は 目下 葉 山 

| 行幸 供奉 中で ございます から、 石 原宮內 次官へ 賀表 

~ を出 しまして 奏上の 手 ® を 執られむ ことを 依賴 いた 

して® きました、 次官は、 早速 御手 許へ 差 出す と 云 

ふ-返答を 得ました、 此段御 報 苦に 及びます。 

0 高 橋 作 衞君哨 今 原總理 大臣の 御 答 辯が ありまし 

たけれ ども、 極めて 私は 無 遠 Is の 言葉を 以て 申せば 

要領を 得ない、 又 問題の 要點を 態と 避けて、 別な 方 

而 から 御 答に なつた ものと 存じます、 もう 少し 親切 

なる、 又 私が 御尋 した 所の 事柄に 付て、 も 5 少し 猜 

密なる 御 答 辯を 煩は したいので あります、 多分 內田 

外務大臣 も 御 答 辯 下さる こと k 思 ひ '* す、 陸軍大臣 

も 日本軍 自己の 存立と 云 ふ 事の 意味に 付て ほ、 もう 

少し 詳細の 說明を 願 ひたい、 原總理 大臣 ほ、 さう 云 

ふ 言葉 も あつたか も 知れぬ と 云 ふ # でございますが 

はつき り 言って 居る かどう か 分らぬ ことに 付て •御 

答 辯を されました が、 陸軍大臣は 自分では つきり さ 

5 仰し やつた から、 其 ことの 御 答を 煩 ほす、 又 思想 


問題に 付きまして は、 文部大臣 も 相當 M 任が あるか 
の やうに 思つ て、 私 ほ 御尋 したので あります、 相當 
なる 私に 釾 する 御 辯 解を 願 ひたいと 思 ひます、 或 ほ 
恐れ、 時間が 切迫いた して fr るが 爲 めに、 私の …… 
之に 對 する 御 答 辯 ほ、 此钹沒 却せられ はせ ぬかと 言 
ふこと を翌ひ ますので、 玆 にもう 一府 御 親切なる 御 
答 辯を 得たい と 云 ふこと を 要求いた します。 

「國務 大臣 子爵 內田康 哉君演 © に 登る〕 

〇國務 大臣 (子 ff? 內田康 哉 君〕 外交に 關 します 高 ® 
君の御皙問に對しましてほ、昨日此席に於て私が述 
ベました こと、、 唯今 總理 より 答 辯せられ ました こ 
とで、 盡し て K る こと、 思 ひます、 併し 其 中 一二 補 
足を 致したい と 思 ひます 點が- こざいます、 それ (X 靑 
島 問題に 關する ことで ございます が ■•第二の 問題で 
あつて、 其靑 島の ことに 關 しては、 我が 全權 等は 何 
等の 調 もせす、 又 何等の 訓令 も 受けず して 講和 會議 
に 臨んだ かの 如き 御 W 問と 聽収 りました が、 若し さ 
うであります れぱ それ (3; 全く 事！！； に 相 運した 事が あ 
ります、 我が 平和 條約 に對 します る條件 中で 最も 直 
接に 利赉 の關係 ある もの ほ 此 問題であります 之に 付 
ては 我が 全權は m 發 前に 十分の 用意を して 參り まし 
た、 又其隨 行員に ほ 靑 島の 事情に も 能く 通じて 居る 
者が、 單り 文官の みならず ■陸海 軍よりも 隨 いて 行 
つて 居る S であります から 唯今 御 質問の やうな 點 
は、 毛頭ない 次第であります、 尙又 三、 四と 致し ま 
して、 居留地の 問題に 關 します る、 講和 會議に 於け 
るいき さつを 御 述べに なりました が、 是は 如何なる 
根據に 於て 述べられた ことであります かは 存じ ませ 
ぬが、 此 いきさつは、 所謂 大統領の、 私の 非公式の 

會議に 於て、 述べた 問題でありまして、 其 成行きは 

嚴に 之を 祕密 にす る ことにな つて 居る 次第で ありま 

すから • 此 席に 於き ましても、 亦祕 密會と 致し まし 

て も、 御 答す る譯 には 參り ませぬ、 最後の 問題と 致 

しまして、 寫 « 結婚の ことに 付て は， 唯今 總理 より 

述べられました 通りであります •單 り寫眞 結婚に 依 

つて g 帶 をし 得る もの X 爲の みならず、 さう して 亞 

米 利 加に 於け る、 幾 十 萬の 我が 住民の 爲を 思うて、 

此 中止を 圖つた ことであります、 此 問題に 關聯 いた 

しました か、 或は 關聯 はして 居ない やうに 思 ひます 

が， 米國の 天下は 今後 四 五 年は 共和雜 の 天下で ある 

又 其 後には 民主 黨に變 はるで あらう と 云 ふやうな 御 

話が ありました が、 是ほ 將來 のこと に愿 する 問題で 


ありま T から、 是な ども 申 兼ねる、 唯一 言 申したい 
ことほ、共和ザ：の天下にならうが、民主滅の天下に 
ならう が、 日米の 關 係に 於て if 亞米利 加の芘 is if 
眼中に K かない、 其 時の 政府と- M も 親交を？ 

志を 疏 通して 行きたい と 云 ふの が •從來 の 方針で あ 
〇 ますが* 又 今後 も 之を 以て 方針と せざる ことと 思 
ひます。 

〔國務 大 R 中 橋德五 郞哲 演淠に 登る〕 

0 國務大 EC 中 橋德五 郎君) 高橋嵙 ょり 私の 所感を 
聴きたい と 云 ふ御荀 の やうな ものが ありました から 
EI3 上げます  >私 共 銳意敎 育の 改善を 阔り たい® りで 
居ります るので あります るが、 それが どうか 社會主 
義か 、無政府主義を 煽動す る やうになる やうに ある 
と 云 ふやうな、 御言 葉の やうに 伺つ たのであります 
るが， 是れは 全く 關係 ありますまい、 此社會 主義 や 
無政府主義は 我 國に傳 播い たしました ことほ、 餘程 
以前からで ある、 此頃 勿論 露西亞 の 革命 以来 尙ほ餘 
計に 感染す る 人が ある やうであります るが、 是は今 
に始つ た 話で ありませ ぬ、 私共は 此頃 色々 の旆設 を 
改善したい 積り で， 成 ほそれが 急激 だと 云 ふ 御 論 も 
あるか も 知れ ませぬ が 改善を したい 積り で 居ります 
るが、 口語 體の 如き もの も， 是 it 唯 私が 用ゐ て ) ifr る 
成るべく 友人に も用ゐ て吳れ 、斯う 云 ふこと であり 
まする が、 それが 爲 に社會 主義が 起り 無政府主義を 
賴 動す ると 云 ふやうな ことは、 少し 聯絡がない やう 
に考へ ます •勿論 何分に も 斯う 云 ふ 思想が、 大亂の 
後で あ 〇 まする から 向 ふには 非常に 流行して 居る、 
其の 影饗と しまして 我が 國 にも 兎角 どうも 起つ て來 
て、 どうもなら ない 1 故に 各 敎育機 關學校 等に 於き 
まして ほ-さう 云 ふやうな 事柄に 付きまして、 講演 
等を する ことに 付て は 其 管理者に 時々 注意を 與へて 
居ります るで、 餘 りに 社會 主義 其 他の やうな 人が 來 
て、 講演を する ことは 成るべく 止めて 居る、 取締は 
して 居ります、 又學 校の 敎 官等に 付きましても、 さ 
う 云 ふ 不穩な る說 を宣傳 する やうな 者が あります 場 
合に ほ、 十分に 之を 取締つ て 居る 積り であります、 
又 先程 毛筆 廢 止と 云 ふやうな こと も， 急激なる 改革 
の 一端の やうに 御 話 も あつた やうに 伺 ひます が、 此 
毛 S 廢止と 云 ふ 事を 言つ たと 云 ふ 事は、 全くの 誤® 
であ 〇 ます、 併 誤傳が 傳 つて •世の中には なか < 
賛成者が 多い と 云 ふやうな まあ 情 况で あるので あり 
まする が、 私の 申した の ほ、 毛筆より ほ 鉛筆の 方が 
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® 利で ないかと 云 ふこと を EIJ して、 ?5 T KJ が； $へ て、 
誤； $ して 毛 rft 廢止 論を 吐いた と 云 ふやうな ことを 言 
ひました が， 是は餘 程 ^ 解であります •先 づ私 c 所 
感ほ是 位であります で •決して 無政府、 3- ぷ’社4:主 
茲と敎 育と 改善と ほ， さう 大したる 密接な 防 係が な 
いと思つて尻〇ます。 

〔0 務大 IS IU 中遂 一 -?- f 浈® に 登る〕 

C 阈務 大臣 r' m 屮義一 君〕 咄今萵 陆 君の 御 移で あ 〇 
ますが、 內閣 S3 理 大臣から 述べられました ことと* 
總理大 K の As 志と 陸軍大臣の S 志と 何等杆 格して 思 
らぬと 云 ふこと を玆に 明言いた します、 而して iu の 
存立と 云 ふこと ほ、 眾 0 身の 危險を 防止す ると； K ふ 
意味に 於て 申した のであります、 左樣 御 71: 知を 邸 ひ 
ま づ 

〇髙橋 作 衞君內 田 外相の 御 答 辯は、 一向 ^ して 捃 
〇 ませぬ ので、 私の 疑問を 晴らす ことは /- II 來ま せぬ 
靑島問 題に 關 する gs に 付ての 御 答に なつた ことは、 
私の 御尋せ むと する ことと* 餘程 答が 颇隔 して 居る 
殊に どう 云 ふ祕密 會 にても •公開の 場合に も 決して 
話を すると 云 ふことは， 祕密に 付すべき ものと 約 ili 
せられて あるから •如何なる 場合で も 述べる ことほ 
出來ぬ •斯う 云 ふ 御 話であります、 所が 斯う 云 ふこ 
とは どう 云 ふ ものです か、 御 答 辯を 願 ひたいと M ひ 
ます， 「四月 - II- 九日 及 三十日の 首相 會議に 於て鐵 道 
暨察 問題 紆餘曲 折の 結果 日茭條 約 及 取 極の 解！！ に關 
する 公表 左の 如し」 とて 公表を して 居ります* それ 
を祕密 に ^ すべき もの かの 如く 言うて、 祕密 e にて 
も 話せぬ 云は る、 は 如何にも 御 答 辯が 不十分 だと 思 
ひます、 もう 少し 親切に 御 答 辯を 煩は したい、 又寫 
眞結婚 其 他に 付ても ：：： 寫 眞結婚 に付きましても 問 
題が 中々 込 入つ て 居ります "小さい ことであります 
が 吾孫子と 云 ふ 入と 手 島と 云 ふ 入と 大なる 議論 
を鬪は しつつ あると 云 ふこと で、 其 詳細を 私は 存じ 
て 居る* もう 少し 丁寧に 御 答 辯 下さらぬ ければ、 窗 
は 大抵な ことは 知つ て 居つ て 分らぬ S が あるから， 
其點に 付て は餘 程む づか しい® まで 這 入て 居ります 
、もう 少し どうか …… 宜い 加減と 申して は 失禮で あ 
ります が、 唯 其 場 さへ P へぱ宜 いと 云 ふこと でな く 
もう 少し 丁寧に 御 答を 願 ひたいと 思 ふ， もう 一つ 靑 
鳥 問題に 付て， 總理大 K 外務 大 t-;i に 於て 靑岛 から 來 
た 委員に 對して 小くても 宜 ければ® 管 居留地は 設 S 
してやる と 云 ふ 御 答 辯に なつて 唐る、 若し 之に 遠へ 
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ぱ人を g すと 云 ふこと になつ て afi だ 53: しくない 、菇 
等の ® に fi て も、 まだもう 少し 伺 ひたい こと も あり 
ますが •併しもう 時 問が ありませ ぬし、 まだ 私 以外 
に饩問 なさりたい 方 も 居らつ しやる ので ございます 
から、 木會の 質問は 私は 茲で打 切り ま 十が、 十分 了 
解して 滿足 して 居る と IK ふこと であり ませぬ から、 
今日は 打 切つ て も 他の 場合に 於て 又 H 間す ると 云 ふ 
ことを 申 上げて、 今 □は 是で終 〇 ます。 

〇沖 小路 廉趙最 ¥ 時間が 餘程切 iQ いたして 屛るや 
うであります から •尙ほ 別に 相當の 時間を 御 與へ下 
さる ことが 出來 ますれ •は 希 ^ いたします。 

0 謎 長 (公 辟 徳川家 達 君) 如何で ございませう か、 
まだ 時間が ある やうで ございます から、 御 H 疑の 趣 
S を 御 述にな つては 如何で ございます か。 

〔仲 小路 販君演 ® に 登る〕 

0 仲 小路 版 岩 私は 成るべく 瓶 B に 極めて 必要と 存 

じます る 二三の 跶に 佾きまして政府の御意見を祇〇 

たいと 思 ふので あります ，段 羅 巴 の大鸱 終局 後の 今 

日戰時 中より 職 串 後に n つて 政局に 常つ て 居らる、 

内閣 諸 公の 御 辛 努 に付きまして は 私 It 心から 同悄を 

致します 又码党 は 世界的 大短励 の 結果から 玆に 至つ 

たので ありませ うが W に 我が ^ 内に 於け る 近時の 社 

酋狀 勢は 急激なる 變化を 致して 參つた のであります 

® しい @ 態を 来たして 居る のであります、 一面に 於 

きまして 总外な る 幸に te つて 勃 富を m る、 之 か爲に 

奢侈 矜渾を 保め て 誠に 心ない ^ を 致し •それが 爲に 

社 啓 一般の 反 fis を H ふ 事 少くな い、 又 他の 一面に 於 

きまして は K に 生活 上の 疾苦に 泣いて 居る 者が あり 

此社铃 的狀勢 此缺抝 に乘 じて 玆に谷 種の 思想が 宣 ® 

せられ， 種々 の 思想が 之に 伴うて 起つ て 来る、 誠に 

弪ふ べき 狀態で あります、 殊に 昨年 以来 我が 社會の 

狀勢は ， m り勞 § 者の みならず、 總ての 方面に 於て 

莊 だ e ならぬ 狀勢が ある、 或は 能 栾或は 、京^ r 遂 

に是等 が 諸官衙 及詻吏 3 にまで 及 ほして 居る ので あ 

ります、 又是 等の 狀勢は 延いて 社 ^ の 谷 肘に 對 して 

種々 の 影！！？ を與 へて 居ります るが， 就中 或は 身を 以 

て 3i 職に 泰じて 居つ た 莕 •若く は 身を 以て 敎 育の «f 

務に從 取いた して® つた 者 •其 他 精神； g 或は 哿 11 的 

に 多く 社 0 に n 獻を 致して 居つ た 所謂 中產 階級なる 

もの (3-. 、 ® に 諸方からの ! K iQ を 受け， 一面 ほ 經濟上 

からの 鞑迫 を 蒙り、 他 ffl に 於て は 社 & 的の 宵 威を 蒙 

一つて 居る S に、 社 ir の 中锘と もなる べき 中產 階級は 
K 政 方針に 關する 仲 小路 廉の ffl 問 


过に其立場に惑うて思ります、冏く所に依りますれ 
ば、 今日 此圈 家 5!T 要の 場 <口，坩 人の ng 绍者 は 減少す 
る， 敎育に 從祺 する 人 も亦滅 少す る、 K に 精神的 智 
識的行 励に 依つ て國家 に 貢獻を 致す H に 必要な 屮產 
階級が 斯う 云 ふ狀牒 を以 つて 推進めば、 將來 如何な 
る狀勢 に 立 至り ませう か、 而 して斯 かる 憂 ふべき 狀 
勢 は 抑々 何に 原因を 致す か >  其由 る 所 種々 なる 理由 
も ございませう が， 就中 主 嬰なる 關係は 出 活問 題で 
あります， 此 生活 上の 脅威、 其 ® 迫は、 Ef に國 家の 
中堅た るべき 中 層 階級 以下の 人々 に 如何なる 苦痛を 
與 へます か >  又 昨年 以來生 活 上の 必需品に 對 して 此 
非常なる 物® の# 腕は 迓 に m くべき 狀勢 を呈 しては 
居り ませぬ か •激臌 に 次ぐ に激騰 を 以てし、 暴隗に 
次 <• に舶騰 を 加へ、 殆ど K 止す る 所を 知らざる 状態 
であります， 此點は 今日 心 ある 人々 誰と て 之を 弪へ 
ない 茜は ない、 蓝し内 聞 諸 公に 於 かれても 定めし 此 
點に 付て は 御發撤 になつて 居る と 存じます、 併な が 
ら御赵 盧 にはな つて 居る であり ませう が、 現内閣 立 
閣以來 現に 御 執りに なつて 居る 今日までの やり 口は 
往々 口にせら る •言は、 果して R 實御# 瞭 になつ て 
居る ので ありませ うか， 甚た 遨憾 な 次第であります 
るが、 現内閣の 諸 公は m り此點 に 付て、 御凝 尉に な 
らざ るの みならず、 斯る狀 勢を 誘致せられ lili 致せら 
れた のは、 全く 其 御行 励に 基き は 致し ませぬ か、 何 
故に斯 かる ことを 申す か， 甚だ 逍憾の 至であります 
るが、 今日まで 內 M 諸 公の 御 執りに なつた 跡を 尋ね 
て 見 ますれば •之を 一言に して 申さ ば實に 放縦 放漫 
であつ て、 何等の 施設の 見るべき ものな かりし のみ 
ならず. 放漫に して 放縱の 結果が •遂に 社會 一般を し 
て斯 かる 狀勢を 導きは しな かつた か、 內閣諸 公の 中 
には •往々 にして 斯様な ことを 言 はれた 趣に 承知す 

る •物奶 の騰 货 ほ 世界の 大勢で ある、 まだ f 物 m 

は 騰る かも 知れぬ， 各々 其收 入を咐 す 工夫を する が 

宂 しい、 又 或 人は -lit の 中 ほ 非常な 最氣 で， 總ての 者 

が 喜んで fr る •物價 騰貴で 闲 難を すると 云 ふは、 陆 

の 部分の* である， 甚 しきに 至つ ては、 生活の 必需 

品に 對し 其 lii! に處 して 暴利を 貪る と 云 ふこと が あつ 

ては ならぬ と 云つ た， 其収締 方法、 其 他 必要な 諸 制 

度に 對し •輕诹 にして、 便饴な る 言葉を 用 ひ、 lit K 

刀は 鞘に 藏 めて № 13: ない、 是等 の狀 勢は 注々 一般に 

對し 、如何なる 影猓を 及 It' しました か、 人々 に對し 

どんな 心理 狀態を 惹起 さした か、 投機 思惑を 爲すこ 


と， 殆ど 天下に 公許され たと 云 ふ 感じ ほ 持た さなか 
つた か、 生活 上の 必需品に 對 し、# 利を 貪る と 云 ふ 
こと も 大目に見られる もの だと 云 ふ 感じは 起させは 
しな かつた か斯樣 な II ての 状勢が 集り 累 〇まして， 
遂に 昨今の 如き 狀勢を 惹起した のでは ありますまい 
か、 其 結果は S に lit の 中は 放縱放 漫 、他の 一而に 於 
ては 投機 思惑 心は 殆ど 社會 一般の 狀勢を 形づくり 直 
接 政府の 突 配の 下に 於て 嚴重な る 監督を 受 くべき 會 
社に して 十 割の 配當を なす ものが あつた， 中央 池 方 
を 問は ず 投機 熟は 盛んに 橫流 をす る、 中に (3: 社 會の 
上層に 立つて 指！ f の 任に 當るべ き 者まで も 遂には 此 
投機熱に 浮か さるる 者がない のと 言へ ない 洵に 中央 
地方を 問は ず、 一時 投_插 流の 時勢を 造つ た、 其 結 
果は 生產品 生產费 は 益々 多き を 加へ る >  生產 費の 高 
くなる と共に 內 、國 民に 對して は 其 需要 者を 苦しめ 
る 外 •海外 貿易に ® しては 自然に 其 阻害を 来たす は 
當然の 事であります る、 而して 其 心理 狀態は 今 申す 
如く 手を 懐に して 一躍 千金を 夢み る、 額に 汗を して 
兀々 と 働く _實 勤勞の 風習 ほ 殆ど 地を 拂はむ とする 
のであります-私 ほ 過 H 煥發せ られ ました 大詔を 拜 
して 内閣 諸 公には 定めし 恐懼 さるる 人も少 くは なか 
つた かと 存じます， 斯の 如く lit. 情勢が 社 會全體 に 及 
ぼして 居る のみならず、 今や 是が M3 家の 財政に 影響 
を 及 ほして 來て 居る、 今间 提案せられ ましたる 豫算 
中には 此物怊 騰貴に 基く 爲に 多額の 費用が 計上され 
た、 我々 は 此內外 緊耍の 時機に 國防 費まで も 包含を 
致して 居ります る此 歳計 豫算 に (3: どこまでも 協賛を 
致したい と 存じます、 さりながら 之を 協賛いた すに 
付て は此 豫算の 實行ほ 期さなければ ならぬ •然るに 
今日の 情勢は 今以て 總 ての 諸物價 は尙ほ 騰貴の 情勢 
を 示して 居る、 此上尙 ほ 底止す る 所を 知らない 有_ 
であります、 底止す る 所を 知らない 此情 _ の 下に 玆 
に 歳計 豫算の 港 鄹を 致す 我々 議員と しては 如何にし 
て 其 職責を 金ぅ する ことが 出來 ませぅ か、 せめては 
此 以上に (X 物 fif'i 騰貴 ix 見ない 略々 程度が 定める と 云 
ふ 一の 見當を 定める ことは 豫算港 議の 上に 於て 最も 
必要を 感ずる 所であります、 此に 於て 私は 政府に 伺 
ひたい、 政府は 果して 物價を 調節す ると 云 ふ 誠意が 
あるので あるか、 若 も眞に 調 Irfi をな さると 云 ふ 誠意 

があります るなら ぱ唯 口に 頭に 於て 調節を する . 

何等かの 方法を si すと 言は るる ことのみ では 滿足ほ 
出来 ませぬ、 速に 之を 政策の 上に 現し、 制度を 樹立 


して 而 して 一般 國民 にも 安定を 與へ 我々 も亦豫 算を 
協賛いた すに 付て 締 りのある 途が附 きたいと 思 ふ， 
m 今日まで 御 施設に なりました ことに 付きまして は 
是ほ 甚だ 不十分で ありま T るの みならず •論ょりも 
實 際に 於て 何等の 効果がない i/ • 故に 改めて 適切に し 
て 有効なる 施設 •單に 言葉の 上で II なくして 制度の 
上に 於て …… 政® の 上に 於て 御實 行になります か 如 
何， 是が 第一 .:… 今一つは 今日 13; 勞働問 題の 解決が 
誠に 目下 緊要 問題 •此 問題の 解決を なすに 付て ほ 何 
れに 致しても 最低 賃銀の 途を 立てます るか、 成は 勞 
卿 保 險の途 を 立つ ると 致しましても •此 勞蚴間 題の 
解決を なすに 先だつて 所謂 谷 人の 生活費の 基礎が 定 
まらねば ならぬ、 生活費の 基礎 定まら ざれば 何等の 
制度の 樹立は 出来ない のであります I 然るに 此 基礎 
ともなるべき 米穀 ほ 或 時は 十ー ニ圓 、今日 ほ 六十 圓 
前後、 左 樣に動 搖の激 しい ことを 基礎と して、 如何 
にして 生活費の 根據を 見出す ことが 出来 ませぅ か、 
故に 少く も此 食糧 品の 制度に 付きまして ほ 略々 一定 
の 程度に 限度が 附く だけの 根本 政策の 樹立がなくて 
はならぬ と 存じます、 聞く 所に 據れば すでに 經濟調 
査# 等に 於ても 相當の 成案の ある 趣‘ 果して 然らぱ 
斯様な ものは 速に 御 提出に もな りまして、 一般 國民 
に對 しても 嚮ふ 所を 知らし め， 又勞 磡 問題の 解決 及 
我々 が 此豫算 を 議定いた すに 付き ま L て も 安心を し 
て、 描 賛の出 來る途 を も 御開きになる ことが 至當の 
ことでは ないかと 存じます •次に 今年の 一月 四日で 
ありました か •原 總理 大臣は 年頭の 辭 として 誠に 神 
妙な 言葉を 御 述べに なつて 居る 趣に 拜 承いた します 
其 中に 奢侈 瞥 澤の戒 しむべき こと、 投機 思想の 忌む 
べき こと， 就中 國民 生活の 必需品に 付て 暴利を 傅む 
が爲に 賣惜買 占 等の ことを する 者 ほ 甚だ 憂慮す る、 
誠に 御尤も* 年頭の 言と して 實に總 理大は としては 
結構な ことを 御 述べに なつた と 存じます、 總理 大臣 
の 御 憂 憩になります る 通りであります るなら ば* 玆 
に 私は 當局大 K1 に 伺 ひたい、 當局 大臣には 國民 生活 
の 必需品に ® して 買 占 M 惜其他 投機 &'. 惑 等に 依て 截 
利を 貪つて 居る やぅな ことは ない と 御， Eg になつ て 居 
るので あります か* 將た總 理大 K の 憂 礅さ るる 如く 
左 ® な 事跡が あると 致し ますれば* いつまで 取締 令 
は 鞘に 藏つて 居る のであります か VS 何故に 現行の 制 
度、 之を 御 1® 行に なり ませぬ か、 甚だ 歎息いた すは 
W り 暴利 収締 令の みならず 取引所 法と 云 ひ、 各種の 
一三 九 一 
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施政方針の W 問に 對 する 原 璁理 大臣、 山 本 S 商務 大臣の 答 辯 


三 九 二 


法令 何れも 皆不當 な こと； li 取締る と： K ふ 制度が 立つ 
て 居る に拘ら ず、 何の 御 53 E1 が あるので あります か 
何處 に氣銥 が あるの かは 存じ ませぬ が • 一 S3 斯 かる 
制度を 御猢行 にならない のは どう 云 ふ譯で ある、 之 
を 常 局 大臣 (- 承りたい 最後に 國民 生活に 必要な 場合 
外米の 鲩入収 入は M も必耍 と 存じます 、間く 所に 依 
ります と 昨年 中に 餘程 外國 米の® 入 買 入が & つた 趣 
之に 對 して lit 上には 甚 しく 時機を 失して 居つ た、 そ 
れが爲 に m り阈 庫に 對 して 甚 しき：' f 經濟な 結果を 來 
たした のみならず、 多額の 國帑を 消費した に 拘らず 
K 効が なかつ た W り拽 効な かりし のみならず. 却つ 
て 一般 ? [J 場を 11 亂した 、是ほ 鬻 « を 穿つ た 言葉では 
ないか も 存じ ませぬ が‘ 宜く是 等の 疑惑を 散ぜ しめ 

る爲に 昨年 中に 轍 入し 買 入れられた る 外米の 數 量、 

其 時機 及其惯 格是 等の 額 末を 一 應御說 明 あらむ こと 

を 希望いた します、 私は 以上 四 S に對 して 願は くは 

簡潔 II つ 明 K( なる 御 答 辯 あらむ ことを 希望いた しま 

す。 

〔國 務大 &: 原 敬 君 演壇に 登. る〕 

〇國 務大 g (原 敬 君〕 唯今 仲 小路 君の 御 質問に 對し 

まして 簡 m に 御 答を 致します、 此物們 調節の 問題 極 

めて 重大なる 問題でありまして- 而 して 又 極めて 複 

雜なる 問題であります、 政府の 今日まで 爲した 所は 

徹底し ない、 効力がない ものであると K ふ 御 非難で 

& ります が、 左樣 には 政府は 思 ひませ ぬ、 併し 是は 

谷々 Ji る 所に te つて、 强 ひて爭 ふ 必要 もない やうに 

考 へます、 犬 !® に 於て 旗々 私は 世 問に 公表いた して 

居る 如く > 此 の 物 10 の 問題は 色々 なる 原因から 今日 

の 勝贵 を來た して 居る とは 申す ものの、. 最大 原因は 

外阈 M 具であります、 外國 貿易は 輸出超過いた して 

日本に 利益が 多い のであります、 從つて 經濟が 膨脹 

すると 云 ふことは 免れない ■•他の 11 々なる 原因 も あ 

ります が / 最も 大なる 原 W は 此の 外 國貿凝 の關 係で 

あります-恐らく 何人も 否む ことの m 來ない 事實で 

あらう と 思 ひます、 故に 所謂 根本的に 物 ri を 調節い 

たし、 物價を 下落せ しめ やうと 云 ふこと であるなら 

ぱ •此 源に 遡つて 外國贸 易に 制限を 加へ るの 外 ある 

まいと 思 ひます、 併し 是 ほ 國 家の 利害より 打算して 

行くなら ぱ隨分 日本は 戰爭 中、 世界に 向つ て阪路 を 

擴張せ られ ました 之が 爲に國 力 も 非常なる 增進 をし 

て 居ります が、 之を 一朝に して 挫折せ しむる が 如き 

急激なる 手段を 執りましたなら ば 經濟界 を ) 1 亂いた 


し阈家 前途の 爲に 甚だ 發 ふべき 現象を 生ずる では あ 
るまい かと 思 ふので あります、 故に 私は 斯糅 なる 急 
激な る大變 励を 来さざる 範囲に 於て 出來 得る だけ 物 
{n を 調節いた したい ものと 考 へて 種々 苦心を し 色々 
の 施設を 致して 居る のであります 故に 是ほ 御铙な さ 
る 方に 佐つ ては 其實 効が 見えない とも 御 批評 あるで 
ありませ う、 著しく 効力を 見せ やうと 思へ ば 源に 遡 
つて sir 激なる 手段を 執る ょり 外な からう と 思 ひます 
是は國 家の 利害ょり 打算して 漸次 其處 置を 執る 外な 
いと 考 へて 居る のであります、 是は 一般的の 事柄で 
あります、 又 部分的の ことになります ると 中產 階級 
の闲難 其 他 も 仲 小路 君と 御 同感の 點も 多い ので あり 
ます、 之が 爲に 俸給に 衣食す る 者は 係 給を 增加 する 
と 云 ふやうな こと、 色々 なる 手段を 執つ て 居ります 
が、 併し それの みを 以て 是 等の 人を 救濟 する ことほ 
むづ かしい のであります から、 is 々是も 公表いた し 
て 居ります が、 公設市場を 設け 或は 購買組合を 設け 
させる とか 色々 手段を 執つ て 居ります、 是は 都會に 

向つ ての 政策であります、 唯今 仲 小路 君 . 我々 も 

同様に 憂へ て 居る ことで 中產 階級なる もの ぼ 一番 ど 
こに 居る かと 云 ふと 都會で あります、 都會に 向つ て 
第一に 社命 3 政策を 施す と 云 ふことは 目下の 急に 應ず 
る 政策と 考へ ますから、 都 會に向 つて 是 等の 處 置を 
執つ たのであります" 公設市場 等 も 漸次褙 加いた し 
まして 益々 今後に 於ても％ 加いた す 積り であります 
効力の こと 13: 色々 議論す る 者 も あ 〇 ますが、 實 際に 
於て 効果が あると 私は 考 へて 居ります、 彼此の 處置 
と 云 ふ もの ほ 所謂 中產 階級の 闲難な る 者を 救濟 する 
が 爲の社 會 政策であります、 糧食 問題、 住居の 問題 

家屋の 間 題、 皆是 等を 督 _ いたし 其處 置を 執ら L め 

つ、 あるので あります、 是は 先づ 東京に 於て 施して 

居る のであります が-又 谷地に、 大阪に 於ても 其 通 

り、 各 池の 都會に 及ぼす 考 であります、 是は 大體の 

一般的の こと X 離しまして、 都會に 向つ ては 此社會 

政策を 徹底的に 致したい と考 へて 居る のであります 

決して 我々 は 今日の 狀態を 放漫に 致して 置く 意思は 

毛頭 有つて 居り ませぬ、 唯 遺憾ながら 御滿 足を 得る 

やうな 効果を 著しく 見ない と 云 ふことは 唯今 申 上げ 

ました SII く 急激なる 處 置を 執つ て 根本に 打擊を 加へ 

ないから であります、 是は國 家の 利害より 打算いた 

して 如何なる 4 ので あらう と考 へる のであります、 

大牒 斯樣な る ことより 割出しまして、 多く 中產峭 級 


の 住んで 居る 都 fr に 向つ て 社會 政策を 傲 底 的に 施し 
一般的には 急激なる 變動を 顔さぬ 範園に 於て それ ぞ 
れ處 匿を 致し、 それが 爲 に關税 の 關係も 按排いた し 
色々 施設が あります， 或 (3; 金利の 關係を 如何す ると 
か、 色々 の 事柄が 綜合いた して 効果を 奏し ほ しまい 
かと 思 ふので あります、 それから 奢 珍を 誠め 云々 と 
云 ふこと (X 是ほ 何人も 異論の ない ことであります、 
又 民間に 於て 殊に 地方に 於て 近年 大變に 潤うて 居り 
ます、 m り 米價が 高い と 云 ふことの みで ない、 現に 
生絲の 如きは 七 八 百圓を 維持す る ほ 困難と 申した、 
千 三百 圓を 維持す る ほ 容易なら ぬと 申した の ほつ い 
一兩年 前の ことであります が、 今日 ほ 四千 圓以 上に 
も 至つて 居る と 云 ふ譯 であります、 從 つて 地方の 者 
が 潤うて 居る に 相違ない のて あります、 是 等の 爲に 
ほ 勢 ひ 人情 奢侈に 傾く こと も兔れ ず 投機熱 も從つ て 
起る であり ませう、 故に 爲に是 等を 誠め る 所. の 意見 
を發 表いた しました •併し 斯樣な る 地方の 段々 資铨 
の 豊富に なつて 或は 奢侈に 流れ、 或は 投機 熟に ® さ 

れ ると 云 ふやうな ことは、 單り唯 訓令 等 . 達 も 致 

して 戒し めて 居ります けれども それの みでは 到底 參 
るまい と 云 ふ 考も實 は あるので あります から、 是等 
の 遊金を 吸收 いたして 之を 資本と して、 國 家の 有利 
なる 事業に 之を ® かす やうに 致したい と 云 ふこと で 
各地に 於て 段々 國庫 證券 等を 發 行いた して 是等 色々 
の 手段に 依て 吸收 いたし •今 s 會にほ 郵便貯金を、 
今迄は 千圓を 限りと 致して 居つ たのを、 今日の 經濟 
狀態に 於て は、 唯今 も 申す 所の 地方の 一般の 情况か 
ら考へ て も 一千 圓の 小額に 止めて 置きます ことは、 
當を煜 ない と考 へます から 之を 二 千 圓見當 の 考案を 
以て 致したい と考 へて 居ります、 斯樣な る 色々 の 手 
段を 以て、 此 遊金を 吸收 いたして、 之を 資本 化する 
事に 努めて 居ります •是等 色々 なる 目的を 達します 
れば 、我々 の 希望す るが 如き 結果を 得る であらう と 
考 へます、 今日 まだ 其 所までに 達し ませぬ から、 我 
々は 色々 なる 手段を 換へ 、是で 參らぬ 時は 之を 施す 
と 云ふ處 置を 執つ て、 漸次 此目 的を 達する やうに 致 
したいと 考 へて 居ります、 兎に角 色々 なる 事柄に 付 
ては、 御 非難 等 も ありませ うが、 我々 の 誠意は 決し 
て 之を 放漫に 致して 置く 積り ではない のであります 
又甚 しきに 至つ ては、 或は 我々 を 非難す る 言葉の 中 
に ほ、 農民を 保 謹す る 爲に 云々 など 云 ふこと を 申し 
ますが、 途方もない ことであります、 我々 は 農民 も 


保 ii しなければ ならぬ こと It 無論 〇 こと、 益 商 H a 
て lit 間に 差別な く f-t; 誦致 さなければ ならぬ ことで ? > 
〇 ます けれども、 ® の ^ 椚を利益する孓〇に、^ ^ 
を 放 住して S くと 云 ふことは* 毛頭 あるべからざる 
ことであります、 色々 御 滿足を 熠かねることもち〇 
ませ 5 けれども、 我々 の 誠 ® ( は 玆に 在る こと、、 ^ i 
諒承を願ひたうございます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君演扨 に 登る〕 

〇國犸 大臣 c 山 本 達 雄 君〕 今 仲 小路 君ょ o M n 問に 
なりました る、 農 商務の ことに 付て 御 答を 致します 
第一に、 此御演 說の 中に、 暴利 JS 締令 •之を K 刀と 
して 藏 めて、 なぜ 拔かな いの かと 云 ふこと であり ま 
したが、 此蟲利 令、 收容 令乂 外米 管理 令の ことに 付 
きまして ほ >  阼 年の 議色に 於て、 K 衆 兩院に 於て、 
度々 說明を 申した _で あります が、 唯 私の 此恶利 令 
を® 刀の やうに 藏 めて 容易に 抜かない、 K に是は K 
刀で ある  >  銘 刀で ある 故に、 腿々 之を 拔くや うな ?] f 
が あると 遂に ほ 其 糊 成を 担 ひ、 俗に 云 ふ 正宗の 刀 も 
餘り 度々 拔 くと 菜 切 庖丁と 同じ やうな ものになる、 
斯う 云 ふ 俗言 も ある やうな 事であります 故に、 K に 
是は m 大なる ものである 故に 重大なる 時に 於て 之を 
拔 くと 云 ふので ありまして、 決して 拔かな い、 唯 鞘 
に藏 めて 棚に 上げて 置く と 云 ふ 意味で ほなかつた の 
であります、 それが ® だ 曖昧なる 言葉で あると して 
世間に 唄 はれました が、 精神は そこで あつたので あ 
ります、 從ひ まして 此 暴利 取締 令なる ものは、 必要 
を 生じ 又玆に 暴利を 取締つ て >  是は 捨题 けない と 云 
ふ 如き ことが 起きます れば 、無論 何時でも 鞘を 挑 ふ 
と S ふ 決心で 居る ので ございます、 喻此 暴利 令を 布 
きまして、 其 間に 如何なる ことを、 前內閣 に 於て！ § 
利 令を 用ゐた か、 斯う やつて 見ます ると 云 ふと、 3¢ 
用ゐた る もの  > 過半、 九分九厘は 總て此 米の 定期 斑 
買に 於て 用ゐた のであります、 此 所に 表が あります 
が、 人名に して 二 十 名 有 餘の買 占に 付き 髅吿 を與へ 
或は 戒飭 をした もの もあります が、 それ ほ 如何なる 
者に 用ゐた かと 云 ふと、 殆ど 此小麥 粉の 買 占の 31 街 
をした と 云 ふ 外は、 定期であります、 然かも 其 定期 
に 於て 現物は 如何になる かと 云 ふと 現物 ほ 常に 三十 
七八圓 、四十 圓にな る 如き 時に 於て 定期 市場の 相場 
は 二十 七 八 圓と云 ふ 如き 差を 生じて 居る ので ござい 
ます、 其 定期を 爲す 上に 付て 買 占が 1: しくない と： K 
ふこと を、 數十 名の 賀人. に 向つ て、 圯吿： •/? くは 戒飭 
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を 加へ たのであります 、併し 是は餘 ほど 私は 考へな 
I け れぱな らぬ 、元此 現物を H つて、 貢 占て袢 * に S 
らな い、 又 現物を 持て ^ 惜を する が 如き ことは、 S 
は ど 5 も ? e だ 宜しくない ことであります が、 此定期 
なるものは御承知の如くゝ三箇”經つて尻〇まして 
其 n  : P3 A 先を、 買つ た a つたと 云 ふこと が 起る ので 
あります、 即ち 今日 一問 乃 二 f?s /! 三 fsf 月， 斯う 定期 
の锊 買を 致しまして 、さう して 之が 其 間に 轉 a 、 FJf 
戾を 自由に 爲し 得る 法® になつ て K るので、 少しも 
差 支ない のであります、 然るのに 其 定沏に て 現物 
より 下にな つて 居る ものを ^ ふ、 又 下にな つて 寶る 
ものを 误る 、品物の 無い もの も W つて！ go ます、 故 
に 遂に 三® 月 後の ものを S つて、 之が 時が 參 ります 
と、 .H 身に ® すべき 品物が 無い、® すべき 米が 無い 

故に、 自身には 遂には i!i つた ものを 狸し 切らず して 

玲戾す、其巧展す 0 に常に迓つたものよ0站物を上 

げると 云 ふ 結果になる のであります、 論よ 〇設 據で 

ありまして 其 常時に 於き ましては 先物が 段々 高くな 

ると 云 ふよりも、 S3 物の 方の 月が 段々 近寄つ て參り 

ます、 一简 月 二 £s 月 三® ; i と、 5 :身 に賣つ て 居る 品 

物の、 其受® が 近寄つ て來 ますと 云 ふと、 其 ; J の も 

のが 餸 ると 云 ふの が 常で ある、 斯う 云 ふやうな 風に 

なります から、 之を 収締る ことにな ります と、 2； 然 

に 品物の 無い のを、 それを 定期に 掛けて S るので あ 

ります る、 斯の 如き 空 相 J-a を爲す 者が ある 爲 に、 今 

度 ^ 展 0 方で、さあ品物を受取る沏限が來て、受収 

ると 云 ふ 時分に、 品物が 無い、 常に 騰る ことになる 

のであります、 斯 くの 如き ことを 暴利と 云 ひます が 

或は S つて 大いに 暴利を しやう とした 苦が ある、 又 

S つて、 袭利を 得 やうと する荠 が あるので あります 

からして、 之を ^ 買 ふ 故に袅 利で あると 云 ふこと ほ 

餘ほど 判斷を 仕 波ね る ことであります、 果して 効力 

•か 苒だ 乏しい ことであります 故に 私 It 斯う 云 ふこと 

に 付て は 成る たけ ^ 利 令を 用 ゆる ことを tR んだ方 か 

宜から うと 云 ふ 方針を. 収つた に過ぎないので ありま 

す、 門る に 昨年に 致り まして、 今 御 述べになる 如く 

物 倒の 暴脾は 矜方而 に 於いて 起つ たのであります、 

米の みならず、 砂 糊に 起り 綿糸に 付き、 牛： 絲に 

付き、 各方 fffi に 於いて 起つ たのであります、 lit の 問 

に f-J いては 随分 割合に 於いて、 激しい 騰 n をした 物 

もあります、 例へ ば 綿糸の 如き、 綿布の 如き 物 ほさ 

うで &り ます、 それ故に 益 商務省に 於き ましては- 


常に 此の ? Jf に 付て 注 尨を 致しまして、 M々 ili >JC 大阪 
などに 人を 派し まして. さう して K 况を 調べた ので 
あ 〇 ます、 其の Rn に 就いて 成る ほど K い 物が ありま 
すが、 さて 誰が 砂 棚を 買占めて K るか、 誰が 綿糸を 
H 占めて 居る か、 誰が 綿布を 滞 山 持つ て、 ffi を 待つ 
て资ら なくして 居る かと 云 ふこと を、 やつて 見ます 
と； K ふと、 之 ほ 暴利 令と して、 之を収 締 るべき もの 
であると 云 ふ 如き、 其 現物を 以て 買占めて pf ると 云 
ふ ものを、 調の 中では 見出し 得ないで あります、 私 
はいつ でも 之に 合格すべき 者が あれば、 取締る と 云 
ふこと を 谷 新聞に も 公言して やつた のであります が 
定期に 於て は 何人が M つて 勝る、 費つて 居る と 云 ふ 
ことは、 三 品 JK 引 所に 於て •又 米の® 引 所に 於て、 
株式' JI?. 引 所に 於て、 盛に 定期の 費 買を して 居ります 
が、 さて 現物 ほどう かと 云 ふと、 今 申した やうな、 
有 <® である、 又 他ょ 〇 もどの 品物に 於て 買 占が 起つ 
て •玆に ほ# 利を S るが 爲 に、 迓惜ん で 居る 者が あ 
るぞと 云 ふこと に 付て、 又 現物に 於て、 どこから も 
其 ? i? 吿も無 ければ、 訴も無 いのであります、 只 時々 
參〇 ますのは 米毁 の収 引に 於て、 又 綿 絲の 定期に 於 
て あるので ある、 之は 今 Ble が 買 占て 居る、 誰が 質つ 
て 居る と 云 ふやうな ことは ® 々 密吿を 受けます、 報 
缶 も fy ますが、 今 申す 如く、 それは 定期の 賣買 であ 
りまして、 現物を 以て 斯うす ると 云 ふこと に 付て は 
無い ので、 さう 云 ふやうな y-f であります 故に •此暴 
利 令を 窗 行す ると： k ふこと に 付て、 此鞘 を拔 かず 今 
日まで 居る 課で ある、 決して 之を 用ゐな いと 云 ふ _ 
でない のであります からして 之 13: m ねて 申 上げて 置 
きます、 又收用 令の 方は、 昨牢 の蕺符 に 於て、 之 ! 3: 
なか <陬 後に 於ての 經济上 に 波 励が あつて、 如何 

なること が 出来す るか 知れぬ から、 收用 令は どうか 

存在して 蹬きた い、 衆議院に 於て、 なか <雛間 も 

ありました が、 辛 じて 事後承諾を 得ました ので、 而 

して 御當院 に參 りまして 案を 出しまして、 さう して 

委員に 之を 付託され ましたが 、之は 不幸に して 其 儘 

可決に 至らす、 流會 となつ て、 遂に 法律の 効力を 失 

ふの B むを 得ぬ に 至つ たのであります、 其 當 時に 於 

きましても、 W 櫧は鞘 に藏 めて 居る 故に、 必要が 無 

いじ やない かと 云 ふこと を、 御 當院 の阪谷 男爵と 記 

慌して0£りますが、御贸問がぁったくらゐでぁる* 

決して 左 探で ありませ ぬ、 是は 必要であります、 今 

はあり ませぬ が、 いつ 來るか 知れ ませぬ 故に、 是は 


常に それだけの ® 利を 有つ て 居りたい と 云 ふこと を 
以て、 說明 したやうな ことであります が、 不幸に し 
て 今 申しました やうな ことに 立 至つ たので、 決して 
法 W が あ〇な がら、 それを 用ゐな いと 云 ふ 如き、 亂 
暴な ことは 決してす る楮神 ではない のであります か 
らして、 其 事は 誤 W の 無い やうに どうぞ 願 ひます" 
さて 外米の ことの 御 質問でありまして、 是は數 字を 
示せと 云 ふこと であります が、 昨年 十一月ょり 翌年 
の 十月までを 一期と して 始終 調べて 居ります が、 其 
昨年の 一 … 一昨年に なります が、 一昨年の 十一月に 
於て 六十 一 萬， 十二月に 四十 八 萬、 一月に 七十 萬、 
二 月に 5rr. 十四 萬、 三月に 五十八 萬、 四月に 五十 七 萬 
五月に 三十 八 萬 •六月に 十九 萬 ’七 月に 二 十三 萬、 
八月に 四十 九 萬、 九月に 四十 一 萬， 十月に 十 萬 石、 
合計に 於て 五 百 四十 二 萬餘 の石數 を， 外國 ょり 輸入 
いたしました それで 此五百 四十 二 萬餘 石の 中で 商人 
の 手に 於て、 自然に 這 入りました る數 が、 之が 四百 
三十 萬 石になります、 政府の 手に 於て、 買 入 若しく 
は 補償金の 仕拂と 云 ふのに 於て 入れました ものが， 
百 十六 萬 石に なつて 居ります、 斯 くの 如く 政府が 百 
十六 *; 石と 云 ふ ものを 入れました のであります が、 
之に 付きまして ほ、 議會に 於ても 腿々 說明 します る 
如く、 先づ成 るた け 商人の 手に 委ねて 外米を 入れる 
方針を 執つ て 居ります、 而 して 商人の 手に ffl yi が 出 
合は ない， 算盤が 合は ずに 商人が 止める と 云 ふ 時 Jyl 
が 若し 起り ますれば、 其 時に 於て は 政府に 於て 自ら 
此 外米 管理 令に 依つて 買 人れ るので あります、 成る 
たけ 商人の 手で 自然に 這 入るならば 其方に 委ねて 置 
く、 いかぬ と 云 ふとき には 政府が 買 人れ ると 云 ふこ 
とに 致します、 決して 數 -M- に 於て 不足を なす やうな 
ことほ 斷 じて 致し ませぬ、 是ほ 八月 九月 端境期が 大 
切で あり まする 故に、 其の 端境期に 於て yr し 米の不 
足を 中； じて， さう して 來るや うな ことがあ ると 遂に 
は 先年の 如き 騷 励が 起つ て實 に界易 ならぬ ことにな 
ります、 故に 此 端境期に 於て は 何としても 米の 充實 
を 計る ことに 致します と 云 ふこと に 申 述べて 置いた 
ので あ 〇 ます*  丁度 今の 相場を 以て 申します る 如く 
| 昨年 十一月から 四月の 月に 至る 迄は 月々 に 五十 萬 
七十 越、 六十 萬と 云 ふ 如き 大數の 米が 月々 這 入って 
来たので す* 併し 五月の 時分に 至りまして は 段々 外 
國の 方の 相場が 高くなりまして 商賣 人の 手で 這 入ら 
なくなります、 それ故に 五月の 末より 政府 ほ 是 ほ も 


う 政府の 力で X れ るより 外に 仕方ない のです、 幸 lit 
管理 令に 依りて 政府が 買 入れる ことにしました 、六 
月の 月より 手を 著け まして •さう して 百 十 何菔と 云 
ふ ものは、 六月 •七月、 此 八月に 1L りまして 政府が 
買 入れました •而 して 端境期の 八月 九月と 云 ふ …： 
其 七月の 末と 記憶して 居ります が、 世の中に 向つ て 
米 ほ 政府は 百 二十 萬 ほど 持つ て 居る、 さう して 米は _ 

十分であります から、 物資の 供給に 於て は 如何なる 
ことを しても 不自由は させ ませぬ と 云 ふこと を 斯う 
云 ふこと を 世の中に 公言した のでありまして それと 
同時に 十月 端境期が 濟んで さう して 調べます と 云 ふ 
と 果して 此 次の 期に 端境期の 時に 於て 新米の 移り 渡 
りの 十一月の 初に 於て 四百 十八 萬と 云ふ殘 米を 以て 
此 次の 期を 迎 へる ことに 相 成つ た 次第であります、 
又 全體 の物價 が 騰貴して 居る と 云 ふこと に 付 8- まし 
ては、 是は 米獨 りで ありませ ずに、 御 欺 知の 如く 非 
常なる 騰貴に なつて 居りまして、 此事に 於て は 政府 
に 於ても 十分なる 心配を なして 居る のでありまして 
旣 に總理 大臣より 全體に 付て は 御 答 辯に なりました 
からして 私は 控 へまして 唯 所管の 點に 付て 御 答を 致 
します。 

0 翳 長 (公爵 煙 川 家 達 君〕 是 にて 諸 岩の 御 異存が な 
ければ 本日の 議事を 止めたい と考 へます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔仲 小路 菔君發 言を 求む〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕^: 小路 君 (X 明日に 御調り 
になつ ては 如何であります。 

0 仲 小路廉 对此際申して置きたいと思ひます、丁 
度 時間が 切 5£1 して 居りまして 喵今兩 大臣の 御 答 辯を 
得ました けれども， 私は 之に 甚だ 滿 足を 致し ませぬ 
更に 再 W 問を 致したい と 思 ひます、 此儘御 繼婧 にな 
〇 まして lit 次の 開會の 時 私に 御 許を 願 ひます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 勿論 其 積り で 居ります、 
明日は 午前 十 時より 開會を 致します、 本日 ほ 是で散 
會。 

午後 I 時 四分镦 會 


〇 大正 九 年 一月 二十四日 (土 ' 1 日〕 

年 前 十 時 五分 開 li 

諾 事 日程 fi 四號 

££1  公爵 毛 利元昭 君 ■公爵 德大寺 公弘 君， 公 一 
爵島津 忠重君 •公爵 大山 柏 君， 侯爵 德川  „ 


施政方針の W 問に 對す る UI 本 S 商務 大 !•:': の 答 辯 


三 九 三 


啶族 fl ぐ rT， •フ 1 问二 


施玫方針 |;* |.':| |»1 する仲小络漀の«問 

0 顒 君， 侯 辟 小 松輝久 君 •伯爵 堀 田 正 恒 
君、 子 ^ 松 平 康民 君， 子爵 五條 爲功 君， 
內田 K: 吉君 ，男爵 本 多 政以君 •兒 玉利圉 
君、 相 馬哲平 君 •平 井ー ハ 右衛門 君 ■土 田 
荩助君 讅 瑕の 件 

第 1 1 平和.： ほ 約の 贲 施に 伴 ふ ，流通 證券 及 H 荚所 
有權 に y する 法律案 (嫩 _) 第 i3 
第三 右 KI 荬の 蓉査を 付託 hT へき 委員の 選 擧 

〇遙長 (公博 铠川家 達 君) 是 より 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔H 谷川？ -1記 官朗 誚〕 

昨 二- hi 一 R 常任 $員 會に 於て當 選した る 正副 委 a 
長の 氏名 左の 如し 

委員長  伯爵 肢澤金 次 郎君 

副 委員長  松 室  致 君 

同日 第一 艄隊 司令長官より 左の 謝 常を 受領せ り 

n 族 院の颜 重なる _に對 し 麾下 一同を 代表し 深 

厚なる 謝意を 表す 

右 可 然御 披露を 乞 ふ 

同日 吳錨 守府 司令長官より 左の 謝 電を受 領 せり 

二十 二日 陸海 軍に 對しな された る 貴院の 決議に 

對し 麾下 一同を 代表して 感謝の 意を 表し 尙益奮 

勵 至誠 奉公の , S を 擧け以 て國 民の 輿望に 副は む 

ことを 期す 

同日 舞 鶴 鎭守府 司令長官より 左の 謝電を 受領せ り 

平和 克復に 際し 貴族院 決議を 以て 鄭重なる 謝辭 

を感 ふし 感激の 至に 堪へ す玆に 麾下 一同を 代表 

し 謹て 謝意を 表す 

同日 第三 艦隊 司令長官より 左の 謝電を 受領せ り 

贵 族院の 酈 霜なる 決議に 對し 麾下 一同を 代表し 

深' 厚なる 謝意を 表す 尙益感 g 輿望に 副は むこと 

を 期す 

右 可然御 披露を 乞 ふ 

冏日描 須賀鎭 守府 司令長官より 左の 謝 電を 受領せ 

り 

阼二 十！ 百 陸海 軍に® し 感謝の 意を 翳 決せられ 

其の 旨 海軍大臣より 傳 達せら る 本職は 玆に 麾下 

一同を 代表し 貴院の 決議に 對し 深厚なる 敬 謝の 

意を 表す 

0 議長 C 公爵 徳川家 達 君〕^ の會議 を 開き 

ます、 仲 小路 菔 君。 


〔仲 小路 睃君沉 投に 登る〕 

〇 仲 小路 rt 君多數 の K 間者 も 御 出になる ことで あ 
ります るから、 成るべく 間單に 質問 ほ 終へ たい 租り 
であります •昨日 本員の 質問に 對 しまして 總理 大臣 
ょり 御 答 辯を 煜た のであります、 站 だ ia 眩に 存じ ま 
する が H J3-. 總理 大臣ょり 娓 々御 答 辯に 預つた ので あ 
ります るが 甚だ 其 要領を 得る に 苦しんだ ので ありま 
す、 11 理大 ES は 多くの場合に 事も無げに 言 ひ 做され 
て 總 ての 事柄を 冷 殺に 付し 去らむ とせられる 横樣に 
見受ける のであります、 生活 問題， 殊に 物價 問題は 
國 民の 利害 休戚に 關 する 重大な 問題であります、 願 
ほく ぱ總理 大臣に 於 かれましても 成るべく 正々 堂々 
たる 態度に 依つ て、 熱誠を 披瀝せられ て •共に 國家 
國 民の 爲 に最篛 の途 を盡 さる、 ことを 講ぜられる こ 
と、 今日の 場合 最も 肝要では ないかと 存ず るので あ 
ります、 私共が 質問を 致す 趣意 も 全く そこに 在る の 
でありまして* 何とか 此 場合 適切な 方法を 樹立 せら 
れ まして、 玆に國 民の 生活に 付て 安定を 期したい と 
云ふ考 の 外には ない のであります る、 然るに 昨日 御 
答 辯の 趣旨に 依ります れば 、總理 大臣の 御 趣 怠は 斯 
ぅ 云 ふこと に 承つ たのであります、 强て物 價の 調節 
を 試みむ とすれば 海外贸 县に對 して 制限を 加へ なけ 
れぱな ■七ぬ、 又餘 りに 急激なる 途に .依る ことは 却つ 
て不景 氣を招 來 する 魔が ある、 斯樣な 趣に 承つ たの 
であります、 海外 貿易の 益々 發胺せ むことは 誰し も 
希 @ いたして 居ります、 又 徒らに 不景氣 を 招きます 
る ことは 誰し も 皆 之を 憂へ るので あります >  殊 に 海 
外 貿易の 發展 振作に 付きまして は、 腿 後の 今日に 於 
て 國策上 極めて 重要な ことで あると 存じます、 谷國 

共に 皆戰 後の 復興 再現の 道と して、 何れも 海外 貿易 

の發展 振作に 心を 用 ひて 各嵇 の對 策を 11 じ、 組織的 

に 其 發展を 期して 居る のであります る、 併ながら そ 

れと 同時に 又內國 民に 對 しては、 それ < 適切なる 

施設 方 i;: を 講じて、 以て 生活 上の 安定を 期して K り 

まする こと、 各國皆 其 通りであります、 總理 大臣は 

常に 世界の 大勢に 順應 すると 仰せになる、 物 價の昂 

縢に 基く こと も 世界の 大勢で ありませ ぅが、 それと 

同時に 此聶騰 、昂騰を 抑止す る爲 に、 各國 共に 皆國 

內に對 しては、 それ <國 民の 安定を 與 へる 途に付 

て、 谷 種の 方策を 講じて 居る、 大勢に 順 腿を して 物 

價膦 ft に 基け る其餘 波を 蒙む る 我國な らば、 又內國 

民の 安定を 期す る爲に 適切なる 調節 方法を 講ずる こ 


と、 是亦 世界の 大勢に "S 腿す る 途でほ ないかと 思 ふ 
谷 國共に 外は 贸易の 發展を 期す る爲 めに、 或は 「卜 
ラスト」 と 云 ひ 「カルテル」 種々 の途を 講じて 居る 
さりながら 又 内に 對 して ix 之に 對して 少 からず 制限 
を 加へ、 或 {i 之を 禁じ、 內外兩 方面に 對 して 谷々 異 
なれる 途を 執て 居る のであります、 然るに 重要な 時 
機に 際して， 今回の 豫算其 他の 狀况 に te つて 見ます 
るに、 積極的に 我が 齑 業を 振作し 海外 貿易を 發展せ 
しむる 點に 付ての 施設 經營ほ 殆ど 見るべき ものが な 
い •而 して 內又國 民の 生活 上の 安定を 與 へる 途に付 
て も 何等の 施設 計逛が ない、 之を 憂 ひて 何等かの 途 
を 立てねば ならぬ ので ありませ ぬかと 申せば •急激 
な ことを すれば 不景氣 が 来る、 是ほ 甚だ 了解に 苦し 
むので あります、 固ょり 不景氣 ほ 招きた くは ない、 
さりながら 根抵 のない 實 質の 伴は ずして、 唯輕佻 浮 
薄なる 景氣を 喜んで 居れば 何時の 時に か 之に 對 して 
大なる 反動が 來る 、此 反動は 恐るべき ものが ありま 
する、 故 ('■. 堅實 なる 產業 上の 基礎‘ 堅 ffi なる 海外 貿 
县の發 展を期 する に 付て は •固ょり 盡さ ねばならぬ 
さりながら 根抵 のない 浮薄なる 景氣 に付きまして は 
多少の 影響を 興へ る こと、 是れ 誠に B むを 得ぬ こと 
と 存じます、 若 も 之を 恐れたならば 何等の 施設 經營 
は 行 はれなくなる、 昨日 私の 質問いた した 趣意は 今 
日社徵 各方 面に 於て 不安、 人心 甚 しく 動 搖いた して 
居る 今日、 况や御 提案に なりました 豫缸の 審議を 致 
ずに 付きましても、 せめて 是れ 以上に 物 價の 騰貴は 
来さない と 云 ふだけ の 筋 M が 立たんで ほ、 何として 
此豫 算の實行を期することが ;1,| 來まするか、勞_問 
題の 解決 •备 種社會 問題の 解決に 付ても、 先立つ も 
のは 生活費が 大切であります 、其 生活費の 基礎と も 
なるべき 食糧 品， 或 時に ほ 十ー ニ圓 ，或 時には 六十 
圓前 後、 暴騰 暴落 共に 社 會に 不安を 来たし 励 搖を來 
たす 故に、® く 所に 依れば 巳に 財政 調杳會 に 於ても 
其 根本に 對 して 適切なる 制度を 立つ るが 爲に 相當の 
成案 も あつたと 云 ふ、 若し 又 まだ 其 成案が 成立つ て 
居らない ものなら ば •速に 之を 督促せられ まして 此 
時機に 於て 成るべく 根本的に 安定を 與へる 制度を 御 
立てに なつて 宜しいで はない か、 之を 御 立てになる 
考が 有ります か 無い かと 云 ふこと を 承りたい、 然る 
に此 重要なる 點に 付て は、 何等觸 るる 所な くして、 
强 ひて やれば 不景氣 になる と 云 ふ 其 意味から 申さ ぱ 
此後 何等の こと もな さぬ と 云 ふ 御考で あるので あり 


ます か、 又 昨日の 御 答 辯に te 〇 ます：'  、パ ..', .:- 者* 
中產階級の闲る者は社 £? 0 都 \? 0 \々で.る， « 反 
面には 社 會多數 の 關係 ではない と 云 ふ .- S 味を ' s' まれ 
て居るかの如く承知する、そ4;ならぱ誤つて ^:- .0.ま 
す •世に 稲す る 中產 階級なる ものは， 決して g sl 大 
臣の 御跬 になる 如くに、 都 ^ 一部の \士で は ござり 
ませぬ、 各地 方を 通じ ^ 村を 通じて、 多玟 屮蔸婼 钹 
は •皆此 物價不 安の 爲に -甚 しく 不安定に 居る ので 
あります、 然るに 之に對 して 社會政 策の途 に 依つ て 
云々、 其 言 ! 3; る ゝ御趣 怠 it 所謂 瞄買 組合、 特設 市掛 
借家の こと •運贷 輕減 、此四 箇條 のこと を 3S 味され 
たもので あるかと 思 ふ、 若しも 之を 指して rot 科 政策 
と 仰せになる ならば •言 雄が 大き 過ぎる. 昨年の 十 
月 以前、 實に 社 ^ の狀態 に 付て"！ § るに 忍びず して 
貴族院 有志の 諸 公、 政府に 對 して 言を 進めた ので あ 
ります、 それ以来 必ず 適切の 御 施設が ある ことと、 
鶴苜相 待つ て 居つ たに 拘ら ず、 施設され たもの ほ 防 
に 唯今 申す 四 箇條 ，是で 果して 滿足が m 來る もので 
ござり ませぅ か、 滿足 する しないに 拘はら ず， 世上 
の 情勢は 益々 之に 反する あり、 不安の 狀態日 一日 椴 
厚を 来して 居る、 , i: て 進言を 來した K 族 院有 志の 人 
々としては、 之に 安ん ずる ことの 出来ない ことは 當 
然で あります、 故に 議會 の開會 を 待つ て、 何とか 之 
に政府御包臓になつて居る御意見を 71: 0、せめて此 
議會 中に 於て、 現實に 政策 上® 行 さるる と 云 ふ 御 趣 
意を 承りたい と 希 麗 致して 居つ たのであります、 然 
るに 事は 全く 其點 に觸れ ずして， 資に 利害 休戚の 大 
なる 其 問題を、 唯 事 もな げに冷 殺し 去らん とする こ 
とに 付きまして は、 甚だ 總理 大臣の 御言 葉に 對して 
滿 足を 致さない、 是は® 〇 本員の みならず、 其感を 
同じぅ する もの、 同僚の 屮 にも 尠 く ほない ので あり 
ます、 冀くほ 總理 大臣に 於 かれまして、 此我が 內外 
の 情勢に 對して 、篤と 御考憩 の 上、 貴族院 も 亦 预算 
の 審議に 付きましても、 其實 行の 確實な る ことを 期 
する が 爲 に、 一面 物價の 暴騰を 抑止し 得る だけの、 
其 根抵を 付けたい と存ず るので あります、 私は 改め 
て御尋 を 致す、 總理 大臣に 於 かれまして は、 兹に何 
とか 適切な 方法 單に 言葉の 上で ほな くして ■此 議會 
會期 中に も 相當の 提案を して、 必ず 落 著く 途を 付け 
ると 云 ふ御考 であるか 否やと 云 ふこと を •簡 m に 承 
りたい のであります、 S いて 農 商務 大以 ょりも 昨日 
御 答 辯を 拜-^ のであります、 是亦 甚だ 遣 憾に存 ず 
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る •農 商務 大臣の 御 答 辯に なりました 前半は、 取引 
市 «4 の 定期 ® 買、 限 月锊買 、先物 ^ w に 付ての 御 講 
揮を 承 〇 ました、 それは 一部の 商人に 於て ほ、 常に 
斯様な ことを 申 述ぷ る、 之に 依つ て 投機、 思惑に 苴 
る こと 已むを 偽ぬ と 云 ふ n 寶に 致して 思る、 併な が 
ら同じ 商人 屮 にも 正業と して、 正常な 商 粢を致 して 
居る 渚 ほ、 矢張り 其 弊害を 嘆息いた して 居る、. 然る 
に 邦 一部 商人の 言に 法 つて、 s ra ij 大 15 が 御 就任の 
最初に 考へ られた のが、 玆に 一切の yf 柄を 21 由 放任 
にして ns ua けば、 其 結果は 必ず 物 fti ほ 瞼 ft をし ない も 
の だと、 御考 になつ て 居る のでは ないかと 思 ふ、 是 
も 一通りの 御 S 見であります、 之に 依つて 農 商務 大 
臣の御 採りに なつた 御 方策 ほ •明に 窺 ふこと が 出来 
るので あります、 萬 ? »: を 自由 放 fT: 成 行 任 かせ、 此政 
見に 依つ て、 取締 令 も、 收 W 令 も、 外米 符 理令 も、 

所 il-l 之を 鞘に 蔵め て 使は ない iE も 角 も 首尾 ほ 一 贯致 

して 居る、 其 結果と して、 關稅 を撤廢 して 外米の 輸 

入は 商人の 手に ft- せる ■政府は 之に 對 して 何等の « 

計を しない、 自由放任の 政策を 採り、 商人の 手に 依 

つて 茁 琪を解 決する と 云 ふ 御 方針なら ぱ •首尾 一 H 

を 致して 居ります、 然るに 其 結果は どぅで あつたか 

是が 全く 平常 無 ? Jf の 時であつて、 我が 國內 だけが 一 

部 食 糊の 不足を 吿げて 屛 る 時なら ば， 關税撤 i! と 其 

他の 途に& つて、 商人の 手に 依つ て 物資の 轍 入は 叶 

ふたので ありませ 5、 然るに 此世界 的 大變亂 の 時， 

谷 ra 共に 何れも 皆 貪 糊 品 其 他の 必需 rir', に 向つて、 尠 

からぬ W 苦 缺乏を 保め むとして 屛る其 際に、 之を 自 

由 放任 成 行 ffi せの 政策に te つて、 目的を 達し 得る と 

御 考にな る、* ii 誤つて 居りは しな かつた か、 全く 

a 込が 1© ひは しなかつた か、 其の 點を憂 ひたので あ 

る、 故に I 昨年 十 ;! の 時に も、 私は 此非 常の 際に 於 

ては、 成るべく 外米は 多 M に酡 入して la.1 く 計 斑が 必 

耍で あると 5< ふこと を- 冉々 申 述べて、 現に 昨尔一 

月の 謎 ^ に 於て 常 雜翊に •速に 外米を 収入れ 國民の 

安定を 與へら れむ ことを 切 ES したので あります、 然 

るに te 然として 自由 放 ffi 商人 任せに te つて •何等か 

のこと が 出來 ると 思 召に なつた ことは、 全く flf は 志 

と iE つて、 外 [51 米は 漸次 給 /] 1 の 甥 止と なり、 職 ffil 後 

矢張り 谷 阀に 於て、 食 饰品 の必耍 を 感ずる と共に、 

我が 國内 には 商人の 手の みに 依つ ては、 外米の ili 入 

ほ 出来な くな つた、 即ち 昨日 御 示の 如く •艽 月に 至 

つて、 政府は 已む を S ずして、 商人の 手 任せて は 致 
施政方針の 質問に 對 する 原 總理大 E の 答 P ‘ 


し 方がない •玆 に a f'u ょり 大枚の金 龆を支 出して、 
西 二 十 萬 TT 足らず の 外米を ®！! 入され た、 此 時に 至つ 
て •一旦 鞘に 藏 めら れた 外米 管理 令は 復活を 致して 
货て自由放任商人の手任せと考へられた政策ほ、茲 
に 一變 をして、 政府 自ら 國阳 の 金額に 依つ て、 己が 
手に 依つて 外米を 輸入し なければ ならない 狀况に 立 
至つ た、 其 結果は •空しく 時機を 失して、 意外に 多 
額なる ^ 阳 の费 用* 加 之 其 結 梁は、 K 接镉 耍济に 向 
つて、 何等の 影 髀 を 持たな かつた-のみならず 昨年 
十月 十四日には、 政府 E ら H 人れ たる 其 外米を 13 出 
さむと する や、 其拂 下代奶 の爲 に、 市場 {t 却つ て熠 
發相拗 を來 たして、 益々 不安の 狀 態に 引 入れし めた 
玆に至つて私ほ ¥? に £4 商務大£の苦衷には御同情を 
致す •事 ほ 全く 志と 違つ て、 思 ひも 依らぬ 結果が 出 
て來て •遂に 此内閣 に 於て 始めて 立てられた 外米 代 
用 制度なる もの も， 洵に無 慘 のこと に te つて、 遂に 
之を 陂止せ ら るるの B むを 得ぬ «f になつ た、 是 は 全 
く當 初に 執られた 自由 放 (r: の 政策、 放縦の 政策が 誤 
つて 居つ たと 云 ふ 事を •明 K( に 象徴され るので あり 
ます、 果して 然らぱ 此非 を ® みて、 玆に改 めて 適切 
なる 途を御 採りになる が 然るべきで ほ ありませ ぬか 
然るに® 來何の 採らる る 所 もな くして、 W 問を 致せ 
ぱ唯 々前の 事を 繰 返され •而 かも m 場の 常と して 已 
むを 得ない ことで あるかの. 5 きこと を 仰せになる、 
基 だ ia 燃な ことであります るが、 迓 に 定見は 無く、 
一定の 方策 もなかつ たと _し て も、 決して 誣言では 
無から ぅかと , P' ふ、 殊に 昨日は 收 W 令の 頭 末に 付き 
まして、 政府と しては 收用 令の 必要を 認めて 承認を 
求めた ものである、 然るに R 族院に 於て ほ阪谷 男 K 
ょりも 種々 の It 見が 出た、 又 n 族院は 遂に 之に 承認 
を與 へずして、 謎 ^ は 閉符 をした と 云 ふこと を •左 

も ^ 憾の 如く 仰せに なられました が、 是は私 は 思 ふ 

に 若しも 常時 當局 大臣た る 農 商務 大臣、 R に 國家民 

生の 爲に收 用 令 is 已むを 5 S ざる ものであると して、 

熟 心に 御主 張に なりましたなら ぱ 、蓋し 貴族院の 多 

くの 入々 も、 lit 國 民の 利害 休戚に 關 する 制度、 而か 

も 衆議院を 通過いた して 来た 其 案を む ざ f 之に 承 

誌を 與へ られな い 態度に も 出な かつた と 思 ふ‘ 又阪 

谷 男 辟に しても 其 通り、 それを ® 商務 大臣 御 自身が 

收 ffl 令を 初め 其 他の ものを、 之を 致 刀と して 鞘に藏 

めて、 一切 使用せ ぬと 云 ふこと を、 21 ら御發 言に な 

ります る 其 結果と して、 使は ない 法令* 其 制度に 對 


して 後戒 SS を 求む ると 云 ふことは、 どう 云 ふこと 
か、 一切 使は ない ものなら ば、 腿して ! H: しからう、 
此 S 見の 出る のは 論理の 當然で あります、 故に 斯樣 
な ことを 貴族院に 轉跋 さるる ょりも* 寧ろ 斯 かる 結 
果を 惹起した の ほ 全く 之を 維持し •之を 生 張す る 熟 
誠の 足らな かつた ことと， 當時農 商務 大 K 御自身に 
I 於 かれて 斯 かる 制度の 必要 13; ない と 云 ふ 御考を 現に 
1 言 励に 現は されて 居つ たのでは ないか、 私が 斯かる 
I 點に まで 論及いた します ほ 他意では ない、 此世 上に 
於け る 物 m の狀况 、昂騰の 狀况ほ 、實 質ょり 一嵇 の 
人氣 作用* 心 rH3 作用が 重大なる 關係を 有つ ことほ 明 
であ 〇 ます、 現に 物價 問題に 付て 1'!i 論を 興起し、 帝 
國譟會 が 開かれて 何等の ことか 制度は 立ちは せぬ か 
と 云 ふ 情勢が 見える， 市場 ほ 自然と 其 影 ■を 受けて 
却て 報 rf の狀況 が 抑止され て 来る、 咽喉 之を 過 ぐれ 
ば 又 再び昂 る， 是が 即ち 物價の 高低は、 實® 其 もの 
の關 係が 勿論であります、 それ 以外に 人氣の 作用、 
心理 狀膀此 及ぼす 影 響 は 決して 淺から ぬので ありま 
す、 故に 私は 政府の 當路者 御自身， 或は 自由放任の 
政策を 執 〇、 一切 成 行に 任せます る •暴利を 貪る 者 
も 致し方がない と 云 ふやうな 舉励を 御 執りになる 結 
果が 、自然 或る 一種の 人氣 作 / fl を 惹起して、 遂に 意 
外なる 暴騰、 激騰を 惹起す る やうな ことになる •そ 
れが 爲に备 №1 人と して It 尠 からぬ 迷惑を 受け、 延い 
ては 國 家に 大害 を貽 すので あります、 私は 此 際に 農 
商務 大臣に も 御 伺 ひしたい、 此狀 態を 見て 此磁に 打 
棄 てになる のであります か、 將た 之に 對 して 何とか 
適切な 處置を 御 執りになる か、 此點を 簡單に 御 答 辯 
あらむ ことを 希望いた します。 

t 國務 大臣 原 敬君演 ® に 登る〕 

0 國務 大臣 (原 敬 君) 唯今 仲 小路 君の 御 質 間に 御 答 
いたします が、 尤も 御 質問 中に 御 議論の やうに 承る 
點も あり、 御意 見の やうに 拜 承した 事柄 もあります 
が、 其の 御 議論 御意 見 等に 付て IX 別に 玆に申 上げる 
必要は 認めない のであります、 唯 其 中 純然たる 御 質 
問で あつたと 解 S1 する點 を御考 へ 申 上げます， 如何 
にも 政府は 何等の 處置も 執らず 怠慢で ある やうに 仰 
せられました けれども •此 事た る 昨日 も 申した 如く 
極めて 重大なる 問題で あると 同時に、 極めて 複雜な 
る 問題で あるので あります •故に 机上の 識 論を 以て 
人爲的 に ？? 易に 左右し 得らる、 問題で ない と 解 釋し 
て rr るので あります、 併ながら 其 原 ra に ii つて 最大 


の 原因は 何よ 〇來 つて 轲 るかと 中せば、 昨日 も說明 
いたした 如く 外國贸 易より 來つて 居る ことほ 蓋し 否 
むべ からざる 事 M であります、 旣に 外國貿 易の 關係 
よりして 日本の 緙濟の 膨脹を 来たし •物價 の臓货 を 
来たした る ことが 原因な りと すれば、 此原 因に 遡つ 
て 根本的の 治療を 致す のには、 昨日 も 申した 如く 外 
國 K 易の 制限を する より 外ない のであります、 而し 
て外國 貿易に 制限を 俄に 加へ ますれば、 玆に 經濟界 
の jl 亂を 忽ち 来たす 虞が あるので あります* 故に 外 
國貿易 に 制限を 加へ ると しても、 極めて 徐々 に 非常 
なる 變励 を® に 起さす 範圍に 於て ゾ なければ 施され 
ぬのであります、 故に 私 (i 成るべく 左樣 に經 濟界を 
攬 亂いた して、 俄なる 變動 を釀 さない やうに、 其 範 
圍に 於て 相當な る處 置を 執りたい と 思 ひまして .•阼 
年来い ろ< の 手段を 講じて 居る のであります、 俄 
に 効果の 見えない の ほ 不滿足 で ございませう けれど 
も、 此事柄 自體が 左樣に 俄にけ 參らぬ のであります 
決して 責任を 免れる 爲に 申す のでは ありませ ぬけれ 
ども、 漸次に 相 ?: "; なる 處置を 講ずる より 外ない と大 
體私は 考へて 居る のであります、 又此物 價騰贵 に關 
して 今少しく 詳く 申せば-物 價騰 貴に 付て 六 千 萬の 
人民が 闲難を 致して 居る と 云 ふことは ®: 々 承る けれ 
ども、 之に 向つ て 相 當の處 置を 執らう とすれば、 詳 
く其狀 態を 調べなければ なり ませぬ、 極めて 其狀態 
を審に 致さぬ ければ 出来ない のであります、 而して 
其狀 態を 見ます るのに、 六 千 萬の 人民が 悉く 物價騰 
貴の e に 困難を 致して 居る と 云 ふのは 餘〇 に槪 括の 
蕺論で あります、 第一に 都 會と 地方とは 生活の 狀態 
が 違 ひます、 故に 大別して 都會 li-d ig に 地方が あると 
ほ 見られ ませぬ、 同時に 池 方 同樣に 都會が あると ほ 
見えぬ のであります、 是は 各々 狀 態を 異にして 居る 
現に 池 方に あつては、 大體を 申せば 富の 程度が 增し 
て 非 席なる 力が 附 いて 居る， それが 爲に 購買力が 噌 
し、 いろ <の弊 害 も 伴つて 居る 程に、 富が 向上し 
て 居る のであります、 都 會も亦 膨脹して 居る には 相 
違 ありませ ぬけれ ども、 都會 には 中產 階級の 渚が 多 
數 住居して 居ります、 地方に も 居らぬ で ほ & り ませ 
ぬ、 大別して 見 ますれば* 中產 階級の 闲難 して 居る 
と 云 ふ ものは 都會に 多く 居る のであります、 是は實 
際 も 否定すべからざる 事 實と 私は 思 ふ、 役人. に 致し 
ましても、 聊の 一定の 收 入に 依つ て 生活いた す 者 も 
無論 都 會に 多い のであります、 都 會も亦 大別 すれば 
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す、 其の 他の 六 大都市と 中しても 一糅で ほ ない、 况 
や 他の 小 都# に 至つ ては 尙更 異なる •故に 均く 物怊 
の S に 於て 考へて 相當な る 所 la を 執る と 致しまして 
も •一 殺 的に 及ぼす 事柄と •是等 地方の 特別なる 狀 
態に * 5 用す る 政策と、 別々 に考 へなければ ならぬ の 
であります、 現に 米 衍瞵 K して 闲難と 申します けれ 
ども. 農民は 米價騰 K で 少しも 闲難 いたさない、 解 
り 切つ た 事 CT であろ、 其 他の物 件に 至つて ほどう か 
力を 佾して •  S 民の 副產槳 の 如き、 生 絲が 昨日 
も 申しました 四千 関 以上に も騰 つて 居る 時 ほ、 副業 
の收 入に 依つて 農民 (3; 極めて 富んで 居る ので ありま 
す、 決して 物 似を 高い からと 申して、 之を 瞵買 する 

の w 難を 生じない のみならず、 今日锊 際の ことを 申 

せ ば 高き ほど 物が E! れ ると 云 ふ狀態 である、 斯様な 

程度に ある ものが 多い、 然らぱ 都會 地方に 於て は ど 

うで あるか、 同糅に 幾ら 物價騰 fi •を 致しましても、 

更に 闲 難を 感じない 者 も多數 居り ませう けれども、 

併し 多くの 都會に 於て ほ 左 ^ で ほない、 農民 ほ 米が' 

高ければ 喜び ませう けれども、 都會に 住む 者 ほ、 米 

V- 高ければ 非常に 困難を する、 其 他の物 價の關 係 も 

之に 依つ て 推理す る ことが 出來 やうと 思 ふ、 斯樣な 

狀態 であります から、 一般的に 施設を する こと k、 

fr 部 谷 部に 施設す る こと X ほ、 . 0 から 異ならざる を 

得ぬ と 私は 考へて 居る、 故に 一般的の こと、 考へた 

點に 於て は、 喵今 申した 如く •轍 m 入の 關 係に 非常 

なる 變動を 及ぼして、 經濟界 を 攬亂 いたす や^-な こ 

とは 致され ませぬ けれども、 併し 輸出の 品物に 依り 

轍 人の 品物に 依り •相 當の處 置を 執る ことが 適當な 

こと X 考 へて、 關税に 多少の 手加減を 致した と 云 ふ 

ことほ、御承知の通りである、或物ほ輸入税を免除 

し、 或 物は 輸 m を 制限いた したと 云 ふことは、 玆に 

列擧せ すと も、 御 承知の こと k 思 ふ， 是等は 皆 一般 

に 及びます、 又 富の 程度が 咐加 いたして、 地方 人民 

の 懐 合の 宜しい と 云 ふ 所から 牛； ずる 所の 弊害 ほ、 唯 

今 申した 如く、 瞒 買 力の 非常に 吩 加した と 云 ふこと 

か、 np ち 弊害を 生す る 本で もあります るが、 尙ほ加 

へて 薪 侈の 風を 牛： じ、 又 投_ 熱 も從 つて 起つ て 居る 

のであります、 之に 付て ほ 政府 ほ、 左樣に 餘裕の あ 

る 所の、 所謂 遊金を 濫费 させぬ やうに、 之を 資本 化 

いたしたい と考へ て* 國庫债 券 其 他に 依つ て 吸收を 

計り、 郵便貯金を 獎 B して 吸收を 計り 致して 居る、 


% 加を 来して 居る のであります •是 (3; 甚だ®* ふべき 
こと-' 考へて 居る、 之に 加 ふるに， 今回の 議 會に提 
案いた す 所の 預金の 制限を 一千 圓を二 千圆 とする こ 
とに 致しましたら、 此の 點 ii 便利を 焊る こと V 考へ 
ます、 兎に角 一面に 郵便貯金が ずん f と 殖える、 
國 確 證券を 費 出しましても、 盛んに 賣れ 行く ので あ 
ります から •成るべく 斯樣な る 手段に 依つ て、 此遊 
金を 吸收 いたして、 地方 人民に 濫費 させぬ やうな 方 
法を 執りたい と 思うて •旣に 昨年来 ■々之を 試み、 
漸次 其 R 的に 進みつ X あるので あります、 又蓉 侈の 
弊を 止める、 是ほ實 ほ 甚だ 闲難な ことであります’ 
併ながら 是も 成るべく 政府の 力の 及ぶ 限りに 於て ほ 
奔 侈を 止めたい と考 へまして、 地方 官其 他に 訓令を 
致して， 相 當の途 を 執つ て 居る， 投機 等に 付ても 其 
通り、 昨年 農 商務 大藏 內務 等の 訓令を 出し， 之に It 
して 大に 戒めて 居る、 又 日本銀行に 於ても、 左樣な 
不確かなる ものには、 所謂 泡沫 會 社の やうな ものに 
貸出しを 手控 へたら 宜か らうと 云 ふこと を 注意を し 
て、 是が爲 に 多少の 啓 戒を 加へ て 居る、 此樣に 段々 
其 政策を 執つ て 居る のであります、 是等ほ 皆 一般的 
のこと を 申した. そんなら 谷 別 地方 的には どうす る 
是ほ 昨日 ' E13 した 社會 政策を 以て、 社會 政策は 何れの 
方面に 適用しても 差 支ない のであります、 又 是は物 
價が 高から うが 安から うが、 適用 L て 差 支ない、 併 
ながら 適切に 有効なら しめ やうと 思へ ば‘ 先づ 一番 
必要を 感ずる 所に 行 ふが 第一 著で なければ ならぬ と 
思 ふ、 そこで 之を 東京に 試みて 居る のであります、 
公設市場を 增 加いた し、 遠からず 百 箇所く らゐ 市內 

に咐 加いた す こと、 思 ふ、 是ほ 確に 他の ものょり ほ 

二 一割 安く  •最も 是ほ總 て 日用品に 付て 申します、 

一二 割は 少く とも 安い •是 が爲に 附近の 小 商人 か、 

色々 騷ぎを 致した と 云 ふこと ほ、 新聞で も 御 承知で 

ありませ うが、 是 等の 利害 も考へ て やらなければ な 

り ませぬ けれども、 併ながら それ 等の 多少の 苦情を 

申す が 如き 程に、 効力を 見なければ 何にもなら ぬ、 

故に 彼等の 利害 も考へ て やらなければ なり ませぬ け 

れど も、 俳し 是あ るが 爲に一 < ム設 市場 等を 見合 ほす 譯 

には 行かぬ、 又 購買組合、 之 も少給 僅の 收 入に 

衣食して 居る 者に ほ 極めて 有益な りと 私は 考 へて 居 

る、 是等も 段々 獎勵 いたして、 安い ものを 需要し 得 

る やうな 途を 講じ、 又 運賃、 是ほ先 達て は、 蓮賃も 


無贷 、然ら ずと も是ほ 三 割 位の 減額を して 居る、 又 
住宅の 闕乏 、是も 御 承知の 通り 非常なる 闕乏で 、家 
n も 高く、 如何にも 中產階 級の 者が 闲 難いた すで あ 
らうと 考 へます から、 是も 獎勵 いたして やらせて 居 
る、 是 等に 付て ほ、 金がなくて は 出来 ませぬ から、 
低利資金を 融通して、 有る限り 融通して 其 施設を や 
る、 漸次に 整頓 も 致し ませう し •効果 も 段々 舉がる 
であり ませう、 併し 今日の 程度で 尙ほ 足らずと しま 
すれ ぱ 、更に 進んで 徹底す るまで やる 積り であり ま 
す、 先づ 東京に 於て 斯の 如く、 大阪 ほ 案外 此社會 政 
策の ことほ 進んで 4 居り ませう けれども、 遂 .に 大阪 
にも 相當 にある、 其 他の 大都市に も、 やり方 ほ 違 ひ 
ます、 方法 も备 別に 色々 違 ひます けれども、 兎に角 
此 手段を 以て、 六 大都市を 初めと して、 他の 所に 及 
ぼ さう と考 へて 居る のであります、 是等は 皆 其大體 
を 見まして、 それを 調査して、 何れの 所には 如何な 
る 方法が 宜しい かと 云 ふこと を、 段々 考究して、 其 
處 置を 執つ て 居る と 云 ふことの 實 例を 申した ので あ 
ります、 左樣御 承知 願 ひたいので あります、 又 官吏 
の 如き、 固ょり 財政 上に、 際限な く 官吏の 俸給を 增 
す . i 云 ふことは 出来 ませぬ けれども 、併し 何とか. 出 
来る だけの 範圍に 於て、 どうか 致したい と考 へて、 
今日の 豫算 にも 計上して 居る のであります、 是も上 
の 方の 渚には 我慢いた すが 宜しい と考へ 、七 千 五 百 
圓 以上の 年俸 以上の 者は 少しも 增 加いた しませぬ が 
其 以下は 段々 增 加いた して* ■最下 級の 者に 至ります 
れば* 十 割 以上 も增 して 居る と 云ふ譯 で、 此上 にも 
增加 いたして 參つて 居ります けれども、 左樣 に國家 
は 無制限に 增 加す る ことを 許さぬ のであります、 斯 
う 云 ふやう に 著々 政府 (X やつて 居る 積り であります 
奈何せ む此 問題 ほ 重大で あると 同時に 複雜で ありま 
すから* さう 俄に 容县く 僅か 數 月の 間に 著しき 變化 
を 見る ことは m 來な いのであります、 尤も 著しき 變 
化を 見る ことほ 絕對に 方法がない ことで ほ ありませ 
ぬが ノそれ は 外國 貿易を 制限して 直ちに 不景氣 を 招 
來 する 覺 悟を すれば 出來な いことは ありませ ぬ •是 
ほ國 家の 爲に 忍ぶべからざる る ことと 思 ひます から 
それを 避けて 致せば 漸次に 進む の 外は ない ので あり 
ます， 次に 此議會 に 何 か 適當 なる 方法を 出す か 出さ 
ぬかと 云 ふこと ^ あります が、 此議會 の會期 を 待つ 
まで も ありませ ぬ •昨年 中に も 其 前に 於ても 有効な 
る ことを 政府は 菌んで 居りました けれども、 左樣に 


_ ニニ 九、 

. 1-  ----«■  -I- .  - - --  - 

肢に參らぬのであります>又 12 々 32: 々：2ひました： 
れども •他に 是も 何人も 斯く すれば i« ちに 効果が. 
ると 云 ふこと を 申した 济もな いのであります* 併. 
政府 ほ 人が 何と 申さう が rf f r: 上 力 :-. らむ； so lt 之 
に 全力を 傾注いた して 居ります、 決して 之を 等 H'i に 
付して 居る のでは ありませ ぬ、 又 等閑に 付すべき 理 
由 もなければ 何 〇 必要 もない、 物 flui を 放任いた して 
政府 (3: 何 G 利益が ある、 之が e に 他よ o Bif 々難 IHJ 攻 
暇を 受けて 居る、 何を 苦んで 放 tE して 居る •決して 
放任して 居る のでは ありませ ぬ 此® 情 it 詳く中 せ ば 
際限が ありませ ぬから 御 諒承を 希望いた します、 又 
御 話の 中に 糧食 問題に 付て 速に 方法を 立てる が 宜し 
い、 調渣會 にも 何 か 成案が あるら しいと 云 ふこと で 
あります が、 是は 甚だ 枝の 問題に 立 入ります が、 
應御 了解を 得る 爲に 申して S きます、 昨年 當議 松に 
於ても 說明 いたした こと もあります" 米 ® を 云々 
たしまして 唯價を 下げ やうと 考へた 所で E 的は 達し 
まいと 私は 思 ひます、 其 物を 豊富に 致さなければ な 
らぬ 、物の 價と云 ふ ものは 机上の 議論を 以て K ちに 
下げ やうと 人爲 的に 致した 所で 失敗を 酿す もので あ 
る、 失敗の 歷史も あるので 漸次に 是ほ 其方 法を 盡し 
て 著々 手を 盡さな ければ ならぬ のであります が •そ 
れ に it 米の 問題なら ば 米を 豊富に 致す より 外 ほ 仕方 
がない、 米の 分量が 潤澤 になつ て而 して flj の 問題に 
至る のであります •米を 豊富に せず して 價のみ を© • 
ふと 云 ふことは 根本の 間違 ひだと 私 ほ 思 ふ、 故に 昨 
年、 今から 申せば 一昨年であります が、 穀物の 輸入 
税を 免除いた して 段々 這 入つ て 居る、 其 時に も賊々 
申して 居る 1 政府は 外國 より 米を 仰げば 宜いと 云 ふ 
ことを 方々 で眾 りました* 政府 も其考 でありました 
が、 併し 左樣な 聲を 立てる と 云 ふことは 直ちに 生產 
地に 影響を及ぼ すと 云 ふこと を吳々 も 諸方に 申し ま 
したが、 不幸に して 其聲も 高まつて 日本に 於て 米を 
需要す ると 云 ふ聲が 高まつ て、 tnj 時に 谷國に 於て 戰 
爭中麥 のみの 需要で ほ 足り ませぬ から 米を 需要す る 
ことが 多くな つたので あります、 麥に 加へ るに 米を 
以てする， 日本に 於\」 も 米に 加へ るに 麥を 以てした 
ら宜 からう と 云 ふこと を 私は 申した のであります 力 
是 ほ 餘談で あります が、 左樣に 外國に 於て 米を 需要 
する やうに なつて 從 つて 價を 高めた、 是も 一つの 原 
因、 其 他 收酸の 十分なら ざる 所 も 無論 ありました， 
彼れ 是れの 事情に 依つ て 最初 (x ri 人税を 免除した 爲 
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に 商人の 手に te つてず ん f 這 人つて 來 ましたので 
あ0ますけれども、段々此馗段が萵まつて來た、或 
は 地方に 於て は 輸 ⑴ を 禁止いた した 結果 も ありませ 
うが 色々 なること に te つて 昨年 四 J/T 月頃から 掛けて 
外 W の 方 (i 非常に 高い ので ある、 米の M- 段 li f sc. 那を 
除けば n 本が 世界中 一番 敗い ので ある、 迚も 外 ^ の 
萵い米を日本の時價で買ひもする迓〇もすると云ふ 
ことは 商 入の 力では 出来な くな りました から、 政府 
は 米を 潤 深に する 爲に i'l ffi 上米の 輸入を 計つ たので 
あります-之が 爲に 非常に 國家 の ffl 耗 も_ しました 
けれども 如何にも 巳を ? y ぬ •是で 米は 昨年は どうか 
凌げました が， 所で 昨年 末の 收酸は 珍き 煌 作で あり 
ましたが •尙ほ 米が必 耍であ るかと 思 ふ點も あり， 
色々 の S5 に 付て は 攻究いた して 居ります が、 何れも 

是は瑞 境 P に閱 係す る [iij ia でありまして、 今日に 於 

て 俄に 狼狽すべき 問題とは 考 へませ ぬが、 兎に角 左 

様な 狀態で 米の 方に 付て ほ 差 S: なく 凌げました が、 

似 ii 他の 諸 物 fr!i と 伴 ふ もので あり ますから、 或は 少 

し 服くな つたり 又 高くな つたり して 今日の 價を 維持 

して 居る と 云 ふ ^ 様であります* 朵は涧 次 低落して 

行く ことを 政府 (X 希 S8 する ものであります、 先づ左 

様な 有様であります  >  而 して ! It 間 0) に 於て 財政 經济 

調丧锊に於ても案が⑴來たさうだから过行したらど 

うか，と云ふことで&0ますが、昨年秋时政經濟調 

査會を 設けまして 赴 等を 根 木 的に 定めたい、 或 時は 

米價は 下落して 大騷 をし 或 時は 勝 fi を 致して 大騷を 

致し、 |><| 作の 時 (3: 無論であります が* 凶作なら すと 

も 外！！ 米を 輸入し なければ ならぬ 爲に 官民の 間に 非 

常な 7  >た こと (i どうも ^ 家 永遠の 策で ない 

故に ? y 貧の 充 捋を阈〇兎に角他ょ〇糊炱を仰がずし 

て、 日 木に 自給 H 足の 方針を 立てなければ ? J: らぬと 

考 へます るから •私は 米の IKJ 題に 付て 根本 方針を 立 

てること を 財政 經濟調 赉 會 に 諮つて 居る ので あ 〇 ま 

す、 尤も 其 外に 探の 問® も W 家の 殆ど 安危に 關する 

問題で、 是も站 問いた し、 錄 の 問題 も 造船の 問題 も 

あり、 漸次 乂是 から® 大な問 題を 諮問いた さな けれ 

ばなら ぬ (.'ij gfi もあります るが、 唯今は ^ の 問題で 四 

つ 五つを 研究して 屛 ります が， 其 中米の pfj gfl は 特別 

委 ii の 案が 稍々：®: まり 掛けた のであります •併し 是 

は 速に 調べ 上げ やうと 致しても、 斯樣な 甫 •大な 問題 

ほ I 月 I  I 月で 仕上がる ものでは あ 〇 ませぬ、 唯 辛に 

も ^ 商務省に 於て 調べた 案が あり、 ff 方面に 於て 調 


赉いた した 統計 其 他が ありました が、 故に、 制 合に 
米の 問題は ¥ く 特別委 M の 案は 結了を 見む としたの 
であります， 結了を 見む としたので あります が、 之 
に付て ?5 5の間題は今尙ほ調搿をしなければならぬ 
のであります、 25 叫を® みなければ 如何なる 名案を 
立てても 左様に 參ら ぬのであります から， どれ だけ 
此方 法を 5£ 行す るには 金が 要る かと 云 ふこと で此調 
査を 致して© ります、 此調奔 が _ 了いた しま すれば 
法律 设览等 を 嬰す る »J.f 柄に 付て は 無論 謎 fif の 御 協 資 
を 仰がなければ ならぬ、 故に 一昨 H …… 是 等委员 會 
に 於て 調 炎して 居る 者に して 今期 誘 斡に 提出 出 來る 
ものは 勿論、 次期 議 待 に 出さなければ ならぬ もの も 
何れも 努めて やらなければ ならぬ と 云 ふこと ほ 即ち 
之れ が 爲であ 〇 ます、 m 來得れ ば 間に合 ひさへ すれ 
ば 今 急いで 居ります るから， 成るべく 謎 會に間 に 合 
ふやう に 致したい ので あ 〇 ます、 間に合 ひさへ すれ 
ぱ茲 に S! 食 問題の 根本 方針を 御 決定を 願ふ爲 に謅會 
の 協 ^ を 仰ぎます-若し 冏 に 合 ひませ ぬければ 次期 
の議 # に 1S 出す る ことになるので あります* 是で初 
めて U 本の 糧貪問 題を 根本的に 解決す る ことが 出來 
る •是が 出來 ますれ •は 今日まで 米が 減少いた した 價 
が萵 い跋 いと 毎年 苦しむ やうな 事は 無き に 至る かと 
私 かに 考 へて 居ります、 故に 根 木 方針を 立てる こと 
に 付て は •政府は 決して 怠つ て 居らぬ、 又 漸次 其 案 
の 確定に 近饬 つたと、 御 諒承を 願 ひたいので ありま 
す、 而し て是は 米 ばかりでは ありませ ぬ、 日用品、 
探の IHI 題 •其 他 色々 の 問題が あります が、 漸次 之に 
及んで 段々 行く と 云 ふ 事と、 又物價 は 直接の 問題で 
あります けれども、 其 物 ft'} に 影® を 及ぼすべき 間接 
の 間 題は， 租税 其 他に もあります から、 又從 つて 租 

稅と云 ふ 事に 付ても、 調赍を 要する 事が あらむ と考 

へます、 兎に角に 政府は 根本 方針を 調査して、 之を 

確立いた さう と考 へて 居る と 云 ふこと と， 他の 一面 

に 於て は、 應急 の處既 を 執つて、 現場に 於て 物價を 

稱梅 いたさう と 云 ふこと に 努めて 居る. 是れだ けの 

ことは ^ V K であります から、 御 認めを 願は なければ 

ならぬ ので あ 9 ます、 大體鬼 で 御 答 e は 盡きて 居る 

と 思 ひます けれども •尙ほ 足らざる 所が あれば、 E 

に 御 注 窓を 受け、 中し ませう、 兎に角に Il-h 問題は、 

決して 等閑に 付して 居る のでは ありませ ぬ、 如何に 

も m 大な ると M Ki lr 抱 雄なる 間 題であります から、 

さう M ^l く 効果を 舉げる ことの /! 5 来ない のは、 甚だ 


造 憾と する 所であります、 併ながら 此 ことは 著々 努 
めて 其 効果を 擧げる ことに 努めたい と考 へて 居る の 
であります。 

〔國務 大 R 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國 務大 S (山 本 達 雄 君〕 御 答いた します" 物價間 
題に 付きまして は、 唯今 御 質問に 對し まして、 總理 
よ 〇精 しく 說明が ありました •其 間に 於き ましては 
興 商務に 關 する こと も， 併せて 說明 をされ たやう で 
ございます が、 併し 御 質問に 於き 1: しては •何 か 政 
府が此 物 憤の 調節に 付て 放縦に 流れ、 或は 自身の 說 
を 二 三に して、 斯の如 きこと が 起つ て來た 爲 に、 色 
々此物 M 上に 關 係を 及ぼして 來たと 云 ふので ありま 
す、 此 重 大なる 間 題に 於き まして、 度々 方針が 定ま 
りまして 行く やうな ことがあれば、 甚だ 是ほ憂 ふべ 
きこと であります からして、 當局 者に 於て は 斯の如 
きことは ない 積り であります、 それの ない と 云 ふこ 
とを 說明 いたします に付きまして は* 旣往に 遡り ま 
して、 さう して 說 明を 申 上げなければ ならぬ ことに 
なる ので ございます、 或は 重複な こと も ありませ う 
長く もな 〇 ませう が、 重大の 事件と して 說 明を 申 上 
げる ことに 致します*  i 昨年 此內閣 が 出來 ました 際 
に 於き まして、 如何にも 此物價 に付きまして は、 到 
る 處騷然 たる ことでありまして， 或は 前 內閣は 此物 
價の爲 に 倒れた と 云 ふくら ゐにな つたので ございま 
す、 さう して 言 ふべ からざる、 到る 處に騷 動が 起き 
たのであります、 而して 其 間に 就きまして 物價 調節 
に 付て は 如何なる ことで あつたか、 其 時の 物 僧 調節 
は 重に 米であります， 米を 主として やつた ので あり 
ますが、 此 一昨年の 四月に 於て、 米が 段々 高くな つ 
て 来る， 又從 つて 量 も 少ない、 故に 時の 政府 if 外 
米を 買 入れる と 云 ふこと に 付て SP- 理令を 布 かれて* 
政府 E1 ら 外米を © 人す ると 云 ふこと に 相 成つ たので 
あります、 而 して 其 時に 於て 此管理 令に 於き まして 
は、一切商人の手で鍮出することほ扣成らぬ、總て 
政府の 手で やる ので あると； K ふこと を 布吿 されて， 
其 通りに 指定 商と 云 ふ ものを 造つて‘ 實 行した ので 
あります、 さう して 四月より 掛か 〇 まして >  段々 買 
人れ に 著 手いた しました が、 それに も 拘らず 、米價 
は 日に 月に 段々 上つ て 來 ると 云 ふこと になり まして 
遂に 八月に 至って 米騷 励が 谷 所に 起る やうな ことに 
なつた ので •而 して 内に 於き ましては 收用 令を 布 か 
れ て、 其 前後に 於て 米が 少ない、 東 京大 阪に這 入る 


米が 少ない 爲に ，政府は 收用 令を 以て 之を 貿入れ る 
斯う 云 ふこと にして、 收 1IJ 令を 布かん としたの であ 
ります、 旣に其 時に 於て 一石の 米に 付て 三十 三圓， 
或 ! r 颊日 より 三十 圓と云 ふ 如き こと も 布 © を 致し ま 
して， さう して I 面に 於て は 自由に 時の 相場で 買附 
けたので あります、 其 高に 於て は、 內 地に 於て 約 ？;: 
十 萬 石を 買 ふと 云 ふ ものが、 段々 指定 商人を 以て 買 
入れます と、 四十 阊とな 〇、 四十 一圓と なり、 二圓 
となると 云 ふ 如き もので、 なか < 一 方では 幾日よ 
〇 三十 三圓で 定める と 云 ふの が， 政府の 買 ふのは 實 
は 四十 圓以上 も 出して 買つ て も 容易に 手に 這 入らぬ 
と 云 ふやうな 有樣 であります、 而 して それと 同時に 
各 府縣に 於て は 或は 肢鳥靜 岡 長 崎 福 岡、 世間に 於て 
は、 どうか 收用 令を 實 行して、 米を 集める と 云 ふこ 
とに 於て. 政府に 於ても 知事よ 〇 其 ことに 付て、 許 
可を 申し 參つて 居る やうな 次第であります、 併な が 
らどう も斯 くしても •思 ふやう に 行かず して、 却つ 
て不 ■の 狀態 を釀 した 如く 實際な つた、 さう 云 ふや 
うな ことで 參 りまして* 兎角 政府は 此收用 令に 依り 
一方では 暴利 令に 依り 定期を 抑へ、 或は 米の 價格を 
收用 令で 狎 へんと 致しました が、 不幸に して 反對の 
事實を 現した ので あ 〇 ます、 斯う 云 ふやうな る拗合 
に 於き まして、 今の 內閣は 產れ て參つ たので ありま 
す、 第一に 此事 を續 ける や 否やと 云 ふこと になり ま 
すと、 どうも 不楞な 狀態 にして、 却て 斯く する より 
も、 或點に 於て (3: 緩めて 来た 方が、 時に 於て 適切な 
る 方針で あるまい かと 云 ふこと であります、 第一に 
外米に 於き ましては、 關税 の撤 廢を爲 し、 或は 一方 
に 於て ほ 商人に 於て 自由に 米の 這 入る ことを 許可す 
る ことに 相 成つ たのであります、 勝手次第に 貿易商 
は 外米を 入れて H しい、 而 して 政府は 一方では 關税 
を 撤廢し •又 金融の 爲 替の侦 を ial り、 船腹の 供給を 
する ことに 努め •鐵 道の 方に 付て は、 割引 又 時と し 
ては 無 運賃で 以て 運ぶ と 云 ふ 如き ことに 於て、 十分 
なる 力を 盡 し、 而 して 內に 於て は肢敢 へず 行 (3: むと 
した 收用 令を 行は ずして、 さう して 来た やうな 次第 
であります、 & が 其 時に 於て 執り 來つ たる 方針で あ 
りまして、 別段 其 前に 爲した 力 針を、 斯の如 く 改め 
て來 たと 云ふ點 に付きまして は、 今 申す 如く 唯 米を 
買 入れる と 云 ふこと、 商人に 依つ て 米の 買 入を 禁じ 
て 居る やつを 許して. さう して 自由にさせる と 云 ふ 
ことにした のであります、 それと 同時に 又 商人の 手 
i 三 - AI 七 


施政方針の 奴 問に 對 する 山 本 恐 商務 大 !:■: の 答 辯 


院族 f] 符蕊习 帝 冋二十 ra 竽 


施政方針の 質問に 對する !![ 本 ^ 商務 大 E の 答 辯 


I で 米を 自由に n 3 入る と 云 ふこと にす ると‘ 其 米 if 矢 
張り 米 ffl 場の 定期に 掛けて、 さう して 代用 米と する 
なら ;7: ,外 ^ から來る米を、自由に資買することに 
付ての 便利を 足す 故に、 是は 外米を 定期に 掛けて、 
代用したら 宜か らうと 云 ふこと に 致しまして、 昨年 
一月に 於て、 之を 來 る - f- 月、 即ち 昨年の 十月の 十箇 
月間 •先づ 此 外米を a 米に 掛ける ことにし やうと 云 
ふこと にした ので.：. J ります、 其 時に 於き まして、 前 
の狨會 に 於て、 米の 過不足に 付て 頻りに 御 質問 も あ 
〇 まする、 御 答 も 致しました が、 大正 八 年度に 於て 
ii rj 四 五 百 萬の 外米が あつたら ば ,®: からう かと 思 ひ 
ました、 而 して此 もの ほ K 易 商の 手に 自由に 這 入ら 
せる ことにな つて 居ります が-若し 衍 格が 凝 盤に 合 
はずして、 (rs 人の 手に入れる ことが むづ かしき 場合 

が 起り ましたなら ぱ •政府 ほ K 時に 於て ほ 收用 …… 

此 外米 管理 令を 以て， 政府 自ら 買 入れる © りで ござ 

います、 それ ほ 政府が 初めより 致します と、 却て 圆 

滿を缺 くの HE があります る 故に •商人の 手に やらし 

て、 成るべく 商人の 手で 算盤を 以て やつて 貫 ひたい 

然ら ざれば 政府が やる のであります •.何れと も 物資 

の 供給 其 傲を 減じな くして 行く と 云 ふこと に 付て は 

必ずやる と 云 ふ 決心であります、 總理 より 又 私より 

も. 之を 御 答を して 居る のであります •而 して 商人 

の 手で 這 入りました ものが， 昨日 も 御 答を した 通り 

に、 十一月の …… 其 自由に 取引を 爲す ことを 許した 

時より 五月の 時に 至る まで、 前後に 於て 約 四百 萬 石 

の 米が、 商人の 手で 自由に 這 入つ たのであります、 

是まで 這 入つ て參 りました が、 不幸に して 蘭 貢に 於 

て、® だ 米の 不作の 爲に 輸出を 禁じられ、 又 其 他 外 

米の 輸出 先なる 關 貢に 於け る、 東京に 於け る. 或は 

逖羅 に 於け る、 いろ <な此 輸出を 爲す ことに 付て 

闲_ が 起り まして， 段々 米が 高くな つて、 商人の 手 

で 道 入り m ない と 云 ふこと になつ たのであります、 

そこで 內の ものを、 斷えず 注意して 考 へて 見ました 

所で， 商 八の 手で 這 入る ことは 這 入つ たが、 併し 尙 

ほ是ほ 量に 於て 不足が 幾ら、 尙ほ此 以上 政府に 於て 

取 人れ る ことの 必要を 認めまして、 而して 五月の 半 

ばより 3¢ 用意に 掛かりまして、 六月よ 〇 始まつ て、 

遂に 七 fj の 末に 至る までに、 約 百 二十 萬 石 程の 約束 

が m 来ました， 其 他 支那に 於ても 相當な る ものを 入 

れた 次第でありまして、 遂に 是な らば 宜しい と 云 ふ 

ことで 端境期に 於て， 餘り 端境期に 於て 米が 上 ぼら 


ずして、 洵に謂 ほ ば 米の ® として •又 相場と しては 
酷い 遨變 がな くして 送つ たのであります、 而 して 米 
ほ 成锃 高くて 今日 13; 五十 圓 以上と 云ふ價 格 •& 持つて 
居ります が、 何しろ 外の 方が 高くなりまして、 其 時 
に 買 入れます 時に ほ 高くな つて， ffl 場 {X 百 三十 圓、 
四十 圆と云 ふ 如き 外米の 相場を 現は して 來た ので あ 
ります、 今日と 雖も尙 ほ 六十 M 以上を して 居る と 云 
ふ 棟な 狀 態であります、 斯の 如く 十八 九圓 二十 圓近 
くの 外米が、 遂に 昨年 {X 百 三十 圓 、四十 圓と云 ふ 如 
き 高き に 上つ たのであります、 其 間に 於て 我國 に ! 3- 
成程 前に 比較して 高う ございます が、 今日に 於て 平 
均 五十二 三 圓 、外米 …… 玄米に 於て すると 云 ふ 如き 
ことであります、 そこで 昨年に 於て、 若し 政府が 前 
の a りに、 初め 力ら 管理 令と ^ て 居 りますなら {t: 、 
五 百 四十 何 萬 這 入つて 居ります が、 之を 悉く 政府の 
手で 入れなければ ならぬ、 @ 由に 任した からして， 
民間で 四百 萬 石を 入れ、 政府で 百 二十 萬餘を 入れ ま 
したが、 若し 前の 通りで あつたなら ば、 其 五 百 四十 
萬と 云 ふ ものを 悉く 政府の 手で 入れなければ ならぬ 
是は彼の入れる時ほ、果してそれが利益であつたか 
i 々五 百 何十 萬 石と 云 ふ ものを 収 つて、 さう して 來 
て 安い 時に 手が 入つて 損が 少か つた、 或は 商人の 手 
で やれる だけの ことは やらして 置いて、 餘儀な い 時 
に 於て 政府が 百 二十 萬 石の ものを 高く した 方が 宜か 
つたと 云 ふことは 甚だ 私は 此 大枚なる 國帑を 費して 
居る と 云 ふこと に付きましても 、疑を 持つ て 居る の 
で ございまして …… 併し それ ほ 別問題と 致しまして 
政府 ほ 決して 變じた ものでは ない、 初めから 說 明し 
て斯 くやつ て 居つ たので あると 云 ふこと を 申します 
それから 又 取引所に 於て 昨年の 十月に 於て 政府が 外 

米の 相場の 賣 方を 誤つ て 非常なる 實業社 會に騷 励を 

来たし、 米の 價に 付て 非常な 暴騰を 来たした と 云 ふ 

御言 泥の やうに 拜し ましたが •是 もです、 茲に賣 出 

して 居る 價格が あります が、 政府が 賣 出 しました る 

價格ほ 、最低の ものが 三十 四圓二 十五 錢 、高い もの 

が 四十 五 圓五 十錢 、平均 四十 圓九 十六 錢と云 ふ もの 

で賣 出した のであります が、 其當時 に 於て 深 川に 於 

ける 市場は、 外米の 中等 品の 相場 ほ 西貢 米が 四十 圓 

東京 米が 三十 八圓 二十 五 錢 、迤羅 米が 四十 二圓五 十 

錢 、平均 四十 圓二 十五 錢と云 ふ ものに 相 成って 居り 

まして、 政府の B 出した る 相場 ほ 其 時の 深 川の 値と 

餘り 大差ない ので‘ 然るのに 此 定期の 取引を して 居 


る 者が、 政府が 米を 賢 出したならば 必ず 安く 0 る だ 
らう， 斯の如 き考を 持つ て 居つ た 者が •遂に 政府の 
惯 を 見て 失望した と 云 ふこと ほ 事 實 起つた のに 違 ひ 
ない、 併ながら それ ほ 政府の 買 入れました る ものに 
付て ほ 今 申す 通りに 三十 七 八 圓のも あれば 四十 [1 も 
あり， 或 13: 又 三十 四 圓位も あつて、 非常なる 同じ 外 
米の 中に 付ても 差等が あり、 價格に 於て 非常なる 差 
が あるので ござります、 又數十 種類に 分れて 居る， 
それを 其 時の 政府が 出した ものが、 唯 品物の 質を 改 
めず して 價を 何月 幾日に 幾らで 賣ると 云 ふて 出した 
ものに 驚いて 價格が 高く ある 如く 之を 了解した ので 
あります、 併ながら 其 時に 於て 大なる 嵩を 賣 るのと 
僅な 少數 の數に 分けて 賣 るのと 二樣に 始終 賣 つて 居 
ります が， 後から 數 量の 多い ものを 賣る ときに 於て 
ほ 矢張り 前と 同じ 値段で 賣 つて 居つ たので、 大に市 
場 も 安心した やうな ことで， めり ます， 唯 取引が 二日 
程 之に 付て 色々 騷ぎ ましたので あります が、 現物に 
於て は 矢張り 其 時に 付て 何等の 變化 もない、 却つて 
政府が 賣 m した 爲に 五十 錢下 かり 一圓 下がりまして 
數 日の 間に 此 定期に 於ても 靜まつ た_ になつ て來ま 
して •何等の 不平 もない >  即 ち 現物に 付て は 何等の 
影響 も 無かつた、 無 かつた ばかりで ない、 それを 賣 
出してから 段々 其當 時に ほ 下がつ たと 云 ふやうな る 
狀態 であります、 是ほ尙 ほ數 字に 依りまして 詳しく 
申 上げる ことが 出 來ま すが、 唯 さう 云 ふやうな こと 
で 何等の 變化 ほ なかつた、 而 して 此 外米を 代用 米に 
掛けた、 それを 掛けて 居つ て 底ぐ に 止めて しまつた 
と 云 ふので あります が、 初め 申す 通りに 商人の 手で 
這 入る、 商人の 手で 外米が 這 入るなら ぱそれ を 定期 
に 掛けて 賣 買の 仕 易い やうに* 這 入り 易い やうに す 
る 趣旨に 於て 掛けた のであります、 先づ 試に 此米は 
今 外米が 必要で あるから 其 年の 十月まで 掛けて 居る 
さう して 尙ほ 外米が 民間の 手で 這 入る と 云 ふ 如き こ 
とが 起るならば 尙ほ 定期を 延ばして やる と 云 ふ考で 
あります、 所で 御 承知の 通り 米なる もの ほ 三 箇月の 
先まで 賣買が あるので ございます るから， 或は 十月 
に賣 るのを それを 六月、 七月 •八月、 九月 •十月、 
八月の 月に 至りまして 此物は 十月ょり 先を 掛ける か 
或は止めてしまふかと云ふことほ、八月の月に於て 
極めて それ 通知を せなければ 相 成らぬ ので あり 
ます、 如何せ む 八月の 月に 於て は旣に 商人の 手で 這 
入る ものが もう 疾 くに 止まつ て 居ります、 且つ 翌年 


に 付ての 米は 如何に あるかと 云 ふと、 內の 新米 幾ら 
出る とか 或は 外！ S に 付て 〇 作 は 如何に あるかと 云 ふ 
ことに付. 5- まして、 ^ に 1.| 、 '- ..  : 

であります からして、 そこで 先 づ 代 地の 米が 何程 出 
來る かと 云 ふことの 凡その 見込' か 定つ て梭 でな けれ 
ば此 定期を 尙ほ掛 ける か 掛けない かと IK ふこと に 付 
て、 又 外國 〇 米の 關係も 分らぬ 故に、 ie に 十月 十二 
月まで 延ぱ さう、 さう したなら ば 凡その 見込が 付く 
であらう と 云 5 て-そこで 三简月 延ばしました •而 
して 十月の 月に 至りまして 內に 於て ほ 六 千 as 石 〇 米 
が m 來 ると 云 ひ •一方で ほ 外 頭は 尙ほ 輸出を ^ かず 
米は 高し 到底 商人の 手で 入れる と 云 ふ 見込が 立たな 
い， 商人の 手で 入れる 見込 か 立たないならば， 其 物 
を 5F 期に 掛ける と 云 ふ 必耍ほ ない ので あ 〇 ます、 そ 
こで 先づ 再び 商人の 手で 米が 這 入る 如き 時勢の 来る 
まで 是は 止めた 方が 適當で あると 云 ふので 此 一月ょ 
り 定期を 止める ことに、 即ち 外米を 掛ける ことを 廢 
しました る 次第であります、 是も其 物に® つて 止 •む 
を 得ない ことであります、 決して 見込が 外れた と 云 
ふ譯で もない のであります、 さう 云 ふやうな る 次第 
でありまして、 政府に 於て は 何等 之を 唯 放任、 氣儘 
に 勝手次第に 相場を して、 どうと 云 ふこと で ほない 
のであります、 申す 迄 もな く， 取引所に 於て ほそれ 
f 取引所 法が あつて、 それ < /の監 督を してやつ 
て 居る ことで ございます から、 若し 違反の ことが 起 
り、 又蟲 利を 貪つ て相濟 まない やうな ことが 起れば 
直ちに 之を 用 ひると iK ふこと ほ 度々 申して 瞪 るので 
ありまして* 決して 之を 蔑ろにして 匿く と 云 ふこと 
ではない、 數回 申した ので ございます るが 励 もす る 
と 何やら 之を 用 ひない、 或は 棚に 上げて 一切 用 ひな 
いのぢ や、 又 政府が 斯う 云 ふ 意であつた だら うとし 
て 中傷 的の 議論を さるる ことは 颇 る 迷惑を 致す こと 
であります それは 政府に 於て 自由放任と して 行く と 
云 ふ、 其 自由放任と 云 ふこと に 付て 甚だ 見 W: がむづ 
かしい が、 唯 之を 自由放任と 云 ふこと に 行きました 
のは 唯 政府が、 前の 政府が 收用 令を 用 ひ 暴利 令を 用 
ひ 或は 外米 管理 令を 用 ひると 云 ふこと ほ、 其 時 其 程 
度に 於て 違 ふと 云つ て 宜しから うと 思 ふので ありま 
す* 決して 私は 之を 棚に 上げて、 用 ひない と 云 ふこ 
とでない と 云 ふこと を 重ねて 申し上げて 置 く 次第で 
あります、 而 L て 今後に 於き ま L ては、 さて 如何に 
する かと 云 ふこと に付きまして は、 全體の 諸 物馏の 
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ことに 付きまして は* 之まで 綿 絲を始 として、 或 ほ 
© 人税 の撤 跟 をな し、 又 ® /li の 制限な どを なして 出 
來る だけ 斯う 云 ふ ものの 傚の 腌資 をせ ないやう に、 
又 # 利を 貪る ことのない やうに と 云 ふことは、 絕え 
ず： 7--R 意を し監 © をして E5 る ことで ございます、 何し 
ろ 今 申す 如く、 米に 於て は 二 十 0 足らずの ものが 百 
三十 11 にもな 〇、 牛： 絲の 如き、 昨 尔の相 場 ほ 千 四 五 
百 KI であつた ものが、 今日は 四千 二 百 M 三百 11 と 云 
ふ ? (:1 き {ri がする ので、 是ほ内 で li ありませ ぬ、 亜 米 
利 加の 需要 地に 於て ほ、 期の 如き 價を 出して r( 入れ 
ると 云 ふ 如き 非常なる 瞬 ft をして 屛る際 であります 
政府に 於いても、 ffl に 於て li 十分なる 力を 猫して ir 
〇 まする が* 奈何せ ん今 申す 如き！ I 賭を 呈 して 厨る 
ことで ございます から、 なか < 思 ふ illj 〇 にい かな 
いこと が 多い ので ございます、 '1 {fi ど*^' かして 斯の 如 

きことの ないやう に、 諸 物 iil が 尚 ほ lit h 勝 设 せない 

やうと 云 ふこと に 付て は 十分に 嵛 力を 致して 居り ま 

すし、 又 今後 0 ことに 付ても G 々調 ？ t を 致して 居る 

次 er5 であります •御 答を 致します。 

0 仲 小路 [K 君 唯今兩 大臣ょりの 御 答 辯を 得た ので 

ございます、 總珂大 E を 始め •殊に S 商務 大臣の 長 

々の 御 答 辯が ございま L たが >  多くは 旣往 のこと で 

ありまして、 而も 殆ど 世上に 明瞭の ことに 付ての 御 

陳 述であ つたので あります， 此點ほ 鸪だ私 ほ迆 憾と 

いたす 所であります •私の 望む 所は、 將來 適切の 施 

設をな さるる 御 锇〇が あるか 無い かと 云 ふこと で、 

此點に 付て ほ 殊ど答 辯は ない、 唯 其 中に總 理大臣 の 

御 答 辯屮に 一 點 希^の 隅 光を il ,1!'. す ことを 得た のを 

茌だ 私は S ぶので あります、 それ ほ どう； K ふこと で 

あるかと 中す と、 現に 繂济調 夜 a- に te つて 調査され 

つつ ある、 貧 糊敁 の 根 木 政策、 即ち 煅高 最 低の fn 格 

に 付て、 ffl 當の 平準を 保つ と 云 ふことの、 一稱 の 方 

法で あらう と M ひます、 是等の 成案に 付て、 一通り 

調査を し盡 した ことで あるが、 之を ^ 行す るに 付て 

は 金が 掛かる ：. 勿論 金 li 掛かります、 其 金の點 に 

付て 今 調 •('r .を 盛して 居る 鐸で あるから 、其 調 ? £ が H-S 

来たなら ば •成るべく 速に 提案す る、 斯う 云 ふ御陳 

述でご ざいました が •此點 li 私は ia だ W •ふ •私の 希 

圍は 何とかして 此際國 民に 牛： 活上の 安定を 與へ たい 

と 云 ふ 點 であります、 適當な 制度を 立つ る ことを 熟 

5f する ので あ 〇 ます、 故に 其 既に 付きまして •  ffl 當 

の調杏、殊に其調卉に付ては、晳勵に督励を眾ねら 


I れ まして， 何等かの 提案を 當逋會 にで も 御 提出に な 
る ことが 出來 ますれば •此點 は iK だ 喜ぶ 所で ありま 
す、 尙ほ私 は rH し 上げたい ことほ 種々 ございます が 
兎に角 多數の 渚が ある ことで ございます から、 
私は 之で K 問を £s 控 へます。 

〇讁長 C 公 fRf i's 川 家 達 君：！ 江 木 千 之 君。 
o ?T 木 千 之 君此席 で …； 

0 載 長 c 公 衍德川 家 ii 君〕 何です か。 

〇江 木 千 之 君此席 に 於て …… 此 席ょり 發 言して 宜 
しう ございます か。 

0 謎 長 (公 ffj 德川家 達 君〕 y£ しう •こざいます。 

〇 江 木 千 之 君 私は 物 fri 問題 •並に 外交問題に 付て 
W 問を 致したい と考へ る 〇 であります が、 唯今 物 僧 
調節の ことが 間 題に なつて 居ります から、 先 づ 其方 
ょり 始めたい と考 へる のであります、 第一に 伺 ひた 
いのは、 我々 贵族院 科 派の 有志が、 政府に 释 ff を 致 
した •此 _ 末に f'J' て 疑を 質したい と考へ るので あり 
ます， 昨年 十 ;} 我々 各派の 

〔副 謎畏侯 槪 黑 til 長 成 君 議長 席に 著く〕 

議員が 總理 大臣に 嫛吿を 致しました の； r 當時 議會 
の閉 0- 中であります るが S に、 貴族院 議員の 多數の 
意 概を一 : める ことが、 公式 的には ai 來な かつた ので 
あります るので、 非公式の 方法を 以て、 多 ®! の® 見 
を陴 めた のであります、 其 結果 政府に 勝 吿を 致し ま 
した、 此齡吿 の® 書は 「物® 殊に 生活必需品の 價格 
の 調節に 關 し從來 政府の 執り 來り たる 施設 未だ 螯さ 
ざるの 憾あり 政府は 速に 適切の 處贸 をな し國 民生 活 
の 安定を 得せし めら れむ ことを 望む」、 斯う 云 ふ 趣 
意で あ 〇 ましたが， 此政府 の從來 執り 來りた る 施設 
未だ 盡さ ざるの 憾あ りと S ふことは、 是ほ二 樣の意 
味を 含んで 居る のであります、 谷 派 審議の 上此 言葉 

を 用 ひたので あります、 未だ II さざる 憾 ありと 申す 

のほ、政府の當さに爲すべきことであつて、未だ& 

されざる ことが 多い と 云 ふの が、 一の 豳で あり 

〔讁長 公 ^ 德川家 達 君篛畏 席に 復す〕 

政府が 旣に茕 手して 居る こと も 甚だ； 个十 分>  不徹底 

である、 斯う 云 ふ 二つの 意味を 含んで、 未だ 盡さざ 

る憾 ありと 致した のであります、 是が貴 族院誘 員 多 

敷の £( 見の 在る 所であって， 政府の 碣题ほ 爲すべ く 

して 未だ 爲 さざる ことがあ 〇、 旣に爲 して 居る こと 

でも、 K だ 不徹底で あると 云 ふことは 貴族院の 多數 

の 議員の 認定：. たした 所で あるので あります、. 斯樣 


に 認定いた したから して、 政府は 速に 適切なる 處® 
を爲 し M 民生 活の 安定を fs せしめられむ ことを 菌む 
斯う 云 ふ 趣 皆を 以て 政府に 簿吿を 致した ので ありま 
す、 此龄带 の爲 には 私 も總理 大臣を 訪問した 一人で 
ありました、 當時此 铙霤 を 宵 相に 呈し 11. つ 譏 員の 上 
席た る 德川賴 倫 侯より 縷々 此趣意 の ある 所を 述べら 
れ我 々も 銘 々それを 補足いた したので あります、 當 
時 私は 考 へました のに 原 總理 大臣は 餘程辯 論に 長 じ 
た 方で ある、 lit 問題に 付て 容易に 回答を 與へら れぬ 
であらう と考 へて 竊 に_ 論を 闘は す 用意を 致して 參 
つたので あ 〇 ます、 然るに 總理 大臣は 此覺書 を御踣 
になり II つ 議員の 說明を 受けられ、 PS ちに 回答を 與 
へられた 、其 回答は 私共 ほ 稍々 意外で あつたので あ 
る， 羅覚 大政 探 理の 全責任を 1 i 肩に 擔 は れて 居る 原 
君は 一の 國務 大臣たり し 時代とは 大に 異なる 所が あ 
るので あるかと 私共は 感じた やうな 次第であります 
此茵 相の 御 答は 是は 我々 谷 派に 報告す るが ため 又 新 
聞に 發 表する が爲に 首相の 御 答 ほ 首相と 御 話 合の 上 
で 此 意味で 宜しい と 云 ふこと になつ たので ある、 其 
首扣の 御 答は 物 僧 問題に 付て は 諸君の 憂 厳せられ る 
が 如く 政府に 於ても 日夜 憂 ri; しつ ゝ諸般 の 計 a£ を 試 
みる も 其 効果を 擧ぐ るに 至らざる は ig 憾と する 所な 
〇、 將來 進んで 諸君の 御 希望の 趣旨に 適 ふ 施設を 行 
ふべ し， 尙ほ 閣員と も 相談して 相 當の處 置を なすべ 
し， 斯う 云 ふ 御 答を 受けた のであります が、 是ほ昨 
年 十月 四日の ことであります が、！！ 來 政府の 爲す所 
を 見る に 多少の 著 手せられ たことは あります が、 誠 
に 不徹底で ある •恰も 大火 事に 向つ て 柄杓で 水を 注 
ける やうな ことを して 居られる と 外は 思 はれぬ やう 
な 有樣 である、 斯樣な 有_で あります る •か、 總理大 
臣は 進んで 諸君の 御 希望の 趣旨に 適 ふの 施設を 行 ふ 
べし •尙ほ 閣員と も 相談して 云々 と 申された が* 爾 
來物價 は 益々 腕 M して 國 民の 生活 狀態は 憨 々不安の 
位置に 達しつ V あると 考 へます が、 總理 大臣は 我々 
に對 しての 言責を 盡した りと 考 へられる や 否や、 此 
點に 付て 御明 答を 得たい、 先刻 来の 質問に 對 して ® 
百 言を 重ねられる が、 實際 何等 効果の 表 はれた る こ 
とがない、 物 僧は 益々 奔騰して 止まぬ、 人民の 生活 
狀態は 愈々 不安定の 位置に 達しつ、 あると 云 ふやう 
な 今日の 事 實で ある、 而も 尙 ほ總理 大臣は 我々 に滿 
足を 與 へられた と考 へられる や 否や、 言責を 實 行し 
たりと 考へら れるや 、此點 に 付て 御明 答を 得たい と 


考へ る。 

〔阀 務大 K 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 唯今 江 木 君の 御 質問で ありま 
すが、 貴族院 谷 派の 諸君の 见ぇ ての 御 話は 今 江 木 君 
が 述べられた 通りで ある-私の 之に 對する 御 返事 も 
亦御譖 上の 通であります、 是に 何等の 相® はあり ま 
せぬ が， 併し 其 時の 事柄は 腹 M なき 御意 見を 承り、 
私 も m 臓な き 御 話を 致した のであります、 何等 此間 
に 城 廊を 設けて 御 話した 1 s でもなければ 極めて 打 ? S 
ろいで 御 話を 致した のであります、 從つて 御 來訪の 
諸君の 御 ® c 意 も 能く 了解いた したので あります， 私 
から 申した の も 御 了解を 得た と 思 ひます、 殊に 當時 
江 木 君は 如何にも 今にも 大騷 動で も 起る が 如き 危險 
なる 狀 態の 御言 葉に li ES- ましたから、 さう 云 ふ 御 趣 
意で & ります か、 いや そんな ことで {3: ない、 こんな 
やうな ことは 则ち 腹藏な ，御 話の 一端を 證す るので 
あ 〇 ます、 其 時に 私は 申した、 政府に 於ても 實に是 
は 憂 [1 して 居る ので、 何とか 出 來るだ けの 方法を， 調 
究した いと 考 へて 居る のであります が、 さう 右から 
左に 直ちに 考案を 得る ことほ 闲雛を 致して 居る， 是 
がどうで あらう か、 あれが どうで あらう かと 云 ふこ 
とを 考へ て、 それ 是を 施設して 居る ので ある、 斯樣 
に 申しました、 無論 谷 派の 諸 起の 御 希望に 適 ふやう 
に 努めて やらう と 云 ふこと {3: 私は 誠實に 其 意味を 以 
て 御 答を 致した 謬であります、 又 爾来 其 積り で 色々 
の 施設を 考案いた して、 或 ものは 實 行いた し* 或 も 
のは 是か ら經濟 界の狀 態を 見て 實行 しやう かと 考へ 
て 居る のであります •故に 私は 無論に 此御希 望は 適 
ふやう に 努めて やる と 云 ふことの 言責 ほ 重んじて 居 
る 積り で 居る のであります、 將來に 於ても 又 其 積り 
であります、 併し 殊に 仲 小路 君も是 から 何を する か 
と 云 ふこと を 申さなければ 御 滿足を 得ない やうで あ 
ります が、 是から 何を すると 申した 所で 其 一事を 以 
て 直ちに 物價の 低落いた. すと 云 ふ 案は 見 m し？ KI ませ 
ぬ、 併し 之を やる、 あれを やる と 云 ふこと ほ 是は經 
濟界其 他の 狀態を 見て、 著々 實行 する 積り であり ま 
す •最も 其 折に も 御 来訪の 諸君と 打览 ろいで 御 話を 
致しました が-何 か 不徹底で ある 政府の やる のが ど 
れが 足りない、 斯う 云 ふこと をしたら 直ちに 効果が 
あるので ほない かと 云 ふこと を 承つ たので ない、 唯 
槪括 的に もつ とやつ たら K から うぢ やない •かと 云 ふ 
趣 S の やうに 解 釋い たした ので、 政府は 十分 やる 積 
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りであります、 やる 松り であるの みならず、 此 所に 
も 述べず、 又 話 もない けれども， 此以 外に 政府は 社 
符 政策 i'H 行して 居る と 云 ふこと を •申 添へ て S き 
ました， 都會に 向つ て此 ことを is 行いた し >  又 其以 
外の こと •關税 其 他に 付て、 濟手 いたして 居 〇 ます 
一 是等も 私 {3: 是が冇 効 だら う， 之が 宜 からう と 思 ふ、 


先き に 政府の 考案が 立ち 次第 計 S： をし …… 立ち 次第 
趟切 なる 方法を 行つ て 參ろ租 りで ある、 決して a 切 
つて 打 止める と 云 ふ 意味で (5; ありませ ぬ、 <¥( 次 やる 
绍〇で あつて、 少 くも 私 ほ 是が辯 解の 必要は ありま 
せぬ が •邦® りであります、 是等 のこと が 宂 からう 
と 姐 ふ 勁に 付て， 施す® りであります、 左櫧御 諒承 
を 願 ひます。 

〇江 木 千 之 君 唯今 總理大 E の 御 答 中には、 如何に 

したら、 どう 云 ふ 風に 52 つたら 54: いと 云 ふ考が ある 

かと 云 ふ 御言 葉であります が， 然らぱ 政府に 於て は 

考の無 いものと 認められる のであります， 是は私 は 

中に、： 51 々こちらから 间ひ たいと 考 へて 尻り ま 

す、 殆ど 興 論の 歸著 s とも 認 むべき 方法は、 今日 幾 

らも 識者の 意見と し， 新聞の 興 論と し、 實業界 の專 

門 家が 集つて 謎した ことが， 色々 に 現れて 居ります 

それを なぜ 採用な さらぬ と 云 ふの か、 政府の 責に當 

つて 居られる 內閣諸 公に、 こちらから 御尋 しやう と 

彩へ て 居る のであります が、 是は 追々 質問に 於て 現 

れて參 ります が、 唯今の 總理 大臣の 御 答に ほ 何 か宜 

い 案が あるかと 云 ふが 如き ことは、 一國の 大政に 任 

じて 居る 總理 大臣の 御言 葉と も 思 はれぬ ので、 此議 

場に 向つて 私に 御尋な さらぬ ければ 方法が 立たぬ の 

であるか、 併し 此 問題は 是は私 一個の 問題では ない 

のであります、 非公式 fe ほ 云 ひながら， 貴族院 多 數 

の a 見に 基いて 居る のであります、 唯今の 御 答を 得 

て •此御 答を 其 儘、 私は H 族院の 院議の 材料に， \一 を 

提供いた して 置きます、 何れ 多數 諸君の 御意 見の 決 

する 時が あらう と考へ ます •斯の 如き 御 答を 得て， 

國 段 生活の 安定を 得せし める やうに 韹む 、御 希菌に 

合 ふやう に 致さう と 云 ふ 答を して 置いて、 其 言責を 

盡した る ものと 云 ふこと が 出 來るや 否や、 是は私 一 

個の 問題では ありませ ぬ、 貴族院 多數の 意見ょり 成 

立つ て 居る ことであります から、 何れ 院議の 決する 

所が あらう と考 へます、 其 院議の 際の 材料に、 之を 

提供して [a くに 止めます、 是 より 段々 哲 問を 績 けて 

•K しう ございます か'" 


〇函長 (公 防 ti 川 家 達 君) 宜しう ご ざいます。 

〇 江 木 千 之 君 今日 ほ、 政府の E 封然 の 諮' 論は 1 15 く 
之を 措きまして、 我が E 族院多 数の 意紹 •又 各 新聞 
紙上に 現れて 居る 所の 興 論 ■識者 階級 學者社 會の意 
淑、 I 殺 H 紫 界の愆 戠， 殊に 1S 業界の 代表と も 申す 
可き 商 菜 會議所 等の 意見は、 何れも 皆 物價の 調節を 
以て 急務 中の 急務と 致さぬ もの ! 5; 無い のであります 
要するに 物惯の 調節 ほ、 國 論の 歸 著す る 所で あると 
中しても 宜か らうと 思 ふ、 政府は 之に 對 して、 折角 
發達 した 所の 貿易を 衰退せ しむる やうな ことがあつ 
て ほなら ぬ、 是が臌 念 であるから して， 餘〇 多大の 
影響の ある やうな 調節 ほ 出來な いと、 斯樣に 申され 
たので あ 〇 ますが、 今此 所に 病 八が ある、 一般の 人 
は此 病人 {X 療治を すれば 助かる と 云 ひ、 ¥ 門の 醫者 
も 集つ て 居る* 是ほ撖 治しなくて ほなら ぬと 云つ て 
居る、 頭に 氷 も 置く が 宜しい、 注射 もす るが 宜い、 
服 藥も する が 宜い 、酸素吸入 もす るが 宜か らうと 色 
々な 考案を 提供して 居る が、 此 病人を 預る 主人公 ほ 
折角 是ま でに 太つ た！ § である •此體 を 瘠せさせる や 
うな ことがあつ て ほなら ぬから、 餘り利 目の ある 療 
治は / J1 来ない と 云つ て 居られる ので あるが、 其 中に 
或は 生命を 危く する やうな ことがありは しない かと 
云 ふこ -i を •我々 ほ 心配す るので あ. ります， 政府の 
處置は 恰も 此 病人に 對 する 態度と 同樣 にある と考へ 
るので ある‘ 政府 ほ 國論を 無視す る にも拘らず >  尙 
ほ 上下に 對 して 其 責任を 全うした りと 考 へられる の 
であるか どうか、 斯の如 き 政府は >  國 民に 於て ほ 迷 
惑と して 居る のでは ないか どうか、 是 等の S に 付て 
大政の 衝に當 つて 衷心 國 家を 思 はれる 所の 總理 大臣 

の 御意 見を 承りたい と考 へる ので ある。 

〔國務 大臣 原敬哲 演壇. に 登る〕 

〇阈務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 江 木 君の 最初の 御演說 中 

に" 私の 御 答 辯いた した 意味が 少し 徹底し ないで 居 

ると 思 ふ、 私が 先刻 申した のは、 江 木 君の 御意 見が 

あれ ぱ承 りたい と 申した のでは ありませ ぬ" 其 各派 

を 代表され て、 江 木 君な ども 其 一行に 加 ほられて 居 

られた 時、 政府 も 今まで 色々 やつて 居る やう だが > 

どうも 完全な 効果を 見ない やう だから、 もつ と 注意 

したら どうかと 云 ふ 御 趣意の 御 話が あつた、 其 時に 

是が 徹底し ない、 是が完 全し ないから， 之を 斯う や 

らうと 云 ふ 御 話は 承つ たので ない、 私は 矢張り 槪括 

的に 御 話を 致して、 御 話な さる 方 も槪括 的で あつて 


其 ことを 申した し、 其 折 私の 御尋 した こと も 先刻 申 
しました- 尙ほ又 私は 玆 に ？ J いても ありませ ぬ、 御 
述 にもな り ませぬ が、 此以 外に •政府は 社會 政策 も 
やらう と考へ て 居ります、 斯う 云 ふや， つな ことを Is 
藏なく 申した ので •其 意味を 繰返した ので、 lit に ©: 
て 江 木 君の 御意 見を 承りたい と 申した 次第では あり 
ませぬ •それから 备 方面に 色々 の 意見が ある， 之を 
政府が 實行 しないの ほ， 恰も 病人が あつて 他から 種 
種 注意を 與 ふるに 拘らず •實 行し ないやうな もので 
あると 云 ふ 御比喻 の 御言 葉であります が、 成る ほど 
其 通り、 澤山 色々 な 意見が 參 ります、 意見が 參りま 
すが， 其 意見 中に ! 3: 或は 色々 矛盾して 居る もの も あ 
れば 、中の 意見と 乙の 意見が 矛盾す る ばかりでなく 
正 反對の 意見 も あるので あります、 是 等を 取捨す る 
の ほ， 政府の 責任と 考へて 居ります、 故に 政府は 其 
中で 然るべき ものと 考へた 事柄を’ 實行 する 積り で 
ある、 自然 實 行して 居る のであります •商業 ti- 議所 
などから 毎々 意見書が 出て 參 ります が、 是等 を K ち 
に 其儘實 行が 出来る と 云 ふ 譯では ありませ ぬ、 其 中 
段々 講究を 致して 出來 得べき ものは 實 行いた して 居 
るので あります* 是ほ 分り切つ たこと であります が 
政府は 是 等の 意見を 等閑に 付す ると 云 ふ譯で はあり 
ませぬ、 さりと て此 意見を 皆 良い として 行ふ譯 に 行 
きませ ぬ、 最も 世間で 彼れ 是れ 申しましても、 行 ふ 
ことが 出来ない と 云 ふこと を發 表して 居る ので、 例 
へば 大藏 大臣が®々 繰返しました 金利 さへ 下げれば 
物價が 下がる と 云 ふやうな、 到底 そんな 單純な こと 
では ありませ ぬ、 金利を 下げても 物價の 低廉を 計る 
と 云 ふこと 13; 出来 ませぬ し、 出來な いこと ほ 迅來な 
いし >  出 来る ことは 相當實 行いた して 居ります、 然 
し 如何にも 襪雜な る 經濟界 に 向つ て 一二の 事柄を 以 
て 直ちに 物價を 低廉に させる と 云 ふこと ほ 出来 兼ね 
るので あります、 故に 之を やつて 見て 尙ほ いかぬ け 
れば 之を 研究を 盡 してやる と 云 ふ >  斯う 云 ふ 方針を 
執つ て 參るや うに、 漸次 進む ょり 外ない ので、 急激 
に 速に やらう と考へ れぱ 、先刻 申す 如く どうしても 
外國 貿易に 非常に 制限な どを 加へ なければ 出来 ませ 
ぬ、 それは 効力は 直ちに 見え ませう が、 法つて 以て 
經濟界 に 影響を及ぼす ことを 考へ ると、 是は 俄に 出 
来ない ことで •甚だ 苦心を 致して 居ります、 一向 政 
府 ほ 効果が 見えない と 云 ふが、 政府は 此 効果を 擧げ 
やうと して 苦心して 居ります が、 此複 雄なる 狀 態に 


向つ て K ちに 速に 効力を 眾げる と 2;- ふ ? if は s -*« ない 
のであります 併し 我々 の拽 w  Q あらむ 限りは： : -r 驵 に 
向つ て 十分なる 措 is を 収る搿 〇 であります、 決して 
漠 とした ことを 致して 居る のでは なく-昨年の -: k 以 
來段々 政府が 之を K 行し， 若く は -- f'' 5. .i'r. をせ しめて W 
ります こと も 御 詰 察 •か出来 やぅと 思 ひます、 此の a 
ほ 私は 繰返して 申す のであります が、 政府は -rf fc を 
怠つ て 何もし ない m りで ほない、 十分 其 33 を！！ 究し 
て 間くべき lit 間の 誔 論は 聞きます が、 併し 世間 〇 狨 
論 も 一致いた して 居る 譯 でもない V それを ® ちに i$ 
行を していかぬ と 云 ふの ほ •固 家 e 利害を も考 へね 
ばなら ぬ ことが 多い のであります から •それ 等を 十 
分 調 避して 適切なる 方法を 段々 講究して 非常の 敌㈤ 
を與 へない 範_ に 於て 適切に 之を K 行いた したいと 
考へ ます。 

〇謅長 C 公爵 德川家 達 君) 江 木 君に 伺 ひます が、 ま 
だ 御 質疑 ほ 數多殘 つて 居ります か。 

0 江 木 千 之 君 まだ 大分 殘 つて 居ります。 

0 議長 (公 M: 德川家 達 君) 如何で ございます か、 諸 
君に 於て 御 異議がなければ 本日は 是で遨 事を 延ばし 
たいと 存じます。 

t 「.異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 明 後 二 十六 日 午前 十 時よ 
り 開 會と御 承知を 請 ひます、 _ 事 日程は 今日 御 通知 
致します、 今日は 是で 散會を 致します。 

午後 雪 時 十四 分散 畲 


0 穴 正 九 年 I 月 |1十六 5 (月曜日) 

午前 十 時 六 分 開議 

ii w Ei 程 第五 號 

第 I  公爵 毛利元 昭君 ，公一! 德 穴 寺 公弘 君、 公 
S1 島津忠 重 君、 公 斡 大山 柏 君、 侯 fs 德川 
固 順 君 •侯® 小 松 輝久 君、 伯爵 掘 田 XE 'li 
君、 子爵 松 平 康民君 •男爵 窣多 政以君 、 
兒 H1 利國君 •相 馬哲平 君 •土 田 萬 助 君諝 
暇の 件 

第二 平和條 約の® 施に 伴 ふ 流 遍 證券 及 H 薬 所 
有權 に關 する 法律案 嗎} 第一 讁酋 

第三 右 議案の 審査を 付託す へき 特別委 員の 選 
0  ■  f 
第 s 貴族院 規則 改正の 動議 (g 聰 1 «JL I 鼠) 

會議 


際 族 贵會薄 居 帝 回 二十 四 穿; 


0 SS 長 (公昭 德川 家 vf 君) 是 より 諸般の 報 ^- を 致さ 

せます。 

t  長 flf 記  w aj] 沿〕 

去る 二 十三 日 佐 世 保？ g 守府司 令 長官よ 〇 左の 謝電 
を 受領せ り ， 

我 海軍に 對 し丹 族院の 決議に 依る 鄭 m なる 御 挟 
拶に 接し 感激に 堪 へす 玆に 部下 一同を 代表し 深 
厚なる 謝 %！ C を 表す 

问 日 旅 順 要港 部 司令官より 左の 謝 電を 受領せ り 
讶族院 の 陸海 軍に 對する 感謝の 決 is に 接し 感嵆 
の 至に 堪へ す pg 下 一同を 代表し 諫て謝 ® を 表す 
同日 大湊耍 港 部 司 より 左の 謝沉を 受領せ り 
陸海 取に對する贵烷の懇篤なる決議を敬承し當 
要港 部 一同に 代り 謎て 感謝の S を 表す 
同日 錨 海 要港 部 司令官よ 〇 左の 謝 m を 受領せ り 

_ 院の深 w なる 決 链を择 ふし感 佩の 至に 堪へす 

部下 一同に 傅へ 感謝を 表す 

一昨 一; 十四日 I5 W 侯 ! 1? 細 川 篚立君 外 ?.: 名より 二十 

•/(. 名の替 成を 以て K 族院 規則 改正の 動議を 發該 

せり 

同日 請願 委 M 分科 &に 於て 當 選した る 主 ? E の 氏 

名 左の 如し 

第一 i 分科 主査  伯 K 副 島 道 IH 君 

间日内 聞 總理大 K より 左の 通 政府 委 fl 仰 ft けら 

れた る S* の！ 一牒を 受領せ 〇 

司法铒所竹帘務政府委员 

司法 将參琪 W 法 ^ 搏士  山 岡 萬 之 助 君 

同日 馬 港 要港 部 司令官よ 〇 左の 謝® を 受領せ 〇 

ft 族 院の鄭 m なる 感謝 決 趟の 報に 接し玷 銘の至 

に堪 へす 玆 に fg 下 一同を 代表し 深® なる 謝意を 

表す 可然御 披遂を 乞 ふ 

同日 第二 m 外 !! 2 陵 司 <1- 官 より 左の 謝 m を 受領せ 〇 

n 族院 の挪 讯 なる 決链に 接し f,s 銘の至 に堪 へす 

玆に階 下一冏 を 代表し 深厚なる 謝 S を 表す 

右可然 御披 薄を 乞 ふ 

问 日 臨時 南洋 群 岛防備 隊司令 宵より 左の 謝電 を受 

領せり 

贵族 院の颜 W なる 決菝を 辱 ふし 感佩の 至に 堪へ 

す 想 下 I 同を 代表し 茲に 深 15 なる 謝® を 表す 

右 可然御 披露を 乞 ふ 

08 5 J5 C 公 辟 德川家 速 君)* より 本日の 會銥を 開き 

ます、 fn 木 千 之 対。 


〇江 木 千 之 君 過 n 來物 ffl 間 題に 付て 總现大 W の 御 
說明を 伺 ひました、 御！ 一 r=i 葉の 婉曲なる 爲 か 何分 要領 
を 得る 事に® だ 苦しみます ので ございます、 私共 物 
仞 問題に 付て 一方ならず 憂 ® いたして 居ります る 事 
は* 實に 一朝の ことで ほない のでありまして、 曾て 
寺： S 内閣に 對 L 我々 婷 吿を 致した ことがあります、 
昨牢又 現内閣 總 a1 大臣に 婷钾を 致した のであります 
が、 其 程度に 於て は 異なる 所が あるので あります る 
が、 f,!f 神に 於て は 終始 變る 所がない のであります、 
寺 内 內閣 に妗吿 を 致しました る 時は、 相 常なる 調査 
$： 關を 設けて 腿 急 策 及 根本 策を 謎 ぜられ て、 S 行せ 
ら るる やうに と 云 ふので ありました が* 昨年 十月 議 
會 の開符 を も 待たず して 我々 が 政府に 愛 i»f いたした 
所は、报平調赉の時機でないと考へたのであります 
それ故に 速に ffl 當の屘 pi を収 國民 生活の 安定を 
得せし めら れむ ことを 望む と 云 ふ 趣旨を 以てした の 
でありまして* 今日 13: 方法の 調査 研究は 問題と して 
居な かつた のであります 、一日 も 速に 救濟 策を 施さ 
れる ことを 菌んだ のであります. 而して 其 精神に 至 
つては 終始！ t る ことほない のでありまして、 物價の 
調節と 云 ふこと {i 少く とも 生活必需品の 價格を 引下 
げ ると 云 ふこと を 趣 E と 致して 居る のであります、 
是に 於て 御 尋した いのは， 政府の 物價調 節なる もの 
は、 物 fi'/ の M 格を 引下げる ことを：：： 的と して 居らる 
る や、 將た物 似を 下落せ しむる が 如き ことは •折角 
發達 したる 所の 贸品を 害する の ® が あるから して* 
政府の 物 似 調節は 物 fri を 下落せ しめざる 範圍に 於て 
する、 斯う 云 ふ 御 趣 35 であり ませう か、 此兩端 に 付 
て簡 m 明瞭なる 御 答を ? y たいと 考へる のであります 
尙ほ 質問の® 條が 數 多あります るで、 一 々演壇に 御 

運びを 願 ふは 甚だ 恐縮に 存じます から、 もう 一問 併 

せて 御 答を 願 ひたいと 考へ るので あります 、政府は 

今日の 物 fii は tfc 儘で 励かぬ ものと 云 ふ御考 であり ま 

せう か、 又 励く ものと 考 へられるならば 物價は 下が 

ると 云ふ考 であるか、 上がる と 云 ふ 御考で ありませ 

5 か、 それに 付て 詳細なる 御說明 を 承りたい、 兎に 

角 今日の 物仍が 励く ものと 致しましたなら ば* 今日 

の物俏 を 基礎と して 官吏の 係 給 旅费等 の 制を 改正す 

る、 其 他 恩給 法 等を 改正す ると 云 ふことは、 是は甚 

だ 不都合では ありますまい か、 今日 改正して 又 来年 

否な 来年を 待たず して 改正の 必要を 生ずる と 云 ふや 

うな ことがありは 致し ませぬ か， 政府は 何故に 今日 


の 場合に 鹿す るに 一時的、 臨時 的の 處 la に 出で ずし 
て、 永久 的に 制度を 改正 せらる るので ありませ うか 
此點に 付ても •はつき りした 御 答を 伺 ひたいと 考へ 
るので あります C 

〔國 務大 K 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇闽務 大臣 (原 敬 君： >  江 木 君の 御 質問に 御 答いた し 
ますが， 第！ の 御 問は 物 ® 調節は 物 fl'i を 下げる 積り 
であるか どうかと 云 ふ 御 質問と 腔 収〇 ましたが、 果 
して それは 相違ない ことであります るなら ぱ簡輯 に 
御 答し 得られる のであります、 先般 •江 木 君 其 他の 
各派の 方が 御出でになりました 時の 御 趣意 も •物價 
を 下 If ると 云 ふことの 目的を 以ての 御 相談で あると 
考へた のであります、 故に 政府に 於ても 同様に 段々 
物惘が 騰貴いた します から、 之を 引下げ やうと 考へ 
て 調節を すると 云 ふ 意思を 有つ て 居つ たので ありま 
する から、 此點に 於て 一致して 居る と考 へたので あ 
ります、 若し 當時 にあつ て 御 話の 意味が それでな か 
つたなら ば 大變 誤解を した 譯で あります が、 恐らく 
江 木 君 其 他の 御 趣意 も物價 を 引下げる ことの 御 趣意 
と 解 釋した ，私は 其 積り で 一昨年 以来 種々 なる 手段 
を諝じ て 居る のであります、 尙ほ 引緵き 此點に 付て 
は 出來得 る だけの 政策を 攻究す る 積り であります、 
旣に 昨年に 於て、 十月 御 話を 承つ た 時に も 色々 計 ffi 
を 致して 居る のであります* 其 以後に 於て 關稅の 計 
蕺 を 致しましたり* 運賃の 計畫を 定めましたり、 社 
會 政策を 實 行した 〇、 種々 なる 方針を 執つ て 居り ま 
すが •皆 之が 一面に 於て ほ 中產 階級の 困難なる を 救 
ふと 云 ふ 社 會 政策 >  他の 全般に 亘る 方面で 物 僧を 此 
上騰 貴せ しむる ことのない やうに 引下げたい 、斯う 
云 ふ 精神で 實 行して 居る のであります、 此點に 付て 
は 私 今日 以後と 雖 も、 此方 針を 以て 手段の 有る だけ 
の ものは 盡す 意思で 居る のであります， 併ながら 御 
斷 りを 申して 置きます が、 然らぱ 物 僧は どれ だけに 
下げる か、 速に 明日からで も 下げる かと 云 ふやうな 
ことは 御尋に 無論 有り やう ほ ありませ ぬけれ ども、 
さう 云 ふ譯 には 參〇兼 ねませ うと 思 ひます， 是は矢 
張り、 漸を逐 うて f!E 々なる 方法を 攻究し なければ な 
るまい と 思 ひます、 と 申す ものは 旣に一 !々當 議場に 
於て •他の 方面に 於ても 申した 如く 物價を 引下げる 
が 目的な りと 致しましても、 此物價 の 騰貴した 原因 
に 溯れば 外國 貿易に 制限を 加へ なければ ならぬ ので 
あります、 外國 貿易に 制限を 急激に 加 へれば， 急激 


に經 濟界が 隈亂を 致して、 不景氣 を 招く と 云 ふこと 
は 免れない、 さう 云 ふことの ないやう に 漸次、 非常 
な！} 動を 經濟界 に 與へ ずして 物 fti の 調節を 致す と 云 
ふが 爲には 甚だ 苦心を 要する のであります、 不景氣 
の 結果と して 非常に 下落いた しましたなら ぱ …： 是 
も 漸次に 參 りましたなら •は、 止む を 5 S ぬので ありま 
すが、 急激に 左樣な _ 化を 致しましたなら ば 一而に 
は 物俏の 低落に 依つ て 利益を iy る 者 も ありませ うけ 
れど も、 他の 方面に 於て は 之が 爲に 非常に W 雖を釀 
すか も 知れぬ と 湿へ るので あります、 故に /,: 樣なる 
變 動を 來さ ざる範 圍 に 於て 相當に 物 ® を 低落いた し 
たい 考で 種々 なる 方針を 致して 居る のであります、 
それから 官吏 其 他の 增 俸に 付ての 御尋で あります る 
が •是は 第 四十 一議 會に 於て 提出いた しました 時に 
は、 唯今 御 話の 如く 臨時 手當の 性質を 以て 提出を 致 
して 臨時 手當を 給與 して 居つ たのであります •併な 
がら 段々 考 へます には 物價 は此 儘で あるか、 此上に 
も 騰貴す るか、 どうか、 少 くも 此儘で 依然として 居 
ると 見定める と 云 ふことは 如何で あらう かと 思 ひま 
する けれども， され ど經濟 界の 事を 豫斷 いたして 必 
ず どの 物品は どれ だけに、 低落し、 どの 物 UI はどう 
だら うと 云 ふことは 何人で も 困難 だら うと 思 ふ •故 
にどれ だけ 騰貴いた しどれ だけ 低落いた すと 云 ふこ 
とを 豫斷 いたす と 云 ふことは 非常に 困 II なること で 
あります るが、 假令是 が 低落いた すと 見ました 所で 
物價が 非常に 俄に 下落いた して 俸給に 衣食いた して 
居る 者は、 樂 々と 暮す事 が ui 來るや うに •俄になら 
うとは 考 へられ ませぬ、 相 當なる 程度まで 下がり ま 
しても* 戰爭以 前に 比して ほ 如何で あらう かと 云 ふ 
懸念 も あるので あります* 而して 後 他の 一面に 於て 
ほ 官吏の 俸給を 改正いた しました のは、 御 承知の 通 
り>  數 年 前の ことであります い飭 程 以前に 於て、 十 
年 ばかり 前と 記憶いた します るが、 官吏の 俥 給を 訂 
正いた した 以後には ない のであります、 是は生 活の 
程度が 向上いた します るし、 官吏の 俸給を 其 儘に 置 
くと 云 ふことは 到底 出來な いと 云 ふこと を 認められ 
ましたから、 臨時 手當の 性質を！ {じて 永久の 咐傢に 
致した のであります 、左様に 增 俸いた したと 申して 
も， 世間の 物 價臉貴 に 伴 ふ ほどの 增依は 出来ない の 
であります、 是は 財源 も 許し ませず、 又物價 が 騰貴 
した比例で大層なる咐給をすると云ふことは、理論 
上に 於ても 如何 かと 考ヘ まする から •財政 上 其 他生 
一四 〇一 


施政 力 針に 閱する 江 木 千 之の 質問  间 上 原 總理 大以の 答 辯 


院 族? i 锊蒸國 帝 回 二十 四 第 


施政方針 に関する 江 木 千 之の H 間— 同上 原 思 理大臣 の 答 辯 

二——* ■■画—---——^———^————— 


活上 別の 狀萌 を愆と 考察いた しまして、 今日 依 給 令 
| を 改正して％ 依いた さう と 考ヘ るので あります、 臨 
時 手當の 性質を 變 じて尙 ほ 之を 取捨 % - M いたし まし 
て、 相 當なる 程度の 吩佑を 致したい と考 へたので あ 
ります、 是ほ物 m 瞬 fi の 今日に 於て は 尙更 のこと、 
物 借 低落いた しました 所で. •今日の 生活の 程度より 
考へ ますと、 又 民 I/SI の狀萌 等より 察します るに、 官 
吏の％ 俸は 已むを 得ぬ と 認めた のであります、 併し 
官吏の 岈依 を已 むを 得ぬ と 致します れぱ •恩給を 以 
て ifi ■いたして 居ります 人々、 是 (3: 當時 の修 給に 佐 
つて剧 出された る 恩給を 受けて 居る のであります か 
ら 、理論 上に ほ 已むを 得ぬ のであります る けれども 
併し 國家が 恩給を 茭 給いた し、* 等の 人の 功 勞 に s)i 

いて 樹給 金を 下付いた して 居る 以上には、 現職 者に 

相 當の增 俸を 致しました ときには >  退隱 いたして 居 

る受 恩給 者に も 相 當の％ 依を 致す のが 滴 當で あらう 

と考 へたので あります、 是 等の 事情より して、 今日 

臨時 手當の 性質を 縫 じて％ 俥の 依 給 令を 改正して 相 

當の褙 加を 計つた と 云 ふこと であります、 斯樣に 致 

して 若しも 物 沿 低落いた したと きには どうで あるか 

此上 §! « いたした ると きは どうかと 云 ふ 議論 ほ 玆に 

殘〇ま する けれども- •是ほ 程度の 問題であります、 

物偎ほ 人の 裨想は 色々 ありませ うから、 誰の 预想が 

的中いた しました 所で、 官吏の 偖 給は、 今日の 我國 

の 生活 狀 態より、 官民を 通じた る 生活 狀 態より 考へ 

れば 是れ位 の％ 依は 已むを 得ぬ と考 へる ので ありま 

す。 

0 江 木 千 之 君 第一の 問に 對 しては •政府 も物價 を 

引下げる n 的を 以て 調節を して 居る と 云 ふ 答で あり 

ますが 如何にも さう であり ませう 物 ®' を 引下げない 

物 {M 調節は 何の 役に も 立たぬ ので ありませ う然 らば 

何時まで 待つ たなら ば 政府の 目的が 達せら るるので 

有 ませう か、 內閣成 立 以來旣 に 一年 半に 11 ん として 

居る ので 其 間總理 大臣の 御言 葉に K ると 孜々 汲々 と 

して、 此物似 の 調節には 努めて 居る と 云 事 ふで あり 

まする が、 物惯の 引下を 目的と しての 物價 調節に 努 

めて 居らる るので あるが、 一 も ^ 効の 現は れた事 は 

ない ので ある、 物惯は 益々 奔騰す るの 一方で、 國民 

の 生活 狀態ほ 益々 不安定の 域に 達しつつ あるので あ 

る •物價 を 引下げる 目的で 一年 半 も 努めて 居られて 

何等の 効能がない、 而して 我々 が ® 吿 すると、 諸君 

の 御 希望に 適 ふやう にす ?.. と 答 へらる る、 それは 最 


早耢理 大臣に 伺 ふょりも* 我々 同佼に 御薛 して K い 
た 方が 宜しから うと考 へる、 斯の如 き 有様で も •諸 
君の 御 希望に 適 ふこと をせ らる ると すべきで あるか 
諸君の 絕菌に 適 ふやう にな さるので はない かと 云 ふ 
ことは、 是は 最早 我々 の考 ふべき ことで あると 存じ 
ます、 此以 上 {3; 總理 大臣の 御 答 ほ 必要は ない と考へ 
る、 次の 御 答であります るが， 無論 どの ものが 幾ら 
に 下落す るかと 云 ふやうな ことは 見込が 付かぬ と 仰 
せらる るが、 斯の 如き ことは 誰も 御尋 する の 必要を 
見 ませぬ •物 價が励 くものと すれば、 永久の 制度を 
改正せ ら るると 云 ふことは 意味の ない ことにな り ほ 
しない か、 寧ろ 今日に 處して 一時的の 處分 をした 方 
が宜 く ii ないかと S ふこと を 御尋 したので あります 
現に 昨年の 議會に 於き まして ほ、 官吏の 五 割の 臨時 
丰 當で 宜しい と 云 ふこと であつ た、 所が まだ 半年を 
經ず して 七 割でなくて はならぬ と 云 ふこと になる、 
今度の 豫算で ほ 十 割から 增さな くて ほなら ぬ、 十 割 
以上に もな つて 居る と 云 ふ 有樣で ある •沏 ® に變動 
して 居る 此 場合に、 永久に ] a る 制度を 立てる とは 受 
取れぬ 事で ある、 又 動いて 來たら 又 臨時 手當を やる 
か 何 かする、 先き の 事は 分らぬ， 兎に角 附て來 いと 
云 ふ 御 趣意の 外 受取れ ぬ •議員と して 其 職責を 盡す 
には 斯の如 き 御 提案に 對 して (3: 甚だ 闲 却いた すので 
ある、 と 云 ふ 事を 申 上げて 置きます、 次に 伺 ひたい 
のは 政府は 物 fr( が 騰 #!: すれば 騰貴す るに 連れて 諸般 
の 施設に 應ず るが 爲 に國税 、地方税、 市町村 税を增 
徵 して 殆ど 限な く 人民の 負擔を 過 31 せらる る 有樣で 
あります るが •政府 ほ 物價が 騰貴 すれば 人民の 富 も 
之に 伴うて % す ものであると 云 ふ 御 考 であり ませう 

か、 まさか さう 云 ふ御考 はなから うと 思 ふ然 らば 今 

後物價 の 騰貴に 際して 之に 處す るには 如何にして 行 

かれる のであります るか 現に 地方の 情勢に 付て 見 ま 

しても 敎員其 他 公吏の 如き も 五 割の 臨時 手當を 給し 

なくて はならぬ と 云 ふので >  谷 地方 長官は 自治 體に 

對 して 訓令を 出して 居る、 勿論 其 訓令に 13: 裕 とりは 

取つ て あるけれ どもが •殆ど 訓令 通り S 行し やうと 

して 自治 體を 跶 迫して 居る ので ある， 自治 體の精 神 

は 何 處に あらう かと 考 へる ？ f: 割を％ すと 云 ふ 訓令を 

一齋に 出して、 それを 決行す る. それに 付て は 長官 

等は 種々 の 手段を 用 ひる、 なか <是 は 訓令 だけで 

はいかぬ 町村 長の 與し易 いやうな 者を 捉 まへ て半數 

ほど 先づ 町村 會の 議決を さしたならば， あとは 是は 


やらぬ と 云 ふことは 到底 出来なくなる •一方では 敎 
員 等が 闲つて 居る、 此有 FS を 傍 ®] する かと； K ふやう 
な 言 薬を 用 ひて、 政府の 訓令が ある ぞ 、負 控に堪 へ 
る堪 へぬ と 言つ て 居るべき 今日で ほない と 云 ふ 調子 
で 以て、 半 數 以上の. 町村を 同 33 させて、 他の 町村を 
K 迫す ると 云 ふ 事 K が あるので ある、 之が 爲には 町 
村會 議員 ほ 進退 谷つ て總辭 職を 爲した 所 も ある 位で 
あるが、 總理 大臣 ほ內務 の耍隘 にも 久しく 居られ、 
自治 膛の發 達と 云 ふことは 念と して 居られる であり 
ませう が、 一體 自治 制の 上に 於て斯 の 如き 場合に 訓 
令を 以て 迫る と 云 ふこと ほ、 命令を 以て 自治 體に迫 
ると 云 ふこと があります か， 自治 體 ほ 自治の 運用を 
議事 機關 行政 機關に 依つて 自ら 行つ て 居る， 果して 
自治 瞪の 行動が 其當を 得ぬ 即ち 制度の 明文に あるが 
如く 公益を 害する と 云 ふ 事が あつたなら ぱ •監督官 
廳から 指圖 して 再議に 付して 宜しい、 尙ほ其 議決を 
改めざる ときは 監督官 廳の 裁決を 請へ と 云 ふ 事まで 
正面の 規定まで あるので ある、 之に 依つて 自治 體の 
行政 {3: 初めて 巧く 行は れ るので ある、 町村は 徒らに 
自己の 我儘を 主張す る、 爲に 監督 制度を 設けて 居る 
自治 體は 自治 體の情 况が ある、 それに 適 ii して 自治 
の 行政を 擧げて 行かなければ ならぬ、 それが 爲に町 
村の 議事 機關が 發案權 を 以て、 町村の 情況に 依つて 
それ 極 りを 付けて 行く ので ある、 然るに それを 
一齊の 訓令を 以て 町村に 臨んで. ■押 付けて 之を やら 

うとして 居られる の |± . 併し それ も 悉く 實 行され 

て 居らぬ ので ある、 五 割の 臨時 手當も 給せられ て 居 
らぬ所 も ある、 それ も 五 割にす るなら ば 宜しい が， 
例へ ば柬京 府 にした 所で 七月に 五 割の 訓令を 出して 
五 割の 臨時 手 當と云 ふこと に 致して •十二月に 至つ 
ては、 最早 之を 七 割にせ ょと 云 ふ 訓令を 出して 居る 
斯の 如く 際限な く B 治體が 之に 應ずる 事が 出 來 ませ 
うか、 今後 も 物價の 騰貴は 之に 止まらぬ と考へ るが 
自治 體の 行政を 將來 如何にせ ら るる 御 積り であり ま 
すか、 先刻の 御言 15 には 官萸の 俸給 も 財源がない と 
仰せられる、 今後は 財源がない と 云 ふので、 自治の 
方 も 之を 抛つ て 置く と 云 ふ 御 趣意で あらう か、 總理 
大臣の 將來の 抱負を 承りたい と考 へる。 

〔國 務大 R 原 敬君焫 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 最初の 一半は 御 批判 •御 議論 
であります から、 强 ひて 申す 必要は ありませ ぬが、 
併し 最初の 御 話中に も 私の 申した ことが 能く 徹底し 
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ないかと M ふや* つな こと も 色*、： -I' えます、 M へ It* 唯 
今の 御 話に 官史は 五 脚を 松した 云々 とか、 kl 'v がな 
いと 申した とか 云 ふ 御 ? S であります が、 さ-? .. ■した 
ので ほ ありませ ぬ、 官吏は 五 ?. 1 と 云 ふ 次 ®: でも あ 〇 
ませぬ、 ® 上 较の 者には 一 M も咐 給を 致さぬ*  S た 
上に 11 く 致し 下に E く 致して 下段に なれば. | 
十 制 以上に も當 つて 居る， 昨年は 五 M であつた、 今 | 
年は 十 割に 咐すと 云 ふ 一 槪の御 誃論で は 少し 私 〇 中 
したことと違ふ、上に强く致し、下に以く致して 35 | 

の r'.i い 部分は 十 ® J と 云 ふこと であります 、  ：  - 

いと云ふことを ©- 珙に中した譯ではありませぬ，政 
府の財 政の 瞄 G1 に 於て IX さう 無限に 财す こと も 出來 
ないから、 今日の 程度に 止めた ので あると 沄 ふこと 
を 申した ので あ 〇 ます、 それから 地方の .H 治 eft1 に 付 
て 訓令を 以て％ 俸させる ことは、 自治 體の稱 神を 抱 
しは しない かと 云 ふ 御 議論で あ 0ますが、それほ 13 
洽體を 破る やうな ことを 致して は 行政 上の 本旨に 適 
ひますまい と考 へます が、 併し 官吏の 咐你を 致す、 
國阳支 辨の 者に 咐俸を 致します 以上は、 地方© 交 辨 
の 者に も 相 當の增 俸を 致さなければ ならぬ ので あり 
ます， 故に 地方 费の 許す 範閟に 於て 矢張り 大 K 比例 
の収れ る やうなる 增俸を 致させたい と 云 ふ、 それが 
爲に訓 分を 發して 居る のであります •訓令の 本文 (i 
內務 省より 出した ものであるから、 私は 承知いた し 
ませぬ が、 趣意は 分つて 居る のであります、 1< ';| す 
ものは 國庫支 辨の 方は 國 庫の 財政の 都合に te つて / 11 
来ます けれども、 地方 費は 左 樣に參 り ませぬ から、 
地方 費の 制限 も 前 議會に 於て 多少 緩められ 色々 なる 
手段を 攻究して 此地 方 ® の茭辨 に 係る ものの％ 依を 
圖 つたので あります、 此 案を 提出いた した 時分には 
江 木 君な どは 非常に 御 論じに なり、 小舉敎 A 其 他を 
此儘に 措く と 云 ふことは 怪しから ぬと 云 ふやうな 御 
議論であつて、. 御尤もの 御 _論で ある、 非常に W 窮 
を訴 へる， 是では いかぬ と 云 ふこと でありました か 
ら-敎 M 其 他 地方 費に 依つ て 莢 辨する ものを 谷 種の 
傢 給珩 に咐傣 を肢 計らつ たので ある、 此增体 を させ 
やうと 致せば、 一面に 地方 S の 制限を 緩め、 一 面に 
地方 官 より 五 削な り、 四 割な m に 角 官吏の％ 依 
に 適する やうな % 俸を せよ と 云 ふ 訓令を IJ1 すの yj'; 常 
り 前と 私 ほ 考へ るので あります  >  1 方には % 你をし 
なければ 地方 费支辨 の ものは 非常に W 馳いた す、 之 
を 救ふ爲 に增傣 をせ よと 云 ふ 1111 令を 出せば 自治 體を 
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I 芮 すると 云 ふ 御讅 論で ほ S だ 當感 いたす 譯で ありま 

一す、 是は監 锷 官廳は 下級 官闕に 向つ て ：：： 下級 團體 

に 向つ て 相當な る 訓令を 出す 職 g が あるので ありま 
す、 自治 體の精 神を 破.. ,: i さる 肺 國に 於て 相 常なる 計 
菹を 立てて 是 等の 人々 を 咐依 をせ よと 申した ことは 
■決して 自治 !! § を 害した 譯でも 何でもな いと 私は 思 ひ 
ます* 今日の 時 KJ1 に 適する 相 當なる 墘 匿では ある ま 
いかと 思 ふので あります、 又枸 惯が大體に於て瞵 « 
いたして 低落いた す 時期は 何人も K の 時期を 預言い 
たす ことは m 来ない のであります、 けれども 物 (H は 
膝 讶し て も膦 a の 極度に 達すれば 低落いた し •低落 
の 極度に 達すれば 隣 fl いたす のは 經濟界 の 常態で あ 
ります、 故に 其 瞬 i't の * 9 合に 於いては 此低 下せし む 
る ことを 十分 努めな けれ ぱなら ぬが、 之を 努むる 他 

の 一而に 於て ほ 現に 瞬 ft の S に W 雜を 致して 尻る 若 

には 相當の 手 常 其 他に 依つ て 之を 救濟 する の途を 謂 

ずるの が 常 然 のこと と 私は 考 へる* 此點に 於て は 政 

府は i!s に 非常なる 効果を 舉げる ことの 出来ない のは 

迆 憾と 致して 尻り ます けれども、 其 手段 方法の 有り 

次第に此點に向つては十分なる施設を致す籾〇で居 

るので あります。 

o rc 木 千 之 君 矜 a の 手 常に 付て は 七劑を 給せ らる 

る も尙ほ 大に不 足を 感じて 居る のであります、 併し 

之が 爲に 自治 65 の 行政を 李 >、 其 負 把の 上に 於て 無 

理をす ると 云 ふやうな ことがあつ て {?. ならぬ と 云 ふ 

ことは、 此 前の 謖色に 於て 地方税 制限を 讁 する 場合 

に 政府の 聲明 まで f3 て K いた 位で ある、 決して 本員 

等は 敎 の咐炻 の ほには [•] 治 S3 を呢迫 する も已む を 

得ぬ と 云 ふやうな 考は 少しも 持つ て 居らぬ ので あり 

ます、％ 依は 十分に しなくて はならぬ が、 必 しも 自 

治 ¢8 の 負 ffi のみに：？ J らず とも 方法 ほ あるで あらう ど 

考へる •臨時 敎 育會费 の 決 發もあ 〇、 必 しも 自治 es 

を强迫 する のみに 法る と 云 ふ考は 有たない ので あり 

ますが， 唯今の ことは 先づ 其邊に 止めて 匿いて、 次 

に 伺 ひたい ことは 政府は 此度國 防充. H の爲に 咐税を 

すると 云 ふこと を 申して 居られる、 是 は 斯様に も 申 

される、 政府は 物 frt 瞬 ft の爲に 辟 K の咐 紉 を 耍 する 

ものが數偾冏に上るんである、之が爲に其財源に充 

てるが ts に % 稅を する、 と斯 5 申される ので ある、 

併し 言葉の 立て 方に 上手 下手が ある， 國防充 15 の爲 

に增税 をす ると 云へ ば 人の氣 受は洵 に宜 いので ある 

物 偵 調節は 色々 やつて 居る が 思は しく 行かぬ、 其の 


S に 非常なる 咐 22 を 嬰す るから、 之が 爲に 咐稅 をす 
ると 云つ て IT. 人の 氣受は 洵に宜 くない、 併し 是は何 
れも偏 して 居る、 之を 極く 公平に ものを 言 ふなら ぱ 
来年の 拽 K に 於て は 物 似 膦 K の爲に 純 ? 3 の咐額 を 要 
する ものが 數 億 M に 上 るんで ある、 又國防 の充 1? も 
此 ts にして® かれぬ から 之を 致 行し やうと 思 ふと • 
年に 依つ ては 一 fis g 近い 金が 要る， 年に 依つ ては 一 
億 五 千览圆 も 臨時に 要る ことになるので ある •斯 5 
云 ふ © 用が 積つ て歲 計の 上に 不足を 生ずる •依つ て 
% 稅をす るんで あると 云 ふこと が、 是が 最も 公平な 
る 言 ひ 方で あらう と考 へる* 政府は 決して 議员國 民 
を瞞著 なさる 御考は 毛頭ない と 云 ふことは 本員は 信 
じて 疑は ぬので ある， 併ながら 言葉の 立て 方は 餘程 
上手に なさつ たと 考 へる、 例へ ば 今玆に 小利口な 人 
問が ある、 是が將 に兹® を 食 ひに 行かむ として 居る 
懐中を 見る と畫販 を 食つて 酒を I 杯飮み たい、 それ 
で 持ち合せで 先づ酒 の 代を 差 引いて 證い て、 さう し 
て辨當 を 貪 ふのに 金が 足らぬ、 贷 して 吳れ と S- へぱ 
人 問が 版を 貪は ずには 居れぬ と 云ふ感 を 人が 起す の 
である、 若し 之を 下手に 先 づ辨當 を 食 ふ 代を 差 引い 
て、 酒を 飲む 方の 代が 足らぬ >  毁販 に 酒を 飲まう と 
思 ふが 金が 足らぬ ff して 吳れと 云へ •は 人の 氣受が 恧 
いので ある、 併ながら 事 Bf に 言へ ば 酒を 飲む から 辨 
常を 貪 ふに 金が 足らぬ から 金を 貸して 吳れと 云 ふこ 
とで あらう と 思 ふ、 政府の 計畫も 之に 類す るな から 
む やで ある、 是は此 財政 計诳を 謎す るに 付て 最も 其 
根本の 問題で あると 考 へます るから， 一應御 說 明を 
承つ て ! a きたい。 

~ 國務 大臣 原 敬 君 演报に 登る〕 

〇國務 犬 f:' (原 敬 君〕 財政 …… 豫 算に關 係を 致し ま 

すから 大藏 大臣が 御 答いた した 方が 詳細に 御 答は 出 

來 やうと 思 ひます けれども， 唯今 御 質問の 御 @ 意は 

主義 論の やうに 承ります から， 私ょり 御 答して 一向 

差 支ない と 思 ひます， 國防充 赏の爲 に國税 の咐收 を 

計る のは 巳む を 得ぬ と 云 ふのは 政府の 主張で ありま 

す、 それに 對して それは 巧に ものを 言 ふので ある、 

K 際は さう でない と 云 ふ 御 議論であります が、 決し 

て 政府は 左樣な 瞞著 手段を 用 ひて 居る と 信じない と 

仰し やりました が、 無論 決して さう でない、 試に ]« 

-© を irJ1] 5s 下されば 明瞭であります， 海 m の 計 sf は 八 

年、； IKg yl の 計 班は 十八 年是だ けに 亘つ て國肪 充迓の 

計 ffi を 立てます のは •如何に 致しても 財源に 不足を 


感ずる のであります、 物價が 高い から 此金 を增 した 
のでない、 計盡が あるが 故に 增した ので ある、 併し 
此計 戴 の當時 は 物® は 願み なければ ならぬ、 故に 大 
正 九 年の 豫翦は 時 僧を 基礎と して 割出して 居ります 
十 年後に 至つ ては 時® を 基礎と して 居らぬ、 又數字 
を 御 赀 下さい、 是が 物價 騰貴の 原因で 是だけ 金が 要 
る、 此計班 に 付て 是だ けの 金が 要る と 云 ふことは、 
豫算に 付て 御覽な されば 明瞭す るので ある •決して 
巧に 物を 言つ て甯 際に 遠ざかつ た 說明 をして 居る の 
であり ませぬ、 如何に 致しても， 國防 充實は 目下 必 
要の ものと 考へて 云 ふので、 是だ けは 致さぬ けれ ぱ 
ならぬ のであります、 尤も 此 上に 完全を 期し ますれ 
ば •今少しく 計 戴を 進めたい と 云ふ點 も 海陸 當局者 
に 在る と 思 ひます けれども、 是は國 力を 考へな けれ 
ばな り ませぬ、 .! 1? 來に R つて 財政の 長き 基礎を 立て 
ますには、 さぅ 完全には 參り ませぬ から、 已むを 得 
ず 今日の 程度に 止めて 居る のであります、 是は 無論 
に 何等 侵略的の 意味の 無い と 云 ふことは ®? 々 繰返し 
ましたから、 是は 皆さん 御 承知の ことで 重ねて 申し 
ませぬ が、 國を 維持して 行きます には、 歐 洲大戰 の 
關係か ら見 ますれば、 少 くも是 だけの 計畫を 致さな 
ければ ならぬ のであります 1 それに 要する 費用は 如 
何としても 今日の 情勢では 多少の 增收 をし なければ 
いけ ませぬ のであります、 其咐收 の *豫 算 を御覽 下さ 
れば是 だけは 物價の 騰貴に® つて やる ので、 是だけ 
の 部分 {3; 物價の 騰貴に 依つ て 致す のでない と 云 ふこ 
とは 分る のであります、 此點に 付て 詳しく 此 所で 御 
承知扣 成りた ければ 此 場合で も …… 豫算 委員 會に於 
て •大藏 大臣ょり 申します が、 原則の 上から 是だけ 
申して 置きます。 

〇 江 木 千 之 君 私の 御尋 した 點に 付て は 唯今の 御 答 
辯 ほ 觸れて 居らぬ と考 へる のであります、 玆に内 示 
會で渡されたる、預算がある、是が若し十億圓の經 
濟で あつた ものが、 来年 も 十億 圓の經 濟を續 けて 居 
るなら 增税は 尤で ある、 唯國 防と 云 ふ ものを 来年 新 
にやら ぅと 思 ふが、 其 金が無いので あるから， 袍税 
は 國防 充實 の爲と 云つ て * FC しい、 併し 来年 金を 多額 
に 要する と 云 ふこと に 付て は、 第一に 物 傲 騰贵 の爲 
に 要する と 云ふ數 字が 十億 圆に 上って 居る、 それ か 
ら國 防充實 と 云 ふこと に 要する 爲に又 一億 內 外の 金 
を耍す るので ある、 是だ けの 金を 支出し やうと して 
は 歳計に 飴裕が 無い のであります、 それ故に 增税す 


ると 云 ふことは 明な ことで ある、 物 僧 騰貴の 爲に幾 
ら 要る、 國防 の爲に 幾ら 要る* 斯う 云 ふこと を 計算 
なさる のが、 是は支 出の 方の 勘定で ある •其 支出に 
對す る歲 人が 足らぬ のであります 、哉 入は 何で 足ら 
ぬか、 是は 言葉を 巧に 言へ ば國 防の 爲に 足らぬ とも 
言へ る， 又 拙に やれば 物 僧 騰貴の 爲に 足らぬ とも 言 
へる、 兎に角 足らない と 云 ふことは、 兩方の 原因 か 
ら 出 て 居る と. 云 ふことは 明で あると 考 へます が、 是 
は 何れ 又豫葸 會議に 於て 質 間の 際に 詳細の 御 答 辯が 
あらう と考 へます から、 次の 問題に 移らう と考 へま 
す、 現内閣の 施設は 如何にも 不徹底で あると 云 ふこ 
とを 私は 考へ るので あります、 若し 物價 調節は 到底 
力に 及ばず とせら るるなら ば、 此騰貴 したる 物價の 
下に、 即ち 物價 暴騰の 際に 於て、 國民 をして 其 事を 
議せら るる やうに、 盡力 せられなくて はならぬ と考 
へる ので ある， 然るに 政府は 此 ：… 或は 中產階 級の 
窮迫を、 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

小農の 襄微 とか， 或は 中產 階級の 窮迫を 救 ふ 上に 於 
て、 徹底的に 力を 致された 所は 無い ので ある 1 殊に 
政府が H 接に 手を 下して， 救 濟しな くて はならぬ こ 
とに 付ても、 不十分 極まる ので ある、 政府が 打 ia つ 
て 置いて はならぬ、 直接に 手を 下さぬ ければ ならぬ 
ことがある が、 其 事に 付ても 不十分 極まる ので ある 
色々 あります るが、 其 一例を 舉げれ ぱ>  恩給 受領者 
の 救濟法 の 如き ものは ♦其 著しい 現象で あると 考へ 
るので あります、 今 文官の 判 任奏 任の 恩給の 如きは 
是 如何にも 少額で あつて、 殆ど 問題と する ことは 出 
來な いから •  ® く铯は 除きまして、 文官に 比する と 
幾分 か 武官が 割合が 宜い 所の、 此の 軍人の 恩給に 付 
て考 へて 見ても， 大尉の 恩給は 僅に 三十 一圓に 過き 
ない ので ある、 けれども、 大戰牮 前には …… 大戰爭 
前の 經濟狀 態なら ば •一家 四 ?；; 人の 米 代は 十 圓餘り 
交 出す れぱ 足りた ので ある >  米 代を 差 引いて 尙ほ二 
十圓 近くの 餘裕 かあつた •他の 生活の 必需品を 辨ず 
る ことが II'. 來た のであります、 今日では 政府の 計畫 
通りに 三 割を％ 加して 見た所が、 四十 圓に しかなら 
ぬ、 米 代が .：… 米を 買 ふだけ が 漸くで あると 思 ふ， 
迚も 生活を 續 けて 行く ことが 出来ない 有樣で ある、 
それから 佐官 級になる と •少佐の 恩給で 月額が 四十 
九圓で ある、 之に 三 割を 咁 加した 所が 六十 3;; 圓未滿 
である、 稍々 巡査の 收 入と W 敵す るので あります、 
i 四〇三 
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之を 大尉の . W 給に 比する と 二十 閲铨〇 多い ので あり 
ますが、 佐官 砂 ■の 生活は、 尉官 等に 較べる と 更に 附 
難で ある、 尉官 級の 人 (3: 身分 も輕 いからして、 種々 
の戠 B 人になる と £ ふこと も 出 來 るので あります る 
が， 佐官 級の 人 ほ 上 長官と 言 ほれた 身分であります 
るから 左 e に (X 參らぬ ので ある、 併し それに も拘ら 
ず 種々 の內職 などに 從斟 して 居る 者な どが あつて、 
誠に憫 れな狀 態で あるので ある， 今 私が 宵 地に 就い 
て 取調べた 所 (X 政府筋に 於ても 餘り御 承知は ある ま 
いと 考ヘ るので あります、 三 四の 例を 以て 御 勘考を 
煩は したいと 考へ るので あります るが、 少佐が 親子 
で 封筒を 貼つて 生活の 糊口の ft を 求めて 居る 者が 為 
る、 其 處に私 の 知つ て 居る 者が 在鄕 軍人會 の會费 を 

取 立に 行つ たが >  固 より 軍人の ことで あるから 會费 

を 怠つ て ほなら ぬ、 納めたい のは 山々 であるが、 如 

何せむ 此狀 態で 今會费 を 納める ことは W 来ぬ から， 

どうか 延 して 吳れと 云 ふこと を聽 いて 語を 返す こと 

が m 來ず eii つて 參つた と 云 ふやうな 例が あるので あ 

る、 又是も 同じく 少佐で あるが、 村役場の 徴税 令 ® 
の 配達を 致して 居る， 村役場で m H をす る 者は 誰で 
あるか， 锊計係 は 誰で あるかと 云 ふと 自分の 從卒同 
樣の 部下で あつた 者が 會計 係を して、 それが 指 一一を 

して 徴税 令 書の 配達を さして 居る と 云 ふやうな 有樣 

である、 友人が 見て それだけは 止めて はどう かと 忠 

街した 所が、 止めて は 食 ふこと が 出 來ぬと 云 ふこと 

で 是も致 方が なく やつて 居る と 云 ふやうな 有樣で あ 

る、 又 保險會 社の ® 誘 員に なつて 居る やうな 者も少 

くない、 或は / U 版 物の H 廣 めに 従事して 居る 者が あ 

る、 是等の 類は 種々 あるので ある •少し 極端の 例の 

やうであります るが、 少佐に して 下駄の 齒入 をして 

居る と 云 ふやうな 者が 現に 小石 川邊 にある ので ある 

又 同じく 少佐で 勞働 研究と 稲へ 印 絆 ® を 箸て 刪の 帶 

を 結んで® いて 居る 者が & る、 勞鋤 研究と 云 ふのは 

是は 名前を 善くした ので ある •是は 極端の 例で ある 

やうであります るが、 何故 斯の如 き 有 ® に陷 つた か 

と 2< ふこと を 調べて 見る と* 事業に 失敗した と S; ふ 

ことで ある、 事業に 失敗した と 云 ふ 事は 慣れない 事 

に 手を 出した と 云 ふ 事は 自橥 自得と 云 ふやうな 感も 

起り ますが、 又 其 原因に 付て 調べて 見る と 甚だ 同情 

すべき S が あるので ある. 上長 官 とも 言 はれた 身分 

であるから 會社 などに 行つ て 全くの 被 傭人になる と 

云 ふ 事は 如何にも 進まない、 で 或は 恩給證 書な どを 


?? に !? £ いて 少しの rt 金を 得て 之を e- 社に 出して 少し 
品の 善い 被 傭人に して 賀つ たと 云 ふやうな 事が 原因 
である、 所が 此會社 が 思 it しく 行かない ® 業に 明る 
い 者は 株を S つてず ん<  逃げて 行く 恩給に 生活し 
て 居つ た 者が さう 輕薄な ことほ 出 來ぬ 、一日一日 日 
を 送つて 居る 中に 遂に 會社は 倒れて 今日の 境遇に な 
つて 居る と 云 ふやうな ことで、 如何にも 同情すべき 
點ほあ るので ある， 又 尉官 佐官 級を 通じて 三度の 食 
事の 中の 一回は 粥に したと 云 ふ 者は 私の 承知して 居. 
る 所で {t-. 少くな いのであります •是 から 少し 少將の 
階級の 所に 於て 申します か、 少將 にして 恩給の 月額 
が 百 三十 11 であるので あります、 今日は 物價が 三倍 
にもな つたと 云 ふ 有樣な るが、 內閣の 諸 公は 是等の 
人は 如何にして 今日を 過ごして 居る かと 云 ふこと を 
御 承知に なつて If り ませう か、 實際に 付て 調べて 見 
ると 誠に 危ない 加減で 僅の 調子で 今日を 維持して 居 
る 有 _で ある、 先づ I 番打明 けた 話を 11 いて 見る と 
物 僧は 三倍に なつた が、 家賃 ほ まだ 二 倍には ならぬ 
此 借家に 居られる 間は 先 づ 家の 方 ほどう か 斯う か 行 
かれる、 子供の 授業料は まだ 二倍には ならぬ から 物 
價は 三倍に なつても まだ 授業料には 影響して 居らぬ 
と 宏 ふこと も艇々 聞いて 居る、 又 衣服な ども 非常な 
る 値段に なつた が、 是は 今迄 持 合せが ある、 是が破 
れる迄 は 之を 著て 居る ので ある、 新に 求める ことは 
しないと 云 ふやうな ことで 今日を 維持して 居る* 又 
東京 附近に 住居の 者は 從來 家を 持つ て 居つ た 者な ど 
も 私の 見る 所では 大概 之を 賣 却して 更に 郡部に 深く 
退いて 仕舞つ て rfr る、 從つて 子供の 敎育 などに ほ 非 
常に 闲 _ をして 居る 有樣で ある、 併し 將官 級の こと 

に 付て は 將官の 面目に も關 係す るから 此 以上の こと 

は 私は 此 席に 於て 申す ことを 好み ませぬ が •在鄕 軍 

人の 生活 狀 態に 斯の如 き有樣 であつ て 到底 恩給の 三 

割 « をした 位で 生活を 續 ける 有樣 ではない ので ある 

目下 在鄕 軍人の 外形に 現は れた 有樣は 頗る 靜肅で あ 

ります るが、 彼等は 誠に 穩なる 態度を 以て 貴 衆兩院 

に 向つ て 恩給 增 加の 請願書を 提出して 生活の 安定を 

得 やうと して 居る のであります、 過日の 本願 寺に 於 

ける 在 鄕軍 A 等の 蓮 動 方法の 會の 如き ほ 私共 ほ 却つ 

て 上官が 言つ たり 何 かする よりは 我々 共が 言つ た 方 

が 幾らか 利き目が あると 考へ るので ある、 今日の 在 

鄕 軍人の 擧 動には 敬服して 居る、 どうか 暫く 靜肅に 

やつたら 宜から うと 云 ふこと を吳 々も 申して 置いた 


ので ある、 幾らか 殺氣ほ 帶ぴて 居ります が、 先づ靜 
肅で あつたと 申して 宜しから うと 思 ふので あります 
が、 今日 ほ 國民が 此の 政府は 威 ' 1 すれば 何でも 言 ふ 
ことを 聞いて 吳れ ると 云 ふ 感じを 持つ て、 或 (3: 判 任 
官に 至る まで 集つ て 大臣に 增俸を 迫る、 甚 しきは 年 
末 賞與の 催促、 威嚇して 年末 ! 0: 與を焊 やうと して 居 
る 氣味も ある、 地方な どでは 之が 爲に 態々 府縣會 を 
開いて 年末 赏與 を增 額す ると 云 ふやうな ことで ある 
勞働 者の 「ストラィキ」 所で ほない、 斯う 云 ふやう 
に 社會ほ 威嚇を 以てする と 云 ふやうな 有樣で ある、 
學 校の 生徒まで が 昇格 運 励で 主務大臣を 威嚇す る や 
うな 有 _ である、 此有樣 の 中に 於て 腕力の 一番 ある 
在鄕 軍人が 一番 おとなしい ので ある、 流石に 日本の 
軍人で あると 云うて 私共は 面會 する 毎に 讚辭を 述べ 
て 居る のであります が、 併し 其 精神 狀態は 最早 今日 
では 非常に 變 化を 来たして 居る ので ある、 是は 私の 
明に 認むる 所であります が、 政府は 旣に計 迸せられ 
たる 如き 淺 薄なる 待 週 法を 以てして 其滿 足を 得る こ 
とが 出来る と考 へられる ので あるか、 彼等を して 今 
後 能く 靜肅を 保たし める ことが 出来る と 云 ふ 御考で 
ありませ うか、 責任を 取つ て是は 靜肅が 保たし める 
と 云 ふこと が 出來 ると 云 ふので あるか、 此點に 付て 
第一に 總理 大臣の 御 答を 得て 置きたい と考 へる ので 
ある、 加 之 今日の 在鄕 軍人なる ものは 國 防計畫 上に 
於て 極めて 重要なる 位置を 占めて 居る、 即ち 一枚の 
召集 狀が 到來 すれば 直ちに 飛んで 出て 行かなければ 
ならぬ、 戰 線に 立たなければ ならぬ と 云 ふこと ほ 是 
は 申す 迄 もない ことであります が 然るに 期の 如き 腹 
のへつ たへ と< したやうな 在鄕 軍人を 捉まへ て、 
國肪の 充實を 全うする ことが 出來 ませう か、 先き に 
進む ばかりが 充實 ではない ので、 顧みて 有事の 日に 
用に 立てなければ ならぬ と 云ふ是 等の 者を 待つ に 相 
當の 方法を 立てられる が 必要では ないか、 總理 大以 
は 今度の 增俸の 如きは 下に厚く、 七 千 圓 以上の 者に 
は 一 錢も增 さぬ ♦下の 方は 十 割、 十 何 割增 すと 云 ふ 
ことを 誇り顔 .…： と 申して は 失禮で あるが、 屢 々高 
聲に 仰せられて 居る ので ある、 是は 如何で ある、 上 
下 通じて 三 割 ■  1111 十圓の 大尉が 四十 圓に なるとして 
此 生活が 續け られ る、 軍服 も備 へて 居らなければ な 
らぬ 、有事の 日に どうして 是等が 用に 立つ ので ある 
か、 此點に 付ての 御 答を 願 ひたいので あります， 上 
來 述べました 所は* 在郷軍人の ことに 付て 申した の 


であります が、 是は 一の 一:沒 を：  一 V けたに 過ぎない の 
であります 、要するに 政府は 物 flf 調節に 付て 劾 ; ' 1 
る 政策を 行は れる こと •か 出 來な ' > ■. ‘ 此 睡 I 
fl: せる 物 ® の 下に！ 一: 民を L て JC- 所を fl せしめる c  M  j 
蹬を執ることも爲し得られぬのである、艰兑改府の 
施設 ほ 不徹底 極まる と考 へられる、 今や 政府は 此不 
徹底 極まる 施設を 本と して 各般の 法律案 や > 7; 觅 案 一 
を提 川 して 常 議院に 向つ て 荇成 同 SSC を 强ひら れ る や | 
うであります が* 之を 强ひら れる ので あるか、 將た j 
之を 徹底なら しめる 爲にほ 十分 妥協の 餘 地を r/: せら 
るので あるか、 此點に 付て 總理 大臣の 判然たる 御 答 一 
を 伺 ひたいと 考へ るので あります" 
c 國漪 大臣 原 敬 君演扔 に 登る J 
〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 江 木 君の 長き 御 竹 問で あ 
りました が、 耍す るに 恩給 者に 付て、 殊に 軍人の M 
給に 付て 縷 々御 述にな つたので あります、 之に f'J' て 
の 御 _論は 御 答へ 致す 必要 も ありませ ぬ、 又 政府の 
措置に 付て 御 非難の やうな 意味 も ありました が •是 
も强 ひて 申す 必要の ない ことで、 併ながら 大體に 付 
て 御 考慮を 願 ひたい、 恩給に 衣食す る* は 文官、 武 
官を 通じて 數萬 人に 達して 居 〇 ます、 此屮よ 〇 武官 
の 文官より 少し 宜しい と 云 ふこ とも江 木 君の 御演說 
中に ありました 、併しながら 此武 '!• 中の 極めて 闲 難 
いたして 居る 者を 數多 ■げられ 御 11 論で ありました 
文官に 付ても 武官 同樣唯 今 御 擧げ になつ たやうな W 
窮いた して 居る 者を 擧げ ますれば 幾人で も擧 がり ま 
せう、 非常に 闲難 いたして 居る 若は 多數の 間に ほ 幾 
つも あるので あります、 之を 悉く 擧げて 如何にも 悉 
くの 文武 恩給 者が 悲慘 なる 狀態 にある が 如く 論ぜら 
れ るの ほ 彼等 自身の 體 面も考 へ、 國 家の W 面と 衮 ふ 
こと も考 へ" 私共は 彼等に 極めて 同淸ほ 致します る 
けれども、 其 中の 極端に 悲慘な る狀態 にある 者の み 
を擧 けて、 依つて 以 つて 諸君に％ 俸の 御 協 寶を煜 や 
うとは 考 へて 居り ませぬ が， 是は御 互に 言は ずと も 
困つ て 居る 者の 現 狀ほ 察して やらなければ ならぬ、 
それを 悉く 悲慘な る狀 態に あると 云 ふこと を唞す の 
ほ 國內 のみならず、 國 外に 對 しても 如何な もので あ 
らう か、 是は 私は 餘 り其悲 慘な る狀 態に ある 者 も 其 
中に あると 云 ふこと it 承知いた して 居ります が-之： 
を述 ，ふること を 好まぬ のであります、 又 御擧げ の 屮 
に 色々 どう 云 ふ 階級に ある 者は 是だ けの 俸給し かな 
い、 衣食が 出來ぬ ぢやな いかと 云 ふやうな ことを、 
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Its 々御 述にな りました が， 之を 一々 論 辯す る必耍 は 
ない のであります、 が 御 參考に 中し ますが、 御 ^ 論 
の® 趣® に 付て、 軍人の 例を 御 引に なりまして， ! 1? 
官の 恩給が 百 何十 岡 そこ  <では 牛： 活が出 來ぬ では 
ないかと 云 ふこと でありました が、 現に 國務 大臣の 
恩給が VI 何十 圓で はあり ませぬ か、 比較の 収〇や う 
に te つて ほ 险遇 にも 澉遇 にも 見られる のであります 
それを 悉く 色々 な 比例を 収ら H て 論ぜら るると _K ふ 
ことほ ハ，' 恐らく 心 ある 文 武官 恩給 莕 は •迷惑いた し 
て 居る であり ませう が、 併ながら 決して 我々 は、 彼 
等を： 个 間に 誼く ものでは ありませ ぬ、 國家 としては 
現 g 者に 柑常な る咐俅 は 巳む を焊ぬ のであります が 
旣に 恩給を 受けて K- る 者は、 退職して 恩給を 受けた 
其 viv 時の 恩給 法に 依て 割出した 所の 恩給ょ 0外 受け 

られぬ と 云 ふこと が 原則であります、 原則では あり 

ます けれども、 事情に 於て は 現職に 居る 者が咐 俸を 

受ける ことになる 以上は、 退 〇 いたした 若に も、 相 

常の 程度に 於て 增体 いたす が 適 常で あらう と考 へて 

今回の Ts ffi に 於ても、 文武 恩給# に對 する坍 加の 费 

額を 計上して、 御 協 苡を經 る ことに 致して 居る ので 

あります、 是は 外とは 少し 別な ものと 考 へて 居る、 

目： 又 先刻 も 申した 通り、 假令 物® が 下落いた しまし 

た 所で、 g 民 生活の 狀鸱は 、段.々 此數十 年の 有様を 

考へ まする と •以前の やうな 依 給では、 衣食が m 來 
ぬと 云 ふこと に 見 ゆるので あります から、 官吏に 咐 
給いた すと 同時に、 恩給 者に も财源 の 許す 限に 於て 

相當な る 3? 額を しやう と 思つ て、 今 □此雅 算 に 計上 

L て 居る と 云 ふやうな 次第で あ 〇 ます、 決して 彼等 

1 V 不問に K く 次第では ありませ ぬ、 闲難 いたして® 

る ^ の狀 態を 知らぬ ので も ありませ ぬ， 併し 中には 

闲ら ぬ济も ありませ うが* 若し W らぬ 方の 例證を 江 

木 fr の 如く犁 げたなら ぱ •一人 も咐額 する 必耍 はな 

いと 云 ふことの 結； s になる であり ませう が、 それは 

決して 當を捋 たもので (t ない、 決して 之を 以て 足れ 

りとは 致し ませぬ けれども •財政 上 又 さう ほ 參らぬ 

のであります、 それで 之に 對 する 相 常の％ 給を した 

いと 云 ふ ふこと になつ たのであります、 それから 最 

後に、 1W 協资 を强 制する ので あるか、 妥協す るの 

であるかと 云 ふ 仰せであります が、 政府は 漭院に 向 

つて 協苡 を强 制する と 云 ふやうな、 左樣な 心は 毛頭 

持つ て 居り ませぬ どこまでも 和衷 協同の 精神に 依つ 

て、 相 常に IU 藏な < je 見を 吐 辟し •法 m にしろ 預 3? 


案に しろ •相 常なる 所で 御 協 饺を得 たいと 考へ るの 
で、 決して 無理に 蕺锊 を强 ひて、 協 熒させ やうと 云 
ふ考は 毛頭 持つて 思 〇 ませぬ、 飽くまで 和 爽 協同の 
精神で 參りた いと 云ふ考 を 持つ て 居ります "言葉は 
御® の ありました iffi o、 fl w に 申せば 妥協と 云 ふこ 
とになります が、 併ながら 政府の 提案の 精神は、 ど 
ちらに なつても 宜しい と 云 ふ、 無 责任 なる 考は持 つ 
て 居り ませぬ、 十分 意思の ある 所を 御 了解に なつて 
其 案に 御苡成 あらむ ことを 希 菌いた すので あります 
0 ?!: 木 千 之 封 妥協の 餘地が あると 云 ふこと であり 
ますから、 是は又 其 法律案な 〇拽筘 案な りに 付て、 
篤と 总見を 述べたい と考 へます、 其 次に；！： ひたいの 
は •物 ffi 調節の 具 fiff 的 方法に 付て は， 專門學 者の 意 
見、 新 P3 紙上に 現は れた 論説 純濟界 殊に 商業 锊_ 所 
の 決 謎 等に tt つて、 g 論の pili 著す る 所と 誠むべき も 
のが 少なくない のであります が、 政府は 何故に 之を 
採用 打 行せられ ぬので ありませ うか、 今 四 五の 例を 
翠げ て、 政府の 御 S 見の ある 所を 承りたい と考 へる 
のであります、 第！ には 生活必需品の 公定 價格を 定 
むる ことは、 何故に 之を ®? 行な さらぬ ので ありませ 
うか 此 ijf に 付て は 歐米 諸國勃 れ も、 相當の 制度を 設 
けて 居らぬ ものは ない のであります、 殊に 英國の 如 
きは 昨年 八月より 公定悄 格を 定むる 法 印を 制定して 
之を SL 行して 好結果を 見つつ あるので あります、 又 
英吉利は 取 洋の舶 民 地に 於ても、 現に 一升 七十 銨に 
も 達した 米價 を、 公定 價格を 定めて 之を 三十 錢に下 
落せし めて 居る、 東洋に 在る 英領の 人民は、 斯樣な 
安い 米を 手に入れる ことが 出來て 居る、 總理大 1:': は 
物 CJ の 調節を すれば， 折角 發達 した K 易を 阻害す る 
と 申される のであります るが、 孰れの 國でも 物價の 

調節 ほ 外國 H 品に {i 關係 する ので ある、 それ故に 亞 

米 利 加の 如きは 物 ¢3 調節に 關 する 「ゥ H ッヴ 、ァク 

卜 J なる 法律を 出して 居る、 此法 律 ! 3: 物 m 調節は 是 

は國 內に對 しての ことで •海外の 輸 mug には 少しも 

適用し ない、 幾らでも 勝手に 高く 賣れと 云 ふの が、 

r ゥ h ッヴ 、ァ クト」 の 規定で ある、 又 英國の 如き 

も物價 公定 m 格を 定めて、 此 公定 怊格は 、是は 外國 

贸易 にけ 無論 適用す る もので ない と 云 ふこと を、 法 

律で 定めて 居る のであります. •さう 云 ふ 斟酌な しに 

やれば、 外阈贸 易に 障る と 云 ふこと が ありませ うが 

是は 種々 の 事由に 依て、 又 相當の 定め 方が あらう と 

考へ るので あります が、 公定 傾 格と 云 ふ ものは 我 國 


に 於て はどうして 是は 定める ことが / -11 來ぬ ので あり 
ませう か • -& は 風聞に ga します るが** 大藏 大臣は 旣 
に 公定 僧 格を 定める 案を 作つ て 内閣に 提出して、 總 
理大ほ か 之を 斥けて 容れら れぬの だと 云 ふこと を 承 
りました が •是は 風聞で あるから 、どちらで も {几し 
いのが、 どうしても 此 公定價 格と 云 ふ ものを 定める 
ことは 出来ない ので あるか、 總理 大臣の 御意 見の 在 
る 所を 伺つ て 見たい と考 へる のであります。 

r 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る！ 

〇國務 大臣 (原 敬 封〕 江 木 君の 公定 僧 格の 問題で あ 
ります るが、 是は 半ばは 學問 上の 理論 上の 問題、 半 
ばは yf 地 問題であります るから、 それらの 事を 喋々 
此所で 私が 申す のは 甚だ 私の 好まざる 所であります 
併し 何故 公定價 格を 採用し ないか、 是非 公定 俏格を 
採 m せょ と 云 ふ 議論 も、 別に 世間の 一部に (3: ありま 
すが、！ 一家の 輿論で あるか どうかと 云 ふことは 疑な 
きを 得ない のであります •殊に 大 M 大 [:•: が 閗 議に提 
m して 私が ^ けたと 云 ふのは、 何 かの 風聞で •こざい 
ませう、 世間には 色々 な 說が ある、 兎角 斯う 云 ふこ 
とは ffi 々傳は る ことでありまして、 事實 さう 云 ふや 
うな ことは ありませ ぬ、 固ょ 〇私は， 各 大臣 銘 々に 
意見が ありましても、 相 當に廟 議が S まり ませぬ け 
れば實 行いた しませぬ から、 一部々々 の說が ありま 
しても 差 支は ありませ ぬが、 さう 云 ふやうな 說があ 
つて、 私が 採用し ない i. 云 ふことは ありませ ぬ、 併 
し 公定 僧 格を 定める と 云 ふことは 非常に 闲 _ な 問題 
であります* 例へ ぱ 米の 一例を 以て 致します と、 米 
ほ 幾らに 定めれば 宜しい ので ありませ うか、 之を 定 
むる に當 つては •衷 SC に 於て (3: 何 - 1- 圓 、仙臺 に 於て 
は 何十 圓 ，鹿兒 島に 於て は 何十 圓と云 ふ 各地に 於け 
る 米の 相場を 定めなければ なりますまい •それ も 上 
等に 付て は 幾ら、 又 中等 下等と 階級 もあります るか 
ら 、皆 其價 格を 定めなければ なりますまい 之を 定む 
ると 云 ふこと 旣に 非常なる 闲 _な 事實 であります、 
而して 之を 定 むれ ぱ漸 々米が 出て 来て 都會翅 〇 が 米 
が 潤 ふかと 云 ふこと に 至て は、 銘 々の 見込 ほ ありま 
せう が-さう すれば 米は どん < 出て 來 ると 想像す 
る 人 も ありませ うけれ ども 旣に 一定の 相場が あつて 
邦 相場で あれば 賣り得 られる ものと すれば、 銘 々の 
都合に 依つ ては どん <米 を賣り 出さぬ と 云 ふこと 
もあります、 其 時に 市場は 如何なる 狀况に 陷 るかと 
云 ふこと も考 へなければ ならぬ、 又 唯今 江 木 君の 御 


議論の 如く、 亞米利 加では 外國 輸出を 擗はぬ 、内地 
の もの •たけを 取る と 云 ふこと であります が、 ® に 左 
様な 說を 採りまして、 生絲は 外 M に輸 3 をす る もの 
であります るから* 四千 関 以上に 騰つ ては ：：： それ 
以 上騰つ て も 多々 益々 制限を 與へな いで 置く と 云 ふ 
と、 さう して 均しく 農民の 作る 米には 非常な 低價に 
置きましたら、 養 蠶の景 氣が 好い から、 米を 作る よ 
りは 養 31 をす る 方が 利益 だと 云 ふこと になる ので あ 
ります ，現 在に 於ても 養 〇 地を 御 赀な されば 分る、 
當年な ども 養蠶が …… 絲が萵 くな りましたなら ば、 
麥其他 を 作る 所の 畑地は 如何なる 狀况 になる かと 云 
ふこと を、 篤と 調査を 要する と 云 ふことは、 私考へ 
て 居る 位であります 米は 非常に 不利益なる に、 絲が 
非常に 有利な ものと なりましたなら ば、 自然の 狀態 
として 有益な 所に 仕事が 移つ て、 不利益な ものは 減 
少 すると 云 ふ 結果を 見る と 云 ふことは、 速に 分る 話 
であります 、斯様に 中々 此 經濟界 は 祓雜な もので あ 
ります、 故に 一而には 物價の 低落を 51 る爲に 調節を 
致さなければ ならぬ •が 一面には 產 額の％ 加を 致さ 
なけれ ぱ 効力は 無い のであります、 故に 私が 米に 付 
て一阼 年 以来 執りました のは、 其 分® を 增加 する に 
±r 差 向き 輸入に 依づ て增 加す るの 外は あり ませぬ 
ので >  外米輸 人に 努めた， けれども 邦家 永遠の 策と 
して 何時までも 外米に 賴る ことほ m 來ま せぬ から 急 
速には 其 効果がない から 外米を 轍 入す るが •永遠の 
策と しては， 開 ■を 獎 励して 產額 を佾 すより 外に 致 
し 方ない と考 へる、 之が 爲には 色々 の計畫 を 致し、 
開懇 助成 法は 無論 御 協賛を 得ました が、 其 他に も 出 
來得る だけの 方法を 以て 米の 產額 を％ 加いた さう と 
考 へました、 一時の 急は® 入に 法つても 或 (3: 凌がれ 
ますが、 永遠の 策， 殊に H 家 有事の 秋を考 へます る 
と此產 額を 褙加 いたさなければ 安全を 保たれ ませぬ 
から •永遠の 策と しては 米の 產額 を咐 加す るに 努め 
て 居る のであります、 で 分踅 を % 加して 豊富に 致せ 
ば、 値段は 從つて 之に 依つて 低落いた すと 云 ふこと 
は、 執るべき 道で あると 考へ まする が， 蓮 額に 構は 
ずして 値段の みを 下げ やうと する のは 恐らく 目的に 
反した る 結果を 見やう、 又 列國 のこと も 段々 御 研究 
の やうであります るが、 列國と 申した 所で 千 差 溪 別 
色々 あります る、 けれども 大體を 通じて， 彼の地に 
於て は 戰苹屮 物資が 不足いた したので あります、 不 
足いた したが 故に 騰貴を 致す、 從 つて 國 家が 之に 立 
一四 0 251 . 


施政方針に 關 する fr 木 千 之の 質問  同 上 K' fi pi1 大 1.:': の 答 辯 
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V 以 に 閣 する. y 木 千 之の rf 問  同上 高 橋大藏 大臣の 答 辯 


四〇六 


人つ て 按敁 KV& さなければ ならぬ 必要に 迫つ たので 
あ， 〇 ます，： n 本で.- ir. 物が 不足した と 云 ふ 次第で ほな 
い、 大粒に 於て 2 i …… 尤も 其 中米の 產額が 不足いた 
しまして •外米を 以て 補 ひ 以て 需 要を 滿たす ことに 
なつた のであります が、 其 他の もの も 其 通りで， 必 
しも！ f 足いた したと £ ふ 次第で ない のであります、 
故に 彼の地と n 本と ij: 狀摆の 異なる と 云 ふのは 玆に 
も あるので あ， ります 1 又 公定 m 格を 設けて 居る國 々 
も、 果して 完全に 行 ほれて 居る や 否やと 云 ふと、 行 
はれて 尉らぬ のであります >  何 か 1T いた 物で 見た や 
うに ほな つて 居らぬ のであります'  是ほ粹 易に 出来 
やうがない のであります、 又 物 fti を 公定いた した こ 
とは 古い 苛に ほ あるので あります が、 0 的を 達して 

ない のであります、 之が 爲め に產額 ほ 減少いた す、 

色々 な！！ 励に も迺 遇いた して、 遂に 公定 似 格を 撤廢 

いたした E? 例 も あるので あります.‘ 故に 公定 價 格と 

云 ふ ものは 必 しも 原則として 否認すべき 次第では あ 

りますまい けれども. 此の 掏 雄なる 經濟界 に 向つ て 

は •( ¥•? 易く 行 ほれる 問題で ありませ ぬ、 故に 政府は 

是れ 等の こと も考 ■ いたし 攻究いた さないで はあり 

ませぬ けれども、 玆に商 ちに 物の馏 を 定め、 何は 幾 

らに賣 らう. 何は どうと 云 ふやうな ことを 定む るの 

は、 容易なら ぬ こと、 考へ ます •又 殊に 是 こそ 生活 

狀態安 定の點 から も 如何で あらう、 國民ほ 需要 者の 

みでは ありませ ぬ、 供給者 も 冬 數な ければ ならぬ こ 

とは 喋々 の 辯を a す 迄 もない のであります が、 それ 

ら のことは 需要供給の 狀態 を考 へずして •直ちに 物 

の® を 何 か 法令の 力に 依つて 一と 度 定めれ ぱ 其の 通 

一り に物價 が 行 ほれる ものと 云 ふことは 、見易い 問題 

では ありませ ぬ、 故に 今日まで 政府は， 公定 僧 格を 

決める と 云 ふこと を實ほ 致さず して •.尙 ほそれが 爲 

に 如何な もので あらう かと 苦慮し、 研究を 致して 居 

る 次第であります、 此事惝 を 申 上げましたなら ば 御 

了解を 得る だら うと 思 ひます" 

〇 江 木 千 之 君 時刻が 段々 切迫いた します るから、 

此 以上 問答は 重ね ませぬ •色々 研究して 居る と 云 ふ 

相' 變らず の 御 答であります るが、 K に 日暮れて 道 遠 

しの 感を 生ずる 論であります •尙ほ 輿論の 菌む 所と 

考 へる® 條を 擧げて 政府の 御意 見の 發表を 願って 置 

きたいと 考 へます から、 數箇條 束ねて 御尋を 致し ま 

す、 第二の 興 論は 通貨 收縮の 一策と して 金利の 引 上 

を必耍 として 居る のであります るか、 政府 (3; 之を 實 


行せられ ぬの (3: どう 云 ふこと であらう か* 此 S に 付 
て 伺 ひたい、 第三に ほ 一般 ほ 郵便貯金の 利子の 引 上 
を 急務と して 居る やうであります が、 政府 ほ 此事も 
一向 甯 行せられ ぬの {£ 是 は どう 云 ふ S であり ませう 
か、 第 四に 一般の 論は 海外 放資を 甚だ 必要と して 居 
るので あります が、 政府 {i 今少し 手を 著 けられ さう 
な ことで あるに 拘らず •其 事のな いの {3: 如何で あり 
ませう か、！ S 五に 兌換券 發行 方法を 改めて 比例 的 準 
備の 方法に S 據して 兌換券は 其 幾分の 正貨 ffi 備を耍 
すると 云 ふこと にして、 內國に 在る 正貨に 限る こと 
にしろ と 云 ふ •此 一般の 翳 論に 對 して 政府は 何故に 
之を 探 用せられ る ことが 出 來な いので ありませ うか 
此數 點 に 付て 御意 見を 願 ひたいと 考へ •* す。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇阈 務 大臣 (男爵 高 橋是溃 君〕 唯今 御 尋の 第一 ほ 通 
貨收 縮の 一策と して 金利 引 上を 應用 する こと (3: 輿論 
だと 云 ふこと でありました が、 而 して 政府 ほな ぜ其 
策を 探 用し ないか、 斯う 云 ふこと に 承りました。 通 
貨收 縮の 目的の 一策と して、 金利を 引上げる と 云 ふ 
ことは 雜誌新 聞 等に 見えます が、 私 ほ 之を 以て 輿論 
とは 認め 得ない のであります、 而 して 金利の ことは 
政府 己れ の 都合の 宜いや うに 高下すべき もので ない 
と考 へます、 固ょり 戰爭の 時代 •國家 非常の 場合に 
於て 總て の國 民の 利益 等を 51 牲 にしても， 國 家の 爲 
に 統一して 施設せ にやなら ぬと 云 ふやうな 場合に 於 
ては 是 ft 政府獨 り 政府の 都合を 画み て、 それに 依つ 
て 金利を 高低す ると 云 ふことは 有り得る ことで あり 
ます •金利 どころ で ! 3: ない、 資本の 動員 すらす る 場 
合 も あるので あります、 併ながら 平常の 時に 於き ま 

しては 金利の 動き 方は 一般 金融界の 情勢に 依つ て 上 

つたり 下つ たりす る S の ものであつて、 獨り 政府の 

都合で 動かすべき ものでは ない のであります からし 

て、 此金 融界の 情勢を 常に 測量し 豫測 し、 此 事に 付 

て專ら 注意を 拂ふ ものは 即ち 中央銀行であります、 

而して 此 中央銀行なる ものは 又 一般の 銀行の 金融の 

狀態等に依つて時に依つて磬戒を加へる爲に金利を 

上げる、 或は 又 經濟界 が 消沈して 居る 場合に 多少 金 

利を 弛めて 以て 事業 等 CD' 起り ^ くす る ことを 圖ると 

云 ふやうな 事は、 平常の 時には 先づ 政府と して 中央 

銀行に 聞く のが 當然で あります、 又 さう して 此 中央 

銀行なる ものは 中央銀行 ばかりの 考で 動かす もので 

ない、 全國の 金融業 者の 狀態 金融界の 有 樣>  其 時の 


人氣 等に 依つて h lf たり 下げたり する譯 の もので あ 
ります、 それ 故 それ 等の聲 に ffi つて 動くべき もので 
あ 〇 ます、 それ 等の聲 を 以て 私 13: 輿論を 見る 第二は 
郵便貯金の 利 上、 是も 一部に 於て ! S が 問えます けれ 
ども、 是は 矢張り 何れ かと 云 ふと、 抽象的 理論家の 
主張で ある， ffi 際を 御 52 な ざい •日に 月に 矢張り 今 
日の 利率に 於て 貯金は 葫えて 行く のであります、 郵 
便 貯金に 法つて 金を 蓄へや うと 云 ふ 人の 種類は 其 金 
の 利 廻りの 多き を 薄んで 来る ので ほない、 如何なる 
變励が あつても 政府に 預ける 一 : 預けた ものは 無く 
ならない、 安全に 保管を して 貰 ふ 事が m 來 ると 云 •ふ 
部類で あるので ある、 故に 昨年 以来 政府 ほ 三等 郵便 
局に 於て 國庫證 券を 资出 して 居る‘ 即ち 此郵便 貯金 
の爲に 來る窻 口‘ 之を 受ける 蒽口に 於て は國庫 證券 
を 賣 る、 國庫 證券は 短き は I 箇 年、 長くて 三箇 年、 
左樣な もの も あるので あります、 而 L て 其 利 廻りは 
時の 金融界の 利息を 標準と して 定める のであります 
からして、 是 までの 所では 六分餘 になつ て 居ります 
同じ 窻 P へ 来て、 一方に 於て は 六 分 餘の利 廻りで あ 
ります 所の 確實 なる 政府の 證券を 賢つ て 居る、 一方 
に 於て は 四 分 八 厘の 利息の 預金を 受ける 同じ 所で あ 
ります から、 政府の 初めの 試みに 於て は 或は 郵便 貯 
金を 引出して 此 短期の 利 廻りの 宜い 方に 向 ふやうな 
こと も あらう かと 云 ふこと を 幾分 懸念して 試み まし 
たが、 更に 左樣な ことは ない、 六 分 以上に 廻る 所の 
證券 も 能く W れる 、さう して 四 分 八 厘の 低利で 預か 
る 所の 貯金 も 月々 殖えて 行く 毎年 十二月は、 貯金は 
どちら かと 云 ふと 殖えない 方 •昨年の 如き ほ 四百 萬 
圓ば かりでありまして、 前 月の 千 萬 _以 上に 比べ ま 
すと 云 ふと. 著しく 減つ て 居りました が、 一月に な 
りまして は •此 中旬に 於て 旣に千 五 百 萬圓に 殖えて 
居る のであります、 左樣な ことであります から • » 
際から 見ます ると 今 n 郵便貯金の 利息を 上げて、 他 
の 貯蓄 機 關と預 金機關 と競爭 する 必要は ない と、 政 
府ほ 認めて 居る のであります から、 其 利 上 ほ 致さぬ 
のであります、 それから 第三に 海外 放 資を 必要と す 
る 興 論が ある、 何故に 政府が 海外 放資 をせ ぬか、 是 
も 理論家の 主張と して ほ、 度々 新聞 や 雜誌に 私は 拜 
見す るので あります 、第一に 海外 放 資と云 ふことは 
資本を 海外に 投 ずるので あります が、 何事を 指して 
云 ふか •江 木 君は 政府の 海外投資を 求められる ので 
あるが、 政府と しては 或る 場合、 國家 必要の 場合の 


外は、 si の时颅 を 歳 人を 以て 投資は m -K ない、 又 左 
揉な 場. 合に 於て ほ、 所謂 a 會の 饉簧 を 雄 & ければ！ I 
らぬものであります、伸し政盼に之を求められるの 
は， 蓋し W 金 部の ことで あらう、 苦 通の 送 入で 投資 
の m 來な いこと ほ 御 承知で ある、 預金 部に 於て (t nl 
當に泡 外 投資を して K ると 云 ふことは 、過：：： もちょ 
つと 申 上げました： 迎 0 * 1 つは 必要から して 努めて 
投資を して 居る と 云 ふことは、 海外に 於て：：： S 八. 卜 
萬圆の正貨を有つて居ると云ふことは、過=中上げ 
ましたが， 是も矢 張 〇 海外投資で ある、 今後 rii 外： 止 
货と 5;* ふ ものは、 預金 部所 初 其 ftti 政府 〇 剩餘金 vf く 
ほ 一時の 餘裕 金を 有つて 居る、 ffi か 比較的小 部分が 
日本銀行の 所有で ある、 此海 外に 存在して /S る 所 〇 
正貨を、 尙ほ 今後 維持す る， 或は 殖やさう と 云 ふに 
ほ、 矢 張 政府と して {X 預余 部の 力を；！！ ふょり 外ない 
のであります 併ながら 預金 部の 低利 K 金と 云 ふやう 
な 名前で、 隨分 备府縣 其他秫 々の 內政 のこと にも 金 
が 出ます からして、 さう 政府が 今後 海外の 投資を す 
る餘裕 を 見 / ii さぬ と 私は 考へて 居る、 海外投資の 如 
きは、 寧ろ 國 民に 望まなければ ならぬ、 私の P 察す 
る 所では， さう まだ 國民は 海外に 亞米利 加の 如く 思 
切つ て 多額の 投資を する 餘裕 はない と、 私は 見て 居 
る、 第 四に ほ、 兌換券 發行 方法に 付ての 迆備 も 
舉說 として 私 ほ 聞いて 居ります‘ 併し 此趣® は 今 御 
話の 通り、 正貨 ？ i 備なる もの ほ 必ず 内 ® に 有た なけ 
ればな らぬ‘ 海外に 於て 正 K を 淮備 する ことほい か 
ぬと 云 ふ 論 S の やうで ある、 泡 外に 於て 正貨を 日本 
銀行が 有つ、 政府の 有つて 居る ものを 正 货维 fill にす 
る ことは ならぬ と 云 ふこと ほ、 無論の 話であります 
が， さう 云 ふこと でない、 日本銀行が H 分の 勘定で 
以て 海外に 正 ' « を 有つて 居る、 其 金を 正貨 準 脱に 入 
れては ならぬ と 云 ふ 論 皆で ある、 是は 理論と しては 
さう ありた くも あり > x さう & る 方が -H: しい やうに 
考 へる •今日の 如く 國際間 の關係 、經濟 關係が 密接 
になつて 来ます と 云 ふと、 何れの 國で も屮央 銀行 若 
くは 中央銀行の 卿き をな して 居る 所の、 米國 「リゾ 
丨ル、パンク」のやうなものは、勢ひ31分の買入れ 
上、 海外に 正貨を 有たなければ ならぬ と 1K ふことは 
今日國 際 間の 金融 關 係に 於て、 避くべからざる こと 
である、 故に 今日 米 國の维 g 銀行と 雖も數 億の 正貨 
を 海外に 保管して 尻 るので あり ■* す、 是矢 張り 正 1? 
準備となつて居る、日本銀行も今日では1. 億足らず| 
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の 正貨を； g 外に 初つ て 居る， 故に 之を 正貨 m fi に已 
むを m ぬ 場合は 用 ひるので あります 、之を 絕對に 日 
本 報 行を して 海外に 正貨を 持つ 事は 相 成らぬ、 持つ 
て も それを 正貨 m 備に 入れる ことほ 扣成ら ぬと 云 ふ 
ことにな つたなら ば、 H 易を 發展 する に 於て、 留り 
正金銀行 其 他の、® 替 銀行 ばかりの 後援では、 如何 
にしても 贸屏 の！ S K- を將來 5F むこと ほ 出來な い、 此 
爲钙 銀行の 後 接と なつて 貿易の 發 M を圖 るには、 矢 
張 〇屮央 m fr がぬ 後 C 後ろ 楣にな らぬ ければ ならぬ 
左 籾な ことは、 H 本 銀行と して將 來已 むを 煜ず 海外 
に 正貨を 持つ 埸合が iw るので あります、 それを 絕對 
に 正貨 m wll に 入れる ことは 相 成らぬ と 云 ふことは、 
理論の S に W 際を 無 ® する， 是は収 るべ からざる 論 
と 私は 考へて 居る のであります。 
o ir 木 千 之 君 果せる かな 大藏大 Ml の 御 答 辯は、 预 

期の 通りでありまして、 私の 興 論と 申した ことを， 

新聞 雄 誌な どの 遇 論 だと ® 々 に 見られる、 併し 新 lif] 

に 311 はれた 論と 云 ふ ものは、 政府の 御 ® 見 も あ 

れぱ •汽業 上から 誘 論を した 結果 も® つて 居る、 之 

を 唯 新聞 雜誌は 其 媒介を する ので ある、 如何にも 新 

聞雜誌 か 何 か «F へて あるかの 如き、 輕い問 題と 御考 

になつ て 居る やうであります が、 ® 漭な どの 謎 諭 も 

あり、 識者 界の說 も あり、 殊に 經濟界 に 於け る 商業 
帘 譏 所な どの S 見と 云 ふやうな もの も •是も 唯® 者 
の 言 ふこと であると 云 ふやうな ことで、 さう氣 樂に 

榴へて 居られて ±r 此上迚 も御尋 をした 所が 駄 G だ 

らうと 思 ふ‘ 喻 今の 御 答は、 帝® 绒會の 速記に 現は 

れ るので あります から、 何れ 是 ほ 又 〇 の 興 論の 判 斷 

も あらう と 思 ひます、 如何にも 其屮で ，私の W 間の 

趣 SJ を 間違へ て 喋々 御 述にな つて pr る やうな ことは 

是は： に 御 氣の爵 であ ^ ます、 海外 放資と 云 ふこと 

if 政府の 企 だから、 海外に 向つ てな ぜ さう 云 ふこ 

とを しないと 云 ふこと を、 f-f 問した やうに 収つ ての 

御 答 辯であります が， 是は哲 ほ 長い間 御 苦勞を かけ 

ましたが、 是は 私の 御 ^ ね 申した 趣 S ではない、 唯 

今 だけの 御 ?? が 速記に M れぱ もう澤 山であります、 

蕺 長に 伺 ひます •か 尙ほ玷 けて {几し うご ざいます 

か、 唯今 正午の やうであります が V 

0 副議長 C 侯 ttl 黑田長 成 君) まだ 二十 分 や 二 十 7(: 分 

ぐら ゐは 、差 支 ございませぬ。 

〇江 木 千 之 君もう 物 fij 問題は 僅な ことで nl みます 

が •次に 外交問題に 移ります から、 是 は 1 n 十分 以上 


も ?! i す ことと 思 ひます •外交問題 だけで も 大分 時 P0J 

を盟する拉〇でありますが . 

0 副議長 (侯 13 黑田長 成 君〕 然らぱ 此際 休憩を 致し 
ます。 

午後 零時 一分 休憩 
午後 二 時 十七 分 開 讁 

0副議長(侯时黑田長成君)是ょり報齿を致させま 

す。 

〔長 ff 記 官朗譖 〕 

昨！ 一十 日 第一 if} 外 艦隊 司令官ょり 左の 謝電 を受 
領せ〇 

海軍 大 K< ょ o ft 族院の 陸海 軍に 對 する 決議を 傅 
達せられ 一同 感激の 至に 堪 へす 玆に麼 下 將卒を 
代表し S5 て 深 ly なる 感謝を 表す 
0副議提(候辟黑川長成君)是ょり休憩前に引續き 
まして 會議を 開きます， 江 木 千 之 君' 

〇 江 木 千 之 君 私は 午前に 引 續 いて 物悄 問題に 關し 
て 今一 問 御尋を 致したい と考 へます、 物 僧 調節 上必 
要なる 事件と 考 へます のは、 彼の 綿 絲組合 綿布 組合 
或は 砂 ? W の 組合 「メリ ヶン」 粉の 問 M 組合 大豆粕， 
大豆 雜驳 の m 合小麥 同盟 fr 麩 問屋 組合と 云 ふが 如き 
組 介の 先物 賣買 差金 迓買で あります、 此賣 買は 誠に 
隙 祷の甚 しい もので あつて 是が爲 に 物 價を 非常に 昂 
瞬 さす 事 S が あるので あります、 例へ ば 四圓 の實價 
の ものが 七 ISI 以上に なつて 居る と S ふやうな ことは 
綿布に 付て 申しても さう 云 ふ 事 實が あるのは ■全く 
差 余 賣買 の爲で ある •之に 付て ほ 大密院 の 判決 も あ 
り、 十分に 収締 りを せられなくて はなら ことで あら 
うと 考 へます が* そこらに 讨 ては 一向 政府は 収締は 
して 居らない、 我が 同僚の 松 室 君が 司法大臣た りし 
時には、 此の 収締を せられて、 綿布の 如きは e に餘 

程 下落した と 云 ふやうな 事 H も あるので あります る 

が、 政府は 放任して 少しも 構は ない、 米穀の 取引の 

如きは、 保 fg 金なる ものが あつて 空の ® . 買と 申して 

も、 程度が あるので あるが、 此れ等の 組合は 身元 保 

證 金 も 何も 無い >  無资 產の 者で も 出來 るので ある、 

唯 「ブ D 1 ヵ ー」 を 介 すれば 出来る と 云 ふやうな 11 

で、 是が爲 に 非常に 物價を 釣 上げて、 現に 其 取引を 

して 居る 所の ® 面を も収 寄せて 見た ことがあります 

が、 如何にも ひどい 有様に なつて 居る， 其 中 綿布の 

ことに 付て は、 S 商務 大臣が 當 業者を 喚んで 相談 さ 

れて ，常 業者が 此邊な ら 宜しから うと 云 ふやうな こ 


とを B つたと 云 ふので 一年を 限と しての 先物 S 買 差 
金賣 買は 差茭な いと 云 ふこと にして 公に 認められた 
ので あるから、 弊害は 今日に 至つ て 益々 甚 しくな つ 
て 居る と 云 ふ 有 棟で ある •如何にも 放漫で あると 申 
して 宜しい か、 政府の 施設は 無頓著 極まる、 偶々 手 
を 著け やうと 云 ふ 場合に' は、 取締を 受けて はならぬ 
人間を 喚んで、 それ 等の 意見に 任して、 其 相談で 期 
限を 定める と 云 ふやうな ことを して 居られる と 云 ふ 
ことは、 誠に 其 意を 得ぬ と考 へる ので & ります が、 
是は 如何なる ことで あるか、 能く 其 御說明 を 承りた 
いと 考へ る>  又 綿布の 如きは 輸出の 制限が どうして 
出来ぬ ので あるか、 大戰爭 前に 二 W 萬 li の 貿易に 過 
ぎな かつた ものが、 今日は 二 億 W 以上に 達して 居る 
ので ある、 此 轍 出に 付て 多少の 制限を したと ころが 
中々 歐羅巴 などの 實况 から 考 へる と、 我 市場を 製 ふ 
と 云 ふやうな 狀况 は、 一二 年の 中には 其氣 in ひ (3: な 
からう と考 へる、 然る にも拘らず、 之を 全く 不問に 
置いて 居られる 政府は 物價 調節の 大切なる 所には， 
少しも 手を 觸れ られぬ と 云 ふ 有 樣 である、 障は らな 
けれ it: 宜しい ?-. 云 ふ 態度に しか 考 へ % れぬ ので あり 
ますが、 此邊に 付て 一應 御意 見を 伺つ て 置きたい と 
考へ るので あります。 

〔國務 大臣 K 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 江 木 君の 御符 問に 付て は 
詳細は 農 商務 大臣ょり 御 答いた した 方法が 宜しい の 
であります、 丁度 唯今 衆議院の ? i 3ic $ 員會に 出席い 
たして 此處に 居り ませぬ、 御必耍 なら ぱ 後ょり 詳し 
く 御 答を 致す ことに 致したい のであります、 {«• し大 
體は 、唯今 江 木 君の 言は るる やうに 放任を して 置い 
たので もなければ、 無論 さう 云 ふ 差金 賣買な どの 獎 
勵いた して 辟る 次第で 4 ない のであります が、 御尋 
は 差金 賣 買と ありました が、 先物 賣 買と ありました 
か、 はつき り聽 取り 兼ねました が、 差金の 賣買を 致 
して 居る と 云 ふ 事柄で if 取引所 其 他に 關係を 及ぼ 
して •範圍 が廣 いこと になります が、 綿 絲綿 布は 先 
物 取引で あつた、 即ち. 大正 九 年に あつて、 十 年 K 先 
の賣 買を して 居る と 云 ふこと でありました、 實物賣 
買と 云 ふことは、 品物を 買 ふ W るので あります から 
差茭は ない のであります けれども、 如何にも 先き に 
a つて 凡そ 何れの 國の収 引に し C も、 一箇年を 程度 
として 自分の 製 } g 品を 賣る •之を 買 ふと 云 ふやうな 
ことがある のであります けれども、 一年 も 二 年 も 先 


物の 約 Jk を 致す と 云 ふことは、 商 賣の原 则 に 於て は 
理論 上 不適 當で はない と 申され ませう けれども •  .M 
際に 於て 甚だ 穩當 ならざる もの、 况や 其產額 以上 製 
產髙 以上に 賣 買の 約束を して K ると 7:;- ふに 至つ ては 
尙：史 穩當な らざる もの、 故に 之に 付て 相 當なる 制裁 
を 加へ やうと 考へ たのであります •十分 調査の 結果 
彼等の 穩常な らざ る處 置を 改めさせ やうと 考へて 農 
商務 大臣が 主 もなる 當 業者を 喚んで 其の 事を 話し， 
彼等 も 御尤もな 次第で あるから、 之を 改め やうと 云 
ふこと になつ たのであります、 それから 關说 のこと 
であります、 是は御 承知の 通りに、 政府は 穀物の ® 
入 a を全廢 いたしましたり Js /il を！ i 阪 いたしました 
如き、 段々 關税 のこと に 付ても 考へ 及んで， 急激に 
非常なる ことを 致さぬ やうに 努めて K ると 云 ふに 過 
ぎない、 放任して は 置かな かつた のであります， 然 
るに 唯今 申す が 如き、 綿絲 、綿布の 如き 段々 騰貴し 
まして、 日用品の 缺く ベから ざる もので も あり、 多 
少 之に 制裁を 加へ なければ ならぬ ものであります か 
ら 、關税 は 綿 絲綿布 並に 鷄卵 牛肉 其 他の 日用品 も あ 
ります が、 是は 姑く 措きまして、 是 等の 諸 物件に 付 
て 緊急 勅令を 發布 する ことにな りました、 其 場合に 
於て 綿絲の 輸出は 止めました けれども •綿布の 輸出 
は 止めないで •却つて 綿布の® 入稅 を兔 許した ので 
あります、 是は 一應 矛盾した る處 置の やうに も 聞え 
ます けれども、 實際は 左樣 でない のであります、 綿 
絲は 制限を 致して 相當に 日本の 需袈 を充た す やうに 
致しました が、 綿布の S1 出が 大變增 加し まして、 戰 
前に 比すれ ぱ 非常な 增加 になつた と 云 ふのは •どう 
云ふ譯 であるかと 申せば、 谷國共 に 戰萌屮 十分に エ 
業を 進む る ことが 出來な いから、 其 間に 日本の 綿布 
の 販路と 云 ふ ものは 非常に s( まつた ので >  趦 くべき 
增額 をな したので あります、 而し て內 地に 於て は、 
此外國 向の 綿布を 製造す るが 爲 に、 其處此 處の 機 © 
機業 場に 於ても 段々 勸めた のであります、 因て 以て 
今日は 巨額の 轍 出を なすこと が 出来る やうに なつた 
ので、 全く陂 爭中 販路を 他國が 十分 手を 伸ばす こと 
が ; Li 来ない、 さう 云 ふ 他 國の缺 陷を 補うて、 日本の 
綿布の 販路と 云 ふ ものは 非常なる 擗張が 出来た ので 
あります、 斯樣な る 綿布の 輸出を 止める と 云 ふこと 
は 餘程考 へ 物で ある， どう 云 ふこと かと 云へ ば， 第 
一之を 止める に 於て は， 外國 向の 綿布を 製造す る 機 
業 家は 忽ちに して 倒 產 の狀況 に 陷らな ければ ならぬ 


施政方針に 關 する 江 木 千 之の K 間  同上 原 總 PF 大臣の 答 辯 


四 〇 七 


院族 fl: 會議國 帝 回 二十 四 第 


外交に 閱する 江 木 千 之の H 問 
故に此描布の轍出を止めると云ふことは、餘程むつ 
かしい ことで ある、 又 外に 對し て {5: : iir 角 仲び た 所の 
外 國の既 路を失 ほなければ なり ませぬ； ■是 も將來 に 
考ふ べき ことで ある、 加之此 綿布の 原料 (?. 何れょり 
這 入る かと S へば、 線 布の 原料た ろ 綿 <?. 日本に 產 m 
する もので ありませ ぬ、 駝八を 致して 日本に 於て 製 
造して、 唯今 申す 通り跋 き 昵路に 向つ て 之を iv; 捌く 
のであります 、若し® W を 止めれば 原料を 轍 入す る 
ことを 止めなければ ならぬ* 故に il! 出を 止めた と 云 
ふ if を 以て、 内地の 產 m 物なら •は， 商ち に 原料が 内 
地に だけ 充滿 いたします から 低落いた す ことは 理論 
上 推定が 出来ます けれども •外國 ょり 原料を 輸入し 
て 鹼 /J-i する のであります、 轍 出を 止めれば 輸入が な 

くな つて 詰り 原料が なく 立る と 云 ふこと で、 其 事業 

が Jh むと 云 ふ 結果になる のであります‘ 故に 是ほ大 

に考 ふべき ことで ある、 故に 之を 斷行 すると 云 ふこ 

とほ 餘 程の 必要に 迫らなければ •容易に ほ 出来ない 

と 云ふ譯 を以つ て、 差 向き 綿絲の 輸出の 制限を 致し 

て同時に綿布の輸川を制限いたさなかつたのであり 

ます、 將 來必耍 が あれば 是 れも斷 行いた さざる を 得 

ませぬ けれども、 唯今 申した 通りで、 原料は 輸入す 

る 品物で ある、 31! m する 販路 it 職 爭屮 非常に 廣まつ 

た、 此輸 出の 準備の 爲に內 地に 於て は 機業が 非常に 

起つ たので、 之を 一朝に して 一 裁頹 せし むる と 云 ふこ 

とは 餘程 重大な ことであります から、 當時に 於て 之 

を 止めな かつた のであります、 決して 放任して S い 

た 次第で なかつ たのであります、 其 他の 取引 業は 唯 

今 EfI したやう に 取引所に 於ての 取引は 別問題と 致し 

まして、 其 以外に 於け る 所の 先物 収引な らば， 先物 

取引は 窗際に 於て 差金 で 収引 所の 商 賣を無 蜆し 

て 居りは しなかつた かと 云ふ縣 念. 之に 付て は 法律 

上 取締 も 致します けれども*® に 先物を 賣買 すると 

云 ふことは 穩當 ならざる ことであります から >  是ほ 

長期に 亘つ て不 穩 當な れぱ 取締 も 致します けれども 

絕對に 先物を 賣ら せない やうに すると 云 ふこと ほ、 

是 ほ 餘程む つかしい ことであります •理論 上 餘程考 

魔すべき 問題であります、 さう 云 ふ 次第であります 

から、 是等 の ilf ff!/ は 詳しい ことは 農 商務 大臣が 致し 

て宜 、のて あります 力、 決して 穩當な らざ る處 @ を 

取つ て 居る ので ! 3: ない のでぁります。- 

〇江 木 千 之 君 唯今の 御 答に 先物賣 買で あれば、 差 

一金賣 買を 差 止める と 云 ふこと でありました が、 綿布 


の 411 きは 常 菜 者に 佐つ て、 一年 前の 先物 S 買は 宜い 
と 云 ふこと にして K ふと 云 ふこと で、 農 商務省と 相 
談に 於て 定めた、 其 間に 於て 差金迓 買が 盛んに 行は 
れた 、それから 唯今® へ 立てた 所の 以外の こと も 差 
金 S 買 (i 盛んに 行 はれて 居る と 云 ふこと を 申 上げて 
S- けば 宜い 、それから 綿 布の 輸出を 禁ずる と 貿易な 
らぬ影 響が 起つ て來 ると 云 ふ 御 答で ありました が、 
綿布の 輸 /J1 に 相當な る 制限を 加へ る、 之を 絕對 に禁 
ずると 云 ふ亊は 申して 居らぬ のであります、 現に 戰 
爭前二 苗 萬 圆の貿 易は 二 億 M 圓に 達して 居る ので あ 
る、 此轍 出に 對 して 多少の 制限を 加へ た 所が 一二 年 
は 我 か 市場を© はれる と 云 ふこと ほな からう、 是は 
當 椠 者 も 申して 居ります •此 事に 付て 御尋 をした の 
であります が， 午前ょり 午後に 引績 いて 私の 質問で 
大變 時間を H す やうであります から、 唯今の 問答は 
此邊に 止めまして、 是から 外交問題に 移つて、 外交 
問題は 二 問し かないので あります、 一問は 極く 簡單 
であります、 一 問 ほ 少しく！^ の 趣意を 述べな くち 
やならぬ と考へ るので あります •.それは 支那の 排日 
頭 励に 關 する ことであります か •此 事に 付て は 先日 
島！： ^ 邸 も 質問せられ た箇條 の 中に も ありました が 
質問の 事柄が 餘り 闻單で あつた 爲か 外務大臣の 御 答 
は、 此臀間 に當つ て 居らぬ やうに 考へ ます、 又 同一 
の 問題に 付て、 其 後 高 橋 君から 稍々 詳しく述べられ 
ましたが、 其 際 も 外務大臣の 御 答 辯 ほ 其暫 問に 當つ 
て 居らぬ やうに 考へら れる玆 に 私は 質問の 趣意を 詳 
しく 述べて、 政府の 御意 見を 伺 ひたと 考へ るので あ 
ります、 支那の 排日 運 励は， 其 原 W する 所の 餘程深 
く II つ 遠い のであります るが、 我國の 政治家は 自然 

此思想 問題と 云 ふこと を， 餘程疎 かにす るの 傾きが 

ある、 私の 見る 所では、 どうも 我國の 政治家は、 朝 

野を 問は ず 思想 問題と 云 ふこと に 付て は •迂遠なる 

向き も あり、 又 冷淡なる 向き も ある やうに 考へ るの 

であります、 是が 我國の 外交な どに 失敗を 来す 一つ 

の大 なる 原因に なつて 居る と、 私は 確信いた すので 

あります 、支那の 排日 運 励. は、 主として 此支 那の敎 

育に 基いて. pr ると •私は 考へ るので あります、 其 他 

にも 原因が あります が、 主として 敎宵に 基いて 居る 

と考 へる のであります 、第一に ほ此 小學か ら始つ ■て 

居る、 支那の 小 學の敎 科 If ほ 昨年 私の 同僚が 吏 那に 

漫遊す る 際に •■> 支那の 敎科 書を 悉皆 持つ て歸 つて »• 

ひたい、 此の 前に も 段々 上海 邊りで 發賣 して 居る も 


のほ，耵寄せて見ましたが、昨年は總てを持つて歸 
つて贳ひたいと云ふことを賴んで、私の注文通、私 
の 友人が 持つて 歸 つて 吳れた ので ある、 是れ H に堆 
い 程あります るが、 其 中小犖 敎科 書の la 本、 修身、 
歷史 •此 三つの ものに 付て 見ましても、 排日 思想を 
鼓吹す る こと 實に甚 しいので ある， 旣に 此靑岛 問題 
まで 小學敎 科 * に 入れて、 全 國の兒 1*- に 授けて 居る 
と 云 ふ 有樣 である、 其 諮 本の 中に 載つ て 居る 一節を 
玆に讀 上げて 見ます るが、 「膠 州® は 我が '® 要の 軍 
港な® 苛 德に租 す 日本 歐戰 に乘 して 之を 和 ひ旋 て復 
た 我 國に向 つて 强 ひ て_ 利を 索む 我！ 一力 弱く 未た 與 
に ! 1 ふべ からさる を 以て 乃ち 隱忍 之を 承認す 夫れ 日 
本は 弾丸の 國を 以て 朝野 上下 力を 幷せて 經營し 日に 
我國を 以て 的と なし 隙を 伺つ て 励く 蓋し 我の 弱き を 
利す るの み」 云々 と 云 ふこと があります るが、 敎科 
書の 本文が 此 通りで ある， 敎肺の 之を 布衍して 敎授 
する 有樣ほ 、是も 私は 探偵して 承知して 居る ので あ 
るが、 是が 國民敎 育で あるかと 思は れる 程の 有樣に 
なつて 居る ので ある， 又 修身の 敎科 書な どの 如きは 
斯う 云 ふこと も 揭げて ある、 「最近の 中日 新約は 尤 
恥 づ べきの 甚 しきものと なす 我が 國民 にして 尙ほ天 
良を 具 へんか 此に 於て 吾 恥を 用て せす んぱ復 た 悪ん 
か 吾 恥を 用て せむ 一 斯う 云 ふやう* 調子で 敎育を や 
り 居る ので ある •外務大臣は 支那の 拂日 問題は 靑島 
問題が 徹底し ないから やかましい ので ある、 是 さへ 
治まれば， 此 始末が 付けば 治まる やうに 申され まし 
たが、 なか < 支那の 排日 運動 ほ、 そんな ことで 治 
まるとは 考へ られ ませぬ、 此 原因は 頗る 深く tl. つ 遠 
いと 申しました のは、 今日の 敎科 書が 此 通りで ある 
が、 支那に 於て ほ 又 帝 國 時代に 即ち 宣統 元年の 頃.， 
今日より 十數年 前より、 排〇 思想 利 g 回收 熱と 云 ふ 
ものを 鼓吹す る爲 に、 えらい 刷 物を 全 國に頭 布して 
居る、 即ち 國恥 小史なる 本が 即ち 是で ある、 是は北 
京方 面で も 盛んに 賣 出し 漢 口の 方で も 盛んに 賣 出し 
て 四百 餘 州に 擴 つて 居る ので ある、 此敎材 の 中に 日 
本に 關して 居る 部分を ちよつ と if んで 見ましても 「 
日本 攻掠毫 _東部記」と云ふ記事がある、「日本仲吞 
琉球 記」 と 云 ふ 文章が ある 「中日 戰爭記 一 j 「中日 戰爭 
記 二」 「朝鮮 獨立 記」 「馬 關條約 記」 「拳 勇 仇 外 記」 
「八 國聯軍 入京 記」 是は宣 統 元年の m 版であります 
から、 無論 日本が 三國 干渉に 出 會つた 始末の 事が 書 
いて ある， 琉球 の處 分の 如き 侵略 主義で 我國が 併呑 
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したの だと 云 ふやう に : tt l'Jf いて あるので ある、 此讦球 
の铝 分に 付ても 1? に 我 a が 巳む を f'J ざるに 出た 店 U2 
であると 云 ふことは、 ., .：::  . に «: つて 
明で ある、 併し 支那は 盛んに 斯の 加き ことを ,1 f いて 
頻に宣 傳し て屏 る、 我！ 3 では 我が 赌史を 忘れて -! S ;'.: 3 
著で、. る， 膝 代の 外務 大 2 初め 現在の 外務の 
に此 琉球處 分提 網を 諸 記して 居られる 方が 幾-、 .-?, 〇 
ませう か、 過日 も 外交の 髙い位 池に 居る 人、 成は 我 
國の宵 業 家の 11£ なる 入相 fr して談 ずる 所を 見る と、 
いや 日 木も隨 分 無理な ことを して 居る、 琉球 は収〇 
云々 と 云 ふ 話を して 居る ので ある、 常時 M も 我 ^ で 
tl 健なる 政治家と 云 ほれた 伊藤 公が 先帝の 御 命に fe 
つて 此课斷 をした と 云 ふこと (i 處分提 綱に 依 つて 見 
ると 尋常の ことでは ない ので ある、 どうして 此 e ffi 
なる 伊藤 公が 是だ けの果 瞼を したら うかと 思 ふ 程で 
ある、 其屮 には 蒸 汽船を I 艘持 つて 來て此 船に 藩 王 
を乘せ て 連れて 歸れ —廢藩 蹬 縣を斷 行す る、 一屮膝 
の 兵を 以て 王城に 繰 込んで 藩 王は 中 城 御殿の 方に 移 
し 必ず 此船で 連れて 歸れ 、哀訴 嘆願 一切 聽くべ から 
ず 御 承知の 通り琉 球の 國ほ兵 力を 以て 他に 對抗す る 
事は 出来ない、 昔から 詰り 體を 守る の 國と云 ふ 額を 
城門に 掲げて 居る 位で ある、 哀訴 嘆願 (X 一つの 外交 
政策で ある、 是は 一切 fii くべ からず と； K ふまでの 訓 
令を 持たせて 松 田 大書 記 官を 派 113 せられて， あの 斷 
行を せられた ので ある、 是ほ 琉球處 分提 綱には 載つ 
て 居らぬ が、 當時 のこと を 私が 記憶す る 所に 依れば 
琉球 政府は 歐經巴 の 或る 大國の ものに ならう と； 2¢ ふ 
話は 餘程 進行して 居つ たので ある、 是は 捨てて 牌 か 
れぬ 東洋の 一大事で 九る、 支那の 爲に もなら ぬ •日 
本の 爲に もなら ぬ、 急に 臌分 をせ ねばならぬ と 云 ふ 
ので 此果斷 を 決行せられ たが， 併し 此國捫 ほ 何で あ 
るか、 琉球 全縣の 入の 話す 所の 言葉は 我が 大和言葉 
の 最も 古所の 言葉で ある •立派な 是は 日本人 稲、 大 
和 民族の 生粹 ない ものである 、而か も餘锃 古い 大和 
言葉を 話して 多少 それが 轉 化して 居る に過ぎないの 
である、 唯久米 村と 云 ふ 一村が 明の 時代に 三十 六 家 
支那 S. らして 人を 5S つたと 云 ふの が此 村に al ばかり 
の 者が 支那の 言 趣を 話して 居る と 云 ふだけ の もので 
ある、 全然 我が 民族 我國の 一部で あつたので ある、 
是は 支那の 侵略 主義の 盛んなる 時代に 藩 王代锊 り 毎 
に 支那の 詔書を 受けた と 云 ふに 過ぎない ので ある、 
旣に 我國の 支配を 受けて 居つ たと 云 ふことは 事 KJ で 


際 斿贽の 漭阈帝 P 二十 四尔 


ある、 之に 對して 陴藩 K 縣を 行つ たのは 何で ある、 
然るに 我 W の 上流に It 今 n 支那の 「ブロ パガン ダ」 
に 致されて 居る 者 も あると 云 ふ 有 RP を 呈 して 居る、 
それに 支那の 方では 盛んに 斯う 云 ふこと を 鼓吹して 
居る ので ある、 で 其 後 民阈 元年に 至つて 更に 又阈耻 
地 一一と 云 ふ ものが 出版され て全國 に ® ( く 行 はれて 居 
る、 at 國 耻 地 © i の發 刊の辭 を  一 ^ し C 見て 哲 に 其激 
烈な るに m くので ある、 先づ 界出しの |3 頭の邊を蹢 
んで見 ますと 「夫れ 會铕の 辱、 勾 踐薪に 臥して 以て 
强吳を 沼に す、 1 1! 北の耻 、 IW 沫賊盟 して 晓地を 返す 
斯れ转 辱を 忍 ふ j と 云 ふ SJ rli しで、 結 文が どうな つ 
て 居る かと 云 ふと、 「嗚呼 茫 々たる 九州 •漸く 陸 15E 
の . S を 起す、 一 云々 たる 四 {S 將に帛 隸 の 氓に 倫まん と 
す* 其れ 戚 ましから す や、 能く 槪せ さらん や、 爱に 
國耻 を阃 し、 藉て激 呦に rf す、 庶幾く は 祁連焉 支の 

失、 尚 ほ 吾 民に 紀念 せられ， 石晋燕 雲の _、 終に 夫 

の 故 ® を 返す を 期す、 m 者を して 髮祕 洪の傳 を 湿き 

背 逋武の 原に 裂く、 我が 河 山を 還す (i 諸を 異日に 侠 

つ、 彼の W 色を 1® て 用て 來玆を f: む】 斯う 云 ふやう 

な 特別なる 言 奥を 以て 全 阈に此阀耻地岡を頒布して 

居る 人心を 激励す る ことは 殊に 甚 しいので あります 

で 今日日 支の Rn に 何事 か あると® 生 等が 騷出 す、 我 

阀 では » 生が 騒ぐ の だと 云つて 平 氣で 居る 向き も あ 

るが、 i： 生が 騷 ぐのは 即ち 敎育の ある -X- が 敵漑心 を 

沏 つて 居る ので ある、 それで 私は lit 敎育の 効果は 迓 

に你大 なる ものである* 將來恐 るべき であると 考へ 

るので ある、 古い 教育家の r フレー スメ ン 」 の 申した 

事に 敎 育の 効果の 現は れるの は S に徐 々たる もので 

ある、 之を fljj 察する には fl lffi 人が：！；  3 ! 期に 向いた 病 

人の 狀態を 見る が 如くで、 一日 一 日 じり^^ ■と 快く 

なつて 行く のは -J' 度 ® 怒の 力の ある f? 謎 人で なけれ 

ぱ分ら ぬと M 揉で ある* 併ながら lit 効果が 現 a れて 

來たな らば 之を 避けむ として 避ける ことが /] 1 来ない 

春が 過ぎて n が 來れぱ K に 烈日 人に 迫る •人々 皆此 

炎 熟に 苦しむ やうな ことになるので あるが、 赴は 防 

がむ として 防く ことは 出来ぬ、 敎 育の 力は 斯の 如き 

ものであると 申して！ EO ますが、 支那の 此敎 育は 如 

何なる 是が結 果を來 たす であり ませう か、 私は K 世 

凱が 排 a を® 吹した と 云 ふので 大隈 内閣 時代に 大に 

m tef された やうで あるが- 袁世凱 の 立場と して 斯う 

云 ふ敎育 を 受けて 尻る 人民の 上に 立つ には 其 地位を 

完 うする に (i 排 H は B むを 焊 なかつ たもので あらう 
外交の , TTI 間に 對する 内 fill 外 ?)} I 大 t:il の 答 辯 


と考へ る* «: 世 凱 氏の 心 IJf を 察して 見る とさう とし 
か 沿は れな い ' 好んで 日本に 對 して 反抗す ると 云 ふ 
事は なかつ たらう と 思 ふ、 支那 國 民の 上に 立つ には 
排日を 鼓吹す る 外 仕方がな かつたら うと 思 ふ •支那 
人の 思想は 之に &• つて 知る ことが 出 來 る， 又其當 時 
南の 方に 革命が 起つ たが， 此 南方の 革命に 付て 日本 
の 民間の 人が 何 か 随分 資金まで 助けて 餘程肋 けて や 
つたと 云 ふこと であるが、 然らぱ 其 南方が 犬に 我國 
に 好意を 表して 居つ たので あるか 南方が 革命を 起し 
た 時の 槪 文を 見る と、 其 冒頭に 「日 人 譎詐 岡る ベ か 
らず」 と ある 日本人から 餘程 助を 得て 起した と 云 (3: 
れて 居る 革命の 做 文が 斯樣に 出来て 居る のは 排日に 
非 ざれば 立つ ことが 出来ない 戰さを 起す ことが 出來 
ない ので あらう と考へ る、 前 W 閣の御 好意に te つて 
南北 和平 會諉を 開いて 何を 談ず るかと 云 ふと 排日の 
相談で ある、 是は私 は 此敎育 の 効果が 段々 現は れて 
来る もの だと 考 へる， 併し 支那の 此敎 育の 効果は 唯 
排外 思想， 利嵇冋 收に 止まらぬ と考 へる、 先刻 原總 
理大臣が»いたもの位では分らぬと仰せられた如、 
我 H の 政治家 等は どうぞ 此書 いた ものを 紙背に 徹す 
るまでに ® いた ものを 能く 見る ことにして 貰 ひたい 
と 思 ふ、 思想 問題には 最も 注意して M ひたい、 私は 
喵此 一部の 國恥 小史で あるが、 支那の 第一 革命の 起 
つたのは 此國恥 小史が 與 つて 力 ありと 云 ふこと を 私 
は 申して 居る ので ある-併し 支那の 谷地を 視察して 
步いた ことは ない が、 私は 斯櫧 に® 察する ので ある 
何故に さう かと 云 ふと 國恥 小史なる ものの 目的と し 
たのは 利權冋 收で ある、 利 鼎 回 收と 同時に 排外 思想 
の 鼓吹で ある、 そこで 安那 人と して 利權 を回收 して 
排外の 目的を 達し やうと して 考へて 見る と 今日 支那 
の 利 糊と 云 ふ もの {3: 段々 外國に 想 はれる 我を して此 

の 秋に 至らし むる ものは 何人で あるか、 第 I 革命の 

時には 北京の 夷の 朝廷で あると 云 ふ 考を皆 持たした 

ので ある、 即ち 第一 革命の 起つ たのは 四川 省、 四川 

省から 第一 革命が & つたが、 其の 十箇條 ほど ある 原 

因の 中の 最大なる 原因は 何で あるか、 鐵道國 有が 最 

太なる Kf 因で ある、 我國の 人が 之れ を 聞く と、 鐵道 

國有 がどうして 革命の 起り であるかと 云 ふ、 鐵迫國 

有と 云 ふ 文字は 同じで あるが 盛宜懐 等が 當時 やつた 

交 那の扔 道國有 と 云 ふのは、 四川 省 あたりに 敷設し 

た 民有の ® e を 政府に 引上げ やうと 云 ふので ある、 

出 來たら 金を やる こと も あると 云 ふので あるから 民 


利を珩 はれる ので ある 旣 に我國 の利蝴 は歐羅 巴 其の 
他 諸 外國に 段々 収られ て 居る 上に、 我々 が 漸く 自營 
で やつて 居る 鐵 道まで も 政府が 収上げ るなら ば 我々 
は 殆ど 據る 所がない ので あると 云 ふ 所から •箪命 の 
叛旗を 翻す に 至つ た、 S れが大 原因で あるが 其大原 
因は 何が 敎 へて 居る か、 私 It 國恥 小史と 云 ふ ものが 
與 つて 力 あると 考 へる 是は私 の 見解で あるが、 私は 
斯の如 く® 察して 居る 位で ある， で茭那 ほ 斯の如 き 
有樣で あつて、 和親 國たる 我が 日本に 對 して斯 の 如 
き 反抗 心を 鼓吹す る ことを 以て 國民敎 育の 趣 1( と 致 
して 居る •我國 の 朝野の 政治家 も， 殊に 當路の 諸 公 
は 誠に 無頓 著で あると 考へ る、 世界中 斯の 如き 例は 
殆ど 見當る ことは 出 來な い、 千 八 百 七十 年の 普佛戰 
爭 後に佛 關 西に 於て 獨逸 に對 する 敵慨心 からして、 
一時 ^ 閟 西の 小 學敎科 書に 獨 逸人が 巴 里に 這 入つ て 
來て婦 人 や 小 供を 顿付鐵 砲で 追！！ す 所の 繪岡 等を 措 
げた II 本を 一時 用 ひやう としたので あるが* 流石に 
佛關 西は 考 へて、 和親 國にな つた 以上 期の 如き こと 
をすべき もので ない、 又敎 育と 云 ふ ものは 斯の 如き 
激烈な ことを すべき もので ない と 云 ふので、 G ら此 
事は 改めてし まつた と 云 ふこと である、 又 日露の 戰 
审 後に 露國で は隨分 日本に 對 して 反抗 心を 起さす や 
うな 讀物 等を 編んで、 殊に 唱歌 等は 隨分 激烈なる も 
のが 流行つ た、 或は 「新式 火砲の 威力を 知らぬ か 日 
本人」 などと 云 ふやうな 歌が 流行つ たのは 露 西亞の 
政府に 於て W 替察で 止めた、 決して 政府が 尻 押を し 
て さう 云 ふことは しな かつた、 政府は® 察官を 以て 
嚴 しく 之を 差 止めた と 云 ふやうな 事 H が ある、 如何 
なる 國か 和親 國に對 して 斯の如 き考を 以て 敎育を し 
て 居る ものは ない ので ある、 然るに 我國の 政治家は 
日 支 親善で ある、 唇齒輔 車の 關係が あると 云つて、 
彼等には 却つ て 頹蹙せ らる る有櫧 であります が、 斯 
の 如く 我國を 敵國扱 ひに する 支那の 無禮 に對 しては 
政府は 相 變らず 此の儘で 看過せられ る 積り であるか 
否やと 云 ふこと を 第一 承りたい、 又此敎 育が 不利な 
る 結果を 現して 来る 場合には、 之に 對 する 方策は 如 
何で あるか、 支那は 公々 然斯の 如き ことを やつて 居 
るが、 我は 之に 對 する 方策は 如何で あるかと 云 ふこ 
とを 承りたい、 又 我國の 外交官を 始め 政治家， 我が 
外交に 於て ffi ると 如何なる 有 樣で あるか、 どうか 將 
來 外交官を 用 ふるに ほ 國際 公法 も國際 私法 も 宜しい 
國際間 の 慣例に 精通せ しむる 事 も 宜しい、 又 綺麗な 


r 7 ロック n  I 卜 」 を 著て 三 鞭 盃を 擧げて 「ア 、ヴオ 
丨ト ル、 サンテ ー」 を やる の も 能く 敎へ るが 宜しい 
が此 大事な ことが 抜けて 居つ ては 甚だ 闲るが 、將來 
の 外交官を 採用す るに 付て は此 邊 に 付ての 御注意は 
ない ものであります か、 如何であります か、 此三點 
に 付て 政府 當 局の 御意 見を 伺 ひたいと 考 へる。 

一國務 大臣 子 W 內 W 康哉君 演壇に 登る〕 

〇阀務 大臣 C 子爵 內田康 哉 君： 一 唯今 •/!: 木 君の 御 質問 
に對 して 御 答いた します、 支那の 問題は 唯今 縷 々御 
演說 になり ました 通りに 洵 に我國 に収 りまして は、 
迷惑 千 萬の 次第であります が >  支那に 對する 政策は 
殆ど 我が 外交の 總てを 包含して 居る と 申しても 差茭 
ない 程であります、 故に 政府は 叶 問題に 對 して は* 
終始 深甚なる 注意を 拂つて 居りました •最近 起つて 
居ります、 所謂 排日 問題に 對 しましても •私の 外交 
演說 にも 言及いた しました 次第であります、 是は御 
說の 通りに 其 原因す る 所 甚だ 遠い 甚だ 深いので あり 
ます、 是に對 します る 方策と 致しましても •なかな 
か 尋常 一 樣の事 では 此 排日 思潮と 云 ふ ものを 一掃す 
る 事は 餘程む づか しい 事と 思 ふ、 殊に 唯今 御 述べに 
なりました 通り 國耻 小史を 初めい ろ''^ の敎育 上の 
書類 も 出て 居り rl. 又 昨年 山 東 問題の 平和 會議に 提起 
せらる、 や 之を 機と していろ <  の 排日 運動が®，, 」 
り 年と 共に 排日の 方法 も餘 ほど 進歩して 參 りました 
此頃は 俗に 所謂 「ブロ パガン ダ」 を 盛んに 行 ひ、 II 
〇 支那 內 地に 於て 之を する のみならず、 世界の 谷 方 
面に 於ても、 之を 行 ふやうな ことほ、 是は事 實であ 
ります、 或は 「ビラ」 を 振 廻す 如き も、 最近の 方法 
の やうに 思 はれる、 斯の 如き 次第であります から， 
是に對 して 根本的 救濟の 策を 講ずる ことは、 甚だ 困 
_ なる 事柄であります、 で 是ま でと 雖 も、 此敎科 書 
の 事に 付きまして は、 當時の 政府ょり 支那の 中央 政 
府に 交渉を 致し、 又 支那の 政府 も 日 支の 國 交の 重大 
なること に 顧みまして 我が 請求を 容れて 、地方 官に 
® 訓を 下し •それ-^ 収締を 致した こと も ございま 
す、 機會が あれば 是 等の 取締を 請求す る ことは、 今 
尙ほ怠 つて 居り ませぬ、 排日と 云 ひ又敎 科 街の M 締 
と 云 ひ、 交 那が 今日の 如く 南北に 分れて 居りまして 
其 南北の 紛爭 にも 我國を 道具に 使 ふと 云 ふやうな 事 
柄 も ある 次第であります、 なか'^^ 此 事を 徹底せ し 
むる には 容易なら ぬ闲 難を 感じて 居ります、 さらば 
と 云つ て、 是に對 して 徹底的の 交涉を 始める ことは 
一四 0 九 
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是れ亦 餘ほ ど考を 要する ことであります、 到底 此の 
問題 ほ、 唯今 交 那と 日本に 瑶 つて 居ります 問題を、 
徐々 と 解決を 致しまして、 所謂 e 忍 R 重して、 多少 
の 年月 ほ 掛 ります けれども、 何 闳ま でも 資質 的に 此 
の 改善を 囫 るょり 外 {3; なから うと 思 ふ、 それ故に 現 
內閣が 一昨年 成立し ます や、 是れ 等の 點 に 最も 重き 
を跤きまして、第一に著手すべきことほ、先刻_上 
げ ました 此の 南北の 紛爭を 矯めし める •斯の 如き 有 
II になつて 居りまして ほ、 如何に 北方の 政府に 迫り 
父 南方の 政府に 交渉いた しましても •我が 趣旨を 徹 
底せしむることは1なかなか闲雖であります、責任 
ある 内閣が 出 來て茭 那を 統一し 支那を 代表して 外國 
に對 して f T-f 任を 執り 得る 政府が、 一日 も 早く 出來ざ 
る 限りは、 我が 方策を 施す にも 甚だ 闲難を 感ずる 次 

第であります から、 此の 南北の 妥協に 向つて 第一に 

力を 盡した 次第であります、 不幸に して 今日に 至る 

まで、 其 解決を 見ざる のは ifi 憾に堪 へませ ぬで ござ 

いますが、 矢張り 此の 南北の 妥協を 促進せ しむる こ 

とは、 總ての 問題を 解決す るのに、 最も 有用の こと 

でございますから、 今後と 雖も N1 來得る 限り 盡 力を 

致した と 思つ て 居る 次第であります ■"それから. 第二 

の所屘 として 致しました のは、 我が 支那に 對する 態 

度を して、 どこ 迄 も 公明 JE 大な らしめ る、 決して 是 

まで 日本が 執りました る 事を、 私は 否認す るので {X 

ありませ ぬけれ とも、 我が 態度を 公明なら しめる と 

云 ふこと に 十分の 注意を 用 ひ、 其の 誠意 誠心を 支那 

をして 感得せ しめる ことが、 是亦 必要な 事で あらう 

と 思 ひます から、 遂に 南北に 對 して 何處 まで も 公平 

の 態度を 執り、 又 借款の 如き も 政治的 紛爭の 借款は 

之を 打 切りまして、 何處 まで も 支那の 開發 のために 

有益なる 借款は、 寧ろ 我が 實業 家を 獎_ して 致さし 

める と 云 ふ 方針を 執つ て、 今日に 至つ て 居る 次第で 

あります ベ. 今後と 雖も •此方 針を 繼續 して 行く ょり 

外は なから うと 思 ふ、 先刻 申しました 通りに、 我國 

及ぴ支那の間にけ、澤山の未決の問題もあります、 

又 時々 gl 々に 問題が 起つて 參 ります* 其 中に も此山 

朿 問題の 如きは 最も 重大なる 問題であります、 排日 

のこと も是 まで 度々 やりました 次第であります が、 

幸 支那の Sri きも 此大戰 争に 參 加した 以来、 或は 此思 

想 も 止みは しない かと 思 はれた 次第で ございます が 

平和會 議を赌 として* 更に 勃發 をして 今日に 至つ た 

次第であります、 此山東 問題は どこまでも 公正なる 


態度を 以て 之を 解決いた します ことが、 目下の 最も 
m 要なる 間 題で あると SJ 言して 差茭な いと 思 ひます 
幸に 我が 平和條 約 も ® 施の 期に 入りました、 最早 や 
| 日 も fi 豫す る鐸に 行かぬ、 昨日 も 新聞を 以て 公表 
いたしました 通り* 茭 那に憨 々交渉を 開始した 次第 
であります •幸に して 我が 誠意が 撤 底して、 此 問題 
が 兩 國の爲 に滿 足に 解決せられ たなら ば、 是を 緒と 
致しまして、 他の^: 題に 對する 解決 も 容易なら しめ 
る ことか 出来 やう かと 期待して 居る 次第であります 
先づ 之れ で 御 質問に 對 しまして、 大體御 答を したと 
思 ひます が ►最後に 外交官 云々 のこと に對 します る 
御 質問の 趣旨は、 近頃 私は 耳を 惡 くして 居ります か 
ら 、能く 踏 肢れ ませぬ でした が、 斯の 如き 重大な 問 
題を 持つ て 居る から、 外交官の 養成に 對 しても 注意 
をせ なくち やならぬ ではない かと 云 ふやうな 御 趣意 
に g E りました で、 若し 其の 趣意であります れぱ、 
是ま でも 外交官の 養成には、 それ 苦心を 致して 
居ります >  此 大戰 役に 當り又 平和 會議に 際して 得 ま 
した 經驗に 依れば、 なか < 日本の 外交 機關は •今 
日の 儘では 到底 參り ませぬ、 どこまでも 此改 革を圖 
り 外交に 從事す る 人物を 養成し、 又 門戶を 開放して 
有爲な る 人を 外務省に 採らなければ ならぬ と 云ふ必 
要は、 '- 1- 分 感じて 居る 次第であります、 それ故に 昨 
年 又 其 前年ょり 段々 と豫算 面に も 現 {3: れて參 ります 
が、 今後 豫算 の、 出來煜 る 限りの 協 助を焊 まして、 
益々 外交 機關の 整備を 圖り たいと , S つて 居ります、 
左樣御 承知を 願 ひます。 

0 江 木 千 之 君  I 通りの 御 答を 得ました が、 唯今の 
問題に 付て は、 尙ほ 豫算 委員 會に 於て、 或は 祕密を 
要求して 御 尋ねす る ことがあらう かと 考 へます から 

此議 場に 於て は 玆に 質問を 止めて 置きます、 次に 極 

く簡單 のこと で & ります が* 今一 點確 めて 置きたい 

と考 へる、 それは 靑鳥 問題であります が， 私が 靑島 

問題に 付て は t 之を 專管 居留地に する か、 共同 居留 

地に する かと 云 ふことは、 唯 外務大臣が 單り 昨年 八 

月骼 明せられ ただけ で、 それが 爲に 紛擾を 起こした 

りした が- 專管 居留地が 宜いか •共同 居留地が 宜い 

かと 云 ふことは、 も^' 殆ど 今日 問題に なつて 居らぬ 

と考 へる、 唯今 日 世間の 問題に なつて 居る の ほ、 外 

務 大臣は 何の 必要が あつて、 斯の 如き 聲明を したの 

であるか、 外國に 迫られた のでは ない と 仰し やる、 

それは 內政 上の 必要で あると、 唯 外務大臣の 聲明を 


せられた 動 辟、 謂 {£ ば 心理状態と 云 ふ ものが、 今 世 
間の 問題に なつて 居る、 私共 も 表面 斑 面 共に 色々 探 
して 見る のに* 何分 了解し 兼ねます、 何の 必要が あ 
つて 斯 くの 如き ことを 餒 明せられ たので あるかと 云 
ふこと に 疑が ある、 それに 付ての 一 _ 御 辯 明を 願 ひ 
たい ものと 思 ふ、 それから 過日 靑島の 居留地 問題に 
付て if 質問 も 出て 御 答 も ありました が、 まだ 此點 
が 一向は つきり して 居らぬ と考 へる のであります が 
靑 島に 萬 管 居留地を 置く と 云 ふこと ほ、 へ 日 支 間に 旣 
に 協定が 成立つて 居る、 講和 會議に 於ても 是 ほ 認め 
られた ので ある、 其 協定の 文面を 見る と、 H 本 政府 
に 於て 指定す る地區 に、 日本 專管 居留地を 設置す る 
こと、 斯う 云 ふ 明文が ある、 是は 兩國の 間に 協定し 
て 成立つ て 居る、 日本 國 政府に 於て 指定す る 地 區に 
日本 專管 居留地を 設置す ると 云 ふこと ほ、 疑 もな け 
れ ば、 之を 以て 相談す る 必要 もない のであります、 
然るに 過日 ほ 專管枵 留地 にす るか、 共同 居留地に す 
るか、 支那と 談判を 開いた 上で 極まる と 云 ふやうな 
御 答が あつた やうに 考へ るので あります が、 左 すれ 
ば 旣に 成立つて 居る 日 支 間の 協約と 云 ふ ものは、 外 
務 大臣は 不問に してし まふ 御考で あるか、 日 支 間の 
此 協約と 云 ふ ものは、 反古と 認めた ので あるか、 是 
は 日 支 間に 交渉を 電ねて 、漸く 出來た 協約で ある、 
協定で ある、 之れ は 動かすべからざる ものと 考 へる 
相談して 極める と 云ふ餘 地は ないやう に考 へます が 
此の 點は 如何で ありませ うか、 一應 伺つて 置きます 
〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 子爵 内 田康哉 君) 唯今の 御 質問に 御 答 
へ 致します、 此御皙 問に 對し ましては* 先日の 答 辯 
で 盡 して 居る と 思 ひます けれども， 唯今 重ねての 御 
質問であります から、 私の 趣旨の ある 所を 御 答へ 致 
します、 昨年の 八月 二日で ございました か、 致し ま 
した 聲 明に 依つ て、 何等 我が 日 支 協約に 依つ て 得て 
居ります 所の ffl 利を 放棄し •若く は 變更を 加へ たも 
ので ほ ありませ ぬ、 是は玆 に 言明を 致して 置きます 
唯 彼の 聲 明を 致しました 励 機に 付て、 唯今 御尋で あ 
ります が、 當時 我が 態度、 又 我が 意 15 に對 して 世の 
中で ほ 色々 の 誤解を 懐いて 居つ たので、 獨り專 管 居 
留 地の 問題 ばかりでは ない、 他の 重大なる 山 東に 關 
する 問題に 對して 誤解を 懷いて 居ります から、 聲明 
を爲 すの 必耍を 認めて 致しました， 其 中に屛 留 地の 
問題に も關 係いた しまして、 言及いた した 次第で あ 
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ります、 それは R 支の 招 約 0 ru1' には ¥於3【、 ;'> :!,1 】 と 決 
つて居りますけれども、大局に腰み又靑*に於 «- 务 
我 •か 臣民 !!? 來の發 達を 考へ ましても. 此 w frf 辿 Z.73 
に對 しても 更に考 撤を拂 ふの 餘地が ある、 斯 -r.  : 
趣旨で あの 腺 明を 致した 次第であります、 然るに 光 
日の 御 r/ 間中に ほ 其 結果を 承知に なりたい と 云 ふや 
うな 意 褪が 見えました からして* 此結果 に {•! て 彼れ 
ft れの 言明を 爲し 若く は 其 結果を 利用す ると 云 ふ m 
合には茭那と談判を此事件に付て開く時に言ふ 〇 が 
時機で あると 云 ふ 趣意で 御 答を した 次第で あ 〇 ます 
是 にて 御 W 間に 答へ たこと と 思 ひます。 

〇 江 木 千 之 君 どうも 御 答の 趣 窓が 分 〇 歌ね まする 
が、 日 支 間の 協定は 變更す る やうな 愆思 はない と 云 
ふ 御言 葉が あつた やうであります るが、 さすれば 此 
の 日 支 間の 協約になる 所の 日本 國 政府に 於て 指定す 
る 地區に 日本 專管 居留地を 設莳す る こと、 と 云 ふこ 
とは 之を 變更な さる 御考は ない ものと 承知して ®: し 
うご ざいます か •もう 一應 はつき り 伺 ひたいと 思 ひ 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 唯今の 御 K 問に 御 答 
を 致します が、 變更 する 意思が ある 無い と 申した® 
りでは ありませ ぬ、 唯 あの 翳 明 自身が 直ちに 變更を 
加へ て 効果を 持つ ものでは ない、 斯う 云 ふ 窓 味で 御 
答を したので あります、 左櫧 御 ® 知を 願 ひます。 

〇 江 木 千 之 君 さすれば 此日茭 間の 協定は 反* にす 
る 積り でない、 動かす 積 〇 がない と 仰せられた 言葉 
と考へ まして、 此 協定は どこ 迄 も 其 儘 効力を 存 して 
行く ものと 承知して 宜しい ので ありませ うか、 尙ほ 
念の 爲伺 ひます。 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 協定 自身が 旣に 効力 
を 持つ て 居ります •他日 考 ■の 結果と して、 或は 協 
定に 變更を 加へ る やうな 事がない とも 申® ねる P で 
あります、 それは 將來 のこと であ 〇 ますから、 今日 
に 於て は 日 支の 間には 協定 自身が 十分の 力を 持つ て 
居る窖 であります。 

〇江 木 千 之 君 どうも 將來 のこと には 相違ない が、 
將來に 於て 之を 反古に する かも 知れぬ と 云 ふ 御 答で 
あります か。 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 反古に すると 云 ふ 言 
葉は 或は 其 當を煜 兼ねる かも 知れ ませぬ が* 決して 
日茭 協約の 効力を 反古に すると 云 ふことは ありませ 
ぬ、 唯 兩國の 間に 色々 の 協定が ありましても、 他日 I 
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協 戤の栩 合に 於て W 國の爲 なり、 我 ® の爲 になる と 
云ふことがあつた時にほ、變更を加へることほ往々 
是まで の ? 1? 例に ある 窖であ ります からして、 此場合 
に 於ても 其 例の 中に 這 入る こと も あるか も 知れぬ、 
左 棟 御 承知 1 V 願 ひます。 r 

0 江 木 千 之 君 さぅ すれば 鳴 今の所では 無論 是は効 
力を 失つ て K らぬ 、將來 も 非常なる 利害の 關係が あ 
れぱ * 是 は 何れの 協約と 雖も 励かぬ と 云 ふことは な 
いか も 知れぬ が、 さもない 以 扣は袢 易に 動かすべき 
もので ない と 云 ふことは、 外務大臣は 十分 御 了解に 
なつ ^: ものと 考へて 宜しぅ ございます か、 今一 應伺 
ひます。 

〇 國 猝大 U (子爵 内 田 谢哉 君〕 左® 御 了解 下されて 
差 支 ございませぬ。 

〇 副 P 長 C 侯 ff? 黑田長 成 君〕 子 K 大河 内 正 si 君。 

〔子 fi? 大河 内 JH 敏君演 辋に 登る〕 

0: 十 斿 大河 内 TF 蚊 苕私ほ 現今の 思想界 及® 槊界に 

収〇 まして、 非常なる K 犬な 閱係を 有つ て 居る 所の 

勞® 問 S に關 して 施政の 御 方針を 伺 ひたいと 思 ふの 
であります、 餘り 時間を 浪 ?5 する ことは 諸 嵙に對 し 
て御迷惑と考へまするから、極<簡明に抓'旨のある 

所を 申 述べたい と 思 ふ、 今回の 大硪 に當 りまして 日 

本の產 粲界に 受けました る！ S 柳：： と 云 ふ ものは 非常な 

る 火なる ものでありまして、 一而に 於て 製鍅槊 の 如 

き 造船 萊 の 如き 非常なる 活蹓 をした H ^ が あるので 

あります るが、 又 他の 一而に 於て は ! It 爲 に打蹈 を受 

けた T. 業 も少 くないので あります、 而 して 一度戰 亂 

が 治まりました 後 1?. 是亦鹿 業界は： g る 混 亂の狀 態を 

萃 して、 興 羯菜 の 5(1 き、 g ■時に 活躍した 所の H 菜は 

非常なる 打 怒を 蒙り， 一方に 於て 隞維 工業の 如きは 

殆ど 想像すべからざる 如き 塍盛を 極めて 屛 るので あ 

ります るが、 是等の H 業界が 何れも 今日 非常なる 不 

安に 襲は れて 居る と 云 ふのは、 其 舆 面に皤 つて 居る 

所の 勞砌 問題であります、 瞼 維 工業の 如き 活躍を 極 

めて K る 工業界と 雖 も、 尙ほ其 裹而に 於て は 勞蚴問 

閗 の fi- 成を 受けて 居る 脚 鍅業の 如き， 萎® 振は ない 

T. 業 ほ 勿論の ことであります るが， 此混 亂畤 代に 於 

て此勞 ® 叫 題が 益々 紛糾を 極める と 云 ふことは、 一 

面に 於て 思想界に 及ぼす 彩 製は itl 大な ものであると 

思 ふので あります、 渦 R 施政の 御 方針を 伺 ひます に 

常り まして 、此 勞蚴 政策 ：：• 政府の 執らむ とする 所 

の勞 § 政策、 之に I W の 言及 もなかつ たと 云 ふこと 


は •私は 深く S 憾に考 へて 居る 一人であります， 日 
本の脔 業界 及 思想界が、 勞働 問題に 依つ て大な る 影 
一: を 受けて 居る と 云 ふこと ほ、 無論の ことで ありま 
する が， 是は獨 〇 □本の 產榮界 に 限らぬ、 歐洲に 於 
て も 目下 是は 非常なる 混亂狀 態に あると 見なけ れぱ 
ならない、 日 木の 如きは 幸に も 從來餘 り勞侧 問題が 
紛糾し なかつ たのであります が、 不幸に して 昨年来 
ほ 色々 之に 對 する 問題が 頻發 して 參 りました、 其 直 
接 原 ra li 何で あるかと 云へ ば、 是は 申す 迄 もな く 物 
ffii の 昂臌に 依る所の勞鋤者の生活の不安であります 
政府の 物 m 調節 策は 誠心誠意を 以て®々 の 施設を 執 
られ たので ありませ うが、 不幸に して 事 實に 於て は 
十分の 効果を 擧げる ことが tli 来な かつた CD- で* 其 結 
果ほ どうなる かと 云 ふと、 勞磡 者の 生活. 俸給に 依 
つて 生活す る 人々 の 衣食住に 對 して、 犬なる 脅威を 
與へた >  之に 對する 一時の 策と しては 勞銀 を佾 さな 
ければ ならない、 你 給の咐 額を やらなければ ならぬ 
と 云 ふことは 常然 のこと であります、 又是 等の 勞働 
者が 自己の 生活の 安定を 得む が爲 めには、 社會に 向 
つて ffl 當の耍 求を すると 云 ふの も 是も當 然の事 と考 
へる のであります •所が 勞 銀の 昂騰 依 給の 增 加と 云 
ふこと if 莳 接に 生產 品の 生產费 を％ して、 m 格の 
暴騰を 惹起す のであります、 故に 一面に 於て は勞銀 
を咐加して一時の勞蚴問題を抑へることが出來ても 
又 一而に 於いて 物仍 の騰 投 を 促します から、 次に 又 
勞銀を 上げなければ ならぬ、 之を 循環 的に 繰返して 
居るならば、 是 ほ 永久 問題の 解決は 出来ない ので あ 
ります、 旣に 今日の 狀萌は 稍々 此循環 的狀况 に一步 
を 踏 入れて pr るので はない かと 考 へて 居る 位で あり 
ます、 例へ ば 石炭の 如き 戰前に 比して 非常なる 價格 

の臉 ft を來た して 居りまして • 一  般產 業界 ほ 勿論、 

生活の 上に 於ても、 石炭の 騰貴と 云 ふことは 大なる 

打 P であります るが、 其 主 もなる 原因は 矢張り 勞 銀. 

の昂臉 に te つて 石炭の 生產 費が 岈した と 云 ふこと が 

一の 原因で ある やうに 思 ふので あります、 lit 狀 態で 

若し 物價 調節の 目的が 十分に 徹底し ない と 云 ふこと 

になるな らば、 どうして 此勞銀 問題の 解決が 出来る 

ので あるか、 俦給 生活 者の 生活の 安定を 何に 依つ て 

維持 せらる るので あるか、 茲に 適當な 施設が なけれ 

ばなら ぬと 思 ふので あります、 即ち 一而から 云 ふな 

らば， 今日の 產業界 ほ 非常なる 危機に 遭遇して 居る 

ので ある、 今の 混 亂の狀 態であります からして、 多 


少なり とも戰 時の景 氣をぱ 賴 けて 居つ て、 相 當の成 
緝を 擧げて 行く ことは 出来る ので ありませ うけれ ど 
も、 一二 年の 間には 其 影響す る 所、 產 業界に 非常な 
る 打 ■を 及ぼして、 日本の 薙業界 の危 搠 を 惹起す 慮 
が あると 思 ふので あります、 此勞働 問題に 對 して ど 
う 云 ふ 施設を せらる るので あるかと 云 ふこと を 伺 ひ 
たいので あります- 尙 ほそれに 關聯 しまして、 もう 
一つ ほ 勞磡 者の 精神的 方面、 即ち 勞 働 荠 自身の 自 K 
に 基礎を II く 所の 勞砌 問題であります、 是 ほ 旣に申 
す 迄 もな く、 歐 米に 於て、 勞働 者の 地位の 向上、 生 
活の 改良、 敎 育の哿 及>  思 想の發 達を 本と して、 常 
に 起りつつ ある 問題で あつたので あります が、 最近 
に 於て 尙ほ 一つの 大なる 刺戟を 受けた と 思 ふので あ 
ります、 其 刺戟は 何で あるかと 言へ ぱ 、今度の 大腿 
に 依つて 勞侧 者が 自己の 存在が 如何に 有意義で ある 
かと 云 ふこと を自® した、 即ち 今回の 哦爭は 從來の 
戰 爭 と 著しく 趣を 異にした の ! 3: 何で あるか、 機械 力 
の應 用であります、 物理 化 學の應 用を 極度に 戰乖の 
上に 持つて来た ので ある， 其 結果 ほ 從來 我々 とても 
夢想 だ もせざる 多量の 軍需品 機械 等を 要求した、 或 
(3: 陴藥 或は 鐵道 、飛行機 其 他の 機械 類を 非常に 澤山 
に 要求した のであります •此 供給がなければ 戰亂を 
治める こと も 出來な い、 勝利を 收 める こと も 出来な 
いと 云 ふ狀况 になつ たのであります から >  國內の エ 
業' か 所謂 H 業 動員を 施して、 極度に 生產 力を％ した 
のであります、 併ながら それを 以てしても 第一線に 
在る 所の 軍隊に 於て 要求す る 所の 軍需品を 供給す る 
ことが 111 來な かつた と 云 ふ狀態 であります、 それで 
從來 の sfl く勞働 者が 租に產 業界の 雇傭 關係に 依つて 
勞働 に從 事して 居る だけでは •••：. 相 當の勞 働に 對し 
て 相 常の 報酬を 與 ふると 云 ふやうな 極く簡 單 な 雇傭 
を 以てして ほ、 軍需品の 供給が 到底 間に合は ぬから 
餘儀なく是は勞卿者の愛國心に訴へ搦牲的精神に訴 
へて、 軍需品の 製造に 從 事す る勞働 者に 極度の 勞働 
を强 ひたので あります、 さう しなければ， 陬亂を 治 
める ことは 出来ない、 到底 勝利を 收 める ことほ 出來 
ない と 云ふ狀 態に なつた のであります 、幸に して rrjsi 
爭の 初 »]■ に 於て は 聯合 國側は 軍需品の 供給 も 頗る 不 
足で ありました のが、 中頃 以後に 於て は 其の 供給 力 
を 回復して、 其 結果 遂に 勝利を 得た ので ありました 
が、 其 結果 勞働 者と 云 ふ ものが、 今まで 自覺 しな か 
つた 自己の 力を ！-' i 覺し た、 國 家の 上に 國防 上に 如何 


に @ 分 達が あるかと 云 ふこと を 1; つたので あ 〇 ます 
是は 一 面から® 察するなら ば、 有 實な 結果を 惹起し 
たと 云 ふこと も m 來ませ う、 併ながら 當然其 人の 力 
に 依つ て一國 の 安危を 救 ふこと が m 來 ，其の 人々 の 
力の 一部分が 國家の 危機を 救 ふこと が 出来た と 云 ふ 
のが 事 實で ある 以上は >  それ は 否む ことの 出來な い 
事柄で ありませ う •丁度 封纽時 代の 武士 … ：• 侍が 何 
で氣 位が 高かつた か、 何で 社 會の 尊敬を 受けて 居つ 
たかと 云へ ば、 それ ほ 其 人々 の 存在に 依つ て 一國の 
平和を 保つ ことが 出来、 一國の 安定を 保つ ことが 出 
來ると云ふことほ，侍自身も.！：资し庶民も之を信賴 
したからで ありませ う、 一日一 緩急 あれば、 命を 抛つ 
て も國の 安危に 赴く と 云 ふ <T' I つの 立派なる そこに 
大切なる 役目が あつたから、 封建時代の 侍は 尊敬を 
受け， 氣位が 高 かつた と 云 ふことは 無理 もない こと 
であります、 今日の 歐洲 の勞® 者が 稍々 斯の 如き 自 
覺を 有つ て來 たのであります、 從 來の產 業界に 於て 
の 駔 に 自分が 生產 者で あると 云 ふこと でなくて、 自 
分が 國防 上に 迄 も 或る 意義を 有する と 云 ふこと を自 
覺して 来たと 云 ふこと が、 是は 一層 今後の 勞働 問題 
を 紛糾させる 一つの 原因で あると 思 ふので あります 
即ち 彼等の 要求す る處ほ 單に勞 銀關係 ではない‘ 產 
業に 於け る 所の 利益 分配と 云 ふやうな 問題では ない 
のであります、 I 更に それ以上の ものを 要求す る やう 
になつて 来たので あります， 果して 日本に 此 思想の 
這 入つ て來る ことを 止める ことが 出來 るで あらう か 
或 (X 若し さう でない とするな らば-之に 對 して どう 
云ふ處 置を 執らなければ ならぬ か、 此際 進んで 積極 
的 施設を せられなければ、 今後の 問題は 益々 紛糾す 
るぱ かりで ある やうに 私は 思 ひます •例へ ば 健全な 
る £'煺 なる 勞働 組合の 設立の 如き、 最も 急を 要する 
ものであつて、 先づ一 步を先 じぢ て而 して此 問題の 
紛糾せ ざる 中に、 積極的 施設を せられなければ なら 
ぬと 信ずる のであります， 從來の 政府の 御 方針を 伺 
ふと 云 ふと、 是等の 組合に 對 しては 極く 放任主義を 
執つて居られるかの如く思ふのであります，勞触組 
合なる ものは 政府 ほ 法律上 禁じて 居らない、 それ ii 
誠に 其 通りで ございませう、 併ながら されば 進んで 
之を 設立す ると 云 ふこと に對 して 助成す る 意思 もな 
い、 若し 出来れば 工場 內 1* 於け る 所の 勞 ffl 組合， 是 
は 極めて 必要で あると 云 ふやうな 御說 を {nj つて 居る 
即ち 所謂 縱斷ホ ：義の 組合 •果して 斯の如 き縱斷 主義 
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脅 あ 並單し 付で 協 充其ま 有と 燜 う また し是〇  い 〇 御る 、題で 二 伺 や あ 題 ぱ紛來 の怜キ か H の 

迫りに りて て あ 賛を前 しつ 云 調と す しいは 國  た副惹 現 第を あ 件 ひう りの 治糾 なで も義 らし 组 

、ま 資勞 居の り を 致に て-て ふ節考 、たと 私務 ^ し議 fs 行 二 解りで た なま 纷安 のい あ 封の 私 得 合 
誘す 本 働る 御 ま 得 し 於は 居 やを へ 元； や 思よ 大國ま 長での 段 決ま あい 意す 糾 何 もつ 沙組 は ろシ 
惑  '家 者問韩 する てて 、るう せて 來 う ひり 臣務す g あ 法に すすりの 思 がを 察 時の て：^ 合沭 や以 
•而 にに 題で 、場 居も勞 のにず 居は なま 他 g 大 。 g る f4i 於る 、までを 、極 法で と，；; f  <r. ベ 否つ 
•間し 對對で あそ 合り 內働 で 承し り內 次す の给臣  當 かにて こ 物し あ 有 之め 第 も 信 到 代 私 宇 やて 

励て しし ありれ もま 務會 はりて ま務 第け 當 原  需と對 はと 僧て りつに る 十 骨ず 底の は せ、 • 

と此 てて り まか あす 、議 あま 勞す大 でれ 局 s 敬  营 云し 勞が問 、まて 對時七 子る 今 釘！ 梃ぬ 是今 

云箇規 のま すらり か 農に り し 銀，、 臣 あど 者  嵙  爲 ふて 卿 、題 初す 居し の 勝との 後國く のれ 後 

ふ條 定法す が 治ま ら商出 また 問 呼 がり もが 唯演  势こ •組 どを め 、ら て® のな での 主 過で （i の 

や ほせ 律が 、安せ 、務 席せ が 題 芦 御 ま ’御今 壇  ちと ど 合う 調の EU れ政子 如る あ 勞義去 あ； 5 朽 

う 何らで 、是變 う 何等い ぬ 、を 棚！ 答す 御 答のに  をう にし 節 問ち る府 にき 補り® のにり 辽 料 

なをれ は 洽ほ察 がれに た が 政定問 いか 演い御 登  會 伺云對 てせ 題 私 かは、 、とま 問 m m まに す 

る 禁てあ 安 色 法 * 成 於し 、府め 題たら 說た 質る  翳 ふ ふす 出ず はの ど 之 種 何な す 題 合すす 渉る 

惡じ 居り 弊々 第 今 案て た此 はるで し 私 半し 問 一  時の 御る 來し勞 伺う をに 時る •をと るが る處 

事て る ま 察 世 十日を は 人 勞左こ あたよ ぽ たで  間で 意 方る て 銀 ひか 改な もと 或處 でも、？ ドの 

を 居 法せ 法 間 七は 煜 、も 働樣 とり 方り に 方 あ  の あ 見 針か而 にたと 廢つ是 こは 辟 もの 斯柄勞 

禁る 律ぬ 第で 條是 まそ歸 問な がまが 御し がり  延 りで 及と し對い 云す てれろ 勞す 云ての で K 

じかの 、十議 のは すれり 題る 出す 適 答て 都 ま  長 まあ 之 云て す 所 ふる 尻が の 棚る ふ あ 如 あ 問 

て 、箇勞 七 論 こ 調れ/.、 まに 趣 來が當 を 出合す  をす るを ふ勞る ほこと る勞 、問 こべつき 〇翅 

居 暴條働 號 いと 査 ぱ \ し 付 旨る、 だ 致 席 がが  宣 。か 肢 こ銀處 f'g と 云の磡 例題と きて 钱 まを 

る 行で 者は たに 中 御調た きを か 物ら しい 宜*  吿  、締と 間 證 かを ふで 問への 出 も 、泡す 處 
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た 云ま內 るを てれの 貴々 また じ國 出しと すし 答 來考〇  御 〇 まま 〇〇 すて 安が 決すせ 是 とまの 

爲 ふし 閣と抑 米 ばと 民 原す いま 民來 まも 、た 辯 •へ阪  述 副す せ阪副 。居 寧 •第る ぬ 亦 言し で 

にこて ほ 私 制 價其云 心因 所と すの ます 政 私 所 も 先て 本 ^ に議 こぬ 本議  るを 今 十 13：  >  惡 ひて ム 

、と 、成は せの 後 ふの もで 存が 安し ま府 がで ご蕺居 釤阪な 長と が釤長  箇岡日 七 當皆事 、もり 

今に 米 立 信ら 調を こ 動 あは じ 故 心たい の 重は ざ 諾り之 本つ g を 如 之 g  晓 るの 條然惡 を 罰 、ま 

日對價 のじる 節 受と搖 る 、まに をな か 意ね 、い 君 ま助釤 て霞箝 何助屋  で 上 治を で S 含せ 又す 

にしは 初 ま、 にけ はと だ 寺す 、買ら 、思て 多 まよし 君之宜 If 望で 君 蟹  なに 安 誤 あを まざ 列‘ 

於て 自 めす 政 金て 明 云ら 內の敢 ふ ば 若の 玆く しりた  助し 雷い ご  m  い 於を 解り 含ぬ る國如 

ても然 よの 策 力 、な ふう 內で てこ 、しあには た旣こ 諸君う! | た ざ 御 皆  とて 保し まんけ をの 何 

は 、のりで をを 成 事 こと 閣あ 重と 獨 もる 御 要け にと 君 演ご焉 しい 指 漂  •もつ てす でれ 得狀に 

救 何 成し あ 執 注 立實と 思が り 祓 もり 多 所 尋領れ 御の • 壇 ざ i まま 名 g  解 、上 居 か 居ばぬ！！ 勞 

ふ 等 行て りら ぎしで が ひ 引 まを 出私少 をを を ど 質 多 私に い S すせ で©  釋此に るら る 、誘を 阅 

ベ 抑き 頗 まる 是たあ 、ま 退す 顧來 のと 更致煜 も 疑く の 登 ま  がう あ  い 十 於點'  '誘惑 圈法 

か 制に るす、 と 所ら 其す せ 、ずる 光 もに して •がは 御る す 差； 、り阪  た 七ても 色惡 惑と みを 

ら せ任樂 、こ 同のう 近 けら 私 暫こ榮 目 知 ま 居 私 あ ^尋"" 。支； 明 ま 本  し條 、あ々 意に 言* 制 

ざら せ觀 然と 時 現と 因れれ ど 時と ぱ 的る しら 共り 二を  ご  朝す 釤  て ほ 並る 世 あ も ひ暴定 

るる、 のる がに 內存を どま もので かを こたな がま 十 致  ざ  にが 之  居 何に や 間る®’ 行い 

* 、通 態に 第 諸 閣じ爲 もしの 御 あり 達と ない 拜し 二し  い  御、 助  る等勞 うで 以動摒 とた 

狀所貨 度 何 一物は まし  'た 都 靜ら です がらの 聽て 日て  ま  _ 登 君  の妨 働では 上に®) 言し 

態が のを ぞ使價 、すて 米の 憶聽 うはる 出 ばで い 、の 見  せ  り檀。 でげ 者 あ 治は もと ひま 

に 無 膨執や 命の 先 、居價 はいを かなこ 來 、あた 政 開た  ぬ  には  あにの り 安之な 言、 す 

陷 か脹ら 、で 暴づ さるの 、た 願と くとは 多り し 府會い  か  な辭  りな 幸ま發 をり ひ 脅と 

りつ とれ 現 あ騰以 すも騰 種し ひ存 、が 致少 ままの 以と  ら  りし  まつ 福す 察 罰 ま* 迫し 
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買る とや 世 か 方 通に に 或を 至 ほ 調に が 日 如 題り ベで あ大 のて す 補は 澤な公 額の て 今る 時下 天 ま 
力のを な 間 、が 有 或は ほ 御に な 節 及 あの 何 、まら あり 臣各 居と 助 形 山 ど 設公禁 居 日べ 何つ 井し 
がに 耳い は 俸 無で る 御 ft 持存 いとん り 開に 殊 せれり 云 3 派り 隨的だ 列で 市值 止り まき 等た 知た 

1 &  、にか 景 給い あ 大感 物ち じか 云で ま會 御に ぬま ま々 訪 のま 伴 政け •ベ あ 場の 、まで 根 かとら、 

し 徒 致と 氣其 かる 臣に俏 に ま とふ 居 しの 認 貴 の しすと 問 代せ す 策の 立り 、發 米す 政抵 のかず 單 
てらし 云が 他ら 、のな 高な す 云 こ らた 劈に 族で た 、云い 表ぬ るに こて ま 住 行穀所 府の氣 云と り 
行に て ふ 非で 、ま 如つ 値つ の ふとぬ が 頭な 院 あか 其 ふた 者と 所 屬 とてす 宅 、其で が あ 配 ふ 云 米 
く 報 居 意 常 衣 報 だきて なて で こを の 、につが りら 頭 、しな 存の すで あが 問 郵他ほ 施る にこ ふぱ 
も酬り 味に 食酬 /、、 ほ 居 ど 居 あと 冷で 其 於て 注 ま •末 之 てるじ 事る ある 、題 便の 、設も 法と 有 か 
のを まを 良す を' \  、ら とる りを 淡 あ 中き 居 意す 最 はを 、者 充捫 もりや 數 •貯關 外せの るを 棟り 

で增す 御い る增物 物ぬ 申 御 ま * に りに まるを が 早一 骨 政が すでの ま うへ 米金税 米ら でも 新で で 
あし 、洩の 者し 價價 かす 方す 考御 ま片 しの 促 、私 昨子府 ，の あで しで 立の のの のれは の 閲 あな 
る ま然ら での さはのと こが 、へ 看す 言て で し 總は日 との 昨で り あて あて 混 獎撤買 まなで でむく 
、する しあ 報へ 騰騰 思と 多 現て 過、 隻 ，あて 现玆江 致 施 年 あまり 、り ま 食励廢 入し い あ 見 ま ' 
されに にる 酬 する 貴 ふはい 內 見に 是語 施り 居大に 木し 設の り すま 畢 ます 減、 、廉 てとります 諸 
す ば 私な 、され かとの 、の閣 るな 以も政 まる K 喋 君て は 十 ま 、す竟 すと 食日鐵 S 私認 まし 1 拘 
れ 、どつ — >  ば も 云で 我での とつて 此のせ 事は々 よ 注 未 月す 多 * 是け大 と 銀 道  >  共 めした 昨 阶 
ば 幾 もて 向 增宜知 ふ あ々 あ大 、て 現物 御う 柄此 すり 意 だ 相 、く 言 はれ 層 云の の 綿の てて が 今の 
一分が 居 差 しいれ 事り がり 臣誠居 內價方 かに m る 審を盡 携故徹 換物 ど 立 ふ 利 無 絲耳居  '  、米：’ り 

而 か考ら 突て ぢ なは ま感ま 中に る 閣調針 、對 大必 か 促さへ に 底へ 借 も 派 や 金 W 其 EI り 決是乜 1’t 
にづ へるな ややい 世す ずす に 遺 もが 節の 二し な 要に し ざて 貴いて 調， な うの 輸 他に ま しは がは 
ほ、 ま、 いれな、 界 、るかは 憾の 物の 演十 てる ほ 申た る總 族た 見 節 多事な 引 绘 ® 萌 すて 唯少所 
物噃 すこぢ ぱい 仕の 現 程ら 富ので 價事說 二 、問 あ述の 憾理院 しまの くが 事 上 小 出れ、 拽 一し in 

とと 第 日す 自は にあの 奢の ぬ 誇での た 生す 亂が 困に に まあぬ ま 騰云ぴ その 町 於^: 防て 年 殆力® 
，を 云で 迄る 身 如は り あ ヲ大 かと あ 質 し 絲る狀 醞 _ 認 はすり のす る ふられで 村け がの 居 K- どが ゴ': 
P ふ あの かの 何 、まる 戒 詔と 致 0 實 まのと 態釀 のめ 成 、までと かこれ か-あ S る大充 りの K  W 碑 
返 こ り 政 伺 聲に國 す 所メ中 云し ま 剛し値 、でせ 脅て 金 今す あ * もとる 止り の S な K ま預 止す る 
しと ま府つ 明し 民 、を し に ふて す 健て 段 貧 あら 威 居氣日 かり 之 知を かま ま吩 用る のす® す 互、 
ては すの てを ての 總拜と 、こ 居 、の 、が 富 りれ にる 分 ほと まに れ大 もる す 加 も 原 このに るに 從 
居貿 、態 見實此 驕理察 仰^と り此美 我宜色 まつ 襲 通が 甚 云す 應ぬ臣 知 も 、の 多 W とに： 於 所： つ 
ら 易で 度 •たに 聖奢大 いせ 退を ま 調 風々 し々 す \ はり 餹 しふ 、じと がれの 而 甚く をも即 てを がて 
るが 總 にいす 旨と 臣 たら ィ 恐し 子は のい ごる あれで 溢く こ どて 私 抑まで しし あ 成 あち も 知必 i: 
、盛 理徵 とる を投 もしれ テる たで 、最爲 ざ 、る まあい 此 とこ 報 どし せ あてき りしり 邦、 らをか 
やん 大 し 思 拘紹機 亦て て ハの 所參日 もに い 然とし り た 富を ま酬 もやぬ り此ほ まて ま 少ぬ； 11 を 
う で臣 まふ 負 述心本 、あ 重での りを 賴 、まる 云て ましの * でを ほる がま 報 ，す 居す のかの ふ祀 
であは しの 經 しを 年® る 厚 あ 兵 ま逐み 奢す に ふ 、すて 平甚 持％、 思 位ます 酬多 がるが m ら てと 个 
ある 此 てで 綸奉戒 のに 所 堅り も しつと 侈け 地® 日 、居 as だつ しひで だれの く  、の 、加 ざ あ沄 、 
りか 頃甚 あを りむ 政 恐 以實ま •たて 致 _ れ方 はに 然るを s てて まあ、 ぱ 咐此 地で 钳 とる 〇 ふ 幸 
字ら 中 だ り 有 、と 治 のヲす 或な 消し 佻 ど 農 目 險 るの 失献行 行す り 勝 、加 報 方 & 酬 云 抆 ま 
t で， も 心 ませ 如あ始 にも 旨 、はら 滅 ての も 民 前惡 にはつ いつか 、まる 或が 酬 25 るの ふ W す0 二 
る あ此細 すら 何り に 椹の 卜即弱 ばし 居氣 、のにな一. てた てな II 七 すかは 咐 のに 、咐 この 、 、 

$ る 物く  •れに ま 於へは' ン ちく  •つり 風 多 階 見る 方 即 居す 宂 け 上れ もます 咐法 m 加と 佾 ハ 

M と 奶 感 私て し j- けぬ， 、平な 我、 まを く 級る 所に ちる のしれ ま ぱ知だ こ 加る りと ，加 とこ は、 

け 云の す 共 ©て 、る 次此浮 和り々 あ し馴 はを 所の ほ 我 、でい ば だ ，れ しとで _ ペペ f •，入 
择ふ 高る （X  0 首 政 蹀第聖 華克は 常る た 致 米 見の 思 半 \  — あのな 騰ま穴 も V  ほ 丨!_: ふに ム '正 L 二 

かこい 次 今 ま相府 明 で 意驕復 せに の 所い やま 混想活 共 方り でら り だと 忍、 る に 
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I 盛んで あるから 物 {l'j が 高 いと 云 ふので あるなら ぱ、 
內地 に K 易しない 品物が 渾山 あり、® ! 11 を 禁じて 居 
る 品物 か！ t 山 あるので あるが、 其 物が 安くなら なけ 
れぱな らぬ、 K 易 品は 輸出が 盛んで あるから •高い 
と 云 ふことは 一片の ¢1 理か 存じ ませぬ が、 然るにで 
す、 貿易し ない 物、 H 品を 禁ぜられて 居る 物が 等し 
く 商いのは 事實でありまして，寧ろ多くそれが高い 
のである、又拽理：大臣の意思は貿易が盛んで金が澤 
山 這 入つ て來 るから 物 似が 騰 るので あると 云 ふこと 
を 簡 m に贸易 が 盛んで あるから、 物 m が 高い ので あ 
ると 仰 やる のと 忖度す るので あります が、 果して 然 
らば 物 悄の 高い 原 ra は 即ち 通貨の 膨脹に 法る と 論 結 
しなければ ならぬ ので ある* さ 5 すれば 史に 之を 進 
んで申 せぱ ，通 ！, i の 膨脹を 制する 政策を 執る 外に 物 

椚 調停の 途が無 いので あると 云 ふこと になる ではな 

いかと 思 ふので ある，， 此有樣 を 見て P;- る 今日に 於て 

思想界を 見ます ると Isi る險惡 に趨キ / 又 風俗を 見 ま 

すれば S1 眠を 見て！ £ るので ある、 之を 矯正し 匡救せ 

むとします るには、 氣の 長い 話の やうであります る 

が 敎育の 方面に 向つ て 一大 革新を 行つ て 其 力に 依る 

と 云 ふ琪は 當然 の ) IR 序で あると 存じます るに 拘らず 

教育の 振興を 以て 政 網の 要目と せられて 居る 所の现 

內閣 たる ものが、 成立 以来 唯 高等教育 機 關の掂 張を 

岡ら れま したる と、 美術 院と云 ふ ものを 設けて 文展 

の 仕事を 引® された る ことの 外には、 著しき 施設と 

云 ふ ものを 見る ことが 無い やうに 存じます が、 先刻 

江 木 fi の 御 演說に 依ります ると 我々 は 甚だ 殺摱 であ 

ると 常に 感じて 居る 支那 政府で さへ、 敎 科 B には 補 

々なること を 言つ て R るので ある、 是は 日本に 奴つ 

ては 甚だ 迷惑な ことで あるけれ ども、 支那に 於て 必 

嬰と して Jpr るか も 知れぬ， 支那に して 尚 ほ阀民 の 思 

想を ?? 迫す か惡均 する か 知れ ませぬ が、 兎に角 之を 

溥くが 爲 には 旣に lit 大哦 後の W 島 問題 さへ 敎科醫 に 

人れ て 居る と 云 ふ 有 棟で ある •然るに 我 一の 文教の 

上に 於て 屮壤小 學の敎 科 ,1 i 等に 如何なる 大改 正を 加 

へられた であり ませ 5 か、 我々 其 聞で あるか 存じ ま 

せぬ が、 唯 淡 字を 減す とか ? 9K 字の 字进を 略す ると 云 

ふこと に 深く 御 心 削に なつて © る やうで あるが、 敎 

科 0 1 31- 物の 内容 或 (3: 敎科 g の 組立と 云 ふ ものに 革新 

の 加へ て 硪後の 辟 管を 全うする と 云 ふ點に 付て、 ど 

れ程御 心配に なつて 居る と 云 ふ 琪を まだ 拜 承いた し 

て 居らない、 文部 大 f;f は 多年 物 fr 的 生活を なされた 
施政方針に 關す る №1 木釤之 助の , rrl 問 


御 方であります だけに、 矢張り 物質的 人心を 唆る や 
うな ことを 仰 やい ます、 此 最も 肝要なる 精神的 方面 
に 向つ て どれ 程 御 考瞅が あると 云 ふこと を 私共 耳に 
する ことを 得 ませぬ のは « だ r jl 憾に 存じます るので 
あります、 今 H の SJ 狀は 如何 e ありませ うか、 學校 
の風圯 と 云 ふ ものは 日に 月に 紊亂い たしまして、 彼 
の學校 の 昇格 i$ 励と か 申す ? Jf などは 敎 W も缪生 も 共 
に 自己の 本分を 忘れまして 相 挽へ て ：：： 先生 弟子 ffl 
批 へて Q 夜 奔击を 致し、 當 局に 向つ て 間る 不遜なる 
耍求 を敢 てす ると 云 ふ 有 棟で あるので あります、 然 
るに 當局も 亦 多く 之を 咎めず、 苴 しく 常 座 逃れの 答， 
辯を 與 へて 之を树 論して 禍を 後日に 胎 すと 云 ふこと 
を 一向 _み ざる 如き 狀况で あります るが、 私共の 怪 
訝に 堪 へざる 所で ございます、 况 して 國民 思想の 源 
泉たり 磺表た るべき 學校 の敎職 員が 結束して 自己の 
待遇 間 題を 常 局に 迫り‘ 又 苟も 國 家の 政治㈱ 關に在 
ります る 所の 官吏が、 ！ (n 何に 下級の 人々 とは 申しな 
がら 徒 黨を致 して 其 給與 の咁 加を 上長に 强 要する や 
うなる 事を 見ます るのは. 實に苦 々しき 次第で ある 
と 存じます が、 併ながら 所謂 背に 隙は 代 へられない 
中 活 w_ の 脅威を 受けまして 知らず 識ら ず玆に 至る 
ものと 見ます れば 誠に 側 In の 情に 堪へ ざる ものが あ 
〇 まする、 最近 聞く 所に te ります れぱ某 縣の縣 立 諸 
學校 ill 十 = 校の 教職 a が 待遇 問題 3 不滿 ょりして 幽 
結を して 知事 排斥を 叫んで 居る と 云 ふこと であり ま 
する、 若し 是が不 幸に して 事 實で あります るなら ば 
世 ia 人心の KJ 落は 極度に 達した ものでありまして、 
學 校の 敎 科目で ある 所の 倫理と か 修身と か 申す こと 
は最 M 十 半 文の惘 値 も 無い ことにな つたので あります 
此頃世 上の 一問 題と なつて 居ります る 森戶大 學助敎 

授の 「クロポトキン J 研究 事件と 申す ことの 如きは 

陡に 現代 少壯 學漭の 奇矯なる 主張を 端な く 暴露した 

ものでありまして 私共ょり 見ます れば 今更 之に 麓く 

のは 迂澗の 至で あると 存じます、 特に 注意すべき は 

犯罪の 咐 加であります、 發視廳 の 調査で あると 云 ふ 

のを 11 きます と、 東京 府下の 犯罪 數が 大正 元年と 七 

年との 比較に 於て 十一 割 强 の％ 加を 示して 居る ので 

あります、 而かも 其 犯罪に 知識階級の 人が 咐加す る 

傾 きがある、 之と间 時に 殘酷な る 犯行を 佾 すの 趨问 

であると 申す ので ございます， 是は如 らく 學校敎 育 

の 効果 如何と 云 ふこと を ifl み 研究す へき 一 材料た る 

を 失は ざる ものであると 認めます、 斯の 如き 世の 風 


潮の 最も ^ ? g すべき 狀態 である 今 a に 於き まして、 
國民具 _ の 位® に 在らる ゝ 所の 內閣諸 公が 如何なる 
御 趣® が あるので ありませ うか、 坊間 傅 ふる 所に te 
り ますれば、 俠客 親分な どゝ稱 しまして 地方 官憲が 
常に 其 制御に 苦心して 居る 所の 人々 の多數 を 總理大 
fs 官邸に 引見せられ まして ® 遇せられ、 又 内務大臣 
ほ 特に 一同に 午 ® の饗應 まで もせられ たと 申す こと 
であります、 又 呂運亨 事 件に 付きまして li 二十 三日 
に 高 橋® 土から | 應 質疑が ありました が、 此頃 外交 
問責 同盟 ■とか 云 ふ 名の 下に 印刷物を 私共へ 刚 付し 
たのであります •其 表題は 所 題 朝憲 紊亂 問題と あり 
まして、 肩書に 「呂 運亨 事件の 內容」 と ある、 是は 
諸 封の 皆御饯 になつ て 居る ことと 存じます ので あり 
ます、 lit 內界を 見ます と •默視 する ことの 出來な い 
事實が 記されて あるので あります、 高 橋 W 士の 質疑 
に 對 しまして 總理大 K は 呂が 旅館の I 室で 新聞記者 
と 話を したから つて 大なる 事件と も 認めぬ と 云つ た 
やうな 風に、 事 もな げに御 答に なつて 居ります が 抑 
々此呂 なる 人は 國の 法律から 見まして 如何なる 者で 
ありませ うか •又 其隨伴 者の 一入た る 張 德秀と 云 ふ 
入 も 如何なる 者で あるので ありませ うか-先 づ 之を 
知らねば ならぬ のであります ，是 等の 人々 が 上海よ 
り來て 我が 國內に 足を 入れた と 聞け ぱ 、地方 官憲た 
る もの ほ H ちに 逮捕す るの が 當然 であらう と 存じ ま 
す、 而も 之を 逮捕せ ざるの みならず、 帝都の 中央に 
於て 新聞記者を 介して 朝鮮！ i 立の 宣傳 の演說 を敢て 
せしめ 尙ほ 之を 新聞に 揭賊す る も 差 支な き 旨を 警視 
廳から 谷 新聞 通信社へ 通知せられ たと 申す ことで あ 
ある •而 して 其 印刷物 中に 於て 呂の 一行の 滯京 中の 
行動を 日記 體に 記して あります るのを 見ます ると 次 
の 如くであります， 是は 質疑の 便 B; 上 寧ろ 朗讀 的に 
申 上げた 方が 宜か らうと 存ず るので あります •大正 
八 年 一月 十九 日、 即ち 呂の 一 行が 午前 十一 時、 一行 
は 自動車 K に分乘 して 拓殖 局に 古賀 _ 造 氏を 訪 ひ、 
正午 退 m 歸宿 とあります、 二 十日、 午前 九 時 三十 分 
一行 二臺の 自動車に 分乘 して 「ホテル」 を 出て 〔中 
略〕 牛 a 區辨天 町なる 古賀氏 邸に 至り、 長 時 會談‘ 
午後 一時 同 邸を 辭し 云々， 1 二 十二 日 午後 零時 三十 一 
分 一行 禮裝 の上禮 裝 しまして ..：•• 陸軍大臣 官邸に 赴 
た、 陸相より 午餐の 招待を 受けた るな り 云々 「 因に 
當日陸 相 官邸の 午餐には 朝鮮 總督府 政務 總監 水野鍊 
太 郞氏も 亦 陪賓 として 同席せ りと 云 ふ •午後 三時 過 


ぎ 禮裝を 解きた る 一行は 「ホテル 」 を 出て 一部は 陸 
相 官邸を 再訪し 云々、！ 一十 R4 日、 午前 九 時 三 十分、 
一同. n 励 車に て 立 出で 赤 坂 離宮に 至り 菊花 拜 觀の榮 
に 浴す、 案内 者は 古賀廉 造 氏な りしと 云 ふ …… 古賀 
長官な りしと 云 ふとあります •辭去 後. 築地に 廻り 
同 氣俱樂 部を 訪 ひ此處 にて 水 野 政務 總 監と會 見す E 
に 芝 公園に 向 ひ 首相！® 氏の 私邸を 1!; 問し 零時 三十 分 
歸 宿， 其 傍に 此原 邸訪間 に 於て 首相が 一行と 會見せ 
しや 否 不明な り、 一說 に；！ T 苜相 | 厳 會 見を 約した 
る 4 事故の 爲め 違約したり と、 此の 說實に 近き が 如 
し御會 ひに ならな かつた やうで あると ® いて ありま 
す、 午後 三時 >  1 行 再び 自動車を 飛ばし 陸相 官邸に 
田 中 陸相を 内相 官邸に 床 次內 相を 歷訪 、夕 六 時半 歸 
宿、 二 十六 日、 此の 日 | 同遞信 大臣 野 田 卯太郎 氏を 
官邸に 訪問す、 二 十七：！ TC 午前 九 時 前 •一同 打 連れ 
て 牛込辨 天 町なる 古 賀氏の 私邸を 問 ひ、 長 時 會談午 
後 三時 過より、 都下 谷 新聞 通信 記者を 帝國 「ホテル」 
に 招待し 呂運亨 は 一行を 代表して 朝鮮 獨 立の 宣傳演 
說を試 む， 此會 合に 關し 此日瞥 朗 廳檢閱 係より 各社 
に 對し該 記事の 揭 載差茭 なき 旨 特に 通牒したり •二 
十八 日 〔前略〕 午後 二 時より 三時 迄 約 一時間 警視 廳 
にあり し 云々、 警視 願で 御 # b 言を 受けた のでは ない 
かと 云 ふやうな ことが 其 側に 書いて あります、 十二 
月 一日 午前 一行 打 速れ て •陸 取 省、 内務省 •遞信 省 
を 歴訪し、 午後 拓殖 局、 滿鏺會 社 •及苜 相 私邸を 歷 
訪すとあるのであ0ます、右の記載に依0ますると 
政府の 大官數 名は 呂の一 ■行と 會見せ られた のみなら 
ず •陸軍大臣の 如きは 特に， 之を 1-V 邸に 招待して 午餐 
を 供せられ 又古鉍 拓 m 局 長官 ほ 終始 斡旋せられ たも 
のと 見えます のであります、 更に m くべき は 彼等を 
して 赤 坂 離宮の 菊花 拜觀の 光榮に 浴せ しめ、 而も 古 
賀 長官が 之を 案内せられ たと 云 ふに 至つ ては 私共 (3: 
之を W 疑の 問題と する さへ 恐懼に® へざる 次第で あ 
ります、 此の 呂 運 亨事 件は 此の 印刷物 ばかりでなく 
世間に 於いても 事 實を認 めら れて 居る m 大なる 問題 
であります るが 故に、 唯今 述べました る 中に 關係あ 
りと 目せ らる 、大臣 諸 大官ほ ことの 有無 •即ち 有り 
とすれば 之に 對 する® 相 及 御 見解 如何、 無しと すれ 
ば 其の 明確な .?. 反 Is を 谷 大臣 大官御 一人 毎に 御明 辯 
あらむ ことを 望みます、！ 人 毎に 自分 ほ 斯う 思つ た 
と 御 述べ 下 5 る ことは 世上に 對 して 疑を ® く 所以で 
あらう と 存じます から、 35 て 本員は 之を誚 求いた し 
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施政方針の 質 間に 對 する ls( 總埋 大臣の 答 辯 
ます、 甚だ 長詨蓀 になり まして 恐縮に 堪へま せぬ で 
ありました が、 私の 是れ等 K 疑を. 致した 要 點を： 史に 
約言いたしますれぱ一、物衍調節に關し政府が今日 
以後に 於いて E? 行せ むと する 要目 如何、 言を 換へて 
申せば ft 族院 谷胶 の r? 吿に對 する 政府の 誠 尨 如何， 

二 {3: 首相の 陳 辯に 佐れ ぱ物 fri の 隣 fl ほ 外國 貿易の 
盛んなる に 依る と 云 ふ、 而も 貿 に 供せ ざる 物資 も 
尙ほ勝 货 しつつ あり、 之に 對 する 政府の 見解 如何、 
三は ?® 儉の梨 旨を 紹 述し帟 り 及 SI 理大臣 の聲 明を S 
にす る 政府の 經綸 如何 •四 ほ 思想の 恶化 風俗の® 媛 
に對 し、 敎育上 より 見て 之を 矯正せ むと する 施設 如 
何、 五 {t 侠客 親分と 稱する 人々 を兩大 KI より 優遇せ 

られた る！ 3 意 如何、 卒 K に 申し ますれば •一般の 人 

心 及 1? 察 取締 上に 惡影 f? を 及ぼす 事な しと 認めら る 
る や 如何、 六 ほ 呂運亨 事件に 關する 政府の 見解 如何 
政府 {3: 以上 數項の 質疑に 對 L まして、 極めて 簡明に 

FL つ 適確に 御 答 辯 あらむ 事を 希望いた します、 尙谷 

大臣は 典 主務の 事項に 付きまして ほ 谷々 責任を 有せ 

らる ことであります るが 故に、 いつもの 如く 總理大 

臣御 一人の 御代 辯では なく、 ぞれ < 主務大臣より 

御 答 辯を 煩したい と 存じます る んで 諸君の 御靜 

臌を 謝します。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

0國務大臣(原敬君)唯令阪本君の御質問ほ、數箇 

條に亘 つて 居ります が 願くぱ 其 ®: 書を 頂戴 すれば 便 

利であります が、 併し 記憶した 所で 御 答いた しても 

宜しい のであります 、若し jfl れて 居りましたら 御 注 

意に 依つ て 御 答を 致します 、又 之に 對する 答 辯は 概 

括 的で なく 备 大臣 關 係者盡 くと 云 ふ 御請 求で ありま 

すが •それ も差茭 は ありませ ぬ" 併し 御 了解を 得た 

ならば 左様でなくて も宜 からう かと も 思 ふ物價 問題 

に 付て 段々 御說が ありました が， 之に 付て は 數回此 

議場に 於て 繰返して 說明 いたした 所で、 大槪議 きて 

居る と考 へます、 政府は 3 來得る だけ 物價の 調節を 

圖つて 居る と 云 ふことは 事 ® であります、 併し 物價 

問題は 重大と 同時に 複雜な る 問題で、 さう 手の 裏を 

返す やうな 名案が ある もので ありませ ぬ、 故に 政府 

は 誠意を 以て 著々 之を 實行 して 居る のであります、 

又 此物價 の 騰貴いた した 原因に 付て V 外國 貿易を 云 

云いた した ことに 付て 御尋 でありました が經濟 が膨 

脹いた して 講買 力を％ 加し 種々 の關 係より 物 僧の 騰 

貴いた した ことは、 何人も 認むる ことで ございませ 


う^其原因は何から來たか唯突然と物似ほ塍货いた 
し ■•突然に 講買 力' か％ すと 云 ふこと ほ 有るべき 筈が 
ありませ ぬが、 何人が 研究いた しましても •根 原 It 
總て 貿易の 關係で あります、 轍 出が 咐 加いた して、 
即ち 日本に 金が 這 入り、 富の 膨脹いた したは 喜ばし 
いこと でございます けれども 是が爲 に 物！ 3 の 騰貴は 
免れ ませぬ、 之を 細かく 分析いた しま すれば 數 多の 
ことに 捗ります けれども 、要するに 輸出 咐 加の 爲に 
經濟 力が 膨脹いた したと 云 ふこと ほ 事實 であります 
故に 膨脹いた した 所の 經濟 力を 無益に いたさぬ やう 
に 之を 資本 化する ことに 努めて 居る と 云 ふこと も © 
瓯 申した やうな 次第で ある、 無論 根本に 遡れば 外國 
貿易に 過ぎない ので あらう と 思 ひます、 幸に 玆に御 
質問の ® 書を 得ました から、 之に 付て 御 答を 申す に 
は 甚だ 便利を 得ます が， 此物價 調節に 關し 政府が 今 
後に 於て 實行 する 要目 如何と 云 ふこと であるが、 是 
は 今後 是々 のこと を ® 行す ると 云 ふことは 申 上げ 兼 
ねます、 併し 物價を 調節いた すと 云 ふ 精神ょり 割出 
して* 是で いかなければ 斯樣な る ことを する •其 次 
に 斯様なる 經 濟の狀 態なら ぱ 之を 實行 すると 云ふ實 
際に 適 應いた して 漸次に 進め やうと 考 へて 居ります 
玆に其 要目を 揚げました 所で、 此 活動を いたす 經濟 
界に向 つて •或は 其 通り 參り 兼ねる ことが 起ら うと 
思 ひます、 詰り 斯う 云 ふ 方針を 立てて 物價の 調節を 
いたし、 谷 派の 御 希望 所ぢや ない、 我々 の 趣意 も 貫 
徹いた 十 やうに ありたい と 政府は 努めて 居る ので あ 
ります， 第二は 勤儉の 聖旨を 紹述し 奉り 及總理 大臣 
の 聲明も ある こと だから、 政府の 經綸ほ 如何と 云 ふ 

ことで ございます が、 之 も 斯樣に 抽象的に 申し まし 

た 所で、 聖旨を 奉戴いた して 各省 大臣に も 注意いた 

し、 各省 大臣は それ'^ 部下に、 地方 官を經 て 一般 

の 人々 にも 此 風の 貫徹いた す やうに、 此御 趣旨の 貫 1 

徹いた す やうに 努めて 居ります、 それに 付て は 奢侈 

を 戒め、 又國 本を 培養 1' るに 努める やうに と 云 ふ 趣 

意で ございます から、 之 も此御 趣意を 奉じて 致さな 

ければ ならぬ ことは 千 差 萬 別であります 其 經綸は 如 

何と 云 ふこと を 今日 御尋 になり ました 所で •是は ど 

う も、 さう 容易く 御 答の 出 來る 問題では ございませ 

ぬ、 併し 此 精神を 貫徹す る ことに 十分 努める ことに 

致し ませう と 思 ひます* 第三であります るか 第 四で 

あります るか、 どちらであります か 分り ませぬ が、 

兎に角 思想の 惡化 風俗の 頹 廢に對 し、 敎育 上より 見 


て 之を どうす るか、 是； 思想 上の 励き あると 云 ふこ 
とを 政府 ほ 見て 居る のであります •或 (X 惡化せ むと 
する かと 云 ふこと も 恐れて 居る •それ故に 先般 も雜 
然たる 外来の 思想に 感染いた して 13: 相 成らぬ と 云 ふ 
やうな 趣意を 申 述べて 居つ たのであります、 一瞠 日 
本の 國 民の 思想と 云 ふ ものは， ? ¥ 易く 動 搖い たす や 
うなる 不健全なる ものとは 考 へませ ぬ、 建 國 以來國 
民の 思想と 云 ふ ものは さまで 薄弱なる ものとは 考へ 
ませぬ けれども、 併ながら 思 憩の 深から ざる 者は. 
或は 外来の 思想に 感染いた して、 隨分 危激な る 議論 
をいた したり 行動す る 者 も 無い とほ 限らぬ ので あり 
ます、 之れ を 矯正いた さう と考 へ、 又 森戶問 題な ど 
も 御引證 でありました が、 さう 云 ふ 事に 對して 政府 
は 看過す ことは 出來 ぬのであります、 之を 導く こと 
に 相當の 力を 盡し たいと 考 へて 居ります， それから 
俠客 親分と 稱 する 人々 を ® 遇した とあります が 別に 
…… 来訪を 受けまして 之に 面會い たしました ので、 
私と して ほさまで 優遇 もいた しませぬ けれども >  _併 
ながら 兎に角 彼等が 今まで 社會 より 非難を 受けて 居 
りました から、 今後に 於て は 我々 の 行動 も 世間の 信 
用を 受ける やうに 致す 積り である、 從つ て國 家の 爲 
にも 貢獻 いたしたい と 云 ふ 趣旨を 以て 面會を 希望し 
て參り ますれば、 私は 當然 之に 會ふ のは 至當 であら 
うと 思 ひます、 如何なる 者と 雄 も 左樣な る考で 面 會 
を 求めましたならば、 之と 面會 いたしまして 適當の 
訓戒を 與 へる こと -it 必耍 であらう と 思 ひました ので 
左樣取 計ら ひました のであります、 又 S 運 亨 のこと 
で S ります が、 是 は 色々 世間で も t^ して 居ります し 
祕密 出版な どもあります るが、 元来 之を 罪人と して 
初めから 逮捕す ベ‘ きものな りと 云 ふ 前提の 下に 議論 
を 立つ るから’ 色々 の感を 生ずる のであります、 是 
* ほ 上海に 於て 不穩な る 行動を 爲 して 居る と 云ふ說 は 
無論 あつたので あります •けれども それだけを 以て 
直ちに 日本に 於て 朝憲 紊亂 など X 稱 して 逮捕すべき 
狀况の 者では ない のであります、 のみならず 彼が 日 
本に 參 りました 時には、 世間の 風說 に反して 犬に 其 
行動を 改めて 人々 に會つ て 陳情を し‘ 其 意見を 聽い 
て 更に 上海に 歸 りまして 後の 行動は， 單 り左樣 な 不 
穩な ことを 致さぬ のみならず、 他の 心得 違 ひなる 者 
に 向つ て も 之を 戒め 訓戒いた して 居る と 云 ふ 今日の 
行動であります、 故に 是 等の 關 係の人 も 私は 面會も 
致し ませぬ けれども* 面會 しても 差 支ない ことで あ 


つた かも 知れ ませぬ けれども •公務 も あ 〇 面 金 4 致 
しませぬが、迈に '0 -:」  -■ 、 

致して 居る ことほ '' |( 过で&0ます、仲ながら是は ^ 
捕すべき 罪人な 0' と 確定いた せ ば 色々 な 不篇當 なる 
ことに 相 成ります が、 左 棟なる 狀况 にある ものでは 
ない、 之に 付て ほ 司法 當 局に 於て 十分に 調 -！ X を 致し 
まして •其 結果と して 此儘 措いて 宜いと 云 ふ 結 釣 -e 
あつたので あります、 故に 是が內 地に 參 りまして， 
一人々 を 訪問いた したり 何 か 致し、 而して 上海に K つ 
て 今日の 如き 行 励を 爲 して： S ると 云 ふ 以上には、 世 
間の 一部には 之を 以て 非常に 政府を 攻瞬す る M 料に 
致す が 如き 狀態 もあります が、 左 棟な 問題では ない 
と 云 ふこと を 高 橋 ti- の 御 K 問の 折に も 御 答いた して 
居つ たのであります、 一つ 落ちて 居る ものが ありま 
した けれども •是は 先刻 御 答いた した 外 國贸易 の關 

係であります から 重ねて 申す 必要 も あ 〇 ませぬ が、 
大體を 申せば、 斯樣な 次第であります、 尤も 御演說 

中には 政府の 行 励を 段々 攻擊せ られる やうな 御言 葉 

も 毎に 出る やうであります けれども、 是は御 非 雛が 

ありましても 御 議論が ありましても-それは 御隨® 

であります、 けれども 政府は 決して lit 物惯 問題を 等 

閑に 付す るに あらず， 敎育其 他の 風俗 間 題で も 決し 
て 之を 放任いた して 置く のぢや ない のであります け 
れ ども 政府が 放任いた して 居る か、 と 云 ふ 前提の 下 
に 御 翳 論な り、 政府の 誠意な きと 云 ふ 前提の 下に 於 

ての 御 議論なら ば 甚だ 迷惑で ある、 決して 政府は 左 
樣な 意思を 以て 今の 政界に 臨んで 居る ので ありませ 
ぬ、 之に 付て 尙ほ 詳しく述べ ますれば 多々 述ぶ べき 
箇條も あると 考 へます、 大體に 於て 政府は 左樣な 不 
誠實 なる :'® 薄なる 考を 以て 今日の 政界に 臨んで 居ら 
ぬと 云 ふこと だけは 御 承知を 願 ひたい。 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 阪本釤 之 肋 君に 尙ほ伺 
ひます が •此上 更に 御 質疑の 點が ございます か。 

0 阪本釤 之 助 君 先刻 要求いた .しました 通り 主務 大 
臣に對 して 尙ほ御 尋ね 致して 御 答 辯を 願 ひたいと 思 
ひます が、 今日 (3: 御 都合 もあります れぱ 明朝に 繼績 
を 願 ひたい、 唯今 總理 大臣の 御 答 中に、 最も 必要と 
する 所の 一項の 御 答が 拔け .て 居ります から、 それ だ 
けは 唯今ち よつ と 御 許しを 願 ひたい。 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 宜しう ございます" 

0 阪本釤 之 助 君 別の 紙に 書いて is きました 事柄は 
唯今の 御 答の 中には 御 答に なつて 居らぬ ので ある、 


阼族贵 科济 阈帝间 二十 m 铕 


總理大 51 は 物 悄の高 いのは K 站が盛 んで あるから と 
云ふ祺 を 御 話に なりました •か、 , « 品が 路んだ から 物 
m が 高い と 云ふ斟 であれば、 それを： 史に 細論いた し 
ますれば 輸出 品が 多い から 内地の 物資が 缺乏 して 來 
る 故に 其 物が 高くなる と 云 ふ 事に ならねば ならぬ と 
思 ひます が •先刻 本員が 御尋 しました のは 外 易 
に 供せられ ざる 物、 殊に 近頃 之を 禁止せられ ました 
物で も 膦つ て！ £ る、 外國 K 易が 盛んで あるから 物 (0 
が 騰 ると 云 ふことは、 蓋し 其 JS に 金が 外國か ら澤山 
這 入つ て來 るから 瞬る と 云 ふこと に歸 著す るので あ 
るか どうで あるか、 外阀 が 盛んで あるから 物 {11 
が騰 ると 云 ふこと では 分り ませぬ が、 どう 云 ふこと 
であつ たかと 云 ふ 御 說明を 謂 ひたいと 云 ふことは 最 
も 力を 人れ て 御 K 問を 致した のであります、 是だけ 
ほ今日御答を朗ひたいと思ひま丁。 

~ 國務大 K 原 敬 君演榷 に 登る： I 
03務大 [5 (取敬对)先刻御答を致した内に成るほ 

ど llt JJf if * かに EN して 居らぬ のであります、 それは 

外國贸 易の 關係 より 日本の 經濟が 膨脹いた したと 云 

ふこと li 否むべからざる 机 Hi 恐 ひます、 其の 馘济 

界が ils 眼いた しま すれば 0 然物 ft'? は 騰 K すると 云 ふ 

ことは 免れない のであります、 然らぱ 外阀贸 姑 即ち 

舔 S をせ ざる 物 も 勝贵 して 尻 るが どうで あるか、 斯 

う 云 ふ 御尋 の贲味 になる や 5 であります、 それは 日 

本 銀行， 其 他 谷 關 係の 所に 於て 調 赍いた した ものが 

あります から •之を 御 M 下されば 商 接砬出 に關 係な 

き 物は， 轍 出に 關 係の 商 接 あつた 物 ほど it 腦货 いた 

して K らぬ結 果を H' て 尻る のであります >  伸 ながら 

經濟界 は 保め て钩雜 なる ものである、 輸出いた す 物 

だけ 勝 ！* i いたして 他の物は 之に 關係を 持たぬ かと 云 

へば 之に 極めて 關 係を 持つ のであります、 それ * れ 

の ? 15: M よりして Ifi 接 輸出に 關係な き 物 も. H 然腦 ft す 

る、 唯 其 率は 船出す ろ 物 ほどでは ない のであります 

けれども、 それは 唯 品物に 就て 云 ふこと である •大 

es を 通じて 申せば、 a 本の rail 乎 中に 得た 所の 利益は 

多い ものである、 經. £界 も 極めて 膨脹いた したので 

ある •從つ て瞄 H 力 も 桁 加した ので あろ】 刺 造の 力 

も 無論 咐し たのであります •か •それ* れの ni tl-ff より 

又 21 然人知 の發頭 から 生活の 向上いた した こと も あ 

〇 ませ うけれ ども、 兎に角： g 大 Ki ty としては 外國よ 

り 非常なる 金を ? y て 居る のであります から、 之に te 

つて 粹济界 が 膨脹した と 云 ふこと になる、 それは 輪 


m に關 係な きもの も騰 つて 居る と 云 ふことは、 それ 
は 多少 輸出に 關係 ある 物と 關係な き 物との 騰り 方の 
差は あります が、 併し * も瞇- U して 尻る には 違 ひな 
いのであります が、 是は 經濟界 の當り 前の ことで あ 
ります •關 係の ある 物 だけと 云 ふこと には 參〇 ませ 
ぬ、 一般的に 及んで 来る のであります から、 それで 
政府の 採りました 方針は 此の 輸出を 止めます れぱ直 
ちに 物 價は 低落す る ことにな り ませう、 試みに 出來 
得る 問題で ありませ ぬが •試みに 四千 圓も 致して 居 
る 生 絲の輸 出を 制限いた したら どうなります か、 直 
ちに ia 民が …： 之を 副 菜と 致して 居る 莕は驻 •た 悲境 
に陷〇 ませう、 之が 悲境に 陷れば 職 H 力は 減じ ませ 
う •腿 買 力が 減ずれば 物 似が 下がり ませう •是 は H 
家と して 忍び 得られぬ ので ある •故に 左様な 急激な 
る 結果を 來た さぬ やうに 經濟界 を i!g に隈亂 いたして 
逋に：  个贵氣 の 來らな いやうな 範岡に 於いて 苦心 慘㈣ 
いろ <な 計 511: を 立てて 居る と 云 ふ 次第であります 
唯 物 俏を 下げる と 云 ふこと であり ますれば 根本に 溯 
つて 輕減を 致せば 下がる ことは 明 だら 5 と 思 ふ* そ 
れ It PJ 家と して 忍ぷ ベから ずと； K ふので あります か 
ら 、此範 岡に 於て 相 當なる 按排を 致して、 それが 次 
第に効力が現はれるものでありますけれども，闺家 
の ^ に / I1C! を 追うて 是はや るので あります、 即ち 一昨 
年末ょ 〇關稅 を 励 かして 見まして、 地方の 遊金を 吸 
收する 策を 講じて 見まして、 社會に 向つ ては 社會政 
策を 講じました 〇、 色々 なる 方策を 執つ て 苦心いた 
して fr るのは 即ち茲 にある のであります* 此點は 十 
分 御 了解を 得たい と 思 ふ。 

〇阪木 釤之肋 君喵 今は 枝跑 に EL つての 御 答が あり 
ましたが 、本 a の 問は むと する 政府の 方策 如何 

と 云 ふこと で • 此 場合 此事に 付て 御 施設 如何と 云 ふ 

ことを 問 ふので はあり ませぬ、 唯 總理の 言は る X 其 

原則は 外 易が 盛んで あるから 物！ 3 が 勝る と 仰せ 

られ る， 外® 貿易に 供せ ぬ 物は 現に 安い、 斯 5 仰せ 

られ るが、 米な どは 現に i;! 出を 禁ぜられて 居る が、 

矢張り 一番 高い のであります、 是が即 ち 外國貿 钻に 

關係 しない 物 も 砲 かに さう であります が、 併し 總理 

大 K の 御 辯 解に 依ります と、 外國 貿易に 供す る 物が 

高い から、 其 随伴と して 内地の 色々 の 物が 规分 高く 

なると 云 ふこと で 要するに 物 似の 騰貴と 云 ふこと 

は 輸出 貿易が 盛んで ある 結果で ある、 斯う 御 結論に 

なる ものと 拜 承して K しいので あります か、 果して 


然らば 金貨が 如何に 內地に 澤山這 入つて 来ても 是は 
物 似 騰货の 原因に なつて 居らぬ ものと， 斯う 御 認め 
になる のが 第二の 結論になる のであります か、 斯樣 
に 解 釋 して 宜いの であります か、 此二點 をもう 一應 
承 »3- たぃ。 

〔國務 大臣 原 敬 君演塯 に 登る 3 
〇阀 務 大臣 (原 敬 君) 度々 繰 返す やうであります け 
れど も、 輸出の 關 係ょり 内地の 經濟が 膨脹いた した 
と 云 ふことは、 又 金が 這 入る 銀が 這 人る と 云 ふ 問題 
にもな り ませう、 外國 から 日本に 札の 這 入り やうは 
ありませ ぬ、 日本の 即ち 在外 正貨が％ 加いた しまし 
て、 それに 對 する 正貨 準備を 含みまして 紙幣の 發行 
も從つ て 起る のであります， 爲锊の 作用に 依つ て 日 
本內 地に 於け る 金が ^ 加を 1'. るので あります-故に 
外 國貿品 に & り 日本の 經濟が 膨脹いた したと 云 ふこ 
とは •轍 入す る 物が 少 くして、 輸出す る 物が 多い、 
輸出の 物品に 對 する 代僧が 日本に 這 入る ので ありま 
す、 故に 經濟が 膨‘脹 する のであります、 然らぱ 昨年 
の 如く 輸 /I! が 少しく 減退いた して II 人が 少しく 多く 
なつたら どうで あるか、 是は 物品に 付て は 其 通りで 
ある， 併し 日本の 海外に 於て麵 く 所の 資本、 殊に 船 
舶 業者の 受 くる 所の 利益と 云 ふ ものは 非常に 多い の 
であります >  是 が 矢張り 日本に 這 入つ て 来て 兎角の 
經濟を 膨脹させる 原因に なつて 居る のであります、 
是 等の 事情を 詳しく 御調になります れば ，私は 答 辯 
を 費す まで もな く、 事 實左樣 だと 云 ふことは 御 了解 
を 得 やうと 考 へる。 

〇 阪本釤 之 助 君もう 御閉會 のこと V 存じます から 
明日に 鶉る ことが 宜か らうと 思 ひます が、 唯 私から 
約言いた して 置きます •か •唯今 最後の 御 答 辯に 依り 
ますと 矢張り 貿易の 盛んなる が 爲に 金が …； 金 か 銀 
か扎か 存じ ませぬ が、 兎に角 金が 日本に 澤山這 入つ 
て來る 結果で 物價 が騰 るので あると 云 ふ 矢張り 御 結 
論で ある、 左樣に 心得て 置きます、 若し 誤で あれば 
明日 更に 御 辯 明を 願たい と 存じます、 而 して 先刻 要 
求いた しました 通り、 明日は 先程 列擧 いたした 事柄 
に關 係す る 谷 大臣 及 水 a!f 政務 總監 、古賀 拓殖 局 長官 
の 御 出席を 請 ひたいと 存じます、 是だ けを 申して 置 
きます。 

0 副議長 (侯 Iff 黑 m 長 成 君) 阪本釤 之 助 君の 御 質疑 
に關 係の ございます 谷 大臣 並に 政府 委員には 本 席よ 
り それ < 通知を 致して 置きます、 尙ほ阪 本 釤之助 


君の 外に も 質疑の 通吿 者が ございます から、 今日は 
時刻 も餘程 移りました に te りまして 是にて 延 會 を宣 
吿いた します、 明日は 午前 十 時よ 〇會錢 を 開きます 
議事 日程は 後より 本院！ ii 報を 以て 御 通知に 及びます 
本日は 是 にて 散會。 

午後 四時 五十六 分散 會 


0 大正 九 年 I 月 |1十七日(火曜日) 

午前 十 時 九分 開 II 

諾 事 S 程 第 六號 

第 I  公爵 毛 利元昭 君 •公爵 德大寺 公弘 君 •公 
爵 島津忠 S 君 •公爵 大山 柏 君、 侯爵 德川 
囿順 君、 侯爵 小 松 輝久君 •伯爵 掘 田正恒 
君 子爵 松 平 康民 君、 男爵 古市 公威 君、 男 
爵本 多政以 君、 兒 玉利國 君， 相 馬哲平 君 
富 永 搔雄 君讅暇 の 件 

第二 平和 條 約の 實 施に 伴 ふ 流 遇 證券 及 H 業 所 
有權 に關 する 法 i (麵躺 ) ® 一讀會 
第三 右 議案の 審査 Sr 付託す へき 特別委 員の 11 
0 

第 四 貴 
會議 

〇謅 長 (公 P 徳川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 

〔長 書記官 朗讀〕 

昨 一一 十六 日 常任委員 會に 於て 當 選した る 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 
豫算 委員 會 

委員長  子爵 前 田 利定君 
副 委員長  江 木 千 之 君 
同日 豫算 委員 會に 於て 決定した る 分科 及 分科 擔當 
委員の 氏名 左の 如し 

第一 分科 (歳入、 大藏省 「帝國 鐵道 ，朝鮮 總督 
府 ，臺 灣總 督府 •關東 廳>  陣 太廳を 除く」〕 

伯 Kf 柳澤 保 . ffl 君 
伯爵 奧平 昌恭君 
子® 靑木信 光 君 
子爵 牧野 忠篤君 
子爵 前 田 利定君 
子爵 八條隆 正 君 
男爵 藤 村義朗 沿 
男爵 東鄕  安 君 


施政方針に 關す ろ阪 木釤之 助の 竹 問  11 上 原總理 大臣の 答 辯 


四 一 五 
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伊 湯 掊若仁 


淺黑森 原  田 原本 秋 原木 崎 黑本平  本  橋 越 谷 塚 村 東 井澤 浦  來  山 井村 木 田  藤 淺本槻 @ 


兼務 

淺 

江 

河 

荒 

上 

男爵 鄕 
市 

第二 分科 (外務省、 司法 省〕 

伯爵 松 

男爵 小 

子爵 酒 

子 辟が 

河 

石 

男爵 阪 

男爵 船 

高 

兼務 

男爵 坂 

第三 分科 (內務 省、 文部省〕 

伯爵 林 

. 伯酹松 

子爵® 

男爵 石 

高 

江 

福 

男爵 千 

阪 

江 

_ 

兼務 

男爵 福 

谷 

石 

湯 


惟茂 君 
® 次郎起 
圭三郞 お 
倉 平 君 
傳七君 

德則岩 
千 之 君 
調 三 郎君 
?? 太 郎君 
滿之進 君 
誠 之 助 君 
乙彥君 

厚 君 

武雄君 

忠亮君 

祐弘君 

讓 三郞哲 

英藏君 

芳郞君 

光之丞 君 

作衞君 

俊 篤 君 

t® 太郞君 

賴壽君 

武憲君 

忠蒽君 

親 章 君 

千 之 君 

鎌 二 郎君 

季隆君 

終 之 助 君 

素 六 君 

榮吉君 

俊 丸 君 

眞男君 

五十二 君 

倉 平 君 


第 四 分科 (陸軍省、 海軍省〕 

子 ！# ®  口 
子爵 大河 內 
男爵 村 上 
男爵 宇佐川 
男爵 坂 本 
石黑 
石 渡 
市來 

兼務 

高 崎 
男爵 斯波 
男爵 佐 ■竹 
若槻 

第五 分科 (農 商務省、 遞信 省し 

子爵 井上 
淺田 
和 田 
小 松 
上 山 
男爵 平野 
男爵 斯波 
男爵 鄕 
中 村 
橋 本 
西 川 
安田 
勝 田 

兼務 

子爵 大河 內 
男爵 千秋 

男爵 藤 村 

藤 田 

山之內 

伊藤 

第 六 分科 (帝 國鐵 道、 朝鮮 總 督府， 

關東廳 、樺 太廳〕 

子爵 稻垣 

子爵 豊岡 

荒 井 

男爵 福 原 

男爵 佐 竹 


誠康君 
正敏君 
敬 次郞君 
一 正 君 
俊 篤 君 
五十二 君 
敏  i 
乙彥君 

親 章 君 
忠！ 一一郎 君 
義维君 
禮次郞 君 

匡 四 郎君 
德則君 
彥次 郎君 
謙 次 郎君 
滿之進 君 
長祥君 
忠三 郎君 
誠 之 肋 君 
圓一郞 君 
辰 一一郎 君 
甚五 郎君 
善 三 郎君 
銀 次 郎君 


敏君 

隆君 

朗君 

郞君 

一 次 君 

傳七君 

臺 H 總督府 

太祥君 

圭資君 

賢 太 郎君 

俊 丸 君 

義 if 君 


男爵 藤 堂 高 成 君 
谷森眞 男 君 
蕻 田 四 郎君 
山之內 一 次 君 


兼務 


男爵 小澤 
男 辟 宇佐川 
男爵 東鄕 
仁 尾 


武雄君 
一 正 君 
安 君 
惟茂 君 


高 橋 作衙君 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 昨 二十 六日 本院 議員 折 田彥市 君の 薨去の 報に 
接しました •誠に 痛惜の 至りに 堪 へませ ぬ、 付き ま 
しては 本院より 弔辭を 贈りたい と 存じます* 御異篛 
は ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
折 田 彥市君 薨去に 依り 第五 部に 於て 懲罰 委員の 補 闕 
潠擧を 成るべく 速に 行 はれむ ことを 望みます。 

0 阪本釤 之 助 君 昨日 質疑を 致しました 續と 致し ま 
して 尙ほ 多少の 發言を 御 許し 願 ひたいと 存じます が 
發 言して 宜しう ございます か。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 國務 大臣、 政府 委員 も 御 
一人の み 御 出席で 他に 出席は ございませぬ から、 暫 
く 御 待を 願 ひたい …… 阪本 君に 伺 ひます が、 國務大 
臣は何 大臣の 出席が 必要で ございます か。 

0 阪本釤 之 肋 君先づ 最初に 農 商務 大臣 大藏 大臣に 
物價 問題に 付て 御 尋ね 致したい と 存じます。 

〔國務 大臣 中橋德 五郎 君 演壇に 登る〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 今 文部大臣が 發言を 求め 
られ ましたから . 

〇國務 大臣 (中 橋德 : -/7. 郞君〕 今 他の 連中 も 出て 來ま 
すが、 昨日 阪本 君の 御 質問の 御說 明の 中に ありまし 
たこと に付きまして 問 違 ひがあります から、 それ だ 
けは 事實に 渉ります から 私より 申 上げて 置いた 方が 
宜か らうと 思 ひます、 思想 上の ことに 付て 色々 御 心 
配の 御 話が ありました が、 それは 銘 々の 見やう に 依 
りまして 非常に 之を 悲觀 する こと も 亦 一の 觀 察の 仕 
方で ありませ う、 又 我 國の二 三千 年来の 此建國 の 基 
礎に 付ての 觀 察より 現况 に付きましても 私共の やう 
に 決して 悲® をして 居ない 者 も あるので あります、 
是は銘 々の 見やう であります るから、 銘々 の 推測を 


以て行くことに致しまして，其沉；叫0屮に思想上 
文敎 上より して 有形 上には 餘〇 施設を 致 $ ないや， 
に 御 話 も ありました が、 是はど う；： <  ふ沉1 :|;' « \ ..よ •!■? 
ます か 知り ませぬ が、 私共の 方で ほ HI 常に やつて 居 
る 積り であります、 單に 美術 院の 改正を したな ど. 
云 ふこと ほ 是ほ 極く 小 i}f であ 〇 ます •一昨年 « に大 
學 令を 初め 總 ての 學 令の 改正を 致しまして、 一火 革 
新を 致した 積り であります •是は 獨〇现 内 IH] の 努力 
であり ませず 前々 內閣以 來數 代の內 閣の努 力の r,1; 果 
一昨年の 暮以來 各學 令の 全 BS に苴 つて 一 大改 J1-: を 故 
し、 道德德 育の 施設を 十分に 致し 從 來の枸 a 的敎育 
の 稍々 變態 を呈 したる 弊を 琥 めたい と考へ ます、 そ 
れ等 のことは 先 づ銘々 の御觀 察に 從ふと 致しまして 
大膛 のことは 總理 より 御 說明を 申 上げた ことで あり 
ますから 私は 詳しく 申 上げ ませぬ、 昨日 御 述の 中の 
事 H のこと に 付て 相違が ある點 は、 或 所に と 云 ふ 御 
話で ありました が、 敎員が 相談を して 知事の 排斥を 
すると 云 ふ 御 話の 如き ! i 事 H 無根であります •多分 
福 岡 縣 のこと であり ませう と 思 ひます、 福 岡 縣なら 
ば 事® 無根であります、 先日 福 岡縣 の敎 ft が 十七 八 
名 ばかり 小 倉に 寄りまして、 給料の 平均が 彼の 縣は 
餘り 高くない から 少し 上げて 貰 ひたい、 又轉勤 のこ 
とは 自由にして 貰 ひたいと 云 ふ 決_ をした と 云 ふ 事 
實が あるので あります、 併し それが 爲 に强耍 をす る 
とか又知事を排斥をしたと云ふやうなことは事迓無ぃ 
根であります、 それから 敎員 生徒 等が 寄つ て當 局に 
向つ て强 要する、 當局が それに 向つて 約 Hi をした 如 
き 御 話 も あつた やうに 伺つ たのであります、 是は多 
分 昨年の 暮に 新聞で 以て 所謂 學 校の 昇格 is 励と； K ふ 
ことを 御 指しに なつ. たこと であらう と 思 ふので あり 
ます、 是は新 聞 紙の 報道が 餘ほど 間違が 多い ので あ 
ります るで、 其 當時私 は 旅より …… 旅を して； g り ま 
したから、 旅行よ りして 戾り まして， 事 ® を 新 KJ に 
話を して、 長く 新聞には 二回 ばかり 賊 つて® ります 
其方 ほ 御覽 下さつ たか どうか 知り ませぬ が、 學 校の 
昇格運動は新聞の三而記事には色々出て尻0ますが 
併し 是は御 承知の 通りに、 新聞は 其 事® の 出 來 事を 
岀 來るだ け 早く 報道したい と 云 ふ ものであります か 
ら 、誤聞の 多い ことは 當然 のこと である* 是ほ決 し 
て 新聞の 責任で も 何でも ありませ ぬ、 それで 此射格 
渾 励と 云 ふ ものを、 新聞に /II て 居る のに ! a' て 見ます 
ると 云 ふと、 昨日 も 御 質疑に なつた 即ち 彼の ^ 京の 


施政方針の 打間に势する中扔义部大 !;-: の答辯 
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高等 丁： 菜 學校の 事な ども 其 中の 一つで あらう と M ひ 
ます、 高等 丁： 業 ^ 校の 組織 變史 •即ち 大轵に 昇格し 
たいと 云 ふ SJI に 付ての 記 ST 新 問に It 數日出 て屛〇 
ました、 併し 是は 事 ？! の 上には 少しも 學校 外に 典 話 
は 出た ことでは ありませ ぬ、 元々 此 起り と 云 ふ もの 
は 思想 間 ! S には 關係は 無い のであります、 沒交 渉で 
あります、 卯ち 先程 申しました 一昨年の 暮に發 布い 
たしました 大學 令の 改正に 其 源を 發して 呙 るので あ 
ります、 從來常 院の御 方には ! 1 山御關 係の 御 方が あ 
ります 通りに、 我國 に (i 綜合 大舉 ょり 設 1H を 許さな 
かつた のであります、 長く 研究の 結果留 科大學 を 18 
可す る、 設立す ると 云 ふこと に 段々 謎が 向 ひまして 
一昨 ^ の S に S 布し ました 大學 令に 於き ましては 單 
科大學 を 認める ことに 規定が なつた のであります‘ 
單科 大學を 認める ことにな りました から、 さて どう 

云 ふ 結果になる かと 云 ふと 恐らくは 爰數 年の 間には 

餘ほど 澤 山の留 科 大昂が m 来る ことになります と， 

第 一番に 昨年 / II 願を して 出た のは 大阪 、公立 大阪骽 

科大學 、是は 旣に 認可を 致した 譯で あります， それ 

から 私立に 於て は 鹿 腿、 早稻 田、 娃は 先日 敎育锊 誘 

の 決議を 經 まして 認可す る ことにな つて 居る、 それ 

から 昨年 御 常 院の蓀 決を 願 ひました 高等 敎育機 關傾 

張 案の 中に も， 一晞に 在ります る 取 京 高等 商業 舉校 

之を ^ 格す ると 云 ふ 計 歲 になつ て 居ります るで， 此 

PI 3; ょりして 大學 として Ra 校す る T* 定であ 〇 ます. 

と 云 ふこと になります からして、 此學 校と 同一に 居 

つた 所の …… 同列に 居つ たと ころの 或は 東京の 高等 

工業 神戶の 高等 商 菜、 或は 大阪の 高等 H 菜と 云 ふや 

うな 吊 校の 職 H 及從來 の 卒業生 等の 諸君が、 是れ等 

の學校 も 成るべく 速に 單科大 胡に 昇格を して 組織を 

S S したいと 云 ふ 希 !?! を 持たれる ことは、 是れは 當 

然 のこと であります •人情 常 然な ことで あらう と 思 

ふので あります、 ところへ 持つて 來て茲 に 非常な 間 

違 ひが 一つ 生じた のであります それは 何かと 云 ひま 

すると 云 ふと 大阪 に發行 して 居ります る大阪 毎日 新 

聞に 昨年、； 日記 事が 出て 居ります、 其の 記琪 には 

大正 九 年度の 拽筇 に： 5E 加 r* 52 として 大阪の 高等 H 業 

m 校が 大淨 に # 格す ると 云 ふ 計 迸が あると 云 ふこと 

の 記事を /ii しました， 而かも 其の 記琪 を大阪 の® 等 

H 笫學 校の 常 ® 者の 談だと 云 ふこと に 記 i)f が 出た の 

であります、 其の 記事の 捉 へて It ぐ ®: 京の 高等 工業 

の 職 © 生徒 2B 中が n 分の 方 it 成らない のに 大阪が 先 


になる と 云 ふの {3: 是れは 妙な 話 だと 云 ふこと が 此の 
诳 京の 高等 工業の 連中が 一時 内輪で 非常な 熟 心に 相 
談を 始めた 結果で あるので ある、 所が 其 事® を閗く 
と* さつ ばり さう 云 ふことは ない、 段々 探す と 全く 
新聞の 記事の 誤聞であります と 云 ふこと が 分つて、 
終に 牛： 徒 及 職 A の あの 協議 も 終つ たと 云 ふこと であ 
る •其 當 時には 度々 ：… それからして 當 局に 校長な 
どから どうか ia 加 辣筇を 出されない もので あらう か 
と 云 ふやうな 話 も ありました けれども、 是は唯 校長 
に 能く 其 W を說明 して 追加 豫算と 云 ふ ものは さう 輕 
々に 提出の 出来る もので ない と 云 ふこと を 段々 懇々 
說明を 致した ので >  當 局と 學 校との 間には 追加 豫算 
の 外に 何もな かつた、 元々 大阪の 毎日 新聞の 記事の 
誤 辟より して 起つ た 事柄であります、 唯 併し 生徒が 
數日集 つて さう 云 ふこと を 唯 H 分 同志で 相談を して 
居つ た、 それが 新聞の 記事に いろ <出 たやうな こ 
とであります、 又 其 後に 丁度 昨年 私は 四國 地方を 巡 
覗して 居りました が 其 留守の 間に 東京の 高等 師範 學 
校に 又此 組織 變更 をしたい と 云 ふ 話が 起り まして、 
丁度 私® 〇 まして 其 話の 詳しい 報哲 を聽 いたので あ 
ります •是も 内輪で 以て 矢張り 今の やうな 話 だ、 ど 
うかして 大學 になつ たら 結！ S で、 單 科大學 になつ た 
ら 結！ £、 法文 大學 にで もな つたら 結構， 中には 肺範 
大學な どと 云 ふやうな 話 も m て •內 輪で 相談を して 
居られた と 云 ふ 話で ある* そこで 歸 りまして から 段 
々話を 膣き まして 居ります る 中に 矢張り 新聞に 記事 
が aj る， 私共の 方には 大した 話は ない •餘り 新聞に 
記斟が 出ます から 世間に 誤解を 與へ ては ならぬ と 思 
ひまして、 十二月 十五 日であります、 校長 及敎 頭を 
呼びまして 能く 話を したので あります、 どうも 世間 
に 向つ て •職員 生徒 •か 本省に 學校 組織の 强 要を する 

やうな 誤解を 與 へる やうな どうも 新聞記事が あつて 

は 闲る 、さう 云 ふことは 決してない 話で ある •誤解 

を與 へて はならぬ から， 誤解の ないやう にして M ひ 

たい •本物に なれば 處分 をし なければ ならぬ と 云 ふ 

やうな 話を 致した 顚末は 、確か 十二月 十七 日 十八 日 

の 新聞に ! 65 つて 居る と 記 m して 居ります、 御鞔 下さ 

つた 方 も あるで あらう と 思 ひます •之れ に 付ても 新 

閗 紙には 屮には 當局が 赀 害を 與へた などと 云 ふやう 

な 記琪 もあります けれども •さう 云 ふことは 少しも 

ない のであります、 私が 即ち 言つ たので、 校長と 敎 

頭を 呼んで 能く 其 話の 世間に 誤解の 傳 ほらぬ やうに 


したら 宜か らうと 云 ふこと を •それ 切りの 話で ある 
のであります、 是は 元々 思想 間 題で ない ので ありま 
する で、 一昨年の 暮に發 布に なりました 大學 令の 中 
に® 科 大學が 出来る と 云 ふこと よりして 色々 の 希望 
を 似て 寄々 ffl 談をす る 者が あると 云 ふことの 爲であ 
〇 ますから 、私は 今回の ことは 總理 よりして 御 答を 
申 上げた ことであります から •事 實の 中に 多少 間違 
ひの ある こと だけを 申 上げて !® きたいと 思 ひます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 發 言の 許可を 求む〕 
〇謅長 (公昭 德川家 達 君) 床 次 内務 大 2 。 

f 阪本釤 之 助 君 發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 C 公博 德川家 達 君〕 内務大臣が 發言 をしたい 
と 云 ふこと を 議長が 承りました から* 發言を 許し ま 
した。 

【國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (床 次 竹 二 郞君) 阪 本さん の 昨日の 御 質 
問に 對 して 御 答を 申 上げます、 呂運亨 事件に 付て は 
旣に 總理大 KI より 一應說 明を 申 上げて ある 次第で あ 
ります が、 併ながら 尙ほ 委細の ことを 說 明を 致す 方 
が 宜しから うと 考へ ますので、 少しく 立 入つ て 私よ 
り 申 上げます、 一々 呂運亨 に 面會 した 人より 御 話を 
申 上げる やうに とのこと で ございました けれども、 
事件の 眞相を 玆に御 話を 致しましたならば •谷 人 一 
々御 答を する 必要 も あるまい かと 考 へます ので 私が 
總 代の 積り で 御 答を 申 上げて 置きます、 第一に 起り 
から 申 上げます が、 上海に 耶蘇 敎の牧 肺で 藤 田丸皐 
と 云 ふ 人が 居ります が、 彼の a 運 亨 なる 入が 同じく 
上海に 住つて 牧師を やつて 居る のであります、 のみ 
ならず 在米の 當 時から 此兩 八は 親密の 關係が ありま 
して、 藤 田は 從つ て呂の 心情を 能く 知つて 居る 次第 
であります 、其 關 係より して 何卒 呂なる 者は 之を 說 
くに m を 以てすれば 懐柔す るの菌 が あると 云 ふやう 
な 考を 以て 段々 彼に 說 きまして、 是非 一遍 東京に 出 
て 政府の 當局 とも 親しく 接觸 したら どうかと 云 ふこ 
とを 勸めた のであります、 所が 呂 自身 も 又此朝 鮮の 
獨立を 思は ぬ こと ii ありませ ぬけれ ども， 彼は 到底 
朝鮮の 獨立な ど、 云 ふやうな ことは 出来る ことでは 
ない、 將來 どうしても 朝鮮と して li 日本に 賴ら ざる 
を 得ない ので ある、 であるから 若し 朝鮮に 對 し將來 
時節 到来の 時分には 自治を 許される やうな ことで も 
あるなら ぱ ，それを 望んで 長く 日本の 臣民と して 朝 
鮮の 向上を 圖りた いと 云 ふ 意を 有って 居つ たので あ 


ります、 唯今 日まで 朝鮮 總督府 の 施設に 對 して Mt ら 一 

ざる 所が あつて、 其 爲 に 久しく 海外に 流寓 いたして 
居つ たのであります、 彼の 本惹は 前 申 上げる 通りの 
次第で ある •依つ て 彼は 政府に 對し 其® 見を 開陳し 
て、 政府 も 亦 彼の 說を [if! いて 互に 意思の 疏 通を！ I る 
所が あつたなら ば •將來 朝鮮の 爲に 利益なる のみな 
らず 、日本の 政策 上から 考 へても 有利で あらう と 云 
ふ考を 懐いて、 若し 政府の 當局 にして 事 實の眞 相を 
確め ないで、 徒らに 一網 打 盡 的に 彼を 捕縛す る やう 
な ことがない と 云 ふこと であるなら ぱ * 一 度は 上京 
いたしても 宜しい と 云ふ考 を 有つ て 居りました、 玆 
に 於て 藤 田の® める 儘に 心 励き まして •自分の 身命 
安全を 得られる と 云 ふこと が あるなら ぱ 一度 入京を 
しやう と 云 ふこと に 決心を 致しました 次第で ありま 
す、 それが 起り でございます、 入京 後に 關 しました 
ことは 今 申し上げる やうに* 呂 を ® 誘して 居ります 
る 所の 同じく 耶蘇 敎の 牧師で 同派の 者で. あります が 
木村淸 松と 云 ふ 入が 北京に 行く 序でを 以て 上海に 立 
寄りまして 藤 田 牧師と 會 ひ、 又此呂 にも 固 談を 致し 
まして 是亦呂 に 入京を 勸めた のであります、 そこで 
呂に 於て は 前述の 如く 濫りに 捕縛され る やうな こと 
はない と 云 ふやうな ことであるなら ぱ 上京を 致さう 
と 云 ふ 決心を 致しまして •付て は 誰か 然るべき 通譯 
を 欲しい と 云 ふやうな ことから、 其當時 朝鮮に 於て 
居住地 制限 處分を 受けて 居りました 張 德秀と 云 ふ 者 
が 居りました •豫て 知り合の 者と 見えます が、 どう 
かそれ を 連れて行く ことは 出來 なから うかと 云 ふ 事 
から 話が 始 つて 其 結果此 木 村淸松 牧師は 朝鮮に 參り 
まして、 張 德秀を 誘 ふたので あります、 總督府 に 於 
て も 居住地 制限は 一時 解除しても , rn いと 云 ふ 事に な 
りました ので •此 張なる 者が 馬 關に出 て呂を 待 受け 
て 上京した のであります、 さて 上京を 致しまして か 
らは 專ら藤 田 牧師 等の 接待に 依りまして 帝國 「ホ テ 
ル」 に 投宿いた したので あります が、 それと 共に 古賀 
.拓殖 長 'rv を 訪問いた した こと 三回であります、 陸相 
並に 私が 二回 ほど 面會を 致しました、 水 野 政務 總監 
野 田遞信 大臣、 各々 一遍 づつ會 うて 居ります、 私が 
會 ひました 如きは もう 極めて 無意 淡白な もので あり 
まして、 唯 斯う 云 ふこと で 來た 、さう か、 話が 濟ん 
で 歸 る、 左樣 であるか、 と 云 ふやうな ことで まあ あ 
りました が、 彼は 他の 人々 の 所では 或は 自分の 意見 
を 述べた ことで ございませう •私の 所では 簡單な こ 
一四 一七 


施政 力 it の VV 問に 對す る汰次 内務 大 l:i の 答 辯 
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財政に 關す る阪太 釤之 助の 質問 
I とで ありました が， 兎に角 前 申す 通り® 思を 色々 述 
ベて 了解を 得たい と 云 ふこと で 出て 來た 次第で あり 
ます、 それから 上京中に 赤 坂 離宮の 拜翻を 許された 
こと も 事 ® であります、 同じく 在京中に 新聞記者と 
會 見いた しまして 經歷 並に 入京の 經過を 述べた ので 
あります、 新聞に 現は れたる 所に 佐り ますれば 獨立 
の宣傅 を爲 した かの 如くに 見える 嫌 もあります るが 
常時 親しく 其 席に * 會つて 居りました 所の 牧師の 話 
に 依ります れば 、彼 (X 決して 朝鮮 搦 立宣傳 の 意思を 
持つ て 居る のでな し-又 之を 發 表した と 云 ふことは 
ない ので ある •新聞の 記事には 通譯や なんどの 關係 
もありまして、 其 間に 間違が ある やうに 思は れ る、 
斯う 云 ふこと でございます、 元々 前 申 上げる 如く* 

彼は 到底 日本の 力に 頼らず して 未来 朝鮮の 獨立な ど 

の 出来る もので ない、 斯う 云 ふ考を 持つ て 居る 男で 

ございます、 右樣の 次第であります が、 之に 付 S- ま 

して 呂は朝 憲紊亂 者で あるが 故に 之を 何故に 捕縛せ 

ぬので あるかと；' 2; ふ 議論 も ある やうであります るけ 

れど も、 朝憲紊 亂の 罪を 以て 論じます るには •其 目 

的で 暴動を 起すな り、 又は 豫備 陰謀を なす 行爲 がな. 

けれ ぱなら ぬのであります るが •呂は 唯今まで 我々 

の 承知いた します る 所に 於て は、 上海に 於ても 又 東 

京に 於ても. 左樣な 行爲 をな した 證據 はない ので ご 

ざいます、 加 之 前來申 述べます る 通りの 事情に 依つ 

て 入京を 致しました、 入京 前から 旣に 心は 励いて 居 

つたと 見受ける ので ございます が、 現在に 於て 彼の 

心情は 旣に變 化を 來た して 居る やうに 見受けられる 

のであります、 旁々 彼を 拙 _ すると 云 ふことは 却つ 

て究 しきを 得な からう と 云 ふ考で あります、 又 新聞 

記4 の 取 ^ に ^ しましても* fir 申 上げる やうな 次第 

で、 獨 立宣® の 意思が ある ものとは 考 へられぬ ので 

あります、 それ故に 朝鮮に 於て は 彼の 移入す る こと 

を 禁止いた しました けれども、 內 地に 於て は 其儆差 

置いた 次第で ございます、 而 して 彼が 退京 後の 情浞 

は 如何で あるかと 申します れば 、其感 想 ほ 極めて 良 

好なる ものの 如く 察せられます、 内地を 去る に 臨ん 

で 其 親近 者に對 し 朝鮮人 獨 立の 企圇の 誤つ たこと を 

漏らして 居ります、 歸 りまして 後に 彼の 根據た る靑 

年 関 . fi を 集めて、 分離獨 立の 到底 實行不 能な ことを 

能く 示し、 それよりは.； n； 洽を得 て 同胞の 幸福を 增進 

する 方が 宜しい、 宜しく 協力して 自治 體の 創立に 努 

め、 朝鮮人の 價値 を內 外に 認められる やうに 勉め働 


くが K しいと して， 多 ®: の 同® を 得て 居ります、 今 
後 i: M に穩煺 分子の 結束に 努め 漸次 過激 獨 立の 分子 
の 切 崩しを 致さう と 云 ふこと を考 憩 いたして 居る や 
うに 察せられる のであります、 事柄の 實相は 斯の如 
くであります、 依つ て 政府は 今日の 通りの 挺 置を 致 
して 居る 次鎔で あります、 尙ほ 昨日の 御 S の 中に 
內務 行政に 關 して 御 尋の點 があります るので、 幸に 
玆に 簡眾に 申 上げて 置きた うご ざいます， 近來 奢侈 
の 風が 盛んになり ほせぬ か •質實 剛健の 氣風 が衰へ 
はせ ぬか、 是 等の 事柄に 付て、 如何に 處置を 取つて 
居る ので あるか、 考へて 居る ので あるかと 云 ふやう 
に >  內務 方面からの 御尋' でありました ので， 內務方 
面からの 事を 一 應申 上げます、 私共 も 左樣な 感じは 
持つ て 居ります、 殊に 大戰 以来 最も 注意すべき は、 
國家觀 念を 養成す る こと、 各人の 人格を 向上す ると 
申します か、 谷自の 自覺を 促す と 申します か、 さう 
云 ふやうな 事柄‘ 又 生活難の 叫は あります が、 一方 
に 於て 地方の 情况ほ 極めて 景氣は 宜 いので あるが、 
斯の 如き 時に 於て 最も 必耍 なる 事は 働いて 貯蓄を し 
ろ、 即ち 勤儉の 風を 起す、 此三つ の 事 ほ 今 0 の 時勢 
に 於て 最も 大事な ことを 考へて 居ります、 さう 云 ふ 
やうな ことから 致しまして、 去年の 夏 頃から 此 趣意 
を 地方に 傳 ji いたし， 內務省 自身に 於ても 人の 得ら 
る、 限りの 人を 囑託 いたしまして、 民力 涵養と ■云 ふ 
旗印の 下に 極めて 通俗的の 宣傳蓮 動を 開始いた して 
居る 次第であります、 之が 爲に 地方で 講演 演說 等を 
致しました 數も少 くない ことであります、 通俗的の 
宣傳と 致しまして は" 必や 多少の 効果が ある こと、 
信じて 居ります •唯 思想の 惡化な り 風俗の 類廢を 歎 

くと 云 ふょり、 力及ばず とも 兎も角 政府 自ら 宣傳運 

励を して 盡力 すると 云， ふことは， 相當 なること と考 

へて やつて 居る 次第であります が， 私共は 例へ ぱ米 

を 節する とか 或け 亞米利 加の 禁酒の 如き ことで も" 

單に 政府の 法令の みを 以て 是等 のことの 成就を 閨む 

と 云 ふことは 出 來な いこと と 思 ひまして、 どうして 

も是 は國 民の自 覺に 依る ことが 最も 大事で ある、 一 

昨年の 米騷 動の 加き に 致しましても， 如何に 警察の 

力を 以てし、 如何に 丘 (の 力を 以て 致す とも、 國民多 

くの 人が 自ら 節 L 自ら 重んずる 氣風 のない 時分には 

到底 是ほ 力の 盡しや うはない ものと 考へ まする ので 

根本から 申せば 前 申 上げる 如く H 家の 觀念 •個人の 

人格の向上、自覺心を促し、又奢侈の風ぁる所に於 


ては. 磡 いて 努める •さう して 貯へる •斯う 云 ふや 
うな M のこと を棰 めて 通俗に 宣傳 して 運 励す ると 云 
ふこと が宜 からう と考へ て 居ります、 で それには 出 
來 得る だけ 盡 力を 致して 居る 次第であります， 又 物 
價 問題に 付て 經濟 上からは、 物價の 高低の 問題に な 
り ませう が、 其 半面から ほ 即ち 此 生活の 安定に 閱す 
る 問題になります、 其 事から 內務 省の 所管と して 盡 
して 居ります る ことは •物價 騰貴の 場合には 一方に 
於て 兎も角も 其收 入を 增加 すると 云 ふことは 何より 
第一であります から、 即ち 昨春の 議會に 於て 御 協賛 
を 得まして 此 地方税の 税源を 與へて 吏員、 小 學校敎 
員 等の 增俸 を圖 りました ことは 御 認め 下さつ て屛る 
通りな ことであります、 今年に 行きまして は 尙ほ此 
警察官の 共濟 制度、 或は 鐵道從 業 員の 年後 制度 等を 
も考盧 いたして 見たい と 云 ふ 積り で、 鐵道從 業 員の 
年金の ことに 付て は 今年度の 豫算 .の 中に 編入して あ 
る やうな 次第で ございます、 先づ 其出來 得る 所より 
さう 云 ふやうな 考を 漸次 始めて 行つ てみたい と， そ 
れか ら餘り 効能は ないやうな 御 話 も ございました け 
れ ども、 當局 者と しては 甚 しく 効果が あるとは 思 ひ 
ませぬ けれども、 相當の 効果を 收めて 居る と 信じて 
居ります る ことは、 矢張り 此 生活 問題より して 即ち 
鐵 道の 運賃の 政策に 依つて 盡 力いた した 事柄で あり 
ます、 一昨年の 暮 から、 又 昨年の 夏から 暮に かけて 
の 此都會 地に 於け る 食糧 品の 配給 等に 付て は 其當時 
人心を 和げ る ことに 於て は 犬に 効果が あつたと 信じ 
ます、 現に 數 量の 上から 申しましても 前年に 比較し 
ては 多くの 米 やな どに 致します れぱ •此 東京* 大阪 
に 移入を 致して、 在庫 米 も それが 爲に 殖えて 居る 次 
第であります、 直接 價格 に關 係がない と 致しまして 
も、 入 心 動搖の 際に 於て は 容易なら ざる 効果が ある 
ものと 考 へて 居ります、 或は 是は 總理 から 說 明され 
ましたが 公設市場を 設け-住宅の 問題を 解決せ むと 
努めて 居り、 其他此 職業 紹介 所' の 制度 も 近日 勅令を 
以て 制定され る 筈であります が、 左樣 のこと と 或は 
又此混 食 節米の 蓮 動 等， 相當な 効果を 收めて 居る と 
考へて 居る のであります、 それから 此俠 客の ことは 
旣 に總理 より 答 辯に 申 上げた やうな ことであります 
が、 是も 或は 誤解が ありは せぬ かと 思 ひます るが、 
其當 時の ことは 糙か 時事 新報に 載つ て 居りました こ 
とが 眞相で あります、 私は 此 地位 (C 居つ て 彼の 人々 
を 招集す る 何にも 必要は ございませぬ、 相談を する 


一四 一八  I 
要 も ございませぬ、 であります が.其^に行 3 ひ'か 
ありました かどう か 知 〇 ませぬ が、 JS も fo 铽〇所 に 
多數の入が面愈を求めて參〇ました-一 :^ 疔 -:- ンひが 
あつて ほなら ぬと 思 ひました から 面 仕を致しました 
が、 話は 避けた のであります、 然るに 其 後 揉 - f を 聞 
きます ると、 彼の 人々 は 相 當の皆 乾兒を 有つ て ® る 
人であります 恐らく 何十 萬と 居る のであります、 «E 
も 角 內務大 K に面會 をして 呼ばれた と 云 ふの か、 总 
見を 述べる と 云 ふの か、 何 か 其處に 行 違 ひが あつて 
集つて來たには相違はないのであります、是$の人 
々を 其 儘に して 立 別れる と 云 ふこと が 1: しいので あ 
るか、 折角 世の S に盡 すと 云ふ考 を 以て 來て 、而か 
も 隨分其 人々 の 行 励 如何に 依つ ては 尠から ざる 人 V 
に 影響の ある ことであります から、 是ほ いつそ 其 世 
の爲 に盡 すと 云ふ考 に 共鳴を 致して 相當の 取扱を し 
て歸 すの が 宜しから うと 云 ふ考 ょり 此の 如く 致した 
次第であります、 是も 色々 議論は あります るが、 私 
ほ 達 翻した 上で 宜しい と 信じて 居る 次第であります 
〇 阪本釤 之 助 君 文部大臣、 內務大 K ょり 進んで 御 
說 明を 願 ひまして 欣ぱ しい ことであります が、 本 a 
は 更に 進んで 御！® を 致したい と 思 ふ 14 がま だ 色々 & 
るので あります、 幸に 大藏 大臣が 御 出席に なつて 居 
ります から、 順序を 追うて 御 尋を 致します、 先 Q* 初 
めと 致して 大藏 大臣に 御尋 いたしたい と考へ ます、 
尙ほ附 加へ て 置きます が、 內務 大臣に も 更に 御 尋を 
しなければ ならぬ ことがある のであります、 農 商 ® 
大臣は 最早 强 ひて 御_ する 必耍は ございませぬ •大 
藏 大臣は 此物僧 調節の ことに 付きまして、 锊は 物價 
調節には 及ばない ので あると 云 ふ 御 考を苻 つて 居ら 
るるので はない かと 云 ふこと が 私共の 感铙 に « れる 
のであります、 現に 日銀の 利 :F 引 上の 如き も是は 泡 
沫會 社の 防 制の 爲め にす るので ある， 投機心を 制す 
る爲で ある、 決して 物價 調節の 爲で ほない と S ふこ 
とを 御明 言な された と 1K ふこと を 齒聞 いたして 居り 
ます、 それから 考へ ましても、 大藏 大臣は 今日の - i!: 
氣の 宜しい のは 洵に 結構で ある、 骐觉 物が 高い から 
こんなに 景氣 が宜 いので あるから •之を 認めて 物 價 
を 引下げるな ど ほ 宜しくない と 云 ふが 如き 御 考を苻 
つて 居る のでは ないかと 疑 ひます のであります、 併 
し 人に « 色々 考の ある ものであります から、 大藏大 
臣は 此の 如き 車 越した る 御考を 有つ て 御出でになる 
かの やうに も存 ぜられ まする が、 其 邊 の御說 を it. つ 
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| きりと 大藏 大臣は 此の 如き 考を 有つ て R ると 云 ふこ 
とを* 一つ此 場合に 於て 御明 言を® ひたいと 云 ふこ 
.とを 先 づ屮上 げて ia きます。 

r H 務大 E 男 !# 高 橋是淸 君沏攒 に 登る〕 

〇 國務大 ほ (男 擗高唏 是淌君 ) 初め 少し e 取り 惡く 
かつた のであります るが、 御尋 の： 嬰 旨は 大藏大 E は 
物 fll を 引下げる N 的を 以て 金利を 上げる ことは しな 
い、 斯う 云 ふこと を 言うた のから 見る と大藏 大臣 it 
物 ffi 益々 騰 « する のを 以て 好 姑 氣 とし、 是が宜 いと 
云 ふ考 であるかと、 斯う 云 ふ 御 尋のや うであります 
. さう です か。 

〇阪 本釤之 助 君 さう では ありませ ぬ、 大藏 大臣は 
物 {f5 調節と 云 ふことは 唯今 必要は ない、 左！ 2 に御考 
になつ て 居る かの やうに 思 ふ •現に 日銀 利 上は 物 tti 
調節の 爲で はない、 是は 泡沫 旮 社、 投機心を 防 制す 

る爲だ と 云 ふやうな ことに 承知いた して 尻る から、 

是から 類推いた しましても 餘 〇物俏 調節と 云 ふこと 

ほ 必要がない やうに 御 rifi めに なつて 居る やうに 思は 

れる であります るが、 果して さう であります か、 左 

找 な 砰窟で ありますならば 物 ffli 調節には 及ばぬ と 云 

ふ 御 認 であります かと 云 ふこと をはつ き o yf 答を 願 

ひたい。 

〔阈 務 大臣 男 厢高 橋是淌 君演® に 登る〕 

0 W 務大臣 '，男 Irt 高婼 是淸 君〕 分りました、 それは 

全く 推測が 誤つ て 居る、 私は 物 價調節 の必耍 がない 

とは 感じない、 益々 其 必要は 感じて 居ります が， 日 

木 銀行の 金利 引 上 IX 直接 物 fti 下落を 目的と して 引 上 

をした ものでは ない、 是は 經濟界 一般に 謦戒 を與へ 

る、 中央® 行の 金利の 引 上と 云 ふことは 金融界に 羿 

戒を與 へる ので •餘〇 投機心が 盛んになり、 或は 射 

倖 心が 盛んになり、 それが 銀行の 贷出 等に 於て不 B 

而 B である、 さ 5 云 ふやうな ことが 原因と なつて ly; 

の 中の 入 心が 益々 投機心に 驅られ •射倖心が 盛んに 

なると云ふやうな塌合に於ては，金の贷方を愼まな 

ければ ならぬ， 其® 味に 於て 俾戒す るので あります 

其 fffl 接の 彩發 として 或は 物 {f! 下落の 方に Jt: 働を 持つ 

かも 知れ ませぬ けれども， 此金利 を 中央銀行が 引 上 

げ るの ほ 物 ffj を 下げる 底 接の E 的を 以てする のでな 

いと 云 ふこと を 申 上げた のであります、 物 ff! 調節の 

必要 ほ 私は 謎め て 居る、 あなたの 御 推測は 誤つ て® 

るので ある。 

0 阪本釤 之 助 ？ I 果して 然らぱ 先 n 來總理 大 K は 物 


馏調節 のこと に 付て 稲々 御 答 辯に なつて 居ります る 
が、 大藏 大臣の 御 立 ^ と 云 ふ ものは* 等の ことに 付 
て IX 非常な 關係を 持つ のであります が、 唯今の 物俏 
暴騰に 對 しては 如何に すれば 救濟 する ことが 出來る 
か、 5n 何に する m りで あるかと 云 ふことの 御經輪 が 
ありますなら •は、 それを 拜戒 いたした いと 存じます 
f 國務大 |-;1 男 ra 高 攒娃淸 对 演攒に 登る〕 

〇阔 務大 E  (.男 梅 高 櫧是淸 -» ) 阪 本さん (3: 物® 調節 
は 主として 大臓大 Ri の 職務で ある やうに 御考 になり 
ますが •それは どう 云 ふ _ であります か •農 商務省 
と 云 ふ ものが 収 引 所を 總て監 督 して 居り、 總て の產 
業 方面 是は其 農 商務省の 所管であります、 大藏 大臣 
が 之に 向つ て 計 ？. I を 立つ ると 云 ふこと を 御 is になる 
のは 少し 無 則であります •勿論 閣員の 一人と して 問 
S3 が / J1 れば意 見は 111 常に 私 ■も 述べます が、 先づ 大藏 
大臣と して 物價 に關 する ことでありまして、 是まで 
關與 しました ことが 低利資金を 出す •或は 關税 など 
の贼滅 を やる 撒 躞を する 斯う 云 ふことは 皆 或は 內務 
大 匪の求に依り'或は農商務大臣の求めに依つて考 
傲して 其 低利 K 金を 出す とか、 或け 關税 法を 改める 
と 云 ふ -T: gi を 執る のであります。 

〇阪本 釤之助 君是は 意外な ことを 承る と 思 ひます 
本員は 全然 大藏 大臣の 御 職 M であるとは 申し ませぬ 
大藏 大臣 ほ 特に 與つて 關係の あるから と 云 ふこと を 
申した のであります、 何故に 大藏大 K は 國 家經濟 に 
與つて 居る 物 偕の 調節に 關係が ない と 仰し やる ので 
ございませう か、 世の中では 通貨が 膨脹いた して 居 
るから 物價が こんなに 瞧が ると 云 ふこと を頻に 叫ん 
で 居る のであります るが、 內闐は tb gi に 付て は 御 異 
存が ある やうであります、 是は 通貨 收縮な どの 問題 
は 全然 大藏 大臣の 御所 管で あるので あります 故に、 

私は 唯 婉 1111 に 御尋を したので あります が、 左樣に 毕 

されますなら ば、 極く 直接に 申 上げます、 通貨 收縮 
などは 爲す べき もので ない、 大藏大 S として ほ 此儘 
膨脹いた しても 此儘 にいた して a くの が 1: いと 云 ふ 

御所見で あるかと 云 ふこと を 極く 端的に 承りたい と 

思 ひます。 

〔國 務大 K 男 fs 高睽 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男 №1 高 橋 是淸 君〕 通貨 收 縮と 云 ふ具體 

的に 付ての 御 問であります るか、 能く 分りました， 

通 tt 收縮の 手段に 付きまして は大藏 大臣と しては 十 

分なる 手段を 執つ て 居ります。 


0 阪本釤 之 助 君 先刻 文部大臣は 進んで 御 答 辯 下さ 
いました が、 私は 一向 有 雛く 拜 承いた しませぬ ので 
あります、 如何にも 阪本は 文部省は 何も 仕事を して 
居らぬ と 云 ふやう に 云 はれる けれども •現に 大學令 
を 出して 居る-諸 學校 令を 改正す ると か-期々 のこ 
とを 致して 居る と 云 ふこと を …： 若し 何で ございま 
したら 文部大臣の 方は 後に 廻し まして、 內務 大臣に 
向つ て 御尋を 致します、 内務大臣は 唯今 呂運亨 のこ 
とな どに 付て 他の ことに 及んで 御 親切なる 御 答 辯が 
ございまして 喜ぱ しい 所であります が、 此呂 運亨問 
題は です、 唯今 內務 大臣の 御 陳述に 依ります ると、 
罪人 収扱 をす る もので ない、 總理 大臣 も 左樣に 仰し 
やつた やうであります が、 彼が 日本に 參 ります まで 
上海に 於て 致して 居る 行動が •果して 此 日本の 刑法 
より 見まして 犯罪と 云 ふ ものに なつて® るか 居ない 
かと 云 ふこと が 第一の 問題であります、 私は 甚だ 斯 
_な 問題 ：… 法律問題には 素人で 柄に ない ので あり 
ますが、 素人で も 能く 分つ て 居る 問題の やうで あり 
ます、 現に 此彼 が關 係を 致して 居る 所の 上海に 於け 
る假 政府と 云 ふ もの •か & る やうであります が、 ■それ 
は 大韓民 國の臨 時 憲章と 云 ふ 憲法み えた ものを 作り 
尙 ほそれに 政綱と 云 ふ ものが 添うて 居る やうで あり 
ますが*それらを見ますと、朝鮮は民國として獨立 
すべき ものであると 云 ふこと を 基礎と 致して、 旣に 
假 政府と 云 ふ ものを 作つ て 居る と 云 ふこと であり ま 
す、 是が國 事犯でなくて 何で ありませ うか， 併し 是 
は單に 研究 的に やつて 居る ので あると 云 ふこと を 論 
ず る 人 もあります が、 此 者は 現に阼 年の 三月で あり 
ました か 孫秉卿 一の 動亂 事件と も 連絡を 取つ て 居る の 
であります •是は 旣 に叛亂 として 政府 (X 暴徒を 司法 
處分 にされ て 居る やうに 眾 知いた して 居ります、 其 
事柄に 關 係を 致して、 さう して 一方には 外國に 於て 
假 政府の 名の 下に それ 仕事を 運んで 居る ので あ 
〇 ます， 申す 迄 もな く 刑法の 七十 八條に ほ 「內 亂ノ 
操 備又ハ 陰謀 ヲナシ タル 者」 云々 と & るので ありま 
す、 少 くも 內亂の 豫備 若く は 陰謀を なして 居る と 云 
ふことは 明なる 事實 であると 思 ふので あります、 即 
ち內亂 罪を 構成され て 居る 八を です、 日本へ 來たと 
仰し やる が、 私共 ほ 引來つ たと 思 ふので あります、 
態々 御 招待に なつて 而 して 大臣が 嚮應 をせられ、 甚 
しきは 常人の W. 入す る ことの 出来ない 場所にまで 拜 
® の 紹介を せられる に 至つ て IX 甚だ 私共は 怪しむ の 


であります •假 にです、 是等 のことは 罪に ならぬ と 
する、 刑法に 於て 罪に ならぬ と 云 ふ 一種の 舉者 論が 
ありま すれば、 それにし ました 所が、 現に 此到著 後 
「ホテル」 に 於て 新聞記者に 申して 居ります やうな 
ことが、 早 や 旣に確 かに 內亂の 陰謀を 致して 居る と 
云 ふこと を證據 立て、 居る のであります、 此 即ち 平 
和 克復の 場合に 於て 私共 .® 力 同志を 糾合して やる に 
絕好の 時機で ある、 其 事柄は 平和の 鐘が 股々 として 
嗚 り ® つて 居る、 lit 日の ことは 私共は 永く 忘れる こ 
との 出来ない 日で ある、 私共 (i 此機會 に 於て 獨立運 
動の 絕好な る 日と 信ずる ので あると 云 ふこと で、 段 
段獨 立せ ねばならぬ と 云 ふこと を 述べまして、 最後 
に 私 等は 依然 職つ て 後平 和を 獲得すべき や、 平和の 
中に 平和を 得べき や、 1 i つて 平和を 5 T へき か、 此言 
葉は どうしても 日本の 政府と 戰爭 をして 得る か、 或 
は 平和の 中に ? i る •かと 云 ふこと を 言つ て 居る、 苟も 
日本 國民 たる 者が 日本の 政府と 職つ て Is らうと 云 ふ 
ことは 是が 即ち 內亂の 陰謀でなくて 何が 內亂の 陰謀 
であり ませう •假に 九州な り 四國の 或る 國 民の 一人 
ょり 九州 だけ ほ 獨 立して 見たい と 云 ふ考を 以て 同志 
を 糾合し. 或は 「サンフランシスコ」 なり 香港な り 
に 一つの 假 政府を 設けて 九州 民 國と云 ふやうな こと 
を唱 へて、 憲法 見た やうな ものを 作つて •それが 頻 
に 何 かして、 東京に やつて 來て 新聞 記 奢を 招待して 
此 九州の 獨立を 圖る 云々 と 云 ふこと を 述べまして" 
之を 日本の 官憲が 打つ ち やつて 置く であり ませう か 
それ も 不可解の ことと 存じます が •之を 斯 くまで 寬 
大に御 取扱に なつた と 云 ふこと ほ 唯今 內務 大臣が 御 
述べに なつた 以上には 、最早 御述 になる ことは ない 
ので ございませう か、 若し 有りますならば もう 少し 
拜 承いた したいと 思 ふので あります* 又內務 大臣は 
即ち 臀察 官憲を 指揮され る 最上の 官 yi であります が 
是は 司法 官憲に も關 係す るので あります が" 司法官 
憲及警 察 官憲 ほ 斯 2 如き 國憲 を紊亂 する 人に 對 し、 
之を 不問に 置く のみならず 寧ろ 挺 待いた して 居る と 
云 ふこと に 至つ ては、 世 道 人心に 如 <"1 なる 影響を 及 
ぼす ものであると 御考 になつ て 居る ので ありませ う 
か， 是 等の 點に 付ても う 少しく 御 親切に 御說を 拜承 
いたしたい と 存じます のであります、 それから 次に 
地方の 靑年 等を 御 引 立になる に 付て 縷々 御述 になり 
ましたが* 是れ は最 ¥ 見解を 異にする ことで ごさい 
ますし， 餘り 長うな 〇 ますから 差控 へて 致し ませぬ 
一四 一九 
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施政方針の 竹 問に 對する 床 次 内務 大 |[;[ の 答 辯  —施政方針'  ベ 太釤 1 \'助 の 質問 


啤俠客 親分と 云 ふやうな 者を 御® 待 …… 街擬待 と 云 
ふ 程で もない •唯 中央 孕の 西洋 料理を 御馳走に なつ 
たと 云 ふこと で 御® 待に なつた のであります、 m つ 
て 見 ますれ ! t' s 初 ほ 內務 大臣 ほ 自分が 呼んだ 钗え {X 
ない、 大勢の 人が 来て 大臣に 逢 ひ， たいと 云 ふこと で 
C ■ふ |£ 逢 ふが、 何の JIJ か J:fl らぬ が、 別に 己の 方から 
話す こと ii ない •樺 く 立派な 態度を 御 執りに なつて 
居つ たやう であります が、 中頃より 如何なる ことか 
遂に總 理大臣 も 御 逢に なり‘ 内務大臣 も® 飯く らゐ 
御 捩 舞になる と 云 ふやうな ことにな つた やうで あり 
ます、 此人 々は 成程 一入 別に 致して 見ましたならば 
相當の 人 も ございませう、 極く 好い人 も ございませ 
う、 槪して 申します と此澤 山の 乾兒を 有ち まして 親 
分と 云 ひ、 親方と 云 ひ、 地方に 居ります ものは 選舉 

でもあります と-何 ぞと云 ふと il ii のこと に 付て ど 

ちらかの 味方を して 或 ほ 血を 見る やうな こと も 惑 起 

します、 又 土木の 請負の ことにしましても それ 等の 

人が Hi て來て 正業の 土木 請負業者に 迷惑を 掛ける と 

云 ふ 事が 注々 ありまして、 地方の 官憲 即ち 磐 察官® 

の 如きは 少から ず 惱ま される 入が あります、 然るに 

それが 中央に 於き まして 總理 大臣が 御茶を 振舞つ た 

り內務 大臣が 斯々 の 御 話であつて 歌まで 軎 いて 御 渡 

しにな つたと 云 ふこと になります と、 非常に 私は 場 

末に居る巡赉などほ一向手の出しやうがない、あす 

こに 賭場を 張つて 居る と 聞いても 先づ 措かう と 云 ふ 

やうになる と 思 ふので あります、 是れ 等は 先づ 平穏 

無事の、 世間が 誠に 靜な 泰平 無事の 時なら ば まだし 

もであります が、 此 思想が 混 亂 して 居る 場合に 國民. 

具膽の 地位に ある 所の 大官が 斯の 如き ことを して 御 

居で になる と 云 ふことは 餘程题 厳すべき ことで ない 

.かと 思 ふので あります、 それ故に 御；！ f を 致した ので 

あります が 是は 先刻の 御 答 以上に 御 答が ございませ 

ぬければ 致し方が ございませぬ が、 何 か 外に 御考が 

ありま すれば 世間 一般の 人、 地方の 官憲な どに 間違 

ひの 起らぬ やうに 此邊 のこと を 貴族院に 於て 御 陳述 

になり ましたなら ば 結構であります から、 此點 を呂 

運亨の 事件と 共に 伺つ て 見たい と 思 ひます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君演 ® に 登る〕 

0 國務大 E (床 次 竹 二郞 君〕 御 答いた します が呂運 

亨の朝 憲紊亂 に關 する ことに 付て ほ 後刻 司法 當 局よ 

り 詳しく 御 答を いたします、 唯今 御 話の 中に 政府 當 

一局が 招待して ® 待を したやうな 御 話で ありました が 


それ {3- 前 申 上げました 如く 事 资 相違いた して 居り ま 
すから、 それだけ ほどう ぞ御 諒解を 願つ て £5 きたう 
ございます、 それから 新聞の 記事の ことほ 前 申 上げ 
.i りの ことであります， それ故に 大 體 に 於て (£ 彼 
等が 其 心情 改 つて 日本の 爲に盡 す やうになります と 
云 ふこと ほ 大局の 上から 却つて 宜しから うと 云ふ考 
を 有つ て 居る のであります、 次に 此俠客 の 問題を 重 
ねて 御韩で 甚だ 恐縮いた します が， 先程 申 上げた 如 
く 私の 方から 呼んだ 譯で ありませ ぬ、 何も 用 もない 
譯で あります から、 其 通り 斷つた 次第であります 併 
ながら 是も 前き に 申 上げた 如く 彼等 も 多くの 乾兒を 
有つ て© る 人々 で、 隨分 蹴られた 儘で ほ 進退に も 窮 
する やうな 話 も 聞きました から* 左樣な 窮地にまで 
人を 陷れて 置く でも あるまい、 玆に 折角 世の 爲に盡 
すと 云 ふなら -tt; 精神 だけは 買つ て やる' か宜 からう、 
平たい 言葉で 申せば. ：… と 云ふ考 ょり まあ 一杯 飯で 
も 食は うかと 云 ふこと に 取 計つ た 次第であります、 
而して 彼等の 仲間は 御 話の 如き 人 も ありませ うが、 
又 相 當の 身分の ある 人 も あの 中には 居ります、 現に 
今府會 議員を して 居ります か、 前に 大阪か ら 出て 來 
た 人な ど ほ 府會 議員な どを して 居る 相當な 人で あり 
まして、 必 しも 門 内に 這 入る ことは 相 成らぬ と 云 ふ 
やうな 人々 でも ございませぬ、 折角 善心を 起して、 
參つ て來 たのなら、 之を 導く のが 私 ほ 宜しから うと 
思 ふので あります、 併ながら、 私が 此 地位に 居つて 
自ら 彼等を 呼んで •左樣 な 事を 致す と 云 ふことは 考 
へ 物で ありませ う、 併し 今 御 話を 致す 通りの 次第で 
やつた もので あれば •私は 却つて 當を煜 て 居る のぢ 
やない かと 考 へて 居ります。 

G 議長 (公爵 德川家 達 君) 司法 次官 鈴 木 喜 三 郎君。 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (鈴 木 喜 三 郎君〕 唯今 阪 本さん の 呂蓮亨 

に關 する、 司法 官憲に 付ての 御暫 問に 私から 御 答い 

たします、 呂運亨 が 刑法 七十 七八條 に 該當す る 犯罪 

行 爲を爲 して 居る 者では ないかと 云 ふ 御 S で ござ 

いますが、 今日まで 我が 司法 官憲の 調査に 於き まし 

ては、 彼の B 運亨が 上海に 於て 爲せる 所の 行動は、 

未だ 以て 朝憲 紊亂の 犯罪 行爲 ありとは 認めぬ ので ご 

ざいます、 御 承知の 通り 刑法が 規定して 居ります 所 

の 朝憲 紊亂 罪は， 朝憲を 紊亂 する の M 的を 以て 暴動 

を爲 したる 者、 其 陰謀を 企てた る 者、 其豫備 を爲し 

たる 者、 斯う 云 ふこと でなければ 朝憲 紊亂罪 を 以て 


問擬 する ことは 出来ぬ のであります、 彼の 言 ふ 所の 
擺 立 宣言と 云 ふことは 挥だ 不穩當 のこと で U ありま 
せう けれどもが、 波の 行動が 朝 P に 於て 起訴せられ 
たる 保安 法 違反者の 共犯者た る 事實ほ ，朝鮮に 於て 
取調べました る 所に 依つ ては 不明瞭で •こざいます、 
又 我が 司法 官憲に 於き まして、 肢調べ ました 所の 今 
日までの 程度に 於て (3: 彼が 暴動を 企て、 居り 陰謀を 
爲 しつ、 あると 云 ふことは、 未だ 認めぬ ので ござい 
ます、 又 我が 東京に 參 りまして 新聞記者に 談話を 爲 
しました 一節に 兎や角と 云 ふこと が あつたと 云 ふこ 
とで ござい. ましたが、 其點は 先 ほど 内務大臣よりも 
說 明せられ ましたる 如く 彼の 新聞記事は K 際の 談話 
とは 大に其 程度を 異にして 居る、 あれ 程の 事は 言つ 
たので ない と 云 ふこと でありまして、 我 司法 部に 於 
きましても 其點を 十分 調査を 致しました、 調査を 致 
しました 所に 依れば 彼の 新聞に 出た やうな 事まで ほ 
言は ない、 自治を 要求す る、 加奈陀の 如き 自治を 要 
求したい ものであると 云 ふこと を 言つ たと 云 ふこと 
でありますが>暴動に訴へて戰爭を爲してさうして 
朝鮮の 獨立を 希望す ると 云 ふやうな 事は 談話 中に 無 
かつた と 云 ふこと で ございまして、 今日までの 調査 
の 程度に 依ります ると 云 ふと、 未だ 司法官 憩に 付す 
べき 事 案 ありと ほ 認めぬ ので ございます、 左樣御 承 
知を 願 ひます。 

〇 阪本釤 之 助 君 司法 次官の 御說 明であります が、 
兎に角 是が 疑問の 人で あると 云 ふことは 免れぬ ので 
あります、 而か も隨 行いた した 張德秀 なる 者は 新し 
き 昨年の 事件に 付て 住所の 制限を 付し， 即ち 退京を 
命じられて 居る 人であります、 朝鮮の 京 城に さへ 行 
く 事の 出來 ない 處分を 受けて 居る 人を、 帝都に 引 入 
れねぱ ならぬ と 云 ふ 事は、 少しく 不隱當 であると 云 
ふ 事は 勿論の 事で あると 思 ひます が、 此法律 問題は 
私 どもが 喋々 いたします よりも- 專 門の 御 方が 澤山 
あるので あります から •何れ 追々 問題 も 出 ませう、 
私は 此事は 先づ 措きます るが、 水 野 政務 總監ほ 即ち 
朝鮮の 統治 …… 齋藤 總督も 政府 委員と して 御出でる 
やうで あ U ますが、 今日 出席して 居られ ませぬ ので 
あります 故 1.; 水 野 政務 總監は 朝鮮 統治の 重實 任を 御 
持ちに なつて 居る のであります るが斯 の 如き 事柄を 
中央政府が 爲 さるのを 御 傍 觀 •のみならず 事 實 如何 
か 存じ ませぬ が、 是も御 尋ねして 見たい と 存じます 
るが 陸軍大臣の 午餐 會に御 同席に なつた と 云 ふ 事を 
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傳へ聞 いて 居ります、 又 築 ;:1! ' 0 冏 « 以窄部に於て 11 
曾 見に なつて K ると 云 ふ 叫であります、 Ift si fil 始め 
御會同 なさる 人で あれば 其 御 方に 射 N 席に なつても 
不思議は ありませ ぬが、 是が 即ち 朝 群統洽 . ち 扨 鮮 
の 人心が 今 非常に 励搖 し て 居る 際に 政府が 此 刖. 

罪 者と 或は …… 、私共は 疑は ぬのであります •か、 疑 
ふか、 どうかと 云 ふことの 疑問の 人 ある， nD ち， T- Bf 
統治の 大 官 が 御 折 ® なさる と 云 ふこと ir 果して * 
は 朝鮮 統治の 上に 害な き や 否やと 云 ふことは 、犬に 
私どもの疑ふ所であります、又如何なる总味で御迮 
ひに なつた ので ありませ うか、 御 同席に なつた ので 
ありませ うか、 水 野總監 の當 時の 御 心 持を 萊〇 度く 
存じます、 次いで、 古賀 拓殖 局 長官は 内地に 於て、 
即ち 朝鮮の 政治を 內閣 との 間に 立つ て處理 いたして 
行く、 是 亦® 賢を 帶ぴて 居る のでありまして、 此度 
の 事件が 世 問® ふる 所に &- れば 、古 賀長官 最も 與つ 
て 力 ある もの、 やうに m 知いた して 居 〇 ます. 而し 
て 在京中 も 彼是と 御幹旋 になつ て 居た と 云 ふこと が 
事實で あつた やうに 思 ひます が、 斯の 如き ことを H? 
は 總理 大臣の 御 命令であつた か、 或 (3;- 他の 琪であ つ 
たなら ば、 それまでの 事であります が、 有つ たか、 
若しくは 御 S 身で 御發勤 なされた かと S ふ 過まで も 
私は 承る と 云 ふことは、 少し範 園を 脫す るか も 存じ 
ませぬ が、 長官は どんな 心理 狀態で 御 K になつ たか 
と 云 ふこと を 御 差 支の 無い 限り 拜聽 いたしたい と存 
じます。 

0 議長 (公爵 德川 家達嵙 ) 水野 政務 總監。 

〔政府 委員 水 野 鍊太郎 君 M ffi に 登る〕 

〇 政府 委員 C 水野鍊 太 郎君〕 阪 本さん の 御® 問に 御 
答いた します、 呂運亨 が 滯京 いたしました g 末 並に 
事 H は、 先 ほど 內務 大臣が 詳しく 御 述にな つた 譯で 
あります、 之に 付きまして 私が 1[ 京に 於き まして 而 
翁した る 事が あるが、 それに 付ての 感想は どうかと 
云 ふやうな 御 でありました から、 それに 付て 私 
は 御 答いた します、 呂運亨 が 東京に 參 りまして 私は 
一回 會 ひました、 其 前回は 陸軍大臣の 私は 午链會 に 
呼ばれました のであります が、 偶々 其 席に 呂一行 が 
在つ たので、 其 時に も面會 いたした のであります、 
是は唯 單に 午餐 會に 列した と iK ふに 過ぎない、 K 後 
私は 逢 ひたいと 云 ふ 申込が あつたので あります、 そ 
れな らば 逢は うと 云 ふこと で、 呂一行 に 逢つ たので 
あります、 此呂が 東京へ 參り ました ® ® 並に 之に. fj' 


際 族 n 齊漭 阀 帝 同 二十 四 第 


きました ?) f 情は 先 ほど 内務 大 K の 話に なつた や 6 な 
次第でありまして、 是等の 人と 接見して、 能く 我が 
政府の 事情 並に 朝® に對す る 事 5E 等を 明に する に 於 
きまして は、 彼等 我が 政府の 好 S に 感謝す ると 云 ふ 
こと も、 無論 ある ? Jf と考 へたので ありまして， 私は 
是 等の 者と 接見す ると 云 ふことは、 必ずしも 不可な 
ら ざるを 信じました ので 面會致 した 次第で あ 〇 ます 
極く ^ 1¢ に 申 上げ ますれば 左樣で ございます、 どう 
ぞ御 了解を 願 ひます。 

〔政府 委 M 古 K 販造料 演® に 登る〕 

〇 政府 委 MC 古 H 服 造 S)  _ 今阪本 君より 呂 連 亨が 
入京に 付て は、 私が 萬般の 斡旋を なし 活励 をした 如 
き m ほが あるから、 此際 述べよ と云 ふ 御 趣 S の 御 質 
問と 心得ます、 呂運亨 は M 初 私を 目指して 私に 逢 ひ 
たいと 云つ て來た ので、 先つ き 内務大臣から 御 話の 

通り 三 回、 暇 乞まで 入れて 四 回 面會を 致しました， 

私の 宅で 面 ^ を 致し、 又拓舫 局で® 矜 した だけの こ 

とで、 其 外呂運 亨が 他の -A と a- 合する とか 云 ふ 場合 

に 於て 一切 斡旋の 勞を収 つたこと ほ ない、 私が 何 か 

御苑に 案内した とか 云 ふこと を 得 いた ものが あるが 

と 云 ふこと であります •か、 私は 案内した a も 何もな 

い、 餘 程の 間違 ひだ •私の 內に來 たり、 私の 役所に 

來て私 に & 見を 求めた 時に* ^ 見した V- けの ことで 

其 他 一切 何も ありませ ぬ。 

〇阪木釤之助君如何にも古贺冇の …… 即ち 今度の 

ことで 疑の あつたと S ふこと に 承知して 居ります， 

而 して 赤 坂 離 S に 案內 した 资はな い、 私共は それを 

拜見 した ことで ないから 御 本人がない と 仰し やれば 

なかつ たと 信ずる よりは 致し方は ありませ ぬが、 併 

L 外の 場所と 違 ひまして 赤 坂 離宮の 菊花の 拜見 をす 

るには、 どうしても 政府の 申込がなければ 出来ない 

ことであります が、 何人が 之を 御 紹介な さつて 御 案 

內をな さつた か、 なさらぬ と 云 ふことは 非常な 問題 

で、 どこから か宮內 省へ 御 申込に なつた ので ござい 

ませう、 當時昍 く 所に 依れば ：：： 、今日は 内閣 諸 公 

は 璁べて 新聞の 記 JIV li 不正確と 云 ふこと を頻に 承り 

ますが、 或は 新即が 嘘で あると 仰し やれば それ迄で 

ございます が、 或る 大官が 申込んで、 是 ほ 見せて や 

つても K いから 貝せ て やつて M ひたいと 云 ふこと を 

或る 大官 から 中 込で あるから 差 支ない と M つて 許さ 

れたと 云 ふこと を、 { fev 内省の 常 局 事務官 •其 fl 前を 

申す こと だけは 遠 tK して 吳れと 云 ふこと を S いて あ 


りました •か* 邦 * JI K 如何は 存じ ませぬ が、 iG に 角 私 
共が 考 へましても 然るべき 筋から 宮內 省に 申込 まな 
ければ 許 nj はない もので あらう， どこから どう 云 ふ 
人が 御 申込に なつた ので ありませ うか、 先方が 犯罪 
者で ない と 致しましても 確かに 日本の 人で ない •穩 
ならざる 人で あると 云 ふことは 明な ことで ある、 日 
本に 来たの も 微行の 意味で 來た ものと 認めなければ 
ならぬ •宮内省の 禁苑に 出入す ると 云 ふことは、 公 
然たる 人で， 而 かも 朝鮮には 澤山 人が 居り ませう、 
即ち 朝鮮の 在野の 人で 日本で も 在野の 人は 餘 程の 恃 
遇を 受ける 者で なければ 拜見ほ 出 來な いので ありま 
すが •其 朝鮮の 一士 民が 拜骰が 出来る と 云 ふこと ほ 
餘 程の 政府の 紹介がなければ ならぬ、 如何なる 理由 
を 以て 此人を 特に 宮内省に 御請 求に なつた ので ござ 
いませう か、 如何なる 理由で、 如何なる 方の 御 紹介 
であつ たかと 云 ふこと を 伺 ひたいと 存じます。 

務大； a 床 次 竹 二 郞君 演檀に 登る j 
〇 阈務大 E1 (床 次 竹 二 郎君) 御 答を 致します、 何人 
からどう と 云 ふことは、 餘〇申 上げぬ 方が 却つ て宜 
からう かと 考 へて 申 上げな かつた のであります が， 
.强 ひて 話せと 云 ふこと であれば 申 上げ ませう が、 是 
はもう 一遍 承つ た 上に 申 上げる ことに 致した うご ざ 
います •併し i'r 賀 拓槠 局 長官から 話を 致した と 云 ふ 
琪は事 H で ございませぬ、 他の 方面から 申した ので 
あります、 恐らく •折角 來た ものであるから 成る ベ 
く 彼を して H 本に ® かせる と 云 ふことは 宜い ことで 
あらう と 云 ふ 趣意で あつたら うと M ひます、 それ か 
ら唯 今の 御言 si の屮 に， 内閣の 人々 が 新聞の 記事が 
嘘で ある やうに 中す やうな 御言 葉で 是ほ 甚だ 恐縮で 
決して さう 云 ふ考は ございませぬ‘ 小さい ことの や 
うであります が、 關係 する 所が 大きい ことで ありま 

すから、 特に 御 聞きを 願つ て {a きます。 

〇阪 本釤之 助 君 私は 御© いたした のであります か 

ら 、無論 御 答を 得たい と 存じます が‘ 御 答になる こ 

とが 四 阳の 祺惝 に照らして、 內閣 として 御差茭 なら 

ば それを 强ひて 聞かう と IX 申し ませぬ、 祕密會 も ご 

ざいます し •又 何等かの 機 會もご ざい ませう •私に 

於て は 無論 拜膣 する ことほ 希 詔いた します が內閣 に 

於て發 表する ことが 3 來な いならば •出 來な いと 仰 

しやれば， それを 强ひて とは 申し ませぬ、 新聞の こ 

とで 少し 言葉が 過ぎました が， 先刻 來屮橋 文部大臣 

は 新聞に 軎いて 居る こ とは 間違つ て 居る、 俠客の こ 


とを 新聞に 書いた ことは 間違つ て 居る …… 演說も 間 
違つて 居る、 皆 新聞は 間違つ て 居る と 云 ふ、 私共 新 
聞と 云 ふ ものを …… 新聞が 間違つ て 居る とすれば、 
結！ S です が …； 文部大臣が 御 差 支なら ば 午後に でも 
私に 時間を 御與 へに なれば 差 s ありませ ぬが、 それ 
が 出来 ませぬ ければ、 唯今の 中に 御 許しを 願 ひたい 
と 思 ひます。 

0_長( 公爵 德川家 達 君) 文部大臣は 唯今 衆議院に 
於て !* 算總會 で 問答 中 ださう であります、 阪本 君に 
於て 御差茭 がなければ 午後の 會_ の 時に m 席を 求め 
やうと 思 ひ t す。 

0 阪本釤 之 助 君 宜しう ございます、 唯今の 何は 如 
何で ございませう、 それを 御 答に ならぬ と 云 ふこと 
でございますれば …… 

〇餚 長 C 公爵 德川家 達 君〕 阪本 君は 何です か。 

〇 阪本釤 之 助 君 内務大臣との 間 答で ございます が 
私は 聞く ことを 欲する が •內閣 が 云 ふこと を 欲せ ざ 
るなら ぱ 仕方がない と 致し， ますが* 欲する とか 欲し 
ない とか 云 ふこと を 承りたい。 

〔國務 大臣 味 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 御 答を 致します、 別に 
祕密 にす る 程の ことでは ない、 唯今 私は どうかと 思 
つたので さう 中し ましたが、 陸軍 大； e から 宮內 省へ 
申した さう であります、 唯今 も俠 客の ことを 噓だと 
云うた と 云 ふ 仰せであります、 それは さう で ござい 
ませぬ •時事 新報に ほ 確かに 事實が 書いて あります 
〇! 一長 (公爵 德川家 達 君) 文部 大 I;': が 出席せられ ま 
した 議 長は 午後と 申しました か、 唯今 御 間にな つた 
ら如何 でございます か。 

0 阪本釤 之 助 君 幸であります •今朝 劈頭に 文部 大 
臣 への SI? に對 して* 御 答 辯 下さつ たのであります 
が •文部 大. 臣は 決して、 阪 本の 云 ふが 如く 仕事を し 
ない ので ほない、 現に 大學令 其他學 令を 發 して 眞に 
學 制の 事に 意を 用 ひて 居る、 斯様に 御 吹聽で ござい 
ました， 私 どもは 大學令 其 他の 發布は 成る ほど 現內 
聞に 依つ て 出て 居ります が、 前內閣 がすつ かり 造り 
上げて 置いた ので、 唯 形式に 於て 現 內閣 が御發 表に 
なつた までで •現 大臣の 功績とは 認めて 居らぬ ので 
あります、 故に 現 大臣が 眞に御 計® なされた ことが 
まだ 外に ありませ うか、 私共 著しく 其 事を 知つ て 居 
るので はない ので あるが I  (聽 取し 難し) どう 云 
ふこと になされ て 居る ので ありませ うか、 承りたい 


のであります、 私共が 其 申 述べたい と 存じます るの 
は 寧ろ 高等 學校 ょりも 小學 、中學 、所謂 普通 敎 育で 
ある、 普通 敎 育に 向つ て此 倫理 修身の 事が どれ 程徹 
底を 放して 居る 現况で あるか， 又 小 學敎科 書な ど 云 
ふ ものは 時々 改正され る やうであります るが、 根本 
に 於て ほ 數 年来と 申して 宜しい か、 數十 年来と 申し 
て宜 いか •永々 やつて 居る が 餘り變 つて 居らぬ、 現 
に 私共 子弟を 澤山 持つ て 居りまして .•： ： (聽. 取し 雖 
し〕 今日は 不徹底で ないかと 思 ふこと が 多い ので あ 
りまして、 根本的に 御 改正を なされ 又 近頃 普通 敎育 I 

の 年限 延長 等の 話 もあります るが •金 體 此の 六 年間 
修業の 有樣が 果して 徹底いた して 居る かどう か、 其 
他 此內容 の 不徹底と 云 ふことは 唯 不十分で あるから 
…： (聽 取し 難し〕 國民經 濟の如 何を 顧みず 斯樣な 
聲だ けが 大きくな ると 云 ふこと (X 深く 思 ひます るが 
是は 枝葉な 間 題で、 兎に角 小學 、中學 はどう 云 ふ 御 
施設を なされた ので あるか、 又な さる 御 積り である 
か、 それを 第一に 御 尋ねしたい と 思 ひます、 敎育の 
根源た る 師範 學校 ：：： 高等 師範な ども 昨年 校長 問題 
も ありました が、 朵 け旣に濟んだことで，高等師範 
など 云 ふ ものは 一向 御手が 着いて 居ない やうで ある 
即ち 普通 敎 育の 振 はらざる 所以で ないかと 思 ふ、 {55 

つて 肺 範學校 . 一向 目 te ましい ことで ないやう で 

あります るが、 是が從 つて 普通 小學に 及ぶ ので あり 
ますから、 是 等の 點に 付て ほ 文部大臣の 御 方針を 十 
分に 承つ て 見たい と 云 ふこと を 希望す るので ござい 
ます。 

〔國務 大臣 中橋漶 五郎 君 演壇に 登る〕 

〇 屈務 大臣 一中 橋德五 郎君〕 唯今 初等 敎 育に 付て 施 
設 をした ことがある かどう か、 あれば それを 聽きた 
いと 云 ふ 御 話であります が >  實 は 斯う 云 ふこと に 計 
® をして 居ります、 初等の 敎 育に； s きまして 唯今 御 
話の ありました 通りに •師範 敎 育と 云 ふ ものを 改善 
を 致したい と 云 ふことの 爲に 師範 學 校に …： 高等 師 
範學 校に 專攻 科を 匿いて 叱 方で 倫理德 育 等の 局に 當 
ります る敎 員の 養成を やる ことに やりつ、 ある 次第 
であります、 尙ほ 此專攻 科を 擴張 いたしまして •さ 
うして 中等 程度の 敎員 Q 養成を する ことに 致す と 云 
ふ 計 5¢ を 進めて 居る 譯で あります， 又 地方の 此師範 
學 校に 於き ましても、 倫理 德育 等に 付て 特に 注意を 
する やうに 仕向けつ、 今 ある 鍵であります、 それ か 
ら中學 校の 敎 科目、 是等も 唯今 調査して 遠からず 之 
一四  1 一一 
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を K? 施す る ことに 致す 見込で 今 進行し つ、 ある 譯で 
あります、 要するに 昨年より しまして 本年に 掛けて 
初等 中等 敎育 に對 して 力を 用 ひて 居ります のは、 主 
として 此敎 •!!: の f¥ 遇と 云 ふ ものに 力を 用 ひて 來 まし 
たのであります、 何分 敎 W の 効果を 收め ■* する には 
先づ其 の 局に 常り まする 敎員が 相 沿に 安心を 致して 
敎 M がしつ かりして K ひませ ぬと 云 ふといけ ませぬ 
から、 是が 一番 大切で、 是が 此經濟 界の變 励の 爲に 
從 來も憇 給で ありました が、 益々 憇 給の 如くな つて 
來た のであります るから， 先 づ是 からして 安心を し 
て K ほぬ と 云 ふと 敎育の 効果 {X 舉 がらぬ と 云 ふこと 
に考を 付けまして、 其方に 一番に 著 手を した _ であ 
ります、 是 ほ 物質的と 申し ますれば 物質的の 改善で 
あります るが， 是程 物質的の 改善で 精神的に 影 ■を 

する ものは 無い と考 へる のであります、 敎員が 安心 

しなければ 迚も 善い 敎育は 出来 ませぬ、 それで 其方 

に 力を 用 ひました 結果、 之を 今 till 方の 自治 體でや ら 

して 居ります るから、 直ちに 中央政府の 豫筇で •扱 

て 今年よ f?- と 云 ふ S には 行き ませぬ から 色々 區々 に 

なつて 居ります る、 大膛 昨年の 夏より、 秋暮に 掛け 

まして、 K 施、 ® 行を 見た 謅で あります、 是 より 引 

續き 本年 も 色々 考へて 居ります るが >實 行に なり ま 

する の ( f , 、 11- b ii に 掛かり ませう と 思うて 居ります、 

さう して 此 中等 並に 初等 敎育 に從事 する 者の 侍 遇と 

云 ふ もの も扣當 な 程度まで 行き ませぬ と沄 ふと、 ど 

うしても 敎 育の 効果が 擧がら ぬ、 之に ® は 一番 力を 

用 ひました >  所 が 好い 具合に 一體 に國 力の咐 進で 地 

方に 力' か f-J ぃて pr ります るが、 御 承知 だら うと 思 ひ 

ますが、 今日は 谷 敎 員の 待遇と 云 ふ ものは 二 三年 前 

に比べます れぱ殆 ど 倍 若く ほ 倍 餘と云 ふこと に 上つ 

て來 ましたので 餘程安 定を 致した やうな 餾 であり ま 

す、 金に します と 云 ふと 屮々 少から ない 金を 支 / I-1. す 

る やうに なつた のです から-恐らくは 九 年度の 愦况 

を 申します と 云 ふと、 六 七 年 前に 比べ ますれば どう 

しても 五 千 萬， 地方の 經费で 職員の 給料 だけに％ 加 

して 居る、 小 學校敎 員の 給料 も 四千 七 百 萬圓で あつ 

たもの が 九 千 萬圓 に % して 居る、 中等 敎員も 亦 さう 

云 ふ 11 であります、 一千 萬 圓に 足らな かつた ものが 

九 年度で 恐ち く 二 千 五六 百 萬圓 位に 成る だら うと 思 

つて 居ります、 此影 sf は 二 三年の 後には 必ず 好影響 

を 生ずる 事 だら うと 私は 信じます る、 それから 敎科 

r のことの 御 話 力 ありました 力、 是も 心配を して 居 


ります、 是 ほ 御 承知の 通り 御當院 にも 委 M になつ て 
御 / 11 での 御 方 もあります るが、 敎科軎 の 委員が 出来 
て 居ります るから、 其方で 段々 御 港 議に なりまして 
段々 改善を する ことにしたい、 又 御 心配 も ある こと 
と 思うて 居ります るので、 無論 是も 次第に 改善を し 
なくち やならぬ と 思つ て 居ります る やうな 次第で あ 
ります、 其 外 昨年 來時々 訓令を 以 ちまして、 又 訓令 
を S せ ば 必ず 書記官な 〇 參事官 なり 督學官 なりを 谷 
地方に 出しまして、 m 來る •たけ 其 趣旨を 谷地に 傳は 
る やうに 致して 居ります の ほ、 物 僧 問題より しまし 
て又敎 員及敎 育 社 會の關 係を 密接に しなければ なら 
ぬ ものであるから、 愛國的 消費と 云 ふやうな 題！！！！ を 

掲げまして それ^^ 此 初等 - 中等 敎 育の 結果を 現 

はす やうに したいと 云 ふやうな こと もやつ て 唐り ま 
す， それで 時には 新聞に 色々 な 事 も 出ます けれども 
存外に 此 敎育界 の 方は しつ かりして 居る やうで あり 
ます、 社會 主義と か 何とか 云 ふ 事 も 時々 m て 居り ま 
す、 歐羅 巴に あれ 程の 大亂が あつた ものであります 
から、 どうしても 日本に も 相當な 影響は 來 ます、 氣 
まぐれが 出ます、 先日 も實ほ 甚だ 感心し ない 話で あ 
りました けれども、 大學敎 授の森 戸と 云 ふ 肋 敎授が 
I クロポトキン」 の 主義の 宣傳 をした と 云 ふやうな 
こと も tii 來い た L ました* たまに 斯う 云 ふこと が あ 
るのは 誠に 殘 念であります、 私 も 非常に 遺憾に 感じ 
て 居ります、 是は 斯う 云 ふ 大亂の あつて 全世界の 思 
想の 非常に 動 搖する 時代には、 總て 斯う 云 ふ ものが 
出 やうと 思 ひます、 痛心に 堪へ ませぬ、 故に 是 等に 
向つ ては ® 重な 取締を 致す 決心を して 居る や 5 な こ 
とであります >  又帝 國大學 の總長 初め 谷 敎授に 於て 
も， 多少 是等 の S に (-J- ては 苦心を されて， JR 締をす 

る ことに 今日 向つ て 居る やうな 次第であります、 先 

づ 大要 ^ れ位な 御 答を 申 上げて 宜しう ございます か 

尙ほ銜 質問が ありますなら ぱ御 答し ます。 

〇阪本 釤之肋 君もう 一言 だけ 御 許しを 願 ひます、 

先刻 大臣の 御 陳述 中に 高等の 學生 が頻に 昇格 運 励な 

どを 致す と 云 ふ 事に 付きまして、 新聞に 書いて ある 

ことは 色々 あるが、 それ 程では なかつ たと 云 ふ 意味 

の 御 話が ありました が、 併し 藏前の 高等 H 業學 货 の 

學生な どは 非常に 悲憤® 慨 をして， 而も 多 數の學 生 

が 中 六番 町の 文相の 私邸に 抑し かけて、 亂暴は 致さ 

さなかつ たで ありませ うが、 兎に角 やつて 居つ た、 

或は 敎授 が歸 つて 來て血 の 涙を 揮つ て演說 をした と 


云 ふやうな ことが 當時あ りました、 それが 動機に な 
つた か 諸方に さう 云 ふこと が 行 (5: れた やうで ありま 
すが、 それ (X 新聞の 記事は 誤つて 居る のであります 
か、 或は 多少 事實 であるけれ ども. さ 5 云 ふこと (3; 
學生の 取締 上 大した 不都合で ない と 云 ふやう に、 御 
認にな つて 居る かの やうな 御言 葉の 端が ありました 
が； 文相と して 無論 御 宵 讚には なりますまい が、 御 
心配には ならぬ と 云 ふ 意味に 承知して 宜しい ので あ 
ります か、 是だ けもう 一邊 伺つ て 置きます。 

〔阈 務大 K 中 橋德五 郎君 演壇に 登る J 
〇 國務大 K (中 橋德五 郎君〕 唯今の 御 尋に御 返事を 
致します が、 どうも 先程 も 申 上げました 通りに、 學 
校を 昇格した いと 云 ふ 希望を 有つ と 云 ふことは、 彼 
の單 科大學 令が 出ました であります から、 どうして 
も是は 伶 學 校の 卒業生な り 或は 敎授な り 又 生徒と 云 
ふ ものが 希® を 有つ と 云 ふことは* 是ほ當 然 のこと 
だら うと 私は 思つて 居ります、 併し それが 爲に不 穏 
の 行動を すると 云 ふことは 誠に s It に堪 へませ ぬ、 
此點に 付て 非常に 心配を して 居ります、 それで 昨年 
の此藏 前の 時に 或は 校規に 反し 或は 不穩 當の擧 励で 
も あつて は 困る、 又當 局に 向つ て 强耍 をす る やうな 
行 励が あつたな らば， 是は嚴 重に 取締らなければ 敎 
育上闲 ると 云 ふ 決心を して 居ります 勿論 その 事は 向 
ふの 校長 等に も懇 々話を して 居つ たやうな ことで あ 
ります •故に 新聞には P 生 •が 講堂に 集つ て …… 講堂 
に 集つ た、 講堂が 一番胺 うご ざいます から ■，… 、色 
々の 演說 をしたり などす る 時に •涙を 揮つ て 演說し 
たり， どうも 此頃の 學生ほ 兎角 淚を揮 ふな どと 云 ふ 
ことが 能く ある- 是ほ 支那の 學 生に 少し、 かぶれた 
のでは ないかと 私は 思うて 居ります、 もと< 日本 
人種は 泣きた くも 腹の 中に 持つ て 居つ て 面に 出さな 
いと 云 ふの が •日本人 種 かも 知れない のであります 
近来 それが 流行る、 それは 甚だ 感心し ない、 學 校の 
組織に 付て 演說 をし 討論を する に 泣く なんと 云 ふ 話 

は . 、新聞に ほ 面白さう に 書いて ある、 是は別 問 

題であります が、 私は 誠に 心配いた しました、 幸に 
學 校の 講堂 內 、敎員 等の 集つて 話を された のが 學校 
の內で 外に 出ない、 先き ほど 御 話いた しました かど 
う. か 知り ませぬ が， 唯今 も 衆議院で 話を して 來まし 
たが、 何分 高等 工業 學校 のこと 故、 法律、 經濟と 云 
ふやうな ことは 餘り學 問が 無い、 非常に 乏しい、 追 
加豫算 は 何時でも 出せる やうに 考 へて 居る， それ 等 


I  四 ニニ  _______ 

の 研究に 甚だ どうも 先生は ^ 惑した のであります、 
度々 本省の f-r 計 課長 或は l!f 菜 氓務 局長な どに？ c つて 
歸 つて 行つ て、® 生に 說明 しや うとす ると乂 分らな 
くな つて 仕舞 ふと 云 ふやうな ことで、 S? 潘 « の 方に 
も、 其 時に 御 心配に なつた 御 方が あつて、 色々 IJy く 
sf 稱ほ 5® 况は御 承知の 方が ある やうに 思 ひます、 ■ .:' 
れ ども 幸に して 學 校の 外へ 出 ませぬ でありました、 
無論 教官に 不 e 當 のこと が あれば 免職す る， 生徒 It 
退學 する よ 〇 仕方がない、 非常に 私は 痛心を 致した 
のであります、 決して 之を . :  へて、 輕 Y- 
へて 居る と 云 ふやうな こと ! 3: 毛頭 ありませ ぬ、 大短 
心配を 致しました。 

0 議長 (公® 德川家 達 君〕 休憩を 致します。 

午 j HlJ 十一 時 五十 七 分 休憩 
午後 一時 四十 三分 開識 

0 議長 (公爵 德川家 達 君： 一是 より 報告を 致させます 
〔長 谷川 書記官 朗 酹〕 

昨 二 十六 日 陸軍大臣より 左の 如く 出征 部隊の 謝 m 
ありた る 旨の 通牒を 受領せ り 
浦 潮派逍 軍司令官 發 

貴族院 及 衆 il 院 より 懇篤なる 感謝の 辭を辱 ふし 感 
佩の 至りに 堪へす 玆に 部下 一同を 代表し 深甚なる 
謝意を 表す 

第三 肺 團長發 

_ に 出征 中は 常に 深厚なる 同情を 賜り 今 亦 平和 克 
復に 際し 重ねて 叮重な る 賛辭を 辱 ふす 幽 下！ 同感 
激に堪 へさる 所な 〇玆に 謹て 謝意を 表す 
第五 師團留 守隊 司令官 發 
第五 師團 留守 部隊 一同を 代表し 我 出征 軍隊に 對す 
る掛衆 兩院の 懇篤なる 感謝 狀に對 し 深厚なる 敬恝 
を 表す  . 

第六師 團長發 

深厚なる 感謝 狀に 接し 感激に 堪へ す玆に 部下を 代 
表し 感謝の 意を 表す 
第 八 肺 團長發 

貴 衆 兩院の 感謝に 對し一 同感® 益々 報國の 實を擧 
けむ ことを 期す 

第九師 團長發 

議會 催會の 劈頭に 於て 深厚なる 感謝 狀を 寄せられ 
感激の 至りに 堪 へす 直に 部下 一般に 傳達せ り玆に 
一同に 代り 謹て 謝意を 表し 谷 位の 御淸 安を 祈る 
第 十師團 長發 
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». こて 堪た と© を デ i 代る 平 玆御 部き と 出 下贵 謝 守 深 貴 に 謝 伢 す今叮 总 感常 
背 眾 へる 阈 に  代院  表感利  に懇  下 叮し征  m 衆  の殘®  衆  狀院  や m  を激竹 

か務 すに 民 我  n 〇  し謝克  部 篤 一 策て 五  征 兩  意留な  兩  てに よ  西 b  表の 下 

さに 灯 對の肺 m し nj •第て 狀设關 下な 朝 同な  华 靑將院 第を 諸る 第院第 深 對〇第  伯 る 第す 帝！ h 

ら桔 にし 深！# 1 七 深 m  — 茲 をに 虫 •をる 群を る 皂幸岛 卒の二 表部感 十よ 十 m し 我 十  利感十  〇  f,p 

む！®) 之朽け 北 肺厚 な 師に受 際 司 代感琅 代謝 上に 守を 關 十す 隞謝 六り 五 な 本 出 四  派 謝 三  に 取 

こしを K な趵吲 な る m 謝け し 令 表 謝 司 表 r の國龆代篾肺  に狀 m の 肺る© 征肺  逍の師  椹 人 

と益將 よ る洲 長る 御 長® {本 ft  •(? し狀令 しを け 坩 阳 + 人； V  m  ■>  .1'!  ;! ，:？ t  ；X  Ti  m  の辭 1 期  へに 

を々 校り 後 そ發 謝抆聆 をは 院 £5 郛 に官謹 表 威の 司し る 長  ij 致 沼 謝 長 S 第に 留  途を長  す對 

期 武 以 《 援西  ： G 拶  衷 ほの  て 接 S てせ と 名 令 玆感發  せ さ 守 狀發を 十對守  に碌發  茲し 

t 威 下 m と 伯  をに  す 管 我  答し  謝ら 國を 宵に 謝  りれ 隊に  表 四し 除  あ ふ  に领 

茲を丨 こな に 利  表對  下⑴  禮一 辭れ W 琛發 謎 狀  玆 衷司對  す 肺 寄 司  りし  一檢 

に發 傅る 依 に  すし  諸征  の间  を 感 のし  てに  に 心 令し  幽せ 令  益讁  同な 

部捣速 謝り m  符  部‘ 41  n  m  呈激 後め  謝 接  一感 w  ?!§  留ら官  々て  をる 

下， ^ す辭幸 励  下  段に  を激  す 措援さ  总 し  同 謝發咳  守れ 發  嵆謝  代感 

—以 るを にし  關  に 致  表の  くにる  を感  をに  な  部た  職 益  表 謝 

同て と择大  係  示さす 至  こ 依を  表 謝  代堪ろ  隊る  せを  しの 

三阀共 ふ 任 陛  の  達れ  り  とる 得すに  表へ  謝  を叮  む 表  汊辭 

代 民 G し 旁 下  m  した  に  な阃た  椹  しす； s  代 重  こす  k を 

りの 將恐兀 の  1'  —娜  堪  しらる  へ  15®  矣  表な  と當  f£  ^ 

答 倚 來縮ふ 稼  一  同 重  へ  玆 さは  す  くに  表  しる  を師  るふ 

辭託嵆 にし 威  同  をな  す  にり 職  部  感留す  玆感  期幽  謝し 
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すめれ 云1- れ本 派う と 〇  〇  〇  〇 陸て 付〇阪 〇 

° るの ふ 若の 員 消な •男 讁男議 軍 居て 男 谷 譏  く 本部 铘  の感今  感贽  代な な 平  を 
と 地 やく 地の 軍 こ 日 IfJ 長 辟 長大り 皙爵男 長  第 第 決 H 下！！  謝 喜 回  謝 衆  表 0 る 和  呈 

-  云點 うは：® 伺のと 木 阪采阪 2 臣ま間 阪昭兄  ニニ 定豫一 な  S の K  の兩  し 本感克  し 
i  f に 穿 っ につ こがの 芥為谷 尚に せが 谷 。侖第 分 分せ® 同る 近を 至 族 第 葸院第 深 職 謝设第 併 
?J5  碑 f 御 力 御て と 出眾芳 羁芳厲 K ぬあ芳  | [三 科 科る® に謝衢 表〇院 十を の 十秘は のを 十て 
大  考本 方ル留 匿に て滕郎 治 郎 匕 問 かり 郎  招 分 擔擔旨 代辭肺 すに 並 九表鄭 八な 玆； S 期一 敬 
1上 ，て 眾針ム めき 付 居 君 尖君髮 いら ま 君  g 科 常當報 長り を刚  堪衆師 す 重 肺 るに をと 肺は 
甲 多 2 にス にたて0  7  I  i た、 す  _ 兼 委委吿 よ 深 寄 長 へ _ 團 な刚 謝 部 表し® を 
忠  る 西で 力ない、 まブ今 P 此 唐し 極 •本  P 務 S 員 書 0  w せ發  す 院長  る 長® 下せ 今 長 表 
義  か 比もヤ るの 御す ぶ 日 s 席 S てめ11 隹員  b  を 分なら  玆よ發  謝發を _ ら回發 す 

—  、利な L •のは 說る $ の  か  宜て 今は  提科 るれ  にり  辭  表隞れ « 

君  伺 亞る以 で •明が  <  新宜ら 宜し 簡總總  是  伯 m 擔謝感  部慇  に  す 並た 院 
演  つ 派の 诳あ 日は* ご 聞し でしう® 理理  よ  爵せ當 意 佩  下勉  對  第る の 
檀  て捎 でに 〇 本 あ 過を をう 宜 うごで 大大  り  石 松り 委 をの  一な  し  十は 我 
に  置 軍 あ戰ま 軍り tl 引？ | ごし ござは E 臣  會  員 表 至  同る  肺  一 说 •陸 
登  きの 〇 閟 すの まも 上兑 ざう ざい ごは の  m  塚 浦  のす 〇  を稱  團  肺 も 海 
る  た 賊ま 部る 戰し 段げ いい ごい まざ 御 施  を  兼  に  代辭  を  犄光車 
w  う 闘す 隊か鬪 た々 たた まざます い 出 政  開  英  務  堪  表に  彳(_  在榮に 

ご 部る を、 部 や 西と しすいす かま 席の  き  を  へ  し 接  表  鄕と對 
ざ隊か 置っ® $ う 比 云 ま。 ま。。 すに 方  ま  藏厚  左  す  てし  し  眾 すし 
いを‘  く チは で 利 ふす  す  がな 針  す  君 君  の  玆  滿誠  m  人る 掷 
ま留 何と 夕何 、亞 やる  か  、つに  、  如  に  腔に  て  を 所 重 

事の 日 の 〇 け 順 あ チ まま あイ 日て ル先ウ て本撤 をな すか 今 軍 引 し _ 云聯 様の ツ きに 軍 木で一 1 〇 
を 方 木， 男を 序り ェ しすり ルは 居 クのイ はの 退 命ら る ら 申の 上た の ふ 合で 停クな 若のは ご イ阈 
伺 ま 取 チ 骷 ； 能 まツた 、まク っりツ 部， レ •軍は じぬ と 、上代げ の 爲次國 あ 車1- も 干一 軍 ざ， レ務 
つで® ヱ阪； くす ク電 さす ツチ まク隞 フ唯隊 終た と 、- n げ 表までに 第の 0 場 がの のの 殿い ク大 
て 御は ツ谷  輸 が1- 報り •クェ す1- とネ 今が りの 云 日イま 若す あ 臨で 代ま附 御は 奔諜を まツ臣 

圃撤 、ク芳  送 •軍に な 今1- ツ •迄し ウは 留まで ふ 本 ルし をし 0 時 あ 表す 近 承な は 報 出す ク^} 

き 退一！1- 郎  を 貝が 依が 日 以ク尙 はて ヂ元 つし あこ 軍 クた漸 •まに り 者 、は 知 か 前 _ し 、し 5 丨 

たな チ 軍 君  實加 あり らは柬 しほ 是出 ン亞 てたり とが ツ 目次 又す 約 まも 我將 のつ に關て 本のぶ 

いさ 夕の  行爾 のま- n  — は軍附 はて ス米居 * まに 却 ク的撤 居 、一す 居が に 通た 居を 居來 軍-1 

、る L ■輸尙  し以 邊すイ 日 順は 加-! 居ク 利る そすな つ し を 退留而 個る り加戰 りの り题な 最隊货 

と 御 若绘ほ  つ 束に る ルに 序 日へ チり1- 加 かれる るての 以を 民し 大 かま 藤爭 のでまい い 初を 召 

云 考く等 御  、は 停と クニ 能 本て ヱ まとの、 か 、虜政 隞て致 もて 隞らす 大の狀 あしての か撤 

ふなは が尋  あ唯滯 •ツ 列く 軍 申 ツす云 峨斯ら そ も 爭 を 出し 引 今の、 、使 巷 態り た 居 でら 退 唯 

もん 1 終い  る 今し 倚ク車 還の しク 、ふ 闘う 次れ あの あしま 上 日 兵 そ 又もと に まがり あっす 今 

ので 力つ た  の 申て ほ1- づ浍努 て し そ邊部 云ので 0 渦 そた すげ はを こ 我 あな 變す 、まり イ るの 

ほ あ ルた し  で 上 居百以 、輸力 置 軍れ に 隊ふ間 最ま中 こも 、ま 我フ でが そら 化 、軍し ま ルと 御 

黑〇 ム場ま  あげる 三 西 轍 浍 にきが か □の 御題 早す にに の そす が 二 此居 こむ を然 隙て す ク云尋 

龍まス 合す  0 まと 十に 送を 依 ま 今ら •本 居尋の 五る 投空 でれ 、代 t 收留 にと しると、 、ツ ふに 

鍅す 力に が  まし 云 列は を實 りす H 西の りに ど 六の じし あ故而 表く 容民 居し まに 稱此 あク こな 

道る ヤ 於、 すた ふ 車 唯し 行 まるら の 軍 ま對の 日で なく りに し 外ぶ の もりて し 一： ふ 護 そ1- とり 
诳 かして 此  、や狀 分 今て ししが 守方隞 しし 邊前 、く 閬ま最 て 交 ご 爲居ま 居て イべ衞 こには ま 

淸 、其 ほ 諸  是う 况の受 居つ て 、備 1 の たまにに 撤 ちきす 早聯官 へに るする 、ルき のには 事し 

鍅其 東’ 般  だに で一！ けり、 1 今し イ最 ，し 日 其 退 やまる 唯 合 4 出 保と 、有 あ ク大爲 陸 口實た 

四 

居の た 亞存に 國て務 二な まれ 外 ま 〇  ら〇  い 許 まに 君大 次い 〇 か 今 ほは のが ま 私 〇  と诳道 

るで とに 在 種の 陸 省つ いすて 交す 服  、議  としす ほは 臣 はと _ ら日聊 ど 政 ど すが 國  云のと 

と あ 同 於し々 內逋の 行 、る 居に •部 ^ 服 長 ^ 存てか 反 陸 文 山存長 申と かう 策う * 此 務 ^ ふ 方の 
思る じて てな 亂宫 外は 外と り付歐 一服 部ヌ： f じ 、らし 軍 部 •脇 じヌ： 述し惯 すの すそ 處大锣 こま 聯 
ひとや 、居る を憲 交れ 務 .まき 羅 三部 君 迨 a ま 諸 、ま大 大君 ま 冶べ てるる 如 るれ で 苠 辞 さ 
ま 云う 露る 事 助は はて 省 日す ま 巴 君一 に 覉 f す 君 便す 臣臣 です M て 何 次 か 何 かは 申 a 大穹 f 點 
す ふな 西 時を 長 陰 本 居の 本 、し亞  三 陸搰テ 。に宜 がに にごが h 居 等 第と に 、，上 S 臣確 本が 

る 說事亞 にしせ 密 道る 外の そて 米 私 君* 車 祟と  於 上  '質 御 ざ 、以 り變で 云依斯 チげ K 弔 を 1 套 

、がを の 方て しにを と 交 外れ •利は 演大蠢 と  て 服 唯 疑 質い 通 S まりあ ふる うェる 5 文た® そ 

斯 、し 陸つ 居め 他迪 云と 交は 誠 加 陸 壇 E 雲 呼  御 部 今が 疑 ま 吿 _ すは りこ 次し ツの君 & 、 这こ 
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>  外交 の K IIHj に對 する 田 中陸祗 大 K の 答 辯 
する ことが 甚だしい ものと 思 ひます る、 殊に® 際聯 
盟が 成就いた しまして、 我國ほ 其 中で も 7R 嬰の 位 la 
を 占めて 居 〇 ます、 其 m 要の 位 腔を 占めて 屛る 所の 
我國 にして •斯の 如き 說を 他國 よりせられ て、 之を 
其谥に放任して腌くと云ふことほ、资に其結果と云 
ふ もの { i 11 1 ふべき ものと 思 ひます る、 5l:- 3lf 實の 如何 
ほ 問は ず、 H 際 斯う 云 ふ說が 世界に 於て 信じられて 
居る 以上は、 之を 此儘 にして 辟く と 云 ふこと ほ 有る 
ベから ざる ことと 私 ほ 信じて 居ります る、 それで 私 
の 問は むと 欲する 所 if 斯の如 き說 を at 儘に して 置 
くと云ふことほ-前にも申しました通り、資に我國 
の 威信に も關 係す る ことで ある、 故に 陸軍大臣に 於 
ては、 若 も斯の 如き 說を 起す ® が ある やうな 事柄が 

あるなら ば、 斷然 之を 根絕 すると 云 ふ 御考が ありま 

せう か、 又 事 斑は 何 W も 無い、 唯 だ是 はさう 云 ふ lit 

上に 誤り 傅へ て 居る 所の 說で あると 云 ふこと ならば 

其 誤り 傅へ る 所の 說が 、矢 張國家 の爲 には 非常な 害 

を爲す もので あつて、 今後の 國 際の 上に 付ても いろ 

害を 起す ことで あらう と 思 ひます るが、 之を 

根絶す る やうな 何 か 手段を 執つ て 御 出になります か 

斯う 云 ふこと ほ 唯 だ 其 儘に して 放 住して 置きます れ 

ぱ 、國際 上 如何なる 日本の 不利益になる ことが 起る 

かも 知れぬ と 思 ひます るで、 大臣に 於て 511 何なる 御 

考が あるか、 其 事を 御 答 願 ひます" 

〔國務 大臣 田中義 一君演 揋 に 登る〕 

o s 務 大臣 (田 中義一 君〕 唯今 服 部さん の御尋 に 付 

きまして 御 答いた します， 世間 注々 にして 唯今の や 

うな y.f が 流布され て 居る と 5;- ふことは、 私 も 薄々 耳 

にして 居ります， 又歐擺 巴で ほない、 日本で 4 新聞 

など も往々 それを ® くので あります •日本の 新聞に 

書く、 隨つて 世間に も 流布 …； 歐羅 巴まで 或 ほ 流布 

して 居る かも 知れ ませぬ、 さりながら 私は 陸軍大臣 

としまして 玆に 決して さう 云 ふことは ない と 云 ふこ 

とを 斷 言を 致す ので ございます、 總て陸 軍の 行動と 

云 ふ ものは、 政府の 政策に 基いて 總 ての 事を 料理し 

て 行く のであります、 又 谷國 には 大公 使 館附 武官と 

云 ふ ものが 居ります •是は 陸軍の ¥ 門の 事を 調査す 

る ことに 從事 して 居る ものであります、 何等 彼等が 

外交 上の 事に 隊 を容れ 、乃至は 他國の 內亂を 助長す 

るな どと 云 ふことは、 是ほ 以ての外の ことで ありま 

す、 決して 陸軍の 爲す 事が 政府の 意思に 反して 爲し 

たと 云 ふことは、 絕對 にないので ありま f. •私が 信 


I 施政方針に 閲する 阪 (介 芳郎の 
じて 居ります る 事に ほ、 過去に 於ても 無い ので あり 
ます、 况や 未来に 於て あらうべき 筈がない ので あり 
ます、 唯今の 御 尋があ りました ので、 私は 此所で 其 
事を 明言を 致して 匿き ます、 尙ほ 之を 打消す 方法 手 
段と 云 ^ こと 力 ある 力と 云 ふ 御尋で s> o ましたが、 
是ほ 果して 歐羅 巴にまで さう 云 ふやうな ことがあ 〇 
ますれば、 又 相當の 手段 も考 へる 必耍が あらう と 思 
ひます、 要するに 我が 內 地に 於け る 一部の 中傷の 事 
柄が さう 云 ふこと になつ たので、 全く 事 實の眞 相を 
誤つ たこと であります、 それだけを 申して 置きます 
〇餓長 (公爵 德川家 達 君〕 議事の 都合 上 暫く 休憩い 
たします。 

午後 一一 時 十一 分 休憩 
午後！ 一時 二十 八 分開議 

〇謅長 (公爵 德川家 達 君〕 休憩 前の 會議 を繼镫 いた 
します、 總理 大臣が 出席せられ ましたから 阪谷 男爵 
に發 言を 許します。 

〔男爵 阪谷芳 郎君 演壇に 登る 一 
〇 男爵 阪 谷芳郞 君 本_ は 物價の 問題 並に 靑島專 管 
居谢 地の 問題 並に 朝鮮の 問題に 付て 總理 大臣に 御尋 
ね 致した うご ざいます、 旣に五 日 問 も此質 問が 終ら 
ぬと 云 ふことは 本院 有りまして 以來 例の ない ことで 
ありまして、 之を 見ましても 如何に 本院 各自が 物惯 
のこと に 付て 心配いた して 居る かと 云 ふことは 政府 
に 御 分りで あらう と考へ る •本員 等は 成るべく 政府 
の 見解と 一致したい と 云 ふこと を 切に 希 ig いたして 
居る のであります が、 段々 御 答 辯に 依つ て 見る と 本 
員 等の 見る 所と、 政府の 見解と が 或は 相違いた して 
居り ほせぬ か、® だ 惑 ふ 所があります ので、 段々 に 

御皙 問に 御 W 問の あつた 末で ございます けれども、 

尙ほ 念の 爲に 伺うて 置きたい ので ございます >  殊に 

本日 午前 阪本 君の 質問に 對す る大藏 大臣の 答 辯の 態 

度は 甚だ 本員の it 憾と する 所 e ございます、 聞く 所 

に 依れば 研究 會に 於て ほ 特に 物價の 問題に 付て 調査 

委員を 設けられ、 阪本 君が 熟 心に、 蓋し 其 調査の 結 

果の 一端を 御 尋にな つたこと と 察します ので ござい 

ますが、 大藏 大臣の 御 答 辯た る や 甚だ 冷淡に [I つ 議 

場に 對する 儀禮に 於ても 缺け ては 居ない かと 云 ふこ 

とを 本員は 聊か 心配いた すので あります、 議員が 斯 

の 如くに 連日 國 家の 爲 に、 又國 民の 爲に 熱誠を 披瀝 

して 政務を 議して 居る に當 つて、 少しく 政府に 於て 

も 親切なる 御 答 辯の ある ことを 期待いた すの ほ 無理 


で ございませう か、 甚だ 街 憾に 存じます る、 總理大 
臣の御 答 辯の 中に、 摘んで rH せ ば、 物 價の騰 K を 調 
節せむ とする には 外國 貿易を 十分に 制限し なければ 
ならぬ、 又激變 を 恐れる と 云 ふの が 骨子と なつて 居 
る やうであります、 本院に 於いて 恐らく 何人も 外國 
貿 县 を 制限す る ことを 希望す る 人 もなければ、 激 鞋 
を 希望す る 人 も ございませぬ、 物價 の激變 と 云 ふ も 
のを 来した の ほ 抑々 誰の 罪で あるかと 云 ふこと を 本 
員は 問 ふので ございます、 物價が 不自然に 暴騰し、 
暴騰に 之を 放任して 置くならば 其 反 励と して 激變の 
来る のは 免れぬ ので ある， 其 激變を 免れぬ とする が 
爲に本 員 等は 切に 政府に 向つて 意見を 吐露し、 又旣 
往に 遡つて 申し ますれば 大正 七 年 二月 二十 八日に 於 
ては 貴族院 各派の 有志が 政府に 向つ て 斯の如 き 情勢 
の 下に 於て はどう だか 分らぬ、 故に 物價に 付て は 根 
本 的 政策を 御 立てに ならなければ なるまい と 云 ふこ 
とを 嫛吿 いたした のであります >  それは 前 内閣の こ 

とで あるから 知らぬ . 知らぬ とほ 政府と しては 申 

されぬ ことで ある、 前 內閣で あらう が、 現内閣で あ 
らうが- 贵族院 に 於て は_す べきを 盡して 即ち 物價 
の 將來に 付て 大に 心配す るが 故に 特に 各派 有志 tfj 合 
せて 大正 七 年 八月 二十 八日に 當時の 內閣に 向つて 切 
實な る： 馨吿を 致した 譯 であります 、其 九月に 現 內閣 
が 成立いた し、 續いて 十一月 •十一 日に 歐洲大 ©が 休 
戰と相 成つ て、 歐 洲大戰 休職の 結果と して 物價は 下 
落の 趨勢を 示した のであります、 此 時に 於て 內閣が 
相當の 施設を せられたならば "今日の 如き 物價騰 K 
を 見ざる に 終つ たので ある、 本員は さう 信ずる ので 
あります、 旣 に休戰 期に 入り、 世界は 干戈を 止め、 
通常の 經濟關 係を 恢復せ むと する に當つ て、 其 政策 
宜しき を煜た ならば 1 g 前ょり 物 價の騰 貴す ると 云 ふ 
事は 想像せられ ない、 然るに 政府の 施設が 本員の 希 
閿する 所に 副 (X ず、 騰貴に 騰貴を 重ねる が 故に 巳む 
を 得ず 此儘に 放任して 置くなら ば 實に 如何なる 事變 
の m 来せむ も 圖られ ぬ、 最早默 して 默 すべから ずと 
云 ふこと からして 貴族院 各派の 有志が 更に 結束いた 
して、 現內 閣總理 大臣に » 吿を申 上げた のは 即ち 昨 
^ 十月 四日の ことで ございます、 即ち 前の 變皆 ょり 
稍々 一年を 經て 居る のであります、 其 節に 本員 も 諸 
君の 驥尾に 附 して 總理に 御 E に掛 りまして、 懇々 K 
族院谷 有志の 意見の 在る 所を 申 上げました、 其 時に 
本員の 申 述べました 言葉の 中には、 政府 It. 物價 騰貴 


の 結果に 付て 將來如 何と 云 ふ此心 sc  E: f4: 、 BC i-f c 
見られる 程度と 本 0 等 G 見る 所 程度と Hi f.f' か ある 〇 
であり ませ 5 か、 若し til ;'1: .:..  ,v 
いまで に 申 述べたい ので あると 本員は 申 上げた こと 
を 確かに 記 協して 居る， 其 節 總理ほ 極めて T 55J に、 
又 胸襟を 披 赝 せられて 其 程度に 於て は 同じで ある、 
適當の 施設最 篛の 努力を 以てする ことを 惜まぬ と； K 
ふこと を 御 答に なつた ので、 本 ii 等 li 大に滿 足して 
引下つ たのであります、 然るに 爾來 どうで あるかと 
言へ ぱ物惯 は 勝 R に膦 R を ® ねて 少しも 下落の 趨勢 
を 示さぬ、 又 si 在の 儘で 敗くなら ぱ將來 どうなる で 
あらう かと 云 ふ 事を ky 民 一 般は心 配いた して 居る の 
であ 〇 ます、 即ち 政府と 致しまして は 成る ほど 十 ; i 
四日 貴族院 各 有志の 弊吿の ありました 後に、 或は 日 
本 銀行の 金利を 引上げる とか， 又は 社 ^ 的 施設を せ 
られ ると か、 鐵 道の 運賃を 下げられる とか •或は 無 
貫に すると か、 種々 施設が あつたには 相遨な いので 
あるけれ ども、 毫も 徹底的に 効果の ある 施設と 云 ふ 
ものは 見なかつた のであります、 此儘 にして 匿くな 
らば 物 價の騰 K は 底- 11- する 所を 知らぬ 所へ 持つ て 行 
つて 今年度の 財政 計® を 議會 に御提 m になつ た 其 結 
果を 見れば、 政府に 於ても 此物價 騰贵 を H むを 得ず 
として 即ち此 彐 億 近い 物 僧 騰貴を 見込んで 居られる 
のみならず 咐稅の 計 敷 •又は 陸海 軍擗張 として 十三 
億と 云 ふやうな 11 續費を 出して 居られる， 是等 のこ 
とが 實施せ られて 行くならば* 物價は 益々 騰 資する 
ばかりで ある、 又 地方の 施設を 見ましても 現に Jli 京 
市の 如きは 家屋税を 倍にする と S ふ 計 ;!？ を 提出いた 
して 居る ので ある、 現在 旣に 家賃の 高い のに 苦しみ 
又 家屋の ない のに 苦しんで P,1 る 所へ 持つて来て、 家 
屋税を 倍にしたならば、 其 結果は どうなる、 益々 此 
生計の 闲雛と 云 ふこと を 促す のみで ある、 騰 S に腦 
貴を 重ねて 少しも 物 價の調 節に 徹底す る 施設を 爲さ 
らす 、徹底的に 効力の ある 施設を is さらない、 試に 
午前の 大藏 大臣と 阪本 君との 間に 問題と なつた 所の 
通貨に 付て 見る のに、 大正 三年 十二月に 於て は 通貨 
の 高が 四 億で ある、 昨年 即ち 大正 八尔の 十二月に 於 
ては 十八 億と 云 ふこと になつて 居る、 是は 兌換 益… 
紙幣の みを 計算した のであります、 其 中には 金 唏の 
中には 多少 殘 つて 居る もの も あるで ありませ う、 先 
づ槪 計を 申せば 即ち 斯の如 し、 大正 七 年 九月 現內閣 
が 成立の 時の 通貨の 發行 高を 見ましても 十億、 約 十 
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j {a と 記 ta いたして 居る •職 争が fK 戰期に 這 入り 段 
段 秩序の 恢® する 時機に なつて、 通 H と 云 ふ ものが 
斯の 如くに m えて 居る ので ある、 之を しも 物俏 に關 
係ほ 411£ ?いとは言ひ能ほぬのである、一方に於て时政 
計 进の 上 に税を 財し* 四费 を咐し 公 M の鉍集 を 咐し 
滔々 として 物 似の 勝 ft を 促す 原 ra を 作りながら、 I 
方に 於て 通 11 を 佾 し、 R 本銀 行の 金利を 一® 1 1 Iffl 引 
上げた 所で、 m 'l' の 金利は 七 朱 も 八 朱 もして 居る と 
云 ふやうな 均 合で あつて、 何等 撤底 的に 効力を 爲さ 
ぬので ある、 是 でも 政府の 方で 適當な る 施設を 爲し 
たと 言 ひ 得らる るので ありませ うか、 物 fi'i の 腺 a を 
促し 其 激變を 来たす もの；！ r 現 内 [» 諸 公では ないか 
と 云 ふこと を 私は 申 L たいので あります •我々 の 言 
にして 容れら れたな らば 物 似と 云 ふ ものが 若し 昨年 
十月 頃の 程度に jh •まつて 居つ たなら ぼ 國民 Is 稍々 安 

堵 します、 滿足は しない けれども •まあ 將來の 見込 

は 付いた であらう、 又 尚 ほ 遡つ て 竹 族院が 婷吿 いた 

した 所の 大正 七 年 八月の 頃に 於て 政府が 十分に W 族 

院 の SS M を 闹« せられたなら ぱ •其 後の兹 騰と云 ふ 

ものけ、少くも其勢を滅ずることが2來たに相逋な 

い、 一方に 於て 席 底 的 効 ; J ある 施設 も爲さ ず、 而し 

て 政府の S す 所 ほ 益々 物 (H 騰毋の 原 内を 促す ことに 

して H いて •阀民 が 疾苦に 苦しんで 屛る ことに 考瞪 

の少 いと 云 ふこと ほ>  本員の 茌だ S 憾 とする 所で あ 

る、 物® の 問題は 今日に 於て m 嬰 問 题 中の 最重耍 な 

る ものと 本 a は 信す るので ある、 此問 題と 云 ふ もの 

を 滿足に 解決し 得な かつたなら ば、 總ての 問題に 今 

後拽阀 を來 たす と 云 ふ琪を 闹 れ るので あります、 然 

るに SI SR 大 K の 御 答 辯の 言蕖 の 中には、 物 ftl の騰货 

を 地方で ほ 再んで pr る 者が あると 云 ふ 御言 葉が ある 

總狎大 is が 地方へ 御 m でになる まで もな く、 束 京の 

屮 にも 物 {« の騰資 を 喜んで 居る 者が 幾ら もあります 

試に 紡 拔 代 社へ 行つ て 御 55! なさつ たら ば、 紡續包 社 

13: 莴ん で 居ります、 砂 糨會 社へ 行つ て御赀 なさつ た 

らぱ、砂劢け社も莴んで枵0ます，東京の中にも物 

價の 啤讶 を 喜んで 居る 者は 幾ら も ある •必 しも 地方 

へ御川になつて西姓に御聞きになる必要ほない-本 

只 等の 心配す る 所は、 斯の 如くに 一方に 於いて 騰貴 

を 再ぶ 者が あるから、 一方の 騰 « に 苦しむ 界を 救は 

むと 欲する のであります 物 mii 或る 蚴合 には 騰 i't し 

或る ^ 合に it 下落す る， ^ iin の呦合 に 於て は 何等 怪 

しむ ことほない、 物價が 瞬 S しやう が 下落し やうが 
施政方針の fn 問に 對する 原 總理大 |;':| の 答 y 


平常の 場合に 於て は 即ち 是は商 迓 の 常で ある， 俳な 
がら 商 a の 常軌を 逸して 居る 場合に 於て、 國家が 其 
問に 於て 施設す る 所がな かつたなら ば •非常な 其 所 
に 不公平と 云 ふこと が 生じて、 所謂 國 民の 生計の 安 
定を炤 付ける のであります、 即ち 總理が 言は れて居 
る物惯 の騰贵 を 喜んで 居る 若が あると 云 ふことは、 
収も 庖 さず 物 «5 の膦贵 に 苦しんで 居る 者が あると 云 
ふ 反面を fg 據 立てる •道理 ある 騰貴 m pfl ある ド 落の 
範閘内 に 於て は>  何等 ffl: 族院で 間 fa となる 必耍は な 
いので ある、 不相當 なる 騰贵不 相當 なる 利を 貪 ぼる 
と 云 ふやうな ことがある から、 之を 按排す るには ど 
うしても 國家が 力を 藉さな ければ ならぬ， 平常の 場 
合に 於て は 商業に せょ H 業に せょ、 さう 云 ふ 事に 政 
府が 干渉す ると 云 ふこと (3: 好ましくない ことで あり 
ます、 併ながら 個人に 放任して 置けない 場合には、 
そこに 政府が 相 常の 徹底的 施設を 爲さ なければ なら 
ぬと 云 ふので あります、 即ち 適切なる 施設を 貴族院 
が 希 塚した 所以で ある、 で總理 は乂言 はれる のに 生 
絲が 四千 y もす る* 若し 之を 収抑へ たら どうす ると 
貴 族 院にほ 何も 生絲が 四千 圆を 上る のを 抑へ て 置き 
なさい と 云 ふ 者は I 人 も ありませ ぬ、 生絲が 四千 圓 
を 上る のは 至極 結構です、 假に亞 米 利 加から 一億 : 7r 
千 ,' K の 綿の 原料を 買 ふとしたならば 若し 生絲が 四千 
圓 ■綿が 假に騰 a しない 即ち 戰前普 通の 相場で ある 
としたな らば、 平常の 四 分の 一の 生絲を 賢つ て I 億 
五 千 萬 II の 綿が 得られる 譯であ る、 結構な ことで あ 
る、 貴族院の 政府に 赞街す 6 所の ものは 生活の 必需 
品と 云 ふこと を 申して 居る ので ある， 生活の 必需品 
何も ! It K 易を 止めて 物！ s を 調節なさい と 云 ふこと を 
申して 居り ほしない ので あ 〇 ます、 又貿菇 に 依る に 
あら ざれ ぱ販い 物は 得られぬ では ありませ ぬか， 貿 

易と 云 ふ ものが あれば こそ •廉い 原料を 仕入れ …… 

日本の 品物を 贸つて 販い 原料を 仕入れる ことが /. 1! 來 

るので ある •洵 に此 總理の 答 辯と して 申される こと 

'か、. 純 ^ の 原則に 悉く 反して. 居る ことを 御述 になつ 

て 居らる る やうで あるから、 本員は 益々 心配に 堪へ 

ぬ 次第で ある •詰り 總理に 於 かせられて はどう も 其 

現在の 儘で 岡きたい、 自然の 成 行に 放任して 置きた 

いと 云 ふこと が， 總理の 御 希 &y であるかの 如くに 聞 

へる ので、 本員 等の 希望す る 所は、 斯の 如き 底止す 

る 所を 知らぬ 物 (t"< と 云 ふ ものは、 甚 しく此 國 民の 思 

想を 紊し 生計の 安定を 缺 き， » に此國 家の 上に 付て 


最大 危險 である、 で此 危險を 除く 爲に ffl 當なる 即ち 
適切なる 施設を 爲され たい、 斯う 云 ふこと を 希望し 
たのであります ，是に 於て 議論が 到底 一致せ ぬ、 政 
府の 見解と ft 族院の 見解とは 開きが 一致し ない、 斯 
う 云 ふこと であれば、 もう 質問を 蹓續 する の必耍 も 
何も 無くなつ て H: 舞 ふ、 で 私は 旣に仲 小路 君 •江 木 
君、 阪本对 稀々 なる® を 舉 げて插 めて 細密に 御 問に 
なつて 居る ことであります るで、 もう 一々 詳しい こ 
とを 御尋 する 必要 もない ので ある •唯 政府の 物價調 
節に 對す るの 御 方針が， 我々 の 見る 所と 一致す る や 
如何 •一致せ ぬなら せぬ と 云 ふ 御 答で あれば •それ 
でも， 甚だ 遺憾ながら 我々 又 他の 方法を 考へ なけれ 
ぱなら ぬので ある、 若し 幸に 一致す るなら ぱ 極めて 
適切なる 施設を 速に 御 執りに なつて、 今後に 於ても 
物 價の膦 貴は ない， 國民ほ 安心せ よと 云 ふことの 御 
答を m れぱ ，もう 本員 等は 滿足 する のであります、 
唯今の 如くに 通貨は 際限 もな く 膨脹し 歳計は どん ど 
ん膨脹 し、 有らゆる 事柄が 皆 此物價 の 騰貴を 促す や 
うな 原因を 作つ て 置いて、 而 して 國 民に 安心せ よと 
云 ふ 事は •是は 無理と 云 ふ もので あらう と 本員は 考 
へる， 即ち 政府は 貴族院の 諸君が 過日 來質 問せられ 
又 昨年の 十月 £ 日に 瞥吿 を與 へた 其 趣旨と •政府の 
御 方針と 全然 一致す る や 否や、 其然 りと か 否と か 云 
ふことの 御 答を 3 S むこと を 希 菌す るので あります、 
是が 物價 に付きまして の 御尋で ございます、 それ か 
ら次 はもう 簡單に 申 述べます、 昨日內 田 外務大臣と 
江 木 君との 靑島 ¥ 管 居留地に 付ての 御 間 答で ござい 
ますが、 江 木 君の电 された のには、 專管 居留地は 日 
本 政府の 指定す る 場所に 置く と 云 ふことの 協約が あ 
る、 此 協約に 變更 を來 さぬ ので あらう か、 斯う 云 ふ 
ことを 尋ねられた、 それに 對す る內田 外務 大 K の 御 
答には， 變 更を來 さぬ と 仰し やつた やうに 本員 ほ E 
取つ たのであります、 併し 御 二 人の 間に 於て 問答が 
其點に 付て 又 二 三度 重つた ので、 或は 本員が 玆に聽 
違 ひが あると なり ませぬ から、 總理大 K より 改めて 
即ち 此 日本 政府の 指定す る 場所に 裸 管 唐 留 地を廚 く 
と 云 ふことは、 もう 協約に 極つて 居る、 是で 今後 何 
等の 變更 はない と 云 ふこと に 解して 宜しい か、 又 政 
府に 於て さう でない と 云 ふの か、 是も然 〇 とか 否と 
かと 云 ふ 御 答を fy て 置きた うご ざいます、 それから 
次に 朝鮮の 4f に 付て 御尋を 致したい ので ございます 
るが， 朝鮮の 昨 尔 in fl 一日 以来の 騷動 •又 之に 對し 


て 遂に 御 詰 勅まで も /- 1:5 ると 云 ふに 至つ た 政府の 御 !® 
分、 此事 に付きまして は餘程 詳しく 質問を 致さな け 
ればな り ませぬ で、 今日は それは 差控 へる ので ござ 
います， 唯 朝鮮の 昨年 三月 一日 以来の 騷擾 事件に 付 
きまして、 世界の 問題と なつた 喧しい 所の 問題に 付 
て、 其 處置 がどうな つて 居る かと 云 ふこと を •總理 
大臣より 御明 答を 得て 置きたい と 思 ふので あります 
が、 それは 此 朝鮮の 騷擾琪 件に 對 して 日本の 官 憩の 
之を® 謝する 所の 手段 方法が、 人道に 於て 缺 けて 居 
る、 又 甚だしく 暴 戾を極 はめた と 云 ふ非雖 が 其當時 
あつたので ございます、 それに 對 しては さう 云 ふ 事 
實 であつ たなら ぱ ，さう 云 ふ 八道に 反して 朝鮮人に 
向つ て 暴戾を 加へ る やうな 官吏 邦 他の 者に 對して 相 
當な處 置を 御 執りになる かと 云 ふこと を. 其 當時豫 
算委 員會で 誘 員の 一人より 御 導を したと 記憶いた し 
て 居ります、 之れ に a して 相 當の處 置を 執る と 云 ふ 
御 返事が、 確か 田 中 陸軍大臣から か 知らぬ、 あつた 
かと 記憶いた して 居ります るが、 是ほ 如何なる 處置 
を 御 執りに なつた か、 日本 政府の 公明正大なる 態度 
を 御 示になる 爲 に、 玆に 改めて 本員 ほ 總理 大臣に 伺 
つて 置きた うご ざいます 尙ほ 今一つは 朝鮮に 於て 笞 
刑を 用ゐ る， 笞刑は 即ち 朝鮮人の 身 Is を撲 るので ご 
ざいます •罰金の 代りに 打つ、 是が 甚だ 慘酷な もの 
であります、 •£? 刑は 甚だしく 慘酷な ものであるから 
此笞刑 と 云 ふ ものは 即時 廢止せ られ たいと 云 ふこと 
は 朝鮮人の 希望と して 始終 本員は 承つた ので あり、 
又 朝鮮に 居る 外國 の宣敎 M 又 内地の 宣敎師 から も 其 
翳 論を 聞いた のであります， 朝鮮總 督府は 笞刑は 廢 
する 積り であると 云 ふこと を 明言され たと 云 ふこと 
も 新聞で 見た のであります が、 是は憨 々何時から 御 
廢 止になります ので ございます か， 總理 大臣より 其 
御明 答を揭 たいと 考 へて 居ります。 

一國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 阪谷 君の 御钗問 に 御 答いた し 
ますが •前 内閣の 折， 並に 現內閣 になつ て 後、 即ち 
昨年に 於て 货族院 各派の 諸君 御 来訪ありまして、 警 
吿せら れた しと 云 ふこと に 付て， 假令 前內閣 であら 
うが， 現內閣 であらう が、 政府で あるから 云々 と 沄 
ふ 事で ありました が、 遣憾な がら 前 内閣の 爲した 事 
に 付て は 答 辯を 致し 兼ねます 、現内閣は 丁度 阪ハ合 君 
など も 御 来訪の 時に、 政府 も 物 僧 調節の e には 隨分 
苦心いた して 居る と 云 ふこと も 段々 申 上げ、 又御來 

i 四 二 五 
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訪 の 方々 も 政府の やつて K ると 一 K ふこと (r 認めて 居 
| るが、 •* だ 十分に いかぬ やうで あるから， 疋 に «| 益 
な 屯を やつて 货ひたいと云ふ-拐めて饵冏感のこと 
であります、 左 ^ いたしたい と 云 ふ考で 政府 (，- 苦心 
いたして居ろ’沥う云ふやうに申したのでございま 
す、 此 S 味 r. 於て 此 精神に 於て 何等 今日 も： i り 15-. あ 
〇 ませぬ， 併し それ 13-. それと 致しまして、 此兩 三日 
來御竹 S に 法り て 答 辯を 致しました ことに 付て •段 
一々 攻幣： T の ri r£ l.'!] であろ， 政府の 腐 K を攻繫 なさる 
の ります から、 强 ひて 彼是れ 申す 次 ^ 
では ありませ ぬが、 佻し 其 御攻擊 中に- 演說の 片言 
隻筇を 拙へ て攻暌 される こと だけ ほ 御考を 願 ひたい 
舒 yf 界を M a すると 云 ふこと を 言 ふが、 それ ( 3; 政府 
が 按亂 する ので あると 云 ふやうな ことで ある、 是も 

汽ほ 速記 錄を御 镗な され ぱ阴跄 に 分る ことで、 物® 

勝： n の 最大 根源は 外國 貿易に ある、 故に 外國 貿易を 

制限を すれば 物價は 低落いた すが、 俄に T 景氣 を來 

し 技：濟 界を 煨亂す るので ある、 斯糕に 申した ので あ 

ります* それを 前後を 御考へ 下さ. X ずして、 il 亂す 

る ものは 政府 ぢやな いかと 仰せられます が、 政 狩は 

少しも 經浒界 を B2 亂い たさない、 又 之を 致した くな 

いから 俄に 輸出 ® 易を 制限を 加へ て 急激なる 處遛を 

執る と 云 ふこと を擗 けて 居る のであります、 又 甚だ 

しきに 至つ ては 御演說 中に、 政府は 物價騰 a を 喜ん 

で 居る ので ある、 …… 演說中 に 物 價騰 贵 を 喜んで 居 

る 者は 地方に ある、 地方を 俠た ずして 苽京 にも 喜ん 

で ^- る 者 も あると 云 ふやうな 御 話 もあります、 之 も 

速記 鈞を 御® になれば 明瞭に 分る 話 物價は 騰貴して 

居る から 之を 調節いた したいと 云 ふこと ほ 政府 も 希 

謅 であります るが、 併ながら 需耍 者と 供給者とは 利 

窖を 異にする が 故に、 例へ ぱ 地方 農民 ほ 米 m の 騰貴 

する ことを 萬んで 居り ませう、 生 絲の騰 貴を 喜んで 

居り ませう、 併し 需要す る 者 殊に 都會 にで も fl-: む 者 

は 甚だ 闲 ii して 居ります、 需耍 者と 供給者との 間に 

は 利害 ij 突が ある， 一方に 喜んで 居る 者が あれば， 

一方に ほ 大 變に闲 難を 致す 者が ある 斯う 申した のを 

政府は 喜ぶ であらう、 甚 しきは そんな こと ! 3- 地方を 

廻らぬ でも 分り切つ て 居る、 地方を 廻らぬ でも 分り 

ます、 それほどう も 私の 本意で も 何でもない、 物價 

防 K ほさう 云 ふやうな 次第の ものであるから， 利害 

の關 係も遝 ひ 又 地方と 都會 地とは 經濟 の狀態 も 違 ひ 

中脔階 級 其 他の 階級に 依ても 利害が 異なつ て 居る も 


ので ある 唯一 ? 2 に l (it に 描め て 見易い 政策と 云 ふ も 
のが あるので ないから 此 捋際の祺惝に逸切なる方法 
を 執らに やならぬ と 苦心を 嬰す るので ある 斯 5 説明 
をいた したので ある 即ち それが 爲に 一般的に 斯う 云 
ふこと を 都 包に 向つ ては 社 Q 政策 云々 と 斯う 云 ふ 風 
に打碎 いて 申した のであります、 此邊は 宜しく 御 了 
解を 願 ひたい、 又 生 絲が 四千 II もす る-之を 下げた 
らど うか、 a 族院で 生 絲の 値段を 下げろ と 云つ た 奢 
ほない、 御尤もの 話、 どなたから も そんな ことを 汝 
つたこと ほない、 併し 御 質問 …： どなた かの 御 W 問 
中に， 外國に 行く 物 (3: 外國に 出て 行く 時には、 亞米 
利 加に 於て 制限を しない、 内地に 需要す る 物 だけ 制 
限す るから 云々 と 云つて、 さ 3 云 ふやうな 方針で も 
執つ たら どうと 云 ふやうな 御說が ありました けれど 
も、 之に 對 して 一例を 申せば、 生絲が 四千 圓其以 上 
もして 居る、 是ほ 外國へ 行く 品物な りと して、 之に 
ほ 何等 制限 も 加へ ずして 置きましたなら ば、 而 して 
同時に 米に 向つ て 公定 價 格を 設けて 之を 非常に 引下 
を 致したなら ば •勢 ひ 米を 作る と 云 ふ 者 (X 減少いた 
しまして fs e をす る やうな ことに 傾き ませう* それ 
で 其 生產品 を 造 富に 致して、 價 格に 影響を及ぼさう 
と 云 ふやうな る考か ら申 せぱ •斯う 云 ふことは、 容 
易に 出来ない 即ち 公定偎 格の 容易に 極めれ らぬ こと 
は此處 にある と 云 ふこと を說 明す る e- に、 生 絲の一 
例を 申した、 それを 捕へ て 政府は 生絲を 云々 する、 
そんな ことは 誰も 云つ たこと ほない、 少し 御 無理な 
御 質問ぢ や あるまい かと 思 ふそれ から 適切なる 施設 
を 政府 ほ 執らない 怪しから ぬと 云 ふ 政府は 固より 適 
切なる 方法を 執りたい と 非常に 苦心いた して 居り ま 
す， 併しながら 阪谷 君の 如き 經濟學 者は 御 承知で あ 

り ませう、 如何に 經濟界 が變 態に 變態 を來 して 居る 

か、 例へ ば 金銀の 相場で もさう であります >  金一 銀 

十六な どと 云 ふは •今の 關 係に 於て 見られ ませぬ、 

總て變 態に 變 態を 重ねて 來て 居る ので ございま すか 

ら ，適切なる 方法と しては 中々 容易に 出来ない、 故 

に 種々 苦心を 致して 居る ので ある、 殊に 適切なる 方 

法と 申しましても、 直ちに 外國 貿易に 制限を 致して 

値段を 下げる だけの 効果は 見る けれども、®々 繰 返 

して 申します る 如く， それで ほ 俄に 經濟界 を ! 1 亂す 

る ことになるから、 さう 云 ふことは tl'i 來ぬと 云 ふこ 

とを 申して 居る ので ある、 又 御演說 中に！ 昨年の 末 

價格が .：… 休戰 になつ て總 ての 價格が 低落し さう に 


なつた •此 時に 調 眄をやれぱ瓦かつたぢやないかと 
斯う 言は れま すけれ ども、 だ 發 論 として は 免に 角、 
过際ほ甚だ«雜なる間題でほありますまいか，當時 
休 股の g に 肜黎を 被つ た 物 ほ 第一に ^ 其 次に 船で あ 
ります、 窃業漭 は 殆ど 破 產に間 する •  ： !,:; 業 漭も： 一榡 
の狀 態に ありまして、 或 ほ 此に锊 ；r »r に大 , 画 を 起 
し (3: しない かと 思 ふ 棟 子が 見えた ので ありました、 
幸に して 漸次 是ほ 祀逛 に搦 して 經； s Mi の怏设 を 見た 
のであります、 經濟界 の侬復 を 見た の IX 喜ばしい が 
段々 物 ® が 勝 G いたして、 ® だ 闲雖を 致した ので ® 
ります’ 此の 鍅業 者な り船絮 者は、 非常な 下落に 迺 
遇して 破 產の 悲境に 陷つた 時に、 此の 場合に 調節を 
して 置けば ? i かつた ではない かと 云 ふこと を、 少し 
酷なる御議論のやうに私ほ拜鸱するのであ〇ます、 
又 最後に 政府の 所見と •我々 の 所見と 一致す る や 否 
や、 斯う 云 ほれる、 一 體阪谷 君 御 來訪の 時に 云 はれ 
るに if 我々 の 方から 案 ほ 示さない から、 政府は 宜 
しく 考へ ろと 云は れた 、私 ほ 其 時に 申した、 いや 何 
人 も 此の 案に 付て は 何が 一二の ことを 施行して それ 
で物價 の 調節が 出来る と S ふ譯の ものでは ないから 
何人と 雖ど もさう 簡單な る 名案がない から、 强ひて 
御意 見を 承は らぬで 宜しい、 斯う 申した ので ありま 
す、 即ち 何等 意見を 示して 居らぬ、 何等 意見を 示し 
て 居らない から、 政府の 意見と 我々 の 意見とは、 ど 
う も 合は ない と 云 ふの ほ、 どれを 撰 準に して 合ぬ と 
申す か、 政府は 苦心 慘澹 、物價 を 低落せ しめ やう、 
物價を 低落せ しめ やうと 云 ふことは 一致して 居る が 
江 木 君であつた か、 誰であつた か、 どなた かの 御 質 
問に 對し ての 御 答 中に、 ^ 法とは 何で あるか、 阪谷 
君 其の 他の 云は る、 方法とは 何で あるか 承つ たこと 
はない、 政府は 最 ■の 努力を して 居る •唯 政府は 最 
善の 努力を ii しつ ゞあ るが、 唯 奈何せ む經濟 界の重 
大なる 複雜な る もの ほさう 容易く 出來ぬ •色々 なる 
ことを 一昨年 來や りました が、 思 ふやうな 効果を 見 
ない、 急激に 効果を 見やう とすれば、 經濟界 に il 亂 
を 來し國 家の 不利益を 酿 します るから、 左樣な る こ 
とほ 出來 ないで、 今日 苦心を 致して 居る ので ありま 
す、 齊 しく 物價を 低落せ しめ やうと 云 ふこと だけは 
全然 一致して 居る と 私に ほ 申されます が、 其の 方法 
に 依つ て、 其の 見る 所が 一致して 居る か 一致して 居 
らぬ かは、 私の 方には 分り ませぬ、 と 云 ふ ものは， 
是々 の 意見を 斯うす れぱ 宜しい と 承つ たことは 未だ 


W てない、 故に 一致す る や 否や ii こ t, .> から . 政 

府の 方では 返答を &し 龙ね ます* 屯に ! '1 ^. . -f': は 十 } > 
に 力を 班して «: 期 BB を H りたい と V; めて 2 :る〇 であ 
ります、 又 今後に 於ても 若し 御货 見で もあります れ 
ば、 之を 承る ことは 差 支 あり •* せぬ が. .^ に 1 s ^ w 
として ほ 引 la き 種々 の 方策を 攻究いた して、 gn に 
生產 貼の不足を感じないやうに、第二には此，厂以0 
段々低落いたすやうに之を賴〇に釕めて尉る 0 であ 
る、 又 見やう に 依つては 大稻に 物 {11 胳 货に 5:'-': ,«を讯 
ねる と 云 ふ琪设 は 又 如何にも 放校の やうに も 見え 
せう けれども-併し 又 一面に ほ 秫 々の 方策を 攻究し 
て屛りますから、同じ騰 « をすると申しても先づ大 
騷励も 起らず して 今日の 程度に あるので はない かと 
見られ ませう •是は 見る 人に te つて 色々 見解が 逋ひ 
ますが、 政府と しては 十分 努力を 借まぬ 籾り で あり 
ます‘ 次に® 管 居留地の ことであります、 是ほ VI. 務 
大臣より 御 答いた しました とこで 事柄は 明脫 いたし 
て 居る と 思 ひます、 けれども 萬 管 居 51 地 云々 の 問題 
は 日茭の 協定が _更 して 居る やら y 更しな いかと 云 
ふ 御意 見であります が、 私 も lit 問答は 直接に 傍 e し 
て 居つ たのであります、 外務大臣の 膝 明に flc つて H 
突 協約 ほ 變更ほ されて 居らぬ と 云 ふこと を 外務 大 I:': 
ほ 申して 居りました、 其 通りであります、 外務大臣 
が 如何なる 聲明を 致しました 所で、 日茭冏 に现存 し 
て 居る 協約は！！ 更いた しませぬ、 然らぱ 今後に， 於て 
如何に 致す か、 今後に 於ての 問題は 數 n 前に も 申し 
たやう に、 現に 支那に 向つ て山苋 還附 交渉を 開始し 
やうと 云 ふこと で、 委員を 御 互に 出さう と 云 ふこと 
を 申込んで 居ります、 支那が 應じ まして 玆に 始めて 
斯々 のこと に 規定し やうでは ないかと 云 ふ 案を a 本 
より 提出す る顺 序であります、 而 して 支 ■那と 折 8IU を 
K ねる のであります、 之を 重ねる 以前に 常つ て 5r 何 
いたす と 云 ふこと を 先 以て、 交 那に 會談 いたす 前に 
先 以て 此計® なり 意見な りを 公表す ると 云 ふことは 
國 家の 利益 ぢやな からう と 思 ひます， 而 して 此談判 
を 聞きました 結果と して 或は 現存して 居る 協定で あ 
ります、 日茭の 間の 協定であります >  兩國 の 協定 ほ 
兩國の 協議に 依つ て變更 すると 云 ふことは 申す 迄 も 
ない のであります、 どう 變 更に 相 成る か、 又 絕對に 
變 更になら ず 此儘 遂行に 相 成る かと 云 ふことは 一に 
談判の 結果に 俠たな ければ ならぬ、 今日は 變更 して 
居らぬ と 申した のは 外務 大 &: の聲 明に 依つ て te つた 
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ことで ない と 云 ふこと で>  間 答が あつたと 記 t.a する 
のであります、 それから 朝鮮の 騷揆の 事變 であり ま 
す ': ill 鮮騷授 のことは 賊だ 逍 憾なる 次第であります、 
昨年 S 會に 於ても 段々 其 成 行を 御 話いた しました， 
其 後に 至つ て 朝鮮の 改革を 致し 公明正大なる 處遛を 
致す と 同時に 朝鮮 諸般の 制度を 改正を 致した ので あ 
ります、 此の «: に 付て は當時 段々 發 表いた した 意見 
等 も あり、 今 n に 至つ ては 外國 人な どの 誤解した 者 
も 初めて 了解いた L て、 日本の® 意が 徹底し かけて 
尻る 狀態で あります、 尙ほ其 當時の 様子に 付て は 先 
般も 申しました 通〇此 葳 a に 初めて 總膂 長官の 出席 
を 致す やうに 取 計ました から、 其 機會に 申 上げて 宜 
しいので あります けれども、 兎に角 朝鮮の 幸福 安寧 
の爲に 十分なる 力を 葫 すと 云 ふことは 當時詔 勅に も 

あり、 我々 も 亦 左様なる 意味を 以て 玆に 臨む ので あ 

ります、 而して 其騷 優の 後始末と して、 騷擾の 際に 

朝鮮人に® 酷な ことを 致した 渚を 處 分して 居る かと 

云 ふこと ほ 是は無 論 左様なる 者が あ 〇 ますれば 之を 

處分いたすに踗睹しない積りであります、喵御話を 

致しました が 多くの 极 合に 於て は 抽象的の ことが 多 

い、 is しきに 至つ ては 日露 戰爭當 時の 寫 R などを 以 

て 外國 人が 現に 尙ほ训 P 人を 處 分す るに 用 ひたと 云 

ふこと を亞米 利 加 等に 之を 弘めた 5? も ある、 其 他 朝 

蛘在留 の 育 敎肺 等に も數 人に 面© いたしました が、 

段々 彼等の 誤解の 以 先に 於いては 色々 な ことを 申し 

て來 まじて、 如何にも 慘 酷なる 處 S を 執つ て屛る や 

うに 申しました けれども •多くの 部分は 間違で あり 

ます、 固より 多 數の 下級の 官史の 致した ことが 悉く 

屮钳を 得て 居る とほ 何れの 國 'e も 申され ませぬ、 日 

本 m り此邊 に 間違ない とは 保證 しませぬ けれども、 

大 髂 多く ii Rf! 違 ありませ ぬ、 喉 其 中 水 原の 事件に 於 

ては 如何にも 容沿な らぬ ことであります、 故に琪 事 

常 局 者に 於て 一腮 篇戒處 分に 附し ました けれども- 

尙 ほ ； E 法 l?r 遂に 附した のであります， 此事は 當時に 

公表いた して E- いたやうな 次第、 即ち 公明正大の 處 

分を 致したい と 云 ふこと {£ 中外の 認める 所で ありま 

す、 又 朝鮮 〇 笞刑路 止 云々、 是は早 速 腔す る a りで 

あります が， 併し 大變 に ? 5 用を 嬰す る、 大正 九 年度 

に 於て 廢 します、 其 Bif 忘れました が 四月 一日から 

瞪 します か、 もう 少し 後で ありました か* 其 日は 茲 

にちょっと記谠ぃたしませぬが1務 3?: に提3ぃたし 

ました、 笞刑 する に 付て は ® 用を 嬰す るので あ 〇 ま 
施政方針に 關す る. !, |'| 木 千 之， 山 脇 玄の質 間 


すから、 其 费用を 朝鮮 特別 會計に 計上いた して 居り 
ます、 今玆 に f*f if を 有ち ませぬ から、 はつき りした 
日は 申 上げ 兼ねます が" 何れ 九 平 度の 初めと 記 m い 
たします が、 之に 要する 烈 用を 請求いた して ありま 
すから、 それを ちよつ と御跑 を 願 ひたい、 其笞刑 を 
廢す ると 云 ふこと で、 之を Is する 期限は ®: ちに 御 了 
解を 得 やうと 考 へます、 大體是 で 御 答 辯いた した 積 
りであります、 尙ほ逍 漏が ありま すれば 重ねて 申 上 
げ ます。 

〇畀財 阪谷芳 郎君 本員は 物價 問題 又 謀 管 居留地の 
問題に 付きまして 尙ほ 十分に 御 辯 明を 受けたい と考 
へます けれども、 今日は まだ 多數の 質問が ある やう 
であります から， もう 是で 止めまして 尙ほ 他の 擷會 
に 於て 質 間を 致します。 

〔江 木 千 之君發 言の 許可を 求む〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 江 木 千 之 君は 何です か。 
0 江 木 千 之 封 私 ほ 喵今總 理 大臣の 御 答 辯に 私を 引 
合に W された ことに 間 ；? が あると 思 ひます から 簡 -¥. 
に 一言 辯 じて S きたいと M ひます、 御 許を 願 ひます 
〇 議長 (公 辟 徳川家 達 君〕 總理 大臣の 喵今 述べられ 
ました ことに 付て 誤が あるから 辯 解いた して 置きた 
いと 云 ふ …… 

0 江 木 千 之 君 左様で ございます。 

0 謎 長 (公 li'f 德川家 達 君〕 單 に 御 辯 解に 御 止めを 願 
ひたいと 思 ひます。 

0 江 木 千 之 君は い •承知いた しました、 唯今 總理 
大臣の、 阪谷男 爵の 質問に 對す る攻睬 的 御 答 辯の 中 
に 私 も 引合に 出されて、 生絲が 四千 圓も する、 之を 
輸出制限して ほなら ぬと 云 ふのは 江 木の i にあつ 
たから 其 答を 致した と 云 ふ 事であります が、 私は 決 

して 斯様な 點に 付て 0 いたした のでは ない ので あ 

りまして、 外國 K 县に關 係す ると 云 はれる から、 物. 

偾 の 調節を して 外國贸 品に 關係 するならば 其 影 響を 

受けない やうな 制度を 立てる こと も出來 る、 例へ ば 

亞米 利 yjl の 「ウヱ ッヴ 、ア クト」 の ^ きもので & る 

と 云 ふこと を 申した のであります、 「ウェッグ、 ア 

クト」 と 裸ら 輸出を： 12的とする物に讨てほ兆物|3調 

節 の 法律は 適用せ ぬと 云 ふこと に 規定して あるので 

あります、 さう 云 ふやうな もの も參考 して 制度は 立 

てられ さうな ものであると； K ふこと を 申した ので あ 

る、 それに 對 して 私が 思 ひも 染めぬ 四千 闾も する 生 

銶の 輸出を 制限して はならぬ， ならぬ と 云 ふのは 常 


に 總理大 S の 答 辯の itt 法で 申されます が、 全く 人の 
問は yj 所の® 'J' の 方に 持つて行つて 答 へられた ので 
ある、 さ r)' して 總理 大臣は 外 國の法 律は 書いた もの 
で Is ちょつ と 分らぬ と 云 はれた、 私は 飛脚の やうに 
外 ® を 廻つ て來た 者の おべつか 半分に 一 ：ム ふやうな こ 
とは 成るべく 信 MJ しまいと 常に 心 懸けて 居ります、 
H. つ 外國の 制度 等 ほ 丸 呑には 行かぬ ので ある •故に 
注® して 之を® み 研究して 我 か 立法の 參考 にしな け 
れぱな らぬ と考 へる、 昨日 も 申した 如く 眼光 紙背に 
徹する 考を 以て 外 國の制 度 等は 研究し なくて はなら 
ぬ、 之を しないと 外交で も內 政で もしく ぢ りの 元は 
そこから 來るの である、 常に 物價間 題に 付て 云は れ 
るが 仙 * の 相場が 違 ふと か 何 所の 相場が 違 ふから • 
公定相場 も 無唁に 立てられ ぬと 云 ふこと を >  昨日 申 
した 通り 外 國の丸 呑では ならぬ •又英 國の 如きは 地 
方 地方に やらす ことにな つて 居る、 地方 地方の 公定 
惯格が 定まれ ぱ必 しも 仙 臺靑 森鹿兒 島の 相場が 違つ 
たからと 云つ て 公定相場が 違 ふと 云 ふことは ない と 
私の 質問した のに 對 して 答 辯して® いて、 攻擊 的の 
答 辯を なさる ことの 材料に 御 使 ひ 下さる ことは 御免 
を 蒙りたい と 云 ふこと を 一言 申 上げて 置きます。 

〔山 脇玄君 演壇に 登る】 

0 山 脇 玄君私 のは 四 箇條程 內閣諸 公に 伺 ひたいの 
であります、 付きまして は 聊か 質問を 致します 趣意 
を 述べたい のであります" 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 il 長 席に 著く〕 

K 趣意は 四® 條の 質問に 通じて、 成るべく 簡單に 申 
し 述べたい のであります、 どうか 諸君に 於 かせられ 
ましても f/ く 時間を 御與へ 下さる やうに、 我國 には 
明治の 初めに -lit 界無 類の 英斷を 以て 社 會の大 改造を 
致されました、 前途の 成 行は 如何になる かも 考へず 
に、 一意 ¥ 心® 來の 制度 陋習を 打破り 天地の 公道に 
基いて、 新たなる 組織を 創 定し駸 々と 進步發 達いた 
しました れぱ こそ、 此度の 講和 會識 にも 五大 强國の 
一として 列す る ことが 出 來た ので あらう と 思 ひます 
今や 世界 改造の 呼聲 が喧 々餞々 として 世界を 風靡し 
て 居ります る、 我_ も建國 の 由 來が與 つて 居る と 申 
して、 此 思潮に 逆行す る譯 には 行かないで ありませ 
う、 そこで 大正 維新、 思想 革新と も 云 ふべき 自覺を 
以ち まして 維新の 大業に 做つ て 我々 ほ 猛然 立つ て 改 
造の 途に 進まな けれ ぱな るまい と 思 ふので あります 
其方 策に 至りまして、 


〔_ 長 公昭 德川家 達 封 謅長 席に 復 す〕 

多 補 多樣千 差 萬 別！ E ■重 本末 も ありませ うけれ ども* 
先づ第 一に ® 現せなくて はならない ものが 四箇條 あ 
ると 私は 考へ るので あります、 それは 民衆に 普通 敎 
育を 普遍 徹底せ しむる こと-普通 選 擧を 速に 實 行す 
る こと •勞® 保險 を創定 する こと， 職 丁： 組合を 公認 
する こと、 此四 箇條が 最も 急を 要する 事柄で あらう 
と 思 ふので あります、 で大戰 の 結果 勞働 者は 自己の 
力を 自覺 しまして* 戰爭は 一般 民衆の 力に 依つて 行 
はれました、 戰爭 の爲に 最大の 犧牲 を拂ひ 、最大の 
貢獻 を爲 したる ものは 一般 民衆であります、 一般 民 
衆の 力を 藉らず しては 政府と 雖も 何事を も爲し 得ぬ 
と 云 ふ 事は 交戰國 の勞卿 者が 實驗 ょり 得ました 知識 
であります >  勞 働 者が 自己の 力を 知る と 同時に 政府 
に 向つ て®々 の 要求を 持 出しました •政府 も 出来 得 
る 限り 其 要求を： 谷れ むとして 居ります、 勞 _ 者 CO- 要 
求は 世界 到る 所 殆ど 同じであります、 露 西 亞の勞 働 
者の 要求 も獨攰 の勞慟 者の 要求 も英國 の勞働 者の 要 
求 も， 其 內容に 於て 其實 質に 於て 大差は ありませ ぬ 
心理 狀 態に 於き ましても 大差は ありませ ぬ、 皆 同じ 
く 其 製 求が 容れ られな ければ 力を 以て 取る と 云 ふ 事 
であります， 唯 異る 所は 之に 對 する 政府の 態度で あ 
ります、 露國の 如き 貴族と 官僚が 政治を 主宰して 居 
る 政治の 目的 ほ 一般 民衆を P 迫して 特權 階級の 利益 
を！ 一る 國で ありましたなら ば、 勞働 者が 過激に なつ 
て國 家を 破壊す る 事になる のであります、 英國で は 
政府と 勞働 者と 資本家と が 會議を 起しまして、 平和 
的 解決の 方法を 講じました、 是が 英國に 於き まして 
勞鋤 者が 國 家の !? ii 壊を 八 止て ない 所以であります る、 
で此 民衆的 運動 (X 世界の 大勢であります、 al 列 國の政 
治 家 {3; 民衆的 運動を 以て 避ける ことの 出來る ものと 
して 居ります、 彼等の 苦心す る 所は 之を 善導し 之れ 
を 緩和 すれば 民衆が 過激派と なること を 防ぐ にある 
のでありまして、 是か 即ち 世界 改造の 精神で ありま 
す、 此 度總理 大臣の 川され ました 訓諭に も 海外の 危 
險 思想に 感染せ ぬ やう 最も 戒めなければ ならぬ と あ 
ります、 至極 御尤 の御喾 吿 であります、 併ながら 問 
題は 其豫防 政策 如何に 在る と 思 ふので あります 、斯 
g に大 §5 の 場合に 與へ られ ました 敎訓の 重大なる も 
のが、 果して 何事に も 民衆の 力を 藉ら ねば 出来る も 
のでない と 云 ふこと にある と 致しましたならば •一 
面に 於き ましては 此 民衆に 普通 敎 育を 普 iM 徹底せ し 
一四 二 七  ， 


院族 财茫珥 帝 问二 十!" ウ 


施政方針に 關する 山 S 玄の K 間 
めて* 建國の '& 来と 常 ^ と經濟 心と を 孩成 いたし ま 
す、 t? 通潠 ^ を ® 行して 民衆に 政治 思想と K 任® 念 
とを 玥薄丁 る ことが 最も 急務で あらう と 思 ふので あ 
ります で、 現今の 不就 舉兒 at の 数 ほ 數十 as を 以て ^ 
j する ! 5 ど あ 〇 ます、 殊に 下 ® 細民の 爲に 設けられて 
ある 特殊 學 校まで も 不足して 居ります. 現今の 右 樑 
で ほ 其 志願を 滿す こと さへ 资柬な いのであります， 
現に 芝戚の 特殊 摩 校の 如き {X 數年 來其敎 室が 不足を 
感じまして 市の 當 局に 其咐 築を 請求して 來た ので あ 
ります、 然るに 未だ 某 運びに 到り ませぬ 折角の 入學 
志 願 者を 拒絕 して 居ります、 如何にも さう 云 ふ 所が 
あるに 相違ない と 思 ひます、 民衆に 普通 敎育を 徹底 
せし むるべき 國家 緊要 ほ 此 度の 露 國的獨 逸の 革命 狀 
態に 見ましても 明白であります、 露國の 革命は 過激 

思想の 傳播 と共に 次第に 兇暴の 度を 加へ、 遂に 其 國 

家を 崩壊せ しむる に 至りました のは •全く 其 民衆の 

敎育が 普遍的 徹底で なく、 無敎育 者が 多數 あつた こ 

とに 基因す るので あらう と 思は れま す* 之に 反し ま 

して 獨逸が 均しく 革命の 巷に 投じながら 穏健 社會主 

遜の 喧嘩で 治つ て 居ります のは、 民衆の 敎 育が 普遍 

徹底いた しまして、 津 々浦々 まで 行渡つ て 無 敎育者 

が 絕無で あると 云 ふこと に 基因す るので あらう と 思 

ふので あります、 今日 我國に 於き まする 勞® 者の 中 

には 全體 とは 申され ませぬ が、 無敎 育の 者が 多い 結 

果 、大腿 後の 好影潠 で、 此の 折角 得ました 金銀を 空 

しく砍 食 •或は 劣等なる 娛 樂の爲 めに 浪費す ると 云 

ふの が 常であります、 彼等の 常識の 低級なる と經濟 

心の 貧弱なる ことか、 自業自得とは 申します もの、 

實 に社會 組織の 然ら しむる 所で あると 思 ひます •若 

し 彼等が 何等かの 励 機に 依りまして、 一大事が 起る 

に 至りましたなら ば、 彼等は 無意識に 附和雷同 する 

嫌 ひがあります、 して 見ます れは 、.今日の 場合 片時 

も 期る 無敎育 者の 存在を 許す 謅に は參り ませぬ、 民 

衆の 子女を 敎養 すべき 學校 、殊に 特殊 學校 の佾 設擴 

大 にして ほ、 十二分の 注意を 柳は ねばな ちぬ 時で あ 

らうと 思 ふので あります •然るに 政府 當局が 高等 敎 

育に 浴すべき 少 數有產 者の 爲め に、 所謂 高等 敎育機 

關の 增設掖 犬に 意を® にして、 多 數無產 者の 爲 めに 

普通 敎 育の 徹底を 輕視 しな さる 傾きが あるのは、 誠 

に 遺憾 千 萬であります、 是れ は國家 社會の 制度 萬般 

の根抵 を阈民 の全體 の 普遍的 基礎の 上に 置くべき 現 

下の 大勢に 見まして 矛盾 撻著 も亦甚 しきものと 言は 


ねばな り ませぬ， 申 上げる 迄 も ありませ ぬ 明治 先帝 
の詰に「廣ク會费ヲ興シ、萬捜公論=決スへシ」と 
あります やうに、 庶民に 至る まで、 國民 全 gs ょ〇讅 
會に其 代表者を 出して、 國 政に 參與せ しめなければ 
いつまで 經ち ましても 民衆の 政治 思想を 泰成訓 練せ 
しむる ことほ 出來ぬ のであります、 然るに 政府 當局 
は 民衆の 政治 思想 まだ 成熟せ ざる 中に 選擧 t?fi を與ふ 
ると せ ば •却つ て危險 思想に 同され 易い との 意見を 
抱いて 居られる やうであります、 果して さう である 
と 致しましたならば、 此度の 選擧 法改正に 當り まし 
て、 納税 資格を 一一 一圓に 低下した のは、 其 間の 二百 萬 
餘の 有 ¢1 者は 旣に 政治 思想が 成熟せられ たと 認めら 
れた ので あらう かと 思 ! 3; れま す、 然るに 實 際を 顧み 
ますと 決して まだ 政治 思想が 成熟した とは 認 むる _ 
には 參ら ぬのであります、 況や 世界 百般の 任務と 申 
します る もの ほ-之を 其 人の 雙 肩に 荷は せて 初めて 
修得 訓練せ しめ 得る のであります •然るに W り 政治 
思想に 限つ て さう 云ふ譯 に 行く もので ない とほ 言 ひ 
得まいと思ふのであります、.丁度好んで水中に投ず 
る 勇氣の 無い 者 社 終生 水泳に 熟達せ ない と 同じ やう 
に、 民衆を して 國 政に 參與せ しめなければ 終生 政治 
思想の 修得 訓練は 出来る ものでは ない のであります 
或は 又 政府 當 局は 選擧 法を まだ 一度 も實施 せない 中 
に 更に 改正す ると したなら ば 朝令暮改の 嫌 ひが ある 
と 言 はれる かも 知れ ませぬ、 現 內閣も 神で ない 以上 
今日の 如く 時勢が 急轉 直下す るの ほ 一年 前に 察し 得 
なかつ たと すれば 誰し も 其 不明を 賢め る 者は ありま 
せぬ、 凡そ 法律は 其 時の 實 生活に 適應せ ない もので 
ありましたならば 何時 改正いた しましても 差茭な い 
のであります るから、 其樣な 御 心配は 無用で あると 

思 ふので あります， 尙ほ 論者の 中には 男子で あれば 

兎も角、 女子にまで 選擧權 を 及ぼす と 云 ふのは 以て 

の 外で あると 力說 される 人が あります， 是亦國 民の 

一半を 無視せ むと する 偏見と 言は ねばな り ませぬ 今 

や 女子 も 男子 同樣國 民た る 義務を 果し 、文化の 上に 

も 犬に 貢 ® しつ-' あるので あります、 統計は 古い 外 

國の 例では あります るが、 千 八 百 十六 年 乃至 千 八 百 

七十 六 年に 普 魯西國 では 女子が 產蓐熱 …… 子供を 生 

んで 其爲に 死ぬ、 產蓐熱 で 死亡した 數が 三十 M 萬 千 

七 百 九十 一人で、 毎年 平均 五 千 三百 六十 三人で あづ 

たと 申します、 其 間に 男子が 戰爭に 依って 死んだ 數 

を 超えて 居る こと 莫大で ある、 產蓐 熟で 死んだ 者が 


硪爭で 死んだ 者よ 〇餘程 多い と 云 ふこと であります 
是を以 て 見ましても 男子が 兵役 義務を 果 すと 等しく 
女子が 國 家に 對 して 人口 咐殖の 遇 務を果 す 一而を 知 
るに 足る であらう. と 思 ふので あります、 然るを te 然 
陋習に 固 著して 女子を® 政に 參與せ しめぬ とは 如何 
なる 理由に 依る ので ありませ うか、 母親の 敎茭宜 し 
きを 得まして 立派な 紳士と なつた 男子に 選舉嵇 を 與 
へて® きながら、 其 本元で ある 3 親に 之を 與へな い 
で 除外せ むと する 如き ほどう 云ふ譯 であり ませう か 
恐らく 唯 女性で あると 云 ふ 一點で 他に 何等の 理由 も 
無い ので あらう と 思 はれます、 天下 斯の 如き 不合理 
ほ 外に 又ないと 思 ふので あります る、 我國 に立邀 政 
治を 布き ましたのは 申す 迄 も ありませ ぬ、 有史以来 
我が 皇室の 大御心 を 成文に して Itt 民衆の 自由を 認め 
民衆の 意思を 尊重す る 政治で ある ことを 益々 明白に 
したので あります る …… したに 過ぎ ませぬ、 旣に民 
衆を 本と する 政治を 行 ふ 以上は、 無® 者 や 女子を 除 
外す る譯に 行かぬ 箸であります る、 然るに 國 民の 大 
多數を 除外せ むと する が 如き 政治を 行 ひましたなら 
ぱ •それ こそ、 社會の 中に 不平 分子を 作 〇、 動 もす 
れば 危險思 .想を 懷か しむる ことになるので あります 
る、 諸 外國の 革命 史を 見て 視 まする と •爲政 者の 壓 
迫に 對 して 公然 論爭 する 機 ir を與へ なかつ たこと が 
其 原因と なつて 居ります る、 言論の 自由は 立箭 政治 
に 伴 ふ 言論の B 迫は 專政 政治の 產物で ある、 凡そ 人 
間 ほ 偉大なる 力を 持つ 者より 壓迫 を受 くる ほど 悲慘 
な ことほ ありませ ぬ， 文化の 進む に 連れまして 民衆 
が 道理を 了解す る やうに なり、 其 K 迫より 除かれむ 
とすると 云 ふ 事は、 是は 當然の 措置で あると 言は ね 
ばなります まい、 露西亞 が 帝政 滅亡の 時、 最後の K 
迫を 言論 機關に 加へ ました けれども、 到底 其 目的を 
達する 歸には 行かな かつた では ありませ ぬか、 故 「ビ 
スマ ルク」 公が 十 年間 社 會黨に 加へ た 壓迫は 最も 酷 
烈 でありました に拘 . 1) ず、 全然 失敗に 歸し まして 彼 
の 退 隱の後 社 會黨は 雨後の 筍の 如く 森々 と 成長し、 
獨逸は 今や 社 會黨の 天下と なつた では ありませ ぬか 
選擧權 を 無産者に 普及せ しめ、 廣く國 民全體 をして 
其 代表者を 出す ことを 得せし むる は、 明治 先帝の 詔 
に 適 ひ 公然 論爭す るの 機會 を與 ふるのであります、 
普通 選擧が 革命に 對 する 安 金 瓣であ ると 唱 へます る 
のは 全く 此理 由に 依る のであります、 我國に 於き ま 
-L て も社會 改造の 呼聲 盛んで ある 今日、 斷然 普通 選 
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會に 於いて 公然 ai 爭す るの 途を開 きませ ぬと フ今や 
物 (〇 狂捶して日常生活を脅かし、無疣 ¥? 0»境琀ど 
絕頂に 達しました 此場合 •如何なる 不辟 事が 起らぬ 
とも 限らぬ のであります、 斯樣に 一面に 於き まして 
は 民衆に 普通教育を 撤底せ しめ、 普通 選 舉を 決行し 
て 趄 til の 由 來と政 治 思想と？ w 住 职念と を 益 成す 〇 と 
同時に 他面に 於き ましては、 無產 者の 生活を® 苗に 
し勞働 運 励を して 秩序 節制 あらしむ る ことが， 亦 極 
めて 必要で あらう と 思 ふので あります •寺內 内 ! SJ は 
物 ffi 調節で 外米 管理 令を 出されました、 現 内 [H] は 外 
米瞄入 穀類 轍入阅 税減 免米毁 無货運 送 等を 企てて 居 
ら れま す、 然るに 其 効果が まだ 驻だ S 弱、 一向 生活 
の 窮境の 緩和す るに 至り ませぬ、 人爲 的に 食 糊 似 額 
を 低下せ しめ やうと 思 ひま すれば， ffi 格 公定な 〇宮 
營な〇 何れに 致しましても 、，籾 fs 的 英斷處 £2 に tts で 
なければ 奏効既 茁な いのであります、 それと 同時に 
酒精 中毒 液の 原料を 外米に 代へ ると S ふこと も 一策 
であらう と 思 ふので あります、 旣に 外米を 原料と す 
る釀 造が 成功いた しました 今日、 外米を 原料と 致し 
まするならば I 石に 付きまして 二 十圓餘 も 節約し W) 
るの みか、 之に 禁止税 的の 重税を 課する と i;- ふこと 
も、 亦 好 財源で あらう と 思 ふので あります， 詰^' そ 
れ まで 行き ませぬ と 云 ふと， 此 生活難 緩和 政策は 徹 
底せ ぬで あらう と 思 ふので あります、 けれども 斯か 
る 政策は 今日の 政府と しては* 其® 行は 最も W 雛と 
さる X であらう と 思 ふので あります、 若し此 政策を 
實行 すると 云 ふこと になれば •又 諸方から 猛然と 反 
對論が 起つ て 來る からで あらう と 思 ふので あります 
さりと て國 家の 伸張 發展に 最も 多く 貢獻 して 居り ま 
する 大多數 を 占めて 居る 無 產 者の 生活 不安を 無視す 
る譯に 行く 箬 の もので ありませ ぬ、 けれど 此 問題に 
付きまして は、 もう 以前 質問 li 答で 十分 政府の 御 趣 
意の ある 所 も 分つ て 居ります るから ノ もうく ど 
しくは 申し ませぬ、 唯 私の 希望と 致しまして、 其釀 
造の 原料を 此 外米に 代へ ると 云 ふこと だけの 政策を 
御斷 行になる ことを 希望して 置きます る、 勞働 運動 
をして 秩序 節制 あらしむ る 必要 條件は 、勞働 者を し 
て 組織 整然たる 團體を 作らし め、 責任 ある 指® 者に 
從は しむる 事であります る、 烏 合の 衆は 無秩序に 流 
れ易い 又 過激に 流れ 易い、 職 H 組合を 組織す るの が 
此 過激 思想に 對 します る豫防 としては、 最も 良策 最 
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も 急務で あらう と 思 ふので あります •然るに 政府 當 
局 It 職 H 組合は 默調す る •默認 する が 獎® はしない 
と 云 ふ 事で、 恰も 之を 無用の長物 視 して K られる や 
うであります る、 それは どう 云 ふ譯 であり ませう か 
或は 職 T. 組合の 本 K を、 典 性質を 徹底的に 御 了解に 
なつて 屛らぬ かも 知れぬ と 思 ふので あります る>  政 
府常 局の 職 H ffl 合に 對すろ •御 見解 (i 要します るに 歐 
米の 資木家 と勞锄 渚と (t 常に 嫉視 反抗す る 本質を 有 
つて 居る けれど、 我阈に 於け る兩者 の關 係は、 全然 
是と趣 を 異にして. 王 從の關 係で ある， 其 間には 溫情 
の 梅め て. 濃厚なる ものが ある それ故に 彼等に 做つて 
即ち 跺米に 做つ て對资 反抗的の 組合を 作る やうな こ 
とが あつて は、 我國 情を 無視す るの S だしい もので 
あると 御考 になつ て 居る やうであります る* 你ほ本 

蕺铃に 職 H 組合 法が ffi /ii さる、 や 否やは まだ 判然 ほ 

致し ませぬ、 假令视 出 される に 致しましても 單 に 個 

別 組合の みを 公認して 組合 組合を 公認され ぬと® へ 

冏て居 〇 まする •そ It どう 云 ふ 理由に te るので あ 〇 

ませう か 政 友 ^ 本部に 於き まして 內相 の睬明 さる、 

所に 依ります ると 符丁： 場に 勞資協 調 委員と 云 ふ もの 

を 設けて、 勞資間 に 起こる 諸® の 問 ® i を 解決せ しむ 

べしとの ことであります る、 斯の如 き 委 M を 設けら 

る、 趣意 ほ、 尚に 政府の 援助に 法つ て 成立 完成し つ 

、あります る 彼の 勞資協 調會を 以て また 不十分で あ 

ると 御 認めになる 爲めで ありませ うか、 或 ほ 又斯か 

る K 本家 側に 偏す る 榑關 であつ ては、 到底 勞砌 者を 

滿足せ しめ 能は ぬと 御 認めになる 爲であ り ませう か 

其 趣® 甚だ ® 味でありまして •我々 共の 了解に 苦し 

む 所で あ 〇 まする、 元來職 1 組合と 申します る もの 

は 今更 申す 迄 も ありませ ぬ •勞® 階級が 法律上 經濟 

上 社 ^ 上、 有 節 者と间 答の 地位 境遇に 進まん とする 

に ^- つて 單 og 家 社 ^ の极肋 に賴 らんと せる のは 頗 

る：' f 安で あるで あるから 彼等 .H ら獨 立、 自力に te り 

まして _ 結し、 啜 Ilf なる 自主 自立の 途を 立てん とす 

るに 外ならぬので あります、 是一而 に 於き ましては 

彼等の 生活を 安 罔に して 幸福なる 生活を 營 まんと す 

るにあるのであります、他而に於きましてほ、資本 

家 側の 黄金と： K ふ 武器に 對 しまして 阐 踏と 云 ふ 武器 

を 作って、 之 U を以 つて 資本家の 提供す る 不公平な 

ろ li.ft 件に對 抗せん とする にある のであります* して 

見ます れぱ 、何れの 點 より 致しましても 至極 當然の 

措 茂と 云 li ねばな り ませぬ、 旣に職 Hm 合の 本質を 


可と 致し ま L て 之れ を 公！！ すべき ものと しました な 
らぱ 、彼等の 生活を 一® 紫 固なら しめ •彼等の 幽體 
を 一層 强大な らしむ る S めに、 同種で あると 異種で 
あるを 間は ず 互に 相 聯合いた しまして、 毫も 之れ を 
不可と すべき 替はな いで {i ありますまい か、 丁度 政 
治界に 於き まして 立璁 政治の 必要を 認めて [K きなが 
ら 、政黨 政 派を 排斥して 其の 成長を 防止せ ん とする 
に 等しい ので あ 〇 ます、 立憲政治と 政 黨政 派とは 分 
かるべからざる 關係を 有つ て 居ります、 立憲政治の 
發展す るに 從 つて 政 載 政 派 も 亦 發展す るに 至る のは 
是は 明白なる 事 H であります •然るに 政府 當局 が尙 
n. つ粽 合を 不可な りと爲 されるな らば、 文明 諸國に 
現存す る 組合の 性質， 木資を 徹底的に 了解せられ ぬ 
ので あらぅ か、 然ら ざれば 何時もながら の 因襲 的 偏 
見を 固 .^ される ので あると 斷ぜ ざるを 得 ませぬ、 固 
ょ〇跺 米說國 に 於き ましても、 勞資關 係の 由來は 反 
抗 的であります、 けれど 世の 進步に 伴つ て 組合 も發 
展 し、 其 本質 も一變 いたしまして 今や 協調 的 平和的 
となつ たのは 勘 著なる 事 ® であります、 丁度 政治 界 
に 於け る 政府と ® 會 との 關 係に 能く 似て 居る ので あ 
ります、 政府と 議會 とは 常に 和衷 協同して 國 政に 腾 
るべき ほ 其 本質であります けれど 往々 其 意見を 異に 
して 互に 相抗爭 する 場合を 生ずる で ほ ありませ ぬか 
勞資 の關係 も是と 趣を 一にして、 其 本質は 協同して 
生 產業 に從 ふに あるのは 論を 侠ち ませぬ、 けれど 自 
由 契約の 解 釋 、賃銀の 增給 、時間の 短縮， 或は 事業 
經營上 の 意見が 疏 通せぬ 場合に 於き まして、 嫉視 E 
目す る こと ある ほ 政界に 於け ると 毫も 異なる 所は な 
いのであります、 今次の _ 和 會議の 一條 件で ありま 
す國 際勞蚴 間 題に 付きまして 華 盛頓に 開かれた 國際 

勞磡 會 調に、 我 國も勞 働® 員を 派 it する に 至り まし 

たの ほ、 洵に 慶賀の 至りに 堪 へませ ぬ、 愍 々代表 委 

fi を 51 出す るに 當 りまして、 如何なる 方法に 依る ベ 

きか 其據 るべき ものがない ので 大に闲 雛を 感ぜられ 

たやぅ であります、 是は 時代思潮を 輕視 して 職工 組 

合を 助長 發展 せしめな かつた 結果、 自から 求めて 斯 

かる 不自由 不促を 感ずる に 至つ たので あると 言 ほざ 

るを 得 ませぬ、 政府 當局は 宜しく 今回の 不便に 顧み 

て 谷 稲の 組合を 公認し、 之を 愛護す ると 同時に、 彼 

の 最も 照 J し 易い 治安 膂 察 法を 改正して、 組合の 自 

由なる伸張發展を遂げしむるのほ、最も賢明なる仕 

方で ある、 最も 急 施を 耍 する 責務で あると 言つ て も 


宜いと 思 ひます、 然るに 若しも 依然 _躇 して 組合を 
公認す るを . R: りましたなら ば， 或は 今後 歐米 諸國と 
の 貿易 上に 重大なる 惡影 響を 及ぼして、 不慮の 損害 
を 蒙らぬ とも 限らぬ と 思 ひます、 今や 國際 聯盟は 成 
立いた しました、 併し 是は 超國家 的では ありませ ぬ 
谷 國の 聯合 會謅 にあります、 故に 其會議 に 於き まし 
て も 大小 國 家の 別が あります、 强國の 主張は 重んぜ 
られ 、弱 國の 主張は 顧みられ ませぬ、 1!]; 界の戢 位は 
矢張り 國家で あります、 我々 (3: 國 家の 力 …… 國力を 
充實 して 益々 世界に 發展 の途を 開かね ぱな〇 ませぬ 
同じく 總理 大臣の 訓諭に も 外に 向つ ては 力めて 協調 
方針を 執る と 同時に 内に あつて ほ 益々 國力の 充實を 
企 IW する を 以て 今日の 急務と なすと あります それは 
其 通りで， 今日の 場合 國 境が 撤廢さ れな いで、 世界 
の m 位が 國 家であります る 以上は、 どうして もさう 
なくて ほな り ませぬ、 我々 國民 は擧つ て國 力の 充® 
に 努力せ ねばなら ぬと 思 ふので あります る* それで 
勞卿の力’上は學者や知識階級ほ撾神的勞蚴ょり下 
は勞砌 階級の 四肢 的 勞卿の 力 ■殊に 我國の 如き 繊維 
工業が 生 塵界の 重要 部分を 占めて 居ります る 國に於 
ては、 女工の 力が 國力 充實の 上に 殆ど 無限で ありま 
す、 彼等は 國民 生活に 必要なる 仕事を して 居ります 
彼等が 全部 同盟罷業を 致しましたなら ぱ國 家は 潰れ 
て 仕舞 ひます、 それで あれば こそ 講和 會議の 中に、 多 
數 民衆の 貧 闲 窮乏を 餘《な くす るが 如き 產業狀 態を 
改良す る爲 に、 勞働 問題を 加へ たので ありませ う、 此 
問題の 解決が 又 世界平和の 一條 件で あ 〇 と 認めた の 
であらう と 思 はれます* 果して さう であります るな 
らば、 爲政 者た る ものは 此際 何を 措きましても. •民 
衆の 安固 民衆の 心身の 向上 發展 を增 進す る 政策を 實 
現せねば なり ませぬ、 之れ が 方策 固ょり 多種 多樣， 
殆と 際限の ない ことで ありませ う、 けれども 政府 當 
局の 責務と 致しまして ほ、 工場 法の 完成、 勞 働 法規 
の 制定 ■組織的 職業 紹介 •衛生的 住宅 供給、 必需 食 
糧の安 扪 供給で あると 言つ て も 不當で なから うと 思 
ひます、 食糧の 安價 供給に 付きまして ほ 當局の 督勵 
宜しき を 得まして、 今や 谷地に 公設市場が 設けら る 
る ことにな りました、 東京府 市に 於き ましては 谷 所 
に 設けられて， 我々 府民 市民 ほ 大に 便宜を 得て 居り 
まする、 けれども 3¢ 數の不 足で あるのと、 其 管理 宜 
しきを 得 ませぬ 爲に 十分の 効果を 馏ら す_ に (3- 行つ 
ては 居ない のであります る 1 常 局 ほ 今一 層玆に 意を 


注がれまして、 成るべく 生產界 と 消費者との 間を 接 
近せ しめて、 次第に 其 設備を も 完成す る ことに 努め 
られた いものであります •實に 恐るべきは 「パン」 

の 間 題であります， 彼の 遠くは 佛國の 革命、 近くは 
露國 革命の 近因は、 何れも 食糧 問題で ありました、 
民衆の 生活 不安に あつたと 云つ て宜 いのであります 
之に 對す る爲政 者の 畫策 適切なら ずして 生活 上の 11 
: iu 極度に 達しましたなら ぱ 、何時 如何なる 不祥事が 
勃 發せ ぬと も 限り ませぬ •一旦 民衆の 勘忍 袋の 緒が 
切れた となります ると. どれ 程嚴 酷の 高 B 手段を 加 
へました とて 到底 III 靜する ことの 不可能で あると 云 
ふことは， 世界の 歷史の 明かに 示す 所であります、 
以上は 簡 ift に 四 箇條の 質 間の 說明を 述べた 積り であ 
ります、 之より 具體 的に 質 間を 申したい ので ありま 
すが、 第一に 總理 大臣に 伺 ひたいのは， 勞働保 險と 
普通 選 擧に付 てであります、 總理 大臣が 彼の 訓諭に 
於て 危險 思想と 云は れ ましたのは •獨逸 流の 軍國專 
制 主義と か- 「レ ー -I ン」 の共產 主義 「クロ ボトキ 
ン J の 無政府主義で あると か •織て 其 時の 社 會狀態 
に 適應せ ぬ ものを 指された のであります か、 それと 
も 唯 だ 「レ—- 1 ン」 の 生產主 義のみ を 指された ので 
あります やら、 判明 ほ 致し ませぬ けれども、 何れに 
致しましても、 無 產 者の 生活を 安固に すると 同時に 
健全なる 政治 思想と •責任 觀念 とを 養成す るの が、 
危險 思想を 防す るに 屈强な る 政策で あらう と 思 ひ 
ます、 總理 大臣は 前 諺會に 於き まして、 勞働 保險は 
_ 和 會議の 成 行に 見て 解決す る ことにする 積り であ 
ると 中され ました、 今や 時は 來 ました 講和 會議の 結 
果 派遣 委員の 報 街に 鑑みられて、 此二 問題を どう 解 
決する 御 決心で ある や、 之を！： ひたいので あります 
總理 大臣に 對 しまして は， 普通 選擧と 勞 ® 保險 、第 
二 ほ 內務大 F;-l に 伺 ひたいので ある、 臌 H 組合に 付き 
ましてで あります， 前 議會に 於き まして 總理 大臣は 
危險 思想に 侵 かされない 限り 組合の 成長は 妨げない 
と 言 はれました、 內務 大臣は 社# 改造の 必要が 急轉 
直下して 来た 今日、 組合の 性質 組合の 本質を. どう 
御考 になつて 居ります るか、 II に是が 成長を 妨げな 
いのみ か  >  速に 是が發 M を 遂げし むる 方針を 採られ 
る御考 である や 否や、 若し 其 本質を 可とする 御考で 
ありましたなら ば、 其 成長を 妨げる 治安警察 法 第 十 
七條 に付きまして の 御考は どうであります るか、 此 
の 事に 付いて は 總理 大臣より 昨日 大河 內子 S の 御 質 
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問に 封して 御 答に なりました ので 私 ほ 其の 中の 51 動 
誘 :* ,: と 云 ふ、 it の 刑法 上 罪と ならぬ ものが 此の 治安 
供： 拐 iii にある のが、 大に 職工 組合の 成强を 妨げる も 
のと 認める のであります が， e 理大 1:( は 喵だ叕 行 竹 
5Q と 云 ふ 一般の 刑法の 勁の 御 答 辯が ありました が， 
私 (3-. 其の 组 を 伺 ふので ない、 誘惑！； I 励と 云 ふ 刑法 上 
罪と ならない ものが 此治安 is 察 法に 在る、 是れが 職 
Hrn 合の 成長を 妨げる—- ;:/: 大 K( 因で あると 認める もの 
であります から、 其 點 を 御 改めになる 御考が あるか 
どうか •それは 勿論 職 H 組合の 成長を !'/ とすると 云 
ふ 御考で あれば， 31-. 問題が 出て 來 るので あります が 
若し 是が： 小 可とする と 云 ふこと であるなら ば、 もう 
治安 婆 察 決の 間 題は 耍らぬ のであります、 第三 ほ 文 

部大 &: 14對して三简條何ひたいのであります、第一 

の 問題 ほ、 此民衆 の 普通 敎 育の 普遍 徹底に 付て  >  あ 

ります、 高等 樓府 の％ 設擴大 の 御 計 1 :|..|. ほ 略々 完成し 

ました 今日， 普通 敎育 殊に 特殊 舉 校の 普及 計 戴に <-1 

て 何等か 御 計 迸が あります る や 否や， 若し ILt 計 蔑が 

あると 致しましたならば， 政府 直 隷とな さる 御考で 

ある や 否や、 或は 又 自治 踏に 向つ て 其計进 を 御帮助 

なさる 御考で ある や 否や、 是が第 一の 問題で ありま 

す、 第二は 女子の 髙等敎 育 即ち 高等 學 校、 大學を 首 

め 萵等萬 門 學府の 門戸を •女子に も 開放す る 御 趣旨 

であると 云 ふことは、 前議會 に 於き まして 略々 御說 

明が ありました •其 際 私の 希 ii として、 どれ 0 の 

學府は 志願者 さへ あれば 之を 許可す ると 云 ふこと を 

豫め 公布 公表して 戳きた いと 述べて S きました •大 

戰敎育 上に も 改造の 必要 切迫す る 今日 •大臣は 此事 

に 付て どうな さる 御考 であります る や 伺 ひたい、 是 

が 第二 …… 女子の 高等 學府 人學に 付て ') ." あります、 

銘 三は 私立 學 校に 付て であります、 聞く 所に 依り ま 

すると 云 ふと ■蹉應 大學早 稻田大 學の各 科 共 男女 共 

® 制に 改める に 決し‘ 其 改 JH 規則 2 認可を 昨年 八 九 

月頃 文部省に 申請し ました、 然るに 文部省は 約三箇 

月間 それを 抛つ て 置いて、 十一月に 至つ て そろ < 

調査に 著 手し、 漸く 今年に 這 入つ て、 女子の 入® が 

現行法規の 許さざる 旨を 指令され たさう であります 

其 法規と 申します のは* 現行 高等 學校 令の ことで 1 

同 令は 男子の みの 高等 普通 敎 育を 規定し •全然 女子 

を 除外して 居ります る‘ 其 高等 學校 令に 準摅す べき 

大學豫 科に 女子を 人學せ しめ やうと する 新規 則は 法 

令 ； 1 .反で あると 云 ふので ある さう であります、 果し 


て さう であると 致しましたなら ば、 私 Ij; 甚だ 奇異の 
感じを 致す のであります、 前謅符 に 於け る 文部 大 fa 
の 說 明に 依ります ると、 官立 高等 學府で さへ も 女子 
の 入學を 許可す る 方針で あるとの ことで & りました 
官立 缉府 に對 して さう 云 ふ 方針で あるのに、 何故 私 
立大 吊の 改正 規則を 許可して ほなら ない ので ありま 
せう か、 大 pt> ほ 其 後 御 ig 說にな つたので あるか も 知 
れま せぬ、 我々 は 大臣の 御 變說を 咎める 譯では あり 
ませぬ、 それ ほ 大 KI の 御 勝手で ある、 我々 ほ 社 會改 
造 研究 上、 今日 國 民の 一半で ある 女子 敎育が 、男女 
の 間に 差等 あるべき 箬 がない と 確く 信じて 疑 ほない 
のであります， 此際 大臣の 確答を 得たい ので ありま 
す ，其 確答 次 si に 依りまして は •我々 の 希望を 貫徹 
する 方法を 他に 講ぜねば なり ませぬ から、 どうか 明 
確に 御 答を煜 たいので あります ，どうも 長々 螯 辯を 
费 しました。 

0P 長 (公爵 德川家 達 君〕 # 議 時間の 延長を 宣吿致 
し 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 山 脇 君の 總理 大臣に 
御 質問に なりました 中で、 此勞腳 保. 一の ことで ござ 
いまする が、 是ほ 私ょり 御 答を しても 宜か らう かと 
思 ふので あります が、' 是は此 度の 豫 3 ； の 中に 農 商務 
の 管轄で 勞働課 を 設ける ことにな つて 居ります、 そ 
れは 專ら勞 働 保險 に付きまして の 調べを 致しまして 
其必嬰 を 感じまして、 それを 設立いた します るに 付 
ては それ 〇 の 用意が あります るから して、 其 調査 
に 取り a ず 掛る ことにして 豫算 を / ii してあります、 
諸君の 是非共 協賛を 得たい と存 ずるので あります、 

それ か ^ • 第二は 內務 大臣に 御 質問に なりました る勞 

働 組合の ことであります， 之に 付きまして の 中に、 

勞資協 調會 及び 警察 令の 十七 條 のこと に 付て であり 

まする が、 是ほ 何れ 內務 大臣ょり 御 答を 申す ことと 

存じます が、 唯勞蚴 組合 法で ございます が、 是は申 

すまで も ありませ ず、 此 度の 國際 聯盟の 中に 於き ま 

しても 最も 重要なる ことに 勞働 會議ほ なつて 居り ま 

して、 旣に華 盛頓の 會議に 於き ましても、 それ 

委員を 出しました る やうな 次第で ございまして* 此 

後に 於て 勞働 者に 對 します る ことは 餘程 重要なる こ 

とか あると 信じて 居ります、 それ 故であります、 又 

それに 付きまして 組合に 付きましても 御 ® 知の 如く 

英吉利、 佛 i« 西， 獨逸或 ほ® 米 利 加の 如き、 それ ぞ 


れそれ に對 する m 合 及び それに 對 します る収 扱は 皆 
違つ て 居ります* どうせ 日 木に 於き ましても， 是は 
非常なる 必要なる ことと， 政府に 於ても 谷 Lq の 例を 
調べ 又 それに 付て 我國に 於て 如何なる 途に 於て此 取 
扱を したら 宜から うかと 云 ふこと ほ、 此後 の產 菜の 
發達に 付て 重大なる 事柄であります •それ f 調べ 
を 致しまして、 どうか 此國に 適すべき 法を 推へ たい 
と 農 商務省に 於き まして ほ 一通りの 案 も 作つ て 居る 
ことで、 併し 今 申す 如き 重大なる 事柄であります る 
故に、 政府に 於き まして ほ 是は 委員を 選びまして， 
十分に 其 案を 調査し 研究を して、 さう して 適當な 案 
を 定めたい と 云 ふ、 何れ 數 日の 中に さう 云 ふやうな 
る ことに 付ての 組嗡 をされ ると 云 ふこと になつ て 居 
ります、 是だ けを 御 答 致します 1' 

【國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君： >  先程の 御 尋ねの 中に 私 
から 御 答へ 申して 宜か らう かと 思 ひます る ことがあ 
ります るが、 普通 選擧 法を 實 施す る考は ないかと 云 
ふ 御 尋ねで ありました •畢竟 普通 選擧と 申しても、 
現行の 制度より 尙ほ 選擧權 を擗 張す る 意は ないかと 
云 ふこと に 伺つ て も 差茭な からう と 思 ひます が、 昨 
議會に 於て 政府は 選擧 法の 改正を 企てて 御 協賛を 得 
た 次第であります、 未だ 一回 も實 施を 致さざる 今日 
でございますから、 此實 施を 致して 其 結果に® つて 
尙ほ 選擧 權の擗 張を 圖る も遲 きに 非ず、 のみならず 
左樣 なる 順序を 以て 進む ことが 穩煺な る 政治 上の發 
展と考 へます るので 今日に 於て ほ 此 上の 改正を 企て 
る考を 持つ て 居り ませぬ、 此こ とほ 旣に 閣識で 決定 
致して 居る ことであります から、 私より 代つ て 御 答 
して 差 支な からう と 思 ひます、 それから 勞 鋤 組合の 
ことに 付きましても， 唯今 農 商務 大臣より 答 へられ 
た 通りの ことであります、 付て 治安 響 察 法 第 十七條 
を Is jh する 考はな いかと 云 ふ御尋 であります が、 是 
ほ旣 に總理 大臣より 御 答へ 致しました と考 へます が 
勞 S に關 する 立法が 追々 制定せられ まして、 其爲に 
或必耍 のない ものの 改廢を 要する 時が あるか も 知れ 
ませぬ •今日の 狀 態に 於き ましては 尙ぼ 十七條 は存 
置いた します る ことが 宜しい と考 へて 居ります る爲 
に廢止 案を 提出す る考は ございませぬ、 それから 尙 
ほ是は 特に 私に 對 して 御尋の やうで ございます が、 
工場 毎に 置く 所の 組合を どうす るか、 私は 勞_ 組合 
法と 共に ffl 並んで 各 H 場に、 向う で …； 亞米利 加邊 


il ld 

で 行は れて 居る 〇 を £1} 譯 いたし '* すれば T:  STV a と 
申して 居 〇 ますが、 N  へ It' 我 國 0 ' :4 ^ 1: に す 
れぱ Is m 從菜委 Q & と 云 ふ朽 :ri o 下に el i l..i いたさ 5 
かと 考へて 居ります が、 即ち 谷：- U. 〈ける 所の 
從業 A の S 思 S 表の 拇阅を 作る と 云 ふことは 我 ;:', 〇 
今日の 狀鹿に 於て は ^ も 適切なる、. -fl 効なる 方 L'c -e 
あらう かと 云 ふ考を 持つ て 思 〇 ます、 それ故に 主管 
いたします る鐵 S3 の 方に 於て は それぐ〕' i yc を 致し 
て旣に 成案を 得て K る やうな 次第であります るが， i 

是 IX 私 一個の 考で あります るので、 何れ IXJ 猫の 同 S 
を 求めて、 獨〇 官設 エ坳の みならず、 民間の H l-y に 
於ても 其 やうなる 組 鉗の 普及され むこと を 希 a いた 
して 居ります、 併ながら 是は 今閣 越で 決定した 次第 
であり ませぬ から、 直ちに 政府の® 見と して HJ 上げ 
る_ にいき ませぬ、 私 一個の SC 見と して 御 答して K 
きます。 

〔國務 大臣 中 橋德 五郎 君演® に 登る〕 

〇國務 大臣 C 中隔 德五郞 君〕 私の 方は 三® 條の 
が ありました から 御 答を 致します、 能く (II る i;s であ 
ります が ffl 當局 者は 普通 敎育 の充迓 と 云 ふこと に 付 
て 力を 用 ひる ことが 薄い と 云 ふこと でありました が 
是は御 認定に 御 任せ 致します が、 餘程用 ひて 居る 秘 
りであります、 實は それらの 調べ も 政府は 持つ て屏 
ります が、 細かい ことであります から 別段 申 上げ ま 
せぬ、 大體に 御眾 知の 通り 殆ど 就 學兒童 の 九十 幾つ 
と 云 ふやうな 非常に 高い 率に 就學 して 居る と 云 ふ 今 
n の狀 態は 御 承知の 通りであります、 露西亞 などと 
比較には 迚もなら ぬ、 露西亞 の 人口の 七十、 八十 ま 
で 文字が 書けぬ と 云 ふこと で、 是は 先づ 比較に なら 
ぬ、 今日 學校へ 參る 貧民 若く は 瘋癲 白痴 不具 等の 爲 
に就學 すると 云 ふこと を 免除して 居ります* 義務を 

免除して 居ります、 それが 一箇年に 二 萬 人餘〇 あり 
ます、 是は 六箇 年の 義務 敎 育に 對 して 十五 萬 人に な 
ります、 是は 誠に 可哀相な もので、 之に 對 しては ど 
うか 施設を 致したい と考 へて 色々 調査を して 居り ま 
す、 心配して 居る _で あります 、此 中に 瘋_ 0 痴或 

は 不具 等で 行かない 者は 幾ら ある •又 高等 師範 學校 
の 中で 一部 試驗 をして 居ります やうに‘ 瘋 _ 白痴 だ 
けを 集めて 敎育 をす ると 云 ふ 方法 も 亦 色々 あるので 
是は今 內務省 の 協力 も 得まして 調査 中であります、 
是は 場合に 依ります と救濟 のことは 内務省で やられ 
るか 分り ませぬ、 學 用品を 生 eli に 突 給す ると か、 其 
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中には® を 食は せる  >貧 民で あるから 食 ffl を 給せ ね 
ばなら ぬ、 もう 一つ 進みます と是は 仕事を させて 居 
るの が ある 十歲 以上の 者が 給金を 収 つて •二 十 ^ な 
〇 三十 鈍な り 給金を 収 つて 其 父兄の 助 もして やらな 
ければ 本 當の敎 育に ならぬ かも 知れぬ と 云 ふやうな 
ことを 今調奄 して 居ります， それで 此特殊 舉校 に對 
する 普通 敎 育の 施設に 付て どうす るかと 云 ふこと で 
あ 〇 ますが、 是は 即ち 其 中に 這 入つ て 居ります、 特 
殊壤 校と 云 ふ 意味は 元の 特殊、 今は まあ 總て特 殊學 
校と 云 ふのは ありませ ぬが それを 云 ふと 感情を 害す 
る譯 であります 、矢張り 其 事で あらう と 思 ひます が 
それでも 皆學 校は やつて 居ります、 餘り變 つて 居り 
ませぬ、 其 中に 免除して ある ものは 是は唯 今 申 上げ 

ました 義務敎 育の 免除 者、 不具 港 瘋癲 等の 如き もの 

であります から、 之に 付て ii 心配を して どうかし な 

ければ ならぬ と 思つ て！ £り ます 此上 に尙 ほやら うと 

思へ ぱ就昂 年限の 延長で も 致さぬ とならぬ、 それで 

骑瞄 する 方法を 執る， それら も今考 へて 居ります、 

それから 第二の 女子大® 若く は 现門學 校に 入舉を 許 

すか どうか、 それを 公表して 吳れ たら 宜しから うと 

云 ふ 話であります か、 御尤もな ことで、 今 R まで K 

は 希 頊者は 餘計な かつた ので あ 〇 ますが、 今日では 

御 承知の 通り 先年 東北大 學に 女子の 入學を 許可し ま 

した、 旣 に卒槳 した 者が ある、 それ も 成績が 良い と 

云 ふ 評判 も ある •何 か 饨 士の論 文を？： 3  くの も あると 

云 ふやうな ことを 聞いて 居ります、 31 北は さう 云 ふ 

風に して、 それから ili 京の 大 ©は 今 向う で 研究 中で 

あります* どつ ちに しませう か、 まだ 極つ て 居り ま 

せぬ、 殆ど さう 云 ふやうな 調子であります が、 併し 

近年の 女子の 教育の 盛んになつ たことは 私ょりは 御 

熟 心なる 山 脇さん の 方が 疾に御 承知の ことと 思 ひま 

すから、 全國の 高等 女 si 校の ® も 男子の 中學 校ょり 

も 年々 ^ 加 率が 餘計 になつ て、 非常に 盛んになつ て 

来ました から •從 つて 女子の 高等の 敎育を 授ける 機 

會が來 たので、 喜ばしい ことで 唯今 當 局に 於て 高等 

女學校 令の改 IE をして、 及び 校規の 改正を 調査 中で 

あります、 餘り 遠からず ® 行す る ことが 出來や うか 

と 思うて 居ります のは、 高等 女學 校の 上に it; 等 科を 

E く 程度を 上げる 學校を やりたい 者 ほやら すと 云 ふ 

ことにして 進めて 居ります •一歩を 進めたい と 云 ふ 

考を 持つ て 居ります さ 5 云 ふやうな ことにな り まし 

て、 段々 女子の 方の 知！！ の 程度が 進んで 来ました か 


ら，從つて大學へ入學を希阐する漭も澤山出來るこ 
とで あらう と 思うて、 餘程 喜んで、 今 又 之を 持つて 
居る 次第であります、 それから ® RS ：： 十 稻田の 大學許 
nj m 願の ことに 付て 御 話が ありました が、 是は何 か 
半年 放つ て S いたと 云 ふ 話が •どなたから 御 聞に な 
つた か、 餘积是 ほ 事實に 違つ て 居る、® 應のは 早く 
早くと 云 -5 て も 昨年 何月で ありました か、 書類が 餘 
程 常 局 者から 見ます と 完備して 居り ませぬ、 完備し 
て 居らぬ と 言 ふと 甚だ 語弊が ある、 向う に 塾長さん 
も 御出でになります が、 語 郸 が あるから どうも 申し 
ませぬ が、 受付け る 方の 當 局に 於ても 私立 大學の 許 
可は 始めて やる ので それから 出しな さる 方 も 矢張り 
姶て である •兎角 兩 方の 望みが 旨く行かない と 云 ふ 
ことは、 始めての ことには 無論 ある 話です から、 存 
外 それは 簡單な » 類が 出て 來た 、色々 打合せを して 
居つ たやうな 譯で あります •等閑に 半年 以上 も 握つ 
て 居つ たと 云 ふこと では ありませ ぬから、 どうか 其 
遇は 御 承知® を 願 ひます、 所が 餘程經 つて 早稻 田の 
方の 出願が 出て 來 ましたが、 是 It 出願 前に 餘程當 局 
の 主任の 方と 打合せは ありまして 書類 も餘程 整頓し 
て 出て 來 ました •さう 云 ふ 風で 容易い ことに出来な 
かつた と 云 ふやうな yf m であります'  事 ® を 御 話を 
申 上げて 置きます、 そこで 兩大學 に對 して 女子を ど 
うする かと 云 ふことは、 女子に 兩大學 も 共に 入學を 
許す と 云 ふこと になつて 居ります、 憨々 大學 になつ 
て 御開 校の 曉にほ 女子 男子 共に 入學 をさせる ことに 
なつて 居る ことであります から、 何十 入で も 盛んに 
御出でになつ たら 皆御收 容にな る こと だら うと 思つ 
て 居ります、 唯 間 題に な 〇 ましたのは-一つ 弱り ま 

したのは 蹉應 及 ¥ 稻田 の豫 科です、 高等 程度の 高等 

學 校に 當〇 ます豫 科へ 女子を 入れたい と 云 ふ 間 題が 

起つ た， 此の間 題 だら うと 思 ひます、 主として 御 話 

は …，： 此交涉 を 後から どうな つた かと 云 ふ 報 吿を鸱 

きました が* 今日の 規定では どうも 入學 させる こと 

はむ づか しいか も 知れない、 規定を 變へた ら宜 いで 

はない かと 云 ふ 問題に なつて 居る のであります、 唯 

此處 でもう j つ殘 つて 居る 問題は、 丁度 あの 時代の 

年齡の 男の子 供と、 女の子 供と 云 ふと 何んで すけれ 

ども、 生徒が、 二つの 年齡の 似寄つ た 二 十歲 前後の 

ff 生が、 毎日 席を 列べ て 二 三年 間 やらす と 云 ふ、 敎 

授す ると 云 ふことは 良い か惡 しいかと 云 ふ 問題 •是 

は 日本 だけでなく 何處で も殘 つて 居る 問題です、 そ 


一 こで それだけは どうか 止めて 莨 ひたい、 さう すると 

女子の 志願者 ほ 少ない から 別に 級を 設けぬ ければ な 
らぬ 、金が 掛ると 云 ふ 問題になる、 と 云 ふやうな こ 
とで 今 中途半端に なつて 居ります それなら ぱ先づ 差 
當 りの 所， それで ほ 7t 科の 方は 止め やうと 云 ふこと 
に 申合せが なつた やうであります が、 今 豫 科の 方は 
女子は 收粹 せぬ ことにな つて 居ります、 で 私は 變說 
した 譯でも 何でも ありませ ぬで •どうかして です ね 
規則を 變へて 行ける ものなら ば 規則を 變へて も 行く 
やうに したい、 級を 別にして 收容 するなら ぱ收容 す 
る、 唯 二 十歲前 後の …… 理由を 聽いて 見ます と、 一 
緒に 一一 十 人づ上 一三 年 も あの 靑春の 牛： 徒を 敎へ ると 
云 ふことは、 宜しい と 云 ふ考が ある や も 知れ ませぬ 
が、 私は まだ 出 脇さん 程に 進步 して 居ない から 分ら 
ぬか も 知れ ませぬ が、 51: しいと 意思は 決定して 居り 
ませぬ、 併ながら 十分 相談し まして、 從來の 行掛り 
も 見なければ なり ませぬ、 出来るだけ 女子 敎 育の 程 
度を 高めたい と 云 ふ 熟 心な 希 詔を 有つ て 居ります か 
ら 、それだけ 申 上げて 置きます。 

〇 山 脇 玄君ま 一つ 伺 ひたい、 農 商務 大臣の 御說明 
に 依ります と，® エ 組合は 性質は 宜しい" 宜しい か 
らして 調査 委員を 設けて 段々 調査して、 さう して、 
成案を 作る 積り である、 斯う 承は つて 居ります、 旣 
に 職 H 組合の 性質と 云 ふ ものが 宜しい となります と 
治安 瞥察 法の 問題が 起つて 來る>  職 H 組合が 成立つ 
と 云 ふこと を 助長す る 積り である'  發達を 妨げる も 
のでない と 云 ふこと になれば、 治安警察 法 第 十七 條 
の 煽 励 誘惑と 云 ふ 所の 文字、 あの 文字と 云 ふ もの ほ 
洵に圓 滑 自由の 文字で、 どうに でも 適用し 得る 文字 
であります、 我々 共は 脅迫と か 普通 刑法に 當る もの 
は 構は ぬ、 ® 動 誘惑と 云 ふや 5 な •廣 く® 釋の 出来 
る やうな ものが あつて は、 折角 唯今 農 商務 大臣の 言 
はれる やうに、 本質を 宜しい ものと して、 段々 成長 
させ やうと 思 召しても、 一方に 生 殺の 權を 有つ やう 
な 法律の 箇條が あつては 甚だ あぶない、 不安心で あ 
ると 云 ふ考を 有つ 者であります、 そこの 調和を しな 
けれ ぱいかぬ ものでは あるまい. か、 どう 云 ふ 農 商務 
大臣の 御考 であるか、 若し 此職 H 組合を 設ける と 云 
ふこと になれば、 治安警察 法の さう 云 ふ 成長を 妨げ 
る やうな 文字を， 削除す る ことにする 積り で. あるか 
否やと 云 ふことの 御說明 をもう 一つ 伺 ひたい、 今一 
つは 勞卿 保險 であります が、 是は前 回に 總理 大臣に 


何 ひました が、 勞働 保險と 云 ふ ものです が 勞® 保險 
法を 御 制定になる には、 私共の 考でほ 殊：史 に 調査 委 
員を 設ける と 云 ふやうな、 そんな まだ るつこい 手 數 
を 御 執りになる 必要 li ない と考 へます、 何故な れぱ 
旣に故 「ビス マ ー ク J 公の 捲へ た 完全な 獨 逸の 勞働 
保 險が ある、 又其勞 働 法に 傚つ て 英國の 「ロィド ジ 
ョ —ジ」 が排 へた 勞_ 保險 、其 他 文明 谷 國に皆 例が 
あるの (3: 申す まで も ありませ ぬ •疾病、 負傷、 賴疾 
などは 東西の K 別に 依つて 違 ふ ものでは ない と 思 ふ 
日本人 ほ 體質が 違 ふから 病 氣も違 ふと 云 ふこと も あ 
るまい、 生理 上の 故障は 別に 差は ない、 唯勞働 者の 
出す 所の 金額の 步合 ，事業者の 出す 步 合> 政府の 補 
助 其 命 額の步 合には 考處を 費さなければ なります ま 
いけれ ども、 其點に 付て 事々 しく 調査 委員を 設ける 
と 云 ふやうな ことは 如何な ものである か、 殊にです 
ね、 急 施を 要する 問題で ある、 どうしても 勞 » 政策 
には 勞働 保險が 一番 それが 保障になる ものである， 
一刻も早く 實施を 筘 望したい、 どうも 現 政府には 限 
り ませぬ けれども •問題が 起る と 調査 委 M 調査 會を 
設られ る、 さう して 濟む 時分には 問題は 無くなる • 
少し 言 ひ 過ぎる かも 知れ ませぬ けれども、 是まで 政 
府で 調查 委員を 設けて 作つ たもの ほ、 一つ も 實行さ 
れた ものは ない と斷 言して 宜い 位に 思 ふ、 どうか 勞 
_ 保險の 如きは 幾らでも 最近の 立法 例が あります か 
ら 、我國 にも 法制局と 云 ふ 立法 機關が ある、 其機關 
に 御 命じに なつて 御 描へ になれば、 調査 委員と か 云 
ふやうな 手 數を収 らぬで も宜 からう と 思 ひます が、 
其點に 付て 農 商務 大臣は どう 云 ふ御考 であるか， ど 
うしても 調査 委員を 設けなければ ならぬ と 云 ふこと 
であるか、 それを 一つ 伺 ひたい、 それから 文部大臣 
にもう 一つ 伺 ひたい、 さう すると 文部大臣は 何です 
か、 現行は 官立の 高等 學校 に假令 女子の 志願者が あ 
つても 入れられぬ、 入れられぬ のは 現行の 學校 令に 
男子と あるから 入れられない ので ある、 其學校 令を 
改正す る 積り だ、 不都合 だから 女子の 志願 さへ あれ 
ぱ入れ る やうに 改正す る 積り であると 云 ふ 御考で あ 
る や、 高等 學校は 唯今の 御說阴 に 依れば、 御 入れに 
ならない と 云 ふ 御 話であります か、 もう 一つは つき 
り 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君) 御 答を 致します、 第一の 
勞® 組合 法で ございます が、 是は農 商務に 於き まし 
一四 三 一 


施政 方 $!• に關す る 山 脇 玄の 質問  同上 UI 木 農 商務 大 lii の 答 辯 


院族 簡寶 蹄 间 二十 卿 


施 a 方針の 7-7 K :::j l' 封す る 中 ^ 文部 大 の ?? fef 施政方針に ^ する ^ / U K 二 此の 5 ::間 


て ~ 通り 案を 抱へ ■* して、 さう して尙 m 大なる こと 
であり * すから して-之に 付て 尙各 方面に 於て ffl el 
されて K- る委 M に 諮りまして、 ® 當なる 法を 設けた 
いと云ふことでございます、其の組合法の ;!:1 定され 
まするものに於きまして (?. 、或ほ此十七跷に於ても 
朵 行 ^ 迫、 或 ほ® 励、 誘惑と 云 ふ 如き 行 S の 者は 矢 
■張り 此 外に / 1! る ものである か， 勞働組 八 1:1 に te つて 自 
身の 卩的を 達する 上 1- 於， まして， 又 0 身の 描' 利を 
•王 張す る 上に 於て、 それ <組 合法で、 或は 赁 銀の 
駆 求 •時間の 短縮、 或 (3: 敎 育の 普及と 云 ふ 如き こと 
に 付て (5: それ 6 勞卿荠 の e に 利益を 得る と 云 ふこ 
とに 於て 起る ことがあるならば それ ほ 取 除ける やう 
な ことが 起る であらう と 信じます、 それで 是ほ其 も 

のが 起つて 參り ませぬ と 十七 條の方 ほ 如何なる IJf も 

の ものが 起る かと 云ふ琪 ほ 此所で 御 答は し 兼る 譯で 

あります、 若し 勞侧法 に 於て 勞® 者の數 、行動に 於 

て それ^-自由を 與へ 、或は 一方に 策 縛す る ものが 

あるなら ば、 それと 共に 十七條 の範网 外に 於て 行く 

と 云 ふやうな ことが / ]■] 來す るで あらう と 思 ひます、 

是は どうも 某 制定し まする 方の 決りに 依て 決め ませ 

ぬと 何とも 御 答は し 兼ねます、 それから 勞働保 險の 

ことで •こざいます が /i[ 何にも 御尤もな ことで ござい 

ますが 初め 私が 申しました のは 此勞働 保 險を尙 ほ 委 

員を 設けて K いか 惡い かと 云 ふやうな ことを 調べる 

と 云 ふ 意味では ない ので 唯 委員と 申しました の ほ 其 

勞侧 組合の 方で ございまして、 保險の 方は もう それ 

ぐ B? 際に 向う の 方が どうで ある、 斯うで ある、 と 

云 ふょりも 我國に 於て 病人が 幾ら ある、 或は それに 

付て どの位の 年限に 於て 一體職 H が 出 這 人を する も 

のか、 又 疾病は どうで ある、 從つ て惡 いものが 出て 

參りま すから して、 其實 際に 當 ると 云 ふこと に 付て 

段々 取調を 要する ことがある、 それで 玆に 勞® 組合 

'の 善 惡と云 ふこと を 論ずる のでは ない ので ありまし 

て、 唯 それを 實行 します る 上に 於て、 それ の 調 

ベを 耍 L ますから して、 それで 其方に 掛 ると 云 ふこ 

とを 申 上げました" 丁度 昨年 も此 案に 付て ほ 兩院ょ 

り w : l.ij を 受けまして、 其當 時に 於て 約 初めは 調べに 

付て 三年 位も掛 らう かと 云 ふこと でありました けれ 

ども、 是は 經费の 上に 於ても 色々 考慮した ことで あ 

ります •今度 (X 引換へ まして 成るべく 早くす る 積り 

で 案を 出して 居る ことであります、 何れ 其 時に 於て 

是は 又說 明を 申 上げる ことに 致します。 


〔 E 務大 fs 屮闬 ts 五 fiK 君演甩 に 登る〕 

01 S 務大 I:i e 中： 南 Mi 五郎 君： >  唯今 高等 ^ 校へは 女子 
の 入學を 許さぬ. かと 云 ふこと で. iS りました が* 是は 

勅令で もう 其 通り . 御 承知の 通りあります ので、 

之を 喵今變 へる と 云 ふ考は 持つ て 居り ませぬ、 當分 
斯う やつて 見 ませぬ と、 此 年来の ものを さう する が 
宜い か、 どうか 餘程考 へ 物で、 私は 其 所まで まだ 進 
步 して 居 〇 ませぬ、 唯 | 方に 高等 女學校 令の 改正を 
致し、 先程 申しました 通り 高等科を ® き- 是が 丁度 
其 趣旨に なりは せぬ か •それからして 豫 科へ 行くな 
り、 又大學 に 試 驗を 受けて 這 入るな 〇、 大學 も m 北 
ほ 第一に なりました が、 早稻 田、 慶應 • 束 京 も 多分 
さう 云 ふこと になります が、 皆 解放す る ことに 多分 
ならむ と 思 ひます" さう 致したい と 私 ほ 希望を 有つ 
て 居ります。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 山 脇 君に 御 尋ね 致します 
•か 唯今 總理 大臣が 出席され ましたが、 もう 總理 大臣 
からの 答 辯は 不必要で ございます か、 或は 御 求めに 
なります か。 

0 山脇玄 君もう 宜しい。 

0 議長 (公爵德川家達君)今 -0 ほ段々時路も過ぎま 
したから、 御 異議がなければ 是で 延會 いたしたい と 
存じます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 明日 一日 休會 いたし まし 
て 明 後 二十 九日 開會 いたします、 本日は 是で 散會。 

午後 四時 S 十六 分散 會 


0 大正 九 年 一月 =十九 8 (木曜日〕 

午前 十 時 = 十八 分 開 11 

_ 事 0程 第七號 

第一 公爵 毛 利元昭 君、 公爵 德穴寺 公弘 君、 公 

爵島津 恩 重 君、 公爵 大山 柏 君、 公爵 德川 

图順 君、 侯爵 小 松 輝久君 •伯 @ 掘 田 iE 恒 

君、 子爵 松 平 康民 君、 男爵 古市 公威 君、 

男爵苯 多政以 君、 兒玉 利國君 >  相 馬哲平 

君、 富 永 躂雄 君讅 暇の 件 

第 11 平和 條 約の® 施に 伴 ふ 流 運 證券 及 所 

有 權に關 する 法律案 (驗腑 ) 第 一 讀會 

第三 右 議案の 窗査を 付託す へき 特別委 員の 選 

0 


第 四 i 則改 i®. (辦观 猫 f21' l? i) 

裏 

0 議長 0 公 lia 德川家 達 君.) 一昨二十七日 71 ;--.-: ,:院令第 
二 條に 法り 薄 席に 列せられ ました 恒汚王 m 下の 御 席 
次 ほ、 武彥王 殿下の 御 次席と 確定いた しました、 - Jt 
部 搦を第 四 部に 定めました、 是 より 諸般の 報 缶を 致 
させます。 

〔長 霄 記官朗 譖〕 

恒 15. 王 殿下 

一昨 二 十七 日 貴族院 令 第二 條に依 〇 誘 席に 列せ ら 
る 

同日 練習 艦隊 司令官より 左の 謝電を 受領せ 〇 
國威を 宣揚せ る 大_ の 終局に 當り御 懇篤なる 貴 
院の 謝辭を 辱 ふし 感激に 堪 へす 部下 一同を 代表 
し 深厚の 謝意を 表す 

同日 陸軍省より 左の 如く 出征 部隊の 謝電 ありた る 
旨の 通牒を 受領せ り 
第 十二 肺 團長發 

當師團 出征の 勞に對 し 懇篤なる 謝意を 寄せられ 
一同 感激に 堪 へす 將來 益々 拮椐動 精 以て 奉公の 
誠を 致 L 貴院の 期待に 背か さらむ ことを 期す 玆 
に團 下將卒 一同を 代表し 感謝の 意を 表す 
第 十六 師團 長發 

貴 衆兩院 より 我 出征 部隊に 對し 感謝 狀を 致され 
たる 段 感激に 堪 へす 一同 益々 奮て 大任を 竭 さむ 
ことを 期す 

第 四 肺 團長發 

貴院の 決議に よる 丁重なる 謝辭 に if L 部下 一同 
を 代表し 深厚なる 謝意を 表す 
同日 可決した る 議員 折 田彥市 君に 對 する 弔 辭は即 
日 之を 贈れり 


0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 本日の 會議を 開き 
ます、 前日に 引續 きまして 國務 大臣の 演說に 對する 
質疑を 許します、 橋 本 辰二郞 君。 

〔橋 本 辰 二 郎君 演壇に 登る〕 

0 橋 本 辰 二 郎君 本員 も 物價の 問題に 關 しまして 政 
府の 所信を 聽き たいと 云 ふ 一人で ありました ，併な 
がら 此 問題に 付きまして は、 數日 に亘つ て 論議 應酬 
せられまして、 大體に 於て 先づ 其の 要旨を 盡した か 
の感が ございます、 併ながら 政府の 答 辯に して、 說 
いて 詳かな らざ る點が あるかの やうな 感じが 致し ま 


す、叶勘に付きまして私ほ秋の刈0たる田の落«を 
拾 ふと 云ふ考 の r に、 極 <_ かの 6® を 試- •■••< たいと 
思 ふので あります •此場 合に 於き まして 尙ほ 一 S を 
申 述べて SS く必： V. と ® ひます •それは 當 M : 

er o Tr 問 〇 速 ^ T るに 對 しまして‘ 政府 C ... 3 答 W が 
兩！ 一一 日 前ょり 或 人の 言葉を 借りて 申し ますれば、 攻 
£4 的 答 辯 に涉る と 云 ふこと でございます •か •此 S に 
付きまして は 政府の 方では 如何なる 御考を 釘つ て 居 
られ るか、 是は私 〇 忖度する限〇では&〇ませぬが 
此質 問の ai 紐す ると 云 ふこと に付きまして は 阪 谷 ® 
|3? も言及せられたことがありました、私に収りまし 
て 13: 何も K 問が 紉いた からと言つて、 政府で 御 心配 
になる 必耍 もな し •又 政府の 御 不利で ほない、 寧ろ 
是は 賴迎 すべき ことでは あるまい かと 私は 考へ るの 
であります、 如何と なれば 我々 日本人の 性癖と 致し 
まして 苟も 愛想の 盡きた る 者とは W 葉を 交は す も / P/ 
しとせ ぬので. あります、 然るに 我々 が 政府に 對 しま 
して、 質問を 續發 いたします 所以の もの ほ、 技 子 尙 
ほ敎 ふべ しと 云へ ば 誠に 失禮 に當 ります けれども、 

其 意は 玆に 在りと 私は 思 ふので あります、 我々 に 於 t 
きまして ほ 自己の 是 とする 所を 政府に 御採捋 を 願 ひ 一 
而 して 非と する 所の ものに 付きまして は、 其 政策を 
改めて* ひまして、 玆に國 民生 活の 根本 問題を 解決 一 
いたしまして、 御 互に 國利 民福を pai りたい と 云 ふ 趣 
旨に 外ならぬと 思 ひます、 况や 翳會に 於き まして 政 
府の 施設に 付て 非難 攻 P 互に 意見を 交換す るは 是れ 
政治の 進步 改良を 促す 常道で ある、 そこで 私は 先日 
來 、政府 委員の 御 答 辯の 中には 隨分 質問者に 對して 
禮を缺 いたる やぅな ことがありました が、 是は總 理 
ょり 一應 御注意 あつて 然るべ しと 思 ふので あります 
併ながら 私は 原總理 の 御 態度に 對 しまして は® に 敬 
服を 柳つて 居る のであります、 原 總理が 悠揚た る 態 
度を以 ちまして 幾多の 質問に 對 しまして、 諮々 とし 
て 御 親切に 說明せ ら るる ことは ® に 私 等 流石に 帝 國 
の大 宰相た るに愧 ぢずと 感服いた しました、 殊に 八 
宗 兼學三 面六臂 とも 言 ふべき、 各省の 所管に 渉り ま 
して 自ら 其 矢面に立たれまして 一々 質問に 應答せ ら 
れ るに 至りまして は、 其 博識と 宏才に 私は 實に獠 嘆 
する のであります、 然るに 原 總理は 一昨日， 攻_ は 
自由で ある、 自由で あるが 片言隻句を 捉へ ての 攻擊 
は 御免を 蒙りたい と 仰せに なりました、 是は 如何に 
も 御尤もであります、 私 も 同感であります、 併な が 
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ら從來 、此 片言隻句 即ち 擧足 を収 つて 逆 製 せらる る 
ものは 如何なる 人が 多かつた で ございませう か、 政 
府部内 にも 隨 分此點 に付きまして は 入 後に 落ちざる 
所の名士があ〇はしないかと私は疑ふので&〇ます 
併し假 令 片言隻句に 致しました 所が、 苟も 其關係 す 
る 所の 重大なる ものは 収 つて 以て 質問の 骨子と 十る 
に 何等 不可は ない と 認めます、 此點 に付きまして 政 
府の答 辯の 屮の 一 11 に付きまして、 簡單 なる 御尋を 
致したい と 思 ふので あります、 固より 之は 政府の 御 
希 朝に 綜合せ ぬと 云 ふことは 是 ほ 致し方ない 次第と 
思 ひます， 去る！： 十四日 •仲 小路 氏の に對 しま 
して 原總理 は、 目下 財政 經濟調 査會に 於て 食 ffl の 根 
本 間 題を 調赉 いたして 尻る、 其 中の 米に 對する もの 
は 略々 成案を ^ て 屏 る 芳し も此 問題が 解決が 出來る 
ものと したなら ば •是 までの 樣に 米が 減少したり > 

或 尔は昂 勝し 或 年は 低落す ると 云 ふやうな ことは な 

いやう に 至る と 云 ふこと を 仰せに なりました、 之に 

對 して 仲 小路 氏は 貪 糊の 根本 政策 即ち 最高 最低の 價 

格に 付て 相 常の 平 氓を 保つ と 云 ふこと であらう と 云 

ふこと を 仰せに なりました •此國 民主 要 食物た る 米 

の 最高 最低の 價格を 定める 必要は、 本員 亦昨存 の鸨 

算委 員會に 於き まして 切言した ことが ございます、 

此 1!; は 若し 斯う 云 ふこと が 出来 ますれば 本員の 大に 

萚んで 質 成す る 所で ございます が、 所が 此炱糊 の 最 

高 M 低を 定める と 云 ふことは 预览沲 蓀の上 に 於き ま 

して m 大な る關 係が あると 思 ひます、 例へ ば 陸海 軍 

又は 司法 省の 所管 内に 於き まして、 直接の 關係が あ 

るの みならず、 米なる ものは 總て 物 fi? の嗬雨 計と な 

り、 又是が 指針と なる もので ございます、 で 米の 問 

題を 解決す ると 同時に 總 ての 物 ® も 之に 隨伴す るの 

陬 向を 持つ ものであります、 大正 九 年度の 務翦を 見 

まする と 物 價騰贵 に 依る 要求が 約 二 億圓以 上に 上つ 

て 居る ので あ 〇 ます •玆に 於き まして、 此食糊 の 根 

本 政策が 解決 せらる ると 云へ ば、 此點 に付きまして 

も 十分なる 影涔を 及ぼす ことであります るで •若し 

出 來捍る ことで あれば， 此食 糊の 根本 政策に 關 する 

一部なる ものは 豫 3? の 港 潢 前に 御 提案を 願 ひたいと 

思 ふ、 若し 政府に 於て まだ 調 ^ が 未了で あると 云へ 

ば、 未成品の 儘で も 差 支ない、 議位に 提案され て 諮 

斡と 政府と、 所謂 和衷協 问 の 下に 於き まして 之を范 

謎いた しまして 、完璧の ものにす ると 云 ふこと も 出 

來や うと 思 ふ、 それで 政府に 於き まして >  豫筘 蒞豁 
施政方針に 關する 橋 本 辰 I 一郎の 質問 


前に 此案 を提 m せらる るの 御意 組が ある や 否や、 若 
し 之を 提出す るのに 1 f nj なる 事 m が ありと すれば、 
常 P. 會屮 凡そ 何時頃に 之を 御 提案になる と 云 ふ 御 ii 
込で あるかと 云 ふこと を 承りたい と 思 ひます、 次に 
去る！ 一十 六日の 江 木 千 之 君の 質問に 對して 總理の 御 
答に なりました 中に、 綿布の 輸 ()! を 禁止す ると 云 ふ 
ことにすれば •此綿 布を 製造す る 原料は 何 所から 來 
るか、 是は盡 く 外 1® から 瞬 入し なければ ならぬ、 綿 
布の 輸出を 禁止 すれば 棉花が 來な くなる ではない か 
と 云 ふこと を 仰せに なりました* 尤も 其 中に 種々 な 
詳細に 亘つた 御 說明も ございました が、 綿布に 對し 
ま L ては 右樣な 風に眾 つて 居ります、 所が 成程 綿布 
は 無論 *, '.1 に 依つ て 製造 せらる る ことに 違 ひご ざい ま 
せぬ が、 それでは 綿 絲は どうで ございます、 綿絲も 
矢張り 均しく 綿で 桁へ て 居る のであります るが、 政 
府は 先き に 綿 絲の輸 川 を 禁止せられ ました、 同じく 
綿で » へます る ものに 於き まして、 一は 禁止しても 
綿の 來な い處は 無い、 一は 禁止す れば 綿の 來な いと 
云 ふことは sfl 何にも 論理が 合は ない と考 へます、 の 
みならず 此綿絲 を 禁止せられ たる H 的に 付きまして 
は， 綿 絲若 くは 綿布と 云 ふ もの {X 我が 國 民の 日常 觖 
くべ からざる 必需品で ある •是が 騰貴に 付て は 相當 
なる 制裁を 加 ふるの 必耍が あると I.K はれまして 綿 絲 
だけを 輸出を 禁止せられ たさう でございます、 是か 
御說の 通りに 現に 國民の 大部分が 苦しんで 居ります 
る 所の 生活の W 難に 向つ て 一の 緩和劑 を 投じた もの 
と 致します れぱ 、今日 絲 よりも 寧ろ 綿布の 方は 値段 
が 高い のであります、 製造者は 絲で賢 るよりも 之を 
綿布と して 賣る 方が 遙に 利益 ほ 大なる ものと 云 ふて 
居ります、 此 高くて 苦しんで 居る 綿布を 其 儘 放任い 
たしまして rH に 綿 絲のみ を 禁止せられ ましたる 意思 

ほ、 國 民の 生活の 一部分に 向つ て 緩和を しやう と 云 

ふ 御 趣意と 反する かの やうに 私は 考へ るので ござい 

ます、 况や綿 絲を御 禁止に なりましても、 是は盡 く 

綿布と なつて 海外に 出る ので ございます、 如何に 前 

門を 嚴 しく 御 閉ぢ になり ましても 後の 門が 開放せ ら 
れて 居りまして は、 此搦 手よ 〇 どん と 物 {3-. 出て 
行き ませう、 結局 政府の 御 期待 せらる る 所の 希 窺と 
云 ふ もの {± 貫徹す る ことが 出 來な いので ございます 
又總理 は 萬 一 綿布の 製造を 禁止したなら ば、 是が製 
造に 從事 して 居る 所の H 業者が 破 產に 瀕し (X しない 
かと 云 ふこと を 仰せに な 〇 ました、 或は さう 云 ふ 若 


も 中には あるか も 知れ ませぬ* 併ながら、 それけ さ 
までの 問朗で はない かと 思 ひます、 萬 一 綿 ? ti の 輸出 
を 禁止せられ た 場合に 於き ましては、 此 綿布 製造者 
と 云 ふ ものは 空しく 破產に 瀕する のを 待つ ので あり 
ませぬ、 必ずや 如何なる 工夫 如何なる 研究を 致し ま 
しても、 織機を 改善いた します るか、 又は 他に 一縷 
の 活路を 求める ことは 決して W 雖でな からう と 思 ひ 
ます、 是は 政府の 當局 者の 御 心配になる だけの こと 
は あるまい かと 我々 は 思 ふので ございます、 5: 此綿 
布なる ものは 此戰亂 中に 於て U 本が 歐米の 鍮 出 rii と 
位置を 換へて 柬 洋 谷地に 於て 其 地盤を 開拓した ので 
あるから、 此 地盤の 擁護 上より 見ても 之を 禁止す る 
と 云 ふことは、 不利益で あると 云 ふやうな 御 趣意の 
御 話が ございました、 是も 如何にも 御尤で はあり ま 
する が •今日 禁止 致しました からと 云うて、 直ちに 
其锷意 を 永久に 失 ふと 云 ふこと は- 是は大 に 疑問で 
あります、 荀も斯 のかき 論法を 以て 致しましたなら 
ば 歐洲の 製 tiv, なる ものは 隞時 中東 洋に 更に 來な かつ 
たのであります るが、 歐洲の 品が 永久 東洋に 来ない 
かと 云へ ば 決して さう 云 ふことは ありませ ぬ •彼等 
が 產 業の狀 態が 平和の 時代に 復舊 いたします れば、 
必ずや 捲土重来の 勢を 以て 過去に 於て 自己が 獨 占し 
たる 所の 市場の [01 復に 向つ て 全力を 傾注す るで あら 
うと 信ずる のであります、 全體 商品には 國境が so 
ませぬ、 精 良な 品に して 價の菔 なる ものは 天下に 檑 
行す る ことが 出 來 るので あります、 それで 如何に 戰 
時 中の 地盤を 擁護し やうと 云 ふこと を考 へて 居り ま 
しても、 日本の 品物は 粗製で ある、 0. つ 其の 技術の 
不熟練よ 〇 して 品物が 惡 いのみなら ず、 生產 費が 高 
く 付きましたならば、 遠からずして 市場より 願： 遂せ 
られる ことは 明であります、 それよりも 寧ろ 私は 之 
を 禁止いた しましたならば 當 業者は 非常に 苦んだ 結 
果と致 しまして、 研究に 研究を 重ねまして、 歐 米の 
製品と 競 爭いた しまして 之に 打 勝つ だけの 働を なす 
の逍 を與へ 得らる る 事で あらう と 私 it 思 ふので ござ 
います、 それで 此 場合に 於き ましては 禁止を 致し ま 
した 所が 左程の 私は 大なる 影響を 當 業者に 與へる と 
云 ふ 事 ほ なから うかと 云 ふ 事を ， y, つて 居ります、 殊 
に 今日國 內 の事愦 と 致しまして 之を 禁止いた しまし 
て 生活の 闲 難の. 一部を 緩和し やうと 云 ふ 必要が あり 
とすれば、 所謂 此 必要なる ものは 總ての ものに 超絕 
する のであります、 又少數 若の 私益を 犧牲に 供し ま 


して 多數の 便益を 阏 ると 云 ふことは 是は 政治の 要諦 
として 從來艇 々谷 國に行 はれた のであります、 遠き 一 
例を 引く にも 及び ませぬ、 寺 內內閣 に 於き まして， 
暴利 取締 令を 布 かれました、 此兹 利収締 令を 布 かれ 
ました 結果と して、 物 價を釣 上げて 暴利を 貪つ て 居 
つた 人々 は 非常なる 恐怖と 戰糜を 禁じ 得な かつた こ 
とと 信じます、 之が 爲に 株式の 如き ものは 非常なる 
暴落を 致し 經濟界 は 一時 混 亂狀 態に 陷〇 ましたが， 
併ながら 是も國 民の 生活の 安定を 期す る トーに 必要 あ 
りと せげ 已むを 得ざる ことで あらう と 思 ひます、 又 
船舶 管理 令を 施行せられ ましたが 爲に 海運® 者は 一 
方なら ざる 打擊を 蒙りました、 是も生 活 上の 安定を 
期す ると 云 ふ 目的の 上に 施行せられ たる ものと あれ 
ば當 業者は 其 苦痛を 忍んで 多數の 者の 辍牲 となつ た 
ので ございます、 然るに 今日 綿布を 禁じました 所が 
併ながら 其 綿布を 製造して 居る漭 及び 之を 營業 とす 
る 者は 闲難を 感ずる と 云 ひましても、 是は其 の 共同 
生活の 爲 めに 自己の 犧牲 になる も已む を 得さる もの 
として 諦める 外な からう と 思 ひます、 殊に 我々 が 聞 
く 所に 依ります ると、 綿布の 如き ものは 從來 平和の 
時代に於きましては一梱が一圓若くほ ~ 圓位の極く 
薄利に 過ぎな かつた ものであると 思 ひます、 然るに 
近来は 如何で ございませう か、 紡績 業者は 三百 五十 
圓 乃至 四百 圓位 で引収 つた ものを 六 百圓乃 至 六 百 五 
十 岡一梱 に 付て 二 百 圓 乃至 三百 圓の 暴利を 貪つ て 
居る のであります、 此 結果と 致しまして 綿 絲 ia の屮 
には 僅の 時日 •僅か 一箇年に 足らぬ 間に 於て 五 千 ? 4' 
圓若 くは 一億 萬圓の 暴利を 貪り 得た 者が あると 云 ふ 
ことで ございます、 殊に 大阪に 於て 或る 材木商の 如 
きは 自己の 倉庫に 在る 材木を 拂出 して、 之を 以て 綿 
絲を 買占め、 其 騰貴を 利用して 巨 萬の 利益を 得た と 
云 ふこと を 聞きました、 是 等は 暴利 収締 令に 全く 觸 
れぬで ございませう か、 如何なる もので ございませ 
うか、 政府の 御 熟考を 願 ひたいと 思 ひます、 それ か 
ら 政府は 通に 綿 絲の 輸 出を 禁止す ると N 時に、 又 綿 
絲 綿布の 輸入 關税 を撤廢 されました ので ございます 
るが* 是れが 普通の 時代で ありましたならば， 此の 
撤廢に 依つて 多少 品物が 日本に 這 入る かも 知れ ませ 
ぬ、 へ 今日の 狀况に 於き ましては 關税 を撤肢 した 位で 
如何にして 綿布 や 綿 総が 日本に 參り ませう か、 是等 
ほ 名義は 成程 結構で ございます が >  其實は更に擧が 
らな いので ございます 所謂 惡 るく 云へ ば 羊頭狗肉と 

一四 三 三 
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施 ! BC 方針に 閱する 昀本 |^ 二 の !, fY l l!!j 
も 云 ふべき もので <i なから うかと 思 ひます， 殊に 近 
來輸出の切向なるもの (?. 说布は年々佾加して，之れ 
に反して 約 絲の 控出は％加せざるのみならす妓少の 
傾向に あると 云 ふこと (?. 硗理大 臣も 十分 御 認めに な 
つて 居ります， 然るに 段々 糙出 の S が 減じて 其 彩 好 
の 少ない 所の 絲のみ を 御蔡 じに なりました 所が •是 
が 物！ 3 調節の 上に どう 云 ふ 彩羝が ございませう か、 
之に K しまして 鋩 m が 年々 研して 行く 所の 綿布 ほ 之 
を 其 儘 放任いた しまして 自由に® 出す る ことの 出 來 
る 途を其 儘存 して 居ります、 是では 到底 目的を 御 達 
しになる と 云 ふこと ほ 無論 出來な からう と 思 ひます 
轵ろ是 は 逆に 輸出の a の 多い ものを 禁止せられ て、 
少ない ものを K の 儘捨 K かれる が 當然で あるので あ 

る、 然るに 斯の 如き 反對の 行 励を 執られた と 云 ふこ 

とに 付きまして は、 所謂 調節に 關 して 十分なる 御 誠 

意がないで はなから うか、 又は 徹底した る 所の 手段 

を 御 執りになる ことを 御 見合せ になつ たのでは なか 

らう かと 我々 は 疑は ざるを 得ない ので ございます、 

のみならず 先程 申 上げました 通り 絲や 綿布に 依り ま 

して 數千萬 _ の 暴 富を なした 者が ありました、 而し 

て 之を 製造す る會 社に 於き ましては 四 割 五 割 若く は 

六 飾 も配當 をな したる のみならず* 社内に 保留す る 

金額 も 殆ど 之に 等しき ものを 持つ て 居る ので ござい 

ます、 此 一方に 於き ましては 生活に 非常なる 壓 迫を 

受ける 所の 幾多の 屮產 階級が あります るのに‘ 之を 

何とか 調節を すると 云 ふこと (X 當然 政府に 於き まし 

てな さらねば ならぬ 所の 事柄では なから うかと 本員 

は 感ずる ので ございます、 そこで 政府に 於き まして 

KK に 國 民の 必需品た る 所の 其 綿絲 綿布を 國 民の 希 

望に 膘ず るが 如き 點まで 引下げて 、其 生活の 困難の 

幾分を 緩 羽し やうと 云 ふ 御 精神が ありましたならば 

綿絲 綿布 ほ 全部 御 禁止に なつた が宜 からう と 思 ひま 

す、 之を 御 禁止になる 所の 御考が あるか どうかと 云 

ふこと をもう 一度 承りたい と 思 ひます、 私は 徒らに 

資本家に 媚びる を 以て 能と せず して、 國 民多數 の 困 

難を 救濟 する に [nj つて 政府は 尙ほ 一 層勇氣 ある 英斷 

をせられ むこと を 希望す るので ございます、 其點に 

付きまして 總理の 御考を 拜聰 いたした いと 思 ひます 

次に 私は 農 商務 大臣に 一言 御 導いた したいと 思 ひま 

す、 農 商務 大臣は 去る 二十四日で ございました か、 

仲 小路 氏の 質問に 御 答に なりました 中に、 外米 輸入 

に關 しまして、 此 外米なる ものは 當初よ り 政府が 管 


理令を 適用して 全部. y ら猃 入した ると •關稅 を撤资 
して 商人の 採 : 3? 的糙 入に 一任して 其 行 詰つ たる 折 柄 
政府が 之を 蛇 入した ると-孰れが 宜し かつた か、 其 
得失 IX 疑 間で あると 云 ふこと を 仰せに なつた やうに 
私は 思 ひます、 尤も £1 商務 大 K の 御 話 ほ 隨分廻 りく 
どくご ざいました が、 嬰 旨 ほそれで あつたと 思 ひま 
す、 是は私 ほ H に 明白なる 事 Ef である、 疑 もな き 失 
敗で ある、 失策で あつたと 考へ るので ございます， 
殽 商務 大臣が 自己の 職資上 强辯以 て 之を 辯 ■せらる 
ると 云 (i ぱ尙 ほ恕 すべし-若し 眞迓に 左樣な 御考を 
持つて やられる ものと すれば ® に是ほ 危 險千蓖 と 私 
は 思 ひます、 此先き 長く 國務を 御 一任す る 上に 於き 
まして 0! に弪礅 に堪 へぬ と 私は 思 ふので ございます 
凡そ 人は 自己の 過誤を 1: えす、 又 過ち ありと する も 
頑冥 以て 其 非を 拖はん とする より 危險な る ことは 無 
いのであります るが、 溫 )¥ なる 農相に して さう 云 ふ 
御考を 持つて 居らう と iK ふことは 思 ひませ ぬが、 私 
ほ此點 に 付て 大に 疑惑を 懐きます る關係 上、 此 場合 
に 於き まして 一言を 費す ことほ 決して 無用で ない と 
云 ふこと を 信ずる ので ございます、 全體 政府は 輸入 
税 を撤廢 さへ すれば 幾多の 米穀 商 ほ 悉く 外米 e 入に 
手を 著け、 而 して 外米は 恰も 水の 低き に 就く が 如く 
谷税關 の 埠頭には 山を 築く かの やうに 思 召される か 
知り ませぬ が、 是は實 に 私から 申す のは 失禮で あり 
まする が 短見に して FL つ淺 墓なる 御考 であつ たと 思 
ひます、 是は 宜しく 時機を 御覽に なる のが 宜い ので 
ございます、 是が寺 內內閣 の 時代で ございました な 
らぱ 或は さう 云 ふ 事が 行 はれた かも 測り 難いので ご 
ざいます、 此點 に付きまして 私は 寺 內內閣 の 管理 令 

にも 全然 賛成で ほ ありませ ぬ 又大隈 內閣の 米に 封す 

る 政策の 如きは 拙劣 中の 拙劣で あつたと 本員は 認め 

るので あります 、此 外米 輸入税を 撤廢 いたしまして 

商人の® 入に 委ねました る 時は 如何なる 時で ありま 

した か、 約 五箇 年に 亘る 所の 歐洲 戰亂 中、 破竹の 勢 

を 以て 到る 所を 席捲して 居りました る 所の 獨逸 は漸 

く 其 勢が 狹ぱ まりまして 退却に 次ぐ に 退却を 以てし 

將に 聯合 軍は 伯林に 侵入せ むと する 如き 折 柄で あつ 

たのであります、 遠からずして 降服 的 休 戰條 約が 結 

ばれた のであります が、 管理 令を 前々 年より 適用せ 

られ ました 結果と 致しまして 米を 扱 ふ 所の 商人の 其 

數を 限られて 居ります、 一般の 米穀 商は 長らくの 間 

外米の 輸入に 付きまして 手を 染めぬ 關係 上、 從來の 


収引先との關係を持 ^ すること能はず、 ^ 人に (-| て 
ほ 何等の 進 備も無 かつた のであります、 其 ils Kii をし 
ま す 上に 付 き -* L' て も 相 ';,-:- tu なろ 時 U を 要する のみな 
らず •休® 期に 入りまして 經濟界 ほ 將 -2® 亂の狀 態 
に陷 りまして 人々 皆 一大 恐怖に 酸は れて 居りました 
皆 商人と 云 ふ もの ほ 此際に 於き まして ほ H に戰 々兢 
々と 致しまして 鳘 戒に 次ぐ に喾戒 を 以て 致しまして 
唯 蹉跌せ ぬ ことを 祈つ て 居りました 折 柄で ございま 
す、 斯う 云 ふ 時に 於き まして ffi の關 税撤陂 ぐら ゐに 
誘は れ まして 何人 か 思惑を 立てる 人が ありませ うか 
況や 一石 二 圓五 十錢 の關稅 は 米 (M の 安い 時に 於き ま 
し ては 隨分是 は 人の 好奇心を 惹起す の 動機と なるこ 
とが ありませ うが、 旣に 米價が 段々 騰貴いた して か 
らほ其 影響は 極く 聊な ものであります、 斯う 云 ふこ 
とに 御氣の 付かれぬ と 云 ふことは 我々 は. ' 8f に 申し や 
うが 無い と考 へる のであります、 斯う 云 ふ 經濟界 の 
下に 於き まして 外米に 手を 染め やうと 云 ふ ものは 餘 
程 其 道の 經驗家 若く は 辣腕 家で なければ 出来ない の 
であります、 而して 是 等の 經驗を 有し 非常なる 蚊 腕 
を 有する 人と 云 ふ もの ほ 決して 無暗に 米を 多 ® に © 
入して 而して 米價の 下落を 招いて 自分に 損を すると 
云 ふやうな ことは 決して やり ませぬ •又 そんな 愚を 
企てる やうな ことに 當初 から 手を 染めない ので ご. さ 
います、 それで 斯う 云 ふ 人々 は 彼等は 多年の 經驗と 
智識と を 利用いた しまして、 內 地の 米 價に 影響の 及 
ばない 範圍內 に 於き まして 少量の 外米を 輸入す るの 
でございます- •從 ひまして 此事は 米の 調節の 上に 全 
く沒 交渉で 何等の 効果 も 奏しない のであります， 併 
し是は 斯う 云 ふ 事柄は 政府の 御 希望に 副 ふか 否やと 
云 ふことは 私は 知り ませぬ、 さう 致しまして 此人々 
が 小心 翼々 として 執り 來つた 所の 少量の 轍 入な どが 
尙 PL つ內 地の 米 ffi( の 騰貴を 之を 抑制す るの 効が あつ 
たのであります、 此點を 特に 申 上げて 置きます、 大 
正 七 年 十一月に 於き まする 米の 指數 なる ものが 三百 
三十 八で ありました が、 大正 八 年 四月の 指數は 三百 
三十 二でありまして •殆ん ど 相違がない ので ありま 
す、 尤も 其 間 全然 靜 止の 狀 態に あつたので ありませ 
ぬ、 幾分の 波瀾の あつた ことは 勿論であります るが 
大體に 於き まして 其 傾向を 保つ ことが 出来た ので あ 
ります、 爰で 大に考 へなければ ならぬ ことは 此 商 A 
が 手加減を 以て 損失を 招かざる 程度に 於け る 所の 少 
量づつ の 輸入す ら尙ほ 能く 米 價の騰 貴の 勢を 抑制す 


る 効果が あつたと したなら ば、 若 も 政府が s ら A ii 
の 外米を 一時に 铨 入いた します ると 云 ふこと にな 〇 
ましたな らば、 其 効 :, K と； K ふ ものは 1ST に F5 くべき も 
ので あつたら うと 思 ひます、 W に 米 « の昂® を 抑制 
する のみならず 之を 下落に 沿き まして i 8<- 尸. M をし 
て 之に 隨伴せ しめ、 國民生 活の； f 安を t.> 一 -' JJ 丁る こと 
を 得た と 思 ひます、 現內 W に 於き ましては 此位な iQ 
理を御 知りに ならぬ 御 方は ありますまい. li-L l'/ な ) ■' 
易き 31J 理を腩 せざる 所の 課は 無い のであります、 而 
して 之を 御 知りに なつて 爲さ ぬと すれば 3¢ !!]! 何 かの 
事情が あるでは なから うかと 云 ふこと を 本：：： は 疑は 
ざるを ® ない のであります、 全 gs 大 IE 八 年に 於け る 
所の 米の 不足を 生ずる と S ふ yf は 是 ほ 疑な き liii であ 
りまして 我々 ほ 其 際の 米惯 調節の K- 良 方法と しては 
政府が 自ら 管理 令を 適用して 多 W の 外米を 一時に® 
入す るが 良い と 云 ふこと を勸吿 した ことで ございま 
す、 其 時に 政府に 於き ましては 米は ® の 間 題で なく 
量の 問題で ある •自分には 十分なる 確信が あるから 
國民は 宜しく 政府を 信 韻して 安心して 可な りと 仰せ 
られた 、是は 總理の 御 話で あ〇 ました、 玆に 於き ま 
して 我々 斯の 如き 樂觀を 有する 所の 政府は 他日 必ず 
臍を 噬 むの 悔を貽 すでは なから うかと 云 ふこと を獎 
息いた したので あります が、 此我 々の 嘆息が 中つ た 
か 否やと 云 ふことは 諸 公の 御 判 斷に 委せます 、且つ 
政府は 動もすれば 斯の 如き ことを 言 ひます、 政府は 
多量の 米を 輸入す ると 云 ふこと が 外 間に 拽るれ ば 產 
地に 非常な 影響を及ぼして 價格を 勝 K する、 斯う 云 
うこと を 仰せになります るが、 苟も 思惑を 立てて y-r 
をす る 者は 俺は 斯う 云 ふこと をす るぞと 云 ふこと を 
豫 め報吿 する 者が どこに ありませ うか， 政府は 如何 
に 事理に 暗き にもせ よ、 斯の 如き ことを なさらぬ で 
あらう と 信ずる のであります、 况や私 等の 見る 所に 
依れば 現 內閣は 物價の 調節に 向つ てこ そ 放縦 放漫と 
云 ふ 非難を 受けます る けれども、 事柄 EI 體に依 り ま 
しては、 實に 吾人の 敬服 措かざる ほど 細心 周到 至ら 
ざるな き 御注意を 拂はれ 、端倪す る 能は ざる 程の 敏 
捷を 以て 著々 實 効を 收め られつつ ある こと も あるの 
であります、 斯の 如き 手腕を 有する 所の 內閣が 祕密 
の內に 外米の 買 付を 遂行す ると 云 ふことは 私 {3: 易々 
たる 業では なかつ たかと 信ずる のであります、 然る 
に 種々 な 言辭を 設けられまして、 是をな さ ざり し理 
由と 云 ふことの 存在を、 私は 實に恠 む 次第で ありま 


す •米 li 昨年に 於き まして 四 中と 思 ひます、 日本 
の 御用商人が 香港に 於て 買 付けて あつた 所の 七 . 1 P0I 
約 五十 萬 石の ものが 英® に轉迓 せられた と 云 ふこと 
は 今後 R 本は 外米の 椅入は 打 切つ たと 云 ふやうな 謠 
言が 一般に 行は れたと 云 ふこと であります、 是は無 
論 無根の 謠言で あります •か、 併し 是は 人心が 食糧 問 
題に 付きまして 非常に 過敏に なつて 居る から、 所謂 
風聲 m 唳 にも 驚く 祈 柄であります るから、 此謠言 が 
励 機と なりまして 、米は 非常に 高くな りました. 之 
と 同時に 產 地に 於き まする 所の 不作の 結果と して 買 
付の 非常に 闲 _ を 生じた のであります、 玆で 政府は 
犬に 周章 狼 m いたしまして >  俄 に閣 謹を 開いて 管理 
令の 適用を 決定せられ たものと 見えまして、 曾ては 
冷笑を 以て 迎へた る 所の 外米 輸入を 御 自分が 御 やり 

にな 〇 ました、 けれども 此時は 旣に時 機が 遲 くれて 

產地は 不作の 結果と 致しまして、 輸 m に對 する 餘裕 

と 云 ふ ものは 極く 少ない のみなら ず、 其 母國の 需要 

と 云 ふ ものが 急を ^ げる ものが ありました、 H 付は 

日に 增し w fal に陷 つたので ございます、 遂に (3: 輸出 

と 云 ふ もの it 產 地に 於き ましては 禁止せられ ました 

そこで 政府は 此際 に强 ひて 買 付け やうと 焦れば 焦る 

ほど、 產 地に 於き ましては 捫格が 腾貴す るので あり 

ます、 其 結果 輸出 免 狀を 有つ て 居る 所の 商人の 即ち 

免許状なる ものは、 人より 人に轉 々いたされまして 

遂に 原 m の 三倍 四 倍 . 7T 倍と 云 ふやうな 値段に なつた 

のであります， 是れ 13: 职覚 政府が 餘〇 焦りました 結 

果 として、 彼の 商人よ 〇 足下を 見透かされて 飜弄せ 

られた 結果では なから うかと 私 (3: 思 ひます る、 若し 

も 政府に 致しまして 常 初より 外米の 轍 入に EP ち 大正 

七 年の 冬に 於き まして、 著 手せられ たなら •は， 玆に 

非常に 割安なる 米を 轍 入す る ことが 出来まして， 米 

價の調 節の 効を 奏するな みならず •延 いて 以て 一般 

物 偾の睇 ft を 抑制し まして、 lit 生活に 對する 所の 國 

民の 不安を I 砧 する ことを iy ましたの みならす、 國 

庫に も 少しも 損害 も 及ぼさな かつた と 私は 思 ふので 

あります •然るに 政府の 政策を 誤つ た 結果と 致し ま 

して， 國 M? に ほ 巨 ? i: の 損害を 及ぼし 爾後 引紉 きまし 

て 物 似 〇 勝 a の 影響と 致しまして 不祥なる 事故の 發 

生を 促しました のは • £! に 我々 の 痛 歎 措かざる 所で 

あります 1H; 間 傅 ふる 所に 依ります れば政 友 ^ 所閎の 

代 誘士 中に ほ rl 管 米の 聡 S を 希 闍 せられまして、 米 

價調 節に 對 して 手を 下さん とする 政府の 施設を 茱制 


したりと 御 自慢を なさる 者が あると 云 ふこと です、 
而 して 昨年に 行 はれました 所の 府縣舒 の總 選擧 に當 
りまして、 政 友會の 末社迪 中は 到る 處に 米價の 高い 
のは 我黨の 御蔭で ある、 農民 ほ 之に 向つて 感謝せ ざ 
るべ からず と 云 ふこと を、 到る 處に 演說を 致し まし 
て、 農家の® 心を 收攒 したと 云 ふこと も 聞いて 居り 
ます、 政府は 常に 米の 問題は 價の 問題に 非ず して 量 
の 問題と 仰せになる 所から 推測いた しま すれば、 政 
府は 米は 如何に 高くな つても 抓は ない：； % 食糧に 事 
を缺 かなければ 宜しいで ほない かと 云 ふ 御意 思では 
なから うかと 本員は 解 糊す るので ございます* 若し 
も 果して それが 眞意 でありと 致しましたならば、 政 
苻は 陽に 調節を 裝 うて •陰 1- 其 騰貴を 希菌 せられ ま 
して、 唯 其 米 僧 騰貴の 趨勢を 抑止せ ざる 程度に 於き 
まして •應急 策を 講ぜられた のでは なから うかと 思 
ふ、 偌て こそ 何等 効果な く 時候 遲 れの對 策を 御 執り 
になつ たのでは なから うかと 思 ふので あります、 若 
しも さう でありと 致しましたならば、 國庫に 幾多の 
損害を 及ぼします けれども， 是は致 方がない、 若し 
も 其 事柄が 國 民の 福祉と 併行いた しましたなら ぱ宜 
しいので あります、 又米價 を 如何に 騰貴せ しむる の 
も是も 宜しい、 唯 國民 生活の 安定を 脅かしまして 危 
險なる 思想の 發 生し 防止ず る ことが 出来ましたなら 
ば、 それで 宜しい ので あ 〇 ます、 けれども 事 か 悉く 
非に 致しまして、 不幸なる ことが 爾後 續發 いたし ま 
する のは、 B に 吾人の is 憾に堪 へざる 所であります 
全 6® 物 ffi を 計る の 尺度と 云 ふ ものは 勿論 貨邨で あり 
ます、 併ながら 物 僧の 騰落に 付き ま 乙て は 種々 の 原 
因 も ありと 雖 も、 米價な る ものは 注々 にして 他の物 
價の 晴雨計と なり、 又 之を 支配す るの 力が あるので 

あります、 勞銀の 如き も亦然 りであります •古来 我 

國勞 S 者の 賃銀と 云 ふ ものは、 米 三 升を 以て 標準と 

して あると 云 ふこと を K] いて 居 〇 まする、 米價が 他 

の 物 價及勞 銀を 支配す るの 事 實 は、 之を 遠き に ; Jr む 


まして 米の 僧 格に さまでの 變動 のない 場合に 於て は 
一般の 物 ® にも 左までの 變 動で ない と 云 ふことの 結 
論に 到 著す る ことが W 來 るので あります、 是は何 時 
も此 通りに 行は れ ると 云 ふので はあり ませぬ けれど 
4, 昨年に 於き まする 所の 狀况は 確に 是で あつたと 
斷定 する のであります、 而して 昨年 五月に 米は 非常 
に峩騰いたしますや、其翌月に其影 ?1 ほ闾ちに一般 
物 價も波 及した のであります •五月に 二 西 七十 八で 
あつた 所の 一般 物價 の指數 は， 六月には 二百 九十 五 
に 昂騰した のであります、 而 して 米 -it 七月に 四百 五 
十六になります れぱ •一般 物 0! も 亦 之に 伴 ひまして 
二百 九十 五の ものが、 八月には 三百 二十 四に なり ま 
した、 斯くて 米と 一般 物價 とは 雁行の、 狀態を 取り 
まして 十二月には 遂に 米は 四百 六十 二と なり 一般 物 
僧 も 亦 三百 八十 一とな りまして、 五月 以来 簡方 とも 
約 四 割の 昂騰を 来した のであります、 是は 米價が 今 
日の 一般 物價を 如何に 茭 配し •是が 騰落の 誘因で あ 
つたと 云 ふこと を證 明す るに 足る と 私は 信ずる ので 
あります， 物價が 米價の 昂騰に 誘導せられ まして、 
而して 其 脆 貴の 程度が 底止す る 所を 知らぬ やぅに な 
りました ので 一般 俸給 若く ほ 日給に 衣食す る 者が 非 
常に 生活 上の 脅威と 恐慌を 來し たのであります •遂 
に 其 生活の 闲難 に堪へ 爺ね まして、 昨年 七月ょり 勞 
働 者 階級は 漸次 不安の 狀態を 呈した のでありまして 
遂に罷 エ怠 業と 云 ふこと が备 所に 續發 いたしまして 
勞銀の 引 上を 絕 叫いた したので あります、 而 して 是 
等勞働 者 一た ぴ勞銀 ■の 引 上の 運動を 開始して 凱歌を 
奏する や、 彼等は 其 味を 忘れる こと 能は ずして、 現 
在の 賃銀に 滿足せ ず 之を 再三再四 繰返した ので あり 
ます、 一方 かを 考 へま すれば 物⑽は 段々 騰貴いた し 
まして、 是は又 無理から ぬ 點も あるので あります が 
是が爲 に 遂に 歐羅 巴， 亞米利 加に 見る ことか 出来ず 
して、 單に 本邦 獨特 の美點 たると ころの 資本家と 勞 
働 者 間の 溫情 、協調と 云 ふこと を 根本から 破壊し 去 


る 必要が ありませ ぬ、 最近の 例を 以ち まして 之を 證一 つたので あります、 此の點 は 實に 私は 將來憂 ふべき 


明す る ことが / H 來ます  >  茲 に數 字を 申 上げます るが 
大正 七 年 十一月の 米の 指數 と ' V* 大正 八 年 五月の 指數 

とは 其 間 大差の なかつ たと 云 ふことは 前き に 申 上げ 

た 通りであります、 所が 此同 一期 間に 於き まする 所 

の 一般 重 耍物價 の 指数を 見ます ると、 之が 不思議に 
も 大正 七 年 十一月と、 大正 八 年 五月と it 符合して 居 
ります、 どちらも 二百 七十 八であります、 玆に 於き 


禍根を 貽した ものと 信ずる のであります、 加 之 嚴肅 
なる 官 II の 下に 國 務に從 事す る 所の 官吏 も 亦， 生活 
の壓迫 に堪へ 兼ねて 遂に % 俸增 給を 要求す るに 至つ 
たのであります、 中產 階級に 及ぼしました ところの 
一般生活 上の 不安 ほ 延いて 危險 思想を 誘發 すると こ 
ろの 動機と なりは しない かと 私は 考へ まする と 同時 
に、 將來不 祥な る， 寒心すべき 所の 事態を 惹起す る 


の 動機が 玆に 伏在は しない かと 憂 ふるのであります 
若しも 他日 不幸に 致しまして 彼の 戰溧 すべき 所の 過 
激思 想が 全國 に 11 蟇いた しまして- 收拾 する ことの 
出 來ない 慘狀を 現す ことがありましたならば >  斯 の 
如き 事は 私は 絕無と 信じます るが •斑 一 斯の如 きこ 
とが ありましたなら ば. 物價 調節に 放设な りし 所の 
現內閣 は 全く 其責を 免る、 ことが 出來 ぬと 私は 信じ 
ます、 玆に 於き まして 私は 政府が 何故に 外米の 輸入 
を 自ら 一昨年の 冬に 於て 決行せ ざり しかと 云 ふこと 
併せて 昨年の 五月 以来 管理 令の 適用の 下に 轍 入され 
ました 米は 何程 H 拂はれ て、 而 して 其殘 米 (X 幾らで 
あるか、 而して 其殘 りたる ものを 現在の 時價を 以て 
賣捌 かれましたならば、 此の 管理 令に te る 所の 金 部 
の國 庫の 損失 額は 幾許の 額に 達する かと 云 ふ 其金额 
を 承りたい、 同時に 政府の 管理 令の 下に® ら 政府の 
御用を 務めた 所の 御用商人の 氏名と •及 之に 與へた 
る手數 料の 總額を も 承りたい 思 ひます、 而して 又 政 
府が 非常に 御闲 りの 餘 りに 外米の 買 入れに 非常に 急 
き 込まれて •殆ど 他を 顧みる の遑な きに 乘じ て， 產 
池に 於け る 外米 商 連と 通謀いた しまして 、一種の 奸 
策を 弄して 其の 間に 私利を 營んだ 者がなかつた であ 
らう か* どうかと 云 ふこと を 御 調査に なつて 居る や 
否やと 云 ふこと を 承りたい、 私は 如上 述べ 來つた 所 
に 依りまして、 政府の 外米 輸入と 云 ふ ものは 失敗で 
あつたと 云 ふこと を攻擊 は 致します るが、 農 商務 大 
臣は豫 ねて 一般の 物價 、就中 米價 のこと に付き まし 
ては 一通りなら ざる 心配に なつて 居らつ しやつ たと 
云 ふこと を 認めます る、 それで 此物價 若く は 米の 問 
題に 付きまして は 相應 の御對 策を 御 有ち になつ たこ 
と、 思 ひます るが、 何 かの 事情に 依つ て 御 自分の 自 
信が 行 はれな かつた ではなから うかと， 私は 善意を 
以て 解釋 いたしまして、 農 商務に 對 しまして 同情を 
表する ものであります。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 橋 本 君に 御 答いた します るが 
御演說 の 最初の 部分は 政府に 御注意に なつた やうで 
あります が、 政府が 攻躍的 態度で も 取つた かの 如く 
御 感じに なつた と 見えまして、 其點の 御注意が あり 
まする が， 政府は 固ょり 御 質問に 答へ るので あめ ま 
すから •何等 攻_ 的 意思は ない のであります、 其 意 
の ある 所を 盡した いと 考 へます、 御 質問 中には …… 
各位の 御 質問の 中には 極めて 穩かな る 言葉を 以ての 


施政方針の 竹 問に 對する 原總琿 大 LS の 答 辯 
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I  施政 方， t; の 5 : .N 1  I - 對する 砰大 |[:-: の |?? « 
铒薛 もあります るが、 中に if 隨分 手 ® しき 御言 葉 も 
あります、 承る 方に 1E りまして は 驻だ 面白から ぬ 感 
じ も 起り まする けれども、 さ 5 云 ふこと 1 V 以て爭 ふ 
B 思は 私は ない のであります、 決して 攻繫的 或 (i m 
倒す る やうなる 言葉な どを 用ゐ たこと {3: 毛頭 私には 
ない のであります 、今後 も往寇 を 致し ませう •か、 さ 
う 云 ふこと を 致した 積り はない のであります、 それ 
から 此 米の 問題、 財政 綷濟調 赉 涔 で 成案を 得て f} る 
らしい から、 豫筘 群議 中に も 提出いた したら •假 
令 未熟で も /. ii したら K からう と 云 ふやうな 御 R9 みで 
ございます が、 此の ことに 付きまして は 詳しく 其狀 
態を 申して 岡く 方が 宜か らうと 考へ ます •米の 問題 
と 云 ふ ものは 數 年間に a つて 居ります るが、 之に 付 

て應 急の 策と 根本的の 政策とは 別々 に考 へなければ 

ならぬ、 膘急の 策 ほ 米が 不足いた せ ば 其 不足を 補 ふ 

色々 の 施設を 致さなければ ならぬ ので、 所謂 焦眉の 

急になります が、 國家 根本の 米の 政策と 云 ふことは 

焦眉の急に 應じ たら 是れで 碗 定 すると 云 ふ ものでは 

無論ない のであります から、 根本的に 調査を 致さな 

ければ ならぬ ので、 それに 依つ て阼年 財政 經濟 調査 

會を 設けまして、 之には 種々 の 案件を 諮問いた して 

居る、 尙將來 に 於ても 是 等の 力に 依つ て 根本的 財政 

經濟の 基礎を 立てたい と考 へて 居ります が、 他は 姑 

く 措きまして、 米の ことに 付て 諮問いた した 趣意と 

云 ふのは 斯う 云 ふので あります、 米が 或 時 ほ 米價騰 

贵 を 致して 騰貴の 爲 に大騷 ぎを 致す、 或 時は 下落い 

たして 下落の 爲に騷 ぎを すると 云 ふやうな ことぱ か 

りに沒 頭して， 焦眉の急に ばかり 追は れて 居つ て ほ 

根本の 政策を 立てられないで ほない か、 元来 日本の 

米が どれ だけ あれば 日本の 需要を 充す ので あるか、 

近年の 狀態を 見る のに Is 作と 雖も輸 入を 致さな けれ 

ば 不足す る. のであります、 數年 前に あつて は 三千 萬 

石 H の 米であつて も 輸入を して 居つた ので •近年に 

至つ ては 五 千 萬 石 R の 米を 產出 しても i!( 入を しなけ 

ればな らぬ 、是は 人口 咐 加の 結果 も あ A 又 今まで 米 

を 食せ ざる ^ も 米を 食す ると 云 ふやうな 結果に も あ 

り、 又 一面には 生活の 向上いた したと 云 ふやうな こ 

とも あらう、 兎にも角にも 三千 石臺で 輸出を した も 

のが 五 千 萬 石 K になっても 輸入す る、 斯う 云 ふやう 

fr 狀况で ほ 日本の 米と 云 ふ ものの 所謂 自給自足が 出 

来ない のぢや ないか、 金が ありさへ すれば 他國 より 

I 米を 買つ て 來さへ すれば 宜いと 云 ふやうな 淺薄な る 


萡_ もあります けれども、 さう ほ 參らぬ 、他 ^ の 米 
を 目的と 致し 他國よ 〇籼 食を 仰いで 国の 安 1?: を 保た 
うと 云 ふこと (i 容易なら ぬ ことで、 私の 喋々 の 辯を 
嬰せ ぬ、 之が 爲に S1 食を 鲩入 しなければ ならぬ 所の 
國は 非常な 海軍の 攒 張を 致す とか、 fifl 民 地を 所々 に 
造る とか、 大な る計诳 を 致さな けれ •は 削 食の 安定は 
出来 •ぬ やうな ことで ある、 日本に 於て乂 漸次 左_ な 
境遇に 陷 りまして は 甚だ 闲つた こと、 考 へます、 そ 
こで 平時に 在つ て も 米を 輸入す ると 云 ふことは 甚だ 
喜ばしくな いので ある、 之が 爲に數 千 萬 圓の 金を 費 
さなければ ならぬ のは 不利益で ある、 又或國 より 轍 
入せ むとしても 其國の 豊凶に 依つて 十分の 輸入が 出 
来ない ので ある， 近年は 他國に 於ても 米を 需要す る 
ことが 多くな つたので、 或は 輸出を 禁止いた し、 或 
ほ 輸出を 制限し、 之が 爲に輸 人に 甚だ 不便を 感ずる 
のみならず、 其價は 非常に 騰貴し >  今日では 日本の 
倍の 價格 を產 地に 於て 持つ て 居る 狀態で あります か 
ら 、金が あれば 輸入が 出来る と 云 ふやうな ことは 甚 
だ 淺薄 なる 議論で、 さう 云 ふこと を賴み に 糧食 問題 
は 解決は 出来ない、 故に 又 一朝 事 あるときは …… 假 
令 安全に 米が 外國 より 輸入して 需要を 充たし 得る と 
しても、 一朝 事が 起つ たと きは、 糧食に 極めて 不安 
を 感ぜざる を 得ない、 是 等の ことを 考へ ると、 實に 
ri 食 問題に 付て は 前途 寒心に 堪へ ない、 故に 此 根本 
問題を 定めたい、 根本 問題を 定める と 申せば どれ だ 
け 日本に 米が 產出 すれば 宜しい ので あるかと 云 ふこ 
とを 極めなければ ならぬ， 他國 より 米を 仰がず して 
行ける のは どれ だけ あれば 宜しい かと 云 ふこと を考 
へなければ ならぬ、 朝鮮 W S よりも 多少 輸入は 致し 

ます けれども •是は 領內 のこと であります が、 兎に 

角 彼此を 通じて 考へて 日本の 糧食と 云 ふ ものは 何程 

あれば 宜しい かと 云 ふ 根本を 決めなければ ならぬ、 

何程 あれば 宜しい と 云 ふ 根本が 決りましたならば" 

今日の 耕地で 澤山で あるか 否やと 云 ふこと を考 へな 

けれぱ ならぬ、 どう 考へ ましても 今日の 日本の 耕地 

だけで ほ 米の 產額は 足らぬ と考 へなければ ならぬ が 

其數 字は 明で ないから、 それを 調査 L なければ なら 

ぬ、 米が どれ だけなければ ならぬ、 而 して 尙ほ耕 地 

は是だ けなければ ならぬ と 云 ふこと が 確定いた した 

ならば， 豫て 開墾 助成 法 等に 依つ て獎勵 を 致し、 今 

回の 議 會に此 金の 增額も 請求いた して 居ります けれ 

ども、 兎も角 之に 應ずる だけの 開懇を 致さなければ 


ならぬ、 あらゆる 方法を 以て 開 梨いた さなければ な 
らぬ 、此 開绍に 付ての 方法 も 色々 ありませ 5 し、 又 
一漑 に棑 地を 殖やす と 云 ふことは® 純に も 申されぬ 
耕地 {3; どう 云 ふ 方法で 植える のか、 小農を 多く すれ 
ば 宜しい のか， 大農を 多く すれば 宜しい かと 云 ふこ 
とも 考へな ければ ならぬ、 近年の 狀况 〇ほ、 どうし 
て も 小農を 多く 致さなければ いけまい と考 へます、 
大農 固より 宜 いのであります けれども、 是等 のこと 
も 根本的に 調査いた しませぬ けれぱ 、開懇 必要な 〇 
と 致して どれ だけの ものを 開 _ すれば 宜しい と考へ 
て も、 之に 應ずる 手段は 色々 なければ ならぬ ので あ 
る、 而して 幸に して 糧食は 充 實 したと 申しても 豊作 
になれば 米價が 下落いた し、 米價が 下落いた せ ば 農 
民が 困難を する、 故に 此 米が 溢れて 闲難を する 場合 
には どう すれば 宜い か、 是も考 へなければ ならぬ、 
塵 作の 場合， 不作の 場合、 大凶 作は 別と 致しまして 
豊凶に 應 じて 行く には、 或 ほ 常平倉な どの 類が 宜し 
く ほない かと、 唯 だ考に 浮ぶ のであります、 古い 制 
度で ほあります けれども‘ 各藩に 於て 實驗上 恐く 常 
平 倉な どの 制度 も 探つ たで あらう と 思 ひます から、 
今日日 本 全體を 引 括め て 元の 藩に 比して 考へて 見れ 
ば、 矢張り 是等 のこと も 攻究すべき 案の 一つと 思 ふ 
のであります、 是 等の ことを 十分に 調査して、 將來 
糧食の 安全 糧食の 充 實を圖 りたい ので あるから、 此 
根本の 政策を 一つ 調査を する が 宜しから うと 云 ふこ 
とで 財政 經濟 調査 會に私 は 諮問いた して 詳しく 其 意 
味を 説明いた した、 之に 依つ て 財政 經濟調 杏： 會に於 
ては 特別委 員を 設けまして 又. 特別委 員の 外に 更に 臨 
時 委員、 是 等の 途に 明るい 人々 を 集めまして 臨時 委 
員を 組織いた して 專門 的に 米の 問題を 調査いた しま 
した t 此調査 が 先達つ て 仲 小路 君に 御 答いた したや 
うにし 略々 此 特別委 員の 調査は 結了を 吿げ かけた の 
であります、 總て 其方 法 ほ 決りましても 之に 要する 
費用は 調査 未了であります、 如何なる 名案が ありま 
しても* 金錢に 構は ぬ ことなら ぱどう 云 ふ 案 も 立つ 
とは 云 ふ ものであります けれども、 矢張り 國 力も考 
へなければ ならぬ、 財政の 事情 も考へ なければ なら 
ぬから* 果して 糧食の 根本 方針を 立てる とすれば ど 
れだ けの 金を 要する ので あるか、 之に 要する 费 用を 
調べなければ ならぬ、 今此 費用を 調べて 居る、 方法 
が 立ち 費用が 調 ばれ. ば 始めて 財政 經濟 調査 會の 總會 
に 付 L まして 相當な る 審議を 致し、 其 結果が 纏り ま 


すれ ぱ或ほ 此法宽 中に  ifft ^ o r;i .% c«r lll ri l: -c m 
來る もの も ありませ* r けれども、 ■•JL ^5:r< lv; r5: を'： T か 
なければ ならぬ ことは 必ず あると . kl ふので ：'. 〇 ます 
故に 此 法案の 明る ことを 急いで 1 E o 、 所が 幸に 米の 
問題は© 多の 調 杏？： はあります、 度々 fn . s n 行 V も 
設けて 農 商務省に 於て 調べ.；； ム C  ます C1 々な 
ものが あります から 他の® ! aj よ りほ¥  く此委 n <2 
の 准 ？ f が 結了す る W を 持つて 居る のであります、 即 
ち 特別委 M の調赍 も 之に耍 する a' 用を f.i; くの 外 ^ ベ 
が 略々 付いた と 云 ふこと も是等 の荘礎 になるべき® 
種の 調査が あつたから であります、 故に ; i;y 八 rl に 外 C0 
ものより 早く 此調赉 ほ 結了い 力 さう と 忍 ひます から 
成るべく 之を 進めまして 今期 戮會に 御 協 H を 得る も 
のが あると すれば 御協赞 を 得る やうな 手段を 収〇た 
い、 斯う 云 ふ 積り で 政府は 今 頻りに 此を収 急が 一せ て 
居る のであります 果して 政府の 希 !: a 通りに 特別 娄 n 
の 審査が 結了いた し 財政 經濟 調 - t'ii l?/ に 於て 碗 定いた 
した 案を 得ましたならば 早速に も戤 fr に 提出いた し 
御 協賛を 得たい と考 へます、 而し て是が 碗 定いた し 
ましたなら ば 初めて 日本に 於け る 糊 食 問題の 根本 政 
策は 確立す るで あらう、 之に te つて 初めて 安心を 得 
るで あらう と考 へる のであります、 斯樣な 狀 態で あ 
ると 云 ふこと を 御 承知を 願 ひたい、 從 つて 未熟なる 
案を 取 急いで 豫算 總會 ..：： 豫算の 結了 前に 提出す る 
と 云 ふやうな ことは 出来 ませぬ けれども、 政府は 成 
るべ く 速 かに 確定 案を 得て 之を 識會に 提出いた した 
いと 考へて 居る のであります ，それから 綿 絲綿 布の 
ことに 付て 段々 御尋が あつた、 是は農 商務 大 K が 御 
答へ した 方が 私よりも 詳しく 御 答へ する ことが /JI 來 
ると 思 ひます、 併ながら 私に 答 辯せ よと 云 ふ 御請 求 
でありました から 大體 申して 置きます が、 此 ijf 柄に 
付て は 緊急 勅令の 承諾 案を 議會に 提出いた して あり 
ます、 此 案の 御 審査の 折には 尙ほ： iil に 詳しく述べる 
機 會を得 ませう と 思 ひます、 併し 綿 絲を 止めて 綿布 
の輸 m を 制限いた さない のは 宜しくな いぢ やない か 
唯 それだけを 承ります れば 甚だ 適 當のや うに も 聞 こ 
へる ので &■ ります、 併し 私は 玆に 詳しく 申さぬ でも 
絲には 種類が ある* 二十 手で あると か 何とか 云 ふ 種 
類 沢 ある、 綿 絲の輸 出を 止め ますれば、 111; 綿 絲が内 
地の 需要に 變り得 るので あります 、綿布の © 出を JI-: 
めました 所で 直ちに 內 地の 需要には 變はら ぬので あ 
ります、 絲の 方は Ji m を 止めます れば內 地の 需嬰に 
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變る 、多少 m も 下りました が、 綿布の 方は 元輸 lii 向 
に 造る のであります、 即ち 二位で ありました が、 la 
字は it つきり しませぬ が、 さう 云 ふ H •額に 達した と 
云 ふの H: 轍 出向の ものであります、 輸出 向の ものを 
止めた 所が IW. ぐに 内池の 需嬰 に變じ ない ので ありま 
す、 それ故に 綿布の 輸出 ゃ 將來に 於て 絕對に 於て 止 
めない と 云 ふ 次第では 無論 ありませ ぬ、 それは 緩急 
宂し きを 得、 其 時機に 依つ ては 輸 目を止めなければ 
ならぬ こと もありませ^' と 思 ひます が、 絕對 に將來 
の lli 布の瑜 m を 禁止し ない ことは ありませ ぬけれ ど 
も. 昨年に 於いて 禁止せ ざ •る 理由は、 之を 止め まし 
た 所で nt ちに 内地の 需要には 變じな いのであります 
內地の fi? を 調節す るが 爲に 輸出を 止める 譯に は參ら 
ぬ、 綿布は …… さう して此 綿布が 大層なる 額に 上つ 
て鲩 出を 致した と 云 ふことは 橋 木嵙も 言は る やうに 

歐 洲の戰 爭の 結果と して 他阈の 綿布が 是まで 诹 まつ 

て K つた kt 域に 對して •他國 に 於て 轍 / H が 出来 ませ 

ぬ 時 鹋に 於て、 日本の 品物が どん 出せられ た 

のであります から、 販路が 非常に ® f まつて 巨額の 轍 

出を する やうに なつた のであります、 此 驗出 をす る 

やうに なつた のは 永久に 販路を 止める ことは ある ま 

いと 云 ふ 話であります が、 C 永久 と 云 ふことは 兎に角 

別問題で あります が、 llt Hr 本の 販路が 外國品 の缺乏 

に乘 じて 非常に 販路が fffi がりました が、 併し 他國に 

於ても 段々 工業が 怏 役いた しましたならば •或は li.t 

販路を 元の や* っに® 逐され ぬで も、 餘 程の 影響を 受 

け やしない かと 心配す るので あります、 それを 殊更 

に！ 1 出を 止めまして， 此廣 まつた 所の 販路を I 切 止 

めて ft 舞つ て、 他 W の 供給に 任せる と 云 ふことは 國 

家と して ¥¥ 易に 出来ない ことであります、 故に 政府 

は 綿絲の 輸出を 禁止した と 同時に、 綿布の 輸出を 其 

時に 禁止し なかつ た 理由は それであります、 又此綿 

布を 刺 造いた すが 爲に 、內地 に 於て は陕 業は 非常に 

廣つたのであります、御承知の通り幅も大きくなり 

外 國の黑 要を 充すや うにな つた •日本に 於ても 琺分 

需要され るか も 知れ ませぬ が、 需要 も 段々 ! ffi つて 其 

設備 も 多くな つて 居ります、 是も迓 は 一朝 禁止し ま 

したなら ば、 忽ち 倒產 をし なければ なるまい と 思 ひ 

ます、 之を ff!] 產せ しめて 尙ほ 忍ぶべし と 致しまして 

も、 其 品物が 直ちに 内地の 需要に 變ずれ ば まだし も 

變ずる ことが 出来ない としま すれば —. » 唯 倒產せ しめ 

るの も 甚だ 而 白くない と 思 ひます 又 御 承知の やうに 


日本の 綿の 齑額と 云 ふ ものは 極めて 少ない、 殊に 是 
れが 今日 盛んに® 出されて 居る 所の® m 向に 適 する 
綿の® でも ありませ ぬ、 故に 綿 絲綿 布の 如き …… 
綿布は 殊に さう であります が、 皆 外國の 原料で あり 
ます、 亞米利 加 印度 等の 原料を 以 つて 製す るので あ 
ります、 是れは 内地に 產 する 綿で ありましたなら 
ば、 轍 出を Ih めれば 販路を 失 ふに しても， 國 家の不 
利益が あると 致しましても、 内地 だけは 價格が 下落 
しまして 需要 者が 滿足す ると 云 ふ 結果に なり ませう 
假令 供給者が 倒產 いたす ことがありと しても、 兎に 
角 需耍者 だけは 滿 足いた しませう が、 是は內 地の 產 
出で ありませ ぬ 故に 輸出を 禁止し ますれば 當然 原料 
となる 所の 綿の 輸入が 極めて 少くな る >  一 小 部分の 
內 地の 需要を 充す ことが 出来る のは 當然 であります 
が、 輸出の til 来ない のに •大に 綿を 輸入す ると 云 ふ 
ことは 有り得べ からざる 理窟であります、 此 事情を 
申した のであります、 それ故に 當時 にあつて 綿絲の 
轍 出を 禁止して、 綿布の 輸出は 止めな かつた ので あ 
ります、 今後に 於て 狀况の 如何に 依つ ては 之を 止め 
ると 云 ふ 次第 も ありませ うが、 先づ 今日 迄は 左_な 
る 必要は 見ない のであります、 而 して 又 綿布の 輸入 
を 許した のは どう 云ふ譯 か、 是ほ價 格に 依つ ては 輸 
入の 途を 開いて 置く と 云 ふことは {凡し いので ありま 
す、 果して ® 入し 得る や 否やは 分り ませぬ が、 價格 
が 騰貴 すれば 段々 日 木に i!! 入して 參 るので あります 
絲 にしても 綿布に しても， 先達て 旣に 日本で も 盛ん 
に 騰貴いた しました が、 此頃は 大分 下りました が、 
瞬 貴 S 中に ほ 亞米利 加、 英吉利 邊〇 から 持つ て 来て 
も 引合 ひは しない かと 申した ことがあつ た、 故に 內 
地の 價格を 下げ やうと 致したならば 輸入は 許さな け 
れぱな らぬ 、是 等の 事情ょり して、 左 樣な る處 置を 

取つ たのであります、 是だ けは 私から 御 答へ して 置 

きます、 尙ほ 詳細の 事は 農 商務 大臣 其 他の 者に 依つ 

て 御 答へ します が、 大體 左樣で あります、 是で私 の 

御 答へ 致す のは 盡 きて 居ります が、 併し さつきの 御 

話の 中に 政 友會の 者は 米の 調節を 妨げて 得々 として 

何 か 言つ て 居る 者が あると 云 ふやうな 御 話 も ありま 

し たが、 地方な どでは 米の 瞬 貴して 居る のは 政 友會 

の 力で あると 云 ふこと を 誇つ て演說 した 者が あると 

云 ふこと であります が、 多数の 黛 員の 中には 左樣な 

る ことを 申す 者がない とは、 私は 申し ませぬ が、 併 

し 地方に 在って 縣會 等の 狀况を 見 ますれば、 K 民の 


投票を 得る 爲に は ! S り 政友會 のみなら ' f. 他の艰 派の 
者 も •農民に 利益を 供す ると 云 ふやうな 演説を 誰で 
も 致す のであります、 是は選 擧場裡 の 常であります 
單り政 友 會のみ を 御 咎めになる のは 少し 無理な こと 
であると 思 ひます、 序でながら 少し 辯 じて a: きます 

〔橋 本 辰 二 郎君 發言の 許可を 求む〕 

0S 長 (公爵 德川家 達 君) 橋 本 君 何です か。 

〇 橋 本 辰 11 郎君 唯今の 總理 大臣の 御 答 辯に 付き ま 
して、 一寸 申 上げたい 點 があります。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 前回の 1® きです か。 

0 橋 本 辰 11 郎君 前回の 續きで あります。 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君： >  宜しう ございます。 

0 橋 本 辰 二 郎君 それでは 申します、 唯今の 總理大 
臣が私 の演 說に對 しまして 御 親切なる 御 答 辯を 與へ 
られた ことを 感謝いた します、 それと 同時に 綿布 II 
出に 付きまして は、 輸 /li 綿布なる ものは 主として、 
外國 向きで あつて、 內 地の 需要に 適せざる もので あ 
るから、 之を 禁じた 所が、 內 地の 綿布の 價格 には 何 
等 影 ■は 及ぼさない、 又 其 需要に も 適しない、 斯う 
云 ふ 御 話で ありました が， 是は 如何にも、 一 應御尤 
の やうに 聞きます、 私 もさう 思 ひます が、 若し © 出 
綿 絲を 禁止いた しましたなら ば、 此 輸 出 綿布に 使用 
して 居つ た 所の 綿 絲なる ものは 玆に 餘裕を 生ずる， 
此餘裕 なる ものが 一般 綿絲の 價 格の 調節に 向つ て 重 
要なる 關係が 玆に 生ずる ので ございます、 そこで 唯 
今 仰せに なりました 言葉は、 綿 絲の價 格を 引下げて 
日常の 生活の 必需品た る 所の 絲の價 格を 調節し やう 
と 云 ふ 御 目的で あると せぱ 、必ず 此 綿布 も 同一に 禁 
止しなければ ならぬ と 云 ふ 必要が 茲に 起る と 云 ふこ 
とを、 玆に御 承知に ならなければ ならない、 繰返し 
て 申します れぱ ，綿布 某 物 ほ ® ちに 内地の 需要に 不 
適なる にもせ ょ、 之に 用 ふる 所の 絲の 如き もの ほ 鞞 
じて 内地の 需要 品に 用 ひられる 玆に 初めて 綿 絲も下 
がる、 又 綿布 も 下落す るの 端緒を 開く ものであると 
云 ふこと を 申 上げて® きます。 

【国務大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 其 事に 付きまして は 重ねて 申 
す 必要 も ありませ ぬけれ ども、 私の 申した ことは も 
う 少しく 詳しく 申さぬ ければ、 御 了解を 得ない か 知 
れませ ぬが、 綿絲 即ち 絲， 絲にほ 色々 太 さに 種類が 
あります から、 綿布、 織物に する 絲の太 さと、 綿絲 
に 用 ふる 絲の太 さとは 違 ふので あります、 故に 綿 絲 


の-輸出 禁止を 致します ゎぱ 、內 地の 需嬰は 多少 充た 
します、 綿 絲に 致すべき …… 綿布に 致すべき 絲は直 
ちに 內 地の 需要に 變じな い、 併し 娃 は、 物は 總て程 
度の 問題であります 、綿布の® W を 止めて、 一切 一 
分も內 地の 需要を 充た さない さう 云 ふ 次第では ない 
それは 幾らか 變る ことが 出來 ます、 ai 來 ます けれど 
も、 一時 之れ を 中止いた して 綿布に 之を 仕上げて 輸 
出を 止めたら 外に此 絲の 行き場が ございませぬ から 
一時的に 何 かに此 原料を 製して 賣り ませう から、 一 
時 的には 内地に 多少の 何 かになります るか 知らぬ が 
何 かにな つて 内地 綿 類に 影響いた しませう、 併し そ 
れが爲 には 全部 外國に 於け る 販路を 失は なければ な 
り ませぬ から， 此 利害を 比較して 見ます れば 、一時 
的に 原料が 內 地に 溢れて、 何 か CDI 需要を 充た すと 云 
ふこと を 取る か" 海外に 於け る fat き阪路 を 失 ふこと 
を ® 悟す るか、 色々 斯う 云ふ點 を 考察いた しま すれ 
ば、 政府と しては 俄に 綿布の 轍 出を 禁じて 一時的 内 
地に 何 かに 潤 ひを 生ずる と 云 ふことは 國 家の將 来の 
爲に煜 策なら ずと 思 ふので あります、 綿 絲綿 布の、 
絲の 種類の 違 ふと 云 ふこと だけを 根本に 御 考を願 ひ 
ます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄君演 搜に 登る〕 
c 國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 去ん ぬる 二 十四日で あり 
ました か、 私が 仲 小路 君の 御 質問に 御 答いた しまし 
たる 其 時に 於き まして、 政府が 外米を 買 付ける に 於 
て、 直ちに 此 管理 令を 布いて、 さう して 買 (3: なかつ 
た、 それが 爲に 酷い ことに 容易なら ぬ 金を 費した と 
云 ふこと に付きまして は、 私は 成程 さう も 言へ ませ 
うが、 又此 ものに 付て は 果して それが 損であつた か 
得 ' e あつたかと 云 ふことは 、一つの 疑問と して 居り 
ますと 云 ふこと を 申 述べた ので ございます、 ^ るの 
に 何やら 牽强附 會 或は 事を 構へ て、 さう して 其 非を 
飾る 如く 如何にも 誠實 にない 如く 御 話になる ので ご 
ざいます が、 何か此 事に fj- ては 私の 申 述べた ことが 
徹底せ ずして、 さう 云 ふ 御 疑が 起つ たのでは ないか 
と 思 ふので ございます るから して， 尙ほ 重ねて 其 事 
を 申 述べる 必要が 生じた ので ございます が、 御 承知 
の 如く 前內閣 に 於て 外米 管理 令を 以て 買 人れ ました 
る 時に 於て は、 貿县 商人の 米の 輸入を 一切 禁じた の 
であります、 假 令損煜 如何に 0:. つても、 是は 政府が 
買 入れる 故に、 商人の 手では 外米を 自ら 買 入れる こ 
とは 相 成らぬ* 斯う 云 ふこと になつ た、 さう 云 ふこ 

一四 三 七 
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とでありまして， 政府に 於て ほ 大正 七 年の 四月より 
手を 著け まして 三百 三十 si 石 餘の外 米を 買 ひました 
が 尙ほ 之に ：^きまして御承知の米衍は非常な涔丹を 
來た して、 さう して 谷地に 於て不 〇 の狀辟 を 起した 
と 云 ふこと が あつたので あります， 然るに 今の 内閣 
が 此米の 方針を 採ります る 上に 付て は、 どうも 其 時 
に K 盤に 佐つ て 見ます と 云 ふと、 日本の 米と 外 0 の 
米の 價 ，之を 較べて 見まして 連 K 手數料 其 他 利子總 
てのものを 差 引いて 见て 十分に 商人の 手て 53 入り 得 
ると 云 ふ 其 時の 相場で あつたので あります、 そこで 
あります る 故に 是 ほ 政府が. ZI ら之 を ^ •= 理 令で 以て H 
ふよりも、 却つて 關税其 他の 途に 於て 政府が 贸為商 
の 手で 入れ 安くした 方が 却つ て TC からう と 云ん こと 

に 相 成りまして， そこで K 易 商に 自由に 輸入す る こ 

とを 許した のであります、 而し て此鹄 會に 於ても、 

度々 御 答へ- 2 •した iifl りに 先づ四 五 百 萬 石の 米は 不足 

であり ませう、 成るべく 商人の 手で 入れて 览盤が 合 

はなくな つて、 どうしても 政府が 買は なければ なら 

ぬと 云 ふ 時期が 来たら ば •政府で 買 ふと 云 ふ 決心で 

ありまして 、此 間に 付て は 物資の 不足の ないやう に 

致します、 其 ことに 付て ほ 如何なる ことを 以て もす 

ると 云 ふ S 悟を して 居る ので ございま すと 云 ふこと 

を、 度々 御 答を したので あります， 而 して 政府は 之 

を爲 すのに 當つて 二十四日 にも 申 述べた 如く、 五 百 

四十 幾览と 云 ふ 米が 七 年の 十一月より 八 年の 十月に 

苴つて 這 入り ま L た- K 中に 於て 四百 萬 餘は 商人の 
手で 自由に 這 入つ て參 りました、 併し 其 這 入つ て來 
たのが、 次々 述べる 如く 五十 萬な り 六十 萬な りと 云 

ふ 石高を 以て 這 入つ て 來た が、 五月 時分に 至つ て 米 

が 外に 於て 高くな つて 來て商 人の 手で 這 入らな くな 

りました •それ 故 政府は 此上 端境期までは 米を 要す 

る 故に、 それに 不足と して 感じて 居る だけの ものを 

取 入れる 道を 講ずる と 云 ふこと で、 ? T 月の 末より そ 

れに掛 りまして 六月より 實施 をした のであります、 

而して 其數は 西 二十 何 萬 石 取 入れた、 斯う 云 ふこと 

を 申した のでありまして ••そこで 其 所に 至つて、 若 

し 初めの 通りに 管理 令を 布いて •さう して 之を やつ 

て 居りましたならば、 商 質 人が @ ら買 入れて 来た 其 

四 T--1 餘溫石 も、 政府が 買は なければ ならぬ と 云 ふこ 

とになる， 其 所で 是が 果して f 五月までに 皆 買 入れ 

るか どうかと 云 ふと、 何れの 時に 於ても 五月 ばかり 

でな く 六月、 七月* 八月よ 0外 國 米の 商 ひも あり、 


又 粒 入も是 まで あつて a? るので あります、 其 所で そ 
れ は 此方の 方の M ふ 通り 必ず 五 百 S 石なら 五 百！ 51, 
四 ?| 茁なら四百茁石耍る、故にそれを商ちに安い冏 
に H つて ! a くと 云 ふ、 さうな か  <而钽 には 參らぬ 
のでありまして、 矢張り 政府は 買つ て 居つ て も 民間 
で 行く よりは 或は 其 間に 付て …… 又 民間と 競り合つ 
て 高い ものを 質 ふと 云 ふこと も 起る 譯で 、そこで 百 
二 十茁と 云 ふ 米を 買 ふ、 それより 損を する ものを 皆 
H つて、 五 百 四十 何 萬 石を 買つ て •さう して 之を 日 
本の 相 常なる fi'i で赍 捌いたならば、 何しろ © が 多い 
ことで ございます からして、 是は 少ない gl 餘萬 石の 
ものに 依つて si をす る ものと •五 百 何十 萬の ものと 
の 其 高より 勘定して 見る と 云 ふと、 必 しも それは 利 
益で あつたと 云 ふことは 甚だ 申 兼ねる、 疑問の こと 
であります と 云 ふこと を 私 {-]: 申 L たのであります、 
又 是 ほ 言葉を 飾る ので も ありませ ず、. 今と 雖 もさう 
思 ふので ございます、 それに 付きまして 是 ほ 何故 さ 
う 言 ふかと 云へ ば， 其 時の 相場 •又 產 地の 事情、 色 
色なる ことを 以て 綜合して 見 ませぬ と是ほ 唯 抽象的 
に、 いや 其方が 寬 かつた 惡かつ たと 云 ふこと を 言う 
て兑た 所が、 甚だ 捕捉す る 所を 知らぬ 所で ございま 
すから して、 之に 付きまして ほ 尙ほ其 時の 事情な ど 
を 再び 御 問 ひに 依つ て 調べ もし 御 答す る ことに 致し 
ます、 それが 唯此間 申しました る ことであります、 
而して 此 間に 付て は 色々 不 正な ことで も ありは しな 
いかと； K ふ 如き 御 疑 も あつたので ございます るが、 
政府に 於て はさう S ふことは 斷じ てない と 確信して 
居る ので ございます" それ 監督を 以てさう して 
やらして 居る ので ございます からして それは 御 懸念 

の 要らない こと X 思つ て 居ります、 而 して 米の 買 入 

れま したる 高 及 幾らで 賣つて 幾らの 損を した かと 云 

ふこと であります が、 丁度 買 入れました る 高が 是ま 

で 外 國外國 と 言つ て 居りました が、 某國に 於ての 又 

米 も 這 入つ て 居りました、 それは 私は 國を此 所で 申 

述べる ことは 御免を 蒙ります が、 K 際に 總 ての 今日 

までに 入れました る 高が、 百 五十八 萬 八 千 四百 四十 

五 石に なつて 居る、 此 中で 政府が 旣 に時價 を 標準と 

して 賣 却いた しました る 高が 百 零 四 萬 九 千 六 百 零 三 

石、 是だけ を是 まで H 却いた しました •尙 ほ殘つ て 

居ります 數が 五十 三 萬 八 千 八 百 四十 一石 •是だ けが 

今日 殘つて 居る 高であります、 而 して 此百零 四 萬 九 

千 六 百 零 三 石と 云 ふ ものに 付て 賣却 いたしまして、 


其 贸入れた ^ と ^ 却いたしましたる其奶と-璁ての 
ものの 諸掛 りを 差 引きまして、 政府の 缺 に S3 しま 
する 高が 三千 三百 三十 一 萬 四千 六 百 八十 七圃と 云 ふ 
ものに 今日まで 相 成つて 居ります、 而して 後の 五十 
三 萬 八 千 残らと； K ふ もの ほ、 是ほ 今日 政府に 於て 落 
へて 居る ので ございます からして、 此 もの (i llt 後に 
如何なる {3 に 依つ て 費る か、 其 時の 時 ffi を榑 _ と 致 
して 參る ことで あるから して、 是 ほ 御 ■答 ほし il いこ 
とであります， それから 指定 商人 ほ 如何なる ものに 
した かと！ K ふ 御 問であります 、第一に 三 井物篚 會社 
之を 大體の 主なる ものと して さう して 買 入を させ ま 
したので あります、 第二には 岩并 商店， 是で ござい 
まして、 此二 つの ものより 多く 買 入れました が、 併 
し 其 時に 於て 他の 商人に 於ても 玆に 米が 幾ら ある， 
幾らで 取れる、 買へ ると 云 ふやうな ことがあり まし 
た 時に 於て、 他の 商人と も 話を 致しまして さう して 
取 入れる ことに 致しました ので ございます， 其 三 井 
に 於て 幾らの ものを 扱つ て 居る か、 斯う 云 ひます と 
初め 申しました る ものに 付て、 三 井 物 產會 社を 主と 
して 其 他より 買 入れました る數 とそれ から 岩 井 商店 
に 於て 補紛 を與 へました る數と 云 ふ もの ほ 詳しく 此 
にあります が、 唯 其 金錢の 損の 出た 數を 申します る 
と、 初めに ほ 三千 三百 幾らの 中で 二 千 六 百 七十 六 萬 
餘が三 井の 方に なつて 居ります" 三 井 其 他で ありま 
すが、 先づ 大體三 井に なつて 居りまして、 其 際 岩 井 
商店より 差損と して 拂 ひました ものが 六 百 五十 四 萬 
五 千 百 五十八 萬餘 圓と耷 ふこと に 相 成つ て 居ります 
實際は 斯う 云 ふこと になつ て 居ります が、 尙ほ御 答 
に付きまして 足らぬ とき ほ 再び 申 上げます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 休憩を 致します。 

午後 零時 十二分 休憩 

午後 一時 四十 三分 開議 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 是 より 午前に 繼續 いたし 
て、 會議を 開きます。 

〔橋 本 辰 二 郎君 發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君.〕 橋 本 君は どう 云 ふこと で 
すか" 

0 橋 本 辰 二 郎君 私は 農 商務 大臣の 御 答の 足りない 
と 云 ふこと に 付て、 一言 御 答 辯を 得たい と 思 ひます 
が、 農 商務 大臣は 御差茭 がご ざいます か。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 農 商務 大臣は 未だ 出席が 
ございませぬ から、 出席が あつた 後に 願 ひたいと 思 


ひます。 

0 ^ 本 ^ 二鹿 « それではさ5云ふことに 1''; ^ いた 
して ! a きます。 

〔矢 口 長 右 ffi 門 対 演 1S に S る； I 
0 矢 口 長 右捆門 君 本 M が ® [:q せんと 致します る 間 
題は 帝 阀羝 in 問 a に關 した こ、 .- C' ございます、 是ま 
での 52 间老中に此取に駘及されて思りまして，乂记 
に對 する 相當の 主務 - 1. 、 ;-. 答が ありまして、 我 
我の S を 得た ものなら ば •私は 此問收 を 牛 ばに して 
撤回す る も差茭 ない と 思つ て 屘〇 まして、^ れども 
未た 此問題 に 付て 何等の 論究が ございませぬ から、 
玆に一 言の を 致す 粘りで ございます、 で 本 U が 
第一に 問は なければ ならぬ と 云 ふことは、 何が 故に 
鐵道院 に 於て は 事 任 總裁 を跑か ざる やと 云 ふの が、 
私の 問は んと する 問題で ございます、 御 7]< 知の 如く 
今日 帝國鐵 道の 哩數と 云 ふ もの ほ、 朝鮮 滿洲を 除い 
て も旣に 六千哩 以上に 達して® る， 而して 此爲 に： 3 
する 所の 人員は、 十四 ,® と 云 ふ 大多敝 を 拠して 尻る 
やうな 實狀 である、 又此上 まだ 非常に 發 K もす ると 
云 ふ 斯う 云 ふ 狀况に 方つて、 何が 故に 政府に 於て は 
斟 任總 裁を 置かざる やと 云 ふの が、 SS だ 本 M の 解せ 
ざる 所で ございます、 勿論 私は 現 總裁を 以て： 个適任 
なりと 云 ふの 意には あらず、 過去の 經歷 に徴 しまし 
て 適任なる ことほ 承知いた して 居ります けれども、 
人の 能力と 云 ふ ものには 限りが ある、 如何に 總裁に 
して 明敏なる 所の 人で ありと 雖も 、一方に 内務と 云 
ふ 重大なる 責任を 有つて 居つ て、 而して 又 他に 斯う 
云 ふこと を統 踏す ると 云 ふやうな ことは 不可能で あ 
る、 統一と 云 ふこと が 出来る とした 所で， 十分に 果 
して 一から 十まで 出來 るか どうかと！ ZC ふやうな こと 
は、 道理と してな か <容易 でない と 云 ふ斷 ili が 下 
だり ます、 又 本員は 何故 萬 任 總裁 を Rr かざる やと 云 
ふの が、 甚だ 即ち 疑問に 堪へな いのであります、 又 
是に 一例を 取らん か、 院內に 於ても 不統一と 云 ふや 
うな ことは どうも 免 かれない •本員は H に鐡逍 院に 
參つて 其內情 を 伺 ふのに、 聊か 統一と：： ム ふこと に 付 
ては 缺け ては、 居まい かと 云 ふ 念 Et が 起り ます、 現 
に 或 一方の 局の 如きは 傲然と して 雄を 一方に 1 1 へ、 
人民が 陳情 若く は 請願と 云 ふやうな 時に 方つ て、® 
慢無禮 なる 態度を 以て 是に接 すると 云 ふが SII きこと 
は 決して 是は少 くない 事實 である、 斯う 云 ふことは 
何が 故に 起る や 所謂 一家の主 人 公と も 云 ふべき 所の | 


院族贵 齊赘國 帝间二 +叫 荦 


雉 裁が、- W に 家に 居らない と 云 ふの が •必ず 其 ~ 原 
闪を爲し居るだらうと思ひます、取りそればかりで 
なく 或 {3: 員の 股に 求めましても、 亦 決して さう 云 ふ 
類例と 云 ふ ものは 少なくない と 思 ひます、 又 政府の 
調资の 上から 云つ て どうで あるか、 前 申 上げました 
如く. 规ら かさう 云 ふ 缺點と 云 ふ ものが 起り 易い と 
云 ふことは、 理數に 於て 免 かれぬ ことで あると 思 ひ 
ます >  尙 又玆 に： つ 問 はんとす る 所は 輸送力は 非常 
に！ f 十分で ある、 是亦滿 天下の 人は 旣に 知つて 居る 
現に 娃ほ谀 地に 就て 例を 引いて 見る が、 非常な 貨物 
が齙滯 して屛 る， 輸送力が 荏 だ 不十分で ある、 一例 
を Jli つて 見 ますれば、 彼の 石炭の 如きは どうで ある 
か 豁 要 者 ほ 高い と 云 ふが 爲に 非常な 闲難 をして 居る 
而 して 山へ 行つ て 見る と •山には 堆積して あつて 出 
す ことが 出来ない、 出す に ほ 出されず 而 して 一方に 

は 非常に 需要 者に 於て は 高い ものを M つて 居る と 云 

ふ a 情に なつて 酎る、 mo 物 ffif 調節は いろ <法 令 

に 於ての みすべき ものな らん や、 斯の 如き ® 送 力と 

云 ふ ものを 完成に すると 云 ふこと ±r 確 に 物 ri を 調 

節する 上に f'J て ffi 大な る關 係が あると 信ずる ので & 

る •で •此輸 送 力の： 个十分 を 以て Is り 之を 總 裁の 罪 

に …； 所謂 專任 總裁を 置かぬ と 云 ふことの 罪に 歸す 

るのは 裎だ酷 である 酷では あるけれ ども、 確に 其 一 

闪をな して K ると： K ふことは、 少く とも 其 M 任が あ 
ると 云 ふこと を 私 (i 信ずる のであります、 斯う 云 ふ 
理由から 中して、 iiii だ 本 M ほ 鍅逍院 總裁 をして 再任 
と 云 ふ ものを H かぬ と 云 ふこと (3: •どうも 解す る こ 

とが 出來ぬ ので ございます‘ 先般 回付に なり ま L た 

特別 a 計參照 を 見ます ると 云 ふと、 ^ 造と 云 ふ もの 

が 這 入つて 屛り ますが、 此上政 府に 於て は 此錄 道院 

を 改めて 鐵道省 にす る、 斯う 云 ふ 御 考 かも 知れ ませ 

ぬ、 併ながら 徒らに 院と云 ふ ものを 省に 改めた ばか 

りで 矢張り JS 任 大 R を鹊 かないで、 唯兼硪 せしめる 

.i 云 ふだけ で ほ 何等の 効果が なくなって 仕舞 ふ、 其 

遜に 對 する 所の當 局大 [5 の考は 如何で あるか、 それ 

を 本 M は 是非 伺 ひたいので •こざいます、 本 U は 決し 


すが、 何故 ®: 任の 總戤 を a* かぬ と 云 ふ 御 質問の 一箇 
條で あります が、 是ほ 表向きから 咿せぱ 政府の 都合 
であると 御 答 辯す るの 外 ありませ ぬけれ ども、 左樣 
なる 表面的 ばかりでなく 此に 申せば 何等 鐵道 院總裁 
を內務 大臣が 兼任いた して 居りました 所で 差 支は 少 

しもない、 事情に 於て . 是は 今日 始めて 斯う 云 ふ 

新 例の 行 (? れた譯 でな く、 或は 遞信 大臣が 兼任いた 
し 或は 内務大臣が 兼任いた して 何回も 斯様なる こと 
で 繰返して 居ります、 それは 即ち 適任なる 人が 之を 
兼任いた しま すれば、 何等 差茭 はなく 事務は 運ぷの 
であります、 故に 總裁が 兼任で あるが 故に 鐵道事 務 
がどう 云 ふ 影響を 受けて 居る と 云 ふやうな る 事實は 
ない のであります、 何等 差 支へ なく 運行いた して 居 
るので あります、 殊に 現に® 任いた して 居る 内務 大 
臣は 前に專 任鐡 道院總 裁で もあります る、 旁々 以て 
此點は 差茭 へがな く 運行を 致して 居る のであります 
併ながら 离 任總裁を置く置かぬのことは>其人さへ 
得れば 差 支は ありませ ぬけれ ども、 鐵 道の 事業と 云 
ふ ものは 御 承知の 如く 鐵道國 有 以来 非常なる 發 達を 
致しました、 谷 省の 事業と 見合せ ましても 殆ど 其 匹 
敵す る ものを 見ない やうなる 發 達を 致した ので あり 
ま. す、 此に 於て 私は 筚ろ是 は 鐵逋 省を 設けまして 獨 
立の 一省と 致す 方が 最も 將來 の發 K に 便利で あらう 
と笤へ て 興 計畫を 立てて、 豫算に 於ても 其 意味を 以 
て 編成いた して 居る のであります、 將來錄 道の 事業 
は 尙ほ此 上に も 設改良 に 力を 諶さな ければ なり ま 
せぬ から、 此に 於て 獨 立の 省と 致さう とまで 考へて 
PT るので あります、 現に 貨物が 停滞を 致して 輸送 云 
々と 云 ふこと であります るが、 是も 序ながら 私から 
御 答を 致して 便宜上 宜しい のであります が、 鐵道は 
今日 力の あらむ 限 〇 _ 送 力 あらむ 限り 輸送を 致して 

居る のであります •唯 奈何せ む 人に 於ても 貨物に 於 

て も •近 來經济 界の發 展に從 ひけして 非常なる％ 加 

であります、 中々* (i 全力を 盡 して 鐵道院 の 役員が 

居ります けれども iitl び 切らぬ 程の 貨物で あるので あ 

ります、 決して 此間に 怠慢 もなければ、 何等 輸绘は 


て铴 ia 院に對 して 何等の 深怨あ る ものに あらず、 ど 餘り あるのに ？ 1 绘せ ずに 居る やうなる 事實は 更にな 

うか 帝國錄 道を して 十分 完资な る發 達を 期せし めたい のであります、 奈何せ む、 非常なる 佾 加と 云 ふこ 

い、 斯う 云 ふ 念 防に 外な り ませぬ、 十分 之に 對 してと であります、 さて 此％ 加に 對して 外の 事なら ば 直 

撤 鹿 的の 御 答 辯を 邸 ひます。  ちに 膘 急の 手段を …； 處置を 執る ことは 差 支ない の 

【國務大臣原敬れ演搜に登る〕  一であります けれども、 鐵道は 建設は 申す に 及ばす 改 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今の 御 質問に 御 答を 致し ま | 良いた すと 云つ て も 急速には 改良は 出 來ま せぬ、 相 


當なる 年：！： を 要する のであります， 故に鐵 道院 特別 
會 計の 財力の 許す 範圍 、並に 一方經 濟界の 事情の 許 
す範圍 に 於て、 出来 得る 限り 建設 改良を 力めて 居る 
のであります、 力めて 居ります るが、 中々 俄に 增加 
いたして 參る 所の ものには 應じ 切れないので ありま 
す、 而して 又 御 承知の 通り 鐵道は 際限な く 貨物を 運 
ぶことは 璣關 車の 牽引力 又 「レ— ル」 の 力、 それ 是 
れを考 へ、 又 相 當の時 を 置かなければ 引續き 陸續發 
車は 出来ない、 限 ある 力を 以て 殆ど 限りなく 增 加す 
ると 申して 宜しき、 さう 5C ふ輸 -S には 應じ切 れぬの 
であります、 殊に 船舶が 不足いた して 船に 積むべき 
もの も鐵 道に 依る© を 生じて 居る のでありまして、 
尙更 以て 其 間に 鐵道は 運び 切れぬ 狀態 であるの であ 
ります、 是は 決して 鐵 道院總 裁が 兼任で 有る 無い の 
には 拘ら ぬのであります、 實 際の 狀况が 左樣で ある 
のであります、 此事 情 (X 委しく 說 明を 致し ませぬ で 
も 一見して 分る 狀 態で 今日 居ります， f*.) ほ 併し 是ょ 
り 以上の 說明を 御 希望であります れば 、其狀 態に 付 
ては © 道院總 裁が 說明を 致して 宜しい のであります 
大體是 で 御 了解を 得る だら うと 思 ひます。 

0 矢 口 長 右 衞門君 唯今 總理 大臣は 本員の 質問の 中 
に (臍 取し 難し〕 省を 置く と 云 ふことは 確かにもう 是 
は 運びに なつて 居ります か、 省の ことは 姑く 措いて 
問は ぬ、 本員は 鐵道を して 將來 十分の 發 達を 期せば 
省を 置く、 專任 大臣を 置く 而して 必ず 之を 置く •斯 
う 云 ふ御考 であります か、 それを 判然と 御 答を 願 ひ 
ます。 

【國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 鐵逭院 を 省に する 希菌は 改め 
て 申す まで もな く 公の 事實で あります、 併しながら 
官制は 今日 尙ほ樞 密院の 調査に 一一して 居りまして、 
未だ 發表せ らゎ ませぬ、 政府の 意思を 御尋 であり ま 
すれば、 政府は 省を 置く 積り で 居りまして、 官制 改 
革に 起草を 致し、 豫算も 其 意味を 以て 編成を 致して 
居る のであります。 

〇 橋 本 辰！ 一郎 S 農 商務 大臣の 御 答 辯に ちょつ と 足 
りない 點が ありました が、 之に 付て ちょつ と 御 伺し 
たいと 思 ひます、 先程の 農 尚 務 大臣の 御 答 辯に 依り 
まして 其 一端を 伺 ひましても 私の 所信の 誤らざる こ 
とを 確め 得た るを 喜ぶ ものであります が、 まだ 御 答 
の 足りな かつた 點は 手數 料の總 額は 幾何で ある やと 
云 ふこと を 御 尋ねし ましたが、 此點 に付きまして 未 


だ 御 答がない のであります， それと 同時に 三 井 及 岩 
井の 手に &• つて 輸入した もの、 損失の 總額は 承る こ 
とを 得ました が、 此兩 店に 於て 取扱 ひました る 石數 
は 未だ 承り ませぬ でありました、 之を萊 りたい ので 
あります、 それと 同時に 百餘萬 石に 對 する 損失ょり 
推算いた しま すれば 全部の 損害は 約 五 千 萬 圓と 承知 
いたして 宜しう ございます か、 此點を 御 何 ひ 致した 
、のであります。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 御 質問の 三 井 物產會 
社 其 外の 米の 仕拂 ひま I た‘ 手数料の 總額で ござい 
ますが、 唯今 其 調べの 持 合せが ありませ ぬ 故に •後 
から 御手 許に 差 上げる ことに 致します •唯一 體の手 
數料 としま L ては 前 內閣の 時分に 於て は 一石 七十 錢 
と 記憶して 居ります か、 此度は 五十 錢で 以て 手數は 
請負は せる ことに 致した のであります、 併し 其總額 
に 於て は 今 申 上げる 通りに 此 處に數 字の 持 合せが あ 
り ませぬ。 

〔上 山- M 之 進 君 演壇に 登る〕 

0 上山滿 之 進 君， 數 日に a りまして の 質問 應 答に 依 
〇 まして 段々 政府の 見られる 所を 明に する ことを ^ 
ましたが、 一 M の 1; に付きまして 私の 尙ほ 懐いて 居 
る 疑問を 述べて ffi 理 大臣 及 農 商務 大臣の 御 答 辯を 得 
たいと 考 へます、 私 (3: 物 價 調節の 必要を 急切に 感ず 
る 一人で ございます、 さう し C 之を 調節す る 方法は 
.確に あると 沄 ふこと を 確信す る 者で ございます、 唯 
調節す ると 云 ふ意氣 込の 强い弱 いに 依つて 結果が 違 
つて 來るや うに 考へ るので ございます、 段々 の 質問 
膘答に 依りまして 政府は 物價 調節の 必要を 認められ 
て 居る と 云 ふこと が 極めて 明に なりました、 唯其認 
めて 御 居で になる 程度が 私共の 考へて 居る こと、、 
どれ だけ か 差異が ある やうに 窺は れ るので あります 
そこで 私の 質問いた します る 要 H は 物價調 節を 必嬰 
とする 理由と でも 申し ませう か、 調節を しなければ 
ならぬ と 云 ふ必耍 の 程度に 付て、 調節を する 必要な 
る 原因に 付て 政府の 御所見を 伺 ひたいので あります 
政府 ほ 目下 物 倒 騰贽 に ^ しんで 居る 者 (X 國 民の 一部 
分で ある I それは 主として 都會に 住んで 居る •地方 
に ほ 誠に 少い 、農村は 極めて 繁榮 をして 居る と 2;- ふ 
やうな 風に 私は 伺 ひました •私の 見た る 所に 依り ま 
すれば 聊か 相違が ございます、 成程 米が 高い 故に 農 
村の 繁榮 をして 居る ことは 事 實であ ります、 併な が 


施政方針の 質問に 對 する fc;i 總理大 Ef の 答 31  施政方針に 關する 橋 本 辰 二 郞の 質問  同上 山 本 農 商務 大臣の 答 辯  施政方針に 關する 上 山滿之 進の 質問 
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Is 玫方針 に閱 する 上 山滿之 進の m 間 
ら農村にに稀乂の陏級が御承知の通りありまして， 
大蹬に 於て 申せ {t: S 家の 中で 中 S の 階級に SS する 者 
の大 多 © ほ 今日の 物 fl? 勝 S に 苦んで 居る 者で あると 
私 ほ 思 ふので ございます， 私の 了解 ^ 承知して 居り 
ます ! i 々の yf K も 之を 誑 明いた します、 又 5H 理 に 於 
て も然 かるべき 箬と私 ほ考へます、中農の人ほ择山 
に a るべき 米を 右つて 居ない のであります、 併な が 
ら 自家の 生活を 維持す る爲に 自己の 生產せ ざる 物に 
澤山に商人の手から買はなけれぱならぬ、立場に居 
ります、 其 買 ふ 品物 (i 皆 非常に 商いので あります、 
所が 是が 小作人の 階級に 協す る 者であります と敛氣 
が 宜しければ . 0 ら自 分の 勞 WJ を涊 いで 收 入を 得る こ 
とが / 1! 來 ますから* 割合に 宜しう ございます が、 此 

中 P- の 階級に Ba する 人には® 分の 家柄 自分の 顔と か 

云 ふこと からして、 B 分の 勞力 を w - ると 云 ふことの 

S 来ない 立場に あります* 若 L 之を しないと 云 ふな 

らばし ない ので ある、 出 來な いのでは ないしな いの 

であると 云 ふこと ならば、 それは 非常に 殘忍酷 ■な 

る 批評で あると 考 へます、 さう 云 ふ 人々 は、 或は 上 

州と か 或は 信 州と か 云 ふ 31 蠶 の 非常に 盛な 地方は 別 

と 致しまして、，  さう でない 方面は 米は 高い が 自分の 

0 るべき 分 M は 少ない、 米を 賣て 之に 換へて 自分の 

買は なければ ならない 品物は 高い と 云 ふこと からし 

て、 目下の 物惯騰 S に 付て 餘程 苦んで 居る と 云 ふこ 

とは、 道理から 云つ て も 事 ® から 云つ て も、 誤りな 

いやう に 私は 考へ るので あります、 元々 國 民の r. 部 

分が 苦む ので あるから* 物價な ぞは 調節しても しな 

いで も宜 いと 云 ふことは、 是は 成立たない 論で あり 

まして、 又 政府 もさう 云 ふことは 勿論 仰つ しやらぬ 

ので、 矢張り 調節を しなければ ならぬ と 云 ふ 事を 御 

確信に なつて 居る やうであります、 併ながら 其物價 

臉 K の 爲に苦 んで 居る 者は 國民 の少數 であるか •多 

數なら V, る も 半ば、 或は 過半で あると 云 ふ 事に 依つ 

て、 物 僧 調節の 必要なる 程度が 餘ほど 違つて 来る、 

自ら 局に 當られ る 諸 公の 意氣 込が、 此 間に 强い； 一い 

の 差を 甚だしく 生ずる と 私は 考へ るので •こざいます 

そこで 私は 第一 御 尋ね 申したい のは、 私は 目下の 物 

價臉贵 に 苦しむ 者は 都會に 於け る 一部分の 者に 非ず 

して 農村に 於け る 中農 階級に 13 十る 大部分 (3; 闲つて 

居る ものと 私は 考 へます が、 如何で ございませう か 

さう でない、 私の 考 へます る ことは 是は 間違つ て 居 

ると 云 ふこと でございますなら ば、 政府には 相當な 


材料を 御 持ちに なつて 居る ことと 考 へます から、 ど 
うぞ其 材料に to つて 私が 若し 誤つて 居るなら ば、 私 
の 誤を 御正し 下されば 誠に 仕 合の 至で- こざいます、 
次に 伺 ひたいの ほ， 先づ 目下の 物 fil 塍 ft に國 民が 苦 
んで 居る 目下の 狀態を 如何にして 救 ふかと 云 ふこと 
ほ 先づ 別にして 於き まして 此將來 のこと を考 へます 
ると、 今日に 於て ほ 大に 物 ff< 調節の 方策を 技 行し な 
ければ ならぬ やうに 私共 考へ るので あります、 前に 
質問を されました 諸君から 此點に 付て は 段々 御 述に 
なつて 居 〇 ますから、 精し いこ i. は此 場合に 蛇足を 
添へ る こと {3: 致し ませぬ、 極簡 S に 申 上げます、 現 
在の 此經 濟狀 態は 歐羅 巴の 大戰に 伴 ふ 非常に 異例で 
あると 云 ふこと ほ、 是は 誰も 爭のな いこと であり ま 
す、 此變 態の 經濟は 、遠から ざる 將來に 於て 平靜に 
復 すべき 運命を 持つ て 居る と 云 ふことは、 是は當 然 
であらう と 思 ふので あります* 其 平 靜に復 せむ とす 
る 途中に 於て 私共は 此經濟 社會に 非常に 恐るべき 恐 
慌を 起さざる を 得ぬ と 思 ふので あります 、經 濟社會 
に 恐慌を 起こす 結果は 多數の 失業者を 生ずる と 云 ふ 
ことになるので あります* 又 誠に 景氣 好く して 居り 
ます 地方の 大農の 階級に® する 人々 は、 一朝 株式の 
暴落に 際會 した 時 ほ 目 も當 てられない 慘 狀に陷 るで 
あらう と 私 ほ 思 ふので あります* 是等. の 色々 ほ 好ま 
しからざる 現象が 集りまして、 其 所で 今日 現に 御 互 
に 大に憂 へて 居る 思想の 不安、 思想の 不安の 氣 分が 
一層の 力を 以て 澎湃 として 我が 帝國の 空を 蔽 ふと 云 
ふこと になる であらう と 思 ふ、 是 こそ 誠に 憂 ■に堪 
へない ill 柄で あると 考 へます、 其 後に 申しました 色 
々な 事柄から して、 非常に 我國家 社會を 不安に 陷れ 

ると 云 ふ 思想は 之を 別と 致しまして •先づ 別と 致し 

まして 其 前に 申しました、 何れ 一度 ほ 經濟社 會が非 

常な 困難に 陷 り‘ 或は r パニック」 と 云 ふ 程度の 恐 

るべき ことになる かも 知れぬ と 思 ふので あります* 

是ほ 私は 今日ょり 是非とも 有 ゆる 方法を 以て 避けな 

ければ ならない と 思 ひます、 で 其 時に 起つ て 來る慘 

めなる 狀 態を 緩和し やうと 云 ふ 策は、 今日に 於て 漸 

次に 不景氣 になる やうな 政策を 取つ て、 早く不 景氣 

を 誘 ふので、 謂 (i y' 濟 崩しに 此恐慌 を 無くして しま 

ふと 云 ふより 外に 平易なる 方法は 無い やうに 考へる 

ので ございます が、 此點に 付て 政府 ほ 如何 やうに 御 

考へ になつ て 居られ ませう かと. 云 ふことの 御 敎を受 

けたいと 思 ふので あります、 此二點 ほ總理 大臣の 御 


設明を 煩 {£ したいと 考へ ます、 今一 -® 米の ことに 付 
きまして S 商務 大臣に 伺 ひたいので ございます- 间 
ひます る耍 點ほ、 大正 八 年 li まあ どうにか、 斯うに 
か 米の 問題が 済みました が、 大正 九 年の 米の 問题は 
ど 5 云 ふやう にな さる 御考で ございませ うかと 云 ふ 
ことに 歸著 する ので ございます、 少し 碎きま せぬ と 
質問の 窓 味は 分り ませぬ から、 啊 く說明 を 足す こと 
の 御 許しを 願 ひたい、 大正 七 年の 末から 大正 八 年の 
姶にか けまして、 大正 八 年 ほ 米の 不足の 爲に餘 程 苦 
んだ 、政府 ( 3: 何とかして 戴きたい と 云 ふことの 翳が 
方々 にご ざいました、 又 議院で も ® ひ 多數の …：. 或 
は 全部の 諸君が 同じう せられた ので ございます、 之 
に對 して 政府は 具體 的に 言は れな い、 併ながら 大丈 
夫 心配は ないから 安心を する やうに と 云 ふ 御言 葉で 
遂に 其 前の _會 ほ濟み ました、 其 時は どう 云 ふ 方法 
を懷 いて 御出でになる か、 實は伺 ふこと が / rl 来ない 
ので ござりました が、 其 後に 私は 其 輪廓を 了解す る 
ことを 得た のであります、 是な らば 成程 大丈夫 だら 
5 と 云 ふ 風に 實は考 へて 居りました 所が、 誠に 遺憾 
千 萬なる 成 行の 爲に 、折角 日本の 商人が 外國に 於て 
買 付けて 居りました 米が、 昨牢の 三 四月の 間に 於て 
七十 萬 石 許り 他へ 轉賣 をせられ たのであります 、日 
本に 這 入るべき 運命を 有つ て 居つ たのが 這 入る こと 
が 出来ない やうに なつた ので ございます 是は確 な 事 
實でご ざり ます、 具體 的に 擧げ て此 壇上で 申す こと 
は 私 止めます、 併ながら 多分 政府 も 否認は されない 
であらう と 思 ふ、 總體私 は 過去の 遺 口に fj' て 彼是 批 
評を する ことは 公の 席に 於て、 殊に 斯の 如き 壇上に 
於て 承 評する ことは 好み ませぬ、 唯 將來 良く やつて 
戴く ことのみ を 希望す るので ございまして、 唯今 斯 
，く 申す 所以 ほ 將來に 付て 希 ii する 所が ございます 故 
に、 其 意味を 明に する 必要 上、 過去に 付て 述べな け 
れば なり ませぬ、 質問の 爲に 必要なる 範圍 にまで 過 
去の ことを 止めて 置きます から、 詳しい ことほ 此場 
合は 避けます、 若し 其 米が 當 初の 豫定 通り まだ 內地 
に 這 入る ことが 出来ましたなら ば、 政府が 昨年 夏以 
來 非常な 御 苦 勞で輸 入せられ ました 百 數十萬 石、 半 
ば 苦 患を 免れる ことが 出来た と 私は 考へ るので ござ 
います、 それで 大正 九 年は どうで あらう かと 云 ふこ 
とを 考へて 見ます と •私の 見る 所に 依ります れば本 
年に 於て 矢張り 四百 萬 石 ばかりの 外米を 輸入し なけ 
れば 、價の 問題に 非 ••すして 量の 意味に 於て 國民 經濟 
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が 立た •ないや- 「 - : : ■: 、 
すると 云 ふことは、 今年 梅 人す ると 云 ふこ，；. f i il :' j 
今日 之を考 へる の It 旣に S いので •昨年 0 十一 n tii 
に 外米の® 入 ?. / \- ' '. .;ふものが ^ . 

ればな らぬ 、是れ は 路 會も濟 んで m.  ま 
すと、 丁度 昨年と 同じ 苦勞 をして、 [;,: して 3C の ''. -. 、 ^ 
が少 いと 云 ふこと に B るので、 tt に此 C .-5 合に 於 一 

て 此の sfi を 御 尋ねいた したいと M ふので •私の r 水 知 
いたして居りますところでほ、商人委せと；.ムふこと 
ほ、 利益を fl る 目的を 以て L て fr る ことで ございま 
する から、 內地が 米が 瞼が れぱ： g 入つ て 來ま すけれ 
ども、 下がる® を 持つ と M 入らない と 云 ふことは 赴 
れほ當 然の 話で、 それから 尙ほ 外米に 付きまして は 
之れ を肢扱 ふ經驗 を 持つ た 人は 非幣に 少ない ので、 
即ち 外米を 収扱 ふと 云 ふこと に： S きまして は、 それ 
を 扱 ふ 經驗の ある 人から 非常に rs 險を感 ずるので、 
そこで 向 ふで 買 付を 致しまして から、 殆ど s H の や 
うに 鞘を 見て © j s をされ て 居る、 日本に 這 入り まし 
た 米では、 それを 當初內 地で 賀 付けられて 神戶 に： ia 
入つて 來 るまでの 間に、 數十 人の 持主が 變 つて 居る 
是が 外米の 實相で ござります、 斯の 如き 狀牒で ござ 
ります から、 外米を 確® に是だ け 十分の M を 入れ や 
うと すれば、 政府が 如何なる 方法 かを 以て 相 常な 方 
法を 御 定めに なり ませぬ と 誠に 危險千 茁 である、 昨 
年で も 米が 騰がる 間は 這 入つ て來 ました けれども、 
ちょつ と 四月の 上旬 頃に 下向に なりました 所が、 扨 
て 買 付が 非常に 危險を 感じて 其 時 多 a の 米を 折角 買 
つた ものを、 私は 亞米利 加と 聞いて 居ります が ]:: ; 米 
利 加に轉 賣し たと 云 ふこと を 事 ,® 聞いて 居る •そこ 
で 今年 ほどう 云 ふ 風に して、 米の 分 ^ の 問題を 我々 
に 安心を させて 戴けます るので ござり ませう か、 ど 
うか 出来ますならば 具體 的に、 成るべく 具體的 に 御 
政策の 全般を 御 示を 願 ひたいと 思 ふので、 是だ けが 
私の 質問であります、 最後に 念の 爲 に ® 問の 要領を 
繰返します、 第一、 政府は 農家 中の 小！ g 階級の 大部 
分が 物俏 騰貴に 苦しむ の 事® を 認めざる や* 之を 誠 
めざれば 其 根據を 示された し、 第二、 將來 II 來すべ 
き 經濟界 及 一般 社會 の ® 害を 緩和せ んには 、今日に 
於て 漸次に 不景氣 を 誘 ふの 方法を 執る の必袈 ありと 
認 む、 政府の 所見 如何、 第三 ほ 本年の 米 供給に 關し 
政府に 成 竹 有るべし、 其大嬰 如何、 私は 何にも 政府 
を攻擊 する W 緣も 持つ て 居り ませぬ し 乂同畤 に辯豳 一 
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すべき 行 掛〇も 持つて 居り ませぬ、 殊に 新しく  11 員 
になり まして 少し 餌 越と •考 へながら、 それを も 忍ん 
で 此に立 ちました 譯 iT 此 問題に fj- ては 誠に 深く茲 
隞を 懐く が 故で ござります、 何も 他® (-X ござ 〇 ませ 
ぬので、 どうか 御 深切に 御說 明を 伺 ひたいと 考 へま 
す。 

〔阀 務大 R 原®. s M ffl に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今 上 山 君ょり 御 質問の あり 
ました 一! 一、 即ち 私ょ 〇 御 答へ 致すべき ことを f!-?i m 
に 申さう と 思 ふので あ 〇 ますが、 農家の 中 俸 階級の 
闲 _い たして ff る ことを， 認 むる や 否やと 云 ふやう 
な 第一の 御趣览 で ございまして、 之に 付きまして は 
先般 來私の 申 述べた 越 1!; を 一應此 に 繰 返へ さざる を 
得ぬ のであります る' か、 私の 申しました 趣意 13: 物價 
騰貴の 爲に闲 難を 致して 居る と 云 ふ、 槪括 したる 懿 

論では 其 ES 相を 知り 兼ねる 場合が 多い のであります 

等しく 物愤勝 K の爲 に闲 難を 致して 居る と 申す もの 

の ■池 方と 都會 とは 狀况を 異にして 居る ので ありま 

す， 斯う 云 ふ 趣意を 述べた のであります、 而して 其 

闲_ 致して 居る 者は 中產 階級に 多い ので ある •斯う 

云 ふやう に 申した のであります、 決して 私の 趣 ac は 

此雜 ■場に 於て は 誤解は ありますまい けれども ，世 間 

で Is 物悄騰 貴の 爲に W 難して 居る 著 ii 少數で あると 

政府は 認めて、 少 數 であるが 故に 放任しても 11 はぬ 

と 政府が 云つ て 居る やうに 申す ^ も あ 〇 ます けれど 

もさう 云 ふ 趣意 ほ 無論ない のであります •併し 如何 

に 見 ^ ■ しても 地方と 都 會と の狀態 の 異なる 事は 串 ふ 

ベから ざる ilf Kf であります* 從 つて 间じ中 南 階級で 

闲難 して 居る 者 ありと 致しましても 何處の 方面に 多 

く 居る ので あるか 斯様に 申せば 都矜に 多い ので ある 

都 fr も大都 & に 多い ので、 故に 之に 對する 相 常なる 

處置を 執る の 13: 一般的の 施設の 外に此 を 致 L て 

居る 中產階 級の 一番 渾山 居る 大都 锊 に 向つ て、 社會 

I 政策を 尚 底 的に 行 ふ 必要が ある、 斯う 云 ふ 趣意を 申 

した •地方の 人で も 農家に 於ても 盡く潤 うて 居る 譯 

では 無論あります まい、 中產 階級の 人； jw つて fr る 

老も 多々 ありませ う， 斯う 云 ふ 問題は 總て 程度の 問 

題であります るから* 都 0- に 比すれば 娃は少 からう 

苦痛 も 亦 多く あるまい と 云 ふ 風に 比較的に 存ず るの 

であります、 何 鹿に も槪 括して 申せば 中. 蒲 階級に 闲 

る 人が S3 り ませう と 存じます •_、 地方の 農家に 至 

り ますれば 農家の 中產 階級 ほ 米を 多く 持つ て pf れぱ 


米を 賣る 、是は 高い から 宜しい けれども 買 ふ 品が 高 
いから 闳難 する、 斯う 云 ふ譯で あります が、 都 會に 
ありまして ほ 其 賣るべ き 米は 無くして 買 ふ 方の 米で 
ある、 故に 物 借 勝 i't の爲に w ii する葙 は 都會に 多い 
地方は まだ 費る 物が あるから B: いのであります るが 
都會 には ® る 物は あらず して 買 ふ 物であります から 
一屏 W® する、 斯う 云 ふ狀態 を 中した のであります 
固より 地方に ありまして (i 賣る 品は 高 かかれと al み 
ませう* 買 ふ 品は 安 かれと 望み ませう、 買 ふ 物が 高 
いが 爲に闲 雖を頹 す 者 も ありませ う、 是は 一家の 經 
濟に収 りましても 比較的に •资 つて 取る 金よりも K 
うて拂 ふ 金が 多 けれは 一家の 經濟は 闲 _ に陷 るので 
あります から、 地方には さう 云 ふ狀 態の 者 (t 幾ら も 
あると 云 ふこと を 推察す るに ii からぬ のであります 
唯 之を數 字を 以て 現は すと 云 ふことは 何人も 闲難な 
ことであります、 數字を 以て 現 (i さ ' t して 唯 達觀し 
て 申せば •、咄 今 EH す 通り 地方と 都釕と 異なる •而も 
それ ほ大！ T 屮農 、小農で 狀態が 異なる、 階級で 申 
しても h 級、 中級、 下級で M 別 •か あるので あります 
決して 地方の 農家の 中產 階級 it 困つて 居らぬ とほ 私 
は 申さぬ のであります、 併し 比較を 申します， と 都會 
の 人よ o w つて 居りますまい と 推測す る ことが 出來 
得る だけの 話で ある* 何とか 是は相 當の途 を 攻究し 
なければ ならぬ と 政府は 考 へて 居ります のは、 是等 
谷 方面に a つて ！? 地に 適切なる 方法を 攻究したい も 
のと 思 ひまして、 都 ir はどうで あるか •どの 階級 ほ 
どうで あるかと 沄 ふこと を 段々 攻究の 中に 入れて、 
其處 置を 執る ことを 力めて 尻る のであります、 第二 
{£ 將來綷 济界が 必ず： 小 赍氣が 來 るので あらう と 推測 
せざる を 得ぬ ので あるから、 急激に 不最 氣の來 な. い 
やうに •漸次に 今日より 不景氣 になら しむる やうな 

方針を 執る 方が、 將來に 備ふる 途ぢや なから うかと 

云 ふ 意見であります が， 御尤な 次第で、 言 ふ 迄 もな 

く經濟 界は 大變 一時 景氣が 好くな 〇 或は； f 景氣 にな 

り、 不景氣 の 極 點が復 た 景氣が 好くなる、 斯う 云 ふ 

風に 繰 返べ すの が 經濟界 の 常であります、 今日の 經 

濟界の 繁盛と 云 ふこと 13: 何時までも 繼 _ ほ 致されぬ 

ので ありませ う、 それは 議論の ない ことであります 

から 私の®々 申した ことで、 外國 貿易 等の 根源に 溯 

つて 急激な 處匿を 執れば，® に不景 氣を來 たす が 故 

に是は 僻け たいので ある、 斯樣な ことを®々 申した 

漸次に； f 景氣を ig したいと 云 ふ 次第では あります が 


成るべく 不景氣 を兔れ たいので あります、 併し 經濟 
界の狀 態として} f 景氣 を來 ない と 云 ふこと を 操 期す 
る ことは m 來な いのであります から •急激に 不景氣 
を來た さない やうに 努めて 居る と 云 ふこと を：！々 繰 
返へ したので あります、 それに 付て は 昨年に 於ても 
御 承知の 如く 此點に 心配いた しまして、 地方の 遊金 
を 集めて、 不景氣 が來た 時に闲 難を させぬ やうに 貯 
蓄其他 の獎励 を 頻りに 致して 居る と 云 ふこと も 云つ 
て 居る •又閉 實な る狀 態に 立 至らせたい と 思 ひまし 
て 地方 官等に それ 〇關 係官 廳 より 訓令を 出して • 
景氣の 好い のに 乘じて 濫費したり， 或は 不確力 な 會 
社の 株券で も M ふと 云 ふやうな ことがあつ ては、 甚 
だ 將來に 歎は しい 結果を 生ずる であらう と 云ふ譯 を 
以て、 内務、 農 商務、 大藏 等より 地方 官を 膂蚴 して 
それ <^-訓 達 も 致して 居ります、 尙ほ又 昨年 末に 日 
木 銀行に 於て 各 銀行に 對して 泡沫 會社 等に 金を 貸す 
ことに 注意を 致した が 宜か らうと 云 ふこと を 申した 
の も， 詰り 是が 斯う 云 ふ會社 熟に 浮かされて 泡沫 會 
社を 生す ると 云 ふことは、 地方 農民な どは 不確 力な 
る 株を 持つ て不 景氣に 遭遇したら 非常に 闲 難を する 
であり ませう し， 又 都會に 於て 不確な る會 社が 陸 讀 
出 來て 、是が 直ちに 倒產で も 致しましたなら ば* 經 
濟界の 影響は 甚だ 大なる もので ありませ うから、 之 
を 戒めた ので あ 〇 ます、 多少 効果 も 見て 居る かと 思 
ひます が、 又當 年の 一月の 話で ありました， 甚だ 私 
ほ 通俗的， 卑近の ことで あり ました けれども 一般の 
人に 注意を 促したい と考 へまして、 長き 意見を 谷 新 
聞を 通じて 全 國に發 表した、 其 趣意 も 矢張り 經濟界 
の 都合の 好い のに 浮かされて 居つ て •將 來の禍 を® 
しては ならぬ と 云 ふ. ことを 戒める 積 〇 で、 世間で {X 
どう 評した か 分り ませぬ けれども， 私の 精神の 在る 
所を 披瀝して 國 民に 注意を 促が して K るので ありま 
す、 尙ほ又 先般 講和條 約の 發 表に 際して 詰 勅 も發せ 
.られ ましたから •此御 趣意の 貫徹いた す やうに 私よ 
り 各 官廳に 通牒を 致して、 それ 人民に 徹底せ し 
むる 方針を 執つ て 居ります るが、 此聖 旨の あると こ 
ろ も 現在の 狀態に 浮かれて は 相 成らぬ、 堅實な る 思 
想を 以て 國 本を 培養せ よと 云 ふ 御 趣意が ございまし 
たから、 此御 趣意の 貫徹を 期す る ことを 頻に 努めて 
居る、 即ち 將來に 於て 不景氣 は來 さない やうに 希望 
する のであります、 而かも 若し 不贵氣 が 來 ると 致し 
て も， 急激に 不最氣 の來な いやう に 希菌 する ので あ 


ります、 此の 點に 於て ほ 政府 ほ 力の ある だけを 盡し 
て 今日まで 居ります るが、 今後に 於いても 左様な 道 
を 執つ て 參りた いと 考へ る、 漸次に 不* 氣を來 たす 
と 云 ふことは 必す不 景氣 が來る ものと 云 ふ 前提の 下 
には それの 外 ありませ ぬ、 成るべく 此不 景氣を 避け 
まして 堅實 に參れ ぱ此 上ない ことであります、 人事 
の 測るべからざる もの 經濟界 は 常に 盛衰の ある もの 
であります るから* 喵 今 申す やうな 方針を 取つて 居 

ります るのは 即ち 漸次に . 不 fi 氣を 測る のでは あ 

り ませぬ けれども， 其の 不景氣 の 起つ た 時に 狼狽せ 
ないやうな 處置を 今日から 攻究いた して 居る ので あ 
ります、 又 昨今の 狀態を 見ます るのに 時々 我々 をし 
.て 實に心 膽を 寒から しむる やうな ことが 出来ます、 
それは 意外の 經濟界 に變 励を 起しは しない かと 云 ふ 
やうな ことが 時々 見えます-幸に して 急激に 非常な 
る ことが 起らず して 濟んで 居ります るのは、 誠に 仕 
合であります る けれども、 斯う 云 ふ 無事に 參つ たと 
云 ふこと ほ 賴み にもな り ませぬ から •此 點 に 於て は 
吳々 も 注意いた して 居る のであります るが >  唯 如何 
せむ 此經濟 界の 極めて 複雜な る狀 態に 對 しまして、 
政府は 自分で 考へた が 如く、 自由に 經濟界 を 動かす 
事は、 政府の 糊' 力を 以て も m 來兼 ねる のであります 
故に 思 ふやう に 運ぶ と 云 ふことは 何人が 局に 當りま 
しても 恐らく 闲 難なる ことで、 考へた 通りに 經濟界 
が 自由自在に 動きます れぱ 幸です' か、 中々 左樣に 參 
らぬのでありまする，甚だ£:憾に存じまするが、政 
府は 此點に 於て は 此上 とも 深く 注意を 致して 居る 積 
りで ございます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演攒に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 上 山 封の 御 質問に 御 答い 
します る 前に、 橋 本 君より 此手數 料の 御 質問に 對し 
て 御 答を 致して 置きます、 其 前にち よつ と說 明を 申 
上げます のは 初め 一石に 付て 五十 錢と 申して a きま 
したが、 是は 管理 令の 一二と ありまして •二 項に 付 
て 商人が 米を 買 入れまして、 さう して こちらで 相當 
なる 値で 賣らせ まして" さう して 居る 間は 其 商人の 
勘定で 總て 金を 持つ て 居る のであります、 初めて 買 
つて さう して こちらで ffi りまして >  そ こに 差額を 見 
まして 始めて、 其實費 以外に 手數 料を 拂ふ のが あり 
ます、 此方は 總て 金の 勘定で 以て 參〇 まする ことで 
あります る 故に、 手數 料を 多く やりまして •それが 
一石 五十 錢に當 るので あります、 一方では 元 地に 於 


施政方針の 質 間に 對す る原總 理大 1;-: , 山 本 農 商務 大 匝の 答 辯 
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て 幾ら 幾らの 相場 (■- 於て 米を K 付ける と 云 ふこと を 
それ f 米屋が 行つ て；： S 出して 參 りまして •而 して 
政府が それを K 入れる ことを 承 諮いた します、 さう 
してそれに運貨又ほ向ふに付ての補位料又は金利と 
云 ふやうな る 普通の 諸掛 りを 差 引きまして 込め まし 
て、 さう して こちらで 政府が 内地に ^ きます と、 政 
府の 勘定で 拂ふ のであります、 其方 ほこ ちらに 參り 
ますと 政府の 勘定に 移つて 元金 諸掛 りを 政府は 總て 
見て 「さ 5 して H ひまして、 さう して 今度 ほそれを 
資り まする 時に ほ 政府の 手に 於て ?£ るので ございま 
す、 此方 ほ K の手數 料で ございま する 故に、 是 ほ 初 
の 補 沿 料と して 出す の. の 半額 二 十五 錢 •一石 二十 五 
錢で 約束を して、 さう して 這 入りました ので ござい 

ます， 是は前 には ありませ なんだ が •此 度 (i 政府 自 

ら K 入れる と 云 ふこと を 致しました のは 外國に 於て 

最も 信用を 得て、 さう して 手の 锁がつ て 居る のは 御 

承知の 如く 三 井であります •其 三 井が 初めょり 此補 

ft 制度に 於て 米を 買 入れます る ことは 非常に 嫌がつ 

たのです、 殆ど 絕對に 政府の 御用で あれば 御斷 りを 

する、 兎角 米を 買 入れる と 云 ふと •此 前の 如く 何 か 

奸商の 如く あつて、 遂に 米 商の 如きは 自身の 店を 燒 

かれる が 如き ことが 起つ たので ある、 どうも 自身の 

商 ® として やる と、 K だ 世間に 於て 自身の 心に ない 

やうなる 疑を 受け 非難を 蒙む る やうな ことがある 故 

に、 どうか 御免を 蒙りたい、 强 ひて 矢張り 三 井の 信 

用は 锁がつ て 居る 所を 以て 買は せなければ なり ませ 

ぬ 故に、 强 ひて 相談を した 結果、 それなら ば 政府の 

唯 御用を 以て 買つ て 上げ ませう、 さう して こちらへ 

來たら H つて 下さい、 手數 料 (X 要り ませぬ、 國 家の 

爲に盡 しませう と 云 ふので ありました、 斯樣な こと 

が、 段々 の經緯 にして， そんなら ば 買 入れる と 云 ふ 

ことにして、 こちらで 指圖 をして さう して 貢 ひ、 さ 

うして 又 こちらで 受取つ て 政府 自ら 賣 るから して、 

どうか 此際私 人の 信用を 以て 買 入れる だけの ことを 

して 吳れ •又 それを 義務的に やる と 云 ふの も、 甚だ 

政府に 於ても 思は しくない から、 半 數の二 十五 錢だ 

けは 是非 是は 受肢 つて 吳れと 云 ふ 約束に 於て 始めた 

のです、 r それが 二 十五 錢にな つて 居ります が、 其 も 

のに te つて 勘定いた します と、 三 井が 是 まで 扱 ひま 

したる 其 高に 於て 七十 三 萬 石に 對 しまして 約 十八 萬 

二千圓 ほど 勘定して 拂つ たので ございます、 後に ま 

だ 十 萬 餘り殘 つて 居ります るが、 是は 未拂 になって 


居ります、 それから 岩并商 店是 ほ 一石 五十 錢の其 第 
二の 方の 部類 1- 1 g する のであります るが、 是 ほ 二十 
五 SS 石に 對 しまして、 今日 約 十® Ifll ほど 支拂を 致し 
ました、 後に 之に 於ても まだ 一 萬 石有餘 殘りが あり 
ます、 是 ほ まだ 未拂 になつ て 居ります、 それを 御 答 
いたして fg きます >  それ から 上 山 君の 御 H 問に 御 答 
いたします が、 如何にも 御尤もなる 御 質疑と 考 へま 
すが、 旣往 のこと でな しに將 来に 於ての 策は どうす 
るかと 云 ふ …… 、今年に 於ても まだ 此米 問題に 付て 
ほ 相當 なる 所の 外國 より 輸入 もせなければ ならぬ か 
と 云 ふ氣遣 を 持つ て 居りました ことで ありました が 
幸に 昨年 ほ 收獲が 曾て 無い 六 千 七十 何 萬 石と 云 ふの 
でありまして、 第一の 報告と 十一月の 米の 第二の 豫 
想とは 多少の 違 ひが 起り ましたが、 其 第二の 豫 想に 
して 六 千 七十 萬 石と 云 ふ 事に なつて 居ります、 此實 
收が 如何に あるかと 云 ふ 事の 報告は 一一 月の 初に 至つ 
て、 初めて 來る ことに， ib つて® りまして* 此 一月の 
三十 一日を 以て 期限と 1C. さう して、 各 道 府縣廳 
より 報 1^ を 取る ことに )' ll ).•.-; つて 居ります、 そこで あ 
ります る 故に、 どう 云 ふ K 收 の報吿 が來 ると 云 ふこ 
とは、 其 報吿を 待つ て 初めて 判斷 をす るので ござい 
ますが， 先づ假 に是が 六 千 萬 石實收 が ある ものと 見 
まする と •昨年の 十月より 十一月の 此 端境期を 越し 
ました 時の 各 府縣か らの 報告が 窪 米が 四百 十八 萬 石 
と 云 ふこと に 相 成つ て 居ります、 斯う 云 ふこと にな 
つて 居ります、 それから 其 上に 朝鮮より 昨年 (3; 二百 
五十 有餘萬 石參 りました "臺灣 から も 百 三十 萬石參 
りました が、 不幸に して 朝鮮は 昨年は 不作で ありま 
した 故に •今年 も 二 百 五十 萬と 云 ふ 如き 大數を 求め 

る ことは 餘程 困難と 思 ひます、 併し 先づ百 五十 萬 石 

位な ものは 矢張り 這 入り 得る であらう が >  向 うが 不 

作に ありまし たれば 滿洲の 方から 麥 若く ! 3; 粟が 這 入 

つて 来まして、 さう して 自然に 朝鮮の 米が 此方に 來 

ると 云 ふ 如き 傾向に なつて 居ります から、 先づ此 位 

な ことは 來るで あらう.. それから 臺 S に 於き まして 

は 矢張り 昨年と 同じ 位なる ことに 見ても 敢て 差茭は 

あるまい、 さう すると 內 地に 出来ます る 物の 約 六 千 

萬毫 @、 朝鮮より 来る 物が 二百 五十 萬， 而 して 十一 

月に 殘り ました ものが 四百 十八 萬 …… 四百 萬 石 餘り 

あります、 それを 合します と 六 千 七 百萬餘 になつ て 

參 ります、 昨年 四百 萬 石殘 りました と 云 ふのは、 昨 

年に 於て 大 體 に 於て 今の 數の 如き © の 中に 付き、 外 


國か ら來た る 朝鮮 •系 尚から 移入し、 璁て合 しまし 
て 六 千 七百蕖 前後に 相 成ります る 故に、 四百 里 石 今 
年には 今に 殘つて 居る のであります、 先づ 茲ら邊 〇 
の ものが あれば 昨年に 比べまして 左程 不足す る やう 
な ことは あるまい、 そこに 政府に 於き まして ほ 頻 に 
混 貪を 獎勵 し X 米麥の 糊 食 其方の 殖える こと， 用 鈴 
薯な どの 獎勵 ■勤 儉貯蒂 を頻 に獎 励して、 さう して 
來て居 ります 故に ■.斯う 云 ふやうな 物に 於き まして 
も、 相當な 節約が 出 來る こと だら うと 思つ て 居り ま 
す、 さう 云 ふ 次第であります る 故に、 憨々 其 如き 見 
込 (3: 今に 來月に 入りまして SI 收報吿 を 見てから でな 
いと 見込は 立ち ませぬ ので ございます が、 先づ 大體 
に 於て 今 申す ことであるなら ば、 さう 大した 過不足 
も あるまい かと 云 ふ考で 居ります， 此の 段を 申 上げ 
ます。 

0 上 山 滿之進 君 若し 御說 明を 顆誤 りましたなら ぱ 
御正し を 願 ひます、 唯今 伺 ひました 所では 今年は 昨 
年の 作が 良かつた から 先づ 大丈夫 だ、 外國 米を 入れ 
んで も濟 むで あらう と 云 ふ 風の 御 話が あつた やうに 
聽取 りました が、 左樣で ございます か、 ちよつ と 其 
點を念 の爲 めに ：：： 私の 伺 ひました のは 私が 今年 四 
百 萬 石 位の 外國 米を 矢張り 入れなければ 米の 分® 程 
度が 立たぬ やうに 思 ひます、 其 邊の御 見込は 如何で 
ございませう か、 それは 四百 萬で も、 三百 五十 萬で 
も其遏 はどうで も 宜しう ございます が >  大體 四百 萬 
石なければ ならぬ やうに 思 ひます、 御 見込は 如何で 
ありませ うか、 若し さう とすれば 一月の 末の 今日 著 
手しても 旣に其 時機は 早い とは 云へ ない ので ありま 
す、 故に 旣に 政府には 之れ に對 する 方策が 御 立ちに 
なつて 居る ことと 存じます、 御 立ちに なつて 居り ま 
すなら ば、 要目を 伺 ひたい、 斯う 云 ふ 質問を 致し ま 
した。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 まだ 之 だけ 不足す ると 云 
ふこと に付きまして の 見込は 立つ て 居り ませぬ、 唯 
今 申します る 如き 考はど うかと 申します と'  總て合 
して 六 千 七 百 萬 石は ある ことにな クて 居ります、 而 
して 日本の 一箇年の 需要は 幾ら あるかと 申します と 
昨年は 一人に 付て 一石 八 升と 云 ふこと で 以て 算盤を 
立つ たので ありました、 が此國 勢 調査の 結果と して 
人口が 大分 減つ て參 りました、 さう します と 一人に 
付きまして 一石 九 升 位な ものに なつて 參 ります、 そ 


れを 現在の 人口に ffl » てます と、 全 ^ に 於て •パ 千 六 
百 二十 何逛と 云 ふ 如き 數が 11! ろ C であります* それ 
で 合つ て來 まして、 幸に 第二 is 想 0 如く：：： 本 o 'f-i o 
收褪が 六 千 as 石餘 ありましたなら ば、 それに 附合ふ 
ことが十分出來るので & りますから、{几 -,:. '.\ うと..ム 
ふ考で あります、 併し 其斷 言の 出来 ませぬ CiT  ff 
收の報 佐が 来月の 初めに 於て” てれぐ 旭つ て麥り ま 
すから して、 其乂垅 收の報 吿の 如何に «c りまして、 
それに te つて. 考を讨 けなければ ならぬ と 云 ふ 次第に 
なつて 居 〇 ます、 今日では 外國 ょ〇米 を K ほな けれ 
ば、 どうしても 不足が 行く と 云ふ斷 定を有 つて 居り 
ます。 

oh 山滿之 進 君外國 から 米を H ふと 云 ふこと を：. S 
ふと、 外 國の產 地の們 格に 禊く からと 云 ふ 御 勝 念で 
もあります るなら ば、 私は 差控 へて 宜しい が、 併し 
此點を 述べます ると 私 (i 洵に 能く T 解いた し 並ね ま 
す、 成程 第二 回 11 想と ® 收とは きつち 〇 合 ふ もので 
ありませ ぬ、 多少は 違 ひます、 併し 違 ふのは 多少で 
ありまして、 其 結果を 見なければ 米の 見 常が 付けら 
れな いと 云 ふ 程 違 ふ もので ありませ ぬ、 從來の 竹 際 
に 於て .：… それは 無論 御 承知の ことで あらう と 思 ふ 
それは 問題の 外に 置いて 私は 伺 ふ、 それから 昨年 端 
境の 殘 米と 昨年の ® 想 高と 加 へれ ぱ是 々になる •一 
人當り 平均が 一石 九 升で ある、 之を 掛ける と 六 千 幾 
らに なる* 斯う 云 ふやうな 御說 明であります が、 其 
通りに 致し ますれば 大正 九 年の 端 境には、 日本 國中 
何 所に も 米が 無い やうに 食うて 仕舞 ふと 云 ふこと に 
ならなければ、 其 計算が 立たぬ、 何時でも 端境期に 
相當の 分量を 持 越す から 腿 食の 上に 於て 安全で ある 
從つて 價格に 變動 を來 さぬ、 で 私な どの 見る 所に te 
り ますれば、 昨年の 端境期に 持 越した 分 a は、 同一 
の 分量を 其 儘 そつくり 大正 九 年の 端境期に 持 越す も 
のと 考へな ければ、 殆ど 米の 分 M- の 間 題 も 計 班が 立 
たぬ やうに 考 へます、 方面を 換 へて HJ します と、 大 
體 昨年と 今年と 消 费量 は餘り 違は ぬ ものと 先づ 言つ 
て宜 からう， 寧ろ 今年 ほ 多くても、 昨年ょ 〇少 くな 
ると 云 ふことは ないだら うと 思 ひます、 其 細かい 論 
は 別と 致しまして、 大體 同じと 致し ますれば、 昨年 
ほ 外米を® 入して 初めて. どうにか 斯うに か 端境期が 
過ごされました、 所が 今年 朝鮮 か、 *b 這 人るべき 米が 
少ない と 云 ふこと でございます ると、 四 'ef 萬 石で な 
ければ 三百 萬 石で も、 五百石で も楛 ひませ ぬが、 兎 
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も 角 も 多 a の 外 W 米を 入れなければ ならぬ と；： ムふこ 
と (t 明瞭で あると 思 ふ、 pf 收の 報 fr を御恃 ちになる 
に 及ばない と考 へる のであります、 其邊ほ どんな も 
ので ございませう か* 若し 其 通りと 致します れぱ， 
外國の 米は 昨年の 十 I 月から 十二月に 掛けて 收褪期 
である、 其 時 手を 著け ると 云 ふこと が 適切で ある， 
三月を 越す と …… 一月、 今日 著 けても 旣に遲 い、 况 
や 捭收の 報 を 御 待ちに なつて、 其 中に 又 彼れ 是れ 
して、 四门 になり、 六月に なり、 七月に なれば， 昨 
年と [TT] じ 或は 昨年 以上の 苦 勞を諸 公が 御 52 になる さ 
5 云 ふこと になる と 非常な 不便に 陷 ると 云 ふこと に 
なる のであります、 其® 味で 御尋 を教 します" 

【國務 大臣 山 本達拔 君演壻 に 登る〕 

〇國 務大 SK 山 本 達 雄耵〕 御 答を 致します が、 今 私 
の 申 上げる 六 千 七 百冇餘 萬と 云 ふ ものの sa に 於き ま 

して、 幾ら 內地に 於て 此 米を 消 费す るかと 云 ふこと 

の 勘定を 立てました のは、 矢張り lit 中で 端境期の、 

本年の 十一月と 云 ふ 時に 幾らの ものを 持 越す かと 云 

へば •矢張り 四百 萬餘 りの 今年 持 越した と 同じ 位の 

ものは 持 越さなければ ならぬ と 云 ふ 勘定を 立てて 申 

述べた のであります、 決して 是だ けの ものを 皆消费 

し盡 すと 云 ふ考で はない のであります、 唯 問題は 六 

千 萬 石 餘と云 ふ ものは •是は 果して 宵 收が 確乎で あ 

るか どうかと 云 ふことは、 唯颇念 のこと になつ て 居 

る、 御 承知の 如く 一昨年 も 五 千 四百 何十 萬と 云 ふ、 

芄 千 五 百 萬 足らずであります (、 而 して 其 足らぬ 時の 

年に 於て 外國 米を 買 入れました る ことが、 政府と 民 

間と 兩方 合しまして 五 百 五十 何 萬と： K ふ數に 上つ た 

のであります、そこで若し此一昨年の五千四百七十 

萬と 云 ふ 如き、 五 千 五 百 萬 足らずの 所に、 今年 六 千 

萬は 出來て 居ります ると、 そこで .TF 百 萬と 云 ふ もの 

は 餘計 m 來る ことにな つて 转〇 まする から •  a に 近 

來 ひどく 麥 食の ® 動 或は 馬 鈴 襞 其 他の 混 食な どは、 

非常に 獎勵 して 居りまして、 節約を 求めて あります 

る 故に， 昨年の 如き - ft 况を以 て 行かず して «| 常なる 

食 延べ も 起り はしない か、 さう します ると 此捋收 が 

あるなら ば、 さう ひどく 米に 於て 外米を 今日より 手 

を 著け ぬで も宜 いで あらう と 云ふ考 であります、 唯 

此買 入に 付て • 憨 々不足 するとして 見まして、 さう 

し て 時 捜と 云 ふことは、 是も 如何にも 御尤もな こと 

であります が 唯々 御 一考を 煩は したいのは、 昨年の 

今日に 於？ まして ii 關貢あ たりに 於て 輸出を 禁止し 


て 居りました、 併ながら M 紐 西貢 東京 あたりに 於き 
ましての 米は 二 十 圆 ょり 三 - 1- 圓の間 で •こざいまして 
商人の 手で 自由に 買 入れ 得る が 如き 傾 格で あつたの 
であります、 然るに 昨年に 於き ましては 段々 米が 高 
くな りまして、 遂に 百 三十 何 圆と云 ふ 所まで も參つ 
た、 rs- ■ 玆に 於き まして 先刻 橋 本 君の 御 質問に 於き まし 
て、 政府が 買つ た 故に斯 の 如く 上げたん だと 沄 ふ 如 
きこと を 以て、 攻擊的 御 質問が あつたので ございま 
すが， 是は 成程 日本の 政府に 於て 買つ たのは、 此價 
を ^ くす ると 云 ふことの 幾分の 原因を 爲 して 居る こ 
とは 印す 迄 もない のであります •併ながら 今 申す 四 
简所に 於き まして 科 國ょ 〇買 人が 參 りまして、 さう 
して 此 西貢 iM fife 東京 香港の 如きに 於き ましては 非常 
に苹 つて 買つ たのであります、 新 嘉 坡政廳 ，瓜 ® 歐 
■巴 其 時に 參 りまして、 遂に 日本から ひどく 早く や 
られた S に、 どうも 我々 米に 不自由を すると iK ふこ 
とを 瓜 哇 、新 嘉坡 、あたりでは， 頻りに 日本から 先 
鞭を 著 けられた ことを 以て ? 1 憾 として 居る やうな 報 
吿も あつた 次第であります、 決して 〇本祖〇買ふの 
では ありませ ぬ、 それ故に さう 云 ふやうな 價格に 相 
成つ たのであります、 從 ひまして 今日に 於て はどう 
なつて居 '2. 、蘭貢の如き、緬匈邊り相當なる米も出 
来た 報吿 であります、 又 其 他に 付ても 假に 出来て 居 
ります が、 未だに 之を 無制限に 輸出を しないと 云 ふ 
如き 狀態 になつて 居ります、 從 ひまして 不斷に 於て 
も 亦 今日 向う に 於て 相當 な價格 を 以て 矢張り 六十 圓 
七十 圆と云 ふ 如き 僧 格を 持つて 居る ので、 さう 云 ふ 
やうに まだ 新米の 出 來て參 ります 今日に 於て、 六十 圓 
七十 H と 云 ふ 如き M を 持つて 居る ので ございま すか 
らして、 此 後に 於て 是が 果して 又百圆 にも 百 111 十圓 
にもな つて 来る からして 今 買つ て E? く 方が 宜しい か 

と 云 ふこと It 餘程是 は 判 斷に 苦しむ ので ある、® 向 

を 見ます ると 云 ふと、 昨年の 八 九月 向う の 方の 端 境 

期に 段々 高くな つて 来て、 此の 新米が 出来る に付き 

まして 漸次に 安くな つて 来る と 云ふ倾 向を 持つて 居 

るので あります •或は 御考の 如く 時期が 遲れた ら又 

高い ものを 買 ほなければ ならぬ と 云 ふこと が參 るか 

も 知れぬ、 併し 時を 見ます ると 云 ふと どちら かと 云 

ふと、 昨年餘 〇 高く 買つ たからして 漸次に 低落す る 

方の 見込を 持つ て 居る 如く、 是 迄の 相場の® では あ 

るので、 其處で あります 故に 今 買 ひました 所が 六十 

圓七十 圓と云 ふこと になつ て 居りまして、 是のみ な 


らず自 由に 今 這 入る と 云ふ譯 にもい かず、 まだ < 
制限を 附 けて 日本が 菌めぱ 幾ら やる かやらぬ かと 云 
ふが 如き 狀態で あるので あります、 先づど うしても 
是だ けは 貿はな ければ ならぬ と S ふなら ば 或は 今日 
手を 著け るの も 一つの 考でご ざいます が、 今 申す 如 
くま だ 內の收 酸に 於ても 定まつ て 居り ませず、 さう 
して數 字を 擧げて 見ます と先づ 可な り 追 付いて行く 
それに 十分に 混 食を 獎勵 して さう して 節約を 計られ 
ると 云 ふこと にして、 さう して 此所を 送つ て 靜に實 
收の 米が 幾ら 出来る と 云 ふ 實收の 報告を 見、 而 して 
外 ^ の 横樣 も斷 えず 注意して 居ります からして. そ 
れから 後に 計る ことを しても、 別段 遲れる ことは あ 
るまい と 云 ふ考で あります。 

0 上 山 滿之進 君 再度 質問いた します と餘り 細かい 
所へ 這 入り 過ぎます から、 唯今の 問題 ほ 此 場合 質問 
は是で止めます*唯御願ひいたしますのほ、どうぞ 
昨年の やうな 政府 も國 i'i も闲 ると 云 ふやうな ことを 
今年 再びせられ ざる やうに 御 努力を 願 ひたい、 私は 
決して 往事を 追及いた しませぬ、 喵 昨年の やうな こ 
とが ございます と 如何にも 不安に 堪へな い、 昨年 遺 
憾千 萬な 成 行から 七十 萬 石 も 米を 轉賣 したと 云 ふこ 
とは 何とも 申し やうの ない 事柄で ございます、 どう 
ぞ さう 云 ふことの ないやう に 時期を 失せぬ やうに 願 
ひたいと 云 ふこと を 一言 申して ffi きます* 先刻 總理 
大臣の 御 答に 付いて 少しもう 一 應 御尋 をし やうと 思 
ひましたら 又何處 かへ 御出でにな りました ちよつ と 
i 口述べ まして •それに 關聯 して 農 商務 大臣に ちよ 
つと 御尋 したい、 圳 方の 農家の 中農は 矢張り 物 僧 騰 
貴に 苦しんで 居る と 云 ふことの 私の 意見に 總理 大臣 
は 御 賛成 下さいました ので 是は滿 足であります、 そ 
れから 二 番目の 方の 問に 對 しまして は 少し 御 答が 他 
へ 外れた やうに 伺 ひます、 若し 何れ 不最氣 と 云 ふ も 
のが 来る ものなら ば、 段々 不景氣 を 早く 誘は ぬ 方が 
宜か らうとまで 仰つ しやつ た、 不景氣 が來る ことは 
必然の 勢で あると 云 ふことは 議論に 流れた ので ある 
不景 氣が來 るのは 必然の 勢で ある、 必然の 勢で あれ 
ば不景 氣を 今から 矯めない 方が 宜いと 云 ふこと を總 
理 大臣が 御 闻意 になり ました、 それに 付きまして 農 
商務 大 K に 一つ 伺 ひます が、 貿易が 昨年は …… 輸出 
貿 ^， である V' 確か 前年より 少し 殖えて 居る と 思 ひま 
す、 是は 金額で 殖えた のであって、 其 物の 分量から 
申す と 非常に 減じた と S; は 承知いた して 居ります、 


金額で 殖えた のは 此方の 物價が 高い からで ある、 そ 
こ， で 是から 將來を 考 へる に斯の 如く 物 C-J が 高ければ 
ら榆出 貿易は 私は 減つて 來る ものと 思 ふので あり 
ます、 其 邊の御 見込は 如何で ありませ うか、 總理大 
臣は 轍 / Ji M 易を 減らす のは 如何にも 惜しい から 思 切 
つて 物價 調節を しないの だと 云 ふ、 斯う 云 ふ 御 話で 
ございます が •物價 を 調® しなければ 却つ て 轍 / I1. 貿 
易は 段々 減つ て來 ると 云 ふ 風に 私は 考へ るので あり 
ます、 そこで 農 商務 大臣に 御 尋ね 申 上げる のは、 昨 
年の 輸出 貿易の 額が 金額に 非ず して 物の 分量 •輸出 
品の 分量から 申します と、 一昨年に 比べて 大に 減少 
して屛 ると 私は 思つて 居ります が •其 事 實は 勿論 御 
認め 下す る ことと 思 ふので あるが、 如何で ございま 
すか、 尙ほ此 儘で 物 ® f が 高ければ 自 ら輸出 K 易と 云 
ふ ものは 物僙が 高い 爲に 減退す る ものな りと 私は 思 
つて 居ります が、 其 邊の御 見込は 如何で ございます 
か、 農 商務省の 御主 管と 考へ ますから 、幸に も 御 m 
席の 農 商務 大臣に 伺 ひます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君演® に 登る〕 

0 國務大 S- (山 本 達 雄 君〕 御 答を 致します、 輸出入 
に 付て 今後佾 減 如何と 云 ふことの やうに 伺 ひました 
が、 成る ほど 昨年に 於き ましては 此金 額に 於き まし 
て も 輸出 も輸 人に 超過す る ことが 四 億 ? r 億と 間 
にあつ たやう に 記憶して 居ります* 昨年に 於き まし 
ては 轍 出の 增しが fi に 一億 以內 になつ て 居りまして 
現に 金額と 致しましても 一昨年ょりも 昨苹の 方が 著 
しく 減じて 參 つて 居ります、 唯 此總體 に 於ての 金貨 
の 殖える ことは 四 億 幾らと 云 ふ ものが 殖えて 居り ま 
すが、 是 は大駿 大臣が 前に も 述べた 如く 記憶して 居 
ります が、 全く 此 船舶 其 他に 付きまして 貿县 以外の 
收 人に 於て 金が 殖えて 參つ たので， 貿易に 於て は 一 
昨年ょりも 阼年 が價 格の 上に 於て 減つて 居る ので あ 
ります、 それで 今後に 於き ましても 何 か 著しく 今日 
の 如く 生絲が 四千 圓以 上、 尙ほ Is いて 高くなる 如き 
ものが あつて、 外國の 貿易が 尙々 此價 格が 上騰を 見 
る 如き 外の 關係 があります れば 、又 それに 依つ て變 
化を 来たして 參 ります が •然ら ずして 總 ての 狀態が 
今日の 如く あると して 見ます れば 、內に 於て 自然 物 
偕の 騰貴の 爲 に生產 力は 減じて 參 ります、 工賃 も殖 
えて 參 ります、 總 てに 於て 生產 品は 高くなる と 云 ふ 
ことに 相 成る ので ございます るから して •經濟 上の 
原理と 致しまして は、 自然に 輸出が 減って 輸入が 殖 
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えて 3K る、 斯う 云 ふやうな ことにな ろで あらう と M 
ふのでございます、是ほ人々の見る所に泫つて又異 
なること が あるので ございます が、 經 « 上の EC 理ょ 
り考 へ， 又 昨年 I 昨年ょりの 統計ょり 考へ ると 云 ふ 
と， 今後に 於て はさう 云 ふ 結果が 自然に 現 {X れて來 
なければ 宜いが と 云 ふ荈 jfi ひ {i 持つて 居ります。 

〔橋 本 辰 二 郎君發 言の 許可を 求む〕 

〇 謎 長 (公 1!? 德川家 達 君) 描 本 君 何です か" 

0 摘 本 辰 二 郎君 唯今 內務 大臣の 御 答 辯に 關係し 
て …… 

0 ■長〃 公 辟 德川家 達 君 ^ 通 ^ をされ た 方が ありま 
すから . 

〇骼 太 辰 二 郞君私 のは 辯 解であります。 

0 議長 C 公 挝德川 家 達 君) 後に 願 ひたう ございます 

江 木 千 之 君。 

0 江 木 千 之 君 私は 内務大臣に 簡單に 質問を 致した 

いこと が 一點 あるので あります、 私は 數 日間 諸君の 

熱誠なる 御 質問と、 政府の 懇々 の 御 答 辯に 依つ て大 

に 了解いた した 所 もあります る、 又 却て 本員の 考を 

固く 致した 點も あり、 又大に 疑問を 生じて 參つ たこ 

とも ありま 丁る が、 

〔副 _長侯 擗黑田 長 成 君 議長 席に 著く〕 

是 等の 點に付 ては 何れ 豫算總 會 …… 豫算 會_ に 於て 

質問の 機會が あらう と考 へます るから 其 時に 譲る 考 

であります るが、 玆に 唯々 一時 も 差 措くべからざる 

ことか あるので あります、 之を 差 描いて 他日を 俟つ 

たなら ば 我々 の 道義心を 疑 はれ、 延いては 風 敎に影 

P する 所が あらう と考 へます るで、 質問の 將に 終は 

らんと する 際であります るが、 一言 外務大臣に 質問 

いたしたい と考ヘ る I 其 事 ほ 彼の 呂運亨 の 御苑 菊 翻 

の 一事であります、 此事に 付て は 私の 所へ 冊子を 送 

つて 吳れた 人 も あ-りまして ございます が、 忙しいた 

めに 未だ l fg する こと も 出 來ずに 居る のであります 

るが、 新聞な どに te つて 見ます ると， 呂運亨 が 御苑 

を拜觀 したと 云 ふこと が あるので あります、 併し 是 

は 私は 餘 程 ®! 々 に 見て 居つ たのであります、 多分 御 

苑の 係の 役人が 大目に見て 居つ たので あらう-若く 

は 係りの 役人の 目を 盗んで 見せた 位な ことで あらう 

位の 考で 居つ たので ありま t が、 過日此 事に 付て 阪 

本釤之 助 君よりの 質問に 對 し、 內務 大臣の 御 答 辯を 

伺 ひます ると、 宮内省の 係員の 落度な どと 云 ふやう 

な ことは 更にな くして、 全く 內閣 大臣の 求めに 依つ 


て拜 限を rf された と 云 ふこと である* 其拜® を 許さ 
れた 趣® が 洵に埼 入る ので ある、 全 15 御苑の 拜® に 
付て は 苒內 省に it: 規定が あるので あつて •昨年 十一 
月 十八 日の 官報に ほ 其拜® を 許される 日時、 及 其 人 
々の 範 R1 が 決められて あるので あります、 同月 二十 
二日より 二十 八日まで いろ/、 拜 ® に 出る 人が 決め 
られて あるので あります が- 是は二 十二 日に ほ 0- 衆 
兩院雜 員と か、 li 族の禮 遇を 受 くべき 者と がいろい 
ろ あ 〇 まして、 又 二十 八日の 部には 縣钤 議長、 勅令 
に 依り 定められた る 各種の 委員と かいろ  <あ り ま 
すが、 府 縣會_ 員の 如き も， 東京 府會 議員 一同 ほ 拜 
觀を 許される が、 他の 府縣の 府縣會 議員と 云 ふ もの 
には 拜觀を 許されぬ 位の 御 場所柄で ある、 それを 拜 
觀す るには 皆 御® 遇の 思 召に 出る _で ある、 然るに 
此呂 運亨な る 者は 何の 故で 拜觀を 許された か i. 云 ふ 
ことの 阪本 君よりの 皙 問に 對し て、 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 復す〕 

內務大 &: の 答 へられた 所は、 即ち 此 席に 於て 親しく 
私 も 承つても 居りました が’ 尙ほ 速記に 掲げて ある 
のには、 折角 來た 者で あるから 成るべく 彼を して 日 
木に ® かせる と 云 ふことは 宜しい ことで あらう と 云 
ふ 趣意で あつたら うと 思 ひます， 斯う 云 ふ 御 答 辯で 
あります るが、 是は 即ち， 呂蓮亨 なる 者を 操縦し、 懐 
柔す るの 道具に 御苑を 使つ たので ある， 彼の 不德の 
人 f!!1 を 懐柔す るが ために 利用した と 云 ふこと であり 
ます •全 體呂 運亨は 果して 罪人で ある や 否やは、 本 
員は まだ 是に對 しては 確定の 意見を 持たぬ ので ある 
過日 司法 次官の 說 明に 依つ て 未だ 犯罪を 構成す るに 

至らぬ と 云 ふこと も 御 尤のや うに 聞へ ます、 併しな 

がら 又 同僚 中の 專門 家は さう でない と 言 はれる 方 も 

ある、 私は 是が 犯罪を 構成す る や 否やに 付て ほ 未た 

確定の 意見を 持たぬ のであります るが、 併ながら 此 

呂運亨 なる 者は、 少 くと も道德 上の 罪人た る ことほ 

誰し も 疑は ぬ 所で あらう と考 へる 皇室に 對し國 家 

に對し •不軌を 謀る 所の 道德 上の 罪人た る ことは 間 

違は ない ことで あらう と考 へる、 それ故に 政府 ほ 之 

を 懐柔す るた めに 喚 寄せて 種々 の 手段を 講ぜられた 

ので あるが、 斯の 如き 者を 懷柔 する ために 御苑を 利 

用した と 云 ふに 至つ ては、 實に 驚かざる を 得ない の 

である、 御苑の 神聖を 汚し 延いては 畏多 くも K 德を 

煩し 奉る に 至らむ かと 憂慮いた すので あります、 私 

は 老人の 一徹で あるか 知らぬ が、 寧ろ 百の 呂運享 あ 


る も 一人の 斯の如 き 罪人の 無から むこと を 欲する の 
惑を 蔡ずる ことが 出来ぬ のであります、 實に是 は 惡 
例を 開き， 宮廷を 紊 るの ® が あるが 內務 大臣は 上陛 
下に 對し 奉り 下國 民に 對 して 如何なる 申 開きを せら 
るるで あらう か、 此こ とを 承つ て {S きたいと 考 へる 
のであります。 

〔國務 大臣 床 次 竹！ 一郎 君演® に 登る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二 郎君〕 御 答へ 致します、 詳細 
の其當 時の 手 gj は 能く 承知いた して 居り ませぬ が、 
さう 云 ふ 所までに なれば、 何れ 豫算 委員 窗で更 めて 
御 尋を願 ひたう ございます が、 私は 唯 大體の 事を 15 
は 申 上げた のであります、 誰が 中に 立つ たかと 云 ふ 
御尋で ありました から、 それだけは 心得て 居り まし 
た、 陸軍大臣が 中に 立つ たと 云 ふこと で、 今 御 話に 
なりました 拜觀 者の 規定に、 玆に特 別に 規定を 設け 
られた 其 中に 嵌 込まれた と 云 ふやうな 手綺で は 無論 
なから うと 思 ひます、 丁度 其 時節で あつた 爲に 拜觀 
の榮に 浴せ しめたい と 云 ふこと からで あつたら うと 
思 ひます が， 本人 餘ほど 此方へ 參 つての 感情 も 違つ 
て 居ります、 それで 斯迄 の榮に 浴したならば 尙又本 
入は 善くなる であらう と •斯う 私が 附加 へて 申した 
次第であります •陸軍大臣が 如何なる 考で 致し まし 
たか、 又 そこらの 手續は 公然たる 手績で あるか、 委 
細の ことは 承知いた しませぬ •大髓 私が 申 上げた の 
は、 陸軍大臣が 中に 立つ た、 蓋し 拜觀の 榮に浴 さし 
たら、 本人 入京 以来 餘程心 狀も變 化して 居ります か 
ら 、尙更 日本 國の爲 に盡す ことで あらう と 云 ふ考で 
あつたので， 私は 斯う 申 上げた 次第であります、 是 
ょり 以上の ことは 陸軍大臣ょり 親しく 御 聽取〇 下さ 
る ことを 希望いた します。 

〇 江 木 千 之 君 私は 唯今 讀上げ ました K 內 省の规 定 
が、 玆に 詳細に 掲げて あります るが、 無論 此の 外に 
も 別段の 思 召から 拜翻を 許される 者が あるので あり 
ますが •其 拜觀を 許さる k や、 總て 優遇の 思 召に 出 
る ものである、 それが 爲に 身分 も 餘程嚴 重に 掲げら 
れて ある、 是が 御苑の 拜觀を 許される 例規と 私 (3: 心 
得る ので ある、 又外國 人の 如き も 大使 公使の 紹介の 
ある 如き 者は 無論 許されます、 それから 動 章を 持つ 
て 居る 者 …… 日本の 勵 章を 持つ て 居る 外國 人の 如き 
も、 是等も 皆 許される， 內國 人なら 斯 々の 凡そ 資格 
の ある 者、 外國 人なら ば 外國の 貴賓、 若く は 賓客は 
一公 使 大使の 紹介の ある 者と 云 ふやうな 者に 限られて 


居る •何れも * は の JB 召で ある* それ 抆 に 我 
々も 拜 © に 出で 居る と 云 ふ 0は，唯泊 0 花 :~> 1しき 
を 見る と 云ふぱ かりで ない、 此 fs 遇の tf R: ? に 传感 
する ので ある、 內務大 K': •か 如何に if ぜら るると も、 
速記 にちやん と 残つ て 居る、 速記に 报げて ある、 我* 
も 皆 過日の 御 答 辯を 承つて 居る •折角 日本に 來た ff 
である •折角 來た ので あるから 成るべく 彼を して 日 
本に ffi かせる と 云 ふこと が宜 からう と. 思つ て St 拜 
颐 を 願つ たと 云 ふ 趣总で ある •斯う 云 ふこと であれ 
ば 是れは 何にも 外國の でもなければ、 3涔 でも 
ない 我國民 として 险 遇を 賜は るべき 者で もない、 之 
に 掲げ ある 若 ぱか りか 挺 遇を 賜は る f» でないで ある 
が、 其 外の 者と して 狻遇を 賜は るべき 點と云 ふ もの 
は一點もない、而かも明言して思られる、卜铖の爲 
めに したので ある.© 柔の爲 にした ので あ 〇 と 云 ふ 
ことは 此速 記に ある、 即ち 御苑を 利用し、 御苑を 汚 
したの ほ 何人で あるか、 斯の 如き 例を 開いて 一阈の 
風紀を 維持す る ことが m 來ませ うか、 是 ょりして 容 
廷を紊 る 例を 開いた、 端を 開いた と 私は 考へ るので 
ある 斯の如 き說 fIJJ を 承つ て、 ^ 骑 會觀 まで 待つ こと 
ほ 出来ない、 此速記 錄は 全國 に是が 行 a て 居る 皆 之 
に e を 通す ことで ある、 此の 說明を 聴いて K 族院遨 
員は 一人の 疑を 起す 者は 無かつたら うか、 tt 族 院の 
道義心は 麻 k したので 無から うかと 云 ふ 疑を 起され 
る だけなら ば まだ 宜しい が、 是は 風敎の 上に© から 
ぬ 影響を及ぼす と考へ るから、 私は 數日に H つて 將 
に 質問を 終らむ とする 際 にも拘らず、 1 $ぴ 通齿を 致 
して 此質 間を 致さ yr るを焊 ぬ 場合に なつた ので あり 
ます、 餘 〇內務 大臣の 御 答 辯 ほ此事 柄を 輕々 に 見ら 
れ るので ある、 此 以上 御 答が 無い と 云 ふなら ! *• 我々 
は 又考へ る 所があります。 

〔國務 大臣 床 次 竹 一一郎 封 演壻に 登る〕 
0國務大臣(床次竹二郞封)御答へ致します、昨日 
斯の 如き 事實が 有る のか 無い のかと 云 ふこと であり 
ましたから、 有る と 云 ふこと を P13 しました 何人 力 
中に 立つ たかと 一 K ふこと であるから、 陸軍大臣が 屮 
に 立つ たと 云 ふこと を 申 上げた 次第であります、 固 
ょり 唯今 御 話の 如く 公然たる 話で ほご ざい ませぬ、 
どう 云 ふ手續 で 致した かと 云 ふことは 私は 承知いた 
しませぬ *; 、 公なら ざる 手續で 致した ものと 心 ^ ま 
す、 ち やん と 規定に ある 如き ことで >挺 週の 思 召に 
出た もので ほ 無. 論な からう と是は 斷 言して 宜しい と 
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考 へます、 非公式に 其 手績を 致した こと ゝ心 M ます 
〇 議長 (公 樹德川 家 ii 君〕 此際諸 君に 御 諮りを 致し 
ますが •まだ 通 街 者 も ございます が， 陴 班 大臣 其 他 
國務 大臣 ほ 衆链院 の本會 に / ii 席の 必要が ある 趣で ご 
ざいます から、 御 異議なければ 本日は 是で漭 «f を延 
ばしたい と考へ ます。  〔「燹 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 明 後； 二 十一 日 午前 十 時よ 
り開會 いたします、 本日は 是で 散會 いたします。 

午後 =. 時 四十 I 分 t5 會 


〇 大正 九 年 I 月 三十 |日(土甩日) 

午前 十 時 五十 五分 開讁 
議事 日程 第 八號 

第一 公爵 毛 利 元昭君 、公爵 德穴寺 公弘 君、 公 
爵 ® 津忠 萆 君， 公爵 穴 山 柏 君 •侯爵 德川 

留順 君、 侯爵 小 松 輝 久君 .侯爵 醍醐 忠重 

君、 侯爵 中 山輔親 君. 伯爵 堀 田正恒 君 • 

子爵 松 平 康民 君、 男爵 古市 公威 君 •男爵 

本 多 政以君 •兒 玉利國 君， 相 馬哲平 君 • 

富 1 水播 雄君諝 暇の 件 

第 II 平和. 餘 約の 實 施に 伴 ふ 流 遇 證券 及 H 業 所 

有權 に關 する 法律案 第 I 讀會 

第三 右 議案の 審査 £• 付託す へき 特別委 員の 選 

擧  . 

i 貴族院 規則 改正の 動議 (ll la ls ) 

〇 淡 長 C 公路 德川家 達 君) 是 より 諸般の 報 苦を 致さ 

せます。 

〔岡笆記官朗讚一 

一昨 二十 九日 請願 委員長より 左の 報 街 W を 提出せ 

り 

請願 文铒表 第二冋 報告 ® 

昨 三十 H 請願 ® a 長より 分科 拾當委 fl の 兼務を 

左の ftfl く 決定せ る 旨 報吿霄 を 提出せ り 

第 四 分科瘀 當委負  石 谷 傳四郞 君 

第二 分科 兼務 

同日 内閣 總 珂 大臣より 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 

たる 旨の 通牒を 受領せ り 

農 商務省 所锌事 務政府 悉 員 

_ 農商 務書 記 官齋藤 龜三郞 君 

〇遴 長 (公 辟 德川 家達嵙 〕 是 より 本日の 會餓を 開き 

ます， 諸君に 御 諮りを 致します、 本日 it 謹 琪の 都合 


上 休 ^ 致したい と考 へます が、 諸君に 於て 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「興 讁な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (公爵 德川家 達®) 御異蓊 ない と 認めます、 
議事 日程は 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 是に 
て 散會 致します。 

午前 十 時 五十 七 分散 會 


〇 大正 九 年 二月 四日 (水曜日) 

午前 十 時 六 分 開 ii 

謙 事 B 程 第九號 

第一 公爵 毛 利 元昭君 •公爵 德大寺 公弘 君、 公 
爵島 津忠重 君、 公爵 大山 柏 君 •侯爵 德川 
固 順 君、 侯爵 小 松輝久 君 •侯爵 醍醐 忠重 
君 •侯爵 中 山輔親 君， 伯爵 掘 田 正 +1 君， 
子爵 松 平 康民 君、 男爵 古市 公威 君 •男爵 
西紳 i yv 即 君， 內 田嘉吉 君 •男爵 本 多政以 
君 •相 馬 哲平君 •暨川 莨 平 君、 富 I 氷 猪 雄 
君 請暇の 件 

第 II 平和倏 約の 實 施に 伴 ふ 流 遇 證券 及 H 業 所 
有權 に關 する 法律案 (撤 ■) 第 一 讀會 

第三 右 議案の 審査を 付託す へき 特別委 員の 選 

爵.— 院 規則 改正の 動議 (籠 款欝) 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君) 是 より 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 

〔岡 ti 記 宫朗讚 〕 

去月 三寸 一日 政府より 左の 決算 及 同檢査 報吿 を提 

出せり 

大正 六 年度 歳入 歲出總 決算 

大正 六 年度 各 特別 會計歲 入歲出 決算 

大正 六 年度 歳入 氓 出 決 33: 檢奄 報告 

昨 三日 政府より 左の 法律案を 提出せ り 

陸軍 軍法 會_決 案 

朝鮮 軍 軍法 會議 に關 する 法律案 

臺呙軍 軍法 會 諉 に關 する 法 甜案 

關東車 軍法 會謅 に關 する 法律案 

海軍 軍法# 議 法案 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 是 より 本日の 會議を 開き 

ます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演 捜に 登る〕 


〇國務 大臣 (原 敬 君〕 先日 江 木 君の 御 質問に 對 しま 
して 内務 大陡 ょり 答 辯を 致しました ことは、 內務大 
臣に 於て 陸軍大臣の 意 思を 忖度いた して 御 答 辯を 致 
したので あります、 故に 其 事柄に 付て 相違の 點も多 
くあります ので， 内務大臣の 答 辯は 私ょり 肢 消し 致 
します、 而し て呂運 亨赤坂 離宮 禁苑 拜觀 のこと に 付 
きまして 、常 議場に 於て 論議を 生じました ことに 付 
て、 甚だ 遣憾の 次第で 誠に 恐悚の 至に 堪へ ませぬ、 
將來に 於ても 斯の 如き 問題が 當 議場に 論議の 題目と 
なるやうな ことには， 十分 注意を 致す 積り であり ま 
す 併ながら 其拜 翻の ことに 付きまして は、 政府は 何 
等 宮中を 利用いた して 云々 と 云 ふやうな る 意思を 有 
して 居つ たのでは ない ので ございます、 此邊の 事を 
併せて 御 諒承を 希望いた します。 

〇 江 木 千 之 君 私は 呂運亨 の 御苑 拜觀 のこと に 付て 
は、 當切 新聞 等に て 見受けまして •餘り 重大な 事と 
は考 へて 居らな かつた のであります >  是 は 御苑の 係 
官の不 注意から 起つ たこと であらう 位に 考 へて 居た 
のであります が、 此 議場の 質問 應答 になり まして • 
之を 承つ て 見ます ると 云 ふと、 決して 御苑の 係官の 
落度な どと 云 ふこと でな くして、 閣臣が 呂運亨 懐柔 
の爲 めに 之れ を 利用した と 云 ふこと に歸 著す る こと 
を 承りまして は •私 Ii 此の 事を 聞 流す る ことが 出来 
ない 有樣に 遭遇いた しまして 、巳む を 得ず 質問を 致 
した 譯で あります、 然るに 唯今 總理 大臣は 内務 大 Ef 
が 呂運亨 の禁 苑拜觀 を 紹介した 趣意に 付ての 答 辯は 
一切 之を •収 消 されました のであります* 付きまして 
は 閣臣に 於いて 如何は しい 者を 懐柔す る爲 めに 御苑 
を 利用した と 云 ふことは 無い ことにな つ ' C 来る ので 
あります、 從 つて 私の 質 間の 原因と 致した こと も玆 
に 消滅いた した 譯で あります から •私は 此れ 以上 質 
問す る 必要は 無い のであります、 茲に 一言 私の 精神 
を 辯 明いた して 置きたい のは、 私は 敬の 如き 質問を 
致しました が、 御苑 拜觀に 付て は 之れ を 差 許される 
人々 の範 圍を狹 くせら る、 とか、 之を， 謎め られぬ や 
うにと か 云 ふ考は 少しも 持たぬ のであります、 近頃 
宮內 省に 於 かれまして は 段々 其範圍 を！！ 張せられ ま 
す ことは、 私共 誠に 感佩 いたして 居る 次第で ありま 
す， どうか 尙ほ此 上に も此 範圍 を擴大 せられまして 
陛下の 赤子た る 本邦 人 朝鮮人 等は 勿論、 外来の 賓客 
に 至る まで 出來得 る 限り 廣く 拜觀を 許さる、 事を 希 
望す るの が 私の 精神であります、 終に 此事 に付き ま 


してほ數日來本院谷派及無所屬等の諸公に於ても銳 
意之が 解決に 努められて、 玆に 我が 風敎 道義の ® 1 念 
を悲翻 する 事な からしめ られた のは •私の 感激 措く 
能は ざる 處で あります •玆に 一言を 添へ て 私は 質問 
を 終ります。 

0 議長 (公昭 德川家 達 君) 是 ょり 通 宵 順に 依り まし 
て質疑を許します、坂本男擗。 

〔男 P 坂 本 俊 篤 君 演壻に 登る〕 

03 :爵 坂 本 俊 篤 君 私は 西 比利亞 間 題に 付きまして 
單簡に 質 間いた したいと 思 ひます* 諺に 時の 力は 總 
ての 問題を 解決す とか 云 ふこと があります が、 玆に 
私が 質 間 通吿を 致しました 以來 、爱 一週間 以来 西 比 
利亞の狀况の變轉並に諸情報及公文の發表等に依〇 
まして 私の 質問の 半ぱ 以上は 解決いた したので あり 
ます、 付て ! i 其の 殘の 部分‘ 又 新に 注意を 喚起いた 
しました 事に 付きまして 簡單 に先づ 以て 陸軍大臣に 
伺 ひたいので あります、 昨今 此西比 利亞の 形勢と 申 
します ものは、 急轉 ft 下の 勢を 以てから して 重大の 
形 契に 向 ひつ、 & るので あります ，是 は旣に 民心を 
疾 ょり 失 ひました 所の 「コリ チャック」 政府の 崩壞 
其 他 米 國の撤 兵又歐 露に 於け る 所の 英佛 等の 「レ-一 
ン」 政府に 對 する 施政の 態度， 南北に 於け る )- 4 過激 
軍の 敗退 •是 等が 因を 爲 して 斯の如 iv 狀勢に 立 至つ 
たもので あらぅ と 存じます さて 去る 二 十六 日の 「二 
コリ 7> ク J に 於け る 所の 過激派の 蜂起は 實に 晴天の 
霹靈の 如き 觀を呈 したので あります から、 總ての 交 
通 機關其 他總て 過激派に 占領いた され、 一般 西 比 利 
亞交通 の 咽喉た る 「 -1 コリス ク」 は此 一派の 勢力に 歸 
したので あります、 然るに 我 軍は 之れ に a して 何等 
施す ことなく， 傍觀の 態度を 執つ て 居つ たと 云 ふこ 
とであります-次いで 去る 三十日に 於き ましては 突 
然浦鹽 斯德に 於き まして 革命的 騒動が 起り まして か 
ら政權 は 「ゼム トフ」 と 云 ふ 一派の 掌 掏す る 所と な 
りまして， 主將 「n ザ/ フ」 は 僅に 身を 以て 免れ假 
裝 巡洋艦 「アリ ョ— ル」 に 乘じて 我が 敦賀 港に 避 ill 
して 来たと 云 ふ 非常な 有樣 であります、 又 「ハ 1 1- ピ 
ン」 邊 りの 形勢 も 昨今 傳はる 所に 依ります と、 過激 
派が 勢力を 占めまして 、「ホル ヮット」 將車は 危險 
の 身に 感ずる 事を 恐れまして 何れへ か 身を 隱し たと 
云 ふ 事であります、 或は 「スト レ チェン スタ」 に 於て 
は 我が 重要なる 兵站部が 過激派に 襲は れて 激硪 中で 
あると 云 ふこと も 亦 聞いて 居る のであります* 斯の 


施政方針の rf 間に 對する 原 ^ 理大 K CO 答 辯  施政方針に 關 する 江 木 千 之の 質問  西 比利亞 問題に 關 する 坂 本 俊 篤の 質問 


四 四 五 


院族贵 符議國 帝 回 二十 R 第 


西 比 利 亞' 


?の3 


対すろ ^: 挖理 大臣、 田 中％ ' it 大 i;i の 答 辯 


如き :!? 大なる形势に立至りまして <3: 最早や東部西比 
利亞交 迎较に常ろ所の三千 £1: 1|1 に我が守§兵を配既 
する 其 兵 敷の 多赵な どを 論じて 居る と 云 ふやうな 暇 
のない 位の 形勢で (5-. ないかと 存じます、 此際 に當つ 
て須 く從來 の 方策に 對して 總て其 石 給を 綺睽に 拭 ひ 
去つ て 新な 方策を 御 K き 下さる 時機で ほ ないか > 窃 
に考へ て 居る のであります、 幸に 此機贫 に 於き まし 
て陸眾大 £:.: (3; 詳細に昨今の贯大なる形勢を我々の前 
に 報哲 され 之に 對 する 所の 方策を 御 示を 關ひた い、 
先日 陸眾大 臣ほ衆 諮 院に於 かれまして から 極 111 三 州 
の 平和 ! 3; 我が 兜 勇なる 將士の 流血に 依つて 保たれて 
居る と 云 ふこと を 言明され て、 朵は 自分の 職 货であ 

る 義務で あると 仰せられました 時には、 滿觉の 人を 

して 襟を JE さしめ. たのであります、 私が 考 へます に 

此際 陸軍 大 K は 此 m 大なる 形勢を 我々 の 前に 披獮さ 

れて 之に 對する 所の 方策を 開陳され る ことは、 是亦 

陸： 5li 大 E の 義務で あらせられ ると 存じます、 次に 外 

務大 I;': に 西 比 利 亞撤 兵に 關 する 所の 米 國 との 交渉に 

關 しまして-一二 yf 件に 付て 御尋 したいと 存じます 

が 外務 大 Rii 北 党の 喪に 丁ら れた爲 に 御缺席 と 云 ふ 

事で ございます から、 是は 他日の 機會 に讓る 事と 致 

乙たい と 存じます， 最後に 私は 首相に 御 尋ね 致した 

いと 存じます、 其 事柄 (3; 我が 政府は 西 比利亞 に對し 

て 一定の 政策を 有せら る、 や 否や、 即ち 對两 比利亞 

策を 有せら る、 や 否や、 若し 有りと すれば •どうか 

それを 御 示しを 願 ひたい、 其 理由は §5® の說 明® に 

4 ございます が •大正 九 年度の 臨時 W 件 費は 是は多 

分 要る と 思 ふ、 併ながら 其 額と 云 ふ ものは 未定で あ 

る、 又 其 財源は 募 倩 若く は 借入金に 依つて 行 ふ 積り 

である、 額は 昨年 通と するならば 一億 五 千 1: 圓も耍 

るで & らう •斯う 云ふ說 明に なつて 居ります が、 私 

は 此一億 五 千 萬が！  一 億になる か、 或は 其 以上になる 

か、 tr た 不明な 譯 であります、 此西 比利亞 の 荒原に 

も 似た る 底の 知れない 所の此 大きな 穴は、 どの位 大 

きい ものである か 測り 知らぬ のであります、 而して 

此 穴の 大きさを 承知いた さなければ 大正 九 年の 豫算 

の 審査を 致す 上に 於て 考慮いた す 上に 極めて 困難で 

あります、 されば Itfc 底の 知れない 所の 大穴を 測量す 

る 所の 彼の 尺度は 何で あるかと 云 ふと 即ち It 西 比 利 

茆策 であらう と 存じます、 故に 此度 尺の 御 示を 願 ひ 

たい 即ち 對西 比利亞 策を 御 示を 願 ひたいので 有ます 

さりながら 先刻 も 申します 通り 西 比利亞 の 形勢は 昨 


今 念 ^ 1¢ 下の努 を 以てから して、 回鉀 して 參るの で 
あります から， 此西比 利 亞 策と 云 ふ もの、 御 決定は 
頗る 御闲 難な ことかと 存じます が •さりながら 此度 
尺が 分らない 以上は、 財政の 計 5!E を審杏 する にも 困 
■の琪 でございますから、 速に 御 決定に なつて 其 尺 
度を 我々 の 前に 御 示を 願 ひたいと 思 ひます、 旣に歐 
露に 於き まして ほ、 英佛 とも 對露西 亜 策に 付て は 谷 
決定す る 所が ございます、 又 米 國に於 かれましても 
撤兵 等の 方針ょり 考 へまして、 旣に 決する 所が ある 
と 存じます、 我國滿 蒙の 接圈 地で も あ 〇 ます、 又 多 
數の 居留民 も 居る こと X? ございます •又 過激派に 對 
する 所の 東漸を 防逼 する 上に 於て 特殊の 位置に 立つ 
もので ございます から、 帝國が 他の歐 洲谷國 並に 米 
國と其 位® を 異にする のであります が、 此 特殊 位置 
に 付て 特殊の 御 計 * の 在る ことほ 勿論で あらう と存 
じます •故に 速に此 點に 付て 御開 示を 願 ひたいと 思 
ひます、 事 軍事に 渉る もの、 並に 外交に も 渉る こと 
でございますから， 前に 述べました 陸軍大臣の 御 報 
吿 並に 施設 •後に 述べました 所の 總理 の葑西 比利亞 
策 等に 付ての 御說 明は •耍 すれば 祕密會 に 於て 御開 
陳あた りたい と 存じます。 

〔國務 大臣 田 中義一 君演® に 登る〕 

0S 務 大臣 C 田中義 j 君)， 唯今 坂 本さん からの 御尋 
の 事に 付きまして、 折角 是 等の 狀况を 申 述べる 機會 
もがな と 思つ て 居りました 折 柄で ございます、 此際 
一應御 話を 申 上げて 置く ことが 必要で あらう と 私 も 
考 へます、 最近に 「ニコリスク」 浦 fi 斯德に 起り ま 
した此急轉直下の政變狀態ほ、如何にも人をして奇 

異の 思を 爲 さしめ たる 如き ものであります、 が 併し 

是は 畢竟 「オムスク」 政府の 崩壊 以來谷 方面に 段々 

斯樣な 事は 起り 得べき ことで あると 云 ふことは、 是 

は豫 想して 居つ たのであります* が 此團體 は 先づ最 

初は 所謂 社會 革命 黨 で， 世間に 申す 「 H ス、 H ル」 

黨 、是れ が甞て 浦 隳斯德 で 「コルチャック」 政府に 

反對 して •御 記憶で も ありませ うが f チ H ック」 の 

一部の 將軍 であつ た 「ガ— ダ」 と 云 ふ 者が 之に 多少 

同情を して 一の 政變を 起して* 「D ザ ノフ」 と 云 ふ 

者と、 浦 w r 德で m 街戰を した ことがあります* 是 

が 所謂 社會 革命黧 である、 而 して 浦® 斯德 では 到底 

此 目的を 達する ことが 出来ない からと 云 ふので T イ 

ル クック J へ是が 移つ たのであります、 そこで 「イ 

ル クック」 で、 此 「コルチ ヤツ ク」 政府の 落魄の 狀 


/I で | イルク ック ーに阐 く 落 著いた 時に tt つて、 其 
政 @ を 起して、 遂に 「コルチャック」 政府を 萌 W せ 
しめて、 一時は 「イルク ック J で 自分が 中央 政治 一 
!§ として E つて 代つ たと 云 ふ 形に なつて 居る、 さり 
ながら 其 「 H ス、 H ル J 黙 も 何等此 處に 垠據を 有つ 
て 居らぬ ものであります から、 今日は ia ちに 過激 漉 
の爲 に、 又 「イルク ック」 と 云 ふ ものは、 再び 彼が 
屈服し なくて ほ ならぬ と 云ふ狀 態に なつた ので あり 
ます、 今日は 「イルク ック」 は 全く 過激派 政府の 配 
下に 立つ て 居る もの だ、 斯う 云ふ狀 態. であります、 
而 して 「ニコリスク」 浦镅 斯德に 起り まして 居る も 
のは、 最初 ほ 皆此 「エス、 エル」 の 一派であつて、 
即ち 「エス、 エル」 なる もの ほ 「イルク ツク」 で 成 

功を したから- 此 派の 者が 詰り 各所に 起る と 云ふ遐 
初は 形であつた ので 「ゼ ムスト ォ ー」 とか 若く は 購 
S 組合と か 種々 な もの もあります るが、 是は皆 其 仲 
間に 一所に なつて、 さう して 所謂 「コ ル チャック」 
政府の 與黨で あると 云 ふやうな 感を 有つ て 居る 者に 
對 して、 始終 反感を 懐いて 居る •而 して 尙ほ 彼等の 
主眼と して、 始終 露 西亞の 軍隊を 崩壊させる と 云 ふ 
ことを 努める のです、 又 其 崩壊させる 事に 注々 成功 
をす るので あります、 日本軍と しまして は. 兎に角 
守備して 居る 交通 線に 向つ て 危害を 加へ、 乃至は 軍 
隊に 向つ て 危害を 加へ ると 云 やうな ことを せぬ 以上 
自分が 進んで 攻擊 をす ると 云 ふやうな ことは、 今日 
ではし ない のであります •從つ て 所謂 政治 團體 の爭 
には、 日本 軍隊と して ほ 今日 迄で も 何等 干渉は して 
居らぬ のであります、 「I: コリス ク J に 於け る 又 浦 
鹽斯德 に 於け る狀態 も、 是も 所謂 社會 革命 黨の 政治 
運動で、 是に 成る ほど 一面に {'X 今日まで 「ロザノフ」 
と 云 ふ ものが 始終 日本に 賴つて 居つた のであります 
「コルチャック」 政府の 所； i の 軍隊の 指揮官で あり 
まする から、 自然 聯合 國に賴 つて 居る と 云 ふことは 
是は 勿論の ことで ある， けれども 兎に角 一方は 政治 
團體で あるので あります るから. 「ロザノフ」 を 肋 
けて どうす ると 云 ふこと も是は 日本が すべき ことで 
もない、 而 して 「ロザノフ」 も 賴んで 居る 所の 露 西 
亞の 自分の 軍隊 も、 亦 彼の 政治 幽體 の宣傳 に 依つて 
漸次 r  a ザノフ 」 の 手に 依つ て 反對黨 に服從 する、 斯 
う 云 ふ 形であります から、 遂に 「ロザノフ」 も 自分 
の 職務を 執る ことが 出来ず 逐はれ て 日本軍の 司令部 
に 走り 入んだ と 云 ふこと であります* 最初の 經過は 


右の通りであります、 さりな 4: ら；： 1で阼<,に於て「エ 
ス、 1ル」と云ふもの、政府團«に取つて代るべき 
兹 に 極めて 保 端なる 社 fr 共產 主 S の 所 SI M 啐の遢 激 
派が 今日 浦®  斯德に  s ii れ.； ；c  ly  .0 -* 乂，、 ni L -c 
今の 社 會革 命雅に 向つ て 今日は 哒迫を 加へ て wo ま 
す、 殆ど 社窗革 命黨も 之に 向つ て 何等 抵抗す る こと 
ほ 出來ず 、自然に 此磁 にして K けぱ浦 甥 斯 ;1 :は你没 
なる 共產 主義の 所謂 過激 ® の 手に® する が 如き 嫌 念 
が & るので あります、 浦 钙斯始 旣に然 〇 であります 
から、 「-1  n リスク ーの 所謂 社矜布 命狨 であつ たも 
の も， 亦 漸次 之に 化せられは せぬ かと 云 ふ 懸念を 持 
つのは 是ほ當 然じや と 思 ひます、 或 ほもう 旣に さう 
なつた かも 知れ ませぬ、 此場合 に 於て は 浦 . 5» 斯 S は 
兎に角 「チヱ ック J の 還 送 轍 送を します るには、 此 
途が 完全に 明いて 居らな くち や 還揆 は 5 來な いと 云 
ふこと、 又是 等の 地方が 殊に 日本の 居留民 も 多く、 U 
本に 接近を 致した 所でありまして、 過激派の S に此 
公安を 紊され 或は 此 交通 線を 阻害を せらる k と 云 ふ 
ことでありまして は. 日本の 軍隊の 任務と しては 交 
通 線の 保持の 上に 於ても 亦 日本 入の 搾 山 居ります る 
地方に 於き、 殊に 又 日本に 接近を して 居る 方の 公安 
を紊 される と 云 ふことは. 是は 軍司令官と しては 玆 
に 適當な 處匿 をす るで あらう と 私は 信じて 居ります 
何等 併し まだ 陸軍大臣と して、 之に 如何にせ よと 云 
ふ 指示を まだ 與 へませ ぬ、 與へ ませぬ が 軍司令官と 
しては 當然な すべき ことで あるから、 何等か 爲すで 
あらう， 斯う 私は 信じて 居ります* それだけ の ^ を 
〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 坂 本 君よりの 對西比 利 亜 
政策に 付ての 御 質問であります るが、 毀 西 比 利 亜 政 
策と 申す ことは‘ 對 露西亞 間 題を 考へな ければ な 〇 
ませぬ のであります ■•對 露西亞 政策より 簡 ©に 中し 
て 置きたい のであります， か、 對露 西亞の 政策に 對し 
ましては 列國 共に まだ 何れと も 決して if ら ぬので あ 
ります， 先般 列國の 間に 協議を 致した 事柄は IM 西 ! iE 
の膦買 組合に 對し ての 希望に 對して 、物々 の .…： 品 
物と 品物との 交換を すると 云 ふこと を 許さ うぢ やな 
いかと 云 ふ 決定を 列國の 間に 見た のであります るが 
是は 決して 今日の 露西亞 の 過激派 政府を 認める ので 
はない と、 明なる 條 件の 下に 此物 々交換を 許す こと 
に 致した のであります、 左樣な る 次第で 是亦 根本的 
に 露 西 亞に對 して 如何に 致さう と 云 ふ 政策を 決定い 
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I たした のでは ない のであります、 又 亞米利 加に 於て 
西 比 利亞に 脈 ifl して 居る 所の 兵を tjl 上げ やうと 云 ふ 
こと も， 是も全 露 西 亞に對 する 政策よ 〇 決定いた し 
た yf 柄では ない のであります、 斯棟な る 次第で 露 西 
亞に對 して 如何に 致す かと 云 ふことは 列國の 間に r?5 
つた 相談 ii 付いて 居り ませぬ， 從 つて 列 國の 間に 種 
補の 考防 を !§ やして 居る 狀態 であると 申す より 他な 
いので ありま ' +■ * 故に 我國に 於き まして、 此露四 亞 
全體に對することは、矢張り列國との協調も保ち、 
それ * れの關 係を 見て 相 常なる 決定を 致さなければ 
ならぬ のであります るが" 今日に 於て は 列國 ffi) _ に 
全 露 西 亞に對 して斯 くすべし と 云 ふこと を OS 明す る 
の 時機に 達して 居らぬ のであります、 對西 比利亞 に 
至りまして は、 對 遝 四 亞即ち 露西亜 全 |{5 に 釣す る 所 

の 狀况は _ 今 申した やうな 次第であります から、 從 

つて： 内 比利亞 だけに 對 する 所の 政策は， 矢張り 同様 

に 大體が 確定いた さない 中は 決定的の 處圃は 執れぬ 

のであります •併ながら 我國ほ 居留民 も 多し、 所謂 

接 S の 地で も あり 他の谏 隔な る國々 の 行動の 如く 祖 

純に 參らぬ ことは 私の 申す 迄 もない. ことであります 

斯様なる 狀况 にあります るが 故に、 又 今日 陸軍大臣 

よ 〇 も 申した 如く 極めて ® 維なる 狀况 にもあります 

る 故に、 是等 に對 して •即ち 西 比利亞 に對 して 相 當 

なる 政策は 考硪 いたして 居る のであります る けれど 

も‘ 如何に 此政 策を、 即ち 如何に 方針を 執つ て、 如 

何なる 政策を 施す かと 云 ふこと を玆に 巾す ことは， 

折角の 御 ではあります る けれども •少しく 時機 

を 得ない やうに 考へ まする から、 此事は 他日を 期し 

て 相 當に 詳細なる 說明を 致したい と考 へます、 今日 

の 所では 西 比利亞 全 6® に對 して どう 云 ふ 政略を 執る 

かと 云 ふことは •明に 甚だ 申し惡 くい 時 ^ にあり ま 

する から， 左様 御 諒承を 願 ひます。 

0 男珩坂 本俊愆 封 »({: 今陸进 大 K より两 比利亞 の 形 

勢に fj- て 御 答 辯が ありました* それに 依ります ると 

勿論 我より 進んで ! 1 ふので はなくて、 彼より 促す の 

は 之を 討伐す る、 是は 一定の 御 方針と して 居る、 唯 

私の®! ふるのは f-1 コリス ク J の 如き si は 東淸 鍅逍 

を ini じて 西 比利亞 線に 接紉 いたし •北は 烏斯 里、 黑 

鼎 線を 通じてから に 四通八達の、 斯 の !!! n き 嬰 ! 1 が 過 

激派 にせよ、 「H ス、 H ル」 にせよ， 其 他の 旅 派に 

せよ、 是 等の 派に te て 占領され •此交 通搏關 が 麻痺 

いたす と 云 ふことは、 接 Is の 位 EC として 爾大な 次第 


であります から， 是は 唯今 陸軍大臣の 御說明 に te つ 
て此統 咖 に 當る莕 が 必ず 之を 防 SI し、 我が 交通 線を 
維持す る ことに 努む るで あらぅ と 云 ふことの 御 答 辯 
を 得まして、 聊か 安心いた した 次第であります、 尙 
ほ總理 大 K 閣下ょり 對： W 比 利 Js •即ち 對 露西亞 策に 
付いて 御 答 辯が ありました、 御 趣意の ある 所を 誼と 
する もので あ 〇 ますが、 是は 我國が 對露西 亞 策， 對 
西 比利亞 策に 付て 態度を 決定す る こと U 即ち 彼を し 
て 態度を 決定せ しめ •彼を して 收拾せ しむる に與つ 
て 力 ある ことと 存じます るから •速に 決定され る 機 
會を煜 まして- 此點に 付て 我々 の 前に も 御聲言 あら 
むこと を 近き 將來に 於て 期待して 居ります。 

〇沾 長'. 公爵 德川家 達 お) 誘 事 日锃 第一、 公爵 毛 利 
元昭 君， 公邸 德大砟 公弘 封、 公爵 島津忠 重 君、 公路 
大山柏君、侯釾德川悶順君、侯爵小松輝久君、侯爵 
醍醐 忠 K 君、 侯 辟 中 山 軸 親 君、 伯 K 堀 田正恒 君、 子 
韵松平战民君、男辟*市公威君、男跡西紳六郞君、 
內 田嘉吉 君、 男 餌 本 多政以 君、 相 馬哲平 君， 豊川良 
平君、富永猿雄君、謂暇の件、島渾公腊、大山公爵 
小松侯擗、醍蝴侯骷公務上會期中，德大寺公爵、中 
山 侯爵 •本 多 男爵、 病氣に W き會期 中、 德川 侯爵、 
堀 田 伯 辟 海外旅行に 付き fi- 期 中、 毛 利 公 K 病 氣に付 
き 十日 間 •松 平 子 K 病 氣 に付き 二十 六日 間、 古市 男 
爵病氣 に付き 十二 日間 •西 男 K 病氣 に付き 二十日 間 
內田嘉 吉封 海外旅行に 付 十一 日間， 相 馬 射 病氣に 付 
き 八日 間、 s ln 君 病 氣 に付き 二 十九 日間  >  富永君 病 
氣 に付き 十 I 日間の 請暇で ございます、 何れも 許 nj 
を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ荠 あり〕 

0 議長 (公 if 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 C 公 擗德川 家 達 君〕 議事 日程 第二 •平和 條約 

の® 施に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 所有 權に關 する 法律案 

政府 捉出 、第 一 讀 锊 本日 も 通牒 文の 朗讀は 總て 省略 

を 致して 御现存 ございませぬ か。 

〔r 異謅な し」 と 呼 ふ 者 あり j 

〇 議長 c 公爵 德川家 達 君〕 御 異謹な いと 認めます。 

平知條 約の 實施に 伴 ふ 流通 證券 及 H 業 所有_ に關 

する 法律案 

〔左の 議案け 朗 S を經 さる も參照 のた め玆に 

載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

平和條 約 ノ寶 施-一伴 フ流通 證券 及 工業 所有 權-一 

關スル 法律案 


右 

勅旨 ヲ奉シ 帝 阈謎會 二 提 lii ス 
大正 九 年 一月 十九 日 

内閣 總理 大臣 兼 司法大臣 原  敬 
農 商務 大臣 山 本 達 雄 
平和 條 約ノ實 施-一伴 フ 流通 證券 及 工業 所有 權-一 
關スル 法 S 案 

第 一條 同盟 及 聯合 國卜獨 逸 國トノ 平和 條約 第三 
百 一條 第二 項 ノ期問 ハ 六月 トシ 同條約 第三 百 七 
條 第一 項ノ 期間 ハ ー年 トス 

第二 條同盟 及 聯合 國卜獨 逸 國トノ 平和 條約 第三 
百七條 第二 枳ノ 規定-一 依 リ効 ヵヲ同 復シ タル 特 
許權 、實用 新案 權若ハ 意匠 權又ハ 之- 1 關 スル ー 
切 ノ權 利ノ 効カ ハ 其 ノ 間 復前當 該ノ發 明 •考案 
又 ハ 意匠-一 付 權利ヲ 取锝シ 又 ハ 實施ヲ 開始 シタ 
ル 者 及 其 ノ承繼 人並 其ノ權 利 又 ハ實施 一一 &リ 製 

作 シタル 物 M 及 ハス 

第三 條前 二條ノ 規定 ノ 適用 ヲ受 クル 事項 卜同樣 
ノ 事項-ー シテ同 明 I 及 聯合 國卜獨 逸國以 外 ノ國卜 
ノ 平和 條約 -I 基ク モノ-一 付 テ ハ 勅令 ノ定ム ル 所 
二 依 リ前 二條ノ 規定 ヲ準用 スル コト ヲ煜 之ヲ準 
用 方 難キ 場合-一 於 テ ハ 勅令 ヲ以テ 別段 ノ定 ヲ爲 
ス n トヲ得 

附則 

本 法 ハ 同盟 及 聯合！！ 卜獨逸 國トノ 平和 條約 實施ノ 

日 3 リ之ヲ 施行 ス 

〔國 務大 K 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 鹩題に 上りました る 
流通 證券 及 工業 所有褪 の 方で ございます が、 H 業 所 
有權の 方の 說明を 申 上げます •是は 御 承知の 如く歐 
洲大戰 の 結果と 致しまして ，獨 逸に 對 します る 特許 
観， 實用 新案權 •意匠 權な どは •皆 それと 同時に 自 
由に 他の 者が 手續 を K めば此 所有 權が得 られる こと 
になつ て 居りました ので ございます， 然るのに 今度 
の 平和 ir il に 於き まして，# 議 中の 條約 第三 百 七 條 
の 第一 項に 於き まして、 再 ぴ舊 との 者が それ f の 
手 ^ を爲 して 特許料を 拂 ひ、 其 他の 手 絵を 爲す なら 
ば、 之を 復活し 得る ことに 相 成つ たのであります、 
其 年限を 一箇年 以内に 於て 手續を すれば 復活す ると 
云 ふこと に 致した ので ございました、 紹 きまして 又 
其 間に 特許 新案 意匠な どを 得て、 それ^-其 權 利を 
得、 若く は 其 特許權 を 實 行しつつ ある 者に 對 しまし 


ては、 どこまでも 其 檝利を 得られる やうに 致したい 
と 5W ふ 法案で ございます、 それから 又、 それと M 時 
に澳地 利洪牙 利の 如き 國に對 しましても 此條 約が 成 
立ちます れば 矢張り それと 同 樣な權 利を 得させたい 
其 時に 於て it 勅令に 依つ て權 利の 復活を な， '-/ ことに 
したいと 云 ふ 精神で ございます、 何卒 御 審議の 上 御 
協賛 あらむ ことを 願 ひます。 

0 鈴 木摁 兵德封 質問を 致します、 本案に 付き まし 
ては 唯今 農 商務 大臣の 御說 明で 大體は 分りました が 
尙ほ 具 li 的に 伺 ひたいと 思 ひます、 それは 先き に 我 
國に 於き まして 職 時 工業 法を 制定せられ まして-其 
規程に 法つ て權 利を 煜た 者は 他の 國に 於て 特許 或は 
其 他の 意匠 等の® 利を 得た 品物で も 造つ て 差 支ない 
と 云 ふこと になつ て 居ります、 で 今回の 法案は 其 時 
代の 其權 利を 得た 者， 造つ た 者は 矢張り 其權 利を 繼 
續する ことが / ti 来る か， 他の 國の 者が 特許 ffl を 回 {M 
した にも拘らず 笔茭へ ない、 斯う 云 ふ 趣意と 了解し 
て 宜しい のです か、 念の 爲に伺 ひます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 御 質問の 通りに 承知して 
居り ます。 

〇 江 木 翼 君棰 めて 簡窜な 質問で ございます から 當 
席から ，…： 本 法案を 見ます ると 極めて 簡單な 法案で 
ございます るが、 一體 平和 條 約の 谷 編を 通じて ざつ 
と 見ます ると、 此 以外に も 憲法の 第二 章 以下に 定む 
る 所に 依りまして 法律を 以て 定む べき 所の 事柄が 多 
々ある やうに 思 ふので ございます、 而 して從 来の 事 
例を 私共が 大體 了戒 いたして 居ります 所に te ります 
れぱ 、憲法に 於て 法律を 以て 定 むべき ことを 要する 
と 決めました 事項を 條約が 定めました ことは 矢張り 
帝 國議會 の 協賛を 經て 法律と する、 斯う 云 ふ 事例に 
なつて 居る やうに 思 ふので あります、 例へ ば關税 法 
の 如き、 例へ ば 著作 權 法の 如き、 或は 特許 權の 如き 
商標 法の 如き、 乃至 ほ 度量衡 法の 如き， 荀も條 約で 
臣民の 權利 義務に 關 する 事 ? P1 を 決めました 媞 合に 於 
ては 之を 更に 法律を 以て 規定す る、 斯う 云 ふ 事例を 
採つ て 居る やうに 思 ふので ございます るが、 本 法案 
を 見ます ると 極めて 簡 @ な © • に 期間で あると か 或は 
効力の 瑣末に 關 する ことのみ を 規定して 居る やうで 
ございまして •多くは 此 本 ! § に關 する 事項に 付き ま 
しては 除いて ある やうに 思 ひます， 是等は 從來の 事 
例と 甚し く異つ て 居る やうであります •か、 此以 外に 


平和 條約 の實 施に 伴 ふ 流通 證券 及ェ椠 所 布 描に 關する 法 _ 案 第一!! S# 


四 四 七 


院族贵 钤羅國 帝 回 二十 四 第 


貴族院 規則 改正の 動® 


四 四 八 


藤 

田 

四 

郞 

君 

男 

M 

崎 

弓 

彥 

君 

男 

爵 

橫 

山 

隆 

俊 

君 

上 

山 

滿 

之 

進 

君 

子 

m 

大 

河 

内 

正 

k 

君 

伯 

m 

奥 

平 

昌 

恭 

君 

す 

る 

法 

律 

案 

特 

別 

委 

員 

平 

和 

條 

約 

の 

施 

に 

伴 

ふ 

流 

通 

證 

券 

及 

X 

業 

所 

有 

m 

に 

關 

長 

記 

官 

朗 

m 

別 

委 

員 

の 

氏 

名 

を 

書 

記 

官 

を 

し 

て 

朗 

m 

致 

さ 

せ 

ま 

す 

〇 

〇 

議 

長 

ns 

公 

川 

家 

達 

君 

御 

異 

議 

な 

い 

め 

ま 

す 

特 

r^\ 

R 

議 

な 

し 
( ― 
と 
iif. 

ふ 

者 

あ 

0 

ざ 

い 

ま 

せ 

ぬ 

か 

〇 

_ 

長 

爵 

德 

川 

家 

達 

君 

淺 

田 

君 

の 

動 
議 
に 
御 
異 
存 
* __ 

〇 

男 

m 

石 

黑 

忠 

j[j； 

君 

賛 

成 

成 

及 

1 __ 
と 

1գ 

ふ 

者 

あ 

賛 

成 

を 

願 

ひ 

ま 

す 

通 

じ 

て 

議 

長 

に 

任 

い 

た 

し 

た 

い 

と 

存 

じ 

ま 

す 

ど 

5 

か 

御 

委 

員 

の 

選 

擧 

是 

は 

特 

別 

の 

場 

へ 

除 

ぎ 

ま 

し 

て 

此 

會 

期 

を 

〇 

淺 

田 

德 

則 

君 

m 

今 

問 

問 

に 

供 

せ 

ら 

れ 

ま 

し 

た 

所 

の 

特 

別 

m 

査 

を 

付 

託 

す 

ベ 

ぎ 

特 

別 

ヶ 

員 

の 

選 

0 

議 

J  -： 

S 

m 

德( 

達; 

-V； 

X-/ 

m 

事 

日 

程 

第 

三 

右 

議 

案 

の 

再 

び 

御 

質 

問 

を 

願 

ひ 

た 

5 

を 

い 

ま 

す 

0 

議 

長 

m 

德 

川 

家 

達 

然 

ら 

ば 

出 

席 

せ 

ら 

れ 

た 

時 

に 

す 

事 

柄 

が 

判 

明 

に 

な 

れ 

ば 

宜 

し 

い 

と 

思 

ひ 

ま 

す 

0 

江 

木 

m 

敢 

て 

此 

m 

會 

で 

な 

< 

て 

も 

宜 

し 

5 

を 

い 

ま 

に 

御 

m 

〇 

に 

な 

つ 

て 

は 

如 

何 

で 

す 

か 

席 

し 

て 

居 

ら 

れ 

ま 

せ 

ぬ 

ゲ 

江 

木 

君 

の 

御 

質 

は 

他 

の 

機 

% 

〇 

黐 

長 

& 

m 

德 

川 

家 

m 

君 

法 

制 

局 

の 

政 

府 

委 

員 

は 

今 

出 

に 

佐 

〇 

て 

御 
答 
を 
致 
す 
' — 

と 

に 

致 

し 

た 

5 
> •- 

七， 

い 

ま 

す 

農 

商 

務 

當 

局 

た 

私 

X 

り 

御 

答 

を 

す 

X 

0 

は 

法 

制 

局 

の 

方 

の 

こ 

と 

ほ 

總 

て 

法 

m 

に 

關 

し 

ま 

す 

る 

h 

で 

あ 

ま 

す 

る 

故 

〇 

國 

務 

大 

臣 

r\ 

山 

本 

達 

雄 

君 

御 

答 

を 

致 

し 

ま 

す 

が 

唯 

今 

國 

務 

大 

山 

本 

達 

m 

対 

演 

m 

に 

登 

る 

す 

か 

- 

を 

承 

た 

い 

の 

ゾ 

を 

い 

ま 

す 

其 

ぐ. 

は 
如 
何 
な 
る 
御 
方 
:: r 
に 

御 

據 

り 

に 

な 

〇 

た 

の 

で 

あ 

0 

ま 

例 

と 

し 

k 

つ 

て 

居 

る 

や 

5 

に 

思 

ふ 

い 

で 

あ 

ま 

す 

が 

て 

更 

IZ 

御 

提 

出 

な 

い 

と 

致 

し 

ま 

す 

る 

な 

ら 

ば 

從 

來 

の 

事 

い 

と 

云 

斯 

5 

云 

ふ 

ブ. 

趣 

XI 

r. 

■>.- 

い 

ま 

か 

若 

し 

果 

し 

か 

そ 

れ 

と 

も 

或 

ほ 

是 

た- 

け 

で 

別 

に 

法 

律 

案 

の 

m 

提 

出 

が 

な 

斯 

云 

ふ 

趣 

と 

了 

解 

し 

て 

宜 

し 

い 

の 

で 

ま 

せ 

5 

ル 

尙 

ほ 

此 

\\ 

L 

て 

多 

法 

律 

築 

を 

御 

提 

出 

に 

な 

る 

定 

年 

齡 

同 

年 

月 

Q 

ナ 

ル 

其 

ノ 

席 

次 

ハ 

爵 

位 

次 

第 

& 

ル 

其 

他 

ノ 

議 

員 

ノ 

席 

次 

ハ 

宮 

中 

ノ 

列 

次 

ik 

ル 

爵 

位 

ヲ 

有 

ス 

ル 

議 

員 

ヲ 

次 

席 

シ 

第 

四 

條 

議 

員 

ik 

次 

ノヽ 

皇 

族 

ヲ 

宵 

席 

卜 

シ 

其 

席 

次 

ハ 

ル 

卜 

キ 

ハ 

議 

長 

ハ 

議 

長 

席 

i 

ク 

へ 

シ 

m 

I 

集 

金 

シ 

夕 

ル 

議 

員 

總 

議 

員 

1 

ノ 

二 

充 

チ 

夕 

シ 

箜 

(I 

集 

念 

シ 

夕 

ル 

m 

員 

ノヽ 

前 

九 

時 

貴 

族 

院 

i 

ス 

へ 

シ 

第 

條 

議 

員 

ノヽ 

召 

集 

ノ 

詔 

書 

シ 

夕 

ノレ 

期 

日 

ノ 

午 

第 

i 

成 

立 

貴 

族 

院 

規 

則 

貴 

族 

院 

議 

長 

公 

爵 

德 

川 

家 

'M 

殿 

西 

川 

甚 

五 

郞 

鈴 

木 

摁 

丘 

i 

石 

渡 

敏 

男 

爵 

鄕 

誠 

之 

助 

男 

爵 

黑 

田 

長 

和 

男 

爵 

平 

野 

長 

祥 

男 

1# 

阪 

谷 

芳 

郎 

小 

松 

謙 

次 

郞 

和 

田， 

彥 

次 

郞 

男 

m 

村 

上 

敬 

次 

郞 

高 

崎 

親 

章 

子 

爵 

伊 

東 

祐 

弘 

子 

m 

13 

田 

利 

子 

爵 

靑 

木 

信 

光 

伯 

iff 

小 

笠 

原 

長 

幹 

成 

者 

荒 

川 

義 

太 

郞 

男 

爵 

中 

川 

興 

長 

侯 

爵 

細 

川 

m 

立 

發 

議 

者 

大 

正 

九 

年 

月 

四 

日 

右 

提 

出 

候 

也 

fl 

族 

院 

規 

則 

改 

正 

の 

動 

m 

則 

改 

正 

の 

動 

m 

侯 

m 

細 

川 

m 

立 

VI 

外 

五 

名 

發 

議 

會 

議 

0 

く:, 

長 

m 

德 

川 

家 

達 

君 

議 

m 

日 

程 

第 

四 

n 

族 

院 

規 

1 

h 

キ 

ハ 

抽 

籤 

ヲ 

以 

テ 

之 

ヲ 

名 

刺 

ヲ 

事 

務 

瘤 

m 

ス 

へ 

佐 

藤 

友 

右 

m 

門 

山 

之 

內 

次 

三 

宅 

秀 

男 

m 

島 

津 

久 

賢 

男 

m 

秋 

季 

隆 

男 

爵 

內 

田 

正 

敏 

男 

爵 

坂 

本 

俊 

篤 

男 

爵 

宇 

佐 

川 

正 

江 

木 

千 

之 

男 

fxicf 

中 

村 

雄 

次 

郞 

淺 

田 

德 

則 

子 

爵 

m 

本 

武 

憲 

子 

爵 

酒 

井 

忠 

亮 

子 

爵 

實 

士 

安 

純 

河 

村 

m 

三 

郞 

小 

牧 

昌 

業 

伯 

爵 

m 

澤 

金 

次 

郞 

大 

村 

彥 

太 

郞 

君 

菅 

原 

通 

敬 

君 

m 

本 

圭 

1 

君 

回 

夕 

ジ 

モ 

發 

言 

ス 

ノレ 

ゴ 

1、 

ヲ 

得 

第 

十 

毛 

條 

委 

M 

ノヽ 

委 

員 

會 

§ 

S 

.事 

件 

キ 

幾 

k 

ル 

n 

1、 

ヲ 

得 

ス 

第 

十 

m 

委 

員 

會 

ノ 

審 

査 

ハ 

議 

院 

ノ 

付 

託 

シ 

夕 

ル 

事 

件 

第 

節 

通 

則 

第 

1 

委 

員 

者 

ヲ 

以 

テ 

之 

ソ 

擧 

未 

夕 

施 

行 

セ 

ラ 

レ 

サ 

ル 

卜 

キ 

ハ 

出 

席 

議 

員 

中 

ノ 

首 

席 

フ 

へ 

シ 

但 

シ 

全 

院 

委 

員 

長 

故 

障 

ァ 

ル 

卜 

キ 

又 

ハ 

其 

ノ 

選 

臌 

務 

ヲ 

行 

フ 

者 

ナ 

キ 

卜 

キ 

ハ 

全 

院 

委 

員 

長 

ノ 

職 

務 

ヲ 

行 

第 

十 

五 

條 

假 

議 

長 

ノ 

選 

擧 

ヲ 

行 

場 

へ 

テ 

議 

ノ 

翳 

院 

ノヽ 

假 

議 

長 

ノ 

選 

擧 

ヲ 

議 

長 

i 

任 

ス 

ノレ 

Z1 

h 

ヲ 

m 

ハ 

抽 

籤 

ヲ 

之 

ヲ 

定 

ム 

シ 

キ 

者 

ア 

ノレ. 

h 

キ 

ハ 

年 

長 

ヲ 

取 

V 

同 

年 

月 

日 

ナ 

ル 

h 

キ 

ヒ 

最 

多 

數 

ヲ 

倶 

夕 

ル 

者 

ヲ 

a 

m 

選 

人 

h 

ス 

得 

m 

相 

同 

第 

十 

四 

條 

假 

議 

長 

ノ 

選 

擧 

ハ 

触 

茗 

投 

票 

ヲ 

以 

テ 

之 

ヲ 

行 

第 

* 

假 

議 

長 

選 

擧 

シ 

夕 

ル 

=2 

卜 

ヲ 

政 

府 

及 

衆 

議 

院 

二 

知 

ス 

へ 

シ 

第 

士 

1 

部 

厫 

定 

マ 

V 

夕 

ル 

卜 

キ 

ハ 

議 

長 

m 

院 

成 

立 

ノ 

首 

席 

者 

部 

長 

職 

務 

ヲ 

行 

フ 

へ 

シ 

第 

十 

函 

部 

長 

理 

事 

俱 

障 

ァ 

ル 

卜 

キ 

ジ、 

出 

席 

員 

中 

理 

ス 

へ 

シ 

第 

十 

條 

理 

事 

ハ 

部 

長 

故 

障 

ァ 

ル 

卜 

キ 

其 

職 

務 

ヲ 

代 

ノ 

事 

由 

ナ 

ク 

シ 

テ 

其 

4 

ヲ 

辭 

ス 

ル 

Z2 

1、 

ヲ 

掲 

ス 

第 

條 

部 

長 

又 

ハ 

理 

事 

m 

擧 

セ 

レ 

夕 

ル 

者 

ハ 

正 

當 

理 

事 

ノ 

互 

選 

ハ 

部 

長 

互 

選 

ノ 

例 

i 

シ 

第 

九 

條 

谷 

部 

ハ 

部 

員 

中 

3 

y 

理 

事 

名 

ヲ 

互 

選 

ス 

第 

八 

條 

部 

長 

ノヽ 

部 

ノ 

事 

務 

ヲ 

整 

理 

ス 

之 

ヲ 

定 

ム 

b 

キ 

ノヽ 

年 

長 

ヲ 

取 

V 

同 

年 

月 

0 

ナ 

ル 

1、 

キ 

ハ 

抽 

籤 

ヲ 

以 

得 

夕 

ノレ 

者 

ヲ 

以 

テ 

當 

選 

人 

卜 

ス 

m 

票 

相 

同 

シ 

キ 

者 

ァ 

ル 

a 

中 

3 

V 

部 

:1-< 

名 

ヲ 

互 

選 

シ 

其 

最 

多 

數 

ヲ 

第 

七 

條 

谷 

部 

ノヽ 

年 

長 

部 

員 

ヲ 

管 

理 

者 

1、 

シ 

無 

名 

投 

m 

ヲ 

臨 

時 

ハ 

前 

會 

ノ 

部 

m 

ヲ 

繼 

續 

ス 

へ 

シ 

第 

—L. 

i 

部 

龆 

ハ 

毎 

期 

孑 

:ノ 

定 

ム 

議 

長 

之 

ヲ 

定 

ム 

部 

■y 

定 

マ 

V 
夕 
ノレ 

後 

議 

a 

b 

ナ 

V 
夕 
ル 

者 

ノ 

厂7 

部 

ノヽ 

m 

長 

副 

m 

長 

ハ 

部 

員 

ノ 

中 

A 

ラ 

ス 

部 

員 

ヲ 

加 

フ 

へ 

シ 

均 

分 

ス 

ル 

Z1 

b 

能 

サ 

，•レ 

b 

そ 

ノヽ 

第 

部 

3 

リ 

以 

下 

毎 

九 

部 

m 

分 

シ 

谷 

部 

i 

數 

ヲ 

附 

フ、 

第 

5Ti： 

條 

m 

長 

ノ 、 

記 

官 

ヲ 

シ 

5 

i% 

セ 

シ 

メ 

總 

m 

M 

ヲ 

員 

長 

ノ 

請 

求 

ヲ 

待 

夕 

ス 

其 

席 

m 

シ 

委 

員 

m 

ク 

二 

違 

ヒ 

議 

場 

ノ 

秧 

序 

ヲ 

紊 

ノレ 

者 

ア 

ル 

1、 

キ 

ハ 

m 

長 

ハ 

委 

第 

三 

十 

條 

全 

院 

委 

員 

會 

二 

於 

テ 

議 

院 

法 

若 

ハ 

翳 

院 

規 

则 

議 

事 

日 

程 

m 

載 

ス 

へ 

'ン 

此 

ノ 

合 

n 

m 

長 

ハ 

更 

i 

© 

期 

日 

ヲ 

定 

メ 

ヲ 

求 

メ 

議 

事 

ノ 

經 

過 

ヲ 

議 

院 

m 

吿 

ス 

へ 

シ 

ス 

若 

議 

事 

終 

局 

セ 

サ 

ル 

1、 

キ 

ハ 

委 

員 

長 

ノ、 

m 

長 

復 

席 

第 

平 

九 

條 

金 

院 

委 

員 

會 

ハ 

m 

ス 

ル 

3 

b 

ヲ 

得 

シ 

m 

長 

1 

ヲ 

求 

メ 

其 

ノ 

結 

果 

ヲ 

議 

院 

i 

街 

ス 

へ 

第 

八 

條 

全 

院 

委 

員 

會 

議 

事 

ヲ 

終 

ノレ 

1、 

キ 

ノヽ 

m 

M 

M 

ル 

Z1 

I、 

ヲ 

得 

ス 

第 

平 

七 

條 

全 

院 

委 

員 

會 

ノヽ 

1 

3¢ 

规 

則 

ヲ 

m 

決 

ス 

ノ 

賛 

成 

者 

ヲ 

待 

チ 

議 

題 

1、 

爲 

X 

へ 

シ 

第 

示 

_ 里、. 

m 

全 

院 

委 

員 

會 

ヶ 

ノレ 

動 

議 

ハ 

K 

以 

1： 

委 

員 

長 

ノ 

席 

ノヽ 

議 

長 

ノ 

席 

ヲ 

せ 

i 

、y 

ヲ 

退 

ク 

へ 

シ 

第 

+ 

j\. 

條 

全 

院 

委 

員 

會 

m 

ク 

)> 

キ 

ノ、 

m 

長 

其 

■S 

會 

期 

日 

ヲ 

メ 

議 

事 

B 

r-n 

性 

ffi 

載 

ス 

へ 

シ 

即 

時 

i 

會 

セ 

サ 

ル 

ノ 

議 

決 

ヲ 

シ 

夕 

ノレ 

卜 

キ 

ノ、 

SP3 

長 

h 

キ 

ノ、 

1J]J 

時 

i 

會 

フ、 

へ 

V 

第 

四 

條 

全 

院 

委 

員 

會 

ヲ 

開 

ク 

ゴ 

卜 

ヲ 

議 

決 

シ 

夕 

ル 

ヲ 

開 

ク 

ノ 

發 

議 

5 

討 

論 

ヲ 

用 

牛 

ス 

m 

院 

決 

ぃ 

ヲ 

之 

第 

王 

條 

全 

院 

委 

M 

會 

長 

又 

S 

十 

八 

以 

上 

シ 

ム 

へ 

シ 

ァ 

ル 

卜 

キ 

m 

次 

m 

下 

ヲ 

シ 

i 

ヲ 

行 

ハ 

ヲ 

シ 

S 

職 

務 

ヲ 

行 

ハ 

シ 

ム 

へ 

シ 

第 

部 

長 

亦 

故 

第 

藤 

全 

院 

委 

員 

長 

故 

障 

T 

ル 

卜 

キ 

ノ、 

第 

部 

J5 

ル 

1、 

キ 

ハ 

抽 

m 

ヲ 

以 

之 

ヲ 

定 

ム 

票 

相 

同 

シ 

キ 

若 

r 

ル 

1、 

キ 

ノヽ 

年 

畏 

ヲ 

V 

同 

年 

n 

ナ 

之 

ヲ 

行 

ヒ 

最 

多 

ヲ 

m 

夕 

，し 

者 

ヲ 

以 

テ 

當 

遝 

K 

b 

ス 

第 

辛 

條 

全 

院 

委 

a 

ノ 

が 

ノヽ 

她 

者 

投 

. 

V 

n 

テ 

第 

i 

全 

院 

娄 

員 

委 

M 

ノ、 

討 

m 

ス 

ル 

ノ 

m 

ヲ 

妨 

ケ 

ラ 

ル 

ル 

a 

卜 

ナ 

シ 

決 

ス 

可 

否 

同 

數 

ナ 

ル 

ノ、 

委 

長 

ス 

•し 

所 

ル 

第 

示 

條 

委 

ir 

ノ 

m 

ノヽ 

出 

席 

ノ 

半 

m 

ヲ 

辭 

ス 

ル 

3 

b 

ヲ 

m 

ス 

選 

セ 

レ 

夕 

ル 

TF. 

由 

ナ 

ク 

5 

第 

十 

九 

條 

委 

委 

W 

長 

副 

挺 

主 

衣 

保 

も 

ス 

第 

十 

八 

條 

委 

a 

長 

委 

LX 

逋 

ヲ 

整 

ft- 

yf 

院族贵 93 R 帝 回 二十 四宽 


n トヲ得 

第 I! 一十 I 临全院 委員 會ノ讅 決 スル コト ヲ得 サル 
事件 生 K ル トキ ハ 委員長 ハ II 長 ノ復席 ヲ求メ 其 
ノ席ヲ 退 クへシ 

第 ni 十二 條 全院娄 M 斡- 1 於 テ ハ In 記 5 : E S 記 官長 
ノ席 M 著キ委 0長ノ指撺-|依リ其ノ事務ヲ掌理 

スへシ 

第三® 常 ffi 委 M 

第三 十三 條 is 院ハ 毎會期 ノ始二 於 テ 左-一列 記 K 
ル 常任委員 ヲ潠 擧ス 


一 資格 薄 ? ii 委員  九 人 
二豫 算委员  六十 三人 
三懲剖 委 a  九 人 
四 請願 委 M  四十 五 人 
五 決算 委負  四十 Hr. 人 


其 / 他 ■院 -I 於 テ必嬰 卜認ム ル モノ 

第三 十四 條常 任 委員 ハ 各部 — 於 テ 無名 投票 ヲ以 

テ 連記 選擧シ 最 多数 ヲ得 タル ? f ヲ以 テ當選 人卜 

ス得费 相 同 シキ 者 アル トキ ハ 抽籤 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

第三 十 3.: 條 ■各 常任委員 ヲ選擧 スル ハ 議院 ノ定ム 

ル 所- |依リ各部冏一日時二於テスへシ 

第三 十六 條當速 入定 マリ タル トキ ハ 部長 ハ 之ヲ 

議長 二 報吿ス ヘシ 

第三 十七 條® 部ノ潠 擧 -I 常 選シ タル 者 ハ 典 ノ所 

屘 部 ノ常選 人 トス 

所 屬部ノ 外- 1 於テ數 部ノ 選擧 M 當選シ タル 者 ハ 

部號ノ 順序 M 從ヒ其 ノ當選 入 トス 

第三 十八 條常任 委員 — 闕貝ヲ 生 シタルト キハ其 

ノ選 擧シ タル 部-一 於 テ 柿 闕選擧 ヲ行フ ヘシ 

第三 十九條 常住 委員 會ハ無 名 投撰 ヲ以テ 委員長 

副 委員長 各 一名 ヲ互 選シ 最多 ii ヲ得 タル 者ヲ以 

テ 常 撰 入 トス 得 ^ 相 同 シキ 者 アル トキ ハ 抽齩ヲ 

以テ之 ヲ定ム 

委員長 及 副 委員長 ノ選擧 ヲ終ル マテ 委員 ir -I 關 

スル 事務 ハ委 员 中ノ宵 席满之 ヲ行フ へ シ 

第 四十 (Is 剐委 fl 長 ハ委员 長 故障 アル トキ 其ノ腳 

務ヲ 代理 スへシ 

第 四十 I 晓雜院 -I 於 テ 委 fl 會 ノ 期日 ヲ 指定 セサ 

ル トキ ハ委 员 長 之ヲ 5E ム 

第 四十 二 條常 in 委 H 會ハ 藕院 ノ會議 時間 — 於 テ 

之ヲ開 クコ トヲ得 Km シ議 院ノ 許可 ヲ 得 タルト 
ft I 族院 規則 改正の 動議 


キハ 此ノ限 一一 在 ラス 

第 四 - (- 三條常 任 委員# ハ 其/付託 ヲ受 ケタ ル 事 
件 二 關シ 意見 ヲ有 スル 議 fl アル トキ ハ 其ノ 意見 
ヲ聞ク n トヲ fi 

第 四十 四條 常任委員 會ノ審 奄終ル トキ ハ 報告書 
ヲ作リ 委員長 ヨリ 議院- 一 提出 スへシ 
常任委員 會ノ 決議- 一 依 リ委員 長 ハ ロ述 ヲ以テ 報 
吿スル コト ヲ得 m 'y 議院 ハ 文書 ノ報吿 ヲ求ム ル 
n トヲ得 

常任委員 長 ハ 委員 會ノ決 識ヲ經 テ 其 ノ報宵 ヲ他 
ノ 委員- 1 付託 スル コト ヲ得 
議長- 1 於テ特 M 祕密卜 誠 ムルモ ノノ 外 委員 會ノ 
報告書 ハ 印刷シ テ拽 メ之ヲ 議員-一 配付 スへシ 
第 四十 3T 條 議院 ハ 期限 ヲ定メ 委員 會ヲシ テ密査 
ノ 報告 ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 
第 四十 六條 常任委員 會 故ナク 其報$ :ヲ 遲延 スル 
トキ ハ 議院 ハ 委員 ヲ改選 スル n トヲ得 
第 四十 七條 議院 ハ 常任委員 ir ノ報 i?f ヲ受 クル ノ 
後 W ヒ 5¢ 事件 ノ港存 .ヲ爲 サシ メ又ハ 委負ヲ 改選 
シテ密 査ヲ爲 サシ ムル コト ヲ掲 
第四十八條常任委員會-|於テ少數ヲ以テ廢棄セ 
ラレ タル 意見 ヲ 議院， 一 提出 セム ト欲ス ル 者 出席 
委員 一二 分 ノーニ 及フ トキ ハ 連署シ テ 其 意見 ヲ提 
出 スル n トヲ得 

少 ® [ 意見 ノ提 m 者 ハ 代表者 ヲ定メ 議院 二 於 テ 意 
見ノ趣 旨 ヲ說明 スル コト ヲ得 
第 四十 九條常 任 委員 會ハ 委員 會議錄 ヲ作リ 出 席 
者ノ 氏名 表決 ノ數 決議 ノ 要領 及 其ノ他 重要 ノ事 
件ヲ記 載 スへシ 

第 艽十條 常任委員 會譴錄 ハ 委員長 及 副 委員長 之 

二 琚名シ 又 ハ 記名 捺印 シ亊務 局 二 保存ス ヘシ 

第 JI: 十 I 條常任 委員 會ハ 其ノ 事務 ヲ捷速 ナラ シ 

ムル爲 -I 分テ數 科 卜爲 K  n トヲ 3 ! 此ノ 場合 二 於 

テ ハ 谷 科 M 主査 副 主査 谷 一名 ヲ 互選ス ヘシ 主査 

及 副 主査 ノ互 選-一 付 テ ハ 第三 十九 條 第一 51 ノ規 

定ヲ 適用 ス 

主査 ハ 議院-一 於 テ 委員長 ノ 報吿ヲ 補足 スル コト 

ヲ得 

副 主赉ハ 主赉 故障 ス ル トキ 其ノ職 務ヲ 代理 スへ 

シ 

第 四 節 特別委 M 

第五 十 I 一條 特別委 a ノ數ハ 九 名 トス 但シ 付託 亊 


件ノ補 類-一由 リ蕺 院ノ謎 決ヲ以 テ 之ヲ咐 加 スル 

n トヲ f¥ 

第五 十三 條 特別委 員 ハ識院 -I 於 テ 無 右 投崇 ヲ以 
テ 連記 選擧シ 最多數 ヲ得 タル 者ヲ以 テ當選 人卜 
ス得票 相 同 シキ 者 アル トキ ハ 抽籤 ヲ以テ 之ヲ定 

ム 

議院 ハ 特別委 員ノ選 擧ヲ 議長 又 ハ 芥部 -I 委任 ス 

ル n トヲ II 

第五 十四條 特別委 員- 1 闕員ヲ 生シタ トキ ハ 其ノ 
選擧シ タル 方法-一 從 ヒ補闕 選擧ヲ 行フへ シ 
第五十五條議院ハ連瞵スル數事件ヲ併セテ之ヲ 
同ー ノ 委員- 1 付託 スル コト ヲ煜 議長 第五 十三 條 
第二 項 ノ 規定-一依 リ 委任 ヲ受 ケタ ル 場合 亦同シ 
第五 十六條 本章 第三 節 第三 十九 條 ヨリ 第五 十條 
M 至 ル マテ ノ 規定 ハ之ヲ 特別委 員 M 適用 ス 
第 四 章 開 議散會 及延會 
第五 十七條 會議ハ 通常 午前 十 時-一 始ム 
第五 十八 條 讖 事 日程-一記 載シ タル 議事 ヲ終 リタ 
ル トキ ハ 議長 ハ 議院 二 諮 ハス シテ 散會ヲ 宣吿ス 
議事 未夕終 ラサル モ 午後 四時-一至 ル トキ ハ 議長 
ハ 延會ヲ 宣告 スル コト ヲ得但 シ緊 急ノ 議事 二 付 
テ ハ此限 二 在 ラス 

第五 十九 條 議事 開始 ノ 時刻-一至 ル トキ ハ 議長 其 
ノ 席-一 著キ 諸般 ノ事項 ヲ報 吿シテ 後-一 會議ヲ 開 
ク n ト ヲ宣传 ス 

第 六十 條 3 席 議員 若 定足數 -1 充タ サル トキ ハ議 
長 ハ 相 當ノ時 間ヲ經 テ之ヲ 計算 セ シメ 計算 二回 
-1 至 リ仍定 足 ® [ -1 充タ サル トキ ハ延會 ヲ宣哲 ス 

ヘシ 

會議 中退 席 者 アリ テ 定足數 ヲ闕 キタ ル トキ 亦 同 

シ 

第五 章 議事 日程 

第 六十 一條 凡 テ 議院 ノ會議 M 付ス ヘキ 事件 及 次 
序 並 開議ノ 日時 ハ 之ヲ 議事 日程-一記 載ス ヘシ 
第 六十 二條 議長 ハ 會議ノ 終-一 於 テ 次 會ノ 議事 日 
程ヲ 議院-一報 哲ス ヘシ 但シ 日程 未夕定 マラ サル 
場合- 1 於 テ ハ 此ノ 限- 1 在 ラス 
第 六十 三條 議事 日程 ハ 官報- 1 掲載シ 及 議員 M 配 
付ス ヘシ 

第 六十 四條翳 事 日程- 1 某 議案 ノ會議 時刻 ヲ定メ 
タル 場合- 1 於 テ其ノ 時刻-一至 リタ ル トキ ハ 議長 
ハ會 議中ノ 議事 ヲ 中止シ テ 時. 刻ヲ定 メタル 事件 


ノ會誦 -I 移 ルへ •>- 

第 六十 五條 議事 日程 — 記 載シ タル 事件 ノ 順序 ヲ 
變更シ 若 ハ 他ノ緊 急 事件-一 付キ 議事 日程 11 追加 
スル ノ動議 ヲ起ス 者 アル トキ 又 ハ？ 一長 其 ノ必耍 
ヲ認ム ル トキ ハ 討論 ヲ用 ヰ！' f シテ 議院- 1 諮ヒ議 
事 日程 ヲ變更 スル コト ヲ得 
第 六十 六條 議事 n 程- 1 指定シ タル 日〗 一 於 テ 其 ノ 
記 戯事 件 ノ會議 ヲ開ク コト 能 ハサ ル トキ 又ハ會 
議 終局-一至 ラサル トキ ハ 議長 ハ更 -I 其ノ 日程 ヲ 
定ムへ シ 

第 六十 七晓 衆議院- 1 於テ旣 -一會 議 M 付シ タル 翳 
案卜 同ー ナル 事件 ハ 之ヲ 議事 日程 二 記載 スル n 
ト ヲ得ス 

但 シ兩 議院 ノ議決 ヲ悪セ サル モノ ハ此ノ 限- 1 在 
ラス 

第 六十 八條 衆議院 ヨリ 提出シ タル 議案 ハ 政府 ヨ 
リ提 出シ タル 議案- 1 次キ誘 事 日程-一記 載スへ 

シ 

第 六 章 議事 及 質 間 
第一 節發載 及 動議 

錤六 十九 條議員 法律案 上奏 案 建議案 又 ハ 決 _ 案 
ヲ發 諺 セム トス ル トキ ハ 其ノ 案ヲ 具へ 定規 ノ賛 | 
成 者卜 共-一連 署シ テ豫メ 議長-一 提出 シ 議長 ハ 之 | 
ヲ印刷 セ シメ テ 各 議員-一 配付 スへシ {II シ緊急 事 
件- 1 付 テ ハ 發議者 議場-一 於 テ 其ノ 案ヲ朗 讀シ定 
規ノ 賛成 渚 ヲ求メ テ之ヲ 提出 スル コト ヲ得 
第 七十 條 議院 法 及此ノ 規則 — 於テ特 — 規定 シタ 
ル 場合 ヲ除ク 外 凡ソ励 載 ハ ー人 以上 ノ 賛成者 ヲ 
恃チテ 議題 卜爲ス ヘシ 

第 七十 一條 議題 トナ リタ ル 誘 員ノ發 籟 ハ 議院 ノ 
許可 ヲ經ル ニ 非 サレ ハ 之ヲ 撤回 スル コト ヲ得ス 

第二 節讀會 

第 七十 二條 第一 if 會ハ 議案 ヲ各 議員- 一 配付 シク 
ル 後少ク トモ ニ日 ヲ經テ 之 ヲ開ク ヘシ 但シ 緊急 
事件-一 付 テ ハ此ノ 限-一 在 ラス 
第 七十 三條 第一 111 會-一 於 テ 議案 ヲ朗 讀シ タル 後 
國務 大臣 政府 委員 又 ハ發 罱者ノ 趣旨 ヲ說明 スル 

コト ヲ得 

議長 ハ 便宜 議案 ノ朗 讀ヲ 省略 セ シムル コト ヲ煜 
第 七十 四 條前 條ノ手 續ヲ終 リタ ル トキ ハ 政府 又 
ハ 衆 鷄院 ヨリ 提出 シ タル 謖案ハ 之ヲ 委員-一 付託 
スへシ 

一四 四 九 
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貴族院 規 I ill] 改正の 1® 遝 

露 •院ハ sa 锊ノ報 吿ヲ待 チ大 验= 付キ 討論 シタ 
ル 癸 ^ --: ヲ開ク へ キヤ 否 ヲ決ス へ シ 
蓽員 ヨリ 提出 シタル 漭案ハ 大趙 -I 付キ討 諭シタ 
ル後 1:; - :ソ 開クへ キヤ 否ヲ決 スへシ 若 姿 W 
-1 付託 スル ノ勤 la アリ テ之ヲ 可決 シタルト キハ 
其ノ報 街 ヲ 待 チ 第 二讀贫 ヲ開ク へ キヤ 否 ヲ決ス 

へ シ 

第二 讀锊 ヲ開ク へ カラ スト 決 シタルト キハ 其ノ 
議案 ヲ鹾漿 シタル モノ トス 
第 七十 五條 坊二巧 會ハ 第一® 會ヲ終 リタ ル後少 
クトモ ニ H ヲ經テ 之 ヲ開ク ヘシ 但シ駿 長 必耍卜 
認ムル トキ 又 ハ 譏 fl ノ動議 アル トキ ハ 議長 ハ 議 
院 <1 諮ヒ時 日ヲ 短縮 シ又ハ 第一 S 會卜 同日 — 之 

ヲ開 クコ トヲ得 

第 七十 六條第 I 讚會二 於 テ ハ _ 案ヲ 逐條朗 證シ 

テ之ヲ 議決 スへシ 

議長 ハ 便宜 朗韵ヲ 省略 セ シムル コト ヲ得 

第 七十 七條第 i 會 — 於 テ ハ 議案- 1 對シ 修正 ノ 

励議ヲ 提出 スル コト ヲ得 

議員 ハ 證會 ノ前豫 メ 修正案 ヲ_ 長 M 提出 スル n 

トヲ偈 

第 七十 八 條 議長 ハ 逐條審 議ノ 順序 ヲ變 更シ又 ハ 

數條ヲ 速 ネ又ハ ー條 ヲ分 割シテ 討論 二 付 スル コ 

トヲ 得但シ 翳 員 異議 ヲ 申立 テ ー人 以上 ノ 賛成者 

アル トキ ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ 議院- 1 諮 ヒ之ヲ 決 

スへシ 

第 七十 九條 第三 It? 會 -1 於 テ ハ 第二 ® 會ノ 決議 ヲ 

以テ議 案 トス 

翳 長 ハ 便宜 朗證ヲ 省略 セ シムル コト ヲ得 

第 八十條 第三 讀會ハ 第二 11 會ノ 後少ク トモ ニ 日 

ヲ經テ 之 ヲ開ク へ シ {!] シ 議長 必要 卜認ム ル トキ 

又 ハ 議員 ノ 動議 アル トキ ハ 議長 ハ 議院-一 諮ヒ時 

日ヲ短 縮シ又 ハ 第二 讀會卜 同日-一之 ヲ開ク コト 

ヲ捍 

第 八十 一條 第三 讀會二 於 テ ハ _ 案 全體ノ 可否 ヲ 

議決 K へ シ 

第 八十 二 條 第三 讀會 — 於 テ ハ 文字 ヲ 更正 スル ノ 

外 修正 ノ励議 ヲ爲ス コト ヲ得ス 但シ讖 案 中 互-一 

® 觸 スル 事項 又 ハ 現行法 律卜® 觸 スル 事項 アル 

コト ヲ發見 シタルト キ 必要 ノ修 正ヲ動 議スル ハ 

此ノ限 二 在 ラス 

第三 節發言 


第 八十 三條漭 事 日程- 1 記© シタ ル路 題- 135 シ發 
言 セム ト欲 スル 者 ハ會諾 開始 ノ前- 一豫メ 其ノ氏 
名 及 反 對又ハ 资成ノ 旨 ヲ SS 記 官- 一通 吿スル コト 
ヲ得 

第 八十 四條爵 記 官ハ前 條通吿 ノ頤 序 — 由リ之 ヲ 
發言 表 — 記入 シ議長 二 報吿ス ヘシ 議長 ハ 討論 ヲ 
始ム ル — 當リ發 言 表 = 佐 リ K 對 者ヲシ テ 最初- 1 
發言セ シメ 次 二 賛成者 及 反 對者ヲ 可成 交互 ユ指 
名シテ 發言セ シムへ シ 

前項 ノ 指名 — 應セ サル 者 ハ 通 吿ノ効 ヲ失フ 
第 八十 五條 通告 ヲ爲サ 、 ル _ 員 ハ 通吿 ヲ爲シ タ 
ル 議員 總テ發 言ヲ終 リタ ル 後-一 非 サレ ハ 發言ヲ 
求ムル コト ヲ得ス 

通吿 ヲ爲シ タル 甲 方 ノ_員 未夕發 言ヲ終 ラスト 
雖 乙方ノ 議員 旣 -I 發言ヲ 終 リタ ル トキ ハ 通吿ヲ 
爲サ 、ル 乙方ノ 議員 發言ヲ 求ムル コト ヲ得 
第 八十 六條 通吿ヲ 爲サス シテ發 言 セム ト欲ス ル 
者 ハ 起立 シテ 議長 卜呼ヒ 及 自己 ノ 氏名 ヲ呼 ヒ議 
長ノ 許可 ヲ待チ テ 發言ス ヘシ 
第 八十 七條 二 人 以上 起立シ テ 發言ヲ 求ムル トキ 
ハ 議長 ハ 先 起立 者 卜認ム ル者ヲ 指名シ テ 發言セ 

シム ヘシ 

第 八十 八條 議長 開議 ヲ宣吿 スル 前 及 散 會延會 又 
ハ 會議 中止 ヲ宣 吿シタ ル 後 ハ 何人 モ 議事- 1 付キ 
發言ス ル コト ヲ煜ス 

第 A 十九 條停會 延會又 ハ 其 ノ他ノ 事由 — 因リ發 
言ヲ 中止 セラ レ タル 議員 ハ更二 會議 ヲ開ク トキ 
-I 於 テ 前 ノ發言 ヲ繼續 スル コト ヲ得 
第 九十 條 議題 — 對 スル 發言ハ 演壇- 1 於 テ 之ヲ爲 

スへシ 但シ特 二 議長 ノ許 可ヲ得 タル トキ 又 ハ 極 

メテ簡 鼠 ナル 發言二 付 テ ハ 此ノ限 一一 在 ラス 

第 九十 一條 國務 大臣 及 政府 委負ノ 發言ハ 演壇-一 

於 テ 之 ヲ爲ス ヘシ 但シ特 二 議長 ノ許 可ヲ煜 タル 

トキ 又 ハ 極メ テ簡單 ナル 發言二 付 テ ハ 此ノ限 二 

在 ラス 

第 九十 二條 議長 ハ 何時-ー テ モ 議席 又 ハ 國務 大臣 

及 政府 委 M 席- 1 於 テ發言 スル 者ヲシ テ 演壇-一 於 

テ 發言セ シムル コト ヲ煜 

第 九十 三條 討論 ハ 議題 外 — 渉 ル コト ヲ得ス 

第 九十 四條 議員 ハ 同 I  ノ 議題 二 付 キ發言 二 回 二 

及フ コト ヲ得ス 但シ 質疑 應答又 ハ 注意 ノ 喚起 ハ 

此ノ 限-一 在 ラス 


第 九十 五條 委 M 長 又 ハ 報吿者 ハ 其 ノ報吿 ノ趣* I 
ヲ說明 スル 爲 -1 S3 回ノ發 言 ヲ爲 K  n トヲ得 
國務大 [5 政府 委員發 諮 若 及 動钱者 ハ 蕺案又 ハ 發 
議動 菝ノ 趣旨 ヲ說明 スル 爲 -I  © 回ノ  f 爲 ス 
n トヲ得 

第 九十 六條 資格-一 付キ異 議ヲ 申立 テラ レ タル S1 
員 又 ハ 懲罰 事犯 アリ ト吿ケ ラレ タル SI M ハ 辯 明 
ノ爲 _ 數回ノ發言ヲ爲スコトヲ得 
第 九十 七條 議員 ハ 會議 M 於 テ 意見 雪 ヲ朗讀 スル 
コト ヲ得 ス但シ 引 證ノ爲 二 文 * ヲ朗詡 スル ハ 此 
ノ限 -1 在 ラス 

國務 大臣 政府 委員 及 委員長 又 ハ 報 吿者ハ 理由 書 
又 ハ 報告書 ヲ朗讀 スル n トヲ得 
第 九十 八條 議長 自ラ 討論-一 與 カラム トス ル トキ 
ハ 議席-一 著キ 副議長 ヲシテ 議長 席 U 著 カシムへ 

シ 

第 九十 九條 議長 討論- 1 與カ リタ ル トキ ハ 其ノ問 
題ノ 表決-一至 ル マテ 議長 席 二 復スル コト ヲ得ス 
第百條 議 場-- 於 テ 議員 ヲ呼フ トキ ハ 敬稱 ヲ用ウ 

ヘシ 

第 百 一條 議長 ハ 討論 ノ 終局 ヲ 宣吿ス 
第 百 一 一條 發言者 未夕盡 キス ト雖 議員 討論 終局 ノ 
動議 ヲ 提出シ ニ十 入 以上 ノ 賛成者 アル トキ ハ議 
長 ハ 討論 ヲ用 ヰスシ デ 議院 一一 諮ヒ之 ヲ決ス ヘシ 
討論 終局 ノ 動議 ハ 賛否 谷 二人 以上 ノ發 言ア リタ 
ル 後-一 非 サレ ハ 之ヲ 提出 スル コト ヲ得ス 但シー 
方ノ ミニ 人 以上 發言シ 他ノ ー方-一 於 テ 發言ノ 要 
求 者ナキ 場合 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第 百三條 W 論 終局 ノ 動議 成立 シ若ハ 討論 終局シ 
タル 後 本 議題-一 關シ 國務 大臣 又 ハ 政府 委員 ノ發 
言 アリ タルト キハ更 -I 討論- 1 入 リタ ル モノ ト看 
做ス 

第 百四條 討論 終局 ノ後 未夕 議題 トナ ラサル 修正 
ノ 成案 アル トキ ハ 議長 ハ 之ヲ 議院- 1 報吿シ 其ノ 
未夕 定規 / 賛成者 ヲ 具へ サル モノ ハ 賛成者 ノ有 
無 ヲ問ヒ タル 後其ノ 成案 一一 關シ更 ,一 討論 ヲ開ク 
へ キヤ 否ヲ 討論 ヲ用 ヰスシ テ 表決 二 付スへ シ若 
討論 ヲ開ク へ カラス ト決ス ル トキ ハ 直-一之 ヲ表 
決 二付ス へ シ 

委員付託 ノ 動議 ハ 討論 終局 ノ後卜 雖之ヲ 提出ス 
ル コト ヲ得 但シ本 議題 ノ 可否 二 論及 スル コト ヲ 
得 ス 


I  I 四 五 0  _ 

第 W 五炫問 SH 對シ n 疑 M ai シテ泞 姑 M is fe} セ 
サル トキ ハ ハ 打 疑 ヲ終 •局 スル ノ勸笾 ヲ提出 
スル n トヲ煜 此 ノ励蒱 -I ハ 第 百 二 肢笾 |贝 ノ規 
定ヲ 適用ス 

第 四 節 4S 正 

第 百 六 條 _ 案- 1 對 スル 修正/励 a ハ 其ノ 案ヲ -I', 
へ 定規 ノ燹 成者卜 共 — iii 科 シテ 拽メ越 長-一 提出 
シ發長 ハ 之ヲ 印刷 セ シメ テ 谷雜 fl,l 配付 k ヘシ 
但シ 励議者 _ 場-一 於 テ其ノ 案ヲ朗 蹐 シ 定規 ノ H 
成 者 ヲ求メ テ 之ヲ提 出 スル コト. ヲ得 
第 百 七條 委員符 ノ報吿 -I 係 ル 修正 ハ锊成 者 ヲ侍 
タス シテ 議題 卜爲 K ヘシ 

第 百 八條 同ー ノ 議題- 1 付キ數 箇ノ 修正案 提出 セ 
ラレ タル 場合 二 於 テ ハ 其ノ 原案 一一 ® モ遠キ モノ 
3 リ 順次 之 ヲ 表決- 1 付ス ヘシ 
前項 表決 ノ 順序 ハ 議長 之ヲ定 ム但シ 議員 與謎ヲ 
申立 テ ー人 以上 ノ寶成 者 アル トキ ハ rj 論 ヲ用ヰ 
スシテ 議院 二 諮 ヒ之ヲ 決 スへシ 
第 百九條 議員 ノ提 出シ タル 修正案 ハ 委員 會ノ提 
出シ タル 修正案 二 先 チテ衷 決 ヲ取ル ヘシ 
第 百十條 識題 トナ リタ ル 修正 ノ励讖 ハ 議院 ノ許 
HJ ヲ經 ル-一 非 サレ ハ 之ヲ 撤回 スル コト ヲ煜ス 
一議 員ノ 撤回シ タル 励議ハ 仙 ノ 議員 定规 ノ齊成 
者卜 共-一之 ヲ li 續スル コト ヲ得 
第 百 十 一條 修正案 總テ 否決 セラ レ タル トキ ハ 原 
案-一就 テ 表決 ヲ取 ルへ シ 
第五 節 表決 

第 百 十！ 一條 表決 ニ ハ 條件ヲ 付 スル コト ヲ得ス 
第 百 十三 條 .表決 ノ際 議場 — 現在 セ サル 翳 員 ハ 表 
決 二 加 ハル n トヲ 得ス 

第 百 十四 條 議員 表決 ヲ取 ラム トス ル トキ ハ 表決 
-1 付 K へ キ 問題 ヲ_院-| 宣吿 K へ； N 
議長 表決 -, 付ス ヘキ 問題 ヲ宣 吿シ タル 後 ハ 議員 
ハ 議題-一 付キ發 言 スル コト ヲ得ス 
第 百 十 五條 第 七十 八條ノ 規定 M 依リ 討論 ヲ爲シ 
タル トキ ハ 議長 ハ 其ノ 討論 ノ 順序 二 由リテ 表決 
一一 付 スル コトヲ得但シ議員異議ヲ申立テー人以 
上ノ 賛成者 アル トキ ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ 議院 二 
諮ヒ之 ヲ決ス ヘシ 

第 百 十六 條 議長 表決 ヲ取 ラム トス ル トキ ハ 問題 
ヲ可 トス' ル者ヲ 起立 セ シメ 起立 者ノ 多少 ヲ 認定 
シ 可否 ノ 結果 ヲ 宣吿ス ヘシ 其ノ 結果 疑 ハシ ト認 
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ムル トキ 又 ハ 議員 踽長ノ 寅 吿- 一對シ 興 謎 アルト 
キハ 反對 者ヲ 起立 セ シメ テ 之 ヲ反證 シ仍疑 ハシ 
卜諫ム ル トキ 又 ハ 謎 员仍異 譴ヲ 申立 テ 十 人 以上 
ノ齊成 者 アル トキ ハ 議長 ハ ® 記 官 -I 命シ 議員 ノ 
氏名 ヲ點呼 セ シメ 議員 ハ 起立シ テ 可否 ヲ表ス へ 
シ 

氏名 點呼ノ 結果- 1 付キ 仍議 M ヨリ與 諺 ヲ申立 テ 
二 十 人 以上 ノ賛成 者 アル トキ ハ 議長 ハ 記名投票 
ヲ以テ 表決 ヲ爲 サシ ムへシ 
第 西 十七 勝 蕺長ハ 問題 M 付キ異 謎ノ 有無 ヲ 議院 
-I 諮フ コト ヲ m 異議 ナシ ト認ム ル トキ ハ 可決 ノ 
旨ヲ 宣言 ス ヘシ m シ議員 問題-一 付 キ又ハ 議長 ノ 
宣吿 M 對シ 異議 アル トキ ハ 本節-一 規定 スル 他ノ 
方法-一依 y 表決 ヲ収ル ヘシ 
第 百 十八條 議長 必耍 卜認ム ル トキ 又 ハ蕺員 二十 

人 以上 ノ 要求 アル トキ ハ @ 立 ノ方法 ヲ用 ヰスシ 

テ 記名投票 ヲ以テ 表決 ヲ爲 サシ ムへシ 

第 百 十九 條記 名投馈 ヲ 行フ拗 合-一 於 テ ハ 問題 ヲ 

可 トス ル 議員 ハ 白色 撰-- 問題 ヲ否 トス ル 議員 ハ 

靑色 •票- 一 谷々 芄ノ氏名ヲ記シ投澴函 — 投人スへ 

シ 

第 百 二十 條猫提 必耍 卜認ム ル トキ 又 ハ議 Mil 十 

人 以上 ノ盟求 アル トキ ハ 無名 投费 ヲ以テ 表決 ヲ 

爲 サシ ムへシ 

第 百 二十 一條 無名 投漂 ヲ行フ 場合 — 於 テ ハ 問題 

ヲ可 トス ル議 M ハ 白 球 ヲ問 題ヲ否 トス ル議 M ハ 

黑 球ヲ特 -1 設ケ タル 函 -I 投人シ 同時- 1 其 ノ 名刺 

ヲ名刺 函 -I 投人ス へ シ 

第 百 11 十二 條氏名 點 呼 又 ハ 記名 若 ハ 無名 投票 ヲ 

行フ トキ ハ a ^ / 入ロ ヲ閉鎖 スへシ 

第 西 二 十三 條投槊 ヲ終 リタ ル トキ ハ 議長 ハ 其ノ 

結果 ヲ宣半 1 X 、 ヘシ 

第 百 二十 四 條議員 ハ 自己 表決 ノ 更正 ヲ求ム ル コ 

トヲ |§ ス 

第 七 節豫 》 fr 謎 

第 百 二十 s 條拽邸 ノ  0 :議ハ 三 ia a- ヲ純ル ヲ要セ 

ス 

第； 3 二十 六临豫 SE 委員 會豫砧 案ヲ數 部 — 分割 ' y 

タル トキ ハ 毎 部 ノ蒞査 終 ル- 1 從ヒ會 蕺ヲ開 クコ 

トヲ得 

預 算谷部 ノ 謎 ?] f ヲ終 リタ ル トキ ハ總額 M 付キ確 

定ノ 諉決ヲ 爲ス ヘシ 

n 族院 規則 改正の 励 謎 


第 百 二十 七 條豫淖 ノ倚議 -I 於 テ 更-一 » 査ヲ 必要 
トス ル 事項 ヲ發見 シタルト キハ 其ノ 事項 二 限リ 
再 ヒ豫 as 委 M I1 付託 シ之ヲ 淹 査セシ ムル n トヲ 
得 

第 七 節 質問 

第 百 一一 十八 膝 議員 質問 主意 書 ヲ提出 シタルト キ 
ハ 識院二 於 テ 質問 ノ趣 旨ヲ說 明 スル コト ヲ得 
前項 ノ說 明- 1 對シ 他ノ 議員 ハ 意見 ヲ述 フル コト 
ヲ 1 ス 

第 七 章 議事 錄及 速記 錄 
第一 節 議事 錄 

第 百 二十 九條識 事錄ハ 左ノ 事項 ヲ記載 ス 

一 議院 成立 及開會 閉會停 會 -I 關スル 事項 及 年 
月日 時 

二 開 議延會 ir 議 中止 及 散會ノ 月日 時 
三 出席 阈務大 2 ； 及 政府 委 A ノ 氏名 
四 勅語 及 勅旨 
3T 議長 及 委員長 報 吿ノ件 
六® 議 -1 付シ タル 識案ノ 題目 
七 議題 トナ リタ ル 動 識及励 諉者ノ 氏名 
八 決議 ノ事件 

九 表決 及 町 否ノ數 ヲ 計算 シタルト キハ 其ノ數 
十 議院-- 於 テ 必要 卜認 メタル 事項 
第 百 三十 條議員 a 事 錄- 1 記載 シタル 事 實二 對シ 
テ 異議 アル トキ ハ 議長 ハ 書記官 長ヲシ テ 答 辯 セ 
シム ヘシ 議員 典 ノ答 辯-一服 セス 又 ハ 議長 ノ處置 
-1 對シ不 服 ナル トキ ハ 議長 ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ 
表決 ヲ取ル ヘシ 

第 百 三十 一條 議事 錄ハ 議長 又 ハ 當日ノ 會諉ヲ 整 
理シ タル 副議長 若 ハ假 議長 及 書記官 長 又 ハ 其 ノ 
代理 タル S 記官 之-一 羁名シ 又 ハ 記名 捺印 スへシ 

第二 節 速記 錄 

第 百 三十 二條 議事 速記 錄ハ 速記 法 — 依リ 議事 ヲ 

記載 ス 

第 百 三十 三條 議院 法 第 八十 七條- 一依 リ 議長収 消 

ヲ命シ タル發 言 ハ 速記 錄-一 記載 セス 

第 百 三十 四 條 發言シ タル 議員 ハ 速記 錄 配付 ノ當 

日 午後 六 時 マテ- 1 其ノ訂 正 ヲ求ム ル コト ヲ得但 

シ 訂正 ハ 字句-一止 マリ 發言ノ 趣旨 ヲ變更 スル コ 

トヲ得 ス國務 大臣 及 政府 委員 ノ發 言 — 付キ亦 同 

シ 

速記 錄ノ 訂正 — 對シ 議員 異議 ヲ 申立 テ ー A 以上 


ノ资成 者 アル トキ ハ 議長 ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ議 
院 二 諮ヒ之 ヲ決ス へ. ゾ 

第 八 章 上奏 建議 及 議案 ノ 奏上 
第 百 三十 K 條 議院 上奏 シ又ハ 勅語 及 勅旨-一 對シ 
奉答 / 敬 禮ヲ表 セム トス ル トキ ハ 議長 ハ 宮內大 
臣二 依リ謁 見 ヲ請フ へ シ 

第 百 三十 六條 議院 ノ 建議 書 ハ 議長 ヨリ 內閣 總理 
大臣-一 提出 スへシ 

第 百 三十 七條 議案 ヲ 奏上 スル 場合 ハ 內聞 總理天 
臣ヲ綷 由 K へ シ 
第 九章誚 願 

第 百 三十 A 條議院 ハ 請願者 ノ住所 身分 年齡ヲ 記 
シ谷自 署名捺印 シタル 請願書 — 非 サレ ハ 受理 セ 
ス但シ 請願者 自ラ貉 名 スル 能 ハサ ル トキ 他人 ヲ 
シテ 代署 セ シメ 自ラ 捺印 スル モノ ハ 此ノ 限リ在 
ラス 

第 百 三十 九條法 人ノ請 願書 ハ 代表者 之- |罴 名シ 
法人 ノ印 章ヲ 捺スへ シ 

第 百 四十 條請 願ヲ 紹介 スル 議員 ハ 請願書 ノ 表紙 
二 ^' 名シ又 ハ 記名 捺印 X 、 ヘシ 
第 百 四十 一條 rpf 願 委員 會ハ 請願 提出 ノ 順序-一依 
リ之ヲ 審査 スへシ  . 

第 百 四十 二 條議 員簡單 ナル 說明書 ヲ以テ ーノ請 
願-一 對シ 至急 ノ 審査 ヲ 議院 二 要求 スル トキ ハ 議 
長 ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ 表決 ヲ取リ 時日 ヲ限リ 請 
願荽 員-一 付託 スへシ 

第 百 四十 三條 請願 文書 表-ー ハ 請願 ノ 趣旨 提出 ノ 
年月日 請願者 ノ 住所 身分 氏名 紹介 議員 ノ 氏名 ヲ 
記スへ シ 

請願者 數名 アル トキ ハ 請願者 某 及 外 幾 名 卜記ス 

ヘシ 

第 百 四十 四條諳 願文 書 表 ハ 議長 之ヲ 印刷 セ シメ 
テ 毎週 一回 議員- 一 配付 スへシ 
請願書 ハ _ 院ノ 決議-一依 ル-一 非 サレ ハ 印刷 配付 

セス 

第 百 四十 五條 請願 委員 會ハ 審査 ノ 結果-一 從ヒ左 
ノ區別 ヲ爲シ 議院- 1 報吿ス ヘシ 
一 議院 ノ會議 -1 付ス ヘキ モノ 
二 議院 ノ會議 -1 付 スル ヲ要 セストス ル モノ 
第 百 四十 六條 請願 委員 會ハ 議院 ノ會議 _一 付スへ 
シ トス ルノ 請願-一 付 テ ハ 特別 ノ報齿 ヲ爲 K ヘシ 
第 百 四十 七條請 願 委員 會 -1 於 テ 議院 ノ®ュ 付 


スル ヲ要セ スト ス ル ノ報吿 ,1 對シ ー週間 内 M 議 
員 ヨリ會 議-1 付 スル ノ 要求 ヲ爲ス 者ナキ トキ ハ 
委員 fr ノ決 諉ヲ以 テ 確定 トス 

第 百 四十 八條 請願書 ハ 會議 -1 付 スル モ之 ヲ朗讀 
セス 但シ 謖员 朗讀ヲ 要 求 スル 者 アル トキ ハ 議長 
ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ _院-1 諮ヒ之 ヲ決ス ヘシ 
第 十 章 請暇 及辭職 
第一 節 請暇 

第 百 四十 九條 議員 事故 ノ爲 -1 數 a 間 議院-一 出席 
スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 其ノ 理由 ヲ具へ Q 數ヲ 
定メ テ Ti メ 請暇 書ヲ差 出シ 許 ffi ヲ受ク へ シ 
公務 又 ハ 疾病 若 ハ ー時 已ムヲ 得 サル 事故 アリ テ 
議院 二 出席 スル コト ヲ得 サル トキ ハ 共 ノ 理由 ヲ 
具へ 闕席屆 書ヲ 差出ス ヘシ 

第 西 五十 條 請暇 ノ許可 ヲ 煜 議院 所在 ノ地ヲ 離 ル 
ル 者 ハ 其ノ  m 發及歸 著ノ 時-一 於 テ 議長-一 屆出ツ 

へ シ 

第 ■£! 五十 一條 議員 請暇 ノ許可 ヲ煜 タル 日限-一至 
リ 事故 — 由リ仍 議院-一 出席 スル コト ヲ煜 サルト 
キハ 其ノ理 由ヲ 具へ 日數 ヲ定 メテ更 -1 請暇 » ヲ 
差出シ 許可 ヲ受ク ヘシ 

第 百 五十二 條 請暇 ノ許可 ヲ煜 タル 議員 其 ノ 請暇 
ノ期 限內 -I 議院-一 出席 スル トキ ハ 請暇 許可 ノ効 
ヲ失フ 

第二 節辭職 

第： S 五十 三 條伯子 男爵 被 選 議員 及 勅任 議員 辭職 
セム トス ル トキ ハ _ 長ヲ 經由シ テ之ヲ 奏請ス へ 
シ 

第 百 五十 四條辭 表 中 不敬 又 ハ 無禮 ノ言辭 アリ ト 
認ムル トキ ハ 議長 ハ 其 / 辭表ヲ il s 委員-一 付シ 
テ 審査 報告 セ シメ 議院-一 諮 フテ後 之 ヲ 處分ス へ 

シ 

第 十一 章 * 察 及 秩序 
第一 節 警察 

第 百 五十 五 晓 議長 ハ 守衞及 瞥 察 官吏 ヲ指 揮シテ 
議院 内部 ノ* 察 權ヲ施 行ス 

第 百 五十六 條守衞 ハ _院 建物 内 遵察 官吏 ハ 議院 
建物 外 ノ讐察 ヲ爲ス 

第 百 五十 七條 議院 ノ防火 點 燈導水 媛 爐及衞 生 — 
關スル 事項 ハ 守 衞之ヲ 監督 ス 

第： c 五十八 條議 院内 部-一 於 テ 禁錮 以上 ノ刑二 該 
ル罪ノ 現行犯 入 アル トキ ハ 守衞又 ハ 警察官 吏 ハ 

i 四 五一 


院族 褒國帝 回 二十 四 第 


%味院規 |:!;] 改正の沏通  ■ 
之ヲ is 描 ン テ V- ; J C ノ  VG^V :::: : フへシ 但シ a 場-一 
於 テ ハ 3 •長ノ 命 <■;• ヲ待 タス シテ is 捕 スル コト ヲ 
泻 ス 

第二 節 諮 場内 ノ秩序 

第百艽 十九 能 蓀 £4 遜 場-一入 ル トキ ハ 「フロック 
コー ト j 又 ハ 「モー ニ ング n— 卜」 若 ハ 羽锆絝 
ヲ箸ス ヘシ 總テ 異樣ノ 服裝ヲ S スへ カラス 
第 ' KI 六十 ^ 議 IS 議場-一入 ル トキ ハ 外 3K 傘 杖ノ類 
ヲ糊帶 1 < へ カラス ffl 子ヲ著 スへ カラス ffl シ已ム 
ヲ得 サル ? 1¢ 由 アル トキ ハ 链長ノ 許可 ヲ得テ 杖 ヲ 
機 帶スル コト ヲ得 

第 西 六十 一條 蕺 場内-一 於 テ 喫煙 スへ カラス 
第 百 六十 二 條謎 M ハ參考 ノ e M スル モノ ヲ除ク 

外戢事 中 新聞紙 及® 緒 ヲ閱詡 スル コト ヲ煜ス 

第 百 六十 三條 何人モ 議事 中濫 -I 發言 

シテ 他人 ノ發言 及朗譖 ヲ妨ク ル コト ヲ得ス 

第 百 六十 四條誘 長號 鈴ヲ嗚 ラス トキ ハ 翳 員 ハ 總 

テ 沈 默ス ヘシ 

第百六十艽條凡ソ秩序ノ問題ハ讅長之ヲ決ス但 

シ 議長 ハ蹯院 二 諮 ヒ之ヲ 決 スル コト ヲ煜 

第 十！  一 章 傍 e 

第 ？- I 六十 六條傍 聴 席 ヲ分テ 皇族 席 外國 外交官 席 

高等官 席 衆識院 識員席 公衆 席 及 新聞記者 席 卜 

ス 

第 百 六十 七條 外國 外交官 ノ傍臌 ヲ求ム ル 者 アル 

トキ ハ 外務省 ノ照會 二佐 リ « 記 官長ハ 其 ノ員數 

ヲ限リ 傍 K 券ヲ該 省- 1 绘 付ス ヘシ 

第 百 六十 八條 官吏 ノ傍聽 ヲ求ム ル 者 アル トキ ハ 

所® 官廳 ノ照會 -1 依リ 書記官 長 ハ 其 ノ員數 ヲ限 

リ傍 _ 券 ヲ其ノ 官廳- 一绘 付ス ヘシ 

第 百 六十 九條 公衆 ノ傍聽 ヲ求ム ル 者 ハ 載 M ノ紹 

介 二 依 ルへ シ 

書 IH, 官長ハ 豫 メ公衆 傍 聽券ノ M 數ヲ定 メ之ヲ 各 

議員 11 SG 付 ス 

第 西 七十 條議事 開始 ノ後 一時間 ヲ繂 過シ仍 傍 聽 

席-一空 位 アリ テ 議員 ノ 紹介 アル トキ ハ 書記官 長 

ハ 傍 聽券ヲ 交付 スル コト ヲ得 

第 百 七十 一號 新聞社 及 通信社 ノ爲 -11 會期 -I 通 

スル 傍聽 章ヲ 交付ス 

前項 傍 聽章ノ 員數ハ 毎會期 ノ始二 於 テ 之 ヲ定ム 

第 百 七十 二條傍 聽人ハ 傍牕券 又 ハ 傍聽章 ヲ守衞 

-1 示 ' y 其 / 指示 スル 所ノ席 二 茜 クへシ 


第 百 七十 三 晓凡ソ 傍胺席 -1 在 ル 者 ハ 左ノ琪 項 ヲ 
遨 守スへ シ  . 

I  羽総菘 又 ハ 洋服 ヲ著 K ヘシ 
二 ffi 子 又 ハ 外套 ヲ著ス へ カラス 
三 傘 杖ノ 類ヲ抵 帶 K へ カラス 
四 飲食 又 ハ 喫煙 スへ カラス 
艽 謎 員ノ發 言 — 對シ 可否 ヲ表ス へ カラス 
六 喧搜二 渉リ ■事 ヲ妨 害スへ カラス 
第 百 七十 四條戎 器 兇器 ヲ搠 持シ タル 者 及 酩酊 シ 
タル 者 ハ 傍胱 席 — 入 ル コト ヲ許サ ス 
第 百 七十 . VK 條 何等 ノ事由 アルモ 傍聽人 ハ 議場- 1 
入 ル コト ヲ得ス 

第 百 七十 六 條祕密 會議ヲ 開 クノ 決議 アリ タルト 
キ又ハ 傍聽 席騷睽 ナル-一由 リ總テ ノ傍聽 人ヲ退 
場 セ シムル トキ ハ 議長 ハ 守德 ヲシテ 其ノ 命令 ヲ 
執行 セ シム ヘシ 
舘 十三 章 懲罰 

第 百 七十 七條 會議 M 於 テ 懲罰 事犯 アル トキ ハ 議 
長 ハ# _ヲ 中止シ 又 ハ 犯人 ヲ 退場 セ シムル n 卜 
ヲ得 

餡 百 七十 八條 委員 ir 二 於 テ 懲罰 事犯 アル トキ ハ 
委員長 ハ 委員 會ヲ 中止 スル コト ヲ得 
第 百 七十 九條委 員 長 又 ハ 部長- 1 於 テ 懲罰 事犯 卜 
認メ サル 事件- 1 付テモ 委員 又 ハ 部員 ハ 議院 法 第 
九十 八條 -1 依リ懲 罰 ノ励 議ヲ 議院-一 提 /:11 スル ノ 
擗ヲ失 ハス 

第 百 八十 條 議院 法 第 九十 八條 第一 項ノ 場合- i 於 
テ ハ r4 長 ハ 討論 ヲ用 ヰスシ テ 表決 ヲ取リ 之ヲ懲 
罰 委員-一 付ス ヘシ 

第 百 八十 一 條懲罰 事犯 ノ 議事 ハ 祕密會 議ヲ以 テ 

ス 

第 百 八十 二. 條 議員 ハ 自己 ノ懲罰 事犯 ノ會 E 二列 

席, <  ル コト ヲ煜 ス但シ _ 長ノ 許可 ヲ經テ 自ラ辯 

明 シ又 ハ flL ノ 議員 ヲシテ 代 リテ辯 明 セ シムル コ 

トヲ得 

第 百 八十 三條 懲罰 委員 會ハ 議長 ヲ經 由シテ 本人 

及關係 議員 ヲ召喚 訊問 スル コト ヲ得 

第 百 八十 四條 議長 ノ 制止 又 ハ 取消 ノ命 一一 從ハサ 

ル 者 ハ 議長 議院 法 第 八十 七條 -1 依 リ之ヲ 處分ス 

ル ノ外仍 懲罰 事犯 トシ テ S 罰 委員-一 付 スル n 卜 

ヲ煜 

第 百 八十 五條 公開 議場 — 於 テ 謝 辭ヲ表 セ シメ ム 


トス ル トキ ハ璲罰 委負會 之ヲ 起草 シ W ノ報 吿卜 
共 — 之ヲ蕻 長 M 提出！ < へ シ 
第 百 八十 六滕蕺 院ノ命 令- 1 抵抗シ 又 ハ 翅 長ノ睇 
擷ヲ海 辱シ タル 者 及 同會期 中 ia ? H セラ ルル コト 
三回-- 潘リ更 _i 責二鲎 ル ヘキ 事犯 アル 者-一教 
シテハ 出席 ヲ捽止 スル n トヲ得 
第 百 八十 七晓 出席 停止 ハー 箇月 ヲ超ユ ル コト ヲ 
得 ス 

第 百 八十 八條 出席 ヲ 停止 セラ レ タル 者 委員 ナル 
トキ ハ脑任 セラ レ タル モノ トス 
第 百 八十 九條出 席ヲ停 止 セラ レ タル 者 其ノ睜 止 
期限 內- 一議 場-一入 ル トキ ハ 篯長ハ 直- 1 退去 ヲ命 
シ其ノ 命 M 從ハ サル トキ ハ 必要 ノ處分 ヲ爲シ 更 
-I 懲罰 委員 二 付ス ヘシ 

第 百 九十 條 議院 法 第 九十 一條 ノ禁ヲ 犯 シ其ノ 情 
特二重 キ者及 同 會期中 出席 ヲ 停止 セラ ルル コト 
三回 二 至 リ更二 出席 停止- 1 當ルへ キ 事犯 アルト 
キハ 除名 ノ手續 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 百 九十 一條 凡ソ 議院 ノ騷® ヲ釀シ 又 ハ _ 院ノ 
體面 ヲ汚ス ヘキ 所行-ー シテ 其ノ情 重キ者 ハ 出席 
ヲ 停止シ 又 ハ 除名 ノ手續 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 百 九十 二條 議院愆 n ヲ諮決 シタルト キハ 議長 
ハ 公開 議場-一 於 テ之ヲ 宣吿ス 
第 百 九十 三條 議長 ハ-懲罰 事犯 卜認ム ル 所 ノ發言 
ノ ー部 又 ハ 全部 ヲ 公布 スル コト ヲ禁 スル rl トヲ 

得 

第 十四 章 衆議院 トノ關 係 
第 百 九十 四條 議案 ヲ衆 議院 — 移 スト キハ 議長 ハ 
書記官 ヲ派シ 之ヲ衆 _ 院書記 官 -1 傳達セ シム ■ 
第 百 九十 五條 衆議院 ヨリ 議案 ヲ 受取 リタ ル トキ 
ハ 議長 ハ之ヲ 議院 M 報 吿スへ シ 
第 百 九十 六條 協議 委員 ノ is 擧ハ 第五 十三 條 及第 
五十 四條ノ 規定 ヲ 適用 ス 

第 百 九十 七條 _院 法 第五 十 五條 — 依リ衆 _ 院ヨ 
リ 回付シ タル 修正案 ヲ議シ 及 協 g 會ノ 報告 ヲ議 
スル-ー ハ 三讀會 ヲ經ル ヲ要セ ス 
第 百 九十 八條 協議 會二於 ケル 貴族院 ノ 委員 ハ 其 
ノ報吿 委員 ヲ 互選 スル コト ヲ得 
第 百 九十 九條 協議 委員 ノ數協 議會ノ 定足數 及 決 
議ノ 方法 並 協議 會 議長 ノ權限 ハ 議院 法 第 六十 一 
條- 一依 y 委員 ヲ派 シ兩院 協議シ テ 之 ヲ定ム へ 

シ 


一四 五 二 
第 十五 窃補則 

第二 百肢 凡ソ洁 院 規則/疑 a ハ ^ 長 之 ヲ決ス 01 
シ漭長 ハ 装院 -I 諮 ヒ之ヲ 決 スル n トヲ砑 
〔伯 肘 ！ at 萍金次 郎君 演 5； に S O J 
0 伯 B lsf 澤金次 郎君 本日は 細 川 侯 脬御缺 席に 付き 
まして 發發 者の |人として私 .1: 0此贵族院規則改正 
案の 趣旨を 捶く簡 m に 申 . 1- げます 、改正案の® Sb を 
説明す るに 先 だち まして 是迄 の lit 提出に なりました 
轭過を 一陬申 上げたい と考 へます、 第 四十 I 狨矜閉 
會後貴 族 院內 の fs- 派を 代表せ ら るゝ所 の 諸 -? r と ^ 合 
いたしまして 、即ち 閉鈐 中に 一 嵇 の 協 淡 0- を 阼年の 
五月より 十月に 1L 〇 まして 約 十 !! S 冋の e- 狨を開きま 
して、 而 して 熟議の 結果 出來 上りました のが 御手 許 
に 屈いて 居ります 所の 改正案で ございます、 尙ほ附 
加へ て 申 上げて S きます るが、 是れ 等の 協 謎 包に 於 
きまして は 事 貴族院 內 のこと に關 係いた します るか 
ら 特に 事務局の 書記官の 御 方々 にも 御 S 席を 煩は し 
まして、 種々 說明を 請 ひました 結果 玆に至 つたので 
あります、 御 承知の 如く 現行の S 族院 規則 ほ 第一 回 
の議 ir に 制定され まして •爾後 一部の 改正 (X あつた 
のでありますが、例へて申せぱ <§ 員の選辦又诿貝數 
の咐 加、 又 討論 終局の 励議 に關 しては 一二の 改正が 
ありました のであります が、 多くは® 例に te つて 規 
則の 不備を 補つ て® 際の 運用に 供して 来たの が 今 n 
までの 經 過であります、 併しながら、 是れ等 の ® 例 
慣例と言ひまするものが、段々年々人も更りまする 
し， 議員 も si ります るし、 事務局の 職員 も更 ると 云 
ふ 世の中であります から、 是 等の 慣例を 明文に 現は 
すの が 今日が 時機で あらぅ と 云 ふの が 第一の 理由で 
あります •故に 今 H まで 慣例に 依りました ものを 總 
て 此改正 と 同時に 明文に 掲げた のであります、 典 他 
にも 改正の 點が あります るが、 例へ ば、 常任 委 員の 
數を咐 加いた して 居ります る' か、 常任委 貝の 數と 5- 
します る ほ 請願 委員と 決算 委員の 數を本 改正の 中に 
は 褙 加して 居ります るが、 是等は 先づ 時勢の 要求に 
應じ まして 是 等の® 員 も 相 當に咐 加す るが 宜か. りぅ 
と 云 ふこと で 此 改正と 同時に 改正を 加へ たので あり 
ます、 其 外は 重 もに 字句の 修正でありまして， 字句 
の 修正の 中には 今日 貴族院 規則 中に あります る 文字 
が當 時の 法制の 用語と 違つ て 居る のがあります るか 
ら 、是 等は 統一いた しまして 諸 法 ii にある 字句と 同 
樣に すると 云 ふので 字句の 修 正 を 加へ た S が 多々 あ 
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ざいます、 3<: 後 陸海 堪 r!!' に 委 « を 設けまして、 一つ 
の 案を 作りまして、 3t 後 官民 合同の 委 n fr svm 碎い 
たしまして 、数年に H つて 研究 芾憩 いた しました、 
先般 漸く 成案を 得た 次第で •こざいます、 其內容 の詳 
細に至りましてほ、何れ委 « 伶等に於きまして、主 
務者ょ 〇詳轫 なる 說 明を 致させます S3 りで ございま 
すが* 其 改正の 要® とも 申すべき もの ±r 是 までは 
總て茁 法 ^ 談ほ衩 密 符 に 於て ® 施いた した もので ご 
ざいます、 それを 今 P の改 ]]-: に 依りまして 公開を 致 
す こと、 或は 辯 li 士を附 します る こと 若く ! X 上訴を 
許す と 云 ふが 如き ことが 主要なる 改正の® で ござい 
ます、 又 第三 第 四 第五に 揭げて ございます 朝 醉祭餿 
關诳 等に 於き ましては •軍法 §/ 議に關 します る 法案 

は、 陸軍の 軍法符 額 法案の 改正に 伴 ひまして 改正を 

耍する 次第で ございます， 何卒 御范篛 の 上 御 協寶あ 

らんこと を 希 菌い たします。 

om; 岡 帶刀君 私 {X 簡 m な 質問が ございます が、 此 

席ょり 御尋い たします、 此陸 軍の 方 ほ 軍法锊 _ のこ 

とに 關 しては， 陸軍の 方から 御 答 辯を 願 ひたい、 此 

趣旨に 於て ほ！： ■成であります が、 賛成を 致す に 付て 

ほ 成るべく 疑問を 础 めて 蹄きたい と 云 ふ 趣旨から 御 

竹 問を 致す のであります、 今 海軍大臣から 御說明 が 

ありました 通りに、 今度の 改 芷の耍 旨は 公開す ると 

か 辯 護人を 附け ると 云 ふこと が 主要の 目的に なつて 

居る やぅであります、 それで 又 多年の 懸案で あると 

云 ふこと を 仰せられた が、 是れほ 私 (3; 明治 五 年の こ 

とであります が、 岩 倉 公が 金 權大使 となつ て 木戸 侯 

大久保 侯が 副使と なつて 歐羅巴 に 參られ た 時分に、 

英吉利の 「ボ ー ッマ ス J に 二三 日滯 在して 海軍の 軍法 

のこと を 調べられた ことがあります •丁度 其 時に 軍 

法會懿 が 開かれて 居りまして、 それを 傍聽な されて 

岩 倉 公な ども 向ぅ の 軍法 會議は 公開で 辯 論して 居る 

と 云 ふこと を 能く 御 承知に なつて 居る、 私 も當時 あ 

ちらに 脔聲 して /?, • りまして、 それに 隨 伴して 傍聰し 

て 居りました が、 其 時の 事から 察する に 木 戶大久 保 

等の 諸君は 日本の 軍法 會議其 他の ものに 付ても 公開 

の 上に 辯 論し なくて はならぬ と 云 ふ 議論で あつた、 

それが 四十 年 前の ことであります が， 今 海軍大臣が 

多年の 懸案と 云 ふこと であります が、 今是莩 の 諸 公 

が 生きて 居られたら 嘸 御滿 足の こと X 考へ ます、 そ 

れで 第一に 梂問 とする 所を 確め て ic きたいのは、 第 

十 一條の 「高等 軍 決 會議ハ 」 云 々と 云 ふ 所に 一方は 


「陣艰 ノ將官 ，將官 *!| 常 官 」とあつて海革の方 |± 「海 
眾ノ 将官. ~ 云々 と あつて 相 常 官と云 ふ 事が 無い のは 
今の 規定に ほ 辟 關少將 など 13: 矢張り 海軍の 將官と 御 
認 めに なつて 居る か， それを 海軍の 將官 でない と 云 
ふ 御 認めに なつた のか、 それを 一箇 條 …… それから 
又 第 四十 七條 の琪 であります 「裁判官 ハ 判士 及 法務 
官ヲ以 テ 之 11 充テ上 席 判士 ヲ裁判 長 トス」 と ありま 
すが、 色々 の 裁判官の 內に上 席と 云 ふ 文字が ありま 
する が、 是 ifh 官と云 ふこと、 ほ 少し 又 違つ て •古 
參の 順序を 以て 上席と なさる と 云 ふこと であらう と 
思 ふ、 又 それが 上級と 云 ふこと になる と、 海軍 陸軍 
の 刑法に 於て 上級と 云 ふこと ほ、 即ち 例へ ば 旅團長 
心得と か 何とか 云 ふ、 上官の 職務を 執る ものを 上級 
と 云 ふ、 例へ ば 第一 師團 長が ありまして 其師團 長が 
戰死 した 時に， 甲の 旅團と 乙の 旅 ® が あつて、 甲の 
旅國 長は 豫備將 校を 以て 之に 充て、 乙の 旅團は 現役 
將校を 以て 旅團 長に 充てて 居る、 其 場合には 現役の 
旅團 長が 師函 長の 職務を 執る と 云 ふやうな ことと な 
つて 居る •それ も 上級と 云 ふ 意味と 上席と 云 ふ 意味 
の區 別が ある や 否や、 疑問に 渉る から 御 尋ねす る、 
それから 又 此の 中に 諸 所に あります る 辯 護人の こと 
であります が、 「陸軍 ノ將校 又 ハ 將校相 當官」 と 云 ふ 
ことがある ■是 ほ 總て親 役の 者で なければ 被告の 辯 
_ 人には なれぬ ものである か， 或は 豫備 とか 其 他の 
者 も なれる ので あるか、 辯 ii 人は 總て 現役の 人と 斯 
う 看做して 宜しい か、 そこの S に 疑問が ある、 或は 
公開の こと 或は 辯 論の ことは、 是は外 國に幾 分か 標 
準を 取つ て 御 改正になる こと だら うと 思 ひます が、 
外國 のは 其 場合に 依りまして 現役は 現役 豫備は 豫備 

と 云 ふ 事に 總て解 IT か附 いて 居る が 是には 其 解 釋が 

ない、 是は總 て 現役と 看做して K いの か、 或は 現役 

或は 時として ^ 備 役の 者 も 命ずる と 云 ふ 事になる の 

か、 其邊が 疑問に 渉る から どうぞ 御 示を 願 ひたい。 

〔政府 黍 員 山 梨 半 造 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員， 山 梨 半 造 君) 今 御 質問に 御 答いた しま 

す、 第 十 一條の 海軍の 方には 將官相 當官と 云 ふ 文字 

のない のは、 海軍には 今度の 制度の 改正から 斯う 云 

ふ ものが 無くなります から、 海軍の 方には さう 云 ふ 

ことがない ので、 それから 其 次の 上席と 云 ふこと に 

付きまして は、 是は 裁判官の 高級の 者を 上席の 者と 

御 解 釋を 願へ ば 宜しい、 それから 現役 豫備 後備と 云 

ふ M 別の ない のは、 將校相 當官と 申します るのは、 


是ほ兩 方に： ja じて 居る ものと 御 解 箨を願 ひたい。 
〇链畏 (公 脬德川 家 達 君〕 m 二ょり 第 六までの 法案 
ほ、 御異 諮がなければ 同一 委 M に 付託いた します。 

〔I 異謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇淺 fll 德則君 唯今 日程に 上りました 第二ょり 第 六 
に 至る 法案の 特別委 員は 十五 名と し、 其 指名は 諶長 
に 一任いた したいと 思 ひます。 

〇 男 辟 石黑忠 藤 君 H 成いた します。 

0 翳 長 (公爵 德川家 達 君〕 淺田 君の 動議に 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長‘ 公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
特別委 員の 氏名を 御 報告に 及びます。 

〔成 願書 IR 官朗 讀〕 

陸軍 軍法 會議 法案 外 四 件 特別委 員 

伯爵 小 笠 原 長 幹 君 
子爵 勘 解 由 小路 資承君 
子爵 板 倉 勝憲君 
松 室  致 君 
男爵 中 村 雄 次 郎君 
黑岡帶 刀 君 
河 村讓三 郎君 
男爵 坂 本 俊 篤 君 
男爵 藤 井 包總君 
男爵 山內長 人君 
男爵 佐 竹義準 君 
石 渡 敏一君 
加 太 邦憲君 
伊澤 多 喜 男 君 
矢 口 長 右衞門 君 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 次の 議事 日程は 決定 次第 
御 通知に 及びます、 本日は 是 にて 散會。 

午前 十 時 三十 I 分散 會 
陸軍 軍法 會議 法案 
陸軍 軍法 會議法 
第一 II 軍法 會議 
第 I 章 軍法 ir 議ノ 裁判 權 
第 一條 軍法锊 議ハ 左-一記 載シ タル 者-一 對シ 其ノ 
犯罪-一 付 裁判 權ヲ 有ス 

一 陸軍 刑法 第 八條第 一 號乃至 第三 號 、第 四號 
後段、 第五 號及第 九條 — 記 載シ タル 者 
二 陸軍 出船 ノ 船員 


三 前 二號 -l gc SK シ 々ル ? f ヲ除ク / 外 跄 --|£ / 部 
拔 -I® シ又ハ 從フ荠 
四 f? fis 

前項 第二 號及 第三號 -1 記® シタル 奔 ノ屮特 -I 除 
外スへ キ者 アル トキ ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
第二 條 軍法 © - {S ハ 前-一- l iit'. lti シタ 艿 -I 對シ其 
ノ 身分發 生前 ノ犯邾 M 付 亦 裁判 №1 ヲ有ス 
軍法 會議ハ 前 條 M 記 SUS シタル 若 其 ノ身 分ヲ崁 失 
シタルト キト 雖身 分繼紉 中搜赉 ノ報一 S アリ 又 ハ 
逮捕 勾引 若 ハ 勾留 セラ レ タル トキ ハ 其 / 者-- 對 
シ亦教 判 糊 ヲ有ス 

第三临 軍法 1?? 識ハ 陸 •取 刑法 第 A. 临第 四 號前段 二 
記載シ タル 者 — 對シ典 ノ犯シ タル 陸眾 刑法 ノ罪 
-1 付 裁判權 ヲ有ス 

前條 第二 明 ノ规定 ハ 前孭 -1 規定 スル 犯罪- 1 付 之 
ヲ 準用 ス 

第四條 軍法 會議ハ 合間 地境-一 在 ル 第一 胳 — 記載 
シ タル 以外 / 者 — 對シ左 ノ各號 — 規定 スル 犯罪 
-I 付 裁判 權 ヲ有ス 

一 第 十 ？ n 條第 一號又 ハ 第二 號- 1 記載 シ タル 者 
卜共- 一犯シ タル 同一 又 ハ 別個 ノ罪 
二 陸軍 刑法、 海軍 刑法、 軍機 保諕 法其ノ 他 'fli 
事ノ 必耍- 一因 リ特 -1 設ケ タル 法令 ノ罪 
犯人 藏踣ノ 罪、 證憑煙 滅ノ罪 、僞證 ノ罪 、虚僞 
ノ 鑑定 通 P ノ罪及 PM 物- - 關スル 罪 ハ 之ヲ其 ノ本 
犯卜 共-一 犯シ タルモ ノト 看做 ス 
第五條軍法會議ハ戒嚴令-一定メタル特別裁判搠 
ヲ行フ 

第六條 軍法 會議ハ 職 時事 變一 一際シ 軍ノ 安寧 ヲ保 
持 スル 爲 必要 アル トキ ハ 第 一條-一記 載シ タル以 
外ノ者 二 對シ 犯罪 — 付 裁判 權 ヲ行フ コト ヲ煜 
第 七條第 四條及 前 條ノ 規定 ハ 海軍 軍法 fr 翳 法 第 
一條 乃至 第三 條 / 規定 二 依 リ海芾 軍法へ  13 _ノ 裁 
判權ヲ 有 K ル 犯罪 二 付 テ ハ 之ヲ 適用 セス 但シ被 
吿人ノ 所在地 海軍 軍法 會議ノ 所在地 卜 交通 斷絕 
シ タル 場合- 1 於 テ ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第二： 草 軍法 會_ノ 管轄 權 
第八條 軍法 會議 ヲ設 クル コト 左 ノ如シ 
一 高等 軍法 會載 
二 師幽 軍法 會議 
三軍 軍法 愈議 
四獨 立師團 軍法 會議 


際 族 贵侉茫 阈帝同 二十 四 穿: 


芄 ® 立 混成 旅酣： 也 法 tt 讅 
六 兵站 軍法 fr 議 
七 合 ra 地 iu 法符諶 
八 臨時 ili 法會議 

第 九條高 等堪法 侍 諉及肺 團軍 法會議 ハ 之ヲ 常設 

ス 

軍軍法會||、獨立師團班法會鼷、獨立混成旅團 
軍法 會議及 兵站 軍法 會議ハ 職 時事！！ — 際 シ 必要 
-I 因リ之 ヲ 特設ス 

合圍地 軍法 會議 ハ戒嚴 ノ宣缶 アリ タル トキ 合圍 
地境- 一 之 ヲ特設 ス 

臨時 軍法 會藕ハ 戰 時事 變二 際シ 必要- 1 因リ 特設 
又 ハ 分駐シ タル 陸軍 ノ部隞 -1 之ヲ特 設ス 
第 十條 高等 軍 決 fr 謎 ハ 陸： 屯 大 E ヲ以テ 長官 トス 
師團 軍法 會 @ ハ 肺 Iffl 長ヲ以 テ 長 , G- トス 
特設 軍法 會謎ハ 軍法# 議ヲ設 {a シタル 部隊 又 ハ 

地域 / 司令官 ヲ以テ 長官 トス 

鸵十 I 條高等 軍法 會讖ハ 左ノ事 件-一 付 管轄 權ヲ 

有ス 

一 陸軍 ノ將官 、將官 相 當官 ，勅 fl- 文官 及 勅任 

文官 待遇 者 並 海 車 ノ將官 、勅任 文官 及 勅任 

文官 待遇 者 — 對 K ル 被 ff 事件 

二 上吿 

三 非常 上半：： 

第 十二 條師刚 軍 法 會議ハ 左ノ琪 件- 1 付 管 is 棚 ヲ 

有ス 

i  師幽 長ノ 部下 M® スル ^- 及 監督 ヲ受 クル 者 

>1 對 スル 被 苦 事件 

二 肺 管 內 -1 在 ル 陸軍 ノ部隊 -1® スル 者 及其ノ 

部 膝 / 長ノ監 if ヲ受 クル ^ 一一 對ス ル被吿 事 

件 m シ其ノ 部滕 -I 軍法 # 議ヲ 設ケ サル % 合 

-1 限 ル 

三師管 内 — 在 リ又ハ 肺 管 內 一 一 於 テ 罪 ヲ犯シ タ 

ル 第 一條 乃至 第三 條記載 ノ者 -I 對 スル 被吿 

1IV 件 m シ被齿 人ノ所 屣部 隊ノ 軍法锊 謎師管 

內 -I 在 ラサル 場合-一 限 ル 

第 十三 條軍眾 法 锊 謎、® 立師團 軍法 會議又 ハ 振 

立涅成 旅團 軍法 伶譴ハ 左ノ 事件-一 付 管轉 g ヲ有 

ス 

一 軍， 獨 立師围 又 ハ 獨立 混成 旅 ® ノ長ノ 部下 

-l Jrl K ル 者及黠 督ヲ受 クル 者- 1 對スル 被告 

事件 

陸 irll 眾法 會諾法 案  一 I 


二 作 1 i 地域 — 在 ル ®: 一條 乃至 第三 條記載 ノ者 
-I 對スル 被告 事件 m シ被吿 人 ノ所屬 部隊 / 
軍法 會誔 其ノ 地域-一 在 ラサル 場合-一 限 ル 
三作戰 地域-一 在 ル 第 六條 記載 ノ者 二對 スル 被 
吿事件 

第 十四. 條 兵站 軍法 會議ハ 左ノ 事件-一 付 管 轉權ヲ 
有ス 

一 兵站 ノ長ノ 部下 — 屬 スル 者 及 監督 ヲ受 クル 
者- 1 對スル 彼吿 事件 

二 兵站 地域 若 ハ 兵站 ノ屬 スル 軍隊 ノ 作 ! if 地域 
-I 在 リ又ハ 此等ノ 地域- 1 於 テ 罪ヲ 犯シ タル 
第 一 條 乃至 第 ー ニ 條記載 ノ者二 對スル 被告 事 
ft- m シ被佐 人 ノ所屬 部 隙ノ 軍法 會議 此等ノ 
地域-一 在 ラサル トキ-一 限 ル 
三 丘 (站 地域 又 ハ 兵站 ノ餛 スル 軍隊 ノ作戰 地域 
-一在 ル 第六條 記載 ノ者- 一對 X 、 ル 被吿 事件 
第 十 . 7T 條合圃 地 iti 法 會議ハ 左ノ事 件  >一 付 管 is 權 
ヲ有ス 

一 合圈地 司令 , B- ノ 部下 二 ® スル 者 及 監督 ヲ受 
クル 者 M 對ス ル被吿 事件 
二合圍 地境-一 在 リ又ハ 合圍 地境-一 於 テ 罪ヲ犯 
シタル 第 一條 乃至 第三 條記載 ノ 者 — 對スル 
被吿 事件 

三 第 四 條 及第 五條- 1 定 メタル 裁判 權- 一屬ス ル 
被吿事 件 

第 十六 條臨時 軍法 會截ハ 左ノ 事件  一 I 付 管轄 權ヲ 
有ス 

一 臨時 軍法 會議ノ 設置 セラ レ タル 部隊 ノ長ノ 
部下-- 願 スル 者 及 監督 ヲ受ク ル 者 二對 スル 
被吿 事件 

二 臨時 軍法 會議ノ 設置 セラ レ タル 部隊 ノ 管 II 

地域 若 ハ 守備 地域  >一 在リ又 ハ 此等ノ 地域- 1 

於 テ罪ヲ 犯シ タル 第 一條 乃至 第三 條 記載 ノ 

者-一 對スル 被告 事件 51 シ 被告人 ノ所屬 部隊 

ノ 軍法 會議此 等ノ 地域 — 在 ラサル トキ-一 限 

ル 

三 臨時 軍法會 踽ノ 設置 セラ レ タル 部隊 ノ管 _ 

地域 又 ハ 守備 地域-一 在 ル 第六條 記載 ノ者 M 

對スル 被告 事件 

第 十七 條第 一條 乃至 第三 條 — 記載シ タル 者 二對 

スル 被吿 事件-一 付 管轄 軍法 會議ナ キト キハ 被告 
人ノ 現在地 X ハ 犯罪 地ノ 附近-一 在 ル 軍法 會翳之 


ヲ管轄 ス 

第 十八條 管 |« ヲ異 一ー スル 数 涸ノ 事件 牽連 K ルト 
キハ ー侗ノ 事件-一 付 管 is 權ヲ有 スル 軍法 會議併 
セテ 他ノ 事件 ヲ管 _ スル コト ヲ煜但 シ高等 軍法 
會諉ノ 管 IS -I 屬ス ル 事件 及第 四條 乃至 第 六條ユ 
記載 シク ル 事件 ハ 牽連 ノ 事由 — 因リ併 セテ 之ヲ 
管 II スル コト ヲ煜ス 

第 十九 條軍 法會 ■牽連 事件-一 付 公訴 ヲ受 ケタ ル 
場合-一 於 テ 併 セテ 審判 K ル コト ヲ 必要 トセ サル 
モノ アル トキ ハ 高等 軍法 會_ ハ 檢察 官ノ請 求 二 
因リ 決定 ヲ以テ 管 |« 權ヲ有 スル 他ノ 軍法 會議二 
之ヲ 移送 スル n トヲ得 

第二 十條 數箇ノ 軍法 會議牽 速 事件-一 付 谷 別-一公 
訴ヲ受 ケタ ル トキ ハ 高等 軍法 會 議ハ檢 察 官ノ請 
求-一因 リ 決定 ヲ以テ 之 ヲーノ 軍法會 議-一 併合 ス 

ル コト ヲ fi 

第二 十 一條 高等 軍法 會議 牽連 事件- 1 付 公訴 ヲ受 
ケタ ル 場合 一一 於 テ 併 セテ 審判 スル コト ヲ 必要 卜 
セ サル モノ アル トキ ハ撿 察官ノ 請求 一一 因リ 決定 
ヲ以テ 管轄 權ヲ有 スル 他ノ 軍法 會議 II 之ヲ移 送 
スル コト ヲ得 

第二 十二 條 高等 軍法 會議 及他ノ 軍法 會議 牽連 事 
件-一 付 谷 別 = 公訴 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 高等 軍法 會 
議ハ檢 察 官ノ誧 求-一因 リ 決定 ヲ以テ 他 ノ 軍法 會 
議ノ 管 is -I 屬スル 事件 ヲ併セ テ 審判 スル コト ヲ 
得 

第二 十三 條數 箇ノ 事件 ハ 左ノ 場合-一 於 テ 牽連 ス 

ル モノ トス 

I  一人 數罪ヲ 犯 シタルト キ 
二 數人 共-一同 一又 ハ 別箇 ノ罪ヲ 犯 シタルト キ 
三數人 通謀シ テ 谷 別 二 罪 ヲ犯シ タル トキ 
四數人 同時- 1 同ー ノ 場所-一 於 テ 谷 別- 1 罪ヲ犯 

シタルト キ 

犯人 藏匿ノ 罪、 證憑 湮滅 ノ 罪、 僞證ノ 罪、 虛僞 
ノ 鑑定 通譯ノ 罪及臟 物  一 | 關スル 罪 卜其ノ 本犯ノ 
罪トハ 共 二 犯シ タルモ ノト 看做 ス 
第二 十四 條數 箇ノ 軍法 會議同 一 事件- 1 付 公訴 ヲ 
受ケ タル トキ ハ 第二 十 五條-一規 定シ タル 場合 ヲ 
除クノ 外 最初 二 公訴 ヲ受 ケタ ル 軍法 會議 之ヲ審 
判 ス 

前項 ノ 場合-一 於 テ 高等 軍法 會議ハ 檢 察官ノ 請求 
_| 因リ 決定 ヲ以テ 後 11 公訴 ヲ受 ケタ ル 軍法 會議 


ヲシ テ其ノ 事件 ヲ密判 セ シムル コト ヲ得 
第二 十 五條 高等 軍法 會翳 及他ノ 軍法 會議 同一 事 
件 二 付 公訴 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 高等 軍法 會 議之ヲ 
審判ス 

前項 ノ 場合- 1 於 テ 高等 軍法 會議ハ 檢 察官ノ 請求 
M 因リ 決定 ヲ以テ 管轄 權ヲ有 スル 他ノ 軍法 會_ 
ヲシテ 其ノ事 件ヲ密 判 セ シムル n トヲ得 
第一 一十 六條 管_ ハ 公訴 提起 後 — 於 テ ハ 被 吿人ノ 
轉屬 、失官 其ノ他 管轄 ヲ定ム ル 事由 ノ變更 二 因 
リ變更 セラ ルル n トナシ 但シ 被吿 < 第 十 一條 第 
一號- 一記 載シ タル 身分 ヲ取得 シタル 場合 ハ 此ノ 
限-一 在 ラス 

第二 十七 條第 f 一條 第一 號- 一記 載 シ タル 者 被告 
人 ナル 場合-一 於 テ其ノ 現在地 高等 軍法 會議ノ 所 
在 地 卜 交通 斷絕 シタルト キ又ハ 其ノ 所在地 卜著 
シク 離隔シ 且 審判 急速 ヲ要ス ル トキ ハ 被告人 ノ 
現在地 又 ハ 其ノ 附近-一 在 ル 軍法 會 議被吿 事件 ヲ 
管 Is スル n トヲ得 

第二 十八 條 管 II 軍法 會議 II 於 テ 法律上 ノ 理由 又 
ハ 特別 ノ事 情-一因 リ裁判 權 ヲ行フ コト 能 ハサ ル 
トキ ハ 高等 軍法 會議ハ 檢察 官ノ 請求-一因 リ管輸 
移 轉ノ 決定 ヲ爲ス ヘシ 

第二 十九 條 軍法 會 ® ヲ廢シ タル トキ ハ 陸軍大臣 
ハ 後繼 軍法 會議ヲ 指定ス ヘシ 
第三 十條 訴訟 手 ^ ハ 管轄 違ノ 理由 M 因 リ其ノ 効 

カヲ失 ハス 

第三 章 軍法 會議ノ 職員 

第三 十 一條 軍法 tr 議 二 判士、 陸軍 法務 官 、陸軍 
錄事及 陸軍簪 査 ヲ置ク 

第三 十二 條判士 ハ 陸軍 ノ將校 ヲ以テ 之-一充 ツ 
第三 ± 二 條將 官ヲ以 テ 判士 卜爲ス トキ ハ 陸軍 大 
臣ノ 奏請-一因 リ之 ヲ命ス 

特設 軍法 會議 M 於 テ ハ 長官 又 ハ 其ノ 直系 上官 ハ 
急速 ヲ要ス ル 場合-一 限リ 部下 ノ將官 中 ヨリ 判士 

ヲム g スル コト ヲ S! 

第三 十四 條 佐官 以下 ノ將 校ヲ以 テ 判士 卜爲 スト 
キハ 長官 之 ヲ命ス 

長官 ノ 部下- 1 非 サル 將校ヲ 以テ判 士卜 爲ス n 卜 
ヲ要ス ル トキ ハ 陸軍大臣 之 ヲ命ス 特設 軍法 會議 
一一 於 テ ハ 急速 ヲ要 スル 場合-一 限リ 長官 ノ It 系 上 
官ハ 部下 ノ將校 中 ヨリ 之 ヲ命ス ル コト ヲ得 
第三 十 五條 法務 官ハ 終身官 トシ テ 勒任又 ハ 奏任 
一四 五： 21:1 


院族 薄.® 帝 回 二十 四 第 


刑 ? IV 社 件-一 關シ 起訴 セラ レ タル トキ 

宫判又 ハ 定眞ノ 改正 二 因リ過 負 ヲ生シ タ ル 

トキ 


第 ー ニ 十六 條法 務官ハ 在駿中 左ノ 諸件ヲ e ス コト 
ヲ得ス 

I  公然 政ポ -I 關係ス ル コト 
二 政 ノ浓 M 又 ハ 政 社ノ社 員 卜爲ル コト 
三 帝 國迹 舍ノ谜 員又ハ道、府，縣、郡、市、 
搔 •町、 村會 ノ雜 M 卜爲ル コト 
四 報酬 アル 公務- 1 就 クコ ト 
五 商荥 ヲ赞ム コト 

第 E£ 十七 條法務 官ハ 刑 4f 毅判又 ハ e 戒處 分- 1 因 
ル- 1 非 サレ ハ 其 ノ 尥-反 シテ 免官 又 ハ！： 官セラ 

ルル コト ナシ 

第 三 十八 條法務 官身體 又 ハ 精神 ノ裒弱 >|因リ 職 
務ヲ執 ル n 卜能ハ サルニ 至 リタ ル トキ ハ 陸 班 大 

臣ハ 高等苽 法 會戳總 曾ノ 決議-一因 リ之 -I 退職 ヲ 

命 スル コト ヲ得 

第三 十九 條 陸軍大臣 ハ 左ノ 場合- 1 於 テ ハ 法務 官 

-I 現 休 ノ半額 ヲ給シ 休職 ヲ命ス ル コト ヲ得 

|  懲戒 令 二 依リ燧 戒 委員 會ノ審 査 M 付 セラ レ 

タル トキ 


四 眼 時 又 ハ 事 變- 一際シ 臨時％ 員シ タル 場合-一 

於 テ 其 ノ必耍 止 ミ 過 員 ヲ生シ タル トキ 

五 病 氣ノ爲 執務 セ サル コト 六月- 1 至 リタ ルト 

キ 

休©  ノ 期間 ハ 前項 第一 號及 第二 號ノ 場合 一一 於 テ 

ハ 其ノ事 件ノ 擊搦 '|' トシ 第三 號乃至 第五 號ノ場 

合-一 於 テ ハ 三年 トス 

第 四十 條 法務官 前條 第一 項 第三 號 乃至 第五 號ノ 

規定 — 依リ 休職 ヲ命 セラ レ滿期 卜爲 リタ ル トキ 

ハ 退職 トス 

第 四十 一條 法務 官ノ 任用 及 懲戒 M 關スル 規程 ハ 

勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 四十 二 條錄事 ハ 判 任 トス 

第 四十 三條 瞥査ハ 長官 之 ヲ命ス 

第 四十 四條 特設 軍法 會議二 於 テ ハ 長官 ハ 陸軍 ノ 

准士官 又 ハ 下士 ヲシ テ錄 事ノ 職務 ヲ行ハ シメ 陸 

軍ノ 下士 又 ハ 兵卒 ヲシ テ* 査ノ職 務ヲ行 ハシム 

ル n トヲ得 

第 四十 五條 合® 地 軍法 會議 -I 於 テ ハ 長官 ハ 合 園 


地境- 1 在 ル 判 ff: 文官 ヲシ テ錄 JIf ノ瞰務 ヲ行ハ シ 
ムル n トヲ泻 

第 四 章 gf 判機關 

第 四十 六條革 法會葳 ハ 涪 判 ヲ爲ス -I 付 他 ノ干涉 
ヲ受 クル コト ナシ 

第 四十 七條 蒞 判 ハ 裁判官 五 人 ヲ以テ 構成 シタル 
會謎- 一 於 テ 之 ヲ爲ス 

裁判官 ハ 判士 及 法務 官ヲ以 テ 之 — 充テ 上席 判士 
ヲ 裁判長 トス 

特設 軍法 竄議 M 於 テ ハ 上席 判士 及 法務 官ヲ 除ク 
ノ外 裁判官 二人 ヲ滅ス ル コト ヲ得 
第 四十 八條 裁判官 ハ 長官 之 ヲ定ム 
第 四十 九 條肺圓 軍法 會議及 特設 軍法 會謬 -I 於 テ 
ハ 判士 四 人 及 法務 官一 人ヲ以 テ 裁判官 トス 前項 
ノ 判士 ハ 左ノ席 別-一 從フ 

_  被吿人 下士 又 ハ 兵卒 ナル トキ ハ 中佐 又 ハ 少 
佐 一人 大尉 一人 大尉、 中尉 又 ハ 少尉！ 一人 
二 被吿 人中 尉 •少尉、 准尉 又 ハ 准士官 ナルト 
キハ 中佐 又 ハ 少佐 一人 大尉 二人 大尉 又 ハ 中 
尉一 人 

三 被吿人 大尉 ナル トキ ハ 大佐 又 ハ 中佐 一人 少 
佐！ 一人 大尉 一人 

四 被吿人 少佐 ナル トキ ハ 大佐 一人 中佐 二 入少 
佐 一人 

五 被告人 中佐 ナル トキ ハ 少將 一人 大佐 二人 中 
佐 一人 

六 被吿人 大佐 ナル トキ ハ中將 一人 少將 二人 大 
佐 一入 

七 被 吿人將 官 ナル トキ ハ 砘齿 人卜 同等 以上 ノ 
將官四 人 

交通 斷絕シ タル 地-一 在 ル 軍法 會議 二 於 テ ハ 被告 

人卜 同等 以上 ノ 判士 ヲ以テ 裁判官 卜爲ス コト ヲ 

得 

第五 十條 合圍地 軍法 會議二 於 テ ハ 長官 ハ 陸軍 將 

校 又 ハ 合圍 地境 — 在 ル 高等 文官 ヲシテ 法務 官 11 

代リ 裁判官 ノ職務 ヲ行ハ シムル コト ヲ得 

第五 十 一條 高等 軍法 會議二 於 テ ハ 判士  ー ニ 人 及 法 

務官 二人 ヲ以テ 裁判官 トス 

前項 ノ 判士 ハ 左ノ區 別-一 從フ 

i  被告人 下士 又 ハ 兵卒 ナル トキ ハ 佐官 一人 大 

尉 二人 

二 被告人 中尉， 少尉、 准尉 又 ハ 准士官 ナル ト 


キハ 大佐 又 ハ 中佐 一人 少佐 一人 大尉 一人 
三 被吿人 大尉 ナル トキ ハ 大佐 一人 中佐 一人 少 
佐 一人 

四 被告人 少佐 ナル トキ ハ 大佐 一人 中佐 二人 
五 被告人 中佐 ナル トキ ハ 少將 一人 大佐 二人 
六 被 ff 人 大佐 ナル トキ ハ 中 將 一人 少將二 人 
七被齿 人少將 ナル トキ ハ 大將又 ハ 中將 一人 中 
將乂 ハ少將 一人 少將 一人 
八被吿 人中 將 ナル トキ ハ大將 一人 大將又 ハ 中 
將一 人中將 一人 

九被齿 人大將 ナル トキ ハ 大將 三人 
第五 十二 條被吿 人士 官ノ 候補者- 1 シテ 士官 ノ勤 
務二服 スル 者 ナル トキ ハ 少尉- l is シ 士官ノ 勤務 
二 服 セ サル 者 ナル トキ ハ 下士 二 準シ 判士 ヲ區別 

ス 

第五 十三 條被 吿人將 校 相當官 、軍屬 海軍 軍人 又 
ハ 海軍 軍屬 ナル トキ ハ 其ノ 官等、 等級 又 ハ 階級 
v 一  從ヒ將 校、 准士官、 下士 又 ハ 兵卒-一 準シ 判士 
ヲ 區別ス 

第五 十四 條 被告人 第 四十 九條 及第 K 十 一條 乃至 
第五 十三 條 — 記載 シタル 者 — 非 サル トキ ハ 下士 
又 ハ 兵卒-一 準シ 判士 ヲ區 別ス 
前項 ノ 場合-一 於 テ 長官 ハ 事情 二 因リ 判士  ノ區別 
ヲ變更 スル コト ヲ得 

第五 十 五條 被吿人 俘虜 ナル トキ ハ 第 四十 九條及 
第 - 7J 十 一條 乃至 前條ノ 規定-一 準シ 判士 ヲ區 別ス 
第五 十六 條 二® 以上 ノ異ル 官等、 等級 又 ハ 階級 
ヲ有ス ル 被吿人 一一 付 テ ハ 其ノ 最高 キ官等 、等級 
又 ハ 階級- 一從ヒ 判士 ヲ區 別ス 
第五 十七 條 官等、 等級 又 ハ 階級 ヲ異ニ スル 共同 
被告人 — 付 テ ハ 其ノ 官等、 等級 又 ハ 階級 最高キ 
者- 一從ヒ 判士 ヲ區 別ス 

第五 十八 條 判士  ノ區別 ハ 被 吿人ノ 身分-; 異動 ア 
ルモ 官等 •等級 又 ハ 階級 ノ高キ 身分 ヲ取得 シタ 
ル 場合 ヲ除ク ノ 外變更 セラ ルル n トナシ 
第五 十九 條上吿 、非常 上 吿又ハ 再審 ノ 審判 ヲ爲 
ス 場合 ノ 判士 ノ區別 ハ 原 軍法 會議ノ 裁判官 ヲ定 
メタル 當時ノ 被 吿人ノ 身分- 1 從フ 但シ 被吿人 官 
等、 等級 又 ハ 階級 ノ高キ 身分 ヲ取 得シ タル 場合 
ハ 此ノ限 二 在 ラス 

前項 ノ 規定 ハ 第 百 七十 三條 第三 項， 第 四百 十五 
條第四 百 十六 條 、第 四百 三十 六 條又ハ 第五 百 三 


一四 五六 

十條ノ 決定 ヲ爲ス 2* 合/判士/ H 別 =之 ? «叫 

ス 

第 六十 條上吿 非常 上吿父 ハ 再.％ ノ ;* :■;> « て * >} 
合-- 於 テ ハ 裁判長/ 官等 ハ 原 * ill 法 件？ 3  ノ苁 v i< 

ヨリ 下 ル コト ヲ {3 ス 

第五® 豫砗 機關 
第 六十 一條 f® 藩 ハ报难 官之 ヲ行フ 
第 六十 二 (« 推 密官ハ 法務 官屮 ヨリ 長官 之ヲ命 スー 

第 六十 三條 特設 車 法會蕺 -I 於 テ ハ 長官 ハ 陸軍 ノ 
將 校ヲシ テ雅薄 官ノ職 務ヲ行 ハシム ル n トヲ得 
第 六十 四 條合凼 地： yl 法 符詡二 於 テ ハ 長官 ハ 合 湖 
地境- 一 在 ル 高等 文官 ヲシテ 預沲 官ノ隘 務ヲ行 ハ 

シムル コト ヲ得 

第 六章檢 察 機關 

第 六十 五條 陸 ill 大臣 ハ 公訴 及 搜赉 ヲ指撺 瞭 S ス 
第六十六條長官ハ所管：虫法會篛ノ管_-1陆スル 
事件-一 付 公訴 ヲ指揮 ス 

長官 ハ 所管 軍法 會識ノ 管 _-|龆ス ル ^ 件、 之卜 
牽連 スル 事件 及 所管 部隞内 ノ 犯罪 事件- 1 付搜赉 
ヲ指揮 ス 

第 六十 七條檢 察官ハ 長官 — 隷願シ 搜査 ヲ爲シ 公 
訴 ヲ行フ 

第 六十 八條檢 察官ハ 法務 官中 ヨリ 長官 之 ヲ命ス 
第 六十 九條 長官 ハ 法務 官試補 ヲシ テ檢察 官ノ® 
務ヲ行 ハシム ル n トヲ得 
第 七十 條 特設 軍法 會諉 <1 於 テ ハ 長官 ハ 陸軍 ノ將 
校ヲシ テ 檢察官 ノ 職務 ヲ行ハ シムル n トヲ煜 
第 七十 一條 合圍地 軍法 會議二 於 テ ハ 長官 ハ 合圃 
地境-一 在 ル 高等 文官 ヲシ テ檢察 官ノ® 務ヲ行 ハ 

シムル コト ヲ煜 

第 七十 二 條檢 察官ハ 陸軍 司法 瞥察官 又 ハ 司法 髅 
察 官ヲシ テ 搜査ノ 輔佐 ヲ爲サ シムル コト ヲ得 
第 七十 三條 憲兵 ノ將校 ■准士官 又 ハ 下士 ハ 陸璀 
司法瞥 察官 トシ テ搜査 ヲ爲ス 
陸軍大臣 ハ 所管 ノ大 臣卜協 識シ テ瞥察 官中 ヨリ 
陸軍 司法簪 察 官トシ テ 勤務 スル 者ヲ 指定 スル 3 
トヲ得 

第 七十 四條左 M 記 載シ タル 部隊 ノ長ハ 其ノ 部下 
二 II スル 者 及 監督 ヲ受 クル 者ノ 犯罪-一 付 陸軍 司 
法 警察官 ノ臌務 ヲ行フ 
一 中隊 以上 ノ軍陵 及 之 — 準ス ヘキ 軍隊 
二 官衙 、學校 、特務 機 關及戰 時- 1 於 ケル 特設 


雛 nop 阀帝同 二- 1 


機 關 

臨時 集成 部隞ノ 長 ハ 其ノ 部隊 本： § 部隊 ノ 所在地 
卜遠隔 ノ地 -I 在 ル «i 合-一 限 リ前項 ノ規定 -- m シ 
陸軍 司法餑 察 T4- ノ瞰務 ヲ行フ 
第 七十 31: 條前條 — 記載 シタル 部 滕ノ長 ハ 部 1' ノ 
將校 -I 裘住シ テ 特定 ノ事 件- 1 付 陸軍 司法 擰纥官 
ノ職 猝ヲ行 ハシム ル ： 1 トヲ得 
第 七十 六條陸 璀 司法 聲 察 官又ハ 陸 革 司法 弊 怒 , y* 
ノ職務 ヲ行フ 者 ハ搜査 ヲ爲ス ニ 付 h{y ノ命令 11 
從 フ 

第 七十 七條 筲査又 ハ 憲兵 卒ハ檢 察 官 又 ハ 陸軍 司 
法 懲察官 ノ命令 ヲ受ヶ 陸軍 司法 婷 察 史トシ テ 搜 
齐 ノ補 助ヲ爲 ス 

第 七十 三條 第二 項 ノ規定 -Itey 指定 セラ レ タル 
膂察官 ノ部 下-一 屘スル 巡赉亦 前項- 1 同シ 

第 匕 十八 條檢察 官ハ 司法# 察 K: ヲシ テ搜赉 ノ補 

肋 ヲ爲サ シムル n トヲ得 

第 七十 九 條 S: U': ''J VJ;' ” 怒 r;- ノ？ ■務ヲ 行 フ者ハ 其 

ノ部 下ヲシ テ 搜丧ノ 補助 ヲ S サシ ムル コト ヲ得 

第二 編 訴訟 手續 

第 i 總則 

第一 節 裁判官 ノ除 斥及冋 避 

第 八十 條長官 ハ 除斥 ノ原由 其 ノ他 JK 當ノ事 由 ア 

リト 認ムル トキ ハ 裁 ^ II 官ヲ 變更ス へ シ 

第 八十 一胳 裁判官 職務 ノ 執行 ヨリ 除斥 セラ ルへ 

キ場 合左ノ 如シ 

一 裁判 , A- 被番者 ナル トキ 

二 勃 利 5 : r 被传人 又 ハ 被 ® 者ノ® 偶 者， 四 親等 

內ノ血 族 •三親等 内 ノ姻族 又 ハ 同居 ノ戶主 

若 ハ 家族 ナル トキ 

三 栽 判 , D5- 被 ff 人 又 ハ 被窖 者ノ 法定代理人、 後 

見 監督 人 又 ハ 保 佐 人 ナル トキ 

四 裁判官 班 件 — 付 13 人 又 ハ 網 定 人卜爲 リタ ル 

トキ 

芄戧 判官 21J 件- 1 付 被 吿人ノ 代理人、 辯 gi 人 又 

ハ 輔佐 人卜爲 リタ ル トキ 

六 裁判官 ? If 件 — 付 長官 又ハ檢 察 宮ノ！ | 務ヲ行 

ヒ タル トキ 

七 裁判官 祺 件-一 M 捜査， 裸. ? S 又 ハ 前 薄- 1 干與 

シタルト キ 

第 八十 二條檢 察宮又 ハ 被 ハ l*f 人 ハ 除斥 ノ原 tla 其ノ 

他 裁判官 ヲ® T 史ス ヘキ 正常 ノ唞由 アリ ト思 料ス 
陸 m 眾法斡 謎 法案 


ル トキ ハ 其 ノ旨ヲ 長官 二 具申 K ル n トヲ 煜 
第 八十 三條 長官 前临ノ 具申 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 其 
ノ旨ヲ 軍法 會 通知 スへシ 
軍法# 譏 前項 ノ通知 ヲ受ケ タル トキ ハ 裁判官 ノ 
變更 -I 關シ 通知 ヲ受 クル is 訴訟 手續ヲ 停止 スへ 
シ但シ 急速 ヲ要ス ル 場合 ハ 此ノ限 _| 在 ラス 
第 八十 四 條裁判 官 S ラ 除斥 ノ原由 其ノ他 回避 ス 
ヘキ . TH 當ノ瑯 由 アリ ト M 料 スル トキ ハ 其 ノ旨ヲ 
長官- 1 具申 K ヘシ 

第 八十 五條 前 五條 ノ规定 ハ豫苒 官及錄 事-一之 ヲ 

?s w  ス 

第 八十 六晓特 設軍法 會議- 一 於 テ ハ 本節 ノ 規定ユ 
依 ラサル n トヲ得 

第二 節 辯 護 及 輔佐 

第 八十 七 勝 被 出 rl 人 ハ 公訴 ノ 提起 アリ タル 後 何時 
-1 テモ辯 護人 ヲ選任 スル コト ヲ得 
被 苦 人ノ 法定代理人、 保 佐 人 又 ハ 夫 ハ獨 立シテ 
辯 謎 人ヲ選 任 スル n トヲ煜 
第 八十 八條辯 護人 ハ 左-一記 載シ タル 者 ヨリ 之ヲ 
選 fr: スへシ 

一 陸軍 ノ將校 又 ハ將校 相 當官 
二 陸軍萵 等 文官 又 ハ 同 試補 
三 陸軍大臣 ノ 指定シ タル 辯 雄士 
第 八十 九條 辯 ii 人ノ 選任 ハ審級 毎-一之 ヲ爲ス へ 
シ辯譁 人/ 選任 ハ 辯篚 < 卜連 蜀シ タル® 面ヲ以 
テ 之 ヲ爲ス ヘシ 

第 九十 條辯譃 人ノ數 ハ 被 街 人 一人 = 付 二 人ヲ超 

ユル コト ヲ 5 £ ス 

第 九十 一條 辯 誰 人 ハ 軍法 會_ — 於 テ 被吿事 件 — 
關 スル W 類及證 據物ヲ 閱赀シ ij. 其ノ 書類 ヲ腾寫 
スル n トヲ得 

第 九十 二 條辯篚 八 ハ 別段 ノ 規定 アル 塌 合- 1 限リ 

獨立シ テ 訴訟 行 爲 ヲ爲ス コト ヲ得 

第 九十 三條 前六條 ノ 規定 (特設 軍法 會議 -I 付 テ 

ハ 之ヲ適 用 セス 

第 九十 四肢 被 吿人ノ 法定代理人、 保 佐 人 又 ハ 夫 

ハ 公訴 ノ榀起 アリ クル 後 何時- 1 テモ 輔佐 人卜爲 

ル コト ヲ得 

輔佐 人 タラ ムトス ル トキ ハ * • 級 ■母 11 » 面 ヲ以テ 

其ノ旨 ヲ屈出 ツへシ 

輔佐 入 ハ 獨立シ テ被吿 人ノ爲 スコ トヲ得 へ キ訴 

訟行爲 ヲ爲ス コト ヲ揭 m i/ 別段 ノ规定 アル 場合 


ハ此ノ 限- 1 在 ラス 

il 節 裁判 

第 九十 五條 裁判 ハ定數 ノ裁判 官評 議シテ 之ヲ爲 
ス但シ 別段 ノ规定 アル 場合 ハ 此ノ限 -1 在 ラス 
第 九十 六條 裁判官 ノ評議 ハ 之ヲ 公行 セス 但シ法 
務官ノ 試補 ノ傍 鸱 ヲ許 K  n トヲ得  パ vy 
裁判官 ノ評議 ハ 裁判長 之ヲ 開キ JL 之 ヲ整理 - ス其 
ノ評翳 ノ顚末 及 各 ^ 判官 ノ 意見 ハ 祕密 トス 
第 九十 七 條裁判 官意 見ヲ述 フル ノ K 序 ハ 法務 官 
ヲ始 トス 法務 官二人 ナル トキ ハ 席次 ノ低 キ者ヲ 
始トス 其 ノ他ノ 裁判官- 1 在 リテハ 席次 ノ 最低キ 
者ヲ始 トシ 裁判長 ヲ終 トス 
第 九十 八條 裁判 ハ 過半 數ノ 意見-一依 ル 

裁判官 ノ意見 三說 以上-一分 レ 各 過半 數 -I 至 ラサ 
ル トキ ハ 過半 數二至 ル 迄 被告人 二 不利 ナル 意見 
ヨリ顺 次 利益 ナル 意見-一 合算 ス 
第 九十 九條 裁判官 ハ 裁判 スへキ 事項- 1 付 自己 ノ 
意見 ヲ表ス ル n トヲ拒 ム コト ヲ煜ス 
第 百條 判決 ハ ロ頭 辯 論-一基 キ 之ヲ爲 スへシ 但シ 
別段 ノ 規定 アル 場合 ハ此ノ 限 M 在 ラス 
法定 ハ 公判廷-一 於 テ ハ 訴訟 關 係人ノ 陳述 ヲ聽キ 
之ヲ爲 K へ シ其 ノ他ノ 場合 二 於 テ ハ 訴訟 關係八 
ノ陳 述ヲ臌 カス シテ之 ヲ爲ス コト ヲ煜 但シ 別段 
ノ規定 アル 場合 ハ 此ノ限 -1 在 ラス 
命令 ハ 訴訟 關 係入ノ 陳述 ヲ聽 カス シテ之 ヲ爲ス 
コト ヲ得 

決定 又 ハ 命令 ヲ爲ス -I 付 必要 アル 場合-一 於 テ ハ 

事 ® ノ収調 ヲ爲ス コト ヲ得 

前項 ノ取調 ハ 受命 裁判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ ムル 

n トヲ g 守 

第； a 一條 裁判- ー ハ 理由 ヲ附ス ヘシ 但シ決 定又ハ 
命令- 1 ハ 理由 ヲ附セ サル コト ヲ得 
刑ノ言 渡ヲ爲 K  -I ハ 罪 卜爲ル ヘキ 事實及 其ノ事 
實ヲ認 メタル 理由 並 法令 ノ適 用ヲ 示ス ヘシ 
第 西 二條 裁判 ノ吿知 ハ 公判廷-一 於 テ宣吿 M 依リ 
之 ヲ爲シ 其 ノ他ノ 場合， 一 於 テ ハ' 袖 判 if ノ腾 本ノ 
送達 — 依リ之 ヲ爲ス ヘシ 但シ 別段 ノ 規定 アル 場 

<ロハ 此ノ 限- 1 在 ラス 

第 百三條 裁判 ノ宣吿 ハ 裁判長 之 ヲ爲ス ヘシ 
判決 ノ宣吿 ヲ爲ス -1 ハ 主文 及 理由 ヲ 朗讀シ 又 ハ 
主文 ノ朗 讚卜 同時 — 理由 ノ耍旨 ヲ吿ク ヘシ 
第 W 四條 檢察官 ノ 執行 指揮 ヲ要ス ル 裁判 ヲ爲シ 


タル トキ ハ 速- 1 裁判 爵又ハ 裁判 ヲ記 載シ タル 調 
書ノ 謄本 X ハ 抄本 ヲ檢察 宮 -I 送付 スへシ 
第 百 五條 裁判 B 又 ハ 裁判 ヲ記 載シ タル 調査 ノ .臛 
本 又 ハ 抄本 ハ 被 is- 人 其ノ他 訴訟 關 係人ノ 請求-一 
因 リ之ヲ 交付 ス 

前項 / 場合 — ハ 其ノ 費用 ヲ徵 K ル コト ヲ得 
第 四 節 書類 

第 百 六條 訴訟-一 關 K ル W 類 ハ 別段 ノ規定 アル 場 
合 ヲ除ク ノ外錄 事之ヲ 調製ス ヘシ 
第 百七條 裁判官 •豫 審官又 ハ檢 察官 ハ錄 事ノ作 
リタ ル 書類-一 付 意見 アル トキ ハ錄 事-一命 シ之ヲ 
變更セ シムル コト ヲ得 

前項 ノ場 合-一 於 テ錄事 ハ 自己 ノ 意見 ヲ 書_  -1 附 
記 スル コト ヲ得 

第 百 八 條被吿 人、 證人 、鑑定人、 通 事 又 ハ 詡譯 
人ノ取 調- 1 付 テ ハ 調 醫ヲ作 ル ヘシ 
調書-ー ハ 左ノ 事項 ヲ 記載 K へ シ 
一 被告人、 證入 、鑑定人、 通 事 又 ハ翮譯 人-一 
對スル 訊問 及 其 ノ供述 

二證 人、 鑑定人、 通 事 又 ハ 翻譯人 it ヲ爲サ 
サル トキ ハ 其 / 事由 

調書 ハ錄 事ヲシ テ 之ヲ供 述者二 E 聞 カサ シメ 又 
ハ 供述者 ヲシテ 之ヲ閱 覽セシ メ其ノ 記載 ノ相違 
ナ キカ 否 ヲ問フ ヘシ 

供述者 吩減 變更ヲ 申立 テ タル トキ ハ 其ノ供 述ヲ 
調書-一記 載ク 'へ シ 

證 書-ー ハ 供述者 ヲシテ 署名 榇印セ シム ヘシ 
第 ?- I 九條 檢證狎 收又 ハ搜索 二 付 テ ハ 調書 ヲ作ル 
へ シ狎 收ヲ爲 シタルト キ .ハ 其ノ 品目 ヲ調 書 — 記 
載シ又 ハ 別-一目 錄ヲ作 リ之ヲ 調®- 1 添附 K ヘシ 
第 百十條 前 二 條ノ 調書 — ハ 取調 又 ハ 處分 ヲ爲シ 
タル 年月日 及 場所 ヲ 記載シ 其ノ取 調 又 ハ 處分ヲ 
爲シ タル 者錄事 卜共 -1 署名捺印 スへシ 但シ 公判 
期日 外  一 I 於 テ 軍法 會議 取調 又 ハ 處分 ヲ爲シ タル 
トキ ハ 裁判官 タル 法務 官錄事 卜共二 锯名 捺印ス 
ルヲ以 テ 足 ル 

前條ノ 調書-ー ハ 取調 又 ハ 處分 ヲ爲シ タル 時 ヲモ 
記載 ス ヘシ 

第 百 十一 條錄 事ノ 立會ナ クシ テ 取調 又 ハ 處分ヲ 
爲ス 場合 二 於 テ ハ 錄事 ノ行フ ヘキ® 務ハ 3¢ ノ収 
調乂ハ 處分 ヲ爲ス 者 0 ラ 之ヲ行 フへシ 
第 百 十二 條 公判 期日-一 於 ケル 訴訟 手續二 付 テ ハ 
一四 五 七 


绽族 可 二 ■  [-'-T-ffr 


陸眾 *4i 法 s 法案 


四 五八 


公夕 調 ?? ヲ 作 ルへ •ゾ 

公 巧網迅-ー ハ 左ノ取 項 其ノ 他 ® 耍ナ ル訴兹 手！！ 
ヲ 記載 K へ シ 

I  公判 ヲ爲シ タル 軍法 會緙及 年月日 
二 裁 ^:; 官 、檢察 官及錄 斟ノ宫 氏名 並 被吿 人、 
代理人、 辯 謹 人， 輔佐 人 •■及 通 事ノ 氏名 
三 辟 吿人出 頭 セ サリン トキ ハ 其 ノ旨 
四 辯 論 ノ 公開 ヲ蔡シ タル トキ ハ 其ノ旨 及 理由 
五被齿 事件 ノ 陳述 其ノ他 辯論ノ 要旨 
六 第 百 八條第 二 項 = 記載 シタル 事項 
七朗 ::/: シタル界類及耍旨ヲ吿ケタル爵類 
八 被 ff 人- 1 示 シタル 證據物 
九 公判廷- 1 於 テ S •ゾ タル檢 誇 及 押 收 
十裁判長ヨリ記賊ヲ命シタル削狽及訴訟關係 

人ノ請 求-一因 リ 記殺 ヲ許シ タル 事項 

十一 辯 論ノ最 終-一 被 苦 人 又 ハ 辯_ 人ヲシ テ陳 

述ヲ爲 サシ メタル コト 

十二 判決 興 ノ他ノ 裁判 ヲ爲ゾ タル コト 

第 百 十三 條 公判 調#- 1 付 テ ハ 第 百八條 第三 項 乃 

至 第五 項ノ 規定 — 依 ル 手續 ヲ爲ス コト ヲ要セ ス 

第 百 十 m 條公判 調 sf ハ 公判 開廷 ノ日 ヨリ 3;; 日內 

-一之 ヲ 整理ス ヘシ 

第 百 十五 條公判 調® ニ ハ 裁判官 タル 法務 官錄事 

卜共二 蕺名 捺印ス へ シ 

法務官 二人 ナル トキ ハ 上席 者崭名 捺印シ 上席 者 

差茭 アル トキ ハ 他ノ 法務 , R- 署名捺印 スへシ 

法務官 差茭 アル トキ ハ 裁判長 其ノ 事由 ヲ 附記 シ 

テ 薪 名 捺印 スへシ 

錄事差 支 アル トキ ハ 前 三項ノ 規定 — 依リ署 名捺 

印 スル 者 其ノ 事由 ヲ附 記シテ 署名 榇印ス へ シ 

第 百 十六條 公判 期日 — 於 ケル 訴訟 手續ハ 公判 調 

« ノ ミ-一依 リ之ヲ 證明ス ル コト ヲ得 

第 百 十七 條 裁判 ヲ爲ス トキ ハ 裁判 書ヲ作 ルへ シ 

但シ 決定 又 ハ 命令 ヲ宣齿 スル 場合-一 於 テ ハ 裁判 

書ヲ作 ラス シ テ之ヲ 調 ® - 一記 載 セ シムル n トヲ 

得 

第 百 十八 條 裁判 書 ハ 裁判官 之ヲ作 ルへ シ 

第 百 十九 條裁判 書 ニ ハ 裁判官 襞 名 捺印 スへシ 裁 

判 長颖名 捺印 スル n 卜能ハ サル トキ ハ 上席 ノ裁 

判官 其ノ事 由ヲ 附記 シテ磐 名 捺印シ 他ノ 裁判 1- 

署名捺印 スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 裁判長 其ノ事 

由ヲ 附記 シテ悪 名 捺印 スへシ 


第 百 二 十條 裁判 B：m ハ 別段 ノ規定 アル 場合 ヲ除 
クノ外 裁判 ヲ受ク ル者ノ 氏名、 年豨 、職 菜 及 住 
居 ヲ記鉞 スへシ 

判決 ！1} -1 ハ 前項 M 記 8¢: シタル 事 明 ノ外 公判- 1 干 
與シ タル 險察官 ノ官 氏名 ヲ記載 K へ -y 
第 百 二十 I 條 裁判® 又 ハ 裁判 ヲ記 載シ タル 調書 
ノ脬本 又 ハ 抄本 ハ 原木 又 ハ 膣 本-一依 リ之ヲ 作 ル 

へ シ 

第 百 二十 二條前 四 條ノ 規定 ハ 1 齡官 裁判 ヲ爲ス 
場合 — 之ヲ g 用ス 

第 H 1 十三 條 ^- 吏 又 ハ 公吏 ノ作ル ヘキ W 類 ニ ハ 
別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除ク ノ外 年月日 ヲ 記載シ 
テ 署名捺印 シ其ノ 所 1J ノ官署 又 ハ 公署 ヲ 表示 ス 

ヘシ 

» 類 — ハ 毎 葉 二 契印 スへシ 
第 百 二 十四 條 官吏 又 ハ 公吏 書類 ヲ作ル 11 ハ 文字 
ヲ 改竄ス へ カラス 揷 入、 削除 又 ハ 欄外 記入 ヲ爲 
シタルト キハ 之- 1 認印シ 其ノ 字數ヲ 記 -® スへシ 
削除 シタル 部分 ハ ■ミ 得 ヘキ 爲字體 ヲ存ス ヘシ 
第 百 二 十 五條 官吏 及 公吏-一 非 サル 者ノ作 ルへ キ 
書類 ニ ハ 年月日 ヲ 記載シ テ 署名捺印 スへシ 
第 百 二十 六條 官吏 及 公吏 — 非 サル 者ノ 署名 榇印 
スへキ 場合 二 於テ薯 名 スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 
他人 ヲシテ 代 碧 セ ' y-- メ 捺印 スル コト 能 ハ サルト 
キハ 花押 又 ハ 拇印 スへシ 

他人 ヲシテ 代 碧 セ シメ タル 場合-一 於 テ ハ 代署シ 
タル 者 其ノ事 由ヲ 記載シ テ 署名捺印 スへシ 
第 W11 十七條 特設 軍法 會 _ 二 於 テ 審判 スへキ 事 
件ノ 書類 = 付 テ ハ 本節 ノ 規定 二 依 ラサル コト ヲ 
0 

第五 節 送達 

第 百 二十 八條 S 達 ハ 錄事送 達 吏 ヲシテ 之ヲ 爲サ 

シム 但シ 陸軍 司法 警察官 ノ發 スル 書類 ノ送達 ハ 

其ノ 書類 ヲ作 リタ ル 者 之 ヲ爲サ シム 

绘 達 吏 ハ 陸軍 司法 警察 吏ヲ以 テ 之-一充 ツ 

第 百 二十 九條绘 達 ハ 郵便-一依 リ 之ヲ爲 ス コト ヲ 

得此ノ 場合- 1 於 テ ハ 郵便配達 人 ヲ以テ 送達 吏 卜 

爲ス 

第 百 三十 條送達 ハ 之ヲ 施行 スへ キ地ヲ 管轄 スル 

區裁判 所ノ 書記 又 ハ 之-一 相當 スル 官署 -1 囑託シ 

テ 之ヲ爲 ス コト ヲ得 

第 百 三十 一條 兵 營其ノ 他 軍事 用ノ廳 舍又ハ 艦船 


ノ内 -- 在 ル 者- 1 對 ス ル 送達 ハ歴舍 若 ハ K 船ノ長 
又 ハ 之 — 代 ルへ キ者 -I® 託シ テ之ヲ 爲ス 
第 一條 又 ハ 海軍 軍法 ^ 誃法第 I 條 — 記 ' is シタル 
者- 1 シテ前 項- 1 記 $3¢ シタル 以外 ノ場 所- 1 在 ル 者 
-I 對 K ル绘達 ハ 其ノ所 豳 ノ長若 ハ 監膂者 又 ハ 之 
-1 代 ル ヘキ 者 二 @ 託シテ 之 ヲ爲ス コト ヲ {i 
前 二 項ノ 規定-一依 ル 送達 ハ 霄類ヲ 本人-一 交付シ 
タル 旨 ノ證爵 ヲ以テ 之 ヲ證ス 

第 百 三十 二 條第 一條 及 海軍 軍法 會議法 第 一條-一 
記載 シタル 以外 ノ者 被告人、 代理人、 辯 護人 又 
ハ 輔佐 人卜爲 リタ ル トキ ハ 書類 ノ绘達 ヲ受 クル 
爲書 面ヲ以 テ其ノ 住 居 又 ハ 事務所 ヲ軍 法會議 M 
屆出ッ ヘシ 軍法 會議 所在地-一 住居 及 事務所 ヲ有 
セ サル トキ ハ 其ノ 所在地- 1 件 居 又 ハ 事務所 ヲ有 
スル者ヲ送達受取 ^ — 選任シ其ノ旨及绘達受取 
人ノ 住居 又 ハ 事務所 ヲ其 ノ者卜 共-一書 面 ヲ以テ 
屆出ツ ヘシ 

前項 ノ 規定 ハ在監 者-一 付之ヲ 適用 セス 
送達 受取人 ハ 送達 ヲ受ク ヘキ 本人 卜看 做シ 送達 
受取人 ノ 住居 又 ハ 事務所 ハ 本人 ノ 住居 又 ハ 事務 
所卜 看做 ス 

第 百 三十 三 條前條 第一 項ノ規 定- 一依 ル屆 ai ヲ爲 
スへキ 者其屆 出ヲ爲 ササ ル トキ ハ 交付ス へ ■キ書 
類ヲ 郵便-一 付シ テ 5S 達 ヲ爲ス コト ヲ得 
前項 ノ绘達 ハ 書類 ヲ 郵便 二 付シ タル 時 ヲ以テ 之 
ヲ爲シ タルモ ノト a 做ス 

第 百 三十 四條檢 察官 -I 對ス ル逵達 ハ 書類 ヲ其ノ 
所屬 官廳 -I 5S 付シ テ之ヲ 爲ス 

第 百 三十 五 P 被 吿人ノ 現在地 知 レサ ル トキ ハ 公 
示 3S 達 ヲ爲ス コト ヲ得 

被告人 裁判 權ノ及 ハサ ル 場所-一 在ル爲 他ノ 方法 
ヲ以テ 送達 ヲ爲ス コト 能 ハサ ル トキ 亦 前項- 1 同 

シ 

第 百 三十 六條 公示 送達 ハ 軍法 會議ノ 指揮 アリタ 
ル トキ ニ 限リ之 ヲ爲ス n トヲ煜 
.公示 ia 達 ハ 交付ス ヘキ 書類 又 ハ 其ノ 抄本 ヲ 軍法 
會 議ノ揭 示 場-一公 示シテ 之 ヲ爲ス 
公判 — 於 ケル 第一 回 ノ召換 狀ノ 公示 送達 ハ 召喚 
狀ヲ 軍法 會議 ノ揭示 場-一公 示シ .FI. 其ノ膣 本ヲ官 
報 又 ハ 新聞紙-一 掲載 シ テ之ヲ 爲ス 
前項 ノ 公示 . S 達 ハ 最後- 1 官報 又 ハ 新聞紙- 1 掲載 
シタル 時 ヨリ 三十日 其 ノ他ノ 公示 送達 ハ揭示 場 


-I 公示 シタル 時 3 リ 七 a y 期 脚 9111 遍スル ，一 P4 
リテ 其ノ 効カ ヲ生ス 

第 百 三十 七 能 送達- l f-J- テ ハ 別 ^ ノ規定ァル拟合 
ヲ除 クノ 外民亊 訴訟 ; I-. *:; . 

第 六 ® 期 肋 

第 百 三十 八條期 間 ヲ計筘 スル- 1 時 ヲ以 テス ル モ 
ノハ 即時 3 リ之ヲ 起 © シ 日、 73 又 ハ 年ヲ以 テス 
ル モノ ハ 初日 ヲ筘入 セス m シ時効 期 1;!! ノ 初日 ハ 
時間 ヲ論 セス I 日 トシ テ之ヲ 計 3? ス 
月及年ハ_||從ヒテ之ヲ計 3? ス 
期日 ノ末 日日 曜日、 一月 一 日 二日 四日、 十二月 
二 十九 日 三十日 三十 一日、 一 般ノ休 日 トシ テ 指 
定セ ラレ タル 大祭 日 若 ハ視日 又 ハ 陸 m I 般ノ ル 
日 — 當ル トキ ハ 之ヲ期 間 — 3? 入 セス m シ時効 期 
間 二 付 テ ハ 此限 -I 在 ラス 

第 百 三十 九條 法定 ノ期間 ハ 訴訟 行 爲ヲ爲 ス ヘキ 
者ノ 住居 地卜軍 法會議 所在地 トノ距 離 M 從ヒ海 
陸路 二 十 里 毎- 1 1 日ヲ加 フニ 十 里-一 滿タ サルモ 
五 里 以上 ナル トキ 亦同シ 但シ 海路 ハ ニ 海里 ヲ ー 
里 トシ テ之ヲ 計算 ス 

外 國又ハ 交通 不便 ノ地 M 在 ル 者ノ爲 M ハ特- 一期 
間 ヲ定ム ル 3 トヲ得 . 

第 七 節 被吿 人ノ 召喚、 勾引 及 勾留 

第 百 四十 條 軍法 會識 公訴 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 被吿 
人ヲ 召喚 スへシ 

第 百 四十 一條 被 吿人ノ 召喚 ハ 召喚 狀ヲ發 シテ之 
ヲ爲ス へ シ 

被吿入 期日 二 出頭 スへ キ旨ヲ 記載 シタ ル ® 面ヲ 
差出シ 又 ハ 出廷シ タル 被吿 人- 1 對シ ロ頭 ヲ以テ 
次回 ノ出頭 ヲ命シ タル トキ ハ 召喚 狀ヲ绘 達シタ 
ルト同 |  ノ 効カ ヲ有ス ロ頭 ヲ以テ 出頭 ヲ命シ タ 
ル 場合 二 於 テ ハ 其 ノ旨ヲ 調書 二 記載 スへシ 
兵 營其ノ 他 軍事 用 ノ廳舍 又 ハ 艦船 ノ內 -1 在 ル 被 
吿人ノ 召喚 ハ 廳舍若 ハ 艦船 ノ長又 ハ 之- 1 代 ルへ 
キ 者-一通 知シテ 之 ヲ爲ス コト ヲ得此 ノ場 合- 1 於 
テ ハ 被 吿人廳 舍若ハ 艦船 ノ長又 ハ 之-一代 ルへ キ 
者 ヨリ 通知 ヲ受 ケタ ル 時 ヲ以テ 召喚 狀ノ绘 達ア 
リタ ル モノ ト 看做 ス 

前項 ノ規定 ハ 軍法 fr 議 二 近接 スル 監獄-一 在 ル 被 
吿人ヲ 召喚 スル 場合 二 之ヲ準 用ス 

第 百 四十 二 條召喚 ヲ受 ケタ ル 被告人 期日 M 出頭 
セ サルト ハ更二 之ヲ 召喚 シ又ハ 之ヲ 勾引 スル コー 


院族 fl •疴漯 阀帝回 二十 四 m 


トヲ得 

第 西 四十 彐 條左ノ 場合 二 於 テ ハ 直-一 被 吿入ヲ 勾 

引 スル コト ヲ得 

一 軍紀 ヲ保持 スル 爲必耍 アル トキ 
二 被吿人 逃走 シタルト キ又ハ 逃走 スル Eg アル 
トキ 

三 被 W 人 罪證ヲ 湮滅 K ル處 アル トキ 
四 被 fr 入定 リタ ル ft- 居ヲ有 セ サル トキ 
第 百 四十 四條被 吿八ノ 勾引 ハ 勾引 狀 ヲ發シ テ 之 
ヲ爲 K ヘシ 

第 百 一: 十五 _ 勾 1;| シタル 被传人 ハ 軍法 會讁二 引 
致シ タル 時 ヨリ 四十 八 時間 内- 1 之ヲ 訊問ス へ シ 
其 時 問 内 M 勾留 狀ヲ發 セ サル トキ ハ 被 «• 人ヲ釋 
放ス ヘシ 

第 百 M 十六 條第 n 四十 三條- 1 記載 シ タル 事由 ア 

ル トキ ハ 被齿 人ヲ勾 留スル コト ヲ杩 但シ 被告人 

監獄， 一 在 ル トキ ハ K ノ事由 ナシ ト雖 之ヲ勾 留ス 

ル n トヲ得 

前項 ノ規定 ハ 五 百 M ヲ 超過 セ サル 罰金、 拘留 又 

ハ 科料-一 該ル ヘキ 事件 — 付 テ ハ 第 百 四十 三條第 

四號ノ 場合 ヲ除 クノ外 之ヲ適 用 セス 

被 iff 人ノ勾 留ハ 訊問シ タル 後 二 非 サレ ハ 之ヲ爲 

ス コト ヲ煜ス m シ 第 " (II 四十 三條第 I 號ノ 場合 及 

被 ff 人 逃走シ タル 場合 ハ此ノ 限-- 在 ラス 

第 百 四 十七 條被齿 人ノ 勾留 ハ 勾留 狀 ヲ發シ テ 之 

ヲ爲ス ヘシ  . 

第 W PM 十八 临裁判 長 ハ 急速 ヲ S? スル 場合-一 於 テ 

ハ m 百 四十 條乃至 前 條ノ 規定 二 依 ル 處分ヲ 爲シ 

又 ハ 受命裁 判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 

第 百 四十 九 條裁判 長 ハ 被告人 現在地 ノ預 濟 官、 

檢察官 、陸 堪司法 縈 怒 官、 抅港判斟、诞裁判所 

判琪，檢事司法婷怒官又ハ法令二依リ特別 _ 栽 

判 CT ヲ有ス ル官遒 m 被 rr 人ノ 勾引 ヲ® 託 スル n 

トヲ得 

受託{:2潛ハ |0: --受託ノ褪限アル官遒-|轉贼スル 

コト ヲ mm シ陸車 司法 樊察官 及 司法 锌察官 ハ 此 

限-一 在 ラス 

受託 官讲 受託 事項- 1 付 g 限 ヲ有セ サル トキ ハ受 

託ノ嵇 限 アル 官署 -I 魅 託ヲ 移送 スル コト ヲ 得 m 

シ陣茁 司法 赞察 -A- 及 司法 镫察官 ハ 此ノ®  -1 在 ラ 


シ 

第 苗 五十 條被 吿人ノ 現在地 ヲ覺知 スル コト 能 ハ 
サル トキ ハ 裁判長 ハ檢事 長 又 ハ 之-一 相 當 スル 官 
弱- 一 被 吿人ノ 人相 醫ヲ绘 付シ 其ノ搜 赉及勾 引ヲ 
囑託ス ル コト ヲ 得 

囑 託ヲ受 ケタ ル官磐 ハ 其 ノ管 _ 區域 内ノ檢 事 又 
ハ 相 常 官薯 ヲシテ 勾引 狀ヲ 發シ 搜奄及 勾引 ノ手 
續ヲ爲 サシ ムへシ 

第 百 五十 一條 前 二 條ノ 場合-一 於 テ® 託 二 因リ勾 
引狀 ヲ發シ タル 官题ハ 被 吿人ヲ 引致シ タル 時 3 
リ四 十八 時間 內 — 其ノ入 違ナキ カ否ヲ 取調 フへ 

シ 

被 苦 人人 違-一 非 サル トキ ハ 速 — 之ヲ 指定 セラ レ 
タル 軍法 會議- 1 送致 スへシ 此ノ 場合 二 於 テ ハ 第 
百 四十 ?/;; 條ノ期 間 ハ 被 苦 人ノ 绘 致ヲ受 ケタ ル 時 
ヨリ 之ヲ 起 J1C ス 

第 百 五十二 條召喚 狀 •勾引 狀又ハ 勾留 狀 — ハ 被 
吿 事件 並被齿 入ノ氏 劣 及 住所 ヲ 記 載 シ裁判 長 又 
ハ 受命 裁判官 之-一記 名 捺印 スへシ 
勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ發 スル 場合- 1 於 テ 被 吿人ノ 
住所 分明 ナラ サル トキ ハ 之ヲ 記載 スル コト ヲ要 
セス 其ノ 氏名 分明 ナラ サル トキ ハ 容貌、 體格其 
ノ 他ノ徴 表ヲ以 テ 被 哲人 ヲ 指示 スへシ 
召喚 狀ニハ 被 吿人ノ 出頭 スへキ 年月日 時 及 場所 
並召瘐 -I 應セサ ル トキ ハ 勾引 狀ヲ發 スル コト ア 
ル ヘキ 3 日ヲ 記載ス ヘシ 

勾留 狀-ー ハ 被 吿人ヲ 勾留 スへキ 監獄 ヲ指 定スへ 
シ第百 四十 八條ノ 規定 — 依リ 召喚 狀 、勾引 狀又 
ハ 勾留 狀ヲ發 スル 場合 — 於 テ ハ 其 ノ旨ヲ 記載 ス 
ヘシ 

第 百 3;: 十三條 前條第 一項 及第 . 一項 ノ 規定 ハ 第 百 

四十 九條 第一: 項 ノ 規定 — 依 リ 豫薄 官 、檢査 官又 

ハ 陸 堪司法 鲜察 它 ノ發ス ル 勾引 狀二之 ヲ is 用ス 

此ノ 場合 M 於 テ ハ 勾引状-一 囑託 ヲ爲シ タル 裁判 

長ノ 氏名 及 其囑託 二 因リ 之ヲ發 K ル 旨 ヲ記 載ス 

ヘシ 

第 百 ? f; 十四 條召喚 狀ハ 之ヲ送 達 ス 

第 百 五十 五條 勾引 狀又ハ 勾留 狀ハ檢 察官ノ 指揮 

-1 依リ 陸軍 司法瞥 察 官吏 之ヲ 執行ス 但シ 急速 ヲ 

要 スル 場合 二 於 テ ハ 裁判長、 受命 裁判官 又 ハ豫 

密 官其ノ 執行 ヲ指撺 スル コト ヲ得 

監獄- 1 在 ル 被 吿 人 — 對シ テ發シ タル 勾留 狀ハ監 


獄 官吏 之ヲ 執行 ス 

勾引 狀又ハ 勾留 狀ハ 必要 アル トキ ハ 司法 警察官 
吏ヲシ テ之ヲ 執行 セ シムル n トヲ得 
特設 軍法 會議 -I 於 テ ハ 陸軍 下士 卒ヲシ テ 勾引 狀 
又 ハ 勾留 狀ヲ 執行 セ シムル コ トヲ撙 
第 百 S 十六 條勾 引狀 ハ數通 ヲ作 y 之 ヲ 陸軍 司法 
警察官 吏、 陸軍 下 士卒 又 ハ 司法 警察官 吏 數人二 
交付 K ル コト ヲ得 

第 百 五十 七條 陸軍 司法醫 察 官吏 又 ハ 司法聲 察 〔目 
吏 ハ 必要 アル トキ ハ 管 _ 地 外 — 於 テ 勾引 狀ノ執 
行 ヲ爲シ 又 ハ 其 地 ノ 陸軍 司法 彆察官 若 ハ 司法 警 
察官 -1 其 ノ 執行 ヲ求ム ル コト ヲ煜 
第 百 五十八 條 勾引 狀ヲ 執行 スル- 1 ハ 之 ヲ被吿 人 
-1 示 シテ 指定 セラ レ タル 軍法 會請 -1 引致ス ヘシ 
第 百 四十 九條第 四 項 及第 百 五十 條 第二 項 ノ 場合 
-1 於 テ ハ 勾引 狀ヲ 發シ タル 官署二 引致 スへシ 
勾留 狀ヲ 執行 スル-ー ハ 之ヲ 被告 入-一 示 シテ 指定 
セラ レ タル 監獄 二 引致ス ヘシ 
第 百 31: 十九 條兵營 其ノ他 軍事 用 ノ廳舍 又 ハ ® 船 
ノ內二 在 ル 者 M 鄴シ 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 執行ス 
ヘキ 場合-一 於 テ ハ 廳苦若 ハ 艦船 ノ長又 ハ 之 — 代 
ル ヘキ 者 二 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 示シテ 引渡 ヲ求 

ムへシ 

軍事 用ノ 廳舍及 K 船 ノ外二 在 リテハ 現-一 陸海 軍 
ノ勤務 二從事 K ル 者-一 對シ勾 引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 
執行 ス ヘキ 場合-一 於 テ ハ 其 ノ所屬 ノ長又 ハ 之 二 
代 ルへ キ者 M 勾引 狀又ハ 勾留 狀 ヲ示シ テ 引渡 ヲ 
求ム ヘシ 

第 百 六十 條 軍法 會議ハ 必要 アル トキ ハ 決定 ヲ以 
テ 指定 ノ 場所 M 被 哲人 ノ 出頭 又 ハ 同行 ヲ命 スル 
コト ヲ得 被吿人 正當ノ 事由 ナクシ テ 之 ヲ肯セ サ 
ル トキ ハ 其ノ 場所- 1 勾引 スル n トヲ得 
第 百 六十 一條 勾引 狀又ハ 勾留 狀ノ 執行 ヲ受 ケタ 
ル被吿 人ヲ 護送 スル 場合 — 於 テ 必要 アル トキ ハ 
假 M 最寄ノ 監獄 二 之ヲ 留置 スル コト ヲ煜 
第 百 六十 一 一條 勾引 狀ノ 執行 ヲ受 ケタ ル 被 吿人ヲ 
引致シ タル 場合-一 於 テ 必要 アル トキ ハ 之ヲ 監獄 
-I 留置 スル コト ヲ得 

第 百 六十 三條 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 執行 シタルト 
キハ 之-一 執行 ノ場所 及 年月日 時ヲ記 賊シ 之ヲ執 
行 スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 其ノ 事由 ヲ記 載シ記 
名 捺印 スへシ 


勾 t;l 狀又ハ 勾留 狀ノ 執行-一 關スル 書類 ハ 之ヲ檢 
察 官又ハ 執行 ヲ指邱 シタル 官署二 差出ス へ シ 
勾引 狀ノ 執行-一 關 K ル 書類 ヲ受取 リタ ル 檢察官 
其ノ 他ノ官 一!! ハ 被 吿人ノ 引致 セラ レ タル 年月日 
時ヲ勾 引狀- 1 記 is スへシ 

第 百 六十 四 條檢察 官ハ 勾留 セラ レ タル 被 吿人ヲ 
他ノ 監獄-一 移 ス コト ヲ煜 
第 百 六十 31 條勾留 セラ レ タル 被 吿人ハ 法令 ノ範 
圍內 一一 於 テ 他人 卜 接見シ 又 ハ 書 il 若 ハ 物ノ 授受 
ヲ爲ス コト ヲ得 勾引 狀二 因リ監 獄一一 留置 セラ レ 
タル 被吿人 亦同シ 

第 百 六十 六條 軍法 會議ハ 罪證ヲ 湮滅 •ゾ 、逃走 シ 
又 ハ 軍事上 ノ機密 ヲ 漏泄 スル 虞 アル トキ ハ 勾留 
セラ レ タル 被 半 1-1 人卜 他人 トノ 接見 ヲ禁シ 又 ハ 他 
人卜 授受ス ヘキ 書類 若 ハ 物 ヲ査閱 シ又ハ 其 ノ授 
受 ヲ禁シ 若 ハ 之 ヲ差押 フル コト ヲ煜 
軍法 會議 書類 又 ハ 物ノ 査閱 ヲ爲ス コト 能 ハサ ル 
トキ ハ 檢察官 之ヲ爲 K コト ヲ得 
第 百 六十 七條 勾留 ノ 原由 消滅 シタルト キハ 軍法 
锊 議ハ檢 察官ノ 意見 ヲ鸱キ 決定 ヲ以テ 勾留 ヲ取 
消ス ヘシ 

第 百 六十 八條勾 留セ ラレ タル 被 吿人第 一條 第 I 
項 第一 號 •第 四號及 海軍 軍法 ir 議法第 一條 第一 
項 第一 號 、第 四號- 一記 載 シタル 以外 / 者 ナルト 
キハ被 哲人 又 ハ 其ノ 法定代理人、 保 佐 人 若 ハ 夫 
ハ 保釋ノ 請求 ヲ爲ス コト ヲ锷 
第 百 六十 九條保 釋ノ 請求 アリ タル トキ ハ 軍法 會 
議ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽キ 決定 ヲ爲ス ヘシ 
保 釋ヲ許 ス 場合-一 於 テ ハ 保證 金額 ヲ定ム ヘシ 
保釋 ヲ許ス 場合-一 於 テ ハ 被告人 ノ 住居ヲ 制限 ス 
ル コト ヲ 得 

第 百 七十 條保釋 ヲ許ス 決定 ハ 保 證金ヲ 差 出シタ 
ル 後之ヲ 執行 スへシ 

檢察官 ハ 保釋請 求 者- 1 非 サル 者ヲシ テ 保 證金ヲ 
差 出 サシ ムル コト ヲ煜 

檢察官 ハ 有惯 證券 又 ハ 軍法 會_ノ 所在地-一 住居 
シ保證 金 ヲ納ム ル-一十 分 ナル 資產ヲ 有 スル 者ノ 
保證 書ヲ以 テ 保 證金 -1 代 フル コト ヲ許ス コト ヲ 
得 

前項 ノ保證 書 M ハ 保證 金額 及 何時-ー テ モ保證 金 
ヲ納ム ヘキ 旨ヲ 記載 スへシ 
第 百 七十 一條 軍法 會議 ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽キ 決 


® 託 又 ハ 移送 ヲ受ヶ タル宫 5? ハ 勾 51 狀ヲ發 スへ 

陸 茚軍法 會議法 案  一 I  一  四 五 九 


院 族？ J; 符蓰 Wff? 冋 二十 尸で 


陸' ' I'- 'v: 法 ?? 浴 •法案 


一四 六！： 


定ヲ以 テ 勾 f;i -l: ラレ タル 披 «- 人ヲ K 付 スル コト 
ヲ m 

?? 忉ハ戠吿人钇内居住漭ナルトキハ其ノ所泌部 
蹂ノ 長- 1 之 ヲ Is シ窃内 屛 (1-: 者 二 非 サル トキ ハ 親 
族 ; C ノ他ノ 者-一之 ヲ爲ス ヘシ 
營內 码佔 奔-一 非 サル 者ヲ K 付 ス ルー I ハ 親族 其 ノ 
他 / 若 ヨリ 何時-ー テモ^: 明二 腿シ被 rr 人ヲ 川 頭 

セ シム ヘキ 旨ノ  B： 面ヲ 差 / J1 サシ ムへシ 
第 百 七十 二條 被 ^ 人赞内 居住者-一 非 サル トキ ハ 
眾 法 fT as ハ 檢察 官 ノ愆从 ヲ跬キ 決 5E ヲ以テ 住居 
ヲ制限 シテ 勾留 ノ執 行ヲ柃 止 スル コト ヲ煜 
第； s 七十 三 勝 艰 法 ^ 猶 ハ檢察 官ノ is 見ヲ e キ何 
時-ー テモ 決定 ヲ以テ 保 釋， W 付 又 ハ 勾留 ノ 執行 
停止 ヲ収消 スコ トヲ 52 

保 釋中 被齿人 召 嘮 ヲ受ケ 正 當ノ 事由 ナクシ テ m 

.頭 セス 住居 ノ制限 -I 違反 シ又ハ 逃走シ タル 爲保 

釋ヲ 取消 ス場 合-一 於 テ ハ 眾 法.！ ハ 檢察官 ノ恝 

見 ヲ聴キ 決定 ヲ以テ 保 證金ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ沒 

取スへ シ 

保 讎セ ラレ タル 者 刑 ノ言渡 ヲ受ケ 其ノ 判決 確定 

シタル 後 執行 ノ爲刀 '!--( 喚 ヲ受ケ 正 當ノ事 甶ナ クシ 

テ / 15 頭 セス 又 ハ 逃走 シタルト キハ眾 法 fr 髅ハ檢 

察 ^ ノ請求 -I 因リ決 定ヲ以 テ 保 證金ノ 全部 又 ハ 

一部 ヲ沒 取ス ヘシ 

第 百 七十 四 條勾留 若 ハ 保 釋ヲ 取消 シ又ハ 勾留 狀 

ノ効力 消滅 シタルト キハ 檢察官 ハ沒 取-一 係 ラサ 

ル 保 fg 金ヲ 還付 スへシ 

第； s 七十 ://. 條上吿 提起 期間 內又ハ 上 吿中ノ 事件 

-I 付 勾留 ヲ取消 シ保釋 、實付 若 ハ 勾留 ノ 執行 停 

止 ヲ爲シ 又 ハ 之ヲ 取消 スへキ 場合-一 於 テ ハ 原 軍 

法會議 某 ノ 決定 ヲ爲ス ヘシ 

第 丙 七十 六條 豫沲官 ハ 被告人 ノ 召喚-勾引 及 勾 

留 -1 關シ 軍法 會讖又 ハ 裁判長 卜同 ーノ權 ヲ有ス 

第 百 七十 七 條左ノ 場合-一 於 テ 被告 事件 急速 ノ處 

分 ヲ耍シ 軍法 會議又 ハ豫辨 官ノ勾 引狀 ヲ求ム ル 

コト 能 ハサ ル トキ ハ 檢察官 又 ハ 陸軍 司法 * 察 官 

ハ 勾引 狀ヲ發 ス ル コト ヲ得 

一 軍紀 ヲ保持 スル 爲必耍 アル トキ 

現行犯 ノ被锴 人 其ノ場 所 一一 在 ラサル トキ 

現行犯 ノ取 調-一因 リ其ノ 事件 ノ 共犯 ヲ發見 

シタルト キ 

死 K ノ檢證 -I 因 リ其ノ 事件 ノ被吿 人ヲ發 見 


二 

三 


シタルト キ 

五 旣 決ノ闪 人 又 ハ 法令- 1 法 y 拘禁 セラ レ タル 
被 吿人逃 走 シタルト キ 

六 被 吿人强 盗 父 ハ竊 盗ノ罪 ヲ犯シ タルモ ノナ 
ル トキ 

七 ri 佐 人定 リタ ル 住居 ヲ有セ サル トキ 
前狽ノ 規定- 一 依 リ勾引 狀ヲ發 スル コト ヲ得ル 場 
合-一 於 テ ハ 檢察官 ハ 之ヲ他 ノ檢察 官 、陸眾 司法 
锌怒官 又 ハ 司法 髅察官 二 ®; 託シ 陸軍 司法 & •察 官 
ハ 之 ヲ他ノ 陸軍 司法 Is 察 官又ハ 司法 婷察官 二 命 
令シ又 ハ §5 託 スル 3 トヲ得 
第 百 七十 八 條檢察 官 、陸 . W. 司法 # 察 官吏 又 ハ 司 
法 弊： 察 官吏 其ノ臌 務ヲ行 フー ー當リ 現行犯 アル n 
トヲ知 リタ ル 場合 二 於 テ被吿 人其ノ 場所 二 在リ 
テ其ノ 住居 若 ハ 氏名 分明 ナラ サル トキ 又 ハ 第 百 
四十 n 一條 备號- 一記 載シタ ル 事 tti アル トキ ハ 左ノ 
噶 分 ヲ爲ス ヘシ 
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檢察官 、陸軍 司法 響 察 官又ハ 司法 聱察官 ハ 
直 f 被告人 ヲ 逮捕シ 又 ハ 其ノ逮 捕 ヲ陸單 司 
法 警察 吏 又 ハ 司法 ■察 吏-一命 スへシ 
陸軍 司法 聲察吏 又 ハ 司法 警察 吏 ハ 命令 ヲ待 
タス シテ K- 1 被 吿人ヲ 遠 捕 K ヘシ 
第 百 七十 九條 現行犯 ノ 被告人 其ノ 場所 >1 在ルト 
キハ 何人 卜雖 之ヲ锺 捕 スル コト ヲ得 
被 吿人ヲ 逮捕 シタルト キハ 速-一之 ヲ 檢察官 、陸 
軍 司法® 察 官吏 又 ハ 司法 磐 察 官吏-一 引渡 スへシ 
第 百 八十 條陸軍 司法® 察 吏 又 ハ 司法 警察 班 被 吿 
人ヲ 逮捕シ 又 ハ 之ヲ受 取 リタ ル トキ ハ 速-一之 ヲ 
檢察官 ，陸軍 司法* 察官又 ハ 司法 警察官 — 引致 

スへシ 

陸軍 司法 » 察 吏 又 ハ 司法 醬察吏 被 吿人ヲ 受取 リ 

タル 場合-一 於 テ ハ 逮捕者 ノ氏名 住居 及 逮捕 ノ事 

由ヲ聽 取 ル ヘシ 必要 アル トキ ハ 逮捕者- 1 對シ共 

二 官遒二 至 ル コト ヲ求ム ル n トヲ得 

第 百 八十 一條 司法 磐 察 官被吿 人ヲ遝 捕 シ又ハ 之 

ヲ受取 リタ ル トキ ハ 速 二 訊問 シ 留置 ノ必 耍ナシ 

卜思料 スル トキ ハ 直 II 釋放ス へ シ 留置 ノ 必要 ア 

リト 思料 スル トキ ハ 速- 1 書類 及 證據物 卜共二 被 

吿入ヲ 檢察官 又 ハ 陸軍 司法欝 察 官 -I 5S 致 スル 手 

續ヲ爲 K ヘシ 

第 百 八十 二 條 陸軍 司法 警察官 被 吿人ヲ 逮捕シ 又 

ハ 之ヲ 受取 リタ ル トキ ハ 速-一 訊問シ 留置 ノ必耍 


ナシト 思料 スル トキ ハ 直 二 K 放ス ヘシ 留 la ノ必 
耍ア リト思 料 ス ル トキ ハ遲ク トモ 三日 內- 13 類 
及 13 搜物卜 共 — 被 iff 入 ヲ管輅 垠 法 付 35 ノ ta 拐 官 
又 ハ «1 當官 遇- 1 S 致 スル 手 13 ヲ爲！ < へ シ 
第 百 八 - 1- 三 條檢 察官被 吿人ヲ 逮 捕シ又 ハ 之ヲ受 
取 リタ ル トキ ハ is クトモ 1 1 十四 時間 內 -I 訊問シ 
留遛 ノ必 耍ナシ ト思料 スル トキ ハ 直 m 釋放ス へ 
シ彼吿 事件 急速 ヲ要シ 軍法 會篛又 ハ 预審 官ノ勾 
留狀 ヲ求ム ル 能 ハサ ル 場合- 一 於 テ留既 ノ必耍 ア 
リト思 料 スル トキ ハ 勾留 狀ヲ發 スへシ m シ五百 
圆ヲ 超過 セ サル 罰金、 勾留 又 ハ 科料 二該 ルへ キ 
事件 M 付 テ ハ 第 百 七十 七條 第一 項 第 七 號ノ場 合 
ヲ除ク ノ外勾 留 狀ヲ發 スル コト ヲ得ス 
檢察官 勾留 狀ヲ發 シタルト キハ 速-一 長官 M 捜査 
ノ報吿 ヲ爲シ 又 ハ 書類 及證據 物卜共 M 被 吿八ヲ 
管轄 軍法 會議ノ 檢查官 若 ハ 相 當官署 tl is 致 スル 
手續 ヲ爲ス ヘシ 

檢察 官他ノ 檢察官 ヨリ 被告人 ヲ 受取 リタ ル トキ 
ハ 前！ 一項 ノ 規定-一 準シ 處分ス ヘシ 但シ 留置 ノ必 
要ナシ ト 思料 スル トキ ハ 勾留 ヲ 取消ス ヘシ 
第 百 八十 四條現 = 罪 ヲ行ヒ 又 ハ 現 M 罪 ヲ行ヒ 終 
リタ ル 際 二 發 ffi シタル モノ ヲ現行 犯 トス 
兇器_ 物 其ノ他 ノ物ヲ 所持シ 、誰何 セラ レ J ア逃 
走シ 、犯人 トシ テ 追 呼 セラ レ 又 ハ 身體被 服-一顧 
著 ナル 犯罪 ノ 痕跡 アリ テ 犯人 卜 思料 ス ヘキ 場合 
ハ 現行犯 ノ被吿 人 其 / 場所-一 在 リタ ル モノ ト看 
做ス 

第 百 八十 五條 第 百 七十 七條 以下 ノ 場合 II 於 ケル 
勾引 又 ハ 勾留-一 付 テ ハ 第 百 五十 一條 乃至 第 百 五 
十三 條及舘 百 五十 五條 乃至 第 百 六十 四條ノ 規定 
ヲ 準用 ス 

第 八 節 被告人 訊問 

第 百 八十 六條被 吿人二 斟シテ ハ 先 ッ其ノ 人違ナ 
キコ トヲ確 ム ル-一足 ルへ キ事項 ヲ 訊問 スへシ 
第 百 八十 七條 被告 入-一 對シテ ハ 被吿事 件 ヲ吿ケ 
其ノ 事件-一 付 陳述 スへキ コト アリヤ 否 ヲ問ヒ 其 
ノ 利益 卜爲ル ヘキ 事實ヲ 陳述 スル 機會ヲ 與フへ 

シ 

第 百 八十 八條 被吿 人-一 對シテ 訊問 ヲ爲ス トキ ハ 
錄事 ヲシテ 立會 ハシム ヘシ 但シ 檢察官 、陸軍 司 
法® 察 官又ハ 司法 磬察官 訊問 ヲ爲ス 場合 ハ此ノ 
限 11 在 ラス 


第 百 八十 九 眩 咁 K S 見/ S 必耍 T V トキ ハ K5 i*i- 
人卜 他 / 被 ft- 人 又 ハ S 人卜對 53 セ； V ム ル コト ヲ 
得 

第 百 九十 肢篏吿 人 邸 ナル トキ ハ . rf 面 ヲ 2 C テ 間 ヒ 
啞ナル トキ ハ 5 3： 面ヲ以 テ 答へ： s ムル コト B- III 

第 九 ® 押 收及搜 索 

第 百 九十 一條 IB 法 何 狨ハ 別段 ノ 規定 アル 坳 合 ヲ 
除クノ 外證據 物 乂ハ沒 收ス ヘキ 物卜思 料 スル モ 
ノハ之 ヲ差抑 フへシ 

軍法 fr is ハ 差 押 フへキ 物 ヲ 指定シ 所有者 •所持 
者 又 ハ rs 管 者 — 其ノ物 ノ提出 ヲ命 スル n トヲ 22 
第 百 九十 二條 軍法 a rs ハ 被告人 ヨリ 發シ又 ハ 被 
吿 人 — 對シ テ發シ タル 郵便物 又 ハ m 報 及 其 ノ In 
信 紙 - ーシテ 通信 事務 ヲ取扱 フ官锯 其 ノ他ノ 3f ノ 
保管 又 ハ 所持 スル モノ ヲ差押 へ 又 ハ 之ヲ 提出 セ 
シムル n トヲ得 

前項- 1 記載 シ タル 以外 ノ郵便 物 又 ハ® 報 及 其ノ 
賴信 紙-ー シテ 通信 事務 ヲ取 扱フ官 迸 其ノ 他ノ漭 
ノ 保管 又 ハ 所持 スル モノ ハ 被哲事 件- 1 關係 アリ 
卜 思料 スル-一足 ルへ キ狀况 アル モノ- 1 限 リ之ヲ 
差 押へ 又 ハ 之ヲ提 m セ シムル 3 トヲ煜 
前 二 項 ノ 規定-一依 ル處 分ヲ爲 シタルト キハ 之ヲ 
發信人 又 ハ 受信人-一通 知スへ シ但シ 通知 二 ray 
テ ^ 理ヲ妨 クル 魔 アル 場合 ハ此ノ 限-一 在 ラス 
第 百 九十 三條 軍法 ir 翳 ハ 被告人 其ノ 他ノ漭 ノ 迆 
留シ タル 物 又 ハ 所有者、 所持 漭若ハ 保管 者- 1 於 
テ 任意 — 提出 シク ル 物 ヲ領 is スル コト ヲ得 
第 W 九十 四 條軍 法會議 ハ 必要 アル トキ ハ 被吿人 
ノ身體 、物 又 ハ 住居 其 ノ他ノ 場所-一就 キ搜 索ヲ 
爲ス コト ヲ得 

被吿 入-一 非 サル 者 ノ身體 、物 又 ハ 住居 其 ノ他ノ 
場所- 1 付 テ ハ 押收ス ヘキ 物ノ存 在ヲ 認知 スル- 1 
足 ルへ キ狀況 アル 場合-一 限 リ搜索 ヲ爲ス コト ヲ 
得 

第 百 九十 五條 抑 收又ハ 搜索二 付 テ ハ 鎖 鑰又ハ 封 
誠 ノ開披 其ノ他 必要 ナル 處分 ヲ爲ス n トヲ得 抑 
收物 -I 付 亦同シ 

第 百 九十 六條 軍事上 祕密ヲ 要 スル 場所 二 於 テ ハ 
其 ノ長又 ハ 之 二 代 ルへ キ者ノ 承諾 アル M 非 サレ 
ハ 押 收又ハ 捜索 ヲ爲ス コト ヲ得ス 
第 百 九十 七條 公務員 又 ハ 公務員 タリシ 者ノ 保管 
又 ハ 所持 スル 物 — 付 本人 又 ハ當該 公務 所 ヨリ© 


绽族 Fif? 試 同 帝冋 二十 四 钪 


務上 ノ祕密 -I 關スル モノ ナル コト ヲ 申立 ツル ト 
キハ當 該監 督宫 豳ノ 承諾 アル-- 非 サレ ハ 押 收ヲ 
爲 N、 n トヲ得 ス m シ當 該監 筲官廳 ハ 帝 阈ノ安 寧 
ヲ害 スル 場合 ヲ除ク ノ外求 諾ヲ拒 ム コト ヲ得ス 

国務大臣， 肖 内 大 E, 內大 ior 樞密院 戠畏 、樞 
密院副_長、樞密撤問官，矜計檢夜院長、元帥 
參諜總 長、 海軍 軍令部 長、 敎育總 監若ハ 軍事 參 
鄧官又 ハ 此等ノ 職- 1 在 リシ 者其ノ 保管 又 ハ 所持 
スル 物- 1 付 前項 ノ申立 ヲ e スト キハ勅 許ヲ得 ル 
二 非 サレ ハ 押收ヲ 爲ス n トヲ 煜ス 
第 ? 1 九十 八胳帑 肺、 ® 科. g； 師 、藥 _師 ，藥種 商 
商 婆， 辯 ii 士 、辯 護人、 公設 人、 宗敎若 ハ fi lliti 
ノ職 = 在 ル 者乂ハ 此 等 ノ職 -I 在 リシ 者 ハ 業務 上 
委託 ヲ受 ケタ ル爲 所持 スル 物 = シ テ 他人 ノ祕密 

二關 スル モノ  M 付 押 收ヲ拒 ム コ トヲ得 但シ本 八 

承諾 シタルト キハ 此ノ限 二 在 ラス 

第 百 九十 九條 軍法 會議ハ 抑 收ス ヘキ 物乂ハ 捜索 

スへキ 場所、 身 6® 若 ハ 物ヲ 指定シ タル 命令 狀ヲ 

發シ 陣 單司 法婷察 官又ハ 司法 镫察官 ヲシ テ狎收 

又 ハ搜索 ヲ 53 サシ ムル コト ヲ得 

命令 狀 -I ハ 押 收又ハ 搜 索ヲ爲 スへキ 事由 ヲ 記載 

シ裁判 長 之- 1 記名 捺印ス ヘシ 

命令 狀ハ處 分ヲ受 クル 者ノ 請求 アル トキ ハ 之ヲ 

示スへ シ 

第二 百 條降屯 W 法 +&  5 £ 官又ハ 司法 ®? 察 , E? 前 條第 

I 孭ノ S 定 -Itey 押 收又 ハ搜索 ヲ爲ス -一當 リ其 

ノ被带 yf 件- 1 關スル 他ノ 證據 物ヲ發 見 シタルト 

キハ 之ヲ押 收 スル コト ヲ得 

第！ 一 百 一 條 陸軍 司法 ® 祭 官又ハ 司法 臀察官 前 二 

勝 ノ 規定-一依 リ 抑收乂 ハ搜索 ヲ爲シ タル トキ ハ 

檢察宫 ヲ經テ 之-一 關スル 抖 類 及 押 收 物ヲ堪 法 會 

議 -I 差 出ス ヘシ 

第； 一 百 二 條 班 法' W 邪： 押 收乂 ハ搜索 ヲ爲ス _| 當リ 

仙 ノ犯罪 -1 關ス ル刚著 ナル 證據 物ヲ發 見 シ タル. 

トキハ假-1之ヲ押收シテ險察官-|送付スルコト 

ヲ得 

檢察 竹 前.； 5  ノ 規定 — 依 y 押 收シ タル 物ヲ 留骹ス 

ル必耍 ナシト 思料 スル トキ ハ 之ヲ 還付ス ヘシ 

isii 條押收 又ハ搜 索 ハ 受命刦 判官 ヲシテ 之 

ヲ爲 サシ メ又 ハ處 分ヲ爲 《 へ キ地ノ 豫沲官 ，豫 

蒞判 取、 M 裁判所 判 琪又ハ 法令 M 依リ特 別 m 裁 

判 描 ヲ有ス ル官袈 二 之ヲ锢 託 K ル コト ヲ焊 


受託 官袈ハ 受託 ノ搠限 アル 官製- 1 轉 魁 スル コト 

ヲ f§ 

受託 官躬受 託 事項- 1 付權 限ヲ有 セ サル トキ ハ受 
託ノ權 限 アル 官磐- 一囑 託 ヲ移绘 スル コト ヲ 52 
受命 裁判官 又 ハ 受託豫 沲 官ハ抑 收又ハ 捜索 ヲ爲 
スニ付 軍法 會議 -1 龆 スル 處分 ヲ爲ス コト ヲ得但 
•ゾ第 百 九十 二條第 三 項 ノ 通知 ハ 軍法 會翻 之ヲ爲 

スへシ 

第二 百 四條 Qm 前 • 日沒 後 ニ ハ 住居 主 若 ハ 保管 
者 又 ハ 之-一代 ルへ キ者ノ 承諾 アル-一 非 サレ ハ 押 
收又ハ 搜索ノ 爲人ノ 住居 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅 
建造物 若 ハ 艦 船 M 入 ル コト ヲ焊 K 但シ猶 豫スへ 
カラ サル 場合 ハ此ノ 限-一 在 ラス 
日沒前 押 收又 ハ搜索 -I 著 手 シタルト キハ 日沒後 
卜雖其 ノ處分 ヲ繼續 スル コト ヲ得 
1 S 二 百 五條 左ノ 場所 二 付 テ ハ 前 條第 一項 二 規定 
スル 制限-一依 ル コト ヲ耍セ ス 
一  g 傅 •富籤 又 ハ 風俗 ヲ害ス ル 行爲一 I 常用 セ 
ラル ル モノ ト認ム ヘキ 場所 
二 旅 店、 飲食店 其 ノ他夜 間卜雖 公衆 ノ出 入ス 
ル コト ヲ得へ キ 場所 m シ 公開シ タル 時間 内 二 
限 ル 

第二 西 六條官 ST 公崭又 ハ 兵營 其ノ他 軍事 用ノ 
酹啻若 ハ 艦船 ノ內 = 於 テ 抑 收又ハ 搜 索ヲ爲 スト 
キハ其 ノ長又 ハ 之-一代 ル ヘキ 者-一通 知シ テ其ノ 
處分二 立 a- ハシムへ シ 

前 明 ノ場 合ヲ 除クノ 外人 ノ 住居 又 ハ 入ノ 看守 ス 
ル 邸宅、 趄造物 若 ハ 船舶 ノ內 -I 於 テ 抑 收又ハ 搜 
索ヲ爲 K トキ ハ ffi rr 主 若 ハ 保管 满又ハ 之-一代 ル 
へ キ者 ヲシテ 其 ノ處分 -一 立會ハ シムへ シ 此等ノ 
者ヲシ テ 立會 ハシム ル n 卜能ハ サル トキ ハ 鄰人 

又 ハ 市町村 吏員 ヲシテ 立會 ハシム ヘシ 

第二 7| 七勝檢察宫、被苦人又ハ辯譃人ハ狎收又 

ハ搜索 ノ處 分- 1 立會フ n トヲ得 m シ 拘禁 セラ レ 

タル 被 吿人ハ 此ノ 限- 1 在 ラス 

押 收又 ハ搜索 ノ處分 ヲ爲ス = 付必耍 アル トキ ハ 

被告人 ヲシテ 其ノ魃 分-一 立 會ハシ ムル コト ヲ得 

第二 百八條 抑 收又ハ 捜索 ヲ爲ス ヘキ 日時 及 場所 

ハ 拽メ 前條ノ 規定-一依 リ 其ノ處 分 — 立會フ コト 

ヲ得 ヘキ 者-一之 ヲ 通知ス ヘシ 但シ 急速 ノ 處分ヲ 

要 スル トキ ハ lit 限- 1 在 ラス 

第二 百 九 條押收 又 ハ搜索 ヲ爲ス -I 付 必要 アルト 


キハ 陸眾 司法 P 察 , R- 史又ハ 司法 醤察官 &: ヲシテ 
補助 ヲ爲サ シムル n トヲ煜 

第二 百 十條押 收又ハ 捜索 ノ處分 中 ハ 何人 二 限 ラ 
ス許 可ヲ得 スシ テ其ノ 場所 二 出入 スル 3 トヲ禁 

■止 スル コト ヲ得 

前項 ノ 禁止-一 從ハ サル 者 ハ 之ヲ 退去 セ シメ 又 ハ 
處分ヲ 終ル迄 之ヲ 留置 スル コト ヲ得 

第二 百 十 一條 抑 收又ハ 捜索 ノ 處分ヲ 中止 K ル 場 
合- 1 於 テ 必要 アル トキ ハ 其ノ 場所 ヲ閉 鎖シ又 ハ 
看守者 ヲ 藺 クへシ 

第二 百 十二 條 押收ヲ 爲シ タル 場合-一 於 テ 所有者 
所持者 若 ハ 保管 者 又 ハ 之-一代 ル ヘキ 者ノ誚 求ア 
リタ ル トキ ハ 品目 ヲ記 載シ タル 調書 又 ハ 目錄ノ 
腾 本 又 ハ 抄本 ヲ之 -1 交付ス ヘシ 

第二 百 十三條 狎收 物-一 付 テ ハ 喪失 又 ハ 毁損ヲ 防 
ク爲相 當ノ處 置 ヲ爲ス ヘシ 
運搬 又 ハ 保管-一 不便 ナル 押 收物二 付 テ ハ 看守者 
ヲ置キ 又 ハ 所有者 ノ他ノ 者ヲシ テ之ヲ 保管 セ シ 
ムル コト ヲ捍 

危害 ヲ生 スル 旗 アル 押 收物ハ 之 ヲ廢棄 スル コト 
ヲ得 

第二 百 十四條 沒收ス ル rl トヲ得 ヘキ 抑 收 物-ー シ 
テ滅失 若 ハ毁 損ノ® アル モノ 又 ハ 保管-一 不便 ナ 
ルぞノ ハ 之ヲ 公賣シ テ其ノ 代價ヲ 保管 スル コト 
ヲ得 

第二 百 十五 條押收 物 f ゾテ 留置 ノ必耍 ナキモ ノ 
ハ 被吿 事件 ノ 終結 ヲ待 タス 檢察宮 ノ 意見 ヲ聽キ 
決定 ヲ以 テ之ヲ 還付 スへシ 
抑 收物ハ 所有者， 所持者， 保管人 又 ハ 差出人 ノ 
請求- 1 因リ檢 察 1- ノ 意見 ヲ聽キ 決定 ヲ以 テ假二 
之ヲ 還付 スル コト ヲ煜 

第二 百 十六 條狎 收シ タル M 物- 7. ゾテ 留置 ノ 必要 
ナキ モノ ハ 被害者-一 還付 ス ヘキ 理 S 明瞭 ナルト 
キニ 限リ 被 i1? 事件 ノ 終結 ヲ待 タス 檢 察官ノ 意見 
ヲ_キ 決定 ヲ以テ 之ヲ被 害 者-一 還付 スへシ 
前項 ノ規定 ハ 民事訴訟 ノ手賴 - 一從ヒ 利害 關係人 
ヨリ 其ノ撾 利ヲ 主張 スル コト ヲ妨 ケス 

第二 百， 十七 條狎收 又 ハ 捜索 ヲ爲ス トキ ハ 錄事ヲ 
シ テ立會 ハシム ヘシ 

第二 百 十八 條豫 群官ハ 押 收及搜 索-一 關シ 軍法 會 
_ 卜同 ーノ餵 ヲ有ス 

第二 百 十九 條 檢察官 ハ 第 W 七十 七條 t 第 百 七十 


八條乂 ハ 第 W 八十 ー ニ 條ノ 場合 — 於 テ 急速 ヲ要ス 
ル トキ ハ 预漭 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前- 1 限 y 抑收 
若ハ搜 索ヲ爲 シ又ハ 之ヲ他 ノ 檢察官 •陸軍 司法 
磬 察 官若ハ 司法 憝察官 -一® 託 スル コト ヲ得 
陸軍 司法瞥 察 官ハ第 百 七十 七條 •第 W 七十 八條 
又 ハ 第 百 八十 二 條ノ 場合- 一 於 テ 急速 ヲ要ス ルト 
キハ豫 群 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前-一 限リ抑 收若ハ 
搜索ヲ S シ又ハ 之 ヲ他ノ 陸軍 司法 » 察 官若ハ 司 
法 # 察 官 二 命令シ 若 ハ魈託 スル コト ヲ焊 
司法 » 察官ハ 第 百 七十 八 條又ハ 第 百 八十 一條 ノ 
場合-一 於 テ 急速 ヲ要ス ル トキ ハ FI 褅請求 前 又 ハ 
公訴 提起 前 — 限 リ押收 若 ハ 搜索ヲ 爲シ又 ハ 之ヲ 
他ノ 司法膂 察官- 1 命令シ 若 ハ® 託 スル n トヲ得 
陸軍 司法 磐 察官又 ハ 司法簪 察 官押收 ヲ爲シ タル 
場合-一 於 テ 留置 ノ必耍 アリ ト思料 スル トキ ハ 速 
-1 抑 收物ヲ 檢察官 二浍 付ス ヘシ m シ第！ 一 百 十三 
條 第二 項 又 ハ 第一 一一 項 ノ處分 ヲ爲シ タル トキ ハ 速 
二 其ノ旨 ヲ 檢察宮 -1 通知 スへシ 

第二 百 二十 條 人ノ往 居 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅、 
建造物 若 ハ 艦船 ノ內二 現行犯 アル 場合 二 於 テ 急 
速ノ處 分ヲ要 スル トキ ハ檢 察官 、陸軍 司法 聲 察 
官又ハ 司法瞥 察官ハ 何時 M テモ其 ノ場 所 — 入リ 
押 收又 ハ搜索 ヲ爲ス コト ヲ煜 

第二 百 二十 一條 人ノ住 居 又 ハ 人ノ 看守 スル ■邸宅 
建造物 若 ハ E 船 ノ內二 現行犯 アル 場合 二 於 テ 被 
吿人ヲ 逮捕 スル-一 付 急速 ノ處分 ヲ耍ス ル トキ ハ 
檢察官 、陸軍 司法 警察官 史又ハ 司法 S 察官史 ハ 
何時 ニ テ モ其ノ 場所 - 入リ之 ヲ搜索 スル コト ヲ 
得此ノ 場合- 1 於 テ ハ 第二 百六條 第二 項ノ 規定- 1 

依 ル コト ヲ要セ ス 

檢察官 、陸軍 司法 警察官 吏 又 ハ 司法欝 察官史 現 
行 犯 ノ被吿 人ヲ逮 拙 スル 爲 追行シ タル 場合- 1 於 
テ 抑 •吿 人、 人ノ 住居 又 ハ 人ノ看 守 スル 邸宅 モ、 
建造物 若 ハ 艦船 ノ內 -1 逃 入 リタ ル トキ 亦 前項 ユ 
同シ 

第 二百二 十二 條勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 執行 スル 場 
合-一 於 テ 必要 アル トキ ハ 人ノ f-l-: 居 又 ハ 人ノ 看守 
スル 邸宅、 建造物 若 ハ 艦船 ノ內 -1 入リ搜 索ヲ爲 
ス コト ヲ煜但 シ第 W 七十 七條 第一 項 第一 號又ハ 
第三 號乃至 第 六號ノ 規定-一依 リ發シ タル 勾引 狀 
ヲ 執行 スル 場合- 1 於 テ ハ 前條ノ 例-一依 ル 

第二 百 二十 三條檢 察官 、陸軍 司法聱 察 {目 又 ハ 司 


陸班芾法會議法案  一四 六 


院族朽 帝冋 二十 内苋 


陸 ! Ht iJU 法 ! fir 链 咄 案 _ 

法！ i .--.l パ： ノス 押 收及搜 索-- 付 テ ハ 別段 ノ規定 
アル 場合 ヲ除 クノ外 雄 西 九十 一條 乃至 第 百 九十 
八 同 第二 百 二 條 、第二 百四晓 乃至 第二 百 六 勝 
及第 1 1 百 十條 乃至 第二 百 十六 鹿 ノ規 定ヲ维 用ス 
湳眾 司法 辩祭 31 、下士卒又ハ司法势察史ノ爲ス 
搜索 M 付 テ ハ 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除ク ノ外第 
百 九十 五條、 3f5 rl 九十 六條 .第二 西 四條 乃至 第 
二 西 六 條及第 百 十條ノ 規定 ヲ_ 用ス 
第 十 節 檢證 

第 ;:: 1-| 二十叫條眾法包謎ハ事迓發見ノ爲必耍ア 

ル トキ ハ檢證 ヲ爲ス へ シ 

第二 百 二十： A 條檢證 -I 付 テ ハ 身體 ノ檢资 、死 瞪 
ノ解剖 、 m 顏ノ發 掘 K- ノ他 必要 ナル 處分 ヲ爲ス 

コト ヲ得 

被告人-一 非 サル 者ノ身 ES ノ檢査 ハ ー定 ノ 證跡ノ 

存否 ヲ確認 スル-一 必要 ナル 場合 M 限リ之 ヲ爲ス 

n トヲ得 

第二 H1 十六 條日 出前、 日沒後 ニ ハ 住居 主 若 ハ 

保管 者 又 ハ 之-一代 ルへ キ者ノ 承諾 アル- 1 非 サレ 

ハ檢證 ノ爲 人 ノ住 度 又 ハ 人 / 看守 スル 邸宅， 建 

造 物 若 ハ 艦船-一入 ル コト ヲ煜 ス但シ 猶豫ス へ 力 

ラサル 場合 又 ハ 日出 後- 1 於 テ ハ 檢證ノ 目的 ヲ達 

スル コト 能 ハサ ル 11 アル 場合 ハ此ノ 限 ■二 在 ラス 

日沒前 檢證- 二 者 手 シタルト キハ日 沒後卜 雖其ノ 

處 分ヲ繼 續 スル コト ヲ得 

第二 百 五條 M IE 賊シ タル 場所-一 付 テ ハ 第一 項 >1 

規定 スル 制限-一依 ル コト ヲ要 セス 

第二 百 二 十七 條檢證 -I 付 テ ハ 第 百 九十 六條 、第 

二百 三條 、第二 百六條 乃至 第二 百 十 一條 及第 二 

百 十七 條ノ 規定 ヲ维 用ス 

第二 百 二十 八條豫 群 官ハ檢 證&シ 軍法 會議卜 

同 ー  ノ播 >有ス 

第二 百 M 十九 條檢 察 , 6- ハ 第 百 七十 七條 、第 百 七 

十八 條又ハ 第 百 八十 二 條ノ 場合- 1 於 テ 急速 ヲ要 

スル トキ ハ豫審 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前 — 限リ檢 

證 ヲ爲シ 又 ハ 之ヲ他 ノ 檢察官 、陸軍 司法 響 察官 

若 ハ 司法 » 察官- 一命 令シ若 ハ ！ 1 託 スル コト ヲ倶 

陸軍 司法 欝察 1- ハ 第 百 七十 七， 條 •第 百 七十 八條 

又 ハ 第 百 八十 二條ノ 場合-一 於 テ 急速 ヲ耍 スルト 

キハ 豫沲請 求 前 又 ハ 公訴 提起 前 二 限リ檢 證ヲ爲 

シ又ハ 之 ヲ他ノ 陸軍 司法 警察官 若 ハ 司法 警察官 

-1 命令 シ若 ハ ®； 託 スル n トヲ得 


司法 婷察 官ハ第 百 七十 八條又 ハ 第 百 八十 一條 ノ 
場合- 1 於 テ 急速 ヲ要 スル トキ ハ 1® 辞 請求 前 又 ハ 
公訴 提起 前 — 限 リ檢證 ヲ苜シ 又 ハ 之 ヲ他ノ 司法 
婷 察 官 -I 命令 シ若ハ 豳託 ス ル コト ヲ得 
第二 百 三十 條人ノ 住居 又 ハ 人ノ湣 守 スル 邸宅、 
_ 造 物 若 ハ 匿 船 ノ內二 現行犯 アル 場合 — 於 テ 急 
速ノ處 分ヲ要 スル トキ ハ 檢察官 、陸軍 司法 梁 察 
官又ハ 司法 P 察官ハ 何時 M テモ 其ノ 場所- 1 入リ 
檢證 ヲ爲ス n トヲ煜 

第二 百 三十 一條 變死人 又ハ變 死人 卜 思料 ス ヘキ 
者 第 一條 一一 記載 シク ル 者 ナル トキ ハ 部險內 -1 於 
テ ハ 陸軍 司法® 察 官ノ職 務 ヲ行フ 部隊 ノ 長、 其 
ノ他ノ 場所 — 於 テ ハ 檢察官 又 ハ 陸軍 司法 醤察官 
檢視 ヲ爲ス ヘシ 

變死人 又 m 變死 人卜 思料ス ヘキ 者 第 一條  >1記 載 
シタル 以外 ノ者 ナルト キト 雖部 隊內二 於 テ死體 
ヲ 發見シ タル 場合 — 於 テ ハ 陸軍 司法锌 察 官ノ職 
務 ヲ行フ 部隊 ノ長 檢視 ヲ爲ス ヘシ 
前 二項ノ 場合 — 於 テ 部隊 ノ長ハ 檢察官 又 ハ 陸軍 
司法 P 察官- 一檢視 ヲ赐託 スル コト ヲ得 
檢視二 因リ 犯罪 アル コト ヲ 發見シ タル 場合 二 於 
テ 急速 ノ處 分ヲ耍 スル トキ ハ 引續キ 檢證 ヲ爲ス 
コト ヲ得 

第一 項 乃至 第三 項 ノ 規定 ハ 他ノ 法令- 1 依 ル檢視 
ヲ妨 ケス 

第二 百 三十 二條檢 察 官又ハ 陸軍 司法 P 察 官ハ前 
條ノ處 分 ヲ 司法 警察官-一 囑託ス ル コト ヲ煜 
第二 百 三十 三 條檢 察官 、陸軍 司法 W 察 官又ハ 司 
法變 察官 ノ爲ス 檢證 二 付 テ ハ 第 百 九十 六條 •第 

二百 六條 、第二 百十條 ♦第二 百 十 一條， 第二 百 

二十 五條 及第 二 百 1  j 十六 條ノ 規定 ヲ準 用ス 

第 十一 節證入 訊問 

第二 百 三十 四條 軍法 會議ハ 別段 ノ規定 アル 場合 

ヲ除 クノ外 何人 卜雖證 人 トシ テ之ヲ 訊問 スル n 

トヲ得 

第二 百 三十 五條 公務 M 又 ハ 公務員 タリシ 者ノ知 

揭タ ル事實 — {-] 本人 又 ハ 當該 公務 所 ヨリ 職務 上 

ノ祕密 二 關 スル モノ ナル 事ヲ 申立 ツル トキ ハ當 

該 監督官 廳ノ 承諾 アル — 非 サレ ハ 證人 トシ テ 之 

ヲ 訊問 スル コト ヲ煜 ス但シ 當該 監督官 廳ハ 帝國 

ノ 安寧 ヲ害 スル 場合 ヲ除ク ノ外祇 諾ヲ 拒ム コト 

ヲ得ス 


國務 大臣、 S 內 大臣、 內 大臣、 榴密 院狨長 、樞 
密院副 菝 長， 堪密 M3 問 官 •會 計檢査 院長、 元帥 
參謀總 長、 海軍 軍令部 長、 敎育 總監若 ハ m ?)f 參 
詡 官又ハ 此等ノ 職-一 在 リシ 者 前項 ノ 申立 ヲ爲ス 
トキ ハ 勅許 ヲ得ル ニ 非 サレ ハ ig 人 トシ テ 之ヲ訊 
問 スル n トヲ 得ス 

第二 百 三十 六條 左-一記 載シ タル 者 ハ證言 ヲ拒ム 
コト ヲ得 

一 被告人 ノ配偶 者， 四 親等 內ノ 血族 若 ハ 三 親 
等內ノ 姻族乂 ハ 被告人 卜 此等ノ 親族 關係 アリ 
タル 者 

|一 被 吿入ノ 後見人、 後見 監督 人 又 ハ 保 佐 人 
三 被 吿人ノ 後見人、 後見 監督 人 又 ハ 保 佐人卜 
爲ス者 

共同 被告人 ノ ー人 又 ハ 數人 -I 對シ前 項ノ 關係ア 
ル者卜 雖他ノ 共同 被吿 -A ノミニ 關 スル 事項 二 付 

テ ハ ft 言 ヲ拒ム コト ヲ得ス 

第二 百 三十 七 條翳師 ，齒 科醫肺 、藥劑 肺、 藥種 
商， 產 婆、 辯 護 ± 辯 護人、 公 諸人、 宗敎若 ハ 
_ 祀ノ職 一一 在 ル 者 又 ハ 此 等ノ臌 -1 在 リシ 者 ハ 業 
務上 委託 ヲ受ケ タル 爲知捍 タル 事 K f ゾテ 他人 
ノ祕密 二關 スル モノ ニ 付證言 ヲ拒ム コト ヲ得但 
シ 本人 承諾 シタルト キハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第二 百 三十 八條 證言 ヲ爲ス -1 因リ 自己 又 ハ 自己 
卜第 二百 三十 六條 第一 項 — 規定 スル 關係 アル 者 
刑事上 ノ 訴追 ヲ受 クル 廣 アル トキ ハ證言 ヲ拒ム 
コト ヲ得 

現-一 供述 ヲ爲ス へ キ 事件 ノ 被告人 卜 共犯 ノ關係 
アリ トシ テ 起訴 セラ レ未夕 確定判決 ヲ經サ ルト 
キ亦 前項- 1 同シ 

第二 百 三十 九條證 言 ヲ拒ム 者 ハ 之ヲ 拒ム 事由 ヲ 
疏明ス ヘシ 但シ前 條ノ 場合 — 於 テ ハ 其ノ 事由 ノ 
相違 ナ キ旨ヲ 宣誓 ヲ以 テ疏 明-一代 フル コト ヲ得 
證書 ヲ拒ム 事由 ヲ疏明 スル コト 能 ハサ ル トキ 又 
ハ 宣誓 ヲ爲 ササ ル トキ ハ 決定 ヲ以 テ其ノ 申立 ヲ 
却下 スへシ 

第二 百 四十 條第百 四十 一條 及第 百 五十 四條 ノ規 
定ハ證 八ノ 召喚-一之 ヲ ?s 用ス 
第二 百 四 + 1 條召喚 ヲ受ケ タル 證八 正當ノ 事由 
ナクシ テ 出頭 セ サル トキ ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽キ 
決定 ヲ以テ 五十 圓 以下 ノ 過料-一 處シ H. 不參 -1 因 
リ生シ タル 費用 ノ 賠償 ヲ命ス ル コト ヲ得 


I  1 四 六 二 

第二百四十二脐前 ':'6 ;ノ^颅ヲ受ヶタ -1- 龙 » 7-,?;: 
ノ送達 ア y タル 日 3 リ三 H 内 二 正常/ Jif 山 アリ 
テ 出頭 スル コト 能 ハサ リシ n トヲ ?3 明 シ « .ルト 
キハ險 察 官 ノ总 見ヲ K! キ 決定 ヲ以テ 其ノ 雪 K ヲ 
取消 スへシ 

天災 其ノ他 避クへ カラ サル ? If 故/ B 期 l:n 内-一前 
; ノ證 明ヲ爲 スコト能ハサリシ莕來故ノ止ミタ 
ル 日 ヨリ 三日 內-一 其 ノ證明 ヲ爲シ タル トキ 亦 前 
項 二 同- ゾ 

第二 百 四十 il i 召獎二 腿 セ サル r2 A-l 對シテ ハ 
更 II 召喚 狀ヲ 發シ又 ハ 勾引 狀ヲ發 スル n トヲ焊 
第二 百 四十 四條 證人ノ 召喚 狀又ハ 勾引 狀 11 ハ 證 
人ノ氏 名 及 住所、 被 吿人ノ 氏名 並 被 吿 2Jf 件ヲ記 
載 シ裁判 長 之-一記 名 捺印 スへシ 
召喚状 m ハ m 頭 スへキ 年月日 時 及 場所 並 石 喚 m 
臊セ サル トキ ハ 過料 二 處シ且 勾引 狀ヲ發 スル n 
ト アルへ キ旨ヲ 記載 スへシ 
召喚 狀ノ 送達 卜 出頭 トノ間 ニ ハ少ク トモ ニ十 四 
時間 ノ猶豫 ヲ存 K へ シ但シ 急速 ヲ耍 スル 相 合 ハ 
此ノ 限 — 在 ラス 

證入第 一條- 1 記載 シ タル 者 ナル トキ ハ 前項 ノ規 
定- 一依 ラサル コト ヲ得 

第二 百 四十 五條 證人ノ 勾引 M 付 テ ハ 第 百 五十 3i; 
條 乃至 第 百 五十 九條 及第 百 六十 三 條ノ 規定 ヲ _ 
用ス 

第二 百 四十 六 條證人 二對シ テ ハ 先ッ其 ノ 人違ナ 
キカ 否 及第 二百 三十 六條 第一 項- 一記 載 シタル 者 
ナリヤ 否ヲ取 調フへ シ 

第二 百 三十 六條 第一 51 M 記 載シ タル 者 ニ ハ證言 
ヲ拒ム コト ヲ得ル 旨 ヲ吿ク へ シ 
第二 百 四十 七條證 人- 1 ハ宣菁 ヲ爲 サシ ムへシ 但 
シ別 段ノ 規定 アル 場合 ハ此ノ 限 — 在 ラス 
第二 百 四十 八條 宣誓 ハ 訊問 前 之ヲ爲 サシ ムへシ 
ffl シ宣 誓ヲ爲 サシ ムへキ 者 ナリヤ 否- 1 付 疑 アル 
トキ ハ 訊問 後 之 ヲ爲サ シムル コト ヲ偈 
第二 百 四十 九條 宣誓 ハ 宣誓書 — 依リ之 ヲ爲ス へ 

シ 

宣誓書-ー ハ 眞實 ヲ述へ 何事 ヲモ 默祕 セス 又 何事 
ヲモ 附加セ サル コト ヲ誓 フ旨ヲ ■記載 スへシ 
訊問後宣誓ヲ爲スへキ場合-1於テハ « 實ヲ述へ 
何事 ヲモ 默祕セ ス又 何事 ヲモ 附加セ サリ シコ ト 
ヲ誓 フ旨ヲ IB 載ス ヘシ 


G 族 帝 「ば 二十 


裁判長 ハ宣脊 書 ヲ朗訥 シ證 A ヲシ テ讲名 榇印セ 

シム ヘシ 

第二 西 五十 條宣 W ヲ爲 サシ ムへ キ說人 ニ ハ 宣菁 
前 ® 證ノ !?1 ヲ吿ク ヘシ 

第二 百 五十 一條 同ー ノ被半 M 事件 二 付數 名ノ設 人 
出頭 シタル 場合-一 於 テ ハ 其 宣誓 ハ 同時 M 之ヲ爲 

サシ ムル コト ヲ 52 

第二百五十二條左-|記馘シタル者 — ハ宣菁ヲ爲 
サシ メス ' >• テ 之ヲ訊 間ス ヘシ 
一 十五 歲未滿 ノ界 

|一 宣誓 ノ本 & ヲ解 スル n 卜能ハ サル衮 
三 現 =供 述ヲ 爲ス ヘキ flf 件ノ被 齿入卜 共犯 / 
關係 アル莕 又 ハ 其ノ嫌 疑 アル 若 
四 第二 百 三十 六晓第 一孭二記載シタル者-ーシ 
テ證雪 ヲ拒 マサル 者 

五 第二 百 三十 八條ノ 場合 二 於テ證 言 ヲ拒マ サ 

ル 者 

六 被 ff 人ノ M 入 又 ハ 同居人 

前 明 第三 號ノ 規定 ノ適 用 — 付 テ ハ 犯人 破 K: ノ罪 

證 憑 湮滅 ノ 罪、 (s i§ ノ罪 璐妇 ノ鑑定 通 譯ノ罪 及 

贓物 -I 關 スル 罪 / 犯人 ハ 其ノ本 犯ノ共 犯 卜 看做 

ス 

第一 項- 1 記戯シ タル衷 宣菁 ヲ爲シ タルト キト 雖 

其ノ供 述ハ ga 言 タル ノ 効カ ヲ妨ケ ラル、 n トナ 

シ 

第二 百 五十 三條 證人ノ 供述 力 其ノ證 人 若 ハ 之卜 

Iri l  l H li 十六 (lis 第一 項 — 規定 スル 關係 アル 者ノ 

% 哺- 1 E5 シ又ハ 其ノ  W 産 上- 1 重大 ナル 損害 ヲ生 

スル 處 アル トキ ハ 宣誓 ヲ爲 サシ メスシ テ 訊問 ス 

ル n トヲ 52 

第二 百 . 7r 十四 條設 人ノ  ハ 後 二 訊問 N、 ヘキ 證 

人ノ在 ラサル 場所 — 於 テ 谷 別 二 之ヲ爲 スへシ 

第二百：九十五條取过發見ノ爲必耍アルトキハ證 

人 卜他ノ 誑 人 又 ハ 被 苦 八 卜對筲 セ シム n トヲ得 

第二 百 五十六 條 |? 人_ーハ訊間事孭二付連絡シタ 

ル 供述 ヲ爲 サシ ムへシ 

必要 アル 場合-一 於 テ ハ ig 入ノ 供述 ヲ 明白 ナラ シ 

メ乂ハ 其ノ E 否 ヲ判斷 スル 爲適當 ナル 訊問 ヲ爲 

スへシ 

第二 百 35; 十七 胳證 入-ー ハ 其ノ 0 驗シタル事苡-| 

因リ 推測 シ タル 事 51 ヲ 供述 セ シムル n トヲ得 

前孭ノ 供述 ハ 鑑定 — 搦スル 故 ヲ以 テ is 言 タル ノ 
陸 取 Ifil 法 frl 链法案  I 


効カ ヲ妨ケ ラル、 コト ナシ 
第！ 一 W 五十八 條第百 八十 八條 及第 九十條 ノ 規定 
ハ 證人ノ 訊問 — 付 之ヲ维 用ス 
第二 百 五十 九條設 人 軍法 會謎柄 內 -1 在 ル トキ ハ 
召喚 ヲ爲 サスシ テ 之ヲ訊 問 スル n トヲ得 
第二 百 六十條 證人ハ 必要 アル 場合- 1 於 テ ハ 軍法 
ir ss 外ノ 指定 ノ場 所-一之 ヲ召瘐 シ又ハ 邦ノ所在 
-I 就 キ之ヲ 訊問 スル rj トヲ得 
第二 百 六十 一條 親任官 又 ハ 親任官 ノ待遇 ヲ受ク 
ル 者 ハ 其ノ 現在地 — 於 テ 之ヲ訊 問 スへシ 
帝國 篛會ノ 謎 員 戳會ノ 開 期 中開會 地-一 滯在 スル 
トキ ハ 其ノ滯 在 地-- 於 テ之ヲ 訊問 スへシ 
第二 百 六十 二 條 S 人 花 當ノ理 3 ナクシ テ 宣誓 又 
ハ 證言ヲ 拒 ミ タル トキ ハ 檢察官 ノ 意見 ヲ鸱キ 決 
定ヲ以 テ： rl 圓 以下ノ 過料-一 處ス ヘシ Ifi 二百 三十 
九條第 一項 但書 ノ 場合-一 於 テ虛 僞ノ宣 誓 ヲ爲シ 

タル トキ ハ 亦同シ 

第二 百 六十 三條 軍法 # S ハ 必要 アル トキ ハ 決定 
ヲ以テ 指定 ノ埸 所-一 證人ノ 同行 ヲ命ス ル コト ヲ 
得 證人正 當ノ 事由 ナクシ テ 同行 ヲ 1? セ サル トキ 
ハ 之ヲ 勾引 スル コト ヲ得 

第二 百 六十 四條 軍法 會議 外- 1 於 テ 證人ノ 訊問 ヲ 
爲ス 場合- 1 於 テ ハ 受命 裁判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ 
メ又 ハ證入 現在地 ノ豫密 官、 豫 港 判事、 區裁判 
所 判事 若 ハ 法令-一依 リ 特別- 1 裁判 權ヲ有 ス ル官 
碧-一之 ヲ秘託 スル コト ヲ得 
受託官 袈 ハ 受託 ノ棚限 アル 官箸 M 轉 51 K ル コト 
ヲ煜 

受託 官荖 受託 事項- 1 付權限 ヲ有セ サル トキ ハ受 
託 / 榴 限 アル 官鹄 -1 ® 託ヲ 移送 スル コト ヲ得 
受命 裁判官 又 ハ 受託 豫拖官 ハ證人 訊問 二 付 軍法 

會議又 ハ 裁判長-一® スル 皰分 ヲ爲ス コト ヲ得 

但シ 第二 百 四十 I 條 及第 二百 六十 二條ノ 決定 ハ 

軍法 gr 議亦之 ヲ爲ス コト ヲ得 

第二 百 六十 五條 预砗官 ハ 誼 人 訊問 M 關シ 軍法 會 

黎乂ハ 裁判長 卜 同ー ノ權 ヲ有ス 

第二 百 六十 六條檢 察 官ハ第 百 七十 七條 ，第 百 七 

十八 條又ハ 第 百 八十 三條 ノ垛合 M 於 テ 急速 ヲ耍 

スルトキハ预冻請求前又ハ公訴提起前-一限リ 

第二 百 三十 四條 乃至 第二 百 六十 四 條ノ 規定- 1 

準 シ設 人ヲ 訊問シ 又 ハ 其ノ訪 問 ヲ 他/ 檢察官 、 

陸軍 &] 法瞥察 官若ハ 司法控 察 官 M 囑 託 スル 事ヲ 


得 陸軍 司法 » 察 官ハ第 百 七十 七條 、第 百 七十 八 
條又ハ 第 百 八十 一 一條 ノ 場合-一 於 テ 急速 ヲ要ス ル 
トキ ハ 操 蒗 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前 = 限リ第 二百 
三十 四條 乃至 第二 百 六十 四临 ノ规定 -l m シ證人 
ヲ訊問 シ又ハ 其 訊 間 ヲ他ノ 陸軍 司法 ®? 察官若 ハ 
司法 鳘察官 -I 命令シ 若 ハ囑託 スル コト ヲ得 
司法 * 察官ハ 第 百 七十 八 條又ハ 第 百 八十 一條 ノ 
場合- 1 於 テ 急速 ヲ要 スル トキ ハ _審 請求 前 又 公 
訴 榀 起 前 — 限リ 第二 百 三十 四條 乃至 第二 百 六十 
四條ノ 規定 — 準シ 證人ヲ 訊問 ' y 又 ハ 其 訊問 ヲ他 
ノ司法 臀察官 二 命令シ 若 ハ 囑託ス ル コト ヲ得 
第二； s 六十 七 條檢察 官設 人ヲ 訊問 スル 場合-一 於 
テ ハ 宣誓 ヲ爲 サシ メ サル コト ヲ得 
陸軍 司法嘗 察 官又ハ 司法 @ 麩 官ハ 宣誓 ヲ爲 サシ 

ムル コト ヲ得ス 

第二 百 六十 八條 檢谿宫 ，陸軍 司法 瞥察官 又 ハ 司 
法 ■察 官ハ證 人 二 對シ過 料 又 ハ 賠償ノ 言 渡 ヲ爲 

ス コト ヲ得ス 

第二 百 六十 九 條證人 ハ 旅費、 日當及 止宿 料ヲ請 
求 スル コト ヲ得 但シ 正當ノ 事由 ナクシ テ 宣誓 又 
ハ 證言ヲ 拒 ミ タル 者 ハ此ノ 限- 1 在 ラス 

第 十二 節 鑑定 

第二 百 七十 條 軍法 會議 ハ學識 經驗 ァル 者 — 鑑定 

ヲ  <叩 スル コト 得 

第二 百 七十 一條 鑑定人-ー ハ 鑑定 ヲ爲サ K 前 宣誓 
ヲ爲 サシ ムへシ 

宣誓 ハ 宣誓書- Ite リ 之ヲ爲 スへシ 
宣 ® 書- 1 ハ 誠實 M 鑑定 ヲ爲ス コト ヲ誓フ 旨ヲ記 
載 スへシ 

第二 百 七十 二 條 鑑定 ノ經渦 及 結果 ハ 鑑定人 ヲシ 
テ 書面 又 ハ ロ頭 ヲ以テ 之 ヲ報吿 セ シム ヘシ 
鑑定人 數人 アル トキ ハ 共同シ テ 報 吿ヲ爲 サシ ム 
ル n トヲ ® 

書面 ヲ以テ 報 吿ヲ爲 サシ メタル 場合 二 ■於 テ 必要 
アル トキ ハ ロ頭 ヲ以テ 其 ノ說明 ヲ爲 サシ ム n 卜 
ヲ得 

第二 百 七十 三條 軍法 會議ハ 必要 ァル 場合- 1 於 テ 
ハ 鑑定人 ヲシテ 軍法 會諝 外-一 於 テ 鑑定 ヲ爲 サシ 
ムル コト ヲ得 

前項 ノ場 合-一 於 テ ハ 鑑定 — 關 スル 物ヲ 鑑定人- 1 
交付 スル n トヲ得 

被传 人ノ心 神乂ハ 身 ! § -1 關 スル 鑑定 ヲ爲 サシ ム 


ル-一 付 必要 アル トキ ハ 軍法 會識ハ 期間 ヲ定メ 病 
院其ノ 他 相當ノ 場所-一 被 街 人ヲ 留置 スル コト ヲ 
0  . 

第二 百 七十 四條 鑑定人 ハ 鑑定-一 付 必要 アル 場合 
-1 於 テ ハ 軍法 會議ノ 許可 ヲ得テ 身體ヲ 檢査シ 死 
體ヲ 解剖シ 乂ハ物 ヲ毁壊 スル コト ヲ得 
第 11 百 七十 五條 鑑定 A ハ 鑑定-一 付 必要 アル 場合 
二 於 テ ハ 軍法會 議ノ 許可 ヲ得テ 書類 若 ハ 證據物 
ヲ閱蹵 シ若ハ 勝寫シ 又 ハ 被告人 若 ハ 證人ノ 訊問 
-1 立會フ コト ヲ得 

鑑定人 ハ 被告人 若 ハ 證人ノ 訊問 ヲ求メ 又 ハ 許可 
ヲ得 テ此 等ノ 者-一 對シ 直接-一問 ヲ發ス ル コト ヲ 

-IS 

第二 百 七十 六條 軍法 會_ ハ 受命裁 判官 ヲシ テ鑑 
定 〗| 付必耍 ナル 處分 ヲ爲サ シムル コト ヲ煜 但シ 
第一 n 七十 三條 第三 項 ノ 規定-一依 ル 處分ハ 此ノ 
限-一 在 ラ. ス 

第二 百 七十 七條 軍法 會議ハ Wi ヲ 十分 ナラ スト 
思料 K ル トキ ハ 鑑定人 ヲ咐 加シ又 ハ 他 ノ 鑑定人 
二 命 シテ 鑑定 ヲ得 サシ ムル コト ヲ得 
第二 百 七十 八條檢 察 , §■ 及 辯 謎 人 ハ 鑑定-一 立 會フ 
n トヲ得 

第二 百 八條ノ 規定 ハ 前瑣ノ 場合-一之 ヲ 準用 ス 
第二 百 七十 九條 鑑定-一 付 テ ハ 勾引-一 關 スル 規定 
ヲ除ク ノ外第 十一 節ノ 規定 ヲ 準用 ス 
檢察官 、陸軍 司法 醫察官 又 ハ 司法 » 察官ハ 第二 
百 七十 三 條 第三 項 ノ 規定-一依 ル處分 ヲ爲ス n 卜 
ヲ得ス 

第二 百 八十 條 鑑定人 ハ 旅費、 日當及 止宿 料ノ外 
鑑定料 及 立替金 ノ辨償 ヲ 請求 スル コト ヲ得 
第二 百 八十 一條 軍法# 議ハ官 碧 公署- 1 鑑定 ヲ囑 

託 スル コト ヲ煜 

前 九條ノ 規定 ハ 前項 ノ 場合- 1 之ヲ 準用ス 5 :シ第 
二 百 七十 條 第三 In ノ規定 -1 依 ル 說明ハ 官署公 遛 
ノ指定 シ タル 者ヲシ テ 之ヲ 捍 サシ ムへシ 
第二 百 八十 一條 軍法 會議 ハ官異 公 ¥1 鑑定 ヲ囑 
託 スル コト ヲ得 

前 九 條ノ 規定 ハ 前項 ノ 場合-一之 ヲ準 用ス 但シ第 
二百七十二條赛ーー項ノ規定二依ル說明ハ官鸮公 
署ノ 指定 シタル 者ヲシ テ 之ヲ得 サシ ムへシ 
第二 百 八十 二 條 特別 ノ 智識-一因 リ知得 タル 過去 
ノ事實 ― 付 其 ノ事 實ヲ知 リタ ル 者ヲ 訊問 K ル 場 

一四 六 三 


院族没 侍 芒 茨 帝冋 二十 四功 


陸 屯 lie 法 合 詨 法案 

合-二 本筋 / I 規定- - 佐 ラス 第 十一 節 ノ規 定ヲ蹈 

m ス 

第 十三 ® 通 謅 

第二 百 八十 三條國 語-- 通 セ サル 者ヲシ テ 陳述 ヲ 
爲サシ ムル 場合-- 於 テ ハ 通 yf ヲシテ 通譯 ヲ爲サ 
サシ ムへシ 

第二 一 G 八十 四 勝 is 者 又 ハ 啞 者ヲシ テ 陳述 ヲ爲サ 
シムル 場合- 1 於 テ ハ 通 事 ヲシテ 通 譯ヲ爲 サシ ム 
ル n トヲ m 

第二 百 八十 五條 國語 = 非 サル 文字 又 ハ符號 ハ 之 
ヲ翮譯 セ シムル コト ヲ洱 

第二！ s 八十 六條眾 法 ^ 謎 ハ官坍 公 磐 — 頸 f® 

託 スル コト ヲ得 

第二 百 八十 七 勝 通譯 及龆譯 u 付 テ ハ 第 十二 節ノ 

規定 ヲ维 用ス 

第二 章 始辭 

第一 節搜査 

第二 百 八十 八條 犯罪 M 因 リ害ヲ 被 リタ ル 者 ハ吿 

訴 ヲ爲ス n トヲ得 

被害者 ノ法定 代理人 又 ハ 夫 ハ 獨立シ テ 告訴 ヲ爲 

ス コト ヲ f¥ 

被害者 死亡 シタルト キハ 其ノ 家督 相 緻人又 ハ 親 

族吿訴 ヲ爲ス コト ヲ得 但シ 被害者 ノ明示 シタル 

意思-一反 スル コト ヲ捍ス 

前 二 項ノ 規定 ハ 刑法 第 百 八十 三條ノ 罪-一之 ヲ適 

用 セス 

第二 百 八十 九 條前條 第二 項ノ 場合- 1 於 テ 被害者 

ノ法定 代理人 被 ffi 人 ナル トキ、 被 吿人ノ 配偶者 

ナル トキ 又 ハ 被 吿人ノ 四 親等 內ノ血 族 若 ハ 三 親 

等內ノ 姻族 ナル トキ ハ 被害者 ノ 親族 ハ獨 立シテ 

吿訴 ヲ爲ス コト ヲ煜 

第二 百 九十 條 刑法 第二 百 三十條 第二 項 ノ罪 -1 付 

テ ハ 死 若 ノ 親族、 S 族 又 ハ 後裔 告訴 ヲ爲ス コト 

ヲ得 

第二 百 九十 一條 前 三條ノ 規定-一依 リテ吿 訴ヲ爲 

ス コト ヲ锷 ヘキ 者ナキ 場合-一 於 テ 管 Is 軍法 會議 

ノ 檢察官 ハ 利害 關係 人ノ 申立-一因 リ吿訴 ヲ爲ス 

コト ヲ煜 ヘキ 者ヲ 指定 スル コト ヲ煜 但シ 刑法 第 

百 八十 三條ノ 罪 二 付 テ ハ 此ノ限 二 在 ラス 

第二 百 九十 二條 親齿罪 ノ吿訴 ハ 犯人 ヲ知 リタ ル 

時 ヨリ 六月 內二之 ヲ爲ス ニ 非 サレ ハ 其ノ 効ナシ 

刑法 第二 百 二十 九條 但書 ノ 場合- 1 於 ケル 告訴 ハ 


@ 姻ノ 無効 又 ハ 取 消ノ 裁判 確定 シタル 時 ヨリ 六 
/! 內 -I 之ヲ爲 K — 非 サレ ハ 其ノ 効ナシ 
第二 百 九十 三 勝 吿訴ヲ 爲ス コト ヲ 55 ヘキ 若 股 人 
アル 場合- 1 於 テ | 人ノ期 間ノ 懈怠 ハ 他ノ者 M 其 
ノ効ヲ 及ホサ ス 

第二 百 九十 四條齿 訴ハ 始審ノ 判決 ノ吿知 アル 迄 
之ヲ肢 消 K コト ヲ掲 

齿訴ノ 取 消 ヲ爲シ タル 者 ハ更 -1 吿訴 ヲ爲ス コト 
ヲ得ス 

前 M 項 ノ 規定 ハ 請求 ヲ待チ テ 受理 スへキ 事件 二 
付テノ 請求- 1 之ヲ维 用ス 

第二 百 九十 五條 親告罪-一 付 共犯 ノ ー人 又 ハ 數人 
-I 對シ テ爲シ タル 吿訴又 ハ 某 ノ 取消 ハ 他ノ 共犯 
-I 對シ 亦 K ノ効 ヲ生ス 

前項 ノ 規定 ハ 請求 ヲ侍チ テ 受理 スへキ 事件-一 付 
テノ 請求 又 ハ 其ノ 取消 — 之ヲ 準用 ス 
刑法 第 百 八十 三條ノ 罪- 1 付 相姦 者ノ ー人-一 對シ 
吿訴又 ハ 其ノ 取消 アリ タル トキ ハ 他ノ ー人-一 對 
シ亦 其ノ効 ヲ生ス 

第二 百 九十 六條 何人-一 限 ラス 犯罪 アリ ト思 料シ 
タル トキ ハ 佐 發 ヲ爲ス コト ヲ得 
官吏 又 ハ 公吏 其ノ 職務 ヲ行フ -1 因リ 犯罪 アリ ト 
思料 シタルト キハ 吿發 ヲ爲ス ヘシ 
第二 百 九十 七條哲 訴又ハ 吿發ハ 代理人 二 依リテ 
之 ヲ爲ス コト ヲ得 

第二 百 九十 八條吿 訴又ハ 吿發ハ 書面 又 ハ ロ頭 ヲ 
以テ檢 察官 、陸軍 司法铛 察官 ，檢事 若 ハ 司法 變 
察官又 ハ 之- 1 相當ス ル 官署- 一之 ヲ爲ス へ シ 
第二 百 九十 九條檢 察官 、陸軍. 司法 警察官， 檢事 
若 ハ 司法 警察官 又 ハ a 當官锺 口頭 ノ吿訴 又 ハ吿 

發ヲ受 ケタ ル トキ ハ 調書 ヲ作 ルへ シ 

第 百 八條第 三 項 乃至 第五 項 及第 苗 十一 條ノ 規定 

ハ 檢察官 又 ハ 陸軍 司法 警察官 ノ作 ルへ キ 前項 ノ 

調書-一之 ヲ準 用ス 

第 百 三 條檢事 若 ハ 司法 ® 察官又 ハ 相當官 署吿訴 

又 ハ 吿發 ヲ受ケ タル トキ ハ 速 二 之 — 關スル 書類 

及 證據物 ヲ檢察 官又ハ 陸軍 司法* 察官 f 5g 付ス 

へ シ 

第三 百 一條 吿訴又 ハ 吿發ノ 取消 又 ハ變更 -1 付 テ 

ハ 前 四 條ノ 規定 ヲ 準用 ス 

第三 百二條 自身-一 付 テ ハ 告發 -1 關 スル 規定 ヲ準 

用ス 


第三 百 三晓檢 察官乂 ハ 陸軍 司法 » 察 , 0- 搜丧ヲ S 
ス -I 付 テ ハ 其ノ 目的 ヲ達 スル ニ 必耍 ナル 15 調ヲ 
爲 ス n トヲ得 但シ强 制 ノ處分 ハ 別段 ノ 規定 アル 
場合- 1 非 サレ ハ 之ヲ爲 K  n トヲ得 ス 
搜 ☆ M 付 テ ハ 公務 所 M 照 f ゾテ必 嬰 ナル 取 項 ノ 
報吿 ヲ求ム ル コト ヲ得 

第一 = 百 四條撿 察 官搜査 ヲ爲ス ニ 付强 制ノ處 分ヲ 
必袈 トス ル トキ ハ 豫審 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前卜 
雖長 官ノ認 可 ヲ受ケ 押收 、搜索 、檢證 ■被告人 
ノ勾留 、被齿 人 若 ハ 證人ノ 訊問 又 ハ 鑑定 ノ處分 
ヲ豫禅 官 -I 請求 スル n トヲ得 
請求 ヲ受 ケタ ル豫蒞 官ノ處 分 — 付 テ ハ 稞審 -I 關 
スル 規定 ヲ 準用 ス 

第三 百 37: 條 ® 審 官前條 ノ處 分ヲ爲 シタルト キハ 
速- 1 之— スル 書類 及證 據物ヲ 檢察官 -一邊 付 K 

ヘシ 

第三 百六條 陸軍 司法 藝察 官搜査 ヲ爲シ タル トキ 
ハ 長官-一 搜査 ノ報吿 ヲ爲シ 又 ハ 檢察官 若 ハ 相當 
官磐 11 事件 ヲ送 致ス ヘシ 

搜赉ノ 報 吿ヲ爲 スー ー ハ 書類 及證據 物卜共 一一 報吿 
書 ヲ檢察 官- 1 S 付スへ シ 
檢察官 前 51 ノ規定 -I 依リ 報告書 ノ 邊 付ヲ受 ケタ 
タル トキ ハ 意見 ヲ附シ 書類 及證據 物卜 共-一之 ヲ 
長官-一 提出 スへシ 

第三 百 七 條檢察 官搜査 ヲ爲シ タル トキ ハ 書類 及 
證據物 一一 意見書 ヲ添へ 長官-一 搜査ノ 報告 ヲ爲シ 
又 ハ 管轄 軍法 會議ノ 檢察官 若 ハ 相 當官署 二 事件 
ヲ逛 致ス ヘシ 

第三 百八條 長官 搜査ノ 報 吿ヲ受 ケタ ル 場合-一 於 
テ ハ 檢察官 二對シ 左ノ 命令 ヲ爲ス ヘシ 
一 公訴 ヲ提 起スへ キモ ノト 思料 スル トキ ハ 公 
訴 提起 ノ 命令 

二 豫審二 付. スル ノ必耍 アリ ト思料 スル トキ ハ 
豫審 請求 ノ 命令 

第三 百 九條 長官 ハ 前條ノ 命令 ヲ爲サ サル 場合-一 
於 テ被吿 事件 其ノ 軍法 會議ノ 管轄-一 屬セ サル モ 
ノナ ル トキ 又 ハ 軍法 會議ノ 裁判 _ 二 屬 セ サル モ 
ノナ ル トキ ハ 檢察官 -1 對シ其 事件 ヲ 管轄 軍法 會 
議ノ檢 察： B 又 ハ 相 當官署 二送 致ス ヘキ 旨 ノ 命令 
ヲ爲ス へ シ 

檢 察 ' B' 被 缶 事件 ノ邊致 ヲ爲 K 場合-一 於 テ 勾留 セ 
ラレ タル 被吿 人-一 對シ勾 留ヲ 繼續 スル 必要 ナシ 


一四 六 四 

卜思料 スル トキ ハ之ヲ Jg tt スへシ 

第三 百 十肢長 官 rll i  l tfi ノ命 令ヲ Is ササ ル トキ ハ 
速-一共 ノ旨ヲ Id 梅 B- 二吿知 ス へ シ 
第三 1*1 十一 ^ 檢 怒苕 前肢 ノ規定 -I 広 V 小 r 知 ? ^ 
ケタ ル トキ ハ 勾留 シタル 被 $1 人 ハ 速 二 之ヲ锊 放 
シ抑收 シ タル 物 ハ 速-- 之ヲ is 付スへ シ m シ必耍 
ナル Mi 合 -- 於 テ ハ 公訴 ノ時効 完成 スル- 1 至 ル 迄 
之ヲ保 管 スル コト ヲ得 

第二® fs 審 

第 1 一一 百 十二临 预迤ノ 謂 求 ハ檢察 官ノ EB K ル： IJ£ 法 
會誔 ノ預蒞 官 -I 之 ヲ爲ス へ シ 
第三 百 十三 條同 一郭 件 二 付 M 個 ノ 眾 法 &SS ノ辣 
薄 官 -I 雅密ノ 請求 アリ タル トキ ハ 高等 革 法 打 谈 
ハ 檢 察官ノ 請求- 1 因リ決 定ヲ以 テ其ノ 雅舴官 屮 
ヨリ II 群 ヲ爲ス ヘキ 渚 ヲ 指定 K ヘシ 
前孭ノ 決定 アリ タル トキ ハ 7* 審官ハ 再 類 及證據 
物ヲ 指定 セラ レ タル 豫辭官 -1 送付 K ヘシ 
第三 百 十四 條豫審 ノ請求 ハ® 面 ヲ以テ 之ヲ爲 ス 

ヘシ 

豫審ノ 請求 ハ 急速 ヲ耍 スル 場合- 1 限 リロ 頭 又 ハ 
豫定 ノ符號 ヲ用ヰ タル 電報 ヲ以テ 之 ヲ爲ス コト 
ヲ得 口頭 又 ハ m 報ヲ 以テ预 蒞ノ請 求ヲ 爲シ タル 
トキ ハ 之ヲ 調書 二预 審官錄 事卜共  一 | 琚名 捺印 ス 

へ シ 

第三 百 十 五條 豫審ノ 請求 ヲ爲ス -I ハ 犯罪 ノ事 H 
ヲ示ス ヘシ 

被吿久 分明 ナル トキ ハ 之ヲ 指定 スへシ 
被 吿人ノ 指定 ハ 氏名 ヲ以 テシ 氏名 知 レサ ル トキ 
ハ 容貌、 腊 格其ノ 他ノ徵 表ヲ以 テス ヘシ 
豫審 請求 ノ後 被告人 分明 卜爲 リタ ル トキ ハ 速-一 
之ヲ 指定シ 豫審官 -I 通知 スへシ 
第一 一一 百 十六 條豫審 官ハ豫 審中檢 察官ノ 指定 セサ 
ル 被 吿人ヲ 發見シ タル 場合- 1 於 テ 急速 ヲ要 スル 
トキ ハ 檢 察官ノ 査定 ヲ待 タス 之 ヲ被吿 人 卜爲ス 
コト ヲ得 

前項 ノ 規定 — 依 ル處分 ヲ爲シ タル トキ ハ 速 二 其 
ノ 旨ヲ檢 察官 -1 通知ス ヘシ 
第三 百 十七條 豫審官 ハ豫沲 中被吿 人 — 他ノ 犯罪 
アル コト ヲ 認知シ タル 場合-一 於 テ 急速 ヲ耍 スル 
トキ ハ檢 察官ん 請求 ヲ侍 タス 豫群處 分 ヲ爲ス コ 
トヲ得 

前項 ノ處分 ヲ爲シ タル トキ ハ 速- 1 其ノ旨 ヲ檢察 | 
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官- 一 通知 スへシ 

檢察 rf 前孭ノ 通 知ヲ受 ケタ ル トキ ハ 意見 ヲ附シ 
速 •一 長官 11 報 吿スへ シ 

第 illw 十八 肢 長官 前 勝/報 吿 ヲ受ケ 豫拖 ノ必要 
アリ ト思料 スル トキ ハ拽密 ノ 請求 ヲ命ス へ シ 
豫辨 官檢察 官ヨ リ拽沲 ヲ 請求 セ サル 旨ノ： ii!j 知 ヲ 
受ケ タル トキ 又 ハ 前條ノ 通知 ヲ爲シ タル 時 ヨリ 
四十 八 時間 内-一揆* ノ謂 求ナキ トキ ハ 其 ノ處分 
ヲ繼 紉 スル コト ヲ得ス 若シ被 传 人ヲ 勾留シ タル 
トキ ハ 之ヲ釋 放 シ押收 シタル 物 アル トキ ハ 之ヲ 
澴付ス へ シ 

第三 ¥1 十九 _ 公訴 ヲ受 ケタ ル 被告人-一 對シテ ハ 
同一 事件 M 付雅洧 ヲ爲 K  n トヲ得 ス 
第三 H1 十條禅 裨 官ハ預 審 謂 求 ノ手續 其ノ 規定 

•I 違ヒ タル 爲 無効 ナル トキ 又 ハ 第三 百 三十 二條 

第三 百 三十 七條若 ハ 第 四百 條ノ 規定 = 違反 シテ 

豫蒗ヲ 請求 シタルト キハ拽 •被 ノ 115 求ヲ 却下 スへ 

シ 

第三 百 二十 一條 ?* 港 ハ ? it 件 力 公訴 ヲ 提起ス へ キ 

モノ ナリヤ 否ヲ決 スル-一 必耍 ナル 事項 ヲ肢 調フ 

ル ヲ以テ 限度 トス 

公判- 1 於 テ 取調へ _ シ ト 思料 スル 事項- 1 付 亦 其 

ノ肢 調ヲ 爲ス ヘシ 

第三 百 M 十二 條豫密 官ハ 公務 所 — 照 會シ 必要 ナ 

ル 事項 ノ報吿 ヲ求ム ル コト ヲ得 

第— 十三 條預港 官ハ被 吿入ヲ 訊問 ス ヘシ 

拽港官 ハ 被吿 入ノ 所在- 1 就キ 之ヲ 訊問 スル n 卜 

ヲ得 

第三 ？ I 二 十四 條豫祥 官ハ豫 密 終了 前 被告人- 1 勃 

シ嫌 疑ヲ受 ケタ ル 原由 ヲ吿 知シ辯 解ヲ爲 サシ ム 

ヘシ ffl シ玻 齿 人 正當ノ 事由 ナクシ テ 出頭 セ サル 

トキ ハ 此ノ 限- 1 在 ラス 

第三 百 二 十 ? r. 條 豫赛官 ハ 裸 蒗處 分ノ ー部- 1 付 其 

ノ眾法 钤謎 ノ豫沲 官-- 補助 ヲ求ム ル コト ヲ得 

第三 百 二十 六胳檢 察 官及被 吿人ハ 瑰密屮 何時- 1 

テモ 必要 ナル 5* 審處 分 ヲ辣 薄 官二 請求 スル コト 

ヲ得 

檢察官 ハ拽拖 中 何時-ー テモ® 類 及 13 據物ヲ 閱铛 

スル n トヲ得 

第三 百 二十 七條殊 裨官ハ 左- 一 記載 シタル 場合-一 

於 テ ハ 培 神官 / K 見ヲ 腔キ豫 . is 手續ヲ 中止 スル 

n トヲ得  f 
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一 饨吿人 分明 ナラ サル トキ 
二 被 带 人ノ 所在 分明 ナラ サル トキ 
三被吿 人心 神 喪失 ノ狀 態 — 在 ル トキ 
第 彐 百 11 十八 條豫恭 中ノ 事件-一 付 高等 軍法 會議 
ノ管 li -1 搦 スル モノ トシ テ 高等 軍法 會讖 ノ檢察 
官 3 リ豫 密ノ請 求 アリ タル トキ ハ豫 審官 ハ f?! «s 
手續ヲ 止ムへ シ 

第三 百 二十 九临 預祗官 被 街 事件 M 付収 調ヲ 終了 
シタ リト思 料 シタルト キハ書 類 及證據 物ヲ檢 察 
官 Its 付ス ヘシ 

前項 ノ場 <口-| 於 テ檢察 官事 項 ヲ 指示シ テ 取調 ヲ 
謂 求 シタルト キハ拽 港官ハ 更 M 其ノ収 調 ヲ爲シ 
之-一 關ス ル®: 類及說 據 物ヲ檢 察 1- -r 送付 スへシ 
第三 百 三十 條檢 察官 前條ノ 規定 — 依 リ 書類 及 證 
據 物ノ浍 付ヲ受 ケタ ル トキ ハ 之- 1 意見書 ヲ添へ 
長官-一 瑰准 終了 ノ報哲 ヲ爲ス ヘシ 
第三 百 三十 一條 長官 前條ノ 報 吿ヲ受 ケタ ル トキ 
ハ 檢察官 -1 對シ 左ノ 命令 ヲ爲ス ヘシ 
一 公訴 ヲ 提起 スへキ モノ ト 思料 スル トキ ハ 公 
訴 提起 ノ 命令 

二 不起訴 ノ處分 ヲ爲ス ヘキ モノ ト 思料 スルト 
キハ 不起訴 處分ノ 命令 

三 被吿事 件其ノ 軍法 會該ノ 管轄-一® セ サルモ 
ノナ ル トキ 又 ハ 軍法 會議ノ 裁判 _  -I 屬セサ 
ル モノ ナル トキ ハ 事件 送致 ノ命令 
檢察官 前項 第 一 號又ハ 第二 號ノ 命令-一依 リ 公訴 
提起 又 ハ 不起訴 處 分ヲ爲 シタルト キハ其 ノ旨ヲ 
裸 群 官 及被吿 人-一通 知 ス へ シ 
第三 百 三十 I 一條 被告人 二 對シ 不起訴 處 分ヲ爲 シ 
タル 場合-一 於 テ ハ 新 ナル 事 實又 ハ證 據ヲ 發見シ 

タル トキ ニ 非 サレ ハ 同一 事件 二 付之ヲ 豫審ノ 被 

吿人 卜爲シ 又 ハ 之- 1 對シ 公訴 ヲ提起 スル n トヲ 

得 ス 

第三 百 三十 三條檢 察 官不 起訴 處分ヲ 爲 シタルト 

キハ 直-一 被告人 ヲ 釋放ス ヘシ 

第三 百 三十 四條檢 察 官：个 起訴 處分 ヲ爲シ タルト 

キハ 直-一 押收 物ヲ 還付 スへシ 但シ 必要 アル 場合 

= 於 テ ハ 公訴 ノ 時効 完成 スル- 1 至 ル 迄 之 ヲ還付 

セ サル n トヲ得 

押 收シ タル M 物- 7. ゾテ 被害者- 1 還付 ス ヘキ 理由 

明瞭 ナル モノ ハ 之ヲ 被害者-一 還付 スへシ 

前項 ノ 規定 ハ 民事訴訟 ノ手續 -1 從ヒ 利害 關係人 


ヨリ 其 / 利ヲ 主張 スル a トヲ妨 ケス 
第三 百 三十 3rr 條檢察 官事 件 送致 ノ 命令 ヲ受 ケタ 
ル トキ ハ iff 件 ヲ管轉 軍法 會議 ノ檢察 官又ハ 相當 
官署二 浍致ス ヘシ 

前項 ノ 場合！ I 於 テ 勾留 セラ レ タル 被 街 人-一 對シ 
勾留 ヲ繼續 スル 必要 ナシト 思料 スル トキ ハ 之ヲ 
釋放ス ヘシ 

箜二百三 十六 條檢 察官ハ 長官 ノ 命令- 1 依 リ豫審 
ノ請 求ヲ収 消 ス コト ヲ得豫 港 / 請求 ヲ取消 •ゾタ 
ル 場合- 1 於 テ 被吿人 トシ テ 訊問 ヲ受 ケタ ル者ア 
ル トキ ハ 其ノ旨 ヲ之二 通知 K へ シ 
豫雜請 求 取消 前- 1 爲シ タル 處分ハ 其ノ 効カ ヲ有 

ス 

薄審 請求 ノ取 消-一 付 テ ハ 第三 百 十四 條ノ 規定 ヲ 
準用 X 

第三 1 十七 條第 三百 三十 二 條 乃至 第三 百 三十 
四條ノ 規定 ハ 豫審ノ 請求 ヲ収 消シ タル 場合- 1 之 
ヲ 準用ス 

第三 百 三十 八條 第三 百 七十 九條 及第 三百 八十 一 
條ノ 規定 ハ豫漭 - 一之 ヲ 準用ス 但シ 同條中 裁判長 
又 ハ 軍法 會議ト アルハ 裸. 港 官 トス 
第三 節 公訴 

第三 百 三十 九條 公訴 ハ 檢 察官ノ 指定シ タル 以外 
ノ者- 一其ノ 効カ ヲ及 ホサス 
第三 百 四十 條檢 察官ハ 長官 ノ 命令 — 诙リ公 訴ヲ 
取消 スコ トヲ得 

公訴 ノ収消 ハ 街 面- 1 依 リ之 ヲ爲 ス ヘシ 
第三 百 四十 一 條 時効 ハ 左ノ 期間 ヲ經過 スル- 1 因 
リテ 完成 ス 

!  死刑-一 該ル 罪-一 付 テ ハ 十五 年 
二 無期 ノ 懲役 又 ハ 禁錮  一 I 該ル罪 M 付 テ ハ 十 年 
三 長期 十 年 以上 ノ 懲役 又 ハ 禁錮-一 該ル罪 二 付 
テ ハ 七 年 

四 長期 十 年 未 滿ノ 懲役 又 ハ 禁錮  >一 該ル罪 _| 付 
テ ハ 五 年 

五 長期 五 年未滿 ノ 懲役 若 ハ 禁錮 又 ハ P 金 二該 
ル 罪 二 付 テ ハ 三年 

六 刑法 第 西 八十 五條 ノ罪二 付 テ ハ 六月 
七 拘留 又 ハ 科料- 1 該ル 罪-一 付 テ ハ 六月 
第三 百 四十 二條 二 以上 ノ 主刑 ヲ 併科シ 又 ハ ニ以 
上ノ 主刑 屮其ノ ー ヲ科ス ヘキ 罪ノ 時効 ハ 其重キ 
刑-一 該ル罪 -1 付定 メタル 期間-一 從フ 


第三 rr 四十 三條刑 法 — 依 リ刑ヲ 加重 又 ハ 減輕ス 
ヘキ 場合-一 於 テ ハ 時効 ハ 加重 又 ハ 減輕セ サル 刑 
二 該ル 罪-- 付定 メタル 期間-一 從フ 
第三 百 四十 四條 時効 ハ 犯罪 行爲ノ 終 リタ ル時ヨ 
リ 進行ス 

數人共 犯ノ 場合-一 於 テ ハ 最終 ノ行爲 アリ タル 時 
ヨリ 總テノ 共犯- 一對シ テ 時効 ノ 期間 ヲ 起 ® ス 
第彐百 四十 五條 時効 ハ 公訴 ノ 提起、 豫審ノ 請求 
公判 若 ハ豫審 ノ處分 又 ハ 第三 百四條 - 一定 メタル 
豫溥 官ノ處 分-一因 リ 中斷ス 

共犯 ノ ー人-一 對シ テ爲シ タル 手續- 一因 ル 時効 ノ 
中斷ハ 他ノ 共犯-一 對シ 効カ ヲ有ス 
第三 百 四十 六條 時効 ハ 中斷ノ 事由 / 終了シ タル 
時 ヨリ K -I 進行ス 

第三 百 四十 七條 時効 ハ 第三 百 一一 十七條 第三 號ノ 
規定 二 依リ 豫審手 續ヲ 中止シ 又 ハ 第三 百 九十 六 
條ノ 規定-一 依 y 公判 手 續ヲ停 止シ タル 期間 內ハ 
進行 セス 

第三 百 四十 八條 公訴 提起 ノ 命令 ハ 書面 — 依リ之 
•  ヲ爲ス 

公訴 提起 ノ 命令 ヲ爲ス -I ハ 被告人 ヲ 指定シ 犯罪 
事實 ヲ示ス ヘシ 

第三 百 四十 九條 公訴 ノ 提起 ハ 公訴 狀一 一依 リ之ヲ 
爲ス 

'第三 百 五 十條 公訴 ヲ 提起 スル-ー ハ 被 吿人ヲ 指定 
シ犯罪 ノ事實 及 罪名 ヲ示ス ヘシ 
第三 百 五十 一條 吿訴二 係 ル 事件 = 付 公訴 ヲ褪起 
シ若ハ 之ヲ 提起 セス 又 ハ 其ノ 事件 ヲ他ノ 軍法 會 
認ノ檢 察 官若ハ 相 當官署 二 绘致 シタルト キハ檢 
察官ハ 速-一 其ノ 旨ヲ吿 訴人 二通 知ス ヘシ 
第 四 節 公判 

第三 百 五十二 條裁判 長 ハ 公判 期日 ヲ定ム へ シ 
期日-ー ハ 被告人、 辯 護人 及 輔佐 人 ヲ召喫 スへシ 
第 百 四十 一條 及第 百 五十 四條ノ 規定 ハ 辯 護人 及 
輔佐 人ノ 召喚 M 之ヲ 準用ス 
期日 ハ 之ヲ檢 察 {目- 1 通知 スへシ 
第三 百 五十 三條 第一 回ノ 期日 卜被吿 人 M 對 スル 
召喚 狀ノ送 達トノ 間- 1 ハ少ク トモ 三日 ノ滴豫 期 
間ヲ存 K へ シ但シ 特設 軍法 會議 -1 於 テ ハ 此ノ限 
-1 在 ラス 

被 吿人異 翳ナキ トキ ハ 前項 ノ猶豫 期間 ヲ存セ サ 

ル コト ヲ m 

一四 六 五 


院族贵 贪諉阈 帝 回 二十 四 第 


_ 

第 =1 百 五十 KHI 资裁判 S ハ 期日 ヲ變更 スル 琪ヲ得 
翔 日ノ® ；: 史 -1 關スル 請求 ヲ 却下 スル 命へ P ハ 之ヲ 
送達 スル コト ヲ耍セ ス 

第三 百 五十 五條 屯 法 會装ハ 第一 回ノ 期日 = 於ケ 
ル 貶 調 準備 ノ爲期 日 前 被告人 ノ訊問 ヲ爲シ 又 ハ 
受命 裁判 Tf ヲシテ 之 ヲ爲サ シムル コト ヲ得 
第三 百 五 - f-- 六條 軍法 會憩ハ 第一 回ノ 期日-一 於ケ 
ル 取調 ノ S 期日 前 證據物 若 ハ證 撺离 類ノ 提出 ヲ 
命 シ又ハ 證 人、 鏡定 人、 ini 事 若 ハ 翻譯 人 — 對シ 
期日-一 出頭 スへ キ旨ノ 召喚 狀ヲ發 K ル コト ヲ得 
前項 ノ 規定- 1 佐 リ召喚 スル 證人 、鑑定人， 通 事 
又ハ翮 譯人ノ 氏名 ハ 直 = 之ヲ 訴訟 關係 人- 1 通知 

スへシ 

檢察官 、被 吿人又 ハ 辯 S 人 ハ 第一 項ノ處 分ヲ軍 

法會議 -I 請求 スル コト ヲ得 

前項 ノ 請求 ヲ 却下 スル トキ ハ 決定 ヲ以テ 之ヲ爲 

スへシ 

前 四 項 ノ 規定 ハ 第二 回 以後 ノ期 日- 1 於 ケル 取調 

二 關シ 之ヲ 準用 ス 

第三 百 :-/ >: 十七 條檢 察官 、被告人 又 ハ 辯 ii 又 ハ 期 

日 前 證據物 又 ハ證據 霄類ヲ 軍法 會議 u 提出 スル 

コト ヲ得 

第三 百 五十八 條軍法 會議ハ 證人 疾病 其 ノ他ノ 事 

由 二 因リ 期日 二 出頭 スル コト 能 ハ スト 思料 スル 

トキ ハ 期日 前 之ヲ訊 問シ又 ハ受命 裁判官 ヲシテ 

訊問 - b シムル コト ヲ煜 

檢察官 及 辯 護人 ハ 前項 ノ訊 問-一 立會フ コト ヲ煜 

第二 百 八條ノ 規定 ハ 前項 ノ場 合一 I 之 ヲ準 用ス 

第三 百 五十 九條 軍法 會騎ハ 急速 ヲ耍ス ル 場合-一 

於 テ ハ 期日 前 鑑定 若 ハ 翻 譯ヲ爲 サシ メ又ハ 押 收 

捜索 若 ハ檢詢 ヲ爲ス コト ヲ得 

第三 百 六十 條 軍法 會_ ハ 期日 前 公務 所-一照 會シ 

必要 ナル 事項 ノ報吿 ヲ求ム ル コト ヲ得 

第三 百 六十 一條 期日- 1 於 ケル 取調 ハ 公判廷-一 於 

テ 之 ヲ爲ス 

公判廷 ハ 裁判官、 檢察 官及錄 事 列席シ テ 之ヲ開 

ク 

第 ill 百 六十 二條 公判 数日 引續ク へ キ 見込 アル 事 

件 — 付 テ ハ 長官 ハ 判士 一人 又 ハ ニ人 >! 補充 裁判 

官 ヲ命シ 公判 一一 立會ハ シムル コト ヲ得 

補充 裁判官 ハ 其ノ 官等 被告人 3 リ下ル コト ヲ煜 

ス 


裁判長 以外 ノ判士 疾病 其 ノ他ノ 事 故-一因 リ引搜 
キ干與 スル コト ヲ得サ ル 場合- 1 於 テ ハ 裁判長 ハ 
第 四十 九條又 ハ 第五 十 I 條乃至 第五 十五 條 -I 規 
定スル K 別- 1 拘ラス 補充 裁判官 ヲシテ 之- 1 代 ラ 

セ シムへ シ 

第三 百 六十 三 條被苦 人 期日 M 出頭 セ サル トキ ハ 
別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除 クノ外 開廷 スル n トヲ 
得 ス 

第三 西 六十 四 條 罰金 以下 ノ刑 -1 該ル 事件 ノ被吿 
人 ハ 代人 ヲシテ 出頭 セ シムル コト ヲ得 但シ 軍法 
會議ハ 本人 ノ出 廷ヲ命 スル コト ヲ得 
第三 百 六十} 條 被告人 ハ 公判廷-一 於 テ 身 體ノ拘 
束ヲ受 クル n トナシ 但シ 之 — 看守者 ヲ附 スル n 
トヲ得 

第三 百 六十 六條 被告人 ハ 裁判長 ノ 許可 アル — 非 
サレ ハ 退廷 スル コト ヲ得ス 

裁判長 ハ 被吿 人ヲシ テ 在廷セ シムル 爲相 當ノ處 
分 ヲ爲ス コト ヲ得 

第三 百 六十 七條死 刑 又 ハ 無期 若 ハ 短期 | 年 以上 
ノ 懲役 若 ハ 禁錮- 1 該ル事 件-一 付 テ ハ 辯 S 人ナク 
シテ 開廷 スル コト ヲ得ス 但シ判 決 ノ宣吿 ヲ爲ス 
場合 ハ此ノ 限 — 在 ラス 

辯 護 入 出廷 セ サル トキ 又 ハ 辯 護人 ノ 選任 ナキト 
キハ 裁判長 ハ 職 權ヲ以 テ 辯 護人 ヲ附ス へ シ 
第三 百 六十 八 條左ノ 場合-一 於 テ 辯 護人 出廷 セサ 
ル トキ 又 ハ 辯 護人 ノ選 任ナキ トキ ハ檢察 官ノ意 
見 ヲ聽キ 決定 ヲ以テ 辯 護人 ヲ付 スル コト ヲ得 
一 被告人 心神喪失 者 又 ハ 心神耗弱者 タル 疑ア 
ル トキ 

二 被 吿入觀 者又ハ 啞者 ナル トキ 

三 其ノ他 必要 卜認 メタル トキ 

第三 百 六十 九條 前！ 一條 ノ 規定 — 依 リ付ス へ キ辯 

_人 ハ 第 八十 八條 r 記載 シ タル 者 ヨリ 裁判長 之 

ヲ撰 任スへ シ 

被告人 ノ 利害 相反 セ サル トキ ハ 同ー ノ辯 護人 ヲ 

シテ數 人ノ辯 護ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 

第三 百 七十 條前三 條ノ 規定 ハ 特設 軍法 會議 -I 付 

テ ハ 之ヲ 適用 セス 

第三 百 七十 一條 辯 論 ハ 之ヲ 公開 ス 

第三 百 七十 二 條安寧 秩序 若 ハ 風俗 ヲ害シ 又 ハ 軍 

事上ノ 利益 ヲ害ス ル 虞 アル トキ ハ 辯論ノ 公開 ヲ 

停ムル 決定 ヲ爲ス コト ヲ得 


第三 W 七十 三條辯 論ノ公 開ヲ » ムル 決定 T リタ 
ル トキ ハ 公衆 ヲ退廷 セ シムル 前 裁判長 ハ 共 ノ決 
定ヲ 理由 卜共 -I 宣吿ス へ シ 
第三 百 七十 四條 裁判所 ハ 公開 ヲ 2 :メ タルト キト 
雖入廷 セ シムル ヲ至當 卜認ム ル者ノ 入廷 ヲ許ス 
コト ヲ得 

第三 百 七十 五條 裁判長 ハ 被 ff 人ノ 部下 — 21 スル 
者 又 ハ 被告人 3 リ官等 、等級 ^ ハ 階鉍ノ 下 ナル 
第 一條 第一 項 第一 號- 1 記載 シタ ル者ノ 入廷 ヲ禁 
シ又ハ 其 ノ退延 ヲ命 スル コト ヲ得 
第三 百 七十 六條 裁判長 ハ 婦女、 兒黄又 ハ 相當ナ 
ル 衣服 ヲ著セ サル ■者 ノ入廷 ヲ禁シ 又 ハ 其ノ 退廷 
ヲ命ス ル コト ヲ得 

第三 百 七十 七 條前二 條ノ 規定-一依 ル處分 ヲ爲シ 
タル トキ ハ 其 ノ處分 及 理由 ヲ 公判 調書 一一 記載 ス 

ヘシ 

第三 百 七十 八條 開廷 中ノ 秩序 ノ 維持 ハ 裁判長 之 
ヲ行フ 

第三 百 七十 九條 裁判長 ハ 辯 論ヲ妨 クル 者 又 ハ 不 
當 ノ行狀 ヲ爲ス 者ヲ 法廷 3 リ退 カシム ル コト ヲ 
得 

裁判長 ハ 前項-一記 載シ タル 者ノ 行狀- 一依 リ 閉廷 
-1 至 ル 迄之ヲ 留置 スル コト ヲ得此 ノ 場合-一 於 テ 
ハ 軍法 會議ハ 決定 ヲ以テ 五十 圓 以下 ノ 過料 — 處 

スル コト ヲ得 

第三 百 八十 條 裁判長 ハ不 當ノ 言語 ヲ用ヰ ル 辯 _ 
人 U 對シ 同一 事件-一 付 引續キ 陳述ス .ル コト ヲ禁 

スル コト ヲ得 

第三 百 八十 一條 前二條 ノ規定 -I 依 ル處分 ヲ爲シ 
タル トキ ハ 其 / 處分及 理由 ヲ 公判 調書 — 記載 ス 

ヘシ 

前項 ノ場 合-一 於 テ 懲戒 處分二 付ス ヘキ モノ ト思 
料 スル トキ ハ 裁判長 ハ 公判 調書 ノ寫ヲ 添へ 其ノ 
旨 ヲ相當 官署二 通知 スへシ 
第三 百 八十 二 條 辯論ノ 指揮 ハ 裁判長 之 ヲ行フ 
第三 百 八十 三條 事實ノ 認定 ハ證據 二 依 ル 
第三 百 八十 四條證 據ノ證 明 カ ハ 裁判官 ノ 自由 ナ 
ル 判斷- 一任 ス 

第三 百 八十 五條 被告人 ノ 訊問 及 證據調 ハ 裁判長 
之 ヲ爲ス ヘシ 

裁判長 以外 ノ裁判 官ハ 裁判長-一 吿ケ 被告人、 證 
人 又 ハ 鑑定人 ヲ訊問 スル コト ヲ得 


一四 六 六 

撿察官 •  I 人 又 ハ £? I 漣 入 ハ 必.？ y トス 4 班 5 r  -I 
付 ？?? 吿 \、 設 入 又 ハ 鑑定人 ヲ 訊問 スへキ n トヲ 
裁判長- 1 謂 求 スル コト ヲ iy 
第三百八十六晓裁判長ハ共冏芮齿入，： ..-: \ 其/ 
他ノ者 桁吿人 ノ而前 -I 於 テ 十分 ナ 0. 供述 ヲ S ス 
n トヲ得 サルへ シト思 料 スル トキ ハ - JC- ノ > '- '|> 
彼 缶 人ヲ 退廷 セ シムル コト ヲ得供 述終リ ¢ >1- 卜 
キハ被 吿人ヲ 入廷 セ シメ 供述 ノ势 & v fr .ノ へ； 
第三 百 八十 七條證 摅再類 ハ 裁判長 之ヲ朗 » シ 若： 

ハ 其ノ 要旨 ヲ吿ケ 又 ハ 錄琪 ヲシ テ之ヲ 朗53 セシ 
ムへシ 

證據物 ハ 裁判長 之ヲ 被吿 人-一 示 スへシ 
第三 百 八十 八條期 日 前 訴訟 關係入 ヨリ 提出 シタ 
ル 證據物 又 ハ 說據 ffi 類 ハ 公判廷 — 於 テ之ヲ 取調 
フ ヘシ 第三 百 五十八 條又ハ 第三 百 五十 九條 ノ規 
定 -I 氓 リ 集散シ タル モノ 亦 同 シ但シ 訴訟 船 係 人 
異議 ナキ モノ ハ 之ヲ 取調へ サル コト ヲ煜 
第三 百 八十 九條 設據調 ノ請 求ヲ 却下 スル トキ ハ 
決定 ヲ以テ 之 ヲ爲ス へ シ 

新 期日 ノ 指定 其 ノ他 別段 ノ手紹 ヲ必耍 トス ル S? 
據調ハ 決定-一 诙リ 之ヲ爲 K ヘシ 
第三 百 九十 條裁判 長被吿 人-一 對シ第 百 八十 六條 
•  ノ 訊問 ヲ爲シ タル 後 檢察官 ハ 被吿 事件 ノ 嬰旨ヲ 
陳述 K へ シ 

前項 ノ 陳述 終 リタ ル トキ ハ 裁判長 ハ 被告人 ノ訊 
問 及 ff? 據調 ヲ爲ス ヘシ 

第三 百 九十 一條 裁判長 ハ 谷 個 ノ證據 二 付 収調ヲ 
終へ タル 毎-一 被吿 人- 1 意見 アリヤ 否 ヲ問フ へ シ 
裁判長 ハ 被吿人 二對シ 其ノ 利益 卜爲 ルへ キ設據 
ヲ 差出ス コト ヲ得へ キ旨 ヲ铒ク へ シ 
第三 百 九十 二條證 據調終 リタ ル 後 檢察官 ハ 事 K 
及 法律 ノ 適用-一 付 意見 ヲ 陳述 スへシ 
被告人 及 辯 護人 ハ 意見 ヲ 陳述 スル コト ヲ得 
辯 論ノ 最終 — ハ 被 吿人又 ハ辯證 人ヲシ テ 陳述 セ 

シム ヘシ 

第三 百 九十 ili 條軍法 會議ハ 必要 アル 場合 二 於 テ 
ハ 辯論ヲ 再開 スル コト ヲ煜 
第三 百 九十 四條 軍法 會議ハ 計算 其ノ 他繁雜 ナル 
事項-一 付 公判廷-一 於 テ 取調 フル コト ヲ不便 トス 
ル トキ ハ受命 裁判官 ヲシテ 其 / 取調 ヲ爲 サシ ム 
ル コト ヲ得 

前孭ノ 取調 ヲ爲ス 場合- 一 於 テ ハ受命 裁判官 ハ豫 
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li? 官卜 同ー ノ  g ヲ有ス 

受命 裁判官 ハ 肢調ノ 結果- 1 付 報 街 ヲ爲ス ヘシ 
第三 百 九十 五條 裁判長 ハ 裁判官 ノ ー人 ヲシテ 被 
吿人ノ 訊問、 證摊調 又 ハ 辯 論 ノ指撺 -1 關スル 事 
項ヲ行 ハシム ル n トヲ S 

第三 百 九十 六條 被告人 心神喪失 ノ狀 態 — 在ルト 
キハ檢 察 官ノ意 M ヲ随キ 決定 ヲ以テ 其ノ狀 態ノ 
嫻紉 スル 間 公判 手 紐ヲ 停止 スへシ 
被钙人 疾病- 1 因リテ 川廷ス ル コト 能 ハサ ル トキ 
ハ 檢 察官ノ 意見 ヲ煦キ 決定 ヲ以テ 出廷 スル コト 
ヲ得 ル-一至 ル 迄 公判 手 ® ヲ悴 止ス ヘシ 
第三 百 九十 四 條ノ 规定 二佐 リ 代人 ヲ出廷 セ シメ 
タル 場合-一 於 テ ハ 前 二 51 ノ規定 ヲ適用 セス 
第三 百 九十 七條 開廷 後被吿 人ノ心 神 喪失 — 因リ 

公判 手緻 ヲ捽 止シ又 ハ 其ノ 他ノ斟 由-一因 リ引續 

キ十五 日 以上 開廷 セ サリシ 場合-一 於 テ ハ 辯論ヲ 

更新 スへシ 

第三 百 九十 八條 開廷 後 裁判官 ノ 更迭 アリ タルト 

キハ辯 論ヲ 更新 ス ヘシ 但シ判 決 ノ宣 i»r ヲ爲ス 場 

合 ハ 此ノ限 -I 在 ラス 

第三 百 九十 九晓 左ノ 場合- 1 於 テ ハ 決定 ヲ以テ 公 

訴ヲ棄 却スへ シ 

i  公訴 ノ取消 アリ タル トキ 

二 被告人 死亡 シタルト キ 

三 第二 十四 條又ハ 第二 十五 條ノ 規定 一 I 依リ審 

判ヲ爲 K へ カラ サル トキ 

1 S 四百 條 公訴 ノ収消 -I 因リ 公訴 梨 却ノ 決定 アリ 

タル トキ ハ！ $ヒ 公訴 ヲ 提起シ 又 ハ f« 薄 ヲ 請求 ス 

ル n トヲ得 

第 四百 i 被 街 琪件 軍法 ^ 議ノ管 S -I® セ サル 

判決 ヲ以テ 倚 輅違ノ 言 ® ヲ爲ス へ シ 

第 四百 1 一條 被 f.- 班 件 — 付 犯 卵 ノ證明 アリ タルト 

キハ判 決ヲ以 テ刑ノ 言 ® ヲ爲ス ヘシ 

刑 ノ執 fr 嵌 预ノ 言 Z® ハ 刑ノ言 渡卜 同時 m 判決 ヲ 

以テ之 ヲ爲ス ヘシ 

第 四百 三條 被铒啡 件 罪 卜 爲 ラス 又 ハ 犯罪 ノ 證 明 

ナキ トキ ハ 判決 ヲ以テ 無罪 ノ言渡 ヲ爲ス へ シ 

第 四百 四條 左ノ 場合- 1 於 テ ハ 判決 ヲ以テ 免訴 ノ 

言 渡 ヲ爲ス へ シ 

一 確定判決 ヲ經 タル トキ 

二 犯罪 後ノ法 令- 一 因リ刑 ノ廢止 アリ タル トキ 

三 刑ヲ 免除 スへキ トキ 


四 大赦 アリ タル トキ 
五 時効 完成 シタルト キ 

第 四百 五條 左 ノ場合 M 於 テ ハ 判決 ヲ以テ 公訴 棄 
却ノ言 渡 ヲ爲ス ヘシ 

j  長官 / 命令 ナクシ テ 公訴 ヲ提起 シタルト キ 
二 公訴 提起 ノ手續 其ノ 規定-一 違 ヒタ ル ® 無効 
ナル トキ 

三 第三 百 三十 二條 •第三 百 三十 七 條又ハ 第 四 
百 勝 規定-- 違反 シテ 公訴 ヲ提起 シタルト キ 
四吿訴 又 ハ 請求 ヲ待チ テ 受理 ス ヘキ 事件-一 付 
告訴 又 ハ 請求 ノ収消 アリ タル トキ 
五 公訴 ノ提起 アリ タル 事件 — 付更 一一 同一 軍法 
會蕺 — 公訴 ヲ 提起 シタルト キ 
六 被告人-一 對シテ 裁判 權ヲ有 セ サル トキ 
第 四百 六條被 苦 人 陳述 ヲ n セス 若 ハ 許可 ヲ受ケ 
スシテ 退廷 シ又ハ 秩序 維持 ノ爲 裁判長 ヨリ 退廷 
ヲ命 セラ レ タル トキ ハ 其ノ 陳述 ヲ_ カス シテ判 
決 ヲ爲ス n トヲ得 

第 四百 七條 罰金 以下 ノ 刑-一 該ルモ ノ又 ハ ffu 金以 
下ノ 刑-一 處ス ヘキ モノ ト認ム ル 事件- 1 付 被告人 
出廷 セ サル トキ ハ 其 ノ後ノ 取調-一因 リ禁錮 以上 
ノ刑 -1 處ス ヘキ モノ ト認ム ル 場合 ?- 除クノ 外被 
吿人ノ 陳述 ヲ聽 カス シテ 判決 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 四百 八條辯 論 終結 ノ後ハ 被告人 出廷 セスト 雖 
宣 街 -I 依リ 判決 ヲ吿 知ス 

第 四百 九條 判決 ノ 宣言 ハ 公開 シテ之 ヲ爲ス 但シ 
辯論ノ 公開 ヲ停 メタル 事件-一 付 テ ハ 決定 ヲ以テ 
理由 ノ吿知 -I 限リ公 開 セス シテ之 ヲ爲ス コト ヲ 

m 

第三 百 七十 三條ノ 規定 ハ 前項 ノ 決定 アリ タル 場 

合- 1 之ヲ氓 用ス 

第 四百 十條 無罪、 兔訴 ，刑ノ 執行 摘 豫 、公訴 棄 

却、 管 ^ ® 又 ハ 罰金 若 ハ 科料 ノ言渡 ヲ爲シ タル 

トキ ハ 其ノ事 件 二 付 勾留 セラ レ タル 被告人-一 對 

シ放免 ノ言渡 アリ タルモ ノトス 

公訴 槳却又 ハ 管 ^ 違 ノ言瞍 ヲ爲ス 場合-一 於 テ ハ 

軍法 會謎ハ 前-一 發シ タル 勾留 狀 ヲ存シ 又 ハ 新- 1 

之ヲ發 スル n トヲ得 

勾留 狀 ヲ存シ 又 ハ 新-一之 ヲ發シ タル 事件 二 付 三 

日內 -1 公訴 ヲ提起 セス 又 ハ 管 K 軍法 會 議ノ檢 察 

官 -|事件ヲ绘致セサルトキハ檢察官ハ |1; -1被吿 

人ヲ 鞣放ス ヘシ 被 缶 事件 ノ送 致ヲ受 ケタ ル檢察 


官 .?r 日內二 公訴 ヲ 提起 セ サル トキ 亦同シ 

第 四百 十 一條 押收シ タル 物-一 付 沒收ノ 言 渡 ナキ 
トキ ハ 押 收ヲ 解ク言 渡 アリ タルモ / トス 
公訴 菜 却 又 ハ 管_違 ノ言渡 ヲ爲ス 場合-一 於 テ ハ 
軍法 會蕺ハ 押 收ヲ存 續 スル コト ヲ得 
押 收ヲ 存續シ タル 事件-一 付 三日 內 -I 公訴 ヲ 提起 
セス 又 ハ 管轄 軍法 會篛ノ 檢察官 -1 事件 ヲ浍致 セ 
サル トキ ハ 檢察官 ハ 其ノ 抑收 ヲ解ク ヘシ 被吿事 
件ノ绘 致ヲ受 ケタ ル檢 察官 .71: 日內二 公訴 ヲ 提起 
セ サル トキ 亦同シ 

第 四百 十二條 押 收シ タル 鹹 物-ー シテ 被害者-一 還 
付 X ヘキ 理由 明瞭 ナル トキ ハ 之ヲ被 害 者 — 還付 
スル 言 酸 ヲ爲ス へ シ 

W 物 ノ對價 トシ テ 得 タル 物 — 付 被害者 3 リ 交付 
ヲ 請求 シタルト キハ 前 Is ノ 例-一依 ル 
假二 還付 シタル 物 — 付 別段 ノ言 渡ナキ トキ ハ 還 
付ノ 言 ® アリ タルモ ノトス 

第 四百 十三 條 犯罪 — 因 リ生シ タル 損害 — 付 被害 
者 ヨリ 被吿 人-一 對シ 其ノ 回復 ヲ 請求 シ タル 場合 
-I 於 テ 被 吿事 件ノ取 調-一因 リ其ノ 請求 ヲ相 當ナ 
リト認 メタル トキ ハ 被 吿入 異議 ナキ トキ-一 限リ 
其ノ 請求-- 應ス ヘキ 旨 ノ言渡 ヲ爲ス コト ヲ得 

第 四百 十四 條前二 條ノ 規定 ハ 民事訴訟 ノ手續 二 
從ヒ 利害 關係人 ヨリ 其ノ權 利ヲ 主張 スル コト ヲ 
妨ス 

第 四百 十 五條 刑ノ 執行 猶豫ノ 言 渡ヲ Is 消 スへキ 
場合 一一 於 テ ハ 刑 ノ言狸 ヲ爲シ タル 軍法 會議又 ハ 
刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル者ノ 所在地 若 ハ 所願 部隞ノ 
軍法 會譎 ノ檢察 官其ノ 軍法 會議 -I 請求 ヲ爲ス ■へ 
シ但シ 高等 軍法 會議 -I 於 テ 刑 ノ言渡 ヲ爲シ タル 
事件-一 付 テ ハ 高等 軍法 # r 議ノ檢 察 官 高等 軍法 會 
議 -1 請求 ヲ爲 ス ヘシ 

第二 十七 條ノ 規定 — 依リ 審判 ヲ爲シ タル 事件 二 
付 テ ハ 刑 ノ言渡 ヲ爲シ タル 軍法 會議又 ハ 高等 軍 
法 會議 -1 前項 ノ 請求 ヲ爲ス へ シ 
前 二 項ノ 請求 アリ タル トキ ハ 軍法 會議ハ 被齿人 
又 ハ 其ノ 代理人 ノ意 見ヲ聽 キ 決定 ヲ爲ス ヘシ 

第 四百 十六條 刑法 第五 7 •二 條又ハ 第五 十八 條ノ 
規定-一依 リ刑 ヲ定ム ヘキ 場合-一 於 テ ハ 其ノ 犯罪 
琪 實-一 付 最終 ノ判決 ヲ爲シ タル 軍法 會識 ノ檢察 
官其ノ 軍法 會穀 -1 請求 ヲ爲ス ヘシ 
軍法 會議 前孭ノ 請求 ヲ受ケ タル トキ ハ 被 吿八又 


ハ 其ノ 代理人 ノ 意見 ヲ臉キ 決定 ヲ爲ス ヘシ 
第 四百 十七 條 本， 節 中_ 判ノ 公開- 1 關 K ル 規定 ハ 
之ヲ 特設 軍法 會議ノ 訴訟 手纘 -1 適用 セス 
第三 章 上告 及 非常 上 rr 
第 四百 十八 條上吿 ハ 師團 軍法 會議ノ 判決-一 對シ 
テ 之ヲ爲 K  n トヲ得 

第 四百 十九 條上吿 ハ 判決 ノー 部 M 對シテ 之ヲ爲 
ス n トヲ得 其ノ 部分 ヲ限 ラサル トキ ハ 判決 ノ全 
部-一 對シ テ爲シ タルモ ノトス 
第 四百 二十 條上吿 ハ檢察 官又ハ 被吿人 之 ヲ爲ス 
コト ヲ得 

第 四百 二 十 一條 被 吿人ノ 法定代理人、 保 佐 人 又 
ハ 夫 ハ 被吿 人ノ爲 獨立シ テ 上 吿ヲ爲 K コト ヲ煜 
第 四百 一一 十二 條原審 ノ辯_ 人 又 ハ 代人 ハ 被 街 人 
ノ 爲上吿 ヲ爲ス n トヲ 得但シ 被 吿人ノ 明示 シク 
ル 意思-一反 スル コト ヲ得ス 
第 四百 二 十三 條上吿 ハ 法令 違反 ヲ 理由 トス ルト 
キ -I 限リ之 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 四百 二 十四 條左ノ 場合-一 於 テ ハ 常-一 上 吿ノ理 
由 アル モノ トス 

一 法律-一 從ヒ 軍法 會議ヲ 11 成 セ サリシ トキ 
二 法律-一依 リ職 務ノ 執行 3 リ除斥 セラ ルへ キ 
裁判官 審判-一 干 與シ タル トキ 
三窬理 ― 干與セ サリシ 裁判官 判決-一 干與 シタ 

ル トキ 

四 軍法 會議 不當一 I 管轄 又 ハ 管轄 違 ヲ認メ タル 
トキ 

五 軍法 會議不 當 -I 公訴 ヲ受 理シ又 ハ 之ヲ 棄却 
シタルト キ 

六 審判 ノ 公開-一 關 ス ル 規定 二 違 ヒ タル トキ 
七 法律-一 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除ク ノ 外被 吿 
人ノ出 廷ナ クシ テ 審判 ヲ爲シ タル トキ 
八 公判廷 M 於 テ 被$ :人ノ 身 體ヲ 拘束 シタルト 
キ 

九 法律-一依 リ辯 護人 ヲ要 スル 事件 又 ハ 決定 二 
依 リ辯 護人 ヲ付シ タル 事件 二 付 其 / 出廷 ナク 
シテ 審理 ヲ爲 シタルト キ 
十 檢察官 ノ爲ス 被吿 事件 ノ陳述 ヲ聽 カス シテ 
港 判 ヲ爲シ タル トキ  . 

十一 法律 二 依リ 公判- 1 於 テ 取調 フへキ 設 據ノ 
取調 ヲ爲 ササ リシ トキ 

十二 公判-一 於 テ爲シ タル 證據調 ノ 請求 ュ付決 
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定ヲ S スへキ 場合-- 於 テ 之 ヲ爲 ササ リシ トキ 
十三 法律- 1 汝 リ公判 手 ^ ヲ 2 : Ih 又 ハ 史 新 スへ 
キ巩由 アル 場合-一 於 テ之ヲ 泠 止 又 ハ a£ 新 セサ 
リシ トキ 

十四 辯 論 ノ砭終 -1 被 1»f 人 又 ハ 辯 謎 人ヲシ テ陳 
述ヲ爲 サシ メサ リシ トキ 
十五 Is 求 ヲ受 ケタ ル 事 孭 -I 付 判決 ヲ爲 サス又 
ハ 請求 ヲ受ケ サル ijf 項- 1 付 判決 ヲ爲シ タルト 
キ 

十六 判決- 1 理由 ヲ附 セス 又 ハ 理由- 1 顯蚰 アル 
トキ 

十七判決朽二裁判官ノ興名若ハ捺印又ハ契印 
ヲ缺キ タル トキ 

第 四百 二 十五 條 前條ノ 場合 ヲ除 クノ 外法 令-一 違 

反シ タル コト アリ ト雖 判決- 1 影響 ヲ及ホ ササ ル 

コト 明白 ナル トキ ハ 之ヲ 上吿ノ 理由 卜爲ス コト 

ヲ得ス 

第 四百 11 十六條 判決 アリ タル 後 刑 ノ廢止 若 ハ變 

更又ハ 大赦 アリ タル トキ ハ 之ヲ 上吿ノ 理由 卜爲 

ス コト ヲ ^ 

第 四百 二十 七條上 吿ノ 提起 期間 ハ 三日 トス 

前項 / 期間 ハ 判決 吿知ノ 時ヲ以 テ始ル 

第 四百 二十 八條檢 察 官又ハ 被告人 ハ 上吿ノ 抛棄 

又 ハ K 下 ヲ爲ス n トヲ得 但シ被 吿人ハ 第 四百 二 

十 一條 — 記 is シタル 者 / 同意 ヲ煜 ルー I 非 サレ ハ 

抛漿又 ハ 取 下 ヲ爲ス コト ヲ煜ス 

第 四百 二十 九條第 四百 二十 一條- 1 記載 シ タル 者 

ハ 被告人 ノ 同意 ヲ捍テ 上 吿ノ取 下 ヲ爲ス コト ヲ 

0 

第 四百 三十 條上吿 ハ 對手 人ノ冏 意 アル- 1 非 サレ 

ハ 之ヲ取 下 クル コト ヲ得ス 

第 四百 三十 一條 上吿 抛棄 ノ 申立 ハ 原 軍法 © 謅 — 

之ヲ爲 K ヘシ 

上吿 取下ノ 申立 ハ 高等 軍法 會_-1 之 ヲ爲ス ヘシ 

但シ® 類ヲ 高等 軍法 # 議ノ檢 察官 一一 送付 スル 前 

上 吿ノ取 下 ヲ爲ス 場合 一一 於 テ ハ 其ノ 申立 書ヲ原 

軍法 # 議 -1 差 出ス コト ヲ得 

第 四百 三十 二 條 上吿ノ 抛棄 又 ハ 取下ノ 申立 ハ 書 

面 ヲ以テ 之 ヲ爲ス ヘシ 但シ 公判廷 11 於 テ ハ ロ頭 

ヲ以テ 之 ヲ爲ス n トヲ 得此ノ 場合 11 於 テ ハ 其ノ 

申立 ヲ公判 調書 11 記載 スへシ 

第 四百 三十 三條 上吿ノ 抛棄 又 ハ 取 下 ヲ爲シ タル 


者 ハ 上 苦 鼎 ヲ喪失 ス 

第 四 ?-1 三十 四 條第四 一 ail 十條 乃至 第 四 西 二十 二 
勝 二 記 HS シタル 奢 自己 又 ハ 代人 ノ K-1 歸スへ 力 
ラサル ? If 由-一因 リ上带 ノ 提起 期間 內 -I 上 吿ヲ爲 
ス コト 能 ハサ リシ トキ ハ 原堪 法會 議- 一 上吿權 回 
復ノ 請求 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 四百 三十 ?/ 5; 條上 冋復ノ 請求 ハ 事由 ノ止ミ 
タル 時 ヨリ 三；！ 1内 1 1® 面 ヲ以テ 之 ヲ爲ス へ シ 
上 街® 回復 ノ原因 タル 事 ® ハ 之 ヲ疏明 スへシ 
上吿煳 回復 ノ請求 ヲ爲ス 者 ハ 其ノ 請求 卜 同時 二 
原 軍法 ^ 議 -I 上齿ノ 申立 書ヲ差 m スへシ 
第 四百 三十 六 條原軍 法會議 ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽 
キ 上吿撾 回復 ノ 請求 ヲ許ス へ キヵ 否ヲ 決定 ス 

へ シ 

第 四百 三十 七條 上吿權 回復 ノ 請求 アリ タル トキ 
ハ 前條ノ 決定 ヲ爲 ス 迄 裁判 ノ 執行 ヲ 停止 スル 決 
定 ヲ爲ス n トヲ得 

前項 ノ規定 -1 依リ 裁判 ノ執 行ヲ 停止 スル 決定 ヲ 
爲ス トキ ハ 被告人 二 對シ 勾留 狀ヲ發 スル コト ヲ 
0 

第 四百 三十 八條 上吿 ヲ爲ス ニ ハ 申立 書ヲ原 軍法 
會議 -I 差 出 スへシ 

第 四百 三十 九條 監獄， 二 在 ル 者上吿 ヲ爲ス ニ ハ 監 
獄ノ長 又 ハ 其ノ 代理者 ヲ 經由シ テ其ノ 申立 書 ヲ 
差出ス ヘシ 此ノ 場合 一一 於 テ 上吿ノ 提起 期間 內二 
申立 者 ヲ監獄 ノ長又 ハ 其ノ 代理者-一 差出シ タル 
トキ ハ 上吿 申立 / 効カ ヲ生ス 
監獄-一 在 ル 者自ラ 申立 書 ヲ作ル コト 能 ハサ ルト 
キハ監 獄ノ長 又 ハ 其ノ 代理者 ハ 之ヲ 代書シ 又 ハ 

所搦 官吏 ヲシ テ之ヲ 代書 セ シムへ シ 

監獄 ノ長又 ハ 其ノ 代理者 ハ 原 軍法 會_ 二 申立 書 

ヲ缀 付シ II 之ヲ 受取 リタ ル 年月日 時 ヲ 通知 スへ 

シ 

第 四百 四十 條 前條ノ 規定 ハ 上吿ノ 抛棄 若 ハ肢下 

又 ハ 上吿權 回復 ノ 請求 ヲ爲ス 場合-一之 ヲ 準用 

ス 

第 四百 四十 一條 上吿ノ 申立、 抛棄 若 ハ 取 下 又 ハ 

上吿權 回復 ノ 請求 アリ タル トキ ハ 錄事ハ 速 二 之 

ヲ對手 入-一通 知ス ヘシ 

第 四百 四十 二條 上吿ノ 申立 法律上 ノ 方式 M 違ヒ 

又 ハ 上吿權 消滅 後 — 爲シ タルモ ノナ ル トキ ハ 原 

軍法 會議 ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽キ 法定 ヲ以 テ之ヲ 


粱却ス へ； N 

第 四百 四十 三 !^ 前 晓ノ玛 台 ヲ除 クノ外 原： ill 法 色 
蓊ハ再 類 ヲ其ノ 軍法 ^ 通ノ檢 察官- 1 送付 シ檢察 
官ハ之ヲ高等軍法會議ノ檢察官=送付スへシ 
高等 軍法 會議 ノ檢 察官 ハ® 類 ヲ其ノ 軍法 旮議 -I 
送付 K へ； S 

第 四百 四十 四 勝 高等 茁法 會誔ハ 遲ク トモ M 初 二 
定 メタル 公判 期日 ノ 三十日 前- 1 其ノ期 日ヲ 上吿 
人 及對手 入 — 通知 スへシ 

最初- 1 公判 期日 ヲ定ム ル 前辯護 人ノ 選任 アルト 
キハ被 街 人 m 對ス .ル 前項 ノ 通知 ハ 辯 gi 人- 1 對シ 
之ヲ爲 K ヘシ 

第 四百 四十 五條 上 吿人ハ 遲ク トモ 最初- 1 定メ タ- 
ル 公判 期日  ノ  十四日 前-一  上吿 趣意書 ヲ高等 軍  -VS 
會議二 差 出ス ヘシ 

第 四百 四十 六條 上告 ノ對手 人 ハ 最初-一定 メタル 
公判 期日 ノ十 四日 前 迄上吿 ヲ爲ス コト ヲ得 
前項 ノ上吿 趣意書 ヲ 高等 軍法 會議 一一 差 出 ス — 依 
リテ之 ヲ爲ス 

第 四百 四十 七條 上告 趣意書-ー ハ 法令 違反 ノ 理由 

ヲ M 示 スへシ 

訴訟 手銨 -1 違反 スル コト ヲ 理由 トス ル 場合-一 於 
テ ハ尙 違反-一 關 スル 事 實ヲ表  一 7J-: スへシ 
第 四百 四十 八條 高等 軍法 會議 上告 趣意書 ヲ受肢 
リタ ル トキ ハ 速- 1 其ノ 謄本 ヲ對手 人-一 邊達ス へ 
シ 

第 四百 四十 九 條上吿 人 期間 內 ― 上吿 趣意書 ヲ差 
出 ササ ル トキ ハ 高等 軍法 會 _ ハ 檢 察官ノ 意見 ヲ 
聽キ 決定 ヲ以テ 上吿ヲ 棄却 スへシ 
第 四百 五十 條上吿 ノ對手 人 ハ 上告 趣意書 ノ 謄本 
ノ绘 達ヲ .受 ケタ ル 日 ヨリ 十日 內 -1 答 辯書ヲ 高等 
軍法 fr 議 -1 差 出 ス コト ヲ得 
檢察官 對手人 ナル トキ ハ 重要 卜認ム ル 上 吿ノ理 
由 二 付 答 辯 書 ヲ差出 スへシ 
高等 軍法 會議答 辯 書ヲ 受取 リタ ル トキ ハ 速- 1 其 
ノ 謄本 ヲ上吿 人- 1 绘達ス ヘシ 
第 四百 五十 一條 裁判長 ハ受命 裁判官 ヲシ テ上吿 
申立 書、 上告 趣意書 及 答 辯 書 ヲ閱シ テ 報吿害 ヲ 
作 ラシ ムル n トヲ得 

第 四百 五十二 條 上吿ノ 審判-一 於 テ ハ 被吿 人ノ爲 
ニ スル 辯 論 ハ 辯 護人- 1 非 サレ ハ 之 ヲ爲ス コト ヲ 
得 ス 


一四 六 八 

第 四 ? -I l :/r: I 十：： I G  期： 3 ニ ハ ¢1 命， A ; ハ打 ハ# lil n l IR I 

吿 « ヲ朗 Jn K ヘシ 

檢察官及辯豳入ハ上街趣尨 ^ --站キ：：？：-1プ ^ ス 

へ シ 

第四百五十四條辯蓮人出廷セサルトキ又ハ ^ ば 
入ノ遝 fr: ナキ トキ ハ 法 钳 -I 佐 リ辩連 人ヲ嬰 スル 
場へ a 又 ハ 決定- 1 依リ辯 薄 人ヲ附 ： s タル 塒> 

クノ 外檢察 官ノ陳 述ヲ g キ判決 ヲ G スへシ 
第 四百 五十 . 7T. 條萵等 3¢ 法 ^ ^ ハ 上 1'? 趣 Jjc u ' J l fiJ 
含 セラ レ タル JJf 明 •一 限 リ調 2t ヲ爲ス へ シ 
眾法 色 認ノ锌 姑， 公訴 ノ受理 及 原判決-一 te リ定 
リタル事过二對スル法令ノ適用ノ锆否-一付テハ 
職 ffl ヲ以テ 調査 ヲ爲ス n トヲ煜 原判決 r y タル 
後 二 於 ケル 刑ノ廢 止 若 ハ變更 又 ハ 大赦 _ M 亦 同 

シ 

第 四百 K 十六 條 高等 軍法 斡 識ハ 軍法# 譏 ノ管輅 
公訴 ノ 受理 及 訴訟 手®  ノ當否 -一關シテハ咁 ^ ノ 
取調 ヲ爲ス コト ヲ得 

前項 ノ肢調 ハ 受命毅 判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ メ又 
ハ 他ノ 軍法 會議 ノ務群 官 -I 之 ヲ® 託 スル コト ヲ 

得 

第 四百 K 十七條 上吿ノ 申立 法律上 ノ 方式- 1 違ヒ 
又 ハ 上 吿權消 滅後 -I 爲シ タルモ ノナ ル トキ ハ 高 
等 軍法 會議ハ 判決 ヲ以テ 上吿ヲ 粱却ス へ ' >• 

第 四百 五十八 條 高等 軍法® _ 上 吿ヲ 理由 ナシト 
スル トキ ハ 判決 ヲ以 テ之ヲ 棄却ス ヘシ 
第 四百 五十 九條 高等 軍法 會蕺上 吿ヲ理 由 アリ ト 
スル トキ ハ 判決 ヲ以テ 原判決 ヲ破毁 K ヘシ 
前項 ノ 場合-一 於 テ ハ 其ノ 事件 ヲ原 軍法 fr 讖-一 差 
戾シ又 ハ 原 軍法 會議 以外 ノ師團 軍法 ir 詆-一 移送 
スへシ 但シ 別段 ノ 規定 アル 場合 ハ此ノ 限-一 在 ラ 
ス 

第 四百 六十條 法令 ヲ 適用 セ サル コト、 法令 ノ適 
用ヲ誤 リタ ル コト、 判決 アリ タル 後 刑 ノ廢止 若 
ハ 變更又 ハ 大赦 アリ タルコ トヲ理 由 トシ テ 原 判 
決 ヲ破毁 K ル 場合- 1 於 テ被吿 事 件 ノ事實 原判決 
二 依リ定 リタ ル トキ ハ 高等 軍法 會議ハ 其ノ事 件 
-1 付 判決 ヲ爲ス へ シ不當 -1 公訴 ヲ 受理シ タルコ 
トヲ 理由 トシ テ 原判決 ヲ破毁 スル トキ 亦同シ 
第 四百 六十 一 條不當 一一 管轄 違 ヲ認メ 又 ハ 公訴 ヲ 
棄却シ タル n トヲ 理由 トシ テ 原判決 ヲ破毁 スル 
トキ ハ 判決 ヲ以 テ其ノ 事件 ヲ原 軍法 會戠 -1 差戾 


院族 K 色 帝问 二十 四 第 


スへシ 

第 四百 六十 二 胙：个 當 -|符 轄ヲ認 メタル コト ヲ理 
由 トシ テ 原判決 ヲ陂毁 スル トキ ハ 判決 ヲ以テ 其 
ノ琪件 ヲ管 轉遥法 會藕 -I 移送 スへシ 
第 四百 六十 三 條 上吿ノ 趣意 .^ 茁耍 ナル 答 辯ノ要 
旨 ハ之ヲ 判決 ffi -I 記載 スへシ 
第 四百 六十 四條被 吿人上 吿ヲ爲 シ又ハ 被 吿人ノ 
利益 ノ爲上 街 ヲ爲シ タル 事件 — 付 テ ハ 高等 軍法 
會 誘 ハ 原判決- 1 定 メタル 刑 ヨリ 重 キ刑ヲ 言 ® ス 
ル n トヲ得 ス 

第 四百 六十： ：/ 1: 條師 _軍 法會 議不當 M 公訴 粟却ノ 
決定 ヲ爲 ササ リシ トキ ハ 商 等 軍法 會議ハ 決定 ヲ 
以テ 公訴 ヲ棄却 ス へ シ 

第 四 |'| 六十 六 條事件 ノ差戾 又 ハ 移浍ヲ 送 ケタ ル 

軍法 衿 謎 ハ 典 ノ事件 -一付 高等 軍法 ® • 誔ノ 表示シ 

タル 法 姐 上ノ 意見- 一 撾说セ ラル 

第 四百 六十 七條 上吿ノ 審判-一 付 テ ハ 本章- 1 規定 

シ タルモ ノ ヲ除ク ノ外 第二 編 第二 眾第四 節ノ規 

定ヲ迆 用* < 

第 四： C 六十 A. 條眾法 何 雜ノ判 決 確定 後其ノ 判決 

法律-一 於 テ 罰 セ サル 所 13 — 對シ 刑ヲ w js シ又ハ 

相 當ノ刑 ヨリ SI キ刑ヲ 言 ® シ タルモ ノナ ル コト 

ヲ與見 シタルト キハ 高等 軍法 科 識ノ 長官 ハ檢察 

官ヲシ テ 高等 軍法 會諉二 非常 上 吿ヲ爲 サシ ムル 

n トヲ得 

第 四百 六十 九條 .非常 上 吿ヲ® ス = ハ 其ノ 理由 ヲ 

記 載シ タル 申立 ® ヲ高等 軍法 會豳 -1 差 出 K ヘシ 

第 四百 七十條 期日 >1 ハ 檢察官 ハ 申立 $ni 基キ陳 

述ヲ ナス ヘシ 

第 四 |'| 七十 一條 萵 等 軍法 會_ 非常 上吿ヲ 理由 ナ 

シ トス ル トキ ハ 判決 ヲ以 テ之ヲ 菜却ス ヘシ 

第 四百 七ナ ニ條 -TT 问等 軍法 會錢 非常 上 吿ヲ 理由 ア 

リ トス ル トキ ハ 原判決 ヲ破 毁シ 更_| 判決 ヲ爲ス 

へ シ但シ 原判決-一定 メタル 刑 3 リ重キ 刑 ヲ言渡 

ス n トヲ得 ス 

第 四 章 再 沲 

第 四百 七十 三條 PI 港 ノ請求 ハ左ノ 場合-一 於 テ 刑 

ノ言狸 ヲ爲シ タル 確定判決-- 對シテ 刑ノ言 渡 ヲ 

受ケ タル 者ノ 利益 ノ爲 之ヲ爲 K コ トヲ得 

一 原判決 ノ锻據 トナ リタ ル設據 W 類 又 ハ fe! 據 

物 確定判決 -I 因 リ僞造 又 ハ 變造ナ リシ n 卜 

ヲ證明 セラ レ タル トキ 


二 原判決 ノ朔據 卜爲 リタ ル Is 言 •鑑定、 通譯 
又 ハ iffl 譯蔽定 判決- 1 因 リ僞證 乂ハ虛 低 ノ鑑 
定 、通譯 若 ハ 飜譯ナ リシ コト 證明セ ラレ タ 
ル トキ 

三 刑 ノ言瞍 ヲ受 ケタ ル 者 ヲ誣苦 シ タル 罪 確定 
判決- |闪 リ證明 セラ レ タル トキ m シ誣 齿 二 
因リ 刑 / 言 渡ヲ受 ケタ ル トキ-一 限 ル 
四 原判決 ノ遇據 トナ リタ ル 裁判 確定 裁判-一因 
リ變 ：史 セラ レ タル トキ 

五 刑 / 言 渡ヲ受 ケタ ル 者- 一 對シテ 無罪 又 ハ 免 
訴ヲ言 渡 K へ キ明確 ナル證 據又ハ 原判決-一 
於テ認 メタル 罪 ヨリ！！ キ 罪ヲ認 ム ヘキ 明確 
ナル證 據ヲ新 -- 發見フ タル トキ 
六 原判決- 1 干與シ タル 裁判官、 原判決 ノ 基礎 
トナ ルへ キ取調 -I 干與シ タル ® 判官 若 ハ豫 
薄 官 、裸®- 1 干與シ タル羯 •補 官 •捜査 若 ハ 
公訴 ノ 提起 M 干與シ タル 檢察官 又 ハ 第三 百 
四 條ノ 規定-一依 リ檢 察官ノ 請求 ヲ受ケ テ處 
分 ヲナシ タル 裸 薄 官被吿 4f 件- 1 付 職務-一 關 
スル 罪 ヲ犯シ タル コト 確定判決- 1 因リ證 明 
セラ レ タル トキ m シ 原判決 ヲナス 前 裁判官 
裸 •辞 官又 ハ檢察 官 -I 對シテ 公訴 ノ 提起 アリ 
タル 場 A n - 一  於 テ ハ 原判決 ヲ爲シ タル 軍法 會 
謅其ノ 斟 實ヲ知 ラサ リシ トキ-一 限 ル 
第 四百 七十 四條再 港 ノ 請求 ハ 左ノ 場合-一 於 テ 刑 
ノ言瞍 又 ハ 無罪、 免訴 若 ハ 公訴 棄却 ノ言瞍 ヲナ 
シタル 確定判決- 1 對シテ 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 
又 ハ 被 吿人タ リシ 者ノ不 利益 ノ爲 之ヲ ナス n 卜 
ヲ揭 

一 前條 第一 號 、第二 號 、第 四號又 ハ 第 六號二 

SE SKt シ タル 原 111 アル トキ 
二 無罪 又 ハ 相 當ノ罪 ヨリ 輕キ 罪- 1 付 刑ノ言 渡 

ヲ受 ケタ ル 者 軍法 會議又 ハ 軍法 會翳 外- 1 於 

テ 自白 シタルト キ 

三 免訴 又 ハ 公訴 棄却 ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 軍法 

會議又 ハ 茧法 會議 外- 1 於 テ其ノ 原由 ナ カリ 

シ n トヲ 陳述 シタルト キ 

第 四百 七十 五條 再 群 ノ 請求 ハ 左ノ 場合-一 於 テ 上 

吿ヲ粜 却シ タル 判決 二 對シテ 之ヲナ K  r ー  トヲ得 

i  第 四 T-I 五十六 勝 ノ規定 -I 依リ 取調へ タル 事 

锊 >|付第3;白七十三_第|號^第二號又ハ 

第 四號二 記載 シタル 原由 アル トキ 


二 原判決 乂ハ 其ノ基 礎 トナ ル ヘキ JS 調 M 干與 
シタル 裁判官 又 ハ 探. 器官 二 第 四百 七十 三條 
第 六號二 記載 シ タル 原由 アル トキ 
始審ノ 確定判決-一 對シテ 再審 ヲ 請求 i/ タル 事件 
二 付 ；冉 蒞ノ 判決 アリ タル 後 ハ 上： $:棄 却ノ判 決- 1 
對シテ 再審 ノ請 求ヲ ナス rl トヲ煜 ス 
第 四百 七十 六條 前三條 ノ 規定-一 從ヒ 確定判決-一 
因リ 犯罪 ノ證明 セラ レ タル コト ヲ再薄 ノ 原由 卜 
ナス ヘキ 場合- 1 於 テ其ノ 犯罪- 1 付 公訴 ヲ實 行ス 
ル rj 卜能ハ サル トキ ハ 其ノ 事由 及 犯罪 事 實ヲ證 
明シテ 再 器 / 1 BP1 求ヲ ナス n トヲ得 
第 四百 七十 七條 再審 ノ請求 ハ 別段 ノ 規定 アル 場 
合ヲ除 クノ外 原判決 ヲナシ タル 軍法 會議 之ヲ管 

_ス 

第 四百 七十 八條第 四百 六十 條ノ 規定 M 依 リナ ' y 
タル 判決-一 對ス ル； 冉審ノ 請求 ハ 左ノ 場合 ヲ除ク 
外姶嚭 ノ 判決 ヲナシ タル 軍法 會蕺 之ヲ 管轄 ス 
一 第 四： 白； f: 十六 條ノ 規定-一依 リ収 調へ タル 事 
實二付 第 四百 七十 三條 第一 號 •第二 號又ハ 
第 四號- 一記 載シ タル 原由 アリ トス ル トキ 
二 高等 軍法 會議ノ 判決 又 ハ 其ノ 基礎 トナ ルへ 
キ 取調 M 干與シ タル 裁判官 又 ハ 豫審官 二 第 
四百 七十 n 一條 第 六號二 記載 シ タル 原 U-1 アリ 

トス ル トキ 

第 四百 七十 九 條刑ノ 言 渡ヲ受 ケタ ル者ノ 利益 ノ 
爲 -1 スル 再審 ノ 請求 ハ 左 M 記 載シ タル 者 之ヲナ 
ス n トヲ得 

一 管轄 軍法 會議 ノ檢 察官 
二 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 
三 刑 ノ言狸 ヲ受 ケタ ル者ノ 法定代理人、 保 佐 
人 又 ハ 夫 

四 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 死亡シ 又 ハ 心神喪失 
ノ狀 態-一 在 ル 場合 二 於 テ ハ 其ノ 配偶者， 家 
督相續 人， 直系 親族 又 ハ 兄弟 姉妹 
第 四百 七十 三條第 六 號又ハ 第 四百 七十 五條 第一 
項 第二 號ノ 場合- 1 於 テ 刑 ノ言渡 ヲ受ケ タル 者ノ 
利益 ノ爲 ― スル 再 港 ノ 請求 ハ 刑 ノ言賊 ヲ受 ケタ 
ル 者 ノ行爲 -1 因リ罪 ヲ犯ス -1 至 ラシ メタル 場合 
二 於 テ ハ 檢察官 -1 非 サレ ハ之ヲ ナス コト ヲ得ス 
刑ノ 言®. ヲ受ケ タル 者 又 ハ 被告人 タリ シ 者ノ不 
利益 ノ爲 -1 スル 再審 ノ 請求 ハ 管 _ 軍法 會議 ノ檢 
察 官之ヲ ナス コト ヲ g 守 


第 四百 八十 胳檢 察官 -I 非 サル W 再 ^ ノ 請求 ヲナ 
ス 場合 二 於 テ ハ 辯 ■人 ヲ il 任 K ル n トヲ得 
前項 ノ 規定- 1 依 ル 辯 ^ 人 ノ潠任 ハ 再蒗ノ 判決 ア 
ル 迄 其ノ 効カ ヲ有ス 

第 四百 八十 一. 條 再審 ノ 請求 ハ 刑ノ 執行 ヲ終へ 夕 
ル トキ 又 ハ 其ノ 執行 ヲ受 クル コト ナキ- 一至 リタ 
ル トキ ト雖之 ヲ爲ス n トヲ得 
第 四百 八十 一 一條 刑 / 言瞍 ヲ受 ケタ ル 者 又 ハ 被吿 
人 タリ シ者ノ 不利益 ノ爲 — K ル 再審 ノ 請求 ハ 判 
決 確定 後 公訴 ノ時 効-一 付 定メ タル 期間 ヲ經 過シ 
タル 後- 1 於 テ ハ 之 ヲ爲ス コト ヲ得ス 
第 四百 八十 三條 再審 ノ Si 求 ハ 刑ノ 執行 ヲ 停止 ス 
ル 効カ ヲ有 セス 但シ 管轄 軍法 會議 ノ檢 察 , 11- ハ 長 
官ノ 命令-一依 リ再 審ノ請 求- 1 付テノ 決定 アル 迄 
刑ノ 執行 ヲ 停止 スル コト ヲ得 
第 四百 八十 四條 再審 ノ請求 ヲ爲ス -I ハ 其ノ 趣意 
書- 1 原判決 ノ腾本 及 18 據ヲ 添へ 之ヲ 管轄 軍法 會 
議 -1 差 出ス ヘシ 

第 四百 八十 五條 再審 ノ 請求 ハ 之ヲ取 下 クル コト 
ヲ煜 

第 四百 八十 六條第 四百 H 十條 、第 四百 三十 二 條 
第 四百 三十 九條 及第 四百 四十 一條 ノ 規定 ハ 再審 
ノ請求 及 其ノ取 下 一一 五 ヲ S 用ス 
第 四百 八十 七條第 四 西 六十 條ノ 規定 二 依 リ爲シ 
タル 判決 — 對シテ 高等 軍法 會議 及師團 軍法 會議 
二 再審 ノ 請求 アリ タル トキ ハ 高等 軍法 會議ハ 決 
定ヲ以 テ師團 軍法 會載ノ  P 訟手續 終了 — 至 ル 迄 
訴訟手續ヲ停止スへシ始審ノ確定判決卜上吿棄 
却ノ 判決 卜 M 對シテ 再審 ノ請求 アリ タル トキ 亦 
间シ 

第 四百 八十 八條 再審 ノ請求 法律上 ノ 方式- 1 違 ヒ 
タルモ ノナ ル トキ ハ 決定 ヲ以 テ之ヲ 棄却 スへシ 
第 四百 八十 九條 再審 ノ請 求ヲ 理由 ナシ トス ルト 
キハ 決定 ヲ以 テ之ヲ 棄却 スへシ 
第 四百 九十 條 再審 ノ 請求ヲ 理由 アリ トス ル トキ 
ハ 再審 開始 ノ 決定 ヲ爲ス へ シ 
再 薄 開始 ノ 決定 ヲ爲シ タル トキ ハ 法定 ヲ以テ 刑 
ノ 執行 ヲ 停止 スル コト ヲ得 
第 四百 九十 一條 第 四百 八十 七條ノ 場合-一 於テ師 
函 軍法 會議 再審 ノ 請求 ヲ受 ケタ ル 事件- 1 付 判決 
ヲ爲 シタルト キハ 高等 軍法 會議ハ 決定 ヲ以テ 再 
審ノ 請求 ヲ棄 却スへ シ 
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四 七 0 


第 四百 九十 li  sr ie ノ試 求 — 付 決定 ヲ S ス 場合 
二 於 テ ハ 謂 求 ヲ爲シ タル 者 及 3t ノ對手 人ノ总 見 
ヲ賊ク へ -y 

但 シ第 四百 七十 九條第 一項 第三 號- 1 記載 シタル 
^- pi .K;  ノ ; :' 求 ヲナシ タル 場合-一 於 テ ハ 併 セテ 刑 
ノ言渡 ヲ受ケ タル ^ • ノ S 見ヲ趵 クへシ 
坑 R ?r 九十 三條 W 群 開始 ノ決定 ヲナシ タル 3f 件 
二 付 テ ハ 5-C- ノ港 級-- 從ヒ更 二 蒞判ヲ ナス ヘシ 
tri 四百 九十 四 條 死亡者 又 ハ 冋復ノ 見込 ナキ心 神 
喪失 ノ狀 態-一 在 ル 者 ノ利益 ノ爲 再審 ノ請 求ヲナ 
シタル $-1 付 テ ハ 公判 ヲ開 カス 檢察官 及 辯 謎 
人ノ意 見 ヲ 賴 キ判 決ヲ ナス ヘシ 此ノ 場合-一 於 テ 
再審 ノ請求 ヲナシ タル 者辯譴 人ヲ 選任 セ サルト 
キハ 裁判長 ハ 第三 西 六十 九條ノ 規定 二 準シ職 權 

ヲ以テ 辯 護人 ヲ附ス へ シ 

刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル者ノ 利益 ノ爲 再審 / 請求 ヲ 

ナシ タル 事件-一 付 Tl> 蒞ノ判 決ヲ ナス 前 刑 ノ言渡 

ヲ受 ケタ ル 者 死亡 シ又ハ 心神喪失 ノ狀 態-一 在リ 

テ间 ®  ノ 見込 ナキ- 一至 リタ ル トキ 亦 前 5! 二 同シ 

前 二項ノ 規定-一依 リ爲シ タル 判決-一 對シテ ハ 上 

吿ヲ ナス n トヲ 得ス 

第 四 W 九十 五條 刑 ノ言渡 ヲ受ケ タル 者 又 ハ 被吿 

人 タリ シ者ノ 不利益 ノ爲 再審 ノ請求 ヲナシ タル 

事件-一 付 再 li? ノ判 決ヲ ナス 前 刑 ノ言渡 ヲ受 ケタ 

ル 者 又 ハ 被 吿入タ リシ 莕死亡 シタルト キハ 再審 

ノ請求 及 其 ノ請 求- 1 付爲シ タル 決定 ハ 其ノ 効力 

ヲ失フ 

第 四百 九十 六條 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル者ノ 利益 ノ 

爲 メ爲シ タル 再審-一 於 テ ハ 原判決- 1 於 テ 言 渡シ 

タル 刑 ヨリ 重キ刑 ヲ言渡 ス コト ヲ得ス 

第 四百 九十 七條 再審- 1 於 テ 無罪 ヲ言渡 シ タル 判 

決 確定 シタルト キハ 官報 ヲ以 テ其ノ 判決 ヲ公示 

スへグ 

第五 章毅 判/執行 

第 四百 九十 八條 裁判 ハ 確定シ タル 後之ヲ 執行ス 

第 四百 九十 九條 裁判 ノ 執行 ハ 其ノ 裁判 ヲナシ タ 

ル 軍法 會議ノ 檢察官 又 ハ 其 / 裁判 ヲナシ タル 豫 

群 官ノ屬 スル 軍法 會議 ノ檢察 官之ヲ 指揮 ス但シ 

其ノ 性質 上 軍法 會議 ，裁判長、 受命 裁判官 又 ハ 

豫密官 ノナ ス ヘキ モノ ハ此ノ 限-一 在 ラス 

上吿ノ 裁判 又 ハ 上告/取 下-一因 リ原 軍法 會議ノ 

裁判 ヲ 執行ス ヘキ 場合- 1 於 テ ハ 高等 軍法 會鼷ノ 


險察官 其 / 執行 ヲ指沛 ス 
前 二 項 ノ場合 〇 於 テ 訴訟 ^ 類 原 道 法 fT 謎 — 在 ル 
トキ ハ 其ノ茁 法 會雜 ノ撿察 官裁判 ノ 執行 ヲ 指揮 

ス 

第五 百條 裁判 執行 ノ 指揮 ハ S 面 ヲ以テ 之 ヲナシ 
裁判 15 又 ハ 裁判 ヲ記 戰シ タル 調 W ノ睽本 又 ハ 抄 
本ヲ 添附 スへシ 但シ 刑ノ 執行 ヲ 指揮 スル 場合 ヲ 
除クノ 外 裁判® ノ 原本、 膣 本 若 ハ 抄本 又 ハ 調 e 
ノ膣本 若 ハ 抄本-一 認印シ テ之ヲ ナス n トヲ得 
第五 ? 1 一條 二 以上 ノ 主刑 ノ 執行 ハ ! 111 金 及 科料 ヲ 
除クノ 外其ノ 重キ モノ ヲ先 _| ス 但シ檢 察官ハ 長 
官ノ 命令-一依 リ重キ 刑ノ 執行 ヲ 停止シ 他 ノ刑ノ 
執行 ヲナ サシ ムル コト ヲ得 
第五 百 二 條死 刑ノ 執行 ハ 陸軍大臣 ノ 命令 二 依 ル 
第五 百 三條 死刑 ヲ 言渡シ タル 判 谈 確定 シタルト 
キハ 檢察官 ハ 速 M 訴訟 記錄 ヲ長 官ヲ 經由シ テ 陸 
軍 大臣-一 差 出ス ヘシ 

第五 百四條 陸軍 大 K 死刑 ノ 執行 ヲ命シ タル トキ 
ハ 艽日內 二 其ノ 執行 ヲナス ヘシ 
第五 百 五條 死刑 ノ 執行 ハ 檢察官 及錄事 ノ立會 一一 
テ 監獄 ノ 長之ヲ ナス ヘシ 

長官 ハ 監獄 ノ長ノ 申請 = 因リ 兵員 ノ 出場 ヲ命ス 

ヘシ 

檢察官 又 ハ 監獄 ノ長ノ 許可 ヲ得 タル 者ノ外 刑場 
- 一入 ル コト ヲ得ス 

第五 百六條 死刑 ノ 執行-一 立會ヒ タル 錄事ハ 執行 
始末 W ヲ作リ 檢察官 及 監獄 ノ長卜 共-一之-一 薪 名 
捺印ス ヘシ 

第五 百 七條 死刑 ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 心神喪失 ノ 

狀態 -1 在 ル トキ ハ 陸軍大臣 ノ命令 -I 依リ 其ノ痊 

痣-一至 ル 迄 執行ヲ 停止 ス 

死刑 ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 婦女 懐胎 ナル トキ ハ 陸軍 

大臣 ノ 命令 — 依リ 分娩- 一 至 ル 迄 執行 ヲ檸 止ス 

前 二項ノ 規定- 1 依リ 死刑 ノ 執行 ヲ 停止 シタル 者 

-I 付 テハ痊 癒 又 ハ 分娩 ノ後 陸軍大臣 ノ 命令 アル 

二 非 サレ ハ 其ノ 執行 ヲ爲ス コト ヲ得ス 

第五 百八條 特設 軍法 會議 死刑 ヲ 言渡シ タル 場合 

-1 於 テ ハ 其ノ 執行 又 ハ 執行 ノ 停止-一 關 スル 陸軍 

大臣 ノ 職務 ハ 長官 之 ヲ行フ コト ヲ煜 

第五 百九條 懲役、 禁錮 又 ハ 拘留 ノ言 渡ヲ受 ケタ 

ル 者 心神喪失 ノ狀態 一一 在 ル トキ ハ 刑ノ言 渡ヲ爲 

シタル 軍法 會議又 ハ 刑 ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者ノ所 


在 地ノ艰 法污漭 ノ檢察 哲 ノ指饨 n 依 リ共 ノ痊蹈 
二 至 ル 迄 執行 ヲ停 止ス 

第五 百 十條 前條ノ 規定-一依 リ 刑ノ軾 行 ヲ 2 h 止シ 
タル 場合 二 於 テ 刑 ノ言瞍 ヲ受 ケタ ル 者 第 一條-一 
記載 シ タル 身分 ヲ有セ サル トキ ハ檢格 官ハ 之ヲ 
監餱 義務 者 又 ハ 市 ® 町村 長- 1 交付 シ病院 其ノ他 
適當ノ 場所 — 入 レシ ムル コト ヲ得 
刑 / 執行 ヲ停止 セラ レ タル 者 ハ 前項 ノ處分 アル 
迄 之 ヲ 監獄-一 留 [S- シ其ノ 期間 ヲ刑期 -I 葑 入ス 
第五 百 十 一條 左 M 記載 シ タル 場合 二 於 テ ハ 刑ノ 
言 ® ヲナシ タル 軍法 會議又 ハ 刑 ノ言渡 ヲ受 ケタ 
ル者ノ 所在地 ノ 軍法 會 議ノ檢 察官ノ 指揮- 1 依 リ 
事故 ノ止ム 迄 懲役、 禁錮 又 ハ 拘留 ノ 執行 ヲ 停止 

スル コト ヲ得 

一 刑ノ 執行- 1 因リ 生命 ヲ保ツ コト 能 ハサ ル ES 

アル トキ 

二 受胎 後 七月 以上 ナル トキ 
三 分娩 後一 月 ヲ經過 セ サル トキ 
四刑ノ 執行 二 R リ 回復 K へ カラ サル 不利益 ヲ 
生 スル ® アル トキ 
五其ノ 他 « 大 ナル 事由 アル トキ 
第五 百 [- I 一條 死刑、 懲役， 禁錮 又 ハ 拘留 ノ言渡 
ヲ受 ケタ ル 者 拘禁 中二 非 サル トキ ハ 檢察官 ハ 執 
行ノ 爲之ヲ 召喚 スへシ 召喚-一 應セ サル トキ ハ 遠 
捕 狀ヲ P スへシ 

第五 百 十三 條死刑 、懲役、 禁錮 又 ハ 拘留 ノ言渡 
ヲ受 ケタ ル 者 逃走 シタルト キ又 ハ述走 スル 虜ア 
ル トキ ハ 檢察宫 ハ 直-一 逮捕 狀ヲ 發シ又 ハ 陸軍 司 
法替察 官若ハ 司法 警察官 — 請求 シ若ハ 醒託シ テ 
之ヲ發 .セ シムル コト ヲ得 

第五 百 十四 條 遠捕狀 -I ハ 刑ノ言 睡ヲ受 ケタ ル 者 
ノ 氏名、 住居、 年齡 、刑名、 刑期 其ノ他 逮捕 二 
必要 ナル 事項 ヲ fp, 載シ 檢察官 又 ハ 陸軍 司法 變 察 
官 之-一 SR 名 捺印 スへシ 

逮捕 狀ヲ發 スル 場合-一 於 テ 必要 アル トキ-一 入相 
書ヲ 添附 スへシ 

第五 百 十 五條 逮捕 狀ハ 勾引 狀卜 同ー ノ 効カ ヲ有 

ス 

第五 百 十六 條遠 捕狀ノ 執行 — 付 テ ハ 勾引 狀ノ執 
行- 1 關 スル 規定 ヲ 準用 ス 

第 ,?-/; 百 十七 條檢察 官刑ノ 言 渡 ヲ受ケ タル 者ノ現 
在 地 ヲ覺知 スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 檢事長 又 ハ 


之- |扣常 ス V 1- K 二 \ 相？2 ヲ？ ：へはシ共ノ搜办及 
逮拙ヲ %> 託 スル コト ヲ得 

S 託 ヲ受ケ タル 官 !« ハ 其 ノ tf KWS: 内ノ檢 .'If 又 
相 常 官铌 ヲシテ 逮捕 狀ヲ發 シ搜齐 及 逮 拙ノ芊 績 

ヲ ナサ シムへ シ 

第 7/.: 百十八條前金、科料、過料、沒收，沒収、 
追徴 又 ハ ? 5 用賠 惯ノ 裁判 ハ檢 sea  ノ命 令ヲ以 テ 
之ヲ執行ス其ノ執行ヲ受クへキ衮二付相扮|£始 

アリ タル トキ ハ ffl la w g? — 就 キ執行 k ル コト ヲ 

得 

第五 百 十九 條前陆 ノ執 行- 1 付 强制 執 fr ヲ耍 スル 
トキ ハ 兵 管 其ノ 他軍讲 用 ノ酹帝 又 ハ 腔 船 ノ内 -I 
於 テ 之 ヲ爲ス 場合 ヲ除ク ノ外檢 察 官ノ阳 詫二囚 
リ區 裁判所 K- ノ他 民事裁判-一 付 强 {K 執行 ヲ ナス 
搠 アル 官題 -I 於 テ 之 ヲ爲ス 此ノ場 合 M 於 テ ハ 檢 
察官ノ 命令 ハ 執行 カ アル fl'i 務名義 卜 同ー ノ 効力 
ヲ有ス 

5® 託-一因 リ爲 .ス官 袈ノ 執行 手續 M 付 テ ハ 民祺裁 
判 ノ 執行- 1 關スル 規定 ヲ 维 用ス 但シ 執行 前 裁判 

ノ：途 達ヲ ナス コト ヲ要セ ス 

第五 百 二十條 前條第 二現 ノ 規定- |嵌ル執行ノ ?2 
用 ハ 執行 ヲ受 クル 者 ノ負擔 トシ 民事訴訟法 ノ規 
定二 準シ 執行 卜 同時-一之 ヲ 収立ツ ヘシ 
第五 百 二十 一條 第 四百 十三 條 ノ规定 ― 氓 リ爲シ 
タル 賠償 ノ言 渡-一 付 被害 老 ヨリ强 制 執行 ノ請求 
アリ タル トキ ハ 前 三條ノ 規定 ヲ準 用ス 
第五 百， 二十 二 倏沒收 物 ハ 檢察官 之ヲ處 分ス ヘシ 
第五 百 二十 三條 沒收ノ 執行 後 H 月內一 I 權利ヲ 有 
スル 沒收 物ノ 交付 ヲ請求 シタルト キハ 檢察官 ハ 
破壊 又 ハ廢 棄スへ キ物ヲ 除クノ 外之ヲ 交付 スへ 
シ 

沒 收物ヲ 處分シ タル 後 前項 ノ請求 アリ タル 場合 
二於テハ檢察官ハ公賣-一因リテ得タル代偎ヲ交 
付ス ヘシ 

第五百二十四條僞造又ハ變造一一係ル物ヲ返還ス 
ル 場合-一 於 テ ハ僞浩 又 ハ 變造ノ 部分 ヲ其ノ 物-一 
表示ス ■ヘシ 

僞造又 ハ變 造-一 係 ル 物 押 收セ ラレ サル トキ ハ 之 
ヲ提出 セ シメ テ 前項 ノ手 續ヲ爲 スへシ 但シ 其ノ 
物 公務 所-一 愿 スル トキ ハ 僞造又 ハ 變造ノ 部分 ヲ 
公務 所-一通 知シテ 相 當ノ處 分ヲ爲 サシ ムへシ 
第五 百 二 十 五條 抑 收物ノ 返還 ヲ受ク ヘキ 密ノ所 


院族 R 爵 PR 帝 回 二 十四 第 


在！ f 明 ナル 爲又ハ 其 ノ 他/事 IH 二 因リ其 ノ物ヲ 
還付 スル n 卜能 ハサ ル 場合 — 於 テ ハ檢察 宫 ハ 其 
ノ 旨ヲ公荇スへシ 

公 €f ヲナシ タル 時 ヨリ 六月 內 二 還付 ノ請 求ナキ 
トキ ハ 其 ノ物ハ 國庫 M 歸龆ス 
前 ? fi ノ沏 間內 卜雖價 値 ナキ物 ハ 之ヲ隧 粟シ 保管 
二 不便 ナル 物 ハ 之 ヲ公賣 シテ 其ノ代 倜ヲ 保管 ス 
ル n トヲ得 

第 . VI: 百 二 十六 條檢察 官ハ 必要 ナル 場合 — 於 テ ハ 
他ノ眾 法 會 a ノ檢察 官 ，地方裁判所 若 ハ ® 裁判 
所ノ檢 事 又 ハ 相 當官恶 -1 裁判 ノ執行 一一 關ス ル處 
分ヲ ® 託 スル コト ヲ得 

第五 百 二十 七條刑 ヲ言蹕 シ タル 裁判 ノ解釋 -1 付 
疑 アル トキ ハ 其 ノ言胺 ヲ受 ケタ ル 者 ハ 言 渡ヲ爲 
シ タル 軍法 會謖 -I 疑義 ノ 申立 ヲナス コト ヲ得 

第五 百 二十 八 條刑ノ 執行 ヲ受 クル 溝 又 ハ 其/法 

定代理 人、 保 佐 人 若 ハ 夫 執行- 1 關シ檢 察 官ノ爲 

シタ ル處分 ヲ不當 トス ル トキ ハ 裁判 ノ言 渡ヲ爲 

シタル 軍法 锊議 二 異謎ノ 申立 ヲ SK コ トヲ得 

第五 百 二十 九條疑 義又ハ 異讅ノ 申立 ハ 其ノ 裁判 

アル 迄 之 ヲ •収下 クル n トヲ得 

疑義 若 ハ 異誘ノ 申立 又 ハ 其ノ収 下 ハ 書面 ヲ以テ 

之ヲ ナス ヘシ 

第 四百 三十 九 條ノ 規定 ハ 疑義 若 ハ 異讁ノ 申立 又 

ハ 其ノ肢 下 H 之ヲ準 用ス 

第五 s 三十 條疑 a 又 ハ 異議 ノ 申立 ヲ受 ケタ ル 軍 

法會狨 ハ 檢察宫 ノ意 見ヲ鸱 キ 決定 ヲ爲 ス ヘシ 

第 3}; 百 三十 金 又 ハ 科料 ヲ完納 スル n 卜能 

ハサ ル 爲ナシ タル 勞役 場留 固ノ執 行-一 付 テ ハ 刑 

ノ 執行- 1 關スル 規定 ヲ维 用ス 

附則 

第 ?: 白 11 i 十 1 一條 本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 

ヲ定ム 

本 法 第二 間 第二 3H 中 親 ffi- 罪ノ吿 訴， 請求 ヲ待チ 

テ受邱：スへキ事件-一付テノ請求及時効 — 關スル 

規定-一： ±テ ハ 勅令 ヲ以テ 別-一 其ノ 施行 期日 ヲ定 

ム 

親吿罪 ノ带訴 誧 求 ヲ侍チ テ 受理 K ヘキ 事件-一 付 

テノ 請求 及 時効-- 關シテ ハ 前項 ノ規定 -I 依 リ定 

ムル 施行 期日- 1 至 ル 迄 仍從 前ノ例 二 te ル 

第五百三十三條陸垠治茆法、帮玲陸軍眾法會議 

法、 關 ai 都 料 府及 斡 駐 剳 軍 陸軍眾 法 會篛法 及 


明治 11 十八 年 勅令 第 九十 二 號ハ 之ヲ 腿止ス 
第五 百 三十 四 (1S 本 法 ハ 本 法 施行 前- 1 生シ タル 事 
件- 1 亦之ヲ 適用 ス 

前孭ノ 規定 ハ 本 法 施行 前 ■法'- 1 诙 リ爲シ タル 訴 
訟 手躜ノ 効カ ヲ妨 ケス 

本 法 施行 前舊法 二 依 リ爲シ タル 訴訟 手續- ーシテ 
本 法-一之 — 相 當 スル 規定 アル モノ ハ 之 ヲ本法 -一 
依 リナシ タルモ ノト 看做ス 
第五 百 三十 五條 本 法 施行 前 裁判權 ヲ有ス ル 事件 
-- 付 ^ 問、 ® 判 又 ハ 判決 ノ 命令 アリ タル トキ ハ 
本 法 11 依 リ璀 法 ir 調 栽 判 權ヲ有 セ サルト キト雖 
軍法 會 議之ヲ 密判ス 

第五 百 三十 六條本 法 施行 前軍 法會議 裁判 II ヲ有 
セ サル 事件- 一 付 通常 裁判所 其ノ他 ノ官磐 -1 公訴 
ノ 提起 アリ タル トキ ハ 本 法 — 依リ 軍法 會議 裁判 
權ヲ有 ス ル トキ ト雖 公訴 ヲ受ケ タル 官署 之ヲ審 
判 ス 

第五 百 彐 十七 條從 來ノ 軍法 會議ハ 本 法- 一 於 テ 之 
-I 相當ス ル 軍法 ir 誘 トス 

第五百三十八條本法施行前管__ヲ有スル事件 
-I 付 * 問、 審判 又 ハ 判決 ノ 命令 アリ タル トキ ハ 
本 法 M 依 リ 管轄 糊 ヲ有セ サルト キト 雖其ノ 命令 
ヲ受 ケタ ル 軍法 會鹩之 ヲ {抑 判ス 
第五 百 三十 九條本 法 施行 ノ際 在職 ノ判 士長 及 判 
士ハ本 法 二 依 ル 判士 トス 

第五 111 四十條 本 法 施行 ノ際 在官 ノ理事 ハ 別 — 辭 
令ヲ 用ヰス 陸軍 法務 官 || 任 セラ レ タルモ ノトス 
本法施行ノ際退職又ハ豫備ノ理事ハ本法 — 依リ 
浪 職 ヲ命セ ラレ タル 陸軍 法務 官トス 
本 法 施行 ノ際 非職 ノ理事 ハ 本 法-一依 リ休職 ヲ命 
セラ レ タル 陸眾 法務 官トス 
本 法 施行 ノ際 -I 限 リ 第三 十九 條ノ 事由 ナキ トキ 

卜雖陸 軍 大臣 ハ 陸 苺 法務 官 M 休職 ヲ命 K ル n 卜 

ヲ得 

前 二 項ノ 規定 — 依リ 休職 卜爲 リタ ル 陸軍 法務 官 

ノ休職 ノ期間 ハ 三年 トシ 第三 項ノ 者-一 在 リテハ 

非職 トナ リタ ル 時 ヨリ 之ヲ起 算ス 

前拍ノ 休職 ノ期間 滿期 卜爲 リタ ル トキ ハ 退職 卜 

ス 

第 3R; 百 四十 一條 本 法 施行 前發シ タル 收禁狀 ハ 之 

ヲ本 法- 1 依 リ發シ タル 勾留 狀卜 看做ス 

第 3r 百 四十 二條本 法 施行 前闕席 判決 ヲ受 ケタ ル 


者 二 對シテ ハ 獲 法- 1 依 リ速捕 狀ヲ發 スル コト ヲ 

0 

第五 百 四十 三 條本法 施行 前_ 席 判決 ヲ受 ケタ ル 
者-一 釾シ テ發シ タル 逮捕 狀及 前條ノ 規定-一依 リ 
發シ タル 逮捕 狀ハ 之ヲ本 法-一依 リ發シ タル 勾留 
狀卜 看做ス 

第五 百 四十 四條本 法 施行 前 — 爲シ タル 檢察 ノ處 
分 ハ 之ヲ本 法-一依 リ爲シ タル 搜 査ノ處 分卜 看做 

ス 

第五 百 四十 S: 條本法 施行 前檢 察ノ處 分-一 著 手 - y 
タル 官署本 法-一依 リ搜査 權ヲ有 セ サル トキ ハ 速 
一一 之 二關 スル 書類 及證據 物 ヲ檢察 官又ハ 陸軍 司 
法醤 察官 f 送付 スへシ 本 法 施行 前吿訴 又 ハ 街 發 
ヲ受 ケタ ル官署 亦同シ 

第五 百 四十 六條 第二 百 九十 二 條ノ期 間 ハ 同條施 
行 前 犯人 ヲ知リ 又 ハ 婚姻 ノ 無効 若 ハ 取消 ノ裁判 
確定 シ タル 場合 二 於 テ ハ 同條 施行 ノ日 3 リ之ヲ 
起算ス 

第五 百 四十 七條本 法 施行 前檢察 具申 アリ タル 事 
件- 1 シテ 陸軍 治 罪 法 第 四十 六 條ノ手 續ヲ爲 ササ 
ル モノ ハ之ヲ 第三 百六條 又 ハ 第三 百 七條ノ 規定 
二 依 リ報吿 アリ タルモ ノト 看做 ス 

第五 百 四十 八 條本法 施行 前 — 爲シ タル 薄 問 ハ 之 
ヲ本 法-一依 リ爲シ タル 豫蒞卜 看做 ス 
本 法 施行 前審 問 二 著手シ タル 事件 ハ 之ヲ本 法- 1 
依 リ豫審 ノ 請求 アリ タルモ ノト 看做 ス 

第五 百 四十 九 條本法 施行 前 陸軍 治 罪 法 第 七十 三 
條第二 號ノ 規定- 1 依リ 具申シ タル 事件-ー シテ陸 
軍 大臣 又 ハ 長官/命令 又 ハ 認可 ナキ モノ ハ 之ヲ 
第三 百 三十 條ノ 規定 二 依 リ報吿 アリ タルモ ノト 
看做ス 

第芄百 五十 條本法 施行 前審 問- 1 於 テ 免訴 ノ言渡 
アリ タル 事件- 1 付 テ ハ 新 ナル 事實又 ハ證 據ヲ發 
見 シタルト キ — 限リ更 -1 51 審ヲ 請求シ 又 ハ 公訴 
ヲ 提起 スル n トヲ煜 

第五 百 五十 一條 本 法 施行 前 判決-一 著手シ タル 事 
件 ハ 之ヲ本 法-一依 リ公訴 ノ 提起 アリ タルモ ノト 
看做 ス 

第五 百 五十二 條本法 施 ? T 前 判決 ヲ 終へ 裁判 宣吿 
ヲ爲 ササ ル 事件 ハ ffl 法-一依 リ之ヲ 終結ス へ シ 

第五 百 K 十三 條本法 施行 前言 狸 シ タル 闕席 判決 
-I 對シテ ハ舊 法-一依 リ再審 ノ申訴 ヲ爲ス n トヲ 


得 

前項 ノ申訴 アリ タル トキ ハ 長官 ハ 公訴 ノ提 起ヲ 
命ス ヘシ 

第五 百 五十 四 條本法 施行 前 陸軍 治 罪 法 第 九十 五 
條ノ 規定 二 依 リ又ハ 同 法 第 九十 六條 谷號 — 記載 
シタル 事由-一因 y 再審 ノ 命令 アリ タル 事件 ハ 舊 
法-一依 リ之ヲ 終結 X ヘシ  • 

本 法 施行 前 陸軍 治 罪 法 第 九十 八條ノ 規定-一依 ル 
再 ^ ノ申訴 二 因リ 再審 ノ 命令 アリ タル 事件 ハ 之 
ヲ本 法-一依 リ公 訴ノ 提規 アリ タルモ ノト 看做 

ス 

第五 百 五十 五條 本 法 施行 前 陸軍 治 罪 法 第 九十 六 
條又ハ 同 法 第 九十 七 條ノ規 定二 依リ再 遛 ノ申訴 
又 ハ 具申 アリ テ 命令 ナキ 事件 ハ 之 ヲ本法 二 依 リ 
管 _軍 法會 議-一 再審 ノ 請求 アリ タルモ ノト 看做 

ス 

本 法 施行 前 陸軍 治 罪 法 第 九十 八條ノ 規定 — 依リ 
再審 ノ申訴 アリ テ 命令 ナキ 事件-一 付 テ ハ 長官 ハ 
公訴 ノ 提起 ヲ命ス ヘシ 

第五 百 五十六 條本法 施行 前提 起シ タル 私 訴ハ之 
ヲ第 四百 十三 條ノ 規定-一依 ル 損害 回復 ノ詣 求卜 
看做 ス 

第五 百 五十 七 條本法 施行 前言 渡シ タル 私 訴裁判 
ノ强制 執行-一 付 テ ハ 第五 百 一一 十一 條ノ 規定 ヲ準 
用ス  . 

第五 百 五十八 條本法 施行 前進 行ヲ始 メタル 私 訴 
ノ 時効 ハ 從前 V 規定-一 從フ 
第五 百 五十 九條本 法-一依 リ 市町村 吏員 ノ行フ へ 
キ職務 ハ 市制 村制ヲ 施行 セ サル 地 並 朝鮮、 臺 _ 
樺 太 及關東 州-一 在 リテハ 勅令 ヲ以テ 指定 スル 官 
吏 吏員 之 ヲ行フ 

第五 百 六十 條本法 = 記載シ タル 刑法 / 規定 ハ 朝 
鮮、 « 灣及關 東 州-一 在 リテハ 件 之-一 相當ス ル 法 
令ノ 規定 トス 

第五 百 六十 一條 內地二 非 サル 地 二 在 ル 師團ニ ハ 
師_ 軍法 會議 ヲ設ケ サル n トヲ得 
內 地 — 非 サル 地- 1 在 ル師圈 -I 軍法 會 諼ヲ設 クル 
場合- 1 於 テ 其ノ肺 團-一 肺 管ノ設 ケナキ トキ ハ 命 
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訴ヲ受 ケタ ル トキ ハ 高等 軍法锊 諉ハ檢 察 官ノ 請 
求-一因 リ 決定 ヲ以テ 之 ヲーノ 軍法 會諉- 1 併合 ス 

ル コト ヲ m 

第二 十 一條 高等 軍法 會議 牽連 事件 — 付 公訴 ヲ受 
ケタ ル 場合-一 於 テ 併 セテ ^ 判 スル n トヲ 必要 卜 
セ サル モ /• アル トキ ハ 險察官 ノ 請求-一因 リ 決定 
ヲ以 テ符輅 糊 ヲ有 スル 他ノ 軍法 會議- 一之 ヲ移送 
スル n トヲ 得 

第二 十二 條高等 軍法 疴讓及 他 ノ軍法 會議 牽連 事 

件 — 付 各 別-一公 訴ヲ受 ケタ ル トキ ハ 高等 軍法 會 

議ハ檢 察官ノ 請求- 1 因 y 決定 ヲ以テ 他ノ軍 法會 

談ノ犄 轄 二屘 スル 事件 ヲ併 セテ 審判 スル コト ヲ 

^ 

第二十三條數箇ノ事件ハ左ノ場合二於テ牽通ス 

ル モノ トス 

一  一人 數罪ヲ 犯 シタルト キ 

二數人 共-一同 一又 ハ 別 63 ノ罪ヲ 犯 シタルト キ 

三 ® t 人 通謀 シテ各 別-一 罪 ヲ犯シ タル トキ 

四 數人 同時- 1 同ー ノ場所 -I 於 テ 谷 別- 一 罪 ヲ犯 

シタルト キ 

犯人肢 12  ノ罪 •證锻 湮滅 ノ罪 、低 證ノ 罪、 虛僞 

ノ鑑定 通！！ ノ罪及 一物-一 關 スル 罪 卜其ノ 本犯ノ 

罪トハ 共- 1 犯 シタル モノ ト 看做 ス 

第一 i 十四 條數個 ノ： 也 法 ir i? 同 i Jff 件 — 付 公訴 ヲ 

受ケ タル トキ 第二 十五 條 -I 規定 シタル 場合 ヲ除 

クノ外 最初 u 公訴 ヲ受ケ タル 眾 法會議 之ヲ拖 判 

ス 

前項 ノ場合 -一於テ高等眾法符議ハ檢察官ノ請求 

m 因 y 決定 ヲ以テ 後- 一 公訴 ヲ受 ケタ ル 軍法 會 謖 

ヲシテ 其 事件 ヲ密判 セ シムル コト ヲ得 

第二 十五 临 高等 軍法 會議 及他ノ 軍法 fr 議同 一事 

件 二 付 公訴 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 高等 軍法 會諶 之ヲ 

涟 判 ス 

前 明 ノ場 合- 1 於 テ 高等 m 法 位 謎 ハ撿察 官ノ謂 求 

-l ra y 決定 ヲ以テ 幹 輅嵇ヲ 有 スル 他 / 軍法 锊韻 


ヲシテ 其 事件 ヲ薄判 セ シムル コト ヲ 得 
第二 十六 嫌 管 轉ハ 公訴 提 3 '後 — 於 テ ハ 被 吿人ノ 
轉 M 、 失 官 其 ノ他管 _ ヲ定ム ル 事 U-I ノ  iT 史セラ 
ルル n トナシ 似 シ被 i1? 人 第 十 一條 第一 號- 一記 載 

シ タル 身分 ヲ肢煜 シタル 場合 ハ此ノ 限- 1 アラス 

第二 十七條 154 ■一條 第 一 號 M IR 載シ タル 者 被哲 
入 ナル 場合- 1 於 テ其ノ 現在地 高等 軍法 會議ノ 所 
在 i'll! 卜交 通斷絕 シタルト キ又ハ 其ノ所 在 地 卜著 
(V シク 離隔 シ II 裤判急 速ヲ耍 スル トキ ハ 被 吿人ノ 
現在 池 又 ハ 其ノ 附近 — 在 ル 軍法 會蕺 被吿 事件 ヲ 
管轄 K ル コト ヲ得 

第二 十八 條管 £ 軍法 會議 -1 於 テ 法律上 ノ理由 又 
ハ 特別 ノ 事情-一因 リ狨 判 ffl ヲ行フ コト 能 ハサ ル 
トキ ハ 高等 軍法 會戠ハ 檢察官 ノ 請求-一因 リ管 _ 
移鞞ノ 決定 ヲ爲ス へ シ 

第二 十九临 軍法 ir 熟 ヲ廢シ タル トキ ハ 海軍大臣 
ハ 後繼 軍法 會 S ヲ 指定ス ヘシ 
第三 十條 訴訟 手緩 ハ 管 |« 連 ノ 理由-一依 リ其 効力 

ヲ失 ハス 

第一 li 章 軍法 會識ノ 職員 

第 ill 十 一條 軍法 會議 -I 判士、 海軍 法務 官 ■海軍 
錄事及 海堪瓷 登 ヲ {S ク 

第三 十二 條 判士 ハ 海： 虫 ノ £ 校ヲ以 テ 之-一充 ッ 
第三 十三條 將官 ヲ以テ 判士 卜爲ス トキ ハ 海軍 大 
臣ノ 奏請- IW リ之 ヲ命ス 

特設. ポ法會 議-一 於 テ ハ 長官 又 ハ 其ノ 直系 上官 ハ 
急速 ヲ耍ス ル 場合- 1 限リ 部下 ノ將官 中 ヨリ 判士 
ヲ命 スル コト ヲ得 

第三 十四 條佐官 以下 ノ將校 ヲ以テ 判士 卜爲ス ト 
キハ 長官 之 ヲ命ス 

長 宫 ノ 部下-一 非 サル將 校ヲ以 テ 判士 卜爲ス コト 

ヲ要 スル トキ ハ 海軍 大 S 之 ヲ命ス 特設 軍法 曾 載 

二 於 テ ハ 急速 ヲ要ス ル 場合 M 限リ 長官 ノ H 系 上 

官ハ 部下 ノ將校 中 ヨリ 之 ヲ命ス ル コト ヲ煜 

第三 十 ?/ r 條 法務 官ハ 終身官 トシ 勅任 又 ハ 奏任卜 

ス 

第三 十六 條法 務官ハ 在職 中 左ノ諸 件 ヲ爲ス コト 

ヲ得ス 

一 公然 政 yf — 關係 スル コト 

二 政 黛 ノ黨員 又 ハ 政社ノ 社員 卜爲ル コト 

三 帝 國議會 ノ議ね 又 ハ、 道 •府 •縣 、郡、 市 

區 、町’ 村會ノ 議員 卜爲ル n 卜 


四 報酬 アル 公務 二 就 クコ ト 
五 商業 ヲ營ム コト 

第三 十七條 法務 官ハ 刑事裁判 又 ハ 懲戒 處分ユ a  I 
ル ニ 非 サレ ハ 其ノ意 一 一 反シテ 免官 又 ハ© 官セラ 
ルル n トナシ 

第三 十八 條法 務官 身體又 ハ 精神 ノ装 ¥1 因リ職 
務ヲ執 ル コト 能 ハサ ル-- 至 リタ ル トキ ハ 海軍 大 
臣ハ 高等 軍法 會議總 會ノ決 識- 一依 リ之 -1 退職 ヲ 
命 スル コト ヲ得 

第三 十九 條海茁 大 £ ハ 左 ノ 場合“ 一 於 テ ハ 法務 官 
-1 現 俸 ノ半額 ヲ給シ テ 休職 ヲ命ス ル n トヲ得 
一 懲戒 令-一依 リ懲 戒委 M 會ノ審 査 二 付 セラ レ 

タル トキ 

二 刑事事件-一 關シ 起訴 セラ レ タル トキ 
一二 官制 又 ハ 定 M ノ改 正-一因 リ過員 ヲ生シ タル 
トキ 

四戰時 又 ハ 事 _ 二 際シ 臨時 拊員シ タル 場合 二 
於 テ 其 / 必要 止 ミ 過 員 ヲ生シ タル トキ 
五 病 氣ノ爲 執務 - t サル コト 六月 二 至 リタ ルト 
キ 

休職 ノ期間 ハ 前項 第一 號及 第二 號ノ 場合- 1 於 テ 
ハ 其ノ 事件 ノ si Jl 屮トシ 第三 號 乃至 第五 號ノ場 
合 二 於 テ ハ 三年 トス 

第 四十 條法務 W BII 條第 一項 第三 號乃至 第五 號ノ 
規定- 1 依 リ 休職 ヲ命セ ラレ滿 期 卜爲 リタ ル トキ 
ハ 退職 トス 

第 四十 一條 法務 官ノ 任用 及 懲戒-一 關スル 規程 ハ 
勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 四十 二條錄 事 ハ 判 任 トス 
第 四十 三唏變 査ハ 長官 之 ヲ命ス 
第 四十 四條特 設軍法 會議 及耍港 部 軍法 會蕺 -1 於 
テ ハ 長官 ハ 海軍 准士官 又 ハ 下士官 ヲシテ 錄事ノ 
.職務 ヲ行ハ シメ 海軍 ノ 下士官 又 ハ 兵ヲシ テ警査 
ノ職 務ヲ行 ハシム ル コト ヲ得 

第 四十 五條 合圆地 軍法 會_-| 於 テ ハ 長官 ハ 合 圍 
地境-一 在 ル 判 任 文官 ヲシテ 鈴 事ノ職 務ヲ行 ハ シ 
ムル n トヲ得 

第 四 章 審判 機關 

第 四十 六條 軍法 會議ハ 密 判ヲ爲 K-I 付 他ノ 干渉 

ヲ受 クル コト ナシ 

第 四十 七條褅 判 ハ 裁判官 五 人 ヲ以テ 構成シ タル 
會_ 二 於 テ 之 ヲ爲ス 


裁判官 ハ 判士 及 法務 官ヲ以 テ 之 ヲ充テ 上席 判士 
ヲ狨判 長 トス 

特設 軍法 會篛二 於 テ ハ 上席 判士 及 法務 官 ヲ除ク 
ノ外 裁判官 二 人ヲ減 スル コト ヲ得 
第 四十 八條 裁判官 ハ 長官 之 ヲ定ム 
第 四十 九條诳 京 軍法 會議 、錨 守府 軍法 會議 、要 
港 部 軍法 會翳及 特設 軍法 會議- 1 於 テ ハ 判士 四 人 
及 法務 官 一人 ヲ以テ 裁判官 トス 
前 明 ノ 判士 ハ 左/ 區 別-一 從フ 
一 被 ffi- 人 下士官 又 ハ 兵 ナル トキ ハ 佐官 一人 尉 
官 三人 又 ハ 佐官 二人 尉官 二人 
一一 被 吿人尉 官 •特務 士官、 候補生 又 ハ 准士官 
ナル トキ ハ 佐官 二人 尉官 二人 
三 被告人 佐官 ナル トキ ハ 將官 一人 佐官 三人 又 
ハ將官 二 人 佐官 二人 
四 被 苦 入將官 ナル トキ ハ將官 四 人 
前項 ノ 判士 ハ 其ノ 官等 被 iff 人 ヨリ 下 ル コト ヲ煜 

ス 

第 ?.: 十條 特設 軍法 會_ 及耍港 部 軍法 會議 -1 於 テ 
ハ 長官 ハ 海軍 ノ將校 又 ハ 將校 相等官 ヲシテ 法務 
官二 代リ 裁判官 ノ糨 務ヲ行 ハシム ル n トヲ得 
第五 十 一 條合圍 地 軍法 會 議二 於 テ ハ 長官 ハ 合圍 
地境-一 在 ル 高等 文官 ヲシテ 法務 官 二 代リ裁 判官 

ノ職 務ヲ行 ハシム ル コト ヲ得 

第五 十二 勝 高等 軍法 會議二 於 テ ハ 判士彐 入 及 法 
務官 二人 ヲ以テ 裁判官 トス 
前項 ノ判士 ハ 左ノ區 別- 1 從フ 
一 被告人 下士官 又 ハ 兵 ナル トキ ハ 佐官 二 入 尉 
官 一人 

一一 被吿  <  尉官 ■特務 士官 •候補生 又 ハ 准士官 
ナル トキ ハ 將官 一人 佐官 二人 
三 被告人 佐官 ナル トキ ハ 將官二 人 佐官 一人 又 

ハ 誓 ーー人 

四 被告人 將官 ナル トキ ハ將官 三人 

前項 ノ 判士 ハ 其ノ 官等 被告人 ヨリ 下 ル コト ヲ得 

ス 

第五 十 n 一條 被® 人 軍®, 陸軍 軍人 又 ハ 陸軍 軍® 
ナル トキ ハ 其ノ 官等、 等級 又 ハ 階級 二 從ヒ第 四 
十九 條又ハ 前 勝 ノ例 -1 依 y 判士 ヲ 區別ス 
第 . 7T 十四 條被 i';- 人 第 四十 九條第 五十二 條及前 條 
二 記載 シ タル 者 二 非 サル トキ ハ 下士官 又 ハ 兵 二 
シ 判士 ヲ 區別ス 


海堪軍 法 符逋法 案 


四 七三 


院族 ft# 蓀阈帝 回 二十 四 第 


海 lilt 屯 決 肖 遥法案 _ 

前項 ノ場合 -- 於 テ M 官ハ琳 M -1 W リ 判士 ノ择別 
ヲ變更 ス ル コト ヲ 得 

第五 十五 饶被吿 人 俘 5S ナル トキ ハ 第 四十 九條及 
第五 十二 婼乃至 前 條ノ 規定- 1 氓 シ判 士ヲ 區別ス 
第五 十六 勝 二倜 以上 ノ異ル 官等、 等級 24 ハ 階級 
ヲ有ス ル 被吿入 M 付 テ ハ 其ノ 最高 キ 官等‘ 等級 
又 ハ 階級- 1 從ヒ 判士 ヲ區 別ス 
第五 十七 條 官等、 等級 又 ハ 階級 ヲ 異ニ スル 共同 
被传 入 — 付 テ ハ 其ノ 官等 等級 又 ハ 階級 ノ 最高 キ 
者-一 從ヒ 判士 ヲ區 別ス 

第 . 7r. 十八 條判 士ノ辟 別 ハ 被吿 人ノ 身分 二 異動 ア 
ルモ官 等 >  等級 又 ハ 階級 ノ高キ 身分 ヲ取得 シタ 
ル 場合 ヲ除 クノ外 變更セ ラル ル コト ナシ 
第 :/ <: 十九 條 卜：吿>  非常 上 吿又ハ 再審 ノ  .群 例 ヲ爲 

ス 場合 ノ判 士ノ M 別 ハ 原 軍法 會_ノ 裁判官 ヲ定 

メタル 當時ノ 被 吿人ノ 身分-一 從 フ但シ 被 吿人官 

等等 級 又 ハ 階級 ノ高キ 身分 ヲ肢 得シ タル 場合 ハ 

此ノ限 M 在 ラス 

前 grl ノ 規定 ハ 第 百 七十 三條 第三 項、 第 四百 十七 

條 、第 四百 十八 條 、第 四百 三十 八條又 ハ 第五 百 

三十 二 條ノ 決定 ヲ爲ス 場合 ノ 判士  ノ  M 別-一之 ヲ 

準用 ス  . 

绾六 十條 上告、 非常 上 rf 又 ハ 再 港 ノ審判 ヲ爲ス 

場合 M 於 テ ハ 裁判長 ノ官等 ハ 原 軍法 會議ノ 裁判 

長ヨ リ下ルコトヲ ?1 ス 

第五® 豫 •辞 機關 

第 六十 一條 豫審 ハ豫審 官之 ヲ行フ 

第 六十 二 勝 - Ji 審 'la- ハ 法務 官屮 ヨリ 長官 之 ヲ命ス 

第 六十 n 一條 特設 軍法 會 _及耍 港 部 軍法 會議 — 於 

テ ハ 長官 i： 海軍 ノ將校 又 ハ 將校相 當 官ヲシ テ豫 

審官ノ 職務 ヲ行ハ シムル コト ヲ煜 

第 六十 四 條合圍 地箄法 會議 — 於 テ ハ 長官 ハ合圍 

地境-一 在 ル 高等 文官 ヲシ テ豫審 官ノ臌 務ヲ行 ハ 

シムル コト ヲ得 

第 六 章 檢 察機關 

第 六十 五條 海軍大臣 ハ 公訴 及 搜査ヲ 指揮 監督ス 

筘 六十 六條 長官 ハ 所管 軍法 會議ノ 管轄 — 屣 スル 

事件 11 付 公訴 ヲ指撺 ス 

長官 ハ 所管 軍法 會 _ ノ 管轄 二 屬 スル 事件、 之卜 

牽連 スル 事件 及 所管 部隊 內ノ 犯罪 事件- 1 付 捜査 

ヲ 指揮 ス 

第 六十 七條檢 察官ハ 長官-一 隸屬シ 捜査 ヲ爲シ 公 


訴 ヲ行フ 

第 六十 八條檢 察官ハ 法務 宮中 ヨリ 長官 之ヲ命 ス 
第 六十 九條 長官 ハ 法務 官試 補ヲシ テ檢察 官ノ職 

務ヲ行 ハシム ル n トヲ ^ 

第 七十 條 特設 軍法 會篛 及耍港 部 軍法 會議 -I 於 テ 
ハ 長官 ハ 海軍 ノ將校 又 ハ 將 校相當 官ヲシ テ檢察 
官ノ瞰 務ヲ行 ハシム ル コト ヲ煜 
第 七十 一條 合 園 地 軍法 會翳 -I 於 テ ハ 長官 ハ 合圍 
地境-一 在 ル 高等 文官 ヲシ テ檢 察官ノ 職務 ヲ行ハ 

シムル コト ヲ得 

第 七十 二 條檢 察官ハ 海軍 司法 窨 察 官又ハ 司法® 
察官 ヲシテ 搜査ノ 輔佐 ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 
第 七十 三條 憲兵 ノ將校 准士官 又 ハ 下士 ハ 海軍 司 
法 磐 察宮 トシ テ搜査 ヲ爲ス 
海軍大臣 ハ 所管 ノ 大臣 卜 協議シ テ 變察官 中 ヨリ 
海軍 司法 警察官 トシ テ 勤務 スル 者ヲ 指定 スル コ 
トヲ得 

第 七十 四條 部隊 ノ長又 ハ 分隊長 ハ 其ノ 部下 二 M 
スル 者 及 監督 ヲ受 ケル 者ノ 犯罪-一 付 海軍 司法® 
察 官ノ職 務 ヲ行フ 

第 七十 五條 部隊 ノ長ハ 部下 ノ將 校- 1 委任 シテ特 
定ノ事 件-一 付 海軍 司法 警察官 ノ職 務ヲ行 ハシム 
ル コト ヲ得 

第 七十 六條海 軍 司法 警察官 又 ハ 海軍 司法嫛 察官 
ノ職務 ヲ行フ 者 ハ搜査 ヲ爲ス 11 付 上官 ノ 命令 一一 
從フ 

第 七十 七條藝 奄又ハ 憲兵 卒ハ檢 察官又 ハ 海軍 司 
法* 察官ノ 命令 ヲ受ケ 海軍 司法 警察 吏 トシ テ搜 
査ノ 補助 ヲ爲ス 

第 七十 三條第 二項ノ 規定 — 依リ 指定 セラ レタ ■ル ® 

察官ノ 部下 二 屬スル 巡査 亦 前項 — 同シ 

第 七十 八條檢 察官ハ 司法 ® 察 吏ヲシ テ 搜査ノ 補 

肋ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 

第 七十 九條 海軍 司法 * 察 官ノ職 務ヲ行 フ者ハ 其 

ノ部 下ヲシ テ 搜査ノ 補助 ヲ爲サ シムル コト ヲ得 

第二 編 訴訟 手續 

第一章 總則 

第一 節 裁判官 ノ 除斥 及 回避 

第 八十 條 長官 ハ 除斥 ノ 原由 其ノ他 正當ノ 事由 ア 

リト 認ムル トキ ハ 栽 判官 ヲ變 更ス ヘシ 

第 八十 I 條 裁判官 職務 ノ 執行 my 除斥 セラ ルへ 

キ 場合 左ノ 如シ 


一 裁判官 被害者 ナ >1. トキ 
二 裁判官 被告人 又 ハ 被®: 者 ノ劻偶 者， 四 親等 
內ノ血 族， 三親等 内 ノ 姻族乂 ハ冏居 ノ戶主 
若 ハ 家族 ナル トキ 

三 裁判官 被 吿人又 ハ 被害者 ノ 法定代理人、 後 
見 監督 人 又 ハ 保 佐 人 ナル トキ 
四 裁判官 事件 — 付 證人又 ハ 鑑定人 卜爲 リタ ル 
トキ 

五 裁判官 ilf 件 二 付 被 吿人ノ 代理人、 辯 護人 又 
ハ 輔佐 人卜爲 リタ ル トキ 
六 栽 判官 事件 -— 付 長官 又 ハ 檢察官 ノ職 務ヲ行 

ヒタル トキ 

七 裁判官 事件-一 付 捜査、 1 審又 ハ前迤 -I 干與 

シタ ルトキ 

第 八十 二 條 檢察官 又 ハ 被 吿人ハ 除斥 ノ厫由 其ノ 
他 裁判官 ヲ變更 K ヘキ 正當ノ 事由 アリ ト 思料 ス 
ル トキ ハ 其ノ旨 ヲ長 官二 具申 スル コト ヲ煜 
第 八十 三條 長官 前條ノ 具申 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 其 
ノ旨ヲ 軍法 會議- 一通 知ス ヘシ 
軍法 會議 前項 ノ 通知 ヲ受ケ タル トキ ハ 其ノ 裁判 
官 ノ變更 -1 關シ 通知 ヲ受 クル 迄 訴訟 手 續ヲ停 止 
スへ シ但シ 急速 ヲ耍ス ル 場合 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第 八十 四 條 裁判官 自ラ除 斥ノ 原由 其ノ他 回避ス 
ヘキ 正當ノ 事由 アリ ト 思料 スル トキ ハ 其 ノ旨ヲ 
長官 二 具申 K へ シ 

第 八十 五條 前 五條 ノ規定 ハ 豫審 官及錄 事 一一 之ヲ 
準用 ス 

第 八十 六條 特設 軍法 會 _>一  於 テ ハ 本節 ノ 規定 二 
依 ラサル コト ヲ得 

第二 節 辯 M 及 輔佐 

第 八十 七條 被告人 ハ 公訴 ノ 提起 アリ タル 後 何時 
ニ テ モ辯讀 入ヲ 選任 スル コト ヲ煜 
被告 <ノ法 定代理 人、 保 佐 人 又 ハ 夫 ハ 獨立シ テ 
辯 護人 ヲ 選任 スル コト ヲ得 
第 八十 八條 辯 a 人 ハ 左 一一 記載 シ タル 者 ヨリ 之ヲ 
選任 スへシ 

一 海軍 ノ將校 又ハ將 校 相 當官 
二 海軍 高等 文官 又 ハ 同 試補 
一一 一 海軍大臣 ノ 指定シ タル 辯 護 士 
第 八十 九條辯 _ 人ノ 選任 ハ 審級 毎-一之 ヲ爲ス へ 

シ 

辯 護人 ノ 選任 ハ 辯 li 人卜逋 署シ タル 書面 ヲ以テ 


一四 ヒ EH 
之ヲ爲 K ヘシ 

第 九十 肢 辯茜 \ ノ遒 ハ较 -E- 人 一人- 1 付 二 \ プ S 

ユル n トヲ 13 ス 

第 九十 一 胳 辯 SA ハ - >u 法 ^ 适二於テ奸 .,|-. ::出 (1= -| 
關 ス '1 -..、  >冏 赀シ [I. 3C- ノ r'f I.1 ヲ腾專 ： 

スル コト ヲ得 

第 九十 i fts i! 趣 人 ハ 別段 ノ規定 アル s? 合- |限リ 
搵 立シテ 訟訴 行爲 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 九十 三條前 六 临ノ 規定 ハ 特 設茁 法 fr 通 m  w テ 
ハ 之ヲ 適用 セス 

第 九十 四肢 被 !>? 人ノ法 定代理 人 保 佐 人 又 ハ 夫 ハ 
公訴 ノ提 £y アリ タル 後 何時-ー テ モ輔佐 人卜 e ル 
n トヲ得  一 

輔佐 人 タラ ムトス ル トキ ハ蒞級 毎 二 »而 ヲ以テ 
其ノ 旨ヲ屆 出ツ ヘシ 

軸 佐 人 ハ 獨立シ テ 被 i& A ノ爲 K コト ヲ m ヘキ u)f 
訟行爲 ヲ爲ス コト ヲ 得但シ 別段 ノ規定 アル 場合 
ハ 此ノ限 二 在 ラス 

第三 節 裁判 

第 九十 五條 裁判 ハ 定數ノ 裁判官 評 謎 シテ之 ヲ爲 
ス但シ 別段 ノ規定 アル 場合 ハ 此ノ限 二 在 ラ ー< 

第 九十 六臌裁 判官 ノ評黐 ハ 之ヲ 公行 セス ([1 シ法 
務官 試補 ノ傍聽 ヲ許 ス コ トヲ得 
裁判官 ノ評議 ハ 裁判長 之ヲ開 キ FL 之 ヲ整理 ス其 
ノ評 議ノ顚 末 及 谷 裁判官 ノ 意見 ハ 祕密 トス 
第 九十 七條裁 判官 葸 見ヲ述 フル ノ順序 ハ 法務 官 
ヲ始 トス 法務 官 二人 ナル トキ ハ 席次 ノ低キ 者プ 
始トス 其ノ仙 ノ裁 判官 — 在 リテハ 席次 ノ最低 キ 
者ヲ始 トシ 裁判長 ヲ終リ トス 
第 九十 八條 裁判 ハ 過半數 ノ 意見 — 依 ル 

裁判官 ノ 意見 三 說 以上-一分 レ备 過半 數- 一至 ラサ 
ル トキ ハ 過半 數- 一至 ル 迄 被 吿人二 不利 ナル 意見 
ヨリ顺 次 利益 ナル 意見 11 合算 ス 
第 九十 九 條裁 判官 ハ 裁判 スへキ 事項-一 付 自己 ノ 

意見 ヲ表 スル コト ヲ拒ム コト ヲ得ス 
第百條 判決 ハ 0 頭 辯 論 二 基キ之 ヲ爲ス ヘシ m シ 
別段 ノ規定 アル 場合 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
決定 ハ 公判延 -一於 テ ハ 訴訟 關 係入ノ 陳述 ヲ聽キ 
之 ヲ爲ス へ シ其 ノ他ノ 場合-一 於 テ ハ 訴訟 關係人 
ノ陳 述ヲ聽 カス シテ之 ヲ爲ス コト ヲ煜但 シ 別段 
ノ規定 アル 場合 ハ此ノ 限 — 在 ラス 
命令 ハ 訴訟 關 係人ノ 陳述 ヲ 1! カス シテ 之ヲ 爲ス 


院族 a 伶菡 國帝冋 二十 四 第 


コト ヲ得 

決定 乂ハ 命令 ヲ爲 ス -I 付 必嬰 アル 場合-一 於 テ ハ 
事 K ノ肢調 ヲ爲 ス コト ヲ得 
前項 ノ収調 ハ S 命 裁判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ ムル 
コト ヲ得 

第 百 一條 裁判- 1 ハ 理由 ヲ付 K へ シ但シ 決定 又 命 
令-ー ハ 理由 ヲ付セ サル n トヲ得 
刑 ノ 言 ® ヲ e K  -I ハ 罪 卜® ルへ キ事實 及 其ノ事 
锊 ヲ認 メタル 理由 並 法令 ノ適用 ヲ示ス ヘシ 
第： ¢1 二 條裁判 ノ «• 知 ハ 公判廷 — 於 テ ハ a 吿 -I 依 
リ之ヲ 〇 シ其ノ 他 ノ 場合-一 於 テ ハ 裁判 書 ノ腔本 
ノ送 達- 1 依 リ之ヲ 爲 スヘ シ但シ 別段 ノ規定 アル 
場合 ハ 此ノ限 二 在 ラス 

第 百三條 裁判 ノ宣吿 ハ 裁判長 之ヲ 爲 スへシ 
判決 ノ宣 i*r ヲ爲 ス -I ハ 主文 及 理由 ヲ朗泊 シ又ハ 

主文 ノ朗諮 卜同時 -- 理由 ノ耍 & ヲ吿ク へ シ 

第： cw alfi 檢察 tr ノ執行 指 } ilt ヲ耍ス ル 裁判 ヲ爲シ 

タル トキ ハ 速- 1 裁判 書乂ハ 裁判 ヲ記載 シ タル 調 

書ノ胶 本 又 ハ 抄本 ヲ檢 察官二 送付 スへシ 

第 條裁 判®: 又 ハ 1¢ 判 ヲ記馘 シタル 調 « ノ腔 

本 又 ハ 抄本 ハ 被 街 人 其 ノ他 訴訟 關係 人ノ 請求- 1 

因 リ之ヲ 交付 ス 

前項. ノ場合 -1 ハ 其ノ ?3 用ヲ徴 スル n トヲ煜 

第 PH 節 « 類 

第一 2 六條 訴訟-一 關 スル S： 類 ハ 別段 ノ 規定 アル 場 

合 ヲ除ク ノ外錄 事 之ヲ 調製 スへシ 

第 "el 七條 裁判官 fi1 麻 官又 ハ檢察 宫ハ錄 事 ノ作リ 

タル 喾類 -I 付 ^ 見 アル トキ ハ 錄事 — 命シ 之ヲ變 

更セシ ムル n トヲ得 

前項 ノ 場合- 1 於 テ錄事 ハ 自己 ノ意 見ヲ® 類 二 付 

記 スル コト ヲ 得 

第： c 八條 被 i!f 人、 13 人、 鑑定人、 通 事 又 ハ 翮譯 

人ノ収 調 m 付 テ ハ 調書 ヲ作 ルへ シ 調書  一 I ハ 左ノ 

琪 項 ヲ記 is K へ シ 

一 被 街 人、 i'f? 人、 鑑定人、 通 事 又 ハ 翮譯 人-一 

對スル 訊 間 及其ノ 供述 

一一 詩人、 鑑定人、 通 2Jf 乂ハ 翮譯 人宣 锊ヲ爲 サ 

サル トキ ハ 其 ノ事山 

調® ハ 錄 事 ヲシ テ之ヲ 供述 奔 -I 詞即 カサ シメ 又 

ハ 供述湃 ヲシテ 之ヲ閱 52 セ シメ 其ノ記 載 ノ相違 

ナ キカ 否 ヲ問フ ヘシ 

供述者％ 減 變 更 ヲ 申立 テ タル トキ ハ 其ノ 供述 ヲ 
海 * itil 軍法 會銥法 案 


調«二記載スへシ 

調書- 1 ハ 供述者 ヲシ テ繫名 捺印 セ シム ヘシ 
第 百 九條檢 證 •抑 收又 ハ搜索 -1 付 テ ハ 調 Is ヲ作 

ル ヘシ 

押 收ヲ爲 シタルト キハ 其ノ 品目 ヲ 調書-一記 載シ 
又 ハ 別- 1  ET 錄ヲ 作リ之 ヲ 調 fi -I 添付 K へ シ 
第 百十條 前 二條ノ 調 * - 1 ハ 肢調又 ハ 處分ヲ 爲シ 
タル 年月：：！ 及 場所 ヲ記 載シ 其ノ 取調 又 ハ 處分ヲ 
爲シ タル 奔錄 事卜 共- 一 袈名 捺印 スへシ m シ 公判 
期 H 外-一 於 テ 軍法 會遘収 調乂ハ 處分ヲ S シ タル 
トキ ハ 裁判官 タル 法務 , 0- 錄 事 卜共 -1 斜名 捺印' < 
ルヲ以 テ 足 ル 

前條ノ 調書-ー ハ 肢調又 ハ 處分ヲ 爲シ タル 時 ヲモ 
記載 K ヘシ 

第 西 十 一條 錄事 ノ立會 ナクシ テ収調 又ハ處 分ヲ 
爲ス 場合 二 於 テ ハ錄 事ノ行 フへキ 職務 ハ 其ノ肢 
調 又 ハ 處分ヲ 爲ス者 自ラ之 ヲ行フ ヘシ 
第 百 十二條 公判 期日 二 於 ケル 訴訟 手 給 二 付 テ ハ 
公判 調書 ヲ作ル ヘシ 

公判 調®- 1 ハ 左ノ 事項 其ノ他 重要 ナル 訴訟 手 la 
ヲ記 載ス ヘシ 

一 公判 ヲ爲シ タル 軍法 會議及 年月日 
二 裁判官 檢察官 ，及錄 事 ノ官 氏名 並 被® 人、 
代理人、 辯 i« 人、 輔佐 人 及 通事ノ 氏名 
三 被 半：！ 人出 頭 セ サリ シトキ ハ 其ノ旨 
四 辯 論 ノ 公開 ヲ禁シ タル トキ ハ 其 ノ旨及 理由 
五 被 fr- 事件 ノ 陳述 其 ノ他辯 論ノ耍 旨 
六 第 百八條 第二 項-一記 載シ タル 事項 
七 0] 讚シ タル ^ 類 及耍旨 ヲ吿 ケタ ル 書類 
八 被 吿八二 示 シタ ル證據 物 
九 公判廷-一 於 テ爲シ タル 檢證及 押 收 

十鈔判 長 ヨリ 記載 ヲ命シ タル 事項 及 訴訟 關係 

人ノ 請求- 1 因リ 記載 ヲ許シ タル 事項 

十一 辯 論ノ 最終- 一 被 ff 人 又 ハ 辯 護人 ヲシ テ陳 

述ヲ爲 サシ メタル コト 

十二 判決 其 ノ他ノ 裁判 ヲ爲シ タル コト 

第百十三條公判調霄二付テハ第百八條笛三孭乃 

至 第 31: 項ノ規 定 -I 依 ル 手 r< ヲ爲ス コト ヲ要セ ス 

第 西 十四 條八ム 判 調書 ハ 公判 開廷 ノ日 ョリ五 日 内 

二 之ヲ整 理ス ヘシ 

第百十五條公判調 » -1ハ裁判官タル法務官錄事 

卜共 -I 鸮名 捺印 スへシ 


法務 官二人 ナル トキ ハ 上席 者署劣 捺印 シ h 席老 
差 支 アル トキ ハ 他ノ法 務官磐 名 捺印 K へ. シ 
法務 官差茭 アル トキ ハ 裁判長 其ノ事 由ヲ付 記 シ 
テ鸮名 捺印 ス ヘシ 

錄事差 支 アル トキ ハ 前 三項ノ 規定 二 依リ裝 名捺 
印 スル 者 其ノ事 由ヲ付 記； N テ 諍 名 捺印 スへシ 
第 百 十六 條 公判 期 3 — 於 ケル 訴訴手 結 ハ 公判 調 
書ノ ミ-一依 リ之 ヲ證明 スル コト ヲ 煜 
第 百 十七 條 裁判 ヲ爲ス トキ ハ 裁判. 書ヲ作 ル ヘシ 
m シ 決定 又 ハ 命令 ヲ宣吿 スル 場合 二 於 テ ハ 裁判 
書ヲ作 ラス； N テ 之ヲ調 書 二 記載 セ シムル コト ヲ 
0 

第 百 十八 條 裁判 雪 ハ 裁判官 之 ヲ作ル ヘシ 
第 百 十九 條 裁判 書-ー ハ 裁判官 署名捺印 K ヘシ 裁 
判 長 襞 名 捺印 スル n 卜能ハ サル トキ ハ 上席 ノ裁 
判官 其ノ 事由 ヲ付記 シテ 署名 掠 印 シ他ノ 裁判官 
署名捺印 スル コト 能 ハサ ル トキ ハ 裁判長 其ノ事 
由ヲ 付記 シテ署 名 捺印 K へ シ 
第 百 二十 條 裁判 書-ー ハ 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除 
クノ外 裁判 ヲ受 クル 者ノ 氏名、 年齢 •職業 及 住 
居ヲ記載スへシ判決«-|ハ前項-1記載シタル事 
項 / 外 公判 M 干與シ タル 檢察 官ノ官 氏名 ヲ 記 載 

スへシ 

第 百 二 十 一條 裁判 書 又 ハ 裁判 ヲ記載 シ タル 調書 
ノ騰本 又 ハ 抄本 ハ 原本 又 ハ 謄本  一 I 依 リ之ヲ 作 ル 
ヘシ 

第 百 二 十二 條前四 項 ノ規定 ハ m1 密官 裁判 ヲ爲ス 
場合-一之 ヲ準 用ス 

第； 白 二十 三 條官史 又 ハ 公吏 ノ作ル ヘキ W 類 — ハ 
別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除 クノ外 年月日 ヲ 記載シ 
テ鹄名 捺印シ 其ノ 所®  ノ官锯 又 ハ 公署 ヲ 表示 ス 

ヘシ 

書類-ー ハ 毎 葉-一 契印 スへシ 
第 百 一一 十四 條 官吏 又 ハ 公 史書 類ヲ作 ル-ー ハ 文字 
ヲ 改竄 スへ カラス 挿 人、 削除 又 ハ撕外 記入 ヲ爲 
シタルト キハ 之-一 認印シ 其ノ字 數ヲ 記載 K へ シ 
削除 シ タル 部分 ハ SS ミ 得へ キ 爲字體 ヲ存ス ヘシ 
第 百 二 十五 條官吏 及 公 ^ 二 非 サル 者 ノ作ル ヘキ 
書類 ニ ハ 年月日 ヲ 記載シ テ 崭名 捺印 K ヘシ 
第 百 二 十六條 官史及 公吏- 1 非 サル 者ノ罴 名 捺印 
スへキ 場合- 1 於テ崭 名 スル n 卜能 ハサ ル トキ ハ 
他人 ヲシテ 代峩セ シメ 捺印 スル コト 能 ハ サルト 


キハ花 抑 又 ハ 拇印 K ヘシ 

他人 ヲシテ 代署 セ シメ タル 場合- 1 於 テ ハ 代馨シ 
タル 者其ノ 事由 ヲ記 戯シ テ裝 名捺 l=IJ スへシ 

第 百 二十 七條特 設 軍法 會議 11 於 テ 審判 ス ヘキ 事 
件ノ 書類-一 付 テ ハ 本節 ノ规定 - 一依 ラサル コト ヲ 
0 

第五 節 ; S 達 

第 百 二十 八條送 達 ハ 錄事绘 達 吏ヲシ テ 之ヲ 爲サ 
シム 但シ 海軍 司法 锌察 官ノ發 K ル 書類 ノ送達 ハ 
其ノ 書類 ヲ作 リタ ル 者 之 ヲ爲サ シム 
邊 達 吏 ハ 海軍 司法 警察 吏 ヲ以テ 之-一充 ッ 

第 百 二十 九條绘 達 ハ 郵便- 1 依 y 之 ヲ爲ス n トヲ 
得 此ノ 場合 一一 於 テ ハ 郵便配達 人 ヲ以テ 送達 吏卜 
爲ス 

第 百 三十 膝 送達 ハ 之ヲ 施行 ス へ キ地ヲ 管 is スル 
區 裁判所 ノ 書記 乂ハ 之-一 相當 スル 官署 -1 囑託シ 
テ 之 ヲ爲ス コト ヲ得 

第 百 三十 一條 軍艦、 兵營 其ノ他 軍事 用 ノ廳舍 又 
ハ 艦船 ノ内 n 在 ル 者 — 對ス ル绘達 ハ 廳 舍若 ハ E 
船 ノ長又 ハ 之 11 代 ル ヘキ 者 11 @ 託シテ 之 ヲ爲ス 
第 一條 又 ハ 陸軍 軍法 會議 法筘一 條 二記 載シ タル 
者 ニ シテ 前項-一記 載シ タル 以外 ノ 場合-一 在 ル 者 
― 對スル 送達 ハ 其ノ 所 13 ノ長若 ハ 監督者 又 ハ 之 
二 代 ル ヘキ 者 二 K 託シテ 之 ヲ爲ス n トヲ得 
前 一一 項ノ 規定-一依 ル绘達 ハ 書類 ヲ本 人 — 交付シ 
タル 旨ノ證 » ヲ以テ 之 ヲ證ス 

第 百 三十 二條第 一條 及 陸軍 軍法 會議法 第 一條 M 
記載シ タル 以外 ノ者被 哲人 •代理人、 辯 IB 人 又 
ハ 輔佐 人卜爲 リタ ル トキ ハ 書類 ノ绘 達ヲ受 クル 
爲 書面 ヲ以 テ其ノ 住居 又 ハ 事務所 ヲ軍 法會議 -1 
屆出ッ へ シ 軍法 會議 所在地 二 住居 及 事務所 ヲ有 
セ サル トキ ハ 其ノ 所在地 M 住居 又 ハ 事務所 ヲ有 
スル 者ヲ送 達受収 人-一 選任 シ其ノ 旨及绘 達 受取 
人ノ 住居 又 ハ 事務所 ヲ其ノ 者 卜共二 書面 ヲ以テ 
屆出ツ ヘシ 

前項 ノ 規定 ハ 在監 者-一 付之ヲ 適用 セス 
绘 達受戕 人 ハ 送達 ヲ受ク ヘキ 本人 卜看 做シ 送達 
受取人 ノ住居 又 ハ 事務所 ハ 本人 ノ 住居 又 ハ 事務 
所卜 看做 ス 

第 百 三十 三條前 條 第一 5i ノ 規定 Mte ル屆 出ヲ爲 
スへキ 若 其ノ屆 出ヲ爲 ササ ル トキ ハ 交付 スへキ 
書類 ヲ 郵便 一一 付シテ 送達 ヲ爲ス コト ヲ得 
一四 七 五 


院族贵 色 議國帝 回 二十 四 第 


海 垠： 也 法 宵 la 法案 

前項 ノ浍達 ハ C： 類ヲ郵 №-1 付シ タル 時 ヲ以テ 之 
ヲ爲シ タルモ ノト 君 议ス 

第 ? I 三十 四條檢 察官 -I 封 スル S 5J ハ » 類ヲ其 ノ 
所铺官 & - I 绘付シ テ 之 ヲ爲ス 
第 百 三十 五條 被 吿八ノ 現在地 知 レサ ル トキ ハ 公 
示浍達 ヲ爲ス n トヲ得 

被 茜 人 裁判 №1 ノ及ハ サル 場所-一 在 ル 爲他ノ 方法 
ヲ 以テ浍 達 ヲ爲ス コト 能 ハサ ル トキ 亦 前項- 1 同 
シ 

第 百 三十 六條 公示 送達 ハ 軍法 會議ノ 指揮 アリ タ 
ル トキ — 限 リ之 ヲ爲ス コト ヲ得 
公示 52 達 ハ 交付ス ヘキ ! 5 類 又 ハ 其ノ 抄本 ヲ 軍法 
會議 ノ揭示 場- 1 公示 シテ之 ヲ爲ス 
公判- 1 於 ケル 第一间 ノ召 喚狀ノ 公示 送達 ハ 召喚 

狀ヲ 軍法 會謎 ノ褐示 場- 1 公示 シ .0. 其ノ膣 木ヲ官 

報 又 ハ 新聞紙-一 揭載シ テ 之 ヲ爲ス 

前項/公示 送達 ハ 最後 — 官報 又 ハ 新聞紙 M 掲載 

シタル 時 3 リ三十 日 某 ノ他ノ 公示 S 達 ハ 掲示 場 

二 公示 シタル 時 3 リ 七日 ノ期間 ヲ經過 スル- 1 因 

リテ 其ノ 効カ ヲ半 X 

第 百 三十 七條绘 達- 1 付 テ ハ 別段/規定 アル 場合 

ヲ除 クノ外 民事訴訟法 ヲ進 用ス 

第 六 節 期間 

第 百 三十 八條期 間ヲ 計算 スル M 時ヲ以 テス ルモ 

ノハ 即時 ヨリ 之ヲ 起 J? シ 日* 月 又 ハ ヲ以 テス 

ル モノ ハ 初日 ヲ算入 セス 但シ 時効 期間 ノ 初日 ハ 

時間 ヲ論 セス ー日 トシ テ之ヲ 計算 ス月及 年 ハ 曆 

-一從 ヒテ 之 ヲ計翦 ス 

期間 ノ末 日日 曜日、 一月 一日 二 日 四日* 十二月 

二十 九日 三十日 三十 | 日、 一般 ノ 休日 トシ テ 指 

定セ ラレ タル 大祭 日 若 ハ視日 又 ハ 海軍 一般 ノ休 

日-一 當ル トキ ハ 之ヲ 期間- 1 算入 セス 但シ 時効 期 

間 一一 付 テ ハ 此ノ限 11 在 ラス 

第 百 三十 九條 法定 ノ期間 ハ 訴訟 行爲ヲ 爲スへ キ 

者ノ住 居地卜 軍法 會議 所在地 トノ距 離- 1 從ヒ海 

陸路 二十 里 毎 二 一日 ヲ加 フニ 十 里- 1 滿タ サル モ 

五 里 以上 ナル トキ 亦同シ 但シ 海路 ハ ニ 海里 ヲ | 

里 トシ テ 之ヲ 計算 ス 

外 國又ハ 交通 不便 ノ 地 — 在 ル 者ノ爲 -I ハ特 二期 

間 ヲ定ム ル コト ヲ得 

第 六 節 被 吿人ノ 召 喚>  勾引 及 勾留 

第 百 四十條 軍法 會  公訴 ヲ受 ケタ ル トキ ハ被吿 


人 ヲ召澳 ス へ； N 

第 11-1 四十 I 跷篏吿 人 ノ召獎 ハ 召资狀 ヲ發シ テ 之 

ヲ e スへシ 

被 带人 期日 — 出頭ス へ キ旨ヲ 記 2« シタ ル S 面ヲ 
差 出シ又 ハ 出廷 シ タル 被告人- 1 對シ ロ頭 ヲ以テ 
次回 ノ  m 頭 ヲ命シ タル トキ ハ 召澳 狀ヲ送 達シタ 
ルト 同一 / 効カ ヲ有ス ロ頭 ヲ以テ 出頭 ヲ命シ タ 
ル 場合- 一 於 テ ハ 其ノ旨 ヲ 調書-一記 載ス ヘシ 
眾 賭、 兵胬 其ノ他 軍事 用ノ 廳舍又 ハ® 船ノ内 -I 
在 ル 被吿人 ノ召鸥 ハ 廳舍若 ハ 艦船 ノ長又 ハ 之- 一 
代 ル ヘキ 者- 一 通知シ テ 之 ヲ爲ス コト ヲ掲 此ノ場 
合- 1 於 テ ハ 被 吿人齬 舍若ハ 艦船 ノ長又 ハ 之-一代 
ル ヘキ 者 3 リ 通知 ヲ受ケ タル 時 ヲ以テ 召喚 狀ノ 
绘 達 アリ タルモ ノト 看做 ス 
前祺ノ 規定 ハ 軍法 會議 -I 近接 スル 監獄- 1 在 ル 被 
吿人ヲ 召喚 スル 場合-一之 ヲ 準用 セス 
第 百 四十！ 一條 召喚 ヲ受ケ タル 被告人 期日-一 出頭 
セ サル トキ ハ 更 二 之 ヲ召 喫シ又 ハ 之ヲ勾 引 スル 
コト ヲ得 

第 百 四十 三條 左ノ 場合-一 於 テ ハ 直 — 被 吿人ヲ 勾 
引 スル コト ヲ得 

一 軍紀 ヲ 保持 スル 爲必耍 アル トキ 
二 被告人 逃走 シタルト キ又ハ 逃走 K ル 虞 アル 
トキ 

三 被吿入 罪證ヲ 湮滅 スル 魔 アル トキ 
四 被 吿人定 リタ ル 住居 ヲ有セ サル トキ 
第 百 四十 四條被 吿人ノ 勾引 ハ 勾引 狀 ヲ發シ テ 之 
ヲ爲ス ヘシ 

第 百 四十 五條 勾引シ タル 被告人 ハ 軍法 if 議 -I 引 

致シ タル 時 ヨリ 四十 八 時間 内 二 之ヲ 訊問 一 <  へ シ 

其ノ 時間 內 11 勾留 狀ヲ發 セ サル トキ ハ 被 吿人ヲ 

釋放ス ヘシ 

第百四十六條第百四十三條-一記載シタル事由ア 

ル トキ ハ 被 吿人ヲ 勾留 スル コト ヲ得 但シ 被吿人 

監獄-一 在 ル トキ ハ 其ノ 事由 ナシト 雖之ヲ 勾留 ス 

ル コト ヲ得  _ 

前孭ノ 規定 ハ 五 百圓ヲ 超過 セ サル 罰金、 拘留 又 

ハ 科料-一 該ル ヘキ 事件 — 付 テ ハ 第 百 四十 三條第 

四號ノ 場合 ヲ除ク ノ 外之ヲ 適用 セス 

被 吿人ノ 勾留 ハ 訊間シ タル 後 — 非 サレ ハ 之ヲ爲 

ス コト ヲ煜ス 但シ第 百 四十 三條第 一 號ノ 場合 及 

被吿人 逃走シ タル 場合 ハ 此ノ 限- 一 在 ラス 


第 百 四十 七晓被 吿人ノ 勾留 ハ 勾留 狀ヲ 豉シ テ 之 

ヲ £5 スへシ 

第 百 四十 八 勝 裁判長 ハ 急速 ヲ要 スル 根 合 二 於 テ 
ハ 第 百 四十 條 乃至 前條ノ 規定-一佐 ル 處分ヲ 爲シ 
又 ハ 受命 裁判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 
第 百 四十 九條 裁判長 ハ 被告人 現在地 ノ雅港 官， 
檢察官 ，海軍 司法 婪察官 、残 審判 事、 區裁判 所 
判事、 檢事 ，司法 弊 察 官又ハ 法令- 1  リ特別 二 
裁判 權ヲ有 K ル官碧 -I 被 街 人ノ 勾留 ヲ® 託 スル 
コト ヲ得 

受託 官署 ハ更 = 受託 ノ灌限 アル 官署 -I 轉闞 スル 
コト ヲ 得但シ 海軍 司法 » 察 官及 司法 喾察官 ハ 此 
ノ 限-一 在 ラス 

受託 官峩 受託 事項 — 付 RI 限 ヲ有セ サル トキ ハ 受 
託 ノ權限 アル 官骼- 一® 託ヲ 移送 スル コト ヲ得但 
シ 海軍 司法 警察官 及 司法 鹤 察官ハ 此ノ 限 — 在 ラ 

ス 

_ 託 又 ハ 移 绘ヲ受 ケタ ル 官署ハ 勾引 狀ヲ 發スへ 
シ 

第 百 五十 條被 吿人ノ 現在地 ヲ覺知 スル コト 能 ハ 
サル トキ ハ 裁判長 ハ 檢事長 又 ハ 之 — 相當 スル 官 
署 11 被告人 ノ 人相 ® ヲ绘 付シ其 ノ搜査 及 勾引 ヲ 

_ 託 スル コト ヲ得 

囑 託ヲ受 ケタ ル 官署ハ 其ノ 管轄 區域內 ノ檢事 又 
ハ 相當官 署ヲシ テ 勾引 狀 ヲ發シ 搜査及 勾引 ノ手 
續ヲ爲 サシ ムへシ 

第 百 五十 一條 前 二 條ノ 場合- 1 於テ囑 託ユ 因リ勾 
引狀 ヲ發シ タル 官署ハ 被 吿人ヲ 引致 シタル 時 3 
リ四 十八 時間 內二 其ノ 人違ナ キカ 否ヲ 取調 フへ 

シ 

被吿 人人 違 M 非 サル トキ ハ 速- 1 之 ヲ 指定 セラ レ 
タル 軍法 會議 -1 5S 致スへ シ此ノ 場合-一 於 テ ハ 1! 
百 四十 五條 ノ 期間 ハ 被告人 ノ浍 致ヲ受 ケタ ル 時 
ヨリ 之 ヲ起算 ス 

第 百 五十二 條召 喚狀 、勾引 狀又ハ 勾留 狀 _ ハ 被 
吿 事件 並 被 吿人ノ 氏名 及 住居 ヲ 記載シ 裁判長 又 
ハ 受命 裁判官 之- 1 記名 捺印 スへシ 
勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ發 スル 場合-一 於 テ 被 吿人ノ 
住居 分明 ナラ サル トキ ハ 之ヲ 記載 スル コト ヲ耍 
セス 其ノ 氏名 分明 ナラ サル トキ ハ 容貌 • 體 格 其 
ノ 他ノ徵 表ヲ以 テ 被 fr 人ヲ 指示ス ヘシ. 

召喚 狀ニハ 被 吿人ノ 出頭 スへキ 年月日 時 及 場所 


i 四 七 六  _  ■ 

並 召® <  -I 蹯 セ サル トキ ハ 勾引 狀ヲ發 スル コト T 
ルへ キ旨ヲ 記 歧ス ヘシ 

勾留 狀ニハ 被 舌 人ヲ 勾留 《 ヘキ E fet ヲ衍定 スへ 
シ 

第 百 四十 八肢 ノ规定 -I 法 リ召瘐 狀勾引 狀又ハ 勾 
留 狀ヲ發 スル * S 合- |於テハ其ノ皆ヲ記跹スへ 
.シ 

第 百 五十 三條 前 ^ 第一 項 及第 二 ？ ¢1 ノ規定 ハ 第 &• 
四十 九條第 四 ? fl ノ 規定 二 法 リ預 蒞官檢 察 53 乂ハ 
海軍 司法® 察官 ノ發 スル 勾引 狀 -I 之ヲ迆 IIJ ス此 
ノ場合 二 於 テ ハ 勾引 狀 -I 魁 託ヲ e シタち へ . 
ノ氏名 及 邦 ノ KS 託- 1 因リ之 ヲ發 スル 旨ヲ 記 ! rj( ス 

へ シ 

第 百 五十 四條石 喚 狀ハ 之ヲ送 達ス 
第 百 五十 五條 勾引 狀又ハ 勾留 狀ハ檢 拐 官ノ 指 } 5U 
M 依 リ 海軍 司法 醫猙官 吏 之ヲ 執行 K 但シ急 速 ヲ 
耍スル 場合 1 1 於 テ ハ 裁判長 受命 裁判官 又 ハ 投逾 
官其ノ 執行 ヲ指揮 スル コト ヲ得 
監獄-一 在 ル 被 哲人 — 對シ テ發シ タル 勾留 狀ハ監 

獄官史 之 ヲ 執行 ス 

勾引 狀又ハ 勾留 狀ハ必 要 アル トキ ハ 海軍 ノ 下士 
官若ハ 兵 又 ハ 司法 髅 察 官吏 ヲシテ 之ヲ 執行 セ シ 

ムル コト ヲ得 

第 百 五十六 條勾 引狀ハ 數通ヲ 作 リ之ヲ 海 取 司法 
馨察 官吏 海軍 ノ 下士官 若 ハ 兵 又 ハ 司法 耧察 官见 
數人二 交付 スル コト ヲ得 
第 百 五十 七條 海軍 司法嚮 察 官吏 又 ハ 司法 得 察官 

吏 ハ 必要 アル トキ ハ 管轄 地 外-一 於 テ 勾引 狀ノ執 
行ヲ 爲シ又 ハ 其ノ地 ノ海箪 司法® 察官若 ハ 司法 
醫 察官二 其 ノ 執行 ヲ求ム ル コト ヲ得 
第 百 五十八 條勾 引狀ヲ 執行 スル- 1 ハ 之 ヲ被哲 二 
示シテ 指定 セラ レ タル 軍法 會翳二 引致 スへシ 
第 百 四十 九 條第四 項 及第 百 五十 條第二 項 ノ 場合 
-I 於 テ ハ 勾引 狀ヲ 發シ タル 官袈 -1 引致 スへシ 
勾留 狀ヲ 執行 スル ニ ハ 之ヲ被 iff 人 一二 7K シテ指 足 
セラ レ タル 監獄 二 引致 ス ヘシ 
第 百 五十 九條 軍鑑 >  兵營 典 ノ他 軍事 用ノ廳 舍又 
ハ 艦船 ノ內 -I 在 ル 者 M 葑シ勾 引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 
執行 スへキ 場合-一 於 テ ハ 廳舍若 ハ 艦船 ノ長又 ハ 
之 M 代 ル ヘキ 者 二 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ示 シテ引 
渡 ヲ求ム ヘシ 

軍事 用ノ廳 舍及艦 船ノ 外-一 在 y テ 現- 1 陸海 軍 ノ 


跤族 赀符諮 國帝回 二十 四 第 


fi 務 M 從亊 スル 者- 1 封シ 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ執 
行ス ヘキ 場合- 1 於 テ ハ 其 ノ所 龆 ノ長又 ハ 之-一代 
ル ヘキ 者- 1 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 示シ テ 5i 渡 ヲ求 

ムへシ 

第 百 六十 條： 傘 法科 謎 ハ必： 驳 アル トキ ハ 決定 ヲ以 
テ 指定 ノ 場所 M 被 吿人ノ 出頭 又 ハ 同行 ヲ命 スル 
コト ヲ得 

被 f;' 人 JH 當ノ 事 由ナク シテ之 ヲ肯セ サル トキ ハ 
邦 ノ場所 -I 勾引 スル コト ヲ 52 
第 百 六十 一胳勾 w 狀又ハ 勾留 狀ノ 執行 ヲ受 ケタ 
ル被饵人ヲ_遂スル場合-1於テ必嬰アルトキハ 
假 -一最 寄ノ監 獄 -I 之 ヲ留置 スル コト ヲ得 
第 百 六十 I 一條 勾引 狀ノ 執行 ヲ受 ケタ ル 被 茜 人ヲ 
引致シ タル 場合-一 於 テ必袈 アル トキ ハ 之ヲ 監獄 
二留 ta スル n トヲ得 

第 百 六十 三临 勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 執行 シタルト 

キハ之 M 執行 ノ場所 及 年月日 時 ヲ記載 シ之ヲ 執 

行 スル n 卜能 ハサ ル トキ ハ 其 ノ事 山ヲ 記載 シ記 

名 捺印 K へ シ 

勾引 狀又ハ 勾留 狀ノ 執行-一 關 X ル e 類 ハ 之ヲ檢 

察 官又ハ 執行 ヲ指炖 シタ ル官讲 -1 差 出 K ヘシ 

勾引 狀ノ 執行-一 關 X 、 ル 霜 類ヲ 受取 リタ ル檢 察官 

其ノ 他ノ官 鹄ハ 被 !, f 人ノ 引致 セラ レ タル 年月日 

時ヲ 勾引 狀 -|記鉞ス ヘシ 

第 百 六十 四 條檢察 官ハ 勾留 セラ レ タル 被 吿人ヲ 

他ノ 監獄-- 移 ス コ トヲ得 

第 西 六十 ? .: 條勾留 セラ レ タル 被 i1? 入 ハ 法令 ノ範 

阴內 ― 於 テ 他人 卜接 見シ又 ハ 辨 類 若 ハ 物 ノ授受 

ヲ 爲ス n トヲ捋 勾引 狀 •_ 因リ監 獄 一一 留蹬セ ラレ 

タル 被告人 亦同シ 

第 百 六十 六條革 法會遨 ハ 邪證ヲ 湮滅 シ 逃走 シ又 

ハ 軍事上 ノ機密 ヲ __ 泄 スル 隙 アル トキ ハ 勾留 セ 

ラレ タル 被 吿人卜 他人 トノ 接見 ヲ禁シ 又 ハ 他人 

卜授受 K へ キ W 類 若 ハ 物ヲ赉 閱シ又 ハ 其ノ 授受 

ヲ禁シ 若 ハ 之 ヲ差押 フル コト ヲ得 

軍法 餌 誘 « 類 又 ハ 物ノ赉 閱ヲ爲 K  n 卜能 ハサ ル 

トキ ハ檢怒 官之ヲ ts K コ トヲ得 

第 百 六十 七條勾 留ノ原 由 消滅 シタルト キハ軍 法 

會 譴ハ檢 察 官ノ® 見 ヲ聰キ 決定 ヲ以テ 勾留 ヲ 取 

消スへ シ 

第 百 六十 八條 勾留 セラ レ タル 被 -* l-. rl 人 第 一條 第 | 

項 第 I 號， 第 1 :號及 陸 屯 眾法 會 詔 法 第 一條 第 I 
海： 也 班 法 會躋法 案 


項 第！ 號第四 號- 一記 載 シ タル 以外 ノ者 ナル トキ 
ハ 被 街 人 又 ハ 其 ノ 法定代理人、 保 佐 人 若 ハ 夫 ハ 
保 踩ノ 請求 ヲ 爲 ス コト ヲ煜 
第 百 六十 九條保 釋ノ 請求 アリ タル トキ ハ 軍法 會 
翳 ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聴キ 決定 ヲ爲 ス ヘシ 保釋ヲ 
許ス 場合- 1 於 テ ハ 保證 金額 ヲ定ム ヘシ 
保® ヲ許ス 場合-一 於 テ ハ 被告人 ノ 住居 ヲ 制限 ス 

ル コト ヲ 52 

第： c 七十 條保 釋ヲ許 ス 決定 ハ 保 證金ヲ 差出シ タ 
ル 後 之ヲ執 行 K ヘシ 

檢察官 ハ 保糙請 求 渚- 1 非 サル 者ヲシ テ 保 證金ヲ 
箜川 サシ ムル コト ヲ得 

檢察官 ハ 有價 證券 又 ハ 軍法 會 ■ノ 所在地-一 住居 
シ保證 命 ヲ納ム ル — 十分 ナル 資產ヲ 有 スル 者ノ 
保證 書ヲ以 テ保證 金-一代 フル コト ヲ許ス コト ヲ 

写 

前' 明 ノ保證 書 — ハ 保 證金額 及 何時 ニ テ モ保證 金 
ヲ納ム へ キ旨ヲ 記載 スへシ 
第 百 七十 一條 軍法 會議 ハ檢察 官ノ 意見 ヲ聽キ 決 
定ヲ以 テ 勾留 セラ レ タル 被 街 人ヲ K 付 スル n 卜 
ヲ煜 

责 付 ハ 被吿人 部隊 内 尻 住 者 ナル トキ ハ 其 ノ所屬 
部隊 ノ長 — 之ヲ e シ 部隊 內 居住者- 1 非 サル トキ 
ハ 親族 其 ノ他ノ 者-一之 ヲ爲 K へ シ 
部隊 內居住 者 M 非 サル 者 ヲ責付 スル — ハ 親族 其 
ノ他ノ 者 ヨリ 何時-ー テモ 召喚-一 應シ 被告人 ヲ出 
頭 セ シム ヘキ 旨ノ 書面 ヲ 差 iji f- シム ー. シ 
第 百 七十 二 條被吿 人部滕 內 居住者 — 非 サル トキ 
ハ 軍法 伶 戳ハ檢 察 官ノ意 見ヲ聽 キ決 定ヲ以 テ 住 
居ヲ 制限シ テ 勾留 ノ 執行 ヲ 停止 スル n トヲ煜 
第 百 七十 三條茁 法 會議ハ 檢察官 ノ 意見 ヲ e キ何 

時 ニ テ モ決定 ヲ以テ 保 釋、 责 付 又 ハ 勾留 ノ 執行 

停止 ヲ取 消ス コト ヲ得 

保 釋屮 被吿人 召喚 ヲ受ケ 正當ノ 事由 ナクシ テ 出 

頭 セス、 住居 ノ 制限-一 違反 シ又ハ 逃走 シタ ル爲 

保馘ヲ 取消 K 場合 — 於 テ ハ 軍法 會議 ハ檢 察官ノ 

5S 見ヲ聽 キ 決定 ヲ以テ 保 證金ノ 金 部 又 ハ ー部 ヲ 

沒取ス ヘシ 

保 釋セ ラレ タル 者 刑ノ言 渡ヲ受 ケ其ノ 判決 確定 

シ タル 後 執行 ノ爲 召喚 ヲ 受ケ IP 當ノ事 山 ナクシ 

テ 出頭 セス 又 逃走 シタルト キハ 軍法 會翳 ハ檢察 

官ノ 請求 二 因リ 決定 ヲ以テ 保 證金ノ 全部 又 ハ ー 


部ヲ沒 取 スへシ  . 

第 百 七十 四 條勾留 若 ハ 保 釋ヲ取 消シ又 ハ 勾留 狀 
ノ 効力 消滅 シタルト キハ 檢察官 ハ 沒取二 係 ラサ 
ル 保 證金ヲ 還付ス ヘシ 

第 百 七十 5/r 條上 ff 提起 期間 内 又 ハ h 街 中ノ亊 件 
二 付 勾留 ヲ取 消シ 保！ 1、 責付若 ハ 勾留 ノ 執行 停 
止 ヲ爲シ 又 ハ 之ヲ取 消 K ヘキ 場合 — 於 テ ハ 原 軍 
法會議 其 ノ 決定 ヲ爲ス へ シ 
第 百 七十 六條豫 * 官ハ被 吿人ノ 召喚， 勾引 及 勾 
留 -I 關シ 軍法 會議又 ハ 裁判長 卜 同ー ノ權ヲ 有 

ス 

第 百 七十 七 條左ノ 場合 11 於 テ 被吿事 件 急速 ノ處 
分 ヲ要シ 軍法 會議又 ハ豫審 官ノ勾 引狀ヲ 求ムル 
コト 能 ハサ ル トキ ハ檢察 官又ハ 海軍 司法 辔察官 
ハ 勾引 狀ヲ發 スル コト ヲ煜 
一 軍紀 ヲ 保持 スル 爲必耍 アル トキ 
二 現行犯 ノ被吿 人其ノ 場所 — 在 ラナ ル トキ 
三 現行犯 ノ取 調-一因 リ其ノ 事件 ノ共犯 ヲ發見 

シタルト キ 

四 死 61 ノ檢證 -I 因 リ其ノ 事件 ノ被吿 人 ヲ發見 

シタルト キ 

五 旣決ノ 囚人 又 ハ 法令- 1 依 y 拘禁 セラ レ タル 
被吿人 逃走 シタルト キ 

六 被 f1? 人 强盗又 ハ 竊盗 ノ罪ヲ 犯シ タルモ ノナ 
ル トキ 

七 被 吿八定 リタ ル 住居 ヲ有セ サル トキ 
前項 ノ 規定-一 依リ 勾引 狀ヲ發 K ル 事ヲ煜 ル 場合 
-I 於 テ ハ 檢察官 ハ 之 ヲ他ノ 檢察官 •海軍 司法 瞥 
察 , y* 又 ハ 司法 i: 察官 -I 囑 託シ海 班 司法 @1 •察官 ハ 
之 ヲ他ノ 海軍 司法 瞥察官 又 ハ 司法 警察官  一 I 命令 

シ 又ハ囑 託 スル コト ヲ得 

第 百 七十 八條檢 察官 •海軍 司法變 察官 ai 又 ハ 司 
法 鞋 察 官吏 其ノ職 務ヲ行 フー ー 當リ现 行 犯 アル コ 
トヲ知 リタ ル 場合-一 於 テ被吿 人其ノ 場所 一一 在リ 
テ其ノ 住居 若 ハ 氏名 分明 ナラ サル トキ 又 ハ 第 百 
四十 三條 谷號二 記載 シ タル 事由 アル トキ ハ 左ノ 
處分 ヲ爲ス ヘシ 

一 檢察官 ，海軍 司法： 轉察官 又 ハ 司法 » 察官ハ 
直- 一 被传 人ヲ 逮捕 シ又ハ 其 ノ逮 捕ヲ海 軍 司 
法® 察官史 又 ハ 司法. 瞥察官 K1 M 命 K ヘシ 
二 泡 軍 司法 ® 察 } if 又 ハ 司法 瞥 察 5 {ハ 命令 ヲ待 
タスシテ直-一被吿人ヲ逮拙スへシ 


第 百 七十 九條现 行 犯 ノ被吿 入 其ノ 場所， 一 在ルト 
キハ 何人 卜雖 之ヲ 逮捕 スル コト ヲ得 
被 苦 人ヲ 逮捕 シタルト キハ速 一一 之ヲ檢 察官* 海 
軍司法警察官史又ハ司法警察官史-一引渡スへ 

シ 

第 百 八十條 海軍 司法 警察 51!- 又 ハ 司法 警察 ffi 被吿 
A ヲ逮捕 シ又ハ 之 ヲ受収 リタ ル トキ ハ 速-一之 ヲ 
檢察官 •海軍 司法 ® 察 官又ハ 司法嘗 察官 — 引致 

スへシ 

海軍 司法 警察 吏 又 ハ 司法 喾察吏 被 fr 人 ヲ受収 リ 
タル 場合-一 於 テ ハ ia 捕者ノ 氏名 •住居 及 逮捕 ノ 
事由 ヲ聽取 ル ヘシ 必要 アル トキ ハ 速 捕 者- 一 對シ 
共- 一官 M - 一到 ル コト ヲ求ム ル コト ヲ得 

第 百 八十 一條 司法 警察官 被吿 人ヲ 逮捕 シ又ハ 之 
ヲ^: リタ ル トキ ハ 速 二 訊問 シ留蔺 ノ必 要ナシ 
卜思料スルトキハ底二釋放スへシ留置ノ必要ア 
リト 思料 スル トキ ハ 速 _l ff 類 及 證據物 卜共二 被 
铒 人ヲ檢 察 官又ハ 海軍 司法 轉 察官- 1 送致 スル 手 
績 ヲ爲ス ヘシ 

第 百 八十 二條海 軍 司法# 察 官被 吿八ヲ 逮捕 シ又 
ハ 之ヲ受 Jl< リタ ル トキ ハ 速-一 訊問 シ 留置 ノ必耍 
ナシト 思料 スル トキ ハ 直-一 釋放ス ヘシ 留 it ノ必 
要 アリ ト 思料 スル トキ ハ遲ク トモ 三日 内 一一 W 類 
及證摅 物卜 共-一 被 ff 人ヲ 管 Is 軍法 會議ノ 檢察官 
又 ハ 相 當官署 -1 绘致ス ル 手 鉛 ヲ爲ス ヘシ 

第 百 八十 三條檢 察 官被街 人ヲ 逮捕 シ又ハ 之ヲ受 
取 リタ ル トキ ハ 遲ク トモ ニ 十四 時間 內二 訊問シ 
留置 ノ必 耍ナシ ト思料 スル トキ ハ 直-一 釋放ス へ 
シ被诉事件急速ヲ耍シ軍法會議又ハ预辨官ノ勾 
留狀 ヲ求ム ル 能 ハサ ル 場合 — 於 テ 留置 ノ 必要 ア 
y 卜恕料 スル トキ ハ 勾留 狀 ヲ發ス ヘシ 但シ五 百 
圓ヲ 超過 セ サル 罰金 •拘留 ハ 科料 二 該ル ヘキ 事 
件-一 付 テ ハ 第 百 七十 七條 第； 項 第 匕號ノ 場合 ヲ 
除クノ 外 勾留 狀ヲ發 スル コト ヲ煜ス 
檢察官 勾留 狀ヲ發 シタルト キハ 速- 1 提 官- 一搜査 
ノ 報 I1;- ヲ爲シ 又 ハ 書趙 及證據 物卜 共-一 被 吿人ヲ 
管轄 軍法 愈 議ノ檢 察 官若ハ «| 當官 箸-一 送致 スル 
手紹 ヲ爲 K ヘシ 檢察官 ヨリ 被 ff 人ヲ 受取 リタ ル 
トキ ハ 前二孭 ノ 規定-一進 •ゾ 處分ス へ シ但シ 留逋 
ノ必 要ナシ ト思料 スル トキ ハ 勾留 ヲ取消 スへ 
シ 

第 百 八十 四條現 -1 罪 ヲ行ヒ 又 ハ 現- 1 罪 ヲ行ヒ 終 
一四 七 七 


院族 fif; 「謎 域: 帝 回 二十 四 第 


海 屯 堪法會 理法 案 

リタ ル 際- 一 羚饮シ タル そノヲ 現行犯 トス 
兇器 的 物 其 ノ他 ノ物ヲ 所持 シ ％ 何 セラ レ テ 逃走 
シ犯人 トシ テ： K 呼 セラ レ 又 ハ 身 {fg 被服-一 顯著ナ 
ル 犯罪 ノ痕跡 アリ テ 犯人 卜思 料スへ キ 場合 ハ 現 
行 犯ノ较 吿人其 ノ 場所-一 在 リタ ル モノ ト a 做 

ス 

第 百 八十： yl: 勝 第 W 七十 七條以 下ノ場 合 — 於 ケル 
勾引 又 ハ 勾留 二 {-J- テ ハ 第 ？ I 五十 一條 乃 帝 第 百 五 
十一 — 條及第 苗 ?/ T 十五 條乃至 第； s 六十 W 條ノ 規定 
ヲ準 用ス 

第 八 節 被 «- 人 訊問 

笕百八 T 六 條被齿 人 M 對シテ ハ 先 ツ其ノ 人 違ナ 
キコ トヲ確 ムル ニ足 ルへ キ事項 ヲ訊間 スへシ 
第 百 八 - 1- 七條 被 fr 人- 一 對シテ ハ 被吿事 件 ヲ吿ケ 

其 ノ茁 件-一 付 陳述 ス ヘキ n ト アリヤ 否 ヲ問ヒ 其 

ノ 利益 トナ ル ヘキ 事 Bf ヲ陣述 スル 機會ヲ 與フへ 

シ 

第 西 八十 八 ail 被 is 人-一 對シテ 訊問 ヲ ナス トキ ハ 

錄 事ヲシ テ立會 ハシム ヘシ 但シ 檢察官 海軍 司法 

努 察 官又ハ 司法： 怒 察官 訊問 ヲナス 場合 ハ 此ノ限 

~| 在 ラ. ス 

第 W 八十 九條事 實 發見ノ 爲必獎 アル トキ ハ 被 rr 

人 卜他ノ 被告人 又 ハ 證人卜 對質セ シムル コト ヲ 

导 

第 百 九十 條被哲 人 II ナル トキ ハ 書面 ヲ以テ 

問ヒ啞 ナル トキ ハ *! 面 ヲ以テ 答へ シムル コト ヲ 

得 

第 九 節 押 收及 捜索 

第 百 九十 一條 軍法 會讖ハ 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ 

除 クノ外 證搁物 又 ハ 沒收ス ヘキ 物卜 思料 スル モ 

ノハ 之ヲ差 押フ ヘシ 

軍法會 議ハ差 押 フへキ 物ヲ 指定シ 所有者、 所持 

者 又 ハ 保管 者-! 其 ノ物ノ 提出 ヲ命ス ル n トヲ 

辱 

第 百 九十 二條 軍法 會議ハ 被 J,K- 人ヨ リ發シ 又 ハ 被 

ff 人-一 對シ テ發シ タル 郵便物 又 ハ 電報 及 其ノ賴 

信 紙-ー シテ 通信 事務 ヲ取扱 フ官崭 其ノ他 ノ者ノ 

保管 又 ハ 所持 スル モノ ヲ差押 へ 又 ハ 之ヲ 提出 セ 

シムル コト ヲ得 

前項-一記 載シ タル 以外 / 郵便物 又 ハ 電報 及其ノ 

賴信 紙- r. ゾテ 通信 事務 ヲ 取扱 フ官崭 其 ノ他ノ 者 

ノ 保管 又 ハ 所持 スル モノ ハ 掖吿 事件-一 關係 アリ 


卜 思 料 スル — 足 ル ヘキ 狀况 アル モノ- 1 限 y 之 ヲ 
盖 押へ 又 ハ 提出 セ シムル n トヲ得 
前 二 項ノ 規定 — 依 ル 處分 ヲナシ タル トキ ハ 之ヲ 
發信人又ハ受信人 _ 通知スへシ但シ通知 — 因リ 
テ ,? ff 理ヲ妨 クル E8 アル 場合 ハ 此ノ限 _ 在 ラス 
第 百 九十 三 條軍法 fT s ハ餃吿 人 其ノ他 ノ者ノ 遛 
留シ タル 物 又 ハ 所有漭 、所持者 若 ハ 保管 者 — 於 
テ ff: 意- 1 提出 シタル 物 ヲ領遛 スル コト ヲ得 
第 百 九十 四 條 軍法 會議ハ 必要 アル トキ ハ 被 街 人 
ノ身體 •物 又 ハ 住居 其 ノ他ノ 場所-一就 キ搜 索ヲ 
爲ス コト ヲ得 被吿人 M 非 サル 者 ノ身體 、物 又 ハ 
住居 其 ノ他ノ 場所-一 付 テ ハ 押收ス ヘキ 物ノ 存在 
ヲ認知 スル-一足 ル〜 キ狀况 アル 場合-一 限 リ搜索 
ヲ爲ス コト ヲ 得 

第 百 九十 五條 狎收又 ハ 捜索- 一 付 テ ハ 鎖 箍 又 ハ 封 
緘ノ 開披其 ノ他 必要 ナル 處分ヲ 蹂ス コ トヲ得 押 
收 物-一 付 亦 同シ 

第 ？ I 九十 六條 軍事 h 祕 密ヲ耍 K ル 場所- 1 於 テ ハ 
其 長 又 ハ 之 二 代 ル ヘキ 者ノ 承諾 アル 11 非 サレ ハ 
押 收又ハ 搜累 ヲ爲ス コト ヲ煜ス 
第 百 九十 七條 公務員 又 ハ 公務員 タリ シ者ノ 保管 
又 ハ 所持 スル 物-一 付 本人 又 ハ當該 公務 所 ヨリ職 
務上ノ 祕密- 一關ス ル モノ ナル コト ヲ申立 ツル ト 
キハ 當該 監督官 II ノ承 .諾 アル-一 非 サレ ハ 押收ヲ 
爲ス コト ヲ得 N' 但シ 當該 監督官 廳ハ帝 國ノ 安寧 
ヲ害ス ル 場合 ヲ除ク ノ外 承諾 ヲ拒ム コト ヲ得ス 
國務 大臣、 宮內 大臣 •■內 大臣 •樞密 院議 長、 樞 
密院剮 謊 長、 樞密 顧問 官 ■會 計檢査 院長 •元帥 
參謀總 長、 海軍 軍令部 長、 敎育總 監若ハ 軍事 參 

議 官又ハ 此等ノ 職-一 在 リシ 者其ノ 保管 又 ハ 所持 

スル 物-一 付 前項 ノ 申立 ヲ爲ス トキ ハ 勒許ヲ 得 ル 

-1 非 サレ ハ 押 收ヲ爲 K  n トヲ煜 ス 

第 百 九十 八條 焭 師‘齒 科醫師 >  藥劑 肺、 藥種商 

產 婆， 辯 謎 士 、辯 護人、 公證 人、 宗教 若 ハ 禱祀 

ノ職 -1 在 ル 者 又 ハ 此等ノ 職- 1 在 リシ 者 ハ 業務 上 

委託 ヲ受 ケタ ル爲 所持 スル 物 M シ テ 他人 ノ祕密 

-1 關 スル モノ-一  付 押 收ヲ衍 ム コト ヲ得但 シ 本人 

承諾 シタルト キハ 此ノ 限-一 在 ラス 

第 百 九十 九條 軍法 會議ハ 押收 K ヘキ 物 又 ハ 捜索 

スへキ 場所、 身 體若ハ 物ヲ 指定シ タル 命令 狀ヲ 

發シ 海軍 司法 醫察官 又 ハ 司法 警察官 ヲシ テ抑收 

又 ハ搜 索ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 


命令 状-ー ハ狎收 又 ハ搜索 ヲ S スへキ 艰由ヲ 記越 
シ裁判 長 之- 1 記名 捺印 スへシ 
命令 狀ハ處 分ヲ受 クル 者ノ rs 求 アル トキ ハ 之ヲ 
示ス ヘシ 

第二 百條 海軍 司法婷 察 官又ハ 司法 ^ 拐 官前临 第 
一項 ノ規定 _| 法 リ抑 收乂ハ 捜索 ヲ 爲ス 當リ其 
ノ被齿 讲 件- 1 關スル 他 ノ證據 物 ヲ發見 シタルト 
キハ之 ヲ抑收 スル n トヲ煜 
第二 百 一條 海軍 司法 發察官 又 ハ 司法 辱」 5 K 官前二 
條ノ 規定- 1& リ抑收 又 ハ 搜索 ヲ爲シ タル トキ ハ 
檢锊官 ヲ經テ 之- 1 關スル 書類 及押收 物ヲ眾 法 會 
議 -1 差 出 スへシ 

第二 百 二條 軍法 會議押 收乂ハ 搜 索ヲ爲 K-I 當リ 
他ノ 犯罪- 1 關ス ル ifi 著 ナル 證 據物ヲ 發見シ タル 
トキ ハ 假 II 之ヲ抑 收シテ 檢察官 1 1 邊付ス ル コト 
ヲ得 

檢察官 前項 ノ S 定 -一依リ 抑 收シ タル 物 ヲ留 s ス 
ル 必要 ナシト 思料 スル トキ ハ 之ヲ 還付ス ヘシ 
第二 百 三條押 收又ハ 捜索 ハ 受命 裁判官 ヲシテ 之 
ヲ爲サ シメ 又 ハ 處分 ヲ爲ス ヘキ 他ノ豫 審官 、豫 
審判 事、 區 裁判所 判事 又 ハ 法令 二 依リ 特別 二 裁 
判 ® ヲ有 スル 官藉 -I 之 ヲ懇託 スル コト ヲ得 
受託 官署ハ 受託 ノ ffl 限 アル 官碧 1 一轉囑 K ル コト 
ヲ得 

受託 官署 受託 事項 - 付權限 ヲ有セ サル トキ ハ受 
託 ノ權限 アル 官署 -I  _ 託 ヲ移送 スル n トヲ煜 
受命 裁判官 又 ハ 受託 豫 _ 官ハ押 收又ハ 捜索 ヲ爲 
ス --付 軍法 會議 -1 屬ス ル處分 ヲ爲ス コト ヲ得但 
シ第百 九十 二 條第彐 項ノ 通知 ハ 軍法 會議 之ヲ爲 

スへシ 

第二 百四條 日出 前 •日沒 後， ニ ハ 住居 主 若 ハ 保管 
者 又 ハ 之-一代 ルへ キ者ノ 承諾 アル- 1 非 サレ ハ 抑 
收又ハ 捜索 ノ爲 A  ノ 住居 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅 
建造物 若 ハ 艦 船 — 入 ル コト ヲ得ス 但シ 猶豫ス へ 
カラ サル 場合 ハ此ノ 限 二 在 ラス 
日 沒前押 收又 ハ搜 索-一 著 手 シタルト キハ H 沒後 
卜雖其 ノ處分 ヲ繼續 スル コト ヲ得 
第二 百 五條 左ノ 場所- 1 於 テ ハ 前條第 一項- 1 規定 
スル 制限-一依 ル コト ヲ要セ ス 
一 賭博、 富® 又 ハ 風俗 ヲ害ス ル行爲 M 常用 七 
ラル ル モノ ト認ム ヘキ 場所 
二 旅 店、 飲食店 其 ノ他 夜間 卜雖 公衆 ノ出 入ス 


1 IPH 七 八  _ 

ル n トヲ rj ヘキ 2 •所 W シ公 IV! シ « 丨 ^ fi;1 内 
-I 限 ル 

第二 西六從官 ^ ,公迟乂ハ取《,兵兑其ノ他： '4«. 
yt w  ノ瓰罟 若 ハ si 船 ノ 内 — 於 テ 押収 乂ハ拽 .劣 V 
爲 N' トキ ハ K ノ長又 ハ 之- |代 >1. へキ湃二通知シ 
テ 其 ノ處 分- 1 立 色 ハシム ヘシ 
前 5 :ノ 碣 合 ヲ除 クノ 外人 ノ ft® 又 ハ 入 ノ 1C 守べ 
ル 邸宅、 妞造物 若 ハ 船舶 ノ内 -I 於 テ 押 收乂 ハ！：； 
索 ヲ爲ス トキ ハ 住居 主 若 ハ 保 £2 若 又 ハ 之 M fc a- 
ヘキ 表 ヲシ テ JC- ノ處分 二 立符 ハシムへ； ン此等 ノ 
者ヲシ テ 立 a- ハシム ル コト 能 ハサ . i. トキ ハ 隣-^ 
又 ハ 市町村 H fi ヲシテ 立 愈 ハシム ヘシ 
第二 1-1 七條檢 察 官 •被 街 A 又 ハ ^ 通人 ハ 押収 乂 
ハ搜索 -ノ處 分-- 立 會フ コト ヲ得 al シ拘銷 セラ レ 
タル 被 «■ 人 ハ 此ノ 限 — ffi ラス 
狎收又 ハ 搜索 ノ魃 分ヲ爲 X 、 -|付必嬰アルトキハ 
被吿 人ヲシ テ 其ノ處 分- 1 立 fr ハシム ル コト ヲ得 
第二 ?: I 八條狎 收又 ハ搜索 ヲ爲ス へ キ日時 及 wi 所 
ハ 豫 メ前條 ノ 規定- |依リ 其ノ處 分-一 立 ^ フ コト 
ヲ得へ キ漭 M 之 ヲ通 知ス ヘシ 但シ急 速ノ處 分 ヲ 
耍スル トキ ハ 此ノ限 -I 在 ラス 
第二 百 九 條押收 又 ハ 搜索 ヲ爲ス II 付 必要 アルト 
キハ 海軍 司法 婪察 官吏 又 ハ 司法 镫察官 S ヲシテ 
補助 ヲ爲 サシ ムル コト ヲ煜 
第二 百十條 押収 又 ハ 搜索ノ 鹿 分 中 ハ 何人- 1 限 ラ 
ス許 可ヲ煜 スシテ 其 ノ場 所- 1 出入 スル コト ヲ禁 
止 スル コト ヲ得 

前項 V 禁止-一 從ハ サル 港 ハ之ヲ 退去 セ シメ 父 ハ 
處分ヲ 終 ル is 之ヲ 留置 スル コト ヲ得 
第二 百 十 一條 押收又 ハ 搜索ノ 處分ヲ 中止 N、 ル垛 
合-一 於 テ 必要 アル トキ ハ 其ノ 場所 ヲ閉鎖 シ又ハ 
看守者 ヲ置ク ヘシ 

第二 西 十二 條抑收 ヲ爲シ タル 場合 一一 於 テ所苻 港 
所持者 若 ハ 保管 者 又 ハ 之 二 代 ル ヘキ 者ノ fiil 求ア 
リタ ル トキ ハ 品目 ヲ 記載シ タル 調 if 又 ハ； hi 錄ノ 
腾本又 ハ 抄本 ヲ之 11 交付 ス ヘシ 
第二 百 十三 條押收 物-一 付 テ ハ 喪失 又 ハ 毁損ヲ W 
ク爲相 當ノ處 S ヲ爲ス ヘシ 
運搬 又 ハ 保管 M  : 个便 ナル 押 收物 -|讨 テ ハ 看守 奢 
ヲ置キ 又 ハ 所有者 其他ノ 者ヲシ テ之ヲ 保管 セ シ 
ムル コト ヲ得 

危害 ヲ生 スル 處 アル 押 收物ハ 之 ヲ廢粱 スル n 卜 


险族 諮 國帝间 二十 四 第 


ヲ得 

第二 百 十四 Iffi 沒收 ペル コト ヲ渴 ヘキ 押収 物-ー シ 
テ滅失 若 ハ 毀 揭ノ CS アル モノ 又 ハ 保管-一 不便 ナ 
ル モノ ハ之ヲ 公賣シ テ其ノ 代 價ヲ 保管 スル コト 
ヲ得 

第二 百 十 5T;. 條押收 物 f ゾテ 留置 ノ必耍 ナキ モノ 
ハ 被告 事件 ノ終 結ヲ待 タス 檢察官 ノ意 見ヲ 鸱キ 
決定 ヲ以テ 之ヲ S 付スヘ シ 
押 收物ハ 所有 渚、 所持者、 保管 者 又 ハ 差出人 ノ 
請求- 1 因リ檢 察 官ノ S 兑ヲ腊 キ 決定 ヲ 以テ假 二 
之 ヲ 還付 K ル コト ヲ得 

第二 百 十六 條 押收シ タル 贓物 f ゾテ留 阖 ノ 必要 
ナキモ ノハ被 畀 者-一 is 付ス ヘキ 理由 明瞭 ナルト 
キ ニ 限 リ被齿 墦 件ノ 終結 ヲ待 タス 檢察： 目 ノ 意見 
ヲ聽キ 決定 ヲ以 テ之ヲ 被害者-一 還付 スへシ 

前項 ノ規定 ハ 民事訴訟 ノ手綏 -I 從ヒ 利害關 係 人 

ヨリ 其ノ權 利ヲ主 張 スル rl トヲ妨 ケス 

第二 百 十七 條押收 又 ハ 搜索ヲ S ストキ ハ錄 事ヲ 

シテ 立 ® ■ ハシム ヘシ 

第二 百 十八 條預審 官ハ押 收及捜 索 — 關シ 軍法 會 

議卜 同ー ノ棚ヲ 有ス 

第二 百 十九 條 檢察官 ハ 第 百 七十 七 條‘第 苗 七十 

八 條又ハ 第 百 八十 ー ニ條ノ 場合-一 於 テ 急速 ヲ耍ス 

ル トキ ハ ft 群 sj!f 求 前 又 ハ 公訴 提起 前-一 限 リ押收 

若 ハ 捜索 ヲ爲シ 又 ハ 之ヲ 他ノ檢 察 官 、海軍 司法 

赞察官 若 ハ 司法 替察官 -I 燧託ス ル コト ヲ得 

海軍 司法 膂察官 ハ 第 ' ly 七十 七條 ，第 百 七十 八 勝 

又 ハ 第 £3 八十 二滕 ノ 場合- 1 於 テ 急速 ヲ耍ス ルト 

キハ預 液 請求 前 乂ハ 公訴 提起 前- 1 限 リ押收 若 ハ 

捜索 ヲ埝シ 又 ハ 之 ヲ他ノ 海軍 司法 弊 察官若 ハ 司 

法膂察 宫 - 一命 令シ若 ハ P 託 スル コト ヲ得 

司法#: 察 官ハ第 百 七十 八條又 ハ 第 百 八十 一條 ノ 

場合 M 於 テ 急速 ヲ •嬰 スル トキ ハ ^ 港 請求 前 又 ハ 

公訴 提起 前-一 限 y 抑 收若ハ 搜索 ヲ爲シ 又 ハ 之ヲ 

他 ノ司 法楚 察官 >1 命令 シ若 ハ 5® 託 スル コト ヲ得 

海軍 司法 警察官 又 ハ 司法 婷 察 官押收 ヲ爲シ タル 

場合-一 於 テ留 {2 ノ必耍 アリ ト 思料 スル トキ ハ 速 

ユ 押收物 ヲ檢察 官二绘 付スへ シ但シ 第二 百 十三 

眩 第二 項 又 ハ 第三 項ノ臌 分ヲ爲 シタルト キハ速 

-I 其ノ旨 ヲ 檢察官 -1 通知ス ヘシ 

第二 百 二十 雔人ノ 住 K- 又 ハ 人ノ 看守 K ル 邸宅、 

建造物 若 ハ 艦船 ノ内二 現行犯 アル 場合 _ 於 テ 急 

海軍 軍法 會漭法 案 


速ノ處 分ヲ耍 スル トキ ハ檢察 官 •海軍 司法瞥 察 
官父ハ 司法 響 察 官ハ 何時-ー テモ 其ノ 場所-一人 リ 
押 收又 ハ搜索 ヲ爲ス コト ヲ得 
第二 W 二 十 一條 人ノ 住居 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅 
建 S 物 若 ハ 艦船 ノ内 M 現行犯 アル 場合-一 於 テ 被 
吿人ヲ 遠 捕 スル- 1 付 急速 ノ處 分ヲ耍 スル トキ ハ 
檢察官 •海軍 司法餒 察 Bi 乂ハ 司法 磐 察 iu ハ 何時 
ニ テモ其 ノ 場所 II 入リ之 ヲ搜索 スル コト ヲ得此 
場合-- 於 テ ハ 第二 百 六條 第二 項ノ 規定 M 依 ル 3 
トヲ耍 セス 

檢察官 '海軍 司法 警察 ■*• 又 ハ 司法 警察官 af 現 
行 犯ノ被 吿八ヲ 逮捕 スル 爲 追行シ タル 場合-一 於 
テ 被告人 人ノ住 S 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅， 建造 
物 若 ハ 艦船 ノ内- 1 逃 入 リタ ル トキ ハ 亦 前項-一同 

シ 

第二 百 二 十二 條勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 執行 スル 場 
合- 一 於 テ必耍 アル トキ ハ 人ノ 住居 又 ハ 人ノ 看守 
スル 邸宅、 建造物 若 ハ 艦船 ノ內 -1 入リ搜 索ヲ爲 
ス n トヲ煜 仍シ 第 百 七十 七條 第一 項 第一 號又ハ 
第三 號乃至 第 六號ノ 規定  一 I 依 リ發シ タル 勾引 狀 
ヲ 執行 スル 場合-一 於 テ ハ 前條ノ 例-一依 ル 
第二 百 二十 三 條檢察 官 ■海軍 司法 警察官 又 ハ 司 
法 ^ 察 官 ノ爲ス 押 收及搜 索-一 付 テ ハ 別段 ノ規定 
アル 場合 ヲ除ク ノ外第 百 九十 一條 乃至 第 百 九十 
八條 、第二 百 二 條 ■第二 百 四條 乃至 第二 百六條 
及第 二百 十條 乃至 第二 百 十六 條ノ规 定ヲ 準用 ス 
海軍 司法 整 t 察 吏、 下士官 若 ハ 兵 又 ハ 司法 瞥察 史 
ノ爲ス 搜索- 1 付 テ ハ 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除ク 
ノ外第 百 九十 五條 ■第 W 九十 六條 ■第二 百 11 條 
乃至 第二 百六條 及第 一一 百 十 條ノ規 定ヲ 準用ス 
第 十 節 檢證 

第二 百 二十 四條 軍法 會謅ハ 事實發 見ノ爲 必要 ア 

ル トキ ハ檢證 ヲ爲ス へ シ 

第二 百 二 十五 條檢證 -I 付 テ ハ 身體ヲ 檢查死 體ノ 

解剖坩惡ノ發掘其ノ他必要ナル處分ヲ爲スコト 

ヲ得 

被吿 人, I 非 サル 者 ノ身體 ノ檢査 ハ ー定 ノ證 跡ノ 

存否 ヲ確認 スル-一 必要 ナル 場合 — 限リ之 ヲ爲ス 

n > ヲ 得 

第二 百 二 十六條 日出 前 •日 沒後ニ ハ 住居 主 若 ハ 

保管 者 又 ハ 之-一代 ル ヘキ 者ノ 承諾 アル- 1 非 サレ 
ハ 檢設 y 爲人ノ 住居 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅 •建 


造 物 若 ハ 艦船-一入 ル コト ヲ得ス 似 シ網 豫スへ 力 
ラサル 場合 X ハ G 出 後-一 於 テ ハ 檢證ノ 目的 ヲ達 
スル コト 能 ハサ ル « アル 場合 ハ lit 限 一一 在 ラス 
日沒 前檢證 -I 著 手 シタルト キハ日 沒後卜 雖其ノ 
處分 ヲ繼續 スル コト ヲ得 

第二 百 五條-一記 載シ タル 場所-一 付 テ ハ 第 r 現 — 
規定スル制限-|依ルコトヲ耍セス 

第二 百 二 十七 條檢證 -1 付 テ ハ 第 百 九十 六條 、第 
二百 三條 、第二 百 六條 乃至 第二 百 十 一條 及第 一一 
百 十七 條ノ 規定 ヲ 準用 ス 

第！  一 S 二 十八 條豫酢 官ハ 檢證 -1 關シ 軍法 會翳卜 
同ー ノ權ヲ  —有ス 

第二 百 二 十九 條檢 察官ハ 第 百 七十 七條 ，第 百 七 
十八 條又ハ 第 百 八十 三條ノ 場合- 1 於 テ 急速 ヲ耍 
スル トキ ハ TS 港 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前 U 限リ檢 
證 ヲ爲シ 又 ハ 之 ヲ他ノ 檢察官 •海軍 司法 馨察官 

.若 ハ 司法 狻 察 官 -I 囑託 K ル コト ヲ得 

海軍 司法 P 察官ハ 第 百 七十 七條 •第 百 七十 八條 
又 ハ 第 百 八十 二條ノ 場合 二 於 テ 急速 ヲ嬰ス ルト 
キハ豫 港 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前 二 限 リ檢 證ヲ爲 
シ又ハ 之 ヲ他ノ 海軍 司法 ® 察 官若ハ 司法® 察官 
-I 命令 シ若ハ 囑託 スル コト ヲ得 
司法 警 察官ハ 第 W 七十 八 條又ハ 第 百 八十 一條 ノ 
場合 11 於 テ 急速 ヲ頭ス ル トキ ハ豫捲 請求 前 又 ハ 
公訴 提轵前 II 限 リ檢證 ヲ爲シ 又 ハ 之 ヲ他ノ 司法 
* 察 官- 一命 令シ若 ハ 囑純 K ル コト ヲ煜 

第一  一 ' fl 三十 條人ノ 住居 又 ハ 人ノ 看守 スル 邸宅* 
建造物 若 ハ 艦船 ノ內- 1 現行犯 アル 場合- i 於 テ 急 
速ノ處 分 ヲ要ス ル トキ ハ 檢察 官‘ 海軍 司法 弊： 察 
官又ハ 司法 15 察 官ハ 何時-ー テ モ其ノ 場所-一入 リ 
檢證 ヲ爲ス コト ヲ得 

第二 百 三十 i 變死入 又 ハ變处 入卜思 料スへ キ 
漭 第 一條 二 記載 シタル 者 ナル トキ ハ 部隊 内-一 於 
テ ハ 部隊 ノ長又 ハ 分隊長 其 ノ他ノ 場所-一 於 テ ハ 
檢察官 又 ハ 海軍 司法 警察官 檢視 ヲ爲ス ヘシ 
變死人 又 ハ 變 死人 卜 思料 スへキ 者 第 一條-一記 載 
シ タル 以外 ノ者 ナルト キト 龅部隊 内-一 於 テ 死 體 
ヲ 發見シ タル 場合-一 於 テ ハ 部隊 ノ長又 ハ 分隊長 
檢視 ヲ爲ス ヘシ 

前 二 項 ノ場合 -1 於 テ 部隊 ノ長ハ 檢察官 又 ハ 海軍 

司法霄 察官 -I 檢観ヲ 囑託ス .ル コト ヲ煜 

檢視 -1 因リ 犯罪 アル コト ヲ 發見シ タル 場合 二 於 


テ 急速 ノ處 分ヲ要 スル トキ ハ 引續 キ檢證 ヲ爲ス 
コト ヲ得 

第一 項 乃至 第三 項 ノ 規定 ハ 他ノ 法令〗 一依 ル檢視 
ヲ妨 ケス 

第二 百 三十 一一 條檢察 官又ハ 海軍 司法 磐 察 , £5- ハ 前 
條ノ 處分ヲ 司法 警察官- 1 m 託 スル コト ヲ. 得 
第二 百 三十 三條 檢玢官 ，海軍 司法 ■察 官又ハ 司 
法 ® 察官 ノ爲ス 檢證 -1 付 テ ハ 第： W 九十 六條 、第 
二百 六條 •第二 百 十條 •第一  一 W 十 一條， 第二 西 
二 十五 條及 第二 百 二十 六條ノ 規定 ヲ準 用ス 
第 十一 節 證入訊 間 

第二 百 三十 四條 軍法 會誠ハ 別段 ノ 規定 アル 場合 
ヲ除ク ノ外何 人 卜雖證 人 トシ テ之ヲ 訊問 スル コ 
トヲ煜 

第二 百 三十 五條 公務 M 又 ハ 公務 負 タリ シ者ノ 知 
得 タル 事實- 1 付 本人 又 ハ 當該 公務 所 ヨリ 職務 上 

ノ祕密 二 關スル モノ ナル コト ヲ 申立 ツル トキ ハ 
當該 監督官 廳ノ 承諾 アル-一 非 サレ ハ 證人 トシ テ 
之ヲ 訊問 ス ル コト ヲ得ス m シ當該 監督官 蝦 ハ 帝 
國ノ 安寧 ヲ害 スル 場合 ヲ除 クノ外 承諾 ヲ担 ムコ 
トヲ 得ス 

國務大 K、 宮内 大臣， 内大臣、 樞密 院議 長、 樞掎 
院副講 長‘ 樞密 顧問 官 、會 計檢査 院長、 元帥， 
參謀總 長、 海軍 軍令部 長、 敎育總 監若ハ 軍事 參 
議官又 ハ 此等ノ 職-一 在 リシ 者前孭 ノ 申立 ヲ爲ス 
トキ ハ 勅許 ヲ得 ル- 1 非 サレ ハ 說人 トシ テ 之ヲ訊 
問 スル コト ヲ得ス 

第二 百 三十 六條 左-一記 載シ タル 者 ハ ii 言ヲ祖 ム 
コト ヲ得 

i  被 吿人ノ 配偶者、 四 親等 內ノ 血族 若 ハ 三 親 
等內ノ 姻族 又 ハ 被告人 卜 此等ノ 親族 關係ア 
リタ ル诸 

二 被 吿人ノ 後見人、 後見 監督 人 又 ハ 保 佐 人 
三 被 吿人ヲ 後見人、 後見 監督 八 又 ハ 保 佐人卜 
爲ス者 

共同 被 吿人ノ ー人 又 ハ數 人-一 a シ前項 ノ 關係ア 
ル 者卜 雖他ノ 共同 被告人 ノミニ 關スル 事 ？ M 二 付 
テ ハ 證言ヲ 拒ム コ トヲ得 ス 

第二 百 三十 七條 醫師、 齒科餒 肺、 藥劑師 、藥種 
商、® 婆、 辯 護 士 、辯- M 入、 公證 人、 宗敎若 ハ 
@ 祀ノ 職 — 在 ル 者 又 ハ 此等ノ 職-一 在 リシ 者 ハ 業 
務上 委託 ヲ受 ケタ ル爲 知得 タル 事實一 ーシテ 他人 
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海， ボ I5K 法 分 菜 法案  _ 

ノ祕密 -I 閱スル モノ- 1 付 13 言 ヲ拒ム コト ヲ 焊但 
シ 本人 承諾 シタルト キハ 此ノ 限-- 在 ラス 
第二 百 三十 八 勝 12 言 ヲ爲ス -I 因リ 自己 乂ハ 自己 
卜 第二 百 三十 六陆第 一項- 1 規定 スル 關係 アル 者 
刑 班 上 ノ訴 追ヲ受 クル 趲 アル トキ ハ證言 ヲ拒ム 
n トヲ得 

現- 1 供述 ヲ爲 K ヘキ 事件 ノ被 吿人卜 共犯 ノ關係 
アリ トシ テ 起訴 セラ レ未夕 確定判決 ヲ經サ ルト 
キ亦 前項-一同 •ゾ 

第二 百 三十 九條證 言 ヲ拒ム 者 ハ 之 ヲ拒ム 事由 ヲ 
疏明ス ヘシ 但シ 前條ノ 場合 — 於 テ ハ 其ノ事 由ノ 
相違 ナキ 旨ノ 窗筲 ヲ以 テ疏叨 二 代 フル コト ヲ 

得 

證 言ヲ扭 ム者之 ヲ拒ム 事由 ヲ疏明 スル コト 能 ハ 

サル トキ 又 ハ 宣赘 ヲ爲 ササ ル トキ ハ 決定 ヲ以テ 

其ノ 申立 ヲ却 下ス ヘシ 

第二 百 四十 條第百 四十 一條 及第 百 五十 四 條ノ規 

定ハ證 八ノ 召喚-一之 ヲ _ 用ス 

第二 百 四十 一條 召喚 ヲ受 ケタ ル 誇 人 正當ノ 事由 

ナクシ テ 出頭 セ サル トキ ハ檢察 官ノ意 見 ヲ踣キ 

決定 ヲ以テ 五十 圓 以下 ノ 過料- 1 處シ 且： 小參 -I 因 

リ生シ タル® 用ノ 賠償 ヲ命ス ル コト ヲ得 

第二 百 四十 二 條前 條ノ言 渡ヲ受 ケタ. ル 者 裁判 書 

ノ 送達 アリ タル 日 ヨリ 三日 內二正 當ノ事 由 アリ 

テ 出頭 スル コト 能 ハサ リシ コト ヲ證明 シタルト 

キハ檢 察 官ノ 意見 ヲ腩キ 決定 ヲ以 テ其ノ 言渡ヲ 

取消 スへシ 

天災 其 ノ他避 クへ カラ サル 事故 ノ爲期 間內一 I 前 

項ノ證 明 ヲ爲ス コト 能 ハサ リシ 者 事 iK ノ 止ミタ 

ル R 3 リ 三日內 11 其ノ證 明ヲ爲 シタルト キ亦前 

項-一同 シ 

第二 百 四十 三條 召喚-一 應セ サル 證人 -I 對シテ ハ 

更二 召喚 狀 ヲ發シ 又 ハ 勾引 狀ヲ發 スル コト ヲ得 

第二 百 四十 四條 證人ノ 召喚 狀又ハ 勾引 狀 -I ハ 證 

人ノ 氏名 及 住居、 被告人 ノ 氏名 並 被告 事件 ヲ記 

載シ 裁判長 之 二 記名 捺印 スへシ 

召 換狀- ー ハ 出頭 スへキ 年月日 時 及 場所 並 召換- 一 

應セ サル トキ ハ 過料-一 處シ且 勾引 狀ヲ發 スル n 

ト アルへ キ旨ヲ 記載 K ヘシ 

召喚 狀ノ送 達卜出 頭トノ 間-ー ハ少ク トモ ニ十 四 

時間 ノ猶豫 ヲ存ス ヘシ m シ急 速ヲ耍 スル 場合 ハ 

此ノ 限-一 在 ラス 證人第 一條 二 記載 シタル 者 ナル 


トキ ハ 前 ifl ノ 規定- 1 依 ラサル コ トヲ得 
第二 百 四十 五條 證人ノ 勾引- 1 付 テ ハ 第 百 五十 五 
晓乃至 第 百 五十 九條 及第 百 六十 三條ノ 規定 ヲ準 
用ス 

第二 百 四十 六條 證 入 — 對シテ ハ 先ッ 其ノ 人違ナ 
キカ 否 及第 二百 三十 六條 第一 項 二 記載シ タル 者 
ナリヤ 否ヲ J5 調フへ シ 

第二 百 三十 六條 第一 項- 1 記載 シタル 者- 1 ハ證言 
ヲ拒ム コト ヲ得ル 旨 ヲ吿ク ヘシ 
第二 百 四十 七條證 人 ニ ハ 宣誓 ヲ爲サ シムへ シ但 
シ 別段 ノ 規定 アル 場合 ハ 此ノ 限-- 在 ラス 
第二 百 四十 八條 宣誓 ハ 訊問 前 之 ヲ爲ナ シム ヘシ 
但シ 宣誓 ヲ爲 サ： S ムへキ 者 ナリヤ 否-一 付 疑 アル 
トキ ハ 訊問 後 之 ヲ爲サ シムル コト ヲ得 
第二 百 四十 九條 宣誓 ■ハ 宣誓 靨 — 依 リ之ヲ 爲スへ 

シ 

宣誓書- 1 ハ 眞實 ヲ述へ 何事 ヲモ 默祕セ ス又 何事 
ヲモ 附加セ サル コト ヲ誓 フ旨ヲ 記載ス ヘシ 
訊問 後 宣誓 ヲ爲ス ヘキ 場合-一 於 テ ハ眞實 ヲ述へ 
何事 ヲモ 默祕 セス 又 何事 ヲモ 附加セ サリ シコ ト 
ヲ » フ U 日ヲ IB 載ス ヘシ 

裁判長 ハ 宣誓書 ヲ 朗讀シ 證 入ヲシ テ 署名捺印 セ 

シム ヘシ 

第二 百 五十 條 宣誓 ヲ爲 サシ ムへキ 證人ニ ハ 宣誓 
前僞證 ノ罰 ヲ吿ク ヘシ 

第二 百 五十 一條 同ー ノ被吿 事件-一 付數 名ノ證 人 
出頭 シ タル 場合 二 於 テ ハ 其ノ 宣誓 ハ 同時- 1 之ヲ 
爲サシ ムル コト ヲ得 

第二 百 五十二 條左二 記載 シ タル 者-ー ハ 宣誓 ヲ爲 

サシ メス シテ 之ヲ 訊問 スへシ 

一 十五 歳 未 滿ノ者 

一一 宣誓 ノ本 旨ヲ解 スル コト 能 ハサ ル 者 

三 現-一 供述 ヲ爲 K ヘキ 事件 ノ 被告人 卜 共犯 ノ 

關係 アル 者 又 ハ 其ノ嫌 疑 アル 者 

四第二百三十六條第一項 _ 記載シタル者ニシ 

テ 證言ヲ 拒 マサル 者 

五 第二 百 三十 八條ノ 場合 一一 於 テ 證言ヲ 拒 マサ 

ル 者 

六 被 吿入ノ 雇人 又 ハ 同居人 

前項 第三 號ノ 規定 ノ 適用- 1 付 テ ハ 犯人 藏匿ノ 罪 

證憑 、湮滅 ノ罪 、僞 證ノ 罪、 虛僞ノ 鑑定 通譯ノ 

罪 及 B 物- 1 關 スル 罪ノ 犯人 ハ 其ノ 本犯ノ 共犯 卜 


© 啟ス 

第一 項 二記 載シ タル 者宣转 ヲ爲 シタルト キト 雄 
其ノ 供述 ハ證言 タル ノ 効カ ヲ妨ケ ラル ル コ トナ 
シ 

第二 百 五十 三條 證入ノ 供述 力 其 ノ證人 若 ハ 之卜 
第二 百 三十 六條 第一 項- 1 規定 K ル關係 アル 者ノ 
恥辱-一 歸シ又 ハ 其 ノ財產 上 — ® 大 ナル 損窖ヲ 生 
スル 鼯 アル トキ ハ 宣费 ヲ爲 サシ メス シテ訊 一: ス 
ル n トヲ II 

第二 百 五十 四條 證人ノ 訊問 ハ 後-一 S スへキ 證 
人 / 在 ラサル 場所 二. 於 テ 谷 別- 1 之 ヲ爲ス ヘシ 
第二 百 五十 五條 事實發 見ノ爲 必要 アル トキ ハ 證 
人 卜他ノ 證人又 ハ 被告人 卜對質 セ シムル コト ヲ 
得 

第二 百 五十六 條證 人 — ハ 訊問 事項 — 付 連絡 シタ 
ル 供述 ヲ爲サ シムへ シ 

必要 アル 場合-一 於 テ ハ 證人ノ 供述 ヲ明 白ナ ラシ 
メ又ハ 其 ノ眞否 ヲ判斷 スル 爲適當 ナル 訊問 ヲ爲 

スへシ 

第二 百 五十 七. 條證 人-ー ハ 其ノ 實驗シ タル 事實二 
因リ 推測シ タル 事項 ヲ 供述 セ シムル コト ヲ得 
前項 ノ 供述 ハ 鑑定 — 屬 K ル 故 ヲ以テ 證言シ タル 
ノ効カ ヲ妨ケ ラル ル コト ナシ 

第二 百 五十八 條第百 八十 八條 及第 百 九十 條ノ規 
定ハ 證人ノ 訊問-一 付之ヲ 準用ス 
第二 百 五十 九 條證人 軍法 會議 構內 M 在 ル トキ ハ 
召喚 ヲ 爲サス シテ 之ヲ 訊問 スル コト ヲ得 
第二 百 六十 條證人 ハ 必要 アル 場合 — 於 テ ハ 軍法 
會 議外ノ 指定 ノ場 所-一之 ヲ 召喚 シ又ハ 其ノ 所在 
二就キ之ヲ訊問スルコトヲ得 
第二 百 六十 一條 親任官 又 ハ 親任官 ノ待遇 ヲ受ク 
ル 者 ハ 其ノ 現在地-一 於 テ之ヲ 訊問ス ヘシ 
帝國 議會ノ 議員 議會ノ 開 期 中 開會地 H 滯在 スル 
トキ ハ 其ノ滯 在 地-一 於 テ之ヲ 訊問 スへシ 
第二 百 六十 二條證 人 正當ノ 理由 ナクシ テ 宣誓 又 
ハ 證言ヲ 拒 ミ タル トキ ハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽キ 決 
定ヲ以 テ百圓 以下 ノ 過料-一 處ス ヘシ 第二 百 三十 
九條 第一 項 但書 ノ場 合- 1 於 テ 虛僞ノ 宣誓 ヲ爲シ 
タル トキ 亦同シ 

第二 百 六十 三條 軍法 會議ハ 必要 アル トキ ハ 決定 
ヲ以テ 指定 ノ 場所 — 證人ノ 同行 ヲ命ス ル コト ヲ 
得 證人 正當ノ 事由 ナクシ テ 同行 ヲ肯セ サル トキ 


一四 S 

ハ 之ヲ 勾引 スル n トヲ得 

第二 百 六十 四婼 軍法 會 於 テ IB< / SS 7 
爲 K 場合 = 於 テ ハ 受命栽 判官 ヲシテ 之 ヲ爲サ N 
メ又ハ 設人 現在地 ノ策 5¢ 官 •豫赛 5亊*  B 栽 91 
所 判 ilf 若 ハ 法令- 1 依 リ 特別- 1 栽 判 糊 ヲ有 スル 官 
琚 二 之 ヲ郜託 スル コト ヲ煜 
受託 官遇ハ 受託 ノ酣限 アル 官讲 -I 籾 ル n 卜 
ヲ得 

受託 官袈受 託 事項-一 け 鼎 限 ヲ有セ サル トキ ハ受 
託ノ墦 限 アル 官迸 -1 ® 託 ヲ移送 スル コト ヲ煜 
受命狨 判官 又 ハ 受託 拽港官 ハ 證入 訊問- l N- :'li 法 
锊議又 ハ 站判畏 -一 屘 スル 處分 ヲ爲ス コト ヲ以 m 
シ第 二百 四十 一條 及第 二百 六十 二 條ノ 決定 ハ 坩 
法會識 亦 之 ヲ爲ス コト ヲ得 
第二 百 六十 五條拽 滞 官ハ證 人 訊問 M 關シ茁 法 & 
議又ハ 裁判長 卜同  ーノ® ヲ有ス 
第二 百 六十 六條檢 察 官ハ第 百 七十 七 條 、第：- tl 七 
十八 條又ハ 鹿 百 八十 三條ノ 場合-一 於 テ 急速 ヲ耍 
スル トキ ハ 豫港 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前 — 限 y 第 

二百 三十 四條 乃至 箱 二百 六十 四 條ノ规 定二迆 シ 
證人ヲ 訊問 シ又ハ 其ノ 訊問 ヲ 他ノ檢 察官 •悔 茁 
司法、 聱察官 若 ハ 司法 ® 察 官 -I  ® 託 スル コト ヲ 
得 

海軍 司法 警察官 ハ 第 百 七十 七 勝， 第 百 七十 八 勝 
又 ハ 第 百 八十！ 一條 ノ 場合 — 於 テ 急速 ヲ耍 スルト 
キハ 豫審 rp1) 求 前 又 ハ 公訴 提起 前-一 限 y 第二 百 三 
十四 條乃至 第二 百 六十 四 勝 ノ 規定-一 準シ證 入ヲ 
訊問 シ又ハ 其ノ 訊問 ヲ他ノ 海軍 司法 镫察官 若 ハ 
司法 警察官-一命 令シ若 ハ ® 託 スル 3 トヲ得 
司法 聱察官 ハ 第 百 七十 八 條又ハ 第 百 八十 一條 ノ 
場合 — 於 テ 急速 ヲ耍 K ル トキ ハ 豫審 請求 前 又 ハ 
公訴 提起 前 — 限リ 第二 百 三十 四條 乃至 第二 百 六 
十四 條ノ 規定-一 fa シ 證八ヲ 訊問シ 又 ハ其ノ 訊問 
ヲ他ノ 司法 » 察官 -1 命令 シ若 ハ魃託 スル コト ヲ 

得 

第二 百 六十 七 勝 檢察官 證人ヲ 訊問 スル 場合 M 於 
テ ハ 宣誓 ヲ爲 サシ メ サル n トヲ得 
海軍 司法 警察官 又 ハ 司法窨 察官ハ 宣誓 ヲ爲サ シ 
ムル コト ヲ得ス 

第二 百 六十 八條 檢察官 ，海軍 司法 弊 察 官又ハ 司 
法 装 察官 ハ If 人-一 對シ 過料 又 ハ 賠償 ノ言陲 ヲ爲 
ス n ト ヲ得ス 


院族 帝 同 二十 叫 第 


第二 百 六十 九條證 人 ハ 旅ぬ， 日常 及 止 柄 料ヲ請 
求 ス ル コト ヲ得似 シ JF 當ノ事 由 ナクシ テ宣哿 又 
ハ 證言ヲ 拒 ミ タル ^ ハ lit ノ限 -I 在 ラス 

第 十二 節 鑑定 

第二百七十條軍法會識ハ學識經驗アル漭二鑑定 

ヲ命 スル コト ヲ SS 

第二 百 七十 一條 鑑定人 = ハ 鑑定 ヲ爲 K 前 宣誓 ヲ 
爲サシ ムへシ 

宣誓 ハ 宣誓書- 1 依 リ之 ヲ爲 K ヘシ 
宣薺霄-ーハ誠苡-一鑑定ヲ爲スコトヲ誓フ旨ヲ記 
馘スへ シ 

第二 百 七十 1 一條 鑑定 ノ經過 及 結果 ハ 鑑定人 ヲシ 
テ 書 而又ハ ロ頭 ヲ以テ 之 ヲ報半 1-1 セ シム ヘシ 
鑑定人 股 人 アル トキ ハ 共同シ テ報带 ヲ爲 サシ ム 
ル n トヲ ?i 

B 面 ヲ以テ 報 ff ヲ爲 サシ メタル 場合-一 於 テ必耍 

アル トキ ハ ロ頭 ヲ以テ 其 ノ說 明ヲ爲 サシ ムルコ 

トヲ得 

第二 百 七十 三條 軍法 會蕺ハ 必要 アル 場合- 一 於 テ 

ハ 箱定 人ヲシ テ 軍法 會議 外-一 於 テ 鑑定 ヲ爲 サシ 

ムル n トヲ得 

前項 ノ坳合 -I 於 テ ハ 鑑定 M 關ス ル物ヲ 鑑定人-一 

交付 スル n トヲ得 

被 苦 人ノ 心神 又 ハ 身 fi§ -1 關スル 鑑定 ヲ爲 サシ ム 

ル-- W 心 要 アル トキ ハ 軍法 # !? ハ 期間 ヲ定メ 病 

院其ノ 他 柑當ノ 場所-一 被 街 入 ヲ留遛 スル コト ヲ 

导 

第二 百 七十 四临鹿 定人ハ 鹿定 -I 付 必要 アル 場合 

-I 於 テ ハ 軍法 會謎ノ 許可 ヲ得テ 身 體 ヲ檢査 シ、 

死 6® ヲ解剖 シ又ハ 物ヲ毀 壊 スル コト ヲ得 

第二 百 七十 ? T 條鑑定 人 ハ 鹿定- 1 付 必要 アル 場合 

-I 於 テ ハ 眾法矜 謎ノ許 可 ヲ m テ 書類 若 ハ 證據物 

ヲ冏赀 シ若ハ 勝 寫シ又 ハ 被 吿人若 ハ 證入ノ 訊問 

-1 立 ^ フ コ トヲ得 

箱定人 ハ 被 街 人 若 ハ證 人ノ訊 問 ヲ求メ 又 ハ 許可 

ヲ得テ 此等ノ 者-一 對シ K 接 一-間 ヲ發 スル コト ヲ 

0 

第二 苗 七十 六條 Ig 法# 謎 ハ 受命 裁判官 ヲシテ 鑑 

定二付 必要 ナル 處 分ヲ爲 サシ ムル n トヲ得 但 シ 

第二 百 七十 三條 第三 項ノ 規定 = 依 ル 處分ハ 此ノ 

限リ ーー 在 ラス 

第！  I 百 七十 七條 軍法會 謎 ハ 筠定ヲ 十分 ナラ スト 
海 illl ilil 法け 調法 案 


思料 スル トキ ハ 鑑定人 ヲ％ 加シ又 ハ 他ノ 鑑定べ 
-I 命シテ 鑑定 ヲ爲サ シムル コト ヲ得 
第二 百 七十 八條 檢赉官 及 辯 護 入 ハ 鑑定-一 立會 7 

n トヲ fi 

第二 百八條 ノ 規定 ハ 前項 ノ 場合-一之 ヲ準 用ス 
第二 百 七十 九條 鑑定 二 付 テ ハ 勾引-一 關スル 規定 
ヲ除ク ノ外第 十一 節 ノ 規定 ヲ 2ffi 用ス 
檢察官 ，海軍 司法 膂察官 又 ハ 司法 瞥察官 ハ 第二 
百 七十 三條第 三 項 ノ规定 -I 依ル處 分 ヲ爲ス n 卜 
ヲ得ス 

第二 百 八十 條 鑑定人 ハ 旅費， 日當及 止宿 料ノ外 
鑑定料 及 立替金 ノ辨 償_ プ誧求 スル n トヲ得 
第二 百 八十 一條 軍法 會議ハ 官選 公署-一 鑑定 ヲ囑 
託 スル コト ヲ得 

前 九 條ノ 規定 ハ 前 ノ 場合-一之 ヲ準 用ス 但シ 第二 
百 七十 二 條第三 項 ノ 規定- 1 依 ル說明 ハ官鸮 公 碧 
ノ 指定 シ タル 者ヲシ テ 之ヲ爲 サシ ムへシ 
第二 百 八十 二 條 特別 ノ 智識-一因 リ知得 タル 過去 
ノ事寶 -I 付其ノ 事實ヲ 知 リタ ル者ヲ 訊問 スル 場 
合-- ハ 本節 ノ 規定-一依 ラス 第 十一 節ノ 規定 ヲ適 
用ス 

第 十三® 通譯 

第二 百 八十 三條國 語-一通 セ サル 者ヲシ テ 陳述 ヲ 
爲サ シムル 場合-一 於 テ ハ 通 事ヲシ テ 通譯 ヲ爲サ 
シムへ シ 

第二 百 八十 四條 12 者 又 ハ 啞 者ヲシ テ 陳述 ヲ爲サ 
シムル 場合-一 於 テ ハ 通 事ヲシ テ 通 譯ヲ爲 サシ ム 
ル コト ヲ 得 

第二 百 八十 五條® 語 二 非 サル 文字 又 ハ符號 ハ 之 
ヲ_譯 セ シムル コト ヲ得 

第二 百 八十 六條 軍法 會議ハ 官翳公 匙 — 飜 譯ヲ囑 

託 スル n トヲ得 

第二 百 八十 七條 通譯 及飜譯 M 付 テ ハ 第 十二 節ノ 

規定 ヲ维 用ス 

第二 章始審 

第一 節搜査 

第二 百 八十 八條 犯罪 — 因 リ害ヲ 被 リタ ル 者ハ吿 

訴 ヲ爲ス n トヲ得 

被害者 ノ 法定代理人 又 ハ 夫 ハ 獨立 シテ吿 訴ヲ爲 

ス コト ヲ ^ 

被害者 死亡 シタルト キハ 其ノ 家督 ffl 續人又 ハ 親 

族吿訴 ヲ爲ス コト ヲ得 但シ 被害者 ノ 明示 シタル 


意思-一反 スル n トヲ 得ス 

前 二 項 ノ規定 ハ 刑法 第 百 八十 三條ノ 罪-一之 ヲ適 
用 セス • 

第二 百 八十 九條 前條 第二 項ノ 場合 二 於 テ 被害者 
ノ 法定代理人 被 哲人 ナル トキ、 被吿 人ノ 配偶者 
ナル トキ 又 ハ 被 吿人ノ 四 親等 內ノ 血族 若 ハ 三 親 
等內ノ 姻族 ナル トキ ハ 被害者/親族 ハ 獨立シ テ 
吿訴 ヲ爲ス コト ヲ得 

第二 百 九十條 刑法 第二 百 三十 條第二 項ノ 罪-一 付 
テ ハ 死者 ノ親 族， 遺族 又 ハ 後裔 吿訴 ヲ爲ス コト 
ヲ得 

第二 百 九十 一條 前 三 項 ノ 規定-一法 リテ传 訴ヲ爲 
スコ トヲ得 ヘキ 者ナキ 場合 二 於 テ ハ 管 1* 軍法 會 
議ノ檢 察官ハ 利害 關 係人ノ 申立-一因 リ吿 訴ヲ爲 
ス n トヲ 得へ キ者ヲ 指定 スル n トヲ得 但シ 刑法 
第 百 八十 三條ノ 罪-一 付 テ ハ 此限二 在 ラス、 
第二 百 九十 二 條 親告罪 ノ吿訴 ハ 犯人 ヲ知 リタ ル 
時 ヨリ 六月 內二之 ヲ爲ス ニ 非 サレ ハ 其 ノ効ナ 
シ 

刑法 第二 百 二 十九 條 但書 ノ 場合-一 於 ケル 告訴 ハ 
婚姻 ノ 無効 又 ハ 取消 ノ裁判 確定シ タル 時 ヨリ 六 
月內 -1 之ヲ ナス M 非 サレ ハ 其ノ 効ナシ 
第二； 白 九十 三 條吿訴 ヲ ナス n トヲ得 ヘキ 者數人 
アル 場合 II 於 テ ー人 ノ期 間ノ 懈怠 ハ 他ノ 者 — 其 
ノ効ヲ 及 ホサス 

第二 百 九十 四 條吿訴 ハ始辨 ノ判決 ノ吿知 アル 迄 
之ヲ 取消 ス コト ヲ得 

告訴 ノ取消 ヲナシ タル 者 ハ 更 -I 吿訴ヲ ナス n 卜 
ヲ煜ス 

前 二 項ノ 規定 ハ 請求 ヲ待チ テ 受理 スへキ 事件- 1 
付テノ 請求 M 之ヲ 準用 ス 

第二 百 九十 五條 親告罪-一 付 共犯 ノー  人 又 ハ數人 
-1 對シ テ爲シ タル 告訴 又 ハ 其ノ 取消 ハ 他ノ 共犯 
-- 對シ亦 其ノ効 ヲ生ス 

前項 ノ 規定 ハ 請求 ヲ侍チ テ 受理ス ヘキ 事件-一 付 
テノ 請求 又 ハ 其ノ 取消-- 之 ヲ 準用 ス 
刑法 第 百 八十 三條ノ 罪 — 付 相姦 者ノ ー人 M 對シ 
告訴 又 ハ 其ノ 取消 アリ タル トキ ハ 他ノ ー人 — 對 
シ 亦 其ノ効 ヲ生ス 

第二百九十六條何入-|限ラス犯罪ァリト思料シ 

タル トキ ハ 吿發ヲ ナス コト ヲ得 

官吏 又 ハ 公吏 其ノ職 務 ヲ行フ -I 因リ 犯罪 アリ ト 


思料 シタルト キ ハ吿發 ヲナス ヘシ 
第二 百 九十 七條吿 訴又ハ 吿發ハ 代理人-一依 リテ 
之ヲ ナス コト ヲ 得 

第二 百 九十 八 條吿訴 又 ハ 吿發ハ 書面 又 ハ ロ頭 ヲ 
以テ檢察官，海軍司法馨察官>檢辦若ハ司法醤 
察 官又ハ 之 M 相當 スル 官署 -1 之ヲ ナス ヘシ 
第一 一 百 九十 九條 檢察官 、海軍 司法* 察官 ，檢事 
若 ハ 司法 警察官 又 ハ 相 當官遒 口頭 ノ吿訴 又ハ吿 
發ヲ受 ケタ ル トキ ハ 調書 ヲ作 ルへ シ 
第 百 八條 第三 項 乃至 第 ST 項 及第： S 十一 條ノ 規定 
ハ 檢察官 又 ハ 海軍 司法 警察官 ノ作ル ヘキ 前項 ノ 
調書-一之 ヲ準 用ス 

第一 一一 百 條檢事 若 ハ 司法 警察官 又 ハ 相 當官遒 告訴 
又 ハ 吿 發ヲ受 ケタ ル トキ ハ 速-一之 -I 關 スル 書類 
及證摭 物ヲ檢 察官又 ハ 海軍 司法 罾察官 二 送付 ス 

へ シ 

第三 百 一條 告訴 又 ハ 吿發ノ 取消 又 ハ 變更 -I 付 テ 
ハ 前 四 條ノ 提定ヲ 準用 ス 

第三 百 二 條 自首 二 付 テ ハ吿亨 一關 K ル 規定 ヲ £ 
用ス 

第三 百 = 條檢 察官又 ハ 海軍 司 fe 瞥察官 捜査 ヲナ 
スニ付 テ ハ 其ノ 目的 ヲ達 スル ニ 必要 ナル 取調 ヲ 
爲ス コト ヲ得 但シ强 制 ノ處分 ハ 別段 ノ 規定 アル 
場合-一 非 サレ ハ 之ヲ ナス コト ヲ得ス 
捜査-一 付 テ ハ 公務 所-一照 會シテ 必要 ナル 事項 ノ 
報 带 ヲ求ム ル n トヲ得 

第三 百 四條檢 察官搜 査ヲ ナス-一 付 强制ノ 處分ヲ 
必要 トス ル トキ ハ豫審 請求 前 又 ハ 公訴 提起 前卜 
雖長 官ノ認 可 ヲ受ケ 抑 收 、搜 索、 檢誼 、被吿 人 
勾留 >  被告人 若 ハ KS 人ノ 訊問 又 ハ 鑑定 ノ處 分ヲ 
豫 _ 官-一 請求 スル コト ヲ得 
■請求 ヲ受 ケタ ル 豫蒞 官ノ處 分-一 付 テ ハ 豫審 -1 關 
スル 規定 ヲ 準用 ス 

第三 百 五條 豫審官 前 條ノ處 分 ヲ爲シ タル トキ ハ 
速 二 之 — 關 K ル 書類 及 11 據 物ヲ檢 察官- 1 送付 ス 

へ シ 

第三 百六條 海軍 司法膂 察官 捜査 ヲ爲シ タル トキ 
ハ 長官-一 捜査 ノ報吿 ヲ爲シ 又 ハ檢 察： n 若 ハ 相當 
官署 -1 事件 ヲ送 致ス ヘシ 

搜査ノ 報告 ヲ爲ス M ハ 書類 及證據 物卜共 M 報传 
B ヲ 檢察官 -I 绘付 K ヘシ 
檢察官 前項 ノ規定 -I 依 リ報吿 書ノ绘 付ヲ受 ケタ 
I 四 八 一 
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四 八 二 


ル トキ ハ 意見 ヲ附シ S 類及證 據物卜 共 一1 之 ヲ長 
官 -I 提 IJ5 スへシ 

第三 百 七條檢 察 筲搜幵ヲ爲シタルトキハ哲约及 
證 fi 物- i 見 w ヲ添へ 長官-一 搜否ノ 報 街 ヲ S シ 
又ハ符姹沿法<::ぽ/檢察官若ハ扣灼5:1锊-|水件 
ヲ绘致 ス ヘシ 

第 il — t A 條長官 搜齊 ：ノ報 吿ヲ受 ケタ ル 坳合二 於 
テ ハ 檢察官 -- 對シ 左ノ 命令 ヲ爲ス ヘシ 
一 公訴 ヲ提 起ス ヘキ モノ ト思料 スル トキ ハ 公 
訴 提起 ノ命令 

|一 i-l 付 スル ノ必耍 アリ ト思料 スル トキ ハ 
豫滞詰 求ノ命 令 

第三 百 九條 長官 < 前 條ノ 命令 ヲ爲 ササ ル 場合 二 

於 テ 被告 ?! V 件 3J: 〈ノ爾 法 倚 議ノ 管轄-- 盥セ サル モ 

ノナ ル トキ 又 ハ眾法 會 雜ノ戤 判 } 1 二 13 セ サル モ 

ノナ ル トキ ハ檢察 官 n 對シ 其ノ事 件ヲ 管 It 軍法 

锊議 ノ檢察 官又ハ 相 當官鸮 m 浍致ス へ キ旨ノ 命 

令 ヲ爲ス へ シ 

檢察官 被 rr 琪 件ノ绘 致ヲ爲 X 、 場合-一 於 テ 勾留 セ 

ラレ タル 被® 入- 1 封シ勾 留 ヲ繼續 スル 必要 ナシ 

卜 思料 7 、ル トキ ハ 之ヲ釋 放ス へ； N 

第三 百十條 長官 前 二 條ノ 命令 ヲ爲 ササ ル トキ ハ 

速-一 其ノ旨 ヲ檢 察官二 吿知ス ヘシ 

第 1 il 百 十 一 條檢 察官前 條ノ 規定 二 依ル齿 知ヲ受 

ケタ ル トキ ハ 勾留 シタル 被告 A ハ 速-一之 ヲ釋放 

シ押 收シ タル 物 ハ 速 二 之 ヲ 還付ス ヘシ m シ 必要 

ナル 場合-一 於 テ ハ 公 rf ノ 時効 完成 スル- 一 至 ル 迄 

之ヲ保 管 スル コト ヲ得 

第三 百 十二 條 .艦隊 軍法 fr 議ノ 長官 搜査ノ 報吿ヲ 

受ケ タル 場合 二 於 テ 必要 アリ ト 思料 スル トキ ハ 

被传 事件 ヲ 東京 軍法#! 一、 錨 守府 軍法 會議 、要 

港 部 軍法 會議又 ハ 臨時 軍法 會翳ノ 長官-一 移 绘 ス 

ル n トヲ得 

前 Is - 一依 リ 事件 ノ移送 ヲ受 ケタ ル 長官 ハ 搜査ノ 

報吿 アリ タルモ ノト 看做シ 處分ス ヘシ 

第 ili 百九條 第二 項 ノ規定 ハ 第一 項ノ 規定-一依 ル 

移 S ヲ爲ス 場合 >1 之ヲ 準用 ス 

第二 節 豫審 

第三 百 十三 條 豫赛ノ 請求 ハ 檢察官 ノ愿ス ル 軍法 

ff 議ノ豫 禅 官- 一之 ヲ爲 ス ヘシ. 

第三 百 十四 條同 一事 件-一 付數 個ノ 軍法 會載 ノ豫 

赛官 一一 辣涛 ノ詣求 アリ タル トキ ハ 高等 軍法 會議 


ハ檢察 官ノ  SI 求 二 因 y 決定 ヲ以テ 其ノ 7¢ 群官中 
ヨリ i ヲ爲ス へ キ者ヲ 指定ス へ シ 
前項 ノ 決定 ア y タル トキ ハ 裸 蒞官 ハ！ 類 及證據 
物ヲ 指定 セラ レ タル 棟 ^ 官- 1 浍 付ス ヘシ 
第 H 百 十： A 條裸薄 ノ請求 ハ 6 :而 ヲ以テ 之ヲ 爲ス 

ヘシ 

7¢ 群 ノ請求 ハ 急速 ヲ耍ス ル 場合 — 限 リロ 頭 又 ハ 
豫定ノ 符號ヲ 用 ヰ タル m 報ヲ以 テ 之 ヲ爲ス コト 
ヲ得 U 頭 又 ハ 電報 ヲ以 テ掩恶 ノ請求 ヲ爲シ タル 
トキ ハ 之ヲ 調書-一記 載シ豫 gf 官錄事 卜共- 一鋦名 
捺印ス ヘシ 

第三 百 十六 條豫蒗 ノ 請求 ヲ爲ス -I ハ 犯罪 ノ事實 
ヲ示ス ヘシ 

被吿人 分明 ナル トキ ハ之ヲ 指定ス ヘシ 
被 吿人ノ 指定 ハ 氏名 ヲ以 テシ 氏名 知 レサ ル トキ 
ハ 容貌 體格 其ノ 他ノ徵 表ヲ以 テスへ シ ， 
豫群請 求ノ後 被告人 分明 卜爲 リタ ル トキ ハ 速 二 
之ヲ 指定 シ豫蕃 官- 一通 知 スへシ 
第三 百 十七 條裨赛 官ハ 豫審 中檢 察官ノ 指定 セ サ 
ル 被 吿人ヲ 發見シ タル 場合-一 於 テ 急速 ヲ要 スル 
トキ ハ 檢察官 / 指定 ヲ待 タス 被告人 卜爲ス コト 
ヲ得 

前項 ノ 規定-一依 ル處 分ヲ爲 シタルト キハ 速-一 其 
ノ 旨ヲ檢 察官- 1 通知 スへシ • 

第三 百 十八條 稗 恶官ハ 豫審中 被告人 — 他ノ 犯罪 
アル コト ヲ 認知シ タル 場合-一 於 テ 急速 ヲ要ス ル 
トキ ハ檢 察官ノ 請求 ヲ待 タス 豫 _ 處分 ヲ爲ス コ 
トヲ煜 

前項 ノ處分 ヲ爲シ タル トキ ハ 速 — 其ノ旨 ヲ檢察 

官-一 通知 スへシ 

檢察官 前項 ノ 通知 ヲ受ヶ タル トキ ハ 意見 ヲ附シ 

速- 一 長官 — 報吿ス ヘシ 

第三 百 十九 條長 官前條 ノ報 吿ヲ受 ヶ豫 審ノ 必要 

アリ ト 思料 スル トキ ハ 豫審ノ 請求 ヲ命ス ヘシ 

豫審官 檢察官 ヨリ 豫審ヲ 請求 セ サル 旨ノ 通知 ヲ 

受ヶ タル トキ 又 ハ 前條ノ 通知 ヲ爲シ タル 時 ヨリ 

四十 八 時間 內二豫 _ / 請求 ナキ トキ ハ 其 ノ處分 

ヲ繼續 スル コト ヲ得ス 若シ被 吿入ヲ 勾留シ タル 

トキ ハ 之 ヲ 釋放シ 押收シ タル 物 アル トキ ハ 之ヲ 

還付ス へ シ 

第三 百 二十 條 公訴 ヲ受 ケタ ル 被告人 二對シ テ ハ 

同一 事件 II 付豫審 ヲ爲ス コト ヲ得 


第三 百 I  i 十一 晓豫審 官ハ殊 沲 謀 求ノ 手； s 其ノ規 
定- 1 ® ー ヒタ ル爲無 効 ナル トキ 又 ハ 第三 H 三十 四 
條 ，第三 百 三十 九 條若ハ 第 四百 二條ノ 規定 二 違 
反シテ 豫密ヲ 請求 シタルト キハ豫 群ノ 請求 ヲ却 
下ス ヘシ 

第三 百 二 十！！ 條拽辭 S 件 力 公訴 ヲ 提起 ス ヘキ 
モノ ナリヤ 否ヲ決 スル- 1 必耍 ナル 事項 ヲ収 調フ 
ルヲ以 テ 限度 トス 

公判- 1 於テ肢 調へ 難シト 思料 スル *! I 項 — 付 亦 其 
ノ肢 調ヲ爲 ス ヘシ 

第三百二士1務郝官ハ公務所-|照會シ必要ナ 
ル 則 項ノ報 街 ヲ求ム ル コト ヲ得 
第三 百 二十 四 條豫祥 官ハ被 吿人ヲ 訊問 スへシ 
豫 官ハ被 吿人ノ 所在-一就 キ之ヲ 訊問 スル コト 
ヲ得 

第二 一 百 二十 五條 豫 ® 官ハ 豫審 終了 前 被告人-一 對 
シ 嫌疑 ヲ受 ケタ ル 原由 ヲ吿 知シ辯 解 ヲ爲サ シム 
ヘシ m シ被吿 人 正當ノ 事由 ナクシ テ 出頭 セサ .ル 
トキ ハ 此ノ限 11 在 ラス 

第三 百 二十 六條 豫審官 ハ豫審 處分ノ ー部-一 付 其 
ノ 軍法 會議 ノ豫審 官-一 補助 ヲ求ム ル 事ヲ煜 
第三 百 二十 七條 檢察官 及 被 吿入ハ 豫裤屮 何時-一 
テモ 必要 ナル 豫審處 分 ヲ豫辨 官一 I 請求 スル n 卜 
ヲ得 

檢察官 ハ 豫群中 何時-ー テ モ書 E ■及 證據物 ヲ閱覽 

スル コト ヲ得 

諂 三百！ 一十 八 條豫麼 目 ハ 左-一記 載シ タル 場合- 1 
於 テ ハ 檢察官 ノ 意見 ヲ聽キ 豫審 手續ヲ 中止 スル 
コト ヲ得 

一 被吿人 分明 ナラ サル トキ 
二 被 茜 人ノ所 在 分明 ナラ サル トキ 
三掖吿 人 心神喪失 ノ狀 態-一 在 ル トキ 
第三 百 二十 九條豫 審中ノ 事件-一 付 高等 軍法 fr S 
ノ 管轄- 一 屬スル モノ トシ テ 高等 軍法 會議 ノ檢査 
官 3 リ豫審 ノ 請求 アリ タル トキ ハ豫審 手 續ヲ止 
ムへシ 

第三 百 三十 條豫 審官 被告 « 件 — 付収 調ヲ 終了シ 
タリ ト 思料 シタルト キハ書 g 及證 據物ヲ 檢察官 
_ 绘 付ス ヘシ 

前項 ノ場 合-一 於 テ檢察 官事 項ヲ 指示 シテ 取調 ヲ 
請求シ タル、 トキ ハ 豫薄官 ハ更- 一 其ノ収 調 ヲ爲シ 
之 M 關ス ル， 書類 及證據 物ヲ 檢察官 M 绘 付ス ヘシ 


第三 B 三十 一肢險 察 官 S 11S ノ 規 定 -Is リ？； ：功 及 
證忡 拘ノ送 付 ヲ受ケ タル トキ ハ 之 二 S W. W ヲ 添 
へ 長官 — 預 准 終了 報吿ヲ S ス ヘシ 
第三 百 三十！ 一條 長官 前 條ノ報 » ヲ受 ケタ ル トキ 
ハ檢怒 官 M 對シ 左ノ命 令ヲ S スへシ 
I  公訴 ヲ 提起 スへ キモ ノト 思料 スル トキ ハ 公 
訴 提起 ノ 命令 

二 不起： S  ノ處 分ヲ爲 スへキ モノ ト思料 スルト 
キハ不 起訴 魃 分/命令 

三 被 街 事件 其 ノ軍法 符战ノ 竹輅 二 艇セ サル モ 
ノナルトキ又ハ眾法 0- 通ノ裁判拙-|陆セサ 
ル モノ ナル トキ ハ琪 件 S 致 ノ 命令 

檢察官 前項 第一 號又ハ 第二 號ノ命 令- 1  te リ 公訴 
提起 又 ハ 不起訴 處分 ヲ爲シ タル トキ ハ 其 ノ旨ヲ 
稗 薄 官及被 毋 人-一通 知 スへシ 
第三 百 I 十三 條第 H 畢 1 嫌 ノ 規定 ハ —軍法 
會議ノ 長官 第三 百 三十 一條 ノ報传 ヲ受 ケタ ル 坳 
合-一之 ヲ準 用ス 

第三 百 三十 W 條被吿 人-一 對シ不 起訴 噶分 ヲ爲シ 
タル 場合-一 於 テ ハ 新 ナル 事 ® 又 ハ 證據ヲ 發見シ 
タル トキ M 非 サレ ハ 同一 事件- 1 付 之ヲ预 密ノ被 
吿 < 卜爲シ 又 ハ 之- 1 封 シ公訴 ヲ 提起 スル コト ヲ 
0A 

第三 百 三十 五條 檢察官 1' 起訴 處分 ヲ爲シ タルト 
キ $ 直-一 被吿 人ヲ釋 放ス ヘシ 
第三 百 三十 六滕 檢察官 不起訴 腐 分 ヲ爲 シタルト 
キハ 膣 _ 押收物ヲ澴付スへシ但シ必要アル場合 
-一於 テ ハ 公訴 ノ 時効 完成 スル-一至 ル 迄 之 ヲ還付 
セ サル n トヲ得 

押收シ タル 臟物一 I シテ 被害者 — il 付スへ キ理由 
明瞭ナルモノハ之ヲ被害者 _ 還付スへシ 
前項 ノ規定 ハ 民事訴訟 ノ rT. 緻 -I 從 ヒ利铒 關係人 
ヨリ 其ノ權 利ヲ 主張 スル コト ヲ妨 ケス 
第三 百 三十 七條檢 察 官事 件 送致 ノ 命令 ヲ受 ケタ 
ル トキ ハ 事件 ヲ 管 $« 軍 法會議 ノ檢察 官乂ハ 相當 
官藉二 绘致ス ヘシ 

•前項 ノ 場合-- 於 テ 勾留 セラ レ タル 被告人- 1 對シ 
勾留 ヲ獮績 スル 必要 ナシト 思料 スル トキ ハ 之ヲ 
釋放ス ヘシ 

第三 百 三 卜 八條檢 察 官ハ 長官 ノ 命令- 1 依リ豫 群 
ノ請 求ヲ収 消ス コト ヲ得 豫審ノ 読 求ヲ 取消シ タ 
ル 場合 M 於 テ 被告人 トシ テ 訊問 ヲ受ケ タル 者ア 


、_ 哎族 贵符沆 3 帝冋 二十 W 芾 


ル トキ ハ 其 ノ旨ヲ 之-一通 知 7 、ヘシ 
现 港 請求 収消前 M 爲シタ ル處分 ハ 其 効カ ヲ有ス 
神 港 P 求ノ肢 消-一 付 テ ハ 第三 n 十 : 7r: 陆ノ規 定ヲ 
® 用ス 

第 三百三十 九條 sllj r*l il: 十四 勝 乃 半 M: 1 十 
六临ノ 規定 ハ豫准 ノ  SI 求ヲ収 消 シタル 場 合 こ 之 
ヲ瑯用 X 、 

第 =1 百 S' 十條 第三 百 八十 一條 及第 三百 八十 三條 
ノ规 定ハ豫 港 _ 之ヲ准 用 ス m シ同临 中教判 長 又 
ハ眾法 會誦ト アルハ 豫麻官 トス 

箜一:節 公訴 

第 --: 一 ?| 叫十一條公訴ハ檢察宮ノ指定シタル以外 
ノ者 -1 其ノ効 カ ヲ及ホ サ 7 、 

第 ?; ?| |,1-1 十二條檢察 ,14- ハ長竹ノ命令-|依リ公訴 

ヲ取 m K  n トヲ得 

公訴/収消ハ遵而-依リ之ヲ爲スへシ 

第：：一西叫十 :: 條時効ハ左ノ期間ヲ綽過スルニ因 

リテ完 成 7 、 

一. 死刑 M 該ル罪 -1 付 テ ハ 十 : 71: 年 

二 無期 ノ辟役 又 ハ禁 銅- 1 該ル 罪- 1 付 テ ハ 十 年 

三 長期 十 年 以上 ノ趑仪 又 ハ 禁鋼 -I 該ル罪 二 R 

テ ハ 七 年 

四 長期 十 年 未 滿ノ璲 役 又 ハ 禁錮- 1 該ル 罪 — 付 

テ ハ！ j/T: 年 

五 長期 ? .: 年 未滿ノ  P ベ U 若 ハ 禁錮 又 ハ 罰金 こ 該 

ル 罪 — 付 テ ハ 三年 

六 刑法 第 百 八十 五條 / 罪-- 付 テ ハ 六月 

七拘 S 又 ハ 科料-一 該ル 罪-一 付 テ ハ 六月 

第三 苗 15-1. 十 M 條 二 以上 ノ主刑 ヲ併科 シ又ハ ニ以 

上ノ 主刑 中 其ノー ヲ科ス ヘキ 罪ノ 時効 ハ 其ノ m 

キ 刑-一 該ル罪 -l f'J- i 疋メ タル 期間-一 從フ 

第三 百 H 十 ?/ 1: 胳 刑法- Ite リ刑ヲ 加 1R 又 ハ 減 輕ス 

へキ碭合-|於テハ時効ハ加宙又ハ滅輕セラル刑 

二 該ル罪 -|3:定メタル期£1-|從フ 

第三 7'| 3十六临時効ハ犯罪行爲ノ終リタル時ョ 

リ進行 ス 

數 人 共犯 ノ場 合-一 於 テ ハ 最終 ノ行爲 アリ タル 時 

3 リ總テ ノ共 犯-- 對シテ 時効 ノ彻 問 ヲ起 3? ス 

第三 1,| 叫 十七 條時効 ハ 公訴 ノ提 起、 裸 ^ ノ誧求 

公判 若 ハ 课准ノ 鹿， ,// 又 ハ 第： 二！ a  ra 勝-一定 メタル 

預漭 官ノ皞 分- 一 因リ屮 刟 ス 

共犯 ノー人 --對シテ爲シタル邛紹二因ル時効ノ 
泡 Hil yM 法 锊狨法 案 


屮斷ハ 他ノ共 犯- 1 對シ 効カ ヲ有ス 
第三！ c 四十 八條 時効 ハ 中斷ノ 事由 ノ終 了シ タル 
時 ョリ更 -I 進行ス 

第 m 百 四十 九條 時効 パ 第三 百 二 十八 條第一 一 f 號ノ 
規定- 1 嵌リ 掩拖 手續ヲ 中止シ 又 ハ 第三 百 九十 八 
條ノ规 定 -一依リ 公判 手緖 ヲ淖 止シ タル 期間 內-一 
進行 セス 

第三 百 五十 條 公訴 提起 ノ 命令 ハ 書面 — 依リ 之ヲ 
爲ス 公訴 W 起ノ 命令 ヲ爲ス ニ ハ 被告人 ヲ 指定シ 
犯罪琪實ヲ示スへシ  • 

第三 百 Jr: 十 一條 公訴 ノ 提起 ハ 公訴 狀二 依リ 之ヲ， 

第三 百 5T 十 -; 肢 公訴 ヲ提起 スル-ー ハ 被 ff 人ヲ指 
定シ犯 罪 ノ事實 及 罪名 ヲ示ス ヘシ 
第一 -. rl :/l: 十 一ー ー牒吿 訴 m 係 ル 事件 — 付 公訴 ヲ 提起 
シ若ク ハ 之ヲ提 起 セ K 又 ハ 其 ノ事件 ヲ他ノ 軍法 
會涟 ノ檢察 宵 若 ハ ffl 當 谘 罴 M 送致 シタルト キハ 
檢祭官 ハ 速 — 其ノ 旨ヲ fr 訴人 — ill 知スへ シ 
第一: 節 公判 

第三 rr 五十 四 临裁判 長 ハ 公判 期 R ヲ定ム ヘシ 
期 E  M ハ 被 I1? 人、 辯 護人 及 輔佐 人ヲ ^ 喚 K へ シ 
第： E 四十 一條 及第： 白 ?/ r. 十 ra 條ノ 規定 ハ 辯 P 人 及 
輔佐 人ノお 嗖- 一之 ヲ sf IH ス 
期 ロハ 之 ヲ檢 -3S 官- 1 通知 スへシ 
第 n w 五 ” ?/!; : 條第 1 IS1 ノ 期日 卜被传 人-一 對スル 
召喚 狀ノ绘 達 トノ間 -I ハ少ク トモ 三日 ノ摘豫 期 
問 ヲ存ス ヘシ fl シ特設 軍法 會 P-I 於 テ ハ此ノ 限 
-1 在 ラス 

被 吿人 異議 ナキ トキ ハ 前 明 ノ猶豫 期間 ヲ存 セサ 

ル コト ヲ fi 

第 -. |西 ?/1' 十 六條 裁判長 ハ 期日 ヲ變： 史スル コト ヲ 

导 

'沏 H  ノ變更 -I 關 N、 ル 請求 ヲ却下 N、 ル 命令 ハ之ヲ 

. ig a? スル コ トヲ耍 ス 

餡 一 一一 百 五— 七 條軍法 會議ハ 第一 回ノ 期日 二 於ヶ 

ル •取調 準 ii ノ爲期 n 前 被呰 人ノ訊 問ヲ S シ又ハ 

.受命 裁判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ ム コト ヲ ?§ 

第： 一: C 五十八 條軍法 會議ハ 第一 囬ノ期 日-一 於 ヶ 

ル収 調ノ爲 期日 前 證據物 若 ハ說據 iy 類ノ提 m ヲ 

命シ又 ハ證人 鑑定人 通 事 若 ハ随譯 人 二 對シ期 日 

-1 出 W スへキ 旨 召喚 狀ヲ發 スル コ トヲ得 

前項 ノ 規定 — 依リ 召喚 スル 證人 、鑑定人、 通 事 


又 ハ 翮譯 人ノ氏 名 ハ 直 二 之ヲ訴 訟關係 八  一！ 通知 

1 <  へ シ 

檢察宫 被® 人 又 ハ 辯 ^ 人 ハ 第一 項 ノ 處分ヲ 軍法 
^ 猫-一 請求 スル コト ヲ 得 

前項 ノ請 求ヲ 却下 スル トキ ハ 決定 ヲ以テ 之ヲス 
へ シ 

前 四 項 ノ規定 ハ 3? 二 冋以 後ノ沏 n-l 於 ケル 収調 
-- 關シ之 ヲ维 用ス 

第一 一 一 百 37; 十九條 檢察 iE •被 哲人 又 ハ 辯 護人 ハ 期 
日 前 證 據物乂 ハ證據 書類 ヲ軍法 會議 二 提出 スル 
コト ヲ得 

第三 百 六十 條軍法 會_ ハ證人 疾病 其ノ他 ノ事由 
二 W リ 期日-- 出頭 スル コト 能 ハス ト 思料 7. ルト 
キハ期 日 i'ln 之ヲ 訊問 シ又ハ 受命裁 判 , 1? ヲシテ 訊 
問 セ シムル n トヲ得 

檢察官 及 辯證人 ハ 前項 ノ訊 間-一 立會フ コト ヲ得 
第一 一 百.， ヘ條 ノ规定 ハ 前项ノ 場合 — 之ヲ 準用 ス 
第 一一 一 百 六十 一條 軍法 會議ハ 急速 ヲ要ス >u 場合  一 I 
於 テ ハ 期 H 前 鈴 定 若 ハ 翻 S ヲナ サシ メ又ハ 押收 
搜索若 ハ 檢證ヲ ナス コト ヲ煜 
第三 li-1 六十 二 條眾法 ir p. ハ 期日 前 公務 所- 1 照 會 
シ必耍 ナル 事項 ノ報吿 ヲ求ム ル コト ヲ得 
第一 一： 百 六十 三條拙 日- 1 於 ケル 収調ハ 公判廷 — 於 

テ. 之ヲ ナス 

公判廷 ハ 独 判官 檢察官 及錄事 列席 シテ 之ヲ開 ク 
第 = 百 六十 四條公 判數日 引 續クへ キ見込 アル 事 
件ユ付 テ ハ 得 , B- ハ 判士 一人 又 ハ ニん M 補充 裁判 
官 ヲ命シ 公判 二 立會 ハシム ル コト ヲ得 
補充 数 判官 ハ其ノ 官等 被吿人 ヨリ 下 ル コト ヲ得 

7' 

裁判 ±i 以下 ノ 判士 疾病 其 ノ他ノ 事故 二 因リ UI 續 
キ干與 スル コト ヲ得 サル 場合-一 於 テ ハ 裁判長 ハ 
第 四十 九條又 ハ 第五 十二 條 乃至 記 五十 五條-一規 
定ス ル ® 別-一 拘ラス 補充 裁判官 ヲシテ 之 — 代 ラ 
シム ヘシ 

第 三： 白 六十 五條 被 吿人期 H-1 出頭 セ サル トキ ハ 
別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除ク ノ外開 廷 7 、ル コト ヲ 
得ス 

第三 W 六十 六條！ S 金 以下 ノ刑 -I 該ル 事件 ノ被吿 
人 ハ 代人 ヲシテ 出頭 セ シムル コト ヲ得 m シ軍法 
會議ハ 本人 ノ山廷 ヲ命ス ル コト ヲ得 
第三 百 六十 七條被 铒 人 ハ 公判廷 二 於 テ 身 體ノ拘 


朿ヲ受 クル コト ナシ 但シ之 二 看守者 ヲ附ス ル n 
トヲ得 

第：二西六十八條被吿人ハ裁判長ノ許町ァル-一非 

サレ ハ 退廷 スル コト ヲ煜ス 

裁判長 ハ 被 小 |1 人ヲシ テ在廷 セ シムル 爲柑 當ノ處 
分ヲ ナス コト ヲ ^ 

第三 ?! 六十九條死刑又ハ啷期若ハ短沏一年以ヒ 
ノ愁役 若 ハ 51 E 二該ル 事件- 1 付 テ ハ 辯 護人 ナク 
シテ開 廷スル コト ヲ得ス 们シ 判決 ノ宣 吿ヲ ナス 
場合 ハ此ノ K-I 在 ラス 

辯 if 人出 廷セ サル トキ 又 ハ 辯_ 人ノ 選任 ナキト 
キハ 裁判長 ハ瞰嵇 ヲ以テ 辯 Bi 人 ヲ附ス ヘシ 
第三 百 七十 滕左ノ 場合-一 於 テ 辯 _ 人出 廷セサ ル 
トキ 又 ハ 辯 護人 選任 サキ トキ ハ檢 察 , 13- ノ意 见ヲ 
鸱 キ 決定 ヲ以テ 辯 _ 人ヲ附 スル コト ヲ得 
_  被 f-f 人心 神 喪失 人 又 ハ 心神 純 弱者 タル 疑 ア 
ル トキ 

二 被 ffi- 人齅者 又 ハ 啞者 ナル トキ 
三 K ノ他 必要 卜認メ タル トキ 
第 彐 百 七十 一临前 二 條ノ 規定 二 法 リ附 ズ、 ヘキ 辯 
_ 人 ハ 第 八十 八條- 一記 載シ タル 者 ヨリ裁 判 長 之 
ヲ選任 スへシ 

被 吿人ノ 利害 相反 セ サル トキ ハ 同ー ノ辯 護人 ヲ 
シテ數 人 ノ辯護 ヲ爲サ シムル コト ヲ 得 
第三 百 七十 二條前 三條ノ 規定 ハ 特設 軍法 會議 -1 

付 テ ハ 之ヲ 適用 7V 

第 ill W 七十 三條辯 論 ハ 之ヲ 公開ス 
第三 百 七十 四條 安寧秩序 若 ハ 風俗 ヲ害シ 又 ハ 軍 
事上ノ 利益 ヲ害ズ 、ル 1® アル トキ ハ 辯論ノ 公開 ヲ 
停 ムル 決定 ヲ爲ス コト ヲ得 
第 彐西 七十 五條 辯論ノ 公開 ヲ停ム ル 決定 ア リタ 
ル トキ ハ 公衆 ヲ退廷 セ シムル 0!! 裁判長 ハ 其ノ決 
定ヲ 理由 卜共二 宦 街 スへシ 
第三 百 七十 六條敍 判 長 ハ 公開 ヲ停 メタル トキ ト 
雖 入廷 セ シムル ヲ至 當卜 11 ムル 者ノ 入廷 ヲ許ス 
コト ヲ得 

第三 T--1 七十 七條 裁判長 ハ 被 ft 八ノ 部下 — ® スル 
者 又 ハ 被 街 入 ヨリ 官等， 等級 若 ハ 階級 ノ下 ナル 
第 一條 第一 項 第一 號- 一記 馘シ タル 莕 / 入廷 ヲ禁 
シ又ハ 其ノ 退廷 ヲ命ス ル a トヲ锷 
第： 一 iw 七十 八條 裁判丧 ハ 婦女、 兒螯又 ハ 相 當ナ 
ル 衣服 ヲ著 セナ ル 者ノ 入廷 ヲ禁シ 又 ハ 其ノ 退廷 
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ヲ命 スル コト ヲ fs 

第三 百 七十 九 晓前二 勝 ノ 規定- 1 依 ル 處分ヲ S シ 
タル トキ ハ 其 ノ處分 及 理由 ヲ 公判 調 巧 二 記 is ス 

へ シ 

第三 百 八十 條開廷 中ノ 秩序 ノ 維持 ハ 裁判長 之 SV 
行フ 

第三 百 八十 一條 裁判長 ハ 辯 論ヲ妨 クル 者 又 ハ 不 
常 ノ行狀 ヲ爲ス 者ヲ法 廷 ヨリ 退 カシム ル コト ヲ 

得 

裁判長 ハ 前項-一記 戥シ タル 者 ノ行狀 -1 佐リ 閉廷 
= 至 ル 迄 之ヲ留 S スル コト ヲ得 此ノ 場合 M 於 テ 
ハ 軍法 會議ハ 決定 ヲ以 テ 35; 十圓 以下 ノ過 料-一 處 

スル コト ヲ得 

第 彐 百 八十 二 條 裁判長 ハ 不當ノ 言語 ヲ用ヰ ル 辯 

譏 人-一 對シ 同一 事件-一 付引續 キ 陳述 スル コト ヲ 

禁スル コト ヲ煜 

第三 百 八十 三條前 二 條ノ 規定 二 依 ル處分 ヲ爲シ 

タル トキ ハ 其ノ處 分 及 理由 ヲ 公判 調書 二 記載 ス 

ヘシ 

前項 / 場合 M 於 テ 懲戒 處分 一一 付ス ヘキ モノ ト思 

料 スル トキ ハ 裁判長 ハ 公判 調霄 ノ寫ヲ 添へ 其ノ 

旨ヲ相 當官署 ― 通 知ス ヘシ 

第三 百 八十 四 條辯論 ノ指撺 ハ 栽 判 長 之 ヲ行フ 

第一 一再 八十 K 條事寶 ノ 認定 ハ 證據 — 依 ル 

第三 W 八十 六條設 據ノ證 明 カ ハ 裁判官 ノ 自由 ナ 

ル 判 斷 -I 任ス 

第三 百 八十 七條被 吿人ノ 訊問 及 諸 據調ハ 裁判長 

之 ヲ爲ス ヘシ 

裁判長 以外 ノ栽 判官 ハ 裁判長- 一哲 ヶ被吿 人、 證 

人 又 ハ 鑑定 八ヲ訊 問 スル コト ヲ得 

檢察官 ，被 苦 人 又 ハ 辯 謹 人 ハ 必要 トス ル 事項 二 

付 被 吿人設 人 又 ハ 鑑定人 ヲ 訊問 スへ キコ トヲ裁 

判 長 一一 請求 スル コト ヲ得  - 

第三 百 八十 八條 裁判長 ハ 共同 被吿ペ 、證 人其ノ 

他ノ者 被 吿人ノ 面前-一 於 テ 十分 ナル 供述 ヲ爲ス 

n トヲ得 サル ヘシ ト 思料 スル トキ ハ 其 / 供述 中 

被告人 ヲ 退廷 セ シムル コト ヲ捍 供述 終 リタ ルト 

キハ 被告べ ヲ 入廷 セ シメ 供述 ノ 要旨 ヲ吿ク へ シ 

第三 百 八十 九條 證據醫 類 ハ 裁判長 之ヲ朗 讀シ若 

ハ 其ノ C 旨 ヲ吿ケ 又 ハ gf- yi ヲシテ 之ヲ朗 讀セシ 

ムへシ 

證據物 ハ 裁判長 之 ヲ被吿 入-二 7K X ヘシ 


第三 百 九十 條 期日 前 訴訟 關係 人 3 リ提出 •ゾ タル 
證據物 又 ハ 11 據 巧 類 ハ 公判廷 — 於 テ 之ヲ収 調フ 
ヘシ 第三 百 六十 勝 又 ハ 第三 百 六十 一條 ノ 規定-一 
依 y 集 取 シタル モノ 亦同シ 但シ 訴訟 關係人 異議 
ナキ モノ ハ 之ヲ 取調 サル コト ヲ煜 
第三 百 九十 一條 證據 調ノ 請求 ヲ 却下 K ル トキ ハ 
決定 ヲ以テ 之ヲ爲 ス ヘシ 

新 期日 ノ 指定 其ノ他 別段 ノ手緻 ヲ必袈 トス ル證 
據調ハ 決定-一依 リ之 ヲ爲ス ヘシ 
第三 百 九十 二 條栽判 長 被告 八 — 對シ第 百 八十 六 
條ノ訊 問 ヲ爲シ タル 後險 察官 ハ被吿 事件 ノ 要旨 
ヲ 陳述ス へ シ 

前項 ノ 陳述 終 リタ ル トキ ハ 裁判長 ハ 被告人 ノ訊 
問 及 證據調 ヲ爲ス ヘシ 

第三 百 九十 三條 裁判長 ハ 谷 個 ノ證據 -I 付 取調 ヲ 
終へ タル 毎- 1 被告人 — 意見 アリヤ 否 ヲ問フ ヘシ 
裁判長 ハ 被吿 人- 一 對シ其 利益 卜爲ル ヘキ if 據ヲ 
差 m ス n トヲ得 ヘキ 旨 ヲ吿ク へ； S 
第三 百 九十 四條證 據調終 リタ ル 後 檢察官 ハ 事實 
及 法律 ノ 適用 — 付 意見 ヲ 陳述 K へ シ 
被 吿人及 辯 11 人 ハ 意 U ヲ 陳述 スル n トヲ得 
辯論ノ 最終 = ハ 被告人 又 ハ 辯 護人 ヲシテ 陳述 セ 

シム ヘシ 

第三 百 九十 五條 軍法 會議ハ 必要 アル 場合-一 於 テ 
ハ 辯論ヲ 再開 スル コト ヲ得 
第三 百 九十 六條 軍法 會議ハ 計算 其ノ 他繁雜 ナル 
事項-一 付 公判廷- 1 於 テ 取調 フル コト ヲ不便 トス 
ル トキ ハ 受命 裁判官 ヲシ テ其ノ 取調 ヲ爲サ シム 
ル n トヲ得 

前項 ノ 取調 ヲ爲ス 場合-一 於 テ ハ受命 裁判官 ハ 豫 

審官卜 同ー ノ權 ヲ有ス 

受命 裁判官 ハ 取調 ノ結果 -I 付報吿 ヲ爲ス ヘシ 

第三 百 九十 七條 裁判長 ハ 裁判官 ノー A ヲシテ 被 

吿人ノ 訊問、 證據調 又 ハ 辯； p ノ指撺 -1 關スル 事 

項ヲ行 ハシム ル コト ヲ煜 

第三 百 九十 八 條被吿 人心 神 喪失 ノ狀 態 — 在ルト 

キハ檢 察官ノ 意見 ヲ聽キ 決定 ヲ以 テ其ノ 狀態ノ 

繼續 スル 間 公判 手續ヲ 停止 スへシ 

被吿人 疾病 — 因リ 出廷 スル コト 能 ハサ ル トキ "' 

檢察官 ノ 意見 ヲ聽キ 決定 ヲ以テ 出廷 スル コト ヲ 

得 ル-一至 ル 迄 公判 手續ヲ 停止 スへシ 

第三 百 六十 六條ノ 規定  >一 依 リ 代人 ヲ 出廷 セ シメ 


タル 場合 M 於 テ ハ 前 二 rfl ノ 規定 ヲ 適用 セス 
第三 百 九十 九 ^ 開廷 後 被告 入ノ心 神 喪失 — 因リ 
公判 手 ^ ヲ 3 :止シ 又 ハ 其 ノ他ノ ?if 由 — 因リ 引 ^ 
キ十五 日 以上 開廷 セ サリシ 場合 M 於 テ ハ 辯 論ヲ 
更新ス へ シ 

第 四百 勝 開廷 後 裁判官 ノ 更迭 アリ タル トキ ハ 辯 
論ヲ更 新スへ シ但シ 判決 ノ宣吿 ヲ爲ス 場合 ハ此 
ノ限 -I 在 ラス 

第 四百 一條 左ノ 場合 M 於 テ ハ 決定 ヲ以テ 公訴 ヲ 
棄却 スへシ 

一 公訴 / 取消 アリ タル トキ 
11 .被吿 人 死亡 シタルト キ 
三 第二 十四 條又ハ 第二 十五 條ノ 規定-一依 リ審 
判 ヲ爲ス へ カラ サル トキ 

第 四百 二條 公訴 ノ 取消 M 因リ 公訴 棄却 ノ 決定 ア 
リタ ル トキ ハ 再ヒ 公訴 ヲ 提起シ 又 ハ 豫審ヲ 請求 
スル n トヲ 得ス 

第 四百 三條 被告 事件 軍法 ir s ノ管轄 -I 屘セ サル 
トキ ハ 判決 ヲ以テ 管 蜂 違 ノ言渡 ヲ爲ス ヘシ 
第 四百 四 條被吿 事件-一 付 犯罪 ノ證明 アリ タルト 
キハ 判決 ヲ以テ 刑 ノ言渡 ヲ爲ス ヘシ 
刑ノ 執行 猶豫ノ 言瞍ハ 刑ノ 言渡卜 同時-一 判決 ヲ 
以テ之 ヲ爲ス へ シ 

第 四百 五條 被告 事件 罪 卜爲 ラス 又 ハ 犯罪 ノ證明 
ナキ トキ ハ 判決 ヲ以テ 無罪 ノ言渡 ヲ爲ス ヘシ 
第 四百 六 條左ノ 場合- 一 於 テ ハ 判決 ヲ以テ 免訴 ノ 
言 渡 ヲ爲ス へ シ 

一 確定判決 ヲ經 タル トキ  ^ 

二 犯罪 後ノ 法令-一因 リ刑 ノ廢止 アリ タル トキ 
三 刑ヲ 免除ス へ キト キ 
四 大赦 T- リタ ル トキ 
五 時効 完成 シタルト キ 

第 四百 七條 左ノ 場合- 1 於 テ ハ 判決 ヲ以テ 公訴 棄 
却ノ 言渡ヲ 爲スへ シ 

一 長官 ノ 命令ナ クシ テ 公訴 ヲ 提起 シタルト キ 
!.一  公訴 提起 ノ手續 其ノ 規定-一 違ヒ タル 爲 無効 
ナル トキ 

三 第三 百 三十 四條 、第三 百 11 一十 九 條又ハ 第 四 
百二條 ノ規定 -1 違反 シテ 公訴 ヲ 提起シ タル 
トキ 

四 告訴 又 ハ 請求 ヲ侍チ テ 受理ス へ キ 事件- 1 付 
吿訴又 ハ 請求 ノ取消 アリ タル トキ 


一四 \ 四 

五 公訴 ノ提起 アリ タ v lf 件 二 (-J- •史 -I 问 |坩 法 
包 謎-一公 訴ヲ抛 起シタ V トキ 
六 被 1?f A. 二對シ テ 裁判 棚 ヲ有セ サル トキ  * 

第 四百 八條 被告人 陳述ヲ rf -t K 若 ハ 許 MJ ヲ受ケ 
スシテ氾廷シ又ハ秩序雎持ノ爲裁5: « ヨリ退廷 
ヲ命セ ラレ タル トキ ハ 其ノ陳 述ヲ 鸱 カス； s テ！；' 
決 ヲ爲ス コト ヲ得 

第 四百 九條 S-I1 金 以下 ノ刑 -I 該ル モノ 又 ハ 刑 金 W 
下ノ刑 -I 鹿 スへキ モノ ト 38 ム ル ?] f 件 二 (-J- 被 i«i- 入 
出廷 セ サル トキ ハ 其ノ後 ノー 収調 -I 囚リ禁 鋇以上 
ノ刑 -I 處ス ヘキ モノ ト認ム ル S* 合ヲ除 クノ 外被 
吿人ノ 陳述 ヲ聽 カス シテ判 決 ヲ爲ス 3 トヲ 19 

第 四百 十條辯 論 終結 ノ後ハ 被® 入 出廷 セスト 雖 
宣吿 = 依 リ 判決 ヲ吿知 ス 

第 四百 十 一條 判決 ノ宣吿 ハ 公開シ テ 之ヲ 爲ス m 
シ辯 論ノ公 開ヲ停 メタル 事件 — 付 テ ハ 決定 ヲ以 
テ 理由 ノ吿 知-一 限リ 公開 セス シテ之 ヲ爲ス コト 
ヲ得 

筑三百 七十 五條 ノ 規定 ハ 前項 ノ決定 アリ タル 吨 
合- 1 之 ヲ 準用 K 

第 四百 十二條 無罪、 免訴、 刑ノ 執行 猶 !■* •公訴 
棄却、 管轄 違 又 ハ 罰 命 若 ハ 科料 ノ言® ヲ爲シ タ 
ル トキ ハ 其ノ 事件 二 付 勾留 セラ レ タル 被 街 人 二 
對シ 放免 ノ言渡 アリ タルモ ノト ス 
公訴 棄却 又 ハ 管 _ 違ノ言 渡ヲ爲 ス坳合 -一於 テ ハ 
軍法 會議ハ 前-一 毀 シ タル 勾留 狀 ヲ存シ 又 ハ 新 二 
之ヲ發 スル コト ヲ得 

勾留 狀ヲ存 シ又ハ 新-一之 ヲ發シ タル 事件- 1 付 三 
日內 -I 公訴 ヲ 提起 セス 又 ハ 管 g 軍法 會讁 ノ檢察 
官二 ilf 件ヲ送 致 セ サル トキ ハ 檢察官 ハ 直 二 被® 
人 ヲ釋放 スへシ 被吿 事件 ノ绘 致ヲ受 ケタ ル檢察 
官五 日內二 公訴 ヲ 提起 セ サル トキ 亦同シ 

第 四百 十三 條抑 收シ タル 物-一 付沒 收ノ 言® ナキ 
トキ ハ 抑 收ヲ解 ク言娀 アリ タル モノ トス 
公訴 棄却 又 ハ 管 Is 違 ノ言渡 ヲ爲ス 場合-一 於 テ ハ 
軍法 會_ ハ 押 收ヲ存 續 ス ルコ .トヲ 得 
押收ヲ 存續シ タル 事件- 1 付 三日 內二 公訴 ヲ 提起 
セス 又 ハ 管轄 軍法 會 議ノ檢 察官- 一事 件ヲ绘 致 セ 
サル トキ ハ 檢察官 ハ 其ノ押 收ヲ解 クへシ 被 ® - 事 
件ノ送 致 ヲ受ケ タル 檢察官 S 日內 -1 公訴 ヲ提起 
セ サル トキ 亦同シ 

第 四百 十四 條抑 收シ タル M 物 テン テ 被害者- 一 還 
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付スへ キ 理由 明瞭 ナル トキ ハ 之ヲ 被害者- 1 還付 
スル 言 •腐 ヲ SK ヘシ 

_ 物 ノ對 m トシ テ 得 タル 物-一 付 被 3 ?老 ヨリ 交付 
ヲ請求 シタルト キハ 前； 5 ノ例二 法 ル假 -1 還付シ 
タル 物- 1 付 別段 ノ言搜 ナキ トキ ハ 還付 ノ言 瞍ア 

リタ ル モノ トス 

第 四百 十 五條 犯罪- 1 因リ牛 ：シ タル 損害 M 付 被害 
者 ヨリ 被 ^ 人-一 對シ其 ノ 回復 ヲ謂 求シ タル 場合 
-I 於 テ 被 传事 件ノ収 調- 1 因リ 35 ノ  fi 求ヲ 相當ナ 
リト認 メタル トキ ハ 被 吿八興 讓 •ナキ トキ-一 限リ 
其ノ謂 求-一 腦ス ヘキ 旨 ノ言 渡ヲ爲 ス コト ヲ 52 
第 四： W 十六 條前 二條ノ 規定 ハ 民事 rf 訟ノ手 縫-一 
從ヒ 利害 關係人 ヨリ 其ノ 糊利ヲ 主張 スル コト ヲ 
妨 ケス 

第 四 百 十七 條刑ノ 執行 網 鸨ノ言 渡 ヲ 取 消ス ヘキ 

玛合 -I 於 テ ハ 刑ノ言 渡 ヲ爲シ タル 軍法 會翳又 ハ 

刑ノ W 狸 ヲ受 ケタ ル 者ノ所 在 地 若 ハ 所® 部隊 ノ 

軍法 會蕺 ノ檢察 官其ノ  m 法 會議 — 請求 ヲ爲ス へ 

シ m シ高等 軍法 會蒱 -1 於 テ刑ノ 言 藤 ヲ爲シ タル 

琪 件-一 付 テ ハ 商 等 軍法 會譴 ノ檢察 官高等 軍法 會 

链二謂 求 ヲ爲ス ヘシ 

第二 十七 條ノ 规定二 依 リ密判 ヲ爲シ タル 事件-- 

付 テ ハ 刑 ノ言渡 ヲ 〇 シタ ル眾法 會蕺又 ハ髙等 軍 

法 台 讅-一 前項 ノ請 求ヲ爲 スへシ 

前 二 項 ノ請求 アリ タル トキ ハ 軍法 會：翁 ハ 被 吿人 

又 ハ 其 ノ代理 人ノ® 見ヲ聰 キ 決定 ヲ爲 K ヘシ 

第 四！ s 十八條 刑法 第 :/?; 十二 條又ハ 第五 十八 條ノ 

規定-一依 y 刑 ヲ定ム ヘキ 場合-- 於 テ ハ 其ノ 犯罪 

事 ？? M 付 S 終ノ 判決 ヲ爲シ タル 軍法 會 讅ノ檢 察 

官 K ノ軍 法會誘 -I 請求 ヲ爲ス ヘシ 

眾法 符漭前 明 ノ諸 求ヲ受 ケタ ル トキ ハ 被告人 又 

ハ 其ノ代 理人ノ S 見ヲ胺 キ 決定 ヲ爲 ス ヘシ 

第 四 ffl 十九 膝 本節 中 涟判ノ 公開-一 關スル 規定 ハ 

之ヲ特 設眾法 汽 謅ノ 訴訟 手 〇 二 趣 用 セス 

第三 苺 上告 及 非常 上吿 

第 四百 二十 條上赀 ハ m 京 5S 法會 §§ 、 錨守府 軍法 

钤戠又 ハ 嬰 港 部 ig 法 會謎ノ 判決- 一 對シテ 之ヲナ 

K  n トヲ ^ 

第 四百 二十 一條 上吿ハ 判決 ノ  I 部- 1 封シテ 之ヲ 

ナス n トヲ得 其 ノ部 分ヲ限 ラサル トキ ハ 判決 ノ 

全部-一 對シ テナシ タルモ ノト ス 

第 四百 二十 二條上 吿ハ檢 察 官又ハ 被告人 之ヲナ 
海 屯 班 法 frl 謎 法案 


ス コト ヲ 

第 四百！ 一十三 條被齿 人ノ 法定代理人、 保 佐 人 又 
ハ 夫 ハ 被告人 ノ爲獨 立シテ 上吿ヲ ナス n トヲ得 
第 四百 二 十四 脐原審 ノ辯 護人 又 ハ 代人 ハ 被告人 
ノ爲上 吿ヲ ナス コト ヲ得但 シ被吿 人ノ 明示 シタ 
ル 意思- 1 反 スル コト ヲ得ス 
第 四 苗 二十 五條 上告 ハ 法令 違反 ヲ理由 トス ルト 
キ -I 限 リ之ヲ ナス n トヲ得 
第 四百 二 十六 條左ノ 場合-一 於 テ ハ 常-一 上 吿ノ理 
由 アル モノ トス 

一 法律 M 從ヒ 軍法 會謎ヲ 構成 セ サリ シトキ 
一一 法律- |法リ 職務 ノ 執行 ヨリ 除斥 セラ ル ヘキ 
裁判官 審判- 1 干與シ タル トキ 
三 群 理二干 '與セ サリシ 裁判官 判決-一 干與シ タ 
ル トキ 

四 軍法 會議不 當-一 管轄 又 ハ 管 la 違ヲ認 メタル 
トキ 

五 m 法 會議不 當 -I 公訴 ヲ 受理シ 又 ハ 之ヲ 棄却 
シタルト キ 

六搏 判ノ 公開- 一 關スル 規定 二 違 ヒタル トキ 
七 法律 M 別段 ノ 規定 アル 場合 ヲ除 クノ 外被 吿 
人ノ 出廷 ナクシ テ * 判 ヲナシ タル トキ 
八 公判廷- 1 於 テ被齿 人ノ 身體ヲ 拘束 シタルト 
キ 

九 法 鉗 二 依リ 辯 IS A ヲ要 スル 事件 又 ハ 決定  >一 
依リ辯 護人 ヲ附シ タル 事件-一 付 其 ノ出 廷ナ 
クシ テ 審理 ヲナシ タル トキ 
十檢 察官ノ ナス 被 ff 事件 ノ陳 述ヲ鸱 カス シテ 
審 判 ヲナシ タル トキ 

十一 法律- 1 依 y 公判-！ 於 テ 取調 フへキ 證據ノ 
取調 ヲ爲 ササ リシ トキ 

十二 公判-一 於 テナシ タル 證據 調ノ 請求-一 付 決 

定ヲ ナス ヘキ 場合 — 於 テ ハ 之ヲ ナサ サリ 

シ トキ 

十三 法津 -I 依リ 公判 手 紐 ヲ停止 又 ハ tf 新スへ 

キ琪由 アル 場合-一 於 テ 之ヲ停 止 又 ハ 更新 

セ サリシ トキ 

十四 辯論ノ 最終 M 被告人 又 ハ 辯 護人 ヲシ テ陳 

述ヲ ナサ シメ サリ シトキ 

十五 請求 ヲ受 ケタ ル 事項 二 付 判決 ヲ ナサス 又 

ハ 請求 ヲ受ケ サル 事項- 1 付 判決 ヲ ナシタ 

ル トキ 


十六 判決 — 理由 ヲ附セ ス又ハ 理由- 1 画 is アル 
トキ 

十七 判決 « — 裁判官 ノ暹名 若 ハ 捺印 又 ハ 契印 
ヲ缺 キタ ル トキ 

第 四百 二 十七 條前條 ノ 場合 ヲ除ク ノ外法 令 — S 
反シ タル コト アリ ト雖判 決-一 影 ® ヲ及ホ ササ ル 
コト 明白 ナル トキ ハ 之ヲ 上吿ノ 理由 ト ナス コト 
ヲ得ス 

第 四百 二十 八條 判決 アリ タル 後 刑 ノ廢止 若 ハ 變 
更又ハ 大赦 アリ タル トキ ハ 之ヲ 上告 ノ理由 トナ 

ス コト ヲ ff 

第 四百 11 十九 條 上吿ノ 提出 期間 ハ 三日 トス 
前項 ノ 期間 ハ 判決 告知 ノ時ヲ 以テ始 ル 
第 四百 111 十條 檢察官 又 ハ 被 吿人ハ 上告 ノ抛桀 又 
ハ 取 下ヲ爲 K  n トヲ 得但シ 被 苦 人 ハ 第 四百 二十 
三 勝 二 記載 シタ ル者ノ 同意 ヲ煜ル ニ 非 サレ ハ 抛 
棄又ハ 取 下 ヲ爲ス n トヲ得 ス 
第 四百 三十 一條 第 四百 一一 十 三條二 記載 シ タル 者 
ハ 被 tt 人ノ 同意 ヲ得テ 上 吿ノ取 下ヲ爲 K  n トヲ 

得 

第 四百 三十 二 條上街 ハ對手 人ノ 同意 アル-一 非サ 
レ ハ 之ヲ取 下 クル コト ヲ得ス 

第 四百 三十 三條上 齿抛 棄ノ中 立 ハ 原 軍法 會議二 
之 ヲ爲ス ヘシ 

上吿収 下ノ 申立 ハ 高等 軍法 會諉 = 之 ヲ爲ス ヘシ 
但シ 書類 ヲ高等 軍法 會® ノ檢 察官- 1 送付 スル 前 
上 吿ノ取 下ヲ爲 K 場合-一 於 テ ハ 其ノ 申立 書ヲ原 
軍法 會議 -1 差 出 ス コト ヲ煜 
第 四百 三. 十四 勝 上吿ノ 抛棄 又 ハ 取 下ノ 申立 ハ 書 
面 ヲ以テ 之ヲ爲 K ヘシ 但シ 公判廷-一 於 テ ハ ロ頭 
ヲ以テ 之ヲ ナス コト ヲ得此 ノ 場合 二 於 テ ハ 其ノ 
申立 ヲ 公判 調書 — 記載 スへシ 
第 四百 三十 五條 上吿ノ 抛棄 又 ハ Ig 下 ヲナシ タル 
者 ハ 上 吿權ヲ 喪失ス 

第 四百 三十 六條筘 四百 二十 二 勝 乃至 第 四百 -. 十 
四條- 一記 載シタ ル 者 自已又 ハ 代人 ノ責 — 歸スへ 
カラ サル 事由-一因 リ 上吿ノ 提起 期間 內 -1 上 吿ヲ 
爲ス コト 能 ハサ リシ トキ ハ 原 軍法 會議 M 上吿 褪 
回復 ノ請 求ヲ S ス コト ヲ得 
第 四百 三十 七條 上吿權 回復 ノ 請求 ハ 事由 ノ止ミ 
タル 時 ヨリ 三日 內 -I 書面 ヲ以テ 之 ヲ爲ス ヘシ 
上 吿權 回復 ノ原因 タル 事 K ハ 之ヲ疏 明ス ヘシ 


上 齿 權冋 復ノ 請求 ヲ爲 K 者 ハ 其ノ 請求 卜 同時-- 
原 軍法 會議二 上 吿ノ 申立 書ヲ 差出ス ヘシ 
第 四百 三十 八條原 軍法 會簌ハ 檢察 官ノ 意見 ヲ聽 
キ上吿 褪阿 復 / 請求 ヲ許ス ヘキ ヵ否ヲ 決定 スへ 

シ 

第 四百 三十 九條 上哲權 回復 ノ請求 アリ タル トキ 
ハ 前條ノ 決定 ヲ爲ス 迄 裁判 ノ執 行ヲ停 止 スル 決 
定 ヲ爲ス コト ヲ得 

前祺ノ 規定-一依 リ 裁判 ノ執 行ヲ停 止 スル 決定 ヲ 
爲ス トキ ハ 被告人- 1 對シ 勾留 狀ヲ發 スル コト ヲ 
得 

第 四百 四十 條 上告 ヲ爲ス M ハ 申立 醫ヲ原 軍法 會 
謎-一 差 出 スへシ 

第 四百 四十 一條 監獄-一 在 ル 者上吿 ヲ爲ス -I ハ監 
獄ノ長 又 ハ 其ノ 代理者 ヲ 經由シ テ 其ノ 申立 書ヲ 
差 出 スへ シ此ノ 場合 — 於 テ 上吿ノ 提起 期間 內 -I 
申立 書ヲ 監獄 ノ長又 ハ 其ノ 代理者-一 差 / li シタル 
トキ ハ 上吿 申立 ノ 効カ ヲ生ス 
監獄 — 在 ル 者自ラ 申立 書 ヲ作ル コト 能 ハ サルト 
キハ 監獄 ノ長又 ハ 其ノ 代理者 ハ 之ヲ 代書シ 又 ハ 
所屬 官吏 ヲシテ 之ヲ 代書 セ シム ヘシ 
監獄 ノ長又 ハ 其ノ 代理者 ハ 原 軍法 會 _ 二 申立 書 
ヲ送 付シ 且之ヲ 受取 リタ ル 年月日 時ヲ 通知 スへ 

シ 

第 四百 四十 二 條 前條ノ 規定 ハ 上吿ノ 抛棄 若 ハ 取 
下 又 ハ 上吿權 回復 ノ請 求ヲ爲 K 場合-一之 ヲ準用 

ス 

第 四百 四十 三條 上吿ノ 申立、 抛棄 若 ハ 取 下 又ぐ 

上吿權 回復 ノ 請求 アリ タル トキ ハ錄事 ハ 速- 1 之 
ヲ對手 人-一通 知ス ヘシ 

第 四百 四十 四條上 吿ノ 申立 法律上 ノ 方式 M 違 t 
又 ハ 上吿權 消滅 後 二 爲シ タル モノ ナルト ハ 原 軍 
法 會議ハ 檢察官 ノ 意見ヲ 聽キ 決定 ヲ以テ 之ヲ棄 
却ス ヘシ 

第 四百 四十 五條 前條ノ 場合 ヲ除ク ノ外原 軍法 會 
諮 ハ 書類 ヲ其ノ 軍法 會 議ノ檢 察官 -I 送付 シ檢察 
官ハ 之ヲ 高等 軍法 會議ノ 檢察官 -1 送付 スへシ 
高等 軍法 會 S  ノ檢 察官ハ 書類 ヲ其ノ 軍法 會 1 一-一 
S 付 K へ シ 

第 四百 四十 六條 高等 軍法 會議ハ 遲ク トモ 最初- 1 
定メ タル 公判 期日 ノ 三十日 前-一 其ノ期 日 ヲ上吿 
人 及 對手入 二通 知ス ヘシ 
一四 八 五 


院 族？ 闵帝冋 二 +29 第 


海坩屯 法 1^- 孩法案 

最初 — 公判 期日 ヲ定ム ル 前 辯 li 人ノ 選任 アリ タ 
ル トキ ハ 被 佐 人- 1 對スル 前' 項 / 通知 ハ 辯 護人- 一 
封 シ之 ヲ爲ス へ シ 

第 四百 四十 七條 上吿人 ハ ii クトモ M 初 一 一定 メタ 
ル 公判 期日 ノ 十四日 前- 1 上 吿趣® 52 ヲ萵等 軍法 
锊鹩 -1 差 出 ス ヘシ 

第 四百 四十 八條 上 吿ノ對 手人ハ e 初 二 定メ タル 
公判 期日 ノ十四 日 前 迄 上 ffi- ヲ爲ス n トヲ得 
前 孭 ノ上逬 ハ 上齿槌 总斟 ヲ高等 堪 法 啓 謎 - I 差 出 
ス- 一依 リテ之 ヲ爲ス 

第 四百 四十 九 條上吿 趣 怠 e-l ハ 法令 違反 ノ 理由 
ヲ明 示ス ヘシ 

訴訟手組 — 違反スルコトヲ理甶トスル場合二於 

テハ谛違比-|關スル事 13 ヲ表示スへシ 

第 四百 五十條高等軍法會_上吿趣意書ヲ受肢リ 

タル トキ ハ 速 二 其ノ腔 本ヲ對 手 人- 1 送達 スへシ 

第 四百 五十一 條上齿 八 期間 内 M 上告 趣 SC SI ヲ差 

出ササルトキハ高等軍法會_ハ檢察官ノ意見ヲ 

e キ 決定 ヲ以テ 上吿ヲ 棄却 スへシ 

第 四百 五十二 條上齿 ノ對手 人 ハ 上吿 趣意 髻ノ膣 

本ノ送 達ヲ受 ケタ ル 日 ヨリ 十 H 内- 1 答 辯 書 ヲ高 

等 軍法 會誠 -I 差 / 11 ス コト ヲ得 

檢察官 對午人 ナル トキ ハ 重： 奴 卜認ム ル 上 吿ノ理 

由- 1 付 答辯醫 ヲ差出 スへシ 

高等 軍法 M 崴答 辯 W ヲ 受取 リタ ル トキ ハ 速 二 其 

ノ勝本 ヲ上吿 人-一 送達 スへシ 

第 四百 五十 三條 裁判長 ハ 受命 裁判官 ヲシテ 上告 

申立帮 上 哲趣愆 ftf 及 答辯醫 ヲ閱シ テ 報告書 ヲ作 

ラシ ムル コト ヲ得 

第 四百 五十 四 條上哲 ノ •辞 判-一 於 テ ハ 被告人 ノ爲 

ニ スル 辯 論 ハ 辯 II 八-一 非 サレ ハ 之 ヲ爲ス コト ヲ 

得 ス 

第 四百 ？ i: 十五 條 期日-ー ハ 受命： 叙 判官 ハ 辯 論 前 報 

吿書ヲ 朗讀ス へ シ 

檢察官 及 辯 護人 ハ 上吿 趣意 醤-一 基キ辯 論ヲ爲 ス 

ヘシ 

第 四百 五十六 條辯篚 八 出廷 セ サル トキ 又 ハ 辯 護 

人ノ 選任 ナキ トキ ハ 法律 二 依 リ辯譴 入ヲ耍 スル 

場合 X ハ 決定 M 依 リ辯譴 人 ヲ附シ タル 場合 V 除 

クノ 外檢 察官ノ 陳述 ヲ聽キ 判決 ヲ爲ス ヘシ 

第 四百 21 十七 條 高等 軍法 會ーハ 上吿 趣意書 M 包 

含セラレタル事孭一一限リ調査ヲ爲スへシ 


屯 ife fr 迹ノ管 公訴 ノ 受理 及 原判決 — 依 リ定 
リタ ル琪 EE -一對 スル 法令 ノ適用 ノ當否 -I 付 テ ハ 
職 喵ヲ以 テ 調査 ヲ爲ス n トヲ得 原判決 アリ タル 
後- 1 於 ケル 刑ノ 廢 止 若 ハ 變 汜 又 ハ 大赦- 1 付 亦 同 

シ 

第 四百 五十八 條 高等 軍法 會諉ハ 眾 法 會諉ノ 管轄 
公訴 ノ 受理 及 訴訟 手 ^ ノ當 否-一 關シテ ハ 事 Hf ノ 
取調 ヲ爲ス コト ヲ得 

前項 ノ取調 ハ受命 裁判官 ヲシテ 之ヲ爲 サシ メ又 
ハ 他ノ 軍法 會議 ノ豫 審官 — 之ヲ® 託 スル コト ヲ 

第 四百 五十 九條 上吿ノ 申立 法律上 ノ 方式- 1 違 ヒ 
又 ハ 上吿糊 消滅 後-一 爲シ タルモ ノナ ル トキ ハ 高 
等 軍法 會議ハ 判決 ヲ以テ 上吿ヲ 棄却 スへシ 
第 四百 六十 條 高等 軍法 會_ 上吿ヲ 理由 ナシ トス 
ル トキ ハ 判決 ヲ以 テ之ヲ 棄却 スへシ 
第 四百 六十 一條 高等 軍法 會識 上吿ヲ 理由 アリ ト 
スル トキ ハ 判決 ヲ以テ 原判決 ヲ破毀 スへシ 
前項 ノ 場合-一 於 テ ハ 其ノ 事件 ヲ原 軍法 會議二 差 
戾シ又 ハ 原 軍法 會議 以外 ノ 東京 軍法 會議 、鎭守 
府 軍法 會議若 ハ 要港 部 軍法 會議二 移送 ス ヘシ 但 
シ 別段 ノ 規定 アル 場合 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
第 四百 六十 一 一條 法令 ヲ適用 セ サル コト、 法令 / 
適用 ヲ誤 リタ ル コト •判決 アリ タル 後 刑ノ廢 止 
若 ハ 變吏又 ハ 大赦 アリ タルコ トヲ 理由 トシ テ 原 
判決 ヲ破毁 スル 場合-一 於 テ被吿 事件 ノ事實 原 判 
決-一依 リ定 リタ ル トキ ハ 高等 軍法 會 S ハ 其ノ事 
件-一 付 判決 ヲナス へ シ不當 -I 公訴 ヲ 受理シ タル 
n トヲ理 由 卜〆 テ 原判決 ヲ破毁 スル トキ 亦 同 シ 

第 四百 六 -H1 一條 不當- 1 管轄 違 ヲ認メ 又 ハ 公訴 ヲ 

棄却シ タル コト ヲ理 tla トシ テ 原判決 ヲ破毀 スル 

トキ ハ 判決 ヲ以テ 其ノ事 件ヲ原 軍法 會議 -1 差戾 

スへシ 

第 四百 六十 四條不 當 -I 管轄 ヲ認 メタル コト ヲ理 

由 トシ テ 原判決 ヲ破毁 スル トキ ハ 判決 ヲ以テ 其 

ノ 事件 ヲ 管轄 軍法 會議- 1 移送 スへシ 

第 四百 六十 五條 上 街 ノ趣意 及 重要 ナル 答 辯ノ要 

旨 ハ 之ヲ 判決 書-一記 載スへ シ 

第 四百 六十 六條 被告人 上告 ヲナシ 又 ハ 被 吿人ノ 

利益 ノ爲 上吿 ヲナシ タル 事件 — 付 テ ハ 高等 軍法 

會議ハ 原判決- 一定 メタル 刑 ヨリ 重 キ刑ヲ 言渡ス 

コト ヲ得ス 


第 四百 六十 七：' 3 原 軍法 fr ss 不當 -I 公訴 梁 却/決 
定ヲナ ササ リシ トキ ハ 高等 軍法 會链ハ 決定 ヲ以 
テ 公訴 ヲ棄却 スへシ 

第 四百 六十 八條 事件 ノ差戾 又 ハ 移送 ヲ受ケ タル 
軍法 會篛ハ 其ノ 事件-一 付 高等 軍法 gr 讁 ノ表 示シ 
タル 法律上 ノ 意見 S M 题束セ ラル 
第 四百 六十 九 條上 吿ノ審 判 — 付 テ ハ 本章- 一 規定 
シタル モノ ヲ 除クノ 外 第二 編 第二 章 第 四 efi ノ規 
定ヲ 準用 ス 

第 四百 七十 條 軍法 會議ノ 判決 確定 後其ノ 判決 法 
律- 1 於 テ 罰 セ サル 所爲- 一對シ 刑ヲ 言渡シ 又 ハ 柑 
當ノ刑 ヨリ 重 キ刑ヲ 言渡シ タルモ ノナ ル コト ヲ 
發見シ タル トキ ハ 高等 軍法 會諉ノ 長官 ハ 檢察官 
ヲシテ 高等 軍法 會議 M 非常 上 吿ヲ ナサ シムル n 
トヲ得 

第 四百 七十 一條 非常 上吿ヲ ナス ニ ハ 其ノ 理由 ヲ 
記載シ タル 申立 書ヲ 高等 軍法 會議 -I 差出ス ヘシ 
第 四百 七十 二 條 期日- 1 ハ 檢察官 ハ 申立 書-一基 キ 
陳述 ヲ ナスへ シ 

第 四百 七十 三條 高等 軍法 會議 非常 上吿ヲ 理由 ナ 
シトス ル トキ ハ 判決 ヲ以 テ之ヲ 棄却 スへシ 
第 四百 七十 四條 高等 軍法 會議 非常 上吿ヲ 理由 ア 
リトス ル トキ ハ 原判決 ヲ破 毁シ K II 判決 ヲ ナス 
ヘシ 但シ 原判決-一定 メタル 刑 3 リ重キ 刑 ヲ言渡 

ス コト ヲ得ス 

第 四 章 再審 

第 四百 七十 五條 再審 ノ 請求 ハ 左ノ 場合-一 於 テ 刑 
ノ言越 ヲナシ タル 確定判決-一 對シ テ刑ノ 言渡ヲ 
受ケ タル 者ノ 利益 ノ 爲之ヲ ナス コト ヲ得 
一 原判決 ノ憑據 トナ リタ ル證據 書類 又 ハ證據 
物 確定判決-一因 リ僞造 又 ハ 變造ナ リシ コト 

if 明 セラ レ タル トキ 

二 原判決 ノ憑據 トナ リタ ル證 言、 鑑定， 通 譯 
又 ハ 翻譯確 定 判決 — 因 リ僞證 又 ハ虛 僞ノ鑑 
定 •通 譯若ハ 翻譯ナ リシ コト 證明セ ラレ タ 
ル トキ 

三 刑 / 言 渡ヲ受 ケタ ル 者ヲ 誣吿シ タル 罪 確定 
判決-一因 リ證明 セラ レ タル トキ 但シ 誣吿 -1 
因 リ刑ノ 胃 渡ヲ受 ケタ ル トキ-一 限 ル 
四 原判決 ノ憑據 トナシ タル 裁判 確定 裁判 — 因 
リ變更 セラ レ タル トキ 

五 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 M 對シテ 無罪 又 ハ 免 


一四 八 六 

:: v :; r- . . ‘ノ  、へ：. ハ约決  一| 
於テ認 メタル 罪 3 リ耪キ 邱ヲ M ムヘキ 明 ii 
ナル 證 雎ヲ 新-- 發兑シ タル トキ 
六 原判決-- 干與シ タル 裁判官 原 # I 決ノ 基礎 卜 
ナル ヘキ 取調-一 干與シ タル 栽 判官 若 ハ豫拖 
官雅准 二 干與シ タル拽 港 官  >  搜赉 若 ハ 公 ^ 
ノ提 起 — 干與シ タル 松 察： K 乂ハ第 三 百四谈 
ノ規定 -l te リ檢 怒官 ノ as 求ヲ受 ケ テ ！* g 分ヲ 
ナシ タル 5* 麻 官被带 小 件- 一 付 職務-- y スル 
罪 ヲ犯シ タル コト Fid 定判決 一一囚リ沒 明 セラ 
レ タル トキ <11 シ原 判決 ヲ ナス HI1 裁判 iu. f* 
砗官又 ハ 檢察官 -I 對シテ 公訴 ノ提起 ア リタ 
ル 場合-一 於 テ ハ 原判決 ヲナシ タル is 法 衿 誠 
其ノ事 s ヲ知 ラサ リシ トキ ニ 限 ル 
第 四百 七十 六條再 液 ノ諶求 ハ 左ノ場 合- 1 於 テ 刑 
ノ 言 渡 又 ハ 無罪、 免訴 若 ハ 公訴 棄却 ノ言股 ヲナ 
シタル 確定判決 -1 對シテ 刑ノ言 渡 ヲ受 ケタ ル 渚 
又 ハ 被 吿人夕 y シ者ノ 不利益 ノ 爲之ヲ ナス コト 
ヲ煜 

一 前條鎔 一號 ，第二 號 、第 四 號乂ハ 第 六號 -1 
記載シ タル 原由 アル トキ 
二 無罪 又 ハ 相當ノ 罪 3 リ輕キ 罪-一 付 刑 ノ言瞍 
ヲ受 ケタ ル 渚 軍法 曾 _又 ハ 軍法 會锁 外-一 於 
テ 自白 シタルト キ 

三 免訴 乂ハ 公訴 粱却ノ 言® ヲ受 ケタ ル 者 軍法 
會翳又 ハ 軍法 會議 外- 1 於 テ 其 ノ原甶 ナ カリ 

シコ トヲ 陳述 シタルト キ 

第 四百 七十 七滕 再審 ノ請求 ハ 左ノ 場合-一 於 テ 上 
吿ヲ 棄却 シ タル 判決-- 對シ テ之ヲ ナス コト ヲ 傳 
一 第 四 西 五十八 [1^ ノ規定 二 依 y 収蒯へ タル ^ 
實-1 付 第 四 M 七十 五條 第一 號 ，第二 號乂ハ 
第 四號- 1 記載 シ タル 原由 アル トキ 
二 原判決 又 ハ 其ノ基 礎 トナ ルへ キ取誠 -一 干與 
シ タル 裁判官 X ハ豫審 官 -I 第 四： lil 七十 五條 
第六號 二 記載 シタル 原由 アル トキ 
始審ノ 確定判決 — 對シテ 再審 ヲ請 求シ タル 事件 
-I 付 再審 ノ判決 アリ タル 後 ハ 上吿 棄却 ノ 判決 — 
對シテ 再審 ノ誚 求ヲ ナス n トヲ 得ス 
第 四百 七十 八條 前三條 ノ 規定 — 從ヒ础 定判決 >1 
因リ 犯罪 ノ證明 セラ レ タルコ トヲ再 審ノ 原由 卜 
爲スへ キ場 合-- 於 テ其ノ 犯罪-一 付 公訴 ヲ a 行ス 
ル コト 能 ハサ ル トキ ハ 其 ノ事由 及 犯罪 事 ® ヲ證 


r 族贵户 pm 帝 p 二 +P1' 承 


明シテ 再 薄ノ請 求ヲ ナス コト ヲ得 
第 四百 七十 九胳： flf 密ノ誰 求 ハ 別段 ノ規定 アル 場 
合ヲ 除クノ 外 原判決 ヲナシ タル 軍法 會譴 之ヲ转 

第 四百 八十胳 第 四百 六十 M 胳ノ規 S 二 依 リ埝シ 
タル 判決 m 對 7 、ル 再 密ノ請 求 ハ 左ノ坳 <" ヲ除ク 
ノ 外 始密ノ 判決 ヲナシ タル 軍法 會譟之 ヲ管轄 ス 
I 第 四； c ?r. 十八 临ノ 規定-一依 リ収調 へ タル 事 
宵-一 付 第一！ 百 七十 艽 勝 第 一 號>  第二 號又ハ 
第四號 _ 記 ® C シタル 原 FJ1 アリ トス ル トキ 
二 高等 1¢ 法 會譖/ 判決 又 ハ 其ノ基 礎 トナ ルへ 
取調- 1 干與シ タル 裁判官 又 ハ 饨 •神官-一 第 四 
百 七十 ? T 條钫六 號- 一記 載 シタル 原由 アリ ト 

スル トキ 

第 四百 八十 一跷 刑ノ 言® ヲ受 ケタ ル 苦 ノ利益 ノ 

爲- 1 ス ル 再 沲ノ 請求 ハ 左- 一記© シタル 者 之ヲナ 

K  3 トヲ得 

一 宵 轉軍 法會議 ノ檢察 官 

二 刑 / 言® ヲ受 ケタ ル 者 

三刑ノ 言 rl ヲ受ケ タル 者 ノ法定 代理人 保 佐 八 

又 ハ 夫 

四 刑ノ 言® ヲ受 ケタ ル 若 死亡 シ又ハ 心神喪失 

ノ状態-|在ル坳合-|於テハ其ノ配偶荠、家 

督 相 紹人、 H 系 親族 又 ハ 兄弟 姉妹 

第 四百 七十 五條 第 六號又 ハ 第 四百 七十 七條第 一 

項 第二 號ノ埸 合- 一 於 テ 刑ノ言 渡 ヲ受 ケタ ル 者ノ 

利 a ノタメ  -I スル 再 蒞ノ誚 求 ハ 刑ノ言 ® ヲ受ケ 

タル者ノ行 0 -|因リ罪ヲ犯ス-|至ラシメタル場 

合-一 於 テ ハ檢 察官 -I 非 サレ ハ 之ヲナ K  n トヲ得 

ス 

刑ノ 言 ！ I ヲ受 ケタ ル濟又 ハ 被吿入 タリ シ者 ノ不 

利益 ノ舄-1 スル 再密ノ 誧 求 ハ犄輅 眾法 符戤 ノ檢 

察 , y- 之ヲ ナス n トヲ得  ^ 

第 四百 八十 二 牒檢察 官 -I 非 サル 者！ 3:浩ノ 請求 ヲ 

ナス！？ 合-一 於 テ ハ 辯 護人 ヲ潠任 スル n トヲ得 

前項ノ規定二依ル辯證人ノ撰任ハ洱港ノ判決ア 

ル is 其 / 効カ ヲ冇ス 

第 四 rl 八十 三條再 推 ノ謂求 ハ 刑ノ 執行 ヲ終 へ夕 

ル トキ 又 ハ 其 ノ執行 ヲ受ク ル コト ナキ -I 至 リタ 

ル トキ ト雖 之ヲ ナス コト ヲ得 

第 四百 八十 四條 刑ノ 言溲 ヲ受 ケタ ル莕又 ハ 被吿 

人 タリ シ界ノ 不利益 ノ  a 一ー スル 再 ,? S ノ S.1T 求 ハ 判 


決 . « &' 後 公訴 ノ時 効- 1 付 52 メタル 期間 ヲ經 過シ 

タル 後 二 於 テ ハ 之ヲ ナス コト ヲ fi ス 
第 四百 八十 ? T 條 再審 ノ 請求 ハ 刑ノ 執行 ヲ停 止ス 
ル 効カ ヲ有セ 7、 但シ管 輅軍法 斡識 ノ檢 察官ハ 長 
官ノ 命令-一依 リ再 密ノ請 求- 1 付 テノ決 定 アル 迄 
刑 ノ執 行ヲ停 止 スル コト ヲ得 
第 四百 八十 六條再 拖ノ 請求 ヲナス — ハ 其ノ 趣意 
®  M 原判決 ノ腭 本及證 據ヲ 添へ 之 ヲ管轉 軍法 會 
謎- 1 差 / il スへシ 

第 四百 八十 七條丹 審ノ 請求 ハ 之ヲ取 下 クル コト 
ヲ得 

第 四 诌 八十 八 條第 四！ E 三十 二條 •第 四百 三十 四 
條、绾四打四十一條及第四西四十三條ノ規定ハ 
再審 ノ請求 及 其ノ取 下-一之 ヲ if 用ス 
第 四百 八十 九條第 四百 六十 二條ノ 規定-一依 リナ 
シ タル 判決 — 對シ テ 高等 軍法 會議 及始 斿ノ 判決 
ヲナシ タル 軍法 會戬 二 If} 辩ノ 請求 アリ タル トキ 
ハ 高等 軍法 會議ハ 決定 ヲ以 テ始審 ノ 判決 ヲナシ 
タル 軍法 會讁ノ 訴訟 手績 終了 — 至 ル 迄 訴訟 手續 
ヲ停止 x へ シ始沲 ノ確定 判決 卜上吿 棄却 ノ判決 
トニ 對シ テ： 冉 薄ノ 1!/ 求 アリ タル トキ 亦 同 シ 
第 四 西 九十 條再 審ノ 請求 法律上 ノ 方式-一 違ヒタ 
ル モノ ナル トキ ハ 決定 ヲ以テ 之ヲ 棄却ス ヘシ 
第 四百 九十 一條 再審 ノ 請求 ヲ理由 ナシ トス ルト 
キハ 決定 ヲ以 テ之ヲ 棄却ス へ シ 
第 四百 九十 二 條 再審 ノ 請求 ヲ 理由 アリ トス ルト 
キハ •再* 開始 ノ決 定ヲ爲 K ヘシ 
再. 准 開始 ノ決定 ヲ爲シ タル トキ ハ 決定 ヲ以テ 刑 
ノ 執行 ヲ停止 ス ル コト ヲ 煜 
第 四 ■p-l 九十 三條绾 四百 八十 九條ノ 場合 二 於テ始 
蒞ノ判決ヲ爲シタル軍法會_冉審ノ請求ヲ受ケ 

タル ？ 1? 件- 1 付 判決 ヲ爲 シタルト キハ 高等 軍法 曾 

謎 ハ 決定 ヲ以テ 再審 ノ請 求ヲ 棄却 ス ヘシ 

第 四百 九十 1 :條再 薄 ノ請 求 — 付 決定 ヲ爲ス 場合 

-I 於 テ ハ 請求 ヲ爲シ タル 者 及 其ノ毀 手人ノ 意見 

ヲ 腔 クへシ 但シ第 四百 八十 一條 第一 項 第彐號 M 

記載 シタル 者 再審 ノ請 求ヲ 爲シ タル 場合 1| 於 テ 

ハ 併 セテ 刑 / 言 渡ヲ受 ケタ ル 者ノ意 見ヲ腩 クへ 

シ 

第 2 :朽 九十 ? ;; 條再辨 開始 ノ 決定 ヲ爲シ タル 事件 

-1 付 テ ハ 其 / 群 級- 1 從ヒ更 — 密判ヲ S スへシ 

第 四 W 九十 六條死 亡者 又 ハ冋 m ノ 見込 ナキ心 神 


喪失 ノ狀 態-一 在 ル 者ノ 利益 ノ  SW S ノ請 求ヲ爲 
シタル 事件 — 付 テ ハ 公判 ヲ開 ヵス 檢察官 及 辯 si 
人ノ 意見 ヲ聽キ 判決 ヲ e スへシ lit ノ 場合, 一 於 テ 
洱 薄 / 請求 ヲ爲シ タル 莕辯 護人 ヲ選任 セ サルト 
キハ抑 ：判長 ハ 第三 百 七十 一條 M 準シ職 _ ヲ以テ 
辯 ii 人 ヲ附ス ヘシ 

刑ノ ff 渡 ヲ受 ケタ ル 者ノ 利益 ノ爲再 審ノ 請求 ヲ 
爲シ タル 事件-一 付 再 蒞ノ判 決 ヲ爲ス 前 刑 ノ言渡 
ヲ受 ケタ ル 者 死亡 シ又ハ 心神喪失 ノ狀 態 — 在リ 
テ 回復 ノ見 込ナキ ニ 至 リタ ル トキ 亦 前項 二 同シ 
前 二 項/規定 二 依 リ爲シ タル 判決-一 對シテ ハ 上 
畀 ヲ爲ス コト ヲ得ス 

第 四百 九十 七條 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 又 ハ 被齿 
人 タリ シ者ノ 不利益 ノ爲再 審ノ 請求 ヲ爲シ タル 
事件 — 付再难 判決 ヲ爲ス 前 刑ノ = 藤 ヲ受 ケタ ル 
若 又 ハ 被传人 タリ シ者死 亡 シタルト キハ 再審 ノ 
請求 及其ノ 請求-一 付爲シ タル 決定 ハ 其ノ 効カ ヲ 
失フ 

第 四百 九十 八條 刑ノ言 渡 ヲ受ケ タル 者ノ 利益/ 
爲爲シ タル 再審- 一 於 テ ハ 原判決 一一 於 テ 言 渡 シタ 
ル 刑 ヨリ 重 キ刑ヲ 言 渡ス コト ヲ得ス 
第 四百 九十 九條 再審-一 於 テ 無罪 ヲ言 渡シ タル 判 
決 確定 シタルト キハ 官報 ヲ W テ 其ノ 判決 ヲ 公示 

スへシ 

销 五 章 数 判 ノ執行 

第五 百條 裁判 ハ 確定シ タル 後 之ヲ執 行ス 
第 . 71: 百 一條 裁判 ノ執行 ハ 其ノ 裁判 ヲ爲シ タル 軍 
法 會議ノ 檢察官 又 ハ 其ノ 裁判 ヲ爲シ タル 豫審官 
ノ龆 スル 軍法 會議 ノ檢察 官之ヲ 指揮 ス但シ 其ノ 
性質 上 軍法 # _、 裁判長、 受命 裁判官 又ハ豫 審 

官 ノ爲ス へ キモノ ハ 此ノ限 リニ 在 ラス 
上齿ノ 裁判 又 ハ 上 吿ノ取 下- 1 因 リ原軍 法 會議ノ 
裁判 ヲ執 行ス ヘキ 場合-一 於 テ ハ 高等 軍法 會_ノ 
檢察官 其ノ 執行 ヲ指揮 ス 
前 二 ? fl ノ 場合 M 於 テ 訴訟® 類 原 軍法 會蕺二 在 ル 
トキ ハ 其ノ 軍法 會謎ノ 檢察官 裁判 ノ 執行ヲ 指揮 

ス 

第五 百 二 條裁判 執行 ノ指揮 ハ 書面 ヲ以テ 之ヲ爲 
シ教判 醫又ハ 裁判 ヲ記 載シ タル 調書/膣 本 又 ハ 
抄木ヲ 添附ス ヘシ 但シ 刑ノ 執行 ヲ 指揮 スル 場合 
ヲ除 クノ外 裁判 書ノ 原本 •■本 若 ハ 抄本 又 ハ 調 
書 ノ勝本 若 ハ 抄本 M 認印シ テ 之 ヲ爲ス n トヲ得 


第 JI: 百三條 二 以上 ノ主刑 ノ 執行 ハ 罰金 及 科料 ヲ 
除クノ 外 其 ノ m キモ ノヲ 先-一 Km シ檢察 官ハ長 
官ノ 命令- 1 依リ 13: キ 刑ノ 執行 ヲ停 止シ他 ノ刑ノ 
執行 ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 
第五 百 四條 死刑/執行 ハ 海軍大臣 ノ命令 _一 依 ル 
第五 百 五條 死刑 ヲ 言渡シ タル 判決 確定 シタルト 
キハ 檢察官 ハ 速 M 訴訟 記 錄ヲ # 官ヲ經 由シテ 海 
軍大 KM 差 出 K ヘシ 

第五 百六條 海軍 大 [-S 死刑 ノ 執行 ヲ命シ タル トキ 
ハ i/r. 日內二 其 ノ執 行ヲ爲 スへシ 
第五 百七條 死刑 ノ 執行 ハ 檢察官 及錄事 ノ立會 M 
テ 監獄 ノ長 之ヲ爲 K へ シ 

長官 ハ監 e  ノ長ノ 申請 m 因 y 兵員/ m 場 ヲ命ス 

ヘシ 

檢察官 又 ハ 監獄/長 N 許可 ヲ得 タル 者ノ外 刑場 

-I 入 ル コト ヲ得ス 

第五 百 八條 死刑/執行 — 立會 タル 錄事ハ 執行 始 
末 書 ヲ 作リ檢 察官及 監獄 ノ長卜 共 — 之 — 署名 捺 
印ス ヘシ 

第五 百九條 死刑 ノ 言 渡ヲ受 ケタ ル 者 心神喪失 ノ 
狀態 二在ルトキハ海軍大 & ノ命令-一依リ其ノ痊 
癒-一至 ル 迄 執行 ヲ停止 ス 

死 列 ノ W 渡 ヲ受 ケタ ル 婦女 懐胎 ナル トキ ハ 海軍 
大臣 ノ命令 = 依リ 分娩- i ル 迄 執行 ヲ停止 ス 
前 二 項 ノ規定 -1 依 リ死 刑ノ 執行 ヲ停止 シタル 苦 
-I 付 テ ハ痊 癒乂ハ 分娩 ノ後 海軍大臣 ノ 命令 アル 
— 非 サレ ハ 其 ノ 執行ヲ 爲ス コト ヲ得ス 
第艽 百十條 特設 軍法 會議死 刑ヲ = 渡 シ タル 場合 
M 於 テ ハ 其ノ 執行 又 ハ 執行 ノ停 止-一 關スル 海軍 
大臣 ノ職務 ハ 長官 之 ヲ行フ コト ヲ得 
第五 百 十 一條 懲役、 禁鋼又 ハ 拘留 ノ W 藤 ヲ受ケ 
タル 者 心神喪失 ノ狀 態-一 在 ル トキ ハ 刑ノ言 渡 ヲ 
爲シ タル 軍法 會 1 嵌乂 ハ 刑ノ 言 ® ヲ受 ケタ ル者ノ 
所在地 ノ軍法 會 1 ー ノ檢 察官ノ 指揮- 1 依 リ 其ノ痊 
癒- 1 至 ル 迄 執行 ヲ停 止ス 

第五 ' fl 十二 f 前 條ノ 規定- 1 因 リ刑ノ 執行 ヲ停止 
シ タル 場合- 1 於 テ刑ノ 言 rl ヲ受 ケタ ル 者 第！ 條 
二 記載 シタル 身分 ヲ有セ サル トキ ハ 檢察官 ハ 之 
ヲ監護 義務 者 又 ハ 市 區町 村長 = 交付シ 病院 其ノ 
他 適 當ノ 場所-一入 レシ ムル n トヲ煜 
刑ノ 執行 ヲ 停止 セラ レ タル 者 ハ 前項 ノ處分 アル 
迄 之 ヲ監獄 -1 留 S シ 其ノ期間ヲ刑期二算入ス 
一四 八 七 


院 族?]: 帝冋 二十 四枣 


四 三 二 


アル トキ 

受胎 後 七月 以上 ナル トキ 
分娩 後一 月ヲ經 過 - fe サル トキ 
刑ノ 執行- ISIy 冋； 3 i スへ カラ サル 不利益 ヲ 
生 スル IiH アル トキ 


第五 百 十三 晓左 -I 記 25 シタル 場合- 1 於 テ ハ 刑ノ 
1111 暴 ヲ爲シ タル 逬法 會涵又 ハ 刑 / 言 渡 ヲ受ヶ タ 
ル老ノ 所在地/ ボ法贫 透 ノ檢察 官ノ 指撺 -|佐リ 
事故 ノ止ム 迄 ^ 役 >  禁鋇 又 ハ 拘留 ノ執 行ヲ淖 止 
スル n トヲ得 

一 刑ノ 執行-一因 リ牛！ 命 ヲ保ツ コト 能 ハサ ル ts 


五 其 / 他 重大 ナル ? If 山 アル トキ 
第五 百 十四條 死刑， 懲役‘ 禁錮 又 ハ 拘留 ノ言渡 
ヲ受 ケタ ル 者 拘禁 中- 1 非 サル トキ ハ檢 察官ハ 執 

行ノ 爲之ヲ 召喚 スへシ 召喚-一 應セ サル トキ ハ 遠 

捕 狀ヲ發 スへシ 

第五 百 十五 條死 刑‘ 懲役、 禁錮 又 ハ 拘留 ノ言狸 

ヲ受 ケタ ル 者 逃走 シタルト キ又ハ 逃走 スル Is ア 

ル トキ ハ檢 察官ハ 直- 1 遝捕狀 ヲ發シ 又 ハ 海軍 司 

法 释 察 官若ハ 司法 弊 察官二 誰 求シ若 ハ 51 託シテ 

之ヲ發 セ シムル コト ヲ掲 

第五 百 十六 條逮 拙狀 — ハ 刑ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 

ノ氏 名， 住居、 年齡 ■刑名 刑期 其 ノ他 逮捕-一 必 

要 ナル 事項 ヲ 記載シ 檢察官 又 ハ 海軍 司法 磐 察官 

之- 一 記名 捺印 スへシ 

逮捕 狀ヲ發 スル 場合 — 於 テ 必要 アル トキ ハ 人相 

書ヲ 添附 K ヘシ 

第五 百 十七 條遝 捕狀ハ 勾引 狀卜 同ー ノ 効カ ヲ有 

ス 

第五 百 十八 條遝 捕狀ノ 執行 — 付 テ ハ 勾引 狀ノ執 

行-一 關スル 規定 ヲ準 用ス 

第五 百 十九 條檢察 官刑ノ 言 ® ヲ受 ケタ ル 者ノ現 

在地ヲ sa 知 スル n 卜能ハ サル トキ ハ 檢 事 長 又 ハ 

之- 1 相當ス ル官署 M 入相 B ヲ送 付シ其 ノ搜査 及 

遠 捕 ヲ囑託 スル コト ヲ得 

囑 託ヲ受 ケタ ル 官署ハ 其ノ管 轉區域 內ノ檢 事 又 

ハ 相當官 署ヲシ テ 逮捕 狀ヲ 發シ 捜査 及 逮捕 ノ手 

續ヲ爲 サシ ムへシ 

第五 百 二十 條罰 金、 科料、 過料、 沒收 、沒 取" 

追徴 又 ハ® 用賠® ノ 裁判 ハ檢察 官ノ 命令 ヲ以テ 

之ヲ 執行 ス其ノ 執行 ヲ受ク へ キ 者 — 付相紹 開始 

アリ タル トキ ハ ffl 續財產 -1 就キ 執行 K ル コト ヲ 


得 

第五 百 二十 I 跷 前條ノ 執行- 1 付强制 執行 ヲ要ス 
ル トキ ハ 軍艦、 兵營 其ノ他 軍事 用 ノ廳舍 又 ハ 艦 
船ノ內 -1 於 テ 之ヲ爲 K 場合 ヲ除ク ノ外檢 察官ノ 
闞託- 一因 リ M 裁判所 K ノ他 民事裁判-一 付 强制執 
行ヲ爲 ス_ア ル官罴 M 於 テ 之ヲ爲 ス此ノ 場合 二 
於 テ ハ 檢察 官ノ 命令 ハ 執行 カ アル © 務 名義 卜同 
ーノ 効カ ヲ有ス 

囑託 -1 因 リ爲ス 官署ノ 執行 手續 -I 付 テ ハ 民事 裁 
判ノ 執行 M 關 K ル 規定 ヲ 準用* < 但 シ 執行 前 裁判 
送達 ヲ爲ス コト ヲ耍セ ス 

第五 百 二十 二 條前條 第二 項 / 規定 — 依 ル 執行 ノ 
费用ハ 執行 ヲ受 クル 者 ノ負擔 トシ 民事訴訟法 ノ 
規定-一 準シ 執行 卜 同時- 1 之ヲ 取立ッ ヘシ 
第五 百 二十 三條第 四百 十五 條ノ 規定-一依 リ爲シ 
タル 賠償 ノ言 渡-一 付 被害者 3 リ强制 執行 ノ 請求 
アリ タル トキ ハ 前 三 條ノ 規定 ヲ準 用ス 
第五 百 二 十四 條沒收 物 ハ檢察 官之ヲ 處分ス ヘシ 
第五 百 二 十五 條 沒收ノ 執行 後 三月 內-一 願 利ヲ有 
スル 者 3 .リ沒 收物ノ 交付 ヲ 請求 シタルト キハ檢 
察官ハ 破壊 又 ハ 廢棄ス へ キ物ヲ 除 クノ外 之ヲ交 
付ス ヘシ 

沒收 物ヲ處 分シ タル 後 前項 ノ 請求 アリ タル 場合 
― 於 テ ハ 檢察官 ハ 公賣 -1 因リ テ得夕 .ル 代 價ヲ交 
付ス ヘシ 

第五 百 二十 六條僞 造 又 ハ變造 二 係 ル物ヲ 返還ス 
ル 場合 — 於 テ 僞造又 ハ 變造ノ 部分 ヲ其ノ 物-一 表 
示 スへシ 僞造又 ハ 變 造 — 係 ル 物 押收セ ラレ サル 
トキ ハ 之ヲ 提出 セ シメ テ 前項 ノ手 S ヲ爲ス .ヘシ 
但シ 其ノ物 公務 所 — 屬 スル トキ ハ 僞造又 ハ變造 

ノ 部分 ヲ公務 所-一通 知シテ 相 當ノ處 分ヲ爲 サシ 

ムへシ 

第五 百 一一 十七 條押 收物ノ 返還 ヲ受ク へ キ者ノ 所 

在 T' 明 ナル 爲又ハ 其 ノ他ノ 事由-一因 リ其 ノ物ヲ 

還付 スル コト 能 ハサ ル 場合 — 於 テ ハ 檢察官 ハ 其 

ノ： 〇日ヲ 八ム $1 スへシ 

公吿 ヲ爲シ タル 時 ヨリ 六月 內 -I 還付 ノ 請求 ナキ 

トキ ハ 其ノ物 ハ國 庫-一 歸屬ス 

前項 ノ 期間 內卜雖 價値ナ キ物ハ 之ヲ 廢棄シ 保管 

二 不便 ナル 物 ハ 之ヲ公 M シ テ其ノ 代價ヲ 保管 ス 

ル n トヲ ^ 

第五 百 二 十八 條檢 察官ハ 必要 ナル 場合 M 於 テ ハ 


他ノ艰 法 ^ 强ノ檢怒官、地方裁判所若ハ '*'^ 裁判 
所ノ檢 事 又 ハ 相 常官遇 -1 裁判 ノ執 行-一 關ス ル處 
分ヲ® 託 スル コト ヲ煜 

第五 百 二 十九 條 刑ヲ W S シ タル 裁判 ノ解糅 M 付 
疑 アル トキ ハ 其ノ 言 © ヲ受 ケタ ル 者 ハ 言诞 ヲ爲 
シタル 軍法 會 蕺= 疑義ノ 申立 ヲ爲ス P トヲ得 
第五 百 三十 條刑ノ 執行 ヲ受ク ル奔又 ハ 其ノ 法定 
代理人、 保 佐 人 若 ハ 夫 執行 二 關シ檢 察官 ノ爲シ 
タル 處分 ヲ不當 トス ル トキ ハ 裁判 ノ言 is ヲ爲シ 
タル 軍法 會議- 1 異諼ノ 申立 ヲ爲 K コ トヲ得 
第五百三十一條疑義又ハ異談ノ申立ハ其ノ裁判 
アル 迄 之ヲ取 下 クル コト ヲ得 
疑義 若 ハ 異議 ノ 申立 又 ハ 其ノ  •取 下 ハ f rf 面 ヲ以テ 
之 ヲ爲ス ヘシ 

第一: 百 四十 一條 ノ 規定 ハ 疑義 若 ハ 異議 ノ 申立 又 
ハ 其ノ取 下- 一 之ヲ 準用 ス 

第五 百 三十 二條 疑義 又 ハ 異懿ノ 申立 ヲ受 ケタ ル 
軍法會 議ハ 檢察官 ノ意兑 ヲ聰キ 決定 ヲ爲 K へ シ 
第五 百 三十 三條 罰金 又 ハ 科料 ヲ 完納 スル コト 能 
ハサ ル 爲爲シ タル 勞役場 留置 ノ 執行-一 付 テ ハ 刑 
ノ 執行-一 關ス ル规 定ヲ準 用ス 
附  則 

第五 百 三十 四 條本法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 
ヲ定ム 本 法 第二 編 第二 章 中 親 吿罪ノ 告訴 •詰 求 
ヲ待チ テ 受理 スへキ 事件-一 付 テノ誚 求 及 時効-一 
關スル 規定 — 付 テ ハ 勅令 ヲ以テ 別-一 其ノ 施行 期 
日 ヲ定ム 

親吿罪 ノ吿訴 、請求 ヲ待チ テ 受理 スへキ 事件 一一 
付テノ 請求 及 時効-一 關シテ ハ 前項 ノ 規定-一依 リ 
定ムル 施行 期日-一至 ル迄仍 從前ノ 例- 一依 ル 
第 . 71: 百 三十 五條 海軍 治 罪 及 臨時 海軍 軍法 會議法 
ハ 之ヲ廢 止ス 

第五 百 三十 六條本 法 ハ 本 法 施行 前- 1 生シ タル 事 
件 二 亦之ヲ 適用ス 

前項 ノ 規定 ハ 本 法 施行 前- W 法- 1 依リ 爲シ タル 訴 
訟手撾 ノ効 カヲ妨 ケス 

本 法 施行 前舊 法- 1 依 y 爲シ タル 訴訟 手續 f ゾテ 
本 法-一之-一 相當 スル 規定 アル モノ ハ 之ヲ本 法 — 
依 リ爲シ タルモ ノト 看做ス 
第五 百 彐 十七 條本法 施行 前 裁判 權ヲ有 スル 事件 
= 付 審問、 審判 又 ハ 判決 ノ 命令 アリ タル トキ ハ 
本 法-一依 リ軍 法會議 裁判 權ヲ有 セ サルト キト 雖 


屯 法 竹 迸 之ヲ浠 判ス 

第五 百 三十 八眭木 法 施行 ml iK iic 分 a 迎刊 ヲ打 
セ サル 取 件-- 付 通常 栽 判 所 其 ノ 他ノ官 'X -I 公 ,- f 
ノ 提起 アリ タル トキ ハ 本 法， l te y 'p 法け 通 a 判 
湘ヲ有 スルト キト 雖公訴 ヲ受 ケタ . >1. 官哭 之ヲ浩 
判ス 

第 Sri 百 三十 九胳 從來ノ ip 法 打题ハ 本 法- 1 於 テ 之 
二 ffl 常 スル IB 法 V]? 猫 トス 

第五 ' £1 四十 婼木法 施行 前 W 輅糊ヲ 有 スル ? If 件-一 
付 薄 問 •港 判 又 ハ 判決 ノ 命令 アリ タル トキ ハ 本 
法-一 te リ脊 _湘 ヲ冇セ サルト キト 雖其/ 命令 ヲ 
受ケ タル 軍法 符謎 之ヲ薄 判 ス 
第五 百 四十 一條 本 法 施行 前 港 判 ヲ委シ タル刖 件 
ハ 第三 百 十二 條又ハ 第三 百 三十 三條ノ 規定- 1 依 
リ稔绘 アリ タルモ ノト 看做ス 
第五 百 四十 二條本 法 施行 ノ際 在職 ノ判 士長 及 判 
士ハ本 法-一依 ル 判士 トス 

第五 百 四十 三條本 法 施行 ノ際 在官 ノ主理 ハ 別-一 
辭令ヲ 用ヰス 海軍 法務 官 11 住 セラ レ タルモ ノト 

ス 

本 法 施行 ノ際 休職 ノ主理 ハ 本 法 M 依 y 休職 ヲ命 
セラ レ タル 海軍 法務 官 トス 
本 法 施行 ノ際 -I 限リ第 三十 九條ノ 事由 ナキ トキ 
卜雖 海軍大臣 ハ 海軍 法務 官 M 休職 ヲ命 スル コト 
ヲ掲 

前 二 項ノ 規定-一 &リ 休職 卜爲 リタ ル 海軍迭 務官 
ノ休職 ノ期間 ハ 三年 トシ 第一 一項 ノ莕 -1 在リテ ハ 
本 法 施行 前 休職 卜爲 リタ ル 時 ヨリ 之ヲ 起算 ス 
前項 ノ休 職卜 期間 滿期 卜爲 リタ ル トキ ハ 退職 卜 

ス 

第五 百 四十 四條本 法 施行 前發シ タル 收蔡狀 ハ 之 

ヲ本 法 — 依 リ發シ タル 勾留 狀卜 看做 ス 
第五 百 四十 3t: 條本法 施行 前- 1 爲シ タル 檢 察ノ處 
分ハ之ヲ本法-一诙リ爲シタル搜査ノ處分卜看做 

ス 

第五 百 四十 六條本 法 施行 前 檢察ノ 龌 分 M 著手シ 
タル 官署木 法-一依 リ搜査 權 ヲ有セ サル トキ ハ 速 
-1 之-一 關 K ル 書類 及證據 物 ヲ檢察 官又ハ 海軍 同 
法 P 察官 f 邊付ス へ シ本法 施行 前 吿訴又 ハ 吿發 
ヲ受ケ タル 官辑 亦同シ 

第五 百 四十 七條第 二百 九十 二 條ノ 期 Ini ハ 同 條施 
行 前 犯人 ヲ知リ 又 ハ 婚姻 ノ無効 若 ハ収 消ノ 裁判 


海 m 5rl 法 fr 涵法案 


四 八 八 


咬 族 FcR 誘阈帝 回 二十 


砘 定シ タル 坳合 -I 於 テ ハ 同 條 施行 ノ日 ヨリ 之 ヲ 
起 t.r ルス 

第 ?/|: 丙四十八條本法施行前檢察具申アリタル事 
件ニ シ テ 海軍 治 罪 法 第 . vt: 十！ 一临ノ 手緻 ヲ爲 ササ 
ル モノ ハ 之ヲ第 彐 百 六條又 ハ 第三 百七條 ノ規定 
-I 依リ報 吿ア リタ ル モノ ト看做 ス 
第 :/ 1: 百 四十 九陆本 法 施行 前- 1 爲シ タル 拖問ハ 之 
ヲ本 法-一 ft リ爲 シタ ル TS6 港 卜 看做 ス 
木 法 施行 前 iff 問-一 著手シ タル sf 件 ハ 之 ヲ本法 二 
依 リ预 蒞ノ誧 求 アリ タルモ ノト 看做* < 

第 ? i; 百 *: 十條本 法 施行 前 泡 軍 治 罪 法 第 七十 八條 
第二 號ノ 規定 — 依 y 具申 アリ タル 事件 ニ シテ長 
官ノ 命令 又 ハ 認 nj ナキ モノ ハ 之ヲ第 三 苗 三十 一 
條ノ規定-一依リ報赀アリタルモノト看做ス 
第五 百 S 十 一條 木 法 施行 Hli 群 間 — 於 テ 免訴 ノ言 

® アリ タル 事件- 1 付 テ ハ 新 ナル 事 is 又 ハ 證據ヲ 

發見シ タル トキ-一 限リ 史-1 豫審ヲ 請求 シ又ハ 公 

訴ヲ 提起 スル コト ヲ得 

第五 百： 31: 十二 條本法 施行 前 判決-一 著手シ タル 事 

件 ハ 之ヲ本 法 -. 依リ 公訴 ノ 提起 アリ タルモ ノト 

看做 ス 

第五 百 . vt. 十三 條本法 施行 前 判決 ヲ終へ 裁判 宣吿 

ヲ爲 ササ ル 事件 ハ <y 法-一 ffi リ之ヲ 終結 ス ヘシ 

第 ?/！: 西 五十 四 條本法 施行 前 海軍 治 罪 法 第！ S 一條 

/ 規定 二 ft リ又ハ 同 法 百 二 條件號 -I 記載 シタル 

事 山- 1 因リ W 群 ノ命令 アリ タル 亊件 ハ a 法- 1 依 

リ之ヲ 終結 スへシ 

第 ?/.: 西 J.: 十 五條 木 法 施行 前 海軍 治 罪 法 第 百 二 條 

又 ハ 同 法 第 百三條 ノ 規定- 1 依 リ再密 ノ申訴 又 ハ 

具申 アリ テ 命令 ナキ琪 件 ハ 之ヲ本 法 — 依 y 管轄 

軍法 色 議 -I PI 密ノ謂 求 アリ タルモ ノト S 做ス 

第五 百 五十六 條本法 施行 前提 起シタ ル 私 rF ハ 之 

ヲ第四 西 十 . vr: 條ノ 規定 — 依 ル JQ 害 回復 ノ誧 求卜 

看做 ス 

第 :-/. : 百 五十 七 勝 本 法 施行 前 W 渡シ タル 私 訴 裁判 

ノ强制 施行-一 付 テ ハ 第五 百 二十 三條ノ 規定 ヲ维 

用ス 

第 3ff 百 .? T 十八 條本法 施行 前進 行ヲ始 メタル 私訴 

ノ 時効 ハ從前 ノ 規定-一 從フ 

第： :/ 1: 百 . 75; 十九婼 本 法 — 依 リ市 町村 吏 M ノ行フ ヘキ 

職務 ハ 市制 町村制 ヲ 施行 セ サル 地 並-一朝 酢 ♦毫 

费、 蹄 太 及 關 yi 州-一 在リテ ハ 勅令 ヲ以テ 指定 ス 


ル 官吏 吏 a 之 ヲ行フ  . 

第五 百 六十 條本 法- 1 記載 シ タル 刑法 ノ 規定 ハ 朝 
鮮嶔； I 及關诳 州- 1 在 リテハ 各 之-一 相當ス ル 法令 
ノ 規定 トス 


〇 大正 九 年〗 一月 十一 1BC 木曜 B) 

午前 十 時 七 分 開議 
議事 EI 程 第 十一號 

第 I  和 田 維四 III 君 •平 井 パ 右 fli 門 君、 II 階 堂 
三即 左衞 門君讅 暇の 件  ： 

第 II 大正 八年法 律 第五 號中 改正 法律案 

P 院 )第1  & 

i  $1 法中改 i (織 猶 I ■付) 

第 Is 

第 四 刑事 交渉 法案 (_姗) 第 is 
第五 陸海 軍 M 法會 謅 私 訴 裁判 强制敦 行 法 痰 止 
法律*: (|脈) 第 I® 會 
第 六 大正 八 年 勅令 第三 因 四號 (承諾を 求む る 
件) ( 11 院) 會議 

第 七 大正 八 年 勃 令 第 四百 - fc 十八 號 (承諾を 求 
むる 件) -ii i Ji I 
第 八 平和 條約の 踅 施に 伴 ふ 流通 It 券 及 H 業 所 

有權 に關 する 法律 一 (㈣腑 ) 第 i 會の 

〇謅長 (公 ffj 德川家 達 君〕 是 ょり 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔長 谷川 ® 記 官朗 讀〕 

去る 六日豫 5;¢ 委員 分科 會に 於て 當 選した る 主査の 
氏名 左の 如し 

第一 分科  主査 伯 防 奥 平 昌恭君 

第二 分科  主査 伯爵 松 浦  厚 君 

第三 分科  主査 伯爵 林  博 太 郎君 

第 四 分科  主査 男 W 村 上 敬 次 郎君 

第五 分科  主査  淺田德 則 君 

第 六 分科  主査  藤 田 四 郎君 

同日 特別 黍 貝 會に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の sn し 

平和 條 約の寶 施に 件 ふ 流通 證券 及 H 業 所有 權に 

關 する 法律案 特別委 員會 

委員長  伯爵 奥 平 昌恭君 

副 委員長  子 1S 大河 內正敏 君 


貴族院 規則 改正の 励 議特別 委員 會 

委員長  侯爵 花 山院親 家君 
副娄員 長  伯爵 席 澤金次 郎君 
同日 內閣 總理 大臣より 左の® 政府. 姿 M 仰 付けられ 
たる H* の 通牒を 受領せ り 
大藏省 所管 事務 政府 委員 

大藏 書記官 神® 常 孝 君 
去る 九 n 政府より 左の 法律案を 提出せ り 
刑事 交渉 法案 

陸海 軍 軍法 會讖 私訴 裁判 强制 執行 法廢止 法律案 
同日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大 JH 八 年 勅令 第三 百四號 C 承諾を 求む る 件〕 
大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 (承諾を 求む る 
件〕 

同日內 閣總理 大 K より 左の 通 政府 委員 仰 付けられ 
たる 旨の 通牒を 受領せ り 
農 鹿 務卷 所管 事務 政府 委員 

農 商務 技師 野 間 譽雄君 
一昨 十日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
所得税 法改正 法_ 案 
所得税 法の 施行に 關 する 法律案 
酒造 税法 中 改正 法_ 案 
酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 
麥酒稅 法 中 改正 法律案 
明治 四十 一年 法茚 第二 十四 號中 改正 法律案 
國值 償還 資金の 繰 入を 爲 ささる ことに 關する 法 
律 案 

同日 特別 委員長よ 〇 左の 報告書を 提出せ り 

平和 條約 の實施 に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 所有 極に 
關 する 法律案 可決 報告書 

0 議長 C 公路 德川家 達 君) 是 より 本日の 會 翳を 開き 
ます、 議事 日程 第一、 和 田 維四郎 君、 平 井 六 右衞門 
君、 二階 堂三郞 左 衞門君 請暇の 件、 和 田 君 病 氣に付 
き、 十九 日間、 平 井 君病氣 に付き 十八 日間， 二 階 堂 
君 事故に 付き 十八 日間の 請暇で ございます、 何れも 
許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 公爵 德川家 達 君) 御異 iri ない と 認めます。 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 載 事 日程 第二、 大正 八 年 
法律 第五 號中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付， 
第一 SS 會 、御 異顏 がなければ 本日 も 通牒 文の 朗讀は 
省略いた したく 存じます。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔左の ; S 付 文 及 謎 案は 朗讀 を經 さる も參照 の 
ため 玆に 載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

大正 八 年 法 ffi 第五 號屮 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二月 五日 

衆 11 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 齡德川 家 達 殿 
大正 八 年 法 fit 第五 號中 改正 法律案 
大正 八 年 法律 第五 號中 左ノ通 改正 ス 
「百 五十 五 萬 五 千 四； 白 八十 八圓 J ヲ 「二百 十七 萬 七 
千 六 百 八十 一二 圆」 二 改ム 
參照 

大正 八 年 法律 第 Jt: 號 

第一 回 國勢 調査 施行 ノ爲 市區 町村 — 於 テ 要 スル 經 
費-一充 テ シムル 爲國庫 ハ 百 五十 五 萬 五 千 四百 八十 
八 圓ヲ限 リ之ヲ 道府縣  一 1 交付 ス 
前項 ノ 規定 M 依 リ 交付 スル 金額 ノ 割合 ハ內 閣總理 
大臣 之ヲ定 ム 

〔政府 委員 牛 塚 虎太郎 君 演壇に 登る〕 

0 政府 姿 員 (牛 塚 虎太郎 君〕 木 案 提出の 理由を 私ょ 
り 一應申 述べます、 第一 回國勢 調査の 爲に 市町村で 
要します る經費 に 充てる 爲に國 ai ょり 交付し ます 金 
額は、 大正 八 年の 法律 第五 號に 依りまして 百 五十 五 
萬 五 千 四百 八十 八 圓と云 ふこと に 旣に確 定い たして 
居つ たのであります* 然るに 物價 騰貴の 爲に 今回 幾 
分唞額 を 致しまして、 之を 二百 十七 萬 七 千 六 百 八十 
三圓に 改めたい と 云 ふの が 本案 提出の 理由で ありま 
す •原因は 物價 騰貴でありまして， 案は 至つて 簡黾 
であります、 どぅぞ 御 ^ ® の 上 速に 御協资 あらむ こ 
とを 希望いた します。 

0 伯爵 柳 澤保惠 君 質問を 致します， 昨筇の 議會に 
於き まして 此案ほ 出ました、 其 時の 政府 委員の 御 答 
辯に 依りまして 拜承 します と. 物 僧 騰貴を 見込んで 
十分に 見込んで あると 云 ふことは 委員 會の速 記に も 
.あります、 然るに 今回の 附額は 殆ど それに 倍す るに 
近い 所の ものであります、 恐らくは 物價 騰貴の みに 
あらず して-何 か 他の 事 も 含んで 居る かと 思 ひます 
御說 明が 餘り 簡單 であります から， 詳細に 徹底す る 
やうに 御 願したい と 思 ひます。 

〔政府 委員 牛 塚 虎太郎 f', ES に 登る J 


大 T1- 八 年 法律 第 ?/ .: 號屮改 法 正 律 案 第一 讀會 


四 八 九 
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四 九 〇 


1  ュ 


0 政 符委 Ha. .塚 « 太 SC 君) 唯今の 街锊 問に 御 答を 
致し ■* すが， 昨年の 答 辯 Is: 唯今 記 ts をして 居り - 5 せ 
ぬのであります が、 併し 昨年と 雖も此 將來の 物® 瞇 
て li: 見て ありませ ぬので、 阼年 豫览 編成 常時の 
狀况に 於て 先 づ差 支な からぅ と 云 ふ 見當で ありまし 
たのでありますが、其後の物奶勝贵の趑勢 {3: 旣に御 
拃 じの やぅな 情勢でありまして、 一般の 豫 算 の 上に 
於き ましても 各々 相 常％ 額を 致して 居る ので ありま 
すから， 是のみ M 婼に して K- くことは 出来 ませぬ の 
で、 今冋栉 ばかりであります が 咐 額を 致した 次第で 
あります。 

0 鼓 長 (公 辟 德川家 達？ 〇 他に 御 質問 もない と考へ 
ますから 特別委 員の 氏名を® 記 官を して 朗 Ifl を 致さ 

せます。 

t 岡霄 記官朗 •調〕 

大正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 特別委 員 


侯爵 佐々 木 行 忠君 

男！ £ 本 田 親濟君 

男爵 矢 吹 省 三 君 

石橋 ■二君 

鎌 田 勝太郞 君 


子髂 騷  篤躋君 

男爵 藤 堂 高 成 君 

西 久保弘 道 君 

佐藤傳 兵衞君 


0 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 議事 日程 第三、 鐵道敷 設 

法 中 改 J£ 法律案， 政府 提 H5 、 衆議院 58 付‘ 第一 ! g ir 

鐵道趿 設法中 改正 法律案 

右 政府 挺 111 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四條 に 依り 及 S 付 候 也 

大正 九 年 二月 五日 

衆議 院議 長大 岡 育造 

贵 族院_ 長 公爵 徳川家 達 殿 

鐵道敷 設法中 改正 法律案 

鐡道敕 設法中 左 ノ通改 正 ス 

第 七條第 I 項 第一 號ノ 次-一 左 ノー號 ヲ加フ 

一 中央 豫定線 ノ內山 梨 縣下甲 府 ヨリ 靜岡縣 下 

岩淵二至ル鐵道中山梨縣下甲府ヨリ丸隴二 

至 ル鐵道 

同項第八號末睹-一左ノ如ク加フ 

及 本 a 3 リ分 岐シテ 山形 縣下 米澤二 至ル鐵 道中 

新潟縣 下坂 町 ヨリ 山形 縣下今 泉 — 至 ル鐵道 

同 項 第 十一 號ノ 次-一 左 ノー  號ヲ 加フ 

一 奥 羽豫定 線 ノ內煜 手 縣下盛 岡 ヨリ 山 田-一至 

ル鐵道 . 

同 項 第 十八 號ノ 次- 1 左 ノー  號ヲ 加フ 


I 山陰 及 山陽 連絡 Ti 定綵 ノ內逋 島縣 下肢 島ョ 
リ岛® 踩 下 ® 田-一至 ル ? 2 25 中島 根縣 下江津 
ョリ 廣島縣 下 三次 H 至 ル鐵道 
同 項 第三 十 毀 ノ次 = 左 / 一 號 ヲ加フ 

一 九州裨 定 線ノ內 福岡縣 下肢 塚 3 リ原 田 — 至 
ル鐵道 屮同縣 下 長 尾 3 リ原 田-一至 ル鐵道 
「政府 委員 床 次 竹 二 郎君 演拟に 登る〕 

0 政府 委員 (床 次 竹二郎 1 K  ' 鐵 5H 敷設 法 中 改正案に 
付て 說明を 申 上げます、 今や 我が 國有鐵 道の 延長 ほ 
六 千 二百 餘哩 になつ て 居りまして、 之に 私設 鐵道約 
二 千 哩を 加へ ますれば、 其 延長 八 千 二 百哩に 及び ま 
す、 けれども 之を 我 國の 現状から 見ます れぱ 、又 地 
方の 開發上 に 付て 考へて 見ます ると き ほ、 更に 進ん 
で 鐵 道の 普及を 阔る 必要が あると 認めます、 依つ て 
今回 新に 本 線路 五線 其 延長 二百 二十 四哩 、及輕 便 線 
二 十一 線 其 延長 七 百 七十 二哩 、合計 九 百 九十 六哩を 
選定いた しました のであります、 其 建設 费は總 計 約 
二 億 二 千 七 百 萬 圆 であります 、之を 九 年度 以降 十箇 
年間に 建設す る 豫定で ございます >  其 改正案は 鐵道 
敷設 法 中の豫 定線 として 掲げられました る 本 線路、 
即ち 甲 府丸龎 間、 坂 町 今 泉 間、 盛 岡 山 田 間、 江津三 
次 間 •長 尾 原 田 間の 五線 路を 第一 期 線と する 爲に改 
正を 要する 次第であります 、何卒 ffi 協賛を 願 ひます 
〇 矢 口 長 右 衞門君 唯今 鐵道 敷設 法が 提出され まし 
たが、 此當 議會に 於て 改正を 要する もの ほ 是だ けで 
ございます か、 まだ 他に も ございます か， 有りと す 
れば此 際 同時に 出した 方が 宜か らぅと 思 ひます が、 
當議會 には 此 決定 だけし か ありませ ぬか、 玆に 提出 
しました 所の 法律 改正案より 御 提出に ならぬ 積り で 

ございます か、 ちよつ と 御 1* き 申します。 

〔政府 委員 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 / 

〇 政府 委員 C 床 次 竹二郞 君〕 唯今の 御尋を 能く 聽取 

り 兼ねました が、 此際 には 先づ是 だけで 置く 積り で 

あるかと 云 ふ 御® の やぅに 受取りました が、 左樣で 

ございま すれば 其 通りで ございます、 併ながら 多分 

御手 許に 旣に御 配布 申 上げて あるかと 考へ ますが、 

鐵道 網の 調査を 致しまして、 將來 には 全國 二萬哩 位 

までは 敷設に なりたい ものであると 云 ふ 希望を 有つ 

て 居ります >  是 は 能く 審議を 致した 上に'  又 財政の 

考盧を 致しました 上に •他日 又 更に 提出す る こと も 

あらう かと 考へ ます、 今日 ほ 先づ是 で 止めて 置く！！ 

でございます。 


0 矢 口 長 右® 門 君 唯今 S 問いた しました のは 本年 
度は 是で 止めて S くと 云 ふこと でございますが •大 
體 唯今の 御說 明に 法つ て 明瞭いた しました が、 尙ほ 
鐵道 網と 云 ふこと に 付て是 は 今日 幾らか 之に 付て 大 
蹬 の 御說 明が ございました が， 今日は 此琪は 譆 題 外 
でございますから 鐵道 網に 付て ほ 御說 明 li ございま 
せぬ か、 議題 外に 渉つ ては 致さぬ ので ございま すか 
如何です か。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 矢 口 君に 伺 ひます、 唯今 
の ほ 議長に 對して の 質問で ございます か。 

0 矢 口 長 右 衞門君 政府 娄 員に …… 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 政府 委員に 對 して …… 

〇 矢 口 長 右衞門 君 it い。 

〔政府 委員 床 次 竹 一一郎 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 C 床 次 竹 二 郎君) 唯今の 御尋ほ 大分 煩雜 
になります でございますから、 何れ 此 敷設 法の 委員 
會の 際に 精し く 申 上げた 方が 宜か らぅと 考へ ます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御 報告 
に 及びます。 

【岡 書 IB 官朗 讀〕 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 特別委 員 

子爵 新庄直 知 君  子爵 秋 田 重季君 
平 井晴二 郎君  中 村是公 君 
男爵 今 園 國頁君  男爵 辻  太 郎君 
麻 生 太吉君  石 谷傳四 郎君 
近 岡 理三郞 君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異_ がなければ 議事 日 
程 第 四、 第五は 束ねて 問題に 供し ます。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 i 
〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第 四、 刑事 交渉 法案、 第 
五、 陸海 軍 軍法 會議私 訴裁 判强制 執行 法騣止 法律案 
政府 提出、 第一 讀會。 

刑事 交渉 法案 

'右 

勒旨ヲ 奉 シ帝 國議會 -I 提出 ス 
大正 九 年 二 月 九日 

內 閣總理 大臣 * 司法大臣 原  敬 
海軍大臣 加 藤 友彐郞 
陸軍大臣 田 中義一 

刑事 交渉 法 

第 一條 通常 裁判所 ノ裁 判權二 屬スル 事件 卜 軍法 
會議ノ 裁判權 -I® スル 事件 卜牽連 スル トキ ハ檢 


ポ爻 司法聲 祭 官ハ眾 法會钃 N 裁 翔 灌 liK ル 事 
件- 1 付、 陸海 軍ノ檐 察官 陸軍 司法 « f 及 海軍 
司 L); 狻察官 ハ 通常 裁判所 y 栽 夠灌-一屬スル事件 
-I 付 搜赉ヲ ナス コト ヲ 13 


個 ノ琪件 ハ 左ノ吨 合 — 於 テ 帝 i!li スル モ 


一  一人數 邪 ヲ犯 シタルト キ 
二 ®: 人 共- 1 同一 又 ハ 別谰ノ 罪ヲ犯 シタルト 
キ 

三 數人通謀シテ谷別-一罪ヲ犯シタルトキ 
四數人 同時 — 同ー ノ場 所 - 一 於 テ 谷 別- 1 罪ヲ犯 

シタルト キ 

犯入踩 厝ノ 罪、 證迎湮 滅ノ罪 、低 證ノ 罪、® ぬ 
ノ 鑑定 通譯ノ 罪及脏 物- 1 關スル 罪 卜其ノ 木犯ノ 
罪トハ 共 M 犯シ タルモ ノト 看做ス 
第二 條 陸海 軍ノ檢 察 官 、陸軍 司法 羥察官 及 海艰 
司法 警察官 ハ 陸軍 又 ハ 海軍 ノ部 瞇內ノ 犯罪 Jlf 件 
ニ シテ 通常 裁判所 ノ 裁判®- 1® スル モノ-一 付 投 
査ヲ ナス コト ヲ得 

第三 條檢事 及 陸海 軍ノ檢 察官ハ 前 二條ノ 規定- 1 
依 リ搜 查ヲ ナス コト ヲ得 ヘキ 事件-一 付 fi 審ヲ請 
求 スル コト ヲ得 

前項 ノ 規定 M 依リ豫 審ノ諝 求ヲ受 ケタ ル预審 判 
事 又 ハ 豫審官 ハ必耍 ナル 處分 ヲナシ タル 後预密 
判事 ハ 檢事 -I 豫審官 ハ 陸海 軍ノ 檢察官 -I 琳件ヲ 
交付ス ヘシ 此ノ 場合-一 於 テ 51 審判 事 又 ハ豫沲 官 
ハ 前-一 發シ タル 勾留 狀 ヲ存シ 又 ハ 新- 1 之 ヲ發ス 

ル コト ヲ II 

第四條 陸軍 軍法 會議法 第 一條 第一 項 第一 號又ハ 
海軍 軍法 會議法 第 一條 第一 項 第一 號 _ 記載 シタ 
ル 者-一 對シ 通常 裁判所 又 ハ 豫 {港 判事 ノ發シ タル 
勾引 狀又ハ 勾留 狀ヲ 執行 ス ヘキ 場合-一 於 テ ハ 現 
行 犯-一 關スル モノ ヲ除ク ノ外其 ノ所屬 ノ長又 ハ 
之-一代 ルへ キ者ノ 承諾 ヲ求ム ヘシ 所 ® ノ長又 ハ 
之 二 代 ルへ キ者ハ 軍事上 已ム n トヲ得 サル 事由 
アル-一 非 サレ ハ 承諾 ヲ拒ム n ト ヲ得ス 
陸軍 軍法 會議法 第 一條 第一 項 第一 號又ハ 海軍 軍 
法 會議法 第 一條 第一 項 第一 號 M 記 載シ タル 者-一 
對シ 現行犯- 一關シ 通常 裁判所、 豫審判 事、 檢事 
又 ハ 司法* 察官 ノ發シ タル 勾引 狀又ハ 勾留 狀ノ 
執行 アリ タル トキ ハ 之 ヲ發シ タル 者 速-一 其ノ旨 
ヲ執行 ヲ受ケ タル 者ノ 所 M ノ長又 ハ 之-一代 ルへ 


詫 族， 〇 誘 巧 帝间二 で 


キ 者- 1 531 知 スへシ 

第 . Tr. 條通常 裁判所 ノ裁判 權及革 法 啓 通ノ 裁判 權 
-I  ：§  7、 ル 同！ 事件-一 付 ?® 方-- 公訴 ノ 提起 アリ タ 
ル トキ ハ 辰 初- 1 公訴 ノ提起 アリ タル 官袈之 ヲ沲 
判 ス 

前 羽 ノ場合 — 於 テ 通常 裁判所 及 軍法 會閼 共- 1 便 
宜卜認 A ル トキ ハ 後- 1 公訴 ノ提起 アリ タル 官 M 
一 I 於 テ 事件 ノ 蒞判ヲ ナス ヘキ 旨ノ 決定 ヲナス コ 
トヲ 得 

第 六晓通 常 裁判所、 神 ^ 判 -' (f 又 ハ 檢淇卜 gi 法會 
漭 、预褅 官又ハ 陸海 ys ノ檢榜 官トハ 柏瓦 - 一牽迪 
琳件 -I 閱スル 調 ^ 其 ノ他ノ 霜 ?:,! 1 又 ハ證搜 物ノ送 
付 又 ハ 問贸ヲ 求ムル コト ヲ得 
檢茁ハ 稗 麻 官 、陸海 軍ノ檢 察 官 、陸軍 司法 鱉察 

官又ハ 泡 眾 司法稱 ：察官 -I M シ第二 條 ― 揭クル 犯 

罪 In: 件ノ預 稀 又 ハ 捜査-一 關スル S 類 又 ハ 證據物 

/ 浍付又 ハ 閱拽 ヲ求ム ル コト ヲ得 

第七晓 s. llf 屯 法 符 ;« ノ戥 判 撊- 一 63 . スル 事件-一 付 

搜杳 ヲナシ 又 ハ im 常 勃 判 所 若 ハ 裸 麻 判 ' ii- ヨリ 事 

件ノ 交付 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 速- 一 之ヲ 陸海 眾 ノ檢 

察官 M S 致 スへシ  . 

陸海 SP ノ檢察 官 ，陸 J® 司法 婷察官 又 ハ 海軍 司法 

赞察{:! ':.'!:' :常教判所ノ裁判榴-|陆スル啡件 _ 付搜 

齐 ヲナシ 又 ハ 茁法 e 雜若ハ 拽沲官 ヨリ m 件 ノ交 

付 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 速 二 之ヲ檢 叫 二 送致 K ヘシ 

前 二 項 ノ場 合-一 於 テ 送致 前 — 發シ タル 勾留 狀ハ 

没 致 後 二 於テモ 其ノ 効カ ヲ有ス 

前項 ノ勾 S 狀ハ浍 致ヲ受 ケタ ル官署 五日 內 -一豫 

群 ヲ請 求シ又 ハ 公訴 ヲ 提起 セ サル トキ ハ 其ノ効 

カ ヲ失フ 

第 八晓 薄 '* : 判 琪 ノナシ タル 免訴 / 決定 確定 シタ 

ル トキ ハ 陸海 茁ノ檢 察官ハ 新 ナル ? rf ijf 又ハ證 據 

ヲ發見 シタルト キ -1 非 サレ ハ！： 2 1 市 件-一 付课 S 

ヲ請 求シ又 ハ 公訴 ヲ提起 スル コト ヲ得ス 

陸海 m  ノ檢怒 宵 拽沲 ノ肢調 終 r 後 不起訴 處分ヲ 

ナシ又 ハ雅 群ノ誧 求ヲ 取消 シタルト キハ檢 事 ハ 

新 ナルボ , rt 又 ハ 箝據ヲ 發見シ タル トキ- 一 非 サレ 

ハ 同一 ^ 件- - 付 公訴 ヲ提起 スル コト ヲ得ス 

屯 法 符游 公訴 ノ収消 — 闪リ公 訴菜 却ノ 決定 ヲナ 

シタルト キハ檢 ?]v ハ 同一 ^ 件- 1 付 公訴 ヲ提 起ス 

ル コト ヲ 得 ス 

第 九條 前肢 ノ 規定- 1® 反 シテ 拽蒞ヲ 請求 シ又ハ 


公訴 ヲ 提起 シタルト キハ豫 密官又 ハ 軍法 會謅ハ 
豫 S ノ 請求 ヲ 却下 •ゾ又 ハ 判決 ヲ以テ 公訴 粱却ノ 
言 ® ヲ ナス ヘシ 

第 十條 刑事訴訟法 M 依 ル 時効 ノ中斷 ハ 軍法 會議 
ノ裁判 擗 -I I1 K ル 事件- 1 付 •陸 班 軍法 會誔法 又 
ハ 海： 也 M 法 ^ 議法 -I 法 ル 時効 ノ中斷 ハ 通常 裁判 
所 / 裁判 糊 r ® スル 事件-一 付其ノ 効カ ヲ有ス 
第十一條本法ハ陸海¥官憲卜朝鮮、臺,、關束 
州ノ司法官懣其ノ他ノ特別司法官憲トノ間一一於 
ケル 刑 取 交渉 事項 及 陸軍 司法 官憲 卜海軍 司法官 
憲トノ 間 — 於 ケル 刑事 交渉 事項- 一 付之ヲ 準用 ス 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
明治 十八 年 第 十二 號布吿 ハ 之ヲ 廢止ス 
參照 

明治 十八 年 第 十二 號布吿 

普通 治 罪 法 陸軍 治 罪 法 海軍 治 罪 法 交渉 ノ件處 分 法 
左ノ通 制定ス 但 從前ノ 成 規屮 本則 二 S 觸ス ルモ 
ノ ハ 當分施 行 セス 

第一 临常 入- ー シテ陴 軍 刑法 若クハ 海軍 刑法 ノ罪 
ヲ犯シ タル 者 ハ 普通 裁判所 = 於 テ 之ヲ密 判 ス但 
刑 / 執行 ハ 普通 ノ 規則-一 從フ 
第二 條軍人 常人 共- 一 重罪 輕罪ヲ 犯 シタルト キハ 
軍人 ハ 軍法# 議ノ 判決-一 付シ常 人 ハ 普通 裁判所 
ノ公判 -I 付 ス軍衙 -I 於 テ 共犯 人ヲ遝 捕 シタルト 
キハ 常人 ハ蒞問 ノ上證 憑爾 類卜 共-一之 ヲ管 轉ノ 
筲通 裁判所 檢事- 1 S 致シ 普通 裁判所- 1 於 テ 共犯 
人ヲ遝 捕 シタルト キハ 軍人 ハ 審問 ノ上證 憑 書類 
卜共 -I 之ヲ被 哲人 ノ所屘 長 若 ハ 陸海 軍檢 察官こ 
S 致 K へ シ 

第三 條敵 前軍 中 臨 職 合間 ノ地 若クハ 海軍 諸 用-一 

供 スル 船舶-一 在 テ SI 罪輕 罪ヲ犯 シタルト キハ常 

人卜雒 モ眾法 會謎- 一 於 テ 之ヲ涟 判 スル コト ヲ得 

但 戒嚴令 第 十 一條 第 十二 條二揭 クル モノ ハ 軍法 

符 議 ― 於 テ 之ヲ群 判 ス ヘシ 

第 四 條軍法 fr 謖卜 普通 裁判所 トノ 管 |« 潭 _ 一  付 テ 

ハ 軍法 fr 篛又ハ 普通 裁判所 ノ言渡 二對シ 普通 治 

罪 法- 一 定メ タル 手緻 -1 從ヒ 大密院 -I 上吿 スル コ 

トヲ得 W 軍法 會鹩ノ 言 渡- 1 對シ上 哲スル ハ 被告 

人- 1 限 ルへ シ 

第五 條多 衆ノ 軍人 常人 闘毆 殺傷 其他獻 疑- 1 係 ル 

罪ヲ犯 シタルト キハ 軍官法 司會同 審問 スル コト 


ヲ得 

第六條 軍法 會 蕺 卜普通 裁判所 トヲ間 ハス 旣- 一確 
定シ タル 裁判 ノ 効カ ハ 互- 1 之ヲ侵 ス コト ヲ得ス 

右窣勅 皆 布吿候 事 

陸海 m 軍法 會議私 訴裁判 强制執 行 法 礎 止 法 排案 

右 

勅旨 ヲ華シ 帝 國議 會-1 提出 ス 
大正 九 年 二 fl 九日 

內 閣總理 大臣 兼 司法大臣 原  敬 
海軍大臣 加 藤 友三郞 
陸軍大臣 田 中義一 
陸海 軍 軍法 會議私 訴裁判 强制 執行 法 1! 止 法 
律 案 

陸海 軍 軍法 會議 私訴 裁判 强制 執行 法 ハ 之ヲ廢 止ス 
附則 

本 法 施行 ノ期 U ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

本 法 施行 ノ際强 制 執行 中ノ事 件-一 付 テハ仍 從前ノ 

例 二 依 ル 

〔國務 大臣 加 藤 友 三 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (加 藤 友三郞 君〕 唯今 議題に 相 成り まし 
た 刑事 交渉 法案に 付て は 通常 裁判所の 裁判 權 に ) 1 し 
ます 事項と •軍法 會議の 裁判 權に屬 します る 事項と 
の 交渉を 要します る 場合の 處分法 は 明治 十八 年に 規 
定 されました 一つの 規定が あるので ございます、 此 
規定が 不備で ございます るのと、 先般 本院に 提出い 
たしました 陸海 軍 軍法 會議法 案の 制定に 伴 ひまして 
玆に 本案を 制定いた す 必要を 感じました 次第で ござ 
います、 又 第五の 强制 法に 關 します る 事柄は 先き に 
提出いた しました 陸海 軍 軍法會 議 法案に 依ります る 
と、 刑事 附帶の 私 訴の 裁判は 致さない ことに 相 成つ 
て 居る ので ございます、 從つて 明治 二十 三年に 制定 
されて 居ります る 所の 此强制 法案なる ものは 必要が 
無くなりました ので ございます、 爲に是 が 隄止を 致 
します る 必要が ございます ので 本案を 提出いた しま 
した 次第で ございます、 何卒 御 密議の 上 御 協铰を 願 
ひます。 

0 議長 C 公 W 德川家 達 君) 諸君に 於て 御 異議が なけ 
れば •第 四、 第五の 法案は 陸海 軍 軍法 會議 法案の 委 
員に 付託した いと 考 へます 

〔「異 韻な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 丨 
0 議長 (公 柯 德川家 i:t: w〕 il 事 H 程 第 六、 大正 八 年 
勅令 第三 百四號 ，(承諾を 求む る 件〕 衆議院 送付， 


會議〇 

大正 八 年 勅令 第三 百四號 

右 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決せ り 因て _院 
法 第五 十 W 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二 月 九月 

衆議院 織 長大 岡 育造 
資族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 
朕 講和 條約 -一 饯リ 生 スル コト アルへ* キ耍償 ノ擔保 
ヲ 保全 スル / 緊急 ナル ヲ認メ 樞密 顧問 ノ諮 詢ヲ經 
テ帝阀 憲法 第八條 第一 項-一依 リ獨 逸國 等-一® スル 
財產 管理 ノ件ヲ 裁可 シ茲 — 之 ヲ 公布 セ シム 

御名 御 as 

大正 八 年 六月！ 一十三 日 

內 閣總理 大臣 兼 司法大臣 原  敬 
海軍大臣 加 藤 友三郎 
外務 大 E 子爵 內田康 哉 
大藏 大臣 男爵 高 橋是淸 
陸軍大臣 田 中義一 
農 商務 大臣 山 本 達 雄 
内務大臣 床 次 竹 1  i 郞 
文部大臣 中橋德 五郎 
遞信 大臣 野 用 卯太郎 

勅令 第三 百四號 

第 一條 政府 ハ 獨逸國 •塽 地利洪 牙利國 若 ハ 土 耳 
其國 -一屣 シ又ハ 其ノ國 人 若 ハ 法人-一 ■スル 財產 
ヲ管理 スル コト ヲ 得 

第二 條 政府 ハ 前條ノ 財產ノ 所有 若 保管 者 其ノ他 
關係 者 — 對シ 其ノ 財產ノ 所在 •種類， 數量 、價 
額、 權利狀 態 其ノ他 管理-一 必要 ナル 事琪ノ 申告 

ヲ< 叩 スル コト ヲ 5E 

第三 條當該 官吏 又 ハ 吏員 ハ 第 一條 ノ財產 -1 關シ 
調査 ノ爲 必要 ナル 場所-一 立 入 リ若ハ 檢査ヲ 爲シ 
又 ハ 其ノ 财產ノ 所有者、 保管 者、 其 ノ他關 係 者 
-1 對シ 調査 資料 ノ 提供 ヲ命シ 若 ハ 供述 ヲ求ム ル 
コト ヲ得 

第四條 第一 條ノ 財產ノ 管理 ハ當該 官廳ノ 管理 命 
令 ヲ以テ 之ヲ開 始ス 
管理 命令 ヲ爲シ タル トキ ハ 之ヲ 吿示ス 
第 ?？; 條當該 官廳ハ 管理 財產 f ゾテ 登記 又 ハ 登錄 
ノ 規定 アル モノ-一 付 テ ハ 管理 財產 タル 旨ノ 登記 
又 ハ 登 錄ヲ關 係 ノ官廳 其ノ他 >1 囑託又 ハ 請求 ス 

ヘシ 


防 海 屯 屯 59- 0 諮 私 訴 裁判 强制 執行 法 廢止法 律 案 第一 is 愈  大正 八 年 勅令 舘三 百四號 承 諸を 求む る 件 


四 九 


院族 ft 符沉 3 帝 问二 -f-w 坊 


橋 田 藤 
是康萏 
淸哉 i 敬 


御名  御 11 

大正 八 年 十一月 - 十七 日 

內閗 總理 大臣 

兼 司法大臣 

海軍大臣 

外務大臣 

大蔵大臣 


原 

加 

子爵 內 

男爵 高 


陸眾大 氓  田中茲 一 
農 商務 大臣  山 本 達 雄 
內務 大臣  床 次 竹 1 一郎 
文部大臣  中® 德艽郎 
网 信 大臣  野 田 卯太郎 
勅令 第 四百 七十 八號 

政府 ハ 當 分ノ內 勅令 ヲ以テ 期間 ヲ 指定シ 大豆、 生 
牛肉、 鳥 卵， 綿 織 絲及綿 趦物ノ 輸入税 ヲ低滅 又 ハ 
免除 スル コト ヲ得 
附  則 

本 令 ハ 公布 ノ日ョ リ之ヲ 施行 ス 

一' 國務大 E 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 本 令は 大豆 外數 品の 關税 
を 免除す る 爲に發 せられました 緊急 勅令で ございま 
す、 昨年来！ 般の 物價昂 騰が 激しく ありまして、 そ 
れに 鑑みて 豫て 關税の 兔除輕 減を 致して 居ります、 
其 米、 大麥 、小麥 及 小麥粉 以外に も尙ほ 生活 上 必要 
品た る 大豆， 生 牛肉、 烏 卵 •綿絲 及— の關税 を 免 
除いた しまして-其 輸入を 容易に 致し m 給の 調節を 
圖 ります る ことの 緊急 措き雖 き 必要が 生じました の 
であります、. それ故に 議® の 開會を 待つ 暇 もな く 昨 
年 十一月 緊急 勅令を 發せ られた る 次第であります、 
尙ほ 今後に 於き ましても 此 効力を 存續せ しむる 必要 
があります ので、 玆に 憲法 第 八條の 規定に 從ひま し 
て 本 令を 議會に 提出した る 次第であります、 何卒 御 
承諾を 與 へられむ ことを 希望いた します。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 致させます。 

〔岡 書記官 朗 _〕 

大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 (承諾を 求む る 件〕 
特別委 員 


伯爵 林® 太郞君 
高 崎 親 章 君 
男爵 千秋 季隆君 
湯 淺倉平 君 
山田斂 君 


子爵 撂本 武憲君 
男爵 小 早 川 四郞君 
男爵 東 鄕安君 
伊藤傳 七 君 


o s 長 (公 S 德川家 達 君〕 第 八、 平和 條 約の 實 施に 
件 ふ 流通 證券 及 H 業 所有 ffl に關 する 法律案、 政府 提 
出、 第一 讀 會の續 、委 良 長 報吿。 

〔左の 報告 ® は 朗讀 を經 ざる も參 照の ため 玆 
に載錄 す〕 

平和 條約ノ 實施二 伴フ 流通 證券 及 工業 所有 權 — 


關スル 法钳案 

右 可決す へき ものな りと せり 法て ^ 钳 •?/ (<- 也 
大正 九 年 二月 十日 

右 特別委 n Ji 

伯 |« 輿 平 a 恭 
fi 族院謎 長公邶 恐川家迖 ^ 
r 伯 11? 奥 平昌恭 君：： g® に發る 〕 
0伯昭奥平昌恭君唯今讁題に上〇ました平和3妁 
の K 施に 伴 ふ 流： ifij 證券 及 X 業 所苻 №1 に関する 決 nf :s 
の特别 委員 0 の經 過を 報 w いたします、 此逛 fi 押 ほ 
去ぬ る 七日に F •副 委员 長の 互 速を 致した® で 七日は 
散 ir を 致しました、 越えて 十日に 至 〇 まして 委 ^ 
を 開きました， 常 日 S 商務 大臣の 本案に 對す る說明 
を 聽取〇 ました、 本案に 關 する S 商務 大臣の 扼出の 
理由は 過日 本锊 翳に 於て 大要は 述べられて ございま 
する が、 併ながら 其 微細の 點に 至つ ては 詳細に 取つ 
つたので あります が 其 大要を 玆に御 紹介いた して H 
きます、 即ち 本案の 提出に 關する 理由と して 同大 t:'a 
は 一、 敵 國たる 獨逸國 民の 從來の 所有して 居つ た 特 
許熙 、實用 新案 權 意匠 糊 等に 付きまして、 其 工業 所 
有權の 手績に 於て 今日まで 糊 利を 失つ た 者が 此平和 
會議の 結果 再び 其 手 13 を するとき は撖 利を 認めて や 
る、 故に 其 @ 利を 認める 爲に 法案を 提出した 、其 is 
活に關 して ほ 平和 條 約に 於て ほ 猶豫期 間を 一年と 決 
めて 居り ませぬ、 帝國に 於て は 之を 一年と する のが 
一點 であります る、 それから 二が 敵國 入で あつた * 
の權 利を 喪失して 居る 間に 工業 所有嵇 を 得て、 或は 
事業を 回復したり 物品を 製造して 居る 者に 對 しては 
H 築 所有 II を繼® せしめむ とする のが 提案に なつた 
第一 一の ® であります る •三が 一 及 二に 述べた 如く 本 
案を 規定す ると きには 塊 地 利 洪牙利 も 同盟に 加つ て 
来る ときは、 獨逸と 同樣な 手 © を Ef 行して 參つた 時 
分は、 又此 兩國の 臣民に 對 しても 同樣の 取扱を しな 
ければ ならぬ、 此三點 に 於て 本案を 提出した と 云 ふ 
ことを 述べられ ました、 尙ほ 政府 委員ょり して X 業 
所有 糊 及 流通 證券と 平和條 約に 關する 詳細の 說明を 
述べられました けれども， 煩雜に 渉ります るから 簡 
略に して 置きます、 併ながら 必要 あつて 述べな けれ 
ばな り ませぬ ければ 說 明を 致します るが、 長い もの 
でございまする から 省略して 置きます る、 本案に 對 
する 質問は 色々 起り ましたが、 特に 此際 諸君に 御 報 
吿い たして 置かなければ ならぬ ことほ、 過日 本會に 


致します、 先き に 講和 r? la •の 際に 筠約 151 ほ 其 所® 内 
に 在ります る效國 、又は 其 函人、 若く 13: 法人に® す 
る财產を以て帝 ^ の版阏內に於て締約國民の时產に 
付て 受けました る戳 時の ffl 寄、 並に： S 糊の 補 简に充 
常せ らるべ き愦 勢で ありました ので、 右 要 似の ! S 保 
を 保 金す る こと 繫急な 〇 と 認められまして、 大正 八 
年 六月 二 十三 日 勅令 第三 百 四號を 公布せられ たので 
ございます、 此度 批准に なりました 平 却條 約に 依り 
ますれば >  帝國 臣民 及 法人の 受けた る 損害、 並に {K 
權ほ 前述の 財產を 以て 補 (K せられる ことにな り まし 
たので、 此勅令 は 尙ほ當 分の 中 其 効力を 存 續 せし む 
るの 必要が ございます、 依つ て 玆に御 承諾を 求める 
次第で ございます •宜しく 御 審議を …… 

〇 議長 (公爵 徳川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 報告に 
及びます。 

〔岡 書記官 朗 讚〕 

大正 八 年 勅令 第三 百四號 (承諾を 求む る 件) 特別 
委員 


伯爵 川村鐵 太 郎君 
子爵 西 尾 忠方君 
男爵 池 田 長康君 
川上 親晴君 
伊丹蠅 太 郎君 


子爵 野 村 益 三 君 
男爵 二條正 腰 君 
杉 田 定一君 
星島謹一郞君 


〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第 七、 大正 八 年 勅令 第 四 
百 七十 八號 (承諾を 求む る 件 D 衆議院 送付， 會議。 
大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 
右 本院に 於て 承諾す へき ものと 議決せ り 依て S 院 
法 第五 十四 條に 依り 及邊付 候 也 
大正 九 年 二月 九日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

眹玆 M 緊急 ノ必耍 アリ ト認 メ樞密 顧問 ノ諮詢 ヲ經 

テ 帝國 憲法 第八條 第一 項-一依 リ 大豆  >  生 牛肉、 烏 

卵， 綿 織絲及 綿織物 ノ e 入税ノ 低減 又 ハ 免除 -I 關 

スル 件ヲ 裁可 シ之ヲ 公布 セ シム 


當該官 贈 ハ 待 理財 產愤權 ナル トキ ハ 管理 財產夕 
ル 匕 H ヲ 依 務者 -I 通知 K ヘシ 
第二 項 ノ規定 -1 佐 ル 手 紛ヲ S スへキ 財 產ノ管 理 
(登記 若 ハ 登 ^ 乂ハ 通知 アル-一 非 サレ ハ 之ヲ 第 
三者 — 對抗 スル コト ヲ得ス 
第 六條前 二 條ノ 規定 ハ 財 產ノ 管理 ヲ 終了 スル® 
合- 1 之 ヲ维 用ス 

第 七浩 當該官 R ハ r? 理財 產ノ 所有者 又 ハ 保管 茜 
-- 對シ 5>: ノ引遝 ヲ命ス ル コト ヲ得 
第 八條管 理 -- ハ财產 ノ換奶 其 ノ 他ノ處 分ヲ 包含 

ス 

政府 力婚保 權ノ  R 的 タル 管 H! 財 產ヲ換 們シ タル 
トキ ハ 把 保 糊 ハ 代金 ノ上 -I 存在ス 此ノ 場合 二 於 
テ ハ 其ノ 代金 ハ 別 M 之ヲ 保管 スへシ 

第 九 勝 第 一條 ノ國 •國人 又 ハ 法人 ハ 其ノ 者- i 

スル 管理 财產 = 關 シ處 分其ノ 他 / 行爲 ヲ爲ス コ 

トヲ 煜ス 

第 十條管 理財 產ハ管 理二依 リ テ生シ タル 權利二 

基ク 場合 ヲ除 クノ外 民事上 ノ强制 執行 又 ハ 競 ® 

ヲ爲ス コト ヲ得ス 

第 十一 條 財產ノ 管理-一 要 スル 费用ハ 本人 — 屣 ス 

ル 管理 财產 ヲ以テ 之ヲ突 辨 スル コト ヲ得 

第 十二 條 財產ノ 管理 ヲ免 ルル ノ 目的 ヲ以 テ財產 

ノ隱 匿、 處分 ，毀棄 ヲ爲シ 若 ハ 爲 サム トス ル 行 

爲ア リタ ル 者 又 ハ 情 ヲ知リ テ其ノ 處分ヲ 受諾シ 

タル 者 ハ 三部 以下 ノ懲役 又 ハ 五 百 圓 以下 / 3S 金 

-- 處ス 

第 十三 條 左 ■ノ 各號 ノー-一 該當 スル 者 ハ 三月 以下 

ノ趑议 若 ハ 百圓以 下ノ 罰金 又 ハ 拘留 若 ハ 科料  一 I 

.處ス 

一 第二 條ノ 規定-一依 リ命セ ラレ タル 申 吿ヲ爲 

サス又 ハ 虛僞 ノ申吿 ヲ爲シ タル 者 

二 第三 條ノ 規定 二 依 ル當該 官吏 又 ハ 吏員 ノ執 

行ヲ拒 ミ妨ケ 若 ハ 忌避 シ 、調査 資料 ノ提供 

ヲ爲サ ス若ハ 虛僞ノ 調査 資料 ヲ 提供シ 又 ハ 

供述 ヲ拒ミ 若 ハ虛 僞ノ 供述 ヲ爲シ タル 者 

三 第 七 條ノ規 定- 一依 ル 引渡 ノ 命令 — 應セ サル 

者 

附則 

本 令 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 K 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 緊急 勅令に 付て 說 明を 


大正 八 年勒令 第 四百 七十 八號 承諾を 求む ろ 件— 平和 族 約の 1st 施に 伴 ふ 流通 證券 及 h 業 所有® に閱 する 法律案 第一瀆 會の a 
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於き まして 江 木嚣对 から 御 質問が ありました、 平和 
蚱約 の W 施に 伴 ひて 他に 法 fit の 制定を 嬰す る 事柄が 
あるか どうかと 云 ふことの ff 問が 本會識 で •こざい ま 
した、 此質間 に對 して 委 に 於き まして 此事 柄の 
答 辯が あつたか どうで あるかと 云 ふことの 質 間を 發 
せられた 者が ありました、 で此答 辯は 本# 謎に 於て 
法制局 長官から して •答 辯を せらる、 と 云 ふ 趣で あ 
りました からして •委 負會 では 此質間 に對 して 保留 
して ® きました、 それから 第一 临に fj- きまして 色々 
質問が ございました ，特許 糊の 期間に 付て は 色々 , g 
問を 繰返しまして* 其 期間は 一年を 下らず と 云 ふこ 
とに した 點に 付て は 中々 質問が ありました、 平和條 
約 第三 百七胳 の 精神ょ 〇 見て 一年 以上と 云 ふ® 味を 
含んで 居は しない か 又 同 條第 一項に 「一年 ヲ下 ラサ 
ル 期間 内- 1 於 テ ハ 何等 ノ附加 金 又 ハ 過 . nr 料 ヲ徵收 セ 

ラル ル n トナ クー切 ノ行爲 ヲ追 完シ手 綏ヲ 履行 シ料 

金ヲ 納付 シ J とあります るが 故. 一年 以上と 云ふ惹 

味を 含む や 5 に 解 釋せら る、 •又は さう でない のか 

或 ほ I  © 年間は 何等の 茲務 もない 拙 利 者 も 何等の 迷 

惑 も 蒙らない と 云 ふ ®: 味で あるかと 云 ふ 質問が あり 

ました、' 如何にも 一年 以上と 临約 文の 精神から 見て 

解せられ る、 之に關 しては どうで あるか， 政府は 如 

何なる 解 釋を 採つて 居る かと 云 ふ 竹 問が ありました 

此點 に付き ま L ての 答 辯は 條約に ほ 「H、 ミ-ー マム 

オブ •ワン、 ィヤ IJ と 云 ふこと になつ て 居る から 

少く とも 一年と 云 ふことの 答 辯が ございました、 遂 

に此問 題から して 胳約の 原文を 調 3S しなければ なら 

ぬと 云 ふこと に 立 至つ て、 KI 文を ^ んで K つた やう 

な 次第であります る， 此結果 として 政府 委員の 答 辯 

ほ、 一年を 下らざる 期間と あつて 之を 一年に 爲すか 

或 ほ 一年 何 fsf /3 と爲す かと 云 ふ 規定を 要する 次第で 

あると 云 ふ 答 辯を 致しました、 流通 raf 券の 期間は 塍 

約の 原文に te れは三 (75 月と あります るが、 日本に て 

は 六 ® 月と 延長した る ことの 理由の 質問が ありまし 

た、 即ち 地理 上の 關 係から して 本案が 防々 法 ffi とな 

つて 公布 せらる、 までの 間の 時日を 要する と 云 ふこ 

とから して 勝 約 ® 施が BIJ に 一月から 開かれて 三月 ま 

で 三 la /j rr!] と 云 ふ ものは 面ち に經 過す る、 紳 過して 

{t 舞 ふから して 多少 延期した ので あると 答 辯が ござ 

いました、 それから 尤も 第二 條に 至つ ては 色々 な K 

問が 出て 參 りました、 殊に特 rp に 付ての 質問が 多う 

ございました、 其 中を 少しく 御 紹介いた します、 特 


許の 發明考 案の 如き ものを 獨逸 人が 得た ものに 付て 
のこと を 第 I 一條では 書いて ある やうで あるが，® 前 
特許に 付き 獨逸 人が 得た ものを 日本 入が 其 特許を 得 
たと 云 ふとき に ほ、 其 得た る ものに 付ての® 利と 云 
ふ もの ほ條約 實施に 依つ て 糊 利 者に 影響を及ぼさな 
いかどう であるか、 若し 影 if をし ない とすれば、 同 
一の 物品に 付て 二つの 特許 ® 渚が 日本に 在る ことと 
なる が此點 はどうで あるかと 云 ふ 質問が ございまし 
た、 其 答と 致しまして 今回の® 爭に 依つ て獨 逸人が 
特許權 の 効力を 间设 したる 場合には 同じき 特許 糊を 
日本人が 得る と 云 ふやうな ことは ない と® 時 中に 制 
定せ られた 所の 工業 所有 m の戰時 法に 依つて、 獨逸 
人は 皆 工業 所有 權を 失つ たんであります るが、 それ 
に付き 此法 律の 精神に て ほ 特許が 與へ てあつた もの 
に付き □本では やらぬ と 云 ふの か 一 … やらぬ と 云 ふ 
のが 原則に なつて 居ります、 故に 公知 公用に 基いて 
之を やらぬ のであります るかと £;• ふ 質問が ありまし 
た •其 答 辯と して 此場 合に 於き ましても 特許權 が 停 
止せら れて居 つても R 本人に 特許權 を與 へる と 云 ふ 
ことがない と 云 ふ 答 辯が ありました、 それから 戰時 
法に 依る 祺用础 と 特許 權と の內容 に付き 質問が あり 
ました、 共 中 R 本人に 裸 用 免許を 與へ講 和條 約の 成 
立に 依つて 一年 問に 相 當の 手 la を すれば、 敵 國 人は 
從前の 工業 所有 棚を® 復する ことが 出来る、 但し 日 
本 政府が 日本人に 與へ たる ¥ 用 免許_ は 何等 彩 響 も 
しない、 敵 國 人の HIS 所有褪 者を して 何等 賠償を 請 
求せられ、 又は： 相 訴せら るる こと もな くと 云 ふこと 
になれば、 此斟 用郴特 許 糊と 云 ふ もの •か 兩 立して 參 
ると 云 ふこと に 付て、 何 か 此の間に 問題 (X 惹起し は 
しない かと 云 ふことの 質問が ありました. 之に 付き 

ましては 政府は 昨年 來條 約の 维備の 際に佛 g 西大 fill 

に 照 科を 致しました 結果と して、 此點に 付て はま だ 

判然として 居ない、 殊に 其堪 H-J 料 等は 從 前の 特許 權 

X- に 計 » をして 支拂 ふべき ものになる かと 云 ふこと 

に 付て 甚だ 不明で あると 云 ふ 答 辯が ありました、 此 

答 辯の 爲に再 び 質問が 繰 返された のであります、 過 

去に 於き まして ??: 用 免許 糊 者ょり 政府の 収つた 免許 

料に 付て 外國 人民の 特許 權 者に 返す と 云 ふこと にす 

れぱ 今後 n 本人の 再 用 免許 擗者が 專用灌 を實 施す る 

に 付て 特許 础济に 取 用 料を 3i 拂はな ければ ならぬ と 

云 ふこと となつ て-折角 政府の 與へた る此權 利莕の 

効力を 制限せ ら るる 傾が 起つ て 来る、 R. 又 過去に 取 


立つ た 所の 免許 料を 外 國の特 許 棚 者に やる とすれば 
今後収 立つ た 分まで もやらなければ ならぬ、 さう す 
ると 金額の 多寡に も拘 ほ る 重大なる 間 題が 起ら うと 
思 ひます、 何故かと 云 ふと 斯の in き 特別なる }® 利を 
戰時 中とは 言 ひながら 內地 人に 與へた 以上 ほ 之を 保 
護し なければ ならぬ、 さう でなければ 國 民に 對 する 
國 家の 信用に 關する 問題 か 起ら うと 思 ふ、 斯く 申し 
來れぱ 過去に 政府の 收めた 免許 料は 特許 _者 にやる 
ので あるの か、 やらない ので あるか 若し 又 今後 免許 
料は JS ら ぬ と 云 ふこと にす るなら ば 專用權 者が 特許 
權者に 免許 料を 拂 ふの が當然 であると 主張され て も 
致し方は ない、 であります るから して 過去に 收めた 
免許 料を 特許 ■者に やらない とするな らば、 問題は 
總て 解決す るので あるけれ ども、 之を やる と 云 ふこ 
とになる ならば、 問題が 起る だら うと 思 ひます、 此 
點に 付て ほどうで あると 云 ふ 質問が ございました、 
此點 に關 しての 答 (3: 過去の 分は 支拂は ないやう にし 
たいと 思つ て、 佛蘭西 大使に も 聞 合は して 見た けれ 
ども •まだ 此點が 判然し ない、 } lii う 云 ふ 答が ありま 
して、 此點が 議論を 繰 返されて、 決議の 際に №1 人と 
して 希望が 中 出される ことにな つたんで あります る 
第 彐條に 付て (X 極く 簡 敢 な 質問で あつたかと 思 ひま 
す、 第三 條に 付きまして は 「前； 一條 ! >» 規定 ノ 適用 ヲ 
受 クル 事項 卜 同樣ノ 事項-ー シ テ」 云々 と ある、 此 「 
同！ i ノ事明 J と 云 ふことは 甚た 廣義に 失しは しない 
かと 云 ふ 質問が ありました、 で 唯今 申した 通りに 決 
議の際 になり まして 前の 質問に 關 して 免許 料の 多寡 
如何 にも拘らず® 用權 に對 しては 專用 料を 徵 收し特 
許權 者に 對して II り 返還す る 理由を 見 ui す ことが 出 
来ない、 假に 返還す ると したなら ば、 種々 なる 問題 
を 惹起す からして •政府の 態度 信用に 關 する 間 題で 
あるから， 將來 外國の 特許 權 者に 特許料を やる と 云 
ふことの ないやう にして 貰 ひたい、 又 專用權 者が 新 
たなる 負擔 を受 くる ことは 絕對 にいけ ない と 思 ひま 
すから* 此際 希 si を 述べて 置く と 云 ふこと を 申出ら 
れた のであります る •此 希留は 委員 會の 決議と する 
必要が あるか どうかと 云 ふごと を 委員長 (3; 聽 いて 見 
ましたが、 それ 程の 事で ない と 云 ふこと を 述べられ 
ました、 併ながら 此希望 に對し 賛成を 表せられた 方 
もあります るから して 申 述べて 置きます、 決を 採る 
に 際しまして ほ 討論 も 用 ひず、 字句の 修正 も 用 ひず 
政府の 提出した 所の 理由を 委員 會は是 なりと して 原 


案を 可決した 次第であります、 是 にて 報吿を 終 〇 ま 
す、 若し 委員 會の内 容に 付て 御 質問 等 も ございます 
れば 、昨年 病氣後 まだ IE 憶 力 も 十分で ございませぬ 
から、 どうぞ 他の 委肩の 方から 御 申出で になる こと 
と 存じます、 是に 一. 報告 - <£ 終ります。 

〔政府 委員 1-1 田 十 之 如 君 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 C 橫田千 之 助 封) 過 U 本 會議の 席に 江 木 
^ ^ よりの W 問に 對 して 御 答を 致します るが、 平和 
條 約の 中に あります る條 W 屮國際 交渉の 進捗に 伴つ 
て尙ほ 立法す る もの も あり 或は、 事情の もう 少し 判 
明を 待つ て 立法すべき ものが ある、 今 御 協賛を 得 ま 
す 外に 二 三 旣に 提出の 準備に なつて 居る もの も あり 
ます、 併し 江 木 君の 御 質問の 趣意の 憲法 第二 章に 規 
定 して ある 所の 立法 事項、 此立 法事 項を 條 約に 依つ 
て 定めた 時に， 之を 更に 法律の 形式に 依つ て 議會の 
協賛を 經 ると 云 ふこと に 政府は 解 釋 して 居らぬ、 條 
約に 於て 法® を 作るべき ことを 約束した 場合‘ 此場 
合に 於て は 政府は 此條 約に 基いて 法律案を 提出いた 
します るが、 條約 それ 自身に 於て® 利 義務を 定めた 
場合に 於て は •政府は それを 以て 一種の 條約 法規と 
看做します、 新に 其 内容を 法律案と して 議會の 協賛 
を 請 ふと 云 ふ 解 釋を 致して 居らぬ、 此儀を 御 答いた 
します。 

0 江 木 K 君. 條 約の 規定の 內容其 物が 立法 事項を 規 
定 しました 場合に 別に 立法 串 續を耍 する や 否やと 云 
ふことは、 學 者の 問に 於き まして ほ 頗る 議論の ある 
所で あらう と 思 ひます る、 又 我國の 學 者に 於き まし 
て もど ちらかと 申します ると 別に 立法 手 II を 執る ベ 
しとな す 所の 學者が 多い やうに 私は 思 ふので ありま 
する が、 斯の 如き 畕說 上の 問題は 玆に 論ずる の 要 ! 3: 
ない ので •こざいます、 私は 膝 代の 政府が 執來り まし 
た 所の 方針， 即ち 從來の 事例は どうな つて 居る か、 
此 事を 御尋 して 見たい と 思 ふ， 此事 柄は 帝 國議へ ii の 
協 皆® に關 します る 問題で ございます るが 故に、 唯 
一場の 質問 應 答に 依りまして 此 問題の 解決を 付ける 
と 云 ふこと ほ 或 IX 望むべき ことで ないか も 知れ ませ 
ぬが、 併ながら 少く とも此 際 玆に 四百 四十 箇條 に苜 
る 所の 大條約 案， 其 中に ほ 現行の 法律、 例へ ば 民法 
であります とか、 商法であります とか 云 ふやうな 立 
派な 成文に なつて 居ります る 法律に 題して 除外々 設 
けた 所の 規定が 澤山 あるので、 現行の 法律を 條約が 
改正を すると 云 ふやうな 結果を 來たす 次第で ありま 

一四 九 三 


平和 临約 の K 施に 伴 ふ琉通 證券 及エ栾 所有 糊に 關する 法 fit 案 ? rs i af? ® の® 


院族 fj: 鲟 赘汊 帝 问二 十四 芡 


|す るが 故に* 從來の 事例と？ , ■•; し 合して 見まして •玆 
に 搏來に 執らる ベ =. •、所の 方針と 云 ふ ものを 我々 が 了 
解して 居る ことの 必要が あらう と 思 ひます， 從來の 
$ 例が どうな つて屛 り •* する かと 云 ふこと を 先づ以 
て 伺 ひたい。 

一政 府委员 磺 田 千 之 肋 君 演按に 登る〕 

0 政府 委員 (摘 田 千 之 肋 打〕 御 答いた します、 從來 
の辨剁 ほ 私の 見る 所に 依り ■* すと 一定して 居 〇ま せ 
ぬ* 併し 最近の 事例に 於き ましては 立法 事項を 條約 
で 定めた ときに 條約 それ 自 身が 公式 令に te つて 公布 
する， それを 以て 別に 法律案を ili す 手 紐を 執らぬ 例 
が胫 近あります、 それ ほ 大正 三年の 船舶 衝突に (-J- て 
規定の 統一に 關 する條 約、 海難に 於け る 救援 救 肋に 

付ての 規定の 統一に 關す る條約 •是等 の條 約の 内容 

は 諶く 商法、 民法、 是等 の關 係の 除外例を 爲す 規定 

が 多い、 併ながら 之に 付て 別に 法律案を 提出いた さ 

なかつ たのであります、 其 他 江 木 君の 揭げ られた 例 

の 中に も 必ず 是が 法律を 改めて 出した と 云 ふ 意味で 

もない ものが ある >  條 約の 規定に 斯う 云 ふ ものが あ 

るぞと 云 ふ 所の 注意 喚起の 法條 である •例外 法に 對 

する 一般 法規に 於て 他に 例外 法が あると 云 ふやうな 

s を ® いた 條孭と 云 ふ ものは 今日 あるので ありま 

する が、 今日までの 事例に 於き ましては 學 者の 說が 

二つに 分れて 居ります るが •條 約に 於て 立法 事項を 

定めた 場合に 於ても 日本の 憲法に 於て は 別に 法律案 

を 提出 m ir の 協 寶を經 べき もので ない と 云 ふ 事 

例が 多い やうに 考へて 居る" 

〇 江 木 ^ 対 f.'.J ほ 念の 爲に伺 ひます るが、 ni 今 御 擧 

げにな りました 所の 大正 三年 二月の 條 約、 海上 姻突 

豫防 、並に 海 雛 救援に 關 する 規定の 絞 一に 關す る條 

約 •此以 外に あるか 分らぬ のです か。 

〔政府 委員 描 田 千 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府 © . 員 田 千 之 助 君) 餘程 以前の ことで あり 

ますが、 明治 二十 八 年、 九 年であります、 此 日淸講 

和條 約に 於て 國籍肢 得の 場合に 於け る條約 •條 約に 

於て 國 一; 取得の 事を 取 定めた ことがあります •其 a 

に付きましても 矢張り 條約其 物を 以て 法律と 看做し 

て 居る 場合が あると 記憶して 居ります。 

〇 江 木 翼 君 明治 二 十七、 八 年の 事例は 私 も 能く 調 

ベて 居り ませぬ が、 大正 三年 即ち 明治 四十 何年で ご 

ざいます か 公式 令の 公布に なりました 以後の 事例に 

付きまして ほ 詳しく 調べて 見た のであります、 所が 


大正 三年 二月の 海 k si 突 裸 防に 關する 所の條 約の 內 
容 を S します 所の 立法 事項の 私が 考へ ます 所で it 全 
部と 云 ふ もの (3; 旣に 海上® 突 裸 防 法 等に 於て 定めて 
ある nf lpj の やうに 思 ふので あります •其 以前 旣に立 
法の 手 Q を綷 たもので ある やうに 思 ふ •從 ひまして 
殊史に 新なる 立法の 手續 をす るに 及ばぬ、 それから 
海 ii 救助に 付ての W 定の統 一に 關す る條 約、 此條約 
に 付て は 成る ほど 邦 當 時に 於き ましても 何等の 條約 
もなかつ た、 恰も 海上® 突に 關 する 立法の 手 la を 執 
つてな かつた のであります が、 若し 政府に 於て 十分 
御調 将： になります と： k ふと、 多分 水難 救助 法の 二十 
三條と 云 ふ ものを 御览 になり ますれば、 條約に 別段 
の 定めが ある 場合には 水難 救助 法と 云 ふ ものは 適用 
しないが >  其 定めがない 場合には 之を 適用す ると 云 
ふ葸 味を 含ませて 法 s の 規定が m 来て 居ります 1 恰 
も關税 法の 第 一條に 條約に 於て 特別の 協定を 經たる 
税率に 付て は Jt 協定に ffi ると 極めた のと 同一の 意味 
の 規定が ある、 それ故に 此點に 付て は 立法の 手續を 
要しないで 法律の 効力を 發生せ しめる と 云 ふ 事の 意 
味が 明白で あると 思 ふ、 斯う 考 へて 見る と •政府が 
喻今 擧られ ました 一二の 事例に 付きて 見ます と、 殆 
ど 我國の 事例と 云 ふ ものは、 立法 手續を 執つて 居る 
若く は 立法の 上に 旣に豫 想して 居る こ. とで ある、 新 
なる 手綏を 執る 事を 必要と しない 手段を 豫め立 法の 
上に 執つ て 居る と 云 ふ 意味が 明白で. あると 思 ふので 
あります、 然るの みならず 更に 此 立法 手續を 執りた 
る 方の 例を 擧げて 見 ますれば 殆ど 枚 擧に遑 ない 程 あ 
るので あります、 條約 締結の 前後 批准の 前 若く ほ 後 
に 於て 立法の 手續を 執りました 場合が 非常に 多い、 

狴 細なる 事まで 立法の 手 絡を 執つて 居る、 例へ ば亞 

米 利 加と 腦虎 、腿 肭獸 の !® 獲を 禁止す ると 云 ふ、 條約 

を 締結す る、 其當 時の 議會 に旣に 禁止の 法津と 云 ふ 

ものを 制定す る， 其 外 擧げ來 り ますれば 多々 あるの 

であります 、殆ど 是まで の 事例に 於き ましては、 立 

法事 項を 條 約に 依つ て 規定した 場合に ほ 更に 立法の 

手續を執ると云ふことほ、日本の事例に於て殆ど例 

外がない のであります、 唯ー ニの 事例が あつたから 

と 云うて、 此議會 の 協賛 權と云 ふ ものを 防止す ると 

云 ふこと ほ 私は 斷じて 出 來ない ことでは ないかと 思 

ふので あります >  一 體 今回の 條 約を 見ます るのに、 

非常に 重耍な 事柄を 多々 定めて 居る のであります、 

M 々たる 所の 立法の 事項を 極めて 居る とか 居らぬ と 


か 云 ふ 問 6! で 私は 彼れ 此れ 直ぐに 異砰を 挟む と 云 ふ 
S 味で ほ ありませ ぬけれ ども 饨なが ら 今回の 條約が 
締結され ました 以後の 111: 界列國 、殊に 此同 盟國聯 合 
K に 於き まして 執 〇 ました 所の 手 ^ li どう 云 ふ 具合 
になつ て 居る かと 申します ると 旣に 日本と as 々遨法 
上の 手鯓等 に 於て ほ 一致して 居る 所の S、 例へ ば 英 
國の 如きに 於き まして (i: 、 此 六月 二十 八 R に 調印が 
終ります る や ?? や. 商ち に 議會に 本 間 題と 云 ふ もの 
は 報吿せ られ た、 而 かも 四百 四十 箇婼の 全部と 云 ふ 
ものが 金 部 厳 1- 付せられ て 居る やうに 思 ふ、 申 上げ 
まする 迄 もな く、 英吉利の 憲法 上の 事例 ほ國 民の陬 
利 義務に 關 する 事柄、 例へ ば 通商 條約の 如き ものは 
議會の 協賛を 經 ると！ K ふこと になつ て 居ります が、 
普通の 平和 條 約に 付て は議 會の議 を經て 居らない の 
であります、 それでも 四百 四十 箇條の 全文と 云 ふ も 
のを 議に 付して 居る やうに 思 ふので あります •是は _ 
私は 此 平和 條約ほ 此職爭 の大な るに 顧み -t 將來の 平 
和を 確立せ むと する 所の lit 大企 圖に對 して， 國民的 
理腿 並に 國民的 決意を 以て 此將來 の - 111 界の 平和に 貢 
獻しや うとす る 此意圖 から 出て 居る ものでは ないか 
と 思 ふので あります、 其 他の 國に 於ても 憲法 上の 事 
例は 多く ほ條約 全部を 議會に 付す ると 云 ふ國は ない 
のであります、 例へ ば 今日の 獨 逸と條 約の 如きは 憲 
法 上 別であります が、 他に 於て は 其 事例が 無い に拘 
らず 、全文を 掛けて 居る 所が 少くな い、 然るに 我國 
に 於て はどうで あるかと 云 ふと、 六月 一一 十八 日の 締 
結 後 何等 臨時 議會其 他に 報吿 等がない のみならず… 
何等の 手續が ない のみならず、 是 までの 事例と 致し 
ましては 殆ど 政府に 於て はどう 御認 になる であらう 
か、 大部分の 立法 事項と S ふ ものは 條 約に 極めた 場 
合に 於て は 更に 立法 手續を 執る と 云 ふ 事例の 多い と 
云 ふことは， 假に一 步を讓 つても 少 くも 必ず 御認に 
なる であらう と 思 ひます が、 其 事例をまで 無視して 
立法 手續を 執ら ざら むと せらる、 のは、 どうしても 
本員は 了解す る ことが 出来ない、 世界の 所謂 大勢に 
逆行して 行く ので ある， 憲法 上の 解釋 は兩樣 に解釋 
が 出来る としても、 旣に 事泖が 期の 如くで ある 以上 
ほ •當然 其 事例を 追 はれる のが 當然 ではない かと 私 
は 思 ふので あります、 兎に角 此點は 私 (3- 唯今 政府 委 
員が 御述 になり ました ことに 付きまして、 其 事例が 
甚だ 適合して 居らぬ、 從 つて 政府 委員の 御說 明に 私 
は 承服し ない、 此點 に 付て は 政府に 於ても 再思 三 考 


せられむ ことを 希 ^ いたします ると に* 父 本 K 
の 諸 公 閣下に 药 しまして は 此 間 題が $■ 金の® 資 
湘 に關 する 問 a であると しまして 十 ^ c til .H .^ を as 
ひたいと思ふ 0 でございます，尙ほ !^ : ^ !.7, .、〗します 
る 法 ai 案が 問 Bi になつ て 罟〇ま する ^". to に‘ Ilt H rt 
に 於き ましてもう j つ ? t 問を 致したい と 思 ひます、 
それ ほ 外の JJf では ございませぬ が、 ia 般 …… 一月の 
十日 0 勅令第八號を見ますると、：=木が今1;5際桡 
盟の 執行委員 科と 申したら Ti しう ございます か、 5? 
は W: 大國 と tts したら 1: しう ございます か …： より 校 
治の 委 任 を 受 くべき 箬にな つて 居る 所の 占 ra 地に 関 
する 所の 施政に 關し ては 常 分の 屮從 前の 例に te ると 
云 ふこと になつて 居る、 是 ほ此 相 合に 於て 或は 私 (J 
已むを得ない 處 la であると 見て S; からう と 思 ひます 
るが、 偖て 此 南洋の 諸 E- に對 する 所の 統治の 根 木 法 
と 一} T ふ ものは •政府に 於て は 如何にな さる 御考 であ 
るか、 從つて 一時は 假に斯 う 云 ふ 所の预 fi 的 手段を 
御 執りに なつた と 致しましても 木議 ^ 中 改めて 何 か 
立法 手續を 御 執りな さる 御 趣® であるか どうか、 例 
へば 臺 1 f に對 して ほ 彼の 荇 名なる 所の 六十 三號 •或 
ほ 朝鮮に 對して は 制令 糊を 與へ たる 所の 法 鉗と.： 4 ふ 
ものが あります るが、 矢張り 此 南洋諸島に 對 しても 
斯の 如き 手段を 執らる、 爲に 本議會 に 立法 手 給を な 
さる 御考で あるか どうで あるか、 此點に 付て 當 局の 
御 考を御 尋ねして 置きたい と 思 ひます。 

〔政府® 員® 田 千 之 助 君 演壇に 登る〕 

0 政府 委 M C 橫田千 之 肋 君〕 南洋の 委任 統治の こと 
に對 しては、 今 私が 御 答いた しました M 頭に 於て 申 
上げました 所の、 事情の 判明に 伴 ひまして 立法を す 
べき 事項が 生ずる かも 知れぬ、 斯う 申しました 其 中 
に 這 入つ て 居る のでありまして 海軍 當 局の 今 調査 中 
の 事項に なつて 居ります。 

0 江 木 翼 君左樣 いたします ると 委任 統治を 受けら 
るべき 所の 南洋諸島に 付きまして は、  •帝國 の 領土と 
して、 即ち 帝威 憲法の 施行 せらる、 所の M K として 
立法を なさる、 斯う 云 ふ 御 方針と- 放つ て 宜しう ござ 
います か。 

〔政府 委員橫 田 千 之 肋 君 演壇に 登る〕' 

〇 政府 委員 (横 田 千 之 助 君) それ 等の 點に 付き まし 
て も 今 海軍 當 局と 彼の地の 事情， それ 等 種々 の 事柄 
に 付て 攻究を 盡した 後でなければ、 正確なる 御 答を 
する 時期に 到達せ ぬのであります。 


P? 族 R! 帝 盱二 十 叫尔 


〇江 木雜赵 條約の 二 十二 條を 見ます れば 、南洋 諸と ならざる か、 IIP ち 特許 撋 者と 禅 W 搠 者と 二つ ある 


B の ^ tt に 付て は 極めて 明確なる 所の 條項と 云 ふ も 
のが 揭 けて ある、 即ち m 作 諸. M の 如きは 「受芘 阈領 
土の 擗成部 分と して - K- の 0 法の 下に 施政を 行 ふを 以 
て最 fj とす I 受 ffi M 領土 〇 辟 成 部分は 英分を 見ます 
と 碗 か —; アズ 、イン テグ ラル、 ボ ー ショ ンス 、オブ 
イゥッ 、テリ トリ ー ，一とあります* 日本領 土の I 部 
をな して！ ig る …… 分つべからざる 所の | をな す もの 
として、 然も 受任 阈の阀 13 の 下に 統治を する を 訄轉 
とすると 云 ふこと を 認めて ^; • るので あります から、 
!I'h 趣总 から 申し ますれば 恰も. ¥sr 或は #: 太な りの 
其 K 域が 日本の 統治に® する や ? f や 闾ち に潢 法を 施 
行せられ たと Iri] 様の 手 ^ を 執らる る 土地で あると 私 
は M ひます が、 政府は 左桡に 御考 にはなら ぬので ご 

ざいます か尙ほ . 

一政 府娈 S 猫 田 千 之 肋 君 演攒に 登る〕 

〇 政府 委 J4 (®w 千 之 肋 君〕 其 解 踝に 付きまして は 

二 櫧の漭 論が ある やうであります、 今 江 木 君の 言は 

れるが 如き 意味 合に 於て、 總 ての 處 la と 云 ふ ものを 

港 行すべく 外 称 常 局 及 海 :' li 常 局 も afi めて 尻る やうで 

あ 〇 ます、 ■併し 他の 列阀 との 關係 もありまして、 果 

して江木れの言はれるが如く，全然領土と見て [.0 1 

の 法令の 下に 支 ® - r る こ •'が / II 來る かどう かと 云 ふ 

ことは、 今後の 阈際交 捗に 俟 つべき yf 項が ある だら 

うと 思 ひます •是だ けの ことを 申 上げます。 

o fl,l £. 奥 平 PJ 恭 sfr fis ちに 第二 坑© を 開かれむ こと 

を 希 5? します e 

0 謎 長 (公 £德川家達右〕まだ少し御平いやうでご 

ざいます、 阪符男 

〔男 ^ 阪谷 y: 郎君 flic ® に 登る〕 

〇 男 辟 阪谷力 郞封 本 u ii llt 法 钳案 に關 係いた しま 

して •法律上の 疑 a ある 點 をち よつ と 確め て闶 きた 

いと考 へます、 是は委 il 丧 より も 政府より 御 答 辯を 

願つ た 方が 便利で あらう と考 へます、 御 承知の 如く 

に 特許 {i に付きまして は、 特許 糊と 斟用褪 と 二つの 

№1 利が |« 立いた した ^ になる、 H 菜 所有 糊の Ills 時 法 

と共に 平時の 時代に； m 入つ て來た のであります、 そ 

こで 现在の 法 fu の 上に 聊か 疑 a かあります るで， 政 
府 より 其 疑 ^ に 付て 言明いた し r 其 ®: - 31 を 明かに し 

て ® きたい. と 考 へます、 第 iii llt ffi 逸人の 特許檝 に 

係る 發明 ほ 特許 ^ 者の祇 訊を 3 ! て K 施す る 時は 萬 W 

阱 者の 承諾を 得ざる も® 時 H 絮 所有 權法 に te る 犯罪 


其の 特許 簡者の 承諾を 得て、 g 施した 場合には、 專 
用 權 者の 承諾が なくつ て も、® 時 工業 所有權 法に 依 
る 犯罪と ならぬ か、 其 m を 一つ 伺つ て 置きたい、 そ 
れ から 第二 ix 萬 i-li 糊 ^ の 承諾を 得て 同一の 發明 を實 
施す ると きは 特許 拙 奢の 承諾な きも 特許 鼎の 侵害と 
ならざる か、 即ち 第二の 場合 (X 萬 用 ^ 者が 放 詰を し 
て 锊 施した 場合 ほ、 特許 檝漭の 承諾が なく つても 特 
許 法の g 窖とな らぬ か、 御 承知の 如くに 特許法の 方 
の侵齊 は 申*: に te つて 卵を 俟つや うにな つて 居る、 
工業 所有® の戰時 法の 方は 中 ?1 V を俟 たずして 直ちに 
犯罪を 11 成す る ことになる、 ちょつ とそ こに 疑義が 
生じて 來 るので あります、 それから 第三 ほ專 用權者 
の 承 諸を 得て 其 發明を 實施す ると きは、 職 時 工業 所 
有 拙 法 上 適法で あるか どうか、 即ち 此專用 棚' 者の 承 
諾を得 て發 明を 宵 施した 場合は、 哦 時 工業 所有權 上 
で それ ほ 適法と 認むる や 否や >  それ から 第 四は、 專 
用權の 目的に 係る 特許 ® に 無効の 原因 あるときは 其 
特許の 無効 群 判を 請求し 之を 無効と 爲し得 べし 此場 
合に 於て ¥刖 撾は 勿論 無効なる ものと 解して 差 支な 
き や、 もう /! 1 願 前に 旣に新 lit-I 雜誌 に / 11 て 居つ たと 云 
ふやうな ことで、 其の 無効の 原因と なる か、 どうか 
—— 其 特許の 無効 麻 判を 11!; 求し、 之を 無効と なし 得 
るで あらう と 思 ひ奁 する' か >  此 場 <E に 於て專 用 _は 
勿論 無 妫とな る ものと 解 釋 して 差 支ない か ^ うか、 
是は前 申しました 此特許 棚と ¥ 用權 との 1 1 つの擗 利 
が I つの 特許に 付て 並立した やうな 場合に なつて 居 
〇 ます、 斯う 云 ふ Ma を 生 十る 譯で あるので ござい 
ます、 別に Irt 本案に 付て 異 か ある _では ございま 
せぬ けれども 、此 場合に 法律上の 疑義の 意思を 明に 

致して lift きたいと 考 へまして 當局 者の 辯 明を 求めて 

罱 きます。 

〔政府 委 K 中 井 励 作 君 演 咕 に 登る J 

0 政府 委 M 屮 并 勵作对 〕 _ 今の 阪谷男 K の 御 質問 
に 封して 私ょり 御 答を 致します、 第一の 獨逸 A の特 
許 g に 係る 發明は 特許 權莕 の祇諾 を煜 て ® 施す ると 

き ほ ^ «! 糊 奢の 承諾を 得ざる も® 時 工業 所有 權法に 
故 つて 犯罪と ならざる や 否やと 云 ふ點 に付きまして 
は， 特許 糊と 專刖權 と (i 各 別に 存在いた します る も 

のと 解 _ぃた して 居ります が 故に、 第一の 御 尋の場 
合には 犯罪と ならず と 解 糙いた して 居ります、 それ 
から 第二の 再 用 類 渚の 眾諾を 得て 同一發 明を 實 施す 


ると きは 特許 ffl 渚の 承諾な きも 特許 權の 倥 害と なら 
ざる や 否や •此點 に付きまして は 此堞用 權と申 しま 
すのは 御 承知の 通り 公益 上 又は ill 事 上 必要の ござい 
まする 場合に 特に 免許を なして、 其 類 利が 設定せ ら 
れま した もので ごさいまして 是は他 人の 特許 棚の 如 
き H 施を 承諾す る ことは m 來ま せない ものと 解 @ い 
たして 居ります が 故に •專用 糊 者の 承訪を 得て 同一 
發 明を S 施す る やぅな 場 ft- はない ものと 解 釋い たし 
ます、 第三 - ¥ 用 滞' 者の祇 諾を得 て K 發明 を K 施す る 
ときは 戰畤 工業 所 右 權法上 適法な り や 否やと 云 ふこ 
とに 付きまして、 唯今 第二の 點に申 述べました 如く 
邱用權 湃の 承諾を 煜 て其發 明を 斑 施す ると 云 ふこと 
は 誠め ない 解 釋で ごさいます から、 自然 此 問題は 御 
了解 下さる こと、 存じます 第 四 1: 用權の 目的に 係る 
特許® に 無効の 原因が あるときは 其 特許 權の 無効 審 
判を |?1 求して 之を 無効と なした 場合に 事 用權は 無効 
となる か 否やと 云 ふ 點 に付きまして は， 先刻 も申述 
ベました 如く 此离 用權は 軍事上 又は 公益 上必嬰 がご 
ざいます る 場合に 特に 免許を 致しまして 設定せられ 
ました 權利 でございますから、 假令其 源で ございま 
した 特許 稲に 無効の 原 M が あつて 無効に なりまして 
も其毋 H! 嵇は擺 立に 別に 存在いた しまして 無効と な 
らない ものと 解 釋い たして 居ります、 右 御 答いた し 
まづ 

〇 載 長 (公 K 德川家 達 君) 本案の 第 i ir を 開く ベ 
しとす る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

0 議長 c 公 I£f 徳川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

〇 男爵 中 川 興畏君 本案に 對 しては 大分 御 質 間は ご 
ざいました が、 此案に 斡して 別に 御 異存は ないやぅ 
に 思 ひます から、 直ちに 第二®  1 a を 開かれむ ことを 
圉み ます、 

〇 子 辟 Eg 大路 吉光君 賛成いた します。 

0 議長 (公斟 德川家 達 君) 直ちに 第二 1® 會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か" 

〔 I 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 公 辟 德川家 達 ^ :} 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公 掼德川 家 達 〇 全部を 叫 KIJ に 供し ます… 
原案に 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御異蕺 ない と 認めます。 
〇 男 B 中 川 興 長 君 直ちに 第： 二® 會を開 かれむ こと 


を菌み ます。 

0 -J- 爵西 大路吉 光 君 賛成。 

011 長 C 公爵 德川家 達 君〕 直ちに 第三 讀會を 開いて 
御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 , .-: J 5 公脬始 川 家 達 君，) 御 異； I ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 第二 讚 會の 決議 通りで 御 
異存 ごさい ませぬ か" 

〔 「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕， 

〇 議長 公路 徳川家 達 君〕 御 異_な いと 認めます、 
明 十三 日 午前 十 時より 開會 いたします， ® 事 日程は 
決定 次第 御 通知に 及びます、 本 U は是 にて 散會" 

本 前 十一 時 二十 六 分散 會 


0 大正 九 年 ~ 月 十三 日 (金曜 B〕 

午前 十 時 六 分 開 11 
It 事 a 程 第 十二 號 

第一 相 馬哲平 君讅暇 の 件 

S  —1 案 (職 蘭 l g/li 付) 第 
II 會  i 

第三 所得税 法の 施行に 關 する 法 i  (撇 P 娜 


1 第一 讀畲 


第 四 酒— 法 中 改正 法 5 S A 織 請 f ■付) 第 

- S 

第五 酒精 及 酒精 舍 有 飲料 税法 中. «: 正 法律案 

(till 付) 第一 讀 fllM、 〆 
第六麥 酒 稅 法中改 it 法律 卖 (I 雛 1 溫 4 
I 讀會 

第 七 明治 到 十 I 年 法律 第一 一十 四號中 改正 法律 
案 m Kr ^ sffi 付) 第 5 會 
苒 八 國倩偕 運 貧 金の 繰 入を 爲 ささる ことに 關 
する 法 雲 第一 讀會 

〇 議長 e 公 tell 川 家 達 君) 是 ょり 書記官を して 諸般 
の 報告を 致させます。 

〔岡 書記官 朗 S 〕 

昨 十二 日 本院に 於て 可決した る 左の 政府 提出 案は 
即 H 之を 衆 誠 院に浍 付せ 〇 

平和 條約 の實施 に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 所有 權に 
關する 法律案 

同日 特別委 M i,1- に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 
名 左の 如し 


平和 ! 1,1 約の W 施に 作 ふ 流 ilfi lfll 芬及 ェ纪所冇糊に關する法钳案第二 |?.: €? 第三 10 符 


四 九 五 


院族 r〔 汽苽 '7 巧 冋 二十 网 第 


所焊投法改正法律案笕|讚台 
陸 , 4II 5KI 法 符遒法 案外 六 件 特別委 n f/ I 

委 長  松 室  致 君 
副 委員長  男爵 中 村 雄 次 郞嵙 
同日 常 fr: 委 a f7 に 於て 補 閑 選舉に 常 選した る JE 副 
委 fl 得 の 氏名 左の 如し 
決筇委 員 會 

委員長  男 I 村箝一 君 
8 員 長  子 I 村 益 三 君 
同日 決览委 M 分科 f? に 於て 補 闕潠 擧に當 選した る 
主充の 氏名 左の 如し 

第二 分科  主査 子爵 池 田 政 時 君 
同 R 請願 姿 M 長より 左の 報吿皙 を 提出せ り 
請願 文 ;1  f 表 第 四 回報 齿® 

〇蕺長 (公 辟 德川家 達 君) 是 より 木 日の 會_ を 開き 

ます， 11 琪 日 程 第一、 相 馬 fr 平 君 請暇の 件， 病 氣に 

付き 十七 日間の 請暇で ございます、 許可を 致して 御 

異存 ございませぬ か。 

〔「異謬なし」と呼ふ者あり〕 

〇識長 c 公爵， fi 川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます， 

御 興 議な ければ 日程 第二より 第 七の 本案は 朿 ねて 說 

明を 煩は します。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇讁長 C 公爵 德川家 達 君〕 通牒 文の 朗讀は 本日 も 省 

略いた したいと 存じます、 御 異議は ございませぬ か 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

〇闞 長 (公 !# 徳川家 達 君〕 第二、 所得税 法改正 法律 

案 第三， 所得税 法の 施行に 關 する 法律案、 第 四、 酒 

造 税法 中 改正 法律案、 第五、 酒精 及 酒精 含有 飲料 稅 

法 中 改正 法律案、 第 六、 麥酒税 法 中 改正 法律案、 第 

七， 明治 四十 一年 法卽案 第二 十四 號中 改正 法律案、 

政府 提 m, 衆 誠 院送 付， 第一 讀會。 

〔左の 送付 文 及 議案は 朗讀 を經 さる も參 照の 

ため 玆に 載錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

所得税 法改正 法律案 

右 政府提 /!■', 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て _院 法 

第五 十四條 に ffi り 及 ; S 付 候 也 

大正 九 年 二 月 十日 

衆議 院議 長大 岡 育造 

贵族 院議 長 公爵 德川家 達 殿 

へ 行間 空な きもの 及※ は 衆議院の) 

一修 正文 —— は 同 削除の 符號 なり j 


所得 ^ 法 

第 一條 本 y: 施行 地-一 住所 ヲ有シ 又 ハ ー年 以上 居 
所 ヲ有ス ル 者 ハ 本 法 = 依 y 所得 稅ヲ 納ムル 義務 

アル モノ トス 

第二 條前條 ノ 規定 — 該當セ サル 者 左ノ谷 號ノ  I 
二 該常 スル トキ ハ 其ノ 所得- 1 付 テノミ 所得税 ヲ 
納ムル 義務 アル モノ トス 
一 本 法 施行 地-一 資產又 ハ 營業ヲ 有 スル トキ 
一一 本 法 施行 地 — 於 テ公值 、社 fa 、 銀行 定期 预 
金 又 ハ 定期預金 ノ性® ヲ有ス ル 銀行 預金 ノ 
利子 支 拂ヲ受 クル トキ 

三本 法 施行 地- 一 本店 又 ハ 主 タル 1}¢ 務所 ヲ有ス 
ル 法人 ヨリ 利益 若 ハ 利息 ノ配當 、剩 餘金ノ 
分配 又 ハ 利益 若 ハ 剩餘金 ノ處分 タル 赏與若 
ハ 賞與ノ 性質 ヲ有 スル 給 與ヲ受 クル トキ 
第三 條所煜 税ハ 左ノ所 得 二 付之ヲ 賦課 ス 
第一 種 

甲 法人 ノ 超過 所得 
乙 法人 ノ 留保 所得 
丙 法人 ノ淸算 所得 

丁 本 法 施行 地- 一 本店 又 ハ 主 タル 事務所 ヲ有 
セ サル 法人 ノ本法 施行 地- 1 於 ケル 資產又 
ハ 營業 ヨリ 生 スル 所得 

第二 種 

甲 本 法 施行 地-一 於テ茭 拂ヲ受 クル 公債 >  社 
债 、銀行 定期預金 又 ハ 定期预 金ノ 性質 ヲ 
有 スル 銀行 預金 ノ 利子 

乙 第 一條 / 規定-一 該當セ サル 者 ノ本法 施行 
地-一本 店 又 ハ 主 タル 事務所 ヲ有ス ル 法人 
ヨリ 受 クル 利益 若 ハ 利息 ノ配當 、剩餘 金 

ノ分配 又 ハ 利益 若 ハ 剩餘金 ノ處分 タル 賞 

與若ハ 賞 興/性質 ヲ有ス ル給與 

第三 種 

第二 種-一 搦セ. サル 個人 ノ所得 

第四條 法人 ノ所煜 ハ 各 事業年度 ノ總 益金 ヨリ 總 

損金 ヲ 控除シ タル 金額-一依 ル但シ 保險會 社- 一 在 

リテハ 谷 事業年度 ノ利 益金 又 ハ剩餘 金-一依 ル 

■前項 ノ場 合一 一 於テ總 益金 中 第二 種 ノ所得 アルト 

キハ所 得 税ヲ課 セラ レ タルト 否 トヲ兕 ハス 之 ヲ 

tel 除 セス 保險會 社 ノ利 益金 又 ハ 細 餘金ノ 計算 二 

付 亦 同/ ゾ— 

本 法 施行 地 一一 本店 又 ハ 主 タル 事務所 ヲ有セ サル 


法人 ノ所得 ハ 本 法 施行 他 二 於 ケル ! 5 產又ハ 管 菜 
-- 付 前 二 53 ノ規定 -I 氓 シ之 ヲ計筘 ス 
法人 力 事業年度 中 M 解散 シ又ハ 合併- 1 因 リテ消 
滅シ タル 場合 — 於 テ ハ 其ノ事 業 年度 ノ始 ヨリ 解 
散 又 ハ 合併- 1 至 ル 迄 ノ 期間 ヲ以テ ー琪業 年度 卜 
看做 ス 

第五 條 法人 ノ各事 業 年度 ノ所得 力 同年 度ノ rt 本 
金額-一 對シ年 百 分 ノ八ノ 割合 ヲ以テ 算出 シ タル 
金額 ヲ超過 ス ル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ヲ以テ 法人 
ノ 超過 所得 トス 

第六條 法人 ノ谷 事業年度 ノ 資本金 額 ハ 各月 末 — 
於 ケル 拂込 株式 金額、 出資金 額 又 ハ 基金 及 積 立 
金額 ノ月割 平均 ヲ以 テ之ヲ 計算 ス 
前項 計算 ノ 場合- 1 於 テ 繰越 缺損金 アル トキ ハ 其 
ノ各 月末 M 於 ケル 金額 ノ月割 平均 ヲ以テ 之ヲ計 
算シ 資本金 額 ヨリ 控除 ス 

第 七 條本法 施行 地 M 本店 若 ハ 主 タル 事務所 ヲ有 
セ サル 法人 又 ハ 所得税 ヲ課ス へ キ所得 卜其ノ 他 
ノ所煜 トヲ有 スル 法人 ノ备 事業年度 ノ 資本金 額 
ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ之ヲ 計算 ス 

第八條 本 法 = 於 テ 積立金 卜稱ス ル ハ 積立金 其ノ 
他 名義 ノ何 タル ヲ問ハ ス 法人 ノ所得 中其ノ 留保 
シタル モノ ヲ謂フ 

第 九 條 法人 ノ备 事業年度 ノ所煜 中 積立金 卜爲シ 
タル 金額 ヲ以テ 法人 ノ 留保 所得 トス 
法人 力 積立金 ヲ減少 シタルト キハ 其ノ 減少 額ヲ 
塡補 スル-一至 ル 迄其ノ 後ノ谷 事業年度 ノ 留保 所 
得 一一 付 所得税 ヲ課セ ス 

積立金 ヲ 減少 シ タル 法人 力 合併-一因 y テ 消滅シ 
タル トキ ハ 合併 後存 ®i スル 法人 又 ハ 合併 M 因リ 
テ 設立シ タル 法人-一 付 前項 ノ 規定 ヲ適用 ス徂シ 
合併 ノ際 合併 M 因リテ 消滅シ タル 法人 ノ 積立金 
ヲ以テ 合 仲 後存續 スル 法人 又 ハ 合併- 1 因 リテ設 
立シ タル 法人 ノ株式 金額 又 ハ m 資金 額-一充 當シ 
タルモ ノ-一 付 テ ハ此ノ 限- 1 在 ラス 

第 十條 法人 解散 シタル 場合 M 於 テ 其ノ殘 餘財產 
ノ價額 力 解散 當時 ノ拂込 株式 金額、 出資金 額、 
積立金 額 及 最後 ノ事業 年度 n 於 ケル 留保 所得 ノ 
合計 金額 ヲ 超過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ヲ以テ 
法人 ノ淸 » 所得 トス 

法人 合併 ヲ爲シ タル 場合- 1 於 テ 合併- 1 因 リテ消 
滅シ タル 法人 ノ株主 又 ハ 社员力 合併 後 存續ス ル 


一四 九 六 

法人若ハ合併-1因リテ設立シタか ;;-. 4 \ 3 9合併 
-1 因 y テ 取得 スル 株式 ノ拂 込濟 金額 又 ハ 出資金 
額 及 金 II ノ總額 力合肿--0リテ泔滅シタ 11- 法\ 
ノ合併常時ノ ^ :: : :叫川資金額、稹立金 
及 圮 後 ノ琪粢 年度-一 於ヶ >1- 留保 所 iy ノ合时 金 糾 
ヲ 超過 スル トキ ハ 其 ノ超過 金額 ハ 之ヲ八 E 併-一因 
リテ消 滅シ タル 法 入ノ沾 j,': Fr m 卜 7/ tl ' 、 

第 十 一條 合併 後存 拉 スル 法， ゝ又ハ 合併- l ra y テ 
設立シ タル 法人 ハ 合併 11 因リテ 消滅 シ -V 
ノ所得 -I 付 所得税 ヲ納ム ル袭務 アル モノ トス 
第 十二條 第二® ノ所捋 ハ 其ノ支 拂 ヲ受ク ヘキ 金 
額 £ ル 

第 十三 條第彐 種ノ所 得 ハ 左ノ 各號ノ 規定- |依リ 
之ヲ笫 出 ス 

一 俸給 給料 歳 奶 年金 恩給 退 〇 料及此 1 ノ性 K 
ヲ有ス ル給與 、營業 m 非 サル 0 金ノ 利子 並 
第二 種ノ 所得 — ®) セ サル 公似 社 fl'i 及 W 金 ノ 
利子 ハ 其 ノ收入 预算 年額 
二 田 又 ハ 畑ノ 所得 ハ 前 三年 間 毎年 ノ總收 入金 
額 ヨリ 必 耍ノ經 S ヲ控 除シ タルモ ノノ 平均 
二 依リ « 出 シタル 收入预 3? 年額 但シ 前； 二 年 
以来 引續キ 自作 セス、 小作 セス 又 ハ 小作- 1 
付 セ サル 田 又 ハ 畑-一 在 リテハ 近傍 類 地 ノ所 
得-一依 リ算出 シタル 收入豫 3¢ 年額 
三 山林 ノ 所得 ハ 前年 ノ總收 入金 額 ヨリ 必要 ノ 
經 « ヲ 控除シ タル 金額 

四赏與 又 ハ , 1 與ノ 性質 ヲ有 K ル給與 ハ 前年 四 
月 一日 ヨリ 其ノ年 三月 末日 二 至 ル 期間 ノ收 
入 命 額 

五 法人 ヨリ受 クル 利益 若 ハ 利息 ノ配當 又ハ剩 
餘金ノ 分配 ハ 前年 四月 一日 3 リ其ノ 年 11 一月 
0 3 リ其ノ 十分 
末日- 1 至 ル 期間 ノ收 入金 額 〇但シ 無記筘 式 
ノ ニ-一 相當ス ル 金額 ヲ控 除シ タル 金額 
ノ株式ヲ有スル者ノ受クル配當ハ同期問-一 

於テ茭柳ヲ受ケタル金額ヨリ其ノ十分ノニ 
.二 相當ス ル 金額 ヲ控 除シ タル 金額 
六 前 谷號 以外 ノ所得 ハ總收 入金 額 3 リ必 耍ノ 
經費ヲ 控除シ タル 收入 m 算年額 
法人 ノ. 社員 其ノ 退社-一因 リ持 分ノ拂 戾トシ テ受 
クル 金額 力其ノ 退社 當 時 — 於 ケル 出資金 額ヲ超 
過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ハ 之 ヲ其ノ 法人 ヨリ 


院族 饩尙蒱 间 二十 四 第 


受 クル 利 a ノ配當 卜看 做* < 株 式ノ 消却- 1 囚リ支 
拂ヲ受 クル 金额力 其 ノ 株式 ノ拂込 浒金额 ヲ超過 
スルト キハ茈 ノ超過 命 額 亦 同 シ 
第 十四 條前胳 ノ 規定 M 依 リ箕 出シ タル 金額 一 萬 
M 千圆以 下 ナル トキ ハ 其 ノ所斟 中馆給 給料 歳 £i 
年金 恩給 沿 隱 料 , n: 與及 此等ノ 性 K ヲ有 スル 給與 
-I 付 テ ハ 其ノ 十分 ノー 、六 千 0 以下 ナル トキ ハ 
同十分ノニニ相當スル金額ヲ控除ス 
戶主 及其ノ 同居 家族 ノ所揭 ハ 之ヲ合 K£ シ 其ノ總 
額- 1 付 前 ^ ノ規定 ヲ適 用ス 戶主卜 別居 スル ニ人 
以上 ノ 同居 家族 ノ所得 -1 付 亦同シ 
第十艽 條前二 條ノ 規定 M 依リ 算出 シタル 金額 三 
千 ■以下 ナル 場合- 1 於 テ其ノ 年 四月 一日 si 在ノ 
同居 ノ戶主 及 家族 中 卬齡 十八 歳 未 滿若ハ 六十遝 

以上 ノ界乂 ハ 不具 锫 疾漭 アル トキ ハ 其 ノ所得 ヲ 

有 スル 者ノ 申請-一依 リ其ノ 所得 ヨリ 左 ノ各號 ノ 

規定- 1 依 ル 金額 ヲ控 除ス 但シ第 ii  ノ 規定 二 依 

ル 納税 義務 若 二 付 テ ハ 此ノ 限-- 在 ラス 

一 所 m 千 KI 以下 ナル トキ 

年齡 十八 歳 未滿若 ハ 六十 歳 以上 ノ者又 ハ 

不具 锊疾者  一人- 1 付 百 圓 

二所埒二千冏以下ナルトキ 

同  一人- 1 付 七十 圓 

三 所得 一一 一千 [nl 以下 ナル トキ 

n  一人 二 付 五十 圆 

戸主 及其ノ 同居 家族 ノ所得 ハ 之ヲ合 K シ 其ノ總 

額-一 付 前 51 ノ規 定ヲ適 用ス 戶主卜 別居 スル ニ人 

以上 ノ同居 家族 ノ所得 -l fl 亦 同 シ 

前 明 ノ 場合 M 於 テ ハ 所得 ヨリ 控除 セラ ルへ キ金 

額 ハ 谷 共 / 所 拐-一 按分シ テ 之 ヲ計 3? ス 

同一人 ニシテ 山林 ノ所得 卜山林 以外 ノ所得 トヲ 

有 スル 場合- 1 於 テ ハ 前 三孭ノ 規定-一依 ル 控除 ハ 

先ツ 山林 以外 ノ所煜 -1 付之ヲ 爲シ 不足 アル トキ 

ハ 山林 ノ所 得-一 及 フ 

第一 項ノ不 n r5 疾者ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 十六 條北 海 ia 府縣郡 市町村 其 ノ他 命令 ヲ以テ 

指定 スル公共國垃、神社、寺院、祠宇、佛常及 

民法 第彐十 W 條ノ規 定 -1 te リ設 立シ タル 法人 u 

ハ 所得税 ヲ課 セス 

第 十七 條第三 秈 ノ所煜 f ゾ テ左ノ 各號- 1 該當ス 

ル モノ-ー  ハ 所 flj si ヲ課士 ス 

一 軍 入從眾 中ノ俥 給 及手當 


二 扶助料 及 傷® 疾病 者ノ 恩給 又 ハ 退隱料 
三 旅费 ，學資 金 及 法定 扶魏料 
四郵 便 貯金， 產椠 組合 貯金 及 銀行 貯命貯 蓄销 
金ノ 利子 

五 锊利ノ 琪業 二 ®) セ サル ー時 ノ所得 
六日 本ノ 國籍ヲ 有 セ サル 者ノ本 法 施行 地 外 •一 
於 ケル 資產 、營業 又 ハ 職業 ヨリ 生 ス ル 所得 
七乘 馬ヲ有 スル 義務 アル 軍人 力 政府 ヨリ 受ク 
ル 馬 糊， Bg 帝 料 及 馬匹 保 續料 
第 十八條 勅令 ヲ以テ 指定シ タル K 耍 物產ノ 製造 
業 ヲ營ム 表-ー ハ 命令 ノ定ム ル 所 — 依リ 開業 ノ年 
及其ノ 翌年 ヨリ 三年 間 其ノ業 務 ヨリ 生 K ル 所得 
-I 付 所得税 ヲ免 除ス 

第 十九 膝 第三 種 ノ所杩 ハ 六 百圆 二滿タ サル トキ 
ハ 所 ^ St ヲ課 セス 第 十四 勝 及第 十五 條ノ 規定 = 
依 ル 控除 ヲ爲シ タル 爲六 百 0 — 滿タ サルニ 至リ 
タル トキ 亦同シ 

戶主 及其ノ 同居 家族 ノ所得 ハ之ヲ 合算 シ 其ノ總 
額 二 付 前 ? H ノ 規定 ヲ 適用ス 戶主卜 別居 スル ニ人 
以上 ノ同居 家族 ノ所焊 = 付 亦同シ 
第二 十條第 一種 ノ所得 -I 對 スル 所得税 ハ 左ノ税 
率- 1 依リ之 ヲ賦 課ス 

甲 超過 所得 金額 ヲ左ノ 谷 級 一一 區分シ 遞次二 谷 
税 串ヲ 適用 ス 

所 {y 金額 屮 資本金 額-一 對シ年 西 分 ノ八ノ SIJ 
合ヲ以 テ 3?: 出 シタル 金額 ヲ超ユ ル 金額 

二 

百 分 / . I 

同 百 分 ノ十ノ 割合 ヲ以 テ K 出シ タル 金額 ヲ 

四 

超ユル 金額  百 分ノ fe 

同一 C 分ノニ 十ノ割 合 ヲ以テ 算出 シタル 金額 

A 

ヲ超ユ ル 金額  百 分ノ防 

同；； n 分ノ 三十 ノ割合 ヲ以テ 算出 シタル 金額 

十五 

ヲ超ユ ル 金額  西 分ノ H- 

乙  百分ノ 七、 五 

丙  百分ノ 七、 五 

丁  百 分ノ 七、 五 

法人 ノ事業 年度 末- 一 於 ケル 01 立 金 及其ノ 事業 年 

度- 一 於 ケル 留保 所得 ノ 合計 金額 力 其 ノ事業 年度 

末 二 於 ケル 挑 込 株式 金額、 出資金 額 又 ハ 基金 及 


〇ノ  ニ分 ノー -1 相 
之 二 代 ルへ キ稍 立命 ノ 合計 金額 〇ヲ 超過 K ルト 
當スル 命 額 

キハ其ノ超過金額二屘スル其ノ事業年度/留保 
〇 トシ 其ノ 事業 年 
所得- 1 對 K ル 税率 ハ 百分ノ 十五 0 トス 但シ 其ノ 

度 末 — 於 ケル 拂込 株式 金額 出資金 額 又 ハ 基金 及 
之- 1 代 ル ヘキ 積立金 ノ 合計 金額-一 相當ス ル 金額 
ヲ 超過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 — 屬スル 其ノ事 
業 年度 ノ 留保 所得 一一 對 スル 税率 ハ 百 分ノ 三十 

事業年度 — 於 ケル 所得 ノニ 十分 ノ ー = 相當 スル 
金額 以內ノ 金額-一 付 テ ハ 其ノ税 率 ハ 百分ノ 七、 
五 トス 

第一 一十 一條 第！ 一種 ノ 所得-一 對スル 所得税 ハ 左ノ 
税率-一 依 リ之ヲ 賦課 ス 
甲 公值ノ 利子  百 分ノニ 
其ノ他  百 分ノ三 
乙  百 分ノ 七、 五 
第二 十二 條 第三 種ノ 所得 二 對スル 所得税 ハ 所得 
金額 ヲ左ノ 谷 級-一 疏分シ 遞次 -1 谷 税率 ヲ 適用シ 
テ之ヲ 賦課ス 但シ 山林 ノ所煜 卜 山林 以外 ノ所得 
トハ 之ヲ區 分シ谷 別-一 税率 ヲ 適用 ス 


八 百圓 以下 ノ金額 
八 百 K1 ヲ超ユ ル 金額 
千圓 ヲ超ユ ル 金額 
千 五 百圓 ヲ超ユ ル 金額 

一一 千圓 ヲ超ユ ル 金額 

.三千 [11 ヲ超ユ ル 金額 

五千圓 ヲ超ユ ル 金額 

七 千 圓 ヲ超ユ ル 金額 

一萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

一 萬 五千阊 ヲ超ユ ル 金額 

二萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

三 萬圓 ヲ超ユ ル 金額 

五 萬圓 ヲ超ュ ル 金額 
※七 萬圓 ヲ超ュ ル 金額 
十 萬圓 ヲ超ュ ル 金額 
二十 蓖圓 ヲ超ュ ル 金額 


百 分 ノー 
百分ノ  I、 五 
百 分ノニ 
百 分ノ三 
四 

百 分ノ五 
2:1 

百 分ノ： £ 

七 

百 分ノ九 


百分ノ 


,L 

£一 


百分ノ 十三 

百分ノ 十五 

十五 
百分ノ It 七 

4 ■七 
百 分ノ十 九 

幻 

百分ノ ニ 十 一 
百 分ノニ 十一 
百 分 ノニ 十三 
百分ノ ニ十 五 


五十 萬 圓 ヲ超ユ ル 金額  百分ノ ーー 十七 

百 萬圓ヲ 超ユル 金額  西 分ノ 三十 

一一 百 萬圓 ヲ超ユ ル 金額 ハ 其 百 萬 WI 迄 毎 — ii 
四十 

次 百分ノ 三ヲ 加へ 百分ノ 五十二 至 リ テ止ム 
前項 ノ 場合- 1 於 テ戶主 及其ノ 同居 家族 ノ所得 金 
額 ハ 之ヲ 合算シ 其 ノ總額 -I 對シ稅 率ヲ 適用 シテ 
算出シ タル 金額 ヲ各 其ノ 所得 金額 二 按分 シテ各 
其ノ税 額 ヲ定ム 戶主卜 別居 スル ニ人 以上 ノ 同居 
家族 ノ所得 金額-一 付 亦同シ 
第二 十三 條 第一 種ノ 所得 — 付 納税 義務 アル 者 ハ 
命令 ノ定ム ル 所 M 依リ財 產目錄 、貸借 對照表 • 
損益計算書 又 ハ 淸算若 ハ 合併 二關ス ル 計算書 並 
第四條 乃至 第 十條ノ 規定-一依 リ計 算シ タル 所得 
及 資本金 額ノ 明細書 ヲ 添附シ 其ノ 所得 ヲ 政府 — 
申吿 ス へ シ m シ本法 施行 地- 1 本店 又 ハ 主 タル 事 
務所ヲ 有 セ サル 法人 ハ 本 法 施行 地-一 於 ケル 資產 
又 ハ 營 業-一 關ス ル® 益ヲ 計算 シ タル 所得 及 資本 
金額 ノ叨 細* ヲ 添附 K ヘシ 
前項 ノ 掘 定ハ 第一 種ノ 所得 M 付 所得税 ヲ課 セラ. 
ル ヘキ 法人 — 付其ノ 所得 ナキ 場合 — 之ヲ 準用ス 
第二 十四 條 第三 種ノ 所得 — 付 納税 義務 アル 者 ハ 
毎年 四月 中 一一 所得 ノ種類 及 金額 ヲ 詳記 シ 政府 一一 
申吿ス ヘシ 

第 十五 條ノ 規定-一依 ル 控除 ヲ受ケ ムトス ル 渚 ハ 
前項 ノ申 吿卜 同時  一 I 命令 ノ定ム ル 所 — 依 リ其ノ 
申 K 書ヲ 提出 スへシ 

第二 十 五條 第一 種ノ 所得 金額 ハ 第二 十三 條ノ申 
吿二依リ、申齿ナキトキ又ハ申吿ヲ不相當卜認 
ムルトキハ政府ノ調资二依リ政府 — 於テ之ヲ決 
定シ 第三 種ノ 所得 金額 ハ 所得 調 赉委員 會ノ 調査 
― 依 y 政府 一一 於 テ之ヲ 決定ス 
所得 調査 委員 會閉會 後 第三 種 ノ所煜 ヲ有ス ル 者 
納税 義務 アル コト ヲ 申 / II テ 又 ハ 納稅 義務 者 所得 
金額 ノ咐加 アル コト ヲ 申出 テ タル トキ ハ 政府-一 
於 テ 其ノ所 得 金額 ヲ 決定 ス 
第二 十六 條税務 M 長 ハ 毎年 第三 種ノ醫 -1 付納 
税 義務 アリ ト認ム ル者ノ 所得 金額 ヲ調 査シ 其ノ 
調査 書 ヲ所得 調査： 委員 ir -I 送付 スへシ 
第二 十七 條各 稅務署 所轄 内-一所 得 調査 委員 會ヲ 
置 ク但シ 税務袈 所轄 內 -I 在 ル 市 又 ハ 北海道、 沖 
姍縣ノ K — 付 テ ハ 命令 ヲ以 テ特 m 所得 調査 委員 

會ヲ置 クコ トヲ得 


所得税法改正法卽案第一筘锊 


四 九 七 


院 族？ I 何 薇 項 帝冋 二十 四認 


而け：々^ 改正 hj-: l{u 案 ！?？ 5 I 费 敔 
調 杏 姿 i.t ノ定 SK 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム m  • ゾ定数 
ノ份減 ハ 改遝 期-- 於 テス ル ノ 外之ヲ S ス 3 トヲ 
得ス 

第二 十八 條調 ¥f 委 M ハ 谷 選 舉以 -I 於 テ 之 ヲ選擧 
ス調科 '委 3 ヲ選擧 スル トキ ハ 同時-一之 卜 R 數ノ 
補闕 M ヲ選 擧スへ シ 

第二 十九 條調齐 委员及 補闕貝 ノ選擧 辟' 域 ハ 所得 
調 ? C 委 員鈐 ヲ阀ク ヘキ 辟 域-一依 y 投溴 K 及 開： 欺 
诞ハ市町村又ハ北海范、沖踽縣ノ區ノ诚域二依 
ル m シ 市制 第 六 條ノ 规定- 一依 リ 指定 セラ レ タル 
市- 1 在リテ ハ K ノ M 域-一依 ル 
第三 十條驶 擧： S' M 內 -|住 居シ前 本 第三 ■ノ 所得 

说 ヲ納メ 邦 ノ年第 二十 四條 ノ申吿 ヲ爲シ タル 者 

-I. シテ 選擧 人名簿 二 登 錄セ ラレ タル モノ ハ 調 1£ 

委員 及補關 員 ヲ 選_ シ又ハ 調査 委 ® 若 ハ 補闕員 

- - 選擧 セラ ルル コト ヲ 得但シ 左ノ 谷號ノ ー -I 該 

當スル 者 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 

一 無能力 渚 

二 破 產若ハ 家 K 分散 ノ宣 吿ヲ受 ヶ復權 セ サル 

者 又 ハ 身代 限ノ 處分ヲ 受ヶ值 務 ノ辨濟 ヲ了 

へ サル 者 

三國 税滯 納處分 ヲ受ヶ タル 後一 年 ヲ經サ ル 者 

四 六 年 以上 ノ懲役 若 ハ 禁錮 ノ 刑-- 處セ ラレ 又 

ハ P 刑法 ノ 重罪 ノ刑二 處セ ラレ タル 者 

五 六 年未滿 ノ懲役 又 ハ 禁錮 ノ刑 二處セ ラレ タ 

ル 者 f ゾテ其 ノ刑ノ 執行 ヲ終リ 又 ハ 執行 ヲ 

受クル n トナキ ニ 至 ル 迄 ノ者 

三  五 

六 第 七十沉 條乃至 第 七十 比條ノ 規定-一依 リ處 

罰 セラ レ タル 後 五 年ヲ經 サル 者 

前項 ノ場 合- 1 於 テ 被 W 續入 ノ爲シ タル 納税 又 ハ 

申 is- ハ 其 ノ柑 11 人ノ 納税 又 ハ 申吿卜 看做ス 

. 1 擧 人名 額 一一 關スル 規定 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 

第 H 十一 條投翦 及開费 二 關 スル 事務 ハ 市區 町村 

長 又 ハ戶長 之ヲ擔 任シ 選擧會 二 關スル 事務 ハ税 

務袈長 之ヲ 擔任ス 

第三 十二 條税 務罴長 ハ 調査娄 員 及 補闕員 ノ選擧 

期日 ヲ定メ 之 ヲ市區 町村 長 又 ハ 戶長 一一 通知 スへ 

シ 

市 1.1 町村 長 又 ハ戶長 前項 ノ 通知 ヲ受ケ タル トキ 

ハ 少ク トモ 選擧 期日 七日 前 其 ノ旨ヲ 公示ス ヘシ 

第三 十三 條選擧 ハ 無記名投票 ヲ以テ 之 ヲ行フ 


投頌 ハ P W •委 M 及 補闕 員ノ谷 遝蜞 -I 付 一人 一 !,* J ポ 
-- 限 ル 

深 舉人ハ 選 ^ ノ當 日投撰 時間 内- 1 自ラ 投怨所 -I 
至リ被 選擧人 各 I 人ノ 氏名 ヲ谷別 ノ投费 用紙-一 
記賊シ テ投溴 スへシ 

投溴 用紙 ハ 潠擧ノ 當日投 M 所 — 於 テ 之 ヲ選擧 人 
-I 交付 ス 

第三 十四 條 市 K 町村 長 又 ハ 戶長ハ 投票 ヲ調査 シ 
rffi — 其 ノ結 果ヲ税 務碧長 一一 報吿ス へ シ 
第三 十五 條税務 署長 前 條ノ報 吿ヲ受 ケタ ル トキ 
ハ 選 擧會ヲ 開 キ之ヲ 調査 ス へ シ 
第三 十六 條投翦 、開 M 及 選擧會 -I ハ 立 會人ヲ 立 

會ハシ ムへシ 

立 會人 -1 關スル 規定 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第三 十七 條 投票 ノ多 數ヲ得 タル 者ヲ以 テ當選 人 
トス 投票 / 數同シ キト キハ年 齡多キ 者 ヲ取リ 年 
齡同シ キト キハ 抽籤 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
調査® 員 — 當選シ タル 者 同時-一 補 _員 二 當選ス 
ルモ 補闕員 タルコ トヲ 得ス 
第三 十八條 調査 委員 及補闕 員 ノ選擧 終了シ タル 
トキ ハ 税務 籍長 ハ當選 人ノ 氏名 ヲ 公示 シ 且之ヲ 
當選人 及市區 町村 長 又 ハ戶 長 :- 通知ス ヘシ 
市 M 町村 長 又 ハ 戶長 前項 ノ 通知 ヲ受ケ タル トキ 
ハ當 選人ノ 氏名 ヲ 公示 X ヘシ 
第三 十九 條 調査® 員 又 ハ 補闕員 U 當選シ タル 者 
ハ 正 當ノ 事由 ナクシ テ 之ヲ辭 スル コト ヲ得ス 
第 四十 條調査 委員 及 補 闕員ノ 任期 ハ 選擧 期日 ノ 
厫ス ル 月 ヨリ 四 年 トス、 m シ 選擧區 域-一 變更ヲ 
生シ タル 場合 二 於 テ ハ 其ノ任 期 ハ 選擧區 域- 1 變 

更 ヲ生シ タル 日ノ 礙 スル 月 ヲ以テ 終了 スルモ .ノ 

トス 

第 ra 十 一條 調査 委員 及 補 闕員ノ 改潠ハ 前任者 ノ 

任期 終 Y ノ月ノ 翌月 二 於 テ 之 ヲ行フ 

第 四十 二 條 調査 委 M-一 闕負ヲ 生 シタルト キハ投 

票ノ最 多 數ヲ得 タル 補闕員 ヨリ 順次 之ヲ 補充シ 

投票 ノ數同 シキ トキ ハ 年 齡多キ 者ヲ取 リ年齡 同 

シキ トキ ハ 抽籤 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

調査 委員-一 闕員 ヲ生シ 之ヲ 補充' <  へ キ 補關 員ナ 

キト キハ 調査 委員 ノ補闕 選擧 ヲ行フ 

第 四十 三條 前條ノ 規定-一依 リ 調査 委員 又 ハ 補闕 

員卜爲 リタ ル 者 ハ 前任者 ノ殘 任期 間 在任ス 

選擧茼 域 ノ變更 一一 因リ 新-一 選擧セ ラレ タル 調査 


委 H 及 補 Hy n ノ fr: 期 ハ 選 舉 Kg': 趔 史 前- 1 於 ケル 
調 ？ C 委負及 補闕 a  ノ遝舉 f: 日ノ fei スル « ヨリ 四 
年 ヲ以テ 終 T ス 

第 四十 四條 調査 委 M 又 ハ補闕 M 第三 十條 第一 項 
谷 號ノ  ー  -1 該當ス ル-一至 リタ ル トキ、 第 1 1! 種ノ 
所得 — 付納稅 義務 ヲ有セ サル-一至 リタ ル トキ 又 
ハ 其 ノ選擧 M 域内-一 住居 セ サル- 1 至 リタ ル トキ 
ハ 其ノ職 ヲ失フ 

第 四十 五條 所得 調 ^ 委 域會ノ開啟日數ハ三十日 
以內 トシ 地方 ノ愦况 -1 依 y 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 四十 六條 所得 調查委 M 會ハ 税務 崭長ノ 通知 二 
依 リ之ヲ 開 ク 

第 四十 七條 所得 調査 委員 會ハ 毎年 開 ir ノ始 -I 於 
テ 調査 委員 中 m リ會長 ヲ選擧 .ス へ シ 
第四十八條所得調査委員會.ハ定員ノ過半數二當 

ル ® M 出席 スル-一 非 サレ ハ 決議 スル コト ヲ得ス 
議事 ハ 出席 ノ多數 ヲ以テ 之 ヲ決ス 可否 同 數 ナル 
トキ ハ 會長ノ 決 スル 所 一一 依 ル 
銘 四十 九條 調査 委員 ハ 自己 及 R 己卜同 一 戶籍內 
- 一 在 ル者ノ 所得-一 關 スル _事-1 與ル =1 トヲ 得ス 
第五 十條 八月 三十日 迄 — 所得 調査 委員 會 成立 セ 
サル トキ ハ 政府 U 於 テ 所得 金額 ヲ 決定ス 
所得 調査 委員 會開 會ノ ヨリ 第 四十 五條 ノ 期間 內 
又 ハ 八月 三十日 迄-一 調査 結了 セ サル トキ ハ 政府 
-1 於 テ調查 未濟ノ 所得 金額 ヲ決 定ス 
第五 十 一條 政府 ハ 所得 調査 委負 會ノ 決議 ヲ不當 
卜認ム ル トキ ハ 七日 以內ノ 期間 ヲ定 メ之ヲ 再調 
查- 一付ス 仍其ノ 決議 ヲ不當 卜認ム ル トキ 又 ハ 再 
調杳 '期間 內二調 査結了 セ サル トキ ハ 政府-一 於 テ 
所倶 金額 ヲ決 定ス 

第五 十一 i 條税 務舉長 又 ハ 其ノ 代理 官ハ 所揭 調査 
委員 會二出 席シ 意見 ヲ 陳述 スル コト ヲ得 
第五 十三條 調査 委員 — ハ 手當及 旅費 ヲ給ス 
第五 十四條 本 法 施行 地 — 於 テ 利子 茭拂 ヲ爲ス へ 
-キ 公債 又 ハ 社債 ヲ募 集シ タル 者ハ遲 滯ナク 其 ノ 
公怙又 ハ 社 flK -1 付左ノ 事項 ヲ記 載シ タル 調 ? S ヲ 
政府 一一 提出 スへシ 

- 一 公債 又 ハ 社 漬ノ 名稱及 其總額 
二 利子 支 拂期限 及 利率 
三 償還 ノ方法 及 期限 

四數 回-一分 チテ拂 込ヲ爲 サシ ムル トキ ハ 其拂 
込ノ 金額 及 時期 


一 W 九 八 

第五 十五 族 竿： llsr y 所得 二 Ms スル ^ 

年治恩铪沿〇料れ與若ハ此汶/性打ザ饤ス，？.；：？ 
與ノ支 拂ヲ 3SK 表 又 ハ 利益 若 ハ 利息/ rs! 戊 -?. : ハ 
剰餘 金ノ 分配 ヲ S ス法人 ハ 命令 ノ定ム IV 所.： te 
y 支 拂調 H： ヲ政府 -一 提出 スへシ 
前 al / 支 拂 調 :, f ヲ提 出シタ ル ^ -1 對シテ ハ ft 令 
ノ定ム ル 金額 ヲ交 付 スル rl トヲ焊 
第 3r 十六滕 税務 鹊長又 ハ 其/ fc SE iar M l'r .h 必 
耍アル トキ ハ 納税 a 務者 、納税 ^ 務 r  y 卜 ^ ム 
ル莕又 ハ 前 條第 ~ 項 ノ支拂 調 iff ヲ提川 スルぶ fis 
アル 者-一 K 問 スル コト ヲ得 
第五 十七 條税務 新 長 又 ハ 其 ノ代现 1 E ハ 調 必 
耍 アル トキ ハ 納税 義務 ^ • 又 ハ 納税 衣 務ア リト Eg 
ムル者 二 金 錢乂ハ 物品 ヲ支 •拂 フノ 满務ヲ 布 スト 
認ムル 密- 一對シ 其ノ 金额 ' 數 M、 fff 格 又 ハ 突 拂 
期日 — f'J- 質問 7 、ル n トヲ得 
第五 十八條 第二 十五 條 、第 ?/；: 十 條又ハ 第 ?/ 1: 十 一 
條ノ 規定-一依 リ第一 稀 又 ハ 第 11 #: ノ所得 金額 ヲ 
決定 シタルト キハ 政府 ハ 之 ヲ納稅 義務 者-一通 知 

ス へ シ 

本 法 施行 池 内 二 住所 又 ハ 居所 ヲ 有 - b サル 納税 義 
務渚 納税 管现 人ノ申 齿ヲ爲 ササ ル トキ ハ 前項 ノ 
通知 ハ 公 哲ヲ以 テ 之 ヲ爲ス コ トヲ 煜此ノ 場合-- 
於 テ 公 ^ ノ 初日 ヨリ 七日 ヲ純過 シタルト キ ハ K- 
ノ 通知 アリ タルモ ノト 看做 ス 
第五 十九 條納税 義務 者 前條 ノ规定 -I 依 リ政府 ノ 
通知 シタル 所得 金額-一 對シ テ異 _ アルト キハ通 
知ヲ受 ケタ ル 日 ヨリ ニ十日 内-一 不服 ノ ilf fl-l ヲ具 
シ政府 -I 港 査ノ ri!i 求 ヲ爲ス コト ヲ 9 £ 

前項 ノ謂求 アリ タル 場合 卜雖 政府 ハ 税金 ノ徴收 
ヲ猶豫 セス 

第 六十條 前條第 一項 ノ請求 アリ タル トキ ハ 所 fy 
審査 委員 會ノ 決_ 二 依 y 政府-一 於 テ 之 ヲ 決定 ス 
所得 審査 委員 會ハ 前條第 一項 ノ. 11 求 ヲ爲シ タル 
者-一 對シ 其ノ 所得-一 關スル 事 實ヲ K 問 スル コト 
ヲ得 

第五 十 一條 ノ 規定 ハ 所得 審査 委員 會ノ 決議 11 之 
ヲ if 用ス 

第 六十 一條 谷 税務 監督 局 所轄 内 — 所得 涟 査类員 
會ヲ 置ク 

所得 链査 委員 會ハ 左ノ蒞 査 委員 ヲ以テ 之ヲ組 織 


院族 fi 色赞同 帝 冋二 十四 第 


一 收稅官 中. 中 ヨリ 大破 大 Mi ノ命シ タル 界 H A 
二 税務 監膂 局所 輅内 行 府縣又 ハ 北海疽 — 於 テ 
調 杏 姿 a ノ ?£ 漣シ タル 者府縣 ユ在リ テ ハ 谷 
一人、 北海道- 1 在 y テ ハ 四 人 
所得 ? f? 査委員 酋、 密赉委 員 及 其 ノ補闕 員-一 關ス 
ル 事項 ハ 本 法 m 定ムル モノ ヲ除 クノ外 命令 ヲ以 
テ 之 ヲ定ム 

第 六十 二 條調杏 委 am リ選擧 セラ レ タル 液 押 委 
員 II ハ R 當及 旅費 ヲ給ス 

第 六十 三條 第三 補ノ所 得-一 付 納税 邁務 アル 者收 
人 拽算 年額 1 :分ノ ー 以上 ヲ減损 シタルト キハ政 
府二 所得 金額 ノ  K 訂ノ請 求ヲ 〇 ス コト ヲ得似 シ 
翌年 一月 三十 一日 ヲ過 キタ ル トキ ハ 此ノ限 二 在 
ラス 

所得 金額 決定 後峭 與ヲ爲 シタ ル爲 所得 金額 ヲ減 

扣シ タル 場合 ニ ハ 前項 ノ 規定 ヲ適用 セス 

第 六十 四條前 條第 一項 ノ誧求 アリ タル トキ ハ 政 

府ハ 所得 金額 ヲ 杏 跋シ 收入预 3;«; 年龆-|對シ1:分 

ノー以 上 ノ滅 S アル トキ ハ 之ヲ更 訂 ス 

第 六十 五 胳納税 義務 者 第 六十 晓ノ決 定又ハ 前條 

ノ 更訂 處 分 — 對シ不 服 アル トキ ハ 訴願 父 ハ行 政 

訴訟 ヲ爲 K コト ヲ得 

第 六十 六條 第一 種ノ 所得- 1 付 テ ハ 事業年度 毎-一 

所 ? I 税ヲ徵 收ス 们シ 淸览 所 m  M 付 テ ハ淸览 乂ハ 

合併 ノ際 之ヲ » 收ス 

第二 柿 ノ所焊 -I 付 テ ハ 其 ノ金節 支 柳 ノ際 茭拂者 

其ノ所 得 税ヲ 燬收シ 翌パ 十日 迄- 1 之ヲ 政府- 1 納 

ムへシ 

第三 稲ノ 所得- 1 付 テ ハ 所得税 ノ年轺 ヲ四 分シ左 

ノ四期 -I 於 テ之ヲ 微收 k  m シ納 税蕺務 奢 納稅管 

理人ノ 申吿 ヲ爲サ N、 シテ木 法 施行 地 外， 一 住所 又 

ハ pr 所ヲ移 スト キハ 直 二 其 ノ所得 稅ヲ徴 收スル 

n トヲ得 

第 一期  其ノ年 九 / -i 一日 ヨリ 三十日 限 

第二 期  其 ノ年十 | 月 一日 3 リ三十 日限 

第 111 期  翌年 一月 | 日 ヨリ 三十 IR 限 

第 四 期  翌年 I 日 mill 十一 日限 

第 六十 七條 前條 第二 項ノ  W 定 -I 法 リ徴收 K ヘキ 

所得税 ヲ徴收 セ サル トキ 又 ハ 其ノ 徴收シ タル 税 

金ヲ 納付 セ サル トキ ハ 國税 应收ノ例二依リ之ヲ 

支拂者 ヨリ fis 收ス 

第 六十 八條決 入 解散 シタル 場合- 1 於 テ 浦 1¢ 所得 
所得 枕 法の 施行に 關する 法钳案 


_ 對スル 所得税 又 ハ 前傾 ノ 規定- 1 依 y 徵收セ ラ 
ル、 税金 ヲ納付 セス シテ殘 餘財產 ヲ 分配シ タル 
トキ ハ 其ノ税 金 — 付淸 筘人迎 帶シテ 納税 ノ義務 

アル モノ トス 

第 六十 九條第 六十 三條 第一 項ノ 請求 アリ タルト 
キハ 政府 ハ 更訂 處分ノ 確定 スル- 1 至 ル 迄 税金 ノ 
徴收ヲ猶豫スルコトヲ煜. 

第 七十 勝 第三® ノ所煜 -I 付 二 以上 ノ税務 射 管内 
こ 於 テ 所得 金額 ノ 決定 アリ タル トキ ハ 政府 ハ納 
税義務 者ノ件 所 地 以外、 (]:• 所ナキ トキ ハ 居所 地 
以外-一 於 ケル 所得 金， ー ノ 決定 ヲ収消 スへシ 
1 S 七 - 1- 一條 第三 稀 ノ所得 -一對 ス ル 所得税 ハ 納税 
義務 渚 ノ 住所 地、 ft 所 ナキ トキ ハ 居所 地 ヲ以テ 
納稅地 トス 但シ (!-: 所 地 以外- 1 在 ル 者 ハ 申哲シ テ 
居所 地 二 於 テ 所得税 ヲ納ム コト ヲ得 
本 法 施行 地 二 往所 及 居所 ナキ莕 ハ納悅 地 ヲ定メ 
政府  >1 申 畀 スへシ 申吿ナ キト キハ政 府其 ノ納稅 
地ヲ 指定 ス 

第 七十！ 一條 納稅葬 務者 納税 地-一 现任セ サル トキ 
ハ 其ノ 所得 ノ申 齿， 納税 K ノ 他所 得 税 -I 關スル 
一切 ノ事 項ヲ 處理セ シムル 爲 納税 管理人 ヲ定メ 
政府 — 申告 《 ヘシ 本 法 施行 地 外 二 住所 又 ハ 居所 
ヲ移 サム トス ル トキ 亦同シ 
第七十 |-: :胳 1 g  | 项又ハ 第三 沌 ノ所煜 二 付 納稅 la 
務アル 荠钫二 十： 一 i 父 ハ 第二 十四 牒ノ 規定 二 依 
|^ 中吿ヲ爲ササルトキ又ハ政府-|於テ不！^|€卜 
認ムル 申 半：： ヲ ioi シタルト キ ハ 政府 ハ 理 lm ! ヲ示シ 
.期間 ヲ定メ テ 申 吿又ハ 其 訂正 ノ M 汚 ヲ爲ス コ ト 

前項 ノ ffi 吿ヲ受 ケタ ル 者 期間 内， 一 申吿ヲ 爲サス 

又 ハ 申告 ヲ相常 -I 訂正 セ サル 場合- 1 於 テ ハ 11%  1 務 

袈長又 ハ 共 ノ代砰 官ハ 其ノ所 倶， 一關 K、 ル 揠翅物 
件 ノ檢. 介 ヲ fa 7 、コト ヲ Ify 

前項 ノ場合 n 於 テ ハ 政府 ハ 共 ノ決定 シタ， ル 所 55 

金額 及 申 h>f -I 依 ル 所得 金額 -1 付 ft 別-一 算出 シタ 

ル : St 金 ノ盖額 ノ： f.7l: 制- 1 相 常 N、 ル 金 如 及 他 吿一 一關 

スル a 用 ヲ納税 fa 務奔 ヨリ闼 收 スル n トヲ煜 

前項 ノ 規定ノ 適用-一 付 テ ハ 所得 ノ申赀 ナ キト キ- 

ハ 第一 g— ノ所煜 二 在リテ ハ 無 所 ifljl ノ申拆 ■第三 

柿 ノ所揋 -I 在リテ ハ 所以 金 如 六； |?|! 咄ノ中许 アリ 

タルモ ノト 看 敢 ス 

胜人， 解 I シタル 場 Ifi- -I 於テ筘 彐項 ノ源定 -- 法 リ 


徴收セ ラル ル 金： g ヲ納付 セプ 、シテ 淺餘 W 藍 ヲ分 
配 シタルト キハ 淸兑八 連 帶シテ 之 ヲ钠 付べ I >u ノ 
責二 任 X. 

第 ー ニ 項 爻前泊 ノ规记 二 Ite リ a 收スル 金 如 ハ 阈说 
P 收ノ 例- - 法リ 之ヲ徴 收ス 
第 七 H- H 膝 納銳 a 孫 奢 第 1:/!: 卄九庞 第一 l-a ノ請求 
Iv b シダル 時 父 ハ 亦！ ハ 行 攻訴讼 ヲ 1131 シク ル 
卜—キ ハ 其 ノ決定 >  栽决 又 ハ 判決 アル 迄 抑 路访： 二 
泊 ノ規定 -I 衣 リ徵汷 ス ル 金額 ノ lia wi: ヲ 餚浼 スル 
コト ヲ得 

三 

第七十 |*- 條詐僞其ノ他不正ノ行爲二因リ所得稅 
ヲ逋脫 シタル 者 ハ 其 / 逋脫シ タル 税金 / 三倍, I 
相當ス ル ㈣金又 ハ 科料- 1 處ス但 シ 自首シ タル 者 
又 ハ 税務署 長- 1 申出 テ タル 者 ハ 其 ノ罪ヲ 問 ハス 

前項 ノ場 合- 1 於 テ第彐 種ノ 所得， 一 付 所得 稅ヲ逋 
脫シ タル 者ノ 所得 金額 ハ 第二 十 . 7T 條 第一 項ノ規 
定 -1 拘ラス 政府  一 I 於 テ之ヲ 泱定シ 直， I 其ノ 税金 

ヲ徵 &ス 

四 

第 七十は 條正 當ノ事 山 ナクシ テ 第五 十 五條 第一 
項ノ 規定-一依 リ政府 -I 提出 スへキ 支 拂調霄 ヲ提 
出 セス 若 ハ} f 正 ノ記載 ヲ爲シ タル 支 拂 調書 ヲ提 
/!'. シ タル 莕又ハ 第 七 I-I- 三 饬第二 噴 ノ 覘宕， 一 衣 ル 
帳！ t 物件 ノ險择 ヲ柜ミ 苦 ハ 妨ケタ ん者ハ 千 圓以 
•下ノ S 金 二 處ス 

前項 ノ規定 M 依 リ處 g セラ レ タル 者 一一 對シテ ハ 
其ノ 提出-一 係ル茭 拂 調書-一 付 第五 十 31: 條第二 項 
ノ 規定 二 依 ル 金額 ヲ交付 セス 

五 

第 七十 l-b 條所煜 ノ調奄 又 ハ 審査 ノ事務 -1 從事シ 
又 ハ 從事シ タル 者 其 ノ調赉 又 ハ { ■# 査 m 關シ知 得 
タル 祕密ヲ 正當ノ 事由 ナクシ テ i® » シタルト キ 
五 百 B 

ハ 六月 以下 ノ镙役 父 ハ ff-l M 以 T ノ ill 金11 ス 

六 

第 七十 [A 條本法 ヲ犯シ タル 者-ー ハ 刑法 第三 十八 
條第一 P 項 但書、 第三 十九 條第二 項、 第 四十條 、 
第 四十 一條、 第 四十 八條第 M 項、 第 六十 三條及 
第 六十 六條 ノ例ヲ 用ヰス 但シ 前條ノ 罪ヲ犯 シタ 
ル .W 二 付 テ ハ此ノ 限 二 在 ラス 

附則 

本 法 ハ大 IE 九 年 四 年 一日 3 リ之ヲ 施行 ス m シ第 111 


種ノ所 得-一 付 テ ハ大 正 九 年分 所得税 ヨリ 之ヲ適 用 

ス  | 

所得税 法-一佐 リ所得 税ヲ課 セラ レ タル 法人 又 ハ 所 
得 税法 其 ノ他ノ 法律 二 依 リ所锷 税ヲ 免除 セラ レ タ 
ル 法人 ノ本法 施行 前 u 終了シ タル 谷 事業年度 分-一 
® スル 第 十三 條第 一項 第四號 及第 五號ノ 所得 其ノ 
他 本 法 施行 前-一 於 ケル 第 十三條 第一 項 第 四 號ノ所 
得-一 付 テ ハ 本法ヲ 適用 セス 

本 法 施行 前-一 終/シ タル 法人 ノ各 事業年度 分ノ所 
得- 1 付 テ ハ 仍從前 ノ 規定 二 依 ル 
法人 ノ超過 所得-一 付 テ ハ 本 法 施行 ノ日 my 大 J1-: 十 
年 三月 三十 I 日-一至 ル 間- 1 終了 スル 谷 事 築 年度 分 
b 割 b 分 

ノ 超過 所得-一 限リ 本稅ノ 十五 割ヲ檜 徵ス 
大正 九 年 一月 一日 以後 二 於 テ 法人 ノ 事業年度 ノ期 
間- i 更 アリ タル トキ ハ 前項-一 該當ス ル 筒 事 p 年 
度ノ 期間 内-一 始洲又 ハ 終期 ヲ有ス ル 谷 事業年度 分 
ノ 超過 所得-一 f-J' 本 法- 1 依 リ所得 税ヲ 課シ仍 木税ノ 

七 割 七 分 
|+ 五. 割 ヲ咐 徴ス 

所得 調 奔委員 及 所得 燕 W 委員- 1 關シテ ハ 大正 卜 年 

五月 一日 迄 ハ 仍從前 ノ規定 -1 依 ル 

從前ノ 規定 — 依 ル 所得 調奄裘 員、 補 闕員及 所得 溶- 

查杏 員ノ IG 期 ハ 前項 ノ 期日 ヲ以テ 終了ス 

所得税 法 ハ 當分ノ 內小笠 原 島 伊豆 七 島 — 之ヲ 施行 

セス 


所得税 法の 施行に 關する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第： : -yl: 
十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二 月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 識長 公 rf 德川家 達 殿 
所得税 法 ノ施 行-一 關 N、 ル 決 紐 案 
第 一條 所得税 法 ハ 朝鮮、 裏® 及 海 太-ー ハ 之ヲ施 
行ス 

第二 條 朝鮮、 竅酹、 關東州 又 ハ 樺 太 — 本店 又 ハ 
主 タル 事務所 ヲ有 スル 法人 ノ 所得税 法 第三 條第 
一種 及第 二 種 乙 ノ所煜 -I 付 テ ハ 所得税 ヲ課セ ス 
第三 條關東 州-一 住所 ヲ有 X ル® 人 又 ハ 所得税 法 
施行地-一住所若ハー年以上居所ヲ有セスシテ關 
東 州-二 年 以 J-. IK 所 ヲ有ス ル 個入ノ 所得 稅法第 
三條 第二 種 乙 及第 三種 ノ所 得- 1 付 テ ハ 所得税 ヲ 
一四 九九 


院族 ft 贫議國 帝冋二 十四 第 


酒造 税法 中 改正 法律案、 酒 lm 及酒铕 含有 飲料 税法 中 改正 法律案、 麥酒 税法 中 改正 法律案、 明治 四十 I 年 法律 第二 十四號 中改： 1H 法律案 第一 a 金 


五 00 


謀 セス m シロ 本ノ 闽筘 ヲ有セ サル 者ノ 第三 種ノ 
所得-- 付 テ ハ 此ノ限 -- 在 ラス 

第 四條 所得税 y: 施行 地 — 往所又 ハ I 年 以上 居所 
ヲ有ス ル 個人 ノ關识 州， 一 於テ茭 拂ヲ受 クル 公位 
社 (1'{ 、銀行定期预金又ハ定期預金ノ性«ヲ有ス 
ル 銀行 预命ノ 利子- 一 付 テ ハ 所得税 ヲ課セ ス 

第五 條朝 群， 祭®、 關 班 州 又 ハ 搾 太 — 於 テ 所得 
税 ヲ免除 スル m 要 物產ノ 製造業 又 ハ 製鐵菜 ノ谷 
常 該地 -1 於 テ 生 スル 所锷 -I ハ 所得税 ヲ課 セス 
附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
酒. 造 税法 屮改 JHI 法® 案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 修正 議決せ り 因て 識院法 

第五 十四 條に 依り 及 送付 候 也 

大正 九 年； 一 月 十日 

衆議院 _ 長大 岡 育造 

fl- •族 院 If4 長公樹 徳川家 達 殿 


(ig !l 


酒造 税法 中 改正 法律案 

酒造 税法 中 左ノ通 改正ス 

第！ 條ノ五 第二 祺 ヲ左ノ 如ク 改ム 

左- 1 揭クル モノ ハ 味淋卜 看做 ス 

一 前項 原料 ノ外 味淋粕 又 ハ 水ヲ 混和シ 漩過シ 

タル モノ 

二味 淋又ハ 味淋卜 看做シ タルモ ノヲ粕 漉シタ 

ル モノ 

第 一條 ノ六中 f 若 ハ 甘藷」 ヲ 「、甘 翦若ハ 味 淋粕」 

-I 改ム 

第 四 條第 一項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

酒類 ヲ製造 スル 者-ー ハ 其 ノ造石 數 M 應シ 左ノ割 

合 ヲ以テ 造石税 ヲ課ス 

第一 種 酒精 分 二 十彐度 以下 ノ淸酒 濁酒 白酒 及 

酒精 分 一 一  一 十 度 以下 ノ味 淋燒酎 

一石-一 付  三十 # 

三 

第一 1 ® 酒精 分 三十 度ヲ超 H 四十 五 度 以下 ノ燒 

配 

一石 -i 付  前號ノ 金額-一 酒精 分 三 

十 度 ヲ超ュ ル ー度 毎 二 

一圓！ 一十 S; 錢ヲ 加へ 夕 

ル 金額 


第 M 種 酒精 分 二十 三度 ヲ超ユ ル 淸酒濁 酒 白酒 
酒箝分 三十 度 ヲ超ュ ル味淋 及 酒精 分 四 
十五 度 ヲ超ユ ル 焼酎 

I 石- 1 付  酒精 分 一度 毎 二 一圓 五 
十錢 

「二十圓」ヲ「三十 1] .1、「|1十三圓| 
第五 勝 中 「濁酒 二 在 リテハ ー石- 一 付 二十 圓 、淸酒 

ヲ 「三十 三圓」 -I 改ム 

又 ハ 燒酎 -1 在リテ ハ ー石- 1 付！ 一十三 圓 J ヲ— 「一石 


二 付 三十 三 圓， I 二 改ム 

第 八條 第二 項但 W ヲ左ノ 如ク 改ム 

但シ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ淸酒 ハ 査定 石 數ノ百 
分ノ五 以内 味淋ハ 査定 石數ノ 百 分ノニ 以内 燒 a 
ハ 査定 石 數ノ百 分 ノー  以內ノ 滓 引 減量 及 貯藏減 
® ヲ 控除 スル コト ヲ得 

第 八條ノ ニ 同一 製造 場內 -1 於 テ 酒類 ヲ製造 スル 
力爲 原料 トシ テ 使用 スル 酒類-ー ハ 造石税 ヲ課セ 

ス 

前項 ノ 原料 用 酒類 ハ 製成ノ 時石數 ノ檢定 ヲ受ク 

ル コト ヲ要ス 

第 十 條- 一左ノ ー項 ヲ加フ 

第 八 條ノニ -I 依リ 檢定シ タル 酒類 前項 各號 ノ ー 
-I 該當 スル 場合- 1 於 テ ハ 其ノ檢 定石 數ヲ 以テ査 
定石 數トシ 造石税 ヲ課ス 

.  七 
第 十三 條中 「金 15 圓」 ヲ 「 8+ 圓」- 一改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 但シ第 十 
三條ノ 改正 規定 ノ 適用〗 I 付 テ ハ 大正 九 年 九月 三十 
日 迄 仍 從前ノ 例-一依 ル 


酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て i§ 院法 第五 

十四條 に 依り 及绘付 候 也 

大正 九 年 二 月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 

貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 

酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 

酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 左ノ通 改正 ス 

第二 條中 「一圓 ー ヲ 「一圓 五十 錢」 -IV  m 十四 

圓」 ヲ 「三十 五 圓」 -1 改ム 

第五條ノニ中「二十四_」ヲ「三十五圓」-1改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 


麥酒税 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 謎 院 法 第五 
十四 條に 依り 及. 送付 候 也 
大正 九 年 二 月 十日 

衆雜院 韻 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公挝德 川 家 達 殿 
麥酒 税法 中 改正 法 餌 案 
麥酒税 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 彐條中 「十二 圆」 ヲ 「十八 II 」 - 一改ム 
附則 

本 法 ハ大 m 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 


明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 S 付 候 也 
大正 九 年 二月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案 
明治 四十 一筇 法律 第二 十四 號中 左ノ通 改正ス 
第 一條 中 「沖 S 縣 及」 ヲ削ル 
附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
沖繩縣 酒類 出港 税則ハ 之ヲ廢 止ス 
本 法 施行 前 沖 ffi 縣內 -1 於 テ 製造シ タル 淸酒 濁酒 白 
酒味淋 又 ハ燒酎 ヲ本法 施行 後沖繩 縣外 -1 移出 スル 
場合 一一 於 テ ハ 仍從前 ノ例二 依 ル 
參照 

明治 四十 一年 法律 第二 十四 號 
第 一條 沖 綱 縣及東 京 府小笠 原 島 伊豆 七 島-一 於 テ 
ハ 酒造 税法 第 四 條- 一依 ル 造石税 ハ當分 其ノ三 分 

ノー  トス 

第二 條東 京府小 笠 原 島 伊豆 七 島 — 於 テ 製造 シク 
ル 酒類 ハ 之ヲ 帝國內 ノ他ノ 地方 M 移出 スル n 卜 
ヲ煜ス 犯ス者 ハ ^ / 石數- 一應シ 酒造 税法 第四條 
ノ 税率 一一 從テ 算出 シタル 税額 五倍 ノ罰 金-一 處ス 
但シ五 十 圓ヲ下 ル コト ヲ得ス 
前項 ノ 酒類 及其ノ 容器 ハ 何人 ノ 所有〗 一 M スル ヲ 
問 ハス 之ヲ 沒收ス 

第三 條 S 慣- 一依 ル 沖 繩縣 酒造 免許稅 ハ 自今 之ヲ 
徵收 セス 

第四條 舊慣 -I 依リ 酒 it. ノ 免許 ヲ受 ケタ ル 者- 1 シ 


テ 本 法 施行 後 引 » キ酒 類ヲ « 造 スル モノ ハ 酒造 

前項ノ製造济--ハ沿分：發3没法第五庙第|1 31 / 

規定 ヲ滴用 セス 
附則 

本 法 ハ 明治 四十 一年 十月 I  n  m  y 之 V 施行 ス 
〔阀 務大 ^- 男防商捻姑油財演枳に兌る〕 

〇阔 務大 H  (男 13 高 摇* 沾 ir ) 喻今 一! 3 となり まし 
た 諸 案に f<J- きまして 御 紹介の 爲め大 races' を 致し 
ます、 今回 提出いた しました る所拇 税法 中改 ]H 法 fit 
案に 付きまして 邦 要項を 先づ說 明を 致します、 所 } y 
税法 改正 法律案の 骨子と 致します 所は、 第一 從來は 
法人の 所 fy に 付て は 所謂 源泉 茂 si の 主 遜を 執つ て® 
りました 、即ち 法人に 對して 課税を 致し  >  是 が r51! 當 
を受けたる個人には、興配當命所得に付てほ，何等 
の 課 te を も 致さな かつた ので ございます るが、 斯く 
ては 大小の 所得者の 間に、 負 松の ® 衡を得 ざる こと 
が 著しくあります、 それ 故 其 配當 金に 52 ては 他の 所 
得と 共に 之を 個人に 綜合して、 第三 補 所得税を 課す 
る ことと 致しました、 併し 法人の 配 常 金に 對し •之 
を 受けた る® 入に 綜合して 第三 種の 所得税を 課する 
に 止めまして 他に 何等の 課稅を 致さない ときは， 多 
額の 社內 留保を なす 法人と •然ら ざる 法人と に te り 
課税の 不褪衡 を 生じます るが 故、 法人の 社內 留保 金 
に對 しましても、 相 當課税 する ことに 致しました. 
又 法人の 所得が 其 運用 資本に 對 して、 一定の 利！！ り 
を 超過いた しました ると きは. 其 超過額に 對 しまし 
て も相當 課税す る ことと 致しました、 第二に ほ 勤 努 
所得者に 對 しまして は 從來所 得 金額の 十分の一を 控 
除す る ことと なつて 居 〇 ましたが、 改正案に 於て ほ 
總所得 六千圆 以下の 所得者に 對 しては、 其屮の 勤 勞 
所得に 付て は 十分の！ 一を 控除す る ことと 致し、 又 一 
萬 二 千 圆まで は 現行法 通り 其 十分の一を 控除す る こ 
とと 致し •總 所得！ 萬 二 千圓を 超 ゆる 所得 渚に 對し 
て ほ 特に 負 擔を輕 減す るの 必要な き 者と 謎め、 全然 
控除を 致さない ことと 致した のであります、 第三に 
は 幼 者， 老者 及； 个 具、 廢疾 者の 多少は 納税 若>  特に 
小額 所得者の 擔税 力に 著しき 影 1? あるは 勿論で あり 
まする が 故に、 所得 金額 三千 圆以 下の 所得 渚に 對し 
ましては、 其 數に瞧 じ 一定 金額を 所得 金額ょり 控除 
する ことと 致して、 其 控除すべき 金額 も 亦 一 々差等 
を 設けました、 即ち 其 人の 所得が 千 圆 以下なる とき 


院族 fl 锷萡 W 帝间 二十 四 第 


は 是等の 人員 |人に付き西0>二千圆以下なるとき 
は 一人に 付き 七十 圆 >  三千冏 以下なる ときは 一人に 
付き 3T 十 K] と 云 ふ 風に、 特別に 所得 金額を 遞滅 して 
課税す る ことと 致しました、 第 四には 課税 最低限は 
大正 七 年に 於て 本 法を 改 JI-: する 際 四百 M を 五 百圓に 
引上げました が、 今间 3! に！ 〇圆を 高め 之を 六百圆 と 
して Fills 氓 前に 對 して 結局 五 割を 高めた ことにな り ま 
す > 本 改正案に 於て Is 唯今 申 述べた る 如く、 一方に 
於て 副 勞所捋 の 控除 额を衔 加し， 又 幼 者老者 等の 人 
a に rofi じ |定 の 金額を 控除した る 結果、 課税 最低限 
即ち 所得 金額 六！ G lgl 未滿 となりました ときは 納税 義 
務なき ものと 致しました から、 §3 際に 於て は 千 [HI 若 
くは それ以上の 所 m 若に あつても 免税と なる 者も少 
くないので あります、 尙ほ 今後に 於て 說明 します る 

…： 尙ほ 後に 至つ て說明 いたします 所の 小額 所得者 

に對 しまして は 大に 税率を® めた る 故に、 木改 JE 案 

に 於いては 頗る 小額 所煜淇 の 負 » を輕 減した る 次第 

でございます、 第五には 税率に 關 する ことで ありま 

す、 税帟に 付て は 從來 M 低の 千分の 三十 即ち 百 分の 

三ょ 〇敁 商の 千分の 三百 卯ち 百 分の 三十に 至る 超過 

累進 率と 致して 所得 金額 二 十 萬 0 を 超 ゆる 金額に 對 

しては 總て 最高 金額を 適用す る こと、 なつて 居り ま 

すが， 改正案に 於て は 最低を 百 分の 一 即ち 現行法の 

三分の 一と 致し、 E- 高を 百 分の 五十まで 粜進 する こ 

とと 致しました、 尤も 右 税率は 超過 粜進 率で ありま 

して， 一定の 金額を 超 ゆる 部分に 對し ての み 各々 其 

没 率を 適用す るので あります、 第 六には 銀行 預命利 

子に 對し 新に 第二 秫所得 稅を 課する こと V 致し まし 

た、 是は 從來 第三 稀 所得と して 課税す る ことにな つ 

て 居りました が- 2? 際 上に 於て {3: 預金 利子の 所得を 

申 带せ ざる 者が 多い ので、 又 銀行 策 者 も其预 金の 內 

容 を 示す ことを M ひます るが 故に 踝 fy: が 十分に 行は 

れて K ない、 さぅ 云ふ琍 狀であ ります、 然れ ども 銀 

行に 定期預金を e す •か 如き 奢は 多くは 擔税 力の 比較 

的ある荠であります、 © に琪|2上殆ど之に課税し杩 

ざるが 如きは 負 拾の 公平を 失する が 故に、 是は課 税 

上の侦 K 手段を 攻究して 第二 柿 所得と して 其 利子 支 

拂の際に饴稅すること、致しました、第七には山林 

所得の 計 . W に 付て％ 銀行 法に 於て 法文 上 山林 伐採の 

所 9 !に對 し 課税すべき 规定 であります るが、 それが 

爲に立 木の £3 奴 却した る 者に 付て は 假令 如何に 多額 


行政 裁判所の 判決 例を 生じました が 爲に 、伐採して 
0 却した 者と 立 木の 儘 賣 却した る 者の 間に 課税 > 著 
しき不 權衡 を來 たす ことにな つて 居ります、 併な が 
ら立 木の 儘 Q 却した る 場合と 雖も苟 も 所得の ある 以 
上は 其 所得に 課税すべき は 當然 のこと k 存じます る 
が 故に、 1I-I: 趣 3H に改 JE する の 必要 あると 同時に 山林 
の 所得は 通例 娱き 年月を 經て 漸く 所得を 生ずべき 特 
殊の ものであるに 拘ら ず、 現行法の 如く 之を 山林 以 
外の 所得と 合算して 累進 率で 課税す る ことは 苛酷な 
る 結果を 生じ 不 ■當で あると 考へ まする、 そこで 改 
正 案に 於き ましては 特に 之を 他の 所得と K 分して 格 
別の ^ 率を ia ill する こと、 改めました •第 八には 所 
得 調査 委員の 選舉 方法であります が、 現行法の 間接 
選擧 方法は 選擧の 手織 上 幾分 便 K も ございま 十る •か 
又 調査 委員 配置 等に 付て 考へ まする と 不便 も 亦少か 
ら ざる やぅで •こざいます •それ 故 之を Iff. 接 選 擧に改 
め、 同時に 單記 無記名 制度と 致しました、 又 審査 委 
員の il 缙に 付ても 現行の 規定は 多少 不便であります 
から、 薄査の 機能を 十分に 發撺し 得べき ことに 是亦 
それ<-^ 改正を 加へ ました •以上に 述べました る 如 
く 所得税に 付て は 稍々 根本に 觸れて 改正を 加へ まし 
たが、 是 等の 改正と 共に 大に考 憩し なければ ならぬ 
ことは lit 改正 税法を 圓滿に 實行 し、 其 効果を 十分に 
發揮 いたさせます るに ほ 納稅 者の 誠 實な る申传 を 俟 
たねば ならぬ、 故に將 來國民 一般に 對し 、一層 誠 實 
なる 申 哲を爲 す やぅ 特に 希 朝して 巳まざる 次第で ご 
ざいます、 然るに 若し 納税 義務 者が 中 吿をな さない 
或は 虛僞の 申 吿を爲 しました ると きに、 之に 對 しま 
しては 夫々 適當な る 手段を 以て 反省を 促し、 尙ほ之 
に應 せざる とき (i 嚴 m なる 制裁を 加へ る ことに 致し 

たいと 考へ たのであります、 以上 ほ 所得 稅に封 する 

政府の 提案の 大體で あります が、 衆議院に 於て ii 之 

に釾 して 修正を 加へ ました、 即ち 原案に 於て は 法人 

の 所得 計算に 對 しまして、 其總 益金 中に 國 ffi の 利子 

がありまして も、 之を 控除せ ざる ことに 致して 1! き 

ました •か、 衆雜院 に 於て Jt 之を 控除すべき ものな り 

と 修正いた しました、 又 原案に 於て ほ 法人の 配當金 

は 其 金額を M 人の 所得に 計 3? する ことに 致して あり 
ましたが、 衆鹩院 に 於て は 斯の 如く するとき (i 株式 
に投 K して fr る 渚に 對 して 不穏の 激變 を來 たし、 & 

然節 業の 發達を 阻 茜す るの逛 ある ことを 考傲 いたし 


の 所 S2 がありまして も 課税すべき ものに あらず との I まして、 是が 斟酌の 爲め其 配當 金の 二 割を 控除して 


所得を 計算す る ことに 修正いた しました、 政府に 於 
て ほ 苟も 株式 配 當を受 くる 以上には 必要の 經费 を認 
むる ことは 穏當な りと 認めました •又 第三 種 所得税 
率一茁 W: 千 II 以上、 三 蓖艽 千 M までの 所得者に 對し 
まして、 原案に 於て は 現行法に 比し 幾何 か 負 擔が咐 
加して 居ります が、 右は 中產 階級に 對して 酷なる 結 
果とな るから 之を 救 濟す るの 必要 ありと して 此 部分 
に關し 若干 税率の 低減を 加へ ました •又 第三 稀 所得 
の 最高 税率は 百 分の 五十に なつて 居りました のを 百 
分の 四十と 修正を 致しました、 以上の 修正を 致し ま 
した、 以上の 修正の fe 果歳 人に 減少を 來たす を以ち 
まして 之を 補 塡し 且つ 富縈等 が 法人の m 織に して脫 
税す るの 憂 あるょり •之を 豫 防す るの 目的を 以て 法 
人の 留保 所得税 率を 引上げ、 且つ 全額 補塡の 爲め尙 
ほ 負 擔の餘 力 ありと 認め 超過 所得税 率 も 之を 引上げ 
る ことに 致しました •又 申铒獎 蚴及 之に 伴 ふ 制裁規 
定は隱 當を缺 くもの なりと して 削除し ました、 是等 
の 修正に 對 しまして は 政府は 何れも 相 常の 理由 あり 
と 認めまして 之に 同意を 表しました、 尙ほ此 法律案 
に關聯 いたして 所得税に 付て 內地と 植民 池との 間に 
於け る 課税の 重複を 避ける 爲に 別に 相當の 規定を 要 
します るので， 玆 に所煜 税の 施行に 關 す ?) - 法律案を 
提出した 次第であります、 次に 酒造 税法 中 改正 法 鉗 
案外 三 件に 付て 大體 の說 明を 致します、 今 . ral の 改正 
は 歳入％ 加の 必要に 依つて 酒税 一般の 税率を％ 加す 
ると 同時に、 酒造 税法に 付て 從來當 業者の 最も 不便 
を 感じつ V ありました 勤に 改正を 加へ、 尙ほ二 三 法 
文 上の 不備を 補は むと 云 ふので ございます >  第一に 
酒類 税率は 大體に 於て 現在 一石 一一 十三 圓 を十圆 だけ 
引上げて 一石 三十 三圓 とする ことに 致しました、 最 
も 酒精 分 三十 度を 超 ゆる 燒酎 に付きまして It 其 性質 
及 市場 取引の 實 情に 鑑み、 從來の 酒 別 la 税を廢 しま 
して 度數課 税とす る ことに 致しました、 次に 酒造 税 
の 納税 保 f?? 物 {S il 石に 付き 四圓の 割合で ありま 
して •明治 三十 二 年 酒造の 稅率 一石 十二 W の當 時に 
定めました る ものが、 其後數 次の％ 税が行 はれまし 
たに も 拘らず 今日まで 其 儘据 置と なつて 居りました 
是は僅 に 八 分の 一 即ち 改正 税率に 對し ましては 僅に 
八 分の 一 乃至 十三 分の 一 にし か 當らな いこと になつ 
て來 ました、 そこで 不相當 と 認めました ので、 此際 
一石 十 K1 に 引上げる ことの 必要を 認めた 次第で あり 
ます、 次に 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 並に 麥酒税 法 中 


改正案 •是は 何れも K に 税率の 改正の みに 止まる も 
のでありまして、 捫精 及鸠槠 含冇 飲料は 酒精 分 一度 
毎に 税率！ 圆を 一圆五 十 錢に 改め、 麥酒は 一石 十二 
圓を十 八圓に 改めむ とする ので ございます •次に 明 
洽 四十 一年 法律 第二 十四 號 中の 改正は、 從來沖 W 縣 
及 東京 小 笠 原 島、 伊豆 七岛の 酒造 税率は 内地の 一一 一分 
の 一で & りました が •沖椰 縣は 近来 民度 昂進し. 旣 
に 他の 諸 税法 も 殆ど 全部 內 地と 同様に 施行す るので 
あります から •特に 酒税に 限り 之を 低減す るの 理由 
がない と 認めます、 殊に 沖 II 縣に 於き ましては 近來 
蜂蜜を 原料と する 酒精 含有 飲料の 製造が 中々 盛んに 
なつて 來 て、 其 造石高は 漸次 殖えて 參 りました が、 
此酒精 含有飮 料に 對 しては 全然 内地 同樣の 課税を し 
て 居る ので ございます， 之に 對 する® 衡上 酒造税 も 
亦 内地 同樣 となす ことを 相 當と 認めました、 之と 同 
時に 沖 II 縣酒類 出港 税ほ其 必要が 無くなりました か 
ら 、之を 廢止せ ■むと する のて ございます‘ 以上の 谷 
案 中 酒造 税法 中 改正 法律案に 付きまして、 衆蕺院 に 
於て は 濁酒の 税率 彐 十三 圓は 高き に 失する として， 
三十 圆に 改め、 又 酒類 納税 保 證 物を 一石 十圓に 引 上 
ぐるは 急激に 失する ものと 致しまして 之を 七 圓に改 
め、 又 別に 燒酎 に對 して 其貯醚 減量 百 分の 一を 認む 
る ことに 修正いた しました、 是 等の 修正に 對して も 
政府は 至當な りと 認めまして 之に 同意を 致した 次第 
でございます、 以上は 咐税計 ffi に關 する 諸般の 大體 
でございます、 御 港 議の上 協賛を 與 へられむ ことを 
切に 希望いた します。 

〔山 脇玄 君發 言の 許可を 求む〕 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 山 脇 君は 何です か。 

0 山脇玄 君大藏 大臣に 質問いた したいと 存じます 
0 謅長一 公爵 德川家 達 君) 是 ょり 通 吿 《 に 依つ て 質 
問を 許さぅ と 思 ひます、 菅原 君。 

〔菅原 通 敬 君 演壇に 登る〕 

〇菅原 通 敬 君 私は 唯今 議題に なつて 居ります る税 
法改正 案に對 しまして、 簡單に 政府に 向つて 御 伺い 
たしたい と 思 ふので ございます、 此 度の 税法 改正案 
は 税制の 上に 於け る 一大 進步で あると 云 ふこと を 私 
は 認める ので ございます、 さりながら 此税 法案に 付 
きまして は 世間に 幾多の e 論を 牛： じて fr るので ござ 
います、 税法 問題と 致しまして 近年 稀に 見る 所の 物 
P. を 生じて 居る ので ございます、 特に 衆議院に 於き 
ましては 一大 修正が 行は れて 居る ので ございます、 
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_  所打汝法中改正法は另外：九件访一货®: 

«: 修正に 付. ? まして Is 或：：： 項ろ 改 :/; であると： K ふや 
うな 說もあ るので ございます が •私の 見る 所を 以て 
致します ると 云 ふと ^ ろ 改 ^ せられて 屛る もので あ 
ると H -r るので •こざいます， さりながら 之を 以て ';, . 
民は 讳足 いたして 尻る や：' 5 やと 云 ふこと になる と 云 
ふと， 私 (?. 未だ 決して r:fi 足 ii 致して 居らぬ と 思 ふの 
で V」 ざいます、 故に 私 if. 本院に 於て 之を 箱 ^ する に 
常り まして ほ、 十分に 政府の 方針の ある 所. •/):• 案の 
趣旨の 存する 所を 明に 致しまして* ^ 民と 共に 十分 
に 之れ を 理解して 通 くの 必要が あると 思 ふので ござ 
います、 それで 私の是 より 御 封いた さむと する 所は 
取て 政府の 政策を 非難す ると か、 若く は 案の 内界を 
攻幣 すると か 云 ふ 趣 js ではない ので ございます、 ど 

うぞ それ 等の點 を 御領 得 下さいまして、 懇切に 明瞭 

に說 明を 願 ひたいと 思 ふので ございま す、 '1 i 今 大藏 

大 I-S より 谷 没 法案の 內矜に 付て 詳細に 御說 明が あり 

.ましたが 、此 税制の 整理に 關す る大體 に付きまして 

は 何等 御說 明を. 承る ことの m 来な かつた ことは 頗る 

迆 憾と致 すので ございます、 故に 私は 先づ 第一に 此 

税制 柊 理に關 する 政府の 御考を 承りたい と 思 ふので 

ございます、 で 税制 整理の 間 題は 申 上ぐ るまで もな 

く 多年の 縣案で ございます、 殊に 歐 洲大® 以來經 濟 

上 及 W 政 上の 必耍 よりして、 税制の 根本的 整理を 耍 

求して 尻る ことは 頗る 急なる ものが あるので ござい 

ます、 遜に 政府が 臨時 s 政 經濟 調査 會なる ものを 設 

匿せられ ましたの も •必ず 其 趣旨が 含まれて 居つ た 

らうと 思 ふので ございます、 然るに 今回の 御 提案を 

見ます と 云 ふと、 直接税 中の 所得税と 間接税 中の 酒 

造税 とに 向つ て改 IE を 加 へられた のに 過ぎ ませぬ の 

で、 税制の 大體 に苴 りまして は 其 根本に 觸れる もの 

が 少しもない やうに なつて 居ります と 云 ふことは K 

だ 了解し 難い 所で あるので あります、 で 政府には 此 

税制の 統一的 整理を 行は るるの 御意 思が あるので あ 

ります か， 無い のであります か>  で總理 大臣は 衆謅 

院に於 かれまして 財政 經濟會 の 調査を 俟 つて 税制の 

一般的 整理を なす 積り であると 云 ふこと を 仰せられ 

て 居る さう であります が、 此 度の 税法 改正と 云 ふ も 

のに 付きまして は， 財政 經濟調 查會に 御 諮問に なつ 

て 居らぬ と 云 ふこと であります、 是ほ 私共 國 民と 共 

に不思 _ に 思つ て fr る 所で ございます、 若し 斯樣な 

ことで ございます ると 云 ふと、 財政 經濟 調査 會の諮 

問を 經 て、 其 調査を 俟つて 御 提案になる と 仰せら る 


ると 云 ふこと も 如何な ものである かと 云 ふこと を 疑 
は なければ ならぬ やうに 考へ るので あります、 財政 
|« 濟調 査會は 私が 申 上げる 迄 もな く 朝野に 於け る學 
% 钾驗 ある v r! 士を 锏磘 せられて 御 造りに なつた 所の 
もので ございます のに、 此調 1¢ 分は 今 何を なされて 
居る ので •こざいます か、 如何なる 蚴 きをな されつつ 
あるので ございます か、 是も fli 党す るに 政府の 御 仕 
向が 宜くな い 結果で ないかと 思 ふので ございます、 
斯糨 に考 へます と 云 ふと、 將來 總理 大臣が 税制の 整 
理を此 調 2C 疴に 諮問し、 其 調査を 託して、 而 して 一 
般的税 制胳 PH をな さると 仰つ しやる こと も 如何なる 
ものである かと 云 ふこと を 疑は なけ. ればな らぬや う 
な ことになるので ご ざ いますから、 此點に 付て 皆の 
现解が 行く やうに、 國 民の滿 足の 行く やうに 御說明 
になつ て g いた 方が 宜しから うと 思 ふので ございま 
す、 又總理 大臣は 財界の 安定を 待つ て、 然る 後 一般 
的 税制 整理を 行 ほれる と 云 ふこと を 言 はれて 居る や 
うに 承つ て 居る のであります、 此 財界の 安定と 云 ふ 
ことは 何れの 時に 參 るので ございませう か、 其 安定 
を 待たる るまで 哺手 を朿 ねて 居らる る 譯 ぢやな から 
うと 思 ふので あります、 若し 其 安定を 待つ と 云 ふこ 
とで ありま L たなら ば 却つ て 其 時機を 失する ことに 
なり ほしない かと 思 ふので ございます、 私の 見る 所 
を 以てします と 云 ふと 今日の 經濟 改造の 時機に 於て 
税制の 根本的 改革を なすと. •ム ふことは 最も 適當な る 
時機で ある、 此 時機を 措いて は 再び 好 時機が 到来せ 
ぬとまで 考 へて 居る ので ございます、 税制の 根本的 
整理を やる と 云 ふこと になり ますれば 國 民の 負擔の 
上に 激變を 生ずる ことになるので あります から‘ 經 

濟の 安定の 場合に 於て 之を 實行 するな んと云 ふこと 

は 中々 至難の ことであります、 從來稅 制 整理が®々 

企てられて 其實 行の 困難に 遭つ たと 云 ふこと も 何故 

であるかと 申します ると、 此負 擔に激 變を來 たす と 

云 ふこと が 障碍を なして 居る のであります、 それで 

あります から 若し 税制の 根本的 改革を 爲すと 云 ふ 場 

合に 於て は 今日の 時機に 於て 租税 理論の 命ずる 所に 

從つて 適當な る 整理を 爲し さう して 寧ろ 國民 經濟を 

して 之に 顺應せ しむる やうな 方法を 御 執りになる の 

が宜 いのでは ないかと 思 ふので あります、 是 等の點 

に關 しまして-政府の 御所見の 在る 所を 承つ て 置き 

ましたなら ぱ 、頗る 好都合で あると 思 ふので ござい 

ます、 第二と 致しまして 此 度の 税法 改正は 租税の 增 


收を阏 ると 云 ふこと 夕 目的と せられて &r ると 云 ふこ 
とであります .租稅 の % 収を阅 る ことを H 的と され j 
るに？ ：£つて此所£5稅と云ふものと酒笾稅と云ふもの 
を 選ばれる と 云 ふこと になつ たのであります が、 吐 
所得 没と 酒税と 云 ふ ものに 限つ て 税源を 求められた 
理由 (X どう 云 ふ 課で ありませ うか、 所得 ^ は 如何に 
も 各般の 諸税 中の 中樞 を爲 して 居る もので ございま 
す、 それは 論の ない ことで ございます るが、 御 承知 
の 通り 我國の 直接 没なる ものは 所得税と 地租と 管 詔 
税と云 ふ ものが 相 待つて 鼎立して IIL 接 没の 系統と 云 
ふ ものを 組織して 居る ので ございます •從 來の改 IH 
と 云 ふ ものは 常に 此 11 i 税の間 の 均衡を 61 み 相 當に整 
理され て ir るので あります、 是 は 日本に 於け る 税制 
の 沿革 上 及 又 現在に 於き ましても， 然か認 めざるを 
得ぬ ので ございます、 然るに 斯樣な る 密接なる 關係 
を 持つ て 居る 所の 地租、 營業税 と 云 ふ ものに 對 して 
何等 顧る 所がな かつた のは 如何なる _で あります か 
地租の 納税者に 擔税 力が 乏しい と 御 S になつ たので 
あります か、 或は 商工業者の 擔税 力が 滞 弱で あると 
云 ふこと であります か、 それとも 又 地租、 營業税 に 
對 して 改正す る ことの 調査と 云 ふ もの •か、 まだ そこ 
までは 行屆 かな かつた と 云 ふ單 純な 理由であります 
か、 或は 旣に其 調査に 薪 手して 見た が、 なか < む 
づか しくて 成案を 得る こ > が 出來な かつた と S ふの 
であります か、 更に 又 進んで 近時 日本 橋 區會の 方 か 
ら 意見書が 出て 居ります る やうに、 此 地租 や 營業銳 
と 云 ふやうな ものは 之を 廢 して 所得税に 統一的の も 
のを 作る と 云 ふやうな 御考で も あるので あります か 
然るに 非 ざれば 何故に 其 地租‘ 營業税 と 云 ふ ものに 
手を 御 著け にならなかつた のであります か、 此點甚 
た 解し 難いので あります、 又_ 酒税と 云 ふ ものに 税源 
を 求められました こども* 是 も相當 のこと であると 
思 ふので あります が、 例へ ば 織物 稅の如 き 或は 砂 » 
税の 如き" 極めて 簡填 に增收 の 目的を 達し 得べき、 
其税を 取る ことに 御手を 御 著け になら なかつ たと 云 
ふことは、 どう 云 ふ譯 であります か、 耍す るに 此租 
税の 財源を 單に 所得税と 酒税と に 求められた 所の 理 
由は 何れに あります かと 云 ふこと を 承りたい ので あ 
ります、 第三に 今回の 税法 改正は 前 申しました 通り 
租税の 增 收を圖 る ことを 以て 主たる 目的と する、 而 
して 之に 加 ふるに 租税の 負擔の 均衡を 保たし むる こ 
と、 及社會 政策と 云 ふ ものを 實行 すると 云 ふこと を 


是は加味せられたと 3? ふことであ0ます*加味せら 
れたと公ふことでん〇ます 〇 から^什 〇 粒 〇 均㈣を 
保たしむると 2;* ふことと !-1 17 «( ^ を « "すると/ムふ 
上 に 於て、® u£ 的で ない と i;- .- • ことじ li む *. • ly ぬと 
思 ふので あ 〇 ます、 さりながら la に！ £も兹に2:- 
向つて鈕 &- 0 佾税を强ふると云ふ以八=であ〇まする 
から、 國民の i を强 ふると 云 ふ 前には 先づ以 て 政 
府に於 かれて 自ら 行政の 龄理 を fr ひ、 i-K ii の r'TI s-J を 
なすことを ^ ると云ふことが常然の ^ 枝で&ると考 
ふるので あります ，然るに 此 行政の 龄 现、 政 ？, i c rIB 
約と 云 ふ 上に 於て、 何等な されて 居らぬ やうに . (LI ふ 
ので ございます るが* 是は 必ず ESR と 致しまして 不 
滿 足に 思 ふに 違 ひない のであります、 何故に 行政 SS 一 

理 若く は經费 節約と： 2-X ふこと に 御 努め 1- ならな かつ 
たので あるか、 是は 努めても 出來ぬ ことで あ 〇、 又 
餘地 のない ことで あるから 到底 出来ぬ ことで あると 
云 ふ 理解を 國 民に 與へ ると 云 ふことは 必耍で あるか 
と 思 ふので あります、 殊に 峨 乎 以來私 の 見る 所を 以 
て 致します ると •行政 各部に 中々 多くの 部 課を％ 説 
すると か、 經费 を增 加す ると 云 ふやうな ことが 滞 山 
あつた やうに 思 ふので ございまして、 是 等の點 に (i 
十分 斧鉞を 加 ふるの 餘地が ある ぢやな いかと 思 ふの 
であります‘ それ 等に 對 して 何等 御手を 御 下しに な 
らな いと 云 ふことは 如何なる ものであります か、 Ife 
く其餘 地ない と御赀 になつ たので あるか、 それで 今 
回の 增税實 行までに は 其餘日 もなかつ たので あるが 
次に 来るべき 一般 税制 整理の 前には 必ず 行政の 駐理 
をす る、 又 政 費の 節約 もす ると 云 ふ 御 考で あります 

か、 其 事を 玆で御 答になる ことが /J'. 來ま すか、 是等 

の點に 付て 御說 明を 願 ひたいと 思 ひます， 第 H には 
此所得 税法 改正の 御 方針に 付て 伺 ひたいので ござい 
ます >  政府に 於 かれまして 政府 賜 來の方 針を 受けら 

れず して、 所得税に 對 して 一般的 所得 稅の主 義を御 

探 用に なつた と 云 ふことは 誠に 喜ばしい ことで ござ 

いまして、 先刻 申しました 通り 税制の 上の 一大 進步 

として 稱揚す る ことを lia ら ぬので ございます、 然る 
に此 法案を 能く 拜 見いた します と 云 ふと、 極めて 小 

徹底の S が ある、 矛盾の 點が ある 是等ゃ 若し柑 常に 
御 除きに なりましたならば、 此所煜 税と云 ふ ものは 
立派な ものに なら 5 と 思 ふので ございます、 もう 一 
段の 御考 ■ を 必要と する ではない かと 考へ るので ご 
ざいます、 で 税法 改正の# 子と せられました 法人 配 


e 族 贵 铒郭國 帝问 二十 叫苹 


I 常々 個人の 綜合 課税に せられました と 云 ふ牝 主義は 
誠に 結構で ございます， 國民 の In 擔を公 平なら しむ 
る 上に 於ても 最も 然るべき 方法で あると 考へ るので 
ございます、 さりながら 此源 * 課税を 爲すが 宜しい 
か、 或は 給 合 課税を 〇 すが K しいかと 云 ふことの 利 
害の 判斷は 、此徴 税 上の 便 ®: と 云 ふ ものと 課税の 公 
平と 云 ふ ものを 秤に 掛けて， 其 何れを 取るべき かと 
云 ふ 所に なければ ならぬ のであります、 成程 綜合 _ 
税に 致す と 云 ふこと になります と 理論 上 課税の 公平 
を 保ち 得る ものに 相違 ありませ ぬ •併ながら 徴税 上 
此に 非常なる 不便を 感じ •又 非常な ろ 弊害を それに 
依 つて 生ずる、 斯う 云 ふこと であります と 云 ふと、 
そこが 餘程考 へなければ ならぬ ことになります ので 

あります、 それで 今度 政盼に 於 かれまして は綜谷 課 

税 の 主義を ir< るが 宜しい と 云 ふ御考 になり まして、 

あら ゆろ II 牲を拂 つて さう して 綜合 課税の 主義を 御 

採りになる ことにな つた* あらゆる 輟牲 とは 何 そや 

綜合 課税の 主義ょり 來る 所の 弊害とは どん* 事で あ 

るか、 是には 11!; 間に も 議論の あります 通り、 假に數 

へて 見ます と 云 ふと、 從來税 .V 當然 掛けられて 居つ 

たものに して 税の 掛けられぬ ものを 生ずる に 至る、 

例へ ぱ 帝室 御所 苻の株 に對す る配當 とか、 或は 外國 

ノの 所有に 係る 所の 株で あるか、 或は 營 利を 目的と 

せざる 所の 株で あると かと 云 ふやうな ものに 對 する 

所の 課税と 云 ふ もの It 當然 全く 免る る ことになるの 

であります、 又 無記名の 株券を 發行 すると 云 ふこと 

になります ると 云 ふと、 それに 對する 課 m と 云 ふ も 

のは 是も金 く 免る る ことになります、 或は 株式と 云 

ふ ものを 分 刺して 小 所 55 者の 名義に すると 云 ふこと 

になれば 是も 課税を 免る る ことになる、 又 財產 管理 

を H 的と すると ころの 會社を 作つ て， 會 社の 名義に 

於て 株の 肥 當を受 けろ と 云 ふこと になろ と、 是も相 

當な 減兔を 受ける ことになる 其 他產粢 の發 達を 妨ぐ 

ると 云 ふやうな こと も見遁 すべから ざる點 であるの 

でございます、 是等 の總 ての BI 牲を拂 つて 而して 綜 

合 課稅 の主蕺 を玆に 御 採りになる と 云 ふこと に 付て 

は， 玆に 徹底した る 確信の 御 立ちに なつて 尻 ると 云 

ふこと が必耍 であらう と 思 ふので あります、 然るに 

公 偵 社 fK の 利子と 云 ふ もの ほ 從 前の 通り 第二 稱課税 

として 湄泉 課稅 に殘 して S かる-^ 公愤 社 « の 利子 

の 如きは M 合に揋 税力 ある 人の 受ける 所の もので あ 

ります るから、 ft it どこまでも 踪 A rl iis 税 として P 人 


に W めて こそ 初めて 公平 ^ fi る ものである •それを 
その 儘に 御 ii しにな つて 居る、 是は 源泉課税に する 
方が 徴税 上の 便利で あるから 興 儘に して 置いた と 云 
ふ 御 話であります が、 前に 申しました 通り、 會 社の 
配 當課税 の 411 きは、 矢張り 徵稅 上の： 个便も あり 少か 
ら ざる 所の邨 害を 殘すと 云 ふに 拘らず ，敢 て H して 
之を 綜合 課税に 御 •一め になつ たと 云 ふ 御 勇氣を 何故 
に 公 frt 社債の 利子の 方に 及ぼされな かつた ので ある 
か、 是は 甚だ； 个撤 底な ことで あると 思 ふ， 殊に 先刻 
御說明 になり ました、 此銀行 定期 相 金の 利子と 云 ふ 
ものを •從來 側 人に 綜合せられ て 課税して あつた も 
のを、 玆に 改めて 源泉課税の 方に 御 組 入れになる、 
是は 何たる 矛盾で あるかと 私は 思 ふので ごさいます 
で 銀行 定期預金 ほ 唯今 御說 明を 伺 ひます と 云 ふと、 
當人 として 申吿 をせ ぬ、 又 銀行業 者と しても 之を 開 
示す る 事を好まぬ、 從 つて 擔税力 あるに 拘ら ず、 實際 
に 課税を 免る るから 之を 源泉と して 取つ てし まふの 
である、 斯う 云 ふ簡單 な 御 理由であります、 此 綜合 
課稅 主義と 云 ふ ものを 此に御 立てに なつて 居る、 其 
根本主義の 矛盾して 居る と 云 ふこと に 付て は 如何の 
御考 になつ て 居る か， で 銀行 定期預金は 源泉課税と 
して 海さず 之を Is る •それなら ば 銀行に 對 する 他の 
預金 即ち 通知 預金で あると か 當座 預金で あると か 云 
ふ 利子に 付て はどうな さる か 定期預金に 付て は 銀行 
業者が 開示す る ことを 好まぬ が、 通知 預金 や、 當座 
预金は 開示す る ことを 好む と 仰つ しやる か、 銀行の 
定期預金に 付て (t 申告は せぬ 通知 預金 や 當座 預金に 
付て は 申吿を すると 仰つ しやる のか* 若し 之を 此儘 
殘 して 個人の 所得と 云 ふ ものに 課税す る ことにな り 

ましたな らば 通知 預金 や 當座 預金の 方の 利息は 定期 

预企の 利息ょりも 高い 税率を Is せられる と 云 ふこと 

になる ので ある •或は 政府と して 通知 预金や 、當座 

预 金. の 利子に 於て は 大目に見て 所得税は 掛けない 積 

り だと 斯う 仰つ しやる か、 知れない が、 理論は 左樣 

には 許さぬ ので ある、 通知 預金 や 當座 預金を なす 者 

の 4rl きは、 固ょり 其 負擔力 …… 擔稅 方の 多い もので 

あります、 之を 大藏 大臣が 尙ほ 大目に見て、 是には 

課税せ ぬ 積り であると 云 ふことは まさかに 仰つ しや 

るまい、 又 税法の 精神 上 左様な ことは 云 ふことは 出 

來な い、 さう して 見ます ると 云 ふと、 玆に大 なる 矛 

盾を 生ずる ことになる、 故に 私は 公債 社債の 利子と. 

云 ふ ものを 源泉課税に 殘 して a くと 云 ふやうな： 个徹 


底をなさる、定期预金利子と云ふものを第一.褪に組 
| 人れ る 所の 此 矛 frl を 除く、 此二點 に 付て 政府は 御 同 
意 下さる や 否や、 御问意 下さる のが 當然で あると 思 
ひます、 若し 御 同意が 出来ない と 云 ふなら ば •それ 
はどう 云 ふ 理由であります か •それから 第五には 此 
借金の 利息を 控除す ると 云 ふこと であります •此度 
の 税法 改 芷 は 綜合 課税 主義を 御 採りに なつて •一般 
所得 主義を 御祓き になつ て 居る •即ち 個人に 歸 願す 
る 所の 各般の 所得を 綜合して 個人 經濟の 全體を 見て 
擔税 方を 測定す る、 斯う 云 ふ 御 方針に なつた ので ご 
ざいます から、 其 個人 經濟に 靥 する 借金の 利息と 云 
ふ ものは 之を 引いて なさらぬ と 云 ふと 正確なる こと 
を 得ぬ ことは 勿論の ことであります、 此度 扶養家族 
の 多少に 依つ て 課稅を 斟酌せられ ると 云 ふこと にな 
〇 ました 新なる 御考を 御 加へ になつ たと 云 ふこと ii 
甚だ 結構な ことで ございます が、 E に 進んで 此 個人 
經濟 に屬 する 借金の 利息を 控除す ると 云 ふ 所まで 御 
進みになる と 云 ふこと を 私は 御 ® めする ので ありま 
す、 少く とも 各所 得の 必要なる 經費と 云 ふ ものを 控 
除す ると 云 ふこと をな さらぬ ければ 一貫せ ぬと 思 ふ 
ので あ 〇 ます •で 殊に 今回 最も 御 力を 御 加へ になつ 
て 居る 所の 會 社の 配 當 金の 如き、 此配當 金を 得る に 
必嬰な る 所の 經 ffi と 云 ふ ものは •どうしても 御 引き 
なさらぬ ければ ならぬ ので ある、 必要なる 經费と 云 
ふ ものの 中には 借金の 利息が 加つて 居る ので ありま 
す、 で大藏 大臣は 借金を して 株を 持つ と 云 ふことは 
「スぺ キユレ ー シヨ ン」 である •そんな ものの 利息 
は 引いて やるべき もので ない、 斯う 云 ふこと を 仰せ 
られ たと 云 ふこと で* 大分 議論に なつて 居ります N 
是は 甚だ 私は 當を 得ない 御言 葉で あると 考へて 居る 
のであります、 で 借入金を 以て 事業を 經營す ると 云 
ふこと が 「ス べキユ レーシ ヨン」 であると 云 ふこと 
は、 どうも 私は 左 樣に 信ずる ことは m 来ない、 若し 
借入金を 以て 事業を なすと 云 ふこと が 「ス べキユ レ 
—シ ヨン」 であると 云 ふこと でありますならば、 政 
府は常 に 「ス ベ キユ レーシ ヨン」 を 行つ て 居らる る 
ので ある、 借入金を なして 學校を 作り 軍艦を 作り 要 
塞を 作り 政府は r スべ キユ レー シヨ ン」 をな して 居 
るので あると 云 ふこと を御認 になる のであります か 
事業家と 資本家と 云 ふ ものは 異 つて 居る ので ある、 
事業家と 云 ふ ものは 資本を 持たない のが 當り 前で あ 
る、 事業家は 資本を 資本家より 借りる、 而 して 之に 


依つ て 株を 持ち 事 ® を營ん で 居る のであります、 今 
日の 實際は 多く K 本家より 事業家に 依 つて產 粢 界の 
ことと 云 ふ ものは 營まれ て 居る のでありまして* 某 
產 業界の 事柄と 云 ふ ものは >  皆 資本家より 資本を 仰 
いで 之に ffi つて 事業を 營んで 居る と 云 ふこと が實際 
であるので あります •之を 御考 になり ませぬ で、 事 
業 家が 資本家よ 〇 金を 借りて やる、 其 借金の 利息を 
引いて やる と 云 ふことは いかぬ- 是は 「ス べキユ レ 
丨シ ョン」 を 助長す る ものであると 云 ふこと を 云は 
れ るのは 甚だ 當を得 ぬ や 5 に 思 ふので あります、 矢 一 
張り ir 社の 配 當に付 て， 之を 綜合 課 ffi をす ると 云 ふ 
ことで ありましたならば •其 株式を 所有す るに 付て 
必要なる 經 費 •即ち 借金の 利息と 云 ふ ものを 含んだ 
る ものは 控除す ると 云 ふこと をな さらぬ ければ •一 
般所得 税 主義に 副は ぬ ことで あると 思 ふので ありま 
す、 で 衆議院に 於て 是等 のこと に 付て 大分 議論が あ 
りまして •結局 會 社の 配 當 金に 對 して 二 10 を 控除す 
ると 云 ふこと になつ たと 云 ふこと でございますが、 
此 二割を 控除す ると 云 ふ 理由が 頗る 不明 白で ありま 
す、 衆議院に 於て は 理由を 附せず して 何とな しに ま 
あ 一一 削 も 控除して 置かう と 云 ふやうな ことで あつた 
と 云 ふこと であります、 此 二割を 控除す ると 云 ふこ 
とを 政府と して 認められた 理由* 二 割を 控除す る こ 
とが 相當 であ '？. と 政府に 於て 御認 になつ た 理由、 そ 
れを伺 ひたいと 思 ふので あります、 又大藏 大臣は 衆 
議院に 於て 農夫が 田畑を 買 人れ る、 其 田畑を 買 人れ 
るに 付て 借金を した 場合に 於て は 其 借金の 利息を 控 
除す る* 斯う 云 ふこと を 御言 明に なつた と 云 ふこと 
であります が、 或は 是は少 し 御言 ひ 過ぎでは なかつ 
たかと 私は 思 ふので あります •先づ それが 御言 ひ 過 
ぎで なかつ た* 今までは さう でな かつた が 將來 は必 
ず 斯うす ると 云 ふこと であると 云 ふなら ば， 勿論此 
會社の 配當 金に 付ても 借金の 利息を 控除す ると 云 ふ 
ことまで なさらぬ ければ ならぬ ことで あらう と 思 ふ 
のであります、 それで 御 伺 ひ 致したい のは •所得を 
得る に fj て必耍 なる 經費 として、 負 © の 利子を 控除 
すると S ふことの 主義を 谷 自の 所得に 付て 徹底的に 
實行 すると K ふこと に 付て 御異 載が ある や 否や •其 
點に 付いての 御所見を 伺って 置きます、 それから 第 
六には 國債の 利子に 對 する 所得税 免除の ことで あり 
ます、 現在の a 規に 於て 國使の 利子に 對して 所得税 
を 免除す ると 云 ふことは 極めて 不合理で あり 不公平 
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であると . Hi ひます、 今 H まで 0 所 !?. « 革 上 ti むを r r.} 
ざる ものと 致しました 所が、 今日茲 に ffi 法の 格 理的 
改正を 行 ii れると 云 ふ 場合に 於て、 どうしても 叶 免 
除法と 云 ふ もの I3-. 9C 桜 止になる ことが 柑 常で あると 
思 ふので ありま T •申す i でもな く w ffl を 所有す る 
もの if 他の 財 序を 所有 丁る よりも 茚ろ 安全に して R: 
迓 なる もので、 €: も扔税 力の 强い ものであるので あ 
ります、 K- ^ w の 利子に 付て 所得税を 免除す ると 5;- 
ふこと ほ 甚だ 不公平の ものであると 思 ふので ありま 
す、 で大踐 大 !■:': は 阀 « 利子の 所捋稅 免除と 云 ふこと 
は旣に 國民に 約朿 して 居る ことで あるから •今更 之 
を暖す る II に 行かぬ、 斯う 仰せられます •一と 度國 
民に 約 策した ことで あるから 之を ^ へる ことが /J1 來 

ない と 云 ふこと であると  >  1 と 度 出した る 法律と； K 

ふ ものは 永久 之を 改晓 する 事 (X 出来ない と 云 ふ 結論 

になる のであります， そんな ものでは なから うと 思 

ひます、 殊に 政府は 一民に 約朿 し外國 にまで も約朿 

して 居る 所の 馘依基 金 法と 云 ふ ものを 御 停止に な •る 

斯う 云 ふ 御 政策を 御 執りに なつて 居る、 此方に ほ 國 

民に 約束した ことで も、 外國に 約束した ことで も 構 

ほぬ、 但し 國偾 利子の 所得税 免除 だけは いかぬ、 斯 

う 云 ふこと では、® だ 其處 に大 なる 矛 rr が あると 思 

ふので あります、 或は 又大藏 大臣は 將來國 依を 發行 

する 場合に 於て 所得税を 肽 ると 云 ふこと になる と 云 

ふと 差茭が あるから 之を 殘し て ® きたい、 斯う 云 ふ 

ことを 仰つ しやつ て 居る さう であります が* 国？ ut CD 

利子に 對 する 所得税を 免除す るに あら ざれば 公 ffi の 

發行が m 来ない と 云 ふことは 甚だ 心細い ことで ある 

と 思 ふので あります、 國債 政策 も 或る 程度まで 考へ 

なけれ ぱなら ぬ、 併ながら 斯樣な る税の 踏 理を する 

と 云 ふ 場合に 於て 國 民の 負擔 の權衡 を考 へる と 云 ふ 

ことは 亦 最も 必要な ことで あると 思 ふので あります 

で 私は 玆に 斯樣な る 言を 以て 御 尋ね 致したい と 思 ふ 

のであります、 今 1131 此稅法 の 改正を 行 はれる に當り 

まして、 政府が 社 ^ 政策と 云 ふことの 上に 意を 用 ひ 

られ たと 云 ふこと に 付て は 犬に 感謝す るので ありま 

す、 然るに 此課税 の 最低限と 云 ふ ものに 付て は 宋だ 

至らざる 所 ありと して 谷 方面から 議論 も ある やうで 

あります から 此國 ffl 利子の 所得税 免除を 躞して 之に 

法って 得た る 所の 財源を 以て 所得税の 最低限を もつ 

と 高める と 云 ふ 事の 御考 になる 事は 出来 ませぬ かど 

うか、 是は 社锊 政策を ef 行せ らる 、上に 於て 極めて 


I 肝 嬰なる ことで あり i3 ;: ln のこと である， 又 方法と し 
無上の ものであると 思 ふので あります、 I 方に fcg lu 
の 利子に to つて ng を 食つ て 居る莕 の 所得を ：… 6a 說 
|  :; ji/: 低 K の M も K きに 苦しんで 居る 者を 救ぅて やる と 
云 ふこと になる のでありまして、 最も 超 當なる 方法 
であろと思ひます、之に付ての御考は如何でありま 
す九，沿後に酒稅のことに付て少しく御尋ね申上げ 
ます、 酒税の 改正案に 於き まして 政府が 淸 酒と 濁酒 
と 云 ふ ものを •同率に {a: くと 云 ふことの 御 gl 案を な 
されました、 それに 對して 衆 謖院ほ 濁酒に 對 して税 
率を 低減す ると 云 ふ 所の 修正案を 提 出 いたしました 
それに 對 して 政府 ほ 一 _ に 及ばず 相當な る 理由 あり 
として 之に 御 同窓を せられた、 是ほ 甚だ 了解に 苦し 
むので あります、 之に 同意せられ ました 理由は 何れ 
にあります か、 で 濁酒なる もの ほ 下 M の 民 多く 飲む 
ものである、 之を ® 減す ると 云 ふことは 社會 政策に 
應ずる 所以で ある •それで あるから 同意した、 斯ぅ 
或は 仰つ しやる かも 知れぬ と 思 ふので あります、 是 
は 決して 私は 社會 政策に 應じた ものであるとは 思は 
ぬのであります、 申す まで もな く 濁酒なる ものは、 
極めて 不純 分の 多い ものであります、 衞生上 有害な 
る ものであるので あります、 此衞生 上 有害な％ もの 
を 下層 民に 獎勵 して 飲ます と 云 ふこと {3: 決して 社會 
政策 上 宜しき を 得た る もので ない、 又 濁酒なる もの 
は 米の 原料の 割合から 言 ひます と 云 ふと 精製 步 合の 
甚だ 惡 いものであります、 淸 酒の 方は 割合に 多くの 
ものを 得らる、 のであります、 而して 之を 致 醉的飲 
料と して 用 ひます 場合に 於ても •同じ 醉を賀 ふ爲に 
は 割合に 多くの ものを 欧ま ぬけれ ぱいかぬ ので あり 

まして •寧ろ 濁酒を fill ふ 方 ほ經 費の 節約に ならぬ も 

のであります、 經 費の 節約に ならぬ ものを 獎 a して 

之を 飲ます と 云 ふことは 是も 決して 社會政 如に 應じ 

たる 所以では ない と 思 ふので ございます‘ 加之此 濁 

酒なる ものは 酒類 密造の 媒介を 致す もので ありまし 

て. 之を ^ 勵 すると 云 ふこと になります と •密造*. 

脫税 、非常なる 擗 害を 生ずる に 至りまして、 其 事が 

取締 上 非常なる 官民の 間に 紛争を 起す に 至る のみな 

らず 、大事なる 淸 酒の税 を枯渴 すると 云 ふことの 虞 

を 有つ て 居る ものであります ' 故に 政府は 從來此 濁 

酒と 云 ふ ものを ば 成るべく 抑遏 すると 云 ふ 所の 方針 

を 傅 來 的に 採り 來 つて 居る と 思 ふので あります のに 

今更 其方 針を 捨てられて 濁酒 奬 ©と 云 ふやうな こと 


をな される と 云 ふことは、 4n 何なる 理 旧で あります 
か、 之を M つて K きたいと M ふので あります、 共 flk 
役法の内 ¥¥ -|; 付て御间いたしたいことが澤山あるの 
であります けれども、 是 は乂他日の搏&に遝〇まし 
て、 今日 ほ 是だ けに 止めて ! S くので あ 〇 ます •か、 私 
は 先刻 申 上げました る 通り、 . H 分の 疑 a として I,1 る 
所を 明白に して e きたいと 云 ふのに 過ぎない ので あ 
ります， 成るべく 明 獠 に御說 明を 願 ひたいと 思 ふの 
であります、 而 して 私は 御 說明 になり ました 後を 押 
返しての 再 ® 問と 云 ふやうな ことほ 成るべく 致した 
くないと 思 ふので あります、 大槪の 所で 我® を 致し 
ます、 どうぞ 洱资問 を 惹起さない 程度に 於て 明 li« に 
私の 理解の 行く やうに 御說明 を 願 ひたいと 思 ふので 
あります。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今 菅原哲 ょり 長く 
數箇條 に a つて 御 質問が ありまして •大分 長い こと 
でありまして、 私の 唯今聽 取り得た 所に 付て 御 質問 
の聰が 茲に あるので あらう と 判 斷い たしました る is 
に 付て、 m 來るだ け 御 答 辯を 致す のであります から 
腺 違 ひ 若は 其 中に ffl れて 居る ことがありましたなら 
ば， 又 重ねて 御 質問を 願 ふ、 第一には 此度 m 收計迸 
の爲に 所得税の 改正案を 提出した るに 付て、 政府の 
税制 整理の 考は どこに あるの か、 税制 整理を 如何に 
する のか， 總理 大臣は 財界の 安定を 待つて 税制 整理 
すると 云 はれる、- 斯うして 財政 經濟 調査 會の あるに 
拘ら ず、 それに 此度 所得税 及 酒税は 付議せ ずして 玆 
に 提出を したので ある- 將來 と雖も 税制 整理 案を 諮 
問會に 掛ける ので あるか 頗る そこに 疑が ある， 又税 
制 整理の 如き ! ± 今後 財界の 安定を 待つ てす ると 云 ふ 
ことは 時機を 失する， 今日が 最も 適當の 時機で ある 
斯う 云 ふ 御意 見に 依つて 政府は どう 考へ るか、 之に 
對 して ど 5 考へ るかと 云 ふ 斯う 云 ふ 御 尋のや うに 了 
解を 致しました、 11-t 度の 所得税 改正案は 税制 整理を 
目的と し. て 著 手した 譯で ない と 云 ふこと を 第一に 御 
了解を 願つ て 置かなければ ならぬ？ 國防充 實の爲 に 
碗 定的财 源を 後年に a つて 玆に 捻出す るの 必要が あ 
る •それが 爲に 增收の 計畫を 立てる 必要が ある， さ 
うして 此所煜 税及 酒税に 依つ て财 源を 得む とする に 
當づ て， 現行法の 儘で 所得税の 如き、 唯 其の 步合を 
殖やす と 云 ふこと になり ましては， 貧富 納銳 者の 階 
級に 於て 從來の 現行法の 不公平なる ことを 盛んに 世 


の 中は 非 fil をして W ろ* 其の： 1' 公平なる tcvv '!:. t 
茲々 •个公 + になる  >  そ れ でち 〇 ます か •.c ii に 1.; 4-t -v! 
唯 SI- るぱか 〇では いかぬ と Ms- に、 此 nw 0 均 to を 
m せし むる B めに «| 當の改 正を、 耵 ち ^ に ' lii 
れた 改正を せねば ならぬ と 云 ふこと になつ た • «? «} 
税の如 きは 是らは 2!民の！2四分38の殆ど拟 |- 、： 

る、 ft の 方 uc yi しき： V-W るに 至れば n から l:l: c  z ivi 
の 谷 階級の 間に 於け る 嫉 妬 桁 恕 刨突笠，*: 〇-- 0 .':': >1 
惝 を 綏 和せ しむる に 大に力 の ? > る も C でもる/ K に 
今日の is: 米 IRS 後人 心の 上に 來た して K ろ y 化と « ふ 
ものは夥しいものであ〇まして，此階級0冏に於け 
る 嫉妬 憎 si ffl 突、 斯の如 き M 想が 益，' ,.', •' ! -li し r' • た，- r 
ば 如何なる 危險な 思想を 醜す かも T ‘れぬ と： K ふ 位 〇 
時勢に なつて 尻る ので ある， 茲に 於て说 行の rf f'.i p> 
ほ 第 一 に咁税 する 增合に 於て 方法を cv< めねば ならぬ 
必要が 起つ たのであります、 共 趣旨に 於て 改正を 加 
へたので ありまして •一般の 税制 整理と； K ふ ものと 
は是は 別問題で ある、 總理大 1-5 が 財界の 安定を 待つ 
て 税制の 整理を すると 云 ふこと ほ •是 は大隈 内 [XJ の 
常時に 於て •其 時の 政府ょり 整理 S の 出た 時に 於て 
陳述され た 言葉で ある 今日此 謎 W 開 會屮に 於て 左 棟 
な 言は 一 も 吐いた ことは ない ので & る、 惟 職 爭も終 
熄した、是ょ0财界も追々と{女定する所に迎0つ、 
あるので ある， 故に 税制 整理に 付て は それ <^調资 
をして 成案を 得たい ので， 之を 財政 經濟調 淹會に W 
けて、 而 して 其 調査 會の 群議を 經て成 案を m たる も 
のは 次の 議會 にで も 成るべく 出したい も 2 で & る、 
斯う 云 ふ 意味 1- 言は れて 居る、 税制 整理と 申し まし 
て も、 唯理論 的に 理論を 1S する 爲に 法文を 整理す 
ると 云 ふことの みでは いかない ので、 矢張り S 際に 
鑑みな けれ ぱいかぬ ので > !;!. 又税の 改正に te つ て增 
税が出 来れば， 卯ち lit 歳計の 上に も 鑑みなければ な 
らぬ 、なか < の 大事 業で ある •營 業秕の 如き 他の 
税に 付て 大藏 省に 於き ましては 種々 の 調査を して 尻 
るので、 此議會 が 終ります れば 早速に 财 政經濟 調査 
會に是 等を 掛ける と 云 ふことは、 過日 衆議院に 於て 
總理 大臣 も 言明され て 居る 通りであります、 財界の 
安定を 待つ てで なければ 税制 整理を せぬ と 云 ふやう 
に 御 了解に なつた のは •是 は菅原 君の 誤解と 御 承知 
を 願 ひます •第二の 御 導は 今般 祀收を 阚 るに 管 業说 
及 地租に 付て 何等 手を 著け ず、 何故に 所得税と 酒税 
との 此二つ に 手を 染めた か、 K 理由は どうで あるか 
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斯う 云 ふ 御 尋のや うで ありました が、 此赞業 投 の 如 
き it 旣に稅 が ® いと 云 ふ 非 翻が 從來 あるので ありま 
して、 lit 多額の 咐收計 喪を する に當 つて、 先づ此 營 
業 税の咐 徴の 計 ® を 立てる ことは 不可な りと 政府は 
考へた ので ある、 又 地租に 付きましても 相 當の 調査 
を 遂げた ので、 地 憤修 正 の 如きは 三年 計畫で 旣に經 
费 の 協 寶を經 て 手を 著け て P1- ります が •今牢 中には 
完成を 致し ませう が、 まだ 地價 修正の 本と なるべき 
調査は lg 锊 中で 出来 上り ませぬ、 抑々 我阀 の税 は從 
來は地 ffl' か. 王なる もので ありました が， f)f し 先 推 國 
の 例を 見ましても •直税と しまして 所 ^ 税が屮 心と 
なり、 其 左右に 资業税 即ち 商工業 漭の負 擔に歸 する 
税、 農 菜 奔 の負擔 に e する 税と •斯う 左右に 立つて 
尻る と 見て 差 支ない と 思 ふ， 何も 地租の 地 偾修 正を 

せず とも •今：： 一地 租 け 奴り 易いで はない か、 率を 上 

げれぱ 碗 定 的の咐 收が あると 云 ふことは 明な ことで 

故に 政府に 於き ましても 玆に 調査を 試みた ので， 御 

承知の 通り 昨今 …… 胙年 以來、 此米價 'か 騰贵 して 著 

しく 農 K の收 入が 咐 加した， 帝に 米 ¢2 のみならず 養 

ss 其 他總 て a 業 所得と 云 ふ ものが 射 加した と 云 ふこ 

とは® れも 無い 事® であります 、併ながら 稀 々の 調 

奄の 結果、 米が 一石 四十 la 足らずに なつて、 農家の 

手前に 付きまして は I TT 四十 M 足らずに なつて、 初 

めて 今後の 商業 老 の負擔 する 營業税 と權衡 を 保ち m 

るので あ 〇 ます、 lit 咐 收を网 る計进 を 立てる 時代に 

於き ましては •左 樣な 調査の 結果を 得らる るので、 

然るに 米 fij も 今日 まだ 安. 5C と： K ふ 譯 にも 行き ませぬ 

一石 四十 11 足らずの 米 A2 が 續いて 將來 行く と 見て、 

初めて 今後の 管 業 f!i の、 即ち 商工業 莕の负 擔と權 衡 

を 得る のであります からして •其方 面から 考 へて 見 

ましたな らば-徒らに 今日 多額の m 税を埘 徴す ると 

云 ふこと には 手 •か 著 けられぬ と考 へたの -e あります 

そこで 所得税に 於き まして if 是ほ此 改正と 云 ふこ 

とは、前刻中した通り負把の均栖を得ると云ふ、一 

踏 現行 所得税 法 •か 綜合 所得税に なつて K る こ 1 は 御 

承知の 通りで ある、 故に 從來の 綜合 所得税と 云 ふこ 

とに 付て は M 等 手を 著け て！ S らぬの であろ ヽ r 一； 負 煨 

の 公平を ^ ぬ 最も 著しき 點が即 ち 配 常 金であります 

或は n' 與金 である、 故に 之を №1 人に 綜合して 累進 率 

を 踝け る， 即ち 此點は 赍原君 も 間る 御 資 成で 此趣意 

は B: いと 云 ふこと になる* 他に ? n ?5 税な どの 御 話 も 

ぁりましたが、酒浩税け是は先づ消费税の中でも餘 


り苦悄の無い稅で，併し他の捫 |5 税に付きましては 
多くは 皆此 m 費税と 云 ふ ものは、 御 承知の 通 oe 富 
一樣 に同樣 に負擔 をす る ものである、 今： n 段々 先進 
國の税 を 見ましても、 消 !5 税と云 ふ ものは 貧富を し 
て 一樣 に負擔 をせ しむる ので， 社 會 政策 上 宜しくな 
いと 云 ふ 世論が ある r' 故に國 防充宵 の S に 長き 年限 
に s つて 事業を！！ 緻 する に此 確定 的の 財源を 得る に 
酒税 以外の 他の 消 费税に 依る ことは 出來ぬ ので ある 
第三には 國 民に 向つ て佾税 を 求む るに 政府は 其 前に 
行政 ^ 理を して 十分に 政 費の 節約を して 然る 後に 國 
民に 咐税を 求む るが 扣當 ではない か、 然るに 豫 算 を 
見ても 少しも 行政 鞍 理の 跡がない、 或は 新規に 調査 
會等の 陴關を 設け* 却つて 人員を 增 加して 居る 少し 
も政费 節約の 點に 付て 意を 用 ひたる 所が 無い やうで 
ある、 而 して 今後 税制 整理を する に 方つ ては 必ず 其 
前に 行政 整理を する かどう か、 それを 聞きたい、 斯 
う 云 ふ 御 辱の やうで ありました、 行政 整理と 云 ふこ 
とは 此 前山 本 内閣 當時に 於て 私 も經險 した ことがあ 
るので、 又 其 前と雖 も 度々 政府は 行政 整 fi と 云 ふこ 
とを 行つ たのであります、 併ながら 其 何れの 部分に 
節約を する か •如何の 方法に 據る かと 申します と 云 
ふと 明治 十六 七 年に も 行政 整理、 政 K 節約と 云 ふ 事 
で大に 斧鉞を 歳費の 上に 加 へられた ことがあります 
る、 いつでも 唯 人を 減らす とか、 或は 局 課の 廢 合 と 
か •さう して さう 云 ふこと を 行つ て 政 费を 幾らか 節 
約 さする と 云 ふこと に 止まる •然して 其 事務の 執 〇 
方と か、 或は 事業の 計 ft を 改める とか、 さう 云 ふ 所 
まで 根抵 までは 輅理の 意味は 徹底して 居らない ので 
是まで の 所で …… それ故に 败年を 出で ずして 又 元に 
復 る、 多數 の隗關 を 再び 又 之を 設け、 罷めた 人員は 

W び 之を 咁す とか、 然らざ れぱ 政務に 差 支へ るので 

事務の 執り 方と か 其計诳 を 改める とか •根 抵か らし 

て 整理して 是だ けの 節約が 出來 ると 云 ふ 節約で あつ 

たなら ば 其 儘 行 はれる のであります •唯 經費を 幾ら 

か 省いて 金を 餘さ うと iK ふので あります から、 勢 ひ 

人を 減らす とか-局 課の 廢合 とか、 事務 上の ことを 

考へな いで P} び 元に ® すると 云 ふことは 從來 の經驗 

で 明な のであります、 唯此 行政 整理と 云 ふことは 眞 

に 有効なる ものにせむ とすれば なか <  一 年！ 一年の 

仕事では ありませ ぬ、 私 も是 には 多少經 驗を 持って 

居る、 それは 何かと 云 ふと， 往卬 政府の 命に 依つ て 

專 K 特許を 施行す るに 方つ て廣く 海外の 法規を 取調 


ベろ と 云 ふ 命を 受けて、 明治 十八、 九 年の 頃 英米 獨 
佛四 箇國の 特許 制度 及 特許 局の 事務の 執り 方 •帳簿 
或は 書類 保管の 函に 至る まで 研究を したので， 殊に 
亞米利 加の 「パテント、 オフ ィス」 に 付て 最も 細密 
な 研究を し* さぅ して 之を 我國に 移した 7 それに 依 
つてです、 如何に 諸官 省の 事務が 人手が 掛〇 、要ら 
ない ことに 紙を 使 ひ 筆を 使 ふ、 如何に それが 多い か 
と 云 ふこと が 明に 分つ たので、 それです から、 初め 
特許 尚を 設けた 時分には 七 部の 蕃赉部 を 置き、 辨判 
部を 置き 而 して 人員は 僅に 二十 三人に して 兎に角 仕 
事は 商 禅の 仕事 >  意 K の登錄 、發 明の 特許、 此 三つ 
の 仕事を 爲し得 たので ある •若し 其 亞米利 加 式に 依 
らず して 從來や つて 居つ た 所の 方法に 佐り ますれば 
少く とも 六 七十 人の 人が 要る と 云 ふことは 其 時分の 
定論で ある， 是は 一例であります •故に 玆に行 政骷 
理をへ jl> てむ とするなら ぱ •各省 宜しく 三 四の 人を 出 
して 外國に 於て 我ょり 屯んだ 方法 組織に 依つて 事務 
を 執つて 居る 所の ものを 羅んで 来て •之を 我 國に改 
正を 施さなければ 有効なる 徹底的 行政 整理と 云 ふ も 
のはむ つかしい と 私は 考へ る* 併ながら 何れの 政府 
と 雖も濫 費を 喜ぷ 政府は 無い ので ある •當局 者と し 
て ほ 常に 濫費を 抑へ …… 抑逼 する ので、 然るに 菅原 
君は 却つ て rr に 色々 な 機關の 設置が あり 人が 殖えた 
と 仰つ しやる けれども-今日の 時勢を 少しく 考へて 
御覧なさい、 新なる f 關の施 設 ，人員の％ 加は 是 ほ 
免れぬ、 國際 間の 關 係に 於て 如何なる 地位に 我國が 
立つた か、 講和 其 他の 關 係に 於て 如何なる 仕事が 殖 
えた か、 又 今後 經濟の 競 爭場裡 に 立つて 進んで 行か 
なければ ならぬ 我國が 、此 用意の 爲 に將來 何を せね 
ばなら ぬかと 云 ふこと を考 へられたならば 、今日は 
寧ろ 政 費の 多少 M える と 云 ふことは 當然 なりと 御考 
へ 下さらな けれ ぱなら ぬと 思 ふ、 普通の 行政 整理は 
何れの 人が 局に 常る とも 常に 心掛けて 居る 次第です 
第四點 は 不徹底な 點が ある、 即ち 所得税に 於て 綜合 
課 現 主義を 採つた は宜 いが、 それは 宜いが 不徹底で 
ある •斯ぅ 云 ふこと である、 それに 付て は 幾多の il 
性を 政府が 拂 つて、 而 して 綜合 所得に 改正せられ た 
が， 其 間に 於て まだ 翳 論が 一貫して 居らぬ、 而して 
其 不徹底なる 點を擧 げられ ましたが >  產 業の 發達を 
阻止す ると 云 ふやうな 考の御 議論 も あり、 又 帝室 御 


も 帝 國の 臣民た る ものは 此稅 法の 及ぷ 所は 此税を •取 
られ る、 外國 人と 雖も 我國に 居れば 所得税を 肢られ 
る、 無記名株 式を 持つ て 居る 者 も 免税に ii ならない 
此點に 付て 私は 多く 言 ふのを 望まぬ、 唯 國偵 •社 值 
の 利子に 付て は 第二 種と して 源泉課税を 課して 居る 
から 綜合 主義に 適は ぬ， 徹底し ない、 斯ぅ 言 はれる 
是は 既に费 原 君 も 言 はれる 通り、 唯税と 云 ふ ものは 
理論 一方に® いて 法を 定める ことの 出 來な いもので 
ある、 一方に 於て は實 際を も顯 みに やならぬ， 公 fli 
社愦の 利子と 云 ふ ものを M 人に 綜合して 之を 取る と 
云 ふ 理論を 徹底す る爲 には、 政府 並に 納税者に 於て 
少から ざる 之が 爲 に芊數 を 要する 又脫税 の 1* が 
ある •其 民度に 適 常した 徵收 法を 定める と 云 ふこと 
は 即ち 理論を 離れて、 又實 際の ことを 顧みに やなら 
ぬと 云 ふ 所以で ある， lit ものに 對 して 第二 稲 所得税 
を 課する から •故に 今度の 改正案は いかぬ と 非 1# さ 
る、 は大 なる 間違 だ、 他所の 國に 於て 矢張り 斯樣な 
ものは 脫税の 虞が ある、 非常に 納税者 並に 徵税 上に 
於て丰 續 等の 不便が あると 云 ふ もの IX 已むを 得ぬ、 
源泉課税 即ち 最も 取り 易い 所に 於て稅 を 取る と 云 ふ 
のは 相當な ことで ある •定期預金の 利子を 取つ て 他 
の 利子は 如何にす るか、 利子の こと も 先刻 說 明の 時 
に旣 に玆に 述べました 通り、 現行法に 於て は 綜合 所 
得の 計算で 課 ffi すべき ものである、 然るに 今日の 民 
度に 於て は 預金の 利子と 云 ふ ものを 申吿 する 奢は 甚 
だ 少ない ので ある •之を 銀行に 就て 調べむ と 欲すれ 
ぱ勢ひ 銀行の 營 業の 祕密に 立 入る と 云 ふので 銀行 者 
ほ 之を ffi む •それで 今日で ほ 取れない から 如何にし 
たら 脫税を 防げる かと 考へ ると 云 ふと 先づ 定期預金 
をな す 人は 比較的 角 擔 力の ある ものであるから して 
之を 今日の やぅに 脫税 させて 置いて はいかぬ からし 
て、 是 ほ 己む を 得ぬ， 銀行で 取れば 押へ て 放さない 
便宜の 方法と して だ、 從來 より 先 づ勝 ると 云つ た 方 
法と して 之を 源泉課税に したので ある •其 他の 利 - P 
を 正直に 言 ふ 人 ほ 綜合 所得と して 屈け るが 理 ，一で あ 
る、 併し 今日 定期預金です らも 之を 申告す る 者 (i 少 
ない 世の中に 於て <-> 他の 種 額の 利子を 理由では 綜合 
して 取る から 重くなる と 仰つ しやる けれども， 實際 
に 於て は是が 十分に 申吿 をす る 者が ある や 否やと 云 
ふことは、 甚だ 今日では まだ 疑は しい、 大藏大 ほは 


財產 にも 御 論及が 及んだ、 或は 無記名株 式な どは 免 法理 上に 於て、 まさか 大目に見る とは 言は れ まい， 
除され る、 決して 免除と 云 ふことは ならぬ、 けれど | 其 通りで ある. 大目に見 ると 云 ふことは 言 はれない 
所得税 法改正 法律案 外 五 件！ s :.: nvt ^  _ 
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併ながら • 艰 實 現行法に 於て 挖の卜 ： •からざる 所以は 
如何で ある •之を ry 济す るのに！ S も 便宜な 法と して 
銀行に 取らせる と 云 ふことは 現行法ょ 〇段 つた 法な 
りと 云 ふこと に 御 了解な さるが 當然だ らうと 思 ふ， 
それから 第五には 借金の 利 . 0. •之を 引く が 常 然で <3: 
ないかと 云 ふ 御 p 論です、 さう して 大藏大 K': は 借金 
して 株を 持つ のは 「スべ キユ レーシ 3 シ J だ >  そん 
な ものを® るに 及ばぬ， それと 云 ふ もの {£ 政府 も， 
「スべ キユ レーシ ョン」 を やつて 居る、 是 <3: 隨分見 
常 iM の 御 質問 だ >  私 はそんな ことを 言つ たこと (i な 
い、 大抵 御 分りになる だら うと 思 ふ* 成る ほど 今日 
で (3: 総合 所得， 洞 入の 所得に 於て、 其 所得を 掲 るに 
必要なる 經 奶 •は 差 引く と 云 ふこと になつ て 居る、 そ 

こで芥 原 嵙の 言 (3; れ るのは、 今度 新に 粽 合して 所得 

と計筇 せられる 配 常 金、 之に 付て m もに 言 はれる の 

である、 即ち 株を 持つ 爲に借 財を して 居る、 此 利子 

を 引く が 相 當ぢや ないか、 利息を 引く のが 相當ぢ や 

ないか、 是は； 應御尤 な 御意 見で ある、 併ながら 米 

國に して 見た所が 苻 沿 證券を 所有す るが 爲に 借財を 

して 居る 利子、 之を 控除す ると 云 ふこと に 付て は 又 

一方 有價證 券 其 他 財犛‘ 所謂 財產の H 買に 付て 煜た 

所の 一時的 臨時の 所得を も 矢張り 課税所得と して 計 

筘 する ことにな つて 居る のであります、 我國の 所得 

銳は 一時的 臨時の 所得に 付て ほ 課稅 所得と して 計算 

をし ない ので ある、 そこに 違 ひが あるので ある、 而 

して 二割を 控除す ると 云 ふ 事は 衆 _院で 修正に なつ 

たのに 政府が 之を ffl 當の 修正と して 同意を したる 所 

以も其 點に ある. 强ち 利息とは 云は ぬ、 併ながら 凡 

そ 所得を 得る のに 多少の 必耍な る經 費の. 加 はらざる 

ものは ない と 見る が 今日の 經濟界 の狀 態に 於て は 至 

當で あらう‘ 故に 配當 金を 得る が 爲に 多少の 必要な 

る經费 が ある ものと 云 ふこと を認 むる 以上は >  或 る 

程度に 之を 控除して 見る と 云 ふこと も 至當な りと し 

て 政府は 之に 同意を した 譯で ある、 1L 又 事業家は 今 

日铐 K 本がない の だ、 富豪から 金を 借りて 事業を し 

て 居る の だ‘ それ 等の 若の 爲 にも 借財の 利子を 見ぬ 

と 云 ふのは 當を煜 て 居らぬ、 是等を 以て 大藏 大臣が 

「ス ぺキユ レーシ ョン」 だと 云 ふのは 宜くな いと 云 

ふ 語氣を 以て、 色々 御陳 辯に なりました が、 是は何 

か 御聽遠 ひか 何 かで あつて、 私は 左樣な ことは 言は 

ない のです、 國 家の犛 業は 常に 健 金なる 基礎の 上に 

其發 達を 期待せ ねばならぬ と 云 ふことは 無論の こと 


で、 * ほめ - f =f? 原れ も 御 同感で あらう と 思 ふ、 苟も 
© 佻 ?? 薬なる 考は •斯 探な 考を 以て nf 栗に 臨んで、 
一時の 投苈心 に騮ら れ常誔 の 打 3? を 離れて 自己の 资 
力をも阇みず、唯枕式の費買を取とするが如きは、 
是 if 決して 健全： なる 菝菜 の發肢 を 促す 所以では ない 
ので ある、 今此 株式に 投資す る 人の、 14 は 種類を 區 
別して見ます、第一ほ己れの生計上の餘裕があつて 
全く 自分の 邦 餘裕を 確 S に 有利に 運轉 しやう と 云 ふ 
考か らして、 金く. H 分の. 力-自己の 力 だけで 所有し 
て 居る 株主 もあります、 或は 又 自分の 貯蓄した 金、 
自分の 力 だけで 足りぬ、 幾何 か 他から 借財して 持た 
ねばならぬ と 云 ふ 者 も あるけれ ども、 是はで す、 己 
れの資 本が 幾ら あつて 之を 株を 持つ のに 幾ら 足りな 
い、 之を 銀行から 借りて、 銀行に 利息を 拂 つて、 而 
して 巳れ の 指つ て 居る 金は 拗らに 廻る かと 云 ふこと 
を 打算して、 其 利益の ある 所に 從 つて 其 決心を する 
ので ある、 假令其 代金の 一部は 銀行 等ょり 借りた こ 
とが •借りた 金が あつても •而 かも 自分が 受 くる 所 
の 配當 金、 それに 依つ て 銀行には 利息を 拂 つて 殘つ 
て‘ 己れ の 出した 資本に 對 して， 是れが 幾らの 利 廻 
になる、 さう 云 ふ 差引勘定を して 以つて 初めて 株を 
持つ、 斯樣な 放資 者は です 誠に 確實な 株主で £ る、 
斯樣な 人達は 今日 改正 法に 依つ て、 非常に 俄に 其の 
志を 變 へて 今迄の 方針を 改める と 云 ふやうな 左樣な 
變化は …… 著しい 變化は 生ぜぬ ものと 私は 考へて 居 
る， 又 斯樣な 人達は 單に不 斷配當 に 依つ て倶る 利得 
をのみ 期待して 居る 者では ない、 其の 會 社の 事業が 
段々 に 盛大に なつて、 或は 持つ て 居る 株の 時 價が騰 
る 場合 も ある、 或は 增 資する 場， 合 も ある、 配 當の殖 

える 場合 も ある、 斯う 云 ふ 前途に 希望を 以 つて 放資 

をして 居る 株主で ある、 又 其 他には です、 新たに 事 

業を 企てむ とする 人が、 其 新 事業の 爲に 要する 資本 

を锝 むが 爲 に、 旣に 持つて 居る 所の 株券を 銀行に 抵 

當若く ば 擔保 にして、 金の 融通を 求める ものが ある 

是等は 其 株券を 持つ が爲の 借財では ない， 他に 事業 

を 起す 爲の 、即ち 新に 資本を 得る 爲の 借財で ある、 

此 借財を なす 人は です， 新規に 計* する 所の ものに 

付て どの位の 利益が 將來に 上る か、 是だ けの ものを 

今 放 資して、 一年 二 年假令 無配 當若 くば 配 當が少 く 

とも 將來に 幾何の ものを 期待し 得る やと 云 ふこと を 

打算して、 而 して 後に 是は放 資すべき ものである、 

故に 皆 彼の 唯今まで 列擧 した 所の 投資 者は， それ ぞ 


れ W 益の 打算の 祜礎 に， 噔罔な 苺 皤 に 於て 株を 所有 
し琪® に 放 資する と 云 ふ ものである •故に 今日の 新 
稅法ほ 決して 是 等の 人々 に 封して 非常な S8 化を 牛： - f 
るが 如き 苦痛を 與へ るのに あらず と 信じて 居る ので 
あります、 而 して 之に te つて 最も 世の中に 苦痛を 眵 
ずる だら うと 想像し 得る 者は、 是 より 述べむ とする 
放資 家で ある、 それは 何 か、 長く 事椠に 投資す ると 
云 ふ考は ない、 或る 事業が 宜い 、或る ほ 事業に 長く 
投資して、 其の 利益を 得 やうと 云ふ考 を 持たず して 
唯 眼前 一時の 投摁心 に驅 られ株 式を 買 入れて、 或は 
新規の 事業を SB ' す も 甚だ 無定見， 唯隄倖 的に 利益を 
得む とする 者左樣 な 入に 取つ ては 此税 法は 苦痛な 〇 
と 私は 言うて 滞らぬ、 即ち 先刻 菅原 君は 言 はれた、 
大藏 大臣は 借金して 株を 持つ のは 投機 だ， 投淞は 構 
はぬ と 云 はれた のは、 即ち 此 意味で ある， 此點に 於 
きまして は、 今度の 改正 法案を 先刻 申した 曙 實なる 
甚： 礎の 上に 我が 產 業の發 展を期 侍せねば ならぬ、 此 
點に 於て 間接に 犬なる 効果 ありと 私は 考へ るので あ 
る、 今日の 如く 國民 如何に 購買力が 增 加した とは 云 
ひながら、 投機心は 益々 盛んになる、 曉倖的 利益を 
得む とする、 さう 云 ふやうな 氣運が 盛んにな つて 來 
た’ 延いては 之を 放任して® けば 國民 性を 毁傷 する 
に 至る と 私は 考 へる ■兎角 世の中には、 今度の 改正 
法案、 即ち 各階 級に 對 して 負擔の 公平を 得、 其 能く 
均衡を 得せし めた る點に 付て は 正面から 之に 向つて 
反對 する ことは / 11 来ない‘ 故に 種々 に 名を 藉 りて 難 
癖を 附けて 、さう して 或は 富 » に 迎合す る やうな 論 
者が 世の中に 澤山 あつて •或は 之を 延期せ むとし‘ 
何とかして 此 法案を P らむ とする 若がないで はない 
私は 左樣な 人に 向つ て (5; 將來國 家の 爲に大 に 猛省を 
促さむ - i する ものであります、 それから 酒造 税に付 
て、 濁酒の 有害なる ことを 御說 きになつ て、 今日の 
政府の 案を 衆議院で 修正した 爲に 却つ て 濁酒 獎勵と 
云 ふこと に 御 取りに なつて、 政府は 何故に 濁酒を 獎 
_ する かと 云 ふ攻擊 的の 御 質問で ある、 之に 同意を 
表した、 理由は 何で あるか、 是は 何でもない’ 淸酒 
に 於て 十圓 の％ 税 ほ 先づ思 ひ 切つ た裉税 と 言は ざる 
を 得ぬ、 而 して 原案 ほ 濁酒に 付て 十三 圓の增 税にな 
り 少し 重過ぎる と 云 ふ考は 誰し も 思 ふ、 淸酒 に對し 
て 十 圆の增 税已に 重い と 云 ふ 感じを 有つ 以上は， 濁 
酒に 對 して それ 以上に 十三 圓の咐 税の 重い と 云ふ感 
じの 起こる のは 無理が 無い、 而 して 何故に 政府が 原 


案 十 ill Dll にした かと 云 ふと* 一昨年 〇 豹 ii K 改正に 
付て 政府の 提案に 對 して 修正が 先の B 會に於 て あ 0 
ま L た、 11 :闾の 差を 附けた •消 酒と 两 » との BO K I, 
若し それ •か 爲に两 酒、 即ち 有咨 なる 两 酒 の 莫 n とな 
ると 云 ふこと ならば 荷 原？ 5は 其 時に til; 反對が ?, ら ね 
ばなら ぬ、 政府 (t 3c 時 i pv 年の 改正に 於て 旣に政 府 
の 提案に 對し て蒱种 •か 1 1 i lnl の lg を ^ 捫と濁奶と 〇 !.':' 
に附 けた、 其 譯を 以て 又 それを 取 返す が Is に 今日 消 
酒 以上に 十三 10 の咐 加を すると 云 ふことは 砬 O  で 
ないかと 云 ふ诏 論に 接して 見ます ると、 政府 も 成る 
ほど 矢 張 〇淸捫 に、 十圆今 日咐税 するなら ば、® 酒 
にも 十圆が 隱當 であらう と 云 ふこと に 鑑みて 之に (SJ 
意した に過ぎない、 先づ …… 

〔菅原 通 敬 君 【國怙 利子は J と 呼 ふ〕 

國偵の 利子を 免除せ ぬと 云 ふのは 徹底し ない と 云 ふ 
矢張り 一つの 御 翳 論で ある、 是は もう 雎純に唯珂；：_ 
から 考 へましたなら ば、 國愤 利子を 總て 免除した と 
云 ふこと が 是は 誤で ある、 筚 ろ四谣戰 爭の時 に 
の 爲に國 民に 强耍 して聰 茲され た 公似の みに 限つて 
將來 所得税を 免除す ると 云 ふやうな ことは 或は 適 常 
な 手段で あつたか も 知れない、 然るに -K- 當時 一般の 
公債に 對 して •…. 總ての 公似に 對し ては 所得税を 免 
除す ると 云 ふこと になつ たのであります、 是は理 論 
上から 考へて 見ましたならば、 苟も 所得の ある 莕、 
公債の 所得の 如きは 何等 勞せず して、 坐つて 居つて 
所得の ある 者、 之に 所得税を 免除す ると iK ふことは 
不合理な りと 云 ふこと ほ-* は 理論の 上から 常 然立 
つ 論であります、 併ながら 一旦 左樣に 所得税を 免除 
せられた る 公債と ? i' つて 今日 市場は… 所有濟 も 其 
價と云 ふ ものが 所得税 免除と 云 ふ K 格を 有つ た， 此 
礙 遇を 受けた ものと して 市價も 定まり •銘 々の 財產 
に定 つて 居る ので ある、 で將來 の 公® に對 して 所得 
税を 免除す るが 宜いと 云 ふ 論なら ば、 まだ 頗る B く 
に 値する かと 考へる けれ、 ども •赍原 君の 言 はれる の 
は 過去に 遡つて 免除す るの が 相當で な. いかと 云 ふ、 
是も 一つの 御 ■論で あるが、 假令過 去に せょ 將來に 
苴る にせょ、 此公價 の 免除と 云 ふこと に 付て ほ 一方 
又 公債 政策の 上から 考 へて、 宜しく 其 時 II を 選ばな 
いと 云 ふと、 唯理論を 一貫せ むが 爲 に、 公債 政策の 
上に 大な る睦跌 を 生ずる と 云 ふこと もない とも 限ら 
ない ので ある、 故に 是は 唯單 純の 理論を 以て 此 公似 
利子の 免除を 斷定 する 譯には 行かぬ ので あつて， 矢 
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張り 將來 公 {« に 對 して 所 ? y 税を課 すると 云 ふ 時機が 
ない とも 私は 斷言 しない、 國の公 依が 段々 少くな り 
公憤の 需要が 多くな つて、 他の 金利に 合は して 公 W 
と 云 ふ ものが 非常に 有利な ものになる と 云 ふやうな 
場合に 於て， 國家 の公愤 政策の 見地から 考へ て、 之 
を廢 して 然るべきと 云 ふ 時機が 来たなら ば、 其時是 
は 考ふ べき 事柄で あると 私は 考へ る*  R 又 減- W 基金 
を 停止した、 是は矛 0 だと 云 ふやうな 御 謎 論が あり 
ました ••是 は 矛盾で も 何でもない、 減债 基金を 一時 
繰 入を 停止す る ことは、 g 防充 a の 確定 的 財 ®. を 得 
るに 必要で あるから して、 之を 停止す るので ある、 
一向 矛盾と 云 ふことは ない と 私は 考へ る、 大槪 …… 
それから 所得税の 最低限を 高む る考が あるかと 云 ふ 
今日で li 之を 六 百 (BI として あり 1 すので す' か、 それ 

以上に 免除 點を 高む る考は 今日は 有ち ませぬ、 先刻 

說 明を 致しました 通り 他の點 に 於て 即ち 第一に 現行 

法から 見ます ると、 課税率が 百 分の 三を 百 分の 一と 

して 三分の 一にした ので ある、 現行法は 五 百 圓が最 

低 限で ある、 百 分の 三です から Jfii rl 圆の收 得の ある 

人は 十 3r 圓の 所得税 負 擔にな つて 屛 ります、 今度は 

六 百 圓>  六 百 II の 百 分の 一で 六圆 になります、 免税 

點を 引上げた 上に 税率が 三分の 一に 下つて 居ります 

II. 又扶镯 養 務のあ る！！ 勞 所得 等に 控除額を 加へ た 譯 

であります >  實際 今日では 千 二百 圓 の勤勞 所得の あ 

る 渚は 其 家族を 平均して 見ます ると 云 ふと • 此 小額 

所得 荠の 家族 一人に 付て 11 X 以上 ださう です、 三人 

乃至 pq 人の 間 だと 云 ふこと である、 さう します と 云 

ふと、 勤勞 所得に 於て 二 割を ^ I かれる、 千 g 例へ ば 

取る、 それから 扶養義務の ある 若が 三人 あると 云 ふ 

| と 三百 圓引 かれる •さ 5 すると 五 ？ I 圓殘る •殘る 所 

五 ?1 _、さうすると云ふと是は免税老になる，左樣 

な ことが 一方に ほあります から 强ち免 稅點を 高む る 

ばかりが 小 所得者の 爲で はない、 一方に 左様な 控除 

額が あり、 税率を 低めた 勦から して、 先づ 今日は 六 

■el 圆を 最低限 度に する ことを 適當な 〇 と 政府は 見て 

居ります、 之を 高める と 云 ふこと に 付て 政府は 承認 

する か、 承知す るかと 云 ふこと であります が、 政府 

は 是は 承知いた しませぬ。 

0 議長 (公 ff? 德川家 達 君〕 脊 Kt 君に 伺 ひます が、 唯 

今の 大藏大 E の 御 答 辯に 對 して 何 か W び 質疑を せら 

れま すか、 如何です か。 

〇菅览 通 敬 赴 是から 紐いて 御 やりになります か。 


〇 議長 C 公 13 德川家 達 君〕 まだ 質疑を なさる 御 積り 
です か。 

〇 费 原 通 敬 君もぅ 止します。 

〇馘長 C 公爵 德川家 達 君〕 御 止めになる …… 此際諸 
君に 御 諮り 致したい ことがあります、 本日は 休憩い 
たしまして 午後 引續 きまして 會_ を 開く 積り で ござ 
いました が、 謎 事の 都合 十： 本 n は 休會を 致した ぅ存 
じます が、 諸君に 於て 御異 誘が あらせられ ませぅ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 載 長(公樹 德川家 達 君〕 御異藕 がなければ 本日は 
是で散 會 致します。 

午後 零時 二十 = 分散 會  . 


〇 大正 九 年 二月 十四 EIC  土曜日) 

午前 十 時 九分 開議 

議事 B 程 第 十一 一 i 號 

第 I  鍋 島 桂 次 部 君 請暇の 件 

第 一一 m li  (綱  11 第一 
讀會  ，1 

第一 1 1 所得 i 施行に 關する 法—  (雛 蘭 ■卿 
d 第 I 讀會  .:5 

i 酒— 法 中 1 実 •(織 顧 11 付) 第 

I 讀會 

第五酒精及酒 ,» 舍有飲料稅法中改正法律案 

(I 麵 I 翻 付)  5 讀 J1.I 111 J 
1ハ|税1法| ^ ||8第 
一 讀 會 

第 七 明治 四 t, 一年 法律 第 二 十四 號中 改正 法律 

案 (ii ls 付) 

第 八 國債倌 溝 資金の 繰 入を 爲 ささる ことに 關 

する法律案(姗麵隨 |^ ){551 

0 ■長 (公 P 德川家 達 君) 是 ょり if 記 官を して 諸般 

の 報告を 致させます。 

〔岡* 記 官朗 

昨 十三 日 特別委 M 會に 於て 當 選した る JH 副 委 M 長 

の 氏名 左の 如し 

大正 八 年 法 钳第五 號中改 正 法律案 特別委 a 會 

委員長  侯爵 佐々 木 行 忠君 

副 委員長  子 WK  篤® 君 

鍅道 敷設 法 屮 改正 法律案 特別委 員會 

委員長  平 井 晴二郞 君 

副 委員長  中 村 是公君 


同日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 九 年度 歳 人 歳 m 總豫算 案 並 大正 九 年度 备特 
別會計 歳入歳出 豫算案 

?| 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を S すを 要す 
る 件 

臨時 軍事費 豫算 追加 案 (第一 號〕 

函 it 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 
大正 二 年 法律 第 九號 中改 正 法律案 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 是より 本日の 會議を 開き 
ます、 昨 十三 日 鍋 島 桂 次 郎君 病 氣に付 決算 委員 辭任 
の 旨を 申出で られ ました、 許可を 致して 御 異存 ござ 
いませぬ か。 

〔「異 ® なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 誘ない と 認めます、 
第二に 於て 此補闕 選擧を 行は れむ ことを 望みます。 
0 議長 (公 茼德川 家 達 君〕 議事 日程 第一、 鍋 島 桂 次 
郎君 請暇の 件、 病 氣に付 二十 九日 間の 請暇で ござい 
ます、 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な IJ と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 議事 日程 第二より 第 七に 
對する 昨 □に 引續 きまして 質疑を 許します、 阪本釤 
之 助 君。 

〔阪太 釤之助 君 演壇に 登る〕 

0 阪本釤 之 助 君 諸君、 私の 質疑を 試みた く考 へて 
居りました ことの 多くは 昨日 菅原通 敬 君が 數箇條 に 
亘つて 明晰に 而かも 痛切の 質問が ありました ので、 
之と 重 la する こと ii 避ける ことに 致します 積り であ 
ります、 併ながら 昨日の 大藏大 K の 御 答 辯 (i 私には 
了解し 兼ねる 點が 多かつた のを •遺憾と する 者で あ 
ります， それに 付きまして 私より 更に 御 尋ね 致して 
見たい と 思 ふこと を 生じた のであります、 私 も菅原 
君と 同樣 所得税、 酒税に 對 しまして 是だ けの 增税を 
行は るるなら ば •何故に 脊業税 •地租に も 手を 觸れ 
られな かつた であらぅ かと 云 ふこと を 疑 ふ 者で あり 
ます、 大藏 大臣の 御 答に 依ります ると 營業税 ほ 現に 
重稅で あるから 此 上の％ 税は不 可で ある-地租 ほ 地 
價修正 の 調査 中であつて 而 かも 今日は 米價の 標準が 
安定して 居ない •一石 四十 圓 位の 標準に 安 著した な 
らばと 云つ たやうな 御言 蓰で あつた やうに 承り まし 
て ございます が、 果して 然らば 現内閣は 營業 税の增 
加と 申す ことは、 此後絕 對 的に 行は ない ので ある、 


地租の 方 も地價 修正の 調査が 出来て. さう して 米價 
が 約 四十 阊見 當の標 is に {女 定す るまでは 咐税を 行は 
ない と 云 ふ 御 方針で あると 承知いた して 宜しい ので 
ありませ うか、 左樣で あ 〇 まするならば •現 內閣は 
地 fil 修正の 調査と 云 ふこと it 何時頃に 終了す る 御 見 
込で あるので こざい ませう か-又 米價を 約 四十 圓見 
當に安 定せ しむる と 云 ふことは 物 價調節 の 上に 於て 
何 か 御手 段が あつて、 又 一石 四十 圓 位と 云 ふこと が 
適當な 價格で あると 御認 になつ て 居る ので ありませ 
うか、 其 邊を 一つ 伺つ て 見たい と 思 ふので あります 
次に 行政 整理の ことであります るが > .7r 箇 年の戰 時 
中に 於き まして 行政 機 關の著 しく 膨脹いた して 居る 
と； K ふことは 免れざる 事實で あります、 而し て增说 
を 行は むと する 今日に 於き まして ほ>  是が 整理を 行 
はるる と 云 ふのは 當 然の歸 結で あると 存じます るに 
拘らず 、大 藏大 K の 言に 依ります れぱ 嘗て 山 本 内閣 
の 時に 綷驗 して 官史の 減 岛や局 課の 廢合 ぐら ゐでは 
駄目で ある、 根本的 整理を 爲すで なければ 實効は 無 
いと EI5 す ことであります， 或 點まで は 私 も 御 同感を 
表する 者であります るが， 其 所謂 根本的 整理と 云 ふ 
ことの 御註釋 を 一つ 承つ て 見たい と 思 ふので ありま 
す、 大臣の 言は るる 所に 依ります ると 谷 省から！ 一三 
人づ つぐら ゐ 視察 官を 外國に 出して， 彼の 國の 事務 
の K 扱 振を 見學せ しめて、 さう して 之を 模倣す る や 
うにで もしなければ •根本的 整理は 出来ぬ と， 斯う 
云 ふやうな 御言 葉が あつたと 記憶いた して 居ります 
是は 誠に 解すべからざる ことと 私は 存じます るので 
あります >  是 まで 捋年 代る <歐 米 諸國へ は 人を 出 
して 居られる のであります r. ' 或 <3: 書記官 或は 參事官 
級の 人々 が 代る<  外國 へ (3: 視察に 出られる ので あ 
ります •それ 等は 一體 何を 調べて 歸つ て來 られ るの 
であり ませう か、 今更 事新しく 多數の 人を 外 國に派 
遺して 見學 をせ しめた 上で なければ 我が 行政の 根本 
的 藤 理は 出來な いと 云 ふに 至つ ては 實に璨 かざる を 
得ぬ と 存じます のであります ，併し 大藏 大臣の 見ら 
れる 所では 是まで 派 遺せら れた 人々 では 何も 分つて 
居らぬ， 是 から 更に 人を 出す 必要が ある、 斯樣に 仰 
つし やるならば 大正 九 年度の 豫算に 於て 是 等の 計 畫 
に 副 ふべき 經蛰が 計上され て あるので あります か、 
それとも 行政 弊 理と云 ふことは 當分 手を 著け る考が 
ないから 何もして 居らぬ、 唯 自分の 理想を 述べた ば 
かりで、 现內閣 は 行政 整理と 云 ふことは 丸で 問題に 
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所得 ! ge 法改正 法律案 外 I y.: 件 第 
して K らぬ * 斯ぅ 云. i ことであります か •それを 一 
つ A 犄 的に 伺つて 見たい と 存じます のであります、 
次に 斑砝ね 致したい の Jj: 此所洱 役の 改正と m 町村の 
附加税 との 關係 であるので あります、 之を W 言いた 
しま すれば、 市制 百 十九條 •百 二 十 肢 ，町村制 第 九 
十九 勝、 第 W 晓と 改正 所得 稅 法との 關係 如何と 云 ふ 
ことであります、 本案 改正 1¢ 施 後に 於き ましても， 
其 所 m の m 加す る 土地の …… 其 所 ^ の 生ずる 土地の 
市町村 li 所得 界の谷 目に 對 しまして 所得税の 附加稅 
を 賦課す る ことが 出 來る かどぅ かと 云 ふので ありま 
す、 例へ て 申し ますれば 甲の 地に ある 法人の 利益 配 
常を 乙： 内の 地に {!•: する 人が 收撙 する 場合には、 甲の 

地の 市町村 {3; 乙 ：内 の 地の 人に 對 して 所得税 附加税 を 

賦課® 收する ことが 出來 るので あるか 否やと 云 ふこ 

とを 一つ 伺つ て 見たい と 思 ふので あります、 即ち 甲 

の 地で 甲の 地の 法人から 收得 する 收得 金に 乙 丙の、 

即ち K 人の 尻 住する …… 居住では ありませ ぬ、 邦人 

の 乙 丙の 地に 住する 人に 對して 附加税 が 課 けられる 

と 云 ふこと であります れば 、課税 上手 tj は Sri る煩雜 

な ものであります けれども、 某 市町村の 課税 上に 於 

ては 著しき 影嚮を 蒙らない 譯で あります が 1 若し 改 

正 法律が 綜合 課税に なつた が 爲 に、 所掲 者の 居住地 

のみに 於て 其 人の 全部の 所得税に 附加税 を 課する と 

云 ふこと になる のでありますなら ぱ •市町村の 財政 

に 非常なる 激變 を來た す ことにな りまして， 是 まで 

事業 地と して 多くの 會 社、 ffi 行 等を 有して 居る 所の 

市町村は 忽ち 税源を 失 ひまして， 其 税額は ：： 即ち 

會社 銀行が 是まで 負擔 して 居つ た 所の 税額は 在来の 

其 土地の 居住 民、 即ち 市町村 民が 負擔 しなければ な 

らぬ ことになります るが 故に、 新に 繁昌を 增しつ つ 

ある 所の 事業 地に 於て は i» しき 苦痛を 感ずる ことで 

ありまして、 自然 在來の 市町村 民は 會社 銀行 等の 存 

在す る ことを / 0; 介視 する ことにな りまして、 從つて 

商工業の 發展 を llil 害する と 云 ふ 結果に 陷り はしまい 

かと 云 ふこと を S 傲いた すので あります、 之に 反し 

まして 一二の 大富 豪を 有して 居ります る 市町村に 於 

ては、 其 富 S 者の 綜合 的 所得に 向つて 巨額の 附加税 

を賦 s-ifi する ことが / -lJi 來 まする が 故に 自餘の . 自他 

の 市町村 民は 殆ど 全く 市町村 税の 納付を 要せざる の 

利益を 見る ことがあら うと 存 ぜられ ますので あり ^ 

す、 是まで 源泉課税で あつて、 會社 をして 拂は しめ 

て 居つ たもの が、 皆 其 本人が 柳 ふと 云 ふこと になり 


ますれば， 本人の 所泻稅 額 if 非常な ものであります 
から •邦人の fr 住する 所の 市町村は、 其 人には 俺 な 
附加 稅 を ^ けましても 小さな 市 あたりで ございます 
れ ぱ 殆ど 市税の 全部を 其 人 I 人から 出して n ふと 云 
ふやうな 結果になります から* 是 まで 相 常な 稅を拂 
つて 居つ た 市町村 民は 非常な 樂にな るので あります 
而 して 先き に 申した 會社銀 行を 有して 居る 土地の 方 
ほ 何にも 収れな くなります から、 非常に 市町村 民が 
_ m •税を 負 ふこと になる のであります、 即ち 所得税 法 
改正の 結果 if 等しく 市町村の 住民で ありながら、 
彼此 大な る不酣 '衡を 生ずる と 云 ふ 次第であります が 
K- 事に 關 しまして は 政府に 於て は 豫 め御考 鹿が あつ 
て、 興 救濟 法を も 御 見込が 立つ て 居る ので ありませ 
うか、' 是は内 務省 御所 管に 最も 關 係の ある ことで ご 
ざいます •か 故に、 此 點 だけは 内務 大藏兩 大臣ょり 御 
說 明を 請 ひたいと 存じます、 以上 御尋を 致しました 
三點 に對 しまして 明瞭なる 御 答 辯 あらむ ことを 期待 
いたします。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君) 唯今 阪本 君の 御 質疑 
になり ましたる 第一は 昨日 私が 菅原君 の 御 問に 對し 
て 御 答した 中に營 業税 のこと に 言及を しました* 其 
節此營 業税な る ものは 現在 旣に税 が 重い と 云 ふ 苦情 
が 從來 あります、 其 他 徵收の 方法 等に も 苦情が ある 
ので、 之を 今般の 國 防充實 の 費用に 充てる が 爲に巨 
額の 確定 的 財源を 求む るに 當 つて 今日の 狀態 が此營 
業税に 多き を 求む る ことは 不可能な りと 考 へて 是に 
は 手を 箸け ない と 云 ふこと を 申 上げた のであります 

然るに 今 果して 左樣で あるなら ば. 今後 絕對 に咐加 

をし ない 積り か、 斯う 云 ふ 御尋で あります が、 政府 

として 營業税 は 絕對に 今後％ 加す る. ことは ない と；}? 

ふこと を玆で 言明す る譯 には 行かない ので、 國 費の 

咐 加の 必要を 生ずる 或る 場合に 於て 谷 横の 税 に％ 收 

を 求む る 場合がない とも 限らぬ •昨日 申 上げた 趣意 

は 絕對に 今後營 業税に 付て 增加 せぬ と 云 ふ 意味は 毛 

頭 含んで 居らぬ ものと 御 了解を 願 ひます、 又 地租に 

關し 昨日 私の 申した のは 四十 圓に 米價が …… 凡そ 約 

四十 圓 位に 米 價のな つた 時 初めて 農業 所得と 商 H 所 

得の 負擔 の 1^: 衡を得 る 位な ものである、 斯う 申した 

ので、 四十 圓に 安定 すれば 地租を％ すと 云 ふ 意味で 

はない、 段々 調べて 見ます と 云 ふと、 農業 所得の 米 

價が 凡そ 四十 圓に 達した 時代に 於て 農家の 負擔 する 


所の， 即ち 地 81 .- る ものが* 商 H 菜 者の fi l§ する 兗 
菜 税と 稍々 葫 街を 得る と 云 ふこと を 申 上げた、 故に 
之を 以て 米 沿が 四十 KI に 安定 すれは 地租を 咐 すんだ 
と 御解釋 になる のは 是は問 違であります •而 して Itt 
地 似 修正の ことに 付ての 御® でありました が、 是 IX 
御 祇 知の 通り 迆 備調杏 として， 三節牢 113 幻 叫 菜と し 
て Is # の 協 钱 を 羥て 、今日 是ほ著 手して 居る 譯であ 
〇 ます此 维備 調査は 大正 九 年度屮 に 結了を 街げ る こ 
とに なつて 居る のであります、 此 _ 簡 調査の 終り ま 
したる 後に， 初めて 茲 に B の 地 價 修正が 出 來や う， 
斯う 云 ふこと になる、 進 備 調査 結了の 後に tlll. fli 修正 
に 著 手す る ことになる、 斯う 云 ふ 順序で、 第二に IX 
行政 整理の ことに 付て 昨日 申 述べました が、 K 根本 
的 整理の 解釋を 聞きたい •根本 整理， 根本的 整理と 
云 ふことは 如何なる もの だと 云 ふことの 解 釋に開 き 
たいと 云 ふ 御尋で あるか、 是は 詰まり 事務を 敏捷に 
取扱つ て、 而 かも 無駄の ないやう に、 成るべく 人手 
を 省いて， 而 して經 費を 有効に 使 ふ、 それを する の 
には 行政の 或る 機 關の併 合 等 も 必要に なつて 來 ませ 
う、 事務の 手續 、局 課の 併合 等の みならず、 或は W 
類を 保存す る 箱な ども、 入用な 場合には 直ちに 其 書 
類が 出て 來 ると 云 ふやうな 仕組に 出来て 居る， 保存 
の 箱まで 外國で は 發 明され て 居る、 一例を 擧げ ます 
れば 帳簿の 如き も， 事件で Is ちに 字引の 如く、 其の 
書類が 誰の 手に あると 云 ふことの 分る やうに なつて 
居る •或は 年月 人名 等に &■ つて 直ちに 分る やうに な 
る- 斯樣な ことが 外國で は 行は れて 居る、 左樣な こ 
とに 立 至つて 整理を せ ざれば、 根本的の 行政 整理は 
出 來な いと 云 ふ、 斯う 云 ふ 私の. 私見を 申 述べた、 然 
らば 是まで 官吏と して 外國に 派遣され て 居る 者 ほ 澤 
山に あるでは ないか •それ 等の 官吏 ほ 何を して 居つ 
たの か、 左樣な る ことほ 調べな かつた のが、 斯う 云 
ふ 御 尋ねであります、 從來派 遺された る 官吏は 谷々 
其 取調 等の 目的 (i 明に なつて 居る‘ 未だ 行政 整理の 
爲に各 國の官 省に 就て 唯今 私の 申しました やうな 事 
柄を 調べに 特派され た 者は 先づ無 いやう である >  然 
らぽ現 政府は 何等 行政 整理に 付て は棄 置いて 何もし 
ない のか、 斯う 御尋 である •是は 昨日 も 申しました 
通り 普通の 行政 整理 (3: 何れの 政府と 雖も 之を 爲さざ 
る ものは ない、 豫算 編成の 度 毎に 普通の 行政 整理と 
云 ふこと には 十分に 注意を 拂 つて、 經 費の 節約を す 
る やうな ことには 努めて 居る ので， 大正 九 年度に 於 
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' ' ■ /，: 〇肋き行れ粘 ;' •共の 
挥 SJ li ない のか •是れ は 今 u i t £c せて ち‘  f せ.、：、 
脏せて ないから と 元つ -c >)i 内 IHJ が 行以 t>: H! を’‘ -C 打 
粜て M くと： K ふこと {i ない ので、 ど 〇 政府で も 本* 
預 SE を ^ 成す ると きに vsr つては ^ は 局 U51 C S! 八 ". 6< 
は 如何にして ？ Jf Jij を K iif にす る ことが 2 來るか ，ビ 
の 部分に 於て 锊找を 省く ことが m 米る かと 云 ふこと 
It 是 ほ 常時 やつて K る ことで 根 木； S 钻 现 と 一 •ムふ のは 
尙ほ其 以上に 行つ て 傲 底させる と 云 ふ 尨 味で ある、 
M 後に 市町村 〇 附加税 …… 所 fy 税に對 する附 加 fii o 
ことに 付て 御 尋で あります •今度 科 社の 配？ v.v ife は 制 
人に 綜合して 徴收す る や •「になつ た爲に •非常に 地 
方の 财源 に變籼 が 來 ると 云 ふやうな 御 心配の やう -C 
あります>是は法人に對しまして、矢張0法人所在 
池に 於て 附加税 を R'B する ことになる， flfl A p 人の 住 
居 地に 於て 附 加 税を課 する ことになる、 而して &祉 
に 於き まして 其 留保 金額、 超過 所得に 對 して 課税 さ 
れる 金高 ほ 少くな いのであります、 政府の 見る 所で 
は 此の 配當 金が 側 人に 綜合せ らる る爲 に從來 の 市町 
村の 附加税 に 於て 非常な 變励の 起る と 云 ふやうな こ 
と (3; さう は考 へない のであります-矢張り 法人は 從 
来の 如く 其 所在地に 於て 附加税 を収ら れ るので、 K 
税せら れ るので ある、 而かも 今度の 改正案に te り ま 
して、 法人の 保留 金、 超過 所得を 掛ける 率、 それ 等 
に 依つ て考 へます と此 金高 も © からぬ ものである， 
又 今日は 株主 も 谷地 方に 散在して 居る ので & る、 S 

村に も 段々 御 承知の 通り 株式を 所有す る やうに 今日 
はなつ て來た ので、 其邊 のこと を考 へまして、 其の 
事情ょり 推察し まして、 唯今 御鄯 になつ たやうな 地 
方の 財源に 大變 動を 來た すと 1K ふやうな S- はない と 
當局 は考 へて 居る* それだけを …… 

〔國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 唯今 大藏大 K ょり 御 答 
へ 申した やうに 內務 省に 於ても 考 へて rr ります" 

0 阪本釤 之 助 君內務 大臣は もう 少し 徹底した 御 答 
を 得る こと、 思 ひました が、 大藏大 [:;! と 御 同様ら し 
いのであります から、 もう 一應伺 ひます が， 大級大 
臣は 概括 的に 法人は 法人に 對して 課税す るので ある 
谷 人は 谷 人の 所在地に 於て 所 锝に對 して 課税す るの 
だから 地方の 財源に 付て は 影響は ない と 云 ふこと で 
あります が、 法人 それ 自身に 關する 附加税 は 無論 其 
法人の 所在地で 課する ことは •■« も 疑は ない ので、 是 
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まで 法人が 株主に 配當 する 金額に 掛けた のは 所謂 源 
泉 課税でありまして、 其 法人が It ちに 税を拂 ふので 
あります から、 法人が 非常に 澤 山の税 を拂 つて rT る 
のであります、 法人 所在地に 於て は それに 對して 澤 
山の咐 加税を 掛ける から、 大 _ 都合が 宜 かつた ので 
あります •それから 今度は 利益 配當其 他 ii 谷 人が 皆 
所得を 致して、 即ち 綜合 課税になります から >  法 人 
は 大きな 伽藍を (i へて 居 つても それは 即ち 拔殼の も 
のにな つて ) IT るので ある、 それ. は 先き に屮 しました 
企業 地と 申しました 九州 地方の 有 锞な どで 見ます る 
と 云 ふと-其 例 (i 澤山 ある やうに 心得て 居ります、 
其 他 大都市の 附近、 例へ ば 菜 京 附近の 板 橋の やうな 
所、 千 住の やうな 所、 それから 大阪 附近な どには 澤 
山 あ〇 ます、 大きな 市に なれば 會社も あれば 金 持 も 

あつて 所得税を 納める から 宜しい が、 九州 til!. 方の 或 

る 都市 や 東京 大阪 附近に 在る 町村、 若く は 小さな 市 

になる と •會 社で 市が 成立つて 居る、 即ち 法人が 澤 

山の ffi を 納めて 居る •所が それが 拔殼 になつて 其の 

所得を 受ける 所の 者は 菜 京に 在る とか 大阪に 在る と 

か 云ふ譯 であります、 滋賀縣 の 如きは 金 持が 澤山本 

宅を 持つて 居りまして、 金 持が 澤山 住んで 居る 町村 

ほ 澤山金 か 収れ るが、 拔殼 になつた 町村は 金が 取れ 

なくなつ て •それで 道路の こと も衞 生の こと もしな 

ければ ならぬ、 現に 近い 例が 四日 市に あつて， あそ 

こに 「ベスト」 が あつた 爲に 非常に 市費を 要した の 

であります、 四日 市の 如きは 非常に 繁華な 所では ご 

ざい ませぬ が、 班 洋紡辍 などが あつて、 是が 非常に 

盛んな ものであります •か •此 JK 洋紡縐 は 今後 附加税 

を 掛けられぬ と 云 ふこと になれば •地方の 財政に 非 

常な 影胬を 及ぼしは せぬ かと 斯う 云 ふこと を 御 尋ね 

申した のであります、 法律上の 解釋 として 會 社の 所 

在 地に 賦課す るので あるなら ば、 株主が 何 處に往 つ 

て 居らう が •追つ 掛けて 行つて 四日 市なら 四日 市、 

若松 市なら 若松 市に 於て 所得した 者は 若松 市に 於て 

拂 へと 云 ふなら ば* 强 ひて 私の 疑問は ない ので あり 

ますが、 私の 解 釋で はさう 云 ふことは 出来な からう 

と 思 ふ、 拔殼 になる ので あるから さう 云 ふことは 出 

来まい と 思 ふ、 之を 救 濟す るに 付て どう 云 ふ 御考が 

あるかと 云 ふこと を 御：； S： して 見たい のであります* 

それから 內務 大臣に 御尋 いたしました のは、 市町村 

の 財政 監督の 上から 如何に 御考 になって 居る かと 云 

ふこと を 伺つ て 見たい と 思つ たの -C あります •もう 
所 m 稅法改 正 法 f-lil 案外 芄件 第一 101 愈 


J 應ど うか …… 

〔 國務 大臣 男爵 高 隋是淸 君 演壇に 登る〕 

011 務大臣 (男 脬高橋 是淸 君〕 是は私 から 御 答へ い 
たします るが、 阪本 君は 今度の 改正に 依て 法人と 云 
ふ ものには 殆ど 所得税と 云 ふ ものは 掛ら ぬと S ふや 
うに 御 考にな つて 左樣な 御 問になる だら うと 思 ひま 
すが， 現行法に 於て 第一 種の 所得税の 税率は 千分の 
七十 五であります、 即ち 百 分の 七 半であります •然 
るに 今度の 改正案に 於て 會 社の 留保 所得 並に 超過 利 
得に 對 して 相 當重 い税を 課して 居る のであります、 
現行法に 於き まして 會 社の 所得税 ほ、 即ち 第一 種の 
所得税は •七 千 九 百 萬 圓 である， 即ち 會社配 當金か 
ら之 を拂つ て 居る •此七 千 九 百 萬 圆と云 ふ ものは 會 
社の 支拂 つて 居る 所得税であります、 之に 對 して 附 
加稅 が掛 つて 居る、 會社 所在地に 於て 今度の 改正案 
に 於き まして、 而 かも 衆議院の 修正案に 依ります る 
と 云 ふと、 會 社の 負擔 する 所得税、 即ち 留保 金 並に 
超過 利得に 對 して 負擔 する 所得税 ほ、 九 千 八 百 棟 圓 
になります、 即ち 現行の 會 社の 負擔ょ りは 重くな つ 
て 居る ので、 即ち ft 所得税は 會 社が 其 所在地に 於て 
納める >  それて 其 町村 it 之に 附加税 を 掛けて 行く の 
で、 決して 財源の 減す ると 云 ふことは 御 心配に なら 
なくても 宜か らうと 云 ふこと を 先刻 申した ので & り 
ます、 此に 於て 數字で 明に 申して 置きます。 

〇阪木 釤之助 君 もう | 遍 伺 ひたいので あります、 
唯今 御 擧げに .なりました 數字 は、 從 前の 七 千 何百 萬 
と 申します のは 源泉課税の 金額 も 含んで 居る ので あ 
ります か、 今後の 九 千 何 ぼと 仰し やい ましたのは、 
綜合 課税は 除きまして ' 全く 會社 自身が 拂 ひます の 
であります かと 云 ふこと をもう 一遍 .：… 政府 委員 か 

らでも 宜しう ございます，. 

0S 務大 E (男爵 萵 橋是淸 君) 御 解 釋の通 りで あり 

ます。 

〇 山 脇 玄君私 も であります から 當 席で 述べ ま 

して 宜しう ございます か。 

0 謎 長 C 公爵 德川家 達 君〕 演壇の 方が 大臣に 御 聞 こ 

えが 宜か らうと 思 ひます。 

〔山 脇玄君 演壇に 登る〕 

0 山 脇 玄君私 は大藏 大臣に 向 ひまして 此 酒造 用 米 

の數 M 等を 伺 ひたいので あります、 明治 三十 五 年頃 

と 大正 六 年頃と を 比較して 見ます ると、 其 間に 酒造 

用の 米が 十四 萬 石餘 ほど 減じて 居ろ やうになる ので 


あります •然るに 世上 傳 ふる 所に 依ります ると、 近 
年 極く 最近は 著しく 激增 をして-五 苗 萬 ほど も 酒造 
用に 内地米を 費して 居る と 斯う 申して 居る ので あり 
ます、 さう であります から- 大藏 省の 御調に 依り ま 
して、 最近の 酒造 內地 米は 幾許で あるかと 云 ふこと 
を 第一に 伺 ひたいので あります、 第一 一は 我々 素人の 
調に依りますると云ふこと、酒造用の內地米は凡そ 
三百 萬 少し 越 ゆる 位で ある やうであります*  •■■'度 そ 
れ程 あります ると 云 ふと， 今日の 所で 內地 人が 內池 
| 米を 需要す る 米に 丁度 當る やうであります、 三百 萬 
少し 餘 …… 其大藏 省の 御調は どれ 位に なつて 居る か 
と …… 詰り 內 地米で 內地 人を 養 ふに 不足す る內地 米 
の景ほ 今日 酒造 用に 使つて 居る 所の 三百 萬石餘 であ 
る や 否やと 斯う 云 ふ 間 題であります、 それから 第三 
には 果して 內 地米を 酒造 用に 用 ひる ことを 止めさへ 
.致します れば •かつ  <  今日の 所では 內地 人の 需要 
を滿た すに 足る ので あると 致しましたなら ば、 一面 
に 於き ましては 今日の やうに 米價の 暴騰 甚 しき 場合 
I 面に 於き ましては 個人 衛生と か 公衆衛生と か 民族 
衞生 とか 云 ふこと を唱へ 出しまして、 社 界の三 大病 
源の 一た る 「アル コ ー ル」 中毒を 征伐せ ねばならぬ 
と 云 ふ 今日の 場合に 當 りまして， 此 中毒を 製浩 する 
所の 原料と して 此大切 なる 內 地米を 用 ふると 云 ふこ 
とほ 禁じた 方が 宜しく - it ないかと 私共は 考 へる •當 
局 大臣は どう 御考 になつ て 居ります か、 聞く 所に 依 
ります と 云 ふと 政府 當局が 内地米を 酒造 用の 原料に 
用 ふるを 禁じない のは 一億 圓內 外の 稅源が 引ける と 
云 ふ 所に 在る やうであります、 其 理由を 伺 ひたいの 
であります、 それから 第 四には 斯樣 に ® 源の 喪失、 
税源が 無くなる と 云 ふこと が 其 理由で あると 致し ま 
したなら ば •今日は 旣に 大藏省 所管の 釀浩 試驗 所で 
外米を 以て 立派な 淸酒が 53 5K ると 云 ふこと である や 
うです、 而かも 其 價ほ餘 ほど 内地米を 原料と した 酒 
より 廉く ，あの 四 合入罎 と 申します が、 あれ 1_ が 
五十 錢程で 求められる ，實は 私 も 或る 小賣 商店に 就 
て 再三 試用を 致したい と 思つ て •買 求め やうと 致し 
ましたが 今は、 試 驗の爲 であるから. • 釀 造が 豊富に 
m 来て 居らない •それで 小賣 商へ 持つ て參 りまして 
も、 直ちに 賣盡 します と 云 ふこと で、 まだ 私は 一度 
も 試用す る ことが 出来ない のであります が、 中々 立 
派な 酒が 出來 ると 云 ふこと であります •でさう 云 ふ 
事 實 を大藏 大臣 ほ 御認 になって 居ります や 否や、 此 


四點を 伺 ひたいので あります。 

〔國務 大臣 男爵 PS 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今 山 脇 君の 御 尋は 
酿造 用に 最近に 於て 內地米 を どの位 使 ふか‘ 其數字 
を 承知した いと 云 ふこと •か 第一であります 、はつき 
りした 數字ほ 唯今 此處に 材料を 持ち ませぬ であり ま 
する •か、 常に 考へて 居ります る 所では 先 づ此淸 酒を 
最近 五 百 萬 石 位は 造る •淸 酒を 五 百 萬 石造り ますれ 
ば、 內 地の 白米は 之に 舞して 三百 七 八十 萬 石 ほ 使 ふ 
課であります、 而 して 此釀 造に 使 ふ 内地の 產米を 之 
を 禁じたなら ば •即ち 米の 供給が 豊に なつて、 價も 
今日の 如く 高くなくて 濟む だら う、 斯う 云 ふ 御 見解 
であります、 固ょり 內 地米彐 百 七 八十 萬 石の 白米を 
酒の 爲に 消費す るので あります るから、 之を 禁じ ま 
すれば それだけ 食料と しての 內 地米は 殖える ので あ 
ります るから して、 供給の 上に ! X 大なる 効果を 見る 
ことが ,' 1*1 来る •併ながら 果して 是だ けの 米を 酒に 用 
ひなければ、 內 地の 消費 高は 十分な りと 云 ふことは 
是は斷 定は出 来ない ので ある、 一昨年の 十一月から 
昨年に 掛けて 外米が 五 百 萬 石 以上 も 這 入つて 来て、 
僅に 其需斟 を滿 たした と 云 ふやうな 有様であります 
からして、 釀造 の爲に 内地米を 使 ふこと を 禁じさへ 
すれば， それで 國 民の 用 ふる 米 it 十分で あつて， 而 
かも 價が 下がる と 云 ふこと ほどう も 御請 合が / 1'1 來な 
い、 併し 供給が 十分に なれば、 其 もの ゝ價の 高まる 
のを 抑へ ると 云 ふ 効果の あると 云 ふことは、 是は理 
論 上 動かすべからざる ことで ある、 而 して 何故 之を 
禁じない か、 禁じたら 宜か らうと 云 ふ 御意 見で ある 
之を 禁ずる と 云 ふこと is 外國に 於て は 亞米利 加な ど 
では やつて 居ります るが、 今日の 國 民の此 飮 酒の 習 
慣を考 へて 見ます と •此 酒を 造る ことを 禁じました 
ならば、 米價 C0. 騰貴ょり 以上の 苦痛を 感ずる 部分が 
多から うと 考 へます， 又淸 酒を 禁じて 他の 「アル n 
丨 ル」 類の 物の 飲用を 許して 置いたなら ぱ 、それ こ 
そ 唯今 御述 になつ た衞生 上 や 何 かの 害毒は 一 ] if 甚し 
くなります-禁酒 問題は 一片の 法律で 之を 行ふ譯 に 
行かない、 國民が 擧 つて 酒 ほ 害が あるから して、 禁 
酒した が 宜いと iK ふやう に、 亜米利加の 或 州に 於て 
行は れた るが 如き 狀况を 生じた 場合に 於て は 或は W 
來る かも 知れ ませぬ、 併し 亞米 利加邊 りの 禁酒の S 
行を 見ても 隨分亦 之が 爲に 弊害の 起つて 居る こと も 
聞 及んで 居る ？ S か収れ なくなる とか、 税源が 涸れる 
一 五 〇九 
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が £1 に 政府が 禁止を し 得ない と 云 ふや 5 な® 考は是 
は 決して 政府 (t さう 云 ふこと を 3¢ へて 居り ませぬ、 
税源の 爲に蔡 じ ^ る ものを 禁ぜ i- に 居る と 云 ふやう 
な こと if 決してない、 それから 大滅 省の 歴浩 試狯 所 
に 於て 外米を 以て 酒を JS つて •其 酒が 非常に. a く， 
a つ既 いと 云 ふ此 ?K ,K を 認めて pr るかと 2;- ふことは 
是は私 も 問 及んで 居ります ■又 民間の 醋造家 に 於て 
も外國 米を 以て 淸酒 を浩る ことを 試みた と 云 ふやう 
な こと t 聞いて 居ります， 果して 是 がへ i 々内地米に 
劣らぬ 良い ^ が 出 來ると 云 ふこと になり ましたなら 
げ、 安い 所の 外® 米を 以て 一般に 造る やうに、 行 ほ 
れるや うにな り ませう、 併し 矢張り 是は酒 を 許して 
岡けば 内地米を 使 (3: ない 代りに 外米を 使 ふ、 早晩 內 

地の ノ々 が 外米を 松て 食用に 用 ひぬ かと 云 ふと 決し 

て さう で ほない、 如何に 內 地米が 盥富 にして 又 傚が 

廉い時 と雖も •是 までの 經 驗に徵 しまして、 外國米 

を 用 ひずに 濟むと 云 ふことは 決してない、 外國 米の 

方が W 常時に 於て は 矢張り 廉い ので ある、 K 段の 上 

からして 內地 米が 豊富の 場合に 於ても 外米を W ひる 

と 云 ふことは. 年々 外米 輸入の ある ことが 何より 之 

を 立證 して 居る、 一 方に 內 地米を 三百 七 八十 萬 石 酒 

に 造る ことに 用 ひない やうに なつて 見た所で、 代つ 

て 外米が そこへ 這 入つ て來 る、 斯う 云 ふこと になる 

どうも 餘り內 地米を 使 ふと 云 ふこと を ^ ずると 云 ふ 

ことがあつ て 今日の 米の 供給 或は 價の 上に 於て さう 

効能が あると も* 私は 認められない ので、 W し是は 

研究すべき ことで ありませ うが、 兎に角 民間に 於て 

外米を 以て 酒を 造る と 云 ふこと が 一般に 行 はれる や 

にならなければ、 之を 法律 規則を 以て 必ず 酒を 造 

るには 外米で なければ ならぬ と 云 ふこと It 今日では 

(11 來な いと 云 ふこと を當 局では 考へて 居ります。 

0 山 脇玄君 今一 應大藏 大臣に 伺 ひたいので ありま 

すが、 喵今 の大藏 大臣の 御 答 辯に 依ります ると" 外 

米を 以て 淸 酒を 造る ことは 成功した と 聞 及んで 居る 

と 云 ふだけ でありまして . 

〇 誠 長 C 公爵 德川家 達 君〕 山 脇 君に 申 上げます、 大 

臣に聽 えない さう ですから 御 登壇を 願 ひたい。 

〔山 脇玄 君演 瑕に 登る〕 

0 山 脇 玄君喵 今の 大は の御說 明に 依ります と 外米 

で 淸酒を 造る ことの 御 答が ありました、 大臣 も此釀 

造 所で 段々 試驗を して 成功した やうには 聞 及んで 居 

ると 云 ふ是だ けの 御 答 辯で あつた やうに 聽 きました 


さう すると 我々 共が M 及んで ) pr る こと 別に それ 
を 御 試用に なつた と 云 ふこと でもない やうで ありま 
す、 そこで 今一つ 私の 大 Kt に 伺 ひたいの It 、 若し 果 
して 此外 米を 以てする と內 地米を 以てする と 同じ や 
うな 淸 酒の 品 f-ri が 果して 出來る ことと なつたならば 
それは いつぞや 私は 醸 浩 所の 技師が 或る 雜誌に 報 茜 
をした ものを 讚み ました •其 記 ? If の說に 依ります る 
と 云 ふと、 内地米で 製造した のと 殆ど 同じ 酒が m 來 
る、 何 か 聊か 極く职 い藥品 を 加味す ると， さう する 
と 今の やうに 外國 米であります るから •一石に 付て 
二 十 圓餘 も Efll く 出来る、 それから 又販 © 淸酒 四 合 入 
® が 7T 十 錢で迓 買す る ことにな つて 居る やうで ある 
さう 云 ふやう に內 地米で 造る と 同じ やうな 品種が 出 
来ますならば， 其淸 酒を 持つて行つ て 今日の 酒造 稅 
を 課け ても宜 いと 思 ひます、 さう して 又 內地釀 造の 
酒を 使用す る 者が、 迚も 內 地米で 造つ たもので なけ 
れば俺 には 飲まれぬ 外國 米で 造つ たもの ほ 飲めない 
と 云 ふ 事は 言はなくなる 鏢で あります さう iK. ふ 樣な 
場合であります から、 大藏 大臣は 佚 律を 以て 內 地米 
を 以て 釀造 すると 云 ふこと を 御 禁じになる と 云 ふこ 
とが 至當な ことと 私は 信じます、 では ありませ ぬか 
成程 R 本人は 習慣と して 內 地米で 製造した 淸酒を 飲 
んで 居ります、 それを 今一 時に 御 禁じになる の ほ 苦 
痛 かも 知れ ませぬ けれども、 外國 米と 內 地米で 同じ 
物が 出来たならば 御 禁じに なつた 所で、 何も 人民は 
苦痛を 感ずる ことは ない、 それは 我儘と 云 ふ もので 
あります 詰り 我儘を 此 場合に 御 許になる と 云 ふこと 
はない と 思 ひます、 法律で 以て 斯う 云 ふ 場合は 斷然 
御 禁じに なれば、 即ち 三百 萬 石 餘の内 地米が 肋 かる 

譯 であります、 おまけに 此 酒と 云 ふ もの (3: どうかと 

云 ふと I 今日 私共の 申す 迄 もな く、 酒屋の 三 罪と 云 

つて 結核 病、 花柳病、 酒精 病と 申して 非常に 蟇延す 

る病氣 であります から、 此 病毒を 製浩 する 爲め 大切 

な 米を 用 ひさして 置く と 云 ふことは、 實に私 ども 矛 

© 極まる と 思 ひます、 さう 云 ふやう に 性質が 極く 好 

酿で あつたなら ば 法律を 以て 御 禁止になる や 否やと 

云 ふこと を 私 ほ 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕， 

〇阈務 大臣 CW® 高 橋是淸 君〕 段々 の御說 明で 能く 

御 趣意は 了解いた し ' S した、 果して 外國 米を 以て 造 

る 所の 淸酒が 内地米を 以て 造る 所の 淸 酒に 劣らぬ、 

良い ものが 出 來 ると 云 ふこと が確實 になり ましたる 


場合に 於て は、 政府と しまして は、 即ち 大迓杏 とし 
まして |£ 之を at く 焚 動を します •試 驗所の 設立して 
あるの も、 一つは さう 云 ふこと が E 的に なつて 居る 
やうな 次第であります、 而して 外！ s 米は 今日の 如く 
内 他 米ょ 0外 國米が 商い やうな 塌合に於てほ、是は 
行 はれまい と . W ひます けれども， 是ほ 评し異 例と a 
て も 宜しい、 從來 の轾撿 に 依つ て 見 ますれば、 外米 
ほ 內池 米ょ 〇も偎 が 睃い のであります、 して 見ます 
れぱ frf いものを 以て 內 地米と 同 棟の 渖酒の 上なる も 
のが 出 來 ると 云 ふ 場合に 於き ましては、 赞業 者の K- 
利益の 打算 上、 内地米を 使へ と 云 つても 使 ほぬ と 思 
ふ、何ぞ法钳規則の制定を侍つ必迆はないと私は思 
ふ、 それで 政府と しまして は、 果して 外米を 以て 淸 
酒が 能く 出来る と 云 ふことの 證賴が 十分 舉が〇 まし 
た 以上 國 民に 奬勵 をいた しまして、 さう して 民間の 
釀造 家を 誘つて 以て、 斯う 云 ふ rt い 原料に 依つて 良 
い 酒を 造る ことを 獎蹦 する、 決して 法律を 以て 拘束 
すると 云 ふ考は 、毫も 私は 此所で 決定して 印 上げる 
_ にはい ■かない、 必ず 法律を 待たず して 一方は 利益 
の 打算 卜 ■から、 一方は 政府の 奬勵と ffl 俟 つて 實行が 
出 來 得る こと、 考 へます。 

〇 矢 口 長 右 衞門君 本員は 此 席から 當局大 K に一應 
參考 として 伺 ひたい ことが ございます、 此所得 税法 
改正案は、 昨日 菅原 君から も 申されました が 如く、 
，賢に 重大なる 問題で、 法の 精神に 所謂 變更 を來た す 
大 問題で ございます、 之に 付て は 十分なる 考暾 十分 
.なる 調査、 總 てを 盡 して 犬に 攻究し なければ ならぬ 
間 題と 存じて 居ります、 而して 是は少 くと も， 假す 
に 一年 位の 時日を 以てし、 或は 民間の 諮問 機關 等に 
も夫ク 調査を S 託して 十分の 精査を 遂げる 必要が あ 
ると 思 ふので ございます、 而して 勿論 國 家の 存立は 
一日 も 源泉な かるべからず であるから、 是だ けに 換 
へる 所の 税と云 ふ ものを 収得す るに ほ、 何等かの 方 
法を 用 ひねば ならぬ、 所謂 早く 云 ふて 見る と、 一種 
戰時 利得 税の變 化、 之を 塡補 すると 云 ふやうな 殆ど 
精神で ある、 だから 之を する には 所謂 今 一箇年 位 (i 
戰時 利得 税と云 ふ ものを 何等かの 名稱に 於て 保存し 
て 置いて， 其 間に 總てに 於て 何等かの 十分の 調査を 
すると 云 ふことの 意見は 閣臣諸 公に 於て 13; 無かった 
ので ございませう か、 此 問題を 提出す るに 付て は、 
閣臣諸 公は 十分の 考 rt を盡 された ので ございませう 
か、 又 一致から 出た ので ございませう か、 閣臣諸 公 


の屮に 一闻 年 位は 吸 時 fl w fv -v- f'J ^ rf' c fi HV M! ひ 
て 今一® 年 之を 存闪 して :，7！: いて， 而し て If rr に - 1- 分 
の M VC を is lf ると 云 ふ、 そんな . rt Jl は e つたこと が 
ございます か、 成け 少しも 之に (-J- て じ饵 ぢ v 
せぬ で ござい ^ した か、 大に此 M ^ ^ ^ v.- o l-. f-l 
て 參考 になります ので、 1',3«内 袢を ti£ 筘茭な い Ri 
りは 先づ御 3 をしたい ので •こざいます'- 

rra 務大 Fri spg iRI fig 是沾竹 沏梢に 立る j 
ON  務大 I :i f.m !« 高®  是 淸 -/ r 〕 矢  口  対の 御 ^ は llt c< 
正 案は 犯 大な間 題 であるから、 先づ 一二 年延ぱ して 
十分に もつと 調査を したら J1: からう、 3c- t/!l 时：： g か 1< 
足して咐收計进の必嬰あ〇とするならば所捋税を… 
…硪時 所得税を 鹅鉞 してやつ たら K からう、 m し此 
改正案に 付て ほ 閣 M の 中に さう 云 ふやうな 考を 起し 
た 者は ない のかと 云 ふやうな 御靜 でありました、 政 
府の考へました所でほ‘胙门も旣に聍原財の御 ^ に 
對 して 申 述べた る 通り、 11-1: 松 H き雖 い、 一 方に 於 C 
はです、 ® 常 各階 級の 間に it 政 费 を 負扔す る、 政務 
の费 用を 負擔 する 其 拙 衡に 於て； f ffii 衡な り、 不公平 
なり 斯う 云ふ考 が 即ち 此谷 階級の 間の 爭を 生ずる !！；'; 
因と なる ので， 而 して ft 所得税なる ものは 現行の 所 
得 税ほど 貧富の 間に 於て 國费負 沿の 搠衡を 失して 居 
る もの ほない ので、 是は 深く 調査は 要らない、 明に 
分つて 居る-他の 所得税は №1 人に 對 して 旣に絵 合 所 
得の方針を執つて居る、搵り配當金、灯與叙、斯糅 
な ものは 是は 綜合され て 居らない、 故に 世の 屮に : 
豪 征伐と か 云 ふやうな：#〗 い 言語を 弄する 者が 緻 々现 
はれて 来た _で あります、 此改正 案を 作る に 常つて 
十分の 調査は 政府と して 遂げて、 固ょり 之を 行つ た 
上に 不便な りと か， 當を铝 ない と 云 ふやうな ものは 
他日の 改正に 待たねば 無 諭なら ぬ ■併し 現行に 於て 
政府の 提出し、 衆 _院 に 於て 修正した る 所の ものを 
以て、 相當の 調査を 遂げた 結果な りと 認めて 銪茭な 
いと 考へ るので あります、 又此 改正案に 付きまして 
は、 閣員 中 一人と して 之に 興篛を 挾んだ 若は ない の 
であります、 是は御 答を する 必嬰は なかつ たか も 知 
れま せぬ けれども、 折角の 御 尋で あります から 御 答 
へ 申します。 

f 仁 尾 惟茂 君 演壇に 登る〕 

0 仁 尾 惟茂 君 私は 此改 IH の 税法 案に 對 しまして 税 
制の 大體 に付きまして を 致したい と 存じます る 
財政 計® 上に 於き まして 時 ili の 要求 上 歳計の 膨脹を 
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来たし、 爲に 之が 财源を 如何にす る や、 此财源 を 確 
锊 に 致しまして 、さう して 財政の 基礎を 跫固 にせぬ 
ならぬ ことは 固ょりの ことであります、 爲 に 到底 現 
狀及將 来の 財政の 現狀に 於き まして、％ 税の已 びを 
得ざる に 出づる 外な きこと、 深く 心を 置いて 居り ま 
して ございます、 然 ります るに 政府は 今回 國防上 必 
組の W 源と 致しまして •税法に 改正を 加へ まして、 
此二稅 法案の 咐税案 の 提出に なりました，、 此 H 税案 
中、 就屮 所得 稅の 改正は 大 0® に 於き まして 能く 旣往 
の苡踐 に 依り 之が 弊害 等の ある 點を 餡 め、 又 其缺漏 
を 補 ひ、 又 時運の 趨勢に 基き まして 其 賦課の 方法を 
新に する 等、 大體の 趣意に 於き ましては 、要領を 得 
たる 案な りと 認めます、 殊に 又此 煩 雜 複雑なる 税法 
に對 しまして 當 局の 調査の 苦心 最も 其勞を 多と する 
ことを 咨み ませぬ のであります、 然 ります るに， 私 

は此 案が 生れ 出で た S に 同 畤 に 甚だ ifi 憾に堪 へぬ 且 

又大な る 疑問の 生じます る爲 に御尋 する 譯であ り ま 

す， 凡そ 阈 家の 諸税 は H 民の 納税の 能力に 適應 する 

やうに 致す の 理由を 以 ちまして 税法の 改正、 殊に％ 

税 等の ^ 合に 於き ましては 是が負 擔の鞞 重を® り 一 

箇の稅 のみの 上に 於て 論定せ ず 普く 谷 種 税法に 付き 

まして， 是が負 擔の輕 重を 考へ 、彼此 槌衡を 保たし 

むる を 以て fli 制の 本義と 致します る こと、 存じます 

然〇 まする に lit 度 政府の 提出は ?3 に 一. 二の 税則に 止 

まつて、 一般の 見. 傾し を 付けず、 他の 税 稱 に 收益あ 

〇 賦課の 餘裕 ありと 認むる もの も 其 S •逸 脫せ しめて 

ある やうに 見られます、 斯うなります れば税 法 全體 

の 上ょり して® だ； fg® を 生じ、 没 制の 本義に 背く 

ことにな りは しますまい か 試に、 此 一例を 舉げて 申 

し ますれば、 第一に 地税であります 、地税は どう 云 

ふ 税法の 組立で あるかと 云へ ば、 是は御 承知の 通り 

收益に 課税した 所の ものである、 然 ります るに 土地 

の收益 は 近来 如何で あるかと 云 ひま すれば 追々 議場 

にも 出ます 通り •近時 農產 物の騰 ft に 依りまして 其 

收益 を ^ 加いた しました ことは 言を 俠たな いこと で 

あります、 のみならず 漸次 農 產者 は驕衮 の 風を 中： じ 

又 M しきに 至りまして は 其 遊金の 遺り 場と して 株式 

に 手を 出し 投機の 熟に 狂 ひつ、 あると 云 ふ 有 II であ 

ります、 で此有 技は 政府 も 十分 之を 認められ、 常に 

之が 爲に樊 戒を發 したる と 云 ふの 公評を 承る ことで 

あります、 又 一般の 牛： 活上 、所謂 生活 _ ，此 事に 付 

きまして は lit 生活 雛なる ものは 都 ^ に 多くして 地方 


に 少 い、 是は往 々聞く 所であります、 地方に 易い と 
云 ふこと を 言ひ換 へて 見ます れぱ 地方 •即ち 地 机を 
納むる 所の 農民は 生活に 易い、 此 生活に 易い と 云 ふ 
ことは 即ち 收 益の 多き と 云 ふこと を 意味す るので あ 
ります、 で 斯樣に 政府に 於き ましては、 此馨戒 を發 
し •又此 生活難 都 ii! の® 別を された 所の iffi に付き ま 
しても •農民に 於て收 益の 豊な ると 云 ふことは 十分 
御認 である、 即ち 自信せられ て 居る、 又 地租 ほ 沿革 
の 上より 之を 申します るのに •是が 賦課の 基礎と な 
'つて 居ります る 所の 穀代な り 地 價な り、 是は 如何. な 
る變一 :驰 搖を來 たして 居ります るか、 爲に是 が 税率 
の 上に 於き ましても 如何に 變化 を來 たして 居ります 
るか、 言を 俟た ずして 地租は 大に輕 減せ り， 甚 しく 
低き 所の 低位に 居る、 斯く 沿革と 云 ひ 實况と 云 ひ、 
十分 收益も あつて 課税に 餘地 ありと 誠む る 所に、 地 
租に對 してな ぜ之を 其 儘 差 置く か、 是れ問 はむ と 欲 
する 所の. ものであります、 然 ります るに 昨日の 菅原 
君の 間に 對 しまして 大藏 大臣の 之に 答 へられた 所の 
もの， 即ち 地租は 凡そ 一石 四十 圓の 米價を 得 ざれば 
之に 對 して 課税す る …… 是れ 以上 課税す る ことは 出 
来ない、 即ち 税率 も變更 する ことは 出来ない、 斯う 
云 ふやう に 承りました 、又 今日 も 承りました、 然り 
まする に、 私は 如何にも 此御 答は 種々 考 へて 見ます 
る けれどもが、 どうしても 分り ませぬ" なぜ 分らぬ 
かと 申します るに •四十 圓 の米價 を 以て 是が課 税の 
基礎と すると 云 ふことは、 何を 以てな された か、 地 
租は 固より 收益 から 税を 出します る ものであります 
るから、 定めて 是' か 收益を 御® りに なつた ことと 考 
へます、 此收 益を® ります るのに は ..：•• 第一 此 土地 
から 得る 所の 收益を 積り まする には 生產 費と 云 ふ も 
のを 調べなければ ならない、 即ち 第一 肥料な り勞銀 

なり 其 他 農具 代な り 種々 之に 對 する 所の 一切の 生產 

费と云 ふ ものを 積つ て •さう して それから 得られる 

ので ある 然 ります るに 此生 產费な る ものは どう 云 ふ 

稍り 方を して 玆に 出された ものであります か、 凡そ 

課税の 基礎と する 爲の 調査なら ぱ茲に 十箇 年の 平均 

を 得る とか、 七 箇 年の 平均を 得る とか、 其十箇 年の 

中に 於き ましても 戰時 非常の 時と か、 又は 凶作の 時 

とか 云 ふやうな、 最も 最高 最低なる やうな 基维 にな 

り ませぬ 所の ものは 之を 省きまして、 平年と 暨 しき 

ものを 以て 五® 年なら ば 五箇 年の 平均を 以て 之を 定 

める のが 當然 であります， 又 日本の 課税 上さう 云 ふ 


ことを 認めて 居ります、 又獨逸 あたりの ことを 以て 
見ましても 诗 數 年間、 最高 最低の ものを 除いて さう 
して 平年に 當てら るべき 年を取つ てして 居る ので あ 
る、 玆に 至つ て 初めて 課税の 站礎が 確かな ものが 煜 
られ ますが、 米價 四十 圓に 引合は なければ …： 引合 
はない と 云 ふ 所の 生產费 は 何年から 何年 積ら れたも 
のであります か、 萤し是 は 近年. 即ち 此世 界大戰 後 
の 非常に 物 僧の 騰貴に 依る 異数の ものに 依つて 調べ 
たもので はない かと 疑 はれます* さう しませぬ けれ 
ぱ米價 と 云 ふ もの、 四十 II の 平 ii-J と 云 ふ ものは 中々 
是は容 易に 出べき ものでは ない のであります、 それ 
で斯樣 な ものを 基礎と せられまして 地租には 課税が 
出来る とか 出来ない とか， 斯う 云 ふのは 如何 樣に考 
へましても-どうも 信ずる こと 能は ぬのであります 
又 若し 米 僧 四十 圓と云 ふ ものを 基礎と して 現在 將來 
の 税法を 之を 以て 基礎を 立てる と 云 ふ* V- とに なり ま 
すれば、 若し 四十 圆を 米價が 下つ て來た ときに ほ 地 
粗の 負擔は 重き ものと なる、 減税を せねば ならぬ、 
又 免税を せねば ならぬ と 云 ふこと に 極端に 言へ ば 言 
はれは しない かと 思 ひます、 それで 決して 此課稅 の 
基礎と なるべき 斯樣な 標準は 容易に 示すべき もので 
ない、 又 依るべき もので ない、 十分 確實 なる ものに 
依 つて 初めて m 来べき ものと 思 ひます* それで 私は 
此大藏 大臣の 御 答 辯に 依つ て考を 定め 得る ことが 出 
來ませ ぬ、 地租には 十分なる 課稅の 餘裕は ある もの 
と 認めます、 それで 縱し玆 に一步 を 謝りまして 調査 
上 W 難で ある， 又 今や 之が 爲に 調査 準 fel 中で ある、 
それを 持つ て 初めてす る 積り であると 斯樣に 言へ ば 
まだまだ 理由 も 有ます が、 併ながら 此 調査 2S 備中な 
りと 云 ふ 事は 玆に 財政の 變動 もな く、％ 税等 もな く 
平常 無爲の 日であります れぱ 、まだし もであります 
が、 今日は 財政 上の 最も 急耍上 •即ち 國 防の 爲 にす 
る咁税 では ありませ ぬか， 最も 急 耍の是 は 財源で あ 
ります、 して 見れ ぱ縱し 調査 中と あれば 何故に 臨機 
適應な る 所の 課税の 方法を 講ぜざる か- 是は 攻究い 
たし ますれば 幾ら も 其方 法は あらう と考 へます、 例 
へて 申し ますれば 餘 所に 御手 本 も ある、 即ち 配賦方 
法を 採つても 宜い 、配 賦税の 方法を 採つても 宜しい 
又 附加税 の 方法を 採っても 宜しい、 又 最も 簡 m に 致 
しま すれば 現行 税率の 上に 增率を 致しても 宜しい、 
此適應 の 方法は 攻究 さへ すれば 必ず 出る と 思 ひます 
殊に此 所得税の 如き 最も 煩雜な る 方法に 對 して 期の 


如き 成案を 得て 居る 所の 精神と 手腕と を 以て當 局が 
十分に 力を 盡せぱ •必ず 適 腦の 方法は 生み出 だされ 
る こと、 私は 信じます ，詰り 課税の 耍は 負擔 の權衡 
in 何に あります る こと、 存じます、 又此 度の税 は 前 
にも 申します る 通り 最も 國家急 要の 税で あります、 
又 我 邦の 税法の 成立ちは 昨 □も菅 原 君から 申され ま 
した 通り、 決して 一向 統一 等の税 に 依る のでは なく 
して、 各種 0税より成立つて居〇ます、中にも牝税 
中に 於て 最も 主要を 占める 所の もの (3; 地租、 營業税 
所得税、 是 等の 主たる 税が國 家 V 維持し 保存す る 所 
の 柱であります、 故に國 家事 あるときには 否な 斯樣 
な 必要な 財源を 要します ると きには 是 等の 重立ちた 
る 所の si は 無論 一般に 咐率を して 適當な こと、 考へ 
ます、 又 忠誠なる 國民は 斯樣 な國家 必要に 應じ まし 
ては 進んで 之を 迎 へる こと、 存じます、 私が 詰り 質 
問を 致します る 所の 要領は lit 重用なる 課税を 致す に 
當つて 何故に 收 益の 農に して 課税の 餘地 ある 地租の 
如き ものに 負擔を 分たざる や •縦し 調査 2S 備中な り 
と雖も 臨機 適 應の課 税方法 を 選び、 HS 税金 體の檝 衡 
を 保たし めざる や、 斯う 云 ふこと に 詰り 歸著い たし 
ます、 どうか 之に對 しまして 御 誠意の 御 答 辯を 願 ひ 
たいと 思 ひます。 

〔阈 務大坊 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君) 仁 尾 君の 御 質疑は 今 
回 國防充 實の爲 に 財源を 得る に當 つて •所得税、 酒 
造税の 二 種に 之れ を 求めて、 他 かに 種々 税のあ るに 
も拘ら ず、 之れ に 及ばず して、 此の 二種に 取つ たと 
云 ふことは、 どう 云ふ譯 か、 殊にな ぜ地租 を咐 さな 
いか、 斯う 云 ふこと に歸 著す るので、 其 中に 昨日 も 
今朝 もちよつ と 申 述べました •此の 農家の 地租に 付 
て、 米價約 四十 圓に なつて 初めて 商 H 業の 負擔 する 
煢業税 と 負擔の 權衡を 得る >  斯う 云 ふこと が 能く 御 
了解に ならない、 是れ は大藏 省に 於き ましては、 大 
正 五 年を 基礎と して、 それ 以來 此の 收益を 得る 爲め 
に 必要なる 純 費の 咐加 を， 商工業者に 對 しても 農業 
者に戣 しても 段段 割咐 をして、 而 して 此農 業者の 收 
益に 對 しての …… 農業 者の 負擔 して P7 る 所の 地 和、 
商工業者の 收益を 得る に必耍 なる 經費を 差 引いた る 
所の ものに 對して 負擔 して 居る 所の 營業 ST 之と較 
ベて 見まして 米價 一石 約 四十 圓に 達して、 初めて 現 
在の 商工業の 負擔 して 居る 所の ® 業税と 地 ffl との 權 
衡が得 られ るので ある， 斯う 云 ふ 結論を 得た ので あ 
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ります-明乙に近米米岱が非常に豬代したシに農家 
の收益 が 頦る弦 K して •或 ) J: 株を 持つ とか 云 ふや 5 
な 砼裕 1 V 生じて 居る， 之に 向つ て 佾 稅し たら K いぢ 
やない かと 云 ふこと であります、 けれども •昨日 も 
申した 通*^ 國税 中の 所得税なる ものは、 是 IT. lr; (i 
<例へて見れぱ；一家の大黑柱であります，先づ® 
家吩税 の必嬰 ありと すれば、 第一に 之に収 つて 掛る 
べき ものである， 後の稅 は 或は 隅々 にある 柱と か 中 
にある 柱と か 云 ふやぅな ものであります、 大黑柱 と 
云ふものほ一つであります’他に比較する必嬰ほな 
い、 喵所枵 稅 を ® 踏す る、 其 國 民の 力が 此所得 税を 
負 ふに 足る、 負擔 をす るに 堪へる や 否やと 云 ふの が 
標淮 になる ので、 他の 稅と 比較す る 必要がない ので 

此所得 段なる もの (t 、所得 ある 者 或る 程度の 所得 あ 

る漭ほ 段 H 商を 問は ず、 I 般に ■稅 せらる、 もので 

ある、 而 して 此地税 とか、 營業税 とか は、 是は 比較 

をせ ねばならぬ ものである 、地税が 營椠税 に a して 

輕いか K いか I 營業税 の 負擔の 割合と •地租の 割合 

とほ 納税者に 對 して 糊 衡を得 て 居る や 否やと 云 ふこ 

とほ、 是は 比較を. 要する ものであります、 此 調べに 

依つて 見ましても、 如何に 從來 農家が、 商工に 比し 

て國家 納税 上 m き 負 P をして 屛つた かと iK ふこと が 

分つ たので ある、 農家は 從來如 何に 某 生活の 程度、 

住宅 其邊の 進步と 云 ふ ものは 商工に 比して 甚だ 後れ 

て 居る、 負值は 年々％ 加した，'  是等ほ 詰り 納税 負擔 

の權衡 を 失して 居つ たこと が 大に與 つて 居る と 云 ふ 

ことを 私は 認めた のであります、 而 して 今日 農家が 

收益が 多い、 之に 向つ て 地租を 咐徵 したら 宜か らぅ 

と 云 ふこと であります けれども、 農家が 今日 收益が 

多くな れば 、即ち 所得税に 於て 矢張り 之を 課せら る 

るので、 必ず 今度の 改正案は 農民に 及ばぬ と 云 ふこ 

とでない、 一般に 即ち 公平に 所得税なる ものは 掛つ 

て 行く ので ある， それから 調 ^ と 云 ふこと です が、 

是は 矢張り 多少の 違 ひが ありは せぬ かと , y. ひます、 

調赉と 云 ふのは 地惯 修正の 爲の® 媚 調査、 地租を 射 

すと 云 ふこと ほ 現行の 率を咐 せ ば 出来る ので ある、 

調査 中に 名を 辍つて 地 粗に 手を 著け ない と 云 ふ 意味 

では 決してない、 それから 政府の 考で 今度の 改正案 

に 依らず、 課税な り 現行法の 儘で 率を％ したら ■好い 

ぢやな いかと 云 ふ 御說 であります けれども、 是は鞑 

々申しました 通り、 現行の 儘で 率を 增した ならば、 

負擔の 不公平と 云ふ聲 は 益々 大にな るので ある •是 


は 十分に 昨日 以来；；； 說明を 中し 上げた と考 へて 居り 
ますから 是 ょり 多く It 述べ ませぬ、 大特唯 今の 仁 尾 
君の 御 巷に S して は 是で御 答が 迸き て 屛る だら うと 
考へ ます。 

0 仁 尾 惟茂 « 唯今 大蔽大 K の 御 答 辯が ありました 
が •益々 稲々 なる 疑問を 生じました、 再 質問いた し 
たい ®; は 多々 あります けれども、 此 以上は 全く  S 見 
に涉 ります るから 再 質問 1?. 止めまして、 是は 他の 時 
に 臨みまして .…： 今日 ほ 玆で 述べ ませぬ。 

〔橋 木 辰二郞 君： za ® に 登る〕 

〇陆本 辰 11 郎君 時間が ありませ ず、 極く簡 窜 に 御 
尋を 致します から 御 答 も 適切 明快に 願 ひます， 邮 日 
大趿 大臣ょり 所得 說に關 します る講釋 めいた る こと 
を 承りました が、 本員 等は 大に得 る 所が あつたので 
ございます* 付きまして は 私 も 古めかしく は ござい 
まする が、 御禮の 意味に 於き まして 租税の 原則に 當 
る やうな 事柄に 付て 少しく 御 導いた したいと 思 ひま 
す 我々 國民ほ 粒々 辛苦に 依つて 得た る 所の 收 入の 幾 
分 若く は 資本の 運用に 依つ て 得た る 所の 所得の 幾分 
を國 家の 必要なる 經費 として 納める と 云 ふこと ほ 是 
ほ 納税 義務の 1] 念を 持つ た 者は 無論 承知を 致して 居 
ります るが、 然るに 粒々 辛苦に 依つて 得た る 所の も 
のの みで なくして S 己の 身體の 一 部、 若く は 果實の 
一部で なくして 其 根幹を も 削つ て 以て 納める と 云 ふ 
事柄は あるので あります、 是は 從來に 於き まして® 
人の 所得に 於て は 減價の 消却を 認めない、 又 前年に 
於け る 所の 損失を 當年 度に 於て柑 殺す る ことを 許さ 
ない 所の 慣例に なつて 居つ たの セあります が、 負 ® 
の 均衡に 付て 最も 重きを 置く 所の 今回の 御 提案に 付 

きまして は、 必ずや 是 等の ものを 控訴す る ことを 御 

認にな つた ものと 私 ほ 考 へます るが ■"如何なる もの 

であります るか、 之に 付きまして 御 答を 願 ひます、 

それから 地租と 管 業税 とは 是は 相關聯 したので あつ 

て、 離るべからざる 關 係を 持つ たもので あると 云 ふ 

御 話で ございまして、 米は 四十 圓 位の 價 格を 維持す 

るに 非 ざれば 營業税 との 負擔の 均衡を 得ない と 云 ふ 

ことは 昨日は 强く 仰せに なりました、 今日は 少し 其 

銳鋒が 鈍かつた やうに 思 ひます、 確かに 左樣に 我々 

は 聰取 つたので あります、 若し 果して さう であれば 

尤も 仁 尾 君 も御尋 になつた けれども 御 答は 無 かつか 

のです， 若し 果して 然り とせば 若 も 現 內閣が 此 後長 

く續 くものと 見まして …… 是は 疑問であります るが 


©にさ 5 決めて [■■? ? ます、 さ 5 致しましたなら ぱ其 
間に 於て 米 (Ini が 若 も 二十 la 位に 下落した ときに ほ， 
池® が 是は苠 擔が m いに te つて、 均衡を 3 h ざるが 故 
に 之を 半額に！ 一 衫をす ると 云 ふ (J5 考 であるか、 若く 
ほ 此地租 と 均衡を 得せし むる が 爲に贷 菜 si を 引上げ 
ると 云 ふ 御考を 御 持に なつて 居る か、 尤も 是は時 と 
場合で 其 時の 情况 に te ると 云 ふこと を 仰せになる か 
知れ ませぬ、 さう 云 ふ 御 ® C 思で あらう と 推測いた し 
まする が、 此二 糊 に對 しまして 明快なる 御 答 辯を ffi 
はしたい。 

〔國務 大臣 男靜高 橋是淸 君演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 橋 本 君の 御 ^ の Jfl 失 
の 有つ た 場合に 其 損失を 控除す るか、 此點 に付き ま 
しては 現行の 所得税 法と 變らな いので、 其 時 課税 さ 
れる 年度に 於て 其 時の 所得に 必要なる 經费を 除いて 
さう して 純 所得に 對して 綜合 累進 率を 課して 居る の 
で， 之に 唯 株券が 加つ た， 株券に 付て は 昨日 も 申し 
た 通り 經費 としては 他の 所得の 如く 一 々明細に 調べ 
て 控除は しないので ある、 衆 _院 の 修正に 依つて 配 
當所煜 の 二 割を 控除す ると 云 ふこと が、 即ち 配當を 
得る ：… 其所煜 を 得る に 付て は 必ず 多少の 經费が … 
… 損失が 經費 、即ち 損失、 經費が 一方に 出る ものと 
云 ふこと ほ 想像し 得る ことで ある， 之を 二割 控除す 
ると 云 ふことは 其 趣意に 於て 當を得 たる ものと 考へ 
て 政府は 之に 同意を したと 云 ふこと を 申 上げた •そ 
れから 米價が 下落した 場合には どうと 云 ふこと •是 
は此收 益に です、 此收 益を 算用す るのに は 其 時の 諸 
費用を 引いて 純收 益が 幾ら 農家に 這 入る か、 それ か 
ら營 業税に 於て は ：：： 商工は どうなる かと 云 ふこと 
を 調べた ので、 それは 大正 五 年を 莊礎 にして 調べて 
見る と >  さう 云ふ 結果になる と 云 ふこと を 申 上げた 
それで 必ず 今後 米が 半分の 二十 圓に なつたならば 地 
租を半 減す ると か、 さう 云 ふやうな 考は 今日 起して 
居らない、 斯樣な ことは 即ち 總理 大臣 も®々 述べら 
れる 通り、 此 _ 會が濟 むと 云 ふと 此營 業税地 ffl 其 他 
のこと に 付て は 經濟 調査 會に 掛けて 能く 審議し にや 
ならぬ 問題と 考へて 居る、 今日は 唯 だ將來 のこと に 
付て は それだけの 程度で 申 上げて 置いて 宜 いこと と 
考 へます。 

〇 橋 本 辰 二 郎君 唯今 私の 御尋 に對 しまして 第一は 
殆ど 的を 外れて 他の ことを 御 答に なりました* 併し 
時間が ありませ ぬので もう W び 繰返し ませぬ •玆に 


〇::-澤 多 只 與 ソ 
仰せら-；: 
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大 亞 は 仁 ® 君の rf lilj に 答へ られ ました •所 f'l 
ふ ものに 付て …… 所 52 说と云 ふ ものを； 3疙十 
には 地 81 及 ® 架 稅と云 ふ ものとの 均® を 見 >■, 

無い、 大 65 斯ぅ 云 ふ 御 答 ㈡ で ござい •* した •それ -ri 
御 答に なりました ことを 考へて 見る t 云 ふと. ^ -- 1T- 
の所 11!; 所得稅 «1 1と云ふや**'なことに !:* こえ -'£ し“ 
さ- 「なります ると 管 業 稅であ ると か、 地 III で ?, ると 
令、 直接 國說な る ものは 最早 存立の 葱 味が 無くなる 
と 思 ひます が， 大铋大 f:': は 大 11 左陆な 御所見を れつ 
て 居られる ので •こざいます か、 ちよつ と间 ひます。 

〔國猗 大& 男脬萵 橋娃淸 君 演扔に 登る〕 

0 國務大 K (男 防 高骼是 油 君) 左 棟な 考は頓 と冇つ 
て 居り ませぬ。 

0 翳 長 (公 f§ 德川家 達 思〕 諸君に 御 諮りを 致します 
_事 日程 第二より 第 七までの 法律案は 速 盤 ilf 件と し 
て 同一 委員に 付託して K しぅ ございます か。 

〔「異 謎な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇觀長 (公 辟 德川家 達 君) 御異識 ない と 認めます" 
0 淺田德 則 君此第 二より 第 七に 至ります までの 特 
別 委員の 數を 十八 名と して、 議長に 於て 指名せられ 
むこと を 望みます。 

0 男爵 石黑忠 惠打寶 成を 致します。 

0 翳 長 (公 辩德川 家 達 君〕 喵今 の淺田 君の 動 翻に 御 
異存 ございまぬ か 。 

〔「異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 封〕 御 異議ない と 認めます、 
特別委 員の 氏名を « 記 官 をして 朗 1 仕を致させます。 
〔岡 書記官 朗 _〕 

所得税 法改正 法律案 外 五 件 特別委 員 
伯爵 柳澤保 恵 封 子爵 加 藤 高 nj 封 
子爵靑 木 信 光 君 
和 田 彥次郞 君 
荒并賢 太郞对 
男爵 藤 村義朗 君 
谷 森 眞男哲 
高 rll 早苗 君 
佐 藤 友 右 衞門君 
橋 木 辰 n 郎君 


子爵 八 條隆正 君 
男爵 阪谷 芳郞恝 
男爵 島 律 久賢君 
男 爵鄕  誠 之 肋？ 3 
若® 禮次郞 君 
市來 乙彥君 
中 村 11 一郎 S 
安田 善 三 郎君 


〇 議長 C 公爵 德川家 達 君) 議 W 日程 第 八、 國沾 似還一 
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資企の 繰 入を 爲 ささる ことに 關する 法 W 案 •政府 提 
出、 衆議院 送付、 第一 諝會、 本 H も 通牒 文の 朗讀は 
省略を 致したい と 存じます、 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

0 議長 (公 辟 徳川家 達 君〕 御 m 譏ない と 認めます。 
〔左の ; S 付 文 及 黐 案 it fiJJ ia を經 さる も參照 の 
め玆 に賊錄 す〕 

國侦 Irt 還 資金の 繰 人を 爲さ さる ことに 關 する 法 
律 案 

右 政府 提 /IJ 案 本院に 於て 可決せ り 因て ii 院法 第五 
十四條 に te り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二月 十日 

衆議院 議長 大岡 育造 
K 族院謎 長 公 斿德 川 家 達 殿 
國 依 償還 資金 ノ繰 入ヲ爲 ササ ル コト-一 關スル 
法律案 

政府 ハ國防 ノ充馊 -I 關 ス ル綷 資茭辨 ノ爲 大正 九 年 

度 乃至 大正 十二 年度 限 リ國 依 整理 基金 特別# 計 法 

第二 條ノ 規定 — 依 ル 元 帝® il 資金 ノ繰入 ヲ爲サ サ 

ル コト ヲ ?| 

f 國務大 f:5 男 ^ 高 橋 * 浦； s sii 掼に 登る〕 

0 K 務大 R  (男 辟 高 橋是淸 君〕 此法律 案は 園 防充實 

の 財源に 充 つる 爲に 所得 稅及酒 税に 於て％ 收 の計畫 

を 立てました るが、 fii ほ 不足す ろ 所があります るに 

依 つて 一般 歲入か ら繰 入れました る 所の 減 似 金を 大 

正 九 年ょり 大正 十二 年に 至る i； 箇 年に H つて 之を 中 

止して 繰 入れざる ことに 致す爲 の 法律案で ございま 

す、 御 審题の 上 速に 協 資を與 へられむ ことを 希 BI い 

たします。 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君〕 別に 御 質疑 もない と 存じ 

ますから 特別委 M の 氏名を ac 記 官を して ®] 讀を 致さ 

せます e 

〔岡 書記官 E)] 讀〕 

_ 馈 坩 還 資金の 繰 入を S ささる ことに 關する 法 

律 案 特別委 fl 

子 辟 前 田利定 君子 K 本 多忠鉾 君 

男 R? 外 松 孫太郞 君男將 小 畑 大太郞 君 

中島 永 元 君  仁 尾 惟茂 君 

阪本釤 之 助 君  山 之 内 一次 君 

田屮淸 文 君 

0 議長 (公 !# ® 川 家 達 君〕 明 後 十六 日 午前 十 時より 

開會 いたします、 謎琪 日程 ほ 決定 次第 御 通知に 及び 


ます、 本 m は 是 にて 散 會。 

午後 零時 五分 散 會 


〇 大正 九 年 一一 月 十六 日 (月曜日〕 

午前 十 時 十七 分 開 議 

議事 日程 第 十四 號 

第 I  大正 九 年度 歳入歳出 餽豫算 案並大 正 九 年 
度 各 特别會 計 歳入歳出 豫算案 薄査 期限 £• 
定む るの 件 

第二 豫 算 外 國鹿の 負擔 となる へき 契約を 爲す 
を 要する 件 鞞査 期限を 定む るの 件 
第三 臨時 軍事 费锞苺 追加 案 (第一 號〕 蓉査期 
限 を 定む 5 の 件 

第 四 大正 八 年 法律 第五 號中改 1£ 法律案 ii 腑 

81 院) 第— S (籠 長)— 

0 議長 C 公 脬德川 家 達 君〕 是 より 諸般の 報告を 致さ 
せます。 

〔成 顚辫官 朗讀 J 

一阼 十四日 第 七 部に 於て 決算 委員 侯爵 細 川 ig 立 君 
の 補 闕選擧 を 行 ひしに 其の 結果 男爵 安藤® 雄 君 
常 選せ 〇 

同日 特別 娄 員 會に 於て 當 選した る 正副 委 M 長の 氏 
名 左の 如し 

大正 八 年 勅令 第三 百 四 號 C 承諾を 求む る 件) 特別 
委員® 

委員長  伯爵 川 村 鐵太郞 君 
副 委員長  子爵西尾您方君 
同日 特別 委員長よ 〇 左の 報 吿醫を 提出せ り 
大正 八 年法钳 第五 號中 改正 法律案 可決 報告書 
0_長(公爵 德川家 達 君) 是 より 本日の 會議を 開き 
ます、 識事 □程 第 一 、 大正 九 年度 歳入歳出 總豫算 並 

大正 九 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算案 •審査 期限を 

定 むる 件、 第二、 豫算 外國 131 の負擔 となる へき 契約 

を爲 すを 要する 件、 港 査期限 を 定むる 件， 第三 •臨 

時 軍 ?) f 費 稗 B 追加 案 /,-' 第一號 〕 審逛 期限を 定 むる 件 

御異篛 なければ 第一より 第三まで 束ねて 問題に 供し 

ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 擗 德川家 達 君) J1 つ 本 H も 通牒 文の朗 讀 

は 省略いた したくと 存じます、 御 異議 ありませ ぬか 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 


t 左の 5g 付 文は 朗讀を 經 さる も參照 のた め茲 
に 載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

大 JH 九 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 九 年度 谷 特 
別 會計歳 人 歳出 豫算案 

右 本院に 於て 修正？！ 決せり 因て 靆院法 第五 十四 條 
に ffi り及绘 付 候 也 

大正 九 年 二月 十三 a 

衆議院 翳 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
豫筲 外國庫 の負擔 となる へき 契約を 爲すを 要す 
る 件 

右 本院に 於て 可決せ 〇 因て 議院 法 第： 31: 十四 條に依 
り及浍 付 候 也 

大正 九 年 二月 十三 日 

衆議院 _ 長大 岡 育造 
貴族院 誘 長 公爵 11 1111 家 達 殿 
(第一 號〕 臨時 軍事 费豫算 追加 案 
右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第 . 77; 十四 條に依 
り及浍 付 候 也 

大 TE 九 年 二月 十三 日 

衆議院 一一 - M 大岡育 造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
0 議長 C 公 辟 德川家 達 君) 大藏 大臣 高 橋 男爵。 

〔 國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男 wf 高 橋是淸 君) 諸君、 茲に 私は 大正 
九年度の歳計豫算に關しまして其大要を說明するの 
光榮を 有します， 大正 九 年度 豫算 編成に 關 する 大體 
の 方針 及 其 施設 事 祺の 主なる ものに 付きまして 申す 
れぱ 先づ 世界 職 後の 形勢に 鑑みまして、 平和の 維持 
上、 國防充 實の切 要なる を 認めまして、 之が 爲め新 
に 相當の 計畫を 立てました、 次に 交通、 通信 機關の 
整脯 ほ 時勢の 最も 要求す る 所で ございまして、 其 結 
果ほ產 業の 發達 •國 運の 進展に 重大なる 關係 ありと 
認めます、 而し て鐵道 •道路 港 _、 電信 •電話 等、 
何れも 相 當 に其擴 張 改良に 意を 用 ひて 新に 施設 經營 
の 方策を 立てました •又敎 育の 振興に 付きまして は 
中等教育， 實業 補習 敎育 等に 付て 新に 施設を 加へ、 
又 私立 大學に 補助を 致す ことに 致しました、 產 業の 
獎勵 に關 しまして は 或は 開 IB の獎® 或は 窒素 研究に 
相 當の經 費を % 加いた しました •又 公有林 野の 經營 
に付きましても 新に 官公 造林の 計费を 立てました、 
大正 三年 臨時 事件 費は 日獨哦 串の 當時 之を 設け 今 U 


に 及びました 所、 今 尙ほ時 勢の 狀况は 事 變の影 響を 
全く脫 却せ りとは 申し 雛い のであります、 けれども 
旣に平 和 も 克復いた しました るに 依り 今回 之を 整理 
し、 大正 九 ^ 度より 之を 廢止 いたす こと、 致し まし 
た， 併ながら 臨時 事件 费を以 て 支 辨し來 〇 たる 事 a.1 
にして 今 俄に 廢止 する ことの 困難なる もの も ござい 
ますに te つて、 之を 普通 豫算 に！ ipa 人いた しました， 
從 つて 谷 省に 共通なる 官吏 以下の 臨時 手當 •物 價膦 
貴に 依る 廳費 、旅 ® 等の 補足は 何れも 相 當の 程度に 
之を 普通 豫算に 計上いた しました， 以上 ほ 豫算 の大 
綱であります るが、 歳人歲 出 豫算の 計數に 付て 大耍 
を tl3 しま すれば、 歳 人 經常部 十億 四千 三百 餘萬 圓、 
臨時 部 二 億 三千 三百 餘萬圓 •合計 十二 億 七 千 六百餘 
萬 圓 、歳出 經常部 七億芄 千 二百 餘萬圓 ，臨 部 部： 力 億 
二 千 三； a 餘萬圓 、合計 十二 億 七 千 六百餘 萬圓で あり 
まして、 歳入 臨時 部 中前 年度 剩餘金 繰 入 額は 一億 四 
百餘萬 圓とな る 計算で ございます、 今歲 入豫算 中の 
主なる ものを 擧げ ますれば- 經常 部に 於いて 租税 收 
入 六 億 四千 七 百 餘萬圓 でありまして •之を 前年度 豫 
算に 比します に 一億 五 千 Jr 百餘萬 圓を增 加し、 印紙 
收人は 六 千 ？ 1: 百 餘 萬 圓で ありまして、 前年度に 比し 
て 千 三百 餘萬圓 を％ 加し 官業 及 官有 財產收 人は 二 億 
八 千 五 百餘 萬圓で ありまして 前年度に 比し 二 千 五 百 
餘萬 11 の咐 加であります、 而 して租 说收 入 % 加の 內 
五 千 七 西 餘萬岡 ほ 税制 改正に 伴 ふ 新規 增收額 であり 
まして •是は あとで 述べます 通り 新規 國肪 計® の 財 
源の 一部に 充 つる もので ございます、 出 I 募を 前 
年度 T* 箅に 比較いた します ると 經常 部に 於て 二 億 四 
千 六 百 餘萬 Ml を％ 加し、 臨時 部に 於て 三千 四百 餘萬 
圓を 減少し ■差 引總 計に 於て は 二 億 千 二百 餘萬阊 の 
呀 加を 7K して 居ります、 ® f の 如く 經常 部に 於き まし 
て 著しき 嶒加を 示し， 臨時 部に 於き まして 却つ て 減 
少を來 して 居ります の ほ、 前年度に 於て 臨時 部に 愿 
しました る 臨 部 事件 预備 費を 整理して 之を 普通 費に 
編入して， 31.- 大部分は 之を 經常 部に 組 入れました る 
結果で ございます、 大正 九 年度 豫算屮 ，最も 重要な 
る 事項は 國 防の 充實で ございまして、 將來 巨額の 繼 
續费 を耍 する 次第であります から、 之に 對 して 確定 
的の 財源を 得る の必耍 がご ざいます •爲に 政府は 前 
日 旣に當 議場に 提出いた しました る 通り、 今回 新に 
所得税 及 酒税に 於て m 收の 計畫を 定めまして、 右國 
防 費の 大部分は 之を 以て 支 辨する こと X 致しました 


g wl 似 還 資金の 繰 入を爲 ささる ことに 關する 法律案 第一 詎 會  豫 m 案 大正 九 年度 歳入歳出 總 豫 算案並 大正 九 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 案外 二 件 


五一 三 


暌族 3 帝 冋 二十 R 芡 


掩 » 案 大正 九 年度 泼人 1 


*>- 第 並 大正 九 年 ^ 各 ^ 别分 計* 人歲 S TS ; 案外 M 件 


倚 ほ 其 不足す ろ 所に 對しま して (t vs 分の 内 
fa ® 還を 2 :止 いたしまして 之が 補足に 充つる こと、 
致しました， 右 新規 W 防 計 -i>- J;l: r. 依り 大正 九 年度に 於 
て 更に 陸海 谭經费 の SF 加すべき 金額；！ iliw 臨時を 合 
せて 九 千 九 百餘萬 S であります、 此計 K に 依ります 
れば 陸軍に ffi する 臨時 ffi if. s  ; - ; /s 千 六百餘 逛圓 
で ございまして •大 IH 九 年® 降 大正 二十 二 年度に 
至 7> 十四莳 年度 r に If つて 支出す る もので ございま 
す、 又 海 屯に M T る 臨時 ffi の總額 ほ 八 位 六 千 三 ¢-1 餘 
ffi cl でありまして、 大 JE 九 年度ょり 大正 十六 年度に 
至る 八® 年度 間に Ft つて 支 3 する もので ございます 
而 して 其 大正 十 年度 以降に 要する 金額 ほ 經常臨 時を 
合せて 铒年 約一偾 六 千 萬 _ でございます、 是は 過日 

所得税 •酒税 法の 改正に 付て 大瞪說 明いた しました 

が、 抟览 に關 係いた します で 大要を 又 JB ねて 申 上げ 

ますが、 一而％ 收計 f lil: に 依る 税法 改正の 結果、 將來 

所得税に 於ても 八 千 八 西 餘萬圓 、酒税に 於て： ? 1: 千 七 

百餘茁 一、 合計 一億 三千： :/ 1: 百 餘茁 圆の佾 收を煜 る 見 

込であります が、 其 it 施の 初年 度た る 大正 九 年度に 

於け る拊收 額は、 所得税に 於て 五 千 二 百餘萬 圓 ，酒 

税に 於て 五 西 餘览 (Ml 、 合計 五 千 七 百餘蓖 _ であり ま 

す、 前に 述べました る國依 fa 還 資金 繰 入の 泠 止に 付 

きまして は 特に 此に | 言す るの 必要 ありと 考 へます 

此國依 愤還 資金 繰 入の 中止に 關 し考銳 を 要すべき 點 

は 去る 明治 三十 八 年の 發 行に 係る 来る 大正 十四 年に 

似 還 期限の 到来いた します る 四 分 半利附 英貨 公債： :/ (: 

億 八 千 五 百 餘萬圓 の e 還の ことで ございます •現今 

に 於て は右發 行總 額の 中 一 億 六 千 九 百餘萬 園は 旣に 

買人餓 却濟 となつ て 居ります •此 他 (X 大正 八 年度 内 

に 買 入 銷却の 出来 得ろ 見込の ものが 少 くも 六 千 餘萬 

同あります から •剩す 所は 三 億 五 千 五 百餘 萬圓で ご 

ざり ます、 而して 现に 正貨は 三 億 八 千餘萬 圓に 達し 

て 居ります、 故に 預金 部は 挺に 右一 i 分 半利附 英貨 公 

愤 の借荇 に應ず るの 資力を 有して 居ります' •即ち 政 

府は 現状に 於き まして 旣に來 る 大正 十四 年の 國債借 

替 ftt 還に 對 して 確 K に 準備を 有する ものであります 

而も此 國 依 惯 還 K 金の 繰 入 停止は 長く も四箇 年を 出 

でず して 之を 復活す る考で ございます から、 何等 差 

支ない こと、 考 へます-故に 我が 國防充 ® の 爲に租 

稅を 咐徴 する の已む を 3 r さる 今：：： に 於き ましては 姑 

く國 fl'i 償還の ことを 捽 止して 國 家の 急務に 應ずる こ 

そ 最も 時宜に 適した る處 置と 信ずる ので ございます 


什に泞议に閣係いたし令すから佾收計方に伴ふ段制 
改 71-: の 要 S を 略言いた したいと 考へ ます •法人の 所 
得に 對 しまして ほ、 從米の 源泉課税を 塔し まして* 
3t- s 金を 株. 3-. に ® ??; したる 場合は 共 洞 人に 封して 綜 
合 課； S する こと、 致しました •尤も 法人の 所得 中是 
が SB ® を e さず して 社內に 留保す る 金額に 葑 して {X 
之に 課税す る こと、 致し •又 法人の 所得が 一定の 利 
廻を 超過す ると き ほ 其 超過 割合の 多少に 陬 じて 超過 
累進 率を 以て 課税を なすこと 、致しました、 尚 ほ大 
正 八 年度に 於て 課税せられ たる 法 入の 配當を 受けた 
る 飼 人に 對 して 13; 大正 九 年度に 於て ほ 課税せ ざる こ 
と、 致しました、 故に 其 缺陷を 補 旗す る爲に 大正 九 
年度に 限りまして 法人の 超過 所得税に 對して 總額の 
十五 割を 徴收 する 事と 致しました、 個人の 所得に 付 
ては、 從來 髁税 したる 所得の 外に 法人より 受 くる 配 
當 金及赏 與 金に 綜合 1!)! 税 する こと、 し 又 山林の 所得 
は 之を 他の 所得と 分離して 税率を 適用す る こと X し 
て、 六 千 _ 以上の 所得者に 對 しまして は 其 :® 勞所得 
に 對する 控除 步 合を 多く 致しました、 又 三千 圓 以下 
の 所得者に 對 しては、 其 同居 家族 中老 者、 幼 者， 不 
具、 廢疾者 ある 場合に 於て ほ、 其 所得 額 中より 一定 
の 金額を 控除し、 課税 最低限は 前 一一 樣の 控除を なし 
たる 殘額を 以て 之を 定 むる ことと 致しました、 のみ 
ならず 尙ほ從 來の五 百 圓を六 百圓に 高め、 從來 税率 
は 最低 百 分の 三より 百 分の 三十に 至る 超過 累進 率を 
適用いた したので あります るが* 之を 改めまして 最 
低 百 分の 一より 一定の 額を 超 ゆる 毎に 其 超過額に 對 
しまして は 遞咐 して 百 分の 五十に 止む る ことと 致し 
ました •之を S? する に擔税 力の 小なる 者に 對 して 負 

擔を輕 減す ると 同時に、 擔税 力の 大なる ものに 對し 

ては 其 能力に 腦じ て負擔 を增す ことと 致しました、 

酒造 税に ありまして ほ 酒類 一石に 付て 十 圓を髙 むる 

と 同時に、 其 他の 酒嵇及 酒！！ 含有 飲料 並に 麥 酒に 付 

て も 之に 應じて それ f 税率を 高めました、 以上税 

制の 改正案 中 政府の 提築 に對 しまして •衆議院に 於 

て、 多少 修正を 加へ ました、 即ち 所得税に 於き まし 

ては 個人の 所得を ft 算す るに 當 りまして 法人の 配當 

金は 其 全部を 計算せ ずして 其 八 割に 止む る ことに 致 

し、 又 第三 種の 所得税 率の 一部を 輕 減して 其 最高 率 

百 分の 五十と あるを 四十に 改め， 又 法人の 保留 所得 

及 超過 所得の 税率を 若干％ 加いた しました •之と 同 

時に 大正 九 年度の 超過 所得税に 對 する 增徵 額を 七 割 


七 分に 止む る ことと 致しました •又 酒税に 於き まし 
ては S 酒の 税率 三十 三 IBI を 三十 II に 修正し、 其 他 多 
少 修正を 加へ ましたが、 政府は 何れも 相 益の K 正な 
りと is めまして •之に 同 S を 致しました •而 して 右 
修正の 結果 大正 九 年度 歳入歳出 總雅® に對 して 衆 諺 
院に 於て 修正 削減した る 金 rl li 歳人歲 出 谷 十八® 砼 
p でございます， 次に 通信 辟關 の整陆 に 付て 申 上げ 
ますれば、 m 話 交換 擯張费 に付きまして it , 旣定總 
額 一億 千 百餘萬 IM1 に對 しまして 更に 二愆二 千 5TT. 百 萬 
H を％ 加いた し、 總頮 三位 三千 七 百 萬 1M1 に 改め まし 
て、 其 大正 九 年度の 紉ほ 四千 十 萬 111 でございます、 
又 雷 信 事務の 繁激ほ 近時 頗る 甚 しくな りました ので 
其設脱 を 完全に する ことの 必要を 切に 感じまして、 
新たに 公愤 財源を 以て 之を 完備す る 計畫を 立て まし 
て •大正 十 ??; 年度に 至る 七箇 年度 間に a つて 總額七 
千 三百 八十 萬 圆を支 出す る ことと 致しました， 而し 
て 之に 要する 大正 九 年度の 額は 八 百萬圓 であります 
官吏 以下 臨時' 牛 當 ，物價 騰貴に 因る 廳 費， 旅 费 等の 
如き、 各省 共通 的經 費の 增加は 之を 普通 豫 »: に 編 人 
したる ことほ 前に 申 述べた る 通りで ございます. 其 
中 官吏 以下の 增依增 給の 大體の 方針を 申 上げます れ 
ば 地位の 高き 者に ほ 比 i)<: 的其衔 率を 薄く 致して、 地 
位の 低き 者に 對 して 厚く する の 方針であります •年 
俸 七 千 五 百圆 以上の 者には 全く增 傢を 致し ませぬ‘ 
其 以下の 者に 對 しては、 增俸 割合 最も 少きは 七分餘 
それょり 漸次 遞增 いたしまして 最低の 地位に ある 者 
には 倍額 以上に 達して 居る 者が あります、 又 官吏 以 
下の 增傣 等に 伴 ひまして 新に 從來 の受 恩給 者に 對し 
て も‘ 相當 の％ 給を 爲し >  又貴 衆兩 院議 M の歳费 も 
亦 五 割の 增 制 をす る ことに 致しました、 特別 會計豫 
算中 一般 會 計と 密接の 關係 ある 點に 付て 申 上げます 
れぱ ■朝鮮 總督府 特別 ■會 計に 在りまして は  >  其 歳計 
の 狀况に 鑑みまして、 大正 九 年度に 於て 一般 會 計ょ 
り 一千 萬 圓の 補充 金を 繰 人れ る 必要が ございます、 
又 S 太 特別 會 計に 在りまして ほ、 從來の 補充 金を 射 
加いた しまして、 六十 五 萬 1M1 となす 必要を 認め まし 
たるに 依り、 是等 補充 金の增 加を豫 算いた して ござ 
います、 帝 國鐵道 特別 會 計の 資本 勘定に 付て 一言 申 
しま すれば， 其 鉗 設及 改良 費は 一億 七 千 萬 圓で あり 
まして、 內建設 費は 五 千 九百蓖 W •改良 费は 一億 一 
千萬圓 であります、 之に耍 する 公債 財源は 一億圆 と 
定めました， 大正 三年 臨時 事件 費は 之を 整理いた し 


まする ことけ、 既に前に这べましたろ通〇でござい 
まする が、 臨時 * JU 3If g: <i H T c w « ^ ^ t« -c 、 f^ li 
之れ を 存 S する 必要 •かあります、 依つ，. 

月ょり 大正 十 年 三月に 至る aa の 所要 餌 と- 
六 千 百餘 iK ioi o 雅 » で 計 いたして ございます、 其 
の內 千 "el 餘萬 luj i i 歳入を 伴 ふ 特別 〇 支出で あ O ふ 
から、 ¢1 の 所要 額は 一 £3 四千 九 W 铨 ffi lRl で ござ. 

す、 其の W 源 li 主として 公 W 又は «? 入金に 依る 4 
でございます、 大正 九 年度に 於け る 公 ii'i 又は f;? 入金 
の 額は 前に 述べました る ial o、 臨時 取 巩 3ffl cw !ll;! と 
して 耍す るに 1 {S 四千 八 百餘茁 一を 首め として， 
般會 計に K T る 谷 稲 事業 公 {.'i 五 千 四百 餘 a' BI 、 又特 
別會 計に Iga -T る 谷 補茁業 公 {!? 一位 三千 七 T-I 餘茁 
合せて 約 三愆 四千 萬 0 でございます、 財政 純 诳の大 
要は 以上 申 述べました 如くであります が •私は 此機 
會に於 て經 濟界の 情况に 付て 一言いた したいと 考へ 
ます、 世界の 大戰も 終りを 铒 けました けれども 矜； 2 
の經濟 界 は 今尙 ほ瞇時 に 於け る：！！： 探なる 異常の 狀 S 
を脫 却し 得ない のであります、 谷國 は戰 後财政 の S3 
理不換 紙幣の 整理、 產業 組織の 改造， 金融の 改篛等 
遠き 將來 に 1L れる重 大なる 間 題を 有して 居る ので ご 
ざいます のみならず >  焦眉の急に して 而かも 至 雖な 
る復 W 事業、 勞資 問題 •其 他に 對し て最薺 の 努力を 
■注がなければ ならぬ 狀態に 在る のであります、 此時 
に當 つて 我國 の經濟 狀 態を 通贤 いたします に、 前後 
五 年の 間 我が 財界 ほ 幾多の 波 ！ [I1 IIU 折を經 ましたる が 
幸に も 進歩 發鹿の 趨勢を 持續 する ことを 得た ので- 
ざいます 、大腿 以米 大正 七 年の 末に 至る 期間に 於け 
る 輸出超過 額 •貿易 外の 收入超 過 額 •取 業 計说及 挑 
込 資本 總额等 に付きまして ほ、 旣に前 識 ir に 於き ま 
して 申 述べた ?) al りであります が •世間に 於て、 或 
は 財界に 變調 を來た す ことなき やと ! 1 念いた しま L 
たる 其 平和の 初年 即ち 昨年の© 出額は 一一 十 {U 九 千 八 
百 餘萬圆 •輸入額 ほ 二 十 一億 七 千 三百 餘萬關 に 上 L 
差 引 © 入超 過 糊 七 千 四百 餘蓖 M とな 〇 .ましたが、 0 
易 界 總 額に 於て は 未曾有の 巨額に 達しました のみな 
らず 、一而 貿易 以外に 於け る國依 14: 借 上の 受収 勘定 
が 約 三 億 ! 1 に 上りました 爲に •結局 正貨の 受収 超過 
額は 二 億圓 以上に 達した のであります、 又 谷 M 事業 
勃興の 狀况を 見ましても‘ 昨年 中に 於て 成立した る 
銀行 ES- 社の 八ム稱 K 本總額 二十 三 億 七 千 餘茁 !al •柳 込 
資本金 額 十二 億 三千 餘蓖圓 に 達し •我が 純树界 は 依 
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然として 好調を 持續 する ことを m ましたが 爲 に、 我 
g は 追 次聯介 P ® に對し 財政 上の 援助を 爲す と共に 
内外に so て 商 丁： 業の 發拽を 遂 ぐる ことを 得た ので 
あ 〇 ます 之と 同時に 政府の 公 rrt 發行も 金融市場に 格 
別 苦 を與 ふること なくして、 阼年屮 に 借 替を 了し 
たる もの 二 {a 六！ e 餘茁圆 、新規 發行の もの 三 億 九！ c 
餘萬 _ に 達する ことを 得た のであります、 之に 付て 
は谷銀行其他關係諸方面の努力を多とする次第であ 
ります， 尙ほ來 年度の 5? 似 計 0 の實 行に 付きても、 
政府 ほ 金融市場の m 勢に 鑑み、 緩急 {几し きを 制し、 
初めて 公- (11 を K 衆 化せし むる ことを 期して 居る 次第 
でございます， 今や 111: 界谷阀 は 物資の 缺乏 ，勞侧 界 
の 不安 等、 锊济 上に 幾多の W 雛なる 問題を 有して 居 
るのでありますが、竹3共に此_局に處するの途ほ 
生脔の 助長を 根本 方針と 致して、 國 民の 自制と 相 俟 

ちて、 徐ろに 其 効果を 收む るの 外な しとして 居る の 

であ 〇 ます、 我 y3 の 戰忮 經濟 策に 付ても 亦冏棵 で ご 

ざいます •一而に 於て ほ 生產資 金の 供給を lil 滿に致 

し、 金融 並に 企椠 、組織の 改善 及 合同と、 a)-. ハ 限 1? な 

る發 K- とに 依〇て出來得る限〇物饺の供給を潤澤な 

らしむ ると！！ 時に、 他面に 於て は 人々 e ら戒め て不 

半： 產的消 S を 抑制し， 苟も 餘裕 あれば 之を 生 產事業 

に 向は しめ、 以て ® 儉力 行の 美風を 振作す る ことを 

緊 5? と認 むる のであります、 要するに 今日は 我が 國 

民 經濟の 過® 時代で ございます 此 m 大な る峙 機に 當 

つて 濫りに 過去に 於け る 財界の 好 况に馴 れ 、投機心 

に 騙ら れて 、無謀の 計 ? i を 立つ るが 如きは 大に愼 ま 

なければ なり ませぬ、 之と 同時に 徒らに 姑息 5U- 型し 

て列强 間の經 濟競爭 に 後れを IE るが 如き ことがあつ 

ては ならぬ のであります、 我が 國民 一致 協力 以て lit 

異常の 時勢に 處 して. ; 1 退 共に 誤らざる 铙悟な かる 

ベから ずと 信ずる のであります 、終りに 臨み 私は 此 

に提 m いたしました 豫 览 案に對 し 御 密議の 上 速に 御 

協 抒を與 へられむ ことを 切 渚いた します。 

〇试 長 C 公 ! 3 德川家 達 君 ン是 ょり 通 ff 順に teo まし 

て K 疑を 許します •石 黑男捣 。 

0W 爵石黑 忠 鹿 君 本 の f{ 問いた します のは  >  頗 

る簡 W でございますので、 ちょつ と 御 答を 得 ますれ 

ば K しいので あります* 併し 御 答に 依りまして は 長 

く 質問を する かも 知れ ませぬ 最初は 此所で 質問を 御 

許しを 願 ひたいので あります、 本：： r か r{ 問いた した 

いと 存じます のは、 大 JH 九 年度の 哉 入 歳出 總豫算 の 


成 出 鞞常 部に 於き まして 第一 款の 皇室 S と 云 ふ 項に 
衆議院に 於き まして 何 か 質問、 政府の 答 辯 等が ござ 
いました ので ございます か、 若し 質問が ございませ 
ぬで も， 政府は 何 か 之に 付て 說明等 も ございました 
もので ございませう か、 速記 錄を 見ます るので、 私 
が 見落しで あるか 存じ ませぬ が、 何も ございませぬ 
やうで ございます が、 念の 爲に伺 ひます。 

〔阀務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

OK 務大； 2K 男 fs? 高 橋 是淸 君〕 唯今の 御尋 の點は 何 
等質 問は ございませぬ です。 

0 男 if 石黑忠 惠 君 政府で 何 か 御說 明が ございませ 
ぬで せう か。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

O M 務大臣 (男 1# 高 橋是浈 君： >  別に 說明も ございま 
せぬ。 

〔贝 财 石黑忠 腐 S 演壇に 登る〕 

0 男 P 石黑忠 菔 君 本員が 此事 に付きまして 登壇い 
たしまして 質問を 致します と 云 ふことは 甚だ 不本意 
に 存じます、 併ながら 已む ことを 得ず 質問を 致し ま 
す、 唯今 此大正 九 年度の 成人 歲 2 總豫算 歳出 經常部 
第一 款 爲 室 费の 所に 於き まして、 何 か 衆_院 に 於き 
まして 質問. 政府の 膘答 がご ざいました か、 若し そ 
れが無 かつたならば •政府の 御 說明は ございました 
かと 云 ふことの 念を 狎 しました のに、 何も 無い と 云 
ふ 御 答を 得まして、 本 H は 甚だ ■き 入りました ので 
あります •私は 斯の如 き 質問を 此 壇上で 致します の 
は 甚だ 不本意に 存じます ので、 今朝 同僚の 藤 村 男爵 
にもち ょつ と 打合せを 致しました 所が、 是も同 案 だ 
と 云 ふこと で、 否， 藤 村 男爵 ばかりで ない 滿 場の 我 
が 貴族院 議員 ほ 此疑點 を 御 持ちに ならう と 私は 信じ 
て 居ります •大正 九 年度の 豫算を 一閱 いたした 所が 

歳入 K 出 共に 頗る 咐加 して 居ります 其 歳出の 增加は 

殆ど 皆 物價 騰貴と 云 ふ ものに 原因して 居ります ので 

新 事業、 又は 從來の 嫻續费 、若く は 經常费 に 於き ま 

しても， 前年度 若く は 前々 年度ょり 數 割に 上つ て 居 

る佾加 も ございます し、 殆ど 增加を 致さぬ ものは 無 

いやう に考 へる のであります、 是は 無理から ぬと 本 

員な どは 考へて 居ります 、然るに 甚だ 恐 多い ことで 

あります が、 唯一つ 皇室 费に 於き まして ® ( 年 前米價 

が一 石 十二 三 圓に 昇り ませぬ iia •其 時に 定められた 

る 其 儘で 此物惯 膦 © に 伴 ひまして、 此 皇室費に 一 厘 

一毛の 佾加も ございませぬ で 計上に なつて 居らぬ の 


は、 どう 云 ふ 譯 で ございませう か， 豫算に 付て ! X 先 
_棚 を 有して 居られます 衆戢院 の 賢明なる 谷 位が 何 
か 之に 付て 質問が ございました かと 存じました が、 
唯今祇 ります れぱ 何も W 問は 無い と 云 ふ、 貴族院の 
我々 ほ 之に 對して は 質問を 致さ* V るを 得ぬ と 私 ! 3: 心 
得て 居ります •質問を 致さんでも 之に 付て は 政府は 
何 か 一 言の 說明が 無ければ 私は 安んじ ませぬ、 先刻 
來豫算 に 付て ほ 段々 大藏 大臣の 1 S 々御 說明で あつた 
ので あ 0ますが、其御說明の屮に此事に付てほ一言 
の 御說明 も 無い、 どう 云 ふ もので ございませう か、 
斯の 如き w を 本員が 此 壇上で 質 間を 致します のは 如 
何にも 不本意に 存じます が、 私は 此說 明を 承り ませ 
ぬと、 他の 拽算 を議 します るに 如何にも 安心を 致し 
ませぬ、 それで どうか 何故に 政府は 之に 付て 一 厘 一 
毛の 增 加を 計上せられ ませぬ と 云 ふ 理由を 總理 大臣 
から 承りた う 存じます。 

f 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 石黑男 博の 皇室費に 付て 御 質 
問であります が、 御 承知の 如く 皇室 费は 、帝國 憲法 
第 六十 六條に 於き まして 增額を 要する 場合の 外は 帝 
國議會 の 協 锊を 要し ませぬ >  協賛を 要しない もので 
あるから 政府は 之に 對 して 說 明す る 必要は 無 かつた 
のであります >  衆議院 ほ 如何なる 11 を a て 質問を 致 
さぬ かは 存じ ませぬ が 政府は 協賛を 要せざる ものに 
付て 說 明の 必要は 無い のであります、 併ながら 御 質 
問であります から 御 質問には 御 答いた して 差 支ない 
のであります， 帝室に 於 かれまして は、 御 節約の 上 
に 御 節約を 重ねられまして、 先般 詔勅に も 申され ま 
した 通り >  極めて 此點に 御 注 a になり まして、 諸事 
質素を 旨と せられる 御 趣意でありまして、 旣 に御實 
行に 相 成つ て 居る のであります、 斯様なる 思 召 も あ 
りまして ，他日 佾額を 致す 場合には 諸君の 御 協賛を 
耍 する 場合 も 無論 ありませ うけれ ども •今日に 於て 
は 左 樣な ことが 起らぬ のであります、 從つて 政府に 
於て は 咐額を 計上いた しませぬ •又 何等 費 額に 異動 
が 無い ので 說 明を 與る機 會を與 へな かつた ので あり 
ます、 左樣御 承知を 願 ひます。 

0 男爵 石 黑忠惠 君 本員は 總理 大臣に 念の 爲に伺 ひ 
ますが、 然らぱ 政府では 物價 騰貴に 鑑みまして 此皇 
室 K と 云 ふ ものの 御增 加の ことを 御 申立に 相 成り ま 
したのを、 聖明な る 陛下 ほ 人民の 事情を 御 諒察扣 
成りまして 此佾 加には 及ばない と 云 ふ 有難い 思 召で 


ございました ので ございます かちよ つと 伺 ひます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 /'. 原 敬 君) 皇室費の 事に 付きまして 私は 
甚だ 之を 說明 いたす ことを 好み ませぬ ので、 成程 物 
價騰货 に 付て 皇室の 御 費用 も 多いで ありませ う •併 
し 他の 一般人 民同樣 に 物 價の關 係を 以て 皇室 费を議 
すると 云 ふことは 如何なる もので あらう かと 考へま 
す、 故に 私は 此點に 付て は 折角 御 質 間であります け 
れど も， 餘り彼 是の 議論を 用 ひたりし ない ので あり 
ます、 要するに 一般 國民同 機に 61 に 物價間 題の みを 
以て 之を 議 したくない と考 へる のであります。 

0 男 辟 石黑忠 恵君喵 今總理 大臣の 仰せを 承ります 
ると 云 ふと、 然らぱ 此皇室 費の ことは 有難き 思 召が 
あつても 我々 に御傳 へになる 必要は 無い と 云 ふ 仰せ 
でございまする か。 

一 國務大 E 原 敬 君 演噴に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 有 _ き 思 召が ありま すれば 御 
傅いた す ことは 更に 厭 ひも 致さぬ が 何の 御 必要が あ 
つての 御 質 間 か 存じ ませぬ が、 今日 皇室 费は帝 國議 
會の 協资を 要しない ので、 何故に 之を 當 議場に 於て 
御 質問に 相 成つ たか 分り ませぬ けれども •御^: の 
御耍 旨を 承れば、 皇室 K を 增加 しさうな ものである 
に、 政府は 之を 計上し ない のは どう 云 ふこと かと 云 
ふ 御 趣意で ある やうで" 之に 對 して 唯今 申 上げる 如 
く 皇室費は® に物價 騰貴、 國民 一般の 人 K に對 する 
如き 考を 以て 同樣に 之を 規定す る 一 … 若く は 考へ及 
ぼす と 云 ふこと に 行くまい と考へ て 居ります、 皇室 
の 思 召 ほ 光 刻 申しました 如く， 御 質素の 上に も 御 質 
素を 重ねられて 居る のであります、 此御 趣® は 改め 
て 申さんでも 棚 諒解 ある 窖と考 へて 尻り ます •此以 
上には 御 答ぃた し 兼ねる のであります。 

〇 男爵 石黑 忠蒽哲 益々 御 答に 付て 迷惑を 致します 
何故に 質問を する か、 此事に 付ての 質問は 無用 だと 
云 ふやうな 仰せであります る けれども、 本員は さう 
思は ぬ、 皇室の 百般の 品物は 人民が 之を 瞵求 いたし 
まする よりも. 高く とも 安く 御 買 上になる 氣遺 ひは 
ない、 然らば lit 物 僧 騰貴に 當つて 一 厘 一毛の 佾 加を 
計上せ ぬと 云 ふのは 供御の 物質を 減ずる と 云 ふ もの 
か、 蜞覚 品質を 惡く すると 云 ふ もの か、 此二つ より 
か 出で ぬのであります、 本員 等は 此事に 付て 彼是 心 
配す る けれども、 惟 今の 總理 大臣の 御 口氣に 依る と 
要らぬ 御世 話を 言 ふやうな 仰せで、 我々 人民は 皇室 

一 五一 五  . 
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に對 しては 斯の如 きもので |? ないので，現 ^ 闐が$ 1<1 
〇 前の 政府に 入用な ろ 金 * fi の 内で、 昨年に 於ても ？ 5; 
等學校の設蹬に一千茁邙を初めとして贽千百斑师を 
以て内帑の御洱涔を仰ぎつ、あるにも拘らず、我々 
/ 民 ! 3: 物 fn 餡 f;: に 伴 ふ £a 室 fi を 一 M 1 毛 も 計上せ ぬ 
と云ふことほ常〇前であろと云ふ仰せほ讲き人つた 
る ことで •  _ 本 ii •はかりで ない、 1ll: f!j! のノ K ifi 人 
でも 之に 游か ざる 界は 無から ぅと . II'. ふ、 唯今の 總理 
大臣の 御言 葉の 屮に何 の 竹 問の 趣 S であるか， W 問 
の 趣 -/ T が 分らぬ と 云 ふこと で 私は 斯く言 ほる V 方が 
分らぬ ので、 斯の如 き 御 答を 受けます る 以上 ほ 木 fl 
は 强 ひて 之を 追及いた しませぬ 竹 問 ij; 是で 止めます 
〔洱辟 高木 兼 ?' S: 君潢擠 に 登る J 
〇與竹萵木兼过汜犬正九年度稗览編成に常〇政府 

ほ 硪後内 外に 於け る 形勢の 疑 化に 鑑み 其 ® も 急 施を 

一 する ものに 付き 計 s£ を 立てた と 記して •こざいます 

即ち一ほ阈防の充找二は交迎妞信機關の整_,三、 

敎育 振興、 四、 產槳獎 勵に 付て 計 5!H を 立てられて 玆 

に 提出に なつて 居る ことを 拜 見いた すので あります 

然るに 本 0 は 此 案に 掲げて あります る 急 施を： §? する 

ものより fr1.? ほ 急 施を 耍する もの ありと 信 - f る 者で あ 

ります、 即ち 國民體 位 向上で ある •我が 國民 の衞生 

狀態ほ 非常に 年を 逐 ぅて 低落いた して 居る ので あり 

ます、 然るに 之に對 しては WJ ® の 請求が 甚だ 僅微 t? 

あります •是れ 木 員が 此の® 上に 登り 政府に 質問せ 

ざるを 得ざる 次第であります、 國防 の充抨 も尙ほ 他 

の 急 施を 嬰す る ものと 認めた る もの も 其 基す る 所は 

國民の 健 命なる 身體で あると 信じて 疑 ひませ ぬ、 故 

に 其 本を 立てずに 末を のみ 求む ると 云 ふこと (3; 國家 

として 執るべき 方針た る や 否やと 云 ふこと に ® 著す 

るので あります， 國民體 位は 現在で 以て 申 上 ぐれば 

大要 左の 如き ものであります、 先づ 人口の 內 十五 歳 

未滿 者の數 ほ 漸次 比較的 咐加 いたして 居ります、 十 

五 歳 以上に して 勞役 に « ふる 者の數 ほ 比較的 減じて 

居る のであります， 即ち ^ 々 是は滅 じて 參 るので あ 

ります、 從 つて / IJ: 介を 引受ける 莕 の負擔 ほ 年々 歳々 

佾加 しつ、 行く のであります •即ち* れ國力 減退の 

表徴と見るも敢て不可なることは無いと信じて居〇 

ます、 一般の 死亡率 も 減少いた しませぬ 、職 前に 於 

きまして は英佛 獨米 等に 於き まして ほ 著しく 減少い 

たして rr たのであります I 本邦の 死亡率 ほ 一千 人中 

に 約 二十 一であります、 然るに 職 前に 於き まして 英 


ほ に 於け る 如き (£ 千分の 十三を 示して 居 るので あり 
ます •又 死亡率 ほ …… いや 生 賄 率； li 商ぅ ございます 
る けれども 夭折す る老が 茈だ 多い ことにな つて 居り 
ます 殊に 十五 歳 乃至 二十歳の 男女の 死亡率は lit 界第 
I と fll 成つ て 居ります、 1 rr II s かざる を 得ざる 今日 
の狀 鹿であります、 女子の 死亡率 ほ 他®； 一棵、 明治 
三 - 1- 八 年 迄；！ i 男子よ 〇低 率の もので ありました けれ 
ども •三十 八苹以 後 ほ 男子より 高率に なりました、 
是亦您 かざる を 5 £ざる次第であります、壯丁の體茁 
は 年々 減ります、 身長は 仲び る® があります けれど 
も. 筋骨 極めて 嘲く して 力 iii; が 足らざる 所より •徵 
兵 檢 W 上 十卬に 五 人餘づ つ 丙 丁 稲の 腊 格に 落ちる も 
のが ございます •尙又 徴兵 檢査 の成綺 より 申せば 屮 
稲 合格の 瞪格 を備 ふる 者 も 漸次 減少して 參 ります、 
是ほ K に 本部の 軍 隙を 編成す る 上に 於て 甚だ S 憾と 
言 ほざる を 搭ぬ のであります 能く 52 調べれ ぱ年 々新 
徴の兵 數も亦 甲種の 合格を 以て 充たす ことの 3 来な 
い 今日の 狀態 に r! つて 居る のであります、 學問を 致 
す 者の 程度の 高き に從 つて 其體 r/r 憨々 弱い と 云 ふ 事 
钙も现ほれて居るのであります、即ち大學卒業の靑 
年 ほ 徴兵 檢査上 合格す る 者も少 い、 尙ほ 中等の 學力 
を 成した る 者も少 い ES 格の 最良なる 者は 小學校 卒業 
の 生徒に 限る と 申しても K しいので あります、 學問 
をして 體を弱 くした 者が 國 家の 中堅と なり’ 國務を 
錢 1'!! すると 云 ふこと を 期 侍する は 甚だ 不安心なる こ 
とと 申す の 外 ございませぬ、 肺病 其 外 結核 性の 疾病 
は 苹々 非常な 速力を 以て 傳播 いたして pr ります、 現 
在の 所 年々 十 il 一四 ®: 人を 踏して 居ります 殊に 女に 多 
いのであります •是れ 民の衞 生 上實に 由々 しき 大 

事と 申す の 外は ない、 肺結核 病に 罹つ て 居る 者の 生 

みます る 子供は、 刃に あれ 女に あれ 其 質 弱き者と 認 

めなければ ならぬ のであります， 其 他 女子は 關係 丨 

他に 此病 を傳へ るの It も 男子に 比すべき もので ない 

ので あ 〇 ます、 脚氣 病の 如きは、 昔日 ほ 江 戶大阪 の 

如き 大都會 のみに 發牛； したる ものであります •然る 

に 今や 金 國 到る 所に 脚氣 病を 殆ど 發生 いたします， 

大正 五 年の 如き ほ 其 病に 罹りた る 者 約 一 — 十 萬餘 ■而 

して 之が 爲に 死亡いた した 者が 一 馘 六 千餘 であり ま 

す* 腦 窒扶斯 の 如き も 年々 其 勢を 逞しう 致しまして 

规則 通りの 如くに 毎年 一蓖餘 人を 斃 して 居ります、 

下痢 或は 跽 炎と 申す 如き 豫防 し m べき 疾病に 罹りて 

弊れ る 者 も 年々 十二 三 萬を 數へて 居ります、 尙ほ驚 


くべき は 癌 M の 如き 猛烈なる 疾病であります •之に 
弊れ る荠も 年々 三 SS 餘であ ります、 其 外 大正 七 年 七 
月 以來流 行 性感 S が 發 生いた しまして、 今 □に 到る 
迄の 間に 二 千 六十 九 茁 餘人 を幽 ひました •而 して 之 
が 爲に 死亡いた した 若 ! 3; 三十 一 萬 六千餘 入で ありま 
す、 是が病 であるから と 云つ て 人々 は 左程に 思 ひま 
せぬ さりながら 何 か 他の 事項に 依 つて 三十® 以上の 
國 民の 生命を ^ ふ 如き ことが 出来いた しましたなら 
ば國 民は 其儘竖 然として 居られる で ございませう か 
昨年 以來の 悲慘事 は 何とも 口にする Ilf 能 if ざる 程の 
事情の ある ことほ 政府 も 能く 御 承知の ことと 存ずる 
のであります， 又 軍 隙に fj' て 申述 ぶれば 藉中 行軍 等 
を爲す 場合に 於て， 励 も すれば 日射病を 發 生いた し 
まして、 思 ふやう に 行 励を 致す ことの 出來な い 場合 
は 今日 迄も少 くないので あります、 將來 何等かの 場 
合に 於き まして 多數の 軍隊を 耍する 場合に 際し、 激 
烈なる 日射病を 發生い たします やうな ことが ござい 
ましたなら ば •取 返しの 付かない ことに 陷る やうな 
事件が 起らぬ とも 申されぬ のであります 、一般に 女 
子の 體質 は惡 くな りまして、 子を 持ちましても 之を 
保育す るに 困難す る 者が 年々 歳々 增加 いたして 居る 
のであります、且つ沂視者>遠くを見ることの出來 
ない 者 も 非常に 咐加 いたして 居ります、 殊に 高等敎 
育を 受けた る 我が 同胞の 多數ほ 眼鏡な しでは 用を辨 
ずる ことが / II 來な い事實 の ある ことほ 何 八 も認 むる 
こと' か出来て 居る と 思 ひます、 之に 加 ふるに 元氣 ほ 
襄へ 、意 氣の振 ほざる 靑壯 年の 多き 事 も 亦 確に 認め 
5 r へきであります、 玆に何 人 も 認め煜 べき 一般 兒竄 
の 健康 狀態に 付て 少しく 申 述べて 見たい ので ありま 
ず、 兒童 を學 校 , ¢0 庭に 整列 させまして 一瞥いた しま 
すれば， 男子は 比較的に 顔が 小さい ' 殊に 額から 畀 
根の あたりに 何となく 發 育の 不善なる を認 むる こと 
が 川 来ます* 色は^: し、 麗しい 容貌が 少い ので あり 
ます •眼が 小さい、 體も弱 いのであります •それに 
加 ふるに 幾分 願の 部分が 前方に 突出す る 傾を 有つ て 
居ります、 女子 ! X 之に 反 對でご さいまして 、顔面が 
比較的に 大きい、 色が 赤くて 麗は しい 容貌が ありま 
す、 俗に 申す 目玉が 大きい、 光線に 對する 服 力が 著 
しく 强い 、即ち 今日の 小 學校兒 童、 中學 校の 生徒を 
して 同じ やうの 光輝に 向は しめて 見れば 忽ちに 分る 
彼等は 太陽を 能く 見る ことが 出来ぬ、 然るに 女子は 
反對で 容姑に 之を 爲し煜 るので あります、 又 比較的 


に ほ B 格 も畀 子よ 〇は 大なる 方であります* 之に* 
ふるに 9] 子は 女子に 比べて 通 動量が 少くて 身 es が：# 
いと云ふことも認められて的0ます*女子は » 子に 
比すれ ぱ遝励 M が 多い、 H 力 も 動もすれば 对 子に « 
る* 例へ ば 3： 女生徒を して锎 引を 致させて 兑れぱ • 
含 十の 勝を 占む る «5 合 •か 少くな いのであります- ^ 
力 も 之に 伴うて 居ります •それで 斯の 如き 狀 .© を « 
ほして 居る のであります、 是ま で屮 述べた る 一般に 
國 民の 身 6S 不煺金 なること を 證 1& と認 むべき ものは 
確かなる 祺 K であると M ひます、 で斯 の 如き 身 65 に 
依 つて 行 ii 活励 する 所の嵇 神の 狀態ほ 如何なる も 〇 
であ 〇 ませう， 8! めて 不健全なる ものが 多い、 故に 
身 體同櫧 精神 も不迎 全であります れぱ 其活励 ほ 阽全 
なること を認 むる ことほ 出來な いのであります、 故 
に脫 線いた しまして* 如何なる 梅 事を 惹起せ ぬと も 
限らぬ のであります、 即ち 病的の 行 励を 秘神 がな す 
と 云 ふことは あり 得べき 事柄であります、 想うて 一 
たび 玆に 至れば 本， 員と 致しまして は 一 日 半時 も 安心 
ほ 出来ない のであります、 熟 -% ■ 世間の 狀態を 见れば 
思 ひ 半ばに 過ぐ る ことがある かの 如く  .H らは感 じて 
居ります、 然るに 今日 國 民の 健 版 保 金に 關 する 現在 
の 施設 ! X 如何なる ものである か、 之に 付て 申述ぶ れ 
ば、 第一に 一般の 傅 染病 、急性 傅 染病 及 K 仙の 衞生 
事務を 掌る 機關ほ 內務 省に 衞生 局と して 設けられて 
居ります、 此衞牛 ： 局の 內容を 能く 見ます るに、 極め 
て 貧弱な ものであります、 又 之に 附帶 して 居る Ijf 架 
の 如く、 先年 協賛いた しました る 保健 衞生調 at B な 
る ものが ございます けれども. 是又極 めて © 弱な も 
のであります.- 斯樣な る ものを 以て 國 K の H 位を 问 
上す る 機關と 致し 置く ことは 茜 だ 心外であります、 
本年度に 於き まして 多少 之に 對して は © 用を 莢 1.11 さ 
れた けれども ，それ 以て ®! な ものである ，水 通の 補 
助 费， 國民衞 生 試 驗に關 する 费 用、 醫藥品 製 锆試驗 
に關 する 經費等 約 百 二十 萬 S を茭出 されました が， 
是 等の ものを 以て g 後の 計 斑と ほ 言 ひ馳 いやう に (3 
じます る 又 在 學の兒 童、 學生で あります、 是が 保健 
に關 する 機關ほ 文部省に 衞生官 が 匿 かれて あります 
此 衞 生官は 如何なる ものである かと 云 ふことは 御 承 
知で ありませ うと 思 ひます •一千 鹿 足らずの 學生の 
衞生狀 態を 監督し •是が 健全を 一一る に適當 なる® 關 
なるや 否やと 沄 ふこと ほ， K だ 疑 ふべき もので あら 
うと 思 ひます- 然れ ども！！： 時に 科 府縣に 於け る 學校 
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には 校睹と 云 ふ ものが Ef いて あると 云 ふ 御 話が ある 
かと 思 ひます るが* 此校羧 なる もの ほ 如何なる もの 
であるか、 今日までの 所では 活脚 に當 〇、 其 地位 も 
なく  •活 _ の 資力 も 支給せ ずに ¢,1 童の 衛生に 關 する 
ことを 収締 らしめ て 居る と 云 ふこと IX 事 實であ り ま 
す、 多く ほ 之を 聞かれたならば 蹬きな さるで あらう 
と 思 ひます、 壤校牋 ほ 無料で 其 is をな して 居る 者 も 
あり、 一萷 年に 5/7. 圆 、十 W1 乃至は 三十 圓 •五十 圓位 
の もので 之に 飼め て 居る やうな 次第であります、 斯 
_な る 機關で は學校 生徒の 衞生事 項を 處理 する こと 
が： 个可 能で 45 ると 信じて 居る のであります、 故に 學 
校兒 W の、 或は 吊 生の 健 版を 保全せ むには 相 當なる 
地位を 與 へ、 ffl 當なる 資力を 以て 之に 當ら しむる や 
うでなければ、® 家の 後頫 者た る學生 •學 黄 の ffi 全 
を 保障す る こと' か出来ない ことと 信じます、 唯 事足 

る ものは 陸海の 車 人の 衞生 であります、 是は相 常の 

組 溢が / J1 来て 居りまして ja 憾なく  •之を 經營 して 居 

る 課であります から、 先づ今 日で 申す 所は ない ので 

あります、 けれども 是 とても 尙ほ 一層の 進步 を耍す 

る點 がな きにし も 非ざる ものと 信じて 居ります、 そ 

れ ょり 次には H 業、 錨 山 業 等に 從事 する 者の 衞生事 

項は 農 商務省 之を 管掌す ると 云 ふこと になつて 居り 

ます， 斯の 如 く 部分的に 行政 g 關が設 けられて 居り 

まする が 故に、 國民 一般の 櫧生狀 態を 常に 達觀 する 

の 摁會が ない のであります •從 つて 之に 適 當なる 保 

健の 方法を H 行す る こと も /. 15 来ない 譯で あります、 

0 際の 狀况を 知らず して 之を 改善し やうな どと 云 ふ 

ことは 出來な い譯の ものである ことは 申 上げる まで 

もない ことであります， 現行の 組織は 唯今 申 述べた 

る 通りの ことであります、 唯 物を 煩雜な らしめ て 其 

爲に勞 は 多い、.® 用ち 亦 少しと せず、 所謂 勞 多くし 

て ? 5 用を 多く 費やし •何等 收むる 所は ない と 申して 

ほ iT た 過言と 思 ひます る けれども 効果を 舉げる こと 

は 莊だ 乏しい のであります、 それ故に 國民衞 生保 ii 

の R 的を 現在では 到底 達する ことは 出来ない と 信ず 

る 次第であります， で 之に 對して 政府の 御所見 (i 如 

何で ございませう か、 伺 ひたいので あります。 

〔國務 大 K 原 敬 君演擠 に 登る J 

〇國 務大 瓯(原敬 ?'!- 〕唯今高木男爵の御質問は大體 

の 方針であります るが 故に、 私より 御 答を 致し ませ 

うと 思 ひます が、 唯今 御 質問の 御 趣意を 承ります る 

のに、 御尤もの 次第で、 是 は 數年間 國民衞 生に 付て 


は 朝野の 問題と 相 成つ て 居る のであります， 故に 政 
府に 於き ましても 相當の 計 5{£ を 立てたい ものと 考へ 
て 居ります るが、 具體 的に 如何に 致せ ぱ宜 いかと 云 
ふこと を 餘程考 瞪 を 致さなければ 定めに くいので あ 
ります、 衞生 上の 關係谷 方面に 別れて 居ります から 
是も 各部 局に 於て 谷々 責任 も 別れて 居ります、 之を 
一様に 統一いた せぱ 必ず 成續 が擧が ると も 申し兼ね 
ると 思 ひます、 併ながら 兎に角 責任を 以て 實 行いた 
す 所は 谷 部局な りと 致しましても、 大體の 方針と し 
て 相 當に統 I したる 計 畫は 立てたい ものと 希望いた 
して 置り ます、 併ながら 今日まで 未だ 具體 的に 之を 
現は す ことの ni 來な いの (X 甚だ 遺憾であります が、 
政府に 於て ほ 是等 のことは 十分に 考慮を 致す 積り で 
あります、 左樣御 承知を 願 ひます。 

〔伯爵 廣澤金 次 郎君 演壇に 登る〕 

〇 伯爵 鹿 萍金次 郎君 私は 外交 其 他 種々 の點に 於て 
此際 政府の 當 局の 御意 見を M ひたいと 考 へます 先づ 
第一は 唯今 _ 題に 上つ て 居ります る 臨時 軍事費の 追 
加 裸 3? に關 係いた しまして 此際西 比 利 亞の撤 兵 問題 
に 付て 政府の 御意 見の ある 所を 伺 ひたいと 考へ ます 
一昨日の 外字 新聞に 現 ほれました 所の 英吉利の 電報 
に 依 〇 ますれば •我が 同盟 國の 英國の m 相、 殊に _ 
を 見る に 早き を 以て 有名なる 「n ィド ヂ 3 — ジ」 氏 
は 言明して 日く， 英國は 「パ ッ—ム J の 兵を 撤兵を 
致しまして、 之を 以て 全部 露國 ょり ほ 撤兵す ると 云 
ふこと を 申して 居ります* n. 又 露國の 「ボルシェ ヴ 
ヰキ ズム」 即ち 過激派なる もの ほ 兵力を 以て鎭 壓す 
べき もので ない、 又 兵力を 以て 錨 壓 は 到底 f 可能で 
ある， 要するに 歐洲 谷國 及米國 、世界の 他の 國 13: 露 
國と 通商を 開始して、 徐ろに 露國の 人心を 緩和す る 
の 外 ほない と 云 ふこと を 明に 言明して 居ります ■從 

つて 英國は 最大 急行を 以て 此 撤兵を ffl 行す る だら ぅ 

と考 へます、 次に 米國は 如何であります か、 米國は 

旣に 我が 政府に も 通牒 あ 〇 ましたる 如く， 最近 撤兵 

をし つ、 あるので あ 〇 ます、 私の 聞きました 所に te 

ります れぱ 、本年の 四月に ほ 全部 西 比利亞 ょり 撤兵 

すると 云 ふこと になつ て 居ります、 其 次に 現在に 露 

國に 居ります る 外國の 丘 (、即ち 「チ H ックス ロ ヴァ 

ック」 は 如何なる 時_ に 於て 撤兵す るかと 申します 

れば 、是も 撤兵を 開始 中でありまして、 是 ほ 七月の 

下旬に 至つ たなら ば 全部 撤兵す ると】 K ふこと であり 

ます、 斯の 如き 結果と 致しまして 露國 .…： 西 比利亞 


のみに 限ら ば， 全 露國に 於き ましては 七月 以後に， 
今日の 情勢を 以て 考 へま すれば 現存す る 外國の 兵は 
我國の 兵の みと 云 ふこと となる のであります、 而し 
て 西 比 利 亞の現 狀と云 ふ ものは 如何であります るか 
浦鹽ほ 無論の こと 「 -1 3 リスク」 も、 又 「ブラ ゴェ 
チェン スタ J も 又 何れの 都市 も 「ヱス>  ヱ ル」 黨即 
ち 社會 革命 黨の 手に 今日 ほ 歸 して 居る のであります 
又 此社會 革命 黨が 「ィルク ックー 以西の 所謂 過激派 
と氣脈 •通 絡が あると 云 ふこと ほ、 今日は 疑ない 事 
實だ らうと 考 へます、 斯の 如き 狀 態に 於き まして 今 
日の 我' か 派遣軍の 如き 三千 哩以 上の 長き 線路の 沿線 
に 於き まして、 區々 なる 分 遺を 以て 現 狀を維 持す る 
と 云 ふこと {i 殆ど 不可能の ことで あらう と考へ ます 
J1 又縱 へ ， セ ミヨ ノ ーフ」 、或は 「カルミ ユフ」 と 
云 ふやうな 所屬の 軍隊と 連絡を 保ちまして 、現状の 
兵を 維持した と 致しましても、 今日の 如く 社會 革命 
黛が 谷 都市の 政 ® を 得た 以上は， 徒らに 露國 の怨府 
となると 云 ふ虜が あると 私は 考 へます •故に 政府 ほ 
西 比 利 亞の撤 兵 ほ 今：：： 其 時機に 非ざる かと 云 ふこと 
に 付て 明瞭なる 御 答 辯を 願 ひたいと 考 へます、 但し 
政府は 之に 對 しまして 西 比利亞 の 撤兵の 如何と 云 ふ 
ことは 今日 其 言明す る 時機で ない と 云 ふこと を往々 
言は れま する が、 是は 却つ て 今日の 時勢に 於き まし 
ては 言明され る 方が 利益で あらう と考 へます、 我' か 
西 比 利 亞の政 策に S しまして は 歐米 諸國に 於て 之に 
非常なる 誤解 もあります るし、 H. 又 疑惑を 有つ て 居 
る 國も澤 山 あるので あります •今日 玆に 於て 我が 西 
比利亞 の 撤兵の 方針を 言明 さるる のは， 對外關 係に 
於て 日本が 將來 非常に 外交 上の 便宜を 得る だら うと 
考 へます、 故に 成るべく 耍領を 得た る 政府の 御 方針 
の說 明を 願 ひます、 それが 西 比 利亞の 問題で ありま 
す 次 ほ Ji 算の 執行に 伴 ひまして 物價調 節の 問題に 於 
て 今一 應政府 の 御意 思の 在る 所を 承りたい と考 ます 
過日 來總理 大臣 及 大蔵大臣の 施政の 方針の 御 演說の 
時に 於き まして、 政府 ほ 昨年 來物價 調節と 云 ふ 事の 
必耍を 認めて 種々 の 政策を 施した と 言は れ まする が 
即ち 其 政策と して 政府が 擧 げられ ました ものの ニー 
を擧げ て 見ます れば 、或は 關税 政策、 或は 社會 政策 
或は 金利の 引 上と 云 ふやうな ことを 列擧 されまして 
政府は 決して 物價 調節と 云 ふことは 輕視 ほ せぬ と 言 
はれます るが、 過日 来の 御演說 及穀 員の 質問に 對し 
ての 應 答の 要 點を 擧げて 見ましても， 政府の 物® 調 


節に 對する 策は 甚だ 姑息 的で あると 考 へます、 現に 
昨年の 十二月の 物價と 今年 一月の 物 僧と 比較して 見 
まする に、 是は 日本銀行の 調査であります から" 萬 
々違 ひない と考 へます るが、 昨年の 十二月から 本年 
の 一月の 物 價の關 係に 於き ましても 四 分 三 厘 三毛の 
騰貴を 見て 居る のであります、 飜つて 我國以 外の 國 
ほ 如何なる 策を 執つ て 居る かと 云 ふこと を 見ます る 
と、 彼の 自由を 最も 尊重す る 合 衆國に 於て すら 最近 
に 於て 暴利 取締を® 行いた しまして、 約 千 名の 人間 
を檢擧 したと 云 ふこと が 新聞に 現は れて 居る ので あ 
ります， 又 政府の 日く •是 以上の 物價 調節と 云 ふこ 
と (i 一方に 於て は對 外の 貿易の 關 係を 生ずる、 又 其 
以上の 策を 探る 場合は Mils 時と か 或る 非常の 場合の 外 
ほ 是れ以 上の 策は 施す ことは 出來な いと 云 ふことは 
總理 大臣が 述べられて 居る のであります、 併ながら 
今日の 時期は 如何なる 時鹋 であるかと 云 ふことは 政 
府は 如何に 御考 になる かと 云 ふこと を 第一に 承りた 
いと 考へ まする •成る ほど 歐洲の 大亂ほ 終局を 告げ 
まして、 大砲を 擊ち鐵 砲を 擊 つと 云 ふ 時期は 過去つ 
たのであります-併ながら 今日は 歐洲と 云 ほず 米國 
と 云は ず、 世界 全般に 百 一り まして 此大亂 の 影響を 受 
けまして 未だ 大亂は …… 戰爭は 終結いた しました け 
れども •此 結末を 付ける 時代と 考 へます、 殊に 我國 
等に 於まして は® 萌其 ものょりは 戰爭の 結果と して 
今日 其 終局の 問題の 方が 最も 肝要な 問題で {3; ないか 
と考 へる のであります、 故に 此歐洲 大亂の 終局の 問 
題に 關連 いたしまして、 我 國に 於き ましても 旣に選 
擧 權の擴 張と か、 或は 勞 1® 問題、 或 IX 社會 改良の 聲 
と 云 ふ ものが 所々 に 起きて 居ります の も是は 即ち 此 
歐洲 大亂の 終局に 關 する 問題で あらぅ と考 へます、 
是 等の 非常なる 場合と 云 ふこと を 認めたならば •玆 
に物價 調節に も 施す 策は まだ 澤山 ある だら ぅと 考へ、 
るので あります •殊に 政府 も 認められて 居る と 云 ふ 
證據 には、 昨年の 豫算 も物價 調節 ..：： の爲に 執行が 
出 來な いこと が澤山 あつて、 此 結果は 或は 緊急 支出 
となり、 或は 追加 豫算の 提出と 云 ふ 結果に なつて 居 
るので あります， 併ながら 凡そ 責任を 持つ て豫算 を 
編成され る 以上は >  徒らに 齡急 支出を 爲し •或は 追 
加豫算を提出すると云ふことほ、憲法上甚だ面白く 
ない 狀態 と考 へます、 故に 大正 九 年度の 豫算を 提出 
される に 方り まして、 政府は 之を 必ず 遂行され る だ 
けの 確信 •か あるか* 其 確信と 申します るのは 是れ以 
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抟鉍案 大正 九 年度 • ££ 人 ^ al s! 掩 32 案 ^: 大 IP 
上に 物®' か 暴暌し 或 (?. 又 來年 に 於て 56 加 抟 览等を 提 
出される ことなく  •現在の 提出の 挎 3? を 其 ^ 執行 さ 
れる ことが 出 來る ので あるかと 云 ふこと を 何 ひたい 
のであります. 若し 政府に 於ても 多少の 懸念が あり 


九 年度 Ifi- 特別 矜 計 送 人歲出 推# 策 外二件 
所苻の 正货 と 云 ふ もの ほ 我 * •• 涌 it に換 K をして あり 
まする けれども、 ff 際の 政府の 所有 正 It と 云 ふ もの 
if 英國に 在ります もの ほ 磅であ らぅと 考へ まする 
し、 又 ほ 亞米利 加に 在る もの；！ i、 弗の 勘定に なつて 


\ 


に 御 ^ したいので あります、 是は茁 $ 局の 間 S に 付 
•: . .'!'. に 伺 ひたいので あります、 眾需 局は 政府が 大 
©の 狀態 に璀み て 將來軍 谣 品の 供給は 民間 H 菜と 相 
侯たなければ 將來 非常の 場合には 是が 不足を 来たす 
と 云 ふので， 所謂 h 菜 動 a の 必要を Eg めら れて屯 说 
局を 設けられた と 云 ふこと に 承知して 居ります •然 
るに 軍谣局 官制 發布 以来、 又 眾需 局の 調査 If 链員符 
の 成立 以来、 唯一 回 開かれた と 云 ふこと を 聞 及んで 


す 必要は ない 〇 であります， 併ながら ••> 
於て ffi ちに 撤兵を する、 5r くは ia Jl; 〈をし 
ことほ* 如何 かと 云 ふことは* nil ち 現在 
すので あります、 現在に 於て は 成る， にど 
撤兵を 致す と 云 ふこと でありまして、 二 
〇 段々 •送還を 始める と 云 ふやうな 計 流 も 
あります けれども •迚も 左 娣 には 參らぬ 


まするならば， 此豫览 を 我々 が S5: する 際に 於て 政府 
も 今一 應物衍 調節 策に 付て 熟考され るの 時期で あら 
と考へ ます 故に 政府は 此隙 今一 應 物！ 3 調節の 間 題に 
於て ほ 3¢ 方法 等を 攻究され る ことにな りたい と考へ 
まする が •之に 對 して 政府の 御所見を 承りたい と考 
へます、 其 次に 承りたい のは、 是 ほ 大藏大 K から 御 
答 辯を 願 ひたいと 考へ ます， 間 題は 政府 所有 在外 正 
貨 、殊に 一般 & 計に； §す る 分に fl て 伺 ひたいので あ 
ります* 私の 持ちまして 居ります る ^ に 佐り まする 

と •阼 年の 十一月 末日の 現在の 高であります るが、 

政府の 所有せられ る 在外 正貨は 一般 會 計に 於て 約 五 

位 六 千 恧 1 ‘预金 额に 於て 政府の 所有の 在外 正貨が 

三 億 八 千 ®: 11 であります、 其 内 鐸を又 申 上げます れ 

ば， 在英 資金 即ち 倫 敦に 在ります 資金が 四 億 千 萬 11 

亞米利 加に 在ります 資金が 六 億 二 千 萬 _ と 云 ふこと 

であります.. 政府 所有の 在外 正貨と 云 ふ もの ほ將來 

如何に 鹿 分 せらる るかと 云 ふの が 質問の 大體の 趣旨 

であります、 私共の 考へ るのに (3-. 哦前 とほ 異り まし 

て、 今日の 對外贸 姑と 云 ふ ものは 殆ど 逆 ® i になり ま 

して、 戰前に 於て 兎角 ® 入が ちで ありました ものが 

今日は 非常な 輸出超過と 云 ふ 時代に なつて 居る ので 

あります •是 ほ貿晶 のみに 非ず して、 金銀 貨幣の 轍 

出入の 表に 依りましても 我國の 方が 始終 正貨 © 入超 

過と 云 ふ狀勢 であります'  斯の 如き 場合に 於き まし 

て 斯の 如 く 莫大なる 正貨を 海外に 所有す る必翅 は 今 

日は ない と考 へる のであります、 之に 關聯 いたし ま 

して 伺 ひます るのは •斯の 如き 莫大なる 在外 正貨を 

持ちまして 居ります が、 其屮に は 硬貨の みで ! 3; ない 

と考へ るので あります、 或は 一部分は 金塊で あり j 

部分 ほ 金 貨幣であります る けれども 、大部分 (3: 在外 

债 權を 正貨と 認められて 居られる ことと 考へて 居り 

ます， 此 在外 偵 權を砌 貨と 同 P に 看る の ほ 其 當を煜 

たる かと 云 ふことは 甚だ 怪しむ のであります、 殊に 

之を 整理を 致しまして 通貨の 縮小を IMI ると 云 ふこと 

は 今日の f!: 務だ らうと 考へ るので あります、 故に 政 

府は此 政府の 所有の 在外 正貨の 今後の 處分は 如何に 

なさる かと 云 ふこと を 何 ひたいので あります、 今 I 

つ 之に 關聯 いたしまして 唯今 申 上げました る 政府の 


居る だら ぅと考 へます、 然るに 當 今の 爲 替^^の 低 
落と 云 ふ もの ほ H に 著しい ものであります、 私の 承 
知 致して 居ります る 所に 依 〇 ますと、 政府の 在外 硬 
it は 一 ?® が •我が 货 幣の約 九 1® 三十 八錢 位に 換 览 し 
て あると 考へ ます、 然るに 昨年の 十月 以來今 年に な 
りまして (i 七 圓 四十錢 位と 考 へます から、 此の間の 
差が 約 二 ® の 差を 生じて 居る と考へ ます、 其の 結果 
として 政府の 所有の 在外 正貨と 云 ふ もののは 價額が 
非常に 減じて 居る だら ぅと 考へ ます、 此 損失と 云 ふ 
もの - is 如何にして 政府は 處分 される かと 云 ふこと を 
序に 伺 ひたいと 考へ ます、 其 次は 是も大 # 大臣に 伺 
ひます が、 過日 來本 議場に 於き まして 旣に 種々 の 質 
問 もあります し、 應答も ありました 所得税 案の 件に 
付て 質問を 致したい と考へ ます、 過日菅 原 君の 質問 
に對 して 大藏 大臣の 日く、 增税 案は 税制 整理を 目的 
として 提出した る もので ない、 國防充 S の爲め 確 實 
なる 收 入を 得る の 目的に 外なら ず、 JI. 又 政府と して 
税制 整理を 約した る ことは ない と 言 . IX れて 居ります 
併ながら 衆議院に 於 §• まして、 過日の 特別 委員長の 
報 吿を聽 きました が、 其 委員長の 報吿 にも、 政府は 
將來税 制 整理を して 地租 其 他の 整理を する 考で ある 
と 云 ふこと を 言は れて 居ります から、 税制 整理の 約 
束を しないと 仰し やい ました けれども •政府に 於て 
税 制 整理の 意思の 在る と 云 ふことは 確かで あらぅ と 
考へ ます、 故に 將來税 制 整理を 政府に 於て なさる， 

場合に 於き ましては、 今回 提出に なりました る 所得 

税法 案 も 同じく 此 整理 調査 會 、即ち 財政 經濟 調查會 

に 諮問され るかと 云 ふこと を 伺 ひたいので あります 

若し 之を 諮問され ない と 云 ふこと であります ると、 

他の 税 (3: 公平なる 調査を 經 、獨り 所得税 法、 酒税 法 

麥酒 税法 今回の 增税案 だけ 其 手 續を經 ぬと 云 ふこ 

とは K だ 不公平なる 結果を 來た しは せぬ かと 考 へる 

のであります、 故に 私の 此要領 ほ， 所得税 法案 其 他 

今回 政府の 提出の 增稅 案は、 將來 他の 税制 整理の 場 

合に 於て 財政經 濟調 查會に 諮問して 改正す るの 意思 

あり や 否やと 云 ふこと を 伺 ひたいので あります、 第 

六は ■甚だ 枝葉の 問題であります るが、 私は 豫算委 

員で ありませ ぬから、 此 機を 利用いた しまして 政府 


居ります が、 其 以後 評 親 員會の 諮問 も 何もな し， 又 
軍需 局の 成鈸を 世間に 發 表せられた もの ほ 一つ もな 
いのであります、 故に 此軍需 局 ほ 過去 一箇年 半に 亘 
〇 まして 如何なる 事を S しつ、 あるかと 云 ふこと を 
伺 ひたいので あります、 或 ほ 政府の 答 辯 ほ、 目下 軍 
需 局と 統計 局と 合併して 國勢院 なる. ものを 柿へ て、 
是が 官制を 目下 樞密院 に 諮問 中で あるから、 其 以後 
に 於て 事業に 著 手せられ ると 云 ふこと を 言 ほれる で 
ありませ うが、 荀も 軍需 局なる ものは 一箇年 以前に 
於き まして 成立して 居ります 以上 if 唯 何もせ ずに 
居る と 云 ふこと (3; 如何で あらう かと 考 へます 無論 何 
か 相當の 調査、 或 ほ 相當の 事業を 爲 されて 居る だら 
うと 考 へます るが、 然らば 如何なる 事を 過去 一箇年 
半に 於て 軍需 局は 施設せられ たかと 云 ふこと を 伺 ひ 
たいので あります、 以上の 點に 於き まして、 總理大 
臣 及大藏 大臣より 詳細なる 御 答 辯を 願 ひたいと 考へ 
ます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 廣澤 伯爵より 御 質問の® 
點であ ります が、 其 中 私より 御 答いた すが 適 當と考 
へる ものを 申 上げ やうと 思 ひます、 西 比利亞 撤兵の 
事に 付きまして け、 是は 幸に 外務大臣が 出席で ござ 
いますから、 外務大臣から 申しても 宜しい ので あり 
ますけ れ ども， 私より 答 辯を せよ と 云 ふ 御言 葉 も あ 
りました 故に 申して 置きます が、 此事ほ 衆議院に 於 
て も K 々問題が 起り まして 答 辯を 致して 置いた ので 
あります から、 速記 錄に 依つ て御覽 の 方 も あらう と 
考 〈ます、 西 比利亞 より 撤兵を する * 若く は 撤典を 
しないと 云 ふこと を、 今日 政府 is 言明す る 時機に あ 
らず と考へ まして-左 樣に 衆議院 等に 於ても 答 辯を 
致して 置きました、 固より 西 比利亞 の 出兵は 日米協 

調に 基き、 「チ ヱツ クス！！— ヴ アツ ク」 の 救 濟を因 

的と して 一昨年 出兵した のであります から、 此 m 兵 
した ものは 何れの 日に か 退去を 致す と 云 ふことは 勿 


は 亞米利 加の 撤兵 も 段々 延期せられ て 居る ので あり 
ます、 と 申す の ほ I .チ H ック 、スロ ー ヴ T ック」 な 
る ものは 中々 今日は 大多妓 ほ 浦 潮 方面に 赴く ことが 
出来ず して、 途中に 於て 非常に m 難して 居る， 之が 
爲に 我が 守備兵が 銦 道 交； io の 安 金を 計つて 彼等を し 
て 無事に 歸還せ しむる 爲に 非常に 努力いた して 居る 
今日であります、 故に 此點 から 申しても， K ちに 撤 
兵の 出來な いと 云 ふこと IX 無論で あらう と考 へます 
又他國が撤兵を致したからと中して、日本は !# 扼に 
參らぬ ことは. 無論 それは 唯今 申す 「チ H ック」 の 
救濟 問題 ばかりに あらず して、 何を 申す にも 接 ® 地 
のこと で & ります し、 居留民 も 多い のであります、 
隨つ -t: 過激派が 如何なる 事を 爲す にせょ、 K 接に 日 
本に 影響を及ぼす 關係が あるので あります •故に* 
等の狀况を審に致して適當の時機にあらずんば撤扱 
は 111 来ない のであります、 亞米利 加が 撤兵を したと 
申して-直ちに 日本が 其盥に 傚 ふことの Hi 來な いの 
は 玆 にある のであります、 又英國 に 於て は 矢張り 其 
政策を 變更 いたした かの 如き 說も ffi A- 眾〇 ましたが 
併し 先般 物々 交換を 致す 際に 當 りまして ほ、 是は全 
く 過激派 政府を 認む るに あらず と 云ふ條 件の 下に PI 
買 組合 等の 物々 交換を 許す ことは 列國の 相談の 結果 
であります、 併ながら 英國 政府に 於て は 如何なる 考 
K を 廻らして 居り ませう か •之を 推測して 茲に 申す 
11 には 參〇 ませぬ けれども •今 n までは 何れの lil に 
於ても 過激派 政府は 無論、 過激 主義は 認めない ので 
あります から、 過激派 政府を 認めて 居る 者は ない の 
であります、 是は 何れも 人道の 敵な りと 排斥して 居 
るので あります、 從つて 谷國 谷々 異なつ たる 方針を 
執つ て 居る こと、 排察 いたす のであります、 又 何れ 
に 致しましても 對露問 題の 金 般に亘 て 決定いた した 
國 ある こと も 承つ たことは ありませ ぬ、 又 西 比利亞 
に 我 兵が 駐在いた して 居る 爲に露 國 人の 反感を 酿す 
やうなる 說も 承る のであります、 併ながら 是は唯 ~ 
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面の 事情を 申す ので •他の 一面に 於て it 日本 兵の 駐 
在を 以て 西 比利亞 の 秩序 安寧を 保たう と 致しまして 
極めて® 迎い たして 居る こと も あるので あります、 
賜す るに 露 西 亞の狀 態 ix 極めて 混沌であります、 日 
本 兵の ! 51: 在を 利益な 〇 として 萬ぶ 荠も ありませ う， 
又駐兵を好まざる消も無論あ〇ませう‘過激艰なる 
ものは 無論 初めょり 好んで 居り ませぬ、 併し 過激® 
の职心 を 得る が爲 にと 云 ふことは、 又 日本で ほ 出 來 
ない ことであります、 彼是れ の 事 m を考 へます るに 
中々此問題は靼饨には參らぬのであります、他の遠 
隔の 土地が 政策を 定むる やうに 日本に 於て は 西 比 利 
•亞問 題を さう 简琯 には 決定を 致し 兼ねる ので ありま 
す， 故に 今日の 時期に 於て ほ 何れの 日に 撤兵を する 
若く は 長く 撤兵を 致さぬな どと 云 ふこと を 言明す る 
時期では ない のであります， のみならず 總 ての 周圃 

總て の狀態 を考砑 せず して 玆に輕 々なる 言明を 致し 

ましたなら ば、 如何なる 影 ^ を 西 比利亞 に 及ぼす か 

と 云 ふこと を考へ なければ なり ませぬ、 又 我が 將卒 

は 彼の地に 闲難 いたして 尻る のであります から、 是 

等に 對 して 如何なる 影嚮 を與 へる かも 考へな ければ 

なり ませぬ、 又 彼等の 行 E/J いたす に付きまして 日本 

に 於け る 何 かの 寅 明は 露 國の 過激® 其 他に對 して 又 

¢(1 何なる 彩 嚮を與 へる かも 考へな ければ な 〇 ませぬ 

故に 此 問題は ® めて 捞雜な る 問題に して P 々に 撤 i'l-. ( 

をす る、 若く は 撤兵を せぬ と rl3 す ことほ 出來 ない の 

であります、 尤も 是ほ 今日の ^ 合を 申す ので ありま 

す、 永久に 兵を 政く と 云 ふことは 何れの K に 於ても 

茛言 いたした ことは ない，： = 本に 於ても 大正 七 年の 

八 ; 1 宣言いた したの も 其 趣® であります から， 是は 

論の 無い ことであります が、 唯今 n の坳合 に 於て {t. 

左様な ことを 宣言いた す ことは いかぬ と考 へる ので 

あります、 又 撤兵を 致す 方は >  列阌 に M 兵を すると 

云ふことを宣言すると云ふことほ、列國に對して外 

交 上 得策で あるまい かと 云 ふ 御 遨論も ありました け 

れ ども. 是は 件々 見る 所であります が、 併し 今日日 

木の 四 比 利亞 に J?. •: を K きます ことは 列國に 於て af に 

誤解は ありませ ぬ、 彼 地の 狀態差 岡き 雖き爲 に ^ ば 

か 〇の咐 援晚を 浍る ことな どに 付きましても、 谷 M 

の舒糨 を 知 〇煜 たのであります が、 聊も 異論は あり 

ませぬ、 日本 ほ 是まで 宣言 隙 叨に忠 rf であると 云 ふ 

ことを谷國認めて砑ります*今日の場合に於て：1:木 

の 兵が 西 比利亞 に 駐箚 いたして 居る と 云 ふこと に 付 


ては 今 R まで 列國に 於て 何等の 疑惑 も 生じて 居らぬ 
と考 へます、 無論 又' 列 國の 誤解を 来たさぬ やぅに 諒 
解を 政府に 於ても 努めて 居ります から、 此 間には 少 
しも 御 懸念 ほ 無い のであります、 唯 此出て 居る 所の 
兵隊の 方の 進退に 關 しまして は 今日 ほ 遣 憾な がら 之 
を ra ちに 撤兵を する、 若く ぱ撤 兵を せず と 云 ふこと 
を W 明す るの 時期に 到着いた して 居り ませぬ 從 つて 
又 事情は 斯の如 き 場合で あ 〇 に拘ら ず輕々 に 言明い 
たす ことは 外交 上 ；® だ 不得策な りと 考へ るので あり 
ます、 それから 物價其 他の 問題に 付きまして は 是ほ 
大藏 大臣が 詳しく 御 答へ ?!( す ことが 適 當と思 ひます 
軍需 局の ことに 付て は 相 當に 各方 面に 苴〇 まして 調 
査を 進めて 居る と 記 fl いたします けれども、 此 詳細 
なることは 軍需 局長、 今日 (i 出席いた して 居る か 如 
何 か 分り ませぬ が， 此方から 直接 今日 仕事の 狀 態を 
御 答す る 方が 明瞭で あらぅ と考 へます、 併し 國勢院 
を !； 2 くが e に 今日の 軍需 局の 仕事を 等閑に して 居る 
ことほ 全く ありませ ぬ、 相當に 仕事の 步を 進めて 居 
ると 茲に私 は EI-J す ことを 惯ら ぬのであります、 大體 
私より 御 答す る箇條 ほ ■きて 居る と考 へます。 

〇 議長 C 公！ £ 德川家 達 君〕 休憩いた します。 

午後！！？ 時 六 分 休憩 
午後 一時 三十 八 分 開 ill 

Oil 長 (公 K 德川家 達 君) 是 より 午前より 繼續 の會 
議を 開きます。 

0 安立 綱 之君是 より 決算の 第三 分科 會を 開きたい 
と 思 ひます 退席の 許可を …… 

0 誠 長 CX ム财德 川 家 達 君) 安立 君の 分科 會へ 退席の 
要求は 許可. して 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 子 P 西 大路 吉光訂 木 日の_ 事 散會 後に 於て 決算 

委員 第 四 分科を 開會 する ことにな つて 居ります が、 

期日の 都合 上是よ 〇底 ちに 分科 會 を開會 いたしたい 

と 存じます るから、 第 四 分科の 攒當 員の 本 議場 退席 

の耍 求を 御 許し あらむ ことを 希菌 いたします。 

0 議長 C 公 辟 德川家 達 君) 西 大路 子爵の 要求 も 許可 

して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ莕あ 

0 謎 長、， 公 擗德川 家 達 君) 御 異誘な いと 認めます。 

〔阈務 大臣 男爵 髙橋 是淸君 演壇に 登る」 

〇國務 大 I-5 C 男 rj 高 橋是淸 君) 午前中 廣澤 伯爵より 

御 質疑に なりました 中， 特に 大藏 大臣に 答 辯を 求め 
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られた る點に 付て 御 答を 致します* 第一は 今日より 
物價を 騰貴 させない と 云 ふことの 請 合が 出来る か、 
果して 然らぱ 追加 豫算を 出さぬ と 云 ふこと を 保障す 
る 力と、 Jr う 云 ふこと に 了解を 致しました， 是 (i 保 
障 ii 出來ぬ と 斯う 云 ふこと を 御 答す るよ 0外 仕方 •か 
ない、 第二は 在外 正貨の 處 分に 關し て、 其 耍點ほ 政 
府が 一般 會 計に 於て 所有して 居る* 在外 正貨なる も 
のは 大部分は 英貨で ある、 即ち . ハゥンド」 である 
然るに 此 「パゥンド」 が 今日の 如く 日英の 爲替 の變 
動を 生じ— 英貨 ir. 戰前に 比して 殆ど 二割の 下落を 爲 
替 相場の 上に 見て 居る •然 らば 政府は 非常に 玆に损 
失を 生じて 居る p である、 それほど うする か •斯う 
云 ふ 御 尋のや うで ありました、 英貨を 大部分 國庫に 
所有して 居る ことは 御 認めの 通りであります、 而し 
て 是は 毎年 度の 末に 於き まして、 從來此 貨幣 交換 益 
金を 以て 常； i 調節を して 之を 引下げて 尻る、 故に 大 
正 七 年度 末に 於け る 所有 爲替は …… 所苻價 格は 一 r 
ポンド」 が 九 圓二 十七 錢三 厘に なつて 居る、 而 して 
此八 年度の 十二月に 於き ましては 八圓九 十六 錢九厘 
の 相場で 之を 持つて 居る やうに なつて 居ります， 尙 
ほ此八 年度 末に 於き まして、 其 時の 爲替相 場に te つ 
て 之を 引下げ 調節す ると 云 ふ計楚 になつ て 居ります 
今日の 見込では 八 年度の 末に 於ての 損失は 約 四百 萬 
圓位あ らうと 考 へます、 然るに 貨幣 交換 益金 is 千 二 
百餘 萬圓で ございます から •價 格の 下落の 爲に 被り 
ます 損失は 十分に 補塡 して、 尙ほ 益金を 殘すや うな 
計算に なつて 居ります、 是の處 分 (i 若し 一般 會 計に 
於て 金 繰 上此 在外 正貨なる ものを 便 用し なければ な 
らぬと 云 ふ 場合に 至り ま t れぱ 、或 ほ 其 時爲拗 に 依 
つて 此方に 取 寄せ， 或は 正貨の 輸入が ai 來れぱ 之を 
輸入して 使用す る •斯う 云 ふ 方針に なつて 居ります 
併し 御 承知の 通り 昨今 貿易の 關係 は轉 じて 輸入超過 
の 傾向を 有つ て 居ります、 併し 貿易 以外に 又 正貨を 
受取る 勘定になる 部分 もあります から、 此九 年度の 
末に 至つ ては 兩 方の 關 係に 於て、 正貨の 輸 m 入は 如 
何になります るか、' 博 定 ほ 闲難で あります けれども 
兎に角® 入爲替 の K 金の 爲に 段々 正貨 所有の 在外 正 
貨 を爲替 銀行へ 讓娀 してやる やうな 必要を 生ずる こ 
と、 思 ふので あります、 其 他 まあ 臨時に 非常に 何 か 
必要が 起れば 兎も角もであります るが" 今日の 所で 
…… 平常の 場合に 於て は 左樣に 巨額の 在外 正貨を 取 
寄す るの 必要を 見る やうな ことは なから うと 思 ひま 


す •是 •たけを 御 答して a: きます。 

〇 伯 K 廣澤金 次 郞君唯 今の 御 答 辯に 對 してもう 少 
し 何 ひたい 所が ございます が、 他の物 價調節 と豫算 
關係問 題に 於き ましては、 私は 過日の 總理 大臣の 施 
政の 御 演說の 場合の 御演說 と、 及議 M の 質問に 對し 
ての 應 答を 參 照いた しまして 質問いた したので あり 
まして， 私に 明に 總理 大臣の 御 答 辯を 求めて W- り ま 
すから、 此際 物 M 騰貴と 豫算關 係 問題に 於き まして 
又 將來の 物 僧 調節に 對する 施設の 如何と 言 ふこと に 
付きまして は、 總理 大臣より 御 辯 明を 願 ひたいと 考 

へます ご 

0 議長 (公 齡德川 家 達 君〕 今 軍需 局長が 廣澤扪 爵の 
御 質問に 對して 答 辯せられ て、 それが 濟み まして 總 
理 大臣が 答 辯され ます- 
〇 伯爵 廣澤 金次郞 財異譟あ〇ませぬ。 

〔政府 委員 原 象 一 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 C 原 象 一郎 君〕 先刻 廣澤 伯爵より 軍需 局 
の 業務の 進埗の 情 况 に付きまして 御 質問を 賜は 〇 ま 
した、 付きまして 私より 御 答 辯を 致します、 軍需 局 
は 一昨筇 六月 第 四十 帝國 議會に 於き まする 所の 職 時 
H 業 動員 法 御 協賛の 附帶 決議に …… 设 族院の 附帶決 
_に依 りまして 成立を 致しました、 木來 仰せの 如く 
一年 有半を 閱 して 居ります、 併ながら 其 業務の 進行 
に付きまして ほ 誠に 仰せの 如く 皆樣 方の 御豫 期に 添 
はぬ 點もあ らう かと 存じます、 此事は 頗る 業務の 廣 
汎複雜 なる 點 にも 依ります るが、 又 我々 職員 一同の 
未熟なる の 致す 所 も 多から うと 存じて 居ります、 大 
體 爾来の 經 過を 申 上げます ると >  大正 七 年 六月より 
昨年の 四月に 至る までは 豫備 金を 以て 支 m いたし ま 
した 所の (i の 職員に® りまして 銳意將 來の檠 務の系 
絞に 付て 研究いた し， 且つ 中央 官廳 即ち 陸海 軍 谷 省 
鐵逍院 、其 他 各府縣 ，遞信 局、 鍛務袈 及 總督府 等に 
於け る 各 官廳に 於け る 事務を 執ります る 職員 組織と 
云 ふやうな ことに 付きまして 研究いた しまして、 そ 
れ f 定員 配置の 研究を 致しました、 幸 ひ 昨年の _ 
會に 於き ましてから に、 軍需 局の 豫 W 及 是等谷 部局 
の豫算 に付き 御 協賛を 賜 (3; りました に 依りまして， 
其 人員を 1 i 置いた し、 豫定の 業務に #. きまして 仕事 
を 開始した やうな 次第であります、 大體 仕事の 筋は 
三部に 相 分れます、 即ち 第一の 業務 (X 陸海 軍の 全軍 
作！ g の計截 に 伴 ひまして， 軍需 H 業 励 M 計蜇を 立つ 
る 則ち 工場 ■鑣 山、 鍅 逭、 船舶 •海陸 通 絡 設備， 或 
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はめ 逆な ろ 5J ハな どに / L 
迸を 立てまして •而し 一 
の * Eg K の 牛 •活を 安定， 


まして、 锊济上 の 励 n 計 
:ヤ敁 時屮に 於 3. .，ま：， る 所 
すると 共に •他の 方 rffi に 
於.， ■? まして、 阀力 の * : 部を ^ ® 作 ; II に； ga -r ると 云 
ふ— 動 (•! 計 - (► /'■I: の E 成の 必要が あります る， 第二の m 
務 ほ阀防 上 掏め て 必要な ろ 脔梁 に付きまして. 技術 
上、 _濟上 、肋 M の 方針を 研究いた しました 、而 し 
て計进を立て>之れに艰いて如 .|-. 备趿に於きまして 
助長 明 翊を 致す と 云 ふ、 助長 獎锄 の笫務 であります 
miK の 穿 務は此 平時の 阈家の 制度を 一 q;ES 雖に迺 遇 
しました 場合に、 戰時の 狀態 に 鈸史せ ねばならぬ に 
付きまして ほ、 純 ^ 上 社' W 上の 郜 に 1L りまして、 諸 
般の瞇 時 立法を 必要と する のであります •此瞄 時 立 

法の维砌ほ是ほ平時からそれをする，维棚の業務即 
ち 制度 業務と ^ して屛 ります、 此 三部の 業務で 谷々 
仕事を 開始した やうな 次第であります、 併ながら 何 

分に も 職 m も少 く‘ pi /l-j も少 くあります るが 故に、 

大正 八 年度 (- 於き ましては 殆ど 此砌員 計 5!!! 業務の 第 

一步た る 所の 諸般の 励 の袈素 に付きましても、 其 

調 ¥? 槳務の 組織を 立て、 II. つ 之に 第一 回の 試みを 致 

すと 云 ふこと に 金力を W 注した やうな 次第で ありま 

す、 之に 付きまして は 昨年の 一月に 軍需 產築に 付て 

からに 臨時 調赍た る犛業 の槪 勢を 明に し > n. 又 降 海 

軍より 致しまして 必耍 なる 駆 求を 受けまして •是と 

相對 照し まして、 さう して 憨々 木當の 軍需 励 員 計 ® 

を 立つ るの 3S 礎た るべき 調赉 制度を 立案いた しまし 

た、 是が 幸に してから に 諸般の 闲 難 (3: ありました が 

昨年の 十二 ; -J に 軍需 調査 令と 云 ふ 形で 勅令を 以て 公 

布され ました、 本年 四月 以降 必要なる 資料が 軍需 局 

に 集まる ことに 相 成りました、 是が 第一 回の 動員の 

計 : ll; -1''; 軍需 H 業 励 員計畫 の 編成の 基礎であります、 

唯今は 府縣 始め …… 軍需 局を 始め 此励 員計进 の S 礎 

たる 所の 業務に 付て 全力を 盡 して 居ります •第二の 

獎勵 …… 必耍な る產 業に 關 する 計 班 及 施設に 付き ま 

しても、 傍ら 事務の 系統に 芽を m して 居ります、 是 

等に 付きまして は 頗る 闲雛 にして ！ 1. つ 腿 汎な る ®! 圍 

に P1 ります が 故に、 まだ 具 體 的に 豫算を 以てから に 

識會の 協 赞を經 ると 云 ふ 運びに 迄 ほな り ませぬ、 近 

き 將來に 於て、 或る 程度に 於て 追々 外部に 發 表され 

る ことと 存じて 居り- -k す、 第三の 制度を 準備す る榮 

務 に付きまして ! 3; 又 傍ら 芽を 出して 居る やうな 次第 

でありまして、 斯の如 き 次 fi でありまして、 K だ 參 


公 部の <1: 卟 の 如き 外部に 掙めて 表 
あ 〇 まする、 何卒 益々 努力を 致し 
推 期に 副 ふやう に 致したい と 存じ 


れない やうな ^ も 
ましてから に •街 
て 居ります、 簡 i« に …： 

t Rl 務大 Ili K 敬 •/!■ 演明に 登る J 
03 務大 l:': r DS 敬 ^ 〕 先刻 fft! 滞れょり 物 fe'? と大 正 九 
年度の 豫鉍關 係と に 付ての 御 ^ でありました が、 此 
小 <3-. 先般 當雜坳 に 於ても 說明 いたした いと 思 ひます 
が、 此物似 調節と 申す ことに ほ 今更 新しく 中す まで 
もな く 二通りあります、 國家 永遠に 關 する 問題と 應 
急の 鹿 !； ■•c と 二 通り あるので あります が、 永遠に 關す 
る ことに 付きまして は、 段々 其 調 班を 進めて 居り ま 
す、 殊に 其 中に 米の 問題に 付きまして は财政 經濟調 
杏 符の 特別 ® 負の 調 ？ C も 大分 進行いた して 居 〇 ます 
喵 W 用 其 他の S が調赉 が 未了の 爲 に P 會に 提出して 
御 協 ^ を 得るな どと 云 ふ 事に 立 至らない 次第で あり 
ます、 成るべく 是ほ急 いで 何とか 根本の 目的を 達し 
たいと 考へて 居ります、 邦 外の 問題に 付ても 段々 此 
根本 策に 付きまして ほ W 政 經濟 調査 會 等の 意を 徵し 
まして、 追々 根本 政策の 確立を 致さう と 云 ふ 積り で 
あります、 應急 のこと に付きまして ほ 一昨年 來段々 
其處 it を収 りまして  >  關税 其 他 取りつ、 ある ことを 
旣に說 明 も 致し、 又 御 承知であります、 又此 一般 應 
急 政策 中の'  一般 政策 以外に 都 fr に 向つ ては 社 會政 
策 等も講 じて 居る と 云 ふこと も說 明いた した 通りで 
あります、 今更 繰 返す 必要 も ありませ ぬが、 斯樣な 
次第で 政府に 於き ましては 此 g 急の 處匮に 付て は 今 
後と雖 も 十分 其方 針を 取り 京して、 / li 来る だけ 調節 
の K 行を 見る やうに 處 置 を 収 つて 參る 積り で ござい 

ます、 而して 其物價 か -® 算を實 行す るに 當つて 如何 

なる 影響を及ぼす かと 云 ふこと が 即ち 御 質問の 主眼 

であらう と考へ ますが、 今日の 所に 於き まして 大正 

九 年に 物價騰 貴を 見込んで 立てました、 計上いた し 

ました 大正 九 年の Jf 算は此 の 儘 K 行す るに 差 支ない 

と考へ ます、 政府は 物惯 調節の 爲に 種々 の 力を 用 ひ 

ますから、 物價が 政府の 预定の 効果を 奏します れぱ 

低落いた すで あらう と考 へます けれども、 此れ 以上 

騰貴いた して、 豫算の 追加 等を 求める ことは ある ま 

いと 考へ ます けれども "併し 是れは 經濟界 のことは 

單純に 政府の 見込 ばかりを 以て 人爲 的に 容易に 出来 

得る ことでは ありませ ぬ、 故に 絕體 的に 物價 ほ此上 

騰貴いた さない、 必ず 低落いた す、 依つ て 以て 豫算 


を 52 行す るに 常つ て (j: 追加を 求めざる のみならず、 
截 於を rf! -r るで ^ らうと 云 ふやうな ことを s-i . r-i する 
こと Ji 今日 .1!: 來龙 ねます、 出 來笼ね ます けれども 政 
府 •か 段々 物 fff 調節に 努めましたならば 此雅® を sa ff 
する に 方つ て大な る ffl 違を 來たす まいと 考 へて 居る 
のであります， 又 旣に御 承知の 如く 大 7E 十年以 iK に 
關 しまして、 瑕 ia 等に 於いて ほ 夫々 W 用の 姑り 方 
もあります •之れ に 付いて 豭紹 K には ：… 海陸 眾の 
锻 紹涔に 於いては 前年に 比しまして 二割の 桁 額を AL 
込んで 計上して 居る やうな ことであります、 然らば 
來年以 後に なれば 繼結遨 ほ 1 11!¢ 前に 比すれば 二割の P 
贵 に 止まらない かと 云 ふこと に 立 至れば、 是れほ 何 
人も豫 言 ほ / 1] 來ませ ぬので、 多少の ffl 違は ある …… 
多少の 相違 ほ 免れぬ ものでありまして、 全く ! life 前の 
價に復すると云ふことほ先づ是ほ今日の狀態でほ不 
可能で あらう と 察する のであります から、 多少の 咁 
額を 見込んで 十 年 以後の 經费を 計上いた して 居る や 
うな 次第で 故に 政府に 於いては 今後と 雖も 調節に 努 
めまして、 政府の 見込む 所の 効果を 擧げ ましたなら 
ぱ豫算 を實 行す るに 差茭 ない のみならず、 尙ほ 剩餘 
を 生ずる やうな ことがある か. % 知れぬ と、 左樣に 希 
望いた すので あります. 併しながら 幸なる 哉* 從つ 
て增 額を 求める やうな ことは ない のであります、 さ 
りと て 玆に斷 言して 物價ほ 必ず 來年 三月 末日に 低落 
いたして 次の 豫算 に大に 餘裕を 半ず ると 云 ふやうな 
ことは 玆に 申す ことは 出来 兼ねます が ■之を 尙ほ® 
行す るに 方つ て 政府 ほ 銳意努 めましたならば 差 支な 


ことであります、 3C A 込 •たけを fM L て H 令 ' V こ- 
0 ,.;■ 3 攀金次  g -^ .HJ '.: . .、 

の 御 答 辯に 對 L て 今少し ia s をしたい と考へ ます •か 
登攒 を 御 許しを 閲ひ ます" 

〇銥長 .公 !!:? 松 11! 家 iil -n ) it し •飞こ ざい -* . す： 

〔 fl'l !;:f 瓶 渾金 次 fiE 対 演咐 に 分る〕 
o fi'l 防 ! a( 深 金 次郎朽 西 fl'l 利 : >!:; 問 M を ]>} •ひ , (( ;:.] い.、 
す 前に 方り まして 一つ 大砝大 W が 先に 私の に » 
してほ一つ御答辯の無いことがありました，饥#总 
を 中して 後に 御 答 辯を 願 ひます、 それ (i 所 /,. J fii の liil 
題に 付きまして 战々 中 上げた ことに 御 答 給 が ありま 
せぬ、 是ほ 此總现 大 [:1 の 御 答 辯 後に 願つ て、 而 して 
婴 領を もぅ 一 聰申 上げる 必嬰が あれば 御 ^ 求に W つ 
て 申 h げて も K しいので あります、 先程の 總现大 [5 
の 西 伯利距 撤兵に 付きまして 御ね 見の 嬰 領を考 へて 
見ます ると 云 ふと， 歐縱巴 諸 國の兵 ほ 金 部 西 伯 利 '; ii 
及 歐洲の …… 歐羅巴ょ〇撤设した時に至〇まして我 
國の地 勢 及 事情が 違 ふ •即ち 過激派が 我阀に 及ぼす 
ことを發阬するに依つて他國の扱が金部撤兵しても 
我® の 兵は 當分撤 典す る ことが 出 來ぬ かも 知れぬ、 
と 云 ふやぅな ことに 承知いた しました 是は考 へて 見 
まする と 我が 政府は 撒 兵 どころ か 或る 場合に 於て (i 
撤兵し ない 意思が あると 云 ふこと に 谷 國に 誤妃 され 
ると 甚だ 私は 腿 念に 椹へ ず、 もう 一聰 政府の® 思を 
確め たいと 考へて 居ります、 恐らくは 私の 邪推 かも 
知れませぬが、两伯利距の撤兵及今日に至りまして 
ほ •撤兵の 問題に 付きまして は 外務 常 局との S 见の 


からう と考 へて 居る のであります、 又 永遠の ことに | ffl 違が あり ほせぬ かと 云 ふこと を 懸念す るので あり 


付きまして 度々 申しました 如く、 矢張り 永遠の 策と 
しまして 永久の ことに 影響を及ぼす ことで あるから 
是 等の ことに 付て 調 查會の 進行の 如何に 依つ ては、 
物に 依つ ては 今期 議會 にも 捉 出 いたしたい と考 へて 
居ります、 ■期の 目的 通り 參れば 此結果 として 物價 
に 影響を及ぼす であらぅ と考 へて 居ります、 假令其 
策 永久の 策な りと しても 影響は 物價の 事に 及ぶ であ 
らぅと 考へて 居ります、 旁々 以て 今日 手段を 講ずる 
ことに 怠らぬ のみならず、 永遠の 政策 も尙ほ 十分 考 
究に 努めて 居る 狀 態であります •斯樣 な 次第で あり 
ますから、 先 づ豫算 には 犬なる 狂 ひを 生じて 更に 又 
松 額を する やうな こと {t 今日に 於て は あるまい と考 
へて 居る のであります けれども、 此復雜 なる 經濟界 
に 向つ て 必ず 然 りと斷 言す る ことは 是はむ つかしい 


ます、 それを 確む る爲に 私は 一つ茲 に 諸君に 朗 1¢! す 
る ものが あります、 是ほ igs に 於て發 行せ る 我が 新 
聞に 出た 問題でありまして、 其 表題は 「年頭に 際し 
て」 と 云 ふ 表題であります る、 我が 司令官の 談話が 
あります 、其 一部を ちょつ と Id み . I'. げ まする と 「我 
國の西 伯利亞 出 兵は 之を 切り離して 见る ことほ 不可 
なり 彼の 日淸 日露 兩役 と共に 今次の 西 {|'| 利亞 m 兵 (j; 
過去現在將來に亘〇て一貫せる問題である」 …… そ 
れから 途中を 辑略 します るが 「我 W 維新 以来 文明の 
涵養に 努力せ る 結果ょり 来れる 國 力の® 溢 又は 文化 
の發揮 と 見る を 得る ものである」 斯ぅ 云 ふこと が あ 
ります、 最後に 「此 出兵を」 .…： いや 収 消します、 
「之に 反して 文化を 以て 他 ® 民を 親近 (FiJ 化せし める 
と 云 ふこと が 此出兵 の 第一の U 的で あらねば ならぬ 
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ので ある j  <, の 談話は 我が 司令官の 本年の 年頭に 於 
ての 西 ffi 利® 政策の 發表と 云 ふこと になります ると 
先程 總 瑚 大 R の ff 語を 味つて 見ます ると 我が 政府は 
撤兵 どころ か 或る 一部分は 永 51 に存 すると 云 ふ 御意 
思では ないかと 考へ るので あります、 若し 斯の如 き I 
意思が 政府に 存 して あるなら ぱ明 に御發 表になる が 
{凡から うと 思 ふし， 又斯の 如き 精神は 毛頭ない と 云 
ふこと であります るなら ぱ •明に 明言され る 方が 外 
E との 關係上 誤解を 来たさないで K からう と考 へる 
のであります る、 本員の 考 へます る 所に fe ります る 
と、 どうも 此西们 利亞 政策に 付きまして は 軍事 當局 
奢と 外務 常 局 若との 間に 意見の 棚！ I が ある やうに 感 
ずるので あります、 故に 之を 統一 せらる、 のは 無論 
總理大 RI であらう と考 へます るから •總理 大 氓ょり 
今一 應西比 利亞撤 兵に 關 して 御 SS 見を 伺 ひたいと 考 

へる のであります。 

【國務 大臣 原 敬君演 增に 登る〕 

〇阀 務大 l:i c 原 敬 君： >  岡 澤伯槪 の T5 ぴ御質 問に なり 

ました 點に 付て 岡 m に 御 答いた します、 私の 答 辯が 

他阈が 撤兵いた しても 永く 撤兵いた さずに 居り ほし 

ないかと云ふ想像が起るやうにあつたと云ふ御感想 

てあります が、 若し然 りと すれば， 私の 意思は 徹底 

して 居らぬ のであります、 私は 左， 棟な ® 思では ない 

日本は 他阈 とは 狀萌を 興に 致して； SSO まする から、 

他國が 撤兵いた すが 故に 日本 も 撤兵す る、 他國 が撤 

兵せ ぬから 留る 、斯う 云 ふやう に ほ 單 純には 參らぬ 

と 云 ふこと であります、 今日は 撤兵を 旣に 致した 國 

もあります、 阶 露に 於て (X 英佛 共に 引 揚げた ことは 

餘程 前の ことで ございます.、 西 比 利 亞に 於て (3: 英佛 

の 兵は © めて (« 少で あります、 n 米 共同して Hi 兵い 

たす のが 本であります •併ながら 平時に 於て は 我國 

の 兵と 亞米利 加の 兵とは 非常な !! i 隔が あります、 彼 

ほ 六 七 千 人、 我 ほ 二 三！ S, 時に te つて 數の相 遠が あ 

〇 ますが、 大防 さう であ n ます、 是は 何故で あるか 

と 申せば、 3!> 米 利 加とは 水 M を 異にして 居る 狀牌、 

之に te つても W るので ある、 故に 今 日は 他國と 協調 

を 作たなければ ならぬ ことは 無論であります. 無論 

であ 〇ますけれども他國の迎〇に日本が致すやうな 

事情に 參ら ぬ， 1= 木は 日 木の 所謂 自生 的と 申したら 

{儿 しいか、 自主的 若く は 21衞 的の考 よりして それ か 

ら割出 して 始めて 兵を 引く 引かぬ と 云 ふこと を 決定 

いたさなければ ならぬ ので ある、 而 して 今日の 狀態 


はどうである今日の狀態ほ直ちに兵を撤する-撤し 
ない と 云 ふこと を 斷 言す る狀 態に あらず、 之を 際 明 
する を 以て 外交 上 不得策な りと 云 ふこと を 申した の 
で 永遠に M つて 永遠とは ひどい 永い ことの やうで あ 
ります が 數 年に H つて 撤典 をし ない と 云 ふ 懸念は 各 
國に於て起るまいと思ひますのほ、是は大正七年八 
月 二日の 官言 に te つても 領土 的 野心な し、 内政に 干 
渉し ない p ll-fc 事が 終れば 引 揚げる ことを 隙 明した の 
であるから、 日 木 政府と して Ii llt 聲 明に忠 實なら ざ 
を 得ない のであります、 故に 決して 此聲 明を 無視い 
たして 領土 的 野心 等を 逞しう して 居る と 云 ふやうな 
事 ほ 毛頭ない、 さりながら 今 n 撤兵す るし ない と 云 
ふこと を そんなら 斷言 する かと 申せば、 之を ft3 T こ 
とは それ ほ 斷言 m 来ない 狀態 である、 又 之を 言 ふこ 
とは 種々 なる 點に 於て 不得策で あると 云ふ蒽 味を 申 
したので、 長く 居る やうな 意思を 以て 申した のでは 
ありませ ぬで、 又 陸軍 常 局と 外務 常 局との 間に 相違 
が ありは しない かと 云 ふこと であります が、 Mi 潮に 
於け る 司令官の 談話 等に 御 引證 であります るが、 是 
は 浦 潮に 於け る 司令官は 如何なる ことを 申した のか 
實は喵 今の 御演說 に 依つ て 始めて 拜承 いたした やう 
な狀 態であります から* どう 2< ふこと を 申した と 云 
ふことは 深く 存じ ませぬ けれども、 何れに 致し まし 
て も是は '|> 央政府の命令に基くもので&0ますから 
假令 司令 , B- ほ 如何なる ことを 申して 居る とも、 中 
央政府 の 決定 次第で 致す のであります から、 彼の地 
に 於け る 司令官の 談話 等は 强 ひて 玆に 政策 上に 影響 
を 及ぼす 問題と 御 1 a: 下さらぬ で K しからう と 思 ふ、 
而して 今日に 於て 外務 陸軍 或は 相違いた して 居りは 
しない かと 云 ふ 御 ! 1 念 もあります が、 以前 ほ 知り ま 
せぬ が •今日に 於て ほ 左 樣な ことは 毛頭 ありませ ぬ 

極めて 圓滿に 相談を 進めまして 熟議の 上に …… 西 比 

利： 亞ばか *;* では ありませ ぬ、 對支 問題に 付きまして 

も 其 他の 問題に 致しましても 極めて 圆滿に 進行いた 

して /?, r るので あり f す、 假令陸 逛の願 僚と 外務省の 

厫 僚との 問に S 見を 異にして 居る ことがありと 致し 

ましても、 常 局 大臣の 間には 極めて 圓滿な る 熟議の 

上 執行いた して 居ります、 此點に 於て 世間に も往々 

左_な 誤解を 致して 居る 人 もあります から、 廣澤君 

の 御 質問を 好機 ^ と 存じます から、 今 R 左樣な こと 

は F にないと 云 ふこと を玆に 明言いた して {H く 方が 

世間の 誤解を 解く に 便 K かと 思 ひまして 申 述べる の 


であります、 決して 今日 ほ 左_な ことは ありませ ぬ 
其 事を 詳しく 申せ ぱ段々 之を 立 證し得 られ るので あ 
ります、 現在に 於て (X 左！ g な 狀態は 少しも ありませ 
ぬ、 從つて 極めて 統一して 西 比利亞 問題で も 其 他の 
問題で も參 つて 居ります 御 安心を 願 ひたい。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸嵙 演壇に 登る 一 
0 W 務大 Kc lg 爵高橋 是淸 君〕 防 澤伯爵 の" 一尋ね M' 
聞® しがありまして 唯今 其 漏し ましたる 點に 付て 御 
答いた します •财 政經濟 調査 會に 掛けます る稅法 は 
總て 掛ける 積り であります ，矢 張 今回の 改正案 も 整 
理の 目的を 以て 掛る ことと 御 承知を 願 ひます。 

〔若 期 rr§ 次郞君 演壇に 登る〕 

0 若 槻禮次 郞. ?!' 私が 政府に 質問を 申 上げたい 事柄 
は 衆議院に 於て ほ旣 に®々 問答の あつた ことで ある 
のであります、 又 當院に 於ても 旣に 言及せられ たる 
事柄であります が、 政府の 御 答で まだ 十分に T 解し 
ない 所が あるので あります 故， 31 箕の {港 査を 始め ま 
すに 先だつて 今 一 應 政府の 御意 見を 伺つ て 置く こと 
が 必耍で あると 存じまして、 玆に 聊か 御尋 をす るの 
であります、 事柄 ほ 五つ ばかりの 事柄に 亘 つて 居る 
のであります， 大 IH 九 年度の 豫算を 見ます と 云 ふと 
一般 會計だ けで も 歳 / U が 十二 億 七 千 五 百 萬 圓以上 に 
なつて 居る のであります、 今迄に 例の ないやぅな 多 
額の 哉 iji をす るので あります から、 是には 財源が 足 
りない と 云 ふこと で 之を 補 ふが Is に 先 以て 二 億 三千 
二百 萬圓 の剩餘 金を 充てて 居られる のであります 剩 
餘 金の 財源 充當と 云 ふこと も斯樣 な 大なる 金額は 恐 
くは 今回が 始めて であらぅ と 思 ひます それで 尙ほ足 
りない 爲に五 千 七 百 萬 圓の％ 税と五 千 四百 萬 圓の借 
金を 以て 其 不足を 補つ て 居つて、 尙ほ 足らずして 減 
倩 基金の 三千 萬 圓を廟 して 使つて 之に 依つ て 漸く / 11 
合を 求めて 居られる と 云 ふの が來 年度の 財政 計哿で 
あるので あります 一; fr'£ 基金なる ものは EIH 上げる まで 
も ありませ ぬ、 法律で 減債基金 法と 云 ふ ものを 招へ 
たのは 明治 三十 九 年で あつたと 存じます が 日本の 豫 
W に 於て は 減 倩 基金なる ものは 明治 三十 三年 蘸會姶 
つて 以來常 に 一般の 收 入から 必ず 一定の 償還 資金を 
繰 入れて 之を 償還す ると 云 ふこと になつ て 居つ たの 
であります 政府の 財政が 時に 依ります と. 云 ふと 隨分 
闲挪 であつ て ^ 税に 次ぐ に % 税を 以てする と 云 ふや 
うな 場合が ありました が 併ながら 時の 大蔵大臣は 常 
に 極力 減債基金の 維持に 努められて 今日まで ほ 減 憤 


基金と 云 ふ ものが、 我が Hi 算の 上には 常に 存 する こ 
とに なつて 屛 るので あります 此意 味に 於て 減 倩 基金 
を 持つ て 居る ことは： n 本の 財政に 於て は傳統 的の 政 
策で あると 申しても 私は : 0: しからう と 思 ひます 減. 1« 
基金を® きま すれば 公憤の 信用の 高まつて 行く ので 
あつて， 從 つて. H 然に 公- W の惜格 も 維持が 出来る、 
將來 公債を 募集す る 場合に も 便宜が 多い と 云 ふこと 
は 中 上げる まで もない のであります が、 世間には 減 
債 基金 ほ 要らない と 云 ふやうな 議論を 唱へる 人が あ 
ります、 英吉利な どの 例を 引きまして， 英吉利では 
元と 一定の 金額を 必ず 繰 入れて 置いて、 其 減債 莊金 
の 制度を 改めて 剩餘 金で 公 依の 償還を すると 云 ふこ. 
とに 代へ たので あるが、 日本な ども 彼の 通りに すれ 
ば 宜いと 云 ふやうな 議論を 能く 聞く のであります， 
併ながら 御 承知の 通りに 英吉利に 於て は 今回の 大戰 
爭 前までは 公馈の 殆ど 金 部と 云 つても {凡から うと 思 
ひます が •大部分は 永久 公 1ft でありまして •償還 期 
限と 云 ふ ものは ない のであります， 之に 反して 日本 
に 於て は 今までは 永久 公 と 云 ふ ものは ありませ ぬ 
で、 一定の 期限が 來れぱ 必ず 償還し なければ ならぬ 
と 云 ふの が、 日本の 公愦 の實際 であるので あります 
此事實 に 能く 注意を して 貰 ひませ ぬと、 輕々 に 減債 
基金なる ものは 要らない、 剩餘 金で 償還 さへ すれば 
宜しい と 云 ふやうな 議論を 立てる 譯には 參 ります ま 
いと 思 ひます、 殊に 英吉利に 於ても、 今间 の戰 さが 
始つて 、非常な 多額な 公債を 募集す る やうに なり ま 
してからは* 更に 減 fR 基金なる ものを 持へ て、 拚へ 
ると 云 ふので {S ありませ ぬが、 從來の 減債 K 金に 對 
して、 一定 P 收入を 必ず 繰 入れて， 此 償還を 確 實に 
すると 云 ふこと にした のであります、 さう L て 債權 
者を して 安心せ しむる と 云 ふ 手段を 講じた -CD である 
之を見ましても公債の信用を保つて行くのにほ、減 
偵 基金なる ものが 大切なる と 云 ふこと が 御 分りで あ 
らうと 思 ふ、 又剩餘 金を 增加 すれば 宜しい と 云ふ議 
論が あります が、 日本の 實 際を 見ます と 云 ふと 毎年 
秋になります れば 、大抵 暴風雨が あつて、 誠に 不幸 
ではあります が、 年々 災害が ある， 之が S に復 « の 
费用が 多い、 是が 何時でも 追加 豫算に なつて 議會の 
協賛を 受ける のであります が、 其 追加 豫算の 歳入な 
る ものは 外に ほ 多く ありませ ぬので、 常に 此剰餘 金 
を 使ふ と 云 ふこと になつ て 居る ので ある •それで あ 
ります から、 公債の 償還を 剩餘 金に 依る と 云 ふこと 
i  二 
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裸 IK 案大 I7H 九 年度 送 入 送出 挖没 »案並 丄 
ほ 殆ど 公 frf を偾澴 せ ^ と 云 ふこと になろ のと 同じ こ 
とで あらう と M ふ •のみならず 龄 fft 基金 ほ 平時に 於 
て (?. * {« の ® 5S をして Jt- fn- 用を 保つ ことになります 
が、 一朝 琪の有 つたと きには 之を 繰 荇へて 急場の 5 
用に 充 つる ことが 出來 るので あります から •減 fA' 基 
金なるもの (?. 、公«の信用を磘迓にすると共に、一 
方に (;-. 國家の 非常 資金で あると 言つても 宜か らうと 
思 ふので あります、 此滅佔 基金を 今回は® して 一般 
政 ？' 1 に 使 ふと 1 K ふこと になつ たのであります から、 
私 {i 此既に 於て 基 だ ia M を 感じて 居る のであります 
i 政府は 或 ほ 是ほ 一時 !>? 止す るので あつて、 結局は 元 
へ 戾 すので あるから、 滅侦基 金は 決して 止めた ので 
はない と 仰せになる かも 知れ ませぬ、 併な •から 一遍 

此傅統 的の 政策を 破つて 一 般 政 © に 滅愤鸦 金を使 ふ 

と 云 ふ 端緒を 開きます 以上 ほ、 餘程 有力なる 大藏大 

臣が /Ji られ るに あら ざれば 迚も 谷 省の 要求を 退けて 

減 1U 3S 金を 设鹆 する ことは U ', 來ぬ であらう と 思 ふの 

であります から、 政府は 一時 限りで あると 申される 

けれども、 今回の 計 迸の 結果 私は 減債基金は 臌止せ 

られ たものに 結局 歸著 しは せぬ かと 云 ふこと を 恐れ 

て 居る ものであります ..今回の 計 Ift. J'l: に 依ります と 減 

債 基金の 復 H どころ でない、 或 ほ 最近に 於て 更に 大 

なる 枬税を せられぬ ければ、 迚も此 計 S の實行 は 出 

來 ぬ かと 疑 ふので あります、 申 >. げ るまで もな く、 

歳入の 見® りを 致す 場合に 世間の 不景氣 の 極度に 至 

つた 時に 見 ffl りを 立てます 時には、 それから 後に 自 

然增收 の 割合に 多く 出る と S ふことは 是は 期待す る 

ことが 01 来る のであります、 之に 反して 1U: 間の 景氣 

が 好く、 政府の 歳入の 多い 時を 目安に して 歳入の 見 

稻り をして @ きま •/- と 云 ふと、 此 後に 於て は大 なる 

自然 咐 加を 期待す る こ •とが 出来ぬ ので ある* 今回の 

大正 九 年の 豫算な る ものは 其 歳入の 標準け どこに 取 

られ ました か" 一々 のことは 此に申 上げ ませぬ けれ 

ども、 多くは 大正 六 年 七 年 八 年と 云 ふやうな 世間の 

景氣が 非常に 好くて、 從つて 政府の 歳入の 大變 好く 

取れた 時が 標準に なつて 立てられて 居る ので ありま 

す、 それから 申す と 云 ふと、 左 樣な 高い 標 * を 以て 

出来て 居る 歳入の 見積りの 後には 犬に 自然 射 收を期 

待す る ことは 出来 ませぬ、 場合に 依る と 反動 期に 入 

りましたならば、 歳入の 或 ものは 或は 減少す る もの 

が あるか も 知らぬ と 思 ふ 位であります、 一方 歳出の 

側を 考へて 見ます と 云 ふと、 繼續 費を 此 大正 九 年度 
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の 年 ^ 額に 常り ます もの li; 物 m 膀 K の S に 其 ffl 用が 
o. a つて % 加して あるので ある •併ながら 大正 十 年 
度 以後の ものに 付て 13; 此見 m りが してない ので ある 
筘拉 25 の年剌額だけで申上げても，大正九年度には 
海 yi の le fis 充 rf ?5 だけで も 七 千 五 百 SS ® 以上の 物 (12 
瞬 ft の爲 め佾 額が あるので ある、 それなら ば 大正 十 
年 以後の 擗紛 ffi が 金額 如何で あるかと 云 ふと， 大正 
九 年度の 年 割 額に 較べて 減じて 居らない、 寧ろ 多く 
なつて 居る •其 多い ものに 對 して、 物價 の騰 Bi を 見 
秘ると 云 ふこと になり ましたなら ば、 餘程な 佾額を 
せぬ ければ 此® 行 ほ 出來 ぬと 云 ふこと になら うと 思 
ひます、 唯今 總理 大臣の 廣澤 伯爵の 御 問 ひに 答 へら 
れ るに、 御 答 辯の 中に 大正 十 年 以後の 繼續® に 付て 
は 三 割 だけ 射 加して あると 云 ふこと を 仰せに なり ま 
したが、 それ ほ 恐らくは 今回 追加せ らる X もの だけ 
であらう と 思 ひます， 從來か ら旣 に繼續 費に なつて 
居る もの ほ 二割の it 加 もない ので あらう と 思 ふ、 縱 
し 二 割の％ 加が あつた 所が •■今年の 狀况 を御覽 にな 
ると 迚も 物價 騰貴に 應 ずる もので ない ので ある、 祝 
や 追加 外の 元から 存じて 居つ た 繼續 費に 付て は、 此 
二 割す らも 斟酌 ほないで あらう と 存じます から* さ 
うなる と 云 ふと 大正 十 年 以後に 於て は* 歳出の 上に 
於て、 まだ'^ 是でほ 到底 足りない、 餘程な 增 額を 
せぬ ければ 此 財政 計* は 實 行が 出来ぬ と 云 ふこと が 
あり < と 見えて 居る と 思 ふので あります、 現在の 
文明 國に 於き ましても 軍事費と 社會 政策の 費用 是が 
國费を 膨脹せ しめる 一 一大 原因で あると 言つ て も 宜し 
からう と 存じます 今回 提出せられ た豫算 を 見ます と 
軍事費に 付て は 可な りに 犬なる 金額が 見 積つて あり 

ますが、 社# 政策の 施設と しては 殆ど 見るべき もの 

が 無い ので ある、 併ながら 世界の 潮流と 云 ひ、 日本 

の國 民の 自覺と 云 ひ、 若く ば 我國に 於て 社會 政策の 

實 行と 云 ふこと を餘 り緩漫 に附 して 置く ことほ 出來 

ぬ 時に なつた と 存じます るから、 日本の 財政の 前途 

は 之が 爲に又 非常な 歳出の 增 加を 要する ことで あら 

うと 思 ふ、 一方に 於て は 歳出の 見積りが 極く 宜い時 

を 標準に してあります るから、 其 後の 自然 增收の 期 

待が 洵に少 い 場合で ある、 一方に 於て は 當然 增收し 

て 置かなければ ならぬ 歳出が 增し てない、 而 して 大 

に 財源を 嬰す る 事柄が 前途に 橫は つて 居る と 斯う 云 

ふので あります から、 此財 政計畫 の 前途に ほ 餘ほど 

財源 不足を 見て 居る ものと 私は 考へて 居る ので あり 


ます、 それ故に 政府で も 減 f!l 苺 金 o ffi p] をす ると W 
はれる けれども •其 復 a ほ 来年 頃 即ち 大正 十 年に 之 
を爲 される と 云 ふやうな 琪捫で も あれば， それ ほ 或 
はさ 5 出来る と 云 ふこと であるか も 知れ ませぬ が、 
元へ 戾す には 今から 五 年 先き だと 云 ふので あ 〇 ます 
から、 五 年 先き のこと ほ 殆ど 本當の 見込が 附か ぬの 
であ 〇 ます •其 五 年 先き に 始めて 戾すと 言は れ る、 
其 五 年 先き に戾す と 言 はれる 前に、 前 申 h げたやう 
な 事情が ある 以上 ほ •政府が 此處で 復 M すると 言 ほ 
れても 私共 ほ 如何 さま 左樣で あると 云 ふ考は 起り ま 
せぬ に 付て、 此に 第一に 御尋 をしたい のは 政府 ほ 今 
回の 財政 計盥 を實行 せらる X に付き、 近い ! lr 来に 於 
て 更に 歳入の 增 加を！ 一ら る k と 云 ふこと が 見越して 
あるので あります るか、 どうであります るか、 EI] ち 
增稅を 矢張り 近い 將來に 於て 行 ふと 云 ふ 御考を 有つ 
て 居つて、 今回の 計 « を 御 立てに なつた ので ありま 
せう か* どうで ありませ うか、 而 して 併せて 我々 は 
洵に 大切で あると 考へて 居ります が •減 倩 基金は 復 
霄す ると 仰せになります けれども* それに 付て は 確 
信を 御 持ちに なつて 居る や 否や、 是ほ どうぞ 簡 W で 
も 宜しう ございます が、 其據 ろを 明に して 斯う 云 ふ 
譯で あるから 前途は 歳入の 增 加を 圖らん でも 宜い、 
斯う 云 ふ譯で あるから 必ず 減債基金は 復薦 になる も 
の だと 云 ふこと が 明に 分る やうに 御 答 辯を 願 ひたい 
と 思 ひます、 第二は 公債 政策に 付て 御尋を 致したい 
のであります、 此 度の 計畫に 依ります と 云 ふと、 公 
債を 財源と して 計畫 せられた 事業が 澤山 あります、 
日本の交通機關其他の設備に至つては整うて匿〇ま 
せぬ 故に、 出来るならば 成るべく 速に 是が 整頓を @ 
ると 云 ふこと ほ 私共の 望む 所で あるので あります， 
又 斯樣な 事業の 爲 に，， 經濟 界を壓 迫せ ずして 公 ffl を 
募集す る ことが 出来ます るなら ば、 公債を 財源に 充 
て X 成るべく 是が完 成を 早く 圖 ると 云 ふこと も， 亦 
別に 異議の ない 所で あるので あります、 が 唯 物には 
程度と 調和が あるので あります から、 程度を 超え， 
調和を 失つ ての 計® であります ると 云 ふと t 目的 {3: 
宜しく あつても 其 伴つ て 生ずる 弊害なる もの {3: 恐る 
べき ものが ある やうに 考 へます ので、 今回 政府の 立 
てられた 財政 計畫に 依つ て此儘 公債を 募集して 行か 
れた ならば、 果して それが 程度を 超えない もの、 又 
他の 經濟 事情と 調和を 保つ て 行く ものであるで あり 
ませう か、 之に 付き 疑を 有つ て 居ります から 之を 御 


3 した 、のであります、大丁 )!-. 九年に ~-: たに；：；； ^ せな 
ければ ならぬ 公位が I-: {ci 四千 免 D1 ある c で ?, 〇 ます 
それから年々凡そ一值六千«_づ-,,^を1を致 
しませぬ と 云 ふと、 今冋 政府の 立てられた ? t- is l i B 
行が 出来ぬ のであります、 今 大正 十四 年まで、 即ち 
六 年間の 公 M の發行 額が •年々 どれ 位に なら 5 かと 
云 ふこと を 見る •か 爲 に、 此 間に期限が來て泔没をせ 
なければ ならぬ 又 公位が どれ だけ あら うかと 沄 ふこ 
とを 調べて 見ます と 云 ふと •多い 時には 二 {S 五 千 ffi 
_、少い時でも！億五千萬_の公位の《還の期限が 
来る のであります、 政府は 減- W 基金を 廢めら れたの 
であります から、 此 ffi 還の 期限の 来る ものを fti 没す 
る 事が 出來 ぬのであります、 それであります からど 
うしても 是は 借換 へなければ ならぬ、 借換へ ると 云 
ふことは 矢張り 公 (K を琛 集す る ことであります るか 
ら •前に 申 上げた る ものと •唯今 申 上げました 借換 
へる ものとは、 共に 公似 躱集 高になる のであります 
さうな つた 所で 大正 九 年から 大正 十四 年まで 年々 ど 
れ位な 公債を ®: 集せ なければ ならぬ かと 見ます と 云 
ふと、 大正 九 年が 三 億 七 千 萬圓 、大正 十 年が 二 億 千 
九 百 萬 圓 ，大正 十一 年が 三 億 三千 九 百 萬 IH •大 JI- ■十 
1 1 年が 三 億 . Z: 千 八 百萬圓 、十三 年度が 三 億 六 千 苕萬 
圓 、十四 年度が 三 億 八 千 百萬圓 、斯う 云 ふやうな 具 
合に 年々 三 億圓 から 四 億圓の 間の 公愤を 芻 集せ ぬけ 
れぱ 、政府の 計 ® は 實 行が 出来ぬ と 云 ふこ i になつ 
て 居る のであります、 此九 年から 十四 印までの 金額 
を 合計して 見ます と 云 ふと、 六 年間に 公 ffi を躱ら な 
ければ ならぬ ものが 二十 億圓 になる のであります、 
私は 此には 臨時 國庫 證券と 云 ふ ものは 省いて 勘定を 
して 居る、 是は 臨時 國庫 證券は 之を 貸して ある、 貸 
した 金は 戾つ て來 るから 財源が ある 故に此 事は 除い 
て宜 からう と 思つ て 省いて あります る けれども、 併 
ながら 臨時 國庫 證券を 以て 露國 の大藏 省 證券な どに 
應募 して 居らる、 ものが あります るが、 それ 等の も 
の ほ 私は 迚も 期限に 元金が 返つ て來や うとは 思 ひま 
せぬ から、 さう 云 ふ ものは 矢張り 固定して 居る もの 
と 見て 矢張り 期限に 至つ たら 借換を 要する とする、 
左樣な る 金額は 凡そ 三億圓 あらう と 思 ひます、 さう 

すると 大正 九 年から 十四 印 . 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

迄の 間に 公債を 募集せ なければ ならぬ 總 ての 金額は 
二十 三億圓 程になる のであります、 之を K 行な さる 
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一成® が 政府には 十分あります るかと 云 ふこと を 伺 ひ 
たいので あります、 咄 今大藏 大臣は 大正 十四 年に 期 
，限の 到来す る 四 分 半利附 英貨 公 fis に 付て は、 是が始 
末を附ける « 腩を冇つて居る、其頃までには多分其 
金額は 三 億 五 千 五 百 萬 圓 位になる であらう ，預金 部 
には 外價を 三 億 八 千 斑 _ほ ど 有つ て 居る ので あるか 
ら 、•此 金で 摒換 へて 募集したなら 其姶 末が 付く から 
安心で あると 云 ふこと を 仰せに なつた， 是は洵 に 腿 
爭に依 つて 日本の 對 外の 貸借 關係が 宜く なつた 結果 
でありまして •私共 も 如る 喜んで 居る 所であります 
が •'一一 億 五 千 萬圓を 除いて、 あとの 十七 八 億 圓の金 
だけ は、 政府 ほどうし -ic も娃が 遂行を 爲すと 云 ふ 御 
成算を 有つ て 御 / 1{ でになる であらう かと 云 ふこと が 
御 尋し たいので あります、 是 まで 窫 集に なりました 
公- 3 、即ち 大正 八 年に 政府が 5? 集せられ た 公 依は、 

私共は 拽 3J を 協 H するとき に ほ 公 (U と 云 ふこと であ 

りました から、 矢張り 三十 年な り 四十 年な 〇 五十 年 

なりの 期限の 相當な 長期の H 金を 求めて、 事業の 資 

本に 充てら る、 こと V M つて 居りました が* 事 實は 

三年 若く は 31: 年期 限の、 公 倩と 名 づけて あります る 

けれども 左様な 短い 資金を 借りて 居らる、 ので あり 

ます、 大正 八 年度と か 七 年度と か 云 ふやうな 景氣が 

宜しくて 市場に 資金/か 澤山 ある， 寧ろ 資金が だぶ つ 

いて闲 ると 言は るる やうな 時に 尚 ほ 一一 i 年 或は . 7T 年の 

期限で 公 frJi を 募集せ らる 、以上は •是 から 先き 反動 

期に 至つて 市場の 資金が 左糅に 揮 山に ない" 潤澤で 

ない と 云 ふやうな 時に なつて、 是 よりもよ 〇 長い 期 

限で ! 5 金を 調達せ ら る、 と 云 ふこと が / li 來るや 否や 

私は どうも 餘程 之を 疑つ て 居る のであります、 若し 

是が 長い 期限で 躱集 が (|'1 来ぬ で 矢張り 三年と か 五 年 

とか 云 ふ 期限で 躱集な さるなら ぱそれ だけの 金額は 

前に 申 . h げた 二十 三 億 M と 云 ふ 金額の 上に、 もう 一 

つ 又 更に 加つ て 其借替 をせ ぬければ ならぬ ことにな 

るので あ 〇 ますが、 其點に 付ても 政府に 御成！： V か あ 

るので あります か、 凡そ ? f 企を 調達す ると： K ふ 事柄 

に 付て 金 さへ 手に入れば それで 宜しい と 云 ふこと で 

ありま すれば •それなら ば 或 ほ 容易い かも 知れ ませ 

ぬ、 大正 元年 或は 大正 二 年の 頃には 鐵道の 資金を 六 

節 月 或は 一华で 調達して 尻つ たこと が あるので あり 

ます •斯様な 調達の 仕方で If. 鐵道 資金を 調 速した と 

言 13: うと； K ふなら If 、 それなら ば 或 li 此 計盡 の pf 行 

は / li 來る かも 知れ ませぬ が、 半年 成は 一年と 云 ふ 期 


限で 鐵道 資金を 調達して 居つ た 大正 元年 二 年の 頃は 
それが 爲に 綷濟界 ぼ 非常な 不安を 感じて , 其爲 にど 
れだ け經 濟界が 前途 如何になる かと 云 ふこと を 見て 
居つて it 儀した かと 云 ふ 事柄は 私が 此處で 申 h げな 
いで も 世間の 人の 記憶に 存じて 居る 所で あ 〇 ます、 
公 偵 財源で 以て 政府が 計带を 御 立てに なれ ぱ是 はち 
やん と 長期の 資金を 得て、 是だけ あれば 事業の 實行 
が 出 來 ると 云 ふ 御 見込が 付いて 居つ て、 それで 御 計 
蕺 になる ものと 思つ て 居ります が、 此度は 二十 億圓 
からの- ¥ 集を せぬ ければ ならぬ 計盡を 玆に御 立てに 
なつた のであります が、 之に 付て ほ 政府に 於て ほ 能 
く 長期の 資命を 調逋 して、 而か も是だ けの 資金を 調 
達する に 付て 民間の 事業 資金を ffi 迫す る ことなく、 
又 今後は 地方の 苻縣に 於ても 市町村に 於ても 色々 の 
事業の 爲 に公愦 を 苺 集す るので ありませ う、 昨今 唱 
へられて 居ります 所の 都市 計 迸な どの 如き、 是はど 
うしても 金がなければ 出来ぬ のであります、 其 金は 
どうしても 公債を 發集 すると S ふこと に 行かぬ けれ 
ぱな るまい と 思 ひます が、 さう 云 ふ 事柄は 前途に 澤 
山 あるので あります が •之と 伴つ て M 十億 圓， 二十 
ig の 公 依を 六 年の 問に 琛集な される と 云 ふこと 
に 付て 政府に どう 云 ふ 御成 ® が あるので あります か 
此點に 付て 明瞭なる 御說明 を 願 ひたいと 思 ふので あ 
ります、 第三に 御 尋ねしたい のは 矢張り 在外 正貨の 
事柄でありまして、 廣澤 伯爵の 御尋 になつ たものと 
帝 聯は 致して 居ります が， 私の 御尋す る 事柄は 方角 
はまる で 違 ふので あります、 廣澤 ll'l 爵の 述べられ ま 
した 通り 今日は 政府が 十億 11 ばかりの 正貨を 有つて 
居られる ので ある、 而し て是は 金然 外國に 於て 御 有 
ちに なつて 居る ものと 思 ふので あります、 其 中 蓆 澤 
伯爵 も 申された 如く 三 億： A 千 萬 圓であ ります か 四 億 

_ 位は 預金 部で 有つ て 居る ことで あると 存じます か 

ら 、一般 er 計に 於て 有つ て 居る もの ii 五六 億圓 であ 

らうと 思 ひます、 其 ? n 六 億圓の 金を JH 貨で外 國に一 

般锊 計の 有つて 居る、 即ち 國庫金 五六 億圓の ものが 

玆に 固定して 居る ことになるので あります、 戰時中 

外國貿 易な り 或は 航海 事業な り •誠に 日本の 爲には 

外 ® から 企を 儲けて 來る 事業が 盛んでありまして， 

それが 爲に R 本の 對外贷 借 關係阈 際 K 借關 係が 受肢 

勘定の 方が 支拂勘 定 よりも 多くな りました に 付て は 

大變 '外 ® から 資金が 這 入る ことにな つたので ある、 

其 場合に 私共は 成るべく 此這 入つ て 來る 金を 暫くの 


間は 外 M に 放 資して 置いて K 內に 通貨の 膨脹す る や 
うな ことになら ないやう にしたい ものである、 さう 
すれば 其 結果と して 物價の 騰貴 も 左程 大なる 騰貴を 
吿げん で 濟むか らと云 ふこと を考 へて 常 /-. 之を 主張 
して 居つ た 者であります が •若し 私 : 1).- (の 述べる やう 
な ことが 行は れて 居りましたなら ぱ物價 の 騰貴 も 今 
日の 如くには ならな かつたら うと 思 ひます が* 之と 
共に 政府の 國庫 金が 固定す ると 云 ふこと も 今日の 如 
く大な る 額には 上らな かつた ので あらう と 思 ひます 
物價 のこと ほ 後程 更に 御尋 したいと 思 ひます から、 
私 (3: 此處で は 此國庫 金の 固定して 居る ことに 付て 御 
尋ね 申したい のであります、 唯今 國庫 金で 正貨を 有 
つて 居られる と 云 ふの ほ國 庫に 剩餘 金が 澤山 ある， 
其の 外剩餘 金とまで 言 ふこと' か出来ぬ でも 國庫に 這 
入つ た 金で 暫く 使 はんで 居る、 使 ふ 時の 來るこ とが 
未だ 暫くは 来ない と 云 ふやうな 金で 以て 此五 六億圓 
の 在外 正貨を 御 有ち になつ て 居る ことで あらう と存 
じます が、 是だ けの 餘裕の あるとき ほ 是で宜 いので 
あ 〇 ます、 併ながら 剩餘 金は 今旣に 財源に 入れて 使 
はれむ として 居られる •又國 庫に 這 入つ た 金で 暫く 
遊んで 居る と 云 ふので も 決して 引當 ての ない 金で あ 
り ませぬ から、 是は 追々 に 使 はれて 行く ので ありま 
す •さ w すると 云 ふと 國 鹿 の 側には 支拂 元が 段々 少 
くなる から、 何 かの 金で 是だ けの 支 拂 元を 作らな け 
ればな り 去せ ぬが、 艽億圓 六 億圓と 云 ふ國庳 金が 固 
定し て顿く 使 ほれぬ と 云 ふ ものに なつて 居りました 
なら ぱ •其 時には 國 庫で ほどう 云 ふやう にして 支 拂 
をな される のであります か、 恐らくは 大藏省 證券を 
發 行して 其仕拂 元を 作らる る ことで ありは しない か 
と 存じます が •今回の 職 审前 、まだ 政府の 有つて 居 
つた 在外 正貨が 餘り 多くない 時に 於て すら も， 國庫 
盆が 固定して 居る が爲 に大藏 省 證券を 多額に 發 行す 
る、 それが 爲に 民間の 經濟界 を K 迫す ると 云つ て， 
財政 經濟 に對 する 壓迫な りと 云つ て 非常に 非難の あ 
つたこと •是も 亦 今から 五六 年 前の ことであります 
から 能く 御 承知に なつて 居る ことであります、 在外 
正貨が 少い 時で すら 左様で あつたので あるから •是 
が 五 億 圓六億 圓と云 ふやうな 大なる 高で ある 場合に 
愍々 之を 使は なければ ならぬ と 云 ふ 場合に は、 政府 
ほどの やうに して 之を 使用す る 金に 御替 へになる 御 
考で あります か、 之に 付て 政府の 御 計 3S 成案を 承り 
たいと 思 ひます、 續 けて 御尋 をして 置きたい のは 此 


度 會計 法を 改正して 國 確の 制度を 改め 金菔 制度を 變 j 
へて 預金 制度に なさる と 云 ふこと であります •是は _ 
誠に 結！ S な ことで、 si 共此 改正に 付て は 全然 賛成を 
致して 居る 者であります が、 ® 々 预金 制度に 變つた 
ときには 此 在外 正貨に なつて 居る 國庫 金なる ものは 
政府 (t 矢張り 其 儘 日本銀行に 御 預けになる ので あり 
ます か、 どうで あるか、 若し 之を 其 儘 御 預けになる 
と 云 ふこと であれば 之に 對 して 構は ず どん  <と切 
手を 御發 行になる ので あるか どうか、 是も併 せて 伺 
つて 置きたい のであります •其關 係から 經濟界 に 13: 
餘 程の 影響が 起る であらう と 思 ひます から、 其 事柄 
も 併せて 伺つて 置きたい のであります、 第 四に 13: 物 
價に關 係す る 事柄であります、 物價が 騰貴して それ 
が 爲に國 民は 生活に 脅かされて 居る、 それから 種々 
な 影響が 惹起つ て 誠に 心配に 堪へな いと 云 ふことは 
先日 來當 議場に 於て 多くの 方から 御述 になり ました 
から、 私は 此 所では 繰返して 此事は 申 上げ ませぬ* 
唯今 日此國 民が 物價の 騰貴に 苦んで、 何とかして 是 
が 調節を して 貰 ひたいと 云ふ聲 が 高い 時に 於て は、 
政府は 必ず 之に 對 して 何等か 政府の 御考の ある 所を 
國 民に 云 ふて 御 聞かせに なつて 適從 する 所を 知らし 
むる ことと 私共は 思つ て 居りました が、 過日 總理大 
臣の御 演說に 於ても 一言 隻句 之に 言 ひ 及ぼされない 
又 衆 S 院に 於て は 成る ほど 是が 問題に なつて 質問 も 
あ 〇 ましたが、 又是が 政府と 意見を 異にして 居る 者 
との 討論を する 問題に まだな つて 居らぬ ことで あり 
ますから •然る 以上は 本 H の大藏 大臣の 御 演說中 に 
ほ 必ず 政府の 御 抱負の ある 所を 此璲 に御述 になつ て 
さう して 國民に 向つ て 能く 政府の 意 ある 所は 此所で 
あると 云 ふこと を 御知らせに な. る ことで あらう と 私 
ほ 期待して 居りました が 又 今日 も 一言半句 大藏 大臣 
は 之に 御言 及に ならぬ のであります， 廣澤 怕搿 に 促 
されて 始めて 總理 大臣な り大藏 大臣な りが 物價 のこ 
とを 御述 にな りました けれども •誠に 其御述 になる 
所は 要領を m ぬのであります、 私の ri 席は 遠う ござ 
いまして、 總理 大臣の 御演說 は 今日の 場合に 限らぬ 
のであります •先達て 以来から 半分し か #: えぬ で 餘 
ほど 實ほ注 惹 して 聞いて 居ります が、 總理 大臣の 御 
話 ほ 聞えぬ のであります、 先 ほどの 卸 答 辯 も 聞え な 
いので あつた •それ 故 或 (3; 繰返して 御尋 する やうに 
なつて 相 濟み ませぬ が、 どうしても 私には まだ 政府 
の 御意 思の ある 所が 分つ て 居り ま .-!;- ぬ、 續いて 此で 
一 五 二三 
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| 伺つ て K かなければ なり ませぬ、 殊に 私が £;: も 失 ! 5 
いたした の； 1T 過日 KZ 本 « の , E7 問に 對 して 大藏大 K 
が 物價 問題 ほ 大騃 省の 所 ;,-? て ( £ ない ので ある. それ 
ほ 作 ^ 務 省の «- 讲であ つて 大藏布 ほ砬2的人の制限 
とか •.共の 他稅法 改正の やうな 時には 相談を 受ける 
けれども、 共の 外に 15: 大藏 省 (3: 物 fi-i のこと には 關係 
ほ ない と 云 ふ 御 答 辯を なされた のであります が、 是 
が 私 (x iR も 失 留して 居ろ 所で あるので ありま す、 物 
奶の祀 ^ に讨きまして私共は大蔽大炬の御努力を最 
も 望んで 屛るの であります， 其 大藏大 K が 物 似の 問 
題 {£ 自分の 所符 のない と £ ふこと を 仰せになる ■に 至 
つて ほ 殊に 心細く 感ぜざる を m ぬので ございます、 
今 n 物！ 3 の 商いの {j 色々 の 原 H が あらう と 思 ひます 

悉く 其 原因を 舉ぐ ると 云 ふこと になつ たなら ぱ數限 

り もない ことで あらう と考 へます が、 併ながら 私共 

の 見て K る 所に 於て (j _ 其 原因の 中で S なる ものは 

何と 云うても 通貨の 膨脹と 物 K の 缺乏と 云 ふこと で 

あらう と 思 ひます それ故に 今日 物惯の 問題に 付て 何 

とか 調節を せねば ならぬ と 云 ふこと になります 以上 

は •物資の 充搜に 努める と 云 ふことは 無論で ありま 

すけれ ども。 それと 共に 通貨の 膨脹を 抑制せ ねばな 

らぬと 思 ひます 通貨の 膨脹を 抑制し 之を 收縮 すると 

云 ふ 事に も 色々 な 方法が ありませ うが 併ながら 有り 

餘つた 金を 外 國に放 資する、 或は 爲替 資金を 國庫及 

日本銀行 以外から 調達す ると 云 ふことは、 是ほ並 に 

日本銀行の 金利を 相當に 引上げる と 云 ふやうな 事柄 

は、 どうしても 此通貨 の 膨脹を 抑制し やうと 思は る 

るなら ば、 實行 しなければ ならぬ 事柄で あらう と 思 

ひます、 私共は 此事 柄を 兩 三年 前から 唱 へて 居る の 

であります、 其當 時に 於て は 之を 實行 せらる、 こと 

に 於て さう まで もむづ かしく はな かつた ので ありま 

す、 又 之を® 行 せらる V ならば 其 効驗も 必ずや 現 ほ 

れた と考 へて 居る のであります， 今日 ほ 物が 極端で 

ある。 

■〔議長 公博 德川家 達 君 議長 席に 復す〕 

我々 の 云 ふこと を 一向 御 聞に ならず して、 通貨の 膨 

脹に 任せて 段々 と 通貨を して 今日の やうな 大な る膨 

脹の狀 態を 呈せ しめられた 爲に 、今日では 通貨の 抑 

制を しやう、 通貨の 抑制を しやう と 云 ふこと が 容易 

でない ことにな つて 來た のであります* 種々 の 手段 

■を 施されても 其實 効が 現 ほれる ことは 以前とは 今日 


ほ 咬 程 其 ' is 効が 現 It れる ことが 沌くな つて 来たと 思 
ひます、所謂紉讶符に人つて仕舞つたから、少々の 
藥の 盛り 方では！ S が 治らぬ と 云 ふ 所まで 今日は 押 及 
んで參 つたと 存じます が、 併ながら 物 fii の 調節を し 
やうと 思へ ば •通 货の收 縮を しやう と 思 ふなら ば， 
殆ど 私 ほ 唯今 申 上げた やうな 所に & らね ばなら ぬと 
自分で ii 考 へて 居ります 總理 大臣 ほ 物 ffi' の 問題に 付 
て ^ 々 此演擠 に 御 立に なつて 物 m を 調節し やうと 思 
へぱ 、外 國贸為 を 禁止し なければ ならぬ と 云 ふこと 
を Ilif 々御 述べに なつた のであります、 物 價を 調節す 
るに 付て (3: 外國貿 易を 禁止し なければ ならぬ と 云 ふ 
の ほ、 どう 云ふ惹 味になる のであります か、 私には 
能く 分らぬ のであります 、或は 外® 貿易を 止めた な 
らば、 物資が 多くなる から、 それで 物價の 調節 もせ 
ら る、 と 云 ふ 御考で あるので ありませ うか. それで 
ありま すれば •今日まで 外 國に輸 出しない 品物が 大 
變 高くな つて 居る と 云 ふ 事柄に 付て は 總理 大臣は 如 
何に 之を 御 1: になつ て 居る かと 云 ふこと を 伺は なけ 
れば ならぬ のであります •殊に 總理 大臣の 御言 葉を 
裏切る 事實は 今日 輸出を 禁出 して ある 品物が 米で も 
麥 でも 雑穀で も. さう 云 ふやう に 輸出が 禁じて ある 
物價を 調節す るには 外國 貿易を 禁止し なければ なら 
ぬと 云 ふの が總理 大臣の 御考で あるので ある •今日 
米な り麥な り 外國の 輸出 ほ 禁じて あるので、 輸出を 
禁じて ありながら 今日の 如く 高 V なつて 居る と 云 ふ 
ことほ， 是ほ 總理 大臣の 御言 葉を 直接に 裏切つ て 居 
る 事 S で ほない かと 思 ひます •阪本 君の 質問に 舞し 
て總理 大臣は 外國 貿易を 此儘 置く と 云 ふと 金 や 銀が 
這 入つ て來 ると 云 ふので、 金 や 銀が 這 入つ て來 ると 

云 ふことは どう 云 ふこと であり ませう か、 恐らく {± 

外國 から 資金が 這 入つ て來 るから 通貨が 膨脹す る、 

それ故に 物 償が 騰貴す ると 云 ふ 結論で ありは しない 

かと 思 ふので あります、 さう します と總理 大臣 も 亦 

今日の 物價 騰貴は 通貨の 膨脹が 其 一原 因を なして 居 

ると 云 ふこと を 御 認めに なつて 居る ものと 申さぬ け 

れば ならぬ のであります •唯今の 總理 大臣 ほ 物價の 

調節に 付て は 政府は 切に 努める 積り であると 云 ふこ 

とを 仰せに なつて 居る、 物價 調節を 大變御 希望に な 

つて 居る、 物價の 調節を 切に 御 力めになる 總理 大臣 

が 通貨の 膨脹が 物價 騰貴の 原因で あると 云 ふこと を 

旣に御 認めに なつて 居る 以上は、 通貨の 收縮 をす る 

と 云 ふこと ほ、 總理 大臣は 無論 御 賛成で あらねば な 


らぬと私は思ふのであります、然るに忡間には筠理 
大臣 ii 通货收 縮に if、 反對 であると 云 ふこと を 申さ 
れたと 云 ふ 新聞記事を ® へて 居る のであります •是 
れ は 恐らく ほ 傅へ て 居る 者の 誤で あらう と考 へます 
が、 併ながら 物 fij を 調節す るに ほ， 外國贸 易を 禁止 
しなければ ならぬ と 云 ふやうな ことを，； 一々 繰 返さ 
れ る， 通貨を 收縮 する のには 何も貿 舄を 禁止 せんで 
も， 其の 他に 幾ら も 方法が ある にも拘らず、 外國貿 
易を 禁止し なければ 物價の 調節 •か出来ぬ と 言つ て， 
生絲で も 若し 輸出を 禁ぜられたら 大變だ と 云 ふ 心を 
直ぐに 起させる やうに •人を 啜 かす やうな 奇矯な 言 
葉を 以て 常に 當議 場に 於て 御 答 辯になる 所を 見ます 
と、 どうも 逋 貨の收 縮と 云 ふこと には 餘〇御 熟 心で 
ない* 寧ろ 御 反對で あるので ほな からう かと 云 ふこ 
とを 其 反面から 窺は ざるを 得ぬ のであります、 先 ほ 
ども 申 h げた 通り 私の 議席には 總理 大臣の 御言 葉は 
洵に聽 きにくいので あります， 併し 此の 物價の 問題 
は 前に 申 上げました •通り 生活の 問題 •國 民の 休戚 
に關す る 問題であります から、 どうぞ 是が間 答 其 他 
の 事柄 ほ 何 所まで も眞 面目に、 それと 共に 何 所まで 
も 明瞭に 致したい と 思 ひます、 極く 頑！！ .…： 镇 棱、 
意味の 解らぬ やうな ことで 此 問題を 葬り去る と 云 ふ 
ことは、 それは 國 民に 對して 親切では ない と 思 ひま 
すから、 それ故に 是は 左樣な 遠 廻し のこと でな く、 
極く 直截に、 明瞭に、 總て 大切な ft 問題は 政府が 國 
民に 御說明 あらむ ことを 希菌 いたす のであります， 
先達て fn 木 君が 物價 問題を 色々 御尋 になる 場合に 於 
て •金利の 問題の ことを 御 尋にな つた、 通貨の 收縮 
をす るのに は 色々 の 方法が あります が.、 前に 申 上げ 
ます 通り 日本銀行の 金利を 引上げる と 云 ふこと も 其 
一つの 方法で あるので あります、 之に 付て 江 木 君が 
御尋 になり ました 所が、 總理 大臣の 御 答 辯は、 其 他 
の 問題に 付て は 私の _席 から 聞きます と 云 ふと 何時 
でも 要領を 得て 居り ませぬ が， 此 問題 だけは 實に要 
領を 得た 答 辯を 爲 された •金利の 引上げ だけは 政府 
は 反 封で ある、 斯う 云 ふこと を ほつきり 御述 になつ 
たのであります 日本銀行の 金利 引上げ だけが 物價調 
節の 方法で ほない のであります， 併ながら 是も亦 通 
貨を收 縮す る 一方 法で ある 以上は、 之に 限つ ては 政 
府は 必ず 反 S だと 仰せになる のは どう 云 ふ P でさう 
仰せになる のであります か、 又大藏 大臣 13: 阪本 君の 
質問に 對 して 金利 は 日本銀行の 總裁が 定める もので 


あつて. 大砝大 K •か 掙めるも 0 でないと：：ムふ :-? :5を 
爲され たので ある" 如何にも 金利は Q 本 5 r ff で » め 
るので あります、 併ながら、 日本 鋇行の 金利の 引 上 
なり 引下な 〇 に f -J- て！ f , 大 R 大 1  : ': 〇 ,.  i B J ,v sf する こ 
とに なつて 居る ので あり •* すが、 それ - e 大 R 大 I:': は 
大藏省 ほち ょつ とも 關係 がない と 云 ふこと を 仰せに 
なるので&0ませうか、大铵大はは企融を.£竹して 
居られる 大臣で あるので あります、 金逬を ;vj nn する 
と云ふことほ金利だけでほいけませぬ>伸なが !', = 
本 銀行の 金利の 如何と 云 ふこと が 金融に 大關 ffi c あ 
る以上ほ、金融と云ふことを所锌して居られる火藏 
大 L3 が 日本銀行の 金利に 付て ほ、 餘〇關 係の ないや 
うな 御 態度を 御 執りになる と 云 ふこと (X どう 云 ふ も 
ので あ 〇 まぜう か、 固ょ 〇 命 利の 班 M ほ 市場の 大勢 
に饺つて定まることであります，又市場の大勢ほ朵 
ほ 日 ♦本 銀行の 總裁は 能く 注視して 見て •誤らぬ やう 
にせなければ なり ませぬ、 併し それと 共に 大藏大 S 
も 能く 市場を 注視な されて、 適當の 時機に 於て as 常 
に 金利 ¢0- 定まる やうに 舵を 取つ て 御 出に ならな けれ 
ばなら ぬと 思 ふ、 それが 日本銀行の 總裁が 呻 m でる 
まで 大藏 大臣は 金利の ことは 一向 御頓 著がない と 云 
ふやうな 態度を 執られて， 歷 代の大 藏大 K の 執つ て 
居られた 態度と 全然 異つた 態度を 執られる と 云 ふの 
はどう 云 ふ 譯 であり ませう か、 大藏 大臣が 今 R の 物 
價の 騰貴に 付て 一向 耦はぬ 、此 儘で 構は ぬと 云 ふ 御 
考な らば •是ほ 別問題であります、 併ながら 今 口の 
物價 騰貴は 生活の 問題に 關係 する K 大な 問題で ある 
から、 何とかせ ぬけれ ぱなら ぬと 云 ふ 御考が ありま 
すなら ば、 歷 代の大 藏大 E が 總 て勉强 した ことを 此 
現代の 大藏 大臣の みが 之に 關係な さらぬ と 云 ふこと 
ほどう 云 ふ 御 趣意で あるので あります か、 大藏 大臣 
は 金利の 引 上 ほ 物價 調節の 爲に する もので ほない、 
是は 市場に 讐戒 を與 へる 爲に する ものである、 斯う 
阪本 君に 御 答に なつた のであります 無論 市場を 耧戒 
す る爲で ありませ うが、 市場を 警戒す ると 云 ふの ほ 
どう 云 ふこと であります、 市場を 馨戒 して 資金を 餘 
り 濫用せ ■ぬ やうに、 資金の 使用を 節せし め やうと 云 
ふの が 市場 警戒と 云 ふこと であるで あらう と 思 ひま 
す、 資金の 使用を 節する と 云 ふこと ほどう 云 ふこと 
になります か， それが 即ち 通貨の 抑制になる ので あ 
る、 從つ て物價 騰貴を 自ら 是で 抑制して 行く と 云 ふ 
ことになるので あります が、 それだけの 關 係の ある 
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此 金利の 問 ! & を 之を 誠に 輕い ものの 如く 仰せに なつ 
て、 それは 日本銀行の 總裁の やる ことで、 大藏 大臣 
ほ 日 木 銀行の 總裁が 申出たら 初めて 之を 聽 いて 見る 
もの だと 云 ふやうな 御 態度を 御 執りなる ことは 私は 
誠に 砰解に 苦しむ 所であります、 若し それなら ぱ、 
大藏 省の 官制の 中に 金融と 云 ふ 事孭 の揭げ て あるの 
ほ どう 云 ふ譯で あります、 金融と 云 ふ 事項を 掲げて 
金融の ことは 大藏 大臣の 所管で あると して 置いて， 
而 して 日本銀行の 金利の ことは 大藏 大臣は 全然 日本 
銀行に 御 一任な されて あると 云 ふこと であると. 大 
藏 省の 所管 事項の 中に 金融と 云 ふことの 揭げて ある 
と 云 ふこ どは どう 云 ふこと であらう か、 ちよつ と 私 
共には 分らぬ と 云 ふこと になる のであります* 通貨 
ほ 膨脹して ある 爲 に物惯 が 騰钕 して 居る ばかりでは 
ありませ ぬ、 此膨眼 からして、 通貨を 土嶔 にして、 

之を 勘定に 入れて、 此狀 態の 下に 秘々 な 事業を 企て 

て、 今日では 稍々 琪 業の濫 興、 投機の 頻發と 云 ふや 
うに 言 はれて、 今日では 旣に 大破 大 S は 此檀 上に 於 
て投拽 を 戒め、 奢侈を 戒め、 投機を せない やうに と 
云 ふこと を 段々 仰せに なつた が •是が 恐らくは 反動 

期に 至つて 非常な 玆に經 濟上の 勁 搖が 生じて はなり 

ませぬ からと 云 ふ 御 心配 だら うと 思 ひます が、 此反 

動 期に 於け る 励 搖の 大きくなる の も、 小さくな るの 

も •此 通貨の n!] 題に 付て 大藏 大臣が 努力な される と 

否と で， 極つ て 行く 問題であります‘  mo 物 ® の 問 

題 だけでは ありませ ぬが、 左 棟な 色々 な 方面に 苴り 

ますと 私の 饮 問が 長くな 〇 ますから， 其方 tfd のこと 

ほ 申 上げ ませぬ、 物價の 問題に 付て 13: 總 ての 事柄に 

付て ¢11 何な さる かと 云 ふこと を 御 ^ する のが 是が當 

〇 前であります、 併ながら 當譏 場に 於て ほ 旣に 種々 

なる 方々 から lit 問題に 付て 御 問 ひに なつて 居 〇、 又 

或 ほ 此後に 於ても 物 似の 問題に 付て 御 辱になる 方が 

あるで あらう と 存じます から、 私は 物 僧 問題に 付て 

ほ 總 ての郜 に苴 つて 政府の 施設を 御 ^ すると 云 ふこ 

とを 致し ませぬ •照く 御 ^ L ますと 云 ふと， 御 答 辯 

がどうしても 要領を 得ない ことにな ります から、 問 

題を 限つて •制限を して 御尋を 致します から、 それ 

故に制限した問題に付ては父明瞭な御答辯を願ひた 

いのであります、 それは 前に 申 上げました 通貨の 膨 

脹ほ物 俏睥 K の 一の 原因を なして 居る と 云 ふこと を 

政府 13: 御 認めに なつて 居ります かどう か、 と 云 ふこ 

とであります •是は 原因で あると 云 ふこと を 御 認め 


になつ て 居ない と 云 ふこと を 仰せに なれば， それ だ 
けで、 もう 其 以上は 私は 御尋 をし ない のであります 
併し 是は原 因の | であると 云 ふこと を 御 認めに なつ 
て 居る と 云 ふ御考 でありますなら ば-其 次には それ 
ならば 政府は 通貨の 膨脹を 抑制す ると 云 ふ 御意 思が 
あります か、 どうか、 と 云 ふこと を御尋 したい、 是 
も 御 通貨 膨脹を 抑制す る 意思がない と 仰せに なれば 
それで 其 以上は 御 尋ね 致し ませぬ けれども、 それは 
其玆思 ありと •斯う 御 答に なれば， 第三 段と して ほ 
それなら ば是迄 なされた ことは 御 問 ひ 致し ませぬ、 
今日 以後 通貨の 膨脹を 抑制す る爲に 政府は どう 云 ふ 
ことを 爲され むと なさる ので あ 〇 ます か、 其方 法を 
御說 明を 願 ひたい、 斯う 云 ふやう に 御！® をして、 問 
題を 唯 通貨の 問題に 限つ て、 其 代りに 此問 題に 付て 
だけは、 政府の 御考の ある 所を はつき り 御 答を 願 ひ 
たいと 思 ひます、 最後には、 私 矢張り 西 比 利 亜の 問 
題を 御 5 @した いのであります、 是は 極めて® 單に御 
尋を 致す のであります、 西 比 利： 亞出 ft- の 目的、 即ち 
戰 爭の E 的 ほ 當初は 「チヱ ック 、スロ ーヴ アッ ク」. 
の 救援と 云 ふこと であつ た •此の 事柄は 一昨年の 中 
に私 (3; 目的を達したと思つて居るのであります、現 
にそれ故に昨卬の豫算總會に於ては、丙的ほ旣に達 
したやう であります が， 矢張り あすこに 兵を 駐 めて 
居られる のは ど ■「云 ふ譯 合であります かと 云 ふこと 
を御尋 したので あります が>  其 時に ほ 西 比 利 亞の秩 
序を 保つ 必要が あるから、 矢張り 兵を 駐めて 置く と 
云 ふ 御 答が ありました、 即ち 腿 爭の 目的は 變つた の 
であります、 所が まだ 今日 迄 も 兵を 駐 めて 置かれて 
而 かも 半 個 師團の 增 M 迄 も御實 行な さると 云 ふこと 
になつ たのであります か、 之に 付て 當 議場で 段々 御 
尋の あつたのに 對 して、 政府は 又々 「チェック* ス 

口— ヴアッ ク」 を 救援す るので あると 云 ふこと を 仰 

せられた のであります •それに 又 外務大臣 ほ 附加へ 

られて 烏 蘇 里 地方には 朝鮮人が 多く 居る から、 それ 

故に 〇 木の 兵を 置かぬ ければ ならぬ と 云 ふ 事を 仰せ 

られ たのであります、 さう すると 西 比 利亞に 於け る 

硪苹 の E 的は 一年 半ば かりの 問に 彐遍變 つたと 云 ひ 

ませ 6 か、 四 度變つ たと 云 ひませ うか，®々 變つて 

居る のであります、 一國が 外國に 兵を 動かす と 云 ふ 

場合には、 內 外に 向って 誠に 能く 分つ て 居る 理由が 

なければ ならぬ と 思 ふので あります、 一年 半の 間に 

三度 も 四 度も變 更 をす る やうな、 誠に 不徹底な 理由 


に 基いて、 我が 忠良なる 臣民の 貴重なる 血液を 西 比 
利亞に 流させ、 並に 數億圓 と 云ふ國 脂 の 金を 費す と 
云 ふ 事柄 ほ、 私共の 實に 忍ぶ ことの m 來ぬ 所で あり 
ます、 過日 坂 本 男 槪が總 ■大臣に 對西 比利亞 方針を 
御尋 になつた 場合に、 總理 大臣の 御 答は 對西 比利亞 
問題 •對西 比 利亞 方針を 決める には •對輯 方針を 決 
めぬ ければ ならぬ、 聯合國 ：； 英佛 等は まだ 對露方 
針に 付て 十分に 決めて 居る 所がない、 是と 協調を 保 
つ 所の 日本 も 亦對露 方針が 立たぬ ので ある、 從 つて 
對西 比利亞 方針を 立て、 ほつ きりと 玆に說 明す る こ 
とは 出 來ぬと 仰せられました のであります、 英佛等 
が 對露 方針を 立て k 居ない と 云 ふ 事柄 ほ、 私は 見方 
が 違 ふので あります、 英佛 の對厲 方針は gf 々變 つた 
やうには 思 ひます、 變つて は 居ります けれども、 常 
に 方針を 立て 此方 針で 兵を 動かす、 此方 針で 撤兵を 
する •此方 針で 兵器を 供給す る 此方 針で 商寶 の路を 
開き 掛ける、 皆 私 ほ 方針 •か 定 つて 居る と 思 ふ •決し 
て 英佛 の對露 方針' か 定つて 居らぬ とほ 思 ひませ ぬが 
併ながら 是は 見解であります、 谷 人の 見解で 外國の 
やり方 ほ. y 分は 斯う 見る、 總理 大臣は さう 御 置に な 
らぬと 云 ふことは、 是ほ見 解の 相違であります から 
私 13; 御 導を しないので あります •英佛 の對露 方針 •か 
決らぬ と 日本 も 亦 決める 譯に いかぬ と 云 ふ 御言 葉は 
是 ほ 私 ほ 踏いて is いて 居つ たのであります、 協調は 
何 所まで も 保たなければ ならぬ が、 併ながら 日本に 
は •どうしても 日本 だけの 一つ 決つ た 方針が なけれ 
ばなら ぬのであります が ■英佛 の對露 方針の 定まる 
迄 ほ 日本の 對露 方針が 定まらぬ と 云 ふことは、 私共 
誠に 麓いて 之を 聽 いて 居りました が、 难今 他の 事柄 
に 付て 總理 大臣は 自主的、 自衞的 方針を 持たな けれ 
ばなら ぬから、 外國ほ 撤兵しても、 日本 (X 撤兵せ ぬ 
と 言は れた 、其 趣意 ほ 何だか 自主的 外交を 持たな け 
れば ならぬ と 云 ふ 風に 伺つ たのであります ので、 そ 
れほ さうな ければ ならぬ と 思 ひます が、 過日 坂 本 男 
爵に答 へられる 時に •英佛 の 舞 露 方針が 定まらぬ か 
ら 、日本の 對露 方針 も 定まらぬ、 從 つて 對西比 利亞 
方針' か 定まらぬ と 云 ふこと を 御 答に なつた の if 私 
共は 誠に 之に 對 して 遺憾の 事柄で ある、 國民 として 
ほ 誠に 不幸なる 政府の 言明を 勝く ものであると 考へ 
る 次第であります が、 是は 何れ 豫 算總會 等で 改めて 
伺 ふ 機會が あらう と 思 ひます から、 此席 上では 伺 ひ 
ませぬ、 唯 總理大 12 の 坂本炤 路に御 答に なつた 所に 


依つて、 政府の 對西 比利亞 方針と 云 ふ 4 のが 十分に 
定まつ て 居ない と 云 ふこと が 分つ たのであります、 
それ ほ 分， りました けれども 私共は 實に 之を 悲しむ 者 
であります、 H 本の將 卒を西 比利亞 の 恋風に f!M し， 
多額の 國帑を 費して 居りながら、 方針が 決つ て 居な 
いと 5? ふこと でありましたならば* 國 民と して實 に 
心細い のであります •私共 苟も 外國に 兵を 励 かさる 
、以上は、 方針が 決り， II 爭の 目的は 決り、 何 所 ま 
でも 正々 堂々 と國民 に 向つて 政府の 御 意嚮の 在る 所 
は 忌憚な く說 明す ると ころの 話で ない、 國民が 尋ね 
んでも 機 @- が ありさへ すれば、 斯う 云 ふこと で やつ 
で 行く からと 云 ふこと を 仰せられて こそ 國民は 勇ん 
で 身を 捨て、 西 比利亞 の 曠野に でも •何んでも 行く 
のであります が， 政府で ほ 方針が 決つて 居ない、 而 
かも 國民に 向つ て 說明 をな されと 言へ ば、 まだ 言へ 
ぬ、 まだ 言へ ぬと 云つて、 何時も 仰せに ならぬ、 仰 
せになる 時は •もう 兵を 引く 時で あらう と 思 ひます 
それでは 國民ほ 自分の 父兄を 殺し， 子弟を 死なし め 
て 居る のに、 何の 爲に 左樣な ことを せぬ ければ なら 
ぬと 云 ふこと がちつ とも 分らぬ と 云 ふこと になる の 
であります、 此間 題は 私は 今日の 日本の 問題と して 
一番 ft: 大な 問題で あると 思 ふ、 日本に ほ H 下爾大 な 
問題は 少く ありませ ぬが， 西 比利亞 問題ぐ らゐ 重大 
な 問題 ほない と 思 ふので あります、 此 問題は 唯今 申 
上げる 通り 大體の 國の外 國に對 する 關 係， 國の國 民 
に對 する 關係 から も 必要であります が、 併ながら 能 
く 徹底した る戰爭 、目的な しに 兵を 御 動かしになる 
と 云 ふと* 私は 此 軍隊の ffi 律に 關係 する だら うと 思 
ひます、 日本の 軍隊の 如き 紀律の 嚴肅な る 軍隊は 世 
界に其 比を 見ぬ と 思うて 我々 喜んで 居ります が" 一 
朝此紀 律が 龜裂を 生じましたなら ば、 實に 恐ろしい 
ことになると 思 ひます が、 若し 左樣な ことがあつ た 
ならば 大切なる 間 題を 常に 國民に 御隱 しになる と 云 
ふこと からして 是が私 は 起る と 思 ふので あります， 
廣澤 伯爵の 御 尋に對 して 政府は 答へ ぬと 仰せに なつ 
たから、 此 以上 御 尋す るの {3: 無理で あるか も 知れ ま 
せぬ が、 併ながら 問題が si: ; 大であ る國 民は 政府の 說 
明を 待つ て 居る のであります •どうか 聞きたい と 言 
つて 居る のであります から、 其 切なる 事情に 鑑みら 
れて 、今 一遍 御考盧 になって、 私 ほ 政府が 本 回の 議 
會 の開會 中に 西 比 利亞の 兵を 徹する、 撤す ると 云 ふ 
ことを •政府は 永久には 置き ほせぬ、 「チェック、 ス 
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n 丨 ■>* アッ ク I の 救 2? の d 的 さへ 5J T れ tt ia すと 云 
ふ初めの订：：：でちろから’何時かは ^ すのであると 
云 ふや 5な唞である，是け议に：个 « 而3なる御答辯 
である、我々の問うて居るのほ、我々も西比利亞に 
永久に 駐屯す る ものと も 何とも 思は ぬ、 硪爭の n 的 
を 達したら 戾 ると 云 ふこと も 知つ て 居る ので ありま 
す， 今は もうさう 云 ふこと を W うて 居る に 及 ぱ ぬ、 
もう 撤兵せられ る 時で あるので ある， 撤兵に も 兵を 
引 揚げられる に 付ても* 二® 月 か 一一. 節 月は 斟 する の 
であり ませう. 叨日 商 ぐ K- を 引く と 云 ふこと も 111 來 
ぬか知れませぬが、極めて兵を引くと云ふことほ， 
今日もう 必媒で ある. e されなければ ならぬ 時で あ 
ると 思つて 居る のに、 永久 駐兵す る譯で ない、 何時 

かは 是は戾 すだら うと 思 ふ、 是は扠 に 私は 不 ¢1 面 H 

な 御說 明と 思 ふ， 國民ほ 左 機な ろ 説明を 聞きたい で 

玆に議 場を 通じて 政府に 質問す るので ない ので あり 

ます •それ故に どうぞ 私の 御尋 すろ 問題と 胺澤 伯掼 

の御尋 になつ た 所とは 同一であります から •今 一遍 

政府は 御考 になつ て •此 點 に 付て はつき りした 御 答 

辯を 御與へ あらむ ことを 希菌 いたします、 附加 へて 

御 尋ね 申 上げます が、 農 商務 大臣は 衆議院の 豫算の 

本會 であるか、 分科 會で あるか、 それ ほ 私 ! S 今 明に 

して 居 〇 ませぬ が、 豫遛會 に 於て •物價 の 問題は 大 

藏 省の 所管で あると 云 ふこと を御述 になつ たと 云 ふ 

ことが 新聞に® いてあります •官報の 附錄で ありま 

せぬ から 分り ませぬ が、 それ故に 玆に御 尋ね 致し ま 

すが、 農 商務 大 S は斯樣 な ことを 衆議院の 豫算會 に 

御述 になり ました か 否やと 云 ふこと を 一つ 伺つ て 置 

きたいので あります， それから 又 此度高 田 師團の 殘 

留 部隊を 西 比利亞 に派逍 する に 付て、 政府は 亞米利 

加に 協議を せられて、 亞米利 加の 同意を 求めた が， 

亞米利 加が 容易に 答を せぬ が 爲に 一箇月 以上 も 遷延 

をした と 云 ふこと に. 世間には 言 ひ ® へて 居る ので 

あります が、 此事は 事實 であります か 否や 之を 併せ 

て 伺つて 置きたい のであります。 

〔阈務 大臣 男 掼高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君) 御 答いた します •第 

一問 it 近き將 來に咁 税 する 見込なる や、 減價 基金を 

復活す る 見込が 確かで あるか、 玆に歸 著す る 減 ffl 基 

金の 必要を 述べられ、 他に 英吉利の 如く  •英吉利に 

於て 一時 行 はれた るが 如く、 年々 の剩餘 金を 以て 公 

值を 還せば 宜 いと 云 ふ 論には 自分は 承服が 111 来ない 


と 云 ふ 3 である •是 は 御 同感で ある 私 i, -H= て 剰砼金 
で 公； 3を记 ;3 すれば宜い、減《基金は设く必耍はな 
いと 云 ふことは ？? つて W つたことは ない、 そこは 何 
も說ほ違はない，唯厫察の違ふ點ほ、今日滅 |11 基金 
を 三 四 年間 中止す るが S に、 R 本の 公 W の 信用が 落 
ち、 公 !., i 鉍集 にも 今後の 支障を 来たす であらう と 云 
ふ 御 懸念' か ある， 某點に 付て li 私と 非常に® 察を 興 
にす るので ある •今 Bif 内外 共に 日本の 公位が 減 依 
站金が ない 爲に 信用が 落ちる と 云 ふことは 私 (3; 認め 
ない のであります、 公位 蘇 集の闲 難は 日本 政府の 信 
用がない 所以に あらず して* 他に 原因が あるので あ 
る、 故に 減 依 基金を 今日 四 五 年間 繰 入 も 中止を する 
が爲 に、 我國の 信用が 落ち、 即ち 公 ffi の 信用が 落ち 
ると 云 ふ點に 於て ほ 不幸に して 若槻 君と 見を 同じう 
する ことが -m 來な い、 それから 歳入の 見積りに 於て 
E 励 期が 来た 時分には 自然 增收は さう はなから う、 
又將 來物價 も 今日の 見積りょりは 騰貴す るで あらう 
それの みならず •將 來社會 政策 等 ! i 々我 國に 施さね 
ばなら ぬ 事柄が 多い 爲に 、將來 の 政 費は 益々 膨脹す 
るで あらう、 それらの 用意が 更にない やう だ、 斯う 
云 ふ御縣 念の やうで ある、 勿論 將來 のことは 是は能 
く 誰もは つきり 分る ものぢ やありません、 若槻君 も 
五 年 先き のことは 分らぬ と 仰し やつた 通り， 將來の 
事を 確かに 豫言 する 事の (ti 来ない の (3-. 單 り若槻 君の 
みならず ，私 も 御同樣 である •唯今 B の豫萬 編成に 
當つて 將來 に增税 する 見込で あるの か 私 ほ 今日の 豫 
算を 編成した るに 當つて 他に 何等か 必要なる 事が 起 
つて ■来れば 兎も角、 此九 年度に 於て 掲げた る 事を 實 
行す るに 當つて 更に % 税 する 必嬰が 起る と 云 ふ 事は 

認めて 居らぬ のであります、 又減债 基金 ほ 必ず 十四 

年 以後に 復活す る 事の 確信が あるの が、 成算が ある 

のかと 云 ふ 御尋で あるが 是は 今日 確かに 有る ので あ 

ります、 有る 故に 法律に 於て此 四 ^ 間中 止を すると 

云 ふこと を 定める のであります >  一 たび 之を 崩した 

ならば、 餘ほど 有力な 大藏 大臣で なければ >  各省の 

要求を 拒んで 此減傲 基金を 復活す る ことほ /li 来な か 

らうと 云 ふ、 是 ほ 或は さう かも 知れ ませぬ けれども 

左樣な 微力な 大藏 大臣が 將來出 ると も 私は 考へて 居 

らぬ 、故に 此 第一 點に 付きまして は 九 年度の 豫算に 

計上した る 事項を 實 行す るに 當 つて、 それが 爲に今 

後增稅 を耍 すると 云 ふ 見込は 今日ない のであります 

考も 無い のであります、 はつき りと 是は御 答いた し 


ます， 又 減 ffl 苺 金の 择 入は m に {y 活する 碗 信が ある 
のであります， 第二の 胜 ほ 公 _3 政策. 是 は まあ 段々 
是 から 發 行すべき 公 M、 又旣發 行の 借 換を せねば な 
らぬ期 限の 到來 、それ 等の 公- 3 を 今後 數年の 後には 
期々 の FJ 額になる、 之を r? 行す るの 成 3?. が あるか、 
斯う 云 ふこと です、 若し 今日に して 来るべき 公 tit は 
いつ 幾日に 幾らで 起す、 又 借 換の もの ほいつ 幾日に 
どうして 借換 へる と 云 ふこと が 大藏 大臣と して 將來 
を 計つ てきちん と 人と 約束した 如くに 行は れるや う 
ならば、 大藏 大臣は 骨が折れない、 而して 其 非難の 
點ほ だ、 公債と 云 ふ ものは 一體 長い ものであるべき 
もので •短期の 公愦を 出して 居る と 云 ふ 御 非難 だ、 
是ほ 若槻 君は 海外の® 情に も 明るい 御 方であつて、 
獨 り我國 のみ 公債は 長い もので なければ ならぬ と 云 
ふ 御 議論は 受肢 りに くい 譯で ある、 是は 市場の 狀態 
に 依つ て、 國 家の 爲に 長期の ものを 發行 する のが 有 
利な りと認 むる 時 ほ 是は 長期の ものを 發行 する、 併 
ながら 長期の もので なければ、 發行 出来ない と 云へ 
ば‘ 公債 財源に 依つ て 行 ふべき 仕事は 出 來な くなる 
公憤は 物好きに 發行 する のでない、 已 むを 得ぬ 必要 
が あつて 募集す るので ある、 何としても 償ねば なら 
ぬ ものである、 其 時に 於て 短期の 公債を 發行 する が 
國 家の 爲に 利益な りと 見て 短期の ものにする ので あ 
る、 强ひ て是ほ 長期に する 必要 ほ 無い のであります 
是は どこの 國でも 執つ て 居る 所の 政策であります、 
又 其 非難の 一つと して 今日の 如く戰 爭の 影響を 受け 
て 最も 景氣の 好い 時に 於て 旣に 長期の 公債の 發行が 
出来ない、 今後 反動 期に 至つ て" 不景氣 になつ たら 
尙更發 行が 出 來なか らう、 斯う 云 ふ 御 ® ■ 察で ある、 
是も 少し 違 ふ •何れの 國に 於き ましても •製造 工業 
斯樣な 事業に 國民が 熟 中して 居つ て、 而 かも 其 事業 
の好景 氣 、配 當も 多い、 斯樣な 時代に 於て ほ 兎角 人 
心は 地味な 公愦な どに (3: 氣が 向かない ので ある、 却 
つて 不景氣 になつ て 下手な ものに 放 資する ょり ! t 先 
づ公債 が 安心 だと 云 ふやうな 人氣 になつ て、 初めて 
長期の 公債を 發 行し 得る 狀 態が 現は れ るので ある， 
必ず 景氣の 好い 時に 長期の 公債が 發 行し 易く して、 
不景氣 の 時に 發行 しにくい と 云 ふことは ない、 寧ろ 
不景氣 になつ て 入が 眞 面目に なつて •公憤な どに 放 
資する ことが 多くなる と 云 ふことは 從來御 承知の 英 
吉利 あたりに 於て 「パブリック」 の 公衆の 氣 合の 動 
くのは 斯う 云 ふ 風に なつて 居る、 であるから 好景氣 


の 時に 長 111] の 公 W CS 行が 出來な い、./ 後.，、. wf: ': ».i に 
なつたら 尚 史出來ないと云ふのは 1|( に ..1 {热--;で责校 
とほ 遠ざかつ て 3 f る、 それから ® 三；！ j ffl Mf ^ を ti つ 
て …… 艽位肫 内外の 在外 正 It を 有つ て、* が 海外に 
罔定 して 居る、 そこで 若し 此金が 人 川な 2 !八 |1 に (i 大 
駿省證 券で も 3 す 0 か •斯う 云 ふ 御 ^ 〇 やうで あり 
ます、 lit 今 海外に 政府が 有つ て K る IF 货は 即ち 若 3 
君な どの 御 希 沼 〇 諧ほぱ海外放打と冏じ結來を兑て 
居る ものである、 而し て是が 固定と 云 ふことは 如何 
なる rc 味に 言は れたか 知らぬ が •政府は 常に 入用な 
場合に 於て 速に 间收の 出 來る 方法に 於て 之を 使用し 
て 居る のであります、 故に 國 _ が 命 鞔上 在外 正 It を 
使は ねばならぬ 場合に 至りましたなら ば、 其 必要な 
高は 或は 爲替に 依り、 或は 11-: 货を捋 つて 來て 用 〇 足 
りる やうに なつて 居ります、 旣に 今度 九 年度の 5* 3?: 
に 於き ましても 剩餘 金を 一億數 千 斑 圓繰 入れる こと 
になつて居ります，併し是までの經驗に依りまして 
非常な 五 億な ぞと云 ふやうな ものを 一時に 海外に 在 
る ものを 戕寄せ ねばならぬ と 云 ふやうな 必要は 起ら 
ない、 矢張り 必要が あれば、 漸次に 収寄せ る ことに 
なつて 居ります* 決して 固定して 居る と 云 ふこと に 
付て ほ 御 心配が 無くて 宜か らうと 考 へます、 それ か 
ら預金 制度、 今度 會計 法を 改めます るに 付て 金 fill 制 
度を …… 金庫を 躞して 、預金 制度に した •然ら ば 政 
府の 有つて 居る 五 億 六 億と 云 ふやうな 多額の 在外 正 
貸は 其 儘 日本銀行に 預れ るの か、 果して 然らぱ 非常 
な 金融界に 變動 を來た すでは ないかと 云 ふ 御 心配， 
是は 御尤もな 御 心配， 併し 海外に 有つて 居ります 所 
の 政府の 在外 正貨は 普通 —— 预銓 として ! t 日本銀行 
に預 入れない ので ある、 是は 依託 W 金で ある、 依託 
預金と して 居る、 故に 政府の 指 M に 依つ て 之を 使用 
して 行く ので ある、 決して 正貨 準備 等に 之を 入れる 
ことは 出来ない ので ある， 從つ て內地 の 金融界に 之 
が 爲に變 動を 起す と 云 ふことは 無い と 御 承知 {a きを 
願 ひたい 第 四は 物價の 問題で ある、 是は朗 るむ づか 
しい 困難な 問題で ある， 色々 御 說が ありました が、 
どうも 其 御 席が 遠い 故 か 私が 此 處で臌 いて 居り まし 
た 總理 大臣の 答 辯な すつ たのを 餘ほど 違つ て 御 了解 
になつ たやう だ、， x 誤解が ある やうであります、 それ 
は 併し 私は 此に 辯ず るの 必要は 無い と 思 ふ， 唯阪本 
君の 御 質問に 對し私 が 物惯 のこと に 付て は大藏 大臣 
の關 する 所でない、 農 商務省 所管で あると， 斯う 言 


阼族贵 分 誘 re 帝 ra 二十 F 茁 


つた やうに 御 話でした が、 それ ほさう でない、 物價 
が 金融に 關す る點に 於て (3; 無論 大破 大 K 其賀 任 が あ 
るので あります、 併ながら®々 の 政策に 付きまして 
ほ lit 政策を 編 出す る 所の ものは 大藏 省に 非ず と 云 ふ 
意味に 於て 御 答を したので ある 又 雅筘を 御 紹介いた 
す演說 中 何等 物價の ことに 及ばぬ と 云 ふ， 失菌 した 
と 云 ふ 御 話で ありました •是は 直接 物 似とは 申され 
ませぬ けれども‘ 詰り 今 H の勞働 問^ T 經濟 問題に 
於て 非常に 我 國は闲 _ であるが、 之に 付ての 方針 七 
しては 生 產の助 長を 根本 方針と して •國 民の 自制と 
扣俟 つて 徐に其 効果を 收めな ければ ならぬ と 云 ふこ 
とを 申した のは、 即ち 此 物 fii のこと を 含んで® る、 
それから 此外國 の 貿菇に 付ても &ほ |« 々總理 大臣 も 
言は れて 居る 通り、 結局 此 今日の 物價騰 n は mo 日 
本のみ ならず lit 界 的であります るが、 日本の 物價騰 

貴の 主なる 原因 (i 畢竟 ほ 海外 M 品の 發 昶及海 外の 事 

業、 邦人が 海外に 於て 事業を 營む ，其 發展 に歸 する 

南洋 方面に 於ても 種々 の 農業 等の 事業を 企て 海運 事 

第 も 貿易 も 總て此 海外に 關 する 所の 収引關 係、 商 賣 

關係 ，さう 云 ふこと からして 我國に 於て 事業が 起り 

物資の 需嬰も 盛んになつ て來 た、 是 等が 即ち 大 なる 

原因で ある •故に 一般の 物價 を -lit 界の物 偵に 關係な 

く單り 我國に 於て 之を 低く して S かぬ ければ、 勢 ひ 

此大 原因と なつて 居る 海外の 關係 のこと を 抑制す る 

ょり 外に 途がな い、 斯 くして ほ 之に 勝る 宵が あるか 

らして、 さ 5 急激な ことほ /!'. 来ぬ と 云 ふこと が總理 

大臣の言はれた珣旨のやうに私ほ閗いて转〇ました 

若® 君は 今日に なつて は屮々 容易に 手を 下しても 著 

しき 効能がない 初めょり 自分 等の 說の 如くに して 居 

つたなら ば、 今日に 至らなく つて 浒んだ んだ らう、 

其 1?(? 據には 何等 海外に® 出 も 何もし ない のに 高くな 

つて 居る で ほない か •輸 ;t{ を 禁じた 物 も 高くな つて 

屛 るで ほない か •斯う® 純に 御 蕺論を なさる ので あ 

ります るが、 假令 海外に 输 出しない もので も 海外の 

貿易 關係 からして、 fi 銀な 〇、 原料な りが 高くなる 

と 云 ふこと ほ 免れない ことで •さう m 純な ものでは 

ない、 抱 雜 して 居る ので ある* 產業 上の ことは …… 

故に 外 K へ / ti る ことを 禁じたら 直ぐに 其 物が それ ぢ 

や re くなる が •併し 今日の 货銀が 商く， 賃銀は 單り 

外國へ 出る もの ほ 商い 外 ^ へ m ない もの ほ 高くない 

« 銀と 云 ふ ものは 斯う 跖 別して 世の中は なつて 居ら 

ぬ， 一例を 申します れば 生絲は 御祇 知の 通り 高い、 


從 つて 今日は 桑を 作て 得る だけの 收益が なければ 煙 
荩を作 らぬと 云 ふ 現狀 になつ て 居る 今 n である、 是 
は 煙草を 作る よりも 桑を 作る と 云 ふ 方が 利益なら ば 
農業 者は 其 益の ある 方に 行く のは 尤もなん である， 
併ながら それでは 煙草の 供給が 足りなくなる から 昨 
年の 十二月 一千 二 三百 萬 圓の 補給を して 五 千 町步の 
煙荩を 作らなければ ならぬ と 云 ふこと を 現實 經驗し 
たのであります、 さう 云 ふ 風に 色々 互に 因と なり 原 
となつ て 构雜 して 居る 狀態 であります から、 御 話の 
如く 輸出を 禁じたら 此物は 下がる 輸 ui のない もの… 
… 外國關 係がない ものは 下がり さうな もの だと 云 ふ 
譯に往 かない， それで 兎角此 金利 だけに 付て 御 話で 
あります るが、 金利の ことに 付て は、 先日 も 申した 
通り 少し 誤解が あられる やうであります るが •私の 
言 ふのは 物價を 引下げる S に 金利を 引上げる ，其 H 
接の 目的の 爲に 金利 引 上の 政策を 執る ことに 付て は 
私は 同惹が Mi 来ぬ、 斯う 云 ふ a 味なので、 それで 金 
利の 如き ものは •或る時 代の 大藏 大臣は 日本銀行の 
調资其 他から 考へた 其 意見に 1SL して 强ひて 己の 意見 
に從ほ しむる と 云 ふ考で 金利の 引上げ 或は 引下を 强 
要した ことがある かも 知れ ませぬ、 私は 左_な こと 
はしない、 先つ 金利飨 融關 係の ことは、 兎に角 中央 
銀行が 一番 是は 調査 も 怠らず， 又 見る 所 も fis く、® 
0内 地の みならず 外國の 市場の 樣子を も 常に® 察を 
して、 さう して最 蕃を盡 すと 云 ふこと ほ •是は 大藏 
大臣と しては 此中央 銀行なる 機關を 信じなければ な 
らぬ 、是が 金利を 引上げる とか、 引下げる とか 云 ふ 
時に ! 3: 必ず 大藏 大臣の 認可を 得る ことにな つて 居る 
のであります、 其 時に 必ず 典 事由を la lill をす るので 
而 して それが 尤もな 〇と認 むれば 之を 認可す るので 
ある •大踩 大 K が 差 岡して 金利を 上げる とか 下げる 

と、 斯う 云 ふこと ほしない と 云 ふ 意味なん であり ま 

す， 又 物 價に關 しては …… 余 融上 に關 して ほ 金利 ば 

かりが 大切な もので ない、 常に 銀行が 貸 出す 所の 其 

贷 出方に 依る ので ある， 此貸出 が 放漫に 流れ、 ば 遂 

に 投機心 も 盛んになる、 さう すれば 從つて 要らざる 

通貨 も 外に 出る、 斯う 云 ふことは させない やうに P 

戒を さする、 金利 引 上と 同樣に 常に 銀行の 貸 出に 付 

ては 其方 針を 指翦す ると 云 ふことは 中央銀行の 任務 

である、 此事に 付て ほ 中央銀行の みならず、 大藏大 

臣も 常に 注意を して 居る 所であります 、是ほ 表に 現 

はれる ことでは ない， 金利の 如く 世の中に 公表す ベ 


きもので ない、 そこで 其 意味であります るから して 
金利 引 上 政策に 依つ て 一般的に 通貨の 收縮を 計らむ 
とせば、 其％ 發の 主要 原因た る對 外的の 發展を 抑 ffi 
して、 さう して 此方 面を 萎縮せ しめに やならぬ、 斯 
の 如き 政策 ほ 將來 'の 此谷 阀經濟 的競爭 の 深刻なる ベ 
きに 鑑みて 我が 產業 政策の 大局に 關し て、 決して 策 
の 得た る ものとは 私は 考 へて 居らぬ、 そこで 通貨の 
事に 付て 約め ての 御尋ほ •通貨の 膨脹を 物價 騰貴の 
原因と 認める や 否や、 是は K 々私 ほ 申して 居る 通貨 
の 膨脹は 或は 物價の …… 物資の 需要が 之を 喚び 起し 
又 喚び 起された 通貨の 增 加が 物資の 需要を 喚び 起す 
即ち 生產の 方に 向 ふ、 是ほ 互に 原因を なす もので あ 
る， 而 して 物 僧を 定める ものは 獨り通 貨のみ に 非ず 
常に 種々 の 事 flif が 原因と なつて、 此物價 と 云 ふ もの 
ほ 自ら 定まる ので ある •併ながら 通貨と 物貨 との 關 
係は 互に 因果を なして 居る ものであると 云 ふことは 
もう 是ほ七 八 年 前から 私の 唱へて 居る 說で ある •そ 
れで あります から、 通貨の 膨脹が 原因で あると 認め 
るなら ば、 通貨の 膨脹を 抑制す る や 否や、 不必要な 
通貨の 膨脹 ほ 押へ ると 云 ふの が 私の 取つて 居る 政策 
である、 今後と 雖も其 政策に 變り はない、 そんなら 
ば 如何なる 政资 ，を 15 つて 尻る かと 云 ふ 事は 玆に 述べ 
ずと も 大抵 是まで 私が 色々 の機會 に 於て 發 表した こ 
とで 御 了解の / H 來る こと、 思 ひます、 餘り 長くな り 
ますから 茲に 止めて 置きます。 

〇 議長 (公 辟 德川家 達 君〕 若槻 さんに 申 上げます が 
今 農 商務 大 E が 衆議院の 委員 會に 於て 云 ほれた こと 
に 付て 御尋が あつた やうであります が、 其 餡 農 商務 
大臣は 退席され て 居られました が、 今 漸く 玆に 出席 
されまして ございます、 便宜上 農 商務 大臣に 對 する 
御 質疑を もう 一應 そこで 御述 になつ た 方が 宜か らう 
と 思 ひます。 

〇 若槻禮 次 郎君 それなら 爰から 申 述べます が、 農 
商務 大臣が 衆 S 院の豫 * 會で Ti 算會と 申す の ほ 總會 
であつ たか 分科 會で あつたか •ちょつ と 私 ほ * に 記 
憶いた しませぬ が、 裨算會 に 於て 物價の 調節の こと 
ほ 大藏 省の 管 II する、 所管で ある、 斯う 御述 になつ 
たと 云 ふこと が 新聞の 記事に あつたので あります、 
官報の 速記 錄で 見た のでは ありませ ぬ、 爰で 御尋す 
るの ほ さう 云 ふこと ほ 事實で ありませ うか、 どうで 
ございませ うか 御尋 する のであります。 

〔國 務大 [3 原 敬 君 演壇に 登る〕 


0S 務 大臣' 原 敬 君〕 唯今の 若 棚 君の 御 質 間に 御 答 
いたしたい のであります が、 若槻 君の 議席は 遠方で 
聞えない と 云 ふ 御 話で ございます、 常に 私の 演說が 
若槻 君に 徹底し ない と 云 ふことは 甚だ 遺憾に 存じ ま 
す-併し 所々 御 聞に なつた ものと 聞え まして、 御 質 
問に なられて 居ります が、 明瞭に 聞え なかつ たと 見 
えまして 皆 fal 違で ある， 私は 唯今 御 答，， たさう と考 
へます •か、 是れも 果して 御 耳に 達する や 否や 分り 兼 
ねます、 若し 十分に 御 耳に 達し ませぬ ければ、 速記 
錄で 十分 御覽 下さる やうに 願 ひます、 それで 其の 御 
聞に なつた と 云 ふ 中に 物價 調節を 根本的に やる とす 
れぱ 、外國 貿易を 禁止す るよ 0外 ない と 云 ふこと を 
私が 申した と 云 ふこと であります が、 是れは 言葉の 
相違の やうであります けれども， 事實も 相違いた し 
ませう， 私 (X 外國 貿易が 物價 騰貴の 最大 原因、 種々 
原因 も ありませ うが、 最大 原因は 外 ra 貿易に ある、 
即ち 輸出超過の 結果 經濟界 に 膨脹を 来たす ので ある 
故に 所謂 根本的 政策を 定め やうと 云へ ぼ 外國 貿易を 
制限す る 外な からう と 申した. 制限と 禁止とは (1- の 
違 ひの やうであります が、 事柄に 依つ て {3; 大變な 相 
違を 来たし ませう， 多少 外國貿 县に制 限を 加へ たら 
根本的 調節が m 來や うが、 其 代りに 經濟界 に 急激な 
る變 動を 與 へて 俄に 不赍氣 を來た す やうな、 極めて 
不利益な 結果を 見る であらう、 故に 左樣な る 結果、 
即ち K に綷 濟界が 攬亂を 致して 不景 氣を來 たす やう 
な ことのない 龆國に 於て 物價 調節を 政府は 努める や 
うに、 俄に 効果は 見えない とも. 此方 針を E るより 
仕方は ない と 申した のであります、 さう 御 了解が な 
かつたら •さう 云 ふ ものと 玆に御 了解を 願 ふより 致 
方は ありませ ぬ、 又 其引證 された 中に 色々 ありまし 
たが、 今大藏 大臣より 旣に答 辯して 盡きて 居る こと 
であります から， 重ねて 此事に 付て 彼是 申しは 致し 
ませぬ、 大藏 大臣の 答 辯を 以 ちまして …… 若餽若 は 
御 質問と 云 ふ J: りは 御 議論の 一箇條 である 外國 貿易 
を若槻 君は 禁止す る、 私は 制限と 申した ので ありま 
す、 若槻 君の 云 はれる に外國 貿易を 禁止し なければ 一 
ならぬ と 云 ふこと であれば- 經濟界 の ® 亂を來 たし I 
物價が 低落す ると 云 ふが、 現に簌 物を 禁止して 居る 
ではない か、 而し て尙ほ 穀物の 價ほ 下がらぬ ではな 
いかと 云 ふ、 斯う 云 ふ 御 議論であります が、 是は演 
說が 徹底し ない、 誤解であります か、 どうで ござい 
ます か、 知りません が、 實は® だ不思 _ に 私は 思 ふ 
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のであります-現に ft 前の 済. 場で ありました か， 米 
«? の rav-云 ふこと (X •比較の 問題で ある •外 ^ と 
R 木と 比較す るなら ば n 本 lx 非常に rf い、 外园 の產 
地の 半分 もして 居らぬ， 非常に 廉い • =本の米滔ほ 
…： 併し 內地 だけで 申せば 以前 af! かつた 時より ほ 非 
•  ろ. -  - 
钝 々なる 方面に 注 矜 をし なければ ならぬ、 即ち 米の 
みを： 卜げ やうと 云 ふこと {X 内地の gi 在で 13: 不可能で 
あるから 他の物 沿の 問題 も 調節し なけれ げ米の みが 
一 下がる もので ない と 云 ふこと を 申した のであります 
I 而 して 若 棚 財の 御 羽 論に 依つて 更に 辯 明を 致します 
れば斯 _ になります、 外！ 一の 米 {i 高い ので ある、 B 
本の 米 ほ 脱い ので ある‘ 中 M もしない 產 地の …… 玆 
で 若 -4 輸出を 止め ませぬ ければ どうなります か、 日 

本の米を商い市場に？ '|:? ..ることになりませうと思ひま 

す、 米 も 一種の 貿易品であります から、 米の 轍 / 11 を 

止めぬ ければ R 本 米を 高い 市場に S るか も 知れ ませ 

ぬ •其 時は 日本 米の 米價ほ どうなります か、 今日の 

沿 額では 迚も a1 かれぬ こと ! X 常識を 以てすれば 分り 

ませう、 どれ だけ 騰 K する か 分らぬ では ありませ ぬ 

か、 即ち 是等は 輸出を 禁止して 居る 結果と して 外國 

の產 地より 牛 分 以下の 値段で 米の 値を 保つ て 居る、 

之を 何等の 効果ない と 云 ふことは.. 御 議論と して ほ 

兎も角 事 Ef としては 甚だ 相違した 御識 論と 云は なけ 

れぱ なり ませぬ、 其 外 色々 あります けれども、 兎に 

角 十分に 御間収 りなされ なかつ た 所が ありました な 

らば、 能く 速記 釣を 御調べ を 願 ふより 仕方が ありま 

せぬ、 それから 西 比 利亞の 撤兵 問題に 付て 國 民が 大 

變 惑うて 居る やうな 御說 であります が、 私は ffi 々政 

府の 所見を 公表いた しました が、 今日に 至つ て 國民 

は 惑うて 居らぬ と 私は 思 ふので、 國 民が 此點に 於て 

惑は ない と考 へます る けれども. 併し 國民が 犬に 迷 

うて 居る と 云 ふのは 若 80 君の 御 見解であります から 

致し方ない ので 併し 其 ' H に 先般 阪本君 かどな たかの • 

御 質問に 答へ た 言葉に 斯う 云 ふ 事 だけが 御 耳に 達し 

て 居つ たと 見える、 何れにしても 列國は 、西 比利亞 

の 問題を 決め やうと 思へ ば 對露 問題を 決めなければ 

ならぬ、 對 1 £ 問題ほ 何れの 國に 於ても 決定して 居ら 

ない 故に 日本 も 亦對露 問題を 決定し ない と 云 ふやう 

に 御聽 取に なつた ものと 見えて、 そんな 筈は な いぢ 

やない か、 列國 共に 兵を 出せば 出す 方針で ある、 引 

けば 引く 方針で ある、 物資を 供給す れぱ 物資を 供給 


T る 方針で あると 云 ふ •其 通りで ある、 併し 物 rf I を 

| 供 %? する の li 平 WF で、 出兵す る、 撤兵す る . c e 

収し 難し) 如何なる 方針 かと 云 ふこと を どこの 國に 
一尋ね て も 「レ- 1 ン！ 政府， 5. 過激派 政府を 如何にす 
るかほ、どこの國も定めて居らない*是等のことほ 
私が 申 上げました、 併ながら 列國ほ 定めて 居らない 
のに 日本が 定めて rc くと 云 ふ譯で ありませ ぬ •事 m 
斯の如 きで あれ ぱ對銳 問題 ほ 今日界 易に 決められぬ 
状態で、 日本 も列國 と共に 左様なる 境遇に 屛 ると 云 
ふこと を 申した ので ある、 それから 對露の …… 西 比 
利亞の 兵を 何れの 日に か 引 揚げる 位の 話 (3: 誰でも 知 
つて 居る* そんな ことを 言 ふなら ば不眞 面目 だ、 左 
樣 申せ ぱ極 めて 不 眞 面目なる 答 辯で あると M はれま 
すが、 私は 左_ に 申した のでは ない、 西 比 利 亞に出 
丘 (いたした 根本の 問題 13; 大正 七 年 八月 二日の 宣言に 
依つ て明脫 •!?• あるから、 之に 付て ほ 何人も 翳 論の な 
い 話で、 眞 面目 か不眞 面目 かは 是は 問題に ならぬ、 
分り切つ たこと であります、 撤兵す る， しないと 云 
ふことは 今日の 問題で なから うと 云 ふ 解 釋 、斯樣 に 
申した， 今日 撤兵す ると 云 ふこと を 明言す る、 しな 
いと 云 ふこと が 問題で あらう-其 根本の 問題は 分り 
切つ て 居る， 斯樣に 申した のを恰 かも 根本の 問題 だ 
け 御 耳に 這 入つ て 甚だ 不眞而 H な ことを .言 ふと 云 ふ 
御 叱りで ある、 根本 問題は 誰も _論 がない、 今日 決 
定する や 否や 之を 明言す るかし ないかと 云 ふこと ほ 
今日 西 比 利亞問 題 (3; 極めて 混雜 したる 狀態で 、今日 
明言す る ことが / J.1 來ぬ 、明言す る ことを 不得策と す 
る、 斯樣に 申した ので、 又 昨年は 西 比 利亞の 「チェ 
ック 、スロ —ヴ アッ ク」 の救濟 …… 救援の 目的を 達 

したと 言つ たでは ないか、 今日 ほ まだ 達しない と 言 

うて ® 々 變 ると 云 ふ 御 議論で ある， そこ だけを 御聽 

きになれば 其 通りで 混雑した 問題になります、 さり 

ながら 昨年に 於て 政府 ほ 「チ H ック 、スロ ー ヴ アッ 

ク」 の 救援の 目的は 達した けれども 秩序を 維持す る 

爲に 今日 尙 ほ列國 と共に 西 比 利 亞に駐 兵いた して 居 

らぬな らぬと 斯樣に 申した ので ある. 其 次第は どう 

云 ふ 次第であります るか、 「チェック、 スロ ーヴ アッ 

ク」 は 初め 西 比 利 亞を經 過いた して 浦 潮 其 他から 乘 

船して 来る 積り でありました が、 併し 日米 其 他から 

兵を 出して 通路を 開く ことを 決めた、 通路は 開けた 

此 通路が 開けた と 云 ふこと を 申せば 救援の 2E 的を 達 

したやう にな 〇 ます、 當時 段々 西 比 利亞の 兵を 此反 


.過 溜 i5 (瞎取 し 挺し〕 「チ H ック 、ス n 丨ヅ アッ 
ク -1 0 方と 力を 協せ て IE に «; るべき に 西に 向つ て 行 
き、 どうして. も 「オムスク」 政府 li 餘锃笼 固なる も 
のとな 〇 かけた、 段々 此 西に 進んで 近い 中に 「モス 
コ ー ーに 達しは しない かと 云 ふ ts 况であ つた ■其 時 
に 「チェック、 スロ ー ヴア ック」 ほ 班に ai でないで 
西に 向いて、 西の 「アルハンゲリスク」 であります 
るか、 あの 邊から 本國の 方に 歸 ると 云ふ愦 况に立 到 
りました. 斯う 云 ふ 情 態で 「チェック、 スロ ーヴア 
ック」 を 救援した 形に なつた ので、 尙ほ此 秩序の 維 
持を しなければ ならぬ、 若し あの 時に 「チヱ ック、 
スロ ー ヴア ック 」 は 西の方に 參つ たからと 言つ て 西 
伯 -flj 亜から 兵を 引 揚げましたならば 、又 西 伯 利亞で 
蜂起を する であり ませう •さう して 反 過激派の 兵と 
云 ふ もの ほ 中央で 包圍 に陷ら なければ ならぬ 情况は 
素人で も 分つ て 居る、 故に 列國 と共に 其 兵を駐 めて 
置いた ので. 然る 所 「オムスク」 政府は …… 「チェ 
ック 、スロ ーヴ アッ ク」 は 西に歸 る 所を 又 東より 歸 
らな ければ ならぬ ことに 立 至つ たのであります、 歸 
らうと すれば 過激派に 立 斷られ て 非常に 進退に 困難 
になつ た、 玆に 於て 日本よりの 守 脆 兵は 力を 極めて 
I .チェック、 スロ ーヴ アッ ク」 を 救援す る* 一 雲 
初に 決めた 目的であります ，東より 歸 つて 行く 方に 
唯今 努めつ V あります、 斯樣な 狀態で あります、 阼 
年 申した 所と 今日 申す 所と 何等 別に 相違 も 無ければ 
政府の 方針を 二 三に する もので ない と 云 ふことは、 
是ほ事 實を御 了解に なれば 直ぐ 分る ことで ある 「チ 
エック、 スロ  I ヴ アッ ク」 の 荷 樣 ほ * 樣で あります 
又 日本が あすこに 駐兵いた して 居る に #' ては 廣澤君 
に 御 答した やうに、 餘 所の やうに 單純 には 行動が 出 
来ない ので ある、 今日の 狀况に 於て 之を 直ちに 撤兵 
をす ると かしない とか 云 ふこと を 申す 譯には 行かぬ 
根本的に 申せば 無論 思 ひ 切つて 私は 永久に 土地を 占 
領す るので ない と 云 ふことは 何人も 分つ て 居る，- 問 
題は そこに 非ず して 今日の 問題な りと 私は 解 釋 する 
ので、 今日 ほ 左樣な る ことを 明言す るまでに 到 著い 
たして 居らない、 其 理由 も 亦 詳しく 申 上げられぬ 次 
第であります、 それから 高 田の 半師團 を 送りました 
ことに 付て 亞米利 加と 協調いた した か、 それが 爲に 
協調いた した かと 云 ふ御尋 であります るが、 是は其 
通りであります-元と 日米協 調の 上に 兵を 出し まし 
たから、 更に 西 伯利亞 の狀 態が 一變 いたして、 列國 


佾さな ければ ならぬ、 斯 5 云 ふこと を 中 込んで 亜 米 
利 加は 之に 對 して ffl 當な 〇 返 巩を 致して， E 分の 方 
ほ 救援の ことは 將來共 に 一緒に やつて Jr; ( ii 引きたい 
と , K ふと 云 ふこと で、 其 w.? になる ま -C も..- 一く 全部 j 
亞米利 加より 返 琪が參 りまして 殘らず 先般 新聞紙な | 
どに 公表いた した、 是 ほ 御 一詷 下されば 分ります。 

〔g 務大 L5 山大- 達 雄 君 演® に 登る J 
0 國務 大臣 (山 木 達 雄 君〕 若槻 君に 御 答を 致します 
が、 先日 衆議院の 预览分 科 位に 於き まして、 下 岡 - n 
よ 〇 此物價 調節の 屮の 米の ことに 付て； ? 1> 1 i  i 應さ が A 
りまして、 其 翌日 IX 賴母木 君より 此 物 ftt' に 付て* で 
ほ 唯 枝葉末節に 付て 應答 をして 居る が、 迓際は 通 竹 
の 膨脹 如何に 物價は 在る ものと 思 ふか 御前の 御 說 ほ 
如何と 云 ふこと であつ たのに あります、 そこで あり 
まする 故に 通貨の 收縮如 何と 云 ふ 如き ことは 大級大 
臣 より 答 辯を した 方が 適當と 思 ひます、 同じ 內でも | 
夫々 關係の 省が あります る 故に、 それは 大藏大 ほに 
御 S1 き 下さつ た 方が 宜しい、 私よ 〇 御 答を する こと 
は 御免を 蒙つ た 方が 却つ て 宜しい と 思 ひます、 斯ぅ 
云 ふ 御 答を 致しました。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 此 場合 本院 規則 第五 十二 
條に 依りまして 延會 を宣吿 いたします >  明 日 午前 十 
時より 開會を 致します 、本：！： は 是にて 散 會。 

午後 §1 時 十分 散® 


〇大正九年二月十七日(火曜日) 

午前 十 時 七 分 開 ii 

li 事 第 十五 號 

第一 公爵 毛 利 元昭 君、 男爵 古市 公威 君、 成瀋 
信愛 君 ii 暇の 件 

第一 一 大正 九 年度 歲入歲 出 總豫算 案 並 大正 九 年 
度 各 特别會 計 歳入歳出 豫算案 審査 期限 £■ 
定む るの 件 

第三 豫算 外国 鹿の 負擗 となる へき 契約 s' 爲す 
を 要する 件® 查 期限 £• 定む るの 件 
箅四 臨時 軍事 暨豫算 追加 案 (第 I 號〕 審査 期 
限を 定む るの 件 


院族讶 會逋阀 帝 向 二十 四橥 


第五 凾舘 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 M 11K 

1 S 第 |讀會  ZZ 

第六ガ 正 11 年 法律 第 九號中 改正 法律案 {細 L1/T. 

1 院) 第一 8a  n 
第 七大 还八年法律第五號中改正法律案 ^ | 

1 i 院 )  5讀1( || 長) 提 

0 議長 (公邸 德川家 達 封〕 是 ょり 諸般の 報® を 致さ 
せます。 

〔岡 街 記官朗 調〕 

昨 十六 日 特別委 員 會に 於て 當選 したる 正副 委 負 長 
の 氏名 左の 如し 

大正 八苹勅 令 第 四百 七十 八號 C 承諾を 求む る 件〕 
特別委 M 8- 

委員長  伯时林  溥 太 郎君 

副 委員長  商 崎 親 章 君 

國依 償還 K 金の 繰 入を 爲さ さる ことに 關する 法 

律 案 特別委 員會 

委員長  子擗前 田 利定君 

副 委員長  仁 尾 惟茂 君 

本日 第二 部に 於て 決 K 委員 鍋 島 桂 次郎对 の 補 闕選 

擧を行 ひしに 其の 結果 男 鹊 山內费 政 君 當選せ り 

jo 誘 ■長 (公 ^ 德川家 達 君) 是 ょり 本日の ^ 節' を 開き 

j ます。 

I  〇子爵本多忠鋅君唯今ょり決筘委員第一分科會を 

開きたい と 思 ひます、 同 分科 擔當委 員の 退席 許 町 を 

願 ひます。 

〇議 長 (公 挝 德川 家達君 ) 本 多 子爵の 退席 要求は 許 

可を 致して 御與存 ございませぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 辟 德川家 達 封〕 御與鄧 ない と 認めます。 

0 若槻禮 次 郎君 昨日 …… 

〇 議長 (公 li? 德 川家途 パ〕 まだ 日程に 入って 居り ま 

せぬ。 

〇若槻 禮次郞 君 左様です か I ° 

0諸長(公时奶川家達 ?? 〕議耵日程第一、公爵毛利 

元昭 君、 男 K4C 市 公威 君、 成淸 m 愛 対 Si 暇の 件、 毛 

利 公爵 病氣 に付き 會期 中、 Tlr 市 公威 君 病氣 に付き 十 

七日 間 •成淸 m 愛 ai' 病 氣に付 き 九日 間の 請暇で •こざ 

います、 何れも 許可を 致して 御 興 存ご ざい ませぬ か 

〔「異_な し〗 と 呼 ふ 者 あり〕 


o _ 長 (公 K 德 1111 家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 
〇 ■長 (公 财 德 川 家 達 君〕 是 より 昨日に 引き 結き ま 
して豫 筇に對 する 質疑を 許します •若 槻禮次 郎君。 

r 若 機 禮次郎 栽 演垌に 登る j 
〇若槻 禮次郞 岩 昨日 質問いた しました に對 して 政 
府の御 答 辯を 伺つ たので $> ります が、 私の 伺 ひまし 
た 所の 御 答の ない 所 も あるので あります， 又 御 答の 
あつた 所に 付いて 更に 疑を 抱いた 所 もあります ので 
極く 簡揹に 其點を もう 一遍 伺 ひたいので あります が 
認席 から 申 上げても 宜しう ございます が、 ちよつ と 
箇條が あります から， 此 所に m まして 質問を 致さう 
と 存じます、 第一に 御尋を した 財政の 前途に 付ての 
御考 へは 唯 私の 御尋 した ことに 對 して 斷言を なされ 
ただけ である、 前途に 付て 歲入か 不足して 居る と 思 
ひます が、 それは どう 御 覽にな つて 居る か- 國倩整 
现 基金は 復 麗 すると 仰せになる けれども、 復餳 ほ 出 
来さう も ありませ ぬが、 何 か 之に 對 して 確信を 御 持 
ちに なつて 居る かどう か、 其據り 所を 示して 御 答を 
願 ひたいと 申 h げ ましたが •唯 大藏 大臣は 歳入は 不 
足せぬ， 國債 整理は 復 » すると 斯う 仰せになる のみ 
であります、 殊に 國愦輅 理基浼 は …… 減債基金は 復 
菌 すると 仰せになる、 之に 付て ちよつ と 理由ら しい 
のが あるので あります が、 それは 今 法律案を 出して 
居る， それは 整理 基金 繰 入を 暫くし ない と 云 ふ 法律 
を 出して M る* 之に 年限が 附 いて 居る* それ だから 
復 s は 確か だと 仰せになります が、 私の 御尋 する の 
は實質 論であります、 斯糅な 形式論では ない ので あ 
ります、 法律には さうな つて 居る かも 知れぬ が、 繰 
入の 時は 典 抑 限を 延せば 直ぐ 變 るので あります、 其 
事を 伺 ふので はない ので、 事 Kf ta 1 r か出来る ので あ 

〇 ます か、 どうか、 斯う 云 ふこと を 伺つ たので あり 

ますが* 此點は 唯今 申し上げた 通り 唯 斷言な さつた 

のみで 據〇 所を 御 示に なり ませぬ が >  大藏 大； 2 は 是 

は 意見の 相違 だと 斯う 仰つ しやい ますから 、さう 御 

赀にな つて 居れ ! t: 到底 御 W 問した 所が 御 答を 得る _ 

は あるまい と 思 ひます、 此 S は此以 上 私 13: 御 尋ね 申 

しませぬ •第二の 公 ffi 政策の 御 答 は>  是は御 答を 得 

て 益々 私は 不安を 感ずる のであります、 大藏 大臣は 

公 fa を玆 るには 其 時の 槙樣 に te つて、 短期で 募る が 

都合が 好けれ ぱ短 期で 蘇る、 長期と して 苺 集す るの 

が 便 1C なれ ! i: 長期に L て躱集 する、 それは 當り 前で 

あるから 短 19] にす るの も 長期に する の も 時の 事情で 


ある、 斯う 云 ふやうな 御 答であります が、 是ほ 公愦 
を 谿らな ければ ならぬ ことが 決つ て 居つ て、 どうし 
ても是 だけの 資金を 求めなければ ならぬ と 云 ふこと 
が 決つて 居つて 之を 調翊 する 時に、 市場の 横樣 が是 
は 長期の ものは 調達が m 來ぬ から 已むを 得ず 短期に 
して 資金を 調達して 置いて、 さう して 經濟界 の！！ つ 
た 時に 之を 長期に 借り 直す >  斯 う 云 ふこと にす ると 
云 ふ 御 論で あれ •は •是な らば 能く 分る のであります 
又 決つて 居つ て 是非 資金を 調達し なければ ならぬ 場 
合は 左樣 する の 外は ない のであります、 資金は 要る 
市場は 惡い 、斯うな つた 時には どこに でも 長期で 資 
金を 調へ やうと 言つ た 所が それは 出来 ませぬ から、 
左様な 場合に ほ 短期で 資金を 調達して S いて 之を 長 
期に 引 0*1: す ことにする のは、 それは 無論であります 
併し 私の 御尋 して 居る のは 是から 計 盡な さる 其 事を 
御尋 して 居る のであります •今 資金を 調達す るの 必 
要が あるが •此 問題は 短期に なさる か、 長期に なさ 
るかと 云 ふこと を 申す のでは ありませ ぬ、 政府は 是 
から 事柄を 御 企てな さる •御 企てな さるに 付て 資金 
が耍る 事業で あるので、 此 事業を やる には 短い 期間 
の 金で ほ 到底い かない、 鐵道を 架けて 是が公 依 を 募 
集して 其 資金に 應じた としました 所が、 短い 期限で 
鐵 道 の收 益から 之を 償還して 行く と 云 ふことは 到底 
出来ぬ のであります、 それで あるから 斯う 云 ふ 事業 
ほどうしても 長い 期限の 金で なければ 出 來な いもの 
である、 さう 云 ふ 事業を 企てる 時に、 始めから ru い 
期限で やる かも 知れぬ と 云 ふので 計脔な さると、 其 
計 斑を 實行せ むと すれば 無暗に 短い 期限の 4 のを 發 
行せ ぬければ ならぬ ことにな つて 来る •市場に 短期 
の 公 ffl を 澤山發 行して 殆ど 浮動 公債の やうな ものを 
澤山 出して rtg きましたならば、 それが 爲に經 濟界は 
どれ だけ 難 {JI をして 參るか 分らぬ 次第で あるので あ 
ります、 旣に 決つて 居る 4> ので 已むを 得ず さう 云 ふ 
ものを 出される のです らも、 餘程御 考慮を なさらぬ 
ければ ならぬ と 思 ふが、 新に 計* を 立て、 左様な 浮 
動 公債を 市場に 溢れし める と 云 ふこと をな さると 云 
ふことは、 それは 私共 誠に 其 意を得ない ことで ある 
と 思 ふから、 之を 大藏大 !5 に 御 尋ねした ので ありま 
す、 大藏 大臣は それは 當然 のこと だ、 或る 場合には 
短く もやる. 或る 場合には 長く もやる と 云 ふて、 始 
めから 物を 御 企てになる 時から 資金を 調達す ると 云 
ふこと に 付て 十分の 見込を 立つ て 居ない のを 容易に 


此に 御褐げ になつ たもの の やうに 見える ので ありま 
す， 此點が 私が 公 « 政策に 付て 不安を 抱いて 居つ た 
其の ff 安を 大藏 大臣が 裏書な された のであります か 
ら 、益々 私は 政府の 公愦 政策に 付て 疑を 持たな けれ 
ばなら ぬ ことにな つたので あります、 大藏 大臣の 御 
覽にな り 方では、 公債 募集は 景氣の 好い 時に li ui 來 
にくい、 却つて 不 景氣の 時は 出来 好い ので ある、 英 
吉利 などの 實際を 見る と 其 通りで あると： K ふ 公 偵 論 
をなされたのであります、英吉利に於ては贵氣の好 
い 時は 却つ r 事業 資金の 方に 金が 向い r 參 ります か 
ら 、さう 云 ふ 時に ほ 景氣の 好くない 時の 方が 公憤の 
募集が 稍々 容易に /li 來 ると 云 ふ 事情で あるので あり 
ます、 是には 併し 斯う 云 ふ 事實を 一つ 頭に 持つて 居 
らな けれ ぱなら ぬと 思 ひます、 硪爭前 までは 英吉利 
の 市場 IX 債 潮阈で あります 外 國に向 つて 澤山 金を 贷 
して 居る のであります から. 年々 其の 贷 して ある 金 
の 利息が 澤山 英吉利に 這 \ つて來 るので あります、 
外® から 金が 這 入つ て來 ます 其 金を 又 年々‘ 何 かに 使 
はなければ ならぬ >  景氣 の 好い 時には 是が事 業 M 金 
に 向いて 行く が、 景 氣の惡 い 時で 事業 資金を 便は な 
い 時に it 是が 浮いて 居る ので あ 〇 ます、 さう 云 ふ 時 
には 公債を 募集 すれば 容易に ni 來 ると 云 ふ 事情が 英 
吉 利に 於て あつたので あります 、それは 職 if 前まで 
であります - R 木の W 情は 之と 同樣で ありませ うか 
日本 も景氣 が 好かつ たり 不景氣 を 生ずる ことがある 
是は 日本に 於ても 常に 波動' か あるので あります •併 
ながら 日本の 景氣不 景氣は でも 盛んになつ て 外 
國から 資金が 這 入る とかさう 云 ふやうな 事 m で 金の 
這 入ります 時には 一方に 事業を 企てられる とか， 或 
は 大變に 栽 氣が 好い から FI に 又 外 國から 锊 人す ると 
か 云 ふやう になつ て、 さう 云 ふ 場合には 其方に 資金 
が 使 はれて、 公債の 鉍集が やり 惡い 、そんなら 不赍 
氣にな る 時は どう 云 ふ 時で あるかと 云 ふと 今度は 餘 
り 事業を 企てられ 過ぎて 資金 •か 固定して、 一方には 
好景氣 の 場合に 輸入を 澤 山した 爲に 其の 代金で 外國 
へ 金が m て、 即ち 內地の 資金が 缺乏 する 時 か 何時で 
も 日本に 於て は 不景氣 の 場合で あるので あります 1 
其 場合に 大藏 大臣は 公債を 蘇 集す る ことが 容易で あ 
ると 仰せになる けれども、 私は 日本に 於て はさう 云 
ふ 事情は なから うと 思 ふので あります、 詰り 大 P4< 
臣は 事業を 計 ffi なさる 時から、 初めから 短期の 資金 
でも tr しい、 長期の 資金で 經營 すべき 事業を 計畫す 
il 九 
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るに 付ても 短期の ? t ra で 宜しい と： ：ム ふ 考を以 て、 而 
して 日本に 於て は：' f 毋 M の 時で も尙ほ 公 W の ¥ ?!! は 
容易で あろ， 殊に 不妫氣 の 時 (-t 公； s ^ 集が ?? 易で あ 
るから、此先き反勒期にでもなつたときは、一辟公 
K の 55E 1J1 ぽ容易 くな ろと 云 ふ考を 前提に (2 いて， 今 
冋の 多額の 公 ffi に 财源を K いて、 諸般の 計进を 御 立 
てに なつた と 云 ふこと になつ て 居る のであります、 
此 S は 私共の 見る 所と 大殹淬 つて 屛 る， それ故に 大 
隧大 DI の 御 答 辯を 腔いて、 私 {£ 益々 政府の 公 (U- 政策 
に對 して 不安の 念を 抱く のであります が、 併し 是も 
亦 尨 見の ftl il であります、 私が 不安を 抱く のが 屮れ 
り や、 大藏大 K が 洵 に御樂 脚を 爲 されて 居る のが屮 
れりや 、是は 他日斟 过が 必ず 之を證 明す るので あり 

ます、 此處で 問答して 居りました 所が、 到底 決する 

間 題で ありませ ぬ、 此 點に付ては御尋ほ申上げませ 

ぬが、 唯此 に大藏 大臣に 御尋 したいの ほ 先き < の 

事は 先づ 扨® いて 大正 九 年度の 公® だけは 大破 大臣 

はどう 云 ふやう にして 調 滓な さる 御考で あります か 

又 矢張り 八 年度に 於て 行は れたと 同樣に 三年と か 五 

年と か 云 ふやうな 短期の R 金を 以て 之を 御調べ にな 

るので あります るか、 或は 是だ けは 長期の 資金を 以 

て 調達す ると 云 ふ 御考で あります か、 是 ほ 餘り 先き 

のこと であり ませぬ で* 今} g ぐ E 前に 現は れて來 る 

事柄であります から、 之に 付て は大藏 大臣には 定め 

し 御考が あると 存じます から、 此點 だけは 第二の 私 

は f-t 問と して 伺つ て蹬 きたいので あります、 それ か 

ら 第三に 國庫 金の 固定の ことに 付て 伺 ひました 所が 

國 邱 金が 在外 正貨と なつて 居つても 岡 定せ ぬと 云 ふ 

ことを 仰せられました、 是は罔 定と云 ふ 言葉を 私が 

使 ひました のは 惡か つたので ありませ う* 私が 國庫 

金が 固定して 居る と 言 ひます のは、 國庫 金の 一部が 

內地に 於て 直ちに 使用す る ことの 出来ない 狀態 にあ 

る ことを 固定と 名 づけた のであります •罔 定と云 ふ 

言葉が 惡 るければ、 唯今 申 上げた やうな 長い 言葉で 

申します が， 內 地に 於て 直ちに 使用す る ことの 出来 

ぬ やうに なつて 居る 國康 金と 云 ふ ものは、 是は使 ふ 

ことが 出来ぬ のであります、 内地に 於て 直ちに 使 ふ 

ことの 出 來ぬ國 庫 盗と 云 ふのは、 即ち 在外 正貨と な 

つて 外國 にある 國 HS 金の ことで あるので あります、 

是は內 地に て 使は うとしても 使 ふこと が 出来 ませぬ 

が、 斯様な 外國に 於て 國庫 金が _山遛 かれて， 內地 

では I1L ちに 使 ふこと が 出來ぬ やうに なつて 居る 場合 


に、段々 «| 餘金が財源になつて使はれて少くなり55 
阳 の 支 拂元が 少くな ると 云 ふこと になつ て、 此 金を 
使は なければ ならぬ やうに なつて 來る ことは •是ほ 
此 先き 必 ず出 て參 ります、 大正 九 年に 出て 來る とほ 
申し ませぬ、 大正 十 年に m て來 ると も 中し ませぬ、 
いつ 出る と 云 ふことは 今から 持 想 (3; 出 來ませ ぬが、 
剩餘 金が 段々 使は れて 行けば •さう 云 ふやう になつ 
て來る 形勢で あると 云 ふことは 確に あるので ありま 
す， 其 時に どうな さると 云 ふこと を 云うた ので あり 
ます •從 前なら ば さう 云 ふ 場合に 13: 大藏 省 證券を 發 
行して、 それで 內 地の 資金を 得て 使 ふと 云 ふこと に 
なつて 居つ たので ある* 而して 其の 大藏省 證券の 發 
行 高が 戰爭前 に 於て は 年々 正貨が 海外に …… 外國に 
正 貨が あつて、 直ちに 內地で 使 ふこと が 出来 ませな 
かつた 爲 に、 大藏省 證券の 發行 高が 一億 圓以 上に な 
ると 云 ふやうな ことで、 あの やうに 大蔵省 證券を 出 
されて、 經濟界 を K 迫して は 困る と 云 ふこと が 戰爭 
前の 日本の 經濟 界の狀 態であつた のであります、 さ 
う 云 ふこと が 又 今度 出て 來さ うにな つて 居る、 而か 
も それが 五 億圓 •六 億圓と 云ふ大 なる 國庫金 •か 固定 
して あると 云 ふことは 其の 困難を | 層 大きく すると 
思 ひます が、 それほどう 云 ふ 御考で あります か、 斯 
う 申 上げた のであります 、大蔵大臣は 外國 に JF. 貨を 
置いて 居つた 所が 爲替で 取 寄せる か， 現金で 取 寄せ 
るから、 何でもない と、 容易く 出 來るや うな 御說明 
であります、 在外 正貨が 爲替 なり、 或は 現金な りで 
容易に 一 収寄せ ら るる ものなら ぱ .•今日まで 在外 正貨 
を澤 山に 置く のはい けぬ と 云 ふ 世間の 非難が あるに 
も 拘らず 、依然として 在外 正貨の ある 道理は ありま 

せぬ、 疾 くに 是は 整理せられ て 居つ た 筈であります 

それが 整理せられ ないで、 今日 此 通り 澤山な 在外 正 

貨シ 見る 所以の ものは、 大藏 大臣の 言 はれる やうに 

爲替で 容县に 取つて来られる とか、 現金で 容易に 取 

つて 来られる ことが 出来ぬ から、 今日の 如く 在外 正 

貨 'か 多額に 上つ て 居る のであります、 それを 容易に 

取つ て 來られ るから-直きに 使へ る やうに 御考 にな 

つて 居ります がさう は 是は 參らぬ と考 へます ので、 

其點に 付て愍 々是は 使は なければ ならぬ やうに なつ 

たなら ば、 どうな される ので あるか、 斯う 御 @し た 

のであります、 在外 正貨を _ 庫の 制度が 變つた 時に 

はどう 爲 される かと 云うたなら ば、 是は 矢張り 日本 

銀行に 預ける けれども、 當り 前の 預け 方を する ので 


ほない、 寄託 預金を すると か、 何とか 仰せになる、 
寄託 預金と 云 ふこと {i どう 云 ふこと をし ます か，* リ 
よつ と 分り ませぬ •か、 是 は 保 速 ffl けで も ありさう も 
ないやう であるが、 恐らく 13: 是は 特別の 預で 引出す 
ことが 出來な いものに なされる ので あら 5 と 思 ふ， 
それ (S 又 引出されたならば 日本銀行 ほ 椹らぬ ので あ 
ります から， それで 寄託 預金と 云 ふ 名前を 御 付けに 
なる もので あらう と 思 ふ， 大藏 大臣 15: 旣に此 の 在外 
正貨に なつて 居る と 云 ふと、 內地で も粹易 に 使 ほれ 
ると 云 ふこと を 御 認めに なつて 居る のであります、 
而 して 御 答 辯は， 何も 固定して 居る のでは ない、 持 
つて 來て使 へば 使 はれる と 云 ふ御說 明では 私共には 
容易に 分り ませぬ から、 此の 勤を 今一度 明瞭に 御 答 
を 願 ひたいので あります、 此の 御 答 辯の ある 際に 在 
外 正貨が 外國で 運用せられ て 居る ことを 以つ て、 若 
槻な どが 常に 主張して 居る 所の 海外に 放 資 ■海外 投 
資にな つて 居る ではない かと 云 ふこと を 仰せになる 
是れは 私は 泡に 意外な ことを 伺 ふので あります、. 私 
共は 決して 在外 正貨が 運用せられ て 居る ことを 以つ 
て 海外の 放資 などとは 思 ひませ ぬ. 元来 運用せられ 
て 居る 金を 正貨 だと 云 ふこと が 旣に 矛盾であります 
併しながら 是れほ 何も 此現 代の 大藏 大臣の 時代に 始 
めて 爲 された ことで も 何でも ありませ ぬので、 長く 
斯う 云 ふやうな 矛盾した 不規則な ことを やつて 居る 
のであります るから、 是れは 決して 高 橋 大蔵大臣を 
私は 責める のでは ありませ ぬ， 併し 在外 正貨と 云 ふ 
ものが 我々 が 唱 ふる 如き 海外の 放 S だと 仰せになる 
に 至つ ては 是れほ もう 少し 大藏 大臣 ! X 在外 正貨なる 
もの、 如何なる ものであると 云 ふこと に 御注意を 今 
一段 御拂 ひを 願 ひた， いと 申 上げぬ ければ ならぬ ので 
あります、 唯今 申 上げる やうに 正貨 だと 稱へな が 
ら 、事實 は 運用せられ て 居ります る けれども， 兎に 
角 正貨と 云 ふこと を 言つ て 居る のであります から 事 
實 運用せられ て も 帳面の 上では 矢張り 是れ {t K 貨だ 
として 常に 取扱つ て 居る のであります C' 此點に 於て 
は國 庫の もので も 日本銀行の もので も 同樣で ありま 
す、 皆是は JH 貨 として 取扱つ て 居る のであります、 
其 正貨と して 取扱つ て 居る ものは* どうして 日本 銀 
行なり 或は 大藏 省が 之を 手に入れた かと 言 ひます る 
と •大蔵省は 外國で 借金した 爲に 之を 手に 人れ たの 
ではない のであります、 外 國で此 金を 借りられた と 
云 ふこと であれば •內 地には 關係が ない、 是 は外國 


にある と 云 ふこと になり i すが、 近 ^ 持つ - C W らる 
る 在外 正 it と 云 ふ もの (t ft vi 忍 閣保 ， ^ :: j:i 小 ,?: CM 
係， 其 他 K 際 1? 借の 阅係に つて K lt-l i.I. cvv ^ jT- 2 : 
から此代金なり、其他 !5 公を受収る描利がムる，其 
阽 利に &• つて 得た IK it を □木 JIJ 行な 〇 政府な 〇 が 公 
を 出して 借 出して •.之を 有つ て 居らる、 ので ありま 
す、 それで あるから 海外 o il-: it と 云 ふ、 其 海外に 正 
it が あると； K ふけれ ども、 其 代 〇 の 金は ち やん と：：： 
本の 内地の 中に 旣に通 用して， 卯ち 通 n l^ Bi,- の fu l *J 
になつ て 思る のであります、 私共 •か 申 上げます る 海 
外投 !3 と 云 ふのは 内地に i; 脹して 居る S 金を 之を 犯 
めて 坍 らく 外國 に U1 して fa かう、 それには 遊ばして 
置く  11 には 行かぬ から、 贷附 けて £2 くな .0 、宥似設 
券を 賀ふな り>  銀行に 預けるな 〇、 どれでも 宜しい 
が、 外國 に放资 したら 宜 からう、 斯う 云 ふので あり 
ます、今の在外正貨と云うて居られるものは私ほ羾 
實 運用は して 居る、 して 居る けれども 是は 现 金 だと 
云 ふ 取扱に なつて 居ります から’ 其 正货な る ものは 
矢張り 日本銀行が 兌換券を 發 行して 內池に 於て ii ち 
やん と 使つ て 居る のであります、 さう 云 ふやうな iif 
で 一向 私共の 申す 對外放 資して ある 通貨の 収縮と iK 
ふ 事には ならぬ のであります から， 我々 の哩 へて 居 
る ものと それとは 丸で 反對な 事で ある、 それを 大贼 
大臣は 正貨が 外國で 運用され て 居る のは それは 即ち 
若槻な どが 主張す る 所の 對外放 資 であると lill せに な 
るのは 私は 誠に 迷惑で あるので す 私の 迷惑は どうで 
も 宜しう ございます が •さう 云 ふやう に ffl I'i になつ 
て、 正貨を 持つ て 居る is に對 外放資 なんと 云つ て、 そ 
れで 通貨が 收縮 すると 考へて 御 m でに なつて (X 私共 
此物價 調節の 大切な 時代に 誠に 心細く 感じます から 
是は質 問の 點で はあり ませぬ けれども、 大藏 大臣が 
そこに 言及な された 故に • 一言 之を 加へ て 置きたい 
のであります、 それから 物價調 節の 事に 付き 何 ひま 
す、 是には 大切の 事柄を 御 答 辯に なつて 居ない ので 
あります、 大藏 大臣は 物 價の事 は 農 商務省の 所管で 
あつて 大藏 省に ほ 餘〇關 係がない 如き 事を 仰せに な 
つたと 云うて 私は 甚だ 失望いた しました と 云 ふ ijl を 
申 上げたら さう 云 ふ 意味で 言つた のでない と！ K ふ 御 
辯 明が あつた、 是は 元來 私が 御 尋した のは 大藏大 K 
の 言葉尻を 咎めて 之を 申 上げた ので ほない ので & り 
ます、 大藏 大臣の 御 辯 明は 速記録とは 私は 必 しも！ 
致して 居ない と 思 ひます •併ながら 速記 錄を 歌 上げ 
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一て 大藏大 は に御尋 する なんと 云 ふことは 、大蔵 大 ts 
に對 して 禮を 失する ことと 存じます から、 私は 左 _ 
な ことは 致し ませぬ、 唯 私が 之を 申 上げた のは さう 
云 ふ 言葉尻 咎める 爲で はない ので、 今日の 物價 騰貴 
の 重なる 原 W は、 通貨の 膨張で あると 我々 思うて 居 
るのに は、 共 <fe 細 政策の 所管 廳で ある 大蔵大臣が 物 
惯 のことは 俺は 關係 がない と 云 ふやうな 風な 態度を 
御 執りになる ことは、 如何にも 私共には 不滿で あり 
ました 故に* 之を 申 上げた のであります から、 大藏 
大臣の 御 辯 明は 今の 速記 錄と 違つて i •る やうに 私は 
思 ひます けれども •共 點は 一向 私は 今日 咎め ませぬ 
旣に 大藏大 K が 通貨の 膨張が 物® に關 係す ると 云 ふ 
ことを 御 認めに. なつて、 物價 調節の ことに 於て 努力 
すると 云 ふ 御 決心が ある やうに 見えました から* 然 
る 以上は 私は 其 s に 付て は 何も 速記 錄 と大藏 大臣の 

御 辯 明の 違 ふ 點を殊 更に 申 上げる 必要は ない と 思 ひ 

ます、 唯此 問題に fj- て 大藏大 臣 の 御 答 辯の 中に 最も 

私の lia かむ とする 所の ことで 全然 漏れて 3 £ ります か 

ら 、是 はどうしても 伺つ て 置かぬ ければ なり ませぬ 

それは 何で あるかと 申 上げる と、 私は 其 間 題を 成る 

ベく 制限して 分り 宜いや うにして、 而 して 大藏 大臣 

の 御 答 辯 も 亦 極く 明晰に なつて 分り 53: いやう にした 

いと 云 ふが 爲に 問題を 三 段に 三 順序に して 申 上げた 

のであります、 通貨の 膨脹 li 物俏膦 贵 の 原 凶と 御認 

にな 〇 ます か 御 謎め になり ましたな らば 是 は 收縮を 

する 御考で あります か， 其 御 ^ が あると 云 ふなら ば 

それは どうな される 御 考で あります か.. 斯う 三 段に 

申 上げた、 第一 段に 付て は 大藏 大臣は 通貨の 膨脹は 

物 fi? に對 して (t 其 騰贵の 因となり果とな ると 云う と 

稍々 1® 味に ffil 答に なつて 居る けれども、 因と なると 

云 ふこと を 一度 仰し やる 以上は its 貨膨脹 が 物 c'i 脇 貴 

の 一原 S であると 云 ふことは 御 認めに なつた と 私は 

考へ るので あります、 通 1-1 の 膨脹を 抑制す る ことに 

努めて尻ると云ふ御言雄は、是は此前に他の方の御 

質問に 對 しても 御 答に なつて 尻る •昨日 もさう 仰せ 

になつ たと 思 ひます から、 第二 段の 通貨收 縮の 意 あ 

りと 云 ふ 事柄 も、 亦大藏 大 fa から 旣に 伺つ たと 思う 

て， それを W び 復た御 問 ひ 致し ませぬ、 第三 段の そ 

れな らば 其 通貨の 膨脹を 抑制な さるには 如何な され 

るか、 斯う 云 ふ 問に 對し て大趿 大 E は それは 言 はん 

で la いて 宜か らうと 云 ふ 具合に して、 何等 答 辯を せ 

ずして 御 退り になつ て 居ります、 是は私 の 聞かむ と 


する 重な 點で あつたので あります、 それ も是 まで 之 
が S にどう 云 ふこと を爲 された かと 云 ふことは 先達 
て來 6¢ 々もう 玆では 問答を 聞いて 居る から、 それ も 
御尋は 致さぬ とまでは 私は 申して 居る のであります 
唯 私が 伺 ひたいのは 是から 後に 通貨の 膨脹を 抑制す 
るが g に大藏 大臣、 大藏 大臣と 云 ふょりも 政府が • 
如何なる ことを なされむ とする かと 云 ふやうな 手段 
を玆で 伺 ひたい、 斯う 申 上げた のであります が， 此 
御 答 もない のであります 、是は どうぞ 御 答を 願 ひた 
いと 思 ひます 物 僧の 問題に 付て は總理 大臣 も 御 答に 
なつて 居る ことがあります、 又 西 伯利亞 問題に 付て 
總理 大臣から 御 答に なつて 居る こと もあります、 之 
に 付て は 私は どうしても 總理 大臣に 今一 應伺 はなけ 
れぱ ならぬ と 存じます が、 今日は 十一 時 迄は 御 差 支 
で 御 出席がない と 云 ふこと で、 此點 は總 理大 E が 御 
出席に なつた 上で 伺 ふこと に 致したい と 思 ひます、 
S 商務 大臣は 昨日 御 答が ありまして、 是も御 辯 明が 
ありました •私は 大藏 大臣に 對 すると 同じく 農 商務 
大臣に 對 しても •速記録な どを 調査して 揚足を K る 
と 云 ふことは 禮を 失する と 存じます から* さう 云 ふ 
ことは 一切いた しませぬ、 唯茲 には 農 商務 大臣の 御 
述にな つたと 云 ふこと に 基いて 申 上げます が、 農 商 
務大 Ki は 物仍の 問題に 付て 能く ft と價 格の 問題を 別 
別に 御 話になる のであります、 米に 付ても 量の 問題 
であつ て價格 の 問題で ない と 云 ふこと を 誠に 平氣で 
仰せになる のであります、 私共 山本煶 商務 大臣の 如 
き經濟 家の 口から «: の 問題で ある 價格の 問題で ない 
と 云 ふや 6 な ことを 聞く と 云 ふことは、 實は少 々意 
外に 感じて 居ります けれども •常に さう 云 ふこと を 
仰せになる のであります、 昨日は 又 物價の 問題が 衆 

戳 院に 起つ た 時に、 通貨の 問題に 推 及んで 行つ た 所 

が 農 商務 大臣は それは 大藏 省の 所管 だから 自分は そ 

れに 答へ ぬ 方が , a いと 云 ふこと を 言つ たと 云 ふこと 

if 是は H 前爰で 農 商務 大臣が 仰し やつた ので あり 

ます， 是は 先づ贵 の 問題 價 格の 問題と 相關 係して 居 

ります か， 居り ませぬ か、 それは 存じ ませぬ が、 さ 

う 云 ふこと を 仰せに なつた、 M 商務 大臣は 物價 の騰 

ft に 付て は餘程 御 S ■になつて 居る であらう と 思つ 

て 居ります、 又 御 憂 賦にな らな ければ ならぬ 筈で あ 

るので あります、 物惯 の騰 © に 付て 御 憂 t® になり ま 

す 以上は、 之が 調節に 付ても 亦 色々 御 丁： 夫に なって 

適切なる 政策を 施す ことに 付て、 大努 力を なされぬ 


ければ ならぬ ことで ある、 然るに 今日の 物 價の膦 貴 
は 昨日 も 私が 申 上げた 通 〇巴 々な 原 W が あるので* 
決して I つで あると 云 ふことは 言へ ませぬ けれども 
通貨の 膨脹は 其 原因の 中で も屮々 大きな 原因で ある 
之を 無視して は 今日の 物價騰 K を 調節す る ことは 出 
來ぬと 云 ふこと になつ て 居る と 云 ふこと だけは 確で 
あらう と 思 ひます が、 それだけの 大切の 問題の ある 
通貨の 問題に 付て、 農 商務 大臣で ほ あるけれ ども 國 
務 大臣で ある- 而 して 物 僧に 付て は 最も 御 心配な さ 
らな ければ ならぬ 山 本 大臣が、 通貨の ことは 俺は 知 
らぬと 云 ふやうな 殆ど 態度を 御 執りに なつた と 云 ふ 
ことであります が、 それは 如何なる ことで ありませ 
うか此 點に 付て は 今一 應農 商務 大臣の 御考の 在る 所 
を拜聽 して 置きたい のであります- 

【阀務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男擗 高 橋是淸 君〕 唯今 若槻 君から 重ね 
ての 御尋で あります るが、 第一に 減 ffr 基金に 付て は 
答 辯を 要せない と 云 ふこと でありました が* 一言 玆 
に 致して 置きたい のは 今後 十 年 以後の 事柄に 付き ま 
しては 實ほ此 豫岛 委員 會に 於て 例年の 通 〇槪計 表… 
十 年 以後の 槪計 表を 差 Hi すので あります から、 それ 
等に 故つ て是は 御 群議 御 研究を 仰ぐ 積り で 私は 深く 
論じな かつた， 將來 のことは 皆 是は假 定 をして 若槻 
君は 將來 のこと を だ、 假定 されて それに 依つて 御自 
分の 意見を 以て 懸念を せられて 御 質問になる， 勿論 
先き のことは 假定 には 遠 ひ ありませ ぬが、 當 局の 根 
據ある 調査に 依つ て 見ます ると 云 ふと、 決して 若襯 
君の 御 懸念され るが 如く 大正 十四 年に 至つて 減債 基 
金の 復活の 出来ぬ と 云 ふ 事は ない の だ、 大正 十三 年 
です .…： 大正 十三 年度 ••… 九 年度ょり 十 年度まで 之 
を 中止し ました、 其 十三 年度に 於て 如何になる かと 
申します ると、 減 倩 基金を 繰 入れる 所の 高は 公位が 
其 間に 殖えます からして 三千 萬圓 には 止まらな いの 
で、 約 四千 萬圓 になる のであります 、此 四千 萬圓を 
一般 會 計から 滅倩 基金に 繰 人れ まして、 尙ほ其 年に 
於て 三千 八 百萬阊 餘の國 庫の 不用 額を 生ずる やうな 
計算が 事實に 於て 現 はれて 居る のであります、 是は 
固ょ 〇槪計 表は 參考 に過ぎないので あります、 而し 
て 是は從 前の 例の 通り 歳入に 於き ましては 十 年 以後 
の 自然 增收と 云 ふ ものは 見込んで 居らない ので、 是 
は 皆さん 御 承知の ことで あ 〇 ます、 之を 以てです、 
四 年間 繰 入を 中止 すれば 十三 年度からは 挺に 減 倩 基 


金に 四千 萬 圓餘を 繰 入れる ことが til 來て 、尙ほ 其 上 
三千 八 百 萬 u 剩餘が あると 云 ふこと になつ て 居る. 
それ故に 私は 此表に 付て 委しく は 昨日 中 卜： げな かつ 
たので、 何れ 豫 算委员 會に 於て 此 詳細の ことは 御沲 
議に なること と考 へて 居ります 、減 愤 基金 繰 入金 (X 
一一 i 年度に 於て 可能な 〇 と 私が EI-J- すのは、 即ち 此 意味 
で 申した やうな …… 事情に 依つて 申 上げた ので あつ 
て、 若槻 21 は 法律に 一旦 極めて 置いて 而 して 時の 大 
藏 大臣が 餘程材 力な もので なければ 其 時分に ほ 谷 省 
の 要求が 出て 迚も 減債基金を 繰 入れる ことな どは 出 
來ま いと K ふ 御 心配であります が、 此法 Si を 改正せ 
なければ 此繰 人を 延ばす …… 中止 …… 延ばす と 云 ふ 
ことは 出来ない、 何れも 議會の 協賛を 經な ければ 出 
来ない ことであります、 而して 又 谷 省の 要求を 峻扭 
する ことは 出来な くして 法律まで 變へて 之を 改むる 
と 云 ふ 場合には •何れも 議院の 協賛を 經る ことにな 
ります から、 其 時の 是は御 港 1 g に 依る こと だら うと 
思 ひます、 併し 私は 唯 谷 省が 要求す るから それを 峻 
拒す る ことが 出來な いと 云 ふやうな 微力な 大藏 大臣 
が 將來現 はれる とも 思は ぬと 云 ふこと を 申 上げた， 
次に 公憤 政策に 付て 御尋 です が ■英吉利の 戰 前の 狀 
態 (i 昨日 私が 申した 通り ►好 景氣の 時代、 國 民の 心 
理狀 態が 企業 熟に 騮られ て® る 場合ょり ほ 寧ろ 不景 
氣の 場合の 方が 公债を 募り 宜いと 云 ふ 事 ほ 御 is にな 
つて 居る •其 理由と して 英國は 戰 f? 前には 多額の 敗 
券を 外國に .：•： 擗民 地に 於て …… 外 國及植 民 池に 對 
して 持つて 居る •這 人つ て 来る 金の 使 ひ 所が 無い か 
らして 應じ得 る- 是は 一面 其 理由は あつたので あり 
ます •併し 結局 ほ 國 民の 力：： 貯蓄 力の 力に 依 る こ 
とであります •英國 は is 牮前 には 貿易には 負けて 居 
ります けれども —— 海外の 放資 •海運 事業‘ 保 險， 
其 他の 關係に 於て 毎年 四十 億圓 位は 外國か ら 正貨を 
受けて 居る 勘定になる 國で あつたので あります、 而 
して 又 其 半は 楠 民 地 又は 外國に 常に 放 資する 國柄で 
あつて、 從 つて 國 民の 貯蓄の 力は 頗る 大なる もので 
あつたに 違 ひない、 結局 外國 から 金が ia 入る •這 入 
らぬに 拘らず ，，内 國償の 應募力 ほ 國 民の 貯蓄 力と 相 
副うて 行かなければ ならぬ， それで 我 國の國 民の貯 
蓄の 力と 云 ふ ものは 近年 著しく m 加した ので ありま 
す、 最近に 至りまして ほ 十五 億 乃至 二 十億と …… 一 
箇 年の 貯蓄の 力が 十億 以上 二十 億に も 一箇年の 力が 
上 ぼつて 居る のであります、 そこで 將來の 公債の 政 
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策としましてほ*衍の，5く ^ 民の ?-^ ,蓄の力が％進し|從來の公-: 
て 居ります る 故 に， 之を 荇 政府の 用に JS 上げる If に 
はいか 0 ことほ 明であります、 併ながら 二 位圆位 の 
もの ( ?. 平均して® に 國民が 公 fi'i に 放 n する 餘裕が あ 
る， 先づ大 隐 さぅ 見て 居る のであります •それ故に 
從來の 短期 國沾ほ 借 钙ヘる もの 及 新たに 發行す る も 
の、 共に 將來の S3 還 期 U を 稍 合の { JX いや うに 按排す 
る ことは 最も 大切なる ？ If になつ て 居る ので ありまし 
て、 一箇年に 二位 乃至 二 位 . 7/: 千 萬 g 位 似 還 及 新规發 | 


行 •借替 愤 ^ : , 發行を 合せ * € 平均 年に 1 i 乃至 
11 值五千 萬 Ifo 位の 程度に 止む る やうに、 此期 日の 來 
る やうに 按排を したなら ば 將來此 公； 3 政策に 於て 差 

支は なから う-斯う 云 ふ考を 有つて 居る ので ありま 

す、 そこで 此公愤 もです、 今日 . -C- は 成る ほど 非常に 

多い やうであります が、 大槪 大正 十六 年では 今日の 

事 業 公似の 方 13: 用を 足して、 其 後 (3: 公似の 琛集を 要 

せない と 云 ふこと に 今日の 計畫で ほな つて 居る ので 

あります‘ 唯 獨り 永く 殘 ります の ほ 道路 公似で あり 

まする が、 是け 年々 約 一千 萬 圓づゝ 大正 三十 八 年 ま 

で 繼賴 になつ て 居ります， 其 他は 鐵道も 大正 十六 年 

を 以て 先づ 公愤斟 業と 云 ふ ものは 是で濟 むこと にな 

つて 居ります、 其 他 袋® にしろ 朝鮮に しろ •此 前の 

公 低 計 ffi 事業 it 今日の 計 ffi MV 業では 終る ことにな つ 

て 居る のであります •電信 電話 も 亦 其 通りで ありま 

す、 それ故に 大 正 十七 年になります と 云 ふ. と、 今日 

の 所では 唯 道路 公債の 一千 斑 圓が 新規 發行 として 殘 

る譯 になつて 居ります、 是から 其 前に 或は 長期 公債 

で 整理す る 時代が 来る かも 知れ ませぬ、 併し 遲 くも 

斯 11 な 公债 を發 行す る 必要が 無くなる 時代に 至れば 

長期の 公債 發行が 出来る やうに ならう と考 へます、 

併し 是は 將來 のこと で & ります から 何人と 雖 も經濟 

界 のことは どうなる かと 云 ふ 確た る豫 言は 出 來ない 

筈の ものである、 それで 九 年度の 公債 調達は どうす 

るか、 是 は 初め 短期の もので 調達す る考で あるから 

今日は 中々 長期の ものを 發行 する ことに 付いて は餘 

程の 有利な 條件 を附せ なければ 長期の 公債の 發行は 

出来 ませぬ のであります， 今强 ひて畏 期の 公© を發 

行し やうと すれば、 從來の 公債の 利！！ りょり 餘程有 

益な 利 廻りの 公愦 を發 行せ ねばならぬ ので ある •す 

れば 是れ まで 發 行した 長期の 公債を 持つ て 居る / V は 

非常な 不利益 •打 P を 蒙る ので ある、 新に 出た 公債 

は 從來の 公 偵よりも 利 廻りが 宜 いとなり ますれば > 


衍 格の 下がる のは S 論の 話で、 一面に 
於いては 旣 S 公 W を 所存して 居る 人達の 利益を も考 
へ、 V/ 一れ を 保護を もせねば ならぬ •又 一面に 於いて 
は 今日の やぅな 場合に 不利益な 勝 件を 以つて 長期の 
公 /. V IU を鉍 ると 云 ふこと ( £ 國 _ の 損失と なると 云 ふこ 
とを も考 へねば ならぬ、 而 して 公似を 發行 する には 
何としても 其の 時の 市場の 金利の 狀態 …… 金利に 矢 
張り 鑑みて 條 件を 定めなければ 兹れ ない ので ありま 
す、 故に 今日 金利の 稍々 高き 場合に 於いて 必要な 公 


位を 發行 すると 云 ふのに ほ、 成るべく 短期の ものを 
以 つて 之れ を 調達して 金融界が 都合 好く 變つた 時代 
に 之れ を もつと 安い 利息の ものに 借換へ ると 云 ふの 
は、 何れの 政府と 雖も左 樣な ことを 以て 方針と しな 
ければ ならぬ と 私は 考 へて 居る •實際 我國が 英國の 
如き ：：•• 戰前の 英國の 如く 海外から 正貨を 受取る 勘 
定を 持たなくて ほ 公債 所有の 力は 國 民の 貯蓄 力に 在 
るの だと 云 ふこと に 一度 御考が 及んだなら ば， 左樣 
に 前途を 悲觀せ られな くても 宜か らうと 考 へます、 
第三は 國庫 金、 即ち 在外 正貨の ことであります、 是 
は ® ぐ 取 寄せ やうと して J[i 寄せられない 形に 於て あ 
る 故に 之を 固定と 言つ たの だ、 斯う 云 ふこと である 
何を 以て 直ぐ K 寄せる ことが 出來な いと 云 ふこと を 
御考 になる のか、 政府が 政務 上 必要な 豫算に 依つ て 
得た 無論 金であります から、 豫算 に從つ て 段々 使つ 
て 行かねば ならぬ ことは 明で ある、 此 必要に 應じて 
政府が 之を 取 寄せる ことが 出來ぬ と 云 ふことは ない 
箬 であります ，勿論 戰時 中の 如き …… 戰爭 中の 時の 
如き、 爲替も 出來 ない、 金塊を 持つて来る こと も 出 
來ない •斯う 云 ふ 異常な 場合に 於て は、 是は取 除け 

例外であります るが •今後に 於ても 現在に 於ても 爲 

替なり 或は 金貨 金塊 等の 形に 於て 之を 所要に 從つて 

取 寄せる ことは 困難で ない のであります、 若槻 君は 

從來 と雖も 海外に 金を 持つ て 居つて、 さう して 持つ 

て 居ながら 政府は 大藏 證券を 發 行した ぢやな いかと 

斯う 云 ふ 仰せが あり. ましたが、 是は 少しく 事情が 違 

つて 居る と考 へます、 戰前は 御 承知の 通り 年々 歳々 

輸入超過、 我が 所有 正貨は 減る 一方で ある， 或は 時 

に 外債を 起して 之を 補充す る 必要が ある 位に 輸入 超 

過で 苦しんで 居つ たのであります、 而 して 年々 政府 

は 海外に 於て 支 拂を 要する 海外の 大使 fB 等を 始め 其 

他 外債の 支 拂 等に 要する ものが 少から ず あつたので 

あつて、 少く とも 一億 圓 以上の もの ほ 常に 政府が 海 


外に 支拂 rt 金を 持つ て 居る と 云 ふこと が* 必要で あ 
つたので ある •又 海外に 於て 我が 公位の 信用を 雄 持 
L •市 SI を 雄 持す る爲に 多少の 日本の 正貨と 云 ふ も 
のが 倫效に 在る と 云 ふこと が、 彼 地に 普く 知られて 
居る 方が 信用を 維# する 爲に 便利で あつたので、 I 
つ ほ 支 拂の爲 め必耍 なる 金高、 又 一つには 成るべく 
海外に 正貨が 多い 方が 信用を 維持す る 上に 於ても 宜 
いと 云 ふ， 此二 つの 必耍が あつて 海外に 正貨を 持つ 
て •さう して 内では 大藏 證券を 發行 すると 云 ふやう 
な ことで あつたので、 今日は 其 時と 事情が 異つて 居 
ります、 今國庫 金を 以て 所有して 居る 在外 正貨を 何 
程 取つ て來や うと も、 之が 爲に 日本 政府が 公 fu の 利 
息の茭 拂が 出來 るで あらう か 1 出來な いで あらう か 
と 云 ふやうな、 疑を 懐かせる と 云 ふやうな ことは 毛 
頭ない ので & ります、 又 殊更に 我が 外債の 信用を 維 
持す る 爲め巨 額の 正貨を 海外に 置かねば ならぬ と 云 
ふ 必要 も 無くなつ たのであります、 故に 今後は 國庫 
の 金 繰の 都合に 依つ て、 何時でも 必要な 高は 自由に 
取寄せる途があるのでありますからして、大藏證券 
の發行 の 必要が 無い と 私 ほ 認めて 居る、 又 日本銀行 
に 在外 正貨 ほ 依託 預金と して あると 云 ふこと を 昨日 
申 上げた •其譯 が 分らぬ， と 云 ふ 御 話で ある、 抜 託 
預金と 申した の ほ、 普通の 一般的 預金とは 是は違 ふ 
のでありまして、 政府の 命令 指圖に 依つて、 此 金を 
運用す る ことにな つて 居る •故に 日本銀行が 一般の 
普通の 預金の 如く、 自分の 勝手に 之を 使用す る こと 
が 出 來な いこと になつ て 居. るので あります から* そ 
れ 故に 日本銀行が 之を 勝手に 自分の 正貨 ■準備に する 
など 云 ふことは 出 來な いと 云 ふこと を 申 上げた ので 
あります、 故に 之が 爲に 日本銀行の 發行權 が 大に增 
加す ると 云 ふやうな 懸念 (3-. ない の' であります、 斯う 
云 ふ 意味な のであります ■それから 在外 正貨を 海外 
に 放 資する 此政府 所有の 在外 正貨を 以て、 私は 若槻 
君な どの 豫て 希望せ ら るる 海外 放資と 云つ たこと (3; 
大變に 違 ふ， 意外 だと 云 ふことは、 私は 一向 違は ぬ 
と 思 ふ、 此放資 と 云 はれた が、 世間で 謂 ふ 海外 放資 
と 云 ふこと ほです、 內 地の 正貨を 成るべく 縮少 する 
爲に餘 つた 金を 外へ 持つ て 行けと •斯う 云 ふ 意味な 
んで す、 詰り 資本を 海外に 下ろせと 云 ふ 斯う 云 ふ 11 
です、 併し 此 資本には 流通の 資本 も あり 固定の 資本 
も あるので あります？ 政府は 一體 どうして 此 在外 正 
貨を 置く か、 國 民から 納めた 所の ffl 税で あります、 
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ります，內地に此取つた ;-»[ 税を妝かないで- ^ 外に 
於て 政府が 正 it なり、 (| :£3 3.>- な 〇 之 -, • 持つ -c '';- る | 

のであります、 是だ けは 明に iM 地の： iilj lt o .1: か. •: •ム 
へば 減少を 来して 居る と 見て盖 女ない と I1. ふ * 41| 何 
となれば、 假に今 政府が 持つて 尻り ます 所 CA cli な 
り、 六 億な りの 正貨を 悉く 之を 金塊で 持つ て來る 班 
が 出来た とすると ど 5 です、 さ- 1 して K W が 之を ;' i! 
ほうとし ました 時分に •日本銀行へ  >此正货 を， -; 12 塊 
を 入れて 兌換を 發行 させる と 云 ふこと になる のです 
が-成るべく 海外に 之を S いて あると 云 ふと、 其 兌 
換の發 行と S ふ必耍 が 減つ て Hfr ると 云 ふことは 玆で 
御 諒解になる だら うと 思 ふ* して 見れば 我が -W 本を 
海外に 放 資する と 云 ふことは、 長い か 短い の 逆 ほ あ 
り ませう、 けれども - K 効果に 至つ ては K 間の 入 (t 海 
外に 放 資する も， 政府が 取上げた 租税を 以て 海外で 
金塊を 持つ たり >  有侦 證券を 持つ て 居る けれども、 
少しも 其 効果に 於て 違は ない、 それから 物 似 縢 fi- に 
付て、 何 か 速記 錄と違 ふ、 若し 違 ふと S ふなら ば 私 
の 言 ひ 方が 足りな かつた かも 知れぬ けれども、 是 ほ 
唯 議場 ばかりで ない >  常に私 が lit 物價に 付て 卑見を 
述べて 居る ことは， 色々 の 機會に 於て 現 はれて © る 
昨 R も 述べた 所で ある， 昨日 何も 意見を 變 へた こと 
でない のです、 唯 金融に 關する 通貨と 云 ふこと に f-j' 
きまして は、 物價 に關 係の あると 云 ふことは 私は 疾 
から， 認めて 居る のです* 初ょり 唯 物價を 低く すると 
云 ふ 其 目的、 直接 其 目的の 爲に 金利の 51 上 政策を Rj 
ふることは' 是は 同意が m 來ぬと 云 ふことは、 もう 
豫て 申して 居る のです、 是は若 君とは® 本に 於て 
私は 意見が 違 ふの だら うと 思 ふ、 若 機 君は 物 偎騰 tt 
の 主たる 原因は •通貨を 減らせば 物價は 安くなる も 
ので あつて、 此 通貨を 減らす のに il 金利を 引上げさ 
へ すれば 減る であらう •斯うなる のです _ ■私は さう 
なる だら うと 思 ふけれ ども、 それに 依つ て 物惯を ド 
げれば •其 下げた 物價の 利益ょりは 却つ て 勝る 所の 
害が 起つて 來 るの だと 云 ふ 私の 意見なん です、 併し 
此點は 强 ひて 又 答を •嬰せ ぬと 云 ふこと であつ た， 第 
三の 通貨 膨脹の 抑制は して 居る と 云 ふが、 それは 如 
何に して 居る か、 是は もう 度々 私が 申した からして 
餘〇 長くなる からして、 其 詳細は 申さんで 宜か らう 
と 云つ て 昨日此 處で 止めて ®: ■ いたので あります が、 一 
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_ 今の やつて 居る 政府の 施設に 付て 御 W 充にな つた 
ら私は 明に 分る だら うと 思 ふ、 或は 憤 券發行 の 銀行 
に 付て は 十分に 之を 援助して 、依 芬の發 行を 成功せ 
しむる やうに して 居る、 或は 政府 も郵 便 局で 毎月 公 
债 を is 出させる、 是等は 矜新規 の 施設で あ 〇 まする 
が、. 皆 相當に 成橫を 擧げて 居る ので、 又 一方に 於き 
ましては 郵便貯金の 獎勵を 寅 傳 する、 或は 一方に 於 
ては 銀行家を して 貸 出の 方針を 誤たない やうに、 放 
漫な贷 出を しない やうに、 從 つて 餘〇 投機な どの 盛 
んにな らぬや うに. 物の 買 占 •思惑 等の 爲に都 #• 
地方 共に 銀行が 濫りに 貸 出を しない やうに、 公 fi'i も 
社 依 も 成るべく  m 来る 機會が あれば 之を 發行を 許す 
又 自ら も發 行す る 斯様な 手段を 執つ て 居つ て、 是等 
は 何れも 人々 をして 浪 费 を させない と 云 ふ 効果は 確 

にある のです、 昨日 も 申す 迎〇 何としても 物價 に關 

しまして は、 生產を 多くして 一方に 於て は 國民が 成 

るべ く 節用して 物を 多く 使は ないやう にして、 物資 

を 多く 使は ないやう にしなければ ならぬ •多く 物を 

作つ て、 少く使 ふと 云 ふ 外にない ので ある •多く 作 

つて 金を 取つて‘ 少く使 つて 金を 剩 して 貯蓄を させ 

ると 斯う 云 ふので す >  是だ けで 御 質問には 答へ た 積 

りであります。 

I 國務 大臣 山 本 達 雄；；；？ 演捎に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 昨日 若 68 君に 御 答を して 

置きました が、 又 それに 付て 再び 御 質問であります 

•か、 何 か 其 RS1 に 付て 私の 申しました ことを 誤解で も 

して K られは しない かと 思 ふので あります， それに 

j 付きまして 最初に 山 本が 物偎 と數 M- と、 lit 問題は 別 

であると 云 ふこと を 言つ たと 云 ふので あ 〇 ますが、 

それ li 何時の ことであります か、 想 ひ 起します のに 

昨年の 議伶に 於て 此物價 と 云 ふ 問題に 於て 食 補 問題 

其 食 刨屮 にも 殊に 米の 問題が 起り まして、 さう して 

此米が 如何にも 高い 故に それを 廉くす る 方法に 於て 

如何と 一 K ふ 方の 問 ® I が 鲥 々起り ましたので あります 

其 時に 於き まして 私は 此 米の 問題は 數 量 の 方を 主と 

して 居る のであります， 其當時 に 於て 米が 約 四 五； E*l 

萬の 不足が あると 思 ひました、 それに 付きまして は 

«: 易 商の 手で 成る たけ 米を 入れる ことを 岡り ます、 

それに 付て 便利を 十分 與 へます、 而 して 若し - W 盤の 

上に 於て 這 入り 得な かつたならば 政府が H ら買 入れ 

なりして、 さう して此 £3: を 足す と 云 ふこと であり ま 

す；；、 其： a を 足して 行く と 云 ふことの 點に付 きまして 


は 十分なる 責任を 持つ て、 如何にしても 不足の ない 
やうな ことを 致します* 斯う 致します れぱ從 ひまし 
て 米の {« も 自然に 下がる と 云 ふ 道理になる ので あり 
ますから 是ほ經 濟上不 足の ものなら 騰く ，多い もの 
は 下がる と 云 ふこと にな 〇 ます 故 •それで 先づ政 府 
に 於て は此不 足の ないやう に 分量を 十分に 供給す る 
と 云 ふこと であります、 それに 伴 ひまして 矢張り 價 
に 於ても 自然に 下がる 譯でご ざいます が、 價を 下げ 
ると 云 ふ 目的に 於て やる よりも •今 □不足を 補 ふと 
云ふ最 の 問題を 主として やります、 從 ひまして 價も 
下がる と 云 ふこと に柑 成り ませう と •斯う 云 ふこと 
を 申した のでありまして •  a と價 とは 余く 別物で あ 
るとは 申 L たことは 無い のであります、 其 ？ IJ の 御 質 
問で あらう と 思 ひます >  それから 尙ほ 先日 衆識院 の 
豫算分科會に於て答へましたことを以て御答して置 
きました が、 是 {i 其 時に 於き ましても 物價 調節と し 
て ®: ら 昨年 米を 供給す る ことに 付て 質問 應答が 多々 
あつたので あります •それで 私は 米 及 食 糨 品の 其 供 
給の 5. とに 付て 答を したので あります， とそれ に續 
きまして® 母 木 代議士より 今日 此物馏 の 問題と 云 ふ 
ものは 米が 足る とか 足らぬ とか 云 ふが 如き ことは、 - 
それは 枝葉末節の 議論で ある、 自身に 於て は それよ 
〇 も此諸 物 M の 勝 貴と 云 ふ ものは 通貨の 關係 如何に 
ある ものである、 物 ffi が 腕 貴す る ものは 其 通貨の 膨 
脹 より 起つ たもので ある •それ故に 御前は さう 思は 
ぬか、 5n 何に 心得る やと 云 ふことの 質問で ありま 
した、 そこであります る 故に-諸 物 ® の 騰貴、 而し 
て 通貨の 關係如 何と 云 ふこと に 行くならば、 それは 
私が 農 商務 大臣と して 答へ るよりも 大藏 大臣より 御 
答へ ^ した 方が 便利な りと 自身が 思 ふ 故に、 是は私 

は此に 答へ る ことを 避け ませう， 尙ほ 國務 大臣と し 

てと 云 ふ 話が ありました， 成程 國務 大臣と しては 總 

ての ことに 付て 賣任を 持つ ものであります が， 併し 

便宜の 上から して 同じ 國務 大臣と しても， 國防 上の 

ことに 付て 陸軍で 答へ 泡 軍で 答へ、 さう した 方が 便 

利で あろ ■• だから それ (i 大藏 省の 金融に 係り 通貨に 

關係 する ご とで ある 故に 大藏 大臣より 御聽 きになつ 

た 方が JC からう と 思 ひます からと 云 ふこと を 答へ た 

のであります、 而 して 同氏は 然らぱ 大藏 大臣に 腔き 

ませう と 云 ふこと で 其 質問 臊答は それき 〇 になつ た 

課であります •決して 私は 之を 避けて 兎や角と 云 ふ 

11 では ありませ ぬが、 矢張り 金融の こと 通貨の こと 


に 行きましたならば 、それに 付ての 物 僧の 議論なら 
ば， 農 商務 大臣と しての 私の 答へ るよりも 大藏 大臣 
より 答へ た 方が 適當な る譯で あります、 適當 なる 途 
に 於て 適當 なる •御 答を した 方が 宜 からう と 云 ふこ 
とでした 譯で ある、 外に 何等の 他意ない 次第で あり 
ます。 

〇 若 槻禮次 郎君 大蔵大臣の 御 答の 中では fii ほ御尋 
したい ことがあります けれども* 餘り獨 りで费 いこ 
とを 申 上げて は ffl 濟み ませぬ から、 もうさう は 申 上 
げ ませぬ、 唯 物價の 所で 若機禮 次郞が 物 價 Q 隣 貴は 
通貨の 膨脹が 主 もで ある •是 さへ どうかす れぱ 物價 
の 調節は m 來 る、 それが 爲に 日本銀行の 金利を 上げ 
さへ すれば 宜 いと 斯う 云 ふ P. 論で あると 仰せになる 
のであります が •それは どうぞ 昨日 私が そこを 能く 
申 上げた 積り でありました が、 其 所を 御 間違へ にな 
らぬや うに 願 ひます、 總理 大臣 も 政府は 日本銀行の 
金利の 引 上に 反對 だと 仰つ しやる >  大藏 大臣は 何 だ 
か 日本銀行の 金利の 事柄は それは 日本銀行で やる こ 
とで、 大藏 省では さう< 干涉 する もので ない と 云 
ふ 御 答に なりました から •日本銀行の 金利 引 上 だけ 
が 通貨 收 縮の 方法 ぢやな いので ある， 通貨を 收 縮す 
るには 幾ら も 方法が あるので ある、 併し 日本銀行の 
金利の 引 上 も 我々 に 於て (X 其 一つで あるのに、 それ 
を總 _理 大臣 大藏 大臣は 是だ けは 此 政府は いけぬ と 思 
ふと 云 ふこと を 仰せになる の (X 如何で あるかと 申し 
たので ある， 私が 此の 通貨を 收縮 する には、 日本 銀 
行の 金利を 引上げる のが 方法で あると 云 ふこと を 考 
へて 御尋 したので はない のであります が， 唯今 ほさ 
う 云 ふやう に聽 えた， ので ある •又 物價の 騰貴の 原因 
に 付ても •昨日 も 能く 申 上げた ので、 種々 原因が あ 
る， 其の 中の 主 もなる 原因と 云 ふ ものは 何と 言つ て 
も 物資の 缺乏と 通貨の、 膨脹で あると 言は なければ 
ならぬ と 申 上げた ので、 唯 通貨の 膨脹 だけと 言つ て 
居る のでは ない のであります、 さう 云 ふ 事柄は 御 間 
違へ なさらぬ やうに 御 願を 致したい のであります，. 
唯 私も又 訂正して 置きます が， 在外 正貨の 方に 於て 
唯今 大藏 大臣が 國庫で 在外 正貨を 持つて 居る のは、 
通貨の 収縮になる と 云ふ點 は 私は 其 通りで あると 申 
します、 私共が 豫て 言うて 居る の は， それは 無論 通 
貨の收 縮には なります が、 併し 尤も 今日 必要な のは 
內地に 散在して 居る 資金を 吸收 して 海外に 出す と 云 
ふこと が 自分 等の 考で ありました から* 其點に 付て 


少しく 混同して 申しました が •大藏 大臣が 國庫 金と 
云 ふこと に 付て 仰せに なつた のは 私 も それ ば 承知い 
たす のであります •それから 唯今 農 商務 大臣の 御 答 
で 農 商務 大臣の 御 答 辯の 趣意は 解りました が、 唯一 
言 申 上げて 置きたい のは 農 商務 大臣は 通貨を 收縮す 
る ことは •物價 を 調節す る こ il に 必要で ある-大切 
であると 云 ふ 御考で ありませ うか、 それだけを 伺 ひ 
ます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 太 達 雄 君〕 其 事に 付きまして は 今 申 
す illi りに 大藏 大臣の 答が 宜いと 思うて 居る ので あり 
ます， 併し 今日 物價の 騰貴は 色々 祓雜な る 原因が あ 
るが‘ 通 K の 膨脹と 云 4. もの も 無論 主 もな 原因と な 
つて fi- ると 云 ふことは •是 は總 理大 fs ょりも 御 答を 
し •又 大藏 大臣ょり 御 答を する、 又 何人も 是は 經濟 
の 一端を 知つ て 居る 者は 議論の 無い こと だと 私は 思 
ふので あります、 喵之に 付きまして 其 事が 物 價 騰貴 
の 原因と なつて 居る が、 併し 之を 今の收 縮す る 或は 
之を 如何にす ると 云 ふこと に付きまして は 種々 の 方 
法が あるので あります、 喵 今日の 通貨の 斯の 如くな 
つて 居る のが 原因と あるなら ば •其 原因と 云 ふ もの 
を 治す る 上に 付て は考盧 をし なければ ならぬ ことは 
申す まで もない、 併な から 餘り それを 急 ® な ことを 
すると 云 ふと 經濟社 會に言 ふべ からざる 變態 を來た 
し •それ故に 其 緩急と 云 ふ ものに 付て は餘程 實 際に 
照して 考厳を 要して せなければ ならぬ ものである* 
斯う 思 ふので ある •其 點 に付きまして は 私の 御 答へ 
申す のと 矢張り 他の 同僚の 御 答を する のと 同じ こと 
であらう 思 ひます、 唯 急激な ことを する ことは 宜し 
くない、 斯う 云 ふこと に 相 成る のでありまして* 私 
も 斯く思 ふ 次第であります' 

〇 議長 (公 K 德川家 達 君〕 若槻 君に 伺 ひたいと 思 ひ 
ます 若 湖 君は 總理 大臣の 昨日の 答 辯に 對 して 尙ほ御 
質疑の 御 希望が ある やうに 翳 長は 考 へました が、 左 
樣で ございます か。 

〇若槻 禮次 郎君 左樣 でございます。 

0_ 長 r- 公爵 德川家 達 君〕 さう 云 ふこと であります 
ならば 總理 大臣は 宋だ 出席せられ ませぬ から、 若槻 
君の # 疑 だけ 留保いた しまして， 次の 藤 村 男爵に 許 
さう と 思 ひます、 藤 村 男 K に 伺 ひます が、 藤 村 男爵 
は 殆ど 谷 大臣に 對 する 質疑で ございます か。 

〇 男爵 藤 村 義朗君 左！！ でございます。 
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〇諉 長 / ~. 公 'f? 饴 川 家 達 君一然 らば 璁理 大臣の 分は 若 
親 君が « 疑を 終る まで 留保せられ むこと を 希 8? いた 
します。 

0 男 辟 藤 村義朗 君 承知いた しました。 

〇 議長 /,' 公® 饴川家 達 君〕 藤 村 男 £； の登甩 を 煩は し 
ます。 

〔男 辟 藤 村 遂朗封 潢 檀に登 る〕 

〇妈鹊 藤村義 朗君私 も询览 及 物 似 問題 1- 付き まし 
て 政府に 御 伺を したいと 思 ひます、 大正 九 年度の 歲 
計豫® に付きまして は 昨日 旣に閲 渾伯協 及 若 01 対よ 
り 種々 御® 問が 出ました •殊に W 政 計进迓 行 如何と 
云 ふこと に fj- きまして は 巨細に 數字を 擧 げられ て微 
に 入り 細に涉 つて 若槻 君より 内 切 明晰なる 御® 問が 

ありました、 私 も此 空前の 膨脹し ましたる 豫览に 付 

きまして ほ 御 同糅其 過大なる こと、 基礎が 或は 薄弱 

でない かと 云 ふ 事に 付きまして 大に不 安を 感じて 居 

るので ございます 私 も此亊 に 付て 質問を 致したい と 

思 ひました が、 若槻沿 が 御 質問に なりました のに 對 

して 政府が 御 答 辯に なつた それ 以上に どうも 御 答 辯 

を 得る と 云 ふことは m 來 雛い と 思 ひます ので、 私は 

唯 他の 方面より 一言 申 上げて 財界の 前途に 付て 政府 

の 御所見を 饲ひた いと 思 ふので ありま 丁、 御 承知の 

如く 緙濟界 の好况 の 基礎た る外國 貿易は 大正 六 年に 

於て 其繁榮 の 最高潮に 達しまして、 五 億 七 千 萬圓と 

云 ふ 輸出超過を 見る に 至つ たのであります、 ところ 

•か 翌七 年に 至りまして ほ 本邦の 物 fri が 未曾有に 勝 a 

いたしました のが 最大 原因と なりまして、 急 轉直下 

二 億 九 千 萬 圓の轍 出超 過に 減じました、 それが 又 昨 

年には 更に 逆轉 して 七 千 六 百 萬 圓の轍 入超 過を 見る 

に 至つ たと 云 ふ W 狀で ある、 今年に 至りましても 此 

一月には 旣に二 千 六 七 百 萬 W の 11 入超 過に なつて 居 

る 無論 今後の 形勢 ほ 豫斷 いたし 難いので ほあります 

けれども、 或は 本年の 貿易と 云 ふ ものは 四 億の® 入 

超過になる 位の 事に なり ほせぬ かと 云 ふ 事を 私は 思 

うて 居る のであります I 父 海外の 事情に 鑑みまして 

も 米國の 如き 我々 の 最も 御 得意先で ある 米國 、其經 

濟上及 政治 上の 事情が 前途 如何で あるか、 果して 日 

本の 貿易に 有利なる やうになる 狀況 になる であらう 

か、 如何 かと iK ふこと に 付て は 決して 前途の 樂觀を 

許さぬ と 思 ひます、 生絲の 如き 果して 今後に 於ても 

今の やうな 良い値 段を 維持し 得ます る や 否やと 云 ふ 

こと も 問題で ある、 生 絲の 騰貴の 値幅と 云 ふ もの、 


盖 ももう 餘程狹 いや うにな つて 来た やうに 私 (i ss ず 
る •又 是 も我國 の 得ぬ の 31 なる ものである 支那の 如 
き、 御 承知の 如く 支那の 內政 の紛爭 は 今に 止まない 
又睹 代內閣 の 外交 政策の 失敗に 依つ て 起り ました 日 
货琲 斥の 如き、 昨年 K 月 以来 今日まで 終熄して® ら 
ぬと 云 ふやうな 有找 であります、 此日貨 排斥が 如何 
なる 影涔を 日本の M 易に 及ぼす かと 云 ふことは、 是 
は 銀の 相場の 勝 ft、 或 <£ 轍 出 綿 絲の 制限の 如きに 依 
つて 統計的に 測定す る ことほ 出来 ませぬ が •兎に角 
日本の 商人は 突 那の取 引 拒 絕に依 つて 非常な 闲 _ 苦 
痛を ,^ めて 居る と 云 ふことは 事 pf である、 又內地 の 
备種事 業に 於ても 昨日 も大藏 大 K が 仰せられた 通り 
に、 旣に 今日 (3: 過渡の 時代に なつて 居る のみならず 
私の 考では 最早 反 對の時 期が 来て 居る のでは ないか 
と 云 ふこと を 思 ふので あります、 總 ての 情勢が 凡そ 
斯る愦 勢に^つ て 居る •然るに 今度の 豫算は 若槻君 
が 仰せられました 如く 非常なる 尨大なる 膨脹を 来た 
して 居る、 それで 私は 政府に 伺 ひたいのは 政府は 今 
後の 物 價及我 國の經 濟界を 如何に 御覽に なる か、 昨 
日大藏 大臣は 昨年の 經濟界 の 情况に 付て は 豫* 案の 
御 說明中 詳細に 御 話が あつたので ございます が、 將 
來の豫 想に 付て は 何等 御 話がなかつた ので、 私共の 
豫算審 議の 材料と L まして、 どうぞ 根抵 ある 具體的 
の御說 明に 预り たいと 思 ひます、 次には 產業 及貿县 
のこと に關 係して 居りまして、 農 商務 大臣に 伺 ひた 
い、 今回の 歳出は 總額 十二 億 七 千 萬 圓に 及んで 居る 
而 して 其 中 陸海 軍の 軍事費の 費用が 六 億 二 千 萬圓計 
上されて 居る のであります、 其 外に 追加 豫萬 として 
臨時 軍事費 一億 五 千 萬 圓の 要求が ある、 此ニ ロを 合 

せて 見ます ると 實に 歳計の 半額 以上は 軍事の 費用に 

費され ると 云 ふ 事で あるので 戰爭も 終結し、. 國際聯 

盟も 成立いた し 其 規約に 依つ て 谷 國ほ今 後 干戈に 訴 

へない と 云 ふ 義務を 受諾して 國々 の 和平 安寧を 圖り 

國の 軍備は 國の 保全を 保證 すべき 最大限度にまで 縮 

小す ると 言つ て 居つ て •而 して 人民 擧つて 正義 人道 

を 高 唱 して， 恒久的の 平和を 望んで 居る 際に、 故獨 

逸 帝 國の軍 國的專 制 政治の 全盛時代に 於て さへ も敢 

てし なかつ た 如き 歳出の 半額 以上を 計上す ると 云 ふ 

やうな 軍備 费か玆 に 平和 克復の 第一 年に 於て 突如と 

して 我々 國 民に耍 求され たのであります、 此 事に 付 

きまして は 相當の 機會が ございませ うと 思 ひます か 

ら 、其 際に 御尋す る 事に 譲ります が、 此 尨大なる 軍 


$ 25 に對して政府は庠菜生產の琪 ^ に何锃の抟 -5£ を 
計上せられ たか、 新規 Hf 菜と して ほたつた四百茁咄 
の 7* 兑が要求されただけである、政府は大銥大臣は 
腿々 昨日 以來 仰せられた 通りに 產業の 助長は ^ も大 
切な 事で あ 〇 ます •か 政府は 外に 何等 施設せられ る 所 
がないで ございませう か- 歐米谷 國の爲 政漭 も W 菜 
家も戰 後の 產椠 恢復の 爲には 非常に 苦心して 居り ま 
す、 又 我 yg に 於ても 大： g 大臣が 仰せられた 通りに 今 
後は 是非とも 產 業を 助長せ しめ、 工業を 振興 させ、 
而して 垠抵 ある 確實な る外國 貿易を 盛んにして、 唯 
今 私が 申した 如き 尨大なる 國防费 さへ も 出さな けれ 
ばなら ぬと 云 ふ 今日、 預算を 見 ますれば 唯 開墾 獎 動 
の 補助 费追 加に 若干、 窒素 燃料の 研究に 若干と、 山 
林の 爲に 若干と 云 ふやうな 僅に 四百 萬圓 程の 新規 事 
粲費が 要求され て あるので あります、 殊に 又 一國產 
業の 最大 要素で あつて， 其 施設には 最も 急務を 要す 
る 所の 勞働 問題の 如きに 付て は、 政府に 於 かれて は 
唯 農 商務省に 工務 局勞働 課の 一 課を 設置し、 尙ほ杓 
務省 と覺 えます か勞 働に 關 する 調査 費用の 爲 に、 二 
口で 十 I 萬圓の 費用を 計上され て 居られる だけで あ 
る、 もう 今日で !' i 調査と か 云つ て 居る 時代では ない 
と 私は 思 ふ、 時勢は 刻々 に 進展して 行つ て 居る ので 
あります、 論ょり 證據 過日 勃 發いた しました る 八幡 
製鐵 所の 騒擾の 如き 私の、 實に 政府の 不用意と 云 ふ 
事を 現 實に現 はして 居る のでは ないかと 思 ふので あ 
ります、 勞 働爭議 をして 過激 化せし め、 之が la 靜に 
非常なる 高 B 手段を 餘儀な くさせた と 云 ふことは 果 
して 何人が 此責を 負 ふで ありませ うか、 政府の 不用 
意の爲に斯の如き：个祥事が起つたと云ふことほ、私 
は 誠に 遣 憾千 萬に 存じて 居ります" で 農 商務 大臣に 
御尋 したいのは、 勞働 問題に 付きまして 勞働 能率の 
增 進と 云 ふこと と、 それから 勞働 資本の 協調と 云 ふ 
ことに 付て、 どう 云 ふ 御意 見を 持つて 御 居で になる 
か 伺 ひたいので あります、 又 貿易の ことに 付て は 是 
亦 今日の 場合 最も 重耍な る 問題で ある にも拘らず、 
政府に 於て は、 殆ど 何等 施設 せられる 所がない やう 
である、 唯 私の 見ました 所では 僅に ニ ロ ございます 
一つは 南米 及 近海 航路の 補助と して 確か 百 四十 萬 圓 
でありました か 計上され て ある、 今 一 つは 昨年 本院 
に 於いて 一議 員から 七十 有餘の 御老體 にも 拘らす 七 
重の 膝を 八重に 折られまして 政府へ 哀訴 獎 願され ま 
した、 商務官の 設置の 希望に 對し 、政府 之れ を容れ 


られて、たつた十圮汕、外.：$:. ;| 所符の « |:.. 

れて ある ばかりで あ 〇 ます* it 二つ より 外に， .' J: い、 
付きまして はどう か s fiil 務大 [:>: に 於 かれて は、 n 本 
の 辟 W 立 四 策と して 產笫爻 H 私 政 :^ 0 根本" i-i- に 1-1 
て どう 云 ふ 御所見が 在らせられる かと 云ふ琳 を 私は j 

伺 ひたいと 思 ふので あります、 次に 伺 ひたい '] > は： 父 一 

通 通信 捭關の 整 ffii と 云 ふ 水で ございます、 政 w i x -> 
回の 預湓に 於て m 話 交. 奴桢 張 a としまして* 旣定 G 
豭綏费  一  位 一千； G ffi' M の 外に 二 {a 二 ^ • 3T: w ,'K y: io 加 
を耍求 されて、 九筇度 に 四千 览 [M を f 乂 (11 する yf にな 
つて 居る •又眾 信 改- u « c 鹊 a として -L 千 [,M t*l ® ui 
を耍 求され て、 九诈度 の 吏 川 八 t-l 萬 il'Jl を 計上され -C 
居る、 鍅 道の 建設 及 改良费 としまして 旣定の 純 ?, { の 
外 八 億 圓の頫 @ 费 を 追加して、 九 年度に 於て は 一位 
七 千 萬 W を 支出され ると 云 ふこ. とに なつて 居ります 
其 他に 内務省 所管の 逍路の 改良 5S の 追加と して 二百 
萬 10 の预算 が 出て 居ります、 是 等の fi 用は 誠に 缺く 
ベから ざる 必要の 费坩と 私は 存じて 居ります るが、 
私が 玆に 極めて 通俗的に 伺 ひたいのは、 如何なる 改 
良 整備が 出来て 居る かと 云 ふこと を 伺 ひたいので あ 

ります、 政府は 年々 多額の 改良 致 撾張费 を 是 等の 通 

信 交通 機 關に 向つ て 御 費し になる のであります が、 
交通 通信 機關が 完全 ■に 敏速に なり、 公衆の 利益 便利 
が咐 進し  >  1 般國 民から 滿 足を 表して こそ 改良の 53 

が擧 がるので あります、 然るに 今日に 於け る 通信 及 
交通の 狀况は 如何で あるか、 鐵道 にて El'J せ ば 車_は 
不足、 荷物は 停 滯 する、 設 媚 は 不便と 不整 肺を 極め 
て 居る， 而かも 尙ほ鐵 道院に 於て は 二 萬 哩の鐵 菹網 
を 御 計® になつ たり、 或は 數十 の輕 便鐵 道を 山 Fri'l 僻 
邑に まで 引 張らむ として 居られる •幾ら 鐵道網 が完 
成し轉 便 鐵道が 出來 上つ た 所で、 幹線の 改良が 出来 
て 居らなければ 私は 何の 役に も 立たぬ と 思 ふので あ 
ります、 又 電話 郵便の 今日の 狀况は 如何で あるか、 
是は私 から K 細に 申 上げんでも 皆さんが 能く 御 m 知 
のこと である、 電信 延 著の 如きは もう 普通 事で あつ 
て、 今日は 世人が 怪しまぬ 三倍の 料金を 出して 至急 
報で 電信を 送らなければ 到底 間に合 ふやう に 出せな 
い、 即ち 我々 は 電信の 料金を 三倍に 値上げされ て 居 
ると 同樣で ある、 郵便 も 1U (通り、 普通郵便では 間に 
合は ぬ、 速達郵便で やつと 間に合 ふ、 電話の 苦狀は 
實に 言語 道斷で ある、 取扱 者の 無禮； f 親切は 寶にひ 
どい、 特設 區域 等の 電話の 通話、 遠距離の 通話は I 


. 
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:：: 半日 掛らな ければ 通じない と 2;- ふやうな 狀况で あ 
ります、 是は 皆さんが 能く 御 承知の 狀况で あるが、 
斯る不 都合が 河 時に なつたら 矯 JR される であり ませ 
うか 私は 政府の 明答を 求める 棉 利を 國 K は 持つ て 居 
ると 思 ひます、 又 市内 交通 機關に 付て は 如何で あり 
ます、 是は H 接 政府の 仕事では ありませ ぬが 内務 大 
E の 御 管 _ の 下に ある '(!: 事で ある、 毎月 二百 臺三百 
毫を咐 加して やつて 參〇 まする 自 働 車に 依つて 道路 
の路而 は 滅茶苦茶に 破壊され て 居る、 今 n では 人力 
車 や 步 いては 路を步 くのに 命縣 けで 歩かねば ならぬ 
又 交通整理の irl き 整理の 巡 丧を特 に 設けられて J14 締 
つては 居ります が、 少しも 徹底的な 股 締が m 來て居 
〇 ませぬ 又電卑 の 如き 其 is 錐は もう 今日に 於て は電 
耶 が 不足で あると か 不都合で あるかと 云 ふ 苦情は 通 
〇 越して 居つて、 今日の 電 Jti 問題は m 民の 風 敎問題 

である、逋德間题である‘思想問題になつて居るの 

で、 r< 十 SS の 市民は； 晚殆 ど獸 扱に されて 居る 

のと 少しも 異ならぬ、 1? 职 化しつ、 あると 云 ふやう 

な 有様であります、 织校の 子供が 先生に 倫理 道德を 

敎 へて 馭いて 居ります が、 K- ft 復 の電苹 に te つて 其 

思想は 悉く 破壊され て 居る、 斯う 云 ふ 事を 文部大臣 

は どう 云 ふ 風に 御 5S になる であらう か、 又此都 市の 

交通 機關と 云 ふこと に 付て 内務 大陡は 如何 御 感じで 

あるで あらう か* 常 局の 御 答を 私は® はしたい と 思 

ひます、 91 に 角國 民の 交 iln 通信に 對する 不平の 盤と 

云 ふ ものは 刻々 に 商 まりつ、 あるので あります •羊 

の 如き ^ 民は 政府から 何 rl 茁 ■, 何千 , m lil の 所謂 改 

-u -'l'. :: の 支出を 耍求 されます ので、 Ni すは 出し ませう 

が 決して 滿足 しては 出すまい と 私 ほ 思 ふので ありま 

す、 我々 は 預筘を 協賛す るの W を 有つ て 居ります る 

以上、 國 民に對 して 政府が 本當 に B 劍に 改良され る 

や 否やと 云 ふこと に 付て 明なる 保障を 得たい と 思 ひ 

ます、 是 ょり 物 ftt laj 題に 柊りたい と 思 ひます •か， 是 

は 總理大 ril ょり 御 答 辯を ffi はしたい と考 へて 居り ま 

すので あります ので-謎 長の 御 許しを 得まして、 御 

Hi でに なつてから 再び 登 «? をす る ことに 致します。 

〇 謎 長 C 公 g 德川家 達 君) まだ 時刻は 少し ¥ うご ざ 

いますが、 都合 上 休憩いた します。 

午前 十一 時 五十 三分 休憩 

午後 I 時 十二分 開蒱 

〇 謎 長 (公！ S 德川家 達 君) 是 より 報告を 致させます 

〔成 湖 S 記 官朗諧 〕 


本 n 決算 委 11 長より 分科 擔當 委員を 左の 如く 決定 
せる 旨報吿 S を 提出せ り 
第二 分科  男爵 山內璺 政 君 
第三 分科  男爵 安藤 直 雄 君 
〇 議長 e 公！ §德川家達君〕是より午後の會_を開き 
ます。 

o ly 爵阪井 重季君 本日 _事散 會後請 願 委員 第二 分 
科を 開く ことにな つて 居ります が、 議事の 終り も 分 
り ませぬ から、 退場を 願 ひましてから、 是 より 調査 
を 始めた うご ざいます が， 411 何であります か。 

〇 議長 (公路 德川家 達 君〕 阪并男 爵の 退席の 要求は 
許 L て 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し〗 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 公 擗德川 家 達 君) 御 異議がない と 認めます 
〔_務 大 fs 男 ffif is 睛楚淸 君演 5* に 登る〕 

〇闕 務大 E (男爵 高 橋是淸 釘) 午前中に 藤 村 男爵よ 
り 大敵 大 ta に 答 辯を 求む ると 云 ふ 御 as: がご ざい ま 
した •それに 付て 御 答を 致します、 御 質疑の 要 點は 
將來の 我が 財界の 景氣を 如何に ® 察を する か， 具瞠 
的に 其 意見を e きたいと 云 ふ 御 要求であります、 是 
は 藤 村 男爵は 久しく 倫敦或 は 上海に 於て 貿易の 事に 
長く 縛 驗を有 せられて ，且つ 大に 成功を せられた の 
で、 K 經驗に 依つて も 多分 御 推察が 出來 ませう が、 
一箇年の 财界 のこと を 具體 的に 豫想 すると 云 ふこと 
は 殆ど m 來能 はざる ことで、 生絲 なり 雜貨 なり 羽 二 
ffl なり、 谷 其斟 門の ことに 從つて 屛る 人で も 一箇年 
の预想 を 初めに 立て、 間違ない と 云 ふことは /JJ 来な 
いこと で •况や 大藏 大臣と して 具體 的に將 來 のこと 
を 述べる と 云 ふことは 避ける 方が 宜 からう と 思 ふ， 
外國に 於き ましても 大 P 大臣 li 過去の 事實に 付て 說 
明をし、過去の事實に依つて豫算を立てるので、財 

界の拽 想を 具 gs 的に 言 ふと 云 ふことは 避けたい もの 

だと 考 へます、 併し 大 19 に 於て は 輸入 輸出の 關 係に 

於き ましては 必ず、 輸入が® え やうと 考へ るので、 

併ながら 全® の 貿易に 於き まして ©' 字に 於て ほ 矢 張 

數億圓 の唞 加を 昨年 八 年に 較べて 見る こと、 考へて 

居る ので 岡より 拽想で あります， 大藏 省に 於て 取調 

ベました 材料に 大正 九 年度の 貿易を 豫想 しま すれば 

輸 .'II も 八 年よりは 二 三 億は 殖え ませう、 又 輸入は ー ニ 

四 僚 も 殖え ませう、 而して 輸入超過は 一億 五 千 萬圓 

乃： 生 二 位圆に 達する であらう と 云ふ豫 想が 出來 るの 

であります •而 して此 貿品以 外に 色々 外に 投資して 


ある もの、 利益， 或は 海運 事業 さう 云 ふやうな 關係 
に 於て 正貨の 出入を 見ます と 云 ふと， 矢張り 贸易以 
外の關 係に 於て 三 億 乃至 四 億の 正貨は 受取る 勘定に 
なるやうな 譯にな ります、 而 して 貿易 關 係と 是 とを 
合せて 差 引を 致しましたなら ば、 矢張り 二® 前後の 
正 貨は 我國に 受取る 勘定になる であらう と 云 ふ 位の 
觀察を 致して 居る 次第であります、 是だけ 御 答を 致 
して 置きます。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 藤 村 男爵に 御 答を 致し ま 
す、 御演說 の 中に 農 商務に 新設の 豫算が 茜 だ 貧弱に 
して 四百 萬圓 ほか 無い と 云 ふこと であります が >  是 
は 此度農 商務省の 管轄と して 商工業， 山林 其 他 農業 
に付きまして 新設の ものが 約 八 百 七十 萬餘 になつて 
居ります 是 ほ固 より 十分なる ことでは ありませ ぬ、 
ありませ ぬが 其產業 を 發 達さし まする 上に 付き まし 
て ほ獨 り此 金額の みを 以て 判斷 する 譯 にも 行かない 
のでありまして’ 隨分 農業 商業 •水產 •鍍 山， 各方 
面に 於き まして、 其數に 於て は ffl 當なる ものが 出て 
居る のであります 尙ほ此 方面に 付きまして したい 事 
は 色々 あります' か、 是ほ 又豫算 の 大體に 於て 顧み ま 
して、 今 申 述べる 八 百 七十 何萬圓 の豫* を 出し まし 
たる ことであります •又 能率の 上に 付て 如何なる 考 
かと 云 ふこと で ございまして、 定めて 是 ほ 勞働者 の 
能率と 心得ます るが、 或は 又產業 の 全 if の 能率で ご 
ざいます か、 兎に角 勞働 者の 能率を 殖やす、. 此 向上 
を 圖 つて さう して 勞資の 間の 協調を 保つて 行きたい 
と 云 ふ 事に 付きまして は、 政府 も 色々 それに 付き ま 
しては 考憩 して 居る 所で ございます が、 旣に御 承知 
の 昨年 聯合の 此 平和 勞锄會 _ の 華 盛頓に 開かれ まし 
た 時に 於き まして 五箇 條の 問題が 出まして それぐ 
討_ をされ ましたが、 其 時に 於き まして •十二 箇條 
の 決議を 致しました •其 決議に 依りましても •我國 
に 於て は H 場 法の 改正 ■又 X 業に 付ての 改善， 其 他 
勞働 に關 します る 取扱 方な どに 付て 種々 改正を 要す 
る こと も あるので あります、 之に 付きまして は 其 決 
議の 趣旨に 基き まして それ 改善を 圖〇た いと 努 
めつ、 ある 次第でありまして， 其 結果と 致しまして 
は、 法律と して 諸君の 御 協賛を 仰“ かなければ ならぬ 
立法 事項 もあります が、 折角 今 其 事に 付て は 調査 中 
に 隙して 居る ことで ございまし _て、 それから 又勞 § 
者に 對 する 此農商 務に篚 に 一 課を 求めて 云々 と 云 ふ 


ことで ございました が* 此方に 於き まして ほ 經常费 
として 八 萬 圓餘を 得まして 幸に •此協 饺を得 ましたな 
らば、 十分 勞 S 保險を 始め i して 勞働の 改善 •又此 
向上を 圖る ことに 付きましても 十分なる 施設を なし 
たいと 云 ふ 積り であります、 此段御 答いた します。 

〔政府 委負床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る J 
〇 政府 委員 (床 次 竹二郞 君) 御 答いた します が， 鐵 
道の 設備な り 運行 上の 事に 付て なり、 極めて 行屆か 
ぬ 樣な御 話でありまして、 當 局に 於ても 決して 十分 
なりとは 考 へて 居り ませぬ* 成るべく /M 來得る だけ 
の 改善を して 進んで 行きたい と 云 ふ 積り で 努力を 致 
して 居る 次第であります が、 玆に 斯ぅ 云 ふことは 大 

體御 承知を 願 ふこと が . ■願つ て lac きたいと 思 ふの 

です が •東海道 …… 一例であります、 東海 51 幹線 管 
業狀 態の 一哩 平均 乘車 人員 並に 貨物噸 數咐 加の 狀態 
でございます •明治 二十 二 年以來 今日まで 此輸送 敖 
增 加の 趨勢は 斜線の 形を 以て 進んで 居つ たので あり 
ます， 然るに 此 度の 戰爭 以後に 至つ ては 此斜 線が ffi 
に 直線の 形を 以て 進んで 參 りました‘ 即ち 丁度 大正 
三年 H 事の 所では 一哩 平均 乘車 人員が 二 百 五十： 31 人 
でありました、 然るに 今日に 於て は 約 五 百 萬 人に 達 
して 居ります •それから 貨物の 方 も 大正 二 三年には 
凡そ 百 六十 萬 噸內 外でありまして、 今日に 於て は 三 
百 六十 萬餘 噸 の數に 達して® ります、 期の 如く 激變 
と 申し ませぅ か、 非常な 增加で あります、 此 4/ 加し 
た 數 量を 鬼 も 角 も 今日の 狀態で 運んで 居ります と 云 
ふことは、 先づ 餘程當 局と しては 努力いた して 居る 
ものと 御 了解を 願 ひたいので あります、 決して 是で 
滿足で はあり ませぬ •兎も角も 運んで 居る 次第です 
此狹励 廣軌 等の 議論 も 世の中には あります けれども 
現在 狭軌の 儘を 以て 斯の如 き咐 加數に 於き ましても 
尙ほや り 切つて 居る と 云 ふ 事 だけは 御 承知 置きを 願 
ひたいので あります 尤も此 急激なる 咐加 に對 して 車 
輛の％ 加 や 若く は 線路の 改良を 計る と 云 ふ 事は . -R: る 
ベから ざる 事であります が •戰 時に なつて 必要品の 
輸人が 思 ふ 儘に ならぬ 點 もありまして 多少 其 當局者 
の考へ 通りに 設備が 至つ て 居らぬ と 云 ふ 事は 御 察を 
願は なければ なり ませぬ、 それで 今後に 於て 左樣な 
狀 態であります るから 第一 車輛の 增加 を圖 り、 又 線 
路の 改良を 致し 線路の 改良と 申せば 祓線 を％ 設 する 
とか、 或は 線路の ffi 更を 致す とか、 又 停車場の 改良 
是にほ 大 停車 % 5 に 改良す る， 水陸の 速 絡 設備 SV. 良く 
ii 
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する没屯場を設 :7 する*共外泠 :'!*: 場の改良にゼして 
或は 自曲仿 號阏 の設跄 を 致す、 其 外 技術 上 施設 ナベ 
きものが 涔山ご ざいます から、 それ 等に 付て {i -t!; ら 
ず 相 當の 施設を 致す 杻 りであります •それ 等の ?) { 柄 
は I 々茲に 中 上げる と； 2: ふ讲は、中々烦雜になりま 
す/で 何れ 探赵裘 M r? なり 若く； i 又鐵范 吸 設法 等の 
委 a f7 に 於き まして 說 叨 を ill 上げた 方が 宜か らうと 
考ヘ ます、 fii} 又 前 申す 通りの 駝遂 の狀態 であります 
が、 ^ 今 IR 調べました 所で 滞 货 の © 沾が約七十茁吲 
であります、 轍 送 力 13; 二 十茁吲 の 力を 有つ て /? r り ま 
す、 それで 三日 分 位 IJ: 滞货 して® る_で あります け 
れ ども、 其 滯貨 も必 しも 鍅迫 に旣に 託した 品物では 

ありませ ぬ •鐵 道 附近に ある， 鐵 适 に來べ きと 豫想 

される 品物を 調べました のが 七十！ £!噸 であります か 

ら •必 しも iffi しい 滯货と ほ_し捋 ない と考 へて 居り 

ます、 鐵道 のこと に 付て は 大略 娃だ けを 申 上げて 御 

答いた して 蹬 きたう ございます、 それから 此 道路の 

交通 狀態に 付ての 御尋で ございます が、 各 都市 共に 

近時の 發達に 連れて •何れも 交！ 1_ 關の發 達を 1 一ら 

なければ ならぬ 狀態 にある ことは 御 話 通りで ありま 

す、 殊に 御© になり ましたのは 朿 京の 狀態で あらう 

と考へ て 居ります が > IK 京 市の 是等 の改 f? に關 する 

こと も •一つ ほ 道路 •一つは 市內の 電車 等の 交通 機 

關 、もう 一つは 國鐵の 方からの 交通の 狀態 、斯う 別 

けて 申 上げる が 宜か らうと 思 ひます るが 大 K 今日 ま 

で 市 K 改正 委員 會が 設置せられ て、 此 委員會 に 依つ 

て 都市の 計 斑を 致して 參 りまして、 兎も角 今日まで 

至 つて 居る ことは 御 承知の 通りで ございます が、 昨 

年當 S 會に 於き まして 道路 法 並に 都市 計 « 法が 決定 

せられました 以来- 是 等の 法律の 運用 宜しき を 得 ま 

するなら ぱ 、將來 は 一層 改良を 見る ことが m 來るで 

あらう と考 へて 居ります、 旣に御 承知の 如く 今年度 

の fl -® に 於て 51 路 改良 费 二百 ?/;; 十 萬 圆、 そ れから 道 

路 改良の 爲に 向う 三十 箇年間 に 約 三 億の 公價を 苺 集 

して、 以て 道路 改良 費に 充てたい と 云 ふ 計 迸を 立て 

ました 次第であります、 之に 依つ て將來 都市の 道路 

の撾 築、 並に 路面の 改良は 必ずや 相當の 効果を 見る 

ことで あらう と考 へます、 觅 京 市に 於き ましても 近 

頃 六 間 幅 以上の 道路の 路面を 改良いた す 爲に H a 三 

千 八 百 萬圆を 以て 大正 九 年度より 十六 年度に 至る 八 

箇 年間の 繼緻 事 業と して 改良を 企てる ことにな つて 

居ります， それで 期の 如く 致しまして 此都市 計 « 委 


0 付に於て «| $3の計进を立てて是から進むことにな 
ります れば •見るべき 成 53  •か あら 5 と f.j- じて 居る 所 
であります •それから ^ JP のこと に 付て ii 御 話の 通 
り荘だ ：小 完全な ことは 私共 も ag めて 居ります、 是ま 
で 市の 常 局に 注 ffi を與 へた こと も •こざいます が、 昨 
今 (il 脚 急 策と して跺 路を五 十 哩以上 延長し 車輛を 尠 
からず 研 加を 致して 辟り ます、 近来 「ボギ —j 車 二 
?1 ,¥を 新造す る ことにな つて 居り ••£ す、 旣 に il ls を 
致して 居る もの もあります から、 御 承知 下さつ て 居 
る ことで あらう と 姐 ひます が、 兎に角 車輛が 足り ま 
せぬ、 それで 市當局 者に 於ても 注意を 致して 居り ま 
す、 それにもう 一つは 昨今の 時節柄であります が、 
乘務 員が 不足いた して屛 る爲に 尠からず 闲 難を 致し 
て 居る やうであります、 gl も 角 も 近年 乘客 の數は 非 
常に咐 加いた します るので、 當局 者と しては 餘ほど 
の嵆勵 努力を 致さなければ ならぬ 次第であります、 
市の 當 局に 於て 4 專ら 努めて 居る 所であります が、 
單 り路而 の m 車の みならず、 地下の 交通の こと も圖 
ら なければ なり ませぬ が、 此考 ょりして 先般 地下 鐵 
.道の 敷設を 認可いた しました、 尙又地 下線に 於け る 
交通網 も 取調 濟にな つて 居ります、 尙ほ市 並に 此市 
の 私 A の經營 する 以外の 市の 交通と して 最も 關 係の 
あります るのは 國有鐵 道であります が、 國有鐵 道と 
致しまして は 東京を 中心として。 或は 千 葉の 方面、 
若く は 大宮の 方面， 又 八！ -H 子の 方面、 又は 橫 須賀、 
國府津 •是 等の 方面に 於け る鐵 道は •電車の 設備を 
致す 積り で •九 年度ょり 大正 十八 年度に 至る 間に 於 
て 其 完成を 期したい 積り で 居ります、 左樣 いたし ま 

すれば 東京を 中心としての 交通は 大分 便利に ならう 

と 思 ひます •尙又 東京を 回つ て 居ります 山の手 線 も 

目下 改良に 著 手中であります、 それから 神 田と 上野 

の 間、 或は 萬 世 橋と 兩國の 間、 それから 飯 田 町を 起 

點 としては、 線路 等 も それ f 計盡を 立て、 或は 旣 

に 蓑 手いた す 準備を して 居る もの もあります から* 

是も 其う ち 良くなる ことにな つて 居ります、 以上 極 

めて 大體 のこと であります るが、 尙ほ 之を 細かく 申 

す ことを 更に 御尋に 依つて 委員 會 等で 申 上げる 方が 

宜しから うと 思 ひます、 尙ほ もう 一つ 申 落しました 

•か、 此鐵 道の ことに 付て 我々 が 昨年 中に 改良いた し 

ました 事柄は >  別に 記錄 した 4 のが ございます から 

斯う 云 ふ 印刷した ものが ありまして、 之を 差 上げて 

幸に 御蹵 下されば 仕 合であります。 


〔成 務大 K 野 田 卯 太 郎君： iw 把に® る 一 
〇國務 大臣" 野 田 卯 太 郎君 〇 藤 村 男 K の 御 H 間に 御 
答し ますが、 藤 村 男 辟の 御 質問は •第 |に郵便 ,.1? ^ 
m 話の遲 滞、 又旣 邝 に 於て 政府は# 額の 殺 用を： 嬰 求 
して 如何なる 改良を した か、 將來 如何にす るか、 此 
三つの 要 點 であらう と 思 ひます が、 第一に 對 しては 
當 局と 致しまして は 铑顏の 至に 堪 へませ ぬ、 それ か 
ら旣往 のこと を 述べましたならば 多少の 御 斟酌 {X あ 
るで あらう と 思 ひます、 大體を 申 上げます が 策 fM m 
話に 於き まして ほ 戰 前に 比して 約 十 拮の咐 加です， 
小包が 六 割 何分です、 郵便が 七 倍と 云 ふやうな 譯で 
…… 小包 も 六 倍 さう 云 ふ _で ございまして、 設備 ! 3: 
どうな つて 居る か、 設備は 電信 電話の 如きは 約 十の 
一の 設備、 然らぱ 當局ほ 怠つ て 居る と、 斯う 御難 問 
が あるか 知れぬ、 前遞信 大臣 も 確か 御 m 席に なつて 
居つ たやう でございますが、 藤 村 男 if には 能く 御 分 
りに なつて 居る ものと 思 ふ、 此戰爭 中に 電信 雷 話の 
機械、 即ち 材料の 足らな かつた ことは 御 承知 あつた 
らうと 思 ふので す、 今日 こそ 電氣 事業 も發 達し まし 
て、 電信の 如きは もう 內地で 約 大凡 そ 便ずる やうに 
なりました けれども •其當 時は 電線 も、 其 他の 機械 
總てが 外から 入れねば 行 はれぬ、 それで 怠つ たと 云 
ふ讓 です、 それで 昨年 平和 克復し ました 以来、 御 承 
知の 通りに まだ 日も淺 いのであります が、 大にや ら 
うと 思つ て 居ります、 それで 本年の 豫算も 多額に 思 
ひ 切つて 實ほ 要求を した 次第で ございます が、 是で 
も 私は 十分な りとは 申 上げ 兼ねる •然れ ども 是でも 
まだ 不足が ある、 機械に あらず， 此 人間 か少 々此慣 
れた 者に對 して、 是で も金ぢ やない、 此 上に 仕事を 
すると 言へ ば、 是 等の 不足を 感じて 来ます、 此 養成 
もします、 今から します >  それ で 此度 m 話に 於て 二 
億 七 千 萬 圆 •電信に 於て 七 千 何百 萬圓で すか •要求 
しました が， 電信の 如きは 一昨年は 百 三十 萬圓で ご 
ざいます、 確か さう K; えて 居ります •昨年 即ち 此八 
年度が 三百 萬圓 に垂ん とする 位の ものです 本年は 確 
か 八 百 萬 圓も耍 求して 居ります、 是も 從來は 經常費 
ょり茭 出して ありました が、 到底 此電 信が 一 番遲れ 
て 居る、 電話 電信 それを 此繼續 費と して 公債 事業に 
本年から 移した 次第で ございます、 旣往ほ 斯の 如き 
次第で ございます から、 本年の 豫算を 幸に 御 協賛 下 
さいましたなら ぱ相當 のことは やる 積り で 居ります 
十分の ことが 出来る か 出 來ぬ かと； K ふことは 來年ま 


では 保 18 は ,, H 來ませ ぬけれ ども、 へ， よ 0.:泣迚 に <£ 
かに やる と 云 ふこと =5: ¢¢ 答へ 中して W きます-. 

〇筠 長 (公 IRf 捲 川 家 達 君」 若拽君 に ftl L lr l す* 扭 
理大 e が m 席せられ ましたから * -r- ; HU l • 屮 h lr v 一  し 
た , rf 疑を 今 御 始めにな つては 如何で あ 〇 ます …； « 
搜 を 願つ たら 1C からう と考 へます。 

〔若 湖！ £ 次 郞打诹 垧に登 る J 
〇 若槻砖 次郞君 昨 H 御； § ね 致しました 屮で、 fj ffl 
大 r-5 より 御 答 辯を K きました 叫！ £ に fl -c 、 總理大 !:•: 
に 今一 暇 M つて？ 11:1 きたいと . 1U ひます  >  拘： 〇 の liu ffi に 
付て、 總理 大臣が 物 fw を 調節す るに 付て は 外 w a !-i 
を 禁止し なければ ならぬ と 云 ふこと を 仰せに なつた 
と 云 ふこと に 付て 私, 上げました 所 •か、 それは 禁止 
と 申した のでない、 制限と 中した ので あると 云 ふこ 
とで ありました、 それであります れば總 理大 はから 
さう 仰せに なれば 左様で あると 私 も 承つて M きます 
但し昨日申上げました通0*それか即ち總理大 |.;1 の 
隙が 議場の 金 體に 徹せない、 我々 P 員が 制限と 仰せ 
になつ たこと を 禁止と 鸱収る やうに なつた 次第で あ 
ります から、 どうぞ 今後の 御 答 辯は 成るべく 御 品 ^ 
に、 成るべく 明晰に 御 答を 願 ひたい、 是は ft め 御 願 
を Efl 上げて 置きます、 而して 禁止と 云 ふことは Ife ii 
ひで あつて， 制限と 云 ふこと であつ たと 云 ふこと で 
ありましても •私が 阼日申 上げた ことは 少しも ® al 
する に 及ばぬ のであります、 それ故に 昨日 私が 述べ 
ました 所の 中で、 總理 大臣が 外 W 贸易 禁止と 仰せに 
なつた と 言つ た 所を ば •總て 外國貿 為 制限と 仰せに 
なつた として、 昨日の 私の 質問の 全部を 玆に 維持し 
て 置く 次第であります、 それから 總理 大臣は 米の輸 
出を 禁じた ことに 付て 何等 効果が 無 かつた と 云 ふこ 
とを 私が 申した と 言 (X れた のであります、 是 ix ffl 當 
に總理 大臣の 御 席に 達する 聲を 以て 申 上げた 稻りで 
ありました が、 それが 御 聞 違 ひに なりました のは 又 
私の 申 上げ やうが 惡か つた 爲で あらう と 存じます、 
是は改めて申上げ玄すが、私は決して米の輸出_止 
には 何等 効果がない と 云 ふことは 申した のでは ない 
のであります、 政府が 米の 轍 /. 1-1 を 禁じられた 事は 私 
は 賛成を して 居る のであります， 又 米の 輸入税を 免 
除せられ た 事に 付ても 私 ほ ® 成して 居る ので ありま 
す’ 外國 米の 買 入を 致さる るに ^ て も 固より 寶成で 
あります、 但し 外國 米の 買 入に 付て は 我々 はもつ と 
早き に 及んで 政府が 之に 努力せられ ぬければ ならぬ 
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と 云 ふ® 見で ありました •か、 政府が 之に 薺 手せられ 
る 事の 時 _を 失つ た Is を 敢憾 として 居る もので あり 
ますが、 外米を 買 入れた と 云 ふこと も 賛成で ありま 
す， それで 米の 轍 出を 禁せら れた ことは 決して 効果 
がない とほ 申し ませぬ、 昨 n 私の 申 上げた のは總 理 
大 !-5 は 外阀 貿易を 制限し なければ 調節が 出来ぬ と 言 
ほれる* 制限と 仰せに なつた さう であります、 然る 
に外國 « 易を 禁止して 居る 品物が あります、 米と 云 
ふ ものが 玆にあ るので あります が、 此 米の 値段が 矢 
張り 外の 諸 物惘と 同じ やうに 高い の ii 總理 大臣が 外 
阀貿易 を 制限し なければ 物 fi'? の 調節が (15 來ぬと 仰せ 
になる ことを SI 切つ て 屛 るので はあり ませぬ かと 云 
ふこと を 述べて . R るので あります、 外國に 較べて 日 
木の 米が 菔いと 云 ふこと を頻に 總理大 Is ii 云 はれる 
のであります、 是は 或は H 木が 外米の 買 m しに 行つ 

た爲に 外 ® の 米が 大變 高くな つたと 云 ふやうな こと 

で、 それが e に 外米の 方が 日 木の 米ょり 高い と 云 ふ 

や 5 な 祁 1? はあり ませう が、 □本の K 民が 物 m の 脇 

w に ？ r しんで fr るのは 外阈 との 比較に 苦しんで 屛る 

のでは ない のであります、 外 S が 高から うが •日本 

の 米 fff が 現 花 高い から 之に 苦しんで 1 £ るので ありま 

す、 米！ S ぱか りでは ありませ ぬが •總 ての 物品が 現 

在從前 に 較べて 見る と 非常に 高くな つて 居る •是が 

生活を T1- かして 居つて 誠に W ると 云 ふの が、 R 本國 

尺 の 今日の 實狀で あります， 米に 付て は 從 前に 較べ 

て 見れば 今日は ill 倍 以上に なつて 居る と 思 ひます が 

斯の 如く 米價の 勝 ft した ことに 苦しんで 屛る ことは 

假令此 米 m が 外 阈 の米衍 に 較べて 見て 若干 安かつた 

と 云 ふこと が あ： にした 所が、 それ あるの 故に 於て 

日本 ta 民の 米® の 高き に 苦しんで 屛ると 云 ふ 事には 

何等 影 5? はない のであります、 其點を 申 上げた ので 

ある 或は 米の ^ ill を 禁じな かつたなら •は 尙一府 高く 

なつた かも 知れぬ 典 効果は 確に あつたら うと 仰つ し 

やる が、 それは 私 {i 決して 之を©. ひませ ぬ、 f? ひま 

せぬ がそれ と共に 私は 決して 此席上 に 於て 米の 輸出 

禁 lh に 付て 何等 効果が なかつ たと も 申した ので あり 

ませぬ から •是ほ 總理大 FS に 是 から 御 質問を 申 上げ 

るに 付て 先 づ以 て是だ けの ことを 私は 辯 じて H きた 

いのであります、 * か. レ >御尋 を 申 上げる のは 西 比 利 

亞 の 出兵の ことであります、 两 比利亞 出兵の ことに 

5 :て阈 民 ほ 少しも 惑うて 居る 所 ほない と 云は れ るの 

であります， 两比 利亞 の / 15 兵に 付て 如何に 之を 處理 


する が ！ tt いかと 云 ふこと に 付て は ® 民は！： ょり 惑う 
て 居る ことは あり i すまい、 之に 付て は 總理 大臣と 
私と 國民は 惑つ て 居らぬ と 云 ふこと に 付て 同じ こと 
を 申す のであります が、 總理 大臣の 意味 {i 果して そ 
れであ ります や 否や、 英吉利な り佛閙 西な 〇 兵を 露 
國に 出し XC (力で 以て 反 過激派を 助けて 過激派 政府を 
m へして 行かう と 云 ふ 方針を 執つ て 進んで 居つ た 所 
がそれ が U1 來雛 いこと を 悟つ て， 遂に 之が 撤兵を し 
た歐® から 撤兵を したと 云 ふので ある >  其 後 兵器な 
り、 材料な り、 さう 云 ふ 物を 供給して 反 過激派を 助 
ける と 云 ふこと にして 居つ たのを •それ もやつ て 見 
て も 何時 迄 も 限りがない •到底 國の 力が 足らない と 
云 ふから 是も亦 止めた のであります， 

〔副議長 侯爵 黑田長 成 君蓊長 席に 著く〕 
今日では 過激派 政府に 對し ては、 露國 に對 して ほ 英 
佛の 執る 所の ものは 私の 見る 所に 依れば 露國 のこと 
は 露阀 人を して 之を 治めし める と 云ふ考 に 於て 進ん 
で 居る ので あらう と 思 ひます、 過激派 政府を 承認し 
て 居り ませぬ、 併ながら 過激派 政府が 露國を 兎に角 
一通り 統一を 致して trl 當の秧 序を 保つ と 云 ふこと に 
なつた から、 過激派 政府と 雖も尙 ほ 之を 飛 18 すると 
云ふ考 を 以て、 今 口 ほ 進んで 居る ので あらう と 存じ 
ます、 私は 斯樣に 見て 居る， それ故に 職 後の 列國は 
對露 方針に 付て 方針を 定めない と 云 ふこと ほない と 
私 If 見て 居ります が、 總理 大臣に 於て は 英吉利 や 佛 
_西 は 過激派 政府に 對 して 未だ 方針は 定めて 居ない 
の だと 云 ふこと を、 言葉を 强 くして 昨日は 玆で 申さ 
れ ました •是は 前以て 御斷り 申 上げました 通り 是は 
見解の 相 溝であります から、 何遍 繰返して 申した 所 
が 水掛 論で ある、 それであります から 之に 付て は總 
理大 ^- に初めから私ほ御答辯を願つて尻ないのであ 

ります、 併ながら 此祺を 仰せに なつた から 茲で 申し 

ますが、 旣に歐 露から Is 英佛は 撤兵して 了つ て 居る 

0 比利亞 から 昨日 も 勝 澤伯 前の 御 述にな りました 通 

〇 •亞米 利 加 (i 旣に 撤兵の 決意を して 今や 兵を 引撝 

げつ 、あるので あります、 露西亞 から 西 比 利 亞に對 

して 兵を 出して 戰をな しつ、 あるの ! 3; 口 本ぱ かりで 

あると 云 ふても 仕方がない やうに 思 ひます、 西 比 利 

亞も今 m では 「 H ス 、エル」 黛が 谷地に 起って 是が 

勢力を 占めた 後、 相 當 秩序を 保ちつ、 ある やうで あ 

〇 ます、 是で 果して 安定す る や 否やと 云 ふことは 分 

り ませぬ けれども、 + 兎に角 さう 云 ふやう になつ て 露 


國 A. が 露 ® の Bf を；：！： ら治 めむ として 居る 狀勢 が、 今 
や 成立ち かけて 居る 場合に、 ft 國は 皆兵を 引 揚げて 
了 ふ >  此 場合に 尙ほ口 本 だけが 玆に 兵を 置いて 居る 
と 云 ふ 事で、 而して 其 事が 總理 大臣は 露 國 人の 中 喜 
んで 居る 者が あると 仰せられました* さう 云 ふ 入 も 
あるので ありませ う •併ながら 一部からは 大に嫌 は 
れて 居る のであります、 而 して 其 ttf はれる 者は 從前 
は 英吉利 も あり 佛蘭西 も あり 35 米 利 加 も あつた もの 
が、 今日は 日本 ばかりにな りました から、 私の 惧れ 
る 所は 日本が 露國 人の 怨府 になる 虞が 今日は ありは 
しまい か、 それであります から 國民ほ 斯樣 になつて 
居る 以上は， 早く 日本 兵を 引 揚げて 貴 m な R 木國民 
の 血液を 徒らに 流さし める と 云 ふことの ないやう に 
又國 格の 巨額な 財源を 西 比利亞 に 使 ふと 云 ふことの 
ないやう にしたい と 云 ふに 付て は、 國民の 大部分は 
私は 其考 であると 思 ひます， 此 意味に 於て 總理 大臣 
が國 民が 惑うて 居ない と 仰せになる ことは 我々 も 其 
通 〇 であると 思 ひます、. 其 意味でありますなら ば 私 
共の 唯今 尋ねむ とする の ほ、 國民ほ 皆 其 意向で ある 
殆ど 其 意向で あるが •何故に 現內闐 ほ 其國民 の 意向 
を 酌んで 速に 撤兵と 云 ふ 方針を 定めない か、 撤兵と 
したから と 云うて 明日と か 今月 中に 皆な 兵を 引 揚げ 
ると 云 ふこと ほ 出来ぬ ので あるから •それ ほ 引 揚げ 
るのに は 引 揚げる W 當な期 間が 耍り ませう が •兎に 
角 方針を 其處に 定めて、 さう して 其 i)f はち やん と 内 
外に 聲明 せられて、 日本 ほ 此決 心で あると して 進ま 
れる 方が 外に 向つても 宜しい し •國 民に 對 しても 宜 
しいので あるが、 何故に 國 民の 惑 ほず して 希 阐 して 
居る ことを、 政府が 玆 に御聲 明に ならない のか •斯 
う 云 ふの が 私の 質問であります、 私が 明なら ずして 
求める 所の ものは 國 民の 意向で ほない のであります 
現内閣の 西 比 利亞出 兵に對 する 意向が 分り ませぬ か 
ら •それが 承知いた したいと 斯う 申した ので ありま 
す* 併ながら 是は どうしても 言 ふこと (X 出来ない と 
仰つ しやるならば それ迄で ございます から 此 以上に 
ほ 御尋は 致し ませぬ、 若し 出来る ことなら ば* どう 
ぞ此！ I 會の 開けて 居る 間に 御 說明あ らむ ことを 望む 
是が昨 日 私の 申 上げました 所であります、 御尋 いた 
したいのは 「チェック、 スロ ー ヴ アック 」 の 救援の 
ことであります、 昨日 總理大 K は、 私が 戰爭の 目的 
が 三度 ほど 變 つて 居る、 場合に 依る と 四 度も變 つた 
やうな 形 ■が あると 云 ふやうな ことを 申 上げた ことを 


申 上げた ことに 付て、 さう ではない、 「チェック、 
スロ —ヴ アッ ク」 の 救援は 終始一貫して 居る と 云 ふ 
ことを 云 はれる 爲に 、始めての 出兵は ペチェック、 
スロ ー ヴア ック j の 救援の 爲 であつ た、 然るに 是が 
救援の 道は 付いた けれども •歐繃 巴の 方に 進んで 行 
つたので 束 部の 方から 歸ると 云 ふこと をせ なんだ、 
其 間 西 比 利 亜の 秩序を 保つて 居ないで •「チ ヱッ ク 
> ス ロ ー ヴ アック 」 の 救援が 出来ない から、 それで 
前郭 ■會に 西 比 利亞の 秩序を 保つ と 云つ た、 今日 「チ 
エック、 スロ ーヴ アッ ク j の 救援を する ので あるか 
ら 、終始一貫して 「チェック、 スロ ーヴ アック 」 を 
救援す るの だと 仰つ しやる-之を 伺 ひたいので あり 
ます、 さう 云 ふやう に 政府は 今回の © 爭 の 目的は、 
.どこ 迄 も 「チェック、 スロ ーヴ アック 」 の 救援が 唯 
i の 目的で、 之を 終始一貫して 居る と 仰せになる、 
そこで私ほ伺ひたいのである、「チェック、スロー 
ヴアッ ク」 の 救援を する 場合に 於て、 どう 云 ふ！ 一で 
日本人は 其 血を 流して 救援し なければ ならぬ ので あ 
〇 ます か •ー チェック、 スロ^ ^ ヴア ック J と 云 ふ も 
の、 ある ことを 日本人が 承知し ました 時は* 恐らく 
日 太國 民の 半分と 申 上げたい が •大部分 13; 「チ エッ 
ク 、スロ ー ヴ アッ ク」 と 云 ふのは 何 所の 人で あるか 
も 知らないと 思 ひます、 それ 位の ものを 救援す る爲 
に、 日本が 兵を 励 かして、 貴 m なる |(!1 液を 費しても 
之れ を 救は なければ ならぬ と 云 ふのは どう 云 ふ ■で 
ある 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に {I す〕 

是は私 ほ 入道の 爲に 我々 が 何 所に 居る か 知らぬ 4 の 
でも， 玆に 「チェック、 ス ローヴ アッ ク」 と 云 ふ 人 
間が あつて、 西 比 利亞の 中途に K つて、 歐 露の 捕虜 
兵が 自由を 得て、 其 退路を 妨げて 誠に 之を 放つ て Ja 
けば 澤 山の 人間は 共 牛： 命が 如何になる か 分らぬ と 云 
ふこと に對 して ほ， 人道 上 見て 居る ことは / 1; 來ぬと 
云 ふこと から-日本は 亞米利 加と 共に 協議して 之を 
救援され たもので あらう と 思 ひます、 私共は 其 意味 
に 於て 「チェック、 スロ ー ヴア ック ，1 救援の 爲に西 
比利亞 に m 兵した ことを 賛成して 居る のであります 
但し H 本 政府が / II された やうな 七 萬 以上の 大兵を 浍 
られ たこと、 私は 餘り 賛成ではありません が、 兎に 
ffi- 「チェック、 ス ローヴ アツ ク」 を 救援す ると 云つ 
て、 人道 上 之を 實行せ られた ことに 付て は 異_ はな 
いのであります 、併ながら それが 「チェック、 スロ 
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- !>• アッ ク J と 云 ふ 人間を 放つ て S いたので； T 命 
まで 無くなる と 云 ふこと で* 之 V 救 肋して 安全の 地 
に r« かう と 云 ふだけ であります I チェック、 スロー 
メア ノ クーゲ .v\ :j:; の 狀店 になつ てから •自分の 住 3S 
に佐つて睜菡の方に行きかけたり、硪爭をしかけた 
りする、 色々 な ことを する 31 に 角 日本 ほ 兵を m して 
沿 路を守 つて、 さ 5 して 日本の 金を 渾 山 ffi し、 我々 
の 父兄を 失 ひ、 子 Sri を 失つ た戰爭 、向 ふの 0 山の S 
思 で 励く 後を 追 從しな ければ ならぬ と 云 ふことは， 
何の 爲に 日本 ほさう しなければ ならぬ か、 總理 大臣 
ほ 「 チェック、 スロ ーヴア ック」 救援の 爲に 終始し 
て 居る と 云 ふこと を强く 御主 張になります •か-それ 
なら ! t: 私 (S 今までの 勁は •玆に 明に 國民は 「チ エッ 

スロ ー ヴ アッ ク J が 自由に 行 励す る ものを 何 所 

まで も從 ひて 行つ て、 之を 救援され なければ ならぬ 

理由を 今一 應明瞭 に此 所で 御說 明を 願 ひたいと 思 ひ 

ます、 それから 高 田の 殘留 部隊を 派® する に 付て、 

亞米利 加の 同 S を 求められた かと 云 ふこと に 付て は 

其 通りで ある， 其 通りで あるから こそ 政府 ほ 其 間に 

交換した 文 ?} を 世界に 公に して 居る のでは ないかと 

仰せに なつて 居る、 それで 誠に 能く 分りました •併 

ながら 陸軍大臣の 說 明に 依ります と 云 ふと、 高 田の 

| 殘留 部隊を 派逍 したのは、 自己 存立の 必要に 依つ て 

之を 派 逍した と 云 ふこと であります、 此 自己 存立の 

必要と 云 ふことは、 どう 云 ふこと であり ませう かと 

云 ふて、 本院に 於て は 其 意味を 更に 質された ので あ 

ります、 之に 對し て總理 大臣 も 陸軍大臣 も 共に 軍隊 

に危險 が あるから、 其 危險を 救 ふか 爲に此 高 田の 半 

個 師幽を 派 JB したので ある、 それが 即ち 自己 存立の 

必要の 爲であ る、 それで あると 云 ふこと を 仰せに な 

ります、 日本の 人間は 西 比利亞 の 腰 野に 行つて 戰つ 

て 居る、 我が 出 良なる 將卒は 寒風に 曝されて 非常に 

苦 辛慘潛 たる 職 爭 をして 居る •是が 危險に 瀕して 居 

j るので ある、 之を 救援し なければ 是が危 いので ある 

と 云 ふ 場合に、 日本 政府は 外國の 同意を 受けな けれ 

ぱ此 救援の 出来ない と 云 ふこと ほ、 それは 如何な こ 

とで ありませ うか、 若し 亞米利 加 政府が どうしても 

同意し なかつ たら、 危險の 地に 居る 三 萬の 日本の 兵 

卒將官 は 總て犬 死を させて 稱は ぬと 云 ふ 日本 政府の 

意思で あるので ございませう か、 實に 重大問題 であ 

ると 存じます が •之に 付て 政府の 御意 思の ある 所を 

伺つ て骰 きたい、 併し 是 は總理 大臣の 御言 葉で あり 


ました •璁理 大臣 if 全 K 任を 以て 政府を 率ゐて 挺 出 
になる のであります から、 總理 大臣の 御 答 辯を 願つ 
て盖茭 ない ことであります けれども， 現在 危險 であ 
ろのに 外國の 同® を 受けない と 之を 救 ひに 行く こと 
| が 出来ぬ と 云 ふや 5 な ^ 柄で， 眾務常 局は !•( 任が 肢 
れるで あらう かどうで あらう か、 是は私 はどう も餘 
程贯大問題と思ひますから、腹接此诳事に關係ある 
K fr: ある 常 局 者から 此答辯 ほ 伺 ひたいので あります 
今日は 陸軍大臣は 御 出席に なつて 居ない ので ありま 
すから •此 事は もう 救援を して 濟んだ ことで ありま 
すから、 一雨 日を 爭ふ問 題では ありませ ぬ、 陸軍 大 
1:1 が 御 病氣が 直つて 此 議場に 御 出席の 出来る やうに 
なつた 所で 宜しい のであります •私が 伺 ふ 所以は 今 
日 目前で ほない、 將來 此考を 以て 日本の 外交が 進ん 
で 行き、 此考を 以て 日本の 軍事 當局が 之に 御 臨みに 
なると 云 ふこと であつ ては* 誠に 大變な ことで ある 
と 存じます から、 責任 ある 御 答 辯を 軍事 當局 大臣よ 
り 伺 ひたいと 考 へます のであります。 

〔伯 町 兒玉秀 雄 君發 言の 許可を 求む〕 

011 長 (公爵 德川家 達 君) 兒玉伯 博は …… 

0 伯爵 兒玉秀 雄 君 者に 對 して 疑を 質して 置き 
たいと 思 ひます、 宜しう ごさいます か。 

0_長( 公爵 德川家 達 君〕 是れ までに さう 云 ふ 前例 
はない と 思 ひます が强 ひて 差 支 もなから うと 思 ひま 
す。 

〇 伯 W 兒玉秀 雄 君 極く簡 靼 のこと であります から 
此所で 御尋を 致します‘ 唯今 若槻 君は 西 比 利 亞の出 
兵 問題に 付て 縷々 御 @に なつた のであります、 其 御 
質問の 中で、 私の 伺 ひたいのは， 西 比 利亞の 撤兵 ほ 

國民金 部 之を 希 ® して 居る 所で ある、 少 くと も國民 

の 多數は 西 比利亞 の撤 K- を 希望して 居る ので あると 

云 ふ 御言 葉であつた やうに 解釋 をして 居ります 、先 

程から 其 問題が 起り ましたが 、或は 私 も 聞 違 ひか 知 

れませ ぬが、 併ながら 若 槻君 は國 民の 全部と 云ひ國 

民の 多 數と云 ひ、 此出兵 を 希 菌して 居る と 云 ふこと 

は 何等か 玆 に確實 なる 御 證據が ある こと、 思 ひます 

それが 承りたい のであります、 若しも 若槻 君の 唯 言 

雖の 綾で あつたと 云 ふこと であり ますれば •此 問題 

に付きまして は 何等かの 形を 以て 御正し を 願て 置き 

たいと 思 ひます。 

0 若 ® 禮次郞 君 私は 世間に 現る ゝ 意見を 見まして 

國 民の 多數は 左樣 に考 へて 居る と 私は 認めて 居る の 


であ 0ます、兒玉伯ほ如何 £:1: 钱下すつたか存じませ 
ぬが、 私は 左 揉に 考へて 居る ので ありま ■す、 かく 3¢ 
へて 居ります 所の 基く 所は 世間に あります 所の愆 見 
が 或 ほ 新 eg に 現は れ或； ！i 言 sf に 現 IX れる ，其 ?) ( から 
して 斯様に 私は SS めて ir ります、 全部と 申 上げた の 
で ほ ありませ ぬ- 國 民の 大部分は さう 云 ふやう に考 
へて 居る やうに 私は 見て 居る-斯う 申 上げた ので ご 
ざいます" 

0 伯爵 兒玉秀 雄 君 唯今の 御言 葉で 單 に若槻 君 一家 
の 見解と 云 ふこと でございますので、 私は 左様 了解 
して 此 質疑を 終らう と 思 ひます。 

t 國務 大臣 原 敬 - S 演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 若槻 君の 先 ほどの 御 質問に 御 
答を 致します が、 其 問答に 付て 行 違 ひの あつたと 云 
ふやうな ことを 御 辯 明であります るが、 御 辯 明に 0C 
つて 御 趣意 ほ 了解いた しました、 併ながら 更に 私 も 
亦 補つて® きたいのは、 外 國貿县 を 禁止す る 云々 に 
付て、 何 か 禁止と 云 ふ 言葉を 制限に でも 變へた かの 
如き 感を與 へる やうに 聞こえました が、 是は私 ほ 衆 
議院に 於ても 本會 _ 、委員 i!- ほ 無論の ことで ありま 
す、 當 議場に 於て K 々申した ので、 殊更に 禁止と 云 
ふ 言葉を 制限と 改める のでは ありませ ぬ •即ち 禁止 
でも 制限で も 左まで 重きを 置く ことでは ありませ ぬ 
から •どちらで も 宜しい が 私の 言つた 言葉 (3: 左樣で 
あると 昨日 申した のであります、 それは ffi 々繰返し 
たので 多くの 方々 は 御 記憶で ありませ うが、 物價調 
節を 根本的に 調節せ むと すれば 源に 遡らざる を 得な 
い、 其 源に 遡れば 外 國貿县 にある ので ある、 即ち 輸 
/I} 超過して 日本の 富が 非常に 咐 し經濟 の 膨脹を 来た 
したので あるから、 根本的に と 云へ ば 根本に 遡らな 
ければ ならぬ、 根本に 遡つ て外國 貿易を 制限して 俄 
に 經濟界 に If! 亂を來 たし 不景 ‘氣を 釀すや うな ことは 
甚だ 國 家の 爲に 不利益と 考へ るから， 左樣な る 即ち 
俄に 經濟界 を攪亂 いたし 不景氣 を來た すと 云 ふこと 
のない 範圍に 於て 物價 調節を 努めて 居る ので ある • 
斯樣な 言葉で 誤解を 生じた ことは 遺憾であります け 
れ ども、 此の 趣意は 屢々 繰返して 世間に 明瞭に なつ 
て 居る こと、 思 ひます から-念の 爲に若 棚 君に 申し 
て 置く のであります >  又 米の 輸出 云々 と 云 ふ 御 話 も 
ありました、 それは 私 もさう 了解して 御 答を したの 
であります、 e w を 制限しても 差 支な いぢ やない か 
と 云 ふ 御 趣意より 立論せられ たやう であります、® 


出を 制限して 差 支ない* {tl ai をす るの -e i, ります、 I 

忡 し W 本に 通つ て大な る 打 • ' .を 外 R H =r i* w へまし 
たならぱ非常に轾濟界に攬 ^ を來たすであ〇ませ-*' 
一部 一部には 制限を 致し 蔡止を 致し •何れに 致して 
も 州 當の處 M を 執る ことは 盖女な い e で 又り t す、 
是が即ち根本的に經濟界に煨既を來たさざるぬ |'.'| , 
不讶 氣を來 たさざる 範阳に 於て 調節いた したいと：. ム 
ふこと を 申した のを 證 明 - r るので あります， そ.；； -i: 
のことは まだ 何 か 御 述の こと も ありました けれども 
先づ 枝葉の 問題と 致しまして 强ひて 中す 必典 もなか 
らうと 考へま す' か、 似 兵 c ことに W て r< v 
あります •典 中に® 民 一致 少く も多败 撤兵を 希 F し 
て 居る と 云 ふ 御言 葉に 付て 5d 玉 伯 K の 御 , rf 問に、 也 
答に なつた 所で 明瞭いた して 居ります が、 网民が 少 
くと も多數 M 兵を 希 留 して 尻る と 云 ふことは 若 糊 打 
の 見解は 同樣で ありませ う、 私共 左様に 思は ぬ、 ffl 
に 衆議院に 於ても 我々 li 撤兵 論で ある 撤兵を 希 , -a す 

るので あろ、 斯う 云 ふこと を 言明して 政府に w f!!l さ 
れる 方々 は 憲政 會の 諸君の みであります、 3¢ 他 如何 

なる 派の 人 も 我々 は 撤兵 論で あると 云々 と 中され た 
方は ありませ ぬ、 衆 誘院 は 左 樣な 次第であります， 
世間には 如何なる 翳 論が あるか も 知れ ませぬ、 衆 _ 

院に 於て 撤兵 論は、 衆讖 院の謅 論に 於て は 多数と 見 

られ ませぬ、 斯樣な る 次第で 撒 IU (は 國民大 多數 の筘 

望で あると 云 ふこと に ! i 私は 御 同意 m 來銥ね ます， 
其 _ 論は 各々 見る 所を 異に 致します から 强 ひて萌 は 
ぬと 致しまして 「チェック、 スロ ー ヴアッ ク」 の 救 

援に 付きまして は 「チェック、 スロ ー ヴ アッ ク 」 は 
勝手に 励いて 居る. 人逍の 問題に 於て 救済す るのは 
宜しい けれども、 彼等', A 勝手に 行動す る 者に、 n 本 

の 兵は 血を 流して 迄 も 救援し なければ ならぬ ことは 

な いぢ やない かと 云 ふ 御 篛 論に 拜 la したので ありま 

す、 それなら ば 非常なる 間 il であります 、岡ょり 大 

正 七 年 八月に 宣言を 致して m 兵を 致した のは 戰爭を 

する 爲 ではない のであります、 鐵道を 守備し 「チェ 
ック 、スロ ー ヴア ック」 を救濟 いたさう と 云へ {t: 勢 

ひ戰 になる 場合 も あるので あります けれども •根本 

の 目的は 戰 if でない ことは 明瞭なる ことであります 
加 之 當時は 如何なる 時期で あつたと 云 ふこと を ^ 棚 
君が 御 一考に なれば 明 K する のであります、 當 時は 
職 P 中であります 、休 @ は 一昨年の 暮で & ります か 
ら 、出兵した のが 八 パで あ‘ り ま 丁、 戰爭 中で ありま 
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す、 ® 爭中 であるが 故に 列 W の 協 織は 511 何なる こと 
であつ たかと 云へ ぱ  方 №1 に 兵を 進めて 居つ た 時 
代で あ 〇ま す* 此時 に當 つて 「チェック、 スロー •ゥ 
アッ ク」 なる もの it 御 承知の 通 03 :と蹯 M '!!' の 捕 越 
となつ たもので あります けれども •聯合 W の爲 に澳 
榴 の 聯合 g に對 して ® 爭を 致して 居つ たので ありま 
す、 故に 彼が 勝手に 行 励を する に 非ず して 聯合 諸 國 
の 協邁 に te つて 彼は 塊 } s 、 En ち 敵 國に對 して 干戈を 
執つ て屏 つたので あります、 故に s 分 共 「チヱ ック、 

ス ロ ー ヴア ック」 を 救援して e る、 彼が 勝手に 柬に 
行け ぱ觅に 行き 西に 行けば 西に 行く と 云 ふ、 E 純な 
る 人道の みを 以て 血を 流して 救援して 居る と 云 ふの 
では ありませ ぬ、 加 之 常時に 戰爭中 如何なる 狀態で 
あつたかと & せ ば 「チェック、 スロ ーヴ アッ ク 」 救 
援の爲 に 我國は 兵を 出し 西 比 利： ss の 通路は 開けた の 

であります が-更に 段々 反 過激：- s の 行動に 依 つて 「 

チ エッ ク 、スロ ーヴ アッ ク」 は 之と 刀を 併せまして 

西に 向つ て 進んだ のであります、 然して 丁度 英 I1? 利 

が 支持いた しまして 西の方へ 進んで 參つて 「アル ヵ 

ンゼ リ」 方面に 達して 迎絡を 通じて 「チヱ ック 、スロ 

—ヴ アッ ク J は 本！！ に S6 ら .5 と 云 ふ 行動を 執つた の 

であります、 是は 聯合 阀の 協議の 上で 左樣 いたした 

是 ほ n 的を 當時 達して 居りましたならば 「モス コ IJ 

に 達し、 反 過激 m は 肝 盛に 相 成つ たので ありませ ぅ 

「チェック、 スロ  ー ヴ アッ ク」 も 「アルカン セリ」 

ょり ! H 國いた す ことが 出來 たのであります •併し 其 

後一 方 休 趿とな り H に變 化を 見た と 云 ふ 事情で あり 

ます、 是は議 論に 非 -f して 事 K であります、 隞爭中 

共に 力を 併せて 戰つた もので、 獨り 人道の . h' のみな 

らず 、之を 見 梨て V 顧みない と 云 ふことは 我が 國民 

の爲さ ゾ る 所であります、 少 くも K 民多數 は 斯様な 

る 者を 見棄 て、 救は ない と 云 ふやぅな ことは 我が 國 

民に ない 铐と私 は 考へ るので あります" 故に 今日 我 

等は 救 技いた しまして 本 ^ に !? i る 道を 付けたい もの 

と考 へて 居る のであります •又 英佛の 兵を 引き まし 

たこと や 何 かに 付て 色々 御說 であります が、 是は御 

a 解 次第で 强 ひて爭 ふ必嬰 は 無論ない のであります 

併ながら 英吉利が 兵を 引き、 佛 Kj K は 一部は 兵を is 

く か 知らぬ が， m も 角に 英佛諸 K が 露 西 L'g より 兵を 

引きました と 云 ふこと に 付て 若 糊 君が K 西 亜は 露 西 

亞 人に 任す が JC しい、 訝 西 亞 人に te つて 治む るが 宜 

しい、 又 過激派なる もの も 秩序が 立つ たやう である 


が 故に 兵を 引いた と 云 ふ 御见解 の やうであります、 
私 共は 左_ には 見 ませぬ、 英佛兵 を 引く、 殊に 英吉 
利の运 を 引く のは 英存 利の 内地の K 狀に 基く と 私は 
鑑定いた す、 內國の 事情より 兵を 引いた で ふらう か 
と 察します、 何れに 致しましても 之を 自衞的 と 申せ 
ば 少しく 當ら ぬか 知り ませぬ' か， 自國 本位で 爲した 
行 ®! I であらう と 思は れま す、 けれども 他 國の 行動を 
此處で 御 互に 識論を 致しまして 何れに あると 云 ふこ 
とを 論定す る 必要の ない ことは 無論であります •英 
佛の 兵を 引きました のは 若 棚 射は 露 西® の 安定の 爲 
に 引いた と 云 ふ 御 見解で あれば 是も御 見解と して 置 
く 外 ありませ ぬ、 私共は 左樣に 見て 居り ませぬ、 又 
日本に 於て， % 今日 兵を 引く とか 引かぬ とか 云 ふこと 
は 「チェック、 ス ロヴア キア」 の 救援を 致す と 云 ふ 
ことは 無論であります が、 尙ほ rl つ 他國が 引いた か 
ら引 くと か 引かぬ とか 云 ふやうな、 或 ほ あの 地方の 
人民が 日 木 . t?L パを 好んで 居る からと か M うて 居る から 
とか 云 ふやうな こと {*• かりで 行動は 出来まい と 思 ひ 
ます、 それ ほ 魁々 申した るが 如く 接 al 地の 關係其 他 
から 申せば 誰に も 解る ことで & る， 故に 單純に 今日 
商ち に 撤兵を する 或 ほ 撒 兵を しないと 云 ふこと を 明 
言す る ことは 彼の地に 對する 影響から 考 へましても 
外交 上の 及ぼす 所の 影鞞 から 考へ ましても、 今日は 
其 時機で ない と 申さ V- るを 得ぬ のであります、 何れ 
に 致しましても 我 國の立 場より 我國を 本位と して 考 
へたる 政策より 制 出して 1I-1- 行動を 致さ ゞるを 得ぬ の 
であります， 他 國に洎 隨 する こと も 或る 場合には 已 
むを 得ない けれども 始終 各國 に追從 いたしまして 其 
爲すが 儘 に □本 も爲 すと 云 ふ P に 13: 參 ります ま V と 
思 ひます、 又 撤兵を 明言 すれば 內外 共に 安心を 致す 
やうに、 尠くも 阈 民の 多數は 希望して 居る からと 云 

ふこと であります が、 私は 6S 々明言いた して、 國民 

の 多數 ほ 今 R 尙ほ 兵を 留 むる の已 むを 得ざる を 了解 

して Fr る だら うと 思 ひます， 相當な 時期になります 

れぱ 兵を 引く ことは 誰に も 解つて 居る 事柄で ありま 

すが ■今日 唯今 撤兵の 出来ぬ 位な 事情 ほ 誰に も 解つ 

て K る だら うと 私は 考へて 居る のであります、 又 高 

田の 半 ® 肺 國を出 した ことに fj- て 陸軍 當 局より 御 1! 

きになりた いと 云 ふこと であります 力ら、 强 ひて 私 

から 答 辯いた す 必要は 無論 ありませ ぬが、 併ながら 

昨日 申した ことを 繰返して 申す ことは 必耍 だら うと 

思 ひます、 □米 協商の 上に 兵を 出した のであります 


から > ifi に％ 員を 致さう •若く は W 比利亞 の 問題を 
解 決いた さう と 云 ふには、 矢張り H 米柑談 を 致す こ 
とは 適 當の顺 序で あらう と 私 (£ 思 ふので ある、 故に 
米國に 向つて 旣に 新聞 等に 依 つて 發 表いた したる 如 
く 提議を 致し、 此 協議の 11 まるまで 兵を 01 さずに 置 
いた ことは W 實で あり I す、 成るべくなら 兩國 力を 
戮せ て / 1! したいと 考へ たから 兵を U1 さすに 居つ たの 
は 事 實であ ります 併ながら 亞米利 加は 左様に 參らぬ 
と 云 ふ 狀况で ありました から、 日本が W 獨に 出兵を 
致しました、 此顚 末は 公表いた して 明であります が 
併ながら 陸軍大臣の 申した 我 丘 (の 何と 申しました か 
自衞 的の やうな 必要が あつて 出兵した、 それ 程 急に 
迫つて 居る ものなら ば 他國に 相談いた す 必要 もない 
ぢやな からう か、 其 間 もなから うぢ やない か、 無論 
の 話であります、 左樣定 に 迫つ て 相談す る 間 もない 
ものなら ば、 日 太 單猢に 出兵いた す ことは 無論の rs 
で、 列 國も亦 之を 諒しま せう、 甚だ 困 in な 狀况 には 
迫つ て 居りました けれども-俳ながら 成るべくなら 
ば 日米協 尚を 致して 出兵を 致して 盖支な い 次第で あ 
りました から •其 事を 相談を 致した、 其 相談す る 程 
の餘裕 がな かつた のであります れぱ 、相談いた さず 
に 通吿い たして 無論 宜 いのであります、 それは 唯 時 
の 問題 •其 時の 事情に 過ぎない ので ある、， 即ち 相談 
を 致して / l-i 兵を .…： 相談の 上に 救援 隙を 送つて 差 支 
ない 時 £ でありました から 左樣に 協議を 致して 協 翳 
の 結果、 即ち 向 ふでは 兵を 佾す ことほ 出來な いと 云 
ふこと でありました から、 日本 (T. 單搵に 兵を 出した 
守備の 足らざる 所を 此丘 C に 依つて 補 ふ 所の 方針を 採 
つたので あります， それから 是ほ 枝葉の やうです け 
れど も、 園々 御 話中に 何 か 戰爭 して 居る やうに ばか 
りの 御 話であります けれども、 是は戰 gf の H 的で な 
いと 云 ふことは 旣に 申した 通りであります が、 併し 
勢 ひ 所々 に 過激派な り 何なり 參 ります れぱ …… 守璐 
を 侵す 者が 參れば ■ほな けれぱ ならぬ のであります 
當然 のこと で ありませ うが、 併し 之を 以て 戰萌 の爲 
に 兵を 出して K る ものと 云 ふことは 出来まい と 私は 
思 ひます、 守備の 爲に 兵を 出して 此 守備の 手薄な 所 
は 兵を 岈さ なければ ならぬ、 殊に 「オムスク」 政府 
ほ 御 承知の 如き 狀 態に 立 至つ て 滅亡いた しました* 
尙更以 て 所在 過激派が 勢が 得、 過激派なら ざる 者 も 
過激 販に 感染す る處 もあります るから、 旁々 以て 今 
日までの 守備兵では 足らぬ のであります から、 之に 


佾 M すると 云 ふこと It 已む を ^ ない ことで ある •そ 
れが爲 には 多少の 時は 要しても 差 支ない ので ありま 
すから， 亞米利 加と も 協 _を 致し 成るべくなら 協 p 
の 結果 兩國 とも 致したい と考 へたので あります けれ 
ども、 米國は 左樣に 參らぬ と 云 ふ爲に •□本のみ 出 
兵いた したと 云ふ顚 末であります、 大槪 之を 以て 御 
質問の 要點 には 御 答へ 致した やうに 考へ まする が > 
之を 要するに 西 比利亞 ょり 今日 此 場合 直ちに 撤兵す 
る， 若く は 長く 撤兵し ない と 云 ふやうな ことを 申す 
べき 時機に あらず と 御 了解を 願 ひたい" 

0 若 棚 禮次郎 君 最後の 質問に 對する 御 答 辯は 總理 
大臣から も 御 答 辯が ありました が、 是は 前に も 御 願 
ひ 申 上げた 通り 軍事 當 局の 方から 責任の ある 御 答 辯 
を 願 ひたいので あります、 總理 大臣の 御 答 辯は あり 
ました けれども、 尙ほ私 は 陸軍大臣の 之に對 して 御 
答 あらむ ことを 今から 留保して 願つ て 置く ので あり 
ます、 而し て總理 大臣の 御 答 辯に なりました ことに 
悉く 私 ほ 御尤もで あるとは 思 ひませ ぬけれ ども、 此 
以上 ほ 御 導は 致し ませぬ' か， 唯 私の 申した と 仰せに 
なること で JP して 置かなければ ならぬ から 是だけ 申 
上げて 置きます が、 私共は 英佛が 露國 にやら して 定 
めしむ ると 云ふ理 曲を 以て 撤兵した、 兵器の 供給 も 
止めた と 云 ふやう に ほ 申し ませぬ そこには 順序が あ 
ります から 英佛は 兵を 引いた それから 典 器の 供給 等 
も 止めた、 それから 形勢を 見て 露國 のことは K 國を 
して 之を 治めし むる と 云 ふ考を 持つ たものと 私は 見 
て 居ります、 斯う 云 ふやう に 申 上げた のであります 
から 是だ けの ことほ 一言 IH して 置きます' 

0S 長 (公爵 德 III 家 達 君〕 唯今 若 棚 君の 御述 になり 
ました 陸軍大臣ょりの 答 辯の ことであります が、 本 
日 陸軍 次官 も 出席せられ て fr ります から •若概 君の 
御 質疑の 趣意 ほ 必ず 大臣に 話される こと、 存じます 
他日 大臣の /li 席の 叶 ひます 時に 若槻君 に 答 辯を され 
る やうに 載 長から も傳 へて 置き ませう。 

f 矢 n 長 右 tl 門 君 1 日の 許可を 求む〕 
o _ 長 C 公 W 德川家 達 討〕 矢口扒 何です か。 

〇 矢 口 長右衞 門 君顯 長に 何 ひたいと 思 ひます。' 
〇黧長 0 <ム 爵德川 家 達 君〕 私に …… 

0 矢 n 長 右 德門 君 先刻 若槻 君と兒 玉 伯爵と 問答の 
中に、 所謂 質問の 質問を 致した、 斯う 云 ふ 風な 事 * 
がちよ つと 見えます ので、 私の 冥 聞 未だ 斯う 云 ふ 例 
は 餘り 精し く 存じて 居り ませぬ、 玆に蕺 場に 臨んで 
一五三 九 
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居りまして も 質問と 云 ふこと に 質問を 致したい こと 
は 時々 でございます， けれども 徒に 漭事を 長く する 
と 云 ふ ® が あるので" 本 uif 控 へて 居りました ので 
すけれ ども、 御资間 者に K 問す ると 云 ふやうな こと 
は 是れほ 是ま でに 涔 山 例が ありました のです か、 又 
是よ りさう 云 ふこと を 時々 いたしても 差 支ない ので 
ございす 1- か •さう 云 ふ 幽 に 付て 链席に 著いて 色々 
參考 なる のであります から* 一應謎 長の 御 ® 見を 
伺 ひたい。 

〇 織 長 c 公 财德川 家 達 君) 矢 口 君に 御 答へ 致します 
难今兒 土 们衍が 若槻君 の 政府に 對 する H 疑に 對 する 
W •疑を 求められました が、 先例 も あり， 差 支 ほない 

と考 へまして 許しました •併し 是は 程度の 問題で あ 

ります から、 雜員 諸君の 賢明なる 御 判斷に 任せたい 

と M ひます …… 次は 藤 村 男爵 •總理 大臣に 御® 疑を 

御 述べになる ことを 菌み ます。 

〔男® 藤村義 朗料演 © に 登る〕 

〇 男 W 藤村兹 朗 竹 總 -ri 大臣に 御 尋を申 上げます る 

前に* 私の 今朝の W 問に 對し まして* 各 大臣より 御 

答 辯を 煩 (3: しました が， 典 中大藏 大臣に 13: 私の 將來 

に 於け る 財界の 見込を 御靜ね 申 上げました のに 對し 

まして， さう 云ふ豫 想は 避けたい、 豫筇を 作成す る 

に 於て は 過去の 事 sf に 依つて 作る ものであるから， 

將來 のことは 言は んで も宜 からう、 と 云 ふやうな 御 

答で あつたので ございます、 私は 無論豫 算 のことは 

甚だ 知識が ございませぬ が、 豫览を 編成いた します 

に付きまして は 必ず 將來 のことは 豫想に 入れて 編成 

される ものと 心得て 居りました •一 :今 の 大臣の 御說 

明で、 將來 のこと ほ 餘り考 の 中に 入れて 居らぬ と 云 

ふやうな 御 答で、 私は もう それで 質問は 打 切ります 

農 商務 大臣には もう 少し 進んで 伺 ひたい こと も ござ 

いますが， 御 席に 御出でになり ませぬ から 豫算委 員 

會に讓 ります •內 務大 E と遞信 大臣の 御 答 辯は 能く 

.了眾 いたしました、 是れ より 物價問 題に 移りまして 

總理 大臣に 聊か 御 尋ね 致したい と 思 ふので あります 

本 問題に 付きまして は 旣に當 院でも 衆議院で も蜓諄 

い 程に 大小 百 細の 問題に 1L つて 質疑 應答が あつた， 

旣に 昨日 も廣澤 们 及若槻 さんから 色々 の 御 質問が ご 

ざいました U それ にも拘らず 私が 更に 又 玆で御 質問 

申 上げます ことは 甚だ 諄い やうで ございます が、 ま 

だ どうも 私に も 政府の 意が 了解が 出來 ませぬ ので、 

政府に 對 しまして 甚だ 御 面倒とは 存じます るが、 少 


く 私に n la] の 趣 S を 述べさして 顶き たいと 思 ひます 
物 衍調筋 に ^ 係し まして、 つい 唯今 も璁理 大臣の 御 
述にな りました 如く 〔政府の 御 S 見は 根本的に 調節 
を阏 つて 物 fi-i の 下落を 期す るには 其の 源に 溯つて 瞬 
fi の K 大 KC W を l:s して 居る 所の 外國 H 易に 制限を 加 
へな けれ (t: ならぬ、 併しな が 急 尚に 制限を 加へ たな 
らば 經浒界 を ^ 亂 して lit 間の 不毋氣 を 招來 する、 そ 
れ ほ 國 家の 利害に 固み て爲し 能 15: ぬ ことで ある、 さ 
う 云 ふ 純濟界 を淠亂 せない 限りに 於いて 調節を 岡り 
たい 故に さう 急激に 効果が 見える ものでは ない、 徐 
々にやるべき であると 云 ふやうな 仰せで ある、 併し 
ながら 又 部分的の 調節に 付いて は 都市に 於いて 社會 
政策 的 調節と 申し ませう か、 色々 の 施設を 施して 居 
るが、 是は 相當に 効果 も 認めて 居る やうで ある •砟 
ほそれで もい かなければ 徹底的に やる 積り で、 決し 
て 政府 (t 放任 もして 居らなければ 等閑に も附 して 居 
らぬと 云 ふ 御 話の やうに 伺つ て 居ります、 成る 程 色 
々の 問題 •或は 關稅の 方面から も 亦 食糧の 方面から 
も， 又 唯今 申 上げた 社 會 政策 的 施設の 方面から も 種 
々の 方面から 政府は 大分 苦心に なつて 調節の 途を盡 
して 居られる、 而 して 私は 決して. 其 効果がない とは 
申 上げ ませぬ、 効果がない とは 申し ませぬ が 我々 の 
菌む阈 民が 期待して 居る だけの 調節 ほ まだ 付て 居ら 
ぬと 私は 認めて 居る、 何故な れば 昨日 も廣澤 君が 言 
はれた 通りに、 物價は 日に 月に 騰 « を 重ねつ k ある 
廣澤 君の 御 話に 一月は 十二月に， 比べて 三分 三 厘餘の 
騰貴を 示して 居る と 云 ふ 御 話 も あつた、 又 同じ 日本 
銀行の 調査に 依ります れぱ 昨年の 一月と 今年の 一 月 

を 比べます と卸賣 値段で も 四 割 以上の 平均の 物惯の 

騰貴を 見て FT る尙ほ 少しく 精し く 申 上げ ますれば 建 

築 材料、 即ち 材木は 五 割 以上 騰貴して 居る、 いや 今の 

は 違 ひました、 綿 絲が七 割 以上 瞬 貴、 肥料 も 同じく 七 

割 以上の 瞬 貴砂擗 が 九 割の 騰貴、 材木は 倍額の 騰貴 

をして 居る、 米は 政府の 色々 の 御 苦心の 結果と 見え 

まして 騰貴の 度合が 他の物 價 割合には 少う ございま 

す、 即ち 一一 一割 1 1 :分 程の 騰貴に なつて 居る 其 故 か 知り 

ませぬ が、 私が 承ります と 田舍の 小作人の 百姓は 今 

日では 米 以外の 物價膦 貴に 苦しんで、 もう 自分の 耕 

して 居ります 田地を 地主に 返上して どし < 桑畑の 

方に 出掛けて 行く と 云 ふやうな 事を 聞いて 居ります 

其 結果 斯樣 に物價 が 騰貴し まする 結果、 國 民の 生活 

就中、 中等 階級‘ 下等 階級の 國 民の 生活と 云 ふ もの 


は 日に日に！ gr ss を 受けて 居る， 此際出 来る だけ 速に 
何とかし ま •«: ぬと 云 ふと、 如何なる 危 抟 が S 生せ ら 
る、 や、 私 li 分らぬ と 思 ひます、 それを 物 fn が 晚 ft 
しても 大騷 励が 起らぬ からま だ宜か らう、 或 ほ 外國 
には 物 la の 調 Rn が 出來た 例し がない、 号 考と する も 
のがない からどう にもす る ことは ;!,, 來な い、 或は 物 
惯の陴 K は lit 界 共通の 大勢で あると -S ふやうな こと 
を 申して、 礙圖々 々して 居つ ては 私は 大變な ことに 
ならう と 思 ふ、 政府に 伺 ひたいのは 抑々 政府が 外國 
貿易を 制限す れぱ 經濟界 を M 亂 すると 云 ふ不毋 氣を 
招く と 申す ことは 一腊贸 易の 如何なる 部分を 如何な 
る 程度に 於いて 制限す れぱ 經濟 を }® 亂 すると 云 ふの 
であるか、 唯 貿易を 制限 すれば 經濟に 容易なら ぬ 影 
響を 來た すと 沄 ふことは 誠に 御尤の やうに 間え ます 
が、 無論 程度問題で ございます るので、 どの位の 程 
度に 政府 ほ 御考 であるかと 云 ふこと を、 私は 伺 ひた 
い >  例 へ て 見れば 或は 輸 l.!i を 全然 禁止し なければ 物 
價 ほ 下らぬ と 云 ふこと であるか >  或 は 全然 禁止し な 
くても 一般的に 或る 部分を； 一 出を 禁止す る、 即ち 生 
活の 必需品と 云 ほれない 生絲 乃至 羽二重. の 如き 物 ま 
で、 或る 程度に 於て 制限し なけ' れば物 價は 下がらぬ 
と 云ふ窟 味で あるか， 或は 旣に 政府 ir. 於て 相 當の制 
限を 加 へられて 居られます、 商品 以外の 例へ ば 工業 
の 燃料 C' あつて 今日日 本に 最も 必要で あつて、 而か 
も其價 格は 非常に 暴騰を して 居ります る 石炭の 如き 
今日に 於て 尙ほ 三百 萬 噸 以上の 轍 m 入 額を 見て 居り 
ますが 之を 制限す る、 或は 今 申した 倍額の 騰貴を 來 
たして 居ります 建築 材料の 木材， 是も 同じく 年々 三 
千 萬 圆 以上の © 出に なつて 居る と 思つて 居ります が 
之を 禁止す ると 云 ふ 位の ことを しなければ 物價は 下 
•からぬ と 云 ふやうな 御考 へで あるか、 其邊の 御考か 
どうも 私に 能く 了解いた しませぬ ので、 どうぞ 其 事 
に 付て 外國 貿易の 如何なる 部分に 對して ，如何なる 
程度の 制限を 加へ たら ば 經濟界 を 攬亂 する か 即ち 物 
價を 下げる かと 云 ふこと を 伺 ひ 得られ i ば 伺 ひたい 
と 思 ひます、 兎に角 政府に 於 かれても 不景氣 を來た 
すと 云 ふことは 甚だ 宜しくない やうな ことに 考へて 
居られます が、 併ながら 少く 進んで 考 へます ると 云 
ふと、 一時 輸出に 制限を 加へ て不 景氣を 將來 すると 
云 ふこと、、 國民 生活の 安定を 阃る爲 に 物價を 下げ 
ると 云 ふこと が、 何 a が 重き 力 何れ 力輕き と 云 ふこ 
とに 付て、 私な どは 若し 國民 生活の 安定が 期し 得ら 


れますものな 1-*>- ぱ，此咬に於ては «| 馆 '->- |-^ « ^ 1- ;3 
限を 加へ て！ f ft sli を ^ 來 すると 云 ふやうな ことがあ 
つても •制限を 加へ た 方 •か -H: くは ないかと 云 ふ考を 
持つ て 居ります、 又此不 # :'? を ! !? 来す ると 云 ふこと 
に付きましても •私な どの 見 liii して ) 3} o -t 、す 〇 所 に 
teo まして， 今 削 も 申 上げた 通りに 擗濟界 は® に lit 
励 期に 這 入つ て (n 面 刺に ^ H ^ o ic ^ x^ v.' ^ ir 
最：： 十 整理 時代に 入つ て、 それ 〇 聚縮 して K る • 职 
ろ 世間が 餘 りに 石鹼 球の やうに 膨职 して 居る 〇 を：. :'s'. 
逍 つて、 相 常の 程度に 於て 緊縮を ! '-a んで居 る やうな 
時代 かと M ひます _ 物 似 腿 ft を 利 HI して铭 姑 ^ を i/ii 
〇、 喵设氣 の 好い ことば かりを m んで居 ります るの 
は虛業 家 成は 政治を 利 IIJ して 金の菘 に对 〇附か むと 
して居る政筘の末钮位な渚だらうと思ひます"喵 -> 
申 上げました 通りに ベ £: う 4 今少し 具跎的 な 說 叫を 
承り ませぬ と外國 貿易を 制® すれば 經濟界 を® 靴す 
ると 云 ふ 政府の 御說 にけ 少 々首肯す る ことが II1. 來ま 
せぬ、 又 政府は 是れ 以外に 根本的に 調節す る 策が な 
いと 認めて 御出でになる や S や、 某 媿 も 一 腮 參老の 
爲に 伺つ て 置きたい、 それから 萊京其 外の 都市に 行 
つて 居ります る 社 會的施 設 ，是も 我々 が 見て 居り ま 
する 所では 政府が 考へて 御出でにな 〇 まする 程の 効 
果が 果して 現 ほれて 居る や 否やと 云 ふことは 疑 間と 
して 居ります、 長く は 申し ませぬ が、 5? する に 其 組 
轍 或は 設備に 於ても 亦 餘程缺 けて FT る 所が ある やう 
に考 へます るが、 尙ほ是 ほ 改盡 一: を 要する と rr: じます 
る けれども、 政府に 於て は 如何なる 御考が あるか、 
是も 序ながら 併せて 伺 ひたい、 又 政府 ほ 物惚調 節 に 
は 非常に 御 苦心では あります るが， 政府， H 身の なさ 
れる 所、 或 ほ 政府の 御 苦心を « 切つ て 居るまい か、 
即ち 今朝 申 上げました 尨大なる 预览 ■汽車 K の 111;( 上 
とか 煙草の 値上と か 電信 電話の 料 命 改正 計进と 云 ふ 
やうな ものが 無， i 物價騰 K の爲で ほご ざい ませう け 
れ ども 一面には 矢張り 其 因と なつて 物僙 の騰设 を 促 
進す る ものである だら うと 思 ふ， 斯樣 に考 へて 參り 
まする と 云 ふと どうも 本 當に政 府が 調節を なされる 
と 云 ふ 御意 思が あるの やら どうやら 分らなくなる 樣 
な 始末で ある、 どうぞもう 少し 明 } ii な 御 答を 私 (t. ftl 
たいと 考へて 居ります る、 尙ほ M に 進んで 考 へます 
ると 云 ふと •勿論 lit 物價の 調節と 云 ふ もの ほ、 非常 
に 必要な もので 是非 やらなければ なり ませぬ が、 佻 
しながら S に物價 を 下落せ しめる と 云 ふことの みが j 
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調® の 根本の n 的た る 國民 生活の 安定を 得る 上に 於 
て、 物俏 調 ® のみが、 唯一の 方策で ある や 否やと 云 
ふこ t に 付て、 多少 私 (i 疑問を 持つ て 居る、 a 想を 
申せ ぱ物價 の 騰貴に 應じ て ® 民の 所得が 衔 す、 生產 
能率が 咐した ならば、 言葉を 換 へて 申せば、 供給が 
% したなら ば、 物 價は 騰貴 すれば する 程 私は 宜 いと 
思 ふ、 即ち それは 國民牛 ：活の 向上 改善と 云 ふこと で 
あつて •總て 調節が 付き ますれば* 其方が : 0: からう 
と 思 ふ、 併ながら 今日の pf 狀 ほ さう 云 ふ！® に (3: 參り 
ますまい、 © S 爭の爲 に H 本は 米 fes に 次いでの 物 ft's 供 
給阀 になり ました •其 〇 め® 出が 旺盛 になり、 通 tt 
が激增 し 正貨 も 膨脹いた す、 それで 又 一 方 物資は 益 
々不足に なり 今一つは ! 5 本家 實 業 家の 中に ほ 己 ある 
を 知つ て國家 あるを 知らざる 徒 ? « が、 唯 自已の 利益 

の S に 物 ® を 釣 上げる と 云 ふやうな 手段 も ありまし 

て それ 等の爲 に 物 (13 が 騰貴して 參つた 、併ながら 今 

申 上げました 正貨の 激咐で あると か 或は 其 間に 於て 

國民が 得ました 所の 富と 云 ふ ものが 非常に 殖えて 居 

る 則ち、 n 本の济 力が ？ is えた、 常 力は 破え ましたが 

是が平 等と 申す と 語 脒 'か あろ かも 知れ ませぬ が •釣 

合 能く 分配せられ なかつ た 0 に阀民 の 生活が W 雛に 

なつて、 所得の 均衡が JU れな くな つたと 云 ふ Ilf ® が 

玆に あるので li あるまい かと 云 ふこと も考 へて 居り 

ます •即ち ya の ^ が 其 一部の 陪級 にの み 集中せられ 

まして， 铽 める もの li 益々 贫み 資本は 益々 資本を 節 

み、 或 (i 又 大小 無 數 の 成 富者 流を 雨後の 笱の如 く簇 

生せ しめて、 所謂 成 命と 云 ふ ものを 作つ た •  E の 富 

は そつち の 方に 咐し てし まつた が、 併ながら 國 民の 

大多数を 占めて 居ります る屮等 階級 乃至 下胯 階級の 

方は、 彼等の 所 ? y が 物 fi!( 騰貴の 削 合 に咐さ なかつ た 

S に、 脅 富の 差と 云 ふ ものが 非常に 起つて 來 て、 さ 

うして 玆に姶 めて 國 民の 生活 雛と 云 ふ ものが 生れて 

来た、 加 之、 世界の 戰爭に 依つて 起されました る此 

社 會的苯 命 ：：： 革命と 申します か、 或は 激變と 申し 

ます か， 兎に角 社會 的の 驵随が 變 更され ました、 lit 

波動が 矢張り 日本に 及んで 參 りまして •さう して 茲 

に 日本の 网民 の 思想 上に 激 S を 来たした、 旁々 右の 

やうな 譯で撾 神 上に も 物 H 上に も阀民 の經种 生活の 

上に！ f 安 不 砭 の 念を 生ぜし むる に 至つ たと 云 ふこと 

は、 是は爭 ふこと が m 来ない ? Jf w ではない かと 私 i i 

考て居 〇 ます •右に 付て 政府は、 此社會 的の 方面 か 

ら御 52 になつ て 居ります 牛： 活上の 安定と 云 ふこと に 


W ては どう 云 ふ 御所見を 持つ て 居られる か •政府は 
S 家と して K 民の 所得の 均衡を 得せし め、 公平に す 
ると 云 ふ 御考が あるか どうか 或は 又國 民の 義務た る 
租税の 負擔 力を 均衡せ しむる と 云 ふ 目的を 以て 前日 
來總理 大臣の 御 話に なつて 居ります、 財政 經濟 調査 
會の御 調査は jffi みつ、 あられる のであります か、 其 
邊も何 つて 1C きたい、 序でながら もう 一件 伺 ひたい 
のは 先達て 中から 政府に 於 かれまして は •此 物價の 
大問® 等に 付て 重要の ;3 問々 題が 起り ました 際に、 
大抵 是は皆 財政緙 濟調 査會に 質問 屮で ある、 或は 財 
政 純 濟調介 會に 於て 調齐 中で ある、 或は 調査を 命ず 
る 35 りで あると 云 ふや 5 な 御 話で あるし-少し 面倒 
な 問題は 總て W 政綷濟 調査 會が 負擔 になる と 云 ふや 
うな ことにな つて 居ります， 私は 此會の 事は 能く rr- 
じ ませぬ が此窗 が 設置 以來 どう 云 ふ 化 事を 致して 居 
るか、 どの位の 回 ®! を锊 合して 居ります るか 少しく 
詳しく 御 說 明を 願 ひたいと 思 ふ、 是は 總理 大臣に 願 
ひまして は 餘り恐 入ります から 他の 政府 委員の 御 方 
でも K しう ございます、 私の 質問は 是で 終ります。 

一网猝 大 I-S 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇阀 務大 IS C 原 敬 S5) 藤 村 W 爵の御 質問を 段々 拜聽 
いたしまして •ちよつ と 心 ® に le 憶は 記載し ました 
けれども* 或は 漏れて 居る かも 知れ ませぬ から >  そ 
れが 若し ® れ ましたら、 更に 御 答を 致す こと 1.- 致さ 
うと 思 ひます •外 ^ K 易を 制限す ると 云 ふこと、 之 
を 制限 すれば 經濟界 に 淠 亂を來 たす 云々 と 云 ふこと 
に 付て、 御 W 問が 起つ たやう であります るが 從つて 
何れを 制限 すれば さう 云 ふこと が 起る のか、 如何な 
る 種類で あるか、 或は 如何なる 程度で あるかと 云 ふ 
やうな 御 質問を 惹起した やうに 承ります るが •物價 

調節の 根本 政策と 云 ふこと に 立 至れば、 勢 ひ 外國貿 

易の 制限を しなければ ならぬ* それを 俄に やれ ぱ經 

濟界の 悶亂を 惹起して、 俄に：' f 最氣 を來た す やうな 

ことがある から、 國 家の 爲に 利益なら ずと 云 ふこと 

を®々 繰返した のであります るが， 是 ほ 何を 制限す 

れば斯 様な ことに 相 成る かと 云 ふこと になります と 

是は联 だ 答を しにくい のであります、 政府は 大 體 の 

方針と して 御 答を する ことは ? ¥ 易であります、 併な 

がら 何の 品物を 制限す る fa りで あるかと 云 ふこと に 

付て は 答は m 來兼 ねる •■何故と 申す と 例へ ば 生絲で 

も 制限いた したなら ぱ斯の 如き 結果を 来す であらう 

と 云 ふ！ i 著なる ことに 於て は、 其 答を 致す ことは 出 


来ます る けれども、 是は殆 ど 問答の 必靼が ない こと 
である •其 以外の 品物に 付きまして は •政府は 徒ら 
に 之を 制限 すれば、 物 偎調® に 制限 ありと 考へた 時 
は 之を W? 行す るの 時であります、 將來に 於き まして 
も經 濟界は 種々 變遷も 致す であり ませう、 色々 なる 
曲折 も ありませ う、 之を 豫め 何を 制限す る 積り であ 
るかと 云 ふことは 實 際に 應じな ければ ならない 事柄 
であります、 のみならず 斯 _ なること を拽め 明言い 
たす ことは、 經濟 界に對 して 加 何なる ことで ありま 
せう か、 甚だ 危險な る ことの やうに 私は 考へ るので 
あります、 故に 政府は 原則な り、 方針な りは 繰返し 
て 申して 差茭な いのであります が、 何を 制限す るか 
どれ 位の 程度に やる かと 云 ふことは は 申 上げら 
れぬ 、斯う 云 ふ 事を 決定い. たした 時に (x 、 rt ちに 之 
を實 行いた さなければ ならぬ、 即ち 從來も 御 承知の 
通 〇關税 等に 於て 色々 なる 施設を 致しました、 それ 
で是ほ 例へ ば 綿 絲の轍 出を 制限す れぱ宜 いと 考へた 
ときには •直ちに 之を 實行 しなければ ならない ので 
あります、 苟も 必耍を 見た ときに (3: 之を 制限して 物 
價調 節に 是が 利益す ると 云 ふ 方針を 取つて 著々 進行 
する 事は 出来ます けれども， 前以て 之を やれ ぱ宜い 
あれを やれ ぱ宜 いと 云 ふ 事を 申す と •色々 經濟界 に 
對し て芮だ 危險な 事と 考へ るの みならず、 左樣に 申 
した 所で 經濟 界の變 化 (3: 日々 止み ませぬ から •今 a 
申した 所で 果して 宜い と考 へた 所が それが 出來 ませ 
うか、 要するに 之が 原則を 定めて、 此 原則に 從 つて 
後 ほ , « 行 的に 施設す るより 外 ほない と考へ ますから 
何を 制限す ると 云 ふこと が あるかと 云 ふことは •唯 
今 申した 如く 生絲 の 411 きものに 對 しては、 是 ほ もう 
問答に ならない と 致します れぱ 他の物に 付て (X 玆に 
容易に 申 上げ 得る 問題で ほない と考 へる ので ありま 
す、 それから 外 國贸易 を 制限して、 不景 氣を來 たし 
て も 差 支な いぢ やない かと 云 ふやうな 御 見込 も あり 
ましたが、 是も 或は 場合に 依つ ては 差 支 あつても 無 
くても 已むを得ない、 自然に 起る 問題 かも 知れ ませ 
ぬ、 併ながら 制限の 仕方に も 依り ませう、 稲 類に も 
依り ませう‘ 俄に 不景氣 を來 たしても S いと 云 ふこ 
とは 大體に 於て なから うと 思 ひます が、 併し 少 * 位 
の不景 氣が あつても 構は ないから、 外 國貿县 の 制限 
なり、 其 他の 事な りは® つて {几から うと 云 ふことは 
御 尤の 事と 私は 考へ るので あります、 いつぞや 上 山 
君から 御 皙問が あつて 其 事を 申しました が、 政府は 


•个 措氣 を 避けたい r それを 规ら 避け やうと しても， 
漸次 不蛩氣 が 參る かも 知れない の C- あります、 即ち 
急 激な不 景氣 を II さぬ やうに したいと 考 へて 居る の 
であります、 從 つて 多少 外國 貿易を 減らしました 爲 
に 不景氣 が來ぬ とほ 限らぬ のであります けれども、 
成るべく® に 急激の 不景氣 を 惹起さない やうに して 
此經濟界を保つて行きたいと考へて居るので & 〇ま 
す •それから 赴まで やつた 所の 物 似 調節 以外には 何 
等 政策がない のかと 云 ふ 御_で あります が、 政府は 
唯今 申します 通りの 方針を 収つて 居ります、 而 して 
調節の H 的を 達したり とは •今日 考へて 居り ませぬ 
旣に 調 RrJ の n 的を 達しない と 政府が gs めて 居る 以上 
は、 今後に 於て此 調節の に IM1 つて、 段々 進んで 
參 る SJ りであります から、 無論 今 a まで 致した 所を 
以て 足れり と (X 致して 居らない のであります、 社 會 
政策を， 都 會に 於て 行 ひました 所の 社 舒 政策 (X 做 ほ 
改 # の餘地 ある やうで あるが. どうかと 云 ふ 事で あ 
りました が、 御 尤の御 話であります、 政府は 尙ほ 十分 
に 改善の 餘地 ありと 考 へて 居ります •又 改善し なけ 
れぱな らぬと 思つて 居ります、 又 今：：： まで 行 ひまし 
た 社會 政策 以外に も 更に 相當の 方法が あれば 之を 行 
つて 結局此 社# 政策を 撤鹿 的に 効果 ある やうに 致し 
たいと 考へて 居ります から 尙ほ 之に ^J つて 十分 考慮 
いたしたい と 思つて 居ります 例へ ば 公設 m 場の 如き 
も® に 作りまして 喵敝ほ 咐加 しました が、 之を 整頓 
いたし、 有効なる ものに 致す と 云 ふ 事は 公設市場 其 
物に 付ても 餘地あ る こと V 考 へます る >  况や 社會政 
策の 各方 面に H つて (t 尙ほ改 善の 餘地 あらう と考へ 
まする から- 此 講究を 致して 著々 其 進步を 致したい 
と考 へて 居る のであります、 それから 豫算の 膨脹は 
却つて 物價 騰貴の 原因に なりは しない かと 云 ふこと 
であります が、 見や 6 に 依つ ては 左樣 相 成り ませぬ 
又 幾分 左樣な 事 實が ありませ う、 現に 先般 も物惯 騰 
貴の 爲に 官吏の 臨時 手 當を增 加し ましたら* 直ちに 
日用品の ことで ありませ う • !«: ちに 値段を 上げた と 
云 ふこと も あつたと 申します から、 それは 些細な 一 
例であります けれども 、さう 云 ふ 次第で、 段々 豫箅 
を腦脹 しましたなら ば、 多少 物價を 上げる 原因を な 
さぬ とは 限りますまい、 併ながら 現に 物 m が 騰貴い 
たして 居る のに、 之を 捨て、 置く と 云 ふことは 出来 
ない のであります、 物價が 騰貴いた して 居る からと 
云つ て、 設備を 見合して 居る ことは 出 來な い、 矢 張 
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り 之に 佐つ て 段々 設備 を 致し •  S 々其 / s-f の 低落を 計 
らな ければ ならぬ* * も 卑近なる 一例に 渦ぎ ませぬ 
けれども ，，例へ ば m ls の 如. ? 、 S 々搜 贵 いたして、 
今日 is 何千 圆 一菡 の 常 話 iz 致して R ると 云 ふこと で 
あります、 若し 笛 話の ®: を ^ しましたなら ば 勞 ひ fl? 
は 下がる であり ませう と 思 ふので あります， 數を研 
さう とすれば 勢 ひ 豫览 を杈脹 して 金を使は なければ 
ならぬ のであります* B1 H とも" 結果と もな り ませ 
うが* それ ほ 巳む を 得ぬ のであります 、煙草な どに 
付ても、 先般 大蔵大臣から 御 答いた したやう に、 煙 
荩の耕 作 人に陪 偾金を 多く拂 ほ なければ 煙草を 料 作 
しない、 仕方がない から賠 fft 金の 多く 出す、 賠 frt 金 
を 多く {!'. せ ば 煙草 CD' 肮 段が 上つて 來 ると 云 ふこと で 

已むを 得ぬ 結果であります、 是は 何れにしても 段々 

經济 界が變 化いた しまして、 物® が 下がる ことに 相 

成ります れぱ ，某 時に 豫算は 又 緩やかに も 相 成り ま 

せう が、 今日の 所は 皆已む を 得ぬ 結果で あると 御， 承 

知を 願つて S きたいので あります、 それから 國民負 

擔の 均衡を 計る 愆 思な き やと 云 ふ 御 質問の やうに 承 

りました が、 是 ほ 無論であります >  藤 村 君の 言 はれ 

ました 通り、 是 は 經濟學 者の 見 積に 依ります るから 

私共から 彼是 申す も 如何 かと 思 ひます けれども、 現 

在の 經濟を 論ずる 人々 は， 多く 富が 不平 均で ある。 

富む 者 it 益々 富み •然ら ざる 者は 益々 困難に 陷 る、 

©富の 懸隔を 生じた、 色々 ありませ うけれ ども、 富 

める 者は 益々 富み ませう が、 又勞卿 などを 致して 居 

る 者は 相 當餘裕 を 生じて 居る と 云 ふこと も ある、 一 

槪に學 者の 議論 通りで あらう か、 否かは 分り ませぬ 

けれども、 兎に角に 俄に 膨脹した る 經濟界 であり ま 

する から、 富の 平均を 得て 居らぬ 所が 多々 あらう と 

風 ひます、 之に 對 しては 政府 ほ 人爲 的に 如何なる 命 

令を 以て 如何に 致す と 云 ふことは 無論 m 來ま せぬ か 

ら 、是は 數 年を 待たなければ いかぬ ことで ありませ 

うけれ ども， 併し 政府 ! 3; ,'|{ 來得る 限りは 注意を 致し 

たいと 思 ひます が •先般 當議會 の ii 題に なつて 委員 

に 付託せられ ました 所得税 法の 如き も、 段々 富める 

者に 十分に 収 りまして 、比較的 收 入の 少い 者は 輕く 

致して、 遂に 六 百 II 以下の 者は 免税に 致した と 云 ふ 

やうなる こと も •即ち lit 政策の 一端を 現は して 居る 

のであります、 凡そ 此負擔 の 均衡を 得る やうに 政府 

は 方針を 立て k 居ります、 一面から 申せば •社會 政 

I 策に も ffl 成り ませう、 或は 經濟學 者の 議論に も 副 ふ 


こと、 . y. ひます けれども、 それ (j: 何れに 致しまして 
も、 兎に角 此 rt 腔の 均®: を 得る やうに 努めたい、 然 
らず とも 國が 抗めぱ私の言を俟たずして饩釕の雖隔 
の 出来る のは 巳む を © ぬ® であります から、 成る ベ 
く 之を 非常なる 懸隔を 生じない やうに、 段々 均 街を 
得るやうに計つて參りたい、即ち今回の揀鉍の一例 
を 申しましても、 例へ ば 羧 道の 運賃を 上げた とか、 
色々 〇 ことがあ' ります、 是 ほ 上げない 方が {几から う 
と 云 ふこと であります けれども •是は 矢張り 今日 M 
« いたしました客貨物を渾ぷのに !3-. 、相當なる設備 
を 致さなければ ならぬ、 相當の 設備を すれば 運賃 も 
上げなければ なり ませぬ、 已むを 得ぬ 結果に 相 成る 
のであります が、 併ながら 例へ ば 郵便葉書、 信書の 
如き も、 之を 佾收を 計ります れば •誠に 容易く 一番 
取り 易く 肢り得 るので あります、 又 今日の 民度に 於 
ては 一錢 K 厘の 葉書が 二錢 にな りました 所で、 三錢 
の信傳 が 四錢 になり ました 所で、 左 迄の ことは ない 
かも 知れ ませぬ けれども、 併ながら ® 富を 問は ずし 
て 使用いた す ものは、 富める 者は 差 支あります まい 
が、 富まざる 奔も用 ひなければ ならぬ ものに 付て は 
犬に 意を須 ひなければ ならぬ と 思 ひまして、 誠に 取 
り县 いもので ありませ うと 思 ひます けれども、 郵便 
信 霄 等に 於き まし. ては 增收を 計らない と 云 ふこと で 
政府は 毎日 負擔の 均衡を 致したい と 努めて 居る ので 
あります、 又 將來も 之を 努めたい と考 へて 居ります 
財政 經濟 調査 會 のこと に 付て は 私ょり 答 辯せ ずと も 
誰が 答 辯しても 宜しい と 云 ふこと であります ■が、 此 
に 之に 關 係の人 も 居り ませぬ、 私は 此會 長で ありま 
して 一番 能く 心得て 居ります 故に、 私が 申した 方が 

滴 當で あらう と 思 ひます が ►何 か 何事 か 起れば 財政 

經濟 調査 會に 何も彼も » る やうに すると 云 ふ 御說で 

あります が、 避は 少し 御 無理であります、 此に現 ほ 

れ まして …： 此 議場に 現は れ ました 問題を 財政 經濟 

調 赉 會に讓 ると 申した のでは ありませ ぬ、 唯 財政 經 

濟 調査 會に 於て， 今 調査を 致して 居る ものは、 どう 

云 ふ ものである かと 云 ふこと でありまして、 今日 根 

木 的に 調査して 居ります ものは、 米と鹽 と、 鐵 と、 

船であります、 是だ けは 今 琿門 的に 特別委 員を 說け 

て 調べて 居る、 其 中米の 調査は 餘稅 進涉 いたして、 

之に 要する 所の 費用の 算用が 出来 ますれば、 當 11 會 

に 於ても 或は 其 中に 提出いた して 然るべき もの も あ 

らうと、 斯樣に 申した こと もあります、 それから 衆 


B3 院に 於て < i: 8i 制 锫理の 関 ffi •没 制 培 理はす るか、 
し ないかと 云 ふこと でありました が， - R 制 整理 ほ » 
句が 济めぱ 直ちに 財政 理濟 調奄會 に 諮問を 致す と 云 
ふこと を 申しました、 其 他 財政 經濟 調査 ^ に ii 將來 
W 政轾 « の 根本的 政策を 定む る e に 色々、 なること を 
諮問いた したいと 云 ふこと を 申した ことは ありまし 
たけれ ども •何 か 起る 度に、 それを 財政 經 济 調査 tfr 
に 諮る と 逃げた やうな 言を 申した こと It ない ので あ 
〇 ます、 序ながら 此 W 政翹濟 調 杳 ir のこと を 申して 
置きます。 

0 江 木 千 之 君 私は 質 間を 致します 前に、 一言 總理 
大臣に 忠言を 致したい と考 へる のであります、 總理 
大臣 (3; 貴族院に 黨 派の 爭 ひを 持 込まれる ので ほない 
かと 云ふ遛 が あるので あります、 先刻 若槻禮 次 郎君 
の 質問に 答 へられる 際に、 西 比利亞 撤兵の 論は 憲政 
會だ けの 論で ある、 斯う 云 ふこと を 申されました が 
餘り黨 派の P ひに 熟せられる と、 斯の 如き 言葉が ui 
るか も 知れ ませぬ が >  貴族院に 於て 苟も 議员の 言論 
に對 して， 何黨派 と 云 ふこと を 限 中に 置かれる と 云 
ふことは •袪だ 好ましくな いと 考へ るので あります 
私共の 所屬團 體に 於て は、 政 友會 員た る 高 橋 男爵 も 
あり、 憲政 會員 たる 若槻禮 次 ) IF, 君 も 居られる ので あ 
る、 併ながら それ 等の 人の 所見、, 論と 云 ふ ものは 
高 橋 君なら ぱ政 友會の 論に 一致す る 所が あり、 若槻 
君の 論なら ぱ 憲政 會の 論に 一致す る 所が あるか も 知 
れませ ぬ， 併ながら 我々 li 唯 可な りと する 所には 同 
意し、 不可な りと する もの ほ 斥けて •眼屮 唯 貴族院 
議員 あるの みであります， 殊に 此 貴族院の 議場に 於 
ては 黛 派、 或は 公 鹩、 私 黨 的の 考のな いやう にした 
いと 云 ふこと ほ、 數日 前半 公 半 私の 席で ありました 
けれども、 總理 大臣に 親しく 申した こと もあります 
貴族院の 議場に 於て は、 我々 は擊劍 の 道場で あると 
同じ やうに 考へて 居る、 面 小手を 著け て 相對 した 時 
は、 先 K であらう と 師弟で あらう と •兄弟で あらう 
と， そ n は 眼中にないので あります、 又 私が 今 H ま 
で W 族院に 於け る 言動 ほ、 總て此 考を以 てして 尻る 
と 云 ふ 事は、 事實が 蓋し 之を 證 明して 居る だら うと 
考 へる、 故に 面 小手を 著け て 相對 した 以上 (3: 十分に 
其 目的を 達する 覺悟が 無くて はならぬ ので あるが 併 
ながら 面 小手を 取つ て 互に 一禮 をしたならば 早 や 敵 
も 味方 もない ので ある、 衆議院では さう ほ 參 るまい 
が、 どうか 貴族院に 於て はさう 云 ふ考を 以て 致した 
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V と 云 ふこと It 過 3も讧活した次 -/:. で*心 |< .1す、； 
S 我々 は 一政 黨に W する 考 It Yf つて® らぬ ので ある 
» 理大 {:f (t 於り -r yf に 熟せられて K o か. •> して， 大 

取な ft 族院 ^ n -i., パ -V  か 
と考 へる， 西 比 利 JI!! の ; H 圬問 @,之に付\':-..:、 
が 同 Kf より 質問を 發せ られ た、 坂 本 畀财 も V W を S 
せられた が、 蛮し 堪に 一人の 問 四 ては たか . •, うと . y 
ふ、 辩人 かの 同感の 人が あつて 其 TT 問を .1 II さ ンたこ 
と、 考 へる、 又晞澤們將 の 昨日の rf 問の 如き I t -r/ 2 : 
碑 ■次 郎君の rf 間の 趣 と金 然 一致して PT る 〇 で ナ ••• ••.' 
而し て是も m に 跋渾伯 一人の 考では なから うかと ^ 
へる、 ft 族院の 謎 員は 期の 如く 熟 誠に llt ?lf は 劣へ て 
居る ので ある >  何 かと 言へ ぱ我が 半： 笾を糨 ft にして 
巨 萬の 資財を 投じて 西 比 利 ] i!; に m 征を 致して 居る か 
ところが 此书 義理 111 が JH しくなければ ならぬ •無名 
の戰 をす るが 如き 形に陷 つては ならぬ と 云 ふこと を 
心配して 衷心 此 zii は 論じて rr るので ある、 若槻禮 次 
郎君の 如きは 後れ 馳と 申して (X 失 禮で あるか も 知れ 
ぬが、 一番 後に 此質 問は 發せ られた 次 節で ある、 i'J: 
族 院の議 松に 於て け 斯の 如く 此問 題は 現は れ而 かも 
熟 誠に 論じられた ので ある、 是が 何铖 派の 外 (t. さう 
云 ふこと 13: 言 ふ 者は ない と 云 ふが 如き ことほ JT? く此 
議极の 言論に 重きを 置かれぬ 爲に斯 の 如くなる か、 
黨爭に 熟せら る餘り 斯の如 くなる ので あるか. 驻だ 
本員 ほ 此事ほ S ふるので ある、 我々 は總现 大 Inf を li 
るには 決して 之を 一 載 派の 宵 領 として 見て ft らぬ、 
列國而 かも 五大 國の 一た る 大國の 首相と して 大 w fr: 
を 以て國 政を 變理せ られる 方で あると 我々 は 考へて 
居る 其 代表す る 所 ほ 貴族院の 論 も 衆 ^ ^ の 論 も 一致 
したる 所でなくて はならぬ •即ち 國論を 代表せられ 
て 國 政に 當られ る ものであると 考へ る、 Kfi の 如き 言 
葉を 發せ られ ると 云 ふことは 是は帝 國の宵 相では な 
くして 一黨 派の 首領で あると 云ふ感 を 起さし むる と 
云 ふことは 甚だ 大國の 首相と して 遺憾なる こと、 考 
へる のであります るから、 どうか 斯の 如き 御言 葉は 
貴族院 議場に 於いては 怊 まれる やうに 致したい と 云 
ふこと を 私は 衷心より 總理 大臣に 希望を 致して 忠言 
を 口 51; する ので あり Tt T •それから 是 より 私の 質問に 
移らう と考 へます， 

t 副議長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

私は 豫算の 大體に 付ての 質問 IX 段々 諸 -® の御皙 問が 
ありまして 之に 對 する 政府の 答 辯は 私を して 滿 足せ 
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しむる ことの 出来ない 點が多 々あります るが、 是は 
最¥豫 算委 员 會に讓 らうと 考へ るので あります、 又 
物 僧 問題に 付ても、 是も迚 U 諸 封ょり M 々の 御 質問 
が あ 〇、 又 今 a も 其 質問が ,' I'. ると 云 ふのは 到底 政府 
の 所見を 此 議場に 徹底せ しめられる ことの 出 來ない 
明なる 證據 であると 考へ るので ある •それに 付ての 
質問 も大體 は豫算 委員 會に _o たいと 考 へます が、 
玆に尙 ほ 二 三 物 僧 問題に 付ての 質問を 致して 見たい 
と 恩 ひます、 是は農 商務 大臣ょり 答 辯を 得たい と . W 
ひます が、 唯今 農 商務 大 K は 居られ ませぬ から 農 商 
務 大臣の ., 11 席になります までは 外交問題に 付て 一言 
問は むと する のであります、 此點に 於て 御 答を 願 ひ 
ます、 其 事は 即ち 111: 國際 聯盟の ことで あるので あり 
ます •國際 聯盟の ffi 約の ことであります •國際 聯盟 

規釣な る もの (? 歐羅巴 數苹に 百； る大戰 の 結果 平和を 

菌む又 急なる ものが あるので 國際 聯盟 規約に 加は る 

ことは 無論 勢 ひの 是は然 らしむ る 所で あらう と考へ 

ますが、 此网際 聯盟なる ものは 歐羅 巴に 於て は 宜し 

いか も 知らぬ が、 m 洋諸國 に 於て 何の 用を 爲 すか、 

何等の 是 •か 用を 爲 すので あらう か、 到底 SL 洋諸關 の 

國 情 には 適當 しない、 行 はれない と考へ る點が ある 

のであります， それは 此一際 聯盟 規約は まだ 草案で 

ある 頃から 私共は 之を 手に して 色々 研究を 致して 居 

つたので あるが、 <£ 日 成立つた 所の 聯盟 規約 も 其 草 

案と 同じ ものである 其 中 了解し 難いのは 國際 の紛謎 

は 聯盟と 理事 會と 申します るか、 即ち 聯盟 「カウン 

シル. 一に 持 出して 裁決を 經 る， 其 裁決が あつて 數箇 

月を 經て 初めて® 闘 维備も 出来る、 硪をす るには 其 

裁決が あつて §5 箇 « 後になる と 云 ふこと になつ て 居 

るが、 此草 案を 手に入れた 常時から 我々 は 疑を以 ち 

假設的 の 問題を 以て 是は 31 洋に はむ， つかしい と 云 ふ 

ことを 申した のであります， 是は 何で あるかと 申す 

と 我 隣では 支那と 云 ふが 如き 过に無 法な 國が ある、 

排日を 以て 國民敎 育の 基本と して阈 民 教育を して 居 

る亂 暴な 國が ある •是は 過日 質問いた した 時に 述べ 

た 通りで ある、 是が 如何なる 無法の ことを 仕出す か 
は® に !? 4 念に 堪へぬ と 云 ふこと を假設 的に 申して 居 
つたので あります、 所が 其® 設的の 問題を 申して 心 
配いた して 居つ た 事が、 過 B 是が 將に實 現せむ とし 
て 來つ たので ある， 即ち 福 州祺 件で ある， 俄然 我が 

海 K-. (を、 陸 哦隊を 上げねば ならぬ と 云 ふやうな 狀態 

に 立 到つ た、 我々 の假設 的の 間 ® にして 居つ たもの 


が 將に實 現せむ としたので あります >  此場八 1.1 に 於て 
其 陸® 隞を 上陸せ しむる 場合に 於て、 彼 S 國の 政府 
は 之を 拒む •我國 の 治安は 我國で 保つ から 兵を 引揚 
げ て吳れ と 云 ふこと を 談判に 來 る、 所が 我が 國 民の 
保 誰卜 •からして 、期の 如き 不安心な 交渉は 受ける こ 
とは 出来ない、 陸戰隊 は 引 揚げる ことほ 111 来ない と 
云 ふこと になる と， 彼れ に 腕力を 以て も 引 揚げさす 
と 云 ふこと になる と、 彼の 國の正 旗 兵と 我國 の JH 規 
兵との 砌 突が 起る， 即ち 國際 公法の 上に 於け る 所の 
戰 端が 開ける m 洋に 於て は斯の 如く 時々 戰 端の 開け 
る 場合が 度々 あるので あらう と考 へられる、 之を 國 
際 間の 紛議と して 聯盟の 規約に 訴へて 採決を 待つ て 
三 箇月 後に戰 さを すると 云 ふこと {X やらう としても 
是は 出來や しないので あります •此國 際 聯盟 規約な 
る ものは 東洋に 取つ ては* 唯茭那 と我國 のみならず 
其 他の 東洋 諸國の 間の 關係に 付ても 到底 是は實 行の 
出來る もので ない と考 へる のであります、 斯の如 き 
國際 聯盟 規約は， 我が 帝 國に肢 つて 外務大臣は 「シ 
ヤン パン」 の 杯を 擧げて 非常に 御喜び の やうで ある 
が、 どう 云 ふ點が 喜ぶべき であるか 是れ實 に 我國の 
爲に迓 ふべき もので ないかと 考へ るが、 此邊に 付て 
の 御所見は 如何で ありませ うか、 伺 ひたいと 考 へて 
居ります。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

0:1 務 大臣 C 原 敬 君) 江 木 君の 先刻 私の 演說に 付て 
御注意で あります が、 御注意の 段は 深く 感謝いた し 
ます、 併ながら 此 議場に 於て 黨爭 云々 を 持 出す が宜 
しくない と 云 ふこと でございますが、 左 樣な 意思は 
毛頭 ありませ ぬ、 又 不肖ながら 私は 現職に 居り まし 
て 黙 派の 大臣で ない 位の ことは 明に 心得て 居ります 
今日の 私の 言葉は 今日の 速記 錄を 御覽 になれば 明瞭 
いたし ませう、 若 機 射は 西 比利亞 撤兵は 國論な りと 
して、 國 家の 輿論な 〇 とする、 少 くも 大多數 は 撤兵 
論で あると 云は れ るので ある、 私は 之に 御 同意は ml 
来ない のであります、 西 比利_ 亞撤 兵は 國民 多数の 輿 
論な りとは 認め ませぬ、 國 民多數 は 寧ろ、 今日の 狀 
| 態に 於て 撤兵の 時期で ない と 云 ふ 位の 事は 皆 了解し 
て 居る と 云 ふことの 見地より 問答を 重 ねたので あり 
ます、 從つて 若槻 君は 何の 見る 所 あつたの か 分り ま | 
せぬ けれども、 切りに 國 民多數 が 撤兵を 希望して 居 

るのに 政府が 何故か 自ら 好んで 駐兵を 致して 居る、 

不必要なる 兵を 駐め ると 云 ふやうな る 御 見地よりの 


御 議論で ありました、 さ うぢ やない 世間の 論は 空漠 
として 取り所は ありますまい けれども、 玆に國 民よ 
〇 選ばれて 居る 所の 衆議院の 狀態を 御 紹介いた しま 
したなら ば 御 了解を される だら うと 考へ まして 之を 
申した、 衆議院の 議場に 於いては 衆議院の 速記 錄を 
御 ! » になれば 明瞭いた します •明に 自分は 撤兵 論で 
ある 

r 議長 公爵 德川家 達 君 il 長 席に 復す〕 

政府は 何故に 撤兵を 今日せられ ないか、 斯樣な 問を 
された のは 一一 人 ある、 一一 人と も 憲政 會の 人で ありま 
す， 國 民の 輿論な りと 云 ふこと を 强く言 はれます 故 
に、 國民の 輿論に 非ず と 云 ふこと を證 明す るが 爲に 
衆議院の 狀態を 申した のであります、 當 議場の 狀態 
を 申した ので ありませ ぬ、 是は 又僞な らざる ことで 
あります •衆議院の 速記を 御 挺に なれば 明瞭いた し 
ま - r 今日 私の 御 答いた しました のは 之を 申した に 過 
ぎぬ のであります、 是も 申して 宜しい かどう かと 云 
ふことは 谷々 見る 所に 依り ませう、 それは 强ひ て爭 
ふ餘地 はあり ませぬ、 私が 黨爭に 熱して 當 議場に 黨 
爭 を 持 込んで ない と 云 ふこと だけ 御 了解を 得て 置き 
ます、 それから 國際 聯盟の ことに 付て は 外務大臣よ 
り 御 答いた した 方が 宜しから うと 思 ひます、 私は 御 
答いた しませぬ。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君) 江 木 君より 國際 聯盟 
のこと に 付て 御 質問が ありました •か、 國際 聯盟は 西 
洋には 或は 宜しい かも 知れぬ が 束 洋に 於て は それが 
果して 行は れる ものである か 否かを 疑 ふと 云 ふやう 
な 御 趣意で あつたので あります、 是は 申す 迄 もな く 
今般の 國際 聯盟は 世界 永遠の 平和を 樹立せ むが 爲に 
規定され たもので ありまして •此 世界 永遠の 平和を 
維持す ると 云 ふこと に對 しまして は、 日本は 開國以 
來其 主義を 經て來 た 次第であります、 全幅の 賛成を 
表した 次第であります、 決して Itt 聯盟が 洋の苽 西に 
依つて 異なる と 云 ふことは 私は なから うと 思 ふ‘ 詰 
り 其 精神に 於き ましては 日英 同盟 も 同じ ことで ある 
唯 日英 同盟は 主に 極東 印度 方面を 規定して 居る、 是 
は 世間 全般に 苴つた ことで ある、 唯今の 御 質問 中に 
福 州の 例を 擧 げられ まして、 萬 一斯の 如き 事件に 於 
て 日本と 支那と に 於て 何か爭 ひを 起した 場合に >  一二 
固 月の 間 干戈を 執る ことが ! K 來な いと か 何とか 云 ふ 
やうな ことがあつ ては 甚だ 面白くない 話で ある、 國 


の 存亡に 關する やうな 事柄を 期の 如く 期限を 附せら 
れ ると 云 ふことは 甚だ 面白くな いと 云 ふやうな 御 質 
問の 趣意で ある やうに 聴 収 りました •此國 際 上に 於 
ける ® 爭を國 際 聯盟の 理事 會 若く U 國際 聯盟に 依つ 
て 新に 設けられます 仲裁 機關に 付す る ことに 付て は 
幾 箇條の 規定が あります、 唯今の 御 質問の 如く 耝 に 
福 州 事件の 如くと 云 ふ 御 質問では どう 云 ふ 場合に 當 
るか 玆に 明答いた す ことを W 〇 ます  >  是ほ 一々 其 事 
件に 係りまして 此條項 に 引當 て、 之を 決すより 外な 
からう と 思 ふ •此 理事 會に 付し ますに 致しましても 
又 (3: 仲裁 摁關に 付し ますに 致しましても •是れ は 兩 
方 合意の 上で なくち やならぬ ことにな つて 居る 次第 
であります から •自ら 日 支の 間に 何 か 面白から ざる 
ことがありましても •其 間には 色々 の 手續が あつて 
商ち に 干戈を 執つ て 之に 向は なければ ならぬ と 云 ふ 
やうな 場合は 私は なから うと 思 ふ-一々 概括 的に ど 
う 云 ふ 場 ^ にどう する ことが 出 來な いと 云 ふやうな 
ことに 對 しまして、 玆に答 辯を 致します ことは 先刻 
申した 通り 甚だ 難い こと、 思 ひます から、 何れ 其の 
事件に 依つ て 之を 裁定す るより 外な からう と 思 ふ、 
是れだ け 御 答へ 致します。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 此 際會諉 時間の 延長を 宣 
告いた します。 

0 江 木 千 之 君 外務大臣は 私の 質問の 趣意を 御 了解 
になら なかつ たで 唯今の やうな 御 答が あつたら うと 
思 ひます、 國際串 議を 聯盟 委員に 訴 へる， 裁決が あ 
つて 三 箇月の 中に 云々 と S: ふことは 是 ほ 國際聯 盟規 
約の 中に 規定して あります のであります が， 其規 i 疋 
して ある やうな 調子に 事が 參れば 問題が 起らぬ •排 
日を 盛んに やつた 我が 居留民は _に會 ふと 云 ふやう 
な 場合に、 殺される 者 13: 殺される 儘に して 置いて、 
國際 聯盟に 訴へや うと 云 ふやうな、 まさか 手ぬ るい 
事は 政府 も 出来まい と 思 ふ •我が 居留民が 危害を 加 
へら るれば 陸戰隊 でも 上げて. 之を II ちに 保護し な 
くて はならぬ と 云 ふこと が 起る •即ち 二 箇月 も 其 儘 
にして 置いて …… 此場合 に處し て 彼 ! X 之を 拒む と 云 
ふこと になる と 我 も 引上げぬ と 言つ て玆に 衝突が 起 
つて、 所謂 立派な® 端が 開ける ので ある •國際 聯盟 
の 規約を 相手に して 我が 國民が 殺されるなら 殺され 
るまで 待つ て 居る， それから 聯盟 事務所に 訴へて 行 
くと 云 ひま すれば 如何に 此のろ まの 政府で も そんな 
政府は 日本には 出来まい と 思 ふ 即ち 過日の 福 州 事件 
一 五 四 ill 
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の 如 ？ 一* 敏捷な 處 K であろ •我 か 改民を教ふ琀に冗 
ちに 兵を 上げぬなら ぬと 云 ふ 時に 彼 IZ 之に 抗进を 申 
込む 我 IX 聞かない、 茲で㈣ 突が 起る ので ある、 三® 
月を 待つ て •それから 國際聯 盟の姿 s fr に 出掛けて 
行つ て哦さ が 起ろ、 それが® 際の 冇炤で あり， 睽盟 
規約な どと 云 ふ もの ii 詰り 反古になる で (3; ないかと 
云 ふこと を 御尋 したので あります が， fft ほ 御 分りに 
なり ませぬ けれ •はもつ と 精し く 申 上げます が 御 分り 
になつ たなら ば それを 御 返答を 願 ひたい。 

〔國務 大臣 子 K 内 田 嵌 哉 嵙演坍 に 登る〕 

0 K 務 大臣 (子 辟 内 田康哉 君 j 唯今の 御 質 間に 御 答 
へ 致します が、 祠州 yf 件を 例と して 更に 御 話が あり 
ましたが、 此福州 事件の 場合の 如き 時に 我が 陸戰隊 

を 上げ、 若く If. 艦を 派 ® する が 如き 事は 私は 腿 爭行 

爲とは 見て 居ない、 戰爭に 行きます までには 色々 の 

手 續もあ る 話であります し、 又 我 臣民が 虐殺され る 

場合に 對 しまして 之に 對 して 應 急の 手段を 講ずる こ 

とは 當〇 前の ことで あらう と 思 ふ、 若し 我が 態度に 

街して 支那の 方で 職 闘を 開始いた しました 時には、 

是は もう 支那の 罪で ある、 r« ちに 之に 應戰 する ょり 

外な からう と 思 ふ、 けれども 此國際 規約の 規定に 依 

つて 日 支の 間に 之を 理事 ir に 或は 付し •或は 之を 仲 

裁 機關に 付す ると 云 ふことは 日 木國は 五大 國の 一と 

して 努むべ きこと であらう と 思 ふ’ それを 聞かず し 

て茭那 の 方から til 鬪行爲 に s れぱ其 K 支那に あると 

思 ふ、 直ちに 或る 事件が 起つ て 日本人が 虐殺され た 

から 戰さ をし なくち やならぬ と 云 ふ 私は 歸結は 来な 

いと 思 ふ>  m 來 得る 限り 私は e 和なる 手段を 盡 して 

之れ を现事 斡に 訴へ 若く ほ 調査 機 關に訴 へて 支那が 

聞かな かつた 場合には 仕樣がない、 直ちに 戰爭行 爲 

を収 ると 云 ふ 如き 態度は 日本の 今日の 位 a と 致し ま 

しては 餘程愼 m に考阑 を 私は 要する こと だら うと 思 

ふ， 御水 知を 願 ひます。 

0 江 木 千 之 君 半分 御 分に なつた やうであります か 

ら 、もう 少し 申したら 全 •く 御 了解になる かも 知れ ま 

せぬ、 成る ほど 我國が 戰 鬪行爲 をした 事は 無論ない 

我は 我が 國民を 保 ii する 爲 に陸戰 隊を 上げる、 我國 

の 正規兵を 上陸させる ので ある •所で 彼が 拒む、 彼 

が 無理を する、 如何にも 責は 彼に ある、 責は 彼に ある 

と 仰せられた が、 其 責任の 存在を 問 ふので はない が 

其 通りで ある •責は 彼に ある、 彼が 之を 退け やうと 

する から 此 に JE 旗 兵と TH 規 兵の 衝突が 起る、 是 即ち 


吸 ひなり、 さうな れぱ资 は 無策 彼に あるので ありま 
す 我 ^ は 決し C さう 云 ふ 硪さ をし やうと 云 ふので な 
い國 民を 保護し やうと 思つて 上陸 させて やる* 彼が 
拒む* さう して 遂に 干戈を 交へ るに 至つ たんで ある 
それ ほ r( ほ 無論 彼に あるので あります が  >  さ うなる 
と國 際紛玆 を 聯盟の 役所へ 持つて行 つて 三 箇月 後に 
どうす る •矢張り それから 追々 ® 爭を 始める と 云 ふ 
やうな 規定と 云 ふ '! >• のは R * になる ので ある、 反古 
になる と 云 ふ御考 なら それで 宜しう ございます" 
〔國務 大臣 子® 內田康 哉君演 摟に登 る〕 

〇國務 大臣 (子爵 内 田康哉 君〕 江 木 君の 御考で は 地 
方に 或る 事件が 起つ て 之に 對 して 我が 臣民の 保護 上 
R 木が 應 急の 手段を 取れ ぱ •或は 其 地方に 居ります 
IF. 旗 丘 (との 間に i? なること も ありませ う、 之を K ち 
に 日 支 間の戰 爭と私 ほ 見る ことは 甚だ 穩なら ぬ こと 
と 思 ふ、 支那に も 中央政府が ありま すれば •屮央 政 
府に對 して 是が本 統の戰 さに ならざる やうに 出 來煜 
る 限り 日本と しては 手段を BI すべき ことで あらう と 
思 ふ、 地方に 於て 我が 人民が 危害に 陷 る、 之に 對し 
て 自衞的 の 手段を SI ずると 云 ふことは 決して 是は戰 
汞 行 爲と 直ちに 之に 向つ て 名を 付ける と 云 ふことは 
私は 甚だ 穏なら ぬ こと、 思 ふ， 唯今の 御 心配の 如き 
ことは 私は なから うと 思 ふ。 

0 江 木 千 之 君是が 國際 合同の 上の 戰爭で 有る 無い 
と 云 ふことは •それ ほ 別と しまして •私な どは 無論 
正 旗 兵と 正規兵との 画 突は 即ち 戰ひ であると 解す る 
ものであります、 それが 戰ひで ない 國際 法での 所謂 
職 ひで ない と假 にしても 宜しい 陸戰隊 を 上げた 後、 
向う の 兵力が 强い から 足らない、 最寄に 居る 陸軍が 

それに 加は る、 あちらの 一師團 ，こちらの 二 師團を 

m す、 斯う 云 ふやうな の も 外務大臣は それは 戰爭で 

ない、- 賊爭で ない として 仰し やつても 宜しい、 兎に 

角 それだけの 鬪爭と 申して 宜しい が、 何 か 大鬪爭 が 

始まる ので、 聯盟 規約は さう 云 ふこと を豫 期して 居 

るので あります か •聯盟 規約は それは 當り 前の こと 

を 見て 彼の 聯盟 規約 ほ 出来た ので あるか、 それを も 

う 一つ 伺 ひます。 

〔國務 大臣 子 if 內田康 哉 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君〕 唯今の 御 質問の 要旨 

が 私には 能く 分り 兼ねます が、 地方 的の ことに 對し 

て應急 的 或は S 衞的 必要の 處置を 探る ことは 是は國 

と國 との 戰爭 とは どうしても 違 ふこと、 思 ふ、 R む 


を 得す 正規 班の！ I に ffl 突す る こと •か あ 〇 ましても* 
成るべく 國と國 としては 其* 突を して 转減な らしめ 
る ことに 努力すべき ことで あると 思 ふ， 又 私 {X さう 
云 ふ 場合が 起 つても 唯今 申しました やうな 運びに 行 
くこと であらう と 思 ふ、 K ちに TH 規 ill が 打 合つ た、 
一部 地方に 於け る 正規谌 日本の 陸硪隙 若く は 其 所の 
守菪して居つた所の國軍がどこかの兵と打合つた、 
是 ほ埴ちに國と國との隄爭である>斯う認定して掛 
かるのは 甚だ 穩なら ぬ こと V 思 ふ、 斯う 云 ふ 趣 SS で 
御 答を したので あります から， 是を 唯今の 御 ® 問に 
對する 御 答に なら うと 私 (3; 思つ て 居ります d 
0 江 木 千 之 君 餘〇諳 いやう であるから、 御 答を 耍 
しませぬ が、 地方 的と 言は れるか 、中央政府が 指揮 
しても 地方 的で あるか、 恐らく 中央の 指揮な くして 
はやるまい、 今日は 支那に 國會の 勢が 强 いので ある 
が、 それに 顧みて 支那の 政府は 始終 動いて 居る 有樣 
である、 必ずや さう 云 ふ 場合には 中央の 指揮が ある 
ことは もう 明な ことで あると 私は 信じて 居る ので あ 
る、 もう 其 以上 御 答 (3: 要し ませぬ が、 到底 外務大臣 
の 御 答も滿 足す る こと (3; 出來な いと 云 ふこと を 一言 
申 上げて 置きます、 總理 大臣は 私の 忠言に 對し 感謝 
をす ると 云 ふ 御言 葉で ありました が" 果して 感謝 さ 
れ るので あるか、 其說 明は 頗る 曖昧に 感じた ので あ 
ります、 國 民の 多數 云々 と. 多數で ない と 云 ふこと 
を 辯 護した ものと 仰せら る V が、 多數で 有る 無い と 
云 ふことは 私は 爭 ふので ほない •此 事に 付て ほ 議場 
から も 御念 入に 御 W 問な どが 出て， 其 事は 明に なつ 
て 居る， そんな ことを 申す のでない ので あるが、 確 
に 憲政 會の 方は さう 云 ふ 議論を する ので あると 云 ふ 
やうに 仰せられた が、 それは 此 s 場に 於ても 同樣に 
御聽 きになつ. た 方が 少から ぬ ことで あらう と 私は 考 
へて 居る のであります、 其點に 付て 將來 を S! 盧 して 
申した ことであります が、 總理 大臣は 決して I 黧の 
首領の 考でや るので ない と 云ふ懇 々の 御說 明が あり 
ました 以上は、 どうか さう ありたい こと、 考 へます 
から、 此 以上 ii 申し ませぬ のであります が •私は 物 
價 問題に 付て 尙ほ二 三 當局 大臣に 伺 ひたいので あり 
ますが >  先づ 農 商務 大臣に 伺 ひたいので あります、 
暴利 取締の 問題が 出る と、 農 商務 大臣は 常に 親切に 
答 へられる に拘ら ず、 此 問題が m ると 傳 家の 寶 刀を 
抜く とか 抜かぬ とか 云 ふやうな 御 話が 出て、 全く禪 
宗坊主 の 問答を 聽くや うな 感を有 つのであります、 


私は 斯の如 き gt ^ u 却つ て Jt lu' 四を 滟连 3 すろ 所以 
であるから •さ う云ふやうな费除を則かれずに‘極 
く而明に御答を頤ひたいとガ-へるのは、今日^50 
物 (fii に f-J- て Jt # 利と ig めら れる ものは ^ I' r v. C -C 
あります か、 如何であります るか、 # 利と eg めら れ 
る もの ほ ST に 無い、 皆 正. { IV1 な W であると 一 K ふ な 1 ， .ば 
其理 tl-! li 如何で & るかと S ふこと を 承りたい ので - t-, 
ります、 :, & づ iit gj から 御 答を ® ひます。 

商務 -V. 臣 l:i 本 -£?i jfc 君诚柄 に 5? る〕 

0 國務大 臣.. . ui 本' ^:按沿 〇 淼利に付きまして孜刀云 
々と 云 ふこと が 出 ま ].. た 上に、 兎角 言迤が 躞 味で あ 
ると 云 ふこと でありました、 咣拽て 申します 通り# 
利 JS 締は 今日 ^ 在して 居る のであります、 現 政府に 
於き ましても 暴利と 認めるべき ものが あれ ぱ恶利 令 
は 執行す るので ある、 斯う 沄 ふので ある， 扨て 然ら 
ば 暴利が 宿る か 無い かと 云 ふこと であります、 此鉍 
利に 付きまして は •今までの 解釋な る ものは ない の 
であります どう 云 ふこと が # 利と 言 ひます か 唯 # 利 
として ■…： 利益と 云 ふこと であります れ ば* 此戰 gf 
中には 非常な 利益を した 奢 も あるので ある 先づ其 し 
いものを 見れば 紡鈸會 社 或は 郵船 f!- 社、 商船 會 ilill M 

他 砂糖に 於け る 綿 絲に 於け る 色んな ものに 付て 隨分 

配當に 付ても 御 承知の 三 割 四 割と 云 ふ. . 莊 しきに 

至つ ては 五 割 も 六 割 も 150 當す ると 云 ふこと が あるの 
であります、 之を 或は 利益で ある 故に、 是は縣 利を 
貪つ て 居る のぢや と 期う 言 ひます ると、 其晶 利なる 
ものに 付て は 唯 鼠に 利益が ある 故に 之を 鉑 利と *' 做 
して、 今 申す 會社 に付き 取締を すると 云 ふこと には 
相 成つ て 居らぬ ので ある、 それで 當局ほ 是は 如何な 
る ものを 以て 暴利と 稱へ るかと 云 ふこと に 於き まし 
ては 生產者 卸、 小賣と 云 ふ ものに 行きまして、 如何 
にも 常識ょり 考 へて 是は 不當な もの、 暴利を 貪つて 
居る、 而 して 其 者は tir', 物を 有して 居る， 其：： flu 物を S 
身が 賣惜ん で 遂に 世の中の 物の 高い のを 待つ 或は 又 
是は世 の 中の 品物の 拂底な る ことを 見込んで、 其 品 
物を 買占めて、 而 して それを 賣放 たない、 斯う 云 ふ 
やうな ものに 行きまして 而かも 其 物が 食料、 必要 ug 
に關 する もので あれば •是は 斟酌な くそれ に 付て は 
取締りたい、 斯う 2;- ふ 趣意で あるので あります、 而 
して 今日までに 於て然 らぱ 有る か 無い か、 成る ほど 
諸 物價ほ 著しい 騰贵 をして 居ります、 して 居ります 
るが 此 品物は 品物が 拂晓 して 居る 爲に 非常に 高くな 
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つた‘ 其 物は 何 A か 買占めて それが 爲に どうも 非常 
な 拂 底を 来たして、 それが 爲 に物價 を騰 H せしめた 
斯う 云 ふやうな 事に 付て 見當〇 得ない のであります 
それ .© に 私 (i 前のと きに 於き ましても 暴利 令 Ix s lc 
はや p>. ぬが、 暴利と 看做して 愍 々是 は 今 申す 如き 品 
物を 買占めて 費らない、 或は 持つ て 居つ て賣惜 んで 
居る と 一:< ふこと に 付て、 111; の 中に 是は どうも 公衆の 
爲め宜 しくない と 云 ふやうな ものに 付て は 用 ひませ 
う •此事 に付きまして は 是まで 折々 其 所に 於て 調べ 
も 致した のであります、 どうも 此商入 某が 品物を 持 
つて、 さう して 高い、 買 占を して 兎に角と 云 ふ 如き 
ことを 今日まで 自身の 調べた 上に 付て は 見當 〇得 ま 
せぬ のであります、 それから 世の中ょり 强は 何人が 
斯の 如き 暴利を 貪つて 居り 買 占を して 居る が 故に、 
是 ほ 何とか 適當な ことの 處置 をし やうと 云 ふ 訴も是 

まで 來な い、 偶々 參 ります と 云 ふと 前 IP する 如く 空 

©期の 上に 付て 空 相 場に 於て 買 占が 起る 起らぬ と 云 

ふ 如き ものであります、 是は私 が 前 tp しました 通り 

定期で さう して 空相場を する ことは* 甚だ 宜しくな 

い、 それは 又 益 ffl 場を する 規定が あるから して、 そ 

れに te つて やります るが、 兎角 さう 云 ふこと ほ 自身 

にない 物を ^ る やうなる 人が ある 爲に 遂に 其 物を 抱 

へて ない 爲に 定期が 來て溲 し 得な くして 自身ょり 引 

上げる やうな 者が 汴 々あるので あります から、 是は 

PH1 M 占めて 居る 故に 之に 斯うと 云 ふことは 餘程考 ふ 

べき ことであります と 云 ふこと を 前 も 申 述べた 次第 

であります。 

0 江 木 千 之 君 成るべく 多岐に 涉らぬ やうに 問題を 

簡 明に し 御 答 も® 明に 願 ひたいと 考へ るので ありま 

すが、 先 づ買占 a 惜と云 ふやうな 少し陨 道に 這 入る 

ことは 姑く ia いて 企 es 暴利と 云 ふこと li どう 云 ふこ 

とであります か、 唯今 ほ # 利と 云 ふ もの ほどう 云 ふ 

ことか 能く 分らぬ と 云 ふやうな 御言 葉が あつた やう 

であ 〇ま すが、 あの 緊急 ® J 令を 戴きながら、 主管の 

大 1::( が 此の %! t 味が 分らぬ ど 云 ふや -5 な ことでは •是 

れ抨に 物 似 調節に 誠意が ある や 否やと 云 ふこと を 私 

ほ 疑 ふので あるが、® 逆に 暴利と 云 ふことの 意味が' 

御 分りに ならぬ のでは あるまい と 思 ひます* 是ほ又 

一日 も a 商務 大臣の 職に 居られる ことが 出 來ま いと 

思 ひます* 愚 利と 云 ふこと が 分らないで は 一向 愚 利 

を 取締 令の H 施の K に 常る ことは 出来まい と 思 ひま 

す、 是れ は 必ず 御 承知に なつて 居らう と 思 ふが、 先 


づ御难 知に なつて 居る として K 惜買 占と 云 ふやうな 
少し 描に 這 入る ことは 除いて 置いて、 生活必需品と 
云 ふ® 味の 中に 是も澤 山あります が、 先づ 僅に 數を 
限り 米， 麥’ 木綿、 砂糖 此 四つの 品物の 今日の 値段 
ほ 是は 正當な ものであると 御考 になつ て 居る や 否や 
正當の ものな りと 云 ふ 御考で あるなら ば 農 商務省に 
於て は 如何なる 調を して 是が 正當と 見て 居らる るか 
と 云 ふこと を 伺 ひたい。 

一 國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君〕 暴利 令の 15? 釋に 於き まし 
て 御考と 違つ たやうな ことであります が、 併し それ 
に付きまして は 私は 今 御 質問がない 故に •是は 御 答 
を 止め ませう が、 米、 麥其 他の物は 今日の 價を 以て 
是が 高い と 思は ぬか， 斯う 云 ふ 御 質問の やうで あり 
ましたが、 是は 何人も 今日の 價を 安いと 思 ふ 者は な 
いのでありまして •皆 物價の 問題に 付て 高い 高い と 
云つ て 居る のであります が、 私 も 高い と 思 ひます、 
併し 米に 限つ て 高い >  麥に 限つ て 高い かと 云 ふと さ 
うでは ない、 日本銀行の 数字で 見ましても、 殊更に 
米麥が 高い と 云 ふ譯で はない、 其 他 さう 云 ふ 物ょり 
も 割合に 高くなる 物が 多々 あるので あります、 併し 
米に 付て 高いで あります •か、 今日 唯一 言を 申 上げ ま 
すと 農家の 米の 生產 費は 幾ら 掛る 、之を 全國に 於て 
の 谷 府縣の 農事 試 驗場 又は 適 當と思 ふ 所の 六十 幾箇 
所の 生產 費を 調べて 見た所に 於て は、 今日は 肥料と 
云 ひ 賃銀と 云ひ總 ての 物が 高くな つた 故に、 自作農 
者と しては 先づ 一石に 付き 四十 圓 前後の 原 價を耍 す 
ると 云 ふこと に 相 成つて 居ります、 四十 _前 後の 原 
價を耍 しまして 其 物が 今日 五十 W 餘にな つて 居る、 
是ほ 如何にも 米が 高い と 思 ひます と是は 總ての 物が 
今 高くな つて 居ります からして* 殊更に 是ぱ かり 高 

いと 云 ふことは 認めて 居り ませぬ。 

〇 江 木 千 之 君 米に 付ての 御 答は 分りました が、 一 

體 生活必需品の 著しい 物に 付て ix 農 商務 大臣は 之を 

生 產费が 幾らで あり、 又 利益が 幾らで あると 云 ふこ 

とはもう 諸 じて 居られる であらう と考へ たので あり 

ますが、 唯 米の みに 付て li' んや〇 四十 圓の 生產费 と 

云 ふ 御 答であります、 併し 暴利と 云 ふことの 意味が 

分らぬと仰せられたことほ、さぅで.なぃと云ふこと 

が 明で ある やうです， 殊に 生產 費が 幾らと 云 ふこと 

まで 言 ほれる 以上は、 暴利と 云 ふこと を 解 釋す るの 

は、 各® の 暴利 取締 令の 意味と 同じ 考を 持つ て 居ら 


る、 ものと 私は 認める のであります、 それは H 々に 
於て 或は 暴利と 云 ひ 或は 不合理なる 利益と 稱へ 、稱 
へ 方は 種々 になつ て 居る が、 我國で ほ 之を 暴利と 稱 
へる、 其 暴利なる 物が 各國の 暴利、 各 國と云 ふのは 
少し 申し 過ぎます が歐羅 巴， 亞米利 加 諸國の 暴利 取 
締 令に 依つ て 見る と、 暴利と 云 ふ ものは 詰り 其 物の 
價に 付て 生產費 幾ら、 それから 之を 賣買 する 者の 利 
益 幾らと 云 ふこと を 計算して 見て、 其 以上 利益を 取 
る ことを 之を 不合理なる 利益* 暴利と 稱 へて 居る の 
ほ 何れの 國も 暴利を 取締る に 於て は 一樣で ある やう 
に考へ る、 此 調べと 云 ふ ものは 農 商務省に 於て は 夫 
々出 來て 居らなくて はならぬ ことで あると 考 へます 
殊に 此 四十 議會の 際に 石炭の ことに 付て は 農 商 称 省 
にも 郡 謅を出 し、 衆議 ■院 、貴族院に も 請願 軎が 3 て 
參つ たので ある、 それ (3: 石炭 輸出 察 止 期成同盟 會と 
云 ふ ものから 書面を 出して 居り. まする が、 此 期成 同 
盟會 なる ものは 果して 是が 有力なる ものである や、 
微力なる ものである やは 私は 承知いた さぬ が 兎に角 
人を 以て 言を 捨てず •此 書面に 言 ひ 現は して 居る 所 
で IX 尤もに 考へ られ る點が あるので ある •即ち 大正 
四 年に 一 萬 斤 四十 圓の 石炭で 今日では 一斤 二 西 圓に 
なつて 居る、 其內少 くと も 百 二 十圓ほ 暴利で ある， 
斯う 云 ふこと を唱 へて、 是は谷 謎 員に も 書面を 回は 
し >  政府には 四十 翳 會には 建言まで 致して 居る 趣で 
あります が、 之に 付て は 政府は >  如 何なる 御調べ に 
なつて 居る であり ませう か、 石炭は 生活必需品の S 
も 主要なる ものである、 是は 此醫 面を 提出した 者は 
百二十圓が二百圓の中暴利であると唱へて居るので 
あります るが、 さすれば 八十 阊が 生產費 及 賢 買 上の 
利益に 當つて 居る、 百 二十 1M は 不當の 利益と 申して 
居る が， 此 建言は 農 商務省に 於て は 如何に 取扱 はれ 
ました か •又 今日 此幸 をな す 者に 對 しては 如何なる 
ことを なさい ます か、 農 商務 大 ES ほ 先刻 暴利な しと 
言は れる が* 如何なる ことを 以て 無しと せられる の 
であります るか、 之を 承りたい、 又 生 痛 費、 それ か 
ら商賣 人の 利益と 云 ふこと に 付て は是は 佛關 西の 如 
きは 一 割 五分までの 利益を 限つ て 居る と 云 ふ 法律 も 
ある やうであります るが >  ど の邊 までを 商賣 人の 利 
益と 認められる ので あるか 八 割 九 割 も 利益を 占む る 
ものを JH 當の 利益と、 まさか 見て 居らぬ であり ませ 
う、 若し 政府が 物價 調節に 熟 心に 力めて 居られるな 
らば、 是 等の 點に 付て は 明に 御 答が 出 來な くて {X な 


らぬ ことと 考へ まする から •此點 に 付て 御意 見を 承 
りたい。 

「 國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 山 本 達 雄 君： >  尙ほ 疑義が あつて は 宜し 
く ありませ ぬ 故に、 尙ほ 暴利 •取締の ことに 付て 申 上 
げて 置きます るが、 暴利 取締 令に 於き ましての 暴利 
の 解 釋は 賣惜み 又は 買 占を して さう して 暴利を 貪る 
是が此 今日 本に 於て 暴利 取締 令と 云 ふことの 解釋は 
さうな つて 居る のであります* 併し 英吉利の 如きは 
旣に御 承知の 如く 戰爭屮 は 穀物に 於て 賃銀の 最低 率 
を 極め‘ 或 ほ 其の 麥の 最低 率を 加へ る やうな ことを 
致しました が、 此 頃に 至りまして はさう 云 ふよりも 
暴利 令と 云 ふこと に 於て 取締る ことに ffl 成つ た、 其 
暴利に 付て 何程の ものを 以て 之れ を 暴利と する かと 
云 ふことは 何等の 報 吿に法 りましても、 確かに 幾ら 
か 儲ければ 之れ を 暴利と 名 づける ので あると 云 ふこ 
との 解釋は ない のであります、 唯 商務省に 於いて 管 
_ を 致しまして、 夫々 の關 係の 商業 者、 工業 者、 或 
は 其 他の 者に 付て 所々 に 委員を 作りまして、 さう し 
て そこで 大凡 價を 定める、 さう して 置いて 暴利を 貪 
る 者が あれば、 何人で も訴へ 出で る ことにな つて、 
其訴へ 出で に 依つ て 您蟲 利と 認める ものは 蟲利 とし 
て 夫々 の處分 をす る>  是 は 常識に 依つ て判斷 すると 
云 ふこと になつ て 居りまして、 必ず 斯うす る ことは 

ない のであります、 それで 日本に 於き ましても . 

而して 英吉利では 承ります 所に 依ります と、 生產者 
に對 して 生產 家が 之を 卸屋 にやる と 云 ふ. ことに 付て 
は 幾ら、 又 卸が 小 商人に 拂 下げる さう して 行く 時に 
於て は 大凡 是は 幾らと •此 公定した 價の 分る ものは 
それに 依つ て 定めて 符牒を 附 ける やうな ことに 致し 
まして* 尙ほ其 上に 餘計な ものを 貪る 者が あるなら 
ば 訴訟に 依 つて 夫々 の 手續を 以て 裁判官の 手に 依つ 
て 其判斷 をす ると 云 ふこと になつ て 居る ので ありま 
す、 そこで 私は 其 ものは どうす るかと 云 ふと， 利益 
を .：.： 餘計な 利益を 貪る と 云 ふこと を 防いで 居る と 
云 ふ 意味に 於て であります る 故に、 始めに 御 答を し 
た P であります、 併し 日本の 今の 費惜み 貿 占と* 斯 
う 云 ふこと をす る 若に 於て it * 利と 稱す るので あり 
ます、 而 して それは 私は 成る たけ 現物の 空で なしに 
實際の 品物を 以て « 惜み買 占と 云 ふこと に 付て 用 ひ 
ると K ふこと であります 、それから 石炭の ことに 付 
きまして 原價が 幾らで ある* tnj して 此 物を 賣る 者は 

! 五四 五 
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幾らである *- ら之を #: 利と 12 めない力と云ふことで 
ありました、 是も先 刻 申す 通りに 石炭 ばかりで ほ あ 
り ませず、 ^ てのものが 中々 萵くな つて屛 るので あ 
りまして、 之を 斟〇石 炭に 於て 鉑利 であるか らして 
斯うと、 此 物に 付て 誰か 石炭の 問に 於て H 占を し， 
Km みを して， 十分 此に蒂 へて 居ろ が 13 らな いと 云 
ふやうな ことがありました る 場合に 於て 始めて 諭 謎 
される ことになるの であゎます、 それで 此に數 字 ij 
幾らの 仍で原 m 幾らと 云 ふこと {?. 此に持 合せて あり 
ませぬ、 ありませ ぬが 大正 八 年に 於て 日本に 於て 内 
地に 於き まする 箱 額、 或は 輪 m, 又 石炭の 轍 入、 斯 
う 云 ふやうな ものを 差 引きまして-さ うして 大正 八 
年の 末に 於て は 山元 生 產菜 者の 手に 殘 つて 居ります 

る、 其 / f. 炭の ® 數が三 ■£! 八十® 噸あ るので あります 

之を 卬 々の 在 商に 較べます と、 七 年に ほ 三百 三 十五 

萬、 六 年には 三百 JT 十！ 5!、 大正 五 年に (3: 百 八十 萬 そ 

こで 昨年の 末に 於て は 石炭の 持 越して 居る 數は いつ 

もょりも 餘ほど 多い のであります •而 して 之を 铙 惜 

んで 居る かと 云 ふと、 さう ではない ので， 却つて 此 

輸 /n をされ て © ります る 7 f 炭の 如きは 前年ょりも 却 

つて 外に 出る ものが 少 くな つて 居る と 云 ふ 位に なつ 

て尻りまして，其產高は今申す通りに三百五十 1; * 

も あつて、 随分 石炭は 潤 搾な ものであります、 と 云 

ふこと で 行きます から 此の 石炭が 買 rli 或は W 惜みの 

如き ものを 以て それが S に 高い と 云 ふことは 見出し 

得ない のです。  . 

0 江 木 千 之 封 誠に耍 領を得 ない 御 答と 思 ひます， 

E 惜 買占め > ' 云 ふこと ほ©;  く 別問題と して、 唯今 現 

に ^ 商務 大 R として 石炭に 付て# 利を 占める と訴へ 

て 居る 者が あるに 其 調べは 持たぬ と 云 ふこと であり 

ますが、 併し 是は急 要なる 問題であります、 ® か 一 

人の ことで あると 云 ふが、 此：— 業 其 他に 關係 する 所 

は 非常に 是は 大きな 品物で ある、 それに 付て 一向 暴 

利を 貪る 者が & ると 訴へ て來る 者が あるけれ ども、 

暴利に 付て I 3; 調べを して 居られぬ、 此重耍 なる 品物 

に 付て 農 商務 大臣は 考 へて 居らぬ、 又賣惜 買占めな 

らば 上つ て 來るだ らうと 云 ふやうな ことを 申され ま 

す' か， H t V M 占めで なくして # 利を 貪る と 云 ふこと 

に 付ての 取締が 第 一 必耍 であると 考 へる、 唯 現行の 

緊 ff: 勅令を 目當 に、 其 勅令に 斯う あると 云 ふこと を 

言つ て 居られる の if 即ち 贵族院 の 申す 所の、 未だ 

盡 ざ る 所 ありと 云 ふの 11: 私は そこらを： g して M るの 


で <£ ないかと 考へ る、 共 だ 緊急 勅令 ほ T' ffii な もので 
ある* 英吉利の 例を 引いて 御 話が ありました が、 英 
吉 利の茲 利 不 常 利 3 E 取締法 if そんな H 占 ,/ i til みに 限 
つた 規定で ない、！ 般の ものが 是は恶 利を 占める と 
考へた ならば 商務省に 訴 へて 行く やうに させて 居る 
の 13: 御 承知の こと X 考 へる、 さう して 是に は ^ 判官 
が 居つ て" 生 產 S が 幾らで ある、 原 ffi が 幾らで ある 
それ 以上 a つて 居れば 是は！ f 當利得 であると 云 ふこ 
とを 裁判す る やうに なつて pr る、 或 ほ 之を 即決裁判 
に 移す やうな こと も あるので ある >  それ 等の 方法を 
恐らく K 行な さらぬ まで も、 我 國に斯 の 如き 法を 行 
つたなら ば どう 云 ふ 結果が あるで あらう と 云 ふやう 
な ことは 十分 段 商務 % • で 調べて 居られぬ ければ なら 
ぬので あるが、 一 向 それ 等の 御調べ もない と 云 ふこ 
とで、 現行法に ほ 買 占賣惜 みの 肺 段を 上げる 者と し 
て あると 云 ふ御說 明は 如何にも 政府は 物價 調節に 付 
ての 誠意を 私共 ほ 認める ことが 出来ない ので ある， 
それ故に 何に 附けて も此 物價問 題の 質問は 終らぬ の 
である •終ら. ぬと 云 ふ ix 如何にも 政府の 誠意が 乏し 
いと ほか 考へ られぬ 、是 ほ 甚だ 政府の 爲に惜 み、 又 
我が物 惯騰 贵 の爲に 苦しんで 居る 所の 國 民の 爲に甚 
だ 悲しむ のであります、 暴利の 事に 付て lit 先き 質問 
を ^ けて 見た所が 到底 要領は 得な からう かと 考へま 
すから 111: 先は 豫算姿 員會 もあります し、 又 諸君の 御 
判 斷も あると 思 ひます から， それに 先づ 任せて 置く 
として、 尙ほ伺 ひたいの ほ 農 商務 大臣は 物 價の 今日 
の 如く 騰貴した のは 何が 原因で あるか、 どれどれの 
原因に 依つ て 今日の 騰貴を 来たした ので あるか、 其 
所管 大臣の 御考ほ どう 云 ふので あるか、 之を 明 (Kt に 

伺 ひたいと 考へ るので あります。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る J 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 私が 米の …… 石炭の 原價 

に 付て ほ 今は 此處に 所持して 居り ませぬ が 斯う 斯う 

と 云 ふこと を 申しました、 それは 私が 此處に 石炭の 

原價は 幾ら 掛 つて どうして 居る かと 云 ふことは 持 合 

せがない 併し 御 注文なら ば 早速 明朝 御手 許に 差 上げ 

る ことに 致します、 農 商務省に 於き ましては 斯の如 

きことは 夫々 調べて 居る のであります、 唯此に 持 合 

せがない、 記憶して 居らぬ と 云 ふ 意味に 於て 申した 

譯で あります、 それから 物價の 調節に 付て 甚だ 緩慢 

に 付して 居る と 云 ふこと であります が， 是は 見樣に 

依つ て ほさう 御 解 釋にな る も是は 已むを得ない こと 


であります が、 S 商務 右に 於き まして ほ 十分なる 其 
设 に 付ての 調べ もして 尻る ので ございます、 亞米利 
加に 於て はどう 云 ふこと を やつて ff る， 英吉利では 
どうして 屛 る、® 逸では どの位の 程度に やつて •ど 
5 云 ふ 効果を 得て 居る かと 云 ふやうな こと is 夫々 調 
ベまして 而 して、 之を 我国に 向う の ものを 収捨 折衷 
して 行く と 云 ふ 時に 至つ ては 如何なる かと 云 ふや 5 
な ことに 付ての 調べ も 出来るだけの ことは 爲 して 居 
るので あります •旣に 此處に 書類が (冊子を 示し) 
鬼な どが 即ち 物 僧 調節に 付ての 高低 相場を 立てるな 
らば 如何なる ことにして 立つ たが 宜か らうと 云 ふ 5IT 
きこと も 先進 國の sf 際に 就きまして やつて 居る 次第 
であります， 其 事を 御 答いた して H きます が、 それ 
からつ い要點 に付きまして li 漏し まして ございます 
がどう か . 

0 江 木 千 之 君 今日の 物價 の騰 ft した 原因は 何々 で 
あると 1K ふこと に 農 商務省では 御覽 になつ て 居る か 
と 云 ふこと であります。 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 是は 度々 論識 された こと 
の やうに 承知して 居ります が、 先づ斯 く物價 が 騰貴 
いたしました と 云 ふこと ほ 無論 五 ^ 程になる 戰爭の 
爲 に， 或は 来るべき 品物が 来ず" 又 外國に 於て 需給 
の關 係を 誤り、 遂に 日 木ょり 其爲に 外國貿 姑な どに 
付て 澤山の 品物が 費れ、 即ち 大正 三年の 時分に 於て 
ほ 正貨の 高が fffi に 三億餘 りの ものであつた ものが 今 
□の 二十 億に も 達して 居る と 云 ふが 如き ことに 相 成 
つた 譯で あります、 是は 色々 の 原因 も ありませ うが 
貿易の 結果と して斯 の 如き 狀況 を呈 した、 其 故に此 
物價が 騰貴す る も、 のに 付て は 度々 總理 及大殿 大臣ょ 
り も 御 答 辯 申した と 思 ひます が、 一 面に 於て は 通貨 
の 膨脹を 来たし、 僅に 通貨に 於て 三 億餘 りの 通貨が 
今日は 十億に もなる と 云 ふ 如き ものに なつて 參りま 
したから して， それ も 此物價 の 騰貴を 大に 肋け て 居 
る ■又 一而に 於て は 外國に 於て 此戰爭 の爲め 非常に 
物價が 騰貴した'  其 騰貴を した 爲に 矢張り それに ii 
れて 日本の 物價に 付ても 騰貴す るのは 已むを得ない 
譯で あります、 例へ ば 綿を 買 ふに 付き 羊毛を 買 ふに 
付き 總て此 原料が 幾 倍の 騰貴を 爲した と 云 ふ 事に な 
つて 來る ，又 こちらから 出る ものに 付ても 常に 例に 
なる 生絲の 如き ものを® 前には 千 圓か千 二百 圓と云 
ふやつ が、 今日は 四千 圓以 上に もな つて、 此數 日は 
一時 頓挫いた しました が、 何しろ 斯の 如き 非常な 騰 


贵 をな し. それで 米に 於て 6 1'y n . 缺： U ■* リに 於て | 
十 ra « -G- a へょ つた ものが 一時は rl iiH 以上に な 〇、 
今日と 雖も六 七十 [nl を 出さな けれ ぱ卩本 に ul v.r ia 
と 云 ふこと になつ て 居る • 此は な ことに 於て 外 l^ r> 
總て の K 易を する 國々 に 於て ii 非常なる § が ■ « 
をした、 それ故に 矢張り それと [>.1 時に n -fc c vv MPC 
方に 付ても 高くな ります •今の 石炭の 如  <成 る IX ど 
高いで あります けれども ，萵 いか. 〇 外に 钗れ 
ぬかと 云 ふと 矢 張〇髙 いなりに 外に is れる 、綿 核 も 
高い 綿布 も萵 いが、 矢張り 萵いな りに 外！ S 力ら どん 
注文が ある やうな ことにな りまして， さう して 
其 一體 の 贸品の 上に 付て 諸 物 fi'i が 腿 竹して 居る 故に 
是も大 原因を 爲 して 居る、 外* i あつて it K & M に 付 
て 13; 總て關 係の 國に 於て 物 fii が滕 ft して 居り、 内に 
在つ ては それと 同時に 一方に 通 It が 自然 輸出超過の 
結果と して 多くな つた 故に、 是も 物® の 瞬 K を 助け 
て 居る* 是は 色々 複雜 したる 關係 はあります けれど 
も、 先づ第 一番の 重なる 原因と 云へ ば斯の 如き もの 
であらう と 斯う 承知して 居ります。 

0 江 木 千 之 君、 唯今の 御說 明に 依つて 見ます ると、 
生產が 不足 だと 云 ふことは !! JI 々仰せられる ので あり 
ますが、 それ も 騰貴の 一の 原 W である、 生 產の不 足 
と 云 ふことは 我國で は 相 當の 生產が あつて 外阈に 於 
て 生篚が 不足して 居れば 我 國の生 產が 外阈に 流れ iu 
る爲に 非常に 値段が 上がる と 云 ふこと を 含んで 居る 
ことと 考へて 居る のであります •か、 外凼の 交合の S 
に貿 ii k は K しいか 知れ ませぬ が 我 H の 物 沿を 非常 
に腦貴 させて •國记 ほ 非常に 闲つて 居る と 云 ふ 場ム [I 
が あるので あります が、 其 場 甘に 對 しては 何等 之に 
處す るの 方法は 執つ て 居られぬ ので ありませ うか、 
之を 一つ ff' ひたいので あります、 それから 生產 が不 
足す ると 云 はれる が、 我國の 生產が •とれ だけで ある 
と 云 ふことは 農 商務省に 於て は 御調が 付いて 居らぬ 
もの か、 現に 例へ ば 綿布の 如き ものは 生產が 幾ら あ 
るか、正確なる調が農商務.省では付いて居るか否や 
其 調べ も 付かず して， さう して 生產が 多い とか 少い 
とかと 云 ふ 事 (3: 云 ひ 得られぬ 事で ほない か、 llt li に 
付て 伺 ひたいので あります、 それから 通貨の 膨脹と 
云 ふこと も大な る 原因で あると 云 ふ 御 答であります 
が、 通貨の 收縮を 計る に 付て it 矢張り 農 商務省は 大 
火事に 向つて r ハ ヶッ」 で 水を 注け る 方が 宜 い、 却 
つて 火事が 消える やうに 水を 注け てはいけ ない、 故 
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に 火事の 消えない 程度に 水を r-t: ける と 云 ふこと をな 
さるので •火事を 消して 仕舞 ふと 云 ふまでの 勇氣は 
持つて K られ ぬので ありませ うか、 是も併 せて 伺 ひ 
たいので あります。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君演 咽に 登る〕 

〇阈 務大 K (山 本 達 雄 君) 諸 物 似の 原 價が 幾らに な 
るかと 沄ふ こ とに 付きまして は 夫々 調べた もの も澤 
山 あ 〇 ま T、 又 分らぬ もの 13: 調べて , H: しう ございま 
する が、 其 原 m が 斯の如 くな つて 居る と 云 ふこと に 
付て は •調べて 御手 元に 差 上げる ことに 致します、 
それから 通貨が 膨脹して 居る、 それに 付て 問 ふと 云 
ふ、 今のは 婉曲に 御 話が ありまして、 つい 其 意味を 
了解し 兼ねた ので ございます るが、 どうか 
〇江 木 千 之君撤 la 的に 之を 收縮 しなくても K いと 
云 ふ御考 であるか •どう 云 ふ 事で あるかと 云 ふので 
あ. S' ます。 

01 務 大臣 (山 本 達 雄 君) 收縮 しても 宜 いかと 云 ふ 
〇江 木 千之趙 收縮 しない もの か、 段々 收縮 すると 
云 ふ 御 考はな いか。 

0S 務大臣 C 山 本 達 雄 君〕 は あそれ は 今朝 御 答を 申 

しました やうに、 通货 の％ 減 云々 と 云 ふ 事に 付き ま 

しては 矢張り 大藏大 51 の 所 宵に；！ する ことで ありま 

する 故に、 其方に 於て 御 竹 問に なつた 方が fa! 利と 存 

ずるので あります、 唯 私の 知り 得た 所に 於て 聞き ま 

すると •  R 本 銀行に 於て Jt 昨年 秋に 至りまして 二度 

の 引 上を なし、 而して 又 I 方には 公： 3、情椭 を發行 

し 預金の 獎嘞 をし、 銀行奔 に 向つ ては 成るべく 此品 

物を 選んで 投機に 走る やうな K 付を しないと 云 ふや 

うな こと、 13 替の 上に 付きましても、 昔とは 方針を 

變へまして、さうして成るたけ爲替の資金を吸收す 

る 上に 付ても， 正金銀行が 普通の 銀行の 手に 法つて 

金を 贷 して •さう して 其 ものを 以て 爲替 を収 組む や 

5 にと 云 ふ 如き ことに 於き ましては、 それ 州 常なる 

道を 収 つて 居る と 私は 信じて 居る のであります •唯 

此商賣 上 殊に 金融 上の ことな どは 今斯の 如き ことを 

した 故に， ifl ちに翌 パに si はれて 來た 、成は 何時 現 

はれて 來 ると 云 ふ 5n き 急激なる 變 化と 云 ふ ものは 容 

易に 来ない ので、 又 其 急激なる i! 化は 人爲 的です る 

やうな ことがあ 〇 ますと •却つ て 又 | 方には 遂に そ 

れに 伴うて itt だ 忌むべき ことが 起つ て 来る •故に 此 

通貨の 膨脹と 云 ふこと が、 物 {rj に關 係を して® ると 

云 ふことは、 認めて 居る のであります が* 唯 急激な 


變化は 避けなければ ならぬ と 云 ふこと に •總理 大臣 
初め 御 答した やぅに 承知して 居ります、 私 も斯く 思 
ふ 次第であります。 

0 江 木 千 之 君 唯今の 御 答では 矢 張 世間の 金利が 一 
里 も 先に 進んで 居る のに、 日本銀行 は 後から ちょち 
ょ逐 つ ® t けて 行く のと 同じ やり方で あるので •詰り 
不滿 足で あると 云 ふ 外に聽 取れ ませぬ のであります 
甚だ 殘念 であります が、 時刻 も 迫りました から •此 
以上は 豫 » 委員 會に 讁 る ことに 致しまして、 段々 伺 
ひたい 事 もあります、 n つ 大藏 大臣に も尙ほ 伺 ひた 
いこと があります るが、 餘り私 が 時間を 費す やぅに 
なつて (i 相 成り ませぬ から、 總て 豫算 委員 會に讓 る 
ことに 致します。 

〇讁 長 (公爵 德川家 達 君〕 此際 諸君に 御 諮りを 致し 
ます、 最早 五 時 も 過ぎまして ございます から、 是で 
延會を 致したい と 存じます るが 如何で ございます か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 0 <ム 爵德川 家 達 君〕 御異靆 なければ 是で延 會 
を 致します 明日 午前 十 時より 開會を 致します、 本 
日は 是にて 散 會。 

午後 S 時 三分 散會 


〇 大正 九 年 二月 十八 B (水曜日〕 

午前 十 時 九分 開 11 
阈事 日程 第 十六 號 
第一 男爵 山中 信 儀 君 ii 暇の 件 

大正 九 缶 度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 九 年 
度 各 特別 會計歲 A 歳出 豫算 案蓉査 期隈を 
定む るの 件 

锑算 外國 鹿の M 擔とな るへ き 契約を 爲す 
£ 要す S 件蓉 瓷 期限を 定む るの 件 
臨時 寅. 事 費豫窩 追加 案 (第一 號〕 蓉査期 

限を 足む るの 件 

® 猫 控訴院の® 轉に關 する 法律案 (撇慨 

第 I 讀會 


第二 


第三 


第 四 


第五 


衆議 K 

第六大正 _ 年法律第九號中改正法律案{|调 

1 !i SR  i If 

第 七 大正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 (If 

1 濃 院) 第 Is 31  (輕韻 長) i ル 

〇 議長 (公 尉 德川家 達 君) 是 ょり 諸般の 報告を 致さ 

せます e 

〔岡 B 記 官朗 ISJ 


稗 3/. 案 大正 九 华度復 抜出拟搜邛案並大正九年度谷特別會計歳入找川殉览案外二件 


昨 十七 日 衆議院より 左の 政府 提 m 案を 受領せ り 
議院 法 中 改正 法律案 
朝鮮に 於け る國勢 調査に 關する 法律案 
公憤 金 特別 會計 法案 
鐵道國 有 法 中 改正 法律案 
道路 公 倩 法案 

國憤 整理 基金 特別 會計法 屮 改正 法津案 

家祿賞 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 

電信 事業 公債 法案 

電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 

朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 

臺 _ 事業 公 偵 法 中 改正 法律案 

樺 太 事業 公 偵 法 中 改正 法律案 

明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 

大學 特別 會計 法案 

大正 八 年 法律 第 十二 號屮 改正 法律案 
小額 紙幣 發行繼 續に關 する 法律案 
貨幣 法中改 JH 法律案 
公有林 野官行 造林 法案 
朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
大正 五 年 法律 第 四 號中 改正 法律案 
大正 四 年 法律 第 十六號 屮改 JH 法律案 
〇篛 長 (公 斟德川 家 達 君) 是 より 木 H の 會議を 開き 
ます、 昨 十七 日 副 鳥 伯爵より 病氣 に付き 請願 委員を 
辭任 せられた き 旨を 申出 でられました、 許可を 致し 
て 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり} 

〇 親 長 C 公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
第三 部に 於て 其 補 闕選_ を 行 it れ むこと を鞀み ます 
0 子 Ifii- 本 多 ,'^, 鋒 君 唯今より 決算 委員 第一 分科 會を 
開きたい と 思 ひます、 同 分科 擔當 委員の 退席の 御 許 
可を 願 ひます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 分科 會 退 席の 要求は 許可 
を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔.「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 _ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます、 
唯今 遞信 大臣が 發 言を 致されたい 趣で ございます。 

t 國務 大臣 野 田 卯 太郞君 演壇に 登る〕 

〇 阈務 大臣 (野 田 卯太郞 君〕 昨日 藤 村 君より 御 W 問 
がありまして 答 辯を 致しました が、 電話 電信 郵便と 
云 ふが 如き 數 字に 於 5 つて 居ります から 玆に 訂正 
を 致して 置きます、 電話 電信の 如き 約 十倍と 申 上げ 


たのは 割で 十 割であります、 小包が 六 割、 六 倍 何分 
と 申 上げたら うと 思 ひます が、 是は 矢張り 六 割 何分 
でございますから、 皆 其 倍と 申した のは _ と 云 ふこ 
とで 御 了解 下されむ ことを 玆に 謹んで 訂正を 致し ま 

〇 議長 (公爵 、 男樹山 中 
信 儀 君 請暇の 件、 病 氣に付 十二 日間の 請暇で ござい 
ます、 許可を 致して 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり 一 
0 議長 C 公 辟 德 川 家 達 打〕 御異謎 ない と 認めます。 
0 議長 (公爵 德川家 達 君) * より； 昨日より 繼續し 
て 居ります 豫算 案に 對 する 質疑を 許します， 河 村 _ 
三 郎君。 

〔河 村讓三 郎君 演擠に 登る〕 

〇 河 村_ 三 郞君私 は 講和 條約の 中の 損害賠償の 規 
定に關 して 三 四箇條 の W 問を 致したい と 存じます、 
格別 重大の 問題で も ありませ ぬが、 併ながら 一家の 
保 謹 若た る 父を 失 ひ、 其 夫を 失 ひ、 或は 愛 兒の 生命 
を_牲 に 供し まして、 鰥寡 孤® の 身と なつた 人も少 
くないの e あります ，又 大切な 船を 擊沈せ られ て、 
成は 金錢 物品を 掠鷄せ られて 、莫大の 損失を 被つ た 
人 もあります る、 是 等の 人々 の S には 大なる 利害の 
關係が あります るの みならず、 我國の 立法 及 司法に 
影響 i- る 所 も 聊か ある やうに 考へ まする、 それ故に 
疑の 存 する 點に 付きまして 政府の 御所見を 承り それ 
を 最も 有力な 參考 として W 究を 致します のは 曾然の 
ことで あらう と 信じます のであります、 どうか それ 
は 條約實 施 委員の 方で 然るべ く 解決す ると 云 ふやう 
な 冷淡な 御 答で なしに •我が 賠償 姿 員の 方より 報吿 
も參つ て 居り ませう • © 門の 主 任官の 御 研究 も あり 
ませう で、 成る ベ •< 御 親切に 御說 明を 願 ひたいので 
あります、 便宜上 本日 御 答を 煜ませ ん でも 餘り 時機 
を 失し ませぬ 限り 他の 機 會に御 答を ^ ましても 宜し 
いのであります、 質問の 第一 ほ 賠償金 計算の 基礎に 
關 する 疑問であります、 _ 和條約 に 依ります と獨逸 
政府は 獨逸 軍隊の 殘忍 狂暴に 依つ て® 人に 加へ まし 
た 損害を 賠償せ ねばならぬ、 加 之交峨 國雙 方の 軍事 
行動に ffi つて 生じた る ® 1 人の 損害を も 賠償せ ねばな 
らぬ ことにな つて 居る やうに あります >  戰 に 敗れた 
國が敵 味方 雙 方の 軍事行動の 結果に fj' き 貴 任を 負 ふ 
と 云 ふこと ほ、 從 來の戰 時 公法に 於て は 認められな 
かつた 所で、 極めて m き負擔 であると 信じます •併 
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■没 1^ 案 大 IJH 九 年度 送， 
ながら 一方に 於て ^ く  V き M 初 
の 要求 if 之を 放 粱して •取ら ^ 
きました のは 正義 人 571 の 上よ 〇 


:该： 山 ! l=a 茂 双 案 及 大 兀 
に 上つ て 居る， 3U 取 S 
八の 賠償に m きを 置 
一 •大進 步と 見ねば な 


らぬとん-じます1抑 

此理由 ある； £扔 に (3; 甘んじて 承服いた したで あらう 
と m ずる， 斯の如 き. 王 遂に 基いて、® 逸 政府の 负讼 
すべき 賠衍轫 を 約！ 一! c (s 馬克と 似 5ii し， 之を® 年に 
分つて 支 辨せ しめ* K に淸筇 を 行 ふこと になつ て rr 
るので ある， 其 二； a 俊馬 克と 云 ふ 稗 ^ fe1 ( r. ® W 一定め 
たもので ほない、 各 聯合 國の 請求額を 椹 礎と して 計 
览 した ものであります る (.ばる に 其 計 筘の战 礎と し 
て、 我が 賠似 姿 ® ょり 提出した る 請求額は， 船舶の 
損害を‘ 損害 常時ょり 平和 條 約に 至る まで 數筇の 間 

に 船俏が 非常に 騰 K して、 JC- 極度に 途した 時の偾 格 

を稃淮 として 計算に 加へ たが 故に、 他に 比類のない 

多額に 上つた， 若 も 他の 强大國 が：！ 棟の 標準を 以て 

計算を しましたならば、 如何なる 巨額に 上つ たか も 

知れない、 敗殘 の獨逸 國の负 擔力を も考 跹 せざる 過 

大の耍 求で あると 云 ふので 聯合 國の娄 員の 嘲笑を 招 

いたと 云 ふこと が -lit 間に傳 つて 居る のであります、 

或る 新聞紙に 褐馘せ られ ました 日本の 講和 外交 史と 

云 ふ もの、 中に 斯棟な ことが 記載して あります 「日 

本の® 金 要求 額 十億 闾とは 能く も 見樹 りたり、 抑々 

此 空想 額 ■嘲笑 的强慾 額を 算出せ るの 基礎 ほ 何處に 

あり や、 _费は 勿論 •職 爭避雛 者の 殘せ る® 册をも 

計® せる の結染 にして JI. つ 沈沒船 の 賠似惯 格を も戰 

時 中の 船® 最高 額に て 求めた るな り， 之を 非常識の 

好 揲 本と す，」 其 他 澤山® いて ある、 私 (i 多分 誤聞 

訛 ® であらう と 信じて 居ります， 果 匕 て 斯の 如き 事 

迕 が あつたと しま すれば 聯合 國の 委員 等は まさか 嘲 

笑 も 致しますまい が、 日本には 損害賠償を 以て 報復 

的 手段と し、 或は 懲罰 的 手段と した 古い 思想が 今尙 

ほ存 して 居る と 想像した かも 知れ ませぬ* 日本の 法 

律を見ない人ほ、法律に左樣な規定があると考へた 

かも 知れない、 日本の 法律を 見た 人は 法律に 賠償金 

計筇の 規定なん ぞは ない が、 a 判 所が さう 云 ふ钟判 

をす るかと 犯つ たか も 知れぬ、 斯くて ほ 我が 立法 及 

司法の 威信の 爲に 甚だ® 憾で あると 考 へます、 併な 

がら 政府に 於て 我' か 賠 《 委 W が斯の 如き 偶然の 利益 

を 計算に 加へ たこと を 支持すべき 扣當の 理由が ある 

と御認 になります ならば、 十分に 其 理由を 辯 明せ ら 

れ むこと を菌み ます、 若し 乂 全く 誤聞、 訛闯 である 


山 九 年度 作 i l -:.f 別 l?T 計 送 人漢 I /I'. l }* 苁案外 二 Ift- 
と 云 ふこと であります れば 其祺を 言明せられ まして 
同時に 政府に 於て 正確な りと 認めら る、 所の 賠 Iri 金 
計览の 法理を 示されむ ことを 塔む のであります、 即 
ち ffl 古 常時の！ 3 格の みを 計览 すると か、 將來の 利益 
と雖 も找兑 する ことを 5 S た 利益. 例へ ば 船舶の n ls 
の 契約 其 他の 設 刷があつて，一定の期間、一定の利 
益を 收むる 見込が 確に あつた ものは 計 sc に 加へ ると 
云 ふこと を 明に したいと 考ベ るので あります 、左 ^ 
なり ますれば、 我が 賠 ffi 委 M の 言 說に對 する 世間の 
疑 も H から 解けます、 又 内外に 對して 我が 立法 及 司 
法の 威信を 保つ こと も 出來や うと 存ず るので ありま 
す、 それから 第二は 講和 條約 の賠® 規定に 依ります 
ると， 人の 生命を 害した る 場合には 死者の、 即ち 死 
んだ 者ょり 抉 葬を 受けて 居つ た 者、 養 料を 受けて 居 
つた 者に 對して 賠 ® 金を 支辨 する ことにな つて 居り 
ます、 即ち 财產 上の 損害 ある 場合に 限つ て 賠償す る 
主義を 執つ たもの の やうに 考 へます、 然るに 我が 立 
法に 於き ましては， 财產上 の 損害な しと 雖も 、死者 
の父母配遇者及子に對しては慰藉として、慰藉け「 
ィセ キ J と 調む 人 もあります、 慰め •慰安 •慰藉と 
して 賠偾金 を 支辨 する ことにな つて 居ります* 故 「に 
條 約の 規定と 我が 立法との 間には 3- 義に 於て 相違が 
ある、 從つ て S 適用 上に 大分 差違が 生ずる ので あり 
ます、 即ち 我が 立法に 從へぱ •加害者を して 其 責任 
を 表明せ しめ、 慰安を 得る ことの 出来る 人々 も條約 
の规 定に從 へば 其 結果を 見る ことが 出來な い、 扶養 
を受けて居らぬ者ほ、賠償を得ることが出來ないの 
であります， 此慰藉 的 賠償 主義の 立法は 我が 同盟國 
たる 英國 には 確に あると 考 へます 其 他に も 同 主義の 

國が ありませ うから、 是 等の 國の 委員と 諮つ て 主張 

しましたならば、 或は 採用せ しむる ことが 出来た か 

も 知れぬ と 思 ふので あります、 佛關西 法 系の 國の委 

員 等が 多分 同意 ほしまい と 云 ふので K 主張を 見合は 

したので あるか、 或は 漫然 彼等が 起草した 除 案に 同 

意した ので あるか、 凡そ 國際談 判に 於て 本國の 立法 

の 主義を 採用せ しめる と 云 ふことは 谷國の 誇と する 

所であります、 加 之 損害賠償なる ものは 部分的に 物 

質 上の缺 陷 を補塡 する のみで {X ない、 社會 一般に 對 

して 不安、 恐慌を 生じた 場合に、 之に 對して 安定を 

求める のが 主 もなる 目的で あると 考 へる* 殊に 空中 

飛行鵾 潜航艇の 如き 猛烈なる 攻擊に 依つ て 多數の 人 

命を 害された やうな 場合には、 本國法 の 主義に 依つ 


て 賠 〇 を 得る と 云 ふこと が M も ., •« むべき ことで ある 
と考 へる のであります、 te つて 私 |-£ 賠 坩規定の '.-: :适 
の 經 過 tn 何であつた か 御 分りに なつて 居る 限り % 〇 
たいと 存じます、 第三 Ix a fa 規定の 効力に ^ する 疑 
問であります、 即ち 此賠 « 規定は 政府と 政府と rj 間 
に 効力を 生ずる のみで あるか •又 (t 政府と 個人との 
間に_ 利蕺務 の關 係を 中： ずる ものである か、 此疑を 
起しました 所以 ほ、 講和 條約の 規定を 一詖 いたした 
所では、 賠償 規定に 二つの 稀 類が ある やうで ありま 
す， I つは！ i 爭に 直接 關係 のない 獨逸 政府の 行爲に 
依つ て 生じた 損害の 規定であります 、即ち 獨逸 政府 
が 日本人の 獨逸國 內に殘 した 財產 に對 して 非常 處分 
を 行うた ことに 依つ て 生じた 損害 •丁度 日本の 管理 
令に 依る 管理に 當る ものである •それに 依つ て 生じ 
た 損害 •それと 日本が 腿 爭に參 加す る 以前に 獨逸政 
府又 は獨逸 官憲の 行爲に 依つ て 日本人に 加へ し 損害 
此 損害に 關する 規定は です、 二 百 九十 七條の 「ホ」 
に 掲げて ある •其 規定 (X 斯樣な 風に W いて ある、 聯 
合 國の國 民 ! X 戰時 非常 措置の 適用に 因 〇獨逸 國版一 一 
内に 在る 谷 自の財 產に付 受けた る 損害に 關し 賠償 請 
求の 權 利を 有す、 國民ほ 賠償 請求の 擗 利を 有す、 斯 
樣に 書いて ある， で 此規定 に 依ります ると 賠償 規定 
ほ 個人に 賠償 請求 fi を 付與 した ものである、 即ち 政 
府と® 人との 間の 法律 關係を 規定した ものである、 
斯う 讀む のが 當然で あると 考 へます のであります、 
私 (X 玆に條 約と 法律との 關 係に 付て as 法論を 試みる 
考 は ない ので、 それは 全く 別 論であります、 其 論 IX 
別と して •此條 約は M 人に 一つの 倩權 を付與 する 効 
力を 有する ものと 讀む のが 當然の 讚 方で あると 考へ 
ます、 他の I つは 即ち 職 f? 行 爲に原 因す る 損害で あ 
ります， それ ほ 色々 あります が >  g fp 行 爲に 依つて 
人の 身體及 生命を 害した る 損害 •又 同一の 行爲に ffi 
つて 所有撾 を 接 害した 損害、 之に 關する 規定は 二 lil 
三十 二條 及第 一 附屬® として 一號 ょり 十號 までに 列 
記して ある •然るに 其 一一: 白 三十 二 條の 第二 項に ほど 
う fi いて あるか、 即ち 聯合 國 政府は 聯合 國の 普通人 
民 及 其の 財 產に對 し 加 へられた る 一切の 損害に 付 補 
償を 要求し 獨逸國 は 之が 補償を 爲す べき ことを 約す 
斯樣に 書いて ある， 即ち 國が 請求して 國が 補償を 爲 
すべき ことを 約す、 斯う 書いて あります から、 此法 
文を 表面 讀み ますれば、 どうしても 是は 國と國 との 
契約で あると 云 ふやう に 解 せらる、 のであります、 


第一 〇 稀籾の拟古茲求と牝方の找求と拟定 〇 比方： 
全く ig つて 居る の {i ど 5云ふものであるか* {0 -»? 一 
fft o ft rr に 於て 何等 異なる 所がない やうで ,t-> o* r 
一は 政府と M 人との M 係を 規定した もので あつて* 
他の 一は 政府と 政府と 0 閱係に 止まる もので . •?, る- 
云 ふ K 別を 爲 すべき 理由は 那扭 にある か 了解に ^ し 
むのであります、 {11 鸱讲行 13 に/  、少し 
く 性 H が 違 ふかと 思 ひます るのは •第一 附 K F. 

號に 記 e してあります る 軍人の 恩給 及 ifi 两 扶助料の 
ことであります， 日本の 眾人 及 ifi 族は® 内法の 規定 
に 依つ て 日本の 政府から 恩給 及 扶助料を 受けつ、 あ 
るので あります、 si- に獨逸 政府ょり 之を 受 くべき rl! 
由は ない と 思 ひます る， 然らば 獨逸政 府が： =.: .K 政府 
に對 して 恩給 及 扶助料の 一時金 換 鉍額を茭辨すると 
云 ふのは、 是ほ個 人に茭 拂 ふので ほな くして、 政府 
が其茭 拂に 依つ て 受けた る 政府の 损 害を 補 塡す る爲 
に ^ 辨す るので あると、 斯う 解す る ことが 出 來るや 
うであります、けれども他の人命财產に對する » 逬 
に 至りまして は •睽 gf に關係 ない； 1U 害と 少しも M る 
所は ない ので 損害を 請求す る 糊 利を M 人に 付 與する 
と 云 ふこと に 規定しても {几 しい、 或は 之に 反して 政 
府と政府の約束に止めると云ふことにしても宜しい 
何れにしても 一定に 規定すべき ものであると 考へま 
すのに •此 規定の ■方が 大® 違つ て 居ります のは 何 
か 理由の あつた ことで あるか、 斯の 如き 疑を 生じ ま 
するが故に、此規定の搖認の經過が御分りになつて 
居りますならば、 それを 承つて 我々 研究を 致したい 
と考へ ます、 是ほ決 して 架空の 論で ほない ので ある 
若し 側 人に 債權が あると すれ ぱ是は 扣 紐の m 的に も 
なり 相 續税の 目的に もなります. $人の沾糊者が侧 
人の控 利を 代理 行使す る 問題 も 生じます、 就中 個人 
の® 鼎 者が 政府を 第三 {« 務者 として 其 ffi 權を差 抑へ 
ると 云 ふ 問題が 此度 起ら うと 組 ひます、 此時に 至つ 
て條 約の 解 一に 付き 疑義 -Tt. *.!: 生ずる と 恩 ひます から、 
是ほ预 め 研究いた〕 して K きたいと 云 ふので あります 
それから 第 四 ほ 敵 產管理 令と 調和 條 約の 規定と 
の關 係であります、 緊急 勅令の 前書に なつて 居り ま 
する 詔 勒を拜 讀し まする と 「朕 講和 條 約-一依 リ生ス 
ル n トァ ルへ キ耍償 ノ擔保 ヲ保全 スル ノ緊急 ナル ヲ 
認メ」 云 * 「獨 逸國 等-一 陆ス ル财產 W 理ノ件 ヲ栽可 
シ」 左樣に 書いて ある •我々 が 此詰勅 を拜® しまし 
た 時分に ほ >  是ほ 條 約に 規定 せらる る總 ての §? 求， 
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總 ての 要 〇 の擔保 を 保全： する： n： 的を 明に せられた も 
ので ある、 斯様に 解した、 然るに 條 約の 規定を 見る 
に 及んで 大に 疑問を 起しました のであります、 それ 
は 何とな れば •  II 百 九十 七條の 「ホ」 の 末 文に 斯様 
な ことが 書いて ある、 此財脔 ほ …… 此财產 と 云 ふの 
は 是は 其 W 理财產 に該當 する のであります、 それは 
全文を 酌みます ると . 13 然に明 になります が、 符理财 
蒲の ことを 言つ て 居ります、 「此 财產ハ 木 款附龆 書 
四-一定 ムル條 件- 1 從ヒ敵 ノ依榴 ノ擔保 卜爲ス n トヲ 
52 一と 斯様に ¢1 いてありまして、 附璐帮 の 四に ほど 
う あ 〇 ます かと 申します と、 聯八 E 國の 版 ® 内に 在る 
獨 逸阈 民の 一切の 財產 ほ 其國 民の 獨逸國 の 版阃內 に 
在る 財產 に關 する 嬰 求に 基く 賠 惯 金の 支 柳、 是は即 
ち！ S 逸 政府が 口 本人の® 逸國に 在る 財 產に對 して 非 
常皞 分を 行 ふたことに W る 損害の 支拂 •それから 此 

M iii に對 する 挪逸 の®  K の 金錢愤 務の支 拂 、即ち 日 

本人が 獨 逸人に 對 して 金 鈸の似 糊を 持つ て R る、 未 
拂の ものが ある、 金錢似 湖の 支 拂 、それから 聯合® 
が® 乎に 參加せ る 以前に 獨 逸® 政府 又 ほ獨 逸國宮 憲 
の行爲 に 依り 生じた る誧 求の 支 拂 、此 H 種の 請求に 

制® せられて 居る、 宵 理 W 產を擔 保と し 之を 辨濟に 
充當 する ことの 出來 るのは •今玆 に 62 いて ある 此三 
M の ものに 限る やうであります、 さう すると 最も 大 
切なる® 爭行爲 に 原 W する 所の ffl 害， 就 屮船舶 の 3B 
喪 人命の ffl 窖とか 云 ふ ものに 付て ほ， 此竹现 財 產を 
攒保 とし、 又は 辨濟に 充てる ことが 出來な いこと に 
なる •果して さう 云 ふこと になる のであります か 否 
や、 さう 云 ふこと になります と 云 ふと、 lit 管理 令と 
云 ふ ものが 3-¢ 効 fll の 大半を 失つ てし まふ ことになる 
是ほ 若し 私の 解 辟が 間違つ て FT れば御 訂正を 願 ひま 

すが、 若し さう 云 ふこと になります と 云 ふと- 戰钥 

に關 係の ない } fl 害は 日本の 如きは 餓な もので あらう 

と 思 ひます、 K f-K な ものの 辨濟に 充てて、 さう して 

殘額が あれば それ ほ® 逸 政府 或 ほ 趣 逸の 淸翦 所に 返 

還 しなければ ならぬ と 云 ふこと になる* さう して 船 

舶 « 他の 10 害は 二 CS 乃至 三 {S の 多額に 上る と 云 ふこ 

とであります が、 其方の 辨濟 には それは 充つる こと 

は / II 来ない と 云 ふこと で、 果して 管理 令と 云 ふ もの 

ほそん な 結果を T« 期して 作つ たもので あるか どうか 

と 云 ふこと を 疑 ふので あります、 若し 到底條 約の 規 

定に 法つ ては 管理 财產 を辨濟 に充 つる ことが 出来ぬ 

と 云 ふこと になります れぱ 、何等か 方法を 講ずる 必 


耍が ありは せぬ か、 即ち 講和 胳約以 外に獨 逸 政府と 
収決 めを して、 さう して ® 逸 政府が 此® 爭に原 因す 
る 損害を 拂ふ までの 間 (3; 管理を 續 ける、 或は 管理 财 
產を迓 却して K- 代俏 と賠惯 金と を 州 殺す ると 云 ふや 
うな 方法を 講ずる と 云 ふことは m 來ない ので ありま 
せう か、 是も併 せて 政府の 御所見を 何 ひたいので あ 
ります、 以上 質 間の 要領を 改めて 申述 捨て置きます 
るが、 第一 (3: 賠償金 計 筇 の站礎 として、 我が 賠償 委 
員ょり 提出した る 請求額は 偶然の 利益を も 計算に 加 
へたる もので あつたか 否や、 併せて 賠償金の 計算の 
原則に 關 する 政府の 御 見解を 伺 ひたい、 それから 第 
二 (3; 慰藉 的 賠償を 認 むる 我が 立法の 主義を 委員會 に 
於て 主張せ ざり しや 否や、 それから 第五 ほ 賠償 規定 
は 其 効力と して 個べ に 賠償 請求 ffl を 有せし むる もの 
なり や 否や •第 四は 管理 令に 依り 管理に 付した る 財 
產を 以て、 硪爭行 爲に原 因す る 損害を 擔 保し 又は 其 
の 賠償に 充當 する を 得ざる や 否や、 若し 得ざる とす 
れば 、他に それを 利用す る 何等かの 方法を 講ずる 御 
考があ り や 否や、 此四點 であります。 

~國務大臣子腓內田康哉君演檀に登る〕 

〇 國務 大臣 (子爵 内 田康哉 君； 今 河 村 君の 質問は 
我が； SK の® 害 利 tffi に 關 します る 誠に 甭大な 問題で 
ございます、 今般の II 和條 約に 於き ましても •最も 
谷國臣 民の 受けました る 損害に 重きを 置いて、 講和 
條約 中に も 非常に 澤 山の條 項が 此爲に 設けられて あ 
〇 ます、 惟 今 W 問の 廉々 も 甚だ 多岐に 亘 つて 居り ま 
して、 或 ほ此條 顼 の解釋 となり 若く は此條 項を 規定 
する に 常り ましたる 委員 會に 於け る經過 も 御 承知に 
なりたい と 云 ふやうな 點も ございます、 先刻 申し ま 
す 通り 如何にも 我が 臣民の 利權に 重大の 關 係を 有つ 
て rr る 御 質 間であります るから、 玆に一 :々 に 御 答 辯 

を 致し 兼ねます， 又 質問者に 於ても 即答を 御 希望な 

さる 御 趣意では ないやう に 何 ひまして ございます か 

ら 、且つ® 門 的に 餘程薄 議を盡 さなくて はならない 

販があ 〇 まする から、 能く® 調べまして、 又 御 質問 

の 趣旨 も 速 ilJ, 錄 に te りまして， 本 席な り •又は 豫算 

委員 會に 於て 出来 得る 限り 正確に、 且つ 委員 會の經 

過 等に 付きましても 若し 公表し 得べき 點が あります 

れぱ 、それを 十分に 申 上げたい と 思 ふ、 唯一 點御答 

へ 申 上げて is きます ことは •第一の 御 質問で ありま 

した か、 何 か 我が 姿 fl が 不當な る 請求を 出して 世の 

中の 物嗤 ひに なつた と 云 ふやうな 御 質問が ありまし 


たが、 是は本 席に 於て 一言 辯 明を 致す の 必要が あら 
うと 思 ふ、 決して さる こと ! 3; ございませぬ、 此總て 
損害に 關係 する 問題は 各國 との 間に 十分に 其 基準 や 
何 かを 瓦に 申合せて 定むる ことにな つて 居ります、 
結局の 定めは 此 條約實 施と 共に 一月 十日ょり 開始 さ 
れ ましたる 賠償 委員 ir に 於て 協！！ を盡す ことにな つ 
て 居ります、 まだ 的確に 其の 標準を 決めた 次第で ほ 
ない、 又 我が 要求 中に 十億、 或 ほそれ 以上の 耍求を 
船舶 や 何 かの 爲に爲 したと 云 ふ 御 話が ございました 
が， さう 云 ふこと も ございませぬ. 是も 我が 委員の 
參考 までに 我が ia 祷額を 申し is した こと 13; ございま 
したが、 其の 額に 致しましても 二 億內 外に 過ぎない 
決して； f 當な 要求を 致した ので ありませ ぬ、 左！！ 御 
承知を 願 ひます。 

r 服 部 I 三 君 演壇に 登る〕 

0 服 部 二 一一 君 過日 來物 m 調節の ことに 付きまして 
は ! uf 々應 答が ありまして 、殆ど 毎日 其 事に 付て は 討 
論が あつた 次第であります が、 私は 此應 答が ? 1 むに 
從 つて 多分 S 分の 疑を 有つ て 居る ことほ 晴れる であ 
らうと 思うて 居りました が、 應答が 進む に從 つて 益 
益 疑を 深う したので あります る、 それ故に 本日は 質 
問を 試みる のであります るが、 總 理大珩 が 御 出席に 
なつて 居れば 最も 幸と 思 ひました が、 まだ 御 3 席に 
なつて 居り ませぬ から、 農 Ki 務 大臣に 御 尋ね 致し ま 
す、 過日 來御 話の 如く 物價は 或 (T. 1II; 界 的に 騰つ たも 
の も あり、 或 ほ缺乏 の爲め に騰つ たもの も あり、 又 
通貨 膨脹の 影響を 受けた もの も あり、 外國貿 易の 影 
響を 受けた もの も あると 云 ふやうな ことの 御 話、 是 
ほ 如何にも さう に 違 ひない と 思 ひます るが、 總 现 大 
臣の所 謂 根本的の 調節と 云 ふやうな こと ほ む づかし 
いと 言 -ii れ ましたが、 如何にもむ づ かしいで ござい 
ませう、 急に 出来 もしますまい が、 米の 價の 調節の 
如き、 是は 部分的 調節と 確か 御名 付けに なつた と 思 
うて 居ります るが、 部分的の 調節に 依つ て 物 價の下 
落を 御阏〇 になります ことに fl て も、 是ほ確 に 有効 
な ことがあら うと 思 ひます るが、 其 部分的の 調和を 
…… 物價の 調節を 御圖 りになります る® に 付て 私の 
考でほ 政府の なさる ことが 的が 外れて 居りは せぬ か 
と 私 ! ± 思 ふ、 米の ことの 政府の 御手 段に 付て は 段々 
承りました が、 之に 付て は 別に 申し ませぬ が、 元來 
部分的の 調節を S ると 云 ふ 時分には‘ 我々 の 生活 上 
最も 必要なる 物にして、 而かも 其の物の® の 高下が 


他の 多くの 物の 價に 影響を及ぼす やうな ものを 選ん 
でです、 即ち 多くの 物の ® の 要になる やうな 所へ 持 
つて 行つ て鎚 を與 へに やい かない、 然るに 其 事が 全 
く 怠つて あると 私 ほ . y ふので あります •それは 私が 
何を 云 ふかと 云 ふと 石炭の ことであります-唯 石炭 
と 云 ふとです、 それ 程に K いもので ない 如く 御考か 
も 知れ ませぬ が、 昨日の 御 答 だと 云 ふと、 確に さう 
見えて 居る が、 石炭と 云 ふ ものの 價が 高くな れぱ • 
木炭 も 高くな り、 總 ての 燃料と 云 ふ ものは 高くなる 
のであります、 總 ての 工場と 云 ふ ものは 石炭を 用ゐ 
て 居る、 或 (3: 多少 取 除けが あります かも 知れ ませぬ 
が， 大小の 工場 悉く 石炭を 用 ひて 居る、 故に 石炭の 
價が 高うな る 時分には、 從 つて 其 工場で 產出 した 所 
の ものが 高うな る ことは 是は 決まつ て 居る 話で ある 
今日の 物品で 燃料を 用 ひずに 製造して ある ものは 誠 
に ffi な もので あらう と 思うて pr る、 多く ほ 皆 其 影響 
を 受けて 居る のであります、 又 石炭の m が 高い が爲 
に 運搬費が 高うな つて 來 る、 先づ其 運搬の M 用と 云 
ふ もの ほそれで 運搬され た 所の 物 ! 3; 價に 直ぐ 及んで 
来る ので ある、 それで 此 石炭の 價 格と 云 ふ ものは 殆 
ど 百般の 物の 價を 高めて 居る のであります、 故に 此 
石炭の 價と云 ふこと に 付て、 政治家が 頭を 惱 まして 
居ます 所の もの {3: 日本 ばかりで あらう と 私は 思うて 
居る、 而 して 此 石炭と 云 ふ ものは 決して 供給を 外國 
に 仰ぐ もので 13: ありませ ぬ、 日本に 於て 自給自足、 
のみならず 昨日の 農 商務 大臣の 御 話の 通り 高うても 
どん'^-^ m るぢや ないかと 云 ふやうな 有樣 'e ありま 
す、 其 高うても どん 脇で 買 ふぢ やない かと 云 ふ 
御 話の ことが 私の 考で は實に 適當の 言葉を 見出し ま 
せぬ が、 まあ 淺 ましい 御考だ と 思 ふ、 言葉を 換 へて 
言へ ぼ、 石炭の 髙いが 爲に物 僧が 高くなる、 我々 同 
胞は 非常に 困つて 居る が， あれが 高う K れて 富豪の 
人なん どが 儲けり やもう 仕方がな いぢ やない かと 云 
ふやうな ことに 是は 落ちる のであります* 又 人は さ 
う 一般 ほ 聞かない のであります‘ 如何にも 此石炭 坑 
ほ 多くの 富裕 有力なる A の 手に 在る のであります、 
或は 近頃 會 社の 名義に なつて 居る もの も あるけれ ど 
も， 名義は 名義で あつて、 矢張り 一家 一門の 實權の 
中に 在る と 云 ふやうな 有 樣の所 が 多い ので ある、 鑛 
山を 持つ て 御出での 方の 中には、 私の 誠に 親友 も あ 
れば ，又 知人 も ある、 此席 にも 御出での 方 も ある、 
誠に 其方々 には 敬意を 柳うて 常に 居る のであります 
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るが、 世の中に It 氓 後 •… 较後でほありませぬ、©: 
が 始つて ~ 兩年 後に 箱 山 主の 間では 默契 、欺 約が あ 
つて、 どれ 位の ® ょり ほ 下げまい とか* 或は どれ 位 
の產 出を しや 5 とか 云 ふやうな 默約 まで も あつたと 
■云 ふやうな ^? さへ もす るので ^ ります、 まさ 力 そん 
な 事が あらう と {X 思 ほない ので ある、 併ながら です 
昨日 江 木 君の 御^!: の 中に も ありました 如く、 石炭 
の 傚と； K ふ ものは 非常に 高まつて 居る ので ある •勿 
論 近 來ほ勞 金 其 他の 费用も 澤山咐 して 參 りましたら 
うが， それにしても 石炭の C5 が 餘り 高いで はない か 
それが 爲 めに 一般の 工業 品 も 何も 高まつて 來 て、 m 
燈も何 も！！ 然と 商うな つて 來ると 云 ふやうな 右 _ で 
其 影 ^ ほ过 に ひどい ものであるが、 私の 昨日 總理大 

臣の 調査して 御出でになる 中に も米麥 ，鐵 等の 名は 
見えました けれども. 見えた で ほない 間き ましたけ 
れど もが、 今の 石炭の 事 ほ 無かつた ので、 私 ほ 甚だ 

落 I1R したので あります、 此 石炭と 云 ふ ものの 惯が如 

何に 一般に i? いて 居る かと 云 ふ 事は、 腎明な る總理 

大臣 ほ 無論 御 承知の 事と 思 ひます が、 何故に 此石炭 

のことは 其 儘に して 御 居で になる か、 御 調査 もない 

私は 誠に is 憾に 存じます る， 是ほ 全く 私事に 苴るや 

うであります る けれども， 昨年の 八月 頃， 唯一の 1: 

軎 として、 唯 親友と して 私の© 敬す る 所の 御 方と し 

て 一の 手紙を 出して •此節 季ほ 食®, 燃料と 云 ふ も 

のは 必ず 世界的に 高くなる に 付て ほ、 之に 付て 十分 

の 御 取締に なつたら どうかと 云 ふやうな ことを 差 U1 

した ことがあります る けれども •或 ほ屆 かな かつた 

かも 知れ ませぬ， 或 ! X 屆 いても 一向 參考 にすべき も 

のでない と 云 ふ御考 になつ て 居つ たか 知れない けれ 

ども、 それは 實 ほ 私の 赤心から 出た ので ある， それ 

で此 石炭の 價 のことは どれ だけ 暴利と 云 ふ 文字 ほ 全 

く 別な 用語に なつて 居る やうであります が、 どれ だ 

けが 不常な 利得に なつて 居る か、 それ 等の ことを 御 

取調になる の ほ、' 隨 分むづ かしい ことで •こざい ませ 

う •殊に 多く {X 個人の 所有に なつて 居る から、 尙ほ 

むづ かしから うと 思つ て 居る、 却つ て會社 組織に な 

つて P,1 る 方が 容易から うと 思うて 居ります が-併し 

多くは 皆 有力な 富豪の 方であります るから、 一と 度 

御考 が是 等の ことに 及んで > K に 自分 どもが 是だけ 

儲ける、 それが 爲に 一般の 人は 1 s に闲 難を して 居る 

と 云 ふこと を 一と 度御考 になり ましたなら ぱ 、其方 

にも 多少 どうかな さらに やならぬ ことで あらう と 思 


うて pr る、 又 此度 政府に 於ても 此石炭 の fl? のこと に 
付て 13: 梁て H きます ると 云 ふこと は 甚だ 宜くな いこ 
とでは あるまい か、 是が安 うなれば 、全く 元の やう 
に總 ての 物が 安う ほなります まい けれども， 外の 物 
を 大に安 うする 所の 力 ほ 確に あるで あらう と 私 13; 思 
ふので あります、 K は 先刻 も 申します る 通り、 物 m 
のこと に 付て は、 多分 追々 進む に從 つて 是等 のこと 
も 明になる であらう と 思 ひました 所が、 昨日に 至つ 
て 金く 失菌 したので あります、 それで 政府に 於て は 
此石炭 のこと に 付て は 本員は 唯今の やうに 考へて 居 
ります るが、 是 ほ 間違で ありませ うか 否や、 若 も 間 
違で ない と 云 ふこと ならば、 何 か 之に 付て 御 趣向を 
なさつ ては 如何で ありませ うか、 それ もな さらぬ 御 
決心で ありませ うか、 どうぞ それだけの 御 答を 願 ひ 
ます、 總理 大臣から 御 答へ 下さる やうに 願 ひます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

0® 務 大臣 (原 敬 君) 唯今の 服 部 君の 御 質問で あり 
ますが、 最初の I 部は ちょつ と 私の 出席の 前で あり 
ましたから どう 云 ふ 風の 御尋で ありました か， 後に 
承りました 所の 御 答を 致し ませう-更に 前段の 足ら 
ざる 所が あれば 御 答を 致す ことに 致したい と考 へま 
す、 石炭の ことに 付きまして は 實に是 ほ 重大なる 問 
題で あるので あります と 政府 も考へ て 居ります、 昨 
年の 御注意の あつた ことは 承知いた して 居ります、 
是は财 政經濟 .ss 査會は 何を して 居る かと 云 ふ 御尋が 
ありました から、 將來に 於て ほ 段々 無論 諮問す る こ 
とは 多い のであります けれども、 現在に 於て は 財政 
經濟調 查會は 米と 鹽と鐵 と 船、 是だ けに 付て 根本 問 
題を 決める 積り で 調査して 居る と、 斯樣に 申した の 

であります 、財政 經濟 調査 會の 仕事を 申した ので‘ 

是は 政府の 全體の 仕事では 無論 ございませぬ、 併し 

尙ほ 段々 諮問いた さう と考へ ます、 殊に 議會が 終り 

ましたら 税制 整理 も 之に 諮問いた さう と考ヘ て 居り 

ます、 何れに 致しましても 財政 經濟 調查會 は應 急の 

處分も 諮問す る 積り であります けれども、 主として 

根本的の 方策、 政策を 立つ るが 爲 に ^ 問いた して 居 

るので、 米と 云 ひ 鹽と云 ひ 其 他の物と 云 ひ國家 永遠 

のことの 政策を 定めたい と 思つ て 諮問して 居る ので 

あります、 永遠に 一旦る 根本的の ことが 定つ たら 應急 

の 政策に 向つ て も 無論 効果は あるので ございませう 

と 信じて 居ります、 が 主として 永遠の ことを 調べて 

居ります やうな ことで、 又 石炭の ことは まだ 調査に 


掛 つて 居らぬ ので、 件ながら 石炭の ことを 拾 !« く か 
と 云 ふこと になり ますれ If 、 政府は 決して 捨： l'i きま 
せぬ、 捨 闪 きませ ぬが 是ほ餘 ほど 案を 定める に w i'II 
を 致して 居ります、 石炭は 御 承知の 通り 日本に 於て 
は 多くは 工業用の ものであります、 外®! に 於け る 多 
く 家庭に 石炭を ひどく 沿 要する 次第では ない ので & 
ります、 故に 此 石炭の 價が 安くなります れぱ從 つて 
工業 品に も 彩 fp いたし、 物 {0 にも 犬 tef 於 殍し 好都合 
であらう と考 へない ので ほない のであります、 從つ 
て 石炭の 輸出を 止めたら 宜から うと 云 ふ說も ありま 
す •さう して 轍 入を 大に獎 励したら 宜か らうと 云 ふ 
說も あ 0' ます、 又價を 定めたら どうかと 云 ふ 說もあ 
ります、 成る ほど 石炭 業者の 利益の 上から 考へ ます 
れば どちらを 致しても 差 支ない やうに 見えます けれ 
ども、 此 石炭の 事業を 直ちに 非常なる 窮地に 陷れる 
やうな 政策 も 無論 探れぬ のであります から、 それ 等 
の點に 於て 段々 考鬧を 廻らして 居る のであります が 
奈何せ む 今日に 於て ほ 果して 輸出を 止める が 宜しい 
か、 大に輸 入を 獎勵す るが 宜しい か、 若し 又 公定 價 
格で も 定める 方が 宜しい か、 此點に 至つ ては、 餘程 
の 調査を 要する •俄に 決定いた し 兼ねて 居ります、 
又 唯今 申した 方法 以外に も 何 か當 業者の 自 R に 依つ 
て價を 下げる ことが 出来れば、 是も 喜ばしい ことで 
あります る けれども， 御 承知の 如く勞 ® 者の 賃銀 も 
非常に 高くな りました， 勞働 者の 賃銀の 高くな つた 
割合に 彼の » く 能力は 減じた と 云ふ說 もあります が 
實際 何れに あるに 致しましても •中々 此 石炭の . fi 價 
と 云 ふ ものは 廉く 付かぬ 狀態 になつ て 居 -？) ので あり 
ます、 それ 等の 部分は 已 むを 得ぬ、 其 上大に 利益を 
得る と 云 ふこと に 付て は 多少 制限を 致して 宜から う 
と 云 ふこと が 初めて 問題になる のであります、 今日 
に 至つ て 如何に 之を 致せば 宜しい かと 云 ふことは 甚 
だ 決定し にくい のであります、 又 總て價 を 論じます 
時には 分量の ことを 考 へなければ ならぬ •產 額を 多 
く 致せば 從つて 債に 影響す るので あります、 產額も 
段々 增 加しつつ ある やうに 見えます、 併ながら 是も 
無暗に 非常なる 增 加を 見る ことほむ づか しいので あ 
〇 ますから •種々 な 點 より 觀察 いたしまして 容易に 
此 問題を 決定いた し 兼ねて IrT るので あります、 決し 
て 等閑に 付して FT る 次第では ない のであります、 是 
等の 事情を 御 了解を 得て 置きたい のであります' 

〇 服 部 一三 君總理 大臣の 御 答に 付きまして 尙ほ此 


遘 から 一言 « 尋したいと思ひます、嘈今の 0| « に依一 
り ■£ すと 石炭と 云 ふ もの li 之れ を 铟⑴ すに M て ど n 
だけ ? 5 用が 掛かる •さう して 其 拽 用と «山 主が 資_ 
ふ M 段との 差は どれ だけ あると か 何とか 云 ふことは 
まだ 御 取調に なつて 居らぬ やうに 見えます が、® 1R I 
調に なつて 居る ので ありませ うか、 sn M であり ませ 
50  • 

〔四 務大 K I1K 敬 君 nit 柄に 登る〕 

〇國務 大臣 r 原 敬 君〕 唯今の ことは どちらから“ 答 
いたせば 宜しい かであります が、 どちらから 中して 
も向じことであ〇ます、それは石炭の 01 奶幾らと云 
ふこと ix 山に te つて 皆 違 ひます >  *ほ 明 0« に 分る、 
左まで 調资 を耍 しませんでも， 例へぱ 磐 城 炭なら ば 
一 咽 幾らに 付く、 九州 炭は 锥らに 付く、 大槪 分つ て 
居ります、 尤も 商 Ei 上の 祕密 として 祕 して 居る こと 
も ありませ うけれ ども •地方に ffi つて m fii の 異なる 
ことほ 無論で 是は 分り县 いのであります、 m ffl へ述 
賃を 加へ、 利益を 加算して 初めて 市場の {l'J が 出る の 
であり ませう それに 需要供給の 關係が 手 傅 ふので あ 
ります， 故に 其 取價 以上に； K る 所の ものは 溢く： i 利 
なりとは 申されぬ のであります が、 或る 程度に 於て 
利益を 得る ことは 當然 である、 是 等の 關係を 見ます 
と 云 ふと 容易に 價を 定める と 云 ふこと ほ 出 來ず然 ら 
ば價を 定めて、 强 ひて 定めて 產額を 減じまして は 尙 
ほ ift 憾 であります、 是 等の 關係は 容易に 決定いた し 
兼ねる、 詳細には 農 商務 大 t-11 より 御 答を 致したら 明 
細に なり ませう けれども •私に 對して 御 質 IMJ であり 
ましたから- 是だ けの 御 答を 致します。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君演增 に 登る〕 

〇國務 大臣 c 山 本 達 雄 君〕 初め 總理大 E の m 勤の な 
い 前に 私より と 云 ふ 御 質問で ありました から、 大體 
の 御 答を 致します •か、 大體 に付きまして は總理 犬 E 
より 御 答 辯に なりました、 此石炭 のこと に付き まし 
ては 固より 政府に 於き ましても 餘ほど 氣に 隞 けて 居 
る 問題であります 、昨年の 十月 頃に 於き まして、 ど 
う も物價 の 調節を する 一部と L て 食料品 及必耍 品に 
付ての 輸入の 關税 撤躞 若く ほ © 出 制限と 云 ふやうな 
事を 其當 時に 於て 色々 調べました •、其 調べました 屮 
に 就て 先づ 項目と して 掲げました る もの ほ 大豆、 雛 
卵、 牛肉、 綿織物 或は 綿 絲 、砂糖， 材木、 毛織物、 石汕、 
石炭 斯う 云 ふやうな る ものに 付きまして 色々 研究を 
致しました のであります が、 ~ 方 で 良ければ 一方で 一 
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惡 るいと 云 ふやうな る ことが 色々 其 物に 付て ありま 
して、 遂に 大豆、 雞卵 ，牛肉、 綿 絲 、綿織物と 云 ふ 
やうな 物の ® 人の 税を躞 し、 一方では 又此 中で 輸川 
の 制限を 致した もの も あるので あります、 それで あ 
りまして 遂に 石炭に 及ばな かつた のであります、 石 
炭を 其 時に 於て 拔き ましたる 理由は、 是は農 商務に 
於ての 調べで ございまして、 唯今 石炭の 出炭の 額が 
時局の 前に 於き ましての 平均に 於て 二 千 W 八® 噸あ 
つたの が大 JF. 七 年に 於て は 二 千 八 百 二 萬 噸とな り、 
大正 八 年には 三千 萬 餘の噸 數の m 炭 高に 相 成つて 居 
りまして、 中々 m 炭の 高に 於き ましては 著しい 佾加 
を 致して 居る のであります、 而 して 又 之に 付き まし 
て m 费も 餘程咐 加いた しまして、 戰 前に 於き まして 
ほ 三百 六十 萬 噸の ものが 昨年には lit 物が 段々 又佾加 
して 參 ると 云 ふ …： 此消 ©の 高は 間違 ひました ので 

あります . 消 ? 5 も それに 伴 ひまして ひどく 殖えて 

參 りました ，併ながら 其 中に 於て は 出炭の 高は 大層 

殖えて rr ります、 又 それと [HJ 時に 需要の 途も 殖えて 

參 りました が、 他所に 出ました 石炭の 輸出の 高を 見 

ますと 云 ふと、 戰 前に 於て は 平均 三百 六十 四 萬 噸で 

あつた ものが、 昨年には rl 七十 五 萬 噸と云 ふ 如き 有 

jg で， 却つ て 其 出炭の 高は 航えて 屛〇 ますが、 外に 

出ます 高は 漸次に 減つ て來て 居る と 云 ふ 有様で あり 

ます •而 して lit 物に 付て どの位 出炭が 其 原料に 於て 

あるかと •申します と 昨日 江 木 君の 御 質問の 時に ち 

よつ と 申 述べて K ? ましたが、 昨； S- に 於ての 調べに 

依 〇 まして 三百 八十 三 ®; 咽と 云 ふ 如き 山元 其 他に 於 

て 石炭が 蓄秸 して あると 云 ふ狀 態でありまして •是 

は 七 年、 六 年、 五 年と 前に 比べて 見ます と 云 ふと、 

何時に もない 程の 石炭が 玆に貯 蒂して ある 狀態 であ 

ります， さう 云 ふので あつて 內の薛 額は M え 消 致 も 

贿 えて 居ります、 而 して 外は どうかと 云 ふと-外に 

行く ものは 腿 前に 三百 ; %• 噸餘で あつた ものが _ それ 

が 百 七十 萬 噸餘と 云 ふ 如く 減つて 居る、 さう して 內 

に 於て は 三百 八十® 噸と云 ふ 如き 多額の 石炭が 玆に 

殘つて 居る と 云 ふこと であります からして、 どうも 

石炭の 不足の e に 商いと 云 ふ 如き 狀態は ，色々 調べ 

て 見ても 1 f 足で ある 故に 石炭が 高い と 云 ふことの 調 

ベは 出ない のであります、 それから 又 Itfc 悄格 、總理 

の 申します る 如く 色々 ft ffl 格を 出します る ものに 付 

て は、 其 所々 で餘 ほどの 差が ありまして， 玆に 其當 

時に 調べました る 時の、 大 F •八 年の 上半期に 於ての | 


調べであります が、 福 岡 地方、 大辻 •大隈 、屮 鶴、 
御 ST 大浦 、色々 な 4 のがありまして、 其 福 岡、 あ 
れから 長 崎， 茨城、 福 島 •北海道と 云 ふ 如き 所に 行 
きまして、 約 二十 七 八の 鑛 山に 於て 其價を 調べた の 
であります、 それで 同じ 福 岡の 中に 於ても 此値 段に 
於て 原 (3 が 十 一圓に ある もの も あれば、 或は 八圓八 
十錢も あれば •九圓 幾らと 云 ふ もの 4 あり、 又 茨城 
の 方に 於ても 高き は 十二 M •低き は 六圓 •北海道に 
於ても 高き は 十三 圓 ，低き は 七 圓と云 ふ 如き 差が あ 
るので あります、 而 して 此 十三 圓と云 ひ 七圓と 云 ひ 
八 II と 云 ひ、 差は 皆此戰 前に 比べます と 云 ふと 一圓 
二圓 、三 圆と云 ふ 如き ものが 今 申す 通りの 價に なつ 
て pr るので ございまして， 何れも 三倍 以上の 價を有 
つて 居 〇 ます、 其 三倍 以上と 申します のは、 旣に生 
產费に 於て 今 申す 通り 三倍 以上に も掛つ て 居る と 云 
ふやうな 狀態で あり ます、 そこで 又 外に 向つ て どう 
云 ふ 風に 是 It s て 居る かと 其 實際の 出 ましたる 場所 
之を 谷 要路 . 

〔服 部 ニニ 君 「折角で •こざいます がそれ 等の こ 
と li 御 尋ね 致し ませぬ」 と 呼 ふ〕 

宜しう ございます か、 それでは 要する のに 今の やう 
な ことでありまして •外に 出る もの ほ 段々 減つ て 居 
る. 內には 「ストック」 は どちら かと 云 ふと 多い、 
而 して 其 生產费 は 三倍 も 高い、 斯う 云 ふこと であつ 
て、 又 之を 何 か 「シン ヂゲ ート J でも 組んで 居る 如 
きこと があります るが、 玆に 調べて 居る 中に 於て 二 
十七 八の 炭錙會 社の 丸で 經濟を 別にした ものが ある 
のであります、 それで さう 云 ふ 事は 中々 商 費と して 
传是は 申談 じて 價格を 維持す ると 云 ふやうな ことは 
餘ほ ど闲雛 な 事でありまして、 又實 際さう 云 ふ 事は 
認めて 居らぬ 次第であります、 さう 云 ふ 場合で あり 

ますから、 玆に矢 張り 石炭に 限つて 高い かと 云 ふと 

さう ではない、 脇の {il と 矢張り 同じ やうに 是も 高く. 

なつて 行つ て 居る ので ある、 W り此 石炭を 玆で 輸出 

を 禁止す ると 云 ふやうな こと は>  却つ て 穩でな い、 

斯う 云 ふこと に 柑 成りまして、 是 ほ 輸出の 制限を し 

ませず して rr る 次第であります、 尙ほ 先刻の 御 話の 

間に 私は 石炭で も外國 に / ii るでは ないかと 云 ふこと 

を 昨日 江 木 君に 御 話した、 それに 付て 御 咎めで あり 

ましたが、 全く それは 問題の 違つ たこと であります 

昨日の ものは 物價 の萵 いのは どう 云 ふ 原 W かと 云 ふ 

ことで ありました、 それに 付て 內に 於て は 此通貨 の 


膨脹 も ありませ う、 又 外に 於て は總 ての lli 界 的物價 
の 騰貴であります •それが 大原 H を爲 して 居ります 
其 證據 に生絲 と 云 ひ 或は 其 他 石炭 も數 へた やうに 思 
つて 居ります が、 矢張り 內でな しに、 高くても 外に 
出る と 云ふ狀 態で ある、 是は唯 世界的に 高くな つて 
居る 故に， 內の高 いのも 矢張り 物に 依つ て ほ 外に U1 
て參 ります、 斯う 云 ふ 例に 唯 申 述べた のであります 
其 外に m て參〇 ましたな らば， 矢張り それは それ だ 
け內に 付ての 價な どに 付て 多少の 關係の あると 云 ふ 
事は、 是ほ 固よ 〇 申す まで もない ことであります、 
併し W: i4 の 例を 引きました のは 今 申す 通りの ことで 
あります、 出る ものは 宜 いぢ やない か •惡 いぢ やな 
いかと 云 ふ 問題で ほない ので， それだけ …… 

〇 服 部 二 一一 君 唯今 農 商務 大臣の 御 話は 多く (i 統計 
を 御擧げ になつ た 迄の ことで、 是が どう 云 ふ 影響が 
ある、 斯う 云 ふ 影 if が あると 云 ふ 方の ことは 御述に 
なり ませぬ でありました が、 終 ひに 鑣 山と 雖も當 り 
前の 商 賣で それ  <儲 けて 居る ので ある •石炭に 限 
つて® を 割合に 下げたら 宜か らうと 云ふ譯 には 行か 
ない と 云 ふ 御 話と 承知いた しました、 私が 先刻 御尋 
しました の もさう 云 ふ御考 であらう と 思つ たから 御 
尋した ので， 總ての 物の價 を 廉く しやう と 云 ふ 時に 
ほ 石炭の 如き 其價が 多くの 物に 響を 生ずる ものに 對 
しては 之を 成るべく 菔 うさせ る 所の 方法を 御 採りに 
なる のが， 今日の 我國の 一般の 者の 苦しんで 居る 狀 
况を 救濟 する の 方法では ないかと 云 ふこと を 御尋し 
たのであります、 そこで 私は 的が 運つて 居る と 云 ふ 
のは、 それであります" 段々 御 取調に なつた のを 見 
ると、 卵. 肉、 其 他の物. そんな 物 (t 實は販 くなる 
のが 宜しう ございます けれども、 他に さう 響く もの 
ではない のであります、 石炭の 如きは 實に 響の 多い 
ものであります、 それであります るから 物價 調節を 
すると 云 ふのに は， さう 云 ふ 物を 調節して 始めて 物 
價 調節と 云 ふことの 實が擧 がるので あります， それ 
なら 丸で 棄 て、 置く と 云 ふこと である、 是は 甚だ 殘 
念に 思 ふので あります けれども、 併し さう 云 ふ御考 
であると 云 ふこと ならば •もう 無理に さう であり ま 
すまいと 言うた 所で、 仕方のない 話であります から 
玆で 止めます が、 どうぞ 政府 ほ 尙 ほ御考 になって、 
此石 炭の 如きは 成るべく 早く どうか 御手 段を 御 施し 
になつ たら 宜しから うと 云 ふことの 希望を 述べて 置 
まます。 


〔江 木 千 之君發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 江 木 千 之 君は ど 5 云 ふこ 
とであります か。 

〇江 木 千 之 君 唯今 農 商務 大臣の 御 答 辯を 伺 ひます 
と、 昨日 14 が 質問を 致し、 且つ 御 注文いた して 置き 
ました ことが 甚だ 齟齬す る やうに 考 へます から >  一 
言 御 許しを 願 ひたいと 思 ひます。 

0 議長 〔公爵 德川家 達 君〕 江 木 君に 申 上げます が、 
江 木 君の 御發言 を 差 止める ので ほ ありませ ぬが， 御 
訂正と か 云 ふこと ならば 兎も角も、 左 もなければ 通 

告者 が濟み ました 所で 御述 になつ たら どうで ありま 
r  i  0 
す 力 

0 江 木 千 之 君 それでも 宜しう ございます が …… 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 宜しければ さう 願 ひたう 
ございます 仲 小路 K 君。 

〔仲 小路 廉嵙演 壇に 登る〕 

〇 仲 小路賂 君 最早 多く 申 述べる 要はな：： と 存じ ま 
す、 私は 衷情を 披瀝いた しまして 、內閣 諸 大臣に 篤 
と御考 憩を 煩は したいと 存じます* 尙ほ 貴族院 開會 
以来 敷 日に II りまして 谷 種の 問題に 對 して 質 間應答 
を 重ね •又 重ねられた ので ございます、 此狀况 は 全 
く 今日まで 貴族院に 於て は 見ざる 狀况で あります、 
罔より 今日の 重要な 場合であります るから 種々 の 問 
題に 對 しまして 質問 應 答の あるの も當然 であります 
が •就中 其 中に も 物價の 問題に 付きまして は 殆ど 貴 
族 院內の 谷 派を 通じまして の 質疑で •こざいます、 昨 
日 江 木 君よりも 仰せに なりました 如くに 質問を 致す 
人々 は 決して 其 人 一人 一己の 考では ございませぬ で 
それと 同一の 考を 有して 居る ものは 件 派に 谷々 に 於 
て 何れも 皆 同樣で はない かと 存じます、 此狀况 を總 
理 大臣を 初めと して 备 大臣は 如何に 御覽 になります 
るか、 我々 は 決して 事を好んで 徒に 本 議場に 於て 質 
_ 疑應 答を 重ぬ る 者では ございませぬ、 誠に 已 むべ か 
らざる 事情の 爲に 事 £i に 至つ たのであります、 過日 
も 申 述べました 如くに、 實際 今日の 我が 社會 状態に 
於て は 物價の 日々 に 騰貴いた します る e に、 どれ だ 
け 疾苦に 惱んで 居ります るか、 總理 大臣 13; 先般 疾苦 
に惱む 者 IX 多く 都會の 者で ある、 其 後上 山 君から も 
質！： された こと ゝ存 じます、 疾苦に 惱 める 中產 以下 
の ?: • は 決して 都會 のみでは ございませぬ， 地方に 於 
ける 農村 其 他に 於て ■も 深く 之が 爲に 苦しんで 居る、 
都會其 仙の 若は それよりも 尙ほ ひどい と 云 ふこと で 

一 五 五一 
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あります •それが @ に 谷 纯の市 菜に 對 して瘅 菜の 上 
l- i'sf からぬ 影® を 及ぼして £ '• ,  二と 云 ひ* 
It.: 荣と云 ひ 現に 諸；！： r 省の 中に 於ても •通信の 辟' 關， 
交通機関 、数多の 人の 使用を 53 す« に 於て Is 莊しい 
R1 難で あらぅ と 思 ふ、 此悄 勢 (j: 今日 ほ 社 ^ の 谷 方面 
を 通じて 吐 狀態 であります •殊に 在鄕 の眾 人と 申し 
或 ir. 敎育其 他の 事業に 從琪 いたして 居つた 莕 ■精神 
若 ほ 知諡を 以て 社會 に © 献い たして 居る 莕 ほ 尠から 
ぬ 疾苦に 悩んで 居る のは 市 H であります、 私共 ix 今 
日此 時代に 處して 物 fii の 調節を 致して 生活の 安定を 
與ヘ るの が 政治の 上に 於て M も必耍 の 勁で あると 存 
じたので あります， 過日 大河 内 子 IKf ょりも 御 質問で 
ありました が、 今日 ほ 差 向き 解決を 致さなければ な 

らない 問題と して 勞働問 題 •谷 M の 社會問 題， 是皆 

其 根本に 1 f する 生活 2*i が 定まらんで ほ、 何等の 解決 

を も 爲し捋 ない のであります、 是等 の社會 的事愤 ょ 

りして 已 むに 已 まれず して 貴族院 ほ 通 日に a つて 質 

問 Ei 答を 致す こと、 決して 故 M で ほない ので ありま 

す、 殊に 此問 題は 豫 -3? の 港 ? E に 直接 關 係を 致す、 是 

は 原總 理大は を 初めと して 谷 大臣 御 承知の 如く、 貴 

族院に 於て 宵て 西 園 寺 内閣， 大 隈內閣 、山 本內閣 > 

興 他の 內閣を 問 ほず、 何れの 内閣の 時に 際しても， 

豫览を雜定いたしまするに付きましてほ、常に其實 

行の 確 H なることの 目當が 付かなければ、 常に 務議 

に E3 蹯い たした、 光年 大 隈內閣 の 時に、 海軍 問題の 

提案が ありました る 際 •今日 內閣に 御 列. W; になつ て 

居ります る 山 本 避 相 及 高 摘 藏 相， 是等の 方々 も當議 

院の 一員と せられて、 豫雜 ほ 確® なる 見据が 付かな 

ければ 協賛に W 蹯を 致す として >  種々 に 考慮を 重ね 

た 際に 矢張り 同 樣の態 度を 御 採りに なつて 居つ たの 

ではない かと 思 ひます* 今日 ^ 內閣 に對 しま W て も 

同樣で あります、 此度此 尨大なる 豫算を 我々 は 成る 

べく此 豫算 に付きまして ほ 協賛を 致したい と 存じ ま 

す， 併ながら 之を 協资 する に 付て は， 前年 執り 来つ 

た 方針と H 棟に 協 资の 結果は B£ 行に 滯り のない と 云 

ふ 見 据を付 ける ことほ 當然 のこと であります、 然る 

に 此豫算 の內容 •多くは 物 僧 騰貴に 屣 する 經費が 多 

いのであります、 而 して 此物價 の 情勢は 日 | 日 騰貴 

に騰贵 を m ねる 情勢で ある >  豫算 の 編成 後に 於て* 

尙 ほ其愦 勢が 見える、 過 H 柳澤 伯より 統計 局の 追加 

豫 -3? の 際に 質 間が ありました 如くに、 旣に 昨年の Tli 

算に 於て、 當 時を 豫想 した ことが、 尙ほ 今日に なつ 


て yl に 追加を しなければ ならぬ tlij 勢に なつて 来て 罟 
る ^ 々 此掩尨 の 全部を 見ます るに、 殊に 鉄 m 雅 W の 
如き (?. 册に九年度のみの咐加計进であります、併な 
がら 其 他 陸海 ifi の經费 、笊 ^ 钳話 のこと、 總て のこ 
とが， 總て材 料、 若く ほ 勞銀の 品 脎に 泫 つて此 儘で 
あれば 不足を 生ずる >  底止す る ことを 知らざる 物 fi'i 
に對 して、 限り ある ものを 以て 之に 當らぬ とする の 
であります 、此 预算 を協燹 を 致す 爲 に {3: •せめて ® 
行に 滞りない やぅに、 物 沿の 安定を 保つ 途を収 ると 
云 ふこと if 裸 ^ の 協 寶を滑 かにす る 上に 於ても 當 
に 政府の 収ら るべき 筋合の ことで ないかと 思 ふ •况 
や R 族院も 開 會以來 連日に a つて 斯 くまで 熟 心に 稱 
へ來 つた 其 ものを， 之を 如何に 致しても 龍 頭 蛇 尾に 
終る _にほ 參らな い、 是等の 情勢 ほ 政治 關係 として 
宜しく 總理. 大臣に 於 かれまして ほ •此內 外の 镚 勢、 
諮 場 內の情 勢に 鑑みられまして、 玆に 何とか 解決の 
途が 付かなければ 遂に Is 所謂 政治的 行詰りの 狀况を 
作り ほせぬ かと 存じます、 私 ほ 原總理 大臣は 實に通 
日に 苴 りまして の應 答、 如何なる 細事にまで も 御 答 
になります、 其 御 精勤の 事柄は 心より 感服を 致し ま 
す、 さりながら 此 重大なる 時期に 於て 一國の 宰相と 
して、 玆に 政治的の 行 詰る ことなく、 成るべく 豫翦 
を 滑 かに 協賛を 得る が 爲 に、 宜しく 疏通 の途を 開き 
打開の 途を 開かれる と 云 ふの ほ、 政治 上 極めて 必要 
ぢやな いかと 思 ふ、 事務の 末に 趨り細 節の 末に 趨る 
よりも. 寧ろ 襟度 ある 政治家と しては、 此 最大 要 ® 
に 御 著 目になる ことが 肝要 かと 思 ひます、 往年 上下 
に 信® の 厚かつた 伊藤 公 も 種々 七重の 膝を 八重に 折 
ると 言は れて も、 政治 上の 關係は 意外の 危機に 瀕し 

たことは 皆 人の 記憶に 存 する 所 ■であります- 私は 心 

からさぅ 思 ふ、 何とかして 玆に 貴族院の 主張 も徹り 

人は 主張に 生き 主張に 殉じて 居る のであります、 之 

を 疎通され •一と 通りの 途の 立ちます る ことは、 豫 

算を临 賛 する 上に 於て 實に 必要なる ことと 信ずる の 

であります、 又 決して 其の 途はな いと ほ 申さない* 

物價の 調節の ことは、 窗は 多端であります、 或は 

金融の 關 係より、 或は 物資 物貨の 配給 給付の ことよ 

り、 或 ほ不當 のこと を爲す 者を 取締る、 其 手段 方法 

は 千 差 M 別種々 の途を 採らなければ ならぬ ので あり 

ます、 決して 是れ ii s l な ことでは 行 はれるべき も 

ので (X ない'  唯 其の 主要なる 點ほ眞 の 調節を する 誠 

意が 有る か 無い か、 之れ を 調節す る だけの 意氣 込が 


あるか 如何の® に &5 著いた すので あります， 若 も： 3 
に 調 筋の 巳む を 得ぬ もの だと 云 ふ 誠 きがありました 
ならば* 嵇 々の 手段 方法 IX 言 ほず とも 執る， 然るに 
假にも 其 誠 B を 缺 いて 居れば、 口の 上で ほ 何とで も 
辯 明は 付きます が、 千 萬 言 も 一の斷 行に 如かぬ ので 
あります、 過日 總理 大臣 も 根本の 策に 付て 旣に 經濟 
調査 會の 成案 も 出来た と 仰せに なつて 居る、 又 昨日 
江 木 君の 質問に 對し て ® 商務 大臣 も 公定 價格 のこと 
に 付ても 旣に調 査は して 居る に 仰せに なつて 居る、 
斯の 如く 根本 方針に 付ての 調 迸 も 出來 、又 行政命令 
に依つて爲すべき成案兑あると云ふならほ、{几しく 
此際に 於て 總 ての 成案を 提案され まして， それに 依 
つて 略々 物 ® ■ は是れ 以上に (?. 勝 貴は しないと 云 ふこ 
とを 現® に 現 ほさなければ ならぬ、 是が此 際 何より 
も 大切で ある、 私 ほ 決して 徒に 内閣を 攻 擊 は 致し ま 
せぬ、 此際で あります るから 成るべく (3- 貴族院の 力 
と 政府の 力と に 依つ て 此に國 民の 安定を 致す 物價の 
政策が 定まります る ことに、 之を 衷心よ 〇希 望を 致 
して 居る のであります 、故に 此際 ほ 最早 多くの 言葉 
の 御 答は 望み ませぬ， 唯 私の 希® いたします る 勘は 
總理 大臣が、 此議 場内の 我が m 勢 及 一般の 趨勢に 鑑 
みられまして •此に 制度を 樹立し 谷 種の 方法を 執つ 
て、 ® 際 有効なる 物價 調 ® の途を 御 irr 行になる や 否 
やと 云 ふ一點 の 御 答 辯を 得たい ■若 も 其 答 辯は 相 適 
はぬ と 云 ふこと であり ますれば、 それ 以上は 最 U 十い 
たし 方がない、 結局は 貴族院 (3: 貴族院と して 進む ベ 
き 方法に ; 11 づる 外は ない のであります、 之が 爲に幾 
多の 反省を 希 li いたし 幾多の 考傲を 望む ので ありま 
す、 何卒 能々 此議 場内に 於け る 趨勢と 私共の 抱いて 
屛 ります る 衷心の 衷 情 とを 御 察しに なりまして、 此 
に 的確なる 御 答 辯を 得たい と 存じます る， それに 依 
りまして 更に 我々 ほ 執るべき 途を 講じます る こと* 
今日 國民 一般 も 目を 聲て 貴族院の 狀况を 見て 居る の 
であります >  之を 終を 完 ぅせず、 何等の 効果を 收む 
る ことなしに 濟ます ことは 甚だ li いと 存じます-何 
卒此點 を 十分 御考憩 になり まして、 願は くは 滿足を 
致す 答 辯を 承りたい のであります。 

t 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 唯今 仲 小路 君より 種々 御 質問 
でありました が、 數日來 の 質問 應答 、之に 付て 巳む 
を 得ざる より 出づ ると 云 ふこと を 御 辯 明で ありまし 
たが、 無論 其 通りであります、 又 私 ほ 細大 御 答を 致 


すの も 好んで 〇 を 致す 〇 で li ありませ ぬ、 cic n fuj あ 
るが故に十分 0 铒了解を得たいと存じて « 答 » を致 
すので あります、 好んで *;? •を 弄す 〇 のでは あ〇ま せ 
ぬ， で 左 棟いた すは 何故で あるかと 云 ふこと に fi£ 一 
考を豳 ひたいので あります、 政府 け政府 〇 狖思 〇 あ 
る 所を - I • 分に 調 M 諸 打の 御 了解を UJ たい v tt に i? v, 

て 御 答 辯を 致して 居る のであります、 で 政府 { i ,'? .a 
あるかない かと 云 ふやうな る 御言 葉 も ありました *; 
政府の 誠 の ある 所を 御 認を 得たい が S に數 B 来 ^ 
♦細に 御 答を 致して 居る のであります、 政府は 今！！！ 〇 
物 {« を 以て 放任して 宜しい と {S 考へ ませぬ、 故に 一 
昨年来 稲々 に 苦 t® いたしまして •有らゆる 手 K を ^ 
して 居る ので あ 〇 ます， 又 今後に 於ても 手段を 十分 
に盡 して 物 似の® 落を 岡りたい と考 へて® ります， 
殊に 此預算 に對 しまして ほ 此 上 M に 追加 等を 致す こ 
となく 參り たいと 考へて 居ります、 其 事 も 十分に 努 
力いた して 居る のであります、 此誠总 の ある 所を 御 
了解を 得たい のであります、 世間には 政府 ほ 放 ft: で 
ある 政府 ほ 何等 物 {H に 付て 誠篇 ない と 申す ^ も あり 
ます、 如何なる ことを 致しても 斯樣な る锅ほ 政府に 
誠意 (3: ない、 政府は 放任いた して P;- ると H は _す の 
であります 、左様なる 世間の 批評に ほ 政府は '!; fi 著い 
たし ませぬ* 政府 (X 十分に 努力いた さう と 存じて ® 
ります、 即ち 一昨年 來關稅 に 於て 或は 其 他の ことに 
付て 段々 執來つ たのは 此 誠意の ある 所の 一端 ほ 何人 
も御認 のこと であらう と考 へます •又 殊に 米の 如き 
に 至りまして は •前回の 讁 fr に 於て 腿々 論じました 
如く、 價の 問題 ほ 必耍な る ことで あるけれ ども， 奶 
の 問題 以外に 量の 問題を 考へな ければ ifi を 如何と も 
する ことほ 出 來な いと 云 ふこと を胆々 繰返しました 
即ち 分 M を咐 加して、 端境期に 不足な からしめ たの 
であります、 而 して價 はどうで あるか、 此上騰 贵 す 
るべき ものを 此 手段に 依つ て 抑へ て 參り得 られ まし 
たと 私 (t 考 へます が、 是は 八の 見る 所に 依る ことで 
あります るから、 それは 其 評に 委す ると 致しまして 
何れに 致しましても、 此米 のみ 低落いた す ことは 非 
常に 闲雛な ことであります るから、 他の物 似を 低落 
いたさなければ 米の み 低下いた さしむ る ことほ 出 來 
ない と考 へまして ，其 不足な きを 期しまして、 今年 
と雖も 分量に 於て 不足な からしむ る 積り であります 
從 つて® は 需要供給の 關係其 他ょり 低下せ しむべき 
問題であります、 故に 他の物 ® を 之に 伴は しめぬ け j 


れば思 ふやう には 下がり ませぬ、 併 し 成るべく 是は 
低下させる 方針を 執つ て R るので あります、 唯 奈何 
せぬ 鞞濟界 は 極めて 複雜で あります、 或る 一事 件を 
斑 行いた したが S に 俄然と して ri に 影 ■すると 云 ふ 
_には 參り ませぬ、 此祓雜 なろ 經浒界 の狀况 に對し 
まして 若し 俄に 不景氣 を酿す 打 曙々 與へて も差茭 な 
いと 決心いた しま すれば 其方 法な きに あらず と 私は 
考へ ます、 即ち 先 日來_ す 如く 外國贸 易の 制限を 十 
分に 强 めましたなら ぱ價も 下がり ませう •けれども 
是 は 父 經濟界 に 非常なる 混 亂を！ 一す ことであります 
から、 努めて 左 棟な ffi に經 ' pf 界に動 搖を與 へる こと 
を 避けて、 其 跪 園に 於て 十分に 盡さ うと 考 へて 補々 
なる 方策を 執つ て 居る のであります 、要するに at 政 
府に 誠意の ある 所、 少く とも 私の 執つて 居る 所の 誠 
意を 御 認を願 ひたいので あります、 併し 其 誠意を 認 

めら れぬと 云 ふ 御 批評で あれば それは 致し方 ありま 

せぬ •併し 政府は 決して 之を 怠つて 居り ませぬ、 今 

後に 於ても 怠る 意思は 毛頭 ありませ ぬ、 願は くぱ大 

局ょ 〇御考 胼 下さいまして、 此誠意 の ある 所を 御諒 

承 々 得たい のであります •又總 ての 法案を lit に 持 m 

して 安心を 與へて 解決を 致したら 宜しから うと 云 ふ 

ことで & ります るが、 左様に 參る ことが /li 來れば 左 

様いた したいので あります けれども、 所謂 總 ての 法 

案なる ものは 何事を 指し ませう か、 唯今 申した 如く 

羥濟界 は 極めて 祓雜に 致しまして >  漸 次 其 必要に 應 

じて 段々 施設を 致さなければ ならぬ ものを* 今 R ia 

ちに 全般の 案を 立てる と 云 ふことは 政府 .：： 如何な 

る 政府と 雖も至 il で ございませう •私共に (3; 全體の 

案を 定めて 今日 此に提 S を 致す と 云 ふことは 不可能 

であ 〇 まする し- II 又 左様いた さんで も必耍 に 腿 じ 

て 漸次 我々 の 誠心ょり 割 fji して 處詆を 執りました な 

らば 目的を 達する であらう かと 考へて 居る ので あり 

ます， {if- ながら 邦 屮に就 きまして 米の 間 題 だけは 先 

般も旣 に 申しました* 今日 仲 小路 君は 調 ? i も旣に 出 

來た と 2< ふこと であるから 提出いた したら どうかと 

一 K ふこと でありました が、 調査が ill 來たと 云 ふこと 

で 13: ありませ ぬ、 それは 先般 何回も 繰 返 L ました か 

ら御諒 舐を m やうと M ひます、 財政經 済 調 ? t 會の特 

院 一別 委員は 一應 終りました けれども、 併し 之に 55? する 

普 用を 積って ありませ ぬ • 费⑴ の 調 ? i は 未了で あり 

ます、 故に费 HJ を租り ませぬ けねば 如何程の 金を 耍 

する か 分り ませぬ から、 如何なる 名案 も H 行が 出來 
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ませぬ、 故に 今、 唯今の 所では 此 案に 對して どれ だ 
けの 费 W を耍 する かを 調査して 居ります、 之れ を 成 
るべ く 早く 調査を 結了いた させたい と 思つ て 進行を 
促して 居ります、 此調杏 が 出来ましたならば、 其 中 
全部 …… 調査の 結果佘 部を 蕺會に 提出いた す ことは 
ないか も 知れ ませぬ が、 其 中に 法律を 要する， 豫算 
を耍す る もの だけは 帝 國議會 の 協賛を 經な ければ 進 
行が 出來な いこと が 根本的 あらう と考へ ます‘ 枝葉 
のこと に 至つ ては 命令 其 他で 出 來 ませう と 思 ひます 
故に 成るべく 時機を 失せず 此議會 に 提出いた しまし 
て、 米に 對する 根本 政策を 決定いた したいと 思 ひま 
して 非常に 収急 いで 居ります、 調査の 成るべく 結了 
を早くすることを促して屛ります、一と通り特別委 
員の 調査を 終りました 所で 總會を 開きまして 之が 調 
杏を 經 ました 上で、 更に 財政 上 考撖を 致さなければ 
なり ませぬ が、 多少の □子を 要する 事柄であります 
るから， 成るべく 早く 特別委 員の 調査の 結了を 促さ 
なければ なり ませぬ から 頻に 之を 促して 居ります、 
是が m 來 ましたな らば、 議會に 提出いた して 御 協賛 

を 得たい と 思 ひます、 此 事 ほ 固よ 〇 米に 對 する . 

即ち 精 食に 對 する 根 木 政策であります る けれども、 
根本 政策 一度 定まりましたなら ば 又此應 急、 目前の 
事に 對して も 人に 安心を 與へ て、 總 ての 影響を 薺 良 
ならしむ る ことが m 來や うと 考へ ます、 根本 政 策定 
まらずして哺|1;前の亊にばかり走0ましては目的を 
達し 得ない と考 へます る けれ' とも •根本 政策 旣に定 
まりましたならば H から：：：！ 前の 事 も 解決が 出來や う 
と考 へます、 旁々 之を 収急 いで 居りまして、 成る ベ 
く議蚵 の r0] に 合 ふやう に 提出いた したいと 考へて 居 
ります のであります、 尤も 是は糨 食 … ：• 糧 苁 は 幸に 
して 調査が ¥ く 進みました、 今まで 色々 材料 も あり 

ましたから ¥ く濟 みました けれども 其 他の 調査 中の 

もの 車 や 節の 如き 根本的の 法規を 定め ませぬ ければ 

如何なる 經濟界 に 影锻 を與へ るか 測り 知れ ませぬ の 

で、 唯 日々 國民の 生活に も 重大なる 影響の あるので 
あります るから、 之を 誠 査いた して 一 g ります る けれ 
ども、 是は 恐らく lit 議會 には 間に合 ひ 兼ねる と 思 ひ 

ます、 と 申す もの ほ まだ 特別委 員の 調赉も 結了に 近 

づ いて 居り ませぬ、 併し 出来れば 是も何 か 方策の 立 

て やうに te つて此 に 提出いた したい ものと 考へ 

て M ります、 斯様なる 次第でありまして 根本 政策と 

應急 のこと \ 分けまして、 根 木 政策を 定める と 同時 


に應急 の 事に 付て は 出来るだけの 力を 盡 して 今日 居 
るので あります、 決して 今日の 調査を 以て 政府は 之 
に滿 足しない、 是で 事は 畢れ 〇と考 へて 居る のでは 
ありませ ぬ、 此 精神の ある 所は、 御 質問の ある 毎に 
ffl 々繰返して 居る のであります、 決して 辯を 好んで 
居る のでは ありませ ぬ、 御 質問に _ して 大小と なく 
細大と なく 誠意の ある ことを 御 了解を 得たい と考へ 
て 御 答 辯を 致して 居ります， 此 精神は 御認を 願 ひた 
いのであります、どうそ政府の誠意ある所を御了解 
を 希望いた します。 

0_長{ :公爵 德川家 達 君) 休憩を 致します。 

午後 零時 十六 分 休憩 
午後 一時 四十 分開議 

0 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 是 ょり 休憩 前に 引續い 
て 會議を 開きます' 

0 松 室 致 君 唯今から 軍法 愈議法 の 委員 會を 開き ま 
す、 委員の 退席を 御 許可 あらむ ことを 希望いた しま 
す。 

0 副議長 C 侯 ® 黑田長 成 君) 松 室 君の 特別委 員會へ 
退席の 要求は 許可して 御 異存 ございませぬ か。 

【「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
oil 議長 C 侯 靱 黑田長 成 君〕 御 異議ない と 謎め ます 
OK I3 蜂須 賀正 韶君請 願 委員 會を 開きた うご ざい 
ますが、 退席を 致して 宜しう ございます か。 

〇 副議長 C 侯爵 黑田長 成 君) 蜂須賀 侯爵の 請願 委 貝 
會へ退 席の 要求は 許可して 御 異存 こざい ませぬ か。 

f「 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (侯 辟 黑田長 成 君) 御 異存ない と 認めます 
仲 小路 君に 御 相談いた します が、 內聞 總理 大臣は 唯 
今 衆議院の 務算 委員 會へ 出席に 相 成つ て 居る さう で 
あります から、 仲 小路 君の 質疑は ®/ く 保留して 置き 
たいと 思 ひます。 

〇 仲 小路 K 君 承知いた しました。 

〇 副議長 (侯爵 黑田長 成 君〕 然らぱ 左樣 いたします 
大谷豁 兵 衞忍。 

〔大谷 盔丘 (衞君 演壇に 登る； I 
〇 大谷嘉 兵衞君 私は 外務省 所 8 に 商務官を 置かれ 
るに 關 しまして 簡單に 伺 ひたいので あります、 御 答 
辯を 煩は します、 昨年 即ち 四十 一回に 於き まして， 
豫算 總會の 時に 當り私 は 常に 思 ふて堪 へざる 所の 商 
務官の 最も 必耍缺 くべ からざる ものであると 云 ふこ 
とを して 切に 希望を 陳述して 置きました ので ありま 


す、 然る 所 大正 九 年の豫 算案を 見ます ると 外務错 所 
管に 商務 , B 設置の 計上が あるので あります— 之を 見 
て 誠に 欣 幸の 至に 堪 へませ ぬのであります、 然る 所 
其 設備せ ら るるに 總ての 理由を 見ます ると、 是亦最 
も 能く 私の 思 ふ 所と 少しも 違は ず 誠に、 理由を 以て 
すれば 誠に 滿 足の 至に 存じます のであります >  之に 
付きまして 伺 ひたいのは 第一に 極く 簡便であります 
るが’ 此 商務官の 設置を 希望いた しました るは 農 商 
務省の 所管に 屬して 致したら 如何で あらう かと 云 ふ 
上から 之に 望んで® きました のであります、 然る 所 
外務省の 所管に 移りました のであります るが •唯 承 
はるのは 農 商務省に 於て 設備せられ むとした 所を 伺 
ひま すれば •是は 事實は 知り ませぬ が、 喵 他の 方面 
から 聞きました 所が 今度 外務省で 設備せられ むとし 
て 計上せられ たるとは 餘程農 商務省の 方が 其の 計上 
が 多 かりし に、 外務省の 方は 是が餘 程 節減せられ た 
と 云 ふこと を 伺 ひました のであります、 是等は 私は 
外務省で ありませ うが、 或は 農 商務省が ありまして 
も、 聊か 嫌 ひは 致し ませぬ-其 便宜の 所に te つて 事 
を 取らる  >1 と 云 ふこと が 決して 之を 私 (X 遺憾と する 
のでは ありませ ぬ、 此事 業が 盛んに， 全く m 來ます 
ならば 何れの 省に でも、 一向 私は 構 ひませ ぬ、 誠に 
喜んで 堪 へませ ぬのであります、 是等は 如何で あり 
ました か、 どう 云ふ譯 で 外務省の 方の 管轄に 依り ま 
して 縮められ ると 云 ふことは、 或は 經® の 節減と か 
或は 又 多少 領事館 もあります るから して >  之が 爲に 
或は 節減せられ たかと 云 ふこと も 疑 ひました ので & 
ります、 其實 際に 付きまして 基 だ 簡單な ことで あり 
まする が、 御說 明を 煩は したいと 存じます、 尙ほ伺 
ひます るの (3: 唯今 申 上げた 如くで、 本年の 豫萬は 甚 
だ 輕少 である、 是は 私が 申 上げる こと も同樣 で 昨日 
藤 村 君が 甚だ 少いと 云 ふ 仰せを ちよつ と 耳に 致し ま 
した •私は 玆に伺 ひたいは、 之を 以て 十分で あるか 
と 云 ふこと を 伺は なければ ならぬ、 戰 後の 經營と 申 
しましたならば、 何を 以て rlls 後の 經胬を 良くして 國 
民が 滿 足 m 来る かと 云 ふこと を考 へなければ ならぬ 
之を 國民に 喜ばし •國 の榮 えになる 、戰 後の 經營を 
完 うする と 致しましたならば です、 何處 まで も 農 商 
H 業の發 展を 重きに 置かなければ ならぬ と 存じます 
る* 農 商工業の 發展ほ 、何が 本と ならう かと 中し ま 
したなら ぱ •外國 貿易で ある、 即ち 國際 通商 * S 易の 
發展を 本と して 農 商工業の 發展を 見る ので ありませ 
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1 'うと 存じます、 扨て 之を ffil に钇ほ 申 上げる ので あり 
ま - /- が、 ?!; t? 後の 羥资と 云 ふことは W! 一民 六 千 の 
j 人 if 子 ffi を 沈け て殘ら T 申さる i だら うと I1. ひます 
又 股 後の 經资と して fei 商 J; 菜の； S 達を！ 3 民 ^ つて 反 
對 はなから うと 存じます" 

一讅 長公脬 德川家 達 ?,/ 謎 ii 席に ® す〕 

父 之を 發達せ しめる と 云 ふの ほ 唯今 印した 如くの、 

| 其 K 易 辟關 として 唯今 申 上げた る 所の 商務官と 云 ふ 
もの It 必要 缺く ベから ざる もので あらう と 思 ふので 
あります、 是ほ申 上げる のは ® だ玆に 於て 序に 申し 
^ すや うな 謡であります るが* 先程 (3; 御禮を 申 上げ 
て •御 禮を申 上げる と 云 ふのは、 即ち 商務官の 設蹬 
をせ ら る、 に 最も 其說 明せられ たる 所の 理由-其 理 

由から見ますると云ふと.其十溫_と云ふもので* 

どうも 越 だ 其 涙の こぼれる やうであります、 而 して 

十 萬 MI を 以て 支那 及米國 へと 云 ふので あります るが 

十 萬 圈の 金は 米 國で 見たら ぱ五萬 弗であります 、支 

那と雖 も、 今日の 物價膦 貴で 見ます ると 我が 日本 も 

同じ こと、 三倍に も、 四 倍に も、 五倍に もな つて 居 

る 所の 時節で ございます、 玆に 十 II 圓使 ふて 兩國に 

派 ia せちる、 と>  どの位 働きが 出來 るかと 云 ふこと 

が、！ 3 は 私は 疑 ふので あります、 其 上に 尙ほ韹 む 所 

ほ 私 ほ 歐洲 、南米、 療洲 、まだ 其 他に あります るが 

先づ大 なる 所は そこらであります、 是ほ餘 り 望み 過 

ぎる かも 知れ ませぬ が>  戰 後の 經營を 良くせ むと す 

れば 、詰り 貿易の 發展を 見なければ ならぬ、 貿易の 

發展 をして， 農 商 H 業の 凡て 發展を 見る ので ありま 

せう と考 へます から、 此處 まで 奮 發を願 ひたいと 思 

ふので あります、 本年より して、 どうか 唯今 私の 申 

述べた る 所に 進んで 御實行 下さる ことが、 出來 ます 

まい か、 切に 希望す る 次第であります、 詰^' 戰 後の 

經營は 何です ると 申して 御 尋ね 申したい と 思 ふので 

あります るが それは 餘り それは 餘りで あります から 

私 ほ ® 業 家と 致しまして、 さう して 餘り實 業の こと 

に 重きを 置く と 云 ふこと を 叱られて ほ 相 成り ませぬ 

が、 詰 〇國防 としては 陸海 軍が あります が， 之を 以 

て 國防ほ 足る …； 國 防經濟 も 此の 農 商工業の 發 達を 

以 つてし なければ ならぬ と 思 ひます、 幾ら 盛んに 軍 

事を 致さむ と 致しましても、 其の 本がなければ なら 

ぬ、 其の 本を 作る と 云 ふことは 農 商工の 致す 所で あ 

ります が 故に、 又 其の 本た ると ころの 農 商工の 橋架 

けと も 云 ふべき 其の 第一の 機關 たる 商務官と 云 ふ 上 
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であります* 私 
思 ひます けれど 

もが、 资に將 来の 我が H 為の 上を 考へて 見ます ると 
云 ふと 弪® に堪へ ない のであります、 il 時 中は H 易 
の 上に ほ 萬 國に 敵な しと 云 ふ、 敵がなかつた と 云は 
なけれ ! X ならぬ のであります、 良い 品 もあります る 
が 悪る い 品で も 仕方なく 日本の 品を 求めた と 云 ふ 事 
に 至つ て 居る のであります、 併し 是から は 萬國 を對 
手と しなければ ならぬ、 哦 は歐羅 巴 だけを 對手で あ 
〇 ますが、 貿易の 戰ほ 世界 一般、 萬國 通商 貿易の 有 
ら ゆる、 ある 所 迄 も 進んで 行かなければ ならぬ ので 
あります、 之を 盛んにして 國防も 安 金、 又續 いて 國 
の 經濟も 安心す ると 云 ふこと に 重きを 置いて 戴かな 
ければ ならぬ と 思 ふ、 故に 私は 六 千 萬 入の 國民 とし 
て、 此 願に 反對 する 人は 一人 もない と •斯う 申して 
差茭 ない、 之に 反對 する 人なら ば國 民と して 貢 i)i す 
る 八で ない のであります、 甚だ 失 si@ であります、 失 
禮で あります けれども •私 ほさう 考 へます、 併し 是 
が 外務省の 方で 商務官の やうな 者は どうで も宜 いけ 
れ ども、 餘り 喧しく 言 ふから 置いて やらう かと 云 ふ 
やうな 御考 でな かつた かと 思 ふので あります、 此處 
等は 餘程 能く 御 熟考の 餘地が あらう と 私は 自ら 信じ 
て 居ります、 で 之に 付て 御 答 辯を 煩は したいので あ 
ります が、 是は 成るべく 本年ょり 御實行 下さる 考を 
以て 御 答 辯を 煩は したう ございます。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (.子爵 內田康 哉 君) 唯今 大谷 君の 御 質問 
に對 して 御 答を 致します、 第一 問は 今般 豫算に 計上 
いたしました 商務官が 農 商務省の 部に 屬せ ずして、 

外務省に 屬 して 居る、 其譯 はどう 云 ふ 11 であるか 聞 

きたいと 云 ふの が、 御 趣意の やうに 聽き 取りました 

是は敢 て 農 商務省と 所管を 爭ふ 積り は 毛頭 ありませ 

ぬ、 能く 農 商務 常 局と 協 _ の 結果、 外務省に 於て 之 

を 計上す る ことを 便利と 致した 次第であります、 折 

角の 御 質問で ございます から 其 趣旨を 極く 簡單に 申 

上げます、 此 商務官は 此度 初めて 設けました のでは 

なくして、 先年 商務官を 設けて、 矢張り 外務省に 盥 

せしめた ことがあります、 當時經 費 節減の 必要ょり 

して、 各省に 節減を 加へ たこと がありまして、 遂に 

遺憾ながら 此 商務官を 一時 廢 める 事に なつて 居り ま 

した、 此 度此大 戰爭に 遭遇いた しまして、 益々 商務 

官の 必要を 感じ、 今後 國 運の 發 展を圖 ります るのに 


ir 堆今大 谷 君の 申される 通り、 對 外 K 易を 何 堪迄 
も 盛んにし なくて はならぬ と 云 ふことは 申す 迄 もな 
い 話でありまして、 此商 務官を 設ける ことにな つた 
次第であります、 n. つ 各國の 例を 見ましても 或は 外 
務の 方に jg し、 或は 商務の 方に 屘 しまして、 區々 に 
なつて 居ります， 是は 一に 其國 の狀况 に te つて I 番 
都合の 宂 い 所に 附搦 せし むる ことにな つて 居ります 
で.日本に於きましては、前に申しました通り、前 
の 時 も 矢張り 外務省に 於て やり、 又 我が 例に 収 つて 
宜しい 國柄に 於ても、 外務省に 致して 居る 所が 多い 
やうであります からして、 矢張り 是は 外務省に 致し 
た 方が 都合が 宜か らう、' 其 次第 ほ 矢張り 海外に 出 ま 
すれば， どうしても 先方の 政府 •又 It 他の 官衙 、公 
共團體 、其 他人 民に 對 しましても 外務省の 所管に 11 
し •此 度の 商務官は 矢張り 大使館 又は 公使館に 之を 
設ける 積り であります から •其 調査を し、 事務を 執 
るのに 便宜で あらう と 云 ふの が 主たる 原因で ありま 
す、 大使館 乂は 公使館に 之れ を屬せ しめましても 必 
しも 大使館の 所在地に 置く と 云 ふ 趣意で ほ ありませ 
ぬ、 今般は 突 那と亞 米 利 加であります が、 亞米利 加 
に 置きます る 商務官は •多分 多く ほ 紐 育に 其 居住を 
定める だら うと 思 ひます、 又 支那に 對 しまして は 上 
海に 定める ことになる だら うと 思 ひます、 併し 其 ® 
して 居る 所の 大使館で あると 云 ふこと if 縱令 同じ 
所に 居ない ことに 致しましても •餘程 便宜で あらう 
と 云 ふ 次第ょり して、 矢張り 大使館 若く は 領事館に 
之を 隠せし める、 即ち 外務省の 部に 之を 入れる 方が 
都合が 宜か らう、 斯う 云 ふ 趣意から 外務省の 方に 決 
めた 次第で， ありま' す、 之に 對 しては 農 商務省に 於て 
も 聊か 異議がない 次第であります、 又 實際其 商務官 
を働かしめます爲にほ、農商務省に關係する所が最 
も 多い 次第であります からして、 是は內 輪 同士 如何 
樣 にも 取 計 ひが 出来 ると 思 ふ 次第であります から、 
必 しも 農 商務省に 屬せ しめない と 其® く 能力が 少く 
なると 云 ふやうな 懸念は ない と 思 ひます、 左樣 どう 
ぞ御 承知を 願 ひたい、 第二 問 ほ 如何にも 今般の 豫算 
に 計上いた し ました 額と 云 ひ、 場所と 云 ひ， 少な 過 
ぎる、 輕少 である" 斯う 云 ふ 御 W 問で あ 〇 ます、 是 
は 誠に 御间情 ある 質問でありまして 感謝の 意を 表-し 
ます、 若し豫 算 が 許し、 其 他の 事情が 許して 大谷君 
の 言は るる やうに な. り ますれば、 私に 於ても 甚だ 滿 
足す る 次第であります、 併し 此 g 後 政府の 豫算と 致 


しましては嵇* 0 耍求があつて、 » .» 卜：今絞 0 計进 
と 致しまして は •先づ 此位 〇段 度に 止める ょ 0外 致 
し 方がない や* つな 取 W が ありました • ?! •> : 

ず 十 Is 脚で 我 21 して Is る 次第であります* 決して* 
で 滿足 して PT る 次第で li あ 〇 ませぬ、 明年に も • !'{ 
来年に も預 3¢ の 許す 限りは 咐加 をして 行きたい と M 
つて 居ります、 其 他に 尙ほ考 へ 入れました 祺捫は IK 
令 一時に 澤 山の 商務官を 招へ、 其 任地を 掊へま して 
も、 商務官 其 人を 焯る ことが 甚だ 難い、 語® の溪逼 
も必耍 であり、 又 商務官が 赴 f-r: します 所の 土地に 對 
して、 多少の 锂驗が あり、 知識が あると 云ふ奔 を 求 
.めな くち やな 〇 ませぬ から、 なか <適 任 者 •か ある 
やうで、 宵 際 之を 任用せ むと すれば、 餘程 W 雖を感 
ずるので すから •一時に 澤山を 請求して 其 適任者を 
得る ことが 出来ない と 云 ふこと でして、 越 だ 預览を 
請求を した 趣旨に 對し て相濟 まぬ 次第であります か 
ら ，先づ 來年は 此二 箇所に 限つ た 次第であります ■ 
御 承知の 如く 職 後日 本の 對外關 係は 非常に 綿密に 抱 
雜にな 〇 まして •各方 面に 人を 要して 居る 次第で、 
實は 今日 歐羅 巴に 出して 居ります 所の 人間は 諸 所 方 
方から 驅り 集めて 居る やうな 次第で、 なか < 海外 
の 事業に 對して 其 適任者を 得る と 云 ふこと ほ 非常に 
困難を 感じて 居る 次第で、 さう 云 ふ 事情 もあります 
ので、 甚だ 輕少と 一 2C ふことは 御 同感であります けれ 
ども、 今日の 事情 許し ませぬ から、 本年は 今回 計上 
いたしました 程度に 止めた 次第であります、 左 樣ど 
うか 御 承知を . 

〇 大谷慕 兵 衞君第 一に 伺 ひました 所の ことに 於き 
ましては 何れと ももう 決して 申し ませぬ ので、 仰せ 
の 如くで 然るべ しと 推測いた します、 所で 第二に 伺 
ひました る ことは 是は 最も 急務なる ことは 是 は 最も 
急務なる こと ぢやな いかと 思 ふ. 急務なる ことは 今 
の御說 明の 上に も ありました ので、 能く 承知いた し 
まして ござ. いますが、 此 商務官と して 急に 運ぶ こと 
が m 来ない と 云 ふのは、 詰り 度々 仰せられる 所で 考 
へま すれば、 先づ 人がない、 まだ 商務官と して 派 JB- 
する 者が 少いが 故に、 之を 段々 に 慣らさなければ な 
らぬ ，それを 段に して 進んで 行く 方が 利益で ある、 
何が 知らない 者を 大勢 派 遺して 見た所が 却つて 宜く 
ない と 云 ふやうな る 御 答 辯で ありました が， 私の 考 
へます るのに は、 是ほ十 萬圓の 金を 二つ に 分ける と 
云 ふと、 支那に 五 萬 圓 、それから 米 國に五 萬 圓 、米 
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國に五 萬 M ii 先 づ二萬 五 千 E1 になる と 思 ふ， 支那の 
は 銀の 相場の 爲に 非常に 闲雛 かと 思 ひます、 矢張り 
同じ やうになります* さう すると 矢張り f!i く 所の 费 
用が 非常に 少いと 思 ふ ：… 此兩國 だけで も、 それで 
成るべく ほ 急に 之を 尚 務官 として ffl 當なる 所の 者を 
選 m する こと 13: •御 選びになる こと (3: 出來な いと 思 
ひます が •さう して 置いて 置けば、 何時までも 唯 米 
國と 支那へ 少し 遣つ た 位の ことで ■眺めて 見た所が 
是は發 達は 何時 出來ろ か、 何啤 間に合 ふ 者が 出来る 
かと 云 ふこと {i w だ 疑問を ffi く 所であります、 故に 
どうぞ 本年から でも , H: しう ございます から 商 丁： 業の 
中に 幾ら も 入が あります、 さう 云 ふ 者を 集めて 研究 
せし むる と 云 ふこと が 必耍で ないか、 斯う 思 ふので 
あ 〇 ます、 さう 致しましたなら ば：： 十く 商務官と なつ 
て 派 ii1! せし むる ことは 易い ことで あらう と 思 ふ、 唯 

亞米利 加と 支那 だけで 本年から 御 始めにな りまして 

も來年 盛んにな ると 云 ふことは どうな 〇 ませう か、 

矢張り lit 磁棄 a いたなら ば 何年 純つても 十分なる 商 

務官を 益 成す る ことは (II 来ない と W じます， 故に 本 

年からで も 其 商務官と なるべき 漭を 選んで、 さう し 

て 我國で も Yl: しう ございます、 のみならず 又 支那へ、 

歐羅 巴に も 何 所へ でも 研究の 爲に 遺は される 事が 最 

も 肝要で ある、 さう しなければ 唯 十 斑 IH1 位、 と 言つて 

は 甚だ 失禮 であります が、 十 萬 ra 位の 金で 以て 十分 

なる 入を 採る ことは 雖い ことで あらう と 思 ひます、 

どうか 私の ^ S3 とします る 所 は 小さい やうで ありま 

すが’ 喵今申 します るが 如く 一般の 人が 其考を 起し 

て 居る であらう と 姐 ふ •私共の 懇® な 入々 に 於て ほ 

一人 も 之を 荇成 せない 者 Jj ない ので ある •で どうか 

追々 に 進んで 其 人を 御 桁へ になる ことを 努めて ] ]7 き 

たいと 思 ひます が、 それに 付て尙 ほ 御 答を rl ii した 

いので …： 

〔g 務大 K 子 辟 内 田康哉 君： ? sc ifi に 登る J 

0 國務大 ec 子鹊内 田康哉 君〕 唯今の 御 質問に 答へ 

ますが、 私は 先き に 御 答 辯いた しました のは •商務 

官の 多き を 厭 ふと 云 ふ 趣 怠 13: 毛頭 ありませ ぬ， 金が 

許し 人を 得たならば、 大 谷 ii- の 御 希菌の 通りに 澤山 

商務官を 描へ て 多くの 國に派 m する ことを 切望して 

居る 次第でありまして、 今日の 拽筘の 都合 •又 ほ 實 

際 其 八を 52 る ことに W SI なる ® も 先刻 申しました や 

うな® 情が ございます から、 之を 考硪に 加へ て來年 

度に 於て は 先づ 二箇所に 止めた 次茁 である、 無論 來 


年度に 於て 之を 咁 加し、 又 其 次に 於て％ 加したい と 
云 ふこと も 申 上げた やうな 次第であります、 今日 此 
場合に 更に 追加 豫® を 05 しまして、 二箇所な り； 一 一箇 
所な 〇、 設けます と 云 ふことは 収運ぴ 兼ねます 唯 二 
度 H に 御 希望の ありました 將來商 務官 になる 人の 養 
成に 付きまして は •是ほ 必 しも 來年度 の -Tf 算に 計上 
する， せない と 云 ふこと に ばかり 關係せ ぬ 話で あり 
まする から •此方 面に 於て は 非常な 利害 關 係を 有つ 
て R られ まする 大谷对 とも 御 相談を 致す こと も (H 來 
やうと 思 ひます •養成な り 又 ほ旣に 出來 上つ た 入物 
を： -|'> 來年度あたりに其方面にやりたい從つて其冏意 
を 得る とか、 何とか 云 ふやうな 下 }'# へは 十分に 出來 
得る こと だら うと 思 ひます が、 其方 面の ことに 付き 
ましては m 來得る だけの 努力を したいと 思 ふ 次第で 
あります。 

0_長 (公爵 德川 家達哲 〕 仲 小路 君に 申 上げます が 
總现 大臣が 出席せられ ましたから、 更に 御 質疑で も 
ございますなら 此際に 願 ひたう ございます。 

〇 仲 小路廉 君簡 m でございますから， 此 席上より 
申 上げます、 今朝 總理 大臣より 私の 質問 ic.- 對 しまし 
て 御 答 辯を 得た のであります， 其 御 答 辯の 趣意 ほ， 
總理 大臣 御自身に 於て 物 ftt の 調節に 付て は 誠意を 盡 
して 居る， 一昨年 以来 どこまでも 誠意を 以て やつて 
居る、 此點を 能々 了解を 得たい 爲に縷 々述べる ので 
ある •斯う 云 ふ 御言 葉であります •打明けて 申し ま 
すれば， K は 一昨年 以來現 内閣の 物價に 付て 御 採り 
になり ました 方針には 洵に遣 憾な ことが 多い ので あ 
ります、 又 K- 施設 純 管に 付きましても 窗 に 見るべき 
ものは 少 いのであります， 斯樣な ことを 唯 申す ので 
は ございませぬ •资 際の 情况が 之を 明に 致して 居る 
のであります • -!!!: 上 一般に 何となく a! 內閣の 方針は 

總 て放縱 に 失 しられて は 居らぬ かと 云 ふ感が 誰に も 

ある、 其 結果は 物® は 日に <騰 貴を 來た し、 遂に 

今 U の现狀 に 立 至つ たのであります •殊に 遺憾なる 

ほ 内閣 諸 公の 中に， 過日 若 棚 対よりも 其 意見の 一端 

が 見えた かと 存じます が、 各 大臣の 間に往 々責任を 

推移せられ る 形は ございませぬ でせ うか、 所管の 限 

局され て 居ります る •政府 委員なら ぱい ざ 知らず 荀 

も國務 の © I に當る 國務大 臣 •况や 政府 上の德 蕺とし 

て聯帶 の責を 有つべき g 務大臣 が、 或は 物價調 節の 

こと (3- 農 商務で ある •或は 物 偕 調節 ほ 大藏 省で ある 

と， 獨り 衆議院の みならず， 當 11 場內に 於ても 注々 


其 形を 見受ける のであります、 功が あれば 之を 內 [HI 
に歸し •責が あれば 己れ 之を 引受ける と 云 ふ 位な 政 
治 德義が あつて 然るべき かと 思 ふ、 然るに 所管の 限 
局せられ たる 政府 委員と 等しい 言葉を 發す ると if 
阈務の 姻に 當る國 務 大臣と して 何たる ことで ありま 
すか •是 等が 皆已が 有る 責任 を 相互に 推移し • 一時 
を 免れて 恥 づる ことを 知らない、 是れが 注々 にして 
內聞諸 公の 言動に 見える， 誠意々々 と 口では 仰せら 
れるが 、行が 之に 伴は ない 誠意が 何く にあります か 
若しも 總理大 K が 今日 當 席に 於て 縷 々として 御述に 
なりました ことが、 眞に 腹中より 出 づる 誠意で あり 
まするならば、 私は 玆に 一 步を 進めて 御 伺したい、 
果して 國 家を 憂 ひ、 國民を 憂 ひて玆 に 物價の 調節を 
なすべき 誠意 ありと せらる、 ならば， 此 意思を 行に 
表は されて 然るべき もので あらう と 思 ふ. 簡 ¥ に 申 
さば、 然らぱ 以後 底ち に 物 僧 調節の ことを 斷行せ ら 
るる か、 せられぬ か. 此一言 で ' K しう ございます、 
今日 旣往 の fl-f 柄 ほ 我々 (3: 十分なる 施設で ない と 存じ 
ます， 適切なる 施設を 要求いた します、 故に 唯 二 言 
にして 果して 腹中より 其 誠意を 御 懐きになります る 
ならば •之を 行に 表は して， iff 行す ると 云 ふ 御 一言 
を 承りたい のであります。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇阈 務大 KC 原 敬 君〕 仲 小路 君の 御 質問であります 
が、 政府 閣僚が K だ 不親切なる、 誠意を 缺い たこと 
を 申して 居る やうに 御 認定であります、 決して 左 樣 
なる 次第では ありませ ぬ •併ながら 閣僚 悉く 同一な 
者で ありませ ぬから、 各々 其 言 ふ 所に 言葉の 違 ひも 
ありませ う •誠意を 缺くや う御聽 取に 相 成る やうな 
こと も ありませ うけれ ども、 私は 之を 統督 して 居る 
以上 決して 閣僚 皆責を 週れ て 一時を 凌がう と 云ふ考 
は 有つ て 居らぬ と 云 ふこと を、 玆に斷 言す るので あ 
ります， 併し それ にも拘らず、 斯樣に 認定す ると 云 
ふこと でありますなら ば、 是れ は御隨 意な こと、 申 
すの 外は ありませ ぬが、 決して 政府 ほさう 云 ふやう 
な 意思 ほ 有つ て 居らぬ のであります、 又諏 意が あれ 
ば， 物價 調節を 斷行 すると 云 ふこと を 明言せ よと 仰 
せになる •物偎 調節は 旣往に 於ても 努めつ、 ある、 
將來に 於ても 十分 力める と 云 ふことは®々 斷 言いた 
して K- る‘ 決して 今日の 狀 態を 以て 滿 足いた さぬ の 
で、 昨日 藤村哲 の御尋 かと 思 ひます るが、 之に 付て 
決して 之を 以て 物 僧の 問題に しても 社會 政策の 問題 


にしても •之れ を 以て滿 足いた さぬ， + 分に 將來に 
於て 効果が ある やぅに 力める 積り である-唯 佘何せ 
む 經濟界 ii s だ 複雜 にして 急速に 効果を 見ない こと 
ほ ® だ 遺憾と して 居ります るが、 政府は 誠意を 以て 
之を 斷行す る ことに 力めつつ ある* 又 今日まで 爲し 
たことは 効果が 無い と 云 ふこと であり ま w' るが、 効 
果が 有る 無い と 云 ふこと ほ 御 認定に 任ずる の 外 あり 
ませぬ、 けれども •政府は 決して 之を 効果が 無 かつ 
たものと は考 へて 居り ませぬ， 又 將來に 於ても 谷 方 
面に 渉つ て 施設を 致しまして 相當の 効果を 擧げ揭 る 
と 確信いた して 居る のであります、 故に 物價 調節は 
誠意を 以て 調節す るに 力めて 居る と 云 ふこと ix 今 II 
重ねて 申 上げる 迄 も ありませ ぬ •無論 其の 覺 悟を 以 
つて 臨んで 居る のであります、 左樣に 御 承知を 願 ひ 
ます 

〇 仲 小路 [K 君 尙ほ 今一 言 申して 置きたい と 存じ ま 
す、 唯今 總理 大臣の 御言 葉に 依ります れぱ總 理 大臣 
御自身 も從 前の 施設 經營を 以て 不滿 足であつた と 仰 
せになる、 其 通りで あらぅ と 思 ひます、 如何に 誠意 誠 
意と 仰せに なりましても 之に 伴ふ從 前の 施設 經發が 
甚だ 不十分で ありまし たが 故に •論ょりも 誼 據 •實 
際に 於て 暴騰に 暴騰を® ねて 屛る ，今朝 來 K 々申し 
まする が 如く， 我々 は 今此豫 *£ を 港 議して 協 暨を致 
すか 致さぬ かの 立場に 立つ て 居る、 一方 lit 多額の 豫 
算を實 行し まする 時分には 自然に 購買力 も强 くな り 
又 一般の 情勢を 刺激す る •唯 さへ 物價が 騰 り騰ら む 
として 居る 際に、 搗て 加へ て ILt 情勢なら ぱ憨 々物 價 
昂騰の 狀 態を 呈しは せぬ かと 云 ふ點 を K に 憂 [t いた 
すので あります、 斯の 如き 重要の 場合に 際して 從來 
政府の 御 執りに なりました ことに 法つ て 將來を 察し 
ますれば、 是に は甚 しく 人の 危ぶむ のは 當然 であり 
ます、 それで ございます るから、 唯 口頭で 誠意々々 
と 仰せに なつても 何にもなら ぬ 故に 先刻 來 申す 如く 
に 物價の 調節に 付て は 楹 々の 方法を 要する •先づ 以 
て 制度の 樹立を 必要と 1; る、 次に ほ 行： S 命令を 行 ほ 
れべき もの 13: 行政命令の 方法を 以て 嵙ら ゆる 手段を 
執らねば ならぬ と 思 ひます、 尙ほ其 上に 直接 政治 上 
の 措 it を耍 する， 是等は 又 行つ て 行 ひ 得る ことで あ 
ります、 然るに M だ 如何の 申 分であります るが 今日 
までの 施設 經營 の實際 に 於て 何等 見るべき ものは な 
かつた •それであります るから、 昨年 十 /! 貴族院が 
1 :を 致して •其 結果が 即ち 本日此 議場 内に 於て 貴 


拽 大正 九 年度 送 人歲 ⑴總 裸® 案 並 大正 九 年度 谷 特別 會計歳 人 哉 出 裸 篮案外 二 件 


五— 


_大 正 九 年 { 


一人 笼 =1邊 掩 W 案 並 大 JE 九 年度 备 一 


として Ij: 幻 何なる 行 勁を 執る かと 云 ふ* 場に 立 
-て 居る のであります， lit ね 味に 於て 將來 は 申す 迄 
て j とほ ありませ ぬ， 私 (i: 是れ以 上璁 理大 !11 よりの 
ハ 答を 煩 {3: さ ^ のであります、 朵 ほ® リ私 のみなら 


仰 ず 數 =： 來の 狀况に 依りましても 常 53 院內に 於て考 を 
jU 齊し うする 者 ほ 決して 少くな いと M ひます •此 點ほ 
|钇 しく 御 丫承に なりまして- te つて 生ずる 結果に 付 
g  |きましてほ其 « ほ何れに歸靥ナるかと云ふことに付 
彌て豫 め 御考附 あらむ ことを， $ い たします。 
ijo 謎 長 c 公怊德 川 家 達 哲) 江 木弒； 

〇 江 木踩君 私 の H 問を いたさむ と 欲する 邸 ほ 朝鮮 
總齊府 の ? If 项に關 係を 有つ て 居ります から、 朝睇總 
督の御 出席を 頃は したい。 

〇識長 (公® 徳川家 達 君： 一朝 鮮總筲 は 御 出席 L て 居 

られ ます ： •… 御 s 席して ® られ ると 申しました が、 

今 退席し ましたから 出席を 求め ませう。 

〔江 木冀 君演 瑕に 登る〕 

〇 江 木 翼对 私は - J1 て 總理 大臣の 施政方針、 並に 大 

蔵 大臣の 豫算 の說 明に 對 して 本院 諸 公が i!li 日 御 質疑 

になり ましたのに 付きまして、 大糅 疑を 存 して 居り 

まする® に付きまして 氷解を しました 所が 多々 ござ 

いました 力、叩 多年 疑を 存じて 居ります る 所の ® 民 

地の 統治、 玆に御 斷り申 上げて® きます が、 楠 民 地 

と 云 ふ 言葉を 使 ひます と往 々にして 誤解が 傳は るの 

であります、 何だか 一等 低い 所の 領土に 向つ て® 民 

池と 云 ふ 名を 與へた かの 如き 誤解が 生じます るが 故 

に、 さる 意味に 於て 申す のでない と 云 ふことの 御 Y 

承を 得て® きたい、 所謂 海外 領土 •此 統治の 事柄に 

付きまして rn 下 頗る 危急の 狀勝 にある と 信じて 居 〇 

ます、 或は 本院 諸 公の 中に も 私と M を 同じ やうせ ら 

れて 居る 方が 多く ある やうに f.TI ひます ので、 實は止 

めむ と 欲しました ので ございます が 止む ことを 得ず 

玆に 私の 疑を 質さむ とする に 至りました ので ござい 

ます、® 民 地と m 純に 申しましても 一樣に 固より 論 

ずる ことは 出来ない、 私が 玆に 特に 質問せ むと 致し 

まする® ほ >  朝鮮 並に 關朿 州に 關 します る 事柄で ご 

ざいます 铭 一に 朝鮮の 事柄に 付きまして、 二 三， 御尋 

を 申して 見たい と 思 ふ、 大體私 は ffi 民 地なる もの ほ 

殊に 窺： 尚と 申し 關柬 州と 屮し 、或は 朝鮮と 云 ひ* 政 

治 上、 社 ir 上 並に 經濟 上、 我が 內 地より 分れた る 所 

の獨 立の m 位を なす 所の ものである、 大體に 申し ま 

して 浙の如 き 狀態 にある ものであると 云 ふこと を、 


前说に 常に 考へて 居ろ もので ございます* 必 しも 多 
少の 例外の ない と 云 ふこと では ございませぬ* 原則 
と 致しまして 政治 上に 於ても •別 f?s の m 位を なし， 
經濟 上に 於ても 然り 凡又社付上に於ても其通〇であ 
ると 確信す る もので ございます- 從ひま して 是が統 
理なる こと も 別 K! の Ift 位に 對す る統理 の 方法を JS ら 
なければ ならぬ こと if 常 然に來 る ことと 思 ふので 
ございます、 即ち 茲に朝 鮮を弓 合に 出して 申します 
れば 、朝鮮に 關 します ところの 諸般の 政務と 云 ふ も 
の if 大腊 此總宵 に 於て 之を 總轄 する、 斯う 云 ふこ 
とに ならなければ 稲 民 il!! 統理 の £? を 全くす る ことほ 
甚だ 雖 いので ほない か、 殊に 此盤は 私 ほ 此兵權 の 問 
題に ® きを 置く ので ございます* 過般 朝鮮 總督府 の 
官制が 改正いた されまして、 總督は 文武 何れの IJ-i 身 
と雖も 之に 任ずる ことが 出来る ことにな つたので ご 
ざいます" 併ながら 總督な る ものは、 所謂 丘！： 權を有 
たない ので ある、 今日 朝鮮の 有樣を 見ます ると、 ど 
うで あるかと 申します ると 憲兵は 引上げられて 之に 
代る 所の 普通の 瞥察と 云 ふ ものが 出来た •併ながら 
S 際 唯今 朝鮮の 秩序を 維持す る もの ほ 何で あるか、 
私が 申 上げる 迄 もな く、 兵隊で ある* ffi 隊で ある、 
のみならず 現在 行つ て 居る 所の 二® 肺 團でほ 足りな 
いで、 此の 二 個 師團 完成 時期を ば 繰 上ぐ、 而かも 尚 
ほ 且つ 足れり とせす して、 玆に 十二 個 大隊と 云 ふ も 
の- 1 J& M を 本年の 豫算に 計上して 居ります るので あ 
る •元 二 個 fill) 團が朝 鮮に 創設せ . r' b れ ました 時の 理由 
は， 私が 申 上げます 迄 もな く、 御 承知の 如く 大陸に 
於け る、 大隊 線に 於け る 所の 第一の 先鋒と して 最も 
近い 位置に 居る 所の 朝鮮の 二 個師 M と 云 ふ ものを 其 

先鋒と すると 云 ふ 意義に 於いて、 二 個 師團と 云 ふ も 

のを 朝鮮に 設置され たので ある. 然るに 飜つて 今日 

の 狀况を 見る とどう であるかと 云 ふと 先鋒に 出す ど 

ころでは ない、 | 日 も 朝鮮の 土地を ば 此 二 ffl 師幽と 

云 ふ ものを ぱ引上 げる こと 13: 出來な い、 引上げる こ 

とは m 来ない と 云 ふ 狀况が 今日の 實際 であると 私は 

信ずる ので ある  >  之を 考 へて 見ます ると •普通の. 響 

察で やる 所の 秩序 維持 •立派なる 所の 普通の 行政 事 

務普 通の統 理事 務で ある、 齊 通の 統治の 事柄で あり 

ます 所の 其 事柄が、 殆ど 全部、 …… 全く 全部とは 申 

しませぬ、 殆ど 全部、 九分九厘まで 所謂 司法嫛 察の 手 

にあらず して 軍隊の 手に ある、 其 軍隊に 對 して 朝鮮 

總督 と； K ふ ものは 何等の 指揮 權を 有つ て 居らぬ、 斯 


う 云 ふこと になつ て 居る ので ございます、 斯の to く 
にして 私は 朝 群 統治の 上に ia iB なきを 期す ると 云 ふ 
ことは， 驻だ 難 いこと で |£ ないかと 疑つ て 居る ので 
ある、 此制度 上の 問題に M きまして、 茲に第 一に 伺 
ひたいの (X 現行の 官制を 更に 改正して、 現行の 總肾 
の 糊 限に 加 ふるに 兵® を與 へる •斯う 云 ふ 御 : T? 思 (i 
無い ので あるか どうで あるか、 斯 くして 朝鮮に 於け 
る 所の 統理を 全うする、 斯う 云 ふ 御 1C 思 13: ない ので 
あるか、 文官に 兵 {II を與 ふると 云 ふこと に 付，, V ‘まし 
て ほ ■是は 從來頗 る 翳 論の あつた ことであります、 
併ながら 韓國の 時代 統監の 制度に 於き まして 純然た 
る 所の 文官に 兵力 使用の 锱 利を與 へられて 居る、 現 
に我國 の 例に 於て 斯の 如き ことがある のであります 
から-私 ほ ! rl 踡 せらるべき 理由は ない と 確信いた す 
のであります、 若し 果して 現行の 制度の 儘で 宜しい 
內 地の 地方 長官が 最 寄の 軍隊に 對して 出兵を 耍 求す 
る 所の 權利が 與へら れて ある、 總督に 於ても 斯の如 
き嵇 限が ある、 故に 何事 も 改正を 加 ふるに 必要は な 
い 斯う 云 ふ 御 趣意で あると 致します れぱ 、是は 私は 
甚だ 朝鮮の 如く 諸般 事務を 總督が 總轄す ると 云ふ必 
要 ある ! ii から 考 へまして •甚だ 賛成し ない 所で ある 
しない 所であります が、 併 そこ ix 結局 意見の 分る る 
所で あると 存じます から、 或は 御 答がない かも 知れ 
ませぬ、 果して 現行の 制の 儘と 致し ますれば •何故 
に 朝鮮 總督 所謂 齋藤 總督が 、豫て 御 赴任の 際に 新聞 
等に 御 話が あつた 通り、 丸 腿の 總 督に對 しまして、 
文官で ある 場合に 於て は •之を 現役に する 必要が ど 
こに ある、 現役に すると 云 ふ 事 ほ 決して 濫りにす ベ 
き 事柄では ない、 斷じ てない と 私は 信ずる、 唯 朝鮮 
總督が 軍服を 飾りに 著る と 云 ふ爲 に、 此制度 を 弄ぶ 
べき もので ない と 云 ふ 事は 申 上げる 迄 もない、 然る 
に豫て 總督府 官制の 改正に 際して、 朝鮮 總 督を豫 後 
備の 軍人 •其 他の 軍人で 充たす 場合に 於て、 其 軍人 
は 直ちに 現役になる と 云 ふ 勅令を 出された ので ある 
何の 爲に斯 の 如き 必要が あるので あるか、 頗る 怪し 
むべき ことで ほない かと 思 ふので ある、 此二點 は 思 
ふに 制度 上に 關 します 事柄で •こざいます るで 總理大 
臣が御 辯 明 下さる こと、 存じます、 次に 伺 ひたいと 
思 ひます の ほ、 矢張り 朝鮮の ことで ございます が ゝ 
屢々 申します る 如く， 一つの 人に、 總督 なる 所の | 
つの 官に 諸般の 政務を 總 g する ことが 機宜に 適し* 
殊に 別箇の 單 位に 臨んで 居る 所の 官と 致しまして は 


» 然 な ことで あると 思 ひ * * - r s-- . !::f •「，致します ?'- |±* 
朝鮮 i» 行. ' M 鮮な る别 is o 枰； £的 51 !:- 、什別闼の» 
濟的喵 位の 中央 金 迸搏閱 である 所の <t w 鲜识 行に « 
する W 理 wi も 亦® « が 中心に なつて； (4 /1 ちになる が 
常然ではないかと思ふのであります*今3:と稚も丸 
々朝 蛘總皙 が 朝 鲜 銀行に 對 して ¥f 理啪を 御 r'K ひに な 
らぬ と 1H す 0 であり ませぬ が、 殆ど 其 屮心油 力と 云 
ふ ものは 大闕 省に 耢し て ® りまして* 朝鮮 總 '"? 

に 員に 備は ると 云 ふ 如き 形に あると 思 ふので ござい 
ます、 是でほ 到底 朝鮮と 云 ふ 所 0純 ;?| 驵位を31山に 
御 管理な さると 云 ふことは 私 ほ yf M の h に 於て 不能 
であらう と 思 ふ、 此點に 於て 朝鮮 總® に 於て は 銀行 
制度に 於て 大なる 不便な しとせられ る や 否や、 次に 
尙ほ朝 鮮 のこと に付きまして 伺 ひたいと 思 ひます る 
のは 朝鮮の 鐵 道であります、 恰も 朝鮮の 交通 辟 阋と 
云 ふ ものは、 次の膛 に 之を 比べて 見ます れぱ心 隞ょ 
〇 出て 各種の 大小の 励 脈靜 脈が 體の中 を步 きます る 
と同樣 に、 鐵道は 恰も 一稱の 神經糸 統 とも 申すべき 
所の 極めて 重要なる 朝 P 統理の 機關で あると 思 ふの 
でございまする、 朝鮮の 政治を 朝鮮 總督が 考へ るが 
如 く 最も 機 : t: に 適し、 極めて 適 當と認 むる 方 而に施 
行せ むと 致します れぱ此 鐵道を 朝鮮 總皙が 桐つ て 居 
ると S ふことは 無論でなくて はならぬ、 之を 引 放し 
て 外へ 渡す と 云 ふやうな ことがあ りまして， 到底 朝 
鮮の 統理を 金う する ことが 出來な いことは 私が！ S ハ： 
する 必要がない 事柄では ないかと 思 ふ 然るに 近頃 奇 
怪なる ことを 伺 ふので ございます るが、 朝鮮の 鐵道 
全體と 云 ふ ものを 一億 五 千 M 1M1 と 積算を 致しまして 
之を 滿鐵會 社に 出資す る、 斯う 云 ふ 噂が 新 ra に [J1 て 
居る ので ございます、 或は 事 H でない かも 知れ ませ 
ぬが、 實は 滿洲鐵 道 會社 は旣に 資金の 調達に W つて 
過般 も 社債 も顯 集した けれども 、僅か 十分の一 內外 
の應募 者し か 無かつた と 云 ふやうな 譯で 、到底 社 侦 
に 依つ て 年々 嵩む 所の 興業 费を 處理 する ことが m 來 
ない、 是に 於て か . TfK 億內 外の 資本に 咁資 する 爲に其 
一半を 政府に 分ち， 其 政府に 分ち たる 一半の 代® と 
致しまして 朝鮮 鐵道を 以て / li 資に 充てる と 云 ふが 如 
き !® が 往々 にして 耳に 入る ので ございます、 若し 果 
して 斯の 如くで ありましたならば •是は 私は 朝鮮の 
統治の 爲に 由々 しき 大事では ないかと 思 ふので ある 
人間の 神經 系統と 云 ふが 如きを •人間の 體から 引 去 
つて、 それでは 到底 あとの 1 i+ が 完全の « きが 出來る 
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一譯は ない ので ある •半身； f 隨 にあら ざれば 殆ど 全身 

が 死 だ 如き ものに なりは しない かと 思 ふので ありま 
する が、 此噂と 云 ふ ものは 果して fli K なり や 否や、 
若し 事 K と 致します ると 私は 大變な ことで あらぅ と 
思 ひます が、 無論 lit 事柄を 逋 會 に 御 諮りになる であ 
らぅと 思 ひます が、 果して 然るべき 手績を 御 執りに 
なる ので あるか 否や， 次に 伺 ひたいと 思 ひます る點 
ほ 朝鮮の 統治に 關 します る內容 の 問題で ございます 
る、 先き ほどより 原則的に 申 上げます る 如く 朝 ® は 
一つの 政治的、 經濟的 並に 社會的 の單 位で あると 云 
ふ 事を H3 上げました が、 事 , ff ill 何なる ことを 申す の 
であるかと 云 ひます ると， 御 承知の 如く 朝鮮は Hi 千 
年來 の歷史 を 有つ て 居る、 朝鮮人 自ら ほ 四千 年と 申 
して 居ります が、 少く とも 長い間の _ 史を苻 つて 居 
る、 又 山河 0 然の 形勢の 屮に含 まれた る 所の 此 女 R 

以来の E 族と 云 ふ もの IX 一柿の 社會 的の 制度を 箱つ 

て K る、 又國語 も 別箇の 國語々 持つて 辟る、 又縱令 

長い間 他の 宗主咄 を 仰いだ と 申しながら、 政治的 半 

11 立の 統治を して 居つ たので ある， 是れは iJt Bf であ 

ろから 否む ことほ m 來な い、 私は® w に玆に 申して 

TC いと 思 ふのは、 朝鮮 一千一 一 ilC 斑の 民族と 云 ふ もの 

は 確かに 國粹を 有つ て 居る ものである •「ナ ショ ナ 

リテ ィー」 を 有つ て 居る ものであると 云 ふことは 何 
人 も 確信せ ざら むと する も煜べ からざる ことで あら 
と 思 ふので ある •是は 一 朝 一夕に して lit 國粹と 云 ふ 
ものを 片端から 叩き m すと 云 ふが 如きは 到底 川來捋 
べき ことで ない と 私は 信じて 居る のであります、 植 
民 地の 絞 理に 付きまして 長い 經驗を 有つて 居ります 
所の 先進 B1 に 於き ましては， 斯の如 き 場合に 付き ま 
して ^ 々 ?,- き紳驗 を钳 めて® ると 云 ふことは 私の 喋 
々を 侠たぬ、 諸 公に 於て 十分 御 諒察の こと、 思 ふの 

であります、 f Dfl li v* 一口に 申します ると 能く 同化 主 

茲と 云 ふこと を 申す 入が あります る けれども、 所謂 

同化なる ことが 屮々 W 年 や 二 百年の 短い. At 乃で 行は 

れ得べ き 取 柄で ない、 少く とも m K 地 統治の 歷史が 

始まりして 以來 、吐 同化なる ものが 完全に fr ほれ ま 

したと 云 ふこと ほ 出来ない 位む づか しい ことで ある 

と 2< ふこと は滿場 諸 公 御； i its! 察の ? Jf と 思 ふので ありま 

す‘ H よ 〇 別 ® の 政治 W 位で & るから と 申しまして 

固より 我 #! の .© 滞が I 視 同仁に 及びます と 云 ふ ? .Jf 柄 

に付きまして は、 固より 例外が あらう 箬はな い、 例 

外が あらう 箬はな いが •併ながら 統理の 方法に 於き 


まして 必 しも 内地と 同 棟に やる ことほ IJi 來な い、 否 
な、 寧ろ li 對の 同化では / Jj 来ない、 所 調 IW) 化の 主義 
で 進まなければ、 即ち 其の 國粹と 云 ふ ものを 隨迫し 
ないで 行かなければ ならぬ と 云 ふこと が、 私が 從來 
先進 國が綷 驗し來 りました 所の •而 して 結局 到 著い 
いたしました 所の 原則の 命ずる 所で あると 思 ふので 
ございます， 然るに 朝鮮に 對 する 今日までの 狀况を 
見ます ると 如何で あるかと 申します と、 全く 反對で 
ある、 謂は ば 同化 主義で ある、 殆ど 斯く申 さば 極端 
の 例で あるか も 知れ ませぬ が、 殆ど 是と餘 〇 違は な 
いと 思 ひます のは、 西班牙 人が 亞米利 加に 臨み まし 
た 際に、 西班牙の 言葉を 以て、 西 班： 才の法 律で 統治 
をした と 云 ふのと 餘り跑 離の ないやうな やり方が 今 
Q までの 狀況 ではない かと 思 ふので ある" 今 H 我々 
が 日々 官報 等に 依りまして 澤山の 法令に 接して 居り 
ますが， 極めて 近世 式の 法令で ある， 斯の 如き 法令 
と 稍々 趣は 違 ひます が、 大方 同じ 位の 程度の 極めて 
近世 式なる •而 して 朝鮮の 民族 風 ^ とほ 大分 g つた 
所のものに依つて統理せられて居る、其韻慣ほ成る 
ほど 尊 m せらる i で ございませ うが •併ながら 甚だ 
怪しい 所が 多い， 又 朝鮮 入が 他つ て 居ります 所の 國 
語、 此國語 を钗 Ja いたします と 云 ふことは 餘ほど 重 
大な る iff 柄で あると 思 ふ、 之が 爲 に ® 々 肫爭 の ® と 
なり、 或は 紛_ の fi となつ たこと ほ 腿々 あるので ご 
ざいます が •朝鮮に 對する 所の やり方は 如何で ある 
かと 中し まする と •成るべく 內地 の國 語の 普及を 阖 
る、 現に 敎育會 などに も s 語の 普及と 云 ふことは 明 
文を 揭げ て® る， 戤判 所に 於ても、 其 他の 所に 於き 
一ましても， 公式の 言葉は 即ち 内地 語で ある、 官吏が 
…… 官吏と 申さず と •例へ ば 巡 杏、 巡査が 其 任命を 
受ける に 常り まして* 朝鮮 3J- 1 を 解す ると S ふこと ( X 

少しも 其 要件には なつて 居らぬ のであります、 朝鮮 

にあります 所の 大小關 家の 機 關と云 ふ ものは 全く lit 

朝鮮の 言蕖 に付きまして {i 理解を 得ない、 又瑚解 を 

すると 云 ふこと を 必要と しない、 斯う 云ふ狀 態に な 

つて 居る ので ございます、 是 ほ 甚だ 私の 今回の 騷® 

の 端を 爲した 所の 一つの 原因で あり、 又將來 に 於き 

ましても 斯の如 き 點 と 云 ふ もの (3: 斷然 方針を 21 正し 

なければ ならぬ と考 へる ので ございます が、 朝鮮 統 

治の M 萵の任 に 常ら れ ます 所の 朝鮮 總督に 於て は 如 

何に 御考 へになる か-又 之に 付きまして 國語 •朝鮮 

語、 此 朝鮮語を 少く とも 朝鮮人に 接觸 …； 直接いた 


します 所の 官吏は 必ず 習得し なければ ならぬ もので 
ある， 斯う 云 ふ 官吏 任命の 嬰 件に すると 云 ふ 御考は 
ない ので あるか •どうで あるか、 是は 特に此 朝鮮語 
に 付 ■て 何つ て 見たい と 思 ふので ある •又 期の 如く 私 
ほ 統治の 階級 .…： と 申す と惡 るう V」 ざいます が. 絞 
治の 側に 立つて 居ります 所の 內 池 人、 統治せられ ま 
す 所の 朝鮮人との 間には 實は 殆ど 氣 脈の 通ず べき も 
のがない と 云 ふの が 今日までの 現狀で はない かと 思 
ひます、 少く とも 其氣 脈を 通ず る 所の _ と 云 ふ もの 
が 甚だ 淺い 、謂は ゾ朝鮮 の 統治 全體に 於き まして 所 
謂 —— 國 K 的 理解がない、 統治者の 側に 於き まして 
も 民族の 心理を 十分に iffi 解す ると 云 ふこと が 出来ず 
又 統治者の 側に 於き ましても 統理者 側の 心理と 云 ふ 
ものを 理解す ると 云 ふ 事が 出来ない と 云 ふの が ® 々 
誤解を 起します 所の、 紛議を 起す 所の 因では なから 
うかと 私は 信ずる ので ございます が， 何としても 朝 
鮮統 治に 於き ましては 斯の 如き 苦き 經驗を 嘗め まし 
た 以上は、 玆に 施政を 更新を する* 而 して 此 政治と 
云 ふ ものに 對し て國民 が 十分に 理解して， 之に 服す 
ると 云 ふこと が 第一の 原則に ならねば ならぬ と 私は 
信ずる ので ございます、 之を します る 所の 其 第一歩 
と 云 ふ ものは 何と 致しましても 朝鮮 八の 民度、 情勢 
が 旣に 許す と 誠め られ ましたなら ぱ地方 自治の 制度 
位は 之に 許す と 云 ふこと が 私は 當然の 事柄で ないか 
と 思 ふので あります が •現任 總督に 於 かれまして ほ 
地方 0 治の 制度を 立つ る 事に 付て 如何に 御考 へな つ 
て 居る か、 又此 根本的の 原則に 付て は 如何に 認めに 
なつて 居る か、 斯う 云 ふ 點 を 承りたい と 思 ふので あ 
ります、 以上 朝鮮の 內部 に對 します る 所の 施政の こ 
とに 付きまして 政府の 所見を 伺つ たので ございます 
が、 茲に 是非 附加 して 何 ほなければ ならぬ と 思 ひま 
する 點 は、 昨今 B 々所謂； f 逞鮮 人なる もの-^ ことに 
付きまして 坪に 致す ので ございます、 是等 の' 事柄に 
fj きまして 此 議場に 於き まして 論議を 致します る こ 
とは 或 ほ不 讁愼で あると 云 ふやうな 御咎が あるか も 
知り ませぬ が、 實は朝 鮮 なり 或は 日本 內 地に 於て こ 
そ 我々 ほ 此事 柄に 付きまして 詳しく 知ります る 所の 
便は ない ので ございます、 日本の 外に 於き ましては 
實に 詳しい 所の 報告と 云 ふ ものが 常に 常に 新聞紙 上 
に 散見して K るので ある、 何も此 _ 場に 於て 之を 隱 
し 立てを 致しました 所が 少しも 益の ない ことで， あ 
らう かと 思 ふので あります、 十分に 此點に 付て 疑を 


有つ て 居 〇 ます 點は披 瀝いた しまして. 而 して 我々 
が ^ 心を 致します 所の 御 辯 明を fy たいと 思 ふので あ 
ります、 元來不 逞の鮮 人なる ものは 朝鮮 内に 於て は 
勿論の こと. 朝鮮 外に 於き ましても 随分 多い、 又娃 
が 居ります ことは 必 しも 昨今に 始まつ たこと ではな 
いのであります、 旣に御 承知の 如く 是が 犠牲と なつ 
た 者 ほ 長く 政府の 顧問を 致して 居りました 所の 元の 
「ステ ィ—ヴ ン」 君 あり、 又 明治 四十！ 一年に ほ 我々 
の 最も © 敬した ると ころの 國家の 元 1!| であると ころ 
の、 伊藤 公爵 it 是が 犧牲 となられ たと 云 ふやぅな 次 
第で ございまして. >  _來 私は 少しも 是れ 等の 運 励と 
云 ふ もの ほ 絕えて 居らぬ と 確信を 致して 居る ので ご 
ざいます •而 して斯 かる 不逞 鮮 人の 團體と 云 ふ もの 
は 決して 小さな もので ない、 或は 間 島 或 ! X 囲 春、 或 
は 「ィマン」、 「ニコリスク」 等に 居ります る 所の 
者は ra る 多數に 上つ て 居る と 云 ふことは、 私が 喋々 
する 迄 もな く  •總膂 府に 於て 十分 御 承知の ことで あ 
らぅと 思 ふので あります. 斯の如 き 不逞の 鮮人 、是 
ほ 岡ょり 內に 於き まして 13; •或は 地方自治を 許すな 
り、 或は 彼等の 國粹 を ®: ® するな 〇、 我が 至 慈 至 仁 
の 政治を 施す ことに 努められる と 云 ふこと ほ 言 ふ 迄 
もない ことであります •併ながら 不 達 を 働く 6!£ に 至 
りまして は， 斷乎 として 私は 國權を 以て 之に 臨まな 
ければ ならぬ と 思 ふので あります •之に 向つ て 謂は 
ば 甚だ 甘い 顔を 見せます ると 云 ふことは， 固ょり 國 
家の 政策と して 甚だ 當を得 ない ものであると 確信を 
致す もので ございます •併て 此の 不逞 鮮人が 近頃に 
於き ましては 如何なる flf をして 居る かと 申します る 
と-昨年の 三月 | 日に 暴動を 始めて 以來 、四月に 至 
〇 まして ほ 遂に 上海を 本據と 致しまして、 大韓 民國 
の獨立 政府と 云 ふ ものを 組織した のであります* 而 
して 是が國 務總理 となりました 所の 者は， 現に 上海 
に 居ります る 所の 安昌 浩で あると 信じて 居ります、 
外務 總長 となりました 者 ix 先般 こちらに 參 りました 
所の 所謂 呂運亨 である、 其 外 幾多の 人が 内閣を 組織 
した、 而して 五月に 至りまして-更に 內閣の 組織を 
多少 一更いた しまして、 外務 總 長には 當時佛 關 西の 
ir p に 朝鮮 民族を 代表して 運動を しに 參 りました 所 
の 金圭植 が 外務 總長 にな りまして、 呂運亨 が 外務 次 
長に なつた， 斯の 如くに 致しまして、 彼等の 獨立運 


励と 云 ふ ものは 漸次 其步を 進めて 来て、 遂に 昨年の 
九月 二十 五 H に ほ 吉 林に 於て 大會議 を 開いた ので あ 
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_ 35 I3X す ■大 IJn 九 年度 送 •人谋 ⑴校泠议本龙大兀 

ります、 而 して »: 来の 大韓民 BMB 政.： て/ 

へまして、所諝れ接屯取的行趿に移ると云ふ名0の 
下に 臨時 iri 政府と：： ムふ ものに 81 時を 變へ たので あり 
ます •而 して M K 執政 , ff と 致しまして、 彼の地 方に 
出 沒を 致して K ります 所の 李 承 晚' か 之に 常り、 沛々 
不锷 な 計 rlt J;/: と 云 ふ ものを 廻らして 辟る、 是等は 總て 
上海 或 is 南 滿洲 、北滿 洲、 FJ 蘇 111 方 ! ril を 通じまして 
常に ® 脈を 取つ て ? i 行しつつ ある 所の 計 S である* 
31 に此别舒の內を見ると*どぅであるかと中します 
ると、 或は 大兢民 國愛 阗婦 人會 、或は 靑年 外交 M な 
どと 云 ふ 所の、 祕密 結社を 以ち まして、 或は 軍_资 
金と 云 ふ ものを 茲集 し， 其 他所 謂 趣 立 政府 維持の 爲 
にす る 所の 諸般の 行 励と 云 ふ ものを 執つ て 居る、 是 

等の ことに 付て は 恐らく ほ 何も 之を 隱 して 見た所が 

仕 揉の ない ことで ある、 全然 私は 事！ 2 であつ て、 何 

も 之を 祕さな ければ ならぬ と 云 ふ 理由 ほない と 思 ふ 

而して 是等の 朝鮮 内地に 於け る 所の 祕密 結社が、 或 

は 上海に 於け る 今の 假 政府と 常に 交涉 をして、 交渉 

をして 居ります る 入， 玆に 相互の 間に 派 遺を 致し ま 

する所の人の數なども，極く明瞭に分つて居る ?11 柄 

ではない かと 思 ふので ある， 又 最近に 至りまして ほ 

是 等の 軍務 總 長の 指揮の 下に 搦 して 居ります る 所の 

所謂 孕 苽盹と 申します る 者の 下に 厫して 居ります る 

所の 或る_ 體で あります， 北朝鮮の 方に 侵入を して 

我が 邦人に 危害を 加へ たと 云 ふやぅな 事 實も あるら 

L い、 又 先般は 危險な る 所の® 裂 糊を 多數 製造を 致 

して、 之を 京 城に 持 運んだ と 云 ふやぅな 事實 も蔽ふ 

ベから ざる 事 ® でない かと 思 ふ、 斯の 如き 不穏なる 

擧 励と， 不穏なる 計 S2 と 云 ふ ものが 朝鮮の ぐるりに 

於て 講ぜられつつ あるので あります が、 之に 對 しま 

して、 私は 外務大臣に 伺 ひたいと 思 ふので あります 

凡そ 一國の 治安を 害します る 所の 計 敷が •他 國の領 

土內に 於て 講ぜら るる 場合に 於き ましては、 一國の 

自 衞 上當然 の 結果と 致しまして、 之が 排除を 其の 策 

源 地を 有する 所の 國に耍 求す ると 云 ふことは 蓋し 當 

然爲 さなければ ならぬ ことで あり、 又爲す 獺 利の あ 

る ことで あると 思 ひます が， 外務大臣に 於て ほ 爾か 

く 御 認めに ならぬ のであります か、 如何で ございま 

すか、 此 策源地の 事 柄に關 しては、 從來 ffl 々事例の 

ある ことであります、 例へ ば 加奈陀に 於け る 所の 佛 

闊® 系統の 民族が 叛亂を 致しました 時に、 其 策源地 

は 多くは 北米 合 衆國が 持って 居つ た、 遂に 國際紛 謅 


となつ て、 或 時は En ち 千 八 rl 十二 年の 如き；！ r 之が 
S3 めに 英米の 間に 逊氓を 頹 したと 云 ふこと も ある、 
又 近くは 玖 馬の 叛徒 …… 玖 馬の 叛徒と 云 ふ もの ほ 其 
の 策源地を 多くは 紐 宵に 持つ て & つたので ある、 そ 
れが爲 に紛謎 を® して 遂に 米 西 inii 审と云 ふ ものが 開 
かれる に 至つ た、 又 最も 倚 近に 此の 大戰爭 の 起り ま 
した K( 因は 何で あるかと 尋ねて 見ます と 「ボスニア 
.1 人が 遊 耳 維に 在る 所の 所謂 大 p?4 耳 維國期 成 同盟 會 
と氣 脈を SQ じて、 各種の 不 13 の 計 进 を 致しました と 
云 ふこと が 爆發 いたしまして、 或は 皇太子の 暗殺と 
なり、 或は 塊 太 利 側の 要求と なり、 遂に 今回の 戰爭 
に 至つ たやうな 次第であります、 兎に角 外 國內に 於 
て國の 政府を 顚淠せ むと する が 如き 所の 計 ffi ' か 行は 
れる 場合に 於て、 其當 事國た る ものが 之に 抗議を 提 
出し、 是が鎭 E 排除と 云 ふこと を 望みます ことほ 當 
然の 擷 利と 言はなくて ほなら ぬ、 又 國際法 上 斯の如 
く 認めて 居る と 思 ひます が、 外務大臣に 於て は 如何 
に 御考へ になる ので あるか， 又 果して 然り とすれば 
即ち 御 謎め になる としたなら ぱ 、如何なる 手 續を御 
採りに なつた ので あるか、 伺 ふ 所に 依ります れば’ 
上海に 於け る佛關 囲の 租界に 假 政府が あります に對 
しまして は、 佛關西 政府に 對 して 抗議を 提出され た 
と 云 ふこと を 伺つ て 居る のであります が、 果して さ 
うで あるか、 さう して 今日は 斯の 如き 計 # t は 旣に鎭 
壓 せられた りと 信ぜられる ので あるか、 私 (X 未だ 斯 
の 如き 所の 計丧と 云 ふ ものは 決して 排除され て 居ら 
ぬと 信ずる のであります •現に 最近 極東に 於き まし 
ては 最も 信用の ある 新聞と 致しまして、 我々 も 敬意 
を拂 つて 居ります 所の 「ノ —ス 、チヤ ィナ、 デーリ 

-I ユ—ス 」 の 三月 七日の 記事を 御 m になります 

と、 多分 其 事實が 反對 であると 云 ふこと を 御 認めに 

なる であらう と 思 ひます、 或は 現内閣の 諸 公に 於き 

ましては、 能く 新聞の 記事は 嘘を 書く ものである か 

ら 、多分 是も噓 であらう と 云 ふ考で あるか も 知れ ま 

せぬ が、 他の 方面に 於き ましても 私は 多少の 材料を 

持つ て 居る ので ございます、 而 かも 此 三月 七日の 尊 

敬すべき 「ノ ー ス 、チヤ ィナ、 デ ー リ I、 - ーユ ー ス 

」 の 記事には 事々 しく 朝鮮の 獨 立に 對 する 騒動と 云 

ふ 極めて 犬なる 活字の 下に 二 欄に 亘つて 事細かに 書 

いて ある、 或は 內 閣員の 氏名を 列擧 し、 其 他 朝鮮人 

の 話では ございます が、 極めて 明細に 書いて ある、 

又 先達て 此方へ 御 招致に なつた と 云 ふ 所の 呂運亨 の 


話に fj て；！ T 或は 陸垠 大臣で •こざいました か、 璁理 
大 Is で ございました か、 呂 運 亨は裎 めて ?? 人で あつ 
て、 さう してす つかり 改心して 居る と 云 ふやうな 御 
話が ありました が、 斷じて 然る ことなしと 云 ふ 所の 
反對 の Jif lJ を 細かに 此新 聞に flj いて 居る ので ござい 
ます， 又獨立 政府の ? JI 務所な どの 存在す る ことな ど 
に付きましても、 疑 ふべ からざる 所の 事柄 も 擧げて 
來て 居る ので ございます、 此の 如き 狀鸱で あります 
るに 對 しまして、 外務 當局は 何等の 御 措 S を 御 採 〇 
にならぬ ので あるか、 又斯く 御 認めになる 以上 ほ 何 
等 か 徹底的の 手段を 御 採 〇 になる のか、 どうで ある 
か、 又 朝鮮 總督に 伺 ひたいと 思 ひます の ほ， 朝鮮 總 
督ほ 必ずや 私は 斯の如 き 所の 計 3¢ を 爲す 所の 者は 不 
逞の 徒で ある >  斷 じて 不逞の 徒で あると 云 ふこと を 
御 認めになる ことと 思 ひます が、 果して さう である 
かない か、 此點を 承つて 置きたい と 思 ふ、 先般 呂蓮 
亨の參 りました 時に 對 しまして ほ* 斷じて 不逞の 徒 
にあらず と 云 ふやうな 如き 點も ありました やうで ご 
ざいます が、 私は 此 問題は 實は 御尋を 致します る 枝 
葉の 問題であります るが 故に、 唯 朝鮮 總督 が、 それ 
は 質問の 通りで あると 云 ふ 御 答を 得ます れぱ それで 
滿足す る ものである、 如何と なれば 若し 不逞の 徒で 
あると 云 ふこと を 御 認めになります れば * 是 から 先 
き此 前の 如き 甚た國 家と して 爲すべ 力らざる が ir き 
手 續を爲 さるまい と 私は 信じます が 故に、 不逞の 徒 
であると 云 ふことの 言證を 總督に 於て 爲さ るれば、 
それで 滿足 とする ものであります、 御 承知の 如く 昨 
年の 暴動の 起り まして 以來 、總督 ほ 四月 十五 日を 以 
つて 制令を 發 して 居る ので ある V 其 制令には 如何に 
あるかと 申します と、 政治の 變 革を 目的と し、 多數 
共同し、 安寧秩序を 妨害し 又は 妨害せ むとした る 者 
は 十 年 以下の 懲役 云々 ■、前項の 行 爲を爲 さむと する 
目的を 以て 煽動を 爲した る 者の 罪 又 同じ， 本 令は 帝 
國 外に 於て 罪を 犯した る 帝國 臣民に 又 之を 適用す、 
司法 次官で ありました か、 呂蓮亨 の 行爲の 如きは 刑 
法の 七十 七條で あるか、 七十 八條 には 該當 しないが 
故に、 罪人で あると かないと か 云 ふ 御 話が ありまし 
た、 私は 呂運亨 が 罪人で あると 一 K ふが 如き 斷定 をす 
べき 理虫は 毛頭ない と 思 ふ、 如何と なれば 罪人なる 
ものは •裁判の 判決に 依つ て 確定す る もので ありま 
すが 故に、 申す まで もな く 罪人と 云 ふ 事を H ちに 斷 
定する 事の m 来ない 事は 勿論で ある， 併ながら 朝鮮 
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日に 御 公布に なつた 所の 制令に.  .とし 
て， 朝鮮の 檢察を »括せらるべき所0««は*之を 
檢堺 すべき ものであると お 2S めになる や ? f や、 法 fit 
的に 申したなら ば、 必ずや 私 I i 娃 J x ut 認めになる ベ 
きもので あると M ふ* 若しも 之を 御 FS めに ならぬ と 
云 ふ ij.f が •此逋 甩に 公け になる ^ 合に 於き ましては 
是れ こそ 私は 大變な 結果を 跑起す ものでは ないかと 
思 ふので ある、 次に滿 洲 の ? Jf ss に付きまして 一 11 何 
ひたいと 思 ふので あります、 第一に 伺 ひたいと 思 ひ 
ますの It 滿洲鐵 通の 問題 如何にも 近頃 行 詰つ たやう 
に 思 ふ、 社偾を 試みる、 不能に 終る， ift K をせ むと 
すれば 朝鮮の 鐵道 問題が 絡つ て 起る、 驻だ むづ かし 
い狀 態に なつて 居りは しない かと 思 ふので あります 
諸 公の 中には 滿洲鐵 道に ほ 長い 經驗を 持つ て 居られ 
る 方 ほ 多々 居られる と 思 ふので ございます が、 私は 
今日の 如き 手を 掖げ‘ さう して 十 年 前には 随に 一千 
萬 圓か二 千 萬圓內 外の 興業 S で やつた 所の® is も、 
今日に 於て は 八 九 千萬圓 内外牢 々要する と 云 ふやう 
な 如き 狀態 になつ て 居ります る 今日に 於き まして (3; 
斷 乎と して此 整理 方針を 採るべき ではない か、 さう 
何でも 彼で も此 滿洲鐵 道へ 搔き込 んで 行つ て、 是で 
仕事を やる と、 斯う 云 ふ 性® の もので ないやう に 思 
ふので すが、 關係廳 長官 第一 次の H 接の監 锊の 任に 
居らる る 所の 政府 當 局に 於て は 如何に 御考へ になる 
か、 それから 滿洲鐵 道は 私は 申 上げる まで もな く 成 
程大な る 事業 會社で ある 大な る JIJ 業 # • 社で あると 同 
時に、 又大な る國 家の 統治の 機關で ある 大通 ょり 北 
ほ 長 春に 至ります る 間の 南 滿洲鐵 适會 社に 附屬 いた 
します る 所の 此多數 の附® 地に 於け る 所の 日 木 E 民 
の 統理と 云 ふ ものは 此の 會 社が 責任に 當 つて 居る の 
である、 是 ょり 租税を 徴收 し、 是が瞥 察權を 行ひ更 
に 進んで 是が國 民敎 育を 爲 し-避が 中等 敎育を 爲し 
更に 進んで 專門敎 育を 爲す 機關 まで 有つて 居る と 云 
ふやうな 國家機 關を爲 して 居る ので ある、 然るに 此 
機 關に從 事し まする 所の 職員なる ものは 政府の 官吏 
で ござり ませぬ が 故に、 何等 官紀で 収締る 所の 法律 
と 云 ふ ものは 適用され て 居らぬ ので ある， 官吏® 職 
に關 する 所の 法律の 如きと 云 ふ ものは 適用せられ て 
居らぬ のであります、 近 31 甚だ 忌ま 13; しき ことを 私 
は 耳に 致す ので ござりまして 當議 場に 於て 是が嗯 を 
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致しますること |± 、私として耻づる次第でござりま 
する が、 甚 •た 面白くな き 評判を ® 々 聞く ので ござり 
ます、 まさか 31f 宵で ないか も 知れない、 知れない が | 
你な がら ^ の 如く 重耍な る ! al 家に 對 する 責任を 有す 
る 機 關で ある 以上は、 是が官 钯 •是が 規 © のこと に 
關 しまして は 相 當の 方法を 設けら るるの が 政府と し 
て 當に爲 さるべき 事柄では ないかと 私は 思 ふので あ 
る、 關苽廳 長官に 於て は 何 か是 等の點 に 於て 御考が 
あるので ござり ませ うか、 如何で ござり ませ 5 か > 

一 髀 破 民 地と 云 ふ ものは 木國 と辑 ひまして 社會 上の 
規沌 節制 等に 至りまして は 甚だ 緩き ものが ある やう 
に 何れの K に 於き ましても ® 察せら るるので ある、 
殊に 近頃に 於き まして 私 li 全般に 中す ので ございま 
せぬ、 朝鮮 祭 ^ に 付て は 何等 ra いた ことは ございま 
せぬ が、 滿洲 等に 付きまして ほ 往々 にして 如何は し 

き 所の 風評を 耳に 致します る •而 かも 是等に 付て は 

私が 信 如して 居ります 所の 林 長 * B- に 於き まして* 是 

等の 事實の 有無に 付きまして、 誘 場に 於て 辯 明せ ら 

れ まして、 我々 の !!® に 付て 疑を 有つ て屛る 所を 氷解 

せしめら ろるならば •私の 洵に仕 合と すろ 所で ござ 

ります、 此機 會 に 於て 併せて 何 ひたいと 思 ふので ご 

ざり ますが、 大迎の 取引所なる ものが あります， 是 

は 大正 二 年で ござります るか、 勅令が m 來て 居り ま 

して、 それに 作 ふ 所の 府令等 も / 1! 來て尻 りまして* 

軍： 要 物産に 付ての JH 引は 宫 營の 市場に 於て 爲すと 云 

ふこと になつて 居る やうであります、 近頃 是れが 改 

正を 試みられた やうであります、 而かも 甚だ 不思题 

な ことには ：… 之に 付ての 齊東 野人の !® の 如きは 私 

は敢 て 問 ひませ ぬが • 苒 •た 不 思 謎な ことには 此勅令 

府令 等の 公布 前に 先ち まして 民設の 取引所の 株 ♦式の 

蘇 集と 云 ふが 如き 胡椚 が 新聞 等に 載つて 居つた ので 

あります、 林 長官に 於ても 必ず 此喵 H を 御 認めに な 

るで あらう と 恐 ひます が、 是等ほ 或 (i 一而に 於て は 

私の 心配して 居ります る 所の 所謂 官紀の 弛緩と 云 ふ 

やうな ことが llt flll に ^ する のでは ないかと 云 ふやう 

な 疑を 深く 致します る 次 SS でございます、 是 等の 點 

に關 します る 林 長 w の 辯 明を 伺つ て lit 疑圃を 氷解い 

たしたい と 思 ひます るので ございます、 跋々 述べ ま 

した 事柄に 付きまして、 各項 ix 渾山に 分れて 居り ま 

する が、 要點は 右の 如くで •こざいます るで •どうか 

簡明なる 御 答 辯を 得たい と 思 ふので あります。 

〔阈務 大 K 原 敬 君演® に 登ろ〕 


0 « 務大 IS C 原 敬れ〕 唯今 江 木 君より 朝鮮 總膂府 の 
! 官制 に付きまして 御 質問が ありました から 之に 御 答 
一を 致します、 朝鮮總 督なる もの li 新 , e' 制に 依つ て 統 
帥 權な きもので あるが， 是 で ! is しいか、 朝鮮の 事情 
を见 るに 師團 充員の 繰 上 其の 他の 狀况を 見れば •總 
督が 統帥 權を依 然 持つて 居る 方が It しき やうに 考へ 
るが* 之なくて 赏 しいかと •又 近く 官制で も 改正し 
て 元の， やうに 統帥® を 持たす る やうな 意思は ないか 
と 云 ふ 御 尋のや うに 承りました が、 政府に 於き まし 
ては 今 a の 場合 新 官制の 如く 朝鮮 總督は 統帥 權なく 
して 差 支は ない と 見て 居る のであります， 各地に 軍 
隊の 駐在いた す ことほ 地方の 治安を 維持す る爲 には 
必嬰で あります けれども、 直ちに 兵力を 彼 地に 用 ふ 
るので は 無論ない のであります、 故に 現行 官制の 如 
く乂現 總督の 如く、 統 舢權 を 持ち ませぬ でも 更に 差 
支は ない と考 へて 居ります •又 差 X がない ものと す 
れば ，何故に 現 男 擀齋 藤總督 は 現役に 復した かと 云 
ふ御尋 であります るが、 是は薦 官制と 現 官制との 區 
別を 混同せられ たるより 起つ たる 御 疑問で あらう と 
思 ふので ございます、 男爵 齋藤 總督は 現行， 即ち 新 
官制と ril した 方が 御 分り 易い ので ござります， 新 官 
制に 依つて 任命せられ たのでは ありませ ぬ > « 官制 
に 依つ て fr: 命せられ たのであります、 W 官制に 於て 
は 無論 朝鮮 總督ほ 統帥 權を 持つ て 居る のであります 
統帥 撾を 持つ て 居ります るが 故に a 役に 復 せざる を 
得ない のであります、 故に駕 官制に 依つて 總督は 任 
命せられ， 現役に 復して 統帥 嵇を 持つ たので ありま 
す、 其 後 約 二週間を 經て 新 , 6- 制が 行 はれました， 其 
時 に 至つて 始めて 軍隊を 指揮す る 統帥 權 と、 總督の 
文官た -6 職務と始めて分れたのであります、故に男 
爵齋 藤總锷 の IT: 命の 當 時に 於て は 現役に 復せ ざるを 

得 ぬのであります、 设す るの が當然 であります、 併 

しそんなら ぱ新官 制に 依つ て！！ 普は 統帥 權がな いこ 

とに 立 至つ たなら ば、 現役を 罷 めて 再 ぴ豫 備に 這 人 

つても 差 支な いぢ やない かと 云 ふ 御 _ 論と 承 ほら ざ 

るを 得ぬ ことと も考 へます、 是は 固より 現役に pi す 

一る 復せ ざると 云 ふことは 全く 大權發 の 励に も 依る こ 

とであります、 必ずしも 必要が あつて 現役に 復した 

のは H ちに 新 官制が 行は れた から 元の 豫備 に ® らな 

ければ ならぬ と 云 ふ 理由 もない ことと 思 ふので あり 

ます、 大體 官制 上に 付て は 唯今の 答 辯を 以て 御 了解 

を ^ る ことと 考へ ますし 


〇江 木 翼 君總理 大臣の 御 辯 明に 付て 尙ほ 順序と し 
て 特に 伺つ た 方が K からう と 思 ひます •男 ff.f 齋藤總 
督の現 役 だけの ことを 私は 御難を する のでは ない の 
であります、 新 官制が 實施の 其 日ょり 陸海 軍 軍人に 
して 朝鮮 總督た る ものは 現役と すと 云 ふ 勅令が ui て 
居る やうに 記憶いた すので あります •何も 兵權を 持 
たない 統帥 權を 持たない 所の 總督で あつて、 制度 上 
之を 現役に すると 云 ふ 所の 必要が 何處 にある か、 今 
總理 大臣の 御 辯 明に 依つても、 もう 旣に今 日は 必要 
がない と 云 ふこと を 判明に 御 認めに なつて 居る ので 
はない か、 然る にも拘らず 期の 如き 勅令が 出て 居る 
のは どう 云 ふ 譯かと 云ふ此 點を 一つ 何 ひたい。 

〔阈務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る J 
〇阈務 大臣 (原 敬 君〕 それは 誠に 明瞭な 事柄で あり 
ます、 朝鮮 總督な る ものは 元来 文官であります、 併 
し此 文官た る ものが 必ず 海陸 軍の 中將 以上で なけれ 
ばなら なくなつ たのは If い 官制であります 、舊 官制 
で …： 之を 改めて 文官の 仕事と 武官の 仕事と 分れた 
ので あ 〇 ます， 併ながら 絞 &11 權の 有無に 拘らず 朝鮮 
總腎な る もの ほ 現役の 將： B が 任命され たと 云 ふこと 
ほない ので かります.‘ 文官で も 武官で も 宜しい と 云 
ふ 制度を 採りました 以上には •現役の 將官が 總督に 
なること も あるので あります* 斯樣な る 場合に 於て 
是が K ちに 豫備 に復 たなる と 云 ふことは …… 

〔副 SS 長 侯爵 黑田長 成 君 議長 席に 著く〕 

甚だ 其 任命せられ たる 人に 依つ て當を 得ない ことで 
あります •故に 若し 現役の 人が 總督に なりまして. 
依然 現 狀に 居る と 云 ふこと になつ て 居る ので ありま 
す、 法が 即ち 當時に 於て 官制が 發布 された …： 又 元 
元 統帥 權なる もの ほ 一部の 御 委任の ある ことで あり 
まして、 將來絕 對に統 を 用 ひる ことが 出来ない 
と. 云 ふ 次第の もので ほ ありませ ぬが、 統帥 權を 持つ 
と iK ふこと ほ 武官の 仕事でありまして •文官の 仕事 
でない と 云 ふこと に 新 官制は 區 別を 致して 居ります 
夫れ 是れの 事情に 依つ て 現役に 依る と 云 ふ 官制が 發 
布せられ て 何等 差 支ない ものと 解 釋いた したので あ 
〇 ます 0 

0 江 木 翼 君總理 大臣は 私の 質問の 要領を 解せられ 
た 如く 解せられ ぬ、 巧に 要領を 外されて 居る やうで 
あります、 旣に 文治 的な 機關 である、 何等 御 委任が 
あつて 統咖權 を 持つ、 必 しも 持つ 官では ない、 現在 
の 朝鮮 總督も 亦 御 委任が あって 統帥 權を 持って 居ら 


るると 云 ふことは 眾 知して 居らぬ のであります* 然- 

る 以上  13:  何の 爲に此 制度を 必耍 とし、  而 かも 新 官制 
の ., 1} 來 ました 其 日に 別に 勅令の 上には 男 辟 齋藤總 3 : 
とも 何とも W いて ありませ ぬが、 假に 豫備の 者で あ 
らうと 後備の 者で あらう と將又 退役の 陸 雄 將官な 〇 
海軍 將官 とか 云 ふ ものを lit に 持つて 來て 、さう して 
朝鮮 總督に しましたならば、 其 人は 其 任命を せられ 
たる 其 日ょり 直ちに 現役に 復す る、 斯の 如き 制度と 
云 ふ もの (X 抑々 此現 役の 制度と 云 ふ ものを 所謂： 升す 
る ものでは ないか •妄りにす る ものでは ないか， 何 
の爲に 必要で あるか、 唯 男 f# 齋 藤總督 が 元と 現役で 
あつたから 之を 續け るの が必耍 である、 斯う 云 ふの 
では F に說 明に ならぬ のであります、 何が 故に S.I 役 
として 置かなければ ならぬ か、 或は 場合に 依つ たら 
御 委任が. あるか も 知れぬ、 斯う 云 ふこと を 仰せで あ 
ります るが， 然らぱ 其 時に 特旨を 以て 現役に 列せ ら 
れると 云 ふこと も 出来る* 私は 是は …… 

〔議長 公爵 德川家 達 君 議長 席に 復す〕 

憲法の 上から 云へ ぱ甚だ 面白くない と 思 ひます が、 
それは 必 しも 3 来ぬ ことでは ない， 何にも 統帥 ^ I を 
持たない ときで も續 いて 現役に 居るべき 理由と 云 ふ 
ものを もう 少し 明解に 御 示しが ある こと X 思 ひます 
が、 之を 伺 ひたい。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 男爵 齋 藤總督 の 任命とは 別物 
と 云 ふ御尋 でありました から 其 答を 致した •無論 是 
ほ 混同して (i 間違を 来たす 基であります 、男 K 齋藤 
總督の 現役した る ことは 當 時の 官制に 於て 現役なら 
ざるを 得ぬ のであります、 是 (3: 謅 論の 無い こと、 私 
は 思 ふので あります、 新 官制 發 布の 際に 軍人に して 
總督 になつ た 場合の 規定が 即ち 現役で あると 云 ふ勒 
令を 發布せ られた のであります 、斯樣 なる 場合に 於 
て ほ 軍人を 必要と し •總督 にいた すので あります、 
當然 之を 現役に 致す 方が 統治 上 必要な りと 考へ るの 
であります •現役の 入が 總督 になつ たから 直ちに 豫 
備になる と 云 ふこと も 甚だ W 難であります、 又豫_ 
の燼用 ひますな らば 軍人で あらう がな からう が 資格 
に 於て 同じ やうな ものであります， それ故に 之を 現 
役に すると 云 ふことは 若し 武官を 以て 注く 必要が あ 
つて 左樣に 致す 場合には 現役に すると 云 ふこと が 統 
治 上 必要な りと 考へ て此 勅令 ほ 發布せ られた ので あ 
ります •それ 以上 必要がない と 云 ふことは それ {3: 御 
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議論で あるから 如何と も {J: 方が ありませ ぬ， 理由は 
左 探な 次第で ございます，' 

I 闳務大 K 子财內 田既 哉れ 演搜に 登る〕 

〇 闽 務大臣 C 子挝 內田珙 哉冇) 江 木 君の 御®® の 順 
序 ょり 中し ますれば 男® 馑藤 總咨が 先き に 或 ほし ま 
す 方が 都合 かと 存じました けれども 私の ほ 插く阳 Efl 
な 御® 問の やうであります るか'-^ , JC 上 ^ 今 私から 
答へ ます、 朝鮮人 中 不逞の 徒が 西 比利亞 方面、 北滿、 
南 滿或は 上海 共 他 亞米利 加 方面に も 居って， 此谷如 
土を 土； f として 帝國 に對 して 或は 不軌を 謀り 或 ij 帝 
§ に 危害を 及ぼす やうな 策 源を する から、 之に 對し 
て斯る 領土の 首腦 者に 對 して 取締の 途を講 じたので 
あるか、 どうで あるか、 斯う 云 ふ 御 K 問の やう 1C 腿 

取りました-果して さう であります れば -是 等に 對 

しまして は 隨時 ⑴來得 る 限りの 交渉 も 致し、 収締の 

途を諝 じて 居ります、 幸に 各國に 於き ましても 此關 

係を諒として事情の許す限りほ我が箝銎に應じて诞 

れて 居る 次第であります ■唯 外 國の事 に關 します し 

又 今後の 取締—： ょり 致しましても 其 手續 に關 して 斯 

斯 致して 居る、 斯々 して 吳れ たと 云 ふこと を此 公開 

の 席で 申 上げる ことほ 決して 得策で ほない と 思 ひま 

す、 又 我が 請求. に 應 じて 吳 れる國 々に 對 しても 遠 IM 

すべき ことと 思 ひます から 左 樣御难 知を 願 ひたいの 

でございます、 唯一 言 申 添へ たいこと 13; 此朝鮮 人の 

活動いた します る範闱 ほ 唯今 申しました 通り 甚だ 廣 

M なる 地域に 一 0. つて 居る、 さう して 其 地域に 於て ほ 

地域 自身が 安定し 兼ねて 居る 所が ある、 例へ ば 今日 

の® 比利亞 に 於け る惯况 の 如き、 又は 滿韓相 接して 

居る 地方の 如き ほ、 地方 官の制 令が 十分に 行 はれ 難 

き 所が あるので ございます から、 各國が 我が 請求を 

謀と して 其 希望に 應ぜむ としても 或は 思 ふやう に 行 

かぬ ことがある かも 知れぬ •併し 事情の 許す 限りは 

我が 要求に 應じて 相 當の 手續を 執つ て 行きつ X ある 

話で、 甚だ 感謝せ ざるを 捋ない 次第であります る、 

又 支那に 於け る 居留地の 如き ほ 御 承知の 通り 一種の 

行政 組織の 地であります るから、 是 等の 事柄が 此肢 

締上 甚だ 不便を 感ずる 點も あらう と 思 ふ、 併し 先刻 

申します る 通り 事情の 許す 限りは 先方に 於ても 出 來 

得る 限りの ことを 致して 吳れて 居る 次第であります 

から、 今後と 雖も此 取締 ほ 出来 得る 限り 致したい と 

思うて 居る 次第であります •此邊 の 事情は 今に 始ま 

つたこと であ 〇 ませず、 もう 十 年 も 其 以上に も 溯り 


同じ 狀態を 紐け て 居る 次第でありまして •江 木 君の 
如き ほ 政府の 嬰 職に 居られて 自ら此 逊の 取愤ほ 能く 
御 承知に なつて 居る ことで あらう と 思 ひます から、 
私の 唯今の 答 辯で 御蒴 足を 得たい と 思うて 居ります 
0 政府 委 M (男 肘 婼藤设 君) 江 木 君よりの 御 W 問に 
付て 私への 部分を 御 答へ 申します、 朝鮮 銀行に 關し 
まする ことで ござ. います、 是ほ 現に 朝 酢 總督府 に 於 
きまして 法規に 從 ひ、 監督を 致して 居る ので ありま 
す、 先刻の 御言 葉の 如く 有名 無實な る 監督と 云 ふや 
6 な こと li ございませぬ と 信じて 居ります、 固より 
此帝國 の 版 岡內に 在る 銀行で あつて、 さう して 此國 
外に も營 業を 致して 居る 銀行であります るから、 此 
經濟 上の 關係と 致しまして 大藏 省と 沒交涉 であるべ 
き 筈で ほない ので ございます、 此點 に付きまして 先 
刻 御 話の 大藏 省に 何事 か 聞く と 云 ふやうな こと も 出 
ますの かと 思 ひます るが、 是 ほ 又大藏 省と 關聯 なし 
にやつ たら 大變な ことになるので あります から、 此 
點ほ どうか 左樣御 了知を 願 ひたい、 それから 朝鮮 鐵 
道の ことで ございます るが、 是ほ 問題が 起つ て 居り 
ます、 併し 何等 決定いた して 居り ませぬ 故に •玆に 
御 答 辯を 致し 兼ねます る •それから 此 朝鮮 民族の こ 
とに 付きまして 縷 々御 質問で ございました が •大 |§ 
の 御 質問の 趣意 ほ 私な どの 考ベて 居る 所と 大差な し 
と考 へて 居る のであります、 敎育 のこと に付き まし 
て ほ此朝 鮮 人に 對 しまして 朝鮮語 ほ 固より 必要な も 
のであります から •普通 學 校を 始めと し、 總 ての 學 
校に 於て 敎育 いたして 居ります、 併ながら 併合 以來 
即ち 帝國の 一部であります るに 依つ て、 此讀本 其 他 
主要なる ものは 總て國 語を 以てする と 云 ふこと ほ是 

ほ 將來 共に 必要な のであります る、 是ほ 其方 針を 以 

て 無論 進む のであります、 即ち 此豫算 に 於て 御 協賛 

を 仰ぎつつ ある 所の 學 校の 教育の 費用 其 他が 成立い 

たします ると 云 ふと* 敎育 .の 制度の 上に 改良を 加へ 

まして， 尙ほ 特に 總督府 のみならず、 此 一般に 斯う 

云 ふこと に 經驗の ある 人に 囑 託を 致しまして、 委員 

として 遺憾な き 制度を 以て 進みたい と 云 ふ考を 持つ 

て 居る のであります、 それから 此 官吏の 朝鮮語の こ 

とに 付て 御 質問で ございました •か、 是は御 質問の 如 

く 甚だ 必要な 問題でありまして、 殊に* 察官の 如き 

人民に 觸 接いた します る 者 ほ 政府 もやら せたいので 

あります、 それ故に 此豫算 の 上に 於て 請求いた して 

居ります るが、 即ち 此 朝鮮語の 相當な 試 驗を經 まし 


た 者に ii 手當 を與 へま L て、 さう して 獎勖 して 進ん 
で 行きたい と 云ふ考 を 持つ て 居る、 現在に 於き まし 
て も 低い 所の 官吏 (t 皆 見習を 何箇月 間 かやら して 居 
ります る， それ 等は 矢張り 朝鮮語の 素莠 を與 へつつ 
あるので あります、 此朝 P 語の 必要と 云 ふこと に 付 
きまして は •御 質問の 趣意と 同 樣の 方針を 以て 進み 
つつあります、 地方自治の ことに 付きまして ほ 矢 張 
〇 之を 豫算に 計上いた して、 多少 此 地方自治の 初步 
を 始めます 積〇で 計上いた して 居ります るが、 是 13: 
朱 だ 成案と して 玆に御 話し 申 上げろ までに 進んで 居 
り ませぬ が、 併ながら 先 以て 道 以下の 地方自治 機關 
と 致しまして、 參事會 と 云 ふやうな ものを 設け まし 
て， さう して 地方自治の 初步を 始めます る考で 居り 
ます、 それから 此 不逞蛘 人の 犯罪 若檢擧 と 云 ふこと 
に 付ての 御 質問で ■ございました が、 是 ほ 新聞紙 若く 
は 情報 等に 依りまして、 色々 な 名前の 人 も 承知いた 
して 居ります、 併ながら 此席に 於て 何某が 檢擧 すべ 
き 部類の 者で あると 云 ふことの 確答を 申 上げる こと. 
ほ 出来 兼ねます、 素ょり® 務機關 に 於き まして ほ、 
それ-^ 證 據の擧 がりました 者， 若く ほ 嫌疑を …… 
十分に 嫌疑の ある 者は 名 薄 もありまして 、國 外に 居 
る 者と 雖も 注意して 居る ものが あるに 違 ひご ざい ま 
せぬ、 玆に 私が 其 名簿 も 持つ て 居り ませぬ から、 御 
答いた す ことほ 出来 ませぬ、 それから 其 他の ことは 
大槪 他から 御 答が あつた やうで ございます から ：：： 
〇 江 木 翼 君總理 大臣の 制度に 關 します る 御 答は， 
制度を 柿へ る 必要が あつたから 桁へ たの だ、 簡單に 
申せば 斯く なるやう でありまして、 幾ら 質問を 重ね 
ました 所で 斯の如 く-御 答 辯が ありまして ほ 到底 滿足 
を 得る ことが / Ji 來ま いと 思 ひます から、 此點は 別で 
あります から 避けます が •唯今 外務大臣の 御 答と 致 
しまして は、 諒承いた しました、 總督の 御 答の 中で 
滿鐵の 方 ほ 問題に なつて 居る と 云 ふこと だけ ほ 分り 
まする が、 然ら ぱ總督 自身の 御考は 、此 滿鐵に 朝鮮 
鐵道を 含む を 可とする、 斯う 云 ふ 御 趣意で あつたか 
或 ほさう でない か、 其點を 總督だ けの 御 趣意を 承り 
たいと 思 ふので あります、 それからもう 一つ ほ. 北 
ほ 烏 蘇 里方 面から 南は 上海の 方に 擴が つて 居ります 
る 所の 不逞 鮮人ほ 皆氣 脈を 通じて 時機を [II つて 居る 
さう して 其 中心が 所謂 臨時 軍政府なる ものである、 
さう L て 此 臨時 軍政府の 一員で 呂運亨 其 他が ある、 
此事實 ほ 御 認めになる ので あるか どうか、 其 點を尙 
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o Ki Jis 大 fii ,~- 原馭君 〕 ]  1: 木 パ 〇 先 \; c i:v '/. ' .( •'に. ■-'• » J- 
いたします が •御 了解を 得ない と 云 ふこと -c s> o -i 
したが、 驻 だ； f .w is のこと に考へ て 居る C であり ま 
す、 私 ほ 現役の 人が 朝 眸總督 になり ましても •其 UI 
現役で あると 云 ふ 制度を 設けた ので ある、 斯 M に 中 
した 所が 色々 御 質問が ありました* それで 若し 芷 い 
と 云 ふ 御沙汰を 拜 すれば 現役に 没す るので あります 
玆に 御參考 の爲め 官制を 取 铬せ ました、 聊も御 疑念 
の 起る 箇條 でない と 云 ふこと を 御 侦 宽 の 1S に ]: I1 S い 
たします、 「陸海 軍 武官 f ゾテ朝 鮮總督 又 ハ 碌 b 總 
督ノ 官職 ニア ル 者 ハ 現役 トス ー、 即ち 現役の ほで 预 
備に 這 入らず 現役の 儘に 總督 になる ことが 出來 る、 
r 但シ 豫備 役、 後備 役 又 ハ 退役 ノ武官 ニ シテ其 官職 
-I アル 者 ハ此 限-一 在 ラス」 即ち te 然として 裸 備 、後 
備 、退役に 居る のであります， し 御沙汰を 拜すれ 
ば 是が初 めて 現役に 復す ると 云 ふ 制度であります る 
から、 何等の 御 疑念の 起る 問題で ない と 思 ひます。 

〔政府 裘員男 爵齋 藤 ® 君演® に 登る〕 

0 政府 委員 C 男爵 齋藤實 君) 唯今 朝鮮 鐵道 のこと に 
付て 再び 御 質問で ございました が、 今日 ほ 其 事に 付 
きまして 何とも 御 答いた し 兼ねます るが、 何れ豫 sit 
總會等 も ございます るから， 其 頃までに ix 何とか 私 
の考を 御 答す る ことが 出 來る だら うと 思 ひます。 

〔政府 委 M' 男爵 林權助 君 演壇に 登る」 

〇 政府 姿 員 (男 斟林褪 助 君〕 滿洲の 鐵道 のこと に關 
しまして 御尋 がご ざいました が、 滿洲鐵 道に 於き ま 
して ほ 事業を 色々 擷 張いた し來 つた 爲に 十分に 膨脹 
して 居る-且つ又 金 も 容易に 躱れぬ と 云 ふ狀况 と 見 
ねばならぬ、 從 つて 整理の 必要 ほない かと 云 ふやう 
な 御 質問で あつたかに 存じます る •，私 ほ 昨年の 五月 
に 赴任いた しまして、 鐵 菹 の狀况 を， 滿鐡の 狀况を 
ざつと 觀 察いた しました が、 第一に 鐵道 それ Q 身に 
於き まして 輸送力が 頗る 缺乏 いたして 居る と 云 ふこ 
とを見ました-荷物などほ颇る濉滯いたして居る、 
従つ て 此輸绘 力を 完全に すると 云 ふ必耍 を 感じます 
る、 それから 又 此滿鐵 の 事業の 一つであります る 石 
炭と か* 撫 順の 石 炭坑を 見ます ると、 七 八 年 前まで 
の 狀况は 如何にして 掘 m した 所の 石炭を 滿洲 以外に 
持 出して 賣捌 かう かと 言つ て 苦心して 居つ た 狀况で 
ありました が、 今 H は 掘 m す 所の 石炭は 皆滿洲 に 於 
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| て 消费 いたして、 尙 JL つ 不足を 感じて K ると 云 ふ狀 

一 况を發 見いた しました、 それから 又滿鍅 の 門戶た る 

所の 大連に 於き ましては 港の 設備が 今日と なつて は 
不完全で ある、 足らない と 云 ふ 狀况を 感じました、 
從 つて 是亦改 良せ ざるを 得ない と 云 ふ狀况 にある と 
云 ふ 事を 見た ので & ります る， まあ 辩道 それ d 身の 
最も 必要なる 事業を 見ます ると 皆 金の 要る 問題で あ 
る、 從 つて滿 鐵と致 しまして は 資金の 調達に 目下 苦 
心いた して 攻究 最中で あると 存じます る、 さう 云 ふ 
狀 態 であります るから j 方には 資金を 要する 事が 頗 
る 多い のであります、 是は 他の 方から 見ます ると 滿 
鐵 ，此 南滿洲 に 於け る鏺逍 並に 大連に 於き まする 所 
の 港に 關 しましても 十一 一 i 四 年 前に 露西亞 からして 引 
受けました 常時に 於き ましては 斯の 如き 大きい 計 蜜 
の ものを 引受けて 如何にして 之を 維持して 行かう か 

と 云 ふやうな 狀况で ありました のが、 十三 四 年の 努 

力の 結果、 今日に 於き ましては 閗 る 不足を 感ずる と 

云 ふ 次第であります からして、 他の 方から 論じます 

ると日本の立場から致しますれば墩ろ叚すべき事で 

あらう と考 へて！ £ る、 それから 又 整理と 云 ふ 事に 關 

しまして は、 是ほ 或は あるので ございませう， 何分 

にも 私 も 就任いた して まだ 日 £：  く、 PL つ滿鐵 に 於き 

ましても 幹部の 人は 大抵 ai つた 次第で ございます^ 

整理と 云 ふこと に關 しまして はま だ 確た る 1C 見が 私 

として ほ 立つ て 居らない 次第であります から、 整理 

の 必要は ございませう が 今日まで 其 案を 有つ て 居り 

ませぬ から、 是は 御斷 いたして S きます* それから 

南滿洲 綠道は 統治の 機關 にもな つて ® る、 是も其 通 

〇 であります 、へ滿 洲摆 iri 沿 料に 於き まして 追々 と 年 

を逐 ふに 從 ひまして 在 3 民 も ? i/i えて 參 ります、 又舫 

える に f-l きまして は 奉 天、 畏赛其 他の 場所に 於き ま 

して 市街の 經 &: も爲 さざる を m ない、 人が 殖える に 

從 つて敎 育 も 必要で ある、 1 ?者 の必耍 を 感じ 来つ た 

次第であります るが、 されば と 云つ て 日 木の 政府が 

金を 出して 縛 资す ると 言は れるな らば 是 は 別 論 •又 

滿 洲に 移住して 來ろ 所の 人民 自ら 金を 出して 經资す 

ると 云 ふなら ば 是も別 論 •或は 又 有志の 人が あり、 

慈善家が あつて 數十萬 若く は© 百 ®; 、 必獎に 腿 じて 

日本人 民の 繁熒す る 事柄に 對 しては 金を 出す と 云 ふ 

人が あるなら ぱ进も 別 論であります る •か、 不幸に し 

て さう 云 ふ 便 {凡を ^ なかつ た 初めから …… 從 つて 此 

の 滿洲と 致しまして は 或は 道路を } S る、 或は 水道を 


造る、 或は 學 校を® てる、 或は 病院を 115 てると 云 ふ 
ことを 管み 來つた 譯で あります、 此便 益、 此 利益を 
得て 居る 若は 頗る 多い 次第であります 、但し 之れ に 
關聯いたしまして滿鐵の©員は宵史でない、饨々に 
して 規律に 背く ことを する、 之を どうす ると 云 ふ 御 
間で ありました けれどもが、 右に 關 しまして は關東 
廳と 致しまして 氣付き 次第 滿 鐵の當 局に 注意を 致す 
次第であります、 又滿 鐵の當 局と 致しましても、 さ 
う 云 ふ 人 共に 對 して 處 分を すると 云 ふ 事は 今日まで 
の 所、 一向 fel 踡した 次第では ございませぬ、 又 今後 
とても さう 云 ふ 規律に 反する 捨 置き SR いと 云 ふ狀况 
を 發 a いたし ますれば 何時でも 滿鐵當 局に 注意を 與 
ふる 次第であります* それから 最後に 於き まして 大 
連の 取引所 問題の 御 尋が ございました が 唯一 言 右に 
關 しまして 關 诳 膣に 官紀 問題は ないかと 云 ふ 御 尋ね 
是は決 して ございませぬ から 御 安心を 願 ひたう ござ 
います-其 他 取引所の 內容 に關 しまして は 私ょり 他 
の 政府 ? S 員の 方が 承知いた して 居ります かして •他 
の 政府 委員を して 答へ させます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君) 會謅時 間の 延長を 宣告い 
たします。 

0 江 木 翼 君 喵 今の 林 長官の 御 P 明は 滿 足しない 點 
が 多う ございます、 又總理 大臣の 御 辯 明 も 私の 引き 
ました 例が 頗る 惡か つたの かも 知れ ませぬ が 御 辯 明 
には 承服いた しませぬ、 林 長 , H- は 他の 政府 委員ょり 
と 云 ふ 御 話で ありました が 其 事は 此 場合 必要を 感じ 
ませぬ 唯 時間が 移ります で一點 朝鮮 總督に 承つて 置 
きたい、 喵今 朝鮮 鐵道 を滿鐵 に 引嫻ぐ や 否やと 云 ふ 
問題に 付て は 御 辯 明が •こざい ませぬ が强 ひて 問 ひま 
せぬ、 唯 朝鮮 外の 大陸に 於て 不穩 なる 計 SP が ある、 是 
は 御 認めになる 事で あらう と 思 ふ、 外務大臣 も御認 

めに なつて 之に 對して 相當 の手續 をな されつ 、ある 

然らぱ 玆に臨 時 軍政府、 或は 大韓民 國 開設と 云 ふ 計 

带があ る こと も 自然 御 認めに なつて 居る であらう と 

思 ひます、 是等が 抑々 朝鮮 總 rr 府の制 令に 違- A しな 

いものと 御 誌め になります かどう か、 斯う 云 ふ 質問 

でございます、 人の 名を 指して は 御明 言が 出来ない 

であり ませう' か、 唯不穩 の團體 と 云 ふ ものが 谷 所に 

散在して 居る、 是 等の ものが 所謂 法 f» に 違反す る 性 

質の ものであると 云 ふことは 御 18 めになる ことでは 

ないかと 思 ひます、 其點を 承りたい" 

〔政府 委 fl 男爵 齋藤寶 君 演壻に 登る〕 


〇 政府 委 员 (沔辟 1 i 藤實 君： >  先 刻 御 答 漏れを 致し ま 
して 濟み ませぬ のでした、 それ ほ 無論 姓名を 指して 
どぅと 云 ふこと it 街 答が / Is 來ぬと 申した ので ありま 
して、 即ち 制令 違反の 行爲ほ 無論 制令 違反と 認めな 
ければ な lb ぬと 考へ るので あります。 

〇江 木 翼 君 諒承いた しました。 

〔伯爵 柳 澤保惠 君 演壇に 登る〕 

0 伯爵 柳澤保 惠君 私の 質問は m めて 簡單で ござい 
ます ►第一に 伺 ひたいのは 外米の 買 上げ 並に 排 下げ 
に關 する 件であります、 此件 に W きまして は 先般の 
誘 場に 於き まして 議員の 一員ょり 御皙 問が あり •一 
部分 御 答 辯を 得た のであります、 fir し 私 13: それ 以 K 
に 御 答 辯 漏れと 信ずる 所に 付て 伺 ひたいので ありま 
す、 外米 買 上が 阼年 行は れ ましたの ほ、 是れは 事實 
であります、 而 して それに 對 します る 金額は 琺らで 
あるか、 又 柳 下に 對 しましての 所得は 幾らで あるか 
拂 下に 對 する 所得 並に 買 上 金額の 差 al に 於て 著しい 
ものが ある， 確か 農 商務 大臣の， i と考 へます るが 
種々 な费 用を 合する と . Ti: 千 ® _ 位に ならぅ と 云 ふこ 
とで ございました、 併ながら 外米 買 上は 決して 農 商 
15 方面に jb つて 居る のでは ありませ ぬ、 陸軍 方面に 
あるので あります、 是は當 時 ® f 島縣 下の 或 所を 御步 
きになつ た 方が あつたと すれば 必ず 1I-H 事 實は 認める 
のであります •大正 八 年度 大正 彐 尔臨 時事 件 费茭 m 
と 云 ふ 中に、 是は 昨年の 十二月 二十 五日の 官報で あ 
ります が、 其 中に 大正 三年 臨時 事件 費と 云 ふ 目が ご 
ざいます、 是が 一億 七 千 二百 萬 圓で あります 、其 中 
に 農 商務省の 分が 六 千 三百 八十 1 . 萬 圓餘 であります 
陸軍の 分が 三千 八 百 四十 八 萬 圓餘で あります 、尙ほ 
引續き まして 其の 次に 大正 八 年度 豫備金 外豫算 超過 
及豫算 外茭出 と 云 ふ 方の 中に， 大正 三 年 臨時 W 件 費 
と. 云 ふ ものが あります、 是が農 商務省の 分が 二 千 七 
百 七十 二蓖 M 餘で あります、 陸軍の 分が 二 千 九 百 五 
十二 萬圓餘 であります •是も 大正 八 年 十二月 二十 五 
日の 官報に あります、 何れ 是等の 金額に 付きまして 
は 豫備金 支 m の 方で 政府が 議 ir に 提出され ると 思 ひ 
ますが、 兎に角 出て 居ります •其 中に 陸軍の 分が 合 
計いた します と 六 千 七 百 萬 圓 、農 商務省の 分が 九 千 
萬圓餘 であります •此 全體が まさか 外米に 對し ての 
買 上 費とは 私 ほ 認め ませぬ， 併ながら 農 商務の 分 ほ 
恐らくは 此中 大部分が 左様な もので あらう と考へ ま 
す、 陸軍の 分 (X 是は 軍事費の 方 も ございませ うが 此 


中の 幾らかは 必ず 外米を 支那 方 if から H 上げられた 
費目 だら ぅと考 へます、 而して 大正 八 年度の 追加 豫 
算 、是 はま だ 提出に なつた ばかりで あります が、 そ 
れを 見ます と 大正 八 年度の 追加 中に 外米の 拂 下の 額 
が 出て 居ります が、 是が 1 一  一千六 ?| 阶萬圓であります 
是 等の數 を考へ て 見まして、 或は 政府の 仰せられる 
所の 農 商務省の 損失は 此 中の 差額で あるでは ないか 
と考へ て 居ります •併ながら 陸軍の 部に 於き まして 
は 是は廉 い 時に 買は れた のであります、 故に 是の拂 
下げ 等の 關係 はどぅで あるか、 或は それは 世上 傳ふ 
る 所に 依ります と餘り 損は なかつ たと 云 ふこと であ 
るが、 併し 是はど の 位で あつたか 存じ ませぬ、 故に 
私は 此陸車 の 方面の 方と 農 商務の 方と 合算を したな 
らば どの位な 損失が あつたの か •又 どの位な 益' か あ 
つたの. かと 云 ふこと を 私は 伺 ひたいので あります、 
是が 第一 點で あります、 此御答 辯は 農 商務 大 匝より 
願 ひたいので あります、 並に 陸軍 次官より 承りたい 
のであります が-併し 私は IK て御兩 君に fic らず とも 
他の ® 僚に 於て 正確なる 御 答が 得られます れば磺 足 
する のであります、 それから 第二の 質 間は， 是は 總 
理大臣 に 伺 ひたいので す、 本筇 度の 豫算に 於き まし 
て も、 又 先般 委員 會に 於て nr 決に なりました 所の… 
總理 大臣が 御 出席がなければ どなたでも 宜しぅ ござ 
います、 國勢 調査の 費用が 豫算 にも 出て あります， 
又 先般 可決に なりました 所の 國 庫より 市町村に 交付 
する 金額に 付ても 國勢 調査に 關聯 して 居る ので あり 
ます， 然るに 昨年 も左摞 でありました が， 是 等の 諸 
案、 並に 諸綷费 を 說 明され る 時に、 「如何なる 譯であ 
るか、 國 勢調杳 局 長官が 政府 委員で ない ので ありま 
す、 又 次長 も 政府 委 fl でない のであります、 何時も 
是は 内聞 統計 局長が 說 明され る、 成程 官制に 於て は 
統計 局長は 調査 局 次官であります、 併ながら 次官と 
しては 政府 委員の 任命がない のであります、 又 長官 
は 是は 官制 上內閣 書記官 長の 兼 住であります けれど 
も、 是は如 何なる 故で あるか、 曾て 長官と して 政府 
委員に 御 任命がない のであります、 故に 肝腎なる 大 
切なる 此國勢 調査 費の ことに 付いて 質問 應 答を 重ね 
たくと も， 何時も 統計 局長の 辯 明を 侠たなければ な 
らぬ 、私は 甚だ 是は 如何な 次第で あると 存じまして 
實は 昨年 も 其 節に 注意いた しました •併ながら 今年 
に 於ても 矢張り 國 勢調查 の 長官は 政府 委員で ない， 
總理 大臣 ix 細かな ことは 御存じない が、 何時も 統計 
1  1 五六 一 
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局長が 設明さ れろ ので ある、* 1.3: 私 ほ /in 何なる 故に 
阀勢調 否 局の 長 1?. が 政府 娄 n r. fr: 命され ない ので あ 
るか •笼 任鐵 道院總 裁たる 床 次 対は 鐡 513 院總 裁と し 
て 政府 委 〇 の 御 任命が あろ、 (TR かも 今年度は 朝鮮 ^. 
筲を 始め 關取長 一ぱ •並に※ 两總荇 まで も 政府 委 a で 
御 出馬に なつて R る、 左 找に桢 々の® に 御： を 拂 
i •れ て屛 るのに 何故 51 勢 調査の 長官 (t 政府 委 M とな 
一ら れぬ ので あるか、 之を 私は 伺 ひたいので あります 
次に 伺 ひたいのは 眾需 局の ことであります、 是は肪 
澤 伯ょり 御 锊問がありまして、逛說局ほどう云ふ仕 
事を して 居る か、 又 軍需 評 謎 ^ ほ どう； ー ム ふこと をし 
居る かと 云 ふ 事に 付て 御 ff 問が ありました 所、 軍需 
局長が 態々 此所へ 出られて 御說明 になり ましたが そ 

れは私 が昨筇 豫览娄 員 ^ に 於て 承つ たのと 同じ 御 答 

辯であります、 寧ろ 事務の 練 過 等の 御 話に 非ず して 

犬 IH 八 年 五月 二 十日の 茛 報に ある 事柄を 少しく 修飾 

して 仰し やつた ので ある、 規則が 斯樣 である* 分課 

の 規定が 斯様で ある、 之を 見れば 解る ので ある、 ES 

滞 君の 御皙問 はどう 云ふ經 過 か、 どう 云 ふ 仕事を し 

たの かと 云 ふこと である、 併し m 需 局長は 何も 仕事 

をして K- らぬと 云 ふやうな 御 返事で あつたかに 拜承 

した 方が ございます が、 然らば 十五 萬 聞 も 掛けて 居 

る、 又 調奄费 は 谷 省を 合して 五十 五 萬 阊も 掛けて あ 

る、 是が 何もして 居らぬ と 云 ふことは ない と 思 ふの 

であります、 而 かも I 昨年の 十二月 三十  一 □の 軍需 

調査、 即ち 局長の 言は れた 所の 槪勢を 知る 所の 調査 

は 昨年に 於て 何 か 知らん 物に なつた こと X 思 ひます 

此仕 事の ことを 何等 御 話がない、 又 昨年 末の狀 况は 

眾需 調査 令， 大正 八 年 十二月 十六 日の 軍需 調査 令に 

依つ て 出来る、 是は 先き のこと であります から 御 返 

斟は 出来ますまい が、 少 くも 昨年に 於け る 所の 經過 

殊に : C 場 並に 事業 場の 調査に 關 する 所の 顚末 等の こ 

とは 御 話が あつて 然るべき こと、 思 ひます が、 何も 

ない のであります、 併し 私 (3: 此に 於て 御 即答を 求め 

ませぬ、 緩つ くり 御考 になつ て 詳細なる 御 答 辯を 速 

記 錄の 下に 御附 けにな れば 宜しい のであります、 何 

卒十 分なる 御 答 辯を 求めたい のであります、 其 次は 

關斑 長官に 對して の 灯 問であります、 關策廳 に 於き 

まして ほ 洵に御 車 見であって、 戶 n. 調査を 今间實 施 

せられる のであります、 朝鮮は 延びむ とする に拘ら 

ず、 關東廳 に 於き ましては 戸口 調査の 名目を 以て 國 

勢 調査を wf 行され るので あります、 其內 容の大 !§ は 


心 m て rr ります が、 私は 其 gr wj に 付て 能く 分らぬ、 
どう 云 ふ 所の Ei f-vl にされ るので あるか •或 ifm に關 
l ill 州の I 部分で あるか、 或は ^ 5J1 沿 校 地に 封して や 
るので あるか、 此逛 のこと が 明瞭で ございませぬ、 
私の 頊 む 所 I ?. 關 3£ 州の 戶 r-l 調 奔の仕 琪 のこと を 伺 ふ 
に 非 T して、 其 砲 間は どの 邊に跤 くので あるか、 ® 
に北葙、南滿と云ふことでなしに、どの邊までに及 
んで 屛 るか、 是 ほ 私 ほ 少しく 明に 伺 ひたいので あり 
ます、 私は 此四點 だけに 付て 質問いた して 此瘦を 降 
〇 ます 0 

〔國 務大 KI 山 本 達 雄 君演搜 に 登る〕 

OES 務大 K( ul 本 達 雄 君) 外米の 買 入及賣 下を 致し 
ましたる 其 大體 の數 に付きまして 申 上げます、 政府 
It .H ら買 入れました る 外米が； S 十四 萬 八 千 幾ら、 そ 
れから 陸軍省よ り @ 管いた しました る ものが 今日 ま 
で V- 四十 三 萬餘 になつ て 居りまして •變方 合し まし 
て、 百 五十八 萬 八 千、 其 中 數 回に ® 却を 致しまして 
邦®!! 却を 致しました る數が 苗 四 萬 九 千 石、 而 して 今 
日 まだ 殘存 して 居ります 、股が 五十 三 萬 八 千 石に 相 
成つ て 居ります- 而か 致しまして 此賣 上げました る 
其 損であります- 是は 直接に 政府が 買 人を 致まして 
さう して 賣 りました る 高が 今 申します る 中に 於て 八 
十二 萬 五千石に なつて 居ります、 此八 十二 萬 五千石 
に 於て 政府が ® を 致しました る 高が 一一 千 六 百 七十 六 
萬で ございます t それから 補償に fe つて、 補給 制度 
に 依りまして、 商人の 手に 損と なるべき ものを 拂ひ 
ました ものです から、 其石數 が 二 十 萬 石餘 であり ま 
した、 其 補給 金額が 六 百 五十 三 萬 五 千 餘圓 になつて 
居ります、 此-二 千 六 1?| 七十 六 萬 幾らと、 六 百 五十 四 萬 

五 千 幾らを 合して 今日まで 拂 S しました る 損の 高が 

三千 三百 三十 一 萬 餘圓に 相 成つ て 居ります， 尙ほ踐 

りまして 居る 此五 十三 萬 八 千に 付きまして ほ まだ 其 

儘に なつて 居ります からして >  幾らの K に 相 成る か 

と 云 ふことは 分り ませぬ であります、 唯今の 御 話の 

中に 五 千 萬 以上 云々 と 申しました の ほ 先達て 衆議院 

の 本 _會 に 於き まして、 今まで 三千 三百 萬 あるが、 

其 h 五 百 萬餘殘 つて 居れば どうしても 五 千 萬 以上の 

損になる 譯に相 成る と 云 ふこと を委® I より 申し まし 

て、 或は 皆 H り ますれば 或は さうな るか も 知らぬ と 

.申しました _で あります、 今實 際に 拂出 しました る 

ものは 三千 三百 —: 一十一 萬 1 : 千餘圓 であります、 此中 

に 今の 陸軍よ 〇轉 管いた しました る ものが あります 


•か、 それ は共 時の ff7 に 法つ て CS 管いた しました ので 
其 陸艰に 於ての 方は どうな つて あるかと 云 ふことは 
今の 數の 中には 計 . 1-. して ありませ ぬのです、 是は陸 
眾 大 踣ほ 留守でありまして、 今陣茁 の 政府 委員から 
此點に 付て は 此所で 言叨 する ことは 御 斷り をしたい 
と 云 ふこと であります、 此段を 叶 知を 願 ひます。 

「政府 委員 原 象 一郎 君 演掼に 登る〕 

0 政府 委 M C 原 象 一郎 君〕 唯今の 柳 澤们 K の 御 ® 問 
に對 しまして 他の 機 關 でも 宜しい と 云 ふ 御 話で あ 〇 
ましたが、 若し 私の 一昨日 述べました ことに 付て 眾 
需局が 何も 致さぬ と 云 ふやうな 御 誤解を 御 持ち 下さ 
る 方々 が 一人で も お有り 下さる と 云 ふやうな ことで 
ありま すれば •洵に 私の 不敏の 致す 所で、 未熟の 致 
す 所より 皆さんに 申 k/け た 事が 十分 御 耳に 達しない 
と 思 ひます、 それで 此席に 於てから に此點 は 十分 御 
辯 明を 申 上げた 方が 宜 からう と 思 ひます、 一昨日の 
御 質問に 對 しまして 11 に 私 ほ 官制 並に 分課 規定の 表 
面に 現は れた事 柄を 表面的に 申 上げない 筈 だと 自分 
は 存じて 居ります、 唯 頗る 平素より 未熟の 感を懷 い 
て 居る から 皆樣 方の 御 期待に 副は ぬ 事 も あつたか も 
知らぬ と 思 ひまず 斯 々の 事を 致しました と 云 ふ 事を 
一昨年 六月 以来 今日に 至ります までの 事を 十分に 申 
上げた 積り であります ので、 此點ほ 何卒 速記録を 十 
分 御讀を 賜は りましたならば 明瞭の 次第と 考へ ます 
若し 十五 萬の 局 H を 戴きまして、 何も 事業を 致さぬ 
ことに 付きまして ほ 私. H 身と して 官吏と して 申譯な 
い 次 IB であります 、本 ® 長官に 於て 昨年の 創設 以来 
昨年の 四月までは 此複 雜廣汎 なる 事業 上に 付き まし 
て 之を 行 ふに 付ての ^ 廳の 組織、 人員の 配 S と 云. ふ 
事を 攻究いた しまして、 而 して 一朝 國 難に 際して か 
らの此 陸海 III の 交通 機關を 完備し， 違算な く此 事業 
の 力を 發達 をいた したい、 又 一面に 社會 生活の 安定 
を 圖りた いと 云 ふこと に 付いて 事務を 進めました、 
其の後は 申 上げました 如くに 第一に 軍需 產業の 臨時 
調査を 致しました、 それは 昨年の 初めであります、 
其 調査の 結果を 苦心 慘擔を 致して 綜合 研究を 致し ま 
して、 一面に 於て 陸海 軍より 要求いた します 所の 諸 
般の 要求を 集奄 統一し まして、 種々 の 動員 計 « の 基 
礎 制度を 定める ことを 考へ たのであります* 而 して 
此 結果に 基き ましては、 昨年の 年末に 公布に なり ま 
した 所の 軍需 調査 令 ' 將來の 軍需 調査 制度で ありま 
する 所の 基礎 制度を 定めました、 今日は 局 M 並に 府 


路及 » « 府 « 筘に至るまで*第一间の勳 » « « を贝 
める ことに 沒頭 して居ります、共他 « 防上に必篇な 
る產菜 の 助成に 付きましても 夫々 研 ,-^ ^ 致して WO 
ます、 此 S に 付て (i 末 だ Jss lf を 1-1 て 8 會の ® K を « 
ふまでに參つて居0ませぬが、研究は致して段0ま 
す、 1® 時制 度の 维簡 、即ち 支 W なく 此 » 家の 制度を 
國 it の 時に 適腮 せし むる と 云 ふ硪時 制度 cf 務に付 
て も、 是ほ 嘎れた る ことであります が • Hi ^ 水 務〇 
|[: 市 と共に 外部には m ぬ ことであります が、 处 も少 
數の職 a を 率 ゐて關 係 宵 tei と共に 全力を ^ して 250 
ます >此點 は 何卒 誤解な く 私の 未熟の 結果と して钎 
さんに 不十分の 御 感じを 與 へました ことは 十分 御 ab 
を 致します が、 何も 致して 居らぬ と 云 ふことは ない 
でございます、 どぅか 此點は 御 T m を 願 ひたい。 

0 伯爵 柳澤保 S 君 私は： 个敏で ほあります が 昨年の 
豫算 委員# の 速記 並に 先日 來； a 軍需 局長の 速記 >  並 
に必婴 なる 參考 書を 見まして 伺つ たのであります、 
唯今の 御 辯 明を 伺 ひまして 少し 分りました が、 速記 
錄を 見ろ と 云 ふこと であ 〇 ましたが、 速記 錄は 見た 
のであります、 併ながら 此 以上の ことは 餘り鄹 場を 
煩は します ので 止めます が、 是は雅 其 委員 曾に 於き 
まして、 十分に ® 問いた します から 十分の m H'] ^ を 
希 Si して® きます。 

〔政府 委員 横 田 千 之 助君演 禊に 登る〕 

0 政府 委員 (横 田 千 之 助 君〕 國勢 調奄 局に 關する 政 
府 $ 員 任命の 形式に 付て 柳澤们 から 御® 問で ありま 
した、 一應 御尤もなる 御 質問であります から、 少し 
く 詳細に 亘つて 御 答を 致したい と 思 ひます、 國勢調 
査 局の 長官は 內閣 書 fl-! 官 長を* 任を 致します、 此次 
長は 統計 局長が 官制 上 # 任を 致します、 而して 藤 代 
內閣が 内閣 書記官 長を 政府委 0 にせざる 所以の もの 
は、 內閣 書記官 長 13: 行政 事務に 關與 する 分量が 最も 
少いのであります、官制に依0ますると云ふと印刷 
局を 監督し、 法制局 …… 否な 法制局に あらず、 恩給 rj 
を 監督す る 事に なつて 居ります、 rrr して rp flilj 局の ^ 
る 部分の 仕事は 大藏 省の 政府 委員に te つて 詳細に 說 
明す る ことが 出来ます 、恩給 局長は 法制局 長官が , K- 
制 上 兼任す る ことにな つて 居ります， 此® 味に 於て 
旣に 統計 局長が 政府 委員な り、 大藏 省の 所管の 政府 
委員が 多數 m て 居ります、 法制局 長官が 政府 委 S と 
なる 以上は 繁劇なる 別 尚の 職務を 持つ て 居ります 所 j 

の內閣 書記官 長を 政府 委員に する 必要は ない と 云 ふ I 
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意味 合から、 歷 R の 内閣 及 現 内 M に 於ても 政府 ホ 0 
と 致さぬ のであります •而 して 統計 局長が 政府 娄 M 
任命の 形式に 於て 獨り統 計 局揭と 云 ふ 肩® が あつて 
國勢 調丧局 次長と 云 ふ 肩書の ない と 云 ふのは、 どう 
かと 云 ふ 意味 合の 御 質問であります が、 是は官 制 上 
常 然 W 勢 調奄局 次長と 云 ふ ものは 統計 局長の 官名に 
包含せられ る 意味 合 に 於て 此肩 書 を附 けない ので あ 
ります、 さう して 統計 局長は 内閣 i 般 のこと に 付て 
溝 ¢1 の 質問に 對し 答辯說 明の 任に 當る ことにな つて 
居 〇 ますから して、 內 ra 所} §、 直 ® の 役所た る 所の 
國勢 調奄局 の 事務と 云 ふ ものに 付て は、 即ち 一人で 
深山で あらう と 思 ひます、 取 務の 詳細な ことに 付き 
ましては、 次長が 最も 詳しく 御晳問 に對 して 答 辯し 
說明 すると 云 ふこと に fl ては： S も 適 常の 立場に ある 
のであります から、 左樣御 承知を 願 ひます。 

0 {|'| 辟 柳澤保 思 ?! • 唯今の 法制局 長官の 御 辯 明に 依 

りまして、 統計 局長が , R- 制 上 國勢調 赉 局の 次長で あ 

るから と 云 ふこと でありました が、 & は 次長で あり 

まして 長官で ありませ ぬから、 私は 問題と 致し ませ 

ぬ ■けれども 内閣 C： 記 , M- 長は 是迄 の徑路 に 於て 如何 

なること が あつたに しても •大事 菜た る國勢 調査の 

苜腦で ある 以上には、 それは 私 (i どうしても 政府 委 

fl とならなければ ならぬ と 思 ひます、 若し それが い 

かぬ となれば 、爵 記官 長の® 任を 止める が 53: しいと 

思 ひます けれども、 併し それは ^ 論になります から 

法制局長官と私とは見解を興にして思ると云ふこと 

を玆に 申 上げて 1 g きます、 阋 取 長官に ：：： 

I 政府 委員 男 财林糊 肋 君 演® に 登る〕 

〇 政府 娄 U  (男 防 林 棚 助 射〕 調 ? t の K 域に 關 しての 

御尋 で r ざいました が、 右は ？ ri 借地 一般、 即ち 關说 

州 一般 及鍅道 沿 綜 •即ち 鐵 迢 の 所有地に 及ぼす 積り 

でございます、 どうぞ 左様 御 承知を 願 ひます。 

「政府 姿 員 田 屮政明 君 浈怕 に货る 一 

〇 政府 杏 負 (田屮 政 明君〕 唯今の 御 質問に 御 答いた 

します、 陸眾が 其方 面から 外國 米を 調 辨いた しまし 

て、 之を 大連に 集 ffl いたしました 其數 £!: は 四十 四 萬 

三十 三 石で ございます、 之を 貯藏 中に 缺 ffl 其 他が あ 

りまして、 gra 秘卷へ 保 ^ 鞞換を 致しました の 1?. 四 

十三 SS 九 千 九 百 四十 二 石 餘でご ざいます、 先刻 之を 

臨時 *] f 件 K で 調辨 した かの やうに 御 話で ございまし 

たが、 是は總 て眾 用に 供す る！：！ 的を 以ち まして 調 辨 

を 致しました ので •こざいます から • 臨時艰事费で茭 


出いた しました •其 金額は 千 七 西 四 萬 八 千 九十 九圓！ たなら ぱ實に 冷笑せられ るで あらう と考 へる ~ 又 此 
餘に なつて 思り ます、 一石 當りは 彐 十八 H1 七十 四錢 i 暴利 取締 令が 當時 にあつ て 適切で あつて 今日に 於て 


三 厘に 付いて 居ります、 是だけ 申 上げます。 

〇 譏 長 C 公擗德 川 家 達 君) 江 木 千 之 君に 伺 ひたいと 
思 ひます が、 江 木 君は 國務 大臣に f! 疑を なされたい 
と 云 ふので すか。 

〇 江 木 千 之 君左樣 です。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 S しう ございます。 

〇 江 木 千 之 君 私は 今朝 山 本 農 商務 大臣の 服 部 君に 
對 しての 御 答 辯に 付て、 一言 質さざる を 得ぬ やうに 
なつた のであります、 私 ほ 今年 K 族 院の開 會に相 成 
りまして 以來 •物® 問題に 付て 諸君の 質問を 續けら 
るる ことが •其： rs を數 へる と 三箇日に  一 . 0. つて 居る 
のであります が •北 間 質問 應答を 承つ て 益々 疑を 深 
くす る ことが 多い のであります が， 其 間 1st ち 得た る 
ことが 玆に 三つ あるので あります、 第！ は 政府が 物 
僧 調節に 付て 甚だ 不徹底なる 施設を して 居られる と 
云ふ感 を 持ちまして、 或は 政府の 誠意を 疑 ひ， 或は 
政府の 努力の 足らざる 所を？！！！ ふると 云ふ感 を 有つて 
居りました が、 畢竟 政府の 政策の 不徹底で ある 所の 
i の 原因は 昨日 農 商務 大 K との 應 答に 依つ て 其 一原 
因を 見出す ことが 出來 たのであります、 それは 物惯 
調節の 第一 步と して ほ 暴利を 収締ら なくて はならぬ 
のであります、 物惯 調節の こと ii 色々 の 方法 手段が 
ありませ うが* 其 第一 步 としては 暴利を 取締ら なく 
ては ならぬ、 是 より 急なる ものは ない と考 へます が 
其事に付て溢鬥務大问は如何に考へて居られるかと 
申します ると、 彼の 大 正 六 年 農 商務省 令 m 二十 號、 
寺 内内 閣の 時に 發布せ られた る 所の 暴利 収締 令を 唯 
I の 道具と して 居られる 之を 金 科玉條 とし 而 かも 
之を K 刀と して 容易に 拔かん で 居られる と 云 ふこと 

を 明に して ■初めて 政府の 物惯 調節の 撤底せ ざる 所 

以 を/解いた したので あります、 此第二 十號の 截 利 

取締 令なる ものは 何で あるかと 申す と， 寺 内 內閣が 

其當時 の 現在の 狀况に 照して 此法 令を 設ける ことが 

必要と認めて 發 布した のであります •それ故に 暴利 
肢締 法と したなら ぱ餘 程： 小 完全：' f ii な ものである， 
併ながら 寺 内内 閣 の當畤 にあつ ては 其 現下の 狀况に 

於て 是は頗 る 必耍を 感じた もので あつたら うと 考へ 

る* それを 今日まで も存 結して 唯 之を 唯一の 道具と 

して 暴利を 収締 らうと する から、 暴利の 取締が 到底 

S 來な いので ある、 寺內伯 をして 尙ほ 世に 在らし め 


適切で ない と 云 ふことは 無論ない ことであります が 
今日に 於て 極めて 不備を 免れぬ と 云 ふことは， 現在 
此處に 居られる 當 時の 仲 小路 農相と 雖も私 の此 解釋 
には 恐らく 異議は あるまい と考 へる ので ある、 此暴 
利 取締 令に 依つて 見る と物惯 を騰ぼ して 暴利を 得む 
とする 爲に買 占寶惜 をな す 者に 對 して 警芮 を與 へる 
斯う 云 ふ 規定であります、 峩利収 締の 唯一 部の 一端 
のこと を 規定した に 過ぎぬ ので ある •昨日 も S 商務 
大臣と 應 答を 致して K ると 直きに 買 占賣惜 云々 と 云 
ふ 話が m るから， さう橫 道へ 這 入らずに 先づ H 占で 
もな し費惜 でもない 唯 此の 暴利を 貪る 者を 取締る と 
云 ふ單 純な 所から 一つ 御意 見を 伺 ひたいと 申して 問 
答を 重ねた のであります、 玆 には 決して 其 賣惜 では 
なし 買 占では なくして •、現に 暴利を 貪る 者が 澤 山に 
あるので ある、 其 事に 付て は 農 商務 大臣に 訴へ て參 
つた 者も尠 からぬ のであります が 1 其# 利なる もの 
は 如何なる ものが 暴利で あるかと 云 ふやうな 昨日は 
態度を 取られた、 で 段々 質問を 續け ると 暴利なる も 
のは 矢張り 其 ものの 値段から 原料と 生產费 と 又 商人 
の 相當な る 利益と それを 引 去つ た 殘 りの ものが 即ち 
暴利 •或は 言葉を 換 へて 言へ ば •小 合理な 利得で ある 
と 云 ふ 事 13: 遂に 其 節は 農 商務 大臣の 見られる 所と 私 
の 見る 所が 一致して 參つ たやう に考へ たので ありま 
す、 して 見ます ると 法令に 於て 其點ほ 現在 まるで 脫 
けて 居る ので ある、 それに 對し ては 農 商務省 令な り 
緊急 勅令な り、 m に 角 lit 規定を 設けて 之を 取締る と 
云 ふこと が 物價 調節の 第一、 而かも 最も 緊要なる こ 
とで あるが •之に 付て は 何等 施設を して 居られぬ の 
である， 期の 如き 有樣で は 到底 物價の 調節 ほ 出來な 
いで あらう から、 で 石炭の 例を 擧げて 現に 石炭の 輸 
出を 禁ぜし むる 同盟 組合から 提出した 書面に 付て 見 
て も 目下 一 萬 斤 二 百 圓の價 が 其 中 百 二 十圓は 蟲利で 
あると 稱へて 居る、 之に 付て は 如何なる 御調べ が 出 
来て rr るか、 如何なる 御 見解で あるか、 唯此 大切な 
る 品物に 付て は 殆ど 日々 にも 御調べ になつ て 居る、 
即座に 御 答が 出来 やうと 考 へて 居つ た •か、 一向 ®: 答 
が 出來ぬ 、今朝 鑛山 局長が 廊下に 於て 書類を® され 
むと せられた 所の ものは 私の 注文す る 所と 一向 合は 
ぬので ある •それでは 如何に 調べられた か il 憾であ 
ると 答へ た 位で ある， 此石 炭は 我國の 萬 門 家の 申す 


所では 五十 年 ほか 紛かぬ と 申す ことで ある、 十餘年 
前に 大北鐵 道會 社長 「ヒユ —ズ」 氏の 調べた 精密な 
る 調べに tt つて 見ても 二百 年 位と 云 ふこと に米阈 邊 
りでは 評判して 居る ので ある、 然るに 我 國は五 十 年 
ほか 續かぬ と 云 ふこと を 郢門 家が 言つ て 居る 位で あ 
る •之を 輸 m の 制限を しやう ともせず、 又 今日 非常 
に # 利を 貪る 者が あると 云 ふ聲が 高い にも拘らず、 
殆ど 頓 著して 居られぬ 有樣で ある •之に 付て は 今日 
の 服 部 一三 君の 質問 中に 少々 …： (聴 収し _ し〕 現 
はれた やうであります が、 どうも 政府は 富豪 肪の事 
情には 能く 通じて 居る が、 一般 商業の ことに 付て は 
十分に 御 洞察に なつて 居らぬ 憾が あるので ある、 是 
は單〇 石炭に 付ての みならず、 綿布の ことに 付ても 
綿布 商を 集められる 際に 此買占 賣惜み を 調べられた 
是は 多少 ひどい ことになるで あらう と考 へて •當業 
者は 考 へて 居つ た， 矢張り 富豪 筋には 能く 通じて 居 
つて、 其 他の 事情には 通じて 居ない もの か、 其方 面 
だけを 能く 御 承知に なり 過ぎた ので あるか、 して 見 
ると 意外な ことには 綿布には 御 ® ひがない、 原料の 
綿 絲に付 て 云々 すると 云 ふこと であつ て， 當 業者 も 
内心® いたと 云 ふこと が 世間 一般に 傳つて 居る、 玆 
に 於ても 一 團の浮 雲が 此を蔽 つて 居る ので ある、 正 
面 筋から 我々 が 質問す るのは 世間の 一部で ほ 冷笑し 
て 居る と 云 ふ有樣 である* 果して 此 暴利を 取締る と 
云 ふこと に 付ての 誠意 ある や 否やと 云 ふこと を 疑 ふ 
のみならず、 兎に角 努力の 足らぬ と 云 ふことは 明に 
なつた のであります、 是が 三箇日に 一口 一る 質問に te つ 
て 達し 得た 所の 一端で ある、 尙ほ 他に 意見が ありま 
すが、 是は 何と 申して ! 0: しからう か、 我々 をして 81 
月夜に 月を 見る の觀を 起さし めら れたる ことが 二 點 
あらう かと 申して 宜しから うと 思 ふ* 其 第一は 總理 
大臣が 米の 根本 政策に 付て ほ 今 調べて 居る， 其 費用 
の 計算が なか < 手間取る、 どうも 独 用の 計算 だけ 
に さう 手間を 肢る もので ありませ うか、 徒らに 外國 
の 例を 引き、 外 國に做 ふと 云 ふことは 出 來ませ ぬが 
併し 外 國のや り 方に 比べて 見て 何たる 相違で あらう 
か、 懸隔が あらう かと 私共は： 个思 _ に 感ずる ことほ 
英吉利に 於て 昨年# 利 取締法を 設け やうと して 七月 
下旬 調査 委员を 設け、 さう して 調査 3S 員の il が 未だ 
■らぬ のに 七月 上旬に 於て 政府は 下院に 向つ て 暴利 
取締法 案を 提出した、 下院は 一日に して 之を 議決し 
て …… 八月の 上旬に | 日に して 之を 議決し、 八月 中 
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| 旬に 於て 上院は 之を 可決 ff 行され ると 云 ふこと にな 
つたと 云 ふ、 此 a 提な锄 きは K に裘 しく 感ずる やう 
な 次第で ある、 ! it 人民が 非常な 闲苦 に陷 つて 居る に 
拘らず、今涔用を調べて尻ろ，极木政策が出來たや 
うで 出來な いやうな 語鉍を ;!-1 される のであります が 
或は 我々 をして 五里霧中に 迷は しめる と 言つ たや 5 
な •  m 角 W 月夜に 月 を 見る の ® を 免れぬ •  S が 唷れ 
て R に此 月を 見る ことが (I1 3H るので あら 5 か、 遂に 
S が蔽ふ て 月を 見る ことが 出來 ずして 止む ので & る 
か、 m 月夜に 月を 見る やうな 感を起 させて、 豫览を 
議定せ ょと 言 ほれる のは 如何にも 迷惑の 感を免 れ ぬ 
のであります、 もう 一つの lil 月夜の 月と PI3 すのは 昨 

日 私が 質問を 頻に铅 けて 參つた 所が、 終に 如何に t 

政府の 誠® を 疑 ほざる を煜ぬ やうに なつた ことは、 

m l fffi 務大 K ii l 部の «? 類を 持つて、 演擠に 立たれて 

公定 M 格と 云 ふことは 今 調査して 尻る と 言つ て此議 

案を 手に して、 御 答に なりました が、 是が 果して 雲 

が 晴れて 本 當の 月を 見る ことに なれば 私は 暴利 取締 

の 大事なる gr 即ち 物惯 調節の 第一 步と云 ふこと に 

付て は 或は 安心が m 來るで あらう かと 考へ るので あ 

るが 此公 定惯格 の 腹案 ある ものは …： 政府の 御意 見 

を K 行す るには 餘程 調べが 進んで K るので ありませ 

うか， 若し內 界を今 伺 ふこと が 出来たならば 誠に 仕 

合せで あるが、 併し まだ 未定な ことで あつて 內容を 
一 7K す こ . i が / II 來な いと 云 ふこと でありますならば. 
此價格 全 定は 十の 七 八までは 行 ほれ やうと 云 ふ 農 商 
務 大臣の 御考で ありませ うか、 或は 十の 八 九に むづ 

かしい、 是は廢 止になる、 反古になる と 云 ふ御考 で 

ありませ うが、 此御 答を 得たなら ぱ幾ら か Iffi 月夜が 

どつ ちになる であらう かと 云 ふ 見當が 立つ ので あり 

ます、 此御 答へ を 得たい CO と* それから 何れに して 

も物價 調節の 第一 步ほ 暴利 取締に あるので、 今の不 

備なる 一本の 制度を 以て 暴利 取締は 到底 m 来ない の 

である、 之に 付て 速に 相 常なる 考案を 立てられる や 

否や、 此二點 を 伺つて 置きたい と考へ る。 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 ^ 山 本 達 雄 君一少 々牌 取り 兼ねた る點も 

あります が、 尙ほ答 へが 行かな かつた な.， .?. は 再 質問 

を 願 ひます、 政府に 於き ましても •此 物價 のこと に 

於て は •盤 商務省に 於て 最も 心配して 居る 所で あり 

まして、 昨日の 物 ®' 調節 制度に 付ての 案 も 一通り 調 

ベまして、 さう して 尻る ので こざいます が、 是 は 公 


定§を 立て、、 而 して 兆 公定 fll 場に 於て 之に 行く 
やうな 者が あれば それ  <所剖 すると 云 ふ 方の s に 
於て 參考と して 作つ たのであります* 是ほ 英吉利 
佛 Ki 西、® 逸 遇り の 例に 法り まして •先づ 喵 73 商務 
省の 參考 として 作つ たのであります 、作つ たので あ 
ります が， 甚だ 之を K 行す るのに 於て闲 難を 感ずる 
ことが 多い ので •而 して 又 之を Ef 行して 參 つて 居り 
まする 國々 に 於て 其 効果 如何を 調べて 見ます ると 兎 
角 H 的に 齟齬して 失敗して 居る ものが 多い やうで あ 
ります、 で 其 内に 色々 あります が 最も ひどい 例を 擧 
げて申 述べます ると、 昨年 十二月の 末に獨 逸の 實際 
に 行つ て 畀る ことの 結果に 付ての 報吿が 確なる 筋ょ 
〇參 りまして •其 調べに 依つ て 大體を 申 述べます と 
11 逸に 於て 牛肉、 镫>  豚， 一 詰、 M の 脂， 麵麴 ■牛 
酷、 砂糖、 馬 鈴 題、 牛乳、 「チ ー ス」 と 云 ふ 如き もの 
に 於き まして 公定相場を 立てまして •それに 反く 者 
が あれば、 それ-^ 處 剖 する、 さう して 此 暴利を 取 
締る途 を 十分 立て-て 居る のであります、 其 中で 見 ま 
すと 云 ふと、 公定相場に 於て 牛肉が 四 馬克 七十 五 仙 
斯う 云 ふ 公定相場を 立てて 居ります る ものが 實 際の 
密賣 買と して、 公然の 祕密 として 行 はれて 居る もの 
が 十 馬克 •四 馬克の ものが 十 馬克で 賣れ るので あり 
ます、 積が 三 馬克 六十 仙して 居る ものが 十三 馬克 • 
豚の 肉の 五 馬克が 十八 馬克 •_ 詰の 三 . t!0 克 八十 仙と 
の ものが 是が 十五 馬克 •斯の 如く 參 りまして 麵麴の 
如き もの も 一 馬克 八十 仙して 居る ものが 實際ほ 七 馬 
克 五 十に なつて 居ります， 砂糖の 如き もの も 一 馬克 
零 五と して 居る ものが 十二 馬克 •馬 鈴蘧の 二 「コン 

マ」 の 一一 五と して 居る ものが 是が 六十で ございます 

斯う 云 ふやうな ことにな りまして-公定相場を 立て 

て、 能く 之を 實行 して 居ります るが、 其實 公定相場 

以上に 斯 の fta く 肘 調べて 見る と、 どれ も是も 公然と 

なつて 行く やうな ことに 相 成つ. て 居る のであります 

而し て拨 逸に 於て 最も 此價 格を 極めまして、 それに 

付て 違反の 處 S を 受ける 者が 年々 に 五十 萬 人に 及べ 
りと 云 ふので あります、 斯の 如く それが g に 違， 反 行 
爲を® した 涝が年 々に 五十 萬 人に も 及ぶ と 云 ふやう 

な ことにな つて 居ります、 どうも 兎角 斯う 云 ふこと 

を 行 ひましても、 それが 實行が むつ かしく、 甚だ 困 

ると 云 ふことの 實 際の 報吿も 今日 參 つて 居ります、 

尙ほ 詳しい 點も 段々 あります が、 要する のに 今の や 

うな ことであります、 又坝地 利 あたりに 付ても 公定 


ffl 码を 立てました が、 兎角 食料品に 安く、 小麥 なら 
小麥に 付て 安く 立てます と 云 ふと、 今度 li 小麥を 作 
る 者 if 他の 業に 移る， 又 高く やつて 居る と 云 ふと、 
今度は 一番 最高 盤の 脑 打に 安い もの も 皆 それに 向 ふ 
と 云 ふやうな る ことになるので ありまして-殊に 此 
獨逸の 如きは 馬 鈴 裂な どは 一時 公定相場を 立て、、 
安くして 居た 所が、 誰も 百姓が 質らず して、 却つ て 
肉食た る 豚を 首め 馬 鈴 調を 用 ひて-却つ て 其方が そ 
れで 肉を 高く H つた 方が 宜しい、 馬 鈴 裂を M らずし 
て さう して 却つて 養豚の 食料に する、 政府が 尙ほそ 
れを買 入れて、 今度は 政府が 管理 令に 依つて 買 上げ 
て 来る、 さう して 見る と 云 ふと 遂に 其 馬鈴甍 を 政府 
は 容易なら ぬ 高な ものを 腐敗 さして 仕舞つ たと 云 ふ 

ことになる ことにな りまして、 どうも 殊に . 又數 

日 前には 「ス ヰッ ッル ランド」 邊 りに 於て 立てた る 
ものな どに 付ても、 なか < 矢張り K 行が 困難で あ 
ると 云 ふやうな ことでありまして、 どうも 斯 ，「云 ふ 
ことを 致す 上に 付て •成る ほど 是は 手本と して斯 く 
したれば 宜しい と 云 ふやうな ことを 見出し 得ず して 
其 結果を 見て 甚だ 懸念に 堪へな いやうな 次第で あり 
ます-それ故に 案を 作りまして 居る けれども* 是は 
容易なら ぬ ことで ある 故に- 憨々 尙ほ 已むを得ない 
と 云 ふこと が 起り ますれば それは 如何なる 事を もせ 
なければ なり ませぬ が、. 斯う 云 ふこと を 致す と 又 他 
に 云 ふべ から' さる それょり 弊害 -4 起つ て來 ます、 又 
妨げ も 起つて 来ます 故に、 大に 之を 實行 する ことを 
11 躇いた します、 是は唯 農 商務省と して 調べました 
ので.. 私 も 斯うしたならば 宜しい と 云 ふことの 自信 
を まだ 有つて 居り ま铨ぬ •故に 閣 に 於て 之を 諮つ 
て どうす ると 云 ふ 所まで 行けない 次第で ございます 
此 事情を 申 述べます。 

0 江 木 千 之 君 唯今の 御 答の やうな 御 話で ございま 
すれば、 もう 質問を 續けた 所が 何の 益 も あるまい と 
考 へます、 唯 昨日 示された のは 何 か 得られ さう に感 
L. たのであります、 稍々 雲が 霽れて 月が 見られる の 
かと 云 ふ 感じを 起した のが、 今の 御說 明に 依る と、 
なか  <月が 見られる 所ではな く、 ft つて 雨に もな 
る やうな 話で. 詰り 一つの さう 云 ふ 法が あると 云 ふ 
ことを 仰せられた こと、 了解して 置いて 宜しい ので 
あります、 尙ほ 重要なる 物價に 付ての H 惜買占 等に 
拘らず 、暴利で あると 云 ふ もの、 調査が 必要で ある 
其點に 付て は 相當の 考案を 立てら る、 と 云 ふこと に 


5:ては御答はないやぅで ?> 0ましたか、も5そこ，：^ 
は冤 3? >;、.：：1& に 3!; つて * で 止め ま 十、 バ o '- ;2 H に 
宜 る 質問に 於て 得た る 所は、 先， ベた ' V' 乂 •■» 次 功 
| で 何にも 私 It 得た 所がない と S ふこと を 一. (1 屮して 
iffi きます。 

〇子將 前 田 利 定君尙 ほ K liiJ の！ is 荠が ございます 
か、如何で％0ますか。 

〇 議長 (公 ! 3. 硿川萊 達 対〕 ございませぬ。 

〇 子爵 前 Ri 利定 君然ら ば 私ょ 〇發蕺 いたします、 
唯今 問題に なつて 居ります 日程 第二ょり 第 四までの 
现览 の 各 案の 港 夼期限 は、 來る 三月 九 n までと 致し 
まして、 それ迄に 密査を 致しまして 報 半：： すると 云 ふ 
ことに 定められむ ことを 望みます、 どぅか 皆さんの 
御 賛成を 願 ひます。 

〇 江 木 千 之君资 成。 

〇 子爵 靑木信 光哲 资 成。 

P 誠 長 (公爵 德川家 達 君) 唯今の 前 S 子 辟の 發诱 通 
りで 御 異存 こざい ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇錢長 C 公 塒縊川 家 達 君) 御 異辟な いと 認めます。 
〇 翳 長 c  公爵 

ますが、 日程 第五、 第 六は 聯繫 事 件と して 策ね て 間 
題に 供し、 委員 も 同一® 員に 付託したい と考 へます 
るが、 御 異議は ございませぬ か。 

『 「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 公爵® 川 家 達 君〕 御異閼 ない と 認めます、 
通牒 文の 朗讀も 本日は 省略を 致したい と考 へます る 
が， 御 異議は ございませぬ か。 

( 「異騎 なし，. と 呼ふ奔 あり〕 

〇 議長 c 公爵 德川家 達 君〕 御 異 讁な いと 認めます、 
原 司法大臣。 

〔左の 議案は 朗韜を 經 さる も參照 のた め玆に 
載録す 以下 之に 傚 ふ〕 

函 館 控訴院の 移 轉に關 する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 調 院法 第五 
十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二 月 十三 日 

衆讁 院議 長大 岡 育造 
貴族院 鄹 長公骷 德川家 達 殿 
函館 控訴院 ノ移轉 -I 關 スル 法律案 
函館 控訴院 ハ之ヲ 北海 逭札幌 M — 移 シ札蝴 搾 訴院 
卜稱ス 


院族讶 铃讓释 I 帝问 二十 四 第 
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大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 蕺院法 第五 
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〔 ra 称 大臣 原 敬 君 演 W に 登る〕 

〇阀 務大 E  (原 敬 沿) '' <6 今 議題と ffl 成りました 二 案 

は 函館 控訴院を 札幌に 移す —— と 云 ふ 極めて 節 培な 

る 案で ございます、 此 flf に 付て 一應其 必要を 說 明し 

て la きたいと 思 ふので* so ます、 御 承知の 通り 函誼 

控訴院は 他の 控訴院の 如く 数多の 府縣に 跨って 管 輅 

を 致す 裁判所では r ざい ませぬ、 以前は W 森縣な ど 

が 餡して R りました が* 今日 ほ 左 铳では ありませ ぬ 

数多の 府 P を ^ 輅いた して 居ります れぱ •多少 狀况 

の 異なる 所 もあります が 北海 51 ほ 御 承知の 如く 札 

幌を 屮央と 致して、 北海 ia 廳を 之に 牌き- 總 ての 官 

衙を 此に橥 めて 码 るので あります、 故に 今日の 狀况 

ょり 申せば 札 W に ?: S すを 以て 人 R の爲 にも 非常な 便 

利と 考 へます るし、 又 司法 事務の 取扱に 致しまして 

も函 舵の 如き 一方に ¢5 したる 土 他よりも 札幌に 移し 

ました 方が 總ての 勘に 於て 便利と 考へ るので ありま 

すが 故に、 今 P1 函 館よ 〇札幌 に此 裁判所を 移したい 


と 云 ふので あります、 段々 之に 付て は 豫算其 他の 關 
係は 更に询 算 に 付て 說明を 致す こと、 致しまして、 
此法 案の 精神は 唯今 申した 如き 趣意に 外ならぬので 
あります、 御 審査の 上 御 協賛を 希菌 いたします。 
〇伯擗 奥 平 昌恭君 質問を いたします、 唯今 司法 大 
臣 ょり 御說 明が 越々 ございました 此函誼 控訴院の 移 
Is に關 する 法律案に 付きまして 少しく 御尋を 致して 
見たい と 思 ふので あります、 本員は 第三 十七 回の ® 
會 の 時に 長 崎 控訴院の 移轉 に關 する 法律案の 特別委 
員 長と して 取扱つ て 居りました から •其 時の 事情と 
比べて 少しく 御尋 をして 見たい と 思 ふので あります 
が、 第一に 承りたい と 思つて 居ります るのは、 本案 
を 御 tt1 /'!! に 成ります に付きまして 長 崎 控訴院を 移 |« 
する や 否やと 云 ふこと を考礅 の 中に 御 加へ になり ま 
した か 如 H、 即ち 長 崎の 控訴院は 三 十七 回の 議 齊 に 
於き まして 當 時大隈 內閣の 時に 御 承知の 通り 提案に 
なつた 問題でありまして、 其移轉 をされ る邮 意と 云 
ふ ものは 長 崎 控訴院は 白峨に 大半 食は れて 、さう し 
て 基礎工事 も 段々 危險 になる からして、 故に 之を 福 
岡に 移したら どうで あるかと 云 ふことの 理田の 下に 
當時拟 川され たのであります、 而 して 其 當時の 貴族 
院に 於け る 院議 ほ 衆， 院の 院國を 重んじて •さう し 
て 之を 否決した のであります* 其 事情から 比べます 
と 云 ふと、 函誼榨 訴 院移轉 に關 する 問題は 長崎捋 訴 
院の 建築と 關聯 して 考 へて 見ます ると 云 ふと， 長 崎 
控訴院の 建築 ix 確か 明治 十 年の ことで あつたかと 記 
憶して 居る のであります、 故に 長 崎 控訴院は 其 後 確 
か 二 萬 W であつ たかの 金額を 以て 修繕を 加へ て •さ 
うして 尙ほ J.L つ yf 務を 執つ て 居る と 云 ふこと に 承知 
して居〇ます‘雨砣控訴院は明治三十二年でありま 

した. かの 扭雄に 係つて 居る のであります、 兩 者の 建 

築の 年限を 比較して 見ても 函館控 訴院 の移轉 と 云 ふ 

こと IX 少しく M 十い や- 「な 氣が 致します る' か、 其邊の 

事情は どう 云 ふこと になつ て 居る のであります るか 

之を 伺つて 見たい と 思 ふので あります •なぜかと 申 

します ると 云 ふと、 此抟訴 院の如 き 建物は 國の 財 wi 
の 一部を 造つて 居る ものであります、 官有财 產の一 

部であります、 此収 扱に 付きまして は朽 K に 近い も 

のからして 移 18 をす ると 云 ふこと なら ぱ理は 分つ て 

居ります る、 若し 又黾に 便宜の 點と云 ふこと から 考 

へて 見ます れば •長 崎 も函砣 も 等しく 太 土から 見 ま 

すれば 阐方の 端に 在る、 殊に 長 崎の 如き (3; 九州の 西 


端に 在つ て 昔の 入の 頭を 以て 考 へて 見 ますれば， 長 
崎は 日本の 西 端であつて、 それから 先き は 唐 天 ^: に 
行く  •其 先き は 十 萬 億 土に も 行く と 云 ふ 位に 封建 時 
代の 人は 考 へて 居つ た 位の ものであります、 而 して 
陸上の 便から 云 ひます れぱ九 州の 鹿兒 島で あると か 
或は 宮崎 であると か、 或は 私の 方の 豊後 であると か 
甍前で あるかと； K ふ 所から 考へて 見ましても， 公平 
に 私を 捨て k 考へて 見ましても* 是は 移轉を 先き に 
されるものであら'う，殊に人口の關係*それから此 
地方に 於け る 所の 商工業の 關 係に 於き ましても、 昔 
の 九州と 違 ひまして 第 n 一十 七 回 帝 國_會 が 開催され 
たる 時の 九州と ほ 事情が 違 ひまして >  今日では 交通 
が 頻繁に なり、 又 収引關 係 も 多くな つて 從つて 控訴 
院に 係る 所の 係 削の 事件 數も 多くな つて 居る、 それ 
にも拘らず 之を 長 崎を 動かさず し. て、 さう して 函 ffi 
を 御 動かしになる と 云 ふ 理由は 少しく 私に ほ 受取れ 
ない のであります •それから 北海道の 交通の 關係か 
ら 申しましても 函鉈地 方の 管轄 内に 於き ましても 汽 
船の 碇泊 數が 三百 四十 五 隻もあ る， 札 幌 の 方では 小 
樽 室闕の 飛んでも ない 所を 二つ 合せて 三百 五十 一隻 
と 云 ふやうな 計算に なつて 居ります る、 又 陸上の 關 
係から 行き ますれば 一片 萬 別の 線路が 完成を せられた 
なら ! t: 是亦 事情が 變つて 來るだ らうと 思 ひます、 斯 
の 5n く 他 H 北海道の 交通 機關の 變更も あらう し •發 
達の 狀况 にも 色々 の變 化を 来たす だら うと 思 ひます 
からして、 此 交通 機關の 完成を 侯つ て 札幌な り， 又 
は 旭川に 移す と 云 ふこと を 御 決定に なつても 遲くほ 
ない と 思 ふので あります るが， 此點に 付て (3: どう 云 
ふこと に 政府は 解釋 して 居られます か 伺つ て 見たい 
と 思 ふので あります、 又 函鉈控 訴 院移轉 に關 しまし 
ては 札幌 の區を 除きまして、 北海道 命； 體が 果して 之 
を 希 Bi して 居る のであります か >  此點 も 合せて 御尋 
を 致す 次第であります、 私 (X 强 ひて 木 案に 反對 する 
爲に 政府に 御 聞きす る 次第で ほ ありませ ぬが、 喵先 
程 も 申しました 通りに 前に 取扱つ た 事件の 法案が 今 
回の 法案と 能く 似て 居ります から 御 尋ね 致した 次第 
であります-どうぞ 御 答 辯を 願 ひます。 

〔國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る J 
0S 務 大臣 C 原 敬 君) 哨今 奧平怕 より 御 質問で あり 
ますが、 長 崎の 方 (X 唯今 御述の 通り 修繕を 致し まし 
て 今日に 於て は 執務に 何等 差茭な くな つて 居ります 
從つて 今日の 場合 當時 大隈內 間が 提出いた しました 


が 如き 事情は 存在して 居り ませぬ、 是は 他日の 問題 一 

に 致して 宜か らうと 考へ ます* 加 之 必ず 中央に 置か 
なければ ならぬ と 云 ふ 理由 4 實は 餘〇强 い 理由と# 
へられぬ、 數府縣 を 管 Is いたして 居る 以上は 多少 土 
地關 係に 於て ffi 否 13: あります けれども. 急速 移さな 
ければ ならぬ と 云 ふやうな # 情 も rf: 在し ない と考へ 
ますが、 函 館の 方は 之に 反しまして 腐朽を 致し まし 
たから 云々 と 云 ふ 先年の 長 崎に 於け る 如き 事 ti!/ ほ 存 
在いた しませぬ •併ながら 御 承知の 如く 北海道は 唯 
一行 政區域 になつて 居ります、 之に 對して 何れが 行 
政 M の 中心で あるかと 申せば 札 幌で あります、 in 廳 
の 所在地であります； •逍廳 の 所在地を 離れて 遠隔の 
土地に あると 云 ふことは 種々 なる 點に 於て 不便を 感 
じます 人民の 不便 ほ 無論であります、 事務の 上に も 
甚だ 不便 例へ ば ® 察 等の 關 係を 申しましても 中央の 
…… 行政 廳のな い 所に 控訴院が ある 爲に數 多の 不便 
を 感ずる のであります， 是が他 の數 多の 府縣を 管 _ 
して 居ります るなら ば、 それまでの 事であります が 
北海道 ほ 一行 政區 域， 典 行政 願の 所在 1111 を 離れて 其 
中心を 遠ざかつ たる 同じ 行政 區域の 偏 僻の 地に 在る 
と 云 ふ 事は 甚だ 當を得 たもので ない と考 へる ので あ 
〇 ます、 又 船の m 入 其 他の ことは 色々 あります けれ 
ども、 是ほ 繁熒の 程度に 於て (X 左様なる ことが 關係 
を 有ち ますが、 今日の 所に 於て. は 闹 館 控訴院を 札幌 
に 移す と 云 ふこと に fj' ては 函館 M の 入々 は 是ほ 無論 
斯う 云 ふ 役所の 箱る ときは 好み ませぬ •反對 ほ ある 
やうに 承ります、 其 他の 地方に 於て は 中央 行政 K の 
所在地に 移す と 云 ふこと ほ 當然 のこと に 見て M る や 
うに 察せられます、 他の 地方ょりは 强ひて 反 對の聲 
も 承り ませぬ、 旁々 是は 多年の 問題で もあります し 
今 rn! 函館を 札幌に 移したい と考 へたので あります、 
前年 長 崎 控訴院の 移轉當 時は 大隈 内閣に 於て 提案い 
たして 長 崎の 方は 成立いた さぬ 關係 もあります から 
今 H 函誼を 札幌に 移す と： K ふ 事に 御 疑念の 起つ たの 
は 御尤もであります けれども-長 崎の 方は 差 向き 修 
絹 以後に 於て ほ 何等 故障の ない のであります 、函筘 
の 方は 之に 反して 行政 上 其 他 地方 關 係の 必要 上礼幌 
に 移す 方が 官民に 取つて 基 だ 便利なる こと、 考へて 
函 ifi の 方の 移 轉を考 へたので あります >  左樣 御 承知 
を …… 

〇識長 (公爵？ |川家達君〕阪本封' 

〔们 爵奧平 昌恭君 「尙 ほ續 いて .…： 」 と述 ふ〕 
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〇湞 長 c 公 3 
た' 

〇阪 本 釤之肋 君 本 n が 將に 御 ^ せむ と 十る 所の 一 
部分 (1: 奥 平 伯から 御尋に なりました ことであります 
が、卯ち唯今御述の如く奥平伯捋が维 0 長でありま 
して 五 年！！ 月 一日に 本踐 場に 於て 長 崎 控訴院を II 岡 
に 移す と 云 ふこと を ?? 決した のであります、 即ち 衆 
議院の 否決 案に 铰 成した のであります、 其 時に 特別 
委員長の 報哲に 次ぎまして、 石 渡敏 |君 が 一場の 演 
說 をして rT られ るのを 見ます と、 其 理由の 主なる も 
の ほ 丧 崎 拕訴院 を 福 岡に 移す と 云 ふことは 地理 上 商 
業 上から も K だ 考 ■すべき ことで ある、 又 裁判所の 
出張所の 如き ものなら ば まあ 妨げぬ かも 知らぬ が， 

國 家の 高き 所の 法 院を 造る に 土地の 寄附 金を 受けて 

造る と 云 ふことは ' ji しくない、 斯う 云 ふこと が 二つ 

の 主なる 理中 になつ て 居る やうであります •是は 即 

ち It 〈爲に 否決され たと 云 ふこと では ありませ ぬが、 

此演 說も騁 めて 即ち 本院は 衆議院の 長 崎を 福 岡に 移 

す ことの 否決 案に 同意いた したので あります •此見 

地から 致しまして 今度の 案を 見ます と 矢張り 同じ 感 

じを 右つ のであります、 而かも 長 崎を 福 岡に 移す と 

云 ふことは 最早 や 腐朽、 用に 堪へぬ と 云 ふので、 ど 

うせ 改築を しなければ ならぬ から 福 岡に 移す と 云 ふ 

ことにな つたと 記憶いた します が、 今度の 函 ft の 如 

きは 今 輿 平 伯の 仰つ しやつ た 通り 建築の 年次 もま だ 

餘稈 若い ので， まだ 辛抱が m 來るや うに 承つて 居り 

ます、 若 も 辛抱が m 来ぬ にした 所が 多少の 修繕を 加 

へれば まだ 興く は 使へ るので あります、 然るを 突然 

之を 札 幌に 移す と 云 ふこと を 提案になる と 云 ふのは 

餘程確 かなる 理由がなくて はなり ませぬ が、 どれ 程 

の 理由が あります か、 又 地理 上から 考 へましても 長 

崎は 唯今 仰つ しやつ た 通り 西の 極端で あつて、 東京 

大阪 から 見ます と， 反對の 方の 極端で ある， 福 岡 ほ 

こちらに 出て 来る 所の 途で 、_  殊に 九州に 於て 福 岡の 

商業と 云 ふ ものは 非常な 勢の もので あつて、 之に 移 

すと 云 ふことは 或は 理由が あり ほせぬ かと 思 ひます 

が>函館の方は丁度之と叱對で>札幌は北海道の北 

の 方に あるので、 東京を 中心として 見ます ると、 交 

通の 便利は 函 館の 方が 却つ て 便利で ある、 而 して 是 

が 四十 年 近く 函 館に 在つ た 控訴院を 札 幌に 持って行 

かなれば ならぬ、 而かも 建物は そんなに 捨置 かれぬ 

もので ない と 想像し ますに 拘ら ず、 俺 か 札 幌が一 一十 


35 5の岙对がある爲にまさか移すと云ふ氓になつた 
のでは ありますまい が-どう 云 ふ 事情で ® に…. ® 
で ほない かも 知れ ませぬ が、 札桡に 持つ て 行かな け 
れぱな らぬと 云 ふことは 莊 だ 私 IX. 了解に 苦しみます 
即ち 前き に 石 渡 封の 言 ほれた 商業 上 地理 上の 關係か 
ら言へ ば、 確かに 函 誼の 方が 商 菜 上から 言へ •は 札幌 
に镫 るので あります、 地理 上から 言へ ば 一方に 偏し 
て 25 るに 違 ひは ありませ ぬが‘ 前に 申しました 長 犄 
と 云 ふ 極端に ある 控訴院を さへ 1 .0. 提案した のを 否 
決された 以上 (3; 御 辛抱な されて 再び 其 提案を して 居 
られぬ のであります •然るに 又 北海道の 一方に 偏し 
て H 合が 惡 るい、 道廳 所在地で 中央で あるから と 云 
ふ 理由で 御 移しになる 必要 (3: ない ので あらう と 思 ひ 
ます、 成程 福 岡 縣は 九州 全體を 支配す る縣 では ござ 
いませぬ が、 併し 自ら 地理 上から 考 へま すれば 福 岡 
縣は 先づ 一つの 中央 市府と 申しても 宜か らうと 思 ひ 
ます、 即ち 司法 問題と 地方行政は 關聯 して 居る もの 
であり ませぬ から 北海道の 行政 廳が 札幌に 在る から 
そこに 持つて行く と 云 ふ 理由 も 餘り强 き 理由では な 
からう と 存じます のであります、 唯今 申 上げました 
以外に 於て斯 々の 次第で あるから 是非 札幌に 持つ て 
行かなければ ならぬ と 云 ふ 理由が 存在いた しますな 
らば、 詳に 一つ 御 示しを 願 ひたい、 誠に 總理 大臣の 
御說 明を 願 ひたいので あります が、 餘り 度々 で 恐縮 
であります から、 政府 委員で 宜しう ございます が、 
詳に 一つ 御 答 辯を 願 ひます。 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府® 員， 鈴 木 喜 三 郎君) 唯今の 阪 本さん の 御 質 
問は 私から 御 答いた します、 函館 控訴院 移轉の 問題 

ほ 司法 省と 致しまして は 爰一兩 年の 計畫 では ござい 

ませぬ、 遠く 七 八 年 前から 考へ來 つたこと で ござい 

ます、 歷史を 中寸 必要 も ございませぬ が、 唯今 阪本 

さんから も 御 話が あります るし、 奥 平さん から も あ 

りました が、 長 崎 控訴院を 福 岡に 移す と 云 ふ 案を 提 

案いた しました 時に、 豫算の 要求と 致しまして は 同 

時に 長 崎 控訴院と 函館 控訴院との 移 轉 問題を 計畫い 

たした のであります るが、 財政の 都合 上單に 長崎控 

訴院 のみを 提案いた したので あります、 而 して 今日 

函館 控訴院を 札幌に 移す と 云 ふことは、 今 申 上げ ま 

す 通り、 遠き 企で ございまして. H 分 等の 考から 申 

L ますれば、 一年 後れれば 一年 後れた だけ、 官民と 

もに 不便を 蒙る、 斯う 云 ふ 次第から 提案いた したの 


で ございまして、 成 ^ 35 物の みの 見 -, la から 申します 
れぱ 、未だ 凼誼控 訴？ 1_の纽 雄は 朽强 £0 程度に 违 して 
居り ませぬ、 併しながら 此の 建物には 函跎控 S 院函 
舵 社 方 裁判所 函跎以 裁判所、 此の 三 IV 判 所 合併 の £< 
舍で ございまして、 函砟控 rf 咤と 云ふ賊 判 所が 此の 
建物を 使用して 居ります る 部分は、 に Jr. 六の 室に 
過ぎない ので あ， 〇 ます、 今函 胺 控訴院を +•!, 幌に移 L 
ましても 此建物 が 全然 無用になる 次第で ほない、 随 
に 明 部 M となる ものは、 三つ か 四つ、 斯う 云 ふこと 
になる に 過ぎぬ のであります、 而 して 經濟 上の 關係 
から 司法 事務の 關係 から 唯今 阪 本さん ほ函 館の 方が 
商業 上 札 幌 に比べて 見る と宜 いぢ やない か、 斯う 云 
う 御 話で ございます、 成程 札幌其 ものは 函館と 違 ひ 
まして 商業地では ございませぬ、 海產 事業を 持つて 
居ります 函館で はあります が、 其 代り 札幌に 於き ま 
しては、 其 隣に 位して 小 樽 あり、 又 一方に 室關 あり 
所謂 札幌地 方 裁判所の 管內 と、 函館地 方 裁判所の 管 
內に 比較いた して 見 ますれば、 工業に 農業に 產 業に 
總 ての 點に 於き まして、 函 館の 方が、 札幌を 凌駕… 
…函 誼 の 方が 札幌に 劣つて 居る ので、 從つて 司法 事 
務の關 係から 申します れぱ 、札幌 と函 館との 關係で 
申し ますれば •民事事件は 札幌の 管內の 二に i[t する 
函館 管內は 一、 刑事事件て 申します れぱ 、五に 對す 
る j、 斯う 云 ふやうな 狀態 になつ て 居る ので ござい 
ます* それであります から、 今日の 場合に 於き まし 
て、 函 館を 移して 札幌に 控訴院を 置く と 云 ふ 事柄は 
官民と もに 便利を 得る 次第で ございます、 獨り札 幌 
地方裁判所 管內の 人民が 便利を 得る のみならず、 其 
外にあります 所の ^ 川 地方裁判所 釧路池 方 裁判所 搾 
太 地方裁判所の 管內の 人民 も 其 近くに 移轉 さるる 譯 
であります から ' 多大の 便利を 得る ことと 信じて 提 
案な しました 次第であります > 

〇 伯爵 奥 平 昌 恭君私 は 唯今の 阪本 君に 對 する 御 答 
辯に 付きまして* 尙ほ 重ねて 質問いた して 見たい と 
思 ひます •成る ほど 私が 質問を 致します 際に、 定め 
て 左樣な 御 答 辯が あると 存じました からして、 九州 
に 於け る 所の 恰も ilf 岡を 中心とする 豫想か らして、 
谷地 方に 於け る 所の H 業の 發達 •商業の 發 達を T1 め 
申して 置いた 次第で ございます、 其點 から 考 へて 見 
まする と、 矢張り 長 崎の 控訴院を 福 岡に 移す と 云 ふ 
ことの 間 題は どうしても 矢張り 之に 關聯 して 起って 
來る 性質の ものでは ないかと 思 ふので あります、 何 


一-:'. :  : : 所を  I 
拜 KS L て 見ます ると‘ 札 tt の 附近に 小® 室 W あ.© と 一 
云 ふこと で、 商荣 上の H 係 S 濟上の H 係、 

關 係* 雄ての M 係から して © 氓して 自然 其 地方に S 
くと 云 ふ ? Jf で 御 説明に なつて 居ります、 - rj し A-2 S: な 
理由を 以て 函館按 訴院を 移 W なさる と 云 ふ as 名で あ 
るなら ば どうしても 矢張り 長 畤 控訴 pi を 九州 〇 屮央 
に 移し、 九州 全 !！ g の 利益を 計らなければ ならぬ ; - 、第 
であら.うと私は考へるので&0ます、旣に « 叫四に 
付きまして は 衆 識院で も 砂 田さん から 御 n 問に なつ 
て 居 〇 ますが， 全く 交換 問題 だと 思 ひます、 唯今 放 
る 所に ffi o -i • すと 控訴院の 移 fli に關す る 問題は 年 來 
の 計 5¢ で、 近来の 計进で はない …… 政府は あれを 何 
故函館 ぱか〇 を 御計蕺 になる の. であ 〇 ます か、 長 崎 
を 此計班 の 中に 加へ なかつ たのであります か、 其理 
由が 少しも 私には 分り ませぬ、 同じ 官有 W 產 として 
御 収 扱になる 以上は 當然長 崎の 控訴院を 做 かの ? 5 用 
を 以て 修繕を して ilf 務を肢 扱つて 居る 以上は、 僅か 
な 費用を 以て 是は 永い 間 事務を 取扱うて、 不適 當と 
云 ふこと が 分つて 居ります が 故に、 如何にして 長 崎 
の 移 Is を 今回 何時な さると 云 ふこと に 付て 御考趙 に 
ならな かつた のであります か、 其點が 私に収 つて 解 
釋に 苦しみます から、 それを 重ねて 御 尋ねいた しま 
すリ 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 委 M (鈴 木 喜三郞 君〕 奥 平 伯 防の 符 問に 答へ 
ます 御 質問は 何故に 函館の 控訴院の 移轉を 提げる と 
同時に 長 崎の 控訴院 移 鞞 の 問題を m さぬ かと 云 ふこ 
とに 歸* する ことで あると 思 ひます、 長 崎の 控訴院 
問題は 先程 伯爵から 仰せら るる 如く 三十 八讖會 で ご 
ざいました か 提案に なりまして、 遂に 衆 識院で 否決 
になり ました •爾來 建物は 朽臌 いたしました から 二 
萬 有餘の 金を 投じまして、 今日に 於き ましては 其朽 
廢を 防いで 居る のであります、 而 して あの 當 時の 間 
題と 致しまして 福 岡に 移します か >  熊 本に 移します 
か、， 佐 賀に移 します か、 九州 全體に 於て 各々 苹恝戰 
を 惹起し まして、 何れも 其 事由の ある 所を 主張いた 
した 次第であります、 それであります から 長 崎の 地 
今の 控訴院は 僻在して 居る ことは 事 K であります が 
之を 何れの 所へ 移す か 移さぬ かと 云 ふことは 深く 考 
盧 を 要すべき 問題で あらう と 思 ふ >  而 して 今日 提案 
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いたしませぬかつた次第ほ，一は财政の關係，即ち 
二つ の 控訴院の 移 13 の經費 と 云 ふ ものを、 同時に m 
すと 云 ふことは* 財政 上 K だ 闲 難 rr ことで ございま 
して、 考撖 いたし ませぬ ければ なり ませぬ、 而して 
然らば 此 M つの 中 何れを 収る かと 申します れぱ長 崎 
は 先に 議論の あつた ことで も あるし、 幸 ひ 建物 もま 
だ 今日 直ぐ ® れ ると 云ふ譯 でもない から、 今 © く考 
厳を 加へ まして •さう して 提案す る ものは 提案す る 
所が 北海道の 方は 御 承知の 如く 北に 北に と發展 して 
今や 人口に 於き ましては 二百 何十 萬と 云 ふ數を 以て 
計上す る ことにな つて、 殆ど 總ての 中心は 札 幌に在 
ると 云 ふことは ff ふべ からざる 所の 事设で あります 
それであります るから して、 どうしても 此札幌 に 移 
すと 云 ふことは 一日 も 緩う すべから ざる 事に なつた 
と： M ふ、 急務な りと 信じて 此 -1-. 地を 選んだ ので あり 

ます、 長 崎の 方に 於き ましては 後日の 考 隞 に讓る こ 

ととな つて 居ります。 

〇阪木 釤之助 -« もう 一言 御 許しを 願 ひます、 奥 平 

伯爵の 御 K 問の 要旨に 付て， 長 崎ょり fl 岡に 移す の 

が 至當ぢ やと 云 ふやうな S 味になります やうで あり 

ますが、 私は 決して 左樣な ことを 御尋 したので はな 

い、 一 聰閛 明して K かねば なり ませぬ、 私は 喵例に 

引きました のでありまして、 北海道に 於け る函館 と 

札幌の 利害と 云 ふことは 餘程 考究すべき 似 値の ある 

ことと 存じます、 先刻 例に 御 引きに なりました 樺 太 

或は 釧路 あたりの 關係 も、 唯 地 N を 11 げて 見ます れ 

げ札幌 の 方が 或 ほ 近い かも 知れ ませぬ が、 lit 間の 人 

民の fa! 利と か 控訴院との 交通の 關係も ある， 數年來 

15 習を 持つて e つた ^ 所は 如何なる 場所で も •それ 

は 憤 ^ の ある ものでありまして* 是は どうも 函館が 

矢張り 宜しい か、 札幌が K しいかと 云 ふことは 餘程 

考究す るの 價脑が ある ことと 存じます が、 唯今の 司 

法 次官の 御 答では 絕對に 札 幌が宜 しいと 云 ふこと で 

私 li 强ひ ては 御 ^ いたし ませぬ が、 先刻 御尋 いたし 

た 内に まだ 御 答が 洩れて 居ります るが、 二十 萬 IH と 

云 ふ 寄附 {i 再んで 矢張り 司法 省は 御 受に なります る 

か、 私共は 石涅 敏一 君が 先年 述べられました こと 13: 

是非とも 其 …… ce 取し 難し：* …… 威嚴を 持たせね 

ばなら ぬ 機關で あります るが、 土地から 寄附を M つ 

て 建築す るな ど 云 ふことは 此全 體 の 上から 御 斥けに 

なつた が K からう と 思 ひます るが、 …… (鸱収し_ 

し) …… M 裁判所 位の ことであります れば •まさか 


大沲院 に御収 にもなります まいが、 さう 云 ふやうな 
意味になります る 事は 誠に K しくない ことと 思 ひま 
する が •其點 は 如何に 御 考へ になつ て 居ります るか 
それだけを もう j 應御尋 いたします。 

〔政府 委員 鈴 木 喜 三 郎君 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (鈴 木 喜 三郞君 〕 御 答いた します •寄附 
金を 受 くる ことに 付きまして は 固より 國家 事業を な 
すに 付きまして 關係 町村 民の 寄附を 仰ぐ ことは 決し 
て 好ましくない ことであります、 固より 國 靡 で 之を 
支辨 する のが 當然 であります る けれども •其 關係町 
村から 寄附を 致した ものを •それを 受ける と 云 ふこ 
とに 付きまして は 從來 の ® 例であります るから •司 
法 省に 於き ましても 敢て 拒む 理由は ない と 思 ひます 
るので 受ける ことに 致した ので、 勿論 之を 受ける の 
は 本旨で ございませぬ。 

〇頴長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御報吿 
に 及びます。 

〔成 ia ffi 記 官朗 讀〕 

函骯 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 外 一件 特別委 
員  . 

伯爵 大木 遠吉君  山 脇玄君 
子爵 酒 并忠亮 君  ■子爵 京 極 高備君 
子爵 秋 月 f!1 英君  淺田德 則 君 
男爵 中 川 興 長 君  男爵 若 王子 文煺君 
樱井伊 兵 ti 君 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 _事 日程 第 七， 大正 八 年 
法 ？ 4i 第五 號中 改正 法律案、 政府 提出、 衆議院 S 付、 
第一 讀會 の續 、委員長 報吿 ，佐々 木 侯爵 .0 

〔左の 報吿は 朗讀 を經 さる も參照 のた め 玆に載 
錄 す〕 

大正 八 年 法律！ 5五 號中 改正 法律案. 

右 可決す へき ものな りと 議決せ り 依て 及 報告 候 也 

大正 九 年 二月 十四日 

右 特別委 M 長 

侯爵 佐々 木行忠 

货 族院譴 長 公爵 德川家 達 殿 

r 侯爵 佐々 木 行 忠君 演壇に 登る〕 

〇俟 Kf 佐々 木 行 忠君 委員 會の經 過 結果を 御 報告に 

及びます 委員 ir に 於き ましては 此國 務調赉 施行の 爲 

に市區 町村に 要する 經费 を國 庫から 交附 を する こと 

是が此 金額の S 合 其の 他 今度の 改正の 金員で 以て 不 

足は ないかと 云 ふやうな、 二 三の W 問が ございまし 


大正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 第 一 踣會 の 松 


た、 其 結果 委員 會に 於き ましては 全會 一致を 以て 可 
決いた しました， 右 報吿申 上げます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 本案の 二 讀會を 開くべし 
とする 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者多數 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます、 次の 
議事 日程は 決定 次第 通知に 及びます、 本日は 是 にて 
散會。 

午後 五 時 五十 五分 散會 

〇大 正 九 年 二月 二十 一日 (土曜日) 

午前 十 時 十五 分 開議 
議 事 日程 第 十七 號 
第 I  男爵 高 平 小 ze 部 君 誘 暇の 件 
第一 一 請願 委員長 報告 

第 = 議院 法中改 E 法律案 (綱 11.1 #• ) 第 I 
if 會 

第 四 朝鮮に 於け る 固 勢 調査に 關する 法律案 

第五 公 ffi 金特 别會計 法案 (職 細 湖 5st 付) ®; I 

讀會  i —丨— 

第 六 法中改 i 律 案 (紐 2 嫌 跳 付) 

第！ 誇 會 

第セ道路公債法案(舰謙|_付) 0S0 
第 八國债 整理 基金 特別 1 i 計 法 中. 改正 法律案 

If ls 付) 第  i 會 

第 九 家； i 贷典祿 處分法 施行 法 中 改正 法律案 

(翻 離 雜 stb -fr-)  I S 會 
第十&1お公倩法案(2麵|馳 ^* )第一讀 
會 

第 十一 電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 

11 )  5 讀會 

第 十一 I 朝 黯 事業 公債 法中改 IF. 法律案 

11 ) 第  — 

第 十三 墨 灣 事業 公債 法 中 改正 法律案 
3 雛)？ 讀會 

第 十四 樺 太 事業 公債 法中改 IE 法律 某 

織搬)  5 讀會 

第 十五 明治 0 十 年 法律 第 = 十 一 號中 改正 法律 

案 i i r )  f ll t 二 

¥六 I 特別 g ff 法案 (獅圖| 黜 tL 第一 


1 政府 提 
-出 •衆 

政府 提 

IJ*  £\ 

政府 提 
m、 衆 

政府 提 
U', , 衆 


第 I 
第 I 
第一 

第！ 

第 _ 
第一 


十四 

十五 


讀會 

第 十七 大 1 ,1  A lt .j£ 律 第 十二 號中 改正 法律案 
(衆 爾 11 付)  5 讀* 

第 十八 小瀨 铖幣發 行織續 に關 T る 法徐案 (抛 

^■ 細 S 摘) ^ 一讀會 

第 十九 貨幣 洗 5 改正 法律案 (綱 ll sm y 第 
一讀會  I 

十 公—— 林法& lilt 

十 I 朝鮮 翳 院及濟 生 院特别 會計法 中 改正 

1 fill  付 一 ^ 一— 

十 r; 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 

( ll l r ) 第一 讀會 

十三 大 丑. 四 年 法律菇 十六 號中 改正 法律案 

s' ii  付) 第一  _ 

軍人恩給 増額に 關 する 諮 願會議 
名# 進級 軍人に 現 官等 相當の 恩給 5 
給 與する 読 願 會議 

〇 議長 (公爵 德 川家淖 君〕 是 より » 記 官を して 諸般 
の 報吿を 致させます。 
r 長 書 IR 官朗 讀〕 

去る 十八 日 請願 委員長よ 〇 左の 報 !',•• 書を 提 /ii せり 
請願 委員 會 特別 報告 第一號 
一昨 十九 日 衆議院より 左の 政府 提出 案を 受領せ り 
大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
同日 衆議院より 左の 法律案を 提出せ り 
會計士 法案 

同日 請願 委員長より 左の 報吿 書を 提 m せり 
請願 文書 表 第五 回 報告書 
昨 二 十日 特別委 M 會に 於て 當選 したる 正副 委員長 
の 氏名 左の 如し 

所得税 法改正 法律案 外 五 件 特別委 員會 

委員長  伯爵 柳澤保 馬 君 
副 委員長  男爵 阪谷 芳郞君 
本日 第一 一一 部に 於て 請願 委員 伯爵 副 島 道 正 君の 補闕 
選擧を 行 ひしに 其の 結果 伯 K 勸修寺 經 雄君當 選せ 


0 議長 c 公爵 德川家 達 君〕 是 ょり 本日の 會議を 開き 
ます 昨 二 十日 村 木 男爵 病氣 に付き 請願 委員を 辭 任し 
たき 旨を 申出ら れ ました、 許可を 致しまして 御 異存 
ありませ ぬか。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 


一 五六 七 


院族 帝冋 二十 四 第 


萡 烷 法 中 改正 法 l(u 龙笫！ 治 Ift 5 ?鲜に 於け る syp •丑に 関する 法 l?u 案 IJK l u-n lc? _公53金持別&計法案外九件第1 3 & 


〇 議長 ^ ム g 德川家 達 君〕 御 3 SB8 ない と sg め - 1: ' . 
第五 部 1- 於て 3¢ 補闕 選舉を 行は れ むこと を 沼み ます 
又同日西男 13 阴氣に付. ? 決览委 11 を荈住したき3=申 
出られました、 是も 許 nl を 致して 御 異存 ございませ 
ぬか。 

C 「異議な し J と 呼ふ衮 あり〕 

〇兹長 C 公 將德川 家 達 君〕 御異遜 ない と 認めます、 
第 七 部に 於いて 其の 補闕 選擧を 行 ほれむ ことを 轺み 
ます。 

〇 議長 c 公 辟® 川 家 達 君〕 日程！ s 二 ' ; 請願 娄 a 長 報 
吿蜂須 賀 侯 K。 

〔侯 商 蜂須賀 JE 韶君潢 © に 登る〕 

0 侯爵 蜂須贸 正韶君 請願 委員 愈の 御 報 i1? を 致し ま 

す、 JK 副委 M 長の ; I 出、 分科の 決定は 一月 二十 二日 

に 致しました、 尙ほ 分科は 四 分科の 分ち まして， そ 

れ</ 分科の 擔當 委員を 選擧 いたしました、 分科の 

主査の 選 擧ほ筘 一、 第三、 第 四の 主査 選舉を 一月の 

一一 十二 日に 開きまして •第二 分科の 主査 選擧を 一月 

二 十四日に 開きまして、 決めました、 請願 委員 ir の 

總會 の定 日を 毎週 水曜日と 云 ふこと に 決めました、 

其以來 二 回 開會を 致しました、 分科會 ほ 谷 分科を 通 

じまして 九 回 開會を 致しました、 請願 文 W 表の 報吿 

が 五 回、 請願 委員 會の特 別報 吿之が 一回， 請願書の 

受領 件數五 百 二十 一件、 七 百 八十 四 通、 それの 通 碧 人 

名數が 四 M 千 九 百 七十 八 人で ございます， 是 ょり 審 

査の經 過 及 結果を 御報吿 致します、 請願 文書 表に 揭 

載の 件數が 四百 七十 八 件、 七 百 二十 通の 中ょり 院議 

に 付すべし と _決 いたしました 分が 五十 七 件-八十 

二通， 審査 未了に 13 する 分が 四 西 二十 一件、 六 百 三 

十七 通に なつて 尻り ます、 請願 文書 表に 載つて 居り 

まする 分で …… まだ 請願 文 喪 表に 載せ ませぬ 件が 四 

十三 件， 六十 四 通に なつて 居ります、 是は 二月の 二 

十日 午後 四時の 締切であります 此の 段 御 報告いた し 

ます 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第三、 議院 法 中 改正 

法律案、 政府捉 出、 衆識 院绘 付、 第一 譖會 、本日の 

日程に 揚げて ございます 法律案の 通牒 文の 朗譖總 て 

省略いた したいと 存じます るが、 御 異議 ございませ 

ぬか。 

〔「異 識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御異 _な いと 誠め ます、 

原內 閣總理 大臣。 


〔左の竅案は 0| 讀を羥さるも參照のため茲に 
狨 鈴す 以下 之に 傚 ふ〕 

蒗院法 中改 iH 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 鼓 K 法 第五 
十四條 に 依り 及 送付 候 也 
大 JF. 九 年 二月 十七 日 

衆蕻院 謎 長大 岡 育造 
ft 族院謎 長 公 t3 徳川家 達 殿 
謎院法 中 改正 法律案 
蕺院法 中 左ノ通 改正 ス 

第 十九 條中. 「藏千 圓 」 ヲ r 七 千 3E 百 圓」- 1 、「三 
千 圆」 ヲ 「四千 五 百 圆」 二、 「一一 千圓」 ヲ n 二 千 
圓 j  -1 改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 七月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
t 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 11 題と 相 成りました る _ 
院 法の 改正案は 極めて 簡 K な 改正案であります、 要 
する に 議員の 歳 费 を ^ 加す ると 云 ふこと だけで あり 
ますが、 御 承知の 如く 現在の 議員 歳費は 二十 年 前に 
改正咐 加に 相 成った だけであります 、爾来 段々 經濟 
h; 色々 の 變化も 半： じて 居る ことは 御 承知の 通りで あ 
ります、 議員 ほ 固ょり 歳費は 官吏の 俸給とは 異なり 
まする けれども •是 等經濟 上の 狀態を 斟酌いた しま 
して、 今日 是だ けの 增 加を阏 りたい と 云 ふのに 過ぎ 
ぬのであります、 どぅぞ 御 審査の 上 御 協賛を 與 へら 
れ むこと を - 

〇識長 C 公爵 德川家 達 君〕 別段 御 質疑 もない と 認め 
ますから、 特別委 員の 氏名を 書記官を して 朗讀 いた 

させます。 

〔岡 書記官 朗 is 〕 

_院 法 中 改正 法律案 特別委 員 

公爵 德 川慶久 君  伯爵 兒玉秀 雄 君 

子爵 井上 匡 四 郎君  男爵 mi 賀田 種太郞 君 


男爵 長 松籐樂 君 

鎌 田榮吉 君 

土 田 萬 助 君 


男爵 藤 田 平 太 郎君 

今 井 五介 君 


0_ 長 (公爵 德 JII 家 達 君〕 日程 第 四 •朝鮮に 於け る 

國勢 調査に 關する 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 

第 i is 會 、朝鮮 總督齋 藤 男爵。 

朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 


十四 勝に 依り 及 送付 ^ 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆誔院 銪長 大岡宵 造 
丹 族院鄧 長 公 脬德川 家 達 殿 
朝鮮 M 於 ヶル！ 一勢 調査-一 關 スル 法律案- 
第 I 回阈勢 調査 ハ 朝 鲜 -I 之ヲ 施行 セス 
t 朝鮮 總督 5J 辟 齋賭宵 君演狼 に 好： る〕 

〇 政府 委員 (男 K? 齋藤 H 君〕 國勢 調 ? t ほ 帝® の 金 版 
阖に 之を 施行せ ら るべき ものなる ことは 法 ^ を 以て 
制定せられ て 居る ことで ございます、 朝鮮に 於ても 
•± が 實 施の 計 诳を 立ちまして 先年 繼續费 として 豫算 
の 御協寶 を經 ましたので ございます、 然るに 昨年 三 
月騷 擾勃發 いたしまして、 次いで 制度の 改正 等が ご 
ざぃまして、 目下の 朝鮮の 狀態に 於て 正確なる 國勢 
調査を 實行 する ことが /H 來な い ff 情が ござります、 
甚だ 遺憾ながら 止むを得ず、 第一 回國勢 調查を 見合 
せる こと X 致しまして、 本案を 提出いた しました 次 
第で ござります 何卒 御 審査の 上 御 協賛 あらむ ことを 
希望いた します。 

0 男爵 阪谷 芳郞 君簡單 でございますから …… 本案 
に 付て 御尋 をいた したい ® がご ざいます るが、 國勢 
調査は 多年の 懸案で あつたので ございます るが、 朝 
鮮に 於て は 特殊の 事情に 依つ て 御 延ばしに なりたい 
と 云 ふこと であります るが、 此 特殊の 事情の 成る ベ 
く 速に 消滅して、 斯の 如き 必要なる 法律の 施行に 羞 
支ない やぅな 狀 態に 恢復せ なければ ならぬ ことは 當 
然と 考へ まする が、 政府に 於て ほ 朝鮮 土地に 付て は 
必ず それ < /此 度の 總督 官制の 改正と 共に 御 考のあ 
る こと、 存じます る、 凡そ 此 特殊の 事情の 消滅して 
國勢 調査の 實施の 出来る のは どの位な 期限に それが 
出來る ことで あると 云 ふ 御 見込を 伺つ て 置きたい の 
であります、 尙ほ此 法律を 御實 施に ならぬ としても 
人別の 調査と 云 ふ もの ほ、 國の 政治を 施行す る 上に 
於て ほ 無くて ほなら ぬ ことで あるが， 此國勢 調赉の 
實施 はせられ なくても、 何等か 人別を； g 調べて 政治 
の 參考に 供す る ことの 出来る 程度の ものは 此國勢 調 
査の實 施と 同一で なく つても なさる と 云 ふ 御 考なん 
であり ませぅ か、 人別の 調が 分らな くな つては •政 
治と 云 ふ ものは 基 だ 闲難な ことで あらう と考 へられ 
る 右の 二つ の點に 於て 政府の 御考を 伺つ ^ • 置きた う 
ございます。 

〔政府 委員 男爵 11 藤實君 演壇に 登る〕 


0政.：；  .符拐许冇>闪谷5;游の « 冊に «| 答 
いたします る、 第 | の 御 苺の 期限は 明確なる BI ?? を 
申します ことは 今日 出来 ませぬ であります、 {If なが 
ら璁て の 制度が 完全に 刺 蛘 一 S? に 行は れ 1 '< る や ぅ 
になつて、 入 心が ；? ;: ?¥ きま すれば •  *¥0 ことは ' W' 
用と 人 さへ - f- 分 あれば 十分 出 來る こと、 存じます* 
何時頃と 云 ふ 御 ^ に對 して ほ 明® なる 沉 答は 今 n い 
たし 兼ねます、 第二の® ^ の 朝鮮の 戶 n -l;! „: ;t の 4rl き 
又民辍調迸の如きけ現に川來て&〇まするのでち〇 
ます、 固 勢 調 3¥ と 云 ふ 一定の 形式に te つた ものを 全 
阀 同樣 にやる と 云 ふこと 13; 如 M にしても W 來ぬ と i;- 
ふ Is に、 之を 見合せ る ことにいた したので あります 
誠に 是も妝 憾なる 次第で ございます けれども W 際 已 
むを 得ぬ 爲に 見合す ことに 提案いた しました 次茁で 
ございます。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 第 四の 法案は 御異詆 がな 
けれ ぱ大正 八 年 法 印 第五 號中 改正 法徘案 の 特別® U 
に 付託いた したいと 存じます。 

〔「異_な し」 と 呼ふ蒋 あり〕 
o_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議なければ 日程 ？ B 五 
より 第 十四までは 聯 _ 事件と して 一括して 說明を 傾 
はし、 委員 も 同一 委員に 付託いた したいと 考 へます 
〔「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君) 0 程 第五、 公似 金 特別會 
計 法案、 第 六、 鐵道國 有 法 中 改正 法律案 •第 七、 m 
路 公債 法案， 第 八、 國值 整理 基金 特別 ir 計 法 中 改正 
法律案， 第 九、 家祿賞 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法 ? li 
案、 第 十、 電信 事業 公債 法案、 第 十 一 、 常 話 事業 公 
僙法中 改正 法律案 •第 十二 •朝鮮 事 築 公似 法 中 改正 
法律案 •第 十三、 ® 灣事業 公債 法 中 改正 法® 案、 第 
十四、 樺 太 事業 公債 法 中 改正 法律案、 政 府提 出， 衆 
議院送付，第1_會。 

公債 金 特別 會計 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第 ? 5; 

十四 條に依 り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆識 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公掼德 川 家 達 殿 
公債 金 特別 會計法 

第 一條 谷 種ノ經 費ノ支 辨 11 充ッ ヘキ 公債 金ノ會 
計 ハ 之ヲ 特別 トシ ー般 ノ歳入 歳 m 卜區 分ス ヘシ 

第二 條公價 金ヲ使 用 セム トス ル トキ ハ 之ヲ以 テ 


際 族 眾國帝 回 二十 四 钪 


支 辨スへ キー :费 ノ協 スル 會計ノ 歳入 二 繰 入 ルへ 

シ 

第三 燃 公愤金 M 餘裕 アル トキ ハ 之 ヲ大藏 省預命 
部- 1 預入 ルへ シ 

第 四 條太會 計 ハ 公位 ノ發行 M 依 ル 收人 金、 運用 
利殖 命 及附龆 雜收 人ヲ以 テ 其ノ歳 入 トシ 第二 條 
及第 六 條ノ規 定- 1 ® ル 繰 入金 ヲ以 テ其ノ 歳出 卜 
X 

第 ? T 條公債 金 — シ テ 毎年 度 内 = 使用 セ サル モノ 
ハ遞 次之ヲ 翌年 度 — 繰越 スへシ 
本 會計ノ 毎年 度 歳 川豫算 -1 於 ケル 支出 殘額 ハ遞 
次 之ヲ 翌年 度- 1 繰越 シ使用 スル コト ヲ得 
第六條 公債 金 ハ 之ヲ以 テ 支 辨スへ キ經费 毎-一 區 
分擗理 シ 其ノ綷 费ヲ嬰 セ サル-一至 リタ ル 後剩餘 
アル トキ ハ 之ヲ其 ノ經费 ノ屘シ タル © 計ノ 歳入 

-I 繰 入 ル ヘシ 

第 七條政 府ハ 毎年 本 會計ノ 歳入歳出 ? I 算ヲ 調製 

シ歲 入 1® 出ノ總 ?« 算卜 共- 1 之ヲ帝 _謅 會 M 提出 

スへシ 

第 八條本 法 ハ 大正 五 年 法律 第 四 號 二 依 リ發 行ス 

ル 公 ffi ノ收 入金- 1 關シテ ハ 之ヲ適 W セス 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

事業 公 fls 金 特別 0 計 法 ハ 之ヲ 廢止ス 

木 法 施行 ノ際事 m 公 估 金 特別 貧 計-一 屘スル 公債 金 

ハ 之ヲ 本 ir 計ノ 歳入 二 操 入 ルへ シ 

本汴 施行 ノ際 -I 於 ケル 事業 公僙金 特別 會計ノ 哉 出 

预算 ノ 支出 殘額ハ 之 ヲ本會 計-一 移シ使 用 スル n 卜 

ヲ得 

鐵 道 國有法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り te て 謎院法 第五 

十四 陆に依 〇及涝 讨候也 

大正 九 年 二月 十七 日 

衆錢院 讅 長大 岡 育造 

贵 族院諉 長 公 g 德川家 達 殿 

錄道阈 有 法 中改 JH 法律案 

錄逍 M 有 法 中左ノ 通 改正 ス 

第 十五 條削除 

m 路公依 法案 

右 政府 提 /li 案 本院に 於て 可決せ 〇 因て 誦院法 第五 

十四 勝に 依り 及；^ 候 也 

太 正 九 年 二 月 十七 日 


公債 金 特別 會計 法案 外 九 件 第 一諳酋 


衆 il 院親 長大 岡 育造 
貴族院 詡 長公靱 徳川家 達 殿 
道 路公值 法 

第 一條 國道改 良 費 支辨又 ハ國 道， 府縣道 若 ハ 市 
ノ重耍 街路 ノ改 良费補 助-! 關ス ル綷費 支 辨ノ爲 
政府 ハ ニ <1 八 千 二 ? I 八十 萬圓ヲ 限リ 公 fis ヲ發行 
シ又ハ 之 レカ 繰 替茭 辨ノ爲 借入金 ヲ爲ス コト ヲ 
0 

第二 條前條 ノ 規定 — 依 ル 公債 ノ發 行價 格差 減額 
ヲ補塡 スル S 必要 アル％ 合 — 於 テ ハ 前條ノ 制限 
以外 — 公 ft'i ヲ發行 シ又ハ 借人 金ヲ爲 K コ トヲ得 
附則 

本 法 ハ大 IE 九 年 四月 一 H ヨリ 之ヲ 施行 ス 


阈依 整理 基金 特別 ir 計 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 绘付候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
ft 族 院_ 長公附 德川家 達 殿 
國愤 整理 基金 特別 愈 計 法 中 改正 法律案 
國偾 整理 基金 特別會 計 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 ;/ 1: 條 政府 ハ爾 ffl ノ 整理 又 ハ 償還 ノ爲 必要 ナル 
額ヲ限度トシ起偾スルコトヲ捍 
附則 

大正 五 年 法律 第三 卜四號 ハ 之ヲ 廢止ス 
本 法 施行 前國債 整理 基金 特別 會計 法- 一 依 リ發行 シ 
タル 國债ノ 元金 ノ消滅 時効-一 付 テ ハ 仍從前 ノ例二 
依 リ 
參照 

大正 ? T 年 法律 第三 十四 號 
政府 ハ 外國 债ヲ 整理 償還 スル 爲 必要 アル トキ ハ國 

愤 整理 基金 特別 會計法 第五 條ノ 規定 M 依 ラス； 2 國 

依 ヲ發行 スル コ トヲ得 

附則 

本 法 ハ 公 1* ノ日 ヨリ之 ヲ 施行ス 

家祿赏 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四條 に 依り 及绘付 候 也 

大 JH 九 年！ 一月 十七 日 

衆議院 蕺 長大 岡 育造 

a 族 院議 長公胳 德川家 達 殿 

家祿赏 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 


家錄赏 典 祿處分 法 中 左ノ通 改正ス 
第五 條第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

前項 ノ公值 ハ 發行ノ 年 ヨリ 五 年 据置キ 其ノ 翌年 
ヨリ 五十 年內二 之ヲ 償還 ス 
第六條 第二 項 ヲ削ル 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本 法 施行 前祿高 整理 ノ爲 發行シ タル 公債 ノ 元金 ノ 
消滅 時効 — 付 テ ハ仍 從前ノ 例 — 依 ル 
電信 事業 公® 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 謅院法 第五 
十四 條に 依り 及绘付 候 也 
犬 JH 九 年 二 月 十七 H 

衆議院 箴長大 岡 育造 
貴族院 蕺長 公爵 德川家 達 殿 
電信 事業 公債 法 

第 一條 電信 擗張及 改良 費 支辨 ノ爲 政府 ハ 七 千 三 
百 八十 萬圓 ヲ限リ 公 fi'£ ヲ 發行シ 又 ハ 之 力 繰替茭 
辨ノ爲 借人 命 ヲ爲ス コト ヲ得. 

第二 條前瞄 ノ規定 -1 依 ル 公值ノ 發行價 格差 減額 
ヲ補塡 スル 爲必耍 アル 場合 一一 於 テ ハ 前條ノ 制限 
以外-一公 債ヲ 發行シ 又 ハ 借入金 ヲ爲 スル n トヲ 
導 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行ス 
電話 事業 公愤法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に氓 〇 及浍付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長 公爵 德川家 達 殿 
電話 事 槊公債 法屮改 正 法律案 
電話 事業 公債 法 中 左ノ通 改正 ス 
第 一條 中 「一億 11 百 五十 萬圓」 ヲ 「三億二 千 八 百 
萬圓」 M 改ム 

第二 條中 「本 法 二 依 ル 公愤又 ハ 借入金 借換 ノ爲必 

要 忑ル トキ 亦同シ I ヲ削ル _ 

朝鮮 事業 公 倩 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四條 に 依り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議院 鼹 長大 岡 育造 


貴族院 議長 公 K 德川家 速 殿 
朝鮮 事業 公债法 中 改正 法律案 
朝鮮 事業 公債 法 中 左ノ通 改正 ス 
「第一 項」 ヲ 「前項.」- 1 、「一億 七 千 八 百萬圓 J ヲ 
「一： 億 九 百 l-fc 十 萬 圓」- 1 改メ 第二 項 ヲ削ル 
毫薇 事業 公債 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及绘付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議院 謎 長大 岡 育造 
貴族院 _ 長 公 P 德川家 達 殿 
臺 11 事業 公債 法 中 改正 法律案 
臺灣事 業 公債 法 中 左 ノ通改 正ス 
第 一條 中 「事業 費 支 辨 ノ爲」 ヲ r i!T 業 费又ハ 事業 
a 補助- 1 耍ス ル經 費 茭辨 ノ爲」 -1、 「九 千 二 百 五 
十萬圓」ヲ「一億六百三十萬圓|-|改ム 
陣太 事業 公債 法 中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及绘付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆 _院 翳 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公® 德川家 達 殿 
樺 太事槳 公 偵 法 中 改正 法改正 法律案 
樺 太 事業 公債 法 屮左ノ 通 改正 ス 
第 一條 中 「五 百 五十 萬 圓」 ヲ 「千 二百 五十 萬圓」 

-I 改ム 

第二 條中 「本 法- 一 依 ル公值 又 ハ 借入金 借換 ノ爲必 
要 アル トキ 亦 同 シ」 ヲ削ル 

〔國務 大臣 男爵 高睽 i': 淸君演 壇に 登る〕 

〇國務 大臣 /-' 男爵 高 橋 是淸封 〕 日程 第五ょり 第 十四 
に 至ります る 十 件の 案に 付きまして 簡 單 に 提出の 理 
由を 說明 いたします ►尤も 便宜の 爲に此 陬 序に te ら 
ず 御說 明を 致します、 日程 第 十一に なつて 居ります 
る 電話 事業 公債 法 中 改正 法 鉗 案、 是は此 度 電話 交換 
擷 張費旣 定額に 對 しまして、 大正 九 年度 以降 八简年 
度 間の 豭 續費增 額 二 億 二 千 五 百 五十 萬圓 を追邡 いた 
しまして 其 全部を 公 ffi 財源に 依る ことに 計 ® を 致し 
ましたから、 現行の 起債 法定 額 一億 二 百 五十 萬圓を 
三 億 二 千 八 百 萬 圓に咐 加 改正せ むと する もので あり 
ます、 其 他は 此序 を以 ちまして 法規の 整理を なさん 
とする に過ぎない 事柄で ございます、 日程 第 十二に 
ございま ■す、 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案で ござい 


一 五六 九 


暌族 齊漭國 帝冋 二十？ q 莩 


公 |« 金 特別 If? 計 法案 外 九件茁 lu 
ます、 是 li 過 K 提出いた しました る 朝 群 總咨府 特別 
台 計の 豫览に 佐り ますれば， 鐵道の fs 設及 改良 ! a , 
それから S 田 築造 gr!x% 新兗费 共 他の ? jf 菜 ?, i l - 於 
きまして， 大 JH 九 年度ょ 〇 十 :/. : 年 b: までの 間に. 公.. : ■■ 
を 以て 支辨 すべ. ? ものの 恝額三 千 百 六十 六 萬 間を％ 
加いた しました •故に 之を 現行の 起 tfi 法定 額 一 t'a 七 
千 八 £5 萬 _ に 追加いた しまして、 其 法定 額を M (a 九 
百 七十说 gL! 改 F •せんとす る もので ございます ，其 
他 i 3: 矢張り 法規の 整理に 止 どまる もので ございます 
日程 第 十三の 5 fC 事 窮公愤 法 中 改正 法律案， 是は從 
來政府 に 於て 經營 いたして 居りました る官 佃溪埤 圳 
丁： 事を 水利 組合の 2lf 第に 移しまして 其 純 3S の 一部 千 

二百 斑 M を 六苘 年度 間に 補助す る ことの 計 迸を いた 

しました >  其 補 肋 S は 從來 公值 財源に 依つ て 突 辨い 

たして 居ります る 水利 事業 费の | 部に 代は るべき も 

ので •こざいます から、 同じく 公債を 以て 支 辨する こ 

とに 致 じたいと 考へ るので あります、 之が 改正を 要 

する 一點で ございます、 又 基 隆築 港费 ，鐵道 建設 S 

等の 公 ft{ を 以て 支辨 すべき もの 千 三百 七十 餘萬圓 を 

咐加 する ことに 致しました から 現行の 起債 法定 額 九 

千 三 1T 五 -1- 萬 W を 一億 六 百 三十 萬 圆に 改正す る こと 

が改 JH の 第二 點で ございます、 日程 第 十四に ござい 

まする 塒太 事業 公債 法 中 改正 法律案、 是は 新規の 計 

?;: に® します る大泊 港の 新築に 搦 する繼 r; 費 總額四 

百 九十 萬 圓 ，鐵疸 建設 费の 追加 額 二百 十萬圓 、合せ 

て 七 百 萬圓を 公 偵 財源に 依る ことに 致したい と 思 ひ 

ますので、 現行の 起 傲 法定 額 五 百 五十 萬 圓を千 二百 

五十 萬阊 に % 加せ / U とする もので ございます、 日程 

第 十に なつて 居ります る 電信 事業 公債 法案、 是は現 

在の 電信の 設 翻 は 時勢の 進步に 伴ぅて 居り ませぬ、 

薺し く 不便を 感じて 居る ので ございます、 故に 大正 

九 尔 度ょり 大正 十五 年度まで 七 筒 年度 間の 繼續總 額 

七 千； 一一 百 八十 萬圓を 支 S いたしまして 電信 線路の 增 

築 又は 改 gr 局所の 創設、 機械の 引換、 改良 等斯く 

の 如き 必要なる 施設を 遂行いた したいと 思 ふので ご 

ざいます、 是が 財源は 公似に 依る ことが 適當で ござ 

いますから、 其 iffi 債 法を 制定 せんとす るので ござい 

ます、 日 辟 ■第 七 •道路 公債 法案、 是は 我國の 道路 ほ 

甚だ 不十分で ございます から、 政府 ほ 大正 九 年度よ 

り 三十 八 年度まで 三十® 年度 間に 總額二 億 八 千 二百 

八十 萬阒の 支出いた しまして 、或は 軍用 國道の 改良 

をな し 或 ほ府縣 以下の 公共 圑體 に對 して 補助を 與へ 


て，阀 3 苻茲范若くほ市の茁耍街路等の改良をなさ 
しむる の 計 K を 立てました， 此財源 は 之を 公位に 求 
むる Jlf と 致しまして、 之が 班 {ii 法を 制定せ むと する 
次第で ございます、 日程 第五の 公位 金 特別 f2?- 計 法案 
ほ 是 ほ 高等 敎育辟 關 の％ 設乂ほ 摘 張に關 します る 公 
依 法， 帝阀鍅 道 ff 計 法 及此度 提案いた しました る 道 
路公依 法 等に 依つ て發 行いた します る 公 {.S の收 入金 
を、 從 來の琪 業 公 fis 金と 共に 統一 整理いた します る 
ことが fli SE: でございます るので、 事業 公債 金 特別 tr 
計を 廢止 いたしまして， 新に 公值金 特別 會計を 設置 
せむ とする もの 1? ございます、 日程 第 八の 國債 整理 
基金 特別 會計法 中 改正 法律案、 是ほ 國價 の借替 に關 
する 規定が 餘 りに 窮屈でありまして 之を 實 際に 適用 
する ことが 出 來ませ ぬから 是 等の 制限を 除きます る 
こと、、 其 借替 の爲 に發 行す る 公債は 整理 公債 條例 
を 適用す る こと、 なつて 居ります、 爲 に國 債の 統一 
を 妨げる ことになります から、 lit 整理 公債 條 例の 適 
用を i! しまして 一般國 債に 關 する 通則に 依る ことに 
致したい と 存じます、 此二點 に 付て 改正を 加へ まし 
た、 E 程 第 九の 家祿賞 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法津 
案、 是も國 債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案と 同 
く 整理 公憤 條 例の 適用を 廢止 せん' とする もので あり 
ます， 日程 第 六、 鐵道國 有 法 中 改正 法律案、 是は鐵 
道 買收公 償 又は 鐵道買 收の際 提供いた しました る 債 
務の借 替に當 りまして， 現行法に 於て は 此借 替の爲 
に發 行す る 公債に 對し 整理 公債 條 例を 適用す る 事に 
相 成つ て 居ります る爲 に、 前段に も 申 述べました る 
通り、 公債の 統一を 妨げる 憂が あります ので、 之を 

改め 通則た る國債 整理 基金 特別 會計法 に 依る ことに 

致したい と 思 ふので あります •以上が 公債に 關 する 

改正案 提出の 理由であります、 要するに 電話 事業 公 

債 法 中 改正 法律案 外 五 件は 主として 交通 •通信の 便 

を增 進いた しまして、 產 業の 發 達* 國 運の 進展に 資 

せむ とする 趣旨に 出で たる もので ございます、 其 他 

の 改正案は 公債 收 入金 取扱を 統一し、 又は 國債の 種 

類を 統一いた しまして B 買 其 他 取引 上に 於け る 不便 

を 除きたい と 思 ふので あります、 御沲議 の 上 御 協賛 

を與 へられむ ことを 希望いた します。 

〇 阪本釤 之 助 君 唯今の 大藏 大臣の 御說明 中に 聞 漏 

した ことがあります が、 第 七の 日程の 道路 公債 法案 

其點 に付きまして ，あまり 詳細に 御說 明が なかつ た 

やうに 聽取 りました から、 是は 少し 伺つ て 見たい と 


思 ふので ございます •此 菹 路公； 3 法が BP 行され まし 
て， 二位 八 千 二百 八十 萬 101 を 限つ て、 公 W を發行 さ 
れ ると 云 ふこと になり ますと， 此 金；！ i 數年 に n つて 
使用され る もので あら うと 存じます が， 其 使 W 方に 
付きまして は， 現に 3i ;i': 市内で ございます が、 此 道 
路は世 界無 比と も 申すべき 惡道路 、即ち 此惡 逍 路の 
改良に 付きまして 此金ほ どの位 址はれ る秈 りで ある 
か、 又 都市 計畫及 六 大都市 市區 改正 事業と 云 ふ もの 
に 向つ て 如何に 使用 せらる るので あるか、 此全！ 一の 
國道 、縣 道の 改修と 云 ふ 4 のに 向っ て 如何に 分配せ 
ら るるので あるか， 此三點 に 付て 御 答 辯を 詰 ひたい 
と 存じます、 又 本年の 通常释 算を 見ます ると、 內務 
省 所管の 臨時 部に 於き まして 第一 款第五 项， is 路改 
良 補助 費と 云 ふ ものが あります、 阼年は 五十 萬 阆で 
ありました が >  當 年 (5: 二百 五十 萬圓 になつ て豫算 さ 
れて 居ります、 內務 省の 陏 時 部に 即ち 二百 五十 萬 111 
計上され て 居つ て、 即ち 名稱ほ 矢張り 道路 改修 補 肋 
費であります が、 一面 道路 補助に 當て られ るので あ 
ります が、 是は 丸で 別の ことでありまして •公債で 
施行す る ことと， 內務 省が 毎年 要求 せらる る 所の 臨 
時 部の 豫算 とは、 別物と 心得て 宜しう ございます か 
果して 然らぱ 前年は 矢張り 此內務 省の 通常 的に 要求 
された 金は 昨年は 五十 萬圓で 當年ほ 二 百 五十 萬 Ml で 
あれば、 或は 来年は 三百 萬圓 五 百 萬圓と 云 ふ …； 財 
政が 許す と 致します れぱ 、公債 以外に 御 要求になる 
と 云 ふ 積り であります か、 此關係 及び 區 別と 云 ふこ 
とに 付て 伺つ て 見たい と 思 ふので あります、 以上 (i 
即ち 內務 省の 御 方針に 關する ことと 存じます るから 
內務 大臣より 御 答を 請 ひたいと 存じます 、もう 一つ 
是は 日程 第 十四の 樺 太 事業 公 愤 法の ことであります 
が、 唯今 大藏 大臣の 說明に 依ります と， 築港 鐵道等 
に 要する 金額が 不足を f'r げれ ば增 額を すると 云 ふや 
うな 意味に 拜聽 いたしました が、 私共 此樺 太の こと 
に付きまして は、 甚だ 知識が 乏しい のでありまして 
築港 鐵道は 如何なる 現况で 築港せられ つ、 あるか、 
此 場合で ございます るから、 あまり 詳細の ことに ほ 
及び ませぬ が、 樺 太の 築港 鐵道 はどう 云 ふ 現況に あ 
り どう 云 ふ 方針で ある' かを …… 金が 是だけ 要って 是 
だけ 足りぬ と 云 ふこと を大體 承つ て 見たい と 思 ふの 
であります、 それに 關聯 しまして、 近く 此露 西亞の 
國 との 關係で 、國 境に 向つ て 何 か 多少 騷擬 いたした 
ことがありまして、 樺 太廳に 於て は 御 心配に なつた 


やうに 薄 ！ Ja いたした ことがあ ります が、* は tn H fc 
る 出 來亊で ございます か、 ど 5 云 ふ |« で ど ふ H 
に納 りが 付いた かと 云 ふこと を， 御 差茭 がなければ 
併せて 御 答 辯を M ひたいと 思 ひます。 

f  w 務大 Is f K 次 竹 ~ 郎君 演枥に 登る〕 

〇國秭 大臣 0 ^次竹二郎君)御答いたします、唯今 
の 御 打 問の 屮で ，此九 年度の ?® » にあります る 二百 
J/I: 十 ; -K 圆 •即ち 此公 ffl 屮 ょり 支 辨をせ ら る、 ^ で ご 
ざいます、 それから 大 fis の計进 を 中し 上げ ますれば 
逍路法の施行以來道路- 5:/ 药を設定せられまして、其 
愈 議に附 して m 來 まし， た 案を 採 fij いたして、 玆に此 
法律案 提出の® びに なつた 次第 -e あります ，梅め て 
大袈を 印 上げます れば 、此計 您 で 大 IE 九 年度 以鉍三 
十 年間に 阀 费 、公 fi'i に fe つて 一一 fu 八 千 二： e 八十 , ffi llil 
を 提出せられ まして、 それ' か 爲に國 道 約 二 - r n! 、 ili 
事國两約七十里特種の事由ある府縣道約四竹圯及六 
大都市の 街路の 改良を 完成す る、 斯う 云 ふ 計 进 で ご 
ざいます、 其中阈 道 改良贽 の 補助に 充てる ものが 一 
億六千七百五十萬曜，エ费の總額三億一千萬糾であ 
〇 ます-それから R<; 道の 軍 ij-i の n 的を 以て 致し まし 
たる 國 道改良费が六百八十萬圓、其延長七十二里で 
あります、 それから 特殊の 事由に 依つ て、 其 新設 改 
築を 國家の 見地ょり 必要な りと 致しまして 補助す る 
も. のが 四百 萬圓、 H 费約 四千 二百 萬 それに 對し 
て 千 七 百 蓖圓を 補助す る 積り で. あります、 それから 
六大 都 m の 街路の 改良 費の 補助に 充てる ものが 九厂 
萬 圓 ，斑 京 市で 約 九 千 1; 圓 •大阪 が一 億 (''-| ?| 茁 lli! > 
京都市、 傾 濱市約 一億 二 千 萬 圆 ，神戶 名 古險谷 々約 
一千 百 八 萬圓 、大要は 右の通りで ございまして、 玆 
に 道路 法の 施行 及 道路 改良 計进ほ 印刷に 付して ござ 
いますから •委細 ほそれを 差 上げて 御 ® を 願 ひ 度う 
ございます。 

〔矢 口 長 右 fj 門 君 發言の 許可を 求む〕 

〇靝長 (公爵 德川 家！！ 君〕 唯今 阪本君 の 御 質問に 關 
して 政府 委員の 答 辯が あらう と 存じます から、 其 後 
で 願 ひたう ございます。 

〔政府 委 a 永 井 金 次 郞君演 壇に 货 る〕 

0 政府 委員 c 永 井 金 次 郎君) 唯今の 御 質問に 御 答い 
たします •陴 太の 鐵適 に關 しましての 御 群で ござい 
ますが、 樺 太の 鐵 道 は 未だ 極めて 不完全で ございま 
すが 今日の 狀况で 申します と >  旣設の 東海 焯の方 に 一 

出 來て 居ります 線路が 1» ございまして 邦 «f! 數が： :-/!'. 


皖族 ft 铃議國 帝 回 亡 十四 钫 


十七哩 ございます、 西 海焊の 方に旣 に / 11 來 ましたの 
が 五十 七 W ございます、 それから 唯今 此 西海择 と柬 
海焊 と ii 絡を いたします 鐵 道と 致しまして 横斷鐵 道 
を 設けたい と考へ て 居ります、 lit W 斷鐵 道は .? n 十五 
哩に なつて 居ります、 此 S 用 (3: 旣設 の® 用に 咐額す 
ることが二百十萬_、唯今大藏大臣の御說明になり 
ました 费額を 要する のであります、 此咄 斷鐵逍 に 付 
きまして は‘ 唯今 非常に 不便を 感じて 居りまして、 
東海岸と 西海岸と 連絡す る 線路が 無い のであります 
是は越 だ 樺 太の 拓殖 上に 於て W 難でありまして ，此 
喵 斷鐵 道を 是非 設けたい と考へ まして •五十 五 |>!& の 
费 用を 見秸〇 ました 次第で ございます >  尙ほ 此描斷 
鐵道 に付きまして ほ 何れ 詳細に 申 上げる 機會も あら 
ぅと 存じます が、 唯今の 所は 陆斷鐵 道 は 極めて 必要 
なる ものであると 云 ふこと を 申 上げて 匿き ます、 次 

に 港符問 題で ございます が、 港 is のこと に付き まし 
て も、 何れ 詳細なる ことを 申 上げる 機會も あらぅ と 
存じます •か、 大體を 申します と樺 太の 港 ^ は 至つて 

天恵の 港が 少い のであります、 而して 搾 太の 港灣に 

付きまして (3: 歷 代の 當局も 甚だ 苦心を 致して 居り ま 

すが、 未だ 適當な る 港 罔は ございませぬ、 併し 今回 

提案いた しました る 大泊港 の改 fi T: 事を 施したい と 

考へ たのであります、 S は lit 本 斗と 云 ふ 所に 港を 設 

けまして ございます •か、 まだ 本 斗の 港 ^ も 全部 落成 

は 致して 居り ませぬ、 併しながら 現在の 狀况 から 考 

へます と ■大 泊の 狀况は 非常に 必耍な る狀况 に 迫つ 

て 思る のでありまして、 殆ど 褅 太の 玄關 口にな つて 

居ります、 玆に 相 當の改 良を 加へ ますれば 船舶の 出 

入 も 甚だ 便利になる のであります、 玆に 於き まして 

今间大 泊の 改良 T: 事 即ち 柊 橋 H 事を 設けて、 大汨の 

改良を 致したい 計畫を 致した のであります、 尤も此 

改良 H sff の 中に if 技 橋と 埋 立と 兩方 iM 入つて 居り ま 

して、 それを 合せて 四； 〇九十萬岡の费用を見嵇〇ま 

して， 大泊 港の 改良 X 事を 致したい と考 へます、 此 

改良 工事が 出 來ます れぱ 、船舶は 冬季と 雖も相 當に 

111 入の 自由を 得まして、 n 又 上陸の 際には 何等の 苦 

痛な くして、 荷役 •か 出來 るので ありまして 非常に 便 

利に なりまして、 搾 太の 開發に 付て は 非常に 便利で 

あ 〇 ます、 それ故に 大泊築 港の 公 fK を 起しまして 若 

くは 借入金に 依り ま L て •此 補助を 致して 修築を 致 

したいと 考へ るので あります、 尙ほ 詳細の 事は 何れ 

阀 會を 見て 申 上げたい と 思 ひます、 大體鐵 逛 と 港® 


に付きまして は 右 様な 次第で あ 〇 ます、 それから 次 
の 御 尋ねの 搾 太に 於き まして (3: 騷擾 問題であります 
此 北陴 太に 付きまして は 私より 申 上げる 筋合で ない 
のであります から 申 上げ ませぬ が、 唯 北 » 太の 方に 
も 同胞が 行つて 居ります が •何 か 暴徒な どの 起り ま 
した， 様子で ございまして 私の 方の 領分の 南 搾 太の 
方に 退却を 致して 來た のでありまして、 退却を 致し 
たに 付て は 何 か 救援を して 貰 ひたい、 窪 中の ことで 
あるから a 食な 〇 或は 其 他の物を 救援を して 貰 ひた 
いと 云 ふ ® 賴が ありました ので， _ 太 蟪 としては そ 
れ<準 備 して 救援に 赴きました のであります、 何 
分 冬季の 事であります ので、 非常に 交通は 不便で あ 
ります るし •陸路け 殆ど 鐵道が ございませぬ、 道路 
も ございませぬ し、 又從つ て 陸上の 交通は ございま 
せんし、 海岸の 方に 行きます と 海は 旣に 凍つ て 居り 
まして、 軍艦と 雖も 自由に 交通が 出来ない 狀况 であ 
りまして， 非常に ii 絡が 不便で ございます、 蹿太廳 
の 方で 相 當 if 備を 致して 退却を 致して 來 ました 者に 
對 しまして は •唯今の 所 相 當の矜 援が 出来た 譯であ 
ります、 其 後は 總 て平穩 になつ て 居ります •即ち 退 
却した 者に 對して ほ 南_ 太と 連絡が 付きまして， 遺 
憾なく 救援の 目的を 達した ので ございます、 其 以上 
の 事は 是は玆 で 申 上げ 兼ねます。 

r 阪木釤 之 助君發 言の 許可を 求む〕 

〇 議長 r~ 公 舫德川 家 達 君〕 矢 口 君に 御 約束を 致して 
置きました。 

0 矢 n 長 右 姻門君 本員 も 日程 第 七道 路公愦 法案に 
付きまして* 當局 大臣に 質問を 致したい 事が ありま 
す、 先刻 阪本 君からの 質問に 依りまして 大體は 了解 
を 得ました が、 未だ 了解し ない 點だ けを 御尋を 致し 
たぅ ございます、 それ (i 道路 公 frt 法案の 其 償還の 目 

的 如何と 云 ふこと でございます、 鐵 道の 事業 公！ £ 等 

になり まして ほ、 相當の 利子を 生んで 自然に それを 

{•tt 還す るの 目的が 立つ て 居ります が、 道路 法に 法る 

公 fH と 云 ふ ものは 何等の 收益を 見ない、 間接には 國 

家の 利益になる ので あるけれ ども 他の 事業 公偾と 性 

質' か 異 つて 居ります、 であるから 是は 如何にして 之 

を 償還す る や •どぅ 云 ふ 的が 立つ て 居る ので ござ 

います か、 何年 度と 何年 度に 斯う 云 ふ 風に 償還を す 

る、 斯う 云 ふやうな 街考 がご ざいます か、 或は 唯必 

要なる 爲に繰 入、 融通 的の 公債を 發行 した， 斯う 云 

ふ si 思で ございます か、 償還の H 的と 云 ふこと に 付 


きまして 御尋を 致した うご ざいます、 大藏 大臣が 御 
見えに なり ませぬ やうで ございます から 內為 大臣で 
差 支 ありませ ぬ、 御 答を 願 ひます。 

r 政府 委員 神 野 勝 之 助演 壇に 登る〕 

0 政府 委員 (神 野 勝 之 助 K) 道路 公 倩の 償還 方は 別 
に 特別 fr 計を 設けて 經營し 或は 補助す ると 云 ふので 
ありませ ぬから、 道路 公 偵 も 他の 公 ffi と 一 fel に 一括 
して 償還の 計畫を 立てる 積り でございます。 

0 阪本釤 之 助 君內務 大臣の 御說 明を 承りまして 分 
りまして ございます が、 さう 致します ると 本年度に 
提出され て 居る 二百 3T. 十蓖 _ は 即ち 此 公債の 一部で 
あると 了解いた しました が •如何にも 苋京 市内の iw 
路の惡 しき ことは 何人も 常に 憂 ひて 居る 所で ありま 
すが、 (1 か 二百 五十 萬圓の 金が 九 年度に 支出され る 
と 云 ふこと で、 二 億の 公債 三 億に 近い 公 (ft を 募集 さ 
るべき 法案が U1 て. 居りまして •其の 一部と して 僅に 
初發に二百五十萬圓とほ«だ心細いと思ひますが、 
此二百 五十 萬阎は 全部 東京 市に 補助され るので あり 
ます か、 若し 他に も 補助され ると 云 ふこと であり ま 
したなら ぽ-東 京 市の 道路の 改良と 云 ふやうな こと 
は、 殆ど 何時 目的を 達せられる か 見込が 立たぬ やう 
に 感じます のであります、 二 百 五十 萬圓は 全部 東京 
市に 充てられる ので あるか、 充てられる としても 實 
に 心細い 感が あります が、 其邊は 道路 行政を 監督す 
る內務 大臣は 如何に 御考 になつ て 居る であり ませう 
か， 此摁會 に 於ても う 一 應伺ひ たいと 存じます。 

f 國務 大臣 床 次 竹 二 郎君 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 唯今の 御尋 は獨り 東京 
市の みでは ござり ませぬ， それ故に Bi 京 市に 割 當て 
ますのは 極めて 僅少な 額になります、 それ 等の 詳し 
いことは 差 上げる S 類に 總て 載つ て 居ります が、 如 
何にも 唯今の 御 話の 如く 極めて 僅少で ございます、 
是は國 _ の 方の 今年の 都合 もあります が 併し 又 一方 
に 於て は 市の 事業で •こざいます から、 市の 事業の 進 
展に 連れて 自 から 國 費の 支出 方 も考へ なければ なら 
ぬと 思 ひます、 兎も角 今年 (3; 初年でありまして、 市 
の 計畫 もま だ 十分に 立つて 居り ませぬ， 何れ 進む に 
從 つて、 尙ほ 都合ょ く 取 計は なければ ならぬ ことに 
ならう と 思 ひます。 

〇 阪本釤 之 助 君 二 百 五十 萬圓は 全部 東京 市の 用に 
供せられ る ものと 存じて 居りました 所が、 唯今の 御 
答に 依ります と 僅か 一部が 交付され る 趣で あり •* す 


此經濟 論は® く 別と 致しまして、 斯の 如く E 額なる 
公- S を躱 集して 全國 道路の 改良を ! fil らうと 云 ふ御考 
は 至 ® 結構と 存じます、 本案と 間接の 關係が あるか 
は 存じ ませぬ が、 東京 市の . is 路は 一體 どうな される 
のであります か* 市の 事業で あると 仰つ しやい まし 
たが 成る ほど 市が 爲す 可き 什 事では あります が、 TIJ 
を 監督す るのは 内務大臣、 其 下に ある m 京 府知事で 
あります、 是は 東京 m の 面目 ばかりで ない、 日本 金 
體に對 する 面目に も關 する ことで あるので あります 
先年柬 京 市の 道路は 一時 非常に 惡 いと 云ふ說 が あり 
まして 其 時分に、 最早 二十 年 も 前の ことであります 
が、 兎に角 一時 大變改 良を 加へ て 今日に 至つ たので 
あります が、 近年 .H 動 jii が 盛んに 通行を する 爲と思 
ひます が、 以前に も 倍す る惡 逍路 になつて 參つ たの 
であります、 是は 如何にして 恢復す るので あるかと 
云 ふこと (X 餘ほど 政府と して 御 心配の あるべき こと 
であらう と 存じます、 是ほ 如何に 御 考にな つて 思る 
ので ありませ うか、 l'ff= 東京 市が 計 ® をし なければ 仕 
方がない と斯樣 に 御覽 になつ て 居る ので ごさいます 
か、 或は 斯 《 の 方法で 鞭撻し、 斯く < の 方法 
に 依つて 實行せ しむる ので あると 云 ふ 御成 案が ある 
のであります か、 此點を 一應 承つて S きたいと 考へ 
ます。 

〔國務 大臣 床 次 竹 二， S 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 床 次 竹 二郎 君〕 御 答いた します、 斑 京 
市の ：' a 路に 付ての 御 感じは 全く 同感で ございます， 
併ながら 其 執行 者は 兎も角 市の 當 fe-j 者で ございます 
から、 之に 注意を 致しまして やる より 外は なから う 
と考 へます， 前日 も 申 上げました 如く 目下 三千 萬圓 
何年で ありました か 今 忘れました が、 支 m の計哿 は 
熟して 居ります が， 旣に 都市 計畫. 姿 員會が 出来て， 
それに 依つ て 促して 參 りましたなら ば •漸次 改良が 
出来る だら うと 考 へます、 又 一方に 於て は 市の 事槳 
に 付て 財源の 工夫 も 致さなければ なるまい かと 思 ひ 
本す， 例へ ば 道路 間口 税が あります とか、 其 外 道路 
の财 源に 適當な りと 思 ふやうな ことは 工夫す るに 從 
つて 市に 徵收の 道を 開かなければ なるまい と考へ て 
居る 所です。 

〇 男爵 阪芥 芳郞君 大藏 大臣が 居られぬ やうで あり 
ますが 總理 大臣で も 宜しう ございます、 御 導いた し 
ます、 我國の 財政 計畫の 上に 於て は、 常に 公憤の 募 
集と 云 ふことは 餘ほ ど愼 重なる 考を 以てせられた と 
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云 ふこと ほ 勝 代の 政府に 於て 明かで ある， 公 M の 計 
盡が餘 りに 多い 時分には 初め 計畫 する 時に if 唯少々 
ばかりの 頭が 出て 居る ので あろから 財政に 闲雖と 云 
ふ 事 も 或はない かも 知れ ませぬ が， 段々 52 り ef つて 
非常に 闲 つて 來ろと 云 ふやうな 譯であ ります、 從つ 
て公位の計聚と云ふ事ほ非常に愤茁にせられる歷史 
を 右つ て 屏 る" 之が 日本の 财 政の 信用の 一つと なつ 
て 居る のであります， 又 一而に 於て <i 明治 十一 年以 
來滅似 計® と 云 ふ ものを 立て -# て 今日まで 滅 {]■£ の 計 
进 を 何時でも 變更 した こと if ない ので ある* 然るに 
今日の日程を見ますと公似法案の展钱會見たやうな 
有 <1 が 致します、 帝 國議會 あつて 以来 斯の 如き 日程 
を 見る と： K ふことは 初めてであります， 如何にも 公 

依 に緣の 深い 所の 大跋 大臣で いらつ しやる やうに 考 

へます、 又 如何にも 放 0 なる 御 計 迸で あると 考 へら 

れ ます、 併し 是 {T. 谷々 見る 所が あるので 其 事を 伺 ふ 

ので ほ ありませ ぬが、 此 f»r 期 中に 於て 今日の 日程 以 

外には 更にもう 公 俗 計 敷の 御 提案 (3; 無い ので ありま 

する か、 まだ 後から ^ 々 御 til しになる ので あるか. 

それだけは 法案の 審资と 極めて 必要な 點で あります 

から 總理 大臣で 宜しう ございます* 御 答を 願つ て 置 

きます。 

t 國務 大臣 原 敬 君演® に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 公 依の ことに 付て 御尋で あり 

ますが •根本の 問題は® く 措きまして 又 根本の 問題 

は 阪符 君と 我々 岡より 御 同感の ことであります、 成 

るべ く 公 依は 多く 發行 しない 方が 宜しい ので ありま 

す、 唯 如何せん、 I1J 業の 計 « ほ 租税に のみ 侯つ こと 

が 出來 ない のであります るから、 又 租税に 俟た ずし 

て やる 方が 原則 上 尤もな りと 云 ふ 理由が あり、 從つ 

て 公似の 支 辨に俟 たなければ ならぬ ものが 多々 ある 

ので ございます、 此點に 於て は强ひ て 御 導の 要 S に 

も 非ず、 又 大體の 御 趣意に 於ても 何人も 異論の 無い 

ことであります- 此 以外に 公 偵 法案で も 出す ことが 

なから うかと 云 ふ御尋 であります るが、 大藏 大臣が 

居り ませぬ から 明瞭に ほ 分り ませぬ が、 唯今の 所で 

此以 外には 今期 議會に 公債 案を 提出す る ものは 無い 

S3 りであります、 左樣御 承知を 願 ひます。 

〇 鈴木摁 兵衞君 内務大臣に 質問いた します が、 唯 

今阪本 君の 御 質問に 對して 大都市の 道路の 改良に 付 

ては 約！ 千 萬圓の 補助を すると 云 ふこと を 伺つ たの 

であります るが、 政府に 於て 總て御 調査に なつて 居 


る 時に 定めし 昨年の 拘 {« を 以て 定められた ものと 恩 
ひます が* 今日の 狀態は 日に <變 るので ある、 此 
點に付 て S 路 改修 エ取 の 1? 際に 常つて 初めの 設計よ 
り 丁： ^ の ^ 加す ると 云 ふこと ほ 誠に 明かな ことで あ 
h ます. 其 時で も 矢張り 岡と しては 相 當の歩 合に 依 
つて 金 rl を 御 ^ 加になる のであります か、 如何の も 
のであります か。 

〔國務 大臣 frc 次 竹 二' 郎君 演揋に 登る〕 

〇國務 大臣 (床 次 竹 二 郎君) 御 答いた します が、 此 
補助 ffi 改良 © ほ 國でや ります る ものは 格別で ありま 
する が 多く ほ 補助 S5 になつ て 居 〇 ます、 國 道に 付て 
は 二分の 一、 若く (3: ものに 依つ ては 三分の 二、 それ 
から 府縣 道の 改良® であり ますれば 三分の , それ 
から 街路の 改良であります ると 三分の 一と 斯う 云 ふ 
ことで 積算して pr ります、 自然 工費が 多くなります 
れぱ 、それに 比例を 致しまして 補助 額は 壻加 する _ 
でございます、 物 價の關 係の ことは 大藏 大臣より 御 
答いた します。  . 

0 江 木 翼 君 •唯今 阪谷 男爵の 御 質問に 對 して 總理大 
臣 より 本 期翳會 には F に 公債 慕 集の 法案を 出す こと 
は 無い、 斯う 云 ふ 御 答で ございました が、 私は 此事 
柄に 關聯 いたしまして、 尙ほ 承つ て 置きたい と 思 ひ 
ます、 それは 凡そ 此 社債に 付て 政府は 保證 をな すと 
云 ふことは、 政府が 國庫が 公債を 募集す る 場合とは 
多少の 違が あると 思 ひます るが、 併ながら 矢張り 保 
證的 債務， 連帶偾 務の 保證を 負 ふ ものであります る 
故に 矢張り 餘 程近い 所の 關係が ある ものと 思 ふので 
あります、 又斯の 如き 社債を 發行 すると 云 ふが 如き 

場合に於きましては、自から此金融芾場に釾する壓 

迫と なると 云 ふこと も 略々 公債と 同じ やうな 形に な 

る ことで あらう と 思 ひます るが、 公債の 案は 無い と 

云 ふ 御 答は 了承いた L ましたが、 社債を 慕 集せ らる 

、際に 保證債 務を國 庫が 負擔 すると 云 ふが 如き 法案 

を 更に 御 提出になる と 云 ふやうな 場合 ほご ざい ませ 

ぬで ございませう か、 此點 を大藏 大臣より 伺つ て 置 

きます。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 唯今 御 質問の 政府が 

社債に 對 して 保證 する やうな ことが 起る かと 云 ふ 御 

尋 であります るが、 從來 政府は 社債に 對 して 保證い 

たします るのは 專ら 之を 海外に 於て 募集す る 場合に 

多く あるので あります、 今日のと ころでは まだ 確り 


とほ 決まり ませぬ けれども •或は さう 云 ふ - IV M の 下 
に 保 12 の 必要を 生じて 今 致 色に 提 /!} する 運びになる 
かと も考 へて 居ります が、 まだ 何分 確定した ことで 
ございませぬ ので、 まだ 將來に 付ての 御 尋 であり ま 
すから して、 唯今 私の 考 へて 居る 内に、 或 ほさう 云 
ふ ものが ありは せぬ かと 思 ふだけ のこと を 申した の 
であります、 但し それ ほ 内地に 於て 發行す る ものに 
對 しては 要らない のであります、 外國に 於て發 行す 
る 場合に 於き まして (3: 其會 社なら 會 社の 名前 も 十分 
に 分って 居らぬ 一般の 公衆に 能く 知られて 居らぬ， 
さう 云 ふ 場合に 於て ほ 政府の 保證の 必要が 起らぬ と 
も 限らぬ と 思 ひます。 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御 報告 
に 及びます j 

〔岡 書 ! E 官朗 6f 〕 

公債 金 特別 會計 法案 外 九 件 特別委 員 


子樹 牧野 忠篤君 
男爵 村 上 敬 次 郎君 
男爵 中島 久蓖吉 君 
石黑五 十二 君 
橫山章 君 


子爵 伊東 
男爵 武井 
男爵 福 原 
室 田 


祐弘君 
守 正 君 
俊 丸 君 
義文君 


0® 長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第 十五、 明治 四十 年 
法律 第二 十一 號中 改正 法律案、 政府 提出， 衆議院 送 
付， 第一 ii 會。 

明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 邊付候 也 
大正 九 年 二 月 十七 日‘ 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 
明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 左ノ通 改正 ス 
第 一條 第一 項 二 左 ノー號 ヲ加フ 
四 所得税 

附則/. 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
參照 

明治 四十 年 法律 第一 一十一 號 
第 一條 蹄 太- 一 於 ケル 租税 ハ 左ノ 目-一 從ヒ 徵收ス 
一 戶數割 
二 營業税 
三 雜種税 


前項 租說ノ 及 遇 率 ハ  <2 令ヲ以 テ 之 V 定 ム 

第二 庙租 税ノ 褒 及 滯納 S 分- 1 H ッテ < 0 说 〇 
收法ヲ 谁 用ス 

第 1 ご 胳本 法-- 規定 スル モノ ノ外 租没 ノ狀 die 收 
其 ノ他必 期 ナル yf Ifl -一關スル規程ハ持太歧公官 
之 ヲ定ム 
附  則 

本 法 ハ 明治 四十 年 四月 一日 my 之ヲ 施行 ス 
【政府委員永井金次郎君沉拽に兌る〕 

〇 政府 委 M  (永 井 金 次 郎君) ^ より 此法案 提出の 理 
由を ちよつ と 申 上げたい-本案は 極めて Iffi iu なる 法 
案で ございまして、 _ 太に 現在 ございます る税 u 中 
に 「所得税」 と 云 ふ 一項を 加へ たいと 云 ふので ござ 
います •現今の 租税の 外に …： 此法钳 に : :J いて あり 
ます 租税の 外に、 法人所得 税を 現行法の 所得税 法に 
法 りまして 徵收 する ことにな つて 居る ので あ 〇ま す 
然るに 今间 所得税 法の 改正が 提案に な 〇 ました、 此 
极 案の 改 IE 案に 依り ま ■すと、 赴は 蹄 太には 施 l-r しな 
いこと になつ て 居る ので ございます、 f-J- きまして 禅 
太に 於て は 別箇に 所得税を 賦課いた しまして、 從來 
の 財源を 保持したい と 云 ふ必耍 より 本案を 提出いた 
しました 次第で ございます、 何卒 御^^の 上 御 協 资 
あらむ ことを . 

0_ 長 C 公爵 徳川家 達 君〕 御異讅 がなければ 此法案 
ほ 所得税 法改正 案の 特別委 負に 付託いた します。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十六、 第 十七は 聯 
繫事件として束ねて說明を煩はし、委員も间一委员 
に 付託いた したく 存じます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十六、 大學特 別會 
計 法案、 第 十七、 大正 八 年 法律 第 十 M 號中改 正 法律 
案、 政府 提出， 衆議院 送付， 第一 13 會。 

大學特 別會計 法案 

右 政府 提 /II 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四 條に 依り 及 ; S 付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議院 翻 長大 E 育造 
貴族院 議長 公捣德 川 家 達 殿 
大學 特別 會計法 

第 一條 帝 國大學 ハ 谷 別-一、 其ノ他 ノ官立 大學ハ 
之 ヲ通シ テ ーノ特 別會 計ヲ立 テ 資金 ヲ 所有 シ政 


皖族 R 窗 IT 遇! 帝 问二 -I  -ram 


府ノ茭 出金、 資金 ヨリ * スル 收 人、 授 SS 料、 寄 
附 金其ノ 他ノ收 人ヲ以 テ 其ノ； 切 ノ歳 出- 1 充テ 

シム 

第二 條前條 ノ 政府 3!:: 川 金 ハ 束 京 帝 國大學 -1 在 リ 
テ ハ 毎 部 度 1 r.: c 八十 九 蓖圓 、京都 帝 國 大學ユ 在 
リテ ハ扭 年度 百 六十 七 萬 圓トシ 其 ノ他ノ 帝 國大 
舉及官 立大學 -I 在リテ ハ 铒年咫 豫 算ノ定 ムル所 
-1 依 リー 般會計 ヨリ 之ヲ繰 入 ル ヘシ 
识京 帝 國大 ai - 一在リ テ ハ 前項 ノ金額 ノ外 航空-一 
關スル 研究 ノ扔 用-一充 ツル 爲 必要 ナル 金額 ヲ毎 
年度 豫筘ノ 定ムル 所 M 依 y 一 般會 計 3 リ繰入 ル 
ル n トヲ得 

_ i 谷 帝 S 大 官立 大學ノ 資金 ハ 政府 ヨリ 
交付 シ又ハ 他 ヨリ络 附シ タル 動產及 •个励 產並歳 
入找餘 ヨリ 成 ル 但シ宫 立 大學 M 在 y テ ハ ^ 七 條 

ノ 施行预 -» ノ歲 入殘餘 f ゾテ 資金-一 編入 シタル 

モノ ハ 官立 大學 毎-一岡 分シ 之ヲ 整理 スへシ 

第 四 條大 學ノ歳 m-l 充ツル 爲必耍 アル トキ ハ 其 

ノ資 命ヲ茭 消 スル コト ヲ得 m シ 用途 指定-一 係 ル 

資金-一 付 テ ハ 用途 指定 者ノ同 S ヲ泻ル コト ヲ要 

ス 

第 五條 政府 ハ 毎年 谷 帝国 大學及 官立 大學ノ 特別 

_ 計ノ拔 入 歳出 預算ヲ 調製シ 歳入 歲 W ノ總豫 算 

卜共 -1 之ヲ帝 國議會 — 提出 スへシ 

第 六條大 想 特別 锊 計ノ豫 3?; 中 _ ハ預 ii K ヲ設ク 

ヘシ m シ诳北 帝 國大學 、九州 帝 國大學 •北海 iH 

帝阀 大舉及 官立 大 m  ノ特別 會計豫 pil — 在 リテハ 

此ノ 限- 1 在 ラス 

第 七條 文部 大 K ハ 歳入 歲出豫 算 決定 ノ後 豫備费 

ヲ除 クノ外 谷 大學 毎- 1 歳入歳出 ノ 施行豫 算 ヲ調 

製シ當 該大學 ノ總長 又 ハ 學 長ヲシ テ之ヲ 施行 セ 

シム ヘシ 

文部大臣 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 Mte リ前項 以外 ノ者 

ヲシテ 歳入 抜 / 1: 拽 鉍ノ ー 部ヲ施 行 セ シムル コト 

ヲ得 

第 八條 大學こ 於 テ 外國 ヨリ K 接- i B 、機械、 

標本 又 ハ捋驗 用材 料 ノ買入 ヲ爲ス 場合 M ハ 前金 

柳 ヲ爲 K  n トヲ得 

第 九條 寄附 金- 1 シテ特 -I 用途 ヲ 指定シ タル モノ 

ハ 其ノ條 件-一 從 ヒ之ヲ 使 用 ス へ シ 

第 十條 獎學ヲ n 的 トス ル 寄附 盗 ハ 之ヲ常 該大學 

-I 交付 シ總長 又 ハ ^ 長 = 锊理ヲ 委任 スル コト ヲ 


得 

第 十 一條 委任 經理 -I 係ル會 計ノ檢 街 ハ 會計檢 s' 
院法第 十六 條ノ 規定 二 依 ル 
第 十二 條 官立 大學- 1 ® スル 收 人ヲ以 テ其ノ 歳出 
ヲ茭辨 シ別二 政府 支出 金 ヲ耍セ サル-一至 y タル 
トキ ハ當 該大學 ノ爲 -1 特別 會 計ヲ設 クル モノ ト 

ス 

第 十三條 大學特 別會計 ノ收入 支出 二關ス ル 規程 
ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
付 11!) 

本 法 ハ 大正 九 年度 3 リ之ヲ 施行ス 
帝 國大學 特別 會計法 及 大正 七 年 法律 第 四號ハ 之ヲ 
廢止ス m シ 大正 八 年度 分- 1 付 テ ハ 仍其ノ 効カ ヲ有 

ス  . 

官立 大學ノ fill 設費ハ 第一 條ノ 規定 — 拘ラス ー般 會 
計ノ 所 JI5 トス 

他ノ法 flt M 於 テ 帝 國大學 特別 會計法 ト ァルハ 大學 
特別 會計法 トス 

本法ノ 施行-一 關シ 必要 ナル 規定 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 

定ム  _ —丨 

大正 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て HI 決せり 因て 議院 法 第五 
十四 條に 依り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公將德 川 家 達 殿 
大 JK 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法律案 
大 正 八 年 法律 第 十二 號中 左ノ通 改正ス 
「東京 帝 國大學 H 學部 J ヲ 「東京 帝 國大學 醫學部 及 
エ學部 J  -1、 「百 五十 萬圓」 ヲ 「二百 四十 萬 圓ヲ大 

正 八 年度 乃至 大正 十二 年度- 1 苴 リ、」 -I 、 「帝 國大學 

特別 會計 法」 ヲ ー大 學特 別會計 法」- 一 改メ左 ノー 

項 ヲ加フ 

前項 ノ 規定- 1 依 ル 臨時政府 支出 金 ノ外擴 張-一伴 ヒ 

要 スル 純 常 fi - 一充 ッル 爲當 分ノ內 毎年 度豫 算ノ定 

ムル 所 — 依 リ必耍 ナル 金額 ヲ ー般 會計 3 リ當該 帝 

國大學 特別 fr 計 — 繰 入 ルへ シ 

附  則 

本 法 ハ 大正 九 年度 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

參照 

犬 正 八 年 法律 第 十二 號 

東京 帝 H 大學 K& 部/摘 張ヲ 爲スノ 費用-一充 ツル 


爲總額 金 百 JT: 十 萬 阊ヲ M 都 帝 M 大吊 エ學 部及现 缪 
部ノ擗 張ヲ S スノ S 用 — 充ッル 爲總蝕 金 八十 三 萬 
千 二百 七十 一圓 ヲ大 IH 八 年度 乃 至大 JH 十一 年度-一 
苴リ帝 國大學 特別 會計法 第二 條ノ 金額 ノ外每 年度 
豫算 ノ定ム ル 所 u 依リ ー 般會計 ョリ 當該帝 國大學 
特別 會計 -I 繰 入 ル ヘシ 

〔國 務大 K 屮橋德 五郎 S 演壇に 登る〕 

〇 國務 大臣 C 中橋德 37: 郞君〕 此 法案は 從 來帝阐 大學 
特別 會計 法と 云 ふ ものを 發布 になり まして、 施行い 
たして 来た 譯で あります るが、 今 同 m 科 大學を 常 年 
の 四月ょり して 設置す る ことに 致します るので* 豫 
算も總 豫算の 中に 計上いた して 置いた やうな si であ 
ります、 それで 從來の 帝 國大學 即ち 綜合 大學の 外に 
此度單 科大舉 と 云 ふ ものを 設けます るので 今後 も ぼ. 

つ'^- 出来る ことで ございませう、 そこで 此 法案の 
改正を 致した やうな _ であります •又 其 外に 大學の 
職員の 增俸を 、豫算 にあります る 通りに、 餘ほど 今 
间 いたします、 其 外 又 物 價 騰貴の 五 割％-' 總體に 相 
當の 金額を％ 額いた します、 是も政 府の茭 出金の 增 
加になります から、 此二つ の點 ょり 大學 令の 改正、 
特別 ir 計 法の 改正を 致した - 譯 であります、 それから 
今一つの 大正 八 年 法律 第 十二 號中改 正法淨 案 •此方 
ほ 昨年の 穀會で 御 協賛を 願 ひました る 法律で ありま 
する が、 今回 又 帝 阈大學 の 方に 醫學 部の 方の 藥學科 
の擗 張を 致しまして、 又 精 P 病院の 新設 も 致します 
る 見込で、 此金 額を 計上 致しました やうな P であり 
ます、 是等の 繰 入を 耍す るが 爲に法 律 案の 改良を 御 
願 ひ 致す 次第であります、 極めて 簡單な る 法案で あ 
ります るので、 どうぞ 御 審議の 上 御 協賛を 願 ひます 
0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 別に 御 質疑 もない と 認め 
ます， 特別の 氏名を 御 報告に 及びます。 

〔岡 » 記 官朗讀 J 

大學特 別 會計法 案外 二 件 特別委 員 
伯爵 柳 原義 光 君  大山 綱昌君 
男爵 杉 溪言長 君  岡 田 良 平 君 
男爵 平野 長祥君  三 宅  秀君 
澤柳政 太 郎君  岡 田 文治 君 
岡 本 榮吉君 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 十八 及第 十九は 聯 
繫 事件と して 束ねて 問題に 供し 說明を 煩は し •委員 
も 同一 委員に 付託いた したいと 考へ ます、 御 異存 ご 
ざい ませぬ か。 


〔「異議な し」 と 呼ふ莕 あり〕 

〇識長 (公 辟 徳川家 速 君 j 御 異議ない と 認めます。 
0 議長 (公 髂德川 家 達 君) 第 十八、 小額 紙幣 發行繼 
續に關 する 法钳案 •第 十九、 貨弊法 中 改正 法律案、 
政府 提出、 衆議院 浍 付. 第一 讀會。 

小額 紙幣 發行繼 續に關 する 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り 及 ; S 付 候 也 
大正 九 年 二 月 十七 日 

衆 謊院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 W 德川家 達 殿 
小額 紙幣發 行 繼續 二關 K ル 法律案 
大正 六 年 勅令 第二 百 二 號二依 ル 小額 紙幣 ハ 當分ノ 
內之ヲ 發行ス ル コト ヲ 得但シ ニ十 錢及十 錢ノ 小額 
紙幣 ハ® «i 紙幣 EJI 換ノ爲 -I スル 場合 ヲ除ク ノ外大 
正 十 年 四月 一日 以後 之 ヲ發行 セス 
貨幣 法 中 改正 法律案 

右 政府 提 出 案 本院に 於て nr 決せり 因て® 院法 第五 
十四 條に 依り 及.® 付 候 也 
大正 九 年 二 月 十七 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
貨幣 法 中 改正 法律案 
貨幣 法 中 左ノ通 改正 ス 

第三 條中 「十 錢」 ヲ削リ 「五 錢」 ヲ 「十錢 •五 錢 
」 二 改ム 

第 五條 中 「二 十錢 十錢」 ヲ 「二 十錢」 -1 改ム 
第 六條屮 「十錢 銀 貨幣 四 分」 ヲ 「十錢 白銅 貨幣 
一 匁 一 — 「白銅 貨幣 一 匁 一分 四 厘」 ヲ 「五 錢白 
銅 貨幣 七 分」 — 改ム 

第 十條中 「十 錢ハ毎 片八毛 一千 枚 毎-一四 分」 ヲ削 

ル 

附  則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ施 行ス 

從來 發行ノ 十錢銀 貨幣 及 五 錢 白銅 貨幣 ハ從 前ノ通 

通用 スへシ 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (男 tff 高 橋是浈 君) 日程 第 十八 小額 紙幣 
發 行繼續 に關 する 法 钳案 でございますが •小額 紙幣 
it 大正 六 年 勅令 第二 百二號 に fe りまして， 講和 條約 
調印の 日より 一年を 經 過した る 後 IX 之を 發行せ ざる 
ことにな つて 居りました が •是が 引換の 爲め發 行す 
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ベ-- b 銀貨 (r. 其 後 銀の ffl 場が 展拷 いたしました 结果 * 
遂に 其篛 irt し® を 超 ゆる ことにな つて 來ま して •今 
日で (£ 其發 行を 見合は すの 外な くな つたので ありま 
す、 又 銀の 相場は まだ 安定を 致し ませぬ， 今 〇: に 於 
て 莨ち に 銀貨の 改正を 企てる こと も 早計の やうで ご 
ざいます る、 佐つ て 常 分の 間 小額 紙幣の 發行 を繼辍 
いたして‘ さう して 此補助 11 幣に對 します る 一般の 
需要に 應じて 行く 必要を 生じた ので ございます、 併 
し 小額 紙幣は 一時 臨機の 處 訝と して 發行 する もので 
ございまして •事情の 許す 限りは 速に 是が發 行を 止 
むべき ことほ 當然 でございます、 佐つ て 今回 新に 十 
錢白 銅貨を 發行 する こと V 致しました •一一 十錢及 十 

錢の 小額 紙幣は 大正 十 年度 以降は 之を 新規に 發 行い 

たします る 補助 貨の供 給 上 差 支ない 見込で •こざい ま 

す、 大正 十 年 四月 一日 以後 是 等の 小額 紙幣は 單に損 

焰紙幣 引換の 場合の 外は 之を 發行せ ざる こと V 致し 

たいと 考へ るので ございます、 日程 第 十九の 貨幣 法 

中改 JH 法律案に 付 ? まして 簡單に 申 述べます が、 我 

國の 銀貨は 大 正 七 年 四月に 改正を 致されました が、 

其 後 引 緻 いて 銀の 相場が 暴 職いた しまして それが 爲 

に 新 銀貨の® 價は 遂に 鑲潰點 を 超 ゆる ことに 立 至り 

ましたから •今 K ねて 此 銀貨の 改 IE を 行は ねばなら 

ぬ やうな ことにな りました けれども •銀の 相場は 尙 

ほ 安定を 缺 いて 居りまして、 今日 果して どの 邊に落 

付く かと 云 ふことは 測り 知るべからざる 狀 態で ござ 

いますから、 今日 銀貨 全般に 亘 りまして 改正を 行は 

むと する は 其 時機に あらず と考 へます、 依つ て 今回 

ほ 差當り 十錢 銀貨を 腿 止 致しまして 、其 代りに 新に 

十錢 白銅貨を 造る こと、 致して， 之に 伴 ひまして 五 

錢 白銅貨を 現行の ものょり (3; 少しく 形を 小さく する 

ことに 致したい と考 へます、 又從來 白銅貨の 法貨と 

しての 通用 力は 一圓まで、 ございました が， 此度新 

に十錢 白銅貨を 造る ことに 致します ると 一圓まで (3; 

餘り低 く 過ぎる やうであります から* 白銅貨の 通用 

力は 之を 五圓 までと 改めたい と考 へる のであります 

御 群 翳の 上 御 賛同を 希望 致します。 

0 若 槻禮次 郞君此 小額 紙幣の 中で 十錢二 十 錢と云 

ふ ものは 非常に !!? 損を して 居る のであります が、 あ 

れは 引換を 政府に 於て は 御 努めになる 考はな いので 

ありませ うか、 -^ 破れて 居る もの、 汚れて 居る ものが 

非常な もの、 やうに、 今は 思 ふので ある、 日本銀行 

より 引換へ ると 云 ふこと 13; 泡に 難儀で あらう と 思 ひ 


ますが •日本 & 行と か阈阳 へ 行つて 引換へ ると 云 ふ 
こと は 紐 {S の やうに 思 ひます が、 何 か 郵便局な どで 
出される もの (3: 常に 新い ものに S へて やる と 云 ふや 
うな ことは 出 來ぬ のであります か、 近頃 郵便局な ど 
で 御 渡しになる のは M も 損じて 居る、 困つ て郵® 局 
に 持つて行 くと 郵便局 (3: 其 儘に 渡す から、 汚れた も 
のを 一般の 人に is す やうに ちよつ と 見えます が、 も 
う 少し 便利に して あの 引替を する 方法は ない ので あ 
ります かと 云 ふこと が 一つ、 今一つ ほ 今日では 物價 
が 勝 K して 從 前の 五十 錢の 補助 貨を 要する やうな 場 
合に 一圓の 紙幣が 大變に 便利で あるので あります が 
日本銀行の 一圓の 兌換券と 云 ふ ものは 今少しく 餘計 
に 出される ことには 參らぬ のであります か、 今日で 
は 一圓の 兌換券を 出した 所が、 それが 爲に 銀貨に 引 
替に 行く 者は 無論 あるまい と 思 ひます から、 一般の 
便利の 爲に 一圓の 兌換券を 今少し 餘 計に 出される や 
うにな さるが 宜くほ ないかと 思 ひます るが、 此二つ 
のこと を 伺 ひます。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男酹 高 橋是淸 君) 唯今の 御尋の 小さな 
紙幣の 引替に 付きまして は 至極 御尤もの 御尋 であり 
ます 郵便局に 引锊 元を 置く と 云 ふやうな 事が 出 來ま 
すか 左 もな くと も 一つ 日本銀行と 能く 協議し まして 
代理店 邊りで 引換 準備で も 置きまして 成るべく 谷地 
方に 於て 毀損したり 或は 汚れた る 紙幣は 引換へ る こ 
との 便利を 付ける ことに 研究を 致します、 それから 
一圓 紙幣の こと も是は 從來は 日本銀行と 致しまして 
成るべく 是は引 揚げる と 云 ふ 方針を 採りました、 併 

し 或る 程度まで 引 揚げます と 云 ふと 民間に 於て 不自 

由で あると 云 ふ 苦情が 起り ます •其 苦情の 起らぬ 程 

度に 於て 發 行を 致して 居る のであります、 然るに 今 

日 民間の 事情を 見聞し ますに、 此 小額 紙幣の 中で 五 

十錢の 紙幣が 頗る 便利と して 居る、 それが 出て 居る 

所以であります が、 一圓 紙幣の 不足なん と 云ふ訴 は 

餘り 耳に しないので あります、 併し 尙ほ 其 .® も 能く 

日本銀行と 研究を 致す ことに 致します。 

〇 議長 r~. 公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御報吿 

に 及びます。 

〔岡 書記官 朗讀〕 

小額 紙幣 發行綱 續に關 する 法律案 外 一件 特別委 

員 

伯爵 奧平 昌恭君  子爵 稻垣 太祥君 


子 脬片润 a 央君  男 辟 毛 利 五郎 君 
男 辟® 山 Ml ® 君  餃 S 武之助 君 
大谷嘉 兵衙君  高 橋 源 次 郎君 
高 橋 陸 一 君 

0該長(公脬德川家連打>0程第二十、公有林野官 
行 造林 法案、 政府 提出 •衆議院 送 fj- 第一 證會。 
公有林 野官行 造林 法案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 條に依 り及浍 付 候 也 
大正 九 年 二月 十七 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 德川家 達 殿 
公有林 野官行 造林 法 

第一 條國ハ 勒令 ノ定ム ル 所-一依 リ公 共團 tf< トノ 
契約-一基 キ收益 ヲ分收 スル ノ條 件ヲ以 テ 公有林 
野- 1 造林 ヲ爲ス ル コト ヲ得 
第二 條前條 ノ 規定 二 依 ル 造林 — 係 ル 樹木 ハ 國卜 
公共 團體 トノ 共有 トシ 其 ノ持分 ハ 收益分 收ノ步 
合-一 均 シキ モノ トス ■  / 

民法 第二 百 五十六 條ノ 規定 ハ 前項 ノ 樹木  一 | 付 之 
ヲ 適用 セス 

第三 條國ハ 第一 條ノ 規定- 1 依リ 造林 ヲ爲 K 公有 
林野-一同 條ノ 契約 ノ存續 期間 中 地上 權 ヲ有ス 
第四條 公共 團體ハ 第 一條 ノ 規定-一依 リ造林 ヲ S 
ス 公有梂 野 又 ハ 第二 條ノ 規定  一 I 依 ル 持 分 ヲ處分 
スル 場合 — 於 テ ハ 國ノ 承認 ヲ受ク ヘシ 
第 五條 第一 條ノ 規定 M 依リ 造林 ヲ爲ス 公有林 野 
ノ產 物-一 關スル 權利ニ シテ國 -I  ■スル モノ ハ 勅 
令 ノ定ム ル 所- 1 依リ當 該 公共 團體 -I 之ヲ 讓與ス 

ル コト ヲ得 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 公有林 野 造林の ことに 付 
きまして ほ、 是迄 政府に 於き ましてい ろ <獎 励を 
致して 居 〇 ますが、 何分， 公共 團體に 於て 資力の 乏し 
いこと 其 他の 關 係に 於き まして 兎角は か f しく 事 
業が 運ばぬ のであります、 それが 爲に 今日 造林を 必 
要と 致します る 町 步が約 八 萬 町 步程も あるので ござ 
います、 之を 今日の 成 行に 委せて 置く と 云 ふことは 
如何にも 森林 經濟の 上に 於き まして、 又 水源の 涵養 
などに 於き ましても 捨 置き 難い 狀 態に 陷 つて 居り ま 
す、 それ故に 此度此 法を 設けまして、 政府 ほ 地方 團 
體と 契約を 致しまして 政府に 於て 官行 造林の 途 を H 


りまして、 而して それよ 〇 牛ず る； 5： a に 於き i して 
は將來政府と公共 « 83との肋に折半若くは«分の期 
合に 於て 分つ と 云 ふやうな ことにして さ -r して ,, : を 
K 行 致した ので あ 〇 ます、 斯く til 成ります れぱ榑 來 
に 於て 木材の 供 洽を 30 乂 水源の 涵莽と もな つて 洵 
に 今日は 必要な こと、 M ひます、 次第であります rl'J 
卒御 承諾 あらむ ことを 沼み ます。 

〇 江 木 千 之 君ち よつ と 農 商務 大 K に 伺 ひたい C で 
あります， 是は隨 分 多年 W つて K つた 叫 題で ありま 
すで、 是 は 至極 良い 解決法で あらう と考へ ます •今 
は 八 萬 町步あ ると 云 ふ 御 話で あ 〇 ましたが、 私 兆 想 
像す る 所では もつ と あらう かと 思 ひます が、 

lil な" P 

ら今御 伺す る 必要は ない、 此八茁 町 -! l:- y か 主 もに ど 〇 
地方に …… どの 府縣に 在ります か、 御 分りに なつて 
居 〇 ますなら ばちよ つと 承つ て ® きたいと 思 ひます 
〔政府 委員 鶴 見 左 吉雄嵙 演® に 登る〕 

〇 政府 委員 (鶴 見 左吉雄 君〕 公有林の， 而粘は .s vr' vl 
七十 萬町步 でございますので & ります、 3J:- 中で 約 二 
百 萬 町步は 造林を 致すべき 面積が あるので あります 
が 其 二 百 萬 町步 は從 來の經 驗に依 りまして 管理 M 分 
を 致します る、 約 苗 萬 町歩 だけ ほどうしても 此 g sh 3 
林を 要する と 云 ふ 事になる のであります、 而て是 ま 
で 御 承知の 通り 治水 费を 以て 補助を 致しまして 公存 
林の 造林を 圖 つて 居る のであります、 是が今 日まで 
に旣に 十四 萬町步 ばかり 造林が 出 來 ましたので あり 
ますが、 尙ほ此 治水 费の 補助が 將來 纈緻を 致し まし 
て 初めの T1 定計蕺 の 四十 九蓖 町步の 中、 まだ 三十 ：/ L 
萬 町步が 殘 つて 居る のであります るから、 それを 引 
去りまして 六十 五 萬 町 步と云 ふ ものが、 將來 どうし 
て も 造林を せな くち やならぬ 公 林の 現狀 であります 
其 六十 五 萬 町歩の 中、 半分 だけを 此際 第一 期 lit :, If と 
致しまして政府の力で造林を致したいと云ふ計说を 
致して 居る のであります、 此六 十五 蒐町步 企 部を 造 
林いた しませぬ のは 今此 法案に 依つ て 三十 三 萬 町步 
の 造林が 出 來 ますれば 地方の 模範と なり •收 益の 上 
がる 狀况も 分りまして* 段々 と 民力を 以て 造林を す 
る ことが 出來 るで あらう と 云ふ考 から 致しまして、 
肢敢 へず 此三 十三 萬 町 步と云 ふ もの 造林を 致す こと 
になつ た 次第であります、 而 して lit 而秸は 全 lil ^ 地 
に路 つて 居る のでありまして、 是は 何れ 御 參考に 全 
國の 分布 狀况 等は， 刷 物 も ございます るから 整 上げ 
る ことに 致します るが、 今回の 造林は 一地 方に 偏せ 
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ず、必耍なる部分に亘りまして、全國に成るべく分 
配を 致しまして* 造林を 致す 考で あります、 どうぞ 
左樣御 承知を 願 ひます。 

〇 鈴 木惣兵 衞君政 府委® に 伺 ひます が、 本案は 阼 
年の豫筘會の時に問題となつて‘政府に於ても其意 
を容れ られて 本年 御發 案に なつた こと V 存じます、 
大體に 於て は大 に® 迎す るので あります、 此阈费 を 
以て 造林を する •さう して 地方と 其 利を 分ける、 其 
沿の 歩合は ® 地に 付て 多少 相違 も ありませ うが、 大 
Ifs に 於て 政府は どの位の 步 合と 云 ふ ものは、 略々 御 
見込が あります るか 如何であります か。 

「政府®  M 靼見 左吉排 討 演哨に 登る〕 

〇 政府.. 姿 員 C 鹋兑左 杏 雄 君) 喵 今の 鈴 木 君の 御 質問 
の 通り •昨年 分科 會に 於き ましてい ろ<  の 御 審議 

の あつた ^ に、 我 ^ の 如き 天然資源の 極めて 少ない 

地方に 於き ましては、 出 來る だけ 我 段に 在る 天然 資 

源の 利用 開發 をせ なくち やならぬ、 然るに 山林は 濫 

伐せられ 镅山は 濫捆 せられる •何とか 適當な る 方法 

を 講じなければ なるまい と 云 ふ 御意 見が 澤山 あつた 

やうであります るで、 其 御® 見の 一部を ? ¥ れ まして 

此差 措き® い 公有林の 造林を 致す ことが iu- も必耍 で 

あらう と考 へて •提案を 致した 次第で •あります、 而 

して lit 分収 の步合 U 勿論 地 VJ の狀態 に te りまして 決 

めな くち やならぬ のであります-九州 tli! 方の 如きは 

官の収 る 所 Q 步 合が 多く 民の 步合が 少なく  ■又 蒐北 

地方の 如き ほ 之に 反して 民 收の步 合が 多い と 云 ふや 

うな 風に® A- になつ て 居ります ので 是は 一钳に 決め 

る譯 には 參〇 ませぬ のであります、 ® 際の 事 惝に應 

じまして 公共 團骶と 能く 協 菝を致 しまして •契約を 

以て 決める 考で 居ります、 大體の 見當は 此拽算 の 立 

方に 於き まして 3T 分 五分の 見當を 付けて SS ります け 

れ ども、 KC 際の 適 刖を する 場合は 今 申 上げました 通 

り 能く 事 tf? を 見まして、 是ま での №5 習 其 他經 濟狀况 

に 鑑みまして、 適當 なる 步 合の 決定を 致したい 考で 

居ります。 

0 迹提 C 公 13 德川家 達 君〕 特別委 M の 氏名を 御報齿 

に 及びます" 

〔岡 !*} 記 官朗 網〕 

公有林 野 官行 造林 法案 特別委 M 

伯 fi? 吉井幸 破 君  子 B? 松 平 Bt 平 君 

子 前 戶缂 正 己 君  仲 小路菔 君 

男 {3 斯砹忠 三 郎君  男挝坪 井 九 八 郎君 


男爵 黑川幹 太 郎君 
富 永 猿 雄 君 


高 橋 琢也君 


〇 議長 (公 ® 德川家 達 君〕 日程 第！ 一十一、 朝鮮 醫院 
及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案， 政府 提出、 衆議 
院送 付‘ 第一 _會。 

朝鮮 餚院 及濟 生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
右 政府 提 U1 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四條 に 法り 及. 送付 候 也 
大正 九 年 11 月 十七 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
贵 族院® 長 公 嵙德川 家 達 殿 
朝鮮 餚院及 濟生院 特別 會 計法屮 改正 法律案 
朝鮮 K 院及濟 生院 特別 會計法 中 左ノ通 改正 ス 
第二 條中 「七十 | 萬 _」ヲ 「九十 六 萬圓 」一1 改ム 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ施 行ス 
〇 政府 委員 (男 Kf 齋藤實 君) 朝鮮！！ 院及濟 生 院の經 
濟は 、物價 騰貴 並に 俸給 增 額の爲 に、 昨年度に 比較 
いたしまして •歳 人 歳出 共に 四十 八 萬 圓 餘の佾 額と 
なりました •邦 内 二 十三 萬餘 11 は 醫院の 收入其 他に 
依りまして 支 辨いた します る けれども、 殘額 二十 四 
萬 1MI 餘は玆 に 御 協賛を 得て 政府の 支出を 仰ぐ 次第で 
ございます、 御 審査の 上 御 協 寶 あらむ ことを 菌みま 

I  〇 
i 

〇認 長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御 報告 
に 及びます。 

〔岡 得 記 官朗讀 一 

朝鮮 務院及 濟生院 特別 會計 法屮改 正 法律案 特別 
委員 

子 辟 两 大路吉 光 君  子 K 池 田 政 時 君 

子爵 蒔 田廣城 君  子 Bf 竹屋卷 光 君 

山縣伊 ill 郎君  北里柴 三 郎君 

男爵 阪井 重季君  男爵 永 山 辟 興 君 

野々 村久次 郎君 


0 議長 (公 酹 德川家 達 君〕 御異篛 がなければ 日程 第 

二十 二、 第二 十三の 法案は 束ねて 說明を 煩 ほします 

L 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 惑 長 (公爵 德 川家渎 君) 日程 第二 十二， 大正 5: 年 

法律 第 四號中 改正 法律案， 第二 十三、 大正 四 年 法律 

第十六號屮改正法律案，政府提出，衆議院绘5:、第 


一讀弯  . . 

大正 五 年 法律 第 四 號中 改正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て _院 法 第五 
十四 條に饺 〇 及 送付 候 也 
大正 九 年 二 月 十七 日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
大正 五 年 法律 第 四號. 中 左ノ通 改正 ス 
「三 億 二 千 萬圓以 內」 ヲ 「四 億 七 千 萬圓 以內」 二 定ム 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
參照 

大正 五 年 法律 第 四 號 

大正 三年 臨時 事件-一 關ス ル經費 茭辨ノ 爲政府 ハ特 
別會 計-一 屬スル 資金 ヲ繰替 使用 シ 、借入金 ヲ爲シ 
又 ハ 公 ft ヲ發行 スル コト ヲ煜 
前項 ノ 借入金 及 公債 ノ額ハ 通シテ ーニ 億 二 千 萬 圓以 
內トス 

本 法 M 依 ル 特別 會計 資金 ノ繰替 ，借入金 又 ハ 公債 
ヲ整理 ： 償還* < ル 爲必袈 アル 場合-一 於 テ ハ 前項 ノ制 
限 以外 M 借入金 ヲ爲シ 又 ハ 公憤 ヲ發行 スル n トヲ 
得 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 17; 

大正 四 年 法律 第 十六 號中改 正 法律案 
右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 
十四 勝に 依り 及 送付 候 也 
大正 九 年 二 月 十七 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 
大正 四 年 法律 第 十六 號中 左ノ通 改正ス 
「五 千 四百 萬圆」 ヲ 「九 千 六 百萬圓 J-I 改ム 
參照 

大正 四 年 法律 第 十六 號 

大正 三年 臨時 事件-一 關スル ー時賜金 トシ テ 交付 ス 
ル爲 政府 ハ 額面 五 千 四百 萬 11 ヲ限リ 五分 利 付 公 ffi 
ヲ發行 スル コト ヲ得 

附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 日程 第二 十二、 大正 


五 年 法律 第 四 號 '!' 改正 法律案に 付きまして 簡單 に說 
明を 致します-本 法は 大正 三年 臨時 事件 a 支 辨の爲 
政府に 於て 特別 會 計に® する 資金の 繰锊 S 用 及 借 入 
金を 爲し 又は 公似の 發行す る ことを 得る ffl 定で あり 
まして、 ■其 屮公债 及 借入金の 總額は 三 億 二 千 萬 圓と 
制限して ございます、 此 制限 額は 歳 ; 11 豫算に 伴 ひま 
して％ 加し 來りま したる ものであります* 現行 规定 
の 三 億 二 千 萬 同は 大正 八 年 三月 迄の 所要 額を 標準と 
致して 居る ので ございます •然るに 御 審議 中の 大正 
九 年度 內 所要の 臨時 軍事費 豫算： ie 加 案に 於き まして 
一億 四千 八 百餘禺 圓の 財源を 公 偵 又は 借人 金に 依る 
計畫で ございます るから、 ai に 前途の 制限 額を 射 加 
する 必要が ございます、 或は 未だ 是れは 御審 _ 中に 
なつて 居らぬ かも 知れ ませぬ、 依つ て 一億 四千 八 百 
餘萬圓 を 繰 上げまして 一億 五 千 斑 圓を咐 加す る こと 
V 致しまして， 現行 規定の 三 億 二 千 萬圓 とあります 
るのを 四 億 七 千 萬圓と 改める 爲に ，玆に 本 法案を 提 
出いた しました る 次第で ございます、 又 日程 第二 十 
三の 大正 四 年 法律 第 十六號 中改 11-: 法律案 (3; 、是れは 
大正 三年 臨時 事件に 關 し功勞 ありた る 者に 對 しまし 
て 一時賜金と して 交付す る公愷 の 制限に 關する 規定 
でございます、 其の 公債 發行額 の 制限 額は 五 千 四百 
餘萬圓 となつ て 居ります、 是れは 靑島 の ® 役 及 大正 
三年に 亘る 硪 役に 從事 いたして、 功勞 ありた る奔に 
對 する赏 g 及 其 後の 腿 役に 從事 して 昨年 [M 鄕い たし 
ましたる 陸海 軍將 卒に對 する 賞 賜を 見積りまして 定 
めら れて 居る のであります、 然るに 旣に譎 和 も 成立 
いたしまして、 此の 戰後も 一段落を 吿げ ましたに 際 
しまして、 從 前行赏 の範圍 内に 見積りました 以外の 
將卒、 敢 に 講和條 約の 締結に 功勞 ありた る 者に 對し 
て、 行賞の 必要が ございます ので ■是 等の 功勞 者に 
赏賜 すべき 公債 額の 見 積は 大約 四千 二， C 萬 [@ を 要し 
まする が 故に、 現在の 制限 額に、 更に 右の 金額を％ 
加いた して 公債 發行 制限 額 九 千 六 百 萬圓と 致す S め 
に、 此の 法律案を 提出いた しました 次第で ございま 
す、 兩 案と も御審 _ の 上 御 協賛 あらむ ことを 切に 筘 
詔いた します。 

0S 長 (公 蹲 德 川 家 達 君〕 御 異蕺が なければ •此剐 
案の 特別委 員は 公值金 特別 會計 法案 外 九 件の 特別委 
S と •同一 委員に 致します。 

異識な し 」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公 鲟 德川家 達 君〕 日程 館 二 十四、 軍人恩給 


朝 蛘閃 院及濟 牛： 院特別 锊計法 中 改正 法律案 第一! i 會  大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案、 大正 四 年 法律 第 十六號 中 改正 法律案 第一 si 會 


五 七 五 


烷族 floras; 溪帝回 二十 内笾 


® 人 £.备 |3 热に關する |',; £5四十五件  名 辟 1^ 鉍 ポ 人に 現 宵 等 扣沿の |^ 洽を给舛するの |15 !^ 十二件 


% 額に 關 する 請 r; , f7 p. 

軍人恩給％ 額に 關 する 件 
京都府 m 伊 郡 伏 見町陸 屯 騎兵 特務 ？'/ 良 竹 田淸四 
郎外百 一 ^ 早： ai 

兵 1¢ 縣 rit 名批洲 木 町 士族 Kf m 步兵 中佐 魚 角 象 三 
外 五名 呈出 

佐 賀縣小 城 郡 小 城 町 平民 陸軍 步兵 少佐 岡 孫 六 外 
九十 七 名 呈出 

神 奈川縣 描 知 贺市深 田 海 ip 少將長 井群吉 外 苗 六 
十五 f; 呈出 

福岡縣 浮 羽 郡 江 南 村 平民 陸軍 輜 K 兵 中佐 原 服 郞 
外 百 七十 11 i 名 呈出 C 1 通〕 

東 M 府北费 爲 郡 西 m® 町 平民 陸軍 步兵 中佐 笠 羽 

滎吉外 十七 名 呈出 

山口縣 都鹅 郡德山 町 士族 陸軍步 兵 大佐 小 林 師現 

外 二十 六 名 呈出 

苽京市 四 谷 區南町 士族 陸軍 少將 大鈴弘 武外 八十 

名 呈出 (二通〕 

高 知 縣土佐 郡 小高 坂 村 士族 陸軍 步兵 中佐 川口 淸 

俊 外 三十 九 名 呈出 

愛媛 縣松山 市 大字 新 町 平民 後備 役 陸軍 步兵 大尉 

村 上 福次郞 外 六十 七 名 呈出 c 二 通〕 

福 丼 縣今立 郡 國高村 平民 陸軍 歩兵 中佐廣 瀬龍吉 

外 九十 六名呈 m  (三 通) 

靜岡縣 磐 田 郡 中 泉 町 士族 退役 陸軍 步兵 大佐 片倉 

千 萬 太 外 十 名 呈出 

班 京府豊 多 磨 郡 千 駄ヶ谷 町 平民 商 荒 井 末 吉外百 

六名呈 3  (11 通〕 

三重 縣多氣 郡 五ヶ谷 村 平民 農 高山 傳七外 十二 名 

呈出 as 

東京 府 豊多糜 郡 中 野 町 陸軍 步兵 少佐 野 崎 隆明外 

二十 五名 呈出 

趿手縣 盛 岡 市 下 小路 陸軍 步兵 少佐征 間 政 吉外三 

十八 名 呈出 

埼玉縣 北 足 立 郡 浦 和 町 陸軍 步兵 大佐 吉野 有武外 

十六 名 呈出 

福 岡縣福 岡 市 大字 下 @ 固 海軍 機關 大佐 石 田 常 次 

郎外 三十 八 名呈⑴ 

東京 府荏原 郡目黑 村 豫備役 海軍 造兵 中將燁 鑑之 

丞 外 五十一 名 呈出 

群 馬縣高 崎 市宮元 町 平民 if 師 平野 四郞外 三十 七 


名 呈出 

肢阜 縣大垣 市 大字 S M 村 合 社 M 松 水 讓吉外 十一 
名 呈出 (II 通) 

溢 H 縣大律 市上 京 町 平民 佐 分 政 次郞 外百五 名呈 

靜岡縣 富 士郡吉 永 村 平民 會社員 高 橋 治 作 外 六十 
五名 呈出 

神奈川 縣®® 市 根 岸 町 平民 會 社員 水上 吉太郎 外 
三十 三 名 呈出 (11 通〕 

愛知 縣名 古屋市 南區熟 田 東 町 士族 無職 業 岩本緝 
外 三十 九 名 呈出 

香川縣 綾歌 郡 端 岡 村 平民 農 松 岡 佐 市郞外 二百 二 
名 呈出 

苋京府 北® 島 郡 高 田 村平戾 福 島德寧 外 十九 名呈 
出 (五 通〕 

東京 市 神 田 區駿河 豪 南 甲賀町 士族 後備 役 陸軍 歩 
兵 少佐 川 翻 文 二 外 百 二 十一 名 呈出 
熊 本 縣下益 城 郡年禰 村 平民 農 船 原 廣外百 三名呈 
S  (三通〕 

兵 庫 縣神戶 市松 本 通 五丁目 士族 陸軍 步兵 大尉 西 
島 午 次 外 六十 名 呈出 

山形 縣南村 山 郡 上 山 町鶴脾 町 平民 無職 業 佐藤祐 
次 外 六十 三 名 呈出 

大分 縣 大分 市 大字 三芳 平民 農淸水 安太郎 外 三十 
五名 早； 出 (二 通〕 

靑森 縣弘前 市 大字 在府町 豫備役 陸軍 步兵 中佐 田 
山富獅 外 百 十二 名 呈出 

鹿兒島 縣始良 郡 加 冶 木 町 士族 官吏 曾 木豊二 外 三 

百 九 名 呈出 

愛知 縣 名古屋 市中 區東瓦 町 士族 無職 業 岡 田昭義 

外 三十 七 名 呈出 (二通〕 

福 井 縣福井 市 H 永 下町 士族 無職 業 小 幡環外 四十 

七 名 呈出 

秋 田 縣秋田 市 保戶野 八丁 新 町 平民 無職 業 川井貞 

洽外 九十！ 一名 呈出 U 二 通) 

東京 市 芝區柴 井町 平民 征尾精 行 外 百 三 名 呈出 

(四 通) 

東京 市 芝 區宮本 町 士族 醫師德 永三郞 外 七十 名呈 

出. C 三 通) 

千 葉縣 安房 郡北條 町 平民 無職 業 西 尾 糾夫外 二十 

七 名 呈出 

京都市 上京 區下鴨 松の木 町 士族 無職 業 佐 野 勝 次 


郞外百 二 十二 名 呈出 

京都市 下 京區 七肢 通® 町 士族 下條律 价 外 三十 二 
名 呈出 

千 蓰縣 3£ 葛 飾 郡 中 山村 平民 無職 I1! 飛 松 H 吾 外 十 
一名 呈出 

束 京 市 踩 布區 材木 町 陸軍 三等 軍醫正 高踏 春 庵 外 
十！ 一名 呈出 

和歌 山縣 伊都 郡 妙 寺 町 平民 農 齋藤竹 松 外 二百 六 
十六 名 呈出 (二通) 

右の 謂 願は 我國の 軍人恩給 受領者 13: 近時 物價 暴腦 
の爲 非常なる 窮境に 陷 ゎた 〇斯の 如きは - fc 氣の振 
興上甚 遺憾なる を 以て 速に 軍人恩給 法を 改正し 相 
當に 之を 增 額し if. 焦眉の急を 救は むか 爲 現役 軍人 
の 臨時 手當に 準し 相當の 手當を 給與せ られた しと 
の 旨 趣に して 貴族院 (3; 願意の 大體は 採揲 すへ きも 
のと _ 決 致 候 因て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別冊 及 
绘付候 也 

大正 九 年月 日 

貴族院 懿長 公爵 德川家 達 
內糊 總理 大臣 原 敬 殿 
〔侯爵 蜂須 貿正韶 君演 擅に 登る〕 

0 侯爵 蜂須 賀正 韶君此 請願に 付きまして 委員會 の 
會議の 狀况を 御報吿 いたします •此謂 願に 付き まし 
ては、 委員 一同 多大の 同情を 以て 熱心に 審 S せられ 
まして、 全會 一致 院議に 付すべし と 決定いた しま L 
た， 委員 一同 此 恩給を % 加す る ことに 付きまして は 
現 時の 物價滕 貴に 付て 極度に 受 恩給 者が 生活を 脅威 
せらる、 に 鑑み、 JL つ 軍人の 士氣を 振興せ しむる 上 
に 於ても、 必要で あると 云 ふこと を 認めまして、 ど 
5 ぞ 政府 委員に 於ても、 特に 本 請願の 趣旨を 十分 御 
考慮 ある やぅに 願 ひたい、 斯ぅ 云 ふ 意思を 發 表せら 
れ ました ことで ございます、 特に 御報吿 いたします 
〇 議長 (公 B 德川家 達 君〕 -* 請願を 採樘 すべし とす 
る 諸君の 起立を 請 ひます。 

起立 者  多數 

〇 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 過半 數と 認めます。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第二 十五、 名擧 進級 
軍人に 現 官等 相當の 恩給を 給與 する 請願、 會議。 
意見書 案 

名譽 進級 軍 八に 現 官等 相當の 恩給を 給與す る 件 
兵 庫 縣津名 郡 洲本町 士族 陸軍 步兵 中佐 魚 角 象 三 
外 二 名 呈出 


_ .  ,1 五 七 六 _ 

lli v: 四 谷 3 ；  S  町 平 K si lu ル ^ w ir r!''! 太 ):- 外 卜朽 
呈出 

福§ 福并市 手 寄 上 町 士族 ill 役 陸 nt 步典屮 佐 » 
川 昇 外 一名 呈出 (二通) 

愛 嫒縣松 山 市 新 玉 町 - t 族 f」： .>l'- Eii Jrl 兵 大佐 柊 多 山 
淡 二 郎外五 右 呈出 

京都市 上 fic 區下® 松の木 町 士族 陸 • :'11 少將佐跋& 
次 郞外十 二 名 呈出 

神奈 ill 縣硕濱 市 根 岸 町 士族 ^ 社 ii B 村 保 |"1 郎外 
一名 呈出 

群馬縣 高 崎 市 相 生 町 平民 無 g 菜® 七三 郞外： •： -« 

口 1 n 出 

三 IE 縣津市 一番 HIT 陸軍 步兵屮 佐 勝 田 at 五郎 外 八 
名 呈出 

愛知 縣名 古屋市 西區南 腰 K 町 士族 無職 ^ rf 形 初 
太郞外 九 名 呈出 

東京府北豊島郡高田村陸軍少將水島正适外七名 

呈出 

東京 市 牛 込 區矢來 町豫備 役 陸 m 砲兵 大佐 朝 川 ^ 
平 外 十八 名 呈出 

千 葉縣 安房 郡 北條村 士族 無職 業 山 本 政 元 外； - r, 
呈出 

右の 請願は 軍人恩給 法 ほ數 度の 改正を 經て始 ど 公 
平を 得た る もの も尙 明治 二十 11 i 年 勅令 二 第 十四 號 
に 依り 特に 官等を 進められた る 者に して - K 官等に 
相當 する 恩給を 得さる 文官 退職の 場合 若は 近 來陸 
軍 軍人の 現役を 去る 場合に 於て 挺 遇の y; 法を 採ら 
る、 に 比し 11 衡を 失する を 以て 名譽 進級の 軍人に 
も 現 官等 相當の 恩給を 給與 せられた しとの 旨 趣に 
して 貴族院は 願意の 大體は 採櫸 すへ きものと 諮 決 
致 候 因て 識院 法. 第 六十 五條に 依り 別册 及绘付 候 也 
大正 九 年月日 

貴族院 議長 公爵 徳川家 達. 
內 閣總理 大臣 原 敬 殿 

0_長(公爵德川家達对〕此請願も請願委員長の報 
哲 通りで 御 異存 ございませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 rN 公爵 德川家 達 君〕 御 異議な しと 認めます， 
次の 議事 日程は 決定 次第 御 通知に 及びます、 本日は 
是 にて 散會。 

午前 十一 時 五十 セ 分散 ® • 


院族貴 齊諮戌 帝冋 二十 wm 


〇 大正 九 年 m 月 二十四日 (火曜日〕 

牛 前 十 時 九分 開議 

II 事 ES 程 第 十八 號 

第一 男爵 村 木雅美 君、 兒玉 利國君 請暇の 件 
第二 大正 八 年度 哉 入 歲出總 豫箄 追加 案 (第 1 
號) 審査 期限 £• 定む 5 の 件 
第三 大正 八 年度 各特 别會 計歲入 歲 出豫箨 追加 
案 (特第 一 號) 蓉査 期限を 定む るの 件 
第 四 強 笱外國 庫の 負 擔と なる へき 契約を 爲す 
を S する 件 (追 第 I 號) 蓉斉 期限を 定む 
るの 件  . 

第 J5 大正 A 年 法律 第九號 中改 IE 法律 塞 (紐 腑 

«| 院 ) 

第 六ぎ 計士 法案 (麟腦 院)！  1 
第 セ 未成® 者 飲 止 法案^ 1 g 险) 第 | 讀 

皆 

0_ 長 (公 155 德川家 達 君〕 是 より 諸般の 報吿を 致さ 

せます。 

r 成龆 書記官 朗證〕 

去る 二十 I 日誧 願委 fi 長より 分科 擔當娄 員を 左の 
如く 決定せ る 旨 報 带 書を 提出せ 〇 
第二 分科  伯 ti? 勸修寺 經雄君 

同日 特別委 员 fr に 於て 當 選した る 正副 委員長の 氏 

名 左の 如し 

函館 控訴院の 移轉 に關 する 法 邙案外 一件 特別委 

委员長  伯 !3 大木 遠吉君 

副 委 M 長  山 脇  玄君 

同日 内閣 總理 大臣より 左の 通 政府 委 « 仰 付けられ 

たる 旨の 通牒を K 領 せり 
大藏省 所管 琪秘政 府委 M 

主計局 辩記官  河 本文 一 君 

同 B 衆 諮 院 より 左の 政府 提出 案を 受領せ 〇 

大正 八 年度 歳入 £8 出總拽 3? i£i 加 案 (第一 號 レ 

大正 八 年度 谷 特別 科 計歲人 歳出 豫览追 加 案 (特 

第一號 〕 

裸 - W 外國 面の 負 1S となる へき 契約を 餻すを 要す 

る 件 (追 第一號 ) 

同日 衆議院よ 〇 左の 法律案を 提出せ り 

未成年者 飲酒 禁止法 案 

同日 衆謅院 より 本院の 送付に 係る 左の 政府 提出 案 

は 本院の 謎 決に 同 ® C し 奏上せ る & の 通牒を 受領せ 


平和 條 約の K 施に 伴 ふ 流通 證券 及 工業所有権に 
關 する 法律案 

同日 本院に 於て 採摞 すへ きものと 議決した る 軍人 
恩給 枬 額に 關 する 請願 外 一件の 請願は 谷 意見 » を 
附し 即日 之を 政府に 送付せ り 
昨 二十 三日 特別委 員會に 於て 當 選した る 正副 委員 
長の 氏名 左の 如し 

大學 特別會 計 法案 外 一件 特別委 員會 

委員長  伯 1 原義 光 君 
副 委員長  岡 田 良 平 君 
本日 第五 部に 於て 請願 委員 男爵 村木雅 美 君の 補闕 
選 擧を行 ひしに 其の 結果 富 永 猿 雄 君 當選せ り 
0 議長 (公 W 德川家 達 君〕 是 ょり 本日の 會 載を 開き 
ます、 一昨 二十 二 日伊 丹 男爵 病 氣に付 決算 委員 辭任 
の 旨を 申 111 でられました， 許可を 致して 御 異存 ござ 
いませぬ か。 

〔r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公 斟德川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
第三 部に 於いて 其の 補闕選 擧を行 はれむ ことを 閨み 
ます。 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 議事 日程 第一、 男爵 村 木 
雅美君 、兒玉 利國君 請暇の 件、 村 木 男爵 病氣 に付き 
十八 日間、 兒玉 君病氣 に付き 十六 日間の 請暇で ござ 
います、 何れも 許 nr を 致して 御 異存 ございませぬ か 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 諸 長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 認めます。 
〇藕長 (公爵 德川家 達 君) 日程 第二ょり 第 四までは 
束ねて 問題に 供して 御 異存 ございませぬ か。' 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり J 
〇議畏 c 公爵 德川家 達 君〕 又 本 R も 通牒 文の 朗讀は 

省略いた したく 存じます、 御異認 ほ ございませぬ か 

一 「異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君〕 御 異議ない と 認めます。 

0 議長 公衍德 川 家 達 君) 第二、 大正 八 年度 歳入 歳 

出 總豫算 追加 案 第一號 、第三、 大正 八 年度 谷 特別 會 

計 歳入歳出 務算 追加 案特 第一號 ，第 四、 豫算 外國庫 

の 負擔 となるべき 契約を 爲すを 要する 件 追 第一 號、 

蒞査 期限を 定む るの 件 

t 左の 送付 文は 朗 讀 を經 さる も參照 のた め玆 

に 載 錄す 以下 之に 傚 ふ〕 

(第一 號〕 大正 八 年度 歳入歳出 總拽算 追加 案 


泊 本院に 於て 可決せ り 因て 謎 院法第 五十 四 勝に 依 
り 及 送付 候 也 

大 JH 九 年 二 月 二 十一 日 

衆 _ 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達殿丨 
(特 第一 號) 大正 八 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 豫算 
追加 案 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
り 及 送付 候 也 

大正 九 年 二 月 二 十一 日 

衆議院 蕺 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
(追 第一 號〕 豫 算外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
爲 すを 要する 件 

右 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 十四 條に依 
〇 及 送付 候 也 

大正 九 年 二 月 二十 一日 

衆議院 議長 大岡 育造 
貴族院 議長 公爵 德川家 達 殿 
【國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君) 玆に 提出いた しまし 
たる 大正 八 年度 總豫算 追加 案 第一 號に 付き 大略 說明 
を 致します、 本 追加 豫 算の總 額は 歳入歳出 谷々 八 千 
三百 餘萬圓 で ございまして •歳出 經常 部は 千 四百 餘 
萬圓 、臨時 部は 六 千 九 百 六十 四 萬圓で あります、 歳 
出の 中 金額の 比較的 多額なる 事項を 舉げ ますれば、 
經常 部に 於て 內務省 所管 變察 費連帶 支 辨金 、大藏 省 
所管 諸拂戾 金、 陸軍省 所管 糧秣 費、 司法 省 所管 在監 
人 費 等の 追加で ございまして、 臨時 部に 於て は 新に 
朝鮮 總督 府經費 補充 金を 計上いた したる 外、 朝鮮 師 
團營繕 及 初 度調辨 費、 軍艦 製造 費、 水陸 設備費 等の 
追加を 計上いた しました、 其 他 本 追加 豫算 中、 特殊 
の讲 項と 誠むべき ものを 擧げ ますれば， 國際聯 ffl 事 
務 局の 設置に 伴 ひまして、 是が 費用の 分擔を 計上い 
たし、 尙ほ 流行 性感_ 豫防 並に 治療の 爲め 必要なる 
金額を 計上いた しました、 又 大正 三年 臨時 事件 豫備 
費は 旣に拂 切りと なりました が、 臨£ 事件 費 茭辨の 
計 費に して、 尙ほ 本年度 末までに 要する ものが あり 
ますので、 之を 二 千 八 百 萬 圓と 見積り 計上いた しま 
した、 其 内容は 大體 旣定の 事項に 對 する 不足 額で ご 
ざいます、 右に 對 する 財源と して 穀價 調 in の 爲め買 
入れた る 外米 等の 拂下に 係る收 入 見 積 三千 六十 餘萬 


圓 、戰時 利得 税の 收入增 加 見 積 額 千 六； E 十 ,！ S 餘圓を 
充當 いたしまして、 尙 ほ T' 足 額 三千 六 百 九十 餘萬圓 
は 前年度 剩餘金 繰 入を 以て 是が 財源に 充てる 計 迸で 
あります、 以上の 歳出は 何れも 必要 已むを 得ざる も 
のに 屬 しまして、 其 中には 官史以 下 臨時 手當 、又は 
兩院 議案 類の 印刷 費 等 極めて 至急を 要する もの も ご 
ざいます、 各 特別 會計 追加 豫算又 同 樣の事 情で ござ 
ります るが 故に、 中には 今 H 支 拂の差 迫つて 居る も 
の も ございます るから 何卒 御審講 の 上 速に 御 協賛 あ 
らむ ことを 希望いた します。 

〔江 木 E 君 演壇に 登る〕 

0 江 木 翼 君 私は 大正 八 年度の 追加 豫算に 關聯を 致 
しまして 二三 質問を 試みたい と 思 ひます、 極めて 簡 
單な皙 問で ございます るが" 事項が 多少 多岐に 百 一つ 
て 居ります るで、 登壇を 致しまして 趣意を 說明 いた 
したいと 思 ふので す、 第一に 是 ほ 極めて 簡單な こと 
でございまする が、 歳入の 方に 穀價 調節の 爲に買 入 
れた る外國 米の 柳 下の 收人 見込 額と 云 ふ ものが 三千 
萬 圓餘と 云 ふ ものが 積つ て あるので ございます、 米 
價の 調節に 對 して 現内閣が 頗る 苦心せられ まして、 
外國 米の 買 入 等を 實行 されまして、 それが 爲に 巨額 
の 責任 支 U1 をせられ て 居る ので ある、 確か 其 金額 ほ 
八 九 千 萬 圓に上 つた かと 思 ふの. であります が、 斯の 
如き 巨額の 責任 支出と 云 ふ ものは 未だ 嘗つて 見ない 
位ではないかと思ひます、其責任支出の所謂責任解 
除と 云 ふ ものは、 未だ 當 議場に 濟んで 居らない やぅ 
に 私は 記 tl いたして 居る のであります が、 fTf 謂 莢 出 
に 付ての 責任が 未だ 解除され て 居らない にも拘らず 
其外國 米を 賣拂 つた 收入見 迄 額を 直ちに 此歳 出に 充 
てる 爲に 歳入に 計上せられ たと 云 ふことは、 頗る 豫 
算編 成の 上の 異例では ないかと 云 ふ 感じを 起した の 
でございます、 或は 本 期 議會の 中に、 更に 此 責任 支 
出 に對 する 承認 案を 御 提出になる と 云 ふこと であり 
ますれば •事の 前後は あります るが、 或は 巳む を 得 
ぬかと 思 ひます が、 未だ 其 案を 見ない のに、 玆に收 
入 見込 額と 云 ふ ものを 歳入に 計上され ると 云 ふこと 
は 甚し く當を 得ない やぅに 考へ るので あります るか 
此點 に對 する 政府の 御所見 ほ 如何な ものである か、 
是が 第一 點で ございます、 第二 點 •此點 は 特に 私は 
重要の 問題で あると 思 ひます るが 故に、 政府に 於て 
極めて 明確なる 御 答 辯を 得たい と 思 ふので あります 
本 追加 豫算を 按じます るのに、 歳入歳出 合計 谷々 八 
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阅內 外にな つて 居る ので ある •此八 千 一! i 百 
羽 ® の 中で 七 千 ffi ra •殆ど 七 八 ^ に 常 〇 まする 所の 
七 千 说 [RI と 云 ふ もの / ?. 物 fti ^ f i: に 闪 る 所の豫 览 であ 
る、 昨年の 裸 3?- に 於き ましても、 即ち 四十 一詔 fT に 
於き ましても •大正 八 年度の 豫 3? に對 して 随分 5a 加 
豫览が 提出され たので ある •大 正 八 年の 旣定の 礎 ^ 
四 などに 對 しまして は、 特に 多額の 追加 裸 ® と 云 ふ 
ものが 計上せられ、 而 かも それが 多く 物偾騰 贵 に 伴 
ふ 所の 追加で あつたと 云 ふこと も 諸君の 御 記憶に 存 
する 所で あらう と 存じます •然るに 玆に又 七 千 萬 圆 
と 云 ふ 追加が 出た •併 此七千 茁圓の 中で， 私 (X 微細 
に 渉りまして 一々 勘定を して 見た 譯では ありませ ぬ 

が， 一二の 事例を 以て 之を 見 ま -r ると， 如何にも 大 

正 九 年度の - wl ffi に對 します る 心配を 禁ずる ことの m 

来ない ものが m 来て 來 るので ある •それは 如何なる 

琪 現で あるかと 申します ると、 多分 谷 項に 宜 つて ® = 

の 如き 事例' か あらう と 思 ひます が、 例へ て 申します 

ると， 陸軍の 糊 秣费 、陸軍の 糊 秣费が 本 追加 豫算に 

艽 百 三十 五 萬 圓と云 ふ ものを 計上して あります、 此 

糊 株 ?, / の 米であります、 ft 米は 本 追加 豫算は 幾らの 

@ 衍に 依つ て 計上され て あるかと 云 ふこと を 調べて 

見ます と、 近来 米の偎 が 騰贵 いたしました のは 十分 

酌 情： されまして、 內 地に 於て ほ 精米艽 十八 圓と云 ふ 

沿 格で 計上され て 居る、 即ち 略々 一月 頃に 豫算を 計 

上されました 其當 時の 時惯に 依つ て豫筇 が 計上され 

て あるので あります、 是は 私は 尤もの ことで ある， 

決して 此五十 八圓が 高し と 言 ふことは 出来ぬ であら 

うと 思 ひます、 然るに 此豫览 は 大正 八 年度の 追加 豫 

算で ある •大 正 九 年度の 總豫算 ほ 幾らに 積つ て ある 

か、 目下 豫算 總會に 於て 盛んに {#_ 中であります、 

殊に此 物 借 騰貴の 問題に 付て 御 gp 議中 になつて 居り 

ます 所の 大正 九 年度の 總豫算 の萌價 、此 糙秣費 の® 

價と云 ふ もの ほ 幾らに 積つ て あるかと 云 ふこと を尋 

ねて 見ます ると、 米に 付て ほ 一石® に 四十 五圓 にし 

か 積つて ない、 一石 fi に 四十 五 圓 、是は 恐らく ほ 大 

正 八 年の 九月 頃の 單惯 、或は 前 三 箇 年の 平均に、 更 

に 多少の 酌 is を 加 へられまして 此 四十 . 7r 圓 と 云 ふ も 

の、 單價を 御 積り になつ たものと 思 ひます るが-其 

四十 :-/' ;; 圓で 御樹 りに なりました 所の m 價と云 ふ， もの 

ほ、 今日您 に總 豫算の 編成 後一 一一 箇月 か 四 箇月し か經 

たない 中に 五十八 圓 >  一 石に 付て 十三 圓から の 差と 

云 ふ ものが 付いて 居る ので ある、 若し 物價が 今日の 


退で 大正 九 年の 四月 一日 以後ず つと 進んで 行く もの 
と 致します れぱ 、四十 五 11 の 堪奶 即ち 四十 yr 圆の單 
仍 を 3S 礎に して 計上いた しました る 六 千 二百 萬 0 内 
外の 衣； ggr 糊秣搜 、其 中の 最も 犬なる 部分を 占め 
て 居る 所の ftt 秣 « は 經理の 出来る 譯は斷 じて ない と 
私 li 思 ふので ある， 如何に 大菸 大臣が 11 鉾 立ちを な 
す つても 此唞は 出来ない と 思 ふ， 五十八 IW すべき 所 
の 時惯 であるのに 四十 五 圓 の m 僧に IH つて ある、 極 
めて 明瞭なる ことで ほない かと 思 ふので あります、 
是は此 糊 秣四 に關 する 一の 例で ある •それから 又も 
ぅ 一つの 例を 引いて 見ます ると 軍艦 製造 費、 大正 八 
年の 事を 先づ 申します ると、 大正 八 年の 軍艦 製造 a 
の旣 定額と 云 ふ もの ほ •私の 記 11 いたして 居る 所に 
依り ますれば 一 億圓内 外で あつたと 思 ふ、 此 一億 圓 
內外の 軍艦 製造® と 云 ふ ものは 何時の 時價を 標準に 
して 決めた ものである かと 申します と •私は 能く 記 
憶いた して 居ります が、 是は大 IE 三年の 時價 である 
大正 三年の 時價 であります から、 昨年 無論 此一 億圓 
內 外を 以て 旣定の 事業と 云 ふ ものを 遂行す る ことの 
出来ない の {3; 當然 のこと であります が 故に 昨年の 議 
會に 於き ましては 確か 五 千 三百. 萬 圓の 追加 豫算と 云 
ふ ものが 物價騰 貴に 伴 ふ ものと して 計上され たので 
ある 一億 圓に對 して 五 千 三百 萬圓、 艽 割 以上の 追加 
が 出た ので ある、 それ e も尙ほ 足らずして、 昨年の 
追加 豫箅を 以て尙 ほ 足れり とせず して 唯今 提出に な 
つて 居ります 所の 追加 豫算に 三千 六 百 蓖圓と 云 ふ も 
のの 追加 要求. が 出て 居る ので ある 是は 軍艦 製造 費 だ 
けであります、 大 7E 八 年に 對 する 軍艦 製造 費の 追加 

と 云 ふ ものは 四十 一議 Sr に 提出に なりました ものと 

今回 提出に なりました ものを 合せ ますれば 約 九 千 三 

四百 萬圓 九千蓖 圓內 外の ものと なる だら ぅと 思 ひま 

す 其 基本 額に 較べます ると 實に九 割 以上の 增加 にな 

つて 尻る ので ある 今日 物價の 指數が 三百 九十 四と 云 

ふ 物價の 指數を 示して 居る 時に 於き まして、 九 割內 

外の 增加は 決して 大 なる % 加では ない、 私 (X 寧ろ 其 

低き を憾む 位に 思 ふので あります、 能く 是で 事業の 

遂行が 出 來る 位で あると 思 ふので あります、 兎に角 

斯の 如き 追加に なつて 居る ので ある、 然らば 更に 11 

じて 大正 九 年度の 計® を 見る とどう であるかと 申し 

まする と、 旣定及 新規に 計上され ました 費用を 台せ 

まして、 軍艦 製造 費に 於き まして 一 億 八 千 五 百 蓖圓 

と 云 ふ ものに なつて 居る、 此中で 一億 五 百 萬 圓と云 


ふ ものは 所謂 旣定 の！！.： £ 25 である •即ち 大正 三年 頃 
の堪位 に te つて 出来た 所の ものが 1 僮 五百里 圓 大正 
八 年度と 稍々 同じ ことにな つて 居る ので あろ、 :) C 二 
億 五 百 萬 ! 1 と 云 ふ 所の 旣定の 遐 y fi の年剌 浦に 對し 
まする 所の 物 m 犄 ft に 伴 ふ 所の 追加と 云 ふ もの It 叛 
らにな つて 居る かと 見ます ると 七 千 W 萬圆で ある、 
大正 八 年 現に 我々 •か 玆に協 饺 せむ とする 所の 軍 ® 製 
造费の 追加と 云 ふ ものは 四十 一議 會に 提出され まし 
たものと、 今度 提出され ました ものと 合せて 九 千 三 
四百 萬圆に 上つて 居る にも拘らず、 同じ 米で ある 約 
一億 內 外の 同じ 米で ある 所の ものに 對して 七 千 百 萬 
圆と云 ふ ものであります れば玆 に 二 千 萬 11 以上の も 
のが 不足を 生ずる 譯 である、 今日の 時價に 嵌ります 
れぱ 必ず 私は 不足し なければ どうしても rt 褪が合 ほ 
ぬと 思 ふので ある、 大正 八 年度の 一億 內外 の豫算 に 
對 しては 九 千 二 三百 萬圓 である、 大正 九 年度の 一億 
五 百 萬 圓に對 しては 七 千 百 萬 圓で宜 いと 云 ふ 理窟 ほ 
どうしても 立たぬ と 思 ふので ある •斯う 考 へて 見 ま 
すると 大正 力 年度の 豫算其 ものに 對 して 現に 御 審_ 
中であります る 大正 九 年度の 裸 算に對 して 旣に豫 算 
編成 後 二三 箇月 經 つて 今 數 へて 居る やうに 旣に 不足 
を 生じて 居る やうに 思 ふので ある •到底 此儘に ほ 遂 
行され ないやう に 私は 信ずる のであります が 政府 (3: 
寧ろ 進んで 糧秣 費の 如き、 或は 軍艦 製造 費に 對 して 
は 現に 出て 居る 所の 總豫 算 に對 して 御 追加を なさる 
のが 適當 ではない かと 思 ふので ある、 政府は 其 意は 
ない ので _あ るか、 どうで あ. るか 若し 唯今 追加を なさ 
らない 何れ 年度 末にな つて 足らない 分は 追加 豫算で 
出す ので あると 云 ふ 御 趣意で あると します るなら ば 
次の 議會即 ち 四十 三 議會に 於て 更に 莫大なる 所の 追 
加耍 求を なさる と 云 ふ 御 趣意で あると 斯う 推定され 
るので 有ます が、 果して 左 樣に心 得て 宜 いので あり 
ます か， それ ほ 海軍 だけで も - 一千 萬 圓 以上 も 追加を 
しなければ ならぬ、 又 糧秣 費の 如き も 唯今 玆に 計上 
されて 居る ものから 椎定 いたします れぱ 、私 ほ少く 
とも 千四五 百萬圓 の；' f 足は 生じて 来る もので ほない 
かと 思 ひます るが、 斯く 勘定いた して 見ます ると、 
来年の 議會 、来るべき 議會に 於て 追加 豫算 として 大 
正 九 年度の 不足を 補は るる 豫算と 云 ふ ものは 少 くと 
も 一億から 二 億の 追加 豫算 案が 出る， % のでは ないか 
と、 斯う 想像され るので あります、 其總 額は 兎も角 
もと 致しまして •豫算 の 不足と 云 ふ ものは 御： 嬰 求に 


なる ものと 推定せ ざるを 得ぬ 0 であります が、 哭 し 
て吐链矜に御提出がな '1. ‘れぱ、次の邡仔に <--1 ;拋出に 
なると 斯 5 心 て 然るべき， TC で ?, るか* «: » を 第 
二に 承りたい 0であ〇ます、第三に承〇たいと思ひ 
ますの ほ 朝鮮の 特別 ^ 計に 對しま して 餘〇 多から ざ 
る金額ではござ0まするが、一般付針ょ0繰 \ をせ 
ら るる 百 萬圓の 繰 入を せらる， 唯今 大葳大 Is ょり 御 
說明が ありました、 昨： 4 私は 我 W 委 M と 致しまして 
大破 大臣に 朝鮮の 特別© 計が® 立す ると 云 ふ 方針に 
なつて 居る と 云 ふこと に 付て 御所見を 伺つ たので あ 
りまして、 大藏大 K lt 當時朝 鮮の fr 計 ほ ® 立した と 
云 ふこと を 以て 犬なる 誇と せら il て 居つ たやう であ 
りまして、 當時私 ほ 然るべ からざる 所以を も 多少 指 
摘した のであります るが、 それ 等に 付て は 申す ^ 要 
はない のであります、 併ながら 特別 尙計に 對 する 繰 
入の 如きと 云 ふ ものは 限りなく 濫りにすべき もので 
ない と 云 ふことは 申す まで もない ことで あらう と 思 
ふ， 苟も 一個の 獨 立の# 計を 立つ て 唐る、 さう して 
其 固有の 歳入を 以 つて 歳出に 充てる と 云 ふ 主義を 執 
ります ?). 以上は 足りない からと言つて 幾らでも 一般 
會 計から 注ぎ込む と 云 ふことは 愼まな ければ ならぬ 
ことで あらう と 思 ふので あります、 本年の 總豫 3S に 
提出に なりました 一千 萬 圓と云 ふ ものに 對 しては 固 
ょり 已むを 得ぬ 事椚で あらう と 思 ひます が玆に 更に 
西 萬 圓の繰 入を なさる ると 云 ふこと に付きまして は 
私 ほ 如何にも 理由が 薄弱では ないかと 云 ふ 事を 考へ 
たのであります、 それは 朝鮮の 此特 別會 計の 方の 歳 
入を 見ます ると 三百 七十 ? K 萬 L1 と 云 ふ ものは 關稅の 
收入と 致しまして 歳入の 方に 繰 人れ て あるので ある 
關税 の收 入の 現 計を 見ます ると 云 ふと， 大正 八 年の 
十二月 末の 現 計に 於て 九 百 七十 五 萬 圓と云 ふ ものに 
なつて 居りまして- 预算 に對 しまして 三 F-I 七十 五 萬 
圓と iK ふ ものは 大正 八 年の 十二月までに 旣に增 收の 
見込が 確實 になつ て 居る •其％ 收の見 込が 確實 にな 
つて 居る ものを、 玆に 豫算に 計上せられ たと 云 ふ 事 
は 誠に 當然な 事であります が 併ながら 豫算と 云 ふ も 
のは 必ずしも 確 K なる 財源 ばかりを 當て にす る もの 
でない 荀 も大體 其の 收 入の 見込みが 立つ て 居る もの 
であります れ ば、 無論 豫算に 計上して 差 突ない 铐の 
ものである、 斯の 如く 十二月までに％ 收と云 ふ もの 
が 見込みが 立つ て 之れ を 御 入れになります る 以上は 
大正 九 年の 一月 二 月 三月、 之れ に a ります る 所の關 
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税の收 入と： 2\ ふ もの ほ 明かに ある ものであります る 
から、 是は私 は 御 見込みに なつて 差 支ない 費 mi であ 
ると 思 ふので あります、 此の 目を ば 御 入れに ならず 
に 十二月までに 御 止めに なつて、 さう して 一月 二月 
彐月 分は 少く とも 二百 萬 W 内外の ものは あらう と 思 
ひます が-之れ を 御 見込みに な 〇 ますれ ぱ 、必ずし 
も玆に 一般 ^ 計より 繰 人れ をな さる 必要は ないやう 
に 思 ふので あります、 何が 故に 常 然 W 込み 得らる る 
所の 關税 の咐收 を ば 御 見込みに なら ヤ して 一般會 計 
より 補充 金を 御 支 !! 1 になる か此事 柄を 第三に 伺 ひた 
いと 思 ふので あります、 第 四に 極めて 微細な 事柄で 
はございますが、追加预箕をあちこちと微細に調べ 
て 見た ことがあ 〇 ますが、 此の 費目がない ので あり 
ますので、 如何にして 居らる るので あるか* 此の 點 
を 承りたい と 思つ たのであります、 次に 承りたい と 

思ひますの (? 、此以外にも必ずや追加鸨算を御提山 

になる ことで あらう かと 想像す るので あるが‘ 果し 

てそうで あるか どうで あるか、 若し 御提 m になる と 

致し ますれば、 其 屮に第 二回 勞卿會 諮、 第二 回の 勞 

働 矜 謎と 申します のは、 先般 華 辟® に 於て 第 一 囬 の 

勞砌矜 _ に 、今回の 平和 條 約の 第 十一 一一 編に 規定され 

ました 所の 勞硼 規約に {?• ひまして 開かれた 所の 第一 

冋の齊 譏が 開かれた ので •こざいます るが •  K 第二 回 

が 来る 六月の 十五 日に 伊太利の 「 ゼ ノア」 に 於て 開 

0- すると 云 ふこと に勞蚴 參 事锊 に 於て 決定され たや 

うで あ 〇 ます、 而かも 先月の 二十 六日に 決定され て 

居ります から •预筇 を 編成せられ るに 間に合は ない 

譯は 無から うと 思 ひます が、 政府は 果して 第二 IB1 の 

伶 ^ には 委貝を も 派 ia されぬ と 云 ふ 御趣葸 で 何等鸨 

算に 計上を 爲さら ない ので あるか、 若し 果して さう 

であると 致します ると， 私は 平和 條約 十三 編に 加盟 

された 帝 國 政府の 立場と して 甚だ 不思議に 堪へな い 

必ずや 委員を 派 m される に 違 ひない、 一體 委員を 派 

ifi せられる に付きまして、 如何なる 御用 %: C が あるか 

此所 に遞 信大 R も 御 出席の やうであります が、 今回 

の a- 議は海 M だけの 锊蕺で ある、 先般 一般の 勞働者 

の會齚 に付きまして は 頗る 紛授を m ねた ものである 

是れは 我々 の lli ts に 新たなる 所であります が、 又も 

や 斯の 如き 紛搜を m ねは すまい か、 海員の 方の 紐 織 

を 見 S すると •一般 勞働 者よりは 多少 組織の 方が 完 

全に なつて 居ります と 云 ふ ものの" なか <而倒 な 

問題が 起る だら うと 思 ふので ある、 而 かも 六月 十五 
ml ' K I 案大 F 八 年度 歳 人 ひ 出 總拽 3;t l iti I 加 案 
契約を 爲す を耍 する 件 C 追 第 一 號) 


日と 申します れぱ間 もない ことで ある、 是 等の 委員 
は 必ずや 二箇 M 内外 前には 日本を 發しな ければ なら 
ぬ、 遲 くも 四月の 初 頃には 日本を 發 して 伊太利に 向 
つて， 而 して 多少 會蕺に m 席す る餘裕 が 無ければ な 
らぬと 思 ひます が、 何等 御 準備が 無い ものの 如く， 
現に此 豫算に 此會議 の 費用と 云 ふ ものは 少しも 計上 
しては ない、 と 云 ふやぅな 有 _ であります が、‘ 政府 
は 如何なる 準備を 持つ て 居られる ものである かと 云 
ふこと を 第 四に 承りたい、 それから 此 所に 御 出席で 
ありませ ぬければ 必 しも 即座に 御說明 を 要求す ると 
云 ふ 次第では ございませぬ が >  簡粗 な 事柄で ござい 
まする で豫算 委員 會 等に 於て附 加へ て御說 明を 要求 
いたして 置きたい と 思 ふ、 外務 當 局に 承ります が， 
近頃 外務省ょり 發行せ られ まする 所の 刊行物に 三國 
同盟に 關 します る 記事が 有つ たと 云 ふこと に 聞いて 
居る のであります、 此記事 の 新聞 等に 記載され る こ 
とが 禁止に なつた と 云 ふこと も 亦 仄かに 承つ て 居る 
のであります、 是は如 何なる 事由に： a つて 此の 如き 
禁止を された ので あるか、 若し 三國 同盟の 成文と 云 
ふ ものが あり、 或は 之れ に關 する 記事が 祕密を 要す 
る ものである、 それが 故に 是が 新聞 等に 轉 載され る 
ことを 禁止され たものと 致します るなら ば、 外務省 
の 刊行物に 此の 如き ものが 掲載せられ ると 云 ふこと 
は、 我 締盟 國に對 しまして 甚 しき 外交 機關の 信を 失 
すると 云 ふこと になり はしまい かと 云 ふこと を、 私 
は 頗る 心配す るので あります、 如何なる 理由に 依つ 
て 此の 如き 禁止の 命令が 出て 居る かと 云 ふこと を 承 
りたい と 思 ふ、 是ほ 必ずしも 今日此 席で 承らないで 
も , A しいので ございます、 要します るに 以上の 數點 
に對 しまして、 殊に 第二 點 此物價 騰貴に 關 します る 
處の 追加 稗 算の 問題に 封し ましては、 大藏 大臣ょり 

滿足な る 明確なる 御 答を 得たい と 思 ふ。 

〔國務 大 洱男爵高橋是淸君演増：に登る〕 

〇阈 務大 E (男 辟 高 橋是淸 君) 唯今 江 木 君の 御 質疑 

の 第一は 追加 豫 算の內 、歳入の 見込 額と して 國家が 

三千 滇圆 以上 見込んで 居る、 然るに 政府が 外國 米を 

買 人れ る爲 めに 臨時の 支出を％ 額し、 而 して 其の 支 

出に 對 して 末 •た 責任 解除を も 得ない のに、 H つた 米 

の 代金を 抜 入に 積る と 云 ふのは どう 云 ふこと か、 そ 

れ とも 後から 此議會 に 其の 責任 解除の 案を 出す ので 

あるか、 斯う 云 ふこと である， 是は御 承知の 通り 現 

行の 習慣、 悄 例に ffi ります と 次の 議會に 此の 責任 支 


出の 案は 出る やうに なつて 居ります 、今回 提出いた 
します る會計 法の 改正案が 通過いた しま すれば、 改 
正 案に 依ります と 丁度 御 希望の SII く此 議會に 出る や 
うな ことになるので あります、 今日では lit 議會に 於 
て 出ない、 而 して 兎に角 賣つた 米の 代金の 這 入る と 
云 ふことは 事實 であります、 這 入つ たの も 事 實であ 
る， 事實で あるが 故に 矢張り 之を 歳入に 立てた ので 
ありまして、 之に 依つ て 責任 支出の 解除を 得た と は 
政府 ほ 心得ない のであります、 第二には 物價 に關す 
る ことであります が、 其 中 主たる ものと して 擧 げら 
れたる 例は， 陸軍の， ■秣費 と 海軍の 軍艦の 製造 費で 
あります、 是は 何ぞ此 度に 限つ た鐸で ほない、 從來 
此の 糧秣 费の 積り 方は 大槪 三箇年 平均を 収 つて 積つ 
てありまして、 不足なる 場合 It 時々 是れは 矢張り 追 
加豫算 で 補充 科 R 費途と なつて 協賛を 仰いで、 もし 
一石 四十 五 圓と九 年度は 積つて 居ります が、 是は如 
何になります か、 將來の 米價は 高くなる か、 安くな 
るかと云ふことは、はつきり言へることではないの 
であります、 又 軍艦 製造 費の 如き. は 先き の議會 に 於 
て， 總 豫 算に 於て 八 年度に 多少 物價騰 S を见 込んで 
御 協賛を 經て 居る ので、 尙ほ 其の 時に も 若し 是れで 
不足を したる 場合には 追加 機 算を以 つて 請求す ると 
云 ふことは 當 局から 述べて ある >  それで 旣に物 債の 
變 励に 法つ て豫算 に 不足を 来たす 以上は、 追加 豫算 
を 出さねば ならぬ のであります、 九 年度の 豫 » に 付 
ては 現在の 物 價を 標準と すれば 不足を 生ずる ことは 
きまり 切つて 居る からして >  此 議會に 九 本 度の 追加 
豫算を 出す かと 云 ふ御尋 わであります が、 政府に 於 
て ほ 此際 追加 豫黏を 出す と 云ふ考 はない ので ありま 
す， 今後 一年 有餘の 間物價 がどう 變動 いたします か 
相當 に物價 騰貴を 九 年度の 豫算 には 見込んで 即ち 編 
成の 當 時に 於て は 是 ならば 先づ 十分で あると 云 ふ考 
へを 以つて 物價 騰貴を それ f 見込んで あるので さ 
うして 年度 末に 至つ て 不足を 吿げ ると 云 ふ 事に なれ 
ば、 矢張り 是れほ 今日 同樣追 加豫® を 111 すと 云ふ必 
要が 生ずる のであります 、仲し 此議會 に 今後 一年 有 
餘を 見越して 追加豫 算を 出す と 云 ふこと ほ 致し ませ 
ぬ  >  それ から 朝鮮の 特別 ^ 計に 付て、 關税 の收 人に 
付て 色々 ありました が、 是は 大藏 省と L ましても 此 
の關 税收 入 ii 即ち 年度 一 ばいの 收入と 云 ふこと に 了 
解して 積つ て あるので あります、 是れは 朝鮮 總 舊 府 
の總督 若く は 其の 政府 委 M より 說 明を 申 上げた 方が 


K からう と 思 ひます、 それから 第 四は 今の 外務省の 
ことであります、 一二三 だけは 是れで 御 答へ をし ま 
した。 

〔國務 大臣 野 田 卯太郞 君 演壇に 登る〕  . 
〇國務 大臣 C 野 田 卯 太 郎君〕 江 木 君に 御 答へ します 
が、 此の度 r ゼネパ 」 に 開く 船 W の會 _ には / li す 積 
りであります、 是れは 遞信 省と しまして は 約 二週間 
ばかり 前に 照會を 受けました •今 進 備中で あります 
此の 主管は 外務省でありまして、 矜算の 如きは 外 柺 
省の 方より 要求す るので あらう と 思 ひます が、 尤も 
私の 方が 根源になる のであります、 今 準備中で あり 
まして、 未だ 豫算の 請求を する 運びに 參つて 居り ま 
せぬ、 誘會 中には 必ず 追加 豫算 として 提 ill する であ 
らうと 思 ひます。 

0 江 木 翼 君 唯今 大藏 大臣の 御說 明に 依りまして 物 
價が騰 貨 して 到底 此の 九 年度の 豫算で はやり 切れな 
いに 於て、 更に 追加 豫算で 要求す る、 追加豫 算を 出 
すだら うと 云 ふことは 略々 推定が 出来ます が、 併な 
がら 目の前にもう 旣に 見えて 居る、 現に 此の 追加 豫 
算を …… 八 年度の 追加 豫算を 要求され るに 當〇 まし 
て、 米は 一石 五十八 1* と 云 ふ 基準に 依つ て 要求され 
て 居る ので、 是が 非常に 下つて 一石 十三 圓も 下つ て 
四十 五 圓と云 ふこと になれば 、陸軍の 糧秣 ? 5 と 云 ふ 
ものは 漸く 經 现 が 出 來 るので あります がそれ が、 a 
だしく 下らぬ、 現に 目の前の 狀况で 見 ますれば 下る 
傾向が 見えない のであります、 下らぬ と 云 ふこと {3; 
略々 明白に 分る、 前三箇 年の 平均に 依つ て 多少 補 定 
して 組んだ と 言 はれ. ますが、 私の 調べました 所に 依 
ります れば 、前 i —*. 箇 年の 平均 . (C 對して 更に 十二 圓を 
加へ て さう して、 四 4 五 圓と云 ふ ものにして 豫算を 
組んで 居られる、 其の 豫算は 二 三 筒 月の 中に 旣に到 
底 實行不 BI 能で あると 云 ふことは 明白に なつて 居る 
斯 くなる 以上は 此の際 相 當の 手段を 盛され るの が 私 
は 適當 であると 思 ふ、 大藏 大臣 (3; 其の 必耍 はない と 
仰つ L やる が* 軍事 當 局の 方は 此の W; 算で 十分 遂行 
が U! 來 ると 云 ふ 御考で あるか、 どうで あるか、 それ 
から 海軍の 軍艦 補充 費 .：… 製造 費の ことに 付て は更 
に御說 明がなかつた、 此點は 寧ろ 海軍 大尚に 伺つ た 
方が 適當で あると 思 ひます、 大正 八 年度の 追加 豫算 
(?. 前後 合計いた して 九 千 萬圓 以上 1.- なつて 居る •御 
承知の 如くに 大正 八 年の 繼續 M の 年 割 額 も 一億 内外 
の ものである、 是れは 大正 三苹 頃の 單價に 依って 積 

一 五 七 九 
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つたと 云 ふこと ( ?. 明白な qf l1? で ^ る、 それに 驾して 
旣に九 ?3 以上の ものを W す 以上 ほ、 今年 も 亦 I 千 西 
B5 冏 そこらで 1?. 到底 足らぬ と 云 ふこと ほ 明白で it な 
いか、 私の ちよつ と 目 ® いたしました 所に te ります 
れ ば、 少く とも 二 千 萬圆は 足らぬ， 二 千 S5 101 と 言へ 
ぱ 非常に 莫大なる ^ 费 であります が •是れ (3-. 足らぬ 
と 云 ふこと (1. 明白に 見えて 居る、 それでも 尚 ほ 裸， - 1,¢ 
の 遂行には 耪支 ない と 云 ふ 軍 ? jf 常 局に 於て ir. 御考に 
なります か、 此點を 承りたい。 

〔國務 大 I-:': 加 藤 友 三 郎君 演褪に 登る〕 

〇國 務大； 2^ 加 藤 友 一一 一 郎君〕 江 木 君の 軍 蹈 製造 ?, i の 
物 fr/ K fi に對 する 追加豫 算に付 ての 御 ff 問で. ありま 
す，九苹度の豫览を編成いたしまする時にほ、まだ 

八 年度の^^ 騰 K の狀况 と 云 ふ ものを 精密に 調べる 

ことは / J.i 来な かつた のであります、 九 年度の 豫® は 

七 年度の 豫览を 基礎と 致しまして それに 八 年度の 豫 

算編 成當時 に 於け る 物 價騰 H の狀 况を參 酌いた しま 

して、 九 年度の 物 僧騰 a を 見込んだ のであります， 

八 年度の 追加 鞠® は 七 年度に 八 年度の 豫算を 編成い 

たします る 常時に、 其の 前年度の 實際 の物價 騰貴の 

狀况と 七 年度に 八 年度の 豫算を 編成いた します る當 

時の 狀况 とを 參酌 いたしまして、 物 價騰 貴を 見込み 

ましたので あります けれども •八 年度に '/!? りまして 

•K 際の 狀况を 見ます ると 不足を 致します るが 故に、 

今 E 更に 追加を ^ 求いた した 譯で あります， 即ち 八 

年度に 於き まして ほ 材料費に 於いて 約 十 割を 要求し 

て 居ります、 エ费に 於いて 七 八 割を 要求いた して 居 

ります、 是れは 八 年度の ® 際が 斯樣な 數 字を 示す こ 

とに 相 成つ たのであります、 九 年度が 果して 八 年度 

の 物 ffi と 同！！ である や 否やと iK ふことは 言明 ほ 致し 

兼ねます る けれども、 九 年度の 豫算を 編成いた しま 

する， 即ち 八 年度の 中頃に 於き まして 前 申 上げます 

やうな 七 年度の 豫算を 基礎と して 積算いた しました 

場合に； f 九 年度の 物 倒は 約 材料に 於て 八 割 位、 H 

搜 に 於て : /r: 六 割 位の 見込みで あらう と 云 ふ考 へを 以 

つて 豫算が 編成して あるので ございます、 大體 之れ 

を以 つて 大な る物價 に變動 がな からねば 九 年度は 遂 

行し fy ると 當局は 見込を 有つ て 居る ので ございます 

勿論 物® が 如何 やうに 變化 いたします るか、 是れほ 

豫測 いたし 兼ねる のであります、 大體左 樣 な！ 1 で、 

预 算 の 絹 成は して あると 云 ふこと を 申し上げて 固き 

ます 


〇江 木 芻む 唯今 海 艰 大臣の 御 18 明 (i 如何にも 要領 
を 52 ない、 大正 八 年度の 追加と 云 ふ もの if 前後 合計 
すれ ! f 材料に 於て ほ 十 割， H ?lf に 於て は 約 八 ®) 、 所 
が 九 年度の 裸 -» の m 成に 付て lx それ 程 高く (i なかつ 
た、 ？ If s iy. 現 花 高くな つて pr る、 是れ から 先き に材 
料な 〇、 H ?'i なりが 非常に 下る、 豫算絹 成の -a- 時 位 
にず つと 下る と 云 ふこと を M 込まなければ、 此の 浅 
筘の遂行ほ川來ないでほないかと云ふ點を私ほ承〇 
たい、 少く とも 二 干 萬 圓內 外の 追加を 耍求な すに あ 
らざ れぱ 、大正 九 年度の 豫算は 遂行 出來な いで ほな 
いか、 邦の 點に 付て ほ •何等 御 答がない、 否 寧ろ 矛 
盾した 御 答が あつた やうであります、 追加 要求を 爲 
される と 云 ふ 御 趣意で あるか、 さもなければ 物價ほ 
下ろ、 下る 見込は 確 1¢ であると、 斯う 云 ふ 御 趣意で 
あるか、 何れ かを m つて 阖きた いと 思 ひます。 

〔国務大臣 加 藤 友 三 郞君演 壇に 登る〕 

〇阈務 大臣 (加 藤 友 三 郎君〕 御 答を 致します が、 海 
軍 省が 考へ ましたので は 九 年度に ほ 今日の 如き 物價 
が 永續 いたさう とは 考へな かつた のであります、 勿 
論 海軍省 (X 物價の 下落と か、 騰貴す ると か 云 ふこと 
に付きまして、 正確なる 數 字を 得る 機 關を 有ち ませ 
ぬ、® の 海軍省の 見込みに 過ぎない、 故に 萬 一 唯今 
御 話の 如く 物價が 騰貴いた しませぬ で ., 海軍省の 見 
込みに 相違を 生じ ますれば •當然 追加 豫 » を 要求い 
たす 考で あります。 

0 江 木 翼 君 多分 陸軍 當 局の 御 見解 も 同樣で あらう 
と 思 ふ、 然らば 物價が 今日ょり 下落し ない •豫算 編 
成當 時に 御考 になつ た 位な 程度に 下らない と 云 ふ 場 
合に 於き ましては、 本年 七 千 萬 圓內 外の 追加 豫 W を 

要求され る 位であります るから、 次の 議會に 於き ま 

しては 更にず つと 以上 一億 圓內 外の ものを 生じて、 

御 要求になる ものと 斷定せ ざるを 得ぬ と 思 ひます、 

私 ほ斯 くの 如く 了解いた しまして 私の 質問を 打 切ら 

んと する ので ございます が、 次に 承つ て 置きたい と 

思 ひます のは、 大藏 大臣に 更に 追加 豫算を 耍求爲 さ 

る や 否や、 此 外に 大正 八 年度 若く ほ 九 年度に 於け る 

豫 览 を 本 期 議會に 御 提出になる 意が ある や 否や、 唯 

今遞信 大臣の 御說 明に 依れば 當然 要求になる べき 事 

柄が ある やうに 思 ひます るが、 さう 云 ふ 御 見込で あ 

ります か、 如何で ございます か、 此點 を . 

I 國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君) 必要 H むを 得ざる こ 


とが あれば、 追加 ?* 兑は 出す のであります。 

〇若朗 禮次郎 君 總理 大臣に 伺 ひたいので あります 
が、 惟 今 海 JU 大 |5 の御答辯と预 » ^ 公分に於ける上 
山 君の 御 rf 問に 封す る 把 理大臣 の 御 答 辯とは 矛 (Ff が 
ないやう に御考 へに なつて 居る のであります か、 總 
珣 大臣に 御 尋ね 致します。 

〔阀務 大臣 原 敬 君 演祖に 登る〕. 

〇國務 犬 K C IS 敬 君) ^ 今の 若槻 君の 御 rf 問は 能く 
分 〇 ませぬ が-どう 云 ふ 風な ことで ございます か. 
もう I 遍 どうぞ 要領を ：：： 

〇 若 槻禮次 郎君 上 JIJ 君の 豫览委 M 爵に 於け る 質問 
ほ 今 御 提出に なつて 居る 豫筇に 依つ て 物 借が 今日の 
如く 騰貴して 居 つても 差 支な く 遂行が 出来ます かと 
云 ふ 御 質問に 對 して、 其の 通り 遂行 ili 來る見 込み だ 
と 云 ふ 御 答 辯が ありました、 唯今 海 雄 大臣 ほ 今 / H し 
た 豫算ほ 大正 七 年度の 物價を 標準に して 見 積つ て / 11 
したので ある •大藏 省では どう 考へて 居る か 知らぬ 
が、 海軍省 ほそれで 行ける / • らうと 思うて、 今日の 
如く 物價が 騰貴す ると ! X 思 ほず して 計算して 出した 
ので ある、 若し 是れで いけな かつたら 追加 豫葸を 出 
す こと も あると 云 ふ 御 答で あつた* 此の 御 答 辯と 豫 
算 委員會 に 於け る總理 大臣が 上 山 君に 御 答に なつた 
のとは 私には 矛盾して 居る やうに 考へ られ ますが， 
總理 大臣は 別に 是ほ 矛盾して 居ない と 御考 になる の 
であ 〇 ませう か、 斯う 云 ふ 問であります。 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 能く 分りました が、 それ ほ 一 
向 矛盾して 居り ませぬ、 若 ffl 君が 御 經驗の ある 通り 
Is 算を 見込む CD- は、 大概 VS. 軍 大臣が 答へ たやうな 意 
味に て皆豫 算を 見込む のであります、 是は御 承知の 
通りであります、 特に 政府は 非常に 異つた る 編成の 
仕方は 致し ませぬ から、 唯今 海軍大臣が 答へ た 通り 
である >  私が 上 山 君に 御 答へ 申した の も 其 通り、 大 
槪是で 大正 九 年度の 豫算ほ 間に合 ふ 積り を 以て、 是 
で 宜しい と 云 ふ 見込を 以て 豫算を 立てた ので ありま 
す、 併ながら どう 變動 する か、 政府は 物價を 成る た 
け 下落 さしたい と考 へて 努めて 居る けれども、 豫定 
通 〇 果して 下落す ると も 何とも 斷言は 出 來な い* 同 
時に きつと 非常に 騰貴す ると も 言へ ない、 大槪是 で 
宜か らうと 思 ひます けれども、 萬 一い かぬ 時は 是は 
巳む を 得ず、 相當 なる 處置を 執らなければ ならぬ、 
今日 13: 是で 宜から うと 考 へて 居る と、 斯う 云 ふ 御 答 
を 致しました のであります、 是は 別に 珍ら しい こと 
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でもない、 * 〇 前 •何時でも さ 5云 ふやう になつて 
罟るのであ〇ます‘何等矛砑はないと私は ^ ひます 
0 若 襯榨 次 fiG :w 预 SC を  M f-a る 〇 に i-? lt lrll ^、 i.? は 
三年の平均で昆拍ると云ふことはそれは其通〇であ 
ります、 餘 〇經濟 界に變 励の ない ときであります i 
それで 大抵 出来る のであります •それで あ 〇 まする 
から •平時な、 r ば 上 山 竹の やうな 疑 laj は 起ら なかつ 
たのであります、 然るに 今日 ほ 非常に 物 fll が； gtt し 
て、 3¢ 騰 K に 付て传 fi 族院の 談员 の 入 速が 心配して 
居る の にも拘らず •どうも 十分に ; if 効 〇 ある やうな 
調節の 策が 行 はれて® ないやう であります、 斯う； K 
ふやうな 上 山 君の 一つの 見解でありまして、 それ か 
ら 見て、 今日の やうに is; くな つて © ると 云 ふと •是 
では 遂行が むづ かしから う •何 か 物 似を 調 r!?f して ? S 
翦の 遂行の [II 來るや うにな される か、 それが なくな 
れば 、此预 筇でほ 實行が 出来ぬ では ありませ ぬ％ と 
云 ふの が、 上 UI 君の 御 質問で あつたと 思 ふ、 それに 
對 して 總理 大臣は 一向 是でや つて 行ける と 仰せに な 
つたから， 玆に疑 が 起つ た 次第で ある、 拽览 を 編成 
する に 付て どこを： n 安に する か" 前年の f8 3?: を ns 安 
にす るか •或は 三年 平均を 目安に する かと 云 ふこと 
は、 さう 云 ふことは 別に 14 ほ 質問は して 居ない、 又 
上 山 君 も それを 尋ねられた ので ほな からう と 思 ひま 
す、 要するに 上 山 君の 意見は 物價 調節に 今 一般の 御 
盡力 を菌ん で、 其方から © ねられた、 所 が 其 © でも 
一向 差茭な いと 云 ふやうな 御 答であつた、 唯今で も 
又 事實は 大變騰 つて 居る と 云 ふこと を 海 Hi 大 K は 御 
認にな つて 居る、 編成した 時と 今日と ほ 大變谅 ふと 
云 ふことは 海 SJ 大臣 も御認 になつ て 居る， 其 御認に 
なつた 其點 から 行けば 遂行は 出來ぬ と 云 ふ 事が、 上 
山 君が 疑つた 點で ある、 總理大 K は 是は 矛盾で ない 
と 仰つ しやい ましたが-私は 矛 ) H であると 思 ひます 
斯の 如き 明な ことに 付て まで も 始終 御 見解が 遠 ふや 
うであります れぱ ， 御@ を 致しましても 是れ 以上に 
明瞭な 答は 得られまい と 思 ひます から 御® はし ませ 
ぬけれ ども* 豫算 總會に 於け る 御 答 辯と 唯今 讖 場に 
於け る 海軍大臣の 御 答 辯とは、 私は 確に 矛 [1- して 居 
ると 思 ふので あります が、 總理 大臣は 矛 © でない と 
仰つ しやる のであります が、 殊に 明に 分つ て 居る 事 
實に 付て 是は 矛 II でない と 仰せになる やうで ありま 
すと、 是から 御 @ を 致しましても、 是 以上の 事は も j 
う 仕方が あるまい と 思 ひます から、 御 ■は 申し ませ j 
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ぬ、 序に 大藏 大臣へ 御尋を 申します が、 責任 吏 出を 
なされた 總 金額は 大正 八 年度の 初から 今日まで 如何 
程に 上つ て 1 S るので あります か’ それから 唯今は BJ 
任の 解除と It 認めない、 外米 賣却 代金を ^ 入と した 
る 追加 預算の 協賛を 得た からと て •外米を 買つ たこ 
とに f'J- ての寶 任 支 S の W 任 解除とは 認め ませぬ と 云 
ふ 御 答 辯で ありました から、 それに 依つ て 見まして 
も 責任 支 m と 言 はれる の U、 余く 憲法に 依つ たので 
もな くして iji した 金額で あつて •それから 後に 謅會 
の 承認を 受ける のは 饩任 解 除を 求む るので あると 云 
ふ大藏 大臣の 解 FS の やうであります が、 左樣 であり 
ます か、 大正 Jr: 年度に 此間 題に 付て は隨分 當院で ほ 
やかましく 蕺論せ られた やうに 思 ひます、 私 (3: 決し 
て大藏 大臣の 御 解 釋に 反對 して 御尋を する のでは あ 
り ませぬ が， 貴族院では J.: 年 前に 非常に 此事に 付て 

やかましく 言 はれた のであります から •此 場合に 大 

萩 大 15 の 責任 支出に 對する 法律上の 明なる 御 見解を 

伺つ て a きたいの であります。 

務大 K I3 描 高賠 是淸 君演 搜 に 登る〕 

〇圆 務 大臣 (男爵 高 橋 是淸君 ) t 今御尋 の 貴任茭 出 

の 金高の 調は 今 玆に 持つて 居り ませぬ から •委員 會 

過り に 於て (.1! 來次笫 御知らせを しませ 5、 喵 今の そ 

れか ら責 吒 解除の 怠 味を 以て 此 責任 支出に 付て 提案 

をするのであ0ます*先刻も申した通0米を资つた 

代金を 歳入と して 計上いた したので あります るが、 

之に te つて 其 責 住 支出の 解除を 得た る ものとは 心 ^ 

ない と 云 ふこと を 申 上げた ので、 續 いて 其 どう 云 ふ 

見解で あるかと 云 ふ 御 ^ であります が、 llt M rf: 突出 

に 付て は 是 は® 々申した こと も ある やうであります 

が、 是は 政府が 第 I 预備金 又 ほ 第二 豫晡 金を 拂ひ切 

つたる 場合に 於て， S BH 剩餘金 等を 以て ?* 算 超過 又 

ほ 雅 筇 支 / 11 をな すの 法律上の 根據に 付て ほ、 多年 帝 

國議& に 於て 謎 諭の 絕 えざる 所で、 或は 之を 以て 全 

然 SS 法 ;'® 反な りと し 或は 之を 以て 會計法 の m 反な り 

と 云 ふ 論がないでも ない、 而 4 政府が 後日 帝國 議會 

の 承諾を 求む る ことを 條件 としまして 責任を 以て 裸 

備金外 除 時 支出を なした るは、 帝國 謎 f? 開設以 來殆 

ど® 尔の 例に して SS 會も亦 1 1 三の 例外を 除く の 外は 

之に 對して 承諾の S を 表し 來つた のであります •從 

來政府 の 解 釋した る處に 依り ますれ ぱ遨法 第 六十 九 

條の 規定に 依つ て 政府 (s p -si'. 屮に豫 gfyv 設け， 之 

を以て豫筇轺過又は稗ぉ外の支出に充てゝ婼りまし 


た、 右の 豫備 金を拂 ひ 切つ てし まつて 尙ほ 緊急 止む 
を 得ざる 豫骑の 不足 又は 豫 » 外 支出の 必要 ある 時は 
政府 ほ 其 M 任を 以て 國賄 剩餘金 等ょり 之を 支出して 
而 して 右の 支出は 憲法 第 六十 四條第 二孭の 規定に 依 
り豫備 金の 支出と 共に 事後承諾を 求む る ものと して 
之を 帝國 議會に 提出す るので あります、 斯の如 く 剰 
餘金支 出は 憲法 上 何等 明文に 维據せ ざる も 亦 憲法 中 
何等 禁止の 規定 もない のであります、 依つて 政府は 
之を 以て 違 ®! の處 置な りとは 認めない のであります 
唯 憲法 第 六十 四條第 二 項の 規定に 依りまして 「後日 
帝國議 會ノ 承諾 ヲ求ム ルヲ要 ス」 と 解釋 して 居る の 
であります、 政府は 將來に 於ても 右の 解釋に 準據し 
まして 萬 止む を fi ' さる 場合は 豫備 金外茭 出、 臨時 支 
出を 爲すの 方針に 依る ものと 御 了解 下されば 宜しい 
のであります …… 唯今 …… 先刻 御尋の 八 年度の 剩餘 
金 支出額が 分つ て來 ました， 總額 一億 一千 W 餘萬圓 
內臨 時事 件 ! 2 は 一億 二 百 餘萬圓 、普通 費は 九 百 三十 
餘萬圆 ，是 だけで ございます。 

〇 若 機 禮次郎 君 唯今 剩餘金 突出に 關 する 大蔵大臣 
の 法律上の 御 見解は 伺 ひました が、 私 も 此御見 解は 
結構で あらう と 存じます、 さう 云 ふやう にして 此見 
解を 以て 此事を 行は れて席 ります ことほ 至極 宜から 
5 と 存じます が， ® 々 之に 反對 した 議論が 出まして 
時に 依つて 朝に 居らる、 とさう 云 ふ 翳 論 も 立つ が、 
野に 立たれる とそれ でない やうな 議論を 聞く ことが 
あるので あります、 是れは 高_ 大藏 大臣に 申 上げる 
ので ix ない が、 世間の 政治家に 於て さう 云 ふ 事が あ 
るので あります、 誠に 其 所は むづ かしい、 所 ^ 責任 
支 m なる ものは 全然 無く 乙て 今日の 國 政の 料理は 出 
來ませ ぬ、 それで 今日 憲法な 〇會計 法に 基いて 此事 
を 平素 定めて 置かう と 云つ て も是は 闲難な ことで あ 

ります、 唯今 大級 大臣の 述べられた やうな 見解で 常 

に 進んで 行つ たなら ば、 是 •か 一番 國 政の 上には 宜し 

からう と 私は 考へて 居りました が、 四 : 7r 年 前の 此 K 

場に 於て はさう 云 ふやう でなかつた のであります、 

唯今の 御說 明を 此議 場に 於て e く  •是が 前例と なつ 

て 今後 lit 見解に 依つ て 常に 行 ふやう になります れぱ 

至極 私 13: {几し からう と 存じます から、 今の 御 見解を 

腿いて 大に滿 足いた しました。 

〔子爵 前 田 利定君 及 伯爵 跋澤金 次 郞君發 言の 許 

可 を 求む〕 

〇戧長 (公 辟 德川 家達哲 〕 子荫 前 田利定 君。 


〇 子爵 前 田 利定玆 此 際 私は 日程の 第二から 第 四の 
豫算追 加 各 案の 審査 期限の ことに 付て 發鹩 いたした 

いと 思 ひます、 宜しう ございます か . 而 して 其 期 

限は 日限を 定め ませずに、 此案の 內容の 中には 急を 
要する ものが あらう と考 へます から-期限を 定めず 
に 早速 港 査に著 手いた しまして •審査 結了 次第に 報 
吿 すると 云 ふこと に 定められむ ことを 望みます、 何 
卒御 賛成を 願 ひます。 

〇 江 木 千 之 君 賛成。 

〇 伯爵 廣澤金 次 郎君 私は 喵 今の 審査 期限の 前に 質 
問が あります が、 時期を 失しましたならば、 控 へま 
すが、 まだ 時期を 失しないなら ぱ此際 質問いた した 
いと 考へ ます。 

0 議長 (公 浴 德川家 達 君〕 唯今 前 田 子爵の 励 _が出 
まして 賛成者が ございまして 成立って 居ります から 
先づ以 て 其 決を 採りまして •其 後に 廣澤 伯爵の 御 質 
疑を 許すべし とする 議員 諸君の 多數の 御 意嚮なら ぱ 
それに 從は うと 存じます、 前 田 子爵の 励 議に御 異存 
ございませぬ か。 

〔「異 翳 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (公爵 德川家 達 君) 御 異議ない と 1S めます、 
此の際 廣澤伯 爵の 質疑を 許して、 御 異存 ございませ 
ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長^: ム搿德 川 家 達 君) 御 異議ない と 認めます、 
廣澤 伯爵' 

0 伯爵 廣澤 金次郞 君 私は 唯今 若槻 君と 總理 大臣と 
の 質問 應 答を 伺 ひまして 非常に 疑を 生じまして、 已 
むを 得ず 玆 に總理 大臣に 御 質問いた したいと 考 へま 
す、 過日 二 月 十六 日の 本 議場に 於き まして、 私の 質 
問に 對 して 總理 大臣の 御 答は、 詰り 追加 豫算 提出の 
ことであります が •追加 豫算 提出 •即ち 物偾 騰貴に 
關聯 いたしました ことであります るが、 それに 對し 
て總理 大臣の 御 答には 「今日の 所に 於き まして 大正 
九 年に 物價 騰貴を 見込んで 立てました、 計上いた し 
ました 大正 九 年の 豫算は 此儘實 行す るに 差 支ない と 
考 へます、 政府は 物價 調節の 爲に 種々 の 力を 用 ひま 
すから、 物價が 政府の 豫定の 効果を 奏し ますれば、 
低落いた すで あらう と考 へます けれども、 此以 上騰 
貴いた して、 豫算の 追加 等を 求める 事は あるまい と 
考 へます けれども、 併し 是は 經濟界 のことは ifl 純に 
政府の 見込 ばかりを 以て 人爲 的に界 易に 出 來 得る こ 


とでは ありませ ぬ、 故に 絕對 的に 物 僧は 此上騰 贵 い 
たさない、必ず低落いたす、依つて以て豫兑を實行 
する に當つ ては 追加を 求めざる のみならず、 剩餘を 
生ずる であらう と 云 ふやうな ことを 斷 ff する ことは 
今日 aj 來兼 ねます」 又 後段に 「從 つて 增額を 求める 
一 やうな ことは ない のであります」 是が末 文で ありま 
す、 要するに 總理 大臣の 私に 對 します る 御 答 辯を 見 
ますと、 政府は 大正 九 年度の m! 算を提 出せら るる 前 
に當りまして、大正九年度にほ相當の物價騰貴と云 
ふ 事を 見込んで 豫算を 御 立てに なつた と 云 ふ 事に 承 
知して 居ります •然るに 先程 海軍大臣の 御 答 辯には 
海軍省の 造 艦 計 ffi は 大正 八苹 度の 八 九月 頃 即ち 豫成 
編成 時期の 物 ® を 以て 立てた のであります から、 大 
正 九 年度に 非常な 騰貴を すれば R むを 得ず 追加 豫淖 
を 提出す ると 云 ふこと を 仰せられました、 所が 政府 
の 通算と 申します るのは 獨〇 海軍 若く は 陸軍の みな 
らず 各省を 通じての 豫算 であらう と考 へます •そこ 
に 於て 總理 大臣の 御言， 葉に ほ 大正 九 年度には 相 當の 
物價 騰貴を 見込んで 立つ たと 言 ほ れ るので あります 
さう して 而かも 之を 實 行す るに 差 支ない、 a' 々追加 
豫算 等は 提出し ない と 云 ふこと を 明言され て 居り ま 
すが、 そこに 於て 大に私 に 對 します る 御 答 辯と 今日 
の 御 答 辯と 矛盾が あると 考 へます から、 もう 一應總 
理 大臣から 御言 明を 願 ひたいと 考 へます。 

f 國務 大臣 原 敬 君 演壇に 登る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君 一廣 澤 君の 御 質問で あ 〇 ますが 
それは 何等の 矛盾 もない のであります •私が 御 答を 
致しました のは •御 質問 も 大體で ありました から. 
私 も大體 のこと を 御 答いた しまして、 大體に 於て 政 
府は 今回 提出した る 大正 九 年度の 豫算ほ 之で 行け や 
うと 考 へて 提出した のであります •而 して 此以 上物 
價が 低落いた しま すれば 剩餘金 も 生じ ませう •此以 
上騰 貴 すれば 無論 追加 豫算を 提出し なければ ならぬ 
のであります が、 政府は 物價 調節の 爲に 十分 盡 力い 
たして 居る のであります るから、 幸に 効果を 奏すれ 
ぱ此 以上の 事は なから うと考 へます、 併し 絕對 に騰 
貴を 致さない と 云 ふことは 保 證は出 來な いこと であ 
ります から、 來 年度、 大正 九 年度 ほ 物價 騰貴を 見込 
んだ 見込まぬ と 云 ふこと に 付て •恐らく 御 疑を 生じ 
たので ありませ うが、 预雜を 編成いた します にも 一 
_ に參 つて 居り ませぬ、 繼續费 の 年度の 都合 も 一年 
限りの もの 二 年限 りの もの、 數 年に 亘る もの、 皆备 
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々遂ふ のであります •故に 三 闹 年の 平均を 貶つて、 
それに多少共時见込む婼の物衍を加へて -* 上がると 
か 下がる とか 云 ふこと を 加へ て豫苽 を 立てる， 是が 
随分 多い のであります •然ら ざる もの li 今年ょり 來 
年で 終る とすれ ば>  此 年度の 物 fi? を 基礎と して 考へ 
なければ ならぬ、 皆 谷々 豫鉍の 項 H に 依つ て 違 ふの 
であります •故に 概括して 申せ ぱ 前 の 年度 若く ii 編 
成 常時の 狀况を 見て 之に 物 ® がどうなる であらう と 
云 ふこと を 勘 酌して 豫 -i;c を 組む のであります 、併し 
海 m の豫笕 と 申しましても 色々 ありませ うが、 製 腔 
釣 M 他の 數年 に a る もの ！- 付て ほ •前年 若く (X 前々 
年又ほ 典 年の 矜鉍； U 物 似を 越 礎， V- 致しまして •之に 
大 Jl£ 九 印 {3: どうなる であらう と 云 ふ 見込を 以て 豫篮 

を 編成す るので あります、 其 見込の ことは 海 車 大臣 

の 申した 通り 海軍で 考へ ました やうな ことで ありま 

したなら ば、 追加 豫算 の必耍 はない のであります が 

然ら ざれば 追加豫 览を提 出す るも已 むを焊 ざる こと 

であり ませう* 御 7ft 知の 如く  | 例を 申しましても， 

海軍に 最も 澤山用 ひます もの ほ 鐵材で ありませ う、 

鐡材は 或 ほ 勝 a いたし _ 或は 下落いた し、 今日 ほ 下 

落に ® いて 居る と 申しても、 次に 13: どうなる か 甚だ 

拽測が 付き 難い ものであります、 併し 豫 W を 立てる 

に ii 何 かの 見込を 付けず しては 立てられ ませぬ から 

前年 若く は 其 年の ものに 依つ て®: 礎を 置いて、 それ 

に 多少の 物 似が 上がる であらう 下がる であらう と 云 

ふ 見込を 付けて •今日の 所では 先づ此 位の 程度なら 

ぱ宜 からう と 云 ふ 見込を 加へ て 編成す るので ありま 

す、 さう 云 ふ 次第で 何等 私の 申した こと、 海軍大臣 

の 申した こと V、 私は 數间 機會の ある 度に 申し まし 

たから、 言葉の 相違は ありませ うが、 趣意に 何等 矛 

盾した ものは ない と 云 ふこと に 御 承知を 願 ひます。 

0 伯爵 肪澤金 次郎嵙 然 らば 海軍大臣 にもう 一つ 御 

答. 一を 願 ひたいので あります が， 無論 繼續 費の數 年 

度に M る ことは、 是ほ 誰も 能く 知る 所で ございます 

大正 九 年度 以降の ことに 付て 伺つ て 見る ことは 無理 

であらう と 思 ひます から 何 ひませ ぬ、 併ながら 大正 

九 年度の 造船 計 ffi を lit 豫算が 御 立てになる 時に 當り 

まして、 即ち 多分 昨年の 八 九月 頃 だら うと 考 へます 

が、 其當 時の 物價と 本年 大正 九 年の 一月と 比較いた 

しましても 物 © ほ 非常に 騰贵 して 居る のであります 

玆に 於て 海軍省が 大正 九 年度 分の 造船と 申します か 

製 艦 計 ffi を 立てられました 時と、 どの位 物價 騰貴の 


〇 に％ 加 串と 云 ふ ものを 御 加へ になつ て 居る かと 云 
ふこと を 伺つ て ！ 3 きたいと 考へ ます。 

! 阈務 大臣 加 藤 友 三 郞冇 讽堳 に 登る〕 

〇阈 務 大臣 (：加 膝 友 三 郎君〕 跋滯伯 脬に御 答を 致し 
ます、 唯今 茲に 表を 持つて 居り ませぬ ので、 數字的 
の 御 答は 致し 兼ねる のであります、 九 年度の 豫 St を 
編成いた します る 時に ほ、 八 年度 福 成 當 時に 於け る 
物 似の みに 依て 編成した のでは ない のであります， 
其 以前の も參 酌し C 多少の 平均を Is つて 率が 極めて 
あるので あります ，細かい 表 ii 出 來て 居る ので あり 
ます、 其 率を fa 算 しました ものから 割出した ことは 
先刻 江 木 君の 御 質問に 對 して 御 答した 數に なつて 來 
たので、 其 率を 定めます 時は、 大正 九 年度 分に 於て 
ほ 八 年度 预筲 編成の 時よ 〇 下落す るで あらう と 云 ふ 
所謂見込を以て內輪に見積つてあるのであると‘斯 
様に 御 解 釋を願 ひたいので あります •御 承知の 如く 
物價 々々と 申し ま L C も 製 艦 費に 屬 する 材料なる も 
のは、 物價 中で も 特殊の ものであつて、 先刻 總理大 
臣の御 話の ありました 通り、 主として 鐵材 に M する 
ものであります、 其 外 何百 種と 云 ふ 種類であります 
から 種類に よりまして は、 物價 騰貴の 狀况を 列擧い 
たしまして 谷 材料® に 平均を 取つ て、 之を 又 更に 合 
せた 平均 率で 割出しまして、 さう して 來 年度の 物 價 
騰貴 率を 割出しました ので、 左樣 な譯で あります か 
ら簡單 に 論議の みを 以て 其 可否を 論定いた す 事は 甚 
だ 困難であります、 左 樣な 次第で‘ あります から、 相 
當の 時期が ありま すれば •此 積算の 基礎から 御 話を 
致しまして 御 了解を 得る やうに 致したい と 思 ひます 
左樣御 諒承を 願 ひます。 

0_ 長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第五、 大正 八 年 法律 

第 九 號中改 正 法律案、 政府 提出、 衆議院 送付、 第一 

讀會。 

大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

右 政府 提出 案 本院に 於て 可決せ り 因て 議院 法 第五 

十四 條に 依り 及 送付 候 也 

大正 九 年 二月 十九 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 

貴族院 議長 公爵 徳川家 達 殿 

大正 八 年 法律 第 九 號屮 改正 法律案 

大正 八 年 法律 第 九號中 左ノ通 改正 ス 

「二百六 -[ 1萬四千九百五十二圓」ヲ「三百四十五 

萬 二 千 二 百 二十 九圓」 -I 改ム 


附則 

本 法 ハ 公布 ノ日 ョリ 之ヲ 施行ス 
參照 

大正 八 年 法律 第 九 號 

大正 八 年度- 1 於 テ 造幣局 据 S 運鞞 K 本 二百： A 十 XE 
_ ヲ % 加ス  . 

前項 H 本ノ岈 加 及 大正 八 年度 乃至 大正 十 年度-二 a 
リ造幣 局ノ設 №1 揹張一 | 要 スル 經找二 充用 スル 爲造 
幣局 K 金ノ内 二 百 六十 一 萬 四千 九 百 五十二 M ヲ限 
リ ー般 會計二 繰 入 ルル n トヲ得 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君演壞 に 登る〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 此 改正 法律案 ! X 造幣 
局に 關す るので あります •造幣局の 貨幣 _ 造 能力を 
钺 張す るの 必要が ございまして， 是が爲 に 先に 第 四 
十 I 議會に 於き まして ■大正 八 年度より 三箇 年の II 
續費 として 總費額 百 十 | 萬餘圓 の 御 協賛を 得ました 
が、 近来の 銀價相 場の 情勢に 鑑みます と •銀の 相場 
に 鑑みまして 銀貨の 鑄 造は 之を 見合せ まして 是が補 
充 として 新に 十錢 白銅貨を 鑄 造し， 五 錢 白銅貨、 一 
錢靑 銅貨は 一層 鑄 造を吩 加す るの 計 迸を 立つ る 必要 
を 認めます、 而 して 右の 計 ® は 現に 大正 九 年度の 造 
幣局 特別 會計 豫算に 計上いた して 居る 次第で ござい 
ますが、 以上の 計畫 を ® 行いた します る爲 には、 旣 
定計畫 に 依る 擴張 設備の 外に、 尙ほ 一層 此際 急激に 
鑄 造 能力を 增加 する 設備を 致す 必要が あります るの 
で 是が爲 に 五十八 萬 圓の經 費を 要します る 又 旣定計 
畫 に屬 する 擴張 費に 於き ましても、 物 僧 騰貴の 爲に 
不足を 生じます る爲に 二十 五 萬 餘圓を 追加す るの 必 
要が ございます る爲に 合計 八十 三 萬餘圓 更に 旣定繼 
續 費を % 加す る ことと 致しまして、 本年度の 51 算に 
計上いた しました、 右增加 に 要します 經 費の 財源と 
しては 造幣局 資铙 より 之に 相當す る 額を 一般 會 計に 
組 入れる ことの 必要が あるに より、 玆に此 改正案を 
提出した る 次第で ございます、 御蕃議 の 上 速に 御 協 
賛あら むこと を 切望いた します。 

0 議長 C 公爵 德川家 達 君〕 御. 異議がなければ 、此法 
案は 小額 紙幣 發行繼 續に關 する 法律案 外 一件の 特別 
委員に 付託いた します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (公® 德川家 達 君〕 日程 第 六、 會計士 法案、 
衆議院 提出， 第一 讀會。 

會計士 法案 
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務ヲ 禁止 セラ レ タル 者 
三 破 產又ハ 家資 分散 ノ宣传 ヲ受ケ タル 者 
四 禁治產 又 ハ 準禁治 產ノ宣 吿ヲ受 ケタ ル 者 
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其 ノ他ノ 使 用人 卜爲ル n トヲ煜 ス m シ農 商務 大 
臣ノ 許可 ヲ得 タル 者 ハ 此ノ限 二 在 ラス 
第三 章 會計士 名簿 

第七條 會計士 名簿-一登 錄セ ラレ タル 者-一 非 サレ 
ハ 會計士  ノ稱號 ヲ用ヰ 又 ハ 其ノ 業務 ヲ 執行 スル 
コト ヲ得ス 

第八條 會計士 名簿- 1 關スル 规程ハ 農 商務 大： 0； 之 
ヲ定ム 


院族 济戌帝 p 二十 四す; 


第 四 章會 計士ノ ® 利 溝 務 
第 九 條會 計士ハ 正 當ノ琪 由 アル-一 非 サレ ハ當事 
者 若 ハ 利害 關係 人ノ s ifl: 又 ハ官廳 ノ命ヲ 拒 ムコ 
トヲ 5 S ス 

第 十 條 锊 計士ハ 利害 ノ關係 ヲ有 x ル 事業-一 關シ 
其ノ 業務 ヲ執行 スル コト ヲ得ス 
第 十 I 條符計 士其ノ 業務 ノ 執行 = 關シ 故意 又 ハ 
過失 — 因 リ ® 託 人-一 損害 ヲ 加へ タル トキ ハ 之ヲ 
賠 ® スル ノ責 -I 住ス 

第 十二條 會計士 又 ハ 會計士 タリ シ者 故ナク 其ノ 
業務 上収 扱ヒ タル 事項 二 付祕 密ヲ 漏泄 シタルト 
キハ 六月 以下 ノ辟役 又 ハ 千 HI 以下 ノ剖金 M 處ス 
第 十三 條刑法 第 西 九十 七條 及第 百 九十 八临 ノ規 
定ハ會 計士ノ 槳務ノ 執行-一 付之ヲ 準用 ス 
第五 筇會計 士包 

第 十四 晓 會計士 0- ヲ設立セムトスルトキハ其規 

約 ヲ定メ  S 商務 大臣 ノ認可 ヲ受ク へ - >■ 其 ノ规約 

ヲ變更 セム トス ル トキ 亦！： シ 

第 十五 條會計 士會ヲ 解散 シタルト キハ農 商務 大 

臣 -1 屆出ッ へ シ 

第 六 培 糙戒 

第 十六 條锊計 士槊務 上ノ義 務 — 違反 シタルト キ 

又 ハ 品位 ヲ失隊 ス ヘキ 行爲 アリ タル トキ ハ 懲戒 

-I 付 K 

第 十七 條 趑 戒ハ左 ノ四 嵇 トス 

一 讁 K 

二 千 岡 以下 ノ過料 

三 三年 以下 ノ業務 停止 

四 除名 

第 十八 條辟戒 ハ 0 計士 銓衡 委員 會ノ 議決 ヲ經テ 

農 商務 大 K 之 ヲ行フ m シ會計 士協會 -I 随 スル 者 

二 付 テ ハ 1* メ其ノ 謎 決 ヲ經ル n トヲ嬰 ス 

附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

锊 計士銓 俩委 M ir ノ詮 衡ヲ繂 タル 者 ハ 常 分 ノ內第 

三條第 二號 及第 三號ノ 規定- 一 拘ラス 會計士 タルコ 

トヲ S2 

〇哲原 通 ® 君 政府に 對 して H 問いた したいので ご 

ざいます が、 極めて 間 m でございますから、 lit 席 か 

ら御 許を 願 ひたう ございます、 lit 會計士 法案に 對す 

る 政府の 御 sft li 如何で •こざいます か、 それを 伺 ひ 

たいので •こざいます が、 衆 S5: 院に於 て 政府の 御 述に 


なつて 居る 所を 承ります と 云 ふと、 此 案には 政府と 
致して は 進んで 寶成 いたす こと も 出来ない、 さりと 
て} f 同意で もない、 斯う 云 ふやう に御述 になつて 居 
る やうであります、 旣に衆 _院 の 譏 決を 經て 本院へ 
送付に なりました 以上は 此 場合 本案に 對して 政府の 
御意 見を 判つ きりした 所の 御所見を 伺つ て 置く 必耍 
が あると 思 ふので、 先づ 以て 本案に 對 する 政府の 御 
意見は 如何で あるかと 云 ふこと を、 一應 伺つ て 見た 
いのであります。 

〔政府 委員 岡本英 太郞© 演壇に 登る〕 

〇 政府 委員 C 岡 本英太 郎君〕 御 答を 申 上げます、 本 
案に f'J' き 衆議院に 於き まして 申しました のは、 本案 
の 趣旨と する 所 •精神の ある 所は 政府に 於て 毛頭 異 
存はな いので ございます、 併ながら 本案の 制定に 依 
つて、 本案の 主義 n 的を 達する 上に 於て、 即ち 其 成 
緩 効果を 擧げ ます 上に 付て、 多少の 疑が あるので あ 
ります I それが 爲に 、進んで 政府 ほ 燹成 申す ことは 
出来ない、 斯う 云 ふ 趣旨で あつたので あります。 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 特別委 M の 氏名を 書記官 
をして 朗讀 いたさせます。 

〔赍 原 通 敬 君發言 の 許可を 求む〕 

0 議長 (公爵 德 )11 家 達 君) 今、 後で 願 ひませ う。 

〔成 溜 B 記官朗 ii J 
會計士 法案 特別委 員 

伯爵 廣澤金 次 郎君  岡 野 敬 次 郎君 
上 山滿之 進 君 男® 赤松 範一君 
男爵 島津健 之 肋 君  石 井 省 一郎 君 
木場 S 長 君  江 木  翼 君 
平尾舂 三 郎君 

〇 管 原 通 敬 君 唯今の 御 答 辯に 依ります と 云 ふと、 

本案の 精神に 於て は 別に 御 興 存はな い、 唯 之を 此儘 

實 行す る 上に 於て、 所期の 効果を 舉げる ことが 出来 

る や 否やと 云 ふこと を 危んで 居 ると 云 ふやうな 御 趣 

旨に 伺つ たのであります、 要するに あつても 宜し、 

あつても 妨げない、 何方でも 宜しい と 云 ふ 位な 程度 

に御考 になつ て fr る やうで ございます から •是 が此 

儘 本院を 通過いた すと 云 ふこと に 付ても •政府は 强 

ひて 御反對 はない ものと 考 へます のであります が 

然らぱ それに 付て 一つ 伺って S きたい ことは、 此第 

三 fit 第 七條に r 會計士 名 筠 二 登 錄セ ラレ タル 者-一 非 

サレ ハ 會計士 ノ稱號 ヲ用ヰ 又 ハ 其ノ 業務 ヲ 執行 スル 

コト ヲ得 ス」 と 云 ふやう に 記載せられ 居ります、 即 


ち 酋計 に關 する 事項の 檢査及 整理と 云 ふ 業務 ほ、 會 
計 土と 云 ふ 若で なければ、 執行す る ことは /J-1 來ぬと 
云 ふこと が あるので あります、 而 して會 計士の 資格 
と 云 ふ ものを 第二 章に 規定され て 居ります が、 總て 
是は個 人と して 其 資格を 登錄 しなければ ならぬ と 云 
ふこと になつ て 居る のであります、 然るに 此會 計に 
關する 事項の 檢査及 整理と 云 ふやうな 業務は 信託 會 
社の 業務と して歐 米に 於て は 行は れて 居る ので あり 
ます、 又 我國に 於ても 現に 信託 會 社の 業務と して 是 
等の ものが 行 はれて 居る のであります から •若し 此 
法案の 如くで ありましたなら ば、 此信 託會 社が 法人 
として 此 業務を 營むと 云 ふこと を ば 禁止して 仕舞は 
なけれ •はならぬ と M ひます が、 是 等に關 する 政府の 
御所見は 如何であります か、 それを 伺つ て 置きます 
0 政府 委 M (岡 本英太 郎君〕 唯今の 御 質問は 本案と 
…… 本案は 一面 信託 法に 依つ て 信託 會社が 同樣な 仕 
事を 爲し锷 る ことになら うから、 それとの 關係は ど 
うで あるかと 云 ふ 御 質問で あるので あります、 若し 
さう 致します れぱ ，此 信託 法に 付きまして ほ 目下 司 
法 省、 大蔵省 等に 於て 研究され て 居る ことを 承つ て 
居る ので ございます、 勿論 此法 案は 此方 面と 關係が 
あるので あります、 而 して 信託 法の ことに 付き まし 
ては 私から して 此處で 何とも 御 答 辯いた し 兼ねます 
OW 原 通 敬 君 私は 信託業 法の ことを 御尋 する ので 
ありませ ぬ ■此第 七條の 規定に 依る と 云 ふと、 會計 
士に あらず んぱ會 計の if-f 項に 關す る檢 ?c 若く ほ 整理 
と 云 ふことは 出来ぬ と 云 ふこと になつ て 居る ので あ 
ります か、 會計士 以外の 者は 例 人であつて も、 法人 
であつ て も.. 此業務 を 施行す る ことは 出來 ぬと 云 ふ 
ことになるので あらう と 思 ひます が、 さう 云 ふ 御 見 
解であります や 否や 伺 ひます。 

r 政府 委員 岡本英 太郞対 演壇に 登る〕 

0 政府 委員 (岡 本 英太郞 君) 能く 了解いた しました 
信託業 法案 等に 依つ て 信託 會社が やり 得る ことにな 
つて 居れば >  無論 會計士 の 仕事を やつて 宜いだ らう 
と 思 ひます が、 さう 云 ふ 特別の 法規が 無い 以上は、 
本 築に 於て 認められた 者に あら ざれ ぱ出來 ない こと 

と 思 ひます C _ 

0 議長 (公爵 德川家 達 君〕 日程 第 七、 未成年者 飲酒 
禁止法 案、 衆 1® 院提出 、第一 讀會。 

未成年者 飮酒 禁止法 案 
右 本院 提 m 案及绘 付 候 也 


大正 九 年！ 一月 二 十一 日 

衆議 院議 長大 岡 育造 
貴族院 議長 公 Kf 德川家 達 殿 
未成年 界飮酒 禁止法 

第 一條 未成年者 ハ 酒類 ヲ飲用 スル コト ヲ得ス 
未成年者-一 對シテ 親 描 ヲ行フ 者 若 ハ 親權 者- 1 代 
リテ 之ヲ 監督 スル 者 朱 成年者 ノ飲酒 ヲ知 リタ ル 
トキ ハ 之ヲ 制止ス ヘシ 

營 業者 — シ テ其ノ 業態 上酒 類 ヲ販賣 又 ハ 供與ス 
ル 者 ハ 未成年者 ノ飲 用 — 供 スル コト ヲ知リ テ 酒 
類 ヲ販賣 又 ハ 供與ス ル n トヲ煜 ス 

第一 一條 未成年者 力其ノ 飲用 — 供 スル 目的 ヲ以テ 
所有 又 ハ 所持 スル 酒類 及其ノ 器具 ハ行 政 ノ處分 
ヲ以 テ之ヲ 沒收シ 又 ハ 廢棄其 ノ他ノ 必要 ナル 處 
置ヲ爲 サシ ムル n トヲ得 

第三勝第一條第二項第三項ノ規定二違反シタル 
者 ハ 科料 M 處ス 

第 四條赞 業者 力 未成年者 又 ハ禁 治產者 ナル トキ 
ハ 本 法-一依 リ 之 — 適用 K ヘキ 罰則 ハ 之ヲ法 定代 
理 人-一 適用ス 但シ其 ノ營 業-一 關シ 成年者 卜 同一 
ノ 能カ ヲ有ス ル 未成年者 -I 付 テ ハ 此ノ 限 — 在 ラ 

ス 

營 業者 ハ 其ノ 代理人" 戶 主‘ 家族、 同居 者、 雇 
人其ノ 他ノ從 業者-ー シテ 其ノ 業務-一 關シ本 法-一 
違反 シタルト キハ 自己 ノ指 揮-一 出 テ サルノ 故ヲ 
以 テ處 to ヲ免 ルル コト ヲ得ス 
明治 三十 三年 法律 第五 十號ハ 本 法-一依 ル 犯罪 — 
之ヲ _用ス 
附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
〇阪本 釤之肋 君 本案は もう 誠に 何とも 申 上げる こ 
とも ありませ ぬ、 例年の _ 案であります が、 當 年の 
政府は 又 之を 全然 御 賛成になります か 否やと 云 ふこ 
と、、 或はもう 少し撤 底した 何等かの 案を 政府案と 
して 御 出しになる 御意 思が ある や 否や、 ! It 二つ とも 
う 一つ 附加 へまして 唯今 行は れて 居ります 未成年者 
の 喫煙の 禁止法であります が、 如何にも 不徹底の こ 
とでありまして、 有る か 無き かの ものであります が 
それと 對照 して 此飲酒 禁止法 も 甚だむ づ かしい こと 
と 思 ひます、 同じ 學 校に 居り 同じ 家庭に 居りまして 
も 僅か 一 年 違 ひます れば 、片つ 方は 酒を 飲み 煙草を 
喫む ことが 差 支な くして、 其 弟の 方、 友達の 方は 法 


五八 三 


宋成年衮肷酒禁止法案舘一譖色 


院族 f]: 分-冗 3 帝冏 二十 7M で 


未* ^年者炚罚禁止法索 ?« 1 -1 ^ 


律*—-® れると 云 ふことは、 なか/、 む 〇- かしい もの 
でありまして、 もつ と撤底 したなら ば 學绝は 一切 飲 
酒して 13-. ならぬ とか， 煙 32L を 喫して はならぬ とか、 
政府 ¢3: 何 かそれ 等に 付て 考 印： されて， 現行法の 未成 
年 喫煙の ことで も 何等か 改正案で も 御 出しになる 御 
考が あるか •此潢 窃 に 御 出しに ならぬ でも 御 考にな 
つて 居る か、 又此點 に 付て は 別に 政府案と して 御 出 
しになる 考が あるか 否か* 此點を 一應 確め て！ S きた 
いと 思 ふので あります。 

〔國 務大以 床 次 竹二郞 君 演杻に 登る〕 

〇四務 大臣 (床 次 竹 二 郎君〕 政府 (3; 提案すべき 成案 
を 未だ 得て 居り ませぬ、 朱 成年者 禁煙の 方に 付ても 
別に 改正を しやぅ と 云 ふ 今 案を 持つて 居り ませぬ、 
それから 此案 に付きまして は、 成立つ ことに 付て は 

別に 不同 S の ^ 見 も ありませ ぬ、 併ながら 實際 十分 

に 徹底して 行は れる かと 云 ふこと になります れぱ、 

それは 左櫧に は 考 へませ ぬ、 併ながら 幾分の 効果 {3: 

あらぅ と考へ て 居ります。 

0 鼷長〇 <ム辟 德川家 達 君〕 特別委 員の 氏名を 御 報告 

に 及びます。 

〔成 湖 界記官 朗調〕 

未成年者 飲酒 禁止法 案 特別委 員 

侯爵 蜂須 賀正 韶君  子爵 今 城 定政君 

子踣大 給 近 孝 君  男爵 高木 兼寬君 

荒 川 義太郞 君  男爵 安藤 直 m 君 

男爵 岩 佐  新 君  江 原素 六 君 

西川甚 五郎 君 

〇 議長 (公博 德川家 達 君〕 次の _事 日程は 決定 次第 

御 通知に 及びます、 本日は 是 にて 散會。 

午前 十 I 時 四十 九分 镦茼 


第 四十 二回 帝 國議會 貴族院 独 


咬 露 衆 筲褎阀 帝冋 二十 四 第 


藤 岡 松 田芳埴 
田 本 田 中澤原 

敏 武道 都 謙 正 
郞 H  — 吉吉直 


馬場 錢一 
松 村 a 一 郞 
古賀廉 造 
原 象 一郎 
床 次 竹 二 郞 
石 丸 重 美 
永 井  亨 
中 川 正 左 
佐 竹 三 吾 
水 野 錬太郞 
河 內山樂 三 
大塚常 n 一郎 
下 村  宏 
阿部  滂 
杉 山 四 五郎 
永 山 善 之 助 
永 井 金次郎 


小 橋  I 太 
塚 本淸洽 
添 田 敬 一郎 
川 村 竹 治 
堀 田  貢 
潮 惠之輔 
池 田  宏 
山 田 準 次郞 
笠 井信 一 

神 野 勝 之 助 
西 野  元 
松 本 重 威 
森 俊六郞 
小 野義一 
藤 井眞信 
勝  正憲 


第 四十 二回 帝 國議會 衆議院 


〇 大正 八 年 十二月 二 十六 H C 金嚯 日〕 

午前 十一 時 二 十六 分 開 m 
(§) 勅語 奉答 文の 件 

0_ 長. 大岡 育造对 ) 新 に 議席に 著 かれた る 方を 紹 
介 致します、 島根 縣隱岐 選出 議員 佐々 木 武生君 I 
御 起立を 願 ひます。 

t 佐々 木武生 君 起立， 拍手 起る〕 

0_長 0 K 岡 育造 君〕 木 日を 以て 第 四十 二 回 帝 國_ 
會開院 の 式を 墩 けさせられ 勅語を 賜りました るに 依 
〇、 奉答 文の 會議を 開きます 、華 答 文は 例に 依り 起 
草 委員を 設けて 之を 起荩 せし むる こと k し、 委員の 
數は 十八 名 •議長に 於て 之を 指名す るに 御與議 ござ 

•ませぬ か。 

〔「興 謀な し異識 なし J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇認‘ 长ハ大 岡 育造哲 ： >  御異潢 なければ 翳 長は 直ちに 

指名を 致します、 開院 式 勅語 奉答 文 起草 委 M 、 小川 

平吉 君、 ES 月圭介 君、 綱 田淸兵 衞 君、 中 倉 萬 次郞君 

上 韨安太 郎君， 田 村 順 之 助 君、 政 尾 藤吉 君、 原 田 十 

衙 君、 片岡 直溫 君、 大津淳 一郎 君、 村 松 ® I 郎君、 

本 田 m 之 射、 鈴 岡 倉 次郎岩 ，古 B 1雄君、花井卓藏 

君、 北 田 砦 三 郎君、 山 根 正 次 君、 神 谷 卓男哲 、以上 

—唯今 指 f; 致しました 委 M の 諸君は、 IT-i ちに 交涉 

室に 御 參银の 上 委員長 及 理事の 互選を 行 ひ、 引續い 

て 謎 事の il 行を 望みます、 , R 時 休憩 致します。 

午前 十一 時 二 十九 休憩 

午前 十一 時 四十 五分 開讁 

〇孩長 (大岡 W 造 君'  休憩 前に 引續 き會鄹 を 開き ま 

す、 委 M 長の 報 rr を 求めます - 小川 平吉 君。 

〔小川 平 ！, f 君 登壇、 拍手 起る〕 

0 小川 平吉 W  _ 答 文起萆 委員 會 の經過 並に 結果を 

御 報齿申 上げます、 委 X4 1 同は 尚ち に 指定せられ た 

る锊 場に 參集を 致しまして •愼 m に ^ 謎を 盡 しまし 

たる 結果、 左の通りの 奉答 文案を 起荩 致しました、 

玆 に ig 上げ ま T。 

恭ク 惟-一 

陛下 玆 -I 第 四十 二回 帝 國狨會 開院 ノ辟 式ヲ 舉ヶ设 

渥 ナル 勘 詔 ヲ賜フ R 等感缴 ノ至 -I 勝へ ス今ヤ 

世界 ノ 平和 ! 1? - 一成 ラム トス 帝 國ノ任 益々 K ヲ加 

フ臣 等 1¢ テ a 旨ヲ难 體シ愤 BT 齚诚上 


陛下 / 隆恩 一一對 へ 下 國民ノ 委託 二 酬ム コト ヲ期ス 
衆 il 院議 長 R 大岡 育造 M 恐誠惶 謹 テ奏ス 
此段 謹んで 御 報吿を 申 上げます (拍手 起る〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 唯今 委 M 長の 報告に なり まし 
た 奏答 文に 御 異議がなければ、 敬意を 表する 爲め御 
起立を 求めます。 

總員  起立 

0 翳 長 C 大岡 育浩 君) 滿場 一 致 可決 致しました (拍 
手 起る) 

0議長(大岡育造君〕薄答文は宮中の御都合を伺つ 
て 捧呈し ます、 明日は 先例に 依り 午前 十 時ょり 會議 
を 開きます、 當 日の 篛事 日程を 報® 致させます。 

〔原 田 書記官 ®] _1 

衆議院 骸事 日程 第一 號 大正 八 年 十二月 II 十七 
日 ハ 土曜日〕 午前 十 時 開議 
第一 全院 委員長の 潠擧 
第二 常任委員の 選擧 
0 議長 (大岡 育造 対〕 本日は 是にて 散會。 

午前 十 I 時 31 十八 分散 會 


0大正八年十二月二十七日(±曜日〕 

午前 十 時 十三 分 開 ra 
議事 日程 第一 號 

第一 全院 委員長の 選舉 
第二 常任委員の 選 ® 

〇 副 11 長 (濱 田國松 君) 議長は 本日、 昨日の 決議に 
係ります る 勅語 奉答軎 捧呈の 爲に 唯今 參內 中で あり 
ますから、 本職 r; く此席 を 澍 します、 諸般の 報吿を 

命じます" 

〔原 田 書記官 朗 18 〕 

一 誘 員の 異動 左の 如し 

島根 縣隱岐 選 出 誘 M 古川 淸君 の補闕 として 佐々 

木武生 君當 選せられ たり 

大阪府 大阪市 選出 _员 白 河 次郞君 死去せられ た 

り 

I 去 二十四日 內閣 總理 大臣より 議長 宛 左の 通發令 

ありた る 旨の 通牒を 受領せ り 

內閣 統計 局長 牛 塚 虎太郎 

法制局 長官 横 田 千 之 助 


法制局 參事官 
法制局 參事官 
拓殖 局 長官 法 學® 士 
軍需 局長 
織 道 院總裁 
鐵道院 副總裁 H 學博士 
鐵道院 理事 
鐵道院 理事 
鐵道院 理事 法 ® 博士 
朝鮮 總督府 政務 總監 法學 博士 
朝鮮 總督府 財務 局長 
朝鮮 總督 府參 事官 
SH 總督 府總務 長官 法學®  士 
臺 _ 總督府 事務官 
關苋廳 事務 總長 
關東廳 事務官 
樺 太廳 長官 

政府 委員 被 仰 付 

外務 次官 
外務省 政務 局長 
外務省 通商 局長 
外務省 條約 局長 
外務 « 記 官 
總領事 

外務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
內務 次官 
內務省 神社 局長 
內務省 地方 局長 
內 務省膂 保 局長 
內務省 土木 局長 
內 務省衞 生 局長 
內務省 參事官 
內務 省參事 官 
北海道 廳 長官 

內務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
大藏 次官 
大藏省 主計局 長 
大蔵省 主税局 長 
大藏 省理财 局長 
大藏省 銀行 局長 
大藏 省參 事官 
大藏 書記官 


勅語 萊答 文の 件  政府 委 a の 仔 命 


大藏 書記官 保 倉 熊 三 郞 
大蔵 書記官 佐々 木 謙一郞 
大藏 書記官 河 田  烈 
大藏 書記官 太 田 嘉太郞 
萬® 局 長官 野中  淸 
大蔵省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

陸軍 次官 山 梨 半 造 
陸軍 中將淺 川敏靖 
陸軍 主計 總監田 中 政 明 
陸軍 一等 主計 正 谷 林 德太郞 
陸軍省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

海軍 次官 栃內 曾次郞 
海軍 主計 中將志 佐  勝 
海軍 主計 少將久 野  H 
主理內 田 ® 成 
海軍省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

司法 次官 法® ffi 士鈴木 喜 11 i 郞 
司法 省 刑事 局長 法學 博士 豊島 直通 
司法 省 監獄 局長 法學 溥士谷 田三郞 
司法 省 民事 局長 法 學 博士 山內 確三郞 
司法 省參事 官法學 博士 池 田 寅 一一郎 
司法 省 參事官 飯 島喬平 
司法 書記官 近 藤三郎 
司 ^ 省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

.  文部 次官 南  弘 
文部省 專門 學務咼 長 松 浦 絹 次郞 
文部省 普通學 務 局長 赤 司® 一郎 
文部省 實 業學務 局長 山 崎 達之輔 
文部省 宗敎 局長 柴田駒 三郞 
維新 史料 編 S 事務局長 黑澤次 久 
文部省 參事官 武部欽 一 
文部省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

農 商務 次官 犬 塚 勝太郞 
農 商務省 農務 局長 道家  齊 
農 商務省 商務 局長 岡 本 英太郎 
農 商務省 H 務 局長 男爵 四條 隆英 
農 商務省 山林 局長 鶴 見 左吉雄 
農 商務省 鑛山 局長 崎 ] II 才四郞 
農 商務省 水產 局長 村 上隆吉 
農 商務 書記官 副 島 千 八 
•  製鍅所 長官 白 仁  武 
製鐵 所參事 小川藏 次郞 

一 五八 五 


除 褒衆抓 m'tTi'u： 二十 U 


第 美 坂 秋 山 伽 小 平 北 赤松 吉金押 大小 花 石 砂 古前 高 柏渡大 
二, SS 本 田 根  川 田 田 木 浦 田 澤川林 川 井川 田 島 川 木 原邊口 


特許 局長 中并勘 作 
硿 時 保 險 局長宫 內 颂 太郞 
臨時 米 致 * If 理部事 猝官大 塚 鲇治 
g 商務省 所管 事務 政府 委 M 被 仰 付 

遞信次 官秦  煺 肋 
遝信 省 通信 局長 米田奈 A 吉 
頭 信 省 m 氣 局長 BE 後 八 次 
遞信 省 1? 鉛 局長 若 (a 頁 夫 
遞 信 省羥理 局長 杉  箝 三 
爲替 貯金局 長 天岡痕 嘉 
遞信省 所管 辦務政 府委 S 被 仰 付 
又 本日 內閣 總理大 は ょり錢 長 宛 左の 通 發令 ありた 
る 旨の 通牒を 受領せ 〇 

朝 _總督 男 辟 齋藤  一 H 

•M 薄 總督男 爵田 健治郎 

關班 長官 列 馏林  随助 

政府 ® 員 被 仰 付 

〔左の 報告は 朗訥を 經 さる も參 照の ため 玆に 

揭賊す 〕 

一 委員 S- 及 理事 左の通り 當 選せられ たり 

開院 式 勅語 奉答 文 起草の 件 委員 

委員長  小川 平吉君 

理事  花 井 車 藏君 

〇 副議長 C 濱田國 松 君) 唯今 報吿が ありました， 大 

阪市選 m 議員 白 河 次 郎君 死去の 報に 接しました、 洵 

に哀焯 の 至りに 堪へ ない 次第であります、 例に 依り 

まして、 it 族に 弔詞を 贈ります •日程 第一 全院 委員 

長の 選 擧を行 ひます。 _ _ 

第一 全 院委負 長の 選擧 

〇 副議長 (濱 田國松 君) 選擧に 先だって 念の 爲め御 

注意を 申 上げます、 全院 委員長の 選 擧手續 は 總て先 

例に 依ります、 投票は 無記名投票であります、 諸君 

の 御手 許に 配付 致しあります 投票用紙に、 被 選者 一 

名を 記賊 されまして 木 札の 名刺を 添えて 御持參 あら 

んこ とを 希 菌 致します 是 ょり 氏名 sa 呼を 始めます。 

r 田 口爵記 官 氏名を 點 呼す〕 

〇 副議長， ® i 田國松 君〕 投票 漏は ありませ ぬか I 

投票 « なしと 認めます — 投票 漏が あります から、 

其方に 投票を させます —— 投翦函 閉鎖 I 開 匣。 

〔書記官 投票の 數を 計算す〕 

〇 副 _ 長 (滔 田國松 君) 御 報告を 致します、 投票 總 

數は 二百 11 十四であります、 名刺の 數と 符合を 致し 


て 居ります、 ！! t 過半 數 は 百 十三 撰であります、 投溴 
の 15 檢に 移ります。 

〔原 田 is ie 官投溴 を讁 上く〕 

〇 副 漭長 (濱 田國松 君) 投槊の 結果を 辑記官 長ょり 
報 ia 致します。 

〔寺 田语記 官 長朗讀 〕 

全 院委負 長 選 舉 結果 

百 六十 七 點  若 尾 璋八君 (拍手 起る〕 
五十六 點  平 島 松 尾 君 
I 點  橋 本 太吉君 
〇 副議長 (濱 田國松 君：} 衆議院 規則 第三 十條に 依り 
若尾璋 八君當 選せられ ました (拍手 起る〕 

〔全 院委 fi 長 投票者 氏名 左の 如し〕 

磯部  尙君  今 井 今 肋 君 
岩. 崎  勸 君  井上 敬 之 助 君 
伊東  重 君  池 田 龜洽君 
井 上 角 五郎 君  生 田 和平 君 
岩 崎 一高 君  井島 義雄君 
鳩 山 一郎 君  秦  豊助君 
生 原 忠右衞 門 君  八 田 宗吉君 
原 田 佐 之 治 君  原 田 十衞君 
萩  亮君林  爲良君 
西 村 正則 君  西 村， 種禮君 
堀 切 善兵衞 君  戶狩權 之 助 君 
陣  軍吉君  長， 田 挑藏君 
小山  溫君  小川 平吉君 
小 田 切 磐 太 郎君  岡 崎 邦輔君 
奥 田 榮之進 君  若 尾 幾 造 君 
渡 邊陳平 君  渡 邊祐策 君 

粕谷義 三 君  川原 茂輔君 

神 川 長久 君  吉 原正隆 君 

田邊熊 一 君  高 橋 光威 君 

高 鳥 順 作 君  龎  正 雄 君 

高 岡 唯一 郎君  高 橋 嘉太郞 君 

高 橋 辰 二 君  田中隆 藏君 

高見 之 通 君  坪 田 十 郎君 

土 谷 全 次 君  中 倉 萬 次 郎君 

中 村 喜 平 君  鳴 海 文 四 響 

中 橋 德五郞 君  中 村 啓 次 郎君 

成 田 榮信君  中 野 寅 次 郎君 

南 里 琢一君  長 峰 與一君 

中 西 六 三 郎君  村 野 常 右 衞門君 


武藤 金吉君  0  昌 i 
铂澤總 明君  上野 松 次郞君 
上埜 安太郎 君  則 元 由 Ini 君 
エ 藤 吉次君  エ藤車 岡 君 
熊 谷 直 太 君  熊 谷 五右衙 門 君 
山本梯 二 郎君  八 木 逸郎 君 
柳 原 九 兵衞君  山內範 造 君 
山 口  m 太 郎君  前 田米藏 君 
牧山耕 藏君  丸 山 嵯峨 一郎 君 
松 浦 k 兵衞君  政 尾 藤吉君 
福 井 三 郎君  藤 野 正 年 君 
小久保 喜 七 君  小 林 源藏君 
兒玉亮 太 郎君  兒玉好 熊 君 
秋 本 喜 七 君  赤 尾 彥作君 
秋 山 金 也 君  天 春 文衞君 
穴 水 要 七 君  阿部 武智雄 君' 
赤 間 嘉之吉 君  東  武君 
齋藤 安雄 君  齋藤壽 響 
佐々 木 文 一 君  佐 藤 喜 八 君 
齋藤紀 一 君  獅田篇 響 
木 村 政 次郞君  南 澤宇忠 治 © 
三 土 忠造君  島 田 俊 響 
志々 H 藤彥君  廣岡宇 i 君 
匹 田 銳吉君  廣願鎭 之 君 
百顧淸 治 君  望月 圭介君 
森 田 正路 君  元 田  響 
關矢儀 八 郎君-  淸  崙太郞 君 
鈴 木銨藏 君  詡訪部 庄左衞 門 君 
菅原  傳君  菅野傳 右 衞門君 
隅 田 豊吉君  今 村 七 平 君 
石 田孝吉 君  井戸 文四馨 
石 川 又 八 君  井原 喜 代 太 響 
早速 整爾君  濱口雄 幸 君 
西  英太郎 君  本 間 三， 響 
戶井嘉 作 君  大谷 高寬君 
尾 越 辰 雄 君  川 崎 安之助 君 
片木 政治 郎 哲  加 藤 政 之 助， 君 
河 波 荒次郞 君  橫山勝 太 郎君 
橫田孝 史君  田 中 萬 逸 君 
竹 村 良貞君  高 田 耘平君 
田 中 ■立 君  武 富時敏 君 
長 島 鉗 太 郎君  內 藤傳祿 君 


紫 安 
日 田 
山 口 
山 田 
枚 口 

小 林 
佐々 木 
安達 
坂 口 
佐々 木 
三 木 
箕浦 
日 比 野 
平 山 
仙 石 
西 村 


新 九 邡 忍  上 村！！： 作 忍 
久內岩  野 村 S 六 IJ 
饺一君  山 33 典 一対 
珠一 君  正木 照 蔵 a 
袭矩君  町 田忠 治；； 
幾之輔 君  小 寺 嫌 吉赵 
兹平洽 君  小 池に 郎 a 
武生君  淺野 阳 平 対 
謙阴君  齋藤陡 夫君 
仁 一郎 封  柵 £l gi 之 佐 君 
正 級 君  行德健 K 君 
武吉君  三隅哲 雄 君 
勝 人君  下 岡 忠洽君 
宽 君  平 B 松！ g fi 
岩彥君  森  秀次君 
貢 君  鈴 固 倉 次郞赵 
丹 洽郞君  土 井 糊 大君 
•喜 六 君  大內暢 三 君 
昭君  川口 木 七 郎君 
文 太 郎君  片山 太郞君 
益 太 郎君  高 島 兵吉君 
虎造 君  藤 井 篛助君 
一雄 君  關  直彥君 
重 政 君  今 井. 慕 幸 君 
玄三君  橋 本 太吉君 
卓藏君  捆尾茂 肋 君 
寅 六 君  尾 崎 元次郎 嵙 
森 次 郎君  尾 崎 敬義君 
方 @ 君  若 尾璋八 君 
仁 作 君  河 野 徹志君 
羊 治 郎君  中 村 靜興君 
與三郞 君  越 山 太刀 三 郎君 
龜 一 君  佐々 木 平次郞 君 
豊 彐 郎君  北 井波 治 目 君 
煺太郞 君  林  平 四郞嵙 
鄕太郞 君  武市彰 一 君 
安之 丞君  中 川 隣 之輔君 
正 次 君  近 藤 慶一君 
寅 之 介 君  秋 田  淸君 
金獅君  木 下 謙 次 郎君 
龍彥君  臼井哲 夫君 
常任委員の 選擧 


全院姿 « 長 の S 3 f 


五べ 六 


烷 眾衆筲 帝 冋二 十四 gt 


第 
九 
爲 部 


# 


大片小  土 尾 阿  秋 秋 南  近 竹 磯  有西齋 


石 

川 

玄 


關秋薛 

谷 

原本  第 
五 七 
獅喜右 部 
衞 

里 七 門 
君 君 君 


恒義信 

茂 和 

之三藏 

助 知 

君 君 君 

君 君 

中  小 土  大高  押 佐  苴上  高齋藤  吉廣井 

野  林屋  內橋  川 藤  理野  木 藤 野  田 翻 上 


/jh 


崎 藤 水 


田 谷 S 


尾 


赤  中 西 原  森 鈴 百  小川 兒  河 森 漆  今片® 鳴  兒® 三 中  小 鈴 東 高  加濱 小山  田 小高 


第 八 部 

菅野傳 右衛門 君 
岩 崎 一高 君 


佐々 木 平 次 郎君 


第二 部 

藤 安雄 君 
英太郞 君 
森 新吉君 
第三 部 

部  尙君 
村 良貞君 
藤 © 一 君 
第 四 部 
澤宇忠 治 君 
山 金 也 君 
田 寅 之 介 君 
第五 部 

部 武智雄 君 
越 辰 雄 君 
井權 大君 
第 六部 
川藏次 郎君 
木 政治 郎君 
販 房 次 郎君 


河 波 荒 次 r!I; 71 


野 村 嘉六君 
第 九 部 

廣岡 宇一郎 君 
川 村  i 
請願 委員 
第一 部 

齋藤紀 一君 
護得久 朝 惟 君 
久 須美朿 馬 君 


〇  ■長 (大岡 育造 君〕 常任 


要 七 君 
定吉君 
助 太 郎君 


角 五郎 君 
_ 之 君 
羊 治 郎君 


正 年 君 
隆 夫君 
益太郞 君 


松 次 郎君 
胤 正 君 


喜 八 君 
方義君 


辰 二 君 

暢三君 


淸三 郎君 

嘉平治 君 


寅 次 郎君 


森 田 


茂 君 


渡邊陳 •平 君 
內藤傳 祿 君 


池 田龜治 君 
上 村 耕作 君 


毛 里 保 太 郎君 
綾部 惣兵衞 君 


八 田宗吉 君 
今 村 七 平 君 


神 川 長久 君 
西 川 太 治 郎君 


佐々 木 文 一 君 
平 田 健 太 郎君 


中 村 喜 平 君 
片山太 郎君 


淸  签太郞 君 
高 田 耘平君 


井戶 文四郞 君 
高島吳 吉君 

委員に 當選せ られた る 諸 


岡 唯一 郞君 
西  和 君 
島 達 策 君 
第 六部 
内 範造君 
川 平吉君 
口 雄 幸 君 
藤 政 之 助 君 
第 七 部 
橋嘉太 郎君 
武君 

木 梅 四 郎君 
川鄕太 郎君 
第 八 部 

村 啓 次 郎君 
土 忠造君 
山 勝 太 郎君 
玉 右二 君 
第 九 部 
海 文 四 郎君 
山， 金 太 郎君 
岡直溫 君 
井 嘉幸君 
* 委員 
第一 部 

昌趿君 
秀次君 
野撤志 君 
第二 部 
玉 好 熊 君 
口木 七 郎君 
川 寅 六 君 
第一 11 部 

翻 淸治君 

木久次 郎君 

本是 一郞 君 

第 四 部 

田 佐 之 治 君 

村種禮 君 

川 隣 之輔君 

第五 部 

間 嘉之吉 君 


1 〇 副議長 田 ® 松 君〕 次は 日程 第二 常任委員の 選 

舉を行 ひます、 是 ょり 諸君 ほ 各部 室に 參 集の 上、 常 
住 委員の 選罌を 行 はれ、 其 結果を _ 長まで 御 申出 あ 
らんこと を 希 辑 致します、 尙 先刻 御 報吿を 申 上げ ま 
した 通り、 議長は 間もなく 宮中ょり 歸院 せらる、 こ 
とで あらぅ と 存じます、 隨て華 答 書 捧呈の 頭 末を 報 
吿 ある こと V 信し ます、 諸君は 成べ く此誘 場に 御 出 
席 あらん ことを 希望 致します、 萌 時 休憩を 致します 
午前 十 時 四十 五分 休憩 
午前 十一 時 二十 分開議 

〇篛長 (大岡 育造 君) 休憩 前に 引績き 會議を 開き ま 
す、 御 報 街が あります、 今 二十 七日 午前 十一 時參 S 
凰 鳳の 間に 於て 宮內 大臣を 經て泰 答 文を 捧呈 致し ま 
した、 更に 宮 内大臣を 純て 勅を 賜りました、 

〔各員 起立；！ 

朕 衆 謎 院ノ深 厚 ナル 敬 禮ヲ嘉 ス 

常任 委爿の 選 擧の結 果を 報吿 致させます。 

〔原 田 # 記官朗 S1 〕 

一 常任委員 選舉の 結果 左の 通當 選せられ たり 

.  雅筘姿 fl 

第一 部 

奧田榮 之 進 君  村 野 常 右德門 君 

詡訪 部庄左 德門君  武藤嘉 門 君 

山田珠 一君  津田毅 一 君 

富島暢 夫君 

第二 部 

澤  來太郞 君  丸 山 議一郞 君 

天 春 文衝君  田 中 萬 逸 君 

賴母木 桂吉君  高木 正 年 君 

原  俯 次 響 

第三 部 

牧山耕 破 S 岡 田  榮君 

松 田 源 治 君  柵 翻 軍 之 佐 君 

町田忠 洽君  柏 原文 太 郎君 

武市彰 一 君 

第 m 部 

長 田 桃 級 君  長峰與  i 

今 井 今 助 君  小 池 仁郞君 

川 崎  襄  渡遴  昭君 

犬 飼 源 太 郎君 

第五 部 

坪 田十郞 君  松 浦 五兵 衝君 
常任 委 A の 選 擧 


五八 七 


佐々 木 IP 藏君 
大口 喜 六 君 
第 六部 

尾 見® 五郎 君 
正木 照藏君 
上田 * 兵衞君 
第 七 部 

伊東  重 君 
松 岡 勝 太 郎君 
秋 田  淸君 
第 八 部 

小 田 切 磐 太郞‘ 君 
陣  軍吉君 
山道 襄一君 
第 九 部 

柳 原 九兵衞 君 
荒 川 五 郎君 
長 尾 元 太 郎君 
15 111 委員 

第一 部 

赤尾彥 作 君 
鈴 木 富士彌 君 
第二 部 

エ藤吉 次 君 
小山 松壽君 
第三 部 

菅原  S 君 
中 村 靜興君 
第 四 部 

礎 野  敬 君 
津末良 介 君 
第五 部 

志々 目 藤彥君 
砂 田 重 政 君 
第 六部 

H 藤 車 爾君 
美 禰 龍彥君 
第 七 部 

高 鳥 順 作 君 
赤 木 II 1 君 
第 八 部 

森 田 正路 君 


小橋羅 三 衞君 

石 射 文 五郞君 
臼 田 久內君 

大島 宇吉 君 
描 田 孝史君 

土 谷 全 次 君 
前 田 卯 之 助 君 

萩  亮君 
平 島 松 尾 君 

齋藤壽 雄 君 

則 元 由 庸君 

川 村 精 之 君 

野 口 孝 治 君 

田 中 善 立 君 

三 隅 哲雄君 

平 山 岩彥君 

島 田 俊 雄 君 


林 上 過 藤 顧 原 水  藤 里藤屋 


小 井 渡 遠 廣柳穴 秦ェ毛 齋土頭 高 佐 秋 南 丸 淸野齋 長 肥 兒秋石 松 松 伽 


森 美 關吉近 济桑闭 西牧近 Y  : ! 

本 踊 原田跋 ja 原 田 村 野 s 川 w 

是龍翊  蹈忉羊 國矜鎌 連 契 A 
-  次洽九 

郎奋里 中 一夫 郎松 郎郎兒 哉 3 

n  ?t  «  i\  fr  ii  ?r  a  n  a  a  a  a 


理 

事 


小 今 渡 小 岡奧東 

川 井 邊池田 田 

鄕 嘉仁榮 

^ 幸昭郞 榮進武 
君 君 君 君 君 君 君 


野 大大高 松 砂 今 土  秋 土 高 八磯淸  津赤エ 則  河 大小 伊 小 秋 

田 

ロロ 內戶本 田 村 井  田 井田 田 部  末 木 藤 元  野 內林東 切 田 

崙 

孝 喜 蜴郁强 重勤權  寅 權耘宗  ±  良 龜吉由  徹暢嘉 磐 

之  $  平 太 

治 六 三 三 二 政三大  介大平 吉尙郞  介一 次庸  志 三 治重郞 淸 

君 君 君 君 君 •君 君 君  君 君 君 君 君 君  君 君 君 君  君 君 君 君 君 君 


院 蓀衆齊 P 3 帝 间二 . ！ 


淸三 郎君 
安雄 君 
保 太郞君 
善 助 君 
豊助君 
盟 •七 君 
九 兵衞君 
鎭之君 
. R 吉君 
祐策君 
敬 之 助 君 


安之 丞君 
田 三 r'! : 1 1 

本 誠 之 君 
原 IP 太 郎君 
田 寅 之 介 君 
玉 右二 君 
田设之 君 
峰 與 一 君 
藤紀  一® 
村- 洽三郞 君 
水 市 太 郎君 
:嵯峨 一郎 君 
里琢 一 君 
本 喜 七 君 
藤 喜 八 君 
橋 露 太 郎君 
本元 ^ 君 


S 商務 I'f 記官 石黑忠 m 
農 商務省 所管 琪務 政府 姿 員 被 仰 付 

臨時 米较符 理 1JI 務官大 塚© 洽 
農 商務省 所管 IJf 務 政府 委 M 被 免 
一 去 十二月 二十 七日 ft 族院 ょり 同院は 明 二十 八日 
ょり 來 大正 九 年 一月 11 十日 迄 休 會の旨 通牒を 受 
領せ〇 

〔左の 報告は 朗 is を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 委員長 及 理事 左の通り 當選せ られ たり 
豫算 委員 

委員長  中 村 啓 次 郎君 


-五八 八 

三 五 

三 六 

三 七 

三 八 
四 七 
四 九 
五 五 

七三 

七 四 

七 五 

A- 

八 二 

八 三 

八 八 

八 九 

九 一 

九 二 
一〇一 
一二 
ニニ 
一四 七 
一四 八. 

一四 九 
一 五 0 

一 五一 

一五二 
1 五 三 
一 五 四 

一 五六 

一 五 七 

一 五八 
一六 0 

一六 一 

一六 二 
ニハ三 

一六 四 

一六 五 

一六 六 

一六 七 

一六 八 

一六 九 
一七 〇 


決算 委員 
委員長 

理事 

懲罰 委員 
委員長 

理事 

請願 委員 
委員長 

理事 

一議 員 席次の 變更 左の 如し 
一二 
一三 
一七 
ニー 
一一 六 

二 七 

二八  . 

二 九  . 


钱 1¢ 席次 


君 ! t •散へ €後 谷 ¢ 1! 室に 於て 委： ：：長 及理 ?Jf の //" il を 
行 ひ* 御 指け あらむ ことを 希 項 致します. 本符曾 期 
中 先例に 依て 木 ^ (?. 火曜日、 木曜日， 土曜 U, 荽员 
符 ほ 月曜日、 水曜日， 金曜日と 定め、 緊急の 潢 琪ほ 
此限に 在ら さる 取と 致したい と 思 ひます、 委： S 長理 
事の 互選は、 都合に 依て 本 曾の 日に 於て 之を 行 ふこ 
とも 宜しぅ ございます、 W 間は 火曜日に する ことに 
致したい と , S ひます、 以上 御興鄹 はあり ませぬ か。 

〔「異 11 なし 異憩な し」 の蹬 起る〕 

〇懿長 (大岡 育造 君〕 御異談 がなければ 其の 如く 定 
まりました、 ® 早 年末に 際しまして、 例に 法て 明 二 
十八 日ょり 來る 大正 九 年 一月 二 十日 迄 休會 する こと 
に、 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異 謎な し 興 諺な し」 の聲 起る〕 

〇謅 長 C 大岡 育造 君〕 御 異議なければ 是 れも可 決 致 

しました、 次回の 議事 日程は 公報を 以て 御 通知 致し 

ます 本日は 是 にて 散會。 

午前十|時三十九分镦會 


〇 大正 九 年 一月 U 十二 日 (木曜日〕 

午後 I 時 八 分開議 

議事 日程 第二 號 

第 I  大正 八 年 勅令 第三 百 四號 C 承諾を 求む る 

件〕 

第 II 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選擧 

第三 大正 八 年 勃 令 第 四百 七十 八號 (承諾を 求 

むる 件) 

第 四 右 議案の！！ 査を 付託す へき 委員の 選擧 

0 議長 (大岡 育造 君〕 報吿を 命じます。 

〔原 田 書記官 朗 譖〕 

i _ 員の 異動 左の 如し 

奈良縣 郡部 選出 議員 福 本 寅 松 君 去 十二月 二十 九 

日吒 去せ り 

奈良縣 郡部 選出 議員 福 本 寅 松 君の 補闕 として 松 

本强 二君 當 選せられ たり 

島根 縣松江 市 選 m 議員 岡 崎 運兵衞 君の 補闕 とし 

て 桑原 羊 次 郎君 當選せ られた り 

一 政府ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 

大正 八 年 勅令 第三 百 四號 (承諾を 求む る 件〕 

大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 (承諾を 求む る 件：} 

大正 九 年度 歳入歳出 總豫算 案 並 大正 九 年度 谷特 

別會計 歳入歳出 豫算案 


掩览外 H.I Ht の fi 擔と なる へき 契約を 513 すを 要す 
る 件 (第 |號〕臨時艰琪 ?5 稞筇追加案 
I 孩 M ょり 提出せられ たる 謎 案 左の 如し 
衆鹩院 弱 fl 選擧法 中改 7H 法律案 
提出者 武常 時敏君  片岡 直溫君 
藤渾幾 之輔君  安達 謙璲君 
下 岡 忠治君  齋藤隆 夫君 
鈴 木 富 士翰君 

衆 謎 院議 員 選 擧法中 改正 法律案 


提出者 古島 一雄 君 
高木 益太郞 君 
楠 原悅二 郎君 

軍人恩給 褙額 に關 する 建 _ 案 
提出者 村 松® 一郎 君 
.  柏 原文 太 郎君 
三 木 武吉君 
林 平四郞 君 

上奏 案 

提出者 元 田  譲 君 
村 野 常 右衞門 君 
鹈澤總 明君 
齋藤宇 一 郎君 
古島 一雄 君 
若 尾 璋八君 
木 下 謙 次郞君 

決議案 
提出者 


西 村 丹 治 郎君 
堀川 美 哉 君 


高木 正 年 君 
大森與 三 次 君 
尾 崎 元 次 郎君 
松 本 誠 之 君 

岡 崎 邦輔君 
小川 平吉君 
武富 時敏君 
富 田 幸 次 郎君 
西 村 丹 治 郎君 
北 井波 治 目 君 
肥 田 景之君 


|兀 田  K 君  岡 崎 -#13 輔君 
村 野 常 右衛門 君  小川 平吉君 
鹈澤總 明君  武 富時敏 君 
.齋藤 宇一郎 君  富 田 幸 次 郎君 

古島 一雄 君  西 村 丹 治 郎君 

若 尾 璋八君  北 井波 治 目 君 

木 下 謙 次 郎君  肥 田 景之君 

昨 二十 一日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通發令 ありた 

る 旨の 通牒を 受領せ り 

陸軍 少將井 上 幾太郞 

理事 志 水 小一 郞 

陸軍省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

文部 書記官 關 屋龍吉 

文部省 圖書 監査 官渡部 董之介 

文部省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

農 商務 書記官 長 滿欽司 
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〔「異 漭 なし J 「異莰 なし. I と 呼 ふ 荠ぁ り〕 
〇笾長 C 大岡 育浩ち 街 異 F (なければ 政府の 同意を 
求めます I 政府 (i 同 S を 表しました •日程を 變史 

して 上奏 案を ^ S) と 致します - 小川 平 吉 君。 

上 芻 案 C 兀田 馆 君 外 十三 名 提出 -/ 

衆眾院錢長陡大岡育浩誠撺誠熘頓苜再拜託ミテ 

言ス 

恭ク 惟-一 今次 ノ大趿 ハ 交 兵 多年 凶 殘不測 ナリキ 
幸- 1 我 力 帝 M 及 聯合 友邦 ノ Tg 武 -I 賴リ氛 埃ヲ掃 
蕩シテ 平和 ヲ克 復ス S -I 是レ «!; 國 ノ洪祥 ― シテ 
群 黎ノ景 福 ナ リ今ャ 大詔煥 發平和 ノ協定 新- 1 
成 リ國際 聯盟 ノ規樓 斯一一 立 ッ n トヲ宣 布シ タマ 

ヒ 

聖論设 渥 具-一 儆飭ヲ 垂 レ タマ フ臣等 感激 恐 11 ノ至 

-I 勝 フル コト ナシ 伏シ テ冀ク ハ 大詔 二 率 由 シ 

テ惕勵 自ラ趿 メ 

聖論 ヲ遵窣 シテ 振作 益々 勗メ 時勢 ノ變 遛 二顺 應シ 

テ 軌度ヲ 逸 スル コト ナク 人心 ノ 歸簡ヲ 開導シ テ 

秩序 ヲ怨ル コト ナク紀 綱 ヲ振肅 シテ 

a 運ヲ 扶冀シ 微衷 ヲ披 腌 •ゾテ 

窟 献 ヲ翊资 •ゾ以 テ 報 ^ ヲ H ラム コト ヲ E 育造 誠惶 

誠塯頓 首 再 拜 II ミ テ莪ヲ 上リ賀 ヲ奉シ 以 テ聞ス 

〔小川 平吉君 登壇 •拍手 起る〕 

0 小川 平吉君 上奏 案 提出の 理由を 說明 致します、 

歐洲の 大戰は 五箇 年の 久しき に亘 りまして 慘 @ 猛烈 

を 極め 金 世界を 震愕を 致しました 、有史以来 末た 曾 

て 見ざる 所の 大戰 でございます、 幸に 聯合 各 國の努 

力に 依りまして IH 義の 勝利を 以て 其 局を 結ぶ に 至り 

ましたの ほ、 宇 內各國 民と 共に 慶賀に 堪へ ざる 次第 

でございます、 我 大日 本 帝 國は 、大戰 參加以 來 上下 

一致 世界の 谷 方面に 出 励 致しまして、 軍事上に 於て 

將た财 政 上に 於て、 終結 一貫 聯合 國を 援助 致し まし 

て、 遂に 克く 交戦の 目的を 達する に 至りました ので 

ございます、 是れ® に 今上陛下の 御稜 威 御 ia 德の然 

らしむ る 所、 萬 民の 欣扑 措く 能は ざる 所で ございま 

す、 調和 條約ほ 調印 後、 半箇年 の 歳月を 經 て、 $ ぬ 

る 一月 十日を 以て 効力を 發 生し、 同日 附を 以て 天下 

に 宣布せられ ました、 同時に 平和 克復に 關する 所の 

大詔を 煥發 せられた ので ございます、 講和 條約 確定 

の 結果、 世界の 平和の 規横 は玆に 樹立せられ まして 

國際 の關 係は 殆と其 面 H を 一新す るに 至りました • 

li /u で 梨 詔を 拜 讚 致します るに、 國 家の 進路に 向 


つて 方針を 示し 給 ひ、 民心の g5 船に R て III 戒を 垂れ 
给ぅて 居ります 聖旨 宏遠 ? fi) に 恐馏感 激に堪 へざる 
次第で ございます、 吾々 は 一致 協力して 国 at に盡瘁 
致し •上國 運の 隆昌を 期し、 下民 人の 福利を 咐進す 
る ことを la! るべき ことほ、 固より 論を 俟たぬ 所で ご 
ざいます、 仍て茲 に 衆議院の 名を 以て 賀表を 捧呈 致 
しまして、 吾々 の微 忱を闕 下に 上奏 致したい と考 
へまして、 茲に 即ち 上奏 案を 提出 致した 次第で ござ 
います、 案 ほ 旣に 印刷の 上 御手 許に 配付して ござい 
ますから、 朗 i? する こと ! 3: 之を 省きます、 何卒 愼重 
群議の 上 御 可決 あらん ことを 希 銎 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勵 君 本案 ほ 特に 議長の 指名を 以て、 十八 名 
の 委員に 附託し •愼重 審議せられ んこ とを 望みます 
0 議長 (大岡 ，育造 君〕 岩 崎尅の 動議に 御異戳 ありま 
せぬ か 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 0K 岡 育造 君〕 御 異議なければ、 翳 長は 委員 
を 指名 致します、 元 田 * 君， 村 野 常右衞 門 君、- 6S 
平吉 君， 望月 圭介 君、 山 本 悌二郞 君、 小 久保喜 七 君 
三 土忠造 君、® 岡 宇一郎 君、 武 富時敏 君， 小 寺 謙吉 
君、 柴四朗 君、 齋藤宇 一 郎君、 富 田 幸 次 郎君、 西 村 
丹 治 郎君、 橋 本太吉 君、 越 山 太刀 三郞 君、 兒玉 右二 
君、 臼井哲 夫君、 右 諸君を 指名 致します、 御 異議 ほ あ 
り ませぬ か、 御 異議がない に 依つ て 直ちに 交渉 室に 
御 集りの 上、 委員長 碑 事を M 擧し 、併せて 直に 審査 
を 進行せられ ん ことを 希® 致します、 此 場合 暫時 休 
憩 致します。 

午後 I 時 二 十分 休憩 
午後 一時 五十六 分 開 al 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 休憩 前に 引 續き會 » を 開き ま 

す， 委員長 元田觀 君。 

〔元 田肇君 登壇 •拍手 起る〕 

〇 元 田肇君 諸君、 唯今 委員に 指名され ましたる 一 

同相 會し まして、 愼重祗 議を 致しました 結果* 玆に 

成文を 得ました、 尙玆に 申し上げて 置く 方が 宜しぅ 

ございませぅ が 其 前に 委員長 理事の 選擧を 例規に 依 

つて 行 ひまして、 不肖 委員長に 富 田 幸 次郞君 •西 村 

丹 次 郎君が 理事に 互選に なつた _で あります， 茲に 

謹んで 成案を 朗讀 致します。 

衆議院 議長 臣大岡 育造 誠惶 誠 11 頓首再 拜謹ミ テ 

言ス恭 ク惟二 今次/ 大戰ハ 交 兵 多年 凶錢至 ラサ 


ルナ シ 幸 — 我 力 帝阈及 街 合 友邦/ 1R 武 u 钥リ鉍 
埃 ヲ描葆 シテ 平和 ヲ 克復ス 寅-- 是萬 國ノ 洪祥- 一 
シテ生 民ノ赍 謁 ナ リ今ヤ 大詔 煥發 和平 ノ協定 
新- 1 成リ國 際 聯盟 ノ 規模 期-一 立ッ n トヲ寅 布 シ 

タマ ヒ 

ffl 諭® 渥 具-一 ®: 筋 ヲ垂レ タマ フ臣等 感激 恐 塯ノ至 
-I 勝 フル n トナシ 伏シ テ認ク ハ ■大詔 — 率 由シ 
テ fl 勵自 ラ ® メ 

聖諭ヲ 遨奉シ テ 振作 益々 勗メ時 勢-一順 應シ 人心 ヲ 
開導シ 軌度ヲ 逸 セス 秩序 ヲ愆 ラス 把 綱 ヲ振璐 シ 
テ 

皇運ヲ 扶翼シ 微衷 ヲ 披瀝シ テ 
宸猷ヲ 翊賛シ 以テ報 効ヲ圖 ラム コト ヲ臣 育造 誠惶 
誠 II 頓首再 拜謹ミ テ奏ス 

斯樣 なる 成文を 得ました、 どぅぞ 滿場 一致 御 賛成 あ 
らんこと を 望みます (拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 唯今 委員長の 報告に 御 異議な 
ければ •敬意を 表する ため、 御 起立 あらん ことを 希 
望 致します。 

總負 起立 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 滿場 一致 可決した る ことを 宣 
吿 致します (拍手 起る) 

G 議長 C 大岡 育造 君) 此 上奏文は、 宮中の 御 都合を 
伺ぅて、 捧呈の 手續を 致します。 

0 岩 崎 1!| 君 再 ひ 議事 日程 變更 に關す る 緊急動議を 
提出 致します、 即ち 玆に 政府の. 同意を 得て、 元 田 K 
君 外 十三 名 提出、 陸海 軍の 功 勞感 謝に 關 する 決議案 
を 議題と 爲 し、 提出者の 說明を 求め、 尙其 審議を 進 
めら れんこと を菌み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に、 御 異議は あ 
り ませぬ か。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 政府の 同 
意を 得ました から、 提出者の 說 明を 求めます、 賴澤 

總 明君。  _ 

決議案 C 元 田 »| 君 外十三 名 提出〕 

歐 洲の戰 亂勃發 する や 我 か 陸海 軍は 聯合 與國と 協 
力して 海陸に 策動し 交戰五 箇年備 さに 艱苦を 1- め 
報 効の 誠を 致し 皇國の 威武 中外に 發揚せ り 衆議院 
■は 玆に 院議を 以て 陸海 軍 將卒の 功 勞を 感謝す 
〔法 學®  士鹈 澤總 明君 登壇 •拍手 起る〕 

〇 法學博 士鵜 澤總明 君 諸君 ¢1: 度の 大® 亂に 方り ま 


して 帝 0 陸海坩 人 〇 世界に K てられました 功 35 は* 
中外に 明白に なつて 居る ことで あり •* す， .': - 多年に 
苴〇ま する 勞苦 辛酜 .及 功勞に 對 しまして は •曲に 
聖轮も降〇ましたやぅな次茁でございまして、： ^ * 
國民を 代 裘 する 所の 衆 趄院と 致しまして、 之に » す 
る 感謝す るの 33C を 表 it すと 云 ふことは、 M に 適 ?!? な 
事で あると 考へ るので あります、 茲 に® めて ^ ！? に 
私は 此趣旨 を 申 上げまして、 悒越な がら 私ょ 〇此決 
蓊 案の 文琮 を WI 諝致 したいと M ふので あります。 
歐洲の 眼 亂勃發 する や •我 か 陸海 3¢ は 聯合 與 K と 
協力して 海陸に 策励し 交硪五 箇 年 ffii さに 艱苦を W 
め 報 効の 誠を 致し 煌 國の威 武 中外に 發杩せ 〇、 衆 
議院は 玆に 院議を 以て 陸海 軍將卒 の功勞 を慼 謝す 
此 趣旨に 於き まして、 どぅか 滿 場の 御资成 あらん こ 
とを 希菌す る 次第で S, ります (拍手 起る； I 
〇 岩 崎 ■君 本案は 全員 賛成の 下に、 谷 派 一致の 提 
出に 係る ものであります、 仍て il 致、 即決 可決 
あらん ことを 望みます。 

〔「賛成/賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 起立を 求 
めます。 

總員 起立 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 滿場 一致 可決した る ことを 宣 
吿 致します (拍手 起る) 

0 議長 C 大岡 育造 君) 加 藤 海軍大臣。 

〔國務 大臣 加 藤 友三郞 君登壞 、拍手 起る〕 
〇國務 大臣 (加 藤 友 三 郎君) 唯今 今间 の戰 役に 出征 
致しました ことに 付きまして、 此 平和 克復の 機會に 
於て、 感謝の® を 表せられる 決議文を •滿場 一致を 
以て 御 可決に なりました、 誠に 感謝に 堪へな い 次第 
でございます 玆に 海軍を 代表 致しまして、 深厚なる 
謝意を 表します、 尙御 趣意の 在ります 所は、 速に 谷 
指揮官に 傳 達を 致します 心得で ございます、 御禮を 
申 上げます (拍手 起る) 

0 議長 (大岡 育造 君) 田 中 陸軍 大！ CT 

〔國務 大臣 田 中 義一君 登壇、 拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (田 中義一 君〕 唯今の 深厚なる 御 決議に 
對 しまして、 私は 玆に 陸軍を 代表して、 深く 感謝の 
意を 表します， 此御 同情 ある 決議は、 直ちに 之を 在 
外の 各 部隊に 傳へ ます 考で ございます、 之を 聞き ま 
した 备 部隊 ほ、 之が ために 一層の 士氣を 旺盛なら し 
める こと、 存じます、 茲に 御禮を 申 上げます t 拍手 j 
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起る) 

〇謎 長 C 大岡 育造 封〕 國務 大臣より 演說の 通吿が あ 
ります、原内閣總理大臣、内田外務大 !-;1 :,高橋大藏 
大 K、ra 屮陸眾 大 K, 此の 通 佐に 從つ て發 言を 許可 
致します * jl つ 大臣の 演說 に戣 しまして は、 質疑の 
通 街 もあります、 先づ 前例に te つて 國務 大臣の 演說 
を 聦きた る 後、 通告 順に 從 つて 質疑の 發言を 許し ま 

•i - 原 内閣 總理 大臣。 

f 國務大 FS 原© 嵙 登®〕 

〇阈務 大臣 (原 敬釕〕 諸君、 本 期 蕺會の 開 ir に 際し 
まして、 玆に 卑見を 述ぷ るは、 最も 光榮 とする 所で 
あります、 御 承知の 如く 約 五箇 年に 一旦り たる 戰亂は 
一昨年 末 休職と 相 成りました、 昨年 六月に 至り まし 
て 講和 條約が 調 I-IJ されました が、 爾来 補々 なる 曲折 

が ありました、 本 月に 入り 始めて 之を 實施 する に 立 

至つ たので あ 〇 ますが、 此平 和克设 に對 しまして は 

諸君と 共に 鹿賀 に堪 へぬ こと、 存じます、 然れ ども 

退て 考へ ますれば、 此條約 より 生ずる 所の 我國 の Bf 

任、 今後 S 際 間に 生ずる 所の 諸般の 措 sc 、 及 國民の 

赀 悟と 一 K ふやぅな る 事に 至りまして は、 愼® なる 考 
©. を 嬰す る こと， 無論で あると 信ずる のであります | 
先般 講和條 約の 發 布に 際しまして 畏くも 大詔を 煥發 

せられ、 國- U: の 向 ふ 所を 示し 給ぅた のであります、 

皇 謨 深遠 恐塯の 至りに 堪 へませ ぬ， 謹んで 此聖 旨を 

奉 敷 致しまして、 銳意聖 旨の 貫撤を 期しなければ な 

らぬ と考 へる のであります、 我國 と列國 との 關係は 

H 英 M 盟の笼 固なる を 始めと 致しまして、 其 他の 列 

國に對しても、交際益々親密でありますのほ、國家 

のために、 洵に 欣喜に 堪へ ませぬ •西 伯 利の 問題 ほ 

彼の地 方 米 •た 安定 致し ませぬ 今 n の 現狀は 如何にも 

差 措き 難き 狀况に 在ります が 故に， 多少の 兵を 咐派 

致した のであります、 斯樣に 致して ^ 兵 致しました 

けれども •是は 固より 彼の地 方に 對 して 何等 領土 的 

野心の ある 譯でな いことは •玆に 冗 辯を ?! i すまで も 

ありませ ぬ、 又 何等內 政 上に 干涉 する の ; W; 志な きこ 

とも 明かであります、 對支問 朗に 至りまして は、 支 

那國 比 中に 我國を 誤解 致しまして、 色々 なる 流言 浮 

說 より 排斥を 試みて 居る ことは、 今日 尙 想 まぬ ので 

あります けれども、 日 支 親善の 外な き 我國の 誠® は 

漸次に 諒解せ ら るる ことで あると 云 ふこと を* 信じ 

て 疑 ひませ ぬ， 山 東 問題は 講和 _ 約 4 旣に 成立 致し 

たる 今日であります るから、 速に 之を S: 那國 に il 附 


する を 以て、 適當 なる 處置 と考へ まする から、 支那 
政府に 向つ ては、 旣に其 還 附の協 商を 開く ことを、 
提_ 致して あります* 內政に 至りまして ほ •前期 議 
會に御 協賛を 得ました 諸般の 案件を 遂行 致した る こ 
とは， 申す まで も ありませ ぬが、 尙是 等の 効果を 十 
分に致さうと考へまするが故に、大正九年度の豫算 
に 於て、 敎 育、 產業 等を 始と 致しまして •鐵 道 •港 
il、 電信， 電話、 又は 道路 改良と 云 ふやうな る 事の 
如き、 財政の 許す 範圍に 於て、 諸般の 計畫を 立てた 
のであります、 是は豫 葛の 上に 詳細なる 御 諒解を 得 
ませう と 思 ひます •國 防の 事に 關 しまして は、 我國 
の國防 なる もの ほ、 元来 何等 侵略的の 意味の 無い と 
云 ふことは、 今更 冗 辯を 費す まで もない ことで あり 
まする が、 歐洲 の大戰 爭の 實驗に 顧み ますれば、 今 
n 我 國の國 防は 是で滿 足な りとは 申されぬ ので あり 
ます， 故に 國防の 充實を 圖らな ければ ならぬ と 云 ふ 
ことは、 恐く は f'll 人 も 異論の 無い 所で あらう と考へ 
まする が、 前期 讓會に 於て I 内閣 ffl 織の H も淺く 
十分なる 計畫を 立て、 議會に 提案す ると 云 ふまで に 
ほ、 31 り 兼ねた のであります， 仍て 今回は 是 等の 計 
畫を 立てまして、 御 協賛を 仰がう と考へ て 居る ので 
あります るが、 然るに 此國防 充實の 事に 關 しまして 
は、 多大の 經費を 要します、 是がた めに 巳む を 得ず 
所得税 及 酒税の％ 收を岡 る ことに 立 至つ たので あり 
まする、 けれども 是は财 政上眞 に已 むを 得ざる 事情 
に 基く ものであります るから 蓋し 國民 も此事 情は 諒 
とする であらう と考 へる のであります* 又 前 議會に 
於て は 御 承知の 肋く  •衆議院 雜員 選擧 法の 改正案を 
提出 致して、 其 御 協賛を 得ました、 今期 議會に 於て 
は •政府は 更に 地方 制度の 改良の 必要を 認めまして 

其計进 を 立てた ので. あります、 又 陸海 ' ili の 軍法 會議 

法の 改正、 是も 多年に 1L る 問題であります るが、 今 

同 其 成案を 得た のであります るから、 是等の 事は 不 
H 提出 致しまして、 御 協賛を 仰がう と 考へ まする、 
固より®々 の 案件を 提出 致します るが、 是等ほ 重要 

なる 事と 考 へて、 此際に 申して 置く のであります， 

又 世界の 大勢に 順應 する がた めには ■我 國の制 度の 

各般の 改正を 急務と 致す ことほ 勿論で あらう と 思 ふ 

故に 政府に 於き ましては 先般 法規 整理 委 M 會を 設け 

まして、 維新 以来の 法令を 整理す る ことに 著 手 致し 

ました、 又 財政 經濟 調査 會を 設けて、 糧食 問題を 始 

と 致しまして、 財政 經濟の 根本的の 基礎を 定め やう 


と考へ て、 是に著 手 致して 居る のであります、 又 法 
制 ^ : 議會な る ものを 設けまして、 我 國の淳 風 良俗に 
或は 背きは しない かと 云 ふやうな る 事柄の 改正を 要 
する ために、 民法 上の 改正を 企てました •又 陪審 制 
度の 創定 •是も 長き 間の 間 題でありまして、 憲政 上 
必要なる 事と 確信す るので あります るから、 是 等の 
事を 法制 薄 議會に 於て 會議 しつ、 あるので あります 
是 等の 委員 會の 調査 等より 生ずる 諸問題の 中に ほ、 
今期 議窗に 提出す る もの も 無論 あらう と 思 ひます る 
が、 又 或は * 查 結了 致さず して、 次期の 議 會を俟 た 
ざるを 得ぬ ので ありませ う、 何れに 致しましても* 
政府は 一日 も國 家の 今日の 狀 態に 於き まして、 諸般 
制度の 收 善を . la; る ことは 無い のであります、 唯々 玆 

に 特に 御 承認 - 御詣 承を 得て 置きたい と 思 ひます 

るのは、 近來動 もします れぱ 質實穩 健の 氣 風を 減退 
する やうな 虞が あります •又 或は 極端なる 外来の 思 
想に 感染 致しまして、 精神 上の 動 描を 来さん とする 
が 如き 虜も あります、 是 等の 事は 如何に 國 政の 改良 
を 致し 制度の 改廢を 企てたり と 致し ましまして 4 是 
等の 事は 國家 のために 斷 じて 排斥せ ざるを 得ぬ と考 
へる のであります、 終りに 臨みまして 朝鮮、 臺 
及關東 州の 事に 就いて、 一言 述べて 置きたい ので あ 
ります るが、 是等の 地方の 制度の 改正を 要する こと 
は， 御 承知の 如く 多年の 問題であります、 故に 政府 
は 先般 之が 改正を 實行 致した る こと も、 諸君の 旣に 
御 承知の 事で あらう かと 思 ひます、 殊に 朝鮮に 在り 
ましては、 朝鮮人 意外の 誤解より して、 昨年 騷擾を 
釀し たのであります、 之に 對 しまして 、政府は 先般 
發 せられた 所の 詔勅の 御 趣意に 基き >  1 視 同仁の 
蕻 旨に 鑑みまして、 彼の地 人民の 幸福 安寧を 計る た 
めに、 諸般の 改正を 致した のであります >  而 して 是 
等 地方の 事に 關 しまして は、 今期 議會 より 朝鮮 •  K 
圈、 關東 州の 總督及 長官 も 政府 委員と して、 議會に 
出席す る ことに 相 成りました から-必要なる 場合に 
は、 詳細 其 情 况を說 明す る 機會も あらう と考 へます 
る •以上の 外尙 外交 上、 財政 上 •其 他 諸般の 事に 關 
L ましては、 當局 大臣より 詳細 說明 致します るから 
之を 詰せられ んこ とを 望みます (拍手 起る) 

0 議長 (大岡 育造 君) 內田 外務大臣。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登壇、 拍手 起る〕 
〇國務 大臣 C 子爵 內田康 哉 君〕 諸 封、 本日 爰に 過去 
一年間に 於き まする 帝國 外交の 經過 に關 しまして， 


其 大要を 說明致 し •併せて 政府の 所見を 開陳す るの 
機 # を m ましたる ことは， 私の 甚た欣 幸と する 所で 
ございます る. 旣往五 年に HO ました 世界の 大励亂 
も li 々終結 致しました が、 此の 終結を 传ぐ るた めに 
昨年一月以來佛國巴里に於いて聯合谷國の平和會議 
を 開きまして、 平和 條 件を 討 _ 致しました 所 >  漸く 
同年 五月に 至りまして、 聯合 側の 協議が 決定 致し ま 
したので、 之れ に 基いて 平和 條約 案を 作成 致し まし 
て， SM たる 獨 逸の 全 權委 M に 交付 致しました ••同 
全 權と數 回汴復 折 si の 後、 六月 二 十八 日に 至り まし 
て、 聯 < C3 與 國及獨 逸は 支那を 除きました 外、 全部 之 
れに 調印を 致しました、 其の後 獨逸が 此の條 約を 批 
准 致 L ましたのを 初めと 致 I まして •伊太利、 英吉 
利 •佛脇 西の 三國が 相次いで 批准を 致しました、 我 
が 帝國に 於き ましては、 昨年 十一月 七日 御 批准の 運 
びと 相 成つ たのであります、 尋で 本年 本 月 十日 巴 里 
に 於き まして、 日本、 英吉利、 佛蘭 西、 伊太利 等 十 
三 箇國 ■及獨 逸の 代表者 間に 批准書 寄託の 第一 回 調 
書を 作成 調印 致しました、 此 寄託 書の 調印に 依り、 
條約は 之を 批准 致しました る國の 間に 於いて、 右 調 
印の 即日、 即ち 本 月 本日より 愈々 實施せ らる 、こと 
i なりました 次第で ございます 、其 結果 本 月 十日 附 
の 官報を 以て、®々 條約 全部 公布に 相 成つ た 次第で 
ございます、 諸君 も 旣に御 承知の 通り •此 平和临 約 
は 同盟 及 聯合 國と獨 逸との 平和 條件を 規定 致します 
ると 間 時に、 世界 1S 久 平和の 其 礎を 確立 せんとす る 
ものでありまして、 其 規定の 廣汎な ると， 其內容 の 
複雜 重要なる との 二つ に 於き ましては 、古来 其の 比 
を 見ざる 所であります 其 中 獨逸 との 講和 條約は 、 
隞爭 に對 します る獨 逸の 責任を 紅し、 PL つ將來 に對 
する 保障を 定むる ものでありまして、 戰 爭 の 始末を 
付け、 其 再 發を防 止す る 上に 極めて K 要なる ことは 
申す まで もない 所で ございます 、之と 同時に 永久 平 
和の 基礎た る國際 聯盟 規約’ 及勞働 規約の 如きは、 
正に 新世界の 大憲章と も稱 すべき ものであります、 
即ち 國際 聯盟 規約は， 從 來の國 際關 係に 一步を 進め 
まして、 國際 協調の 主義に 基き、 世界の 平和を 完成 
し、 國際協 力を 促進せ ん 事を 目的と する、 國際關 係 
の 新 組織に 關 する 規約であります、 而し て國際 聯盟 
の 執行 機關 たる 理事 會 も、 米國 大統領の 案內に 依り 
旣に本 月 十六 □を 以て 巴 里に 於て、 其 第一 回會議 を 
開きた る 次第で ございます、 又勞働 規約は、 社會正 
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外交 方針に 對すろ 内 田 外務 大 1111 の Ka 
蓊を基 礎と します る 世界の 平和を 砣立せ んが ため、 
勞 ® 狀態 を改 ?? せんこと を H 的と する もので ありま 
して、 過 般垂擠® !. 於て 其 第一 冋勞 锄笼 ft を 開催し 
ました •帝！！ 初め 四十 商！！ の 代表者が 之に 伶 合致し 
まして、 努锄條 件を 規律 致します る 所の 方法、 並に 
其 原則に si すろ 钝々 の 問題を 決 諮 致しました、 尙又 
fa. l 一の 一た る塽地 利に 對 します る 平和 勝 約 も、 昨年 
九月 十：！！ を 以て 關係 列國の 間に 調印が 成りまして、 
旣に坱 1!!) , 利 及 仂太 利の 二 國 は、 某 批准を 了り ました 
次第で ございます •帝 國に 於き ましても 、唯今 K 批 
准の维 備 中でありまして、 日なら ず 御 批准を 奏請し 
得る ことになるで あらう と 思 ひます、 又 他の 列國も 
逐次 批准を Y する こと、 思は れま す、 此澳地 利の 條 

約は、 其 内 ?? は 大體に 於て、 對獨 平和 條 約と 異なる 

所は ございませぬ、 更に 又 他の 敵國た る 勃 爾牙利 、 

洪牙利 及 土 耳 其に 對 する 平和條 約 も、 それ < 進行 

中でありまして、 此中勃 .爾牙 利に 對 します る條 約は 

旣に其 調印を 了つ て 居ります、 此の 如く 約 37; 年に 亘 

りました る大陬 爭も 事 » 上に 於き まして ほ、 玆に決 

定 的に 終結' を吿げ たと 申して 差 支な からう と 思 ひま 

す、 即ち 世界の 平和 も 確定に 至つ た 次第であります 

此 未曾有の 國際 間の 大典が， 果して 完全に 履行 せら 

るる や 否や 其 成功と 不成功と ほ、 偏に 運用の 如何に 

存 する 次第であります* 日本は 過去に 於き まして、 

國際條 約の © 行を 怠る やうな ことは、 嘗て 一回 も ご 

ざい ませぬ‘ 今回の 平和條 約に 付ても， 最も忠 ® ■に 

之を 履行す る國 家の | たるべき は 勿論であります、 

私は 我 朝野 一同 詔勅に 見えます る 聖旨を 奉體致 

し萬國 の公是 に循 ひ、 世界の 大經に 仗り、 一層の 奮發 

努力を 以て 精神的 物質的 兩 方面に 亘 り、 國 力の 充® 

を！！  〇 、 1|1- 界の進運に貢 11 する所ありますると同時 

に、 世界に 帝 國が負 ふ 所の 義務を 完全に 果たさん こ 

とを、 筘菌 致す 次第で ございます、 目下の 時局 中 重 

大なる ものは、 申す まで もな く 隣邦 支那に 對 します 

る關 係と •露西亜に 對す る關 係で ございます- 此二 

者 ほ锊 に 世界の 大 問題であります のみならず、 殊に 

帝 國に収 りまして は、 最も 深き 利害 關 係を 有して 居 

る 問題であります、 先 づ W 序と して 第一に 交 那の關 

係に 就て 一言 申 述べたい と 存じます、 御 承知の 如く 

我 帝國は 大正 三年 八月 日英 同盟の 誼に 仗り まして、 

世 界大戰 爭に參 加し、 獨逸 に對 して 宣 FI1 致しました 

る 結果、 獨 逸の 租借地であります る 膠 州® を 攻略し 


て、 ® 逸が s l!f に 於け る根據 地を 覆した 次第で ござ 
います、此膠州污の處分に付きましてほ、帝國が最 
初ょり 之を 支那に 還附 する の 決心を 有して 居り まし 
たこと ほ、 大正 四 年 S 日 支 協約， 並に 昨年 巴 里に 於 
ける 帝 國 全® の 膝 明， 並に 私が 外務大臣 として 致し 
ました 累次の 睇 明に 依つ て 明白なる 次第であります 
が此所謂山柬問題なるものそ王毁攒成部分ほ，申す 
まで もな く 膠 州？ i fa 借地と 山 JE 鏺逍 とで あ 〇 ますが 
膨州罔 ほ 右の 如く 之を 支那に 還附 し、 又 山東鐵 道 ほ 
一昨年の 肢 極に 依り、 兩國 の合辨 とする ことに 決定 
して 居る のであります、 兹に此 機 ir を 利用 致し まし 
て、 一言 申 述べたい 事が ございます、 それは 外國人 
士 中には、 此山菜 問題なる 名稱に 拘泥 致しまして、 
山 東 省 全部が、 洽も 問題の 目的物と なつて 居る もの 
、如き 誤解を 懐いて 居る 者が あります、 是は 我國民 
としては、 誠に 意外に 感ずる ことであります けれど 
も、 實際斯 の 如き 誤解を 懐いて 居る 者が， 歐 米の 識 
者 中に も あるのは 事實で あります、 之に 對 しまして 
は 相當 の說 明" 又此 誤解を 解きます る 手段は 旣に講 
じて 居ります が、 甚だ 帝國 政府の 遺憾と する 所で あ 
ります から、 本日 此機會 に 於き まして、 此點 を申述 
ベたい と 思 ひました 次第で ございます、. 帝國 政府に 
於き ましては、 膠 州灣還 附に關 します る 決心 ほ、 終 
始 S らざる ものであります、 今や 平和條 約は 旣に實 
施 期に 入りました る 結果、 膠 州 » 租借地 及鐵道 等は 
完金に 帝 國に讓 渡せられ たる こと、 なりました、 故 
に 帝 阈 政府は 右の 決心を 實行 致します ために、 目下 
必要なる 手續を 執りつ X ある 次第で ございます、 昨 
年 巴 里に 於け る此山 東 問題の 商議に 關聯 致しまして 

茭那に 於て 排日 運動が 起り、 今尙 終熄に 至り ませぬ 

ことほ、 日 支 兩國の 關係上 誠に 遺憾と する 所で あり 

ます、 之に 關 しまして は、 我 政府は ® 次 帝國 公使 及 

支那 駐在の 谷 領事を 致し まし V、 中央政府 又は 關係 

地方 官憲に 對 しまして、 排日 運動の 取締を 交渉せ し 

めました •最近 更に 中央政府に 對 しまして は、 嚴重 

なる 交渉を 遂げつ^' あ. る 次第であります、 2? 葫 政府 

に 於き ましても 、出来 得る 限り 取締の 方法を 講ずる 

の 旨を 證言 致しまして、 大體に 於て、 取締 實 行の 誠 

意を 有する ものと 認められます から、 目下 實 際に 於 

きます る 無 取締の 成績の 如何を •注視 致して 居る 次 

第で ございます、 此排 日運動に 對 しまして、 我 朝野 

が 大局を 顧 念して、 冷靜に 之を 迎へ 、陰 忍 自重 致し 


まして、同阈政府の維持を危くするが如きことは， 
隣邦と して 我國の 座 親す る 能 ほざる 所で あ 〇 ます、 
此 故に 政府 ほ 預て聲 明を 致しました 對茭借 款 方針に 
從 ひまして、 南北の 紛爭を 助長す るが 如き 疑 ある 對 
突 借款 ほ、 今尙ほ 之を 取締ります ると 同時に、 支那 
政府の 維持に 必耍已 むを 得ざる 財政 援助に f'J- きまし 
ては 關係 諸國と 協調を 保ち、 支那の 急に 應ず る IJf を 
辭せ ざる もので ございます •將又 支那 南北に 於け る 
紛 P 問題に 關し まして ほ、 前 議會に 於て 諸 対に 御 報 
吿申 上げ 置きました る 通り、 帝國は 勿論、 英佛米 伊 
の 列 强も 帝國と 共同 致 - L まして、 一昨年 十二月 南北 
g 方に 和平 獅吿を 致しました、 又 昨年 六月 再度の 勸 
吿を 致しました が、 未た 其 解決を 見る に 至り ませぬ 
ことは •關 係列强 と共に、 帝國 政府の 甚だ it 憾とす 
る 所であります、 申す までな く‘ 帝國は 地理 上 •歷 
史上、 將又 政治 上、 經濟 上、 茭那 とほ 最も 密接なる 
關 係を 有して 居る 次第でありまして、 其內爭 が 多年 
に a るが 如きは、 最も 好まざる 所で ございます ，是 
故に 苟も 南北の 間に 和平の 成立を 見る がた めには、 
借款の 取締、 兵器輸出の 禁止 等、 幾多の 輟牲 を拂ひ 
苦心を 費した る. 次第で ございます、 隨 つて 今後に 於 
きましても •適當 の 機會を 得ます るに 於て は、 列國 
とも 協議 致しまして， 速に 南北 和平に 至る まで ' 相 
當盡力 致したい 考でご ざいます、 之を 要します るに 
帝國と 致しまして ほ、 一日 も 速に 支那 統 | の 大業 成 
就せ ん ことを、 切菌 して 已まざ る 所で ございます、 
第二の 問題で ございま する 露國の 件は、 是亦 等しく 
帝國に 取りまして、 甚だ 重要なる もので ございます 
今や 過激 軍 進出の ため， ■更に 事態に 重大なる 變 化を 
來し ました、 一時 「オムスク」 に 於け る 「コル チヤ 
ック. 一 政府の 下に、 北 露 及 南 露に 於け る兩 政府 及 極 
東に 於け る 勢力を 統轉 致しまして、 露國の 復興を 見 
るに 至らん する 形勢が 見えました けれども、 最近に 
は歐 露の 反 過激派 も 甚だ 振 ひませ ず、 英佛諸 國に 於. 
て も、 今後 露國の 援助を 打 切らん とする 方針に / ii ま 
したやぅな 有樣で ございます が、 西 伯 利に 於き まし 
ては、 最近 「コルチャック」 軍の 敗北に 依りまして 
「コルチ ヤッ ク j 政府は , オムスク」 を 撤退し 「ィ 
ル クック」 に 移駐す るの 巳むな きに 至りました が、 
目下 「イルク ツク」 に 於き ましても、 亦 頗る 混亂致 
して 居る 樽樣で ありまして、 「コルチ ヤツ ク」 政府 
ほ •最早 統治の 力を 失 ふに 至りました 有樣で ござい 


ます、 帝！！ 政府 (i 從來西 泊 利に 於き ましては、 拜 _ 
協調 (0 陆砷を讯んじ、特に米 !:4 に « しましては、十 
分 協調に 力め、：：  ： に •多少 

0 份兵を 行 ふの 必要を 03 めまして， : t o l:!j K に關 し. 
ましても、 米^ 政府の 誼 Ii? を 一度 求めつ、 ありまし 
た 次第で ございます、 本 月 八 R に 至りまして •在 : in 
鹽の米 國派逍 軍司令官よ 〇 我 司令 , K に 對し -S して、 
米國 陸軍 中央 常 局の 命令に & つて、 米國 の : V: 段を 西 
伯 利より 撤退すべき 旨を 通齿 致しました •  H て、 其 
翌日 即ち 本 月 九日， 鐵通 特別® fi er の、 米國委 M よ 
〇、 米國 政府 ほ、 西们 利鐵 li 監 W の a- 誘に 參加す る 
事を 止めて、 委員を 右 委員 a- よ〇脫 退せ しむる 小に 
決定した る 旨を 保 明 致しまして、 尋て本 月 十！ 一日、 
本件に 對 します る 我 政府の 交渉に 對 して、 米國 政府 
の 回答に 接しました、 其說 明に 依 〇 ますれば、 浦® 
に 於き まする 米國 司令官の 通吿に 先た つて >  帝國 政 
府に接 到すべき 米國 政府の 回答は、 手 違の ために 同 
通告よりも 遲れて 我 邦に 到 著した る 次第で あると 2;- 
ふこと が 明かに なりました、 P1. つ此亊 に付きまして 
は、 米國當 局 者に 於て、 洵に® _ なる 態度を 以て • 
遺憾の 意を 表し 来つ た 次第で ございます、 本件 1.-. 關 
します る米國 との 交渉の 始末は、 大要 右の通りで ご 
ざいます が、 西 伯 利に 於き まする 我が 鐵道 守 fni の 補 
充は ，同地 方に 於け る 情勢の 切迫に te り、 益々 緊要 
を 加 Y 来りました が 故に、 带 國 政府は， 約 半箇肺 幽 
を增 遺す るの 處 置に 出で た 次第であります、 露國が 
今日の 如き 艱難を 惹起す に 至りました ことは、 友邦 
露國 のた めの みならず、 世界平和の ため に骚 獻 
に堪へ ない 次第で ございます、 帟國は 常に ffi 全なる 
政府が 一日 も 早く 確立し まして、 露國の 復興を 成就 
せんこと を 希望す る もので ございます 、終りに 臨み 
まして •速に 隣邦 露西亜 及 支  + 那兩國 の 平定を 見て、 
世界 全般に 渉つ て、 眞の 平和を 回復す るの 日の 近 か 
らんこと を 祈つ て 居ります、 帝 國 政府は 常に 世界 平. 

和の 完成、 國際協 力の 進埗を 念と する もので ありま 
す、 同時に 正義 公道を 以て、 國 際交涉 の 指針と 致す 
所存で ございます、 巴 S 講和 會議に 於き まする 帝國 
の 行動 乃至 對茭對 露の 政策は 十分に 此方 針で 證 明し 
て 居る こと- 1 思 ひます、 今や 國際 聯盟 新たに 成立 致 
しまして、 我 帝 國の國 際 上に 於け る 地位は 一 暦 重大 
なる を 致し、 又列國 との 關係は 、更に 一段の 親密を 
加へ て參 りまして、 世界 全般の 幸福に 貢獻 する 機 會 
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_ も 、益々 多から んとす る ことにな りました、 斯る時 
期に 於き まして •諸 討の ® 助に 依り， 克く帝 國の使 
命を 完 ぅせんと する 贽悟を 有する もので ございます 
(拍手 起る) 

0_長(. 大閊 育造 君： >  高橋 大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 登壇、 拍手 起る〕 
og 務大臣 (男 Is? 高 橋 是淸釕 ) 諸討 、玆に 私は 大正 
九 年度 i* ■計 Ti xc に關 し、 其 大 3? を說 明す るの 光榮を 
有します‘ 大正 九 年度 Ta J? 編成に 關す る大體 方針 及 
其 施設 事 项の 主なる ものに 就き 申し ますれ ぱ>  先づ 
世界 職 後の 形勢に 鑑みまして、 平和の 維持 上阈 防充 
實の切 要なる を 認め、 之が ため 新たに 相當 の計蕺 を 
立てました •次に 交通 通信 _關 の 整備' は 時勢の 最も 
耍求 する 所でありまして、 其 結果は 產 業の 發達 、國 

運の 進展に m 大な る關係 & りと 18 め •鐵 m, ia 路、 

港鲟 、雷 信、 策 話 等、 何れも 相 當其 計® 改 fl に惹を 

用ゐて 、新たに 施設 綷焭の 方策を 樹 てました •又敎 

育の拫 興に 就きましては、 中等教育 锊築 補習 敎育等 

に 就き 新たに 施設を 加へ、 又 私立 大學に 補助を 致す 

ことに 致しました， 又產 業の 獎勵 に關 しまして は、 

或は 開绍 の獎勵 、或は 窒素 研究に 相 當の經 W を咐加 

致し、 又公冇 林野の 經營 に付きましても" 新たに 官 

行浩林 の計进 を 立てました •大正 — i 年 臨時 事件 费 ほ 
a 獨鸱爭 の 常時 之を 設け 今日に 及びました る 所， 今 
的畤 勢の 狀况は ，事變 の 影 8 を 全く脫 却せ るとは 申 
し 難く あります けれども •旣に 平和克 设 致しました 
るに 依り、 今 ml 之を 整理し •大 IE 九 年度ょり 之を 廢 

止 致す ことと 致しました、 併ながら 臨時 ?) i 件© を以 

て支辨 し來〇 たる *] f ?0 にて •俄に 廢止 する ことの W 

雖なるものもございまするに依0、之を普通捭 3? に 

編入 致しました、 隨て 各省に 共通なる 官 史 以下の 臨 

時 手 常、 物 俏腦竹 に te る鹺费 旅 ? 5 等の 補足は、 何れ 

も ffl 當の 程度に 之を 普通 豫 3? に 計上 致しました 以上 

は 裸 筇 の大鹅 であります が ■哉 入 歳出 豫览の 計 !! 5 に 

付て 大要を 申します れぱ 、歲 人轫常 部 十億 四千 三百 

餘 1| 圓，臨時部5三千；一一百 ^ 萬_、合計十二億七 

千六百餘萬 1« 、歲 «|4 純常部七偾五千二 ?1 餘萬圓、臨 

時 部 五 億 二 千 三百 餘萬 191 、 合計 十二 億 七 千 六 百餘萬 

阅 でありまして 歲人 臨時 部屮前 年度 剩餘金 繰 入 額は 

1 {S 四百 餘 茁冏 となる 計 ® であります、 歲入 裸 3? 中 

主なる ものを 舉げ ますれ •は 經常 部に 於て 租税 收入六 

位四 千 七 百 餘萬 g であります、 之を 前年度 拽筘 のに 


比します るに、 一億 五 千 . 7T 百 餘萬 圓を砑 加し、 臨時 
收 入は 六 千 五 西 餘萬 _ でありまして、 前年度に 比し 
千 ? >: 百 餘萬 圓を咐 加し、 官椠及 官有 財痗收 人は！ 一億 
八 千 五 百餘萬 圓で ありまして、 前年度に 比し 二 千 五 
百餘 萬阊 の咐 加であります、 而 して 租税 收入咁 加の 
中 五 千 七 百 餘萬圓 は、 fft 制 改正に 伴 ふ 新規 增收額 で 
ありまして、 是は 後に 述ぶる 通り 新規 國 防計贺 の时 
源の 一部に 充 つる もので ございます I 歳出 豫凝を 前 
年 欺： 豫算に 比較 致します ると •經常 部に 於て 一; 億 四 
千 六百餘 萬 圓を咐 加し、 臨時 部に 於て 三千 1 百餘萬 
圓を減 少し， 差 引總 計に 於て は、！ 一億 千 二百 餘萬圓 
の咐 加を 示して 居ります、 此の 如く 經常 部に 於て 著 
しき 咐加を 示し •臨時 部に 於て 却て 減少を 来し まし 
たるは、 前年度に 於て 臨時 部に 願した る 臨時 事件 Ti 
ii a を 整理して •之を 普通 a に 編入し、 其の 大部分 
は經常 部に 組 入れた る 結果であります、 大 JE 九 年度 
课算中 最も 重要なる 事項は 國 防の 充實 でありまして 
將來 巨額の 繼續费 を耍 する 次第であります から、 之 
に對 して 確定 的の W 源を 得る の 必要が あります、 爲 
に 政府は 今回 新たに 所得税 及 酒税に 於て 增收 の計畫 
を 定め •右國 防 費の 大部分 ほ、 之を 以て 茭辨す る こ 
と V 致しました が •尙其 不足す る 所に 對 しては、 當 
分の 中國 ffi K 還を 停止して、 之が 補足に 充 つる こと 
、致しました、 右 新規 國防計 畫 に 依り、 大正 九 年度 
に 於て 更に 陸海 軍經 費の 增加 すへ き 金額は 經常臨 時 
を 合して 九 千 九 百 餘萬圓 であります、 此計畫 に 依り 
ますれば、 陸軍に in する 臨時費は 總額四 億 八 千 六 百 
餘蓖 _ でありまして、 大正 九 年度 以降 大正 二十 二 年 
度に 至る 十四 商 年度 間に 亘り支 川す る もので ありま 
す、 又 海軍に 屣 する 臨時費の 總額 は、 八 億 六 千 三百 

餘萬 E1 でありまして、 大正 九 年度ょり 大正 十六 年度 

に 至る、 八® 年間に 亘り支 出す るので あります、 而. 

して 其 大正 十 年度 以降に 要する 金額は、 經常 臨時を 

合して 毎年 約 一億 六十 萬 ta であります、 一 面％ 收計 

班に 依る 税法 改正の 結果、 將來 所得税に 於て 七 千 八 

百 餘茁圓 、酒税に 於て 五 千 七 百 餘萬圓 •合計 一億 三 

千 五 百餘 萬 K1 の咐收 を 得る 見込であります が 其實施 

の 初年 度た る 大正 九 年度に 於け る增收 額は 所得税に 

於て 五 千 二百 餘萬圓 、酒税に 於て 五 百餘 萬圓 、合計 

五 千 七 百 餘 M 圓で あります、 前に 述べました る國際 

似 il 資金 繰 入の 停止に 付いて は， 特に 一言す るの 必 

耍 ありと 考へ ます、 此の 阀際償 還資余 繰 入の 中止に 


關し考 憩を 要すべき は、 去る 明治 三十 八 年の 發 行に 
係り、 来る 大正 十四 年に ® 還 期限の 到来すべき， 四 
分 半 利 付 英貨 公債 s 億 八 千 五 百 餘萬圓 の 償還の こと 
であります ，現今に 於いては 右 發行總 額の 中、 一億 
六 千 九 百 餘萬圓 は 旣に買 入 銷却 濟とな り、 此他 大正 
八 年度 內に買 入 銷却 見込の もの、 少 くも 六 千 餘萬圓 
あります るから して、 剩す 所は 三 億 五 千 3r 百餘 萬圓 
であります， 而 して 現に 預金 部所 有の 在外 JH 貨は > 
三 億 八 千 餘萬圓 に 達して 居ります、 故に 預金 部は、 
裕に右 四 分 半 付 英貨 公僙 の借換 に Ka ずるの 資力を 有 
して 居ります、 即ち 政府 ほ 現狀に 於て、 旣に 來る大 
正 十四 年の 外債 借換償 還 ic 對 する •碗 實の 準備を 有 
する のであります、 而も 國債 償還 資金の 繰 入の 停止 
は、 長く も 彐四箇 年を 出です して 之を 復活す る考で 
ござります から、 何等 差 支ない こと、 考 へます-故 
に我國 防 充實 のた め 租税を％ 徴す るの 已 むを 得ざる 
時機に 際して は， ® く國債 償還の ことを 中止して* 
國 家の 急務に 應ずる こそ、 最も 時宜に 適した る處置 
と 信す るので あります、 此機會 に 於て、 咐收經 過に 
伴 ふ 税制 改正の 要點を 略言 致し ますれば •法人の 所 
得に 對 しまして は、 從來の 源泉課税を 廢し ，某の 益 
金を 株主 等に 配當 したる 場合、 其の 個人に 對 し、 綜 
合 課税す る こと、 致しました， 尤も 法 八の 所得 中" 
之が 配當 を爲 さすして 社內に 留保す る 金額に 對 して 
は， 之に 課税す る こと、 し， 又 法人の 所得 か 一定の 
利 廻を 超過 するとき ほ、 其の 超過 割合の 多少に 應し 
超過 累進 率を 以て 課税を 爲す こと X 致しました、 尙 
大正 八 年度に 於て 課税せられ たる、 法人の 配 當を受 
けたる 個人に 對 しては‘ 大正 九 年度に 於て 課税せ ざ 
る こと、 致しました •.故に 其缺陷 を補塡 する ため、 
大正 九 年度に 限り、 法人の 相 過 所得税に 對し 、税額 
の 十 37. 割を % 徵 する こと、 致しました、 個人の 所得 
に #- ては、 從來 課税した る 所得の 外， 法人ょり 受く 
る 配當金 及賞與 金を 綜合 課稅 する こと、 し， 山林の 
所得は、 之を 他の 所得と 分離して 税率を 適 明す る こ 
と V し 六 千 圓以 下の 所得者に 對 しては、 其 勤 勞所煜 
に對 する 控除步 合を 多くし、 又 三千 圓 以下の 所得者 
にして、 其 同居 家族 中、 老者 、幼 者  >  又 は 不具、® 
疾者 ある 場合に 於て は， 其 所得 額 中より 一定の 金額 
を 控除し、 課税 M 低 限は、 前 二樣の 控除を 爲した る 
殘額を 以て、 之を 定むる こと、 致しました、 のみな 
らず尙 從來 の a.: 一 c 圓を六 百 圓に 高め •税率は 將來最 


低 百 分の 三より 百 分の 三十に 至る、 超過 累進 率を 適 
用 致しました る 所 •之を 改めまして、 最低 百 分の 一 
より 一定 額を 超 ゆる 毎に、 其 超過額に 對し ては •遞 
增 して 百 分の 3}; 十に 止む る こと、 致しました* 之を 
要するに 擔税 力の 小なる 者に 對し負 擔を輕 減す ると 
同時に、 擔税 力大な る 者に 對し ては、 其 能力に 腦じ 
負 擔を吩 す ことに 致しました、 酒造税 に 在りまして 
は、 酒類 一石に 付 十圓を 高む ると 同時に、 其 他の 酒 
精 及 酒精 含有 飲料、 並麥 酒に 付ても、 之に 腦じ W 夫 
夫 税率を 高めました、 以上は 税制 改正の 極めて 大綱 
であります、 尙 詳細は 税法 改 -ni 案の 御審； 親に 當りま 
して、 說明致 したいと 考 へます、 次に 通信 機 關の整 
備に 就て 申 上げ ますれば、 電話 交換 横 張 費に 就て is 
旣定總 額 一億 千 百餘萬 圓に對 し、 更に 二 億 二 千 57; 百 
萬 圓を增 加し、 總額三 億 三千 七 百 萬圓に 改めまして 
其 大正 九 年度 額は 四千 十 萬圓で あります、 又 電信 事 
務の 繁劇は* 近時 類る 甚 しくな り. ましたので、 其 設 
備 を 完全に する ことの 必要を 切に 感 しまして •新た 
に 公憤 財源を 以て 之を 完備す る經 » を 立て‘ 大正 十 
五 年度に 至る 七箇 年度 間に 亘り •總額 七 千 三百 八十 
萬 圓を支 出す る こと、 致しました、 而 して 之に 要す 
る 大年九 年度 額は 八 百 萬圓で あります， 官吏 以下 臨 
時手當 物價瞬 貴に 依る 廳费 旅費 等の 補足の 如き、 谷 
省 共通 的 經费 の％ 加は， 之を 普通 豫算に 編入した る 
ことは 前に 述べた る 通であります、 其內 官吏 以下の 
增俸咐 給の 大體の 方針を 申 上げます れば 地位 高き 者 
に對 しては 比較的 其 2 佾率を 薄く し •地位 低き 者に 
對 しては 厚く する の 方針でありまして、 年俸 七 千 五 
百圓 以上の 者には 全く ^ 倦を 爲さす 、其の 以下の 者 
に對 して ほ、 增俸 割合 最も 少なき は 七步餘 、それよ 
り 漸次 遞增 して、 最低の 地位の 港に 在りまして は， 
倍額 以上に 達して 居る ものが あります、 又 官吏 以下 
の增俥 等に 伴 ひまして、 新たに 從 來の受 恩給 者に 對 
しても •相當 の％ 給を 爲 し、 又 貴 衆 兩院葳 員歳费 も 
五 割を 增加 する ことに 致しました、 特別 會計豫 3? 中 
一般 會 計と 密接の 關係 ある 點に 就て 申 上ぐ れぱ 、朝 
鮮 總督府 特別 會 計に 在りまして は、 其 歳計の 狀祝に 
鑑みまして、 大正 九 年度に 於て、 一般 會 計より 千 萬 
圓の補 充金を 繰 入る、 の 必要 あり、 又擇 太廳 特別 會 
計に在りましてほ、從來の補充金を％加して、六十 
五 , 1; 圓とな す 必要を 認めました るに 依り、 是等 補充 
金の咐 加を 豫滹 致して あります、 帝 國鐵道 特別 會計 
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の rt 本 !? I 定に付 -V. 一言 致します れ /-r rKsi 設及 改良 
费ほ 一位 七 千 現 IK1 でありまして， 内 |« 設费ほ 五 千 九 
百萬 [[11 ,改良费ほ/1值千百茁_であります、之に嬰 
す -？. 公 S 财源 ほ 一 ^ [BJ と 定めました， 大 正 三年 臨時 
來 件费 ほ、 之を 整 si! 致します る ことは >  旣 に 前に 述 
へたる 通りであります が、 臨時 茁事扭 ほ E 下の 狀况 
に 於て， 倚 之を 存綏 する 必要が あります、 仍て 大正 
九 年 四月ょり 大正 十 年 三月に 至る 間の 所耍額 として 
一 倥 六 千 百餘茁 _ を豫筇 致しました •其 内 千； W 餘萬 
_ は 歳入を 伴 ふ 特別の 支出であります から、 rf の 所 
要 額は i {s 四千 九 rl 餘萬 WJ でございます、 其 財源は 
主として 公 愤 •又は 借入金に 依る 計 5!f であります、 

大正 九 年度に 於け る 公似 又は 借入金の 額は、 前述 臨 

時 軍事 费の财 源と して 要する 一億 四千 八 百餘萬 圓を 

m めと して、 一般 會計 に磁 する 备種 3¢ 築 公 依 五 千 四 

百 餘 萬 11 ’ 又 特別會 計に 磁する 谷 種 事業 公債 一億 三 

千 七百餘 萬圓 、合せて 約 三 萬 四千 餘萬圓 であります 

財政 計 ® の 大要は 以卜 •申述 へたる 如くであります る 

が、 私は 此の槌 會 に 於て‘ 經濟界 の狀况 に付き 一言 

致したい と考 へます ，世 界 の大戰 は 終りを 吿け まし 

たけれ ど 各 國の經 濟界 は、 今尙戰 時に 於け ると 

同 ^ なる、 異常の 狀態 を脫 却し 得ない のであります 

谷 國ほ戰 後 財政の 變理 、不換紙幣の 整理 •產業 組織 

の 改造 金融の 改善 等、 遠き 將來に 渉れる 重大なる 問 

題を 有して fr ります るの みならず、 焦眉の急に して 

而も 眾 難なる 復 if 事業、 勞資 問題， 其 他に 對 して 最 

善の 努力を 注がなければ ならぬ 狀 態に 在る ので あり 

ます、 此時 に當 り、 我國 の經濟 狀態を 通赀 します る 

に 前後 五 年の 問、 我 财界は 幾多の 波 rii 曲折を 經 まし 

たが， 幸に も 進 步發展 の 趨勢を 持 續 する こ. とを 得た 

のであります、 大戰 以來 大正 七 年末に 至る 期間に 於 

ける 輸出超過 額 •貿易 外の 收入 超過額、 事業 計畫， 

及拂 込 K 本總額 等に 付きまして は、 即ち 前_會 に 於 

て 述べました 通りであります が、 世間に 於て、 或は 

財界に 變調 を來た す ことなき やと 懸念 致しました る 

其 平和の 初年、 即ち 昨年の 轍 出額は 二 十億 九 千 八 百 

萬圓 .輸入額は 二 十一 億 七 千 三百 餘萬圓 に 上り、 差 

引 ■入超 過 額 七 千 四百 餘萬圓 となりました が* 貿易 

總額に 於て は、 未曾有の E 額に 達した るの みならず 

一而 貿易 以外に 於け る國際 貸借 K の 受取 勘定は-約 

三 億 1M1 に 上りました がた めに、 結局 正貨の 受取 超過 

額 ほ、 r. 億 圓以上 に 達した のであります、 又 各 W- 事 


菜 •の 勃興の 狀况を 見ましても、 昨年 中に 於て 成立し 
たる ffl 行 ^ 社の 公稱 资 本總額 二 ± 一  运七千餘萬 〇 、 
拂込 資 本 金額 十二 煊三千 餘 茁 圆に 達し、 我轾济 界は 
依然として 好調を 持 紐す るを 得ました るが ため 我國 
ほ 追 次 聯合 諸國に 對し财 政 上の 援助を 爲す と共に、 
内外に 渉りて 商工業の 發展 を遂 ぐるを 得た ので あり 
ます、 之と 同時に 政府の 公似 發行 も、 金融市場に 格 
別 苦痛を 與 ふること なく  L て、 昨年 中に 借替を 了し 
たる もの 二 億 六 百 餘萬圓 •新規 發 行の もの 三 億 九 百 
餘斑圓 に 達する を 得ました るが、 之に 付て (3: 各 銀行 
其 他關係 諸方 面の 努力を 多と する 次第であります、 
尙來 年度の 募債 計进 の實行 に 付いても、 政府は 金融 
市場の 惯 勢に 鑑み、 緩急 宜きを 制し、 努めて 公債を 
民衆化せ しむる ことを 期して 居る のであります、 今 
や 世界 谷國は 物資の 缺乏 ，勞働 界の 不安 等、 經濟上 
に 幾多の 闲難な る 問題を 有して 居る のであります が 
谷國 共に 此難 局に 處 する の途 は、 生產の 助長を 根本 
方針と し、 國民の 自制と 相俟つて 、徐ろに 其 効果を 
收む るの 外な しとして 居る のであります、 我 國の戰 
後經濟 策に 付ても、 亦 同樣で ありまして、 一面に 於 
ては 生產 資金の 供給を ! BI 滑に し、 金融 並に 企業 組織 
の 改善 及 合同と， 其 健實 なる 發展 とに 依りて、 出来 
得る 限り 物資の 供給を 潤踩な らしむ ると rpj 時に、 他 
面に於てほ、人々自ら戒めて不生產的消費を抑制し 
荀 も餘裕 あれば 之を 生產 事業に 向 ほしめ； 以て 勤儉 
力行の 美風を 振作す るを 緊要と 認む るの てあります 
要するに 今日は、 我國民 經濟の 過度 時代であります 
此 重大なる 時機に 方り、 濫りに 過去に 於け る 財界の 

好况 に © II れ 、投機心に 驅られ て、 無謀の 計锴を 立つ 

るが 如きは、 大に愼 まなければ なり ませぬ、 之と 同 

時に 徒らに 姑息 退 嬰して、 列强 間の 經濟 競爭に 後れ 

を. 収るが 如き こと あつて はならぬ のでありまして* 

我國 民は、 一致 協力 以て 此異常 の 時勢に 處 1# 、 進退 

共に 誤らざる の® 悟な かるべからず と 信じます、 終 

りに 臨み 私は、 玆に 提出 致しました 豫萬 案に » し- 

御 審議の 上 速に 協賛を 與へら れんこと を切菌 致し ま 

す (拍手 起る〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 田 中 陸軍大臣。 

〔國務 大臣 田 中 義一君 登壇、 拍手 起る〕 

G 闕務 大臣 (田 中義一 君〕 lit 西 伯 利に 派 遺を して 居 

ります る 所の 軍隊の 狀態は ，昨年 議會の 終末の 時に 

も、 又 昨年 九月の 交に も •大體 の 狀况は 印刷を して 


皆 探の 御手 許に 差 出して あります るから* 御/解の 
こと、 存じます、 尙ほ 今日は 其 後 〇 槪况に 就き まし 
て、 爰に申 述べて S く必耍 ありと 信じます、 大正 七 
年 八月 出兵 以来 •西 伯 利に 派 iri されました 所の 第三 
第 十二 ITIB 國 ほ、 共に 昨年 四月から 九月の 間に 於て、 
第五、 第 十四 師_ と 逐次 交代を 致した のであります 
又南滿 洲に二 年間 駐箚 致して 居りまして、 - n. つ其當 
時の trrF 局 柄 一部を 西 伯 利 方面に 派 m を 致した 所の 第 
七 師團 も、 昨年 四月に 第 十六 師團と 交代を し •第 十 
六肺國 は 11: ちに 固有の 任務であります る 所の、 南滿 
洲 守備の 任務に 就いた のであります 、是と 同時に 浦 
潮 派遣軍の 兵力の 不足を 補 ふために、 此南滿 洲に居 
ります る 所の 第 十六 師團 から、 步兵 一個 旅團 を北滿 
洲及浦 潮 方面に 派遣を して •一時 之を 派 遺 軍司令官 
の 指揮 下に 入れた のであります、 然るに 御 承知の 通 
りに、 其 後 南 滿洲に 於き ましても 種々 事變の 勃發が 
ありまして-著しく 兵力の 不足を 感ずる やぅに なり 
ましたた めに、 此第 十六 師團 から 派 iB して 置き まし 
た 所の 部隊 ほ、 之を 南滿 洲に歸 さな ! ■-/- ればな らぬと 
云 ふ 狀况を 認めた ので ありま 十、 此 部隊を 交代せ し 
■むる ために •昨年 九月 第 十三 肺 團 ょり 步兵 一旅團 と 
H 兵 二 中隊を •西 伯 利に 派 遺せら る、 ことにな つた 
のであります、 然るに 此 部隊が 浦 潮 斯德に 派遣せ ら 
れま した 其 時は •恰も 沿海州 方面に 再び 紛擾を 惹起 
しました ために、 遂に 此 部隊 ! 3: 南 滿洲か ら派 遺を し 
て 居ります 所の 部隊と、 交代す る ことが 出来ず して 
今日 矢 張 沿海州の 守備に 就て 居 石 次第であります 「 
オムスク」 政府の 軍隊は •昨年 夏 以来の 頹勢を 挽回 
すると 云 ふこと を企圖 致しまして、 歐羅巴 露西亞 の 
.過激派に 對 して、 九月 中旬に 攻擊を 開始した ので あ 
ります、 此 攻勢は 一時 勝利を 得た のであります るけ 
れ ども 遂に 究極の 目的を 達する ことが /II 來ませ ず 
して、 十月の 中旬 再び f  n ル チャック」 政府の 軍隊 
は， 勢 ひ 不利と なつた のであります、 已 むを 得ず 退 
却を 開始した のであります が、 併し 其の 退却は 遂に 
敗走と 變 じまして 、十二月 上旬には 「オムスク」 を 
撤退す る ことにな りまして、 遂に 十五 日には 「オム 
スク」 も 亦 敵の 手に 委ねる と 云 ふことの 悲境に- 5r. 至 
つたので あります >  此狀 態が 一 度 極東に 傳は ります 
ると 共に、 不安の 念に .® 5 られて 居りました 所の 民心 
は， 益々 動 搖を來 しまして、 又 lit 機會 を捉へ て 「コ 
ル チヤ ツク」 政府に 反 封を する 一部の 團體ほ 宣傳 に 


i K を^* した [0 で I 
:及 1 >• 致しまして 
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- で、 


努めて •之が ため (* 名し く\心{ 

あります、 隨て lit 狀態は 保 ! li に 一 
昨年 0 5铂に較べますると-我；, 

豇 に K- 度を i!5 めた のであります、 3 :ょ 〇淤.？ 

に 3> 卉西走、叶秩序の雄持.矽槌 0 胙理3 |- 
して 居 〇 ました けれども、 何分 辿 H o 'sf 大， • 

に、 思 ふやぅな 効果を 舉げる ことが 出來な j 
ります、 我が 派 逝 IB の 兵力は 唯今 咔 卜げ まする 通 〇 
に、 南滿洲 から. 射 加 致しました 所の 部 ^ を 八：： しまし 
て^ 今日は 兵力は 約 二 as 六 千であります、 lit 二 ;%' 六 
千に 對 します る 兵站の 勤務 •乃至は 鐵 道. m m、 其 
他 交通の 刺 務に從 事 して 居ります る 部隊を 合し まし 
て も •約 三 萬に 過ぎない のであります、 而 して 守 ft.i 
して 居ります 所の 箇所 13: 百 十餘简 所に 及んで®  〇 ま 
して、 其 守備 致して 居 〇 まする 鍅道の 延長は、 K に 
三千哩 に 達して 居る 次第であります、 阼年の 八月以 
來破 壊せられ ました 所の 鐵道 沿線の ® 梁の® 所は、 
毎. 月 平均 百 二十 五であります、 起しき は 一夜に 四十 
箇所 も 破壊を せられた 所があります、 是练 狀况 に蹈 
へましても、 派 遺 軍の 實に勤 務の辛 酸なる 事は 思 ひ 
やられる 次第であります、 殊に 最近 「イルク ーック 
」 の 政 變以來 、一人 守備 勤務に 從斟 して 居る 所の將 
士の 辛勞は •一層 增加 致した 次第であります > 品に 
「コルチ ヤツ ク」 政府は 「オムスク」 の 撤退と 共に 
其 政府を 一旦 「イルク ー ック」 に 移しました が、 去 
りながら 遂に 自 分の 不利なる 形勢を 挽回す る ことが 
出来な かつた のであります •却て 之に 反對 する ffl B 
の 計® が 著々 効を 奏しまして 、十二月 下旬 曾て 「コ 
ル チャック」 の 部下で ありました 所の ig 西 ]] li の 軍隊 
が 反 亂を 起し、 本年 一月に 入りまして は、 政府の 權 
威と 云 ふ ものは、 殆ど 地を 拂 ふと 云 ふ狀態 であり ま 
して、 今日は 事實上 「イルク ー ック」 の 附近は •金 
く 「コルチャック」 に反對 の 政治 幽體の 勢力に® し 
て 居る 次第であります、 今 H は 殆ど 西： g 利の 政權に 
何等 統一 致す 所は 無い のであります、 又 某 秩序 も、 
漸く 聯合 與國の 威力に 依つ て 維持せられ て 居る と 云 
ふ 次第であります、 此政變 の 結果は、 遂に 極 iji 三 州 
にも 及びまして 嘗て 「コルチャック」 軍と 共同に 動 
作を 致して 居りました 所の、 露西亜の 軍隊 屮 にも叛 
亂者 が續 m を 致し、 逃亡者が 相踵 ぐと 云 ふ狀態 であ 
りまして、 日本の 軍隊 ほ 唯 だ 此狀態 から 考へ まして 
も、 自己の 存立 上、 甚だ 危險を 感ずる 狀態に 在る の 
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| であ 〇 ます、 右の 狀態で あります るから、 第 十三師 
一圓の 殘部を 佾加 すると 云 ふことの 必要を 認めた ので 
あります 〔それが ために 昨年 十二月 •從來 出兵と 云 
ふこと に 付て、 始終 協調を 保つ て 居りました 所の亞 
米 利 加に. 了解を 求める 手續を 致した のであります 
然るに 本年の 一 月 上句に なりまして、 亞米利 加は 突 
然西伯 利 駐兵の 全 •部徹 退と 云 ふこと を聲 明す る こと 
になつ たのであります、 lit に 於て 日本軍と して 益々 
自己の 存立 上の 危險を 感ずる やうに なりました ので 
直ちに 一月 十五 日に 第 十：： 一師 幽殘 部の 派 m を 御 命令 
になつ た 次第であります 、目下 其輸遂 途中に 在る こ 
と、 御 承知を 願 ひたい 「チ H ック」 軍は 「チタ」 方 
面に 向つ て歸渫 輸送の 途屮 、或る 誤解から 哥薩克 軍 
と® 突を 致しました' か、 是亦 日本軍の 調停に、 依つ 
て •令 日は 互に 和解を 致しまして 『チェック」 軍は 

今や 再び 還 揆輸绘 の途に 就て 居る のであります、 日 

本 軍と しまして は、 自分が 保持すべき 交通 線に 危害 

を 加へ、 又は 我 軍に 對し て攻繫 的 鹿 度を 執らぬ 限り 

は、 故ら 好んで 之を 討伐す ると 云 ふやうな ことは 無 

いのであります、左様な場合には、亦努めて厲西亞 

軍に 此措 置を 致させる やうに 致して 居ります、 又 日 

本 軍が 西 伯 利に 出動 致しました 當 初の 宣言に 顧み ま 

して 「チェック」 軍の 救援と 云 ふこと が 主なる 目的 

でありました ために、 其 S 的と 云 ふ ものは、 今日 尙 
ほ 之を 益々 擗綏 する ことの 必要を 認めて 居ります、 
隨 つて 日本軍と しては、 今日 「チ H ック」 軍の 歸還 

輸送と 云 ふこと に 付て、 十分の 努力 中であります、 

唯今 ra 民を 代表して、 廷に深 賅 なる 同情の 御 決議 

を 得ました 次第であります るが、 我が 派 逍軍 は、 一 
昨年 / rl 兵以 來遒に W 難なる 任務に 服して® ります、 
又： 仲め て 烈しい 寒 氣と鬪 つて、 今日は 裳に 同情に 堪 

へぬ 刺 務に從 事して 居ります、 II 死者は 七 百 七十 

名、 病死 ^ • は 四 W 七十 名、 合計 千 二百 四十 名の 損害 

を 出しました のは、 3S に S 憾とす る 所であります、 

左りながら 一般の 衙生狀 態を 申します ると、 極めて 

良好でありまして， II つ 我 軍 隙の 軍紀は 極めて 嚴肅 

で、 且つ 旺盛でありまして、 ia 憾なく 帝國 軍の 面目 

を發 揮して、 國威を 中外に 發拗 して 居 〇 まする と 云 

ふことは、 转 様と 共に 基に K んで 居る 次第で ありま 

す、 又 惟 今 申 上げました、 派逍 軍 10 辛苦. ® 務に從 

事 致して 居ります る 其の 狀態に 毀し ましては、 私共 

衷心より 派 mm 將士 の！ g 務に對 して、 感謝を 致して 


居る 次第で ございます， 何れ 此の 勤務の 狀况の 細か 
いことは、 不 U 印刷して 御手 許に 配付す る こと V 致 
す考 であります、 それにて 詳細の 事は 御 了解 下さる 
やうに 御 願 ひ 致します C 拍手 起る〕 

OP 長 C 大岡 育造 君) 是 より 質疑 者の 發言を 許可 致 
します •通告は 二 十 名に 上つ て 居ります、 順次 是よ 
り 指名 致します、 片 岡直溫 君。 

〔片岡 直溫君 登壇、 拍手 起る〕 

〇片 岡直溫 君 諸君 本員は 唯今 施政の 方針， 外交の 
顚末 等に 就て 御演說 になり ました 中に、 質疑を 要す 
ると 信じます る點を 質問を 致したい と 存じます、 實 
は 總理 大臣 並に 外務大臣の 演說は 、十分 精細なる 今 
日の 事態を 解決して、 國 民に 安心を 與 ふるだけ の 御 
演說の ある こと-' 信じて 居つ たのであります 、何と 
なれば 外務 大 PS の 御演說 にも ありました 通り、 國際 
聯盟 •並に 勞蚴 規約なる ものは、 新世界の 大憲章と 
も 謂 ふべき ものである、 此 大憲章に 依 て是 より ia 界 
の 平和 世界の 發 達を 進めて 行かう と 云 ふ 場合で. こざ 
いまして， 而も 其 時の 事を 取 極める には、 我が 日本 
としては、 五大 國の i として •之に 參與を 致して 居 
る 今日で ござります から、 是 等の 顚 末を國 民に 披瀝 
なさる には、 今少し 詳細なる ことが 當然 であらう と 
私は 確信を 致す のであります、 然るに 總理 大臣の 御 
演說は 僅に 十分 間 •外務大臣の 御 演說は 二十 五分 間 
罔より 時間の 長短を 以て、 其の 抱負の 1? 薄 如何を 論 
定 すべき もので ございませぬ が、 而 かも 其 短時間 中 
に 吾々 の 期待す る 所の ものには、 一向 觸れて 居らぬ 
ことを 甚だ 遺憾に 存ず るので あります、 併ながら 旣 
に 御 演說の 濟んだ 場合であります るから、 それを 兎 
や 角 申しても 致し方 かあります まい" 是 より 事實に 

就て 御 質問を 試みたい と 思 ひます、 先つ 第一に 今總 

理 大臣の 御演 說屮 に、 日英 同盟の S 固なる を圈 はれ 

たる 御言 葉が あつたと 存じます るが、 是は私 も 同感 

であります、 而も 是は 旣往の 事に 鼯して •將來 の 事 

には 御 話しが 及んで 居らな かつた と 存じます、 私の 

問 はんと 欲する 所は、 日英 同盟の 將來を 如何にす る 

か、 是が 問の 要 is であります、 抑 も 日英 同盟が 過去 

十八 年間、 资に 帝國の 外交 平和の 樞軸 となつた ばか 

りで なくして、 平和の 一大 根抵 であり、 又 世界平和 

の 一大 支柱で あつたと 思 ふので あります、 此點に 至 

つては、 今 私 •か 喋々 の 辯を 要せぬ ことであります、 

然るに 今回 國際 聯盟 規約なる ものが 出来ました， 世 


上往 々此國 際聯 t'a 規約と 日英 同盟 協議と® 觸す ると 
ころが ある、 斯う 云 ふ 疑念を 懐かる、 方が ある やう 
であります、 成程 字句の 末節に 就て 考へ ますれば， 
多少 此 疑念は あると 存 します が， 左りながら 聯盟の 
精神た る 所の 平和の 根抵 …… 根 抵と言 ふが 宜い か、 
根本と 申します か、 其 根本を 維持す る 所の 上に 於て 
其 精神は 恐らく 相違す る 所がな からう と存 します、 
現に 此國際 聯盟 規約の 出来ます 一方に、 英 •佛 •米 
此三 箇國 ほ、 特殊の 協約を 結んだ やうに 承つて 居り 
ます、 要するに 日英 同盟は 日英 二 大 文明 國が 、世界 
平和に 貢獻 する 所の 活き たる 歷史と 斯う 見て 宜しい 
ことで あらう と 存じます 〔然るに 此 日英 同盟 協約は 
千 九 百 十一 年 七月 十三 日に 調印され、 さう して 本 協 
約は 調印の 日より 直ちに 之を 實 施し、 十 年間 効力を 
有すと 斯う 云 ふこと になつ て 居ります から， 其 時よ 
り 起算 致します れぱ ，明年の 七月 十二 日に 於いて、 
効力を 失 ふこと、 相 成る と存 します、 然らば 現内閣 
に 於て、 之を 繼續 すると 云 ふことの 御意 志が ある や 
否や， 又 fl 續する 御意 志が あるなら ぱ 、多少 準備を 
御 進めに ならなければ ならぬ こと、 存 します •從來 
の 例に 顧みて 見ましても •餘程 前より して、 互に 意 
見の 交換を 行 ひ、 準備を 爲し て、 さう して 此結果 を 
見て 居る もので ございま すれば 必ずや 明年 七月と ま 
で 迫つ て 居る、 今日に 至つて、 何等の 準備を 進めら 
れた ことが 無い と 云 ふ 筈は なから うと-私は 信ずる 
のであります、 尤ももう 此 期限り で、 別に 繼續を 望 
まない と 云 ふこと であれば、 それは 格別であります 
政府の 抱 持せられ る 所の將 來の 御所見と、 其 準備 行 
爲 の槙樣 を 承りたい と存 します、 次は 今回の 平和 會 
_ に 於て、 人種的 差別 撤廢 案なる ものを 御 提出に な 
つたので あります が 其 提出を 爲され た 所の 動機、 其 
經過 如何、 之を 御尋 致したい と 思 ふので あります、 
之を 御 答 下さる 時には、 最初 御 提出に なつた 所の 案 
の內容 •それから 提出 後に ® 々 之を 御變 更にな つた 
と 云 ふ 其 理由、 之を 併せて 御 答 辯を 請 ひたいと 存し 
ます、 我國は 世界中に 於て、 其而 積の 割合よりは 人 
口の 多い と 云 ふこと に 付て は， 殆と異 論の 餘地 がな 
い國 であります 而も 毎年 六十 萬， 乃至 七十 萬 人 程の 
人間が 殖える のであります から •此增 加す る國 民を 
將來 5n 何に 按排す るかと 云 ふことは/我 國爲政 家の 
最も 考慮を 要する 點 である •我國 は 別段に 是 等を 按 
排 する 所の 植民地を 持つ て 居る と 云 ふ譯で もない、 


然らぱ 今回の 平和 會_ に 於て、 國際 聯盟なる、 卯ち 
世界 將來の 禍根を 斷ち 、永遠の 平和を 期す るた めに 

國際聯 S3 案を 議 する - 其 案を ffi へる に參與 すべき 

地位に 立ちた る 我 國の全 權に 於て、 □本は as 國以來 
古い 國 である、 此古 い國の 今：！！ までの 膝史は * 實 に 
歐 米各國 と國民 組織の 上に 於て、 多少 異なる 所の 家 
族 制度の 狀况 、又國 民の 極めて S1 健 lllri 良なる 性質を 
有する 點等 に對 して、 十分に 之を 說明 し、 一方に 勞 
働 規約 案を 確定す る 時に 方つ ての 資料を 供し-一方 
に 於て" 我國 民の 年々 增 加して 行く 所の ものを 何れ 
かに 都合 好く 按排 さる、 やうな 途を _ じて 行く と 云 
ふことは、 實亿絕 好の 機會で あつたと 私は 信ずる の 
であります、 然らぱ 人種的 差別 撤腿 等なる もの k 其 
の 裏面には、 移民と 云 ふこと が 含まれて 居る と 云 ふ 
ことは 當然 である •旣に 移民と 云 ふ 事が 含まれて 居 
ると すれば、 將來に 於て 多く 移民を 衿る、 所の® 地 
を存 して 居る ものは、 亞米利 加の 楠 民 地、 英 國の植 
民 地で ある •然 らば 此 問題を 提 3し やうと すれば， 
豫め是 等 兩國の 諒解を 得て 置かなければ ならぬ 箬 で 
ある、 其 諒解を 得て 初めて 提出して •以て 其® 的を 
達する や 否やと 云 ふこと が、 測定せられ る譯で あら 
うと 私は 思 ふので あります、 然るに 我全權 委員が 此 
問題を 提出され たのは、 二月 十三 日 「ホテル、 ド、 ク 
リヨン/ 此 場所に 於て 國際 聯盟 案の 第一 i if ir •即ち 
最終の 會議に 提出され たやう に 承る のであります、 
若し 此問 題を 最初ょり 琛 期して 以て、 貫徹を しなけ 
ればな らぬと 云 ふ 確信を 狩 せらる、 ならば、 此國際 
聯盟 規約 案の 委員 啓の 開ける、 眞 最初ょり 之を 宣言 
なさつて，諒解を求めると云ふ手段に !|' 3なければな 
らぬ箬 であつ たと 思 ふので あります、 然るに 事 M 所 
に 出で ず、 會 _の最 終の B に 以て 之を 提 ai されて 居 
る •此に 於て 其 提出、 即ち 此人種 的 差別撤 赌 案を 御 
提出に なつた 動機を、 私は 疑は ざるを 得ぬ のです、 
最初から 確信が あり •，さう して 最初から 關係 國の諒 
解を 得る ことに 努めて 置く と 云 ふこと で ございまし 
たなら ば •斯の 如き 重大なる 問題に 就て は>  最早 早 
く 決めなければ ならぬ と 谷國の 期待して 居る 問題の 
議事の 最終の 日に 提出せ ら る、 と 云 ふが 如き 事は あ 
るべき 筈は ない と考 へる、 此に 於て 私は 其 動機を 疑 
ふのと >  其 確信を 疑 ふので あります 、元来 他 國に向 
つて 請求を 致す と 云 ふ、 此問 題は 簡單に 要を 申せば 
日本人を 他 國 人と 區別 せず して 入 國を許 し、 平等に 


外交 方針に 關する 片岡商 溫の 質問 


五 九. 五 
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外交 方針に r!;; すろ 片 F l^i 溢の m lfiij 
待遇すべし と 斯う 云 ふこと が •此の n 的を ^ I する 所 | 
の 要項で あつた ぢや いかと 思 rr. れる •是 は 常 然の理 
窟であ zi ft 常 然の理 M でも、？ 來 is 際の 問題と し 
てけ： 中々 闲難を 感じて 居る こと •か ある、 此 s ■を 
感じて屛らる、と云ふことは、十分の御羥较を权せ 
らる i 我 政府で ある、 然らぱ 前以て 今 申 上げた 如く 
餘程の 諒解を m て i?£ かなければ ならぬ 铐 であつ たと 
云 ふこと ほ、 叶 旣往の 綷驗に 依つても、 常 然の事 と 
私は 信ずる のであります、 C 「諒解を 得らる >と仿 じ 
ます か」 と 呼 ふ 者 あり〕 諒解に 努めなければ、 諒解の 
仕樣がない じ やない か、 (「諒解を 得らる X と 信じ ま 
すか」 と 呼 ふ漭あ り〕 然るに 常時 承る 所に 依ります 
と •移民 間 題、 勞测 問題とは ! 1 離して 詾じな ければ 

ならぬ と 云 ふこと を、 常時の 石 井 米阈 大使が 亞米利 

加に 於て脬 明され、 さう して 我が 牧 跸全 權が 之に 同 

尨を 表された ことは •常時の 新聞で 承知 致して 居る 

ので ある. 元々 我國 に. 於て 此移民 問題の 外に 於て、 

特別に 日本に 限つ て、 特別なる 不 遇を 被る と 云 ふ 如 

き yf 过ほ私 は 無い と考 へる、 然らば 此蹬 明され た 趣 

意は、 私は 十分に 諒解を 致し ませぬ が、 日本と して 

は、 此點に 向つ て 金力を 御 注き なさる と 云 ふことは 

當然 であつて、 又國民 の 期待す る 所で ある、 旣に確 

信を 有して 之を 國際 の會簌 に 提出す る、 提出す る以 

上は •之を 貫徹す ると 云 ふこと に釾 しては、 全力を 

擧げて 進まな けれ ぱなら ぬ 努めなければ ならぬ* 然 

るに 何ぞや 腿々 其內容 を變更 せられた のは どう 云 ふ 

譯 であるか ，初めは 國際 聯盟 規約 中の 一箇 條に 之を 

柿 人せ んと 力め、 後には 國際 聯盟の 前文 中に 此 意味 

を 現す ことに 致したい とし. 尙其 後に 於て、 文字の 

修正を なさつ たと 云 ふこと を 承つ たのであります が 

其變 更にな つた 理由 •變 更の捣 _ 最初ょりの 提案の 

內 ?? 等を 詳細に 私は 承りたい と 思 ふので あります、 

何とな れぱ是 は 遂に 此際 には 行は れな かつた ので あ 

ります るが* 我 國の將 來 としては、 此 51 加す る國民 

を 如何に、 按排して 行く かと 云 ふこと に 就て は" 最 

初に 申 上げた 通りの ことで ある、 將來の 上に 大關係 

を 有する 或は 魔る、 今回の 此 確信な き 動作は、 將來 

に 於て 障害に こそな れ 、何等の 利益を 茲に 持たな か 

つた、 斯う 云 ふ 事を 私は 甚だしく 凝へ て 居る もので 

ある (拍手 起る 「のう^---」 「もう 止せ々々 詰らぬ」 

と 呼 ふ 者 あり) FC 方' かたに 取つ ては 少々 御 苦痛で あ 

り ませう、 (拍手 起る、 「何を 言 ふ」 と 呼 ふ 者 あり) 


次ほ：！：本が艽大國衿通より除外せられ，其除外せら 
れた 理由 if 如何で あるか， 是が問 の 要點 である、 我 
國が今 回の 菽 氓に 對 しまして、 其 策 iic を 共に し、 さ 
うして 將來の 平和に 對 して {i: 、 w rs に 敵と 講和を 致 
さず >  諧 和を 爲す 時に 當 つて {3: •必ら ず 豫め相 互の 
協 謎を 1? して、 さう して 其 目的を 達す， ると 云 ふ 事に 
對し ては 大正 四 牢十 一 月に 於ての 彼の 單镯不 講和の 
収極に 法つて、 明かに なつて 居る ので ある， 隨て休 
硪、引绍ぃて平和の會懿を催さる、に方つてほ、當 
然此驭 極に 依つて、 五大 國の 一として 之に 加は るの 
糊 利を 有して 居る のみならず、 當時 c 「緩 くりやれ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 無論 緩 くりやり ます、 時事 新報の 特 
派 M の 通信に 依ります ると •此 講和 會議な る ものに 
ほ、 ^ 懿の 規約なる ものが 出來て 居る‘ 其 規約の 第 
一條を 見ます ると、 「一般的 利害 關 係を 有する 五大 
國即ち 米英佛 伊 並に 日 木 ほ 凡ての 協議 曾 及び 委員 會 
に 參與す 可し」 斯く 一條は ffi 来て 居る、 さう して 其 
第二 條に 於て け、 右 五大 國の 外に 國々 の 名を 擧げて 
さう して 其 利 畀 の ある 所の ものが 議に與 かると 云 ふ 
ことに 相 成つ て 居る、 然 k ば 日本と しては >  初の 取 
極に 依り、 此 規約の 上から 見ましても、 當然此 席に 
Elf んで •意見を 上下すべき 權利 あるの みならず、 又 
義務を 有して 居る 然るに 三月 二 十三 日 四日より 以来 
は， 此五 大國の 會議の 中より 全く 除かれて 居る、 當 
時 我が 牧野 全權 委員は •巴 里に 於け る 英文 新聞記者 
に^ — ―巴里 に是は 刊行して 居る やうであります、 此 
記者に 向つ て 日本が 五大 國 より 除外を せられた と 云 
ふこと に付きまして は、 是は 主として* 歐羅 巴の 利 
害關 係を 相談す るの 場合で あるから、 是に 日本が 參 

與せ ぬと 云 ふこと にな つても、 甚 しき 不平を 感ずる 

ことは 無い と 云 ふこと を tH されて 居る やうで ありま 

す • 阱な がら 現に 亜米利加の 如き 國に 於き ましては 

歐羅 巴の 事に 關 係し、 極東の 事に 對して も關 係して 

居る、 英佛 又栩東 の 11J 柄に 付ても 關 係して 居る、 是 

と 同一に、 日本に 於き まして， 直接の 關 係を 有た ざ 

るに しても. 是等諸 國と 同じ やうに、 此 會 議に 出て 

意見を 上下す ると 云 ふこと ほ、 國の 威信を 維持す る 

上から 申しても、 又収 極めの 點から 見ましても、 當 

然の 事であります、 然るに 此事 に對 しては-政府 ほ 

此會議 は， 苜相會 、或は 歐羅 巴の 事柄で あつて、 日 

本に 關係が 無い ので あるから、 日本は 是 に參與 しな 

かつた と 云 ふこと を、 答 辯を 爲さ る、 かと 思 ひます 


が、 其 思 13: る、 點は 昨年の 九月 二十 六：！： に 於け る 怒 
理 大臣の 官邸に 於て、 此 牧野 全 糊 ^ fl を； s kr され、 
其© 迎の 席上に 於て S された る. 牧野® a の 御演說 が 
苋 京 朝日 新聞に 記 33 して 居る 所の ものを 見ます ると 
此 yf が (i つきり 明かに なつて 居る やうであります， 
即ち 此會を 首相の 私 談會 と稱 し、 さう して 非公式の 
ものである、 それ 故 三月 二十 五日から、 「時日 本は 
此五 大國 から 離れた ので ある-斯うした 事を 御說明 
になつ て、 さう して 「某 目的と する 所は 純然たる 段 
洲 問題 特に 利害 關係國 間の 機微に 觸るゝ 問題に 付き 
懇談を 遂 ぐるに 在り、 罔より JH 式の 會 _ に 非ず. 一斯 
う御說 明に なつて 居る、 さう して 其 次に 我が 全權ほ 
是に 參與す べき 利害 關 係の ある 事は、 必ず 參與 しな 
ければ ならぬ と 云 ふ 意味を 御 申込に なつた 事 實も擧 
つて 居る やうに あります、 さう して 向 ふの 答が 「講 
和 會議の 議長ょり 首相 私 談會は 純然たる 歐洲の 問題 
に付き 利害 關 係の © 5: 間に 懇談を 爲す ものなる こと 
を吿げ 、議事が 講和の 一般の 問題に 及ぶ 時、 若く は 
日本に 利害 關係 ある 問題の a に 上る 時は， 必ず 日本 
全攛 委員には 通知す る」 斯う 答へ た、 さう して 六月 
十一日から此の會議に日本が加はるやうになつたと 
斯う 御演說 になつ て 居る、 然らば 私の 今日 問ふ處 に 
對 しても 恐らく 左樣に 御 答になる かと 思 ひます る 
が、 私は それを 以 つて 滿足 する やうなら ば •此の 問 
は 起さぬ のであります、 何故ならば 決して 此の 四 頭 
會議と 云 ふ ものが、 歐羅 巴の 事 だけ p あつて ■日本 
に關 係の 無い 事で あつたとは 認め 得難い 其の_ は 巴 
里發五 月 十六 日 外務省 著電 、斯うして 外務省ょり 御 
發表 になつ たもの があります •それは 斯う 書いて あ 
?>. 「委任 統治 地域 首 ffl 會議 決定 五月七日 首相 會議に 
於て 獨領摘 民 地に 關し 左の通り 決定せ り」、 さう して 
「ト ーゴ ー 及 ヵメ ルンの 將 來に關 して (3: 英佛 兩國に 
於て は國際 聯盟に 對 し共间 建議を 爲す こと 獨領東 阿 
弗 利 加は 英國 の S 任 統治た る こと」 斯く云 ふやう に 
ずつと 擧 つて 行きまして、 次に 「赤道 以北の 獨領諸 
島は 日本の 委任 統治た る こと」 斯く 極められて ある 
而も 是は 日本の 外務省に 著電 して、 日本の 外務省が 
御發 表に なつて 居る 事であります から、 恐らく 誤は 
ありますまい、 誤な lb. ば 當時何 か 正誤 も 出たら うと 
思 ひます が、 それ も 一向 見 ませぬ、 又 事 實に 於て は 
斯く 決められた に 相違ない^* 然らば 五月七日の 首相 
會議 即ち 四頭會 議と稱 する もので、 是れだ けの 事が 


然ら ぱ此苒 扣會 親と 稱 L •四 頭 fr s と 世に 稱す, 
のが、 日本の 利 再 關係 にな 〇 讲 は 何も a 十：- : 


して 段 fei; 巴の 而も 機微に 觸る I 榨 
のみの 窓 見を 非公式に 相談した と 斯う 云 ふ M I- 
の 辛 ii が 日本に 御 蹄 〇 の 上、 ® 民に 向つて 御 拽 is' に 
はなつ て屛 ります けれども， 其 . -Jf w ij: 今 中 k if る iM 
りの 1JP を 存じて 居る のであります、 即ち 日本は 三月 
二 十三 日頃から して I 牧野 全 拙の、 宵 邸に 浈 説 さ 
れた 事に 依ります と •六月 十一 日と ある •もう 少し 
私は 早 かつた やうに 思 ひます けれども、 まあ 全 拙が 
さう 言 ほれて 居ります から. さう して SS くよ 0外 は 
ありませ ぬが、 此日 までは lit 會譏 に干與 しない、 而 
も H 本の 重大なる 關 係の ある ilt が 決められて 居る、 
さう して 其 後に 至つて m に 形式的に、 即ち 他の 小國 
と 同じ_ に、 形式的の 此 相談を 御 受けに なつて •之 
に 御 同意に なつて 居る と 云 ふ 謹で ある、 木來 外務 大 
臣の 先刻の 御演說 にも あ 〇 ました 通り、 lit 界に對 し 
平和を 維持す る 上に 於て •條約 其 他の 協約 等を 守つ 
て、 さう して 平和に 貢獻 すると 云 ふ 御 精神は、 極め 
て 結構であります けれども •旣に 得た る 所の fi 利を 
も 無視せられ て も、 先づ 平和を 尙' ぶため に ほ 退いて 
居る と 云 ふ 如き 御 態度に 至つ ては、 私は® る ia II に 
堪へな い (拍手 起る) 若し 私の 今證據 を 擧げた 事が 
誤りで あるか， 若く は 此 九月 二 十六 日の 朝 = 新聞に 
長々 と 書いて ある 記事 か、 何に かが 間違 かも 知れ ま 
せぬ が、 是が 何れ か 間違に しました 所が 事 K 上 委員 
會 にせよ、 協戤會 にせよ、 之に 列席す るの 權利を 有 
しながら 長い間 之に 參與せ ず、 さう して 其 處 等の 方 
で 決つ たものを， 他の 小 弱國と 同一に、 形式的に 之 
に 同意を せらる、 の已 むを 得ざる 境 週に 至つ たと 云 
ふ 事は、 我國の 地位に 對 し、 將來國 際 間に對 立す る 
上に 於て 非常の 凌辱とまで 私は 申したい 位に 考 へる 
(拍手す る 者 あり〕 遺憾 千 萬に 考 へる， 果して 此事 
實は 如何であります か、 恐らく 事 ® の 中には 間違は 
ありますまい が、 今 申 上げた 私の 斷定 した 通りに、 
相違 ありませ ぬか、 多少 tin 恕す る點が あるか どうか 
詳細な 御說 明を 願 ひたいと 存じます、 其の 次は 日本 
は 山 東を 占領した る 事な きに、 山 東半 島を 其 完全な 
る 主 滟の燼 S 那 に還附 すと 餒明 せる は 何故なる か、 
是が 問の 要旨であります、 日本が 靑島を 占領して 居 
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つた、 斯う 申す ことは 是 は 疑は ない、 併ながら 山 東 
を 占領して 居つ たと 云 ふことは 事 ® 無い のです-今 
外務大臣の 御演說 中に も、 山 取と 稱す る稱 呼の 問題 
ょり、 山 東 省を 日本が 占領して 居りは せぬ かと 云 ふ 
が 如く 世界の 人々 をして 誤解せ しめたのは、 甚だ ia 
憾に考 へた、 斯う 云 ふこと を. 演說 になつ て 居る、 如 
何にも 其 通りで ある、 然るに 其 政府の 當局者 並に 我 
が 全®® 員 ほ、 山 東半 島を 占領して 居つ たかの sn く 
其主簡 を 完全に 支那に 還 附 する， 斯う 聲明 をせ らる 
ると 云 ふことは どう 云 ふ 事で あるか、 成程 山 m 鐵道 
の 事は 占領 中に 在り ませう (「三百です な」 と 呼 ふ 者 
あ 〇〕 占領 中に 在りと する が •併ながら 此 山 ®: 鐵道 
と 云 ふ ものに 釣して は、 旣に膠 州符還 附の 公文を 送 
る 際に 於て、 明かに 山 東 13 追 占領の 事は あるけれ ど 
も， 是は窗 際に 於て |)« 州 段 租借地の 延長で あつて、 

即ち 租借地の 一部と 濟 做すべき ものであると 云 ふこ 

とを、 支那に 於け る 我が 公使ょり 支那 政府に 聲明し 

て、 さう して 支那 政府に 於ても， 之を 諒解して 屛る 

と 云 ふことは 事 實で あります、 然らぱ 此 B« 州 H を 占 

領 して 居る と 云ふ讯 过 に對 して、 尙跋 い區域 を 占領 

して 居る が 如くに、 世 界の 人を して 誤解せ しむる と 

云 ふこと に 立 至つ たと 云 ふことは、 是は Kffl に 於て 

此山束 省の 問題を、 支那の 全_委負 なる 者が 種々 に 

宣傳を 致して、 さう して 彼の Bn 末を 新聞 等に te つて 

綜合して 見ます ると、 數箇條 に a つて、 日本が 山 斑 

省に 非常なる 野心を® いて 居つ たかの 如く、 言ひ換 

へれば 針を 捧の 如く 言 做して、 外 P! 人に 惡感 情を 懐 

か L むる やうに 努めた と 云 ふことは、 疑 ふべ から ざ 

る 事 1? で ます、 然らば 此時 に當 つて、 日本が 此 

支那の 大使が 誇張に 吹 腔して 居る 4 のに釾 しては、 

成るべく 日本の 立場を 好く する ために、 拽 際 占領し 

て 居る 區钱の 決して 山 東 省の 半島に も 非ず •全島に 

も 非ざる ことを 明かに 爲 さる ことが 當然 である、 さ 

うして 今此誘 ff に 臨んで 外國 人の 誤解を 受けた のは 

甚だ {几し くないと して 說明 を e さるに 拘ら ず、 牧野 

全 粑 委 員は、 巴 里に 於ても、 山 jli 半島を 完全なる 主 

® の 下に 之を澴 附す と聲 明せられ、 さう して 內田外 

務 大臣に 於ても •同一に 其 事を 裏 ? 3 して、 さう して 

聲 明を Bit 々繰 返されて 尻 る、 抑々 日本に 於て、 日本 

の m 人が 占領した M •域を、 知らぬな ぞと云 ふやうな 

事 も 無い 箬で あります るが、 一方に 誤解せられ たこ 

とを S へる と 云 ふこと、 此事 K とは、 W: に 矛 W する 
外交 方針に 關する 片岡商 溫の H 間 


では ありませ ぬか、 何故に 左様な 不利益なる 聲 明を 
爲さ つたので あります か、 此 事を 詳細に 伺 ひたいと 
思 ふので あります、 次には 靑島に 專管居 留地 設置の 
代りに、 共同 居留地を 設置す るに 就て. 考盧 中で あ 
ると 云 ふこと を 御聲 明に なつて PT 〇 まする が、 其 考 
蔗す るに 至りし 理由、 並に 考 厳の 結果 (3: どうで あり 
ます か、 之を 承りたい のであります、 (拍手す る 者 
あり〕 八月の 二日で あつたと 思 ひます るが、 內田外 
相が、 此事ぱ かりでは なく 一の 藤 明を 發せ られ た、 
其踁明 中に、 今 申 上げた 山 束 半島を、 支那に 完全に 
還す と 云 ふ 事 も 言は れて 居る ので ある， 其 終りへ 持 
つて 来て、 之を 考暾屮 であると 云 ふこと を 仰せられ 
て 居る やうであります >  抑々此 靑島 に專管 居留地を 
設置す ると 云 ふ 事を 決めました の は>  是は 大正 四 年 
五月 二十 五日、 日間 全： 權公使 に fe つて、 明かなる 文 
書が 示されて 居る のであります、 それは 極く 簡單な 
ものであります から 讀んで 見 ませう、 「日本 國 政府 
は 現下の 戰役 終結 後 膠 州® 所_ にして 全然 日本の 自 
由處 分に 委せら る、 場合に 於て は 左の條 件の 下に 該 
租借地を 支那 國に 澴 附すへ し 膠 州® 全部を 商港と し 
て 開放す へし、 日本 國政府 に 於て 指定す る 地 區に日 
本專管 居留地を 設置す る こと」 其 次は 「列國 にして 
希 5 1: する に 於て は 別に 共同 居留地を 設置す る こと」 
斯うち やん と 決めて ある 事實 であり ませう、 即ち 膠 
州阕の 租借地が、 R 本の 自由 裁 ift の 下に 歸する やう 
になつ た 時は、 斯うす ると 云 ふ 事が 決つて 居る ので 
あります •而も 斯う 二 箇の 居留地の 事が 明かに 書い 
て あるに 拘らず 、今度の 聲明 書を 見る と 云 ふと •專 
管 居留地 設置の 代りに、 共同 居留地を 設置す る こと 
を 考厳中 だと 斯う 云 ふ 事が 書いて ある、 (拍手す る 
若 あり) 是は どう 云 ふ 事で ある-初から 二つ 無く L 

て ¥ 管 居留地を 置く やら、 或は 共同 居留地を 置く や 

ら 分らない と 云 ふ 時 か、 若く は專管 居留地と 決めて 

居つ たが、 共同 居留地の 事 ほ 何も 決めて なかつ たと 

云 ふ 時には 「代りに」 と 云 ふ 文字が 適當 しませう が 

二つち やん と 決つ て 居る， さう して 是が自 由の 意志 

であつ て、 さう L て 支那に 於て 同意を 得て 居る 事で 

ある、 然ら ば* は 代りと 云 ふ 言葉を 御 遣 ひな さつた 

ことに、 何ぞ意 味が あるので ございませう か、 何 所 

から 考へて も、 S 味が 分る のでは ありませ ぬか、 加 

之 私の 最も 此御考 厳 中と 云 ふ、 御考 瞭 の 励 黐に 對し 

て 疑は ざるを 得ぬ と 思 ひます 事は、 我が 金 權が巴 里 


に 於て、 此山束 省の 問題を 獨 逸と 約束を 致さう と 云 
ふこと に對 する、 所謂 五大 H 會議と 云 ひます か、 四 
頭會 _ と 云 ひます か、 其 時に 於て、 日本に 此 支那と 
の 文® を 示して はどう かとの 意味を 「ゥヰ ル ソン J 
君が 言は れて居 る， 日本の 全權も •日本 政府に 於て 
異議なく ば、 差 支な しと 云 ふこと も 新聞に 見える の 
であります が， それが 見える かと 思 ふと 「ゥ ヰルソ 
ン J 大統領の 陳述書に 依れば、 日本に 於て は靑島 に 
對 して、 普通の 條 件で 一の 「セッ トル メント J を靑島 
市に 置く， 斯う 云 ふこと を 牧野 全 權の聲 明に 依つ て 
承知して K- つて、 支那と 斯様な 文霄の 交換 取 極 等の 
あると 云 ふことは 認めて 居らぬ と 云 ふ 意味に 陳述 さ 
れて 居る やうで ある， 言換、 へれば 八月 二日に 於け る 
我が 外務大臣の 翳 明に 對 しては r ゥヰル ソン」 君は 
之を 訂正す るの 趣意では ない が、 補足す るの だと 言 
はれて 居る ことがあります が、 其 補足と 云 ふこと と 
其 陳述と •外務大臣の 聲明 陳述と， 多少 矛盾が ある 
やうに も 見える、 其 矛 盲の 有無に 拘ら ず， 旣に 一の 
共同 居留地を 靑 島に 置く と 云 ふこと. を牧® 全權 が聲 
明して •それを 信じて 居る、 斯う 云 ふこと になつ て 
見ます ると、® 管 居留地を 置く、 次に 列國が 希望す 
るなら ば、 共同 尻 留地 か 置く と 云 ふ 二 箇の取 極と 云 
ふ ものは、 lit 講和 會議に 於て は， 明かに 施行す る こ 
とに なつて 居らぬ かの 如く 思 はれる、 それ故に 即ち 
一の 「セッ トル メ ント」 を靑島 市に 置く と 云 ふこと 
に爲 さつた ために、 一方 日本に 於て 斯樣 の®: 面の 遣 
取りまで あつて 事が 決つ て 居る、 此に 於て 此 始末に 
御窮 しにな つた 所ょり， 即ち 代りに® 管 居留地を 置 
くと 云 ふこと を、 考盧 中で あると 言は れた _ でない 
かと 云 ふ 風に 考へ られ るので ある、 如何に 善意に 解 
釋 しても- 考慮の 起り さうな ことがない、 又 其 代り 
にな どと 云 ふ 言葉を —— 代りと 云 ふ 言葉を 持つ て來 
られ さうな ことがない、 それからして 此 問題に 關係 
した、 最も 中心と も 見られる 所の 「ゥヰ ル ソン」 君 
の 陳述なる ものに &• つて 見ます と、 外務大臣の 陳述 
を 打消し、 訂正す る 如くに して 以て. 訂正す るので 
ない が、 補足す ると 云ふ體 好き 言葉を 用 ゐられ た、 
さう すると 考盧 をされ た 所の ものは、 全く  I 時の 體 
裁を 作る ために 事此に 至つ たので ないかと 思は る、 
(拍手 起る) 是は少 々申し 過ぎる 言葉 かも 知り ませ 
ぬが、 どうも W 實さう 推定す る ことが 已むを 得ぬ や 
うで ある、 又仄に 承る 所に 依る と •對 手が 支那で あ 


る •支那と 是は相 談を せぬ と 決められぬ ことで ある 
から、 考 rt 屮であ ると 云 ふ 風に 言 はれた やうに なつ 
て 居ります が、 支那と 交渉 も 何も 無いで はあり ませ 
ぬか、 斯の 如く 0JJ かなる 文書が 發送 になつ て‘ さう 
して 旣に巴 里に 於ても 問題に なり-又 日本に 於ても 
慨 々此 事は 繰 返された 問題であります、 何も 對手方 
と 相談し なければ、 やれぬな どと 云 ふことの あるべ 
き 問題では ない、 日本に 於ての 考 礅 如何に 依つ て. 
之を 實行 すれば それまでの 話で ある-何故に 考 憩 せ 
られな ければ ならぬ ことが 起つ たか-どうして 4 是 
は 分かり 得ない から. 斯の 如き 推定の W 葉まで も 加 
へて 御 質疑を せざる を 得ぬ のであります、 明かなる 
御 答 辯を 願 ひます、 次は 對支 借款の ことであります 
が、 是は 唯今の 御演說 中に、 昨年 御 決めに なつた 方 
針を 別に 更 へて 居ない •列 國と協 調を 保つ て やつて 
居る ので あると 云 ふこと を •旣に 御 演述に 相 成り ま 
したから、 殆ど 私は 之を 問 ふを 要せぬ 筈で あるに 拘 
らず 、もう | つ 之を 繰 返さざる を 得ぬ と 思 ふので あ 
ります、 何と なれば， 如何に 4  | 昨年の 現内閣 組織 
後に 於け る謖會 に 於て， 日 支 借款に 對 しては 一且打 
切る、 斯う 云 ふこと を御聲 明に なり •此蹿 明は 支那 
に 向つ て 御 通知に なつて 居る 替と 信じて 居ります、 
それから 又 今 外務大臣の 言は れた 通りの 方針を 御 執 
りな さる ことが- •當然 なりと 私は 思 ふので あります 
併ながら 多少は 此方 針を 更へて 居りは せぬ かと， 斯 
う 思 はれる 所の 事 實 を 玆に持 つて 居る のであります 
が、 是 がどうであります か、 即ち 一昨年 十月の 中秋 
節に 際して >  我が 阪 西， 靑木兩 顧問の 斡旋に® つて 
滿鐵 から 五十 萬 圓貸與 になつ たこと が ありませ う • 
それから 今回 來る舊 節季の 用と して-新たに 阪西顧 
問の 盡 力に 依つ て、 泰平 組合よ OW 斑 圓 を貸與 する 
ことにな つて 居り ませう. 元 來日茭 借款に 對 しては 
妙な 者が 飛 出して 行つ て、 變な 事を する 所より、 兩 
國の 間の 疎隔を 來し 、世界の 疑惑を 招いた 事 實 より 
之を 打 切る と 云 ふこと に爲 さつた ことほ、 宴に 結構 
な 事で あると 私は 賛成を 表して 居る ので ある， 然る 
に 斯様な ことの 事實 は、 先刻 此 所で 御 演述 になつ た 
事とは、 矛盾す る やうに 思は れ るので あります が、 
果して 如何で ありませ うか、 それから 今一つの 借款 
昨年 米國 より 提議され ました 所の 所謂 支那に 對する 
四國 借款、 其四國 借款に 對 して 我 國の御 方針は どう 
であるか、 それから 經過は どうで あるか、 是は 或は 大 
一 五 九 七 


外交 方針 |* 闞 する 片閊 ハ—： . a の fr 問 


8 s •大 K より 街 答 (' なる かも 知れません が、 どちら か 
ら御 答に なつても 宜し 5 ございます、 耍す るに 我阈 
は此滿粲と山東省に於.|しては、晓約に法り、若く 
は K- 他 M 際 上の 収極に 依りまして* fa 越啪を 有して 
居る ものであります、 殊に 此南滿 洲 からして 3£ 部内 
蒙古 •此方 面に 對 しまして は、 歷史上 から 見まして 
も. 又經济 上から 見ましても •どうしても 離る ベ か 
らざ る i!li 銷の 下に 此協一 を 確保して •さう して 支 
那と n 本と 7L に 共存の 誼を 以て 立たなければ ならぬ 
こと、 信じて 居る のであります、 然らぽ 現内閣に 於 
きまして ほ， lit 南滿洲 K 部内 蒙 * 、 及 山 3* 省に 於け 
る 條約上 、父 S 際 上よりの 取 極めに 依つて 得て 居る 
擬先槌 は、 四 國借款 _ より除 外す ると 云 ふこと ほ、 

當 然御異 葯のな い 事で あつて、 其方 針を 執られる こ 

と、 信じて 居ります が、 果して さう であ 〇 ます か、 

又 K 後 此借款 嘲に 對 する經 過 ほ 如何にな つて 居り ま 

すか、 此 ijf を 伺いたい と 思 ひます、 次は 西 伯 利の 出 

兵 問題であります， 是は 今日 尙ほ 現在に 於て 進行し 

つ、 ある 問題でありまして、 而も 國 民の 身命に 關し 

國帑 の ?? を 見る 所に 於き ましても •莫大な もので あ 

ります， 钙 に R 大な 問題であります、 故に 此 質疑を 

申 上げる に付きましても、 十分に 虛心 坦懐、 氷解の 

行く やうに 御 努め 下さる ことは 當然で あります、 先 

刻の 陸軍 大 r:i の 御 演説は. •出兵の —— 出 丘 (後の 經過 

即ち 我 兵隊の 苦心 慘® たる 狀況と 國の內 の紊れ 

て 居る 勝は、 明かに 分つ たのであります、 併ながら 私 

の 問は んと 欲する 所は、 / !■; 兵の！！ E 的 I 出兵の 目的 

を先づ 第一に 鸱きた い、 之を 御尋す る 箇條を I つ 最 

初に 分けて、 其 分けた 事柄に 對 して 御 答を 得たい と 

思 ひます、 即ち 問の 一つは 出兵の 目的、 最初は r チェ 

ック 、ス n バック」 の 救援と 稱し尋 て 秩序 維持と 稱 

し、 事 H 上は 過激派 討伐に 從事 しつ、 ある やうに 見 

ゆる、 其 目的 果して 如何、 是が 一つの 問* それから 

今一つは 露 西 亞の內 情を 見る と •過激派と 稱 する も 

邦 內衩必 ずし も 一なら ざるに 似たり、 過激派と ほ 果 

して 何者を 指す のか、 是が 一つ •今一つは 米國 との 

最初の 共同 / II 兵 協議より、 尋て鐵 道の 管理-並に 最 

近の 米 國の撤 典に 至る 迄の 交渉 經 過の 內容如 何、 是 

は 先刻 御 話を 得た 所の ものに 依つ て 分る點 も ござい 

ますが、 まだ 分らぬ 點が あります、 此 分らぬ 點は後 

とから 御 話します、 それからもう 一つ 更に 英佛 との 

交渉は どうで あるか、 此 四つに 分けて 御尋 をす るの 


であります るから、 四つに 分けて 御 答を 煜た い、 併 
ながら 時間を 取ります るから、 問は 總て綜 合して 御 
尋 をす るので あります、 £g 西 ！! S に 最初に 贲戰を せら 
れた 所の ものは、 所謂官 •硪の 宣言に 依つて 明かなる 
ものが あります、 是は今 私が S3 上げる まで もない、 
大 JH 七 年 八月 二日 备大臣 連 袈の 中に 宣言を されて 居 
る 其 宣言の 要旨を 捉 へて 言へ ば •「チェック、 スロ 
パック】 軍の 3i 進を yfi 害して 居る 所の ものを、 其 阻 
害を 排除して 行かう と 云う のが 第一、 それから、 獨 

塊の f? 腐が - 捕 厨が 侵入す ると 云 ふこと に對 する 

防禦， 是が 最初の 出兵の 目的であります、 然るに 通 
の 謎 會の 初めに 當 つて、 又 其 後_會 の 終りに 於て、 
陸軍大臣は、 旣に 「チ H ック 、ス ロ バック」 の 救援 
に對 する 目的 ほ 達した が、 秩序を 維持す る 上に 於て 
今 直ぐに 兵を 引く ことが 出来ない、 併ながら 其 目的 
を 達した に 付て は、 過半の 兵は 撤退 さして 居る、 即 
ち 三 萬 五 千 —— 約 三 萬 五 千 程の 兵は 撤退を しつ、 あ 
つた 時で ありました、 然るに 今日の 御 演說を 承る と 
全く 秩序 維持に 在る やら 「チェック、 スロバ ック J 
を まだ 救援を しなければ ならぬ と 云 ふ 必要を 繼續さ 
れて 居る やら •御言 葉 中には、 自己の 存立 上此 儘に 
は 措けぬ と 云 ふ 御言 葉 も 承りました、 陸軍大臣の 御 
言葉には、 鐵 道の 守備を 十分に して •完全なる 政府 

を - 完全なる 政府の 出来る ことを 希望す る、 斯う 

云 ふ 風の 御設明 も 承つ たのであります、 I 向 其 趣旨 
の 在る 所を 捉へ 兼ねる- 旣に 「チ H ック "ス CJ パ ッ 
ク - の 救援の 目的を 達した と 云 ふこと であれば •第 
一に 此 兵を 總て引 揚げる と 云 ふ 事が， 當然ぢ や あり 
ますまい か、 即ち 先刻 此 宣言書を 摘んで 申 上げ まし 

たが、 其 終りを 見ます ると 斯う 書いて ある、 「敍上 

の 措置を 取る に^^り 帝 國 政府は 一意 露國 及露國 人民 

と 恒久の 友好 關係 を： M 新せ むこと を 希阔す るを 以て 

常に 同國の 領土保全を 尊重し 併せて 其國內 政策に 干 

渉せ さるの 旣定 主義を 聲明 すると 共に 所期の 目的を 

達成す るに 於て は 政治的 又は 軍事的に 其 主權を 侵害 

する ことなく 速に 撤兵す へき ことを 玆に 宣言す」 と 

斯う 言 はれて 居る、 即ち 「チヱ ック 、スロ バック」 

を 救援す ると 云 ふ：：：； 的を 達せられたならば、 撤兵す 

ると 云 ふことは 最初から ち やん と 決まつ て 居る 事で 

ある、 然るに 事實は さう 爲 さつて 居ない、 然るに 此 

の爲 めに 露國 全體を 言へ ば、 無論の 事、 廣い 所で あ 

ります が、 西 伯 利の 方面 だけを 考 へましても， 實に 


其 SS き 所に して 我 守 ftl 兵の 守備の K 域 だけを 考へま 
した 所が、 15 に 三千 九 百七哩 、即ち 「ィルク ックー 
迄の 所を考 へました 所が •斯の 如き 長い K 域で あり 
ます、 而も 是 {£ 幹線の み、 さう すると ] II 京から 下の 
關迄の ものを .71: 倍した やうな もので •其 鹿へ 持つて 
来て 守備兵を 今 御說明 だけの 兵を 持つて行 つて、 之 
に 配 S するとし ました 所が、 殆ど 一 聯隊を 以て 四百 
哩 、即ち 東京から 姬路の 間を 一 聯隊の 丘 (で 守らう と 
云ふ譯 である、 成程 今度 十三 師團の 一部を S り 出し 
になつ たと 云 ふこと であります が、 是が到 著 致し ま 
した 所が， 此 廣き區 域、 即ち 先刻 陸軍大臣の 御說明 
に 依れば、 橋梁を 壊は す こと 數百 、一日に 幾つ もの 
場所を 破られる、 電信を 壊は される、 電話を 壊は さ 
れ る， 其 筈な ので ある、 人口 稀薄なる 所に して、 席 
い 空漠た る 所の 區域 其處へ 持つて行 つて 僅かの 兵で 
其 兵の 守備 間に 於て は、 橋梁 も ありませ うし， 沼 も 
ありませ うし、 山林 も ある だら う、 又 一つ 所に 集つ 
て、 十分の 守備を 全 ふしなければ ならぬ、 鐵 道の 機 
關庫の 如き も あるので あります •是 等の 廣い區 域に 
此少數 の 兵を 以てして は、 完全 ic' 守り 得られず と 云 
ふことは、 是は もう 當然の 事であつて、 今 陸軍大臣 
の御說 明を 待たないでも" 是は 能く 分る 事で ありま 
す、 併ながら 一方 守備に 從 事して fir る 所の 兵士の 狀 
態を 見 ますれば、 今 陸軍大臣 自ら も、 如何にも 慘擔。 
たる 苦心を 致して 居る、 斯う 言は れた であります が 
私は 實に滿 腔の 同情に 堪へな い、 何故ならば 、元来 
西 比 利の 地が 水が 良い と 云 ふ譯で もなから う、 さう 
して. 一番 我 日本人と して 必要な、 蔬菜の 如き 物も墓 
に 少ない、 肉 も 少ない、 さう して 耳目の 上に •平時 
に 於て 之を 樂 ましむ る 物は 無い、 尙而 かも 冱寒 1 
寒さに 關 しては、 我 内地人の 想像 だ も 付かぬ 所の 甚 
だしい 冱寒 、即ち 寒さと 闘は なければ ならぬ、 そこ 
へ 持つて来て 彼等 所謂 過激派と 陸軍大臣の 言 はれる 
者の 行動は， どうな つて 居る かと 云 ふと 恰も 飯の 上 
の繩を 追 ふやうな ものであります、 恐らくは 是 は 私 
は 過激派と 言は れるが 過激派と 稱する 其實體 其 物を 
甚だしく 私は 疑つ て 居ります、 恐らくは 滿洲に 於け 
る 馬賊と 同一の もので ないか、 政治 上 智識を 有して 
居る と 云 ふ 如き 團體で ない と 思 ふ、 即ち 今日は 一の 
良民、 明日は 銃を 持って 起つ、 斯う 云 ふ有樣 、之を 
以て 掃蕩して 廣けぱ 、直ぐに 寧 靜に歸 する ので あり 
ませう か、 la 日を 出で ずして 舞戾つ て來て 奇襲を 企 


てる、 是がた めに 旣に陸 m 大 K は、 七 百 四十 名の 人 
命を ifl じた、 又 nM rl 七十 Kc w ^ - ン v-出 した、 即ち 
千 二百 十 名の 我が « も挝き 訧〇 の 壯 rc  /、 !.'!! を 失つ 
たと 云 ふことは、 實に 我國の 將來の 上から# へても 
非常な 不利益、 加 之 阀帑 0上に於て出扱以来 :« *、大な 
物を ?！ i して 居る (「n 間 C 趣 & を 明に し ^ へ」 と 呼 ふ 
者 あり) 斯の如 き 1J 状、 先づ H 狀を 言は ざるを i'J な 
い i? 狀斯の 如き ものである 我 m 兵の 兵 除に 對して は 
0に滿腔の同情に堪へないが、國民全 6-3 ほ、何故に 
出兵して 居る のか、 何故に 生命を 失は なければ なら 
ぬかと 云 ふ 事は 誰も 知つ て 居る漭 は 無いで はない か 
(.拍手 起る〕 即ち 之に 從 111: して rr る奔 の - i: 氣は颅 溢し 
て 居る と 幸に 陸軍大臣は 申されます が 行つ て 居る » 
は ® 溢して K るか 知らぬ が、 找國 民と 致して は. 何 
故に あ、 云 ふ 事に ならなければ ならぬ もので あらう 
かと 云 ふこと を、 判然と 15; 知して 居る ^ は 恐らく 私 
は 無い と考 へます、 (拍手 起る) 然ら ぱ旣に K 狀斯 
の 如き 狀 態の 所へ 持つ て 行つて、 さう して此 西 伯 利 
の 秩序を 維持し やうと 爲す つた 所が、 此 胺 い M t'lc を 
此小數 の 兵で、 さう して 此秩 序が どうして 維持せ ら 
れま すか、 それから 又 秩序を 維持す ると 云 ふ必助 が 
日本 國一國 として 何 所に あるか、 最初よ 〇此 の 宣言 
を 見ます と 云 ふと* 列國協 調の 下に 云々 と 云 ふこと 
をち やん と 定めて あるのに •日本 だけが 斯の 如き W 
難を H して、 多數の 兵を 尙是 より 以上 / ii し、 現在の 
兵士まで 維持して 長く 綏けて 行かなければ ならぬ と 
云 ふことは、 何 所から 來 るので あります か、 又 内治 
に 干與せ ず 云々 と 言 はれます か、 旣に 過激派と ：：ム ふ 
ものを •鎭隨 若く は 討伐を しやう と 云 ふことは、 一 
面に 於て、 外務大臣の 今 御 演説に なつた 如く， 即ち 
完全なる 政府を 擁立したい と 云 ふこと である、 完金 
なる 露國に 通じて 權力 ある 政府を ffi へ、 之を 安全 ■に 
しやう. と 云 ふこと が* 別に 隣 ^ の it みよ 〇 割出され 
た 所の 方針から 来る と假定 しても， 日本が 隣 〇の國 
の內 亂に對 して、 國帑及 人命を 非常に ® して、 さう 
して 是に從 事し なければ ならぬ と 云 ふことは* どう 
して 起り ます か、 (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり) 然 
らば 之を 極く 簡單に 分けて 申 L ますと、 露 國の胺 き 
今日の 狀態の 所へ、 現在の 如き 兵を やる と 云 ふこと 
は、 其 秩序を 維持す る こと も 出来ない、 秩序を 維持 
する ことが 出來な い にも拘らず、 此 秩序を 維持す る 
ことに 尙增 兵を してやらう としても、 少し 許りの％ i 


院羅衆 fr 諮 R 帝 冋二十 m 第 


兵では 其 目的は 達せられぬ 害で ある、 然らば 莫大の 
阈帑を 出し、 我 國の陸 軍を 即ち 常 Kfj 兵を 擧 つて 出し 
て、 尙揹備 後備を 召集して まで、 即ち 全力を 擧げて 
以て 此 任に 常らなければ ならぬ と 云 ふ必饜 は、 日本 
だけには 起らぬ 箬 であります" 旣に 昨日の 時事 新報 
を U れぱ 、英佛 闸國の 如きは， 此過激 派に 向つ て 通 
商を 開く と 云 ふこと •新聞紙 上には 現れて 居る、 是 
は 新 閗 のこと であります から、 まだ R 僞を確 める と 
云 ふ 暇は ない、 8 :ぶが ら 一方に 於て 米國も 之を 撤兵 
する、 斯樣 になつ て 居る、 獨り日 木が、 此 一方が 撤 
兵す ると 云 ふ 方針を 執る 時に、 M に JC (を ^ さな けれ 
ばなら ぬ K 咐さな けれ ぱなら ぬと 云 ふ 御 說明を 承る 
と 云 ふと、 A 己の 存立 上、 さう しなければ ならぬ と 
云 ふ 御言 SS の やうであります から， 自 己の 存立 上 • 
さう しなければ ならぬ と 云 ふ 理由が 何 所に あります 

か •又 外務大臣の 御 希望の 如く  (「憲政 會は 過激派 

と 提携です か I と 呼 ふ 者 あり) 默て 御 e なさい， 外 

務大 ill の 御. iw 説の 如く  •完全なる 政府を 玆に 擁立す 

るた めに I 擁立す る ことを 御 希 轺 なさる と 5;- ふこ 

とで あれば、 列國 協調を 整へ なければ ならぬ (「さ 

う 云 ふ 詠 論は 憲政 會の みで ある」 と 呼 ふ 者 あり) 

0讁長(大岡育造訂〕靜肅に願ひます。 

〇片 岡 K 溫君 言ひ換 へれば、 列國 と： M に 大規換 の 

計 5¢ を 協調して、 さう して 行く と 云 ふこと なら* 外 

務大 以 の 御 希 Eg が 達せし むる かも 知らぬ •併な •から 

大诹を經たる今 0 、列國と斯の如 ? 大計蕺の協調を 

整へ る ことほ、 出 來 さう もない と 云 ふことは 分り切 

つて屏1<\、出來ないのみならず、旣に英佛の如き {3: 

過激 is と iili 商を 始めん とする が 如き こと も、 是は餘 

〇跑 離の ある 話では ない と 私は 考へる •其 列國 との 

協調の 辂は ざるに、 日本 だけが 之に 大に 力擗を 人れ 

人命を 10 し、 國帑 を ® して 行かなければ ならぬ、 而 

も 行つて 何の 利益が あります， 又 何の 行かなければ 

ならぬ と 云 ふ 義務を 牛： じます か、 若しも 一方に 此西 

frl 利の 秩序を 維持し なければ ならぬ と 云 ふこと が， 

我國 民が 向 ふに 多く 居留して 居る から* 之を 保 li し 

なければ ならぬ と 云 ふこと から 起れば 亦 格別で あり 

ます、 然るに 我； 一民の 向 ふに 居る 所の 者は、 稍々 市 

街の形を成して居る所は ?'| 、二百の者は居りませぅ 

併ながら 我國 との 犬なる H ^ の 傾 要なる 地に 在る と 

云 ふが 如き もの は、 殆ど 無い と 云うて 宜しい ので あ 

ります、 偶々 あれば 極く 少數で ある > 3t- 他は 理髮店 


とか、 寫 ¢3 肺と か、 或は 多くの 者は 醜業婦 團で はな 
いかと 思 はれる、 若し 又 我 居留民を 保護し なければ 
ならぬ と 云 ふ 必要から 起るならば、 寧ろ 居留民を 引 
揚げて、 保護した 方が まだ 宜しいで はあり ませぬ か 
又 鐵道守 備云々 と 云 ふやうな ことを： 一々 外務大臣の 
御言 葉 中に 伺 ひました が、 此鐵逍 が 破壊せられ る 何 
とか 云 ふことは ，日本が 是に大 に 資力を 注 込んで 置 
いて、 大に 利害を 脊 負つて 立たなければ ならぬ と 云 
ふが sn き •關 係を 生じて 居る ものぢ やない か、 さう 
して 今の 御演說 を 贈けば， 日本の 豫期 して 居つ た 所 
の 政府を 援けて 其 目的を 達せし め やうと した 所が、 
今 犬に 力が 弱つ て* 遂に 敗走の 形を S した、 甚 しき 
散 亂の狀 態を 呈 して 居る と 云 ふことは 事 ® である、 
然らば 露 國に對 して、 將來の 見當が 付かぬ と 云 ふこ 
とに 歸著 しは しない か  < 拍手 起る〕 其 見當の 付かぬ 
所に 對 して、 多くの 人命を 11 する ことを 顧みず、 國 
帑の K える ことを 顧みぬ と 云 ふことは、 是は國 民と 
して、 甚だ 忍び 兼ねる ことにな 〇 はせ ぬかと 思 ふ ( 
拍手 起る) 即ち 最初 宣言の 言葉から 見れば'  「チェ 
ック 、スロ バック」 を援 ける と 云 ふ 目的を 達し さへ 
すれば 撤兵す ると 云 ふ 宣言が， 此に 明に 存 して 居る 
以上は， 此 宣言に 基： く 外は 無い、 而 して 我國は 列國 
と 協調して、 E に 方針を 立てられる こそ 當然 である 
元來此 西 伯 利に 對する 出兵は， 最初から 議 會 の 協賛 
も經 ず、 米 國 との 協調は 七 千 位の 兵を 出す と 云 ふこ 
とに なつて， 居つ たに 拘はら ず、 七 萬 五 千 位の 兵を 
出して 見たり、 さう して 終りに 谷國が 手を 引く と 云 
ふ 時に、 日本が 兵を 進める とは、 抑々 何たる 御 趣意 
であります、 (「ひや' と 呼 ふ 者 あり〕 私は 其 
御 精神の 在る 所 さへ も實は 疑は ざるを 得ぬ、 (「ひ 
や'^^」 と 呼 ふ ^ あり) 固ょ 〇我國 民は 國の關 係 上 

必要なる 事に 對 しては， 友誼 上盡す ことに 於ても、 

國の存 立 上 _ す ことに 於ても， 決して 列國に 一步も 

讓 る ものでは ない、 併ながら 日本一 國のみ が 國帑を 

S し、 人命を 拟 して 御 附合を しなければ ならぬ と 云 

ふこと ほ、 我國 民と して ! i 決して 欲する 所ではない 

と考へる、此以上の理由に诙りまして，最初希韹し 

ました 數箇條 に 分けて， 明かなる 御 答を 望む もので 

あります。 

f 拍手 起る〕 

|0_長( 大岡 育造 君〕 內田 外務 大 K。 

〔國務 大臣 子斿內 田 康哉君 登 i 


〔拍手 起る〕 

OM 務 大臣 C 子惯内 田康哉 君〕 唯今 片岡君 の 御 質問 
に對 して 御 答を 致します •第一は 日英 同盟に 關する 
御 質問、. 此 日英 同盟は、 明年 七月を 以て 効力を 失 ふ 
が、 之を 存續 する かどうす るか、 最早 時日 も 切迫し 
て 居る が、 何を して 居る かと 云 ふ 御 質問と e 取り ま 
した •日英 同盟に 對 します る片岡 君の 唯今の 御演說 
は、 私 も 至極 N 感で ある •其 必要なる 事に 就き まし 
ては >  日英 同盟は 111 回の 修正を 加へ、 今日に 至つて 
兩 國に對 して、 莫大の 利益を 與へ. たる rn] 盟 であり ま 
す •固より 此 同盟の 存續は 切に 希菌 する 所で ある、 
然るに 此 度 H 際 聯盟 規約が / .1! 来まして、 日英 ISJ 盟と 
相 類似す る條項 も ある 次第であります、 けれども 其 
趣旨に 於て は、 一は 世界 金 般に苴 る 平和を 確保し， 
日英 同盟は 極東の 平和を 保持す る、 地域の 相違 ほ あ 
ります が、 目的に 於て は 同じ 事で ある. 此兩 國の條 
約は、 相 典に 將來 永く 存續 して、 効力を 存して 行く 
ことと 思 ひます (拍手 起る〕 唯た 唯今 片岡 君の 来年 
七月に 至つ て 効力を 失 ふと 云 ふ 御 質問は •或は 此日 
英 同盟 條約 の箇條 を 誤解な されました か、 或は 能く 
御讀み なさらぬ 點' か ありは せぬ かと 思 ふ、 是は來 年 
七月に 至つて、 効力を 失 ふ ものでは ありませ ぬ、 來 
年 七月が 初めの 十箇 年の 期限になります が、 其 後は 
一年間の 预吿を 以て >  之を 廢止 すると 云 ふこと にな 
ります から •明年に なりまして. 英吉利 若く ほ 日本 
より 之を 廢止 する ことを 通吿せ さる 限に ほ， 存續し 
て 行く ものであります、 それ故に 固より 此 問題は、 
政府の 考 慮 を懈ら ざる 所でありまして、 今日此 存涊 
に對 しまして は、 十分に 用意を 爲 しつつ ある 次第で 
あります >  此 に其經 過を 報帒 する ことの 出来 ませぬ 
のを ili 憾と 致します (拍手 起る〕 第二は 人種的 差別 
待遇 撤廢 の議を ，巴 里の 平和 會議に 提出した 動機は 
どうで あるか、 其經 過は どうで あるか、 それより し 
て、 之に 關聯 しまして 移民 問題を， 一 說述 になり まし 
た 次第で ございます 、是も 或は 我全權 委員が 出し ま 
した 動機を 說明 致し ますれば， 自ら 判明す る 事で あ 
らうと 思 ふ、 抑々 人種的 差別待遇 ほ、 現に 海外に 於 
ける 移民 住民に 行は れて Ir る ことは 事實 である* 片 
岡 君は 單に 移民の 輸入 ^ 止を 主と せられました やう 
であります るが、 さう では ありませ ぬ •亞米 利 加 其 
他に 於て •營 業に 於ても 制限を 受け、 土地の 所有に 
於ても 制限を 受け、 色々 の點に 於て 制限を 受けて 居 


る、 或は 市民になる ことが 出來な いと 云 ふやうな こ 
ともあります る、 若し 今度の 巴 里に 於け る 平和 w a 
が、 單に對 敵 條 約に 止り ました ものであります れぱ 
斯る 提議は 爲さな かつた であらう と 思 ふ-併ながら 
先刻 演說 中に も 申した 通り、 古米 曾て 其 例を 見ざる 
所の戰 爭の膜 接の 問題と 離れた る •.世界 永遠の 平和 
を 確保せ んが ために， 國際 聯盟 規約と 云 ふ ものを 設 
けました、此規約を設ける以上ほ、其精神に顧みま 
して、 斯の 如き 人種的 差別が あると 云 ふことは、 ど 
うしても 相容れない 點であ ります-我 全 * M としては 
どうしても 此提議 を 致さざる を 得ざる 場合に 立 至つ 
た 次第であります、 固より 斯の如 き 大 問題が 必す出 
來や うとは 或は 確信を 持つ て 居な かつた、 無論 是ま 
で r の 511 き 重大問題に 對 します る もの、 經過を W ま 
すると、 萬雖 を排 して 進まなければ 出来ない 話、 そ 
れ故 に此 人道 上 最も 緊耍な る 所の 提_を なした こと 
ほ、 私は 何も 之を 不思議が る ことは なから うと 思 ふ 
我が 提蕺は 幸に して 殆ど 九分まで 他の 是認す る 所と 
なりました、 (「のう  <」 と 呼 ふ 者 あり〕 唯た 殘 
る 一部の 反 對に& つて、 之を 完成す る ことの 出来な 
かつた のは、 蓮に 遺憾であります が， lit 巴 里に 於け 
る此 列國 問題に 斯の 如き 重大問題を _ します のには 
滿場 一致 總ての 同意を 得る と 云 ふこと に 重きを 措い 
た 次第であります、 我全權 は 之を 他日の 機 會に讓 〇 
まして •殘 念ながら も 其 主張を 見合せ た 次第で あり 
ます， 是は 今後に 於ても 機會の ある 度に ■無論 此載 
を 提唱 致したい と 思うて 居る 次第であります " C 「 
なぜ 遲く 出した 遲く 出した 理由 一と 呼ふ荠 あり〕 第 
三の 御 質問は， 五大 國會 翳より 除外せられ たのでは 
ないかと 云 ふ 御 質 間であります が、 是 ほ さう 云 ふこ 
とは ありませ ぬ、 3r 大國 會議に iT 一 昨年の 十一月 
即ち 休 戰條 約の 初めて 締結せられ ました 頃より、 此 
五大 國# 議なる ものが 始まりました， 之に 其 時より 
參 加して 今日に 至つ て pr る 次第で あり、 唯た 此問に 
於き まして‘ 米國 よりは 大統領 自身が 巴 里に 來 まし 
て， 此會議 に參 加した 次第であります、 是も是 まで 
仙 阈 の 大統領が、 自ら 斯る會 謅 に參 加す ると 云 ふこ 
とは， 運に 例がない 次第であります が、 大統锁 ほ 自 
身の 旅 ffi に 彼の 相談を したいと 云 ふ 人を 招待 致し ま 
して、 私の 招待を した ことは あります、 之を 俗に 四 
頭會讅 と稱 して 居る 次第で あらう と 思 ふ、 此會譴 は 
全く 大統領 自己の 發 意より 出て ました、 非公式の 會 
一 五 九九 


外交 方針の n 問に 對 する 内 田 外務大臣の 答 辯 
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外交方針の |77 |^] に以すろ内山外務大臣の答 
合であります、 此 3笾 |- 阅 しましても. 若し H 木に 
關 係し、 或 a 一般的の 問題で あれば、 日本 全攒を 之 
に 招く と 云 ふこと 2 T 初めより 共 is を 明かに した 笛 
であります、又我全棚ほ斯の如き問顷に對しては、 
之に 參 加して 屛 ります •其 K 對の證 據 として、 委任 
統治の 間 題に 對 して、 日本 ほ 參加 をして 居な かつた 
で ほない かと 云 ふ 御 ^ 問が ありました が、 是 13: 日本 
全榴ほ初めより此綴に參加して居ります、其諒解を 
得て 居ります、 第 四の fi: ff 問は 能く 肋 収れま せぬ で 
ございました が •日本は 山柬を 占領した ことなしに 
何故に 之を 還附 する かと 云 ふ 御 K 問の やうに 思 ひま 
したが、 (片岡 直溫 if r さう で 13; ない、 貴方の 御聲 
明 中に、 山 1JI 半島を ? C 全なる 勝 件の 下に 支那に 還す 

と、 ft 方の 御聲 明に なつた 言葉を 押へ て 言うた ので 

あります」 と 呼 ふ) 昨年の 私の 聲明 のこと を 言 はれ 

るので すか、 K 山® のことは、 巴 里に 於け る 我全權 

が 言つ た 事であります、 C  I それを 贵方が 輿 ® をな 

すつ た」 と 呼 ふ 者 あり) 私の 聲 阱 には さう 云 ふ 文句 

を 使 ひました が、 玆に 記 m 致し ませぬ、 後で 調べて 

御 答 致します、 それから 第五 は， 共冏專 管 兩 居留地 

のこと に 就ての 御 質問であります が、 是ほ昨 年 隙 明 

を 致しました ことは、 決して 他 國に耍 求せられ て瞪 

明した のでは ありませ ぬ， 當時 我國の 態度に 就き ま 

して •誤解を 懐いて 居る 者が 歐米 にあり ました、 此 

誤解を 正さん がた めに， 其 時の 蹿明を 致す 必要を 認 

めて やつた 次第であります， 且つ 再 管 居留地の 代り 

に、 共同 居留地を 設ける ことを 考厳 して 居る と 云 ふ 

ことに fj- て、 其 励 機が どう 云 ふこと であると 云 ふ 御 

話で ありました、 是ほ 大局に 顧みまして* 又靑 島に 

於け る 我 住 段の 爲を 思うても •或は 共同 居留 tLli の 方 

が 得策では ないか (「のうく」 と 呼 ふ 者 あり) と 

云 ふこと を考傲 致した のであります •是 等の 事に 就 

て 十分の 考 It を SS すべき ものと 思うて、 聲 明を 致し 

たのであります、 今日に 於ても lit 聲 明に 對 しては. 

何等 玆に 多言を 加 ふるの 必要を 認めない、 其 結果が 

如何で あるかと 云 ふ 御尋で ございました が、 此 結果 

を報吿 すべき 此腐は 場所捫 で ほない と 思 ふ、 憨 々此 

問題が、 (「まだ 考慮 中 だら う」 と 呼 ふ 者 あり〕 日 

支の 間に 起り ました 時に、 此 問題の 考 隞 の 結果が 有 

利になる 次第であります (「場所 fj ではない とは 何 

事 だ」 r 默 つて 腔け. 一と 呼 ふ 者 あり) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 


0W 務大 IJi c ^ K 内 M 明 哉 若'! 牧野 全® は 日 突 協 釣 
を 否 認し たかの 如く、 聲明を 巴 里に 於て なした と 云 
ふやうな 御 H 問が あつと 思 ひます が， 斯る琪 は ござ 
いませぬ、何所までも我金擗ほ、日支貶指めを有効 
なりと 云 ふこと を 主張した 次第であります、 是 等の 
經過に 就きまして 爱に 詳細に 說明を 致す ことほ、 殘 
念ながら巴里に於ける此委員會、或は瓰に申しまし 
た 所謂 「ゥヰ ル ソン. I の 私的 會 合に 於て やりました 
ことは、 未だ 之れ を 公表す る 時期に 達して 居り ませ 
ぬ、 之が 谷國 の EM 合が さうな つて 居る 話しで ありま 
すから is 憾な がら 此經 過に 就て 爱に 十分 御 話を する 
ことを 御辭退 申す より 外は ありませ ぬ、 第 六 對支借 
款に對 して 打 切を なした が、 事實ほ 反いて 居る、 一 
昨年 十月 中秋 節に も 金を 貸し、 又は 我が 武官が 世話 
をして、 百 萬圓を 貸した と 云 ふやうな 御 ® が ありま 
したが、 斯る 事は ございませぬ-尤も 對支 借款と 申 
しましても-政府が 借款の 打 切を 聲明 しました のは 
是は 政治 借款の ことで ある •經濟 借款に ほ 澤山 あり 
ます、 南方の 方に も 成立した ものが ありま すれば、 
北方の 方に も 成立した ものが あります、 是は 決して 
打 切 どころではない、 正當 なる、 H. 有益なる 經濟借 
款で あれば、 寧ろ 獎励せ しめて if る やうな 次第で あ 
ります、 私の 申しました 借款は 政治 借款で ある •即 
ち 南北の 妥協を して闲 難なら L むる 所の 借款を 稱す 
るので あります、 それから 此對茭 借款に 關係 しまし 
て、 米國 より 提議し ました 新 借款 團の經 過は どうで 
あるか、 殊に此 問題には 滿 蒙の 問題 も關聯 して 泡に 
重大なる 問題で ある.* 其經 過を 承知した いと 云 ふ 御 
質問と 思 ひます が、 是は 唯今 進行 中の 問題で ありま 

す、 無論 滿 蒙に 於て 我 特殊の 利權を 有つ て 居る こと 

は、 申す まで もない 話で ある* 是 等の點 に對 しまし 

ては ♦政府は 十分なる 考 礅 を拂 つて， 此 問題を 商議 

しつ、 ある 次第であります、 其 詳細の 經 過を 玆に說 

明す る ことの 出来ない のは 洵に 遺憾で ございます、 

第 七の 此西伯 利の 出兵の 問題に 關し まして、 四箇條 

に 分けて 御 質問で ありました が •是は 私 ばかりに 對 

する 御 質問で ない 點も あるか も 知れ ませぬ が、 先づ 

一應私 より 御 答 辯を 致します、 W 兵の ini 的は.. 申す 

まで もな く 一昨年 帝國 政府の 宣言に あります 通り、 

亜米利加の 案 內に應 じて 「チェック、 ス ロ バック」 

救援の ために 出した るに 相違ない •又 其 目的を 完了 

した 上は 撤 JM する こと も 末 文に 書いて あります、 此 


「チ H ック， x cr バック J 救按 の 目的は、 昨年の 18 
0- に於きましても、蒔明致しました通〇に、一と先 
づ其の目的は達したものであ0ます、辰初の教技な 
る もの ほ>  「チ H ック 、ス D パック I 眾が 歐揣 巴？ 2 
西 !! 1* の J}i 部ょり 西 伯 利に 掛けて、 所々 方々 に 分れて 
其の 間に ほ 過激 is が あり、 獨澳の 俘 礎が あつて 聯絡 
が 出來な い、 如何にも 聯合國 のために® いた もので 
あつて、 之れ を 一は 救援し、 一ほ 之を 利用して、 當 
時 朱 だ 股 爭の經 過 中に 在りました、 中央 同盟に 對せ 
んがた めに やつた ものと 思 はれます、 兎も角も 此の 
兵が 各地に 散らばつて 居る のは 甚だ 氣の 毒な 次第で 
あるから 之れ を 救援を したい- •就て は 日本ょ 〇 も m 
兵を L て K ひたいと 云 ふこと が、 米國の 提議で あつ 
た 當時我 政府に 於き ましては、 此の 米 國の案 內に應 
ずる ことを、 至當 のこと とせられた ものと 見え まし 
て、 出兵を された 次第で ある、 然るに 其の後の 經過 
に 依ります と ■一時は 聯合 國出吳 救援の 結果と 致し 
まして 「チ ニ ック 、一 <0 バック」 は 友軍 相 合する 事 
が 出来て、 遠く si 露西亞 にまで も 進んで、 或は 北海 
を經 て、 即ち 「アルヵン ヂヱ ル」 方面を 經て 、彼等 
は 自分の 戀ひ慕 ふ 所の 本國に 還り 得る、 即ち 歐洲露 
西亞に 於け る 過激派を 11 退して、 道を 彼方に 取り 掲 
る やうな 時代 も あつたので あります、 そこで 最初 第 
一の 「チェック」 救援の 目的 ほ、 唯今 申しました や 
うに 完了した とも 申し 煜た 次第にな つて 居つ たので 
ありまず、 然るに 其 後 「チ H ック X 、 ロ バック」 及び 
之' か 援 けて 居ります 所の 「オム クス」 政府の 武運が 
甚だ 拙く して、 遂に 過激派に 壓され て、 東の 方に 退 
却せ ざるの 已むを 得ざる ことにな つた、 そこで 今日 
に 於て は 此 「チェック スロ バック」 は、 旣に數 年の 
西 伯利滯 在 1: 倦き 果てて、 一 日 も 早く 國に歸 りたい 
ことにな つて， さう して 給養 や 何 かも 憐れむべき 狀 
態に なつて 居る 話であります から、 之を 救出して、 
今度は 本國の 方に 還さなくて はならぬ と 云 ふ、 此所 
へ ill 實が 生じて 來て 居る 次第であります、 此點 は亞 
米 利 加 も 認めて 居りまして、 今度の 撤兵に 致し まし 
て も、 此 I チ H ック 、ス 11 バック」 の 大部分が 退却 
しないまでは、 亞米利 加の 軍は 退き 去らぬ ことにな 
つた、 即ち 「チェック、 スロ バック」 が 大部分 出 發 
をした 後に、 亞米利 加の 兵を 退く と 云 ふこと になつ 
て 居る 次第にな つて 居る のであります、 それで 我國 
も 最初 出兵を せ ざれば 巳む 事であります が、 其 出兵 


の涪 否は 、私ほ茲に論ザる 0 楝利も何4ありませ0 
次第であります、 一たぴ米國の案内に * じて2兵抆 
しまして、 今日 尙 | チェック， K ■ロバ ッ ，一が .,;.: つ | 
如き 狀態に 在る 以上： に、 此 囲团をす^こ、 ,. ::、：、 
屈け なくち やならぬ 邁務' か あると M はれる、 それ 故 
に それに tfi も 必要なる 所の 此 の 安寧を Isi ると 云 
ふことは， 我 , 01 の W 務に BS L て 居る やうな 次第で あ 
ります、 我眾 の守闸 して 居ります 紐 in の 地 2 :は- 他 
に 比して 餘程 長い 話であります. 此の 爲には どうし 
て も 必要の 場合には、 多少の％ 兵， をしても、 致さな 
くて ほなら ぬと 云 ふこと からして •三 牌 師 M を 出し 
た、 即ち 守備の 手 M な 處に我 兵を 派す ると 云 ふこと 
に 致した 次第であります、 第二には 過激派は 染 して 
どう 云 ふ ものである かと 云 ふ御尋 であります が、 是 
は 中々 難問題でありまして、 是亦私 は 定淡を 下す 譯 
に ほ 行き ませぬ けれども •  E 本の M 伯 利に 於け る 我 
兵の 行 励は、 其 定義が 定まらな くち や 行 励が 出來な 
いと 云 ふやうな ことは ない 話で、 兎も角も 先刻 も 申 
しました 通りに、 今日の 場合に 於て は、 此鐵 道の 守 
備に 最も 重きを 置いて 居る 次第であります から、 之 
に肪 害を 加へ る 者は 過激派で あれ、 又は 過激派で な 
い 者で も、 之を 征伐す る ことがある 次第であります 
是は 過激派なる ものは 片岡 君の 言は れ ました 通りに 
純粹な 過激派が どれ 程 西 伯 利に 居ります か、 或は 過 
激派 らしき 者を 過激派と 看做して 居る 誤り も あるか 
も 知れ ませぬ、 併し 是は 深く 咎む るに 及ばざる こと 
と 私は 思 ふ •要は 過激派を 求めて こちらより 征伐す 
るの 必要は ない 話であります •それから 米 國と共 IMJ 
をして 出兵した 以來 、鐵道 監督、 及 今回 米國の 撤兵 
に 至る までの 經過を 話を せよ と 云 ふこと であります 
が、 此 出兵の 事に 付きまして は， 先刻の 演說 及喵今 
の說 明に 於て、 W ぼ 盡 して 居る と 思 ひます 鐵逍 
の 事に 付きまして は、 此 所へ 一言 申 添へ たいと 思 ひ 
ます、 是は昨 年の 識會 にも 此處で 問題に なつた 次第 
であります が、 東 支 鐵 道、 又 西 伯 利鐵道 共に， 我國 
には 重大なる 關 係を 有つて 居る 鏹道で & ります から 
之に 對 しては 十分の 考 盧 を拂ひ 米 國と數 箇月に 1L つ 
て 交渉を しました 結 架、 遂に 列 國共 同鐵道 姿 U 會と 
云 ふやうな ものが 出来ました、 それが 浦 潮に 居つ て 
其 下に 技術 部と 軍事輸送 部と 云 ふ ものが あるので、 
それで 此 本部の 委員 會に 於き まして ほ、 八箇 K が 之 
に參 加を して 居る、 即ち 露西亜は 申す まで もな く、 j 


帝 同 二十 臥 铕 


る 次第では ない、 m 兵を 致しました 時には 商 _は 致 I 其 國の國 民に 言は ぬと 云 ふことは、 どう 云 ふこと で 


英吉利* 亞米利 加* 佛閟西 、伊太利 「チヱ ック 、ス 
ロバ ック」 それから 突 那 、日本 斯う 云 ふ H 合に 八箇 
國が娶 員を m してやつ て屛 ります、 之が 總 ての 決議 
を 致して やつて 居る 次第であります、 何を 申しても 
錄 m の il 行を 敏活に し •其 安全を 期待す るには、 矢 
張 兵を 其 沿線に ia くこと が 最も 必要であります、 日 
本は 莫大な 負擔を 此鐽道 守備の ために 負 ふて 居る や 
うな 次第であります、 又 Itt 鏺 道の 運行を 敏活なら し 
むる に， 般も必 嬰な ものは 金であります •此 金に 對 
しましても、 最初 列國の 間に 相談を して、 凡そ 四千 
萬 圓の金 を 作る ことにな りました. _が 1 :ら ずして 
今日に 於き ましては、 支那が 百 萬 圓と思 ひました 出 
R し， 亜米利加が 其 負擔 額の 八！ s 萬 圓は •旣 に是は 
出して 支 拂つて 居る 11 であります、 H 本は 甙 百萬圓 
を 出して、 其 運行の 助を 致して 居る 次第であります 

が、 尙ほ六 百 萬 K1 程 •日本は 出さなければ ならぬ こ 

とに なつて 居ります、 で英 •佛 、伊と も 之に 參加致 

しました けれども •總 ての 關 係に 於き まして、： n 本 

と亞米 利 加とは 多少 趣を 異にして 居ります、 其 中の 

英 、佛 、伊 等は、 餘程 今より 先き に， 其 兵を 撤退す 

る ことにな つた 次第であります から、 是 等の 方より 

出資を 求める 譯に 行かな かつた、 然るに 此鐵道 協約 

の 中には、 /- II された る 兵隊が 引 5T けた 撤退した 場合 

には‘ 此玆 S 技術 部に 出して 居る 技術 員 も， 悉く 引 

揚げる と 云 ふ一简 條が 加へ てあります るから、 亜 米 

利 加は 其條項 に 依つて、 ■此 度 >;!> 米 利 加よ 〇 来て 居り 
ます鍅道技術部全婭、即ちスチ|プンス氏が率ゐて 
居る、 13 道 部 金 (fs を 引 揚げる ことにな つて 届る 次第 
であり ま - 1- •英佛 の關 係は 唯今 申しました 通〇 •日 
米の 關 係とは 最初より 趣を 異にして. 英佛は 亜 米 利 

加に 先た つて 兵を 西 伯 利の 方に、 極く 少數 で li あり 

ました けれども /!,. して 居ります、 ( r もう 少し 大聲 

に聞ぇない」と呼ふ者あり〕是ほ靱ろ常時屮歐冏盟 

とま だ 交 戰屮 でありました から* 英佛 の考 へには、 

寧ろ 「チェック K  n パック」 或は 衆 方に 起り ました 

所の 露國の 政府 ?. 按けて •矢 張 牽制 的 若く ほ 攻勢 的 

に 致さし めんと して、 兵を 出した ものと 思 はれます 

是等 の琪に 付て は •其 常時 日米の 間に I 日米に 對 

して 何等の 協 e も經た 次第では ありませ ぬ、 隨て其 

兵を 撤退 致します 時に も •谷 阈恐ひ < に 兵を 撤退 

する ことにな つた 次第であります •又 米阈の 撤兵の 


しました けれども、 如何にして 之を 撤兵す るかと 云 
ふこと に 付いて、 必ず 相談を 致さなければ ならぬ と 
云 ふ 規定は 無い 次第であります •是 等の點 を …… 
〇片 岡直溫 封 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 片岡直 搵 君。 

0 片岡謹 君 一二 唯今の 御 答 辯に 對 して、 御 答へ 
を 願 ひたいと 思 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〇片 岡直溫 君 全體を 通して、 御 答は 例に 依つ て不 
滿足ほ 分り切つ て 居ります、 是は® た 豫算 委員 會等 
に讓 ります が、 唯今の 御 答 中に、 五大 國 より 除外 さ 
れた ことは 無い、 斯う 云 ふことは 今少し 確に して 置 
きたい、 現に 牧野 全權が 、總 砰 大 K の 官邸に 於て 五 
大國 會議は 中止した と 云 ふ、 此 中止の 言葉を 以て 止 
めて 居つ た 事實の あると 云 ふこと と •六月 十一 日 か 
ら 、更に 委員の 中 一名 出席す る ことに 致した と 云 ふ 
こと だけは、 全 ffl の 口より 出て 居る こと だけは、 御 
認めになります か、 それから 外務省より 發表 になり 
ましたる 所の 證據を 擧げて 申しました ものには、 首 
相 會_ 決定と 云 ふこと が 主であります、 五月七日 首 
相會 SS に 於て、 獨領 殖民 地に 關し 左の通り 決定せ り 
とあります、 それが 外務省から 御發 表に なつて 居り 
ます、 然るに 日本の 全 糊 委員が 五月七日の 會鹩に 列 
席して 居らぬ と 云 ふこと も、 殆ど 全 鼎 大昽は 首相 會 
81 に與ら なかつ たと 云 ふことは、 全權 委員 .H らの辯 
明に 依つても 明かに なつて 居る のであります、 之を 
まだ 與つて 居る と强て 御 答 辯を 爲 さるので あります 
か、 それを 確に 承りたい、 それから 今一つ 山東华 島 
を 完全 •の 仕組の 下に 還す と 云 ふことは •最初 牧野 全 
權が際 明され た •さう して それを 外務 大； £ が 裏書を 

された、 其 製 書 も 亦 八月 二 n にやつ た、 外務 大 K が 

裏書され た sf © が あるので あります、 併ながら それ 

は 調べて と 云 ふこと であるから、 調べて 後に 御 答に 

なつても 構 ひませ ぬ、 併ながら 御 忘れに ならぬ やう 

に 願 ひます、 それから 人種的 差別撤 躞 の內容 及び 越 

顷鉍更 された 理由は、 一言 も 御 答が 無かつた ので あ 

ります、 終りの 方に 行く と、 外の 問題で ありました 

が、 锊蕺の 内容は 列國 とも 言 ほぬ ことにな つて 居る 

から i 云 ふ 御言 葉で ありました が. 或 i-i 其 御 積り で 

御 答に ならな かつた のであります か ， n 本の 全 ff« が 

提案を 致して、 提案の 事 實を變 更 したと 云 ふこと を 


あります か" C 拍手 起る.) 是も併 せて 御 序の 時で も 
宜しい、 今でも 宜しい， それから 露國 m 兵に 對 する 
目的の ^ ^ 辯は 甚だ 要を 得 ませぬ が、 玆に 確め て 置 
きたい ■  C の 御 說 明に 依る と 「チ H ック 、ス ロバ ッ 
ク」 と 云 ふ ものの 救援の 最初の 目的は 略々 達して 居 
つたが、 復た 一寸 後戻りを したから、 最初の 目的の 
所へ 立戾 つて •米國 の 撤兵 も それが 爲めに 延期を し 
た、 日本 も 其の 目的を 達せし むる、 斯う 云 ふこと に 
歸著 する ことに 思 ふので あります が、 果して 然らぱ 
「チェック、 スロパ ック」 を 救 ひ 出して しまへ ば， 
撤兵す ると 云 ふことは 此處で 明言な さる 箬 と 思 ひま 
す' か、 それを 爲さ います かどう か、 是だ けを 確め て 
置きます。 

0 載 長 (大岡 育造 君〕 內田 外務大臣。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登壇〕 

〇國務 大臣 (子爵 內田康 哉 君) 第一 問の 五國 會議ょ 
り 除外され たと 云 ふ 事は 無い と 申した のは、 それは 
どこまでも 其 通りであります、 五國會 誘が 一時 中止 
した こと (3: あるか 知れ ませぬ が、 詰まり 「ウィル ソ 
ン J 大統領が 私邸に 於て 爲した る ことは-先刻 も 申 
上げました る 通りに、 是 ほ 全く 非公式の 事で ある、 
首相 會議と 申して 居ります のは、 或は 語弊が あるか 
知れない、 大統領 自身は 首相では ない が、 詰まり 大 
統領が 招集して 、自分が 相談を する 所の 自分の 「ホ 
テル J で やつた 會議 を、 さう 稲して 居らう と 思 ひま 
す、 で 首相 會議 には 日本は 一切 參加 しないと 云 ふこ 

とはない*  - 首 杜會議 と 俗に 稱し ます ものに も. 

我全權 は 之に 參 加した _ であります、 それ かち 人種 
的 差別の 變更 —— 我 提議に 變更を 加へ た 經 過を、 何 
故に 自分の 全權が やつた 事を、 我國 民に 言 ふこと が 
川 来ない かと 云 ふ 御 質問で ございます が、 是は我 全 
權で あらう が、 他の 老で ありませ うが、 其會誘 に 於 
て 出で ました ものは、 最 ¥ 日本 ばかりの もので ほな 
い、 他國の 者との、 共同の 是は 問題に なつて 居る 話 
であります から、 先刻 HI 上げました 通り、 此 問題に 
對 しまして、 爰に 詳細の 綷 過を 申 上げろ 機會に まだ 
到達して 居ない のであります、 それから 最後に 「チ 
エツ ク 、スロ バック， 一を 救援した 場合には、 即ち 其 
歸 還を 全うした 場合に 於て ほ， 撒 兵を する、 それを 
此處 で宣 W する ので あるか、 どうで あるかと 云 ふこ 
とであります が、 此 問題 (X 询に 重大な 問題で ありま 


して、 日本と 致しまして は-出兵を 致しました 其 後 
の經 過に is みます と、 色々 の 問題を 考慮せ ざるを 得 
ざる 事が あります、 K に米國 若く は英佛 等の 場合と 
は 違つ て、 我 住民 も、 先刻 片岡 君の 言 はれた 通り 數 
に 於て はさう 澤山あ り ませぬ けれども、 所々 方々 に 
散在して 居る、 殊に 浦 潮の 如きは、 七 八 千を M: へて 
居る 次第であります、 是 等の 始末を 致さなければ な 
らぬ のであります、 又 今一つの 重大なる 問題は、 浦 
潮、 「ハ パ n  7 スク」 方面に 於き まして’ 朝鮮人が 
餘程澤 山 居る、 是等は 過激派と 聯絡を 取つ て、® 年 
前より 我 帝 國に對 して、 色々 の 陰謀を 逞 うして 居る 
次第であります から， 是 等に 對 しましても、 考慮を 
拂は なければ な. らぬ ことと 思 ひます、 故に 玆に 「チ 
エック、 スロ バック」 を歸 還せ しめたな らば •直ち 
に 撤兵す るか どうかと 云 ふこと を 爱に中 上げ 兼ねる 
まだ 其の 機會 でない と 思 ひます。 

〇 岩崎勸 君國務 大臣の 演說 に對 する 質疑の 通吿ほ 
尙ほ 十九 f; を殘 して 居る のであります、 故に 本日は 
此 程度を 以て 日程と 共に 之を 延會 し、 特に 明 二 十三 
日 例刻 本會を 開き、® 餘の 質疑を 繼續 されむ ことを 
望みます。 

〔「賛成」 「賛成」 の聲 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 嵙) 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない と 
思 ひます、 仍て 明日は 午後 一時より 繼 一 致します、 
本日は 之に て 散會 致します" 

午後 S 時 二十 S: 分® 會 


〇 大正 九 年 I 月 二十 一! 一日 (余 曜日，〕 

午後 I 時 十五 分 開 tti 

議事 日程 第三 號 

一 固務 大臣の 演 說に對 す ?) 質疑 (前會 の 

_〕 _ 

第 I  大正 八 年 勅令 第三 百 四號 (承諾を 求む る 
件) 

第一 一 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選 擧 
第三 大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 (戒諾 を 求 

むる 件) 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 婺員の 選 S 

〇 議長 (大岡 育造 君) 諸般の 報吿が あります。 
〔原田書記笪朗闊〕 

一議 員より 提出せられ たる P 案 左の 如し 


茁 に付きましても、 是も 何も 初めょり 規定を して あ 

外交 方針の 竹 問に 對する 片岡直 溫の質 問  同上 內田 外務大臣の 答 辯  ニ ハ OI 一 
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す 下會〇 

'  31  一  議  一  一  一 

今 山 致 長  第  第  第  第  第 今  上 昨  人蘧  町  市  郡  府 

日に を $ 請懲九 決 決 八 豫三豫 二 請  豫ーニ  奏二 嵇員  村 

午 行 以奈願 罰部算 算部算 部 算部願  算部十 理委案 十 || 左  提 疑よ  提制  提中  提中  提；; 

前 幸て 豐委悉  委裘  委  资  鋈  委  三  員 ハ ニ： ^ の  出 镪り  出 中  出改  m 改  出 中 

十中譎 4 員 員  員 員  員  員  員  員  日 事 長 平日 1 報  者に 提  者改  者 正  荠 正  者改 

一で 決 雲  r  笾  和 靈吿關 出  正法迮 

時 あに S 前日  鈴 河  菌  山  棚闕吉  任  克員  は 三® すせ 小大 •法 小 大律小 大邡小 大法 

宮 りな  田 比  置 波  月  道  井 w 植  委  俊 長  朗木 山る ら瞪口 律槪 口窣秸 n 案 橋 n  G 

內 まり 尙：卯 野  倉 荒  小  襄  庄  庄  員  視及  m  勝 n れ m  案遝 

省す まほ 之寬  次次  太  一  平  一  補  賀理  を武太 問た 三莴  三萚  三洱  = u 

に 、し 報 助 君  郞郞  郎  君  君  郞  闕  の 事  經吉郞 主る 衞六  衞六  m 六  衛六 

於 大た吿 君^  君 君  君  へ  ハ  君  選—— 件 互  さ 君 君 意 質 君 君  君 君  君 君  君 君 

て臣 上が Q 森  ハ ぼ  g  原  久  へ  擧西富 元リ選  る  ® 問 

5 も奏 あ S 田  山™  S  脩  須 / 村  の  委の  も  主 

次扈 案り 盔茂  道&  i  次  美  野  結 村 田 田 員 結  參  鈴  m  植  ¥\  m 

官從 はま f 君  襄哭  5  郎  東  常  果  果  照  木  «?  原  原 

がし、 すぬ 補  - •益  运君馬  右左 丹 幸  左の  富左悦  悅  悅 

代て s  、 墨闕  君 羿  fe  補  君  衞  の 治 次  のた士  の  ニ  ニ  ニ 

っ 居 下 昨 s  -  補 為  b  闕  補  門  如 郞郞肇  如 ，め  獅  如  郞  郎  郎 

てり  日緦  闕嚣  1  义闕  君し 君 君 君し  茲  君し  君  君  %\  ^ 

受ま陛 全 0  ^  K  0  w  補  に 

免 三 急の 四 〇  〇  程 〇  せ 〇  と 管 多で 鈴 〇 か 〇  〇 大〇 前ら ま 〇  可 押 九 項 御 取 

致 月 勅 理百國  議  の議  ぬ議  し 政 少あ木 岩ら 鈴 _ 臣 鈴 回ん す 謎  す 川 部が K 

し以令 由七務 ^  ^ 長 q  第 長 n か 長 门て府 のり 梅 崎 總木丧 は 木の こ 、長 ^ る 方遝ん 1>? 

ま 降を を 十 大拍國 尖 綸衾  三 尖； i  。 $  -1 、委時 ま 四 勸理梅 尖 見 梅 ■と 其 2 —  にぶ ⑴〇 致し 

し 法 以簡八 臣手務 S  g 淳大  第に 益, S 賛審員 問す 郎君 大四 g え 四 紐を 部ゐ異 r,m し- 

た  律て 單號 g 起 犬!! 絜 《 正  三 ， 移 S  f  i 成議 がが が 君  臣郞 醬ま郞 iz  m  cd  ^  、-兑 すま：-::. 

、を 、にを p る臣屋 1 衾 八  丨 っ. 5  f  1 々を 出 あ 、は 國の 君. 葛 し 君 移み 諸 1 な 式. 右©  •す： j 

是以米 申 御 1 ^ 男 _  年を 大て碧 与  墨々 進 席る 貴， 務出  雲た  り ま 烈 .箅 しは 常 u  &■：; 、っ 

はて 及 上紹篇  爵 S 萏 四 勅 求 正丨之 S  _  s し-めせ や 族 總大席 私 b か國 ます ほ B 異あ任 今一 是 1; 

前、 粗げ 介暨  高  孕 $ 令む 八を  fr  とらら う 院理臣 をは  。務す |  51  試： り® 井部れ ブー 

議大 のます $  橋大 W 丑 第る 年 _ 御严  唯 呼れ れ にの 大の 待總總  大丨 丨 に 御な ま员崧 速よ； 汁 

會麥輸 する 雲  是藏 P 音 四 件 勅題 異と  今 ふんて 承 闊臣演 ち理理  臣 1 國補異 しせ 皎幸 出り ふ 

當小入 、に S  淸 大虎 暴 百り 令 と議と  の 者 こ 居り 係の 說ま 大大  ほ 鈴 務闕錢 一ぬ （r: パ 芮 ：'； こ 

時麥 税大當  君臣 七  第 致が 呼  動 あとる ま 上 出に せ臣臣  見木大 選な とかの  n:：：: と 

の 小を 正り 玆  登。 g 歷十  四し あ ふ  議 りを、 し •席對 うには  え 梅 臣舉け 呼0 申第委 をに 

事 麥免七 まに  壇  A  百 まり 者  に ^ 望 今た 總 をす。 御 ま  ま 四の をれ ふ  出 二 w 開な 

實粉除 年し 大  ^  f 聋號  七す まあ  御  み 日 、 理 待る  尋だ  し 郎演行 ば 者  が部武 きり 

e のし 十て 正  十 。せり  異  まの 仍大た 質  し 見  た 君 說ひ之 あ  あ 選：. ちま t 

あ®、 月， 八  八  ぬ""  m  す 日て 臣れ疑  たえ  か。 す、 をり  り出谿 すし 

り 入尋以 本年  號  か  は  。程 便の ての  いま  I  る 御 許 ^  ま 決 門 、た 

ま 税て降 案 勅  へ  ら  あ  を 宜出居 通の せ  1  質屆可  す m 君 豸 ' 

すを 昨 * 提 令  承  '  り  議 上席る 吿  でぬ  總  疑 出 致  、委  >  問 此 

か 滅年緊 出 第  諾  日  ま  題 所に の 者す °  理  の あし  許 員 第 斟 段 

のての 帝し 令緊 きま 敵 國講〇  勅の 〇  〇 て 〇  託 〇 賛爲條 力は 爲駝筠 昨に にら 

必は財 國て第 急 勢し 函 、和國  令通議  議指岩  す議 をめ 第を 公め 入 卵 年 加 至‘ 

要  '篚 臣此 三な でた の 又會務 ^  ^  p  第り 長 ^ 長 名 崎  へ長與 に二存 布に を •十は り 諸 

が 該を民 度 百る あ® 版は 議大 拍國 三 決 $ ぢ $ せ勸  き 尖へ ，項歆 せ * 容 綿 --る ま 君 

ご 勒 次及批 四を り時圖 其の 臣手 務謅犛  第 百し S  _ 金ら 君  第委 S ら玆 のせら 3? 易 技 月の しけ. 

ざ 令で •法 准號認 まの 內の 際ら 起大 , 四 ま S 勢 尝 れ  四 員 i れに規 しれ 法な 絲屮 問 て ：.气 

いほ 補 人に をめ し 損に 國 、念る 臣茇裳  號す 益'〒 I ん委  の 1 ん提定 むた 第ら、， 勢：、 に 

ま尙 償の な 公 また 害 於 入締众 し 床之卷  大を 、罢為 _ こ員擧 右 選署こ 出に るの 八し 及更な 杓？： 

す ほせ 受り 布し の. て 、約 n  次 む 正 議日 5  ft  S との  誘擧 5 とし 從 ので 條め棉 にる。 V-. 

、當ら け ませて で 並、 若國品  竹！^!^ る 八 題 程  f  を數  案に  をた ひ必あ 第， 生 こ： i 

仍分 るた しら、、 に締 くは 二 去儿 件 年 との 御^' 御望 ほ  の 移 日 希の ま 要り 一需杓 活と找 ， 

ての るる たれ 大右債 約 は 其 S  郞 ソ勅 致 第異と 異み特  審り 程翠 でしが ま項铪 r 

玆內こ 損 平た 正 要權國 法の  君 黑§  令 し一 議と議 まに  査ま第 致 あて あすに 〇韶耑 f? して- 

に  其と  害  和  次  八  償の  民人  版說  登 2§  第 まに な 呼 あす 十  をす 四し 〇  •  〇  、佐 關入 品：.： 、つ 

其劲 と、 條第 年の 補 等に 圖明  壇 g 蠢  三す 戾け ふり。 八  付。、 まま 議ま此 り 係 A た 致 R  〇 

御 力な 並 約で 六擔 償の 搦內を  ^  .Is  百 。りれ 者 ま  名  託  右す す 會す勅 ■をを るし： 5 ま 

承を りに にご 月 保に 財す 等 致  四  まぱ あせ  と  す  議 。、のの 令 本圆： ''.4 大 ま’ i 

諾存ま 債 依 ざ 二を 充產 るに し  號  す • りぬ  し  へ  案  御 承では 案 滑 免 豆し； ァ； 、 

を 續し權 りい 十 保當に 財存ま  〇!  ハ  •岩 u か  、 き  の  審諾 ，將 のにし •た r 

求せ たは まま 三 全せ 就產 在す  承  大崎  °  m  委  審  ■を 通來緊 致て 生に 下ろ 

むしに、 すす 日 すらて をす、  諾  正 君  長  員 •査  の 求 法尙急 さ…!-- 法 安に 

るむ 依 前れ、‘ るる 受以る 昨  を  八發  に  の  を  上む 第 ほ 勅ん 其 肉っ •其 

譯 るっ 述ぱ而 勅の ベけ て 敵 年  求  年議  於  選  付  協る 八 効 令が の、 て 日 後 

し 用 謂ぬ に 際 か 事て にはれ の 度に 理其 局く-其に 應此 九の 昨 事 〇  の 〇  〇 て 〇  付 〇 

て意國 、引 聯ら を是成 、ど 影の な 由 點 にか 大過し 世 年 抱 日が 鈴  如議  蕺指岩  託 芯  ご 

御が 際 更摺盟 う、 か 立 事 •響戰 っは を 順 * 部ぎ ま 界度負 本 多 木〜 1 く 長 ^ 丧名崎 
承 出 勞 にらのと 是 らっ實 併を 爭て •伺應 或 分な すの の 、翳い 梅拍鈴 決：^ せ 励  へ：^ 拍い 

知 來 _  G れ形思 非 生て 明な 受地 居 御 ひすは はいる 大財 並 場の 四手 木 し杂蔻 益ら 君  ^ き. へ 手 "t 

通な 間 こて も ふ 共 じ 居 白が け かる 承た ベ 近 追 も現變 政に に で 郞起梅 1 ま S 燹醫れ  二, 委 醬 起す 

りい 題 ル、 完 * や てるなら まらの 知い きくての 政局 計 大於あ 君る 四 +す S  f 品ん： S 
な 、が容 ど 全 又ら. 、事 非す はでの の施遲 其で 府 に带贼 きり  ^  K1  I 害扛 罢 •こ fi  :.;i  •へ. r 

結 其 m  I う し 日な 所 u.k で 常る 大あ 通で 設く施 あの 處の大 まま 私  君 1  S  _  S と 〇 

果時來 1 して 本け 謂 程 あな 點分 りりあを と設る 施し 上臣 しすは  登 鈴  f!  を收 

穿に たして 居 にれ 牛 か り 大が隔 ま 、り 御 もがか 設 まに のて 、主  把 木 御 7 御1? H?. 

焊两爲 の も りはば にらま 影甚 っす 世 ま 發此定 否の し 現御演 第と  し 海 V と與み 技 

た 國に會 出 ま 確な 引此 す题 だて * 界 す 表 次っ や 、ては 說說 一し  四： V:i と 刃 まに 

のか 、識來 せから かの 、を 緩 居 そ 的 、にの た ，随 •れ 明せ にて  郎な 呼？， す 十  をと な 

でら 是の てぬな ぬれ 聯例 受漫 りこに 此な 識上 若に 所 ま にら 御 總  君け ふり '■'八  (•)  V/  : : 

あ 勞も結 行が 此 とて 盟へ けで ま で 非 質る 會 に し 其 謂 しなれ 尋 •理  。れ Vf ま  名  .:£i  、 

る® 引果か ，民 云 善の ば て ほし 日常 問 斟 ま 臨 然の此 た 0 ま致大  ぱあせ  と  す.,.. {i 

1 の摺と な 是間ふ 光 所 國居あ た 本な をで で 時り 一の 施 ましし W  •りぬ 

是 代らし け も 施 琪寺諧 際る り 爲帝大 致 あ に# と 端大設 したたに  ： W 一  か  ， き 

は 表れ ま れ矢設 が詣测 聯 とまに 國改 しる 、識 すを 時 、たるい 御 
莊 者 まし ば 張の 屮〇 が盟 云す、 ほ 造 まか 此 でれ 现局 ik  •施：’ jf  d 
だを してな 1ft  、 々的 [li が ふる 種‘ 時 す 否 大もぱ しにれ 大政！- よす 
政/ li て 所ら 界國 多の 來旣 事け々 此期る や 時 開 、た 順は 正 上 
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府も國 民 も • 此 努働會 _ の 成 行に 付きまして 考 へま 
すると 云 ふと 如何にも 不用意 極 $ つて， □本 帝國の 
一部分に 恥辱を 現した と 云 ふやぅな a が、 確に 在る 
のであります、先づ大體の事を_げて申しましても 
斯樣に 外部から 引摺 られ、 K 迫を 受けて、 是非とも 
總て の继椭 をせ ねばならぬ と 云 ふ 玆に事 實があ るの 
であります、 况や 今日の 新 間 雜 誌の 論ずる 所、 學者 
有識者、 其 他 一般の 說を聽 きましても、 或は 最も 斯 
樣な問 題に 付て は、 從來 甚だ 冷淡で あつた 所の 著實 
なる W 業 家の 謖論 を聰 き. ましても、 中々 進んだ 鹩論 
が 盛に 行 はれて 居る のであります、 而 して 全 國津々 
浦々 まで も、 所謂 各方 面 谷 階級を 通じまして、 所謂 
改造の 氣 分と 云 ふ ものが 漲 溢れて 居る、 殆ど 全國に 
充ち滿 ちて 居る、 斯 fs な 時に 當〇 まして、 阼 日總理 

大以の述べられました所の御抱負、及今卬弯の財政 

計进の 卜： に现れ た 所の 施設を 以て 見ます ると 云 ふと 

餘〇に 平凡、 餘りに 御 1¢: なりき 過ぎまして、 殆ど 此 

大時 局を 解され て pr らぬ かの 如き， 私共は 感を懐 

くので あります、 それ故に 聰明なる 想 理大 E に 於 か 

れ ましては、 政務 多端と あつて， 此蕺# には 或は 間 

に 合は ぬか も 知らぬ が， 此大時 局に 順 應す べき、 所 

謂 改造 問題に 15 する 補々 の甭耍 なる 所の 問題が 御調 

が 付き 次第に、 臨時 議會 でも 御開に なつて、 御 提出 

になり はせ ぬかと 云 ふ考を 起す のは ■決して 不當の 

事で ない と 私は 思 ふので あります、 恐く は 若し 是が 

此 時局に «iri 應 する 施設の 大部分で あつたと しました 

ならば， 天下；！： ia 政府に 對して 非常に 失 菌- Vi 致す で 

あら 5 と、 私は 斷 言して t-la らな いのであります、 此 

點に 付きまして は、 露骨に ど 5 ぞ首 ffl の 懐抱せられ 

る 御考を •其 一端 だけで 宜しい、 所謂 奥の手の 一端 

だけで 宜しい から、 御 Is を 御 漏し あらん ことを 筘菌 

する のであります、 第二は 此誔院 に 於き ましては、 

未だ 問題に なつて 居らぬ 問題で ございます が、 併な 

がら 旣に 論議され て 何とかせ ねばならぬ 問題 ■即ち 

華族 制度の 問題であります、 現 内聞に なりましても 

新 華族を 御作り にな りまして， 旣に此 程 も 二 名の 男 

爵が出 来ました のであります、 所で 此雉族 制度は 現 

在の 儘で、* して 何等の 改廢を 加へ ずして 存 S せら 

れる御 S 見で ある や 否や、 間 W に 申せば、 さうな ん 

です、 私が 此竹 間を 致します るのは、 天下 多數の 有 

識 者が llt fis] 題に 就て 多年 論じて fr る、 現に 政友會 の 

元 lin 板 垣 伯の 如き、 此 問題に 就て は 多 尔御 論が ある 


殊に 御 臨終の 際に 當 つて、 ffl 續者を 選定せられ ずし 
て辭 された、 是は餘 程 意義の ある 事であります、 所 
が 現内閣が 近く 男爵 二 人を 奏薦 されて、 御作り にな 
つたと 云 ふこと になつ て 見ます ると、 此 制度に 就て 
は、 どう 云 ふ 御考を 持つ て 居らる、 ので あるか、 と 
云 ふこと を御尋 する のは、 已むを 得ざる 必要の 事と 
私は 信ずる •此 所で 是だ けでは 分り ませぬ から、 簡 
單 に此 質問を 出します る 理由の 二 三 點を御 話します 
るが、 踊 族 制度 其の ものは、 制度 自然の 結果と 致し 
まして、 雖 族の 入 格 人物、 此 人格 入物の 實質 上と 云 
ふ ものに、 非常な 不利益を 與へて 居る のであります 
是は 詳しく 私は 說明 致し ませぬ が、 此 制度の 自然の 
結果と して •どうしても 此® 勝 劣敗の 今後の 世界に 
立つ て、 協秀な る 人物を 出す と 云 ふこと に 就て は、 
甚だ 不適 當なる 所の 制度に なつて 居ります、 隨て此 
華 族 諸君の 中に ほ、 ffi 秀なる 立派なる 方が ある こと 
は 私 も 承知して 居ります るが、 其 大部分には、 生活 
能力の 上に 就て、 自ら 働いて 生活す ると 云ふ此 能力 
の點に 於て、 遺憾ながら 他の 社會と 較べまして は、 
餘程劣 弱に なつて 居る と 云 ふことは、 私の 喋々 の 辯 
を 要さない ことにな つて 居る、 又此 制度の 自然の 結 
果と 致しまして、 素行 上の 事に 就きましても 色々 な 
問題が あります 、要するに 現 少數の 現 華族 社會に 於 
きましても •旣に 自ら 生存を する 所の 能力が 無くな 
つて、 其爵 を lli 俗 的に 申せば、 金 持に 之を W るが 如 
き 形を 以て 其 所謂 家名を 維持す ると 云 ふやうな 人 も 
あるので あります、 又 華族の 屮にほ 、同族の 腑 甲斐 
ない ことを 憤慨され まして、 現に 自ら 華族を 隱居の 
手續を 執つ て 止された 方 も ある、 斯樣な 事を したい 
と 云 ふ 念 敵を 懐いて 居る 華族 諸君 も 中々 多い ので あ 

る、 素行 上の 事に 就て 御 話を すれば， 此處で 申 上げ 

るは ffi だ 如何 かと 思 ひます る やうな、 不倫な 最も 殘 

忍な 行爲 を爲 された 人 も 中々 少 からぬ、 斯樣な 事が 

あると しま すれば、 現在の 制度を 維持した 所で、 此 

華族と 云 ふ もの、 位地を 立派に 保つ て、 所謂 社會の 

標 m 人物と なつて 行く ことが 如何で あるかと 云 ふこ 

とほ •明白なる 事で ある、 殊に 私は 此 生活 能力， 此 

點か ら考へ まして ■世界は 一般に 此 經濟狀 態が 變化 

した 爲 めに、 非常な 财產 上に も® 動が 起って 来て 居 

る、 日本に 於き ましても、 此 度の 此 時局に 於き まし 

て， 非常な 變革 を來 した 爲め に、 從來は 華族と 云 ふ 

ものは、 一番 金 持の 階級で ございました が、 今日は 


さう でない、 華族 以上の 者が 澤山 出来て 居つ て、 華 
族は 位地が あり、 位が あるに 拘ら ず、 社 會上で 其 生 
活の 資力 乏しき 爲め に、 他に 劣つ たる 所の 生活を し 
て 行かなくて はならぬ、 斯樣な る 事が 實際 問題で あ 
る、 して 見ます れぱ 、華族の 諸君の 爲め にも •亦國 
家と 致しまして、 此 華族 制度と 云 ふ ものは、 他に 及 
ぼす 所の 色々 な 影 @ 結果を 考 へて、 之に 何等かの 改 
正を 加へ、 變革を 加へ ると 云 ふことの 必要は、 確に 
ある ものと 私は 信ずる ので ございます、 世間に も此 
論は 中々 盛に なつて 居る のであります >  此點 に 就き 
まして •現 政府 ほ 如何なる 御所見を 御 持ちに なり ま 
すか、 明快なる 御 答を 得たい、 第三に it 是も當 議場 
に 於て は、 初めて 出る 問題で ございませう， 貴族院 
制度の 問題であります、 是 は^ 一の 燼 にして， 何等 
の改 IH を 加へ ずし. て 宜しい と 云 ふ 御考で あるか 否や 
斯樣な 問題です、 實は 華族 制度を 完全に されました 
伊藤 公爵が， 旣に此 日本の 貴族院に 於て は， 夙に 此 
改正を 加へ る 必要を 認められまして、 其 企が あつた 
ことほ 事實 であります、 所が 伊藤 公 残 後 旣に十 年に 
なります、 而 して 世界は 急 « 直下 非常なる 時機に 際 
會 して 居る、 總 ての 方面 皆な 改造を 叫んで •改造を 
希望して 居る と 云ふ此 秋に 方つ てです、 今日の 貴族 
院 制度が、 果して 此 儘に 維持し 得られる や 否や 外國 
の事ほ、必ずしも我帝國の例として引きまする必要 
はない のであります るが、 併ながら 其 外國の 大勢 も 
見なければ ならぬ、 二 院 制度は 我 同盟 國た る英國 が 
抑々 採用され ました 一つの 制度で ございます るが、 
其 本家本元た る 英國に 於き ましても ‘此 二院制度は 
もう 數十年 以前 r クラ ッドス ト ーン」 の 時代から 種 
々なる 改革を 加へ まして、 今日に 於き ましてば 英國 
の 貴族院と 云 ふ ものは、 昔の 貴族院と 較べる と、 非 
常な 變 化を 来して 居る* 即ち lit 租税、 其 他 S 要なる 
問題に 就きまして ほ、 殆ど 貴族院と 云 ふ もの ほ 檝力 
を 無くして 居る •然るに も拘は らず尙 ほ英國 の現當 
局 者は、 之を 以て まだ 國 家を 維持して 行きます 所の 
制度と する ことは、 安心で ない と 云ふ爲 めに、 今日 
英國に 於て は 特別委 員が 設けられまして、 現に IL'h 貴 
族院 制度の 改正を 頻りに やつて 居られる ので ありま 
す、 所が 日本の 此 貴族院は、 餘程 以前に 獨 逸と 云 ふ 
ものを 標準に されて 出来た もので ございます るから 
餘程變 つて 居る そこで 貴族院の 「ヱ レメン ト」—— 
は 分子は どう 云 ふこと になつ て 居る かと 申し ますれ 


ば、 私が 前の 質問に 申 上げた 所の 少数の 華族 諸君が 
此 貴族院の 半分を 占めて 居られる、 貴族 院議 M の 半 
分を 占めて 居られる、 殊に 丁年になります れ ば、 生 
れな がらに して、 何等の 修養 •何等の 學識 •何等の 
經驗も 無い 者で も、 議席に 著く と 云ふ權 利が ある、 
此 結果と して此 程 も 或 新聞 か雜 誌から、 當議會 に 於 
ける 問題に 就て 質問を された、 其 答に —— 或 貴族院 
議員は、 自分は 此 度の 議會に は / -li 席し ないから、 御 
答を しないと 云 ふやうな、 殆ど 職責 上に 就て、 何等 
の 考も御 持に ならぬ やうな 貴族 院議® も 確に あるの 
であります， 此半數 は斯樣 な少數 I 少數の 代表者 
である 所の _員で ある、 是が五 割を 占めて 居ります 
が、 跡の 三 割 四 3¢ 分と 云 ふ ものが、 »! 藩 政府が 其與 
黨か ら選擧 されました る、 所謂 勅潠 議員、 それから 
一 近来は 憲政 會 ，政 友會か ら 推薦され ました 所の 其 黨 
與の —— 勿論 學 識經驗 を 無論 十分 持つ て 居られる 方 
には 相違ない が、 其 稲の 議 M 跡の 一割 二 三分と 云 ふ 
ものが， 谷 府縣か ら 一名 づつ —— 谷 府縣の 十五 人の 
中から 一名 づつ 出しました 多額 納税 議 S, 即ち 一番 
金 持で あると 云ふ爲 めに、 選擧 されて 出て 居る、 是 
が 一割 二三 分を 占めて 居る" 斯樣に 致します ると • 
貴族院を 構成し まする もの ほ、 洵に少 數の國 民の 代 
表に 過ぎない、 假りに 六 千 萬 人の 國民と 致し ますれ 
ば •其數 萬 分の 一の 人が 代表者を 出して、 貴族院を 
構成して 居る と 斯う 云 ふこと である、 而して 現在 貴 
族院と 我が 衆議院との 關係 から 申します ると >  衆議 
院に 豫算 先議 權と云 ふ ものが ある だけで、 他は 對等 
な ものであります、 斯樣な ものに なつて 居ります る 
が、 此改造 を ！ 前の 質問に 段々 申 上げた 世界的に 
色々 引 摺られ まして、 日本 帝國が 世界に 順腦 して 行 
かなければ ならぬ と 云 ふ 場合に、 斯樣な 制度を 何時 
.迄 も 維持して 居つて、 果して 圓滿な る 國務の 進行が 
圖れる や 否やと 云 ふの が 問題であります、 私は 此點 
に 就きまして、 最も 痛心 苦 [1 致して 居ります る 若で 
ございます、 是は えらい 不急の 問題の やうに 或は 考 
へる 人 も あるか も 分り ませぬ が、 今日は 決して 不急 
の 問題で ない、 苟も 我が 日本 帝 國の爲 めに 政治を 論 
誘す ると 云 ふ 資格の ある 者で ございま すれば、 此間 
題に就てほ、最も忠實に研究を致しまして>此世界 
に 順 應す べき 政策を 樹 てる 必要が 確に あると， 私は 
斷言 する を ® らな いのであります、 故に 私は 此問 '題 
を 提供 致 L ます、 第 四は 國税 負擔の 均衡に 關 する 問 


施政、 財政， 外交 方針に 關する 鈴 木 梅 四 郎の 質問 
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施政 •財政 •外交 方針に 関する 鈴 木 梅 四 a の 1® 間 


題であります、 現 政府 は>  此 度の 財政 計 迸に 於て、 
所得税の 改革を されました •其 大體の 方針に 於て (r 
私共多年主張した所の主張に合して居〇まする點が 
あります から、 是 (?. 無論 此大脸 の 釕 a に 於て ii 資成 
を 表する ものであります、 併ながら 我が 日本 帝 園の 
租税の 全額を 通 J1 して 見ます れぱ、 頰 る 負 擔の 均衡 
を 失つ て 居る のであります— 是は 詳しく 此處 で說明 
致し ますれば、 時間を 要します から •極めて 簡 m に 
其 嬰を 摘んで 申 上げます が、 一言に 言 ひます れぱ、 
n 本の 租税は、 a 渚が 多く 負 游 して 居る と 云 ふのに 
歸著 する のであります、 御馊な さい， 租税 ほ 學問上 
から 申します れば 、所 1 pn 租税の 鞞嫁と 云 ふ ものが あ 
つて、 納める 者 必ずしも 自ら 之を 出す のでない、 他 
に 鞞駿 して、 其 實 ほ 唯 だ 取次に 過ぎない と 云 ふ 性質 

のものであります ^" ..それを別に致しましても - 

此舉問 上の 租税の P •嫁と 云 ふこと を 別に 致しまして 

も、 日本の 租税の 大部分とは 云 ふ ものは、 庶民 階級 

の負攒 する 所の 間接税が 多い ので ある， 直接税と 云 

ふ ものは 甚だ 少ない、 而し て其荆 合を 考 へて 見ます 

ると 1 總 ての 租税の 凡そ 百 分の 四 五ょり 以上は 富者 

が 納めて 居らぬ、 百 分の 九十 幾つと 云 ふ ものは、 一 

般庶 K 階級が 之を 負擔 して 居る と 云 ふ 事® (3; 明白で 

ございます、 是 ほ 私の lit に發表 致しました ものに、 

詳しい 統計を 擧げて ございます るから、 それを 御 蹵 

下さつても 宜しい が、 是は 何人も 今日では 異 fg のな 

い 所であります、 斯樣な 偏頗な ものに なつて 居る が 

政府は 此 改造の 時期に 當つて 、此 問題は どぅな さる 

御稻 りで あるか、 所謂 和 税負擔 の 均衡と 云 ふ ものを 

岡るべき 大々 的 調査を して 速に 此負擔 の 均一を 一一る 

と 云 ふ 御計聚 である や 否や lit の御尋 をす る、 次 {X 地 

惯 問題 M 地 和 問題で ある、 日本の 地 價は 明治 六 七 年 

の 米價を 標準と して 居る •即ち 一石 高くても 四圓五 

拾錢 、安い 所は 三 圆と云 ふ 位な 時分に 定められた 地 

價で ある ■其 後 市街地は 地價 の修 JE も 行は れて 居り 

ますが •全： 國 の地惯 と 云 ふ ものに 付て は •大した 修 

IH ほ 行は れて屛 らぬ 、半世紀 經つて も、 依然として 

此昔 の標 if に 依つ て 地價を 定められて 居る、 さぅ し 

て 之に 依つて 地租を 徵收 して 尻る、 今日 (3- 米價は 五 

十 IW 以上して 屛 る、 十 何 倍して 居ります る、 此 時代 

に 此地偎 と 云 ふ ものが、 依然として 半世紀 以前の も 

のが、 根本と なつて、 租税を 徴收 する 所の 基礎に な 

つて 居る、 凡そ 世界中 如何なる 國に 於き ましても、 


斯铉な 奇怿千 茁 なる 取 1S は 私は 無から 5 と 思 ふ况や 
今日 改造の 氣分が 漲り 溢れて 居る ところの 世界に 於 
て、 斯樣な 取 1? が 若し あつたと したなら ば、 H に 世 
界の 珍事と して、 私 (£ 噺の钝 に 上る ことで あらぅ と 
思 ふ， 又 地方 ほ 勿論 加は つて 居ります が、 殊に 都會 
ほ 汽車、 汽船、 其 他 有らゆる 交通 辟 關の發 達、 並に 
饨 々の 經济狀 態の 大變 化の爲 めに、 地® に 非常な 變 
化を 與 へて、 一例を 擧げて 言 ひま すれば、 苽京 大阪 
の 如き-其 他 大都市に 於き まして ほ、 宅地 地 價の修 
正が 行は れ まして、 最初 定められた ものと 15: 餘程變 
つて 居ります、 併ながら 今日 實際 の賣買 做 段、 實際 
の！ 3敝 と 云 ふ ものが、 どの位に なつて 居る かと 云 ひ 
ますれば、 高き は | 坪 三千 圓 、四千 圓も 致して 居る 
が •低き も 一 坪 百圓 ..都 會地 でございますれば、 百 
_ と 云 ふ 相場 ほ 決 L て 珍ら しくない、 之を 賃貸を 致 
しましても • 一  年に 安い 所で も 四 五 圓 、高い 所は 何 
十 圆と云 ふ 非常な 地代を 取つ て 屛る 、そこで 非常な 
此地價 に 大變動 を 来して 居ります るが、 此變励 の實 
際を 節み ますと 云 ふと、 殆ど 言葉で 言 ひ 盡し得 ない 
だけの 實は數 字に 差を 来して 居る が、 是も依 然とし 
て 矢 張數十 年 前に 修正した 儘で、 今日 是が 納税の 基 
本に なつて 居る、 歐羅 巴" 殊に 獨逸邊 りに 於き まし 
ては、 此吔價 、所謂 楷差税 なる ものを 夙. に 實行致 し 
て 居りまして、 世の 一般の 進步 、或は 國 家の 色* の 
施設， 鐵 道を 開く とか， 道路を 改修す ると か、 其 他 
種々 國 家の 費用を 以て 始終 設備した 其爲 めに、 地 僧 
の騰 つたと 云 ふ ものは、 必ず 此 地主には 總て 儲けさ 
せない、 是は 確に 國家が 其 一部分を 取つ て 宜しい と 
云 ふ 正しき 議論の 下に， 此所諝 增差銳 の 設定 も 夙に 

行 はれて 居る ので fe る、 所が 日本には 其 事が ござい 

ませぬ. 前に 申します る 通り、 地價な る ものは、 半 

世 ffi 以前の ものが 其 儘に なつて、 世界の 珍談と なる 

べき 種が 現存して 居る、 斯樣な 事で ある、 是は 政府 

は此 改造の 時期に 當つて •如何なる 御考で あるか、 

矢張此 珍しき 事實た る —— 惡口 から 申せば 奇怪なる 

事實 であります が、 f? い 方から 言 ひます れぱ 珍しき 

事實 、此 珍しき 事實を 保存な さる 御 積り である や 否 

や、 第 六 ほ 血税 •血税 負擔の 均衡であります •血税 

即ち 兵役 問題、 今日の 兵役に 從事 致して 居ります る 

實際の 事實を 申します ると 云 ふと •貧民 階級、 所謂 

庶民 階級が、 殆ど 九分九厘まで 占めて 居る、 富綦階 

級、 若く は特權 階級は 種々 の 事情が ありまして、 此 


徴兵に 多く 當つて 居らない のであります >  兵役 に 多 
く從叫 して 居らない、 或 li 偶々 兵. (/: に 當 りましても 
一年 志願兵と か、 其 他の 琪情 に te つて、 成るべく 兵 
役を 短く して 居る、 殊に 此富煢 階級、 fl; 族階鉍 其 他 
の 子弟は、 生れながら にして 身 牌 健全で ない 者が 多 
い爲 めに •合格し ない 者が 苒 •た 多い、 !? 3 て此 合格し 
て 居る 者は、 殆ど 唯今 EM します る 通りに、 庶民 階級 
が 多い、 即ち 一身を 國 家に 捧げまして、 國 家の 爲め 
に维公 する、 即ち A 間， 大の 義務を ■す 其 大部分と 
云 ふ ものは、 此庶 Jf: 階級に 在る， 此 庶民 階級の 力に 
依つて 國家が 其體 面を 維持し、 其國翩 を 維持し 安 
寧 幸 51 を 維持す ると 云 ふ 事から 申します ると， 庶民 
階級の 功勞や 非常に 大なる ものであります る 方 •國 
家が 即ち 庶民 階級、 即ち 兵役 者に 對して 、如何なる 
待遇を して 居る かと 云 ふと •非常に 私は 殘 酷と 申し 
て 宜しい と 思 ひます、 庶民 階級が 一人 働 人を 徵兵に 
取られ ますれば、 確に 其 家は 一家の 生活 上に 非常な 
打 P を 受けまして、 それが 爲めに 貧乏す ると 云 ふ 事 
は •明白な事 實で あります、 况や 近来 ほ此 兵隊の 兵 
營 上の 生活 も從前 とは 變 りまして、 中々 政府が 支給 
します る だけの. 金では、 丘 〈隙と して 勤務が 出来な-い 
爲 めに、 小 遺と稱 へて 此 貧乏なる 親元から 金を ® る 
者 13: 中々 多い、 之が 爲 めに® き 盛りの 子弟を 取られ 
まして、 さう して 一家の 非常な 生活 上に 困難を 來し 
居る 上に •戰死 でもし ましたな らば. どうなる かと 
申します れぱ ，殆ど 一家の 破滅と 云 ふこと になる， 
さ， r して 免れる 者 it どうかと 云 ひます と-所謂 運で 
籤で 免れる 者、 或は 不合格で 免れる 者、 是は 何等の 
貢献. もせず して、 運が 好かつた と 云 ふので 濟んで 居 
る、 斯樣な 不公平な 制度を 何時 迄 も 維持して 、世界 
に 忠勇 義烈の 一番 强い 兵隊で あると 云 ふこと を、 長 
へに 誇る ことが ai 來るや 否やと 云 ふことは、 私は 殘 
念ながら、 今後は もう 左樣な 事は 斷じて 出来ない と 
思 ふ、 現に 米國の 如きは 此 度の 大戰に 於て、 丘 (役に 
從事す る 者に 付て は>  非常な 厚き 待遇を 致して、 此 
兵役に 出た 家族は 無論の 話、 甚 しきは 御 承知の 通り 
米國ほ 一つの 家屋の 中に 數十 家族 も 同居して 居る、 
其 家族の 中から 一人の 兵隊が 出た と 云へぱ 、其 餘慶 
ほ 其數十 家族に も 及んで、 國家は 之に 相當な 補助を 
與へて 居る、 それでも 實を 申す と 云 ふと ' 一番 大切 
な 一身を 國 家に 捧げる と 云 ふこと であります るから 
物 W 上の 補助を 受けましても、 尙 II. つ m 大 問題で あ 


るので あります、 况や 日本 帝 2が«<?#來の 8| 係か 
ら 致しまして* lit 界に 比 SI C 培 '' なる 兵鼴 
一番 强い兵 除と 云つ て、 再れ-、 北に 誇つ て K るので 
•こざいます •か， 其 侍 遇、 現在の 制度が、 !^ ：；; ;. .、； 
平 —— 他と 比較して 非常な 銪 奴 〇 あります る、 期 ほ 
な 制度を 維持して R つて •日 木 C 所！ i 忠 ^ ぶ乃な る 
|,-. -' 」が、長く保たれるかと云ふ水は、も-「' 

を ^ せず して 明白で ございます、 で、 斯 K な V 公平 
な所の制度と云ふものは、速に改めご、扣没の$を 
しなければ、 现に 今日に 於て 旣に ； '('|1 々な缺陷 ..- ,-來し 
て ir ると 私は 信ずる ので、 ! It 忠 3) 問 題に ^ て、 現 政 
府は 如何なる 御 考を持 つて 居られる か、 明 ^: に 御 - S 
を 願 ひます ■第 七 IX 食 糊 政策の 問 il であります、* 
は 憲政 會の 諸君に 於 かれましても、 何れ. 一 ' Jf riij ' かご 
ざい ませぅ、 所謂 物 ffi( 調節 問題の 中に あります る、 
併し 私が 玆に 此食糨 政策に 付.. 御 ^ ね 致します るの 
は、 意義は 少しく 違 ふので あります. 凡そ 此何れ の 
邦國で ございましても， 國 民の 主要 食品と 云 ふ 物に 
對 して は、 特別の 注意を 拂ひ •特別の 収扱を 致し -C 
居り ます、 戰時 ばかりでは ない、 平生で も —— 何故 
ならば 何れの 民！ S でも lit 庶民 階級と 云 ふ もの 大多數 
を 占めて it る、 

〔大岡 議長 _長席を退き濱田副議長代り辨席〕 
大多數 を 占めて 居ります る爲 めに。 先づ衣 貪 1գ: と E1-1 
します る けれども、 生活す る爲 めに i:c 食 m が 大 事で 
ある>此故に主耍食躐品の價と云ふものは、成るべ 
く 常に 或る 程度まで 同一 價格を 保つ て 必ず 熨 化させ 
ない、 是が 一貫した る 古来からの 所 Is 政治家の、 K 
も 大事に する 問題で ある •是は 私が 玆に 喋々 論じ ま 
せぬ でも •歷史 に 依りましても 明 P! に此事 は 分る こ 
とで ございます から- 此以上 は 申し ませぬ、 現に 我 
が 同盟 國 である 所の 英國の 如き も、 麵麴の を 安き 
に 保つ、 職 前ょり 少しょり 高く しないと 云 ふ爲め に 
國家は どの位の 命を 使つ て 居る かと 云 ふと、 昨年度 
の 如き ほ 五 億 11 以 h、 之が 爲めに 金を使つ て 居る、 
然ら ざれば 111-. 庶‘ i {階級に 於て 食淘 と； •ムふ ものは、 生 
活費の 殆ど 七 八 割を 占めて 居る ので ある、 其 七 八 割 
を 占めて 居る 主要 食 糊 品の 價が 、先年は 壹阊で あつ 
たもの が， 今日 ほ 三 圓四圓 すると 云 ふやぅな になり 
ましては、 如何に 生活が 出来る か、 生活の /-n 來やぅ 
筈は ない、 此 故に 古 來から の 政治家 ほ、 lit 問題に 就 
ては、 最も 忠實な る、 最も 深切なる 考を以 て •主耍 
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食 sa の惯 だけは 變化を させない と 云 ふ 方針を 執つ て 
之が 爲め には、 « 家の«用を茭川することを惜まな 
いと 云 ふこと になつ て 居る、 鄰國 である 吾々 から 見 
まする と、 數步 劣つ て K ると； $:れ 人 共に m じて 居る 
支那です らも、 lit 問題に 就て は、 7*r 來政治 家が 非常 
な 注意を して 居る、 即ち 防 穀 令なる もの ほ 如何なる 
ものかと云ふと、傅統的政略になつて屘りますが、 
此主要 食物の 沿を 變 化させない、 成るべく 安くし や 
うと 云 ふので、 此防穀 令と： K ふ ものを 保持され て 居 
るので ある* 所が n 本の 主要 貧 物の 米は どうで ある 
か、 先年 大隈 內閣の 時分に ■米 俏 が 拾瓷 s 某に なつ 
たと 云 ふので、 直ちに 米 似 引 上の 爲 めに、 米 ¢5 朗節 
會 と 云 ふ ものが 開かれて， 引 上策が 11 ぜられ ました 
其 時に 米 借 ほ 拾 1 ; lfll ょり 拾 八 圓が適 常で ある、 其以 
上に なつたなら ば、 矢 張 調節し なければ ならぬ と « 

ふ 當局界 の 論であつた •所が 其 後 米 ff'< は 拾 八 HI を 突 

破し、 贰 拾 ! 81 となり、 參拾 Ifil となり、 四 拾_ となり 

艽拾圆 となりましても •此 米 ff'i と沄ふ ものに 對 して 

は、 何等の 政策 も 徹底的に 行 はれて K らぬ 、或 ほ® 

钝な御 演 說には •どうかす ると 云 ふやうな 御 話 も あ 

りましたが、牝主嬰炱物たる米似に付きましては、 

徹底的に 何等の 政策 も 行は れて 居らぬ、 Bf を 申し ま 

すると 云 ふと、 今 H 多年の 間 拾 五六 101 •高くても 拾 

七 八 IHI を 超過し ない 米 沿が、 五 拾 lifl 以上に なつた と 

云 ふこと になります ると、 庶民 階級の -;/ から 申し ま 

すると 云 ふと、 是 li 到底 H ふことの 川來な い ff? であ 

る*それで« (3-. 是は飢蹄扣坳と中して私は宜しい、 

斯樣な 米價 の騰贵 と 云 ふ ものは、 所謂 飢髄と 云 ふ も 

のと：！ 一に 政府が 桐て、 腿 & の 策を 樹てな ければ な 

ら ぬ、 所謂 飢砘相 場で あると 云 ふこと を •私は 斷言 

して B らな いので ある •此飢 饉に 際して は、 我が 口 

本に於きましても、政治家としては種々な苦心を致 

して、 種々 な 設備を した ものであります、 是は所 謂 

明 和、 安永の 大飢饉 、天 保の 飢饉、 其 時に 德川稆 府 

が やりました 臨時の 處分 •是 等は 以て 範と する に 足 

る 事 も隨分 あるので あります、 それから 外 K に 於き 

ましても •飢饉と 云 ふ ものに 付て は、 色々 な 事を や 

つて 居る S である、 即ち 食 糨 •か 鞄す く 得られない と 

云 ふことは 、多数の 庶民 階級が 生活 卜： に W 難す ると 

云 ふこと だけで も、 是は 非常な JR 迆の 問題で ござり 

まする が •其 上に 非常な i 題を 生ずる、 即ち 生活 

上に 闲 I1E を來 すと 云 ふこと ほ、 天下の 则亂を 惹起す 


第一の 本と なる、 突 那 にしても、 日本に しても、 其 
他外國 に 致し まし C も、 飢饉と 騷励 、飢饉と 革命と 
云 ふ yi は、 殆と 相關聯 した 事 實にな つて 居る ので あ 
ります、 即ち 今：：： 此飢 蹄 的扣場 を 現して fr ります る 
所の R 本 帝 國に 於て、 危險な る 思想が 頻に傳 播 して 
昨日 も總理 大 [:': ほ、 外来の 危險 思想は 十分 取締ら な 
ければ ならぬ と 云 ふ 御 說も ありました 御尤 であり ま 
すが， 殘念な がら 政 / f.f ほ 食 糨政 策を 確立して、 lit 界 
の 政府と 同様に 此解決 をな さらん 爲 めに、 御 心配に 
なつて K ります けれども 、其贸ほ 政策 上此危 險思想 
を 養成な さる、 ことに、 力を 添へ て 居らつ しやる と 
斷 言しても 私 (S 誤で ない と m じて 居る、 斯様な 生活 
上の [!!3 ^ を • 今日の to く 致して rtf きます ると 云 ふと 
確に 忌むべき 危險 思想と 云 ふ ものは、 非常な 勢を 以 
て 傅 播す ると 云 ふことは、 覺悟 をし なければ ならぬ 
ので ある、 御覽な さい •此 食 » 政策の 確立せ ずして 
斯の 如く 不都合な 4 のにな つて 尻る 爲 めに、 今日 我 
が 日本 lil 民は® も. 上站な 國民 である 殊に 官吏， 公吏 
軍人、軍屬，其他新冏雜誌の記者，諸対"或は所謂 
智識 階級の 人々 で •餘 〇金錢 上の 事， 物質 上の 事を 
口にする ことを >  從來 は耻と 致して 居りました 階級 
其 階級が 近頃 如何なる 運 励を 爲す かと 申し ますれば 
政府の 官吏に して 其 待遇を 不當 として、 同盟を して 
佾給を 骑 求す る il 励が ある、 敎員社 會に 於ても 之が 
ある、 軍人 軍® の 間に も •此運 励は 公々 然と 行は れ 
て 居る、 斯樣な 現象は 日本の 歴史に 見ざる 所で あり 
ます、 上品に 殊に 子弟を 敎へ る敎 員と か、 官吏と か 
公吏と か 云 ふやぅな 人々 が、 生活 問題で 公に 訴へる 
と 云 ふことは 殆ど 無い ijt で， 所が 是が 今日 公々 然運 
_ して pf るのは 何が 爲めで あるか、 即ち 政府は 此時 
局に 於て、 咐給 すると か， 何とか 云 ふこと を やつて 

居り ます けれども、 米價は 三 四 倍 以上に 騰貴した に 

も拘ら ず、 咐給は 八 割か 多く 進んでも 七 割に 過ぎな 

いと 云 ふこと になつ て K る、 生活 ^ を 呼ばざる ほ 得 

ぬの e あります、 一般の 物價の 調節と 云 ふことは、 

是は 中々 色々 祓雜 した 問題であります から、 私は 一 

IK に 玆に言 ふことは 出来ない、 併ながら 世界 萬 國を 

通して、 國民の 主要 食物、 即ち 活きん が 爲めに 一番 

必婴で ある 所の 主 驳食物 だけは、 特別の 政策を 樹て 

て 國 民の 生活 安を 岡る と 云 ふことは、 政治家の 最も 

大切なる 所の 責務で ある、 此食糊 政策と 云 ふ ものに 

就て、 現 政府 ほ 如何なる 成案が あるか •之を 御 尋い 


たします、 次には 國民敎 育の 問題であります、 今 a 
の國 民敎 育は 實に 愍れな ものであります、 此義務 敎 
育は、 六 年を 以て 終了 致して 居ります ので ございま 
すが、 此 義務 敎 育の 費用で も， 能く 調べて 見ます と 
云 ふと， 庶民 階級 自ら 支辨 しなれば ならぬ ことにな 
つて 居る， そこで 國家は 非常な 金を 投じまして •此 
敎宵に 色々 な 施設を 致して pr ります が， 非常な 金を 
投じて 敎育 事業に 使つ て 居ります、 大部分は 何人が 
其 恵に 浴して 敎育を 受けて 居る かと 云へ ば •是は 多 
數の庶 民 階級に 非らず して‘ 少數の 富豪 階級 •若く 
は 特權 階級の S めに 使 はれて 居る •現在の 制度が さ 
うで ある、 而して 前に 申します 通り •  0 家の ffl tji と 
云 ふ ものは、 庶民 階級が 殆ど 全-部を 負擔 して K るに 
拘らず 、其 中から 敎育费 とな , 0 て 支出され て 居る 所 
の もの if 如何なる 者が 此恩崽 に 浴して 屛 るかと 云 
ふと、 即ち 少數の 常 豪 階級 •特網 階級の 子 m に是が 
利用され て 居る、 是は 多くの 說 明を 待ち ませぬ J も 
諸君 ほ Iff ちに 御 分りで あらう と 思 ふ •而 して 此敎育 
なる ものは、 生存 競 眾 の / U 發點 になつ て 居る， 即ち 
中學 校を 卒業した 者ょりも 高等 學校を 卒業した 濟の 
方が、 銀行 會社其 他の 所で 採 ffl する 場合 1- 好く 採用 
する、况や大學、それ以上を卒業した者ほ，尙更に 
好き 所の 位蹬を 得る， そこで 此生存 競 爭の® しい U1 
發點に 於て、 旣に 非常な 不公平な 誤つ たる 所の 敎 W 
制度の 爲 めに， 生存競争の m 發點に 於て、 庶民 階級 
と 富豪 階級 以上とは、 非常な S が 付いて K る、 そこ 
で 富豪なる 者は 益々 富んで、 貧者 ほ 益々 貧しくなる 
と 云 ふ 結果に 防る のであります、 是 ほ 詳しく 御 話す 
れば是 亦 中々 長う ございます から >  简閛 にして 置き 
ますが、 此不 公平なる 所の 制度を 何時 迄 も 維持して 
置きまして、 今後 所謂 阈家の 安寧， 阈 家の 所謂 福祉 
と 云 ふ ものが 保たれる や 否や、 私は lit 敎育 制度に も 
矢 張 限 本 的の 刷新を 加へ て、 庶民 階級 も 亦 生存 競爭 
の 出 好 S に 於て は、 富豪 階級 若く (3; 特櫸 階級と， 同 
一の 「フ ート j に 立つ ことが m 来る と 云 ふやう に、 
其方 針を 變へな ければ いかぬ と 云 ふこと を、 斷言す 
るに 憚らない のであります ，現 政府は 敎育の 事を 政 
綱の 一つと して 御說 明に なつて 居ります が- 殘 念な 
がら 是ほ 少數な る 富 ii 階級の 子弟を 敎 育す る だけの 
事で、 一般の 庶民 階級に (3: 何等の 恩惠も 及ばない の 
である、 殊に 此 改造 後の 社會に 於き まして； f、 庶民 
階級の 智識を 描め， 庶民 階級の 位蹬を 進めなければ 


世界的 競爭に どうしても 堪へ ぬと 云 ふ， 玆に 必然な 
る必嬰がある琪情がある，卟故に敎育制度4极本的 
に變へて行かなければならぬが-現政府は此點に對 
して、 果して 如何なる 抱負を 持たれる か、 之を 御® 
して 見たい、 次は 防 貧 救貧の 制度で ございます， 貧 
乏にな りまして から 兎や角し ましては、 事 旣に晚 い 
のであります から •貧乏に ならぬ 先に © を 防ぐ と 云 
ふこと が、 國 家の 近世の 政治に 於き ましては、 最も 
大事の 問題な ので、 即ち w fi が 第一、 其 次が 救貧 制 
度， 此問 題に 就て は sn 何 /,' C る 政策を 持たれる か、 旣 
に 先進 S に 於き ましては 此點に 就て は 中々®々 の 施 
設が出 来て 居ります、 即ち 國家が 社 科 保 ii と 云 ふ も 
の， 之を 解剖して 申します れば .災害 保險 、疾； 一保 
險 ，失業 保 險 .，綦 老錢疾 保 險と云 ふやうな ものを、 
十分に 徹底的に 行 ふて 居る •即ち 言 ひ 換へれ ば •强 
壯なる 若には 勞® を與 へて やる-病弱な ^ には 給料 
を與 へる、 それから 老衰した 者には、 H 家が 其餘命 
を 保たし める 一 ■安 穩に 保たし める 所の 設備を して 
やる、 是が即 ち 世界の 先進 國を 通じての、 所謂 防 貧 
救貧の 設備に なつ --t: 居ります、 所が 此設 wi に 至り ま 
しては、 殘念 ながら 日本の 今日は、 殆ど 何等 設 敝ぶ 
無い と 申して 宜しい、 是は此 改造 後の 社 © • に 於き ま 
しては、 最も 必斟な る 問題で ある、 此 度の 財政 計 ！® 
の 上に 於て、 此 種の 何 か •> あるかと 眼を [|![ の 如くし 
て 見付けましても， 何等 設備が 無い ので ある、 近日 
何 か此 點 に 就て 大々 的の 案が あるか 否や、 之を 御© 
したい， 次に 此庶 K 金融 機關の 問題 •凡そ 勘 業を 致 
し、 什 事を 致します に* 資金の 必嬰で あると 云 ふこ 
とは* '® 々 の 辯を 要し ませぬ、 日 木 帝 國に 於き まし 
て も， 國家が 非常な ■牲 を拂 つて、 種々 の 金融 機關 
を 設けて 尻り ます， lit 機關を 維持す >:■- S めに， 阈家 
ほ 非常な 費用を 使つ て 居る ので >  所 で ¢1; 金融 機關を 
蓮 用し まする A if 如何なる 稲 類の 人が 使つ て K る 
かと 中し ますと 云 ふと、 極めて 少數な る 富豪の 階級 
特權 階級が 之を獨 占して 居る、 さう して 大多數 の庶 
民 階級は 殆ど ± に與 つて 居らぬ， 質屋 若く 13; 商利 貸 
高利 贷類 似の 金を 使 つて •傲に 仕® をして 居る と 云 
ふ實 際で ありま 十 /1 凡そ 不公平と 云 ふ 中に も、 金 ^ 
上の 不公平 程甚 しい もの li 無い、 何故な れぱ是 は 事 
業 其 物の 自然の 性質では ございませう が、 金 持で あ 
る だけ、 それだけ 安い 利子で 澤 山の 金' か 借りられる 
日本一の 金 持>  此 上に 金を 儲けなくても 宜しい と 云 


施政、 財政、 外交 方針に 關 する 鈴 木 梅 四 郞の H 間 
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筠 | & 方針の m 問に 對すろ K  :： 一' 理大 i K の I ?? 菇 
ふ H 本 | の 金 持が 琪菜を し、 金を fcs け やうと すると 
國 家け 甾渥な る 補助を 與ヘ ます、 金潑搏 關が是 が 一 
.番 低利な 金を 多く K し、 段々® 乏にな る だけ 金額が 
少くな つて •利息が 商くなる、 斯樣な 屯に なつて 居 
る、 棰めて 露骨なる 所の 不公平が 行れ て fr るのは、 
金融 钧關 の I1? 際であります、 國家は 之に 對 して 非常 
な 厚き 保 誃を與 へて •斯棟 な 事を やつて 居る、 併し 
一而 考へて 、多數 の庶 K 階級は どうかと 中し まする 
と 云 ふと •今 申します る 通りに. 殆どもう K 利 It 若 
くは 質屋の 商き 金ょり 外に、 借りる ことが ill 來ない 
や 5 になつて 居ります、 故に 歐 米の 先進 國に 於て は 
庶民唠 級の 金隞鹋 關と云 ふ ものは、 疾うの 昔から 設 
備 されて 居りまして、 庶民 階級に も 低利を 以て 金を 

1¥ し V' さう して 十分な 活励の 出来る やうに なつて 居 

るので あります、 所が 日本は 左樣な 事は 殆ど 出 來て 

居らぬ と 云 ふの ほ、 此 改造 後の 社會に 於て は、 最も 

速に、 最も 親切に 設備を する 必耍が あるので ありま 

する が、 現 政府 (3: 此點 に 就て は、 如何なる 方針を 有 一 

たれて 居る か、 是が私 の 總理大 K に 御® を 致します 

る先づ 主なる 點で ございます， 次に 大藏 大臣に 一寸 

序で-ございます から 御尋 致します るが •此 度の财 政 

計 进 に、 滅怙基 金の 制度を 一寸 中止され て， 其 金を 

膂通の 財政 計 誰の 中に 御 人れ になつ た、 殊に 種々 な 

說明 をされ て >  是ほ 中止した ので あるが、 遠からず 

W の 通に 復 すると 云 ふこと であるので あります、 從 

来からの 成 行から 申します れば •所謂 御座な りの 平 

凡の 政策と J ましては、 一應御 尤に考 へます るが* 

私共は 此點は 甚だ 時勢の 變化と 云 ふこと に 就て"® 

る 不審を 抱く ので ある、 全體 減債基金 制度と 云 ふ も 

のは、桂內閣の時分に旣に外國に於てほ、需きもの 

だと 云 はれて 居る ものを 採用され て 出来た， 即ち 外 

國 公 fi'f に 相當 の偎を 保たせて， 金を 借る に 都合ょ く 

する 爲めに 案出され た 法案であります る、 所で 日本 

帝國の 此數年 前に 於き ましては、 確に 之に對 しては 

まだ 幾分の 意義が 有つ た •何故な れば 外國 から 金を 

借りて、 種々 の 仕事を しなくて はならぬ と 云 ふこと 

であつ たであります るから、 まだ 多少の 意義は 有つ 

たのであります るが 今日では 殆ど 此制 度を 置く 必要 

が 無くなつ て 居る、 今日日 本の 公債と 屮し まする も 

のは， 世界の 公 ffl の 中で 最も 信用の 厚き 公 fw である 

恐らく 米 國の公 惯 と， 伯仲の 間に 在らう と 私は 信ず 

るので ある、 我が 同盟 國の 英國の 如き* 先年 來非常 


に m 川の 有つ た 公位であります る •か、 今日に 於て は 
遙に 日本の 公 W に 私は 及ばぬ と 思 ふ、 K は 前年 比 ® 
上に 於て 丁度 高 橋大陡 大 K に 私が rf 間を したと きに 
日本の 公似は 土 耳 古の 公位と 同じ fil だと 云 ふ 竹 問を 
して、 高 橋 級 相は 之に 對 して •色々 御 答 辯の あつた 
ことを 記 ta して 居ります るが、 今日 は 日本の 公似と 
云 ふ もの ほそん な ものでは ない、 國 力の 充 K と. 世 
界經濟 0 變化に法つて，日本の公似と云ふものほ， 
非常に 信用の ® きものに なつて 居る こと ほ， 藏 相 自 
ら御 承知で あら*^ と 思 ひます、 して 見ます れぱ 、今 
日 斯_な 前代の 遣 物た る 減債基金 制度な どを， 一時 
休止して 又 之を 復舊 するな どと 云 ふ 姑息な 事を 爲さ 
らず して、 公 值 似 還は 自由® 還に して* 斯んな もの 
は 御廢 しになる べき 窖と 私は 思 ふ、 それで 結！！ であ 
ります、 旣に其 必要が 無くなつ たものを、 故ら に 種 
種說 明を 加へ て 追て 復 a するな どと 云 ふこと ほ、 時 
勢を 理解せ ざる も 亦 甚だしき 御處 置と 私は 考 へる 此 
問題は 憲政 會の諾 君、 若く (£ 貴族院 あたりと、 先年 
色々 な 政權爭 帟と 申す と 語弊が あるか 知れ ませぬ が 
其方に 利用され た 形 も あつたので あります る、 左樣 
な 歷 史的の ものであるから、 殊に此 必要で 無い もの 
を、 後に なつ ■たら 復さ うと 云 ふやうな、 姑息なる 案 
を 立てられた ので ございませう けれども 併ながら 其 
外に 是非とも 此 減債基金 制度を 維持し なければ なら 
ぬと 云 ふ 必要が ある や 否や 其御說 明を 承りたい、 そ 
れから 最後に 外務大臣に 一つ 御尋を 致したい 、外交 
上の 問題に 就きましては、 種々 私共 政府に 質‘ 問す ベ 
き點 が澤山 あるので ございます が， 併ながら 是は御 
同樣に 餘程愼 まなければ ならぬ 問題であります るか 

ら 、此處 では 餘り 多くの 問題は 論議し ない 積り であ 

ります、 唯々 一つ 私は 此 改造 後國際 聯盟 も旣に 成立 

ち、 國偾勞 磡 會翳も 出来、 民間 私立の 國際 聯盟の 會 

4 出来 •追々 世界的に なつて 來 ると 云 ふ 時に 方つ て 

我が 外務省の 執る 所の 外交 方針は、 餘 りに 守麗 的、 

餘 りに 傳統 的に 泥んだ 政略で ありは しない か、 即ち 

外交 上の 宣傳問 題で ございます >  是が殆 ど 成つ て 居 

ら ぬと 私は 斷 言して 馏らな い、 近き 例を！ ■げ ますれ 

ば、 米國の 上院に 於き まして、 所謂 山 東 問題 I 此 

問題に 就て 大統領の 候補者に もなら i と 云 ふ 相當の 

立派な _員 が 、事 實を揑 造した かしない か 知り ませ 

ぬけれ ども •山 東 問題に 就て 非常な 根 抵の愆 つた P 

論を 熾ん にして、 米國の 新聞が 何れの 新聞 も 皆な そ 


れを掲 3$ して、 日本の 不利益を H ると 云 ふ 其 時に 當 
つて、 我 外務省は 如何なる 手段を 執つ たかと 申す と 
殆ど 之に 就て 何等の 宣傳 もしないで 居つ たと 云 ふこ 
とを、斷言しても私は憚..つないと思ふ、即ち從來の 
政策に 法つて、 外國 人に 對し て宣闯 と 云 ふ 取を， 全 
く 心掛けて 居らぬ と 申しても 宜しい、 又 排日 問題 是 
も 非常な 問題であります るが、 此排日 問題の 根本と 
云ふものは、米國上院の議論の間違つて居る、以上 
に 間違つ て 居ります るが、 之に 對 しても 外務省は 何 
等の 宣傳 もしない、 次は 彼の 南洋の 所謂 赤道 以南の 
獨領 委任 統治の 問題で •濠洲 (3; 其國 法に 依つ C 日本 
人を 排斥す る 法律を 利用して、 委任 統治を やる と 云 
ふのに 對 して、 我國 から 抗議が 出て 居る と 云 ふこと 
は 事實 であり ませう、 外務省から ほ 國 民に 何等の 報 
吿も爲 さつた やうに 思 ひませ ぬが、 

〔濱田 副議長 議長 席を 退き 大岡 議長 復 席〕 

外 國の電 信， 外國の 新聞に 依つて， 吾々 も 之を 知つ 
たのであります る、 是は 確に 事 W であらう と 思 ふ、 
斯の 如き 間 題は 是は もう 理義 明白の 問題で ある， 獨 
領 時代には 、日本の 人達が 確に 自由に 移民 もし， 種 
種な 仕事を 往 つて やつて 居つ た 所で 是が 委任 統治と 
なつて、 濠洲の 所謂 制規 に從 ひます れば •白人の 縻 
洲で •有色 人種 絕對 排斥と 云 ふこと になる とします 
れぱ •從 前と 較べて 非常な 不利を 被る と 云 ふことは 
明白な ^ であります るから、 是は A 種 平等 問題 どこ 
ろでは ない、 何人が 聞きましても •之を 主張して 之 
を 貫徹す ると 云 ふことは 當然の 事で、 如何なる 低能 
の 人で も、 之を 不道理と 言 ふ ものは 殆ど lli 界に あり 
ますまい、 此種の 問題で も、 外務省が 盛に 宣傳を 致 
しまして •日本の 輿論 ほ 無論の 話、 世界の 輿論を 動 
かしま すれば、 同盟 國た る英國 の A に、 如何に 頑冥 
不靈 人が あつても •此 正しき 論と 云 ふ ものには、 抵 
抗 する ことが 出来ない からして、 此 目的を 達する こ 
とが 出来る に 相違ない、 然るに 此點に 就ても、 «| 變 
らず 沈默を 守つ て宣傳 をし ない、 それが 爲 めに 立派 
な 理由’ 誰に 聞かしても 論理 明白な事 柄が、 行惝ん 
で 行 ほない と 云 ふやう になる のは， 即ち 今：！ 一の 所謂 
外交 上の 一番の 武器で ある、 宣傳と 云 ふ ものが 全く 
忘れられて 居る 爲 めに、 困難を 來た して 居る と 云 ふ 
ことを >  私 ほ 承認す るので あります、 改造 後の 日本 
は國際 聯盟の 一員と して、 今後 ほ lit 國際 聯盟に も 色 
色の 問題が 討 翳され ませう、 勞® 問題の 如き も 年々 


一六 〇六 

開かれます から、 是も 色々 o w sffl が 起， り -* rv r r、 ^ 
(i 里 國の商 菜 0- 班と 云 ふやうな も 〇 もあります し* 
色々 な 問題が ありまして'  今後は . 0 己 〇 主 K i. --;* ふ 
ものは， 政府に 於ても、 民 [;!' に 於ても •自分の. 

する 所の 宣搏 と 云 ふこと を i-i も 努めなければ* lit 界 
の 競爭 場裡に 立つ て 必ず 負ける に 相® ない、 是はも 
う斷然 PJ 來の惡 習を 破つ て、 大に宣 敗を 努めなくて 
はならぬ と 私共は 思 ふが、 外務 大 Ki は、 相® . •> ず. |£ 
傅は g さらぬ やうな 狼 度であります、 現に 昨：：： の 山 
答 辯の 如き も •どうやら さう 云 ふ 風に 収れ る fITi が 多 
い、 矢 張宣傅 無用と して、 從來 の si 習 ti'i に囚は れて 
居られる や 否や、 或は 世界 共通の 宣傅 を是 から やる 
と 云 ふ 御考で .ある や 否や、 之を 御靱致 したい、 どう 
ぞ 明快なる 御 答 辯を 得たい のであります。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 原總理 大臣。 

國務 大臣 原 敬 封 登 稻〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君，； 段々 鈴 木鞀 ょり 御 質問が あり 
ましたで、 簡 » に 御 答を 致したい と 思 ひます* 第 一 
の 御尋ほ •臨時 議會を 開く 積り かどう かと 云 ふ 御尋 
でありました が、 是は 昨日の 演説の 中に、 lit 界の大 • 
勢に 顺應 する が 爲め に， 諸般の 制度の 改正を 耍する 
云々 と 申した ことょり、 此尋が 生じた と 思 ふので あ 
ります が、 それに 付て は、 各種 必耍な る 調查會 も 造 
り 居る と 云 ふこと を 申 述べ 置きました、 隨て是 等 調 
査の 結果と して •今期 識會に 提出す る もの も ある® 
りであります 、又は 次の 譎會を 待たなければ ならぬ 
もの も ある ' 5-'4 故に 調査の 出來 上りました ものは、 此 
議會中 に 提出 致し ませう、 又 調査の 終らぬ ^ のは、 
巳む を偈ず 次の 翳會に 提出 致します、 其 他 措き 雛き 
事で も 生じます れぱ 、枭は 臨時 議會を 開く と z< ふこ 
とも 巳む を 得ぬ のであります、 併し 今日は 會沏の 初 
でもあります し、 調查も 段々 進行 中であります、 果 
して 臨時 議會を 開く、 若く は 開かぬ と 云 ふこと を茲 
に豫 言す る ことは 出来 ませぬ、 必要が あれば 開き ま 
す、 必耍 がなければ 次の 議會を 待ちます、 御說敢 を 
願 ひます (笑 聲 起る) 次は 華族 制度を どうす るかと 
云 ふ， 是は 憲法 上 重大なる 問題で、 又 世間には 色々 
議論 も ありませ うけれ ども、 憲法 上 天皇の 大權 'に 
屬 する 重大なる 問題を. 玆に如 何す ると； K ふやうな 
ことを 申 上げる 鐸には 參り 兼ぬ ると , al ひます、 次に 


際 藓衆铒 P 阈帟 P 二十 四ず 


li n 族院の 問題であります， fi 族院の 制度を 如何に 
する かと 云 ふ 御 尋で あります が、 是亦 it 憾なが ら御 
答は W 来ない、 或は 一院に 於て、 或る 一院の 行動を 
篛し て、 之に ac つて どうす ると S ふやうな 事は、 避 
けたい も s と 思 ひます、 其 次は國 税の負 捩の 權衡を 
保つ と 云 ふこと であります が、 是は御 承知の 通り、 
W 政 經浒 調 - yt 會を 設けて® きました、 即ち 鈴 木 射 も 
K の 一員であります、 税制の 整理を 致す と 云 ふこと 
も， 將 來必耍 と考 へて 居ります から、 其の 案を 備へ 
て M 政 經浒調 杏 會に諮 2 をす る 時が あらう と 思 ふの 
であります、 今回 提 W 致した 豫算 —— 课 筘に關 係す 
る 所の 所得税、 並に 酒税の 佾收 であります るが、 是 
は 整理の 目的を 以て 提出した るので はない と 云 ふこ 
とほ 無論 御 承知の 事で ありませ う、 併ながら 整理の 

目的に 非ず して， 咐收の 目的であります けれども、 

併し ^ 收を 計る に 付て、 此の 法律を 按排す るには、 

整 P!! の 意味を 含まざる を 得 ませぬ、 即ち 鈴 木 君 も 其 

大體の 主 遜には、 御 同意 だと 云 ふこと であります る 

が、 其 御；！ 意になる やうなる 主叆の 下に 所得税 並に 

捫税の 整理を 立て、 屛 ります るが、 他の 一般の 租税 

に關 しまして it 、 段々 經濟 界の狀 態も變 化 致し、 又 

阈民 の狀態 も @ 化します から、 之れ に 腿 じ til 常なる 

税制の 啓 理を 致したい と考 へて 尻り ます、 此の 整理 

を 致す に付きまして は、 財政 經濟 一; 丧 e に 御 相談 致 

さう と 思 ひます、 又 昨年 蕺院 ょり 05 餓 された 意味 も 

此の 邊に 在らう と考へ るので あります、 旁々 —— 尤 

も 其の 中に 地 m 修正の やうなる こと も 御 話が ありま 

したが、 是れは 宅地 m 修正は 先年 改正せられ ました 

が 田畑 地 ffi 修正の gf ffii の ? 5 用は、 碗 か 第 四十 諮會に 

御 同 棟に 協资 し® ると , W ひます から、 御腦念 の點は 

無い と M ひます から •是れ は 御調 査を願 ひます、 次 

は 兵役の 問® であります、 兵役の 問題は、 今日 何等 

上下 © •rl- rll の關係 に te つて、 KS 別を 立て ゝ居ら ぬのは 

明かな ?} J であります、 又 兵役 —— 旣 に入焭 致した 者 

に 付いて， 是れ 等の 日常生活の 關 係に 於て 段々 改良 

を 加へ、 物 ffi 睇 ft 等に 付きましても •相當 な％ 翻を 

j 致して 居る と 云 ふこと も， 御 承知の 通りであります 

併し 娃れ等 の 狀態に 付て、 委しき ことを 御 承知 相 成 

りたい 次第であります るなら ば、 降 軍 常 局より 詳細 

に 申して 5£ しいので あります けれども、 今日は 兵役 

に 於て、 何等 S 常 其 他に 依つ て K 別を 致して 居る の 

でも ありませ ぬ、 又入贷 致した ?;- は、 御 推察の やう 


なる 悲 tf な 狀 態に 居る 譯では あ 〇 ませぬ， 併し 此上 
にも 改. li を 加へ ると 云 ふことは、 是は 申す まで もな 
い 話であります が、 さう 云 ふ 御 趣意でありますなら 
ば、 唯今 申した 答 辯で 足る と 思 ひます •尙ほ 根本的 
に 別に 間题 等が あつて、 御尋が あれば •何とも 申 兼 
ねます るが、 先刻 御演說 だけの fll でありますなら ば 
是で 足りる かと 思 ひます、 それから 食® 問題、 是は 
御尋を 受けました のは 甚だ 異樣に 感ずる ので ありま 
す、 昨年 秋、 當院の もありまして 、•財政 調査の 
事' かんりました が、 財政の みでは いかぬ と考 へて、 
財政 經濟の 調 ? t 會を糾 識し 、即ち 鈴 木 対な ども 其 一 
員で 居られる、 而 して 此に 食糧 問題を 提出 致して、 
丁度 鈴 木 君が 御述 になつ たやうな 事情で、 或 時は， 米 
價が 高い と 云つ て騷 ぎを する し •或 時は 安いと 云う 
て騷 ぎを すると 云 ふやうな ことでは いかぬ-又 糧食 
は 之を 充實が 出 來るや 否や、 自給 3 n 足は 安心で ある 
や 否や、 其 等の 點を 非常に 心配を 致しまして、 特に 
之を财 政 經濟調 查會に 諮問 致しまして •特別委 員を 
設けて、 特別委 員の 調査 ほ 稍々 結了 致し 桃け て 居り 
ます、 费用其 他の 點に 於て、 調査の 濟まぬ 點が ある 
爲 めに、 更に 再議を 求めて 園き ましたが、 此糧食 間 
題は、 之に 依つ て 根本 問題を 解決す る 積 りで ありま 
す， 特別委 員の 調査の 結了 次第に、 財政 經濟調 査會 
の 總會に 諮ります るから、 其 時には 十分に 鈴 木 君の 
御意 見 も 承ります が、 丁度此 演壇で 御述 になつ たや 
うな 必要は 此 糨 食 問題を 諮問す る 折に 述べて 置いた 
のであります、 是は 棄跤き _ い 問題であります •調 
査の 結了に 依つ て總會 に附 して、 總會の 結了に 依つ 
て、 政府は 成るべく 此案を 採用 致しまして I 其 結 
了 致した 案を 採用 致して、 必要が あるなら ぱ議會 に 

提出す る ことに 致します、 國民敎 育の 事であります 

が、 是は 一寸 趣旨の 在る 所を 了解 致し 兼ねました が 

耍す るに 義務 敎育 を此 ■に 措いて は •宜しく ある ま 

いと 云 ふやうな ことに 歸著 する やうに 聞え ました. 

無論 其 通りであります、 義務 敎育 を此 儘に 措く と 云 

ふことは 宜しくない のであります が、 然らぱ 如何に 

する か、 是 ほ 大 問題であります、 先般 高等 敎 育摁關 

を撾張 致した のは， 年々 義務 敎 育を 終り、 中 學校に 

入り、 而 して 高等の 敎 育を 受ける 場所 か 無い ので あ 

ります から、 其 機關を 撋 張 致した ので あ 〇 ます、 今 

日 義務 敎育を 受ける 者は、 受ける 場所が 無い、 即ち 

學校が 缺乏 致して 入る 途がな い、 狀態は 一つ も 無い 


璆齡 5.1 蜜の 九十 九 入までは、 就 學致 して 居る 所が 多 
いのであります、 蓋し 之に 付て 13: 费 用が 嵩みます か 
ら 、費用で も增 したら 宜か. W うと 云 ふので •先年 決 
S された 一千 萬圓の 補助が あります から、 彼等の 事 
であります れぱ 、財政の 許す 限り、 もつ と 補助を す 
る こと も 差 支は ありませ ぬが、 是は 財政の 狀 態に 顕 
みなければ ならぬ、 是は敎 育 費と 云 ふこと であり ま 
す、 敎 育を 受ける 途が ある や 否やと 云 ふことは 別 問 
題であります、 今日は 敎育を 受ける 途がな いことは 
無い、 敎育费 が 嵩みます から、 相當に 補助して 宜し 
いのであります、 それから 防 貧 救貧と 云 ふ御尋 であ 
ります が、 人 問 成るべく 貧乏に ならぬ やうに 防ぎを 
せいと： K ふ 御尤もな 話 •併ながら 之には 色々 の 事情 
があります、 歐 羅 巴の 例 も 御 引に なりました が、 歐 
米に 於て は 貧富の 懸隔は 日本 どころ でない、 非常に 
甚し いものであります、 故に 此 貧窮なる 者を 救濟す 
ると 云 ふこと に 付て は •多額の 金を 費して 色々 な 方 
法を 設けて 居る、 まだ 日本の 貧富 (3; 懸隔 致して 居る 
と 申しても、 歐米 程では 無論 ありませ ぬ、 f'f ながら 
是も 等閑に 附する 問題で ほ ありませ ぬから ■段々 其 
途も攻 究 致したい と考 へて 居ります が、 豫算に 十分 
に 見えない と 云 ふ御說 でありました が- 豫算に 非常 
に有力なる程の費用を計上することほ、無，1今日の 
財政では 出来 ませぬ、 又 左程の 必要に 迫つて 居る や 
否や も餘程 研究を 要し ませう、 是 ほ 甚 'た 枝葉の 問題 
を 申す やうであります けれども、 適來 ほ 大變に 乞食 
が 減つ たと 云 ふこと を 承つ て 居ります、 確かな 統計 
は 持つて 居り ませぬ、 絞 計は 持つ て 居り ませぬ から 
其 說の當 否は 分り ませぬ けれども、 併ながら さう 云 
ふ狀 態が 見えます から、 防 貧 救© と 申しました 所で 
餘程 研究を 致さな けれげ、 •却て 惰民を 生ずる やうな 
K が 無い とも 限り ませぬ、 併ながら 國家 として ii 何 
れ にしても 貧民の 多くない やうに 其 手段を 研究す る 
ことは、 申す まで もない 事であります、 主義に 於て 
何等 異論の 無い ことであります、 其方 法 時期 等の 考 
から 申せば， さう 輙す くは 出来ない 問題であります 
それから 庶民 銀行の 事であります が、 是は どう 云 ふ 
銀行を 庶民金融 楗關と 申せば 5C しいので あるか、 甚 
だ 了解に 苦み ますが、 日本には 色々 ある、 或は 細民 
に對 して 金融を 致す 途が あるので あります、 併し特 
に 庶民 •たけを E 當に 貸付を すると 云 ふ 銀行は 無い や 
うであります、 けれども 之が 爲 めには、 或は 色々 な 


組合 等が ある、 瞄買 組合 も、 生產 組合 も、 色々 な驵 
合が あつて、 或は 御 承知の 通り 質屋が あつて、 色々 
な 貯蓄 銀行 等 もあります •けれども 是は 特に 細民を 
擦んで 貸付け ると 云 ふことは ありますまい が、 色々 
な 方法は 設けて 居ります けれども、 特に 何 か 細民に 
だけ 貸付け る 銀行を 立てる 意思が ある や 否やと 云 ふ 
ことに 付て は、 事情を 了解 致し ませぬ、 是も御 質 間 
の 御 趣意 判然 呑 込み ませぬ が， 兎に角 さう 云 ふ 者を 
救 ふ途が ありま すれば •それ < 方法を 攻究 致す こ 
とは 至極 宜か らうと 思 ひます、 共 他は 外務大臣な 〇 
大藏 大臣に 對して の 御 質問であります から、 私に 對 
する 御 尋の分 だけは 簡單に 其 趣意を 明かに して 置き 
ます 

【拍手 起る j 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 高 橋大藏 大臣。 

f 國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 鈴 木 君の 御 導の 減 ffi 
基金 繰 入 中止の 事が 禅 算に 現れた >  此 中止は 昨日 11-1: 
鹿で 述べた る 通り、 政府の 考と 致しまして は、 三 四 
年に して 復活す ると 云 ふ 意見で ある、 それは 或は 貴 
族院 •若く は 憲政 會な どに 對 して >  氣敏 の 上から， 
さう 云 ふ 事を 言 ふたので ないかと 云 ふ 御尋で ありま 
する が、 決して そんな こと {3; ありませ ぬ. 何 所の黨 
とか 何 所に 氣兼 をして、 己れ の 心に 無い ことを 計畫 
に 現す もので ない、 矢 張 信して 復活す る 機 會が來 た 
ならば 復活す ると 云 ふ 確信を 持つ て 信念を 持つ て 居 
ります、 さう 御 了知を 願 ひたい、 (r 高座に 願 ひま 
す」 と 呼 ふ 者 あり〕 是で 宜しい のであります けれど 
も， 然らば 維持す るなら ば 其 理由 如何と 云 ふ 御尋， 
是は 外國の 例」 も ある 自由 償還、 即ち それを 御主 張 
なさる やうに 伺 ひました、 決して 自由 償還 主義に 私 
は 反對 する ものでは ない、 我國に 於き ましても 左樣 
な 時機が 来たなら ば、 勸んで 是 ほ 採用して 宜しい 事 
である (「もう 少し 大きな 聲で j と 呼 ふ 者 あり \_. 併な 
がら 唯今 鈴 木 君が W はれた やうに •公愦 ほ！ 一り 其 政 
府の 償還 能力が 確に 有る かと 云 ふ 信用の 一事を 以て 
此公值 と 云 ふ もの ゝ價を 維持す る， 又公债 が 能く 民 
衆 化される と 云 ふ ものでは ない、 總て の物價 と同樣 
に 矢 張 需要供給の 原則には 從 はねば ならぬ もので あ 
る、 明 洽三十 年頃に， 御 承知で ありませ う， 英國の 
公值は 額面を 超えて、 百 十六 磅まで 騰貴した ので あ 
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ります、其時の舆9ほ、段々公《の 5« ..:女が妨えて供 
給の 不足を 吿げた ，仍て 金利 (3: 簡に 二分 半の 低利な 
るに も拘ら ず •日々 公 5S の 市 捫が昂 资すろ •此 公 {IX 
に對 して 放 ? t する 人に 對して ほ、 如何にも 氣の (g で 
ある， 雄 竞公 沾が 少ない からで あろから して、 此法 
律 1. 佐つて* 必ず 放 資せなければ ならぬ と 規定され 
て ある 所の ものに 對 して、 更に 市 依を 加へ ろと 云 ふ 
輿論が 起つて、 當時 倫敦公 依を 之に 加へ たの だ， 其 
加へ たが 爲めに 百 十六磅 の 公 {2 が、 百 五 磅まで 忽ち 
市 13 が 降つ たと 云 ふ 莨 例 も ある、 绍て間 もな く 南阿 
の 防 ■爭が 起つ て、 それが e めに 英國の 公 M は 一時に 
大に殖 えた 譯で ある、 忽に して 市悄 七十 磅 前後に 降 
つたので あります、 それなら ば 其 時英國 政府の 償還 

能力を、 世間が 疑つ たので あるかと 云 ふと、 決して 

さう でない、 矢張り 是れは 俄に 公 (a の 供給が 殖えた 

と共に、 需要 之に 及ばず して、 市價が 降つ た 譯であ 

る 我 國の公 值も矢 張 同じ 事で ある、 成程 先達； 5T 鈴 

木 君 ほ、 我 國の公 債は 土 耳 其の 公债と 同じ だと 言は 

れた ，鬼は 私は 忘れて しまつて 居る のです、 併し さ 

う 言は れたと 本人が 言 13; れる •而 して 今日は 亞米利 

加の 公 ffi 以上に 我 公 债は市 M を E 相して 居る、 最早 

信用 13: 十分で あるから して、 何ぞ此 上 減債基金 法を 

維持す る 必要は なから う、 と 斯う 云 ふ 御 議論の やう 

であります が、 喵今中 上げました 通り、 時の 政府の 

一時の 信用が 高まつ たからと 云うて、 それで 進む も 

のでない、 矢 張 分量 如何に 大關 係が ある ことで ある 

殊に 此減債 基金 法を 設けられた る 趣意は‘ 日露の 戰 

串 後に 於て、 此 何等 租税の 外に 償還の 財源の 無い 公 

偾が殖 えたので ある •國 民の 和 我を 以て 還附 をし な 

ければ ならぬ、 種類の 公債で あるから して、 是は成 

るべ く 31 代の 人が 負擔 して、 子孫に 其累を 遣さぬ や 

うにして、 之を © 却す ると 云 ふこと が 一の 趣意で あ 

つた •  C 拍手 起る〕 唯 だ 公債の 市 僧を 其 時 維持す る 

と 云 ふ ばかりでは ない のであります >  而 して 此戰爭 

の爲め に 用ゐた 所の 公債， 其 後出て 居る 所の 租税を 

以て、 元利 偾還せ ねばならぬ、 公債の 種類と 云 ふ も 

のが 殖えて 居つ て、 未だ 此 子孫に 果を 遺さぬ やうに 

すると 云 ふ 結果を 見ない、 それ故に 今日では 政府と 

しては、 減 愤基金 繰 入の 出来る 場合に 於て は 矢張り 

一日 も 早く 之を 復活す ると 云 ふ考を 持つ て 居る 次第 

であります から、 左様 御了承を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 


0 連 長 一大 岡 育造 君) 内 田 外務 大！ S。 

〔阀 務大 1:£ 子 |!? 內田康哉君登梢.1 
〇阀 務 大臣 ハ 子爵 内 田康哉 君〕 唯今 鈴 木 君ょり、 此 
改造の 時代に 常つて， 外務省が 餘りに 守 S 的で ある 
洱 來の 通り 何等の 宣两を 行は ない、 其 例と して 山柬 
問題 ！ 米國 上院に 於け る 山！^: 題， 又 支那に 於け 
る 排日 •又 最近に 於け る 問題であります る、 此 南洋 
委員 統治の 事、 何等の 宣傳的 計 迸を 爲さな いやう で 
あると 云 ふ御贸 問であります •か、 是等の 問題に 對し 
ましては、 我 主張の 正當な る 事 •我 立場を 了解せ し 
むる 爲め には、 各方 面に 於け る 當局者 ほ 勿論、 其國 
の 興 論に 對 しましても、 それ-^ 方法を 講 して 居り 
ます， 而 して 何等の 施設を 致さない と 云 ふ 次第では 
ありませ ぬ、 隨 つて 今後に 對し ましても 、期る 仕方 
の 唯今 私が 申しました 通りに、 各地の 當局 者、 及 谷 
國の 輿論に 對 して、 我 主張を 諒解せ しむる の 方法 ほ 
益々 講じたい と 思つ て 居ります、 然れ ども 俗に 申し 
ます宣傳と云ふ事柄にほ、或意味に於て甚だ感服し 
兼ねる 事が ある、 最も 宣傳を 行つ たやう に 思へ る 所 
の 宣傳な る ものは •全く 無根の 事實を 本と し、 或は 
惡德の 新聞を 買收 し、 色々 穗 健なら ざる 方法を 以て 
致す のが 多く 目に 立つ、 それを せない 者 ほ、 何 か宣 
傳 をして 居ない やうに 見える、 斯る 旗を 立てて、 太 
鼓を 鳴らす やうな 宣； t は 致さない、 何 所まで も穩健 
なる 方法に 依つ て、 我 主張を 天下に 訴へ ると 云. ふ 方 
の 意味 合の 宣傳 ならば、 今後 益々 執る 次第で ありま 
す、 左樣御 承知を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 鈴 木 梅四郞 君篛長 …… 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可し ます。 

0 鈴 木 梅 四 郎君 玆に 簡單に 質問を 致します、 私の 

質問に 對 する 總理 大臣の 御 答 辯は、 私の 質問の 要旨 

が 能く 御 分りに なつて 居らぬ と 思は れる點 も 大分 あ 

ります、 併し それを 今 I 々は 申し ませぬ、 併ながら 

大體の 御 答 辯を 批評 致します と、 甚だ 深切を 缺いて 

居られる と 思 ひます、 要するに 私は 時代の 了解と 云 

ふ ものが、 總理 大臣と 餘程 違つて 居る、 例へ ば 昨日 

總理 大臣は 選擧 法の 改正は 昨年の 議會に 於て やつた 

けれども •今年は 此 問題は 出さな かつた、 即ち 十圓 

の有權 者を 三圓に 引上げて (笑 聲 起る) それを 此時 

局は 如何に 改善を されても 宜しい ものであると 云 ふ 

意味が、 彼の 短い 語句の 間に 見えて 居ります、 私共 


は 此 時局を 十 la! の 11 舉褓を 三 KI に 引上げた 程度で • 
國家國 民が 滿足が 出來 得られる や 否や、 此時 代の 理 
解に 付て 大分の 相違が あるので あります、 併ながら 
此 點 に 於て は® ねて 再 S3® ほ 致し ませぬ が、 T® 益 委 
員會に 於き まして、 更に 詳細 應答を 致す ことに 致し 
ます、 今日 13-. 是で 止めます、 併ながら 大 體 に 於て不 
親切の 答 辯で あると 云 ふこと を 茲に 一 言して iffi きま 
す 0 

〇 諉 長大 岡 育造 君〕 此 場合に 御注意 申して ia きま 
すが、 此後尙 ほ 十八 人の 通吿も ごさいます、 前例 も 
ある ことで、 質問者の 質問の 意が 十分撤 底し ない 爲 
めに、 重ねて 御 質問の 場合 ほ、 一回 だけ 許す ことに 
なつて 居ります •唯. 今の やうに 批評を する やうな 事 
の爲 めに、 If び 御 立ちに ならぬ やうに 希望 致して 置 
きます — 濱口雄 幸 君。 

〔濱 口  £ 幸 君 登壇】 

〔拍手 起る i 

〇濱 P 雄 幸 君 私は 國 務大： FT1 の演說 に關聯 をし まし 
て、 財政 並に 練 濟 上の 重要 問題に 就て、 聊か 質疑を 
致したい と 思 ひます、 私の 質疑は、 財政に 關 する も 
の 三箇條 •經 濟に關 する もの 一箇 條 ，併せて 四箇條 
であります、 先づ 財政問題ょ 〇 質疑を 致します、 財 
政 問題の 第一は ■財政の 基礎に 關 する 私の 疑問で あ 
ります、 昨日 大藏大 K の 紹介に なりました 大正 九 年 
度の 豫算に 依り ますれば、 九 年度の 豫算の 綱 成と 致 
しまして は、 公債 募集 金 五 千 四百 萬 圓 、前年度 剩餘 
金 一億 四百 蓖圓を 繰 入れまして， それで 以て 尙 JI つ 
收茭の 均衡を 保つ ことが 出来 ませぬ、 此に 於て 新た 
に 所得税 並に 酒税に 增加を 行 ひまして、 九 年度に 於 
て、 一億 三千 五 百萬圓 の增税 を國 民に 要求して 居る 
のであります、 此の 計畫を 見ます ると、 將來の 財政 
の 基礎は 甚だ 鞏固で ない と 云 ふ 感じが 起り ます、 何 
となれば 今日の 如き 經濟 上の 好 景氣ほ 、最早 長く績 
くもので はありますまい、 其不 景氣ほ 何時から 始ま 
ります か、 又 其 程度 如何と 云 ふ 事は、 人に 依つ て 意 
見を 異に 致し ませう けれども、 早 晚經濟 界の 反動 時 
期に 入る と 云 ふことは 恐らく ほ 內閣諸 公と 雖 も御異 
存はあ りますまい、 斯の 如く 財界の 反動 期に 入つ た 
場合に 於き まして、 此 歳入歳出は、 果して 如何なる 
狀 態になる であらう か、 申す まで もな く 不景氣 の 結 
果と して、 歳入は 減少す るで ありませ う、 歳入の 減 
少と 同一の 程度に 於て 歳出が 減少し ますれば、 收茭 


の 均 ffi が 保てる であり ませぅ* 件ながら送山〇屮に 
は、 不* 氣の 結果 常 然 S 少せる ものと* 又 ? S ” M 少 
しない ものが あると 云 ふことは ， 1  }= s しなけ n i i: な 
り ませぬ、 阀 へば 歳 s o 屮に付 て li ひましても • れ 
に關 する 經 费、 即ち 物件 K の 如き ものは、 rt ln c 下 
落と Hh (に 減少す るで ありませ 5、 併ながら \ に .X -;- 
る經料’即ち人件跤に在〇まして一^他 〇 戊川^け 
に 減少す る ことは 無い のであります、 例へ て 印し ま 
するならぱ、官吏の咐俸，增.給、恩給，泼 ?5 、若く 
は 旅 ® の 如き ものは， 是は 純然たる 入 件 找 であり ま 
す、而して本年度の稗览に於きましてほ、赴$0\ 
件费 の % 額と 云 ふ ものは、 /. <• 早 臨時の 咐額で はあり 
ませぬ、 永久 费 として 歳出に 合算して あるので あり 
ますが、 然る 以上は、 將 來不* 氣の 結果 物 似が 下落 
を 致しましても- 此 人件费 の％ 額と 云 ふ ものは-決 
して 減少す る ことは 出来 ませぬ、 若し 15- 吏 等の 咐し： 
の 率が、； E 價騰跫 と 同 樣の 程度にまで 拊額 して あり 
ました 時に 於て は、 强て 減額す る ことは U1 來な いこ 
とはあります まい、 然るに 物 價の騰 a の 率 ほ、 御 承 
知の 通り 二十 割 •即ち 三诰 の騰贵 であります、 それ 
にも拘らず 官吏の％ 俸の 程度は Irli に 十 制、 即ち 倍額 
の砑傢 に過ぎない、 此點 から 見ましても •不景 氣の 
結果、 物價が 下落す ると 致しまして、 直ぐに 官吏の 
傣給を 麗の 通り復 すと 云 ふこと ほ、 是は 到底 不可能 
であります、 然らば 九 年度の 豫算に 於て、 官 茁 以下 
の％ 俸，％ 給、 或は 恩給、 歳費、 旅费の 如き ものが 
幾ら暫 して 居る かと 申します ると、 私の 計 © に 依れ 
ぱ約 一億 圓の佾 額であります、. 隨て此 一億 W の咐額 
と 云 ふ ものは >  假 令 財界の 不景氣 が來 まして、 歳 人 
が 減じましても、 到底 減少す る 見込 ほ ありませ ぬ、 
將來に 向つ て 永く 我 財界に 累を爲 すで ありませ ぅ、 
此 場合に 於て は， 政府は 如何にして 收支の 均衡を 保 
たんと する 御 見込であります か、 固より 經费歲 /Li の 
松 加であります るから* 之を ii! {辨 する が S めには、 
經常部 歳入の 增收に 依つ て 均衡を 保つ の 外 ありませ 
ぬ、經常歳入の增收と申しますれぱ’即ち@然柯收 
然らずんば 增税 の二途 あるの みであります、 然るに 
自然 增收は 如何と 云 ひます れぱ ，不妖 氣の 結果と し 
て、 其 場合に 於て は 到底 顔む ことは 出 來ませ ぬ、 然 
らば 勢い 佾税に 待つ の 外ないで はあり ませぬ か， 若 
し此場 合に 於て 增税を 避けん とするなら ば、 ff s?; は 
不實 行に 終ります、 W 政は 直ちに 行詰りの 狀態 を呈 一 
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すると 云 ふ 結論に 達する、 (「心* は 獎らぬ 」 と 呼 
ふ 若 あり) lit 結論を 政府 當局は 承認を 爲さる や 否や 
と 云 ふこと を 伺 ふ、 固より 如何に 政府 當局 と雖 も、 
今日よ 〇豫 見すべからざる 事柄を-それに 對 して 見 
込を 立てる と 云 ふことは、 是は闲 雜 であり ませぅ > 
又是を 以て 政府に 質め まする ことは、 責める 者の 無 
理 では ありませ ぅが、 c  r 其 通り j と 呼 ふ 者 あり) 
私が 惟 今 申した 事柄は、 決して 豫 見の m 來ない 事で 
はあり ませぬ、 否な 當然豫 見すべき ものである、 否 
な 拽見 しなければ ならぬ 事であります •隨 つて 此問 
題に 對 しまして は、 總理 大臣 若く は大藏 大臣に 於て 
當然相 當の御 成算が 有るべき 害と 思 ふ •御 成算が 無 
いと 云 ふなら ば、 何を か 言 はん •御成 览が有 るなら 
ば、 此場 合に 於て >  明瞭に 御 答 辯 あらん ことを 希望 
致します、 是が 第一 勤で あ 〇 ます， 財政問題の 第二 

點 は、 公 f« の 整理に 關 する 質疑であります、 大正 九 

年度の 公 fri 政策の 大要を 申します れぱ ，事業 公債 並 

に 軍事 公 ffli に 於て •約 三 億 四千 萬 園の 盗 債 計 數 を 立 

てられて 居る、 而 して 一方に 於き ましては、 唯今 御 

述にな つた 通り、 公 依 償 is の三箇 年間の 中止と 云 ふ 

ことの 計丧を 立てられて 居る、 此二點 が 政府の 公債 

政策の 大體で あります 、政府 it 大正 八 年度の 预算に 

一 於て、 少か b ざる 躱愤 の計蛊 を 立てられた •然るに 

| 縛 浒界 の flf 2 r か、 到底 長期の 公 依 躱集に 適し ませぬ 

所から， 悉く 二 fsi 年 乃至 五 W 年の 短期 公： S を -5): 集 さ 

れ て •八 年中に 政府が 琛似を しました 總：紐 は、 普通 

の 公 {.■£ に 於き まして 二位 六 千 四 西 萬 圓 、臨時 國茆證 

券に 於て 二 億 六 千 一一 ff 萬 la , 合計 五 億 二 千 七； e 萬圓 

の巨額に達して居る、此五億二千七 ]*| 號圆の公愤と 

云 ふ ものは、 短期 公 fft であります るが 故に、 總て今 

後 二 年 乃至 7.: 年の 間に 於て、 e il 又は 借 锊をせ なけ 

ればな らぬ 、斯の 如くに して 本年 •即ち 大正 九 年 か 

ら 大正 十四 年に 至る 六 阳 年の 間に 於き まして、 償還 

期限の 到来 致します る 所の 内外 公似の 總額は 、幾ら 

であるかと 申します れぱ 、内偵に 於て 九 {s r: 西 萬 ®1 

外 fl'i に 於て 四 {S 五 千 A 百萬阊 合せて 十三 位 六千茁 圓 

と 云 ふ 公位が、 今後 六 尚 年の 間に 償還の 期限に 達す 

るので あります、 此 外に 尙ほ八 年度の 苺 集の 殘額と 

云 ふ ものが 八 千 萬 _ ，それに 九 年度の 苺 依 額の 三 億 

四千 葸圓と 云 ふ ものを 加へ なければ ならぬ、 何とな 

れぱ此 三偾 四千 茁_ と、 八 年度の 蘇 雄 殘紬の 八 千 萬 

圓と云 ふ 4 のは、 今日の 經濟界 の 状勢から 推します 
財政 方針に 關す る® 口 雄 幸の fn 問 


れぱ 、到 li£ 長期 公® は 不可能で ありませ う‘ 悉く 短 
期の 公債で なければ なりますまい、 此ニ ロを 加へ ま 
すれば、 內外 債總額 十七 億 八 千 萬 圓と云 ふ隳 くべき 
巨額の 內外债 が、 今後 六® 年間に 償還 抑 限が 到来す 
るので あります、 而 して此 十七 億 八 千 萬圓の 金額と 
云 ふ ものは 大正 十 年度に 於て、 更に 相 當の咐 加を 見 
るで あ 〇 ませう、 恐く は 十一 年度に 於ても ffl 當の增 
加を 見る であらう と 思 ふ、 斯の 如き 1? 額の 公债 が、 
今後 六箇 年間に 償還 期限の 到来した る 場合に 於て、 
之が 整理を 如何にせ ん とせら るる か、 公債の 整理と 
申します れば ，卯 ち 償還 か、 然らずんば 借替の 外に 
はあり ませぬ、 然るに 熟々 今後の 財政の 狀 態と 云 ふ 
ものを 考へて 見ます るに、 此六箇 年間に 於て •殆ど 
二十億に誰んとする內外の公債を償還すべき財源を 
得る と 沄 ふことは、 我 國の财 政狀態 に 於て、 到底 思 
も 寄らぬ 事であります、 果して 償還の 財源を 得る こ 
とが 出 來な いとします るなら ば、 此二 十億の 公債と 
云ふものは、喊い長期公債に借換へて整理をしなけ 
ればな らぬ 、然るに 財界將 来の 趨勢 ほ 如何， 反動的 
不 'ifl: 氣の 時代に 入ります れぱ、 H 易の 逆 調と なり、 
正貨の 減少と なり、 金融の 梗塞と なり， C1 餘 りに 
悲 ® する 勿れ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 金利 ほ 騰貴 
を 致し、 有價 證券は 低落す るで ありませ う、 斯の如 
き 場合に 於き まして、 二十 億 内外の 公債の 借替 整理 
と 云 ふことは， 果して 容易に 行は るる もので ござい 
ませう か、 若し 强て 之を 行 はんとします るなら ば， 
非常なる li 影 鞞を經 濟界に 及ぼす と 云 ふこと は>  是 
は 分り切つ た 事で ある， 然るに 政府の 提案し ました 
ろ 所の、 大正 九 年度の 財政 計 斑と 云 ふ ものは、 更に 
此 闲_ を佾大 する ものであります、 前 申しました 通 
〇、 政府は 大正 九 年度に 於て 111 億 四千 萬の 募債を 計 

sif し、 而も 旣定 の計银 たる 公債 償還の 中止を 致し、 

沏の 如き 計 3J を 立てた る 所を 以て 見れば， 將來の 公 

偾の 整理に 對し 、豫め 確乎たる 成算がなければ なら 

ぬ、 若し 政府の 財政 計 迸が、 fv- に 一箇年 限りの 收茭 

の 權衡と 云 ふこと を 計る に 急なる の餘 り、 將來の 見 

込を 等閑に 附 すると 云 ふこと が ありました 時に 於て 

は、 到底 責任 ある 政府の 處置 とは 思は れ ませぬ、 Q ひ 

や-^」 と 呼 ふ 若 あり、 拍手 起る〕 恐く は 現 內閣諸 

公は、 將來 の公愤 の輅理 に對 しまして •確乎たる 具 

體的の 成算が 有る と 私は 信ずる (拍手、 笑聲 起る) 

國 民の 安心を 得る が B めに、 其具體 的の 成算と 云 ふ 


ものを 十分に 御說 明を 願 ひたいと 思 ふ、 是が 第二 ® 
であ 〇 ます、 第三の 質疑は、 正貨の 維持に 關する 質 
疑であります、 我 國の正 貨は 、戰爭 開始 以来 連年に 
a つたる 所の 輸出の 超過、 並に 海運業 其 他の 發展の 
結果と して、 貿县關 係 以外の 原因に 依る 所の 正貨裉 
殖 、.此の 二つの 原因ょり 致しまして、 非常なる 增加 
を 生じた ことは 申す まで も あ 〇 ませぬ •正 貨の埘 加 
の 結果と しまして、 通貨の 膨脹と なり、 物 僧の 騰貴 
となり •生活の 困難を 惹起した ことは、 是 は 御 承知 
の 通りで ある、 最近の 調査に 依り ますれば ，正貨の 
總額と 云 ふ ものは、 二十 億 三千 萬 圓と稱 して 居り ま 
す、 其 中 政府の 所有に 係る ものは、 十億 五 千 萬圓で 
あらう と 思 ふ、 此 政府 所有の 正貨の 内 譯と云 ふ もの 
は、 私の 推測に 依ります れば 臨時： 一庫 證券の 收 入金 
を 以て 保つ て 居る ものが、 約 一億 圓で あらう と 思 ふ 
預金 部の 金を 以て 保有して 居る ものが、 約 三 億 八 千 
萬， 其殘 りの 五 億 五六 千 萬の 金額と 云 ふ ものは、 何 
を 以て 保有して 居つ たかと 申します れば 、即ち 國庫 
剩餘 金、 龙に 一般 會 計の 一時の^; 金を 以て、 繰替 
保有して 居る ものと 思は れ る、 此中 _國 庫 證券の 
收 入金を 以て 保有して 居る ものは、 比較的 長期に 渉 
つて、 固定 的に 保つ て 居る ことが 出來 ませう •又預 
金 部の 金を 以て 保有して 居る もの も同樣 比較的 長く 
固定 的に 保つ て 居る ことが m 來ませ う、 然るに 剩 P 
金を 以て 保有して 居る ものは、 財政 計畫の 進行と 共 
に、 剩餘 金が 減少す るに 伴つて、 最早 保有す る こと 
が 出来ますまい、 又國 庫の 一般 ir 計の 一時の 餘裕金 
を 以て、 融通を 致して 保つ て 居る ものは、 年度の 進 
行に 伴つ て！ 一次滅 少 •を 街ぐ ると 云 ふことは、 是は當 
然の结 果で ある、 此場 合に 於て は， 正貨は 如何にし 
て 之を 維持す るか、 如何にして 之を 處分す るか， 止 
むこと を 得ず して 正貨を 賣却 致し、 兌換券を 發行せ 
しめて、 仕 拂に充 つるの 外は 無い ので ありませ う* 
其の 結果は 經濟 上に 如何なる 影響を 生ずる か、 兌換 
券發行 の 結果と しまして、 通貨は 更に 膨脹す る、 物 
惯 ほ 獅 々騰貴す る、 此の上の 物價の 騰貴と 云 ふこと 
は、 國 民の 最早 堪 ふるところで ありませ ぬ'  (拍手 
する 者 あり) 若し 政府に して、 今日まで 事業 公債 若 
くは 軍事公債の 代りに、 臨時 國庫 證券を 補充し まし 
て、 其收人 金を 以 つて 正貨を 保有す るか、 然らず ん 
ば 有効なる 貯蓄の 獎勵を 行って、 其の 結果に 依って 
% したる 預金 部の 金を 以つて •正貨を 今日よりも 多 


く 保有して 居つ たなら ば* 決して 今日の 如き 窮境に 
陪 らぬ箬 であつ たと 考 へる、 此に 於いて 私は 政府に 
向つ て 質疑を 致します •政府は 財政 計 « 及會計 年度 
の 進行に 伴 ひ、 國庫 剩餘金 •及國 靡の 一時の 餘裕金 
が！； 少する 結果， 如何にして、 一般 會計保 有の 正貨 
を 維持せ ん とせら るるので あるか* 7 < 此の 正 « を處 
分す るに 當〇 まして、 如何にして 經濟 上に 悪影響を 
及ぼさざる ことを 得る 見込で あるか、 此の 點は 一般 
に 極めて 不安の 念を 以つ て、 考慮せられ て 居る 問題 
であります、 願く は 政府に 於いて 明 砲なる 說明 を與 
へられん ことを 希菌 致します、 是れ ょり 經濟 問題に 
移つ て 質疑を 致したい と考 へる、 即ち 物價 調節に 關 
する 質疑で あめます、 物 價調節 の 問題は •國 民の 生 
活 、並に 國 民の 思想に： S 聯を 致した、 極めて 重大な 
る 間 題であります るに te つて、 昨日の 總理 大臣の 演 
說 •並に 大蔵大臣の 演說に 於て、 無論 此點に 論及を 
さるべき事と私ほ信じて居つた、然るに總 01 大臣は 
他の 問題に 就て は、 相 當の說 明を されました けれど 
も物價 調節の 問題に 就きましては 一言半句 も 及ばな 
かつた、 又大駿 大臣は 頻りに 外 ® K 為の 發肢 、並に 
事業の 振興の 狀况に 就きまして 、數 字を！ T けて 說明 
になり ました けれども 、當面 極めて 爾大な る此 物價 
調節の 問題に 就て は、 全然 與り 知らざる 如き 態度を 
以て 看過せられ たと 云 ふことは， 私の 頗る 遺憾と す 
る 所で ある， (拍手す る 者 あり -/ 否な 獨り 本員の みで 
はない、 此點に 就きましては、 國民擧 つて 意外とす 
る 所で あらう と 思 ふ， (拍手 「の—  '^-"」 と 呼 ふ 者 
あり〕 物價 調節の 問題に 就きましては、 私は 政府に 
確乎たる 方針を 持つ て 居られる や 否や、 又 政府は 此 
問題に 就て、 政府た るの 責任を 十分に 盡した 〇 や 否 
やと 云 ふこと を 疑つ て 居る、 (拍手す る 者 あ 〇〕 抑 
々歐羅 巴の 職 爭始 まつて 以來我 國の物 m は、 御 承知 
の 通り 非常の 勢を 以て 騰貴を 致し、 殊に 昨年 初夏の 
頃 以降と 云 ふ ものは、 驚くべき 愚 騰を吿 げたので あ 
ります、 此 驚くべき 暴騰の 結果， 如何に 我が 國 民の 
生活を 脅威して 居る かと 云 ふことの 事實は •私が 此 
場合に 於き まして 更めて 喋々 する まで もな く、 内閣 
の 諸 公と 雖も 、恐く は 十分に 御 承知の 事で あらう と 
.思 ふ、 (拍手す る 者 あり〕 胙年以 來全 s の 各地に 於 
て頻 々として 起り ましたる 所の 同盟罷業 •怠業、 若 
く ! 3: 勞働 者の 暴動の ^ きもの ほ、 其 原因 固ょり 種々 
であり ませう、 一 槪には 申され ませぬ けれども、 物 
一六 〇九 


衍の極 端なる 拷贵の 結果と して* 非常なる 生活の w 
雜があ ろ、 Jt ^ 活の W 班から 脫れ 出で / U とする 彼 ^ 
の 努力 •亦 與 つて 大に力 ある こと、 13 ずる ' 拍手す 
る もの あり 「違 つて 居る 1-, 其 反對」 と 呼 ふ荠あ り) 殊 
に 物 ffi 掩 rr の结果 として 生活の 闲難を 似 も 痛切に 感 
じて 居る 者は •申す まで もな く中祐 '階級の 人々 であ 
る，中琉階抜の人々ほ、物價騰货の結果，非常なる 
生活の B1 難を 感じて 居る、 併ながら 此人々 if 社會 
上の 位地を 考へ 自分の 身分に 省みて， ®: て勞砌 者の 
如き、 il 励 的の 態度に {t. 出て 居ない、 出て！ g ないだ 
け， それだけ 彼等の 心屮の 不平！ f 滿と云 ふ ものは 非 
常な ものであります、 C 拍手す る 者 あり) 而も 如何 
に 忍耐せ ん とする も、 遂に 忍耐を し 切る ことが 出来 

ずして、 ffi 々發 して 或は％ 依 坍 給の i5H 励と なつた こ 
とは， 高 摘 大藏 大臣 御經驗 になつ たこと であらう と 

思 ふ， ( 拍手す る 者 あり〕 斯の 加く 國 民の 多數に 於 

て、 非常なる 不平と 不滿の ある 其 所へ、 外部から 危 

險なる 所の 思想が 這 入つ て來た 時に 於て は •其 結果 

果して 如何なる 影 一： を阈民 思想の 上に 生ずる ので あ 

らう か、 若し 此危險 思想が® 民の 不平 不滿の 其 心理 

狀 態に 於て 培養され、 宣傳 をせられ た 時に 於て ほ、 

將來 政治 上 並に 社會 上に 及ぼすべき 影嚮 は、 果して 

如何で ありませ うか、 此に 於て 適切 有効なる 所の 政 

策を 寶行 して、 速に 物價を 調節し、 國民 生活の 安定 

を！ |>、 國民 思想の 誇？ 2S に 資すべき であると iK ふこ 

とほ*天下の齊しく要求する所である， (拍手す る 

者 あり) 現 內閣 成立 以來 、物 僧 調節に 關 する 政策を 

見て 見ます るに， 殆ど 確乎たる 方針が 無い もの、 や 

うに 見える。 或は im 貨を收 縮す る やうで も あり、 又 

しない やうで も ある ., 暴利を 取締る やうで も あれば 

取締らない やうで も ある" 贸易を 制限す るかと 思へ 

ぱ 、制限し ないやう にも 見える、 殆ど 一定の 方針が 

無い のみならず、 物愦 騰貴の 原因 其の ものに 關 して 

すら、 一定の 見識を 持つて 居られぬ やうに 思 ふ、 (拍 

手 aE る〕 或は 世界の 大勢 如何と もすべからず と 言 ひ 

或は 貿易 發展の 結果、 正貨が％ 殖し たる 爲め である 

と 言 ひ 或は 品物の 供給が 足らぬ 結果で あると 言 ふか 

と 思へ ば、 品物は 餘〇 不足して 居ない と 言 ふ* 隨て 

物惯 調節に 付て！！： 行され たる 所の 施設なる ものを 見 

るに， 殆ど 見る に 足るべき もの ほ 無い、 其 結果と し 

て物俏 は ^ に 下落を しないの みで ありませ ぬ、 迪月 

奔騰して 止まる 所を 知らぬ、 試に 最近の 統計 •昨年 


十二月の 物 f£5 の 指数を 見 ますれば •三 八 一で あり t- 
す、 之を 一年 前の 一昨年 十二月の 指数に 比較 致し ま 
すれぱ、正に三扪七分艽厘の骚 « に常る_硪爭開始 
の 大正 三年 十 |! ;! の指數に封してほ、三倍と一割八 
分と 云 ふ 踏くべき# 滕で あります、 現内閣 成立 以來 
玆に I 年と 四® 月 •其 間に 於て 物 ® 調節に 向つ て爲 
された る 政策を 見て 見ます ると-第一 糊 貪に 付き ま 
し/け、關税の廢減、外國米輸入迓出、鐵道船舶運 
n の滅 免、 節米 並に 代用食の 獎励 、期の 如きの みで 
あります、 又 | 般 の物價 に付きまして ほ •或は 住宅 
a 築の獎 蚴 ，公設市場の 獎瞰 、腿 買 組合の 獎瞰 、貯 
蓄の职+励，又公債の絲集，輸入受引手形、又日本銀 
行の 保證付 手形の 運行 線 絲の 輸出の 制限、 綿絲 、綿 
布、 牛肉、 鷄卵 、大豆の 轍 入税の 減免、 斯の 如きに 
止まつて 居る， 其 中米 麥に對 する 關税 の廢 減、. 其 他 
米に 對 する 政策を 考 へて 見ます るに、 是 等の 政策と 
云 ふ ものは、 總て 米穀の 供給の 充® 、数量の 甍富と 
云 ふこと を 目的と した ものでありまして、 必 しも 米 
價の 調節を 目的と した もので ない と 云 ふことは* 其 
の當時 政府 當 局の 言明せられ たると ころで ある、 そ 
れ故 に是れ 等の M 三の ことと 云 ふ ものは、 米價 調節 
策と して數 へる ことは 穩當で ありませ ぬ、 又 結果 か 
ら 見ましても 米價は 昨年 十一月の 相場を 以 つて 一年 
前の 相場と 比較 致し ますれば •三 割 四 分の 騰貴に 當 
つて 居る、 隨つて 此の 關税の 減免、 若く ほ 外 國 米の 
輸入 賣 出と 云 ふ 如き 政策は、 米價 調節と して ほ 固ょ 
り 何等の 値 打が 無い、 祝 や 外米の® 入賣 出と 云 ふ も 
のを 實行 した 其 時機が、 極めて 遲れた るが 爲め に、 
之れ が 爲め に國庫 は數千 萬圓 の® 失を 生じて 居る 又 

住宅の 建築の 獎 勵 、或は 公設市場の 獎勵 、購 1 貝 組合 

の獎勵 と 云 ふ もの V 如きは、 是れほ 物價 騰貴の 結果 

非常なる 生活の 闲 難に 陷 つて 居る、 一 部の 八 民の 生 

活の困 雛の 程度を、 多少輕 減す ると 云 ふ 効果は あつ 

たか も 知れぬ が、 併ながら 物 僧 調節の 根本に 觸れて 

居り ませぬ から •其 効果た る や 固ょり 論す るに 足り 

ない、 のみならず 國民全 ；體 から 見ます れぱ >  洵に大 

海の 一滴に 過ぎない、 殆ど 論ずる に 足り ませぬ、 貯 

蓄 の獎勵 如何、 貯蓄の 獎 _ と 云 ふことは、 能く 政府 

の當 局が 言 はれる ので ある， 此 政府の 貯蓄の 獎勵た ' 

る や、 徒らに 口舌の 上に 止まつ て 居る、 何等 有効な 

る具體 的の 方策を 伴つ て 居ない に 依つ て、 政策 上の 

値 打と 云 ふ もの (S 亦 論ずる に 足らぬ、 公債の 慕 集 ほ 


6n 何、 政府 it 或 li yf 業 公 w ■若く は ' n: -]f 公 W の鉍犯 
を以つて、通 11 0 收縮、物奶の調節と言はれて居る 
併しながら此の眾那公佔、事椠公佔の鉍集と云ふこ 
とは、 元来、 財政 計进を 進行す るが 爲 めに 行 ふ もの 
でありまして、 抑々 初からの 目的が 物® 調節と ほ 全 
く 沒交涉 であります、 加 之 其の 公® の發 集の 結果 it 
假令 多少 M 貨收縮 上の 効果 ほありまして も. 其 効果 
は 極めて 間接で あるの みならず 、一年を 通じて 考へ 
て 見 ますれば、 窗に通 貨の收 縮に ならぬ ばか 〇 でな 
くして， 却て 通 tl; 膨脹の 結果と なること も ある、 輸 
入手 形の 引受、 或 ほ 日本銀行 保 證付 手形の 發行 •是 
は 成程 爲替 資金の 按排を 致し、 通貨の 收 縮を 岡る 上 
に 於き まして、 少く とも 通貨の 膨脹を 抑制す る 上に 
於て、 多少の 効果の ない こと もあります まいが、 是 
とても 今日までの 結果から 考へ ますれば、 深く 申す 
に當ら ぬ、 綿絲の 輸出の 制限‘ 或 ほ 綿 絲 綿布 外 五 品 
の 輸入税の 撤廢 、若く ほ輕 減の 如き ものは、 物に 依 
つて ほ 多少の 効果が 現れて 居る やぅに 考へ られ る、 
昨年 十二月の 相場を 以て、 其 前 月の 相場と 比較 致し 
ますれば、 物に 依つ ては 幾らか 下つ た 物が 無いでも 
ない けれども  >  之 を 以て 一年 前、 一 昨年 十二月の 相 
場に 比較を して 見 ますれば •何れも 少く とも 三 割、 
多き もの ほ、 五 割 七 分の 騰貴に 當つて •居る， 吾々 が 
見る 所に 依ります れば 、貿易を 制限 致 L て， 物價の 
調節を 圖 ると 云 ふ 事は、 本来 內閣諸 公の 反對 して 居 
つた 所では ありませ ぬか、 世間に 通貨 收縮 論が ある 
物價 調節 論が あると 云 ふと、 內閣諸 公は 直ちに 之に 
向つて 反駁を 試みる •斯の 如くに すれば， 貿搞 の發 
展を 阻害す るから いけない、 然るに 其 言葉を 忘れた 
るが 如くに、 俄に 綿絲の 輸出制限を 行 ふ， 綿 絲 以下 
五 品の 輸入 稅 の撤廢 を 行 ふ、 若し輸 m の 制限に 依つ 
て 輸出を 制限し ましても •物 惯の 調節を しなければ 
ならぬ と 云 ふ 決心が 御付きに なつた ときに 於て は、 
輸 /1,1 を制限すべきものほ、搵り綿絲に限る道理はあ 
〇 ますまい、 又 @ 入を 獎 _ してまで も、 物價 調節を 
しなければ ならぬ と 云 ふ 其 御 決心が 付た 時に 於て ほ 
輸入税を 撤陂 すべき ものは， 何も必 しも 綿絲 以下の 
五 品に 限る ことは ない と 思 ふ、 c 「外に何か あり ます 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如き ことを 言 it れ ると 云 ふ 
ことは •取 も 直さず 物價 調節に 就て、 政府に ! 1 乎た 
る 一定の 方針が 無い と 云ふ設 據 である、 (拍手 起る〕 
右 申しました 其 外に 於て •昨年の 十月 乃至 十一月の 


|1回に於て、突如として日本の銀行で *:1 - 1- ?: 1;| .:_| 
が あつた 乂年 末に B?. しまして • « こ-^ ,:'' っ以 ^ 〇 丨 j 
出 C ® 戒が始 つて 居る、 件ながら n 木 iil ff o 公 ^ 利 
子を 引上げて、 それに te つて •物 « の 期 flB を 尚： I 
云 ふこと に 就て は、 高 描 大級大 H は絕對 に li 對 をし 
て 居つ た、 而し て此 日銀の 利 上が 説明を 讀んで 見 ま | 
しても、 是は 日本銀行の 自衞で ある-投機の 抑制 ' e j 
あつて 通貨の 收縮 を @1 る ものでは ない、 斯はた ゝ 
になつて居る、それ故に此二つ 0 ポ扒と沄ふも 0 は 
物 ill の 調節 策と して 代るべき ものでは ない、 而も 政 
府が 之に te つて 抑制せ ん としたる 所の •此 Kile 投 
機 熟 其の ものは •決して 一朝一夕にして* 今日の 6n 
くに 旺盛に 赴いた のでは あり ませぬ、 政府は 或は 我 
Ki 民に 克己 e 制の 念が 乏しい、 自制の 力が 乏しい か 
ら>  投機 熟が 旺盛に 赴く と 申しまして* 罪を 阀民の 
3! 制 力の 缺乏 に歸せ ん とする かも 知れない、 併な が 
ら我國 民の 自制 力が 乏しい と 云 ふこと を 知つ て 居り 
ながら、 其 投機熱の 旺盛と 云 ふ ものを •最近に 至る 
まで 何等 抑制を しない、 國民を 指導 矯正すべき 所の 
有 效な る經濟 政策と 云 ふ ものを， 今日に 至る まで 未 
だ 執らな かつた が 爲め 、投機 熟が 旺盛に なつた ので 
ある (拍手 起る〕 若し 春秋の 筆法を 以て 申します る 
ならば、 民間の 役 機 熟の 旺盛は、 政府が 之を fei J!i し 
たる ものな りと 言 はれても， 敢て 過言で ほ あるまい 
と 思 ふ •  c 拍手 起 〇  r ひや <」 「 國民 の發展 を 知 
らず」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 初めには 之を S1 撝し 
後に 至つ て 之を 抑制す る、 斯の如 く 一 H せざる 政策 
を 執る が 爲 めに、 國民は 政府の 眞意が 何れに 在る と 
云 ふこと を 知る ことが /Jj 來な い、 適 從に 苦しむ 結果 
として* 投機 抑制の 効果と 云 ふ ものが， M に擧ら な I 
いでは ありまぬ か、 若し 其 證據を 見せろ と 云 ふなら 
ば， 明確なる 證據が ある， 斯の如 くに H 銀の 利 上を 
實 行し、 又 民間の 銀行を して 貸 出の 嫛戒を 加へ しめ 
たに 拘ら ず、 昨年 末の 兌換券 發行 高は どぅで あつた 
か •十五 億 五 千鹛圓 ， 一阼 年の 兌換券 P 行 高と 比較 
しま すれば ■四 億 一千 萬 圓咐 加であります、 殊に 爲 
替 資金 以外の 一般 民間の 贷出 高は 昨年 末は 槪數三 億 
五 千 萬 以上で ある、 一昨年 末に 較べ ますれば、 二 億 
二 千 七 百 萬圓 の %5 • 加に 當 つて 居る、 是で 以て 日銀の 
利 上の 効果が、 銀行 貸 出の 醫戒の 効果が 擧つた りと 
言 ほれ ませぅ か、 (拍手 起る〕 殊に 昨日 場に 
於て 大藏 大臣の 演說 せられた ことを 承ります れぱ、 


。氏: n 9 帝问 二十 w 巧 


成程 大踐大 LS •の 演說 の屮 に、 M 民 2 不生® 的の ifj 費 
を 戒め. 又 投機を 抑制 さる > と 云 ふ言壤 は 見えて 居 
つたので あります、 併しながら 御 演說の 全般の 趣 S 
と 云 ふ ものを 綜合して 考へ ると、 生產資 金の 供給を 
圓滿 にし、 m 來得る 限り 物資の 供給を 潤 澤 にし 云々 
と 言つ て 居る、 全體の 御 趣意 ほ 何 所まで も 生產览 能 
主義で あると 云 ふことは， 略 ぼ 推測が 出来る ので あ 
ります、 政府が 今日の 如き 場合に 於て、 生 產蓖能 主 
義を 高唱 せらる、 ならば、 其 結果と して 事業の 濫興 
«梆熟の旺惑を谢5|すると云ふことは、是は已むを 
m ざる 結果で ある、 (拍手 起る) 斯の如 くに 投機熱 
を谢撝 する かと 思へ ば、 其 te 面に 於て (3: 投機を 抑制 
する， 其 its 揚と 抑制と 云 ふ ものが 同じ I 而かも 同 
じ 時、 同じ 浈說に 於て せらる、 と 云 ふこと (3: ，蓮に 
罟 々の Y 解に 苦しむ 所で ある、 (拍手 起る-原 總理 

大臣が， 一月 十三 H 平和 克 tM に關 して、 一 片 の論吿 

を芥 宵粑 に發 せられた のであります、 其 一 節 に 斯様 

なる 事 •か 中 さ. れて .ある、 「然るに 國內の 情勢を 察す 

るに 近年 經浒 界の發 匿 甚だ 慶賀す へき ものな きに あ 

ら さる も、 一面に 於て國 民 消 ri 力の％ 大 せる 結果 浮 

華" 除 ^ の 弾を 生し 質锊剛 缒の氣 風 励 も すれ ぱ袞顏 せ 

むと する の Eg あるは 最も 蟹戒 を ® する」 如何にも 其 

通 りであります、 此點に 就きまして ! i 啓々 は 總理大 

臣と御 同感で ある， 今 H 我が 國 民の 一部に 於て 浮華 

驕 奢の 弊を 生じ、 それが 爲 めに、 剛地 の氣 風を 失は 

ん とする® ありと 云 ふこと (3: 如何にも 其 通り、 其 原 

囚ほ 何 所に あるか、 是は總 现 大 [;• も til されて 屛 る： MJ 

り 1. 、 阈 民の 消 2S 力の 咐大の 結果で あると 斯ほに 申 

されて 居る •是は 御 fn] 感で ありま 丁、 國 民の 消 费力 

が 佾 大したと 云 ふことは、 言搠 へて 見れば 一部 阈民 

の 所得が 咐した と 云 ふこと である， 國 民の 所得は ど 

ぅして 咐した か、 斯晓に 申します れば •國民 所得の 

增加の 主なる 原因と 云 ふ ものは， 物 價の噝 K である 

斯くの 如く 物 m 騰 « の 反 ffi に 於き ましては •一方に 

於いて {3: 浮華！！ 各の 郸を 生じ、 他の 一方に 於て は 生 

活難の 深い々 々どん底に 呻吟して 居る 所の、 多數の 

ra 民が あると 云 ふこと を 知らなければ ならぬ、 斯の 

如くに 致しまして、 我阈の 社 0- の 組撤の 根 抵と沄 ふ 

4 のが、 どうして 则搖 しないで 濟 むこと が 出來 ませ 

うか， 此點は 天下の 諏莕が 僻し く發 とする 所で ある 

獨り内 閣諸 公の みは 之を 御 心配に ならぬ ので あるが 

(拍手 起り 「の 丨<」 と 呼 ふ 者 あり) 若し 諸 公に 


して 眞に 之れ を發ふ るなら ば、 何故に 其 本に復 つて 
速に 物價の 調節と 云 ふこと を 御 講じに ならな かつた 
のであります か、 本員の 考へ まする に、 政府の 物價 
調節に 封す る 政策が、 今日の 如く 姑息に して 不徹底 
を！： •めた る 其 所以の ものは C 「生絲 を 下げょ それょり 
外の 方策は あるまい」 「默れ J と 呼 ふ 者 あり〕 有効 
にして 徹底的なる 物價の 調節を する 時に 於て は、 我 
國の產 業 貿易の 發展 ^ 阻害す る S があると云ふ事が 
最も 御.； 1 蹯にな る ffi 大なる 理由で あらう と 想像す る 
併ながら 國 民の 生活の 不安と 云 ふ ものを 緩和 致し • 
國民思 想の惡 變を防 ぎ 社 會の組 織の 基礎を 繁固な ら 
しむる が爲 めには， 假令產 業 M 易の 一 部に 向つて 多 
少 の：' f 便を 與へ 、不利を 感ぜし むる と 云 ふ 事 も、 是は 
大局の 爲め蓮 に 已むを得ない 事で あらう と 思 ふ (拍 
手 起り 『其 言を 忘れるな」 と 呼 ふ 者 あり〕 加之斯 の 
如くに すると 云 ふ 事が •収も 直さず 我 經濟界 全體の 
究極の 幸福であります (拍手 起り r 產 業の 破壊者」 
「其 所が 政策 0 岐る 、所な 〇」 「謹聽」 と 呼 ふ 者 あ 

〇截長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 濱口雄 幸 君 若し 政府の 諸 公に して、 私の 言葉を 
信じない と 云 ふなら ば、 須く 速に 去つ て 眞面 nn なる 
見識に 富んだ る 所の K 間の 事業家、 並に 資產 家に 御 
臌にな るが 宜しい (「ひやく  J「ili 菱 に ia け ' と 呼 
ふ 者 あり〕 是 等の 眞面 目なる 見識を 有する 所の 資產 
家事 業 家と 云 ふ ものは 帝 國の 財界の 現狀に 付て •如 
何なる 考を 持つ て 居る かと 云 ふ 事を 御發 見になる で 
あらう と 思 ふ、 (拍手す る 者 あ 〇〕 是 等の 八々 の最 
も 心配して 居る 所の もの ほ、 我國 の經濟 界の 現狀， 
並に 物 僧の 現状と 云 ふ ものが、 今日の 如くに 繼縫を 
します る 時に 於いては- 將米の 財界の 反動 •非常な 

る ものが あると 云 ふこと を 心配を して 居る (拍手 起 

り 『都 會のみ が. 日本 じ やない」 と 呼 ふ 者 あり) それ 

故に 是 等の 人々 は、 將來の 財界の 不安と 云 ふ ものを 

成るべく 預防を 致し •成るべく 緩和す るが 爲め に、 

政府が I 日 も 速に 物® 政策， 並に 其 他の錚 濟 政策に 

就て、 徹底的 有効なる 政策を 講ぜら る i と 云 ふこと 

を、 R fi: 希望して 居る と 云 ふこと を御發 見になる で 

ありませ う、 吾々 は 斯の如 き. s^ と 云 ふ ものを、 常に 耳 

■に 聞いて R る、 唯 だ 內闐諸 公の 丼 だけには 聞えない 

であり ませう か (「 悲觀 財政 家國を 誤る」 と 呼 ふ 者 あ 

り，) 大礙 大臣は 昨の 演説に 於て •頻りに 生產 助長 主 


義と云 ふ ものを 高唱 された けれども 生 產の擴 張と 云 
ふ ものは 決して 一朝一夕に 出来る もので ほ ありませ 
ぬ (「抆 々として 努める」 と 呼 ふ 者 あり〕 少なくとも 
數年の 日子を 要しな けれ ぱ 、生 產の擗 張が、 其 結果 
を 物資の 供給の 上に 現す と 云 ふことは 出来ますまい 
C 「成程」 と 呼 ふ 者 あり〕 數年 を费 しまして、 漸く 生 
產擴 張の 實を擧 ぐると 云 ふ 其 時に 當つ て、 外に 在り 
まして IX 歐羅巴 谷 國の國 力は 次第に 恢復を する、 内 
に 在つ ては 物價が 高い® に、 我國の 商品の 販路と 云 
ふ もの ! 3: 益々 縮小を 致し、 K 金が 固定を します るが 
S めに、 流通資本と 云 ふ ものは 梗塞を する C 「簡單 
に」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 結果と して 內 地の 生 產 過多、 
財界 混 亂と云 ふ 不祥の 事を 見ぬ とも 限らぬ と 思 ふ、 
(「何 所に 論旨が あるか」 と 呼 ふ 者 あり〕 之を 防ぐ の 
途と云 ふ ものは， 唯た 速に 物價の 調節、 其 他财界 の 
引締の 有効なる 所の 經濟 政策を 實 行して、 他日の 反 
励と 云 ふ ものを 豫 防を 致し、 我 商品の 販路の 維持を 
圖 ると 云 ふ 事が、 最も 大切なる 點で あらぅ と 思 ふ* 
(拍手 起る) 政府が 此點 に氣の 付かぬ と 云 ふことは 
洵に國 家の 不幸と 私は 確信を 致す (拍手 起る〕 偖て 
國民 生活の 脅威を して、 今日の 如く 甚だしき に 至ら 
しめ、 又國 民の 思想を して、 今日の 如き 状態に 陷ら 
しめ、 社會の 組織の 根柢を して、 励 搖を 感ずる !® あ 
るに 至らし めた と 云 ふことは、 抑々 何の 結果で ある 
か、 政府の 調節 策が 前 申した 通り， 姑息 不徹底を 極 
めた る 結果に 外ならぬので あります 、(拍手 起る〕 斯 
く 申します れぱ 、取りも直さず 政府の 當 面の 責任で 
はない か (「議論、 m 複 」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 責任は 斷じ 
て 政府と しては 免るべからざる 所で あると 私は 思 ふ 
(拍手 起る〕 吾々 は 左 樣に考 へる が、 政府は 之れ を 
如何. に御考 になる か c 笑聲 起る〕 政府は 責任を 免る 
ベから ざる ものと 御考 になる か、 固より 物 價の 調節 
と 云 ふ 事は、 一朝一夕にして 行は るべき ものでは あ 
りますまい (「■頭 蛇 尾」 と 呼 ふ 者 あり〕 併ながら 內 
閣 成立 以來旣 に 十 有 六 箇月を 經 過した 今日に 至つ も 
尙ほ 且つ 物價 調節の 目的を 達する ことが 出 來な い。 

〔「濱 口 老いたり」 r 默れ J , 議長々々」 と 呼 ふ 者 
あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇濱口 雄 幸 君此に 至つ て 政府の 責任 ix 益々 重きを 
加へ なければ ならぬ、 此點に 付て 政府の 答 辯を 望む 
惟 ふに 政府 自らと 雖も 、恐く は 今日まで やつた 事を 


以て、 其 責任を 盡した る ものとは 御考 になつ て 居 〇 
ますまい (拍手 起る〕 果して 然ら ば-十分に 責任を 
盡し たる ものと 御考 になつ て 居ない とすれば’ 是ま 
での 責任 論は 姑く 之を 差 措いて、 今日まで 行つ たる 
物價 調節の 政策 以外に， 何 か 新たる 調節 策と！ K ふ も 
のを 行 ふが 爲 めに、 具體 的の 計畫を 持つて 居らる、 
や 否やと 云 ふこと を聽き たい 若し 是 ょり 行は んとす 
る 所の、 具體 的の 計® すら 持つ て 居ない と 云 ふこと 
であるなら ば、 愍 政府は 國 民の 生活 問題に 付て、 全 
く 誠心誠意を 缺い たる ものと 斷定 する の 外は ない の 
であります (拍手 起る) 若し 此 場合に 於て、 政府は 篤 
と經濟 上の 狀况に 鑑み、 考慮 屮であ る、 或は 重大な 
る 問題で あるに ffi つて、 色々 考慮 中で あると 云 ふが 
如き、 抽象的の 辯 解を 聰 くと 云 ふことは •最早 今日 
の國 民の 現况 としては •左様な 雅量を 持つ て 居ない 
と 云 ふ 事は 明白に 申 上げて 置く  (拍手 起る〕 吾々 も 
亦 左樣な 不煜嬰 領の答 辯は 平に 御免を 蒙ります (「質 
問が 不得要領 だ」 「左_ な 質問は 平に 御免を 蒙る」 と 
呼 ふ 者 あり〕 以上の 趣意に 依つて 私は 質問の 要旨を 
左の 如く 申 上げる， 第一 政府は 今日 迄 實行 したる 物 
價調節 策を 以て、 其 責任を 盡した りと 信ずる や、 第 
二 若し 其の 責任を 盡した りと 信ずるならば ■政府の 
政策が 物價 調節 上に 及ぼした る 効果を、 數 字を 以て 
具體 的に證 明すべし •  C 「そんな ことが 出来る 4 のか 
い」 と 呼 ふ 者 あり〕 第三、 若し 之を 證明 する 能は ざ 
るか、 若く は 政府 自ら 其 責任を ® したる ものに 非ず 
と- 自 K せ ば、 政府は 責任 上 如何なる 覺 悟を 有する や 
(拍手 笑聲 起る) 第 四、 政府は 從來の 調節 策 以外に 
新たに 實行せ んと する 有効 適切なる 具體的 調節 策を 
有する や 否や、 第 +  五、 若し 之を 有すと せ ぱ 、國 民の 
安心の 爲 めに 其 内容の 要領を 示さん ことを 求む、 私 
の 質疑 ほ是で 終ります、 願は くは 此の 11? 大なる 問題 
に對 しまして、 誠意 ある 御 答 辯を 嬰 求し ます (拍手 
起る) 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 高 橋大趿 大臣。 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登*〕 「拍手 起る」 
〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君) 只今 m 口 君ょり 數千 

言御演 說が ありました - 御 質疑で ありました けれ 

ども、 御意 見が 非常に 多い ので， 御 質問の 耍點 を Is 
取り 惡く あつたので あ 〇 ます けれども 、大概 分つ た 
積り であります からして 御 答を します •若し 間違つ 
て 居 〇 ましたら I 私の 鹺収り 方が 間違つ て 居った 

ニ ハ ニ 
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ら • 茁 ねて 御 巷を 願 ひたい、 先づ大 if§ に 於て ;1 して 
現在 將來を 悲 E せ ! t: " 大に迓 闌せ られた りと 云 ふ ® 
念の 下から して、 政府の 施設に 就て は •總 て非雜 を 
せられて pr る やうであります， 第一に (3; 財政の 基礎 
が 或 ほ SE 固で ない と 云 ふ 御逛哦 が ある， 即ち それは 
何かと 云 ふと •物 似 騰 ft に 原因して 、裸 ^ に 巨額の 
歳 / J5 咐加が 載つ て 居る、 併ながら 今後： ,..' ク：乙 べき 
:个 妓氣の 場合に 於て、 即ち 反動 期に 於て は 其 歳入 も 
減る ことで あらう からして、 豫览が 維持が S 來ない 
でない か、 斯う 云 ふこと である、 當然來 るべき 反 励 
期に 於て、 物® が 下落す ると 云 ふことは 御 承知の や 
うで ある‘ 而 して 物件に 關 する 政 ?, i の咐加 は •物惯 
下落と 共に 歳 m も 減ずる であらう が、 A, 件费に 腕す 

る ものは、 假令反 励 期に 於て 物價が 下落しても， 其 

歳 出咐 加を 減らす 課には 行くまい， 故に 豫算 が； f ® 

行になる だら う， 其 金額は 人件費に 1) する ものは 約 

一億 ! 1 ある， 斯う 云 ふこと である. •是は 當然來 るべ 

き不 盘氣と 云 ふこと ほ、 何時 來たる 御考か 知らぬ が 

不赍 &i が 來れぱ 必ず® 入が 減つて、 人 件费て 膨れた 

一 億 [ffl を此國 が !® ふ ことが 出來 なくなる と 云 ふこと 

ほ、 是は ■!-'; 通り悲 翻 的に 御觀 察に なれば， さう 云 ふ 

論 も ;!,. 來 るか 知らぬ が、 私共は 事 @ に 於て， そんな 

事は ない と 思つ て 居ります、 (拍手 起る 「無い と 思つ 

て P; る說明 をせ よ」 「默れ J と 呼 ふ 者 あり' 其說 明を 

する ことは、 又 後と で 言 ひます ( r 說明が 出 來 ない 

か.！ 「說 明し 給へ」 「默つ て K け」 と 呼 ふ 者 あり〕 そ 

こで 圈 rl 君の 言は れる には (「其 說明 をし 給へ 」 「 默 

れ J と 呼 ふ ^ あり〕 不赍氣 が 来た 時分に 於て、 豫 算 

が 維持が / 1! 來な からう、 其 事は 承認す るか、 承認を 

しない (拍手 起る r 說明 をし 給へ J 說明が W 来な け 

れぱ謝 まれ 謝 まれば 許して やる」 と 呼 ふ 者 あり) 後 

とで 言 ふ。 

〇識 長 (大岡 育造 ff 〕 = 木 君 —— 注意し ます。 

〔「無 一 ■な ことを W ふな」 「政 友 會の態 ほなん だ」 

r 議 丧 ほ 政 友 會の 議長で ない 衆議院の _長で 

ある」「依枯 <!|,- 颇をするな」|不公平をするな」 

「不公平に やれ」 「默れ J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 國務大 R (男— 橋 是淸〇  C 緻〕 第二には (「 說明 

し 給へ J 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり X ム 債の 整理に 付ての 

御 質疑で ある。 

0 議長 (大閊 育造 君〕 徹底を しない 場合には 重ねて 

間 ふこと を 得る ことは、 諸君 も 御 承知の ill] り、 尙ほ 


念を 押して ! $ いた， M 々口を 捕むべき もので ない。 
〇? 務大臣 c 男 防 商 m 是淸 君〕 c la ) 此公 似に 付て濱 
!=竹は>將來に愤還すべきものが内依に於て九億， 
外 依に 於て 四 位 以上 ある、 而も 今日は 短期の 公似ょ 
り 外に 發行 をせ ずに ある、 今後 ® C 年の 後には、 一時 
に是等 の 公似の frf 還 期 31 が 來 るが、 此 位 還が どうし 
て 出来る か、 短期 公债 を發 行して 居る のみで あつて 
今日 長期の 公 {is は 發行が 出来ない、 尙ほ其 上に 公挝 

を - '日 公 {a 計 fX の 政策を 執る， 益 A- 公一 5M が 殖え 

る ばかり、 そこで 興 e 還 期限が 来た 時分に どうす る 
のかと 云 ふ御薛 の やうに 受取つ たのであります* 固 
ょり 是ほ 借替 若く ほ 償還 財源が あれば 償還を すると 
云 ふ 外ない (「どうしてす るか」 「默れ 一 と 呼 ふ 者 あ 
り) 今日 短期の 公債を 琛らな ければ •長期の ものは 
蘇らぬ と 云 ふことは、 是は 何れの 國に 於ても， 其 時 
代に 依つ て ある ことで ある c 「短期に 依れば 宜いぢ 
やない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 何れの 國でも 御覽な さい 
まし‘ 今日 長期の 公債を 以て、 是迄 溜つ た 短期の も 
のを 一時に 整理す ると 云 ふことは‘ 今日の 時勢に 於 
て (3: 闲難で あると 云 ふことは、 獨 り我國 のみでは な 
い、 併ながら 漸次 之を 長期に 改める と 云 ふことは 努 
めねば ならぬ、 故に 此點に 於て ほ 大に 努めて 居る の 
で、 又 行 詰まる 場合に 於て 執るべき 政策を" 今日 豫 
想して 言 ふべき 限りでは ない (拍手す る 者 あり 「止 
めい 止めい」 「默れ 默れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 憲政 會 
諸 岩に 於て， 公債 政策に 就きて 智識が 乏しくて， 外 
國の 例で も 知りたい と 云 ふなら ぱ申 上け て も 宜しい 
(拍手す る 者 あり、 「智識が 乏しい とほ 何 だ」 「憲政 
會の 智識が 乏しい とは 何 だ」 と 呼 ひ 議場 騒然〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 私の 聽いた 所に 依れば、 憲政 

會が 智識が 乏しい と斷定 したので はあり ませぬ C 「斷 

定し たの だ」 「翻 定 して 居ります」 「默れ j 「發言 中 

だ」 「憲政 會の 諸君が 智識が 乏しい 外國の 事を_ か 

うと 云 ふなら ば說 明す る 斯樣に .…： 」 「默れ J1 取消 

せ」 と 呼 ふ 者 あり) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます _ 11 肅に願 

ひます。 

〔「確に 明言した」 「休憩を して 速記 錄を 調べて 
見ろ 若し 議長と 私の 躕方が 違 ふと 云 ふなら ば 
… .： 」 「小山 松壽 默れ j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 靜か に御聽 なさい …… 

〔「其 言を 取消せ」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇涵 長 r' 大岡 育造 君) 斷定 しては K り ませぬ。 

〔 r 斷定 した 」 「沐 憩して al 記錄を 調べろ」 「冷 
靜に踣 け j  r 發言中 だ I  l lfi 腔々々 j 「頭を 冷 
やせ -- 「發言 中で も 出来ます」 「議長 緊急 ! P 
議が あります」 「鼓 言 屮だ 」 r 蕺祺進 行に 對し 
て 緊急 励 ST かあります」 「默れ 」 と 呼 ひ 拍手す 
る 者 あり 議場 騷然 〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〔「緊急動議が あります」 「寶 成々々」 「默 れ默 
れ」 と 呼 ひ、 拍手す る 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育 it 君〕 議事の 進行に 關 して 緊急の 励 
翳が あります。 

〔「賛成々々」 「反 對々 々」 「少數 々 々J 「發言 中 
にさぅ 云 ふことは ない j 議長い け ませぬ」 r 發 
言 中」 「議長 御 許しが ありませ ぬか」 「成 規の 
賛成が あります ぞ」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 
0S 長 0 K 岡 育造 君〕 發言が 濟ん でから 整理を 致し 
ます - 此發 言が 濟ん でから 整理 致します。 

〔「成 規の赞 成が あるのに …… 」 「默れ 默れ」 と 
呼 ふ 者 あり、 小山 松壽君 「宣侍 をして 何故 御 
採りに ならぬ か、 議場に 緊急 励議が あると 云 
ふこと を宣吿 して …… 」 と 呼 ふ、 「斯樣 な 議事 
の 整理が あります か」 「議長 ほ 此 問題に 付て 
徹底 致し ませぬ か、 宣齿 して 置いて 實行 しま 
せぬ か」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 宣哲 はし ませぬ。 

〔「採決々々」 「反®々々 J 頭を 少し 冷靜 に」 「_ 
長は 宣告して 何故 採決し ませぬ」 「採決す ベ 
し」 「議長は 宣告し たんで ほない か」 「八 釜し 
い」 と 呼 ふ 者 あり、 三 木武吉 君、 「本員の 提案 
を 議題に」 と 呼ぶ、 「默れ 默れ」 と 呼 ふ 者 あり 
小山 松壽 君、 「斷 じて 許し ませぬ、 議長 ほ 緊急 
動議を 議題に する ことを 議場に 宣吿 をす ると 
斷 じて 許し ませぬ」 と 呼 ふ、 「默 れ默れ J 
「此 議場に 諮ぅた の だ」 「議長は 宣告して 居り 
ませぬ」 と 呼 ふ 者 あり j 

0 議長 (大岡 育造 君〕 宣吿 はし ませぬ、 報吿 はし ま 
した。 

〔「斷 然 退席を 命ずべ L 」「 規則の 勵行 J 「議場 
の秧 序を 素す 」 r 默れ 默れ 」 と 呼ひ發 言す る 者 
多く 議場 騷然 小山 松壽 君、 「議長は 宣告して 居 
る* 緊急動議を —— 而乙 て 何故に 採決が あり 
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ませぬ か」 と 呼 ふ •  r» 長！！ 長 j  r 八 茶し い 一 
と 呼 ふ 者 あり、 三 木武 VV -7!- 、 r 3l ?K o m 行に 明 
する 緊急 動路が 、成規 の转 成が ちる こと vv-s 
認になつて’御諮ご-::-も〇と私は圯ひ 
ます、 何故 其 琪に就 て 御 採決に な.’-:、 
.:」 と 呼 ふ、 「默れ 、猷れ J と 呼 ふ 者 あり， 發 
言 若 多く， 漭甩 騷然 J 

0 國務大 瓯(男财萵招是淸封)(沾〕唯今の正パ0 '|!; . 
に 就て 給いて 申します、 濱口 君は 政府の 剰砼企 或は 
一時の 剰 餘金を 以て 整理して 屛 る、 將來 此勒餘 企を 
政府が 使ふ 場合に 於て、 如何に 此 正 'n を 維持す るか 
〇 議長 c 大岡 育造 君〕 踏 理を 致します から 啊 く 休 ffl 
致します ——锻 く 休憩 致します (拍手 起る〕 

午後 四時 四十 一分 休憩 
午後 五 時 :/,: 十 [,1'| 分 |1'] ん 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 休憩 前に 引 S3 いて 開© を 致 
します、 六 時の 閉 會 定刻に 迫つ て 居ります が、 都合 
に 依りまして 時刻の 延長を 致したい と 思 ひます が、 
御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異_な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 御異篛 がなければ、 定刻を 
延長す る ことに 決します、 就きまして は>  直ちに 蹯 
事の 進行を 致すべき 筈であります が、 今尙谷 派 交 涉 
中の 案件が あります から、 今嗯 時更 めて 休憩を 致し 
ます， 

午後 五 時 五十 五分 休憩 丨 
午後 六 時 九分 開識 

011 長 (大岡 育造 君) 休憩 前に 引 •一いて 會翳を 開き 
ます、 高 橋大藏 大 fs 。 

〔國務 大臣 男 K 高 橋 是淸嵙 登壇， 拍手 起る〕 
〇國務 大臣 (男 鲟高 橋是淸 封) 先刻 私が 述べました 
る 言葉は、 決して 侮辱の 意味を 以て 言つ たので ほな 
いのであります、 若し 1! 政會 の諸哲 が 御 分りに なら 
なければ、 外 國の例 を 中 述べ ませぅ と， 斯ぅ 云 ふ 意 
味で 申した のであります" 

0 三 木 武吉君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 三 木 君 一 ^寸御 侍ち なさい 
- 三 木 君. 

0 三 木 武吉君 先刻 私は 大藏 大臣の 御 答 辯 中の 御言 
葉が、 我々 憲政 會に對 して、 侮辱の 言を 吐かれた も 
のと 信じました から-其 取消を 請求 せんが 爲め に、 
緊急 動 載を 提出 致したい のであります、 然るに 休憩 
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後の 唯今 大藏 大臣の 前言に 對す る御釋 明を 伺つ て 見 
まする と 云 ふと、 最早 是れ以 上 私が 彼此 申 上げない 
でも 宜しい 事で ある、 斯く 信じます るから、 前に 提 
出 致しました る 私の 緊急 動 諮は、 玆に 更 めて撤 间 致 
します (拍 手 起る) 

〇 誠 長 c 大岡 育造れ〕 大破 大臣、 御說 明を …… 

〇國 務大 !-s > 男 13 高 防是淸 財〕 (績〕 濱口打 の 御尋の 
第； 一;; T 現在 政府が 剩餘金 •若く は 一時の 餘裕 金を 
以て、 海外に 所有して PT る 所の 正貨を 長く 維持 ほ 出 
來 まい、 政 ? S の必耍 に應じ て 使は ねばならぬ もので 
ある、 其 金で 持つ て 屏 る 7P 貨で あるから して 永續は 
出来まい、 之を 如何に 維持す る考 か、 又此 TE 貨を使 
ふ 場合に 於て は、 勢い 兌換の％ 發とな 〇、 延ては 物 
衍の職 S を 促す ではない か、 即ち 財界に 惡影 響を 及 

ぼす*® に 角 lit の 正貨を 如何にして 維持す るかと 云 

ふ flf が、、 王 悪の 猫で ある やうに 承知を 致した、 是は 

巾す まで もな く御考 の 通りで、 今日 政府の 所有して 

居る / 6 外 JH 貨と云 ふ もの ほ、 剩餘金 又は 一時の 餘裕 

金で 持つ て眄 るので あります から、 長く此 金を 以て 

正貨を維持すると云ふことは /|-! 來ぬと云ふ事 (3; 、將 

来に 明かな 事で ある •而 して ! 1$ 來此 JH 貨 •か 減る か， 

航 える かと 云 ふ 事は， 偏に 我國 の贸丛 の關係 如何に 

在る、 初めょ りして 此正 1? の 出 來た 歷史を 調べて 見 

ますれば、 海外の K 易に® つて 得た る 所の 金を 以て 

之を 民間の 力で 此 正 貨を 用ゐた ならば •誠に B: しか 

つたので あります、 けれども， 何分 此吸爭 の影嚮 と 

して 海外から 得た 所の 民間の H 金は， 擧 つて 之を 我 

製造 工業の 發展に 用ゐな ければ ならぬ ので、 民間の 

懐には、 斯の如 き K 額の 在外 IH 貨を 持つ 力が 無い の 

であります、 併ながら K 易を 維持す るが 爲 めに， lii 

來るだ けの 手段を ^ して、 今日まで 此發 股 を fel つて 

來た 結果が Il-fc に 現れて 居る ので、 今後 f/.( ほ 一府桢 極 

的に 商 ■業 If 易を 發 達して、 國民が 自分の 力で 此 正 貨 

一を 持つ やうに なれば 是は 維持が 出來る •成は もつと 

| 破え ると 云 ふこと になる かも 知れ ませぬ、 併し lit 政 

一府の 所有の TK tt と 雛 も、 I 時に 悉く 政费に 使 (3: ねば 

I ならぬ と 云 ふやうな 必要 if 非常な yf 件で も 起れば 

格別、 先づ今 HG 所で it 此位の 程度の ものは、 多少 

•かあつて も、 數年 r?!! ^ いて 行ける だら うと考 へ 

る、 又 何 琪を 措いても、 此 in K を 維持せ ねぱな らぬ 

と 云 ふ 力 針では、 決 L てない のであります， 併 なが 

ら H れの國 で 4、 JH lt の 多き を 渚む のであります か 
財政力 針に 關す る®  口_ 幸の ffl 問 


らして、 願くぱ 矢 張 今後と 雖も •海外 貿易の 發般を 
岡つ て 益々 此 正 貨を破 すと 云 ふことは 偏に 希望す る 
所であります、 終りに 物價 調節の 問題に 就て 方針が 
あるの か、 或 ほ 責任を 識して 居る か、 斯う 云 ふ耍點 
である やうです、 此の 物 僧 調節の 問題に 就きまして 
は、 濟口嵙 と 私とは 不幸に して 根本に 於て 觀念が 違 
ふので ある、 ® 口 君は 從來 政府が 物 僧に 關 して 執り 
行 ひたる 所の 施設に 付て、 悉く 其 項目を 擧げら れ多 
少の 効能は あつたと 1K ふことは、 御 認めに なつて 居 
る やうであります るが •兎に角 此 根本 CD- 政策が 無い 
以上は、 如何なる 施設を しても、 濱 n 君は 御不滿 足 
に 違 ひない ので ある、 (「其 通り 一と 呼 ふ 者 あり〕 此 
根本の 政策と 云ふ奔 は、 通貨の 收 縮と 云 ふ 事が、 濱 
口 君の 御 議論の やうに 承知す る、 (「とは 言 ほない」 
と 呼 ふ 者 あり〕 濱口 君に 如何なる 具體 的の 案が 御 有 
りになる か、 それ ほ 承る ことが 出来 ませぬ で‘ 甚だ 
遺憾と する のであります けれ C も、 -! 11: に 是まで 謂 ふ 
通貨 收縮論 の 主張 if 主として 金利政策， 金利を 引 
上げて 以て 此 通貨を 收縮 する， 斯う 云 ふ 事に 歸 著す 
る やうであります， 金利を 引上げて 通貨を 收縮 する 
と 云 ふ 事は， 我々 の考 ふる 所では、 人々 に 資本を 成 
ベく 使は せない やうに しやう と 云 ふ 事で ある、 事業 
も 成るべく 起さない やうに しなければ ならぬ、 (「の 
う^^-」 I 分つ てる 」 と 呼 ふ 者 あり〕 金利を 引上げる 
と 云 ふ 事は， 資本が 高くな つて、 界易に 事業には 新 
たに 資本を 投ずる こと も， 從來の 仕事を 擴張 する こ 
とも /!,, 來な いと 云 ふ、 詰ま 〇 即ち 資本を 高く すると 
云 ふこと で •左！ i な 政策を 執つて 資本 ばかりを 高く 
した 以上は、 是まで 成立つ た 仕事 も， 其 高き 資本に 
對して 、相 當の 利益を _げ る ことが 出来な くな つて 

必ず； 小 谩氣が 来る、 不最氣 が 来れば、 物價の 下る と 

云 ふこと ほ、 ffi 口 君 も 御 認めに なつて K るので ある 

左. 様な 狀况 を呈 して 此物價 を 下げる と 云 ふことは. 

舀 々の 方針で ない のであります、 (拍手 起る〕 それ 故 

に 昨 日も述べましたる通り，益*國民 (3: 生產を叻長 

せねば ならぬ、 物を 澤山造 る ことに 努力せ ねばなら 

ぬ， 一方に 於て (3: 不生產 的に 金を使 ふことは いかぬ 

と， 斯う 戒める のであります， 此大哦 の 影響を 受け 

て、 世界 各國 共に 物價 調節に 付て， 完全な 政策の 行 

IX れたる 所は 一つ も 無い、 又 行 はれた 時 も 無い、 獨 

〇我國 に 於て、 物 m 調節に 付て 具體 的に 政策を 述べ 

ろと 云 ふ •斯う 云 ふ 請求の やうに， 一、 ： . 三、 四 


五に 付て は li めれば そこに 来る ので あ. ります >  何れ 
の國に 完全なる 物價 調節の 政策が、 行 はれた 例が あ 
り ませぅ か、 今日は 最早 理論の 研究の 場合で ない、 
何 處の國 でも 實行 すべき 具體 案に 就て、 種々 g 政 者 
は 皆な 苦盧 して 居る のであります 、國々 皆な 事情を 
異にして 居ります から， 必ずしも 外國に 完全に 行は 
れた ものが •我 國に行 はれる と 云 ふ譯で ありませ ぬ 
けれども 併ながら 何處 かの 國 に、 完全に 物價 調節の 
政策が 行 はれた ことがある としたなら ば-我 國に採 
つて 參考 になるべき ものである 然るに 未だ 完全に 參 
考とな るべき ものが、 何れの 國に 於ても 行 {X れぬの 
であります •  c「 汝の 無能を 表白す るので ある」 と 呼 
ふ 者 あり〕 そこで 現 政府は 過去に 於ても •現在に 於 
て も . 

0 議長 (大岡 育造 封〕 靜肅に ：：： 

〇國務 大臣', 男爵 高 橋是淸 君) 有 ゆる 手段を 攻究し 
て、 時々 今日の 物價に 付て は 施設を @ して 居る こと 
で、 將 來と雖 も， 此上 に尙ほ 施設 (X S す 考であ り ま 
すから、 左樣御 承知を 願 ひます (拍手 起る〕 

〇 濱口雄 幸 君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 濱口 君。 

〇濱 P 雄 幸 君 簡單で あります から， 自席から 發言 
の 許可を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 許可 致します。 

0® 口 雄 幸 君 唯今 大藏 大臣 は>  本員の 質疑に 對し 
まして* 逐次 御 答 辯に なりました •私は 尙ほ滿 足せ 
ざる 點に 就て、 簡® に 御 尋ねを 致したい と 思. ひます 
第一に 歳入 不足の 15 に 就て 質疑を 致しました る 所、 
大藏 大臣は 歲 入の 不足と 云 ふことは 娘 認を しないと 
云 ふ 御 答 辯で ありました、 承認を しない 理由を 詳細 
に 承りたい、 惟 ふに 大藏 大臣の 御考ほ 、何時までも 
今日の 如く 經濟界 の 好 景氣が 繼續 する ものであると 
云 ふ御考 であるか、 反 励的不 氣が 來 ると 云 ふこと 
を 申しました 所が、 それは 悲觀 論と 仰せられた 、私 
ほ 自ら 悲翻と 云 ふこと ほ 言 ひませ ぬ、 反動的 不景氣 
が來 ると 云 ふことは， 恐く ほ 衆論の 一致して 居る 所 
であります •内閣 諸 公と 雖も 、當然 之を 御 認めに な 
る ことを m じたので あります* 若し 之に 就て 御意 見 
が あるなら ば •詳細に 承らなければ ならぬ、 唯々 承 
誠し ないで は 本員は 滿足は 出来 ませぬ、 第二 點は公 
值の 整理に 就て、 詳細に 渉つ て 質疑を 致しました 所 
が 之に 對 して 大藏 大臣は 行詰りの 場合を 豫 想して、 


今日よ 〇、 計® をし ない、 斯樣な る 御 趣意の 御 答 辯 
が ありました、 言換 へて 見れば 今日に 於て 整理し な 
ければ ならぬ 所の •殆ど 二 十億に 近い 公 « を 整理す 
る ことに 就て、 大して 御 尉* が 無い 意味で あると 了 
解して 宜しい か、 其 次は 正貨に 關 する 質疑で ありま 
したが、 今日の 正貨 li •どうか 斯う か數 年間 保つ こ 
とは / l-i 來 るので あらう と 思 ふ、 又必. すし も 保たな く 
て も 宜しから うと 考へ ると 云 ふ 御 答 辯で ありました 
必ずしも 保たなくても 宜しい と 云 ふ 時は、 即ち 正貨 
を處 分す る 時で あ 〇 ます、 其處 分す る 時に 當 つて 經 
濟 上に 惡 影 «f が 来る， 如何にして 其惡 影響を 避ける 
ことが 出来る か、 全く 御考が ありませ ぬかと 云 ふこ 
とを， もう 一 ® ■ 御 伺 ひします、 それから 物價の 調節 
問題に 就きましては， 大藏 大臣は 金利の 引 上に 反對 
であると 云 ふことは •本員 承知 致して 居ります、 果 
して 金利の 引 上に 反對 であるな らば， 何故に 昨年 十 
月並に 十一月の 二 回に a つて、 連 續 して 金利の 引 上 
を 行つ たので あるか、 其點を 伺 ひます •それから 其 
次に 物價の 調節に 就て は、 谷國 共に 何れも 完全なる 
政策を 行つ て 居ない と 云 ふこと であつ た、 固より 完 
全 無缺で ない と 云ふ感 はあり ませう が、 私の 問 はん 
とする 所は 比較的の 議論であります、 昨年の 十一月 
に 於け る 東京， 倫敦 ，紐 育， 此三箇 01 に 於け る物價 
は、 一年 前 •即ち 一 昨年の 十一月の 相場に 比較し ま 
する に、 亞米利 加に 於き ましては， 四 分 S 厘の 騰貴 
であつ た、 倫敦に 於き ましては 、一割 五分一 厘の 騰 
貴で あつた、 然るに 朿京に 於き ましては 三割彐 分の 
騰貴で ある、 固より 紐 育， 倫 敦と雖 も完金 であり ま 
すまいが、 其 世界の 大 市場の 騰貴に 比して •非常な 
高率を 示して 居る、 少く とも 比較的に 日本の 物價の 
調節が、 今日 不完全で あると 言は なければ ならぬ、 
其點に 就て 如何なる 御考が あります か、 それから も 
う 一つ 申した の ほ •物惯 の 調節 問題に 就て 私の 申し 
た 事は W 問の 理由を 申した， 其 結論に 於て 質疑の 要 
點を擧 げたのは、 要するに 今日まで 政府の 執られた 
物 僧の 調節 策に 依つて ■政府が 其 責任を 盡され たも 
のと 信ずる や、 之が 質疑の 要點 であります、 若し 責 
任を 盡 された と 信ずるならば* 此證據 を 數 字に 依つ 
て， 具體 的に 御 示し あらん ことを 附加 へて 申した の 
であります、 此點に 就て 再 應御尋 致します、 c 拍手 起 
る〕 

0_ 長. 大岡 育造 君〕 高 橋大藏 大臣。 

ニ ハー 三 


院迗 衆符⑦ 阈帝回 二十 四® 


犲政方針の '« \同 |,- 對する岛肉大攻大^の答： ?..-? 


f K 務 大臣 男 P? 商 柄 是淸矜 登 根 一 
ON 務大 I5 C 男 捋萵桥是活 打 '-/ 再 M の迓ゼ で 御 答を 
します 歳入 不足を 承 ig しない 共 理由 •斯う 云 ふ 取で 
あります 、即ち K 動の 時代が 來た時 分に 歲入が 不足 
して、 豫览 の寶行 が 出来な から 5 と 云 ふこと. 是 ほ 
多分 九 年度に あらず して、 十 年、 十一 年の 將來 に a 
つての 御薛 であら 5 と 思 ひます が， 左 探です か。 
omn 雄 幸. ?! • 沱 炫で す。 

〇阈 務大 l';i r 男 财 萵 橋是淸 君： >  十 年、 十 I 年分， 今 
後數 年の 間に 於て 必ず 始終 好妖氣 が 紐く と 云 ふこと 
も、 是 ¢3: 何處 の國 にも 無い、 好毋氣 の 後に 多少不 设 
氣があり^又好蚀氣が來ると云ふことは、是 (3; 言ふ 
迄 もな く砰濟 界 の一帶 の狀 ® で、 即ち 波動を 爲 して 
居る と 云 ふのは、 即ち 其 事で ある* 今 H 何人と 雖も 

波 励な くして ri? 濟界が 順調に 進む とか、 波動な くし 

て不景 氣：方 に 走る と 云 ふこと ±r 斷言が ni 来ない 

箬であ る、 それで 不贵氣 と 申しましても、 必ず 農工 

商總 てが 皆な 破 產す ると か 云 ふやうな W は 無い 害で 

ある、 (笑 蹀 起る〕 其 時の 形勢に 依つて、 或 者 {3: 仲び 

或 者は 縮む、 又 或 者は 隞 業になる と 云 ふことは ある 

のであります、 一般的に 總てが 不景氣 になつ て、 國 

力まで — 國 富まで 減退す ると 云 ふこと ほ 餘り無 い 

腿で もして 不生產 的に 消費したら —— 國 力を 消費し 

たら、 それ ほ 國富ほ 減ります けれども、 唯々 不景氣 

か 一時 來た からと 云つ て、 國富が 減つて、 其の 國の 

政府の 歳入が、 豫览實 行の / II 来ない 程に 減つ たと 云 

ふ 例 ほ、 私は まだ 甚聞 にして KI いた 事がない (拍手 

「日露® 爭後 にあります」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 

第二には， 公 偾 二 十億 圓の 始末を どうす るかと 云 ふ 

ことに 就て >  行詰 つた 時の 政策 ほ 今日より 申 上げる 

限りで ない と 思 ひます、 行 詰る と 云 ふこと ほ、 政府 

が 破產 すると 云 ふこと で、 左樣な 事は 私 ほ P にも 想 

ふて 居らぬ のであります 、(拍手 起る ', 第三 ! 3; 正貨の 

維持に 就て 再度の 御尋で あります が、 是ほ 先刻 も 申 

した 通り、 國 民の 力を 以て 之を 持てば 格別、 左 もな 

ければ 政府の 要る 分に 就て 正貨を 使 ほなければ なら 

ぬ 時は、 正貨を 我國 に収 寄せる、 然ら されば 爲替で 

取 寄せる と 云 ふこと にす る、 正貨を 持つ ぱか りが 國 

民の 力の 海外の 發展で ない、 海外に 資本を 投 すれば 

則ち 正貨を 持つ たと 同樣で あります. 此 正貨を 國民 

が 買って、 海外の 事業に 放 資すれば 一向 差 支ないで 

ほない か、 I 7]-: 貨が 減つ て も、 それだけの 事業が 國民 


の ？ f 本に 依つて 起れば 差 支ないで {£ ないか， 故に 今 
迻の阈民の力の 55 ;展に大いに待たなけれぱならぬ、 
(「分らぬ」 「默つ て踣け J と 呼 ふ 者 あり〕 それから 續 
いて 物 ft? 調節に 就て、 金利 引 上策を 物 ft'2 調節の 爲め 
には 行は ない と 云 ふ 私が ffi 見を 有つ て 居る、 然らぱ 
日本銀行が、 昨年 二间 金利を 上げた の 13: どうした 譯 
かと 云 ふ 御尋で ある， 日本銀行の <12 利 引 上は •豫て 
申す 通り 大跋 大臣と して ほ， 日本銀行 當局若 ょり 金 
利 引 上ぐべし と 云 ふ 理由を 具して 持つ て參 つて、 之 
を 承認す る •大藏 大臣が さう しなければ ならぬ と 指 
圖 して， 金利を 左右す るので ほ ありませ ぬ、 (「そん 
な 誤魔化しを 言つ て IX いかぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 日本 
銀行の 金利 引 上を する のは (「證 據 ほ 見えた 」 r 默つ 
て si け」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋 是淸嵙 〕 金融業 者に 向つ て警 
戒を與 へる の だ- 餘〇亂 維に 資本を 使 13: ないやう に 
寧： 戒を與 へる の だ >  是 が 中央銀行の 金利を 上げる 所 
以で ある •決して 物を 安くし やうと 云 ふやうな 目的 
で 金利を 上げる のでな. い、 餘り 金の 使 方が 亂雜 にな 
るから、 それを 警戒す る爲 めに 金利を 引上げる ので 
ある、 C 拍手 起る； }そ れから 第 四に 職 時 中の 物 價の指 
數の事 に 付て •紐 育， 倫 敦を例 に擧 げられ て‘獨 り 
日本が 高い と 云 ふこと である、 是 も物價 の 指 數と云 
ふ もの ほ， 一般的に 見れば •多少 役に立つ もので あ 
ります、 豫て 能く 私 か 言 ふので す •川が あつて、 其 
川幅に 幾ら も廣 いと 狹い とが ある、 此 平均の 深さは 
幾らで あると 云 ふの が、 物價の 指數と 同じで ある、 
併し 此 川に 橋を 架ける とか、 何 か 工事を する 時に 其 
平均の 深さで ほ 大事の 工事が 出来ない、 物に 依つて 

行かなければ ならぬ、 實 際の 論と して ほ、 物に 依つ 

て 論じな けれは ならぬ、 何故に 紐 W の 品物が 安く， 

何故に 紐 育の 品物 ほ S 本ょり 高い か、 f に 依つて 皆 

な 違 ふので ある •唯 だ 指數を 見て 一時 日本の - - 或 

は 東京の 物 價指數 が 高い から、 是は世 界中で 日本が 

一番 高い の だと ほ 言へ ぬ、 現に 常食と して 居る >  即 

ち大 なる 問題と なつて 居る 米價に 付て は 如何で ござ 

いませう ?!' 米の 如き {X 世界中に 於て‘ 支那を 除く 外 

日本が 一番 安い、 何處を 御調に なつても 日本 程 安い 

處ほ 無い、 (拍手 起る )それ から 第五 項の 最後には、 

是々 で 政府が 施設した 物價 調節の 政策に 就いて、 其 

責任を 盡し たりと 信ずる や， 問は る、 まで もない 責 


任を 蛊 して 居る •而 して 其證據 を s 字を 以て 眾げょ 
I 國の此 政府 か 物 ffii に関する 色々 な 手段を ^ して、 
さぅ して 其 ii 任を 盡した のか どぅかと 云 ふこと を數 
字を 以て 證據 を犁 げろと 云 ふ、 是 ほ 何とも 六ヶ敷 い 
事で あると 思 ふ • ( 拍手 起る) m し 物 ffif の指數 に 付て 
の 物 似の 比較を 見たい と 云 ふ 御希留 であ 〇 ますれば 
鲩 出の 關 係に 依つ て 定まる 物奶 、轍 入の 關 係に 依つ 
て 定まる 物®、 比較的 輸出入の 關 係の 薄い 物 fij の數 
字、 是等ほ 外 國の ものと 比較した 表 ! 3: 作れば 作られ 
ますから、 それなら ば 差 上げる ことが 出来る ので あ 
ります (拍手 起る〕 

0 岩 崎剧君 國務 大臣の 演 說に對 する 質疑は、 本日 
ほ 此 程度に 止め、 明 二十四日の 本會 に‘ 更に 繼續さ 
れんこと を 望みます。 

〔「賛成々々」 の聲 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議ない と 
認めます、 仍て 之に て散會 し、 明日は 定刻より 開會 
致します。 

午後 六 時 = 十八 分散 ® ■ 


0 穴 E 九 年！ 月 II 十四 B (土曜日〕 

午； 俊 一時 七 分 開 11 
議事 Q ?I 第四號 

一 國務大 巨の 演說に 戥 する 質疑 (前 會の 

續) _ 

第 I  1 因 i— に 關す る 建議案 (綱 翻 痛 - fc- 

\ ) 

〔左の 報吿ほ 朗 i 2 を經 さる も參照 のた め玆に 
揭 載す〕 

一昨 二 十三 日大岡 議長 宛 左の 謝 m を 受領せ り 
第二 艦隊 司令長官 

衆議院の 鄭重なる 決議に 對し 麾下 一同を 代表し 
深厚なる 謝意を 表す 

吳錨 守府 司令長官 

二十 二 日 陸海 軍に 對し爲 された る 貴院の 決議に 
對し 麾下 一同を 代表して 感謝の 意を 表し 尙益奮 
勵 至誠 奉公の 實を擧 け 以て 國 民の 輿 S に 副 ほ ん 
ことを 期す 

野 間口 第三 艦隊 司令長官 
衆議院の 鄭重なる 決 p に對し 麾下 一同を 代表し 
深厚なる 謝意を 表す 尙益 奮励 興 望に 11 ほん こと 


一六 一 四 

を 期す 右 然るへ く 御 披？ s を K ふ 

名 和 № 4 贺 U 守 苻司令 只官 
昨 二十 二 日陛 海坩 に對し is ;ca を ^ 決せられ 
其 〇 旨海車大臣ょり婢達せらる木 ^ は茲に嘥下 
一同を 代表し R 院の決 越に 對し汊 5S .J: る 感謝の 
S を 表す 

第一 筘 跺 司令喊 官 

衆 謎院の 添 m なる 決雜 に對 し PS 下 •同を 代 炎し 
深睬な る 謝 SC を 表す 右 然るへ く 御 披涊を 誚 ふ 
佐 世 保 ill 守府 司令長官 

我 海軍に 對し 院の決 謎に te る 端 Jri なる iiii 抆拶 
に 接し 感激に 堪 へす 玆に 部下 一同を 代表し 深 R? 
なる 謝意を 表す 

舞® ffl 守府 司令長官 海軍 中 將黑 井涕 二郞 
平和 克復に 際し 衆議院 決 謎を 以て琊 ffi なる 謝 辭 
を 忝 ふし 感激の 至りに 堪 へす 玆に曙 下 一同を 代 
表し 謹みて 謝意を 衷す 

大港耍 港 部 司令官 

陸海 軍に 對 する 貴院の 懇篤なる 決 謎を 敬 承し 當 
要港 部 一 同に 代 ほり ii みて 感謝の 意を 表す 
千 坂镅海 要港 部 司令官 

議院の 深厚なる 決議を 忝 ふし 感佩の 至りに 堪へ 
す 部下 一同に 傳へ 感謝を 表す 

第二 遺 外 鰹 隊 司令官 吉田淸 ，風 
衆 _ 院の挪 重なる 決議に 接し 感銘の 至りに 椹へ 
す玆に 麾下 一同を 代表し 深 ® なる 謝意を 表す 右 
然る 可く 御 披露を 請 ふ 

中 ]  1! 馬 港 嬰 港 部 司 i 

衆議院の 鄭重なる 感謝の 決 翳の 報に 接し 感銘の 
至に 堪へ す玆に 麾下 一同を 代表し 深陧な る 謝意 
を 表す 然る 可く 御 披露を 請 ふ 

永 田 臨時 南洋 群島 防備 隊 司令官 
衆議院の 鄭重なる 決_ を 忝 ふし 感 佩の 至りに 堪 
へす 麾下 一苘を 代表し 玆に 深厚なる 謝意を 表す 
右 然るへ く 御 披露を 請 ふ 
一 今 二 十四日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號， 承諾を 求む る 件〕 
委員 

委員長  氣賀勘 重 君 

f 河上哲 太 S 
理事  堀川 - II 哉 岩 
(律 末 良 介 君 


院 P 衆 内 FH：! 帝 同 二十 四 第 


大 正八 年 勅令 第 = 百 四 號 r 承諾を 求む る 件〕 委員 
委員長  政 尾 藤 吉君 

/I  宮 房治郝 君 
理事  砂 田 重 政 君 
一 小川 寅 六 君 

一 今 1 ; 十四日 常任委員 補闕 選擧の 結果 左の 如し 
第一 部 

豫筇 委員 ¥ 速 整 爾沿 (武藤 嘉門君 補闕) 
第二 部 

決® 委 C 松 井 文 太 郎君 C 抑 川 方義君 補闕〕 
第 九 部 

殘算委 n 押 川方義 君 (今 井 慕 幸 ?? 補闕) 
一阼二 卜 一一 1RP 長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
大 JH A 年 劾 八 pmlli 百！： 號 (承諾を 求む る 件〕 


政 尾 
佐々 木 
林 


H 

野 

高 

上 


藤 

村 

田 

村 


砂 III 

河 崎 


藤 5 
武生君 
爲良界 
吉次君 

嘉六君 

耘平君 

耕作 君 

重 政 封 

XT'  V  p 


井島 義雄君 
一 宮房 治郞君 
西 村 正則 君 
小 田 切 磐太郎 a 

励 口 秀雄君 

尾 越 辰 雄 君 

井戶 文 H； 郎君 

瓯 田 精一 君 

小川 寅 六 君 


大 7P •八 年 勅令 第一: ? I 七十 八 號 (承諾を 求む る 件) 


田邊熊 一 君 

高 橋 本吉君 

奥 田 ® 造 君 

赤 間 嘉之 T*f 君 

下 岡 忠治君 

紫 安 新 九 郎君 

正木 照 藏君 

西 村 丹 治 郎君 

滞 末 fi 介 君 


鈴 木 錠 藏君 

氣贸勘 重 君 

河 上 哲太君 

磯 部  尙君 

® 藤 宇一郎 君 

竹 村 良®: 君 

前 田 卯 之 助 君 

堀川 美 哉 君 

® 井藤 四郞过 


〇 涵兑(大岡育造封)是ょり0謎を開き、御諮り申 

す yf があります。 

第！ f 部 ; 11 出 预算委 員 ®' 围茂助 31 、第一部選川決览委 

a 森 禿 次 君、 第 七 部 選 /) 1 決算 委 flm 田孝史 君、 第三 

部遝 msi 願 •本 fl 竹 村 良 貞君 、第 ？/ r 部 選 .' li tj! 一 願 委員 K 

越 辰雎 君、 右 常任 委 0 辭 任の 申出 か ありました、 許 

可す る ことに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異 諝な L J  I 異議な し」 と 呼 ふ湃 あり〕 

〇讁 長 C 大岡育 造 君〕 御 異難が なければ、 之を 許可 


する ことに 致します、 各々 其 部の 諸君 ほ 速に 補缺選 

擧を行 ひ、 御 屈 出 あらん ことを 希望 致し ま -i - 是 

ょり 質問の 繼續に 移りま^ — 松 永 安 左衞門 君。 

〔松 永 安 左 衞門君 登壇， 拍手 起る〕 
0松永安左衞門君本員は、去る二十二日總理大臣 
並に 外務大臣 •陸軍大臣ょり 施政の 方針 並に 外交に 
關し 、西们 利 駐在 兵の 問 题 に 關 して 御說明 が ありま 
した、 之に 對して 又 議員の 皙 問 あり、 其 御 答 辯に 對 
しまして、 少なからず 質疑を 懐く 一人であります る 
其 中で 本 R 御 尋 致したい と 思 ひます るのは •第一に 
西 伯 利 出兵の 問題 'e あります* 此西伯 利に 今回咐 兵 
されました 理由に 就きましては- 總理 大臣の 御說述 
も ありました、 又 外務大臣、 陸軍大臣の 御 說明も あ 
りました、 併し 其說明 內容に 至りまして は、 茜 だ 不 
明 徹底を 缺いて 居る かの 如き 感じを 持ちます、 本 M 
は 谷 政 ^ 政 派に 關係せ ない 一人であります、 此不撤 
底 及 不分明を 質疑す る 所以の ものは、 何等 政 黨的立 
場に 立つ て ■之を 非魏 しやう と 云 ふ 意味では ありま 
せぬ、 我が 國民の 多數 及外國 識者 間には、 日本の m 
兵の 問題に 對 しまして は、 多大の 疑惑を 以て 視て居 
ります、 而 して 政府の 政治 上の 所見に 於き まして 亦 
必ずしも 世間の 疑惑を 持つ 如き もので ないか も 知れ 
ませぬ、 併ながら 其說 明の 闪 容 ，及 方法が 徹底を 缺 
きます る 場合には 益々 世間の 疑惑を 生す る ことで •こ 
ざいます る、 私は 國 民の 一人と して、 中正の 立場に 
立ちまして、 政府を して 其 所信を 今日は 詳に 御述下 
さらん ことを 希 轺 する が 爲 めに、 此言議 を爲 すので 
あります、 で 第一に 御尋 致します るのは、 右 申した 
やうに、 今冏咐 兵を 爲した 事に 就て •十分なる 理由 
を 今一 應御述 を 願 ひたいと 云 ふので あります、 で 之 
を 御尋 する 所以の ものは、 右 申した 次第であります 

るが、 第一 私共が 去る 二 十二 日の H; 大臣の 御 說明中 

には •多少の 不一致， 不統一の 點が あるかの 如く 感 

ずるので あります， 速記 錄を 見ましても， 或は 御 話 

を赌 きましても •其 點け a だ 徹底を 缺いて 居る、 總 

理大臣 の 御說明 に te ります ると、 斯う 云 ふ 事が あり 

ます‘ 「彼の地 方 未だ 安定を 得ず 差 措 難き 狀膀に 在 

るを 以て 多少の 兵を 咐 脏 せり」 さう 致します ると、 

咐扱の 理由は 差措難 き 或は 何 かの 愦况が m 來 して、 

成は 其 狀膀が 片付かぬ が爲 めに、 今日 兵を％ す こと 

にした と 云 ふ御說 明になる 如くで ある、 又 外務大臣 

陸 ni 大 K の 御 說明屮 には、 左様な 文句は 何方に も 見 


えて 居ない、 又 質疑 應 答に 對 しましても、 左樣な 御 
說明ほ 無い やうであります、 ® に 「チェック」 軍 救 
援に 在る と 云 ふことの み、 御 辯 明に なつて 居ります 
さう 致します ると •外務大臣、 陸軍大臣 ほ、 今回の 
% 兵は 單に 「チヱ ック 」 軍の 救援な りと 云 ふ 御斷定 
であ 〇 まする、 而 して 此 「チヱ ック I 軍の 救援なる 
ものは、 所謂 H 態の 維持で あつて、 前の 出兵 理由に 
基く、 單 なる 救援 行爲と 看るべき ものであります る 
が、 總理 大臣は 之を も 措き 難き 情 况に 在る を 以て， 
枏 兵した と 云 ふこと であり ますれば* 此 間に 何等か 
の* 情の 相違、 及 出来事が ある ことを 認めなければ 
ならぬ のであります、 此兩點 に 就きまして、 私は 少 
しく 御 導を 進めて 見たい と 思 ふので す、 「チェック」 
軍の 救援に 就きましては、 是は 日米協： 一: 出兵の 初よ 
り 本義であります、 是は內 外に 明瞭なる 次第で、 而 
して •其 r チ ヱッ ク」 軍の 救援の 狀態は 、今 果して 
如何なる 成續に 在る ので ありませ うか、 此事も 外務 
大臣より 御說 明を 願 ひたいと 思 ふので あります、 と 
申します るのは 「チェック」 軍 救援と 云 ふことは 、ン 
私の 所見に 依れば •旣に 結了して 居る のでは ある ま 
いか 「チヱ ック」 眾還送 は 或は 結了して 居らぬ かも 
分らぬ 「チヱ ック」 軍を 最初より 救護す ると 云 ふ 目 
的は、 旣に 達せられて 居る と 看るべき ものでは ある 
まい か、 跡始末を する、 或は 還绘 の手續 をす る、 或 
は 船を 傭 ふ， 斯う 云 ふ 事に 就て は、 尙ほ殘 つて 居る 
かも 存じ ませぬ が、 救援の 大體に 就て は 片付いて 居 
る もので なければ ならぬ、 之を 證明 します るのは、 
亞米利 加の 日本に 對 する 通知であります、 亞米利 加 
の 通知に 於き ましては '「 チヱ ック」 軍の 救援は 旣に 
完了せ りと 云 ふこと が、 第一の 理由であります、 此 
見地よ 〇 撤兵す る ことを 聲 明して 居られる 「チェ ッ 
ク」 軍の 救援の 情 况に 就きまして 私の 信ずる 所に 依 
ります ると， 元と 「イルクー ック」 以西に 點在 して 
居りました 所の、 許 多の 「チ H ック」 軍を 主に 此の 
诳 部の 方で 遮斷せ られ ，两 部の 方に も 遮斷 せられた 
ー チ H ック」 軍を 一と 處に 豳 めて、 之を 取の 方に 移 
して •段々 浦 潮 方面から 還す と 云 ふこと に 在つ たや 
うであります る、 亞米利 加の m 兵の 目的 も此で あつ 
たので ありませ う、 日本の 出兵の 目的 も 左樣で あつ 
たので ありませ う •何と なれば、 日本は _『 イルク— 
ック」 以東の 鐵道の 守備に 當つ て、 さう して 漸次に 
此方 面に 「サバ イカ ル. 一に 集めて、 之を 移す と 云 ふ 


方針で あつたで ありませ う、 此 問題は 多少 爾後 變化 
して 居る、 即ち 亞米利 加が 實際 兵を S つて、 西 伯 利 
に 來て 見ます と 形勢は 變 化して 居る、 即ち 其 後谷 聯 
合國 は、 過激派 政府を 征討す ると 云 ふこと に 段々 方 
針が 變つて 居ります、 さう して 西部の 方 •所謂 西歐 
■ 巴の 方面、 或は 南歐羅 1 : 方面から 绘 る 兵と 響 應し 
て T  n ル チャック」 政府を 援け て、 段々 過激派を 討 
つと 云 ふこと になつ て 来て、 さう して K 勢は 甚だ 好 
かつた ものです から、 段々 「チェック」 軍と 云 ふ も 
の诳の 方に 5S ると 云 ふこと を 止めて、 西に 轉ぜ しめ 
て、 さう して 「ペトロ ダラ ー ド」 或は 莫斯 科が 片付 
いたなら ば 「チェック J 軍が、 其 儘 「チェック」 の 
本 國へ歸 る ことが 出来る と 云 ふ 形勢に 陷つた 、さう 
して 「ィルク ー ック J から 「オムスク J までの 間. 
戰鬪 行爲は 主に 「チ H ック」 をして 當 らしめ た 狀態 
である、 即ち 「チェック」 の 救援に 非ず して、 「チェ 
ック J が 寧ろ 「オムスク J 政府を 救援した と 云 ふや 
うな 狀 態に 立つて 居ります、 然るに lit 「チェック」 
を 救援した 所の 「オムスク」 軍、 及 聯合 國を援 けて 
居つた 所の 「オムスク」 軍は、 段々 不利の 位置に 立 
つて、 さう して 菜に 歸 らんと して 西に 行つ た 所の 「チ 
エッ ク」 軍は、 再び 東に 歸ら ざる 狀態に 立 至り まし 
て、 昨年 以来 段々 此兵が 集つ て 「オムスク」 に 駐在 
し、 漸次 東漸して •現に 「貝 加爾」 方面、 「ィルク ー 
ック J 方面に 移つて 來て 居る と 云ふ狀 態で ある •今 
日 「チ H ック」 を 若し 完全に 浦 潮 方面に S ると 云 ふ 
ならば、 其儘鐵 道で S れば 宜しい 狀態で ある、 而し 
て 輸送に 關し ましては、 英米 兩國 間の 協定を 以て、 
盛に 浦 潮に 船を 集めて 今 輸送 中で ある ^, 所謂 「チェ 
ック」 救援なる ものは 旣に 過ぎ去つて 寧ろ 「チ エッ 
ク」 を 利用して 戰 _ 行 爲をや つて 而して ，其 「チェ ッ 
ク」 は、 「オムスク」 軍の 東漸と 共に 段々 ® に 移つ て 
來て 、最早 輸送 狀態に 移りつつ ある やうな 狀態 であ 
ります、 亞米利 加が 「チェック」 救援の 業は、 旣に 
完成せ りと 云 ふこと を 言 ふのは 當然で ありまして、 
而 して 之を 輸送 乘船 せし むる 所の殘 務の 手續が 殘つ 
て 居る •二月 何日ょり 亞米利 加が 撤兵す ると 云 ふこ 
とは、 「チ H ック」 の 完了' と共に 撤兵す るので ありま 
すから* 必ずしも 今日 「チェック J を 打 棄て 置いて 
fs に 亞米利 加が 撤兵す ると 云 ふ 意味で も あるまい と 
思 ふ、 斯る惝 勢の 下に 「チェック」 軍 救援な りと 云 
ふ 意味は、 果して どう 云 ふ 御意 味で あるので ありま 
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施政、 外交に 閱ナる 松 永 安 左 R-i 門の m llHI I 
せう か 「チェック」 を 抜けろ •助かって 居る ものを | より 佾 兵の 必要 ある こと も、 本： a ii 認めないで は あ 

り ませぬ， '# し 差 措き 雖き 狀况 云々 と 云 ふことは 如 


抜ける と 云 ふ 尨 味 if. •どう 云 ふ S 味で あるので あり 
ませう か、 又 斯る琪 を 以て 增 兵の 大理 由な りと S さ 
るのは、 どう 云 ふ 尨 味で あ 〇 ませう か、 是 ほ 能く 伺 
つて、 S きたい もので あらう と 思 ふ* それから 是は 
序 であり •* すから 御 ^ i を 致して H きたいと M ひま 1- 
竹 問と 申す 程の 事で も ありませ ぬが、 r チヱ ック j 堪 
r/ 抜 後に 於て は、 然らぱ 日本の 兵を 撤兵す るかと 云 
ふことの 御尋 が， 二十 二 日に 篛 H の 中から あつたと 
思 ひます •それに 對 しまして 外務 大 1:1 の 御 答に、 「チ 
エック ' 眾 妁援 後と 雖も 、撤兵す るかし ないか 分ら 
ない、 何とな れぱ浦 潮に 居る 所の 八 千の 日本人と 及 
多数の © i 祥人が 居る、 此朝蛘 人を ^ I 揚げる と 云 ふ琪 

に就てほ、尙ほ駐兵の必耍があると云ふ御話があつ 

たやう であります、 私 (T. 其當 時から 少しく 不思識 に 

思つて 居りました ので、 無論 E 本人が 多少 居ります 

れぱ 、朝鮮人％ 幾分 居る と 云 ふ 事は 是ほ 、言 ふまで 

もない 話で ありませ うが、 併し 特に 多數 の鮮人 あり 

と 云 ふ 御 話が あつたのは、 興 鮮人と 云 ふの ほ、 朝鮮 

民族と 云 ふ眾な る 意味で ありませ うか、 或は 日本に 

國籍を 有する 所の 朝鮮 入と 云 ふ ® 味で ありませ うか 

私の 信ずる 所に 依ります れば 、日本に 國籍を 有する 

所の 朝鮮人は、 踢西亞 、西 伯 利 方面に 餘り 居ない 筈 

であつて.. 此 朝鮮人と 云 ふ もの ほ， 多く 露 國の歸 化 

民であります、 然らば 露國 人で ある、 糊 鮮 人を 救援 

しやう、 或 ほ それを 擁謎 L やう、 或は 引 揚げ やうと 

云 ふ 御 趣意 でんる か、 其邊も 多少 御 答 辯には 餘程力 

を 簡 めて 御 話に なり キし たから •重要な 事と 認め ま 

する が 爲めに 御尋 をす る 次第であります •其の 次に 

「チ H ック j 救済の 事に 就きまして、 果して 鐵道輸 送 

等を 當分衞 ると 云 ふこと が 必 ^ であると しましても 

是は黑 龍 江 線を 衞 る必耍 はない、 所謂 ' li 淸線 を衞れ 

ぱ E しい 筈であります から、 黑龍線 を衞る 必要な く 

苽 淸線 のみを 衞 ると 云 ふこと になり ますれば. 寧ろ 

減 典の 理 山 とはな りましても 增兵の 理由とは ならな 

いと 思 ひます、 之に 就て は 陸軍 大 K あたりから も、 

何 か 御 答 辯を 願 ひたいと 思 ふ、 其 次に 總理 大臣の 御 

說にな つて 居ります る 差 措き 難き 狀况是 ほ 大變 重大 

な 事であります、 若し 差 措き 難き 狀况が ありまして 

國家の 使命を 完 うし、 國 民の 慶福を 11 り、 完全に 總 

ての 事を K 行し やうと 謂 ふべき、 非常 必要なる 狀况 

に 迫つ て 居る と 云 ふ 事で ありましたなら ば、 是 け 固 


何なる ? 1( であり ませう か、 私の 信じます る 所 •聞い 
て 居ります る 所に fe 〇 ますと、 別に 差 措き _ き狀况 
と 云 ふ I 基 だ 失 禮な申 分か 存じ ませぬ が、 國 民を 
笊 かす 如き 言葉を 御 使になる 程の 事柄 ほ， 別に 存在 
しないと 思 ふので あります、 併し 此差 措き 雖令 狀况 
と 云 ふこと を>  私が 想像 致して 見 ますれば、 恐く は 
去る 昨年 十一月から 木 年に 掛けました 所の、 「オム 
スク j 政府の 崩壊の 事で あらう かと 存じます、 「コ 
ル チヤ ック」 の 兵を 援 H- 、 全 露 政府を 助けて、 さう 
して 過激蔽 に當 らしめ ると 云 ふ 事 ほ、！ I り 日本の 方 
針 ばかりでなく 列國の 方針で あつたので あります、 
現在は 兎も角も、 麗來の 列國の 方針であつた ので あ 
ります、 而 して 此 「コルチャック」 の 政府を 援けて 
「オムスク」 に 其 勢力を 固めし め濒次 西 進せ しめて 
露西亞 の 金 體の 統一を 圇り 、之に 依つ て 政府の 確立 
を 一一つ て、 過激派を 掃蕩し やうと 云 ふことは、 少く 
とも 其當時 の 聯合 國の 方針で あつたので ある、 日本 
出兵の 理由 此に 無しと 雖も 自然の 結果と して、 さう 
云 ふこと に陷つ て 居ります、 此大 方針が 非常な 變化 
を來 して* さう して 去る十一月に 於き ましては 全然 
の 敗退 •陸軍大臣の 說 明の 通りであります、 さう し 
て 「ィルク ーッ ク」 に 於き まして‘ 民主的 革命 團が 
成立して 遂に 日本が 支持して 居る と 云 はれて 居る 所 
の、 「セミョノフ」 の 如き も、 旣に 段々 敗退して 來ま 
す、 總ての ものが 悉く 後退 敗退を L てし まつて、 我 
が 守備 軍の戰 線と ほ、 最も 近き 情勢に 迫つ たと 云 ふ 
ので ありませ う、 果して 是が捨 置 難き 情勢な ので あ 

り ませう か、 見解 果して 其 通りであります れば 、捨 

置 難き 情勢と 云 ふ 事を 云 ひ 得る かも 存じ ませぬ が、 

私は 之を 捨 置き 難き 惝勢な りとは 信じない ので あり 

ます‘ 最初の 方針に 依り、 過激派を 掃蕩し、 全 露 政 

府を 成立せ しめ、 政權を 統一せ しめて、 さう して 東 

亞事 無き を 得， 所謂 過激派 思想なる もの、 無い こと 

にし >  總 ての 治安が 保てる と 云 ふの が 方針であつて 

见 つ 之れ を 兵力を 以つて 何 所まで も續 行し やうと 云 

ふので ありと します れぱ 、それは® だ氣の 毒の 狀態 

に、 日本の 立場は 立つ て 居る のであります が •日本 

は 左樣な 立場に 立つ て、 何 所まで も •過激派 政府と 

兵力を 以て 爭 ふので ない と 云 ふことは •何人と 雖も 

是ほ 疑は ない 所であります、 吾々 は 我 政府が 左樣な 


方針を 執つ て 居る と 云 ふこと とは、 少しも 考へな い 
のであります、 若し 左 揉な 方針で ありと しま すれば 
陆 か 高 田師幽 の 半 個師 _ 位を 御 •送りに なつた 所が 此 
捨 跬_き惝 勢には 役に立ち ませぬ、 どうしても 此方 
針を 撤 )5 する e には、 多數の 兵を 送る， 少く とも 十 
萬 二十 萬 位の 大軍を 送つ て、 赤衞 m が P 加 爾以 !|{ に 
進出 せんとす るに 對して 、貝 加 晒を 中心として 彼 處 
に大 なる 兵力を 绘 り、 之に 對抗せ しむる と 云 ふ、 大 
變な .大 それた 結果に 陷 るので あります、 さうな る 
と 十 萬 二 十 萬の 丘 (で 足る か、 足らぬ かが、 大 問題で 
ある、 復た 第二の 大腿 爭を 始めなければ ならぬ と 云 
ふ 立場に 立つ のであります、 是は 固ょり 左樣な 御考 
の 無い ことは 無論であります、 と 云 ふの (1 か 兵を 御 
绘り になつ たこと を 以てしても、 是は 分ります、 然 
らば 「オムスク」 政府の 崩壊に 依つて、 西 伯 利 方面 
の洽 安が 變 化した、 斯う 云 ふだけ のこと である •其 
變つた の ほ 一體 良く 變つた のか、 惡く變 つたの か 又 
誰が 其 原因を 爲 して 居る か、 どう 云 ふこと であつ た 
かと 云 ふ 原因が 少しも 明かで ない、 到底 之を 差 措き 
雖き情 勢な りと して 斷言 する のは、 少し 早い 御言 葉 
ではない かと 思 ふので あります、 それで 要します る 
に、 國民は 、總 て此增 兵に 向つ て 何 か 御考が あるの 
であらう か、 甚だ 意味 不徹底で ある‘ 何の 爲めか 分 
らぬ 、此 分らない と 云 ふことは、 各種の 方面に 妨害 
を 来して 居ります、 一昨 二十 二日の 御演說 に 於き ま 
しても 陸軍大臣から 我が 派遣 兵の 軍 氣兵氣 は 嚴肅旺 
盛な り 云々 と 云 ふ 仰が ありました* 斯く あらん こと 
を ? 1 むので あります， 又 さう であり ませう、 併な が 
ら斯の 如く 「チヱ ック」 を援 けんとす ると 云 ふこと 
に 就て if  「チ H ック J は援 けられて 居る、 而 して 
差 措き 難き 狀態と 云 ふことは、 何の 事で あるか 能く 
分らない、 さ 5 して 何の li めに 兵を邊 つた か 分らな 
い、 亞米利 加は 旣に 撤兵して 居る •又 聯合 與國は 西 
部關 係に 於て； ir 旣に 一大 一 i 化を 来して 居る、 此際 
に 即ち 段々 暖かに なつて 来ます、 春の 日に、 冬の 寒 
風淅瀝 の 如き 狀 態を 執られた と 云 ふこと に 就て は、 
世 問 ほ 幾多の 疑惑を 持つ て 居ります、 先般 冬の こと 
であり ませう、 總理 大臣は 「タィ ムス」 の 記者に 向 
つて、 日本の 亞米利 加に 交渉して 居る 所の 增 兵の 理 
由に 就て は、 決して 領土 的 野心は 無い、 又 侵略的 精 
神 も あるので ない， 已むを得ない 狀態で ある、 と斯 
く御說 明に なつて 居ります， 是は 總理大 15 が 仰し や 


るまで もな く  M 民が 壻 つて ^ .1 f すろ 所で あ 〇ま す* 
併しながら 此不撤 底なる 状 R に® 0ます {1.'! 、父 ^ 撖 
底なる W 明で あ 〇 ます PJ1 は、 何人 is  ! .5 な -U を 
挟むのである、之に對する外«新冏{:批犴を兄まし 
て も， 總理 大臣 其 他の 政治 ' ss (i さ-、， :-. .. •> ぬけれ ど 
も， 日本に 隨分 S い 人達が K るの -e 、 さ- 「一：ム ふ \ iii 
は 必 しも 其考ぢ やなから う、 之を 制 t! する 力が あり 
や 否やに 就て， 疑が あると 云 ふ M の C. とを 中 述べて 
尻ろ 論評が あります、 又 我 派 ifi :ai に對 しましても， 
其 目的が 不明であります 時は、 何の爲 めに liii つて 居 
るの か •何の 爲めに 寒い 所に 曝されて 居る のか 分ら 
ぬと 云 ふこと にな 0ますれ (+: 、自ら士氣が；小振に阽 
ると 云 ふことは、 已むを得ないので あ 〇 ます、® 近 
西 伯 利 方面を 步い て、 兵 隙の 狀態を 見て 来た 人の 説 
は、 必 しも •陸軍 大 K の御說 明と 一致し ない 所が あ 
るかの 如く 聞いて 居ります、 是は 由々 しき 大 叫 であ 
ります、 國家が 兵を 励 かすと 云 ふことは、 m 大 の .1 JV 
であります、 其士氣 の 旺盛を 留まれる ことは 両 ょり 
であります、 其點に 於て 士氣 の顕臌 を见る と 云 ふこ 
とは、 國 家の 大事で あると 存じます* 耍す るに 屮外 
を擧げ て此 問題に 向つ ては 疑惑を 持つ て 居ります し 
去る 二 十二 日の 御演說 、及 質疑 應 答に 於き ましては 
私は まだ ig きて 居ない 所が 多々 あると 信じます るし 
又 政府 當 局に 於き ましても、 說明せ んと 欲して、 未 
だ 御 熟 Et 中の こと も あつたと 思 ひます から、 願く は 
一日 も 早く 說明 あらん ことを 希 Ei 致します るが 爲に 
此 質疑を なす 所以であります、 f, *.7 ほ 今回の 咐 r$ と 云 
はず、® 來の駐 屯 兵の 結果と 致しまして は、 锊 際の 
現狀に 於て， 多大の 疑惑， 多大の 紛擬を 来して 居る 
かの 如く 聞いて 居ります、 此點に 就きまして、 相當 
の御說 明を 願 ひたう ございます 勿論 「コルチ ャッ ク j 
政府の 倒れました る 主なる 原因は、. 此過激 派の JT- バカ 
が 强 くて、 職 鬪の 結果 之に 敗退した と 云 ふ 典 力 上の 
力の 强弱に 依つ たもので ありませ うか、 或は 又 他に 
原因が あつたので あらう かと； K ふ 事に 就まして、 私 
の 聞く 所を 以て 致します れば ，必ずしも 兵力の 强 弱 
の 問題に 非ず して ^ 「コルチャック」 軍の 士氣 の不 
振で ある、 即ち 其 兵隊に © 意が 無かつた と 云 ふこと 
が、 主なる KI 因に なつて 居る やうで ございます， 又 
當時金 露 政府の 下に 在る 所の 民心は、 之を® 迎して 
居つ たかと 云 ふに、 必ずしも © 迎して 居な かつた や 
うであります- 是が 「コルチ ャッ ク j 政府の 崩 M の 
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主なる 原因で ある、 而 して 支持した 聯 合 國の失 敗で 
ありま サ 、併し 是 は 聯合 國共の 責任と 致しまして， 
特に帝5の壻滕>或は帝同共のものに對する，露民 
の 感情、 惡 感の咐 加 >  段々 之を 嫌 ふ 所の 糊 念と 云 ふ 
ものは、 總 ての 新聞を 通じ、 又 新なる 歸朝 者を 通し 
て、 吾々 の 耳に w ni if いて 居ります、 此珥に 就いて 
ほ 政府 |£ 如何なる 御所見を 持つ て 尻ら れる かを B き 
たいので あります 一: ょり R 本の 三 ; -S の駐运 の H 的は 
治安を 守る 〇 めで あり、 (-1. つ翅适 の 守備を 爲す消 極 
的の 行 爲を爲 す ものに 相 溝あります まい、 併ながら 
結果と して 起つ た 所の ものは、 m に 左 樑な 行爲を 以 
て來た 問題に なつて 居ない、 と 巾し ますの ほ 總ての 
關 係に 於て、 帝 國政府 が 支持して 居つた 所の、 「n 
ル チ ヤツ ク .一政 府は 「セミヨノフ」 の 堪隊の 行動な 
る ものは、 武 斷的官 僚 的でありまして， 非常に 一千 

茁の西伯利人の人心を龙して居る琪抨に就て申上げ 

ますると斯う云ふことを設明して )?} る ^ が & 0ます 

是は 「ルタン」 新 KI の 「グロ ース J と 云 ふ 人が 或る 

人に s/f つた •其 人から 又 私が 商 接に fia いた 話で & り 

ます-其 後 A 加爾 州に 於て、 總ての 叛阽 と 申し ませ 

うか、 我 軍隊の 守備を 脅す 方の 人は， 凡そ どう 云 ふ 

稀 類を 以て 成立つて 居る かと 云 ふと •第一 ほ 極く 僅 

な 過激® が 加つて 居る 之が 率 ゐて厨 る 所の 者 其 次 (3: 

彼の 方向の 「ドン クス」 とか 云 ふ 土人の 極く 破 落 戶に 

集つて 防 る、 第三は 亡命の -T5 烧克が 加つて 居る が此 

讶晓 克ほど う 云 ふ -?? であると 申します ると 「セ ミヨ 

ノフ J の# 行、 S1C は 掠 恝 ，或 (3: 其 子女を 犯される と 

云ふやうな關係の 13 に、非常に衍槪しまして遂に恶 

励 軍の 仲 問に 人り て 尻る •其 内の 過激派の 多少 知識 

階級に gil する ^ ほ 比較的 ^ 讪 であるが、 其 「セ ミ 3 

ノ フ」 眾 隙に 犯された と i< ふ 者は、 E も殘 忍兇惡 に 

して、 猫が： 至らざる なしと iK ふ狀 態で & る •而 して 

日 木 m は、 〇： 分の 友 i:ri である 所の 哿烧克 の® い JJf を 

した M 拭 ひを して屛 る、 さう して 「セミヨノフ J 等 

のした 所の 鉑 行の -A: {r: と 云 ふ ものは、 悉く 日木茁 が 

其 結果と しまして 總 ての K fr: を 受けて. 金 露 人の 怨 

j を獨 りで W 負つ て屛 るので あると； K ふこと を 「ルタ 

ン」 の 記者が 話して 居る、 で 避 (X 總て 或 (3: 徴發 をす 

ると か， 何とか 云 ふやうな 場合には， 多く 是 等の萤 

を 使 ひ， 或は 日本： ホが 一， セミヨノフ」 眾と共 同して 

硪 ひます 際に 自分 だけ ほ 他に 逃げて しまつて， R 本 

眾に硪 gf を やら さして •さう して 自分 速が# 行を し 


て、 惡い 事を したと 云 ふ 方の 結果は 詰まり 日本軍が 
之を 援 けて、 「セミヨノフ」 をして さう 云 ふ 事を や 
らす ものである、 即ち 「セミヨノフ 」 が やる のは、 
日本軍が やる ので あると 云 ふやうな 各 秫の惡 結果を 
悉く 日本軍 隙が！ 1り 之を 引受けろ と 萁 ふ 結果に なつ 
て 居る、 斯う 云 ふこと になります ると* 結局 日本軍 
が IB 除を 置いて 彼處を 守れば 守る 程 •之を 背景と 致 
しまして、 段々 惡い W をす る 者が / -II て 來 る、 さ うし 
て K- する 事が 悉く 武斷 的で ある、 悉く 掠 想 的で ある 
と 5C ふこと であり ますれば、 彼 處の中 流 階級 •其 他 
一般の ri 民の 感情を 害して、 其 結果 段々 日本を 怨み 
日本人の 信用を 傷け •悉く 擧つて 排日 的の 行 励と な 
ると 云 ふことは •已むを得ないので ある、 要するに 
此點に 於き ましても* 出來得 る だけ 平く 撤 免 をして 
さう して 露國の 感情を 融和す ると 云 ふこと ほ、 目下 
の 急務では ないかと 思 ふので あります'  併し 折角 一 
年 有半の 間、 日本 A が此處 に 事業 上の 成續 を擧 げ、 
利撊の 沔 52 を 〇 し、 稍々 物質的 綷濟的 の發 展の荘 礎 
を 造りつつ ある 間に、 兵を 引く と 云 ふことは、 非常 
に 何だか ffl をす る やうな 氣持が すると 云 ふ 話は， 無 
論 あり もし ませう が 併し 是 (3; 能く 到る 魃 にさう 云 ふ 
議論の 行 ほれる ことは 墓に 愚な 話が あります、 實際 
の 成 la を 聞いて 見ましても 西 伯 利 方面の 利權と 云 ふ 
もの ほ， 或は 森林で あると か、 或は 鍋 山で あると か 
極く 人 ffl 離れた 山の 中の <-1: 事で ある、 栗して 此利權 
を 守る と 云 ふのに、 大兵を 以て 之を 擁 _ する 外 ほ 無 
い、 典を 以て 擁護す る、 武力を 以て 之を 擁_ して、 
漸く 其 利 糊が 保てる と 云 ふなら ば， 差 引國家 の® 耗 
と 及 利得と 云 ふ ものは 何程 残る もので ありませ うか 
J1. つ 左 ^ な 事を して、 多少の 利權を 得る と 云 ふこと 
が、 一般の 露 人の 感觸を 害する と 云 ふ 多大の 損失に 

較べて •到底 御訪 にならぬ 事で ある、 若し 左_な 利 

搠論莕 の爲 めに 事を 誤られ 及 左 _な 事が 國擗 の掖張 

などと 云 ふ 評論が あるなら ば •是は 勘 も甚 しい 話で 

私の 申 上げる まで もない 事で ある、 此點 1. 就き まし 

て 果して 左_な 狀態で あり や 否やに 就て は、 陸軍 大 

臣 ょりも 御 答 辯を 願 ひたいと 思 ひます、 此陸軍 大臣 

の 御 答 rf ix •責任を 以て 御尋 する _でほ ありませ ぬ 

が，先般大阪に御出の際などは、成るべく統一ぁる 

政府が 欲しい、 策 固なる 政府を 造りたい と 云 ふので 

吾々 は 「セミヨノフ」 を按 ける ので ある 云々 の 話が 

鈣 腦大阪 の 新聞 記界に 御 話が あつた やうであります 


是は 固ょり 新聞社の 間違で あらう と 思 ひます が、 併 
し lit 間では 注々 陸軍が 之を 指撺 して 居る •「セ ミョ 
ノフ」 などを 援 けて 居る と 云 ふやう に 言 5 て 居り ま 
す、 又 共同を して 作戰 もして 居らる、 と 云 ふやうな 
こと も* 能く 言うて 居る、 而 して 「セミョノフ」 が 
目下 どの位 「ィルク— ック」 方面の 民衆ょり 嫌 (X れ 
て 居る、 其 結果が 日本人の 不評判を 惹起して 居る か 
と 云 ふこと に 就て 想 ひ 起されたならば、 此話は 一松 
の 御 話 -e あつて， R W でない ことを 私は 希 謂す るの 
である、 其 次に 御尋 し •* いのは 經濟 的の 救助、 救援 
と 云 ふことは， 如何なる 程度まで 我 政府と しては* 
西 伯 利の 窮狀を 助ける 意味に 於て •御 進みに なつて 
居る かと 云 ふこと 及 其 成績 結果を 聽き たい •一 體此 
捨 S き 難き 狀態の 下にありまして も 或 ほ lli 露の 治安 
の 維持を S T と！ K ふ 上から 行きまして も ® に 軍事的 
占領、 或は 單な る K- 事 行 励を 以ての み、 其 治安が 維 
持せ ら る、 と 云 ふことは 私には 考 へられ ませぬ、 必 
ず此軍 事 行 励と 伴うて 經濟的 救助の 方法が、 一貫し 
なければ ならぬ と 存じます 、此 過激派の 行動と 云 ひ 
或は 其 活躍と 云 ひ、 守 肺を 脅す と 云 ふことの 如き も 
主に 物資の 缺乏 ，或は 通貨の 膨脹に 伴 ふ 所の r 留」 
の 下落、 是 等の 事は 主なる 原因と なつて 居ります • 
想 ひます るに 西们 利に 於て 「オムスク」 政府の 發行 
したる 所の 紙幣 等は、 約 苗 億 萬に 達して 居る と 云 ふ 
ことであります、 ?- I 億 萬と 云 ふのは 非常な 大多數 で 
ある ■ 一留」 ほ 日本の 一圓に 對 する 約 三 錢に當 て 居 
る、 斯る狀 態であります れぱ •非常なる 物資 上の 窮 
迫を して pr るに 扣逋な い、 此 物資の 窮迫 闲難と 云 ふ 
ことは、 西 伯 利を して 益々 不安の 狀態 に陷 らしめ た 
と 思 ふので あります、 隨 ひまして 若し 西 伯 利の 治安 
を圖 り、 或は 過激 思想の 傳播を 防ぎ 或は 又 3J- 安定を 
維持し やうと 云 ふこと であ 〇 まするならば、 II に 兵 
を绘 つて 之を； 3 締と云 ふ 事で ほ 限りがない 到底 片が 
付かない、 必ず 一方に 物質的 援助を 與へて 、十分に 
之に 物資 上の 安定を 與へ ると 云 ふこと が必耍 である 
此の安定が主でありま 1. て軍事ほ#後に來るもので 
あります、 經濟 的の 救援を 與へ 、之ら に 安心を 與へ 
さう して 之れ を 脅す ものに 對して 、兵を 以て 之を 防 
ぐと 云 ふこと ほ 言 ひ 得られます が、 何等 物質 上の 救 
援を與 へずして •さう して 其 窮迫 W 難の 結果、 草 賊 
となり、 亂を爲 す 際に 當て 、單に 兵を 送つ て， 兵を 
以て収 締れぽ 是で濟 む， 之を 以て茵 尾 完全たり と 云 


ふこと は、 言 ひ 32 られぬ 次第であります、 然らぱ 之 
に對 して 如何なる 御 設 fell が あつて 居ります るか、 私 
の 聞く 所に 依ります ると、 經濟 救援 會と云 ふ ものが 
旣に 一年 半 有餘掛 つて、 某 男 ® の 如きは 此 會 長を し 
て 居られる， 堂々 たる ものが 出来て 居る 然るに 斯る 
必要の 下に -S 何なる ものが 出来て 居る かと Erl します 
と、 漸く 醫療藥 品、 之を 合せて 金高に 致します と 一 
年 半掛 つて 約 五十 萬 11 許 〇御绘 りに なつて R ると 云 
ふこと である 西 伯 利の 廣漠た る 處に五 十 萬 圓程御 送 
りに なつて、 さう して 平時に 駐兵の 費用、 其 他には 
數億 萬圓〇 巨费を 使つ て 居られる* さう じて 其 兵を 
送り、 數 億の 金を使つ たこと を 以て、 S 々民心を 刺 
戟し •叛亂 を 起さし め ■さう して 帝 國の威 信を 害し 
帝 國 を憎惡 せしめ、 將來 日露關 係に 容易なら ざる 事 
を 作りながら、 さう して 一方 K 義 公正の 誼に 基いて 
隣邦の m を 以て、 經濟の 救援を なすと 云 ふこと に 就 
ては、 僅に： 力 十 萬圓の 金を 御 送りに なつて 居る、 政 
府 ほ 果して 左樣な 事を 以て、 此西伯 利の 守備を なし 
柬 亞の 治安を 保つ と 云 ふことは、 どう 云 ふ 出 所 どう 
云 ふ 心 pi! 狀態 で、 御 話になる のか 私は どうしても 邦 
邊に就 て 合 §■; が 注かぬ のであります、 (拍手〕 是ほ 
米國の 去る 一月 九日の 「ランシング」 が幣原 大使に 
渡した 通知は、 本省に ! t 十三 口に 来て 居る 窖だと 思 
ひます が， lit 通牒に fic 〇 ましても、 米國は 未だに 經 
濟 的に 復活の 爲めに 、將來 計 ffl せらるべき 實際的 施 
設に對 しては、 日本と 相 提抑 すべき 目的を 放棄す る 
ものに 非ず、 米國は 撤英ほ する >  馓 兵は する が、 經 
濟的 施設に 對し ては 十分 將來爲 すべき もの ありと 云 
ふ 事を W 明して 居ります 、私 (3: 是 !? 米 國の經 済 的 © 
略の 意味で あると 云 ふ 風の、 極く 物を 惡 く解釋 する 
入と 同一の ^ 論は したくない、 是ほ耍 する に 正義 公 
道に 基いて、 賄 伯 利の 窮民を 援け 、其 安定を 焊せ しめ 
やうと 云 ふ、 人道的の ® 念ょ 〇來た ものと 信じます 
彼は 丘 (を a I いて 4 、尙 11 つ 其 宣言を 爲し 一兵を 殘さ 
ずと 雖 も、 巨 多の 經濟的 援助を is す 事を tl らな いと 
云 ふ 事を 宣言して 居る •而 して 政府は、 過去 一年 半 
此經濟 的 救援に 向つ ては、 如何なる 施設を して 居り 
まする か、 再び 之を 問は ん とする 所以であります、 
それからもう 一つ 御尋 致したい と 思 ひます るのは、 
去る 一月 四 R 頃 r イルク ー ツク」 に 川 來 ました 所の 政 
治 中央 團‘此 政治屮 央國の 成立を 一體御 認に 政府 ほ 
なる のであります か、 御 承認に ならぬ のであります 


•施政、 外 一 父に 關 する 松 永 安 左 衙 門 CK I!!] 
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か、 政府の 政治 中央 阁に對 する 街 方針を 承りたい、 
政府 ! 7 是 if. 一昨 的の もので あつて rr 達 ほさ 5 云 ふ も 
のは まだ 認める 時期に 達せぬ と 云 ふ、 御 答 辯 も ある 
かも /？ n れませ ぬ、 それなら 政府 if 御 誘になる ならぬ 
の 御考處 中で ある や 否や 御 考 傅 中 あると しま すれば 
御考 PT 中で 無い 取を 一つ 申 上げて 見たい と 思 ひます 
と 申し -t する もの if 此 一月 四日 頃 出 來 ました — 政 
治 中央 阐が m 來 まする や 此谷幹 部の擷 成 ある 人達 ほ 
日本の 加 藤 大使 其 他の 外交 刚を 「ィルク ーック 」 の 某‘ 
處に 訪問を 致しまして、 正式に fT 見を 致して fr り ま 
す、 興 科 見の 席上 及 公開の 時に 於き まして、 左の 問 
を起して尻石、日く日本政府其外 —— 其 時 :- 1!> 米 利 加 
の大使ほ屛なかつたさうでありまするが、公使、領 

iif 、 外交官 も 居な かつた さう であります が、 '円本を 

初め谷外交阍の諸氏ほ、本政府を御認になるや否や 

と 云 ふ 問を して 居る、 其の 答に ほ 加 藤 大使が 明 隙な 

る 答を して 居られる、 即ち 考 厭 の餘 地ない is まで 答 

をして 居られる、 日く お前 方の 政府が、 過激派を 敵 

として 鬪ふと 云 ふなら ば 認め やう、 是だけ あります 

渦 激派を 敵と する、 過激派を 味方と しない、 或は 過 

激蔽と 協定し ない、 妥協し ない と 云 ふ ものであるな 

らば、 之を 承認す ると 云 ふ 宣言で ある， 此 宣言の 事 

K ありました か 否や* 御尋 をしたい と 思 ふ、 若し 此 

宣言が あつたと 致します れば、 n つ 之に 獺 威 ありと 

致し ますれば、 帝 國 政府の . >1 度と 云 ふ もの ほ、 旣に 

決して 居る， 私は 去る 二十 二 日の 討議 及び 御演說 の 

間に、 過激派を 敵と する か、 しない か、 過激派を 討 

減す る 御 精神 あり や 否や、 之に 就て は 何等かの 御言 

明が あらう と 思 ふて 居りました、 敵と すると か、 せ 

ない とか — 然るに 敵と せない と 云 ふ 御言 明が 明か 

になつ て rr ります、 是は洵 に國 家の S め、 本員の 意 

見と して 慶 ふべき 事で. あると 思 ふ， 何と なれば 新聞 

紙上 K 他 待 政府の 疼 氣を以 て 致します れぱ 、又 聯合 

與國 との 交渉 關 係の 徑路に 質し ますれば、 又 過激派 

を 敵と L て ra ふて 居る と 云 ふこと ほ、 常に 私共の 耳 

に鄉： いて 居つ た、 而 して 過激 販を 敵と する -2: 云 ふこ 

とは、 少 くと も其當 時の 聯合 與國の 大方 針で あつた 

のであります、 然るに 此 東部 西 伯 利に 於て、 無論 過 

激派な る 或 政治 組織が あると 云 ふので ありませ ぬか 

ら 、是と 私が 守 f/m 兵が 鬪 ふと 云 ふ 道理がない， 又 世 

界の空 氣は稍 々變 化して 居る、 過激派 政府と 協定 妥 

一 協せ んと する 此狀 態に 當つ て、 過激派を 敵と すると 


1 :ムふ ことの 御言 明が 無い と 云 ふこと (i ‘寧 ろ當然 の 一 
琪であ りまして、 時勢を 知る の 明 ありと ri-I ふべ ぎで 
あらぅ と 思 ふ、 併な •から ?} I rf に 於て •此加 藤 大使が 
「ィルク ーック j に 於き まして、 過激派を 敵と する 
ならば 抜ける と 言 ほれた 言明 {X 、是ほ 政府の 去る 二 
十二 n 以來の 御言 明に 對 して、 確に 一つの 反對 した 
所の 言明で あろ、 政府は 果して 之を 御認 になる や 否 
や、 又 (3: 出先の 人の 話で • 货任 を 持たぬ と 言 ほれる 
ので あり や 否や 若し H 任を 持たぬ と 言 ふの みに 止ま 
らず して、 それ ほ 早速 取消され ると 云 ふので あるか 
どぅか、それが承りたいと申しまするのほ、此西伯 
利の 民心が、 旣 に武斷 官僚 的の 「コルチャック J の 
政府に 懲りて 居ります ことほ •以上 申した 通りで あ 
り、 又是等 良民は、® 來の露 國の專 制 政府の 暴虐に 
懲りて 居ります、 であります から、 帝政の 復活と 云 
ふ 事に 向つ て ほ、 非常な 險惡の 念を 以て I 恐怖の 
念 を 以て 見て 居ります る、 であります るから、 其 思 
想の 上に 就きまして、 又 其 生活 上の 關胳に 於き まし 
て、 成るべく 左 li な 武斷的 政府を 戴きたくない と 云 
ふことは、 彼等の 信念で ある、 であります るから、 
彼等の 信念に 於き まして、 社會的 思想が 多少 ある こ 
とは、 勿論の ことであります、 要します るのに、. 政 
治 中央 團は 「 h ッセ ル」 の社會 革命と r ゼミ スト ボ 
1 」 の 所謂 地方 衆民會 及瞵買 組合の 三つを 以て 成立 
した ものである、 純然たる 民主的 政治 國體で ある. 
地方の 有力者が 集つ て® へた 所の， •一つの 團體で あ 
つて、 其 信念に 於て は、 專制 政治を 嫌 ふ 所の 民衆的 
社會的 「リボラ ル アィデア」 を 持つて 居る もので あ 
る、 是等 の團體 が 過激派 政府と 職 爭をし >  兵力を 以 

て爭 ふなら ば、 援け ると 言明した と 云 ふことは* 日 

本 政府の 過激派 政府な しと 云 ふことの 斷定 とほ、 反 

® の 現象を 呈 して 居る、 之に 向つ て ほ 御 取消になる 

必要は ないか、 或 ほ 御 取消になる 必要なしと 御認に 

なるなら ぱ 、今後 政治 中央 團ほ 、認めて 行かぅ と 云 

ふので あるか、 ^ も御聽 致したい、 と 申します のは 

同じく 米國 政府 ほ此 事に 向つ て ほ、 明かなる 通牒を 

日本に 渡して 居る、 即ち 米國 政府 ほ、 明かに 此政治 

團 1 g を 認めて 居ります、 日本が 若し 米 國と或 協調を 

保たう と 云 ふなら ば、 日本は 右 か、 左 か、 物の 決定 

をし なければ ならぬ 立場に 立つ て 居ります、 是ほ日 

く 「露國 の 秩序 恢復は 灣官 僚獨裁 政治より 離れた る 

ほ 一點疑 ふの 餘地な し 今後の 自治 政府の 組織 ほ 外國 


|干渉就中軍眹駐屯ほ©も弊とすへし、敁近西伯利自 
治 運 励 其 他の 運動は、 之を 誑して 餘〇あ 〇、 故に 米 
國は 右兩樣 の 理由に 依 〇胶锻 軍 段を 撤退す へし 云々 
.1 と 云 ふので、 旣に此 自治 運 励を 認めて 居る， で 此 
點に 向つ て ii 御言 明が ある こと、 信 1; ます、 私は iK 
早 我 政府 ほ 西 伯 利の 駐兵を 撤兵す ると 云 ふ 御 辯 明を 
爲 さるべき、 目下 適 當 の撈俞 に 達して 居る ものと Is 
めます る， 隨て 政府 ix 今日 撤兵を すると 云 ふことの 
御宣吿 を爲 さる、 御 宣言を 爲さる 御考が あり や 否や 
是 は必耍 の 事で あらう と 思 ひます， と 申します のは 
旣 に歐羅 巴に 於き ましても、 去る 一月 十九 日から 露 
國に對 する 通商の 開始の 協議 會ほ 、巴 里に 始つて 居 
ります、 又 「ロ ィドジ ョージ J の 如き ほ 度々 の演說 
に 於て、 最早 過激派 ほ、 兵力を 以て 戰ひ 掃蕩す る こ 
とほ m 來な い、 と 云 ふことの 言明を して 居ります、 
又 英國の 國內の 輿論に 鑑みましても、 多數の 兵を 绘 
つて、 さう して 過激派と 戰鬪 を繼續 すると 云 ふこと 
ほ 反對の 議論が 非常に 盛んであります、 であります 
るからし € ''相變らず、向ふの保守的政治家は、何 
とか 此間 を彌 縫して やらう と 云 ふので、 北 露 方面、 
或は 南 露 方面、， 各方 面の 反 過激派の 連中を 支持し、 
之に 金を 吳れ 之に 兵器 彈藥を 送つ て、 度々 戰を させ 
ます 「ユ— テ ニック」 と 云 ひ 「デニン キン」 と 云 ひ 
總て是 等の 傀儡と なつて 戰つた 然るに 到底 思想 上、 
及 彼等の 實 質的の 考に 於て どうであります かなれば 
過激派 政府と 戰ふ氣 力が ありませ ぬ、 ありませ ぬか 
ら •是 等の 英米 佛の支 持 及 煽動に 拘ら ず、 是 等の 兵 
は 悉く 負けて しまつて、 さう して 全部 潰滅の 狀 態に 
陷 り、 黒海の 方面に 於ても、 旣に 過激派 ほ 非常なる 
勢力を 持つ て 居る、 此變 化に 鑑みて、 遂に 英吉利に 
於て ほ 最近 妥協 論が 盛んになつ て 居る、 是は 昨年 一 
月の 「ブリン キホ 1J の會 合に 於ても 試みられ 其 後 
も 度々 試みられて 居る、 それが 再び 本年 一月に なつ 
て、 巴 里 高等 會議 ■に 於ての 通商 開始と なつて 居り ま 
す、 此會 S に對 して ほ、 或は 佛蘭 西方 面の 反對 あり 
と雖 も、 遂に 輿論の 赴く 所、 自治 制の 行は る、 所、 
さう 云 ふ 事になる の 外は 無い と 思 ひます、 其 場合に 
對 して、 烏拉爾 の 以東に 在る が爲 めに、 唯た 歐羅巴 
と茴 接關 係が 無い 爲め に、 向 ふで ほ 兵を 引き、 之に 
妥協し、 通商を 開始し、 糧食を 缀り 、或は 商品を ; S 
つて、 通商 上の 開始を しやう と 云 ふ 其 情勢の 時に 方 
つて、 日本の 空、 烏拉爾 の ®: に 於て は、 尙ほ 兵を 動 
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かし、尙ほ駐兵をし「チェック1 0 教按？，< :£ に |)| -!さ 
れ 、又 « 道® 送と 云 ふの みを 以てして {t .  52跤的に 
それ 程の 必要 無き に 拘らず 、益々 增 .r'- :' .油 L 
て 之を 稱し て捨® き雖き 状.-: r  - :■ .,; I チェ ッ 
ク .一の 救援が 殘つて 居る と！： H ひ、 或は 又 8 國人で あ 
る 所の P 入を 救 技す ると 言 ひ、 谷® 昭 昧较糊 の 話を 
爲 さつて ir るべき 時 阀でな くして 以て， •!' 外 〇 疑 a 
を 招き、 兵氣の 旺盛を 終には 殺 かしめ、 國民 〇 疑惑 
を 招き、 さう して 出先の 軍琪 的、 或は 眾閥的 •保守 
的 思想の ある 迎中が 、遂に 日本 m を 利用し •或は 谷 
種の 無賴 、又糨 食を 持たない 所の迎 中が 之を 利 沿し 
て、 さう して 日本 兵の 成 信を 缺き •段々 深味に 陷つ 
て 露國の 良民ょりは 日本の 軍隊を 怨まれ 、其 結 -^ と 
して ほ、 遂に 段々 日本 國 家， 及 國 民に 就て 深き 怨を 
結ぶ と 云 ふこと になります れば 、到底 今日の 駐屯* 
及％ 兵と 云 ふこと ほ 意味を 成さない、 而已な らず、 
益々 國家 をして 深味に 陷ら しめる、 政府に 於き まし 
ては、 此事に 就て (3: 深き 御考 憩が ある ことと (i 存じ 
ます、併ながら出先の人と(「簡單」と呼ふ者あり〕 
政府の 話とは 同時に 行かない， 出先の 人の やる 辦が 
段々 間違つ て 行けば、 終には 本國 政府の 方針 も 之に 
引 摺られ ると 云 ふことは、 已むを得ないので ありま 
す、 此點に 於き まして、 政府 ほ 速に 撤兵を 爲す へき 
ことを 言明し、 出来 得る だけの 兵力を 徐 々に 撤兵し 
さう して 一方 經濟的 救援の 必要 ありと すれば、 n 本 
と 亞米利 加、 其 他列國 共同の 下に、 相 常の 援助の 方 
法を 立てられ、 又 之に 必要なる 守備を 必要と すれば 
列國 協調の 下に、 然るべ く 援助な さるが 必要の 事で 
ある、 徒らに 兵を 送り、 其 兵の 爲に 、今日は 西 伯 利 
のみの 問題であります が、 隨 つて 全 露西亞 人の 感情 
を 害し、 日露 職 爭以來 、許 多の 悪感を 重ねて 居り、 
最近 日搵戰 爭の爲 めに、 餘程 露國の 感情を 緩和し‘ 
益々 親善な らんと する 時に 於き まして、 非常に 大事 
な 時機を 誤る ものであります るが 故に、 政府は 此言 
明を なし、 JI. つ此實 行に 御 薺 手になる ことを 希望す 
るので あります、 どうぞ 以上の 事に 就きまして、 政 
府 ほ 撤兵の 御考 あり や 否や、 先づ 之を 宣言な さるの 
は、 好 時機な りと 認めます が、 其 宣言を 爲 さるので 
あるか どうか、 此 S に 於て 宜しく 御 答 辯 あらん こと 
を 希 SS する 次第で ありま I す (拍手 起る) 

~ 國務 大臣 原 敬 君 登壇 •拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 唯今 松 永 君の 御 質問に 就き ま 
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して •私よ 〇 大體の 事を 御 答 致して fa きます、 又 巨 
細の 事が 御 必要な れぱ 、常 局 大臣が 御 答 致して 宜し 
いので ございます、 簡 m に大 is に 就て 御 答 致します 
西们利の (;1] 題に就て爪兵の0的>並に撤兵をする時 
胰で あると 云 ふやうな 是ほ御 意見の やうに も 承 13: り 
ました. io. に 角 それに 就て どう 考へ るかと 云 ふ 事を 
御 弒にな つて 居る のであります、 常 初 西 伯 利に 出兵 
を 致した る：：！！ 的は、 其 後 色々 曲折は あります けれど 
も、 大 K に 於て 大正 七 年 八月 二日の 宣言に 詳なる こ 
とで、 之に 依つ て 出兵の： HI 的を、 S ねて 玆に答 辯を 
する 必耍は 無い のであります、 而 して 今回 多少の 兵 
半师 _ 許りの ものを I 人 M で 申して 五 千 人少々 で 
ありませ うが、 之を％ ils 致した る ことは、 去る 二 十 
I In の 謎 場に 於て 一應申 述た 通り、 目下、 差 措き 雖 
き 狀態が あるから％ 派 致した、 決して 彼國に 就て 野 

心が あるので もなければ •内政に 干渉す る H 的で な 

いと 辟 樑に 中した、 其 差 措き 難き と 云 ふ ff lsi に 就て 

色々 御 |« 一: を 拇 ない ことの やうに 察せられます が、 

第一 事實に 於ても •御演 說屮に ほ 「チ H ック」 救 濟 

の E 的を 達した やうな 御 話であります、 是は 無論 達 

して 居り ほ 致し ませぬ •現に 西の方に 於て ― ^ 「ィ 

ル クック」 以西に 於ても、 多數の 「チ H ック」 が 居 

〇 ます、 是が漸 次に t^5 !i! を 致す 目的に 方針を 執つ て 

屛 るので あります、 まだ 中々 救拔の E 的を 達した と 

ほ 中され ぬのであります、 而 して 亞米利 加が 撤兵 致 

したと [II しても、 之を 救濟 « して 歸阀を させない 中 

に (3: 、兵を引捞げないと申しました、琪 « は【チエ 

ック J 救 ^ の IE 的を、 達した で ほない かと 云 ふこと 

である やうで ありました が- ® 際は 救済の n 的を 達 

して 居る と ほ、 現在に 於て Efl さぬ のであります •又 

鏺逍 の ^ 備で あります、 谷地 随分 長き 線路を 守備し 

て畀〇 ますから、 兵の 少ない と 云 ふこと ほ， 何人も 

判 斷 する 所であります が、 近頃 「オムスク」 政府は 

倒 ^ 致して、 谷地に 於て 過® 派 も ありませ う、 過激 

派な. 1 ? -ス- 為もある、何れにしても此線路に向つて 

•']1 々の7', ':.-- .試みる密が多い、故に此線路を完全に 

致して 1  ノ  r: y ク 」 の歸 國に便 なるやう に爲 さう と 

•I- U ば、 今 no 兵では いかない のであります、 又 彼 

〇 地. パには、 ^ 居留民 も數多 あるので あります、 是 

も 日々 '^ かされる 狀態で ありま すれば、 是亦以 て 今 

日の 現在の 兵 S を 以て iT 其 目的を 達せられない の 

であります、 又 他 ばかりの 兵を 以て、 長き 線路を 守 


つて 居ります から、 兵滕 自身の 安危に も 係は る、 ® 
々暴民の 爲めに 殺 fa せられる と 云 ふことは、 一昨日 
陸軍大臣の 申した 通りであります、 是等 の狀態 は， 
即ち 西 伯 利に 於て、 此 儘に 差 措けぬ 狀態で あると 云 
ふこと に 御 諒解を 願 ひたい、 是 等の 諸點 ょりみて、 
政府は 多少の 兵を 咐腋 致した、 是は眞 に已む を 得ぬ 
處 la なりと 御 諒解を 煜るの 外ない のであります、 徒 
らに 兵を 彼の地に 勞 して 居る と 云 ふ 次第で ない ので 
あります、 又亞米 利 加が どうで ある •英吉利が どう 
である、 故に 今日 撤兵す る 時 g でない か、 又 彼處に 
兵を® くが 爲 めに、 却つて 怨を 買う やうで あると 云 
ふ御牖 念であります が、 是は實 際は 左樣 では ありま 
せぬ、 0本が出兵をして居るが爲めに、土地の人民 
の怨を 買う と 云 ふ 事 實は 無い のであります， 尤も 一 
部々々 には 無論 K 對 —— sy うて 參る者 さへ あるので 
あります、 日本の 兵を 好まざる 者は、 無論あります 
ことは y:f K であります* けれども 露 西：" iir*. の 人民が、 
日本に 敵 ? S を 余 體 持つて 居る 次銷で ない ので ありま 
す、 又 Jili 米 利 加が 撤兵 致し、 英吉利が 撤兵 致す、 故 
に 日本 も 撤兵 致すべき でない かと 云 ふこと であり ま 
すが、 此事に 付て は， n 本は さう m 純に 參ら ぬと 云 
ふこと を 御 諒解を 5 £ たい、 何故と 云 ふのに、 亞米利 
加が どうで ある、 英吉利が どうで あると 云 ふ、 それ 
が 爲め に ! Ei くこと が /. li 來な いと 云 ふことは、 玆に答 
辯を 費す まで もない、 單に それの みならず， 英米 等 
の國に 在りまして は， 土地は 遠隔で ある， 國內の 事 
情が 色々 あります から、 撤兵と 云 ふこと も已む を 得 
ぬので ありませ うが、 我國は 彼 地とは 境を 接して 居 
る •尤も 日本 ばかりで ない、 支那 も尙ほ 多くの 場所 
を 接して 居る が、 日本の 領土-並に 滿 洲に 於て、 西 
伯 利と 境を 技して 居る のであります、 是 等の 見地ょ 

〇、 n 本は 他國の 如く單 純に 參ら ぬのであります、 

居留民 も 多ければ、 商® t 上の 關係も 亦た ある •是も 

他のやうに防 -;.-' '!'': には參らぬ，殊に所謂過激思想，過 

激 派の 行 励 ほ>  どう 云 ふ 態度を 執つ て ►如何なる 行 

励を 今後に 爲すか を 見なければ ならぬ、 又 其 場合に 

於て ほ、 日本が 大に资 悟 致さなければ ならぬ 場合 も 

ありませ うが、 兎にも角にも 彼等の fr 励を 見ざる を 

得ぬ のであります、 故に 他國の 如く R 本 ほ m 純に 參 

〇 ませぬ、 他國が 撤兵す れぱ R 本 も 撤兵す る I し 

なければ 居る と 云 ふ •唯た 協調を 保つ 目的 ばかりで 

ない、 さう租 純に 參らぬ 事 が 存在す る ことを、 玆 


に 御 諒承を 願 ひます、 故に 今後に 於て 撤兵を 致す か 
致さぬ か、 是は大 問題であります、 國 民の 大に考 瞪 
すべき 問題と 考 へる、 固より 谷 國と 協調 も 保たな け 
れぱな り ませぬ、 自衞 的の 必要 も考へ なければ なり 
ませぬ， 彼 地の 過激派が 如何なる 行動を 執る かも、 
篤と 視察を しなければ ならぬ、 故に 政府に 於て は 多 
少考 へる 所があります が、 今日に 於て 撤兵す るか、 
しないかを言明するほ、外交上時機に非ずと考へま 
す、 左 樣御諒 承を 願 ひます (拍手 起る〕 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登壇、 拍手 起る〕 
〇國務 大臣 C 子爵 內田康 哉 君〕 大體 の® に 就き まし 
て ほ、 喵 今總理 大臣より 答 辯が ありました が、 尙ほ 
答 辯 漏に なつて 居る 點も ある やうに 思 ひます から、 
一應私 より 答 辯を 致します、 第一 問の 西 伯 利 出兵の 
目的、 主に 今般 增員を 致しました 事に 就ての 御 質問 
と 思 ひます、 此點に 就て は •唯今 總理 大臣より 答 辯 
も ありました が、 御 質問の 中に •外務大臣， 及 陸軍 
大臣の 言 ひ 前が、 總理の 言 ひ 前と 相 違して 居る點 が 
あると 云 ふこと でありました が、 是は同 じ 事を 斯く 
方面を 變へて 言つ たのに 過ぎない 話で、 差 措き 難い 
事情が あると 申します るの も、 鐵 道の 守備が 手薄な 
處があ ると 云 ふこと も-又 我 軍隊の 存在に 關係 する 
と 云 ふこと も •共に 先方に 於け る 事情が 如何にも 切 
迫して、 唯今の 二 萬 七 千 足らずの 兵で；！ T 到底 其 任 
務を完 うする 譯には 行かない •多少の 增 遣を 必要と 
すると 云 ふこと に歸 する 次第であります から、 左樣 
御 承知を 願 ひたい、 又此 一問の 中に、 米國の 通知に 
【チ H ック」 の 救援の 目的を 完了した と あると 云 ふ 
御 質問で ありました が、 是は 先日 片岡 君の 御 質問と 
思 ひます が、 御 答を 致しました 時に、 此 「チェック、 
スロパ ック」 軍の S 還を — 其大 部隊を 5a 還した 上 
は 「チェック」 救援の 目的を 達する と 云 ふ _にな る 
と 一 K ふこと に 書いて あります から •左 RI 御 承知を — 
I 第二 問の 中に、 朝鮮人の 事に 關 して 御 質問が あり 
ました、 是は我 臣民た る 朝鮮人を 指す か、 又は 露國 
に 入籍した る 朝鮮人を 指す かと 云 ふ 御尋で ありまし 
た、 又此朝 鮮 人を 救援す ると 云 ふ 御言 葉 も あつた や 
うに 思 ひます が、 先日の 會 _ に 於て 私が 申しました 
のは、 朝鮮人を 救援す ると 云 ふ 意味では なかつ たの 
で、 彼處に 何十 萬の 朝鮮人が 居りまして、 それ 13: 我 
籍に 在る と、 露 國に歸 化して 居る のを 問は す、 朝鮮 
獨 立を 計蕺 して、 又 過激派と 連絡を 収つ て、 我國に 


對 して 危害を 及ぼさん とする 計 ® を爲す 者が 其 多く 
であります、 是 等の 者に 對 しても •撤兵す る 場合に 
は それ^- の考 をし なくち やならぬ から >  亞 米 利 加 
同樣に 易く は 行かない と 云 ふ 趣意を 中 上げた 次第で 
あります、 それから 第： 一. 問の 鐵菹を 守備す るので あ 
るなら ば， 東淸鐵 道を 守 li すれば 事足る ではない か 
黑龍江 方面の 鐵 道は 寧ろ 不必要で ある、 そして 增典 
1 兵を增遺するよりも>寧ろ其の英を引撝げた方 
が 宜しくは ないか、 斯う 云 ふ 御 質 間の やうに 臉収り 
ましたが、 是れは 一寸見ます れば 左樣 にも 思 はれま 
すが •御 承知の 通り 過激派の 最も 多く 居ります 池 方 
ほ 此の 黑龍江 沿線で ある r フラゴ h チエン スタ」 附 
近、 「ハバロフスク」 附近， 是故 にどう しても 東淸 
鐵 道， 西 伯利鐵 道を 完全に 守備せ んと 欲すれば、 矢 
張黑龍 江の 鐵 道に 對 して、 それ < の 防備を しない 
と 完全に 參ら ない、 若し 黑龍江 方面の 部隊を 引 揚げ 
ますれば 、直ちに 支那 黑龍江 省 方面に 浸 人して 来て 
東 淸鐵道 自身を 直接に 脅す に 至る こと、 思 はれる、 
それ故に 鐵道 守備は 何 鹿を 主にし、 何處を 緩に する 
と 云 ふことは、 啻に 數字を 見た だけでは 其 要を 得 兼 
ねます、 實 際の 狀况ほ ，唯今 私が 申した 通りで ある 
第 四の 點は 、是は 今總理 よりの 說明で 盡き ました、 
其 次には 此經濟 的 救助の 事に 關 して、 何を 致した か 
と 云 ふ 御 質問であります が、 之に 對 します る 純 過の 
大要を 申 上げます •是迄 經濟的 援助を 致しました る 
主な 點 を擧げ ますれば、 必要品の 供給 ■第二には K 
藥衞生 材料の 施與 、並に 窮民の 救 療 I 治療を する 
事、， 第三は 日露 學校 設立 费に補 肋‘ 及敎育 上の 援助 
此 日露 學校は 哈爾賓 に 惟 今 著 手を して、 建設し つ、 
ある 次第であります、 第五 ほ 對露 貿易の 復活に 資す 
る やうに、 出来 得る 限りの 方法を 講じた 次第で あり 
ます、 第 六は 此森林 鑛 山の 調査の 爲め に、 多少の 人 
を 派遣して 調査せ しめました •尙ほ 西 伯 利 地方には 
物資が 甚だ 缺乏を 致して 居ります から、 之に 對して 
やりました 物は、 其 必要品の 外に、 或 {3: 農業 用の 種 
子、 即ち 種の 配付， 又 敎科 « や、 學校 品の 供給で あ 
ります、 是 等の 必要品を 供給いた します るには. m 
來得る 限り 相 當 の代偾 、即ち 其 代償を 求めた 次第で 
あります、 廉 a の 方 ほ 寧ろ 其 次に 致した 次第で ある 
無料で —— 無償で 給 與を 致しました ことは. 萬 巳む 
を 得ざる 場合に 限つ て 居ります， で 日用品の 施與に 
關 しまして 費した 額 ほ 約 四十 八萬圓 、それから 種々 


外交 方針の f? 問に 對する 内 ffl 外務 大 U の 答 辯 
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六 二 〇 


の 無 锊麼 付を 致しました のが、 1 1® 五 千 岡 餘にな つ 
て屛 ります • 弭迓 の 爲 めに 約 二百 35 101 の 物 ? ? の販 0 
を fr ひました が •是 ほ 所：？ UII 肢 費であります から* 其 
差金 だけを 拂ふこ とに 致しました から* 凡そ！ 一十三 
斑 ®] の 補 愤を 致して 居ります， それから ^ 藥 衙 生材 
料の狗與に付きましてほ.，日本赤十 -/- 社、又ほ陸眾 
衙牛： 部に 依託して 行 ひました， ノ A- 約 三十 ss B] > 5't- 
他 窮民の 施 m ハと して， 二茁五 千 M 餘を K して 居り ま 
す  >嗦校の爲めには二十九茁六千圆を茭2して2£る 
次第であります、 其 他學校 用の 施與 として ほ、 約 一 
萬圓內 外の ものを 出して 居る •是れ 等の ものを 總計 
いたします れぱ 、興 金高に 於て {X 甚だ 少い ，西 伯 利 
の 彼の 防き 地方に 對 して、 是等の 事は 甚た少 いこと 

と思ひます次第は、唯今松永君の仰せられた通0で 

あります、 如何にも 御 承知の 通り、 货 m は 素 亂して 

居ります、 交通は 超た 不完金 の 位 g£ に 在ります るか 

ら 、假令 金が 澤山 あつても， 思 ふやう に 行 ふない 事 

情 も ある， 况や两 伯 利に 舞して は、 莫大の 軍費 も 出 

して 居ります やうな 次第であります から、 政府の 財 

政と 致しましても、 是れ 以上に 出す 課に 參らな い 事 

惯があ つた 次第で ある、 尙ほ 最後の 御 質問 iT 加 藤 

大使が 「ィルク— ック」 に 於て •政治 中央 II に對し 

て、 何 かの 言明を 致した と 云 ふこと でございますが 

是は加 藤 大使ょり 外務省の 方に 來て 居ります る報吿 

ほ、 唯今 此處で 御 話に なりました 點とは ，多少 相違 

して 居ります、 無論 加 藤 大使は 「ィルク ー ック」 の 

政變 に際會 して、 所謂 政治 中央 幽の 者と も會 見いた 

しました が、 決して 其 中央 政治 11 を 承認す る •過激 

派を 敵と すれ ぱ •之を 承認す ると 云 ふやうな 言明 (X 

致して 居り ませぬ、 唯た 是迄極 東に 於け る 备國の 方 

針と 致しまして* 反 過激派の 者に 對して 、盡 力を咨 

まぬ と 云 ふ 方針に なつて 居りました から、 其 意思を 

彼れ は 話した ことと 思 ふ、 加 藤 大使 限りの 意見と し 

て 話した ことと 思 ふ。 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 田 中 陸軍大臣。 

〔國務 大臣 田 中 義一君 登壇 >  拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 (田 中義一 君〕 私は 唯今の 御 質問に 毀し 

て、 軍 W 上に 關す る範圍 に 於て、 御 答 辯を 致します 

此機會 に m 兵 以来の 「チ h ツク」 救援と 云 ふこと に 

就ての、 iff 况を申 して 置く ことが 必耍 だと 思 ひます 

喵今の 御 話の 如く， 最初は 「チ H ック J の 東に 歸る 

一とームふことが、獨 « の勢力の爲めに阻まれたのでぁ 


ります、 之を 救出して. 31 の t チ H ック J と 西の、 
「チェック」 と迪 絡せ しむる と 云 ふこと が， 第一の 
目的である、其後其「チェック」は，「コルチャッ 
ク J 政府を 按 助して、 共に 過激派に 當ら したので あ 
る， 此 E 的に 向つ たのは、 此 目的を 達したならば 彼 
ほ既 ちに 歐羅 巴涊 西 ill! の 方を 通つ て-本 國に歸 ると 
云 ふ 目的が あつたから であ. ります、 而して 今日の 狀 
態に 於て は， 事豫期 と 反して、 今や 復た架 に 向つ て 
移 励し つ-' あるので ある、 今 □ほ 約 五 萬の 「チ エッ 
ク」 ほ、 方々 に 於て 過激派から 多大なる 脅迫を 受け 
て 居ります、 脅威を 受けて 居 〇 ます、 甚 しきに 至つ 
ては、 武裝解 除を 迫られて 居ります ，東に 於て ほ 貝 
加爾 附近に 於て、 過激派の 爲 めに 鐵 道を 破壞 され、 
或 ほ 意思の 疏 通を缺 いて 居る 爲 めに、 元 「コルチャ 
ック .一の 配下で あつた 露 四 亞軍と 衝突して 居る そこ 
で 日本軍は、 此 「チ H ック」 を 無事に 浦 潮斯德 方面 
に 輸送を 結了せ L めんと して •今 努力しつつ あるの 
である. 「チェック」 の 委員は. 「チェック」 が 無 
事に 浦 潮 斯德 方面に 歸 還し 得る と 否と ほ •一に 日本 
軍の 努力に 待つ の 外は ない と言うて 居る ので ある、 
最近 「ゥィル フネ ゥジ ンスク 」 に 於て ほ、 過激派が 
日本軍を 襲うて 来ました、 それが 爲め に、 彼處で 思 
はぬ 戰鬪が 起つた のであります , 是ほ私 ほ 今朝 電報 
を受収 つたので あります、 左樣な 如き 狀態で ありま 
す、 之を 若しも 日本軍が、 「チ H ック」 は 最早 西に 
行く と 云 ふこと に 就て 救うて やつた から， 血路を 開 
いて やつた から、 もう 今日は 自分は 何もせ ぬで も宜 
しいと 言うて、 日本軍が 歸つた ならば 「チヱ ック」 

ほ 今日は 非常な 窮境に 陷 ると 云ふ狀 態で ある、 かる 

が 故に、 私共は 「チ H ック」 救援の 目的を 完全に 達 

したとは 思 ひませ ぬ* 手續 が殘つ て 居る ので ありま 

す、 力を 以て 彼を 引出して やらなければ ならぬ と 云 

ふの が 今日の 狀感で あります、 又 唯今の 鐵道を 守備 

するならば、 黑龍江 は 除けても 宜し いぢ やない かと 

云 ふ御說 、是は 今 外務大臣が 御 話の 通りで ある、 黑 

_ 線を 宜しく すれば、 即ち 後 貝加爾 方面は 攪亂 され 

る、 右を 抑 へれば 左が 揚 る* であります からどう し 

て も 此金般 の 交通 線と 云 ふ ものを、 押へ て 置かな く 

ち やならぬ と 云 ふの が、 今日の 狀態で あります、 而 

して 其 目的を、 達する 爲め に、 我が 配置せられ て 居 

る 軍隊が 危險を 感ずる 狀態が 、今日 ほ K 々起る ので 

あ 〇 ます ♦烏 蘇 里方 面に 於て、 乃至は 後 貝加爾 方面 


に 於て、 sf 々起る のであります， 此起る 度に 日本 m 
が 危險を 感ずる から、 即ち 私 •か、 自己の 存立 上 兵を 
咐加 する ことを 要する と 言 ふ 所以であります、 何等 
總理大臣の意思と疎隔して居らぬことほ、玆に言明 
を 致します、 且又 先刻 私が 「セミョノフ」 を援 けて 
外の 者を どうと かする と 云 ふ大阪 の 新聞に 就ての 御 
話が あ 〇 ましたが、 是は 全く 誤解で ある、 併し 私共 
も 威力を 以ての み 之を ^ 伏して 治安が 維持され ると 
か、 安定を 得る ことが 出来る とか 云 ふことは、 考へ 
て 居り ませぬ •何れにしても 甚 しく 押 へれば •之に 
反抗す る 者が 起る と 云 ふこと ほ、 是 は當然 のこと で 
あります、 隨 て經濟 方面に 於ても、 亦 力と 相伴って 
援助して 行かな くち やならぬ と 云 ふことは 千 萬 御 同 
感を表 する のであります、 並に 私は 更 めて、 陸軍 大 
臣 として 申 述べて 置きたい と 思 ふ 事が あります、 そ 
れは私 ほ 出征軍人に 對 する 義務で あると 心得ます、 
今日の 我が 出征軍は、 千 人 以上の 損害を 受けて、 彼 
の 方面に 血を 流して 居ります、 此血を 流した 賜 ほ* 
即ち 我接讓 地方 >  南北 滿洲 から、 南部 烏 蘇 里が 今日 
の 如く 安定され て 居る と 云 ふことは" 彼等が 血を 流 
した 賜で あると 云 ふこと を、 玆に 言明いた します、 
(拍手 起る〕 是は 私は 出征軍人に 對 して 言 ふべき 義 
務が あると 心 锝て 居ります (「ひやく」， と 呼 ふ 者 
あり〕 

〔片岡 直溫君 「議長 —— 一寸 一言 此 間の 質問の 
續を御 答が 無い 點に對 して …： 」 と 呼 ふ〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 早速 整爾 君。 

〔早速 整爾君 登壇、 拍手 起る J 
〇 早速 整爾君 諸君、 私 も 數箇條 に亘っ て 御 尋を致 
したいと 思 ふので あります* 願く は 誠意 ある 御 答 辯 
を 煩したい 前日 来の 御 答 辯に 依ります れ ば、 兎角 誠 
意を 缺きた る 御 答 辯が 多い、 殊に 昨日の 大藏 大臣の 
御 答 辯の 如きは 甚 しく 誠意を 缺き たる ものと 私共は 
思 ふので あります、 (「のう*''^」 と 呼 ふ 者 あり〕 
願は くば 十分に 誠意を 籠め て 御 答 辯 下さる やうに、 
豫め私 は 希菌 いたして 置きます， (「誠意を 以て 質 
問すべし」 「芝居 掛りは 止めて」 と 呼 ふ 者 あり〕 第 
一は 財政 計畫 に關 する 大正 九 年度の 豫算 、十二 億 七 
千 萬圓と 云ふ此 歳 U.1 入の 計 * は， 隨分 非常なる 膨脹 
であると 言は なければ ならぬ のであります ' 此 膨脹 
ほ 主として、 物價 騰貴に 基く 經 費の％ 加に 因る もの 
であると 認められる •而 して 111: 豫 W 中に 於て 最も 注 


目すべき ffiir H 民 負 «f の sf 加、® ち％ 税を行 ふと 
云ふの一事にある 0 でございますが、政府は« -!. . 

新 計* を 立つ る爲 めに， 此褙加 を 行 ふと” 叫して s 
られ るが、 煎じ詰めれ ば • ;'-: !vi ?; n-i: ''.; 、 i.v i; CSF 
加の爲 めに、 此 spa を 行つ たと 答 ふると N じ 結果で 
ほ ありませ ぬか 斯； g： 税を行 ふに も拘ら ず、 时 政 ': c i 礎 
ほ 益々 紊さ れつ、 ある， lit 预 37- の 辻 ^ を へ || は すが f^ 
めに、 多額の 自 然 0 =税が 見 S3 つて あると 云 ふこと li 
無論の 話であります、 一 {is 四千 茁 0 の 自然 咐收が 兑 
積つて ある，. 一億 萬 0 以上の 剩餘 金の 繰 入 も、 此 © 
字の 中に 13: 揭げ て あるので あります、 而 して尙 ほ 足 
らざる所は、公愤琛集の一般會計に於ては、五+四 
百 萬 la でございます けれども、 谷 特別 f? 計の 公似 秘 
集金 額を 合併 すれば、 即ち 三位 H 千 iK P と S ふ 多額 
の 公債翦 集の 計览が 加へ て あるので あります、 是で 
以て辛うじて败茭の ;|- !褪を合はしてある、财源の不 
足と 云 ふ ものを 補ふ爲 めに、 斯の 如き 計箅 をして 辛 

うじて 收茭の 辻 接が 合 ほして ある •是 が财 政の 前途 

に對 して* 非常なる 煩を 貽す もので あると 私共 ほ 思 
ひます 前途に S して 非常な 危 險を貽 す ものであると 
言は ざるを 得ぬ、. 今日の 如き 經濟界 の景氣 が 何時 迄 

も馈 くと 云 ふこと であるな らば 率 ざ 知らず、 是は時 

日の 話で ある、 此好贵 氣が 何時 迄 4 續 くと 云 ふこと 
ほ •何人と 雖も 之を 斷言す る ことは 出 來ぬ ので あり 
ませう、 どうしても、 此經濟 上の 反動 時期に 入る， 
是は 大蔵大臣と 雖 も、 御 否認になる 譯には 往 くまい 
(「毎年 そんな 事を 言つ て 居る 去年 も 言つ た 昨日 も 
言つ た 同し 事 だ」 「默 つて e け ' と 呼 ふ 莕あ り) 是 
故に 辛うじて 大正 九 年度に 於て ほ >  收支 の 計算を 合 
はして 居る にせょ、 前途の 經濟 上 E 励の 時期に 入つ 
た 場合には >  此 財政 計 迸を 如何にす るか、 S 然咐收 
を 今年の 如く 来年の 如く、 其 次に 於て 其0然 增加を 
見 積る 11 には 行きますまい、 公偾 募集 も 思 ふやう に 
出来ない 時期が 來るで あらう、 况や 昨日の 問答に も 
ありました 如く、 十七 八 億 萬 11 の 公債を 整理し なけ 
れぱな らぬ 時期に も 接して 居る、 之に 對して 大藏大 
臣は 果して 如何なる 成算を 持つ て 居られる か C 「昨 
E 答 辯して 居る わい」 と 呼 ふ 苦 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君 3 靜® に 願 ひます。 

0 早速 整 爾君 昨日の 御 答 •濱口 君 CO 問に 毀す る 御 
答に 依れば、 前途の 景氣が 好い こと も あらう、 悪い 
こと も あらう、 是が 一の 御 答 •財政の 前途が 行 詰つ 
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て 来る か 知らないが •其 行 詰て 來る 場合に 對 する 政 
策は 別に考 へて 居らぬ， 斯様の 窓 味の 御 答で あつた 
と 思 ふので あります、 大祕 大臣と して、 此位ゐ 無 ] g£ 
任なる 御 答は 無い と 思 ふので あります (拍手 起る) 
凡そ 財政の 事、 •是 ほ 必ずしも W 政の みに 限らぬ ので 
あります、 其の 日暮 しでは いかない、 一寸ず りでは 
いけない 、財政の 計丧を 立つ るに 當 りまして ほ、 ど 
うしても 前途を 見 透し、 將來の 情勢を 察して、 此經 
濟上の 按排に 應じて > 19 政の® 礎を 作らなければ な 
らぬ、 W 政の 基礎を 一: うしなければ ならぬ、 (拍手 
起る〕 少 くも 三年 五 年 先の、 此經濟 上の 狀腌た けは 
十分に 考 瞭 し、 W 政の 計 5¢ を 立てる と 云 ふの ほ、 是 
が當然 財政 當局 者の 責任で ある、 大正 九 年度 一年 度 
限は •それと 彌縫が Hi 來ませ う •行 詰つても 獅縫は 

出来 ませう， 併ながら 其は 後を どうす るか、 財政 計 

苽 と 云 ふ ものは •唯た i 年度 だけでは ない と 云 ふ 事 

を 私は 繰 iM して 行 ふ >  一寸ず りを やつて， 唯 だ 目先 

ばか 〇を彌 縫を して 行く と 言 ふこと ほ、 責任 ある 政 

治 家の 餻すべ き 祺ぢや ありませ ぬ， (拍手 起る) 唯 

た 一時 猢縫 して 大正 九 印度の m' 3? だけは 辻 祕を 合せ 

て •それから 後 どうしても 宜しい、 後は 野と なれ 山 

となれ と 云 ふ 主義で、 それで 以て 政治を やる と 云 ふ 

ことにな れば， (「それ ほ 大隈内 閣の こと だ」 と 呼 

ふ 者 あり) 私は 返す < も大藏 大臣の 無寶 任を K め 

さるを 得ない のであります (「ひや  <」 と 呼 ふ 者 

あり 拍手 起る〕 是は實 際の琪 實の 話で ある •實 際の 

話で ある、 故に 此咁迓 に對 して M 任 ある 計 ! iE を 立て 

なさい と 私は 忠带い たしたい ので あるが、 玆に私 が 

7? 問せ んと 欲する 所 ほ、 我 經济 社會の 前途を 如何に 

見ら るる か、 姓が 一つの 質問であります-昨年の 如 

く、 好い 時 も あらう， 惡い時 も あらう と 云 ふや 5 な 

御 答を 私 <3: 求めない、 此經濟 界の 前途を 如何に 見ら 

るる か、 其見當 が 付かなければ、 付かない と 御 答が 

願 ひたい、 (「 0 商 に 向つ て 言へ」 と 呼 ふ 者 あり) 

又經濟 上の 前途が 行 詰る か、 行 詰らぬ か 位の ことは 

事 lit に 於て 御 分りに ならなければ ならぬ、 (「其 通 

〇 •た」 と 呼 ふ 者 あり〕 行 詰つ た 場合に どうす るかと 

j 云 ふと 1 ( 「行 詰らない」 と 呼 ふ 者 あり〕 是は考 へ 

| て 尻らない、然らぱ前途は斷じて行詰らないと，貴 

fr: を 以て 御 答になる ことが 出来ます か、 (【演 說の 

前途 ほ 行詰り ませぬ か」 と 呼 ふ 者 あり〕 行 詰らない 

と S ふこと が あるなら ば、 之を 事 K に 於て 詳細に 其 
财政方 針に 關する 早速 幣爾 2  K 問 


理由を 承らざる を 得ない のであります、 恐く は 今日 
の 如き 財政 計 喪で 行けば •二 度 も 三度 も咐税 を 繰 返 
して、 國 民の 負 擔を增 加す るょり 外に 仕方がな いと 
云 ふこと に 相 成る であらぅ •是に 就ての 責任を 今の 
大藏大 E は 執り 得る か、 是も併 せて 明かに 御 答を 願 
ひたいと 思 ふので あります、 次に 私は 時 il の 要求に 
應 する 施設 •之に 關する 内閣の 經綸 如何を 御 伺 致し 
たいので あります、 總理 大臣は 御 在に ならぬ や 5 で 
あります が、 容易なら ざる 時 璣洵に 重大なる 時機で 
あると 云 ふことは， 國務 大臣 繰返して 御述 になつ て 
居る のであります •此世 界の 大變 局に 處 する 重大な 
る 時機であるなら ば、 之に 對し 、此の 時運の 要求に 
應すべ き* 雄大なる 施設がなければ ならぬ 筈で ある 
總理大 E は 此 議場に 於て •一向 左樣な る 方法を 御 示 
しになら ぬ、 豫萁 面に 於て は、 唯 だ區々 たる 要求が 
あるに 止つ て、 所謂 雄大なる 政策を } SJ つべき 何等の 
賜求を認めることほ川來ないのであります、恐くは 
今日の 重要 時機に 毀して は、 何人と 雖も 之に 應ずべ 
き， 犬なる 抱負がなければ ならぬ と 云 ふことは 考へ 
て 居る に 州 違ない、 今の 內閣諸 公は •何等の 抱負 だ 
も 有しない のであります か、 何等の 純 輪を も 有しな 
いのであります か、 若し 玆に大 なる 抱負が ありと す 
れぱ "經綸 ありと すれば， 我國 家國 民の 安堵を 得る 
が 爲 めに、 明瞭に 此 議場に 於て •御說 明に ならな け 
ればな らぬ 筈で ある、 昨日 鈴 木 君の ?? 問に 對して 、 
總理 大臣は 色々 考へて 居る、 何れ 財政 經濟 調査會 等 
に 諮つ て •其 結果に te りて； tf 臨時 _會 を 開く かも 
知れぬ、 開かぬ かも 知れぬ と 云 ふやぅな •腿 味な 御 
答を e さつた ので ある， 苒だ其 嬰 領を得 るに 苦む、 
臨時 鹩會を 開く か、 開かぬ かと 云 ふ 問題ょりも ■此 
緊急なる S 要なる 問題に 關し ましては* はつき りと 

其 抱負を 御 示しになる べき 筈で ある、 私 ほ 玆に言 ふ 

早き に迨- <  で此 K 大な る 問題に 關 して、 其 抱負が 有 

るなら ば 御 示を 願 ひたい、 抱負が 無ければ 無と 云 ふ 

御 答を 得たい と 思 ふので あります、 次に 私 li 税制 整 

理の問 题 に關 して 御尋を 致したい、 私共 ii 佾税 に對 

する 先決問題と して、 先つ 税制の 整理を しなければ 

ならぬ と 云ふ考 を 持つて 居る のであります， 是は當 

り 前の现 -fit なので ある、 國民 の負擔 の％ 加す ると 云 

ふ， 之に 先た つて 負 li の 均衡を 維持す る やうに、 偏 

輕 fci m を 改める やうに、 税制の 整理を 行は なければ 

ならぬ と 云 ふ 事は、 定まり 切つ た 話であります、 政 


友會 の諸哲 と雖も •左樣 な 議論を せられた 事は 度々 
ある、 殊に 今日の 時擷は 所謂 時運の g •求に 應ず べき 
一の 政策と しても •社會 政策を 實行 しなければ なら 
ぬ、 肝腎なる 時機で ございます、 社會 政策を 行 ふべ く 
社會 政策を 加味した る 税制 整理を 行は なければ なら 
ぬと 云 ふ 事は、 洵に 緊急なる 問題と なつて 居る ので 
あります 、(拍手 起る；} 負擔の 均衡を 得せし むる と 同 
時に、 庶民 階級の 漭の負 擔を輕 減し なければ ならぬ 
是が 全く 時代の 要求で ある、 (「ひや <」 と 呼 ふ 者 
あり〕 此時 代の耍 求に 應じた る 税制 整理を 行 ふと 云 
ふ 事は •實は 一日を も爭ふ 所の 緊急 問題に 外ならぬ 
(「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 然るに 政府の 
財政の 計畫を 見ます るのに、 成るべく 此税制 整理に 
就て ほ、 一向 御 計 斑に なつて 居らぬ、 所得税の 改正 
に 依つ て、 幾らか 社會 政策 的の 意味を 加味した と 云 
はる、 ことは 是は 私は 認める， 併ながら 元 所得税 法 
の 改正は •增税 を 目的に 之を 改正 せらる、 ので ござ 
いまする から、 少しも 一般に 對し て* 徹底した る S 
を 認める ことほ 出来ない、 况や又 私共の 謂 ふ 税制 整 
理は 、各般に 1L つての 銳制 整理の 要求で ある、 唯た 
所得税の 一部に 改正を 加へ たと 云 ふことは、 斷じて 
時代の 要求に 應ずる 所以では ない のであります、 (「 
ひや <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る) 此 事に 就ても 昨 
日總理 大臣は 鈴 木 君に對 して 矢 張 財政 經濟 調査 會に 
諮つ て、 其 決 ^ に 依つ て 云々 と 云 ふこと を 申された 
のであります、 一體 財政 經濟 調査 會を 設けられて ょ 
り、 玆に 大分の 月日を 經て 居る， 此 S 犬なる !; U 題が 
今日まで 決せられて 居らない と 云 ふこと も 如何は し 
い 話で ある、 政府は 政府の 責任と して、 此 一日を 爭 
ふ 如き 緊急なる 問題を、 今日に 至る まで 十分に 研究 
を 遂げられな かつた と 云 ふのは、 果して 何事で ある 
か， (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) 財政 經濟 調査 會の 
決議を 待つ て、 何時 此 問題を 解決す ると 云 ふ 御 考で 
あるか* 私は 此 問題に 關 しても、 一日を 爭ふ 今日の 
場合に 於て は* 重要なる 問題 だと 云 ふこと を 繰返し 
て 申す、 内閣に 此成算 が 無い か、 税制 整理を 行 ふと 
云 ふ 誠意が 無い と 云 ふこと に 相 成ります れば 、私 (X 
今の 內閣諸 公の 無責任 更に 甚 しいと 云 ふこと を、 玆 
に斷 言し なければ ならぬ のであります、 C 拍手 起る〕 
此點 に關 して、 更に 內閣諸 公の 有して 居らる、 意見 
を 伺 ひたいと 思 ふので ある、 次に 物 僧 問題に 關 して 
前日 來の說 明に 依り ますれば， 物價の 調査に 關 して 


は， 政府は G 々施設を 行つ た、 調赉の 方法を 色々 攻 
究 しつ、 あると 云 ふが 如き、 御 辯 明で あつたので あ 
ります、 併ながら ® 際に 於て ほ、 殆と， 一六べき もの 
が 無いで はあり ませぬ か、 努力した と 言つても、 効 
果の 無い 努力は 全く 努力せ ざると 同じ 事で ある •無 
効の 努力 ほ、 無能 無策を 意味す るでは ありませ ぬか 
成程 輸入税の 減免を 行 はれた こと もあります、 代用 
品の 獎勵 をせられ たこと もあります、 或は is 賃の減 
免を 行 (3: れ たこと もあります  >  輸出 に 制限を 加へ ら 
れた もの も ある 併ながら 是哿は 皆な 或 一部の 特定の 
品に 對 しての 施設に 過ぎない 全般に 一般的に、 徹底 
的に、 物惯 調節の 根本 政策を 施された と 云 ふことは 
未だ 曾つ て 之を 見ない のであります， 是は 事實 'た， 
論ょり 證 據物價 は 果して 如何 やぅに 調節せられ まし 
たか、 昨日 濱 口 君から 數 字を 以て 御 答を 願 ひたいと 
言 はれた の は、 即ち 此點 なので ある， 物價ほ 少しも 
下落し ないで ほない か、 唯た 獨り 下落せ ざるの みな 
らず 、益々 騰貴の 勢を 有して 居る のでは ありませ ぬ 
か、 是は 論ょり if 據で ある、 物價 調節の 策を 施した 
と 言 ふ、 併ながら 何等 有効の 策を 施して 居ない と 云 
ふことは •事實 に 於て 明かに 之を 誠む る ことが 出 來 
るので あります、 此點 に關 して、 私は 更に 大藏 大臣 
の 所信を 伺 ひたいので ある、 (「何遍 聽て 分る の だ」 
「頭が 惡 いから 分らない J 頭が 惡い から 答 へられな 
い」 と 呼 ふ 者 あり〕 物價 騰貴の 原因に 關 して •物資 
供給の 不足、 需要の 增 加と 云 ふこと を御唱 へになる 
ので あり 玄す 、私共は 必ずしも 之を 否認し ない、 或 
場合に 於て は 供給の 不足 更に 需要の 吩 加、 是が 物價 
騰貴の 原因を 成して 居る と 云 ふこと ほ、 無論 否認 致 
しませぬ •併ながら 之を 外にして は •物 價騰货 の 主 
なる 因は 無い と 御 信じになる のであります か、 何に 
しても* 今日は 言 ふまで もな く貨 g 經濟の 時代で ご 
ざり まする から、 物價と 云 ふ ものは. 物資と 通 M と 
の 交換に 依つて 定まる、 物資の 分量 如何、 通貨の 分 
量 如何と 云 ふことは ■兩々 相俟つて 物價の 高低の 原 
因を 成して 居る のであります、 唯た！ 物資の 供給 
需要の 增 加と 云 ふこと を 以て、 通貨と 云 ふ ものの 分 
量を 度 外に a くこと ほ ui 來な いので ありませ ぬか、 
供給の不足と云ふけれども、我國の現在に於てほ、 
輸 /li に關 係の 無い、 さまで 供給の 不足を しない 物 ま 
でも、 其價は 非常に 騰貴 致して 居る で ほない か、 物 
資の供 給の みが 物價の 原因を 成す と 云 ふことは 甚し 
一六 二 一 
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. ? 淺薄な る考 であろ と 言 IX なけれ it: ならぬ、 又 ^ 娑 
の ^ ■ 加と！ K ふこと に 就きましても* 物資の 分 ^ と 云 
ふ ものの 研 加ょりも  >控ほ 物資の ffl 格に 佐て、 S IW 逆 
の％ 加と 云 ふこと を 計 3?: して 尻ら れ るので ある •そ 
れで ござります るから、 需要の： 5 •加と 云 ふこと に關 
しても， 矢 張此茆 貨の間 題を 度 外に KC く？ f に ほ 行か 
ない と 私 (?. 思つ て 思る、 戰 前に 比較して 約 三倍の 膨 
脹 •是が 果して 適度の 通貨の 分错で ござります るか 
(「適 當な り」 と 呼 ふ 者 あり) 又 過度の 膨脹で (3; ござ 
り ませぬ か、 此點に 就て 大藏 大臣の、 確乎たる 所見 
を 御 伺 致したい のであります、 何故に 此通貨 政策と 
S ふ ものに 就て 十分の 考 DS を拂 はれない ので ありま 
すか， 物惯 調節の 徹底した る 根本の 策を 施さん とす 

れば 、何としても 此通 貨收 縮と 云 ふこと を •眼中に 

S くょり 外に 仕方がない と 私は 思 ふので ある、 大藏 

大 R if 昨日 も 申されました が、 徹底的に 物價を 調節 

すれば、 即ち 通貨の 收縮と 云 ふが 如き 事を 行へ ば、 

事業 社會に 非常なる 打_ を 起し、 農 も H も 商 も 皆な 

破 產だ 、斯 _ に此 席で 御 答に なつた のであります、 

適 敗に 調節 策を 施す と 云 ふこと になれば、 さまでの 

打 11 を 加へ ずと も‘ 其 調節の 策を 施すべき 途は ある 

财政當 局 者の 資任は そこに 在る、 過激なる 政策を 施 

せぱ 、或 ほ 事業 社會に 向つ て 非常な 打撃を 與へ るで 

あらぅ. 而かも 農 も X も 商 も 皆な 破 產だ* 是は私 は 

言葉を 追窮 する のでは ございませぬ が， 大藏大 K と 

しては、 頗る 過言で あつたと 申されなければ ならぬ 

成程 通貨 收 縮と 云へ るが 如き 根本の 策を 施し ますれ 

ば •或 一部の 階級に 向つ ては， 與る ことを 免れない 

であり ませぅ >  併な がら 眞 先に 其 打 P を受 くる もの 

は •全く 不健全なる 事業で ある、 (「ひや <」 と 呼 

ふ 者 あり〕 何と なれば 健 實なる 事業は、 徒らに 經濟 

界の 上つ 調子に 依つて、 左右 せらる る もので ほご ざ 

いませぬ、 經濟界 の 空 景氣に 依つ て、 企てを せられ 

たる もので ほご ざい ませぬ から、 煺實 なる 事業は* 

縱し 多少の 打, を受 くるに しても、 さまでの 苦痛を 

感せす に濟 むこと か / J.i 來 るので あります、 畢覚當 局 

者が， 放縦なる 輕濟 政策を 行つ て 居る が爲 めに、 此 

通貨 膨脹、 §騰 貴と 云へ る ことの 爲 めに 經 濟社會 

に 向つ て、 夥しく 此 空景氣 添へ る ことにな つて 来て 

居る、 現 時の 所謂 好景氣 見れば •全く 上つ 調子に 傾 

きつつ ある ものでは ありませ ぬか、 (「ひや-'^--」 と 

呼 ふ 者 あり〕 空 景氣に 傾きつ、 ある ものでは ありま 


せぬ か、 (「君の 運：！ {£1 下つ 調子な り /の —  ^ と —- I 
呼 ふ荠あ り) 好 强氣と 云 ふ ほ •洵に 世間の® ふ 言葉 
でございます けれども、 現 時の 所 IR 好设氣 ほ、 全く 
不自然なる 景氣 であると 云 ふこと を •私 ii 斷言 する 
のであります >  (「 ひや <J 拍手 起る〕 此不 自然な 
る空贺 氣ほ 、之を 抑制せ ずに、 之を 自然に 放任す る 
と 云 ふこと になります れば 、それ こそ 經濟界 の 前途 
を 危ぅす る、 此空毋 氣を 自然に 放任を して 茼けば - 
前途に 於て は、 本當に それ こそ 大藏 大臣の 所謂 破 產 
を 招く 蹈が ある、 C 「ひや <」 拍手 起る〕 產 業の 基 
礎を 破壊し、 縛 濟界の 恐慌を 招く と 云ふ鼢 が ある、 
此空贽 氣を放 住すれば こそ、 其 魔は 如る 大なる もの 
である、 即ち j 部の 階級の 者に 向つ て 多少の 打_ 加 
ふると も、 是ほ 忍ばなければ ならぬ、 前浍 の危險 を 
防ぐが爲め'に、前途の破綻を防ぐが爲めに、早きに 
及んで 此空 景氣を 抑制す ると 云 ふ 政策を 執る が •即 
ち當局 者の 責任で あると 私は 思 ふので あります (拍 
手 起る〕 私は 繰返して 申す、 現 時の 所謂 好 景氣是 ほ 
通貨 膨脹に 基く 一時の 反映で ある •腿 In 力の 增加な 
ども、 矢 張 又 通貨 膨脹に 基づく、 一時の 反映で ある 
と 私 ほ 申す ので ある、 現に 政府の 當局者 も 事 112 會社. 
の 濫設と 云 ふこと を 憂へ て 居らる、 ではない か、 農 
商務 大臣の 如き ほ 最も 之を 憂慮して 居らる、 浮華 驕 
奢を 戒めなければ ならぬ と 言 ほれて 居る、 投機 射倖 
を 戒めなければ ならぬ と 言 はれて 居る、 C 「それ ほ當 

然だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 此點 である - 此點で ある、 

人爲 的の 空 景氣を 制して、 浮華 驕奢を 戒め、 投機 射 
倖を 戒めなければ ならぬ と 云 ふことは、 總理 大臣 首 
め-度々 論吿 訓令 等に も 其 文字を 表は して 居る で ほ 

ないか、 (「感服したら ぅ」 「それに 反對 あるまい」 と 

呼 ふ 者 あり〕 人爲 的に —— 寧ろ 入爲 的に、 空 景氣を 

添へ る' a< ふこと がいかない と 云 ふこと ほ、 當局者 

自ら も 之を 認めて 居る、 認めて 居れば 何故に —— 何 

故に 之を 抑制す る 所の 方策を 講究し ない ので ありま 

すか、 (拍手 起る〕 私は 如何にしても 徹底せ る 通貨 

牧 縮の 方針に 依つ て、 此空 景氣を 制する ょり 外には 

途は無 いと 思 ふので ある、 此點 に關 して、 大藏 大臣 

は 果して 如何なる 見解を 持つて 居られる か、 私 {X 具 

體 的に 承りたい である、 成程 政府 も 資金 政策と して 

國 民に 對 して、 貯蓄の 獎勵を 行つ たと 稱 して 居る、 

或は 公債を 募集し、 公債の 民衆化 >  之を 力を 極めて 

行 ふと 云 ふこと を 辯 明して 居らる るので あります* 


併ながら 貯蓄の 獎拗な どと 云へ る yf •か、 一片の S 吿 
I 片の訓 令で 以て， 全 SS に行泼 る べき もので ほない 
&パ 本の 政 笊を 施さす して、 唯た 訓令を 發す れぱ商 ち 
に國 民の 貯蒂が 完全に 行は れ ると 思 ふの ほ、 全く 淺 
郢な る考 へで ほ ありませ ぬか、 (ひや <と 呼 ふ 者 
あり〕 公 依の 民衆化と 云 ふの ほ 結 ■な 話で ござり ま 
すが、 併ながら、 今の 內閣の 諸 公の ifi 口で、 無暗に 
公債を 募集して しまぅ •中に 民間の 經济 上の 事情が 
之を 許さない、 銀行に 向つ て 之を 引受けし める 金が 
足らなければ. 兌換券を 發行 すると 云 ふやぅな る逍 
口で if 公俊の 民衆化 どころではない 、公債 孬集其 
事が、 通貨 ^ 脹の 原因を 成す では ありませ ぬか、 ( 
拍手 起る〕 無責任なる 逍 口には 結果が 必す 斯櫧 に 1-TI 
成つ て來 ると •私は 玆に 繰返して 申 上げる ので あり 
ます、 元來 兌換 制度の 妙 用 —— 通貨の 伸縮を 自在に 
すると 云ふ此 機能を 發揮 する のが 兌換 制度の 妙 用で 
ある、 一向 大蔵大臣は 此 事に 就て は 責任を 持つ たる 
御考が 無い ので ある， 通貨の 膨脹を & 然に 放任す る 
のみならず •甚 しきは 法令 上に 疑問を 有する 事、 即 
ち 在外 正貨をまで も保證 準備に 加へ て、 兌換券の 制 
限外 發行 を續 けて 居る では ありませ ぬか、 是は 法令 
上 幾多の 疑が 存 する 點でご ざり ます けれども •大藏 
大臣の 遺 口と して ほ 洵に無 責任なる 遺 口で あると 申 
さなければ ならぬ、 日本銀行の 利金 引 上と 云 ふ 事に 
就ても， 大藏 大臣は 金利 引 上に 反對 だ、 金利を 引 上 
げ ると 云 ふと、 事業 社會の 資金を 恋 ふこと になる 之 
が爲 めに 事業が 破綻を 招く と 云 ふ 御 話で ある、 尤も 
昨日の 御 答に 依れば •日本銀行 ほ 昨年 二回の 金利 引 
上を やつた が、 私 {3; 知らぬ と 斯樣な 御 答に なつて 居 
る、 甚だ 怪しから ぬ 御 答で あると 言は なければ なら 
ぬ、 自分の 都合の 好い 時に ほ、 日本銀行を 使つて 勝 
手に 日本銀行を 利用し， 日本銀行に 壓 迫を 加へ てま 
でも、 日本銀行を 左右す る大藏 大臣が 金利 引 上を し 
て も •是 は敢 て大藏 大臣の 關 する 所でない と 言 はれ 
る、 私 ほ 言葉 咎めを する ので ありませ ぬが、 此點に 
付ても'  大藏 大臣は 己れ の 無責任を 表白して 居る 所 
の 者で ある、 (拍手 起る) 姑く 是は度 外に 措 ' T- も 金 
利を 引上げれ ば、 成程 日本の 金利が 外國の ものょり 
高くなる と 云 ふが 如き ことに 是は 己む を 得ぬ、 全體 
日本は 金利の 高い 國で あります 是は 己む を 得ぬ、 併 
ながら 是は 程度の 問題で ある、 通貨を 縮少 する 爲に 
金利を 引上げる として、 其 利益 - 金利を 引上げた 


が @ めに‘ 
是は 程度！ 


7 こ 句っ_ 
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徒らに 通 H を ^ K' せしめて 杓拊 を 採 « せしめて 而し 
て將 來此琪 菜の 基礎を 迪呔す ると 云 ふことは •  K も 
大なる 害 孬を貽 す ものと 1- はなければ ならぬ ので ご 
ざいます、 f M 手 起る」 大銥大 Hi li 物： u'j K iffi の 策を 
施さず して-通 « 0 過度の ij IK を 0 然に放 f T: をして 
居る と 云 ふ 結果、 是ほ 無論 生產费 を 高く し ■產粢 の 
基礎を 破壊す ると 云 ふことは 申す まで も ございませ 
ぬ、 大跋大 か 金利を 引上げる 相 合には 上に 打 
£4 を 加へ ると 云 ふこと を 申さ iL たの も 記 TS 致して 居 
ります 貿易 上の 打蹈は 、命 利の 引 上に 非ず して 通？：； 
の 膨脹で ある 目前の 問題の みを 捉へて 讁する ことは | 
私 之を 爲 すを 欲しない、 將來 永遠の 爲め に、 我綵濟 
の 前途の 爲めに 之を 攻究す る、 元来が 我 , f.? 易の 特色 
と 云 ふ もの (3: 賃金が 菔 い、 生產费 が 廉い 、是が 即ち 
我貿* の發展 の 特色と なつて 來た ものでは ありませ 
ぬか、 C 「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 然るに 徒らに 物 
價を 暴騰せ しめて、 所謂 產業の 裁 礎を 破壊す る、 即 
ち 貿易に 對 する 障害 ほ、 目下の 察 - JP; 氣、 U 下の 通 it 
膨脹、 目下の 物惯騰 a と 云 ふこと が、 將來 の贸易 〇 
基礎を 破壊す る 所以と なる では ありませ ぬか、 (拍 
手 起る〕 昨年 貿易は、 輸出 も 輸入 も 矢 張佾 加して 居 
る、 ili 入超 過は 僅か 七 千 四百 萬圆 、併ながら 昨年で 
も 前年に 比較 すれば、 輸入の 減退と 云 ふ ものが 五 百 
萬圓 以上に 及んで 居る のであります •是 は是か ら後 
の 平準には 相 成らぬ けれども •日本の 物 41 I 此物 
價騰 貴の 爲 めには 將來に 向つ て、 益々® 入が 減退し 
て 行く と 云 ふこと だけは、 大藏 大臣 も 之を 御認 にな 
らな くて ! 3; なりますまい、 然る にも拘らず、 尙物 ffi 
騰貴を 自然に 放任を して、 今日の 如き 放縦なる 經濟 
策を 續 けて 行かん とせら るるなら ば* 私は ® に 我國 
家の 爲め に、 此 財政 當局 者の 無實 任 を 卵 劾せ ざるを 
得ない のであります、 之に 關し尙 ほ大藏 大臣は 何等 
の 成算 無し 尙ほ之 自然に 放任を すると 云 ふ 御 決心で 
ある や 否や 私は K 任を 以て 御 答を S ひたい、 今日 ま 
での 物 似 調節に 對し ては、 無論 責任を！ § したと 云 ふ 
御 答で あつた， あれで 果して 責任を 盡し たと 言 ひ 得 
るので あります か、 ■(「あれと ほ 何んだ」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 經濟 社會の 前途に 向つ て， 非常なる 危險を 與へ 
つつ ある 今日の 狀况 >  大藏 大臣は 全然 責任を 御盡し 
なさつたと云ふことを.更に繰返して明言なさる |3 | 
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_氣が あります か、 私は 更に <此席 に 於て， 大腿 大 
KT の 御明 言を 煩したい と M ふので あります、 諸君 5? 
する に 今日の 物 僧は、 不自然の 隣 貴を 示して 居る、 
墩 ろ 入爲的 に I 餌ろ 人爲 的に 通貨を 膨脹せ しめて 
此不 _H 然の騰 ft を® つて 居る、 此結果 ほ 淹業の 基礎 
を 破壊す る ことにな 〇 •貿易の 基礎を 破 ® する こと 
にな 〇事 業 ^ 社の 前途に 取つ て ほ、 誠に 由々 しき 大 
事であります 目前の 事 ばか 〇考 へて はいかない、 經 
濟 上の 前途を 考へな けれ ぱいかぬ ので ある、 而 して 
一般 國民の 生活を 脅威す ると 云 ふことは、 誠に 夥し 
き 程度に 達して 居る ので ほ ありませ ぬか、 常 局奔は 
國民の生活雖ほ一部の者に止まると云ふが如き 1:! 吻 
を j'a される、 >斷じ て 一部の 者の 生活 _で は ございま 
せぬ、 國民 大多數 に 向つ て 生活を 脅威して 居る のが 

今 n の 事！ 2 である、 政府 當 局 者の K 任と して if 此 

間 題に 對 して 何とか 處 S をし なければ ならぬ ことは 

明で ある、 尙ほ常 局 者は、 此 W 民の 生活 雜を 自然に 

放 (B せんと 欲する ので あるか、 否や (「誰が 生活難 だ 

」 と 呼ふ漭 あり) 明確に 御 答を 願 ひたいので ありま 

す、 惟 ふに 國 w o 生活に 封す る 脅威ょり 致して、 社 

铃 の 一般は 益々 不安の 念に 驅られ て 居る •社 曾 的の 

倍 險 if 刻々 に ia りつ、 あるで ほ ありませ ぬか" ( 

「何が 刻々 に 迫つ て 居る の だ X 無 ^ fr: を W ふな 」 と 呼 

ふ 者 あり〕 常 局の 諸 公は、 思想の 變 化に 應じて •之 

を ^ 導す ると 云 ふこと を：！々 口に せられて pf るので 

あります けれども、 今 C 狀態で 2 T 國 K の 生活を 脅 

威し、 益々 思想を 惡 化せし めつつ あるので はあり ま 

せぬ か >  私 ほ 現内閣の 今日の iQ り 方と 致せば、 思想 

を惡 化せし めつつ あると 云 ふこと を， 玆に斷 言す る 

を ti らぬ のであります、 決して 天下 泰平では ござり 

ませぬ 大なる 時 ^ であります、 此 1S 大なる 時機 

に 方つ て、 社 ^ 的危險 を «<閊 ある —— 社 會 上の 危 

險を招 く ® ある 今日の 狀態 を， fi} ほ 自然に 放任 せん 

とせら る、 のであります か、 私は 現內閣 の 責任と 云 

ふ ものは、 誠に爾 大であ ると 思 ふので あります から 

十分の -H 任を 以て， Ilt IH] 題に 對 して、 誠® ある 御 答 

辯を 下さらん ことを 希 沼 致す のであります (拍手 起 

る) 

0 謎 長 C 大岡 育造 君〕 高 睽 大藏大 R 。 

~國務大臣男爵高摘是淸哲登顷、拍手起る〕 

【「簡 單で 結構です よ」 「答 辯の 要な し」 「能く 謹 

鸱 せい」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0S 務大 la c 男爵 高 橋娃淸 忍，、 唯今 ¥速 君から 段々 
御 P 論、 御意 見、 其屮に 御 質問 も ありました、 (「大 
きな 聲で •高聲 に. 一と 呼 ふ 者 あり〕 段々 長く ありま 
した S めに、 記憶 洩が あるか も 知れ ませぬ が、 大分 
<1: 舞に， 經濟社 會の前 途の事 に 付ての 御 ; 1C 見が あつ 
た •之に 就て 責任 ある 答 辯を e きたいと 云 ふこと で 
ありました、 先づ是 ょり 御 答 致します、 此物價 問題 
に 就きましては、 總理大 Is 農 商務 大 K から も、 同じ 
やうな 事に 就て、 十分の 御 答が して あるので ありま 
す、 (「大臣の 答 辯は 無い」 「喊を 言へ」 と 呼 ふ 者 あ 
り議湛 騷然〕 若し 農 商務 大臣が 此席に 於て 答 辯を し 
なかつ たなら ば、 それは 私が 貴族院に 於て 答 辯 せら 
れた ことの 記憶 違と 御 承知を 願 ひたい。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 靜谳に 願 ひます 靜肅に I 靜 
肅 にしない と 聞え ませぬ。 

〇國務 大臣 (男 辟 高 橋是淸 君〕 諸君 私が 今 申した の 
は 貴族院に 於て 言つ たことの、 記憶 違で あると 云 ふ 
ことを 申して 居る のであります。 

〔此 時發 言す る 者 多く 議場 騷然〕 

〇蕺長 (大岡 育造 君〕 貴族院と 記憶 違 だと 言は れて 
居ります。 

〇國務 大臣 (男 辟 高 橋是淸 君〕 此物僧 問題に 付て は 
不幸に して 諸君と 根本に 於て 違 ふ 所が あるので あり 
ます、 今 早速 封の 御說 は、 矢 張 通貨と 物價 との 關係 
が 殆ど 唯一の ものの 如くで あつて、 通貨を 收縮 しな 
ければ 物 m は 下らぬ， 其 根本 政策を 執らぬ からい か 
ぬと 云 ふこと に歸 著す るので あらう、 (「唯一とは 言 
け ない j さう 言つ た」 と 呼 ふ 者 あり〕 凡そ 物價間 題 
に 就て， 通貨が 多い から 物が 高くなる と 云 ふ 論議は 
今日に 於て は 交 锁阈 等に 於て、 不換紙幣に 就て 論ず 

る ことで ある、 c 「ひや <」〕 我國の 通貨は 不換紙幣 

ではない のであります， 立派な 兌換券で ある、 (拍 

手 起る) 現に 英國に 於て は 今日 通貨の 收縮を 、岡ら 

なければ ならぬ と 云 ふこと に 就て 其 政策に 苦 ES して 

居る ので ある、 併ながら 英國 の經濟 家 •政治家、 實 

業 家の 希 菌 する 此通 貨の收 縮は •英國 銀行の 「ノー 

卜」 の收 縮に 非ず して、 政府が 準備な くして、 戰爭 

の爲 めに 發 行した 所の 不換紙幣 即ち 政府 紙幣の 縮少 

である、 (拍手 「無用々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 此縮少 

の 手段を 如何に 付けた かと 云 ふこと •政府の 發 行し 

た 紙幣に 對して 、英闊 銀行の 兌換券を __ にして 行 

くと 云 ふこと になつ て 居る， 英 II 銀行の 兌換券の 發 


行が 多い から 物價が 騰貴す る、 之を 縮 少しろ と 云 ふ 
やうな 論は 無い ので ある、 (「間違 も甚 しい」 「默つ 
て聽 け」 「答 辯を なさい」 と 呼 ふ 者 あり) それに 此 
物惘の 事に 就きましては、 S; は 外國 人の 調べた こと 
などは、 餘〇言 ひたく はあり ませぬ けれども* 兎に 
角 斯う 云 ふこと に 就て は、 外國 人の 中に 經驗の 積ん 
だ 人 も 多し， 又 熟 心に 研究して 居る 人 も 多い ので あ 
ります、 實業 家、 學者 ，政治家 方面に 於て、 近頃 r 
サー チヤ ーべ ルス ゥ ヰ— ド」 がしつ かり 研究した も 
のがあります が、 之に 就て 申 上げたい、 それは 佛關 
西の 革命の 時からの 事柄 も 調べて ある (笑聲 起る) 
近來の 事 も 調べて ある， 之に 依つて 見ます ると 云 ふ 
と •物價 の 調節と 云 ふ 事は、 言 ふべ くして 中々 闲_ 
であると 云 ふこと が 御 分りになる、 (「 學說は 御免を 
蒙ります」 「實 際の 事を 言へ， 」 r 言は なくち や 分らぬ 
」 「默つ て ri け」 と 呼 ふ 者 あり) 斯ふ云 ふ 事を 言つ て 
居ります、 第 十八 世 , ffi の 末に 於け る佛國 の實驗 は 近 
代に 於け る 最初の 事例で ある、 佛國 革命の 劈頭に 於 
ける 紛擾から 通商の 混 亂を來 し、 延て 物資の 缺乏を 
生じ， 終に 生活費は 耐ゆべ からざる 程に 昂騰す るに 
至つ た (「大 藏 大臣 眞而 目に おやん なさい/ 默 つて 聽 
け」 と 呼 ふ 者 あり) そこで 人民は 一齋 に物價 の 制限 
を 要求し、 調節 法を 講ぜし むべ く、 共和 政府を 促し 
た， 是に 於て 物價の 最高 率が 定められる ことと なつ 
た •それを 見て 八 民は 滿 足した、 併し 其滿 足は ほん 
の 束の lf.n で、 動かすべからざる 需要供給の 原則は、 
忽ちに して 其 効用を 發揮し 初め 物資の 停滞と なり ( 
「學說 の 答 辯は 御免を 蒙りたい j  r 議聽 々々J 其 他 
發言 する 者 多く 議場 騷然〕 

〇 議長 (太 岡 育造 君) 靜肅 に。 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 (續) 生 產の減 少とな 
り、 商業 ほ 衰頹 してし まつた •その 結果 生活 上の 必 
要 品は 缺 乏して 饑饉 値段を 支 拂は ねば 手に入らな く 
なつた、 政府は 飽くまで 物價 制限の 趣旨を 貫徹す る 
ことに 努め …… 

〔此 時發 言す る 者 多く 議場 騷然〕 

〇讁長 (大岡 育造 君：} 靜肅 に。 

〇國務 大臣 (男 辟 高 橋是淸 君〕 (續) 峻烈なる 刑 罰を 
も 加へ たが、 物資は 依然として 缺乏 を吿 ぐる ばかり 
なので 民衆は 激昂し 始めた， さう して 今度は 物價制 
限を 撤噬 して ：：： 

〔此 時發 言す る 者 多く 議場® 然〕 


0 _長(大岡育造君〕 御注意申しま^ - 御注意 申 

します、 cr 學 校の 生徒で ない/ 大蔵大臣に 御注意な 
さい」 と 呼 ふ 者 あり〕 御聽な さい、 注意の 說を 御聽 
なさい c 此時發 言す る 者 多し) 此 席から 言 ふ 事を 一 
通り廳 いて 後に おしなさい、 唯今 諸君は •我 國の經 
濟 問題に 就て， 非常な 憂 rt を 以て 質 間にな つて屛 る 
(「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 今日の 經濟の 事は ';' 世 
界の變 局に 際する 重大 事であります から， 高 橋 君大 
藏 大臣は 其 說を述 ぶる に 付て •世界の 有 ゆる 人の 說 
をも參 照して 說明 をす るのは、 差 支ない ので ある。 
〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 (續) 自由 通商の a 態 
へ歸 るべ しとの 輿論が 起つ て來た •之が 爲 めに、 物 
價の 最高 率 制限は …… 

〔此 時發 言す る 者 多く 議場 騒然 一 
〇 議場 (大岡 育造 君〕 參 考の爲 めに 朗讀 する のは， 
議院 法で 許されて 居る、 もう 少し 靜に 御鸱 なさい。 
〇國務 大臣 (男 辟 高 橋 是淸君 〕( 續) 二 年 足らずの 間 
に廢 止せら る、 ことにな つた、 其 時人 民 ほ 一齊 に® 
聲を 揚げた (「貴方の 御說 を御述 になれば 宜しい」 
「謹聽 々々」 其他發 言す る 者 多し〕 斯樣な 經驗が 世 
界には K 々あつたので あります る、 之に 依つ て 見 ま 
しても •物 價の 調節と 云 ふことは •容易に 的確なる 
方法は 無い と 云 ふこと が、 是まで の經驗 上に 明かで 
ある (r 貴方 も 無い のです か j  f 足 ばかりで ない 手 も 
無い」 「頭 もない」 r 默つて 聽 け」 其他發 言す る 者 多し 
〕 それで 今日の 物價 に對 しては、 現 政府は 出來煜 る 
だけの 事を して 居る と 云 ふことは 申す まで もない 事 
である •(「何の 方策 も 無い のか j と 呼 ふ 者 あり) 唯 
だ 金利を 上げて、 それ 一つの 手段で 物價が 下る と 云 
ふことは、 私は 信ぜない のであります、 勿論 物價の 
下る までに 資本を 高く したなら ば 確 實なる 事業 も 振 
はなくな り、 ffi れる ことになるのは 當然の 事で ある 
度々 總理 大臣が 言 はれる やうに 結局は 外國 貿易を 止 
める より 外に 仕方がなくなる ので ある 左樣に 極端に 
申して 參る と、 淸 貧に 安んじて 居る と 云 ふやうな こ 
とになる のであります、 世界の 大勢に 順應 して 行く 
現 政府の 政策と しては 左様な 消極的の 政策は 執る 譯 
に 參らな い、 (「物 價調節 は 絕對 にしない と 云 ふので 
すか j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (太 岡 育造 君〕 御靜 になさい、 餘 り®々 です 
〇國務 大臣 C 男爵 高 橋是淸 君〕 初に 御尋 になつ た 此 
W 政 計®  •之に 就て 物 似 騰貴の 爲めに (「又 學說で 
一六 二 三 


W 政 方針の ff 問に 對する 高' ;•■■! 大破 大 l-;i の 答 辯 
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六 一 


滿足を致すだけ 〇 结果を以て扔らなぃ 〇 でぁります 
殊に 現内閣は、 HIJ 々內閣 の 街 支 政策に K きまして ぼ 


外交 方針 に制 すろ 押 ) M yi ぶ C  W 間 


すか. I と 呼 ふ 者 あ 〇笑聲 珣 る --/ 庚 計 V ■膨れた ので あ 
一る* それに 對して *  % 没を したのと 同じ だと 斯う 言 
(?. れる 、矜 3? の 說明に 於て ， %- 税， 即ち％ 收 を計进 
すろ の 巳む を ?,.) ざる 所以は、 御 分りになる 程度に 於 
て •設 明 {?. 致して ある 铐であ ります、 國防の 如きは 
一年 E りの 經 费で濟 まない ものである、 海 m に 於て 
ほ 八 年、 (「達 ^ は 九 年 j と 呼 ふ 者 あり 笑聲 、拍手 起 
る) 陸軍に 於て (X 大正！ I 十二 年に亘 つて 居る， 左 棟 
な 畏期 に a つて！ ES ■する 所の 國 防充馊 25 をです、 不 
確 S なる. H 然佾收 のみに 佐賴 して 計 1!F •が 立ち ませう 
か、 又 驻だ 異な 感じを 致します のは 九 年度の 豫览ほ 
是で 行く だら うか、 今後 五 年 十 年の 後の豫 览は どう 
なる か、 此空设 氣が續 く か、 反 励 期に 入つ たなら ば 

どうす るか I 恰も 大鈸 大臣に 向つて、 九 年度の 豫箅 

では 滿足 しない、 今後 十 年 問に a る豫览 を 作れと 言 

はぬ ばかりで ある、 (「さう ではない J 意味が 違 ふ」 

「即 が惡 い」 と 呼 ふ 者 あり) 何れの 國に 於ても， 時 

の 政府 (X 其來る 年度の 豫算 の計赘 を 立て、 其 協賛を 

經れぱ 宽 しいので ある此 五 年 - 1- 年 先まで H 任 ある 計 

斑を 立てて， 收茭 の豫算 を 立てる 國は 無い ので ある 

(「經 緻费は どうす る」 と 呼 ふ 者 あり) 併ながら 我國 

に 於て は、 餘 所の 國と異 つて、 從來 習慣の 上に 於て 

十 昨 槪計 表と 云 ふ ものを 出す ことにな つて 居る、 故 

に 他國の ■大藏 大臣ょり ■は 一層 そこの® は 苦 勞をせ ね 

ばなら ぬ、 (「何を 言 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而 して 是 

は 豫算娶 員會に 於て、 必ず 諸君に 御 目に 掛ける、 又 

諸君 も 請求せ らる 、であらう、 此 十年槪 計 表に 於て 

は、 向 然咐收 は 見込んで ない ことは 諸君 旣に御 承知 

の 通りであります 、從來 見込を そこに 付ける 例に な 

つて 居らぬ" 自然％ 收は 、槪計 表の 收 入の 中に ほ 見 

積つ てない のであります、 (「そんな ことを 聽 くので 

はない、 一年 先き の豫算 を 出せと 言 ふの だ」 と 呼 ふ 

者 あり〕 

〇讁 長 (大岡 育造 君〕 小山 君、 注意 致します。 

.〔小山 松壽君 r 大藏 大臣に も 注意なさい」 と 呼 

.ふ〕 

〇謅误 (大岡 育造 君〕 御靜 になさい。 

0« 務 大臣 (_ 男爵 高 橋是淸 君〕 それから 公偾 政策に 

就ての 御 ® が ありました が、 是は 昨日 御 答を 致した 

稍り であります、 昨年の 四十 一議 會に 於て 八 年度の 

豫算を 私が 計寶を 立てました 時分に、 諸君の 中には 

矢 張此 度と 同_ に豫算 の實 行を 危まれ て、 斯の 如き 


公 W を 蘇る ことにな つて 居る が、 果して 此财界 の 狀 
况に麫みて鉍れるか、結局 (£ 行詰まるであらう、抟 
泣は , « 行が 出來 まいと 云 ふやうな 御攻幣 が あつたの 
であります、 然るに 幸に して 昨年は、 借 替と 新規の 
發 行と 合せて、 五位 一千 五 百 萬 HI と 云 ふ もの {i 凫を 
附けた 、( 「武富 顔色な し」 「何 だと 言 ふの だ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 又 公 依は 御 承知の 通りに、 皆な 軍事 ? 5 を 除 
くの 外 ほ JK 業に 伴 ふ 公 fi'i である  >  それ が 物 ® 勝 a の 
爲め に、 歳入を 補埙す る爲 めの 公 偾躱 集で ほない の 
である ■又 今後 短期の 公債を 處理 して 行く のは、 矢 
張 數年前 政府が 處理 したと 同じ やうな 事で、 財界の 
狀 况に顚 みて 按排して 行く ので ある >  之を 行 詰る だ 
らうと 假定 して 攻擊す れぱ •是 ほ 何人で も 言へ る こ 
とで あるが、 事 锊 としては 左樣な 事は ありませ ぬと 
私は 信ずる、 それから 今 I つは 經濟 社會の 前途の 狀 
况を どう 見て 居る か、 此有樣 で 行つ たなら ば •將來 
結局 矢 張增税 の 上に 更に 增稅 しなければ ならぬ であ 
らう、 是も 私には 諒解が 出来ない、 更に 國 家が 必要な 
事業を 起す とか、 或は M に 國防 の充實 を圖 ると か、 新 
規の 政策を 立つ るに 方つ て 必要が 生じ、 國民 それを 
甘諾 して % 税を 甘ん ずれば •或 ほさう 云 ふ 事 も 無い 
とも 限りますまい けれども 今日の 所此 經濟界 の狀况 
の 如何に 依つ て、％ 税の 必要を 生ずる と 云 ふ 事 {X 私 
は 認めて 居らず、 それから 税制の 整理 •是は 今日 社 
會 政策と して 一日 も捨 置き 難く 一日を 爭ふ 重大な 事 
である， 然るにな ぜ 之を やらぬ か， 斯う 云 ふ 事で あ 
る、 是は 總理 大臣から も 多分 御 答して あるか も 知れ 
ませぬ が、 政府は やらぬ 積り ではない， 御 話の 通り 
爾大な 事で ある、 税も谷 補 ある、 我國で は 未だ 中央 

で 取る 所の 國税 と、 地方に 賦課す る 所の 地方税との 

間が， 判然 理想 通り 區劃も 立たない と 云 ふやうな 狀 

態で、 從來來 つて 居る、 是 等を 按排して 負擔の 公平 

を圖 る-容易なら ざる 事業で ある、 故に 政府は 種々 

の 材料 •並に 原案を も 作成して •出来るだけ 總 ての 

ものを 準備して、 財政 調査 會に 他日 懸ける と 云 ふこ 

とは、 間違ない ので ある、 唯 だ 此度增 收計畫 を 立つ 

るに 當つ て、 出来るだけ 稍々 根本に 觸れ て， 增收計 

赘 に 必要なる 税の 部分に 對 して 改正を 加へ たので あ 

る、 税制 整理が 本體 となつ て、 今日 所得 稅並に 酒造 

税の 改正案を m したので はない、 金く 國防充 實の爲 

めに 要する 經 費を 補 ふ爲 めに、 數 年に 苴 つての 的確 

なる 财 源を 求む る爲 めに、 增收 計® をした、 之を す 


るに 當 つて、 從來不 撖衔 であつ たものを •出来る だ 
け擗衡 を 保つ やぅに したと 云 ふだけ である、 各般の 
税制 整理に 就て は 唯今 申した 通りであります •(柏 
手 起る) 

〇議 長 (犬 岡 育造 君) 早速 整爾君 j 
0¥ 速整爾 君 私の 御尋 をした 趣旨と 唯今の 大藏大 
臣の御 答 辯と {3. •まるで 喰 違つ て 居る (「分らぬ の 
で ほない か. I と 呼 ふ 者 あり) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 御 願 ひします。 

0 早速 整 爾君私 の御尋 をした 事に 對 して、 適切の 
御 答は 出 來な いと 見える、 尙 ほ御尋 した 點に 就て 御 
答への 無い 15 もあります が、 幾ら 御尋 しても、 昨日 
來 まるで 誠意な き 御 答 辯で  >  1向要領を得ない0,無 
用々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 まるで 問を 外れた やぅな 御 

答を 爲 して 居る と 云 ふことは - 私は 此以上 御尋は 

致し ませぬ が 餘〇 に大藏 大臣が 責任を 重ぜら れない 
と 云 ふ 事を、 玆に 一言して 置きます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 昨日 も 念の 爲め 申して® きま 
したが、 質疑の 意義の 十分なら ざる 場合に， 重ねて 
御 立ちな さる ことは 許します けれども* 批評の 爲め 
に 御 立ちな さる ことは •御免 蒙りたい のであります 
- 押 川方義 君。 

〔狎川 方義君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 抑 川 方義君 私は 本日 對茭 政策に 就きまして、 又 
對露 政策に 就きまして、 又 今次の 平和 問題に 就き ま 
して、 現 政府の 御意 見を 承りたい のであります、 日 
支兩 國の關 係に 就きまして iT 唯 だ 獨り利 害の 關係 
のみならず 、文明 的、 精神的、 又 道徳的 重大なる 關 
係を 有して 居ります る 故に •時に 依りまして は、 利 
害を 棄 て、、 此 問題を 解決し なければ ならない 程の 
義務 も あり、 事情 も あると 云 ふこと を、 雨國 民が 能 
く 諒解を しなければ ならない こと、 思 ひます、 是は 
日 茭兩 國の關 係の 善し悪しに 依りまして は、 支那に 
就きましては、 存亡の 關係が あるので あります、 又 
日本に 取りましても、 隆替の 關 係を 持つ て 居る ので 
あります、 決して 支那が 日本 無くして、 完全なる 國 
家の 目的を •今日の 狀態で は 達し 得られない ので あ 
ります、 又 日本 も 東洋 永遠の 平和を 確保 致して 居り 
まする が •支那を 度 外 致しまして •果して 其 事を 成 
し 遂げ 得らる、 や 否やは 大 問題であります、 それ 故 
に對茭 政策に 就きましては、 歷 代の 內閣が 隨分に 心 
思を 勞した 事であります、 併ながら 何れの 內閣 も， 


大な る. 迪坨を S いて 居られた のであります、 又 前 内 
閣 の對支 政策に 就きましても • (!■< 令 K': 首相；！ j、 共 時 
に 外交 委 A たるが 故に關 係 無しと I1 はざる を 得 ざれ 
ども _ 尙几 つ不滿 足を 饴 いて K られた ので ありませ 
う、 故に 現 内 IH] 成立以 來 ， fii めて ffi Jli なる 考 GR を ？ 5 
されて、 對茭 政策に 就— しては， 國民 CM ® する 
所を 示す が 如く  •日露 I 日 支 親善と 申し ま个： 

に、 非常に ® きを 蹬かれ たのであります 、さりな が 
ら其 結果を 見 ま i- るなら ば 大に 削齡 致し て 2 so ます 
ことに 就て •今日 ほ 極めて ifl ts を 感じて 居られる に 
相違ない のであります、 現内閣は 此標榜 の 如き、 a 
支 親善の 锼を 何れに 擧げ られ ました か、 或は 排货の 
熟 度の S も 盛なる こと、 K しきに 至つ ては、 排日 本 
主義の 非常に 流行を 致して 居ります こと、 是は现 内 
閣のみ ならず  >  我國 K 一同の ia 憾と 致して 居 〇 ます 
所であります、 是は锌 易に 目的の 速せ， ない ことを， 
明かに 示して 居る のであります、 現内閣の 對茭政 策 
に 就て， 巧拙 如何を 論じ ませぬ でも、 今の 結果を 見 
まする と、 極めて il 憾なる 結果を 爲 して 居る ので あ 
ります、 若し 之を 反對攤 の 位地から 申します れ ば、 
大 失策と 疾呼しても 宜しい ので ありませ う、 それの 
みならず、 外務大臣が 聲言せ られ ましたる® 待 居留 
地と， 共同 居留地 問題の 如きは、 恐く は 大失敗 に 相 
違ない のであります •如何に 之を 解決す るかと ^ す 
ことは、 當局 者は 言 ふまで もな く、 日本人が 公平に 
日 支 親善の 大 問題を il 磁致 します るなら ば、 苦心し 
て考 ふべき 所の 事柄に なつて 居る のであります 、之 
を 共同 居留地に 致しまして、 日本 全國 民が 同意を 表 
する や 否や、 恐く は 同意を 表しますまい、 又 之を 共 
同 居留地に 致し ませぬ で、 專管 居留地 其 儘で 維持 致 
しますならば、 列國 に fit する 所の 宣言の B: 僞如何 は 
大異 問を 來 すので あります、 斯の如 く 日 支の 間の 關 
係は* 重大なる にも拘らず、 又 極めて 力を II された 
に 相違 ありませ ぬが、 其 ® の 全く 擧り ませぬ と 云 ふ 
ことは、 極めて ifi 憾と思 ふので ございます、 私は 今 
日此日 支 問題に 就きまして •現内閣の 經綸 を 1! ■きた 
いのであります、 是まで 過去 りました ことは 先づ間 
ふを 止めて、 是から 後、 如何に 爲さる 御 精神で ある 
か、 如何に すれば、 果して 日 支 親 ®? を完 うして、 苽 一 
洋 永遠の 平和に 關する 大目 的を 達し煜 られ ますので | 
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あります か、 必ず 抱負が あるに 扣 違ない •故に 此拘 
負を 我等は 伺 ひたいので あります 、之に 就きまして 
は、 支那 入に 根本的の 理解を 與 へる 必嬰が あります 
又 日本人 も大な る嵇牲 を拂は なければ、 唯 だ 支那に 
要求す るの みを 以て、！：：： 的を 達する ことは 決して 出 
来ない のであります、 然らぱ 如何にして 支那 入を 玆 
に饺醒 せしめ、 又 日本 入を 適 常なる S 識を蓊 成して 
對支 政策の 大間 題を， 國 民の 力を 以て 解決し 得らる 
所の 方法を、 盡され ます 御揿 りで あるかを 承りたい 
總珂大臣ほ0本の大正 ;€ の總教であります、故に日 
本國 民の 興 論を 善導して* 此 m 犬なる 所に 至らし む 
る やうに‘ 御 s? きになります 爲 めには、 餘程 好適の 
地位を 有つ て 居な さるので あります、 然るを 世間で 
は 色々 樣々 に 横暴 呼は りを する ことがありましたり 

又 唯 だ ^ 利 E 益を； $ら にす ると 評しました 〇、 或は 

又煞勿 を 掖 SR する が 爲め にの み、 力を 媒ら にして 居 

なさる と 申す やうに 評せられます ことは、 是は 大政 

E の 1.3 めに、 日本 國 家の 爲 めに 不利益の 事では あり 

ますまい か、 斯 のかき 事柄に 就きまして 抱負を 懐か 

れ 、方法を 持ち、 必ず 之を 善 铅 して、 ia を 開かる、 

ことがある ので ございませう、 故に 其 ilf を 伺 ひたい 

ので あ 〇 ます、 施政方針の 御 話の 時分に、 先づ 吾々 

が 誠を 以てして 居れば •今日 親善の 精神 Is 支那に H 

徹しない が、 追々 は 之を 悟る であらう •と 斯う 云 ふ 

やうに 言つ て 居な さる やうであります か、 ifi 々之を 

悟る であらう と 5 ■す やうな ことで は， 恐く 13: 支那の 

國民性 を 研究せられ ましたな らば、 百年 河淸 を 待つ 

やうな もので ありませ う， 恐らく 是は失 黛を 来す 外 

はなから うと 吾等は SS 年る •故に 其 事に 就きまして 

大綏 輪を 有つ て 居な さる铐 であります から、 それを 

承りたい のであります、 其 次に 對蕊問 題に 就き まし 

て • &! 內" iy ft 如何なる 方針を 御 執りになる 御 扨り で 

あるかを 敢り たい、 彼の 過激派なる ものは、 どう 云 

A 風の ものであると 御 諒解に なつて 居る か >  罟苽 の 

考ふる所に佐0ますと、過激拟想それょ0出づる所 

の 過激 行 励と 申します る ものは •恐く は -1 ヵィ ザル」 

•か 世界に 對 しました る 軍國 主義の 罪惡 ょりも. 勝ら 

うと も* 小さい もので It ない のかと 思 ひます、 或は 

英米の 如きに 至りまして ほ、 內政上 の關係 から •或 

は 過激 舐と 講和 談判を 開く とか、 或；： i 過激 1IA 想に. M 

つては S ：? •技 助 もしない が* 攻幣 もしない とか、 種 

々糅々 なる 方針 1 V 執る が 如く 聞え て 居る ことが & り 

外交 方針に 關する 抑 川 方 在の K 問 


まする、それ故に日本人も亦其通0にしなければな 
らな い、 すれば 宜いと 思は る やうな 想像 も 出來な い 
ことは 無い のであります、 遂に 之が 爲め には 直接に 
申します ると •西 伯 利 撤兵 論が 出て 來 るので あます 
我蕷は 此事に 就て ほ 遺憾 極り のない 事と 思 ふので あ 
ります、 元來 日本は、 王道を 以て 立つ て 居る 國で &. 
ります- 內 政干涉 をせ ぬと 申します ことは、 ® る 美 
名であります、 併ながら 亞米利 加で あらう とも， 英 
吉利で あらう とも >  K 他列强 で、 若し 國內に 於て 甚 
しい 罪惡の 行 はれました る 時に、 内政に 干渉す る こ 
とを 以て、 善政と 考へた る ことは ござり ませぬ か、 

露 西亞に 於て 彼の汹 太 人の 虐殺の 時に は>  如何なる 
處置 を ^ しました、 土 耳 古が 「アルメニア」 人を 虐 
殺 致しました 時には •如何なる 態度を 執りました、. 

內政 に干涉 をせ ぬと 申します る ことは、 軍國 主義を 
以て， 妄りに 人の 領土を 掠 薄す るが 如き 方策を 行 ひ 
まする 時に 用ゐ まする 言葉であります* 仁義 王道を 
行 ひます る 時に 於て、 殊に 况や 隣邦の 誼の あります 
る國に 於き まして 殊に 况や其 時に 最も 勢力を 振 はん 
と 致します る 所の" 政權 を f? ^i 致して 居ります る )？' 
の 一つの 幽體が ，己の 國 民に 向つ て 暴虐 非 II の 事を 
行 ふの みならず、 此事は 遂に 天下の 大亂を 惹起す か 
も 知れぬ と 云 ふ Eg の ある 時に 臨みましても です、 其 
國に 於て は 外 K なる が 故に、 如何なる 事が 行 はれ や 
うと も、 棄 てて 顧みない ことが、 隣邦の 誼で ありま 
する か、 如何， 斯の 如き 私慾 的 政策を 以て、 外交 政 
策の本義と致しますることは、根本的誤りであると 
我蕷は 思 ふです、 殊に 西 伯 利 問題に 就きましては， 
世間が 言 ふ 如く、 若し 「チヱ ック」 を 救 ひ W しまし 
たなら ば、 m 兵の 目的が それで あるが 故に、 旣に目 

的は 達した から、 悉く 撤兵を すると 云 ふやうな 御 論 

も ある やうであります、 是 等の 事を H 行な さる やう 

に 至 〇 ましたなら ば、 噬 臍の 悔を貽 すと 云 ふことは 

其 ? If であります •滿 蒙の 人心は どう 云 ふ もので あり 

ます， 殊に 我 領土と なつた る 朝鮮人は‘ 如何なる 思 

想を 懐いて 居ります か、 どの やうな 事に 共鳴を しや 

うと 考へて 居る のであります か、 成程 形式的に 申し 

まするな らば •外國 に 兵を 出して 色々 な 行 励を e し 

まする ことは. 漫り がましい こと、 言 ほ V* 言へ ませ 

う、 is て國 境を 守る ことは、 安全の 途と 言は V* 言は 

れませ う、 併ながら 西 伯 利に 於て斯 の 如き 無氣 無力 

なる 事を 爲 しましたなら ば、 何の 力を 以て 滿 蒙を 守 


り、 何の 勢力を 以て 朝鮮を 敎 導す る ことが 出來 ます 
るか 恐く は 此事は 出来ない こと、 我輩は 思 ふです、 
故に 我 M は •大 軍を 西 伯 利には m 兵せ しむる 議論で 
あります、 必要が あるなら ば 五 師團 でも •七 肺團 
でも、必ず西伯利に ,|1 '.'. :せしめます、西伯利に露西 
亞の 有力なる 堅 實な： VU 府を樹 つる ことに 就て •日 
本は 十分なる 援助を すべき ものと 考へ るので ありま 
す， 之を 谷國 に聲明 致しましても •恐らく 之に 異議 
を 申す ことは あるまい、 異議を 申しましても* 之を 
斷 行して 決して 差 支は あるまい、 是は 日本の 國の存 
亡 興廢に 係は る 事であります、 固ょり 巨 萬の 國帑を 
消費し なければ なりますまい、 最も 神聖なる 陛下 
の 兵隊を •非常に 失は なければ なりますまい、 併な 
がら 何の 爲めに 兵隊が あるので ある >  國帑 を 神聖に 
使 ふと 云 ふことは、 何の 爲めに 國帑が 用を 爲す ので 
ある、 我 日本の 大目 的を 達する が爲 めに 國帑を 消費 
し、 國 民の 生命を 搦牲に 供す ると 申します る ことが 
是は 日本 魂の 精華では ありませ ぬので ございます か 
若し假 りに 日本の 兵を 西 伯 利から 引いて しまぅ と 申 
しますな らば、 言 ふまで もない、 過激 思想は 日本に 
も來 ると 云 ふこと を 承知の 上で なくち やならない、 
世界に も此 過激 思想は， 暮延 をす ると 云 ふこと を 承 
知の 上でなくて はならない、 亞米利 加入と 雖 も、 英 
吉 利 人と 雖も •決して lit 事を 以て、 可な りと 申す こ 
とは あるべき 铐 はない のであります •然れ は 色々 な 
る國情 の然ら しむる 所、 或は 日本の 出兵を 内心 懌ぱ 
ない ことがある かも 知れない がです •若し H 本が 斷 
じて 之を 爲 すと 云 ふ 時に 臨んでも 彼 ほ 楠 端なる 干渉 
を爲 して、 之に 反對 をす るまでの 勇氣を 持つて 居り 
まする か 如何， 若し 之が 無しと 云 ふなら ば 己の 國に 
刀を 向ける ことであります、 若し 外交の 威力に 騙さ 
れて 、之が 爲めに 日本が 此 大事なる 政策を 誤り まし 
たなら ば、 H 本 自ら將 來 改める ことの 出來な い悔に 
險 るので あります (拍手す る 者 あり〕 併ながら 軍隊 
を以て思想を__することは決して出來ない、そん 
な ことほ 言 ふまで もない 分り切つ た 事であります. 
それ 故 若し 大軍を 以て 西 伯 利に si 固なる 露西亞 の 政 
府を 建て， 隣邦を 安全と せしめます るが 爲 めには. 
日本が 國內に 於き まして、 大 改革を しなければ なら 
ぬのは 言 ふまで もない ことであります， 唯 だ 兵ぱか 
〇 を 以て、 今： n の 此勞働 問題を 解決す る ことな ぞは 
決して 出来ない、 詰まり 過激 問題は、 要するに、 勞 


働 問題であります* それ 故 過激 思想を 錨 隨しや うと 
思 ひましたならば、 根本的に 勞 卿 間 題を 解決し なけ 
ればな らぬ のであります、 日本は 幸に L て* 英米の 
如き ! i 々樣々 なる 惡習 .悪例を 有つて 居らぬ 阈で あり 
ます、 闲 難には 相違は ない、 闲 _ には 相違ない が、 
若し 國民 が大 決心を 致しまして、 勞資 問題を 根本的 
に 解決し やうと 思 ひます るなら ば •國の 力を 以て 解 
決する ことが 出來 るので あります、 是ほ 內閣諸 公の 
非常なる 決心と •大な る勇氣 と •敏腕と を 要する こ 
とは 言 ふまで もない のであります、 併ながら 若し 此 
能力を 備 へまして •日本が 此 解決を 國の力 を 以て 爲 
さりますなら ば、 長へ に 世界 萬 邦の 師表た る ことを 
得る のは 間違ない •のであります •今 西 伯 利は、 英も 
引き、 米 も 引く、 成るべく 之に 手を 觸れぬ やうに し 
た 故に、 日本 も 其 仲間に 入つ て、 遂に撤 品を してし 
まうな ぞと云 ふことは、 如何にしても、 外交 かぷれ 
であります、 我輩は 願く は 撖 立自發 の 外交を 發揮し 
て 貰 ひたい、 日本は さう 云 ふ 必要が 目 睫に 迫つて 居 
るので あります、 而し て此辨 償の 途 は •どうす るか 
と 云 ふ 問題が ありませ う、 何を 1:!» る、 日本人が 大軍 
を ; S つて、 西 伯 利の 野に 屍を 曝させます る 時， 巨 萬 
の 國帑を 消 W 致し •まする 時、 是が辨 « の途な くして 
出来る 筈がない、 何故、 公々 然として 天下に 之を 公 
布して、 西 伯 利に 向つて H 露 共同の 大事 業を 起し ま 
せぬ か、 宜しく 日本は 許す 限りに 於て •資本を 投じ 
許す 程度に 於き まして 技術を 與へ 、彼等の 國に 於て 
爲す 所の 事に 就て ほ、 多少 反 對 ありと 雖も •其 反對 
位の 事は 〔必ず 乘 切る ことが m 來るに 相違ない 事柄 
であると 思 ふです- 是に 就て现 內閣 は、 如何なる 經 
輪を 御 持ちに なつて 居ります るかを 吾輩は 承りたい 
終りに 臨みまして. •今次の 平和 克復の 時に、 大 U 本 
より 遣は されました る 所の、 使節の 執られました る 
所の 行動は、 極めて 遺憾であります， 國民は 多く 之 
を 失敗と 申します るし， 現內閣 ほ大 髖 之を 成功と 申 
して 居ります •さりながら 殊に 此 人種問題- 撤廢の 
事に 就きまして、 昨日 か 一 昨日 かの 質問に 115 ました 
が、 種々 _ 々に 意 恩を 變へ られ て、 出したり 引 込め 
たりす る やうな 事を 爲され たが、 さう 云 ふ 事が 有つ 
たか •無かつた かと 云 ふこと を聽 かれた 時分に、 外 
務大臣 は 聯邦 與國と 約束が あろ 故に、 iff 憾なが ら斯 
う 云 ふ 事は 發表 せぬ と 言 IX れたや うに， 我輩 ほ 承つ 
たです が、 そんな 事が 聯邦 與國 と約浓 の 有る 害は な 
一六 11 五 


(臣の 答 辯 


です， 此前の 8 s fT に 於— < しても •我蓣 等 ほ ^ 々 
如何なる 問題を / 1! しまして •如何なる 方策を 以て- 
饺 の 大 問 SS を 解決す る ことを 0 さろ D1- 站〇 かと KS 3- 
第一ました 時分に、 迆憾な がら 是 {3: 聯邦 與國と 約束が あ 
ts. る 故に 話す ことは 出來な い、 それ'^ 政策 (X あるが 
言 ひたいが， あるが 言は れな いと、 斯ぅ 仰し やられ 
たであります、 C 「あ— めん」 と 呼 ふ 者 あり〕 恐く ほ 
是 (3; 親® 内の 川 來祺と •國 家が 要求す る 所の條 件と 
を 混同せられ まして* 御 話に なりました ことか も 知 
れな いと， 我 報は 思 ふので あります、 併ながら 是は 
六 ^ 十 菊 •申した 所が 用を 爲さぬ ことであります， 
旣 に 過去つ た 事柄であります 併し 此時に 臨んで 「ウ 
イルソン」 なり 「ロイド ジヨ —ジ」 なり、 彼等に 非 
常な 弱 rA が ある、 何も 被 等の ^ , a を 窺 ひまして* 時 

機の みを ; i て' '  H 本の r4 々たる 提案を 爲す 所の 必要 

はない ので & ります 「ウイルソン j などの 申し まし 

たる 事を 考へ ましても •彼 ほ 人種 平等を 唱 へて 居る 

のであります、 正義 公道を 論じて 居る のであります 
それの みならず、 彼等が 天下に 發布せ ん とする 所の 
彼等の 唯一の 宗敎 とする 所の ものは、 即ち 人 ft 平等 
を 站礎 として 敎 へて 居る ものであります、 何故に 日 

本の 金 權大使 ほ、 此 人種 平等 問題に 就きまして、 是 

等の 事に 就いて 「ウイルソン」 なり 「ロイド ジヨー 
ジ」 なりの J Ji 心を 突き ませぬ でありました か、 彼 

れ 言葉を 設けて， 人種 平等 問題の 事は 言 ほない が、 

人種を 對 等に 取扱 ふこと に 就て は‘ 文明に 差等が あ 

る 故に 出来ない と 申します るなら ば. 1!i 界 中に 其 事 

ほ 適用が m 來ませ ぬで も、 R 本國 家は 之に 向つ て、 

要求す る 所の 大權 利を 持つ て 居る のであります 、(柏 

手す る 者 あり) 第一 治 外法 ■を 撤回 致しました のは 

何の 事であります. •平等の 待遇を する ことが 出来る 

のでなければ、 治 外法權 を 撤回す る ことは、 出来な 

いのであります、 英米人と 雖 も-其 生命 財 產を 日本 

の 法律は 堅固に 守つて 居る のでは ありませ ぬか •又 

守り 得らる-一 もの だと 承知して 居る のでは ありませ 

ぬか、 然れ ぱ假令 他の 列 國に向 ひまして は 異議が あ 

りましても、 平等の 待 週に 付きまして は、 日本には 

與議を 言 はれない 所の 狀態に 居る のであります ，そ 

れを です、 人閭は 平等で ある もの だ、 どうか 其 事を 

認定して H ひたい ものであると 云 ふが 如き 口調を 以 

て、 r ウイルソン」 や 「ロイド ジ ョージ 」 の檄 心を 求 

めた と 云 ふこと (3; 國辱で あります、 「ウイルソン」 や 


「ロイド ジ ョ—ジ 」 やが-人間が 平等の 不平等のと 
決める ® 利 も 何も 無い のであります， 是 は 天下の 公 
is であります、 又况や 亞米利 加の 通 法の 第 一 窣にほ 
何と H3 いて ある、 人間 (?. 皆な 平等に 造られた もの だ 
と 云うて 居る のでは ありませ ぬか、 1  :十 世 82 に 臨ん 
で遙 A と 日本から 出張 致しまして、 何を 以て 「ウイ 
ル ソン」 に 其 同 3S を 求める 必要が あります、 殆ど 兒 
胲に 類した 事であります、 之を 求める 所以の ものは 
亞 米 利 加な り 英吉利な りの 人 稀 取扱の 方法が、 不義 
である 所以です、 R 本が 「ウイルソン」 な 〇 「ロイ 
.トジ ョ ー ジ」 なりを 敎へな くち やならぬ ので ありま 
す、 何も 彼等の 同意を 得なければ ならぬ のでは ない 
彼等の 誤謬を 解く 爲め に、 日本 ほ茲に 立つ たと 申 じ 
て も 宜しい ので あらう と 私は 思 ふ、 縱しや 此事が 行 
はれませ ぬで も 世界人 類を 代表して 日本が 其 事を 堂 
々と 踩明 致して 置きましたならば， 國威を 盛に 致し 
まする ことに 就きまして、 恐く ほ 世界が 今日の 如く 
日本を 見縊る と 云 ふことは なから うと 思 ふので あり 
ます‘ 是 {3: 旣に 過去つ た 事 如何と も 仕方が ありませ 
ぬが、 所謂 列 國に向 ひまして 今後の 對外 政策に 就て 
は、 願く は獨立 自發の 方針を 以て —— 固ょり 協調を 
旨と 致します る ことは、 言 ふ 迄 もない 事であります 
併しながら 己れ 自ら 立つ て、 己れ 自ら 發 する 所に 於 
きま L て 協調が あるので 、唯 だ 彼等の 鼻息を 窺つ て 
彼等の ® 心を 買うて 外交 方針を 定めん とする が 如き 
ものは >  協調では ない のであります、 今の 外務大臣 
は、 安全を 銘 一とせ ら るる 御 方の やうに 見えて、 宴 
に 外交問題に 就て は 平安であります、 併しながら 日 
本は 勃 發を する 國で あります る 故に、 唯 だ 英米の や 

うに、 現狀を 維持して 居る ばかりでは いかない ので 

あります、 大 に發展 をし なくち やならない ので あり 

まする が 故に •有爲 敢行の 人 問が、 必ず 此 時に 臨み 

まして 大政 策を 立てまして、 決して 外國を 恐る X 事 

がな く， 充分なる 所の 主義を 擗張 する 必要が あると 

思 ひます るが、 現 內閣は 今後の 方針に 就きましては 

矢 張 今迄の 通り 礙柔 不斷な 事を 爲 さる X のか、 是か 

ら後ほ 大に 奮發 して" 力を 以て 御當 りになる のかを 

承りたい のであります (拍手す る 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 原總理 大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 押 川 君の 御 質問は >  第一 

S は對支 問題、 第二 Is は對 露、 第三 IX 對世 界 の御議 


論の やうに 承りました •封 支 問題； 日 支 親 ?? の 方 
針を 執つて 居る と 云 ふこと li 腿々 131 返した flf です、 
さう して 不幸に して 支那 21 民 中には •我 fea を 誤解 致 
しまして、 排斥を 試む る 者は あります けれども、 我 
國は茭 那に對 して 何等の 野心 も 無く  •東洋に 於て 平 
和を 保つ が爲 めに if 共に 進んで 參ら うと 云 ふやう 
な誠葸ほ，漸次に了解されるだらうと申したのであ 
り ま T， 元來是 等の 事に 就て 抱負が ある だら うから 
それを 示せと 仰せられましても， 外交の Jff は、 方針 
を 申す ことは 宜しい、 斯う 云 ふ 方針で 行く と 云 ふこ 
とを 言明す る ことほ 更に 差茭 ない、 即ち 日 支 親善の 
主義を 執つ て 行く ので ある、 彼 國に對 して 野心な し 
と 云 ふやうな 事を 申します ことは、 一向 差 支. ない、 
併し f:'' !^! に對 して、 どう 云ふ處 置を 執る かと 云 ふ 手 
段 方法を 公言 致して、 外交に 臨む と 云 ふことは 出来 
ない のであります、 故に 私は 方針を 申した ので あつ 
て、 其 手段 方法は 其方 針ょり 割出して、 相當な る處 
置を 執る と 云 ふ 以上に 述べ やうがない のであります 
如何なる 經綸 抱負 ある 人と 雖 も、 他國 をして 之に 服 
從せ しむる が 如き 言動を 爲す ことは、 出來な いので 
あります から、 潰憾 ながら 此 手段 方法を 申す ことは 
控へ なければ ならぬ、 對 露の 方針、 對 露と 申した 所 
で、 今日の 露國な る もの ほ、 極めて 混 雜した る狀態 
に 在る のであります、 故に 成るべくは 秩序 ある 邦家 
の 安寧を 保つ に 足る やうな、 政府の 樹立す る ことを 
希留 して 居る、 是は谷 國 共に 同 樣で あります、 併し 
現狀ほ 過激派なる ものが 跋扈 致して、 御 承知の 通り 
の狀 態に 在る のであります、 此 過激 主義なる ものは 
所謂 無政府 共產を 主と する ものでありまして 、列國 
何れの 國に 於ても、 此 主義に 感染す る ことを 防ぎ 之 
を 防ぐ が 爲 めに、 色々 な 手段を 盡して 居る ので あり 
ます、 他の 國の內 政に 干渉しても、. 差 支な いぢ やな 
いかと 云 ふ 御說も ありました が、 是は御 議論で あり 
まして、 强て 申す 必要 もない のであります るが、 要 
する に 此の 露 國の狀 態は、 今日は 過激 主義者が 跋屢 
致して、 未だ 秩序を 保つ ことが 出来ないで 居る、 列 
國 共に 今後に 於いて 如何に 致さう かと 云 ふことは、 
未定の 問題であります、 現在に 於いては、 過激 ? i-- 義 
を 認めて 居る 國は無 いのであります、 我國に 於いて 
も、 斯 11 な 主義を 認める ことは m 来ない ので ありま 
す、 併しながら 將來に 於いて 如何に 是れが 變化 致す 
か、 如何なる 狀 態に 立 至る か、 それは 別問題で ある 


現在に 於いて、 殊に 境を 接して R る 今 ri o 我 ■ に 於 
いては、 此の 過激 主袭 を §8 める ことは 出？ い 
あります、 それから 射 111: 界間 題、 是れは 『ウィルッ 
ン」 力 どう -C 4 $る、 一ロ イド ジヨ ’ ジ J が •と •c -c s, 
ると 云 ふ、 他 國の 人々 の 御 批評 も ありました が、 14 
は 左様な 取を 爱に遨 磕 を ^ はすこと lt .» n^ ic iK ir 
たいので あります るが 何れに 致しましても 列 2 :  i rv; 
調を 保たなければ ならぬ •殊に 今日は W 際- K: l!!i 成立 
致して、 取 ^ に肪 手な JJf をす る ことを ^ さぬ のが /'.;': 
則に なつて 居る、 故に 此協 調を Bit 〇、 ® 際 聯盟の 主 
義に 反する やうな 行 励は 執れぬ のであります、 ぬ* 
不斷の 方針を 執る か 執らぬ かと 云 ふ 御 ^ が ありまし 
たが、 险柔不 斷の 方針を 執るべき 铐 は 無論 ありませ 
ぬが、 去りと て 他國 を® みずして 傾 若 無人な 方針は 
執れ ませぬ、 飽迄協 調を 觖たな ければ ならぬ、 而し 
て國際 聯盟、 即ち 講和 會讁に 於ても、 何も 他國の 恐 
息を 窺つ た 譯 でも 何でもない のであります •我 一の 
主張 致すべき 所は、 主張を 致した のであります、 不 
幸に して 通過 致さぬ でも、 主張 ほ 致さなければ なら 
ぬ、此主張は擲つことは出來ない、殊に委员 @ に於 
ては •多くの 人の 賛成を 得た のであります から、 f.^1 
更 以て 機會 あれば， 此 主張を 貫徹 致さう •人 柿 問題 
の 事に 就て 申す のであります が、 左様な 方針を 執つ 
て 居る、 併ながら 他國を して •我が 主張に 强て服 從 
せし むる ことの m 来ない のは、 ir 識其の もの： '3> 明か 
に 示して 居る、 會議は 一人の 意見を 以て、 3? 配す る 
譯に 行かぬ のであります から、 何れの 國の 主張 も 同 
樣で ある、# 翳の認 むる 所と ならざる もの ほ、 行は 
れて 居らぬ のであります、 會議 — 其會識 と稱 する 
以上には、 是は已 むを 得ぬ のであります が >  是 等の 
事柄は 段々 御說が ありました が、 多くは 御 議論で あ 
りました から、 どうも 說明の 致 方 もない ので ありま 
す、 けれども 我 國の對 外方 針、 對 世 界 方針なる もの 
は、 國際 聯盟の 主義を 重んじなければ ならぬ、 各阈 
との 協調を 保たなければ ならぬ、 H 本單獨 の 意思を 
以て 世界を 制する やうな、 野心は 避けなければ なら 
ぬ、 斯う 云 ふやうな 事は、 深く 辯 明 致さぬ でも 御 諒 
解の ことで ありまし やうが、 兎に角 日本が 今日に 於 
ては， 所謂 一部の 人が 非常に 卑下 致しまして •如何 
にも 日本が 劣等の 位置に 居る が sn く、 自ら 認めて E 
る やうなる 論濟 もあります けれども、 是は大 間遠、 
今日は 世界 3/: 大國の 一に 列し まして- 111: 界 列 ® で、 
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最も 有力なる 國と認 めら れ て K るので あります、 決 
して n ら卑 下すべき 狀態で ない のであります、 自ら 
誇つ て 傍若無人な 事の m 来ない ことは、 無論で あり 
ますが、 さりながら 左様な 劣等な 國でな いこと ほ 明 
かであります、 唯 だ n 本が 如何に 發達 致して、 如何 
に 强國に 相 成つ たと E11 して、 勝手次第なる 行動は 執 
れぬ 、此 上に も 協調を 保たなければ ならぬ， 外に 向 
つて 十分な 協調を 保ち、 平和を 維持し なければ なら 
ぬ、 同時に 內に 於て は， 十分なる 改良を 致して， 國 
本の 培 菊を 致して、 此上 にも 國 家の 發展 を圖ら なけ 
れぱな らぬと 云 ふことは、 蓋し 何人も 異論の ない こ 
と、 私は 此* 義に殉 じ やぅと 考 へます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 望月 小太郞 君。 

〔押 川 方義君 「唯今 總现大 [5 の …… J と 呼 ふ〕 

〇諉長 (犬 岡 育造 君) 喵今 &’ 月 小 太 郎君に 發 言を 許 

しました。 

〔荜 月 小 太 郎君 登 壞 J 

〔拍手 起る〕 

〇轺月 小太郞 君 一昨日 總理大 K.: の 施政方針の 演說 

中、外交に關する部分も、亦極めて節 -¥. に過ぎまし 

た、 併し 是ほ當 該外 務大 K に 於て、 定めて 詳細に 数 

桁せられ、 所 IH 改造 的 世界の 外交に 對 して， 我が 帝 

國の經 過 致した 所の 典 有様を、 國 K の 前に 御說明 あ 

る ことと、 斯様に 期待 致しました が、 其 外務 大 &: の 

說く 所を 承り ますれば •多く 外交の 輪 廊の みに して 

其內界 ほ 極めて 昭 味に 付せられ たのであります、 我 

救から も、 片岡討 が 極めて 有益 II. つ必遛 なる S 間を 

致され、 引 籾いて 唯今 も 私 it 總理大 K1 の 辯 明 も 承り 

ましたが、 如何にしても IV.? ほ 15! 解し 難き 點を玆 に述 

ベた く 登 捎致 し ました、 忌 ra なく 本員 .H 身の 所信を 

饵 白 致します れば 、現内閣が 過去 i® 年に 於け る 其 

外交は、 錯誤と 失敗、 而かも 其 錯誤 其 失敗は， aj 續 

的 常習的で ある (拍手 起る) 吾々 {3: 其の 錯誤 失敗の 

外交が、 ® 〇 現內閣 のみならず、 0 民の 爲 めに 百年 

の 網 根を 貽す ものであると 云 ふ， 斯铙な n 急を 持つ 

て 居る ので ある、 (拍手 起る〕 此 G 念に 茈き まして 

以下® 項に 分ち、 常 局 外務 大 はの 說明を 茲に 畑は し 

たいと 思 ひます。 

1 : 大岡链 長、 諉長席 を 退き ® 田 副 鄹長 代り 著 席〕 

第一 5a は 平和 ^ SI に 於け る找局 者の 不维備 •不徹底 

の fia 末であります、 申す まで もな く lit 界 の大戰 亂が 
外交 方針に 閥す る 5 f 月 小太郎 の fr l nij I 


一昨年 十一月の 休職 條 約の 成立と 共に、 玆に 一段落 
を rr げ まして、 各 國の 人民は •何れも 永久の 平和を 
切望し、 殊に s 大國の 當事 者は •國際 聯盟の 基礎と 
致して、 巴 里の 此 永久 平和 會議の 成立に 努力 せんが 
爲 めに、 何れも 早く 渡航せられ、 米國 大統領の 如き 
は 十二月に 渡り、 各々 其國々 の 要求を M 徹せし とす 
る ことに •努力せられ た 事 ほ 申す まで もない、 此一 
刻 千金の 時機に 當り 、抑々 我國は 如何なる 行動を 執 
りました か、 先づ 之より 立 證して 質疑，」 て 見やぅ と 
思 ふ， 喵今辯 明せられ ました 所の 原總理 大臣は、 昨 
年 一月 二 十二 IT 此壇 上に 於て、 講和 會議 に對 する 而 
かも 片岡 君の 質 饲 と 記憶 致します、 其 時に、 我國の 
方針 及 其 特殊の 要求 條件は 何で あるか 此 質問に 對し 
講和條 件を 發 表する 能は ず 之を 發 表する は、 國 家の 
不利益なりと斷雷せられて居る、さりながら其後の 
經 過を 姑ます れぱ 、此 原® 理大臣 の斷言 ほ、 今にし 
て 之を 顧みれば、 全く 無經綸 ，無 方策で あつたので 
ある， (拍手 起る) 現に 本員の 國際 聯盟の 主義に 對 
し、 帝國 政府の 賛否 如何、 此二 十七 日の 豫算 總會の 
質問に 對 しても， 原總 理大 sir 「主義の 論なら ば 
苗 年 前から 是は唱 へられて 居る 說和閟 の 「グロ テ ユ 
丨ス」 を 始めと し」 云々、 而も 其 「グロ テユ —ス」 
は W 年 前の 人では ない、 實に 三百 年 前の 人で ある、 
:國 の總理 、而も 頭腦 明晰の 原總 理大 I:': が >  N 前 ® 
大なる 問題に 就て、 此歷 史的 發言 者の 年代に 就て す 
らも、 時代錯誤を 爲す 程、 重ねて 云 ふが、 現 内聞は 
全く 不用意 無知 識であ つたので ある、 (拍手 起る〕 
隨て其 使節の 西 園 帝 侯は、 本 M の 所謂 ir. 月 花の 遊山 
旅行を 以て 其 巴 里に 到 著せし は、 重要なる 會議 、即 
ち靑島 問題、 人 M 平等 案を 始め， 日 支 密約 公開 等に 
於て、 我國が 窮地に 陷る 程度に 至つ た 三月 初 句で あ 

つたの みならず、 所謂 國際 聯盟の 委員 會に二 度まで 

列席して、 何 yi: も 辯し ない、 歐紹 K の 諸 新聞が* 所 

謂 象牙の 假而と 言 (3-. れた 讚辭を 聞いた ので ある、 是 

れ尙ほ 忍ぶべし‘ 一昨日 來外務 大臣と 片岡 君との 間 

に論點 となつ て rr りました >  此五 大國會 誘から、 三 

月 -: 十 . 7r 日より 六月 十 一 日 まで、 全く 除外せられ た 

事に 關し 、外務大臣は 二度まで 之を 否認せられ たの 

である、 併し 本員は、 玆に 外務大臣に IMJ つて 二 三の 

證據 を呈 して、 外務 大 K の 記 fl を 喚起したい と 思 ふ 

其 第一の 證據 は、 右 ill 月 二十 五日 佛關 西外柑 f ビシ 

ヨン」 氏より 我が 使節に 向つ て、 向後 御 通知す る ま 


では、 御 出席に 及ばぬ と 云 ふ 報® を 我 使節は 受取つ 
たので ある、 そこで 此 報告を 受 くる や 否や、 佛蘭西 
に 於け る 我 松 井 大使は、 病中 にも拘らず •非常な 驚 
愕を 致して •第一に 「ゥィルソン」 氏に 電話を 掛け 
通じな かつた 爲め 、遂に 自身が 右佛 _ 西 外相 r ヒシ 
ヨン」 氏を 訪問 致して 其 事情を 訴へた る も、 其 要領 
を ? i ない 其 狼狽した 所の 狀况は 、外務大臣 は 外務省 
に來た 所の 電報に 於て、 夙に 御 承知で あらう、 尙ほ 
之を も 御 否認になる なら ぱ 、第三 當時牧 野 大使が、 
巴 里の 「デ ー リ ーメー ル」 紙に 發 表した 意見は 如何 
牧野 大使は 歐 洲會議 に 日本は 不參 する 其理 山を 謎 明 
致して 居る、 是尙ほ 外務大臣が 御 承認が なくん ば， 
外務大臣の 良心に 向つ て 伺 ひたい， (拍手 起る〕 一 
昨日の 御 答 辯 中に、 問 ふに 落ちず 語る に 落ちて 居る 
證據が ある、 外務大臣は 斯樣に 言 はれた、 此 四國會 
親 ほ、 實は 米國 大統領 「ゥィルソン」 氏の 招待に 係 
る ものであると、 斯 _ に 本員は IB 憶して 居る、 抑々 
米國 大統領は、 今回 平和 會議の 中心人物に して、 吾 
等國 民が 最も 尊敬す る 其 一人、 此米國 大統領より、 
三月 二 十五 R より 六月 - 1- 一日まで 約 七 レ 日間、 我等 
の 大使は 外務大臣の 說 明に 依つ て 見る と 招待を 受け 
ない， 他の 四國の 代表者と ほ 異なつ た I 極端に 申 
すと 毛 嫌され たやうな、 即ち 招待を 受けな かつた と 
云 ふことは 事實で あります (拍手す る 者 あり〕 故に 
本員 ほ 外務大臣に 勸吿 する， 此事は 淡白に 之を 是認 
なされ， さう して 日本が 巴 里に 行つ て 見れば- 此世 
界戰爭 に 貢獻 した 程度は、 英佛 米に 比して、 餘〇僅 
少なる 結果、 我が 使節 も 腰が 弱くな つたので ある、 
(「冗談 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり) 此事實 を 承認を 爲 
されたら 如何で あるかと 思 ふ、 (「 默 つて 居る と 思 
つてい、 加減に しろ」 「何を 言 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 
現に 此七 十日 間， 日本が 右 最高 幹部に 加は らざ る爲 
め、. 當然五 大國の 中の 裁判官た るべき 其 地位より， 
遂に 山 東 問題に 關 しては， 他の 四大國 から、 茭那と 
同 樣被吿 の 取扱を 受けた ので ある、 (「大 隈內閣 の 
失敗 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 元々 日本が、 此 三月 二十 五 
□まで 五大 國會議 に 列席した 所の權 利は、 大正 四 年 
倫敦に 於て、 3T 國は 黾獨 講和は しない" 共同に 總て 
の 講和 談判を しやう と 云 ふ此條 件が 根據 である •然 
らば 何故に 三月 二十 五日 以後の 其！： 國會議 に、 日本 
が 出席を 强耍 しな かつた ので あるかと 云 ふこと を、 
本員は 重ねて 外務大臣の 說明を 要求したい ので ある 


C 拍手す る 者 あり： 一 右の 如き 類 末よ りして、 四 國會一 
_ •即ち 五 國會議 から 除外せられ たと 云 ふことは、 
本員の 申した 事實が 誤りな くん ば-本員は 斯 «!:• に 思 
ふ、 我 講和 使節は、 所謂 千里 君命を 辱めた もので あ 
る (拍手す る 者 あり〕 次に 先 著の收 野 使節の 行動に 
就て 申して 見たい、 十二月 下旬 牧野 使節は， 大切な 
米國を 通過す る 際、 其 輿論の 代表者. より •日本の 希 
朝 及耍 求に 就て" 國々 會 見を 申込 まれて-も、 一 B も 
意見は 發 表しな かつた やうに 記憶す るの みならず > 
第一 其 當時我 政府は、 一回 だ も 米國は 勿論 英吉利と 
も、 人種 待遇 差別 徹廢 問 II 等に 就て は、 意見の 交換 
を爲 さなかつ たので ある、 一言 すれば、 我 政府は 十 
分なる 用意な く  •.漫然と して 此 世界 改造の 平和 會_ 
に 列席した ものと 太 員は 信ずる， 其 結果は どうで & 
るか、 所謂 入稱 問題は 濠洲 首相 r ヒユ —ス」 氏の 嘲 
笑 中に iii られ 、又 南洋諸島， 委任 統治 問題の 如きは 
本員は 後段 之を 說明 致します が、 明かに 將來 百年の 
禍根を 其 儘に 胎し 、最近に 至り、 無効なる 抗議を 巴 
里の 最高 會鹩に 提出した と 云 ふが 如き、 更に 靑烏問 
題に 至つ ては、 幾多の 誤解を 米 支 兩 國に殘 し， 今に 
至る まで 兩國の 民心を 失 ひつ、 あるが 如きは、 殊に 
當 局の 說 明を 要求す る 所の 質疑の 要點で あります、 
本 來人稱 待遇 差別撤 藤 案の 如きは、 現 內閣は 初め か 
ら熟心 誠意を 以て、 此事を 涌 過す る ことに 努力し な 
かつたと云ふ其證擔は>1昨日內田5務大臣が、片 
岡 君の 追 窮に對 し， 確信な くして 之を 提出した と 云 
ふ、 之れ にて 足れり と 思 ふ、 (拍手す る 者 あり) 而 
も 其內田 外務大臣は、 昨年 一 月 二 十八 日豫算 總會に 
於て、 本員の 質問に 答へ て斯樣 に 言は れて 居る •此' 
人 稀， 差別の 問題は、 何 所まで 4 愼 重に 考を 費した 上 
でな からねば •我國 家の 爲 めに 致し 兼ねる •斯樣 に 
言明 せらる る 程 愼重 に考礅 致した、 其經 過が 以上の 
如き 實 際を 見て は， 諸君" 本員は 內田 外務大臣の 技 
倆 も、 推定に ii くないと S ふこと を 申 上げる、 又 一 
昨日 内 田 外務大臣 .H 白の 通り、 初めより 此 人種差別 
撤塍 案の 提出は、 之を 通過せ しむる 確信 ほ 無い ので 
唯々 單に內 地の 同胞に 對す る申譯 らしく、 即ち 内政 
上の 策略 上より 之を 提出 さへ すれば， 政府の 義務 解 
除との 御内 意で あつたなら ぱ •確に 二つ の 大機會 を 
失うた と 云 ふこと を、 玆に 我々 は 立 證致 す、 即ち、 
其 一つは、 一月 二十 五日 P 和 會_ の 劈頭に 於て、 國 
際 聯盟の 主義 如何と 云 ふ 討論が 起り. ました •此時 に 

一六 二 七 
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於て 谷！ S 全® iT 皆な资 成演說 を 致して、 支那の 全 
嵇 も 致した が •我委 a a 徒らに 沈 K を 守つ ての み pr 
たので ある， 何故 此時聯 盟 の主遂 に*, 大 々的 较成を 
表する と共に、 其 聯盟の 目的た る lit 界 永 jis の 平和 ほ 
I に 世界 散布して 居る 各人 種の， 平等 待遇に 依る も 
ので あると 云 ふこと を. ： I1 IH4 しな かつた ので ある (柏 
手 起る ノ是が 一つの 辟 啓を 失うた I 朵ほ ft 方を 攻 
める ので ほ ない、 講話 使節の 行 励を 玆に申 上げる、 
第二、又彼等ほ 7!? 大なる好潟會を失 {3: れて居る、即 
ち 二月 十四日 國際聯 盟 規約の 荩案 の討_ が 同 t 謎に 
提 S せられた、 其 苺 案 ほ 大 K 御 記憶の 如く、 序文に 
「各！！ 民間の 公明 JE 大 にして 名 啓 ある 關係を 規定し 
IK々 」 JH 義 >. £S JI£ なる a: m とを 保 維し 以て 國際間 の 

協調 云々」 斯う 云 ふ 前文が ある、 此伽强 の機會 に 何 

故に 大餒 疾呼して、 世界の 正義 人道と 世界の 平和の 

出 發點ほ 、各人 柿 何れも 所諧公 明 F •大 にして、 一律 

平等た る 「名# ある 關係を 規定せ さるへから す」 と 

云 ふこと を ® 向ょり 唱へて ‘ 一 擊を 所謂 正義 人道 論 

者に 何故 加へ なかつ たか、 (拍手す る 者 あり〕 然る 

に 我 使節の 致した 事を 細かく 申す と、 此 規約の 討論 

が、 總論か らして 二 十 五條の 最終の 項目に 至り まし 

て、 11 十五 條に 至る と •米國 の 提議と 致して、 宗敎 

の 自由を 之に 入れ やう、 さう すると 波 蘭の ® 員が 之 

に反對 した、 宗敎の 自由 さへ、 國際聯 盟の 規約に 入 

れては いかぬ と 反對 せられて、 其 米國の 提議 ほ 已む 

を 得す 之を 撤回 致した， 其 跡へ 牧野 使節は、 人種 撤 

廢 案と 斯う / 1! たと 云ふ譯 だ、 誠に發 言の 機會を 失つ 

たこと ほ、 最早 聯盟 規約 討論 終結の 場合で ある 故に 

谷 國委 員屮 から、 此 問題は 國際 聯盟 成立 後に 論す へ 

しと 葬られた ので ある， 加 之 其 一旦 出した 所の 人種 

差別待遇 睽棄 案が、 英米 谷 國の移 民 問題と なりて， 

內政 干渉の 端を 開く ものな りと 曲 辯せられ I 本 fl 

は 之を 曲 辯と CI1 す、 さう すると 二月 十四日 否決せ ら 

れた其 原案を 修飾 致して、 三月 二 十 一 日と 記憶 致し 

ますが、 國際聯 盟委 fl 會に 於て ほ、 €»: 移民 問題に 觸れ 

ずして、 W に 人® 平等 待遇の 原則を 71; 誠せ しめん こ 

とを 提 闞 し、 所謂 聯盟 加入 國の —— 臣民の 平等 公正 

「ジ ヤス ト 、ッ リー トメ ント J と 申します が-其 寺 

遇 案と も稱す べき 一種の 滑 稼 案を 提出せ るが 如き、 

誠に 兒胲 として、 今尙 ほ歐米 列國潮 笑の 話柄を 作つ 

たに 過ぎない ものと 私は 信ずる、 要するに 此人稲 差 

別撤廢 問題 ほ‘ 將來之 を國際 聯盟に 提_ せざる ベ か 


らざ 7, m 大 系 件で ある •而も 外 ffl i . 確 f ? なくして 之 
を 提出した と 云 ふ 自白は • 阀 家の 爲め 由々 しき 一大 
取で •將 來此間 題の 運命 ほ， I 昨日の 此 外相の、 確 
f.T なくして 提出した と 云 ふ 其言蓰 が、 誠に 國の耥 を 
爲す もので あらう と 本員は S ふるもので ある-故に 
現 外務大臣が 永久 現地 位に 居られて、 國際 聯盟 會謡 
に此 問題を f? うて 下さる 撻會が あれば 格別、 然らざ 
る 以上 ほ、 我々 國民 は飽迄 之を 聯盟の 上に爭 はなけ 
れぱな らぬ としたなら ば、 此 人種問題に 關 する 一 切 
の經 過は、 此蓊場 、即ち® 民の 前に 之を 報吿 する CD 
が、 當 局當然 の 義務と 思 ふが 如何で ある、 (拍手 起 
る〕 次に 南洋 問題に 於て， 百年の 禍根を 胎す もので 
あると 云 ふ 本員の 質疑の 耍點は 之を 二 點に 分けます 
即ち 第一は 南洋諸島を 首め S て 委任 統治 國の國 民 (X 
興 受任 統治の 新 領土に 於て は、 待遇 上 總て 平等た る 
べき 事の 主張を、 何故に 我 使節が 提觀 しなかつた か 
と 云 ふ 事です、 何とな れば婺 任 統治なる ものは、 國 
際 的の 一代 理權 にして、 此 代理 權の發 動す る 其 源泉 
たる 主 Ef ほ、 即ち 國際 聯盟で ある、 而 して 我國は 其 
國際 聯盟の 一眞 も 一員， 而も 重要なる 五大 國の 一員 
たる E 本が、 日本 自身の 分權 とも 見るべき 姿 任 統治 
地に 於て、 其 受任 代理® 者， 即ち 獴洲 人民ょりは、 
劣等の 取扱を 受けなければ ならぬ と 沄 ふ、 不道理は 
宜しく 之を 五月 3r 日の 委任 統治 論の 席上に >  主張し 
て 欲しかつた と 思 ふ-然るに 昨今に 至り 赤道 以南 獨 
逸領 r ゥギ ュア」 其 他に 於て、 我國 民は 此 平和 會議 
前に 持つ て 居つ た 所の 權 利を剝 奪せられ 一 切 il 洲の 
下に 於て は、 日本人は 排斥せ らる 、やうな 運命に 際 
會し昨 今に 至つ て松并 大使が 狼狽して 巴 里の 最高 會 

翳に 抗 _ を 提出す るが 如き 事は >  誠に 手遲れ であつ 

たと 思 ふが 如何で あるが， (拍手 起る〕 第二 點は 南洋 

に 於け る 軍備の 一律 撤廢で ある、 今回 會 P4 の 結果は 

谷國蒂任統治國ば、其受任統治地に軍備を施す事を 

制止せられ て K る， 我國も 南洋獨 逸 殖民 地の， 其統 

治 地に 軍備を 施す 事は 出来ない、 さりながら 其 統治 

地 以外の 南洋諸島、 實 例を 申せば 米領比 律 賓 、「ダ 

アム」、 布 眭 、是 等に 於け る 其 軍備 ほ 其 儘で ある- 

斯うな つた 願は •少 くと も 南洋に 於て 我等 及 濠洲 ほ 

軍備を 施す ことは 出来ない が、 米國は 其 r ク アム」 

布哇 ，比 律 賓 .進んで は 「アリ ウシ ヨン」 列島に 至 

るまで、 即ち 日本の 受任 統治 M 域内 赤道 以北 其 以北 

に 於いて 彼等 だけは 軍備の 擴張勝 手た るべ しと、 斯 


ぅ 云 ふ gf に 至つて if 如何にしても 今 技 米！ 5の眾媚 
が 南洋を ) ac m- する のみならず， 南北 太平洋に 於け る 
K 鼎 力の 不平 均 ほ •勢 ひ 日本、 亞米利 加 •支那、 Is 
沔 亞 ，沒洲 、此： 九 ヶ阀の g 交に、 m 大なる お 明： を 來 
す ものと m ずる、 (拍手 起る) 現に 玆 i- 米國海 取の 
此方 面に 關 する ri! ® を 申 上げる、 御 隣の 海 取 大 i::i 、 
必ず 之を 是認な さると 信ずる， 昨年 十二月 -1- 日米 21 
海軍 特別委 員會に 於て、 マキ ー ン少將 は、 後 ? 1*. ヶ年 
に i {a li 圆を茭 出し、 布眭 、「グアム」 比 律賓を 一 
等 根據地 となすべき 祺を 建 P された、 又米國 海軍 卿 
ダニ ヱ ル 氏の 年報 中には >  I •グアム， |晶 を 以て、 强 
大なる 海軍 要. 一の 根據 地と ?1/ すべき 計 迸 ある ことを 
發 表された ので ある， 又 十二月 十五 日に、 桑 港を 以 
て 太平洋 岸に 於け る 海軍 最大の 根據 地と しなければ 
ならぬ と 云 ふ 意見を 發 表した •隨 つて此 海軍 擴 張の 
本年度 豫® ，此豫 算 に 封して、 糜洲 にて は 一 大 疑惧 
を 起し、 現に 濠洲の 輿論 中には、 將來 太平洋 問題は 
日 •英、 米、 支、 此四國 に 於て、 更に 會議を 開く ベ 
しとす ら 論議され て 居る 所の 此根抵 は 即ち 米國 海軍 
擴 張、 是が 原因と なつて 居る のであります、 抑々 獨 
逸の 軍國 主義が、 歐羅 巴の 平和を 脅威 致した、 其 » 
物 敎訓が 陸上に 於て 破れた る 今日に 於て は、 其眞理 
は 均しく 又 海上に 於て 膘用 して 差 支ない、 陸上に 於 
ける 「ミリタリズム」 が惡 かつたならば、 海上に 對 
する 所の 「ネ— ベ リズム」 は 確に 世界平和の 一大 脅 
威で あると 本員 it 確信す るので ある •此確 信ょり 見 
ましたなら ば、 日本は 何故に 此事を 巴 里 一議の 席上 
に 言及し なかつ たので あるか、 殊に 大臣 も 御 記憶の 
如く、 「ゥィルソン」 大統锁 の 第 十四 箇條の 一箇 條 
たる 海洋の 自由と 云 ふ 茫漠たる 文句は、 遂 IC- 講和 會 
議に 於て 撤回に なりました" 彼の 海洋の 自由と 云 ふ 
茫漠たる 文句は、 本員が 提出 致した 南洋 軍備 I 律 撤 
廢 論を 以て 行けば、 我 日本は 所謂 「ゥィルソン」 の 
海洋の 自由なる 茫漠たる 文句に 向つ て、 實物 敎訓を 
與へら れ 、日米の 親交は 玆に確 立す るので ある、 斯 
く 論じましたならば •今後 國際 聯盟 會議に 此® 備の 
調節は、 無論 討議せられ ませぅ が、 本員の 思 ふには 
五月 五日の 其 決定の 時に 之を 論じて 下す つたなら ぱ 
一大 伏線と なつて 犬に 目的の 遂行に 便宜で あつたと 
思 ひます、 之に 就ての 當 局の 說 明を 承りたい ので あ 
る •第三は 膠 州 * 1 £ 附の 問題であります  >  1 阼日來 
の 問答に 依り、 本題は 喵だ耍 S のみを 御© 致します 


れぱ 、一昨年の 十二月 六日 かと 思 ふ、 我が (s fli 外 ('0 
大臣に 十分なる 交渉を 開かれた と 承つ て； so ま 十 > 
然るに JC 巴 里に 於け る 陸 C5 祥氏を B めと ,. ‘ !' 突 一 

那の委 员の言語道斷なる行脚，即ち !-1 « 0政盼の -« 一 

前を 以て 調印 致した る、 其 日茭 協約を ill 絕して * 今 
日の 鉛 ® を來 して 居る のであります が、 之に 就て 内 | 
田 外務大臣に 承りたい のは、 常時 十二 « 六 nfi (2j _ p 
氏と此 邊に 就て •務め 完全なる 諒解を 無；？ 1 試みられ 
たこと であ 〇 ませう が、 果して -W 事！ 5 の 有無 如何、 
若し 有りと すれば 其當時 の狀態 •無しと すれば •何 
故に 日 支 親善 外交、 刷新を 企てられた 所の 外務 大 1:1 1 
は、 此柬洋 人 稲 中の 切つ て も 切れない 支那に 向つ て 
何故に 豫め此 問題に 就ての 雅 fi'ii 的 交渉の 5 S 注 r( を 缺 
いたかと 云 ふこと であります、 更に 進んで 所謂 山 } li 
問題の 巴 里 會讖に 通過され た 根本 本義に 於て、 日米 
雨 國當事 者 間に、 重大なる 誤解が ある やうに 本 貝は 
確信す る， 此事を 外務大臣に 御尋致 す、 外務 大 2 が 
八月 二日の 躂明 書中には 例の 牧野 男の 五月 五日の 12? 
明 ® に 裏書を 爲され 、其蹀 明 « 中外 務大 I:Ii は 斯樣に 
言 はれて 居る、 千 九 百 十五 年の 日 支 協約を 基礎と せ 
られた 其 明文が ある、 其 明文は 一昨日 旣に片 岡 君に 
依つ て 讀 まれました から、 省略を 致します >  之 に對 
して 同じく 六日 米國 大統領 「ウイルソン」 氏は、 此 
內田 外務大臣の 日 支 協約を 根據 とした 所の踩 明 ^ を 
全く 打消して 居る、 即ち 「ウイルソン」 氏は、 米國 
が此山 東 問題に 關 する 日茭 の條 件を 承認した のは、 
右の條 約を 承認した のでは ない、 巴 ill 愈 闞を 承認し 
たもので あるい 斯樣 に roi 言して 居る、 其 「ウイル ソ 
ン」 氏の ig 明 «• を讀み ます、 斯樣に 言うて 居る I! 予 
は 山 東 問題に 關 して IHJ 意した るも此 同® ほ 千 九 W 十 
五 年 及 千 九 百 十八 年 日 支 兩國間 に 交換せられ たる ® 
B の 政策に 對 し、 米國 政府が 同意す る ものな りと 拙 
測 さるべ からすと 言 ふ 事を 以て 余の 義務と M ■す」 

云 々それから 終りに 「内 田 子は 巴 里に 於け る 山 ili 問 
題 討_ に關 する 總ての 資料の 供給を 受けた るなら ん 
予は 此の 滕 明を爲 すは 決して 內田 子の 意見を 訂せん 
とする ものに 非す 唯 是か爲 めに 生す る 誤解を 一 ® せ 
んが 爲め此 補足を 爲す」 云 々强 に lil つて 之を EI ます 
れば ，我 外務大臣は、 右 大正 四 年 ? T ■月の 日 支 協約が 
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我々 の 思 ふが 如く、 當然 巴里會 議 ■に 於て 承認せられ 
其 結果靑 岛問 題 並に* 山 m 省に 於け る、 獨逸 の經濟 
的 利 權を口 本が 觸承 する、 其の 基礎と 爲 すに 拘ら ず 
「ウイルソン」 大統領は 右 協約を 承認す るでは ない 
四月 三十日 巴 ffi a' 篛の結 果 、之に 同意した るまで な 
りと 我が 內田 外務大臣の 意見を 訂正せられ、 是が證 
據 として、 常時の 議事録を 參考 すべき 旨を 附言した 
る やうに 解釋 される ので ある 果して 然らぱ ，即ち 結 
果は 同一で ありませ うが 其 出 發點が 相違して 居る， 
即ち御同_日本國民は，當然日支協約、旣得灌の發 
励の 結果と 解釋 する のに •「ウイルソン」 大統領は 
そうでは ない、 平和 锊讁に 於け る、 寧ろ M 惠的 承認 
と 解 釋 して 两 るので はなから うかと 思 ふ、 言葉を 換 
へます れぱ 、大正 四 年の 日 支 協約 ほ 其 常時 旣に 中外 
に發表 せられて‘ 其の 効果の 確定 的なる に、 捣て加 

へて 米 ® の 參 _ 前、 卯ち 大正 六 年 五月 以前に， 英吉 

利、 佛關 西、 露 西 亞 >  伊 太 利、 此四 箇國の 共同 保證 

に 係る ものに て 巴 里 會篛に 於て 承認せられ たもので 

ほない ので ある、 即ち 米國が 日 支 協約に 就て、 彼此 

異議を 提出す る 前に、 此 問題は 旣 に與阈 間に 確定 謬 

となつ たので ある、 然るを 茲に此 問題が 新たに 巴 里 

會議 に發牛 ：し たるが 如き、 日米の 解 釋に對 して、 世 

上我國 が 巴 里會 議 に 何故に 被吿の 地位に 立ちし かと 

衍 慨する 入々 の ある 所以は、 一つは 亦實 に此 に存す 

るものと本0ほ信ずる、故に本員 |3: 措に此出發點の 

相違に 關し r 勤勉なる 我が 外務大臣は •「ウイル ソ 

ン 」氏に訂正，若くは補足せられて、其锚今日に至 

るまで、 泣 晓入の 沈 默を 守つ て屛 るのは、 如何なる 

次第で あるか， (拍手 起る) 又 居留地 問題に 就て は 

一阼 G 片岡君 の K 間に 對 して •考嗷 の 結果は、 未だ 

發表の 時期を 得ず， 斯様に 言は れた 、然ら ば 玆に ~ 

言を 加へ ん •何故に 考攒 すると 云 ふこと を， 不必要 

にも 無用 ffi に 之を 鼓 衷 したので ある、 此事の 評 細は 

拽 筇包 謎に IK ります が、 玆に木 問題に 就て 特に 確め 

て 岡きたい ことは、 御 同 疣 太 問題に 就て， 國際 聯盟 

の 伊® 問題と なつた 時の、 大なる 用意と 斯樣 

に 信ずる、 それは 巴 里に 於て 牧野 使節 等が， 何 か ffi 

大なる 錯誤を 致した、 それが 爲めに 本員は、 玆に內 

田 外務 大 はに 喑默の 同情を 寄せたい のは、 此 牧野 使 

節の 爲した 重大なる 錯誤と 辻 裱を 合 13; せんが 爲 めに 

一昨日 来の 遊 擗を此 問題に 外務 大 |;> が 設けた もので 一 

はなから 5 かと 云 ふ 疑惑を 懐く  •即ち 右 PM 月 三十日 一 


の 席 卜 •牧野 男 等が、 rr!s 々兢々 として 山爽問 題に 
關し >  「ウイルソン」 氏 或は 其 他より、 本員の 所謂 
被吿 入 扱の W 問に® 遇した、 此時は 定めて 心身 朦腿 
と 致しましたら ぅが、 兎も角 ¥ 管 居留地 放棄の 言質 
を 與へて 居る、 斯樣に 本員は 信ずる のみならず、 言 
質で あれば 格別で あるが、 其 事を 聲明 致した 所の SS 
據が 即ち 此にあ る， 3T 月 五日 W 里 發國際 通信の 電報 
序ながら 國際 通信は、 政府と 特殊の 關係 ある もので 
ある、 此國際 通信の 電報に 斯樣 にある 「日本は 山 東 
半島を 完全なる 主 權の 下に 支那に il 附 する こと 但し 
靑 島に 於て 普通の 手續を 以て 一の 「セット ルメ ント 
」 を 設置す る潲 利を 保留し」 云々 序ながら 玆に 一言 
加へ たいの ほ、 此 一の 「セット ルメン ト」 とは、 牧 
野 男の 眞意は ，大正 四 年の 日 支 協約 中に ある® 管 居 
留地と 云 ふ 腐 味で ありませ ぅ， 所が 「セット ルメン 
卜」 と 云 ふ 文字は、 支那の 外交 文軎の 用語と しては 
共同 居留地に しか 當らぬ 、本員 誤つ たなら ば 敎を願 
ふ、 基 管 居留地な らば 「n ンセッ シ 3- ン」 と 言は な 
ければ ならぬ、 然るに 言質 及聲 明 If に 公然 「セット 
ルメン ト J、 即ち 共同 居留地と 銘を 打つ たので ある 
故に 「ウイルソン」 氏は 當然此 言質、 此聲叨 に 依り 
矢繼 ¥ の 英語に て、 然らぱ 大正 四 年の 該條 約は、 兎 
も W も m 純に 巴 里に 於け る 平和 會議の 結果と して、 
日本は 臌州阕 を 支那に 還 附する こと •但し 山 束の 利 
s だけ ほ 之を 頫承 すべし と 言 はれた 其 裏面に ほ、 大 
正 四 年 日 支 條約の 結果、 當然 H 本の 權利た る ものに 
非ず して， 巴里會 謎に 依つて n 本が 其® 時に 於け る 
横牲 に對 して、 恩惠的 承諾を 與ふる ものと しての 意 
味を 含蓄して、 言 ひ 放たれた る 其 英語を ■牧野 副使 
等が 何 か PI 落した 結果、 其 事が 5? 事 錄に 明 IE せられ 
茲に 前陳せ るが 如く、 「ウイ VI- ソン I 大統領と. 我 

腎明な る 內田內 相との 根本的 了解を 異にせる に拘ら 

ず •今に 至る まで 我 外相が 故ら に 事 K の rj 相を 祕し 

て、 米國の 誤解を K 儘 否認して 居る ものと 信ぜざる 

を 得ない ので ある •是が 即ち 本 M が內 田 外相に 向つ 

て 同情を 表する 所で ある、 さりながら 此 事に 就て 外 

相は 事. l'f を 赤裸々 に、 此謎 席に 於て 述べられん こと 

を 望む ので ある、 要するに 講和 會 誘の 失敗は， 羅竟 

我が 使節 其 人を 誤つ たと 思 ひます， 併ながら、 そ ほ 

兎も角も， 政府は 此山讥 問題に 關す る、 右 M 月 三十 

日の Q- 譏 錄 若く (i 其 K 料た るべき もの、 即ち 米國大 

統領 「ウイルソン j の 否定した る 牧野 91, 珍 田 子の 說 


明なる ものを、 常 11 會に 提出せられ て、 此 日米 常事 
漭 間の 解 釋 上の 疑惑を、 一掃す る 義務 ある ものと 確 
信す る ものである、 何とな れぱ此 山 W 問題は、 旣に 
米國上 院の保 留案 となり、 又 近き 將來 支那ょり •必 
ず や ® 際 聯盟に 提 m せられん とする 此 問題に 對して 
我々 國民は 、十分 之を 諒解して 置かなければ ならぬ 
故に 此 資料の 提出を 要求す るので ある (拍年 起る〕 
第二 項は 對支 政策の 連績的 失敗 及是が 箠後 策の 方針 
であります、 現 內閣が 就職 以来 日 支親@ の實 を擧け 
ん とし、 昨年 春以來 二度まで 南北 和平を 勸吿せ られ 
其 他 南北 調停まで、 借款の 停 ih に 至る まで、 形式 上 
だけ ほ 成程 如何にも 誠意を 披 雁 して 居る やぅに 本員 
も 同情を 表す、 さりながら 其 後の 經過を 見ます ると 
當時 即ち 昨年の 此議 會 に 於て、 原 總理大 K 及 內田外 
務大 呔 は、 貴衆兩 院に對 し、 右 支那 南北の 妥協勸 吿 
の經過 及 結果を 樂觀せ られた るが •今日に 至つ て 南 
北 ほ 依然として 相爭 ふの 有樣は 何事で あるか •政府 
の盡す べき 手段 方法 未だ 其途を 得ない と 本員は 信ず 
るので ある、 當 時本爵 は •此 南北 和平の 勸吿に 就て 
御座な り 一遍の 勸吿 にて ほ， 無効であります と 云 ふ 
こと、 並に 其 手段 方法を、 豫算 會議に 於て 力說 した 
ので ある、 果せる 哉 不幸に も 本員 當時 の豫言 通りで 
ある、 是れ其 失敗の 一つと 信す るが 如何で あるか、 
又 第二は 昨年 . vr: 月 米 國の 提議に 依つて、 新四國 借款 
此 趣意に 日本は 賛成しながら、 直ちに 滿蒙 除外の 例 
外を 出した 爲め に、 此 問題は 今に 至る まで 中止の 有 
樣 である、 所が 飜 つて 其 新 借款 團の發 議者た る米國 
は、 我滿蒙 除外の 要求に 反對 する は 勿論、 再轉 して 
煙 酒 借款に 成功を 致した る 如き、 更に 海 闊鐵道 借款 
にも 加入せ りと 云 ふが 如き、 其他樊 業鋇 行を 設立、 
乂大隈 内閣の 當 時と 記憶 致します が、 日本の 實業家 
との 間に 交涉の 第一 步を 進めた 水口 山 鉛 鑛 借款に も 
米國は 成功し つ、 あると 云 ふ， 要するに 我國は 列國 
協同 貸付の 名義の 四國新 借款 豳の申 合を 守つて、 何 
れの 國も拔 駔 の 功名を 爲さ ぬと 云 ふ 其 規約を 重ん し 
て 居りました のに、 此有樣 は 何事で あるか、 畢竟 我 
國が米 國の發 案に 7T 月 賛成を しながら 、中途に 滿蒙 
除' 外を 出して、 忽ち 米國 資本家の 乘ずる 所と なつた 
のは、 時 も 時， 米國の 上院に 於け る 山 東 問題に 對す 
る， E 本 排斥の 其 輿論の 熟 狂 致した 時に 於て、 支那 
の !? 業 家と 相提拇 し C、 此米國 の 援助が 財政 的に 參 
りました から* 日 支經濟 の提拗 なる もの (3-. 根 抵よ〇 


危機に 陷り て、 玆に米 支 經濟の 提撺 となり •支那 入 
は 何れも 米國 人を 以て •支那の 救世主と , W ふが 如き 
感想を 今日は 持つ て 居る •而 して 之に 對 する 對 策を 
承らない、 是が 本員の 認めて 以て、 對茭政 策の 第二 
の 失敗と 致す 所で あるが、 (拍手 起る〕 併ながら 此 
點も 詳細に 御說 明を 承りたい、 第三 ほ、 昨年 四月 K 
里に 於て 山 東 問題の 決定 以来 •澎屏 たる 排日の 氣運 
は、 今に 至る まで、 支那 國 民の 國民的 運 励と なつて 
居る、 北京、 天津、 漢口 ，南京’ 上海に 至る まで、 

我 商品の 掠 葱 •燒棄 等 •通商は 暴力 的の 群衆、 而か 
も專 ら學 生の 團體に 法つ て 妨害せられ >  甚 しきは 在 
留 同胞 入の 迫害 凌辱を 受けた 數は 多々 ある、 今後 も 
斯る 排日 排貨の 支那の 國民的 運動 ほ， 遺憾ながら 頻 I 
頻發 生すべき 虜ぢ る ものと 本員は 豫想 する ので ある 
然るに 之に 對 する 我 政府の 爲す所 如何と 見 ますれば 
過去 八 箇月 間 千 遍 一律、 唯 だの 一片の 抗 簌 を提 m す 
る だけで ある、 ffl 變らず 小幡公 使の 排日 取締の 抗 謎 
と 云 ふ 活版 刷 同様の 外交は、 昨年 五月 以来 何十 回に 
至つ たので ありませ ぅか、 而も 所謂 排日 的の 暴擧は 
璣に腦じ，變に臨み、是れ亦千遍一律年中行事とな 
つて 居る ので ある 支那の 學生 中には、 日本人を 殺す 
も 二 三 ? I 圓の 償金を 出せば 事濟 となる、 勘 樣に 豪語 
して 居る， 斯の 如きは、 畢竟 此の 軟弱 外交を 侮つ た 
ところの 言葉で It ありますまい か、 現に 菜 京 商業 會 
議 所の 調査に 從へば 、今日まで 是れ 等の 爲め に '2 け 
たる 直接の 損害 だけで も、 旣に二 千 五 百 萬 圆にな つ 
て 居る 然るに 外務 當局 は、 此速續 的 失敗に 對し •一 
昨日 以来 外務大臣は 何と 言は れ た‘ 我國 民の 隱忍自 
重を 以て、 本 事件 解決の 唯 I の 根本 要素と 爲して 居 
ら る、、 本員は 之を 以て、 失敗の 第三に 數へ るので 
ある、 (拍手 起る) 此迪續 的 失敗に •對し •外相 (5: 果 
して 經输 あり や 否やを 承りたい ので ある* と 申す こ 
とは、 本來茭 那の國 民 性なる ものは、 K- 粘 ai の爲め 
に 事大思想を 養成せられ‘ 隨つて 其傳統 的 外交 政策 
なる ものは、 一に 强 弱の 比較で あつて • © 憾なが ら 
正邪の 問题は 、まだ それ 程に 國民は 熱中して 1;- ない 
即ち歐 羅巴® 审中 、支那の 恐るべき ものは 唯 だ 日本 
あるの みであつた が、 其大戰 の 終結と 共に、 最早 日 
本は 恐る ゝに 足らぬ、 如何なる 凌辱 復響 等を 日本に 
與 ふる も* 日本は 兵力を 以て 我に 臨む こと 能 {3: す、 
向後の 日支關 係は、 一に 國際 聯盟の 規約に 基 かなけ 
れぱな らぬ 、幸に 北米合衆国の 在る あり、 極 si の 日 


外交 方針に 関する 琿 月 小太郎 の 質問  I 六 二 九 


外 交 方 


/ろ ^ 月 /]' . 


本 K 中に 無し、 是が邱 ち 今- il 支 尻に 於け る 所の 如 大木 ii (£ 大に疑 惑を 深う 致した ので ある、 抑々 昨年 米 
1 思想で ある、 卯ち 彼等の 眸に 映 - r る 前段 申した 太平！ 一の fa 誘に i .1'. じ、 我_が 西 伯 利に / IJ 兵せ し 目的は、 

I 洋に於 けろ 米：. f の 勢力， 又 其 米闳內 地に 於け る 物資 1 「チ H ック j 抜 肋と K 國救濟 とに 在る が、 其 根本的 0 
| 財力の ^ 这 を 擁して、 無 is w i-' 支那の 內 地に 活躍す | 的 ほ 確に 過激派の 討伐に 在つ たので ある、 此 事の 明 


る 米 人を 見て ほ、 支那 人 ! ?. 恰も 虎の 成を 假る狐 の 如 
く •狡猾に して 譎詐なる 政策を 弄し、 我 b!il の 抗 餞の 
如きは， 喵だ 一場の 口頭禪 を 以て •之を 挨拶し， 兆 
政府 も隨つ て 誠货を 以て 此等 排日の 恶 励 を 銷呕し 雛 
きものと 信ずる のであります >  本 fl の 所見を 以てす 
れば 、對茭 政策は， 對英米 政策 ■就中 對米 政策で あ 
ると 思 ふ、 幸に 我 同盟の 英國 if、 御存じの 如く：！： 本 
の 支那に 於け る 政治 . K の 地位に 關 して •前々 内閣の 
時 之を 承認せられ て 居る， 故に R 木 ほ 1: しく 米國に 

對し 、根本的に n 支 雨® の 存亡 關係を 說明 し， R 本 

は 人口  •貿易、 朱 産. 總ての 上から 見て •日茭 の 死 

活關 係の 密接なる こと さりながら n 木は 支那に 對し 

ては、 門戶 開放、 鹋會 均等の 外， 何物 も耍せ ない も 

ので ある、 而して 今日日 本の 支那に 於け る P? 力は、 
貿易の 上、 人口の 上， 資金の 放資 額に 於ても 世界 第 


々白々 I 點の 疑な き 事は、 今 0 も此 席上に 於て 原總 
理大ほ 及 外務 大 K の 言明 も、 是に異 綫ほ 無い ので あ 
る、 之が 爲我 阐は 爾來引 綏 いて 西 伯 利に 我 兵を g? き 
而 して 3¢ 補充の 爲に 昨年 十一月 C 「速記者が 泣いて 居 
るぞ」 と 呼 ふ 若 あり〕 米 國の諒 解を 得ん と 努めて、 米 
國に交 渉した にも 拘らす 、米國 ほ 我が 焦眉の 相談に 
は 何の 返答 も爲 さぬ、 突如と して 去る 三十 一日、 西 
伯 利 駐屯 司令官 グレ ー ブス 少將 から 撤丘 (に對 する 一 
片の 通吿を 受領せられ た 事、 並に 越えて 去る 十一 一日 
に 至り、 米國が 其 手 違を 辯 明す ると 共に、 米 國國務 
卿 ランシング 氏より 幣职 大使に 交付せられ たと 云 ふ 
我が 咐英交 渉に 關 する 米 國 政府の 回答 文と も 見る ベ 
きものが、 內 外の 新聞に 發表せ られて 居る、 此 回答 
文に 依れば 米國ほ 一 「チェック」 援助の s 的 も 達せら 
れ 、第二の 目的た る 露 西亞の 秩序 恢復 も、 漸く 自治 


一で ある、 其 日本の 特殊の 利害を， 無法なる 支那 人 政府の 組織を 見つつ ある 今日、 却て 外國 軍隊 駐屯の 
が 公然！！ 踏の 下、 暴 力を 以て 此 通商 上の 妨逍 を扮に 如きは 最も 妨害と なるべき を 以て、 米國 政府は 以上 


すると 云 ふことは、 最早 看過す る ことほ 出来ない、 

即ち 外務大臣の 所謂 今日まで 日本は 隱忍自 m 致した 

が、 最早 忍ぶべからざる 程度まで 之を 忍んだ 所以は 

f に 世界の 新 大勢に 順應 し>  隨 て 我が 對支 政策 も 根 

木 的に 之を 緩和し、 以て 一に 支那 上下の 目 發自制 に 

待ち 來った 此國 策の 根本的 推移を 米國茭 那兩國 は 勿 

論， 之を - lit 界に發 表 致し、 同時に 支那に 向って ほ 斷 

乎た る 決心を 以て， 此 通商 妨害の 排日 排貨の 運 i/J に 

對 して， 最後の 御 決心を 持たれた 曉には 、支那 政府 

にして 暴 励の鎭 駆が 出來な いと 云 ふ 時分には、 我が 

執るべき 手段は 多々 益々 辨ず べき もの ありと 思 ふが 

如何で あるか、 此 根本的 政策 無くして、 徒らに 日 支 

親善の 名に 囚はれ 、抗議 復た 抗議の 裡に 日月を 通過 

致して 居ります ると、 山柬 問題が 國際聯 盟會識 に 上 

る 時に ほ、 此 排日 排貨の 運 励は、 四 億 萬の 支那の 國 

民の 血の 中に 混って 來るや ぅになる と、 本員は S れ 

るので ある、 此點に 就て は 切に 十分の 御 說明を 願 ひ 

たいので ある、 第三 項 (3: 西 伯利咐 兵 問題に 就ての 疑 

着を 御_ 致します 、一昨日 來本 問題に 關 する 外務 大 

臣 陸軍大臣の 演說を 承り …… 

t 滔 HI 副 長 議長 席を 退き 大岡 議長 復席〕 


の 二 理由に 基き、 軍隊 全部の 撤退と 同時に、 「スチ 
1ブ ンス J 以下の 鐵道 管理 員の 引揚を 決定した る 旨 
之を 通知し、 最後に 撤兵は 之を 行 ふ も、 經濟上 政治 
上の 援助に 關し ては、 更に 日米 政府 湖に 商議 協定を 
爲 すべし との 意を 附 加したり とのこと である， 是は 
我 政府の 手ょり 間接に 世上に 公布した もので あらぅ 
と 信ずる、 是實に 重大なる 問題で ある •現内閣が 一 
にも 米國 、二に も米國 と、 常に 米國 との 協調を 重ん 

ぜられ •惴々 焉 として 唯 だ 其 及ばざる を燿れ る、 遠 

撖 勝の 其 殊勝なる 態度に 對 し、 此結果 は 果して 何事 

であるか >  露 骨に 此囬答 文を 批評 すれば •米 國の趣 

意は， 我が 增兵の 交渉に 對 しては、 所謂 國 外ょりの 

干渉、 即ち 外國軍 隊の 駐屯を 以て、 露 國の 秩序 恢復 

に 妨害 ある ものであると、 斯樣 に！ I 接に fc 對した • 

而して 直接には 向後 經濟上 >  政治 上 •露國 間 題に 關 

しては、日米間の润_協定を致すべしと附加してあ 

る© は、 即ち 米國ほ 撤丘 (ほす るが、 西 泊 利に 關する 

H 本の 政治 上， 經濟 上の 行動に 對して ほ、 之を 監視 

します ぞと云 ふこと が 間接に 言つ て ある、 諸君、 一 

にも 米國 、二に も米國 —— 我々 も米國 との 協定 ほ， 

飽まで 之を 希 ^ 致します るが， 外務 大 K': が 其 米國と 


の 協調が 斯る 结果を 見る に 至つ ては、 ！ n に 木 U は， 
國 家の 爲め に® かざる を 5 £ ない と 云 ふこと を 申 上げ 
たい、 (拍手す る 者 あり) そこで：；？ 近 去る 十三 四日 
の閣諉 に 於て、 政府は 已む なく 祺獨行 励と して >  陡 
々五 千の 暫兵を 西 伯 利に as ia のこと に 決せられた と 
云 ふこと である •是が 即ち 本 M の 疑問が 二 ® にも 三 
重に も 起る 所以で ある •玆に 疑 sa を 申 上げる、 第一 
米國は 所謂 「チ k ック」 抜 肋の 目的を 達せられた と 
云 ふ も、 現に 「ィルクー ック 」 以西には •尙ほ 四® 
內 外の 「チェック」 兵は、 米 國 m め與 國救濟 の不十 
分なる 爲 め、 依然 滯在 しつ、 ある ことは. 一昨日 及 
今日、 先刻 も 外務大臣 及 陸軍大臣 之を 認められて 居 
る、 然らば 米國の 所謂 援助の 目的は、 未だ 到達せ ざ 
る ものと 思 ふが 如何で あるか、 又假 りに-チェック 
」 援助の 目的 達したり とする も ■一昨年 八月 日米 共 
同 出兵 以 來の淸 誼， 及 成 行に 對 照し 来れば、 少 くと 
も此邊 の 事は、 豫め 我が 大井 司令官に 向つて、 豫備 
的 打 合が あつて こそ、 米國に 向つ て ほ、 私は 是は當 
然と 思 ふので ある、 然るに 此 事に 就て」 一昨日 外務 
犬 Eg は 寧ろ 米國 撤兵の 行動を 是認せられ ，鐵道 規則 
まで も 引用せられ たやぅ に 本 M は 今尙ほ 記憶す るが 
本員は 即ち 外務大臣の 證據と 致した る •其鐵 道 規則 
に 依つて 犬に 異論が ある •此鐵 道 規則 ほ 昨年 二 月、 
日米 間に 協定 致した， 其 鐵道 管理 協定 第 四條 及第 六 
條 を引證 して 見る と， 第 四條 には 「守備 ハ 現在 出兵 
セル 谷國 軍隊 之-一 當 ル」 とあります、 第 六條の 末 文 
には、 「出兵 撤退 卜 同時 二 「ス チ— ブンス 」 氏始メ 
谷 國關係 委員 金 部 撤退 スル」、 斯ぅ 云 ふので ありま 
す、 此 第四條 に 依て 見れば、 一區域 の 撤兵 即ち 米國 
兵の 撤兵の 其 II 力は、 日本の 守備の 鐵道區 域に 加は 
るのは 當然 である、 又 第 六條に 依つ て 見れば， 米國 
ほ 撤兵す るに 方つて、 其の 鐵道 規則に 從 つて、 我等 
に rnj つて 豫め協 定を しなければ ならぬ •外務大臣の 
所謂 / I'i 兵の 時の 協議の 約朿ほ 有つ たが， 撤兵の 時の 
協議の 約束は 無い とは， 本員 如何にしても ()' 此第四 
條第六 條に 於て 信ずる ことが 出来ない ので ある、 ( 
拍手す る 者 あり〕 斯の 如く 觀 來れぱ 、一昨日 來外務 
大臣の 米國 辯_は 、如何にしても 不通 理と 信ずる が 
是亦本 員の 過ちで あれば 幸に 敎を願 ふ、 何れに して 
も 本員は 信ずる , 米國の 撤兵は 當然 我國と 徹底的 諒 
解の 下に 行動すべき ものと 思 ふ、 故に 米國 が此 突然 
撤兵の 影響は、 我 軍に K 物敎 訓を與 へて 居る、 「ハ 


_ 一六 — !〇 
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パロ フカ I に 於け る 我が 通信 83 は、 五 百の 過激 ac 
に 切斷 せられ、 又黑 ffi 江から 支那 資 Sits 方： 曲まで 過 
激肢 が 勃興の ^ 報 (i •超々 として； S つて W つて •英 
國の支 那に 於け る 所の 「ジョル •タン. 一 公使 より、 交 
那に向 つて 注 S を 興へ て 居ります、 边する に '' > [■'! 米 
國撤 兵の lit 突發的 行 ! li!l は ■之を 以て U 米 I^J gw に i. 兀 
全なる 总思 の疏通 ある ものと； tr 如； I： にしても f.i じ 
難いが •政府の 見る 所は 果して 如何なる ム ->  e ある 
か、此郜に就ての御說明を願ひたい、それ；に一 
言 加へ なければ ならぬ の ほ， 米國を して rof ン f , 1. に 
出 でしめ しは- 职竞寺 内 內閣 の當時 •米 四の 提 黎 に 
應じて 我 政府は， 其 八 千の 出兵 數 と、 略 V M 一 なる 
出 段を [11 すべし と 約束して 牌ながら-遂に 七 斑 31: 千 
の 大兵を 出す まで も、 米： 一に lit 事を： aj 知し ない、 /] 1 
征 地の 大谷 司令官より 之を 米 國の司 令 官 「グレ ーブ 
ス 」 に 報じ r グレ— ブス」 よ〇國 狗 卿に 此 训 を 知ら 
した、 日本の 行 励 li 不誠葸 であると 云 ふことは-木 
M 親しく 此 IJ.V を米國 の當 局莕 から 名前は rll しませぬ 
が 聞いた， 之に 對 する 0 米の 意志の 不疏 通が 依然と 
して あつて、 其爲に 米國の 行つ た 所の ® 铿 手段で あ 
るか、 此點も 念の 爲め に、 外務大臣の 詳細なる 說叨 
を 要する、 (拍手 起る〕 第二には 西 伯 利 出兵 ^ 加に 
關 し、 帝國の 根本 政策に 就て 御尋致 したいので あり 
ます、 抑々 我 西 伯 利 出 丘 (以來 >  Mn 的に 關する 政府 
の說明 に 依れば， 「チ H ック J 援助 以外‘ S ら我接 
函地た る 滿蒙鮮 の 三方 面に 對する 過激 眠 勃興が、 IK 
洋の平和を破壞する、其一大脅威に對する防猶、即 
ち 所謂 極東 治安の 維持と 云 ふ 事、 二つ には 留民の 
保 謹に 外ならぬ 次第で あらう が、 一昨 B 來内 m 外務 
大臣 •並に 田 中 陸軍大臣の m 兵に 關す る演說 中、 殊 
に 本員を して 不思議の 疑惑を 懐かしめた ことは， 此 
度の m 兵に 關 し、 本年は 兩大 とも 强て 過激派と 云 
ふ 言葉を 避けて 居られる やうな 形跡が ある やうに 見 
える、 即ち 過激派に 對 しては、 阼年 の議會 の 外務 大 
臣の 外交 演說を 速記 錄 より 引用して 見ます れば 、斯 
樣に言 はれて 居る、 「帝 國は 昨年 八月 米國政 府の提 
議に應 し 且つ 英佛 伊及茭 那 とも 協調を 保ちまして、 
東部 西 伯 利に 出兵す る ことと なりました が、 K 當 M 
の 主要 目的は 同地 方に 於て 「チヱ ック 、スロ パック 
」 軍隊が、 閗塽の 武裝俘 旗及獨 澳の勢 力指郎 に 服す 
る過激派軍隊の讓：3を受け，形勢苊殆に陷りたるを 
救濟せ んと する のに 在つ たので ございます」 赴は 外 


院隳 衆铃諾 國帝问 二十 四尔 


務大臣 の 御言 葉、 又 陸 '4i 肖 發表の 御 同様の 手に 持つ 
て罟ります、大正八年四月より八月に至る西伯利派 
遺 軍の 情况 中、 之に 依り ますれば、 谷 其の 一 頁 毎に 
過激派 討伐を 以て、 我 西 伯 利派損 軍の 大目 的と 爲し 
て 居る、 然るに 一昨 R 陸軍大臣 も 一言 だけは、 烏 蘇 
里方 面に 於け る 過激派の 妄励 云々 と 言 はれた が、 我 
增 兵の 目的を 以て ■是 まで 通り 此過激 派 討伐に 對す 
る ものであるとは、 陸軍大臣 喉元まで 言 ひた かつた 
が 之を 言は ずして、 さう して 陸軍大臣は 斯樣に 言う 
た、 「我 軍 自己 存立の 危險 一と 斯様に 言は れた ので. 
あります、 fc ぞ陸 坩 大臣 苦し かつたら うと 本員は 同 
情す る、 〈拍手 起る〕 さ〇な がら 此所が 本員 質疑の 
要點 である •即ち 帝 國 現在の 出兵 も、 歸する 所は 此 
過激 眼の 釾抗 である ことは、 外相が 一昨日 片岡君 第 
二の 質 間に 對し て、 到頭 朝鮮人を 云々 すると 云 ふこ 

とに 就て. 自白せられ たこと と 一致して 居る* 即ち 

本 M の 質疑の 耍點で ある、 初めて 意義を 爲す皙 疑の 

眼 E ii 何で あるか、 即ち 日本け 此遝國 の 過激派に 對 

する 根本 政策は、 如何に® さると 云 ふこと である、 

具睹的 に 再 言す れぱ 、今までの 三 萬と 此 度の 五 千 位 

の少數 の 兵 だけを 以て、 能く 過激® 討伐の 目的を 達 

し 得られる や 否やと K ふこと を 承りたい、 本員は S 

憾なが ら此點 に is 大なる 疑 tji を ts! き、 狎川君 とは 全 

く ® 見を 異にする •何とな れぱ露 國を二 分して 歐羅 

巴 說® に 於け る 過激派の 形勢を 見ます れぱ 、旣 に英 

米の 二國の 態度は、 近來 過激派に 對 して、 寧ろ 自然 

の 成 行に 一任 する 現勢と なつて 居る •そこで 北方芬 

閑より 南方 「オデッサ」 に 至る まで •所謂 li 過激派 

なる もの、 今まで 聯合 與國 が援 けて 居つ たもの が、 

全く 過激派の 爲めに 描 茁せ られた のみならず 、「パ 

ル チック」 諸 州に 於け る 新たなる 國家す らも、 過激 

派 政府と 平和の 締結を しやう とする H 下 交渉 屮であ 

る こと も、 外務大臣 御 承知の 箬であ る、 况や 英國政 

府は 現在 「n ッぺン へ— ゲン」 に 代表者を 出して， 

過激派 政府と 俘 歯の 交換に 關し 、一部の 交渉を 開い 

て K ■る此 一部の 交 捗は、 e て 全部の 協定に 關 する 第 

一步 と SS むべき ものである， 而 して 今や 米國又 此撤 

兵 あり、 然らぱ 假令佛 熘 •内 政府が 過激派に 反對 致し 

たと 假定 した 所が， 所 15 長 鞭 馬 脱に 及ばざる を 奈何 

せん •一言 すれば r デ キ -I ン J 3I 破れ、 「ュデ ニッ 

チ」 眾碎 かれ ■加 ふるに £i- 近 n 本 政府が 援 けて 居つ 

た 「オムスク」 の 「n ル チャック」 招 筲が 滅びて は 
外交 方針に 關する 望月 小太郎 の 打 問 


ia 憾なが ら歐 露ょり 東 露 「ィルク ーッ ク」 までは、 
全く 過® 派の 天地と なつた ので ある、 のみならず 此 
過激派 政府は， 更に 中央： 亞細亜 に 向つ ては、 裏 海を 
越へ 「アフガニスタン」 波 期ょり、 將に 印度の 國境 
まで 其 毒牙の 宣俾 を 延ばしつつ ある ことは、 最近 英 
國陸 ifi 大臣 「チヤ ー チル」 氏が、 公々 然として 言明 
せられて 居る > .EL 又 西部 西 伯 利の 「タタ ルス ク J 「 
ノビ オニ n ラィ ウス ク」 兩 方面からは、 旣に 支那の 
天 山 南北 即ち 伊 幣 新 ® の 方面にまで、 過激派の 勢力 
が 及んで 居る ことは， 前段 御注意を 瘐 起した 英國公 
使 「ジョル ダン」 氏の、 支那 政府に 向つて 注意した 
る 所の 事 @ である、 斯ぅ 云 ふ 風に歐 羅巴 露領 から 西 
部 西 伯 利 だけの 過激派が、 極東 西 伯 利に 於け る 唯一 
の 我 日本軍を 以て、 萬 一に も國敵 と爲す 場合に、 此 
fis 少なる 彐四 萬の 陸兵を 以て， 果して 能く 其 目的を 
達し 得る や 如何， 否な 我 忠勇 義烈の 陸軍が‘ 縱 しん 
ぱ 貝加爾 の天險 に、 所謂 一夫の 力 能く 萬 夫を 擊退致 
しましても、 右 申した 中央亞 細亞と 支那 •是 から 這 
入つて 来る 所の 過激派に 對 して、 之を 抑 駆す る こと 
か S 来ます るか 如何で ございませぅ か、 况や萬 一不 
幸に も 一旦 印度に 這 入つ た 曉には 、其 印度に 於け る 
一億 八 千の 回々 敎 徒と 過激派が 聯絡 致した 嘵は •否 
でも 腿で も 我等は、 日英 同盟の 義務に 依つて 印度に 
/.|5 兵を しなければ ならぬ、 斯の如 く觀察 致して 来つ 
たなら ば， 如何に 致しても 與國の 協同 戮力な くして 
我獨 力の みを 以つて •極東 過激派の 掃蕩な どと 云 ふ 
ことは 全く 六ヶ しいと 思 ふ 我 精 銳を M り-我 國帑を 
S し、 徒らに 列 國の猜 疑 國 民の 反感と を膦 ひ而 
して 得る 所 果して 如何で あるかと 云 ふこと が 伺 ひた 
い、 そこで 本員は 玆に 忌 tis なく 外務大臣に 御注意を 
喚起す る， 本 M が 政府に 向つ て、 對過激 派 政策の 根 

本 方針を 伺 ひたいのは、 即ち 今 H までの 我 對露政 策 

なる ものけ、 其國 力の 關係 上と 常 局衮の 無定見と に 

依りまして、 勢 ひ 列 强の他 動的 外交に 隨 行し 来たの 

であるが、 今や 露國 過激 眼の 極東に 對 する 脅威は， 

唯今 前 席に 於て 陸 眾 大 R の僞ら ざる 報告 通り、 眼前 

に 迫つ て 居る、 又原總 砷 大臣 も此 勘に 就て、 英米と 

日本とは 誠に 情勢を - 54 にす ると 言 ふ、 如何にも 同感 

である、 然らぱ 我は 我 自ら 主 励 的と なり、 是まで の 

協商 側に 對し 、扨て 協商 側に して 到底 渦 激 派の 掃蕩 

不可能と 認 むる 以上は、 少く とも 露國の 過激派 政府 

に對 して， 其 過激 虫 義の宣 傅 だけは、 露 國以 外に 爲 


さしめ ざると 云 ふ 方策を 講ずる やう- 與國 との 交渉 
を 開始す る If 思な き や 如何で あるか、 幸に 我が 内 田 
外務大臣は 「レニ ン」 「トロッキー」 氏と も 相識と 
承つ て 居る、 恰も 英國が 「オクラ デ—」 氏を 代表者 
として、 前段 申 述べました 「コ ッべン へ— ゲン」 に 
捕虜交換の 談判を 開きつつ あるが 如く、 少く とも 我 
が 極 斑の 治安に 關 し、 露 國の勞 農 政府と 一 交渉を 試 
むる の勇氣 なきや 如何と 云 ふこと であります， (拍 
手 起る) 本来 武力を 以て 過激派を 絕滅せ んと する が 
如き 無謀は， 怜 ，も 鞭を 揚て 風を 打つ と 一般で ある" 
苟も 我が 政治 道 德 にして 頹廢せ ず， 我が 國 民の 生活 
にして 安泰な らん か 堂々 たる 我が 帝國に 過激派が 來 
て 見た所が、 彼の 勢力を 發揚す る 所の 餘地は 無い の 
である、 荀も德 を 修め ずん ば、 所謂 舟 中の 人 悉く 敵 
なり， 原 內閣 先づ 思を 此に 寄すべき である、 (拍手 
起る) 即ち 眞に滿 蒙鮮の 三方 面に 對 する 過激派 侵入 
の 防備と 云 ふこと ならば、 今の 兵力を 更に 減退し ま 
しても、 是が 取締を 爲す ことが 出來 ると 思 ふ、 そこ 
で 以上 本員が 言うた 第一 點は 、現在の 力を 以て、 果 
して 鐵 道の 守備 及 過激派の 掃蕩が 3 來るや 否や、 第 
二は 我が 兵力の みを 以て 行かぬ と 看たなら ば、 與國 
と 完全なる 諒解を 以て、 英吉利で さへ もやつ て 居る 
ので あるから •極東に 就ても 「レ- 1 ン」 政府と、 極 
東 治安 維持 だけに 關 する 局部 協定を 開く の も， 是亦 
一策では なから うか、 それとも 現在の 如く 兵を 置い 
て、 而 して 之が 爲 めに 內田 外務大臣が 希望す るが 如 
き、 完全なる 露國政 府の 卵と も 看るべき 所の 候補者 
を 擁立す る 見込が 有るなら ぱ •是も 一策で ある， 此 
三點に 就て 十分に 御說 明を 願 ひたいので ある， 第 四 
項は 最後に 對米 外交の 暗黒なる 現狀 である …… 

〇 議長 (大岡育造 ?'.- 〕望月君>時間を延長しますか 
ら —— 最早 時 問 も 切迫 致しました から、 此 時間を 延 
長し まして 質問を 繼續 致させます、 御異靆 はあり ま 
せぬ か" 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 宜しう ございます。 

0 望 M 小太郞 君 最後に 四 項の 對米 外交の、 暗黑な 
る現狀 であると 唯今 申 上げた、 申す まで もな く 日米 
兩國 間に 於いて、 其の 國 家の 運命を 賭して まで も、 
相 争 ふべき 利害の 衝突 點は 、斷 じて 無い と 本員は 信 
ずる、 唯た 米國の 民衆 ほ 其の 外交の 智識に 於て、 殊 
に ®: 洋の事 愦 に 迂遠であります るを 以 つて、 我 か 日 


本の 對米 外交と しては、 常に 其の 誤解を 一掃し， 以 
て；！ W 民意 思の 疎隔の 無い やうに 努む る、 即ち 言 ふ 
べき 事は 飽まで も 之を 言 ひ、 爭ふ べき 事は 飽ま でも 
爭ほな ければ ならぬ ので ある、 然るに 本員は、 昨尔 
三月より 六月まで 親しく 米國に 在りて、 我が 日米 外 
交の K 相に 接觸 し、 啞 然として® いたので ある、 即 
ち 我國に 外務省 在り や •外務大臣、 大使、 領事 等は 
何の爲めに生きて居るのであるかと云ふ__を懷い 
たので ある、， 「拍手 起る) 當時朝 鮮 問題を 始め、 天 
津に 於け る 日米 水兵の 衝突 事件 >  又唯 今 申した 例の 
人 補 侍 遇の 差別 撤烤 案より、 進んで 太平洋 沿-： £ に 於 
ける 排日の 聲 までが、 今は 米國 四十 八州の 興 IJ をし 
て、 當時 一列 奮起して、 日本 排斥の 記事を 以て 充し 
而も 其 記事の 大半は 誤報 曲解 多き にも拘 はらず、 我 
が 外務省は、 之に 對 して 何等の 答 辯を 與へざ るの み 
ならず、 大使、 領事 等に も、 何等 訓令す らも 下さな 
かつた のであります、 引續 いて 巴里會 翳の 餘波 とし 
て、 例の 山 東 問題が、 五月 十九 日より 開 愈せ る米國 
の 臨時 翳會に 提出せられ、 元老院の 議席 上より 我國 
を 目して 第二の 獨 逸と M り •日米 lii 爭辭 する に 及ば 
ずとまで 放言せ しめ、 甚 しきは 公開の席 上、 日 木を 
目 '' L て 盗賊と、 上院議員 をして 呼ばし め、 又 其の 外 
交 委員長 「ロ ッヂ ，1 氏 すら 僅か 三十 六 平方 里の 靑島 
を •其 何十 萬 倍の 山 東 省 全體を 日本が 領有せ んとす 
るが 如き 無 知識の 曲解を •公々 然披澜 せしめても、 
尙且つ 之を 訂正せ ざるは 勿論 •現在 石 井 「ラン シン 
ダ」 協約の 其當事 者の 國務卿 r ランシング」 氏 すら 
元老院 議員の 質問に 應 して、 巴 里 會 _ 屮 「ラン シン 
ダ」 自身が 「ブリス」 將軍及 I ホヮィト」 氏 三 八と 
共に， 山 束 問題に 對し 、日本に 反對の 意見書を 大統 
領に 提出した る 旨を 言外に 露した るの みならず、 其 
石 井 「ランシング」 協約 中、 日本 {i 支那に 對 する 「特 
殊ノ 利益」 『スペシャル ィン テレス ト」 と 云 ふのは 
靼 に 地理 的 接 ia 地と 云 ふに 過ぎない、 此事は 畢竟 日 
本の 支那に 對 する 門戶 開放 主義を 再 應宣明 せしめた 
る ものな り、 斯う 言うて 居ります、 是は御 參考 まで 
に 申す、 八月 六日 元老院 議事 錄第百 四十 八 頁を 御參 
考な らんこと を 希 ii する、 斯う 云 ふ 事を 言 ほしめ て 
之を 放任す る、 即ち 是は 國務 卿の 言明で ある、 曾て 
は 太平洋の 一角に 地方 問題と して 現れた る 排日の 氣 
運は •今や 米國 中央の 輿論と 製造せられ ん としつつ 
ある、 此重 _大な る 時機に 於て， 我 か 政府は 何とて 石 
一六 三 一 


院誘衆 付 誘 3 帝 问二 十四 第 


外交 方針の rf7 間に 對すろ 内 田 外務大臣の 答 辯 


并 「 ランシング j 協約 者の 其 I 人た る石并 君を 91 還 
したので あります か、 石 井 fi- が亞米 利 加に 居らぬ 爲 
めに、 我が 大使 舵 ほ 諸 打 •空 m 向 棵 「ランシング」 
氏を 始め， 我が 日本の ? If 情， 山 m 問題の ? J? 情を 知ら 
ざる •誤れる 元考院 璲 院に對 して、 誰と て 膝 詰 談判 
の說 明を する 人な く •爲 に米國 I 位 萬の 人民が* 新 
聞の !, I く 事を 全く 信じて •日本に 曲 ある ものな りと 
云 ふこと で、 我が 外交 ほ 此に 至つて 全然 米國 人の 眼 
中に 映しな かつた ので ある、 一昨 H 來外務 大臣の 辯 
明を 承れば、 舟 等の 事に 就て は， 相 當の 方法を 執つ 
たと 言 (3; れ て R るが" 是で すら も尙 R. ■つ 相當な 方法 
を 執つ たと； K ふなら ば、 賅 々以て 我が 外交の 無能‘ 
引紛 いて 我が 外務大臣の 職 K が 果して 如何な もので 

あるか、 (拍手 起る〕 內田 外相 動もすれば ■日米の 

協調々々 と •口に 誰に 之を 旭々 爲され たが* 本員の 

見る 所を 以てすれば， 日米 現在の 協調は 不完全で •あ 

る •即ち 相互の 意思は 恰も 奧豳に 物の 挾つ た 關係で 

あると 斷言 する、 更に 直言 すれば 我が 言 ふべき 事を 

言は ず、 爭 ふべき 事を P はざる 結果'  米國の 官民は 

我が 政府 •隨 つて 我が 國 民の 態度を 不可解と 致して 

尻 るので ある •抑々 協調とは 、個人 間に 於ても 所諧 

ra 藏なく 相 '/;: の 意見を 交換し •互角の® 敬と 互角の 

信用と を 以て 論ずべき は 極端まで 之を 論じ、 和す ベ 

きは 利害を 一嫋 して 相 和す、 斯の 如くに して 始めて 

米 人を 信賴せ しむべき であるのに 我が 外務大臣の 爲 

す 所は 全く 之に 反して、 恰も 花嫁が 舅姑に 無理を 言 

はれても •唯々 沈默を 守る を 以て 之を 婦徳で あるが 

如く 心得て rr る (拍手) 隨つて 米國 人の 氣質た る、 

卒直に 露# に 我が 言 ふべき 事を 言 ひ、 我が 爲 すべき 

事を 爲さ ざる 結果、 遂に 誤解に 誤解を S ねて 相互の 

間に 意思の 不 疎通を 來し實 際に ほ 前段 申 述べた る 南 

洋 軍備 調節の 大必耍 ょり ^ 二には 支那に 於け る U 米 

の 暗闘 第三には 今回 米 國の西 伯 利の 撤兵 問題 >  斯3 

觀 ましたなら ば、 即ち 凡て 現在の 日米 外交 之を 證明 

して 餘 あると 思 ふ、 一言す れば •現 時の 如き 不備の 

外交 機 關を 以て、 日米の 親善は、 容易に 之を 全ぅす 

る ことが 能は ざるの みならず、 E 米 間の 誤解は、 延 

いて 支那 問題 ■西 伯 利 問題、 否な 太平洋の 洽亂に 影 

1? する は 勿論、 米 國を經 て歐羅 巴に 傳播 する、 此日 

米の惡 感情は 遂に 我國 をして. •國際 間に 不幸に も 孤 

立の 陷穽 に陷れ しむる やうな 策略を 講ずる 者が、 列 

國中に 無い とは 誰か 之を 保證 致し ませう >  C 拍手 起 


る〕 然らぱ 日米 親 苒の捭 行 力 法は 如何 之に 對 しては 
木 fi ij: 传多 施す 躬件 (-?. 多々 益々 辯ず る ものと 確信 致 
します が， 是 ほ 預 3/- 委 il fr に涊 つて 外務大臣に K 刀 
直 人に 伺 ひたいのは、 是まで の m 的 方法を 以て 日米 
間の 隔 32 無き 了解が 當然得 ら るる ものと 信す る や 否 
や 若し 然ら ずと 爲さぱ •之に 對 する 當局 者の 提案 13: 
果して 如何で ある、 分明に 說败 すれば 米 國に對 する 
國民的 諒解を 求める に 外ならぬので 即ち 日米 國民の 
兩國の 事情の 疏 通を 行 ふ 方法、 即ち 政治家、 學 者、 ® 
業 家、 等の 尨 見 交換に 關す る具體 的 組織を 以て 兩國 
の 誤解を 一掃すべき 事に 付て は、 何 か 相當の 考案が 
あると 信ずる か 如何、 以上 第一 項より 第 四 項に 至る 
まで 望む らくは 當局 外務大臣は 原 總理の 言は れた世 
界の 大勢， 即ち 世界 各國を 通ず る 外 一 父の 成敗と 其禍 
福と は、 今や 全く 少數な る當局 者の 手より 離れて 國 
民 多数の 雙 肩に 落ち 来る 時勢、 此 時に 及んで， 外務 
大臣が 詳細に 所謂 五大 國の一 外務大臣と して、 此外 
交 上の 眞相を 我等 國 民の 面前に 披瀝すべき 義務 ある 
ものと 本員 飽孩 之を 確信す るので ある、 而 して 外務 
犬 S の 之に 對 する 答 辯の 如何に 依つ ては、 我等は 獨 
り 外務大臣の みならず >  現內閣 は 果して 此困難 なる 
國 家を 負擔 する 能力 有り や 否やと 云 ふこと を 裁定し 
之を 宣言すべき 權利 ある ものであると 云 ふ 一言を 加 
へて 此 壇を 降ります (拍手 起る) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 內田 外務大臣。 

〔國務 大臣 子爵 內田康 哉 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 國務大 E (子爵 內田康 哉 君 d 唯今 望月 君の 爲され 
ました 質問に 對 して 御 答 辯を 致します、 望月 君の 御 
演說 は、 半ば 御 議論、 平和 會議に 於け る 我が 金 權の 

態度に 對 する 御 批評， 或は 對外 政策に 對 する 色々 の 

御 希望が ありました •是 等の 點に對 しては 私は 玆に 

答 辯の 必要を 認め ませぬ (「ひやひや」 と 呼 ふ 者 あり〕 

唯 だ 我が 全權の 平和 會議に 於け る盡 力に 對 しまして 

私は 玆に一 言 申したい と 思 ふ、 我が 全權の 平和 會議 

に 於け る 事に 付きまして は、 我國民 中の 一部に 於て 

多少の 非難の 聲を 聞きます けれども 、(「太に 非難が 

あります 一と 呼 ふ 者 あり〕 最も 公平なる 第三者の 位 

置に 於け る歐 米の 識者よりは、 此會 譎 に 於け る 我が 

全權の 態度 其 人格 努力に 對 して， 誠に 賞賛の 聲を聞 

くのは 私は 喜ばしい 事で ある、 (拍手 起る 「のう <」 

と 呼 ふ 者 あり〕 私は 是は此 席に 於て 之を 披露す るの 

義務' か あると 思 ひます から 申します •第 一 の 御 質問 


中、 我が 全晡は 平和 0- 越に 對 して、 何等の 氓 埔なく 
して 之に 參席 をした と 云 ふ 御 打 問であります が、 之 
に對 して ほ 出來煜 る 限りの 準備を 致して 居ります、 
又 必要な sil 令 も それ 興へ て ある •其 ^ 議中 三月 
二 十五 日よ i ハ 月 十一 日までに 艽大國 窗諉 •か 屮 止さ 
れた 、此間 日本は 何等 も 平和 會該の 交渉に 參 加して 
居ないで はない かと iK ふ 御 質問であります が、 是は 
事實に 相違して 居ります、 先日の 御 ® 問に 對 しても 
御 答して BC きました 通りで あ 〇 ますが、 此 間に 於き 
まして 一般の 間 題 •並に 日本に 槪接關 係の ある 問題 
に對 しまして は參加 をして 居る、 其 著明なる ものは 
所謂 山 東 問題であります、 山 東 問題に 對して 日本が 
恰も 支那 同樣の 待遇を 受けた 如きの 御 非難が ありま 
したが、 是亦 事實に 反いて 居る、 日本が 此山東 問題 
に對 して ゥヰル ソン 氏の 所謂 私的 會 合に 出ました の 
は’ 對 等の 位地を 以て 出て 居る、 固より 此 支那 問題 
に關す る 事が あります から、 支那の 全權を 之に 招 侍 
を 致して、 其 意を si かぅ と 云 ふこと が あつた、 支那 
の全權 は此我 か 全權を 合せた る 五 國の會 議に出 席を 
して， 其 主張を 述べた ことがある、 唯 だ此 問題が 支 
那に關 します から、 我が 全權は 故ら に 其 席に 列す る 
ことを 避けた のであります、 是が 日本の 參 加して あ 
るのと， 支那の 招きに 應じて 其 立場を 說 明した のに 
相違の ある 所であります •それから 第二の 御 質 間は 
人種的 •差別待遇 撤 廢に關 する 事であって、 其經過 
を縷々 御 述べに. なりました が、 是れ は旣に 先日の 質 
問に 對 しても 申しました 通り、 此 問題に 街し ' $ .する 
又 委員の 會議の 交渉に 關 します る經 過は、 是は 公表 
をし ない ことにな つて 居ります、 公表し 煜べ きもの 
ほ、 其當特 書記局より 公表を して 居る 話であります 
尙ほ此 何故に 確信な くして 人種差別 待遇を 出した の 
であるか、 私が 先日の 片岡 君の 質問に！ 51 して 答へ ま 
した 趣意は、 速記録を 御覽に なれば 能く 分る、 確信 
の 有無を 問 ふ 時では ない" 國際 聯盟と 云 ふ ものが、 
新たに 組織せ らる 、場合に 於き ましては、 其 主義 t 
どぅしても 我 主張を 提議せ ざるを 得ない 場合で あり 
ますから， 之を 提議した 場合で ある、 然れど も又此 
事に 就きましては、 我全權 は 出來煜 る 限りの 盡力を 
致し また、 —— 主張を 致した のです、 然れ ども 巴 里に 
於け る此 未曾有の 會議 をして- 此爲 めに 破壊せ しむ 
るが 如き 事は 是亦大 に 考 憩 せざる を 得ざる もので あ 
ります、 終に 錢 念 ながら 此 主張を 何 所まで も 固持す 


ると 云 ふ ® 度は 止めた、 -> 笑 '.1; 起る、 .^ れども我. -|:. 迎 
は 明かに 此 «會费 に 提出して 申した •又 今後 鼸會が 
あるとき は、 之を 必ず 主張す ると 云 ふ ^ を rf fuj した 
さう して 多くの 先日 EN しました や. r に、 ^? ど L '-> i!s 
〇  0 资辭を 得て 居る やうな 次第で ある、 (「 ^ むで は 
駄目 だ」 と 呼 ふ 者 あり) それから 南洋 i€c lyj 
題に 關 して H 問が ありました が、 此問® はま だに 決 
の 儘に 在ります、 今日に 於て lit に 其轾過 を； 3 話す る 
時機に まだ 達して 居 〇 ませぬ、 併し 我に 於て は 其 主 
張を何所までも主張する锁0である*それから此問 
題に 關 して、 —— 軍 li の ® 腿の JJf に關 して、 比钳迸 
とか、 「ダ ヮム J とか、 Q 々の 問題を 持 出され まし 
たが、 是は私 には 了解し？ 2 ない yf である、 若し斯 の 
如く 旣に 米國な 〇、 他の ® J 地に 決つ て 居つ たものを 
此 ir 翳に 持 出したならば、 恐らく 今日 も 平和 〇 終結 
を 見て 居な かつた であらう、 (「ひや 此 s ほ 
是で明 白に なつた こと X 思 ひます、 それから ^ 州' 2 
還付の 事に 付ての 御 質問、 此事 に付きまして は、 旣 
に 前日の 御 質問に も 答へ た 次第であります が、 喵だ 
玆に附 加へ たい 事は、 米國 大統領が 私の 脬明 に對し 
て ♦、更に 一の 聲明 を發 した 事で ある、 是は 先刻 圍月 
君の 言は れた 通りであります、 然るに 「ゥヰ ル ソン」 
大統領は 明に 彼 自身が 言つて 居る、 私の 隨明を 彼 赴 
言 ふので はない、 唯 巴 里に 於け る 大統領の 立极を 説 
明した に 止まる 話で ある •私の 主張は 八月 二日‘ 五 
月 十七 日に 言明して ある 通りで ある、 唯 だ lit 問題に 
關 して 非常な 紛 P を 極めました のは 詰まり 大 IE 四 年 
の 日 支 協定が 原因で ある、 此 事を 能く 御 研究な され 
ば、 大抵の 問題は 解決され る窖 である、 (拍手 「のう 
<」 「憲政 會顏 色な し， 一と 呼 ふ 者 あり〕 尙居留 地 
の 問題に 就きまして、 「セツ ツル メント J と 「コン 
セツ 3 ン I の區 別の 事が ありました が、 是は菌 月 忍 
も 能く 御 承知の 事でありまして、 是ほど ちらと 決つ 
て 居ない のであります、 どちらも 互に 混同して 居る 
ことで ございます、 それから 對茭 政策が 速 續 的に 失 
敗して 居る、 之に 就て 縷々 と御述 になり ました 話で 
あります が、 昨年は 支那の 南北の 妥協は 莊だ樂 觀 を 
して 居つ たが、 望月 君を して 先見の明を 得せし めて 
今日 も 妥協し ないで はない か： T 是は殘 念な 話で ある 
私 等は 今日と 雖も 明日で も m 来は しない かと 希 ! 1 :す 
るので あります、 昨年に 於て は 其槪樣 が 見えて 居つ 
た、 此事 は 質問に £1 じて >  言 ほんと 欲して 禁ずろ 能 
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はざる 情であります、 南北 妥協の I 日 も ¥ からん こ 
とを 望めば， 自から 樂 1] の 出来る こと も あるか も 知 
れませ ぬ、 何卒 一 日も¥  く 妥協の 成らん ことを 希 ! S 
する、 是が 成らない と 日 支 親善の 事に 於いて 其 だ 妨 
を爲す 次第であります、 何 所まで も此點 に 就き まし 
ては、 私の nil 說に ございました 通りに、 此上 共に 努 
力を . •&' らな い ' fa 〇 である、 尙父此 支那に 於け る米國 
の 純 濟卜 •の活 励に 對 して、 御 打 問が ありまして、 其 
屮色々 擧げら ましたが、 今日まで 私の 5 s た 報告に 於 
ては、 照' 酒 借款を 除く の 外は、 まだ 確報に 接して 居 
り ませぬ、 此煙酒 借款は 色々 の經緯 があります が、 

兎も角も 「パ シフ ィツ ク 、テべ ロツ ブメン ト 、コル 
•ホ レーシ 3 VJ と； K ふ ものと 成立した ことは <1 實で 
あります、 之に 對 しては 相 當の今 手續を 執つて 居る 
唯 だ 米 E 政府は、 lit 借款を 18 めない と 云 ふ 態度を 執 

つて 居る， 彼等は 米國政 府の承 認を m ずして、 突 那 

と此借 款を結 んで尻 る 話であります、 それから 今度 

は 西 in 利の / 11 兵の 取に 就て， 色々 御锊 問で ありまし 

たが、 之に 對 しても 殆ど 總理大 FS 及 私ょり 是ま で lit 

席に 於て 致しました ?? 辯に 於て •盡 して 居る と 思 ひ 

ます、 (「其 通り」 「それで 宜しい」 「ちつと も 分ら 

ぬ J と 呼 ふ奔 あり〕 第五、 對米 政策に 關 して 御 質問 

が ありました が 是は咱 すまで もな く、 日本は 柿々 の 

點に 於て •殊に K 易の 點に 於て、 亞米利 加と ほ 甚だ 

親密なる 甫大な る關 係を 持つ て 居ります からして、 

!|: 來る限 りの 協調を 保ち， 又 ly jsj なく ® 見の 交換を 

行つて 居る 次第であります •幸に ] II 京には r モーリ 

ス.！大使の如き、能く此の間の關係を理解して居る 

大使を m て 居る 次第でありまして、 殆ど it't 憾なく 意 

見の 交換を 行つて 居る >  然れ ども 其の 中に 出来る と 

出来ぬ のは •其 問題に 依る 話であります、 又 今後 日 

米の 親善を N るに、 何等の 施設を しないでは ないか 

と 云 ふ 御 話 も ありました が， 是 まで も敢て 怠つて 居 

る 次第では あり ませぬ、 殊に n 本に 多く 來 ます 外 ^ 

人は、 亞米利 加入を 以て 寧ろ 一番 多く 来る ものと 認 

めて 差 支ない と 思 ふ、 近々 「ラオ ント J 氏 も參る こ 

とに なつて 居ります、 又 五月 頃には 桑 港ょ 〇 十 人 内 

外の 闽腌が 來る ことにな り、 更に 米 國の有 名なる 人 

々も 招待し， 此方よりも 人を 派して やりたい と 云 ふ 

計 Sr- も ある 話’ 其 他我國 より 织識 ある 人々 も 度々 向 

うに 送つ て、 日本の 琪 怊 を 述べさ. せた こと も ありま 

す、 又 rr 問 雜誌に 於ても それ < の途を 調 じて 居る 


尙ほ 今後と も、 一層 之を 盛に したいと 思うて 居る 次 
第であります、 望月 君の 質問に 對 しては 是で終 〇 ま 
すが、 此序を 以て 先 日片 岡 打の 御 質問に 對して ，収 
調を 御 約束 申して 置きました からして •それを 申 上 
げ ます、 それ ix 山 束 問題、 即ち 山 K と 云 ふ 字に 拘泥 
して-恰も 山 東 省を 日本が 左右せ ん とする やうな 誤 
解を 懐いて 居る から、 之を 私の 外交 演説の 機會に 於 
て、 之を 正したい と 云 ふこと である •其 事に 關聯し 
まして、 私の 韜明 中に、 牧野 全權が 、巴 里に 於て 致 
しました 文句を 裏醫 したと 云 ふ 御 質問で ありました 
から、 當時其 公表 文を 持つ て 居り ませぬ でした ので 
何れ それを 調へ た 上で 申 上げる と 云 ふこと を 申し ま 
した、 調べました 結果、 片岡 君の 言 はれました 通り 
其 同じ 文句を 用ゐて 居る、 即ち 其 文句 (X 「日本の 政 
策は 山 K 半島を 其完金 なる 主權の 儘、 支那に 還附す 
るに 在 oa 本の 保持 せんとす る 所は ¥ に獨 逸に 許與 
せられた る純濟 上の特 權に 過き す」 で、 何故に 此山 
東に 就て 誤解を 懐かせる のに*': ni ら山東 と 云 ふやう 
な 文字を 使つ て！ B； るかと 云 ふやうな 御 質問の やうに 
聽収 りました、 未た 速記 錄は調 ベて 居り ませぬ •若 
しさう 云 ふ 御 W 問であります れ ぱ>  其 意味で 御 答 辯 
致します。 

〇 片岡直 溫君唯 だ、 W に 山 東と 云 ふので はない、 
少なくとも 山 東 省の 牛 分 程の ：… (此 時發言 する 者 
多く 臉取 する 能は す〕 占領して 居ない 範圍を 占領し 
て 居つ た 如くに、 御聲明 になつて 居る から、 非常に 
齟齬して 居る ではない か i 云 ふこと であります'* 

〔「山 東 13: 島では ない よ」 「辯 明の 必要なし」 と 
呼 ひ 3¢ 他發 言す る 者 多し〕 

〇 國務大 K  (子 ! 3 内 田康哉 君〕 山菜 間 題と 云 ふこと 
は •普通の 稱呼 になつて 居ります ものです から •山 

班 問題と 云 ふ 文句を 膣 止す る譯 には 行かない， 口癖 

になつて 居ります から、 私 等 も 能く 言 ひ 慣れて K る 
そこで 私の 外交 演說に 於て、 山 東 問題と 云 ふ 語を 使 
つても、 山 JK 省を 意味す る もので ii ない、 其 山 : tE と 

ふ 言葉に 拘泥され て 誤解を 起させて はいけ ない と 云 

ふので、 斯く 申した 次第で あるので す。 

〇菌月 小太郞 君喵今 外務 大 K の 答辯屮 、米國 問題 

に關 する 將來の 政策に 就て は、 本員 亦 外務省の 方針 

を 承り、 大に 賛成 致します 、さりながら 其 他 ii 多く 

本 M の , T7 問の耍 诩 を iK けられて 居ります から •一應 

速記 錄を せられん ことを 希菌す る > tL 又 大臣の 


其 他の 答 辯 中に、 本 M の 信じて 以て 調查不 十分で あ 
ると 思 ふ 事は、 何れ豫 算總會 に 於て 申 述べたい と 思 
ひます。 

0_ 長 (大岡 育造 君) 此 場合® く 休憩して 更に 繼續 
致します。 


午後 七 時 JI: 分 開議 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 休憩 前に 引 la き 會議を 開き ま 
す、 質 間の 續き であります、 黑須龍 太 郎君。 

〔黑須 龍 太 郎君 登壇， 拍手 起る〕 

〇黑須 龍 太郞君 政府の 施政 御 方針， 其 他に 對 する 
御說 明が ありました が、 二三 疑を 質して® きたいと 
思ふ點 があります、 成るべく 簡易に、 而も 率直に 質 
問を 致します ので， どうぞ 當局も 率直に 出来るだけ 
御 答 辯 あらん ことを 期待して 置きます. 私が 第一に 
常識 上ょり 疑を 持つ て 居ります ことは 國際聯 盟と國 
防の 關係 であります、 申 上げる まで もな く •國際 聯 
盟が 成立を 致し、 序文を 初め 全 fi の 規定は‘ 「戰爭 
に訴 へざる の 義務を 受諾し 各國 間に 於け る 公明正大 
なる 關 係を 規律し」 云々 と 云 ふ 精神に 歸著 する こと 
は 明かであります、 平和は te 〖論 我々 が 歡迎 する 事で 
あります るが、 今回に 於け る 平和、 國際 聯盟 規約の 
特徴は 何 所に 在る か， 平和の 恢復と 云 ふ 外に戰 爭廢 
止と 云 ふこと が •今回の 國際 聯盟の 特徴で あらう と 
思 ひます， 職 爭 後の 平和 克復は 度々 我々 ほ 經驗 致し 
て 居ります が、 今日の 國際 聯盟は、 世界 改造と 言 はれ 
現に 我が 外務大臣が、 當 會に 於て 新世界の 大憲章 
であると 斷言 をせられ たるは、 何で あるかと 云へ ば 
其の 根本 要旨は 腿 宰に訴 へざる こと， 非戰 論， 是が 
國際 聯盟の 特徵で あると 云 ふことは、 何人も 議論が 
無い ことで あらう と 思 ふ、 此の 御主 旨が 先般 平和の 
御大 詔と なつて 我々 に吿 げられ て 平和 御大 詔の 中に 
「平和 永遠 ノ 協定 新- 1 成 リ國際 聯盟 ノ规模 斯 M 立ッ 
是レ朕 ガ衷心 實 II 欣幸 トス ル 所 ナルト 共 二 又 今後 國 
家負荷ノ重大ナルヲ感セスムハアラサルナリ」と仰 
せられて あります •是れ は國際 聯盟なる ものが 世界 
的 平和、 半面ょり 言へぱ 戰爭 防止と 云 ふこと に 在る 
ことが、 此の 御 詔勅に 現れて 居る こと ゝ想像 致し ま 
す、® いて 此御 詔勅の 5 •に 「今 ャ世運 一變シ 時局 丕 
1 一 p K 宜シ ク嵆蚴 自魁隨 時 顺腦ノ 道ヲ講 スへ キノ 秋 
ナリ爾 K K 典 レ深ク 之-一省 ミ 進 ミ テ ハ 萬 國 ノ公是 -I 
循ヒ世 界ノ 大經  >1 仗 リ以テ 聯盟 平和 ノ實 ヲ擧ケ ムコ 


トヲ 思ヒ」 云* と 仰せられて ある •此の 萬國 の公是 
世界の 大經な る ものが 具體 的に 現れて 居る ものは、 
私は 此の 國際 聯盟 規約で あらう と 存じて 居ります、 
然れば 國際 聯盟の 成立と 同時に 起るべき ものは 何で 
あるかと 云へ ば、 軍備の 撤廢 、若く は 縮 少と云 ふこ 
とでなければ ならぬ と* 論理 上 私は 信じて 居ります 
所謂 軍備の 減廢と 云 ふこと になる、 現に 此の 條約が 
成立す ると 同時に、 lit 界 的に 此軍備 の減躞 問題は 商 
■せられつ、 あるので あります、 何れ 来るべき 世界 
の軍事會_に於て此事が愼识に討議せらる、こと、 
存じて 居り. ますが、 此 問題に 對する 政府 當 局の 方の 
御意 見 如何と 云 ふこと が、 第一に 御尋 する 耍點 であ 
ります、 来るべき 國際 軍事 會議 には、 何れ 我 國の國 
防 問題 も 問題に ならう と 思 ひます が、 如何なる 方針 
を 以て 御 臨になる かと 云 ふことは •世界に 向つ て 協 
議 する 前に、 谷々 日本 國民に 向つ て 其 事を 明かに し 
國 民の 批判を 求むべき 責任を 持つ て 居らう と考 へて 
居ります、 故に 當局は 此點に 就て， 世界の 軍事 會議 
に 於て •如何なる 國防 方針を 以て 臨む かと 云 ふこと 
は， 先 づ議會 に 於て 明かに し、 國民に 向つ て 明かに 
する の 義務 ある こと、 信じて、 私は 此義務 の 名を 以 
て、 當局 の說 明を 要求 致します， それょり 具體 的に 
なります が， 或は 順序が 違 ふか 知れ ませぬ が， どう 
ぞ御聽 取り 願つ て 御 答を 願 ひます るが 其 次に 私が 國 
民 的 常識の 上ょり 疑を 持て 居ります の ほ、 なぜ 日本 
の 陸軍を 減らさない かと 云 ふこと です、 今回 現れた 
國防 の充實 なる もの、 案を 見ます ると 云 ふと •從來 
の R 本の 陸軍に 何等の 斧鉞を 下して 居り ませぬ、 寧 
ろ 充實と 云 ふ 名を 以て I 是は 多く 工兵と か、 飛行 
機と か、 特科隊 に屣 します、 ?!: • 他に 要塞 もあります 
要塞は 非常に 海軍な り 陸軍な りに 關 係の ある 問題と 
思 ひます が、 何れも 從來の 陸軍を 基礎に して、 其 上 
に 充實と 云 ふ ものを 加へ たと 思 ひます が、 一體 我々 
國民の 常識から 見れば •なぜ 陸軍を 滅ら さぬ、 一 體 
陸軍な り •海軍な り、 如何なる 標维に 依つ て 某 計 a 
を立てるかと云へぱ大なる原因になるものほ、所謂 
假想 敵で ある、 假想 敵を 標準に して、 我國の 軍備が 
計 SE を 立てられる と 云 ふ 事 ほ- ■當然 であつ て、 從來 
の 我 か陴 軍と 云 ふ ものは • 露 國を標 _ にした る 陸軍 
であつ たと 云 ふ 事は、 公然の 祕密 のみならず、 公然の 
公然で あつたと 私は 信じて 居ります •自分が 祕密に 
する 積り でも、 日本の 者が 外國 の祕密 を 知り、 外國 


施政、 外交に 關す る黑 ?fi 問 太郎 の ff 問 
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旌玫，外交に |.^ する黑泊的太3の |?7 問 
の 者が 日本の 秘密を 知る， それを： g 密々々 と 云 ふの 
ほ、 日本の 官僚 か、 諮 0 の I 部位であつて， 今日の 
時代に 於て、 如何なる 國が 過去に 於て ? g ':': の 標的で 
あつたな どと 云 ふこと が、 何で 差 支が あろ か* 若し 
一 御 差 支が あると 思 ふなら ば •失 禮であ る けれども、 
時代錯誤の 頭で あらう と考へ て 居ります、 其假想 敵 
國であ つた 認 西亞は 亡びた、 或點 から 云へ ぱ獨逸 も 
假想 敵の 一つであつた でせ う、 我々 ! 3; 海 革の 人から 
獨逸 が 假想敵 國で ありし ことを 耳に した ことがある 
海 1IS の 人の ? i いた 铒物に 立派に 無事を 明言して 居る 
今日に 於て 我 海軍の ® 要の 地位に 在る 人が、 某國を 
見當 にして、 所謂 親善の 關 係に 在 〇 と稱 する 某 國の 
名を 調して， ■國防 問題を 著述して 居る， S う 云 ふ 方 

が 幾らでも ある、 それは それと して， 兎に角 露两® 

搦 逸を 當てに した R 本の 陸軍は、 此 標的の 露西亞 、 

獨逸が 亡びれば 軍國 主義は 國 家ょり、 社會 主義 的の 

國 家に 變つた と 云 ふ 時代に 於いては、 日本の 軍備が 

當然變 ると 云 ふことは 論理の 耍求 する 所で あり、 我 

々國 民は 當然減 らせと 求む る峨 利が あると 考へて 居 

る 我々 は 故な く 兵役に 服す る 義務は ありませ ぬ、 國 

家の 爲めに 必耍 であり、 國 民の 爲 めに 必要で あるの 

で、 兵役に 服す る 義務を 有つ て 居る、 而して 露西亞 

が 彼の 狀態 、獨 逸が 彼の 狀態で ある、 即ち 以前の 狀 

態に 於て 我々 は 今日 陸軍を 戴き、 今日の 軍務に 服す 

ると 云 ふ 13 念を 有つ ，て 居ります けれども、 我々 の 常 

識判斷 ょり 言へ ば、， 露西亞 が 亡び、 獨逸が 亡びた 時 

に 彼 だけの 陸軍を 有つて rr る 必要は ない、 少 ◊とも 

二 OT 師 |«| 即ち 先般 解散まで もした 所の 二 M 師幽ほ 、 

探 西亞 を fl 的に してやつ たと 云 ふことは 近く 明かな 

事で あるから. •此二 個師團 だけを 減 縮す ると 云 ふ 事 

は、 當然 起つ て 来る 結論で あらう と 私は 考 へて 居り 

ます ( 「靑郎 # で やれ」 と 呼 ふ 者 あり〕 私の 議論が 靑 

年 會でや る 議論で あると 云 ふ 御 論が あ ^ ましたが、 

諸君の 後ろには 私と 同 論の 方が I 議會の 外の 後ろ 

には、 私と M 論の 方が 世界的に ありは しませぬ か、 

故に 第二の 皙 問と 致して は、 何故 陸軍を 減らさぬ、 

どう 云 ふ 理由が あつて 減らさぬ、 是れは 我々 國 民の 

常識に 於て 分らない、 分らない から 御 質しを する、 

先日 鈴 木 梅 四郞 射 は、 改造 時代で あると 云 ふ御演 說 

が ありました が、 私 も 其 通りで あらう と 思 ふ 日本の 

此國 防の 改造、 國際聯 盟 規約の 成立と 同時に 日本の 

一國防 の 改造と 云 ふ ものは、 當然の 結論、 先づ第 一 に 


陸 屯 (i a XR 聯盟に 照し、 日本の 通 K- の もの V 诗 別の 
茁惝 に 照し、 必要に 照して 當然 非常な 削減を 受 くべ 
きものと 信じて 居ります、 どうぞ 此の 勁に 關す る詳 
細の 說明 を 求めたい、 第三に 承つて 見たい の ほ 海軍 
であります、 是れは 素人の 諾論で あります から、 間. 
違が ありましたら、 どうぞ 親切に 敎 へて 戥きた い、 
併し 總て 從來 軍事の ことは 祕密 にせられて 居ります 
から、 我々 の 知識の 幼稚な ことは 當然で あらう と 思 
つて 居ります が 海軍に 就て 第三に 質問を して 見たい 
私が 陸軍の 削減 論を 唱 へれば、 同時に 海軍！ S 張 論に 
ならう と 云 ふ 御 疑を 持つ 方が あるか も 知れ ませぬ が 
さう では ありませ ぬ、 私は 海軍に 就て ほ， 矢 張 一種 
の 御 計 进が ある こと、 信じて 居りました、 それは 國 
際 聯盟 それ 自身 •か 其 事を 要求して 居る と 思 ふ、 此聯 
盟が腿 萌 の W 止と 云 ふこと を 目的と 致して 居る、 し 
て 見れば •陸軍を 問は ず、 海軍を 問は ず •此 軍備に 
向つ て 減 縮を 唱 へる ことは、 論理 上當然 の 事で ある 
と 思 ひます から、 海軍に 就ても 制限と 云 ふこと が 起 
つて 來る こと X 信じて 居ります、 之に 就て 我 海軍の 
當局ほ 來 るべき 世界の 軍事 會議 に、 如何なる 方針を 
以て 臨む や、 能く 世間には 英國や 米國が 海軍を 減ら 
さぬ ぢや ないか、 こんな 空論を 言うた 所が 仕方がな 
いと 云 ふやうな、 極く 早 合 S をな さる 方が あるか も 
知れ ませぬ が、 其 英國は 嘗て 獨逸に 向つ て、 大 艦の 
制限を 主張して 居る ぢや ないか、 以前の 獨逸に 向つ 
て、 大艦 制限を 提唱して 居る ぢやな いか、 米 國の前 
大統領 ほ 大 艦の 制限を 提唱して 居る ではない か、 ® 
際 今度の 聯盟 會_ の 本は、 英吉利な り、 亞米利 加な 
り、 佛蘭 西な り、 伊太利な り、 是 等の 人が、 陸軍と 

云は f、 海軍と 云は ず、 此戰爭 、反面から 言へ ば 軍 

備と云 ふ 事に、 非常なる 患の、 非常なる 經驗 をした 

結果、 今日は 聯盟が 出来た のであります から •必ず 

や 英吉利'  亞米利 加 •佛蘭 西、 伊太利と 云 ふ もの も 

海軍の 縮 少と云 ふ® に 同意すべき 論理 上の 順序で あ 

らうと 考へ る、 殊に 彼等の 歷史 に稽へ て ：'!', さう 云 ふ 

事が 起つて 來る ことと 思 ひます、 私が 極く 素人で 言 

へば、 大艦 を廢 めて 中 艦に する、 或は 小 艦に すると 

云 ふやうな 論、 今少し 極端に 言へ ば、 世界的 國防と 

か 軍備を 廢めて 世界的 計畫と 云 ふこと にし やうと 云 

ふやうな、 此 理論と か 議論と かが、 必ず 起つ て 来る 

ことと 信じて 居ります、 惟 ふに 政府 當局は •之に 關 

して 相 當の御 研究が ある ことで あらう と 思 ふ、 私が 


新 ! la で 注 S 致して 屛 ります る 所に 依る と •昨苹 W 沏 
西の I ヴ h ル サィユ 」 會 蓮に 出張の 前後、 我が 陸海 
軍の 當局ほ 、此 讲 に 就て 相當の 調査を して 居る と 云 
ふこと であります から、 之に 對する 相當 の 御 方',.. £!■ が 
あり、 我々 に 向つ て 相 當 公示せ ら るる ことと 信じて 
居ります、 どうぞ 此 海軍に 就ても、 將來 如何なる 御 
方針で あるか、 世界の 軍事會 議に 如何なる 御 方針を 
以て 臨まる、 ので あるかと 云 ふこと を 御尋致 して S 
きます、 第一! に 御 尋を致 して 見たい のは、 若しも 軍 
事 に關 する 所の 方針が 無 かつた とか、 或は 世界の 協 
議を 要すと 云 ふこと であつ たなら ば、 此議# に餘り 
御 出しに ならないで、 世界の 軍事 會議を 御 待ちに な 
つて 御 設計を し、 御 提出に なつたら、 どうか 斯う 云 
ふこと ほ 出 來な いか、 出 來るか と 云 ふこと を 第 & に 
御尋 して 置きます、 私は 何故 さう 云 ふこと を 言 ふか 
と 云 ふと 日本の 從來の 外交は、 英吉利な 〇 亜米利加 
なりの 後ろに 從ふ ことが 多くありまして、 日本の 全 
權 大使が 背負 込んで 歸つた 世界的 勞働 規約な ども、 
實ほ心 ならず も 背負 込んで 来たので はない かと 想像 
致して 居ります ので、 日本で 我 陸軍は 斯うす る、 我 
海軍は どうす ると 云うても 世界會 翳に 臨む、 それが 
初めより 徹底的に 主張し、 維持 出来る かどう か、 若 
しも 維持で も 出来な かつたならば 却て 日本の 失態に 
なりは せぬ かと ■考 へて 居ります ので、 ® く 御 待に な 
つたら どう だ それは m 来る か 出 來な いかと 云 ふこと 
で、 第 四に 御聽 致して 置く のであります、 第五に 御 
尋を 致す のは、 假 りに 現在の 國防を 基礎に して、 充 
實を爲 さると 云 ふこと が 眞理で ある、 必要で あると 
云 ふこと に 致した 所が， 形式の 充實ほ 是で出 來 ると 
致した 所が、 精神的 充實 はどうして 出來 るか、 之に 
對する 御意 見が 聽いて 見たい のであります、 陸軍省 
の 方が 今年の 議會で 我々 に 配つ て 吳れた r 參戰 諸國 
の 陸軍に 就て」 と 云 ふ 本、 それから 先般 大 E 諸君の 
御演說 になつ た 所を臌 いて 居つても、 日本に 過激 思 
想が 入り さう だと か、 勞磡 問題が どうと か、 勞働問 
題と 云 ふことは、 此 本の 中に あります 思想と か 何と 
か 云 ふこと 非常に 御 憂 @. になつ て 居る ことが 見えて 
居る、 形式的は 我 軍備を 充實 する ことは、 今日の 豫 
算で 出來た 所が、 精神的に どうし . -C 斯 る S の ある 時 
に >  我 軍備を 充 實し煜 る やと 云 ふことは >  日本の 重 
要なる 問題の 一つでは ありませ ぬか C 「のうく」 と 
呼 ふ 者 あり〕 私が さう 言 ふと •何 か 過激な si でも 言 


ふやぅ に 誤解を 15 さる 方が あるか も 知れ -i -e ぬが、 
陸逛布 が 配つた 「§53詡 四の si yi に 就て. 一 と：：<ふ此 
本の 第二 十三の 结莪 、此 結論を 通讀 いたし，. 

想 界の豬 動、 勞锄 界の焫 暴， 是が谷 H の© 後 典 资に 
一代 頓挫を 来し •日本に 於いても 非常な 影 9 が ある 
と 云 ふこと が、 ずつ と ^ いて ある (「それが 何 だ. 一 
f JJf K が 其 通り 一と 呼 ふ 者 あ 形式的に 兵力を 充 
寶する ことは 可な り、 同時に 精神的に 充 W. -, 

が 必要で ある  >  而 して 日本國 民の 周閲 ® 遇に if 日 
本の 精神的 充 財を 妨げる IJf ffl が あると 云 ふとき に、 
我 か 海軍 當局 陸軍 當局ほ 之に 對して 如何なる 御 方針 
を 以て、 此错神 的 充 迓 を 御 岡り になる か， 維持 爲さ 
るか、 と 云 ふこと を御脗 きする ので ある’ (「法 钳 
に 法る の だ」 と 呼 ふ 者 あり」 法律に te つて やる と 思 
ふ 者の 愚か さょ、 議 0- の 今日の _力 に te つて、 lit 陆 
神 的 充窗を 一一ら- 「とする 者の n 惚の强 さ ? JI i»i (「ひ 
や <」 「何を 言つ て 居る J 氣が 一! になつ たな」 と 呼 
ふ 若 あり〕 私は 今日の 識 pr の 中に 於て ほ、 氣が變 に 
なる、 氣違に なること を 名懸と 致して 居ります、 今 
日の 議會の 中で 常識が ありと せられた 八は、 私から 
見れば 氣違 であります、 其 次に 眾つて 見たい と以ひ 
まする ことは、 日英 同盟の 事であります、 是は先 日 
拜聽 致して 居ります ると 憲政 會の 方から 御 質問が あ 
り、 外務大臣から 御 質問が あつて (笑睇 起る〕 答 辯 
がありまして C 「變 です ょ】 と 呼 ふ 者 あり〕 是は私 
の 過失であります* 皆さん 御 16 を 致して S きます* 
(「落 付いて やり 給へ」 「氣を 靜め て」 と 呼ふ審 あり) 國 
際 聯盟が 出来た と 云 ふとき に、 日英 同盟が 必嬰 であ 
ります か、 私は 日英 同盟に 對する 政府の 方針を K く 
のです、 是は 前に 申した 通り、 窺 政會の 方から 御 H 
問が あり、 政府の 御 答 辯が ありました が、 私は 能く 
腑に 落ちない 事が あるので 聽 くので ある、 國際聯 盟 
は實は 各國の 同盟と か、 谷國 の戰萌 なぞと 云 ふ もの 
を 除く が爲 めに、 此國際 聯盟が 出来た と 思つて 尻る 
此國際 聯盟が 出 來た 後で、 某國と 同盟を すると 云 ふ 
必要が 何 所に あるか、 私から 言へ ば、 惝勢 未練に 囚 
はれた る、 歷 史に囚 はれた る、 極く 姑息の 見解て は 
ないかと 思 ひます が、 國際聯 盟' か出来た と 云 ふとき 
に、 某國と 同盟す る、 若く は 繼續 すると 一 K ふ 必要が 
何 所に あるか •我々 は 世界の 友邦を 友達と し， -[11; 界 
の 友邦と 共に、 攻守 國盟も 防 守 同盟 もやる と 云 ふ此 
の 聯盟 條 約が 出来た ときに、 某 國と特 に 防 守 同盟な 
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り 攻守同盟な りと 云 ふ ものを 締結 T る 必要が 何 所に 
あるか 元 來從來 の 同盟と 云 ふ もの 13: 共 间の敵 が あつ 
て此敵 を H 的と して、 131 盟と云 ふ ものが 成立つ て 居 
る •而 して 從來の 日英 间盟ほ 露 西： 亞若 くは！ S 逸を 假 
想 敵！ 一として 此 同 ffl が 成立つて 居つ たのに 此 標的で 
あつた 露® が 亡びた 時に、 何龌の 國を標 m にして 何 
處の國 基礎に して 日英 同盟を 作らん とする のて ある 
か是は 金く 不合理 的の考 でない かと 思つて 居ります 
我々 は總て m 來るだ け 過去に W はれず、 新たなる 生 
活を管 むへ き 時であります 無論 必要なる 過去を 銶 m 
します、 併し 我々 は 多く 不必要なる 若く は 有害なる 
過去に 闪はれ る 事が 多くあります、 私は 新たなる 此 
R! 際 聯盟と 云 ふ ものが 成立つ たと きに 於て は、 日英 
同盟なる ものは 常 然虫 命を 失 ひ、 今日に 於て 生命を 
失つ て 今日 殘 つて K る ものは 骽骨が 殘 つて 居る ので 

| 精神 It 殘 つて K らぬと 信して K ります、 然るに 先日 

j 外物 大臣の 答 辯を 承つて 見ます ると 云 ふと， 矢張繼 

一 績爲 さると 云 ふこと であります が、 觸續す ると 云 ふ 

| ことで あれば、 如何なる ものを H 的と して 豭續 する 

j 必要 あり やと 云 ふこと を •明細に 御 答 辯 あらん こと 

を 切 闺 して {S きます、 終りに 今一つ ? T rfiJ 致して 置き 

ますが， 一體 我が 現代の 常 局は •國際 聯盟を 締結し 

ながら •國際 聯盟に 信 賴を致 して PT るか、 若く は 信 

一 用して 居る かと 云 ふこと であります、 諸君 ほ 答へ て 

それは無論信賴して居る、現に御詰勑も川て居るで 

はない か •總理 大以も 訓令を (11 し、 IN 務大！ nr 文部 

大 P- も、 訓令を 出した で は ないかと 御 答になる であ 

り ませう、 併し 陸軍省が 今日 我々 に 配つ て屛る 此の 

r 參哦諸 國の陸 軍に 就て」 の 結論 •今 fH 上げました 

第二 十三の ^,; 論を 見ます と、 寧ろ 阈際主 蕺を餘 りに 

m ずる 勿れ、 1M の茁 國主苏 が 必要で あるぞ と 云 ふ 

事を 明かに !1 f いて 我々 に 示して 居ります るが、 是で 

兑 ますと、 th 國際聯 盟に對 して 現 政府 諸君の 態度は 

或は 荇成 する が 如く、 內 部では 资成せ ざるが 如く、 

| 少く とも 今の 政府 部内で {S 、 t33 際 聯盟の 信賴 派と 非 

信賴 派が あるので はない かと 云 ふや うに、 是は 見ぇ 

I て 居ります、 (「それでも 衆蓀院 ss fl か」 と 呼 ふ 渚 

あ 〇〕 さう 云 ふ af を やつて、 是ほ外 固 13: 知られない 

私が 此屘で 言うたならば、 或は 言 ひ 過ぎた ので あら 

うと 云 ふこと に 思 ひな さる 方が あるか も 知れ ませぬ 

が、 そんな 取は 转外阀 の 方が 能く 知って K る、 頭 e 

して 尻 〇 さず の 机を する のが， 一腌私 は 日本の 外交 


な 木の 內政な りの 間 溝の 根 木では ないかと 考へ 
て 居ります ので、 國際聯 盟を 信用な さるなら ば 信用 
なすつ て、 はつきり 御 it りになる が芘 しい、 一方に 
は 信用す るが 如く， せざる が 5fl く* 私から 言 ふと、 
驻 だ 不徹底の 嫌があります ので、 果して どちらに 御 
信賴 になつて 居る のであります か •どうぞ 國 民に 能 
く 示して 戴きたい、 之に 關 して 唯今 申す 通り、 總理 
大臣な り、 內務 大臣な り、 文部大臣が、 一般の 者に 
諭 達の 如き ものを 出して 居ります が、 之を 拜見 しま 
すと 云 ふと、 誠に 不徹底で あります、 元來 今度の 國 
際 聯盟の 重 嬰なる ss は、® 爭廢 止、 平和主義、 是が 
耍點で あります、 同時に 今度の 國際 聯盟に 族て、 國 
民が 最も 注 Art すべき 事は、 日本の 國防ほ 、日本の 國防 
ょり 一轉 化して 世界の 國防 になつて 居ります •是は 
どうしても ® 民に 徹底的に 了解 させんければ ならぬ 
事であります 、今日 誘 案と しては 國防充 實と出 て 居 
るが、 lit 界聯盟 に 於け る國防 ほ、 « の國防 ではなく し 
て 世界的 茁備 であります、 日本は 世界的 聯盟 國の一 
として 有らゆる 戰爭の を 分擔 して 之を 解決して 
行く ので あ 〇 ます， 是 ii 私が 詳しく 言は ず 致して 此 
國際 聯盟 規約の 命 篇を通 讀すれ ぱ我國 防は 國 防に 非 
ずして 世界的 國防 に變 つたと 云 ふ 事は 明かで ありま 
す、 是が國 民に 徹底す るか 否やと 云 ふ SJJ lt 日本の 國 
防 問題に 非常に 關係が あり 又 日 木の將 來、 1H: 界に於 
ける 立場に 非常に 關係が あらう と 思 ふので ありまし 
て 11  t l U; 界平 和の M: 立した と 云 ふ W を 國 民に 宣傳す る 
に 常つ ては、 能く 其 趣旨を 明か r. 致して、 國民 に徹 
底せ しめんければ ならぬ と 思うて 居る のに、 此の 總 
珂大 £、 內務大 ST 文部 大 1-5 等の 國民に 向つて 論 達 
する 所， V 見ます ると 云 ふと、 極く 抽象的な 浮 漠な、 
(「それが 宜い それが」 と 呼 ふ 者 あり) 却て 多く 過 
激思 想と か、 ^ W とか 云 ふ 事を 多く 言うて 居る だけ 

で、 世界 聯盟の 根本 精神'  御大 詔に 所謂 萬 國の公 是 

世界の 大經と 云 ふ ものに 向つて、 特別の 注意を 拂ひ 

特別の 說明を して 居らぬ と 云 ふ 事は、 私から 言へ ば 

世界 聯盟の 精神を 國民 に祕 して •國 K の 欲せざる 所 

の 國民 兵役の a 務な どを 强制す る危險 が、 此 間に 介 

在して 居りは せぬ かと 思 ふ、 ( f 國 防を 忘れて どう 

する」 と 呼ふ漭 あり VJ 國防 は國民 的に する の だ •公值 

が 民衆化した と大 藏大 防は 言うて 尻る、 苟も 我々 の 

財裔權 、我々 の 生命 ffl に關 係の 有る 此國 民兵 役を 民 

衆 化せず して 已む べき か、 是は當 然合理 の 事で あり 


必耍の 事で ある、 總て是 等の 事を 徹底して、 初めて 
眞に國 民 的 防 ® 、 國民的 軍備と 云 ふ ものが 成立す る 
であらう と 思 ふのに、 惜む らく (•]: 有 意識 か 無意識 か 
政府の 是等に 付ての 國 民に 對 する 宣傳が 、如何にも 
曖眛糢 稜を栩 めて、 或 方面の みを 誇張せ ん とする' か 
如き 嫌が ある ことは、 甚た遣 憾 として 居る 所で あり 
ます， 故に 私は 終りに 於て 質問す る 意味は， 今少し 
く此國 際 聯盟 主義を 徹联 的に、 總理 大臣 •内務 大： d 
文部大臣が 今少し 徹底的に 御宣傳 になつ たら どうで 
あるか、 其 事が 必要で あり、 當然の 青務で はない か 
是 まで ! .t やつた 以上に 官 .傳 する 御 工夫は _ あります か 
と 云 ふ 事を 御尋 して 置く のであります， 其 外に li か. 
うと すれば 色々 あります、 併 是た けを 聽け ば、 今日 
の 議會 に 一番 先に 總 J1 大臣 も大藏 大臣 も 言 ふて 居る 
もの ほ 國 防の 充實 •而 して 是が 我々 國 民に 収 つて 一 
番 肝腎な 事であります から、- 今度は 酒税な どが 砧 え 
たと 25: ひます が、 是は 誰が 持つ ので あるか、 勞働階 
級の 者が 持つ ので ある、 皆な 人 も 出せ、 税金 も勞砌 
階級から 取る と 云 ふの が 今日の 咐税 計 ffi である、 政 
府は國 民に 向つて、 是 等の 點に 付て 當然 明瞭に 明確 
に說 明す る 必要が ある、 國防 計畫 ，國際 聯盟、 日英 
同盟 及此 宣傳と 云 ふ ものに 就て、 十分 叫 當の答 辯 あ 
る ことを 51 みはしない 期待して 居ります。 

〇 議長 (大岡 育造 者〕 海 M 大臣。 

一阈務 大臣 加 藤 友 三 郎君 登壇， 拍手 起る〕 
〇國務 大臣 C 加 藤 友 三 郎君〕 唯今 黑須 君ょり 致し ま 
して、 國際 聯盟に 關聯 致しまして、 國防 問題に 關す 
る 御 質問が ありました 、其 御 質問 中 私の 管掌 致して 
居ります る 限りに 於て、 御 答を 致したい と考へ る、 
色々 の 御意 見 も ありました、 各項を 分ち て 御 答す る 
必要 もなから うと 思 ひます*  (「ひや'^-^」 と 呼 ふ 
者 あり) 取！！ めて 御 答を 致したい と 存じます、 第一 
國際 聯盟の 趣旨に 賛成を した かどう かと 云 ふが 如き 
御 質問 も， 含んで 居つ たやう に 思 はれる、 又 此國際 
聯盟に 關聯 致しまして、 軍備制限 若く 13: 制限と 云 ふ 
ことに 關 する 事に 付て、 如何なる 方針を 持つ て K る 
かと S ふが 如き 御 W 問 も あつた やうに 拜 聽 致し まし 
た， 政府は 國際 聯盟の ®? 旨に 賛成 致して 居る と 云 ふ 
ことほ 旣に申 上げる 必要 もなから うと 考 へる* 其 中 
軍備制限 若く は 縮小と 云 ふ 問題に 付きしても、 主義 
に 於て 政府は 賛成を 致して K るので あります 如何な 
る 程度， 如何なる 方法に 依つ て 之に 賛成を し、 若し 


く IX K ^f 致す か is ふ 問題は •今日は 未定の 問題で 
あります、 今後 國際 聯盟 理事 會が 開かれまして 、共 
會議に 於き まして、 是 等の 問題が 提議を され、 政府 
も 相 當なる 案を 具し まして、 此會翹 に 依つ て 決定 さ 
れる ことと 信じます、 私共 考 へる G に 若し 此 聯盟 理 
事 會に 於き まして、 世界 列國が 軍備を 全然 撤廢 する 
と 云 ふ 議の 起きました 場合には、 帝 國も亦 之に 賛成 
する に薦躇 しない 考で 居る のであります* 併ながら 
現在の 列國の 狀况を 鑑みます るのに、 斯の 如き 極端 
なる 軍備 撤險 問題が 成立 致さう とは 私は 豫想 致さな 
いので ございます •故に 帝 國に 於き ましては. 帝 國 
の自 衞 上 必要なる 程度に 於き まして、 軍備を 致す と 
云 ふことは 已むを 得ざる 事で あり、 先つ 列 國も 之を 
承認 致す こと X 私は 確信 致して 居る のであります、 
(拍手起る)次に軍備に付てほ、人の精神上の充實 
と 云 ふ 事に 付て は、 如何なる 方針を 持つ て 居る かと 
云 ふ 御 質問であります、 私は 軍事 當局奔 と 致し まし 
て、 大元帥 陛下ょり 軍 八に 賜は りました 御 詔勅を 奉 | 

戴 致しまして、 此 精神を 軍人に 注入 致し、 IL つ 之を 
守らせる ことを 以て 方針と 致して 居る のであります 
(拍手 起る) 陸軍の 報告 中に 何 か 心配を して 居る が 
如き 事が あると 云 ふやうな 御意 見. も あつた やうで あ 
ります が、 私は 是ほ 能く 讀み ませぬ から、 玆に 具體 
的に 申 上げる ことは ； ti 來ませ ぬが、 至極 尤もの 事と 
思 ふ ，( 「然 り」 と 呼 ふ 者 あり〕 親が 子を 心配す る 
が 如く  •どうか 成人を させたい、 不良少年 仲間に 入 
らせ まいと 云 ふ 一笑 聲 起る〕 精神 ほ ' « 親が 子を 念 ふ 
上に 於き まして 同樣 であります、 私共 軍事を 御預り 
して 居ります、 身分と 致しまして、 數蓖に 一 P. る 部下 
を 統御 致します るのに は、 中には 心得 違の 者が あり 
ほしまい かと 云 ふ 心配は 持つて 居る のであります、 
陸軍の 報吿 中に 心配 的の W 葉の あつたと 云 ふことは 
私は 全然 同感であります， 又 至當の 事と 考へ るので 
あります、 避 だけ 御 答を 致します (拍手 起る) 

〇 國務 大臣 C 田 中義一 君〕 _ 長。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 田 中 陸： 4 大臣。 

r 阀務大 K 田 屮義一 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 國務大 E( 田 中義一 君) liE 今の 御 質問に 對する 御 
答と しては、 海軍大臣が 大要 盡され て 居ります から 
あれを 以つて 私は 御 諒解に なつて 居る こと、 信じ ま 
する が、 尙ほ 一言 附加へ て 置きます るのは、 國際聯 
盟に 於て 國 家の 安全， 國際義 務の 共同 動作の 强 制と 


外交 方針の H 間に 對 する 加 藤； g 軍 大防の 答 辯  同上 田 中 陸軍大臣の 答 辯 


六 三 五 
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云 ふ nf が 、 0 の 兵 g の 度合と なつて 居る ので ありま 
す-而して國家の安全と云ふ事ほ、國際聯盟と云ふ 
ものが 出來 ましても •他人の 國が して 奥れ るので な 
く、 國家は 矢 張 自分の 國で •安全の 程度を 岡るべき 
ものである /-- 拍手 起る〕 斯う 心 焊るの であります、 
是だ けを 附加へ て 申して gr きます (拍手 起る) 

0 岩 崎 動 君 議長 = 

〔黑須 龍 太 郎君 「それだけです か J と 呼 ふ〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 別に 政府から 答 辯 も ありさう 
に 見え ませぬ。 

〔黑 須煎太 郎君 「それで ほ 宜しう ございます」 
と 呼 ふ J 

0 岩 崎剧君 一昨 二 十二 日の 本會議 に 於け る阈 務大 

臣の演 說に對 する 質疑は、 此 程度を 以て 終結すべし 

との 励 篛を 提出 致します。 

〔「賛成」 「反 對」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 質 成の 諸君の 

起立を 求めます， 

賛成者  起立 

0 議長 (大岡 育造 君) 多數と 認めます。 

〔「傾 暴. 一と 呼 ふ 者 あり、 笑 &i 起る〕 

〇蕺長 (大岡 育造 君) 多數、 仍て皙 問は 之に て 終了 

致しました。 

0 岩崎勵 君 本日の 日程に 對 して 延期の 励 _ を 提出 

致します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「賛成 J 賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長 (大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 本日 

ほ之にて散會。 

午後 七 時 S 十四 分散 愈 


0 大正 九 年 一月 ii 十九 日 (木曜日〕 

午後 一時 九分 開 ii 

議事 B 程 第五 號 

第一 所得税 法改正 法律案 (搬廳 ) 第 ~ 讀會 

第二 右議好 の 審査を 付託 rt へき 委員の 選擧 

第三 所得 銳法の 施行に 關 する 法律 案{撤 醜) 

第 I 讀會 

第 四 右 議案の 蓉查を 付託す へき 委員の 選擧 

第五 酒造 1 中 改正 法律 A 搬 g) 第一 讀會 

第 六 右 議案の 審査 £• 付託す へ 1 き 委員の 選 ® 

第 -fc 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 


(淑讀) 第— 


广提 ai 

第 八右諾 案の 苞査 £• 付託す へき 委員の 選舉 
第九麥 酒税 法 中 改正 法_ (抛 請) 第 
第 十 右 議案の @ 査 を 付託す へき 委員の 選埂 
第 十 I  明治 四十 I 年 法律 第二 十四 號中 改正 法 
&  案 iic _) ^ lss® 

第 十二 右諾 ¢1; の 審査を 付託す へき 委員の 選 « 

第 十三 固 倩® 還 資金の 繰 入 £• 爲 ささる ことに 
関する 法律案 (麵請 ) 第 I 
第 十四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選舉 
第 十五 穴 正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 (I 
1 ^-— ^ 第 13 

第 十六 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選擧 
第十セ鐵道敷設法.甲|法律案{撇_)第| 
讀會 

第 十八 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選擧 
第 十九 _案 1| ■二) 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 新たに 議席に 著 かれた る 御 方 
を 御 紹介 致します、 奈良縣 選出 議員 松本强 二君。 

f 松本强 二 君 起立， 拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報告が あります。 

〔原 田 書記官 朗讀〕 

一 政府ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
所得税 法改正 法律案 
所得税 法の 施行に 關 する 法律案 
酒造 税法 中 改正 法律案 
酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 
麥酒 税法 中 改正 法律案 
明治 四十 一年 法钳 第二 十四 號中 改正 法律案 

國債 償還 資金の 繰 入を 爲さ さる ことに 關 する 法 

律 穿 

大正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 (政府 提出〕 

鐵道 敷設 法 中 改正 法 障 案 (政府 提出〕 

一議 員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 

決議案 

提出者  長 島隆二 君 

北海道 會法中 改正 法律案 

提出者 武 富時敏 君  片岡 直溫君 

藤澤幾 之輔君  下岡忠 治 君 

本 田 恒之君  鈴 木 富士獅 君 

府縣制 中 改正 法律案 


提出者 武岔時 故 君  片岡 s is 君 
藤 澤幾 之輔君  下 岡 忠治君 
本 田 m 之 君  鈴 木 富 士爾君 
郡制 中 改正 法 鉗 案 

提出者 武富時 敏君  片 岡 ®: 溫君 
藤澤幾 之_ 君  下 岡 忠治君 
本 田 tit 之 君  鈴 木 富士彌 君 
市制 中 改正 法律案 

提出者 武富 時 ® 君  片 岡直溫 君 
藤渾 蔑之輔 君  下 岡 忠治君 
本 田 m 之 君  鈴 木 富士彌 君 
町村制 中 改正 法律案 

提出者 武 富 時馨  片岡 直溫君 
藤澤幾 之輔君  下 岡 忠治君 
本 田 m 之 君  鈴 木 富 士彌君 
刑事訴訟法 中 改正 法律案 

提出者  高木 益 太 郎君 
人灌 保護に 關 する 法律案 

提出者  高木 益 太 郎君 
勢和鐵 道 並 伊和 輕便鐵 道 建設に 關 する 建顏案 
提出者  八 木 逸郞君 
議員ょり 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 如し 
流行 感冒の 豫防 注射に 關 する 質問 主意 書 
提出者 齋 藤 P 雄 君  土 谷— 君 
土屋淸 三 郎君  齋藤紀 一 君 
伊東  重 君  秋 山 金 也 君 
寬城子 事件 交渉 經 過に 關 する W 問 主意 書 
提出者  松 本 誠 之 君 
西 比 利 駐兵 同地 鐵道 監臀並 海事 關係問 題に 關す 
る 質問 主意®! 

提出者  正木 照藏君 
去 二 十四日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通發令 ありた 
る 旨の 通牒を 受領せ り 

司法 省參事 官法學 博士 山岡蓖 之 肋 
司法 省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

〔左の 報吿は 捌 讀を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

去 二 十六 日大岡 議長 宛 左の 謝 電を 受領せ 〇 
第 ~ 遺 外 艦隊 司令官 吉田增 次郞 
海軍大臣より 衆議院の 陸海 軍に 對 する 決 ® を傳 
達せられ 一同 感激の 至に 堪へ す玆に 麾下 將卒を 
代表し 謹て 深厚なる 感謝を 表す 


去 二 - 1- 七 H 大岡® 丑 JU 左 0 沒 ?!.: を受5せ0 
疝 阳 ifi m 'ic 'Mj へ.# 

贵族院及衆潢院ょ0货屈なる格 :« 0 辭を；55し 
感佩の 至に 堪へ す玆に 部下 112 を 代 我し rs? 莊な 
る 謝 S を 表す 

第三 師明長 

齒 に m 征中ほ 常に 深 W なる 同 tii/ を 11« はり - 0- 亦 平 
和克设 に 際し m ねて 鄭 m なる 较辭 を： g 'n す 一 下 
一同 感謝に 堪 へさる 所な 〇玆 に si て 謝 S を 表す 
第 ?/ 1: 師阑切 守 除 司令官 

第五 肺幽 留守 部隊 一同を 代表し 我 UI 征 ili 技に 對 
する i*t 衆兩院 の 懇篤なる 感謝 狀に對 し 深 W なる 
敬意を 表す 

深厚なる 感謝に 接し 感激に ^ へす 玆に 部下を 代 
表し 感謝の 意を 表す 

第 八師削 贤 

貴 衆 兩院の 感謝に 對し一 同感 ® 益々 報國 の H を 
擧けむ ことを 期す 

第 九 師刚長 

議會催 會の 劈頭に 於て 深 原なる 感謝 狀を寄 せら 
れ 感激の 至に 堪 へす 直に 部下 一般に 他 達せり 玆 
に 一同に 代り si て 謝意を 表し 谷 位の 御淸 安を 祈 
る 

第 十 師幽長 

當 管下 出征軍人に 對し 懇篤なる 感謝の 辭を 扉ぅ 
し 感激の 至に 堪へ す玆に 一同を 代表し 深甚なる 
謝意を 表す 

第 十三 肺 围長 

鄭重なる 感謝の 辭を 辱ぅ し r(s て 謝意を 表す 當師 
團今や 西 伯 利 派 遺の 途に あり 益々 隳 s せむ こと 
を 期す 

第十四肺幽留守隊司 ± 6 
貴 院 ょり 我 IJJ. 征軍 に對し 寄せられた る 鄭重なる 
感謝 狀に對 し 本職 ほ 第 十四 肺 團留守 部隊を 代裘 
し玆に 謹て 深厚なる 謝意を 表す 

餡 十五 師一長 

貴 衆兩院 ょりの 感謝 狀に對 し 深厚なる 謝意を 表 

す 

第 十六 肺 團 留守 隊司令 官 
深® なる 感謝 狀を 致され 衷心 感謝に 堪 へす K に 
留守 殘留諸 部隊に 傳 達せり 玆に 一同を 代表し 厚 
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く 感謝の 意を 表す 

第二 十師幽 長 

貴 衆兩院 の 懇篤なる 感謝 狀に 接し 感謝に 堪へす 
部下 (U 征將卒 を 代表し 玆に 謹て 謝意を 表す 
靑島 守備 軍司令官 

出征 五 年 幸に 國軍の 名を ^ しめさる を 得た るは 
11 として 皇 上の 稜威 と國 民の 後援に 依る 圖ら 
さりき ^ m なる 謝意を 表せられ 感激 措く ことな 
し玆に 部下 一同を 代表し Is て謝辭 を吳す 
朝鮮 軍司令官 

御 懇篤なる 感謝状に 接し 一同 感激の 至に 堪へす 
玆に 部下を 代表し 謹て 答禮の 意を 表す 

關東 軍司令官 

平和 克 设 に 際し 貴 院の 我 / U 征 軍に 致された る鄭 

爾 なる 感謝 狀を 受け 本職は 管下 諸 部隊に 示達し 

一同を 代表して 玆に 謝意を 表す 

第一 師翻長 

讶 院の顿 m なる 御 技 拶に對 し 管下 關 係の 麾下 一 

同を 代表し 深 K なる 謝 ; QC を 表す 

第 七師幽 長 

劭 に 我 帥 11 北滿洲 及 西 伯 利に 出動し 階下の® 

成と 國 K の 深厚なる 後援と に 依り 幸に 大任を 完 

ぅした るに 對 し fc 院 ょ〇琊 m なる 謝 擗を靜 ぅし 

恐縮に 堪 へす ® に 之を 將校以 下に 傳 達する と 共 

に 將來嵆 て m 務に 精® し 益々 武威を 發提し 以て 

_ 民の 倚 託に 背か さらむ ことを 期す 茲に 部下 一 

同に 代り 答辭を 呈し併 て 敬 :' QC を 表す 

第 十一師 _ 長 

平和 克復を 期と して 今一: 贵院の 我 陸海 ig に對し 

赖® なる !® 謝の ; U- を 表せられた るは 最も 光榮と 

する 所な り 本職は 玆に 部下 ®) 隊並第 十一 肺 1 = 在 

鄕軍 入を 代表し 深® なる 謝意を 表す 

第 十八 師豳長 

« 衆_ 院の鄭 m なる 謝 辭に對 し肺關 を 代表し 1* 

て 感謝の® を 表す 

第 十九 肺® 長 

今回^ :族院 並 衆誔院 ょり 慇豳な る稱辭 に 接し 誠 

に fffl 喜の 至に堪 へす 兹に 部下 一同を 代表して 滿 

腔の 謝寇を 表す 

近衢肺 幽長 

鄭 m なる 謝 蹄を 寄せられ 感佩の 至に 椹へ す玆に 

部下 一同に 代り 深厚なる 謝意を 表す 


I 昨 二十 八日 大岡 議長 宛 左の 謝電を 受領せ 〇 
第 十二 師團長 

當師 出征の 勞に對 し 懇篤なる 謝意を 寄せられ 一 
同感 激に堪 へ •す 將來 益々 拮据 勵精 以て 奉公の 誠 
を 致し 貴院の 期待に 背か さらむ ことを 期す 玆に 
團 下將卒 一同を 代表し 感謝の 意を 表す 

第 十六 師團長 

貴 衆兩院 ょり 我 出征 部隊に 對し 感謝 狀を 致され 
たる 段 感激に 堪 へす 一同 益々® て 大任を 竭さむ 
ことを 期す 

第 四師幽 長 

a 院の 決議に ょる 丁重なる 謝 辭に對 し 部下 一同 
を 代表し 深厚なる 謝意を 表す 

練習 艦隊 司令官 堀 内 三郞 
國威を 宣揚せ る大戰 の 終局に 當り御 懇篤なる 貴 
院の謝辭を忝ぅし感荷に堪へす部て一同を代表 
し 深 @ の 謝意を 表す 

一 去 二 十六 日豫算 委員 理事 補 闕選擧 の 結果 左の 如 
し 

豫算 委員 理事 河 崎 助 太 郎君 (理事 今 井 嘉幸君 補 
闕〕 

i 去 二十 六日 常任委員 補闕 選挚の 結果 左の 如し 
第一 部 

決算 委員 杉 山 東 太郞君 c 森秀次 君 補闕) 
第三 部 

請願 委負牧 口 義矩君 (竹 村 良 w 君 補 闕) 
第五 部 

鸨 W 委 M 大林森 次 郎君 (堀 尾 茂 助 君 補闕」 
請願 委員 行德煺 男 君 (尾 越 M 雄 君補闕 し 
第 七 部 

決 ^ 姿 M 大森與 三次； sc® 田 孝史君 補闕〕 

〇 調 長 (大岡 育造 君〕 是 ょ〇會 _ を 開きます、 諮問 

琪 項が あります 、第一 部 il 出豫算 委員 富 島蜴 夫君， 

第 六部 選 川拽筘 姿 負 本 田！ E 之 君、 第三 部 選出 諧願委 

员 毛 里 安太郎 君、 右 常任委員 辭任の 申出が ありまし 

た、 許可す るに 御 異議 ありませ ぬか" 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育浩 君) 此 部の 諸君は 速に 補闕 選擧の 

上 屈 出 あらん ことを 希 轺致 します、 尙ほ 河® 撤志君 

より 病 氣の爲 め、 三十日より 十日 間 請暇の 申出が あ 

りました、 許可す るに 御與諉 ありませ ぬか。 

〔「興 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 


0_ 長 (大岡育造君〕御異_なけれぱ之を許可致し 
ます 日程 第一ょり 第 十四までは 、便宜上 一括 難題と 
爲すに 御 異議は ありませ ぬか 

〔「異議な し 1-, 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 御 異議なければ、 一括して _ 
題と 致します， 第 | 所得税 改正 法律 築、 第三 所得税 
法の 施行に 關 する 法律案、 g:; 五 酒造 税法 中 改正 法律 
案， 第 七 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律； }T 第 
九麥酒 稅法中 改正 法钳案 •第 十一 明治 四十 一年 法律 
第二 十四 號 'I1 改正 法律案 •第 十 E- 國债 償還 資金の 繰 
入を 爲さざ る ことに 關 する 法律案、 右を 一括 議題に 
供し ます- 大藏 大臣。 

第一 所得税 法改正 法律案 C 政府 提出〕 第 

一 雲 

所得税 法改正 法律案 
所得税 法  ハ 

第 一條 本 法 施行 地- 一 住所 ヲ有シ 又 ハ ー年 以上 居 
所ヲ有 スル 者 ハ 本 法 11 依リ 所得税 ヲ納ム ル 義務 

アル モノ トス 

第二 條前條 ノ規定 -I 該當セ サル 者 左 ノ谷號 ノー 
二 該當ス ル トキ ハ 其ノ所 得- 1 付 テノミ 所得税 ヲ 
納ムル _務 アル モノ トス 
一 本 法 施行 地-一 資產 又ハ營 業ヲ有 スル トキ 
二 本 法 施行 地-一 於 テ 公債、 社債、 銀行 定期 預 
金 又 ハ 定期預金 ノ 性質 ヲ有 スル 銀行 預金 ノ 
利子 突 拂ヲ受 クル トキ 

三本 法 施行 地- 1 本店 又 ハ 主 タル 事務所 ヲ有ス 
ル 法人 ヨリ 利益 若 ハ 利息 ノ配當 、剩 餘金ノ 
分配 乂ハ 利益 若 ハ 剩餘金 ノ處分 タル 賞 與若 
ハ 賞與ノ 性質 ヲ有 スル 給與 ヲ受 クル トキ 

第三 條所得 税ハ 左ノ 所得- 一 付之ヲ 賦課 ス 
第一 種 

甲 法人 ノ 超過 所得 

乙 法人 ノ留保 所得 

丙 法人 ノ淸算 所得. 

丁 本 法 施行 地 一一 本店 X ハ 主 タル 事務所 ヲ有 
セ サル 法人 ノ本法 施行 地-一 於 ケル 資產又 
ハ營業 ヨリ 生 スル 所得 

第二 種 

甲 本 法 施行 地-一 於テ茭 拂ヲ受 クル 公債、 社 
債、 銀行 定期預金 又 ハ 定期預金 ノ 性質 ヲ 
有 スル 銀行 预金ノ 利子 


乙 第 一條 ノ規定 = 該當セ サル 者 ノ本法 施行 
地- 1 本店 又 ハ 主 タル 事務所 ヲ有 スル 法人 
3 リ受 クル 利益 若 ハ 利息 ノ配當 、剩餘 金 
ノ分配 又 ハ 利益 若 ハ 剩餘金 ノ處分 タル 賞 
與若ハ 賞與ノ 性質 ヲ有 K ル 給與 

第三 種 

第二 種- IIS セ サル M 人ノ 所得 

第 四條 法人/所得 ハ &■ 事業年度 ノ總 益金 ヨリ總 
損金 ヲ 控除 シタル 金額-一依 ル m シ保 險會 社-一 在 
リテハ 谷 事業年度 ノ利 益金 又 ハ剩餘 金 — 依 ル 
前項 ノ 場合-一 於テ總 益金 中 第二®  ノ所得 アルト 
キハ 所得税 ヲ課 セラ レ タルト 否 トヲ問 ハス 之ヲ 
控除 セス 保 險 會社ノ 利益 金 又 ハ 剩餘金 ノ 計算-一 
付 亦同シ 

本 法 施行 地- 1 本店 又 ハ 主 タル 事務所 ヲ有セ サル 
法人 ノ所煜 ハ 本 法 施行 地-! 於 ケル 資產又 ハ 營業 
-1 付 前 二 項ノ 規定 M 準 シ之ヲ 計算 ス 
法人 力 事業年度 中 — 解散 シ又ハ 合併 — 因 リテ消 
滅シ タル 場合 一一 於 テ ハ 其ノ 事業年度 ノ始 3 リ解 
散 又 ハ 合併-一至 ル 迄 ノ期 間ヲ以 テ ー 事業年度 卜 
看做 ス 

第五 條 法 A ノ谷 事業坧 度ノ 所得 力 同年 度ノ 資本 
金額-一 對シ年 百 分 ノ八ノ 割合 ヲ以テ 算出 •ゾ タル 
金額 ヲ 超過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ヲ以テ 法人 
ノ 超過 所得 トス 

第六條 法人 ノ各 事業年度/資本金 額 ハ 各月 末 二 
於 ケル拂 込 株式 金額、 m 資金 額 又 ハ 基金 及 積 立 
金額 ノ月割 平均 ヲ以テ 之ヲ 計算 ス 
前項 計算 ノ 場合-一 於 テ 繰越 缺损金 アル トキ ハ 其 
ノ各 月末-一 於 ケル 金額 ノ 月 割 平均 ヲ以テ 之ヲ計 
算シ 資本金 額 ヨリ 控除ス 

第七條 本 法 施行 地 二 本店 若 ハ 主 タル 事務所 ヲ有 
セ サル 法人 又 ハ 所得税 ヲ課ス へ キ所得 卜其ノ 他 
ノ所得 トヲ有 スル 法人 ノ谷 事業年度 ノ 資本金 •額 
ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ之ヲ 計算 ス 

第 八條本 法-一 於 テ 積立金 卜稱 スル ハ 積立金 其ノ 
他 名義 ノ何タ ル ヲ問ハ ス 法人 ノ所得 中其ノ 留保 
シタル モノ ヲ諧フ 

第 九條法 人ノ谷 事業年度 ノ 所得 中 積立金 卜爲シ 
タル 金額 ヲ以テ 法人 ノ 留保 所得 トス 
法 入力 積立金 ヲ 減少 シタルト キハ 其ノ減 少額 ヲ 
塡補ス ル-一至 ル 迄 其 ノ後ノ 各 事業 筇度ノ 留保 所 
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S 


得- 1 付 所得 段ヲ謀 セス 

稍 立 金ヲ餃 少シ タル 法人 力 合併- 1 因 y テ 消滅シ 
タル トキ ハ 合併 後 /- -: ?3 スル 法人 又 ハ 合併 二 因リ 
テ 設立シ タル 法人- 1 付 前項 ノ規 定ヲ ja HJ x 01 シ 
合併 ノ際 合併-一因 リテ 消滅 シタル 法人 ノ 嵇 立 金 
ヲ以テ 合 仲 後 rr: 紐 スル 法人 又 ハ 合併- 1 因 リテ設 
立シ タル 法人 ノ 株式 金額 又 ハ 出資金 額-一充 當シ 
タル モノ ニ 付 テ ハ 此ノ限 -I 在 ラス 

第十條 法人 解散 シタル 場合 U 於テ祁 ノ殘 餘財產 
ノ價額 力 解散 當時 ノ拂込 株式 金額、 出 R 金額、 
稍 立 金 及 最後 ノ事槳 年度 — 於 ケル 留保 所得 ノ合 
計 金額 ヲ 超過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ヲ以テ 法 

人 ノ淸算 所得 トス 

法人 合併 ヲ e シタル 場合- 一 於 テ 合併 — 因 リテ消 

滅シタ ル 法人 ノ 株主 又 ハ 社員 力 合併 後 存續ス ル 

法人 若 ハ 合併 二 因リテ 設立 シタル 法人 3 リ 合併 

-I 因リテ 取得 スル 株式 ノ拂 込濟金 額 又 ハ m 資金 

額 及 金 錢ノ總 額 力 合併-一因 リテ 消滅シ タル 法人 

ノ合併 常時 ノ拂込 株式 金額、 出 H 金額、® 立 金 

及 最後 ノ事業 年度-一 於 ケル 留保 所得 ノ 合計 金額 

ヲ 超過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ハ 之ヲ 合併 二 因 

リテ 消滅シ タル 法人 ノ淸算 所得 卜 看做ス 

绝十 一條 合併 後存緻 スル 法人 又 ハ 合併-一因 リテ 

設立シ タル 法人 ハ 合併- 一 因 リテ消 滅シ タル 法人 

ノ所得 一一 付 所得税 ヲ納ム ル 義務 アル モノ トス 

第 十二 條第 二種 ノ所得 ハ 其ノ茭 拂 ヲ受ク ヘキ 金 

額- ^ ル 

第 十三 條 第三 種ノ 所得 ハ 左ノ备 號ノ規 定- 一依 リ 

之ヲ算 出ス 

一 锘給 給料 歳 S+ 年金 恩給 退 隱料及 此等ノ 性質 

ヲ有 スル铪 與 、營業 一一 非 サル 貸金 ノ 利子 並 

第二 種ノ 所得 M 璐 セ サル 公債 社債 及 預金 ノ 

利子 ハ 其ノ收 入豫筇 年額 

二 田 又 ハ 畑ノ 所得 ハ 前 三 尔間 毎年 ノ總收 入金 

額 ヨリ 必耍ノ 經費ヲ 控除 シ タルモ ノノ 平均 

-I 依 y K m シタ ル收 入豫算 年額 但シ前 三年 

以 來引緻 キ B 作 セス、 小作 セ k 又 ハ 小作 二 

付 セサ >1. 田 又 ハ 畑 = 在 リテハ 近傍 類 地ノ所 

得-一依 リ 31: 3 シタル 收 入豫算 年額 

三 山林 ノ所得 ハ 前年 ノ總收 入金 額 ヨリ 必要 ノ 

經 S? ヲ 控除シ タル 金額 

四赏與 又 ハ 賞 與ノ 性質 ヲ有ス ル 給與ハ 前年 四 


月 一日 3 リ 其ノ年 三月 末日 一一 至 ル 期間 ノ收 
入金 額 

五 法人 ヨリ受 クル 利益 若 ハ 利息 ノ配當 又 ハ 剰 
餘金ノ 分配 ハ 前年 四月 一 Emy 其ノ年 三月 
末日- 1 至 ル 期間 ノ收 入金 額但シ 無記名 式ノ 
株式 ヲ有ス ル 者ノ受 クル 配當ハ 同期 間  一 I 於 
テ 支 拂ヲ受 ケタ ル 金額 

六 前 谷號 以外 ノ所得 ハ 總收 入金 額 ヨリ 必要 ノ 
經 迆 ヲ 控除シ タル 收 入豫筇 年額 
法人 ノ 社員 其 ノ 退社-一因 リ持分 ノ拂戾 トシ テ受 
クル 金額 力其ノ 退社 當時- 1 於 ケル 出資金 額ヲ超 
過 スル トキ ハ 其ノ 超過 金額 ハ 之 ヲ其ノ 法人 ヨリ 
受クル利益ノ配當卜看做ス、株式ノ消却 — 因リ茭 
拂ヲ受 クル 金額 力其ノ 株式 ノ拂 込濟 金額 ヲ超過 
スル トキ ハ 某 ノ菥過 金額 亦同シ . 

第 十四 條 前條ノ 規定- 1 依 リ算 /.!', シ タル 金額 一 萬 
二 千 圓以下 ナル トキ ハ 其 ノ所煜 中 俸給 給料 歳費 
年金 恩給 退隱料 賞與及 此等ノ 性質 ヲ有ス ル給與 
一一 付 テ ハ 其ノ 十分 ノ ー、 六 千 ! 1 以下 トナ ル トキ 
ハ 同 十分 ノ ニ — 相當 スル 金額 ヲ 控除 ス 
戸主 及其ノ 同居 家族 ノ 所得 ハ 之ヲ 合算シ 其ノ總 
額-一 付 前項 ノ規 定ヲ 適用ス 戶主卜 別居 スル ニ 人 
以上 ノ 同居 家族 ノ所得 -I 付 亦同シ 
第 十 五條 前 二 條ノ 規定- 1 依リ 算出 シ タル 金額 三 
千 圓 以下 ナル 場合-一 於 テ 其ノ年 四月 一日 現在 ノ 
同居 ノ戶主 及 家族 中年 齡 十八 歳 朱 滿若ハ 六十 歳 
以上 ノ者又 ハ 不具 騷疾者 アル トキ ハ 其ノ 所得 ヲ 
有 スル 者ノ 申請-一依 リ其ノ 所得 ヨリ 左ノ 各號ノ 

規定 = 依 ル 金額 ヲ 控除 ス但シ 第二 條ノ 規定-一依 

ル納稅 義務 者-一 付 テ ハ 此ノ限 一一 在 ラス 

一 所得 千圓以 下 ナル トキ 

年 蹄 十八 歳 未 滿若ハ 六十 歳 以上 ノ者又 ハ 

不具 駿 疾者  一入  >一 付 百圓 

一一 所得 二 千 [1 以下 ナル トキ 

同  一人-一 付 七十 圓 

三 所得 111 千圓 以下 ナル トキ 

同  x-一 付 五十 圓 

戶主 及其ノ 同居 家族 ノ所得 ハ 之ヲ 合算シ 其ノ總 

額-一 付 前項 ノ 規定 ヲ 適用* <戶 主卜 別居 スル ニ人 

以上 ノ 同居 家族 ノ 所得  一 I 付 亦同シ 

前項 ノ 場合-一 於 テ ハ 所得 ヨリ 控除 セラ ル ヘキ 金 

額 ハ 谷 其ノ 所得- 1 按分 シ テ之ヲ 計算ス 


同一人 — シテ 山林 ノ所得 卜山林 以外 ノ所得 トヲ 
有 スル 場合 — 於 テ ハ 前 三 項 規定 M 依 ル 控除 ハ 先 
ツ山林 以外 ノ所煜 -1 付 之ヲ 爲シ 不足 アル トキ ハ 
山林 ノ所煜 -I 及フ 

第 I 項ノ不 具 g? 疾者ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 十六 勝 北海道 府縣郡 市町村 3:- ノ他 命令 ヲ以テ 
指定 N、 ル 公共 Ha gf 、神社、 寺院、 祠宇 、佛觉 及 
民法 第三 十四 條ノ 規定- |依リ 設立 シタル 法人- 一 
ハ 所得税 ヲ課 セス 

第 十七條 第三 種ノ 所得 f ゾ テ左ノ 备號- 一該 當ス 
ル モノ-ー ハ 所得税 ヲ課 セス 
一 軍人 從軍中 ノ炼給 及手當 
二 扶助料 及 傷！ i 疾病 者ノ 恩給 又 ハ 退隱料 
三 旅費 學 資金 及 法定 扶養料 
四 郵便貯金、 篚業糾 合 貯金 及 銀行 貯蓄 預金 ノ 
利子 

五 營利ノ 事業 二 屬セ サルー 時ノ 所得 
.六 日本 ノ國籍 ヲ有セ サル 者 ノ本法 施行 地 外 — 
於 ケル 資產 、營築 又 ハ 職業 ヨリ 生 スル 所得 
七 乘馬ヲ 有 スル 義務 アル 軍人 力 政府 ヨリ 受ク 
ル 馬糧" 繫畜料 及 馬匹 保續料 
第 十八 條勅 令ヲ以 テ 指定シ タル 重要 物產ノ 製造 
業ヲ 營ム 者 — ハ 命令 ノ定ム ル 所-! 依リ 開業 ノ年 
及其ノ 翌年 ヨリ 三年 間其ノ 業務 ヨリ 生 スル 所得 
-1 付 所得税 ヲ 免除 ス 

第 十九 條 第三 種ノ 所得 ハ 六 百圓- 一滿タ サル トキ 
ハ 所得税 ヲ課セ ス銪 十四 條及第 十五 條ノ 規定 二 
依 ル 控除 ヲ爲シ タル 爲六 百圓二 滿タ サル-一至 リ 
タル トキ 亦同シ 

戶主及 其ノ. 同居 家族 ノ所得 ハ 之ヲ 合算 シ 其ノ總 
額-一 付 前項 ノ規 定ヲ適 用ス 戶主卜 別居 スル ニ人 
以上 ノ同居 家族 ノ 所得 M 付 亦同シ 
第一 i 十條 第一 種ノ 所得-一 對 K ル 所得税 ハ 左ノ税 
率-一依 リ之ヲ 賦課ス 

甲 超過 所得 金額 ヲ左ノ 谷 級-一 區分シ 遞次 -I 备 
稅 率ヲ適 用ス 

所得 金額 中 資本金 額-一 對シ年 百分ノ 八ノ劑 
合 ヲ以テ 算出 シタル 金額 ヲ超 ri ル 金額 
百 分ノー 

同 百 分 ノ十ノ 割合 ヲ以 テ » 出シ タル 金額 ヲ 
超ュル 金額  百分ノ 三 
同 百 分ノ ニ十 ノ割合 ヲ以テ 算出 シタル 金額 


'超ュ 


同 T 


一十/ 33 合 V 以 


-超ュ ル 金額 


乙 

丙 


百 分ノ十 
?1 分 ノ七 、五 
7*1 分ノ 七、 五 

丁  百 分ノ 七、 五 
法人 ノ琪菜 年度 末 _ 於 ケル 砧立金 及 其 ノ出 4: 年 
度- 1 於 ケル 留保 所得 ノ 合計 金額 力 其 ノ \lf F .il-- 度 
末-一 於 ケル 拂込採 式 金額、 出 ? 5 金. 額 又 ハ莊金 及 
之-一代 ル ヘキ S1 立金ノ 合計 金額 ヲ 超過 スル トキ 
ハ 共 ノ 超過 命 sti -l 餡 スル 其 ノ琪粢 年度 ノ留 保 所 
得-- 對スル 税率 ハ 百分ノ 十五 卜-、 m シ其ノ 刖 槳 
年度-一 於 ケル 所得 ノニ 十分 ノー -I 相當 スル 金額 
以 內ノ <fe 額- 1 付 テ ハ 其ノ 税率 ハ 百 分 ノ 七、 ？ K 卜 
1 < 

第二 十 一條 第二 種ノ 所得- |對 スル 所得 si ハ 左ノ 
税率-一依 リ之ヲ 賦課 ス 
甲公债 ノ 利子  百 分ノニ 
其ノ他  百 分ノ三 
乙  百 分 ノ 七、 五 
第二 十二 勝 第三 種ノ 所得- 1 對スル 所得税 ハ 所得 
金額 ヲ左 ノ备級 M 區 分シ遞 次-一 各 税率 ヲ適 用シ 
テ 之ヲ賦 課ス m シ 山林 以外 ノ 所得 卜其ノ 他ノ所 
得トハ 之ヲ 區分シ 谷 別 一 一 税率 ヲ 適用 ス 


八 百 圓 以下ノ 金額 
八百圓 ヲ超ユ ル 金額 
千圓 ヲ超ユ ル 金額 
千 五 百圓ヲ 超ュル 金額 
二 千 圓 ヲ超ユ ル 金額 
三千 圓 ヲ超ユ ル 金額 
五 千圓ヲ 超, 1 ル 金額 
七 千 圓ヲ 超ュル 金額 
一 萬 圓 ヲ超ュ ル 金額 
一 萬 五 千 圆 ヲ超ュ ル 金額 


百 分 ノー 
百 分ノー 、五 
W  分 ノー ー 
百 分 ノ三 
151 分ノ五 
苗 分ノ七 
西 分 ノ九 
百 分ノ十 一 
百 分ノ十 三 


二 萬 圓ヲ 超, 1 ル 金額 
三 萬 圓 ヲ超ユ ル 金額 
五 萬圓 ヲ超ユ ル 金額 
十 萬 圓ヲ 超. 1 ル 金額 
二 十 萬 II ヲ 超- 1 ル 金額 
五十 萬 圓 ヲ超ュ ル 金額 
百 II 圓 ヲ超ュ ル 金額 


百 分ノ 十五 
百分ノ 十七 
百分ノ 十九 
百分ノ ニ十 一 
百 #' ノ  i 
百 分ノニ 十五 
百 分ノ ニ十 七 
百分ノ 三十 二 
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二 百萬圆 ヲ超ユ ル 金額 ハ 其ノ 百萬圈 迄 每二 
遞次西 分 ノ三ヲ 加へ 百 分ノ五 十- 1 至 リテ止 

ム 

前 羽 ノ場合 -1 於 テ戶主 及 其 ノ间居 家族 ノ所捋 金 
額 ハ 之ヲ 合算 シ 其ノ總 額 — 對シ税 率 ヲ適 用シテ 
3? m シタル 金額 ヲ 谷 其ノ 所得 金額 二 按分シ テ 各 
其ノ税 額 ヲ定ム 戶主卜 別居 スル ニ人 以上 ノ 同居 
家族 ノ所得 金額- 一 付 亦同シ 
第一王—第一補ノ所 ^ -付納税義務アル ^ ハ 
命令 ノ定ム ル 所-一依 リ既產 目錄 ，貸借 對照 表、 
ra 益 計算書 又 ハ淸 3? 若 ハ 合併 — 關ス ル計蠤 書 並 
第 四條 乃至 第 十 條ノ 規定 — 法 リ計览 シタル 所 m 
及 資本金 額 ノ 明細 12 ヲ 添附シ 其ノ 所得 ヲ政府 -一 
中 吿 K ヘシ 但シ本 法 施行 地-一本 店 又 ハ 主 タル 事 

務所ヲ 有 セ サル 法人 ハ 本 法 施行 地- 1 於 ケル 資產 

又ハ營 業-一 關スル 損 益 ヲ計 算シ タル 所得 及 資本 

金額 ノ 明細 醫ヲ 添附 スへシ 

前項ノ規定ハ第一種ノ所撙-一付所得说ヲ課セラ 

ルへ キ決人 = fl 其ノ所 拐 ナキ 場合-一之 ヲ 准 用ス 

第一 一十 四 條第 111 稱ノ所 得-一 付 納稅義 務 アル 者 ハ 

E 年 四月 中二 所得 ノ柿類 及 金額 ヲ詳記 シ 政府 二 

申 吿 K へ シ 

第 十 3?: 條ノ 規定-一 依 ル 控除 ヲ受 ケム トス ル 者 ハ 

前項 ノ申 吿卜冏 時-一命 令 ノ定ム ル 所- 1 依リ其 ノ 

申請 街 ヲ 提出 K ヘシ 

第二十芄_第一種ノ所得金額ハ第二十三條ノ申 

吿 -l te y、 申齿ナ キト キ又ハ 申 ^ ヲ不 相 當卜認 

ムル トキ ハ 政府 ノ調査 -I 依 リ 政府-一 於- 7T 之ヲ決 

定シ 第三 種ノ 所得 金額 ハ 所得 調赉委 貝® ノ調査 

-I 依 リ政府 U 於 テ之ヲ 決定 ス 

所得 調 科 委 £1 伶 閉 fir 较 srj ni 柿 ノ所铒 ヲ有 スル 若 

納稅 義務 アル n トヲ 申 /!! テ 又 ハ納稅 鼓 務漭所 得 

金額 ノ咐加 アル コト ヲ申出 テ タル トキ ハ 政府-一 

於 テ其ノ 所得 金額 ヲ 決定 ス 

第二 十六 晓 W 務袈長 ハ 捋年第 三 嵇ノ 所得 M 付納 

投 義務 アリ ト認ム ル济ノ 所得 金額 ヲ調孢 シ其ノ 

調赉齊ヲ所焊調奔委鉍符-|疾付《へシ 

第二 十七晓 行 税務 课所輅 内- 1 所以 調 ^ 姿 il ff ^ 

{?? ク m シ税務 满 所 is 內 -1 在 ル 市 又 ハ 北洵适 、沖 

纈縣 ノ说 -I 付 テ ハ 命令 ヲ以 テ特 -1 所 5 !調赉 委 M 

铃 ヲ H クコ トヲ得 

調赉委 0 : ノ定數 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム m シ定數 


ノ增減 ハ 改選 期- 一 於 テス ルノ 外之ヲ S ス コトヲ 
得 ス 

第二 十八條 調赉 委員 ハ 各 ii 擧區 二 於 テ 之 ヲ選擧 
ス調齑 委 fl ヲ選擧 スル トキ ハ 同時 — 之卜同 數ノ 
補闕 fl ヲ選 犖ス ヘシ 

第二 十九 條調査 委員 及 補 闕員ノ 選擧區 域 ハ 所得 
調 1*c 委 M 會ヲ遛 クへ キ碱 域- 1 依リ投 11 區及開 票 
M ハ 市町村 又 ハ 北海道、 沖繩縣 ノ區ノ  M 域 一一 依 
ル m シ 市制 第 六條ノ 規定- 一 依 リ 指定 セラ レ タル 
市 二 在リテ ハ K ノ K 域 二佐 ル 
第三 十條 選擧 M 域 內 -I 住居 シ前年 第三 種ノ 所得 
税ヲ 納メ其 ノ年 第二 十四 條ノ申 $ :ヲ 爲シ タル 者 
M シテ 51 擧人 名 縐 -I 登 錄セ ラレ タル モノ ハ 調査 
委 fi 及 補闕员 ヲ選 擧シ又 ハ調奔 委 M 若 ハ 補閼員 
二 選 擧セ ラル ル コト ヲ得 m シ左ノ 科 號 ノーニ 該 
當スル 者 ハ 此ノ 限-一 在 ラス 

一 無能力者 

二 破 產若ハ 家資 分散 ノ宣 吿ヲ受 ケ復淄 セ サル 
奔又ハ 身代 限 ノ處分 ヲ受ケ 锻 務ノ辨 濟ヲ了 
へ サル 者 

三 固税 滯納處 分ヲ受 ケタ ル 幾 一年 ヲ經 サル 者 
.四 六 年 以上 ノ燃役 若 ハ 禁錮 ノ刑 二處 セラ レ 又 
ハ爾 刑法 ノ K 罪ノ 刑-一 處セラ レ タル 者 
五 六 年 朱 滿ノ懲 役 又 ハ 禁錮 ノ 刑-- 處セ ラレ タ 
ル 者-ー シテ其 ノ刑ノ 執行 ヲ終リ 又 ハ 執行 ヲ 
受クル コト ナキ ニ 至 ル 迄ノ者 

六 第 七十 五條 乃至 第 七十 七陆ノ 規定 — te.y 處 
罰 セラ レ タル 後 :/ (: 年 ヲ繂 サル 者 
前項/場合 -I 於 テ 被 相紉人 ノ爲シ タル 納税 又 ハ 
申吿ハ 其ノ相 績人ノ 納税 又 ハ 申吿卜 看做ス 

選舉 人名 紉二關 スル 規定 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第三 十 一條 投鹖及 開票， 二 關スル 事務 ハ 市町村 長 

又 ハ 戶長 之ヲ掂 任シ潠 擧會- 一關ス ル 事務 ハ 税務 

長 之ヲ擗 任ス 

第三 十 li 税務 * 長 ハ 調査 委員 及 補闕員 ノ選擧 

期日 ヲ定メ 之 ヲ市區 町村 長 又 ハ戶長 M 通知 スへ 

シ市说 町村 長 又 ハ 戶長前 碩 ノ通 知ヲ受 ケタ ルト 

キハ 少ク トモ 潤 擧期日 七日 前 共ノ旨 ヲ 公示ス へ 

シ 

第三 十ー ニ條選擧ハ無記名投票ヲ以テ之ヲ行フ 

投 £ー ハ 調赉裘 員 及補闕 員 ノ各 il 舉 -I 付 一人 一票 

-1 限 ル 選 舉人ハ 撰 擧ノ當 Q 投票 時間 内- 1 自ラ投 


贾所 M 至 リ被選 擧人谷 一人 ノ 氏名 ヲ谷 別ノ 投票 
用紙-一記 載 シテ投 撰 スへシ 
投票用紙 ハ 選 擧ノ當 日 投票所-一 於 テ之ヲ 選 擧人 
二 交付 ス 

第三 十四條 市區 町村 長 又 ハ 戶長ハ 投票 ヲ 調査シ 
直 一一 其ノ結 果ヲ 税務 齧 長- 1 報吿ス へ •ゾ 
第三 十 ?/ >: 條税 務罌長 前條ノ 報 吿ヲ受 ケタ ル トキ 
ハ 選舉會 ヲ開キ 之ヲ 調査ス ヘシ 
第三 十六 條 投票、 開 撰 及 選擧會 -1 ハ 立 會人ヲ 立 

會ハシ ムへシ 

立會 人-一 關 スル 規定 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第三 十七 條 投票 ノ多 數ヲ煜 タル莕 ヲ以 テ當選 人 
トス 投票/® 同 シキ トキ ハ 年齡 多キ 者ヲ 肢リ年 
齡同シ キト キハ抽 護 ヲ以 テ定ム 
調査 委員 — 當選シ タル 者 , fsj 時-一 補闕 員-一 當選ス 

ルモ 補闕 ® タルコ トヲ煜 ス 

第三 十八 條 調査 委員 及補闕 員ノ 選擧 終了シ タル 
トキ ハ 税務署 長 ハ 當選 人/氏名 ヲ公示 シ 且之ヲ 
當選人 及 市 M 町村 長 又 ハ 戶長- 一通 知 ス ヘシ 
市區 町村 長 又 ハ戶長 前項 ノ 通知 ヲ受 ケタ ル トキ 
ハ當 選人ノ 氏名 ヲ公示 スへシ 
第三 十九 條 調査 委員 又 ハ 補闕 員-一 當選シ タル 者 
ハ 正當ノ 事故 ナクシ テ 之 ヲ辭ス ル コト ヲ得ス 
第 四十 條調查 委員 及補闕 a ノ任期 ハ 潠擧 期日 ノ 
屬スル 月 ヨリ四 年 トス 但シ 選_區 域 11 變更ヲ 生 
シタル 場合 二 於 テ ハ 其ノ住 期 ハ 選擧 M 域 — 變更 
ヲ生シ タル 日 / H スル 月 ヲ以テ 終了 スル モノ ト 
ス 

第 四十 一條 調查 委員 及 補 闕員ノ 改選 ハ 前任者 ノ 
任期 終了 ノ月ノ 翌月-一 於 テ 之 ヲ行フ 
第 四十 二條 調査 委員 M 闕員ヲ 生 シタルト キハ投 
票ノ 最多 數ヲ得 タル 補闕員 ヨリ 順次 之ヲ 補充シ 
投猥 ノ數同 シキ トキ ハ 年 齡多キ 者ヲ肢 リ年齡 同 
シキ トキ ハ抽 銀ヲ以 テ 之 ヲ定ム 
調査 委員-一 闕員 ヲ生シ 之ヲ 補充 ス ヘキ 補 闕負ナ 
キトキ ハ 調査 委員 ノ補 闕選_ ヲ行フ 
第 四十 三條 前條ノ 規定-一依 リ調査 委員 又 ハ 補闕 
員 卜爲 y タル 者 ハ 前任者 ノ殘 任期 間 在任 ス 
選擧區 間 ノ變更 -I 因リ 新- 1 選 擧セ ラレ タル 調査 
委員 及 補 闕員ノ 任期 ハ 選擧 1.R 域變更 前-一 於 ケル 
調査 委員 及補闕 員ノ潠 擧 期日 ノ搦 スル 月 ヨリ 四 
年 ヲ以テ 終了 ス 


第 四十 四條 調査 委員 父 ハ補闕 貝 第三 十條 第一 項 
各號ノ ー-一 該當ス ル ニ 至 リタ ル トキ* 第三 補ノ 
所得-一 付 納税 義務 ヲ有セ サルニ 至 y タル トキ 又 
ハ 其ノ選 擧區 域内 二 住居 セ サル- 1 至 リタ ル トキ 
ハ 其ノ職 ヲ失フ 

第 ra 十五 條所得 調査 委員 會ノ開 會日數 ハ 三十日 
以內 トシ 地方 ノ愦况 -一依 リ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 四十 六條 所得 調査 委員 會ハ税 務 崭 長ノ 通知- 一 
依 y 之 ヲ開ク 

第 四十 七條 所得 調査 委員 會ハ捋 年 開 會ノ始 -I 於 
テ 調査 委員 中 ヨリ 會長ヲ 選擧 K ヘシ 
第 四十 八條 所得 調査 委負會 ハ定 a ノ 過半 數- 一當 
ル 委員 m 席ス ,1-. 二 非 サレ ハ 決議 スル コト ヲ得ス 
議事 ハ 出席 M ノ多數 ヲ以テ 之ヲ決 K 可否 同數ナ 
ル トキ ハ 會長ノ 決 スル 所- 1 依 ル 
第 四十 九條 調査 委員 ハ 自己 及 自己 卜 同一戶 籍內 
-一在 ル 者/所得-一 關スル 議事- 1 與ル コト ヲ得ス 
第五 十條 八月 三十日 迄-一所 得 調査 裘员會 成立 セ 
サル トキ ハ 政府-一 於 テ 所得 金額 ヲ 決定ス 
所得 調査 委員 會開 會ノ日 ヨリ 第 四十 五條 ノ期間 
內又ハ 八月 三十日 迄- 1 調査 終了 セ サル トキ ハ 政 
府二於 テ 調査. 未濟ノ 所得 金額 ヲ 決定ス 
第五 十 一條 政府 ハ 所得 調査 委員 會ノ決 議 ヲ不當 
卜認ム ル トキ ハ 七日 以內ノ 期間 ヲ定 メ之ヲ 再調 
査二 付ス仍 其ノ決 S ヲ不當 卜認ム ル トキ 又 ハ 再 
調査 期間 內-一 調 商 終了 セ サル トキ ハ 政府- 1 於 テ 
所得 金額 ヲ決 定ス 

第五 十二 條税務 署長 又 ハ 其 ノ代理 宫ハ 所得 調赉 
委員 會二出 席シ 意見 ヲ 陳述 スル コト ヲ得 
第五 十三 條調赉 委 M ニ ハ K 十 當及旅 費 ヲ給ス 
第五 十四 條本法 施行 地-一 於 テ 利子 突 柳 ヲ爲ス へ 
キ 公債 又 ハ 社債 ヲ募 集シ タル 者 ハ 遲滯 ナク其 ノ 
公愦又 ハ ntl-. 債-一 付 左 ノ事孭 ヲ記® シ タル 調書 ヲ 
政府 M 提出- <  へ シ 

一 公債 又 ハ 社債 ノ名稱 及 共ノ總 額 
二 利子 安 拂期限 及 利率 
三 償還 ノ 方法 及 期限 

四數 回-一分 チテ拂 込ヲ爲 サシ ムル トキ ハ 其ノ 
拂込ノ 金額 及 時期 

第 .7K 十 五條 第 彐種 ノ所得 -1EI スル 俸給 給料 歳費 
年金 恩給 退 隱料踅 與若 ハ此 等 ノ 性 質ヲ有 スル 給 
與 ノ支拂 ヲ S ス 若 又 ハ 利益 若 ハ 利 .& ノ配當 若 ハ 


所 fu 税法 中改 7F 法 沖 案 第一^ e 


一六 三 九 


衆 Pr 窃场 帝问 二十 四 第 


所 沿 ®: 法 中 改正 法 nt 案 坊 i ln 泣 
il 餘金ノ 分配 ヲ爲ス 法人 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 
9 支裙調 界 ヲ政府 二 提出 スへシ 
前項 ノ茭拂 調 再 ヲ提出 シク ル 者-一 對シテ ハ 命令 
ノ定ム ル 金額 ヲ 交付 スル コト ヲ得 
第五 十六 條税務 射 長 又 ハ K ノ代理 T?- ハ 調夼上 必 
耍ァル トキ ハ 納税 義務 者， 納税 淡 務 ァリ ト認ム 
ル濟又 ハ 前 勝 第一 項 ノ支 拂調界 ヲ提 m スル 義務 

アル ^- 二 K fMJ ス A コト ヲ © 

第艽 十七 條稅務 署長 又 ハ 其ノ 代印 , i- ハ 調赉上 必 
要 ァル トキ ハ 納税 義務荠 又 ハ 納税 義務 ァリ ト認 
ムル 者 — 金 錢又ハ 物品 ヲ茭 拂フノ  S 務ヲ有 スト 
調 ムル 者 — 對シ其 ノ金額 、數 M •怊格 又 ハ 支 拂 
期日-一 付 fr •問 スル コト ヲ得 
第五 十八 條第二 十 . 7i. 條 、第五 十 勝 又 ハ 第五 十一 

條ノ 規定 — 依 リ第一 補 又 ハ 第 三 fi ノ所得 金額 ヲ 

決定 シタルト キハ 政府 ハ 之ヲ 納税 義務 者 M 通知 

ス ヘシ 

本 法 施行 地 內- l ffi 所 又 ハ 居住 ヲ有セ サル 納税 義 

務者納 税管砷 人ノ申 吿ヲ爲 ササ ル トキ ハ 前項 ノ 

通知 ハ 公 ff ヲ以テ 之 ヲ爲ス コト ヲ得 此ノ 場合 二 

於 テ 公 i1? ノ初 n a リ 七日 ヲ經過 シタルト キハ其 

ノ 通知 アリ タルモ ノト 看做ス 

第五 十九 條納税 義務 者 前條ノ 規定-一依 リ 政府 ノ 

通知 シタル 所得 金額-一 對シテ 異議 •アル トキ ハ 通 

知ヲ受 ケタ ル 日 ヨリ - (■ 日 內一 1 T: 服ノ事 山ヲ 具シ 

政府-- * 査ノ 請求 ヲ爲ス コト ヲ得 

前項 ノ請求 アリ タル 場合 卜雖 政府 ハ 税金 ノ徵收 

ヲ滴豫 セス  . 

第 六十 條前條 第一 項 ノ 請求 アリ タル トキ ハ 所得 

蒞査委 員 會ノ決 議- 一依 リ政府 - 一 於 テ 之ヲ決 定ス 

所得 薄 杏： 委員 會ハ 前條 第一 項ノ請 求 ヲ爲シ タル 

者- 1 對シ其 ノ所得 -1 關スル 事 ® ヲ質問 スル コト 

ヲ得 

第 . 7?: 十 一條 ノ規定 ハ 所，# ^ 查 委員 會ノ 決議-一之 

ヲ 21 用ス 

第 六十 一條 各稅務 監督 局所 II 內- 一所 得 審査 委員 

會 ヲ歸ク 

所得 審査 黍 員會ハ 左ノ 審査 委員 ヲ以 テ之ヲ 組織 

ス 

一 收税官 吏中ョ リ大藏 大臣 ノ命シ タル 者 三人 

二 税務 監督 局所 _內 各 府縣又 ハ 北海道- 1 於 テ 

調査 委員 ノ互選 シタル 者府縣 -I 在 リテハ 谷 


1人、北海适-一在リテハ四人 
所得 浩杳委 0铃、 港 ? T 委 A 及 其ノ補 缺 fl — 關ス 
ル gf 5R ハ 本 法 — 定ムル モノ ヲ除 クノ外 命令 ヲ以 
テ 之 ヲ定ム 

第 六十 二 條調杏 委員 ヨリ 選擧セ ラレ タル 港 班 委 
M -I ハ 日 當及旅 费 ヲ給ス 

第 六 ± i 第三 種ノ 所得 — 付 納税 義務 アル 者收 
入豫® 年額 四 分ノー 以上 ヲ 減損 シタルト キハ政 
府二 所得 金額 ノ 更訂 ノ 請求 ヲ爲ス コト ヲ得 但シ 
一月 三十 I 日ヲ過 キタ ル トキ ハ此ノ 限 — 在 ラス 
所得 金額 決定 後 贈 興 ヲ爲シ タル 爲所得 金額 ヲ減 
損シ タル 場合 — ハ 前項 ノ規 定ヲ 適用 セス、 

第 六十 四 條前條 第一 項ノ 請求 アリ タル トキ ハ 政 
府ハ 所得 金額 ノ 査駁シ 收 入豫算 年額-一 對シ四 分 
ノー 以上ノ 減 ffl アル トキ ハ 之ヲ 更訂ス 
第 六十 五條 納税 義務 者 第 六十 條ノ 決定 又 ハ 前條 
ノ更訂 處分 二對シ 不服 アル トキ ハ 訴願 又 ハ行 政 
訴訟 ヲ爲ス コト ヲ得 

第 六十 六條 第一 種ノ 所得 — 付 テ ハ 事業年度 毎 — 
所得税 ヲ 徵收ス 但シ 淸算 所得-一 付 テ ハ 淸算又 ハ 
合併 ノ際 之ヲ 徵收ス 

第二 種ノ 所得 — 付 テ ハ 其ノ 金額 突 拂ノ際 支 拂者 
興 ノ所得 秕ヲ 徵收シ 翌月 十日 迄 二 之 ヲ 政府-一 納 
ムへシ 第三 種 ノ所煜 -I 付 テ ハ 所得税 ノ年額 ヲ四 
分シ 左ノ四 期-一 於 テ之ヲ 徵收ス m シ納税 義務 者 
納税 管理人 ノ申 fr ヲ爲サ スシテ 本 法 施行 地 外-一 
住所 又 ハ 居住 ヲ移ス トキ ■ハ 直-一 其ノ 所得税 ヲ徵 
收スル コト ヲ得 

第一 期 其ノ年 九月 一日 3 リー ーー 十日 限 

第二 期 其ノ年 十一月 一日 ヨリ 三十日 限 

箜一 一期 翌年 一 月 一日 ヨリ 三十 一日 限 

第 四 期 翌年 三月 一日 ヨリ 三十 一日 限 

第 六十 七 條前條 第二 項ノ 規定 Z1 依リ 徵收ス へ キ 

所得税 ヲ微收 セ サル トキ 又 ハ 其 ノ 徴收シ タル 稅 

金ヲ 納付 セ サル トキ ハ 國税徵 收ノ例 11 依 リ之ヲ 

支 拂者 3 リ 徴收ス 

第 六十 八條法 人 解散 シ タル 場合 = 於 テ淸算 所得 

二對ス ル 所得税 又 ハ 前條ノ 規定 一一 抜 リ徵收 セラ 

ル、 税金 ヲ 納付 セス シ テ殘餘 財產ヲ 分配 シ タル 

トキ ハ 其ノ銳 金-一 付淸 算人迪 帶シテ 納税 ノ 義務 

アル モノ トス 

第 六十 九 條第 六十 三條 第一 項ノ 請求 アリ タルト 


キハ 政府 ハ 1¢ 訂處 分ノ砘 定ス ル- 1 至 ル 迄 税金 ノ 
搔收 ヲ涡裸 K ル コト ヲ得 

第 七十 饶第 三種 ノ所得 M 付 二 以上 ノ税 務袈 i Tf 内 
-1 於 テ 所得 金額 ノ 決定 アリ タル トキ ハ 政府 ハ 納 
稅義務 者ノ住 所 池 以外、 fir 所ナキ トキ ハ 居住地 
以外 0 於 ケル 所得 金額 ノ 決定 ヲ肢消 ス ヘシ 
第 七十 一條 第三稱 ノ所得 -1 對スル 所得税 ハ 納税 
義務 者ノ住 所 地、 住所 ナキ トキ ハ 居所 他 ヲ以テ 
納說地 トス ffl シ住所 地 以外- 1 在ル容 ハ 申 ffi- シテ 
居所 地-一 於 テ 所得税 ヲ納ム ル コト ヲ得 
本 法 施行 地-一 住所 及 居所 ナキ者 ハ 納税 地 ヲ定メ 
政府- 1 申吿 K ヘシ 申 吿ナキ トキ ハ 政府 其 ノ納税 
地ヲ 指定ス 

第 七十 二 條 納税 義務 者 納税 地-一 現 住 セ サル トキ 
ハ 其ノ 所得 ノ申吿 、納税 其ノ 他所 得 稅 M 關 スル 
一切 ノ 事項 ヲ處理 セ シムル 爲納税 管理人 ヲ定メ 
政府 || 申吿ス ヘシ 

本 法 施行 地 外-一 住所 又 居住 ヲ移 サム トス ル トキ 
亦 同 ジ 

第 七十 一 li 條第 一種、 又 ハ 第三®  ノ所 得 — 付 納税 
義務 アル 者 第二 十三 條又ハ 第二 十四 條ノ 規定 M 
依 ル 申 吿ヲ爲 ササ ル トキ 又 ハ. 政府- 1 於 テ 不相當 
卜認ム ル 申 吿ヲ爲 シタルト キハ 政府 ハ ■理由 ヲ示 
シ 期間 ヲ定メ テ 申 吿又ハ 其ノ 訂正 ノ催吿 ヲ爲ス 
コト ヲ得 

前 rn ノ催 吿ヲ受 ケタ ル 者 期間 內- 一 申吿ヲ 爲サス 
又 ハ 申吿ヲ 相當二 訂正 セ サル 場合-一 於 テ ハ 税務 
署長 又 ハ 其ノ 代理 官ハ 其ノ 所得 二 關スル 帳 額 物 
件 ノ檢茶 ヲ爲ス コト ヲ得 

前項 ノ 場合-一 於 テ ハ 政府 ハ 其ノ 決定 シ タル 所得 
金額及申带-一依ル所得金額 — 付谷別-一算出シタ 
ル 税金 ノ差 額ノ五 割-一 相當ス ル 金額 及 催®- 一關 
スス 費用 ヲ 納税 義務 者 ヨリ 徵收ス ル コト ヲ得 
前項 ノ 規定 ノ 適用-一 付 テ ハ 所得 ノ中 吿ナキ トキ 
ハ 第一 種ノ 所得- 一 在リテ ハ 無 所得 ノ申吿 、第三 
種ノ 所得-一 在 リテハ 所煜 金額 六百圓 ノ申吿 アリ 
タルモ ノト 看做ス 

法人 解散シ タル 場合-一 於 テ 第三 項ノ 規定-一依 リ 
徵收セ ラル ル 金額 ヲ 納付 セス シテ 殘餘財 產ヲ分 
配 シタルト キハ渍 算入 連 帶シテ 之ヲ 納付 スル ノ 
責 -I 任ス 

第 三 項 及 前項 ノ規定 -1 依リ 徵收ス ル 金額 ハ國税 


{5 收ノ例 -I 依 リ之ヲ « 收ス 
钫七 十四 婼納税 遇枝表 第五 十九 敁笕 一 叩 ノ ^ 求 

ヲ爲シ タル トキ 又 ハ 訴願* ハ fr KV、 ;; J 
ルトキハ其ノ決定、栽決又ハ5,決ア "1- 迄前炕第 
三 9? ノ規定 二 te リ » 收スル 金額 ノ徴收 V が投 ^. 

ル n トヲ 55 

第 七十 ? T 陆詐 (6 其 ノ他 不正 ノ行 S H  y ^f fsf ^i 
ヲ通脫 シタル 濟 ハ其ノ 51 脫シ タル 税金 ノ r: i te: -l | 

相 當スル 剖 金 又 ハ 科料-一 處ス {'1 シ 自首シ タル淇 一 

又 ハ 税務 鹊長 -1 申出 テ タル 密ハ M- ノ邪ヲ 問 ハス 
前 ? f-i ノ場合 -1 於テ筘 三 純 ノ所锝 f l-J- Rf 得 税ヲ通 
脫シ タル密 ノ 所得 <s>. 額 ハ 第二 十 : 71: 胳第 |項 ノ規 
定 -一拘 ラス 政府 M 於 テ之ヲ 決. 5ti シ酞 -I 其 ノ税金 
ヲ 徵收ス 

第 七十 六條 正 當ノ琪 由 ナクシ テ 第五 十五 條 第一 
項ノ規定 — 依リ政府 — 提出スへキ茭柳調”ヲ提 
出 セス 若 ハ 不正 ノ記腿 ヲ爲シ タル 支 柳 調 ! if ヲ松 
出シ タル 者 又 ハ 第 七十 三條第 二 項 ノ規定 二 r/c ル 
帳簿 物件 ノ檢 査ヲ扼 ミ 若 ハ妨 ケタ ル 者 ハ 千 W 以 
下ノ 罰金-一 處ス 

前孭ノ 規定 M 依 リ處罰 セラ レ タル 者 — 對シ テ ハ 
其ノ 提出 — 係 ル支拂 調書 — 付 第五 十五 條第二 明 
ノ 規定 — 依 ル 金額 ヲ 交付 七 ス 
第 七十 七 條所得 ノ調査 又 ハ 蒞査ノ 事務-一 從事シ 
又 ハ 從事シ タル 者 其 ノ調赉 又 ハ 蒞査 -1 關シ知 揭 
タル 祕密ヲ JH 當ノ 事由 ナクシ テ 漏 ^ シタルト キ 
ハ 六月 以下 ノ 懲役 又 ハ 百圓 以下 ノ 削 金-一 處ス 
第 七十 八條本 法 ヲ犯シ タル 者- 1 ハ 刑 V7C 绾三 十八 
條第三 項 但書， 第三 十九 條第二 项、 第 2 :十條 、 
第 四十 一條 •第 四十 八條第 二 项 、筘六 十三 條及 
第 六十 六條 ノ例ヲ 用ヰス 但シ前 條ノ罪 ヲ犯シ タ 
ル 者-一 付 テ ハ 此ノ 限-一 在 ラス 
附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 3 リ之ヲ 施行 ス m シ 第三 
稱 ノ所 得- 1 付 テ ハ 大正 九 年分 所得税 ヨリ 之 ヲ適用 

ス 

所得税 法-一依 リ所得 税ヲ課 セラ レ タル 法人 又 ハ 所 
得 税法 其 ノ他ノ 法律-一依 リ所 得税ヲ 免除 セラ レタ 
ル 法人 ノ本法 施行 前- 1 終了 シタル 谷 事 梁 ^ 度 分 二 
隄 スル 第 十三 條 第一 項 第 四號 及第 五 號ノ所 f'i 其 ノ 
他 本 法 施行 前-一 於 ケル 第 十三 條第 一項 fs W 號ノ所 
得-一 付 テ ハ 本 法ヲ 適用 - fe ス- 


院裔 衆&济 阀 帝 回 二十 m 钪 


本 法 施行 前-- 終了シ タル 法 八 ノ谷 祺槳筇 度 分ノ所 
得- 1 付 テ ハ仍從 前 ノ规定 -1 依 ル 
法人 ノ超渦 所得- |付 テ ハ 木 法 施行 ノ日 ヨリ 大正 十 
年！ 一1十 一 日 二 至 ル 間 二 終了 K ル符 度 分 
ノ 超過 所得- 1 限リ本 税ノ十 五 割 ヲ增馏 7V 
大正 九 年 一月 一日 以後-一 於 テ 法人 ノ事槳 年度 ノ期 
間-一 變更 アリ タル トキ ハ 前 ? fi -I 該 •:', •• !■: スル® 事業 年 
度ノ湖 間 內 -I 始期 又 ハ 終 拙 ヲ有ス ル 谷 出 築 ip 度 分 
ノ超過所得-一:::本法-一氓リ所得税ヲ課シ仍本税ノ 
十 ?/ 7: 割 ヲ增 徴ス 

所得 調 ? t 委員 及 所 m 游齑 姿 員-一 關シテ ハ 犬 JH 十五 

年 : 7r. 月  一口 迄 ハ仍從 前 ノ规定 -I 依 ル 

從前ノ 規定 _1 依 ル 所？ fy 調 作 恶 n 、 補 缺 a 及 所得 浩 

杏 委 M ノ任期 ハ 前項 ノ沏 n ヲ以テ 終了 ス 

所得税 法 ハ當分 ノ內小 笠原晶 伊一 JW 七 B -1 之ヲ施 行 

セス  ) 

第三 所 nji 稅法の 施行に 關する 法律案 

(政府 提出) 第一 讀 B 

所 f-3 税決ノ 施行- 一 關スル 法 饼 案 

へ 本案 ほ 木卷 一四 九九 頁 Bt H; 院窮事 屮) 

一に 揭 e せる を 以て洱 jti の 煩を 避く〉 

W /.: 酒造 税法 中 改正 法律案 (政府 提出) 

第一 蔽 0 

酒造 税法 屮改正 法 鉗 案 

润 拮 a 法 中 左ノ通 改 IH ス 

第一 膝 ノ 3T 第一 if 左ノ fin ク改ム 

左- 1 描 クル モノ ハ 味 淋卜 « 做ス 

I 前 ？ fl 原料 ノ外味 沿 ft'l 又 ハ 水ヲ i'a 和シ砌 過 •ゾ 

タル モノ 

二味淋 又 ハ 味淋卜 看做 シ タルモ ノヲ粕 漉 シタ 

ル モノ 

茁 一條 ノ六中 「若 ハ 甘 藷】 ヲ ，「甘 裂 若 クハ 味淋 

SJ 二 改ム 

第 四條 第一 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

酒類 ヲ 製造 スル 者-ー ハ 其 ノ造石 妓-- 琴 ゾ左ノ 制 

合ヲ以 テ is- 石 税ヲ 猓ス 

笕一 補捫精 分 二十；： I 度 以下 ノ渖泗 濁酒 及 白酒 

及嵇分 三十 度 以下 ノ味淋 烧 m 

一石-一 付  三十 三 圓 

第二 饨酒砧 分 三十 度ヲ超 h 四十 W: 度 以下 ノ烧 

削  . 

1 T7 U 付  前 號ノ企 SI1 M 酒精 分 三 


十® ヲ超ユ ル ー度 毎-一 
一圓 二十 ?/?; 錢ヲ 加へ 夕 
ル 金額 

第111種酒精分二十 —" :度ヲ超ュル淸酒濁酒白酒 
酒精 分 三十 度 ヲ超ュ ル味淋 及 酒精 分 四 
十五 度 ヲ超ユ ル 燒酎 

一石-一 付  酒精 分 一度 5 一圓 五 
卜畜 

第五條中「濁酒-1在リテハー石-1付二十圓、淸酒 
又 ハ燒酎 一一 在 リテハ ー石 一一 付 一一 十二 圓」 ヲ 「一石 
— 付 ill 十圓」 二 改ム 

第 八 條ノ II 同一 製造 場内- 1 於 テ 酒類 ヲ 製造 スル 
力爲 原料 トシ テ 使用 スル 酒類-ー ハ 造石税 ヲ課セ 

ス 

前®  ノ原料 用 酒類 ハ 製成ノ 時石數 ノ檢定 ヲ受ク 
ル n トヲ耍 ス 
第 十 临 — 左ノ ー項 ヲ加フ 

第 八條ノ ニ-一依 リ檢定 シタル 酒類 前項 谷 號ノー 
二 該當 スル 場合 — 於 テ ハ 其ノ檢 定石 數ヲ以 テ査 
定石 數トシ 造石税 ヲ課ス 
第十三條中「金四_」ヲ「十圆」-1改ム 
附則 

本法ハ大正九牢四月一日 3 リ之ヲ施行ス但シ第十 
三條ノ 改正 規定 ノ適用  一 I 付 テ ハ 大正 九 年 九月 三十 
日 迄 仍從 前ノ 例-一依 ル 

第 七 酒精 及 酒精 今：： 有 欣料税 法 中 改正 法律 
案 (政府 提出〕 餡 一讀會 
酒精 及捫精 含 布 飲料 税法 中 改正 法律案 
『本案は 本卷 一四 ？ 7r 〇頁 貴族院 議事 中〆 
广に 揭賊せ るを 以て 再 掲の煩 を 避く) 

m 九赉泗 税法 中 改正 法律案 
(政府 提出) 第 一譖會 

麥酒 税法 屮改正 法 ® 案 

へ 本案は 本卷 一四 五 〇頁 貴族院 議事 中) 

1- : ' .-以て |![| 报の炤を擗く>* 

铊 十一 明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中改 

正 法律案 (政府 提出〕 第 ~ is 會 

明治 四十 一年 法律 第二 十四 號屮 改正 法律案 

へ本案は木卷一四五〇頁讶族院蕺事中一 

一に 揭献せ るを 以て 柯 拐 0 « を 避く， I 

第 十三 國債 償還 資金の 繰 入を 爲 ささる こ 

とに 關する 法 _案(政府抛出〕 

第一 讀 ttr • 


國債® 還 資金 ノ繰 入ヲ爲 ササ ル コトニ 關ス 
ル 法 鉗 案 

へ本案は本卷一五ーニ頁找族院議事中ン 

ハに 揭載せ るを 以て 再揭 の tri を 避く、 

〔國 務大 I:': 男爵 尚 橋 是淸君 登®〕 

【拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (男 辟 高 橋是淸 君〕 唯今 議題と なり まし 
たる 諸 案に 就きまして、 御 紹介の 爲め 大體 の說 明を 
致します、 今回 提出した る 所 fs 税法 改正 法律案に 就 
きまして は •豫算 說 明の 際*！ 應申 述べて 阒 きまし 
たが、 尙ほ K 要領を 說明 致します 、所得税 法改正 法 
律 案の 骨子と 致します 所；！ T 第一に 從來は 法人の 所 
得に 就て は、 所謂 漸進 8'(! 税の 主義を 執つ て 居り まし 
た、 谷 法人に 對して 課税を 致し、 之が 配當を 受けた 
る ffl 人には、 其の 配當金 所得， に 就て は 何等の 課税を 
も 致さな かつた のであります が、 斯くては 大小 所得 
者の 合に、 負擔 の權衡 を 得 •さる ことが 著しく ありま 
す， それ 故 其の 配當 金に 就て ほ、 他の 所得と 共に 之 
を® 人に 綜合して、 第三 稀 所得税を 課する ことと 致 
しました •併し 法人の 配當 金に 對し •之を 受けた る 
側 人に 綜合して、 第一 _. 種の 所得税を 課する に 止め ま 
して •他に 何等の 課銳を 致さない ときは、 多額の 社 
內 保留を 爲す法 人と然 ら ざる 法人と に 依り •課税の 
不均衡を 生じます が 故、 法人の 社內 保留 金に 對 しま 
しても >  相當 課税す る ことに 致しました、 又 法人の 
所得が 其の i® 用 資本に 對 して 一定の 利 廻を 超過 致し 
まする とき ほ、 其の 超過額に 對 しましても 1 相當課 
税する ことと 致しました、 ® 二には 勸勞 所得 奢に 封 
しまして ほ、 從來收 入金 額の 十分の 一 を 控除す る こ 
ととな つて E りました が、 改正案に 於て ほ、 總所煜 
六 千 H 以下を 所得者に 對して ほ、 其屮 の控勞 所得に 
就て 十分の 二を 控除す る ことと 致し、 又一蓖 二 千圓 
まで ほ、 現行 通り 其 十分の 一 を捽除 する ことと 致し 
總所得 一 萬 二 千 ! II を 超 ゆる 所得者に S しては、 特に 
負擔を 輕減 する の必嬰 なきものと 認め 全然 控除を 致 
さない ことと 致したい のであります •第三には 幼 者 
老老、及不具鞔疾者の多少ほ、納税者特に少額所得 
者の 擔税 力に 著しき 影響 あるは 勿論であります が 故 
に •所得 金額 三千 圓以 下の 所得 渚に 對 しまして は， 
其數 に應じ 一定 金額を 所 税金 額より 控除す る ことと 
して ハ 其 控除すべき 金額 も 亦 一々 差等を 設けました 
即ち 其 人の 所得が 千 圓 以下なる ときは •是 等の 人員 


一人に 付百圓 、二 千 阊以 下なる ときは 二人に 付 七 - 1- 
圓 、三千 H 以下なる 時は 一人に 付 五十 H と 云 ふ 風に 
特別に 所得 金額を 遞 M して 課税す る ことと 致し まし 
た、 第 四には n« 税 最低 i-u は 大正 七 年に 於いて 本 法を 
改正せ る 際， 四百 圆を 五百圓 に 引上げました が、 今 
回 更に 百 圓を萵 め 之を 六 百 11 として、 戰 职 前に 對し 
て 結局 五 割を 高めました •本 改正案に 於て は、 喵今 
申 述べました る 如く，  一 方に 於て 勤 勞所得 の 控除額 
を 增加 し、 又 幼 者老濟 等の 人員に [1 じ ■一定の 金額 
を 控除し ましたる 結果 課税 最低限 •即ち 収得 金額 六 
百 圓未滿 となりました ときは •納税 義務な き 4 のと 
致しました から、 實際に 於て は 千 阊 VJ くは それ 以上 
の 所得者に 在つ て 4- 免税と なる 莕も尠 くないので あ 
ります、 尙ほ 後段に 於て 說明 致します る 通り、 少額 
所得 渚に 對 しまして ほ、 大に税 率を 低めました るが 
故に、 本 改正案に 於て は、 頗る 少额 所得 漭の 負擔を 
輕 減した る 次第であります、 铂五 には 税來 に關 する 
事であります、 税率に 就て は、 從來 最低 千分の 三十 
即ち ' ET 分の 三ょり、 最高の 千分の nlw, 即ち 百 分の 
三十に 至る 超過 累榫 率と 致して、 所得 金額 二十 萬圓 
を 超える 金額に 對 しては、 總て最 高率を 適用す る こ 
ととな つて 居りました が •改正案に 於て は、 最低を 
百 分の 一、 即ち 現行法の 三分の！ と 致し、 最高を； 2 
分の 五十まで 累進す る ことと 致しました* 尤も 右税 
率は 超過 累進 率でありまして、 一定の 金額を 超える 
部分に 對 しての み、 谷々 其の 税率を 適用す るので あ 
ります、 第 六には 銀行 定期預金 利子に 對し •新たに 
第二 稀 所得税を 課する ことと 致しました 、是は 從來 
第三 稀 所得と して、 課税す る ことにな つて 居り まし 
たが、 實際 上に 於て は、 預金 利子の 所煜 を申齿 せ ざ 
る 渚が 多い、 銀行密 も 亦 其 W 金の 內容を 示 す ことを 
厭 ひます が 故に、 課税が 十分に 行 ほ れな いで 居る の 
であります-斯ぅ 云 ふ 現狀で あります、 然れ ども 銀 
行に 定期預金を 爲すが 如き 者は， 多くは 擔税力 の 比 
較的 ある 者であります、 然るに 事 H 上 殆ど 之に 課税 
し 得ざる が 如きは、 負擔の 公平を 失する' か 故に、 是 
ほ 課税 上の 便 33: 手段を 攻究して、 第 二 稲 所得と して 
其 利子 支拂の 際に 徵税 する ことと 致しました、 第 七 
には 山林の 所 ^ の 計算に 就て •現行法に 於て は、 法 
文 上 山林 伐採の 所得に 對し •課税すべき 規定で あり 
まする が爲 め、 立 木の 儘 質 却した る 者に 就て ほ、 假 
令 如何に 多額の 所得が ありましても， _税す へき も 
一六 四 一 
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のに 非 -f1 との •行政 驻 K 所.， っ S. 決 2 :を生 じました が 
11 めに、 仪 &. して r? 却した ろ ものと、* 木の 沾 M 却 
したろ ものとの ! •■: に* 謀 没 卜： P?- しき 不拙 街を 來すこ 
とに なつて SSO ます、 併ながら 立 木の nt 3 '^ 却せ る极 
fr A- 雖 1、 苟も 所 5 i である 以上 ほ 其の 所得に 課 没す 
べき «t. 當然の 帘 と 存じます が 故に •此の 翊旨に 改正 
するの耍あると間時に、山林の所沿 «3: ;11 例玆き年乃 
を綷て >  漸 く 所得を 生ずべき 特殊の ものであるに 拘 
らず 現行法の 如く  •之れ を 山林 以外の 所得と 合 -© し 
て 累進税 _ を| 一す ると きは、 苛 罔なる 結果を 生じ、 
不 ^ 常で あると 考へ まする、 そこで 改 JE 案に 於き ま 
しては 特に 之れ を 他の 所 ^ と K 別して、 科 別に銳 率 
を / 3 用す る ことと 改めました、 第 八に ほ 所得 調 ? .6 委 

員の 潠擧 方法であります •か， 現行法の 問 接 選 彤の方 

法 It. 、 選擧の 手 ^ 上 幾分の 便 {几 もあります が， 又 調 

芥'委員の邴岡等に就ては_不便も少なからざるやぅ 

であります， それ故に 之を 直接 潠舉に 改めて、 同時 

に m IB 無記名の 制度と 致しました、 又 消 茶 委員の 選 

艰 に 就きましても、 從來の 規定が 多少 不便で ありま 

したから、 蒞 ?■!: の 機能を 十分に P 撺し煜 べき ことに 

是亦 それ^-改正を 加へ ました、 最後に 以上に 述べ 

ましたるが如く、所得稅に就てほ、略々根木に觸れ 

て 改正を 加へ ましたが、 是 等の 改正と 共に 大に考 PS 

しなければ ならない 事は， 此改 TP 税法を 圓滿に 實 行 

し、 興 効果を 十分に 發揮 致さし めます に ほ、 納税者 

の誠捋 なる 申 ff を 待たねば なり ませぬ、 故に 將來は 

國民 一般に 對 し， 一層 誠 rt なる 咿 吿を爲 す やぅ、 特 

に 箱 菌して 已ま ざる 次第であります" 然るに も拘ら 

ず、 若し 納稅 義務漭 が 申 吿を 致さない とか 或は 版 僞 

の申 ^ を致し -|; '-したるときは、之に斷しましてほそ 

れ f 適 當なる 手段を 以て、 反省を 促して、 尙ほ之 

に應ぜ ざると きは、 骽 m なる 制裁を 加 ふること、 致 

しました •尙 ほ此法 律 案に 關聯 致しまして 、所得税 

に付き 内地と M 民 地との 卯に 於け る 課税の 重複を 避 

くる 爲め 、別に 相 當の 規定を 要します ので、 玆に所 

得 税法の 施行に 關 する 法律案を 提 m 致した る 次第で 

あります， 次に！ g 造 税法 中 改正 法律案 外 三 案に 就て 

說明 致します 、酒 is 税法 中改 7H 法律案 外 三 件に 就て 

大將說 明を 致します が、 今冋改 正 の 必要に 依って 酒 

税 一般の 税率を 咐加 すると 同時に、 泗造 税法に 就て 

從來當 業者が 最も 不便を 感じつ、 ありました S に改 

正を 加へ ました、 尙ほ二 三 法文 上の 不備を 補は んと 


す 7, -..のであります， 3'5 1に酒類の投率ほ、大险に 
於て 現在の 一石 二十 三 II を 十 [Jil だけ 引上げて、 一石 
三十：：： ! «1 とする ことに 致しました， 尤も 酒 错分三 十 
度を？ '-; ゆる燒酎に付きましてほ、其性質及市場 « 引 
の 1! 狀に 鑑み 從 來の秫 別 課税を 廢 しまして 、度数 課 
税と爲 す ことに 致しました-次に 酒造 税の 納税 保 證 
物 ほ、 從來 一石に 付き 四 圆の制 合でありまして、 明 
治 三十 二 年の 酒税の 税率 一石 十二 II の當 時に 定まり 
ました ものが、 其 儘 ij 次の 是迄 に裉税 が 行 ほれ まし 
た にも拘らず、 今日 四 据とな つて 居る 某 結果 •改正 
税率に 對 しまして if 陆 に 八 分の 一 乃至 十三 分の 一 
にした 當らな いこと、 なり、 殆ど 保 證の衍 値が 無い 
ことにな りまして、 不相當 と 認めます ので、 此際之 
を 一石 十圆に 引上げる ことを 必要と認めた 次第で あ 
ります、 次に 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 並に 麥酒税 法 
中の 改正は、 何れも M に 酒造 税率の 改正に 伴 ふ 税率 
の 改正の みに 上 まる ものでありまして、 酒精 及 酒精 
含有肷 料 ほ、 酒精 分 一度 毎に 税率 一圓を 一圓 五十 錢 
と 改め、 麥酒は 一石 十二 圓を 十八 圓に 改めん とする 
のであります ，次に 明治 四十 I 年 法律 第二 十四 號中 
の 改正は、 從來 沖* 縣 、及 m 京 府小笠 原 島、 伊豆 七 
鳥の 酒造 税率は、 內 地の 三分の 一で ありました が、 
沖 S 縣ほ 近来 民度 昂進し， 旣に他 の 諸 税法 も殆と 全 
部內 地と 同樣に 施行した のであります から， 特に 酒 
税に 限り、 之を 低減す るの 理由がない ばかりでなく 
沖繩縣 に 於て は、 近来 糖蜜を 原料と する 酒精 含有 飲 
料の 製造が、 中々 盛んになつ て來て 殖えて 參り まし 
たから、 酒精 含有 飲料に 對して ほ、 全然 內地 同樣の 
課税を して 居ります る、 之に 對す る播衡 上、 酒造 說 

も亦內 地同樣 と爲 すを 相當と 認めました、 之と 同樣 

に 沖繩縣 酒類 出港 税は 、其 必要が 無くなります から 

之を 廢止せ んと する のであります、 最後に 日程 十三 

國愤财 還 資金の 繰 入を 爲さざ る 事に 關 する 法律案に 

就て 說明を 致します、 國 防の 充實 に關 する 新規 計 ffi 

の 財源に 充當 する 爲 め、 大正 九 年度 以降 一時 國債償 

還 基 命の 繰 人を 停止す るの 計 ffi ほ、 旣に 總豫算 提出 

に 際して 申 上げた 通りであります 、然るに 御 承知の 

通り •捋 年.^® 債 償還 資金の 繰 人を 要する ことは、 

國偾 整理 基金 特別锊 計 法の 明定 する 所であります る 

が 故に、 右の 計 « を K 行す る爲 めに ほ， 該 法# の規 

定を改 正す るの 必嬰が ある 次第であります、 併し 此 

■繰 入 停止は 全く  一 時 的の ことで ございま する、 それ 


であります から •固 « 整理 基金 特別 矜計 法を. y 正せ 
ずに、 61 行 法を 以て此 點を 規定したい と考 へます、 
仍て本 法案を 提出した る 次第で ございます、 現在 〇 
豫 萁 計 迸に 於き まして；！ T 大正 十三 年度 以降， S に 
之を 復活す るの 餘裕を 生じます るが 故に、 大正 九 年 
度ょ 〇 大正 十二 年度に 至る 四 n 年間に、 元金® ia fl 
金の 繰 入を 爲さ ざる ことを 得る こと、 致しました、 
尤も此 期間に 於き ましても •歳計 上 餘裕を 生じた る 
場合ほ、元金償還資金に繰入を爲す考でございます 
御 群議の 上 速に 御 協賛 あらん ことを 切 菌 致します。 
〇賴 S 木 桂吉君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 51 哲が あります、 高木 益太郎 
君。 

〔高木 益 太 郎君 登 ® 、 拍手 起る〕 

0 高木 益太郞 君大藏 大臣の 御演說 に對 しまして、 
數點伺 ひたい 事が ございます、 惡税 の改廢 •と 云 ふこ 
とに 就て ほ， 國民は 多年 其實 行を 期 侍して 居り まし 
て、 山 本 內閣の 時で ありました か-現 大蔵大臣 も 同 
情を 表せられて、 營業 税外數 種の 税目に 就て‘ 大分 
御奮發 になつ たことは、 本員の 記憶に 於て 最も 深く 
刻んで 居る 所であります、 其 際に 若し 殿す る ことが 
出来るならば、 營業税 の 如きは 三回に 分けて， 廢し 
て やりたい もの だと S ふやうな 御 話 も 承りました 其 
外 通行税 等、 各種の 税目に 就て 悪税が 多い ので あり 
まする から、 是は 何とか 適當な る 改廢の 政策を 御 執 
りになる ことで あらう と •吾々 は 期待して 居つ た • 
併ながら 何分 til 眾中 のこと であります るから、 此點 
に 於け る 御 要求 も* 聊か 遠盧 して 居つ たので ありま 
す、 固ょり 今回の 增税の 提案は， 國防 充實 の爲 めで 
あると 云 ふ 御 仰せであります るから. 吾々 國民 とし 
て、 國防充 實の爲 めの 费 用の 支出 JX •少しも 惜まぬ 
のであります 眞に 必要で ある 費用であるなら ば， 金 
錢 問題では ない， 生命まで も國 家の 爲めに 糧牲に 供 
しやう と 云 ふ、 我が 大和民族であります からして、 
何ぞ 租税の 如きを 惜む 理由は 無い のであります、 併 
ながら 增税の 提案が 國 民の 一部 階級に 重激な る負擔 
を與 へ、 他の 一部 階級に 向つ て 寬大な る 取扱に 出る 
と 云 ふやうな ことであります ると 云 ふと、 ?4 々國民 
代表の 一 人と して、 租税の 負擔は 均衡を 得なければ 
ならぬ 次第であります から、 其點に 就て 十分に 政府 
に 提案の 趣意を 御 質しし なければ ならぬ 職責を 持つ 
て 居る 次第であります、 そこで 第一に 御尋 をし なけ 


れぱな らぬ のは、 今回 税制 s 改正が、 a n 全 R に Tt 
ら ずし て、 m に 其 一局部に 止つ たのは 如何なる «曲 
であろ か、 是は此 間 « 政 «r の 諸君から して* 雄理大 
臣に御 辱が あつた 時に、 總理大 fli CCT せに 法る と 云 
ふと 平和 克设の 問題は 別と L て、 8 濟 s 描の 時期 
であるから 控へた と 云 ふ ,? うな 御 答 辯を 伺つ た C で 
あ 〇 ますが、 是ほ 政府の 方から 見て は •經濟 界 C 励 
掊ほ特 に 注意し なければ ならぬ 時代であります るけ 
れ ども 又國民 •即ち 納税 苦の 側から 考へて 見る と此 
增税 案が 物價膦 R して 居る 時期、 即ち 紙幣の 瞄 H 力 
の少い 時に til て、 一つの 税率が 決まる ことで あると 
云 ふと、 不斷の 時なら ぱ 別段の ことであります けれ 
ども、 經济界 脚 描の 時期で あるから して •若し 物 fti 
が 低落して、 紙幣の 瞒買 力が 强い時 にな 〇 ますと 云 
ふと、 率が 同一で あるけれ ども、 其 © n に 於て は、 

國 民の 負 } 8 が 重くな 〇、 非常に 痛苦を 感ずる ので あ 
ります、 丁度 前の 西阑寺 內閣の 時に、 私は 山 本 ^ 商 
務 大臣に 對し て、 米は 一石 幾らが 適 常で & らう かと 
云 ふこと を，！ をした ことがある. 其 時に 山 本 ^ 
商務大臣ほ、一石先づ十七圆位が適當だらうと云ふ 
仰せが あつた、 所が 今日は 三等 米が 一圓に 付 一斗 五 
六 合 此 間まで 一石 六十 [1 前後に 上つ て 居る、 そこで 
同じ 税率で あつても、 紙幣の 瞄買 力と 云 ふ ものの 少 
ない 時に 税率を 決める と、 此經濟 界の励 搖が 止んで j 
物價が 低落を して 來 ると 云 ふと、 國民 の ® 質 上の 負 
擔力 から 云 ふと、 數 倍の 負擔を 重ねる ことになる、 
政府の 方から 言へ ぱ •總理 大臣の 言は れるや うな® 
察が あるが、 納税者の 方から 見る と、 斯る 場合に 於 
て稅 率を 決める と 云 ふこと ほ， 物 fn の 低落の 時に 於 
ては •非常に 闲雛を 重ねる 謅で ある、 此點に 就て 政 
府の考 はどう 云ん もので あらう か、 殊に 先® 府下の 
各 新聞の 記事を 見ます ると、 大藏 次官の 談話と して 
現在の 税法の 儘で、 確に 三倍の 徴税が 出 來 ると 云 ふ 
話が 載つて 居りました、 是は 諸君 も 御 ® になつ たこ 
とで あらう と 思 ふ、 現在の 税法の 儘で 三倍の 徴税が 
出来る ものなら ば、 何の 必耍が あつて、 增税築 を玆 
に 提案せられ たので あるか、 又 例へ ば lit 間 織物 税の 
負 踏の 上に 於て， 議 ir の 協瞥を 純ず して、 ® 際の 上 
に 於て ほ 五 割の 增收の 計 ffi を K 行し やうと 云 ふので 
大分 紛議が 起つ た、 篛會に 於て ほ 料て 轍 物税に 就て 
ほ、 十分の一の 課税を 議決して 居る、 併し 邦の 負® 
はどう 云 ふ 程度で 居る ので あるか、 百 分の 何分 何 E1 


の 負 擔を させて 居る ので あるか、？！ fr に 諮らず して 
过 際 Iz m m の 局に 常つ て 居る ^ が、 艽割 の咐收 が 出 
來 ると 云 ふこと であつ たなら ば、 百 分の 十と 云 ふ说 
率ほ、どう云ふ所に在るのでありますか、さうすれ 
ば 税率と 云 ふ ものは、 唯 だほん の 議 會に 示す だけで 
あつて、 之を 實 際に 當ると 云 ふと •百 分の 十を 収る 
堤 八 rl も あれば、 百 分の 三を収 る 場合 も、 百 分の 五を 
収 ろ 場合 も あると 云 ふこと になる. 収られ る 所の 國 
民は 椹つ たもので ない、 徴税 , r; の 認定、 税務官の 手 
心 如何に te る、 税率は ち やん と 諸 ？ t の協锊 を經て 決 
まつて 居る が、 ® 税官其 人の 見込 如何に® つて 勝手 
に 徴税せられ る、 是が茈 だ どうも 侃® 不公平た る こ 
とを 免れぬ、 それ故に 大破 次官が 02 在の ものを 其 儘 
にして ' 三倍の 徴税 力を 持つ て 居る と 云 ふこと なら 
ぱ、何も增税案を出さぬで御迆0になつて然るべき 

次第で ないか、 三倍の® 税力が あるなら if 玆に咐 

说案を 出さなくても •大 ni 大 l':i が 税務 監督 局長に 命 

じ， 税務 監锷 局長は 税務 鹄娱に 命じ 税務 ^ 長は 部下 

の.、 税務 yi に 命じて、 さう してやり さへ すれば •確 

に徵税 が 出来る 譯でな いか、 別に 新閲 記事の 取消 も 

出て 居らぬ のであります から、 三倍の S3 稅力が ある 

と 云 ふ 話は、 碗に si のこと に 就て は I, オ ー ソリチ ー 

J である 所の >  大阽 次官が 仰し やつた 31f であらう か 

ら 、問 違な からう と 思 ふ、 さう すれば 何の 必嬰 あつ 

て、 增税 案を 御 出しに なつた か 何 ひたい、 又大級 大 

ts は 何故 地租に 手を 付けない か、 今日 國 民の 內で商 

エ業莕の頭數ほ|1割で谜民は七賊で&る、一番此地 

租の間 題は， 關係 が m 犬な ものである， 此 5TT 大なる 

ものに 何故に 手を 付けない ので あるか、 成は 是は大 

藏大臣 の 御 考は 、地方の 財源に 供し やうと 云 ふ御考 

であるか、 即ち 今日は 六 大都市を 見る と 云 ふと、 ど 

の 都 m と雖 も、 何 位 萬 IH を耍 する 都市 改良 計 迸を K 

行し なければ ならぬ、 is 路を 見ても •どうも H に 日 

本の 都市の ! S 面を ffl する やうな 有 棟で ある •右を 見 

て も 左を 見ても、 爲 さんと する 計货は 、山の 如く あ 

つて、 どう 云 ふ 小さい 市で あつても —— 例へ ば M 都 

市で あつても， 一依 问以上 都市 計 迸に gt て 金が 要る 

と 云 ふこと ほ •訧君 の 御 承知の 次第で ある、 其 外地 

方に 於て， 敎育费 se の* =加ゃ 何 かで 地方の 〇 すべ 

き 取が 多い けれども 地方 fs に 就て は 制限の 法律が あ 

るから、 如何 共 仕方がない、 そこで あるから して、 

大藏大臣は成 (£ 资槊税でぁるとか，地租でぁるとか 


云ふ税 は、 之を 地方 財源涵 蒸の 爲 めに、 國庫が 取ら 
ぬで 地方に 與へ る、 即ち 今回 之を やらぬ と 云 ふ もの 
は、 地方 財源 涵養の 爲 めに、 地 JFI 管 業 税を地 方の 財 
源に する 考 で御逍 〇 になつ て 居らぬ ので あるか、 ど 
うで あるか、 即ち 獨 逸の 普魯 西を 見ても、 是 等の 税 
ほ 地方の 財源に して 居る、 其 外澤山 さう 云 ふ 政策を 
行つ て 居る 國が ある、 即ち 吾々 も 土 體を 代表し 
て、 昨年の 夏 大 i: 大臣の 御手 許に 斯る税 制 整理 案を 
出しました 其 税制 整理の 計 迸の 中には、 確に さう 云 
ふ 案を 大藏 大臣の 御 52 に 入れた ので ある、 即ち 地租 
なり、 胬業稅 なりを 地方 財源！！ 養の S めに 供し、 之 
を 國税 にしない、 さう 云 ふ® 見を 御 執りに なつて、 
今度 地 ffl 登 業 稅に 手を 付けて 居らぬ ので あるか、 或 
は 又 何 か 外に 原因が あるので あるか、 今日 農民が 何 
億 圆と云 ふ 平素ょりは 非常な 收 入を 餘計 取つ て 居る 
何等挖 税 力の 上に 於て 農民は 苦しむ ことがない ので 
あるから、 地租に 手を 付けな かつた 理由が 分らぬ、 
此點に 就て 十分なる 御說 明を 仰ぎたい、 又戰 後經營 
として ほ、 一屛商 工業の 發達を 圖らな ければ ならぬ 
然るに 商 H 業 ? f は 物を 製造す ると きは 營業税 を 課け 
られ 、之を 運搬す ると きに 課 けられ、 之を 倉庫に 入 
れ 、ば 倉陳で 課 けられ、 資金を 爲替 で绘れ ば 爲替で 
課 けられ、 其 品物が 問 M に 著けば 問屋で 著 けられ、 
仲買で 課 けられ、 小賣で 課 けられる、 一つの 物が 關 
門を 通過す る度将 に 課 けられる、 左_な 悪税は 何 だ 
と 云へ ぱ 即ち脊 業税 である、 而して U 本と 親密な 關 
係を 持つ て 居る佛 閛西 はどうで あるかと 云 ふと、 此 
股®' 屮に 於て 營業税 を躞 した 「クレマン ソ IJ が營 
業 税を隞 して >  新に 所得税を 掊へた 、獨 逸の 普魯西 
に 於て は、！ 一十 年 前に 於て 營業税 を廢 して 居る、 太 
平 洋の向 ふの 亞米利 加には 營業税 が 無い、 英吉利に 

® 1 if: 税なる ものが 無い、 唯 だ 所得税の 內に 於て， 率 

が 少しく 他の 業務の 所得と 違う だけで ある、 是 は 所 

得が あつて 取る ので あるから 差 S ない 次第で あるか 

英吉利に 於ても 無い、 更に 支那を 見， 印度を 見て ど 

うで ある、 支那に 於て 趙金税 は 有る けれども、 锊業 

税なる ものが 無い、 然らぱ 支那と 日本と 商工業の 上 

に © 爭す るのに、 彼の 營 業者に 向つて、 荷 業 税の負 

松が 無くして、 我國 の贷業 者に 资槳税 の 角 擔が あつ 

て、 どうして 競 gf が H1 来る ので あるか、 印度を 見て 

業 税が苻 るか、 管 榮稅が 無い、 然るに 我が 帝 國が 

此管槊 税を商 H 業者が 魚 擔 すると 云 ふ もの ほ不當 で 


ある， 今日 四民 平等の 111- の 中、 負擔の 均 ® を [@1 る 時 
代に、 官吏に 官吏 税なし •農民に 農民 税な くして、 
獨〇商 H 業者が 營槊税 の負擔 をす る ことは 何の 爲め 
であるか •殆ど 其 理由を 解す る ことが 出来ない、 故 
に 此國際 關係上 負擔と 均衡と 云ふ點 から 見て、 營業 
稅は存 S すべき もので ない と 云 ふことは 疑ない •恐 
らくは 大藏 大臣と 雖 も、 M 人と しては、 營業 税廢止 
論者で あらう と 思 ふ、 唯 だ 其實 行の 時期に 就て 斷行 
の 意思 ある や、 奮發の 意思 ある や 否やと て 云 ふ點が 
私は 伺 ふべき 事柄で あらう と 思 ふ、 此點に 就て 大藏 
大臣は、 どう 云 ふ 御考を 御 持 だら うか、 現に 尊敬す 
る 西阑寺 侯爵は、 矢 張佛關 西の 「クレマン ソ ー」 の 
說と 同じ やうな 工合で， 綜合 所得税 論者で ある、 地 
租だ の營槳 税だ のを 廢して 、其 財源を 皆な 一緒にし 
てし まつて、 綜合 所得税を 唱 へられて 居る ことは、 
諸君 御 承知の 通りで ある， 吾々 は 最も ¢1-, 說に 敬服し 
て 居る ので あるが、 此說を 日本に 於て 速に 斷 行した 
いと 思 ひます から、 此 場合に 税制に 就て 改正を する 
場合に ほ、 其 根本に 入つて 改良を 加へ て 戴きたい、 
或 IX 大臣は 斯う 云 ふ 仰せが あるか も 知れぬ、 貴 樣 ほ 
さう云ふンとを言つてもまだ內閣が ;1:1 來て1年半に 
しかなら ぬ、 斯う 云 ふ 仰せが あるか も 知れぬ が、 此 
税制の 改廢と 云 ふ 事柄に 就て は、 吾々 も 多年 研究し 
て 居る し、 大藏 大臣 も 多年 研究して 居る， 內閣に 居 
らうと 内閣に K るまい と、 國民 の負擔 如何と 云 ふ も 
のは特に注意せねぱならぬ、日本の議會とは、主と 
して 國 民の 負擔を 不當 に重激 ならしめ ぬが 爲 めに 出 
来たので あるから、 歐_巴 の議會 とほ 違 ふ、 日本の 
憲法 yi を 見る と 云 ふと ffii に國 民を して 重激な る負擔 
を させぬ やうに 此議會 が 出来た ことは 疑 ひない ので 
あるから、 苟も 政治家た る菪が 、一刻と 雖 4 國民負 
擔力の 均衡と 云 ふこと を 忘る  >譯 はない、 故に 何時 
と雖も 何人 か 內閣を 組 轍しても、 速に 改良を 努力せ 
ねばならぬ、 內閣に 居る から 居らぬ からに te つて 違 
ふ_ がない'  固ょり 細かい 計算は M 吏の こ、. あり 
ます、 大體の 方針は どうやる かと 云 ふこと. 賢明 
なる 大藏 大臣の 頭に あらせら る、 に 相違ない と 思 ふ 
然らぱ 內閣を 取つ て 一年 半に ならぬ から、 まだ 大體 
の 案 も / 1! 來な いと 云 ふこと ほ、 本 M ir. 頑 服す る こと 
が 川 來な い、 况や其 後金 國 商業 伶 議 所， 實業 聯合 會 
又 吾々 の區の 如き ほ、 大藏大 L5 の 許に 色々 の 建 翳 案 
を 出して 居る、 又 昨年 大臓爸 に 行つ て 見る と •暑中 


体 暇の 中に， 大藏 省の 役人 ほ 税制の 事に 就て 毎日 討 
論を やつて 居つ たこと を 見て 居る •さう すれば 細か 
い 問題に 就て、 どうかと 云 ふこと を、 私は 追究す る 
譯で はない、 大體 多年 議會の 壇上に 於て、 論議して 
来た 大體の 問題に 就て、 今 ま •た 調査 中で あると 云 ふ 
ことは、 私は 了解す る ことが 出来ない* 殊に 過日 原 
總理 大臣は、 税制の 案 ほ •財政 經濟 調査 會に 付す る 
と 云 ふ 御 答 辯が ありました けれども、 然らぱ 时 政經 
濟 調査 會と云 ふ もの ほ、 此の頃 何 IP1 開いて 居る か、 
成程 鹽であ ると か、 米で あると か、 鐵で あると か 
云 ふ 物に 就て 御 稟議に なつて 居る と 云 ふこと を 私は 
聞いて 居る が •税制の ことに 就て、 御 協議に なつた 
と 云 ふこと を 聞い •たことは ない、 同じく 大藏 大臣の 
關係 ある、 國有 財產 調査 # ■ の 如き は" 一 週間に 三回 
宛 會議 をして、 即ち 隔日に 會_ をして、 さう して ど 
ん<  と 之を 進行を 圖 つて 居る， « に此 税制を 改正 
しやう と 云 ふ 意志が あつたなら ば、 財政經 濟調 査會 
が、 税の 事に 就て 此方 法に 佐つ て 進む が 宜か らう， 
細かい 事 ほ屬官 に 任 かして、 條文や 何 か 招 へれば 宜 
いので あるから、 大體 どう 云 ふこと にす ると 云 ふ* 
税制の 根本 政策を 定める 考がな ければ ならぬ 次第で 
あらう と 思 ふ、 此點に 就て 私は 財政 經濟 調査 會_事 
進行の 撰 樣を伺 ひたい、 又 吾々 の考 へる 所に 法る と 
此際國 有 財產に 滞 山 利用すべき ものが あらう と 思 ふ 
©敬す る 政 友 會の澤 來太郞 君の 調査の 結果に 依つて 
見ても， 不用の E 有 財產を 整理 すれば •五 百億 M の 
金が 出來 ると 云 ふこと である、 吾々 は 此の 調査に 向 
つて、 正しい 御 調査で あらう と 思 ふ、 又國防 計 ® に 
就て、 財源が 無い と 云 ふこと であれば •試に 此の 官 
設鐵 道を 拂下げ て 見て はどうで あらう か、 或は 又 南 
滿鐵道 の 如く 半官半民の 組織に しては どうで あらう 
か， 今 官設 鐵 道を 拂 下げた る ことで あれば、 鐵道公 
債を® 還して， 確に 十一 億圓 以上の 金は •政府に 入 
る ことになる •さう 云 ふ 政策を 採つ て 見て はどうで 
あらう か、 後の 鐵 道 の摭 張は 補助 25 を どん < 渡し 
さへ すれば 差 支ない ので ある、 又： 2 別 會計で 言へ ば 
朝鮮の 驛屯土 だけを 柳 下げても、 I 億 [1 の 金が m 來 
ると 云 ふ 話で ある •又 山林の 雜木だ けを 拂下げ て も 
一億 1R1 の 命が m 來 ると 云 ふことは、 數日 前の 新聞に 
S いて ある， 雜木 あるが 爲 めに 良 木の 發達を 妨げて 
さう して 今日 民間に 於て は、 薪炭の 缺乏に 苦んで 居 
る、 即ち 拂下は 物價 調節の 一策になる、 然るに それ 
‘  一 六 四 三 
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をまるで抛つて [3 くと云ふこと |?. 1;? に勿 ^ ない、ま 
るで 雜木を 闊朽 さしてし まう と 云 ふことは >  K の 持 
% れであ る、 浙樣な 計 ^ で U 有： S 產の 上に 整理を す 
れば •今度の ra M 充 !•? の ?, i HI は 何矻 にも あるので & 
る、 所が 此國有 財 m 調 ? C 會 の模樣 を 見る と 先づ第 I 
I 费 用の耍 る、 海堪が ！1 有 財 產調奔 會に 持つて行つて 
其 整理すべき 財產の n 錄 を 提 /!} しない、 苒だど う も 
怪しから ぬ 話で ある、 ? 5- 々國 民銥 M ほ、 如何なる 場 
合と 雖 も、 TE 常なる 海 眾 の鸨® に 向つ ては、 國 [VJ 必 
悪の 拽览で あるから 、協 S を 表した、 他の 跳の 如き 
(?. 内 №1 の 不 1,7 任を 唱へる 際に、？ f 常に 國防 S の削肢 
を唱へ た、 併し 內閣の 不信 {£ と 阈 防の 計 3i とほ 違 ふ 
と 云 ふ 說で 、随分 吾々 M 土を 澤山失 ひ， 苦境に 立つ 

たに も拘ら ず、 撤 頭徹璲 侮 軍の 必要に 向つて S 成を 

表して 尻る、 然るに も拘ら ず、 一番 多大の 費用を ？ 5 

す海軍 (5-. 、|1右财產整理の曾に向つて、此整理すべ 

き財脔 の E 錄す らも界 易に 提 m しないと 云 ふので、 

國有财 產調 i*c 符で數 度 叱 咜 して、 漸く 僅か ばかりの 

目錄を 出す と 云 ふやうな 工合で ある、 即ち 谷 省が 寄 

つて 集つ て 何 か 新搏. 算請 求の 財源の 提供を する 爲に 

大藏 省を 通す ときに 之を 使は うと 云ふ考 で、 國有財 

產の拂 下げべき 物を 隱し 込んで ある、 自ら 整理を せ 

ぬで nffi だ 國 民に 向つ て •增税 を 迫る と 云 ふのは 不當 

である， 進んで 不用の 物を 出す のは 當然な 話 だ、 大 

藏 大臣と して ほ、 各省の 不用 財 產を統 一して •之を 

柳 下げて、 さう して 成るべく 增税 に國 民の 苦む こと 

を、 減少す る ことに 御考游 ばさなければ ならぬ 次第 

であると、 私は 信ずる のであります* 即ち 國有 財產 

の 利用を S せ ぱ>  私は 增税 をせ ぬで も濟 むと 思 ひま 

す、 此點に 於け る 所の 大藏 大臣の 御考ほ 如何で あり 

ませう か、 又 次に 御尋 をして 置きたい のは •今日 貧 

富の 懸隔が 其し く、 税法の 上に 於ても 社會 政策を 加 

味し なければ ならぬ と 云 ふことは、 财政學 者、 經濟 

學界 、政治： 水の 通論で ある、 今度の 御 提案の 一部を 

見る と •多少 勤勞 所得の 上に 於て、 此主義 を 御參酌 

になつ たやうな 形跡が 見えます けれども •もう 少し 

社® 政策を 御 加味に ならなければ ならぬ、 如何なる 

點であ るかと 云へぱ •其 著しい ものは 不勞 所得， 即 

ち 勞せず して 得た る 所得に 課税を K くす る， 三 酉 六 

十 JI: 日 辛苦 經營 して、 漸くに して 一家を 維持して 居 

る 者と、 何等の 働を 爲さ ずして、 座ながら 澤山錢 を 

儲け 居る 者と、 此 間の 調和を 陶 る必耍 の ある ことは 


翰を K たぬ 譯 である、 然ら ぱ此不 5? 所得に 向つ て？ r.fi 
没 率を m  くす ると 云 ふことは* 今日 ® 民の 大菇常 局 
に 向つ て 期待して 居る 所で ある、 然らぱ 其 著しい も 
の i.t 何で あると か 云へ ば、 先 づ國 家の 力に ac つて， 
勞せず して 財產が 砬 えて 居る 所、 例へ ぱ鐵 道の 延長 
改良の 如き、 本年度の ; I X.C に 於ても、 一億 七 千 萬 111 
から 國民の 租税 •其 他を 之が 財產 にして 居る、 將來 
に 於ても、 何十 億と 云 ふ 金を 之に 注がなければ なら 
ぬ、 固ょり 國家 として 是 13; 最も 必要な 事で ある、 あ 
るが、 例へ ば 愛知 縣愛， 却 郡 中 村 附近に 今度 名 古屋の 
» 萆場を 11 張して、 鐵道 建設 計 斑を S 行す る、 そこ 
へ 持つて来て、 尙ほ 遊廓の 移轉が ある、 之が 爲 めに 
今まで 一段 歩 六 七 百 [HI の 畑が、 今度は 一 坪 二 三百 圓 
の 値 打を 持つ、 或は 田舍の 山中で 狐 や 狸が 居つ た、 

一 坪 二 三十 錢の 地面が， 其處が 停車場の 角に なつた 
と云ふ爲めに、百 37; 十 [1 !1百圓と云ふ値打を持つ1 
即ち 地主は 何等の 勤勞 なくして、 喵だ國 民の 租税を 
以て" 鐵道 建設 ff 業を K 行せ ら る、 爲め に、 即ち 國 
家の 力に 依つて 坪 二三 十 錢の地 面が 俄に 百 五十 圓に 
もなる、 此所煜 に對 しては、 國家は 扣當な る徵税 を 
して 然るべき ものと 思 ふ、 又 第二には 國 家の 特許に 
依つ て勞 せず して 利益を 得る もの、 例へ ば 最近に 於. 
て大 連の 取引所 ほどうで あるか、 一 株 十二 阊 五十 錢 
の拂 込が、 數日前 の 新聞を 見る と 云 ふと， 旣に百 三 
十圓 になつて 居る、 さう して 發起人 ほ、 一名 二三 萬 
圓づつ 利益を 得て 居る とのこと だ、 (拍手 起る〕 是 
は 細かい 計算 is 分り ませぬ けれども、 唯 だ 政府が 許 
BJ をした と 云 ふ 御蔭で •何千 萬 圓と云 ふ 不勞の 所得 
を 得て 居る、 吾々 は敢て 之を II む _ でも 何でもない 

けれども •斯う 云 ふ不勞 所得に 向つ ては 相 當なる 課 

税を して 然るべき もので あらう と 思 ふ’ 又 小 商人の 

保護、 即ち r デ パ ー トメ ントス ト I ァ」 などと 云 ふ 

ものを ffi へて、 さう して 娛樂の 機關を 設け、 婦人の 

薪 侈を 獎勵 する やうな 手段を 講じ、 大 資本を 以て 一 

度に 品物を 仕入れ、 さう して 小さい 商人の 營 業に K 

迫を 加へ る やうな 設備と 云 ふ ものが、 近来 盛に なつ 

て來た です、 都市に 於て 然るの みならず、 田 舍へ行 

くと 云 ふと、 其 百貨 商店から 人間を 派出して 品物を 

賣る 、之が 爲め其 土地の 吳服屋 なり 何なりと 云 ふ も 

のは， 一度 II 京の n アバ ー トメ ントス ト ーア」 の 者 

が來 ると、 購買 客を！ I 占し 去り， あと 品物を 賀 ひに 

來るほ"僅か手拭を買ふとか、犢鼻翘を1貝ふ位に止 


まる， ( 笑盔 起る〕 又 平素に 於て は どん < 小包 郵 
便で 三越へ 注文す ると 云 ふや 5 な S で、 诅京に 於て 
も •田舍 に 於ても、 屮流以 下の 商店 if  f デ パ— 卜 
メン トス ト ー ァ I の活 励に 依つ て 非常なる m 迫を 蒙 
る、 獨逸ほ どう 云 ふ 政策に 執つて 居る かと、 云 ふと 
之に 向つ て (X 小 商人と して， 犬い 「デ パ ー トメ ント 
スト— ァ J に對抗 する だけの 租税 保護 政策を 執つて 
一 £ る， 東京に 於ても 是は地 方税で やつて 見やう かと 
云 ふので、 府會 議員、 市會 議員 諸君に 扣談 した 所が 何 
分 税制の 制限が あるので •どうしても それは 徹底的 
に 出來 ない、 然らば どうして 之を 調和す るかと 云 ふ 
と國税 を 以て やらなければ ならぬ、 斯う 云 ふ點に 就 
ては 政府は 相 當小 商人 保議の 政策を 執らなければ な 
らぬ ものであります、 此 時代の 要求に 對 して、 どう 云 
ふ 御 考を御 持で あらう， 又 近頃 會 社の 勃興に 伴れ て 
或は 一人の 重役が 數 十の 會 社の 重役を 兼ねて 居る、 
國務 大臣に なつた 所が、 一年 非常なる 辛勞 をして、 

一 萬 II 以下の 所得で ある、 日本に 內閣 總理 大臣と 云 
へば、 1 A しか 居ない、 それが 一萬圓 内外の 所得で 
ある， 然るに 唯 だ 自動車に 乘つて 方々 の會 社の 辨當 
だけを 食つ て 歩いて •さう して 世間に 投機心を 挑發 
さして 居 . 5» 者が ある、 其賞與 金を 見る と 半期に 四十 
萬圓 ，五十 萬圓 、六十 萬 圓と云 ふ 多額の 金を 一會社 
の 重役' か 取つ て 居る、 斯う 云 ふやうな 無責任なる 事 
をして さう して不 當の 利益を 貧る、 さう 云ふ會 社へ 
行つ て 小さい 勞働 者の 狀態を 見る と 無理は ない、 何 
だ 此頃來 た R 役で ある、 己 達 ほ會 社の 創立 以来 紡績 
事業に 稼で 居つて、 さう して 己 達には 半期に 少し 許 
りし か吳れ ない、 然るに 彼の 重役 ほ 半期で 何十 萬圓 
取る、 斯う 云う 不平を 起す、 而も 其 人 ほ 幾つ もの 會 
社の ® 役を 兼ねて 居る、 斯う 云 ふ 者に ほ 超過 累進 率 
を 課して、. うんと 課税を して 然るべき ものと 思 ふの 
であります が、 大藏 大臣は 如何なる 御考を 持つ て 居 
ら るる 次第で あらう か、 又大藏 大臣は、 先刻 所得 調査 
委員の 權 限の 上に 就て、 簡單 に御說 明が ございまし 
たが、 納税者の 方面に 於ても 脫税ほ あるに 相違 ある 
まいと思ふ、敢て官僚方面ばかりを攻@する_でほ 
ありませ ぬが、 何分 監督官からの 嚴 m なる 取 立命 令 
が あるので あると 見えまして、 苛敦誅 求の 聲が 高い 
大藏當 局は、 動す れぱ國 民に 對 して、 ffl 税は 忠實に 
納めなければ ならぬ" 申告は 正 當でな ければ ならぬ 
と 云 ふこと を 仰せに なつて 居る けど も、 私 ほ 日本 國 


民 拐 忠 K な 納 设者ほ涅からうと思ふ、外 |53 0 例を大一 

蔵 常 局 者は 引く けれども、 日本 國 民程租 a を 55K に 
納める 若は 無い、 又 日本® 程、 政府の ^ ^ に 於.. 1-- る 
所 0 ©税额と、決 37: に於ける所の53收額と 0 盖のあ 
る國ほ 無い、 此誅 求の 1!! は 言語 菹斷と 言つ て も宜い 
從來睹 代の 政府が SI 會に 向つ て？ KI 饺を 求める ときに 
It 、 收入を K 少 にして 可決せ しめ、 1? 際钠稅 者に 向 
つて it 誅求 をして、 非常に 收人を 取つ て 居る、 さう 
して 何と 言 ふかと 云 ふと、 税； g 题の 役人 ほ、 代表者 
たる 國 會議员 が 承諾した の だと 言つ て 納税 奔に： 3 る 
代表者の 承諾 ほ 辑に税 率の 上に 就て、 fs JJ の 上に 於 
いて 承諾を して 居る ので ある、 それを どうも 超越し 
て、 甚 しきに 至つ て ほ 非常なる 誅求を やつて 居る、 
皆な お前さん 等の 代表者が 敢諾 をした ので あるから 
私の 認定と 云 ふ ものは 間 運ない など、 馬鹿な IJf を 言 
つて 納税者に 向つて 非常に 税務官 吏は 猶迫を 加へ て 
居る 所が 物と 云 ふ ものは 上から JH して 行かなければ 
ならぬ、 上の 方から 正して 行つ て 初めて 阈 民に 向つ 
て 納税 道德の 履行を 耍求 する ことが / -Is 来る ので ある 
先づ 第一の 大藏 省が 日本銀行に 對 する 態度 ほどうで 
あります か、 日 木で 一番 金 持と 云へ ば、 日本銀行で 
あると 云 ふ 事は 疑ない、 殊に 現 內閣に 於ても、 高 橋 
さん、 山 本さん、 は 日本銀行の 總裁 、若く ほ 副 總裁 
たる 關 係を 有つて 居られた、 餘程 日本銀行の 事情に 
就て ほ、 明るい ことは 疑ない、 然るに 日本 第一の 法 
人の金 持で ある 日本銀行が、 脫税 をし ないか どで あ 
るか、 大藏 省と 最も 密接なる 所の 日本銀行は、 脫税 
をし ないか どうで あるか、 海外の 正貨を 準 (irn 金と し 
て、 即ち 英 _ 銀行への 預金に して、 英瞄 銀行から 預 
金の 利息を 収つて 居る、 英 liy 銀行には 偾 權關 係に な 
つて 居る、 然るに、 之を 日本銀行に 於て は、 海外の 
債 權關係 になつ て 居る 所の 金額を 準備金と して、 兌 
換券 を發 行して 居る、 然らぱ 兌換券 制限 外發行 税を 
納めて 居る かと 云へ ば、 其 點 ほ 納めて 居ない、 日本 
に 於て は 制限 外 兌換券 發行を 免れて、 反對に 英闕銀 
行から 利息を 肢つて 居る、 此 利息の 程度 如何に 就て 
は區 々の 議論が あるけれ ども、 兎に角 利息を Is つて 
居る、 さう して！ 而制限 外 租税を 免れて 居る 是は、 
悉く 天下の 公論に なつて 居る のに、 今日まで、 之を 
紅して 居らぬ、 先づ國 民に 向つて 納税 道德を 八签し 
く 云 ふなら ば、 H ぐ 御手 許で ある 日本銀行から 紅し 
て 行かなければ ならぬ、 それを 轧す ことが 出來ず に 
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小さい 者に 向つ て、 八 釜し く 言 ふと 云 ふことは、 其 
順序を 誤つ て 居る と 信ずる、 而 して 此の頃 どうで あ 
〇 ませう、 永代 橋の 税務署を 始めと して、 J}i 京 府下 
の澤 山の说 務鹖で 、揮 山の 税務官 吏は、 國體を 組ん 
で 收贿を して 居る、 中には 收賄 の區域 を 離れて、 脅 
喝収財 をして 居る、 一方に 向つ て 今大藏 次官が 言 ふ 
た 通り、 現行の 法律 內で 之を 勵行 すれば 三倍の 税を 
収れ るとの 說が ■ある、 さう すれば 其 税務官 吏の 認定 
一つに 依つ て、 彼奴 やつて やらう と 思へ •は、 極點迄 
J, 了于 る、 やつて やるまい と 思へ ぱ 、輕 くす る こと も 
H 来る、 活すも 殺す も 税務官 吏の 掌中に ある、 税務 
官 Mi の 認定撾 一つで ある、 さう すれば 丁度 强盗に 遭 
ふやうな ものである、 勿論 納税者の 方に 於て、 必ず 
問 違がない と 私は 主張す るので はない、 納税 渚の 中 
にも、 脫税 者が あるに ffl 違ない、 併ながら 納税 * は 
民間の 渚で ある、 官吏は 特別なる 服務 規律の 下に 居 

る 上級の 者で ある、 / -J 給が 安いから と 云つ て、 泥棒 

して 宜 いと 云 ふ 理窟は 無い、 所が 税務 # 5- の 役人を 見 

ると、 囤悶を 姐んで 收賄を 要求し 居る、 まだ 發赀せ 

ぬ 者が 大分 ある、 或は 料理屋の 帳 ifli を 破つた 〇、 或 

は 1® した 所へ 夜窃 に來て 、どうぞ 內設 にして H ひた 

いと 賴ん だのが 大分 あるが 大勢 裁判所で JK 調を 受け 

て rr るので ないか、 帝都の 中央で 犯罪 \ の围膛 が あ 

ると 云 ふのは、 怪しから ぬ 話で ないか、 恐らく (± 立 

屋の銀 次と 雖 も、 斯の如 き多數 の湃を 3S ふ m 5Etr は 持 

つて 居るまい、 之に 對 して 大藏大 |-:1 ほ 如何なる 腿 分 

をした か、 吾々 は 其 常時 税務 監筲 局に 行つ て 聞いて 

見た、 何故！ f 斷税務 5 : E 吏の 品行 調 if 、 生活 調 鼾を し 

ないかと 云 ふこと を監锷 局長に 言つ た 所が、 風紀 係 

を @ いてありまして、 色々 悪い 報 街 も來 ました けれ 

ども、 何分税 を I'c 定 する 時で ありました から 遠 1® し 

たいと W ふ、 さう すると 彼等の 行 励は 監督 局長が 知 

一つて 屛 る、 知つ て 居つ たに 拘ら ず、 今税を 絞る 時 だ 

I から 遠 ts したと 云 ふこと になる、 さう 云 ふ 者に 絞ら 

れろ國 W の 痛苦は、 どんなに 酷い ものである か、 誠 

にどう も rffj 情に 椹へ ない 次第で ある、 一人で 一 萬 何 

千 Iro と 云ふ收 n/i をして 居る 者が ある、 ® 體を 組んで 

收 貼 をした のは nf 京 ばかりで ない、 ffi 'ia の 税務 锯の 

役人まで 關 係して 尻る、 斯の 如き 琪捫の あつた 以上 

は、 大踩大 R': は 此局長 に 向つ て®  m なる 處分 をして 

斯の如 き、 不行 屈の 局長を 免瞰 をして やらなければ 

{ B ffi の 維持 if* たぬ、 是は どう 云 ふ 御 跑分を ほさる 


扨〇 であるか、 さう 云 ふ處 分を しないで、 矢 張 fir 欲 
誅求 をす る や 5 な I 苛歛誅 求 どころ でない、 强盗 
をす る やうな 者を 看過す る 局長を 置いて、 而も 增税 
を實行 された 日にほ、其下に居る國民の痛苦は非常 
な ものである、 之に 對 して 大藏 大臣は どう 云 ふ御考 
を 御 持で あるか 伺 ひたい、 吾々 の も 相 當なる 理由の 
增税で あれば 決して 吝まぬ 喜んで 出します、 それ 故 
にどう ぞ 所謂 官僚 風な 答 辯で なく、 國民 が酋 得する 
ことの 出 來 る、 P 細の 說明 を爲 すつ て 戴きたい、 さ 
うして 惡い 役人に 向つ ては 斷乎た る處 分を 願 ひたい 
のであります (拍手 起る〕 
o il 長 (大岡 育造 君：* 高 隔大藏 大臣。 

t 國務 大臣 男爵 高 橋 是淸君 登壇〕 

〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 SO 高木 君の 御 質疑に 對 
して 御 答を 致します が、 大分 御 議論 やら、 御意 見が 
混つ て 居る のであります から， 其御謅 論、 御意 見に 
對 しては、 玆に 私は 答 辯を 避けます、 中に まだ 能く 
改 B-: 税法を 御 熟 讚に ならない が爲 めに、 誤解を せら 
れて 居る點 も あらう と 思 ふ、 例へ ぱ會 社の 熏 役に 於 
ける赏 與金杯 は、 超過粜 進 率を 用 ひて 課税したら 宜 
からう と 云 ふことは， 是は 改正案には さうな つて 居 
る、 それから 又 ( r 分らぬ 大隙 に」 と 呼 ふ 渚 あり) 
國有鐵 道を 半官半民の やうに しろと か、 或は 國有財 
源を 費つたら、 增税 には 及ばぬ とか 云 ふやうな 事は 
鬼は 一つの 御意 見であつて， 之に 對 して 私は 御 答を 
致し ませぬ、 それから _勞 所得と； 小 勞所得 の區 別の 
御 話 も ありました が、 是 も相當 今回の 改正案に ほ、 
某 ia 味が 明かに なつて 居ります、 それから 大破 次官 
が， 今の 法律の 下に 徵稅を 能く すれば， 三倍の 歲入 
が あると か 云 ふこと を 言つ たと 云うて、 新聞に 載つ 
て 居る、 若し 果して さうならば、 枬税を せずに 其 通 
〇 やつたら、 十分に 歳入が あるで ないかと 云 ふ 御 ® 

論の やうであります が •是も 新聞の !! 9 にあり ました 

か 知らぬ けれども、 私が 此處で 御 答す る 限の もので 

ない、 嬰す るに 色々 數千 言に II つて 御演說 であり ま 

したが、 H 問の 耍點を 摘みます と 云 ふと、 今回 所得 

税法に 就て、 又 酒造 税に 就て 改正を 加へ る、 增收を 

圖つた 、是が 即ち 一部の 改正で ある、 何故 地租に 及 

ばぬ か、 何故赞 業 役に 及ばない か、 御 質問の 要點は 

斯う 云 ふこと になる •是は 高木 君 自ら 御 述べに なつ 

た 通り、 總理 大臣から も此點 に 就て は 相 當の答 辯が 

あつて、 決して 今回の li 税制 整理と 云 ふ 目的の 爲め 


に 改正案を m したに 非ず して、 國防 充實 の爲め に 新 
に 費用を 耍 する、 共 充 實の费 用を 充す が爲 めに、 數 
年に S つての 計 ® であります から、 其 財源を 求める 
が爲め に 即ち 增 收計畫 としての 改 正 案で ある、 併し 
從來の 儘では 益.々 不嫻衡 を 重ねる 譯で あるから して 
此所得税に就ては、稍々根本に觸れて負擔の公平を 
達する 爲に改 JH を 加へ たので、 而し て此地 租營 業税 
に 就て は 他の 一般の 税制 整理に 就きましては 先日 總 
理大 K が 述べられて 居る 通り、 大藏 省に 於ても 此撾 
關が あつて 調査を して 居る ので ある、 而 して 此 調査 
が 出来 H ります ると 云 ふと 此財 政經濟 調査 會に 懸け 
て さう して 成案を 得て、 御 諮りを する 事になる 順序 
であります、 未だ 此 調査 會には 税制 整理の 案は 出て 
居り ませぬ、 其 進行の 樓樣に 就て は、 申 上げます る譯 
には 行かない のです が 最後に 一言 申して ifi かに やな 
らぬ 事は、 是は 海外に 聞え て も 甚だ 宜しくない 事で 
日本銀行が 脫稅 して / S る、 一 國の中 央銀 行が 脫税を 
し-」 居る と 云ふ事 ほ、 何を 根據 に左樣 なること を 言 
はれる か、 承れば 海外に 正貨を 持つ て 居る •此 正貨 
は英 _ 銀行に 預けて 利息を 取つて 居る •一方に 於て 
之に a して 兌換券を 發 行して 居つ て、 其發行 銳を拂 
つて 居らぬ から 脫税だ と 斯う 言 ふ、* 樣な 事 (3: 無い 
箬 ■た、 發行税 を 拂 ふと 云 ふことは だ、 法律に 明かに 
なつて 居る、 保證 準備に 對 して 發 行して、 制限 外の 
發 行を すれば、 是は税 を 拂ふ ことにな つて 居る、 此 
點に對 して 日本銀行が 脫税 をして 居る ことほ 無い、 
又 海外に 於け る 正貨の 利息を 収 る， 一方に 於て 日本 
銀行と して >  國 家の 爲め に已む を 得ず して 海外に 正 
貨を 持つ、 其 持つ 結果と して •爲替 の 關係上 損失が 
m 来る、 其 損失を 捕塡 する 爲 めに 運用して 居る 利益 
を 之に 入れて 居る， c 高木 益太郞 君 「爲替 ほ 別です」 
と 呼 ふ：！ どうか 日本銀行が 脫税 して 居る と 云 ふこと 
の 御考ほ •間違つ て 居ります から、 そこは 能く 御 了 
承を 願 ひたい。 

〇 高木 益 太郞君 誘 長 —— 議長。 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 賴母木 君。 

0 高木 益太郞 君 議長。 

0 議長 (大岡 育造 君) 賴母木 君に 許しました。 

〔高木 益太郞 君 「連 續 ですから」 と 呼 ふ〕 

〔_ 母 木 桂吉君 登壇】 

0_ 母 木 桂吉君 私は 高木 君と 同樣の 質問を 持つ て 
居りました が、 高木 君から 質問を しました から-私 


ほ 極めて 簡堪に 二 三 大藏 大臣に 承〇た いと 思 ひます 
此度 所得税 法改正に 就きまして 源泉課税を 廢 して、 
配當 課税に された ので、 配當 課税と 云 ふ ものは、 即 
ち 配當制 限 主義であります、 そこで 法人が 此 配 當を 
平均せ しむる e めに、 所謂 配當 を少 くす る爲 めに 積 
立 金を 致します る ことほ* 即ち lit 度の 配當 課税の 主 
義に 一致を して 居ります、 然るに 此 積立金に 課税を 
すると 云 ふことは、 全體 どぅ 云 ふ 理由であります か 
之を 一つ 承 y たいので あります、 それから 第二は 株 
券を 買 入れます には、 同じ 株券で も 同一の 價格 であ 
り ませぬ、 二十 . 7;; 圓で買 人れ る もの も あり、 五十 圓 
で 買 入れる もの も あり •或 ほ 百圓で 買 入れる もの も 
あつて、 皆な 價格が 違 ひます、 故に：； 十五 II の 株券 
に對 しては 一割の 配當 であるけれ ども、 五十 圓のも 
のは 五分と なり、 百圓の もの ix 僅に 一一 分 五 厘と 云 ふ 
利 廻りに なつて 參 ります、 之に 同一の 課税を すると 
云ふことほ、負擔の均衡を失ふものである"不公平 
なる 課税で あると 私は 信ずる、 之に 對する 御 答を 承 
りたい‘ 第三は 此 酒造 税の 改正であります、 酒造 稅 
は 一種の 「ホ ール タックス」 である、 故な れば金 持 
の飮み まする 酒 も. 又 貧しい 者の 飲みます る 酒 も、 
同一の 負擔を 致す のであります、 で此 所得税の 方に 
向つ てけ、 社會 政策を 幾許 か 加味して 居る、 然るに 
此酒造税の改正に就てほ、社會政策の事は更に考瞭 
されない、 貧しい 者 も 富んだ 者 も 同一の 負擔 をす る 
と 云 ふことは、 是ほ 政策の 矛盾で あると 私は 思 ふ、 
此三點 に 就て 說 明を 願 ひたい (拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 高 橋大藏 大臣。 

〔國務 大臣 男擗 高_ 是淸 S 登壇 J 
〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君：！ 唯今の 御 質 間の 第一 
は •積立金に 課税す る 理由と 云 ふこと です が、 法人 
と雖 も、 是は 法人と して 一の 人格であります、 積 立 
金と 云 ふ ものは、 會 社の 基礎を 鞏固に する のに、 或 
る 程度まで It 必要な ものである. 併ながら 或る 程度 
を 超えて 行き ますれば、 其 超えた 部分に 就き 相當の 
税を 課する と 云 ふことは、 法人と 雖も I の 人格と し 
て擔稅 能力の 有る ものと 看て 差 支ない と 思 ふ、 殊に 
積 立命を 皆な 兔除 せんと 云へ ば、 即ち 此法 人の 積 立 
金と 云 ふ ものは、 皆な 一® に 行かない、 自ら 此 法人 
に釾 しての 課稅 の權衡 と 云 ふ ものに， 又 不權衡 を 生 
ずる i 權衡の 上に 又； f 酌 合が 起る、 斯ぅ 云 ふ 事で 
ありまして、 或る 程度を 超した 所の 積立金に 對 して 
. 一六 四 : 7r.l 
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は>又其芯に相常する粜進 ^ 投をする，斯う云ふ主 
a を 執つ たのであります， それから 第二の 斑 質疑 13: 
fs 常 金に 謀； クをす るが、 人に 佐つ ては 五十 10 で H ふ 
人 も あり 二 十五 [a で H ふ 人 も ある， 市 fif! に 依つ て 株 
券の偾 が 違 ふ、 それ だからして 公平で ない •斯う 云 
ふこと でありました けれども， 會 社の 配 常 金 ほ、 矢 
張 拂込に 就て 何 割と 云 ふ 配當 をす る、 市！ 3 は 間は な 
い •假 令 五十 圆の株 が 二百 圆にな つて 居りましても 
配 常 {3: 元の 拂込 金に 對 して、 何 制と 云 ふ 標维を 取 つ 
て やつて 居る ので、 之を 延ばして 行きます ると， 他 
の國で 行 (S れて 居る やうな、 矢 張 有らゆる 所得に 對 
して、 所得税を 課 さなければ、 公平を 得ぬ と 云 ふ議 
論に 延びて 來 る， 此處で 論ずる 場合では ない と 思 ふ 
それから 酒造 税は 社會政 策を 加味して 居らぬ、 是は 

今日の 時勢に K 對 して 居る ではない か、 貧富 齊 しく 

酒を 飲む ので ある、 必ず® 民が 酒を 餘計飲 むと 云 ふ 

謬の もので ない 飲まない 人 も ある、 消費税と S ふ も 

のは，© 富の 間に 差別は 無い ので ある、 之を 不公平 

と 言 ふなら ば、 是は廢 めて しま ほなければ ならぬ、 

今日の 狀態に 於て、 消 fi 税殊に 酒税を 廢 すると 云 ふ 

やうな ことは 出来ない、 消费税 と 云 ふ ' 4 の ほどう も 

已 むを 得ぬ， 金 持 だから ! 1 を餘 計释め ると 云 ふ！！ で 

もない、 どうも 是は已 むを 得ぬ 事 だと 考 へる (拍手 

起る) 

〔高木 益太郞 君 「唯今の 大藏大 S の 最後の 陳述 

に 就て 一言したい」 と 呼 ふ〕 

〇讅 長 C 大岡 育造 封) 一 言な さる —— 討論す るの な 

らば 後の 時機に して 戴きたい —— 日程の 第 十四に 移 

ります、 即ち 以上 說明 をし ました、 一括して 議題と 

爲した る 諸 案を 付託すべき 委員 選擧に 移ります。 


第二、 第 四、 第 六、 第 八、 第 十、 第 十二、 

第 十四 右 議案の 蒞查を 付託す へき 委員の 選 

舉 

0 前 田米藏 君 日程 第一 乃至 十三の 議案を 一括して 

委員の 数 {3; 特に 二十 七 名と し 議長に 於て 指名せられ 

んこ とを 菌み ます。 

〔「锊 成」 と 呼ふ衮 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御異翳 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君 5 、御 異議がなければ 前 田 君の 励 

鹩の 通りに 決定 致します —— 日程 第 十五 大正 八 年 法 


钳第： 九號 屮改正 法 钳 案 笛 一讀 0 を 関き ます。 

第 十五 大正 八 年 法 鉗 第五 毀 中 改正 法律案 
C 政府 提出) 第 | |0 會 
大 IH 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 

へ 本案 (X 本卷 一四 八 九 頁 ft 族院潢 辦 中) 

广に揭 載せる を 以て 再揭の 爝を 避く) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 牛 塚 政府 委員。 

〔政府® M 牛 塚 虎太郎 君 登®〕 

〇 政府 委 MC 牛 塚 虎太郎 君) 本案 {X 物價騰 a の爲め 
に、 第一 回 國勢調 裔の 施行に 伴 ひまして、 市町村に 
交付 致します 交付金 額を 相當增 額せ んと する もので 
あります、 御 K の 通 〇 至極 簡單な 案であります、 ど 
ぅぞ御 審査の 上、 御 協賛 あらむ ことを 希望 致します 
0_長( 大岡 育造 君〕 日程 第 十六、 委員 選擧を 議題 
に 致します.。 

第 十六 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 
選擧 

0 前 田米藏 君 委員の 數は九 名と し、 翳 長に 於て 指 
名せられ ん ことを 望みます。 

0 議長" 大岡 育造 君〕 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異 K なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 其 如く 決し 
ます'- 日程 第 十七、 鐡道 敷設 法 中 改正 法律案の 第一 
讀會を 開きます。 

第 十七 鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 (政府 提 
出〕 第一 讀會 
鐵道敷 設法中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷 一四 九〇 頁贵族 院議 事 中ン 
一に 揭賊せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 石 丸 政府 委員。 

〔政府 委員 H 學博士 石 丸 重 美 君 登®〕 

0 政府 委員 (エ 學® 士石丸 重 美 君) 鐡道敷 設 法の 改 

正 案の 說明を 申 上げます 、今や 我 帝 國 國有鐵 道の 延 

長は、 六 千 二 百哩に 達して 居ります 次第で ございま 

す、 之に 私設 鐵道の 約 二 千 哩を 加へ ますれば’ 其總 

延提が 約 八 千 二 百哩 になる のであります、 斯の 如き 

延長に なりまして、 國內に 於け る 交通 上の 便利は、 

之が 爲め に大 に增進 致しました 次第で ございます、 

併し 尙ほ是 から 發展 致します る 所の 我國 運の 進展に 

鑑み、 又 之を 地方の 開發に 鑑みます ると きは、 更に 

進んで 鐵 道の 普及を 圖 るの 必要 あるを 政府は 認め ま 

した 次第で ございます、 それで 今回 新たに 本 線路 五 


段， 其 延長 約 二 1*1 二十 四 哩 •それに® ほ ^ 便段 二十 
一 線路、 其 延長 約 七； s 七十 1 i 哩 ■合計し まして 九 "el 
九十 六哩の 線路を il 定 致しました 次第で ございます 
其纽設涔に於きまして |3: ,總計二位二千七苗萬 11 で 
あります、 之を 九 年. 度 以降 十 箇年間 に 於き まして， 
建設す る豫定 でございます、 此本改 正 案 ほ、 鐵 道 败 
設法 中に预 定線 として 豫て 掲げて ございます 所の 其 
の 線路の 中で、 甲 府丸攏 間、 それから 坂 町 今 泉 間、 
盛 岡 山 田 間、 江津 三次 間 及 長 尾 原 田 間の 五線 路でご 
ざいます、 之を 一期 線と 致しまして、 同 法の 改正を 
必要と認めました e めに、 玆に 本案を 提出 致し まし 
た 次第であります、 速に どぅか 御 協賛を 願 ひたいと 
存じます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 十八、 委 M 選擧を 議題 
と 致します。 

第 十八 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 
選擧 

0 前 田 米藏君 委員の 數ほ 特に 二 十七 名と し、 翳 長 
に 於て 指名せられ んこ とを 望み" 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異 _ ありませ ぬか。 

〔「異議な. し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 其 如く 決し 
ます —— 日程 第 十九 決議案を 議題と 致します— 長 
島隆二 君。 

第 十九 決議案 (長 鳥 隆 二君 提出) 

決議案 

右成 規に據 り提 / II 候 也 
大正 九 年 一月 二十四日 
提出者  長 島 II 二 
最近の 外交 ほ國 民の 利害に 影 1 :する 所 特に 甚大な 
るに 拘ら す複雜 多端に して 外界の 諒解に 闲_ なり 
仍て 本院に 外交問題 調査 特別委 員會を 設け 講和 外 
交の 經 過、 條 約の 內容並 之に 關聯 する 將來 の國際 
關係を 調査し 其の 結果を 本會議 に 報吿 せし むへ し 
〔長 Jft 隆二君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 長島隆 二君 決識案 提出の 理由を 說明 致します、 
私の提出致しましたる決議案ほ、極めて簡單なる案 
であります、 御手 許に 差 上げて あります る 通り、 最 
近の 外交は、 國民の 利害に 影響す る 所 特に 甚大なる 
に拘ら ず、 複雜 多端でありまして、 外界の 了解に 洵 
に闲 難で ある、 それであります るから •本 議會に 於 
きまして、 特別委 員を 設け、 講和 外交の 經過條 約の 


內界 .並に 之に 閱 聆致しまする袼來の«陧閱係を況 
奄し て， 其 結果を 本® ^ に 報 1*r すべし と 云 ふの が， 
私の 提出 致しました る 決 a 案で あ 〇 ます、：* めて S 
單 な もので ございます るが、 私の！ fe の 結 1 ' 

の 誤解を 惹起し まして、 洵に 讯大である問むと化し 
ました ことを 逍® と 致します、； 一時に 又 本 _出 に 
就きまして、 當初 资成莕 として ^ • 名せられ たる a, S 丑 
にして、® 成を 収 消さな けれ •はなら なくなりました 
諸君に 對 しまして は、 銥锊 初つ て 以来、 餘 o (-!i の 無 
い 程の 御迷惑を 御 掛け 致しました る ことを、 洵に御 
氣の 毒に 存じます、 15 は 此案を 提出 致しました 時 ii 
四 ? T. 分 Rll g m に 提出の 理山を 申 述べる 扨り で ござい 
ましたが、 苟も 之に對 して 反對 の？ s t;_: 1 が ある 以上 ほ 
已むを 得ず、 本案 提出 ¢0. 理由が 撒 底す る だけ、 十分 
に 述べなければ ならぬ と考 へます、 (「 i^i ^ .v 々Ji 
大いに やる へし.」 と 呼 ふ 者 あり〕 どうか 啊 くの 間 御 
聽取を 願 上げます、 又 私は 出來る だけ 言語を 傾み ま 
す、 隨て 諸君に 於 かれましても、 旣に間 題の 運命は 
決した やうであります から、 私の 申述ぶ る 所を 御 ！ ts! 
取り 下さる、 雅 S を 示されん yv を B め 願 上げます 先 
づ申 述べて if かなければ なり ませぬ のは 私は 嬋劾案 
と 何等 關 係の 無い と 云 ふ 事であります、 陬劾は 师劾 
外交 攻撃 ! t 外交 攻擊 本員の 菌み まする 所は • «!: ©: を 
明かに すると 云 ふ 事であります、 隨て此 調査 會を設 
けます る 結果、 或は 外交の 缺點 、失敗の 點が蟲 露す 
るか も 知れ ませぬ が、 反 對に又 政府の 苦心 努力の 結 
果が明 かになる かも 分らない 彈 劾と 頌德 とは 私の 敢 
て 關 する 所では ありませ ぬ、 事實の g 相を 明かに し 
たいと 云 ふの が 私の 考で あります、 又 次に此 調査 # 
の 調査の 結果と 致して 條 約の 効力に 影 製を 及ぼす と 
云 ふ考ほ 無い のであります、 或は 亞米利 加の 上院の 
經 過に徵 しまして、 何等か 議 會に临 約 內容を 調査し 
其 結果 條 約の 効力に、 面白から ざる 影 li を 與 へる ® 
が あると 云 ふ、 ! 1 念を 懐かる る 人 も あるか も 知れ ま 
せぬ が、 私は さう 云ふ考 を 少しも 持たない、 條約ほ 
旣に 批准され て 居る のであります、 獨 逸との [f'n に 於 
て 旣に 成立 致して 居る のでありまして、 今 M 之に 何 
等の 効果 影響を及ぼすべき 罟がな い、 而已な らず私 
は 反 對に條 約の 內容を 調べ 或は 將 來の國 際關係 を 明 
かに 致しまして、 由て 以て 條約 を國 民が 邀奉す る 上 
に 於て、 更に 進んで は 是等條 約の 効果を 十分に 發扼 
する に 於て、 國民迷 ふ 所な く 進み 得る 途を 開きたい 
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と 云 ふの が、 私の ? tj ES でありまして、 勝 約の 効 -i!i に 
何等の 影 ?? を 及ぼす 考 ほ 毛頭 ありませ ぬ、 第三に 此 
調 VC 機 關に te 〇 まして、 政府の 外交の ?,? 來の行 励を 
靶时 する考 は、 少しも 持たぬ のであります 固ょり 本 
一院ほ 外交の P? 際の® に 就て、 何等議 限の 無き ことは 
一明 かで ある、 又 調 杏 致しました 結 果、 1 の 方針を 編 
一川 しまして 、邦 方針に 依つ て 政府を 靶时 すると 云 ふ 
考は 、少しも 無い のであります、 旣に 過去つ た 事柄 
を 明かに し、 又將來 の yf 椚と雖 も 外交の 方針、 行 励 
を 賊肘 すると 云 ふことは ありませ ぬので、 將來 例へ 
ぱ R 英の關 係が 如何になる か 或は 露西亞 に對 する 關 
係が 如何になる か、 it へて 申し ますれば、 「レ-ー ン J 
政府 承認の 問題が 如何になる か、 S 西 !!! < 政府と 作國 
との 間の 通商 關係が •如何になる かと 云 ふやうな 事 
柄を 調べたい と 云 ふので ありまして、 少しも 此 政府 

の 外交の® の ® 1 肘す るの St 味が 無い、 隨て 之が 大棚 

干犯と か 云 ふやうな 事柄に 何等 交渉の 無い と 云 ふ 事 
ほ中すまでもない所 ^ 3ります、次に此調査會は祕 
密 の調资 會では ござり ませぬ、 本院に 普通に 設け ま 
する 特別委 员科 で ございまして 其 链事は 公開で ござ 

います、 節て 其 結果は 總て m 間に 現れる、 能く 外交 

調夼會 其 外の P 杏 ^ が 尨 密の會 になつ て 居ります る 

〇 に此 誤解が ある、 析角 _ 0 の 有つ て！ £ る 外交 質問 

の fi 能を 狭む る ものと 云 ふが 如き 解 釋を 、或る 方面 

に 惹起した やうで •こざいます が， 私 ほ此 多數の 本 _ 

場に 於て， 到底 詳細の 皙問 を盡す ことが /ti 来ない， 

一つの 委 « 符 に 於て、 斯る複 雜なる 問題を 十分に 研 
究す るの 暇が無い、 故に 此調赉 旮を 設けん とする も 
のでありまして、 何等 祕密 の調进 愈を 造る と 云ふ考 
〇- 無い ことは* 說明を 致す まで もない 所であります 

私が 特に 最近の 外交に 就きまして、 諉會が 十分 力を 

遜して* 研究し なければ ならぬ と考 へる 所以に 就て 

少しく 申 述べたい ので ある、 諝 和條約 ほ 旣に 成立 致 

しまして •講和 成れり と 云うて、 それに 對 する 國民 

, ..心 % 怙々. « され •  a 锊 1£ 之に 對し て、 a 表を 里 

する までの rfi 序を 執りました， 併な •から 果して 平和 

は 來た ので あるか、 果して 將來の 平和維持が ⑴來る 

ので あるかと 云 ふこと が、 私 13-. 刻下の 大 問 題で ある 

と 信ずる のであります、 將來 の © 爭防止 •若く は 將 

來の平 和碓持 の 方法 ほ 何で あるかと 中し ますれば、 

一中す まで もな く ほ 際 聯盟で ございます る、 然るに H 

| 際 聯盟の 規約を 詳しく 調べて 见ます るのに、 煺多の 


缺點を 持つ て 居る ことを 發見 せざる を {y ない ので あ 
る •第一に 國際 聯盟に 人種 平等を 認めて 居らない の 
である、 國際 聯盟を 作る 以上， 之に 參加す る國 の國 
民が 平等で あると 云 ふこと を 認めず して、 如何にし 
て 世界の 將來 平和の 確保が ui 來る であり ませう か、 
之が 一の 大缺點 である、 次に 國際聯 盟に 於て 武力を 
持たない、 强 制する 所の 實力を 持たない と 云 ふこと 
が、 是 亦大缺 點で ある •又國 際 聯盟に 於き まして、 
幾多の 小 國を造 上げまして 此小國 の 多くは 獨立 する 
實 力無く  •而も 其 間の 利害が 掏雜 致して 居る， SS に 
是 等の 小國が 利害 画 突の 結果、 最早 干戈を 把つ て 相 
乎うて 居る 者 すら あるので あ 〇 ます. 此小國 を澤山 
造 上げた ことは •國際 聯盟， 平和 條 約の 非 ?:? な 失敗 
であると 云 ふこと， 亞米利 加の 有識者の 間に も •殆 
と 謎 論の 一致して 居る 所であります、 民族の 自決と 
云 ふやうな 名前を 提へ來 りまして、 雨 立の 出來な い 
幾多の 小國を 造 上げ、 利害の 相反した る國を 多數列 
ベた、 而 かも 此間の 調和、 若く は 之を 助く るの途 を 
缺 いて 尻る •  T 度、 巴爾幹 半島に 幾多の 小國が 在つ 
て、 利 窖姻 突した 結果 此大戰 爭 を 惹起した が、 それ 
を 111: 界 的に 造 上げた のが、 此條 約の缺 點 であると 云 
ふことは、 歐米諸 國の識 者の 間の 一定した る 見解で 
あります るが、 斯う 云 ふ S に 於ても 大な る缺點 を 持 
つて M る •又國 際 聯盟の 規約を 見ます ると， 第二 十 
一條に 於て 「モン ロ ー」 主義を 認めて 居る ので あり 
ます •「モン ロー 」主蓊に於てほ、亞米利加の勢力 
脑 [',1 とする所に、他の容猱干涉を許さない，：亞米利 
加は 又 其 以外に 於て、 何等 義務を 負擔 しない、 國際 
聯盟が 命ずる 所、 決する 所と雖 も >  亞 米 利 加が 其 勢 
力脑阐なりと信ずる以外に於てほ，何等の行動を執 
らな い、 ' l!s 米 利 加の 勢力 範閛に 於て、 國際 聯盟の 決定 

と雖 も、 容喙 干渉す る 事を 容さな い、 之が 第二 十 一條 

に， 3 めて & ります るが、 「モン ロ—, 一 主義と 國際 聯盟 

とは、 51: 々兩立 すべから ざる ものでありまして、 「モ 

ンロ ー」 ホ 義を唱 へる 著は 國際聯 盟を唱 ふる ? !? が 出 

来ない 國際 聯盟を 主張した る莕 にして、 同時に 「モン 

D —  J 主義を I'M へる ことは、 自ら 國際 聯盟を 破壊す る 

虫 張を 爲した る ものと 言は なければ ならぬ ので あり 

| ます 斯う 云 ふやうな 幾多の 觖點を 持つ て 居る ので あ 

る此缺 點を持 ち、 而も 其缺點 が m 大な る缺點 である、 

斯う 云 ふ 111 際 聯盟に te て、 果して 將來の 世界平和が 

I 確保 出 來るで あらう かと 云 ふ 事を、 吾々 國民 として 


疑惑 致す のは 當然で あらう と 思 ふので ある、 殊に！！ 
際 聯盟の 發頭 人であります る米國 は、 講和 條約成 立 
後旣に 半 歳で ございます るが、 其 間に 於て 未だ 條約 
に 批准を 與 へて 居らぬ、 國際 聯盟を 修正し、 若く は 其 
箇條 に對 して 留保を なし、 而も 其 修正 留保は、 殆ど 
國際 聯盟の 性質を 一變 する が 如き もので あ 〇 ます、 
例へぱ 第十條 の此 大事な 箇條 「聯合 國 は 聯合 谷國の 
領土保全 及 現在の 政治的 獨立 を® 重し FL 外部の 侵略 
に對し 之を 擁護す る ことを 約す」 此箇條 の 如きを、 殆 
ど 殺さう と 致して 居る ので あ 〇 ます、 其 修正 若く は 
留保が 成立ちます れぱ 、國際 聯盟は 事實に 於て 破壞 
せられる のであります、 假 りに、 修正 留保な しに、 
米國が 此條 約に 批准を 與へ ましても、 旣に 今日まで 
時を 經過 する こと 大分 長い 其 間に 於て 色々 な 變化が 
起り 其 間に 列國の 利害の 一致せ ざる ことが 明かな り 
其 間に 亞米利 加に 於て、 國際聯 盟を精 神 的に镎 重す 
るの 誠意な きこと が、 明に なりました のであります 
から、 縦し や 批准が (J'i 来ましても、 最早 私は 此條約 
就屮國 際 聯盟 (X 成立ちましても、 形が m 來るだ けで 
ありまして、 其 精神は 旣に失 はれた ものと 見て 宜し 
いと 思 ふので あります (拍手す る 者 あり〕 斯う 云 ふ 
風に 國際 聯盟に 就て すら 幾多の 疑惑が ある、 先日 本 
議場に 於て、 黑須 君は 國際 聯盟を 本と して、 極端な 
る 平和的の 見解を 下しました、 之が 爲めに 軍備は 殆 
ど 要らない と 云 ふやうな 御識 論が あり、 又 一方には 
押 川； s の 如き、 國際 聯盟を 殆ど 賴む ベから ざる もの 
とする やうな 御 _論 が ありました が、 是は 御兩 君の 
御意 見 だけでは あ •リま せぬ で、 我國 民の 間に、 國際 
聯盟を 果して 將來最 も 有効に して、 確 實 なりと 見て 
宜しい か、 或は T: 完金な る ものと 見て 宜しい か、 不 
完全なる ものと しても、 之を 段々 修正 致して 完全な 
る A のとな す 事の 出來る ものと 見て 宜しい か、 若く 
は 不完全 •であって、 而も 其の 程度は 之を 有効なる も 
のと 爲す ことの m 来ない 程度の ものである かと 云 ふ 
ことに 就て は、 疑惑が 國民の 間に 洵に 多い ので & り 
ます、 現に 國際 聯盟の 問題が 亞米利 加に 評 _され て 
居ります る 間に 於て、 歐羅 巴に 於て ほ、 旣に 二十 二 
箇國が 干戈を 把って 相 爭 うて 尻る ので ある、 對 11 の 
職 爭は 終結 致しました が" 其戰萌 は 丁度 病氣に 磐へ 
れば 、身體 の 一部に 非常なる 病を 惹起して 居つ たが 
此涡氣 が 今や - lli: 界全 體に钺 つて、 谷 方面が 爭圓 紛擾 
の葙楛 を If1: して 居る ので ある、 之に對 して 列國は 如 


何ともす る ことが 出来ない、 此 間に 於て 伊太利 ix r rj. 
l.n  K ラヴ」 と相爭 ひ、 此間に 於て 「フユ —メ」 問 
題が起つて居るので&ります、斯う云ふ狀態でござ 
いまして、 講和 條約 成立 後の 狀况 ほ、 少しも 平和の 
克復を 示す ことが 出來 ませぬ で、 寧ろ 反對に 世界 全 
體が 大混亂 •大紛 掇の狀 態に 陷 つて 居る ことを、 私 
は 甚だ is 憾と する ものであります、 C 「感想 違 ひ」 と 
呼 ふ 者 あり) 國際聯 盟を 大統領 r ゥヰル ソン」 氏が 
計 SS 致しました のは、 私は ' r 度 水の 上に 繪を 描いて 
居る やうに 思 はれる ので ある、 r ゥヰル ソン」 氏が 筆 
と ィンキを 以て 水面に 繪を 描いて 居る、 描け ども 描 
けど も、 其 色は 段々 消えて しま 5、 此 間に是 で ほ 仕 
方がない からと 云 ふので、 佛閟 西が どうか 對獨 の關 
係を 定めたい、 或は 國際 聯盟の 中に、 參謀 本部 だけ 
もせめ て 造りたい と言うた が、 それ も m 來なか つた 
到頭 是が變 じまして、 佛 、英 、米の 三國 の對獨 軍事 
同盟と なりました、 是ほ 水の 一方に 溢る X ことを 防 
ぐが 爲 めに、 三國が 集つ て 堰を設 けて 居る やうな も 
ので ある、 所' か of 太 利 詩人の 「ダン ヌ チオ」 はそん 
な ことでは いけない、 網を 提げて 魚を 捕りに か、 つ 
た、 「フ ユーメ  j 問題が 是で ある、 然るに 其 間に 於 
て、獨逸、埂太利若くほ露四亞の方面ほ、殆ど崩れ 
た狀態 でありまして、 殊に 獨 逸、 s ffi 亞の 勢力は、 
或は 西们 利、 或は 中央 亞細距 に 溢れ 來 つて、-. 度 水 
が 一方に 氾濫して 居る 有_で ある、 大統領 「ゥヰ ル 
ソン」 (X 描け ども 描け ども、 其繪が 旨く 出来ない、 
へと <に疲 れ切つ て、 見て 居ります 人 ほそれで (3: 
ならぬ と 云 ふので、 |$ を収上 げ 、ィンキを 収上 げや 
うとす るの が、 亞米利 加の 上院の 形勢で ある、 到頭 
其大畫 家は 疲れ切つ て、 神經 衰弱を 起した と 云 ふの 
が、 私は 最近の 世界の 狀態で はない かと 思 ふので あ 
ります、 (「ひや <J  r 甚だ 失菌 j と 呼 ふ 者 あり〕 
固ょり 私 (X 國際 聯盟を® 重す る ものであります、 ど 
うか 11 際 聯盟の 効果を 十分に 擧げ て、 世界の 平和を 
永く 確保した いと 云 ふ考を 持つ て 居る 者であります 
併な が此條 約を 見まして、 到底 さう 云 ふ 安心が 著 か 
ない、 如何にして、 政府が 吾々 に說 くが 如く、 之に 
依つて 安心す る ことが 出 來 るので あるか、 そう 云 ふ 
點に 於て、 先づ 十分 此眞相 を 窺は なければ ならぬ と 
思 ふので あります.‘ 元來 平和條 約の 最大 缺點は 、露 
西： „3問 題を 未解決に ® く 事に 在る と 私 (i 思 ふので あ 
る、 露 西 亞に對 する 政策は 鸱時中 又 講和 外交の 間に 
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貶 引に關 する fr 装を 開いて 居ります、 而 して 其 中に 


e の 報 is が 如何なる 故 か、 少しも 無い のであります 
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其 後を 逝し まして、 殆と未 解決の 有 ^ であります- 
鼢時 中に 於き まして、 ES 西 亞が轵 镯不 詰 利の 婼約を 
破り、 獨逸と 取按講和を致したること {3: 、聯合國を 
1 K 切つ たる 行 © であります、 遝西亞 政府が 又 外交の 
祕密 B 類を 暴露 致し、 若く ij: 外 依 敗 菜 シ宣 言 致した 
ることほ、國際間に於て容すべかすざる哺道不義で 
あります、之に對して聯合國 (3: 砬底的に處砑を執る 
ことが 出 來な かつた、 斯う 云 ふ nf に對 して、 何等處 
分を 爲す ことが 出来ない と 云 ふこと であれば、 lit 界 
の將來 は 泊に 危險な りと 謂 ほざる を 得ない、 假〇に 
日本に 近い 所の 或國が 在つ て —— 是 ix flu 定で ござい 
まする が、 其_が 斯う 云 ふ總 て條 約を 無視し、 條約 
を. 破棄し、 若く は 外 依を 無効と すると 云 ふが 如き 行 
励を 執る 場合に 於て、 之を 矯正す る ことが 出来ない 

と 云 ふ惡 例が 開けた ことを、 私 (t 甚だ 5a 憾と する の 

であります 11 爭中旣 に 徹底的の 態度を 執る ことが 出 

來なか つた、 列國ほ 平和 後に 於て 同じく 露 西 亞に對 

して、 徹底的 菔度を 執る ことが 出来な かつた 即ち 露 

西 Ii;> に對 して 或は 密使を 浍り 、若く ほ f ブリン キッ 

ポ」 の會 合を 計 迸 致しました が、 總て 失敗に 終つ た 

後に 於て は 講和 外交に 於て は、 殆ど 露 西亞に 手を 著 

けない 露 西 亞を どうす ると 云 ふこと には •何等 決定 

を 致さず して、 講和 條約は 遂に 成立す るに 至つ たの 

であります、 然るに 露 西 S5 を どうす る こと も W1 來ず 

して、 如何に 世界の 平和を 恢復す る ことが 出來 るの 

であり ませう、 國際 聯盟が 出来ましても、 獨逸を 其 

聯盟の 中に 入れない、 國際 聯盟は 出来ましても、 露 

西亞を 除外して 居る 了 露 西 HT 獨逸此 二つ の 大きな 

國を 除外して 居つ て、 どうして 世界の 平和の 確保 維 

持が 出来る であり ませう か、 今日 露 西亞を 如何にす 

るかと 云 ふことは、 列 國の大 問題であります、 或 {X 

列國の 政策を 見ます ると、 國內に 在る 「ボル シ H ヴ 

ィ ー キ」 の宣傳 者を 掃 2S すると 云 ふ' >'如 き - 過激 

派に 對 しては 飽迄も 之を 抑 付ける と 云 ふが 如き 方針 

を 執つて 居る 如く 見える、 然るに 一方に 於て は、 露 

西亞 討伐の 軍隊を 引 揚げて、 過激派を 提げて 抑 II せ 

ざる 如き 方針なる かの 如くに 見える、 或は 又 露西亞 

の 「レ 1 !  \ 一 政府に 對して 、承認を 與 へんと する 

の計进 あるが 如くに も 見 ゆる、 巴 里に 於き ましては 

露 西亞 1.. 對 する 通商 取引を 開く の會議 をして 居り ま 

j す、 □本の 委 M は 之には 參列 致さぬ さう であります 

が、他の重耍諸國の委員ほ、露西亞に對して、通商 


は . レ-- 1 ン J 政莳 承認の 問題 も •自ら 含まれて 居 
るので* めり ます、 K 西亞 {t 果して 承 12 すべき ものな 
る や 否や、 又 承認すべからざる ものな り や 否や、 is 
西亞の 今日の 國悄 ほ、 果して 如何なる 状態で あるか 
或 <?. 露 西亞 に對 して、 「タイ ムス」 を 首め 之を 抑 付 
けんとす る 新聞が <3/ へたる 報道の 如く、 露 西 亞の國 
內は揆 t(1 たる もので あり、 「レ 11 ン」 政府の 施政 
ほ K に殘 忍を 極め、 人 ® 迫害の 狀態で あると 見て 宜 
しいので あるが、 或 (3: 反對 に 之を 承認せ ん とする も 
の、 言 ふが 如く、 冋復は 闲_で ある、 相當の 時を 要 
する が 漸次 露 西 亞の狀 態 (X 整理冋 復に向 ひつ ゝ あり 
や 否やと 云 ふことは、 世界の 大 問題に して、 而して 
日本の 大 問題で あらなければ ならぬ、 此 * の狀 態は 
吾々 ほ 聽きた くと も聽く _會 を 持つ て 居らない、 政 
府ほ 之に 對 して 如何に 見て 居られる か、 是ほ 吾々 國 
民と して どうしても 聽か なければ ならぬ 大 問題で あ 
ります、 之に關 聯 して、 日本の 通商 政策 も定ら なけ 
ればな ら ぬ、 之に 關聯 致して、 日本の 經濟狀 態 も 影 
響を 被る のであります、 是が 果して 如何なる 狀態で 
あるかと 云 ふやうな ことは、 どうしても 唯 だ此 席に 
於て 二十 分 や 三 十分の 質問 應答で は、 到底 之を 盡す 
ことは 出來な いと 思 ふので あります、 さう 云 ふやう 
な 事を 私 (:]-. 調査す る 必要が あると 思 ふので ある、 元 
來對 露の 方針と 云 ふ ものは、 歐羅 巴に 於ても 未だ 不 
碗 定で あります るが、 特に 日本の 對露 方針、 對認政 
策は 甚だ 不思議なる ものと 言は ざるを 得ない ので あ 
る、 最近の 出来事を 見ましても、 昨年 十一月 頃で ご 
ざいます るが、 最近 迄、 繼續 的に 西 伯 利に 出兵す る 
出兵し ない、 撤兵で ある、 增兵で あると 云 ふやうな 

議論と 云 ふ ものは、 何れ かに 決した と 云 ふやうな 報 

道が 頻 々として 傳は る、 傳 はる 其 間に 何が 現れる か 

と 申し ますれば、 增兵が 現れる、 增 兵が 現れて 来る 

と、 それに 對し て、 又 見解が 違 ふ、 單純な る 補充で 

ある、 若く は 新しき 政策の 是が發 動で ある、 若く は 

撤兵の 是が 一の 副作用と して 起つ たので あると 云 ふ 

やうに、 內 部の 見解が 非常に 違 ふので ある、 是程馬 

鹿氣た 出来事は 無い、 fi な 軍隊が 出る、 それに 就て 

何が 何やら 分らず、 數 箇月に a つて 大騷 動を すると 

云 ふが 如き 失態は、 私は 是ほ 今迄に 餘り 例を 見ない 

一 事柄で あると 思 ふので あります、 實を 申します ると 

西 伯 利 問題 ほ 初めから 今日 迄 誤解で 過ぎて 居る、 事 


私 if 此に 一の 軎類を 持つ て 居ります •か、 Ilt -ii 類 ほ 一 
昨年の 七月、 出兵 問題の 決しました 當 時に、 私の ？ 5 
いた ものでありまして、 而も 其 時の 外務省の S も 重 
要なる 位 S に 居る 人の 目を通 じた ものであります か 
ら 、事 S は 餘り 間違 ほない と 確信 致す、 圖らず も 昨 
日 見出しました が、 此爾 類を | 寸申 上げる ので あ 〇 
ま 1 が、 其當時 政友會 に 於き ましては、 議長 官舍に 
集まりまして、 斯う 云 ふ 決議を 致して 世間に 發表致 
しました、 I 日米 親善 協調を 必要と する 理由の 下に 
米國提 諮の 浦® 派兵 以外の m 兵の 必要を 認めす」 是 
が 政 友# の 決議と して、 天下に it はり、 其 決議 通り 
總てが 運んだ やうに、 世の中に 於て は 今日 迄 ® へら 
れて 居る のであります、 然るに 其 時 外交 調査 會の議 
を經 まして 政府から 亞米利 加に 發 しました 書類が あ 
ります 是ほ亞 米 利 加から 「チ h ック 、スロ バック」 
援助の II めに、 兵 陵を 共同して 绘 らうと 云 ふ 提議が 
あつたに 對 して S つた 文書で ある、 其 文書で 亞米利 
加との 交涉の 文書で あるか、 若く は 日本の 意思の 宣 
明の 文書で あるかと 云 ふことは、 其當 時から 議論に 
なつて 居 〇 ましたが、 それは 亞米利 加の 回答を 耍せ 
ずして、 詰まり 日本の 意思の 宣明 であると 云 ふこと 
は、 其當時 外交 調査 會に 於て、 而 かも 筆を 執つて 此 
回答 案を «f いた 人の 實 際の 直接の 話であります、 其 
亞米利 加に 對 して 送りました 文 * の 大要を 見ます る 
のに、 先づ 政府 ほ 米 國の浦 踏 出兵に 對 して、 欣然 同 
意を 表する 以外に 於て、 帝 國 政府の 意思を 率直に 宣 
明せ んと すと 云つ て、 率直に 浦隳 派兵の 以外に 於て 
帝國 の ® 意が 何 所に 在る かと 云 ふこと を 率直に 宣明 
す、 特に 宣 明と 云 ふ 文字が 使つ てあります、 其宣明 
の 文字は、 日本の 使用すべき 兵數 に對 しては、 制限 
を附 する の 不可なる ことを 明かに 致し、 尙ほ將 来日 
本 其 他 聯合 國側に 於て、 S 的 遂行の 爲めに 使用す ベ 
き 兵力は、 隨時 必要に 應じ て定 むる の 必要なる こと 
も 書いて 居ります、 即ち 兵數が 七 —— 亞米利 加が 
七 千で あるが、 日本は 七 千に 限る と 云 ふが 如き 制限 
を附 する は不町 なりと 云 ふこと を 明かに 書き、 尙ほ 
將來 日米 其 他 聯合 國 側に 於て、 目的を 遂行す る 爲め 
に 使用すべき 兵力は、 隨 時必耍 に應 じて 定む るの 必 
要なる ことを 書いて 居る、 尙ほ其 先に 是が 極めて 大 
事な のであります' か、 「西 伯 利の 形勢に 關 して 帝 國 
は 地理 上の 關 係に 依り 緊切なる 利益に 最も 重大なる 
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危險を 格す R5 つて 「チ H ック、 K 〇 バッタ ー * iu 支 技 
の 方針に 伴 ひ S 生す へき 形勢に 庆〇て は 西 fl'l 利に 出 
兵す る 場合 ある ことを 言明す J と 云 ふ -it になつ て あ 
居る、 之を 少し 碎いて 申します れば 、政府は » 米 & 
明に 於て、 兵數地 點の制 限は 不可で あると； K ふこと 
を 第一に 明かに 致し、 並に 帝 阈は 地理 上の IH 係から 
して 自衞の 必要 •か ある、 其 必耍を 感じつ、 あると 云 
ふこと を 明かに 致して 居る、 並に 「チ ヱッ ク 、スロ 
バック」 眾 支援の 外に、 其方 針に 伴つ て 發生す ： 

勢の 如何に 依りて は、 進んで 0 防 的 ,1 ii 兵を する こと 
が あると 云 ふこと を宣明 致して 居る、 又 其 出 Jr. ハす る 
地域 ほ、 汎く西 伯 利と 云 ふ 文字が 使つ てありまして 
世間で W うが 如く iff 部 西 伯 利、 或は 3* 浦 鐵 适 沿® と 
云 ふが 如き、 制限を a いて 居らぬ のであります る、 
此宣 明が 日本 出兵の 最初の 宣明 であります、 而も是 
は 日本 政府が、 亞米利 加 政府に 對して 致した る 宣 明 
であります、 其宣 明の 要旨と、 世間に 傅へ て 居る 所 
の 出兵の 要旨と 15: 全然 異 つて 居る と 云ふ玆 に 不可 思 
議な る事實 が あるので あります、 其 當時何 故に 此日 
本の 意思が 亞米利 加 政府には 傅 へられた、 國 民に 知 
らさな かつた ので あるか 國民が 何故に 政 友 ir の主强 
の 如く ' 'fe だ 日米協 調の 爲に 、亞米 利 加の 派兵と IHJ じ 
意味 目的， 同じ 方法に 依る 出兵を 爲す 事 に定 つたと 
云 ふ" 誤解を 致して 居つ たのであります か、 私 ほ 其 
間 頗る 奇怪なる 事 K の ある ことを 疑は ざるを 得ない 
のであります、 外交 調査 會の 横樣 は， 固ょり 吾々 の 
窺知る 所では ございませぬ が、 其當時 漏 問く 所に ffi 
ります れば 、亞米 利 加と 協調 ui 兵と 云 ふこと を •徹 
頭徹 E 一 貫して 主張いた したのは、 牧野 男 一人で あ 
つた さう で ございまして、 政 友 fr の總裁 原 外交 調査 
委員は •少しも さう 云 ふ 意見 ほ 持つ て 居らな かつた 
さう である、 又 牧野 男爵 も、 最後に 其異れ る 意見を 
別に 明かに 致して 置く と 云 ふ 必要が •有る かどう か 
と 云 ふ 場合に 於て は、 到頭 此亞米 利 加に對 する 宣明 
に對 して、 判を 捺され たさう であります 、要するに 
外交 調査 會の 決した る 所、 其 決した る 結果が、 日本 
政府の 宣明 となつ たのであります が、 其 宣明も 世 ffil 
に傳 へられて 居る やうな、 唯 だ 「チ H ック 、スロ バ 
ック」 援助と 云 ふ もの だけでは なかつ たので ありま 
す、 是が 又® 際の 行動と なつて 現れまして‘ 其 行 励 
が 即ち 日本の 「チェック、 ス ロバ ック J 援助 以外の 
出兵と なつた ので あつて •是は ：大下 公知の 斟 K であ j 
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る、 故に此 問題は 初めから して II つの 違つ たる 目的 
違つ たる 出兵が あるので ある、 一つ li 「チェック、 
スロ バック」 援助の 爲めで ある、 一つは 日本が 地理 
的の 關係 からして、 日本に 最も 重大なる 利益で ある 
所に、 非常な 危險を 感ずる Eg ある 場合に ill 兵す る、 
即ち 自衞 的の 出兵であります、 斯う 云 ふ 風に 初め か 
ら內 部に 於て ifffi 々方針が 定 つて 居る ので ありま 
す •か、 不幸に 致して 此事實 が 世界に； 笑つて居らない 
今日まで依然として「チェック、スロバック」援肋 
•か 西 伯 利 出兵で ある •それが 無くなつ たなら ば、 即 
ち撤兵であると云ふやうな讁論が出るので&〇ます 
對露の 方針と 云 ふ ものが、 少しも 世間に 分つ て 居ら 
ない、 先日此 席に 於て 奴 問が ありました、 而かも 松 
永 安左衛門 fl の 最も 詳密なる、 而 かも 正確なる 事實 
を 根據 とする 質問で ありました •それに 對 して 總理 

大 E': の 御 答に、 稍々 私は r 知 致した 所が あるので あ 

ります* 總理 大臣の 御 答は •日本は さう W 純には 參 

らぬ 、近い 關係も あるし， 唯た 協調々々 と 云 ふ譯に 

は 行かない、 m 純には 參ら ぬ， 斯う 云 ふ御說 明が あ 

りました、 私； i 初めて、 總理 大臣 も此 席に 於て B 衞 

的の 出兵と 云 ふこと を、 はつき りは 仰せられな かつ 

たのであります が、 此席に 於て 御認 になつ たと， 其 

時に 解 釋いた したので あります、 (拍手 起る〕 私は 

其 出兵の 目的が 如何に 在るべき か、 又 如何なる 出兵 

が正沿にして、如何なる3兵が不可であるか、或は 

撤兵が 宜 くして、 出兵は いかない かと 云 ふやうな 問 

題を、 今 lit の處で 議論す るので はあり ませぬ が， 唯 

だ 西 伯 利 出兵と 云 ふことの 如き 日本の 運命と m 大な 

る關 係が あり、 更に 對課 方針の J-. から ; i ましても， 

W 民が 之を 十分 了解して S かなければ ならぬ 問題に 

就て すら、 旣に 此の 如き ts K の R-fl に 誤解が ある， 赴 

れは 誤解して K る國民 •か 惡い ので あるか、 誤解せ し 

めた る 者が 惡 いので あるかは、 大問 題で あると 思 ふ 

のであります、 私共は 外務大臣の 態度， 若く は 言論 

だけを M ましても-誤解を 起す のであります、 外務 

大臣が 露 西亞を 引 揚げられまして —— si 外務 大 Ef 內 

田 君が S 西亞を 引撝ら れた 其の JJI に 就きまして， 私 

は 前 &: 理寺内 ■(!'] から I 旣に技 せられました が ，眩 

接に ei いた ことがある、 内 旧と 云 ふ 人は 餘裎； 小 思 調 

な 人で ある、 肖 分が 居つ た 在職 屮 に、 K 西 L*!': にもう 

少し 居つ たら どうか L 云 ふこと を：； 一一 n つて やつた が、 

K 西 亞の 形勢 •か 危險 にして •到 联£5 在を 許さない 
外交に 關する 決 漭案 


と* 政府に 寧ろ 迫る が 如き 調子で 露 西 -! 1!:. を撤 返した 
ので ある， 哈爾 賓に來 ると、 露 W 亞の國 情は 危險で 
ない、 極めて 安心で あると 云 ふが 如き ことを 言は れ 
た、 洵に 何を 言 ふの か 分らぬ と 云 ふ 話を、 私は 直接 
に聽 いたのであります、 (拍手 起る) 又歸 朝の 後， 
一昨年の 出兵 問題が 起り まして、 其の 事が 定まり ま 
したと きに、 是れは 直接では ございませぬ が、 私共 
傳へ 聞く ところに 依ります れぱ 、出兵 反對 であるか 
らと云 うて 大使を 擗され た、 其大使 を辭 された 御 方 
が 外務大臣に 就任され て、 出兵 問題は 何等！； 化を 見 
ない、 其 外務大臣が 現在 又 補充の 爲めで はあり ませ 
うが 增兵 をして 居る •然るに 其 外務大臣の 意見は、 
撤兵で あると 云 ふやう に傳へ られて 居る、 是は 勿論 
吾々 が 研究が 足らない ので ありませ う •其 間に 於て 
內田 君は， 一貫した る御考 へが あるので ありませ う 
が •■吾々 國 民から 見す ると、 外務 大 15 の 要職に 就て 
居る 御 方から •其 議論 •其 意見、 其の 行動が 右 支 左 
吾いた すので ある •國 民が 如何なる 事が 日本 政府の 
方針なる や、 日本の 外交の 實 t/!f ほ 何 所に あるの かと 
云 ふこと に 惑 ふのは* 當然 であると 思 ふので ありま 
す (拍手 起る〕 斯う 云 ふ 風で ございまして、 西 伯 利 
m 兵と 云 ふやうな 一つの 小さな 問題、 世界から 見れ 
ば 小さな 問題、 日本から 申し ますれば、 相 當大な る 
問題で ございます が， さう 云 ふ 問題に 就て すら W 情 
•か 分らぬ ので ある、 隨て 之から 先 如何なる 變 化を來 
すで あらう か， 或は 或 方面で 考 ふるが 如く、 更に 大 
出兵を せなければ ならぬ ので あるか、 即ち 自衞と 云 
ふ點を 根據に 致して 居ます るなら ば， 更に 進んだ る 
大 m 兵を しなければ ならぬ ので あるか-或は 撤兵を 
すると 云 ふこと になる ので あるか、 豫筘を 見れば， 
兵 隙 ほ 依然として ia くことの 豫算 になつ て 居る、 政 

府の 方針を ai けば 何時 撤兵す るの か、 何時 增兵 する 

のか 分らない、 是が 今日の K 情であります、 承る 處 

に 依れば、 政府に It 定まつ たる 方針が ある さう であ 

ります、 昨年 御 決定に なつた 方針で あると 谀 る、 貝 

加 爾以 束 の 治安を 維持す と 云 ふことは、 日本 政府の 

方針な りと 定まつ て 居る、 但し此 に 但書が 附 いて 居 

る さう でありまして、 其 ® 行に 就て は， 列國 との 關 

係に K て 之を 定む ると 云 ふこと になつ て 居る さう で 

ある" 是だ け e きましても —— 私共は 是も餘 〇世 間 

には 傅 つて 居らぬ やうで あるが、 之を ei きましても 

まだ 政府の 方針が 何 處に 在る か 分らぬ のであります 


貝加爾 以東の 治安を 維持す ると 云 ふこと を •はつき 
り 此處で 決定いた して 居る ので あるか •或は 但書に 
物を W うて、 但し 之を 實行 する には、 列國 との 關係 
に 依て 之を 定むる •列 國の關 係に 法て 定む るの が 主 
であるか 分らない， 元來此 政府は 但書の 名人で ある 
(笑 聲 、拍手 起る) 普通 選舉ほ 賛成で ある， m し 其 
實 行の顺 序に 就て はと 斯う 来る、 物價 騰貴の 必要は 
認める、 (笑聲 起る： >  m し其實 行の 手段 方法に 至つ 
ては と 言 ふ、 此但 書は 總てを 打消す ffl w であり まし 
て、 西 frl 利 問題に 就きまして の此 m « も、 前の 治安 
維持と 云 ふこと を 打消す ので あるか、 後の 列 國の關 
係を 主にす るので あるか 分らぬ のであります* 之に 
就て 私共は 十分なる 說明を 鸱かな ければ ならぬ、 又 
說明だ けで ほいかない 、之に 就て は 政府が 決定した 
る 所を以 つて、 國 民に 示さなければ ならぬ、 未だ 何 
等 決する 所な くして •漫然 增兵 をす る、 豫算を 依然 
として 提出して 置きながら、 何等 決する 所がない、 
露西亞 の狀睦 ， 世 界の 形勢， 斯の如 き 場合に 於て、 
日本が 露西亞 政府を 如何に 扱 ふか 1 「レ ー ニン」 政 
府を加 何に 見る か •露 西亞 との 將來の 關係ほ 如何に 
する かを 決せなければ ならぬ、 最も 差 迫つ たる 事柄 
差 迫つ たる 狀况の 下に、 總理 大臣 ほ 出兵 增兵 をされ 
たのであります が、 最も 差 迫つ たる 西 伯 利に 對 して 
如何にす るかと 云 ふことは、 少なくとも 此議會 の 中 
にさを 決定して 國民 をして 其嚮ふ 所を 知らし むる 責 
任 ありと 思 ふので あります、 (拍手す る 者 あり〕 斯 
う 云 ふ 問題が 西 li'J 利 問題 だけで も ある、 幾多の 問題 
が 潜んで 居る のであります、 講和 條約を 見ます ると 
例へ ぱ陸 海軍の 制限の 問題、 獨 逸に 對 する 諸般の 關 
係、 經濟 、其 中には 通商 條約 、金錢 、倩 務 、財 產、 
糊 利 及 利益、 其 外 色々 な 問題が ございます るが、 さ 
う 云 ふやうな 問題、 或は 又獨逸 皇帝 處 分の 問題、 若 
くは 獨逸 から 引渡された る 軍艦の 處分の 問題、 獨逸 
人の 私有 財 產の處 分の 問題、 是等の 問題は、 何れも 
吾々 が 國 民と 致して 知つ て 居らなければ ならぬ、 或 
は 事業を 經營す る 上に 於き まして、 私有 财產 の處分 
の 問題が 如何にな つて 居る かと 云 ふこと を聽 かれる 
ことがある、 或は 獨逸 との 通商 關 係に 於て、 幾多の 
問題を 私 兆は e かるる ことがある、 皆な 國民の 利害 
に 重大なる 關係が あるので あります るが、 就中 最も 
大な る關 係の あるのは 賠償の 問題で ござります、 此 
眾事賠 位の 事が® りまして 補- © となつ た、 補 ffl の 間 


題と なりました が、 其實は 狭い 意味の 補償に 非ず し 
て、 最も 廣 き、 殆と 軍事 賠償に 近き 程度の 補償の 間 
題と なつて 居る、 然るに 此賠 償の 問題が 如何になる 
かと 云 ふことは、 吾々 は 條約を 見た だけでは 分らぬ 
のであります、 此條 約を 如何に 研究を 致して 見 まし 
て も、 幾ら 金額を 獨逸 から 補償と して Ili るので ある 
か、 其 補償金を 取る の 方法は 如何に、 之を 取る の 時 
期は 如何にと 云 ふことは、 どう 研究して 見ましても 
分らぬ のであります、 然るに 之を 實際 問題と 致して 
見ます ると、 是程 今日 吾々 に 取つ て 大切なる 間 題は 
無い ので ある、 獨逸 からして 幾らの 金を Is るかと 云 
ふことは、 列國の 方から 申しましても 大 問題で ござ 
いまする が、 獨 逸の 方から 申しても 大 問題で ある > 
獨逸 からして 取る ことの 出来ない 程度の 金を 無理に 
絞 上 If んと すれば、 獨逸は 解體で ございます、 露 西 
亞の 二の 舞を 巳む を 得ず 爲すに 至る、 獨逸 から E る 
賠償の 額が 少 い、 其爲 めに 聯合 國の 財政 經濟の 恢復 
を 一一る ことが 出 來な ければ、 聯合 國の經 濟 財政の 整 
理恢復 と 云 ふ ものは 非常に 困難になる、 唯 だ 困難に 
なると 云 ふ 程度では ありませ ぬ、 それが 爲めに 聯合 
國の間 に 幾多の 變化を 惹起し、 之を 日本の 側から 中 
しま すれば、 此 問題の 解決 如何に 依つ ては、 日本の 
歐 洲に對 する 取引 關 係に 非常な 影！ T か ある、 或は 又 
此 問題の 解決 如何に 依つ て歐羅 巴の 經濟狀 態に 非常 
な 相違が 起り ますから、 それに 依つ て 日本の 貿易に 
對 する 歐 洲諸國 の競爭 の 上に、 犬なる 變化が 起る の 
である、 之を 明かに しなければ、 日本の i;Ti 賣も 工業 
もやれ ない のであります、 斯う 云 ふやうな 問題に 就 
きまして フ吾々 十分に 之を 調査して、 吾々 の 方針を 
定めなければ ならぬ、 元來 今日 極端なる 悲觀 論と 樂 
觀 論が 世 till にある やうであります、 濱口排 幸 君の 先 
日の 御 質問を 承ります ると、 非常な 悲觀 論で ある 元 
來濱 [-1 君 if 大正 四年此 席に 於き まして 財政の 翳 論 
をされ た 時から、 一貫した る悲齠 論者であります、 
其 當時私 は濱口 君と 說を 異に 致しまして、 濱口 君は 
大正 四年戰 爭に依 つて 惹起した る其經 濟界の 好况は 
是は ほんの 瞬間 的の 特別な 狀態 であるから、 それを 
基礎に して 論ずる ことは 出來な いと 言は れた 、私は 
特別 非常なる 狀態で あるが、 それは 繼續 的の 狀態で 
ある、 將來柑 當の期 間繼續 すべき ものな りと 論じた 
のでありまして、 其點に 於て 大に說 が 相違 致して 居 
りました が、 濱口 君は 其 時 以來 一貫した る悲觀 論者 
一六 四 九 


5 洱ネ伶 男 7 帝冋二 ，- 


外交に ^ すろ- ; -11 


で & ります、 m 年々々 反 aa が 米る、 反 励が 來る t 笑 
弦 起る) 斯う 云 ふ 85. •論を された のであります、 此 問 
此席に 於ても 同じ やうな 通 韵をさ れた 、其 時の 院内 
の 空 M を ; J. ますと 餘程 妙な 空氣で ありました、 是 は 
説では ない、 二つの 空 氣で ございます が、 何 か濱 « 
打が 言 13; れて 居る nf ij; 熟 心で あり、 尤で あり、 加 何 
にも 研究が； 3 んで 居る やうで あるが、 どうも li 際に 
遠い と XC ふやうな 感じが、 確に 谷 方面に 現れた ので 
ある、 之に 對 して 高 橋大藏 大臣の 答 辯 (X 亦 樂翻 論で 
ありました、 少しも 悲觀の 議論 (3: 無い やうで ありま 
す、 併し 私から 見ます と 高 摘 大藏大 K の 諮 論 亦悲觀 
論で あると 私 (i 解‘ g 致して 居る、 それは どう 云 ふ yf 
であるか .と中しますと、大藏大臣ほ、今之に調節を 
加へ たなら {t: 忽ち 經浒界 に 破綻を 來す 、破綻を 來す 

から 調 m が 行へ ない、 調節の 方法 無き にあらず、 調 

節の 手 K- 無き にあらず、 調節が 目的を 達せざる にあ 

らず 、邦 手段 方法 ほ 有る が、 それを やつたならば 經 

濟界が 壊れる から m 來な いと 仰せられた ので ある、 

私 It 思 ふ、 今の 日本の 經济界 はさう 云 ふ もので ない 

濱口封 の 言は れるが 如き‘ 經濟界 で ほない、 大藏 大臣 

の 言は れる如 き、 調節を 行へ ぱ ft ちに 破綻す るが 如 

き經 濟界で はない、 此點ほ 私 ほ歐洲の形勢から之を 

論ずる のであります が、 歐洲の 形勢 ほ、 中々 急に J]i 

洋 南洋 等に 於て、 n 本の 貿易に 大競爭 を 加へ るが 如 

き狀 態では あり ませぬ、 急に 恢復して、 是 'か 恐る ベ 

き經濟 的の 11 爭 者と なつて 現 ほれる が 如き狀 態では 

ない、 歐洲 の狀態 は 此所で 大なる 償金を 得る に 非 ざ 

れば 、整理 恢设 が / li 来ない 狀態に 在る、 或は 又亞米 

利 加が 思 切つ た 財政 經濟的 の大 援助を 與 ふ ?.- に 非 ざ 

わ ば、 骁理恢 復の h 來な い狀 態に 在る、 故に 償金の 

問題が 如何になる かと 云 ふことは、 歐羅 巴の 經濟界 

に収 つて 大問 題で ある、 115 米 利 加の 經濟财 政の 援助 

列國 協同して 財政 經濟を 整理す る 方法が 如何に 定ま 

るか、 之に 對して 亞米利 加が 如何なる 援助を 與へる 

かと 云 ふこと が、 歐羅 巴の 經濟 界を茭 配す る大 問題 

である、 大問題 であります るから、 さう 云 ふ 點に就 

て 私共は 特別 調査 會を 設けて 研究したい ので ありま 

すが、 私 一 側の t( 見を 申します れば 、亞米 利 加の 援 

助 も 思 ふやう に 行かない、 償金 も 思 ふやう に 取れな 

い、 歐羅 巴の 物資の 缺乏ほ 法 然として 繼 續 する、 歐 

堀 巴の 111: 界的 經濟競 爭 の實力 ほ 當分 恢復せ ない、 故 

一に 日本の 經濟界 の 前途は、 まだ f 大に 安心して 宜 


しい 狀隐で あると 云 ふの が、 私の 大 SS の® 見で あり 
ます、 即ち 本年の 二月 三月の 頃に 於て、 一 反 励 —— 
或 程度の K 励は 必ず あるに 相違ない、 あるに 相違 ご 
ざい ませぬ が、 其 E 励の 後に 於て、 再び 非常な *!: 氣 
が 日本の 經济界 に 現れて 來るで ほない か、 私を して 
言 {3: しめましたならば* 大藏 大臣の' a 方が 行きます 
と、 此 先き 非常に 危險な 状態が 現れる、 即ち 物價が 
極端なる 兹職 を來 して、 其爲 めに 何とも 闲 る狀 態が 
現れる 私 (5; 悲翻 からして、 斯う 云 ふこと を 言 ふので 
ほ ありませ ぬ、 力が ある、 伸びる 力が ある、 隨つて 
放つ て It けば 非常な 狀態が 起る、 故に 之を 調節して 
健全  •に發 達させなければ ならぬ と 云 ふので あります 
私の 謎 論 ほ 一® したる 樂觀 論で あり、 而も 其樂觀 を 
事® に 現は すが 爲には 、之に 對 して 堅實な る 方法を 
執るべし と； K ふので あります、 濱口 君の 議論 ほ、 私 
から 申します と、 (「 脫線々 々J と 呼 ふ 者 あり) 明 
治 三十 年代に ありました、 消極的 悲觀の 財政 論で あ 
る . 

01 長 (大岡 育造 嵙〕 專ら此 問題の 外交に 就て 御演 
說を 希菌 致します。 

0 長 島 隆二君 (續) 私は 今 償金 問題に 就て 諭 じて 居 
るので あります、 極めて 大事な 問題で ある 斯う 云 ふ 
大事の 問題 も 研究し ない と 5: ふこと であります から 
巳む を 得ず 此席に 於て、 或 程度の 研究を しなければ 
ならぬ ので ある、 (「それが なんの 必要が ある」 と 
呼 ふ 者 あり〕 必耍 が大變 あります、 諸君 ほ 斯う 云 ふ 
問題を 御躐 になりたくない かも 知れ ませぬ が、 國民 
ほ 賠償 問題が 如何になる か、 或は 亞米利 加の 列國に 
對 する 財政 經濟 援助と 云 ふこと が、 如何に 實現 する 
か、 それが 日本の 經濟界 に 如何なる 關係を 持つ かと 

云 ふこと を、 切に 知らん としつつ あるので あります 

樂翻 して 宜しい ので あるか、 悲翻 して 宜しい ので あ 

るか、 歐羅 巴の 問題を 研究し なければ 分らぬ、 其 一 

番大 事な 問題は 賠償の 問題で ございます が" 其 賠償 

の 問題が 如何になる かと 云 ふことは、 吾々 未だ 之を 

知らないので あります、 此 講和 條 約を 見た だけでは 

どうしても 分らない、 之に 就きまして ほ、 定めし 政 

府の 方には 十分なる 御調 も あるで あらう、 又 内部の 

話 合 も あるで ありませ う、 私は 敢て 祕密に 渉る こと 

を 伺 ひたいので (3: ない、 差茭 のない 限り 吾々 は 之を 

研究したい のであります、 斯う 云 ふ 風でありまして 

講和條 約と 申します と簡單 でございますが、 其箇條 


一一 四百 四十 何箇 敁 、其 内容 ほ 有らゆる 問題に 捗つ て 
居る のでありまして、 十分なる 說 明 を 伺つ て 研究し 
なければ、 槪梗 すら 分らない のであります、 此 間に 
於て 我國が 執つ て 居る 方針が 何 所に 在る かと 云 ふこ 
とほ、 まだ 吾々 (3: 少しも 知らぬ ので ある、 此方 針に 
就きまして ほ、 私共 政府から 承つ て 居る 所が 幾つか 
ある、 先づ 第一が 大勢に 順應 すべし と 云 ふ 方針で ご 
ざいます、 大勢に 順應 —— 文字から 申します と 如何 
にも 尤もで ある、 大勢に 順應 しない 外交は 無い 旁で 
ある、 又 大勢に 順 應と云 ふ 事は、 我 國が 長く 執， リ來 
つた 方針で あると 思 ふ、 併し 大勢に 順 應と 申します 
が、 其 大勢と 云 ふのは 如何なる 大勢で あるか、 何が 
今日の 世界の 大勢で あ 〇、 どれに 順應 したら 宜いか 
と 云 ふことは 非常な 問題であります、 或は 大勢と ほ 
「デモ クラシ ー」 である、 是は確 に歐羅 巴に 於き ま 
して、 國 民の 爲め にす る 政治、 國 民に 依る 政治、 之 
が 大勢で あると 云 ふやう に )® 察される のであります 
が、. 是だ けを 政府が 方針と して 言 はれる 大勢 順 應と 
云 ふこと に 於て、 吾々 が 大勢と 見て 宜しい ので ある 
か、 此點 から 見ます ると、 普通 選擧の 如きは、 當然 
来るべき 問題と 思 ふので あります が、 其點に 於て {3: 
反 勤の 意見を 持たれて 居る やうで ある、 大勢顺 應と 
云 ふが、 其 適用に 於て は 吾々 が 大勢と 見る 所と 稍々 
違つ たる 見解が ある やうでありまして、 斯う 云 ふこ 
とに 就きましても、 其方 針を もう 少し 詳しく 說 明し 
て 戴かなければ ならぬ、 或 ほ 又 協調 外交、 外交の 方 
針は 協調に 在る と 云 ふこと を 承る、 協調 外交と 申し 
ますと、 如何にも 其 通りでありまして、 一點 疑を 挾 
むこと も 出來な いやう であります が、 協調とは どう 
云 ふ 事で ある、 吾々 が 政府の 示す 所に 從 つて、 吾々 
の 行動を 爲す 上に 於て、 如何に 心得て 宜しい ので あ 
るか、 惑は ざるを 得ない のであります、 我國 と英國 
との 間に 於き ましては、 同盟の 關係で ありまして、 
是は 協調 以上の 關係で あります、 又佛蘭 西、 伊太利 
に對 する 日本の 關係は 最も 親善で ある、 殊に 利害の 
衝突が 少い のであります から、 此の 問に 於て 協調と 
云 ふこと を 故ら 言 ふ 必耍ほ ない 狀態に 在る、 唯た 問 
題と なります の ほ、 gf 米關 係に 於て 協調で 宜しい か 
若く は 別なる 方針を 執る が 宜しい かと 云 ふこと ほ* 
一の 間 題と なる のであります、 世間で ほ 此點に 就て 
極めて 妙な 誤解を 致して 居る 人が ある •一 冽を 申し 
ますと 對米外 交、 是ほ 協調と する ことが 事實 になつ 


て現れて來ると唱へるが、亞 -'<- 、-利加が山艾間£5に就 
て、 上院で ほ 八 釜し <言 つて 枵 る il*c ぐ 3¢ 竹 居 5 £地 を 
放 梁して 共同 居留地と B さんと する、 之が S ぶ 外交 
である、 成は 西 伯 利に 於て 亞米利 加が M JU (をす る， 
商ぐ 撤兵を せんとす るの が、 之が ]^ 調 外 3¢ である、 
亞米利 加の 言 ふ 所は •何 2JJ も從ふ のが 協調 外交な 〇 
と云ふやうな迷が確に世問に生じて居るのであ〇ま 
す、 若し 是で 行きますならば， 亞米 1の2約に肢 
正 留保を 加 へんと するなら •は、 日本 も 同じく 修正 fa 
保を 致さなければ ならぬ、 亞米利 加が 條約扯 准を 扭 
絕せん とするな らば、 日本 も 亦 同じく 條約の 批准を 
拒絕 しなければ ならぬ* 併ながら さう 云 ふ 協調と 云 
ふこと if 斷じて 私は 無い と 思 ふので ありまして* 
協調と 云 ふこと を 仰せられる 以上 ほ、 如何にして 協 
調す るか、 誰と 協調す るか、 若く ! 3: 自分が 持つ て 居 
る 所の 外交 方針は 何で あるか、 .: を 他との 間の 協調 
を阏る 上に 於て、 自分の 主張を 對手 方を して 1B めし 
むる •對手 方の 主張と 自分の 主張と を、 一致す ると 
云 ふこと でなければ ならぬ ので ある、 協調 外交と iK 
ふ 言葉は、 極めて 便利な、 極めて 巧妙なる 形容詞 -e 
ございます が、 其實 質は 殆ど 空虛 貧弱でありまして 
何等 外交 方針と 認める， ことが 出來な いのであります 
斯う 云 ふ 風でありまして、 外交の 方針 も 今 何 所に 在 
るか 分らない、 其方 針 如何は、 吾々 が 色々 な. if 業を 
爲す 上に 於て •非常な 關 係を 持つ て來 るので ありま 
す、 私は 簡單に 申 上げます が、 今日の 外交 關係は ， 
非常に 複雜 多端でありまして •私の やうな 者には、 
中々 條約 書を is んだ だけでは 分り ませぬ、 國民の 多 
數も 恐く は 殆ど 諒解を 得て 居らぬ と 信ずる ので あり 
ます， 之を 分つ たと 云 ふ 人が あるなら ば、 其 人の 御 
意見を 承りたい、 又 御意 見を 聽く 機會を 吾々 は 得た 
いので ある、 國民が 分つ て 居る から 聽か せぬ でも 宜 
L いと 云 ふ 御 議論が あるなら ば、 玆に 其御顳 論を 承 
りたい ので ある •元来 講和 外交に 就きまして ほ •列 
國 共に 非常に 重きを B いて、 英吉利の 如き は、 條約 
の 批准は ii 會の 協：資 を 要しない のであります が、 巴 
里會議 中は 特に 議會を 開いて‘ 外交の 經過を 報 fi- 致 
し、更に又條約が締結されましてからノ餓色を開い 
て 承認を 求めて 初めて 批准を 與 へる ことに 致した， 
總ての 國が是 に 非常に 重きを 置いて 居る ので ありま 
す、 然るに 我國 では 今迄 一度 も ii 和 外交の 報 街が 公 
式に ほ 無い のであります >  不 幸に して 講和 外交の 報 
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齿 と 云 ふ ものは 無い、 私共は 恐く は 臨時 _會 が 開か 
れて 、是が 報 fr される であらう と 信じて 居りました 
が •其 報 街は 無 かつた， _會が 開かれましたら、 特 
に 之に對 する 詳細なる 報齿が あると 思つて 居つ たの 
であります るが、 外務大臣の 御演說 に 於ても、 總理 
大 K の 御 谢說に 於ても， 報 界と認 むべき. 程度の 御 話 
ほ 無かつた のであります、 此報街 を 受 くる 機會 を， 
特別 調査 ir を 設けまして 得たい のであります、 是は 
私 一人の 希 諸では ございませぬ、 國民 が齊 しく 之を 
菌んで 居る 所で ある、 若し 此國 民の 希 13 を 遮る 者が 
あ 〇 ましたなら ぱ 、國 K の 利！？： を 眼屮に 置かざる も 
のなる と 解 釋され ましても* 已むを得ないので あり 
ます、 (拍手、 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり) 私は 政 友 
會の 諸君が. 昨 非の 十一月 頃で ございました か、 政府 
との 間に 意思の 疏 通を 缺 くと 云 ふ 決議を されまして 

如何にも 御尤 であると 感じました、 (「餘 計な ことを 

言 ふな J と 呼ふ濟 あり〕 fl 際 政府に 於て 調 ? I する 事 

若く は 決定す る 事に、 最も 近き 關係を 持つ て 居らる 

る 諸君に も •恐らく ほ 撤底 せなかつ たで ありませ う 

吾々 には 尙：史 分らぬ のであります、 殊に lit 諝 和 外交 

に 就きましては、 殆ど 吾々 には 何等 分らない， 諸君 

が ; -S 志の} S 通を はすが ために •特別なる 決蹯 を爲し 

特別なる 方法を 執られた と 云 ふのと 同じ やうに、 吾 

吾は 又此 讓會に 於て、 外交の 經過 •條 約の 內界 、赴 

から 生 •する 諸般の 關係を 知る ^ めに、 特別なる 方法 

を爲 すの 必嬰が あると 思 ふので あります、 諸君が 自 

ら必耍 を 感ぜられた る 事は、 同じく 多® 國民も 其 必 

恐を 感じて R るので ある、 私は 此問题 の 運命は、 略 

々之を 知つ て 居る， 知つ て 居ります るが、 之を 葬り 

去りまして •外交 上 諸般の 關係 を國 民に 明かに しな 

い、 外交は 國民的 外交で なければ ならぬ、 官僚 外交 

から 國民 外交の 叫 代に 移つ たに 拘らず 、國 民を して 

知るべき ? Ji: を 知らし めない、 國： r か as かんとす る 所 

を 腔 かせない、 斯う 一： <ふ態 度を 執らる、 ことが 議會 

の S めで あるか •大政 澉の 利益で あるか、 驻だ 惑は 

ざるを S2 ない のであります •(「何を 言 ふか j と 呼 ふ 

漭あ 〇、 拍手 起る〕 諸君、 此案ほ 洵に岡 培なる 案で 

ございます る けれども、 之を 御通しになる と， 御 ® 

しになる と ほ、 諸君の 自 山 であります るが、 其 結果 

ほ 洵に大 である、 之を 御： j!!i しにな りまして、 一通り 

の 研究を e さる、 ことが •此 際 £ も 0 常 な 處 S なり 

と 信ず るので あります、 どうか 滿 場 一致の 御饺 成を 
外.； 父に 閱する 決 通 案 


以て •此 案を 御 通過せられ ん ことを 希 鞀 して 止まぬ 
のであります (拍手 起る〕 

0 謎 長 c 大岡 育造 君；} 小久保 喜 七 君。 

〔小 久保喜 七 料 登 壇>  拍手 起る〕 

〇小久 保 萬 七 君 私 (i 親友 長 鳥 君の 提案に 反釾を 致 
します る こと 遺憾と 致します、 長 島 君の 唯今の 御說 
明を鸱 きます るに、 決® 案の 表に 現しました 所と 比 
します ると、 隨分多 樣に苴 りまして 終に {X 濱口君 や 
大藏 大臣にまで 飛火が 著く やうな 有樣 です 1 故に 私 
は 一々 之に 御 答 辯を 致し ませぬ" 併し 最後に 之に 向 
つて 一 糊め にして*  Hi 日 答 辯を する ことに 致し まし 
て、 先づ案 の 骨子に 向つて 私は 愚見を 開陳 致します 
さて此 決議案に 現 ほれた る 所に 依て 見ます ると、 第 
一外 交の 内容 •外交の 經過を e き 質し、 之に 關聯す 
る將來 の 事を 調 ? t 致して •而 して 之を 報吿 すると 云 
ふので あります が 先づ 第一に 此內容 と •經過 と 云 ふ 
ことで 私は 考へて 見ます るのに、 內容と 云 ふこと を 
示しました 政府は、 此 政府 ほど 早かつた 政府は 無い 
と 思 ふので あります 即ち 條 約が 効力が 生ずる と 同時 
に’ H ちに 外務省に 於て は、 此條 約に 關 する 書類を 
貴 衆 雨院に 配付を 致した のであります、 內容は 明か 
に 之を 示して 居る のであります、 故に 條 約の 經過で 
あります が* lit 條 約の 經 過と 云 ふこと に 於き まして 
も、 長 S 君は 或は 御缺 席で 御 e になら なかつ たか も 
知れない ので •こざいます が、 當 議場に 於き ましても 
又豫算 委員 會に 於き ましても、 外務大臣の 說 明に 依 
ります れば ，國際 聯盟 if 記 局に 於て 興す る 以外の も 
のは、 祕密 にす ると 云 ふ 約束で あると 云 ふこと を、 
幽々 外務大臣が 明言され るので あります、 谷 國の約 
束を 破つ て も 之を 明言せ よと 云 ふことは、 私は 外務 
大臣に 信を 失へ と 云 ふこと を© める と冏 じで あると 

信じますが故に、此點に向つてほ、外務大臣に私は 

確め たのであります、 彼れ it 一時の 答 辯で あるか、 

どうかと 云 ふこと を 確め ました 場合に 外務大臣は 決 

して 一時の 遊辭で はない、 全く さう であると 云 ふこ 

との 私 ほ 答を 得た のであります、 諸君、 斯の如 き 約 

朿の 下に 成立つて 居る ものを， 無理に 之に 向つ て 言 

へと 云 ふこと ほ、 私から 云 ふと 甚だ 其 當を得 ない と 

考 へます、 H. つ 之に 關聯 する 國際 S 關係を 調査して 

之を 報哲せ しむべし と 云 ふので あります が >  私 から 

見れば です •此 度の 外交と 云 ふ ものが、 果して 失敗 

であると 見ましたならば* 私 ほ 此說 も至當 と 思 ふの 


であります •私 ほ 此 度の 外交を 以て‘ 決して 失策と 
思は ない のであります、 又 失敗と 思は ない ので あり 
ます、 山來 問題が 否決され たと か 南洋の 委任 統治が 
他國の 手に 渡る とか、 次に 五大 國の 班を. U ると か 云 
ふこと であつ たなら ば、 是は 失敗で あらう が、 思つ 
た 通りに 結果は 旨く行つ たのであります (「のうの 
う」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君は 旨い と ほ 言 ふまい が 吾々 
は 之を 以て ffl 當の成 効な 〇 と斷 言を する 者で ある、 
(拍手 起る〕 諸君 lit 結果を 得て 来たと 云 ふこと ほど 
うだ •先 H 當 議場に 於て 憲政 會の 代表を 致しました 
菌月 君の 演説の 中に 西 園 寺 侯の 巴 里 行を 以て、® 月 
花の 遊に 比した に 至つては、 私は 實 に ® いたので あ 
ります (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 七十の 老翁が 死生 
を 賭して 參 りました、 それを 雪月花の 遊に 比すと 云 
ふこと •か 亞米利 加へ 行つて 病氣で 途中 歸つた 人の P 
から 出る に 至つ ては、 實 に 驚いた のであります ハ 拍 
辛 起る〕 要します るに (「脫 線 も甚し いぢ やない か」 
と 呼 ふ 者 あり〕 脫線で はない、 此 度の 條 約と 云 ふ も 
のは， 私共から 見ます れぱ ，決して 失敗と 云 ふこと 
は 出来ぬ、 失敗で ない と 見た 以上は， 此 失敗で ない 
所の 政府に 向つて、 特に 私は 特別 調 查會を 置く の必 
要はない と 思 ふので あります、 况や將 來の 方針と 云 
ふものほ、本月十一日の大詔に明かになつて居る 
のであります、 况や谷 派 交渉の 結果、 是に向 つて 其 
詔勅と 云 ふ ものに 對し て、 上奏 案を 以て、 御儆飾 に 
感銘 拜戴 する 旨、 奉答を 致した のであります、 要し 
まする に 私共から 見 ますれば、 此 度の 我が 日本の 外 
交と 云 ふ もの ほ、 失敗に 非ず、 而 して 講和 全權 大使 
と 云 ふ もの ゝ行 動は、 長き 間 故、 或は 一二の 物 足ら 
ぬ 點は あるか 知らぬ が、 大體に 於き まして、 全く 稱 
鉸 すべき ものと 私は 信ずる のであります、 (拍手 起 
る！ 政府に 失敗ない とすれば、 何の 必斟が あつて 此 
決議に S 成を 致す の 必要が ある、 況や其 外の 苟も 國 
際の 聯盟に 於て 祕密 とすべき 約束を 致しました 範圍 
外の 事は、 随分 現 內閗に 於て ほ 十分に 御 答 辯が ある 
やうに、 私共に (i 思へ るので あります、 故に 必要が 
ありましたならば、 例へ ぱ祕密 會議を 要求す るな り 
又 {X 全院 委員 fr を耍 求す るな 〇、 又 それを 致さぬ と 
雖 も、 出来るだけの 說明ほ 內閣 がする であらう から 
私の 考で は、 公然と 斯樣な る ¢5- で、 長 島 君 ほ 御 遣り 
になつ たら 宜か らうと 思 ひます、 要します のに、 私 
共の 考では 少しも 失敗 ほ 無い、 此 先き 安心が /Li 來る 


安心して 托せる と 云 ふ 内閣に 向つ て、 調査 委員 0- を 
置く 必婴は 無い と 信じまして、 此 決議には 斷然反 對 
を 致す のであります、 (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 原總理 大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇 J 

〇 國務 大臣 (原 敬 君〕 唯今 長 島 君より、 決議案 提出 
の 理由. を縷々 御演說 でありました、 其 御演說 中には 
種々 なる 事が 擧 げられ てあります、 悉く 是に御 答へ 
致す 必要 も 無ければ 反駁の 必要 も 無い のであります 
けれども、併し如何にも御演說が多岐に亘り、甚し 
きに 至りて は、 外交 調 奄會委 負の 對米通 牒を 起草し 
たる 八より、 聽 いたとまで 言 はれる、 如何にも 誠し 
やかに 報道せ， ら_れ るので あります、 其 內容は 極めて 
杜撰なる もの、 牽 强附會 、唯 だ 御 演說に 便なる こと 
を 述べられた と 申しても 過當で なから うと 思 ふ、 ( 
拍手 起る 「暇昧 だよ」 r 默れ j 「 解散す るぞ 」 と 呼 ふ 
者 あり〕 斯樣な 次第であります から、 此御演 說に對 
して、 一々 述べる ことは， 甚だ 必要を 見ない ので あ 
ります るが* 大體を 申せば* 政府に 於き ましては、 
今回の 講和條 約 成立に 關 して， 諸君の 御 了解を 得な 
い 事が あるなら ば、 幾ら も說 明を 致します、 何等 外 
交 上 差茭無 い 限りに 於て、 說明を 致さぬ ことほ 一つ 
も 無い、 又 諸君 も 必要なる 點 は、 御尋 になつ て 居る 
やうであります、 尋ねざる 事を 說 明す るの 必要 も あ 
り ませぬ けれども •併ながら 御 質問の あつた 事に 於 
て、 御 答を 怠つ たことは 一つ も 無い、 又 今後と 雖も 
此講 和條 約に 就て、 不明な 事が あるなら ば、 幾らで 
も御尋 になつ て 宜い 、政府は 事情の 許す 限り、 是に 
答 辯す る ことを、 , W 躇 致さない ので ある、 然るに そ 
れ にも拘らず、 外交問題 調査 特別委 M を 設けて、 調 
査 しやう と 云 ふことは、 何の 必要より 起つ たので あ 
り ませう か、 長 島 君の 說 明に 依れば、 是ほ 政府を 彈 
劾す るに 非らず、 條 約の 効果に 影 ■を 及す に 非ず、 
政府の 外交を ■肘す るに 非ず、 然らば 何の 爲めで あ 
ります か、 t 拍手 起る〕 分らぬ 事を 鞛か る、 だけな 
らば、 遠 慰な く數 多の 條項を 擧げ て、 御聽 になつて 
宜から *5 、 故に 是れは 此 決議案に ' IE 載して ある 所の 
御 趣意は、 長 島 君の 御演說 の 趣意であります まい、 
長 島 君 ほ 調査に 名を 藉〇て 、政府を 3?:i 劾 せんとす る 
ので ありませ う、 (拍手) 政府を 彈 劾す るに 非ず と 
言 ほる、 けれども、 講和 條 約に 一して 種々 の 非難を 
擧げ て、 牽强附 會の說 を 以て、 政府の 行動を 非難せ 
一六 五 I 
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られ ました* 是が翊 劾に 非ず して 何で ある •條 約の 
芴果に 影猱を 及さず と 言は る、 けれども、： 18 和條約 
の 亞米利 加の 態度、 其 他に 就て —— 効果に 就て 種々 
謎 論を された で ほない か、 而して 鹿 約の 効來に 影 髁 
を 及ぼす のでない と li 何 yf であるか、 第三に ix 政府 
の 外交を 擊肘 する もので ix ない と 言 ほる 、が、 現に 
茲に將 來の國 際關 係を 調査して 云々 と ある、 之を 以 
て 政府の 外交を 賊 肘す る もので ない と 言 ほる、 こと 
ほ、 此決眾 案に ?? いて ある 事と、 餌 說せら る、 所と 
の趣总 ほ、 矛盾して 居る、 私共 ほ 此御 演說 の趣寇 ほ 
何 か 意味 あつて、 演說 ほ 左樣 にされ たので ありませ 
うけれ ども、 御趣惹 の 在る 所 (X 決議案に 在る ものと 
見なければ ならぬ、 故に 此決蕺 案は、 政府の 處 Sr を 

诹 劾せられ、 政府の m 住を 問 (3: る、 尨 M が 無いなら 

ば、 此調査 の必耍 ほ 無い ので ある、 故に 私共は 之を 

以て、 潢說で ほ 如何なる 事を 言は れて 1 是ほ瞞 著 

せらる、 意味で もあります まい けれども、 どう 云 ふ 

…… a. 瞞著 とほ 何 だ」 ri 著 だ j  | 默れ」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 どう 1K ふ 事を 言は る、 とも. 固ょり 議場を 欺か 

れる御 精神 ほ 無い と 明かに 承知す るが、 併し —— ( 

私語 r る 者 多し) 

011 長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇 阈務大 sx 原 敬 君) 此 決議文に 現れた る 所の もの 

は 將來の 外交に 向つ て 重大なる 關係を 及ぼす ので あ 

る、 議會開 會以 來斯の 如き ものを 設けて、 條約 案を 

調査した こと も 無い ので ある、 况や條 約の 締結に 關 

しては、 今日まで 憲法 上、 天皇の 大權を 翰 重して、 

敢て 口を 容れな いのが 我國 の議會 政治であります、 

然るに 拘ら ず、 質問 瞧答 をして 其 事柄を ® にし やう 

と 云へ ば、 審に する ことが 出 來得る にも拘らず、 斯 

樣な 案を 提 m せられて、 是は师 劾に 非ず、 是は 政府 

の 外交を 戦 肘す るに 非ず などと 云 ふことは、 一向 意 

味を 成さぬ ことで ある、 此 決議の 本文に 於て は、 政 

府を彈 劾 せらる X ものと 考 へます、 政府は 決して 斯 

様な 彈 劾を 受 くる 行 励は 無い •と 信じます るが 故に、 

絕 對に此 案に 反對 致します。 

〇 岩 崎 勤 君 討論 終結の 励 議を 提出 致します。 

〔「賛成々々」と呼ふ者あり拍手起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 通 吿者も ありませ ぬ、 討論 終 

結と 見て 差 支 ありませ ぬか。 

Lr 異議な し」 r 異 _な し」 の聲 起る〕 

o  長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励議の 通りで ありま 


す •仍て 討論は 終結し ました。 

0 岩 崎 勤 君 本案 (3; 即時 否決せられ ん ことを 朝み ま 
す。 

C 「较 成々々」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0迹長(大岡育造君〕本案に资成の諸君の起立を求 
めます。 

〔饺 成 者 起立〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 少數で あります、 否決せられ 
ました。 (拍手 起る) 

0 中 村 啓 次 郞君豫 算 委員の 諸君 ほ、 豫算 委員 室に 
御 集りを 願 ひます = 

0 議長 (大岡 育造 君) 此際 諮問が 一つあります •そ 
れほ 望月 長 夫君の 申出で、 二十 九日ょり 三十 二 日間 
の 請暇であります、 之を 許す に 御 異議 ありませ ぬか 
〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 異議なければ 之を 許します、 
本日 {i 是 にて 散 會 U 

午後 四時 一分 镦會 

- - - -  -l- a rr  IT o Inll  =■■■■■  =1  ■ »: 

〇大 正 九 年！ i 月 三 H 〇火曜日) 

午後 一時 十 U 分 開_ 

議事 B 程 第 六號 
質問 

一  i gs _uf る M 問 (_1 滿駄螂 君) 

II 流行 感 肖の 豫防注 射に 關する 質問 (fl 麵 
デ タゴン  ， 
名提 /II )  /  公 $: 

三 M 城 子 事件 交渉 經過 に關 する 質問 (_d 


四 


S 提 


西 伯利駿 兵， 同地 鏡 道！ 督逝 海事 關係問 

題に 關す る ® 問 (舰跡 'Jir 敵) 

S 物 ® 調® に 關す る K 問 (鞠 拠 赌士 口) 

第 I 刑事訴訟法 中 改正 法律案 (31 鶴贼) 第 

一 讀會  - 

i 人權保 f 開す る— 案 (I 群 豁酞) 第 

一讀會  1—  . 

第一 一一 iK 恩給 増額に 關 する 建議案 (腦规 唯 - t:— 

53) 

第四官 幣 大社 吉野 紳宮 境域 擴 張に 關する 建議 

窝ベ 東武君 外) 

® r: 名 提出) 

0 長( 大岡 育造 君： >  諸般の 報吿 があります。 


〔原 田 ® 記 官朗讚 一 
一 運 員の 異動 左の 如し 

大阪府 大阪市 選出 議 M 白 河次郞 財の 補關 として 
板 野 友 造 f-r 當選 せられたり 
一 去 三十 一日 政府より 提出せられ たる 諉案 左の 如 
し 

大正 六 年度 歳入歳出 總決 筘 
大正 六 年度 谷 特別 會計 歳入歳出 決算 
大正 六 年度 歳入歳出 決算 檢査 報吿 
一昨 11H 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
少年法 案 
矯正 院 法案 

I 去 二 十九 日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如 
し 

官幣 大社 吉野 神宮 境域 擴 張に 關する 建議案 
提出者  東  聾  八 木 逸 郎君 
一 今 三日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
未成年者 飲酒 禁止法 案 
提出者  根本  正 君  高見 之 通 君 
.鈴 木 錠藏君  齋藤壽 雄 君 
會計十 法案 

提出者  關  直彥君  高木 益太郞 君 
一去彐 十一 日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 書 
左の 如し 

物價 調節に 關 する 質問 主意 書 
提出者  有 森 新吉君 
一 今 三 0議 員より 提出せられ たる 質問 主意 書 左の 
如し 

農業 勞® 保護 獎勵 に關 する 質問 主意 書 
提出者  土 井 fl 大君 
〔左の 報告は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
揭載す 〕 

一 去 二十 九日 翳 長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 
所得税 法改正 法律案 外 六 件 

武藤 金吉君  山 本悌二 郎君 
田 中 隆三君  井上 角 五郎 君 
田邊熊 一 君  兒玉好 熊 君 
菅原  傳君  友 枝 梅 次 郎君 
匹 田 銳吉君  中 村 喜 平 君 
南 澤宇忠 治 君  鈴 木 錠藏君 
片岡 直溫君  町 田 忠洽君 
大津淳 一郎 君  高木 正 年 君 


本 田 BI 之 君  石 川 又 八；；； 3 
佐々 木正砝 君 3! 貝  i 
藤 井 茜 肋 君  大口 i? 六 君 
高木 益 太 郎君  小川螵 太 fiB 器 
美舔鼎 资君  尾 崎© a 君 
上田銪 兵 ? S 君 
大正 八苹法 律 第五 號中 改正 法 钳案 


小 田 切 
齋藤 


關 


崎 

原 


於 太郎冇 
祀 一 君 
安之助 君 
顙里君 


根本  正 君 

井原 萬 代 太 郎君 
牧 口義矩 君 
津田毅 一哲 
鐵道敷 設法中 改正 法律案 
齋藤珪 次哲 
原 田 十衞君 
高 鳥 順 作 君 
赤間嘉 之吉君 
高 橋 辰 二君 
望月 圭介君 
齋藤 宇一郎 君 
櫻 井兵五 郎君 
河西费 太 郎君 
川 村 精 之 君 
牧野 鐵九郞 君 
高 島 兵吉君 
若 尾璋八 君 
橋 本 太吉惡 
一昨 二日 議員 席次の 變更 左の 如し 
三 四 板 野 友造哲 
一 去 三十日 內 閣總理 大臣ょり 左の 通發令 ありた る 
旨の 通牒を 受領せ 〇 

餞 商務省 醫記 官齋藤 趣 彐郞 
農 商務省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 
一 去 三十日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 
第一 部 

豫算 委員 松 永 安 左 衞門君 (富 島暢 夫君 補 购) 
第三 部 

請願 委員 寺 田 省歸君 (毛 里 保太郞 君 補闕〕 
第 六部 

预® 委員 下 岡 忠治君 (木 田 W 之 君 補闕〕 

I 去 一一: 十日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
大正 八 年 法律 第五 ■號屮 改正 法律案 委 M 


政 尾藤吉 君 
前 田 米藏君 
生原忠 右衞門 君 
佐 藤 喜 八 君 
原 田 佐 之 治 君 
小川藏 次郞坍 
横 山 金太郞 矜 
久須美 東 馬 君 
小 林 嘉平治 君 
石 田 孝吉君 
砂 田 重 政 君 
山 根 正 次 君 
大® 房次郞 哲 


c  $  〇 3 帝 同 二 +R 笊 


委 M 長  根本 
理 ill 關原 
所得税 法改正 法律案 外 六 件 委員 


1 長  武 

^- N 兒 

鈴 

0  »  大 

一； S 

.上 

鐵道 敷設 法 中 改正 法律案 委 
委員長  • 


正 君 
彌里冇 

金吉哲 
好 熊 君 

鍵. 醫 

喜 六 君 
鄕太 郎君 
田 彌 兵. 1v,i 君 


理事 


珪次君 

j=  S 


齋 藤 
高总 


牧野 ® 九 郎君 
一 山 根 正 次 君 
ダ 若尾獐 八 君 

一 去 三十 一 R 所得税 法改正 法律案 外 六件委 M 片岡 

H 溫 s' 辭任に 付 其 補闕 として 鈴 木 富士撖 君を 議 

長に 於て il 定 せり 


0 謎 長 (大岡 育造 君〕 是 ょ〇铃 蕺を 開きます、 諮問 

を 致します、 两 英太郎 対、 fj» -4i 知 也 君ょり 病 氣に付 

き、 四哲は 十日 間、 伊東 君は 十一: H 間 請暇の 申出が 

あります、 許可す 〇 こと！： はあり ませぬ か。 

〔「興 SI なし ' と 呼ふ莕 あり〕 

0 S5 長大 岡 ff 造 君〕 御 興 謎な しと 認めます、 仍て 

許 "7 致します、 第二 部 ^ 出豫苋 委 M rlJ 中 萬 逸 君、 第 

九部選出決 37: 55 兑長祕元太郞君、第五部選出決算委 

員正 K- 照 藏君、 1 S 二 部 選出 請願 盜 fli: 英太郞 君、 右 

何れも 常 <1: 委員 勝 任の 中 出が あります、 許可す る こ 

とに 御垛 謎は ありませ ぬか。 

〔「異 謎な し 」と呼ふ者&0〕 

0 薄 長 C 大岡育 造 君) 御 -® 謎な しと 認めます、 仍て 

許可 致し まます、 ff 々其 部の 諸 fj は、 補 W 選舉の 上 

屈 /] 1 あらん ことを 希 轺致 します、 中 村预算 委員長ょ 

り 本日 以後は 本付誃 屮に 於ても、 務 3? の® fl 符及分 

科 fT を 開く ことに 致したい と 云 ふ 申出が あります、 

許可す る ことに 御 與誔は ありませ ぬか。 

【 「职謎 なし」 と 呼 ふ荠あ 〇〕 

0W 長 (大岡育造君〕御興窈 |3: ないと認めます、仍 

て 本科 珑中 と雖 も、 推 K の签 M ^ 、 及 分科 ^ を 開か 

るる ことを rf 可 致します" 

〔士 II 柄 rtz i 邡 君 「拽 s の 二 分科を 是から 開き ま 

す J と 呼 ふ〕 

〇 武餒 金吉 打 as 長.' 


0誠長(大岡育造訂〕武忮君。 

〇武藤 金吉君 是 より 所得税 法、 外 六 件の 特別委 員 
會を開 きたいと 思 ひます、 御 許 nr を 願 ひます。 
〇識長 c 大岡 育造 封〕 御 異識 はあり ませぬ か。 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 c 大岡 W 造 対) 許可 致します。 

〔武藤 金吉君 「是 より 所得税 法、 外 六 件の 特別 
3S M 曾を 開きます、 委 M の 御 方は 御參 集を 願 
ひます」 と 呼 ふ〕 

01 一長 (大岡 育造 岩) 此際 新に 11 席に 著 かれた る、 

兩君を 紹介 致し ま -i - 沖 繩縣遝 m 議員 岸 本 賀昌君 

〔焊 本® 昌 ■/!■ 起立、 拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡育 造 君) 大阪府 大阪市 選出 議員 板 野 友 

ha -l- nc 

〔板 野 友 造 君 起立、 拍手 起る〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 是 より 質問に 移ります 、入權 
蹂躪に 關 する 質問 ！ 横 山 勝 太 郎君。 

〇陨 山 勝 太郞君 難 長。 

〇戧 長 0 K 岡 育造 君〕 陨山 君、 何です か。 

〇橫山 勝 太 郎君 司法大臣が 御 出席が ありませ ぬが 
若し 御 差 支が & るなら ば、 司法 次官の 御 出席を 要求 
致します。 

〔律 田 毅一君 f 第一 分科を 開きます、 委員の 御. 
方は 御參集 を 願 ひます. 一と 呼 ふ〕 

人權蹂 SI に關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 〇提 m 攸也 

提 s 者 fffi 山 勝太郎  鈴 木 ■富 士彌 
三 木  武吉 
替成者  井原  百 介 

外 三十 二人 

人 fs iH; 刷に 關 する 質問 主意* 

京都 地方裁判所 檢事 局に 於て 某® 職 事件を 檢擧す 

るに 常 〇抒 被 齿に對 し少き は 十數冋 多き は 數 十回 

夜間の 訊問を 爲 し接见 禁止 中の 被 ^ 人を して 自白 

勸带 W の 授受を 爲 さしめ 長時間 所 11 膝 箱 中に 拘禁 

したる 等 人 棚 蹂涵の 事 實あ りと 調 ふ 其の 眞相 如何 

右 及 質問 候 也 

〔磺 山 勝太郎 君登摁 、拍手 起る〕 

〇顷 山 勝太郞 S 私は 京都に 於け る 商 職 事件の 檢舉 

並に 其 取調の 進行 中に 於き まして、 恐るべき 八權蹂 

颐 の、 ill pf ある ことを 探知 致しました、 其亊柄 に 就 

て、 ® か 政府 常 局に 質問を 致したい と考へ ます、 元 


來我國 に 於き ましては 憲法が 布 かれて 旣に 三十 年に 
相 成ります、 A 權蹂 躏 などと 云 ふ 事柄は 冇〇煜 られ 
ない のであります るが、 其 今日に 於て、 尙ほ 人 fl ll 
躏 の 事 ® を 耳に し、 民に 怨言の 聲ある ことを、 聞く 
事を 蒔 だ 遺憾と する ものであります、 是に 於て 我が 
日本 辯雖士 協 會 ほ、 昨冬 急遽 評議 fl ir を 開きまして 
其 席に 於て ra: ちに 特別委 員を 選擧 致しまして、 其委 
員に (?. 辯 li 士の 太田資 時、 大并靜 雄、 新 井 耍 太郎、 
天野敬一、倒谷饵太郞、平松市藏、及不宵の七人が 
其 委員に 當つた ので あり •$ す、 此七名 の 若は 京都 並 
に 大阪に 出張 致しまして、 或は 官憲に 就き、 或 ほ 被 
害 人に 就き、 或は 辯 ii 人 等に 就きまして、 亊實 の 調 
查を 致しまして、 愈々 玆 に人權 賊 _ の事實 ありと 云 
ふこと を 確認 致した のであります、 玆に 一言 皆 樣に 
申 上げて 置きたい のは、 道路 傳 ふる 所に 依れば 今回 
日本 辯護士 協 會が 、人權 •蹂. _ 問題で 大騷を やつて 居 
るが、 彼等は 被告 八の 或 者、 若く は 辯 si 人の 或 者の 
請託を 受けて、 今回の 騷ぎを やつて 居る ものである 
と 云 ふ 批評を 傳 へて 居る 事 M であります が、 御 承知 
の 如く 日本 辯 護 士協會 は、 明治 二十 九 年の创 立に 係 
りまして、 今日に 至る まで 二十 四 五 年の 間.. 司法の 
改善、 並に 人權擁 _ に ■力 致して 居る のであります 
一 被告人、 辯雜 人の 請託を 受けて、 人權蹂 蹒 の 事 H 
を 調査す ると 云 ふやうな、 卑劣なる 行 励に 出 づるも 
のでない と 云 ふこと を铧め 斑 承知 置きを 願 ひたいの 
であります、 此 故に 吾々 委 の 者 ほ 事實の 調査を 致 
します るに 方り ましても、 汎く 官吏な り 或は 被 ® 人 
の 側に 接觸 致しました けれども、 此事實 の 認定を す 
るに 方つ ては、 毫も 辯 il 人並に 被吿 人の 申す 事は 採 
用 致して 居り ませぬ、 一に 當該檢 事の 言 ふ 所、 當該 
豫 _ 判事の 申します る 所、 官文醫 の 示す 所に 基いて 
此 事 實を 認定 致した のであります、 尙ほ もう 一つ 御 
注意を 願 ひたいと 思 ひます る 事 ほ、 本 M 等 ほ 京都に 
於け る溃職 琪 件の 被吿人 等が 果して 潦職 の事實 あり 
や、 否や 賄 赂を逍 ると か 取る とか 云 ふやうな 事 實が 
あつたか どうかと 云 ふ、 犯罪 事件の 內容に 就て ほ、 
毫も ^ 査を 致し ませぬ、 左！ 2な事が ^-1 0ましても無 
くても、 それ ほ 木 員 等の 關係 する 所ではないので あ 
〇 ます、 惟之を 檢舉 する に 方り まして、 法律の ^ め 
て 居る 手續に 依て 居る か、 人權蹂 醐の事 實 ほ 無い か 
と 云 ふ、 此方 面に 向つ て 調 赉を 致した のであります 
以下 此事孭 に 就て、 少しく 質問を 致したい と 思 ふの 


であります、 flf 件の 始〇は 、大正 七 年の 四月の 半 頃 
から 檢舉を 始めました、 其 檢擧に 方り まして、 檢事 
の一松定吞-山本市三、中田_太，田中釤治、樋口 
德次郞 、是 等數 A の檢事 が、 詰まり 法律の 規定を 無 
視 し、，〕 八 權蹂躏 を 致した と： K ふこと に 認めた ので あ 
〇 ます、 而 して此 事 5K を認 むる に 方つ て、 如何なる 
方 ns に 交渉を 致した かと 云 ふこと も、 一言 述べて 置 
きたいと 思 ひます、 此の 事實を 探究す るに 方つ て 一 父 
渉 致しました 方面は、 大阪 控訴院の 檢事長 小 林 芳郞 
君 同 院の檢 事 三 浦 榮五 郎君、 京都 地方裁判所 檢事正 
古森 幹 枝 君， 京都 地方裁判所 長の 嘉山幹 一 君、 同所 
3® 祚判事 石 井}； £ 太 郎君、 同 加藤煺 一 君 等の 話を 聽き 
まして、 尙ほ 京都 監獄 署の典 獄赤塚 源 二 郎君に も 面 
會 をして、 詳細の 說 明を 求めました、 而して 京都 監 
獄 の內容 を 全部 調査 致した のであります、 又 一 面に 
於いて 多少 被告人の 供述を も 斟酌 致しまして、 又 被 
吿事 件の 記 錄をも 一瞥 致しました •要するに 材料は 
斯の 5r t ものであります、 此の 幾多の 励 かすべ から 
ざる 材料に 依つ て •我々 の 探知した る事贸 ほ 何で あ 
るかと 申します ると、 第一に 御尋を 致したい のは、 
翔 箅杰 員 會に 於いて、 國民黧 の 高木 益太郎 君ょり 御 
導に 相 成りました 點で あります るが、 即ち 被 吿 人の 
或 者に 對し て、 徹宵の 訊問を 致した と 云 ふ 事實で あ 
ります、 此の 事柄に 就いて ほ 一月 二 十八 日の 豫算總 
會に 於き まして 列席の 鈴 木 司法 次官は 徹宵 訊問の 事 
實 は 無い と 云 ふ 御 話が ありました ' 私は 詳論は 一切 
省略 致しまして 事實だ けを 申 上げて 跨き ます、 徹宵 
訊問を 受けた る 者の 中の I 人の 淺見 孝 太郞 、此の 人 
ほ 大正 七 年の 四月 二 十二 日に bl cl 檢 事に 召喚を せら 
れま して、 翌二 十三 日の 午前 四時 二 十分、 石 井豫 審 
判事の 令 狀に 於いて 京都 監獄に 拘留せられ ました、 
監獄に 入つ たのは 午前 十 時 十五 分であります、 即 
ち 四月 二十 二. 日の 時間は 分り ませぬ が， 四月 二 十一 一 
n から、 檢事局 なり 裁判所に 召喚 訊問を 致しまして 
豫密 判事が 受取つ たのは 翌 R の 午前 四時で ある、 其 
次に ほ 並 川 榮圈は 是又 大正 七 年 四月 二 十二 日 樋 口檢 
事に 召喚 訊問を 受けまして、 翌二 十三 日の 午前 四時 
四十 分に 石 井豫 * 判事の i に 依つて、 京都 監獄に 
拘留せられ まして、 午前の 五 時 一一; 十七 分に 入監を 致 
して 居ります、 又 堀 田康 人 (X 大正 七 年の 四月 二十 七 
日に •山 本檢事 の召噢 訊問を 受けまして、 翌二 十八 
日 午前 一時 加 藤 Tf 薄 判 琪の 令狀に 依つ て、 京都 監獄 
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に 收監せ られ まして* 陪々 入監の 手！ 2 の 了つた のが 
午前二時であります、次て设市駁と云ふ人ほ，大正 
七 年 六月 = 日に :?' n 檢 «f の 召喚を 受けまして， 翌四 
0 日の 午前 零時 十三 分に、 石 并豫珩 判 淋の' ^ に 佐つ 
-pq て SC 都 監獄に 拘留せられ て， 同日 午前 二 時 二十 七 分 
7 1 に 入監 致して 居ります、 又 岡 田 常 助 (X 大正 七 年 六月 
| 三 n 強 口檢斟 召 f 人 訊問を 受けまして •翌四 日 T- 前 ^ 
_ 時十艽 分に 石 井豫 審判 - HJ.f の 令 狀に 依て };': 都 監獄に 拘 
1E 留せ られて 、入監は 午前 二 時 一分に 相 成つ て 居り ま 
11 す、 又 r'-! 井 K 吉と云 ふ 人 ほ 大正 七 年 六月 三日、 励 口 
ミー 檢事の 召喚 訊問を 受けまして •翌四 日 午前' 梁 時 - 1- 分 
P ™. に， 石 井 TS 消 判 flf の 令 狀に 佐て 京都 監獄に 拘留を せ 
られ て、 同日 午前霉 時 四十 分に 收監を 致して 居り ま 

す、 其 次に 小笹新 太郎と 云 ふ 人は、 大 JH 七 年 六月 二 

十五 日に 山本檢 ?-ff の 召喚 訊問を 受けまして、 翌二十 

六日の 午前 窖時： .7! 十： :/ r: 分、 石 非 豫蒞判 事の 令 狀に依 

て、 京都 監獄に 召喚せられ て、 愈々 手續を 了つ たの 

ほ 午前 一時 四十 分であります、 其 次に 橋 井窣三 郞と 

云 ふ 人は •大正 七 年の 八月 三日 一松 檢事の 召喚 訊問 

を 受けまして' Frl 日 午後 十一 時 五十 分 加 藤 lj 審判 事 

の t に 依て 京都 監獄に 拘留を せられ、 入監 手緻を 

了り ましたのは 午前 零時 三十 分であります 、寺 崎 新 

策は 大正 七 年 九月 十三 日 a 口檢事 の 召喚に 依り まし 

て、 翌十 四日の 午前 二 時に 1 齡判 事の 令狀を 受け、 

京都 監獄に 入監の 手續を 終了した の 13: 午前の 三時で 

あります、 木內 重四郞 は 大正 七苹 九月 二十 六日 I 松 

檢事の 召喚 訊問を 受けまして、 午後 十一 時 四十 分に 

加 藤 豫涟判 事の 令 狀に依 つて 1;!: 都 監獄に 拘留せられ 

まして、 入監の 手續を 了つ たのは 翌日の 午前 二 時で 

あります、 斯の如 く 幾多の 被吿 人が 徹宵 訊問を 受け 

て、 甚しき に 及んで は、 翌日の 午前 四時 頃に 入監せ 

られ たと 云 ふこと に 柑 成つ て 居ります、 此 事 柄を 此 

所で 詳しく 申す 必要は ございませぬ が、 豫審判 事が 

檢事の 起訴す る 所と なつて、 被 哲人を 其 手に 受取り 

ました 際には、 直ちに 訊問を する 手 續に相 成つて 居 

ります、 而して 其 訊問 ほ 極めて 闻單な もので ありま 

して、 少 くも； A 分か 十分、 長く％! 一十 分、 三十 分を 

要しない のであります、 此 故に 午前 一時、 午前 二 時 

午前 彐 時で あると 云 ふ 際に 入監の 手續を 了つ た 者は 

徹宵の 訊問を 受けたり として、 毫も 差 支 無い ので あ 

ります、 然るに 司法 次官が、 徹宵 訊問の 事 實は 無い 

と 云 ふこと を 申して 居ります るが、 此事寶 を 御 探究 


に祁 成つ たなら ! ±" ，既 じて 否認の 出来ない ことで あ 
ると 私は 考へ るので あります、 又 3¢ 他に 莛だ 酷で あ 
ると圯ひまするのほ、夜晚くまで訊問を致したるこ 
と、 言葉を 換へて 申します れば •夜 Pd] の 訊問を 爲し 
たる こと、 是は檢 ?](: ' か 公訴を 提起す る 以前に 於き ま 
して、 谷檢 ¥が 谷 被 ff を 訊問す るに •午後の 十 時 十 
一時 等に 及んだ ものが ? e だ 少なくない、 是は簡 單に 
其 ^ 前 だけを 申 上げて 踣き まする' か、 被 iJf 人の 中で 
矢 野 長藏 、河原 文 ~ 、山内寬次郞、谷！1:芘兵衞、白 
須 m 右衞 門、 長翻傳 三郎 、五十 隨駿 夫、 斯ぅ 云 ふ 人 
が 夜中 晚 くまで 訊問を 受けた 人であります、 是 等の 
啡 項に 就きまして、 當局ほ 如何なる 御意 見で ござい 
まする か、 其 s を 承りたい のであります、 第二に 承 
りたい のは、 旣に檢 事が 豫審判 事に 對 して、 被吿事 
件の 公訴を 提起 致しまして、 即ち 起訴の 手續を 了り 
まして、 事件は 旣に豫 審判 事の 手に 移されて あるに 
も拘ら ず、 引續き 檢 事が 之を 訊問す る、 是は W 來我 
日本の 金國に 於け る 谷 裁判所に 於て、 行 はれて 居る 
慣例で ございます るが， 是は 吾々 の 信ずる 所に 依れ 
ぱ 、矢 張 違法で あると 考 へます、 檢事 が旣に 一 膘の 
搜査を 了つ て 犯罪 事件 ありと 思料した る 結果、 相當 
の證據 に 基いて、 豫審 判事に 對 して 公訴を 提起して 
令狀の請求を致しました以上ほ、其事件と云ふもの 
は、 ® I げて豫 審判 事に 移つ たもので あります、 故に 
豫范 手續に 事件が 移された 以後に 於て、 檢事が 所謂 
搜赉嵇 なる ものを 利用して、 豫_ 判事の 承認を 得る 
ことなく、 濫りに 被吿 人を 訊問 -T ると 云 ふ 事柄は、 
法規の 許さぬ 所で あると 考へ ます、 或 {X 檢 事局 並に 
檢 事局を 辯 11 する 側に 於き ましては、 矢 張 公訴を 提 

起した る 以後に 於ても、 搜査權 が 有る と 云 ふこと を 

主張 致して 居る 者 も ございます けれども、 法律の 根 

據が無 いのであります、 刑事訴訟法の 何 所を 繙いて 

見ましても、 起訴 以後に 於て 檢 事が 搜査權 を 有する 

と 云 ふ 規定 ほ 無い のであります、 唯 だ 從來の 弊習を 

觀踏 して、 斯の 如き 慣行を 繰返して 居る に 過ぎぬ と 

私は 考 へます るが， 此點に 就ても 司法 當 局の 意見を 

承りたい のであります、 此 問題を 解決す るに 就き ま 

しては •此 事件を 以て、 恰も 好き 材料で あると 私は 

確信す るので あります ‘此 際に 於て 司法 當 局に 申 上 

げて 、尙ほ 意見を 質したい のであります るが、 御 承 

知の 如く 檢事が 公訴を 提起して、 事件が 公判に 進行 

したる 際に 於て、 證人を 裁判所が 喚問す る 場合が あ 


ります、此隙に其設人が被荇人の 13 めに不利益なる 
供述を 爲す 場合 •言葉を 換 へて 申し ますれば •檢 3f 
側から 印し ますれば-其 1¢: 件が 利益で ある ^ 合に 於 
きまして ほ、 是 (£ 最も ?? 易に 落 著を 致します るが、 
若し 誤つ て 被 f'f 人に 利益なる 供述を 爲す 、言葉を 換 
へて中しますれぱ、起訴を爲したる檢褂側に不利益 
なる場合に於きましてほ、間々其立會した檢事は公 
判の 延期を 求め •若く (3; 公判を M' 止. V しめて， 秘密 
なる 場合に 於て、 其證 入を JS 調を 致しまして* 其 供 
述を翻 さしめ て、 其 ! {S 取® を II に 次の 公判廷に 出 し 
て、 被 ff 事件の 維持を すると 云 ふ •例 もあります、 是 
等は 明かに 裁判 道德の 上から 申しましても、 法規の 
上から 申しましても、 甚だ 宜しくない 習慣で あると 
思ひまするが、斯の如き弊風を裁判上現すのほ、虹 
何なる 事柄 か 原因で あるかと 申します れば 、公訴の 
提起 後に 矢張檢 事が 搜査權 を 有つ と 云 ふやうな 解釋 
をす る ことが* 即ち 其 原因で あるので & ります、 |>[4 
今廣岡 君の 御 話の 如く、 法律の 解鏢を 求める と 云 ふ 
ことは、 適當で ないか も 知れ ませぬ けれども、 誤つ 
たる 法律の 下に 爲す 手續の 良い か惡 いかを •私は 聽 
きたいので あります、 是が 第二の 質問 事項で ありま 
す、 第三に 承りたい のは、 假 りに 今日の 裁判所" 今 
日の 檢事 局が 執り 来つて 居る 習慣の 如く、 公訴の 提 
起 以後 >  豫{ 番 中に 於て 檢事 に搜 索灌 有りと する も— 
—私は 無い と 信じます るが， 假 りに 論者の 說 明の 如 
く搜查 ffi 有りと する も •同一の 被® 人に 對 して-連 
日 連夜 長時間の 訊問を 繼續す ると 云 ふことは、 果し 
て檢擧 並に 捜査の 方法と して* 適當な る もので あら 
うか どうか、 同じ 被告人を 毎日 毎晩 連れて来て、 同 
じ 事項を 同じ 人間が 毎日々々 訊問す るので あります 
彼の 收 賄の 事柄 ix もう 自白したら どう だ、 彼の 贈® 
の 事柄は もう 白狀 したら どう だ、 白狀せ ぬければ 又 
監獄に 入れて 置いて、 又 明日 之を 引出す、 又 明後日 
之を 引出し、 同じ 事を 繰返し •繰返し、 同一 被告人 
に對 して 檢事が 人を 替 へ、 品を 替へ 、二 時間 一 il 時間 
と 云 ふ 時間に 苴つて 訊問す ると 云 ふ 事柄は、 是は法 
規の 許さゞ る 所、 又 人情の 許さ 7 る 所、 公平を 尙ぶ 
檢 事に 於ても、 決して 爲す 事柄では ない ので ありま 
す、 斯の 如き 事柄を 吾々 は 人權 蹂躪と & します が、. 
司法 當局は 之を 何と 御考 になる かであります 、此事 
柄に 就て 事實を 指摘して 申 上げて 見たい と考 へます 
被告人、 金ケ 原武 雄と 云 ふ 人に 對し ては 前 申 上げた 
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同 じ 2Jf 柄を 訊問 致して® る* それから N:. . .. i;i :: 人に 
對して 、一松 檢 祺 が 十月 十 n,、 .', :  、.：= !») 
iii 回 五六 時 B}] 以上、 十一 時間の : i> きに n つて ： H i.:*J 致 

して 居る、 此所で 一つ 申 上-:: : J いノ. .: 、 十月 
の 十日から 一松 檢事が 金ヶ 原 武 雄を：， ' .、.、 ' ::. ， . .  j 
どぅで あるかと 申します ると、 田 中 ^ , jl- が 六；：：： :;:! . ik 
調べを致したけれども、どぅしても自. ;| をせぬと：.： -' 
ふので， 然らぱ 今回 ほ 檢事を 待へ て 副べ た 方が : ti; い j 
と 云 ふ 〇 で、 一松檢 事が 代つ て 収調 をした と 云 ふの 一 
であ 〇 ます、 以後檢 事が 哲つた の ほ 皆な 此例 であ 〇一 
ます、 次に 橋 本 孝 三郎と 云 ふ 入に對 しまして ほ、 屮 | 
田檢 事が 大正 七 年 十月 二日より 八日 ■* で、 七日 間引 | 
續いて 訊問 致して 居ります、 又 古川 勝 次 郎に對 して 
ほ 田中檢 事が 大正 七 年 九月 一一 十九 日より 十月 ？ 7t 日 ま 
で 七日 間* # I 日 提時間 の 訊問を 致して 居ります、 次 j 
に 木內 重四郎 に對 しては >  1 松檢 事が 大正 七 年 九 hi 
二十 七日より 十月 十三 R まで〆 て 十四日 間、® 日監一 
獄署 から 引出して、 長時間の 訊問を 致して 居ります 
而 して 其 間に ほ —— 其 十四日の 間に ほ、 九 H 二 十九 
日の 日に、 京都 地方裁判所の 小森檢 辦 正 n ら出馬 し 
て>  嚴 重なる 訊問を 致して 居ります、 十月 五日には 
豫審 判事が 一回 訊問 致して 居ります、 斯の如 く 十四 
日間に M つて、 其 間に 小森檢 事， 石 卯 豫審判 事を 加 
へて、 同一の 檢事が 同一の 被 吿に對 して， 同 一 な 事 
を収 調を 致して 居ります、 それから 尙ほ 一松檢 事は 
木 內重四 郞に對 して、 十一月 二 十六 日より 二十 九日 
まで， 四日 間 連續収 調を 致して 居ります、 是に 於て 
司法 當 局の 御考を 願 ひたいので あります が、 兎に角 
相當の 地位を 有ち、 相當の 名 P を 有ち、 相當 の學識 
を 有つ て 居る 被告人に 對して 、同じ 事を 二 週間 三 週 
間 も 取調べて 1 訊問を して それで 結果を 得る と考 
へる のであります か、 若し 結果を 得る とするならば 
私は 是は矢 張 —— 其 取調が 公平を 缺いた ものである 
と考へ ます、 白狀 しないと 定つた ものを 何日 も収調 
ベる と 云 ふことは、 宜くな いと 思 ひます、 之に 類す 
る 例 ほ 五十 越 駿 夫に 對して 、一松 檢事が 大正 七 年 十 
月 十九 日より 二十四日まで 六日 間‘ 連 續 訊問を やつ 
て 居ります >  それから 三矢宮 松に對 しては •中 田檢 
事が 大正 七 年 九月 二 十六 日より 十月 一日まで 六日 間 
逋續 訊問、 それから 一松 檢事が 三 矢 宵 松に 對 して、 
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十月 K 日よ 〇 九日まで 五日 間、 十一月 四日より 九日 
まで 六日 間 十 I 月 十六 日より 二十 R まで 五日 fill •十 
一月 三十日よ 〇 十二月 三日まで 四日 間、 長時間の 訊 
問を 致して 居ります， 結局 之を 計 3? して 見ます ると 
三 矢宮 松に 對 しては、 I 松檢事 のみ にても 二 十 B- 間 
通 績して 同一の SH 問を やつて 居る、 檢事ほ 忙しい と 
云 ふが >  忙しい ので ほ 決してない、 白狀 しない 荠を 
二 週間 も 三 週間 も掛つ て 訊問す るから 檢事局 も 忙し 
くなる のであります、 茲に當 局に W 實の御 調査 上 御 
注意までに 申 上げて ® きたいと 思 ひます る 點 は、 今 
私が 同一の 被 哲人に 對 して迎 日長 時間の 訊問を ^ し 
た 事 1 v 中 上げました が、 其 yf 柄 ほ 大 正 七 年の 九月 二 
十三 日 以後の 分 だけであります、 九月 二十； 一一 日 以前 
の 事は 恝も中 上げて /? r らぬ のであります、 何故 九月 
一一 十三 日 以後の 分 だけを 申 上げた かと 申します ると 

-/|. 月二十 = 日以前に於ては、同一の方法に依て訊問 

した 事け 明瞭であります けれどもが 、是は 官 文 » の 

徴す べき ものが 無い のであります、 九月 二 十三 日以 

後は、 京都 監獄 袈に 於て 餘〇被 代人を 濒瞬に 引 / I1. し 

て収調 をす るが 後日 是が何 か 面倒な 問題で も 起つて 

ほ 闲ると 云 ふ 21¢ の 心配を 致しまして •九月 二 - 1- 三 FJ 

から M 都 監獄 砮に 「京都 睽獄 ai 張 判 檢 事 退 防 時刻 調 

J 斯う 云 ふ 帳 iffi を 作りまして、 それに 一々 監 ® の官 

吏 が 記 ) TJC を 致した のであります、 それで 九月 二 十三 

日 以後が 明瞭に なつて 居る ので、 以前 15; 其 事柄け 官 

文 a の 上に 徴す べき もの •か 無い のであります、 併な 

がら 斟 « は 九月 二十 三日 以降 も、 九月 二 ±11 日 以前 

も、 決して 違は ない のです、 是は吾 々がもう 典獄に 

就て 御 話を 承つ た 際に も 同様な 話が ありました、 九 

月 二十 E: 日 以後は、 如何にも 從來 の il1} 方が 激しく、 

如何にも 從來 の jfi 方が 頻繁で あると 云 ふやうな 心配 

の ^ 〇、 さう 云 ふ 文 pi を 作る ことにな つたので あ 〇 

まして-以前 も 矢 張 同樑で あると 御 考にな つて 51! し 

いのであります、 而 して 殊に lit 迎日に 亘 る 長 時 R!] の 

訊問に 就て は、 監獄の 官史は 一人 も 立 包つ て 居り ま 

せぬ、 全く檢 事が 之を 祕密に 調べて K 〇 ます、 斯の 

如き 訊 間が rs 法で あると 云 ふ ? If 柄は、 刑祺 .'. 訟法の 

九十 二 陆の第 -: 孭 —— 法文は 酌み ませぬ けれども、 

其 降 文を 御 ^' 狗 に ffl 成ります れぱ 、さう 云 ふ 事は 違 

法で あると 云 ふこと が 判ります、 即ち lit 第一 一 i の W •問 

事 1 JI に 就て、 尙 ほ © [ E5 の 打 問を 致して K きたいと 思 

ひます のは、 今 申 上げました やうな 檢事 の収調 方法 


が、 果して 相當で あるか どうか、 それから 是 ほ 先刻 
申 上げました やうに、 悉く 監獄 遇に m 張して 訊問を 
致した のであります が、 皆 棟 も 御 承知の 通りに、 我 
國には 官制 あり、 監獄 法 あり、 裁判所 構成 法が あり 
まして •監獄 遇に 於け る 官吏の 爲す 所の 職務の 範圍 
裁判所に 於け る 判 檢事 の爲す 所の 職務の 蹄 園は、 悉 
く 明瞭に 定 つて 居ります、 監獄 S の官茁 が 裁判所に 
行つ て 監獄の 事務を 収扱 ふと 云 ふことは 違法で あり 
ます、 同時に 裁判所の 判檢 事が 監獄に 出張して， * S 載 
判 事務を 執る と； K ふこと も 違法で ある、 併しながら 
時には 例外が あります し、 事情 もあります から、 五 
H や 三日 裁判所の 判 檢事が 監獄 辑に 3 張す ると 云 ふ 
やうな 事柄は、 事 實 として 承認せ ねばならぬ 場合が 
あらう と考 へます が •併な •から 本件の 如きは、 大正 
七 年 四月 半ばより して、 十二月 半ばまで 約 八 箇月、 
毎 R 監獄に 出張を して 居る、 裁判所と 監獄 親と を 全 
く 穿 違へ て 居る、 斯の 如き 事 trt が、 果して 檢事 とし 
て爲 すべき 事柄で あらう かどう か、 私は 斯樣な 事は 
決して 爲 すべから ざる ilf であると 考へ ます、 それ か 
ら 最後に 申 上げました 如く、 被告人を 訊問す るに 方 
りまして は、 獨 立の猓 審判 事と 雖 も、 尙ほ立 fr 入を 
要する のであります が、 檢 事に 限つ て、 獨り 監獄 署 
に s 張を 致して、 監獄 署の 吏員の 立會を も爲 さしめ 
ずして、 祕密に 之を 訊問す ると 云 ふやうな 事柄は、 
果して 適當 であるか、 合法で あるか、 人 權蹂臨 でな 
いかと 云 ふこと を 衹〇た いのであります、 それから 
筘四に纸りたいのほ、是は監獄题と裁判所の關係に 
ffl 成る at であります るが、 先刻 來 印 上げました 如く 
被 佐 人 等 ほ、 即ち 本件の 被铒人 等は 悉く 朱 決 監獄に 
拘留され て 居る 者で ある、 而して 訊問を 爲した る 場 
所は 悉く 監獄 碧で ある、 監獄 碧 ほ 御 承知の 如く、 旣 

決の 闪入を 拘禁す る 所であります、 旣 決の 囚人の 中 

には、 赤い 著 物を 薪て 居る漭 が 大部分ありまして、 

稀には W い满 物を 著て 居る漭 があります 、要するに 

罪人な りと 栽 判 上 確定の 判決を 經て 、而 して 刑の 執 

行を 受けつ、 あるので あります、 本件の 被吿人 等は 

S3 職 罪の 被带 人と して、 犯罪の 嫌疑は 受けて 居り ま 

すけれ ども、 まだ 其 罪狀た る や 毫も 決つ て 居らぬ の 

であ 〇 ます、 ! tffi 疑を 受けて 居る けれど、 まだ 無罪の 

人で ある、 此人々 を 訊問す るに 方り ましては、 裁判 

所 R5 成 法、 或は 刑 Ilf 訴訟法に ffl 當な 手 la ' か ありまし 

て、 ffl 常なる 方法に te て、 適當な る 訊問を しな けれ 


ばなら ぬと 云 ふことは •申す まで もない ので ありま 
す、 それを 宋決監 から、 旣決の 囚人の 居る 所を 通過 
せしめて •而 して 旣 決の 囚人を JS 扱 ふ 場所に 於て、 
之を 訊問す ると 云 ふこと ほ、 どうであります か、 取 
調を 致した 場所を 調査して 見ます ると 云 ふと* 其最 
も K しきは 囚人 取調 所-即ち 罪人と 確定した る 者 1 S 
収調 をす る 場所に 於て、 訊問を 致して 居ります、 少 
しく® 遇を 與へ たかと 思 ひます る 分は、 典獄の 應接 
所で 調べて 居ります、 或は 41 P 室 •或は 宿直 部屋 > 
斯の如 き 場所に 於て 訊問を 致して 居る、 それが 書 間 
ばかりでは ない、 夜間に a つて 取調を 致して 居る、 
斯の如 き 事は 私の 考では 甚だ、 被告人に 對して 、御 
取調の 方法を 缺 くもので ありまして、 甚だ 宜しくな 
い 事柄で あると 考へ ます、 此 故に 唯今 申 上げました 
第 四の JiJ 項に 就て 御尋を 致したい のは、 京都 地方 裁 
判 所の檢 事が 京都 監獄 锯に 出張を 致 L て、 囚人 取調 
所 其 他の 場所に 於て、 被告人を 訊問す ると 云 ふやう 
な 事柄 ほ， 果して 適 當で あるか、 どうか、 又斯の 如 
き 方法を 承認す るなら ば、 法律に 依て 裁判所と 監獄 
署と云 ふ ものを M 別した 理由 ほ、 毫も 無い 事に なり 
ます、 裁判所の 役人が 自由に 監獄 署の營 造 物を 使用 
する、 應接 所と 云は ず、 囚人 取調 所と 云は ず、 事務室 
と 云は ず 茶 呑 所と 云は ず、 宿直 部屋と 云 {3: ず、 悉く 裁 
判 所の 檢事が 行つ て 之を 占有して 使つ て 居る ので あ 
ります、 其 結果 監獄 薪の 官吏、 或は 監獄 碧の 給仕.、 
監獄 S の 小 使、 或は 監獄の 宿直を する 人 等 ix 餘 分の 
義務に 服せ ねばならぬ 結果に 相 成ります、 其 結果と 
しては 實に 大正 七 年の 四月から、 大正 七 年の 十二月 
に 至る 八 箇月 間の ことで あ 〇 ますから して 電氣も 使 
つたで ありませ う、 薪炭 も 使つ たで ありませ う •電 
燈も 使つ たで ありませ う、 斯の 如き 事柄を 致します 
ならば、 京都 監獄 齧に 向つ て、 吾々 は 諸 ft と共に 豫 
算 の協算 を與 へる 所の 必要が 無い と 私は 考 へます、 
餘所の 判事 や檢 事が 来て、 自由自在に 使つ て も餘る 
だけの 豫箅を 取つ て 置く と 云 ふことは、 不都合 だと 
私は 考 へます， 是故 に當時 赤 塚 典獄は 吾々 に 向つ て 
其當 時の 事 m を 述べて 居られました が •典獄の 話に 
依る と 云 ふと‘ 實 に申_ のない 次第で、 吾々 監獄の 
官吏は、 檢辦の 方から 少しの 間 監獄® を 貸して K ひ 
たいと 云 ふこと であるから して、 僅か 一室 か！ 一室を 
五日 か 三日間、 御 使用になる ものと 思 ふて 居った と 
斯う 言 ふので、 所が 二 箇月 經つて も、 三 箇月 經 つて 


も、 速 日 連夜 御 / 11 になる ので、 先づ 一番に 苦情を 5目 一 
出した の ほ 監獄 磐の 小 使であります、 監獄 塘の小 使 
が 言 ひます るに、 吾々 13; 監獄 署の小 使で ある、 此故 
に 監獄の 仕事が 澤山 あつて 忙しい、 多忙で あると 云 
ふなら ば、 何 所まで も 仕事を 致します けれども、 餘 
所の 判事 や 檢事が 御 m になつ て、 餘 所の 仕 iij をして 
夜晝使 はれて は 洵に 忍耐が m 來な いと 言つ て、 小 使 
が 苦情を ■言 / ii した、 次には 宿直の 人間 等で、 どうも 
何時 来て 何時 歸るか 分らぬ、 歸る まで 起きて 居な け 
れぱな らぬ 、其 次には 看守 や 押 丁であります、 監獄 
碧の として、 習慣と して、 監房に 入れて ある 所 
の被吿 なり 囚人と 云 ふ 者け、 夜は 絕對に 出さない 规 
則で ある、 出す ことは 非常に 危險で ある、 それを 連 
日 連夜 午後の 九 時' であらう が、 午前の 零時で あらう 
が、 来て 彼れ を 引 張つ て 来い、 之を 仕舞へ と 仰し や 
るで、 殆ど 監獄 署の 官吏 も 忍耐が m 来ない と 云 ふ 有 
樣で あつて、 斯の 如き 事柄を 京都 地方® 判 所の 檢事 
或は 大阪 控訴院から 出張して 居る 檢事 諸氏が 致され 
ましても、 それが 適當 である、 合法で ある、 差 支が 
ないと云ふことが言へるかどうか、之を诋りたいの 
であります、 第五に 事 ffi を舉げ て 承りたい と 思 ひま 
する のは、 此點は 高木 益 太 郎君ょり して、 豫筇總 會 
に 於て 一寸 御 質問が ありました が、 極めて 大體な 話 
でありました からして、 私ょりも 更に 一言 致して、 
當 局の 說明を 求めたい と 思 ひます、 それは 旣に檢 事 
が 京都 漬職 事件の 起訴の 手續を 了り まして、 预密判 
事の 手に 事件は 全部 移つ て 居る にも拘らず、 否な 事 
件が 預審 判事の 手に 移りし のみならず、 豫審判 事 ほ 
被吿 人を；； M 取つて、 入監の 手續を 致します ると 同時 
に、 接見 禁止、 並に 書面の 授受、 物件の 授受、 悉く 
之を 禁じて 居る のであります、 然るに 其豫 _ 判事の 
命令を 犯して、 先刻 申 上げました 谷檢 事は、 豫港判 
事の 許可な くして 或 者に 面會 をせ しめ、 或は »? 面の 
往復を 許した と 云 ふ 事 W があります、 是が 果して 人 
_蹂醐 でない か、 違法で ないかと 云 ふこと に 就て、 
質問を 致す のであります、 此事實 を 一寸 申 上げます 
ると 云 ふと、 檢事ほ 被 吿人 の或奔 をして、 吿 白醫、 
それから 上申書、 其 他 色々 の 名義を 付けました る 所 
の 書面を 認めさして、 檢事 自ら 之を 他の 被 街 入に投 
けて、 さう して 其醫 面に 基いて 自白を 勸吿 して 居る 
それが 爲めに 自白勸 吿書な 〇、 或は 上申書な りを 受 
取つ たる 所の 被告 入は —— 此 書面を 出した る 被告人 


人は 1!<- 妯に |3 する疝山肪太郎の&:問沏說 
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|が、どぅ云ふ供述を ^ 游筘琪なり的ポに對して、致 
して K るかと 1 K ふこと を 知る ことが 出 來たの であり 
ま す、 それに 法て 5? i!? 而を受 取つ た 戠半 xir 相 © 
I なる 岱述 を爲 したと 云 ふこと になる のであります、 
1T •阆 を申上げて迕きます、其法律關係ほ、萵木氏ょ 
り 御 n 問の 通りであります からして、 其 ?! f is を 申 上 
げて K きます、 被 佐 人の 中の 寺 崎 新 策は、 大 正 七 年 
の 九月 十四 E 午前 二 時 頃、 ' Kj 液 判 Jlf の 石 井 ほ 太 郎の 
令 狀に依 りまして、 rr '-' T .. ;..'. に 拘禁せられ て、 即時 
に同 ''': ,\' >:. 0を以て、「拘禁中監房を別居にし他人 
と 接近 及 v'f 類 授受 並に 家族 名 a 以外の 者との 物件 並 
の 授受を ? I •止す」 此命 令を 受けて 屛〇 ます、 此 
被 ff 人に 對して 一松 檢雄ほ 、大正 七 年 九月 十七 日附 

の 山 内 S 次 ®; と 云 ふ 者に 宛てました る、 i!f 白 g： と 云 

ふ ものを 界 かせました、 第二に ほ 同じ 日附で 、河原 崎 

文 二と 云 ふ济に 宛てまして 0 白 勸吿； s を ® かせ まし 

た、 第三には Ini 日附布 浦 伏 三郎に 宛て ? 1 て、 .u 白 勸 

吿 r i'r を嚣 かせました、 第 四に 九月 十八 日附を 以て、 

山 内 a 次 郎に 宛てた る af? 二の 吿， H fy なる もの 1 v 認め 

させ、 第 ?/ t: は 欠 !! M 九月 十八 日附で 、河原 崎 文 二に 對 

し 第二の 街 白 T^ を ?? かせました、 其翌 十九 日に 河原 

崎 文！ 一に 宛てまして、 第三の 齿白 !3 を 醫かせ ました 

第 七に ほ 同 E 附を 以て、 堀 田康 人に 宛て 1¥ 白 害を « 

かせました、 第 八には 同日 附を以 て、 福 井 孝 三郞に 

宛て 佐闰齊 を !!? かせました、 第 九には 九月 二十 七日 

附で 、並 川 51 慶に對 して赀 白 3 を ^ かせました、 第 

十に ほ 九月 二十 九日 附で 、井上 治 三 郎に對 して ^ 白 

f1} を f1? かせました、 第 十一には 十月 十七 日附を 以て 

白須 m 右衞 門に 對 して 吿白 書を «!■ かせました、 即ち 

一松 檢事は 寺 崎 新 策なる 者に 對 して、 數 人の 人に 宛 

て、' K に 十一 通の 自白 _齿辔 を « かせた ので ありま 

I す、 此結果 ほ 其 « 面を 受取りました 被 吿と券 崎 新 策 

I とほ、 事 ® の 往復が 出来て 居る のであります、 それ 

から 喵今申 上げた のは 被吿人 同士の 關係で あります 

が、 被 ff 人 以外の 者に 宛てても 尙ほ 15 面を * かせ ま 

した、 即ち 赤 崎 新 策を して、 大正 七 年 十二月 十二 日 

附で 、寺 崎 至と 云 ふ 者に 釾 して® かせました、 寺 崎 

至 ほ 即ち 赤 崎 新 策の 父に 當 ります、 其 次に 寺 崎英子 

是は 家内で あるか 娘で あるか 判り ませぬ が、 婦人に 

宛て、 » 面を fr かして 居ります、 是が皆 谷 本人に 屆 

いたか、 どうか 知れ ませぬ が、 兎に角 檢事が 抑 收し 

て 持つ て 居る のであります、 又 同月の 十七 日附で 大 


fit ?5 助、 田 中 PB の ！! t i41 人に 宛てまして、 「佐 白 B: — 
と 題す る fr'? 翰を a めさせました、 lit 数多 o f rr 面を 典 
獄の檢閱も經ず、孢洁判琪の檢阌も經ず檢羾が踌手 
氣迠に W かせて、 勝手 氣谥に 之を JG 次れ たので あり 
ます、 次に檢 叫は 山 内 ^ 次 郎に對 しても、 同 〇 の 方 
法を 執つて 居ります、 山 内 3S 次郎は 大 正 七 年 六月 六 
R 1T 加 殴 掩搏判 2Jf の 令 狀に依 て 拘禁され たので あ 
ります が， 同日 寺 崎 新 策 rnj e に 抜 見 禁止、 並 物 ft 授 
受结 止の 命令を 受けて rr るに 拘らず 、一松 檢 gf は 大 
正七非八月二十九日附大槻燊藏宛の 0 ,:1砌齿帮、同 
八月 三十 H 大槻 籴藏並 に 北 村 利太郞 宛 自白 砌吿® 、 
九 /3 12:附大槻籴藏宛01:白泐吿說、九月二日附太槻 
燊趿宛 注 rc 3 、十月 七日 附白須 m 右衞門 宛 自白勸 吿 
3、 之を 芥檢 iif に 於て， 谷 宛名 入に 對 して 薄 達を 致 
して 居ります、 又 被 fr の 北 村 利太郎 に對 しても‘ 田 
中檢 事が 同！ g の 方法を 執つ て 居ります、 即ち 北 村 利 
太郎な る 人は， 大正 七 年 六月 二日 石 井 判事の 命令を 
以て、 前被齿 と 同糅の 命令を 受けて 居る にも拘らず 
ra 中 檢 Hf は 北 村 利 太郞 をして、 大正 七 年 九月 二 日附 
で •山 内 次 郞に對 して、 寬次郞 より 命 百 五十 圓を 
受取りた る 外、 何人よりも 收贿 をした る ことは 無い 
と 云 ふことの® 面を® かせまして、 之を 寬次郞 に 示 
しました、 それから 其 次は 大槻籴 藏 —— 大槻 籴藏も 
亦 大正 七牢 六月 七日に、 石 井 判事より 同樣の 命令を 
受けて 居る に拘ら ず、 田屮檢 事は 山內 寬次郞 に 宛て 
て、 大正 七 年 九月 二日 附寬次 郞 より 金 二 百圓を 渡し 
たる 外、 何人よりも 受取つ たる 金は 無い と 云 ふこと 
の 書面を！ I めさせて 寬次郞 に 示しました、 次に 奧田 
久丘 (熠と 云 ふ 人は、 大正 七 年 六月 二 十日 石 井 判事の 

命令に 依て、 同 樣の禁 止處 分を 受けて 居る にも 拘ら 

ず、 一松 檢事ほ 大正 七 年 九月 三日 附 「一松 檢事宛 上 

申 ® j なる ものを 提出 致しました、 其 內容に 依り ま 

すると 云 ふと， 共同 被铒 人の 中の、 山內宽 次郞 、大 

槻燊藏 、北 村 利太郎 、古川 勝次郞 ，三 矢宮 松、 寺 § 

新 策、 內貴淸 兵 衞等が 收 賄した と 云 ふことの 犯行を 

申出で ると 云 ふ 趣旨でありまして、 結局 自白を 强耍 

する の 具に 供した る ものに 外ならぬと 私は 考へ るの 

であります、 次に 木內重 四郞は •大正 七 年 九月 二 十 

六日 附加 藤豫 審判 事より。 同 樣の禁 示 命令を 受けて 

居る にも拘らず， 一松 檢事ほ 木 內重四 郞に對 して、 

大正 七 年 十月 十八 日附 、三 矢宮 松、 及金ケ 原武 雄に 

宛 •自白 勸 ff 書を B かしめ まして 取次いで R ります 


其 次は 金ヶ EI 武 3 であります、 同人 it 大正 七 年 九月 
M 十四日 石并豫 港 判事より、 同 籾の 命； を £• けて R 
るに 拘ら •• ) 、 中 田撿唞 ほ 篏吿 ，'の 中で 石 田# 兵 ® を 
して、 金ヶ 原武 雄に 宛て ■  I 進言 rlJ l-r J なる ものを 18 
めさせまして、 之を 武雄 に 1E 次ぎました、 是 は 谷 被 
齿 人を して、 被告人の 間に JS 次がした 〇、 示したり 
した 關係で あります が、 最後に もう 一つ 申 上げて BC 
きたいので あります、 是 if 此 1} 面の 表面に KO ます 
と 云 ふと、 裁判所の 用紙に S いてあります からして 
裁判所の 用紙を 檢 事 が 被吿 入に 與へて fy かした もの 
であると 認めます が、 其 II 面に 依ります と、 大正 七 
年 九月 二十 七日 附木內 重四郞 君より、 三菱 銀行の 三 
宅 川 支店長 宛の 書面であります、 此 S 面は 裁判所の 
用紙に II いて あるので あります、 其 內容を 一寸 此所 
で 申 上げて® きます、 如何に 檢事が 傍若無人の 収 扱 
を 致した かと 云 ふこと を 見る に、 怜も 好き 證搜 であ 
ると 考 へます、 其 書面に 依ります と r 拜啓 一昨年 即 
ち 大正 五 年 . 7K 月に 小生 (£ 京都に 来れり 同年 六月より 
十二月 迄 六 箇月 間に®々 小切手に て 金銀を 銀行より 
引出したり 其 寫しを c 何年 何月 何 R 金 何 圓を列 擧せ 
られた し〕 示し 下され 度 御 依 賴申上 候 尤も 是れ は祕 
密に願 上 候 一松 檢事に 內示 m 來るや うに 右 六 箇月 間 
を 列擧せ られた し ，1 括弧で 月日を 記入して 【小生 入 
落の 事 ほ 祕密に 願 上 度候頓 首 九月 二十 七日 木 内 重 四 
郞三宅 川茭 店長 殿」 さう して 檢事 が被吿 に對 して、 
自分の 来た ことほ 內證 にして 吳れと 云 ふこと を 書か 
して、 檢斟が 取次いで 居る、 而 して 鞠 審判 事 ほ 之を 
知らぬ •豫蒞 判事の 話に 依ります と、 此事は 無論 知 
らぬと 言つ て 居ります が、 檢事 ほ尙ほ 木內 をして 電 
話 も 掛けさして 居る， 檢事は 木 內に對 して >  . 111 分が 
三菱 銀行に 行つ て も 帳面を 見せぬ かも 知らぬ からし 
て、 君が 電話を 掛けて 置いて 吳れと iK ふ 事を 言つ て 
居る、 斯の 如き 事を 致しますならば、 豫審 判事は 何 
の 必要 あつて、 書面 禁止、 若く は 外 間との 交通 禁止 
をした ので あるか 私に {± 分り ませぬ が  >豫 審判 «J が 
外 間との 交通を 禁止した る 理由は、 全く 檢事に 依て 
滅却され たのであります、 斯の如 き 事を も檢 事は 致 
して 居る に拘ら ず、 是が尙 IJ つ 違法に 非ず、 人 ffl 蹂 11 
にも 非ず と 云 ふ 事が 言へ るので ありませ うか どうで 
ありま •€*• うか、 此所で 私 ほ！ つ だけ 證據 を IFJ んで置 
きます、 是だ けあります けれども、 之を W むことは 
皆さんに 對して 恐縮であります し* 又 之を 官報に 載 


一六 五六 

せる こと も莊だ 何であります から •其 屮の 一つ だけ 
を 讚んで •如何に 梅 琪が铕 若 無人の 行结を した かと 
云 ふことの S 據に 致したい'  - 
縮であります が、 も •「少し ir . ' . 、 . 
點 だけを J o'.l 上げます が， 是 15: 寺 ^ 料 ^ より 大 11-: 八 年 
の 一月 十 E 附で 、一松 檢取 に ! ii した , y ifli で &り ます 
此 標題 ほ 「上 啡 in ^ とあります 、丼 屮に斯 の 如き ijf 
を 記 M してあります 「 一、 併合 如の 刑期 〇 計 3? 方法 
を 被传に 諭示せられ たるは 閣下な 赴は 何でも 深 
山 罪が あるの だからして、 H 白す れぱ仲 合 罪の 規定 
で 安くなる と 云 ふこと を 示したら しい、 其 御 19 狀ら 
しい、 「一、 老父の 罪は 之を 免ずべ し 被® 人 赤誠を 
以て 府待 の顿絀 せる 琪悄を 究明す るに 力むべし と 諭 
示された る も 閣下な 〇、 j 即ち お前の 父 0 罪は 免し 
て やる からして-お前は 赤誠を 以て 府會〇 .阅 綿せ る 
事 If を 陳述せ よと 云 ふ、 是は後 に 機 © が あれば 中 上 
げますが、砟崎新策の父が何か罪を犯して居る>1 
方に lit 父の 罪を 檢擧 すると 云 ふこと を 言 ひつつ 訊 間 
した、 お前が 言 (3: なければ 父を 純る、 言へ ば 父を 免 
じて やる-斯う 云 ふ ものです か、 b '» 此文眾 が 川 來た 
「一、 御 諭示を 雖じ 誠意 此事に 方り たる 時 上長 , B- の 
諸賢 閣下 も 亦 被吿の 誠意を 赏せ られた 〇 と 示された 
る も 閒下な り」 お前が 能く 白 狀 すると 云 ふのを 上長 
官に 話した 所が、 上 長官 も御褒 になつ たと 云 ふこと 
を齿げ て、 餘程 懐柔策を 講じた もの だら う， 上 長官 
の御褒 に预 つて 難 有い と 云 ふこと を此 所で 中して 居 
る 「一、 被吿は 年® 辟ん にして 尙 後の 活® に 待つ ベ 
きもの 多し 一切を 吿 白して 天の 罰 法の 刑 共に 之を 受 
け 將來實 業界に 立ちて 全力を 胡し、 猶復滟 の 恩典に 
浴し 罪障の 幾分の 一を 惯ほ ざるべからず と 皸 舞され 
たる も 閣下な り」 詰まり お前 ほ まだ 若い からして、 
早く 白狀 して >  復權 の 恩典に 預つた ら宜 いぢ やない 
かと 云 ふので •檢 事 !- X 裁判の 確定せ ぬ 中から 恩典を 
約束して 居る、 K 次には 「一、 被吿の 將來 あるは 認 
むる 所に して 憐察 に不 « 又 起つべからざる 迄に 鞭つ . 

が 如きは 忍びざる 所な り府會 問題には 全力を 傾注し 
更らに 被吿の 罪狀中 父に 關係な きものは 一切 之を 吿 
白せ よと 論 示された る も 閣下な oj 爺の 事は 言は な 
くても K い、 お前の -® は 金 部 言へ 「今や 被吿 父子は 
俎上の 魚、 生 殺 一切の fl は 擧げて 閣下 及 諸賢に あり 
今に K' て 何の 策が ありて か 大恩 ある 閣下を 一: し 閣下 
を 欺き 其 罪を 深く し」 云々 と 斯う ® いて ある、 之に 
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佐て 見る と 如何に 檢 sji が祕密 の 3 ?所で 被传 人を 取調 
ベて、 或は 早く 自白 すれば 恩典になる とか お前が 自 
白 すれば 父の 罪は 免じて やる とか 云 ふやうな、 檢事 
として 爲 すべから ざる 事 言 ふべ からざる 事を 言うて 
さう して 被 の 自白を 强耍 したと 云 ふ事實 が、 歷々 
と 見える のであります* 次に もう 一つであります が 
是は 翌牢 の！ 月 二十四日 附 で、 寺 _ 新 策ょ 〇 1 松檢 
事 宛の 書 固であります、 前略と 致しまして、 「上長 
官並に 閣下の 賞詞を 受けて 昨年 末に 至りた るは 全く 
老父 至の 罪を 苻免 を tig 願せ るの 苦衷に 外なら ず」 詰 
まり 御 褒を 忝う 致しまして 色々 の 事を 申 上げて 參り 
ましたが、 それは 全く 老父の 至と 言 ふ 者の 罪を 免じ 
て m ひたい 〇 に 申 上げた 苦衷と 云 ふ ものに 外なら ず 
事 HG 自白で あるか どうか 全く 判らない、 次に 「被 

は 父の 罪 狀に泣 きて 遂に 病床に 伏し 父の收 監さ れん 

とするや閗下の慈言に甘へて 3'- 涡務を筘ふて父を蝨 

示し 妻を 諭し 遂に 病中 深夜に 御 臨 監を請 ふて 被 ff の 

一切の 經歴を 街 白して 父の 罪の 御 許しを 酎へ 〇 一 屮 

略 「一意 父の 罪を 救 ひ 父に 代るべき を 以て 心と せる 

被吿 ほ 父の 自白の 儘を 被 is の .H 白と し」 もう 一 澗 申 

上げます、 【被 ^ • は 父の 自白の ® を 被齿の 自白と し 

閣下 並に 諸 ^ の 赫怒を 暍 るるの 暇な かりし 餌 腦長湖 

事件は 被 吿の罪 に歸 して 長 龆 氏の 出監を 見る に 至り 

深く 安 じ 〇 めに 病 氣の 全快を 見る に 至り 今や 他の 御 

JR 調の 進行を 待ちつ、 ありし に何ぞ 知らん 本 月 二 十 

一日 更に 豫審廷 に 於て 同事 件に つき 百 11 札の 使途の 

詳細なる 御収 調べと なり 細ょり 微に 入り 其 辯 明の 途 

を 失 ひ、 父を 救は んとせ る 苦心 も 今や 立つ るに 途な 

く 木 日 一 切の 不心得を 吿 白して 子と して 父の 罪を 申 

立つ るの 悲况 となれ 〇」 之に 依ても 此 間まで Q 方に 

自白； S L ましたのは、 全く 父を 救ふ爲 めで あつた 故 

に、 父の 關 係の ある 事件と 云 ふ ものは、 濟んだ と 思 

うて 居つ た にも拘らず、 其 事件の 取調が 始まつ た、 

それでは もう 父の 罪を 救 ふ譯に 行かぬ から、 洵に困 

る 立場に なつて K ると 云 ふこと を 申して 居る ので あ 

ります、 之に 依て 見ます と檢 事が お前の 父の 罪は 兔 

じて やる から、 府縣贷 謎 M の SX 職 事件の 方を | 切 自 • 

白した が 宜いと 云 ふので、 是は許 稱誘導 的に 訊 間し 

たと 云 ふことの 證據 になる と 思 ふ、 是れ 即ち 人權蹂 

11 であると 思 ひます、 此の 屮に澤 山 13 んで闶 きたい 

と 思 ひます ことが ございます が、 併し 諸君の 倦怠を 

買 ふこと (3: 甚だ S 憾と思 ひます から、 此の SK で 止め 
人 描 践® に 問す る 描 山 勝 太郞の 質問 沏説 


て fa きます が、 要するに 殘. « 判事が 各被吿 人に 對し 
て、 外 間との 交通、 並に 被吿人 同士の 共謀を 止む る 
の H 的を 以て、 嚴 It なる 命令を 發して 居る にも 拘ら 
ず、 檢 W が TI 港 判事の 飛 認を經 ず •同意を 經ず して 
勝手 氣儘に 書面の 往復を 許し 外 間との 交通を 許す と 
云 ふやうな 事椚 は、 Efi じて爲 すべから ざる 事と 思 ふ 
のであります、 斯の 如く 致し ますれば、 裁判官の 掘 
立は 何 所に あるか、 吾々 の 信ずる 所に 依れば 裁判官 
が 憲法の 保障に 依て、 獨 立の 職 ® を 持つ て 居る と 云 
ふ 事椚は 、行政官た る檢 yf r りして、 其 職 賢の 範圍 
を 侵さし めない と 云 ふ、 私け 一の 目的を 包含して 居 
ると 思 ふので あります、 然るに 京都 地方裁判所に 於 
ける、 此檢 事の 取扱 振りと 云 ふ ものは、 全く 判事と 
云 ふ もの ほ 眼中に 無い のであります、 判事が 何と 云 
ふ 命令を 下して 居らう が、 さう 云 ふ 事に (i 毫も拘 柬 
されず して、 自由に 外 間との 交通を 許し、 文書の 交 
通を 許し、 被 吿人 同士の 書面の 往復を 許す、 全く 傍 
若 無人の 事 ^ でありまして、 私は 如何に ム檢事 ® 暴 
の斟擗を現したものと確信を致します、 

:大岡 議長 議長 席を 退き m 田 副議長 代り 著 席 j 
館 六は 是 亦豫算 委員 會に 於て 多少 御 話が ありました 
が、 尙ほ どうしても 是は申 上げて fa かなければ なら 
ぬ 則 柄であります、 即ち 第 六に 御尋を 致したい のは 
被 街 人に 對 して 檢事が 侮辱を 與へ 、若く は 被吿 人の 
身體 に對 して 苛酷なる 取扱を 爲し たりと 云 ふ 點であ 
ります、 侮辱の 點は どうで あるかと 申します れば、 
e 頭に 申 上げました 如く、 吾々 は 被 吿入並 に 辯 |« 人 
諸君の 言は れる 所. は、 毫も 是ほ採 用 致し ませな かつ 
たが、 被吿 入の 或 者 ほ 斯う 云 ふこと を 申して 居り ま 
す、 私は 之を 信用す るので ありませ ぬが、 檢事は 君 

吾を IH 問す るに 方つ て、 或 時は 夜分 麥 酒を 飲んで 來 

て、 眞赤な 顔を して 御 取調に なつた、 是は 有る 事 か 

無い IJ'f か 知り ませぬ、 私は 無き ことを 希菌 致します 

るが、 どうも 大 IH 七 年の 四月から 大正 七 年の 十二月 

まで 約 八 箇月 間、® 夜 やつた ので ございます から、 

どうも 祭日な どには •麥 酒の 一杯 位は 飲んで 来た こ 

.とも あるので {3: ないかと 思つ たこと もあります、 併 

し是は 信用 致し ませぬ、 又 或 被吿が 申します のに、 

檢事は 訊問 中に 煙草を 吾々 の 顏に吹 掛ける、 今日 も 

亦 自白せ ぬか I 言葉が 終る と 同時に 煙草を 吹 掛け 

る、 私は 煙草が 好きであって、 如何にも 苦痛で あり 

ました、 邦 防 ■度が 如何にも 失敬で ありました と 言つ 


て 居る、 是は 一人 や 二人が 言 ふので ありませ ぬ、 數 
人の 被吿 人が、 殆ど 泣かん ばかりにして 訴へて 居り 
ます、 併し 是も私 は 信用を 致し ませぬ、 併ながら 被 
吿人は 左 es に 申して 居ります、 檢 事の 名前 も 分つて 
居りますが、避も申上げませぬ、又或被忻の言ふ所 
に 依れば、 檢 亊 は 御 訊問 中に 私の 面前へ 足を 突 付け 
た 車 子の 上に 足を 載つ けたと 言 ふ是も 私は 信 W した 
くない 信用したくない が、 此點に 就て ほ 遣 憾なが ら 
檢事正 も、 當該檢 事 も、 皆な 之を 認めました 、然ら 
ば どう 云 ふ 場合に 被吿 人の 面前に 足を 出した かと 云 
ふこと を 申 上げます ると. 常時は 脚疾 であつ て、 ど 
う 云 ふ 所が 痛かつた か 知り ませぬ が、 脚疾で あつて 
椅子に 腰を 掛けて 居られな かつた から •卓 端に 即ち 
車 子の 端に 足を 上げた ことがあ ると 云 ふ、 是は古 森 
檢事 も、 一松 檢事 も、 亦 足を 上げた 檢事も 認めて 居 
りました、 麥酒 と慄荩 の點ほ 姑く 私 {i 申 上げ ませぬ 
?f な斯の 如き 事は 無い ことを 希韹 致します が、 足の 
點は 遺憾ながら 檢事 正苜め 皆な 御認 になつて 居る、 
假 りに 檢. .S? 御主 張の 如く 其 訊問を せらる、 檢事が 偶 
々足が 痛んで 居つ たに 致しましても 、被告人の 面前 
に 足を 擧けて _5 問す ると IX 何事であります、 被吿人 
は 牛で もなければ .® でもない のであります、 其 面前 
へ 繃帶 をして あつたか、 どうかは 知り ませぬ が、 足 
を 載つ けて 訊 間す るとは 何事であります、 檢事の 方 
では 御 病氣で あるか も 知らぬ けれども、 此訊 問に 面 
前で 足を 突 付けられた る 被 吿人ほ 、病 氣 であるか、 
病氣でないか、 ^ 容でないから判斷することは [|1 來 
ませぬ、 假令 7W 氣で あつて 4 私 (3: いかぬ と ^ ふ、 何 
所の 國の裁 判 所に 足を 突 付けて 訊問す る 所が ござい 
ます か、 之を 以て 見れば、 煙荩を 吸つ た 位の 事 ほ あ 
りは せぬ かと •私は 疑問に 堪へ ぬのであります、 若 
し 足が 痛いならば、 其 日は 訊問し なくても 宜 い-而 
も 之を 受けた 被 街 人は 一人 ばかりで ない、 兎に角 皆 
な 府 S 議員で あると か、 府知事で あると か. ® 部長 
であると か 云 ふやうな、 相當の 官職を 有ち、 公職を 
有つ て 居る 被吿 人で ある、 其被衍 人の 面前に 足を 投 
3 して 訊問す るとは 何で ある、 個人 間に 於ても 非常 
なる 罪惡で ある、 祝 や ■愼嚴 正を a ぶ 所の 檢事が 、 
被 ff 八の 面前に 足を 突 付けて 訊問を するとは >  橫 暴 
も， 萬 描 も、 是れ 以上の 事 (3: 無い と 私 ほ 思 ふ •此點 
はどう 云 ふ 工合に 司法 當局は 御 辯 解に 相 成ります か 
私 ほ 之を 鸱きた いので ございます •又 被 ® 人の 中の 


上田莊 吉なる 人 iT 名前は 分つて 居ります が I 申 
上げ ませぬ が 某檢事 を對手 奴つ て、 凌虐 罪の吿 訴を 
提起して 居ります" 吿發狀 とも 聞いて £3 ります が， 
それは 內容は 判り ませぬ、 其 事件の 内容は 言 ふに 忍 
び ませぬ から 申 上げ ませぬ が、 要するに 非常な 凌虐 
の行爲ありと致して、檢事を對手取つて诉訴をして 
居る、 此檢 事を 對手 K つて 告訴を 爲した る 事件は， 
京都 地方裁判所の 檢事 局に 於て •之を 訊 間して は、 
公平を 缺 くの 處が あると 云 ふこと から、 大阪控 訴院 
の 三； i 檢事が S ら 之を 取つ て 調査を して 訊問を しま 
したが、 是は 高木® も 言 はれる やうに、 被吿 も御収 
調に なり. 檢事も 御 肢調 になり まして、 どう 云 ふ理 
由 かどう か 知り ませぬ が、 不起訴に なつて 居ります 
が、 此漬職 事件の 辯 護人の 一人ょり して、 京都 地方 
裁判所の 公判廷に 於て、 此 事件の 記錄を 請求して 居 
〇 ます、 公平なる 裁判官は 之を 許して 居ります 所が 
檢事 局 (X 之に 反對 をして 居る、 a に収 寄に 應じな い 
檢事 局の 惡事を 街 訴せ られ て、 若く ほ吿發 をせられ 
て、 其 書面を 诚判 所に m して 吳れと 云 ふて 中 請が あ 
つて、 裁判所が 許して 居る に 拘らず 、檢 事が 之を 出 
さない、 私の 考でほ 後 暗い 所が あるから、 出されぬ 
ので あらう と 思 ひます、 若し 果して 凌虐 罪の ill と 云 
ふ ものが、 全く 荒 唐 無 稻の 事柄であつて、 事實に 違 
つて 居る と 云 ふなら ぱ、 S しく 堂々 と 公判廷に 御 m 
しにな つて、 此黑 白の 批判を 受けた 方が 宜しい と 思 
ひます、 私 (3: 此 意味に 於て、 當鹩 會に此 調書を 御提 
出を 願 ひたいと 思 ふ、 御 提出を 願つ て、 一は 以て 凌 
虐の 事實な る 事を 立證 したいと 考へ ます、 若し それ 
がさう でな かつたなら ば、 私は ® 訴吿發 を 受けた る 
檢事 の寃を 雪きたい と 思 ひます、 司法 權の威 嚴の爲 
めに、 私は さう する 方が 適 當と考 へます、 又 被 齿人 
の 下で 三 矢宮 松、 是は 大阪府に 於ても 長い間 相當の 
官職に 居つ た 人であります が、 此人は 現に 訊問を 爲 
す 所の 檢 事に 向つて、 餘り尊 大 不遜の 態度を 以て 訊 
問 致しました から， 無禮 であると 云 ふので 鐵 拳を 揮 
つて 毆打せ ん としたと 云 ふ 事實が あると 云 ふ 話で あ 
ります、 是亦 私は 其 事 實を三 矢 本人の 爲めに 否認 致 
したい、 檢 事局の 爲めに 否認 致したい ので あるが、 
京都に 行きます ると、 誰でも 此事 _實 を 言つ て 居る、 
之が 爲め に此琪 實の眞 否は 私は 存じ ませぬ けれども 
京都に 於け る檢察 官の威 信は 金く 池に 墜ち て fr る、 
麥 酒を欧 んだ とか、 煙草を 喫んだ とか、 足を 擧げた 
一六 五 七 
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とか、 凌 塔した 被 ® A から 殿 ぐられ さう になつ た、 
何 所に 行 つても 其 話を して 居ります •斯の 如くに し 
て どうして it の檢泔 局の 威 {;? が 保たれます か、 若し 
是等數 勁の ?} f K に 依て、 檢珙が 被 街 人の 或衮に 封し 
て侮辱を與へたる斟行はあるのではないかと思ひま 
す* 常 局は 相當 なる 檢 ポ を is ifl せられまして、 jl li 
以來調 3¢ に 著 手 致して 居ります からして、 1 r 此郫 の詳 
一 細なる 御 報吿を 御受 になつて 居る と 思 ひます から、 
是も 詳細 御 答 辯を 願 ひたいので あります >  次ほ 侮 塚 
を與 へたる のみならず、 苛酷の 収扱を 爲し たる iii で 
あります が、 是は 所謂 豚箱の 問題であります、 此豚 
箱と 云 ふのは •此 間も豫 览委員 會で 問題に なり まし 
た、 司法 次官の 豚箱と 云 ふのは、 辯譃 人が 言 ひ 出し 

て 屛 る、 何 所の 監獄 署 にも 有る 箱であつて、 決して 

豚を 入れて 居つ たのを •豚を 出して 被 街 人を 入れた 

謬では ない、 それは 被 1% 人で ない 辯 誰 人の 或 者が 付 

けた 名前で ある、 と 斯う 云 ふ 御 話で & ります が、 そ 

れは 全く 揮' つて 居ります、 吾々 が 京都に m 張した る 

際に、 谷 方面の 調査を 致しました 結果に 依れば •是 

は 被 ff 人の 一人が 言 出した 言葉であります、 それは 

江羅遨 „ ;郎であつたと記憶致して居ります、當人が 

申します るに •連日； 迎夜収 調べを 受けて、 どうして 

も. |'| 白を しない、 其 時分に S が、 それでは 又 お前 

は 彼の 箱に 入つ て M れと云 ふ 話であつた、 其 時分に 

被 街 人が 日く、 此 €• いのに 彼の 豚箱に 入る のです か 

と 言つ た、 入つて 居れと 斯う 言つ た、 それが 豚箱と 

云 ふ 名 稲の 1±1 つて 起る 起原で ある、 辯 譏 人が 付けた 

ので も 何でもない、 豚箱と 云 ふのは 決して 豚を 入れ 

てあつた のを、 豚を 逐出 して 人間を 入れた 意味で な 

くして、 豚を 入れる やうな 粗末な 物と 云 ふ ® 味で あ 

ります、 此豚 箱なる ものは 私 も 入つ て 見ました が" 

(笑聲 起る〕 高さが 丁度 五 尺六寸 許りあります、 幅 

が 二 尺 許りあります 、奥行 も 二 尺 四 Jr: 寸あつ たと 思 

ひます、 板で 作つ た 抑 入 形の 箱であつて 餓に 身體を 

入れ 得る、 吾々 の やうな 體の 小さい 者は 餘り苦 痛に 

思ひませぬが、少し體の大きい者は、身動きのなら 

ぬ 箱であります、 ( r 簡 II , 「謹 聽」 と 呼 ふ 者 あり〕 

私は 此豚箱 に 入つ た 時に、 斯う 云 ふ 感じが 起り まし 

た、 是は 奇麗な 紙が 貼つ てあつて、 さう 穢な くない 

でない か、 併し 此 所に 長く 入れられ ると 云 ふと、 餘 

程闲® に 違 ひない、 此奇觀 な 紙が 貼って ある 點に就 

て 承ります と、 當初は 贸に 協な かつた のです、 眞黑 


くな つて* Irv で 落 w をして しまつて、 殆ど：：：： も 常て 
られな い 程 險 かつた ので あるが、 豚箱 間 S が 起つ て 
诳 京から 辯 連 士が収 調に 来る と 云 ふこと を [W いて、 
京都の 監獄で 狼 识 てて 貼り荇 へて、 {1 等の 入つ た 時 
分は、 夼四 になつ た、 何で 之を 貼 if へる か， 今 現に 
其 訴訟 ホ 件 if、 京都 地方裁判所に 硿綏を 致して ? If 件 
は、 進行 中で あるに 拘らず 、殊に 其琪 件の 辯 護人は 
彼の 豚筘に 入れた のを 拷問で あると 主張して 居る に 
拘ら ず、 其 訴訟 材料の 變 更 を 企てる と 云 ふことは、 
典獄が やつた にしても、 檢训が 命令した にしても、 
どつ ちに しても 不都合で ある さう 云 ふ ¢ 15 である、 
耍す るに 此 豚箱の 中に 被齿を 入れました のが、 是は 
詳しい ijf は 御 倦怠の やうで あるから 申 上げ ませぬ が 
吾々 の 調査す る 所に 依れば、 一人に して 數十 P、 是 
は 決して 間遠の 無い 事 , 15 であります、 而して 其數十 
回の 中で、 一回の 時間は 數時 間に 及んだ もので あり 
ます •大正 七 年 四月から 大 JH 七 年 十！！ 月 二十 一日 ま 
で 約 八® 月間、 殆ど 連日 檢事が 訊問して 、連日 被 ® 
人を 其 所に 入れて 居つ た、 八月 盛夏の 交 も •二月 極 
寒の 際 も， 悉く 其 所に 入れて 居つた、 是は 身 S® に 對 
する 1 私は 從來 あります 拷問の 程度に 建した る も 
のとは 申し ませぬ けれども、 被齿 の身體 に對 して、 
苛酷なる 取扱を したと 言 はれても 、仕方が あるまい 
と 思 ふ、 而 して 此 豚箱 問題は、 此 箱の 中に 入れた と 
云 ふ 一事は、 私は 決して 人 糊 問題に 影響は 無い と 思 
ひます、 相互の 誤 見を 避ける 爲め に、 便宜上 其 所に 
入れた と 云 ふことは、 或る 意味に 於て 人權擁 譴の目 
的の e め 必要であります けれどもが、 之を 數 時間の 
長き に S- つて此 所に 入れて 置く と 云 ふことは、 即ち 

人權 問題で あると 思 ひます、 要するに 此 豚箱の 問題 

は、 箱 それ 自身の 問題に 非ず して、 時間の問題で あ 

る、 五分 か 三分 間、 其 必要に 應じて 其 所に 入れる と 

云 ふことは、 毫も 差茭な いと 考へ ますが、 之を 三時 

間も艽時間も此所に入れるに至つてほ、人_鞣涵も 

甚しき ものであると 私 ほ 考へ る、 此點に 就て 私は 承 

りたい、 一つの 證據を 擧げて 置きます が、 京都の 監 

獄に 於て、 典獄の 赤 塚 源 M 郎 氏に 面會 した 時分に、 

斯う 云 ふ 事 ® があります、 此 豚 ffi 問題が 非常に 八 釜 

しくな りました が、 私 も 裁判所の 御呶 問になる と 云 

ふ 話であります から、 どう 云 ふ 事情で あるか、 約 三 

十 名の 看守を 集めて 訊問 致した 處が 、看守の 申し ま 

する には、 大抵は 二 彐十 分し か 入れ ませぬ、 長くて 


二 時 問 位な^' のであつた と 云 ふこと を、 典獄 自身 か 
ら 申しました、 :-!: 所に 二 三十 分 人れ る ことが 旣に不 
常であります が、 二 時間に 及 •ふと 云 ふこと ほ 全く不 
都合で ある、 又此 點 に 就て 典獄が 言は れ •* すに、 大 
正 八 年！ 一月 中の 極寒の 際に 箱に 入れられた £3遲 くな 
つた、 看守が 引出して 火に當 らせ ました 所が、 喪心 
したやう に 倒れ かかつ た 者が あるのを fjfl きました、 
多分 それ ほ 谷 口慶次 郞と記 m 致します、 水を 吹 掛け 
て骹 者を 呼んで 丽 く @ 活 致しました， 是は典 獄 自ら 
言つ たのであります、 此事實 に te ると 二 月 中 ばの 寒 
天の 際に、 何時 問 入れて 居つた か 知り ませぬ が 餘〇 
長くな つたので 詰まり 喪心を する やうに なつて、 醫 
師 ;: で 呼ばねば ならぬ と 云 ふまで に、 谷口葭 次郎と 
云 ふ 者を 長く 入れて 居つ た 事 ! X 明瞭であります、 斯 
の 如きは 私は 一種の 拷問で あると 思 ひま 十此 豚箱 問 
題に 就て 司法 當 局の 御意 見を 承りたい のであります 
第 七に 承りたい のは …： (「簡 H々 々 j と 呼 ふ 者 あり) 
簡 ® に 申 上げます、 (「書面で 出したら どうです」 と 
呼 ふ 者 & り〕 第 七に 司法 當局に 申 上げて ffi きたいの 
は、 日曜 視祭 日に 被告人を 訊問 L、 若く は 拘留した 
る點 •私 It 是は いかぬ と 思 ふ、 日曜の ことは 骑く申 
上げ ませぬ、 餘り數 が 多くて 言 ふ 程の 必要は ない と 
と. 考へ ますから， 大祭 日に 被告人を 取調べる とは 何 
事であります か、 其 例を 擧げて 置きます、 大正 七 年 
三月 二 十一 日 春季 皇靈 祭、 此大 祭日に 當つ て、 檢事 
の 原 田、 涵 口、 山 本 三 君は、 京都 監獄に 出張 致され 
まして >  午後の 七 時 乃至 八 時 二十 分に 退廳 したと 云 
ふ 事實が ある、 即ち 春季 皇靈 祭の 大祭 日に 當つ て三 
人の 檢 事が 夜分まで 出張 取調を したと 云 ふ 事實で あ 
ります， 其 次は 四月 三日 神武 天皇 祭に、 山 本、 中 田 
原 田三檢 事が 出張 致しまして、 さう して 多數の 被告 
人を 訊問を 致されまして、 何れも 午後 十一 時 二 十分 
に退廳 致して 居ります、 其 次は 七月 三十日 明治天皇 
祭に 一松 檢事 、樋 口檢 事、 中田檢 事、 此三君 が 京都 
監獄に 出張 致しまして 、被告人を 訊問して、 午後 七 
時 三 - + 分に 退廳 致して 居ります、 八月 三十 一日 天 長 
節に 當 〇ま して、 一松 檢事 、熥 口檢 事， 中 田 檢 事、 
田中檢 事、 此四 君が 京都 監獄に 出張 致して、 备被吿 
人に 就て 訊問を 致して、 午後 六 時に 退廳 致して 居り 
ます、 其 次は 九月 二十四日 秋季 皇靈 祭の 大祭 日に 當 
つて， 一松 檢 事、 中 田檢 事、 腿 口檢 事、 此三 君が 京 
都 監獄に 出張 致して、 堀田康 人、 河原 崎文二 、白須 


m 右 ^ 門、 此三人 を 联 ^ を 致しまして、 r- : :-;iI 十 時 若 
くは 午後 :/.: 時に 退 闞致 して 居ります、 « 次 ! i 十月 i- 
七日 神将祭 の 常 日であります、 中 田檢 >Jf が Jli ffi で ), X 
都 監獄に 出張 致しまして、 小征 新太郎 、古川 應次败 
淺田角 太 mV 之を 訊 間 致して、 午後 五 時： — 十分に ili 
K を 乙て！ £0ます、其琪椚ほ ->;'; . 

胺時刻 調、 被 街 人出 ® 監房 時刻 調 1 此 '1*? 面に ,'? いて 
あつて、 官 文 : jt rj の 上で 明瞭であります ，諸 耵 申す ま 
でもな く此 大祭 日に 常つ て 被 !»? 人を 訊問す ると 云 ふ 
ことは 我 國の法 ® の 上から 呻し ましても、 避は irf さ 
ぬ 事であります、 即ち 刑 IJf 訴訟法な い 
なりの 期間の 計 3? に關 する 法规を 兑 ましても、 n 瞄 
とか 大祭 日と 云 ふ ものは、 決して 期 間〇 中に iili 筋し 
ない、 最終日が 日曜 大祭 日に 當る榀 合に ほ、 決して 
此期 間と 云 ふ ものは 通 3¢ しない、 又 松 獄に 於ても 被 
吿 人の 定役を 免じて 死刑の 執行を しない、 それが 日 
本の 法律の 正面であります、 殊に 我 訊® の歷钯 に徴 
しましても、 秋季 皇靈 祭と 申します れぱ •秋季に 當 
つて、 我歷 代の 天子の 頸を 祀る 日に 當つて 居ります 
斯の 如き 日に 當 つて、 被吿 人に 對し て檢 事が 夜分 ま 
で 出張して 訊問す るとは 何事であります か、 私は 之 
をし も人權 蹂醜と 言は なけれ ぱ •人擗 蹂涵と 云 ふこ 
とは 無い と 思 ひます、 此 事 實に 就て 司法 當局は 何と 
御考で & り ます か、 切に 私の 聞かん と 欲する 所で あ 
ります" 第 八、 第 八は 危篤の 病人を 取調べた ことで 
あります 、斯ぅ 云 ふ 事柄が 此 法治 國に 於け る 我 日本 
の 裁判所に 於て、 日 木の 檢事 局に 行は れると 云 ふ 事 
柄は、 實に 遺憾 至極の 事で あると 私は 考へ るので あ 
ります から、 諸君に 此事實 の 一端を 訴 へて、 而 して 
司法 改善の 爲 めに、 諸君の 御 援助を 願は なければ な 
らず 、司法 當 局の 御考に も訴 へなければ ならぬ と 私 
は考 へる のであります、 橋 井 孝 三 郞と云 ふ 被 ffi- は、 
大正 八 年 七月 三日、 加藤豫 審判 事の 令 狀に 依て 拘禁 
されました 所が、 同人は 當時 肺尖 加 答 sli と 慢性 胃 加 
答兒を 併發 致して 居りました， 遂に W 潰瘍と なつて 
監獄 醫の中 村 兼 次郞の 治療を 受けて 居つ たので あり 
ます、 さぅ して 同年の 十月 四日 頃に 至りまして は 胲 
々重態に陷りまして同月の六日に @ «撝の爲めに五 
十 瓦 程の 吐血を 致して 居る、 同月 八日から 病 監に移 
されまして 、爾後！ 一週間と 云 ふ もの ほ、 毎日 吐血を _ 

致して 居つ たのであります、 然るに 其の 吐血 致した 
る 十月 六日に、. 中 田檢事 自ら 監獄に 出張 致しまして j 
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監獄 餞を も 立會は せず して、 さぅ して 通常の 被 fr 人 
に對 する 同様な 方法に 依て 訊問を 致して K る、 其 後 
同月 十六 日に 同一の 病症で あつた にも拘らず， 中 田 
檢事が 矢 張 被 吿に對 して、 訊 間 致して 居る と 云 ふ 事 
S であります、 それから 其 次は 精神 涡界を 訊問した 
>云 ふ事實 で、 あります、 色々 な 事を やる ものです 
田 中平義 は 大 JE 七 年 六月 四日に、 加腌豫 港 判事の 令 
狀で 拘禁され て〃、 同人は 其當 時から 精神病 者で あつ 
た、 七月 下旬から 益々 異状を 里し まして •遂に 痴呆 
症に 近き 程度の ものと 變じ た、 其 翌年 一月 下旬には 
精神病 渚を •之を 如何と もす る ことが 出来ない と 云 
ふので、 K 付と なつて / li 獄を 許 されて 居る ので あり 
ます、 其 間 即ち 拘禁 以来 一月 下旬に 責付出 獄に至 る 
まで、 毫も 病 rF: に變化 は 無 かつた のであります、 然 

るに 田 中檢 事は 其 間に 於て 腿々 之を 訊問 致して 居る 

是は 新閗で も 拜見致 しました し、 其 他から 問く 所に 

依れは、 公判廷に 於て 監獄 醫の中 村 兼 次郎と 云 ふ 人 

は、 明かに 其 事實 を證言 致して 居ります、 殘酷 とも 

無法と も、 此に 至れば 極まれり と諧 ふべ し、 是 等の 

事 明に 就ても， 御 取調の 上： 御 答 辯を 願 ひたいので 

あります、 第 九は 預審 判事が 訊問を 致します 際に、 

関係の 撿事が 其 被 人を 訊問す る 際に、 殊に 豫密判 

事 の 室に 於て， 被吿 人の 側に 佇立して 思る と 云 ふ 事 

® であります、 甲の 被告人を 檢事が 取調を 致し まし 

て、®々 自白を した. それに 荘いて 豫港 判事が 訊問 

を 始める と 云 ふ 際に、 其撿事 が 豫密判 事の 取調べる 

所へ 行つ て、 ち やん と 監視を して 居る のであります 

此事椚 は どの 被 ff 入に 對して •どの 檢琪 がさぅ 云 ふ 

ことを やつた と： 2C ふこと を， 私は 今日は 申 上げ ませ 

ぬが •私は 其 琪货 ある ことを 主張 致して® きます、 

被 «- 人 の 多くは 悉く 之を 陳述 致して 居 〇 ます、 併し 

是 は 被 fr 人の 1- ふこと であります から* 私は 信じた 

く ありませ ぬ •然れ ども 斯く冬 數 の 被 ^ • が 斯の如 き 

ことを 申します に 依て 想像す れば、 豫 港 判事の 訊 間 

の 際に、 檢事が 其 傍に 佇立して E5 つて ' !» 其 訊問の 段 

様を、 監 10 して 居つ たと 云 ふ 事 t-f が fc りは せぬ かと 

思 ひます， 私は 斯の 如き 祺があ りと するならば- 是 

は 全く 法律を 無視し、 判事の 職 W を蹂酏 する 違法の 

© でぁると仅ずるものでぁ0ます、是にて私の皙間 

は 了る ので あ 〇 まする が、 最後に 司法 常 局よ 〇 して 

(「最後が 何 is も 出ます ぞ」 と 呼 ふ ^ あり〕 本 M の 

質問に 對 して 御 答 辯 ある 際に、 併せて 御 答 辯を 願 ひ 


たいと 思 ひます る 事は、 此事 件に 對 して、 是迄 の® 
は 姑く 措て •今後 如何なる 處置を 司法 當局は 執らん 
とする かと 云ふ點 であります， 御 雉 知の 如く 昨年蒽 
に 大審院より 小山檢 琪 が 御 出張 になつて ，今日に 至 
るまで 種々 の 調査を 致して 居られます る、 恐らく 旣 
に 結果は 得た る こと k 信じます、 又此頃 風評に 聞く 
所に te ると 云 ふと、 大阪 控訴院よ りして、 內藤 •  Ill 
£此！ 一人の 檢事が 出張を 致しまして、 小山 檢事と 同 
樣の鸱 度を 執つ て‘ 何事 か 訊問して 居る と 云 ふ 話で 
あります、 是が爲 めに 京都の 人心は 恂々 として、 其 
褚に 安ん ぜざる ものが ある、 是まで 1| 々人權蹂蹓の 
事 ® を やつて、 又大蒞 院 より 小山 檢事來 り、 大阪控 
訴院 より 內 藤、 三攒兩 檢事が 来つ て、 何を 訊問す る 
か 知らぬ 何を 調査す るか 知らぬ けれども、 SG に 何事 
か # 件を 摘 發せん として 居る もの あるかの 如き 風評 
を傳へ て 居る ので ある， 私は 此時此 際に 及んで、 司 
法當 局が 斯の 如き 態度を 執られた 事柄に •餘〇 感心 
を 致し ませぬ が、 是も併 し當 局で 必要であるなら ば 
啊く私 は 默認を 致します るが、 何の 必要 あつて、 更 
に 又 二 入の 檢事を 派 遺す るか， 先刻 申 上げます る や 
うに、 si 々人 權蹂躏 の 事 實をや り •違法 不當の 取調 
をして •旣に 右 被 ff を 悉く 刑事 被 街 八と して 訴追を 
して 居る に 拘らず 、更に 三人の 檢事が S 張 致して、 
威嚇的の 態度を 執られる やうに 見える です、 何の 必 
要 あつて 斯 の 5f き «f をせ らる 、か、 私 ほ ffis かんとす 
るので あります、 而 して 一松 檢 4> 其 他の 檢 事は、 此 
公判の 立會檢 ill として、 職 ® を a!i して 居ります るか 
私の 考 ふる 所に 法れば， 此人權 蹂一: を やつた と 云 ふ 
ことを 叫ばれて 居る 科 檢察官 ほ、 此事件 か、 X 忌避し 
て 賀ひた いと 思 ふ、 何とな れぱ此 人々 が 入權蹂 腿を 

やつた か、 どうかと 云 ふことは 是 if 未決の 間 題な 

りと する も、 彼の 數人の 檢事が 違法な 烯分 をした‘ 

不常な る 取調を した. •人權 &一 綱の 事 ® が あると 云 ふ 

事柄は、 國 民全體 より ? >3 劾を 受けて 居る ので ある、 

國民金 體 より 被告人の 扱を 受けて 居る ので ある、 此 
嫌疑を 被つ たる 檢事が •此 公判廷に 立つ て， 訴訟法 
1 ■ の 命ずる 所に te て 職 K を f,;: すと 云 ふこと であります 

ならば •此被 街 人、 之れ を 傍 K 致して 居る 國民 •此 

公判の 綷過を KI いて rr ると ころの 阀民が 、如何なる 

考を 持つ て ありませ うか、 K K 全 K よ〇彈 劾を 受け 

て、 國民全 B2 の 被 传人 となって 居る ところの 檢察官 

が • 此 先 公判廷に 於いて 論 rr を 致しましても •此の 


論吿ほ 決して 公平なる ものと して •國 民が 受取る 譯 
には 行かぬ と 私は 考 へる、 此 故に、 我々 の考 では、 
檢事總 長 自ら、 御 ui 張な される も 宜しい、 又 大審院 
から ffl 當な檢 事が 御 出張な される の も 宜しい、 檢事 
を肢換 へて、 一つ 公平なる 裁判を やつて 貰 ひたいと 
思 ひます るが、 司法 當 局は 此點に 就て 如何なる 御考 
を 持つ て 居られます か、 私は 之を e かんとす るの て 
あ 〇 ます、 而 して 終りに 是は 最後 W 終りであります 
—— (笑 聲起 る) 大正 八 年の 五月 11 i 十日に、 內務省 
に 於て 平 沼檢事 總長が » 部長 #? 議に 訓示を 致して 居 
られ ます、 此 rtf を 一 言申上げて‘私は此事件に當る 
檢事 並に 司法 當 局の 反省を 促したい と 思 ふ •其 一部 
を簡 S であります るから して. 朗讀を 致します 一司 
法 警察の 任に 在る 者 其© 務を行 ふに 當り ては 深く 民 
命を 重ん する ことを 念と せ さる HJ らす 夫の 犯罪を ilL 
彈する 所以の ものは 固ょり 其 人を 憎みて 强て 痛苦を 
加へ むと する に 非す 實に國 家の 綱紀を 難 持せ むか 爲 
め已 むこと を 得さる に 出つ 故に 司 -7J:- 醫 察の 任に 在る 
ものは 徒に 苛 察に 流れて 爬羅 剔抉の 弊に 陷 る ことな 
きを 期す るは 勿論 31: 職務を 行 ふに 當りて も 常に 生靈 
を 1¢ んす るを 以て 念と し 故な く 民人の 利福を 損 ふか 
如き こと あるへから す 抑々， A の權利 ほ 之を 尊重し 毫 
釐の 微と雖 も 必要の 範閲を 超えて 之を 害する ことを 
煜 さるは 此 職に 在る もの k 普く 熟知す る 所なる へし 
然るに 事 煩雜を 加 ふるに 至る や 之 か 成果を 擧 くるに 
熟 中す るの 餘罪 犯を 摘發 する にの み 是れ 急に して 不 
知不識 人權 @ 重の 本旨を 閑却す るに 至る ことなき を 
保せ す」 斯ぅ 云 ふ 訓示を 致して 居られます、 此訓示 
は P 察 部長に 對 する ill! 示であります る けれども、 苟 
も 檢事總 長が 下して 居ります る 所の 訓示で ある 以上 
は、 平 沼 檢事總 長の 部下に 居る 大阪控 訴院管 內の檢 
事が、 之を 知らぬ と 云 ふことは 言へ ぬと 思 ひます、 
然るに 京都 地方裁判所に 於て 爲し たる 彼等の 行 励は 
何で あ 〇 ます か、 I つも 此訓示 に 據 つて 居らぬ、 悉 
く此 訓示を 裏切つ て 居る のであります、 我 司法 當局 
は lit 訓示を 何と 見られます か、 我 司法 當局は 宜しく 
本件の 如き 人嵇找 蹓 問題が 起つ たなら ば、 何が 其 原 
因で あるかと 云 ふ 其 原因を 探究せられ まして、 而し 
て 民の 疑惑を 解き、 又 民 M を 锊 る、 に咨 かならざる 
平民內 閣 ，政黨 内 閣と稱 する 現内閣の 其實を 明かに 
して、 さう して 向後 人權蹂 J1 の 事 實の再 び 此 壇上に 
運ばる、 ことの 無い やうに、 私は 當 局の 御盡 力を 願 


ひたいと 思 ふので あります、 之を 申して 此壇を 降り 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 質問 第二、 流行 感冒の 豫防 
注射に 對する 質問、 土屋 淸三郞 君。 

流行 感 H の豫防 注射に 關 する 質 間 主意 書 
右成 规に據 〇 拱 m 候 也 
大正 九 年 一月 二十 四 U 
提出者 齋 藤！！ 雄  土 谷 全 次 
土 M 淸三郎  I 钯 一 
伊盥重  秋 山 金 也 
賛成者 長峰與 一 外 二十 九 人 
琉行感 崮 の 7f 防汴 射に 關 する K 問 主意 書 
一 政府は 目下 惡 性感 H. に 對し豫 防 注射を 奬蚴 しつ 
つ あり 豫防 注射は 該鹚を 造る に 用ゐた る 病原に 
對し ての み豫防 の 効果 ある ものなる か 故に 之を 
行 ふには 原則として 先つ 其の 病原の 確認せられ 
たる ことを 要す 然るに 現に 行は る、 注射 藥は中 
には 或は 病原を 「ィンフルエンザ」 菌と 認めて 
同菌を 用ゐて 造られた る もの あり 或は 病原 未た 
確認せられ すして 數種の 病原を 混合して 造りた 
る もの あり 政府は 果して 何を 病原と 認めて W! 防 
注射の 目的を 徹底せ むと する 乎 
右 及 質問 候 也 

〔土 屋淸三 郎君 登壇〕 

〇土屋 淸三郞 君 私は 提出者 一同に 代りまして， 流 
行 性感 冒の豫 防 注射に 關する 質問の 嬰 S 日を 申 述べ ま 
す、 御 承知の 通り 此 流行性感冒 は >  1 昨年， 人 稲の 
差別な く、 國 土の 差別な く、 貧富の 差別な く、 全 世 
界の 全人 類に 向つ て、 非常なる® 害を 與 へて 居る 所 
の ものでありまして. 現に 我國に 於き ましても •一 
昨年 及 昨年の 春に 掛けての 流行に 於て、 無慮 二 十五 
萬の 死亡者を 出し、 E に 本年の 流行に 於ても •到る 
處 の火葫 場は、 此 感冒の 死屍を 以て 禺々 たる 慘狀を 
呈 して 居る のであります •殊に 近く 畏れ多くも 此病 
毒 か 宮中を 侵し、 第二 皇子 殿下が 此病 に腦 まさせら 
れたと 云 ふ 事は •吾々 國 民と して洵 に 恐懼に 堪へな 
い 次第であります、 政府は 之に 對 して 銳意預 防の 手 
段を 攻究せられ •去月 十五 日內務 大臣は 特に 吿 諭を 
發せ られ て、 翔 防 手段と して 今；： 嗽を -yr よ 「マスク， 一 
を 掛けよ、 而して 豫防注 射を せよ と 申されて 唐り ま 
す、 洵 に此當 局の 措置は、 今日の 禅 防 策と して阔 る 
搏宜を 得た る ものな りと、 吾々 は 大に 感謝の 意を 表 
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する 次第で あり •* す •然るに ; t 豫 W に 用 ゐられ て 居 
る 所の 「ワクチン」 を 見ます ると. ^ に 種々 雄 多で 
ある* 例 へげ 病原を 「イン フル H ンザ .1 菌と 見て 「 
インフルエンザ .1 菌 I ワクチン .1 を 作つ て 居る、 所 
が 北 里 研究所、 资賴麂 街 生檢杏 所，， .9? 奈 川 ,-? 衙牛： 試 
驗所 •京都 ® 生物 研究所の 如きが あります— 之に 反 
して 未だ 病原 {t 分らぬ •併し 多分 是が 利く であらう 
と 云 ふので、 肺炎 菌 「ワクチン」 を 造つて K るが， 
大阪の 血 淸藥院 であります， 又 病原 (i 分らない が、 
どれ か 利く であらう と； K ふので 「インフルエンザ」 
菌と 肺炎 菌とを 混ぜた、 所謂 辟 合 「ワクチン」 を 製 
造して 一 £ るの が、 政府の ® 染病 研究所であります、 
又 民間， にも 驻 しきに 至つては、 五 稱も六 種 も 多くの 

徽 菌を 混合した， 洽も雜 笛の 「ワクチン」 ではない 

かと 云 ふやうな ものを， 製造 致して 居る 所 も あるの 

であります、 元來豫 防 注射と 云 ふ ものは •或る 一定 

の 病原を 人に 注射して-其 病原に 對する 免疫性を 與 

へ、 依つ て 以て 後日 感染を 免れし め やうと 云 ふ 手段 

でありまして、 即ち 虎 列 刺を 预 防 せんと すれば、 虎 

列 刺の 「ワクチン. 一を 用ゐな ければ ならぬ. 赤痢を 

「しやう とするならば. 赤 飼の 「ワクチン」 を 用 

ゐな ければ ならぬ、 隨 つて 此務防 注射を 行は うとす 

るには、 先 以て K 搀防せ んとす る 所の 病原が 何で & 

るかと 云 ふ 事を 決定して、 此菌に 依つ て豫防 液を 造 

らな ければ ならない、 之を 決定せ ずして 豫 防の 「ワ 

クチン」 を 造る と 云 ふことは， 斷 じて 出来ない ので 

あります  >  隨 つて 苟も 政府が 豫 肋 注射を 獎 » する 以 

上は、 必ずや 此感 財 の 病 源が 何で あるかと 云 ふこと 

を" 承知して 居らなければ ならぬ と 思 ふので ありま 

す、 然るに 政府が -M 防： 注射を せよ と獎蚴 して 居る 一 

面に、 此豫防 注射に 用ゐる 所の 藥を 見ます ると、 斯 

の 如く M 々雜 多で、 朝れ が® に此豫 防 注射と して 利 

くもので あるかと 云 ふこと が、 ffi だ 不明瞭で あるの 

であります、 政府 ほ 何を 病原に 認めて、 此豫防 注射 

の 趣旨を 徹底せ ん とする ので あるかと 云 ふの が •私 

共の 竹 問 せんとす る 所の 耍旨 であります、 特に 此場 

合に 引例 致したい のは、 政府の 防疫 密事 機關た る傳 

染病 研究所より 出して 居る 所の 「ワクチン」 であり 

ます、 一昨苹 此病が 我國に 入りました 當時 •北 里 研 

究所 、依： 視廳 、京都の 常 岡®  士 、福 岡大學 の 人々 等 

は 直ちに 此研究 に 著 手して、 此 病原を 「イン フルェ 

V サ」 菌 と 認めた のであります、 又 東京 帝 國大學 の 
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三沛述 之 助 f>s 士は 、臨床 上より 此度の 流行の 病は， 
三十 年 前大淹 行を 來した 所の 「イン フル H  V サ J と 
全く 一致す る ものである、 又 同じく 東京 印 科大學 の 
山 ae 勝 三郞 If 士ほ 、病理 解剖 上の 見地よ 〇、 是亦往 
年大 流行を 來した 所の 「イン フル ニ v サ」 と 全く 同 
一の ものであると 云 ふ ！ Sr 定を 下して K るので あ 〇 ま 
す、 殊に 北 m 研究所に 於て It 、 此病 原を 碗 定す ると 
fnl 時に、 i^ ちに 共 找防 の爲 めに 「ワクチン」 を 研究 
し •治 取の 爲めに 血 淸を 研究して、 發表 致して 屛る 
に拘ら ず、 政府の 唯 一 の 防疫 ^ 琪機關 たる 傅 染病研 
究所ほ 、常 初より 今日に 至る まで- 此病原 ほ また 何 
であるか •決定し ない、 病原を 決定せ ずして 今日に 
至り、 政府が 此務防 の爲 めに 豫防 注射を 奬 © する 吿 
論を 出す や 否や、 病原 ほ 不明で あるけれ ども、 此患 
界の 涡 瓶に ほ、 肺炎 菌も あれば 「イン フル H ン ザ」 
菌も屛 る •故に 此 二つを 混ぜて 裸 防 注射の 「ワク チ 
ン」 を 造つ たなら ば* 多少と も 効が あらぅ と 云 ふ tl 
想の 下に、 典 混合 「ワクチン」 が 果して 効が ある や 
否やを 12 驗 する ことなく、 直ちに 之を 世に 發行 致し 
たのであります， 現に 之が 爲 めに、 吾々 醫肺 社會に 
於て ほ、 何を 目的と して 政府の 傳研ほ 此豫防 注射の 
藥を 造られた ので あるかと 言つ て、 大なる 謎と 致し 
て fr るので あります •殊に 其 混合 「ワクチン」 の 割 
合を 見ます ると 云 ふと 「インフルエンザ」 菌 も、 肺 
炎菌 も、 一 立方 「センチ メ ー トル」 の 中に 谷々 〇、 
二 「ミリグラム」 しか 含んで 居らない、 之を 北 里 研 
究 所. 臀視廳 等より 出して 居る 所の 「ワクチン」 に 
較べます ると 「インフルエンザ」 菌の 含量が 實に五 
分の 二に 過ぎない のであります、 而も 此五 分の 11 の 

蕺い 所の 「ワクチン」 を 以て、 果して 豫防の 効が あ 

■る や 否やと IK ふこと に 就て は、 何等の 實驗 も', 何等 

の 報 街 も m されて 居ない のであります、 若し 斯の如 

く 薄い 所の 「イン フル ヱン ザ」 菌も •肺炎 菌 も、 雙 

方少 しづ、 混ぜられた 混合 「ワクチン」 隨 つて 感冒 

にも 効果が 疑 ほしい、 肺炎に も 効果が 疑は しい 所の 

此 r y クチン」 之を 政府の 製造した る ものな りと 信 

じて、 安心して 之を 豫防注 射に 用 ゐ>  而も 之が 爲め 

に 他日 發涡 する 者が 簇 3 致したならば 、政府は 啻に 

其豫防 注射を 獎勵 した 目的を 達する ことが 出来ない 

ばかりでなく‘ 之に 依つ て 損害を被つ た 者に 對して 

之を 51! 何に せんとす るので あります か* 將た又 他の 

ものよりは 五分の 二 薄い ので ある， 而も 尙ほ 同 ® の 


3S 防 钓果が あると 云 ふなら ぱ 、現に 預 M i-i: 射 液が 到 
る媒缺 乏を訴 へて 居る 今日 •政府 ほ 何龙 に此艰 を 明 
示して •彼の 婷跤 鹿の 如き、 或は 神奈 川縣の 如き、 
地方 肪 H ら注射 液を 造つて 居る 所に 向つ て‘ 此 注 射 
« を 邦く させて、 さう して 現に缺 乏を硌 じて 居る 方 
:€ に 向つて 其 需要に 腿ず る やうに 致さない ので ある 
か、 私共 此 S に 疑を 生ずる のであります、 私 ほ 玆に 
參考 として、 海外に 於け る 特に 米 3 に 於け る 知名の 
學衮の 信用すべき 報吿 を、 一つ 引用 致したい と 思 ひ 
ます、 即ち 昨尔 十一月 米 國の免 疫彤雜 誌に 於て 「デ 
ユバ ー ル」 と 云ふ材 名なる 細 蘭 3 f 者が 「ニ ユ ー オル 
レ アン」 に 於て豫 防 注射を 行つ た 成 S の 報 ffi- が ある 
其 結論を 玆に 引用 致します れぱ •同氏は 斯樣に _し 
て 居 〇 ます、 此 度の 流行 性感 H の 原因は 「イン フル 
エン ザ」 菌で ある、 隨つて 「インフルエンザ」 菌を 
以て 豫防 注射を すれば、 必ずや 豫防 が / ii 来る -e あら 
うと 云 ふ 見地から 「ヮクチン」 を 造つ て 注射を 行つ 
た 所、 即ち 「インフルエンザ」 菌 「ヮクチン」 であ 
るに 拘はら ず， ® 々 見る 所の 合併症た る 肺炎を 未然 
に传防 する こと' か 出來た ばか 〇 でな く、 其 結果は 次 
に 示す が 如くで ある、 即ち 注射を した 所の 人が 三千 
七十 二人、 其中發 病した 者は 僅に 三、 三 「パ ーセ ント 
J ■免れた 者は 九 六、 七 「パー セント」 之れ に反して 注 
射を せざる 者 八 百 六十 六 人、 其中發 病した る 者は 五 
八、 四 「パー セント，- 免れた る 者 四 j 、 六 「 パ ー セント 
而 して 注射を して 發娲 したる 者に して 肺炎を 起した 
者は、 唯の 一人 も 無い、 斯樣に 申して 居る ので あり 
ます、 要する と豫防 注射は， 或 特定の 病に 對 しての 
み 効能が ある ものであります から、 之を 行は ん とす 
るに ほ、 必ず 先づ 病原を 決定し なければ ならぬ、 病 
原を決定せずしズ、漫然憶想的に豫防注射を行つた 
と 云 ふ ものは、 我國の 傳染病 研究所を 除いては、 世 
界の何 所に も其實 例が 無い のであります、 故に 私共 
は 政府は 何を码 原と 認めて、 之に 對する 豫防注 射を 
獎励 する ので あるか、 國民 をして 此慘 毒より 免 かれ 
しむる 爲め に、 此事を 明かに して、 其_ ふ 所を 示さ 
れんこと を 切に 希望 致す のであります。 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 質問 第三、 1: 城 子 事件 交渉 
經 過に 關 する 質問、 松 本 誠 之 君。 

寬城子 事件 交渉 經 過に 關 する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
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松 出 * 松本况 之 
饺 成 者 松 田 一一 e 外 三十 人 
货 城 子 21( 件 交涉& 遇に 3 する 主 MU 
昨年 七月 十九 日 ML 城 子に 於け る I I X K- ' M 突に !:' 'J し 
北京 政 2 ?に對 する 交. ;' 1; 談判 〇 純 a lt --;- J; へ 公 ^ を M 
す 依て 右に 關す る轲過 及 其の 措 S 如何 
右 及 K 問 候 也 

r 松 本 誠 之 5fr 登 柄、 拍手 起る〕 

0 松 本 誠 之 君 諸君、 私は、 llt ij: 城 子 ijf 件に 關 しま 
する 問題に 就きまして、 先日 來谷 W 務大 111 の ni( 說に 
對 して、 色々 外交 上の 問題な り，饨 々なる 御 f/ 間が 
薄 員 諸君より 出ました が、 此 3S 城 子の 1] t 件に 就て は 
誰 方 もま だ 御 H 問が 無く 拽筘委 M 符に 於ても 御行 問 
が 無い やうに 私は 考へて 居る から、 .H 分は 胙祀 此览 
城子の日支兵_突の«地に臨みまして、 30 忮溉たる 
有樣を 目幣 し、 調孢し •一 S 察を し、 其 常 時の 窝 W を 
此 所に 持つ て歸 つて 居ります、 我 帝 國が茭 那に對 す 
る國威 と、 國權 に關 する 大問題 と、 之を S めて K る 
猫に 南京 事件と 云 ふ もの あり、 或は 娜家屯 ijf 件と 云 
ふ もの あり、 此 南 M 事件、 鄺家椹 1K 件よりも、 もつ 
と甚 しく 我國の 兵が 支那の 兵に 凌辱を 加 へられ、 陨 
蟲を逞 うされ •资 に殘酷 な 目に ^ うたので あります 
其當 時の 事に 就きましては、 諸君は 药冏 紙上に 於て 
詳しく 御覽 になつ たので ありませ うが、 g® に 事の 
起り を 申 上げます れば 、丁度 昨年の 七月 十九 日の出 
來事 であります、 殊に 昨年の E は滿洲 と 云 ひ、 茭 那 
と 云 ひ 朝鮮と 云 ひ、 十數年 未だ 曾て あらざる ^ さで 
ありました、 此 最も 炎天 烈日た る 七月 十九 日に、 一! 
らず此 32 城 子の 茫漠たる 大原野 に 於て、 支那 丘 (と 日 
本 兵と が 衝突した 、其 當時は 御 眾知 の： a] り 南は 華 天 
の 張 作 霖と 、北は 吉林 省督 軍の 流 遠と が、 將に鐵 火 
の戰 砲煙 卿 雨の 裡に戰 をせ んと する 勢が、 滿洲の 野 
に 棚 曳 いて 居つ た 時で ある、 其 時に 吉林 軍は 黑龍江 
省の 一而 坡と云 ふ 所があります、 是は最 も 擰悍 强猛 
なる 所の 馬賊の 巢窟で ある、 其擰猛 なる 馬 賊の兵 二 
千 人 許りを 此吉林 軍が 驅 集め 来て、 而して 其 中 千 六 
百 名を 5S: 城 子に 天 ® を 張つ て 駐屯せ しめた 其宽城 子 
には 日本 兵が 約 二 中隊 許りより 駐屯 致して 居らない 
所が 其 日の 朝 午前 十一 時 頃 滿鐵の 社員の 船橋 藤太郞 
と 沄 ふ 入が， 其 支那 兵の 駐屯して 居る 前を 通行した 
時に， 何事 も 言は ずして 支那 兵が 四 五 人 寄つ て、 某 
滿鐵 社員の 船橋 藤 太郞に 向つ て、 暴行を 行へ、 懐中 
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物を 想 はんとす る、 渡さぬ とする、 殿 打す る •銃 劍 
で 打つ、 靴で 蹴る a にどう も ひどい 目に is つて、 流 
Iln 淋漓の 有 樣で漸 く 逃げ 了せ て、 さう して JS 城 子の 
或 日本の 守 ffii 隊の屛 る 所に 來た此 に 於て 常時の 大隊 
長の 林繫樹 封が 其 有 樣 を 3A て 一方には 長 ^ の 日本領 
事 館に 向つて、 滿鐵 社員の 斯う 云 ふ 者が、 支那 兵の 
爲 めに 斯う 云 ふ 目に ia うて 居る、 早く 日本の 官憲に 
來 い、 n 本の 聱察に 来て M へ、 領事 も 出て 来い、 斯 
5 云 ふ 風で あつた， 一 方 支那 兵の 千 六 百 名 居る 所と 
日本 兵の屛 る 所と ほ、 五町 か 六 町よ 〇隔 つて 居り ま 
せぬ が、 n 本 兵の pr る 所からは 、住 田屮 尉が 將校以 
下下士卒五十名許0を引率して、橼に其事情を問き 
眞扣を 確 めんが 爲めに 談判に 參 りました、 所が 千 六 
百 名の 支那 兵は 何 »if も ff はず、 大隊 長と 云 ひ、 或は 
管長と 云 ひ、 一人 も 其 所ら には 居らず して、 直ちに 

支那 兵の 千 六 百 r, は _關 銃 六 門を 据えて、 小銃の 一 

齊射繫 をして、 住 田 中尉 以下 五十 名の 我 □本の 兵卒 

に 向つて、 何等 一言 も發せ しめず、 何等の 交 捗 談判 

も 致さし めず して £4 込んだ のであります、 其 當時私 

は 自分の 哈晒賓 で やつて K o ます， 洵 に © 弱なる It' 

ろ 新聞であります けれども、 lit 哈爾賓 新聞の 用 gf を 

以て 沔 多の 方面に 旅行して 居りました が、 我が 新 №1 

社より 至急 W. 報に 接して、 膂 多より i" 爾賓 に歸つ て 

哈阏賓 から 長 春に 行き、 宽城 子に 行つて 此實地 の 有 

様を 視察して、 林 大隊 長に 酋 つて、 當 時の 始末を 聽 

き、 或は 奉 天に 行き、 長 春に 行き 哈爾賓 と、 奉 天と 

長 春との Ifn ほ、 幾 ra となく lit . 事件に 就て 往復 致し ま 

して、 民間の 有志 諸君の 意見 も聰 き、 或は 陸軍 側の 

意 a も脖 g- s 旅 顺 に 行つて 林 長官の 意 兑も聰 き、 其 

他 文武 官苜め 有志 有力 表 在留の 同志に 向つ て、 種々 

の 事を 鸱 込んで 来たので あります、 其 時に 當つて 堂 

觉たる 政 友 會の諸 打、 次には 第二の 堂々 たる 薄； 政會 

の 諸君が、 是位 の大琪 件、 南京 Jlf 件、 鄭家屯 事件よ 

り大な る我阀 の阈威 國拙 に關 する 大問 題に 就て、 誰 

も滿洲に來て此宽城子事件を取調べなかつた、誰か 

政 友 會の御 方で も •菡政 會 の 御 方で も、 どなた か 見 

える であらう と , R'. つて， 期待 致して 居つ た、 所が •と 

なた も 見えぬ、 微力ながら 自分 も 誘 員の 一人で ある 

から、 是は飽 込 も E 調べなければ ならぬ と 云 ふ考を 

以て 腕を 扼し 超を 切り 铀み 、熟 心の 餘 〇に収 調べ ま 

した ことであります (拍手す る ^ あり) それから 遂 

に 斯う 云 ふ 亂始な 事に S ひまして、 住 m 中尉は 其 時 


に 大に怒 つて、 此五十 名の 兵が 全滅しても 構は ない 
此所を 決して 退却す ろ ことは ならない と 言つ て 戰ひ 
つ、 ありました 際 •林 大隊 長は 鐵砲 玉の 音を 聞いて 
さう して、 殘 部の 中隊 四十 芯を 繰 出す —— 寬城 子に 
は 日本の 兵は 漸く 百 名 許りょり 居らぬ が、 後と 四十 
名を 繰 出して •さう して 一方 長 春の 方に 電話を 掛け 
て 應援隊 二 十 名を 長 春から 呼んで 來て 、最初の 五十 
名と 繰 出した 四十 名 長 春から 應 援に來 た 二十 名と 合 
せて、 漸く 酉 十名內 外の 兵を 以て、 支那の 擰猛勇 敢 
なる 軍紀 も 無ければ 、規律 も 無い、 何等 節制 も 無い 
馬賊 上りの 支那 兵 千 六 百 名に 對 して、 猛烈なる 11 を 
致しました のであります、 其 猛烈なる 峨を 致して 居 
る 最中に 於て、 長 春の 警察官 神 田 警部、 或は 泉 警部 
補 ■それから 醫官隊 の 一行 長 田 巡査と 云 ふやうな、 
斯う 云ふ嫠 察官な り、 或は 長 春の 官憲な り —— 其 時 
には 長 春の 山 內四郞 と 云 ふ 人が 長 春の 領事で ありま 
したが •是は 北京に 書記官と なつて 轉 任されて、 新 
たに 村 上義溫 と 云 ふ 方 •か、 英國 から 歸つて 来て 領事 
になら れ ましたが、 其 時には 村 上義溫 君が、 長春領 
事に なつて 居らぬ、 漸く 二十 四 五 歳の 領事 官 補の 若 
い 方の 新山與 次と 云 ふ 方が 長 春に 居つて •實に 狼狽 
し、 或は 周章 致して •此 大事 件を どうして 宜 いかと 
云 ふやうな 狀腌で ありました 、所が 此罾 察官が やつ 
て來た ら 、さあ どん  <  又擊 出す それ か爲 めに、 長 
田巡赉 は ! S? たれて 死んで しまつた •さう して 間 もな 
く 新 山與 次と 云ふ筘 事官 補が 見えまして、 それから 
長 春に 思る 所の S 那側の 司令官の 高峻绺 、次に 陶道 
尹、 第一 團 長に W 志剛啓 、外交 課長， 是等が 現場に 
自動 眾に乘 込んで やつて 來 ました •さう して 止めろ 
止めろ と 云つ て 指圖を して、 漸く 射_が 止つ たと 云 
ふやうな 次第でありまして、 此 一 齊射緊 を 致す 事が 

餘程激 しう ございました が、 其 結果 鬼に 角 北方 寄り 

に 支那 兵を | 時 退却 さすと 云 ふ 事に 至つ たので •こざ 

います - 簡 單 に H-J しま すれば — さう して 私は 一 

週間經 ちまして から、 寬城 子に 行つ たのであります 

が、 先刻 申 上げた 通〇實 は袭 さは 激しく、 炎天 烈日 

の 中、 茫漠たる W 城 子の 原野は 荩蓬々 として 生へ て 

居りまして、 其寬城 子の 原は 炎天 烈日に 照らされて 

居る、 鮮血 }# 漓が變 じて 黑血淋 漓と なつて 居る、 宵 

に それは H も當 てられな かつた、 熊 本縣 から 參りま 

した 松の 屋と云 ふ 大きな 料理屋が あつた、 其 大きな 

料理屋は 取卷 かれて しまつて、 彈 丸で 摒と云 ひ、 壁 


と 云 ひ、 硝子と 云 ひ、 蜂の m の 如くに なつて、 皆な 
其 時 如何 致した かと 申せば、 碁盤を 頭に 擔ぎ 、或は 
「バケッ」 を 頭に 擔 いで、 さう して 皆な 簧 子の 下に 
入つ て 難を 免れた、 所が 日本の 兵は 其摒 に寄掛 り、 
或は 倒れ、 大に慘 » たる 有様に 遭 ひまして、 水を 一 
杯吳れ 親爺 水を 一杯 飲まして 吳れと 云 ふ 其聲が 聞え 
て 居りました が、 鐵 砲の 丸を どん •躍 込まれる し 
どう t る こと も r うする こと も 出 5K ませなん だと 云 
ふこと が、 松の 屋の 主人が 私に 對し ての 話で ござい 
ます、 それから 其 負傷 兵の 有樣と 云 ふ ものは、 全身 
碧 血に 綾れ まして、 洵に 苦痛に 堪へず 呻吟 致して 居 
る、 其 兵が 皆な 申した ことほ、® に殘念 である、 殘 
念々々 を 連呼して ■■さう して 介抱 せんとす る 所の ® 
友の 腕に 取鎚 つて、 必ず 此仇を 報じて 吳れ よと 云つ 
て 熟 涙を 流し、 其慘 _ たるの 有_ と 云 ふ ものは、 實 
に 其 光景 見る に 忍びない 有 fel であつ たさう で ござい 
ます、 是は林 大隊 長からの 直接の 話であります、 其 
慘狀 は今此 所で 諸君に 御 目に 掛けます るが、 負傷者 
は 三十 一 名、 其 中 巡査を 合せまして 十九 名 職 死 致し 
て 居る* 其 十九 名戰 死を 致しました 者は、 誰 一人と 
して 滿足な 身では 居らな かつた、 眼の 球と 云 ふ もの 
は I 眼球は 兩方 せつき り、 刳拔 かれて しま ひ， 兩 
耳は 斬られて しまつて 居る、 胸から ずつ と斷ち 割か 
れて しまつて 臌腑は 出て 思る、 雨足は まるで S 切り 
にやら れて しまつて 居る、 頭と 顔は 劍で 突かれ •鐵 
砲で 打たれ 口から 突かれて、 後ろに 通り 込んで しま 
つて 居る、 實に ひどい 有樣で あつたので ございます 
仍て此 兵が 何と 云 ふ 名前で あつたか、 此兵が 何と 云 
ふ 兵 か是が 住 田 中尉で あつたか、 或は 椎原 中尉で あ 
つた かと 云 ふことの 識別が 出来な かつた、 漸く 持つ 
て 居る 所の 軍隊より 渡された 所の 手帳に 依つ て、 此 
兵は 何 所々々 の 出身の 何の 兵と 云 ふこと が 明かに 判 
つたと 云 ふやうな 次第で ございます、 さう して 時計 
は® 取つ てし まう、 軍服 ほ 脫が してし まふ、 鐵砲は 
肢 つてし まう、 懐中物 ほ 取つ てし まふ 丸裸に される 
そんな 目に 遭つて 十九 名と 云 ふ ものは， 悲慘な 回に 
遭 ひまして 死んだ やうな 次第であります、 其當 時の 
寫眞 が此 所に あります、 是は 漸く 五 組より 桁へ なか 
つたと 云 ふこと である 一つ ほ 遼 陽に 居らつ しやる 所 
の 梨 本 宮殿 下に獻 上した と 云 ふ、 一つは 外務省に 來 
た 此寫眞 を 以て 我が 外務省は 奉 天の 赤 塚 領事を 以て 
張 作霖と 奉 天に 於て 交渉 談判の 衝に 當らせ た、 此寫 


a ほ 外務省に 来て、 それから 參謀 本部に 一つ、 それ 
から 陸軍省に 一つ 来た、 たつた 五 組し かな かつた も 
のが 寬城 子に 殘 つて 居つ たが、 林 大隊 長が どうして 
も 渡して 吳れぬ 、渡して 吳れ ぬければ； 一員の 職 權を 
以て …： c 拍手す る 者 あり〕 是ほ種 版が あるに 相 違 
ないから、 寫眞 に収 らして* 飽迄も 日本の 國の爲 め 
に 言は なければ ならぬ と 云 ふので、 無 ®! 沾 生に 之を 
持つ て歸 りました 次第であります 「大正 八 年 七月 十 
九 B SL 城 子に 於て 支那 軍隊 橫峩戰 闘に 當〇悲 壯の最 
期を 遂げし 我戰死 將卒 陸軍步 兵 一等卒 足 高奈良 藏、 
陸軍 一 一等卒 井 1- 俊 三、 陸軍 步兵 二等 卒屮闊 義一 、是 
が 此有樣 を 支那 側の 人間に も 知らして S かなければ 
ならぬ、 見せて 置かなければ •强硬 なる 談判を 爲し 
て、 彼を 服從 せし むる ことが 3 來ぬと 云 ふので 此孟 
と 云 ふ_ 長を 態々 喚んで、 さう して此 有樣を 見せた 
是ぼ橋 本と 云 ふ 警察署 長、 此 通り 顔 か 頭 か 分らない 
皆 斬られる 突かれる •叩れ る •此 通りで 斯う 云 ふや 
うな まあ 有 S であります， 之を 見て 眞に 帝 H の 人間 
としては’ 腕を 扼し切 齒せず に ix 居られない、 殊に 
此五十 名の 兵を 率ゐて 行つ た 所の 住 田 中尉は、 靑年 
士官と して 將來轺 みある 所の 立派な 人で ある、 此等 
の 如き此 通り、 此所け 突かれて しまう •耳 ほ 引 斬ら 
れて しまう-口から 突かれて 後 脊 ろへ 出て 居る •斯 
う 云 ふ 有樣さ うして 森 井 音 吉と云 ふ 陸軍 步 兵の 軍 醫 
是も斯 う 云 ふ 有 樣頭は 碎 かれて しまい、 舄 {3; 斬られ 
てし まう、 耳は 斬られて しまう、 斯う 云 ふ 次第で、 
さう して 一隊 そつく り 死亡し ました 十九 fl を •此營 
舍內に 收容を 致しました 光景が 此れで あつて 皆な 其 
通り、 斯う 云ふ悲 慘 な 目に 遭つ たのであります、 滿 
足な 人は 誰 一入 も 無 かつた •皆 手帳で 斯う 判つ たと 
云 ふやうな 次第で、 是程 酷い 事は ない， 之に 就て ! 3: 
中々 深い 原因 も あらう と 思 ひます， さう して 此 十九 
名悲慘 なる 最期を 遂げまして 腿 死を 致しました 兵隊 
は、 此 十九 名の 中 十七 名までは 祭 良 縣の m 身 者 ばか 
〇、 此の 住 田 中尉は 千 葉縣 か、 何でも 栃木 人で ある 
巡査は どちらの 人 か 忘れました が、 跡 十七 名は 皆奈 
良 縣 の / 1! 身 者で ある、 當時寬 城 子の 事件が 勃發 した 
時に、 我 祭 良縣 民は 悉く 憤慨した、 十七 名と 云 ふ 者 
が 祭 良縣の 人が 間が 惡 るく、 國の爲 めに 斯う 云ふ最 
後を 遂げて 吳れた 次第で あつたので あります、 それ 
から 以てさう 云 ふ 風の 有樣 でありました が 故に、 更 
に 明日 戰を奉 天軍と 吉林 軍が する か、 明後日 憨々 火 
一六 六 一 
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蓝 を 切る か、 ^ 洲の人 氣ほ 非常に 段 伐と して； K を 蔽 
うて 居る* 期 5 云 ふ H に as つて —— 支那 兵の 癖と し 
て硿 に rl けた »$ に 掠 恋する， 防てば 勝に 乘じて 掠 海 
强姦を やる、 斯 51 u ふ a で、 我 在留 國民八 千 人と S 
ふ 者 (j: 、 s に 不安と 恐怖の 念に Is られ て、 二 三日 fill 
も安眹 が 出 來な いと 云 ふやうな、 人心 恂々 鼎の 沸く 
が 5n きと 云 ふ狀萌 であつ たさう であります、 それ か 
ら次に 交 那の 本阈 政府と 憨 々交 涉をせ られた 結果、 
遂に 是は滿 洲に 於て 起つ た 則 件で あると 云 ふこと で 
我 常 局は 奉 天の 赤 塚 1]-: 肋 如 ? K をして 帮 天に 張 巡閱使 
と 交渉の 結 识談 判の r'n 末は， 之を 阀民に 政府が 朱 だ 
御 示しに なつて 居らない やうに 思 ふ、 仍て私 は此質 
問を 呈 する 前に 於て‘ 之を 確め て K- きたいと 思 ひま 
して、 陸軍 大 [5 の祕朽 官に向 つて、 ？ 2 城 子琳 件の 交 

渉 談判の 摔過は •如何にな つた かと 云 ふて 問合せ ま 

した 所が、 朱 だ 交 涉 は 發衷 して M らぬ 、どう 云 ふ ^ 

に運んだか判らぬと云ふ御齊而を五六日前に頂戥し 

たが 故に、 是に 於て 竹 問を 提出した 次第であります 

此事 件が ありました 爲めに 如何で ありました か、 昨 

年の蒂 哈爾賓 に E ります る 支那の 荏は， 彼の ffi かな 

る 過激派を 哈爾资 から 逐拂 ひました 爲 めに、 非常に 

願 傲 心に驅 られ て、 稲々® 暴に なつて 哈爾賓 に 居る 

突 那兵と 云 ふ もの；！ r 生 S 氣千 茁 になつて 居る、 之 

が S めに 琯天. なり 1 長# なり、 滿洲方 M に 居' る 支那 

兵は、 滿洲 に fli 屯し、 滿洲を 守 ffii して 尻る 所の 日本 

眾と云 ふ ものは、 我 支那 兵は 悉く舉 つて 金 滅 をした 

是なら 日本と 將來 もう  一 il 戰を しても* 二十 七 八 年 

の戰 役の 如し， 決して 日本に 負ける ことは ない と 云 

ふこと を、 彼等 ほ 哈爾賓 に 於て 非常に 高言を 放つ て 

尻る、 常時 哈爾賓 には 石 坂 少將 ，福 原 少將 等等 力大 

佐が 尻る ■吉林 には 齋藤 大佐が 居る、 此 大佐 •少脉 

或は 佐官、 尉官の 諸君は、 皆な 忌々 しい 事を された 

K に殘念 だと 言つて、 皆な 是れ 切® 扼 腕を 致した や 

うな ことで ありました、 其 七月の 十九 日に此 JCL 城 子 

の 事件が 起り まして 以来！ 層此茭 那八が 日本に 對し 

て 横 恶と なり、 支那 兵が 益々 驕傲の 態度を 執る やう 

な ことにな りまして* 更に 一曆拂 日の 思想は 莢 那全 

體に 於て 盛に なり、 日本の 器物を 排斥す る 所の 空氣 

は、 一層 激甚を 加へ たと 云 ふやうな ことにな り まし 

た， 遂に 上海、 天津、 福 州と 云 ふやうな、 あ、 云 ふ 

工合に なつた、 日 本の 人 g をぱ I 日本の 在留邦人 

に對 して 無 禮を 加へ、 日本の 品物に 釾し て斯の 如く 


株 斥を して、 今 尙ほ 支那 人の 日本 彷斥の 空 sa が 充滿 
しつ、 あると 云 ふこと if 諸君 も 御 承知の 通りで あ 
る， 所で斯 探な まあ MC 城 子の 3f 件の 肢略を 申 上げ ま 
すれば， 斯う 云 ふ 次第で ございます が， 是に 於て 先 
刻 申しました 通り •奉 天の 赤塚如 ?Jf が ! Ifl 作踩 と© 俎 
折 ® の 結果 •如何なる ことに 及んだ かと 云 ふこと i£ 
私は 存じ ませぬ、 K 民に 對して ，政府が 未だ 其 結果 
を 公表 致さない やうに、 私は 考 へて 居る ので ありま 
すが、 此交涉 の 結果， 裁判の 結果は 如何にな り まし 
たか •之を 政府に 私 ほ 御 尊を 申す のであります、 そ 
れから 抑々 千 六 TT 名の 奉. 大と -r'f 林 逛が將 に 職を せん 
とする 一刹那に 常つ て、 さう して 日本の 兵と® 突を 
致して、 斯の如 き 慘劇 なる 目に 迺 ひ、 期の 如き 描 暴 
なる H に！ 3 はされ たのに 就て ほ •原因 動機が なけれ 
ばなら ぬ、 之を 取調べる に 於て は •非常に 苦んだ 結 
果でご ざいます、 常時 奉 H 八の 赤 塚 領事の 言うた こと 
に 斯う 云 ふ讲を 言つた， 「事 件の 原因は 南方 派の 策 
略に 出て たる ものと 張 巡 閱使 の權 謀に 出で たりと 稱 
する ものとの 二 說ある も 何等 ® 證 を 有せず 想像 說に 
過ぎす、 然れ ども 排日 派が 奉吉紛 擾に乘 じ 事を 日本 
に 構へ 强硬 なる 態度に 出で しめ 依て 以て 排日の 口實 
となさん とする 策略なる べしとの 說は長 释 方面に 最 
も 有力に !！® せられつ X あり 其 K 因に 就て は 今回 勿論 
突 留めた る もの あれ ども それは 交渉の 根 據を爲 す も 
のな れば 目下 明言す るの 自由を 有せず」 果して 赤 塚 
領事が 此 原因 動機を 突 留めた ことがあるならば、 其 
突 留めた 原因 動機を 以て 交渉を せられなければ なら 
ぬ 筈で あるのに、 其 原因 動機と 云 ふ ものが >  赤塚領 
事の 談判 交渉の 中には 入つ て 居らぬ やうに 思 ふ 、そ 
れから 【我 軍の 手 落」 ^ ^是は 陸軍 側に對 して 御尋 

をす るので すが、 「我. 軍隊 か 長春寬 城 子方 面の瞥 備 

に 手 落 あり 爲めに 今回の 如き 事變を 惹起せ り 云々」 

是は 一寸 意味が 分り 兼る やうに 思 ひます が、 兎に角 

長 春に 於け る 所の 我 軍の 守備隊の 駐屯 兵が、 多少 其 

數を缺 いて 居る、 機敏の 働を しな かつた と 云 ふ 意味 

が此に 在る の だと 私は 想像 致す のであります、 それ 

から 又 張作霖 の機關 新聞 —— 奉 天に 在る 張 作 霖の機 

關 新聞に 書いて ありました のを 私は 譯し ましたが、 

張 作 霖 の機關 新聞が 筆を 揃へ て、 五つ 六つ 斯う 云 ふ 

ことを 書いて 居る、 寬城子 事件は 第三 旅 第二 團 兵士 

が 二道 fff 附近に 至れる 際、 小 河薛池 方に て 偶々 細 故 

より —— 事件よ 〇日警 は a を拔き て 支那 兵を 威嚇し 


遂に {ij 突し 以て Ipr の 如き Jlf を 起した ものであるから 
我！ 2 (t 之に 閱係 する ことほ 無い、 斯う 云 ふこと を 張 
作 ^ の 趵嵇 の 禅關新 間が a いて ある、 それから 段々 
収 調べて 進んで fr つた 結果、 天下に 有力なる m 用す 
べき 所の 大阪 毎日、 大阪 朝日が 吾々 の 思惑 通り M{ い 
た、 けれども 私の 微々 たる 哈雨賓 の 新 fla であります 
けれども、 私は 將來 支那に 對 する 國際問 題に 就て 支 
障を 米し， 若く ほ 妨寄 となつ ては ？ 1: しくない と 云 ふ 
考を 以て-社員を 筲蚴 して •當 時の 慘 to たる 出來事 
は 界かせましたけれども、此問題に就て |-]: 、一言半 
句 も 自分は 支那 側が どうで あると 加、 斯うで あると 
か 云 ふ 論評は 加へ させな かつた のであります "所が 
自分が 感じました 琳 、自分が 取調べて .In 分が 思 ひま 
した 事を •大阪 毎日、 大阪朝 日が 之を B いて M る， 
「張 作 媒の責 任」 と 題し まして、 「長 春 大和 ホテル 
滞在せ し 奉 天軍 事 顧問 榮順 中將 ，參 謀大仲 大佐 ほ 密 
偵の 嫌疑に て 我が 官憲に 追 ひ拂は れ歸 奉せ るが 彼等 
は 奉 天ょり 携行せ る 交通 銀行券 五 萬 元を 使用して 吉 
長 銅 守 使 SS 其勸 中將と 前後して 二 十四日 吉林 ょり 逃 
げ來れ る 第一 旅團長 誠 明と 通し 吉林 軍孟 聯隊 長を 一 
萬 元にて 買 收し孟 吉林督 軍 高師團 長 等を 死地に 陷れ 
ん爲め 日本軍を 攻擊せ しめ 日本 將卒を P 殺した る證 
據 として 其の 目と 鼻 等を 持參 せしめて 重® を 與へた 
り」 吾々 の 突 留めたい のが此 であつ たが、 どう 云 ふ 
鐸で 自分 51 が 斯う 思つ たかと 申します ると •奉 天と 
吉 林と戰 を 開かん として 居る-それを 張 作霖の 積り 
では、 盂吉 林督軍 高師團 長を 屈服せ しむる、 刀に « 
さず して 吉林 軍を 屈服せ しめ やうと 云 ふ考で 、旅 團 
長 やら 聯隊 長 等を 金を 與へ て買收 して、 さう して 吉 
林 軍へ 奉 天軍の 兵隊が 混つ て、 己れ の 刀へ « さず し 
て 累を吉 林 軍に 及ぼさし めて、 日本軍と 吉林 軍と® 
突せ しめて、 盂吉林 督軍高 師豳長 等を 死地に 陷らし 
めた、 張 作霖の 術策では あるまい かと 云 ふこと ほ、 
是は 彼の 滿 « i 般に 於て 各人 皆な 認めて 居る 所で あ 
ります、 是が 果して 張 作霖の 仕事で あるか、 張作霖 
の 術策に 罹つ たので あるか、 術中に 陷つ たので ある 
か、 其 證據ほ ありませ ぬから、 是が確 にさう である 
と 云 ふことは 斷言 は / 11 來ませ ぬけれ ども、 自分の 考 
へる 所に 依れば、 是は どうしても 張 作霖の 術策に 摧 
つた ものであるまい か、 張 作霖の g 謀 術策に 罹つ た 
ものであるまい かと 云 ふ 疑を存 して 居る ので ありま 
す、 是に 於て 此問 題に 就 ■§• 承る 所に 依れば、 陸軍 111IJ 


に 於て ほ 砬 甩 强一: なる ^ を 1 |:て、辻交渖を£!さうと 
云 ふ 御 考で あつた さう である •けれども 外 » 朽 に 於 
ては、 支那の 空氣が 斯の 如く： 个安定 で .:, るし •抹 H 
の空鉍 が 饿んで あつて、 抹日の が と起る此 
際であるから、成るべく»便にと云ふ_で、»れ 
も 御尤 で ii ありませ ぬけれ ども， 文官と 武官と c f:il 
に 砌突が あつたと 云 ふこと を 承つ て 思り ます、 3c- afl 
突の 如何 {± 私は 敢て中 しませぬ が、 ! B に 角 此の 姑 ^ 
を ば 吾々 は 承りたい のであります、 是は阀 内に 於き 
まして ほ、 成 ほ 選 锻問題 •若く {i 物 ft? 問 5S •思^: 
題 •勞卿 間 题等 、口 1- 嵇々 なる 笊 大 l'!J 題 も ござり ま 
する が、 將來此 支那と 日本の 問に 於き まして、 11¢ t 
斯う 云 ふ ill が 演ぜられる やうな ことがありました な 
らば、 さう して 又 其 手 ^ い 談判の 結 :, fi: でありました 
ならば、 益々 支那 か乘じ て我國 を ! y 侮して、 我が 火 
兵が 彼等の 馬賊 的の 兵に、 斯の 如き E に尥ふ やうな 
事を 復 々繰 返さぬ とも 限らぬ •是は 大に 我が 國民闽 
權に關 係す る譯で あります から 私は 政 / W と共に —— 
私は 現內 開に 對して 猜疑を 持つ て !;• ると か、 又® て 
攻擊的 に 質問を 致す 密では ございませぬ 、寧ろ 多少 
の 好意を 持つ て、 現内閣と 天下の！！！ を 偕に 致さん と 
云 ふ考を 持つ て 居る 者であります， C 扪手 する 密 & 
り〕 故に 此 結果は 飽迄國 民に 知せ て H ひたい、 殊に 
此 十七 入の 奈良縣 の 人 —— 此 兵の 父母 親族は 如何な 
る考を 持つて 居り ませう か、 是は _ か 我が 帝 M 狨 a 
に 於て 質問 さる、 餞 員が なかつ たなら ば、 K だ ia 憾 
で -fe る、 我 51 は 之を H 問し やうと x< ふこと を、 滿洲 
の 人 問に 多少 誓つて 来ました 故に、 以上 fx 離 滅裂な 
辯 論であります けれども、 誠意を 以て 熟 心の 餘 〇、 
以上 政府に 向つ て 御尋を 致した やうな 次第で ありま 
す (拍手 起る〕 

0 副 鶄長( 笟田國 松 君〕® 問 第 ■四、 西 伯 利 駐兵、 同 
地 鐵道擗 督並 海軍 關係 問題に 關 する W 問 I IE 木 照 
職 君 _ 

西 伯 利 駐兵， 同地 鐵适拉 督並 海事 關係 問題に 關 
する 質問 主意 書 
右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 九 年 一月！ 一十 六日 
提出者 正木 照藏 
賛成者 三 木武吉 

外！ li 十三 八 

西 伯 利 駐兵、 同地 鐵通監 瞥並海 事 關係問 題 


防 SI 衆 會竅阀 帝间 二十 四 第 


に關 する 質問 主意 ffi 

一政 府は第 四十 一冋 _會 に 於て 谷大 L5 の 言明せ し 
如く 縱令 「チ H ック J 兵 救援の 業 終る も尙 ® 伯 
利の 秩序を 保たむ か 爲我か 兵の It 屯を 必要と し 
現 狀を維 持せ むと する ものなる や 
二 果して 然らは 彼 地に 於け る 過激派の 行動 日に 活 
氣を呈 し 来る my の 狀况に 於て 昨今 H1 兵 中の 半 
箇肺 團の咐 兵の みを 以て 其の 目的を 遂行す るに 
差 支な しと 認むる や 

三 米 兵 七 千餘撤 兵の 後は 之 か 爲に 自ら 我か鐵 道の 
守備 區域 を佾 し隨て 之に 對應す へき 咐兵を 必要 
とする ^ なきや 

四 前 二 現の 場 < || に 於け る 我 か佾 兵に 對し 政府は 能 
く列阈 の 諒解を 得らる へしと 思惟す る や 
五 「チ H ック」 兵を 救援す る 常 初の E 的は 一昨年 

九月を 以て 一段落を 街け たり 其の 兵 尙西伯 利に 

殘 ると 雖今 ほ 旣に 「チ H ック J 共和 國も 成立し 

事情 自ち 前年に 異な o Jl. 西 伯 利に 於け る K- の 兵 

の 行動 亦 頗る 露す へき もの あり 然も 尙 其の 送還 

を 全ぅする 迄は 獨り我 か ® に 於て 之 か 救援に 任 

せ さるへから さる 義務 あり や 

六 前項に 關し 政府は 「チ H ック」 共和 ^ を 始め 米 

國佛 _等直 接 之に 關係を 狩す る 諸 阀と如 何なる 

協調を 爲せ しや 

七 元来 巨額の 國帑を S し裝砻 共に 酷烈なる 西 伯 利 

の 荒野に 數萬の 兵を 駐屯せ しめて 其の 秩序を 維 

持す ると 我 か 國の爲 に 如何なる 必要 あり や 

八 政府は 永く 大兵を 駐屯せ しめて 以て 西 伯 利 谷地 

に 散在す る 攒少な る 我 か 居留民の 保護を 必要な 

〇 とする や 

九 過激 思想の 傳播は 固ょ 〇驻だ 恐る へし 唯 政府は 

武力を 以て 能く 之を 防止し 得へ しと 信す る や 

十西們 利 在 fl: の 露 人に して 近時 我 か 兵の 駐屯に 反 

對 する もの PM く 多き を 致す 政府 ほ 果して 我 か駐 

屯 兵の n 的 十分に 彼等の 間に 貫徹し 居れり と 思 

惟す る や 

十一 「セミヨノフ」 「カルム n フ j 「グ ツネ ヲ 1 

フ」 の哥薩 克統領 に對し 我か國 は 從來如 何なる 

抜 肋 手段を 執 C 來〇 しか而 して 此の 援助は 將來 

尙之を 網 la せむ とする 意思なる や 

十二 「ハ パ n スク」 に 近き 黑龍江 の冬營 地に 於て 

我 か 海堪の 管理す る PI 露 一 黑龍趦 隊は 如何なる 


列 國 との 協調に ffi り 之を 我 か 海軍に 手に 收め居 
る ものな り や 而 して 政府は 今後 之を 如何にせ む 
とする 意思な 〇 や 

十三 一昨年の 末ょり 昨年の 初に 苴 〇列阀 間に 西 伯 
利鐵道 管理の 方法を 議す るに 當〇我 か 政府は 初 
め 相當の 提議を 爲しな から 自ら 進む て 漸 々米國 
の 提議に 讓步し 遂に 其の r スチ ィブ ンス 」 氏に 
技術 部の 全褪 を委す ことと せし 理由 何れに 在り 
や 

十四 政府の 意思は 米 國か撤 兵と 共に 鐵道 監督 濯を 
委粱 したる 後は 我 か 國に 於て 之に 代り 從來 米國 
の 監督 K 域たり し在茭 管 席 其の 他の 監督に 任せ 
むと する に 在り や 

十五 前項の 如くに して 我 か 鐵逍 監督の 區域を 擴張 
するとき は 之に 隨 ひ. fl ら 此の 鐵 道の 經 ^ に關す 
る 資金の 擔任 を咐 加す るに 至る へし 政府は 之を 
支辨せ むと する K 悟な り や 併て 其の 金額に 就て 
の 見込 あり や 

十六 政府 ほ 西 伯 利 經濟援 叻會 の 事業を 以て 豫 期の 
効果を 奏せる ものと 認むる や 又 之を 今の 儘に て 
縫 行せ むと する 考な〇 や 

十七 近時 聯盟 會誘に 於て 問題と なれる 對露 通商 開 
姶に關 する 政府の 方針 如何 
十八 政府は 今日の 如く 受命會 社の 財政 日に 鞏固を 
加へ 其の 收むる 所の 利益 亦 犬なる に拘 らす尙 歐 
米 • * の 遠洋航路に 對し 補助を 必要な りと 認む 
るや縱 令豫算 に 於て 誘 ® ■ の 協賛を 經た りと 雖實 
行に 當 りて 實狀に 鋸み 其の 範圍 内に 於て 之を 改 
廢 する こと 當然 の處 置なら す や 所見 如何 
十九 遠洋航路の 經營は 常に 列國 同業者との 間に 協 

調を 保た さるへから す 右に 4 拘らす 政府は 主と 

して 遠洋航路 補助の 方針を 依然として 運賃 制限 

の 上に 置く ものな り や 

二十 政府は 我 か國の 貿易 上最 重大なる 關係を 有す 

る 印度 航路 巴奈馬 經由紐 W 航路の 如きを 別と し 

獨り歐 、米、 璨 等の數 航路に 對し 一面に 運賃の 

制限を it き 一面に H 額の 補助 SS を 支給す るを 以 

て 一般の 贸易 者に 對し 公平を 失する ものと 思惟 

せ さる や 

二 十一 船舶 俄に 咁 加して 海員の® 之に 伴は す 目下 

大に 其 W 不足を 感す 墓に 海運 界の大 間 題たり 之 

か 養成に 關 して 政府は 如何なる 施設を 爲 し又將 


に爲 さむと する ものな り や 
二 十二 H 下 海事の 薄 判大 に遲滯 して 當業 者の 被る 
不便 少から す是れ 今の 制度の 戰 後に發 展し たる 
我 か 海運の 狀 勢に 副は さるに 因る 政府は 之を改 
正ず るの 意思な き や 
右 及 質問 候 也 

【正木 照 藏君 登檀 拍手 起る〕 

〇 正木 照 藏君提 出 致し 置きました 質問の 趣意を 申 
述べます でございます、 何分 二 十二 箇條 に亘 つて 居 
ります ので* 少し 時 問が 掛りま す* どうぞ 宜しく 御 
辛抱 下されまして、 御淸鸱 あらん ことを 希菌 致し ま 
すで ございます、 先 づ西伯 利の 問題の 方から 始め ま 
す、 此 問題に 就きましては、 本會議 、並に 豫算 委員 
會 、又は 貴族院に 於き まして、 旣に數 回 問答が 重ね 
られ まして、 餘程 事情 も 明かに なつて 居る やうで ご 
ざいます が、 54 が 知らん とする 所の 點に 觸れな い 所 
がご ざいます るで、 此 W 問を 提出 致しました やうな 
譯で ございます 、御 承知の 通り 私は 昨年 六 /} 谷 派の 
同僚 七 名、 即ち 私を 合せて 一行 八 名と 共に、 當院の 
使命を 奉じまして、 敦賀 ょり 浦 潮に 渡つ て、 西 伯 利 
の 土地を 旅行 致しました、 凡そ 三十 有餘 日の 間、 汽 
車の 中に 寢貪 をし、 八十 哩に 近い 旅行を 致して 參つ 
た 其 間に、 我 出征の 軍隊を 慰 間 致しました こと、 殆 
ど 百有餘 回に 亘 つて 居ります、 聊か 見て 參 りました 
所の 實地 の狀况 に 基き まして •本 問題を 研究 致し ま 
すと 申す ことは、 私に 取りまして 一つの 義務で ある 
と 信じて 居ります、 又 責任で あると 信じて 居る、 洵 
に 追々 爾大な る 問題と なり 來 りまして •旣に 原總理 
大臣の 如き •西 伯 利の 事は 一日 も 差 措く ことが 出来 
ない、 故に％ 兵す ると 仰し やつて 居る やうな 次第で 
私共は 西 伯 利の みならず、 此 問題は 我 日本の 國に於 
きまして は、 今日は 最早 寸暇 も 差 措く ことが 出来な 
い 問題と 考 / て、 大に 諸君と 共に 攻究し なけれ ぱな 
らぬ こと、 思うて 居る 者で ございます、 昨年 私が 參 
りました 時の 事情を 申し ますれば、 何分 前に 七 萬 五 
千 も 兵隊が 出て 居りました 數を 減じて、 僅かに 二 萬 
四 五 千に した 後との 事で ございます、 故に 到る 處兵 
備が 手薄で ございました •何 處に參 りましても 殆ど 
皆 陸軍の 宮憲は 兵の 少ない ことを 訴 へて 居りました 
又資際 見て 參 りました 事情に 依りましても、 或は 五 
里 十 里を 隔つて 居る 森林の 間の 停車® に、 二十 名 三 
十 名 位 少ない 兵隊が 駐屯して 居る、 一朝 何 か 事が 有 


りました 時分に、 隣に 助けを 求める と EH しても- 容 I 
易な 事で ないやうな 有樣で 居りまして •實 に其寶 况 _ 
を； m 擊 致します と •氣の 毒で 堪らぬ やうな 感じを 致 
しまして ございます、 何分 彼の 土地は あ i 云 ふ廣漠 
たる 所で、 洵に 未だ 開けぬ 所で ございます から， 一 
般に 物資 も缺乏 で、 或は 淸凉 なる收 料 水 さへ 得雖い 
所 も 少なからず、 斯う 云 ふやうな 所であります、 私 
共參 りました 時分には •洵 に燬 くが 如き 署さで ござ 
いまして •市中を 通りましても 其 砂の 甚し いことは 
實に 言語 道斷な やうな ことで ございました、 今日は 
零點 以下 四十 度に も 及んで 居る 寒さで •指を,： す 者 
が ある 狀况な さう で ござ；， ますが， 斯樣な 風土の 違 
つた 所， 並に 寒暑 共 酷烈なる 所に 種々 » 備を 致して 
居ります 所の 我國の 兵隊は、 實に氣 の 毒な もので あ 
る、 洵に 何とも 同淸 に堪 へぬ やうな 次第で ございま 
す" 駐屯 兵の 少ない 所になります と、 軍醫が 居り ま 
せぬ、 數日 一回 位 巡つ て來 る軍醫 の 巡回を 侍つ て始 
めて 藥を貰 ふと 云 ふやうな 狀况に 居つ た 所 も 少なく 
ございませなん だ、 病院 杯に 行つ て訪 間を 致して 見 
ますと、 どう 云 ふ 患者が 多い かと 申せば、 主に 呼吸 
器 病、 即ち 胸膜炎と か、 或は 肺結核と か 申す やうな 
病氣が 非常に 多い， 是は 即ち 全く氣 候の 爲めで ある 
と 申して •其 所に 居ります 所の 軍 ■先生が、 吾々 に 
說 明され まして ございました •此頃 は 凍傷 患者が 至 
つて 多い やうに 承つ て 居ります、 さう して 彼等が 對 
手に して 居る 過激派は ■■どう 云 ふ 事を やつて 居る か 
と 申し ますれば、 彼. 等は 昨年 春から ® に 掛けまして 
我 兵の 撤兵 致しました 狀况を 見まして •是は 日本の 
本國に 革命が 起つ た爲 めに 兵を 引 揚げた ので ある、 
殘 つて 居る 兵隊は 極めて 弱い、 或は 年寄の やうな も 
ので あるから •此 際大に 窘めて やらなければ ならぬ 
と 云 ふ 流言を 致しまして.‘ 一旦 鎭靜 に歸 して 居り ま 
した 谷地から、 復た續 々起つ て參〇 まして、 其 勢が 
娼赐な らんと 致しました、 どう 云 ふ 事を 致しました 
かと 申せば、 或は 深夜に 停車場を 襲, したり、 又 民 
家に 向つて 跳梁を 逞しう する、 鐵道を 破壊す る ■橋 
梁を 燒く 、さう して 汽車の 交通を 妨げる のみならず 
時 寄 森林の 內 から 狙躞を 致し •或は 爆裂！ g を 置き ま 
して顚 覆を 圖る ことを やつて 居りました •之を i? ぐ 
ことは 容易で ございませぬ、 吾々 が 通つ て 見ました 
が •中々 危險で ある、 大きく 申せば •實は 其 半分 或 
は 三分の 一 以上は、 少なくも 死生の 巷に 入つ て來た 
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と 申す やうな 苡際は 狀况で ござい '* した、 彼等に 何 
分に も 其 正々 堂々 たる 所の 段 伍を №1 へて 居る 兵で な 
いので あるから、 之に 常る と 云 ふこと が K だ R1 班で 
ある •何時 來るや ら 、どつ からどう 云 ふ a に 出て 來 
ろか 分らぬ から、 之に 向つ て (ffi をす ると 申す ことは 
大變な る 話で- こざいまして、 守厢 兵 (j: 何れも 神 轾袞 
弱に 催つ て 居つ て、 K だ W-1 ると 云 ふこと で ございま 
した、 滞で ほご ざいます けれども、 或 ほ 二 人、 5!c ほ 
三人 或は 十 人 殺される と 中す やうな ことを •此間 も 
陴 軍大 k の 御 報 fr になり ました 通りに、 旣に二 千 有 
餘の 人命を 損じて 居ります、 それ かと 申して 小 部 際 
のみと 申す とさう では ございませぬ、 或 時 ほ 大 部隊 
が 出て 來 ます、 此頃の 狀况を 新聞 等に 依つて 承知 致 
します と、 大 部隊に なつて 正々 堂々 の 腿に なつて 來 

て 居る やうで ございます、 少し ),! 1] 斷を 致して 居り ま 

すと、 忽ち 酷い E に迥 ひます- Ef 例を 申します れぱ 

昨年 二 月 二十 五日で ございました か、 黑 龍 -/ 1: 線の 「ィ 

フタ」 と 中す 所で、 田 中 大隊の 二 西 五十人の 兵が、 

一人 も殘ら ず 悉く 殺されて しまつた 慘况が ございま 

す、 吾々 ほ 此近邊 に 故ら に 車を駐 めまして、 さう し 

て 興 跡を 弔つ て やりました， 低い 丘陵の 下に當 時 其 

取 骸を 火難に 致しました 火坑 が櫸山 並んで 居り まし 

た、 B 中に 炼 木を 立つ て、 さう して 田 中 大隊と 將士 

戰 死の 跡と 申す やうな 標杭が 立つ て 居ります、 其 所 

に屛 ります 班 君 —— 常時 M 長で ありました 束 君が 淚 

を 揮つ て 之を 吊の 辭を 述べられ、 吾々 も 其 所に 咲い 

て 居りました 百合の 花を 取つ て、 之を 手 向けて 英魂 

を 吊つ て歸つ たやうな 次第であります、 二 W 五十人 

の 兵 I 少なからぬ ことであります. 當時石 丸 中佐 

と 云 ふ 陸軍 士官が 同行され まして、 當 時の 職 狀を話 

されました が， 洵に氣 の 毒で 4 あり、 健氣な 忠死を 

して 居つ た、 今 私が 此所 にさう 云 ふ 事を 詳しく 御 報 

致す ことは、 聊か 岐路に Ft る やうな 嫌が ございます 

けれども •私が 此所 で此® を 通じて 之を 諸君に 報じ 

合せて 日本の 國 民に此 狀况を 報ずる と_ すは、 大な 

る 義務 •彼等に 取りまして は 恐らく 千 僧 萬 僧の 供養 

或は 千 部 萬 部の 經 陀羅尼に も礙つ た 手 向で あると 私 

は 信じて 居る、 若し 靈魂の 在るならば 、必ずや 此演 

钢の周 園に 1 i つて、 さう して 私の 申す ことを 首肯 か 

る ことを 私は 密かに 信じて 居る、 二百 五十人の 人は 

或は 親 も あり、 子 も 有り 色々 の 眷族 も ございませう 

其れ 等の 人に 彼の 西 伯 利に 於け る 彼の 狀况を 見せし 


めたなら ば、 如何な 乙 感じを する であら* T. かと 云 ふ 
ことは、<,尙ほ私 |£ 想做して、何ともいへぬ|種の 
感じを 持つ 者であります、 «• 時 外 fea の 兵は どうで •こ 
ざいました かと 中し ますと- 英吉利と か 佛明西 
とか 忉太 利の 兵 {r 引撝げ 港し まして、 殘 つて 居り ま 
す者は、「チエック.|の方ほ西の方 —— 「ィルク ック」 
の 西の方に 殘 つて 居つて. 其 外亞米 利 加の 兵と、 支 
那の 兵が ある、 亞米利 加の 兵は 七 千： yi; 百 程 居つた や 
うで •こざいます が、 是等は 簡潮に 近い 所の 烏 蘇 里 線 
「 -I コリス ク」 の 一部を 守り、 其 他は 貝 加爾 湖の柬 の 
方を 守つて 居りました 而も 亞米利 加の 兵は 日本 兵と 
共 M 励 作を 執らぬ、 励 もす ると 日本の 兵と 相 15¢. して 
行 励を 執つて、 或 13; 過激派と 一時 (X 提携す るので は 
ないかと 疑を 懐かれた 位で 一向 賴り にならぬ、 故に 
彼等 米國兵 の 守つて 居る 鐵道以 域は 一番 危險で >  兵 
隙が 居つても  一 Ifi] 是が當 にならぬ、 斯う 云 ふやうな 
23¢ でありました、 段々 陸軍の 人 等に 事情を 聽 いて 見 
ますと •米國 は 初から 日本の 兵隊と 共同の 励 作を 執 
ると 云 ふ 事は、 必ず 一致して 居らぬ やうで ある •故 
に國 策の 違 ふ 事；！； r 共同の 励 作を 執る 事が 出来ない 
S 分 達は 過激派を 必ずしも 敵と (X 見て 居らぬ、 是ほ 
一 嵇 の 「オムスク j 政府に 對 する 政見を 異にして 居る 
ものであるから. •さう 對手 にす る考 はない と言うて 
居つ た 何時でも 共同の 動作を 缺いて 居つ たやうな 次 
第であります， 其 他には 露西亜の 正 騎兵と 申す もの 
がご ざいまして、 是は 「オムスク」 政府が 募集を し 
た 兵で ございます けれども、 膘募 者が 少なくて、 殆 
ど 形に なつて 居らぬ やうに 聞いて 居ります、 之を 除 
きました 外には* 如何なる ものが あるかと 云 ふと， 

「セミヨノフ/  r ル. ツネ ノ ー フ J、 「カルム イコ フ」 と 

云 ふ 哥薩克 の 頭領の 率ゐて 居る 兵が あります 「セ ミ 

ョ ノフ， 」 の 如き ほ 一 萬 以上、 一 萬 四 五 千 兵を 率ゐて 

居る、 是が 一番 露 西亞に 於て 賴り となる 丘 (であり ま 

したが、 それすら も 日本の 軍が 後ろから 附 いて 後援 

をして やらなければ、® 場に 立つ て® をす る ことが 

出 來ない 有樣 である、 斯う 云 ふやうな 話で ございま 

す •私共 視察を 致して 參 りまして 以来、 旣に 半年以 

上に 及んで 居ります が、 其 以來の 狀况は 如何で ある 

かと 申します れば .段々 と惡 化して 參 る* @ く ほな 

り ませぬ、 惡くな つて 參 りまして、 御 承知の 通り 賴 

りに 致して 居りました ところの 「オムスク」 政府は 

東の 方に 參 つて 「イルク ック」 に 於いて 潰へ てし ま 


つて、 今日は 润れに も 「コルチャック！ 提径は 、過 
欲 is の© めに 拙 防に なつて 居る と 云 ふ 次第で ある、 
それと 同時に 貝 加 雨ょり ilf 方の 谷地に 溶 在して 居 
りました 過激 iE が、 追々 と 頭を 拔げ て參 つて、 殆ど 
各地と も转な 錄 起の 鹿と なつて 居る、 今日 13: 近く ほ j 

「ニコリスク 」 - 油 潮より 近いと ころの 「 二 n リス 

ク 」 ほ 旣に過 激 派の 手に 落ち、 又 浦 潮 も 昨今 rr Ea で 
御 承知の 通り， 社鲆 過激派の 手に 落ちて しまい、 其 
の 他哈 爾賓邊 り も屮々 容易なら ぬ 形况に 立 至つて 居 
ります、 若 レ是等が憨々勢を逞うして參りまして、 
色々 鐵 m に 邪魔を 加へ、 或は 撣山 ございます 大羝橋 
を ^ すが 如き ことに 立 至りました 時には、 實に 日本 
軍 ほ ■道を 絕たれ て、 殆ど 歸らん としても 歸る こと 
が 出来ない と 云ふ危 い狀況 に 立 至り ませう と、 私は 
鼢る V ものである、 そこで 此の 有樣を 見ます れば日 
本の 政府に 於いて 是 迄の 方針を 變ずれ ば、 格別、 變 
せず して 從來の 如く 矢 張 西 伯 利の 秩序を 維持す るが 
爲め に、 我國の 兵を 駐屯せ しむる と 云 ふ 趣意を 1? 紹 
する 事と、 致しましたなら ば、 到底 今の 兵では 足り 
ませぬ、 何しろ 三千 哩 以上 四千 哩に 近い 所の 磬備線 
である、 それに 06 かな 兵 ほか 出して ございませぬ の 
ですから、 今の 有 s を 維持せ ん とすれば、 どうして 
も 今の 兵で ほ 足らぬ、 私は 兵の 事に 就て ほ 素 八で & 

ります - 素人であります けれども、 見て 參つた 所 

ではさう考へまする、故に私の心配致しますの !3; 、 
此間 出兵 中に ございました 所の、 高 田師團 の 半箇師 
團 位を 52 りました 所が、 果して 此 ns 的を 達し 得る も 
ので あるか、 如何で あるかと 云 ふことは、 大なる 疑. 
問で ある、 陸軍大臣 も 仰せられました 通り、 a に 我 
軍の 存立に 關 すると 云 ふことは、 決して 私は 過激な 
る 言では ない、 今の 有樣で はさう S ふ ものに なつて 
來 ませ ^ と 思 ひます、 殊に 又 半箇師 闽 を tli すと 云 ふ 
ことに 於て、 政府は 御 決定に なつて、 亞米利 加の 方 
に 諒解を 求められた 時分には 亞米利 加に 於て は 未だ 
撤丘 (を斷 行す ると 云 ふ 時では なかつ た、 亞米利 加の 
兵は、 七 千 五 百 其儘殘 つて 居る 算用で あつたので あ 
る 所が 此七千 五 百 も、 此二月 十日に 於て 引 揚げら る 
X と 云 ふこと で、 其 後には どうかと 云 ふと 今の 事情 
であります から、 是ほ 日本軍が 引受なければ ならぬ 
七 千 五 百の 者に 五 千 位の 兵を 以て やっても、 二 千 五 
百足り ませぬ、 元の通りに なり ませぬ、 况や 今の 形 
勢は 私の 今 言つ た 通りで、 非常に 惡 化して 居る と 云 


ふや •<- な、 今日であります から、 之を ど- r ls さるの | 

であるか、 是が私 が 今：：： 昨今 〇 大間 S であると 思 ふ 
若し賅 々兵を 出す に 致しましたなら •は、 然らぱ どれ 
程 あつたら 宜い かと 申す と、 私 じ 15 は 粜 ベで ござい 
ますから 分 0ませぬが、少くとも二 ,01 ;ーー茁位の兵を 
更に •送らぬ ければ、 迚も 始末が 付きますまい と 思 ふ 
國民は 果して 其钕悟 あり や、 之を 腿 IE する 设怙 あり 
や、 政府 又 其 ® 悟 あり やと 云 ふこと •か、 私 laj はんと 
する 嬰 SK であります、 どうしても 此萵 3の半尚師阍 
を 出しても、 旣に亞 米 利 加の 七 千 五 百に 對 して 二 千 
五 百の 不足になる 、哈堝 笠 • 浦 潮、 ns 洲 fflr チタ. I 
等の 谷地が 八签 しくな つて 居る、 追々 「ハ バ V3 ック 
ウラ ゴ H チェン スタ」 の 方に も 及ばん として 席る、 
其 場合 どうす る 渚で あるか、 政府の 5S 悟は 何 所に 在 
るかと 云 ふ 事を 私 ほ ei きたい、 其 場合に 於き まして 
果して 列國 の Is 解を 得る ことが 出來 るか どうか、 是 
も 問題で ある、 斯う 云 ふ 揮 山な 兵を 送らな けれ ぱい 
けぬ ことにな つて、®々 亞米利 加 W め 谷 國の諒 解を 
得る ことが U1 來るや ?,' やと 云 ふこと が、 私の 次に 知 
らんと する 所の 間 題で あり -* '.: す、 是に就 きまして は 
此二 三 日 前に 我 帝 國政 府と亞 米 利 加の 政府との 外交 
上の 交涉の 文 ® が 公に されまして、 亞米利 加は 日本 
の 勝手にす る ことに S 存が 無い と 云 ふや- f に 見えて 
居ります が、 今古い 文锊に 依 て 之を 調べて 見ます と 
即ち 昨年 陸軍省より 頂戴 致しました 文 ftf に 依て 之を 
調べて 見ます と •此西 伯 利に 兵を 出す ことに 就て は 
亞米利 加と 日本とは 抑々 初から 意志が 違つ て 居る、 
玆に 事情は 詳しく 醫いて ございます >  1 酌 致して 見 
ますと 斯う 云 ふこと になつ て 居る、 「七月 八日 米國 
は 「チェック」 軍 救援の S 出兵に 關し帝 國に對 し 左 
の 要旨の 提議を 爲せり 軍隊の 派迆ほ 露 人の 好感 情を 
維持す る爲 め、 日米 同數 とし 其 旨 協同 宣言を 爲さん 
とす、 現在 米國 側より 應急 派逍し 得へ きものは、 北支 
那及比 律賓に 在る 二 聯隊 約 七 千 入に して 蘇 兵 及 船 ry 
等の 關係上 其 派 遺は 遲延 すへ きに 依り 不取® 日本よ 
り 派兵せられ 度し、 我 政府は 米國の 提議に 對し出 兵 
同意の 回答を 爲す と共に 兩國 m 兵 目的の 一致した る 
以上は 其 兵力に 制限を 附す るの； 个 町 なること 、「チ 
エック」 軍 救援の 方針に 伴ひ發 生す へき 形勢に 依り 
ては 浦 潮 方面 以外の 西 伯 利に 出兵す る 場合 あるへ き 
件に 關し 米國の 諒解を 求めたり 之に 對 する 米國回 答 
の i 日 左の. 如し 多數典 力を 派逍す るは、 露國 人を し 
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て 西 伯 利に 對する 兵力 干渉なる 誤解を 抱かし むる に 
至る へく、 如 lit は 米 M の 本旨に 非 さるを 以て n 本 か 
强て多 數 の軍陳 を 派 遺せん とする に 於て は、 米國は 
本件ょり 脫退 して 無關 係の 狀態に 立つ へし」 斯う 亞 
米 利 加の 方から 明かに 言つて 居る、 それ にも拘らず 
日本の 方は 澤 山の 兵を ! 11 して、 悉く 事後 通牒に 止め 
て 居ります、 初から ]: [; 米 利 加と 協調が 成立つ て 居ら 
ぬと 申す ことは、 之に て 明かなる やうな 話で ござい 
ます、 それ故に 亞米利 加の 方に 日本の 咐岛ほ 、與存 
がない と 云 ふこと を 申して 參り ましても、 果して 澤 
山の兵を川すことを默つて ^ 0ますか_如何であり 
ます か、 又亞米 利 加の みならず、 列 阈 にも 日本の 意 
の 在る 所を 諒解す るか どうかは、 一の 疑問と 言は な 
けれぱ なり ませぬ、 私共から 考へ ますれ ぱ昨 年の 十 

乃に 日本から 佾兵 のこと を亞米 利 加に 照 會した 時 

に、 ■亞米 利 加 人は 一向 返事を しない、 知らぬ 顏をし 

て 居る のは *茲 だ 冷淡で あると 云 ふたことを 怨んで 

居りました けれども* 今 申す やうな 抑々 初からの 成 

立に なつて 居る のであります るから、 此亞米 利 加の 

!1 度 も •取て 怪む には 足らぬ ものと 思 ひます、 此度 

の 事件に 就て は、 日本の 政府から どう 云 ふ W を 言つ 

て やつた かと ffl しま すれば •第一に 亞米利 加は 現狀 

維持を 可とする か、 又 次には 一部 或は 全部を 撤兵せ 

ん とする ものである か、 もう 一つは 兵を ^ す - 咐 

民を する 趣 3S であるか 、斯う 申して 問うたら しい、 

* は 私 (3: 日本の 問の 手紙は 見 ませぬ けど も， 亞米利 

加の 返答に te て 見る と •さう 云 ふやうな 意に 察せら 

れる 、そこで 亞米利 加の 中す には、 「チヱ ック」 兵 

の援肋 if 二 月 十日から ; S 還を 始める， 大部 隊の邊 

還を 了れば n 的は 達せられる •第 II の 目的と して 居 

つた 所の、 露 S 民の .y 洽 3營 の 精神を 保 li し 其 發達 

を 期す る® めに、 露國民 の 希 堪に裉 いて 馁肋 すると 

云 ふことは， 第二の 趣意で あるけれ ども、 是も西 伯 

利の 現今の 狀况に 依ります ると •何分 ]!! i 米 利 加と し 

て if 將來に 兵力を 以て 露 ® 亞の 自治を 援助す るの 

ほ 態を して 益々 紛糾せ しむる •其 結果は 日米 兩 

國が 無意 遂 なる 搔牲 を拂 ふに 止まる、 寧ろ 預 想に 反 

対なる 結果を 呈する ものと 思考す ると 云 ふこと で、 

朁成 をし ない と 云 ふことの 返辭を して 居ります、 而 

して奂 を 引く 以上は、 預 て約朿 になって 居ります る 

錄逍の 管理 負 も 引 揚げて、 亞米利 加 自身と して ほ、 

從來 日本と 共に 共同し 来つ た 所の 此 事 を此度 一段落 


を吿げ て 別れる と 申す 事は 遺憾で あるか* 併ながら 
何時 迄 も 別れる のでは ない、 又 時が あつたら 提携す 
る ことが & るか も 知れぬ と 云 ふ 言葉が 附 いて 居り ま 
すから， 之に 對 して、 我が 幣原 大使は 如何なる 返辭 
をして 居る かと 申し ますれば、 亞米利 加は 自分の 御 
都合に &• つて R- を 引く ことは、 吾々 が 是非せ んとす 
る 所ではない、 御 勝手になさい ませ、 唯 だ 前以て 通 
牒せ られな かつた 事は、 甚だ 遺憾で あると 云 ふこと 
を 言つ て 居ります、 それに 對して 亞米利 加は、 手 落 
であつ たと 言つて 謝つ て 居ります、 私共から 見れば 
撤店は御勝手であるから、どうなとなさいませと云 
ふ 御返碰 は 物 足らぬ やうに 考へ る. 共同 m 兵の 目的 
の 完成 RIJ に 勝手に 引揚 ては 困る、 貴方から 言 ひ W し 
て 吾々 が 兵を 出して 居る のに、 勝手に 引かれ -C は 困 
ると 云 ふやう に、 何とか 條 件の附 方が 有り さう に 思 
ふ， 併し 日本の 外交官 (X 左様な 事は 申して 居らぬ、 
御 勝手にしなさい、 貴方が たの 御 勝手で ある、 唯た 
日本に 於て 或は 兵を 出したり、 又 今迄の 通り 兵を 駐 
屯せ しめたり、 鐵逍の 運行を 繼續 する ことは 異存は 
ない が、 固ょり 自分が 兵を 引く 以上は、 それに 對して 
異議を申立てることもないと云ふことは、是は當然 
な 事で ある， 併ながら 其 裏面から 考 へます るなら ば 
其の S めに 西 伯 利の 秩序を 維持し， 即ち 鐵道 のこと 
に 就ぃても ，日本の 國の 責任が 一層 重くな つた やう 
に 思は れる亞 米 利 加は 御 勝手に 爲さ いと 言つ て 居る 
こちらは やる、 俳ながら 今の 西 伯 利の 狀况ほ 、其 儘 
にして置く ことは 出來 ない* どうしても 日本は 自分 
から 引 被る やうな 通牒を した、 と 同じ 意味に、 解せ 
られは しない かと 云 ふこと を* 私は 1® れ るので ある 
亞米利 加に 於て は、 新聞で 御 承知の 通り、 日本は 中 

中 今の 兵隊では 往 くまい、 追々 撤與 すると 云 ふこと 

を、 米國の 國務卿 過り の 觀測は さう 云 ふこと になつ 

て 尻る と 云 ふこと が、 新聞に 出て 居ります、 それは 

旣に 申す i!B り、 七 千 五 百の 亞米利 加 兵が 引く 前に 日 

本の咐 兵 交渉が 行つ て 居る ので あるが >  亜米利加の 

七 千 . 7?: 百の 兵が 引けば、 其 跡に 更に 日本の 兵が 行か 

なければ ならぬ と 云ふ觀 測を して 居る のであります 

亞米利 加は 餘〇 好い 感じを 持つ て 居らぬ と 私は 考へ 

ます、 それから 次は 「チヱ ツク」 の 救援と 申す こと 

に 就て， 少し 政府の 御意 見を 承りたい、 「チ ヱツ ク 

」 兵 は 今日尙 ほ 五六 萬， 此間 陸軍大臣 も 御 說 明の 通 

り、 彼の地に 殘つて 居って、 そうして 浦 潮を 經て歸 


國の途 に 付かん ことを 菌んで 居る と 云 ふやうな 狀况 
であります、 之を 救援し なければ ならぬ、 即ち 日本 
の 宣吿の 最初の 目的は、 「チ ヱッ ク ，1 軍の 救援と 云 
ふこと であるので あります から、 之を 救援し なけれ 
ばなら ぬと 云 ふことは、 政府から 此間も 段々 承つ た 
ことであります が-昨年は 此事は 承つ て 居らぬ、 昨 

年 も 矢 55 「チヱ ック」 ほ 居つ て - 「イルク ーック 」 

から 西の方に 居つて、 色々 の 行動を して 居つ た •併 
ながら 昨年は 此事に 就て、 一言 も 政府から 臌 いた こ 
とは ありませ ぬ、 此 事は此 度に なつて 新たに 3 て來 
たものと 私は 考へ るので あります" 唯 だ 私が 今玆に 
疑を 抱いて 居る のは、 「チ ヱッ ク 」ほ 今日は 御 承知 
の 通り、 「チヱ ック」 共和 國と云 ふ 獨立國 が 出来て 
居る、 引取り 手が あるので ある >  一 昨年の 如く 最早 
引取り 手の なき 人間と 違つ て、 本國が あつて* 本國 
が 立派に 獨 立して 居る 國で ある、 一昨年とは 餘程事 
情も異 つて 居る、 又 彼等が 西 伯 利に 於け る 行動を 見 
まする と， 吾々 の 日本軍が 大に 力を 籠め て援 けて や 
る 所の 趣意を 諒解して 居る か、 して屛 らぬ かと 云 ふ 
こと も 判らぬ、 此 「チ H ック」 兵の 行 励に 就て は、 
私は 頗る 翳すべき ものが あると 思 ひます、 御 承知の 
通り 日本の 政府は 「コルチャック」 政府を 援 けて 居 
つた、 其 「コルチャック」 を 「チヱ ック」 が 「イル 

クーッ ク」 に 伴れ て參 つて 過激派に 渡して* 前 申す 
如く 此人は 捕虜の 身分に なつて 居る のであります、 
又もう 一つ 申します れぱ 「セミヨノフ」 は 日本が 援 
けて 居つ たが、 「セミヨノフ. j の 軍と r チ ヱッ ク」 
の 軍と 衝突して， 喧哗を 始終して 居る、 さう 云 ふや 
うな ことにな つて 居つ て、 一向 日本の 之を 援けて や 
ると 云 ふ 趣意が、 彼等の 間に 貫徹して 居らぬ かの や 
うに 思 はれる ■抑々 政府は 此 事に 就て、 第一 「チヱ 
ック」 本國 とは 如何なる 交渉を された ので あるか、 
又列國 とは 如何なる 交渉を された ので あるか、 「チ 
ヱ ック」 軍を 率ゐて 居る 所の 人は、 佛關 西の 「ジャ 
ナン」 將 軍と 申す 御 方で ある さう で ござりまして 佛 
闊 西の 如き ほ 最も 大な る關 係' か ある やうで あるが 是 
れ等 とは どう 云 ふ 交渉を された ので あるか. そこが 
承りたい、 又 米國の 方に も、 成程 今日は どうか 「チ 
H ツク」 の 前途を 見て やりたい と 云 ふこと を 言明 さ 
れた ので あるが、 二月 十日に なつて . 萬 許りの 大部 
K を 弓 揚げれば、 米 國の兵 も 5揚げ ると 云 ふこと を 
言明して 居る やうであります、 果して 此四五 萬殘つ 
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て 居る 所の 「チヱ ック J 兵が 引 揚げる まで、 矢 張 兵 
を 留置く と 云 ふので あります か、 其 邊の御 協調は ど 
うなつて 居る ので あるか、 それが 私が 承りたい と 申 
す ことで ございます >  遡 つて 之を 議論 致します れば 
抑々 我國ほ 何の 爲め に 今日 西们 利の 維持に 任じな け 
れぱ ならぬ かと 申す ことが、 一番の 根本 問題で あら 
うと 私は 考 へる、 / II 兵の 事は 前 申す 通り 宣言に も 明 
かに ございまして、 「チヱ ック j の 救援に 在る、 「チ 
ヱッ ク」 救援の 目的を 達すれ ぱ 、商ぐ に 引 揚げる と 
云 ふことは 洵に 明かに なつて 居ります ，其 「チ ヱッ 
ク」 救援の 事業 Is どうで あるかと 申します れば •其 
當 時の 目的 ほ 一昨年の 九月に もう 旣に 達せられて 居 
る、 東西 兩 方の 「チヱ ック」 が 聯絡を し、 それから 
「ハ パロ フス ク J 遍も平 靜に歸 した 時分に、 旣に其 
兒的 が 達せられて 居る 是に 於て •兵を 引けば 引く ベ 
き 筈で ある、 併ながら 實際 兵は 引 揚げず して、 矢 張 
其 il に 置いて 居る、 是 ほ どう 云 ふ 趣意で 置いて 居る 
かと 申し ますれば、 西 伯 利の 秩序を 維持す る 上から 
兵を 置いて 努めなければ ならぬ と 云 ふ 趣意を 以て、 
啻に 兵を 置く のみならず、 多少 活動 もされて 居つ た 
やうに 思 IX れ る， 其 中 寺 內內閣 が 代りまして、 
f 濱田 副議長 BI 長 席を 退き 大岡識 長復席 〕 

今の 現 政府に なりまして、 政府の 方針が 一變 したと 
見えまして、 將來の 軍事 行 励 ほ •槪ね 現 占領地 域内 
に 止める ことと 云 ふこと に 決めて、 さう して 軍隊の 
引揚を 始められた、 斯う 云 ふこと になつ て 居ります 
即ち 此以來 過激派を 對 手に 致しまして 腿を ® け、 或 
は 色々 の 事を して 居る の； tr 悉く 西 {rl 利の 秩序を 維 
持 せんが e めで あると 云 ふ 趣意に 外ならぬ、 如何に 
i 彼 地に 參つて 見ます れぱ 、過激派を 掃讓 しませぬ 
ければ、 秩序の 維持が 出來な いやうな 狀况に 見受け 
ます、 併ながら 私共が 參 りました 所で、 到る 處の軍 
事當局 者に 向つ て、 過激派の 掃蕩と 云 ふこと が 根本 
的に m 來る ものである か、 どうで あるかと 申す こと 
を 尋ねます と、 それは 迚も 出来ない* lit 上 幾ら 兵を 
增 しても* さう 云 ふ 事は 出来る ものでは ない と 云 ふ 
やうな ことを 誰も 彼 4 皆な 答へ て 居ります、 是は其 
通り洵 に 出 沒變幻 極り なき 者を 對手 にして やる ので 
ございます から、 さう も あらう と 私は 考へて 來たや 
うな 次第で ございます 、故に 今日の 場合 ii 受身に 立 
つて， 即ち 防禦の 位地に 立つ と 云 ふ 外ない ことにな 
つて 居る， 隨て 何時まで 經て ば此西 伯 利の 秩序が 恢 
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S される かと 申す ことは 殆ど JI 込が 無い と 申しても 
宜いと 思 ふ， 誰も 邦 見込が 立ち 惡 いと 申す ことほ. 
私共 現に Ba いて 參つた やうな 次第で ございます， 然 
らげ诙西亞の兵£:身之をや乙ことが /|: 來るかと申し 
ますれば •是 は 前 申ナ通 〇 殆ど 絕頊で あると 言は な 
けれ ! T: ならぬ、 ?!] 底 彼等に 於て それだけの 力が 無い 
「セ ミョ ーノフ | と雖も 日本 眾が撤 兵し ますれば • 
到底 今日の 勢を 雄 持す る ことほ 難い、 「ヵルム コフ 
」の部下の如きは、旣に先般も千苻餘《の人冏が叛 
いて、 さう して 過激派に 化した と 云 ふこと も 傅は つ 
て 居る、 中々 是ほ露 西亞人 身で やる と 云 ふことは 
到底 出來な いこと、 恐 ひます •故に 若し 日本軍が 撤 
退を 致しました 時に ほ>  殆ど 西 伯 利 ほ 過激派の 天下 
となると 申す ことは •疑ない 事と 思は れる •全 as 西 

伯 利の 野に {3: 過激 思想が 茲延 して 居る、 I 杯に なつ 

て 居る、 唯 だ R 本 軍が 之を 抑へ て 居る爲 めに •勃興 

せぬ だけの 話で ある、 隨て 之を 掃蕩す る ことの 難い 

ことほ、 申す まで もない 話で ございます 故に、 現 政 

府に して 今日の 狀態を 其 儘 維持し、 即ち 其 主張して 

居ります 通りに、 西 伯 利の 秩序 維持に 任ぜん と 致し 

ますなら ぱ 、此上 澤 山 の圬を 出して、 さう して 之を 

何時まで 出 して K- く か、 何時まで 掛るか 分らぬ と 云 

ふやうな ことに 歸著 する、 斯う 云 ふ 結論になります 

國民 として 果して 是が堪 へ 得る ことで あるか どうで 

あるか、 少く とも 二 億圆内 外の 金を 费 して 居る、 其 

金を 無限に —— 何時まで 掛つた ら其 事が 濟むか 分ら 

ぬ 事に、 果して pi し m る ものである かどうで あるか 

と 申す ことは、 大なる 問題で あつて、 餘程 今日 攻究 

をし なければ ならぬ 事で あると 思 ふ、 素と 此出 兵は 

無論 寺 內內開 の發 翳に 係つ たもので ありまして、 現 

内閣の 責任では ありませ ぬけれ ども、 俳し 現内閣が 

之を 引受けた 以上は、 何とか 始末を 著け なければ な 

らぬと 申す ことは、 當然の 話で ございます、 其方 針 

は 何れに 在る かと 申します れば 、常 年の 議會で は餘 

〇 承り ませぬ でございます けれども. 昨年の 議會に 

於き ましては、 我が 小 寺 君の 質問に 對し 、外務大臣 

は 明かに 秩序 維持の 事を 申されて 居る、 其 速記 錄の 

一部を 私は 玆に朗 譖 致します 「其 當 初の 主要 目的は 

「チ ヱツ クス n 丨ヴ アツ ク」 軍を 救援す るに 在つ た 

次第で ございま r 然るに 其 目的は 先 以て 成就せられ 

たと 見て K しい M 然れ ども 其 e 的が 成就せられ た 故 

に 直 様此 兵を 引拗げ ると 云 ふ譯 にも 參り ませぬ から 


政府の！； 5 初の： 也 兜 的 52 抑を 改めて 秩序 雄 持に 十分な 
る 兵 © に 之を 減ずる ことにな りました 詰り 日本 逛が 
一旦 占領を し 其 地方の 治安を 保つ 衣 務を負 ひました 
以上 ほ 之に 代つ て 治安を an 持す る 勢力が Mi 現し 来ら 
ざ乙中は濫に引くと云ふことは我人民の利益保誰に 
對 しまして、 又 露 S 民 各 一民の 保幽 に對 しましても 
致し® ぬる 次第であります るが 故に、 此秩序 維持が 
露 西亞國 民に® つて 十分に 出來 ると 云 ふ 見据が 付く 
まで ほ 兵數 の多迈 は 別問題と 致しまして、 矢 張 之に 
常る の 義務 ある ものと 思 ひます、 K- 考 よりして 兵 ®: 
を 減じまして、 今日では 約 二 萬 六 千に なつて 居り ま 
す、 で 目下® 伯 利に 於け る 我 m の 行 励は、 一に 此治 
安 維持を 目的と して 居る 次第で ございます、 固より 
毛頭 露 國の內 政に 干涉 する が 如き 事は、 我が 方針で 
はあり ませぬ 然れ ども 若し 我が 治安 維持に 對 して 防 
密 を與 ふる ^ があります れば •之を 討伐す る ことは 
勿論の 話でありまして 、先般来 過激派を 掃蕩 致し ま 
した こと も •此方 針に 出た 事であります、 尙ほ 何時 
まで も此西 伯 利に 我 日本 sff を 駐屯せ しむる 意思で あ 
るかと 云 ふ 御 問で ありました が 是は 唯今 申しました 
昨今 駐屯せ しめ 居ります る 其 趣旨が 繼紹 致して 居り 
まする 間は、 勿論 之を 撤退す る譯に 行かない、 即ち 
秩序 回復 致しまして •我 軍の 駐屯の 必要を 認めない 
時に 至れば ■無論 之を 撤丘 (する 次第で ございます」 
斯う 云 ふ 風に 西 伯 利の 秩序が 回復せ ぬ 以上は、 何 所 
まで も此 兵を 駐め 置く と 云 ふ 趣意を 明かに されて 居 
ります が、 果して 政府は 今尙 ほ此 趣意を 守つて 居る 
ので あるか •承りたい ものである-一方 列國 の狀况 
はどうで あるかと 申します れぱ •旣 に歐羅 巴の 方に 
於き ましては、 最早 露 西亞の 事に ほ 干渉せ ぬ >  露國 

の 事は 露國 人を して 自ら 之を 爲 さしめ よと 云 ふ 方針 

を 執る に 至つて、 反 過激派に 毀す る 物質的の 援助を 

絕つて 居る、 斯う 云 ふこと になつ て 居ります、 最近 

は 又 巴 里の 最高 會議に 於き まして、 對露通 商の 開始 

と 申す やうな 問題 も 起つ て參 つて 居りまして、 餘程 

事情が 變 つて 居る やうに 考へ ます、 米國の 如きは 前 

申しました 通りに、 旣に撒 兵を 斷行 する、 米 國に於 

て も 昨今 承る 所に 依ります れば ，色々 通商に 就ての 

說も 出て 居る やうで ございます、 どうも 私共 考 へま 

すと‘ 一昨年 旣に第 一の 目的が 達せられた 以上は、 

再び 秩序 維持に 任ずる と 云 ふことは どうしても 列國 

との 間に 相當の 協商がなければ ならぬ 筈と 思は れま 


す， 其 邊の琪 は 如何です か、 吐 問預 1C 姿 a ?? で 承り 
ますと ■外務大臣は 宣言に は、 成稈 r チヱ ック .1 救 
抜の 目的が 達すれば， 孩ぐに 撤兵す ると 云 ふこと が 
15 いて あるが、 宣言な どは さう ^ 守すべき ものでは 
ない、 窮屈に 解釋 すべき ものでは ない、 1 さ •ゥ窮 屈に 
解釋したならぱ、外交が出來るものでないと云ふこ 
とを 答 辯され て 居ります が、 私 li さう 考へな い、 宣 
言は 最も m 要なる もので、 苟も 國 として 海外に 向つ 
て 大兵を 出す に、 就て 內 外に 宣言した ものは、 決し 
て； 一三に すべき もので ない と 思 ふ、 M に璦 つた 目的 
で 丘 (を駐 むる 必要が あるならば •相當 の 手 ^ をして 
列國の 間の 諒解を 焊な ければ ならぬ と 思 ふ •宣言の 
文句は 其 通りに やれる もので ない、 S いて ある 通り 
に 解釋す べき もので ない、 さう 窮屈では 困る と 申す 
やうな こと (3: 私は 無い と 思 ふ、 尤も 浦 潮と 日本は 一 
衣帶 水の 間に 在つて 又 一方 南 滿 地方に 於ても、 餘程 
西 伯 利とは 接近して 居る ことであります から、 米國 
などとは 多少 事情が 違 ひます けれども、 されば と 申 
して* 我國 として 犬に 深 入を して、 ®. 伯 利の 秩序 維 
持に 任じな けれ ぱなら ぬと 云 ふ 事情 もなから うと 思 
ひます、 第一 居 溜 民の 保護と 云 ふこと も、 必 しも 必 
要で ない とほ 申し ませぬ が" 私共 實際參 つて 見ます 
る 或は 浦 潮で あると か、， 哈爾賓 であると か 云 ふ 
所を 除きます れば‘ 居留民と 申しても、 さう 澤 山の 
數は 居り ませぬ、 立派な 商 賣 をして 居る 人は 極めて 
少ない 多くは 翳 者と か、 理髮師 とか 云 ふやうな 者で 
もう 少し 申し ますれば 醜業婦の 團體が 多い、 其 他は 
日本軍が 居る に 就て、 それに 附いて 行つ て 居る 人達 
である、 是 等の 人の 爲め に澤 山の 兵 隙を 出して 之を 
守る 必要が あるか どうか、 實際 今日は 商賣 などは 出 
來ま せぬ、 商賣の 仕樣が ありませ ぬ、 殆ど 「留」 な 
どは 有つ て も 無き が 如く-物 貨を輸 送し やうと 云つ 
て も， 鐵 道の ® が 開けて 居り ませぬ から •  K 際 商賣 
が 出来 ませぬ 1 是 等の 狀况に 於て 居留民を 51 _ する 
が 爲 めに、 澤 山の 兵を 駐 めて 置く 必要 ほ 圈然な いと 
思 ふ、 相 當の途 を 以て 引 揚げる ものは 引 揚れぱ 宜い 
と 思 ふ、 又 今 •一つは 過激 思想の 傳潘と 云 ふこと を、 
頻りに 唱 へらる、 人 も ございます が、 成程 過激 思想 
の 傳播は 甚だ 恐るべき もので あつて， 是は肪 がな け 
ればな らぬ 、防ぎ 得る ものなら ば 是は 防がなければ 
ならぬ、 併し 過激 思想は 武力を 以て 防ぎ 得る もの か 
どうか、 誰で ございました か •網を 以て 風を 捕 ふる 


が如しと云ふことを言はれ 1: したが、铽は娃は烧耠 
網 を 張つ て is 瓦斯を 防ぐ やうな 手 R で v: る i 'r.' t'l ひた 
い、到底武力を以て過激思想诹檷を防ぐこ}- ,:-. ::: < 
ない と 思 ふ、 彼 地に 參つて 居りました 時に、 成. 

の 話を 83 きます と， M 人が！ g 西 亞に居 つて 「レ 1 
ン」 に ir うた 其 時 「レ ーニ ン」 が 言 ふのに •什 過 m 
思想の 傅 揺は 吾々 の 大に努 むる 所で ある、 a 4c に！^ 
旣に 人を 3E つて 居る •日 太.-」  - ' .  :とし 
て、 四百 萬 S の预 3f を 定めて® ると 云 ふこと を 公然 
話した と 云 ふこと を、 私は 其 筘祺 から Ivi ちに Its きま 
した、 そう 云 ふ H 合で， 彼等は 此過激 思 :«! の； S 播に 
大に 努めて 居ります、 而 して それ ほ 武力を 以て 制す 
る ことが m 來ない 、武力を 以て 制し 得る と考 へて！ s 
ると、 何時の間にか 日本に も此 過激 思想が； s 播して 
參 りまして 超 延す る K が あると 思 ひます、 次には： n 
本 軍 か是 だけ 苦心を して、 彼 地の 秩序 維持に 努めて 
居る のを、 露 西 1111 の 人は 果して 喜んで 尻る か、 又 其 
意志が 通じて 居る かどう かと 云 ふこと を、 私は 一 言 
致したい と 思 ふ、 旣に 外務大臣、 其 他 總 理 大 f!f あた 
りから、 昨年 も 本年 も 始終 言明を 致されて 居 〇 ます 
R 本は 決して 領土 的 野心を 狩す る もので ない、 又 他 
の 國の闲 難に 乘じ て利檝 を 撾斷 すると _す 如き 卑し 
い 心を 有つ て 居る もので ない、 IE 義八 道に 恶 いて， 
即ち 隣 國の 平和を 維持す るが 爲 めに、 典を 出して 居 
る ものであると 云 ふこと を頻に 申されて あります が 
果して 此 意志が 西 伯 利の 人に 徹跋 して 居る かどう か 
と 云 ふこと を 私は 疑 ふ， 今日に 於ても 尙ほ 當汹堺 に 
於て、 總理大 e が 日本に ほ 野心が 無い と 沄 ふこと を 
言明され、 又 私が 胙年參 りました 時に も、 倚 ほ m 辨' 
當局 若は 外に 向つて >  日本は 決して 領土 的の 肿心を 
有つ て 居ない と 云 ふこと を、 或は 演説に， 或は 文窠 
を 以て 屮され て 居る-斯う 云 ふ 必要を 感ずる ことを 
私は 甚だ 遺憾に 思 ふ、 そんな ことを 言は ないでも、 

G 木の 意志は 旣に 分つて 居らなければ ならぬ 铕 であ 
る， 然るに も 拘らず 今尙此 事を しなければ ならぬ と 
云 ふのは、 彼等の 中に 分らぬ 界が ある、 is めで ある 
と 思 ふ •實際 私共が 聞いて 見ます と， 西 伯 利の 下級 
の 人民は •日本の 兵は 何の 爲め に來て 居る かと 云へ 
ぱ有產 階級の 者が 金を 出して、 日本の 兵を mb て 來 
て 居る ので あらう と‘ 斯う 云 ふ 風說す ら爲 L て fr る 
者が ある、 又 少し 進んだ 者に なれば、 遙 々日本の 廷 
が 澤山來 て、 此寒署 の 厭 もな く、 駐在して 居る と 云 
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ふことは、 是は唯 事で ない、 鐵 道 を 首め 其邊の 土地 
を 占領す る考を 持つ て 屏 るに 違 ひない、 斯う 云 ふ 事 
を 始終 申して 居ります、 尤も 我 軍が 之を 守 Rij し、 或 
は锘 兵の 代りに 或は 膂察の 代に なつて、 地方の 人民 
を 保護して 居る、 其 所の 人は、 日本軍の 勞力を 多と 
して 居る やうで ございます けれども、 一般から 申し 
ますれば、 どうも 十分に 其 趣® か 判つ て 居らぬ こと 
が 多い やうで ございます、 一例を 申し ますれば 「ブ 
ラ. コィ ヱ ス チ H ンスク J の 南の 方の ことで あつた さ 

うで ございます が、 過： 激派 討伐の 爲めに 我 兵が 或 村 
を燒 きました 其爲 めに 其 村の 中には 色々 の 災_ を 被 
つて ？ f が あるのを 氣の毒 に 思 ひまして、 領事の 建言 
で 之を 救恤 する 爲 めに 物を やる ことにな つた、 凡そ 
二 十萬圓 許りの 金を 以て、 色々 な 品物を 買つ て それ 
を 車に 積んで 持つて行 つて， 之に 配つて やつた さう 

でございます 、喜ぶ かと 思 ひましたら 喜ばない、 到 

頭 日本軍は 自分が 惡い事 をした と考 へて、 斯 5 謝. り 

に來た .怪しから ぬ 話で ある、 斯う 云 ふこと を 申し 

て 居つ て、 之を 甘んじて ® はぬ と 云 ふ狀况 であつ た 

と 云 ふこと を、 親しく 贈いて 參 りました で ございま 

すが、 斯う 云 ふ 事情が 追々 盛に なつて 居ります、 今 

もう 一つ 申 上げます れば 、玆 に此 「 -I  n リスク」 の 

勞脚若 ，並に 鐵 范 從業 員に n 本の 兵が 物を やり まし 

たこと に 就きまして* 檄文を 配布して 居ります* 其 

前半は 随分 酷い 事が® いて ございます、 私は 玆にそ 

れを IS むに 忍び ませぬ が、 後の方に 至りまして 斯う 

云 ふこと が 書いて あります‘ 「今や 日本軍は 吾等に 

加へ し 自己の 罪惡 を掩 はんとして 日本軍 司令部は 吾 

等 一人に 對し 麥粉艽 「フント」 を 提供せ り 浦 潮 地方 

及 一番 河の 勞呦者 等は 右の 如き 勞卿 階級を 侮辱す る 

唄 物を 受け ざり き 地方 牧師 等 日本の 援助を fli 絕し材 

料 部 電信 部 等の 酎 務若等 も 右の 如き 日本軍の 新規に 

案出せ る 侮® を 相 絕 せり 剩へ 「-1 コリス ク」 市民 兵 

等 さへ 日本車の 此脾 物を si めり 「ゥス リ IJ 鐵道從 

策 者 諸君は 宜しく 日本軍の 牌 物を 担 絕し浦 潮 其 他の 

勞§湃 の 例に 做 ふへ し 諸君は 宜しく Q 本 軍司令部に 

向つ て 斯く答 ふべ し 掠 想の 徒ょ 西 伯 利を 去れ 吾等は 

汝の 援助の 如何なる ものなる やを 知悉せ 〇哨 々汝等 

の 帝阈 主義の 爲 めに 利せ ん として 汲々 たるの み 汝等 

が 吾等に 加へ し總 ての 罪悪は 吾等 永久に 忘れざる ベ 

し 我が 勞働 者の 流せし 一滴に 對 して 吾等は 设醫 すべ 

し、 鐵 迢 從業員 の 贈物 頒 與の當 日露 國勞胸 渚 等は 彼 


等奸將 等が 銃 劍 越に 差 出す 彼等の 援助を 拒む と共に 
彼等の 政府に 永久に 呪 nil を S- る」 斯う 云 ふ 激烈な 事 
が 書いて あります、 又 哈爾賓 の 電信に ffi ります と、 
斯う 云 ふこと を 言うて 居る、 「日本は 速に 極東よ 
り 其の 軍隞を 撤退すべく 過激派と 言 ひ 反 過激派と 稱 
する も A4 竟我 同胞 間の爭 なる に 日本が「セミ 3 1ノ 
フ」 軍を 援助す るは 內亂を 助成し 益々 良民を 苦しむ 
る ことと なり f]. 日本軍の 駐屯 ほ 鐵道 輸送を 阻碍し 吾 
人の 苦痛を より 痛烈なら しむる ものな り 日本軍に し 
て徹 退せ ぱ内亂 は 忽ち 終熄し 鐵 道轍浍 は 恢復し 缺乏 
せる 物資の 輸送を 豊富に し 交通 通信を 圓滿 にし 西 伯 
利 住民の 幸福は 日と 共に 增 進すべし」 斯う 云 ふこと 
を 言つ て 居る •まだあります、 是れは 今日の 新聞に 
ございました のであります が、 哈爾賓 に 於き ますと 
ころの， 「東 淸鐵 道從業 員を 中心とせる 哈爾賓 の 谷 
職業 同盟 會の 代表者は 去る 二 十七 日 某所に 會 合して 
日本の 出兵 反 對に關 し 凝議の 末 次の 如く 決 _ し 之を 
露國 新聞の 外日茭 谷 新聞社 外交 代表者 並に 東 淸鐵道 
會 社に 送致す る こと、 せ 〇」 斯う 云 ふこと を 書き ま 
した、 其の 意味は 「 一 、 總 ての 露 國の勞 働 者 及 民主 
階級 並に 一般人 民が 全力を 濺ぎ て爭闘 殺戮の 境より 
脫 し 平時の 業務に 服すべく 一致 協力せ ん としつ、 あ 
る 際に 當 りて 日本軍が 後 貝加爾 及露國 極東に 駐屯す 
る ことは 徒に 永久に 之れ が 實 現を 妨げ H. つ 民亂を 肋 
長す るの みなり」 と 云 ふこと を 書いて 居る， 又 日本 
軍の 駐屯は 「チェック」 並に 聯合 軍の 撤退を 保障す 
ベく 露 國の鐵 道を 守備す る 上に 於て 決して 必要な 〇 
とは 認めす」 斯う 云 ふ 事を 書いて 居る 酷い のは 「日本 
軍國 主義者の 野望は 多數 露國 民の 反對 あるに 拘らす 
彼等は 貝 加爾其 他の 露國 領土に 軍隊を 增加 せんとし 

て 止ます 之れ 實に 彼等が 該 地方を 侵略し 其 政治 及經 

濟狀 態を して 該地 方— ける 數百 萬の 露國 住民に 結 

合せん とする ものな り」 斯う 云 ふやうな 酷い 事を 言 

うて 居ります、 之を 以て 日本軍の 駐兵が 彼等に® 迎 

せられて 居らぬ と 云 ふこと ほ、 能く 分り ませう と 私 

は 考へ る、 是は露 西： ]! li の 人の みで あるかと 申せば さ 

うでは ない、 列國に 於ても 此事 は驻だ 不明に なつて 

fs る、 明かに なつて® らぬや うに 思 ix れ る、 先般来 

英吉利 等の 新 P4] に 於ても >  R 本が 西 伯 利に 兵を 駐め 

て 居る に 就て ほ， 何 か 土產を 持つ て歸ら なければ な 

らぬ ことで あらう、 又 やつても S しいと 云 ふやう に 

新聞に も報逍 されて 居ります が、 其屮亞 米 利 加の 事 


を 書いた ものが 此所 にご ざいます 、「紐 育 諸 新聞 も 
亦 案外 大な る發慮 論を 發 表しつつ あり 十六 R 「サン」 
紙は 阀務 省ょり 祕密使 として 派 遺せられ！ 一箇年 間 西 
伯 利に 滯 在して 最近 歸國せ る 「へ ン リーヮ ー ブ n 丨 j 
氏の意見を 載せた るが. 「ヮ ー ブ ロ ー」 氏は 日本は 過 
激派 軍の 東漸を 阻止す る 口實の 下に 西 伯 利に 於け る 
廣汎な る 地域の 占領を 始めた 〇米國 にして 日本が 事 
K 上 西 伯 利の 半を 併合す るを 認めん とせば いざ 知ら 
ず 然ら ざれば 結局 米軍を 西 伯 利ょり 撤退すべからず 
寧ろ 增兵 の必费 ありと 論斷せ り而 して 國務省 側 も 亦 
此 等の 非難に ® し 防禦の 線を 張らん とし 3J 部 西 伯 利 
は 尨大なる 軍國 主義の 日本 帝 國 の --. 部と なるべき 腿 
念な きを 主張し つ、 ありて 政府は 東部 西 伯 利が 日本 
に 併合せられ ざる やう 相當處 置を 採り 準備を 講じ 居 
れ り」 斯う 云 ふこと が 書いて ございます、 亞米利 加 
にも 斯う 云 ふ 輿論が ある ものと 見えます、 更に 進ん 
では 我 帝 國の國 民は 果して 能く 此の 兵隊を 出して 居 
る 所の 目的を 諒解して 居る か 如何、 是が大 問題で あ 
る、 此 事に 就て は 此間片 岡 君から 御述 になり ました 
が 全く 今日の 有樣は 冷淡に 見える、 國 民が 之に 對し 
て 冷淡に 見える， 何故 冷淡で あるかと 云 ふと 戰に名 
が 無い、 どう 云ふ譯 で 彼等が 彼 所に 行つ て 居る かと 
云 ふ 名が 無い、 名が 有つても 明白で ない 故で ありま 
す、 彼 地に 參 りましても、 初の 內は 慰問袋な ども 大 
分參 つた やうであります が、 近頃は それが 來な い、 
故鄕の 通信 さへ 少なくな つて 居る と 申した やうな 有 
樣 、日本に 於ても 今や 西 伯 利に 於け る！ g 換 俘虜の 救 
濟同盟 會と云 ふ 計 ® ある ことを 聞きました が、 我が 
出征軍に 舞して 慰 間す ると 云 ふやうな 企は 餘り 聞き 
ませぬ、 有る か 知れ ませぬ が、 餘り 多くは 聞き ませ 
ぬ洵 に氣の 毒な 有 樣で あると 思 ひます •之に 就て 是 
も 極く 近い 新聞であります が、 大藏 省から 彼 地に 參 
つて ir つた 富 田 事務官と 申す 人の 話が 出て 居ります 
之を _ みます r 是も私 の 出發當 時に 目 _した 事實談 
だが 浦® の 我 赤十字 病院には I 見 涙を 催す やうな E 
本 51 病 者が 澤山 居る 彼等は 敵と 交 lillc の 場合 心氣 興奮 
して 居る 爲め 思は ず 知らずに 防寒具を 脫い て鬪 ふの 
で 凍傷に 罹る ので あるが 甚し いのになる と 手 も 足 も 
斷れ てし まつて 怡 度 ® 病患 者の やうな 悲慘な 有樣で 
ある 是 等の 傷病兵は 陛下の 御 e めなら 如何なる 艱難 
でも 構 ひませ ぬが 他 國の爲 めに 恁麼 苦み をす るのは 
莫迦々々 しいと 思 ひます と 言って 居る 私の 不審に 堪 


へない のは 一 體我國 は 西 frl 利の 秩序を 回復す る S め 
にどの 位の 程度まで 生靈と 資金の 辍牲 を拂ふ 積り で 
あるかと 云 ふこと である 忌 tirl なく 言へ ば 西 伯 利 問題 
に對 する 我國の 立場は 恰も 深い 泥 田に 足を 突 iA んだ 
やうな もので 殆ど 拔 差しなら ぬ 窮地に 陷 つて K- ると 
云つても 差 支ない 成程 露 國の復 興、 も 大切には 相違な 
いが 聯合 谷 國が續 々兵を 引！！ げ るのに 我國獨 り 徒ら 
に增 兵す るなん て 其麼葜 迦々々 しい 事が ある ものぢ 
やない 國 民の 大多數 も 反 毀し 派 ai 軍の 幹部の 中に さ 
へ K 對の 意見を 持つ て 居る 人 も ある」 派 ii 軍の 幹部 
の 中に さへ 反對の 意見を 持つて 居る 人 も ある* 斯う 
云 ふ 事が 書いて ある、 是が洵 4C 恐るべき 事で， 彼 地 
に參 つて 聞きます と、 初めは 露國の 過激派 思想が、 
我が 兵隊に 傳播 をし やせぬ かと 云 ふこと を氣遺 つて 
居つ たが、 さ 5 云 ふことは 無い、 彼等 も露國 政府の 
哀れなる 有樣を 見て， 斯樣な 事は すべき ことでは な 
いと 考へた 、左 樣な 心配は 無い と 申されて 居ります 
る けれども、 今後は 殆ど 名が 無い、 名が 有つ て も； f 
明白な事で >  寒 暑甚 しい 所に 身を 曝して 時折 生命を 
捨てなければ ならぬ と 云 ふこと にな 〇 ましては >  遂 
に 彼等 自身の 中に、 惡空氣 が 出て 来は せぬ かと 云 ふ 
ことを 處れる •富 田と 云 ふ 人の W いた 中に、 幹部の 
中に すら 反對が あると 云 ふこと であるから、 是 は 將 
來 大に愼 まなければ ならぬ 事で あると 思 ふ、 それ か 

ら次は 「セミヨノフ j  r カルム イコ フ」 「グゾ ネヲ 

丨フ ー等の 哥薩克 宵 領に對 して、 我國は 從來 どう 云 
ふ 援助を 與へ 、又 今後與 へんと する かと 云 ふことは 
問題で ある、 此間 陸軍大臣の 御 話を 承 〇ネ すと. さ 
う 云 ふ 事は して 居らぬ、 一向 援助は 與 へて 居らぬ と 
云 ふやう に 承りました が、 少しく 是は 事實が 違 ふや 
うに 思 ふ、 私共 即ち 昨年 參 りました 時分に、 「チタ J 
に 於て* 「セミヨノフ」 の本營 と 申します か、 住宅 
と 申します かに 行つ て、 色々 話 も 承り、 又 招待に te 
りまして， 寮販を 一緒に 食 ひました、 其の 時分には 
其 部下の 有力なる 將軍 、其 他 州 長 有力者 も參 つて 居 
りました が、 其 時分に 斯う 云 ふ 事を 「セミヨノフ j 
は® 迎の辭 として 述べて 居ります、 r 露國の 諺に 最 
も 不幸なる 時に 親善の 關係は 結ばる. と 言 ふこと あり 
露國は 一時 不幸なる 境遇に 陷 りて 他に 協同 一致す る 
國もな く 亦 援助を 求む るの 途を 知ら ざり き是を吾 人 
同志 ほ 露國 及露國 民の 爲め其 不幸を 救 はんと 欲し 滿 
洲 里に 兵を 擧げ祖 國の 敵た る 過激派と 戦 ひたり 然れ 


西 伯 利 駐兵、 同地 鐵 ia 監督 並 海事 關係 問題に 關 する 正木 照 藏の 質問 nil 說 


六 六 七 


院蒗衆 宵 蒸頌帝 回 二十 W 第 
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ども na liH する にも 统もな く昀 もな く 又 ;.！ ； s もな し 加 
之 a 貧 さへ 缺乏 を吿げ 此 時に® り 計らず も 打力なる 
日本の 援助 ほ 苦々 の 前途に 對し l ia の 光明を 與へた 
り 其 援助に ょり 一の. rl:. 焚を 作り 課國扶 治の S め 進む 
ことを 朽 たり 而 して此 琪た る涊國 民 何人と 雖も 知ら 
ざろ ことな N  . 何人と 雖 4 之を 否定す る ことを 得ず 此 
憐み ® そ S 助 1- 封し al く 感謝す I 斯う 一 •ムふ琪を其逬 
轾〇席 h に 於て 彼から 承つて 居ります、 故に 陸 -41 大 
臣が之 を 援助せ ぬと 云 ふこと fi 、 何等かの 間違で あ 
りは しない かと 思 ふ、 此取に 就て 說明 を ffi す、 それ 
から 次に なりまして {3: 「ハ パロ フス ク J の近銳 黑能 
江の 少し 下りました 所の*  : サド ロ」 と 申す 冬 f? の 
ある 所が ある、 之に 昔 ^ 西：„1= の 政府に 齡 して 尻つ た 
黑淌江 の 蹈險を 日本の 海 m で 管理して 居る 約 そ； I  m 

から 1 : W 有 餘 名 の 人が 參 つて 居る •一箇月 ?! i す 所 約 

西茁叫 •錄 h 場 等を 設けまして、 色々 碗 艦の 修絡を 

致して 屈り ます、 是れほ もう 云 ふやうな 協® で、 日 

木の 國の 手で！： n 理し なければ ならぬ ことにな つたの 

であるか、 此管理 は 何時まで 緻 けて 行く 御考で ある 

か、 之を e きたい、 黑 m 江は 御 承知 も ございませう 

殆ど 四千 喔位は 船が 行く ことが m 來 ます •其 屮には 

松 花 江 烏斯 ffl 或は 「ゼ ャ」 と 申す やうに 支 川が ござ 

いまして、 何れも 相當な 船を 浮べて 行く ことが m 來 

ます、之を運輸上に利用すると云ふことほ、西们利 

の利搠 開 發の上 に 於て、 最も 必耍な る JK である， 然 

るに 其 事に 就て は、 未だ 手が 著いて 居らぬ やうで あ 

る •黑龍 江に 國旗 を® げる所 の 船は， 露 西 亞と支 那 

と 二つ しか ございませぬ 、日本の 如きは 大分 金を 出 

して、 船を 買うて 居る やうに 承ります けれども， 何 

れも 露西亜 人の 名 儀に なつて、 日本の 旗 ほ 樹てる こ 

とが / JI 來な いと 云 ふこと になつ て 屛 る、 さう 云 ふ 次 

第で あるに 拘らず 、此 川を !® 衞 致します 所の 船を 澤 

山な 金を 掛けて、 管理して 尻らなければ ならぬ 必要 

が 何 所に ある •一艘 や 二艘は 「ゼ ャ」 邊 りに® つて 

随眾の 共 IM-] 作戰に 使つ て 居ります が、 さう 大 仕掛に 

する 必要 もな し、 又用ゐ る 所 もなから うと 思 ふ. 之 

に 就て はどう 云 ふ 御 考が あるか、 それが 承りたい、 

次に lit 鐵逍の 管 5n 問題に 移ります、 西 伯 利に 於け る 

銨逍は 極めて 軍事上に Is 要なる ものである ことは、' 

私が 申す まで もない 話で、 今日は 秩序 維持と 申して 

も， 其® 鐵 道の 野 備に 任して 居る と EfJ す やうな 次第 

である、 亞米利 加の 如き 初めて 出兵を 致しました 理 


由は 殆ど 其 根 抵を 探れば， 銨适問 勘で あると 申す 琪 
ほ’ 私；！ i e ig 烷か ら參 つて 居つ たと ころの 長 尾さん 
と云ふ御方 |- ねきました，それほ此玆 511 問題は西伯 
利に 就て m 嬰なる 問題で あるから で 5> る. そこで 今 
ほど 5S ふこと になつて 居る かと flj せ ば それは 此間 
外務大臣 も 一寸 御 話が あつた や 5 でございますが， 
もと狞 理 すると 云 ふこと であつ たので-こざいます け 
れど も、 r{= 理 すると 云 ふこと で ほな く* 此頃 li 監 S 
すると 云 ふこと である 而して 其爲め に ほ 最高 委員を 
跤きまして、最萵 ^ 籟を掊へ、其下に革祁5送部と 
按術 部と 斯う 云 ふ 二つ に 分れて、 何れも 委〇: 組織に 
なつて 仕 «p をして 居ります、 軍事輸送 部の 方は •前 
に {3: 日本の 竹 内中 將が 委員長で ありました が、 今日 
ほ 誰 方で ございました か、 日本の 野 腿 交通 部の 御 方 
が 励めら れて居 る •技術 部の 方が 亞米利 加の 「スチ 
—ブン ス J 氏と 云 ふ 人が やつて 居る >  是ほ 追々 引揚 
げ ると 云 ふこと でございますが、 全然 ¥ 鼎を 持つて 
搫 つて 居る、 さう して 其 管轄 M 域は どうな つて 居る 
かと 申し ますれば， 東 支 鐵道 、即ち is 淸鐵 道と、 後 
貝 加 棚の 方は 米國で やる、 黑能江 管理 區と長 春の 管 
K、 即ち哈 爾賓長 春の 間は 日本が やる、 烏賺 里の 一 
部 も 日本が やつて 居る、 斯う 云 ふ 事に なつて 居り ま 
して、 日本の 管 踏 M 域は 頗る 不利益で ある、 徒らに 
線路 長く して、 非常に 不利益なる 所に なつて 居り ま 
す、黑龍江線の如きは、私共參つた時でも一週間に 
一 偏し か 汽車が 通らない、 極めて 寥 々たる 所で、 而 
も 線路 長く して 非常に 瞥備に 困難なる 區域で ござい 
ます、 初め， どう 云 ふ譯で 斯う 云 ふ 管 區が 日本が 御 
取りに なつた かどう 云ふ譯 で 日本の 爲 めに、 甚だ 不 
利益なる 管 區を御 選に なつた かと 云 ふ 事は、 私共の 

了解す る 事の 出 來ぬ I つで ございます、. それから 又 

鐡菹の 管理に 就ての 交渉 ほ， 一昨年 以來 日本と 亞米 

利 加、 並に 列國 との 間に 續けて やられて 居つ たので 

ございます が、 其 交渉の 迹に 就て 見る とどう も 日本 

が 初 Is 隨分强 い 事を 言つ て、 相 當なる 事を 言つ て 居 

りなが ら 、終には 全然 亞米利 加の 申出に 同意を した 

斯う 云 ふ 事に なつて 居る、 是ほ 果して どう 云 ふ關係 

から 同意され たもので あるか、 何分に も 私共には 合 

點 が參ら ぬ、 之に 就て 今 私が 確な 取調に 依て 其緙過 

の 順序を 此に申 述べて、 さう して 尙ほ政 府の 意見を 

伺 ひたいと 思 ふ、 若しも 此事が 或は 外務當 局 等に 於 

て、 何 か 御 ! 1 念が あると 申す SJJ が あるなら ば、 ftl 當 


な 手 阳 を 御 執りに なつて 然るべき ものと 思 ふ •私は 
過ぎ去つ た ? 1P であるから 差 支ない と 思 ひまして、 是 
から 一 通 〇顒 序を 述べます •初め 七 年 八月 中旬に 沛 
潮に 於き まして、 米國指 撺官 から ® 5 合眾委 ao: 監 S 
の 下に、 r スチ ーブン J 一 行を して 露 國 13 道の il 行 
に 任ぜし めんと する 提讁が あつて、 英佛 代表 若は 之 
に 同® した 其 後間 もな く 臨時 羧道委 M 會なる ものが 
出来まして 軍 gj と 技術の 二つに 分けて、 當 面の IJf を 
處理 する 事に 致しました、 九月 初め 日本 駐在の 米國 
大使は、 當 時の ]? I 支 鐵道 長官 「ホル ヮット j 將軍以 
下を 革 職し •  I スチ ー ブン」 一行を して 西 伯 利金 鍅 
道を ^? 理 せしめた きこと を 提議した 其 後佛勘 西英吉 
利兩代 表 者から も、 夫々 窓 見の 提出が ありました が 
要する、 に 軍事 輸淦は 別と して、 一般 管理 ほ® 員の 手 
に ) 1 せしめ、 其 委員長は r ス チ— ブン」 を 以て 之に 
當て たい、 斯う 云 ふ提_ であつた、 之に 對 して 日本 
ほどう 云 ふこと を 申した かと 云 ひま すれば、 東 茭鐵 
道は 日本 唯一の 交通 線なる を 以て、 委員の 權限 外に 
置かなければ ならぬ、 又 同 線 及 後 貝 加 爾線も 其 指導 
の 援助は、 日本に 於て 擔 任しなければ ならぬ と 云 ふ 
趣意を 以て 之に 反對 した、 更に 九月の 末にな り まし 
て •米國 大使は 沛 鹽に參 つて 周旋を 致しまして r ス 
チ ーブン 」 に 任す ほ 決して それを 統治せ しめんと す 
る もので ほない、 運行で ある 「ョ ペレ ーシ ョン」 だ 
けで あると 云 ふこと を 申して、 色々 緩和に 努められ 
ましたが、 日本軍の 代表者 ほ 之に 反對 された-斯う 
云 ふやうな 工合で •出先に 於て 段々 交渉を して 居り 
ました けれども 中々 六ヶ しくな り來 つたに 付て 其 交 
渉を 東京に 移され さう して 十月 十九 日華 盛頓府 に 於 
て、 米 國國務 卿と 我が 石 井 大使との 間に 交渉を せら 
れた 、米 國の主 張は 依然 實務は 「ス チ ー ブン」 をし 
て擔 任せし めたい、 斯う 云 ふ 趣意で ある-それから 
十月 十五 日 又 日本に 駐在して 居る 英國 大使から 此件 
に 就て 提議が あつた、 全鐵 道の 一般經 營は 、聯合 軍 
に 於て 任命せ ら るべき 總長 「ス チ— ブン」 に委 任し 
たい、 斯う 云 ふこと を 申した けれども、 我が 政府 ほ 
之に 同意せ ずして •十一月に なりまして、 「トム ス 
ク 」 鐵道 、及 其 以前 ほ — 1- スチ |ブ ン」 に 一任し、 後 
貝 加爾東 支 烏 蘇 里、 黑龍 江の 諸 線は、 日米 共同に て 
指導 援助す る 事を H 本が 提議した 、併し 米 國は 之に 
對し て、 共同 從事は 實際闲 るから、 賛成が 出来ない 
斯う 云 ふこと である、 今度 日本から 出した 所の 提議 


はどうで あるかと 申せば  >  砼 程 - A 1V 的に なつた、 そ 
れは 聯合 軍、 策動 地 帝 內に 於け る « 通の 一校 e s は 
S? 合 各 國の 代表 ^ ょり 成る娄 « , ;•« 西 : fl; - ^ v 's u ii 
として之に任せ、其下に技術部と坩事«淦部を較け 
經營は 遇 國人 に rt せ •保 通は 符阀 1|( 竑之に访り、此 
經 S に 任 十る 3? 國へは 、出来 iy る 限り JL つ 5((: んで 技 
術 部の® 吿を容 れ及援 肋に俟 つべ しと 云 ふやうな、 
餘锃不 要 餌な 「成るべく j とか 「 /II 來得る 限り」 と 
云 ふ 文字を 使つ たこと である、 之に 對 する 米 2： 政府 
の 答は、 それで IX 「スチ ーブン J をして •共 才能 及 
特殊 技倆を 狩 効に 鼓 抓せ しむる ことの /U 来ない もの 
であるから •之に 贤同す る ことが HI 來な い、 「ス チ 
1 ブン ーが X5- すのに は、 從來 の經驗 に 依て， 中* 
露國 八 ii 言 ふこと を e! かないから、 全 § を 持たな け 
れば さう 云 ふ 仕斟 の II'. 來る もので ない、 今 SS M® に 
は 技術は 必耍 でない、、 金 だけ あれば それで 宜い、 期 
う 云 ふこと を 言つ て ii る • »((= た SV 國 入を ^ 科するな 
らば •殆ど 委 M 長な ど ほ 飾 物 同 嵇であ るから 駄 口 で 
ある、 斯う 云 ふこと を 言つて 居る、 今度 我が 政府 ほ 
どう 云 ふこと を 言 ひました、 我が 政府 |£ 遂に 十！ 1 W 
十六 日 第三 回 M の提識 として 經 S に 任ずる 露 M A は 
本案 規定の 監督に 服す る ものと す、 露 西： j[lj 人は 5fs ® 
に 服され なければ ならぬ と 言つ て、 さう して 技術 部 
の絕對 淄 力を 認め、 尙ほ 技術 部は 部長を 選任し， 之 
に鐵 道の 技術的 運行 事務を ¥ 任す、 同 部部畏 は 右 il 
行 事務に 關 して 全權を 有し 技術 部は ® 問と し 行脚す 
る 餘程變 挺で ある、 委員 會 を ffi へて 委員が 委 M 長を 
,選 んで其 委員長は 絕對 全權を 以て 委 M は ^ な W 問で 
ある、 11 問と して ® く、 斯う 云 ふやうな ことを：！！ 本 
の 側から 提議した、 何の S めに 斯く迄 大 々的の P 步 
をして •期の 如く 米國の 意を 迎へな ければ ならぬ 譯 
であつ たか、 全然 米 國の提 _ に 同意した と 中す yf は 
最も 了解に 苦しむ やうな 次第で ある-少し 立 入つ て 
居ります が、 此事に 就きまして . W 米 利 加の 方から 交 
換條件 を 得た と 云 ふやうな こと も 出て 居ります、 ど 
う 云 ふ 交換條 件で あるかと 申します れ ば* 右 協定を 
爲す に當 り、 H 本は 「ス チ— プン： 一氏 か 技術 部長た 
る ことを！ i tj ると 同時に、 米國は 恰も 米 S の £!;■: 國に 
於け るが 如き、 又 英國の 白國に 於け るが SII き 關係を 
日本' か 西 - frl 利に 於て 有する ことを 認める ことになる 
是はど 5 云 ふ 趣意で ございます か、 是は餘 程 K 大な 
る 事で あるが、 之に 就て 解釋は 如何で あるか、 是も 
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承りたい、 又 ilii 米 利 加の 方 も®々 撤 H-. (を afi 行す る こ 
とに 就きましては •此 「ス チ ー ブン J 首め 一行 皆な 
引撝げ る やうに® いて ございます が、 さう しました 
ならば •此 後を どうす る、 n 木が 之を c;l 受けて M ii 
りになる 御考で あるか、 iti 支 鐵通酋 め、 是迄 till 米 利 
加の 管 It して 居つ た 所の M 域を 全然 H 本が 引受け '-C 
御 ® りになる 御考が あるか •どうで あるか、 それを 
やる に 就きまして ほ •第一 多くの 技術者を 送らな け 
ればな らぬ 、鐵 通 は 何れも 荒れて 居る、 大きな 貨 軍 
を恃な 2 :眾場 に 引 張つ て來 させて •さ， っして 版を 焚 
く 所を 招へ て、 IJ-f 務所 にして PT ると 云 ふ 始末で ある 
之を 完全に 牿へ るに 付て は •餘程 命が 嬰る、 屮々 容 
芬 ならぬ ことで ある、 旣に數 千 斑 ¢5 か、 幾らか 谷國 
から ., II し 合 ふと 云 ふやうな 話 も あつた. さう で ござ 

いますが、 餘〇 他所の® は 出さぬ、 B 本が 先般 外務 

大 K から 承り ますれば ハ ニ百 1 SI_ か 御 出しに なつた 

と 云 ふ 位な ことで ある、 今度 之を 引受け ますれば、 

第一 人 も m らな ければ ならぬ、 金 も ia らな ければ な 

らぬ 、それを 見込んで 之を 引受けられる 考であ るが 

どうで あるか >  m K( 大使は ' {5 米 利 加に 向つ て、 鐵道 

の琪 に 就ても 日本が 勝手にして 梵 しいかと 云 ふ 念を 

押されて )？ r る、 どうしても やる と 云 ふやうな 御考が 

见え るが、 やる にします ると 中々 ^ 易な ことで ない 

殊に m 支 锊 道に就ては、此頃支那の方が屮々威張出 

して ® 〇 ますから* fli して 之を 日本の 手に 委する こ 

とを 彼等は 承知す るか どうか、 之を 日本の 手に JS り 

ませぬ と、 n 本 m 除の 活勁 上に 於て、 大なる 影！ 5 を 

及 ほす ものと 私 ii 認める、 斯う 云 ふこと ほどう 云 ふ 

ことに、 なさる 御考で あるか， 若し lit 鐵道を 引受け 

れば 、幾らの 金 •か 嬰る か、 其 金の 見込が どうな つて 

尻る かと 云 ふこと も* 御調が 御 il:{ 來にな つて 居れば 

併せて 7iK 〇 たい、 今一つは 西们 利の經 濟援 I'/'J 捋の問 

題 である、 一昨年 八月 日 木に 於て、 西 伯利緙 济 援助 

科と 云 ふ ものが 出 來 ました、 西. 1|'| 利に 向つ て綷済 上 

の 援助を すると 云 ふ ホ： 義で あつたので ございませう 

か、 其 以来 どう 云 ふ 事を 宵 際な された ので あるか、 

此間 外務大臣、 も 少しく 御說 明に なつて 居ります け 

れども餘り見るべき事第が無いやうに思ふ、跤 & を 

始め やつて pr つた やうであります けれども、 是も一 

般の商人から反對がぁって止めた .\ 施療して |;1} 0ま 

すが、 是れは 陸軍の 方で やって 居る、 殆ど 陸軍の 軍 

餚 の 手に 一切 引受けて、 陆 か 薬の代り の 外 援助 伶 か 


ら拂 つて 居らぬ やうな こと も眾 つて 23 ります •物を 
やる 救恤 的に 物品を やります が、 先刻 私が ffl 上げ ま 
した 通り、 彼等は 斯んな ものを H う 筋がない、 饑え 
て も 周の 粟を 食は ずと 云 ふ 意氣を 示して 居る >  斯ん 
な 次第では 甚だ 効力を 疑 ふので ある— 外務大臣の 御 
話には、 日露の 學 校に 補助して 居る と 云 ふやうな こ 
とを 聽き ましたが •是れ はどう 云 ふこと であるか、 
學 校に 經濟 援助 會から 補助を すると 云 ふこと 餘 
程 筋途が 違う 韻で ある •是れ は 今後 どう 云 ふこと に 
爲 さる 御考で あるか 祇りた い、 今一 箇條は 此の頃、 
歐羅 巴の 方に 於き まして 對露 通商の 開 !!/; に關す る 
協 謎が 成立つ て 居る やうで、 或は 外務 大 K ほ 是れは 
政府との 話では ない、 腿 買 組合との 話で あると 云 ふ 
やうな 御說 明の やうであります が、 何しろ 孰れに し 
て も、 此の 問題が 成立つて 居つて、 昨今の 新聞で 見 
れぱ •反 l!r 同 樣の留 の 相場が 膦り 掛けて® ると 云 ふ 
やうな こと も 書いて ございます が、 之れ に 就て は 日 
本の 政府は、 どう 云 ふ 主義 方針を 御 執りになる こと 
であるか、 是れは 重 大問 題で ある， 之が 根本 問題で 
あつて、 之が 解決し ますれば、 自ら 西 伯 利の 間 題に 
及んで 来る と考 へます から、 此點に 就て 承りたい、 
是で私 の 西 伯 利に 關する 問題は しまいまして 今度 海 
斟 上に 關 します る 問題を 少し やります、 政府は 四十 
5曾に於きまして、此歐_巴‘亞米利加，藻洲等 
に關 する 遠洋航路の 補助に 關 する 議案を 提出され ま 
した、 其內界 は 如何で ある やと 申し ますれば •一切 
從來 通り、 即ち 五六 年 前立てました 所の 計 M に 粘き 
まして、 補助を 與へ ると 云 ふこと で、 其 期限は 何時 
からで あるかと 申せば、 即ち 當年九 年の 一月から 二 
箇年で あると、 斯う 云 ふ 案を 立てた， どう 云 ふ 理由 

であるかと 申し ますれば、 休 戰條 約は 成立つ て ) PT る 

けれども 未だ 頗る 世界の 狀况も 混沌と して 分らぬ 故 

に、 先づ® く lit 通りに して 置く と、 斯う 云. ふ 御 話で 
併し 何分に も 五 年 も 六 年 も 前に 作りました 所の 數字 
に 雄いて、 同じ 方法を 幽蹈 すると 云 ふことは、 如何 
にも 世界の 火勢に 順 腿せ ぬ 話であります から，® だ 
闲ると 云 ふこと を 神® 委 a に 於て 申しましたら ぱ遞 

信 大 !:'. は， 成程 尤な 話で あるから、 其 期限 內と雖 も 

改める ことは 改めて、 色々 施設す ると 云 ふこと を 言 

明され てる 吾々 一 同から 賛成した と 斯う 云 ふ 次第で 

其內 追々 局 而も 展開して 来まして •海運 界の 狀况の 

如き も， 大分 見込が 附 いて來 たこと であります から 


定めて 闕信 大臣は 此 JK に 就て •當 ■ §/ に 何 か 案を 御 
出しになる と 期待して 居ります が •更に 其 事は 無い 
遠洋航路と しては， 南米、 南洋 線 等に 新たなる 補助 
案は 御 / 11 しにな つて ございます けれども* 其 幹線た 
る 所の 歐繃 巴と か、 亞米利 加と か、 濠洲 •斯う 云 ふ 
ことに 就て •何等 改善され た 所の 案を 御 出しに なら 
ぬと 云 ふことは、 私の 甚だ 失 sa する 所であります， 
唯 だ此實 行に 方り まして、 歐羅 巴と sir 米 利 加の 「シ 
ヤー トル」 線 だけは、 期限を 一箇年と してあります 
桑 港の 方は 之を 一一® 年と 致して 居ります が、 是はど 
う 云ふ_ であるか* 其の 理由が 承りたい、 もう 一つ 
之に 關 しまして 北米 航路は、 從來 郵船 會 社と 商船# 
社の 兩 會社 が 速 合して 經營 して 居つ たもので あるの 
を •此 度は 之を 郵船 會社 のみ 任せる ことにして 居り 
ますが、 是も何 か 相 當の 理由の ある こと、 考へ る、 
私の 承ります 所に 依り ますれば、 是は實 は 商船 會社 
は 斷つた •最早 北米 航路の 補助は 必要が 無い、 御斷 
りを すると 云 ふこと で， さう して 已むを 焊 ず 政府は 
郵船 會 社に 任せられた •商船 會社が 旣に補 助な くし 
て やれる ものであるな らば、 郵船 會社は 無論 やれる 
筈で ある、 又歐羅 巴 航路の 如き もさうて ある* 果し 
て 今日 此補 助を 引績 いて 必耍 とする かどうで あるか 
濠洲 航路 も 其 通り、 又 桑 港 線に 至りましても 是迄通 
りの 補助を 必要と する かどう かと 云 ふ 事 ほ餘 程の 疑 
問で ある、 今 私が 遞信 省より 頂戴した 梅 面に 佐 つて 
其 成績を 申します ると •大正 七 年 十 パから 同 八 年 三 
月に 至る 歐 ■巴 航路 線は‘ fi か 二 十六 萬 六千圓 より 
損を して 居らぬ •之れ の 航海 補助金が！ 一十 萬 八 千 圓 
又 大正 八年一 より 今年 九月に 至る 損失は 三十 五 萬 
ー ニ 千 圓 ■補助金が 三十 一一 萬 八 千 圓餘 〇、 大きな 損は 
L て lr り ませぬ、 相 當に此 内には 積 金 等 も ございま 
すから、 相 當の 利益 も あらう と 思 ふ 

〔大岡 議長 識長席 を 退き 濱田副 議長 代り 著 席〕 
それから 北米 線に 至りまして it 郵船 ff 社の 北米 線は 
七 年の 十月から 八 年の 111 月に 至る まで 十三 萬 八^- 圓 
の 利益、 又は 八 年 四月より 九月に 至る までは t'l 十 萬 
八千圓 .商船 會 社の 方は どうで あるかと 云へ ばもう 
少し 利益が ある、 大正 七 年 七月より 十二月に 至る ま 
で 五 百 六 萬 幾ら、 八 年 一月から 同年 六月に ? ia るまで 
は 三百 五十 九 萬、 斯う 云 ふ 利益、 是なら 無論 補助な ど 
は 御斷 りを する 事は 當然の 話で ある、 桑 港 線、 是が 
一番 經營闲 難な 線で ございます けれども 是す らも 七 


年 七月から 十二月までの 間に W 六十 四 萬 餘 11- .八' 年 
一月から 同年 六月までの 間に 十七 萬 七 千 餘の 損. 南 
米 航路は 七 年の 七月から M 年 十二月に 至る まで； C 七 
十九 萬の 利益， それに 又 航海 補助金が ある •八牢 一 
A ょり 八 年 六月に 至る まで 九十 萬 幾ら 利益した、 藻 
洲 航路 も 七 年の 十月から 八 年の 三月に 至る まで 六十 
三 萬 餘圓の 利益 •又 八 年 四月から IM1 年 九月に 至る ま 
で 十二 萬 九 千の 利益に なつて 居る、 斯様な 利益を 舉 
げつ 、ある 所の 線路に 向つ て， 矢 張 補助金を 下附せ 
ぬければ ならぬ と 御認 になつ たのは. どう 云 ふ 次第 
であるか、 縱 1_會 に 於て 之に 協 寶を 表して、 其 拽 
K が 成立つて あるに しましても、 必要が 無け れぱ削 
つて 與へ ないやう に すれば それで 宜 い、 其 等の 詮廳 
は 無論 あつた こと、 思 ひます が、 どう 云 ふこと から 
矢 張 依 然之 を與 へる ことにな つた か、 それが 承りた 
い、 就きましては 是は前 内閣 あたりから も、 此議論 
は 唱へて 居る のであります けれども， 運賃を 制限す 
る ことは 貿易 上に 必要で ある、 一方で. 運賃を 制限し 
て 置きまして •一方に 補助を 與へ ると 申す ことは 甚 
だ 分らぬ 事であります が， 貿易 上 どうしても 運賃を 
制限して 居る ことが 必要で あると 始終 政府は 說かれ 
る>  私 共から 見 ますれば， & は大な る 間違つ た 考で 
航路の 補助は 即ち 其 航路が 當然 の營業 を 致しまして 
成立つ ことが 出來な いと 云 ふこと に 依つて 初めて 之 
を與 へる もので 運貨を 安く さす 爲 めに 此補助 をす る 
もので ない と 云 ふことは 明白なる 事實で ある •列國 
共 さう である， 一方に 貸を 制限して、 片一方から 補 
助を 與へ ると 云 ふ 事は 無い、 若し 運賃に 制限が 必要 
で、 航路を 補助せ ぬければ ならぬ と 申せば •印 鹿の 
航路の 如きは 最も 必要で ある、 又 巴奈 馬經 由の 紐 育 
航路の 如き も必耍 である， 是等ほ 制限を 荷主と 船主 
との 間に 加へ て 居り ませぬ 制限を 加へ て 居り ませぬ 
が、 是等は 自然と 追 付く ものであるから、 左樣な 干 
渉は 宜しくない* 或は 戰の 中に 於き まして 多少 左 樣 
な 必要 4 あつたか 知らぬ が" 今日は 金 然 左様な こと 
ほ ありませ ぬ、 殊に 又 外 國に參 る 運賃に 就て は、 汽 
船 同盟の 間に 種々 協定を されて、 何れの 當 業者 も 之 
を 守らん ければ ならぬ と 云 ふこと になつ て 居ります 
から、 H 本 政府に 於て 濫りに 之に 制限を 加へ ますと 
列國當 築 者との 間の 協調を 破り’ 日本の 船は 此 仲間 
に 入れて やりたい けれども、 彼れ が 來 ると 政府の 命 
令 だと か 何 だと か 言うて 運賃の 事を 何とか 言 ふから 
一六 六 九 


四们 利 it 兵、 同地 鐵 菹 監督 並 海事 関. 係 問題に 對 する TE 木 !! a 敵の 質問 演説 


二十 叫 第 


西伯利駐兵、同地嫌道監督並海事繭％題に |8 する正木照藏の質問演說 


御免 蒙る* 斯ぅ 云 ふこと を 始終 申される、 甚だ 宜し 
くない、 詰まり 海運の 發 iii にも 影 ^ を 及す、 斯ほな 
一事に なつて、 現 政府の 方針と さる ゝ 所の 列國と 協 5:! 
を 保つ と 云 ふ 上に 於ても •大な ろ KSS の ある こと、 
考へ ます、 斯 rj な 考を以 て 補助を される と 云 ふこと 
ほ、 私 ほ 良く & るまい と 思 ふ， 併し 現 政府 (3: 尙ほ此 
方針を 御 執りになる S3 りで あるか'  如何で あるか 伺 
ひたい、 街 承知の iui り^ 命 1 ,7 社 は 戰 時の 影凿を 受け 
まして多額の利 ^ をし、五|5十制の配 ^ をして居る 
今日であります、 航路 自身から 見て、 多少® の 行く 
所で も 今日 {3: 忍んで 强て補 肋な どを K はなく とも や 
ると云ふことほ明かな話である、一航海二誔、三逛 
五蓖の金ほ、有つても無くても同じ事である、けれ 
ども それを 砧り ますれば 1 0葸、 二百 萬、 三百 ? i; の 金 

になつ て、 國 家の 〇 めには 大な る财源 である、 やら 

なくても K:. 所に 之を やる と 云 ふことは、 越 だ_ の 

分らぬ 話で ある >  是 等に 就て は 遞信大 K ほどぅ 云 ふ 

やぅな吟味をなさるか、一面に於て郵便航造料と云 

ふ ものが あつて、 郵便 航邊 料に ほ 大分 柳 ほなければ 

ならぬ、 若し 補助 命令を 廢めれ ば、 郵便 ほ 無料で 行 

くもので ないから、 大分 航邊 料を 拂は なければ なら 

ぬ、 結局 之を 差 引す ると、 助成金を やつても 餘り拟 

にならぬ と S ふこと を、 今日 鸨 筘娄員 © で大防 が 言 

はれました けれども、 是ほ 大分 見 當が違 ふ、 郵便 航 

浍 料は、 玆道船 舶郵® 規則と 云 ふ ものが あつて、 之 

に 基いて 之を 支 拂ふ べき ものである、 然るに 金を や 

つて 航送 料を 差 引く と、 結局 釣 錢が収 れて利 益 だか 

ら 、補助金 ほやる 方が 宜いと 云 ふのは、 5S に il の 分 

らぬ事 と 言は なければ ならぬ" 仍て私 ほ 即ち 此 遠洋 

航路に 對 する 政府の 補助 方針を 承らん とする 者で あ 

る、 次には 海 W 義 成の 問題 C 「簡單 に 願 ひます」 と 呼 

ふ莕 あり'- 五 年に 1L りました 所の lit 界の大 峨亂 の爲 

めに、 我 S5 の 受けました 所の 利害の 影響は 非常に 多 

い、其 ||| 最も好影響を受けたと認められまするもの 

は、 即ち 海運業と 造船業の 發達で あります、 C 「代 _ 

士 蓀 成 も 御賴み 致します」 と 呼 ふ 者 あり〕 腿の 前に 

は {i か w 八十 葸' _ し かご ざい ませなん だ 所の 汽船が 

昨年 ij; 一一 ? I 九十 萬 * 、殆ど 三百 萬 g に垂ん として 居 

る、 又 大正 三年 度の 造船 高は CS か 九 茁噸 弱に 過ぎ ま 

せなん だものが、 昨年は 六十 萬噸を 越え、 是 よりは 

年々 六 七十 萬 « を 造る ことが 易々 たる 位の 勢に なつ 

I て 居る、 遛 に結擗 である、 其爲 めに 海運業に 依て 俄 


に產を浩つた人も？. ;'' 山出來、又述 1? 诏船料を海外か 
ら取つて來て、日本の正货か佾すと云ふ利益も見、 
父今日で |?. 世界の取西到る应の港公に、日本の旗の 
翮 つて 居らぬ 所 (t. 無い と 云 ふやうな、 非常なる 盛况 
に 立： 生つ て 居る ことは、 國 家の 爲め 甚だ ふべき 事 
でございます、 併し 船と 云 ふ もの (i »j りで 動く もの 
ではない 矢 張 之を 繰縱 して 行く 所の 人間が なけれ. ば 
ならぬ、 即ち 其 爲め には 船舶 職 M 法と 云 ふ 物が ござ 
いまして 乘 つて 行く 所の 人間が 定められて 居る、 船 
長、 一等 運 鞞士 、二等 運鞞士 、機關 長、 一等 機 關士 
是等が 法定の 人間に なつて 居る、 併し K 際 ほ 中々 此 
八 人位で {?. ありませ ぬ、 少なく 共 五 入 乃至 十 人の 人 
間が 必要に なつて 居る、 而 して 其 等の 乘組 員 it ち や 
んと乘 組 M としての 資格を 具へ なければ ならぬ、 然 
らば 是等の 資格 ほどうして 得られる かと 云 ふと、 c「 
そんな 識 釋は迆 らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 束 京 商船 學校 
の卒齡 生、 其 他は 皆試險 を 受けて 之に 合格した 者で 
なければ ならぬ、 先づ學 校を 卒業 致しまして、 船長 
となる までに ほ 十 年 位の 非 限は 挑る、 其 他 機 關長も 
同じ 事で、 一等 運轉士 等 も 皆 相 當の學 間と 經驗が 無 
ければ 出来ぬ やうな _ である、 是は 容易に 人が 造ら 
れる もので ほない、 故に 船は 咐 しましても、 人の 方 
が 咐さぬ ものであります から、 今 日は 海員の 不足を 
減じて f-r る ことが 夥しい のであります、 機關 長の 如 
き ! 3; 、一日 行きます と 日給 六十圓 以上であります、 
月給ぢ や ありませ ぬょ、 日給が 六十 圓とか 七十 圓と 
か 云 ふ 高額に なつて 居る， 一日で それだけの 高給を 
奴る、 それでも 尙 JL つ掲 難い、 又 地方の 乙種 商船 學 
校と 申します から、 極く 下級な 商船 學 校を 卒業した 
者で も、 初めて m て も 百 二十 圓 位の 給料に 有 付く， 

斯_ に 引 張 合の 形に なつて 居つて、 どの 船主 も 海員 

を iu る ことに 就て 非常に 苦心して 居る、 其 結來は ど 

う 云 ふ 事に な. るかと 云 ひます ると， 經驗か 不十分で 

技術の 未熟な 者で も、 矢 張 兔狀を 持つ て 居れば 之を 

其 通りの 職員に 任用す る、 故に 海 22 の 素質と 云 ふ も 

のは 自ら 下つ て 參 りまして、 其爲 めに 船の 安危に ま 

で 影響を 及す ことの 少から ぬ ものが ある、 又もう 一 

つは 各 船主から 色々 恋 合を 致します る爲 めに、 53 然 

に 給料 も - lr つて 來 、又 人の 心 も定ら ずして、 自然 色 

々面白から ぬ 所の # 侈の 風 も 生じ、 又 船主との 間に 

紛题を 生ずる と 云 ふやうな 不都合を 釀し ます、 下級 

船員の 如きに 至つ ては、 遂に 其爲 めに 色々 の險惡 な 


思想を «} くと 云 ふやうな® i/ ございます、： xi う 一 
つは 金が 貯〇 まれば、 何分 斯う 云 ふやうな 危險な 仕 
琪； lj 成るべく 避けたい と 申して 去る ? f が 多う ござい 
ますから、 肖 然 海：：： 一; の數も 減す る、 斯う 云 ふやうな 
*If で、 中々 海 M の充 K と til す ことほ 六 ヶ しい IJf にな 
つて 居ります、 我國に ほ 之に 對 して 如何なる 機 關が 
あるかと 申します れば甚 に K 弱な もので •岡 信 省の 
管 Is に 踏して 居る 3£ 京 商船 學校 、是が 一つ ございま 
す、 其 外に ほ 21 豳で 立て、 居る ものと か、 府縣で 立 
てて 居る ものと か、 EP す ものが、 ffi か 十 か 十一 ある 
かも 知れ ませぬ が、 某 外に 此間川 崎 芳太郎 ?! から 政 
府に 寄附され ました、 一つの 商船 织校が あると；： ムふ 
位で ある 年々 出て 来ます 所の 卒業生 も 極めて 少 い， 
本年の 豫 .»: を 聞きます と、 僅かに 二 百 八十-^ か 三百 
人より ございませぬ、 海軍の 方から 來る 入を 合せ ま 
しても、 四百 七十 人 か 五 百 人に しかな り ませぬ、 そ 
れに 封して 入用の 人間 (3; 幾らかと 申します れば 、少 
くと も 千 八 九 西 人は 毀り ます、 百 五六 十艘の 船が 殖 
えて 來ま すから、 どうしても それだけの 入が 必要に 
なつて 來る 、さう すると どうしても 千 三 四百 人の不 
足を 牛： ずる、 斯う 云 ふやうな 有樣 になつ て 居る、 之 
を 何とか 致し ませぬ ければ、 大に 海運 界の發 達を 害 
すると 云 ふやうな 次 f5 であります、 然るに 是迄 どう 
云 ふ 事を したと 申し ますれば， 或は 船舶の 職員 法の 
施行 細則を 直し、 又 I3C 船舶 職員 試驗规 程に 改正を 加 
へ 下級 海 M の兔狀 所有者を 以て 上級 海員に 代用す る 
の 制を 定め 海員 試驗 法を 簡易に し、 併せて 免 狀授與 
の 資格を 引下げる と 云 ふやうな >  姑息な 事を 致して 
居る、 是で 以て どうか 斯う か 間に合 ふやう には 致し 
て 居ります けれども， 是ほ 別に 人が 殖えた ので ほな 
い、 資格を 得る に 容易なら しめん 爲めの 方法で、 詰 
まり 資格 素質を 下げた ので ある、 人は 殖えて 居らぬ 
御醫 者さん が少 いから 看 li 婦の 上りに 醫珩の 免狀を 
やつた •斯う 云 ふやうな 事に 過ぎぬ、 是亦 今日の 狀 
况と 致しまして は已 むを 得む と 致しましても、 其 結 
果ほ大 に 恐るべき 事で あると 思 ふ、 又 lit 敎育上 の «'f 
に 就ても 甚だ 統一を 缺いて 居る、 東京 商船學 校は 遞 
信 省が 之を 管轄して 居つて'  其 地方の 商船 學校ほ 文 
部 省に 於て赞 _ して 居る、 此間も 川 崎 男髂 から 蒂附 
された 所. の學 校の 管轄に 於て 遞信 省と 文部省との 間 
に爭が 起つ て、 どちらも 御斷 りしたい と 云 ふやうな 
事で、 やつと 終りに 文部省が 之を 引受けた と 云 ふ 事 


番 S の災京 商船 吊 校は 践 frf 杏が 之を し •；£-u 
の免狀 ( i s fr i 省で 出す と 云 ふやうな •丁 -A: f I て ？ fi だ 不 
枝 一で ある‘ 文部省で ほ 海の ? lf :f< 十分で ある •それ 
で » 信 省から 技師 一人を fi:f りて 米て ffc f? さす* 斯う 
云 ふやうな yf にして K- ります が、 それで：..  ' . 
菱成の目的を達すると申すことは六ヶしい、返 ^ は 
| 私が 中す こと もな く、 ® 家 一刟邮 狩る W には rfo に 大 
切な もの -e ございまして、 平生から K 心を 以て 
益 成しなければ ならぬ やうな 必嬰な ものである、 W 
故 政府に 於て は 速に 莢 成す る 所の^ 一を tli: 作 〇 にな 
らぬ か、 昨年 文部 大 K は 颊多の K 等 ^ 校， 取 門彤 校 
等を 御作になる 案を 出して， そろ <署々货 行され 
て 居ります、 獨〇海 £1 問题>  B 下 急を 訴へる 海 W 問 
題を 疎かに されて S- るの (3; 其 怠 を 挝ぬ 、航海 卻肋釣 
の 如き 要らぬ やうな 所へ 企を やつて、： il'IJ かも I つの 
商船 學 校を 加へ まして 4、 三 四十 ai ril の 維持 ?' ;• が あ 
れば 出来る >  何故 111: 方は 御 和 末で あるか、 もう- V し 
海 M の fi 成に 御 努めに ならぬ か、 其 趣 sjc の 在る 所を 
伺 ひたい、 又 下級 海 a に 至りましても 一向 菝成に 御 
努めに なつて 居り ませぬ、 陆 か 共 浒矜 に三茁 IW1 の 補 
助を 與 へて 居る に過ぎない、 是も今 n に 至 〇 まして 
は 極めて 不十分で & るから、 大に御 努めに ならな け 
ればな ら ぬと ^ ふ、 其 次に 海事 * 判の s'i •海 判 
と 申します れば 海 fl の 技術を ^ 韻 致します 驴 判 I'lf で 
ある*  〔「 簡 鼠 に 願 ひます」 と 呼 ふ ^ あ O  ' Ki m に It 
參り ませぬ、 一通り 事 愦を申 さなけ れぱ分 〇 ませぬ 
船が 咐 します れぱ； E ら沈沒 を 致します、 或 (X 骓 松げ 
たり 衝突を 致します、 當然斟 件が 舫 えて 參 ります、 
殖えて 參〇ま すれば、 此 事件は 之を 海 ilf ;^ 判に ! 1 け 
て 其乘組 員の した 事が、 果して 善い か SSS いかと 5;- ふ 
事を 吟味す る ことにな つて 居る 111 機 關ガ今 n .ii: た 
不十分、 不十分な 箬で す、 即ち 二 十二 三年 前に 描へ 
ました 所の 規定で あつて， (1 に 船が 五十 M か 六十 萬 
ほか 無い 所の 事を 基 •礎と 致しまして. •此制 ほ 設けら 
れた ので あるから •越 だ 不十分、 殆ど 斟 門 に 之を 御 
逝り になつ て 居る 方は 無い 多く ほ ii 信 省の 萵等 { IV と 
か、 管 ®! 局長 杯が 兼務 致しまして、 之を やられて 居 
る、 故に 其 事務が S ら 齙滯 する ことは 免れない、 乂 
近頃 ほ じ やうな 人が， 前 申しました 所の 海 M の 試 
驗等に 從事 致し、 其 試 驗を 受ける 若が 追々 增して 參 
ります と •中々 忙しくて 容易に 蒞判に 手が 廻らぬ、 
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斯ぅ 云 ふこと も 承って 居ります、 是等は 大に 改正を 
されて、 さぅ して 今日 旣に 三百 茁 W も あり、 追々 四 
百 萬 ® ) 五 百萬噸 に％ さんと する 所の、 海運 界に 順膘 
する 所の 制度を 御設 'it になるべき ものであると 思 ふ 
之に 對 する 遞信 省の 御意 見は 如何で あるか、 それが 
承りたい 是で私 の 質問は 終りました。 

0 副議長 (潰 I-H 國松 君〕 此 場合 諸君に 御 諮りを 致し 
す 質問 第五、 並に 日程 第一ょり 第 四に 至る 全部は、 
谷 提案者ょり 延期の 申出が あります •許可して 御異 
議 はあり ませぬ か e 

~ 「異議な し」 「異篛 なし」 と 呼ふ涝 あり〕 

〇 副議長 C 1S 田國松 君〕 御 異謎が なければ 總て 延期 
に 決します、 隨て 日程は 是で 終りました-明後日は 
本# 譴を 開きます、 日程は 追て 公報を 以て 御 通知を 

致します、 今日は 是 にて 散©。 

午後 五 時 三十 五分飪 會 


〇 大正 九 年 二 月 五日 (木曜日〕 

午後 I 時 十六 分 開 ii 

議專 日程 第七號 

第一 少年法 案 第一 讀會 

第二 右 議案の spe 査を 付託す へき 委員の ■擧 

第三矮 正 院法案 {一 _) 第一 踏會 

第四右謅案の@查を付託すへき委員の選« 

第五 大正 八 年 法律 第五 號中 改正 法律案 fiic' s 

第 5 會  s li/ 1 « i; 

第 六® 道 敷設 法 中 改正 法律案 (隨骑 ) 第 I 讀 

S S 長)  f 

第 -fc 刑— V 中 i 法律案 (m は) 第 

一 讀酋  1— 

第 A 人 is に關 する 法律 A 値 財 觀狀) 第 

一讀會  .J 

集 九® 人 i— に關 する® 琴 案 lm 機！ §, 一 1 

ffl=s 提) 

第 十 官幣 大社 吉野 神宮 境域 擴張 に閼 する 建議 

炅議) 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 諸般の 報吿 があります。 

【原 田 w 記 官朗 Iff 〕 

一昨 四 R 政府より 提出せられ たる 諉案 左の 如し 

公 偵 金 特別會 計 法案 

羧道國 有 法 中 改正 法律案 


逍 路 公債 法案 

國債 整理 基金 特別 會計法 屮 改正 法律案 
家 祿賞典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 
電信 事業 公債 法案 
電話 事業 公債 法 中 改正 法津案 
sf sl 事業 公債 法 中 改正 法律案 
陴太 事業 公債 法中改 芷 法律案 
朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 
議院 法 中 改正 法律案 
公有林 野 官行 造林 法案 

一 去 三日 議員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
攛原 神宮 崇祠向 上に 關する 建議案 

提出者  片山太 郎君 
民間 航空 事業 奬勵 保 II に關す る 建議案 

提出者 高見 之 通 君  中 村 啓 次 郎君 
粕谷義 三 君  伊 束  重 君 
一 今 五日！ 一員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
軍人恩給 法 中 改正 法律案 

提出者  柏 原文 太 郎君 
〔左の 報吿は 朗 讀 を經 さる も參照 のた め玆に 
掲載す〕 

一昨 四日 常任委員 補闕潠 擧の 結果 左の 如し 
第二 部 

正木 照藏君 (田 中 萬 逸 君 補 闕) 
井原 喜 代 太 郎君 (西 英太郞 君 補闕) 


井島 茂 作 君 C 正木 照 藏君補 闕) 


豫 3? 委員 
請願 委員 
第 六部 
決® 委員 
第 九 部 

決算 委 M 紫 安 新九郞 君 (長 尾 元 太 郎君 補闕) 
一 去 三日 所得税 法改正 法律案 外 六件娄 員 屮村喜 平 

君擗 任 に 付 其の 補 闕 として 氣賀 勘 a 君を 議長に 

於て 選 虔 〇 i 

0 議長 (大岡 育造 君) 是 ょり會 謅を 開きます、 日程 

第一、 第三 ほ， 便宜上 一括 翳 題と 爲 すに 御與議 は あ 

り ませぬ か。 

〔「異議な し j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議 無ければ 一括 議題と 致 

します、 第一 少年法 案、 第三 矯正 院法案 之を 一括 P 

題と 爲 し、 第 I 讀會を 開きます。 

第一 少年法 案 (政府 提出〕 第一® 曾 

少年法 案 

少年法 


第一章 通則 

第 一條 本 法-一 於 テ 少年 卜稱ス ル ハ 十八 歳 u 滿夕 
サル 者 ヲ謂フ 

第二 條 少年 ノ刑事 處分二 關スル 事項 ハ 本 法 1 一定 
ムルモ ノノ 外 一般 ノ例 ，一依 ル 
第三 條本法 ハ 第七條 、第 八條 、第 十條 乃至 第 十 
四條ノ 規定 ヲ除 クノ外 陸軍 刑法 第八條 、第 九條 
及 海軍 刑法 第 八條 、第 九條二 揭ヶ タル 者-一之 ヲ 
@ 用 セス  、 

第二 章保賴 處分 

第 四條刑 5 法令- 1 觸 ルル 行爲 ヲ爲シ 又 ハ 刑罰 法 
令-一 觸 ルル 行爲ヲ 爲ス虞 アル 少年-一 對シテ ハ 左 
ノ處 分ヲ爲 K コト ヲ得 
一 訓誡 ヲ加 フル コト 
二學 校長 ノ訓 誠-- 委スル コト 
三 書面 ヲ以テ 改心 ノ 誓約 ヲ爲サ シムル コト 
四條件 ヲ附シ テ 保護者 二 引渡ス コト 
五 寺院、 保 篚團體 又 ハ 滴當 ナル 者-一 委託 スル 
. n 卜 

六 少年 保護司 ノ觀察  >一 付 ス ル コト 
七 感化院 M 缀致 スル コト 
八 矯正 院 f 送致 スル コト 
九 病院 f 送致 又 ハ 委託 K ル コト 
前項 谷 號ノ處 分 ハ 適宜 併 セテ 之 ヲ爲ス コト ヲ得 
第五 條前條 第一 項 第五 號 乃至 第 九 號ノ處 分 ハ ニ 
十三 歳-一至 ル 迄 其ノ 執行 ヲ 繼續シ 又 ハ 其 / 執行 
ノ繼續 中 何時- 1 テ モ之ヲ 取消 シ若 ハ變更 スル n 
トヲ得 

第六條 少年- 1 シテ 刑/執行 猶豫ノ 、言 渡 ヲ受ケ 又 
ハ 假出 獄ヲ許 サレ タル 者 ハ猶豫 又 ハ 假出 獄ノ期 
間 内 少年 保 ® 司ノ觀 察-一 付ス 
前項 ノ 場合-一 於 テ 必要 アル トキ ハ 第四條 第一 項 
第 四號 、第五 號、 筘七號 乃至 第 九 號ノ處 分ヲ爲 

ス コト ヲ ^ 

前項 ノ 規定- 1 依リ第 四條第 一項 第 七 號又ハ 第 八 
號ノ處 分 ヲ爲シ タル トキ ハ 其ノ 執行 ノ繼 續中少 
年 保護司 ノ 翻察ヲ 停止ス 
第三 章 刑事 處分 

第七條 罪 ヲ犯ス 時 十六 歳 — 滿タ サル 者 M ハ 死刑 
及 無 W 刑ヲ和 セス 死刑 又 ハ 無 «) 刑 ヲ以テ 處斷ス 
ヘキ トキ ハ 十 年 以上 十五 年 以下 二 於 テ 懲役 又 ハ 
禁銦 ヲ科ス 刑法 第 七十 三條第 七十 五條 又 ハ 第二 


百 條ノ罪 ヲ犯シ タル 者-ー ハ 前項 ノ规 定ヲ 適用 セ 
ス 

第 八條 少年 一一 對シ 長期 三年 以上 ノ 有期 ノ懲役 又 
ハ 蔡錮 ヲ以テ 處斷ス ヘキ トキ ハ 其 ノ刑ノ 範闻内 
-一於 テ 短期 卜 長期 トヲ定 メ言渡 K 但シ 短期 五 年 
ヲ超ユ ル 刑ヲ以 テ處斷 K ヘキ トキ ハ 短期 ヲ五年 
二 短縮 N、 

前 孭ノ 規定-一依 リ 言渡ス ヘキ 刑ノ短 期 ハ 五 年長 
期 ハ 十 年 ヲ超ユ ル n トヲ 煜ス 
刑ノ 執行猶 豫ノ言 渡 ヲ爲 K へ キ 場合 M ハ 前 二 項 
ノ規 定ヲ 適用 セス 

第 九條懲 役 又 ハ 禁錮 ノ言渡 ヲ受 ケタ ル 少年-一 對 
シテ ハ特 -1 設ケ タル 監獄 又 ハ 監獄 内ノ特 -1 分界 
ヲ設 ケタ ル 場所- 1 於 テ 其 ノ刑ヲ 執行 ス 
本人 十八 歳-一達 シタル 後卜雖 二十 三歲- 一至 ル 迄 
ハ 前項 ノ規定 -1 依 y 執行 ヲ P 續スル コト ヲ得 
第十條 少年 — シテ厲 役 又 ハ 禁錮 ノ言渡 ヲ受 ケタ 
ル 者 m ハ 左ノ 期間 ヲ經 過シ タル 後假 出獄 ヲ許可 
スル コト ヲ得 

一 無期刑 M 付 テ ハ 七 年 
一一 第七條 第一 項ノ 規定-一依 リ 言渡シ タル 刑-一 
付 テ ハ 三年 

三 第 八條 第一 項 及第 二 項 ノ 規定-一依 リ言渡 シ 
タル 刑 — 付 テ ハ 其 ノ刑ノ 短期 ノ 三分 ノー 
第 十 一條 少年-ー シテ 無期刑 ノ言 渡ヲ受 ケタ ル 者 
假出獄 ヲ許サ レ タル 後其ノ 處分ヲ 取消 サル ルコ 
トナ クシ テ 十 年 ヲ經過 シタルト キ ハ刑ノ 執行 ヲ 
終 リタ ル モノ トス 少年 ニ シテ 第七條 第一 項 又 ハ 
第八條 第一 項 及第 二 項 ノ 規定-- ffi リ刑ノ 言渡ヲ 
受ケ タル 若 假出獄 ヲ許サ レ タル 後 其ノ處 分ヲ取 
消 サル ル n トナ クシ テ假 /II 獄前 二 刑ノ 執行 ヲ爲 
シタルト 同ー ノ期間 ヲ經過 シタルト キ 亦前瑣 -1 
同シ 

第 十二 條 少年 ノ假 出獄 一一 關スル 規程 ハ 命令 ヲ以 
テ 之 ヲ定ム 

第 十三 條 少年-一 對シテ ハ 勞 役場 留置''  言 渡 ヲ爲 

サス 

第 十四 條 少年 ノ 時犯シ タル 罪-一因 リ 死刑 又 ハ 無 
期 刑-- 非 サル 刑-一 處セ ラレ タル 者其ノ 執行 ヲ終 
へ 又 ハ 執行 免除 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 人ノ 資格-一 關 
スル 法令 ノ適 用-一 付 テ ハ 將來二 向 テ刑ノ 言渡ヲ 
受ケ サリ シモ ノト 看做ス 


少年法 案 第一 讀會 


六 七 


皖 漭衆符 链阈帝 回 二十 四 第 


少年法 案 第一 S5&  _ 

少年 / 時 犯 シ タル 罪- 1 付 刑 二 保 セラ レ タル 者 刑 
ノ 執行餚 豫ノ言 暖ヲ受 ケタ ル トキ ハ 其ノ捅 豫期 
間中 刑 / 執行 ヲ終へ タルモ ノト 石 做 シ前項 ノ規 
定ヲ 適用 ス 

前項 ノ 場合- 1 於 テ刑ノ 執行 锅豫ノ 言： 政 ヲ取 消サ 
レ タトキ ハ 人ノ K 格-一 關スル 法令 ノ 適用-- 付 テ 
ハ 5t / JR 消 サレ タル 時 刑 ノ言跋 アリ タルモ ノト 
m 做ス 

第 PH 窣 少年 港 判 所ノ 紐琺 
第 十： yf: 條 少年 m 對シ 保 ig 處分 ヲ爲ス 爲 少年密 判 
所ヲ S ク 

第 十六條 少年洧 判所ノ 設立 廢止及 管 Is 一一  關スル 
規程 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第 十七 條 少年 群 判 所 ハ 司法大臣 ノ監® >|搦 ス 

司法大臣 ハ 控訴院 長 及 地方裁判所 長 二 少年 あ 判 

所 ノ監将 ヲ命ス ル コト ヲ得 

第 十八 條 少年 群 判 所 — 少苹沲 判官， 少年 保護司 

及 Tf} 記 ヲ趵ク 

第 十九 條 少年 蒞 判官 ハ 單獨 -I テ 辞 判 ヲ爲ス 

第二 十條 少年辩 判官 ハ 少年蒞 判 所ノ琪 務ヲ 管理 

シ所 部ノ職 W ヲ監酱 ス 

二人 以上 ノ 少年 審判 官ヲ £2 キタ ル 少年® 判 所 — 

於 テ ハ 上席 者 前項 ノ 規定-一依 ル 職務 ヲ行フ 

第二 十 一條 少年 群 判官 ハ 判事 ヲシテ 之 ヲ兼 ネシ 

ムル コト ヲ得 

判事 タル 資格 ヲ有ス ル 少年 薄 判官 ハ 判事 ヲ兼ヌ 

ル コト ヲ ff 

第二 十！  一 條 少年 審 判官 •辞 判 ノ 公平-一 付 嫌疑 ヲ生 

スへキ 事 由 アリ ト思料 スル トキ ハ 職務 / 執行 ヲ 

31 クへシ 

第二 十三 條 少年 保 ife 司 ハ 少年 群 判官 ヲ輔 佐シテ 

薄 判 ノ K 料 ヲ供シ 翻 察 事務 ヲ掌ル 

第二 十四 條 W 記 ハ 上司 ノ指揮 ヲ承ケ 審判-一 關ス 

ル W 類ノ 調製 ヲ掌リ 庶務 一一 從事ス 

第二 十 .?;: 條 少年審判所 及 少年 保 ri 司 ハ 其ノ 職務 

ヲ行フ -I 付 公務 所 又 ハ 公務員 1 一對シ 囑 託 ヲ爲シ 

其ノ他 必要 ナル 補助 ヲ求ム ル コト ヲ得 

第五 章 少年審判所 ノ手續 

第二 十六 條大審 院ノ特 別擷 限-一 S3 スル 罪 ヲ犯シ 

タル 者 ハ 少年蒞 判 所 ノ群判 二 付 セス 

第二 十七條 左-一記 載 シ タル 者 ハ 裁判所 又 ハ檢事 

ヨリ 送致 ヲ受 ケタ ル 場合 ヲ除 クノ外 少年 港 判 所 


ノ褅 判- 1 付 セス  广 
一 死刑、 無期 又 ハ 短期 = 年 以上 ノ涊役 若 ハ 禁 
錮二該 ルへ キ罪ヲ 犯シ タル 老 
二 十六 歳 以上 ニ シテ罪 ヲ犯シ タル 者 
第二 十八 條刑事 手紹- 一佐 リ密理 屮ノ者 ハ 少年審 
判 所ノ浠 判 — 付 セス 

第二 十九 條 少年 群 判 所-一 於 テ 保 SS 處分 ヲ爲ス へ 
キ 少年 アル コト ヲ認 知シ タル 者 ハ 之ヲ 少年 , fff 判 
所 又 ハ 其ノ職 員- 1 通吿ス ヘシ 
第三 十條通 吿ヲ爲 K  -1 ハ 其 ノ 事由 ヲ 開示シ 成 ル 
へク 本人 及其ノ 保 1® 者ノ 氏名、 住所、 年齡‘ 職 
菜、 性行 等ヲ 申立 テ JI. 參考 卜爲ル ヘキ rt 料ヲ差 
出ス ヘシ 

通吿ハ 軎面又 ハ ロ頭 ヲ以テ 之ヲ爲 K コト ヲ得 口 
頭ノ通 吿 アリ タル 場合-一 於 テ ハ 少年審判所 ノ職 
員其ノ 申立 ヲ錄 取ス ヘシ 

第三 十 一 條 少年審判所 審判 二 付ス ヘキ 少年 アリ 
卜 思料 シタルト キハ事 件 ノ關係 及 本人 ノ 性行、 
境遇、 經歷 、心身 ノ狀况 敎育ノ 程度 ヲ調 査スへ 

シ 

心身 ノ狀况 二 付 テ ハ 成 ルへ ク醫 師ヲシ テ 診察 ヲ 
爲サシ ムへシ 

第三 十二 條 少年審判所 ハ 少年 保護司- 1 命 シテ必 
耍 ナル 調査 ヲ爲 サシ ムへシ 
第三 十三 條 少年審判所 ハ 事實ノ 取調 ヲ 保護者-一 
命シ又 ハ 保 ii 團體 m 委託 スル コト ヲ得 
保 譃者及 保護 副 體ハ參 考卜爲 ルへ キ 資料 ヲ差出 

ス コト ヲ li 

第三 十四條 少年審判所 ハ 參考 人 — 出頭 ヲ命シ 調 
查ノ爲 必要 ナル 事實ノ 供述 又 ハ 鑑定 ヲ爲サ シム 

ル コト ヲ ^ 

前項 ノ場 合-一 於テ必 耍卜 認ムル トキ ハ 供述 又 ハ 

鑑定 ノ 要領 ヲ錄取 K ヘシ 

第三 十 五條 參考人 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ 費用 

ヲ 請求 スル コト ヲ得 

第三 十六 條 少年審判所 ハ 必要- 1 依 y 何時 — テ モ 

少年 保 ii 司ヲシ テ 本人 ヲ 同行 セ シムル コト ヲ得 

第三 十七 條 少年審判所 ハ 事情-一 從ヒ 本人- 1 對シ 

假-一 左 ノ處分 ヲ爲ス コト ヲ得 

一 條件ヲ 附シ又 ハ附セ スシテ 保護者- 1 預クル 

n 卜 

二 寺院、 保護 國體又 ハ 適當 ナル 者-一 委託 スル 


三 病院 M 委託 K ル コト 
四 少年 保護司 / 眼 察- 1 付 ス ル コト 
已ム n トヲ得 サル 場合 m 於 テ ハ 本人 ヲ假 -1 感化 
院又ハ 矯正 院 M 委託 スル n トヲ煜 
第一 項 第一 號 乃至 第三 號ノ處 分 アリ タル トキ ハ 
本人 ヲ 少年 保 誰 司 ノ觀察 -I 付ス 
第三 十八 條前條 ノ處分 ハ 何時 M テ モ之ヲ IE 消シ 
又 ハ 變更ス ル コト ヲ得 

第三 十九 條 前三條 ノ場 合- 1 於 テ ハ 速-一 其 ノ旨ヲ 
保 si 者 M 通 知 K ヘシ 

第 四十 條 少年審判所 調査 ノ 結果 一一 因リ審 判ヲ開 
姶スへ キモ ノト 思料 シタルト キハ 密 判 期日 ヲ定 
ムへシ 

第 四十 一條 審判 ヲ 開始 セ サル 場合-一 於 テ ハ 第三 
十七 條ノ處 分 ハ 之ヲ 取消 スへシ 
第三 十九條 ノ規定 ハ 前項 ノ 場合- 1 之ヲ ys 用ス 
第 四十 二 條 少年審判所 審判 ヲ開始 スル 場合 二 於 
テ 必要 アル トキ ハ 本人 ノ爲附 添 人ヲ附 スル n 卜 
ヲ得 

本人、 保護者 又 ハ 保 譴圓體 ハ 少年審判所 ノ 許可 

ヲ受ケ附添八ヲ選任スルコトヲ得 

附添人 ハ 辯 il 士 、保護 事業-一 從事 ス ル 渚 又 ハ 少 

年 審判 所ノ 許可 ヲ受ケ タル 者 ヲ以テ 之 ' I 充ツへ 

シ 

第 四十 三條 審判 期日-ー ハ 少年 審判 官及書 記 出席 

スへシ 

.少年 保護司 ハ 審判 期日-一 出席 スル コト ヲ得 
審判 期日-ー ハ 本人、 保護者 及附添 人ヲ 呼 m スへ 
シ但シ 實 益ナシ ト認ム ル トキ ハ 保護者 ハ 之ヲ呼 
出 ササ ル n トヲ得 

第 四十 四條 少年 保 _ 司， 保 _ 者 及附添 人 ハ 審判 
ノ席 -- 於 テ 意見 ヲ 陳述 スル コト ヲ得 
前項 ノ 場合- 1 於 テ ハ 本人 ヲ 退席 セ シム ヘシ 但シ 
相當ノ 事由 アル トキ ハ 本人 ヲ在席 セ シムル コト 
ヲ得 

第 四十 五條 審判 ハ 之ヲ 公行 セス 但シ 少年審判所 
ハ 本 入ノ 親族、 保護 事業-一 從事 N、 >u 者 其 ノ他相 
當卜 認ムル 者-一 在 席ヲ許 ス コ トヲ煜 
第 四十 六條 少年審判所 審理 ヲ終へ タル トキ ハ 第 
四十 七條 乃至 第五 十四 條ノ 規定- 1 依 リ 終結 處分 
ヲ爲 K ヘシ 


r  一六 七 二 

第 四十 七 肢 刑 ? If 泝 追/ 必耍 r y 卜 2  X 々ル トキ 
ハ ? If 件ヲ狞 輅 栽 判 所 ノ檢 >Jf -l is 致ス ヘシ 
狨判所 又 ハ檢 出 ヨリ 浍致 ヲ受 ケタ IV, -Jf <T 二 付 新 
ナル Jlf H ノ發 M -I 因 y 刑 祺訴迫 ノ必处 ア9 卜 d 
メタル トキ ハ符钝 ifi 判 所ノ檢 水 ノ si 兑 > e キ 曲 
項ノ手 紐 V S X ヘシ 

前 二 ? 9 ノ處 分ヲ爲 シタルト キハ 其 ノ 3 :: ヲ木 一 
保護者 二 通知 ス へ シ 

檢 yv ハ 第一 項 又 ハ 第二 s  ノ规定  一一 te リ浍致 ヲ *ki 
ケタ ル 事件-一 付爲シ タル fig 分ヲ 少年 ® 判 所- 1 通 
知スへシ 

15 四十 八條訓 誠 ヲ加フ ヘキ モノ ト 認 メタル トキ 
ハ 本人-一 對シ某 ノ 非行 ヲ指摘 シ !|$ 來漑 守ス ヘキ 
事項 ヲ諭 i1? スへシ 

前項 ノ 場合- 1 於 テ ハ 成 ルへ ク保誰 莕及附 ：雙ヲ 
シテ立 gr ハシム ヘシ 

第 四十 九條學 校長 ノ 訓誡- 一 委ス ヘキ モノ ト 認メ 
タル トキ ハ 學校 長- 一 對シ 必要 ナル ? l.f ?fi ヲ 指示シ 
本人-- 訓誡 ヲ加フ ヘキ 旨ヲ 吿知ス ヘシ 
第五 十條 改心 ノ替 約ヲ爲 サシ ムへキ モノ ト 1 i メ 
タル トキ ハ 本人 ヲシ テ ^ 約 if ヲ差出 サシ ムへシ 
前項 ノ 場合-一 於 テ ハ 成 ルへ ク保一 一 者ヲシ テ立鉍 
ハシメ 1|. 誓約磬 — 迪碧セシムへシ 
第五 十一 條條件 ヲ附シ テ 保 謎 者-- 引® スへ キモ 
ノト 認メ タル -I' キハ 保_ 者 — 對シ 本人 ノ保讁 砬 
膂二 付必耍 ナル 條件ヲ 指示 シ 本人 ヲ引渡 ン 、へ シ 
第五 十二 條 寺院， 保護 團體又 ハ 適當 ナル坍 二 ® 
託ス ヘキ モノ ト認 メタル トキ ハ 委託 ヲ受ク ヘキ 
者-一 a シ 本人 ノ處遇 m 付 參考卜 S ル ヘキ 事 ? l-i ヲ 
指示 シ保 _監 督ノ仟 務ヲ委 « スへシ 
第五 十三 條 少年 保護司 ノ觀察 -l fJ- スへキモノト 
認 メタル トキ ハ 少年 保 謎 司-一 對シ 本人 ノ保護 監 
督二付必礙ナル事項ヲ指示シ觀察-一付スへシ 
第五 十四條 感化院， SI 正院乂 ハ 病院 二 送致 父 ハ 
委託 スへキ モノ ト認 メタル トキ ハ 其ノ 長-一 對シ 
本人 ノ處 遇-一 付參 考卜爲 ルへ キ 事 項 ヲ 指示シ 本 
人ヲ 引渡 スへシ 

第五 十 五條 刑罰 法令-一 觸 ルル 行爲 ヲ爲ス 隄 アル 
少年 — 對シ 前三條 ノ處 分ヲ爲 X 場合 一一 於 テ 適 常 
ナル 親® 若、 後見人、 戶主其 ノ他ノ 保護者 アル 
トキ ハ 其ノ 承諾 ヲ經 ヘシ 

第五 十六， 條 少年 港 判 所ノ沲 判 — W テ ハ 始末 ?, f ヲ 


院讓 衆钤 帝间 二十 


作リ沲 判 ヲ經 タル 事件 及 終結 處分ヲ 明確-ー シ其 
ノ他 必要 卜認 メタル 事 明 ヲ 記 載ス ヘシ 
第 : TI: 十七 條 少年 滞 判 所 第 W 十八 條 乃至 第五 十二 
條 及第 五十 四條 ノ處 分ヲ S シタルト キハ 保護者 
吊 校長、 委託荠 又 ハ 感化院、 矯正 院若ハ 病院 ノ 
長- 1 對シ 成闕 報吿ヲ 求ムル コト ヲ得 
第五 十八 條少年 薄 判 所 第 ? T 十 一條 及第 3T. 十二 滕 
ノ羯分 ヲ爲シ タル トキ ハ 少年 保護司 ヲシテ 其 / 
成 組 ヲ視怒 シ適當 ナル 指示 ヲ爲サ シムル コト ヲ 

H JV 
\f 

第五 十九條 少圯蒞 判 所 第 四十 八條 乃至 第五 十四 
條ノ處 分 ヲ爲シ タル 後 審判 ヲ經 タル 事件 第二 十 
六條又 ハ 第二 十七 條第 一號- 1 記 賊シ タルモ ノナ 
ル コト ヲ發見 シタルト キハ 裁判所 又ハ檢 事 ヨリ 

缀 致ヲ受 ケタ ル 場合 卜雖& 裁判所 ノ檢事 ノ意 

見ヲ_キ處分ヲ取消シ事件ヲ檢事-|沿致スへシ 

禁錮 以上 ノ刑二 該ル罪 ヲ犯シ タル 者-一 付 第 四條 

第一 項 第 七號又 ハ 第 八號 ノ處 分ヲ繼 續ス ル- 1 適 

セ サル fll m アリ ト認 メタル トキ 亦 前項-一同 シ 

第 六十條 少年 {推 判 所 本人 ヲ 寺院、 保 li l-fl 體若ハ 

適 當 ナル 者- 1 委託シ 又 ハ 病院-一 ； 1 致 若 ハ 委託 シ 

タル トキ ハ 委託 又 ハ ^ 致ヲ受 ケタ ル 者 二對シ 之 

一 I 因 リ生シ タル ffl n] ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ給付 スル 

n トヲ ?3 

茁 六十 一條 第 ill 十 . 7;; 條 及前條 ノ ?'i w 並 感化院 及 

矯正 院 -I 於 テ 生 シタル §：； 用 ハ 少年漼 判 所 ノ 命令 

一一 依 リ本入 又 ハ 本人 ヲ扶蓊 X 、 ル議務 アル 者 ヨリ 

< -1-: 部 又 ハ ー 部ヲ 徵收ス ル コト ヲ得 

前 ? n 費 R] ノ徴收 -I 付 テ ハ 非訟事 件 手 ffl 法 第二 百 

八 條ノ規 定ヲ ifw ス 

第 六窣狨 判 所ノ 刑事 手綏 

筑六 十！ i 檢事 少年 二對 N、 ル 刑 yf 事件 二 付 第 四 

肢ノ處 分ヲ爲 スヲ相 當卜思 料 シタルト キハ 事件 

ヲ 少年密 判 所- r 送致 スへシ 

第 六十 三临 第四條 ノ處 分ヲ受 ケタ ル 少年- 1 對シ 
テ ハ 密 判ヲ經 タル 事件 又 ハ 之ヨ リ輕キ 刑-一 該ル 

ヘキ -yf 件- ー シテ處 分 前- 1 犯 シタル モノ- 1 付 刑事 

訴追 ヲ爲ス コト ヲ得ス m シ第五 十九 胳ノ 規定, 一 

依 リ處 分ヲ 取消 シタル 場合 ハ此ノ 限, I 在 ラス 

第 六十 四條 少年-一 對スル 刑 iH- yf 件 M 付 テ ハ 第三 

十一 條ノ 調査 ヲ爲ス へ シ 

少年 ノ身上 二 關スル 事項 ノ 調査 ハ 少年 保 ig 司 — 


囑託シ テ 之 ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 
筘 六十 五條 * S 判 所 ハ 公判 期日 前前 條ノ 調査 ヲ爲 
シ又ハ 受命判 事 ヲシテ 之ヲ爲 サシ ムル コト ヲ fi 
第 六十 六 條 裁判所 又 ハ豫辨 判事 ハ 職 fl ヲ以テ 又 
ハ 檢 W ノ 申立 — 因リ 第三 十七 條ノ規 定 — 依 ル處 
分 ヲ爲ス コト ヲ得 

第三 十八 條及 第三 十九 條ノ 規定 ハ 前孭ノ 場合-一 
之ヲ _ 用ス 

第 六十 七條勾 留狀 ハ已ム コト ヲ得 サル 場合 二 非 
サレ ハ 少年 I〗 對シテ 之ヲ發 スル コト ヲ得ス 
拘置 監- 1 於 テ ハ 特別 ノ事 U1 アル 場合 ヲ除ク ノ外 
少年 ヲ獨居 セ シム ヘシ 

第 六十 八條 少苹 ノ被传 人 ハ 他 ノ被苦 人卜 分離シ 
其 ノ接觸 ヲ避ヶ シム ヘシ 

第 六十 九條 少年 M a スル 被吿 事件 ハ 他ノ 被告 事 
件卜牽 連 スル 場合 卜雖審 理二妨 ナキ限 リ其ノ 手 
續ヲ 分離ス ヘシ 

第 七十 條 裁判所 ハ 事情 — 依 リ公判 中 一時 少年 ノ 
被 «• 人ヲ退 廷セシ ムル コト ヲ得 
第 七十 一條 第一 港 裁判所 又 ハ 控訴裁判所 港 理ノ 
結果- IH リ被吿 人-一 對シ第 四 條ノ處 分 ヲ爲ス ヲ 
相 當卜 M  メタル トキ ハ 少年 准 判 所-一 送致 スル 旨 
ノ 決定 ヲ爲ス ヘシ 

檢事ハ 前項 ノ決定 -1 對シ三 R 内-一 抗吿ヲ 爲ス コ 
トヲ得 

第 七十 1 一條 第 六十 六條ノ 處分ハ 事件 ヲ 終局 セ シ 
ムル 裁判 ノ確 定- 一因 リ其ノ 効カ ヲ失フ 
第 七十 三條第 四十 二 條 、銷 四十 三條 第二 項 第三 
項 及第 四十 四 條ノ 規定 ハ 公判 ノ手續 M 第 六十 條 
及第 六十 一條 ノ規定 ハ 務漭又 ハ 公判 ノ手續  一 I 之 

ヲ 準用ス 

第 七 章 罰則 

第 七十 四 條少年 准 判 所ノ審 判-一 付 セラ レ タル 事 
項 又 ハ 少年- 1 對スル 刑 iji ljf 件- 1 付 裸 港 乂ハ 公判 一 
11 付 セラ レ タル 事項 ハ 之ヲ新 阳紙其 ノ他ノ 出版 
物-一 掲載 スル コト ヲ措ス 

前項 ノ 規定- 1 違反 シタルト キハ 新聞紙-- 在リテ 

ハ 編輯 人 及 發行 人、 其 ノ他ノ 出版物-一 在 リテハ 

著作 奢 及發 行者 ヲ ー年 以下 ノ禁錮 又 ハ 千 圓以下 

ノ罰 金-一 處ス 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 


§ 矯正 院法案 C 政府 提出〕 第一 讀會 
矯正 院 法案 
矯正 院法 

第 一條 矯正 院ハ 刑罰 法令 — 觸 ルル 行 爲ヲ爲 シ又 
ハ 刑罰 法令 — 觸 ルル 行爲 ヲ爲ス 晴 アル-十二 歳以 
上ノ性 狀特- 1 不良 ナル界 ヲ收容 スル 所 トス 
第二 條紐 正院 >一 收容ス ヘキ 者 ハ 少年 S 判 所 ヨリ 
送致 シタル モノ 及 民法 第 八 百 八十 二 條ノ 規定 二 
依リ 人院ノ 許可 アリ タル モノ- 1 限 ル 
第三條 矯正 院- 一收容 シタル 者 ノ在院 ハ 三十 三 歳 
ヲ超ユ ル n トヲ m ス 

第 四條 矯正 院ニハ 特二區 »J シク ル 場所 ヲ設 ケ少 
年 {港 判 所、 裁判所 乂 ハ豫密 判事 ヨリ假 — 委託シ 
タル 者ヲ E ク 

第五 條 矯正 院ハ 收容ス ヘキ 者ノ 男女 ノ別 -I 從ヒ 
之 ヲ設ク  . 

第六條 十六 歳 二 滿タ サル 者卜 十六 ^ W 上 ノ者卜 
ハ 分界 ヲ設 ケタ ル 場所-一谷 別-一之 ヲ收容 ス 
第七條 矯正 院ハ 之ヲ國 立 トス 
第 八條 矯正 院ハ 司法 大 Is ノ管理 二嵇ス 
第 九條 司法大臣 ハ少ク トモ 六月 毎-一一 回 官吏 ヲ 
シテ 矯正 院ヲ 巡察 セ シムへ ' y 
少筇辦判官ハ隨時矯正院ヲ巡齙スへシ 
第 十條 在院 者-ー ハ 其ノ件 格ヲ 矯正 スル 爲 嚴格ナ 
ル 紀律 ノ ト-一 敎莠ヲ 施 シ其ノ 生活-一 必斟 ナル 實 
槩ヲ練 習 セ シム 

第 十 一條 矯正 院ノ長 ハ 命令 ノ定ム ル 所-一 tey 在 
院者ヲ 懲戒 スル コト ヲ得 
第 十二 條矯正 院ノ長 ハ已ム コト ヲ得 サル 事由 ア 
ル 場合-一 於 テ ハ 少年 藩 判 所ノ 許可 ヲ受ケ 未成年 
ノ在院 者 及假 退院 者ノ爲 親撾 -^ 又 ハ 後 W 人ノ職 
務 二 ) 1 スル 行爲ヲ S ス コト ヲ捋 
第 十三 條矯正 院ノ畏 少年 港 判 所 ヨリ送 致シ タル 
在院者 -1 對シ 執行 ノ目的 ヲ達シ タリ ト認ム ルト 
キハ 少年 密判 所ノ許 可 ヲ受ケ 之ヲシ テ is 院七シ 

ムへシ 

第 十四 條 矯正 院ノ長 ハ 少年審判所 ヨ リ揆 致シタ 
ル在院 者-ー シ テ收容 後 六月 ヲ經 過シ タル モノ-一 
對シ 少年審判所 ノ 許可 ヲ受 ケ條 件ヲ 指定 シテ假 
-I 退院 ヲ許ス コト ヲ得 

假 退院 ヲ許 サレ タル 者 ハ 假 退院 ノ 期間 內 少年 保 


_司ノ 翻 察-一 付ス 

第 十五 條假 退院 者 指定 ノ條件 M 違背 シタルト キ 
ハ 矯正 院ノ長 ハ 少年審判所 ノ許可 ヲ 受ヶ假 退院 
ヲ取 消ス コ トヲ得 

第 十六 條在院 者 又 ハ 假 退院 者 逃走 シタルト キハ 
少年審判所 及 矯正 院ノ 職員 ハ 之ヲ遠 捕 スル コト 
ヲ得 

少年法 第二 十五 條ノ 規定 ハ 前項 ノ場 合-一之 ヲ準 
用ス 

第 十七條 本 法-一 規定 スル モノ ヲ除 クノ 外在 院者 
ノ處 遇-一 關スル 規程 ハ 命令 ヲ以テ 之ヲ 定ム 
矯正 院ノ長 ハ 司法大臣 ノ 讁 可 ヲ受ヶ 在院 者ノ處 
遇 — 關スル 細則 ヲ定ム ヘシ 

第 十八 條前 M 條ノ 規定 ハ 少年審判所 ，裁判所 又 
ハ豫審 判事 ョリ 假 -1 委託シ タル 者- 1 付 之ヲ進 用 

ス 

附則 

本 法 施行 ノ期 R ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
〔_ 務 大臣 原 敬 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇阈務 大 I-;': (原 敬 君) 少年法 案、 並に 矯正 院法 案提 
出の理由を簡©に說阴致します、少年法案は、十八 
歳 未滿の 少年に 對 して、 普通の 刑 ijf 裁判に 依る こと 
を 適 當と考 へない のであります、 仍て是 等に 對して 
は、 保 si •並に 敎 養の 目的を 以て、 特別なる 裁判 法 
を 設けたい と考 へる のであります、 而 して 此 少年 裁 
判に 依て、 或は 感化院に 浍り 、又は 矯正 院に遂 り、 
其 他の 方法に 依りまして 少年を 保 li し、 並に 敎養致 
さぅ と 云 ふ 目的に 外ならぬので あります、 又 矯正 院 
法案、 是は 少年法と 關聯 致しまして、 耍す るに 少年 
改善の 一方 法と して、 少年監 若く ほ 感化院に 浍る中 
間に 於て、 矯正 院と云 ふ ものに 少年を 5S つて、 敎養 
致さぅ と 云 ふに 過ぎぬ のであります、 是等は 現在の 
我國の 狀况に 照し まして、 少年の 爲めに 斯の如 き 法 
案に te つて 矯正を 圖る ことは、 今 H の 時局に 於て 適 
當の 事と 考 へます、 仍て 此 の 法案を 提出 致しました 
のであります 十分 御涟査 の 上 御協寶 を ? II 望 致します 
(拍手 起る) 

0 議長 C 大岡育 造 君〕 右 議案の S? 査を 付託すべき 委 
fl の選擧 を識 題に 致します。 

0 描 山 勝 太 郞君質 間が あります。 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 質問の 申出が ありました、 橫 
山 勝 太郞 君。 


六七彐 


矯正 院 法案 第 ~讀會 


P 交 ■衆鉀 5^1 帝冋 二十 四 男 


少年法 案外 一件 第一 沼 1ST 
〔描 山 勝 太 6S I 君 登®、 拍手 起る：！ 
os 山镑太 rs if 極めて 大瞠を 承つ て S きたいと 考 
へます、 近年 社 侍の 進步 を來 し、 又 社 ^ の 狃琺が 梭 
雄に ffi 成ります るに 就て、 所謂： 个良 少年なる 者が、 
非常なる 速度を 以て 增加 致して 居る、 是は 文明 社 ff 
の 一の 副 脔物で あると 考へ て® ります、 随て 本案の 
如き 法律案が 謎 fr に 提出せられ たる ことほ、 站' た 結 
摺な ?lf であつ て、 吾々 は 寧ろ 其 抱 出の 晚きを 憾むも 
のであります ?:- 、_今司法大 [|': ょり保越のね味を以 
て、 打 別 裁判 手 紐に 附す ると 云 ふやうな rx 味の 御 說 
明が ありました、 大踏そ れで諒 解す る ことが il*, 來る 
のであります が、 尙ほ 二三 不明なる 點 に 就て、 私は 
常 局の S 見を K して既 きます、 第一に 此少年 法案な 
る， <1, 0 は、 吾々 の豫 想す る 所に 依ります ると、 少年 

毅判法 と 云 ふ 形式を 以て、 御 提案になる べき ものと 

信 じて e つたので あります が、 F1 に f 少年法 案」 と 

あります、 形式 ほ 朝れ でも 宜しう ございます が、 其 

内容に 就て 一訥 致して 見ます ると、 「少年 群 判 所」、 

若く ほ 「少年 群 判官」、 或は 「處 分」 或は 「保 謎」 と 

云 ふやうな 文字が 使つ てありまして、 此 少年法 案の 

件 質は 如何なる ものである かと 云 ふこと に 就て は、 

多大の 疑惑の ある こと、 存じます、 で 第一に 本案は 

當 MJ に 於て は、 之を 刑事 政策の 一端と して 提出せ ら 

れたる ものであります か、 或は 社 會 政策の 意味を 以 

て 提案せられ たる ものであります か、 此 法案の 主義 

に 就て 根 本義を 承つ て蹬 きたいので あります、 或は 

今 n の 刑法、 並に 今 R の 刑事訴訟法の 手續に 於て は 

到底此 少年の 犯罪、 若く は 犯罪に 近づかん とする の 

危險 ある 場合を 律す る 事は 出来ない、 其 故に 刑法の 

補助 的 窓 味、 若く は 裁判の ? 10 助 的の 意味を 以て 刑事 

政策の 徹底を 期す るが 爲 めに、 W すと 云 ふ 意味で あ 

ります か 或は 刑事 政策の 其 目的の 中に 包含され て 居 

る けれども、 又 不良少年を 保譃 し、 特別の 裁判 手續 

を 設けて、 而 して 社會の 安寧 幸福の 爲めに 資する と 

55 ふ •一 稲の 社會 政策 も 無論 包含せられ たものと 思 

はれる のであります' か-孰れを 主と し* 孰れを 從と 

する か、 若く は 其 一方に 依る ので あるか、 此 主義の 

如何に 依て、 此法 案の內 容の 規定に 多大なる 影響を 

持つ のであります から、 M 初に 根本主義に 就て 71: つ 

て K きたいので あります、 第二に 承りたい のは-唯 

今 司法 大 15 の御說 明に 依ります と 云 ふと、 少年 保 ii 

の：：；： 的を 以て、 特別の 裁判を する の必耍 ありと 云 ふ 


ことであります が、 其 次に 御提 /J5 になり ました® 正 
院法 案、 此 法案と 對照を 致し ま -? と、 云 ふと、 無論 
不良少年若くは惡帘の保謎が、本案の主眼であると 
云 ふことは， 唯今 司法 大 [:1 の 御 說 明と 相俟つて® め 
て 明瞭で ございます が， 保護す ると 申します れ ば、 
此法 案の 目的と する 所に 依つ て、 結局に 於て 其 不良 
少年、 若く は 惡 rf と稱 する 者の、 改過遡 善の 見込の 
ある 者で なければ、 此 少年法 案と 云 ふ ものは 適用が 
無い 謅で あります、 即ち 絕對に 感化の 見込の 無い 者 
に對 して •少年法 案と 云 ふ もの {i 更に 効果の 無い 譯 
であります、 而 して 今日 不良 少卬 に對 して、 莨 際 的 
知識を 有つて 居る 人の 說明 若く は 統計 等に 依て 見 ま 
すと 云 ふと， 不良少年の 中の 刑罰 法令に 觸れる 者、 
若く は 殆ど 刑罰 法令に 觸れん とする 危險の ある 少年 
斯の 如き 者が 全體 から 申します と， 約 三分の 一は 错 
神の 低 格 者で ある、 若く は 白痴 痴愚に 近い 所の 者で 
ある、 社會 上の 原因より して 不良少年の 群に 入つ た 
所の 者は どの やうに も 少年 裁判 法の 運用に 依て 之を 
感化す る ことは 出来 ませう けれどもが、® 人の 性格 
に 基く 所の 低能者， 白痴 者. 若く は 白痴に 近い 所の 
者は、 如何に 此 少年法 案を 以てしても •到底 感化の 
見込な きもので あらう と 私は 信じます、 其 感化の 見 
込の なき 者、 刑 K 法令に 觸れ 、若く は觸 れんと する. 
不良少年が 三分の 一を 占めて 居る と 云 ふので ありま 
す、 此 少年法 案の 目的と する rf が、 不良少年 保護、 
不良少年の 感化に 在りと するなら ば、 此 三分の 一の 
到底 感化す る ことの 見込の 無い 者に S しては、 政府 
は 如何なる 策を 執らん とする のであります か" 其 事 
柄を 承りたい と考 へます、 それから 第三には 此不良 
少年た る 原因であります が、 本案 並に 矯正 院 法案に 

は， 不良少年と なりし 後に 於て， 其 不良少年を 保 P 

し、 ■其 不良少年を 感化せ しむる 其 回 的を 持つ て 居る 

ものであります が、 元来の 理想から 致し ますれば、 

不良少年になる 前に 不良少年の 出で ざる ことを、 國 

家と しては 其 政策を せねば ならぬ と考 へます， 一方 

不良少年を 造つて 置いて， 其 不良少年の 感化に 努む 

るよりも-根本 よりして 不良少年の 出で ざる ことに 

政府 當 局は 努 むる 責任が あると 考へ ます、 然らば 所 

謂 不良少年なる 者は、 如何なる 原因に 依て 出る かと 

申します れば 、詳しい ことは 私 申す 必要 もな し-又 

存し ませぬ が、 不良少年を 最も 多く 產 s する 所は、 

諸君 も 御 承知の 通り 所謂 貧民窟で ある、 貴族 富豪の 


子弟 •若く は 中沫楛 級の 家庭ょりも 不良少年は 出 ま 
すけれ ども、 其 大部分 ほ© 民 ES から 出る ので ありま 
す、 此 大部分の 不良少年を 產み 出す 所の a w SI に對 
して 政府 ii 如何なる 政策を 執つ て 居る かであります 
此朿京市に現存して居る貧民窟、並に隣接郡村に澤 
山ございまする所の©民窟，或は神戶の ?5: 民窟、大 
阪の貧 民窟 、是 等の 大部分は、 私 自ら 路査 をして W 
見して 居ります るが、 非常に 澤 山の 不良少年を 造る 
べき 組趦 になつ て 居る のであります、 御 承知の 御 方 
も あるか も 知れ ませぬ が、 東京 市 並に 隣接 郡 村に 於 
ける 貧民窟の 有 _ を 見ます ると、 大抵は 三® か 四 @ 
の 室であります、 此 三 @ 乃至 四 ! S! の 室に、 私の 货見 
する 所に 依れば、 最も 多く 人間の 住んで 居つ たのが 
三 夫婦に 子供 一一 三人 住んで 居る のであります， 其 他 
四 © の 室に 二 夫婦 位 皆な 住んで 居る のであります， 
斯の 如き 家庭に 於て 生れた る 少年 か、 如何なる こと 
を經驗 する かと 云 ふこと け、 是 ほ 申す まで もない 事 
柄で ある、 其 他衞生 上の 設備と 云 ひ、 敎育 上の 設備 
と 云 ひ、 絕對に 貧民窟に 於て、 政府が 何等の 政策を 
も 施して 居らぬ、 所謂 fi 民窟は 不良少年の 製造所と 
云つ て も 差 支ない ので ある， 乃ち lit 貧民窟の 救濟策 
は、 防 貧 或は 救貧の 制度を 盛に して、 社會 政策を 行 
はなければ、 此 不良少年の 根絶を 期す る ことは 到底 
出来ない のであります、 然るに 政府が 此方 面に 對し 
て 全然 閑却して 居る かどぅ か 知り ませぬ が、 其 努力 
太 だ 微弱に して •連日 貧民窟ょり 不良少年を 產 出し 
つつ、 其 出来た 1 f 良 少年を 此 不良少年 法案 •矯正 院 
法案に 依て 感化 せんとす るのは、 1« に 本末 頭 倒した 
ことと 申さなければ ならぬ、 此點に 就て 政府 當 局の 
御考を 承りたい、 其 次には 此 〖港 判官の 性質で ありま 
す、 此審 判官の 法律上に 於け る 性質は， 憲法 上の獨 
立の 保障 ある 裁判官の ことで あるか、 又 左_な もの 
ではない かと 云 ふこと を 承つて 置きたい、 それから 
此 少年法 案の 中に 規定して あります る 所の 保 _處 分 
若く は 刑事 處 分に 就て 承りたい のであります が、 刑 
事 處分に 對 しては、 唯今 司法大臣の 御說明 の 如く 特 
別の 裁判 手續と 看る ことが 出来ます が、 此保 護處分 
に 就て 承りたい のは、 第 四條に 規定して あります る 
所の 幾多の 自由を 制限し、 身體の 拘束を する 所の 方 
法と 云 ふ ものは >  是 は 憲法 上から 翻 察を 致しまして 
憲法 第二 十二 條の 所謂 逮捕 審問 處請と 云 ふ 中に 入る 
のであります るか、 どうであります るか、 若く は憲 


I  一六 七 四 

法の 規定に li 免 も關 係な き 1M 0 5S 分と してやる fa 
りで あるか、 どうかと 云 ふこと を 承 〇 たい、 共 次に 
は 元来が 此兩 法案の ^的とする所け‘パ以少年の保 
譃感化に在るのであ0ますが、所ポ下以少年なる齐 
li > 如何なる 方面に 於て 最も 多い かと 中し ますれ If 
是は 文明の 產物で あると [fd 時に 大都 m の 鋩 物で ？, る 
山間 僻地に 多く 不- R 少年は 居ない のであります、 又 
假令 山間 僻地に 3T 入 や 三人の 不良少年が ありと 雖も 
之が 爲に特 に此 少年 裁判で ある 所の、 群 判 法を BS け 
る必要は無いのであります、是故に此法案を述用す 
るに 付て、 如何なる 方面に： S も必耍 であるかと 中し 
ますれば、 ®: 京、 大阪 ■神 戶の如 き大都坩に於て、 
最も 必耍で あるので あります が、 政府 ti 之を 日本 全 
國に 直ちに 適用せ んとす る 趣 % 1C であります か、 常 分 
の 中は 大都币 のみに 止めて la くの 趣 ; (5 であります か 
是 等大膛 に 就て 御說 明を 承りたい と考へ ます (拍手 
起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 鈴 木 政府®: r 

〔政府 委員 法學！ S  士 鈴木莴 三 郎君 登搜〕 

0 政府 委員 C 法學 博士 鈴 木 喜 三 郎哲〕 唯今® 山 君の 
六點. の 御 質問に 對 して、 大約御 答を 印し まする、 鎔 
一本 案は 社會 政策に 出て たもので ある， 將又 刑 yi 政 
策に 出で たもので ある や， 斯う 云 ふ 御 質問で ありま 
する が、 元 來社會 に 不良少年が 咐加を 致しまして、 
之を 改過遷 善させる と 云 ふ ^ 柄は、 言 ふまで もな く 
一面から 言へ ば 社 S 策であります、 又！ 一葉の 中に 
罪悪を 荊 取つ て* 善良なる 國民た らしむ ると 云 ふ 上 
からして、 犯罪の 增加を 防止す ると 云 ふ點 から Itl 
しま すれば、 刑事 政策で あるので あります、 それで 
あります るから して、 本案 收 むる 所の 趣意は 孰れが 
主にして、 孰れが 從と云 ふことは 無い ので ありまし 
て 一面から 云へ ぱ 、社會 政策たり、 反面から 翻れば 
又 刑事 政策で あるので あります、 第二 點に 於き まし 
て 感化し 得ざる 者は どうす るので & るか、 斯う 云 ふ 
要點 に歸 する やうであります るが、 是れは 勿論 力め 
て 感化し 得ざる 惡性の 者で あつて、 二十 ili 歳まで 收 
容 して 居つ て , ■-')' 改過遷 善せ しめ やうと 云 ふの が 法の 
目的で あるので あります* どうしても 斯うしても 改 
過遷 善の m 来ぬ 者は、 是れは 致 方がない 話で ありま 
して、 縱しや 生理的から 精神に 缺 陷を來 しました 渚 
でも、 或は 病院に 收容 し、 或は 敎 育を 施し、 以つて 
色々 の 方面から して、 出來煜 る 限り 改過遛 善の 锊を 
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擧げや うと 云 ふの が、 此法の H 的と する 所で ござい 
まする、 第三には 不良少年の 發牛： する 原 W を 根本的 
に 杜絶す る 方法に 就て、 國家は 如何なる 政策を 執つ 
て 尻る かと 云 ふ 斯う 云 ふ 御 質問であります るが、 御 
承知の 通り 不良少年た るの 原因は 多々 ありませ う、 
或は 其 家 © しう して、 遂に 不良少年と なる 者 も ござ 
いませう、 或は 又 家庭の 調和を 缺いて 居る 所から し 
て、 不良少年と なる 满も ございませう >  其 原因は 一 
々此處 で 中 上げ ませぬ でも 御祇知 の 通りで ある、 其 
原 W に 向つ て 社 絕する の 政策と 致しまして、 或は 救 
贫 救 濟の途 を 講じなければ ならぬ、 或は 敎 育に 依て 
之を 絞 正しなければ ならぬ、 或は 其 他 慈善事業と か 
色々 の 方法に 法つ て 其 根本を 杜絕 すると 云 ふことは 
阈家も 今 n まで 十分 努めて fr るので ありまして、 此 

上と も尙ほ 此方 面に 於て 努力す る # < 〇 であります る 

第 四 點 は 少年 准 判 , &• の 性質で ございます るが、 此少 

年漼判官なるものは、：の行政官でありまして、榴 

成 法の 所謂 判事と 云 ふ譯 ではない のであります.， そ 

れから 第五 點は此 保 SI 處 分と K ふこと をす るに 付て 

感化院へ 绘致 すると か、 陷 正院 へ ; a 致す ると かと 云 

ふやうな ことは、 憲法の 所謂 SB 拙， 監料 r Hf 問、 處 

岡 と 5;- ふ 彼の條 項に、 觸るる ことなき や 否やと 云 ふ 

ことに 歸著 する やうに 承知し ましたが、 此保謎 處分 

と 云 ふ ものは、 一の 行政 處分 でありまして、 懲罰 刑 

罰を 附する 意味を 以ての 處分で はない のであります 

それであります から、 港 問、 處剖 、速 拙、 監禁と 云 

ふ晓项 には 1 i れ ぬ、 150 であります、 最後の 御 質問 

は、 木 法を 制定した 後、 直ちに 企 國に施 行す る 積り 

であるか、 斯う 云 ふ 御 質問であります が、 今日の 考 

に 於き ましては、 成程 不良少年の 多くは 大都會 に 在 

ります るが、 何れの 地方に 於き ましても、 一地 方 裁 

判 所の 管轄 M 域内に 於き ましては •數 ふべき 程の 不 

a 少诈は 在る のであります、 大都會 に 比すれば 成程 

少う ございます けれども、 何れの 地方に 於き まして 

も、 一 裁判所を 設ける 處に 於て は， 不良少年が 在 〇 

まする から、 今日の 考でほ 全 國に旅 行す る嵇〇 であ 

ります、 併ながら 矯正 院の 方は、 今日 存在して 居り 

まする 所の 監獄 程、 餘計 造る 必要は ありませ ぬで、 

今：！： 頭の 内に 描いて 居ります る 計 喪 ほ、 先づ當 分は 

全阈の 控訴院 所在地 位 ゐに 置いて 澤山で あらう、 即 

ち 六つ か 七つ か wf へて S: いたなら ば 滞 山で あらう か 

と考 へて 居る のであります、 大 11 右に て 御了承を 願 


ひます、 (拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 W 造 君) 右誦 案の涛 査を 付託すべき 委 
員の 選 擧を讖 題に 供し ます。 

第二、！ S 四 右 議案の 蒞奄 を fl1 託すへ き委 
員の 選擧 

〇 岩 崎 動 君 日程 第一 及第 三の 兩 案を 一括して、 委 
員の® は 特に 十八 名と し、 議長に 於て 指名せられ ん 
ことを 望みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ありま 
せぬ か。  • 

〔「異議な し J 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
o_ 長 C 大岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 仍て励 
議の 如く 決しました。 

〇 岩 崎 ii 君識 長。 _ 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩崎勸 君。 

〇 岩 崎 動 君 議事 H 程變： 史に關 する 緊急 勘 議を 提出 
致します、 即ち 玆に預 算關 係の 法律案た る 政府 提出 
公債 金 特別 e- 計 法案、 ® 道 國有法 中 改正 法律案 •道 
路 公債 法案、 國债 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
家祿質 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案、 電信 事業 公 
債 法案、 電話 事業 公債 法屮 改正 法律案、 朝鮮 事業 公 
憤 法 中 改正 法律案、 裏 is 事業 公® 法 屮 改正 法律案、 
樺 太 事業 公債 法屮 改正 法律案、 以上 公債 政策に 關す 
る 十 件を 一括 識題 として 其 第一 讀會を 開き， 政府の 
說 明を 求め、 引續き 之が 審资を 付託すべき 委員の 選 
擧を行 ひ •次に 同じく 政府提 U1 籁院法 中 改正 法律案 
の 第一 S 會を 開き、 政府の 說 明を 求め 續き 之が 
港 査を 付託すべき 委員の 選擧を 行 ひ、 次に 同じく 政 
府提出 、公有林® 官行 造林 法案の 第一 讀會を 開き、 
政府の 說明を 求め 引續き 之が 港査を 付託すべき 委員 
の 選 ^ を 行 ! 1: れんこと を §1 みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 日程 變 釘 の 励議に 御 異議 あり 

ませぬ か。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇識長 C 大岡 育造 君) 異議なければ fl 程は 變 更 せら 
れ ました、 仍て 公債 金 特別 fr 計 法案、 外 十一 案件を 
議題と 致します、 先 づ公债 金 特別 會計 法案、 鐵道國 

有 法 中 改正 法律案、 道路 公債 法案、 國債 整理 某： 金特 

別會計 法屮改 正 法律案， 家祿赏 典 祿處分 法 施行 法 屮 

改正 法津案 、電信 事業 公債 法案、 電話 事業 公債 法 中 

改正 法律案、 朝鮮 事業 公馈法 中 改正 法律案， 謹阉 事 

業 公 债法屮 改正 法律案、 陴 太 事 業 公債 法 中 改正 法律 


案 •之を _ 題と 致します、 說明を 求めます —— 高 橋 
大藏 大臣。 


公債 金 特別 會計 法案 (政府 提出〕 第一 ® 
會 

公值金 特別 會計 法案 

へ 本案は 本 卷一五 六 八 頁 貴族院 議事 中〆 
，に 掲載せ るを 以て 再 揭の 煩を 避く/ 


鐵道國 有法屮 改正 法律案 (政府 提出) 

第一 讀會 

鐵道國 有 法 中 改正 法律案， 

へ 本案は 本卷〗 五六 九 頁 貴族院 議事 中ン 
广に褐 載せる を 以て 再 拐の 煩を 避く  j 

道路 公 frii 法案 (政府 提出；}  第 i i« 會 
道路 公愤法 案 

へ 本案は 本 卷一五 六 九 頁 貴族院 識事 中ン 
一に 揭載 せる を 以て 再 揭の煩 を 避く) 

國偾 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 (政 
府提 山〕  第 一 _ 會 
國債 整现 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 

へ 本案 ほ 本卷一 五六 九 頁 貴族院 議事 中ン 
一に 揭載せ るを 以て 再 揭の 煩を 避く) 

家 祿賞典 祿處分 法 施行 法 中改 JH 法 津案 (政 
府提 出〕  第一 讀會 
家祿貨 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 

/ 本案は 本卷一 五六 九 頁 貴族院 議事 中〆 
V に 接 載せる を 以て 再揭の 煩を 避く/ 

電信 事業 公債 法案 (政府 提出〕 第一 讀會 
電信 事業 公債 法案 

へ 本案は 本 卷一五 六 九 頁 貴族院 議事 中) 

一に 掲載せ るを 以て 再 指の 煩を 避く) 

雷 話 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 si 會 

電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 

へ 本案 ほ 本卷 一五 六 九 頁 貴族院 _事 中ン 
一に 褐戳 せる を 以て 再 揭の煩 を 避く』 

朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第 5 會 

朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷一 五六 九 頁 貴族院 議事 中) 

一に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 


へ 本案は 本 卷一五 六 九 頁 貴族院 議事 中ン 
V に 掲載せ るを 以て ! W 揭の 煩を 避く) 

捧太 事業 公債 法 中 改正 法律案 C 政府 提出〕 
第一 讀會 

If 太 事業 公債 法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷 六 九 頁 貴族院 議事 中 一 
广に 掲載せ るを 以て； -F} 揭の 煩を 避く  j 


〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君登增 〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 男 W 高 橋是淸 君〕 啡 今一 ffi して 議題と 
なりました る 案に 就きまして、 簡 戢 に說 明を 致し ま 
す、 此第七 になつ て 居ります、 先づ 電話 事業 公債 法 
中 改正 法律案に 就きて 說 明を 致します、 此度 電話 交 
換掖 張费旣 定額に 對 しまして， 大正 九 年度 以降 八箇 
年度 間の蹢 續费總 額 二億二 千 五 百 五十 ;' I 圓を 追加し 
其 全部を 公債 財源に® る ことに 計畫を 致しました、 
故に 現行の 起債 法定 額 「 一 億 二百 五十 萬圓 J を 「三 
億！ 一千 八 百 萬圓」 に 改正 せんとす る ものであります 
其 他は 序を 以て 法規の 整理を 爲 さんと する に 過ぎな 
いので ございます、 第 八の 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法 
律 案 過般 提出 致しました る 朝鮮 總督府 特別 會計 の豫 
算に 依ります れば 、鐵道 建設 及 改良 費、 鹽田 築造 費 
醫梡 新營 費、 其 他の 事業 費に 於き まして、 大正 九 年 
度ょり 十五 年度までの 間に 公 偵を 以て 支 辨す べき も 
の、 總額 三千 百 六十 六 萬圓 を％ 加 致しました 故に、 
之を 現行の 起債 法定 額 >  1 億 七 千 八 百 萬 圓に 追加 致 
しまして、 其 法定 額を 「二 億 九 千 七十 萬 II 」 に 改正 
せんとす る ものであります、 其 他は 法規の 整理に 止 
まるので ございます、 第 九の « 灣 事業 公債 法 中改 芷 
法律案、 是ほ 從來 政府に 於て 經營 致して 居りました 
る官佃 溪埤圳 エ 事を-水利 紐 合の 事業に 移しまして 
其經 費の 一部 千！ 一 百萬圓 を六ヶ 年度 問に 補助す る こ 
とに 計 fs 致しました、 此 補助 費は 從來公 偵 財源に 依 
て支辨 致して 居りました る •水利 事業 費の 一部に 代 
るべき ものであります るから、 同じく 公 ffl を 以て 支 
辨 する ことに 致 - L たいと 考へ るので ございます、 そ 
れで 之が 改正を 耍 する 一點で あります るが， 又 基 II 
築港 費鐵道 建設費 等の、 公憤を 以て 支 辨 すべき もの 
千 三 百 七十 四 萬 IM を增 加す る ことに 致しました から 
現行の 起戗法 定額 「九 千 二 苗 五十 萬圓」 を 「一億 六 
百 三十 萬 11 」 に 改正す る ことが、 此 改正の 第二 S と 
なつて 居る のであります、 次は 第 十の嬅 太 事業 公 {« 


臺灣 事業 公债法 中 改正 法律案 C 政府 提出〕 

第一 if 會 

毫® 事業 公債 法 中 改正 法律案 

公仍金特別矜計法案外九件笫一譖會  i ~~ I  !  „  I ~~ I  M ハ 七 五 


院 5  2  rr^^rm-： 十四  t 


鼓 院法中 改正 法 m 案 第一 讚 f? 公有林 野 官行造 林 法案 第一 滾 fir 大正 八 年 法 9£ 第五 毁中改 正 iic ru 案 第一滾 fr の Iri 


六 七 六 


法 中改 正 法 m 案， 是 ほ 新規の 計进に 挺します る大泊 
港 修築に 要する 1 :: © 找璁 額 四 15 九十 ZE IBI •疑 范纽 設 
费 追加 額 ::: 百 - 1- 萬 §、 併せて 七 百 / S 圆を 公似 財源に 
佐る ことに 致したい と考へ ますので、 現行の 起 依 法 
定額「五百五十茁 [01 」を「千二百五十茁 [0| |に咐加 
せんとす る もので ございます ，第 六の ^ CE 1)!: * 公 M 
法案、 是 (5-. 現在の ® 信の 設備は 時世の 進步に 伴ぅて 
居り ませぬ ので、 著しく 不便を 感じて 居る ので ござ 
います、 故に 大正 九 年度ょり 十五 年度まで、 七 箇年 
度 li!l の繼纷 费總 &1 七千三百八十茁师を支出致しまし 
て •  m 信 极 路の枏 薬、 又 (3: 改築 局所の 创設 、機械の 
引換 改， U 等 •必耍 なる 施設を 遂行 致したい と考 へる 
ので ございま T、 之れ が 财 源 {i 公 估に fe る ことが iis 
常で ございます から、 此の 起； S 法を 制定 せんとす る 

ので ございます、 第三の 道路 公 «• 法案、 我國の 道路 

ほ 共 だ 不十分で ごさいます から、 政府は 大正 九 年度 

ょり 三十 八 年度まで 三十 箇筇度 間に、 總額二 億 八 千 

II 百 八十 Bi 岡を 支出 致しまして、 或は 取 用國 逍の改 

良を 爲し 、或 ほ 府縣 以下の 公共 圈體 に對 して 補助を 

與へ て、 阈范 、縣逍 、若く ほ 市の 重要 街路 等の 改良 

を爲さ しむる の計铍 を 立てました- 此 W 源は 之を 公 

依に ; R むる ことに 致しまして、 之が 起愤法 を 制定せ 

んと する 次第で ございます、 第一の 公 {K 金 特別© 計 

法案；！ r lt?, 等 敎育璣 關の 增設 、又は 棚 張に 關 する 公 

债 法， 帝 國鐵道 會計法 、及 此度拋 案 致しました る、 

道路 公似 法 中に りまして 發行 する 所の 公 {H の收入 

金を、 從來の 事業 公傥 金と 共に、 統一 整理 致します 

る ことが 便 {几で ございます るので、# 第 公 偵 金 特別 

愈 計を 腿 止 致しまして、 新たに 公 ffi 金 特別 會 計を 設 

趿せんとするものでございます、第四の國僙整现蕋 

金 特別 4 4X 11I 法 中 改正 法律案， 是 ほ國 僙の借 替に關 す 

る规定 が 鈴り に 窮屈に なつて 居りまして、 之を！ 2 際 

に 適用す る ことが 能く 行かない ので ございます、 是 

等の 制限を 除きます る こと、、 又 其 借！ 6 の爲 めに 發 

行する公估に鞍现公怊條例を適用することになつて 

尻り まする 爲め に、 國侦の 統一を 妨ぐる ことにな り 

ますから >  此 整理 公 ffi 临 例の 適用を 躞 しまして、 一 

般阀依 に關 する 通則に 依る ことに 致したい 考であ り 

ます ■此 二 I1 に 就て 改正を 加へ たのであります 、第 

7r の家祿 饩 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 •是 も國 

依 整理 基金 特別 锊計法 改正 法律案と 同じく， 整理 公 

依 條 例の 適用を 廢 止せん とする もので ございます、 


第二の® in 2 S 有 法 中 改正 法律案， 铴 ffl H 收公 {11 
又 <3: 玆 is n 收の 際， 繼承 致しました る W 務の借 替に 
當 りまして， 現行法に 於て ほ、 此借锊 の® めに 發行 
する 公似に 封して* 整理 公 tfi 條例を 適 W する ことに 
なつて 居ります る爲め に •前段に 申 述べました る 通 
りに •國 tt の統 I を 妨げる 版が あります ので、 之を 
改めて 通則た る國 似 整理 基金 特別 宵 計 法に 依る こと 
に 致したい と 云 ふ考 であります、 以上 ! X 公 沾 に關す 
る 改正案 提 山の理山であります、耍するに筑信亊業 
公依法外五件は、主として交通通信の便を增進致し 
まして、 產業 の發 達， 國運の 進展に 資せん とする 趣 
葸 に 出で たもので あります、 其 他の 改正案 ほ-公 (a 
收 入金の JE 扱を 統 I し、 又は 國 戗 の 種類の 統一を 致 
しまして- ® K 其 他 収引 上に 於て 不便を 除きたい と 
云 ふ考で ございます、 御 審議の 上 御 協賛を 與 へられ 
んこ とを 希 朝 致します。 

〔拍手〕 

〇题長 C 大岡 育造 君) 右 議案の 審査を 付託すべき 委 
員の 選擧を _題 と 致します。 

右箴 案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
0 岩 崎 ® 君 此十 件を 一括して、 委員の 數は 特に 十 
八 名と し、 議長に 於て 指名せられ ん ことを 望みます 
0_ 長 (大岡 育造 君) 其 動 _ に 御 異議は ありませ ぬ 
か。 

〔「異議な し異 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議は ない と M めます、 仍 
て 励議の 如く 決します、 次に 議院 法 中 改正 法律案の 
第一 譖會を 開きます、 原內閣 總理 大臣。 

_ 院法中 改正 法律案 C 政府 提出) 第一 11 會 
議院 法 中 改正 法律案 
翳 院法中 左 ノ通改 正ス 

第 十九 條中 「五 千圓」 ヲ 「七 千 五 百圆 J  -1、 「三 

千 圓」 ヲ 「四千 五 百 圓」 -1、 「二 千 圓」 ヲ 「三千 

圓 J  -I 改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 七月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 C 原 敬 君〕 議院 法 中 改正 法律案の 說明を 

致します* 此 法案は 極めて 簡 钽 なる もので ありまし 

て 議員の 歳 » を增 加す ると 云 ふ 事であります、 議員 

の 歳 费 へ、 御 承知の 如く 現行 歳费は 二 十 年 前に 規定 


せられた ものであります るが、 05 來轾濟 上の 變化其 
他に te て、 遇 fl 諸君の 25 用 も 多い ことと 考 へます る 
し， 固より 蓊 M ii 歳 Ei を 目的と する ものに 非す と 云 
ふこと ほ， 申す まで もない 琪であ ります けれども、 
國家 として は、 相當に 其奴 用を 支 JrF すべき 笛の もの 
であると 考 へます ので、 今日 此法 案を 提出 致し まし 
て， 諮 員の 歳 S5 を 枏加 しやぅ と 云 ふ 極めて ffn lp: なる 
法律案で あります、 御 審査の 上 御 協 饺あ らんこと を 
望みます »o 
〔拍手〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君) 委 M の選擧 を謅 題と 致します 

右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
0 岩 崎勸君 委員の 數を九 名と し、 議長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議 ほない と 認めます、 仍 
て 動鐵の 如く 決します、 次は 公有林 野官行 造林 法案 

を 議題と 致し、 第一 10 會を 開きます - 山 本 農 商務 

大臣。 


公有林 野官行 造林 法案 (政府 提出〕 

第一 ® 會 

公有林 野 官行 造林 法案 

へ 本案は 本 卷一五 七 四 頁 貴族院 議事 中) 

'，に 揭載せ るを 以て 再 揭の煩 を 避く) 

〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 議題と 相 成りました 
る、 公有林 野 1 行 造林 法案で ございます るが、 是ま 
で 公有林 野に 付きまして は、 夙に 此造林 に 努力を 致 
して 居ります るが、 何分 地方 公共 勘 體 資力の 乏しい 
ことと-其 他 種々 なる 關 係より して、 兎角此 造林の 
途が遲 々として 運ばない のであります、 それが S に 
造林し 得べき 面積が、 尙ほ 百有餘 萬町步 剩つて 居る 
やぅなる 實况 であります* 斯の如 きもので あります 
る 故に、 之を 經濟上 或 ほ 水源の 涵養な どに 付き まし 
て、 一日 も捨 置き 難き 狀塍 であります るが 故に， 國 
費を 以て 此造林 の途 に當 りまして、 さう して此 荒廢 
して 居る ものを 森林と 爲し 、而 して 一方で ほ 水源の 
涵 a 治水 事業の 進 埗を阚 りたい と 云 ふ 趣意に 於て、 
本案を 提出 致した る 次第であります、 どうか 御 審議 


の 上 御 協 S あらん ことを 薛ひ ます。 

「拍手〕 

〇漭 長 (犬 岡 育造 君〕 委 U O VS S TV ^ Q と 致します 
右 ai 案の 審査を 付託す へき ® ir cs * 
〇岩埼 ® 君 委 u o 數 ほ 特に 十八 名と し、 雄 K に 於 
て 指名せられ ん ことを 沼み ます。 

〔「 異誤な し， r 異链な し 」 と 呼 ふ莕あ 
〇 誔長 (大岡 育造 君： >  御異 淡は ない と 認めます、 仍 
て 十八 名の 委乜に 決しました I 日程 第五 大 IH 八 年 
法律第五號中改正法讲案，第一沿拉の衍を開きます 
—— 委 M 長 根本 正 君。 

第五 大正 八 年 法律 第五 號中改 正 法律案 
c 政府 提出) 第一 岡 ®' の la (委 《 
長 報 吿〕 (础 定哉) 

〔根本 正 君登抝 〕 

0 根本 正 君 大正 八 年 法律 第五 號中改 正 法 fit 案の 盜 
員會の 群査及 結果を 御報吿 致します、 本案に 就き ま 
しては、 委® 妗 を 開く こと 三回郯 m 蒞戠を 遂げ まし 
た、 本案は 昨年 法律 第五 號を以 ちまして 公布せられ 
たる、 國 勢調赉 施行に 關する 市町村 交付 命 r!f 五十 :-/ 1: 
萬 五 千 ®. 百 八十 八 H を、 11 百 十七 萬 七 千 六 百 八十 三 
圓 に % 加せ ん とする 案であります 、此の ^ f 加す る理 
由は 物 fil の腦贵 に 原因 致して 居ります、 此の 市町村 
交付金と云ふものは-昨年決しましたところの法律 
案に 較べて 見ます ると、 約 そ 四 割の 咐加 になって 居 
るので あります、 之れ に 就て 市町村 交付金を m に 調 
査姿 員の辨 當代 、或は 其の 他の範 刚と云 ふ ものを 柳 
めます る爲 めに. 咐 額 をして 如何と S ふ . fl 問 も あり 
ましたけ れど も、 旣に 交付金の 内粹が 謎會の 協 骹を 
經て 居ります る 故に、 今； 史 2S 礎と 云 ふ ものを 肫かさ 
す、 II に此四 割の 增加 をしたい と 云 ふの が 政府 委員 
の 答 辯で ありました、 又 其 他の 委員ょりも、 從來の 
备般の 統計の 調と； K ふ ものは、 油に 粗 3 杜撰なる も 
のが 多い、 併ながら 此度阈 勢 調査と 云 ふ ものを I 
本年 十月に 行 はれます 所の 此調赉 に 就きましては、 
十分 正確なる 調査を して K ひたい、 それに 就き まし 
ては、 十分に 調资す る 者の 訓練を して’ さう して 誤 
りの 無い やうに、 一般の 調査を T •る 人を K しく 訓練 
する 方が S からう と 云 ふやうな 質問 も ありました、 
之に 對して 政府の 答 辯に 依ります れば 、谷 a の 法規 
に 依りまして、 地方の 實 際、 之に 當る 所の內 務 部長 
或は 33P. 事 , K- と 云 ふ ものを Jti 京に 旣に附 三回 招き まし 
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て、 之に 能く 訓練を しました、 此内務 部長、 或 ほ 理 
事 官 ょり" 郡役所 或は 村と 云 ふやうな 方へ、 又 其 調 
奔方を 能く 訓練を し、 尙ほ 其の 他實地 に當る 所の 者 
が ® に 多い、 數十； S! の 人に 上る と 云 ふこと で ありま 
すから して、 是等 にも 十分 訓練を させる 事に したと 
云 ふやうな 答 辯 も ございました、 lit 調 杏に 就き まし 
ては、 是迄に 無い 所の aj 柄で あるから して、 十分に 
此卜 '中央に 花る 所の 調査 局に 於て， 益々 注意を する 
と 云 ふこと でありました、 又此木 案に 就きまして、 
委 fl の 中で 竹 問が ありました が、 n 下國勢 院と云 ふ 
ものを I IIX 立す る ことに 就て、 樞密院 で ^ 翳される と 
云 ふやうな ことを； 7K つて 居る、 是は どう 云 ふ 性質の 
ものである か、 ! 1 切 調 炎 局が 邦 中に 葸 味して 居る か 

又 m に 今日 有る 所の 統計 局と 軍需 局と 云 ふ ものを 併 

せた ものである かと 云 ふやうな •詳細なる 質問が あ 

〇 ました、 之に 對 L て 政府に 於き まして ' (i •此度 調 

査 して pr る 所の 國勢調 布 局と 云 ふ もの も、 矢 張 其 中 

に 入つ て、 ® も 主要なる 位 岡 を 占める と 云 ふやうな 

こと もあります ろが、 併ながら、 此國勢 院と云 ふ も 

のほ、加何なる法規の下に機關が行はれるか、其細 

かい所ほ發布にならぬけれぱ分らぬと云ふことで、 

其詳細なる琪は、發布の上で判ると云ふ答辯であり 

ました、 前に 特に 諸君に 御注意を 願つて， 本案を 決 

する に m 大なる 問題が あります るが、 本案は 帝 阈版 

圇內に 於て 施行す る 法律案で あるが 故に、 日本 帝 國 

の版阏 内には、 何れの 場所に 於き ましても、 本年の 

十月には 人口調査、 即ち lisci 勢 調査と 云 ふ ものを、 行 

ふと 云 ふこと を、 此法 律に 州 定され て あるので あり 

ます， 然るに 朝鮮の 調は 出来ない と 云 ふことは、 此 

豫算 から 拔 けて あるので あります、 此 本案を 御 1: に 

なりました ぱ かりでは、 其 事は 判り ませぬ が、 色々 

■調べて 見ます と， 朝鮮 國の 豫；# と 云 ふ ものは、 今年 

七十 ;' K W 程、 それが S めに 入れるべき もので あつた 

ので ある、 所が それが 無かつた， して 見る と 法律に 

定まつ て 屛るも のを 取に 豫算を 省く のは， どう 云 ふ 

_ であるかと 云 ふこと を、 特に 朝鮮の 政府 委員を 喚 

出しまして 取調べました、 此答 辯に 依ります れぱ， 

昨尔の 三月 以来 朝鮮に 於て 稀々 混雑 も あつて ，贽 際 

に 於て 此調赉 と 云 ふ もの、 爲め には、 ® 萬の 人を 使 

はねば ならぬ、 然るに 之が 調 ? Ji に當 るべき 入を (T: 命 

する こと も、 »f ほ / 11 來な いやうな 譯 であるから して 

此豫算 と 云 ふ ものを 省いて、 此 度の 國_調査にほ> 
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朝鮮に 於て ほ 調べない 積り であると 斯ぅ 云 ふ 答 辯で 
ありま L た-併ながら 法律に ffi つて m 來て 居る もの 
を， 51 筇から 除く と 云 ふことは 甚だ 不都合で あると 
云 ふこと を 再 n 一 質 間を 致しまして、 段々 調べて 見 ま 
すると、 政府 委員の 答 辯は •唯今 之に 關する 所の 法 
律 案を 調査 提出 中で あるから >  何れ 不日 帝 國議會 に 
提出され る譯 であるから して、 どぅか 其 思 召で 此豫 
算の無 いと 云 ふこと を 諒承して 貰 ひたい、 と S ふ 所 
の 詳細なる 御 答 辯が ありました、 故に 木 案は 朝鮮に 
於て ほ 木 年は 調査が /ti 來な い、 洵に 遺憾の 課で あり 
ますが、 事 H 上巳む を 得ず 本筇は 朝鮮の 人口は 調が 
出來な い、 と 云 ふ 政府 委員の 答 辯を 諒と 致しまして 
全 愈 一致を 以て 本案は 可決 致しました、 此段御 報毋 
致します •  0 

〇 岩 崎 I/J 君 本案は 1® 會の順 序を 省略して、 委員長 
報告の 通り， 可決 確定せられ んこ とを ！ 1 みます。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御異讖 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 謎 長 (大岡 育造 君〕 御異餞 なしと 認めます に &• て 
本案 (i irf 會の顺 序を 省略して、 直ちに 可決 確定した 
る ことを 宣吿 致します >  0 程 第 六、 鐵道尠 設 法中改 
正 法律案 第一® 會の績 を 開きます、 委員長 齋藤珪 次 
君。 


第 六鐵道 敷設 法 屮改正 法律案 (政府 提出) 
第一 ra 會の 一 ( 委員長 報告) 

〔齋 藤 珪次君 登壇〕 
r 拍手 起る〕 

〇 齋藤珪 次 君 此鐵道 敷設 法 中 改正 法律案は、 豫定 

線を 第一 期 線に 繰 上げる 案でありまして、 案 其の も 

のは (i!i に 五線を 第一 期 線に 繰 上げる のであります、 

即ち rp 府 より 丸 攏に 至る 線， 新 潟縣 下阪 町より 今 泉 

に 至る 線 •巖手 縣下盛 岡より 山 田に 至る 線 •島根 縣 

の 江 律よ 〇廣島 縣の 三次に 至る 線、 九州の 福 岡縣下 

長 M より 原 出に 至る 線 •是だ けを 第一 期 線に 繰 入れ 

るので ありまして、 案の 上から 見 ますれば 泡に ® 純 

であります が、 併ながら 政府 ほ 是と 同時に 二十 一線 

の輕 仙 鍅 道を il 定 して、 之を 一方に 提 川して 居り ま 

す、 それから 此鐵道 敷設 法に 依て 豫定線 と 致して 居 

りまして、 之を 第一 期に 繰 入れました ものは、 略々 

其豫定 線を li したので ありまして •此の 外には 船橋 

より 佐 倉に 至る 線、 及 福 岡縣久 留 米より 熊 本に 至る 


線、 此二線 が 豫定線 に 於て 剩す のみでありまして、 
是は 殘らず 一期 線に 繰 入れて、 先づ 第一の 鐵 道計畫 
は 略々 JC 目的を 達する と 云 ふ 順序に なつた ので あり 
ます、 而 して 其 殘つて 居る 船橋より 佐 倉に 至る 線路 
是ほ 私設の 電車 鐵 道に 之を 委せまして、 政府が 最早 
やる 必要が 無くなり、 久留 米より 熊 本に 至る 線は、 
是亦 今日の 場合に 於て は， 相當輸 .送の 便 も 他に 開け 
ましたる が 爲 め、 是も急 設の 必要は 無い、 即ち 前者 
は 私設に 委せ、 後者は 急設の 必要が 無い ので ありま 
すから、 豫定 線に 於て ほ、 最早 此敷設 を 達成し 盡し 
たと 申して ®: しいので あります、 それが 爲めに 政府 
は 此度は 更に 將來に 向つ ての 第二の 計畫を 立つ るべ 
く， 其方 針を 以て 調査した る 所の 改訂 鐵道 網なる も 
のを 提出した ので あり 1: す. •是が 大小 百 八十 一 n 線と 
云 ふ 大きな 數で ありまして、 是も 委員 諸君、 並に 諸 
君に 之を沉 く御覽 を 仰いで、 さぅ して 其 意見を 徵し 
て、 其 長短を 調 ® して、 將來 之を 第二の 豫定 線、 第 
一一 期 線と して 採用せ んとす るの 計畫で あります から 
其範圍 頗る 大で ありまして、 又 質問 應 答の 其 經たる 
所の もの も、 餘 程廣汎 に苴 つて 居ります 併ながら 改 
訂鐵道 網なる ものは 將 來に屬 する のであつて、 謂は 
ぱ參考 であります、 一面 本案の 外の！ 一十一 線の ! ii 便 
鐵道は •是 は旣に 九 年度より 著 手して、 十二 年度 ま 
でに 終る 提案で ございます から、 是は 最も 關係が 深 
いのであります， 而 して 期の 如きの 法案、 及 一方に 
於て 將來 の希菌 を 出しました ことに 就きましては、 
政府の 其 答 ふる 所、 說明 する 所に 依つ て 見ます れぱ 
間る 重大なる 意義を 持つ て 居る のであります、 故に 
委員 諸君 も 最も 熟 心に 御 調査に なりました 結果、 玆 
に 本案は 賛成を 表する ことにな りました ので ありま 
する が、 其 間に 於け る經過 ，及 結果に 就て 聊かもぅ 
少し 御 報吿を 致します、 即ち 二 十一 線路の 輕便鐡 道 
と 云 ふ もの ほ、 本案に 直接の 關係は ございませぬ け 
れ ども、 殆ど 本案 同樣の 趣旨を 含んで 居る ので あり 
まして、 例へ ば 山陽 中央線と 云 ふ 意味を 持つ て 居る 
所の 輕便鐵 道の 如き、 或は 四國 循環線の 意味を 持つ 
て 居る 鐵道の 如きは、 全く 重大なる もので ありまし 
て、 本鐵 道に 一步も 譲らぬ のであります、 又 事實本 
鐵 道と 連絡し 得られる のでありまして、 唯 だ 輕便鐵 
道と 云 ふ 名義なる が爲 めに、 是が 何だか 種類が 違 ふ 
やうに 見えます が、 事實に 於て は 本鐵 道と 何の 探ぶ 
所が 無い のであります、 爲に是 等に 就て 餘程研 究も 


_され たのであります、 何に せよ 今日の 我 國の鐵 道 
は、 未だ 實際其 普及が 足りない のでありまして、 其 
一端と して 申 上げれば、 大隈 內閣の 時に、 鐵 道の 廣 
軌 調査 會なる ものが 設けられ， 即ち 期成 調査 會と云 
ふ ものが 設けられまして、 明治 二 十二 年より 大正 三 
年 迄の 間の 旅客の 及 貨物の 經 過を 標準と 致して、 將 
來廣軌 に is すに 就ての 其 根本と 致して、 如何に 旅客 
及 貨物が 增加 する かを、 統計的に 組立つ たる 所の 表 
があります、 是は 即ち 大正 三、 四 年に 於て 其 當時や 
つたので あります、 學者 •識者 相 揃つて やつた ので 
あ 〇 ます、 それに 依ります ると、 大正 三十 二 年に 至 
つて、 東海道に 於て 一哩 に對 する 旅客が 四百 九十 何 
萬 人， 稍々 五 百 萬に 達する の 計 數が 出て 居る ので あ 
ります、 又 貨物 も 大正 三十！ 一年に 至つては、 三百 九 
十四 萬 九 千 咽と 云 ふ 貨物が 載せられ ると 云 ふこと に 
なつて 居る のであります、 所が 今回の 大戰萌 に 依て 
著しき 社 會の進 步>  如何なる 結果を 来した かと 申し 
まする のに、 大正 三十 二 年に 於て 四百 八十 七 萬 九 千 
人に 達すべき 乘客 が、 八 年に 於て 四； G 九十 三 萬 三千 
\と 云 ふ大數 になつ たのであります、 即ち 三十 二 年 
よりも 尙ほ八 年に 於て、 業に 旣に其 四 !,- I 九十 萬を 突 
破した のであります •故に 三十 二 年に 達すべき 其 入 
數が 、八 年に 旣に 破つ たのであります から、 年限の 
上から 見ます れぱ 、二 十四 年間を 短縮して、 此鐵道 
の 旅客が 殖えて しまつた のであります、 貨物 も それ 
と 同じでありまして、 三十 二 年に 三百 九十 四 萬 九 千 
噸にな るべき 統計の 計數 が、 是が八 年に 於て 旣に三 
百 六十 五 萬 噸と云 ふ ものに なりました から、 怜も是 
は 大正 二十 八 年に 來た るべき 敷に、 旣に八 年に 達し 
てし まつた のであります、 即ち 年限から 申します れ 
ば， 二 十箇 年を 短縮して、 此 貨物が 增 加を 致した _ 
になる のでありまして、 人員に 於て は 二 十四 年を 短 
縮、 したる 數が八 年に 於て 現れ •貨物に 於て ほ 二 十 年 
を 短縮した る數が 八 年に 於て 現れた、 斯う 云ふ燉 增 
と 申し ませう か、 著しく 增加 を爲 したので あります 
から、 現在の 鐵 道が 泡に 其 釘 付に なり， 如何と も 困 
難を する のは >  無理なら ぬ 次第で ある、 之が 爲めに 
之を 緩和せ しめ •之を 救濟 する 爲め には， 如何なる 
方法 かを 執らなければ ならぬ ので ある、 即ち 是が今 
回に 於け る 政府の 改正 鐵道 網の 起つ た 所以で あつて 
此鐵道 網を して 全國に 六 千 九 百哩 の新鐵 道を 敷き ま 
して、 さう して 未だ 出来ない 所の 旣定鐵 道 も 之を 出 
一六 七 七 
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來 上る ことに 致します れぱ 、玆に 始めて 一茁艽 千 哩 
以上の 窈 ;71 を 敷設す る ことにな つて、 さう して 初 探 
を r/ いた 如く、 又複 々掠を 股いた るの 効用を 生じて 
唯今 申した 所の ft 盗 增し たる 釾 ili の 旅客 及 It 物を し 
て、 r4 和せ しむる 所の 方法を 執れる と 云 ふの 方針に 
なつて 辟る のであります、 是が 即ち 今冋政 府が 提出 
致しました、 此案に 附節 して、 深き 関係を 有つ て 居 
る  >即 ち 改訂 鐵 5n 網の 生じた る 所以であります、 而 
して 政府は 又 之に 對し まして ほ、 之を 提出して 諸君 
の ^ 贤に 供して、 諸君の S を 採用して、 さう して 之 
を 第二 期と して 採用せ ん とする のであります から、 
洵に其 尨 篛や大 なる ものであると 信じまして、 特に 
之を 御 報 吿申す 次第であります、 さう して 本案に 就 
きまして {?. •段々 辞 籙を 致しまして ございます が 申 

すまで もな く 本案 ほ！ 一 百 二十 四哩に 達する もので あ 

ります、 さう して 外に 鐵 荊 線が 七 百 七十 二哩 、是が 

二十 一 線路であります'  斯う 云 ふ關聯 した 4 のにな 

つて 居りまして、 而 して 本案に 就きましては、 種々 

質問 も あ 〇 ' 筘菌も ありました， 其 結果と して •政 

府が 致します る、 此線路 に 就きましては、 新 潟縣阪 

町 今* 間に 於け る鍅道 け 勿論 之に 就て 異論は 無い の 

であります、 喵 山形 縣今 泉に 達しまして、 それより 

米渾の 方に 參り まする のに、 赤 湯を 經て 非常な 迂回 

をす るが 爲 めに、 此鍅菹 の 目的を 達成す るには、 直 

通に 致さなければ ならぬ と 云 ふこと が SI 論で ありま 

した、 之に 就きましては 政府 も 之を 直通せ しめて、 

而して 便宜を 岡らなければ ならぬ と 云 ふので、 今 泉 

よりして 米澤に 直接に 之を 速 續せ しめる と 云 ふ 方針 

を 執る と 云 ふこと を 明言 致した のであります、 それ 

から ® f 鳥 縣の 三次 及 烏 根 縣の江 律 間の® 道で ありま 

す、 是も 幾多 質問が ありまして， 濱 田より 廣島に 出 

るの が、 ■描 斷線 として 相當で はない かと 云 ふ 如き、 

誘 論 も ありました が、 政府の 見る 所では、 是は 山陽 

中央線と 發 して 見る ので あつて ■廣鳥 濱 田と 云 ふの 

目的に 非す、 姬路 より 山陽の 中央を 縫うて さう して 

此節 田に 出で、 中央線の 形を 取る ので あると 云 ふ 趣 

意で •之を 造つ たのでありまして、 即ち それが 爲め 

に® 大 意義を 持つ て 居る のであります、 併な •から 固 

よ〇此 山陰 線に ある 所の 石 見 太 田なる ものは、— 是亦 

等閑 1- すべから ざる 都 會の地 であるが 爲 めに， 之を 

どうしても-通 續せ しめなければ ならぬ ので & る、 

故に 之に 出 づ るの 一つの 方法と して、 江津に 出づる 


の；！ r 山 隄屮 央较の H 味を S すが 故に、 而 して K 田 
に 近くなります •か 故に、 之を 採用 致した ので、 尙ほ 
石見太田に出でまする所のものは、擷原より之を太 
田 支 殺と して、 ！ it 所より 分岐せ しめて 之を 救く ので 
成るべく 至急に 结る と S ふこと を •小川 较次 郎君 其 
他の 諸君の n 問に 釾 して、 政府は 明言 致した 次第で 
•こざいます、 是乂 取に 其 局部 問題 -e ほご ざい ませぬ 
m 大の釕 遜を 持つ て 居る 譯で ございます るが 故に， 
之を 申 上げます、 それから 輕便鐵 道 の 部分に 至り ま 
してほ、前刻申上げました通り本案に直接でほござ 
いませぬ が、 關聯 して 申します るの ほ、 最も 申 上げ 
て E く® 値 ありと 存じます るのは、 四國 循環線に 賜 
する ものであります、 彼の 四國が 今日まで 鐵 道の 恩 
澤を 比較的 少なく 受けて 居る にも拘らず、 今回は 循 
環 線の 意味を 以て、 德島 から 高 松を 經， それより 旣 
成の ものを 飛越え て 松 山より 八幡 濱に 至る と 云 ふが 
如き 鐵 道の 敷設に ？ P: るので ありまして 其 線路の 高 松 
より德 鳥に 到る と 云 ふ もの ほ 唯 だ 漠然とな つて 居り 
まする •か 爲に 、地方 民は 非常に 此經過 地を 氣遣 ふと 
云 ふので あります、 固より 鐵道院 の 意見 も德 島より 
撫蔻な る 繁華の 地を 通過す ると 云 ふ 事は 之を 明言 致 
して 居る のであります、 又 松 山より 八幡 濱に 至る 鐵 
道の 如き も 彼の 山脈を 突破す るに あらず して •迂 D-1I 

して 伊 71 の 小 都會た る - 大洲を 經て之 に 達する と 

云 ふやぅな 事 も、 是亦 明言 致して 居る のであります 
而 して 此四國 の 循環線の 鐵道と 云 ふ もの ほ 大に 意義 
を爲す ものと 存じます が 故に、 之を 申 上げて H くの 
であります、 それからもぅ 一つは 北海道に 於け る國 
縫翻棚間办鐵道であります、之に就きましては八雲 
より 出 づるが 、從來 八 雲で なければ ならぬ 如くに な 

つて 居つ たもの が •今回 國縫 になつ て 而かも 人口 稀 

薄 物資 乏しき 方面に 出 づ るのは、 多少 疑點を 皆な 持 

つて 居つ たものと 見えます 爲 めに、 幾多 質問 も ござ 

いました が、 政府の 見る 所に 依れば、 八 雲に 出づる 

が 適當で あると m ずるが、 其 八 雲に 至る 間の 谷が 狹 

くして、 工事 困難で あると 云ふ爲 めに、 國 縫の 方を 

採つ て 居る ので あるが、 將來 能く 調査を して、 是は 

爲す ことに 致す と 云 ふこと を 明言 致して 居る ので あ 

ります. •是が 先づ 大體で あります し、 其 他 希 菌 若く 

は 質問は 幾多 出ました が、 歸 する 所 ix 終りに 申 上げ 

る  一 ® 、 所謂 工事の 繰 上と 云 ふこと に 13 する のが 多 

いのであります、 又國防 費の 如き ものに 多くの 金を 


a し. て、 斯の fcl キ / 交通 政策た る H 家 根本の ものが 
少ない と 云 ふ费 論の 點 も ありました が、 是亦 政府が 
財政の 都合を 岡つ て、 將來 成るべく 繰 上げる と 云 ふ 
ことを 明言して 居ります るから •是も 其 中に rig めら 
る i もの. と 信じて、 茲に更 めて 申さぬ のであります 
要するに 右 等の 經過 を 1? まして、 本案に 付隨 して 居 
る 所の 輕便鐵 通に 對し 、又將 来の 改定 羝 迫 網に 對し 
ましても， 幾多の 希 轺 等を 述べまして さう して 本案 
ほ 遂に 質問を 終了 致しまして •さう して 討論に 至り 
ました 所で、 原田娄 員ょりの 提案と 致して 大正 十一 
年 以降に 著 手す へき 本鐵道 並に 輕便鐵 道の 趄設 は， 
財政 及 T- 事關 係の 許す 限り、 成る へく， 是が著 手 年 
度を 繰 上ぐ るの 方途を 講ぜられん ことを 望む •而し 
て 政府の 所見 如何と 云 ふ 希望と 同時に 質問を 致した 
のであります、 之に 對して 石 丸副總 裁は 政府を 代表 
致しまして、 政府に 於ても 財政 及 工事 维備の 都合の 
付く 限りに 於て、 出來 得る 限り 年度を 繰 上げて、 政 
府の御 希 _ に 副 ふこと に 致す、 斯樣に 明言 致された 
のであります 、而 して 尙ほ 政府は 先刻 も 申 上け ます 
通り、 將來の 第二 期鐵道 計® を 立つ て、 此鐵 道の 普 
及を 圖 らんが 爲 めに、 本案た る此鐵 道 ®!; 設法な る も 
のを 將來 にも 尙 ほ存續 する ことを 宣明 致しました 即 
ち 前 申 上げた 改訂 鐵道 網なる ものを、 四十 三議會 ま 
でに 於て、 之を 採用す る 所の 手段を 執つ て、 而 して 
第二 期 計 ! e を 立つ て鐡道 敷設 法を存 續 する の考で あ 
る， 斯樣に 明言 致した のであります， 卽ち玆 に 現在 
に 於け る ものは、 殆ど 其 要を® したと 同時に、 將來 
は 之が 存續を 致す、 而 して 大正 九 年度ょり 著 手す ベ 
き 本鐡道 J7: 線 及 輕便鐵 道の 一一 十一 線は 出 來煜る 限り 
其 年度を 繰 上げて 以て、 之を 實施す るの 考 である こ 
とを、 政府は 言明 致した のであります、 故に どうぞ 
滿 場の 御 質 同を 仰ぐ 次第であります。 

〔拍手 起る〕 

0 誘 長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 W 會を 開く や 否やを 
鼷 題と 致します。 

〔「二 if 會を 開く に異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡# 造 君〕 二 K 會を 開く に異 _な しと 決 
りました。 

0 岩崎勸 君 直ちに 本案 二 10 會を 開き、 三 ® 會を省 
略して 委員長 報吿 通り 可決 確定せられ ん ことを 圍み 
ます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 


一六 七 八 

〇 邊 長 (大一 :宵 is 忍) 岩 SF 打 cyvl に (ir WK li あり 
ませぬ か。 

〔「 異 a なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 通 長 (大岡 育造 君) 御異涵 がなければ ， ir[ ちに 二 
s? fr を 開きます。 

鐵 m 炒設 法屮 改正 法 饼 案 (政府 提出：} 

〔「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇窈長 (大岡 育造 君〕 御 異鼓が なければ 三狖 fc7 を 1*1 
略して、 可決 確定した る ことを } 3; 苦 せんと 欲する も 

ので あ 〇 ます - 御異鼓 ありませ ぬか。 

〔「異 譏な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳 長 (大岡 育造 君〕 異漭な しと 認めます 仍て 本案 
は 可決 確定 致しました。 

〇 政 尾 藤吉哲 是 ょり 大正 八 年 勅令 第三 ] -I 四 號の委 
員會 を閲き たいと 思 ひます、 御 許可を 求めます。 
〇識長 (大岡 育造 君〕 許可 致します —— 日程 第 七、 
第 八の 翳 案は、 提出者 同一なる に 依り、 一括 ^ 題と 
爲すに 御異識 ほ ありませ ぬか。 

.〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 異誠な しと Is めます、 仍て一 
括 翳 題と 致します、 提出者 高木 益 太 郎君。 


第 七 刑事訴訟法 中 改正 法律案 (高木 益 太 
郎君 提出)  第一 ^ © 

刑事訴訟法 中 改正 法律案 
刑事訴訟法 中 左ノ通 改正 7V 

第 四十 八條ノ ニ 第一 一十 條 第二 十 一條 第 九十 二 临 
第 九十 五條 第 九十 六條 及ヒ第 酉 三十 一條 ノ規定 
ハ檢 事、 P 察官 ，憲兵、 税務官、 林 務官其 他 ノ 
公務員 犯罪 搜査 二關ス ル «| 類 作成 ノ® 合 — 之ヲ 
维用ス 

第 六十 三條被 吿人ノ 身分-一依 リ 起訴 手續 ヲ區別 

スル コト ヲ掲 

第 七十 五條 ノニ 勾留 狀ヲ 執行シ タル 時 ヨリ ー月 
ヲ經過 シタルト キハ豫 審判 事 ハ 被 街 人ノ 請求 — 
依 リ又ハ g 權ヲ以 テ 其 勾留 ヲ S 續シ又 ハ 被 ff 人 
ヲ放 免シ 若クハ 保釋ヲ 許ス旨 ノ決 定ヲ爲 K  n 卜 
ヲ要ス 

豫審 終結 — 至 ル マテ ハ® 次 一月 毎 — 前 羽 ノ決定 
ヲ爲ス コト ヲ耍ス 


院蕺衆 會聚阀 帝冋 二十 PM 第 


第 七十 五 贿ノ三 公訴 ノ提起 アリ タル 時 ヨリ S 罪 
事件- 1 付 テ ハ 三月 其 他ノ事 件-一 付 テ ハ ニ月 ヲ經 
過 スル モ 仍ホ哚 薄 ノ 終結- 1 至 ラサル トキ ハ 被 ® 
人 ハ携港 判祺ノ 結 スル 地方裁判所-一 對シ速 二 裸 
薄 終結 命令 11 付ノ 請求 ヲ爲ス コト ヲ得 
地方裁判所 ハ设密 判事 ノ 意見 ヲ求 メタル 上 決定 
ヲ以テ ー定 ノ期間 内- 1 豫 S ヲ終 結ス可 キコ トヲ 
命スへ シ 

前 ' H ノ期間 ハ预滞 判事 ノ 申立-一依 リ之ヲ 延長 ス 
ル n トヲ 得 

第 九十 二 條ノニ 被 I1;- 人 其 他ノ拽 辨調霄 -1 ハ 供述 
人ヲシ テ 其 ff 葉 — 契印 セ シメ [-1 揷入 削除 及ヒ腦 
外ノ 記入 アル トキ ハ 之 二 認印セ シムル n トヲ耍 
ス 

第 九十 三晓 -1 左ノ ー孭 ヲ加フ 

残 港 判. 堪ハ 被诉 人ヲ 訊問 スル-一先 チ 公訴 事 賢 ヲ 

iif 知 スル コト ヲ要ス 

第 百 九十 四條 第二 項 ヲ左ノ 如ク改 ム 

陪席 判事， 檢事及 辯 ii 士ハ 裁判長- 1 齿ヶ證 人 及 

ヒ被传 入ヲ訊 間 K ル n トヲ得 

第 百 九十 八胳 M 左ノ ー項 ヲ加フ 

被® 入ノ 利益 ノ e メ重要 ノ證據 方法 ノ申立 アリ 

タル トキ ハ 裁判所 ハ 其 肢調 ヲ爲 ス n ト ヲ要ス 

第 ii 刑 ノ 言瞍 ヲ f 、 -I ハ 左ノ ijf 孭ヲ明 示 

シ JL 法律 ヲ適 用シ其 理由 ヲ付ス ル n トヲ耍 ス但 

控訴裁判所 ハ 原判決 理由 ノ ー部 又 ハ 全部 ヲ 援用 

スル コト ヲ f -3 

第一 公訴 事苡及 ヒ苹 點ノ摘 示 

第二 裁判所 ノ認 定シ タル 犯罪！ S 成 耍件 、犯罪 

ノ 日時、 場所 及ヒ 之ヲ認 メタル 證據 

第三 攻幣防 禦 — 關スル m 要 ナル 證據 方法 採否 

ノ理由 

第二 W 十九晓 屮 「必要 ナル-」 ヲ 「內界 ヲ 11 據 トス 

ル」-- 改ム 

第二 百 六十 九 條 -I 左ノニ 號 ヲ加フ 

第 十一 31 要 ナル®' 點 M 關 スル 證據 調ノ 申請 ヲ 

却下 シタルト キ 

第 十二 不當 -1 刑ノ 執行， £预 ノ言渡 ヲ爲 ササ ル 

トキ 

第二 百 七十 九條 M 左ノ ー項 ヲ加フ 

第二 r-1 四十 ? T 晓第 二 ? I 四十 七條 及ヒ第 二； C 四十 

八胳ノ 規定 ハ 上 街 趣 窓 vtj 提 ⑴ ノ場八 rl M 之 ヲ ff 用 


ス 


第 八 人 11 保 謎に 關する 法律案 (高木 益 太 
郎君 提 m)  第一 讀會 
人 ® fv: 讁- 一關ス ル 法律案 

第 I 條檢事 、醫 察官 、憲兵、 税務官、 林 務官其 
ノ他 犯罪 搜査ノ 職 權ヲ有 K ル 公務員 事件 — 付 嫌 
疑漭ノ 戕 調 ヲ爲ス トキ ハ 其 / 市町村 ノ公民 權ヲ 
有 スル 隣 佑 ノ立會 アル コト ヲ耍 ス但シ 取調 ヲ受 
クル 者ノ 請求 二 ffi リ辯護 士ヲ以 テ 之 — 代 フル コ 
トヲ得 

前項 ノ 規定- 1 依 ル コト 能 ハサ ル トキ ハ 其ノ市 町 
村 吏員 ノ立會 アル コト ヲ要ス 
第一 一條 前 條ノ 公務 M 若 ハ 立 會入又 ハ此 等ノ 職- 1 
在 リシ 者 故ナク 某 ノ取調 ノ祕密 ヲ 漏泄 シタルト 
キハ 六月 以下 ノ燧役 又 百 W 以下 ノ 罰金-一 處ス 
本临ノ 罪 ハ吿訴 ヲ待テ 之ヲ論 ス 
第三條 搜査 、訊問 ノ職權 ヲ有ス ル 公務員 事件 — 
付 嫌疑者 又 ハ關係 人-一 對シ肢 調ヲ爲 クご 一當リ 恐 
喝又 ハ詐言 ヲ用ヰ タル トキ ハ ー年 以下 ノ 懲役 又 
ハ 百 圓以 下ノ 罰 金-一 處ス 

第 四 條搜査 上作 成シ タル 文書 ハ斷罪 ノ證 據卜爲 

ス コト ヲ得ス 

第五 條搜査 、訊問 ノ職權 ヲ有 スル公務員-一對シ 
本 法 並 刑法 第一 i 編 第二 十 章 第二 十一 章 第二 十二 
章 第二 十 7.: 章 乃至 第二 十八 章 第三 十一 章 第三 十 
二 章 第三 十四 章 第三 十五 章 乃至 第 四十 章ノ 犯罪 
-I 關シ吿 訴吿發 アル トキ ハ 犯罪 地ノ地 方 裁判所 
-1 於 テ 起訴ス ヘキ ヤ否ヲ 決定 スル コト ヲ得 
此ノ 決定 — 對シテ ハ抗 I1? ヲ爲ス コト ヲ得 

裁判所 ハ 職 權ヲ以 テ 探知 ヲ爲ス コ トヲ锷 

第一 項-一 ffi リ起訴 ノ決定 アリ タル トキ ハ 1 器 判 

琪 ハ當然 公訴 ヲ受脚 シ タルモ ノトス 

起訴 ノ 決定 ヲ爲シ タル 判事 ハ其ノ 事件 ノ裸蕃 及 

公判 M 干與 スル n トヲ得 ス 

〔高木 益太郞 君 登壇〕 

0 高木 益 太郞君 刑事訴訟法 改正 法 钳案は 、從來 の 

刑事訴訟法は、 官僚 ffi 迫 式 刑事訴訟法、 檢事蓖 能 的 

の 刑事訴訟法で ありまして、 文明の 原被 對等を 旨と 

する 彈劾 主義の 规定に 適合し ない 點が 多い ので あり 

ます、 それ故に 現行法 中 最も惡 い 所を 抽出しまして 


それに 改正を 加へ て 以て、 當事 者の滿 足と、 訴訟 手 
續の 正確なる 進行を 圖る爲 めに 提案を 致しました、 
又 第二の 人 R/I 保譃 法は、 檢事、 鱉 察官 、憲兵、 税務 
宫、 林務莒 、即ち 犯罪 搜査の 職 權を 有する 官吏が、 
注々 職 權濫 用を 致す 事實 がご ざいます るから して、 
それを 防ぐ 爲 めに、 提案を 致しました、 而して 本案 
の 骨子と する 點は 前年 本院に 於き まして、 諸君の 協 
賛を得 まして 可決と なりまして 、貴族院に 移り 其審 
讁 中閉會 となりました のは 甚だ 遣憾の 至りで ありま 
す、 然るに 其 後人 權蹂躏 の事實 が續 出す るので あり 
ますから、 玆に再 三 諸君の 御 審議を 煩す 次第で あり 
ます、 尙ほ 世間 iv 人權 蹂® の 事 實を訴 へる 者が 多ぅ 
ごさいます、 吾々 議 # に 於て は當 局に 對して 耳に胼 
胝の 出来る 程 痛論を 致しました、 又 世は 槪に 藩關內 
閣の 時代が 亡びまして 、所謂 A 權を® 重す る政黨 內 
閣の 時代に なつて 參 ります けれども、 まだ 時が 久し 
くない 爲 めに、 其 局に 當る磁 僚の 顏振を 見ます と、 
相變ら ず 昔からの 人が 其 儘 居る のであります、 一向 
此人 權蹂® の 陋習と 云 ふ ものが 改らぬ のであります 
甚 しきに 至つ ては 明白なる 顯著 なる 事 ® を ば、 注々 
言を 左右に 弄して、 否認す る やぅな 傾向が ございま 
して、茲に日本辯_士協會の人 )1 :1躏の事贸を調査 
したる 報告書を 提出 致しまして、 各派 御 交涉の 上、 
議長の 許可を 經 て、 參照 書類と して、 議事 錄に餘 り 
の ありました 場合に、 揭載を 仰ぐ ことに 致しました 
是 等の 書類を 御參 照の 上、 本案に 向つて は 十分 御審 
議あ らんこと を 願 ひたいので あります。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 fa 君 日程 第 七、 及第 八の 雨 案を 一括し、 議 
長 指名を 以て、 九 名の 委員に 付託せられ ん ことを 望 
みます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 讖に御 異議 ありま 
せぬ か。 

〔「異議な し異 謬な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます に 依つ 
て、 譏 長 指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました、 
日程 第 九 軍人恩給 增 額に關 する 雖議 案を 議題と 致し 
ます、 提出者 村松恒 一郎 君」 

第 九 軍人恩給 增 額に 關 する 趄識案 (村 松 
m 一 郎君 外 七 名 提 m) 

軍人恩給 增額 に關 する 建議 


國際 聯盟は 必す しも 永久の 平和を 保障せ す 從て國 
防の 充實は 益 切要を 感す而 して 之 か 充實は 在鄕軍 
人に 俟つ もの 甚た 多し 此の 時に 當り 近時 物價 の昂 
騰は 多年 軍務に 盡厗し 功績 ある 受 恩給 者を して 其 
の 生活を 脅威し 延ては 士氣の 振興に 影響 あらむ こ 
とを 恐る 今や 軍 八 恩給の 增額ほ 其の 事柄の 問題に 
非す して 其の 額の 問題に 在り 政府は 遜に 明治 四十 
四 年 以前の 受 恩給 者と 其の 以後の 受 恩給 者 間の 差 
別を撤 廢せ しに 鑑み 今回の 增額に 際しても 現在の 
受恩給 者と將 來の受 恩給 者との 間に 差別な く 相 當 
の增额 あらむ ことを 望む 
右纽議 す 

L 村 松 ffll 郎君 登壇〕 

0 村 松 恒一郞 君 諸君、 軍人恩給 增額 に關 する 請願 
は 請願 委員 會に數 W 通 提出に ffl 成つ て 居りまして、 
旣に其 大部分は 探 擇に相 成つ て 居る のであります、 
今や 政府は 大正 九 年度の 豫算に 於き まして、 文 武官 
の 恩給 三 割 增と云 ふこと に 計上せられ て 居る ので あ 
ります、 此 場合に 於て 更に 恩給を 增 額して 貰 ひたい 
と 云 ふことは、 所謂 隴を掲 て蜀を 望む が 如き 感じが 
せらる るか も 知れない のであります が、 併し 實 際の 
今日の 文武 官の受 恩給 者の 狀態を 見ます ると、 此政 
府の三 割 增と云 ふが 如きは、 殆ど 實 際に 於て 無意味 
にも 近いので ある、 而已な らず 殊に 此軍人 側に 於き 
ましては、 文官の 受 恩給 者と 異なり、 平時. に 於ても 
種々 の 責任 義務を 持つ て 居る、 同時に 又 其 從來の 地 
位 上の 關 係ょり 致しまして、 生活 上 殊に 困難を 感ず 
る 場合が あるので あります、 故に 吾々 此现 在の 一般 
の受 恩給 者に 同情す るの みならず， 特に 此 軍人 側に 
同情を 致す と 同時に、 唯た 是は 在鄕軍 人に 同情す る 
と 云 ふので はない、 此 結果は 自然に 延て 現役 將 校に 
影響を及ぼし 隨て 之を 大音く 言へ ば、 國 防充實 國運 
の 基礎に 影響を及ぼす と 云 ふ 虞が あります 爲め に、 
玆に 吾々 は 建議案を 提 m 致しました 次第であります 
即ち 憲政 會の 高木 正 年 君、 國民黨 の 柏 原文 太郞 君、 
憲政# の 大森與 三次 君、 憲政 會の三 木武吉 君、 正 交 
倶樂 部の 罱 崎 元 次 郎君、 新政 會の林 平四郞 君、 同 松 
本 誠 之 君 •是 等の 諸君と 御 協議の 結果 •更に 谷 派の 
諸君の 御 賛成を 得て、 本案を 提出した 次第で ありま 
して、 政 友 會內に 於て 是亦此 軍人恩給 法に 就て 餘程 
御 _ 力の 方が ありまして、 此方々 へ も 御 相談を 致し 
たのであります が、 政友會 には 色々 御内 規があ る關 
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係 上* 急 ; 4] に ® ^' ti を ® さろ yf が 出来ない と 云 ふ 13 
め 1- •此方- j  t, A 的 ^ i を ^ まして • % 案を 提出 
いたした 次： y5 であります、 之に 就て if 何故 1: 現在の 
此三 K J:r と！： ムふ政 W 案が 不徹底で あるか、 又 何故に 
今日是以上 (- 衔. ?:'.. しなければならぬかと云ふ$に就 
きまして は 少しく 玆に申 述べて a く 必要が あらう と 
思 ひます ので •探め て g m に此 琪 を 申 上げたい と 思 
ひます， それで 要するに 今日 此物 fii の 勝 fi が S:! て國 
民生活の上に於 ^: を與へて居ります ?1(: {5; 、今更申上 
ぐるまで もない 次第で ある •即ち 賤 前 に 比較いた し 
まして、 今日に 旣に二 十剡 の臉 n を 致して fr る 際で 
あります-共 結 光と 致しまして、 勞鋤 者の K 銀 M 上 
il 励と なり 1 成 ほ 5 : n 吏の 枬你 述 拗と なつて 居る やう 
な 次第でありまして、 それ故に 政府 も亦此 場合 ffl 常 
の吩依 の 要を 認め、 此大正 九 年度の 锁算に 於き まし 

て ほ ‘ K 低 七 分 ， M 萵卜劑 の 佑 給の 增額の 計上を 致 

して 居ります， それと 局 時に 又 M 給の 方に も％ 加す 

■る ことにな りまして、 旣に三 割 % と 云 ふこと になつ 

たのであります が、 先づ此 根本の 一般 官吏の 俅 給の 

".* 上から 申しましても •物 似が 二 十 ®] 臉 貴して 居る 所 

に、 最萵十 劑坍と 致しましても， まだ 十 制の 不足で 

あるので ある- 然らば 事 R に 於て 十 ? r!J 增され て も* 

現在の 官班 (5-. 戰 前に 比較して、 尙ほ 三分の 一 だけは 

減 依せられ て屛 ると 同じで ある， 罪 無くして 減俸の 

题 を 受けて rr ると 云 ふやうな 有様であります から、 

之を 徹底的に 言へ ば 先づ 今日の 官史の 樺 給から して 

之を 二 十 制に 引上げる のが 相當で ある， 試に 之を 旣 

従の 物 傚に 比較いた して 見ます と、 明治 三十 三年に 

軍人 , W 給 法の 始めて 制定せられ ました 當 時、 米 一石 

六 岡で ある 今日 ほ 六十 [1 以上に なつて 居ります か 

ら、 ?1 剡の咐 加を 致して 居ります、 斯樣な 次第. . e あ 

ります から、 以前 ILt Hi 內閣の 時代に 於き まして、 官 

芘の体 給の 二 削 五分 吩と云 ふこと に 致しまして、 當 

時 誘 S も 矢 張 二 割 五分 增の五 百圆の 歳 ?1 j 增加の 案が 

出ました が、 是は翳 會に 於て 辭 退いた しました •併 

し 其 常時 IX 先 づそれ で梵 かつた のであります が-物 

惯 ほ 其 以後に 於て 急激な 騰貴を 致した のであります 

から、 今日に 於て 此俸 給の 十 割 增が旣 に 不徹底で あ 

るので あるが、 併し 今日 財源 其 他の K 際 もあります 

から •其 以上の 事は 姑く 言は ない と 致しましても、 

現在の 文 武官に 十 割 咐と云 ふこと であるな らば. 從 

一 來の受 恩給密 に 向 つても、 矢 張十劑 珩 しを 與へ るの 


が 常 然で あらう と 思 ひます、 然るに* も e 々財政の 
閱係も ありませ うが •從來 の受恩 給 者に 對 して、 ffi 
に 三 M 桁と 云 ふこと で；！ r  K •た 不 公平、 K だ 不撤底 
であらう と 思 ひます、 試みに 之を H 際に 就て 見て 見 
まする と、 現在 文官の 側に 於て、 勅 ff: 官の 恩給が 平 
均一箇月百冏、之に對する武官の刪で、少將が一箇 
月 西 二十 九 B] 、 それから 文官の 側で 奏任が 三十 四 0 
餘、之に對する武官の大尉が一箇月三十七 11-3 、少尉 
が 二 十 1 画 ■文官 判 任が 月額 十！ 画 ■武官の © 長が 
九 |1 、軍拽が八0、1等卒が五_位であるのであり 
ます、 試に 之れ を 三 割增に 致して どうで あるかと 云 
へば >  勅任が 百 11 ■少將 百 二十 九圓 、之に 三割增 と 
致しました 所が、 百 三 四十 圓の もので あ 〇 ます、 勅 
任 官と 云へ ば 兎に角 局長、 知事 以上の 漭で ある、 又 
武官の 少將は 現職に 就て 居れば、 一 旅 團を率 ゐて六 
千 人の 生命を 預つて 居る、 是が 一度 其 ) al 位を 退く と 
頜に百 圆增額 して 百 二 三十 圓 、今日の 物 倒で ありま 
すと ■如何に 節約 致しても、 一人 一箇月 三十 圓では 
ほんの 帮 生 生活に 過ぎない、 此® 生 生活を 致し まし 
て も， 一人 三十 圓 、一家 五 人 あれば 即ち 百 五十 圓の 
金を 要する のであります から •此 ■な 百 三 四十 圓と 
云 ふ 恩給では、 勅任に 在りし 人、 少將に 在りし 人は 
到底 其 地位 體面を 保つ ことは m 來な い、 况や 又此奏 
任 級 一箇月 三十 四圆 ，大尉の 三十 七圓 ，是 等が 三 割 
增と 致しました 所が、 僅に 十二 三 圓の增 額に 止る の 
で、 ほんの 當 座の 小 遣に 過ぎない と 云 ふ 有 _ である 
况や判 任 若く は 下士官の 如きで あれば、 僅に 判 任の 
十二 圓 ，曹長 軍曹で 九圓 、八圓 ，何等の 足しに もな 
らない 、之を 三 割 增に 致しました 所が、 ほんの 一日 
の 小 遺に も 足らない と 云 ふやうな 有糅で ある、 で 今 

日に 於て ほ 武官 文官 共に 此 恩給を 增額 しなければ な 

らぬ 必要が あらう と 思 ふ" 就中 此 軍人の 側に 於て は 

他の.： 乂官と 異なり •非常に 其 困 ® な 事情が ある， 文 

官に 致します れば ，一朝 現® を 退きましても > 或は 

老 裝の甚 しき 者、 若く ほ 病氣の 者は 別問題と 致して 

今尙ほ 民間では 官吏の -!1 r 手を 繼迎 する 有樣で あるか 

ら 、一度 其 職を 退いて 民間の 會 社に 入れば、 相 當の 

地位を 得 •相 當の收 入を 得る ことが 出来る ので ある 

然るに 武官の 側は どうで あるかと 云へ ば、 平素は 世 

の 中に 全く 沒交涉 のことの みに 沒 頭して 居る、 所謂 

殺人 學 < を 殺す 方の 學に沒 頭して、 活人學 の 方 

には 何等の 注意を 柳つ て 居らない ので ある、 所謂 片 


問を して 居ります 結果、 I 度 lit の 中に 出ても、 
rf 際. rf 務に當 つて扣 當の池 位を 5 r 柑常 〇 收入を焊 
ると 云 ふこと a 非常に 闲糚 である、 而已な らず 文官 
と 異なり、 武官 ほ I 度 其 職を 退いても 尚 ほ 平時に 於 
て 矢 張 川 當の is 住 あり、 ,' fl 常の 義務が ありて 或 甩 合 
には 矢 張 召集せられ て ;' 管を 致さなければ ならない 
し •然ら ざる も 平生 此軍 車 上の ことに 注 :' S を 致して 
S かなければ ならぬ、 随て又 軍服の 如き. •  M 他 武器 
の 如き ものに も 注意を 拂ほな ければ ならぬ， 又 平生 
に 於て 一度 有 iif の R に 召集せられ たと きに ほ、 贵樣 
は 兵站 司令官に なれ、 贵樣ほ 何に なれと 云 ふこと が 
豫め辭 令 W が 渡つ て 居る ので あるから、 其 場合に 於 
ける 用® に 就ても、 平生 注意を 拂 つて 居なければ な 
らな いのであります から、 文官の 人達が 一度 其 職を 
退けば、 殆ど 從來の 地位に 無關 係で、 何事で も 出来 
ると 云 ふのと 13: 餘程 性質が 違 ふので ある、 而已な ら 
ずもう 一つ 武官の 側の 闲難な る 事情は、 少なくも 旣 
に 少佐になります と‘ 從五 位 II 四 等， 中佐 大佐に な 
り ますれば、 從四位 黝三 等と 云 ふやうな 位階 動 等が 
ある、 平素に 於き ましては、 軍人の 非常なる 名 # と 
して 居る 所の 此 位階 動 等 •之が 一度 其 地位を 退く と 
寧ろ 生活 上の 障碍になる と 云 ふやうな 譯で ありまし 
て、 現に 是は 幾ら も實 例が あるので あるで、 或 場合 
に® を 求め やうと する、 其 位階 1IJ 等が 餘り 立派で あ 
るから、 斯う 云 ふ 人は 使 ひ惡 いと 云て、 何 所で も斷 
はられる の ほ 事實で ある、 現に 斷は られた 例を 申し 
ますれば、 四 谷 M の 或 牛肉 店で 書記が 一名 必要な の 
で， 新聞に 廣侍 した 所が， 少佐と 大佐が 之に 膘じて 
来た •然るに 生憎 牛肉 店の 主人は j 年の 志願兵の 豫 
備少 尉で ある、 少尉が 少佐 大佐を 主人と して 使う 譯 
には 行かない から、 御斷 りする と 云 ふので 斷は られ 
た、 斯う 云 ふこと が 幾ら もあります から、 傭 先へ 履 
歷を出 してやつ たやうな 所では、 何處 でも 使 ひ惡い 
と 云 ふの， で 使つ て 吳れな い、 其の 結果 履晞 書を 要ら 
ないやうな 運 5S 店の 帳附 であると か、 或は 醫 者の 玄 
關番 であると か 云 ふやうな 所へ 向つて、 而も 少佐で 
あると か、 中佐で あると 云 ふ 立派な 身分の 人が、 履 
ほ れて 居る 有樣で ある、 ざう して (111 に それが 十五 圓 
か 二 十圓の 俸給を 得て 居る ので ある、 斯_な 次第で 
ありまして、 學間 としては 全く 111: 間に 通用し ない 學 
間を 修め、 地位と しては、 世間不 扣應の 位階 勸等を 
持つ て 匿る 爲め に、 ffl 當の職 を 得る ことが 出來な い 
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甚しきに至つては自ら小酒展を«めて、 « 158に步 
いて、 酒の BE 達を すると か爾汕 抬 を fill めて， K nll o 
® 速を すると 云 ふの が •少佐と か 中 (■;: とか、 大 wi 
か 云 ふ 入で is 山 あると 云 ふこと である* それでも ま 
ださう 云 ふ 人達は 雉ら か收 入を 毋る のであります が 
中には それすら 出来ない 人 ' •'; 二 、.'  る， さう し y 
大尉が 普通に 年限を 励めます れぱ "先 づ 艽 十に 近い 
譯であ る、 而 かも m 人は 晚婚 である 爲 めに 五十では 
まだ 甚 しきは ほんの 赤ん坊で あると 云 ふ有找 である 
殆ど 之を 奉公に 出す こと も m 來な ければ， 一家に 於 
て 大勢の 子供を 筵 ふ 爲め に， 非常に 闲雖 をす る 又大 
きな子 供で ある 渚は、 今まで 修堞中 の 者を [a めさし 
て、 女なら ば 女 班 猫 员に 出す とか、 子供なら 給仕に 
出す とか 云 ふやうな 坊涯に 在る 渚 も 少なくない、 0 
う 云 ふ 例は 幾つ も 耳に 致して 居る のであります が 餘 
り 之を 詳しく 言へ ば、 寧ろ 我國家 の ffs 面に も關 する 
と 思 ふので あります から、 餘〇 左櫧な ことを 一 々擧 
げては 申し ませぬ けれども、 ® 際 今日の ffi. 鄕堪 人の 
狀態は 澌櫧な ものであるので ある、 况や又 此负 汜贵 
の 側に 於き ましての 有铹と 云 ふ ものは、 押 際に 氣の 
毒 千 萬な 者で ある、 是も 一例を 申して 見れば， 今 n 
此腿 時に 於いて、 若く は 戰時 以外に 於き ましても © 
鬪に 準ずる 負傷を 致した と 云 ふ 場合に、 第一 公似、 
即ち 兩眼を 失 ひ、 若く は pi'i 手、 又は 雨足を 失う 者は 
所 ! B 增加 恩給と 云 ふ ものが どの位 あるかと 云 ひます 
と，大佐で一箇年千圓、大尉で一箇年四百圆、少尉 
では 二 百 四十 圓 ，軍曹では 百 二十 圆 >  1 等卒で は 七 
十五 圓 、是は 一箇年の 額で ある、 勿論 負 (S 渚に も 皆 
通の 恩給が あるので あります が、 其 額は 稍々 似た る 
もので、 大佐の 退職 恩給が 千 西 十 11 •之に 負 焰に關 
する坍 加 恩給が 千 圓 、それから 大尉に 致します と、 
普通の 恩給が 四百 四十 四 1MI 、 負傷に 關 する 恩給が 四 
百圓- それから 一等卒に 致します と-普通の 恩給が 
七十 五 圓 、負傷の 恩給が 五十 七圓 ，是 が而 かも 一年 
の 額で あるので ある， 旣に兩 眼を 失 ひ、 若く は兩手 
を 失うた とか、 兩足を 失うた とか 云 ふことは、 到底 
一人 二人 何事 も 出来ない ので あるから、 自然 扶助 者 
を耍 する* 其 扶助 者を 一人 雇 ふと 致しましても 、少 
ない 月給では 雇へ ない と 云 ふ 有 ii であります から、 
佐官 尉官の 地位に 於ても 此額で は 甚だ 困 _で ある、 
况や 負傷者は 多く 尉官 以下に あります る、 下士で あ 
ると か、 或は 一等卒な どに 至つ ては、 油に 氣 の® 千 
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萬で ある， 軍曹は 一箇年の 恩給 百 二 十圓 として 月 二 
十_>之に負傷の恩給が一箇年九十六_,兩方合せ 
た所で二西圆に足0ない、是で兩手が無い莕とか闸 
眼が 無い とか、 m 足が 無い とか-云 ふこと で 如何に 
して、 世の '! ■ に 立つ ことが 出來 るか. それに 最初 負 
傷して； 11 つた 時分に ほ、 ^ # の 負傷と か 何とか 云つ 
て 地方の 濟も 多少 之を© 敬す る ■其 結果と して 一家 
の 者 も 之を 粗末に 扱は ない ので あるが、 それ も随に 
して 忘れられて しまつて、 世間の 人 も 何とも 思 ii な 
い、 同時に 農村に 於き ましても、 斯樣な 負傷者が 有 
れぱ非 常に 厄介 だ、 隨て 一家の 者 も餘〇 之を 快く ? ¥ 
遇しない と 云 ふ 結果、 何れも 居る に 居られな いと 云 
ふやうな 感じを して、 . H 然に 家を 飛 出す、 東京に 出 
て 何 かしやう と 云つ て 出て 來 ると 云 ふこと で、 今日 

ill 京には 所謂 骹兵な る 渚が 五六 百 人 も 集つ て、 他に 

{:!: 方がない から、 藥を質 りに 出る とか、 4g 墨を n り 

に 出る と 云 ふと •社會 の荠は 所謂 蕺餵の 押© 扱に す 

る‘ 彼等は 殆ど 世間から 厄介 扱 ひを される と 云 ふこ 

とで、 已むを 铝ず是 'か 廢兵院 に 入つて， 鈣 兵 院の御 

厄介に なつて 居る と 云ふ譯 であります けれども •今 

日崁兵院と云ふものほ、何所に在るか、世間の人が 

知らない 位の 狀態で 、 2f に國 家社會 の a 傷兵に 對す 

る 待遇と 云 ふ もの ほ， 冷酷を 極めて 席る •現に 其 結 

果 ，此 負傷 兵が 何を 言 ふかと 云へ ば •吾々 は 瞵 場に 

出で •殆ど 命を 失；！ i ぬ ばかりに 脔闘 をして さう して 

負 似を した _ ほ、 どうで あるかと 云 ふと、 斯の如 き 

冷 ffi な 扱を 受けて R る、 是では 子々 係々 兵に 出す こ 

とほ 出來 ない、 若し 自分 達の 子供が 大く なつたなら 

ば、 如何にもして 兵役を 免れし める ことにしたい も 

ので ある. と 言 ふこと 1 >. 現に 公然 明 言 を 致して 居る 

やうな 次第で ある， 更に 進んで 軍 八の 逍 族の 例に 至 

〇 まする と •益々 氣の 0 な もので あつて、 造 族は® 

場に 出まして、 賊爭に 依て戰 死を した 者で* 普通の 

恩給と 同じ 額を 受ける のであります、 それから 硪 II 

に 準じた 公務に 依つ て 負傷した 者で 三分の 一を 受け 

る、 それから 恩給を 受けて 居つ た 者が 死んだ 場合に 

は、 其 IB 族 li 恩 袷の 三分の 一を 受ける のであります 

現在の 恩給 額で さへ 唯今 申 上げた 如く 洵に些 々たる 

ものである， それを 更に 三分の 二、 若く は 三分の 一 

と 云 ふやうな、 斯の如 き ffi かな 額を ia 族に 與 へる、 

主人が®^ r 或は 病死を 致した 其 ii-'i 族なる 者が、 僅 

か是ば かり —— 當り前 の 恩給を H つても 尙ほ 足りな 
軍人恩給 增额 に關 する 建議案 


いのに、 三分の 二と か S 分の 一と か 云 ふ ものを 受け 
て •それで 殆ど 何等の 職 も 無い、 潰 族が， 果して 生 
活して 行く ことが 出来る かどう か、 それが 爲め 自ら 
! 家 離散の 悲みを 見る と 云 ふやうな 寶例 も、 少なく 
ない のであります 、期の 如き 今：！！ の在鄕 軍人の 狀態 
で、 是で果 L て 國軍 の充實 が 出 來る ものである か、 
出来ない ものである か、 今日 一般の 軍隊 內の {分 氣を 
見ます ると，® に在鄕 軍人が 現在の 待遇に 就て 不滿 
を 抱いて 居る のみでは ない ので ある •現役に 居る 所 
の 人 も 若し 自分 達が 一度 現職を 退けば •矢 張 斯の如 
き 待遇を 受ける ので ある， 又 一度 戰場に 出て！ 一死を 
しても •潰 族が 斯の如 き 不幸な 侍 遇を 受ける と 云 ふ 
ことでは、 E 分 達は 安 じて诹 場に / 1! る こと も 出来な 
い、 安 じて 現職に 留る こと も (II 來な いと 云 ふ ® 念を 
殆ど 總ての 人が 持つ て 居る と 私 ほ 信ずる ので ありま 
す、 それで 其 證據は 現在 現役に 居る 所の 靑年將 校が 
餘暇に 或は 法律を 學ぴ或 ほ 綷濟 を學ぴ •或は 縐記を 
學ぴ ，何とかして 早く 現職を 退いて -111; の 中に / JJI た 時 
に まごつかない 算段を しやう と 云 ふこと ばかり 考へ 
て 居る >  一體 軍人なる 漭ほ 、申 上げる まで もな く 平 
素 軍事に 沒 頭し* さう して、 全力を 注いで やらな け 
れぱ 、到底 檢良な る 軍隊を 組織す る ことは 出来ない 
然るに 其 軍隊の 幹部た る 所の 人々 •か、 常に 斯の 如き 
現職を 退いた 場合の ことのみ に 頭を 注いで、 さう 云 
ふ 方の 吊 問に 力を入れ ると 云 ふこと であつ て、 如何 
にして fi fi なる 軍隊を 作る ことが iii 來 るので あるか 
現に論ょり證據は昨年陸軍の士官學校が生徒を募集 
した 場合に， 二！ E 二十 二 名の 及第者の あつた 中に、 
百 四 名の •取消が 出て 居る •以前で も隨分 志願者と； ZC 
ふ ものは、 海軍に も 陸軍に も、 或 ほ 高等 文官に も， 

色々 な 試 瞼に 同時に 應ず るので あるから •多少 及第 

者の 中で 取消は あるので あるが、 二 百 二十 二 名の 中 

で、 百 四 名 即ち 半數の 取消を 出す と 云 ふのは 何が 爲 

めで あるか、 即ち 此陸爾 部內に 入つても 前途に 望の 

ない と 云 ふこと を、 十分に 知つて 居る 結果， 斯樣な 

ことに 相 成る ので あらう と 思 ふ、 最近の 新聞に 現れ 

ましたので も、 近来は 海軍 志願兵の 出願者が 非常に 

少ない、 是ほ畏 多く も畏き あたりの 御 耳に 入つ て 侍 

從武官 を 谷 海 ^ に 逝して， 海 班の 狀態 を說 明せ しめ 

ましたと 云 ふやうな ことに 相 成つ たと 云 ふこと であ 

る レ 然らば 何故に lit 海： ホ ng 願 Jr-. (が 少ない かと 云へ ば 

今まで 現職に 務めて 居つ て、 ill! 方へ 歸つた 古い 所謂 


在鄕 軍人が、 皆な 片端から 其 志願者に 忠吿 して、 之 
を 引 留める と 云 ふやうな 結果、 此海軍 志願者が 少な 
いと： K ふこと が 附加へ て 書いて あるので ある、 斯う 
云 ふやうな 有_で 、陸軍に 於ても. 海軍に 於ても、 
皆な 現職に 就く ことを 喜ばない、 之を 希望し ない と 
云 ふことの 結果は、 是は寊 に國 軍の 上に 非常なる 影 
響を 及ぼす と 思 ふので あります、 で 政府 も 今回 國防 
充 實の爲 めに， 少なからぬ isTj を豫算 の 上に 計上を 致 
し •それが 爲 に、 旣に 一億 三千 萬と 云 ふ增税 まで も 
斷行 をす る， 是 は 何で あるか、 即ち 國 防充實 の爲め 
であるので ありまして、 是も 必要と 致せば、 吾々 國 
民は 已むを得ないで あります けれども， 如何に 形式 
上の 國 防を 充實致 しても •精神 上の 充寶と 云 ふ もの 
が / 1!. 來な ければ‘ 如何なる 堅 塞 •如何なる 坚艦も • 
何等の 用を 爲す ものであるまい と 思 ふので ある、 此 
の點 から 見ます れぱ 、一方 旣に國 防 充 H の 必要と 云 
ふ ものを 認めた 以上は、 此の 軍人の 待遇と 云 ふ もの 
を 改良 致して、® に 現役 だけで ない、 即ち 現役を 退 
いて 從來 此の 日淸 、日露 •北淸 、其 他 幾多の 闲難に 
遭遇して 艱難を 經た ところの 現在の 在鄕 軍人に 對し 
て、 相當の 待遇を 與へ ると 云 ふことは、 即ち 此の 現 
役の 軍人に 安心を 與へ て、 益々 此の 軍事に 勵秘な ら 
しめる 所以で あるので あるから、 是れは 啻に 在鄕軍 
人の みの 問題では ない ので あり ます， 况や唯 今 申 上 
げた 通り 負傷 兵の 如き， 若く は 軍人の is 族の 如き^ 
此哀れ 果敢なき 有様に 就て は、 常 路莕は 餘程の 注意 
をして 貰 ひませ ぬければ、 折角 何 億と 云 ふ 有形 上の 
國防 を充實 せしめましても、 殆ど 是は 無用に 搦 する 
ことで あらう と 思 ふ、 言 ふまで もな く、 今回迎 戰 通 
捷の獨 逸が、 最後に 至つて 一時に 崩 41 したのは 何が 
爲めで あるか、 又 露國の 如く 殆ど 國 家を 亡ぼす に 至 
つたのは 何が 爲め であるか、 即ち 此戰場 に 於け る 軍 
人の 士氣と 云 ふ ものが、 喪失した 結果で あるので あ 
る、 此點は 餘程 政府 當 局に 於て 御考を 願は なければ 
ならぬ ので ある •况や 啻に 此 恩給の 額が少ないと 云 
ふことの みならず、 吾々 の 推測す る 所に 依れば， 今 
回從 來の受 恩給 者に S して ほ 三 割を 增 加され るので 
あるが、 將 來の受 恩給 sf に對 しては、 矢 張 十 割を 與 
へられる ことにな つて 居る、 是が 非常に 一般 士氣の 
上に 影 P する もので あらう と 思 ふ、 是は 明治 四十 四 
年に 恩給 法を 改正せられ ました 時に、 » 來の受 恩給 
者に ほ 何等の 恩典を 及ぼさず して、 將來の 者に 向つ 


て 一一 割の％ 加を すると 云 ふこと であつ て、 之が 爲め 
に 御 承知の s  く  • & 方面ょり 非常なる 多數の 請願が 
出まして、 又 吾々 も此翳 場に 建議案を 提出 致して、 
前後 五箇 年間の 歳月を 經 まして、 漸く 昨年の 春に 至 
つて、 先づ此 差別の 待遇が 除かれて、 舊來の 人々 も 
同じ やうに 恩給を 與 へる ことにな つて 尻り ますのに 
復た もや 今日 更に 玆に大 なる 差別を 設けて、 舊來の 
者には 僅に 三 割、 將來の 者に {X 十 割と 云 ふが 如き 事 
を 致しましたならば、 折角 今までに 差別の 待遇を 除 
いた 意味を 無くす るの みならず、 又 一般 軍人 社會に 
非常なる 影響を 與へ ると 思 ふ 同じ 國 家に 功勞 ある 所 
の 軍人、 殊に 從來 の受 恩給 者は 幾多の 聰 場に 川で， 
生命を 賭して 戰つ て來た 所の 殊勸 者で ある、 其殊動 
者には 待遇を 薄く して 置いて、 さう して 是 等の 人々 
の 後輩 者で ある 所の 現役の 人が 退いた 時には、 十 割 
を增 すと S ふが 如き 所謂 差別 的 待遇を すると 云 ふこ 
とは •益々 軍隊の 士氣を 鈍らす もので あらう と 思 ふ 
言 ふ 迄 もな く旣往 に 於き ましては 、職 時に 際して は 
現役が 第一線に 立つ て、 後 fini の 者 (T. 多く ほ 留守 師團 
で濟ん だのであります が、 今日 以後の ■ に 於き まし 
ては， 現に 今回. の 世界の 大戰に 鑑みましても 殆ど 寧 
.ろ 在鄕 軍人が 基礎と なつて、 後備の みならず 退役 者 
まで も、 共に 國 軍の 基礎と なつて 11 はなければ なら 
ぬ 今回の 場合に 於き まして、 此在鄕 軍人の 待遇を 薄. 
くす ると 云 ふことは* 決して 策の 得た る ものでは あ 
るまい と 思 ひます、 故に 吾々 の 希望す る 所は、 第一 
て此 恩給の 增加 は、 此三割 で (3: 甚だ 無 短 味で あ 
る、 甚だ 少ない ので あるから， 之を ffl 當の額 に 引 上 
げて貰 ひたい、 同時に 新 舊の受 恩給 者の 差別待遇を 
する やうな 事を 廢 して 貰 ひたい、 さう して 總ての 入 
に 相當の 待遇を 與 へて， 安んじて •國 家の 軍務に 服 
すると 云 ふこと に 致して M ひたいと 思 ふので ありま 
す* 此 意味に 依て 本案を 提出 致した 次第で ありま T 
から、 どうぞ 御 賛成を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎勳君 本案は _ 長 指名を 以て， 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

OS 長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御異識 がない 
と 聞え ます —— 仍て 議長 指名の 九 名の 委員に 付託す 
るに 決します、 日程 第 十、 , B- 幣 大社 吉野 神 , S- 境域 M 

張に 關 する 建議案を 識 題と 致します - ^ 出 者诳 

武 君。 

一六 八 一 


ィ  二十 


Tf m  大社 ff if 雄 {w fe s  雄： 迢 に 货 する lili l ?s 劣 


六 八 二 


第 十 T? 幣大 a+ I4 野 神宫 境 feil s 張に？？： する 
扭？：； 案 一 3C 武君外 I 名 扱 出'* 

官幣 大社 吉野 r-'I . s ®r 域 !! 3 張 I - 關す る纽邁 
( 後 p> 天 ^ を 准 祀せ る官幣 大社 吉野 
碑 S の 境域を -^ ^ し ai 物を 改造して 御社 格 御 稱號 
に 相 常す へき 施設！ £營 を爲 すへ し 
右纽 KI. T 

〔東武君登搜〕 

om 武 打 拐く  £ m に此攰 謖 案の 趣 尨を 說明 致し ま 
す -* 野 神® ほ、 明治 二十 二 年に 先帝 陛下が、 榧 原 
の 神 S と 同じく  •彼 所に 後酲 _ 天皇を 御 祀をす る こ 
とに なりまして、 初めて Itb 社殿を 81J 立され た、 即ち 
菇法發 布の 時に 於 ? まして、 我 神武 天皇 敝原 神宮と 

共に 此後醍 醐天 m を 奉祀され た •それまでは 吉野の 

吉水院 と 云 ふ 御寺に‘ 神佛混 m で此 後醍醐 天皇は 祀 

られて 居つ た， 初めて 明治 二十 二 年に 於き まして 官 

m 屮社 として、 特に 明治 大帝が 帮祀 された 譯で あり 

ます， それからして 後に 三十 六 年に 於き まして， 官 

m 大社に 仰 m が & りました、 M に 大正 六 年度に 於き 

まして、 f 神 萏」 の ©: き 名稱を 定められた ので あり 

ます、 「神 , a- 」 の 名稱を 持つ て 居る 神社は、 列聖の 

中に 於て M も 威徳の ある ものを 特に 撰んで、 此神宮 

の f; 恥を 特に 與 へて ある 譯で あります が、 揋 原の 神 

宮、 吉野鉀 5 3>宮崎神 ?'; ,宇佐神宮、桓武の平安神 

宵， 是が 即ち 神 { H の 特に 名稱を 帶 ぴて屛 る， 列 K の 

中に ほ 娃れだ けの ものであります、 古代の 神代の 時 

の大 神に 舞して は 香 取、 鹿 島、 熱 田、 霧 鳥、 鹿兒島 

紀 州の 13 前 國懸と 云 ふ 神社が あるの みで ある •現今 

此の吉野神宮と云ふものは，どぅ云ふ風になつて居 

るかと 申します と、 諸君は 花の 名所と しての 吉野山 

は 御存知で ありませ ぅが、 後醍醐 天皇を 奉祀され て 

屛石所 の ® 111 涔 の 名 稱の ある 所の、 彼の吉 野 神宮と 云 

ふ ものは 餘り世 間に 知られて 居らない、 是れは 吾々 

は 洵に逍 憾に mi つて 居る， 其の 境域は 撤な 所に 殆ど 

S 7!? 屮社 、小社に も 並べぬ やぅな 小さな ものに なつ 

て 居る のみならず、 此の 神筲の 外に'  此吉野 神宮， 

後醍 g 天皇の 外に 於き まして、 南朝の 忠臣と 云 ふ も 

のは、 皆な 之れ に 祀られ て 居る、 例へ ば 此の 聩 社と 

稱 しまして、 神 , S の兩 脇に 祀られ てあります が、 是 

れ等は 即ち 兒島 高徳， 兒鳥龅 長、® 山 維 俊、 藤 原資 

朝、 藤 原 俊 朝、 土 居 道 坍 ，得 能 通 g、 此の 南朝の / J;> 


臣 を矜 な 此の !|- ::3^ .:-'. <-'. の •猫 社と して、 明治 大帝が 
特に 仰 出. C れて窀 『 されて fr るので ある、 諸君， 名 
ほ茛の賓な0と云ふことが&0ますが，如何に紳宮 
でも， 官幣 大社で も、 其の 社殿が 狹隘で あつて、 JI 
つ莊 •た 小さな ものであると 云 ふこと になつ たなら ぱ 
國民 の柒 敬を 葱く と 云 ふこと には 參らぬ ので ありま 
す、 で 此 •« 味に 於て 此境域 を 祯 張して、 神宮 It 神宮 
たる だけの ものに 奉祀を して P. きたい、 又此吉 5if 神 
宫 を 特に 明治 大帝が 榴原 神宮と 同じ やうに 御祀り 
になつた と 云 ふ 大御心 ほ、 日本の 紀元 三千 年の 歷史 
の 上に 於き まして 神武 大帝が 此 日本の 國土を 創開 
せられた と 云 ふことは、 是 ほ 申す まで もない 話で & 
ります、 で 社會 に大な る變 革が 三つ ある、 第一 神武 
の 創業、 第二は 雜武中 興、 第三は 王政 維新、 lit 三つ 
が 日本の 政治 上に 於け る 所の 大璲 革であつた ので あ 
ります が、 明治維新の 創業と 云 ふ ものは、 即ち 明 
治 大帝が 建武 中興の 趣意に 依て、 此 天下の 勤王の 志 
士が並 起つて、 さう して 初めて 三百 年の德 川の 幕府 
を 倒して、 此明治 維新と 云 ふ もの 1、 神武 創業に il 
らぬ 所の 大功 業を 妞 てられた のであります、 !] -t 建て 
られた のが 即ち 建武 中興の 淵源に 法て、 初めて 此歷 
史と云 ふ ものが @ 崇され て、 神宮に 奉祀され たと 云 
ふ睹史 を 有つ て 居る、 . n. つ吉 野は 花の 名所で あると 
同時に、 又 明治維新の 時に 於て、® 武 中興の 趣意に 
依て、 王政 維新を 定めた と 云 ふの が、 是が 又吉野 に 
非常に 淵源が ある、 此 王政 維新の 時に 討幕の 旗を 翻 
して、 さう して 義旗を 天下の 勤王の 諸 士が並 起つ た 
時に、 初めて 第一 戰の 火を 揚げられた のが 此吉 野で 
ある、 大和 陬丸黑 子の 地の 吉野で ある、 是ほ a 武中 
興の 勤王の 志士を 似んで 天下の； 一王の 徒が 集つて、 

初めて 彈 丸黑 子の 大和の 地に 於て ，1 即ち 諸君が 歷 

史を 御覽に なれば、 大和 行幸を 仰 出され、 それから 

後ち 蛤 御門の 戰とな り、 堺町 御門の 職から 七 卿 落と 

なり、 其 時 中 山 侍 從忠 通、 或は 藤本 鐵石 、吉村 寅 太 

郞と云 ふ 者が、 初めて 義旗を 翻した の ほ、 之を 世に 

稱して 天誅 騷動 、それから 生 野の 銀山の 役と なり、 

それから 伏 見 烏 羽の 職と なつた と 云 ふ、 由緒 ある 歷 

史が ある、 それを 私は 常に 考 へて 居る が、 若し 日本 

建 國以來 の 歷史の 中に 於き まして、 南朝の 記 錄南朝 

の歷史 と 云 ふ ものを 日本. の歷史 の 中から 取り去つ た 

ならば、 何が 有る か、 即ち 楠 正 成で あると か、 或 ほ 

新田 義 g であると か、 或は 5LL 勧 高徳で あらう とも、 


E 王の 歷史の 國民思 想を 6-S つたと 云 ふこと は、 即ち 
南朝の 幾多の 忠臣 a 士の殉 國 〇 血が 漲つ て、 吉 W SS 
山の 10 となつ たと 言は なければ ならぬ、 C 拍手 起る) 
此 S 味に 於て此 吉野 神宮を 明治 大帝が 特に 奉祀 さ 
れた I 特に 奉祀され て , 神宮」 の名稱 まで も御與 
になつ たと 云 ふので あります からして、 此を «| 當の 
社 格に 致しまして、 名 ® 相伴 ふ ものにして、 さう し 
て 此境域 を 摘 張し、 神殿を 棚 張して、 さう して 國 民 
思想を 之に 惹 付ける ことは 決して 偶然で ない と 思 ふ 
思想 涵養の 上に 於て、 國 體 の 精神を 發揚す る 上に 於 
て、 所謂炳 として 日 星の 如く、 我 國瞠を 永遠 無窮に 
® へる ことは、 即ち 是等が 非常に 與 つて 力が ある こ 
と i 考へて 居る のであります、 決し 4 此事ほ 偶然な 
る 選擧運 励 や、 其 他の 地方 人民の 職 心を 買ふ爲 では 
ない のであります からして、 どうか 皆樣御 同情を 以 
て、 御 賛成 あらん ことを 特に 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

0 岩崎勸 君 本案は _ 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを fl5 望し ます。 

011 長 (大岡 育 } S 君) 岩 崎 君の 動議に 御 異議は あり 
ませぬ か' 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造恝 〕 御 異議なければ、 議長 指名 九 
名の 委員に 付託す る ことに 決しました、 本日は 是に 
て 散會。 

午後 三時 十四 分散 畲 
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午後 一時 十 S 分 開 ii 
議事 日程 第八號 

第一 大正 S 年 法律 第 四號中 改正 法律案 

第一 讀會 

第 = 右議窠 の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
第三 凾舘控 訴院の 移鞟 に關 する 法律案 

第一 讀窗  C 

第 四 右 議案の 窸査を 付託す へき 委員の il 擧 
第五 大正 U 年 法律 第<號 中 改正 法律案 611) 
第 I 讀茵 

第 六 右 議案の 礬蜜を 付託す へき 委員の 選擧 
第 七 朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法律案 
第 一讀會 

第 八 右 議案の 1! 査を 付託 T へき 委員の 選擧 


第 九 關 税定 SI 法中改 i£ 法 ?? 案- 7 3 35- l tx 

酋 

第 十 右 諾 案の 審査 £• 付託 T へ ? 委 a の a 蝣 

第 十 I  大正 八 年 勅令 第 ill 百 SI SS 「承 ^ を 求む 

る 件， ) ( 委 W 長 報 W) 

第 十二 大正八年勅令第四百七十八號(承 £5 を 

求む る 件〕 (委 0鉍 報 ir- 

第 十 = 未成年— 酒 禁止法 案 a ^ ffiTE ulv!- 外) 

第 I 讀窗  丨  I 

¥E  # 計-!- 1 法案 (f 如 赃 g 外) 第 i 

第 十五 © ifB l g s IS に關す る窟 is 案 (げ林 碰 

指)  /」r 

第 十六 ゆ 原 神宮 崇祀 向上に 關する 建諾案 (地 

太郞 君)  / li 

s- ffi } 

第 十七 民間 航空 事業 獎 ® 保護に 關 する 建 ri 案 

•  へ 高見 之 ) in 君) 

第 十八頡 井 縣三國 港 築港に 關 する 建議案 

五 右 衞 門 君'!  /名 

外 四 名 提出』 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 新たに 詔 席に 著 かれた る 方を 
，紹介 致します、 島根 縣松江 市 選出 梁 原 羊次郞 君。 

〔桑原 羊 次郞君 起立 拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報吿が あります。 

〔原 田 ® 記 官朗 讀一 

一 去 五日 政府より 提出せられ たる 鹩案 左の 如し 
大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法 S 案 
函 館 控訴院の 移 ! ¢1 に關 する 法律案 
大正 二 年 法律 第 九 號中改 正 法律案 
朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法律案 
一 去 七日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
關税 定率 法 中 改正 法律案 
一 今 九日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
會計法 中 改正 法律案 
大正 八 年 法律 第 九 號中 改正 法律案 
大學 特別 會計 法案 
大正 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法律案 
一 今 九日 議員より 提出せられ たる _ 案 左の 如し 
所得税 法 中 改正 法律案 

提出者 武富時 敏君  片岡 商 溫君 
藤澤 幾之輔 君  町 田 忠洽君 
本田恒 之 君  佐々 木 正 臓 君 
大津淳 一郎 君  0M  浩君 
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(政府 提出〕 第一 讚 ^ 

大正： ; /!: 年 法 ?!? 第 四 毀 中 改正 法 律 案 

/ 木 案 ii 本 益  一 ??: 七 五良 ft 族浣 2S. 事 中) 

一に 揭 g せる を 以て 再 揭の泜 を 避く V— 

Ira 務大 iii 男 lf.f 商 梳诖淸 君 登 ® 〕 

C 拍手 起る〕 

〇城 務大 SCKS f:: 橋是 浈 対〕 大正 五 年 法 m 第 四 號 
中 改正 法律案に 就きまして、 簡 m に說 明を 致します 
本 法 (£ 大正 三年 臨時 yf 件 K 支 辨の爲 め、 政府に 於き 
まして 特別 fv 計に 磁す る 資金の 繰 稃 m 及 沿 入金を 
爲 し， 又 ほ 公 tt を發行 する ことを 焊 るの 規定で あり 
ます、其中公愤及借入の挖額ほ，三位二千萬岡と制 
限して ございます、 此制限 額が 歳 ⑴豫 3:!: に 伴 ひまし 
て％ 加を 來 しました もので、 現行 規定の 三 億 二 千 Ki 
圆は •大正 八 年 ？; • 月までの 所要 額を 標迆と して 尻る 
ので ございます、 然るに 御 推 議 中に 大正 九 年度 內に 

所要の 臨時 軍事 妓 豫翦 追加 案に 於き ましては、 一億 

四千 八 百餘萬 ¢11 の财源 を、 公 依 又 (t 借入金に 依る 計 

进 になつ て 居ります から、 ，史 に 前述の 制限 額を％ 加 

致す 必袈が 牛： じたので ございます、 仍て I 億 四千 八 

百 餘斑岡 を 切上げて 、一億 五 千 萬 IM1 を佾加 する こと 

、致しまして、 現行 規定の 三 億 二 千 萬 圓と あります 

のを， 四 倍 七 千 35 冏と 改める e めに 玆に木 法案を 提 

出 致した 次第で ございます、 御 fff 餓の上 速に W 锊せ 

られん ことを 留み ます。  / 

〇 議長 (大岡 育造怼 〕 野 村 謀 六 君。 

〔野 村嘉六 沿 登 擠 、拍手 起る〕 

〇 野 村 惑 六爵喵 今 大藏 大臣の 說明 になり ました、 

一億 五 千 萬 11 の 更に 壻汹の 改正案に 就きまして 、本 

案は 頗る m 大な 問題であります から、 大體に 於て 二 

三 點 伺 ひたいので ありす、 委細の 事は 何れ 委員 會に 

於て 伺 ふ 者で ございます 此 一億 五 千 萬 II の费 用の 中 

で、 間く 所に 依ります と 云 ふこと 西 伯 利に 對す る Ki 

用が、 一億 二 千 萬 圓程 あると 云 ふこと を 聞いて 居る 

のであります、 此西伯 利に 對 する 所の费 用に 付き ま 

しては、 現在 彼 地に 居ります 所の 軍隊、 並に 現今 轍 

造 中の 萵 田の 牛 箇師函 >  之を 併せて 一箇年の 目安と 

して 御 提出に なつた ので ありませ ぅか* 如何で あら 

うか、 此點を 一つ 伺 ひたいので あります、 又 西 伯 利 

は 御 現 知の 通りに 他の K 一 の交戰 目的 . i は 違って、 

色々 の關係 が あるので あります、 色々 の關 係とは、 

即ち 西 们 利に 對 しては 物资 の援 tiij が 必耍で あるので 


ある* BI に IP 段の みを is ifl しては、 到底 其の 目的を 
連す る こと ii 出来ぬ ので ある， どうしても 西 伯 利の 
援助 { 3: 物 K が 必要で ある， 城を 攻め 敵を 嵌ろ と 云 ふ 
EM の茁 陵の Eg 爭とほ 違つて 居る ので、 此の 4JI ほ 私 
が 中す のみならず •去る 一月 三十 一日 「オムスク J 
から fes 朝され た 加 藤 大使の 封 西 伯 利 策の I 而 として 
述べて 居られろ のであります、 同大 使は 昨年 以来 當 
局奔と して、 長い間 彼 地に 赴任され、 有 ゆる 西 伯 利 
の狀况 視察の 上發 表された る总志 であるか らして、 
私 ! 3: 昨年 以來の 西 伯 利に對 して、 最も K 相を 穿つ た 
is 见な りと 思つて 居る のであります 、殊に 又 大使と 
云 ふ 職掌 柄、 此 人の 言論に ほ 吾々 は 信用を S くので 
あります、 其 大使の 意見の 一節と しまして は、 西 伯 
利の /|1 技 (3: 、將來とも西们利物资の援助を方針とせ 
ざるべからず 、物 K 援助を 伴は ざる 對西 伯利咐 兵、 
及 西 伯 利に 軍隊を 駐屯せ しむる ことは、 結局 露國人 
の 感情を 害する や 火を睹 るよりも 明な 〇、 斯う 云 ふ 
御意 見で， あります、 常 局の 賢 任 者と して， 軍隊の み 
を 11: 屯せ しめて ほいかぬ、 又％ 兵の みを 以てして ほ 
いかぬ、 之に 物資の 援助を 與へな ければ， 露國 人の 
感情を ® する こと 火を 階る よりも 明で あると 云 ふ 御 
怠 見を 述べて 居らる、 のであります、 私は 是に 於て 
伺 ひたいのは、 斯の 如き 賢 任の 地位に 御 立ちに なつ 
て 居る 加 藤 大使の 意見であります から >  此 西 伯 利 出 
兵の 目的を 達する に ほ、 どうしても 物資 援助が 必要 
なりと 私 も 信じて 居る のであります •政府は 此 一億 
二 千 萬 圓と云 ふ 豫算は 、單 一に 軍隊 直接の ® 用の み 
であるか 或は 又 加 藤 大使の 聲明 通り 物資の 援助、 之 
を も 包含して 居る ので ありませ うか， 萬 一 包含して 
居らぬ ものと したなら ば、 之に 伴 ふ 御 提案 i'j: 何時 出 

される のであります か、 此點を 第一に 伺 ひたいので 

あります、 第二の U1 兵の 3!!的に付て (3: 、色々議論の 

交換が ありました から 申し ませぬ が、 併し 其 一とし 

て’ 鐵道の 守備を も 矢張り 目的の 一で あると i zc ふこ 

とを 際 明され たのであります、 彼の廣 漠たる 所の 西 

伯 利に 對 して 我 軍が 諸 所に 散在し、 駐屯す るには、 

どうしても 鐵 道を 利用す るより 外に 途が 無い ので あ 

ります， 又 軍隊を 5S るに しま •しても •軍需品を 送る 

にしても-其 他の 食糧を ; a るに 致しましても-所謂 

鐵逭は 唯一の 利益に なつ ' t:. 居る のであります、 所が 

我 軍隊に 於て 必要な だけ、 敵から 見ます ると 云 ふと 

甚だ 厄介なる 機 關に相 違ない ので ある、 それだけ 我 


茁の 成功を 收む る fa! 利 必要な 樺 開で ある だけ、 敵 か 
ら見 たなら ぱ迷 惑な 機 問に 相 is ないだら うと 斯う 思 
ふ、 是に 於て 我 ill が 完全に 此目的 を 速す る爲 めに 邊 
道を 利 叫す る關係 上 •鐵逍 守 を £1-5 に すれば する 程 
破 迓を される nH はない かと 思 ふので あります •詰ま 
〇 申して 見ます ると •日本に 取 〇 まして ほ、 戰時に 
必要なる 武器と も 謂つ て 宜しい ので ある、 敵は 又 其 
武器を 破つて、 彼の 目的を 達し やうと して 居る ので 
ある， 娃に 於て 伺 ひたいの ほ、 先日 陸軍大臣が、 忠 
勇なる 國民 一千 餘 入を 殺した の ほ、 誠に 瓰憾で ある 
と 云 ふ御說 明で ありました が、 本員 も 深く 之に IT. 同 
感で あるので あります、 去りながら 今 申します 通り 
に， 日本に 於て 鐵 道守龆 を嚴に すれば 向 ふで も鐵道 
物資の 掠 想 又は 兵 隙の 運 励を 拘束す る必盟 上 やる に 
相違ない、 故に 私は 寧ろ此 鐵 道の 守備を 撤艘な さつ 
たなら ば、 如何で あらう かと 斯う 思 ふので あります 
EI3 すまで もな く 過激派に しても、 穩健 派に しても、 
鐵道 自體は 決して 僧い のでは ない、 利用す る必耍 上 
破壊を 試みる のであります、 鐵道ほ 穩健派 も乘れ ば 
過激派 も乘 る， 所謂 吳越 同車と 云 ふ® が あるので あ 
ります、 特別の 利用に 供され るから して、 此 特別の 
利用を 廢し たなら ば、 恐く ほ 露 國民 全體の 利益に な 
るから、 過激派 も 穩健派 も 共々 に 利用し はせ ぬかと 
私は 思 ふので あります、 此點 に對 して 御 伺を 致し ま 
す、 况や 益々 鐵 道の 守備を 殿に すれば 益々 敵が 破壊 
すると 云 ふこと 去る 一月 三十日 哈爾 賓發の 電報 
に、 東淸鐵 道從業 員ょり 成立つ て 居る 職業 同盟會 、 
此會の 性質は 私は 存じ ませぬ が だ， 此 同盟 會の 決 11 
の 一 孭に r 鐵道 守備は 露國 人を して 憤懣と 怨恨と を 
惹起せ しむる ものな り」 斯う 決議して 居る ので あり 
ます、 矢 張 職 菜 同盟 會の 決議の 一節に 依りましても 
守備を 嚴に すれば する だけ， 憤懣と 怨恨との 補を 播 
くやう に 思は れ るので あります、 lit ® に對 して 政府 
の 御所見を 伺 ひたい、 今一 I'j 簡單に 申したい ことは 
申す まで もな く， 西 伯 利は 一 衣帶水 日本との 接績地 
であります* さう して 禍福 百年繫 つて 俱に 偕に しな 
けれ & ならぬ 關係 になつ て 居る'  亜米利加の 如く 離 
れては 居らぬ のであります、 それであります からし 
て、 現在に 於け る 政策の みならず、 將 來に對 する 政 
策は、 餘锃 注意し なければ ならぬ であらう と 私は 思 
ふので あります、 今回の 戰に對 しまして、 日本 國が 
一番 澤 山 U-1 品して 居る ., 是 ほ 申す まで も ありませ ぬ 


一六 八 四 

盛な 時には 七 茁人から /» 历して《た、莳て驗も多い 
n の 多いだ け、 それだけ 敵を ^ .、 t*-1. けて 居る 
のであ0ます、此殺したる又以：：ソ.' ,: *彼等 
の 父た る老も 居る であり ませう、 子た 10 -« も 居る で 
ありませ う、 兄弟 も 居る であら- r、 友、 も ® るで あ 
らう， 是等 の考は 如何で ありませ う、 私 想 ふには， 
是等は 必ずや 日本に 對 して 長く 怨を 持つ であらう と 
思 ふので ある， 長く 色々 の •?!• 肉的 怨 WC 關係を 日本 
に對 して 持たし むる と 云 ふこと ±r 果して 利益で あ 
る や 否や、 JS も 大に考 1® すべき 間 題で あらう と 思 ふ 
のであります、 成程 過激派 ほ .® い、 又危險 思想 も . S! 
い、 罟 々も 危險 思想 何ん かは 悉く m んで 居る ので あ 
ります、 去りながら 危險思 想は 幾ら si くても、 赴 IX 
鐡砲や 搶で禦 ぎの 付く もので ほない と 思 ふ、 思想の 
矯正は、 思想に to ての み 陆正し 5 r へき ものであると 
私 13: 斯う 思 ふ •決して 鐵砲や 沿で llt M 想の 瞄 IH ii 出 
来る もので ない と 思 ふ、 どうしても 此結正 ほ、 si 〇 
思想の 矯正に 俟 つょ 0外 ほない のであります、 殊に 
思想の 變 化と 云 ふ もの ほ、 申します ると 非常な 激し 
い 颶風の やうな もので あつて、 强く來 ましても 亦 散 
じ县い ので ある、 現に 政 友 @ の 閗本討の罟々に御逛 
〇 になつ た、 此 「西 伯 利 一斑」 の 本に 依ります と、 
過激派の 遣 口の 政策 も、 一箇年の 內に 非常な 變化を 
来して 居る •斯う 云 ふ 事を 頭 本 君の 所謂 詳細なる 調 
の 結果に 依て、 報吿 されて 居る のであります、 風の 
如く 来り、 風の 如く 散ず る 所の 此 思想界 防 遏の爲 め 
に •長く 恨を js す 所の 殺傷 行爲 、討伐 行 31 は 果して 
百年 俱に 偕に する 所の 西 伯 利に 對し て， 其 利 再 關係 
は 如何で あらう か、 是は 大局から 將來 の爲 めに 大に 
考慮すべき 問題では ないかと、 斯う 思 ふので ありま 
す、 况や亞 米 利 加は 旣に 所謂 一の 目的た る、 即ち 主 
たる 目的た る 「チェック」 援助の： HI 的が 達した と 云 
ふので、 二月 十日 以後 一週間 内に 於て、 總て撒 兵す 
ると 云 ふこと になつ て 居る のであります、 N じ 「チ 
エック」 種族に 對して •獨り 日 木の みがです 未だ 後 
に殘つ て、 而も 兵隊まで も % 派して* さう してやら 
なければ ならぬ と 云 ふ 理由 ほ 何 所に 在る ので ありま 
すか、 同一の ものなら ば、 SS1 米 利 加から 見ました 所 
で、 H 本から 見ました 所で •同 一 に 矢 張 撤退す るの 
が 私は 條理 上當然 であると 拗 う 思 ふので あります る 
况や 今日は 亞米利 加 其 他の 國から 、励と もす ると 云 
ふと 誤解され 易い 立場に 在る と 云 ふことは、 靑鳥間 
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題 K 他の 問題に 於て ， [!s 々迷惑を 被つ て 居る と 云 ふ 
取に 徴 しても 明かで ある、 此際に 於て 旣に 最 初の 目 
的を 連して 居る に拘ら ず、 尙ほ咐 兵し 而も 一億 二 千 
茁 P からの 經费を 之が 爲 めに 投ず ると 云 ふ 事で あつ 
たなら ば、 益々 亞米利 加 其 他の 誤解の 原 W になり は 
せぬ かと 私は©! ふるのであります、 又 近々 浦 潮市會 
の 決 誠に 法り ますと 早く 日本の 撤兵を ^ 行して 貰 ひ 
たいと 云 ふ 事を 市會が 決議して fl る， さう して それ 
に附龆 して 日く、 露 西 '!, r! 國は露 西 亞の 人民を 以て 治 
むる と 云 ふ 趣旨の 付 帶決 謎を して 居る と 云 ふ 事で あ 
ります、 露国 人旣に 彼れ.：：：： ら洽む ると 云 ふ 意志の あ 
るに も拘ら ず、 fr'.] ほ此 21 民 隊を H くと 云 ふ 事は 如何 
な もので あらう か、 况や 一面には 不干渉 主義を 聲明 
致した ので ある —— 不干渉 中； 蕺の隧 明の 結果、 例へ 

て 見 ますれば、 過激派と 非 過激派の 喧嘩に 於き まし 

た 所で •日本の 軍隊に It 接に 妨苫を 加へ ない 限り ほ 

日本の 兵隊は 何もす る ことが ! li 来な Vi ので ある、 さ 

うなります 以上 ほ •秩序の 維持が 亂れ る、 併し 强ひ 

て 其 秩序の 維持を 行は うと すれば. 內政 干渉と 云 ふ 

結果が 来る のであります、 内政干渉と 云 ふ 譏を 兔れ 

やうと すれば、 所 1 i 日本 退 其 者に 直接 敵對せ ぬ 限り 

ほ、 默つ て祺て 居る 外に 途がな いので ある •斯うな 

〇 ますと 云 ふと， 「チェック」 柿 族の此 撤版の 目的 

が 旣に 達し、 一而には 鐵 51 守 olij に fe て 益々 敵愾心を 

挑發 させる ES が あるのと、 今 | つ ほ 秩序 維持と 云 ふ 

此 R 的 も 達する ことが 出来ぬ やうな 結果に なりは せ 

ぬかと 斯う 思 ふので ある、 斯う 煎し 詰めます ると， 

日本が 一億 二 千 萬 IB) からの 巨 油の 金を使うて、 而も 

一年間の是ほ豫算であることほ、今大藏大臣の說明 

に te て 明かであります、 一华 間 に斯の 如き 滞 IJ.I の 金 

を N1 うて、 何の S めに 5t 兵せ しむる ので あるか、 此 

點 に對 して ほ 莊だ私 は 迷 ふので ある、 恐らく 私の み 

ならず •國民 一般の 迷 ふ 所で あらう と M ふので あり 

ます (「ひや と 呼ふ激 あり〕 さう して 本 問 (t ra 

る m 大の 問 ® でありまして、 殊に 我國 百年 禍福の 58 

る 所であります から、 どうか 政府の 趣 0* の 在る 所を 

十分罟 々を L て 了解せ しむる 程度に 於て、 特に 原 內 

閣總理 大 苗 から 御 答 辯を 願 ふ 次第で ます (拍手 

起る) 

0P 長 (大岡 育浩 君〕 高 橋大藏 大臣。 

f 國務大 R 男 辟 高 橋 是淸対 登 楨 J 

〇阈狨 大臣 (男 博 高两 是淸 君) 唯今 野 村 君の 御 K の 


第一は •此度 差 m したる 豫算屮 に、 高 田 師團 の咐派 
の 費用が 含んで ある や 否やと 云 ふ御尋 、是は 含んで 
あると 御 答 致します， それから 兵隊 ばかりでは いか 
ない、 隨て 軍需品 も惡 るが、 それは どうか、 それ も 
f? まれて あると 御 答を する， それから 物資の 援 WJ も 
必耍で ある， 是も 必要を 認めて 含んで ある、 而 して 
其 高 (X 的確に ほ 分らぬ、 どの位の 程度に 援助を 耍す 
る や 否やと 云 ふことは 分らぬ、 故に 此 度の 軍需品 も 
相當 の豫算 令 設けて ある、 それから 鐵道 CO 事、 西 伯 
利の 事に 關し ては、 寧ろ 總理 大臣に 御 希菌 であり ま 
すし •又 總理大 K から 御 答す るが 適 當と考 へます、 
で 私 ほ 唯 だ 预算に 關 する だけの 點を 此三點 に 就て 御 
答を 致して ® きます (拍手 起る) 

0_ 長 C 大岡育 造 忍〕 原 內閣總 理大臣 。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登壇， 拍手 起る〕 

0 域 務大 15 ( 原 敬 君〕 唯今 野 村 君の 御 質問の 御 趣意 
を 段々 拜臍 致します ると、 西 伯 利に 於け る 亞米利 加 
の 兵は、 撤兵す ると 云 ふこと であるから、 日本 も 同 
時に 撤兵すべき であるまい か、 又 日本の 丘 (隊が 居る 
が爲め に >  露西亞 人が 反感を 起して 居る やうで ある 
から， 之が 爲め にも 撤兵す るが 適當 であるまい か、 
又 過激派を 敵と して 戰ふの ほ， 不得策では あるまい 
かと 云 ふやうな 御 質問に 歸著 する やうに 考へ られる 
此 JJJ に關 しまして ほ、 當議 場に 於ても， 豫算總 會 に 
於ても、 E 々言明を 致した のであります が、 尙ほ繰 
返して 中せば、 日本 か 1111 米 利 加が 撤退を する が 故に 
日本 も 撤兵す ると 云 ふやう に m 純には 參らぬ 、斯樣 
な ことは 先般 も 申した のであります、 何故かと 申し 
ます4、其時にも申したる如く，日本は亞米利加の 
西 伯 利に 於け るが 如き 土地柄に 非ず して， 接讓の 地 

である、 居留 人 も 多い ので ある、 又 過激派が 日本に 

對し て、 如何なる 行動を 執る かな ど、 云 ふょり 觀察 

，致せば、 他國の 如く® 純には 日本が 參ら ぬ、 故に 他 

國が 撤兵 致せば、 日本 も 撤兵す ると 云 ふやう には 參 

らぬ 、さう m 紳にほ 國の 地位 的關 係に 於ても 出来な 

いと 云 ふこと を， 先般 申した ので あるから、 それを 

総 返して 申す ょり 外 仕方がない、 又 亞米利 加が 撤兵 

を 致す と 申した 所で、 今日は 撤兵 致して 居らぬ ので 

あります 「チェック、 スロパ ツク」 の 救援を 目的と 

して 出兵を 致した ので あるから 「チェック、 スロバ 

ツク 」 の 救援の 目的を 達した る 時に 撤兵す ると 云 ふ 

のが 亞米利 加の 趣意であります、 故に 今日に 於て は 


まだ 撒 兵 致さぬ， 最初は 二 月 十日 頃ょり 段々 乘船す 
ると 云 ふやうな 筘留で あつたら しいです、 中々 「チ 
エック •スロ パック」 は、 西の方に 於て W 難の 狀况 
に 立 至つ て、 迚も 浦 潮に 參 つて 乘船す る やうなる 狀 
况には 在り ませぬ から •悌つ て 亞米利 加が撤 丘 (する 
と 云 ふこと も、 何れの 日で ありませ うか、 兎に角 唯 
今 直ちにと 云 ふこと ではない のです、 又 日本の 兵が 
駐劄 致して 居る が 爲 めに， 露西亞 入の 反感を 起す と 
云 ふこと を 言は れま すが、 それは 他の 一面々， 見た 話 
である、 露 西亞の —I 殊に 西 伯 利に 於け る 今日の 狀 
態は 極めて 混沌た る もので、 過激派 あれば 非 過激派 
も あり、 穏健 分子 も あれば、 色々 なる 種類の ものが 
混雜 致して 居る 今日の 狀態で あります， 隨て 日本軍 
の駐劄 を以 つて •露 西 'si に is だ 不利益なる 事情で あ 
ると 云 ふやうな る 意味から 撤兵を 希菌す る、 或は 駐 
兵に 反對 する やうなる 決議を 致した ^ も あるので あ 
ります、 同時に 又 之れ に反して •日本 兵が 居る 爲め 
に、 治安の 維持が 出来る ので ある ■、秩序が 今日の 如 
く 維持され るので & ります から •日本 兵は 成るべく 
居て M ひたい、 極めて 馓迎の 決議を 致して 居る の も 
ある、 是は 一 面を 見て 全般を 決する には 參り ませぬ 
故に 露西亞 人 (X 如何に 中した と 云 ふことの みを 以て 
撒 兵す るし ない と 云 ふこと を 決定す ると 云ふ標 進に 
ほなら ぬのであります、 大體 の狀態 を 申せば、 今日 
未だ 「チ H ック*  K ロバ ック」 の 救援の 目的を 達し 
て 居り ませぬ、 秩序の 維持け 十分に 安定 致して 居り 
ませぬ、 又鐵值 沿® に 於て、 或 ! X 過激派と 戰ふと 云 
ふこと があります けれども、 日本 兵は ■決して 好ん 
で 過激派を 討伐 致して 居る のでは ない のであります 
是も 先般 申した る 如く  •過激派で あらう がな からう 
が、 m に 角 R 本の 守備に 妨害を 加へ、 交： iffl 機 關の害 
を 加 ふるものは、 之を 排除 致さなければ ならぬ、 是 
のみに 致して、 決して 故ら に 過激派を 討伐す る， ど 
ちらを どうす ると 云 ふ 意味は 無い のであります、 尤 
も 多くの 過激派が 左 樑な事 をす るの が 多い ので あり 
ますれば， 然の 結果は •過激派に 當る ことにな 〇 
ませう けれども、 何れに 致しましても、 鐵道 守備を 
妨害す る 者に 向つ て、 之を 排除す るに 止る ので あり 
ます， 故に 何等 日本の 駐兵が 列 國の猜 疑を 受 くる 原 
因と もなら ず、 其 地理 的 關 係、 其 今日 西 伯 利に 於け 
る狀態 は •列國 も 共に 見て 居る、 何等 此點に 於て 疑 
惑の 生ずる ことは 無い のであります、 殘る 所は 然ら 


ぱ何れ の 時に 撤兵す るかと 云 ふこと であり ませぅ、 
是ほ幽 々明言 致しました、 今日の 時期に 於て 撤兵す 
る、 若く ほ 撤兵せ ずと 斷言 致す ことほ >  國 家の 不利 
益で ある •故に 之を 明 胃 致さぬ、 斯樣に 申した-何 
れ扣當 の 時期に 達します れぱ〗 ..撤兵を すると か、 或 
ほ 撤兵を せず とか 聲明 する ことがあり ませぅ が* 今 
日の 狀態に 於て はする ことは 出来ぬ のであります、 
/II 来ぬ こと 13- 大槪列 國の狀 態を 見ても 分る、 露西亞 
に對 する 政策は、 何れの 國に 於いても 確定 致して 居 
り ませぬ、 隨て西 伯 利の 狀態も 如何にす る こと； r 
今日 決定 is 出來て 居り ませぬ、 而して 遠隔の 土地の 
國は何 れでも 宜しい、 此 接！！ の 地で ある 所の 日本に 
於き まして、 他國の 如く 單純 にも 參らぬ ので ありま 
すから、 今日 直ちに 撤丘 (をす るし ない と 云 ふこと を 
明言す る こと ! i 出來 ぬのであります ，外交 上 殊に 今 
日 早計に 之を 聲 明す る ことほ 不利益と 考 へます、 大 
體 として 御了承を 願 ひます (拍手 起る) 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第二、 右 議案の 審査を 付 
託すへ き 委員の 選 擧を議 題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 前 IU 米藏哲 委員の 數を九 名と し、 _ 長に 於て 指 
名せられ んこ とを 望みます。 

〔「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長 C 大岡 育造 君〕 異議なく ば 九 名に 決しました 
0 武藤金 吉君 午後 二 時ょり 所捋税 法改正 法律案‘ 
外 六 件の ® -M 會を 開きたい と 思 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君) 許可 致します。 

〔武 藤金吉 君 「 8 員 諸君は 委員 室に 御參 集を 願 
ひます」 と 呼 ふ〕 

0 議長 0 K 岡 育造 君〕 日程 餡 三 及第 五は •便宜上 一 
括 議題と g すに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (太 岡 育造 君〕 御異識 がなければ 一 括 議題と 
致します， 第三 函鉈 控訴院の 移 轉に關 する 法律案， 
第五 大正 二 年 法律 第 九 號中 改正 法 at 案、 之を 一括 議 
題と 致します。 _ 

第三 函館 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 
(政府 提出〕  第 一 讀 會 
函館 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 

へ 本案 ほ 本 卷一五 六 四 頁 貴族院 _ 事 中) 

广に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く/ 


函肮 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 第一 譖會 
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第五 大正 二 年 ? J: 律 第 九 號中改 正 法律案 
(政府 提出)  第一 _ 
大正： 一 年 法 tu 第 九號中 改正 法律案 
へ 本案 Ij: 木 卷一五 六 四 頁 ft 族垸涊 ?lf 中 レ 
IT 褐® せる を 以て 再 褐の 傾 を 避く、 

務大 S 原 敬？； 登 扨、 拍手 起る〕 

01 君) 函鉈控 訴院 移？： S に 問す る 法 H? 
案 泛之 に附帶 致しました 所の 法律案に 就き、 大蹬を 
說叨 致しまして CT - ? たいので あります が、 鬼 IX 法案 
としてほ棰めて簡 ^- なるものであ0まして、其位蹬 
を 移す に過ぎないので あります、 K- 理由と 致し まし 
て、 函® 控訴院は、 御 乘 知の 如く 他の 拎訴院 の 如く 
數 多の 府縣 を ^ 輅致 して 居る、 控訴院では あ 〇 ませ 
ぬ、 北海 s ^ ^ rfi 致して l?T 乙に 今 = ほ 過ぎない ので 

あります、 而して 碗 舵は 北海 5a に 在りましても、 申 

すまで もな/. 中央 道廳の 在る 土地に 非ず して、 北海 

道の 入 n であります、 それ故に 行政 上の 關係 から 申 

しましても、 司法の 關係 から 申しましても、 又 一般 

人民の 便 ?-? より 考へ ましても、 是は凼 砣 に 貯 くより 

は、 札蛻に 移す を 以て 極めて： 抑 當な事 と考 へる ので 

あります、 斯棟な る 問題に 就きまして (3: 其 土地より 

場所を 他に 移す と 云 ふ yf は、 H れ にも 土地の 關 係に 

於ては驻だ其十：地に對してほ、琪惝に於て忍びない 

事が あるので あります、 併し 行政 上 若く は 裁判の 關 

係上から申せぱ、是ほ札幌に移すより仕方がないの 

であります、 是は最 も 滴當 なる 事と 考へ るので あり 

ます、 f/.? ほ 詳細の 事に 就きましては、 委員 會 等に 於 

て 陳述 致して 宜しい のであります、 次に 大正 二 年 法 

禅 第 九號 中 改正 法律案、 是は 即ち 控訴院を 移す に 就 

て PH 15 致した のであります から、 S しく 說 明を 致す 

必 ® は 無い のであります、 斯の如 き 次第であります 

から、 -1- 分 御 消 赉の 上に、 原案に 御 1? 成を 得る こと 

を ？ ff 薄 致します C 拍手 起る〕 

〇識畏 广大岡育造封^佐々木平次郎君。 

〔佐々 木 平 次 郎君 登壇〕 

〇 佐々 木 平 次 郎君 本員は 唯今 議題に 上って 居り ま 

す 中の、； i 控訴院を 札幌 に移轉 すると 云 ふ 法律の 

改正案に 對 しまして、 聊か 質問を 試みたい と存ず る 

のであります、 此法律 改正案の 內容 、及 形式に 就て 

見ます ると、 先年 恰も 彐 十七 議會に 於て、 港 議の結 

架： 水：：決せ られ た、 長 崎の 控訴院を 福 岡に 移轉 する 案 

と 比較 對 照して 見ます ると、 其 地理 的關 係に 於て、 


又轾濟 上の 関係に 於て、 若く は 交通 上の 閱係に 於き 
まして、 顔ろ 相 酷似して 居ります、 殆ど 何等の 差異 
なく、 全く 共通して 居る や 5 に 思考す るので ありま 
す、 故に 函館 控訴院を 札 幌に移 します る 所の 理由の 
主なる SK •即ち 地理 的- 經濟的 、若く ほ 交通 上の 勘 
に 就きまして ほ、 是 は 長 崎の 移 轉 反 對と 同 P なる 理 
窟が 立てられる のて あります から、 私は 此 點 に 就き 
ましては 追究す る ことを 避けます、 唯 だ玆に 御 伺 ひ 
したい 一 i>i と 致し •* して、 聞く 所に 依ります と 云 ふ 
と、 前 内 S 時代に 於て ■當 局に 於き ましては、 長 崎 
の 控訴院を 福！： に 移 轉 する 案を 立てられまして、 福 
岡に 對 して 寄附 金を 求められた 結果、 福 岡 縣會に 於 
きましてほ、薄議 I 縣 ir を 招集し まして 密議を 致 
しました が、 其 後 司法 省ょり 見合せ て 吳れ との 通知 
に 接して、 遂に 中止を した さう であります、 其 理由 
とする 所は •當時 長 崎の 控訴院 (3: 非常に 頹 敗して 居 
つたが 爲め に當時 二 ; ffi 以上の 大修絡 费を 掛けた 爲め 
に、 先づ聘 くの 間移轉 を 見合す る、 斯樣な 事を 當時 
の 次官 •即ち 唯今の 鈴 木 次官が 之を 言明せられ たや 
うに 問いて 居ります、 此 琪 は 當 時の 福 岡 R 日 新 Ha に 
も揭戯 されて あつたので あります  >  斯樣 な * が 當時 
事 K にあつ たのであります るか、 之を 伺 ひたいので 
あります、 次に (3: 長 崎 控訴院の 如く 閼朽 致しまして 
殆ど 使用に 堪へず と稱 しました 所の 廳 舍に大 修繕を 
加へ て a きながら、 函館 控訴院は 去る 明治 三十 一年 
に 新築した のでありまして、 今 現に 巍然た る 立派な 
廳 舍で ありまして、 今日 迄 少しも 修縫を 加へ たこと 
なく、 今後 尙ほ 十分に 使用に 堪 へる ものであると 思 
ふので あります、 然るに 目下 國 費 多端に して、 增税 
を斷 行して まで も國 防の 充實を 圖らな ければ ならぬ 

此 場合に 於き まして、 斯の 如き 餘計 な經 費を 支出し 

て 移轉せ んと する、 其 理由を 解す るに 苦しまざる を 

得ない のであります、 私は 寧ろ 之を 適當の 修繕， 若 

くは 大規模の 增 築の 必要な 場合に 至る まで、 延期す 

る ことが 適當な る處 置で あると 考ヘ るので あります 

るが、 是 等の 點に關 して， 政府に 於て は 何等の 御考 

■を ® されな かつた ので ありませ うか、 其點を 伺 ひ 

たいので あります、 其 次に ほ 聞く 所に 依れば、 鈴 木 

次官に 於 かれまして は、 今 尙ほ長 崎 控訴院を 福 岡に 

移 ! Ml する ことを •御 認めに なつて 居る やうに 聞いて 

居ります、 然るに 拘らず 何故に —— 今日函 館の 控訴 

院を 札幌に 御 移しな さる it 案を 立てられる 時に 當つ 


て、 何故 一緒 に 其 街 計 3E を 御 H 行なされ なかつ たの 
であ 〇 ます か、 之を 御 伺したい •次に ii 第三 十七 遝 
會に 於き まして、 内 紹の 被害 •  .y 然の顏 敗 等に 因り 
非常に 敗朽 致しまして* 殆ど ^ 務を 執る こと さへ も 
危險を 感ずる の 故を 以て、 移 is せなければ ならな か 
つた 此長崎 控訴院の 移 轉に關 する 原案を 見ざる に 先 
たつて、 S 壯な る齠舍 、而 かも 完全 無缺 にして、 少 
しの 手 入を 爲す 必要を 見ざる 函館 控訴院に 對して 突 
如札幌 に 移 轉する ことにな りました 爲め に、 ® たし 
て も、 地方 人 ほ 此 yf a を 以て、 辦勢祯 張の 資料に 供 
する もので なから うかと 云 ふやうな Ilf を， 世人は 宣 
® して 居る 程で あるので あります、 本员 ほ 帝國最 高 
の權威 ある 獨 立神璧 なる 司法 當局が 、斷 じて 左樣な 
事 (3: 無い-とは 信じます、 併ながら、 奈何せ ん 地方 人 
ほ 斯樣に 疑惑の 念を 懐いて 居る のであります から、 
何卒 此機會 に 於て、 明瞭に 此 疑惑を 解き、 併せて 十 
分の 諒解を 得る やうに、 御 答 辯を 御 願したい と 思 ふ 
のであります c 拍手 起る) 

f 政府 委 M 法學®  士鈴木 喜三郞 君登檀 〕 

0 政府 姿 員 法 學邱士 (鈴 木 喜 三 郎君) 唯今の 佐々 木 
君の 御 質問に 對 して、 私から 御 答 致します、 福 岡 市 
へ 長 崎 控訴院を 移轉 する ことを 中止した のは、 長 崎 
控訴院の 廳舍を 修繕した からして， それで 中止を す 
るので あると 云 ふこと を 私が 言つ たと か、 言は ぬと 
かと 云 ふやうな 御 質問であります るが、 別段 さう 云 
ふことは 私は 言つ たことは ありませ ぬ、 成程 昨年の 
議會に 於き まして •長 崎 控訴院を 福 岡に 移します る 
案を 提出に なりました、 其當 時に 於て は， 長 崎 控訴 
院の 廳舍は 白蟻の 侵害す る 所と なりまして， 今にも 
敗頹 する やうな 危險狀 態で あつたので あります、 併 
ながら 移轉 問題 も 其 時に 否決に なりました から， 已 
むな くも 二 萬 有 餘圓の 金を 投じて、 姑息 普請を して 
今日に 至つ て 居る のであります、 或る時 期に 至り ま 
したなら ば、 或は 新築し なければ ならぬ と 云 ふ 時期 
も來や うと 思 ふので ございます が、 唯今の 所では さ 
う 云 ふ考を 持つて 居り ませぬ、 そこで 改築 案と か、 
移轉 案と 云 ふ ものを 出さない のであります、 そこで 
何故に 福 岡へ 控訴院 移 徵の 問題を 此際併 せて 出さぬ 
かと 云 ふ、 斯う 云 ふ 仰せであります るが* 今 申し ま 
した 通り、 福 岡の 移韃 問題と 云 ふ ものは、 成程 事件 
關係 もあります、 地理 的關係 もあります、 其當時 急 
を吿げ ました 最も 太なる 理由は、 建物の 朽敗 、今に 


も 崩れ 掛ると 云 ふ 状® でありました から、 彼の ^ 時 
に提案したのであります、今申しました通0、二® 
有祚 101 の 金を 投じて、 唯今 〇 所 It どうか 斯 ••'か 持つ 
て 居 〇 ますから、 木： 小 1¢ 提案し なかつ た 次 笛で あ 9 
ます、 それから 函館 控訴院を 札 « に 移す と.： -., V ふ ? If に 
對する 理由が、 til 均しき もので ほ ないか、 然らぱ 彼 
を 提出し ない ものを、 是のみ を 今 H に 於て不 a o 土 
木を 起す やうな 感のあ る 提案を 爲す のは どう 云 ふ も 
.ので あるかと 云 ふやうな 御 H 間の やうに 承りました 
が、 それは 先程 司法 火 111 ょり SS 々提案の 理由を 述べ 
られ ました 通り、 函 舵 M 民 其 人の 爲 めに 如何にも 御 
氣の 毒の 感が あります が、 北海 £i 金 土の 佔 比 に對し 
て ほ、 どうしても 札幌に 移す を 以て 设も便 利で ある 
北海 24 金 島民の 利益を N るが 爲め に、 31- 捋訴院 の si 
時 所在して 居る 所の 函館 m に對 して、 御 氣 の S では 
あるけれ •とも-道 酸 全 62 の 利 ^ 問題を 攻究したなら 
ば、 どうしても 札幌に 移す のが 正常で & る、 外に 何 
等の 理由が 無い のであります、 色々 理由が あつて、 
國 K が 疑惑の 念を 持つ と 云 ふ 御 K 問が ありました が 
是 ほ 當 局の 考 としては、 道民の 司法 事件の 關係か ら 
見 ま. しても、 其 他の 一般の 關係 から 見ましても、 北 
海道 全島の 住民を して 便利を 得せし める ことが 宜い 
と 云 ふなら ば， 函館 に S くべき もので なくして、 札 
.幌に 置くべき もの. であると 云 ふ 理由を 以て、 政府が 
此 提案を 爲した 次第であります 右 御 諒承を 願 ひます 
0 議長 C 大岡 育造 君) 右 議案の 審査を 付託すべき 委 
員の 選擧を 議題に 致します、 兩案 とも …… 

第 四 右 議案の 蒞査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 前 田米藏 君 日程 第三 及第 五を 一括し、 委員の 數 
を 九 名と して、 議長ょり 指名 あらん ことを 希 留 致し 
ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議は 無い と 認めます、 仍 
て 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました —— 日程 
第 七 朝鮮に 於け る國勢 調査に 關する 法律案、 第一 ! 0 
會を開 きます - 古賀 政府 ^ 員。 

第 七 朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法® 
案 C 政府 提出) 第 會 
朝鮮-一 於 ヶル 國 _ 調査 — 關ス ル 法律案 
第一 回國勢 調査 ハ 朝鮮-一之 ヲ 施行 セス 
〔政府 委員 法學®  士 古 M 廉造君 登壇〕 


院議 衆會漭 阈帝间 二十 W 第 


〇 政府 姿 fl 「法 學 1¢ 士古賀 服 is 对) 國勢 調査の こと 
は、 明治 彐 十五 年の 法律に 依て、 滿十 年毎に 之を 行 
ふと 云 ふこと になつ て 居りまして、 T 度 本年 十月が 
&• た 其 調査の 時期に 當つて 居ります、 それで 朝鮮の 
方に 於き ましても、 無論 此法 律の脑 問に II します る 
調资 •を やらなければ ならぬ、 必要に 迫つて 居る ので 
あります、 然るに 朝鮮の 國情は 何分 國勢 調 W を爲す 
能は ざる 事 M がありまして、 據ろな く 朝鮮に 限つ て 
調査の 延期を 致さなければ ならぬ 必要を 認めた 次第 
であります、 それは 第一に 朝鮮の 方に 於き まして、 
此國勢 調査を 致します るには、 頗る 多數の 役員を 要 
する ので & ります、 それが 六七蓖 人を 要る ので あり 
ます、 就中 其 調査 姿 M の 中で、 最も 卿を 爲す 者は ® 
察官 である、 其辔 察 , y- は 旣に御 承知の 如く 昨年 來改 

革を 行つて 大分 人が 入り 代つて、 まだ 朝鮮語に 精通 

する ^ が 至つ て 少ない、 之を 使用す るに 付きまして 

は、 據ろな く通譯 を附 けなくて はならぬ、 通譯 を附 

ける と、 其數も 一 萬 入から 耍す ると 云 ふやうな 次第 

.で、 人の 都合 上 今年此 調査を 行 ふと 云 ふ 事は、 殆ど 

出來惡 くな つて 居ります、 又假 りに 一歩を 讓つ て、 

人は どうにか 差 繰る として 見ても やつと 近來朝 鮮の 

國情も 安定に® いて 來て居 る 際に 於き まして、 今 lit 

調 ? t を 行 ひます ると、 朝鮮人の 事と して、 或は lit 大 

調査に 依て •新たに 租税を Is する のでは ないか、 又 

は 犯罪を 捜査す るので はない かと 云 ふやうな、 樣々 

なる 疑を 起しまして、 其 間に 又 不逞の 者が あつて、 

贺語 流言を 放ち、 之を 以て 堀® の 材料と されて は、 

折角 安定し 掛つて 居る 朝鮮の 國情 も、 更に® た 不安 

を來 す Eg もありまして、 統治 上 甚だ 面白くない 狀况 

を虽 す -？. と 云 ふこと になります ので、 據ろな く此延 

期の 案を 提出した 次第であります、 何分 御 協賛を 願 

ひたい。  . 

〇 諮 畏 C 大岡 育造 君) 日程 第 八、 委 M 選擧を 議題と 

致します。 


第 八 右 議案の 港 査を 付託す へき 委員の 選 

擧 

0 前 田米藏 君 委員の la を 九 名と し、 議長に 於て 指 

名せられ んこ とを ^ みます。 

0 鼓 長 (大岡 育造 君) 御 異議な きを 以て 九 名の 委 a 

に 決しま^ — 日程 第 九、 關税 定_ 法屮 改正 法律案 

の 第 一 讀 tt を 開きます — IJI 本 農 商務 大 f;f 。 


第 九關税 定率 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 讀會 

關税 定率 法 中 改正 法律案 
關税 定率 法 中 左ノ通 改正 ス 

第： A 條 ノニ不 當敗賣 品ノ 輸入 又 ハ 輸入品 ノ不當 
廉賣 M 囚リ 本邦 M 於 ケル 重要 產業力 症 害 ヲ被ル 
ノ 瞜 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 所- 1 依リ不 當廉賣 
審査 委員 會ノ審 査ヲ經 テ當該 物品 ヲ 指定シ 之 — 
對シ期 間 ヲ定メ 別表-- 定ムル 關税ノ 外 其 ノ正當 
價格卜 同額 以下 ノ關 税ヲ課 スル コト ヲ得 
前項 ノ規定 -I 依リ 指定 セラ レ タル 物品- 7. ゾテ旣 
二 輸入 セラ レ 不當廉 賣者又 ハ 其 ノ代瑚 人ノ所 有 
又 ハ 所持-一 係 ル モノ-一  對シテ ハ 前項 ノ 規定； I 準 
シ不 當廉賣 奢 又 ハ 其ノ 代理人 ヨリ 附加關 稅ヲ追 
徵スル n トヲ得 

前項 ノ規定 -1 依 リ迫徵 スル 附加 關税ハ 國税 徵收 
ノ例 -I BC リ之ヲ 徵收ス  . 

第 七 條 第四號 ヲ左 ノ如ク 改ム 

四 -is!: 府ノ輸 入- 1 係 ル 燃料 用曠汕 
同條第 四 號ノ 次-- 左 ノー號 ヲ加フ 

四ノニ H 接 燃料 二 供 スル 曠油 -1 シテ攝 氏 十五 
度-一 於 ケル 比 R 〇 、九 0 四 ヲ超エ タル 
モ / 但シ 命令 ノ定ム ル 所-一依 リ 政府 ノ 
許可 ヲ受ケ 輸入 スル モノ-一  限 ル 
同 條第二 十三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

二 十三 國 、道 •府縣 、畜產 組合 又 ハ 畜產姐 合 
聯合 會ノ 輸入 スル 稀 用 動物 疫兔疫 
血 淸及 » 疫豫防 接種 液 並 政府 ノ 許可 ヲ 
受ケ 輸入 K ル 稱用励 物 

第 八條中 「提供 スル コト ヲ要 ス」 ヲ 「提供 セ シム 

ル コト ヲ煜」 ,| 改 メ同條 二 左 / 一 號ヲ 加 7 

八溥 覽會 ，展 覽會 、共 進 會又ハ 品評 會等へ 出 

品 スル S 輸入 スル 物 .' 

別表 輸入税 表 中左ノ 如ク 改ム 

第 九號中 I 稀 魚」 ヲ 「種 魚介」- 一改ム 

第 十號ノ 次 二 左 ノ如ク 加 7 

一 〇ノニ I 蠶種  一  |無  税 

第 十一 號中 「同」 ヲ r 從價」 -1 改ム 

第二 十八 號中 f アイボリ ー ナット」 ノ下 -I 「ッ丨 

ムナ ツト」 其ノ他 類似 ノ r 鈕釦 製造 用 核子」 ヲ加フ 

第二 十九 號ノニ ノ 次-一 左ノ如 ク加フ 


こ— ii il ?; 4 SI 


稅 


第 六十 一號 及第 六十 二號中 「一七、 〇 0」 ヲ 「二 

四、 二 〇」 こ 改ム 

第 六十 三號屮 「二 一、 〇〇 J ヲ 「一六、 四〇」 二 
改ム 

第 六十 四 號中 「四 〇、 〇〇」 ヲ 「四 七、 八〇」 二 
「一 五、 〇 0」 ヲ 「ニニ、 八〇」 -1、 「二 〇、 〇〇」 
ヲ 「二 七、 八〇 J  -1、 「三 〇、 〇〇」 ヲ 「三 七、 八 

0J  -1 改ム 

第 六十 五 號中 「 一 〇〇、 〇〇」 ヲ 「一〇 八、 〇〇 J 
二 改ム 

第 六十 六號中 「二〇、 〇〇 j ヲ m 七、 八〇」 二 
「 一 一 〇、 〇〇」 ヲ ■「一二 四、 〇〇」 二、 「六 〇、 
〇〇」 ヲ 「七三、 九〇」 二、 「一圓」 ヲ 「一圓 二 十 
八錢」 -I 改ム 

第 六十 六號ノ 次- 一 左ノ如 ク加フ 
六六ノ ニ I 撄  I 
第 六十 九號 第一 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

綿羊 皮 及 山羊 皮 
甲鞣シ タル モノ 毎 百 斤 

乙 其ノ他 
第 八十 七號 ヲ左ノ 如ク 改ム 

八 七 i 甲  I  一 無  税 
第 八十 八號中 「同」 ヲ 「從 價」 一一 改ム 
第 九十 八號第 一項 中 「毎 百 斤」 ヲ削リ 「 一、 七〇 」 
ヲ 「無税」- 1 改ム 
第 百八號 第二 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

一二 牛脂  一  1 無  税 
同號 -1 左ゾ如 ク加フ 

11 二 其ノ他  一 毎 百 斤 | 〇 、八〇 
第 百 十五 號中 「柏 油」、 ヲ削リ 同號ノ 次-一 左ノ如 ク 
加フ 

一一 五 ノーニ 柏 油  一  一 無  税 
第 百 十六 號中 「同」 ヲ 「毎 百 斤」 二 改ム 
第 百 二 十三 號中 「毎 百 斤」 ヲ削リ 「二、 〇〇 」 ヲ 
「無税」- 一改ム 

第； lii 二十 四號中 「同」 ヲ 「毎 W 斤」 二 改ム 
第 西 二 十五 號中 「同」 ヲ削リ 「八 二、 0 〇」 ヲ 「無 
税」 二 改ム 

第 百 二 十七 號中 「同」 ヲ削リ 「二 割」 ヲ 「無税」 


I 無  稅 


九、 四〇 
無  税 


-I 改ム 

第 百 二 十八 號中 「毎 W 斤」 ヲ削リ 「六、 六 五」 ヲ 
「無税」 二 改ム 

第 百！ 一十 八 號ノニ 屮 「及 ヤ ボラン ヂ 葉」 ヲ 「、 ヤボ 
ラン ヂ葉及 パッチ ユリー 葉」 一一 改ム 
第百|1十九號中「毎百斤」ヲ削リ「二、八五」ヲ 
「無税 一 -I 改ム 

第百三十號中「同」ヲ削リ「二、六 0: 」ヲ「無税」 

-1 改ム 

第 百 三十 二 號ノ次 二 左ノ 如ク 加 7 


1 無 
i 無 


一三！！ ノニ 杏仁 及 苦 扁桃 仁 

一三 ニノ 三番 木觝 

第 百 三十 三 號中 「同」 ヲ削リ 「一四、 三 0J ヲ 「無 
税」 -I 改ム 

第 百 三十 七號屮 「同」 ヲ削リ 「六、 一〇」 ヲ 「無 
税 J  - 一改ム 

第 百 一二 十八 號中 「同」 ヲ 「毎 百 斤」- 一改ム 
第 百 五十一 號ノ 次-一 左ノ如 ク加フ 
一 五ー ノ三 .フ Di  I 從價 11 !割五 分 
第 百 五十二 號中 「同」 ヲ 「毎 W 斤」- 一改ム 
第 百 Jr: 十七 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

セ  l Tl ?T i T« K 從價  1 一  1 

第 百 五十八 號中 「同」 ヲ 「毎 百 斤 j  -1 改ム 
第 百 五十 九號 削除 
第 百 六十 號 ^ •.「毎 百 斤 j ヲ 「同」 — 改ム 
第 百 七十 二 號 ヲ左ノ 如ク 


一七 二 


サリ チ ー ル 酸 曹達 シー 從 
オ ブロ ミン 


ffl 三 割 五分 


第 百 七十 九號ヲ 左ノ如 グ改ム 


七 九 


ブロ ー ム水素 酸、 ブ 
ローム 加里 其 ノ他別 
號二 揭ケ サルブ ロー 
ム鹽類 


從 1? 三 割 五分 


第 百 八十 號中 「同」 ヲ 「毎 百 斤」- 一改ム 
第 百 九十 七號 及第 百 九十 八號中 【0、 七 E£ J ヲ 「一、 
〇〇」 二改ム 

第二 苗 六號中 「同」 ヲ 「從 價」 二、 「一一、 〇〇」 
ヲ 「三 割 五分」 二改ム 
第二 百 七號中 「同」 ヲ 「毎 百 斤」 二改ム 
第一 i 百 十五 號ヲ 左ノ 如ク改 ム 


關稅 定率 法中改 正 法茚案 第一！！# 


六 八 七 


院蓊 衆涔兹 y? 帝 I? •二十: ペ苋 


大 !?-: 八 年 勅令 第三 ptT ^ 承. IJ?i を 求む る 件— 大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八 毁承諾 を 求む る 件 


六 八 八 


I  二 35: 


イ 

b 

及 

m 

ヲ 

除 

ク 

チ 

1 

ル 

酸 

ベ 

) 

ク 

ラ 

ノ 

く  V 

料 

石: 

炭 

酸 

サ 

V 

口 

b 

V 

ユ 

1 

才 

ル 

以 

外 

ベ 
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ゾ 

1 

ル 
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ナ 

イ 

b 

V 

ノ  X 

イ 

K 

ナ 

イ 

b 

的 

生 

成 

品 

ハ 

ベ 

ン 

ザ 

ル 

3 

V 

誘 

道 

シ 

夕 

ル 

化 

m 

Z2 

1 

ル 

夕 

I 

ル 

分 

ド: 

物 

從 

m 

三 割 五分 


二 改 


價| 三 割 五分 

「〇、 五 五」 


第二 百 十六 號中 「同」 ヲー毎 百 斤」- 一改ム 
第二 百 11 十號中 「〇、 七三」 ヲ 「一、 〇〇」 

ム 

第二 百 三十 七 號削除 
第二 百 四十 三號ヲ 左ノ如 ク改ム 

二 四 三 I コー ルタ ー ル 染料 從 

第二 百 五十 九號中 「毎 百 斤」 ヲ削リ 

ヲ 「無税」- 一改ム 

第 四百 十八 號中 r 纖 維狀ノ モノ」 ノ 下-一 「CS 金粉 

ヲ有 スル モノ ヲ 含ム〕 」 ヲ加フ 

第 四百 一一 十三 號中 「毎 百 斤 j ヲ削リ 「〇、 〇 六」 

ヲ 「無税」- 1、 「同」 ヲ 「毎 百 斤」 二 改‘ム 

第 四百 三十 五 號第 一項 中 r 從價」 ヲ削 y 「五分」 

ヲ「無税」 _ 改メ第二頃甲中「同.！ヲ削リ「一割」 

ヲ 「無税」- 一同 項 乙 中 「同 J ヲ 「從價 J 二 改ム 

第 四百 五 - f 八號中 r 鍋」 / 下-一 「(燒 キタ ル モノ ヲ 

含ム) マット、 ボット ム及鑛 滓」 ヲ加フ 

第 四百 五十 九號 ヲ左ノ 如ク改 ム 

I 白金、 イリ ヂゥム 、才 

スミ ゥム 、バラ ヂゥ 

ム 、ロ ヂウム 、イン 

ーヂゥ ム及ル セ-ー ゥム 

第 四百 六十 四號第 七 項 中 「毎 百 斤」 ヲ削 

三〇」 ヲ 「無 銳」- 一改ム 

第 四百 六十 五 號第 一項 中 「同」 ヲ 「毎 百 斤」 — 欧 

メ第六 項 中 「同」 ヲ削リ 「〇 、三 〇」 ヲ 「無税」 

-I 改ム 

第 四百 六十 六號中 「同」 ヲ 「毎 百 斤」- 1 、「五分」 

ヲ 「無税」- 一 改メ第 四 項 中 r 從價」 ヲ削ル 

第 四百 七十 一 號第七 項 中 「同」 ヲ削リ 「二、！ 一 五」 

ヲ 「無税」 二 改ム 

第五 百 九十 六號中 「三 七、 . 7T 〇」 ヲ 「五 〇 、〇 ◦」 


四 五 九 


無  税 


「一 


- > 「1111、 五 OJ ヲ 「三 〇、 O0J  --、 「一四、 三 
〇」 ヲ 「一九、 1 〇」 -I 「 I 二、 八〇」 ヲ 「 I 七、 
一〇 J  - , 「一 ， 三 ◦」 ヲ 「一 五、 IOJ 二、 「九、 
八〇」 ヲ 「一三、 一 〇」- -、 「六、 八 OJ ヲ 「九、 
IOJ--、 「六、 0 0J ヲ 「八、 〇〇」 二、 「三、 八〇」 
ヲ f 五、 一〇」、 「三、 五 OJ ヲ 「四、 七 OJ  -I 改 
ム第六 百 十二 號 第一 孭己中 「同」 ヲ削リ 「一、 八 
〇 J ヲ 「無税」 二、 壬 中 「及 ハコ ヤ ナギ」 ヲ 「ハ 
コ ヤナ ギ及胡 挑」- 1 改 メ同號 第二 項 丙 ヲ左ノ 如ク 
改ム 

I 丙燐寸 軸木  I  I 無  税 
同號 第二 項-一 左ノ如 ク加フ 

I  丁 其ノ他  I 從 il 割 五分 
第 六 百 四十 四號中 「毎 百 斤」 ヲ削リ 「〇 、三 0」 
ヲ 「無税」- 一 改ム 

第 六 百 四十 五 號中 「同」 ヲ削リ 「0、 〇 六」 ヲ 「無 
税」 -1 改ム 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ョリ 之ヲ 施行 ス 
〔國務 大臣 山 本 達 雄 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君) 唯今 議題に 上りました る 
案 {t 大藏 大臣ょり 說明 申す 筈で ございます が、 他の 
委 M 會に參 つて 居ります 故に、 關 係の 最も 强い私 ょ 
り 申 述べる ことに 致します、 歐洲戰 亂の 影響に 依り 
まして、 內 外の脔 業 及國際 貿县の 情勢が、 大な る變 
化を 致しました 爲 めに、 現行 關税 定率は、 現 時の 情 
勢に 適合せ ない 點が 段々 出来て 參 りました のは、 已 
むを 得ない 次第であります、 故に 適當の 時機に 於き 
ましては、 根本的に 是 等の 整理 改正を 行 ほねばなら 
ぬ ことであります が、 何分に も 現 時の 經濟狀 態は、 

內外共 未だ 安定を して 居らず、 隨 ひまして 將 來の變 

動 等 も、 豫 見し 難い 狀態で あります からして、 此際 

は 未だ 一般に 渉りて、 關税 定率の 改正を 行 ふの 時機 

では ありませ ぬが、 職 時 中に 勃興し ましたる 重要 エ 

業 中、 染料、 ii 品等の 如きは、 現に 外國品 の競爭 を 

被りまして、 一般 經濟界 の 安定を 待つ 遑 なく、 速に 

是が 保護の 必要を 感じて 居る 次第であります、 是等 

の 意味に 於き まして、 輸入品 中 今 申す 如き 藥 品、 染 

料 等に 對し ましては、 從價税 三 割 五分の 關税を 課す 

る こと X 致しました、 又 今後 一般 外國 品が 如何なる 

價 格を 以て 本邦に 轍 入せられ るか、 豫想 する ことは 

困難であります が、 若し 外國品 が 將 來不當 なる 酿價 


を 以て© 入阪迓 せられ、 之が @ めに 本邦の 商 菜が rd; 
害を 受ける やぅな ことがあ 〇 ましたなら •は、 之に 對 
する 相 當 保護の 途を 今日ょり 講じて ££ く必嬰 が ある 
のであります、 此舒 味に 於て、 不當服 迓本 ：査委 U 包 
の審査を經まして 1 迪鴕入税の外、其_入品の正當 
衍 格と 同額 以下の 關税 を、 附 加徵收 する こと k 致し 
たのであります、 次には 谷 種 原料 品の® 格は、 成る 
ベく 之を 低廉なら しむる ことほ、 一般に 本邦 產業を 
獎 ra する 所以であります から、 敢て 經濟界 の 安定を 
待つ 必要 もな く、 今日ょり 速に 其 輸入税を 免ずる の 
必要が 起つ たのであります、 故に 各種の 原料を 無税 
にす る こと、 致しました、 次に Is 又 別に 本議 會に提 
案に なつて 居ります る 酒税の 改正に 伴 ひまして、 其 
權衡 上酒 類の 31! 入 税を 改正す るの 必要が あります、 
故に 其 適當な る 程度に 於て 增税 する こと、 致し まし 
た、 其 他 本 法 中此際 改正を 要すと 認める 二三の 點に 
於て、 改正を 加へ た 次第であります、 以上の 趣意を 
以 ちまして、 關税 定率 法 中の 一部 改正を 爲 すの 案を 
提出 -L た 次第であります、 何卒 御 審議の 上、 御 協賛 
あらん ことを 願 ひます。 

0_ 長 (犬 岡 育造 君〕 日程 第 十、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第 十 右 議案の 沲査を 付託す へき 委員の 選 
犖 

〇 前 田 米藏君 委員の 數は 特に 十八 名と し、 _ 長に 
於て 指名せられ むこと を 望みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な きを 以て、 特に 十八 
名の 指名 委員に 決します —— 日程 第 十一、 大正 八 年 
勅令 第三 百 四號を 議題と 致します、 委員長 政 尾藤吉 
君。 

第 十一 大正 八 年 勅令 第三 百四號 (承諾を 
求む る 件〕 c 委員長 報吿〕 
c 法學博 士政尾 藤吉君 登壇、 拍手 起る〕 

〇法學 博士 政 尾 藤吉君 諸君、 私は 玆に 大正 八 年 勅 
令 第三 百四號 、承諾を 求む るの 件の 特別委 員 會の經 
過 及 結果を 御報吿 致します、 此勅 令は 憲法 第 八條の 
第一 項 「天皇 ハ 公共 ノ 安全 ヲ 保持シ 又 ハ 其ノ 災厄 ヲ 
避 クル 爲 緊急 ノ 必要-一由 リ帝 國議會 閉會ノ 場合 二 於 
テ 法律-一代 ル ヘキ 勅令 ヲ發ス 」 此條 項に 依て 發せら 
れた る勒 令であります、 其 目的と 致します 所は、 戰 
爭中に 敵國に 於て 帝國 又は 帝國の 法人、 又は® 人が 


受けた る抝 cff が ある、 ！ It iu 艽 〇 支 拂に充 る 13 め、 帝 
國の 版 H 內に 在ります 所 C 敵 H、 又は* 0B の 法人、 
又は 個人に B する 財產 •又は 保と L て 押へ 
て S いて、 管理して S く、 それが 此勅 令の； 2 的で あ 
ります、 是ほ 大正 / V 本 ' I' ,' 調和 會 a の S 過に 依り ま 
して、 斯樣な 必要を 生じた 譯で あつて、 其 码合 に發 
せられた 緊急 勅令であります、 然るに 其 調和 胳約の 
結果と して、 愍々 斯の 如き 财產を 、斯の 如き 目的の 
爲 めに 引當 てること を 得る ことにな りました ので、 
此 勅令は 將來に 於ても、 効力を 保たせる 必要が 起つ 
たのでありまして、 玆に此 所管 大 K1 、 即ち： 2 務大臣 
から 承諾を 求めた 次第であります、 元々 內務省 所管 
の 事柄であります けれども、 關係 する 所は 陸堪省 所 
管の 事柄 も あり、 外務 番所 管の yf 柄 もあります ので 
委員 會に 於て は、 内務大臣、 外務大臣、 陸逛 大陡等 
の 出席を 求めまして、 - s a # を G3 き •$ す こと 四 回に 
及び、 質間應 答を 軍； ねました 其 結果と 致しまして、 
右 申 L ました 所の 目的を 達する 爲め には 此勅 令を ! is 
せられた と 云 ふことは、 適 當の處 S であつ たと 同時 
に、 尙ほ將 來に向 つて 111- 勅令の 効力を 保たし むる と 
云 ふこと を、 全會 一致を 以て 認めまして、 可決 致し 
ましたので あります、 何卒 諸君に 於 かれましても、 
滿場 一致 可決 あらん ことを 希 ■致します。 

〇 前 田 米藏君 本案 ほ 委 M 長 報告の 通り、 承諾を 與 
へられん ことを 菌み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異齩 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育浩 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案は 承諾を 與ふ るに 決しました。 

〇 若 M 幾 造 君 公債 基金 特別 會計 法案、 外 九 件の 委 
員會を 開きたい と 思 ひます、 許可を 願 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔若 尾 幾 造 君 「委員 諸君は どぅか 委員 室に 御 集 
りを 願 ひたぅ ございます」 と 呼 ふ〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 日程 第 十二、 大正 八 年 勅令 第 
四百 七十 八號を 議題と 致します、 委員長 事故に 付き 
理事 河 上 哲太 君。 

第 十二 大正 八 年 勅令 第 四百 七十 八號 (承 
諾を 求む る 件〕 (委員長 報吿) 

〔河 上 哲太君 登壇、 拍手 起る〕 

0 河 上哲太 君氣賀 ffi 士に差 支が あります から、 私 
から 委員 會の經 過を 御 報吿申 上げます、 大正 八 年 勅 
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令 第 四： 1-1 七十 八號は 、物 僧 騰 K の爲 、國 民の 生活 雛 
が 追々 加は ると 云 ふ 所の 狀態に 鑑みまして、 大豆、 
牛肉、 雞卵 •綿 絲 、綿布の fft 入税を 減免 致しまして 
魏會 開 ir 中で ありませ ぬから、 政府 li 緊急 勅令を 以 
て 之， V K 行 致した ので ございます が、 尙ほ將 來に於 
て も 其 効力を 存じたい と 云 ふこと を 以て、 本會議 に 
皆樣の 御 承諾を 求めた 次第で ございます、 吾々 委 M 
は 前後 四 回の 委員 河を 開きました、 委 M 諸君からは 
屮 A- 御 熟 心なる W 問が あり、 當局は 又_切 なる 答 辯 
を 致した ので ございます、 此 委員 會に 於け る 皆 _ の 
御 n 問の 段 様を 見ます ると 金 體の 空氣は 勿論 承諾す 
べき ものである、 寧ろもう 少し 早く 出して 吳れた な 
らば 宜 かつた ではない か 一、 もう 少し 早く 實行 したら 
宜か つた もので (3: ないかと 一 K ふ御总 見 も ありました 

御 質 間の 多くは、 將來 之に 關聯 します る 物 僧 調節に 

付きまして、 本案 以外 即ち® 出の 方面に 關 しても、 

1 府殿軍； の 方法を 執つ て M ひたいと 云 ふやうな 御 趣 

旨の 御 質問、 及 希 ra でありました、 政府は それに 對 

しまして 旣に勅 令を 出しまして、 國民の 生活に 必要 

なる 政策を 行つ て® る 次第であります から、 將來に 

於て 必嬰を 認めましたならば、 此上更 に尙ほ 適當の 

方法を 執る の、 意思が あると 云 ふこと を 述べました 

次第で ございます、 委 员會 は 此政府 の說明 に滿足 致 

しまして、 全符 一致を 以て 承諾を 致しました 次第で 

ございます、 本會謹 に 於ても、 どうか 委員 會の 通り 

全會 一致 御 承諾 あらん ことを ES みます (拍手 起る〕 

0 前 田 米藏对 本案は 委 M 長 報 吿の 通り、 承諾を 與 

へられん ことを ^ みます。 

C 議長 (大岡育造君3御異議はありませぬか。 

〔「 -K- 議なし j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 蕺 長 C 大一育 造 沿〕 與謎な しと 認めます、 仍て木 

案 ii 承諾を 興 ふるに 決しました、 日程 第 十三、 未成 

年 者 飲酒 蔡止法 案 第 一 讀 會を 開きます。 

第 十三 朱 成 尔者飲 酒 群 止 法案 C 根本 正 君 

外 四 名 提出) 第一 讀 if 

未成年者 飲 ; «' 禁止法 案 

へ 本案は 本卷 一 ? <: 八 三更 n 族院謎 事屮ン 

广に抿 賊せ るを 以て 再 } ji の {FI を ^ く) 

〔根本正君登《】 

0 根本 正 君 未成年 漭飲酒 禁止法 案の 提出の 理由を 

申 述べます、 本案は 明治 三十 EM 年以來 、過ぐ る 二 十 

简年の間に本蕺©に现れましたことほ、此咫で十五 


回で あ 〇 ます、 故に 如何に lit 法案が 國 家に 對 して、 
K 要な 案で あるかと 云 ふこと に 就て は、 別段 說明を 
する 必耍も 無い 譯で あります、 飲酒が 未成年者に 對 
して、 如何なる 健康 上に 對し又 敎育 h に 對し其 害の 
及 ふ 所の m 犬なる かと 云 ふことは、 此說明 書に 記載 
してあります からして、 それは 玆に申 述べ ませぬ、 
本案の 最も 關 係の 深い 所は， 國民敎 育に 關係 する 所 
の理 山であります、 立憲政治に 於き まして 最も 大切 
なる 事は， 一般 國 民の 敎 育、 又 交通 機關の 完成と 云 
ふこと であります、 此案 は國民 敎 育に 重大なる 關係 
がありまして* 明治 三十 二 年の 三月 本院に 於き まし 
て、 授菜 料金 躞に關 する 建 顧 案と 云 ふ ものが 提 /K さ 
れ ました、 此 1 :民敎 育に 付て •明治 三十！ 一年までは 
租税に 依らず して •個人々々 が 勝手 氣儘 に敎 育を し 
た 譯で あります、 其 當時 授業料を 全躞 すると 云 ふ 建 
讅が出 て、 之が 通過し、 愍々 叨治 三十 二 年に、 小學 
校國 阳 補助 法と 云 ふ ものが 提出され ました、 之が 通 
過 致しまして、 年々 二百 萬圓づ ゝ國 家が 補助す る こ 
とに なりました， 爾來此 國民敎 育と 云 ふ ものは、 最 
も 重大な ものであると 云 ふので、 年々 歳々 建_ が 出 
まして、 さぅ して 大正 六 年に 於き まして、 政 友會の 
黙議となつて二百萬_が千萬_と棺加された譯であ 
ります > 31- 時は！ i り 政 友 ® • のみなら す、 谷 政黨に 於 
きましても- 此案を 賛成し 一致され たのであります 
然るに 此阈 民敎 育、 即ち 小學 校の 15 用と 云 ふ ものが 
明治 三十 二 年 三年の 頃に ほ 全國を 通じて 二 千 五 百 十 
萬 [MI 位 ゐで ありました-然るに 本年の 如きは、 御 承 
知の 通 〇來る 四月 以後になります ると 云 ふと 一億 七 
千 萬 圓の K 額に 上る と 云 ふことは 諸君が 御 m 知の 事 
であります、 即ち 今日に 於て 小學 校の 綷費ば かりが 

六 千 萬 lil •今日 ほ 小學敎 fl の 依 給の 七 割と K ふ もの 

が 咐 加され て 居ります るが、 此 四月 一日 以後に なり 

ますれば 十 割位ゐ に咐 加になる、 即ち 小學 校の 俥 給 

のみ にても、 一億 萬圓 になる のであります、 故に 二 

十 年の 昔に 於き ましては、 小學 校の 费用が 全： 部で 二 

千 丑 百 十萬圓 でありました が、， 今日は 其 八倍华 以上 

一億 七 千 萬 11 と 云 ふ ものは、 即ち 諸君の 負擔 になる 

と 云 ふこと になる， 即ち 日本 帝 國 人民の 負擔 すろ 所 

となる のであります、 故に 斯の 如く 小 學校敎 育と 云 

ふ ものが、 國 庫から 千 萬圓 •今日では 其 千 萬 圓でほ 

不足で あるから して 五 千 蓖圓 、或は 其 半額 即ち 六 千 

萬 圓に したいと 云うて、 當議會 に 請願 ffi を 諸君が 御 


紹介に なり ま L た數 が、 旣に二 百 通 以上に なつて、 
其 人數と 云 ふ ものは 數萬 人に 上つ て 居る と 云 ふこと 
は、 請願 文書 表に 於て 諸君の 御 承知の 通りで ありま 
す、 斯の 如く 小 學校敎 育费と 云 ふ ものが、 法律を 以 
て此 一億 七 千 萬圓と 云 ふ ものを 吾々 國民が 負擔 する 
以上には， 其 學齡兒 童に 對 しては、 此 地方税な 〇國 
稅な りと 云 ふ ものを 有効なら しむる 所の、 是は 一の 
法律案であります、 即ち 此 法律案は 五十 年 前には 歐 
羅巴に 於ても ありませ ぬ、 又 英吉利に 於て は 今を 去 
る 事 丁度！ 一十 年 前 •即ち 私が 初めて 之を U1 した I 
千 九 百 一年には、 英吉利では 通過して 今日は 行 はれ 
て 居る、 jig. 米 利 加に 於て ほ 三十 七 年 前に 此法 案が 行 
はれて、 其 時に 飲まない 所の 學齡 兒® は 今日は 衆® 
院 P 員と なり、 或は 國會議 員、 州會 議員と なつて、 
全國に 飲酒 禁止法 か 行 . It れ ると 云 ふ、 國力發 展の期 
に 際した _で あります、 我 日本' W 國に 於き ましても 
昔の やうに 寺 小 M 學齡兒 童を 敎育す るに 非ず して、 
法律の 結果 之を 敎育す ると 云 ふこと になり ましたな 
らば， 此學齡 兒蜇は 二十 年 前に 於き まして ほ 七 百 萬 
人で ありました が、 本年の 調べに 依ります ると、 學 
齢兒甯 は 九 百 萬 人 以上であります、 此九百 萬 人 以上 
の學齡 兒 童と 云 ふ もの ほ 後來我 日本 帝 國を脊 負つて 
立つ て獨 り此東 洋の樞 機を® るの みならず、 世界 列 
强に對 して 眞の阈 力の 發展 者は、 此九 W 萬 人の 學齡 
兒童に在ると云ふことほ、是は諸君の旣に御希望に 
なつて 居る 通りであります， 故に 此法 案は です， 單 
に小學 校に 在る 所の 即ち 未成年者の 健康、 或は 其 他 
の 事に 拘ら ず、 法律を 以て 此 莫大なる 地方税 國税と 
云 ふ ものを 有利なら しむる 所の 案であります、 若し 
も此法 律が 二 十 年 前に 通過し. て 居 〇 ましたな らば、 
今日の 國力は 如何に 發展 した かと 云 ふことは、 私 ほ 
證明 する ことが 出来る のであります、 今日の 此學生 
に 於き ましては、 諸君 も 御 承知の 通り、 先年 上 1? の 
料理屋 花壇に 於て 彼の 學生が です、 懇親會 送別 會に 
臨んで、 即ち 此法 律がない 故に 酒を 飲んで、 さう し 
て靑 山の 高樹 町， 而かも 海軍 少將 某の 令息は、 酒の 
爲 めに 靑 山の 1¢ 光寺の 井戸水を 飲みに 入つて 残した 
と 云 ふこと も ある. さう して 其 死骸は 七日 目に 漸く 
制帽が 出た 故に、 其 人 も 出た と 云 ふやうな ことがあ 
り ま L たが、 若しも 其 時分に 此 法律が 成立して 居つ 
たなら ば •有力なる 彼の 子弟 ほ 生命を 捨てる と 云 ふ 
やうな ことは 無い、 其 他 或は 早稲 田の 下宿屋に 於き 


まして、 二 人の 生徒が 燒死 したと 云う やうな 例 も あ 
る、 是は 何の 爲で あるかと 云 ふと、 矢張り 酒を 飲ん 
で 熟睡を して、 其 家の 家族は 皆な 逃げ 拂つ たけれ ど 
も、 其學生 だけが 殘つて 死んだ と 云 ふやうな 例 も あ 
る、 其 他 色々 此學 生が 不都合した 例が あります、 諸 
君は 今日 地方ょり 訪ねて 来られる 所の 靑 年の 屮 にも 
です •酒の 爲め に、 如何に 諸君に 色々 の 御 願を する 
やうに なつた と 云 ふこと が あると 私は 信ずる •私な 
ども 現に 此學 生が 酒の 爲 めに 神田遍 に參つ て學校 に 
居りまして、 さう して 飲み々々 飲み 盡し て、 自分の 
衣類 又は 書物を 質屋に 入れた、 之を 受出 して、 さう 
•L て 上野の 「ステ ーシ ヨン」 まで 送つ て、 國 へ 歸さ 
うと 思つて 下等 切符まで も 渡した 所が， 其學生 ほ汽 
車へ 乘らず •又 其受 出した 衣類を 又々 質に 入れて 飲 
んで しまつた と 云 ふ 例が ある、 又 九州 地 '/ i から 學生 
が 神 田 邊へ參 つて 酒を 飲んで、 さう して 家の 兩 親に 
雷 報を 打つ 時分に、 「病氣 明日 入院」 と 云つ て國か 
ら 金を 取つ て 飲んだ 例 も あるので あります、 若しも 
此法钳 案が 成立して 居りましたならば、 斯の 如き 不 
都合なる 學 生と 云 ふ もの ほ、 収締上 無くなる ので あ 
る、 併ながら 衆議院に 於て は、 此法 案は 明治 四十 一 
年ょり 過ぐ る 十三 年間は， 毎年 通過され て 居つ たの 
であります、 但し 其 内 大正 四 年に 於て、 此邊の 諸君 
の 御反對 が あつて 否決せられ ました けれども， 其 他 
は 常に 通過され たもので あります、 殊に 諸君に 終り 
に 臨んで 此法 案に 就て 特に 御 賛成を 願 ひたい 事は で 
す、 歐 州大戰 の 結果、 我 帝國に 於き ましては 世界 列 
强の 一とな つて 居る， 誠に ® 有く も 先月 十一 一一 日に 大 
詔煥發 になり ました、 此大詔 煥 發を實 行す る 者は 誰 
が 責任で あるかと 云 ふなら ぱ 、吾々 も 日本 帝 國七千 
萬の 人民であります 、殊に 此 W 年た る 者が、 此 責任 
を B! 行す る 所の M も 良い M も 力 ある 者で ある-先 づ 
第一に 此 大詰 煥發の 御 趣旨と 云 ふ ものは です、 蕷勵 
自龉と 云 ふこと を 仰せられて 居る， 吾々 國民 が® 勵 
自 赔 をす るのに は、 即ち 靑 样 をして 酒を 飲まして 置 
いて、 どうして tj 励 自 it と 云 ふこと が / 11 來ませ うか 
(「ひや と 呼 ふ 者 あり〕 決してす る ことは al 
来ない、® _ 即ち 力を 强め國 を 高む ると 云 ふ 所の 此 
嵆励 自氍と 云 ふ ものは、 靑年 即ち 未成年者を して 禁 
酒せ しむる のが、 最も 良い 方法で あらう と 思 ふ •又 
第二に ほ 此大 詔の 御 趣旨を 私が 常に 拜承 して， 常に 
H 行せ しめんと する のは ffi ぼ 竪實と 云 ふので ありま 
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す、 吾々 國民 をして m ra 堅 打、 即ち 華を 去り K に 就 
き 浮薄なる 人 I ; '- {でな く. S- に 此 1U 吆 骷 K なる 所の 人 
民と なる の (5-. 、即ち 未成年 若を して浩 酒せ しむる と 
云 ふの が、 ® も m 大なろ 取と 思 ふので あります、 又 
第三に；！ i 何を 以て 仰せられて あるかと 云 ふと、 國力 
培養であります、 國力培 涟と云 ふこと if 即ち 酒を 
飲んで、 今日 爲すべ き 事を 明日に 送る と 云 ふやぅな 
W 年を して、 其 f? rl を 成さし めたなら ば-決して 國 
力培蓊 をす る ことが 出来ない、 今日の 此米似 調節、 
今日の Ir i;; 界を益 々盛んにす るのに {3; •即ち 圆力培 
蓀であ ります-之に {3: 何を 以てする かと 云 ふなら ぱ 
即ち 吾々 の 子弟 未成年者を して 禁酒を 爲さ しめ勉 强 
をして 國家を 利す ると 2;- ふ 事に 努力せ しめなければ 
ならぬ、 又 今一つ 最も 大切なる 難 有い 御言 蓰は 一心 

協力であります •是が 即ち 我が 日 木 帝 國が世 界に向 

つて •列 强の 一とな つた 理由で ある、 五箇 條 の御锊 

文に 於き ましても、 上下 心を 一にす ると 云 ふこと* 

敎育 勅語に 於ても 億兆 典 心を！ にす ると 云 ふこと で 

ある、 又 戊 申 詔 S に 於ても， 上下 心を 一にす ると 云 

ふこと で & ります、 此 度の 此大， 詔の 御 趣旨の 最も 重 

大 なる 事、 最も 吾々 臣民と して 奉戴し なければ なら 

ぬ 事は、 心を！ にし 力を 戮せ ると 云 ふ 事であります 

それは 決して 六十、 七十 •八十、 九十に なつた 老人 

か、 ^ に 心を 戮せる こと {3: 中々 六ヶ しいので ある" 

一遍 心の 違つ た 人を 善い 方に 向け やぅと 思つ た 所が 

暇が 取れる、 けれども 此 未成年者に 眞に 酒を 飲ませ 

ないで 忠君 愛 國の 道を » 行せ しむる のは 誠に 容县い 

それには 此 未成年者 飲酒 禁止法 案を® 行せ しむるな 

らば 必ず 我が 帝 國 をして、 -lit 界列强 の 首班たら しむ 

る 所の 力を 出す ものは、 此 未成年者 飲酒 禁止法 案で 

あると 私は 信じます 、希く ば 貴族院 _ 員 諸君 も此大 

詔を 能く 御朗 if になつ て、 何卒 御 賛成 あらん ことを 

菌み ます (拍手 起る〕 

0 前 田米藏 君' 本案 ほ 議長 指名を 以て 九 名の 委員に 

fj 託せられん こと -^ 闇み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君：} 御異識 なしと 認めます に 依て 

議長 指名 九 名の 委員に 付託す るに 決しました、 日程 

第 十四、 # 計 ± 法案を _題 と 致します、 第 一讀 會を 

開きます^ — 關直彥 君。 

第 十四 ® • 計士法 案  C 關 K 彥君外 一名 提 

出)  第 5 會 

會計士 法案 


贷計士 法 

第一 窣合 計士 ノ菜務 

第一晓 位 計士ハ 常事 者 若 ハ 利害 關係 人ノ魁 託ヲ 
受ケ又 ハ 官廳ノ 命- 1 佐リ會 計 = 關 スル 事項 ノ監 
査、 整理、 管理 •證明 •鐘定 及 和解 等ノ 業務 ヲ 
執行 スル モノ トス 

第二 章 衿 計士ノ 資格 

第二 條會 計士タ ラム トス ル 者 ハ 左-一 揭 クル 資格 
ヲ拉龆 スル コト ヲ耍ス 

一 帝 國臣 K -1 シテ 三十 歳 以上 ノ 男子 タル コト 
二 fr 計士 試驗 -1 合格 シ タル コト 
三 三箇年 以上 會計 士ノ 事務所-一 在リテ 其ノ業 
務ヲ 見習 ヒ タル コト 

四 高等官、 rr 族 院議 員、 衆 厳 院議 員 及 學識經 
驗 アル 若ノ中 ヨリ 任命 セラ レ タル 委員 ヲ以 
テ 組織 セル 會計 士詮衡 委員 會ノ 詮衡 ヲ經夕 

ル コト 

第三 條會 計士試 驗 及詮衡 -I 關 スル 規定 ハ 勅令 ヲ 
以テ之 ヲ定ム 

第 四條 左-一 揭クル 者 ハ 會計士 タル n ト ヲ得ス 
一 禁錮 以上 ノ刑二 處セ ラレ タル 者 
二 懲戒 ノ處分 M 依 リ 免官， 免職， 除名 又 ハ 業 
務ヲ禁 止 セラ レ タル 者 
三 破 產又ハ 家資 分散 ノ宣 吿ヲ受 ケタ ル 者 
四 禁治產 又 ハ 準 禁治產 ノ宣 ff ヲ受 ケタ ル 者 
第五 條 # 計士ハ 報酬 アル 公務 ヲ兼 ヌル コト ヲ煜 
ス但シ 貴族院 __ 、衆議院議員 卜爲リ 又 ハ 官廳 
ヨリ特 -I 命 セラ レ タル 職 f 執行 スル ハ 此ノ限 
一1 在 ラス 

ir 計士ハ 他ノ 業務 ヲ營ミ 又 ハ 會社ノ 代表者 若 ハ 

會社 其ノ他 ノ使 用人 卜爲ル コト ヲ得ス 但シ農 商 

務 大臣 ノ許 可ヲ得 タル 者 ハ此ノ 限-一 在 ラス 

第三 章 會計士 名簿 

第六條 會計士 名 纈-一 登 錄セ ラレ タル 者 — 非 サレ 

ハ 會計士 ノ稱號 ヲ用ヰ 又 ハ 其ノ 業務 ヲ 執行 スル 

コト ヲ得ス  . 

第 七 條# 計 士名翅 並登錄 U 關 K ル 規定 ハ 農 商務 

大臣 之 ヲ定ム 

第 四 章會計 士ノ翩 利 義務 

第 八條會 計士ハ 正當ノ 事由 アル-一 非 サレ ハ當事 

者 若 ハ 利害 關係人 ノ囑託 又 ハ 官廳 ノ命ヲ 拒ムコ 

トヲ 得ス 


第 九 勝 ^ 計士ハ 利害 ノ關 係ヲ有 スル «f 業 M 關シ 
其ノ菜 務ヲ 執行 K ル コト ヲ煜ス 
第 十 勝 © 計 士其ノ 業務 ノ 執行- 1 關シ故 S 又 ハ 過 
失 M 因リ® 託 人- |拟 害ヲ 加へ タル トキ ハ 之ヲ賠 
(!{ スル ノ資二 住ス 

第 十一 條會 計士ノ 業務 ノ 執行- 1 關シテ ハ 刑法 中 
公務員-一 關 スル 規定 ヲ维 用ス 
第 十二 條會 計士ハ 囑託人 ヨリ 報酬 及 旅 ! S ヲ受ク 
第五 章會計 士協會 

第 十三 條會計 士協會 ヲ 設立 セム トス ル トキ ハ 其 
ノ 規約 ヲ定メ 農 商務 大臣 ノ認可 ヲ受ク ヘシ 其ノ 
規約 ヲ變更 セム トス ル トキ 亦同シ 
第 十四 條會 計士協 會ヲ解 散 シタルト キハ 之ヲ農 
商務 大臣-一 屆出ッ ヘシ 
第 六 章 懲戒 

第 十 五條 會計士 業務 上ノ 義務- 1 違反 シタルト キ 
又 ハ 品位 ヲ 失墜 スへ キ行爲 アリ タル トキ ハ 懲戒 
二 付， ス 

第 十六 條懲戒 ハ 左 ノ四種 トス 
一  1 §責 

二 千 圓 以下 ノ 過料 
三 111 年 以下 ノ 業務 停止 
四 除名 

第 十七 條 懲戒 ハ 會計 士詮衡 委員 會之ヲ 行 フ但シ 
會計 士協會 -1 屬 スル 者. 二 付 テ ハ 其ノ 議決 ヲ經ル 

コト ヲ耍ス . 

附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
左 二揭 クル 者- 1 シテ本 法 施行 ノ日 3 リ六 箇月 以內 
二 會計士 名簿- 1 登 錄ヲ 請フ トキ ハ 第二 條第二 號及 
第三 號ノ 規定- 1 拘ラス 會計士 タルコ トヲ得 

一 本 法 公布 ノ日 3 リ ー箇年 以前. 二 事務所 ヲ設 
ヶ第 一 條ノ 業務 ヲ執 行シ タル 者 
二 五箇 年 以上 引 續キ會 計-一 關スル 事務 ヲ 主宰 
シ タル 者 || シテ 商業 會議所 又 ハ 銀行業 ヲ營 
ム者 ヲ以テ 組織 スル 團體 ヨリ 推薦 セラ レタ 
ル 者 

〔關 直彥君 登壇、 拍手 起る〕 

〇關 直彥君 本案 ほ 旣に四 回 本會に 提出され まして 
此前 通過を 致しました る 法案であります、 其 理由は 
敢て玆 に 御細述 する の. 殆ど 必要は 無い と 存じます、 
併ながら 殊に 當 今の 經濟界 の 情勢を 見ます ると 會社 


一六 九〇 

の 勃興 益々 21 し  <致 しまして > 3 笊な ろ. W 計 的 檢 ft 
を 致し ませぬ と 云 ふと、 折角 企矿； されました 所の V1? 
社尨、或は紊故を來す |8 が無いと中され1 
あります、 又 寄附 金に 成〇ま した 所の 慈善 事 楽の 財 
幽法 入、 若く は 社® 法人， .2 々勃興 致しまして、 * 
等の_'體と云ふものは符社とほ遝ひまして、株 :1-: の 
利 男 關係を 持たない ものである、 一た び 好い wf 某で 
あるから 寄拊を 致し ま L た 以上は •其 成 行を i l>v 局 肖 
のみに 任せて 問 ほない 結果と 致しまして ， tl;- J!r に ^ 
計の 素 亂を來 す ことがあ ります、 S に 其 !5 本を焯 散 
霧 消 致しまして、 折角の 目的を 達する ことが 出來な 
いと 云ふ狀 態に 在る ことほ、 諸转 の御眾 知の 通りの 
事で あると 思 ひます から、 本案の 51 過は 今日の 經濟 
狀 態に 對 しまして >  最も 必要なる ものと 信ずる ので 
あります、 故に 希く は 傾 重蒞識 の 上、 ?'} び 本戧鈐 に 
於て 通過せ しめられん ことを 切 題 致します 次第で ご 
ざいます (拍手 起る〕 

0 前 田米藏 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 姿 貝 
に 付託せられ んこ とを 望みます。 

〔「暨 成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長大 岡 育造 君) 御異識 なきに 依り、 詔 長 指名 
九 名の 委員に 付託す るに 決しました、 日程 第 十五、 
勢和鐵 道 建設に 關する 建議案を 議題と 致します I 
八 木 逸 郎君。 

第 十五 勢 和鐵道 建設に 關する 建戳案 (八 
木 逸郎 君 外 一名 提出) 

勢 和鐵道 建設に 關 する 建謫案 
勢 和鐵道 建設に 關する 建議 
一奈 良縣下 概井驛 ょり 三重 縣下 松坂驛 に 至る 鐵逍 
右は奈 良縣下 櫻井驛 三重 縣下松 坂 驛 問 を 連絡す へ 
•き鐵 道に して 之 か 完成の 曉は 大阪市ょり 現在 敷設 
せられた る關西 線參宮 線に 比し 約 三十 哩を短 縮し 
大阪 以西 並 其の 沿道の 參宮 旅客の 至便 言 ふを 待た 
す 加 ふるに 鳥 羽 要港と 大 阪師幽 の逋 絡に 於て 軍事 
上の 必要 ほ 論な く 沿道は 小 都會迪 續 し農產 、林 藍 
豳產の 豊富 亦擧 て數 ふへから さるもの あり 
政府は 速に 右鐵 道 fflf 設の 計 ® を 立て 民人 交通の便 
益と 地方 無限の 富 源と を 開發し 交通の 完全と 國家 
經 濟の發 達と を 0 られむ ことを 菌む 
右 建議す 

〔八 木 逸郎 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 八 木 逸 郞君簡 W に 建鄹案 提出の 理由を 申 述べ ま 


院蓊衆 阿眾 W 帝 河 二十 叫 第 


ベます、 本 rrt 蕺案 即ち 勢 和鐡迫 は、 奈 £i 縣の 官設の 
櫻 井驛 から 片賴揍 原を 通りまして、 s 勢の 松 坂に 通 
ずる 鐵 道 を稱 して、 勢 和鐵通 と 申す のであります が 
此勢 和鐵道 の 速に 妞設せ ら れんこと を 菌むと 云 ふの 
が • 此 案の 趣意であります、 若し 此案が 完成 致し ま 
したなら ば •大阪 若く は 京都 以西から 參宮を 致し ま 
する のに、 現在 ®! f 設 して 參 容 線と 稱 へて 居る ものの 
錄道を 通ります るょ， 〇 は、 I 1 十七 哩 乃至 三十 哩 近く 
なる のであります、 而已な らず此 沿線は 小 都 ir が 點 
縫 致して 軒〇 まして、 農產な 〇、 林 鹿な 〇、 摊產な 
りに 隨分常 んで居 るので あります か、 釾逍吸 設なき 
が爲 めに •  K 地方の 發達が 一;々 として 居る ので あり 
ます、 而已な らず 此鐵 道が ® 設致 しま すれば、 烏 羽 
の耍 港と 大阪 師團の 通 絡 上、 眾事 上に 必耍あ ると 云 

ふこと も lir! 及んで 尻る のであります、 犯に 現在 御 715: 

).fl の 通り、 ^ 一年 此 伊勢の 大廟 に參离 する 所の 旅 咨 

が- M えまして、 殆ど 其 旅 容が群 集 致しまして •极線 

の必耍 を 鐵逍院 でも 認められて 尻る やぅな 現 况であ 

ります、 若し此 線路が〗 K 成 致しましたならば、 京都 

大阪以 西の 參宮の 旅客は、 W な 11-1: 線を 通る ことにな 

% まして •其 結果 袍線 を耍せ ずして、 而して 沿道の 

の開發 を 11' ふと 云 ふこと になる のであります、 政府 

も亦此線の必耍を認めて居られることは、明治二十 

七 年に 私設 會社で 之を 出願 致しまして 許可され て 居 

ります、 經營者 K しきを 得ず して 解散に なりました 

•か、 其後數 问 私設を 願 出で まして、 其 沿線に 依り ま 

して、 或は： 个許 可と なり、 或は 許 0J となつ て 居り ま 

すが •兎に角 も此段 を 連絡す る ことの 必要は、 特に 

政府が 認めて 居られる 次第であります が、 故に 速に 

御^ 神に なつて、 此 線の 既設を 饺成せ られん ことを 

!?3 むと 云 ふの が 木 案の 趣 S であります、 どぅか 御 質 

成 あちん ことを 希望 致します。 

0 前 出 米藏君 本 ^ は 議長 指名を 以て 九 名の 委 員に 

讨 託せられん ことを 留み ます。 

〔「與 該な し」 と 呼 ふ ^ あり〕 

0 議長 (大 IKJ 育造 君) 御異戬 なきに 依り、 本案は 謎 

長 指名、 九 名の 委 A に 付託す るに 決しました I 日 

程 第 十六、® 原 神； ？,, ■ 祟 祀向 上に 關する 趄謅 案を 議題 

と 致します •提出 奢 片 山太郎 VJ ; 

第 十六® 原 神宮 祟 祀向上 に關 する 趄戢 

案 C 片山 太郞对 提 3 ) 

概 原 神 宫 祟 ) lit! 向上に 關す る杻課 案 


攛原 神 5 C 祟 祀向 上に 關する 建議 
奈良縣 下官幣 大社 礅 原 神宮は ffi 元元 年建國 の宮址 
に皇 龃 神武； K 皇を _ 祭せられ たる 我か國 家の 祭 
祀中格 別の 神社た る も 剖 S! の 年月 久しから ず 宮 域 
の規植 K た狹少 にして 維持 經營も 未た 完から す 今 
や 國運睦 々として 榮へ國 勢 駸々 として 進みつつ あ 
る 時に 當り本 神宮を して 摘 现 狀に委 する は 闕政上 
I 大缺 點と誚 はさる を 得す 仍て本 神宮を して 伊勢 
神宮に 亞き 益國民 崇敬の 中心として 宮域 の @ 骹 と 
神德 の發提 とを 期す へき规 傾の 擴張と 相俟て 維持 
經營の 完備を 企圖せ さるへから す 此の 目的を 達せ 
むか 爲 には 

一 職制を 改 IH する こと 
一內務 省® _た らしむ る こと 
一® 原 神宮 ？ 5 を國庫 支辨 とする こと 
以上は 本神莒 の 現 狀と阈 民 忍 想の 傾向と に 鑑み 最 
大聚要 事な りと 誌む 政府 ほ 宜しく 速に 之を 實 行し 
以て 本 神 P; の崇祀 向上 ia 憾な きを 期す へし 
右® 鄧す 

〔 片 山太郞 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇片 山太郞 君 抟さん 、私は 本案 提出 若と 致し まし 
て、 K 理由を 申 上げます、 皆さん、® 原 神 &• は 御 承 
知の 通り、 世界 無比の 國體を 有する •我が 建 國の大 
業を 敗め ^ ひました li sl 神武 天 31 f ?-. 御祀 して ある 
最も ®; き と存 します •抑々 此 神 ;'' V は 吾々 國 民の 
上 願に 依りまして， 去る 明治 二十 11 年 >  即ち 憲法 發 
布の當 年 一 S 原のへ CM に 初めて 神殿を 建設せられ まし 
て  >  社號 を fs Ki 神 苕 と 御 定めに なり， 紀元節を 以て 
例祭 日と 定められた 次第であります、 されば 創立の 
由 姑に 筠み まして • 哿 々國民 たる 渚は、 其設 燜 の 維 

持綷營 に 全力を 注き， 大に御 神 德の發 揚に 努めます 

ること |1 、當然の責務であると共に>畀々國民の榮 

眢と存 ずる 次第であります、 斯の 如く 皇祖 神武 天 

皇の偉 大なる 御 鴻德と 其 ia 蹈とを •萬 代 無窮に 10 提 

すべく 創建せられ ましたる 以上は、 天祖を 祀れる 伊 

勢大廟 に 次ぎ、 阈民 敬神 思想の 屮樞 となるべき 格別 

の宮な るに も枸り ませず、 邦 當 時の 時 M の 許さなん 

だものが ありました か •境 內も 甚だ 手狹 ぅごい ます 

し、 附厫の 建物 も W3 つて 居り ませなん だ >  颇 る 俘® 

を缺 のく 感じが あつた ことほ、 {是 に 恐懼に 堪へな い 

次第でぁります>所が大正元年に至りまして、時の 

宮司が 之を 非常に 忮慨し、初めて规 © 掀張趄物修築 


の 事業を 計® し 一方 全 國に寄 附金簕 集に 著 手を 致し 
ました、 所が 畏くも 陛下の 上聞に 達しまして、 大 
正 二 年 九月に 思 召を 以て 事業 fi 中へ 金 二 萬 11 御 下賜 
に 相 成りました 次第であります、 又 大正 四 年 以後 六 
箇 年度に 於き まして、 國 庫ょり 金 十八 萬 四千 六百圓 
を 補助せ らる 、ことと なり、 追々 工事 も 進捗し •附 
屬纽 物の 修築， 境內地 の買收 修理を 行つて 居ります 
又 現在 宮司 も 其 後を 繼 ぎまして 熟 心# 走を 致し、 寄 
附玆集 も !! rvi る好况 に 向 ひつ、 あります から、 此所二 
三年の 中には、 設備 だけは 豫定の 通 om 來上 らうと 
存じます， 唯今 申 上げました 如く、 神宮の 設備 (3; 御 
下賜 金 •國庫 補 加 金， 及國 民の 寄附 金を 以て、 假〇 
に 其 完成を 見る ことが 出 來 ると 致しましても、 今後 
の 維持 經營に 就きまして ，尙ほ 安心の 出来ない 事が 
あります、 神 a- の 設備の 完成す ると 同時に、 維持 經 
營が 遣 憾なく 行 it れ ると 云 ふこと ほ、 神社の 尊 骽と 
境 內の 神聖と を 保つ 上に 於き まして、 最も 必耍 なる 
條件で 此二條 件が 具備して 始めて 神 fnt 崇敬の 寶が擧 
るので あると 確信 致します、 今我圃 運隆々 として 榮 
えつ、 ある 時に 際しまして 國家 として 尙ほ其 維持 經 
營を同 神宮の 獨 立自營 に ® せ iff くと 云 ふことは、 國 
民 思想の 上に も大な る 影響を 來すほ 勿論‘ 又國家 の 
體 nil 上 •一日 も 放任す へからざる m 大 問題て ありま 
す、 故に 私は II 原 神宮の 今後の 維持 經營に 就き まし 
ては •第一 職制を 改 JE -1- る ことであります、 現在 神 
容 の 職員 if 奏任 待遇の 宵 司 一人 判 人 侍 週の ii 'l: 一 
人 ■主 典 三人、 都合 五 入に て 奉仕して 居ります ので 
斯 る少® の 職員が、 此宮域 规植擗 SM せられた る 神宮 
に對 しまして •遺憾な く 奉仕の f-r: 務を完 うする こと 
が、 m 来る であり ませう か 私は 到底 W 來な いこと X 
信するのであ0ます、 11 つ此神宮にほ、衞士の職制 
が 無い のであります、 先年 甚た畏 い 事であります が 
先帝 崩御の 而も 同月 同日の 夜， 同 神宮に 盗賊が 忍 入 
りまして 一大 不敬 事件が 出 來 ました 當時 _會 の 問題 
となつ たことは、 皆さんの 今尙ほ 御記慌 に存 して 居 
らる、こと、存します、畢覚是等の失態ほ、職員の 
責任とは 申 L ながら、 亦 一面 職員の 不足、 則ち 第一 
には 11 土の 制度が 無かつた 結果と 存じます、 故に 政 
府當局 者は、 速に 攛原 神宮の© 嚴と 神域の 神聖と を 
保持す るに 足るべき 程度に 於て、 伊勢大廟の 官制に 
準ぜられ、 相 當の職 制を 改正せられ んこ とを 希 si す 
る 次第であります、 第二に 內務 省の 直 is たらしむ る 


こと、 ffi 原 神宮 ほ 目下 御 建設 中の 明治神宮と 共に、 
伊勢大廟に 亞ぎ まする @ い宮で ありまして、 將來國 
民 敬神 思想の 上に 多大の 關係 があります から、 伊勢 
大廟と 同樣 内務省の 直_ に屬 せし むる ことは、 最も 
緊要なる 事と 存じます、 故に 政府 ほ 速に此 制度を 改 
め、 內務 大臣を して 自ら 之を 監督せ しめ、 新年 新嘗 
の 二 大祭に ほ、 內務 省より 苹幣 使を 參向 せしめ、 祭 
ipe の 規範を 示されん 事を 切望 致します、 第三に ffi Bi 
神宮の 宮费 を國 庫より 支辨 する こと •是 まで 同 神宮 
には、 國庫 供進 金の r. 前の 下に、 年 如 僅に 二 千餘 11 
供進せ られつ、 あるの みであります、 同 神宮 (X 皇祖 
神武 天皇を 奉祀し、 最も© 嚴な る宫 柄であります か 
ら 、境內 の 神聖は 何 所まで も 保持す る ことは 極めて 
大切なる 事で ありま t、 故に 本 神宮の 維持 經營 上必 
耍なる經費ほ少なくとも、年々五萬_を國確より支 
出し、 大正 九 年度より 實施 せられむ ことを 筘望 する 
のであります、 以上 申 述べました 維持 經營 の三條 件 
は、 國家 施政 上に 於き まして、 最も 緊要に ® I する 事 
31 であります ，固より 戰後 經營 多端の 折であります 
が、 吾々 國 民の 民意に 依り 創建せられ、 殊に 皇祖 神 
武 天皇の 御 神 靈に對 し 華り ましては、 國民金 體が氏 
子と して 崇敬せ ねばならぬ こと、 存じます、 故に 國 
庫より 神宮の 經費を 支 m すると 云 ふこと (3: 當然 の 義 
務で、 * て 之が 阀 家の 宗祀た る 所以であります、 願 
くぱ滿 場 一致 本案の 可決 あらん ことを 望みます (拍. 
手 起る〕 

〇 前 田 米 藏君 本案 ほ 東武君 外 一名 提 3 、官幣 大社 
吉野 神宮 境域 擱張 に關 する 建議案の 委 M に、 併せて 
付託せられ ん ことを SI みます。 

〔「與_な し； J と 呼 ふ 者 あ OJ 
0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ 励 ^ の 如く 
決しました、 日程 第 十七、 民間 航空 事業 獎勵 保護に 

關 する 建議案を 議題と 致します - 商 見 之 通 君 

第 十七 民間 航空 事業 獎勵 保護に 關 する 建 
議案 (高見 之 通 君 外 三 名 提出) 

民間 航空 事業 奬励 保護に 關 する 建議案 
民間 航空 事業獎 勵 保護に 關 する 建議 
政府は 速に 民間 航空 事業 獎勵 保 gl の 方法を 定め 之 
に 相 當する 施設 經營 を S すへ し 
右 建議す 

〔高見 之 通 君 登壇、 拍手 起る〕 

0 高見 之 通 君 諸君、 唯今 議題に なりました る ¥} 等 


S 原 神宮 ^ !rt'. 向上に 關する 建 銥案  贝冏航空事業缺喊保謎に關する前謎案 


六 九 


院蓀衆 fir 遴习帝 回 二十 四 m 


民 ||!!1 轵空琳 |^- 铤勒保連に閼する |}|! 淺來 
提出に 係る K 間 ^ ## 菜の ff: 諮 ^ ; V..; に ^ する } K 3 ■菜 
の說 明を 致します、 此 5a 爭の 以前には それ 程 注 S を 
拂ほなかつた所のものが、磁爭と共 |* 联然说大なる 
効力を 發 しまして、 非常に 大切なる 武器と なつた も 
のが 少から ず あります、 其 中に 此 航空機の 如きは、 
最大の 効果を 舉げ たもので あります 、一 . rT. ® 串が 終 
了 致します ると 共に、 幾多の 武器 も 亦 必要， v 認めら 
れず して 其 影を 苦な 失つ てし まつた、 吸 後 引ぬ いて 
吸 苹屮 に發 達した る 武器で あつて、 一般 民間の ? Jf 菜 
にも、 多大の 効果を 鼓して 居る ものが 航空機で ある 
と 思 ひます、 そこで ! f? 來の强 爭に 供 する爲 めの みな 
らず 、今日 1:{ 際の 交通 il 锻の便 に 多大の 効果を 奏し 
て /? T ります るから して* ■此航 空に 關 する 所の 研究は 
谷國 非常に 進步 して 居る のみならず、 共 進歩 程度と 

致しましても. 日 進月步 どころではない、 寸々 刻々 

に 進 步 して 尻る 今日の 狀態で ございます、 此飛行 機 

に關 しまして は、 K 々陸 m 省ょり 報吿が 出て 居り ま 

して、 能く 諸 M は 御 承知に なつて 居る こと、 存じ ま 

する が、 其 一 端を 申 上げて 見ましたならば 、腿 苹以 

前に 一時間に 三十 哩の速 度を 以て 走つた ものが、 休 

職 當時 には 六十 里と なり、 m ‘在は 六十 七 里まで 進ん 

ザ 居る、 又戰 f? 常時には 四時 間を 以て 最極 度と して 

居つ たもの が、 休職 當時 には 七 時間と なり、 今日は 

八時間、又殊に進んで今十四時間程の極度まで進む 

研究が、 ; Is 來上 つたと 云 ふ 事であります、 又 腿 P 以 

前には* く 一嘞 半 賴ん だものが、 休 戰當 時には 十四 

晒を 籾み， 今日は 十六 噸を秸 んで 居る >  斯 の 如く  1 :: 

くの 間に 非 ? ii- の 進歩を 遂げつ、 あるので あります • 

.而 して 各國 が是 等の 航空機に 對し て、 非常なる 研究 

をし つ、 あると 同時に 民間の 航空 事業と 云 ふ ものに 

非常なる 補助 獎® の 方法を 講じ まし r、 極 力此 航空 

機の 發 達を 圖 つて 居る のであります、 大 體 谷 國が執 

らんと して 居る 補助 方法の 例を 申 上げます ると 云 ふ 

と、 飛行機の 機體の 損失に 比例して 補助を 與 へる も 

-のも あり、 又裝 備品 等に 對 して 補助を 與へる もの も 

あります、 其 他 ilt? 轍 に對 する もの、 軍事的の 偎値に 

對する ものと 云 ふやぅ に、 大體 四つの 方法を 以て 補 

肋の 基 fa として 居る やぅであります、 現に 0? 施して 

居ります る ものは 佛 1.1 西であります るが* 是等は 此 

飛行機に 對 する 補助が 一つ、 それに 此飛行 機の 搭乘 

者に 對する 所の 補助が 一 つ、® 送に 對 する ものが 一 

つ、 軍事的の 價 姐に 對する ものが 一つ、 大體此 四つ 


の (is 件を 土 ^ として、 佛阴 西は 獎勘金 を 下付して S- 
0. ます、 此下附 して 居る 率に ほ、 非常に 六け しい ®: 
字 上の 研究が あります けれども、 其 等は 此所で 申 上 
げ る必耍 ほ ありませ ぬ、 それで 特に 此飛 行の條 件— 
保 誔獎劻 を 與へ る條 件と 云 ふ ものに 就きまして ほ、 
佛國 政府の 如きは 非常に 注 ; -a を 拂 つて 居る ので あり 
まして、 先つ a gff 若く は 個人で あつて、 航空 業務の 
計 rl'i iic を 提出した ものは 總て佛 國 入であつて、 使用す 
ろ鹋械 も 亦 總て 佛國製 なる を 要すと なつて 居る、 又 
操縦 者 並に 辟關 ；丄 を 指揮す る 者 も亦佛 國人た るを 要 
す、 其 他 大切なる もの ほ 飛行機には 堪航證 明 I 可 
111 性を 帶ぴて 居る 堪航證 明を 以て 完全なる 飛行機の 
飛行 狀態を 維持す る 事が 出 來 ると 云 ふ、 證明を 下付 
して 居る のであります、 其 他 操縦 者には 操縦 免状 又 
は堪航 の 操 縱兔狀 と 云 ふ ものを 有する 者で なけれ ぱ 
ならぬ と 云 ふ 事に してあります 又 運賃に 關 する 所の 
政府の 承認を 經る 、色々 の 規定 も あるので あります 
此堪 航證明 13 と 云 ふ ものが、 非常に 佛國邊 では 大切 
であるの みならず、 此證明 » を與 へる 資格 それ 自身 
が、 非常に 影響の ある ものでありまして、 現に 一昨 
尔 私が 111; 篛 場に 於て、 自動車の 取締に 關 する贸 問を 
出しました ときに も、 資格 證明が 一番 大切で あると 
云 ふこと を 熟 心に 申 述べました が、 之に 對 しては 备 
國に 於て 非常に 注意を 拂つて 居る のであります、 今 
囬締結せられました所の講和會_の條約の中には、 
航钱 に關 する 規定が 數箇條 載つて 居る ので ある ® 箇 
條載 つて 居る 中に、 特に 第 十一 編と 致しまして、 此 
航空に 關する 精密なる 収極 をして 居る のであります 
が、 其 中に でです、 第三 百 十七條 と 云 ふ條 文の 中に 
特に 有効と 認 むる 國籍證 明 書、 堪航證 明 書と 云 ふ も 

のが 必要で ある、 列國が 認め C 堪航證 明 書の 必要が 

あると 云 ふ 事が、 講和 條 約の 明文の I つに なつて 居 

るので あります、 之に 基き まして、 昨年 三月 十九 日 

から 六月 十一 一; 日までの 間に 之に 關す る航益 條 約會識 

と 云 ふ ものを 開きまして、 是が 可決され まして 目下 

批准の 手續 中で ございます、 我 日本に 於き ましても 

將來此 民間 航空 事業の 保護 獎蚴 を爲 すに 就きまして 

は、 是 等の 資格に 關 する 十分なる 研究を しなくて は 

ならない と 思 ひます から、 特に 玆に 一言を 申した 次 

第であります、 斯 _ にして 今まで 飛行機と 申します 

ならば、 職 爭 以前は 殆ど 慰み半分の もので あつた も 

のが、 職 爭と共 に 憩くべき 効力を 發 し、® 後 必要な 


る 利器と なつて、 而も W 際 的に 此問題 は 規定せ らる 
べき 形と なり、 JL 又 3C- 等の 必要を 感ずる と 云 ふ、 M 
4 大切なる 一の 道具に なつて 来たので あります、 そ 
こで 外國の 民間 H 空 讲菜 の狀確 ほどう かと 申します 
ると、 今日 國際的 の 計 5! に 錨して 居る もの ほ fmi 敦 「 
サロ-一力」 の 間、 及び 英吉利 亞米利 加の 間、 第三に ほ 
西班牙と 同じく 亞米利 加の 間、 第 四には 英國 と亞米 
利 加の 間、 第五には 英吉利と 「ス カン •チ ナ ビヤ」 牛 島 
瑞典 、諸 威 JC の 他 遠く 伊太利、 印度、 亞弗利 加 等に 
至る 間、 第 六には 印度と 英吉利 帝 ^ 谷 柿 '' c ill! との 間 
(「簡 ® に 願 ひます J と 呼 ふ 者 あり〕 それから 佛國の 
領地に II する 「サハラ」 谷地 方に も、 是れ 等の 計 1K が 
現に あるので あります、 外國が 特に 此の 離れた る國 
と國 との 計 SE を 進めて 居る と 云 ふこと ほ、 植民地の 
統一を 圖 ると 云 ふこと に、 非常に 必要で あるから で 
あります、 今日佛 蘭 西の 「サハラ」 地方な どに 行つて 
見ましても、 汽車の 便 も 無ければ 船の 便 も 無い、 而 
して佛 脇 西と しては 之れ を 統一 1- べき 非常な 必要が 
ある、 現に 日本に 於いても、 ® 翳 總督が 苽 京まで 出 
て 來る時 に 於いて ほ 十日 も掛 る、 然るに 若し 飛行機 
でも あつたなら ぱ 、唯 だ 一日で 来る ことが III 來 ると 
云 ふ 工合に 自然に 本 71: と植足 地との 關 係の 無い 國は 
いざ 知らず 植民地を 有つ て 居る 國は 、民間 航空 飛行 
事業には 非常の 注意を 拂つて 居る のであります、 其 
の 一端の 例を 屮上げ る爲 めに 以上の M を 引いた ので 
あります、 而して 現に 行 はれて 居る もの it 、 此の 英 
吉 利と 佛閟 西の 間ほ會 社と なつて、 現に 色々 な 貨物 
の 運搬、 其の 他 郵便の 運搬を やつて 居る ので ありま 
す、 昨年の 九月から 十一月まで 約 八十 六 回の 間 •失 
敗した のが 漸く 三回し か 無い、 其 失敗 も 途中で 止め 
たのが 原因でありまして， 始ど 八十 六 回 金 部 成功し 
居る、 又佛關 西の 巴 里と 白 耳義の 「ブラッセル」 間 
は、 今日 十五 人 乘の御 客を！ 一せ て、 さう して 一週間 
數回づ つ 三 H 六十 法の 賃金で 以つて 復 して 居る、 
何時の 時で も 殆ど 滿 員と 云ふ狀 態で ある さう であり 
ます、 それから 蘇 士 と！ i 逸の 間に 於て、 现に 貨物の 
飛行の みならず、 客を 乘 せて やつで 居る •國 と國と 
の關 係に 於て 以上の やうな 例が あるので ある •其 外 
此國內に於てゃって居るものほ、米國の如きは盛ん 
に此 郵便物を 現に 米 國の國 内に 於て、 澤 山の 地 I'i と 
の 間に 聯絡を して 非常に 成績を 擧げ ，又 利益 も擧げ 
.て pr る* 其 等の 地 點を申 述べます る ことほ 管々 しい 
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から 止します が， さ う云ふ狀態でム〇ます-英占利 
はどう かと 申します ると.； ：1效 を 立つ て «■ 方 •曲に 郅 
便 物を 現に 飛行 掸で運 祐して 屛る、兆屮-」 '.| ビ九卜ぺ 
「パ ーセ ント J まで シ英吉 利 内の 飛行 郵 «! i 云 ふ も 
のは 現に 成拔を 舉げて 畀る，殊に新聞 « 他0述这な 
どに 於き ましては、 英 四 内の 郵 便 飛行は、 非常に W 
民から® 迎され て 居る と 云 ふ ifs であります、 m 太 利 
などに 於き ましても、 現に 旅客 及货物 を聯格 して， 
「ミラン _ 、鼯 馬 5¢ 他 谷地 點の 間の 聯絡が S 来て 居 
〇 ます、 獨逸は 二十 五 入乘の 飛行船で 以て、； s 林 か 
ら ーフリ ドリ ッヒ j、 「ハ ーフ エン J と 云 ふ 所まで 
やつて 居 〇 ますが， 是は約 四時 問 程 掛るが 、旅客の 
みならず、 貨物 手 荊 物 等 も 入れて 運 樅を して 居る と 
云 ふ 今日の 狀態で あると 云 ふこと であ 〇 ます、 英士： 3 
利の 名士の r ボ—ナ 1 0 1」 氏の 如きは、 巴 la の符 
議に出 席す る 時に-何時も 飛行機で やつて 來る •一 
坪 程の 建築が あつて、 其 所には 椅子 も あれば 紅茶の 
備 もして ある、 非常に 安樂なる 設備で 以て、 英吉利. 
から 巴 里まで やつて 來ると 云 ふ狀態 であつ て* 數 r 
メ  — トルの 上へ 乘 つて、 靜に 英國 の將來 の 政策 も考 
.へて やつて 來 ると 云 ふ •如何にも 日本國 民 などから 
見て 羡ま しい やうな 所が •英 s 及び佛 ® 西の 間の 飛 
行 機の 今 口 の狀態 であると 云 ふこと を lia きまして • 
一層 是は 日木國 民 .! i 、想起し なくち やならない と 私 
は考へるのであります、そこで現に此！=本の木年の 
豫算な どを 見ます と •文部省に 於き ましては、 大部 
其 他の 講座に 於て 研究所を 開き 又 越 屮島に も 新たに 
飛行機に 關 する 所の 新 施設咐 加の 金額は 1 i 計 合せて 
七十 萬圓 許りであります 、海軍に も柑當 の m 設をし 
陸軍に も增設 して 居ります るが、 陸 ' Ti には 特に 今回 
航空 局と 云 ふ ものを 設けまして、 说間 の航铭 事 架の 
保護 獎勵 に關 する 方法 も考へ \. 0; 金額二十五萬_、 
其 中の 五 萬 圓は何 に 使 ふかと 申します と 云 ふと 飛行 
機の 機械の 發明と 云 ふやうな ものに ' ia 與金 として 111 
す， 跡の 二 十 萬圓の 中の 十二 萬 六 千 11 許りの 金は 民 
間の 飛行家を fi 成す る 方の 爲 めに 金を使 ふと 云 ふ 今 
部は 是れだ けの 程度に 進んで 居る けれども、 ? ? 々は 
此海を 越へ て 遠く 谷國の 飛行機に 關する 保 _獎励 の 
狀態 •又 現場を 見ます ると、 11-1: 程度に 於て は 滿足が 
m 來な い、 而も 亦 外國が 現に 旅 ^ 其 他の货 物を 運搬 
して 居る と 云ふ此 飛行機の 操縦 者は、 fii か 一簡卬 で 
以て 及第す る ことが 出來 ると 云 ふので あります るか 
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ら 、今日 少しく 政府の 方で も 注意を して 吳れ ました 
ならば、 是 等の (t 事は ra ちに 出 來るだ らうと 思 ひま 
す、 現に 蘇士邊 りで 御 客を 乘 せて、 さう して 非常な 
山國を 色々 見物して、 「アル ブス」 山脈を 見物 させ 
る やうな 今日の 有様であります から- 朿京な どは 如 
何に 氣流が w_ であると &し ましても、 一般の 飛行 
機に 關 する 學 者の 意見な どを 聞いて 見ます ると •必 
ずし も 難事では ない、 民間 航空の 仕事は， 日本 內地 
に 於て 達成す る 見込が 十分で あると 云 ふこと を 聞い 
て 居る のであります、 是に 於て 先づ 第一 期に、 柬京 
大阪 間に 於て 民間 航空 株式# 社 等を 組織せ しめて、 
之に 相 當の保 1® 奬勵 の途 を與 へましたならば、 今日 
の 電信に せよ， 電話に せよ、 郵便に せよ、 非常に 遲 
い、 電信と か 電話と 云 ふ ものが あります る けれども 

今日の 實際の 用には 殆ど 立たない と 謂つて 可な りで 

あります、 若し柬 京を 立つ て. 大阪迄 行く のに、 二 時 

間と 二 十 3.: 分 位で 飛行機が 飛んで 行く と 云 ふ 事が 出 

来ましたならば、 株式 會社 •新 (il'! 、 it 〈他 一般 激烈な 

る 用務を 持つ て 居る 人の 如きは、 非常なる 利害を 得 

るので あらう と 思 ふので あります、 外國邊 りは 普通 

^ 郵便切手は 三 ^ •若く は 3t 錢であ 〇 ませう けれど 

も、 飛行 郵便の みに 限つて は、 五十 錢若 くは 一圓 も 

取つ て 居る と 云 ふこと であります •日本に 於ても 若 

し是が S 来る ことで ありましたならば、 ffl 常なる 郵 

便の 賃を決 定 しても 宜か らう、 さう 致します ると* 

必ずや 會 社を 起す と 致しましても、 相當の 利益が あ 

る だら うと 私 li 思 ふので あります、 又 進んで 東京 大 

阪間が 苡 際に 於て 成功 致しましたならば •遠く 下關 

から 京 城にまで 及び、 又 進んで は 第三の 發展 として 

奉： 大哈師 a に 達し、 第 四には 哈爾賓 より 浦 撰 斯德、 

萸京と 云 ふ 風に して 極 iu 間を 一週して、 斯の 如くし 

て 日本の 兵事 上の 閱係通 信 交通 h CD 關係 •其 他行 政 

上の 關係 •有 ゆる 關 係に 於て 今日 Itfc 所で ffl 談を 決め 

た 事が、 明日の 朝 明後日、 奉 天の 方へ なり， 哈爾賓 

其他茆禊斯德の方に，電信電話と云ふものでなくし 

て、 人間 其 物が 行つ て 協議が ai 來 、話が 出來 ると 致 

しましたなら ば、 單り 世界の 文明の 爲めに 非常な 利 

益で あるの みならず、 帝 阀將來 の 諸般の 上に 於て、 

多大の 利益が あると 私は 考へ るので あります、 それ 

故に どうか 政府は 此際 大賴發 を 以て、 lit 等に 對 して 

の 諸般の 方法を 講ぜられ， 細かい 事は 總て吾 々は 政 

府に 任せて 5£ しいので あります が、 大體此 尨 味に 於 


きまして、 一つの 計 迸を 立てられまして、 速に 世界 
の 大勢に 順應す べき 適宜の 處置 計 ® を 進められん こ 
とを 私は 非常に 希望す る ものであります、 此 意味に 
於て、 諸君は どぅか 趄讖 案に 御 賛成 あらん ことを 偏 
に希菌 する のであります。 

0 前 田米藏 君 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員 
に fj 託せられん ことを 望みます，' 

【「賛成」 と 呼 ふ 者 あ 01 

0_長( 大岡 育造 君〕 御 異蓊が なければ 議長 指名、 

九 名の 委員に f-J 託する ことに 決します - n 程 第 十 

八、 福 井 縣三國 港 築港に 關 する 建議案を 議題と 致し 

ま -i - 問 谷 五 右衞門 君。 

第 十八 福 井 縣 n 一國港 築港に 關 する 建議案 
(熊 谷 五 右 衞門君 外 四 名 提出〕 
福井縣 三 國港 築港に 關 する 建議案 
福 井 縣彐國 港 築港に 關す る迚謅 
福 井 縣 = 國港は 縣下三 大河 川の 湊合せ る 九 頭 龍 川 
及 竹 田 川の 河口に 位し 通 舟の 區域甚 た 廣く之 か 交 
通の 便 否は 全 縣下產 業の 發展に 影響す る 所大な る 
のみなら す 本 港の 築港 事業は 陸に 鐵 道を 有する 今 
日 海陸 連絡 上 實に 緊切の 事業な りと す 依て 政府は 
速に 調査を 遂け少 くと も 二 千噸級 以上の 船舶 / I'. 入 
に 支障な き 程度に 於て 築港を 爲し 以て 一ほ 國家有 
事の 際に 備へ 一は 地力 海陸 產業 の發睃 に 資し 日本 
海 沿岸 海陸 交通の 良 商港た るに 至らし めむ ことを 
望む 

右建該 す 

; 熊 谷 K 右衞門 君 登壇〕 

0 熊 谷 五 右衞門 君 唯今 議題に 上つて 居ります 福 井 
縣三國 港 築港に 關 する 趄諼 案は、 先年 來數 度當 議場 

に 於て 旣に御 通過に なつて 居る のであります、 玆に 

理由を 一言 中 上げたい と 思 ふので あります が ■•此 三 

國 港， 福 井 縣の七 郡の 水流を 合せました る 九 頭 龍 川 

の 河口に 在る のでありまして、 鐵道 開通 以前に 在つ 

ては •此 一國の 物資は 總 て三國 港に 集散 致した ので 

あります •今日は 陸に 在つ ては 金津驛 ょりして 三國 

港に 達する、 海陸 聯絡の 鐵道ほ 敷いて あるので あり 

ます けれども、 海の 方の 設備が 出来て ない ので あり 

ます、 又 前年 九 頭 龍 川の 改修が 出来ました 際に 於て 

此港内 の 設備を 爲さな んだ爲 めに、 今日は 出水の 場 

合に 於て は、 却て 三國 町の 人家を 浸水す ると 云 ふや 

うな 變膀 を來 して 參つた のであります、 又 竹 田 川と 


云 ふ 川に 逆流を 致しまして， 蘆 原と 云 ふ溫泉 場の 人 
家を 浸水 t ると 云 ふの 慘害を 時々 招く のであります 
先年 富 山 縣の庄 •川と 云 ふの が 改修され たので ありま 
すが ff 川の 河口には 伏 木と 云 ふ 港が あります、 伏 木 
港と 福 卯 縣 の三國 港とは 能く 似て 居る のであります 
が此伏 木 港は 庄川 改修 M の殘餘 金を 以て 築港が 出 來 
たのであります •然るに 是 と同樣 である 所の 福 井 縣 
の 三 國港 に對 しては 九 頭 龍 川 改修 費の 殘餘 金を 以て 
港內 の設腧 を 爲さ ずして、 h 流の 日 野 川の 改修 費に 
之を 移した のであります •斯ぅ 云 ふ！ f 公平な ことに 
なつて 居る のであります からして、 是非 此三國 の 築 
港を せられん ことを 切望す るので あります* 此三 H 
の 築港が 出来ました る 上に 於て は， 脔に 三國港 の繁 
榮に關 する ばかりでなく 、唯今 申しました 如く、 上 
流へ 逆流す る やぅな ことがあります 故に、 福 井縣の 
坂 井 郡、 吉田 郡， 足 羽 郡 福 井 市の 一市 一一 一郡の 收益に 
なる 次第であります から、 滿 場の 諸君の 御 賛成を 願 
ひたい 次第であります。  . 

〇 前 田米藏 君 本案は 議畏 指名を 以て、 九 名の 委員 
に 付託せられ ん ことを 望みます。 

〔「 異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 議長 0 K 岡 育造 君〕 別に異 謎な きを 以て 議長 指名 
の 九 名の 委員に 付託す る ことに 決しました — 是で 
日程を 議了 致しました •本日は 是 にて 散會。 

午後 三時 il 十八 分散 會 


0 大正 九 年 11 月 十日 C 火嗜 日〕 

午後 I 時 十三 分開議 

議 事 B 狸 第九號 

第 I 會計 法改正 法律案 (胧贿 ) 第 1 
第一 一 右 16 案の 窗査宏 付託す へき 委員の 選擧 
第三 大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 ~麵_) 
第 I 讀會 

第 四 右 議案の 窗査を 付託す へき 委員の 選 擧 
i  -Ki l+ 法案 (搬 g) 第 1 
第 六 右 li 案の 蓉查を 付託す へき 委員の 選 * 

第 七 大正 八 年 法律 第 十 il 號中 改正 法律案 
§一第| 讀會 

第 八 右 議案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選® 

第 九 所得 稅 法改正 法律案 第 -讀會 

の績(類 長) 


第 十 所得 稅法の 施行に 關する 法律案 {嫩 術) 

第  I  is{J ®M s f 
第 十 I  酒造 税法 中 改正 法律案 (触 腑) S 1 讀 
—續 il g 長 一  f 』 . 

第 十！ 一 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法律案 
(搬晒) 第一, の續 11 長) 

第 十三 麥酒稅 法 中 改正 法律案 (紐 腑 一 第一 讀 

1 (3 

第 十四 明治 四十 一 年 法律 第 - 十四 號中 改正 法 

律 案 (撇 1 )  5*  5 會の續 (輕 J 長) 

第 十五 國債 償還 資金の 繰 入を 爲さ さる- J とに 

關 する 法律案 (观 一) 第一® 會の續 

(委員長) / 提出、 

第 十六 衆議院議員 選 擧 法中改 1£ 法律案% 1 
II 贴 ) ^ 1® ® L 
第 十七 衆 ！ » 院議属 選 擧法中 改正 法律案 (Yi 

|1 删) is  II  . ; 

第 十八 衆 諸 院議 員 選 場 法 中 改正 法律案 ^ g 

3  ^-1  i 

第 十九府 縣制 中改— e r.n 傾 紛腊) 第 

is  : 

十 郡制 中 改正 法律案 (gfll IA l) 第 I 
讀會 

十 I 市制 中改 i (似 -P 傾 紋诚) 第 
I 讀會 

十 II 町村制 中改 i(J ~p lg 腿) 

第 5 會  丨 

十 = 1 法 中— 法律案 (I 綿 珊撤 

i)  5_  マ タマ- 

十四—” 制 中 改 a-: 法— S 1I 撤腿) 

第 I 讀會 

十五 郡制 中改 XE 法律案 (瓶 1 辦撇腿 ) 第 
一讀會  ■ 1 

±  ハ— JE @ * si sl 腹 淵) 第 
一讀會  / •:' . 彳 

十 ±r 町 S： 制 中 i 法— (瓶 SI 讎職) 
第一 讀會 


第 


第 


第 


第 


第 


第 


第 


第 


0_長( 大岡 育造 君〕 大阪府 郡部 選出 議員 井坂 光暉 
君 死去の 報に 接しました、 洵に 哀悼の 至に 堪 へませ 
ぬ、 例に 法て 遺族に 弔詞を 贈りました 諸般の 報 
吿が あります* 


福 井縣 11 i 阈港築 港に 關 する 建® 案 


六 九 三 


院强 衆。 蒸: 4 帝 同 二十 四苋 


II 聾 S 喜 聾 


勢 和鐵道 建設に 關する 建議案 

八 木逸郞 君  天 春 文 
井上 敬 之 助 君  匹田銳 
小 林 嘉平洽 君  井島 茂 
川  崎克君  堀川 美 
越 山 太刀 三郞君 

民間 航空 事業 獎_ 保 a に關 する 建 _ 案 
粕谷義 三 君  高見 之 
秋 山 金-也 君  成、 田榮 


野 村 治 三 郞苕  小川祛次 |» « 

磚  貝诛君  今 村 七 平 •« 
淺野順 平 財  野 口荦治 針 
松 井 文 太 m 君 

一昨 九日 公有林 野官 行 is 林 法案 ^ U 戶 y.f wl 之 肋 /', 
辭 fr: に 付 其の 補闕 として T7 射义五 郞冇を K おに 
於て 選定せ 〇 

〇親 長 C. 大 岡 w' isi 乾： * ょり ^ 淡を il;-: きます、 

JJI 孭があ ります、 第 六部 選出 決 ££ 委 0 2! 見® : 7-: 郎 7!- 
右 常 fr: 委 M 辭任の 申 115 があります、 許可す るに 御 異 
蕺あ〇 ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ * あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 御 興 誠がなければ 之を ? f 可 致 
します， 第 六部の 諸君は、 速に 補闕潠 舉の上 御 屈 あ 
らんことを轺みます、日程第一色計法改正法钳案第 
一 ® 會を 開きます。 

第一  ■ 計 法改正 法钳案 c 政府 提出) 

第  i ie © 

會計 法改正 法律案 
會計法 

第一章 總則 

第 一條 政府 ノ會計 年度 ハ 毎年 四月 一日 — 始リ翌 
年 三月 三十 一日-一 終 ル 

一會計 年度 所 掘 ノ 歳入歳出 ノ出納 -1 關スル 小 務 
ハ 翌年 度 七月 三十 一日 迄-一 悉皆 完結ス へ シ 
第二 條租税 其ノ他 一切 ノ收 納ヲ 歳入 トシ ー 切 ノ 
經费ヲ 歳出 トシ 歳 人 歳 S ハ 之ヲ總 拽筘 一一 編 人ス 

ヘシ 

第三 條毎會 計 年度 — 於 ケル 經费ノ 定額 ハ 興 ノ年 
度ノ 歳入 ヲ以 テ之ヲ 支辨ス ヘシ 
第 四條 各官廳 二 於 テ ハ 法律 勅令 ヲ 以テ規 シタ 
ル モノ ヲ除ク ノ外特 別 / 資金 ヲ有 スル コト ヲ得 
ス  . 

第五 條 政府 ハ 日本銀行 ヲシ テ國庫 帝 出納 ノ琪務 
ヲ取扱 ハシム 

前項 ノ 規定 M 依リ 日本銀行 il 於 テ 受入レ タル 國 
庫 金 ハ 命令 ノ定ム ル 所 二 依 y 政府 ノ預金 トス 
第 六 條 政府 ハ 國庫金 出納 上必耍 アル トキ ハ大趿 
省 證券 ヲ 發行シ 又 ハ 日本銀行 ヨリ 借 入ヲ爲 ス コ 
トヲ掲 

大藏省 證券 及 借人 金 ハ 當該 年度 ノ 歳入 ヲ以テ 之 
ヲ 償還 スへシ 


® 井 丘 (五郎 君  川  村惇君 
柏 原文 太郞君  山 根 正 次 君 
石 川玄三 君 
福并縣 三國港 築港に 關 する 建 » 案 
熊 谷 右 衞門君  柳 原 九 兵衞君 


朝 II に 於け る M3 勢 調 赉に關 する 法 钳案 


根本  正 君 
西 村種禮 君 
桑原 羊 次 郎君 
三 隅哲絀 君 
津田毅 一 君 
關税 定率 法 中 改正 法® 案 
田 中 11 三 君 • 

田 邊蔗 一君 
氣賀勘 重 君 
奧田龜 造 君 
鈴 木 久次郎 君 
鹈澤宇 八 君 
鍵 井 兵 五郎 君 
板 野 友 造 君 
尾 崎 敬義君 
未成年者 飲酒 禁止法 案 
伊東 m 君 
林  爲良君 
田 中 善 立 君 
戶井嘉 作 君 
森 本 是一郞 君 
會計士 法案 

一 宮房 治郞君 
岩 崎 一高 君 
鈴 置 倉 次 郎君 
尾 越 辰 雄 君. 
小川 寅 六 君 


小 田 切 5? 太 郎君 
甯藤钯  一 君 
山道 趄一君 
木 下 謙 次 郎君 


藤 金吉君 
口  m 太 郎君 
田 5S 吉君 
木照藏 君 
部惣 兵衞君 
藤 定吉君 
森 新吉君 
松 永 安 左 衞門君 
上田 彌兵衞 君 


根本  正 君 
高見 之 通 君 
小 池 仁 郎君 
牧野 鐵九郞 君 


大石 五郎 君 
小 田 切® 太郞君 
村松龜 一郎 君 
津末良 介 君 


〔原 田 肖 記官朗 讚〕 

一議 員の 異動 左の 如し 

大阪府 郡部 選出 遇 ii 井坂 光 rE 対 昨 九日 死去せ り 
| 昨 九日 謎'：：: より 提出せられ たる 猫 案 左の 如し 
大正 九 年度 總 裸 ®: 案に 對 する 修正案 

提出者 鈴 木 梅 四 郎君  柏 原文 太 郎君 
锘 ® 茛 摧災 補 rf に關 する趄 链案 

提出者 奧田榮 之 進 君  根本 正 君 
志々 目 藤彥君 

一昨 九日 議員より 提出せられ たる 質問 主意 1*? 左の 
如し 

西伯利出兵に關する竹問主 ® ^ 

提出者  尾 崎 行 雄 君 
一 去 五日 政府より 受領した る 答 辯 B 左の 如し 

衆議院 謎 員 松 本 誠 之 君 提出 Jfx 城 子 事件 交涉經 過 

に關 する H •問に 對する 答 辯 S 

大正 九 年 二月 五日 

內 閣總理 大臣 原 敬 

衆_ 院蕺 長大 岡 育造 殿 

衆議院 誘 員 松 本 誠 之 君 提出宽 城 子 事件 交渉 經過に 

關 する W 問に 對し 別紙 答辯帮 差 進 候 

(別紙) 

衆 謎 院識 M 松 本 誠 之 君 提出 K 城 子 事件 交渉 

經過 に關す る 質問に 對 する 答 辯 B 

客年 七月 Ja 城 子に 教て日 支 辟 SJ 突 事件 勃 發 する や 

帝國 政府は 最公 平に 事 實の眞 相を 杏： 明し 圓滿 妥當 

なる 解決の 方法を 講せむ ことを 期した るか 事件に 

付て ほ 支那 政府に 於ても 當 初より 其 ® 同國 軍隊 側 

に 在る ことを 認め 事件 突發當 時 巳に 大總統 令を 以 

て吉林 軍隊に 對 する 平素の 監督不 行屆な りし こと 

等を 指摘して 自發 的に 當該 責任者の 處分を 行 ふへ 

き 旨を 布 達せり 其 後事馊 恶査の 結果を 酌 M し 之 か 

解決 方法に 就き ffi 支 帝 國公使 及 在 華 天帝 國總 領事 

をして 夫々 支那 政府 及 東 三省 巡 間 使との 間に 折衝 

を 遂 けしめ たる 處 支那 當局に 於て は 大體 我方 耍來 

條 件を 承諾し 右の 結果 

C 一〕 外交 總長 代理は 在 支 帝國 公使に 對し 本件に 關 

し 深甚なる ifi 憾の 意を 表する と 同時に 帝國 政府 

か 本案 解決の 爲提出 せる 壊 求を 承諾し 夫々 當該 

官吏を して 急速 處理せ しむへ き 旨を 申出たり 

(I  D 支那 a. 隊に對 t る奔辨 方法に 就て は 左の 通解 

決し 近く 夫々 當該 支那 官憲に 於て 實行 すへ きこ 


ととな り 居れ 〇 

(い〕® 接指撺 したる 將校 及加挖 したる 下 士卒 並 
凌择を行ひたるものは調査の上夫々 £5 茁痣分 
すへ く又常 時 保 誘 不十分な りし 巡 ? f に對 して 
は 其 商龆 長官を 申飭 し並將 来を® 戒 する こと 
C ろ〕 本件 n 任 者に 對し Jlf 三省 巡 明 使は 吉林® 軍 
と e- 同し 大總統 令に 澳ひ査 辨し たる 結果を 在 
奉 天日 本總 領事に 通知す る こと 
0 :〇诳 三省 巡 問 使 ほ 苽 三省 谷 軍隊に 通 令し 最も 
適切なる 方法を 以て 嚴重 肢締 を e し將來 日本 
官民 及 軍隊に 對し再 ひ # 行を 加 ふること を 得 
さらしむ る こと 

(三) 東 三省 巡閱 使は 客年 十二月 二 十九 日附 公文を 
以て 在 奉 天日 本總 領事に 對し這 般日支 丘 (の 衝突 
ほ 巡閱 使の 遛憾 に堪 へさる 所なる に 付て は 日本 
軍隊 死亡者の is 族に 對し 代て 哀悼の 意を 傳達せ 
られ度 旨 申 越せり 

C 四〕 長 春 在留邦人の 被害に 對 しては 在 長 春 帝國領 
事ょり 吉林省 官憲に 交渉の 結果 夫々 賠償 慰藉 金 
並 陳謝を 實行せ し めたり 
右 及 答 辯 候 也 

大正 九 年 二月 五日 

外務大臣 子爵 內田康 哉 

一阼 九日 內閣 總理 大臣ょり 左の 通發令 ありた る 旨 
の 通牒を 受領せ り 

農 商務 技師 野 間譽雄 
段 商務辑 所管 事務 政府® 員 被 仰 付 

〔左の 報 i!f は朗讀 を繂 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一昨 九日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 

大正 五 年 法律 第 四 號中 改正 法律案 

赤 間 悪 之吉君  根本  正 君 

池 田 龜治君  柳 原 九_ 君 

柵 翻 軍 之 佐 君  野 村 嘉六君 

內藤 傳祿君  川口 木 七 郎君 

關原蠅 里 君 

函館控 訴院 の移轉 に關 する 法律案 外 一件 

原 田十衞 君  萩  亮君 

佐々 木 武生君  東  武君 

前 田 卯 之 助 君  本 田 恒之君 

井 戶文四 郎君  砂 田 重 政 君 

佐々 木 平 次 郎君 


:■■: 城 子が 件 交：. ; V 轾 過 1- 制する 7 .河の 答©  位 計 法改正 法钳案 第一 1 -U Q 


六 九 !, H 


烷誘衆 會誘陕 帝 P 二十 四 第 


大- 一省 lg 券 及 借人 金ノ谩 高額 ハ 毎年 度 帝 國議會 
ノ協 賛ヲ綷 テ之ヲ 定ム 

第二 章 裸 5? 

第 七條 歳入歳出 ノ 總豫鉍 ハ 前年 ノ帝阈 _ 會集會 
ノ姶 -I 於 テ之ヲ 提出 ス ヘシ 
必要 避 クへ カラ サル 經費及 法律 又 ハ 契約-一基 キ 
經費- 1 不足 ヲ生シ タル 場合 ヲ除 クノ外 追加 豫 算 
ヲ提出 スル コト ヲ得ス 

第 八條歳 人 歳出 ノ總豫 算ハ經 常 臨時 ノニ 部-一大 
別シ各 部 中-一 於 テ 之 ヲ款孭 -1 M 分ス ヘシ 
總豫算 -i ハ 帝 國議 # 參 考ノ爲 -I 左ノ 文書 ヲ 添附 

スへシ 

一 歳入 Hi 3?- 明細 ® 

二 ^ 省ノ豫 定經費 耍求霄 但シ 各項 中 谷 目ノ明 

細ヲ 記入 スへシ 

第 九 條拽 » 中- 1 設クへ キ豫備 S ハ 左ノニ 項 二分 

ソ 

第一拽 備命 ■ 

第二 豫備金 

第一拽 蹣金ハ 避クへ カラ サル 拽算ノ 不足 ヲ補フ 

モノ トス 

第 一 一豫 陥 金 ハ ? i OJ 外- 一 生シ タル 必要 ノ费 用-一充 

ツル モノ トス 

第 十_ 拽 ('!!| 金ヲ以 テ 支 辨シ タル モノ ハ 其ノ第 I 

豫備金 支出- 1 係 ル モノ ハ 年度經 過 後其ノ 第二 裸 

備金 支出- 1 係 ル モノ ハ 次 ノ常會 -1 於 テ 帝 國議會 

-1 提出 シ其ノ 承諾 ヲ求ム ル コ トヲ 要ス 

第 十 一條 政府 ハ豫算 -I 定ムル モノ 及特 — 帝國議 

會ノ協 饺ヲ經 メル モ / ヲ除 クノ外 災害 事 變其ノ 

他 避 クへ カサ ル堪由 アル 場合- 1 於 テ ハ 翌年 度 二 

亘ル 契約 ヲ締結 スル コト ヲ得 

前項 ノ規定 -1 K リ翌 年度 — 亘 ル 契約 ヲ爲 K  n 卜 

ヲ得へ キ命額 ハ 毎年 度 帝 國鹩 會ノ協 賛ヲ經 テ 之 

ヲ定ム 

第三 章收人 

第 十二 贿租稅 其 ノ他ノ 歳入 ハ 法令 ノ定ム ル 所- 1 

依リ之 ヲ徴 收乂ハ 收納ス ヘシ 

法令 ノ定ム ル 所-一 te リ當該 官吏 ノ 資格 アル 者 二 

非 サレ ハ 租税 其 ノ他ノ 歲 入ヲ徵 收乂ハ 收納ス ル 

コト ヲ煜ス 41 シ谷廳 事務員 ヲシ テ收 納ヲ 分掌 セ 

シムル 場合 乂ハ 日本銀行 ヲシテ 收納ヲ 取扱 ハシ 

ムル 場合-一 於 テ ハ lit ノ限 M 在 ラス 

會計法 改正 法律案 第一 籀济 


第 四章茭 W 

第 十 一 二 條各 年度-一 於 テ 決定 シタ ル經費 ノ定額 ヲ 
以テ 他ノ筇 度-一 靥ス ヘキ 經費- 一充 ツル コト ヲ得 

ス 

第 十四 條國務 大臣 ハ 其ノ 所管-一 屬 N、 ル收 人ヲ國 
庫-一 納ム ヘシ 直 二 之ヲ使 用 スル コト ヲ m ス 
國務 大臣 ハ棵 3J -I 定メ タル 目的 ノ外 -I 定額 ヲ使 
用 シ又ハ 谷 項 ノ金額 ヲ 彼此 流用 スル コト ヲ得ス 
第 十五 條國務 大 i's 其 ノ所管 定額 ヲ支出 セム トス 
ル トキ ハ 現金 ノ 交付-一代へ 日本銀行 ヲ茭 拂入卜 
スル 小切手 ヲ振出 K ヘシ 但シ 他ノ 官吏-一 委任シ 
テ 小切手 ヲ振出 サシ ムル n トヲ得 
第 十六 條國務 大臣 ハ 債主 ノ爲 ニス ル-一 非 サレ ハ 
小切手 ヲ振出 ス コト ヲ煜ス 但シ以 下 四 條ノ規 定 
-I 依 リ 主任ノ 官吏 又 ハ 日本銀行 — 對シ 資金 ヲ交 
付 スル 場合-一 於 テ ハ此ノ 限- 1 在 ラス 
第 十七 條國務 大臣 ハ 勅令 ヲ以 テ定ム ル經 費- 1 限 
リ主 任ノ 官吏 ヲシテ 現金 支 拂ヲ爲 サシ ムル爲 勅 
令 ノ定ム ル 所-一依 リ之力 資金 ヲ當該 官吏-二 父 付 

スル コト ヲ得 

第 十八 條國務 大臣 ハ 日本銀行 — 命 シ國债 ノ 元利 
拂ヲ爲 サシ ムル爲 之 力 資金 ヲ 日本銀行 — 交付ス 

ル コト ヲ 5 J 

第 十九 條國務 大臣 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 M 佐 リ 現金 
支 拂ヲ爲 サシ ムル 爲當該 官吏 ヲシ テ其ノ 保管-一 
係 ル 歳 人 金 歳 ui 金 又 ハ 歳入 歳 m 外 現金 ヲ繰替 使 
用 セ シムル n トヲ得 

前項 ノ規定 -1 依リ 歳出 金- 1 繰替使 用 シタル 現金 
ヲ補塡 スル 爲國務 大臣 ハ 之 力 資金 ヲ當該 官吏 二 
交付 スル コト ヲ得 

第二 十條 國務 大臣 隔地者 n 支 拂ヲ爲 サム トス ル 

トキ ハ 必要 ナル 資金 ヲ 日本銀行- 1 交付 シ之力 支 

拂ヲ爲 サシ ムル コト ヲ得 

前項 ノ规定 ハ 隔地ノ  m 納 官吏-一 資金 ヲ 交付 セム 

トス ル 場合 — 之ヲ 準用 ス 

第二 十 一條 國務 大臣 ハ 勅令 ヲ 以テ定 メタル 場合 

-1 限リ 前金 拂又 ハ槪筇 拂 ヲ爲ス コト ヲ煜 m シ軍 

艦 兵器 诹藥若 ハ 外 阈ョリ 直接購入 N、 ル槌械 圖書 

ノ 代僧 及 1!- 公 崭- 一對シ 茭拂フ ヘキ 經費 ヲ除ク ノ 

外物 件ノ 製造 若 ハ 買 入 又 ハ h 事 — 付 テ ハ 此ノ限 

一一 在 ラス 

第二 十二 條國務 大臣 ハ 特殊 ノ經理 ヲ 必要 トス ル 


場合 一一 限リ勅 令 ノ定ム ル 所 一一 依リ 谷廳事 務费ノ 
全部 又 ハ ー部 ヲ主 務官史 “1 對シ渡 切ヲ 以テ茭 給 

スル コト ヲ得 

第五 章 決算 

第二 十三 條會 計檢査 院ノ檢 査ヲ經 テ 政府 ヨリ 帝 
國議會 -1 提出 スル 歳入歳出 ノ總 決算 ハ 翌年 開會 
ノ常會 -! 於 テ 帝 國議會  一 I 之ヲ 提出 K ヘシ 

第二 十四 條總決 算ハ 總豫 算卜 同ー ノ樣式 ヲ用ヰ 
左ノ事 棋ノ 計算 ヲ 明記 K ヘシ 
歳入 ノ部 
歳入 豫算額 
調 定濟歳 人 額 
收入濟 歳入 額 
不納 缺損額 
收 入未濟 歳入 額 
歳出 ノ部 

歳出 豫算額  . 

豫算 決定 後增加 歳出 額  . 

支出 濟歳出 額 
翌年 度 繰越 額 
不用 額 

第二 十 ？ r 條總 決算-ー ハ 會計 檢查院 ノ檢查 報吿卜 
俱二 左ノ 文 » ヲ 添附 スへシ 
一 歳入 決算 明細書 
二 各省 決算 報吿書 
三國偵 計算書 

第 六 章 歳計 剩餘 定額 繰越 過年度 支出 
豫算外 收入及 定額 人 

第二 十六 條谷 年度 — 於テ歲 計- 1 剩餘 アル トキ ハ 
其ノ 翌年 度ノ歲 入-一 繰 人 ル ヘシ 

第二 十七 條豫算 -I 於テ特 -1 明許シ タル モノ 及 一 
年度 內-一 終 ル ヘキ 丁： 事 製造 又 ハ 物品 ノ買入 若 ハ 
運搬 — シテ避 クへ カラ サル 事故 ノ爲 一一 竣功 又 ハ 
納入 若 ハ 運搬 ヲ遲 延シ 年度 內- 一其ノ 經費ノ 支出 
ヲ終 ラサ リシ モノ ハ 之ヲ 翌年 度 一1 繰越シ 使用ス 
ル n トヲ fi 

第二十八條數年ヲ期シテ竣功プ、へキエ事製造其 
ノ他ノ 事業-ー シテ 繼續費 トシ テ 總額 ヲ定 メタル 
モノ ハ 毎年 度ノ 支出 殘額ヲ 竣功 年度 迄 遞次 繰越 
シ 使用 スル n トヲ得 

第二 十九 條 過年度-一 屬 スル 經費ハ 現 年度 定額 ョ 
リ支 出スへ シ但シ 豫備金 ヲ以テ 補充 シ得 ヘキ モ 


ノヲ除 クノ外 其 ノ經费 所 盛年 度 ノ毎項 定額 中； f 
用卜爲 リタ ル 金額 ヲ 超過 スル コト ヲ得ス 
第三 十條 m 納ノ 完結シ タル 年度-一 搦スル 收人其 
ノ 他豫算 外 ノ收入 ハ 總テ現 年度 ノ歳 A -1 組 入 ル 
ヘシ 但シ茭 m 濟歳 m ノ返 納金 ハ 勅令 ノ定ム ル 所 
二 依 リ 谷之ヲ 支拂ヒ タル 經費ノ 定額-一 戾人ル 、 
コト ヲ得 

第 七 章賣買 貸借 及 請負 
第三 十 一條 政府- 1 於 テ賣買 貸借 又 ハ 請負 ノ契約 
ヲ爲 サム トス ル トキ ハ 勅令 ヲ以 テ定 メタル 場合 
ヲ除クノ外總テ公尙シテ競爭二付スへシ 
國務 大臣 前 91 ノ方法 n 依リ契 約 ヲ爲ス ヲ不利 卜 
認ムル 場合 — 於 テ ハ 指名 競爭 一一 付シ又 ハ 隨意契 
約- 1 依 ル コト ヲ得 但シ 不励產 費拂 一一 付 テ ハ 此ノ 
限-- 在 ラス 

第 八 章 時効 

第三 十二 條金 錢ノ 給付 ヲ 目的 トス ル 政府 ノ權利 
二 - y テ 時効 — 關シ他 ノ法律 二 規定 ナキ トキ ハ 五 
年間 之 ヲ行ハ サルニ 因 リテ消 滅ス政 府- 一對ス ル 
權利ニ シテ 金錢ノ 給付 ヲ 目的 トス ル モノ ニ 付 亦 
同シ 

第三 十三 條 金錢ノ 給付 ヲ目的 トス ル 政府 ノ褪利 
二 付 消滅 時効/中 斷停止 其ノ他 ノ事 項 — 關シ適 
用ス ヘキ 他ノ 法律 ノ規 定ナキ トキ ハ 民法 ノ規定 
ヲ 準用 X •政府-一 對ス ル® 利 ニ シテ 金錢ノ 給付 ヲ 
目的 トス ル モノ 11 付 亦同シ 
第三 十四 條 法令 ノ 規定-一依 リ 政府 ノ爲ス 納入 ノ 
吿知ハ 民法 第 百 五十 三條ノ  ffl 定 -1 拘ラス 時効 屮 
斷ノ 効カ ヲ有ス 

第 九 章 出納 官吏 

第三 十 五條 出納 官吏 ハ 法令 ノ定ム ル 所-一依 リ現 
金 又 ハ 物品 ヲ m 納 保管ス ヘシ 
■  m 納 官吏 ハ 其ノ出 納 保管-一 係 ル 現金 又 ハ 物品-一 
付 一切 ノ 責任 ヲ負 ヒ會計 檢査院 ノ檢淹 判決 ヲ受 

クへシ 

第三 十六 條 m 納 官吏 其ノ 保管-一 係 ル 現金 又 ハ 物 
品ヲ 亡失 毁損シ タル トキ ハ 善良 ナル 管理者 ノ往 
意ヲ怠 ラサ リシ コト ヲ會計 檢査院 一 一 證明シ 責任 
解除 ノ 判決 ヲ受 クル-一 非 サレ ハ 其ノ 亡失毁 損-一 
付辨償 ノ責ヲ 免 レ ル コト ヲ得ス 
第三 十七 條國務 大臣 ハ 特 二 必要 ァル 場合-一 於 テ 
ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ谷 廳ノ 事務員 ヲシテ 現 
一六 九 五 
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分計 法改正 lyj UK 案 |?« 1泊 分 
へ-x ハ 物品 ノ出納 保 竹 ヲ分尕 セン ムル コト ヲ拐 
m 納官史 -- 關 ス ル 規定 ハ 前拟 ノ琪務 M — 付 之ヲ 
準用ス 

m 三十 八條第 十五 條 -I 定メ タル 小切手 振 出ノ嗷 
務ハ 現金 / 11 納ノ瞼 務卜 ffl 铍 ヌル コト ヲ拇ス 

gp T-sr  雜  M 

第三 十九 條 特別 ノ須耍 -Iwy 本 法- 1 维 據シ 雜キ 

モノ アル トキ ハ 特別 ^ 計 ヲ設} S スル コト ヲ得 
特別 會計ヲ 設蹬ス ル ハ 法 {4{ ヲ以テ 之 ヲ定ム へ シ 
第 四十 條政府 ハ 其ノ 所有 又 ハ 保 宵 — 係 ル 右 fii 證 
券ノ取 扱ヲ 日本銀行-一命 スル コト ヲ得 
第 四十 一條 日本銀行 ハ 其 ノ収 扱ヒ タル 國 1-U 金ノ 
出納， 國 ffi ノ發 行- |依ル收入金ノ收茭、第十八 
條又ハ 第二 十條ノ 規定-一依 y 交付 ヲ受 ケタ ル K 

金 ノ收支 及 前 條ノ 規定 — 依 リ収 扱ヒ タル 有惯證 

券 ノ受拂 -I 關シ鈐 計檢资 院ノ檢 杏： ヲ受ク ヘシ 

MU. 

ntx 

本 法 施行/期 Q ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

明治 二十 七 年 法 钳第 十六 號 ，明治 三十 三年 法律 第 

艽 十 號及明 治 四十 四 年 法 鉗 第二 十四 號ハ之 ヲ躞止 

ス 

本 法 施行 前- 1 爲シ タル 第二 稗 l/lli 金/支出 並 本 法 施 

行 ノ日ノ 13 スル 年度 ノ前 年度 及 前々 年度 ノ決箅 こ 

付 テ ハ 仍 從前ノ 例-一依 ル 

本 法 施行 前-一期 滿兔 除卜 S ラサル 糊 利-一 付 テ ハ 本 

法 其/他 ノ法律 中 時効-一 關 スル 規定 ヲ適 用ス 但シ 

其ノ 期間 ノ起翦 勦 — 付 テ ハ 從前ノ 規定  <1 依 ル 

本 法 施行 前- 1 進行 ヲ始 メタル 期滿 免除 ノ 期間 力 本 

法 興 ノ他ノ 法 钳二定 メタル 時効 ノ 期間 ヨリ 長 キト 

キハ 從前ノ 規定- 1 依 ル 但シ其 ノ殘彻 力 本 法 施行 ノ 

日 ヨリ 扣算 シ本法 其 ノ他ノ 法律 一 一定 メタル 時効 ノ 

期間 ヨリ 長 キト キハ 其 / 日！'' リ起算 シテ本 法其ノ 

他 / 法律 ヲ 適用ス 

前 谷 項 ノ外本 法 ノ 施行- 1 關シ 必要 ナル 規定 ハ 勅令 

ヲ以テ 之 ヲ定ム 

〔國務 大臣 男爵 高 橋 是淸哲 登®, 拍手 起る〕 

務大臣 c 男 !# 高 橋是淸 君 ■-> 會 計 法改正 案の 說明 

を 致します、 現行 锊計 法は 其 制定' か 薦く 、時勢の 進 

運に 伴 ひまして、 之に 改正を 加へ ねばならぬ 點が多 

々ございます、 議會に 於き ましても SI 々問題と なり 

ました、 仍て躱 に西阑 寺 內閣の 時に 當 りまして •之 

が 改正を 企てられました が、 遂に 改正案を 識會 に提 


出す るの i'g びに 至り ませぬ で ございました， 其 後 之 
が 改正の 必要 ほ 益々 加は りまして、 K- 上に 又機會 も 
熟 したので ございまして、 政府に 於き ましても* 種 
々調 3*c 恭通を 致しました 結果* 此度 成案を 得まして 
茲に 諸君の 御 薄 链に 待つ こと、 なつた ので ございま 
す、 而 して 太 改正案の 主 嬰なる 1JV 項を 申 上げます る 
と •第 I 金阳 制度を 遛 しまして ，預金 制度を 採用し 
たる ことで ご ざいます. 國 1$ 金の 出納に 關 しまして 
金 01 制度を 廢 止し、 國庫 預金 制度を 採用すべし とす 
るの 說ほ 、旣に 十数 年以 來唱 へられた 所で ございま 
した、 政府に 於き ましても、 M に 之が® 施の 利害、 
及 ® 行の 方法 等に 就きまして 攻究 致しました •か、 今 
や 政府 財政と 一 般金融 との 關 係に 鑑み、 預金 制度を 
採用 致します るを 適當と 認めまして、 此 制度 上の 改 
革を K 行 致したい と存 ずるので あります 、今 其 概耍 
を 申します れぱ •國庫 金 出納の 事務を 日本銀行 をし 
て 収扱ほ しめ、 日本銀行が 受 入れました 國庫 金は、 
之を 政府の 预 金と 爲す ことを 規定 致しまして、 玆に 
國庫预 金 制度の 大本を 定めました， 而 して 其 結果と 
致しまして， 政府の 支拂に 付て ほ、 從來 の支拂 命令 
を廢 しまして、 政府の 支拂 には 商法の 規定に 依り 小 
切手を 振出しまして 、現金の 交付に 代 ゆる ことに 致 
したので ございます、 又 遠く 隔 つて 居る 者に 對する 
政府 支拂の 義務 •政府の 所有 又は 保管の 有 僧 證券の 
取扱 事務 も、 日本銀行を して 之に 當 らしむ る こと、 
致しました ので ございます、 第二の 點は 第二 豫® 金 
支出を 次の 帝 國議會 に 提出して、 承諾を 求む る こと 
に 致した ことであります、 現行法 第 八條に 依ります 
れば 、豫備 金の 支出は、 其の 第一 豫龆 金で ありまし 

て も、 第二 豫備 金でありまして も、 總て 年度 經過後 

の 帝國 _ 會に 提出す る ことにな つて 居ります るが、 

此提出 の 時期に 就て は、 從來 年度 經過 後を 待たず、 

成るべく 早く 議 # に 提出す るを 可な りと 致します る 

の議が ffi 々ございました、 而 して 第一 豫備 金に 在り 

まして、 ® に 豫算の 不足を 補充す るに 止まります る 

のみならず、 其の 計算 « の 調書に 就きましても "一 

年度 內の 計算を M かにす るの 必要が あります ので、 

從來の 通り、 年度 經過 後の 帝 國議會 に 提出 致します 

るのを 適當と 認めます、 併しながら 第二 豫備金 支出 

に 就きましては、 全然 豫算 外に 生じました 必要なる 

K 用に 充 つる ものであります るが 故に、 一年 度經過 

後を 侍たず、 最近の 常 ir に 提出して 其 承諾を 求む る 


ことに 改正 致しました る 次第で ございます、 第三 S 
は 決 03: 提出 時期の 繰 上であります、 決 SC 提出の 時期 
に 關 しまして ほ， 現行 f& 計 法 上には 何等の 規定 も 無 
いのであります、 唯た 事 15 上翌 々年 開 會の帝 3 淄 か 
に 提出す る® 例と なつて 居ります るが、 其の 時期 晚 
きに 失する と 云 ふやぅな 非難は、 從來耻 々聞く とこ 
ろで ございます •仍て 本 改正案に 於き ましては、 m 
納事務 完結の 期限を 短縮し まして、 決 览 ?»i の 調 成を 
迅速に 致して >  翌年 開會の 諮 會の 常會に 之れ を 提出 
する こと X 致しまして ，決 3¢ 蒗蕺の 効果を して-一 
層 有効なら しめん こと ? r- 期す る 次第で ございます， 
而 して 右 改正の 結果と 致しまして、 從來總 裸® の參 
考書 として、 帝國議 會 に 添付 提出 致しました 歳 人 歳 
m 現 計 書 ほ、 自然 之を 要せざる こと、 相 成ります の 
で、 之れ を廢 止す る こと、 致しました •第 四 點は契 
約に 關する 競 爭 入札 主義の 原則を 緩和して， 以 つて 
I 般の實 情に 適合せ しめんと する のであります、 现 
行 法 第二 十四 條の 工事， 及 物件の 賣買货 借に 就き ま 
して、 一般の 競争 入札に 依ります る 原則は •改正案 
に 於いても 亦 同樣で ございます るが •從來 競 爭 入札 
に關 する 規定を 墨守す るの 結果 •却て 國庫の 損失を 
招く やぅな 齡 害に 陷る事 は 之を 防止す る必耍 を 認め 
ますので、 改正案に 於き ましては、 谷 省 大臣に 於て 
競爭に 付す るを 不利と 認めました る 場合に 於て は > 
其 宜しき に從 ひまして、 指名 競爭 入札、 又は 隨意契 
約に 依り 得る の途を 開いて、 實際 の實情 に 適合せ L 
めんこと を 期す るので あります， 唯 だ 不動 產 の ® • 拂 
に 就きましては.'  其 特別の 性質に 鑑みまして、 成る 
ベく 一般の 競 爭に付 せし むる ことと して、 特別の 必 
要 ある 場合に 於き ましては、 勅令の 制定を 待つ て、 
隨意 契約に 依ら L むる ことと 致した のであります、 
第五 點は 時効に 關 する 從來の 主義を 變更 し、 及 規定 
の 不備を 補 ふこと、 しました •現行法の 規定は 金錢 
の 給付を 目的と 致します る權 利に 就て ほ、 公法 私法 
の 孰れに 15 しましても、 總て 年度 經過 後 il: 存に して 
消滅せ しめます のを 原則として 居る のであります. 
併ながら 私法 上の 行爲に 就て は、 成るべく 私法 上の 
原則に 依る を 至當と 存じます るの みならず >  一 切の 
場合を 通じまして、 時効 期間を 五 年と 定めます る こ 
とは、 各種の 事情に 應じ まして、 時効 期間の 差別を 
設けました 趣旨を 沒却 致す 結果を 生ずる ので ござい 
ます、 故に 改正案に 於き ましては、 私法 上の 滞 利義 


務に 就きましては •民 J t:li 'Ji v: > o 規定に 法る こと、 
致しまして 而 して 民法 商法 3C 他の Llc tlt に规定 の •こ 3 
いませぬ 拙 利に 就きましては、 糊 利を itS する こと 
を 得る 時から、 五本に て } ri M す 〇 こと、 fi L  :-c で 
ございます、 又 時効の 屮斷； i 止 等に 就きましては • 
從來 何等の 規定 も ございませぬ でした が、 flk に 別段 
の 規定な き 限り、 K 法に 準 媿す るの 規定を 設け まし 
て、 其 不龆を 補 ふこと、 致しました、； Mi 六 ; :.', ;:r ll .K 
銀行 Q 國 阳出納國似讯務>及政府有捫沒券の )|1 «に 
關 し、 會 計 檢査院 の檢査 に關 する ? Jf でございます、 
改正案に 於き ましては 日本銀行の 収扱に 係る 阀 I.U 金 
の 出納、 國侦發 行に 由る 收人 金の 收茭、 阀佔 元利拂 
及隔地 奢の 支拂 の ® めに 日本銀行に 交 (-J- したる -？ f 金 
の收支、並に政府有似證券の受拂に關しましては、 
會計檢 査院 の檢 n^i を S: くる ものと 致しました ので ご 
ざいます、 而 して 預金 制度 採用の 結果と 致しまして 
國庫金 出納 其 他に 關 しまして 生じます る n 本 銀 rr の 
賠償 K 任は、 出納 官史 の tft 合と 異 りまして， 民 ? Jf 上 
•Q 责 任に® する もので ございます から" ^ 計檢 院 
は 日本銀行に 對 しては 檢资は 致します るが、 判決 ほ 
之を爲 さざる こと-'  致しまして 、 /J.i 納官史 と 之を M 
別す る こと、 したので ございます、 右は 何れも 狨 曾 
其 他に 於き まして 問题 となりました 所で •こざい まし 
て、 政府に 於き まし. て も 十分 研究を 遂げました 上、 
是 等の 改正を 行 ふこと を 適 當と考 へた 次綰で ござい 
ます. 即ち 從來 の經驗 に 鑑みまして、 現行法 上 不便 
不摁當 と 認めます る ものは 之を 改め、 又不腩 と^^ 
ました 廉は之 を 補 ひました S 4 ございます、 其 詳細 
の點に 就きましては 委 M 愈に 於て 之を 說明 する 事と 
致します、 右の 次第で ございます から、 諸® に 於 か 
れ ましても、 何卒 愼 m 御 群 鹩の上 速に 御 協 资あ らん 
ことを 希望 致します (拍手 起る) 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 日程 第二、 右 識 案の審 赉を付 
託すべき 委員 選擧 を識 題と 致します。 


第一 一右篛 案の 審査を 付託す へき 委 M の 選 
擧  • 

0 岩 崎 勵君委 負の數 は 特に 十八 名と し、 議長に 於 
て 指名せられ ん ことを 望みます。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委 M の選擧 は 唯今の 励 識の通 
り 決しました I 日程 第三、 大正 八 年 法律 第 九號屮 


院議 衆钶 T 國帝冋 二十 四 第 


改正 法律案の 第一 is 會を 開きま^ - ini 橋大藏 大臣 

第 彐 大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 讀會 
大正 八 年 法 » 第 九號屮 改正 法 钳 案 
へ 本案は 本卷  一： ? r 八 二 頁 貴族院 鹩事 中) 

广に揭 載せる を 以て W 揭の 煩を 避く、 

〔國 務大 m 男 P 高 橋是淸 君 登樓 、拍手 起る〕 

0 国務大臣 C 男爵 高 睽是淸 君) 本案は 造幣局 据置運 
轉 資本％ 加 及 設備 祯張费 に關 する 件で ございまして 
造幣局の 貨幣 鑄 造 能力を 擗 張す るの 必要が ございま 
すが 爲 めに盌 に 第 四十 一議會 に 於き まして、 大正 八 
年度ょり 三箇 年の II ® 費と して、 經费額 百 十一 萬餘 
圓の御 協賛を 得て 居りました が、 近来 m 塊 ffl 場の 情 
勢に 鑑みました のと、 銀貨の 鑄 造は 之を 見合せ て、 

之が 補充と して 新たに 十錢の 白銅貨を 讓造 し、 五 錢 

白銅貨 •一 錢靑 銅貨は、 一 曆鐵％ する 計 班を 立つ る 

の 必要を 認めます、 而 して 右の 計 雉は、 現に 大 IH 九 

年度の 造幣局 特別 會計 裸算に 計上 致して 居る 次第で 

ございます、 以上の 計 喪を 實行 致します る爲 めには 

旣定 計 »E に 依る 摘 張 設備の 外に、 尙ほ 一曆 此際 急 激 

に 鑄 造 能力を％ 加す る 設備を 致します る必耍 が あり 

ますが 爲 めに、 五十八 現 餘圓 の經 K を 要します るの 

と •又旣 定計进 に ® 3 する 擴張费 に 於き ましても， 物 

價瞵货 の爲め 不足を 生じます る爲 め、！ 一十 :/ r 萬餘圓 

を 追加す る 必要が ございます 爲め 、合計 八十 三萬餘 

圓を 更に 旣定嘏 續费 に％ 加す る ことに 致しまして、 

本年度 裸 3i£ に 計上 致し ま L た、 右增 加を 要します る 

經费 財源と して、 浩幣岗 資金ょり 之に 相 當 する 額を 

i 般會計 に 繰 入れる 必要が あります に 依り、 玆に本 

改正案を 提 fti •した 次第で ございます、 御. S? 諉の上 御 

協賛 あらん こと 1 V. 希 留 致します (拍币 起る〕 

0 誘 長 r'. 大 M 育造 君) □程 第 四を 議題と 致します。 

第 四 右 _ 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 

擧  t 

0 岩 崎 勵君委 M の ® i を 九 名と し、 翦 長に 於て 指名 

せられん ことを 菌み ます。 

〔rs 成」 【饺 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0S 長 C 大岡 育 i£- 君) 励 諮の 如く 決しました、 日程 

第五 及第 七は， 便宜上 一栝 議題と 爲すに は あ 

り ませぬ か。 


します、 日程 第五 大學 特別 會計 法案、 第 七 大正 八 年 
法律 第 十二 號屮 改正 法律案 —— 屮橋 文部大臣。 

第五 大學 特別 會計法 案 (政府 提出) 

第一 讀 會 
大畢 特別 會計 法案 

へ 本案は 本卷二 .7r 七 一 頁 貴族院 a 事 中ン 
一に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 


大正 八 年法郎 第 十二 號中 改正 法律案 (政府 
提 3) 第一 ® 會 

大正 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法律案 

へ 本案は 本 卷一五 七三 頁 貴族院 議事 中) 

■  '.に 掲載せ るを 以て 再 揭の煩 を 避く) 

【國務 大臣 中 靥德 K 郎君 登壇 •拍手 起る〕 

〇 國務 大臣 C 中 橋德五 郎君 d 此大學 特別 會計 法案は 
極く 簡 ©な 案でありまして、 從來は 綜合 大學だ けで 
ありました ので、 單 科大學 はあり ませぬ で ございま 
す、 所が 此 度の 大正 九 年度の 豫算 に、 東京 高等 商業 
學校を 昇格 致しまして、 ® 科 大學と 致します、 又 今 
度 も 斯う 云 ふやうな 大學が 出来ます から、 其點 より 
致しまして、 此特 別會 計の 改正を 必要と したので あ 
ります、 其 外に も 亦物價 騰貴 等の 關 係の爲 めに、 大 
學の 特別®: 計に 繰 入れる 金額が 相 當增 して 来ました 
此二 つの點 よりし まして* 法案の 改正を 致す 積り で 
提 m 致しました、； $ めて 簡單の 案であります から、 
どうぞ 御 審議の 卜 御 協锊を 願 ひたう ございます、 今 
一つ 大正 八 年 法律案は、 是は尙 ほ簡單 な 築で ありま 
して、 今回 九 年度の 豫篮に 於て、 東京 帝國大 學に藥 
學 科の 擴張を 致し、 又 精神病院の 新設を 致します の 
で、 之 亦 相當の 金額を 特別 會 計に 繰 込まなければ な 
り ませぬ からして、 之が 爲めに 法案の 改正を 要する 

次第であります •是は より 以上 簡 © な 案であります 

から、 どうぞ 御 群 K の 上 御 協賛を 願 ひます。 

0 翳 長 (大岡 育造 君〕 日稈第 六 第 八を _ 題に 供し ま 

す。 

第 六、 第 八 右 _ 案の 薄 查を 付託す へき 委 

員の 選擧 

〇 岩 崎剧君 日程 第 ; A: 及第 七を 一括して、 委員の 數 

を 九 名と し、 議長に 於て 指名せられ ん ことを 望み ま 

す。 

〔「異議な し」 と 呼ふ漭 あり〕 

OS 長 (大岡 育造 君〕 九 fl の 議長 指名の 委員に 付託 

する に 決しました、 日程 第 九より 第 十 ? T までは、 同 


一 委員に 付託せられ たる 議案なる に 依り、 一括 議案 
と爲 すに 御 異議は あり ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛 長 (犬 岡 育造 君〕 御異 S がなければ 一括 謭 題と 
致します、 委員長 武 藤金吉 君。 

第 九 所得税 法改正 法律案 C 政府 提出〕 

第一 讀 會の續 (委員長 報告) 

第 十 所得税 法の 施行に 關 する 法律案 (政 
府 提出) 第一 讀會 の續 (委員長 報 
吿〕  . 

第 十一 酒造 税法 中 改正 法律案 C 政府 提出：} 
第一 讀會 の續 (委員長 報告〕 . 

第 十二 酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 屮 改正 法 
律 案 (政府 提出〕 第一 讀 會の續 
(委員長 報告) 

第 十三 麥酒税 法 中 改正 法律案 C 政府 提出〕 
第一 讀會 の續 (委員長 報吿〕 

第 十四 明治 四十 一年 法. 律 第二 十四 號中改 
正 法律案 (政府 提出) 第一 讀會 
の 1 C 委員長 報告〕 

第 十五 國債 償還 資金の 繰 入を 爲さ さる こ 
とに 關 する 法律案 (政府 提出〕 

第 I 讀 會の續 (委員長 報吿〕 
f 武藤 金吉君 登壇〕 

〇武藤 金吉君 諸君、 私は 所得 稅 改正 法律案 外 六 件 
の 特別委 員 會の經 過、 及 其 成績を 御報传 致します、 
特別委 員會を 開きた る こと 八 回、 特別委 員は 一入の 
缺席 者な く  •精® 以て 任に 當り 、政府よりは 國務大 
臣及 政府 委員の 出席を 求め •谷 種の 材料を 參 考に徵 
しまして、 最も 愼重 に、 最も 綿密に 質問 應 答を 試み 
て、 詳細の 審 il を盡 しました 結果 即ち f 今より 御 報 
吿 致すべき 決定の 成案を 得た のであります、 政府の 
提案の 主旨は、 國防 充實を 期す る爲め 相當の 財源を 
必要と して、 所得税、 酒造 税 、其 他に 於て 改正し、 
增税 計畫を 立てられた る ことは、 旣に本 會議に 於で 
說 明せられ たる 通りであります が、 是 より 各 案に 就 
て、 特別委 員會に 於け る 審査の 經 過と 結果を、 順次 
御 紹介 申 上げたい と 思 ひます 先づ 所得税 法改正 案に 
就て 申 上げます， 改正 法案は、 國 民の 最も 負 擔力あ 
る 者を 選み、 時勢の H 際に 適應せ んと 企て 社會 政策 
を 先づ國 民 a 擔の 均衡の 上に 現出せられ たる もので 
あります、 而 して 帝國に 於け る 所の 税制改革の 第一 


步で あります、 今や 世界大戦の 結果、 我國に 於ても 
戰 前と 異 りまして、 經濟界 に 於き ましては 大變 革を 
来して 居ります、 戰 前に 於て は 純 所得 百 萬圓 以上 あ 
る 者は 僅々 でありました、 極めて fig 々でありました 
が、 今日に 於き まして ほ、 純 所得 百 萬圓 以上 ある 者 
は、 現に 三十 五 人を 數 ふること にな 〇 ました 而 して 
貧富の 懸隔は 益々 甚 しからん とする 時に 際しまして 
此 税法を 政府に 於て 提出せられ ま L て、 さう して 負 
擔の 均衡を N り、 さう して 社會 政策を 實行せ ん とす 
る 所の 政府の 苦心の 程、 歷 々として 谷條 項に 窺は れ 
ました、 所得税 法改正 法案の 骨子 ほ、 M 人の 所得は 
總て 之を 綜合して 課税す ると 云 ふ 事 •税法 施行 地 外 
に a る 所得 課税に 關 する 事、 銀行 定期預金 利子に 關 
する 事、 山林 所得に 關する 事， 勤勞 所得控除に 關す 
る 事、 特別 控除 金額に 關 する 事、 ® 税最 低減に 關す 
る 事、 調査 委員 會 及群査 委員に 關 する 事 •其 外は 収 
締で あります、 是等 が此 税法の 組立に なつて 居り ま 
す、 個人の 所得は 總て 之を 綜合 奴し まして 課銳 する 
現行法に 於て は 個人の 所得には 累進 率を 課する も* 
法人の 所得には 法人の r® 類に 依て、 個人の 所得に 對 
する よりも •從來 は 低い 累進 率を 課して ありました 
さう して 其 配當を 受けた る 個 八には 何等 課税を 爲さ 
Sr る も、 今回の 改正 佚 律 案に 於て ほ •法人の 利益屮 
配當 金、 賞與 金に 就て 總て 受けた る ® 人に 對 しては 
所得を 踪 合して 課税す る ことに 相 成つ て If ります、 
又 法人の 配當 金は、 總て 之を 受けた る OT 人に 對し綜 
合 課税を 爲す も、 其配當 せず して 會 社に 留保す る 金 
額、 主として 是は 積立金であります， 之に 對 しまし 
ては、 法人の 種類を 問 ほず 一定の 率を 課する ことに 
なりました、 則ち 社內 留保 額が 柳 込濟 資本金 額と 同 
一に 達する まで、 百 分の 七， 五に なつて 居ります* 
社内 留保 額が 柳 込濟 資本金 P 全額を 超過す ると きは 
其 超過 部分に 對 しまして 百 分の 十五と なつて 居り ま 
す 又社內 留保 額が 拂込濟 資本 全額を 超過す ると 雖も 
其 留保 額が 其 期間 利益 金の 二 十分の一 以下の 金額に 
就きましては、 唯今 申 上げました 百 分の 七、 ? T と 同 
じであります 法人が 社內 留保 金を 減少した ると きは 
之を 配當せ ると 將た缺 損の 補 塡に 充當せ ると を 問は 
ず、 將來 留保を 爲す 場合に 於て 留保 金額の 總額が 其 
滅少 前の 金額に 達する までは、 新たなる 留保 金に 對 
して 課税せ ざる 事に 相 成つ て 居ります、 無記名株 式 
に 就きましては 配當金 支拂の 際、 «r 社を して 其 株主 


. r  f 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇巔長 (犬 岡 育造 君〕 御異戤 なければ 一括 翳 題と 致 

1 法， 一 强冲^ i 法律案 第一 ? ff 'irl 大學特 別 frl 計 法案 第 I 讀會  大正 八 年 法律 第 十二 號中改 正 法律案 第一 iil 會  I 
所得税 法改正 法 & 案外 六 件 第一 譖會 の續 


所得 8£ 法改 JH 法律案 外 六 件 


:の！ 


六 九 八 


の 住所氏名を 調査せ しめ 其 围當金 (?. 記名 式 株式の も 
のと 同 ほに、 之を 個人に 綜合して 課役す る 事に なつ 
て 居ります •法人が 解散した る 場合に 於て 其 淸 K に 
依り 枕 FK 又 ( X 社 a l - 分 gs せらるべき 技 脍財產 の {?? 格 
が、 解散 常時に 於け る 純 ? f 產金額 を 超過す ると き i 3: 
之を 淸筇 所得と 致しまして 法人に 課 稅し •其 税率を 
百 分の ヒ 、五と する 事に なつて 居ります、 又 個人が 
會社 より 受けた る 12 當金は •前年 四月より 其 年の 三 
月までの Ff 街に 對 して 課 S し* 其 年に 於て 打 ^. 取得 
したる 金額が 之より 多き 場合は 勿論、 少なき 場合と 
雖も變更しないと云ふ事に相成つて思ります、現行 
法に 於て は、 法人を して 其 決算期 毎に 財 產目錄 、贷 
借對照表、損益計算衍，及所得明細迅を提出せしむ 
る も， 今後は 綜合 課税を 爲すの 必要 上、 配當 金赏與 

金の 支 拂を爲 したる とき if 其 受領者の 忭所 氏名， 

及 各人 別に 其 金額を 記載した る 調 S を 提 m せし むる 

事、 此調® を 提出した る會 社に 對 しまして、 相當の 

手 數料を 交付す る ことに 相 成ります •又會 社の 配 當 

金及赏 與 金に 就て、 之を 受けた る 側 人に 對し 累進税 

率を 課して、 其 保留 金に 就て tT 社に 對し まして W 分 

の 七、 五 -x it 十 J7: の 定率税 を 課する 外に、 尙ほ會 社 

に對 しまして'  其 決算期 毎に 唯今 是 より 申 上げます 

る 方法に 就きまして、 左記 利 廻り 以上の 取得に 釾し 

まして、 超過 所得税を 課する ことにな つて 居ります 

順序の 爲めに 「ィ 、口」 と區 別を 付けて 御 報告 申 上 

げま すが， 「ィ」 の 部に 於て 事業年度 內谷 月末 平均 

純資產 金額に 對し •其の 期 純益 金額が 年 八 分を 超え 

たる ものは， 其の 八 分を 超過した る 部分に 對 しての 

み、 定時に 左記の 累進 稅 率を •各 年 八 分を 超えた る 

ものは 一割 以下の 金額 百 分の 一、 同じく 一割 >  同じ 

く 二割 百 分の 三、 同じく 二割， 同じく 三 割、 百 分の 

六 同じく -: 割を 超えた る 金額 百 分の 十、 次の 「 B 」 の 

孭に 移ります、 第三 種 所得 中 •法人の 配當 金は 前年 

の® 鈸に 依りまして 課税す る ものなる が 故に、 改正 

法 施行 初年に 於て は 前年の 配當 金は 旣に法 人に 於て 

課税せられ たる ものであります から， 重複 課税を 避 

くる 爲め に‘ 之れ を 受けた る 側 人に 對 しまして は 綜 

合 謀 税を爲 さざる ことに 致して あります、 隨て爱 に 

歳入の 缺陷を 生ずる こと、 なる から，  (一方 法人は 年 

來财界の好況に依り相場利益を収煜し尻るを以って 

此缺陷 を補塡 する 爲め に、 大正 九 年度に 限りまして 

ほ、 右 超過 所得税の 十 . 7r 割を 增徴 する ことに ffi 成つ 


て 居ります 、次 It 税法 施行 地 外に a る 所得税に 關す 
る琪 であります、 現行法に 於き ましては 法人の 所得 
に對 して 百 分の 七 •五の 定率、 又は 洞 人ょり 低き 超 
過粜進 率を 以て 課税し fr ります けれども、 今回は 之 
を 改めて、 原則として 法人に 對する 源泉課税を 廢し 
ました •法人の 配當金 賞與 金* 之に 關 しては 之を 受 
けたる M 人に 對 して、 綜合 課税を 爲 さしむ る ものな 
るが 故に， 外國 居住の 内 國人は 勿論、 外國 人に 對し 
ましても 、没 決 施行 地 內法 八ょり 受けた る 配 當金割 
賦赏與 命に 對 しまして は、 現行法と 同じく、 百 分の 
七 •五の 定率を 以て 課税し、 支 拂地の 內 外を 問 (3: ず 
其 法人を して 支拂の 際 之を 徵收せ しむる ことに 相 成 
つて 居ります、 又 法人の 利益を M 人に 配當 したる 場 
合、 之を 受けた る 個人に 對し 課税すべき も •內 地に 
支店を 有する 外國 法人の 所得に 對し ましては、 其 支 
店の みの 收茭を 計算 致しまして* 其 利益に 對 しまし 
ては、 定率 百 分の 七 •五を 以て 課税す る ことに 規定 
してあります、又朝鮮、 « 爾、_太、關豇州に於て 
税制を 布く 場合に 於き ましては、 本 法に 依る 課税と 
重複 又は 脫漏を 生ずべき 阖 があります 事項に 就き ま 
しては， 更に W 行 法を 設けて 調節を 圖 ると 云 ふこと 
であります、 改 JE 法は 楠 民 地に ほ 此 通りは 施行は 致 
しませぬ が、 此税 法の 施行の 上に， 重複 若く は脫 漏. 
を 生じて 均衡を 失せざる やぅに K 行 法を 設けて •植 
民 地には 之を 行 ふと 云 ふこと であります、 植民地 だ 
から 全然 免れる と 云 ふ 解： ? 1 では ありませ ぬ， 次は 銀 
行の 定期預金 利子に 關 する 事であります、 現行法に 
於て ほ、 預金の 利子は 第三 種、 即ち 其 利子を 受けた 
ると き、 個人の 所得と 致しまして 課税すべき 規定で 
あります が、 所得者は 動もすれば 其 申告を 怠り、 銀 

行 業 若 等は 又 各人 預金の 內容を 開示す る ことを 好み 

ませぬ 事情が あるに 依りまして ■■第二 稲 所得 屮に銀 

行の 定期 预金 利子を 加へ て， 社債 利子と 同 樣に百 分 

の 三の 定率を 以て 課税し、 利子 支 拂の際 安 拂 者を 致 

しまして、 之を 徵收せ しむる ことに 規定され て あり 

ます、 次は 山林 所得に 關 する 事であります、 現行法 

に 於き まして ほ、 山林 所得の 計算に 就きまして、 山 

林 伐採の 所得 云々 と 規定して あります が、 立 木の 儘 

賛 却した る ものに 對 しまして は、 假令 如何に 多額の 

所得 ある も 課税すべき ものに 非ず とし、 數次 行政 裁 

判 等を 起した ことであります るが、 是は法 文の 不備 

に 基く の 結果であります、 此度は 之を 改正す るの 要 


あると共に，山林立木の所得は、其性質上姣十年目 
に 一回、 所得 •か 生れる ものであります から、 特殊な 
ものと 致しまして、 之を 他の 所得に 合 SC 致しまして 
超過 祟 進 率を 適用す ると きは、 餘り 苛酷に 失します 
る 場合が あります るに 法り， 此度は 此方 法を 改め ま 
して、 S: 法 第 四 條の 三の 三號に 「山林 伐採 ノ所得 J 
と あるを 「山林 所得」 と 改め、 立 木の 碏賣 却せ ると 
伐採 質 却せ ると を 問は ず 苟も 前年に 於て 所得 あれば 
之に 對 して 課税す る ことに 相 成つて 居ります 、又 其 
次に 納税 資格の 有無 及 特別 控除に 付て ほ 山林 所得と 
普通 所得を 合算 致しまして 之を 決定し •税率の 適用 
は 普通の 所得と 分離を 致しまして、 各々 別々 に 之を 
適用す る ことに 相 成つ て 居ります、 次は 勤 勞所 得に 
關 する 事であります、 現行法に 於き ましては 、俸給 
給料、 手當 ，歳費 等の 所 11/ 勤 勞所煜 に付きまして は 
其收 入豫算 年額ょり 十分の一を 控除した る ものに 對 
して、 課税を しつ X ありました が、 改正 法案に 於き 
ましては、 其 控除額を 增加 します と 同時に、 年金、 
恩給 金、 隱退 料、 及 賞 與金も 亦 一の 勤勞 所得に 外な 
ら ざるを 以て、 其收 入金 額ょり 次の 事項の 如く 控除 
を爲 したる 金額に 對し て、 課税す ると 云 ふこと に 相 
成つて 居ります、 それの 第三 種の 所得 總額六 千圓迄 
は >  十分の 二を 天 引す ると 云 ふこと で & ります、 六 
千 圓 以上 一 萬 二 千圓 まで (3: 十分の一であります、 さ 
ぅして 一 萬 二 千圓 以上の 所得者に 對 しまして は 全然 
控除を せない と 云 ふ 事に ffl 成つて 居ります、 又特别 
控除 金額に 關 する 事、 是は 扶養義務 ある 幼 者、 老者 
又は 不具 廢疾 者に して、 納税 渚の 扶養を 受けた る 者 
の 多少は、 納税者の 負擔 力に 著しき ^ ■があります 
から， 其 總所煜 三千 圓 以下の 所得者に 對 しまして は 
其 申請に 依り 特別 控除額を 定めた 規定が あります、 
扶養を 受ける 者 其 年の 四月 一日 現在の 同居の 戶主又 
は 家族 中、 年齡 十八 歳未滿 若く は 六十 歳 以上の 者、 
又は 不具 騷疾 者であります、 又 控除すべき 金額は 所 
得 金額 千 II •是は 勤 勞所揭 であります， 千 M 以下な 
るときほ、扶養者一人に付百圓、二千圓以下なると 
きには、 へ 1 人に 付て 七十 圓 、三千 圓 以下なる ときは 
一人に 付 五十 圓 であります、 次 ii 課税 最低限に 關す 
る 事であります >  是 は 免税 點で あります‘ 現行法に 
規定せ る 第三 稀 所得 課税 最低限は、 大正 七 年税 法改 
正の 際に 四百 圓 より 五 百圓に 上せました ものを •尙 
ほ 其 最低限を 百圓繰 上げまして、 今回は 六 百 圆と致 


したので あります、 詰ま り 3:( 後 通じて I IKZ lRi を ini め 
ましたから、© 前の 四百 (11 に 封し ましては •約 艽 割 
の增 額に なつて R る M rf であります、 又 » 勞所 W に 
對 しまして は-十分の 11 を 控除を K したる £'i ''li •其 
所得 金額が 六 W IRI 朱 滿とな ると き、 又はれ 五 w ^ 別 
控除の 結果、 所煜金 額 六 百 1] 未滿 となるとき は、 所 
煜税を 全免す る ことにな つて 尻る、 其 結 -, U と 致し ま 
して 勤 勞所 m 希の 如きは 大 5§ に於きまして，千叫以 
下の 所得なる ときは 多く 免税せられ る 結 •'«: となる の 
であります、 次は 稅 率に 關 する IJf であります、 .H'i fr 
第三 稱 所得税 率は、 最低 百 分の 三から 百 分の 三 卜に 
至る、超過禺進率として、所得金額二十茁 1111 を轵 1-!' 
る 金額に 對 しまして は •總て 之に 汲 K 率を 適 HJ され 
てあつた のであります、 近頃 一般に g 入所 得が 增加 
致しまして、 IL つ 改正 法律案に 於て は， 配 常 及 ' £i 與 
金を 綜合 致しまして、 M 人に 課税す るの 主 a を s 
せられた ものであります が 故に • 二 十览 ®1 を 超 ゆる 
金額に 對 して， 直ちに 最高 百 分の 三十を 適用す る こ 
とほ、 餘 りに 苛酷に 失する と 云 ふこと でありまして 
二十 萬圓を 超え、 數 百萬圓 に 上るべき 金額に 比して 
權衡を 失 ひます から •此百 分の 三十の 銳率は ?| 览咄 
を 超える 金額に 對 して 適用す る こと、 相 成つ て 居り 
ます， 尙ほ 小額 所 ? 4 者に 對して は、 大に其 負擔を 輕 
減し、 所得 金額の 數西® 圓に上 るが 如き、 大所 得 者 
に對 しまして は、 更に 累進の 程度を 進めて、 今度の 
第三 種 所得税 率と 云 ふ ものは 制定され てあります、 
此六百 圓以上 から 九 酉 萬 圓まで の 率及數 字が ありま 
すが、 是は餘 り 長くな 〇 ますから、 省略す る ことに 
御 許しを 願 ひまして、 速記 錄には tt 通り 記 賊する こ 
とを、 謅長に 於て 御 取 計 ひ 御 許しを 願 ひたい 2 であ 
ります。 

0_ 長 (大岡 育造 君) 宜しぅ ございます。 

〇武 藤金吉 君 改正 税率は 二百 蓖圓を 超 ゆる 金額は 
其 百 萬 圓 毎に 西 分の 三を 加へ て、 百 分の 五十に 泡つ 
て 止まる のであります、 又 現行 fs 額は、 所得 金額 千 
圓 以下の 者に 付て は} E 圓 を、 七 百圓以 下の 者に 付て 
は 百 五十 圓を 控除した る 金額に 對 して、 稅率を 適用 
する こと ゝ相 成つ て 居ります •隨て 前掲 最高 所得 額 
に對 する 税額の ® 出額と 一致 致して 居り ませぬ、 次 
は 所得 調査 委員 會 、及 tf 奄 委負會 に關す る 事で あり 
ます、 現在の 調査 委員 會の選 擧は 、祓選 方法に 依て 
fl- つ 選_ 投票は 制限 ali 記 制を 採 ffl せられて 居る に 拘 
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•b す、 之を 莨 接 平 J.'s 擧に 今回は 改めまして、 其 投票は 
單記 無記名 制を 採用す る ことに 改っ たのであります 
又 審査 委員に 關する 制度に 付きまして は、 此度は 補 
缺員を 設け、 以て 補缺員 の 生じた る 場合に 於て 直ち 
に 補充して、 现行 法の やぅに 特に 補 缺選擧 を爲 すの 
煩を 省いて あります、 又 現行法に 於て、 審査 委員は 
調充委 M の 改選 ある 毎に 改選す る 規定なる 結果、 一 
地方に 於て 調査 委員 一人の 改選 ありし 場合に 於ても 
密丧 委員 全部の 改選を 爲さ ざるべからざる 如き 事が 
ありました が、 是は不 便であります から、 審査 委 M 
會の區 域に 異動 ありし 場合、 若く は 一般的に 調査委 
員の改選あ0し場合の外、密奔裘貝の改選は之を 
行は ない と 云 ふこと に 規定され て 居ります、 又 現行 
調丧类 M 中ょり 選出すべき 密 -fli 委 歡の定數は、厲域 
の 大小を 問は ず 四 人と 定めて あります が、 審査 委員 
會を 置くべき 區 域の 如何に 依りまして、 委員 少數に 
失し、 ia 憾なく 審査す る ことは 闲 _な るを 以 ちまし 
て、 M 域に 於き ましては、 府縣 ょり 谷々 一入 北海道 
は 四 人を ii 出す ると 云 ふこと に 規定され て 居ります 
次は 其 ! -13 吿者 、不 申饵 者、 並に 支 拂調辫 提出 義務 者 
に ? u.f する 催 吿 、及 制裁に 關する 事であります、 納税 
義務 若屮一 申吿 を獎拗 し、 徴税の S を完 ぅせんが 爲 
に、 所得の 申 i?f を 爲さず 、又 ほ 不正 咁街 者に 對 しま 
L ては、 相 當制教 を SB くるの 必要が あります から、. 
仍て是 等の 者に 對し ましては、 申吿 又は 其 訂正の 催 
半；！ を爲す こと、 並に 之に 應ぜ ざる 者に 對 しまして は 
税務 袈長 若く は 其 代理 官 をして、 帳簿 物件の 撿赉を 
爲すを 得せし める こと、 及 徵税 金の 差額の 71: 割に 相 
當 する 金額を 徵收 する 事を 5 r へき 規定が 設けて あり 
ます、 即ち 是は罰 則联締 の 事で、 隨分苛 酷な 所の 规 

定が 設けて あるので あります、 次は 税額であります 

以上の 改 IF. を 行 ふ 結果は、 所得税 額に 於き まして、. 

平年 度に 於て —— 平年 度とは 即ち 大正 十 年を 指す の 

であります、 二值三 千 七 百 七十 六 萬 九 千 四： & 八十 二 

圆で あります •大正 九 年 ffi に 於き まして、 二 億 一千 

百 七十 一 萬 二 千 三百 四十 1 0 を 得る 計 3¢ になって 居 

る、 之を 現行法に 依 る 大正 九 年度の 收入 見込 額の 一 

值五千 九！ c 六十 五 茁 六 百 三十 四 g に 較べます ると、 

平年 度に 於き ましては 七 千 九 百 十一 萬 八 千 八 W 八十 

四圓 、大正 九 年度に 於き まして <3-. 五 千 二百 六 ,' K 千 七 

百 七圓で あります、 是だ けの枬 收を焊 られる 見込に 

なって 居ります、 尤も 改正案の 所得税の 徴税 方法 ! si 


る手數 を耍 する が爲 めに、 約 W 三十 六 萬圓の 徴税 費 
i が、 增收の 結果と して 之に 伴 ふこと に 相 成ります、 
市町村 交付金 も 約 百 六十 五 萬圓增 加す る 見込で あり 
まして、 總收 入は 平年 度に 於き まして、 約 七 千 五 百 
現 圓とな る 計 3?; であります、 以上が 政府が 提案を せ 
られた る 所の 要領でありまして" 委員 會に 於き まし 
ては、 之に 對 しまして 幾多の 質問が 出た ので ありま 
す、 其 W 間の 全部は まだ 速記 錄も 出来て 居ります ま 
いから、 大獎此 重大なる 問題でありまして、 諸君が 
此 後に 於て 御蒞議 御 討議せ ら るに 於き ましても 必要 
と 思 ひます から、 御參 考の爲 めに 質問の 起り ました 
大要に 就きまして、 其 問答の 要旨を 私は 御報吿 致し 
たいと 思 ひます、' (「成るべく 詳細に 願 ひます」 と 呼 
ふ 者 あり〕 質問 及 答 辯の 大獎に 就きましては 增税計 
琺 は 一箇年 延期せ さる や 否やと 云 ふ 質問が ありまし 
た、 之に 對 しまして 政府は、 九 年度 一箇年 限りなら 
ば、 豫 3? を實 行す る ことが 出來な いと も 限らない が 
國防 計 ft の 財源を 確 !? にす る爲 には、 此所得 税 酒造 
税法の 改正は、 已むを得ない ものであると 云 ふ應答 
| が ありました、 又改 JH 所得税 法は、 借金を して 會社 
| 事業に 放 資する 者は 大打擊 を 被る 之が 爲 めに 產 業の 
發展を 阻害す ると 思は ないかと 云 ふ 質問が ありまし 
| た、 之に 對 しまして 政府は、 借金を して 會 社の 株主 
f となる 者の 爲め には 多少 苦痛で あるけれ ども、 それ 
一は 投機を 含む ものでありまして、 又已 むを 得ず 投機 
を 含む ものに 對 しまして は、 多少の 苦痛 打® はあり 
ましても、 大體 の產 業の 發膜に 就て は、 決して 妨な 
いと 云 ふ 辯 明で ありました、 又 徴税 方法の 祓雜な る 
ことと、 大正 九 年度に 十五 割を 課税す る ことに 就て 
谷 員ょり 最も 强き 質問が ありました •か、 此徵税 方法 

の 箱 雜な りと 云 ふことは、 決して さぅ 複雜 ではない 

又 十五 割を 課する と 云 ふことは 大正 九 年度に 限って 

財界の ®: 氣も 好く、 儲 も 多い、 其 利益の 部分に 課す 

るので ある、 然ら ざれば それ ほ 職 時 利得 税の變 態で 

あるかと 云 ふ 問 も ありました に對 L まして、 決して 

一 此十五 割の 大正 九 年度の 課税は •戰 時利焊 税の變 態 

ではない と 云 ふ 答が ありました、 又徵税 の 方法の 改 

一正に 付て 複雜で ない、 其 la 雄で ない と 云 ふ 例は、 外 

I 國の總 ての 例を 採つ て 參考に 供して、 之を 實行 する 

ので あると 云 ふ 答 辯で ありました、 又 此所焊 税の改 

一正 法案が、 國防充 ® の 財源に 掙ぱれ た 理由は どう だ 

と 云 ふ 質問と 同時に、 3 次に 增税 をす るか どうかと 


云 ふ 質問 も ありました 之に 對 して 政府は、 國 防充實 
费は 、海軍は 大正 十六 年まで、 陸軍は 大正！ 一十 年 ま 
での 繼續 費であります から、 大正 十三 年ょりは 減債 
基金の 慣還が 復活になります から、 所得税、 酒造 税 
と 云 ふ ものは 永遠の 税源と して 之を 擇んだ と 云 ふこ 
とを 說明 をされ たのであります、 次に ！ 51 後の 反 励 期 
は 何時 来る か、 政府の 見込は どう だ、 大正 十三 年頃 
には fii 定の 納税の 收 人が あると 云 ふ 御 質問が あつた 
に對 しまして は、 政府 (X 改正 法案 (3; 大正 六 年を 基礎 
として 立案せ しもので あつて、 所得. 税は 嘗て 是 まで 
減少した ことは ない と 云 ふ 答 辯が ありました、 又 酒 
造税も 人口の 增加 と共に、 酒造々 石高は 年々 增加を 
して 行く と 云 ふ 答 辯が ありました、 又 源泉課税 主義 
を廢 して、 綜合 課税 主義を 實行せ しなれば 一大 進步 
であつ て、 帝 國の稅 制 上から 之を 見て 賀す べき 事で 
あるが、 第二 種の 所得税を 源泉課税 として あるのは 
如何の 次第で ある、 是は國 債を 除く 公债 、社債、 定 
期 預金が 源泉課税に な， つて 居りまず から、 是は 矛盾 
で ほない かと 云 ふ 質問が ありました、 之に 對 しまし 
て 政府は、 徴税 上现論 一遍には 實行 する ことが 出來 
ない、 脫税 なきやう に、 巳む を煜 ず此例 外に 第二 種 
所得税は、 源泉課税を 行 ふので あると 云 ふ 辯 明で あ 
りました、 又 山林 所得を 綜合に しないで 別にす る理 
由は どうで あるか、 之に 對 しまして は 政府は、 現行 
法は 山林 所得の 計算に 付て、 山林 伐採の 所得 云々 と 
ありま •して、 立 竹 木を 其 儘 M つたと きには、 假令如 
何に 多額の 所得が あつても、 課税す る ことが 出来な 
い、 法文の 不 倔 を 補ふ爲 めに、 どうしても 是は 此改 
正 法の 通りに 行 ふの 必要が あつて やる ので ある、 又 
五十 年 目 六十 年目隨 に 一回し か 所得の 無い ものに 對 
して 超過 累進に 率を 課する は、 餘 りに 苛酷で あると 
思 ふから、 別に 規定した ので あると 云 ふ 辯 明で あり 
ました、 又 源泉課税と 綜合 課稅 との區 別に te て、 脫 
税逋税 防禦す ると せぱ 、富豪が 法人た る會 社を 設立 
して、 個人の 累進課税を 合法的に 脫税す る ことが 出 
來るや うだが、 是は どう だと 云 ふ强い 質問に 對 しま 
しては、 政府は 物には 原則と 例外が あつて、 改正 法 
の 如き (i 全く 然りで ある、 個人が 法人を 設立して 脫 
税せん とせば、 留保 所得、 超過 所得の 方法を 以て、 
之を徵 收 すると 說 明され てあります、 次は 綜合 課税 
主義を 實 行して 少額 所得者を 保 ii し、 累進 率を 以て 
多額 所得者より 徵收せ んとせ ば、 何故に 免税 點を六 


百 圓とせ しやと 云 ふこと に付きまして、 政府は 現行 
法に 規定せ る 第三 種の 所得税 最低限 率は、 大正 七 年 
度の 税法 改正の 際に 四百 圓 ょり 五 百圓に 上つて、 此 
六 百 圓に したのは 丁度 五 割高め たと 云 ふ 割合で あつ 
て" 勤勞 所得に 封して は 十分の 二を 控除し、 其 結果 
所得 金額が 六 百 圆未滿 の 者、 又は 扶養 « 特別 控除の 
結果、 所得 金額 六 H 圓未滿 となるとき は、 所以 税を 
全免す る ことに 相 成つ て 居る、 此 結果 勤 勞所得 者の 
如きは ぐ 大體千 _ 以下の 所得なる ときは、 全く 免税 
される 結果と なる の. であります、 其 結果 ほどうで あ 
るかと 申します ると、 勤 勞所得 者が 千圓 以下で ある 
ときには、 天 引を 一一 割 致します から 八 百 W にな 〇 ま 一 
す、 それから 平均して 一家 三 八の 六十 歳 以上 十八 歳 一 
以下の 老幼が あります とすると、 平均 一人に 付て 百  一* 
圓で あります から 三百 W 、 千 圆の 所得の ある 人は 五 I 
百圓 引ける ことになります から、 差 引 五百圓 になり 
ますので 免税になる、 此免税 點 のことは 大分 八 釜し 
い 議論に なつて 居りました が、 政府の 說明 する 所、 
委員 會に 於て 審査した 所は、 唯今 私が 御報吿 する 通 
りであります、 次は 税務官 吏の 苛軟誅 求の ことで あ 
ります、 税務官 吏が 納税者に 向つ て 所得税に 限らず 
營業税 其 他の 税に 於き ましても、 最も 甚 しきは 納税 一 
者た る 良民を 犯罪 人 扱に する、 帳簿 檢査 をす る檝力 
を 以て 抑 付けて 課税を する、 實に 税務官 吏の 苛鈦誅 I 
求、 其 糊 暴なる 行爲と 云 ふ ものは 憎むべき 事で ある 一 
是 等に 對し ては 今後 どう 云 ふ 取締を， どう 云 ふ 人物 一 
を 採用す るか、 又 税務官 吏の 犯罪 事件が sf 京 市に あ 
つたので あるが、 是 等に 對 しても 餘程 注意を して、 
此稅 法を 施行す るに 付て はしなければ ならぬ と 思 ふ 
が、 どう だと 云 ふ 委員の 質問に 對 しまして、 政府は 
税務官 吏の 任用は、 今後は 注意を 致しまして •相 當 
人格 ある 者を 採つ て 待遇を 改め V •、改善の 方針を 十 
分に 採る 積り である、 それから 又 今後は 課税 氓 ftn 額 
調査には、 一人でな く 二人連れ 立つ て、 責任 ある 者 
をして 収扱 はしめ る 方針で あると 答 へられました、 

又 税務官 吏の 犯罪に 付きまして は 當局ほ 恐縮に 堪へ 
ない、 進退 伺を 出した と 云 ふこと でも 答 へられて あ 
ります、 次は 國有 时產の 整理 如何、 此税 法を 定める | 
に 付て は國有 財產の 整理は どうす るかと 云 ふ 質問 も j 
ありました が、 是は調 査會に 於て 目下 調 ？ 1; 中で ある ~ 
と 云 ふ 答であります， 次は 所得税 改正の 豫算額 と K | 
實收額 はどうで あるか、 豫算額 と實收 額は 同じに 取 | 


所得税 法改： :IH 法 鉗 案外 六 件 第一 諮# の® 


六 九九 
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所得税 法 改 71= 法律案 外 六 件 第 I 技 IfT の 拉 


一れ るか、 si 收が出 來 るかと 云 ふ 間で ありました、 又 
® 時 利得 S の. S き ほ P! 收額が 頗る 多い が、 是は硪 時 
I 利得 §2 に 見た 结果 ではない かと 云 ふ 問に 對 しまして 
政府ほ弦時利得稅は、此 11 爭の0めに轾濟界'か變化 
致したのでありまして、今後に於ける所得税 {3; 、哦 
時 利得 税と 13: 異なる と 答へ られ てあります、 次 ほ 附 
加税の 制限であります、 所得税を 納める に付き まし 
て、 地方税の 制限と、 又 地方税 ほ 咐加を しない かと 
5C ふ 問に 封し ましては、 全國に 於て 地方税 (I 十 割 以 
上の 處は無 い、 今日の 平均は 三 阐九分 八 lm に 常つて 
居る と 云ふ數 字を 答 へられました、 又 所得税 及附加 
税に對 して、 負 挖力 に堪へ ない 處が ある や 否や T II-1: ' 
問に 對 しまして は， 政府 ほ EE 下収調 中で あると 云 ふ 
答であります、 又 所得税 調査 委員の il 舉は 改正 法に 

於て は 單 ifl 無 記 ^ となつ て 居る、 至極 抒成 であるが 

取締法の 規定の 無い のは どうで ある， 又投蕻 の 取調 

法 {3; どうで ある、 之に 對 して 政府は、 大體 調査 委員 

の 選擧 規定は 勅令を 以てする 考で ある、 投票 ft 市區 

町材 役場に 於て 行は しめて、 所管 税務鹄 長が 之を収 

調べる ことで あると 云 ふ 答に なつて 居ります、 次に 

所得税 調杳： 委員の 決定搠 及 調査 期間の 事と、 決定權 

■は 調 ?- r K fl が 決定す る やうに なつて 居ります が‘ 多 

くは 税務 薪 長が 決めて、 それを 形式に 所得税 調 W 委 

员 に 付す る ill であつ て、 6.1 に 合は ない ときには、 其 

儘 執行して しまう と 云 ふ 例で あるが どうで ある •又 

調査 期間 も 餘り短 くは ないかと 沄 ふ 問に 對 しまして 

は、 政府は® 員會に 重きを 置いて 決定す る •又 調査 

期間は 從來 三十日 fin の 期間と すると 云 ふ 答で & り ま 

す、 次は 負擔の 均衡を 阏 ると すれば、 何故に 營業税 

の 改正を しないので あるかと 云 ふ 質問であります、 

之に 對 して 政府は、 國防充 @ 致の 急に 應じ 、所得税 

と 酒造 税を摇 んで ，一般 税制の 整理は、 財政 經濟調 

査 會 の 調査の 進行に 待つ て爲 す考で あると 答 へられ 

ました、 次は 所得税 調 杏； 委員の 人員に 現行法と 改正 

法案は 差が あるか どうで あるか、 之に 對 しまして 政 

府ほ 、地方に 依り 差が ある、 現行ょり 枬 加す る賴り 

であると 答 へられた のであります、 次は 外國に 於け 

る 所得税 法に 付て、 债務の 利子を 引いて 課税す る 例 

が あるか どうかと 云 ふ 質問に a しまして は-政府は 

亞米利 加に 於き ましては、 自己の 债務は 勿論、 親の 

借まで も、 甚しき は游 蕩费 まで も所煜 の 中から 差 引 

くと 答 へられました、 又普魯 西に 於き ましては 國內 


に 於け る 依 務の 利子を 引く 又投趙 を 目的と する 依 務 
に 課 没を する、 有 fi? 證券の S H には 課 没を すると 答 
へられました、 塽地 利は 大 6S に 於て 同じであります 
英吉利は 原則として 依 務の 利子を 引かない と 云 ふこ 
とであります が、 時の @ 化に &- り 移動す る ものには 
課稅 をす る、 伊太利は 法人に 課税して 個人には 課税 
せず、 伊太利の 立法 例は 極めて 不完全でありまして 
參考 にならない と 云 ふ 答 辯であります、 又 更に 留保 
課稅 に付きまして は、 餘り輕 きに 過ぎる と 云 ひ、 又 
餘り K きに 過ぎる と 云 ふ 兩樣の 質問が ありました、 
之に 對 しまして 政府は、 結局 flfl 人 所 m に 綜合 課税す 
るの が 合法で あると 答 へられました 、次は 改正 法は 
杜撰な 點 が ある缺 陷の點 が ある、 政府 ほ 何故に 之を 
取 急いで 出して 斯う 云 ふ 杜撰 缺陷の ある もので 此改 
正 法を 行つ たので あるか、 政府 {i 撤回す るの 意志が 
有る か 無い かと 云ふ嚴 重なる 御 質問 も ありました が 
政府は 改正 法の 精神 骨子の 在る 所を 能く 御 研究せ ら 
れて —— 改正 法は 從來の 現行法と 其 選を 同う せざる 
のみならず、 未だ 嘗て 日本に 無い 所の 税法の 改正で 
あります から、 此税法 の 組立 總 てを 能く 御 研究に な 
りましたならば 多少の 缺陷 もありまして も、 漸を逐 
つて 改革 すれば、 是は 日本の 税制の 根抵を 築く もの 
であると 云 ふ 政府に 於き ましても 强い說 明が ありま 
した、 次は 第 十五 條の不 具騷疾 者は 如何なる 方法に 
依て 定める か、 是は 政府 ほ 申請に 依りまして、 市區 
町村の 役場に 申請して， それを 税務署に 申請に なつ 
たものに 對 しまして、 命令を 以て 之を 定 むる ことに 
答 へられました、 それから 一時的の 所得の ものは ど 
うする、 政府は 豫算す ベから ざる ものに ほ 課税を し 
ない、 例へ ば 長く 勤 續を して 退社 慰勞 金な どを 貰 ふ 

者に 對 しまして は、 此課税 をし ない と 云 ふこと を 答 

へられました、 次は 税制 整理の 事、 現行法の 改正案 

始め、 是は 質問 も ありました が、 此筲 問に 對し まし 

ては、 憲政 fr の 33 員 諸君から 改正 法案を 一箇年 延期 

する ことが 出来ない かと 云 ふ 質問が ある •之に 對し 

ましては、 內 閣總理 大臣、 大藏 大臣 も同樣 に 答 へら 

た、 臨時 財政 經濟 調査 會の 調査の 成績に 依りまして 

成るべく 次期の 議會に 提出し やうと 云 ふ 希望を 以て 

調べて は 居る けれども、 責任を 以つて 明年 必ず 出し 

ますと 云 ふことは 出來な い、 又 一箇年 延期す ると 云 

ふこと が絕對 に 出来 ませぬ •改正 法は 全く 時代の 要 

求に脾 じたる 所の、 相 當なる 改正 法案な りと 信ずる 


と 云 ふ 御 答で ありました、 又 柿 民 地に 關 しまして は 
別に 税制を 布く 場合には、 本 法に 法る 課税と m 初 又 
は脫 海を 生ずべき ES ある 琪項は 更に 之に 似寄つた 所 
の單行 法を 設けて 此稅 率の 調節を Ill ると 云 ふこと を 
答へ られ ました、 尙ほ其 他に 澤 山の 質問 もあります 
が、 先づ 質問 ！ ffi 答の 耍領は 此邊に 措きまして、 次 13: 
委員 會に 於き まして 問題に なした る 要點を 是非共に 
兩樣の 御 報吿を 致さぅ と 思 ひます ( 1 謹聽々 々」 と 呼 
ふ 若 あり〕 問題と な 〇 し 是非の 耍點は 一 改正 法は、 
產 業の 發展を 阻害す る 事、 二 法人 超過 留保 所得に 累 
進 税率を 課せざる が 故に、 合法的の 脫 漏の Eg ある 事 
三 第二 種の 所得税は 綜合 課税 主義と 矛盾せ ざる や、 
四 第 七十 三條の 規定は 苛酷に 失せず や 五 第三 種の fla 
人 所得の 累進 率は 不公平なら ず や、 是が此 問題に 對 
して >  非 とする 方の 大體 の豳 勢で ありました、 又是 
とする 方の 事を 私は 玆に御 報告 申 h げたいと 思 ふ 一 
今回の 改正 法案は‘ 帝國に 於け る 税制改革の 一大事 
業に して、 政辦 內閣に 於て 始めて 之を S 行せられ た 
ので ある 二 綜合 課税 主義に 非ざる 負擔の 均衡は 期せ 
られ るので あるが 故に、 大體に 異論な し、 此事に 就 

きして は - 綜合 1$ 税 主義に 就きましては、 各鐵各 

委員 共に 此 E 的 趣旨に 於き ましては、 異論の 無い と 
云 ふこと を 質問 應 答の 中に 聲 明せられ たので ありま 
す、 三 今回の 改正 法は、 少額 所得者 勤 勞所煜 者に 特 
典を 設けた るが 如き、 實に 破天荒の 事に 屬 する こと 
であ 〇 ます、 四社會 政策を 基礎と して 立法した もの 
であつ て、 此 法案に して 運用 宜しき を 得 ば、 富と 幸 
福の 分配は 一般 國 民に 普及せられ て、 即ち 此總 ての 
上に 社會の 情勢から 見て、 富者と 貧者と、 勞磡 者と 
資本 者と、 總 てを 緩和せられ る ことは 勿論で ありま 
す、 是れ此 法案 ほ 普通 選舉を 行 ふと 云 ふ 時代に 先た 
ちまして 此 法案の 制定せられ る ことは 帝國の 一大 幸 
福で あると 云 ふ 趨勢であります、 第五、 負擔の 公平 
と 生活の 安定は、 思想 間 題に 於て 在る ことは 勿論で 
ある、 產 業の 發展の 要素と なつて、 改正 法の ®? 行は 
投機心を 幾分 か 抑制 致しまして、 さぅ して 健全なる 
產業 振興の 根抵 に觸れ たもので あると 云 ふ 趨勢で あ 
ります >  第 六は 現在の 所焯税 法に しては， 大所 得 者 
の 直接 納税額と 云 ふ ものは 意外に 少い 、數十 萬 圓の 
所得者で ございましても、 納税額は 數百圓 に 過ぎな 
い是 は】々 其 財產と 納税額を 調べて 見れば 明かで あ 
ります が、 今回の 改正 所得税 法に 於き ましては >  斯 


揉の 不公平！ f 均衡の 取は 一切 除ける、 是れが 問® と 
なりました、 是と 非と 兩樣の B 察 ae であります* 以 
上委  a  符に 於け る 准 -t^c の  n lill F ^ li 斯〇 in く uf l'ii i',- 
申 上げます、 此案 に對 しまして、 我が 政 友 a の 山 本 
悌二 郞哲ょ 〇 修正の 励 SS が 出て 居ります，：！ じく Ly 
民撖の 大口 莴 六 君、 掘 川 美 哉 沿、 兩射か らも.： T- 
励 謹が ? S M 0- に 現れた、 又遝政 分 の te 々木 IE 「： :/!- か 
らは酒造税法改正案に限つて修正の動鹄が⑴て极〇 
ます、 今は 所得税 法の 場合であります から、 llt w. 
だけの 報 缶に 致しまして、 是は 後に 领 ります、 此 修 
正條 項は 印刷が 後れまして —— 御 年 許に 旣に御 fi'tl f'J' 
になつて 居ります か (「參 りました 」 r 分つ て 居り ま 
す. I 「緩く り 周章て ないで」 と 呼 ふ 者 & り) 第 四 Ivil の 
第二 項を 削る、 此第 四條は 「法人 ノ所得 ハ ft- llf 菜 年 
度ノ總 益金 ヨリ 總 担 命 ヲ控除 シ タル 金額-一依 ル {II シ 
保險會 社-一 在リテ ハ 谷 iji 第 年度 ノ 利益 !! fe 又 ハ剩餘 金 
二 依 ル」 と 云 ふ 其 次の 「前 孭ノ极 含- 1 於 テ 云々」 と 云 
ふょり 之を 削除 致す ので ありま‘ す、 其 理由は 第 11 一條 
の 第二 種の 甲の 部に 於き まして、 「木 法 施行 地 二 於 
テ 支 拂ヲ受 クル 公 ST 社 偵、 銀行 定期預金 又 ハ 定期 
豫金ノ 性質 ヲ有 スル 銀行 預金 ノ 利子」 と あるので あ 
ります が 此公值 賴似 は旣 に W 行 法を 以て 除かれて 1,1;- 
るので あつて、 所得税は 課せられない のであります 
から、 此第二 項を 削除す る 理由と til 成つ て 屛 るので 
あります、 次に 第 十三 條で あります、 十三 條の第 i IH 
第五 號を 左の 如く 改む 「法人 ヨリ受 クル 利益 沿 (利 
息 ノ配當 又 ハ 剩 餘金ノ 分配 ハ 前年 四月 一日 ヨリ - JI: (ノ 
年 三月 末日 二 至 ル 期間 ノ收人 金額 ヨリ 興 ノ十 分ノニ 
-1 相當 スル 金額 ヲ控 除シ タル 金額 但シ 無記名 式 ノ株 
式ヲ有 K ル 者ノ受 クル 配當卜 同期 間 -1 於 テ 支 拂ヲ受 
ケタ ル 金額 ヨリ 其ノ十 分ノニ ニ 相當 スル 金額 ヲ控除 
シタル 金額」 是は此 個人が ir 社ょり 受けました る、 
利益 配當 金を、 天 引に 於て 十分の 二を 控除す る、 即 
ち 二割を 控除す ると 云 ふ 案でありまして、 是ほ明 脫 
になつ て 居ります るから •是 だけ 御 報 / lr- l''l 致します* 
次は 第二 十條 第一 項 中 「百 分ノ ー」 を 「百 分ノニ 」 
に 改め、 「百 分ノ 三」 を 「西 分ノ 四」 に 改め 「百 分 
ノ 六」 を 「百 分ノ 八」 に 改め r 百 分 ノ 十」 を 「 |'| 分 
ノ十五 」 に 改め、 第二 項を 左の 如く 改 む、 「法人 ノ 
事業年度 末- 1 於 ケル 積立金 及 其ノ事 業 年度-一 於 ケル 
留保 所得 ノ 合計 金額 力 典ノ事業年度末-一於ケル拂込 
株式 金額 出資 金額 又 ハ 基金 及 之- 1 代 ルへ キ租立 企 ノ 
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合計 金額 ノニ 分ノ ー-一 相 當 スル 金額 ヲ 轺 過 スル トキ 
ハ 其 ノ 超過 金額- 1搦スル 31;- ノ琪業年度ノ留保所得-| 
對ス ル gi 率 ハ 百 分ノ 十五 トシ 其ノ 事業年度 末 — 於ヶ 
ル 拂込株 式 金額， m rc 金額 又 ハ 基金 及 之-一代 ルへ キ 
積立金 ノ合計 金額 二 柑當スル金額ヲ超過スルトキハ 
其 超過 金額-;® スル 其ノ 事業年度 ノ 留保 所得-一 對ス 
ル税蟛 ハ 百分ノ 三十 トス、 m シ其ノ 事業年度 二 於ヶ 
ル 所得/二 十分 ノー -1 相當ス ル 金額以 內ノ 金額-一 付 
テ ハ 其稅率 ハ 百分ノ 七、 五」 とす、 是は此 二 十條の 
後に 御 說明申 上げます る此 率の 比例であります が、 
十三 條の此 第一 項 第五 號を 左の 如く 改めて、 個 入所 
得會 社から 株式の 配 當等を 受けます る 所の 綜合 課税 
を 引きました から、 それと 糊 衡を 合せる 爲め に， 斯 
の 如く此 法人の 留保 所得 金 及 超過 所得 金の 方から 取 

■ると 云 ふこと でありまして， 法文が 長くな つて 居り 

ますが、 T 寧に 明かに なつて 居ります から、 左 樣御 

諒承を 願 ひたいと 思 ひます、 それから 二 十二 條の第 

一項の 税率を 左の 如く 改む 、是は 脚 入の 綜合 所得を 

通 SS 致します ると 云 ふと* 此七千 _ 以上から 六 七 萬 

圓の間 ほず つと 平 かに 累進を して 居り ませぬ で 其 間 

に M 凸が あります •それから 又 不公平 —— の 角擔の 

均衡を 保つ と 云 ふ W は、 此政府 の 原案に 於て ほ 認め 

られ ませぬ から、 斯様に 改正を 致しまして 八： ^-1 画 以 

F の 金額 ix tl 分の 一、 是は千 五 西圓 まで ほ 原案の 通 

りであります、 是から 先がず つと 原案ょり 二つ宛 下 

げて あります、 二 千圓を 超 ゆる 金額 W 分の 四、 三千 

囘を超 ゆる 金額 百 分の 五、 五 千 圓を超 ゆる 金額 百 分 

の 七、 七 千圓 を树 ゆる 金額； s 分の 九、 一萬阊 を 超 ゆ 

る 金額 r'l 分の 十 一 、 一® 五 千 圓を和 ゆる 金額 百 分の 

十三、 二 §5 圓を超 ゆる 金額 百 分の 十五、 三 萬 II を 超 

ゆる 金龆 W 分の 十七 •此の上に 新たに 政府の 改正 法 

律 案に 無い、 「七 萬 _ ヲ超ユ ル 金額」 と 云 ふ 一項を 

置きまして、 百 分の 二十 一と 致しました、 それから 

次は 十 萬圓を 超 ゆる 金額 百 分の 二 十一！ 一、 二 十 萬圓を 

超 ゆる 金額 百 分の 二十 五、 五十 萬 圓を超 ゆる 金額； a 

分の 二 十七、 百 萬 圓を超 ゆる 金額 W 分の 三十、 次に 

參 りまして 「二 百 萬 _ ヲ超ユ ル 金額 ハ 其ノ百 萬圓迄 

捋二遞 次 百 分 ノ三 ヲ加へ 百 分ノ 四十 m 至リテ 止ム」 

政府の la mis 案は 五十と なつて 居ります のを、 四十 

と 改めた のであります* 是で此 累進 率 ほ- 洵に 少額 

の 納税者より 多額納税者に 及ぼす 主義が、 洵に立 派 

になつ たのであります、 第三 十條 、第一 項 第 六 號の 
所得税 法改正 法律案 外 六 件 第二 In! 會 _ 


中， 是は 次の 第 七十 五條、 第 七十 七條を 七十 三條乃 
至 七十： ;//; 條に改 むる 必要 か. b 改正になる ので ありま 
す， ^ 七十 三 鹿は 娃ほ問 題に なりました、 八签 しい 
其 取締 帳翊 檢查 等の 事であります、 是は 全然 削除、 
此の 七十 三條を 削除す るに 伴 ひまして 七十 四 條も削 
除 七十 五條を 七十 三條に 改め、 七十 六條を 第 七十 四 
條に 改め 同條屮 左の 三十 字を 削る、 「又 ハ 第 七十 三 
條第二 iFi ノ 規定-一依 ル帳搏 物件 ノ檢査 ヲ拒ミ 若 ハ 妨 
ケタ ル 者」 を 削る と 云 ふこと になり ました、 次は 七 
十七 條を 七十 五條に 改め •同條 「六月 以下 ノ懲役 又 
ハ W 圓 J の 九 字を 削つ て •百 圆を五 百 圓に 改める 此 
七十 七條は 政府の 原案には 「六月 以下 ノ 懲役 又 ハ 百 
圓以 下ノ 罰金」 と 云 ふこと にな o' て 居ります が、 此 
調査 又は 審査に 關し 知得した る祕密 を 正當の 事由な 
くして 漏洩した る 者で、 是れは 體刑 を if. しまして， 
罰金を 五 百 圓に改 むる と 云 ふ 修正であります， 次は 
第 七十 八條を 第 七十 六條に 改め、 附則の 第 四 項 及第 

五 項の 中の 十五 割 - 十五 割と なつて 居ります、 是 

が 問題に なりました ，大正 九 年度の 所得 咐收額 十五 
割と 云 ふのは、 七 割 七 分に 改める と 云 ふこと であり 
ます 以上は 此所得 税法を 修正して、 さぅ して 玉 成せ 
しめたい と 云 ふ 政 友會 III 本悌 二郞君 からの 修 JI-: 案で 
あります、 又國民 黛の 大口 君、 堀川 君から 御 提出に 
なりました 修正案 ほ、 大體に 於き ましては、 政友會 
の 山 本 君の 提出せられ たる 案と 字句 其 他 も 同じで あ 
ります が、 惟た 異つた る點だ けを 此場合 御 報 i!f 甲 上 
げたい、 異つた 點ほ 第五 條の 「法人 ノ各 事業年度 ノ 
所得 力、 同年 度ノ 資本金 額 二 對シ年 百 分 ノ八ノ 割合 
ヲ以テ 算出 シタル 金額 ヲ 超過 K ル トキ ハ其ノ 超過 金 
額 ヲ以テ 法人 ノ超過 所得 トス J とあります る 其 f 百 

分ノ 八」 を 「百 分ノ 十」 と爲 す點で あります、 次は 

第 十三 條で あります、 十一 li 條の 山林の 所得で ありま 

す、 山林の 所得に 關係 する 點で あります、 次 ほ 十九 

條の六 百 圓を千 圓に 引上げる と 云 ふ點で あります、 

是は免税點六百圓を千圓に引上げたいと云ふ修肝點 

であります、 次 (3: 第 H 十條 の谷捎 に 於け る 調査 委員 

の選舉 に關 する 規定を‘ 命令に® ると 云 ふ點の 修正 

であ 〇 ます、 以上が 國民黨 の 大口、 堀川 兩 財から 御 

ffi 出に なりました 修 JH 案であります-委員 會に 於き 

ましては、 此 修正案に 對 しまして 賛成 反 ® の 討論が 

ありました、 新政 會 、公正 俱樂 部の 小川 君、 上田 君 

よりは 御赞 成の 演説が あり、 憲政 會の町 田 君、 鈴 木 


君よりは、 修正案に 反對 の御演 說があ つたので あり 
ます" 探 決に 及びまして、 此修正 案に 對 しまして 國 
民 黨の異 なる 點 は一 國民黧 の 提案と 政 友會の 提案 
とほ 大體 .1C 於て 共通であります から 國民黨 の 異なる 
點 に 就きまして 先に 採決を 致しまして >  少數 であり 
りました、 政 友 會の此 山 本 君の 提案に 就きましては 
大多数でありまして |« 政會の 諸君は •一年 延期の 趣 
意と 云 ふこと で 反對が ありました、 多數を 以て 唯今 
御 報告を 申 上げました 通りの 修正案に 可決 確定を 致 
しました、 次は 所得税 法の 施行に 關 する 法律案で あ 
ります、 是は 豪 ® 、 朝鮮、 及 樺 太に 之を 施行せ ずと 云 
ふ 規定でありまして、 別段 御 質問 も ありませ ぬで 原 
案の 通り 決定 € ました、 之に 對 しても 憲政 會の諸 
君 ほ、 所煜 税法 中 改正 法钳 案に 反對で あります から 
反對で ありました が、 多數 を以つ て是は 政府 提出 原 
案の 通り 決定 致しました、 次は 酒造 税法 中 改正 法律 
案であります、 此の 酒税 法 中の 改正に 就きまして、 
幾多の 質問 應答が ありました* 淸酒に 對 しまして、 
薛 nh 貯藏 減量の 百 分の 五を、 百 分の 七に する ことは 
出來な いかと 云 ふ 質問 も ありました •又 濁酒に 就き 
ましては、 現行法は 淸 酒と 三 圓の 差が あるのに、 改 
正 法律案は 同額に すると 云 ふことは 如何なる 事で あ 
ると 云 ふこと でありました、 所が 政府からは 酒精の 
度合に 於ても. 亦淸泗 と 濁酒は 分量 も 違は ないし 又 
貯藏の 上に 於ても 同じ ことで あるし、 又 密造 も 防が 
なければ ならぬ と 云 ふ 辯 明 も ありました が、 大した 
ことで も ありませ なかつ たが •質 間が ありました、 
又此 納税 保 證金に 就きまして、 現行法 四圓の ものを 
十 圓に 上げる と 云 ふことは 高 過ぎ (X しない かと 云 ふ 
質問 も ありました、 それから 燒酎 に付きまして は、 
他の物 ほ 大抵 味淋に 於き ましても 、淸 酒に 於き まし 
て も、 滓 引 減量 貯藏 減量が あるのに、 燒酚だ けに ほ 
無い のは どぅ 云 ふ 譯で あると 云 ふ 質問 も ありました 
が、 大體此 酒造 税法に 就きましては 、質問は 澤山あ 
り ませぬ でありました、 それから 此の 酒造 税法に 對 
しまして は、 委員 會に 於き ましては、 原案に 封し ま 
して、 政 友 會の山 本悌二 郎君から 修正の 動議が 出 ま 
した、 同じく 國民黨 の 大口 君、 堀川 君から も 之れ と 
同樣の 修正 動 S が 出ました •又 先刻 一寸 申 上げ やう 
と 思つ た 憲政 會の佐 々木 正藏 君から も •酒造 税法 中 
に 就て 修正 励 議が出 ました、， 佐々 木 君の 御 提出に な 
つた sa ほ、 他は 钾 な 同し であります が、 唯 だ f5 八條 


の 第二 項 中 但書を 左の 如く 改む 「但シ 命令 ノ定ム ル 
所 -1 法リ 淸酒ハ 查定石 數ノ百 分 ノ六以 內味淋 ハ 査定 
石 數 ノ百 分ノニ 以内 燒酎ハ 査定 石 數ノ百 分 ノー以 內 
ノ滓 引減最 及貯藏 減量 ヲ 控除 スル コト」 是だ けの 差 
でございます、 消 酒の 方は 山 本 君、 大口 君 等から 提 
出の 分が r 淸酒ノ 査定 石數百 分ノ五 以内」 と ある も 
のに 對 しまして、 修正して ない のであります* 之を 
修正し やうと 云 ふので あります、 それから 改正案の 
第 十三 條に 納税 保證金 十圓と あるのを 六圓に 改めた 
いと 云 ふので あります、 政 友會阈 民黨の 方には 七圓 
となつて 居る のを 六圓に 改めたい、 斯う 云 ふので あ 
ります、 之に 對 しまして 採決の 結果、 佐々 木 君の 修 
正の 動議は 破れまして 山 木 君、 大口 君 •堀川 君の 提 
出せられ ました 修正案 (X 可決いた しました* 次は 酒 
精 及 酒精 含有 物 飲料 税法 中 改正 法律案、 是は 質問 も 
ありませ ず、 原案 通り！ f 場 一致を 以て 可決を 致し ま 
した、 次は 麥酒 税法 中 改正 法律案 •是は 十二 圓を十 
八圓 にす るのは •少し 安 過ぎ ほしない かと 云 ふ 委員 
の 質問に 對 して、 政府は 高 過ぎは しない かと 思つて 
心配した と 云 ふ 答が あつたの みで-採決に 至り まし 
て •滿場 一致を 以て 可決を 致しました •次は 明治 四 
十一 年 法律 第二 十四 號中 改正 法律案， 此の 案 (i 第一 
條の r 沖繩縣 及」 を 削る のであります "「本 法ハ大 
正 九 年 四月 一日 3 リ之ヲ 施行 7' 一 r 沖 棚 縣酒類 m 港 
税則ハ 之ヲ 廢止ス 」 r 本 法 施行 前 沖 繩縣內 二 於 テ 製 
造シタ ル 精 酒、 濁酒‘ 白酒 味淋又 ハ 燒酎ヲ 本 法 施行 
後、 沖繩縣 外-一 移出 スル 場合- 1 於 テ ハ、 仍從 前ノ例 
二 依 ル.」 と 云ふ此 法律案であります が、 沖 纈縣は 之 
が 別にな つて 居ります のを •今度 {X 此法律 を 以て 同 
じく 銳を 課せら るる ことにな つて 居ります、 沖繩は 
燒酎の 名產地 でありまして、 從來ほ 五十 M 圓位稅 を 
課けられたものが、此税法に依ります > >二百蓖圓 
から 税 を負擔 しなければ ならぬ ことになります I 之 
に對 しまして、 委員より 沖 繩縣は 絕 海の 孤島で あり 
まして、 文化が 本土の 如く 及ばぬ、 產業も 本土の 如 
く 振は ない、 港 » の 修築鐵 通の © 設等 に付きまして 
も、 何等 税ほ 納める が 本土の やうに 進んで 居らぬ か 
ら 、今後は 是非共 lit 税源 函 養の 上に 於て、 產業 發展 
の 上に 於て、 沖 棚 縣の鐵 道の 敷設 ■港 H の 修築を す 
る 意思が あるか， どうかと 云 ふ 質問に 對し ましては 
政府 ほ 大正 十 年度の 豫算に 於き まして、 此港一 r 鐵 
道の 案を m す 積り であると 云 ふこと を聲 明され まし 
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た、 之に S しまして、 憲政 ^ の ? rf 木 正 年 ? r の 励 Is に 
佐り まして K 封が ありました が、 採決の 結果 多 $( を 
以て 政府 提出の 原案を is むろ ことに HJ 決いた しまし 
た、 次 (3: 國依 似 金の 浅 入を S さざる ことに 關 する 法 
律 案 iT 是れは 御 承知の 如く、；® 依 基金の 案で あり 
まして、 之れ に對 しまして は、 遇 政 待の 鈴 木 君 •町 
田 対から t 御 資問が ありまして、 討 迸に 移りました 
所、 憲政 會の 諸君に 於いて (i 之に K 對を せられ まし 
たが、 採決の ^ 果多數 を以 つて 原案を 可決いた しま 
した •以上 所得税 法 改 IH 法律案 外 六 件の 委員 ¢7 に 於 
ける 綷過及 結果は* 唯今 申 上げた 通りであります、 
尙ほ 之れ に 来 聯を 致しまして、 . t: の爲め 此の 修正に 
伴 ふ 所の 數字を 申 上げる 必要が あります から、 此の 
©字を附加へて申上げて既きます、所得税、酒稅， 

原案 額、 對 修正 額の 增減で あります、 見込 調で あり 

ます、 九 年度の 所得税は K 案には 二值千 W 七十 一览 

11 千 三 ?1 四十 10 となつて 居ります ので、 修正の 算 

常に 依ります ると、 二 億 一千 百 六十 七溫八 千 七 百 五 

_ となつ て 居る、 其の 差 引 減 ほ 三 萬 三千 六； 151 三十 六 

_に相 成ります、 それから 酒税に 於き ましては、 原 

案は 一億 三 千 六 百 十六 斑 九 千 四十 一 _ であります、 

修 JH 額は 一億 三千 六 百 十一 萬 八 千 四百 圆で あります 

其 減が 五 萬 六 百 四十 一圆 になります、 此計が 所得税 

酒税で 原案の 額が、 三 億 四千 七 (il 八十 八 萬 一千 三百 

八十 二圆 となります、 修正 額の 方が 三 億 四千 七 百 七 

十九 萬 七 千 百 五圓 になります、 其 減が 八 萬 四千 二 西 

七十 七 圆に相 成ります、 今度は 平年 度であります "平 

年度の 所得税 ほ 二 億 三千 七 百 七十 六 萬 九 千 四百 八十 

二 圓 となつ て 居ります、 修正额 の 方は 二 億 三千 七 百 

九 - 1- 二 萬 五 千 五 百 五十二 W と 相 成つ て 居ります、 是 

は 同じ 事でありまして％ 減な し 平年 度であります、 

それから 酒税の 方は 一 億 八 千 八 百 1H 十三 萬 千 W 百 九 

十五 圓とな ります、 修正 額の 方は 一億 八 千 八 百 十三 

萬 二 千 七 百 九十 賊 であります， 此滅が 十九 萬 八 千 七 

百 ?/ r M と扣成 ります、 此平苹 度の 原案额 の 計は 四 億 

二 千 六 百 十 斑 九 百 七十 七圆と 相 成ります、 修正 額の 

方は 四 傥二千 六 百 五 萬 八 千 三百 四十 二 [1 と 相 成り ま 

す、 其 差 引 減が 四 萬 二 千 六 百 三十 五 H と 相 成ります 

次は 所得税 收 入の 見込であります、 所 m 税收 入の 見 

込 額は 此 原案と 修正 額に 依りまして、％ 減を 念の 爲 

め 申 上げて S くこと が 必要と 思 ひます、 第一 稀 現行 

法に 依る 分 ほ 別に 珩減は ありませ ぬ、 原案 額 も 修正 


額 も 現行法に 依る 分は 增敁な しであります から， 此 
分が千五百八十一洱二千|1百九十 [1 、それから第| 
種の 所得 si の 甲の 分は 法人の 超過 所得であります、 

是 ほ原案が四千五十九茁三千五十五㈣になつて居つ 
たもの が， 修 正 額に 於き ましては 五 千 四百 五十 七 萬 
八 千 四百 十 |圆、 其坍額 は 一千 三 西 九十 八 萬 五 千 三 
百 3T. 十六 圆に ffl 成ります、 今度 (j 其 乙の 分です， 乙 
の 部分は 法人の 留保 所得 額であります、 是 ほ 原案が 
三千 三百 九十 萬 九 千 十九 0 になつて K つたのを >  修 
正 額の J? 常になります と 四千 四百 九十 九 萬 三千 九 百 
圆に相 成 〇 ます、 其 增が 一千一 百八蓖 四千 八 百 八十 
一圆に 相 成ります、 それから 丙の 分は、 是は法 人の 
淸筘所 得に 相 成ります、 此 法人の 淸算 所得は 原案 額 
が 六十 六 萬 二 千 七 百 六十 九圓で ありました ものが、 
修正 額は 六十 一 萬 九 千 八十 八圓 、此 減額が 四萬三 千 
六 |?| 八十 一圆に 相 成ります、 今度は 丁であります、 
丁は 是は本 法 施行 地に 本店 又は 主たる 事務所を 有せ 
ざる 本 法 施行 地に 於け る資產 又は、 營 業ょり 生ずる 
利益 I 外國に 店を 持つ て 居つ て、 本邦に 支店を 持 
つて 居る か 若は、 事務所を 持つ て 居 4 者の 營 業ょり 
生ずる 利益の 所得であります、 此所 得は 原案 額が 六 
十二 萬 七 千 八 百 九十 一圓、 修正 額が 五十 七 萬 七 千 六 
百 六十 圓で あります、 又此 減が 五 萬 二百 三十 一圓で _ 
ございます、 此丙丁 共に 是は どぅして 斯ぅ 云 ふ 風に 
減つて 居る かと 云 ふと* 國债を 引きます から 此點が 
脫 けて 居る のです、 甲乙の 方も國 債を きます 力ら 
脫 けて 居ります が、 此 修正 額の 如く 率を 上げました 
から、 金 體に 於て 增額 をして 居る のであります， 第 
二 種の 分は 是は七 百 二十 一 萬 七 千 二百 十二 圓， 是は 
增減な しであります， 第三 種の 分は 原案が 五 千 二百 

萬 五 百 二十 三圓で あります、 それを 修正 額は 四千 五 

百 八十 五 萬 四千 七 百 六十 七圓 、此 減額が 實に六 百 十 

四 萬 五 千 七 百 五十六 圓に相 成つ て 居ります、 此 合計 

は 原案 額に 於き まして、 一; 億 一千 百 七十 一 萬 二 千 三 

百 四十 一 圓 、修正 額は 二 億 千 百 六十 七 萬 八 千 七 百 五 

圓 ，此差 引 減が 三 萬 三千 六 百 三十 六 圓と云 ふこと に 

ffl 成る のであります、 それで 第一 種の 超過 所得は 原 

案の 通り 十： :/ .: 割を 取ります ると、 大分 金が だぶ 付い 

て來 ると 云 ふこと になり まして、 此 修正の 方に、 就 

きまして は、 此九 年度に 於て、 七 割 七 分を 計算す る 

と 云 ふこと に 修正を 致しました 趣意であります、 尙 

ほ爰に 所得税の 收入 見込 額に 於て 平年 度 分が ありま. 


する が， 是も 大切の 数字であります るから、 大分 御 
迷惑では ありませ 5 が (「のぅ <1 「莼腔| 「御 
精励を 希望いた します j と 呼 ふ 者 あり，！ la みます、 所 
得 税收入 見込 額 調 平年 度分此 第一 種の 分が 甲で ござ 
います、原案に於きましては五千七十四萬一千三百 
十八 圓 •修正 額に 於き まして ほ 六 千 八 西 二十 二® 三 
千 十四 圓 •此增 が 一千 七 百 四十 八 萬 一千 六 百 九十 六 
圓 •乙の 分が 四千 二百 三十 八 萬 六 千 二百 七十 五圓、 
此修正 額が 五 千 六 百 二 十四 萬 二 千 三百 七十 六圓 ，此 
增が 一千 三百 八十 五 萬 六 千 百 一圓， 丙は 八十 二 萬 八 
千 四百 六十 二圓 、是は 原案であります、 修正 額は 七 
十七 萬； 二 千 八 百 六十 一圓， 此 減額が 五 萬 四千 六 百 一 
圓で あります、 丁の 分 ほ 原案が 七十 八 萬 四千 八 百 六 
十四圓、修正額が七十二萬二千七十五_"此減額が 
六 萬 二 千 七 百 八十 九 圓に相 成ります、 此第 一種の 計 
が、 原案は 九 千 四百 七十 四 萬 九 百 十九 圓 、修正 額が 
一億 二 千 五 百 九十 六 萬 千 三百 二 十六圆 、此增 額が 三 
千 百 二十 二 萬 四百 七圓 に ffl 成ります、 第一 一種は 增減 
なし、 第三 種に 於き ましては、 原案が 一億 兰千五 百 
八十 一 萬 千 三百 五十 一圓 •修正 額に 於て は 一億 四百 
七十 四 萬 七 千 十四 圓に相 成ります、 此滅 額が 三千 百 
六 萬 四千 三 百 = 十七 圓、 此原 案の 合計が 二 億 三千 七 
百 七十 六 萬 九 千 四百 八 レニ 圓 •修正 額の 合計が 1  :億 
三千 七 百 九十 二 萬 五 百 五十一 一圓、 此增減 を對 照いた 
します ると、 此計數 は 總てを 修正して、 綜合 課税 か 
ら 法人の 一定の 課税 金を 通算いた しました ものが、 
十五 萬 六 千 七十 圓に相 成ります、 以上 此修正 案に對 
する 計算であります •右の 如く 委員 會に 於き まして 
は 細密なる 調査を 致しまして 唯今 御報吿 した 通りの 
成續を 得た のであります >  K しく 御 審議の 上、 修正 
案に 御 賛成 あらん ことを 切望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君：} 報吿が 終りました から、 是ょ 
り 討論に 移ります、 發 言の 通告が あります から、 之 
に 依て 發言を 許します —— 町 田忠洽 君。 

〔町 田 忠洽君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 町田忠 治 君 私は 唯今 _ 事に 上つ て 居ります る、 
七 案 中 第 九の 酒造税 改正 法律案 及 其の 施行に 關する 
法律案、 又沖繩 縣の 酒造に 關 する 法律案， 及 H 債 基 
金 制度に 關 する 法律案 ■此四 案に 對 しまして 罟 々同 
志の 反 對 意見 •即ち 此四 案は 第二 1® 會に 移す ベから 


ずと云ふ反對总見に就きまして理-^ 0 大迫を屮 ''.:; べ 
ることに致します、其屮じもボ.-、  I ll- L1: 
雄 案に 就きまして、 大要 二 面の 面條に 就きまして 中 
上げます、 第 I は 本案を 否決すべき 理山 、第二 IX 木 
案 否決に 依て 生ずる 歳入の 缺 B を 如何に 荊 识 すべき 
か、 此 二つに 對して 大嬰吾 々の 总兑 を 申 述べる こと 
に致します、第一申すまでもな<所得税は、我阀税 
組織の 中塯 でありまして、 國邸逭 税收 、の 過 中は 此 
所煜税に出て居ります、而して之を負沿する湃は、 
全國國民の屮堅と申すべき者打©十茁の £5 扪に鋁す 
るが故に、此所拇稅の改正に對しては、炤朮.ボ；2, 
國 民に 及ぼす 所の 負 } 8 の 影 ^ 、 及經済 社 ct に 及ぼす 
所の 影 罌を具 さに 考へ 、所得税 自身に 於け る 均® の 
平均、 負擔の 平均、 或は 所得税と 他の 阀 税 との關 係 
如何に 對 しても、 十分考 瞪い たした 上に 非ず んぱ、 
輕 々に 之が 改正を する ことほ 許し ませぬ、 (拍手 起 
る〕 又窗 に國税 のみならず、 近頃 地方税 以下 町村 -0i 
頻りに 增 加し、 之が 爲に 地方 入民朗 る 負！ S に 式 しん 
で 居ります、 若し 此所煜 税を 改正し、 之' か e めに 國 
庫の 收 入を 大に增 すと 云 ふ 其 結果に 於て、 附加税 と 
し、 及 制限 外 賦課に 於て、 地方 多數の 上に 如何なる 
變 化を 来す かと 云 ふこと に對 しても、 十分なる 考跹 
を 致さなければ なり ませぬ、 (拍手 起る〕 獨〇  1 
獨り 國庫收 入の みならず、 地方 全般の 國 民負撳 の 上 
に 於て、 如何なる 影響を 来す かと 云 ふこと に對 して 
も、 愼重審 議其 平均を 得る ことに 對 して、 考 I/W を 致 
す ことの 必要で あると 思 ひます、 加 之 若し lit 所得税 
を 改正す ると 云ふ曉 には、 最も 苦痛と 致して！ £ り ま 
す 所の 社會 政策に 基く 所の、 通行税を 如何にすべき 
か、 營業税 を 如何にすべき かと 云 ふ 谷般 の :？ n. 税に向 
つて、 考 憩の 半ばを 費さなければ なり ませぬ、 印す 
まで もな く 所得税は、 國 民の 發展に 伴 ひ、 國富の 咐 
進に 伴つ て 自然 國庫 の收 入を 增 すべき 所の 最も isi c M 
なる 税 であります、 而して 若し此 所得税に rHI つて、 
法規の 上に 種々 なる 改正を 加へ、 或は 犯罪 搜赉に 類 
する が 如き 檢査 法を 設け、 若く は 罰則を 設けて 脫税 
を 防ぐ が 如き 手段に 出て たなら ば、 所得 銳と云 へる 
國 民の 公德心 に 待つて 自然と 其收 入を 增す 所の 此 a 
税を以 て、 寧ろ 惡 化する のであります、 吾々 は 所 m 
税 -H 身は 國 富の 增 進に 伴 ひ、 國民 の公德 心に te て n 
然に 任して 居 つても、 國庫 の收 入は 坍 すべき 税とし 
て 之を 貴んで 居る に拘ら ず、 之に 向つ て 犯罪 搜将に 
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® する 如き 手續を 規定し、 罰則を 設けて 脫税 を p;i ぐ 
が 如くす ろなら ば、 所謂 民兔れ て 恥な しと！ K ふ 如き 
遂に 此の 良税を 化して 悪税と する® があります、 吾 
々は 所得税の 改正に 向つ ては、 十分なる 彩 傲を SS さ 
なければ なり ませぬ、 今日 政府が 提川 されました 所 
の此 改正案は、 或は 控除の 金額を 增 加し、 或は 扶助 
に對 して 特別の 控除を 致し、 租税の M 分を 細かに 分 
つて、 其 均衡を 成るべく 齊し ぅし、 若く ほ 免税 點を 
幾分 引上げた、 斯糅な 點 に 於て は、 吾々 は 政府の 此 
改正の 趣意に 對 して 資成を 表します、 去りながら 邦 
免税 點を六 百圓に 止めて、 今日の 我 現在の 半： 活狀態 
に筠 する までに 引上げな かつた と 云 ふこと に對 して 
は、 ! a 憾多き のみならず、 又 犯罪 搜赉 に歷 する が 如 
き ® 重なる 手 續を 設け、 國 K の道德 心 名 # 心に 怨 へ 

て、 R 然 G 咐 加を阚 るべき lit 所得税に 對して 煩 拟な 

る 規定を 設ける と 云 ふ 事に 對 しては、 吾々 は Ini 意す 

る こと 能は ざるの みならず (拍手 起る' 此木 案の 最も 

骨子と し、 K 髓と 致す 所の 綜合 課税 主義を 執つ た 其 

主義を 此法 文に 表は すに 於て m 大なる 矛® を來た し 

補々 なる 缺點を 生じて、 之を ？? 行す る 事 能は ざるに 

至らし めて 居る と 云 ふ ? IJ に對 して 吾々 は 斷じて 玆に 

同意いた す 事は 川 來ませ ぬ (拍手 起 ■る) 若し 政府が 

—— 玆に 一言 申 述べて @ きたいのは 申す まで もな く 

我國の 所得税 法は 初め 綜合 課 稅主義 に 依つた ので あ 

〇 ます、 初めてで ほ ありませ ぬ 何 か 今 R 社會 政策 主 

義から ，初めて 此税法 を 日本に 行つ たが 如く 政府 常 

局濟が 說明 されます が、 □本の 所 52 税法は， 初めは 

綜合 主義に 依つて 出来た ものであります、 唯々 當時 

社 ir の 事情 之に 適せざる が 爲 めに 1 三十 一 年と 思 

ひます、 之を 源泉課税 主義に 改めて 今日に 及んだ の 

である、 今日は 吾々 も 政府 當局莕 と 大瞠に 於て总 見 

を IM1 じぅし 最¥ 社鈐 政策 主義を 加味して、 綜合 課税 

主義と 云 ふこと をげ， 所得税 法大瞪 に 於て 採るべき 

時期で あると 云 ふこと に對 しては、 吾々 は 此 主義に 

同意す る ことには 吝でほ ありませ ぬ、 唯 だ 政府 果し 

て 綜合 課税 主義を 執つて •斷 々乎と して 改正を 致す 

と 云 ふので あつたな らば、 何故に 第二 種 所得税を 全 

廢せざるか(拍手起る〕何故に公债社依、若くは銀 

行 預金の 如き ものを ば、 第！ 一種に して 特別な 課税を 

し、 而 して 之を 他の 個人 所得の 他の 收入と 同じく • 

此第二 稀 所得税を 全躞 して侗 人に 綜合し、 而 して 完 

全なる綜合課税生義を採らなかったと云ふことを、 

所得税 法改正 法 ® I 案外 六 件 第一 誚鈐 の綏 


吾々 は此 本案に 對す る缺點 の I つと して 數へ るので 
あります c 拍手 起る) 申す まで もな く公值 を 所有し 
地方债 を 所有し、 社債を 所有し、 銀行に 定期預金を 
致す 階級は、 所謂 富裕 階級、 若く ! i 有產 階級の 险渚 
に屬 する 者であります 1 彼の 事業を 經營し 、锊濟 社 
會に 活動して 居る 者に 向つ ては 綜合 課税 主義を 課し 
富豪 其 他 手を 拱して 其 資本の 利息を 得る 渚の 此 富豪 
階級に 對 しまして， 何故に 故ら に 第二 ft 所得税を 設 
けて， 之を 綜合せ ざり しか、 綜合 課税 主蕺に 於て， 
私は 政府の 此 原案は 第一に 此點に 於て缺 點を發 見し 
たやぅ に 思 ひます、 若し 政府が 或 (X 言は ん 、其 手 給 
煩 fa にして、 之が 爲 めに 徴税 Bj を 要す、 故に 止む を 
得ず 之を 第二 種に 致した と、 斯櫧に 申し ませぅ" 若 
し 果して 然らぱ 、此没 法 施行の 結果と して、 現に 行 
ほれて居りまする株式の大部分ほ、或 (3 變じて無記 
名 株と なる かも 知れぬ、 然るに 政府 當局 の說明 に 依 
ります と， 無 記 芯 株に ^ て焊る 所の 配當の 利子は 如 
何なる 手 續を執 つても、 之を 第三 稲 所得に 綜合す る 
と 云 ふ 政府の 決心で ある、 斯樣な 答 辯で ある、 若し 
無記名株 式の 配 常を 第三 種に 綜合す る ことを 得る と 
すれば、 何故に 公憤の 利子、 社債の 利子、 若く は 定 
期 預金の 利息を ば 第三 種に 綜合して、 完全 %: る 綜合 
課税 主義を 實行す るの 勇氣無 かりし やと 云 ふことの 
疑 間であります、 第二には 此 綜合 主義 —— 源泉課税 
主義を 綜合 課税に 變 化した 結果と して、 第一に 我經 
濟社會 の 組織に 對し て大變 化を 及ぼす と 云 ふことは 
院の内外の 非 ® 攻擊 の點 でありまして、 私は 深く 玆 
に 論及す る 必耍ほ 無い、 又 從來ほ 事業の 獎勵 を！！ る 
が爲め に、 法人に 對して 輕き稅 を 課して 居つ た* 然 
るに 今 [yl ほ 源泉 誤税 を廢 して •綜合 課税に 致した 結 

果 として、 個人に 對 しては 相 當な 高い S を 加へ た 

と H..J 時に、 會社 即ち 法人に 向 つても、 保留 所得税 若 

くは 超過 所得の 名前に & て、 頗る 負擔を 大きく 致し 

て 居ります， 果して 之が 爲 めに、 事業の 進步 若く は 

產 業の 發 達に、 重大な ？) ■ 打 繫を 及ぼす に 非ず やと 云 

ふ懸念はあります、此點に就きましてほ、綜合課税 

主義を 完全に 行 ひ 得る か、 或は 半 ! 1: 源泉課税 主義を 

併用し なければ ならぬ か、 頗る 研究を 要する 點で、 

輕 々玆 に論斷 致す ことは 出来 ませぬ、 政府 提案の 原 

案に 對して ほ、 吾々 は 斯る 重大なる 種々 の 疑 間を 有 

して 居ります、 然るに 政 友會 諸君は、 院の内外、 殊 

に 全國商 業 會鹩所 、或は 銀行 集會 所、 若く は；-; 業俱 


樂 部、 其 他全國 各種の 團體の 本案に 對する 非 p 攻擊 
に错 みて、 ffi に 之に 向つ て 修正を 加 ふること に 致さ 
れ ました •昨日 2 委員 會に 於て •其 提案を 吾々 は 見 
る ことを 得ました C 「俄で ありませ ぬ. I 「俄 だょ」 と 
呼 ふ 者 あり) 其の 改正 趣意は、 吾々 の 見る 所では、 
政府の 原案を II に惡 化した と 思 ひます (「のぅも、 
」 r ひや <」 と 呼ふ莕 あり) W 時 諸君の 御淸 II を 煩 
したい、 政 友 會を 代表して 昨日 山 本 君の此 修正案に 
對 する耍 領を 承ります と、 tr5 一 株式の 配當に 向つ て 
俄 に 之を 綜合 課税と して 課税を せんに ほ、 或は 日本 
の經 濟狀態 若く は# 社經營 の 現 狀に '對 して， 急激な 
る變 化を 及ぼす が 故 ;-. 、 且又 株式の® 分 若く ほ 多分 
借入金に 俠 つて 所有し、 之が 爲めに 會 社の 經營 今日 
に 至つ たものに 對 して 變 化を 及ぼす ことを 褒 ふるが 
爲 めに、 借入金に 對 して 考 ES を 加へ て •其 配 當の二 
_ を 控除す る ことに 致したい と 云 ふの が、 此 改正の 
趣意の 一であります、 而 して 富 藻 階級が 此 改正案の 
實施 の曉に 於て、 一種の 財產 管理 會社を 造り、 世の 
非 g する 合法的 脫税を 行は る、 Is が あるが 爲 めに、 
之を 豫 防す る爲 めに、 社內保 留に對 する 税率を 一面 
高く し >  1 分を 一面 超過 利得に 對する 課税の 率を、 
三十に 高めた のが 其 趣意の 大要で. あると 斯樣 なので 
あります、 吾々 は此 綜合 課税 主義を 實施 すると 同時 
に， 社 內 保留 額に 對 レて、 十五と 云へ る 課税を 致し 
或は 超過 利得に 向つて 同 11 の 課税を する ことが、 果 
して 日本 現 時の 經濟狀 態に 適する か 否かと 云 ふこと 
に對 しても •更に 幾多の 材料を 蒐 めて 研究す るに 非 
ざれば、 此 是非を 判斷す るの _會 に 達して 居り ませ 
ぬ (拍手 起る 「頭が 惡く ては 分らぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 
0 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

0 町 田 忠治君 若し 政府が 其 原案に 於て、 ® 1 人 綜合 
課税に 對 して、 政府の 見る 所 及 社内 留保に 對 して、 
政府の 見る 所を 是な りと したなら ば、 何故に 一夜の 
間に此 根本主義を 變へべ き大 修正に 向つて， 政府 自 
ら 同意を 致した か、 殊に 玆に 一種の 大間 題を 生じ ま 
したの ほ、 若し 株式 所有に 對 して 借入金な るが 故に 
之に 向つ て 二 割を 控除す ると 云 ふ 政 友會の 修正に 舞 
して、 政府 同意し， 而して 本案を 通過して 實 施され 
た 曉には 從來 農事 改良 若く は 地方 捩 興、 其 他 旣往の 
貯蓄を 以て 土地を 買 入れ、 將來の 貯蓄を 以て 其 幾分 
を 補は うとして 居って、 土地を 所有し •若く は 農業 
の 改良を すると 云 ふ 農民に 對 しては 如何に 致す か、 


諸 対 御 承知の 通り 現今 農家の 負® は 其 筋の 絞 計に te 
ります ると、 旣に 登記を 經て借 入れて 居る ものが 十 
3¢ 億、 其 他 登記を 經ざる ものを 合せます と 二十 乃至 
三十 億の 額の 負 ® に 上つ て 居ります、 此 負 ffi の 原 2 ! 
は、 恰も 株式に 依て 借入金を して •其 借入金に fm 々 
ある 如く、 農家の 負債の 原因 も 種々 ありませ う •去 
りながら 農事の 改良、 若く は 田地の 買 入、 更に 將來 
の 貯蓄を 以て 其 借金を 拂 つて •玆に 地主と ならう と 
云 ふが 如き 意味 合に 於て 此負债 を 作つ た 農家は、 全 
國 到る si に 多い のであります、 政府には® に 事 菜 勃 
興、 會社熱 の镟な る や、 地方 農村に 株券 所有の 空氣 
の 及ぶ ことを 虞れ • » 侈を 防 E し 勤 儉を獎 勵 する 意 
味を 以て、 成るべく 株券の 如き ものに 放 資せざる こ 
とを 注意を された と 記憶 致して 居る， 1111 方 農民の. 淳 
朴なる 風俗を 維持す るに ほ， 一つの 手段で あ 〇 ませ 
う、 去りながら 綜合 課税 主義を 實 施す るに 當 つて， 
株式を 持つ 者に 向つて if 其配當 に對 して、 借金 あ 
るが 故に 其 二 割を 控除す ると 云 ふこと を 天下に 公言 
しながら， 地方 多數の 農民が 農事の 改良 若く ! 3; 十： 地 
所有の 爲に 借人れ て 居る數 十億の 負債に 對 して、 何 
等 控除せ ぬと 云 ふことは、 果して 我が 食 ® 問題の 解 
決 若く は 農村の 振興を lii るに 於て 適當な る處 置で あ 
るか， 私は 之に 對して 頗る 疑問に 堪え ませぬ (拍手 
起る〕 此 所に 臨席せられ て 居る 內務 大臣の 如きは、 
果して 1th 所得税 改正 法案に 對し て、 一夜の 間に 同意 
された と 云 ふ 其 事に 對して ほ、 私は 頗る 溃 憾に考 へ 
て 居ります (拍手 起る) 若し 斯る 案が 此載 場を 通過 
したなら ば、 今後 益々 地方 農民は 土地の 改良 •若く 
は 田地の M 入を 廢し て， 政府が® 待す る 所の 株券 所 
有の 空氣に 至らん ことを 魔れ る 者であります (拍手 
起る 「ひやく」 「のうく」 「頭が 惡い」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 故に 吾々 は此綜 合 課税 主義が 軺濟 社會に 向つ て 
如何なる 變 化を 及す か、 或は 納税者の 負擔に 向つて 
果して 均衡を 得る や 否やは； g る 疑問を 懐いて、 玆に 
之を 決する までの 材料を 得 ませぬ 故に、 吾々 は 本案 
を 一年の 間 之を 延期して、 國民务 數と共 に此 利害を 
研究して、 更に 来年の 議會に 於て 惑 讖 確定 致したい 
と 云 ふの が •吾々 の 希望であります、 唯 だ 現 時の 經 
濟社會 及 物價の 騰貴に 伴 ふ 生活難は、 一日 も 之を 救 
濟 する ことを 緩 ふす る 能は ざるが 故に. 假 りに 現行 
の 所得税 法 中 一千 圓以 下の 所得者に 對 しては 免税を 
して、 一時の 急に 應じ 、而 して 他の 一 般の 改正 |± 來 
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所 撙 税法 改 ITF. 法律案 外 六 件 第 i ls e の ! 〇 
年に 待つ と 云 ふので あります •世 問 或は 吾々 の 案に 
封して 姑息と 言 ふ (一言う々々」 と 呼 ふ 者 あり) 若 
し 果して 之が 姑息で あれば •昨日 莰理大 K が ® tie: 
に 於て 言明され た 趣 尨に 佐る と、 此改 IH 案 それ 自身 
も 姑息であります 广 拍手 起り I ひやく： 一と 呼ふ老 
あり) 一 言 其 理由を FH します、 昨日の 委 a f/ に 於て 
は、 他の 11 三 團 m に 於ても、 此政友 段の 改正案に 對 
して ほ、 滿足の 同 H を 表する ことの 出來な い 方々 が 
多かつた、 唯 現 時 政府が 設立して 居る财 政羥： 树 調奔 
& に 向つて、 議會 終了と 共に、 他の 諸 gi と共に、 此 
改正した る 所得税 酒税 も 共に 調査 會 の ^ に 付して， 

其 祗議 をした 上に、 M に 之を 改める と 云 ふことは 總 
碑 大臣の 言明であります (拍手 起る) 若し 政府が 十 
分なる 確信な く、  一 時の 财源 に應ず る爲 めに 此所得 

税外 酒税の 改正 法案を 出し、議會終了後國崁 5^ の沌 

諮に® いて， 間 野の 人士を ¢6 めて 稅制の 根本的 改良 

を 一一る と 云 ふ、 此財政 經濟會 の 誘に 付す ると 云 ふ 御 

趣意であるなら ば、 何故に 此 案を 吾々 と共に 一年 猶 

豫 して、 他の 諸税 との 均衡を 圖 り-地方税との 關係 

を 明かに T る 所の 完金な る 法案と する ことに 同 As せ 

ざる かは 吾々 の 疑問と する 所で ある (「國 防計諧 を 

どうす る」 と 呼 ふ 者 あり〕 ® 々 すれば 辱 かし めら る 

此所 得税と 云へ る 重大なる 國民多 股に 關 係し、 財政 

の 上に 於て は國陬 收入 中樞を 成す 所の 名# 没 所得税 

に 向つて 腿々 決 親を 改 IE すると 云 ふことは， 所得税 

の® 威を 害す /, , 所以で あつて、 吾々 は 腿々 之を 改正 

する ことに 同意 致す ことが 出来 ませぬ (「 選 舉法は 

どう だ」 「國 W 計 戴は どうす る」 「後で 聰けぱ 分る」 

と 呼 ふ 渚 あり〕 故に 吾々 の 現行 所得税 法案に 向つ て 

改正を 加へ て、 一 年 他の 全般の 改正の 審議を 待つ と 

云 ふこと に對 して —— 吾々 の 案は 此 所に あります が 

玆に朗 の 代りに 速記者に 與 へまして、 之を 速記 錄 

に 於て 諸君の 御 批評を 仰 <■ こと、 致します ■次に 之 

を ' 年延沏 した 結果と して、 國 陡 收入 S 上に 於て缺 

陷を 生じ 之が 爲 めに 國防 計翦の 進行を 妨げる と 云 ふ 

鹩論 は‘ 唯今 も此席 から も 出ました、 之に 對して 一 

言 申したい の is ’ 政府は 此增税 案を 通過す るが 爲め 

に’ % 税と國 防 計 !! ■£ とを 相 關係 さした と 云 ふこと 13; 

政府の 政略と して 宜しう ございませう、 政府の 政略 

の爲め 國防 計 -?.！: •と咐 税計班 を 關聯 さした と 云 ふ 政略 

的 意味に 於て は、 私 異論は 申し ませぬ、 去りながら 

何故に 所得税 以下の 咐税を 必要と した かと 云へ ば， 


國防 計 K の S めでは ありませ ぬ、 私 ほ 玆に 再び 申す 
國 防計进 の爲 めに 份 税 致した のでは ありませ ぬ (「の 
う < ' と 呼 ふ 者 あり) 若し 大正 九 年度の 豫算に 於 
て、 IG に 新規の gf 業 新規の 轾 22 が 無く  •♦一面 國庫の 
收入に 於て， 此國防 計 31? に 屬 する 羥费 を 出す 途がな 
く • 已 むを 得 -T 增&を 致した と 云 ふなら ば、 或は 此 
咐税け 國防計 迸の 爲めと 云へ やう、 去りながら 諸君 
御 承知の 如く、 大正 九 年度に 於け る歲 入の 中、 前年 
度の 剩餘 金を 除き 公債 茲 集を 除き、 自 然咐收 —— 諸 
没の 0 然に％ 收せら る、 ものは •一億 四千 八 W 萬圓 
政府 •か 之を 何に 用ゐて 居ります か、 政府は 一億 四千 
A 百 萬 圆と 云へ る —— 大正 八 年度に <5: 現れ ませぬ、 
大正 九 年度に 於て 新たに 國庫に 得た 所の 確實な る 此 
自然 增收 を、 何故に 國防 計盡に 使は なかつ たか (柏 
手 起る 「ひや^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 一億 四千 八 百 
孢_ と 云へ る 新たなる 收 入を ば 他の 事業に IM ゐ物價 
騰 J.: に 伴 ふ 經费に 用ゐ て、 而 して 足らざる が 故に 國 
防 計 51,: の爲 めに •所得税 以下を 玆に 改正して 國 民の 
負 始を增 すと 云 ふことは •政府が 增税を 通過す る爲 
めの 口. K としては 宜か らう C 拍手 起る〕 若し 吾々 が 
斯樣に 編成したならば どうか 國 庫の 自然 褙收 一 億 四 
千 八 百 .：•： (此 時發 言す る 者 多し) 

0 議長： /K 岡 育造 君 d 靜肅に …… 

0 WJ 田忠 治君國 庫の 增收 一億 四千 八 百 萬圓を 先づ 
國防計 畫に振 向けて、 其 足らざる が 爲め に吩税 をし 
たと 云 ふの 形式を 執つ たなら ば、 即ち 物價 騰貴の 爲 
めに、 玆に咐 收を したと 云 ふ 結論に 至るぢ やない か 
c  r ひや''^"」 「う と 呼 ひ 拍手す る 者 あり〕 
故に 吾々 は 此增收 計 迸は、 國 防計畫 の爲 めの 增税と 
は 申し ませぬ-又 物 價騰 貴の 爲 めに 起る 增税 とは 申 

しませぬ、 公平に 言へ ば ：… (「それでは 何 だ」 と 

呼 ふ 者 あり〕 公平に 言へ ば， 國庫 の歲出 歳入 均衡を 

得ざる が爲 めに 玆に已 むを 得ず して 增税計 迸を 致し 

たと 云 ふことは 當然で あります (拍手す る 者 あり 「 

他の 計 ® を 全部 g 止す るの か」 「議長に 叱られて 居る 

ぢやな いか」 と 呼 ふ密 あり V- 若し 私の 國防 計畫 の爲 

めに 增銳 した もので ない と 云 ふ 意見に 對 して-今後 

政友會 諸君が 玆に 私の 演說を 反駁され る 時に 方つて 

此趣 意を 明に して 頂戥 すれば 宜しい、 吾々 ほ 收支均 

衡の宜 しきを ST 平均を 得ざる が爲 めに 增税 計® を 

致した と 云 ふことの 趣意には 同意す る、 若し 國防計 

迸 の爲 めに、 增税 計畫を 出した と 云 ふ 論理が 玆に生 


ずるなら ば、 それと 同時に 物 © 睇 fit の爲 めに、 增稅 
計 3!? を 生じた と 云 ふ 理論 も 同時に 成立つ ので ありま 
す (拍手す る 者 あり 「それ も 一つ だ f 同じ ぢやな い 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 此增税 案に 對して 私の ia ts 
と 致します るのは •政府が 折角 玆に 提出した る此所 
得 說 案、 昨年の 六月 旣に 大體の 案を 作つ て、 半年 以 
上 港 翳 熟考の 上に、 綜合 課税 主義を H 行す るが 爲め 
に 此鼐會 に 提出した、 此 案に 向つて、 更に 政 友會の 
修正 意見に 基き、 綜合 課税 主義に 依て 得る 所の 收入 
三 四千 萬 圓を 減じて、 之を 更に 源泉課税 主義に K て 
得る 所の 法人 所謂 三千 數百萬 圓を 加へ て、 折角 出し 
た 所の 綜合 課税 主義の 根 抵を 打破つた、 此 政友窗 の 
修正案に同意せられたと云ふことに對してほ、罟々 
ほ 政府の 意の 在る 所を 知る に 苦しむ のみならず (拍 
手す る 者 あり) 此 案に 對 する 眞意此 に滅 したと 思 ひ 
ます、 若し 此案が 政友會 諸君の 手に 出で ず、 吾々 反 
對黨 から 斯の 如き 修正案を 出した と假定 すれば、 政 
府の 税制 改正の 主義 •綜合 課税 主義に 依て 茲に作 り 
たる 所の 所得税 改正 法案の 根抵を 打 崩す と 云 ふ 趣意 
に 依て 政府 之が 爲め に_ 會を解 散す るか •若く (3; 政 
府 自 ら辭 職す ると 云ふ大 問題であります (拍手 起る 
「のぅ^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 遺憾ながら 此 改正 
案を 見て •政 友 會に依 て 政府 ほ 不信任案を 投ぜ られ 
た 程の 大問 題で あると 考 へる (拍手す る 者 あり〕 此 
意味を 以て 私は 所得税 法案を 一年 延期 致し， 國民多 
數 .1 之が © » を受 くる 所の 百數十 萬、 及 現在の 經 
濟社會 の 組織に 向つて 大變 化を 来す、 此 改正案を 審 
議 する が爲め に、 一 年 摘 豫 し、 假 りに玆 に 生活 « に 
苦しむ 所の、 午 圓 以下の 者に 對 して 免稅 をす ると 云 
ふ 姑息ながら 一時の 機宜の 手段と して、 規行 所得税 
法を 改正す ると 云 ふ 意見であります、 而 して 之が 爲 
めに 失 ふ 所の 五 千 二 百 萬 圓の 大正 九 年度に 於け る财 
源の 不足に 對して ほ、 大正 十 年 以降に 殘 しました 所 
の 大正 七 年度の 剩餘 金、 是 等を 以て 一時 補塡 して、 
一年 後に 更に 之を 將來に 渉り 研究す る も 宜しい、 若 
し 之が 爲めに 財政の 基礎 S 固なら すと 云 ふ 御意 見で 
あつたなら ば •政府は 戰時 利 ?- y 税を 一年 延期して、 
此收 入に 族る と 云 ふ 案を 提出 せらる、 ならば、 吾々 
も此 案に 同意す る ことに 咅で ありませ ぬ、 此意 味を 
以て 吾々 ほ 延期し 且つ 其 財源の 不足を 玆に補 はんと 
する のが、 吾々 の 本案に 反辫 する 所以であります、 
次に 銘十 四の 沖繩 縣に對 する 酒税に 關 する 法® 案は 
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委 M 窗に 於て 他の 委 W から 大 K の fp 由を 中 ：,' •; へた ¢11 
く、 要するに 民度 内地 同 棟に する に 逸せぬ と- ムふ J:? 
めに •暫く 本案に 反對 して、 他日 fil 常 〇 打 を 待つ 
と 云 ふの が、 其 案に 反對 する 大 fia の 趣总で - す 
次に もぅ I ® 临は 減 « 站 金 制を I 時 中止す ると. V ハ ふ 
此案で あります、 此 案に 就きましては、 其大 ^ A -n 
の 委員 ^ に 於て 申 述べた 通り、 我 日本 公 r tjl o c llj if 
明治 1 1十二年以來元利 (11 没資金を年々豫总に )1< 人れ 
て、 资に 利息の みならず 、元金の 一部を fa is すると 
云へ る 二 十 年锻轫 したる 此 減 似 基金 法案を， 此際 I 
時 中止す ると 云 ふこと ほ、 吾々 が 日本の 公 fL'i 政® の 
上に 於て、 更に 研究を 要する 大間题 と 致した ので & 
ります、 殊に 御 承知の 如く‘ 現今 我 公 依の 總轺三 十 
二 億、 內經濟 社 ir の狀態 に 依て、 近頃 公 依の fti 格は 
次第々々 に 下落 致して 居ります •而 して 今牢〇 拽 览 
に 新たに 募集すべき 公似 ー ニ 億 四千 萬 [0] 乂借換 を 嬰す 
る公價 二 億 五 千 萬 11 > 本年度に 於て gi も 角 も 公- fli の 
躱集せ ざるべからざる もの 六 億 ございます ，来年に 
於て 又 更に 新たに 琛集 すべき もの i fs 數 千茁冏， ^ 
後數年 打 綾き 公債を 新たに 募集す る必耍 あるの みな 
ら ず、 更に 短期 公債の 借換 を耍 する 者が 大正 十 RLI 年 
に 至る 間 凡そ 十七 億であります、 年々 公 依の 借換若 
くは 新規 募集に J1 する 者 三 四 億の 間に fr: ると , y, ひま 
す、 此 際に 減債基金 制度を 一時停止して、 之が 爲め 
に 左な き だに 下落し つ、 ある 所の 公 fi'i を ai に 下落せ 
しむる と 云 ふことは、 財務 當局 者は 如何にして 之に 
同意せられ、 之を 發案せ られた かと 云 ふこと に對し 
ては •吾々 殆ど 其 眞意の 在る 所を K する に 苦しむ の 
であります (拍手す る 者 あり〕 或 ほ 大正 十 w ^p 度に 
於け る 英國公 債の 償還は •在外 正貨に te て 決 浒を致 
す ことが 出来 ませぅ、 併ながら 減 fri 基金 制度は、 ffi 
外 公憤を 拂 ふのを E 的と する のでは ない、 年々 破え 
る 所の 公債を 整理し， 内外に 於け る 信用を 維持す る 
の ほ， 此減僙 基金の 制度に 在る に 拘らず 、財政 一時 
の 便宜の 爲 めに、 二十 年来 執 〇來つ た 新の 公 傲 政策 
の 根本を 打碎 くと 云 ふこと {X •吾々 の rMI 意 致す こと 
の 出 來ぬ 所であります、 而 して lit 減 fffl 基金を！ 時 停 
止 致 1- たが 爲 めに 三千 萬 M を 得て •政府 之を 豫 算 に 
繰 入れて あるが、 吾々 は 之を 復活して、 矢 張 三〒 萬 
圓 を減债 基金と 爲し 、之が 爲めに 財政 上に 起る 所の 
缺陷三 千 萬圓は 、他の 方法に 依て 補塡 致す と 1K ふ W 
任 ある 修正の 意見で ある —— 此方 法に 對 しては、 他 
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日拽算 總會 にて 他の 委員ょり 詳細に 述ぶる こと、 思 
ひます から、 14 は m に此 減債基金 制度を 一時たり と 
も 之を 屮上 する ことは、 我が 公值政 策の 根本を 打碎 
くと 云 ふ點に 於て、 大體に 於て 玆に 反對の 意見を 表 
明して 此壇を 退きます (拍手 起る〕 

〔參照 j 

所得税 法 中 改正 法律案 
所得税 法 中 左ノ通 改正 ス 

第： .- 條第 一項 第三 號中 「千 Is 以下 ノ金額 千分 ノ三 
十 j ヲ my  r 千圓 ヲ超ユ ル 金額 千分 ノ四十 乃至 
三千 圓 ヲ超ユ ル 金額 千分 ノ 七十」 ヲ左ノ 如ク改 

ム 

千 ：/.: 百 圓以 下ノ 金額  千分 ノニ十 
千： 31. 百圓 ヲ超ユ ル 金額  千分 ノ三十 
二 千圓 ヲ超ユ ル 金額  千分 ノ四十 

三千 圓ヲ 超ユル 金額  千分 ノ五 十五 

四千 圓ヲ 超ユル 命 額  千分 ノ七十 

第 四 條ノ艽 第一 項ヲ 左 / 如 ク改ム 

第三 種ノ所 得 — 付 前 M 條ノ 規定 M 依 リ 3J 出シタ 

ル 金額 二 千 圓 以下 ナル トキ ハ ニ百 [« ヲ其ノ 所得 

ョリ控 除ス 

第六條 屮 「五 百圓」 ヲ ー千 圓 J  -1 改ム 

附则 

本 法 ハ大 TF. 九 年分 所得税 ョリ 之ヲ 適用 ス 

0_ 長 (，大 岡 育造 君〕 鹈渾總 明君 M 

〔法學溥十奶擇總明君登增〕 

0 法 學饨 士鹈 澤總明 君 諸君、 私は 委員長の 報传に 

賛成を 致す ものであります、 而して 大體の 立論は 燹 

成の 趣意を 述ぷる ことに 致しまして、 其 中に 唯今の 

町 nl 君の 御 ^ 見と 異なる 所があります れぱ 、自然 之 

に對 しまして は 反 對の 意見 も 述べ、 又 同じ やうな 所 

は邦谥にして !^ いて、賛成の ?3(' 見は一向差茭ないと 

思 ふので あ 〇 ます、 何とな れぱ 町 FIJ 君の 意見は、 大 

體 に ', . て (i 此 主義 lit' 案には 铰成 である、 あるが 唯た 

假 すに 年を 以てしたい、 もう 一 ^ の 年を 以てする や 

うにと 云 ふこと であつ て， 總 ての 税制を 調进 した 上 

に、此政府の案の通りならぱ、寶成するに咨かでな 

いと 云 ふので あります 、(「のうく-」 と 呼 ふ 者 あ 

〇〕 此意 味から ; i るなら ば、 即ち 较成論 であつ て、 

反對 論とは 見られない のであります (「のうく. 一 

と 呼 ふ 者 あり) 先づ私 共の 意見と 致しまして は、 所 

得 税法の 極めて m 大なる 法 s であつ て、 而も 税法の 
所得税 法改正 法 fl-tl 案外 六 件 第一 識 ei の 給 


根本を 成して 居る ことに 就て は、 町 W 君と 金く 同意 
見であります、 併ながら 斯の如 き 税法を 論ずる 塌合 
に當 りまして は、® に 税法の 近い 所の みから 立論す 
る譯 には 行かない、 矢 張國家 の 大勢から 判 斷をせ ぬ 
ならぬ もので あらぅ と 思 ふので あります、 lit 界の大 
職は 漸く 終熄 致しまして、 玆に 平和 條 約の 新たに 成 
つて 以来，® 越な 自 覺 して 居ります 所の 谷 國 民の 努 
力と 注意と は>  何れも 文明の 努力に 向つ て 進んで 居 
るので あります、 各國は 國際 聯盟の 理想を 實現 する 
と 同時に、 何れも 自國の 向上 發展を 確實 にすべき 政 
策を 執りまして、 谷 方面の 活躍を 試みて 居る ので あ 
ります、 けれども 理想は 現實 と金 然隔絕 すべき もの 
ではなく、 此 場合に 於け る 向上 發展 は、 建設を 無視 
したる 破壊では ない のであります、 或は 維新と 言 ひ 
或は 革新と 呼び、 或は 改造と 唱 へます けれども、 是 
■等は 要するに 向上 發展 でなければ ならぬ ので あり、 
又 建設で なければ ならぬ のであります •進 步でな け 
ればな ら ぬのであります、 決して 是 ほ 破壞で もな く 
尙 SI M 落で もない ので ある， そこで 如何なる 國家に 
取りましても-最も 重要なる 政策と 宏ふ ことにな 〇 
ますれば •世界 大戰の 前と 後と に 於て、 必ず 表裏 相 
反する の變 革を 見るべき ものでは ない ので ある •政 
策 上の 問題は 澤山 あるので ある、 所得税と 云 ふ もの 
は、 町 m 君の 意見に 依ります れぱ ，.單 に國防 問題に 
引付けて、 極く 研究を 積まず して m した もので あつ 
て、 大體の 政策と 何等 關係 のない やぅな 議論を 立て 
られ ましたから して、 此點 に對 しては 一 W して 置く 
必要が あるので あります、 先づ 我國に 於？ ましても 
國防 である、 產業で ある •交通で ある、 敎育で ある 
即ち 是は我 戴の 四 大綱 領 として、 常に 重きを ® いて 

居る 所で ござい ' 3; すが、 是ほ 矢張り 依然として 電要 

なる 問題で あるので ある、 そこで 此國防 問題の 中に 

於て、 如何なる 渚が 今日の 政府に 在りましても、 此 

重要なる 問題を 閑却す る譯 には 行かぬ ので ある、 詰 

ま 〇國防 問題を 閑却せ •すに、 此問 題に 對 する 今日の 

世 界の 大勢に 鑑みた る經綸 と 抱負 あるに 依て、 始め 

て 政府 苦は 其 地位に 居る ことが 出来る のであります 

喵今調 題と なつて 居ります 所の 所得税 法 改 JH 法律案 

は、 是 等の 大問 題と 離るべからざる 關 係を 有つ て 居 

る m; 嬰 法案で ある、 大藏大 K の演說 に 依ります れぱ 

大正 九牮 度の 豫算中 に 於て、 最も 重 S? なる 事業は 國 

防の 問題で ある、 將來巨 額の 繼續 費を费 する、 是等 


に對 して 確定 的の 財源を 得る の 必要が ある 爲 めに、 
政府は 今回 新たに 所得税 及 酒税に 於て％ 收の 計畫を 
定め、 國防 費の 大部分は 之を 以て 支辨 する ことと し 
たが、 尙ほ其 不足す る 所に 對 しては •當 分の 屮國債 
償還を 停止して 補足す る ことに L た、 斯ぅ 云 ふこと 
になつ て 居る のであります 、期の 如く 此 改正 法律案 
は、' 大正 九 年度の 財政 計* と 致しまして、 又 我帝國 
の國 防充實 の W 源と 致しまして、 最も 緊急を 要する 
收 入の爲 めの 法律案であります、 吾々 の 見る 所を 以 
て すれば、 啻に 國 防の 爲め にす る 國家收 入の 財源を 
確 實 にす る法钳 案た るの みならず、 實 に大戰 後の 向 
上發展 を 期す るが 爲 めに、 ii 帶 しての 國 家の 事に 當 
らんと する 吾々 國 民の 責任 觀念を 、確實 に 中外に 示 
さんと する の 一大 法案であります、 (拍手 起る〕 此 
度の 大腿に 於て 吾々 の 得た る 經驗は 何で あるかと 云 
ふと、 第一に 亂暴 なる 破壊の 事業を 企る 者に 對 する 
堅 W なる 防禦 は、 是非な からね ぱなら ぬと 云 ふこと 
であります、 第二には 國 民の 文化と 品格と を 1¢ 界に 
諒解せ しむる の捷徑 ほ、 國民が 連帶 したる 責任 觀念 
と 一致した る 努力と を 以て、 國 家の 事に 當る 場合に 
之を 求む るの 外は ない と 云 ふこと であります、 それ 
故に 國 防の 財源 充實 の爲め に 所得税 改 芘 法律案を 出 
しまして、 玆 に我眞 面目なる 國 民の 納税を 求む ると 
云 ふことは、 最も 當を 得た る ものであると 申さな け 
ればな らぬ ので ある (拍手 起る〕 今日に 於ても 尙ほ 
大闲@ の 中に 陪 つて、 民生の 平和 安心を 得る ことの 
出来ない 氣の 毒な 國が あるので あります、 又 徒らに 
排外的の 手段を 弄しまして、 他國の 通商を 妨げて 居 
る 所の 隣國の 民衆 も あるので あります、 一方には 消 
極 的に 隣邦の 危險 となり、 他の 一方は 積極的に， 隣 
邦に 敵意を 向ける 所の 結果と なる 虞が あるので あり 
ます •何れも 秩序に 對 しまして 無頓著 極まる 態度で 
ある、 期る 大國に 近接して 居る 所の 結果は、 決して 
國防を 等 №1 に附 する 譯にほ 參らぬ ので ある、 而 して 
此 場合に 於け る國 防に 對 しまして は、 是は 世界 聯盟 
の 理想 も 又 精神 も、 之を 否定すべき 害は ない ので あ 
ります， 此 點 は 町 田 君に 於て、 國 防と 云 ふこと を 唯 
だ 所得税に 引付けて 考 へて 居る と 云 ふので あります 
から、 さう でない と 云 ふこと を 明かに する ので ある 
元 來此國 防の 計* と 云 ふ ものは •或 ほ、 西 園 寺、 或 
は 桂、 或は 大隈 、寺 內と云 ふやうな 內閣に 於て、 旣 
に 計 ft をし 決めて 居る 事では あるけれ ども、 之を 充 


實する 運びに 至らな かつた のでありまして、 之に 對 
して 今日 我 原 內閣に 於て、 此 完全なる 所の 計畫を 完 
うする と 云 ふやうな 次第で ある、 そこで 斯の 如き 重 
大なる 國防計 畫の爲 めに、 確實 なる 財源を 3 r へき 法 
案を 立てまして、 而も 其 財源は 國民の 精神的 努力に 
俟つ 所の 所得税に 依らん とすると 云 ふ 事柄は、 私は 
最も 時を 得た る ものであると 言 (S なければ ならぬ と 
思 ふので ある、 (拍手 起る〕 町 田 君の 意見に 依り ま 
すれ， ば、 此法律 案を 審査な すに 當 つて、 一年間 延期 
をせ ょ、 斯う 云 ふこと であります、 而して 其 論ぜら 
る、 所 ほどう 云 ふ 事で あるかと 申します るなら ば、 
是は税 法と しては 基本的の 税法で あるから、 愼 重に 
しなければ ならぬ と 言 ふが、 苟も 此政洽 に 責任を 持 
つて、 政治の 事に 當る所 の 者は、 所得 稅 法の 若し 基 
本 的の 税法で あると 云 ふこと を 知るなら ぱ です、 政 
府が此 度 議會に 提案す るまで もない、 諸君に 於て 非 
常に 明白なる 對 案を 以て 之に 對すべ きで ございます 
る けれど， 其對 案を 示されて ない、 (拍手 起る〕 唯 
に 基本的の ものであるから 、延ばして 吳れと 云 ふだ 
けの 意見に 過ぎない ので ある、 それからして 斯の如 
きの 唯 だ 延期 論と 云 ふ ものは、 案に 對す る反對 論と 
しては 結構で ございませう けれども、 是が町 田 君の 
如き 經綸 ある 者の 言铤 としては、 受取る ことの / 1} 來 
ぬ 事で ある、 (拍手 起る) それから 脫税の 法を_ ず 
る、 脫税の 法を 合法的に 許す 法で あると 云 ふ 御言 葉 
でございまする がです、 是等の 如き ものは、 實に吾 
吾から 見ます るなら ば、 甚だ 受取り 難い 言葉で ある 
尤も 法律の 出る に 先だつて、 其 法律を 潜らん とする 
所の 不心得の 者が あるに 違 ひない、 ない けれども、 
立法者 li 其 潜る 所の 場合を 操 想す るょりも •國 民が 
喜んで 町 田 君の 所謂 良心に 從つ て、 即ち 此國 家の 重 
大な る税 を擔 ふ、 斯う 云ふ考 になるべき 方法を •政 
府に 於て 執る と 云 ふこと を 第一に 考へて 居る ので あ 
る (拍手 起る〕 それ故に ® に脫税 と！ K ふ 極めて 稀な 
る 場合， 又 許すべからざる 場合の みを 見て、 法律案 
を攻擊 すると 云 ふことは 甚 •た 當ら ざる 事で ある. 若 
し 非常に 脫税 を圖る 者が あり、 所 9 E 税を納 むる こと 
を 徒らに 拒む 者が あると 云 ふこと で ござります るな 
らば、 更に 之に 對 して 適 當の處 置を 執れば 宜しい の 
である、 吾々 の 見る 所を 以てします れぱ 、所得税 法 
改 正 法律案 ほ>  從來の 税法に 對 しまして は •幾多 進 
步の點 を 有する 法案と 信ずる ので ある、 從來の 税法 
一七 〇五 
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は 技ね 收 稅 主義から 出發を 致しまして 、國 家が 唯 だ 
稅 金を 收人 すると 云 ふ 見地から 立案せられ たるに 反 
して、此法律案 (?. 阀挞の以任 ©. 念に怒へ、负挖力の 
大小 鼓 ® に 額み， 公 ^'- なる fl ls の 均 街を 控淮と 致し 
まして、 |ほ 以て 國民の m 遇 心に 依り、 |ほ 以て 社 
符 政策の K 用を 試ん として 居る ので ある、 町 E 君の 
言ふ所に依りますれぱ、是 {3; 純济界に對して卵常な 
る ^ 励を 及ぼす， 斯ぅ 云 ふこと を 申して 居る ので ご 
ざり まする けれども. 此 13 励 ほ あるに 違 ひない、 な 
いが. •其 變励 ほ 全悶の L から も 見、 又 個人の 上から 
も 見、 又 ¢5 を； S んで 居る 者、 籾まざる 者の 上から も 
見なければ ならぬ ので ある、 成程 一部の 宵 縈階 級に 
對し まして は，例へぱ西览咄二西茁冏の所揭のある 
に拘ら ず、 滞に ilim 百® の 所得税を 納めて 居つ たと 

云 ふやぅな 人に 對 しまして ほ、 是 は 大變 動で あるか 

も 知れない ので あるけれ ども、 斯の 如く 他 かの 法を 

溶つて 居る 所の 一部の 者に 變動が 有りましても、 全 

骰 の 上に 於て 璲| -.: か 無い と 云 ふこと でありました な 

らぱ 、是は 決して 急激 變化と 謂 ふべき ではない ので 

ある •(拍手 起る〕 先づ此 金 體から 見て， 此 改正案 

を 得ん と 欲する 所の 金額を 間へ ば、 委員娱 の 報吿の 

如くに、先づ九年度に於て二億一千一百七 -|- 1萬二 

千 彐 百 四十 |函 •吾々 の 修正に 依ります れば二 億 一 

千 百 六十 七 萬 八 千 七 西： ;/.- 圓-平年度に於ては二億彐 

千 一一 一 百 七十 九 萬 九 千 四百 八十 二 III 、 吾々 の 修正に 依 

れば二 億 三千 七 打 九十 二 萬 Erf: 千 五 ? I 九十 二 11 である 

そこで 此場 合に 今日までの 現行の 所得税 法と •それ 

から 此 陇 時 利得 税 とに 依て 得ます る 所の 收入 -此八 n 

計と 云 ふ もの X 炒 字 ほ 今 知る ことは /J1 來な いので ご 

ざり まする けれども、 大 腔 に 就て 想像し ましても、 

今 B 此得ん と 欲する 所の 金額の 總 體に對 しまして ほ 

或は 是 よりも 魃 つても 少く あると 云 ふことは 無い の 

である、 即ち此 金 體から 見ます ると •決して 此急激 

の變 化では ない ので ある •斯の 如く 1 g 時 利得 税の經 

驗を 有して 居ります る 所の 我 民度に 對 しまして は、 

此税法案に於て得んと欲する所の金額ほ、闭る妥當 

なる ものであると 申さなければ ならぬ と 思 ふので あ 

ります、 唯 だ 富薨 階級の 少數 者に 對して ほ、 多少の 

急激の 軽 化で あるか も 知れない、 併ながら 是 等の 人 

人に 對 しまして は 決して 不能を 責める ので {3; ない の 

である、 進んで 國 家の 爲 めに 公平なる 負擔 をせ しむ 

るに 外ならぬので ある、 吾々 と雖 もです >  總て 制度 


の 上に 於て 急 is の el 化と 云 ふこと ほ， 有 段 的のノ 、類 
集幽 の良果 を 結ばない と 云 ふこと を， 承知して 居る 
所の 一人であります、 (拍手 起る) 故に 若し 改正案 
に 依て 得ん とすろ 所の 税額が、 全脸に 於て 現状と 比 
して 非常に 急 泡で あると 云 ふなら ば •是 li 考撤 すべ 
き琪 柄で あるけれ ども •決して さう で ix ない、 吾々 
の 見る 所を 以てすれ ! X •全體 の 上から 見るならば、 
平均の IK れたる 所の 案で ござりまして、 所謂 親を 松 
んで堅 氷 至る の 順序を 經たる ものである、 是 は 決し 
て 突然め もので もなければ， 急激の もので もない の 
であります、 即ち 此葸 味に 於き まして ほ、 貧者に 緩 
に 富者に 急で あるか も 知れない けれども 、此點 は 寧 
ろ 1! 迎すべ きもので あらう と 私は 考へ るので ある、 
而 して 此 政府 原案の 理想と したる 所の 法人に 對 しま 
して、 從來の 源泉課税を 廢 し、 而 して 益金を 株主 又 
は 社 M 等に 配當 したる 場合に、 個人の 綜合 課税に す 
ると 云 ふやうな 委員長の 說 明、 是 等の 如き 事、 それ 
から 又 留保 所得に 課税す る ことにした る Ijf 柄、 運用 
資本に 對 する 利 廻り 年 八 分を 超過す ると きは、 其 超 
過の 割合に 應じて 超過 累進 率を 適用す る ことと した 
るが 如き、 又 個人の 所得に 付きまして ほ、 從來課 税 
したる 所得と 法人より 受ける 配 當金賞 與 金を、 綜合 
課税す る こと k したる が 如き、 或 {3-. 現行の 六 百 圓未 
滿と云 ふ ものを： 史に； T-I 圓引 上げまして I 五 百圓未 
滿を 更に W 圓 引上げまして、 六 百 圓米滿 の 所得に 所 
得 税を課 せない と 云 ふこと にした る點 ，六 千 圓以 >■ 
の 所得者に 對 しまして、 殊に 勤 勞所 得に 對 する 控除 
の步 合を 多く 致しまして 、三千 圓以 下の 所得者に 對 
しまして は、 同居の 家族 中老 幼 不具者を 有する 場合 
には •所得 金額 中から して、 一人に 付て 五十 M 乃至 

百 圆を 引く ことが 出来る、 是ほ 委員長 報 街の 如く、 

其 結果と 致しまして は、 免税 點を 千圓に 繰 上げた る 

と 同一の 結果を 生ずる と 云 ふが 如き 事柄は、 是は所 

謂社會 政策の 運用を 試みて、 今日 或は 懸念せられ て 

居る 所の 階級 隞を 未然に防ぐ ことを @ ると 共に、 納 

税 者の 責 fr: 觀念を 活潑な らし めんと したる 事に 存し 

て 居る と、 私 {X 思 ふので あります (拍手〕 そこで 此 

政府の 原案と して 吾々 が 見る 場合に 於ても 頗る 經綸 

に 富んで 居る 所の 良法 案と して、 吾々 は 讚を 早： する 

に吝な らぬ ものであります (「のう <」 と 呼 ふ 者 

あり〕 所が 之に 對し まして 委員長の 報告して 居り ま 

する 修正案は、 原案に 於き まする 不随な 點を KL に 補 


正 致しまして、 璁ての 不備を 略々 除いた も 〇 であら 
うと 私は 考へ るので あります、 C 拍手) 是ほ町 田 君 
Q. 言 ふ 所に 法れば、 却て 綜合 課税の 原則を 敗つた、 
或は 其 外 二三の si を 述べられた やうで ございます る 
けれども、 吾々 ほ 寧ろ 此 綜合 課税の 本旨に、 近づか 
んと したる 改正案で あると 云 ふこと を 信じて 居る の 
であります、 几 そ 税法に しても、 法律に しても、 立 
法事 業に 於て m に 一本 拾の 主義を 貫く と 云 ふことは 
極めて 闲難な «v である、 又 一本槍の 主義を 貫く と 云 
ふ 事柄が， 必ずしも 评際 問題に 於き まして、 妥當な 
事では ない のであります、 吾々 は 一面に 於き まして 
眞理を 希求す ると 共に、 1 面に 於き まして ほ 確實性 
に 依て 励く ので ある、 眞理で ある、 理想で あるから 
と 云うて、 直ちに 其の 所に 赴く 譯には 行かない、 先 
づ 此の 碗 ® と 云 ふ 問題から 一步々 々に 進む のが •即 
ち 最も 國 家の 政策に 對 しても 安全な ことで あると 考 
へる のであります、 (拍手 3 故に 一つの 主義を 執つ 
た •何故に 其の 主義を 貫かぬ かと 云 ふのは、 書生論 
である、 非常に 財界に 苦勞 して 居る 所の 町 田 君の 言 
とも 思 ほれない のであります、 (拍手； >吾々 は 固ょ 
り國家 民生の 生活 問題に 就きまして ほ、 深甚の 注 ; 1 
を拂 つて 居る のであります、 如何にして か 此の 貧富 
の 懸隔を 去る や 5. にしたい、 社會 階級 戰を どうした 
ならぱ、防止することが出來るかと云ふことには、 
固ょり 努力を 咅まな いのであります、 而して 此の所 
得税の 改正 法律案は ■是 等の 問題に 對 しましても、 
大に 考慮を 拂つて 居る と 云ふ點 は爭 ほれない ので あ 
る、 現に 憲政 會 以外の 他の 諸君は 總て此 の 案に 賛成 
をせられ て 居 ?, • と 云 ふこと を 以て 見ても 分る ので あ 
ります、 (拍手 起る〕 それから 町 田 君の 言は れ まし 
た 所では、 會 社の 株主に 對し 、或は 會 社の 軍： 役 等が 
金を 借りる 場合に 於て は 興 借金に 對 して 二割の 免除 
をして 居る が、 農民に 對 して 農民が 產 業の 爲め に必 
要なる 金を 借りる 場合に、 何故に 免税せ ざる かと 云 
ふやうな 御 議論が あつた やうで あ. ります が、 是は何 
れ 政府から 詳しい 御 答 辯 も あらう と 思 ひます けれど 
■f、 吾々 の 承知して 居る 所に 依れば、 現に 農民の 必 
あなる 借財に 對し ては、 所得税 ほ 免除せられ て 居る 
のであります、 c「 のう^.」 と 呼 ふ 者 あり〕 更に 又 本 
案の 第 十七 條の四 項に 於ても、 產業 組合の 貯金 等に 
.對 しては、 固より 此税を 免じて 居る ので ござります 
から、 是 等の 點を合 せて 考 へます るなら ぱ 、決して 


ft 法案は S 民に a しても、 何 ?! f を も 姐らない と 云 ふ 
ので！ f ない、 大に通 つて 居る のであります、 へ 拍手 
起る〕 殊に (6. 正 案は 政府 liii 案の 第 七十 三 ^ 巩 L 十四 
晓を 削り、 第 七十 七临に 一部 o fts 正を 加へ たので ご 
ざり ます、 是は 政府 原案の 理想祯 神を 達すべき 23 め 
に、 極めて 必要なる 修：止 であります、 政府 原案は、 
国民の 殊に 此大 戰 後に 於て® 醒し たる w f-c- p 念に Jf 
へて、 國 民の yf は國 民に 於て 解決せ ん とする 氓 はな 
る、 道義心に 求む る 所 非常に 深い ものが あると、 私 
ほ 本案を 誔むの である、 (「さう である」 と 呼ふ荠 あ 
〇) 然るに 徵税の 方法に 於て は S3 衮を脫 す ことが 出 
来ず して、 或は 帳！ I 物件の 檢逛を 强耍 して 見たり、 
檢事 も JK てす る ことの 出 來ない 家宅 搜聚の K 褪を、 
税務 袈長な 〇 又は 典 代理 官に與 へんと したる ¢11 き、 
或は 又 認定 額と 申吿額 との 差額の 五 削に 相當 する 金 
額 や 催吿 に耍 したる 致 用を、 納税 a 務者 から 徴収す 
る やうな 規定を 設けた る 如き、 是は挝 に 苛酷 千 as な 
話で ある、 又 祕密漏 洩若 に對 して、 或は 恰も 刑法 第 
百三條 に 於け ると 同一の 體刑を 科せん と 致しまして 
現行法の 三十 圓 以下の 罰金と 云 ふ ものを 一躍して、 
六月 以下の 懲役に も處し 得る と 云 ふやうな ことに 規 
定数し ましたのは、® に祕密 漏洩と 云ふ點 に 於て 權 
衡 を IE らんと したる 形式 立法で ござりまして、 是は 
本案の 爲め には、 甚だ ia 憾な所 であるので あります 
是 等の si に關 しまして、 我热 並に 友黨諸 岩の 修正は 
政府の 原案を して、 所謂 其 本に 復ら しめたる もので 
ありまして、 深く 民情を 酌盘 したる 修正と 印すべき 
もので あらう と 思 ふので あります、 是は 申す まで も 
ない 事で あるが、 '- >. 6 務官 の處 la に對 しまして、 徒ら 
に 課 求す ると 云 ふ 1] 念を 除いて、 税は國 民が 進んで 
納むる もので あ. る、 斯う 云 ふやうな 考を赛 成す る こ 
とは、 極めて 必要で あるので ございます、 是 ほ 稅明 
道の 言葉に も關睢 麟趾の 意 ありて、 然る 後闽官 の 法 
度 行 ふべ しと 云 ふやうな ことがある やうに、 單 に 刑 
律に 依て、 或は 帳 蹄 物件の 檢査に 依て、 税を収 らう 
と 云 ふやうな 考は是 ほ ® い考で ある、 之を 改め まし 
た 事柄は、 非常に 此法 律に 於ての 誅 求の 精神を 避け 
まして、 國民が 其 g 力に 應 じて、 喜んで 納税す るの 
精神を 發揮せ しむる と 云 ふこと に 導く 階段と なるこ 
と \ 信ずる のであります、 先づ此 所得税 案に 對しま 
して 私の 述ぷる 所は >  是 だけの 事で ございます が、 
是 以外に 於き ま t る 所の 法律案に 對し 、或は 二 IS & 
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を 開くべからず 或は 減愷 基金 等の 問題 も ございます 
が、 是 等は 何れ 豫算 案の 時に 於て、 深く 討議せ らる 
べき 間 題で あらう と 思 ひます から、 私は 是 等に涉 る 
ことを 避けまして、 木 案に 對 しまして は、 委員長の 
報 ^ f を 是認せ らる 、ことを 諸れ に 御 願を する 次第で 
あ 〇 ます ^  (拍手 起る〕 

0 諸 ■長 0 K 岡 育造 君) 本 田 In 之 封。 

i 本田恒 之 君 登®、 拍手 起る J 
0 本 IH ta 之 君 唯今 鹈澤 君の 御演說 を 拜踣 致し まし 
て、 洵 に ra 尚な 理論を i!lj られ た點に 就きまして、 私 
は 感服 致しました、 ® は 網 揮 君が 非常に 學者で あつ 
て、 常に 高尙な る 理論を 研究 せられて 居る と 云 ふこ 
とは TI て 承つ て 尻り ます、 で 其高尙 なる 理論を 直ち 
に此現 在の 政治に 適用した ことを K は 伺 ひた かつた 

ので あ 〇 ますが、 仰せら る、 事が 多くは 抽象的で、 

其 今 御 話に なつて 居る 事は、 此所焊 税法 築を 研究 致 

します るに 付て どれ だけの 關係が あるかと 云 ふこと 

は、 恐らく ii 茫乎 として 捉 へる ことが 出 來な かつた 

であらう と 思 ひます、 (拍手 起る) 鹋 滯： おの 仰せら 

れ ました 中に、 一 腊 所 ?,., f 税な どは W- んで 出すべき も 

ので ある、 是は私 が 町 田 fl' もさう 言は れ ましたが、 

5|1 何にも所得税と云ふやうな法律 !3; 、人民に誅求せ 

ずに、 人民の 方から 進んで 喜んで 納税す る やうな 風 

を 作りたい と 云 ふ御筘 Eg ir 私 も 運に 御 ! r;] 感で あり 

ます、 併ながら 赖澤君 は 法律家で あ 〇 ますから、 特 

に鹈澤 封の 御® 見に 對 して 私 {3; 御 伺したい と 想 ひま 

する 琪は 、法律を 制定す るに {t 所謂 黃金 -IIJ; 界 、人間 

の 文 I1/J が ftR as に 達した る 時代を 想像して 法律を 作る 

と 2;- ふことは 出來 ませぬ、 法祕は 其 時の 事情に 相 當 

したる、 時弊を 救 ふに 足る だけの 法律を }// へな けれ 

ばなら ぬ、 今日 本に 於け る 納税 關係が 如何にな つて 

居ります か、 鹈澤 君の 御 筘菌の 如く、 人民が 進んで 

税 を 納める と 2< ふこと を 希望す ると 云 ふ點に 於き ま 

して は、 私共 鹈揮 君と 同一の 感资を 持ち -t する けれ 

ども、 今の 我阈に 於け る 納税 狀態は 如何にな つて 居 

る、 例へ ぱ所 m 税で 申しましても、 所得税の 納税者 

と® 税 af 員との 紛爭と 云 ふ もの (i 、 此 徵税の 時期に 

於て年々絕へない所の顯著の茁實ではあ0ませぬか 

それ故に 法律を 作ります る 以上は、 其 法 fif が 相 當に 

行は れるだ けの 用® と 云 ふ ものほしなければ ならぬ 

決して 之を 以て 人民に 對 して、 荷 歛誅 求の 道具に 供 

すると 云ふ譯 では ありませ ぬ、 若し 人民に 狡猾の 奴 
所得税 法改 JHI 法 ^ i 案外 六 件 第 一 諮 伶の 給 


が 居つて、 此納税 の 義務を 免れん とする 者が あつた 
ならば、 是は免 れる ことの 出来ない と 云 ふだけ の ) tj 
意は しなければ ならぬ、 是は 立法 致します る 時分の 
重大なる 私は 用意で & らうと 思 ふ、 然るに さう 一ぢ ふ 
脫税と 云 ふ 誹が ある、 此 原案に 對 しまして、 脫税の 
嫌が あると 言つ て反對 論者は 頻りに 攻繫す る けれど 
も、 さう 云 ふ 事を 一 體心 配すべき ものでは ない と 言 
はれる のが、 鹈澤 君が 第一に 吾々 に 加 へられた 所の 
反論であります が、 吾々 は 左樣に 思は ない、 旣に一 
つの 法律を 設けて、 之を 以て A 民に 臨む 以上は、 此 
法律が 相 常に 行は るべ く、 人民に 公平に 行は れるや 
うな 効果を 生ずべき 所の 規定を 必要と 考へ るので あ 
る、 如何なる 法律を 作りましても、 其 法律が 穴 だら 
け、 疵だら けで あつて、 之を H 行して 其 目的を 達す 
る ことが 出 來な いと 云 ふ 法律で あつたなら ば、 是は 
どうしても 此法律 を 施行し やうと 云 ふのは 亂暴 至極 
の 話で ある、 吾々 (3; 第一に 此 政府が /II しました 所得 
税法 案に 付て、 大なる 缺點と 思 ひます のは それで あ 
つたので す、 此政府 が 改正を 試みん と 致して 居る 法 
案の 主義に 向つて、 必ずしも 私共は 反對 ではない、 
(「賛成し 給 ひ」 と 呼 ふ 者 あり〕 併ながら 此 法案を 見 
れば 、如何にも 杜撰 M 漏に 致しまして、 甚 しき 缺點 
の あると 云 ふこと を發見 致しました、 其 中の 主なる 
ものを il け ますれば 二つであります、 脫稅に 付て 主 
なる ものを m げま すれば 二つであります、 第一は 政 
友 會 諸君 も 御 同感で ありました 所の、 富豪が 脫税を 
岡る、 詰まり 財産 管理 會 社と 云 ふやうな ものを 枋へ 
まして、 富豪が 脫税 を阖 る、 所謂 合法的 脫税 を圖る 
と 云 ふ 事が、 どうも 爲し 得て 餘 地の ある 法案で あり 
ますから、 非常に 憂 ひたので あります、 此點 に付き 

ましては、 政 友 愈 諸君で も 至極 吾々 と 御 同感で あつ 

て、 昨日 政 友 M を 代表した 所の 山本悌 二 郎君が 之を 

修正せ らる X に當 りまして、 即ち 超過税 の 率を 上げ 

若く は 留保 金に 對 する 課税の 率を 上げられ るに 付て 

此富甍 の脫税 を 防禦す ると 云 ふ 御說明 を 以て 修 正 せ 

られ たと 云 ふ 點から 見まして、 政友會 諸 岩 も 確に 此 

富豪の脫税と云ふことを處れた點に於きましてほ、 

吾々 と 御 同感で あつたので す、 C 「賛成し 給へ」 と 呼 

ふ 者 あり) 此點 から 見ましても、 鹈澤射 が 喵今脫 税 

が あるから と 云 ふ缺點 を 吾々 が 攻_ したに 對 して、 

御 反駁に なりました のは、 私が 之を 反駁す るよりも 

鹈澤嵙 が 言は れ るより 以前に、 山木悌 二 郎君に te て 


明かに 此點 に缺 點 の あると 云 ふこと を證 明せられ て 
居る のであります、 是で假 りに 富豪の 脫税は 防ぐ こ 
とが / Ji 來たと 致しましても、 今一つ 大な る脫税 を爲 
し 得べき 缺點が ある、 それは 無記名株 式に 對 します 
る此配當金の歸著點である、現行法に (& りましても 
或は 政友會 諸君が 修正せられ て も、 其 點には 觸れて 
居り ませぬ が 無 記 芯 株の 配當 金と 云 ふ ものは、 如何 
にして 課税す るかと 云 ふこと に對 しまして、 政府の 
說 明に 依れば、 それは 株金の 配當を 受取りに 来た 者 
を 所有者と 認めて、 それに 課税す ると 云 ふこと であ 
ります、 でございますれば、 さう する より 外に 方法 
ほあります まい、 現在に. 於き ましては I 是が私 共 
は、 必ず 盛に脫 稅が行 はれる 手段で あると 云 ふこと 
を 申す のであります、 此點に 付きまして 脫税が 行は 
れるが 何とせられ る、 此脫税 を 如何にして 防ぐ か、 
例へ ば 甲が 所有して 居ります 所の 株券を、 乙 丙 -J' に 
分けまして 此配當 金を 収 りに 參〇 ますなら ぱ 、乙 丙 
丁の 住所 姓名を B いて 其 者に 課观を 致しましても、 
此人は 或は 無 資產で あるか、 或は 其受収 りました 金 
高が 免税 點 以下に なりまして、 遂に 脫税 すると 云 ふ 
結果に 至る と 云 ふことは、 是は必 ず 認められる 所の 
此法 案の 決點 であります、 其 點に對 しまして 大藏大 
臣 の御說 明に 依て 見れば、 一體其 無 記 あ 採 券と 云 ふ 
ものは、 日本で ほ 日本 興業銀行 株 以外には、 無記名 
株券と 云 ふ ものは 無い ので あるから、 さう 云 ふこと 
が あつても 大した 事は あるまい、 深く S ふるに 足り 
ない と 云 ふことの® 員會に 於ての 大藏大 K の 御說明 
であります けれども、 是は實 に呑氣 な 御說 明で、 私 
は 實に 驚いた のであります， 我國の 法律に 依ります 
れば 、今日 記洛 式に なつて 居ります 株券を、 何時で 
も 株主の 請求に 依りまして、 無記名に 爲 す ことが 出 
來ると 云 ふこと が、 商法に 規定して あるので ありま 
す、 大藏大 K は 無記名株 式と 云 ふ ものは、 日本 興業 
銀行の 株の みで あるから、 縱し脫 税を一 一る 者が あつ 
て も、 大した 事は なから うぢ やない かと 云 ふので、 
呑 氣に構 へて 居ります けれども、 若しも 是が巧 に 利 
用せられ て、 脫税 を ®1 り 得る と 云 ふこと' か 明かに な 
りましたならば、 世間 滔々 此 遛 に 做 ふ 者が. 多くなる 
であらう、 さう 致 . L ますれば、 一面から 申し ますれ 
ば、 株式は 何時でも 無記名に 爲す ことが m 來 ると 云 
ふ 商法の 規定が あります、 以上 ほ、 現在に 於て こそ 
日本 興槳 銀行の 株の みが 無記名で あるから と 云つ て 


是で 安心を して 居る 譯には 行きますまい と 思 ひます 
左様 致し ますれば、 此點を 如何に 防禦す るかと 云 ふ 
ことに 就きましては 商法と も關 係が ある、 私共 も® 
は 折角 政府が 出しました 所の 此新税 法案であります 
から、 出来るならば 相當な る 修正を 加へ て 之に 協賛 
を與ヘ たいと 云 ふ考を 致して 居ります けれども、 斯 
の 如き 大な る缺點 は、 唯 •た 單に此 法® を 改めた のみ 
では 改め 切れない、 商法と も關 係が あります から 是 
と共に 修正す るに 非 ざれば、 此 目的を 達する 事は 出 
來ませ ぬ、 鹈澤 先生の 法律上の 豊富なる 智識を 以て 
御 更正に なりましても、 御 修正に なりましても、 此 
商法の 嚴乎た る規税 を 如何と もす る ことは 出來な い 
さう 致しまして 商法 ほ 改正し 惡 いのであります から 
吾々 が委 M 會に 於て 之を 主張し、 大藏 大臣 も 其缺點 
は 認めながら も、 饉 に！； 2 本 興業 一つし か 無い ので & 
るから、 大した ことは あるまい と 云 ふ、 洵に 樂觀的 
の 御 答 辯に なつた のであります けれども、 政 友會の 
諸君の 修正 ほ、 必ず 此に 出る だら うと 思つ て 居つ た 
にも拘らず、 此點 には 觸れて 居り ませぬ 是は觸 れる 
ことが 出来ない ので ある、 然らば 諸君 ほ ® 少の缺 點 
ほ 有つ て も 仕方がないで はない か、 中々 困難な 事柄 
であるから 缺點 は缺點 として、 一つ やら うぢ やない 
かと 云 ふやうな 調子で、 大藏當 局 者 其 他 賛成 諸嵙は 
言は れたや うであります けれども、 私は 立法と 云 ふ 
ものは、 さう 云ふ輕 々にやるべき ものであるまい と 
思 ふ、 \間が 作ります 法律であります から、 完全 無 
缺と 思つ て 行 ひましても 「實 際に 行つ て 見ます れば 
誠に 支障が 起り 易い ものである、 それで あるのに 未 
だ 行は ざる 中に、 明かに 大なる 穴が あり、 大な る瑾 
が あると 云 ふこと が 見えて K るに も拘ら ず、 多分 斯 
う 云ふ瑾 を 利用し、 斯の如 き 穴を 利 S する やうな 惡 
い 者は、 國 民には あるまい と 云ふ考 を 以て 法 ® を 施 
行すると云ふに至つてほ、私ほ無責任極まる行動で 
あると 思 ふ (拍手 起る〕 それで 私の 考では 、之を 今 
茴 ぐに 修正して 實行 しやう と 云 ふの ほ 無理です、 誰 
かや つても 出来ない こと だ、 で 吾々 IX 少く とも 他の 
純濟 上の 關 係を 離れまして、 唯 だ 斯う 云ふ點 からの 
み 考 へて 見ましても、 之を 急いで , J« 行す るよりも、 
更に 愼重な る * 議を 遂げて、 然る 後ち 行つ た 方が 國 
家に 及ぼす 弊害が 少ない、 斯う 云ふ考 を 起した 譯で 
あります、 次に ほ 此法 律を 實行 致し ますれば、 株式 
の 流通 性と 云 ふこと を 失 ひます、 と 云 ふのは 記名株 
一七 〇七 
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一 券に 封し まして ほ、 規定に あります 如く、 株式 名 翘 

の 所有者に 綜合 致しまして 誤 稅す るの が、 政府の 方 
針の やうで- こざいます が、 果して 然らぱ 、從 來我國 
に 行は れて 居ります 所の、 白紙 委任 狀の锊 似 と 云 ふ 
ものは 全く沒 却され る ことになる、 御 承知の 通り、 
我阕に 於. ? ましては、® 十年來 白紙 委任 狀を以 ちま 
して、 枕 式を？ tjf H すると 云 ふ 一の 商 m 習が 行は れま 
して、 此商替 惯は 最初は 其 効力 如何 ほ、 法律家 fill に 
餘稈 問題に なつて 居りまして ございます けれども、 
® 際 上 便利に して、 商取引の 敏活を 助ける 手段で ご 
ざいますから、遂に今日に至りましてほ、裁判所も 
之を 認めまして、 有効なる 法律 行爲 となつ て 居り ま 
す、 白紙 委任 狀に 依て、 株券が S 買され、 流通 肢引 
されて 居る と 云 ふこと ほ 現在の 事 K であります、 我 

國に 於て 多くの 株式が 日々 取引 ® 買され るに 當りま 

して、 一々 會 社へ 行つて 名前 替 をして、 而 して 後に 

賣買 される と 云 ふやうな 取引を して 居る 狀態は 一つ 

も 無から うと 考へ る、 私の 少なき 智識に 依りまして 

も、 此 白紙 委任 狀を 付けて 賢 買し、 又 白紙 委任 狀が 

附いた 儘で、 或る 期間と 云 ふ ものは 流通 致しまして 

どうしても 自己の 名義に しなければ ならぬ 時に 至つ 

て、 始めて 會 社に 行つ て 名前を 切# へる と 云 ふの が 

今日の 實 際の 有樣で あります、 此習慣 ほ 洵に好 い 習 

«、 商取引を 敏活なら しめ、 洵に S 然 にもう m れ切 

つて 居る 習惯で あります が、 此 改正案に 依て 見ます 

と、 株式 ^ ® の 所有 渚に 對し て、 綜合 利得 税を課 す 

るので あります から、 一且 0 分が 株を 他に H 却 致し 

ました 以上は、 其 日に 於て 會 社に 抵 つて 株式 名義を 

切替へ るに あら ずん ば、 K S と 云 ふ もの ほ 成立ち ま 

せぬ、 若しも 之を 白紙 委任 狀に依 て 賢 買して 居り ま 

したなら ば、 株は 一年 前に &| 分の 手から 離れて 居る 

に拘ら ず、 税金 だけは 矢 張. H 分に 綜合して 徵收せ ら 

れ ろと 云 ふ； T' 都合なる 結 架を 惹起し ます、 故に 其 日 

に 共に 會 社へ 行つ て、 名前 替を しなければ R 買が 行 

はれぬ と 云 ふやうな 窮屈な 結果になる、 是は 我國の 

商 取！！？ 一の 敏活を 妨げる 甚 しき 事 if であらう と 思 ひま 

す、 一 體税 を収 ると 云 ふ 一法 律を 作る 爲 めに 貴 ふべ 

き 永く 保存すべき 所の、 商 習慣を 打破る やうな 結果 

を來 すと 云 ふのは、 © は 冠 履顚倒 本末を 誤つ た 仕 ¥• 

であらう と、 私 ほ考 へる、 (拍手 起る〕 斯業な 重要 

な 點を 攻究し なければ ならない、 然らば それは 如何 

| にす れぱ宜 いかと 云 ふ si に 就きましては、 政府 當局 


と 雄 も、 或；！ i 此案 に资 成せられ る 諸君と 雖 も、 容て 
其 御 S 見を 委 M fr に 於て 承つ たこと |£ 無い ので あり 
ます、 私 13: 經濟 上の总 見な どは 姑く 別と 致しまして 
取に 缺點と 云 ふ 方から 擧げて 見まして、 二つ 3? へま 
した 所の缺 勤に 對 して、 政府 當 局と 雖も 明確な 答 辯 
を爲す ことが 出来ない、 唯今の 如き 流通 性を 想 ふと 
云 ふ m 大なる 瑕瑾が ある a に 就て、 それ ほ 斯う すれ 
ば 宜いと 云 ふ® 見が、 齊 成の 諸君に も 無ければ、 政 
府 常 局に も 無い のであります、 諸君が 左樣な 窮屈な 
從來の 商取引の 習恼を 打破つても、 商業の 敏活を 缺 
いても、 差 支ない と 云 ふ 御意 見であるなら ば、 格別 
であるが、 若し さう 云 ふ 御意 見で ない と 致し ますれ 
ば、 確に 此法 案と 云 ふ ものは、 其點を 妨害すべき 所 
の 案では ありませ ぬか、 斯樣な 點を 如何に 更正す る 
か、 私 も 其 更正に 就ての 意見を 持ち ませぬ、 尙ほ研 
究を 重ねない 以上は 適當 なる 意見を 考出 しませぬ 政 
府當局 も 何等の 意見 も 無い 賛成の 諸君 も此點 に 就て 
何等の 意見を 是まで 御說 明を 承つ た 事 も ありませ ぬ 
さう 致します と、 此 法案に 喰 著いて 居つ て 拭 ふ 事の 
出來な い、 動かす ことの UI 来ない 所の 一大 缺點で あ 
る、 斯う 云 ふ缺點 を 含んで 居る 法案を ば" ■輕 々に 之 
を 看過し なければ ならぬ と 云 ふのは、 私 {X 無責任と 
も呑氣 とも 批評の しやう がない ので ある、 (拍手 起 
る) どうも 此點 に對 して、 私は 如何にも 遺憾に 考へ 
ますの ほ、 昨日 委員 會に 於き まする 政府 當 局の 態度 
であります、 政府 當局 は此 案に 對 して、 どう 云 ふ 態 
度を 執られた 先程 町 田 君から 多少の 批評が ありまし 
たが、 更に 私 ほ 此點 に對 する 感想を 申 上げて 見ます 
れぱ 、原 總 1!|| 大臣の 言 ほれる ことは、 此 法案は 木 年 
の_會 を 終る と共に、 開會 する 豫定で ある 所の 税制 

整理の 調査 會に此 法律を 掛けて、 調査す ると 云 ふこ 

とを 明言せられ たのであります >  此 法律は 本年 四月 

一 □よ OW 施す ると 云 ふこと が、 附則に 明言して あ 

ります 然るに 原總理 大臣 ほ、 本議會 を 終る と共に 開 

會す る筘圍 を 持つて 居ります 所の、 税制 整理 委 負會 

の審赍 に 付して、 更に 此 法案を 調査す ると 云 ふこと 

を 明言され たので ある、 誰 方 か 仰せに な 〇 ました や 

うに ノ中 々 一 國の 大法 律で ありませ う、 此所煜 税法 

の 革命的の 改革で ありませ う、 革命的の 改革で ある 

と 云 ふ 程の 大法 律を 未だ 施行せ ざる 以前に 於て、 時 

に 之を 税制 整理 委員 會で 調査を しなければ ならぬ と 

云 ふ 程の 左樣な 缺點短 所の 多き 法案と 云 ふこと を當 


局 ii ig めましたならば、 何 故に 之を此 詡旮に 於て • 
是非共 通過 させなければ ならぬ と 云ふ理 山が ござい 
ませう か、 私 は 如何にも 此點に 就て 原總理 大臣の >1 
度と 云 ふのは 如何なる 考で 居られる か、 一路 斯の如 
き 大法 案を 出す と 云 ふ 以上は、 政府 li 確乎たる 自信 
の 上に、 何者と 雖も此 法案に 伺つ て、 指を 染める こ 
とを 許さない と 云ふ大 決心を 以て 提案せられ るの が 
當然で ありませ ぬか、 然るに 法案を 提案しながら • 
此實 施を する や 否や 開かれる 所の 税制 整理 委員 ir と 
申します が、 其 委員の 手に 付して 之を 更に 窬査 する 
ものである 草案を 蒞査せ られ るなら ば 私 ix 宜しい、 
私は 結構 賛成 致します が •旣 に國 家の 法律と して 實 
施 致した ものを 實施 する や" 否や 直ちに 税制 整理 委 
員會に 之を 付さなければ ならぬ と 云 ふ 程， それ 程 瑕 
瑾 多き 法案を lit 帝 國議會 に 提出せられ るに 至つ て (i 
私は 非 立憲 極まる 行動で あると 言は なければ ならぬ 
(拍手 起る J 又大藏 大臣の 此 案に 對 する 態度 ほ 如何 
である、 政 友 會の山 本 君が 出した 所の 修正案と 云 ふ 
ものほ、隨分手嚴しい、政府與黨が改正案を修正す 
ると 云 ふやうな 事に， 斯の如 き甚 しき 修正を 加 へら 
れたと 云 ふこと iT 殆ど 我國に 於て ほ 曾 -r 無い 例で 
あらう と 思 ひます、 (拍手 起る〕 先刻 御 話 も ありま 
したる 如く， (「驚いたら う J と 呼 ふ 者 あり〕 殆ど 此 
權 利の 根本を 變更 すると 云 ふやうな ®: 大 なる 修正に 
對 しまして 大藏 大臣 ほ 何と 言つ て 居る 誠に 修正 ほ 妥 
當で ある、 妥當 であると 思 ひます から、 政府は 之に 
賛成を する 殆ど 根本に 觸れて 骨抜きになる 程に (「の 
う <」 と 呼 ふ 者 あり〕 重大なる 修正を 加へ て 居る に 
對し まして-政府 ほ 其 修正が 妥當で あるとは 何事で 
ある、 C 拍手 起る、 「大藏 大臣 辭職 すべし」 と 呼 ふ 者 あ 
り) 實に國 家の 政治を 弄ぶ 事焉 ょり 甚 しき (3: 無い と 
考 へる (拍手 起る〕 大藏 大臣の 御說 明に 依ります れば 
吾々 の 質問に 對 して、 一向 明確なる 答 辯を 爲す こと 
が 出来ぬ、 而して 骨拔 になる 程の 大修 正を 自己の 黨 
派から 加 へられて、 而して 其 加へ られた 修正が® 11 
である 然ら ば大藏 大臣 政府 內閣の 閣員と 云 ふ ものは 
如何 &. る 責任を 以て此 法案を 出した か、 (拍手 起る〕 
唯一 時を 瞞著せ んが爲 めに 此 法案を 出した ので ある 
か、 確乎たる 自信の 上に 出した と 致します るなら ば 
其 根本的に 打破ら れる 程の 修正に 向つ て、 何故に 政 
府は 同意を した か" 殆ど 無責任 極まる 行動で ほ あり 
ませぬ か、 (拍手 起る〕. 其外此 法案に 對する 細かな 


I  I 七〇八 

る c 「生 a 5a を 言 ふな I と 呼 ふ 者 あり〕 玟 E を 指 ^ 
致します れぱ 、まだ 數 限〇 ありますまい、 胙 ながら j 

今日の 場合は 小なる 缺點を 指摘す る 5 •合で あ 〇 ませ 
ぬ •ありませ ぬが、 どうしても- 此主袭 の しな 
いと 云 ふ ss に 就きましては、 是 ほ 町 田 君 c -li はれる 
通 〇 であります、 又 町 田 君 も 言は れま する し、 g: r:' 
君も此 一 H しない 點 に 就て 御 同总 になつ て B る* 松 
渾君は 一 H しなくても 差 支ない と 言は れる 、吾々 は 
此 源泉課税 主 淡を 綜合 課税 主 遜に 改めるなら ば 何故 
主義を 一貫せ ぬかと 云 ふの が 攻睽で 有ます、 (「一 
貫の 必要が 無い」 と 呼 ふ 者 あり〕 l ia o 必要が 無い 
と 云 ふのは、 lit 法案 S 主義が 支離滅裂であります、 
一貫 主義が 無い と 云 ふなら ば、 諸君と： K ふ ものは H 
の爲 めに 此 改正を やつた かと 云 ふこと を 目滅 させる 
御 議論であります、 拍手 起る〕 又 どうも 株券を H 
入れる に 就て 爲した る 所の 借金の 利子と して 引くな 
らば、 田畑を 借 入れる に 就ての 借金の 利子 も、 引く 
が 相當で ないかと 云 ふ 町 田 君の 御 讖 論と 云 ふ もの ほ 
誠に 結 ri な 御 議論と 思 ふ •此點 に對 して 鹈澤射 は、 
それ ほ 田畑を 買 入れる に 就ても、 何 か 引いて 居る と 
云 ふ 御意 見が あつた やうであります けれども •是は 
實に大 なる 事 實に 遠ざかつ て 居る 御 ® 見であります 
斯樣な 事は 無い" 現在に 於いて ありませ ぬ 鹈澤 君は 
學者で あつて、 抽象的の 御 話を 爲さる 時分には、 誠 
に 立派であります けれども 偶々 實際 に觸れ ると 直ぐ 
斯う 云 ふ 間違が 起つ て來 る、 (扪 手 起る〕 斯う 云 ふ 
g でありまして、 吾々 ほ 故ら に此 法案の 根本ょ 〇 反 
對す ると 云 ふ 態度を 執る のでない 、(「出 來る もの 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 政府の 計蕺 する 如き、 政府の 提 
出す る 如き、 主義を 賛成す るので ある、 寶 te する が 
故に、 此 主義を 徹底させる 爲めに 其 瑕疵を 収〇 除い 
て而 して 後に 之を® 行し やうと 云 ふので 有ます (「反 
對せん が 爲 めの 反對〗 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君が わい < 
騷がれ た 所が、 諸君が 自己の 行 励に 向つ て 唾す ると 
同じ だ 吾々 は 之に 賛成す る 諸君が、 此 政府案に 反對 
する 態度を 執られて 居る のであります •如何にも 此 
政府の 此 案に 對 する 態度、 諸君が lit 案に 對する 行 励 
一時を 瞞過せ んと 試みる と 云 ふ 誹りを 免れぬ と 思 ひ 
ますから、 私は 本案に 對して 反 對の葸 見を 提出 致し 
ます (拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 小 ) 1! 鄕太郞 岩。 

〔法 學邱士 小川 鄕太郎 嵙登揋 >• 拍手 起る〕 
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〇 法 學博士 小川 鄕太郞 君 私は 少し 咽喉を 痛めて 居 
ります ので* 御鸱苦 しく あるで ありませ うけれ ども 
少しく 御 辛抱を 願 ひます、 國民負 擔の甫 大なる 問題 
であります から、 私は 病を 押して 出た のであります 
C  f 謹 職」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 委員長の 報吿せ られ 
ました 通りに、 今 議題に なつて 居ります 總 ての 問題 
に 賛成し やうと 思 ふので あります， 問題 ほ 澤 W ある 
やうであります が、 主として 唞税 問題は 減 偵 基金の 
問題であります、 先づ咐 税 問題に 就て 一言 致します 
增税 問題は 所焊税 と 酒の 税が間 題であります が、 酒 
の税に 就きましては 餘〇誘 論が 無い、 是 は 增收を 圖 
る：！： 的であります るが、 總て の筇派 で、 正常な もの 
であると 認められて 居ります から 私は 之を 諭 じ ませ 
ぬ、 主として 玆に論 謎し やうと 思 ひます る ものは、 

所 fu 税法であります、 で その 所得税の 内容に 入り ま 

して 議論を します Hlj に， 私は 玆に 一言す る 必要 あり 

と！ I めます、 それは 唯今 町 田 君に ffi て 御 議論の あり 

ました、 此增税 と國防 費の 充實と 云 ふことの 關 係で 

あります •政府は 國 防の充 pr ゃ |@1 る爲 めに 此拊税 案 

を 提案した の. である、 町 田 沿 IX 之に 反して、 物價騰 

ft に 因る 經 S の 增加を 支 辨せん が爲 めに 此增税 案が 

出た ので ある •(「のう <」 「言は ない」 r 默れ j 

「曲解す るな. r 曲解 しちやい かぬ j と 呼 ふ 者 あり〕 

町 田 君は 少く とも n 然增收 が あれば ：… (「違 ふ」 

と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然) 

0P 長 (大岡育造哲)靜肅に願ひます。 

〇法學膊士 小川鄕 太 郎君 自然 增收を 以て I 自然 

增收 S5 を 以て 03 防费 の充 a に 充て V 然るべ しだ、 斯 

ふ 云 ふやうな 話であります、 併し 私が 玆に どちらの 

論に 味方を する のでは ありませ ぬが、 公平に 此豫算 

等を 考へて 兑ま すと 云 ふと、 町 田 君の 話の 通り、 自 

然增收 の ある 事は 明かで あ 〇 ます、 併な •から 此自然 

枏收と 云 ふ ものは •全 體何 から 來ま した かと 申し ま 

すと 云 ふと、 それは 矢 張 lit 物！ 3 騰貴と 云 ふ 事から 來 

て 居る ので ある、 (拍手〕 で 物俏騰 货と云 ふ 事が …… 

(「さ うぢ や ありませ ぬ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

物 ff'i 騰貴が あるから 其 自然 咐收が あるので、 自然 增 

收 に te る 所の R 然咐收 と 云 ふ ものと、 物 m 騰设 に H 

る 所の 锊费 の佾加 と 云 ふことは、 是は兩 方 差 引いて 

見なければ ならぬ ものと 思 ひます •而 して 國防 の充 

K を 認める 以上は 玆に 平年に 於き まして 一億 六 千 五 

百 萬圓 の！： gr か 嬰る のであります •(「ひや  <」 
所得税 法改正 法律案 外 六 件 第一 詖會の _ 


と 呼 ふ 者 あり〕 苟も 國 防の 充實を 認めるならば、 I 
億 六 千 五 百 萬 0 の褙 加と 云 ふ ものは、 承 調し なけれ 
•はならない のであります (拍手〕 其 一億 六 千 五 百蓖 
圓の其財源に就ては、咐税に法るに非ざれば川來な 
いのであります、 (拍手) 是は 自然 哬收に 依て は 出 
来ない のであります、 自然 咐收と 云 ふ もの、 te て來 
る 所の 物價 騰貴と 云 ふ ものを 認めるな らば、 又 他方 
面に 物 ® 騰貴に 因る 他の 經 費の％ 加を 認めな けれ ぱ 
ならぬ ものであります から、 是は兩 方 共 £JI いて 見な 
ければ ならぬ のであります、 それ故に 國防の —— 國 
防 充實と 云 ふ ものを 認め ざれば 則ち 巳む、 荀も 之を 
認める 以上は、 此咐税 と 云 ふ ものを 承認し なければ 
ならなら ぬと 思 ふので あります 、(「徹底し ない」 
「憲政 會 無責任 だ. 一 「 U ヂック に 合つ て 居れば 仕樣 
がない だら う」 と 呼 ふ 者 あり〕 次に 私は 所得 稅の內 
容に 入りまして、 少しく 研究して 見ます、 此の所 煜 
税の 改正案は、 私の 見る 所に 依ります ると 云 ふと、 
最も此 佾 收を圖 ると 同時に、 社會 政策の 目的を 行は 
うとして 居る ものである、 政府 も % 收を阈 ると 共に 
負擔の 均衡を 111 ると 云 ふのは、 即ち 社會 政策の 意味 
である、 是が改 正 法の 根 木精 神であります、 それで 
あります から、 私は 此 改正 法案の 根本 精神と 云 ふこ 
とに 就て 論議し なければ ならない のであります、 改 
正 法案の 根本 精神と 云 ふ ものが、 負擔の 均衡を 圖る 
社會 政策の 1C 味に 於て する ものであると 云 ふことは 
何に 於て 一番 現れて 居る かと 言 ひまず と 云 ふと、 法 
人办所 3 E に對 する 源泉課税を 廢 して、 綜合 課税を E 
ると 云 ふ 事になる ものであります、 是が 一つの 點で 
あります (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 そこで 此點に 就 
て 唯今 議論が あります ので、 私は 實は此 綜合 課税 主 

義とか 源泉課税 主義と か 云 ふ 〇 は、 意義を 明かに す 

るのは 必要ない と 思つ て 居つ た、 然る 所 唯今 町 田 君 

の 御演說 を e いて 見ます と 云 ふと、 其 源泉課税 であ 

ると か、 綜合 課税と か 云 ふ 意義が、 非常に 不明瞭で 

あると 云 ふこと を發 見した のであります、 町 田 君は 

此 修正案と 云 ふ ものは、 綜合 課税 主義を 破つて 源泉 

主義と 云 ふ ものを 加味した と 斯う 云 ふ 風に 御 演說が 

あり .^ したが-私は 財政 經濟に 明るい 町 田 君の 言と 

しては、 Kf に 不可解の 事で あると 思 ふので あります 

そこで さう 云 ふやうな 御 話が ある 以上は、 源泉課税 

とは 何ぞや と 云 ふことの 勢い 說明 せざる を 得な くな 

るので あります、 町 田 君は 此の 法人の 超過 所错 税留 


保 所得税の 率を 上げた と 云 ふこと、 源泉課税 主義を 
玆に 加へ て來た ので あると 斯う 御 話に なつた ので あ 
ります が、 それは 私は 承服す る ことは 出来ない ので 
あります 、(「左 ® であります か」 と 呼 ふ 者 あり〕 
源泉課税と 申します のは、 會 社の 配 當に嬸 すべき も 
のを、 會 社で 徵收す るから 源泉課税で ありまして、 
綵合 課税は 其 配當を 取つ たものを 俩 人の 他の 所得に 
綜合す るに 依て、 綜合 課稅 主義と 云 ふので あります 
其 問題と なつて 居る 所の 源泉で あると 云 ふ ものは一 
源泉課税と 云 ふやうな もの、 其 配 當に關 する 分の み 
であります、 所が 町 田 君の 御 話 ば、 配當 以外の 留保 
金、 並に 超過 所得と 云 ふ ものに 就て 御 話であります 
から 是は 源泉課税 問題とは 沒 交渉の 話であります、 
それで 有ます から 此 法案は —— 改正 法案は 修正せ ら 
れた りと 雖も 一方 綜合 課税 主義と 云 ふ ものを 改めて 
源泉課税 主義に 退步 した ものであると 云 ふことは 言 
へない、 さう 云 ふ 事を 言 ふ 者は 非常な 誤つ た 議論で 
あると 云 ふ 事を 私は 叫ぷ のであります、 (「 學校ぢ や 
ありませ ぬ、 生徒は 一人 も 居らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 
是は 今の 論點の 非常な 重大なる 點で あります から 述 
ベた のであります、 それから (r 學 校の 生徒」 と 呼 ふ 
者 あり〕 昨日の 委員 會でも 御 話が あつた やうです が 
一年 延期 論の 根據と 致しまして、 踪合 課税 主義を 執 
る 以上は、 何も 所得税に 限つ た 譯で ほない、 他の 税 
制 整理を する ので あるから、 其 時に やつて 宜いと 云 
ふやうな 御 議論が ありました が、 是も實 は 綜合 所得 
税と云 ふ ものが、 全體 どう 云 ふので あるかと 云 ふこ 
とを 能く 御 了解に ならない 說で はない かと 思 ふので 
あります、 綜合 課税と 云 ふ ものは、 實は 所得税 法に 
於て 言 ふべき 事で ある、 地租で あると か營 業税 であ 
ると か 云 ふ ものは 元々 綜合 課税に 觸れ たもので はな 
いです、 そんな ものは — (拍手 起る〕 それから 尙ほ 
此 綜合 所得 課税と 云 ふ ものは、 此 改正 法案に 於て 始 
めて 玆に 現れた ので あると 云 ふ 事は •それは 間違で 
あります、 現に 今日の 現行法に 於き ましても、 綜合 
所得 課税 法を 或點に 於て 採つ て 居る、 即ち 吾々 が玆 
に 土地を 有し •或は 營 業を 爲し 、或は 勤勞所 得を 得 
て 居る、 或は 貸金を して 居る、 預金を して 居る-さ 
う 云 ふやうな ものは、 皆な 個人の 所得と して、 綜合 
して 課税せられ て 居る のであります、 それから 株券 
に 就きましても、 實は外 國の會 社から 得る 所の 配當 
金と 云 ふ ものは、 今日に 於ても 旣に 綜合せられ て 居 


るので あります、 所が、 此 綜合 課税 主義に 於き まし 
て、 日本は 今一つの 非常なる 缺點が あると 云 ふこと 
は、 有價 證券に 對する 所の 利益であります、 其 利益 
が 綜合せられ て 居ない のでありまして、 今日の 改正 
法案と 云 ふ ものは、 此點に 於て 大なる 改正を 加へ ら 
れて 、會 社の 利益の 配 當と云 ふ ものを， 個人の 所得 
に 綜合す ると 云 ふこと になつ たのであります、 此點 
に 於き まして、 此 改正 法案は 非常なる 進歩を 爲 して 
居る のであります、 ( 拍手 起る 「のう^^」 と 呼 ふ 
者 あり〕 是は會 社の 配當と 申します が 實は 今日 Is 經 
濟が發 達 致しまして 會 社が 大變澤 山に / ii 来て 居り ま 
すので、 さう して 個人の 財產と 云 ふ ものは、 株券 其 
他の 有價 證券に 多く 投資せられ て 居ります から、 之 
を 綜合して 課税し ませぬ と 云 ふと、 日本の 所得税は 
大なる 部分を 逸れて 居る ので ある、 然るに 今回の 改 
正 法案は 之を 肢込ん で 課税し やうと する ので ありま 
すから、 現代の 經濟 事情から 申します と 云 ふと、 是 
は 非常なる 進 步と 言は なければ ならぬ、 (拍手 起る〕 
所が 私は 玆に 極めて 公平に 申します、 此有價 證券の 
利益と 云 ふ ものを 個人の 所得に 綜合す ると 致し まし 
て、 會 社の ものは 苦な 行きました が， 所謂 第二 稀 所 
焊税と 致しまして、 公債 社債と 云 ふやうな もの、 利 
子を 綜合して 課税し ませぬ と 云 ふのは 是は 確に 論理 
の 貫徹を 缺いて 居ります •此 點 に 於て 私は 町 田 君と 
同じ 說を 持つ て 居ります 此 事は 私は 委員 會に 於き ま 
して 大藏 大臣と 盛に 論議した 點 であります、 併な が 
ら私は 之が 一貫し ない と 云 ふ 事は、 所得税 法の 缺點 
であると して 之を 悲しむ 者であります 力 併し 之 か 屆 
かないから と 云つ て 町 田 君の やうに、 會社の 利益 配 
當と云 ふ ものを 綜合す るまで いかぬ と 云 ふ 論理は 出 
來な いと 思 ふので あります、 (「いかぬ とは 言は ない」 
と 呼 ふ 者 あり〕 町 田 君 も 絵 合 主義に 就て は 大體 賛成 
であると 云 ふ 事を 言 はれた ので ある 其 賛成と 云 ふ亊 
は、 全體を 貫徹す る 上に 於ても 賛成で あるが 併な が 
ら 現行法ょりは 一步 進んで 綜合 主義を 貫徹す るに 近 
づいた ものは、 是は矢 張 町 田 1!- と雖 も、 賛成せられ 
なければ ならぬ 事で あると 思 ふので あります、. X 拍 
手 起る〕 私は 此 改正案と 云 ふ ものは、 吾々 の 理想と 
して 居る 完全 無 缺の ものであるとは 認めぬ、 それは 
或點に 於て 論理 一貫を 缺いて 居る と 姐 ひます が、 現 
行 法ょりは 遙に 進んだ ものであつて、 而 かも 今日の 
社會が 株式 會社 時代に なつて 居ります から、 其 利益 
一七 〇九 
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の® 當を插 へたと 致します れ ば* 

までは、現代繂濟社铃に對して、锭合主蘧が行ほれ 
て 居る と 言つ て 然るべ しと 思 ふので あります *( 拍 
手 起るン 此點に 於て 私は 改正 法案に 就て K 成を 表す 
る 所であります、 町 田 君 {I 財政に 能く 通じて 屛 らつ 
しやい ますので、 綜合 主義と 云 ふ ものを 御％ 成に な 
る以上は，どうしても論理の結果ほ、私の所まで來 
なければ ならぬ ことで あると 思 ふので あります、 ( 
拍手 起る〕 次に 斯の如 く 綜合 課税 主袭を 採りました 
以上 現行法の 缺點に 大分 補 IX れて 居ります が、 玆に 
.一つの 問題は， 话 袭の脫 税と云 ふこと であります、 
常 縈が唯 今 御 話に なりました 通りに* 株式を 所有す 
る やうな 會 社を 持ちまして， 所謂 财產狞 理包 社と 云 
ふやうな ものを 設けます と 云 ふと • 迓 は 改正 法案に 
依ります と脫税 が / J1 來 ると ,^ ふので あります、 私は 

此點に 於て 町 田 君と 同じ やうな 考 で、 S は 委員 a- に 

於 a- まして、 十分 强い皙 問を したので あります、 興 

時に 政府當 局 者は、 どうも 是は 例外の 例外で あるか 

ら已む を 得ないで あらう と、 其 例外と 云 ふ ものは 之 

を 認められた のであります、 併ながら 私 等の 考と致 

しまして は、 是は 資ほ 例外に 非ず して •終に ほ 背 通 

の 例と なりは しない かと 疑つ たのであります、 所で 

富 装が 財產管 理會 社と 云 ふやうな ものを 設けて、 合 

法の 脫税を 行 ふと 云 ふことは、 どうしても 是は 防止 

しなければ ならない と 云 ふので、 多少 私は 意見を 付 

して ?/ . 問を 致しました が、 之を K 止す ると 云 ふこと 

になります と 云 ふと、 配 當を しない 殘の もの 詰り 留 

保 所得と 云 ふやうな ものを 重く 課け る やうに します 

と 云 ふと、 其脫税 は 餘程防 がれる のであります、 此 

點に 就きまして 政府 當局と 隨分議 論 致しました が、 

小川と 云 ふ A 間は、 どうも 留保 所得に 税を K く 課け 

ると 云ふ考 を 持つ て 居る がそれ はいかぬ、 それは い 

かぬ と 云 ふので， 政府 委員は 頑强に 之を 主張せられ 

たのであります" ハ 「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 所が 

今回 吾々 委員 tr に 於き ましては、 此點に 非常な 修正 

を加へまして、留保所得金に釾してほ、非常な重い 

累進 率を 課け る ことにした のであります •其 最も 高 

きは 百 分の | _ 十に 及んだ 譯で あります、 是は 改正 法 

案から 見ます と 云 ふと、* ® に 非常なる 差であります 

此點に 就きまして •大藏 大 Is は 此 修正案に 寶 成の 意 

を 表せられた のであります、 私は 大藏當 局 者が 此場 

合に 於き まして •十分な 讓步を 致されました る其大 


旣に八 靭九 33| |雅记に對しまし.て，敬总を表する者であります、さ 
う 云 ふ 風で 留保 所得税を m くし、 又 超過 所得 8£ を m 
くす ると 云 ふこと に 依りまして、 此改正 法案の 缺陷 
と 云 ふ ものは、 餘程 防がれた のであります、 唯今 も 
脫税々 々と. 2C ふこと に 就て、 本 田 君 も 非常に 盛に 攻 
擊され ましたが、 それは 改正 法案の 話でありまして 
修正案 ! i さう でない、 本 田 君 ^ 修正案を 御 K になつ 
たかならぬ かを 私 ほ 疑 ふ、 修正案 is 吾々 は 苦心して 
それを 防いで 居る、 政府 も S 成を して 居る ので ある 
それ故に 吾々 {3: 此修正 案に fs 成せん とする もので あ 
ります、 町 田 君 ほ 此委 員會の 修正を 以て， 惡化 であ 
ると 云は れ ました. 併し 私は 町 田 君の 聰明なる、 此 
案を 十分に 御跑 になつ て、 さう 云 ふ判斷 が 出来た の 
力 どうかを 疑 ふので あります* 只今 も 申しました 通 
り •富裔 の脫税 防止と 云 ふことは、 或點に 於て、 或 
程度に 於て 防止す る ことが 出來た とするならば、 之 
を惡 化と 云 ふことは 出来ない と 思 ふので す、 町 田 君 
は 此點 を見遁 された ので ありませ うか、 若し 見遁さ 
れぬ のなら ぱ •悪化と 云 ふ 批評は 下らぬ と 思 ふので 
あります、 (「のう^^」 と 呼 ふ 者 あり〕 それから 
もう I つ脫税 に 就ての 話が 本 田 君から 起り ました か 
ら 、私は 此 場合に 於て 一言 論及し やうと 思 ひます、 
無記名株 券に 依る 所の 脫税 であります が、 是は私 は 
或 程度に 於て 起る だら うと 思 ひます、 併ながら 財產 
管理 會 社に 依る 脫税の 如きは* さう 甚 しく 行 はれま 
いと 思 ふので す、 何とな れば 無記名株 券と 云 ふ もの 
は、 配當を 取る 場合に 於て 之を 掘へ ますから して、 
其 配 當を 受け •る 人間が 氏名を 詐 ると 云 ふことは あり 
得 ませう， それは 脫税 になる かも 知れ ませぬ、 併な 
がら 其 氏名を 詐つ て、 自ら 其 氏名を 申吿 する 人間が 
税を拂 ほなければ ならぬ と 云 ふので あります から， 

誰でも 木偶の坊の 如く、 俺は 株を 持つて 居る ので あ 

ると して、 申吿 する やうな 者は 無くなる だら うと 思 

ふ、 有つ て も それは 小僧 見た やうな 或 僅な もので あ 

りまして、 非常に 脫税が 行 ほれまして •此 所得税の 

大な る缺陷 であると 云 ふことは •私は 出来ない と 思 

ふので す、 脫税も 到底 一つ も 無い やうに 防ぐ ことは 

出來 ませぬ ので* 多少 防ぐ ことが 出 來て居 るなら ぱ 

私は 是は耐 へる としなければ ならぬ、 本 田 君の 此方 

面に 於け る攻擊 と 云 ふ もの ほ、 私は 十分 要點 に觸れ 

て 居ない と 思 ふので あります ■•それから 次に 私は 此 

所得税 法の 改正が、 富豪に 重く 課け ると 同時に、 中 


以下の 人に @ く 課け る 方針で 進んで 居る ことを 申し 
たい、 此點は 町 田 君 も 御 認めに なつて 居つ たや 5 で 
あります、 即ち 勤勞 所得と 云 ふやうな もの ゝ控 除の 
步 合を 多くした こと やの、 それから 子供、 老人， 不 
具 者麼疾 者の ある 場合に、 一人に 付て 幾らかの 所得 
を 引いて 居る 如き、 皆な 其 個人の® 情に 適應 致し ま 
して、 課稅 をす ると 云 ふ 精神で 出来て 居ります ので 
殊に Itfc 中 以下の 階級に 殺になる ものであると 思 ふの 
であります、 是ほ町 田 君と 雖も 、之を 認められて 居 
るので ありまして、 私が 玆に 喋々 する 必耍ほ ない と 
思 ふので あります、 其點は 憲政 會の 方で 今回 出され 

ました 所の - 出されました かどう か 知 〇 ませぬ が 

町 田 君の 御 辯 明の、 千圓 以下の もの だけを 除く と 云 
ふこと k 較べて 見ます ると 云 ふと、 改正案 修正案の 
方が 進んで 居る のであります、 (拍手〕 なぜな れば 
千 圓以 下の ものは 除く と 致しましても、 子供 や、 老 
人 や， 不具者、 廢疾 者と 云 ふやうな ものは、 町 田 君 
の 案で ほ 斟酌 (X 出来 ませぬ のであります から、 (「 
憲政 會の 提案を 御覽 なさい」 と 呼 ふ 者 あり) 例へ ぱ 
千 二百 圓の 者が 爰に ありまして、 老人 や 子供な どを 
五 人位 持つ て 居ります と 云 ふと •而 かも それは 勤 勞 
所得で あつたなら ば、 今度は 千 二百 圓 でも 免税され 
るので あります、 町 田 君の 案で ほ ■それは 兔税が 出 
来ない と 思 ふので あ 〇 ます、 だから 町 田 君の 論理を 
以て 致します れば •今日の 經濟狀 態に 於て 生活が 進 
んで 居る、 さう して 中 以下の 人間に 同情す ると した 
ならば •此 改正案 修正案の 方が 遙に 進んで 居る ので 
あります， 故に 吾々 ほ此法 案に 賛成し なければ なら 
ぬのであります、 又もう 一 つ 私の 議論を したいのは 
此 改正案 修正案は、 大體に 於き まして 中 以下の 者に 
率が 少なくな つて 居る のであります， 成程 改正案は 
三千 圓から 二 萬圓の 方 rffl に 於て、 現行法ょり 累進 率 
を 高く 致しました が、 修正案は それを 全體に 低く し 
ましたので あります から、 此中產 階級と 云 ふ もの (X 
所得税 法の 改正に 依て、 非常に 輕 き負擔 をす る こと 
になる のであります >,( 拍手す る 者 あり〕 此點は 改 
正 法案ょりは 修正案の 方が、 尙ほ 一層 進んで 居る の 
であります、 町 田 君は 是に至 て尙ほ 修正案が 惡 化し 
たと 言 ふので ありませ うか、 (拍手す る 者 あり) 若 
し惡 化した と 言 ふなら ば、 吾々 の 修正案を 認めない 
—— 能く 見ない ものであると 私 ほ斷 言して tis らぬも 
のであります、 (拍手す る 者 あり〕 斯の 如く . ( 


「而 堪 I と 呼 ふ 者 あり〕 それから も- 1 一 つ 序で あり 
ますが、 町 田 君は «: 改正ギ ii 、 徴税の 手 續 に 於て 犯 
罪人を 搜赉 する やうな 2Jf をす るので. 共 だ f' 都へ：：；* 
まると 云 ふやうな K 對說が ありました が* それ {3: 前 一 

にも 他の 方が 御 話に なりました 通りに、 其 點 は 全く 
H されて 居る のであります、 さう します ると 云 ふと 
修正案は 富 爱の脫 税を 防止す る點に 於て、 改正案ょ 
〇ほ 更に 進 步し粜 進 税率と 云 ふ ものを 柔に する こと 
に 法て •中 以下 〇 人間に _  く 課 税す ると 云 ふこと で 
更に進步をして居るのであります、尙ほ傚税の手紛 
に 於き まして、 3 町 田 君の 心配せられ る やうな 也を 除 
いたのに 於き まして、 又進步 をして 居る ので ありま 
す、 町 田 君 ii 斯う 云 ふやうな 點を 少しも 考へ られな 
いで、 修正案と 云 ふ ものは 惡化 して 居る と 言 ふのは 
是は 非常な 亂 栽な 批評で あると 思 ふので あります ( 
拍手す る 者 あり〕 町 田 君が «s 正 案は 惡 化した と 云 ふ 
唯一の 論點ほ 、.配 當金に 對す る二剧 の 控除を する に 
在る らしう ございます、 成程 此點は 御 說のや うな こ 
とも 言 ひ 得る と 思 ふので あります、 併な' から 私は 此 
點が 一貫して 居ない と 云 ふこと を 認めます、 個人 行 
爲に 於き まして 借金の 利子を 引かぬ と 云 ふことは、 
是は f 般論 としては 言へ ぬのでありまして、 殺 澤君 
が 農民の 方の 利子は、 差 引く かの 如き 御 論を なさつ 
たやう に S® きました が、 それは 私は 間違ぢ やなから 
5 かと 思 ふので、 是は私 の聽 間違 かと も 思 ふ、 (「 
のうのう」 「はつき り 言 ひ 給へ」 と 呼ふ容 ああ 〇〕 
併ながら 是は町 田 封が 農民に 就て 御 話に なりました 
が、 農民には 限らぬ ので、 商工業者 でも 皆な さう で 
ある (「さう  <  其 通 と 呼 ふ 者 あり) 唯 だ 私は 
此點に 就て 非常に 吾々 が 冷 靜に考 へなければ ならぬ 
と 思 ふので あります、 それで 此 修正は 御 承知の 通り 
に、 株券を 買 ふのに、 銀行から 企を 借りて 居る、 銀 
行の 利子は 柳は なければ ならぬ し Q' それを ig 引かれ 
ないで、 配 當全體 に 課する のは 酷て あらう と 云 ふこ 
とから •爰に 斯う 云 ふやうな 修正案が 起つ たので あ 
る、 其 二割を 引いて 宜い か、 一割を 引いて 宜い かと 
云 ふことは、 是 U 事® の 問題であります が、 併し 吾 
々の 爱に冷 靜に考 へなければ ならぬ 事は、 株の 此配 
當 金と 云 ふ ものは、 改正 法案に 依ります と、 明白に 
是は課 せられぬ のです、 大抵 是は 逃げられる のです 
所が、 商工業者 農民 等が 其 所得を 申吿 する やうに な 
りますと、法 » ほ利乎は差引かれぬとして居りまし 
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て も、 事 實其收 人の 計算と 云 ふ ものは、 幾許 か ! 11 値 
が あるので あります、 であります から 此 株 ^ 配當と 
云 ふ ものは、 今回の 法律に 依れば、 殆ど 一 錢一 厘を 
隱す ことが 出來ぬ やうになる と 思 ふので あります、 
そこで 私は 普通の 商工業 及 農業の 方面に 於け る 利子 
の 差 引と 云 ふ ものと" 株券 だけを 持つ て 居る 場合の 
利子と 云 ふ ものを 差 引く や 否やと 云 ふことは、 日本 
の 現 狀に照 して、 大に 勘' g を 加へ なければ ならぬ と 
思 ふので あります (拍手 起る〕 さう 云 ふ 風に 斟酌を 
しましたなら ば、 此 改正案と 云 ふ ものは、 町 ft] 君の 
言 ふやうな 結論には なるまい と 思 ふので あります、 
(「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり) 此點を 以て 修 J1: 案が 
非常に .11 化した と 云 ふことは、 どうしても 是ほ 言へ 
ない と 思 ふので あります、 (拍手 起る〕 是 は 普通の 

入が 議論せられ るなら ば 私は 申し ませぬ けれども、 

町 m 君の やうな 議會内 に 於け る 財政 通が 斯う 云 ふこ 

とを 仰し やつて は、 私 も 一言せ ざるを 得ない ので あ 

ります (拍手 起る 「ひや^-」 「大分 上手に なつた 

ね J 「も 5宂 からう J 「讅 艄々々 J と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

色々 論點は あります' か、 餘に頌 細な 勤は 述べる 必耍 

は 無から うと 思 ひます で、 今まで 論じました 所から 

考へ て兑 ましても、 改正 法案は 現行法ょり ほ 一步進 

んだ もので あり 修正案は 更に 一歩を 進めた もので あ 

ると 云 ふこと を 結論す る ことが /li 來ると 思 ふので あ 

ります、 其 一番 肝 腎 な 勘は 今 も 申しました 所の 富縈 

に 重く 課して、 中 以下の 人に 輕く課 すると 云 ふこと 

である、 此嵇 神を 忘れて ! i いかぬ のであります C 「 

分つ た  <」と呼ふ漭あり)町田君の此案に依りま 

すると、 それが さうなら ぬのでありまして、 (「の 

う <」 と 呼 ふ 若 あり〕 今日 株式 何 社を 立て、 脫税 

すると 云 ふこと を 認めながら、 此點に 於て 何等の 修 

正を 加へ やうとは せられない のでありまして、 唯 だ 

陆 に 免税 點とか 云 ふやうな 頌 末な as を 提げて 爰に改 

正 案を 出されて 居ります ので、 吾々 の 質 成し やうと 

する 修正案と 比較して 見ます と 云 ふと、 是は 天地の 

差で あ 〇 ます， (拍手 起る〕 諸君 ほ 富豪に ® く 課し 

て、 屮以 下の ？ f は輕く 課する と 云 ふこと を 御 笑に な 

ります けれども、 逯政會 の 案に 依れば、 富 綦 に輕く 

課して， さう して 怪ま ぬと 云 ふこと になる ので あ 〇 

ます、 (拍手 起る〕 是 ほ 非常に 重大なる 點であ り ま 

す、 町 田対其 他の 御 戤論に 依て 拜承 致しました 通り 

に、 今日の 經濟 界の變 動に 法て、 R 富の 懸絕は 激し 


くな つたので あります、 それは 町 m 君の 御說の 通り 
であります、 さう 云 ふ 場合に 於て こそ、 富者に 益々 
重く 課して、 貧者の 方に _く 課する と 云 ふ 方法を 執 
らな ければ ならぬ のであります、 (拍手 起る) 此點 
に 賛成を せられるならば 、吾々 の此 修正案に 賛成せ 
られな ければ ならぬ と 思 ふので あります、 (拍手 起 
る 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり〕 それを 賛成せられ な 
いからして 斯の 如き ■論が 起つ て來 るので ある c「 
顔色な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 今日 諸君 …： (「君の 意 
見は 何 だ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇 難 長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます I 靜肅に 願 
ひます。 

〔「もう 降りろ <」 「君の 修正 ぢやな いぞ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〇法學 博士 小川 鄕太郞 君 委員 會の 修正に 賛成して 
居 〇 ます、 (「君の 修正ぢ やない 委員 會の 修正 だ」 
「默 れ」 r やるべし く」 と 呼 ふ 者 あり〕 今日は ( 
「止せ <」 「やるべし」 「謹 聽謹鸱 】 r 判つ た 判 
つた j  r 議會に 恥を 曝すな.」 と 呼 ふ* あり) 諸君— 
諸君 (笑 聲 起る) 今日 ほ' c 「もう 判つ たく」 と 呼 
ふ 者 あり) 是は阀 K 負擔の 重大問題であります、 愼 
m に •薄 議しな ければ ならぬ のです。 

c 一  小川 君 憲政 會の 奴等に 敎 育して やれ」 と 呼 
ふ 者 あり、 笑聲 起る〕 

〇 議長 ( 大岡 育造 封〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 法學博 士 小 III 鄕太郞 君 私は 必ずしも 憲政 會を攻 
，する ので ほ ありませ ぬ、 唯 だ 公平なる 見地に 於て 
此 改正案 修正案， 玆に 憲政 會の 執つ て 居られる 案を 
批評した に 過ぎぬ のであります、 ( 拍手 起る〕 私 ほ 決 
して 憲政會 を攻 ■する のでは ありませ ぬが 憲政 會が 

攻擊 される やうな 案を 出されて 居れ ぱ 、仕方がない 

(拍手 起る〕 之を 要するに 今 n は 此 經濟界 の 變励か 

ら致 しまして、 日本には 非常な 金 持が 出来て 居り ま 

す、 憲政 會の 方に も 出来て 席り ませう、 而 して それ 

に關聯 致しまして、 勞侧 問題と か、 色々 過激 思想と 

か 入つ て來 まして、 A 心が 励 描して 居る 時で ありま 

す (「成程」 と 呼 ふ 者 あり？ 此人心 が 励搖 して 居る 時 

です •所得 稅 法の 改正と 云 ふ もの ほ、 最も當 を 得た 

ものである (拍手 起る〕 私は 此所得 税法に 依て です 

社會 政策 的に 富豪 も 押へ る やうに 逃 L はせ ぬ、 而し 

て 貧民に 輕く 課する と 云 ふやうな、 成は 貧民を 免税 

すると 云 ふやうな 此精 神と 云 ふ ものは です、 税法の 


正 理と云 ふ ものを 此に 表白す る ものでありまして、 
之に 依て 民心の 動 搖と云 ふ ものは、 或ろ 程度に 於い 
て 防げる ものと 思 ふので あります、 (拍手 起る r 憲 
政會は 空論の 徒な り」 「何を 云 ふか， I と 呼 ふ 者 あり 
) 彼 の 普通 選擧を 彼の 普通 選擧を 唱道せられ るの も 
—— 普通 選擧を 唱道 せらる、 の も、 此 富豪 政治に 反 
感を 有つ て 居る 結果 だと 思 ふので あります、 (「ひ 
や <」 と 呼 ふ 者 あり〕 今 此所煜 税法に 依て 富豪を 
押へ やうと して 居る のは、 正しく 諸君の 普通 選擧と 
云 ふ ものと、 其 根抵の 精神を 同じく して 居る ので あ 
る， (拍手 起る) 諸君 ほ 片方に 普通 is 擧を 唱道して 
居つ て、 而も それと 同じ 精神に 築 上げられた 所得 稅 
の 改正 法案 修正案に 反對 せられる とは、 是れ實 に 矛 
盾では ありますまい か、 (拍手 起る〕 諸君が 若し 民 
心を 思 ひ、 庶民 階級を 思うて、 其 間に 立論せ らる V 
ならば どうしても、 此所得 税法の 改正案 修正案に 賛 
成せられ なければ ならぬ のであります、 (拍手 起る 
〕 私は (「無用々々」 「もう 大抵で 宜い」 「謹 聽々 
々J と 呼 ふ 者 あり)  • 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に .…： 

〇 法學 博士 小川 鄕太 郎君 私は —— 私は 或 人を 攻撃 
する のでは ありませ ぬ •議論を 議論と して 論じて 居 
るので あります •私は 所得税 法に 對する 問題は 是で 
打 切ります (「御 苦勞」 と 呼 ふ 者 あり〕 唯 だ 一言 此 
減； 5 基金に 就て 申して 置きます， (「もう 止せょ J 
「謹 聽」 と 呼 ふ 者 あり〕 減債基金の 繰 入の 中止と 云 
ふことは、 私は 賛成 致します* 私は 議論と 致し まし 
て、 此減债 基金と 云 ふ ものは 餘 り必耍 の 無い ものと 
思つ て 居る のであります、 そこで 復た 引用す る やう 
であります が、 此 減債基金 制度に 向つて、 第 一番に 
鐵槌を 下した 者は 誰で あるの かと •斯う 私は 歷史で 
見ます ると、 是は 憲政 會內閣 であります、 (拍手 起 
る〕 其當 時の 若槻藏 相は、 減債基金 五 千 萬 圓を 三千 
萬圓に 減らす と 云 ふこと に 付て、 非常に 論議せられ 
たのであります、 其 議論は …… (「時代が 違 ふ」 と 
呼 ふ 者 あり) 御聽 きなさい、 其 議論は 左の 手で 公愦 
を 起して 居つ て、 右の 手で 公債を 拂 ふとは 何事で あ 
るか、 いかぬ と 斯う 云 ふ 論理を 以て、 減債基金の 此 
減額を 主張せられ たと 思 ふので あります， 其 論理で 

す、 - 其 論理を 以て 此際に 臨みましたならば* 正 

しく 是ほ 中止せ なければ ならぬ のであります， (拍 
手 起る； | 町 m 君は >  公馈 を 起す ことが 大變澤 山で あ 


ると 云 ふこと を 非常に 主張せられ まして、 公債を 起 
すの 闲 難を 說かれ ます •然 らぱ 公價を 起す の 困 iti が 
ある 場合には •償還を せずに 置けば それだけは、 必 
要が 無い ことになるので あります、 それであります 
から、 其 » 論は： J 度 若 槻藏相 か數年 前に 言は れたこ 
とが、 びつ しり 中る のであります、 (「君の 意見を 
言 ひ 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 私の 意見は 減債基金 中止 
に 賛成で ある、 それから 是は 又實 際の 問題と 致し ま 
して、 減債基金を 繰 入れて 置きまして、 どう 云 ふこ 
とになる かと 言 ひま すれば 元本の 償還であります、 
是は傳 統 的の 政策と 致しまして •大正 十四 年に滿 期 
となるべき 英貨 公債， —— 四 分 五 厘附の 英貨 公債と 
云 ふ ものを 拂ふこ とになる のであります、 所が 今日 
四 分 五 厘の 公債を 拂つて さう して 公債を 蘇ります と 
云 ふと 中々 四 分 五 厘では 出来ない のであります るか 
ら 、町 田 君の 政策を 遂行し ました 時分には、 安い 利 
子の 公債を 拂つ て、 高い 利子の 公債を 驿れと 云 ふこ 
とであります、 (拍手 起る〕 斯の如 き 不經濟 な 話は 
無い と 思 ふので あります、 (拍手 起る〕 さう 云 ふや 
うな 理由で、 私 ii 今日 此 減債基金と 云 ふ もの \ 繰 入 
を 中止す ると 云 ふのは-最も 當を得 たもので あつて 
憲政 會の 執つた 從來 の歷史 から 申しましても、 此機 
會に 於て 正しく さう 云 ふ 風な 策を 執らなければ なら 
ぬ ものであると 思 ふので あります、 ^ の Sr く 致し ま 
して >  私は 政府案に 賛成を する ものであります。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎勵君 議長。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君。 

〇 岩 崎勸君 第 I 讀會に 於て は、 此 程度を 以て 討論 
終結の 動議を 提出 致します。 

〔「» 成々々」 の聲 起る〕 

0 議長 0 < 岡 育造 君) 討論 終結の 動議が m ました， 
即ち 岩 崎 君の 励謅の 如く、 第一 讀會を 此 程度に 止め 
て、 更に 第二 讀會に 移る 爲め に、 玆に 討論 終結を 唱 
へる と 云 ふこと であります ( I 賛成々々」 と 呼 ふ 者 
あり〕 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

〔賛成者 起立〕 

〔「大 多數 」と呼ふ者あ 0* 〕 

〇 議長 c 大 岡 B- 造 君〕 大多數 、仍て 討論は 終結に な 
りました、 所得 稅 法改正 法律案、 所得税 法の 施行に 
關する 法律案 •明治 四十 一年 法律 第二 十四 號中 改正 
法律案、 國愦 償還 資金の 繰 入を 爲 さ、 る ことに 關す 


所得税 法改正 «;- 律 案外 六 件 第一 諧 會の緻 
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所 RS 税法 改正 法律案 第二 讀會 
I る 法律案* 此 中に 四十 一年 法律 第二 十四諕 に關 して 
高木 君の 御 通 街が あつた やうです が、 是 ほ ど 5 云 ふ 
ことであります *. ' 

f 「討論 終結に なりました」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇漭長 C 大岡靑 造 君) 所得税です か、 どつちです か 
t 「沖 ® 縣の 分」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇萵 木 7P 年 君 法律 第二 十四 號の …… 

〔「討論 終結に なりました」 と 呼 ふ 者 あり、 議 
場騷然 】 

〇涵長 〃大岡育造君〕是は討論終結の励謎 (3: 、所得 
税に 就て であります。 

〔「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 勤 君全體 に 就て であります。 

〔「のう/ \」 「全體 の 第一 19 會だ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 議長は 其 © りで 諮りました が 

〔「議長 公平」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 ® 君 改めて 申します、 此％ 税案 に關 する 七 

件 全 SS に 就て 第一!! 會の 討論 終結の 励議を m したの 

で ^ ります。 

〔「燹 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 如何です か、 (「議題は 全部 

に亘つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 間に 於き まして， 

或は 私の 宣言 か 明瞭を 缺いて 居つ たか も 知れ ませぬ 

が (「のう^^ 明瞭々々」 と 呼 ふ 者 あり 3 甚 ら所得 

税に 就ての 意味で ありました 併ながら 討論され た 時 

分には、 關聯 して 居りました から、 即ち 町 田 君 も、 

減佔基 金に 就て 論議を せられ、 cr 議論は 關聯 して 

居る」 と 呼 ふ 者 あり) 小川 君 もせられ ましたから し 

て、 私の 宣带が 或は 徹底し なかつ たか も 知れない の 

であります、 此 事に 就きましては、 諸君に 御 諮りを 

申して、 更に 宣 街 する より 外に、 今 ^ 中て 修正の 仕 

様がない のであります、 (「議長 公平な り」 と 呼 ふ 

者 あり〕 即ち 議長の 宣吿を 明瞭に する 爲に 、岩 崎 君 

の 動 _ の 趣意を もう 一度 述べて 貰うて、 それで 決を 

採ります。 

〔「前のは どうな つた」 「所 決は 取消しです か 

」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 1!| 君 日程 第九號 乃至 第 十五 號の七 件の 第一 

諮 色に 於て は •此 程度に 於て 討論 終結の 動議を 提出 

する のであります。 

〔「賛成々々」 の 踏 起る〕 


〇 通 長 C 大岡 育造 君〕 さう すると 斯う 云 ふ 班に 終つ 
て 宜しう ございます か、 日程の ri: で 行けば、 第 九， 
第 十 又 十四 •十五に 就て、 是だ けで 決定す るので あ 
ります か。 

〇岩畸勤哲全瞪一括を願ひたい。 

0 謎 長 (犬 岡 育造 君) | 括です か。 

〔「七 案 一括」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇識長 (大岡 育造 君〕 酒造 税が殘 つて 居る で ほ あり 
ませぬ か —— 酒造 税は 討論に なつて 居らぬ では あり 
ませぬ か。 

〇 岩 崎 勸君皆 一括して 討論 終結の …… 

0111 木 武吉君 議長 U 

0 議長 r~ 大岡 育造 君) 唯今 宦吿 中であります。 

0 三 木 武吉君 議事の 進行に 關する 緊急動議が あり 
ます、 まだ 酒造 税が 議題に なつて 居らぬ、 議題と な 
つて 居らぬ ものを 討論 終結とは どう 云 ふこと であり 
ます か、 酒造 税の 方には 修正案が 出て 居ります。 

0 議長 (大岡 育造 君) 唯今の 岩 崎 君の 動 ® は I 日 
程 第 九ょ 〇橥 十五に 至る 谷 案は 此 程度に 於て 第 一 _ 
會に 於け る 討論を 終結す るの 動議を 出した" 

〇 岩 崎 動 岩 左樣で あります。 

0 議長 C 大岡 育 ig' 君〕 即ち 之を 問題と して 決を 採り 
ます、 岩 崎 君の 励議に 賛成の 諸君の 起立を 求めます 
〔賛成者 起立〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 多數。 

〔「異議 あり 異議 あり」 と 呼 ふ 者 あり〕 

Oil 一木 武吉君 唯今の 採決に 對 して 異議が あります 
識 長は 一旦 岩 崎 君の 励 議に對 して 採決を なさつ て， 
決定の 御 宣告に なつた、 其後復 た 突如と して 岩 崎 封 
の 動議に 對 して 宣吿 を爲 し、 議場に 諮つ て 採決を せ 

られた •前の 動議に 對 する 決定は 一體ど うな さる 御 

考で あります か C 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 前に 決定を した 時に、 議長の 

宣告が 十分 徹底せ ずして、 岩 崎 君の 励議の 趣意が 明 

瞭 されざる ことに 歸著 する が 故に、 更に 宣明 して 諸 

君の 決を 採つ たのであります。 

〔「明瞭々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 小山 松壽君 議長の 御 宣告が 徹底せ ざるが 故に、 

更に 岩 崎 君の 動議に 付て 採決した と 云 ふなら ば、 前 

の 議長の 御宣 f!f は 誤れり と 云 ふこと を 御 表白になる 

のであります か。 

〇 翳 長 C 大岡 育造 君〕 左_で ございます。 


0 小山 松！ 1 BS 君 誤つた と 云 ふので あります か。 

〇遂 長 (犬 岡 育造 君： >  左樣で •こざいます I 右の 諸 
案の、 第二 is 會を 移すべし と 云 ふ 諸君の 起立を 求め 
ます。  • 

〔賛成者 起立〕 

0 親 長 (大岡 育造 君) 多 數仍て 第二 讀會に 移します 
〇 岩 崎剧君 日程 第 九 乃至 十五の 法律案に 就き まし 
て ほ、 直ちに 其 第二 讀會を 開かれん ことを 望みます 
〔「賛成」 「賛成」 の K 起る〕 

〇 篛長〇 K 岡 育造 君〕 御 異蕺な しと 認めます、 仍て 
第二 讀會を 開きます •先 づ所焊 税法 改正 法律案を 翳 
題と 致します。 

所得税 法改正 法戡案  第二 讀會 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 此 所得税に 就て は 修正の 動 _ 
があります、 即ち 大口 喜 六 君の 登壇を 希望し ます。 
〔大口 喜 六 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 岩 崎 11 君 時 問の 延長を 希鑒 致します。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 此諸 案、 即ち 日程 第 十五に 至 
るまでの 諸 案の 議了す るまで 時間を 延長 致します。 
〇 大口 喜 六 君 唯今 議題に なつて 居ります 問題 中に 
於き まして、 所得税 法 敬 正 法律案 並に 酒造 税 改正 法 
律 案に 對し まして、 私共から 修正 意見を 提出 致して 
あります， 仍て 聊か 此 場合に 於き まして 其 趣旨の 在 
る 所の 說 明を 致したい と 存じます、 私共は 所得税 法 
に 就きましても、 大體に 於き ましては 政府の 提案の 
趣意を 認める ものであります、 併ながら 其 谷 條に苴 
りまして 研究を 致して 見ます ると 云 ふと •頗る 修正 
を耍 すべし と考 ふる 所の點 が 多々 あるので あります 
元來此 改正 法律案を 提 m 致されました. に付きまして 
は、 一方に 於き まして 國防 充實の 財源を 得ん が爲め 
ではあります るが、 又 一方に 於き まして {± 此國民 負 
擔の 均衡を 計り、 併せて 社會 政策の 一端を 實行せ ん 
とせら るるので あります、 勿論 此點 に對 しまして は 
私共は 又 政府の 趣旨の 在る 所は 之を 認めて 居る q で 
あります が、 其 程度 並に 方法 等に 至りまして は 頗る 
遺憾と すべき 點が勘 なからず、 發 見さる るので あり 
ます、 其 他 多少 此 法律上に 於き ましても、 不備の 點 
が ある やうに 自分 等は 考 へます るので あります 元來 
私共は 多年此 財政稅 制の 根本的 整理を 唱道して 居る 
所の 者であります、 それが 爲に前 議會に 於き まして 
ほ、 財政 經 濟に關 します る 所の 調査 機關 設置を も 建 


I  一七 一二 

■する に 至つ た 次第で* こざいます るが* 幸に 政府 〇 
容るる所となりまして、財政«濟調齑鈐が出來まし 
たに 就て it 、 爾來私 共は 切に 此財 政锊涔 1 S A' ^ の ^ 
査に 望を 邸して 居りました 次第であります-然るに 
未だ 何等此 調 ? E 會に 於て 調 -? t せられました 結 -' li とし 
て、 fii 制の 整理が BC 現して S- 0ませぬのは、掙めて 
ig ts に 思つ て 居る 所の 次第であります、 此萜 神から 
致し ますれば • !? ほ 咁稅 の餘 依な きこと を 認めます 
るに 致しましても、 出來煜 ベ くん ば 之を 根本的 没 制 
の 整理と 共に 斷行せ られん ことを 私共は 欲する 老で 
あります、 併ながら 原 內閣總 理 大臣が 常 委 14 矜 に 於 
て 言明せられ ましたる 所を 承ります れば •旣に 政府 
に 於 かれましても •税制 整理の 時期に 到達した る も 
のと 認められまして、 近く 其 具體的 成案を 財政 經濟 
調査 會に提 3 せられ、 幸に 進涉す る ものは 本 期 狨价 
に 提出せられ、 51 きも 来期 議會に 其 命； 部を 提案した 
いとの 希望を 以て、 調査を 進行して 居ります ると 云 
ふこと を 承りました のであります、 吾々 は此總 珣 大 
臣の 責任 ある 言明が 一日 も 早く H iji されん ことを ? S 
望して 止まざる 所の 者で あ 〇 ます •而 して 翔 3S に 於 
きまして、 吾々 は 旣に國 防 計 si の大 體 を 認めました 
る以 h は 今 申します る 如く、 此所掲 税法に 於ても、 
其 大體を 認めます るが 當然 であると 考へ まして、 惟 
今大體 に 於て は、 資成を 致した 次第で あるので あり 
ます、 而 して 又 一面に 於て は •政府の 提案に なり ま 
した 所の、 此所煜 税法 改正 法律案なる ものは， 見樣 
に 依りまして ほ 財政 整理の I 端と も 見得べき もので 
あらぅ と 私共 思 ふので あります、 此见 i'yl . からして ^ 
吾は 多年 唱道して 居ります 所の、 自ら 研究 中の 税制 
整理 上の 見地に 鑑みまして "能く  <之 を 調査 致し 
たのであります>ソ ^ 結果、先刻中しま寸る通り嵇々 
遺憾なる S を 發見 する のであります が、 故に 私共 茲 
に 修正案を 提出す るに 至つ た 次第であります、： ITIJ し 
て此 修正を 致します る 所の 箇所は 隨分澤 山あります 
るので、 旣に 印刷物と 致しまして 諸君の 御手 許に 廻 
つて 居る 次第であります が、 其 中の 大部分は 委員 fr 
に 於て 修正に 相 成りました る 部分と 一致す るので あ 
ります、 即ち 言ひ換 へま すれば、 委員 會に 於て 修正 
に 相 成りました る 分は、 全部に 亘〇 まして SK I3' 々ほ 同 
意を 致す のであります、 W ながらです、 それ 以上に 
尙ほ 一沙を 進めて 修正 致したい、 斯ぅ 云 ふ 趣意に な 
るので あります、 5L- 吾々 が 修正を 致さん とする - 


院 P 衆符 _帝间 二十 四 第 


委 貝 锊の 修正 以上に 修正を 致した く 思 ひます る 部分 
は* 槪括 致します れぱ 四つの 主要なる 點にな るので 
あ 〇 ます、 RD ち 私共の 修正案 屮 委員® の 修正 意見と 
同一になります 部分 —— 共通になります 部分は 旣に 
fB i 讀釕に 於て 大分 論議し 盡され たやう に考 へます 
る、 故に 之に 對 して 私は 餘り 此處で 說明を 致さない 
說明の 煩を 避けたい と 思 ふので あります、 而 して 私 
共が 特に 提出 致します 所の 四 箇條 の主耍 なる 點に就 
て、 先づ 之を 說明 致して 見たい と 思 ふので あります 
其四箇條の中.の第|は政府原案の第五條に於きまし 
て， 法人所得の 免除 限度は 原案に 於き ましては、 法 
人の 利益 八 朱 以上の 場合と 定めて あるので あります 
が、 私共は 之を 引延ばしまして 一割 以上の 場合と 修 
IH する のであります、 是 ほ 我國 現在の 狀態に 於て 八 

朱と 申します 所の 利益 (X 決して 多い 利益と 私共 ほ 思 

ほ ない のであります、 現に 硪時 利得 税法に 於て は ど 

5 云 ふ 風に 定めて あるか、 戰 時 利得 稅 法に 於て は、 

利益の 一割と 云 ふ ものを 以て 法人の 平時 事業年度の 

平均 所得 金額と 定めて あるので あります 即ち 現在 行 

ほれて 居る 所 S© •時 利得 税に 於て は、 法人の 利益と 

云 ふ ものは 一割が 平時の 事業年度の 平均 所得 金額で 

あると 云 ふこと に 現に Ig めら れて 居る のであります 

然るに 今回 改まる 所の 所煜税 法に 於て は、 八 朱と 云 

ふこと に 之を 引下げられて， 八 朱 以上は それに 超過 

所得の 税を戕 られ ると 云 ふこと になる •是は 現在の 

狀態に 於て 13: 甚だ 不椭衡 な 事で あると 私共 考へ るの 

であります、 それに ® 面 B に 事業を 經管 致します 者 

は 諸 對も 能く 御經驗 があります 如く， 決して 最初 か 

ら利 益の ある ものでは ありませ ぬ、 最初は 實に缺 損 

を も 忍びまして •苦心 慘澹 の嘵 に、 漸く 五 朱 か 六 朱 

の 利益を 得らる る やうになる のでありまして 、それ 

から 次第々々 に 七 朱 八 朱と なる のであります が* 適 

適 八 朱の 利益を 超 ゆる ことにな ります れば 直に 超過 

所 fu 稅を髁 せらる、 と 云 ふが 如き 事は、 理に法 人の 

锊焭渚 は 勿論， 其 出資 ^ たる 老の 痛苦 ほ 頗る 烈しい 

4 ので あらう と 私共は 思 ふので あります、 而 して 今 

日の 狀 態を 見ます ると 現に 信託 ffi 金を 致しましても 

七 朱 五 M 位な 利 廻には なる のであります、 又 公 依 社 

似 の 利子を 見まして、 七 朱から 八 朱 位に 廻る ものが 

隨分 今の 世の中には あるので あります、 然るに 一方 

に 於て 事業を 致します 者が 借入金を 致し ま 丁れば、 

八 朱 九 朱の 利 a を収ら る、 世の中であります が 故に 


此遏 から 考 へて 見ましても 餘〇此 會 社の 超過 所得税 
を 低き 程度よ 〇取 られ ると 云 ふこと になります れば 
事業を 爲して 苦む よりは、 寧ろ 信託 預金で も 致す か 
社債を 持つ て 居つ た 方が 宜い 斯樣な ® 念を 國民が 持 
つ ことになります れぱ、 ® に 我 國產業 の 發展と 云 ふ 
もの ほ、 頗る S ふべき ものが あらう と、 私共は 衷心 
發へ るので あります (拍手 起る〕 或は 斯の 如くに 申 
します ると、 それは 此 泡沫 會 社の 如き ものが 勃興す 
る ことは 甚だ 宜しくない、 さう 云 ふ 事が あると 甚だ 
宜しくない ので あるから、 左樣な ものを 抑 ゆる 必要 
が ある、 斯樣な る 諮 論が 出る かも 知れない ので あり 
ますが、 泡沫 會社の 如き ものを 經營 する 者は 眞面目 
なる 仕事を 爲す 者とは 自ら 別であります、 泡沫 會社 
の 如き もの、 仕事を 抑へ やうと 云 ふなら ば 所謂 r ブ 
レミ ヤム」 を 取る 事を 商賣 にして 居る 者、 株券 其 物 
の S 買を して 差金を 儲けなければ ならない と 云 ふ 如 
き 者に 對し て、 其 税金を 取る 事を 考へ たら 宜か らう 
と 私共は 思 ふので あります、 適々 眞 面目なる 事業を 
爲 して 積 上げて 来た 所の 利益に 對 して、 八 朱 以上に 
於て 超過 所得税を 取らる、 と 云 ふことは、 今の 我國 
の狀態に於てほ、酷であらうと吾々は考へるのであ 
ります 一 拍手 起る〕 殊に 現在 我 國の狀 態を 見れぱ 、 
熟 心に して 眞面 目なる 事業の 勃興、 並に 其 等の もの 
の發展 する ことを 企 圖しな けれぱ ならぬ 大切な 時期 
であると 考へ るので あります •此 時に 當 りまして は 
まだ 利益の 洵に 少ない 所の 法人に 對 して m 來得る 限 
り 負 擔を輕 からしむ ると 云 ふこと が 實に 當然で ある 
と 思 ふので あります、 勿論 それが 一割 五分で あると 
か 二 割 三 割と 云 ふやうな 大なる 利益を fi る ことにな 
り ますれば、 是は 比較的 重い 負擔を 課け て も 宜しい 

と 思 ふので あります， 又 吾々 も それを 主張す る 者で 

あります が、 まだ 一割に も 及ばない、 即ち 戰時 利得 

税に 於て は、 平時に 於け る 普通の 會 社の 利益と 見て 

居る 所の 一割 •それに も 及ばざる ものに 對 して 超過 

所得税を 収 ると 云 ふことは •离だ 宜しくない、 寧ろ 

是ほ 保 |<'| 獎勵 すべき 必要が ありは しない かと 吾々 は 

思 ふので あります、 全體 先刻 も 色々 御 議論が あつた 

やうであります が、 法律が 完全で あると か •完全で 

ない とか、 撤底 すると か、 徹底し ない とか 云 ふ 議論 

も あつた やうであります が、 勿論 人間の 桁へ る 法律 

であります が 故に、 何處 まで 進めば 法律が 完全で あ 

るかと 云 ふことは、 殆ど 窺 ふことは 出來な いと 思 ふ 


のであります、 人間と して 出 來煜る 限りの 事を 盡す 
ょり 外に 仕方がない のであります が、 私共は 斯樣に 
考へて 居る のであります、 先刻 も 申します 通り ノ泡 
沫會 社の 勃興で あると か、 投機的 精神' か 昂まつ て來 
て闲 る、 先刻 も 町 田 君 も 御 話で ありました が 如く 農 
家の人々 に 投機心が 出来て、 彼の 株を 買つて 見たり 
此 株を 買つ て 見たり、 株の 賣買で 儲け やうと する が 
如きは、 甚だ 時勢に 鑑みて 宜しくない、 吾々 も それ 
は 其 通り 思 ふので あります、 左樣な る ものを 抑へ や 
うと 云 ふなら ば、 嘗て 委負會 に 於て 政府 委員から 御 
說明が ありました 如く、 亞米利 却で あると か、 普魯 
西で あると か 云 ふ國が 行つて 居る が 如く、 吾々 人民 
の 有 ゆる 利益に 對 して 租税を 課し、 其 代り 有 ゆる 借 
金の 利息を 引いて やる、 此處 まで 行かなくて は 私 等 
は 徹底す る ものでは ない と 思 ふので あります (拍手 
する 者 あり) どうしても 私共 やらなくて はならぬ と 
思 ふので あります、 其處 まで 行く ことの 出来ない 唯 
今の 状態でありまして は、 泡沫 會社を 抑 へんと する 
手段の 爲め に、 眞 面目なる 會社を 抑へ る やうな 事を 
爲 して、 泡沫 會 社を 作つて r ブ レミ アム」 で 儲ける 
か、 又は 或る 株を 買つ て 直ちに 賣つて 其 間を 儲ける 
か、 所謂 「ス ペクレ ーシ 3 ン」 を爲す 者に 對 しては 
一錢 1® の 課税 も 課つて 居ない、 又 課け ない、 然る 
に眞 面目に 事業を 經營 して、 三年 四 年 五 年の 苦心を 
して 僅かに 八 朱を 超える 利益を 得る に 至れば、 直に 
超過 所得税を 取られる と 云 ふが 如きは、 餘程考 一考 
しなくて はならない 事柄で あると 考へ るので ありま 
す (拍手す る 者 あり) 此點 からして 吾々 は此會 社の 
利得 八 朱と 云 ふ ものを 一割に 引上げる、 一割を 超し 
た 場合は、 是は 相當な 超過 所得税を 取つ て も 宜しい 
斯樣に 私共 (3: 信ずる 者であります、 次に 第二の 要點 
であ 〇 ますが、 是は 原案 第 十九 條の 修正であります 
即ち 原案に 於き ましては、 第三 種の 所得税の 兔税限 
度が 六百圆 以下と 定めて あるので あります、 之を 私 
共は 千 圓に 改め やうと 云 ふので あります、 即ち 第三 
種の 所得税の 免税 限度を 千 圓に 改め やうと 云 ふので 
あります、承る所に依りますれぱ、憲政會の諸君に 
於き ましても、 所得税 法の 改正を 御 提案に なり まし 
て、 矢張此 免税 限度を 千圓に 改めたい と 云 ふ 御 提案 
の やうに 承つ て 居ります が、 併し 之は 現行法に 對し 
ての 御 修正で あると 思 ひます、 吾々 の ほさう で it な 
い、 政府が 今回 提案され た 所の 所得税 法改正 法律案 


中に 於て、 免税 限度 六 百圓を 千圓に 改め やうと 云 ふ 
のであります、 是も 申す 迄 もな く我國 現今の 狀態に 
鑑みて 見ます れぱ 、一箇年に 六 百圓と 云ふ收 入の あ 
る 人は 決して 餘裕の ある 人では ありませ ぬ、 成程 政 
府 案に 於き ましては、 未成年の 者で あると か、 不具 
癡疾 者と 云 ふやうな 者が 家庭に ある 場合には、 其 人 
に對 しまして ほ、 其戶 主の 申 吿に依 りまして、 それ 
ぞれ 所得を 控除され る 恩典が あるので あります けれ 
ども、 それに 致しましても 所得 六 百圓と 云 ふ 人から 
租税を取ると云ふことほ、唯今の物價騰貴の時代に 
方り ましては 隨分 苦痛を 與 へる ことであります、 御 
承知の 如く 我國に 於て 初めて 所得税 法が 行 はれまし 
たのは 明治 二 十 年の 三月であります、 其 時で すら 免 
稅の 最低限 度が 三百 圓で あつたので あります、 それ 
から 今日 迄 どれ だけ 經つて 居る か、 實に 三十 幾年と 
云 ふ 久しき 時日を 經 過して 居る のであります、 其 間 
に 於け る 時勢の 變遷と 云 ふ もの ほ 如何で ありませ う 
有 ゆる 物 價と云 ふ もの ほ 五倍 六 倍、 乃至は 其 頃に 比 
ベ ますれば 十倍に もな つて 居る のであります、 それ 
に 又 今回 提案に なりました 所の 原案を 見ます ると、 
最高 限度の 方は どうで ありませ う、 唯今 申す のは 最 
低 限度であります が最萵 限度の 方は どうで ありませ 
う、 現行法に 於き まして ほ 第一 一 i 種 所得税の 最高 限度 
'と 云 ふ ものは、 其 累進 率が 二十 萬 圓を 標準と して 出 
来た ものであります、 然るに 今度の 改正案で (X どう 
であるか、 一躍して 最高 限度 八 百 萬 圓を相 像して 居 
るでは ありませ ぬか、 二 十 萬 圓を相 像した ものが 八 
百 萬圓を 相 傑して 居る、 然るに 最低限 度に 於て は 二 
十 何年 前に 初めて 所得税が 出 來た 時に、 最低限 度 三 
百圓で あつた ものが、 今度 提案され て 漸く 六 百圓と 
云 ふことは、 餘 りに 其 差を 見る ことが 少 いでは なか 
らう かと 思 ふので あります (拍手す る 者 あり) それ 
から 六 百 圓と云 ふ 最低限 度を、 私が 申します やうに 
=f 圓と 改めます ると、 其 税額は 全腊 幾ら 減ずる か、 
政府の 收入ほ 幾ら 減ずる か、 之を 政府の 出される 參 
考 書に 依て 取調べて 見ます ると、 六 百 圓と云 ふのを 
千 圆と 改めた 所で 其 納税 總額は 僅 に 四百 六 萬 六 千 二 
百 六十 圓で あります、 四百 六 萬 [0 と 云へ ば、 吾々 か 
ら言へ ば 大きな 金で あるが、 政府の 金から 言へ ぱ餘 
り 大きい 金で ほ ありませ ぬ、 四百 六 萬 六 千 二百 六十 
圓の減 收を認 めれば、. 六 百圓を 千圓に する ことが 出 
来る のであります、 而して 此納税 人数は どれ 程 ある 
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かと 云 ふこと を 調べて 見ます と、 是は 大正 八 年度の 
現在に 於て 政府が ^ ベた のであります が 故に、 改正 
法に 於て It 多少の 坍加を 見る であり ませう が、 大正 
八 年度に 於け る 政府の 調 ?？. に 依れば、 日本 全國に 於 
て 所得 §> を 納めて 居る 若の 1( が 百 三十 八 萬 七 千 四百 
七十 三人であります、 而 して 千 圓 以下の 所得の 者が 
幾らで あるかと 云 ふと、 八十 三 萬 六 千 八 百 六十 5rr: 人 
でありまして、 總八 0 3； の 六 割を 占めて 居る ので あり 
•* す、 此 比例で 申します と、 我 日本 國に 於て 今 ®! 政 
府が收 入され やうと 云 ふ 所得税 金額 總計 i {a 三千 五 
百 八十 一 萬 千 三百 五十. 1_、此 中で @6 に 四 西 六 萬 六 
千 二； 5 六十 圓を 抛てば rl 三十 八 萬と 云 ふ 大多数の 日 
木 M の 納税者の 六 割の 人に 税を 免ずる こと' か m 來る 
のであります (拍手す る 者 あり〕 斯の 如き ことほ K 

に 社 f; 政策の 上から 申しましても 又 徴税 上の 煩雜を 

避ける 上に 於き ましても、 極めて 大切な 事で あると 

思 ふので あります、 以前に ほ 斯う 云 ふ 蕺論も あつた 

やうに 承知して 居る、 多い 寡い ほ 5¢ 人の 財產に 佐て 

決める が 宜しい ので あるけれ ども、 國 民には 多少 共 

幾分な りと も 租税を 負擔 せし むる と 云 ふことは、 W 

任 上 宜しき もので あらう と 云 ふやうな 諮 論 も あつた 

やうであります が、 今日の 世界の 大勢 又 我國に 於け 

る _ 論、 W 際の 上からは 決して さう 云 ふ 議論は 行は 

れな いで あらう と 思 ふので あります、 斯の 如き 者に 

は 租税を 免じて やり ますれば、 大多數 の 者が 所得税 

を 免ぜられて、 而して 興減收 金額 ほ fl に 四百 有餘萬 

圓 、斯の 如き 次第であります るが 故に、 六 百 圓を千 

圓に 改める と 云 ふことは、 其差大 なる が 如くで あり 

ますが、 決して 國家 の經濟 から 言は ゞ大 なる もので 

はない、 是は どうしても 私共 ほ 實行す る ことが、 社 

會 政策の 上、 又徵税 上の 煩を 省く 爲め にも、 極めて 

大切な JJf であると 信ずる 次第で あ D ます、 次に 第三 

の ®i を 少し 述べて 見たい と 思 ひます、 銘三 の點は 山 

林の 所得に 關 する 件であります、 是は 甚だ 事 小なる 

に似て 居ります が、 我國の 山林 家に 取りまして は、 

極めて 大切なる 事でありまして、 此 問題の 如何に 依 

りまして は、 我國の 山林 業者の 盛 裒 に關 しは せぬ か 

と 思 ふまで に 私は 心配して 居ります、 即ち 是は改 正 

案の 第 十三 條第 一 項の 第三 號に 於て、 山林の 所得と 

齊かれ てあります のを、 矢 張 現行法の 主義を 以 ちま 

して、 山林の 所得 ほ 山林の 伐採に 法り 又 (3; 伐 探せし 

むる に ® り 云々 と變へ るので & ります、 此 問題に 對 


しまして は、 是 まで 政府委 a などが 述べられました 
こと、 並に 此演堉 に 於て 多少 論 葯され ました 所を 承 
りましても、 少し ?} f i1? に撤 底せ ざ る點が ある やうに 
私 (3: 思 ふので あります、 現在に 於ても 山林 業者と 云 
ふ ものは、 斯う 云 ふ 風に して 税を 取られて 居る ので 
あります、 地面の 上に 立つて ある 所の 立 木を 伐つて 
之を 迓 れぱ 勿論 所得税を 肢られ るので あります、 又 
假令 山林の 木を 伐つ て H らず とも、 其 木を 伐ら しむ 
る 目的を 以て、 立 木の 燼他 人に 讓瞍 した 場合に も、 
税を収 られて 居ります 、是ほ 吾々 も E つて 宜か らう 
と 思 ひます、 或學 者の _ 論を 聽き ますと、 苗木な ど 
の 關係も あるから、 此税を 取る のは 少しく 酷で ある 
と 云 ふこと を、 國家 學會雜 誌な どで 大分して 居る 人 
が ある やうに 拜見 致しました が、 私が® 際の 上に 是 
までは 税を 取つ て 宜しから うと 思 ひます、 然るに 父 
祖傳來 の 山林を、 或 事情の 爲 めに 賢らなければ なら 
ぬ ことに 遭遇して、 其 者が 立 木の 儘、 山林の 土地 其 
儘に 全體を 他人に 讓渡 致しました 場合で も、 其 利益 
を 計算して 所得税を 取られる のであります、 此位ゐ 
酷な 話 {3; 無い のであります、 政府は それ 程までに し 
て税を 取らず とも、 何れ 山林は 伐る のであります が 
故に、 山林の 木を 伐つ た 場合に 於て税 を 取つ たなら 
ば、 決して 脫税の 魔は 無い と 思 ふ、 ところが 政府は 
何と 言 ふかと 言へ ぱ 、脫税 の 虞が ある 故に、 唯今の 
如き 場合に 於いても、 計算して 税を 取らなければ な 
らぬと 申される ので ある、 私は 是れは 酷な 事で ある 
と 思 ふので あります、 さう 云 ふこと になつ て 居り ま 
すが 故に、 行政訴訟が 度々 起り まして、 其 起り まし 
た 都度 政府は 敗訴 致して 居る のであります、 其 結果 
今冋 法律を 改正され て、 取扱 上 政府の 便宜の やうに 

され やうと 云 ふこと、 相 像され ますが、 斯の 如き 事 

になります れば 、政府の 都合の 好いだ け それだけ 人 

民は 都合が 惡 いと 云 ふこと になる のであります (拍 

手 起る〕 是は餘 程 考慮を 要する 事であります、 成程 

山林と 云 ふ もの ほ、 永牟 掛からな ければ 其 樹木が 大 

きくなら ない のでありまして、 其 得る 所の 期間が 非 

常に 長いので あります、 それ故に 政府に 於ても 其邊 

の 不便を 感ぜられる ことがある であらう と 思 ひます 

が、 脫税と 云 ふことは 決して 無から うと 思 ふので あ 

ります、 木を 伐つ た 時に 取り さへ すれば 宜しい ので 
あります、 其評價 格に 於て、 政府の 見る 所と 合は ざ 
る ことが 偶々 あると 云 ふのを 以て、 政府が 今回の 修 


正を 爲 して、 土地 諸共に 立 木の 付いて 居る 所の 山林 
を迓 つた 場合まで も is si せられん とする の ほ、 是は 
山林 業者に 取つて 頗る 大な る打擊 であると 思 ひます 
それ故に 私 は 先刻 申 述べました 如く、 事柄は 小なる 
やうであります が、 租税の 均衡を 保つて、 社會 政策 
を 益々 徹底せ しめんが 爲めに ほ、 是非共 此 修正を 出 
さなければ ならぬ、 斯樣に 信じました 次第で あるの 
であります、 尙ほ第 四の 點を 少しく 申 述べたい ので 
ございます、 是は 極めて 簡單 であ 〇 ます、 原案の 趣 
意を 賛成 致して 居る のであります が、 所得税 調査 委 
員 及 其 補充 員の 選擧の 規定であります、 今回 提出に 
なりました 所の 此 原案には、 頗る 徹底せ ざる 點 、不 
滿の點 が ある やうに 思 ふ C0- であります、 I 例を 申 上 
げ ますれば 選擧 日であります、 其 日の 時間 —— 投票 
の 時間が 一 も 規定して 無い、 是は 誰が 定める のか、 
誰が 定める と 云 ふこと も 書いて ない 税務署 長が 定め 
るので あるか， 之を 扱 ふ 市町村が 定める ので あるか 
一向 さう 云 ふこと も 規定して ない、 又 投票の 効力に 
就ても 何等 規定す る 所がない、 それ故に 一人 一票を 
投ず るので ありまして、 單記 無記名で あるが 假に二 
人の 名前を 連記した 場合に、 其 投票は 全部 無効に な 
るので あるか、 或は 前に 書いて ある 一人を 有効と す 
べき ものである か、 斯の 如き 事 も 一向 定めがない か 
ら 、疑義を 生ずる ことが 夥しい のであります、 殊に 
選擧と 云 ふ 文字に 對 しても、 頗る 疑義に 苴る ことが 
ある f 選 擧ノ終 リタ ル トキ ハ」 と あるが、 是ほ 他の 
法律から 言へ ば 「當 選 入定 マリ タル トキ ハ」 と變へ 
なければ、 どうしても 理窟が 合は ない と 思 ふ* 尤も 
斯樣な 小さな 細かい 事を 玆に 論ずる 必要は ない ので 
あります が、 斯の 如く 所得税 調査 委員 並に 其 補充 員 
の 選 擧に關 しまして は、 法律に 不備の 點が ある、 所 
が 之を 一々 に此 法律に 定める と 云 ふことは 煩に 堪へ 
ない が 故に、 玆に 一箇 條を 設けて、 此 法律に 定めた 
る ものを 除く の 外の 必要なる 事項と 云 ふ もの ほ、 命 
令を 以て 之を 定める と 云 ふ 一箇 條を 設けて 置く S 
が あると 吾々 は 思 ふので あります、 勿論 此 所得税の 
調査 委員を 選ぶ と 云 ふことは、 人民の 一の 權利で あ 
ります、 ® 利を 定む るので あります が 故に、 法律に 
於て 命令に 之を 委任して 置く， 所謂 委任 立法の 方法 
を 執る ことが 當然で あると 吾々 は 信ずので あります 
此 理由に 依り、 此箇條 を 入れたい と 思 ふので ありま 
す、 其 他に 私共が 提出を 致して あります ものに 就き 
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まして、 まだ 何 fs fts も r£ 正を する 所が ある， 即ち $ 
員會 の決逛 以上に、 まだ 晓の 4S 正を 耍する 點が 
あるが， 是 は唯今申しました四面胙から閱$して、 
當然 修正を 要すべき 面婼で あります V, 故に、 M' 中 
上げ ませず とも、 諸君が 吾々 の 出した 案を； ti. K > さ 
れぱ 、自然に 其 理由が 分る であらう と 思 ひます、 そ 
れ 故に 私；！ ：1茲に之れを申述べないので ?0 0ます、然 
らぱ 吾々 の 云 ふ 如くす れぱ 財源に 對 して どれ •たけの 
違 ひが 出来る か、 fr 社の 超過 所得税の 限度の 八 朱を 
.一割に して 幾ち であるかと 云 ふに 政府案の 如くに す 
れば 、僅かに 五十六 萬 II であります、 所が ^ M f? の 
修正 吾々 の 賛成を して 居る點 であります が、 其の (S 
正の 積算から 言へ ば •此 倍になる のであります から 
百 十二 萬圓 ばかりになる のであります、 それと 先刻 
申しました 如く 第三 稱 所焊税 の® 低 限度 六 百 g を 千 
圓とする、此金が四百萬圆兩方合せた所が陆か五西 
萬圓で あります •其 五 百 萬 II の 金は、 吾々 の考ふ る 
所では 明かに 出て 來るや うに 思 ひます 何とな れば政 
府が 今回 積算を されて 出されて 居る 所の ものは、 大 
正 六 年の 現在を 標準と して 調査して 居られる ので あ 
ります、 其 後 大正 七 年、 大正 八 年と 所得税は 益々 增 
加して 居る のであります、 之を 標 维 として 調 ani すれ 
ば、 五 百萬圓 ばかりの 金は 減收を 見ました 所で、 算 
盤が 喰 付く ことは 明かで あると 吾々 ほ 信ずる ので あ 
ります •是で 此四つ の 私共の 特別に 要求す る 所の 修 
正の 理由 ほ 申 述べました が、 一言 —— 第一 is 會に於 
て 修正の 細密なる 點に苴 りまして ，憲政 會の諸 封と 
政友會 並に 小川 君 等の 諸君の 間に II 論され た 點に就 
て —— 吾々 も此 政友會 から 出された 案に、 此點 は賛 
成を する のであります が 故に、 一言 茲に辯 明を 加へ 
て 置く 必要が あると 思 ふので あります、 それは 他の 
點でほ ありませ ぬ、 先刻 町 田 君から 言 ix れ ました 農 
業 等の 借金に 就ての 利子の 問題であります， 是は私 
は 斯う S ふこと に 解 釋を 致して 居ります、 現行法に 
於き ましても、 商賣で あると か 農業で あるかと 云 ふ 
事を營 みまして、 それから 所得が 入る、 其 所得税を 
產出す 其 源に 確になる 所の 資本と 云 ふ ものが 借金で 
あつて やつて 居るならば、 其 利息は 必耍な る經 费 と 
して、 現在に 於ても 控除され て 居る のであります、 
是は 先日 政府 委員に 質問を 私が 委員 ® ■ で 致しまして 
其 通り 政府 委員 も 答へ て、 速記 錄に 載つ て 居ります 
又 吾々 の 友人 も 現に 其 意味に 於て 借金の 利子を 控除 
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して H つて 居る 人が あるので あります、 斯う 云 ふ 問 
題が ある •大きな 田地を 買つ て、 直ぐ 其 田地を 他所 
に賣 つて、 所謂 池 馬 喰を やつて、 それで 間を 儲ける 
其 借金に 對 する 利息は 勿論 引かない、 引かない 譯で 
あります •其 地 馬 咬で 儲けた 所の 利益には です、 總 
ての 「レ— シ H ン」 に 依て 儲けた 利益には 我國で ほ 
課け て 居らない、 所得税を 課け て 居らない から 引か 
ない •けれどもが、* ほ 資本と して C 「そんな 事實は な 
い」 と 呼 ふ 者 あり〕 事 實で ある •何と 言 つても 事 實 
だ、 證據が ある、 此 問題が 違 ふと 云 ふなら 幾らでも 
爭 ふ。 

0_ 長 (‘大 岡 育造 君) 修正に 就て ：… 

〇 大口 喜 六 君 (續) いや 是 ほ 修正です (「讀 會の 場合 
はさう 云 ふこと を 言 ふ ものでは ありませ ぬ」 と 呼 ふ 

者 あり) 是 ほ 修正です、 私共が 出して 居る 修正です 

其 内で 共通の 點 ほ 說明を 先き に 避けた のです、 吾々 

は 矢 張 それを 修正して 居る のです、 其 修正を して 居 

る 理由を 此 所で 申 述べる、 吾々 の 修正案を 出して 居 

る それは 決して _渾嵙 の 言 はれた やうな 譯で はない 

能く 吾々 の 案を 見て 下されば 分る •吾々 は 決して 言 

を 左右に して 勝手なら ぬ ことを 言 ふ ^ では ありませ 

ぬ、 全く © 面目々々々 であります C 拍手 起る 「ひや ひ 

や 一と 呼 ふ 者 あり) 吾々 li どう 云 ふ 修正を して 居る 

かと 言 ひます ると ， ^ 社の SG 當が です* ^ ^ さる、 

場合に は 二 ® i を 控除す る •斯う 云 ふ 修正案を 出して 

居る、 lit 點ほ 政友會 の 案と 向 一であります、 共通で 

あ 〇 ます、 其 點 ほ 先き に說明 を 後 廻し にして 置いた 

が 典 分を 說明 する のであります、 それは どう 云 ふ譯 

であるかと 言へ ば， 現に »ft 今の 通 〇 必要なる 經 費と 

2;- ふので 柃 除して 丙る 0 であります* 將來 も此 改正 

法 汴泼に 於て さう 云 ふ 借金の 利子は； S  くので ありま 

す、 引く ことを 明言して 居ります、 之に 對 しまして 

矢 張 拙® を 得る e めには、 どうしても 是は矢 張 株に 

W しても I  ~制位のものを引くのを當然であると告々 

ほ , i!'. つて 居る のであります、 此趣 Ai に 於て此 修正案 

を 吾々 {3: 出して 1J る 次第であります、 是だけ 一言 添 

へて fa きます、 尙ほ此 案に 就きまして ほ 色々 吾々 は 

申 述べたい 事が あります、 委員 會の 修正に 對 しまし 

て も 吾々 は 共同一致の 點が あるので あります から、 

尙ほ申 述べたい のであります るが、 此 場合 ほ 私 13: 此 

修正 意見を 說明 すべく、 此® に 登つ たのであります 

から. 是だ けで 止めます、 何れ 吾々 の 同僚から して 
所得税 法改正 法律案 第二 讀會  I 


吾々 の 意見は 又 © 衍する 場合が あらう と 思 ひます か 
ら 、私 ほ 是で …… 

01 長 (大岡 育造 君〕 三 土忠造 君 
〔三 土 忠造君 登®、 拍手 起る〕 

〇:一一 土 忠造爵 最早 時刻 も 筮迫 つて 居ります るが 故 
に ■極めて 簡單に 唯今の 國民黨 の 修正案に 對して 、 
頗る 必耍な る 二 點だ けに 就て 吾々 の 意見を 述べて 見 
たいと 思 ふので あります、 政府の 原案に 對 して 吾々 
同志 li 修正案を 出しました が、 國民黧 並に 新政 會正 
•交 俱樂 部の 諸君 ほ 全部 御 賛成で あり. ました、 其 上に 
更に 國民黨 の 諸君は 四つの 點に對 して 修正を 加へ た 
のであります、 何れも 誠に 御尤な 修正であります る 
が， 就中 # 社の 超過 所 ^ 免税 點を八 分を 一割に する 
_ と 云 ふ點 ，及 個人 所得の 免稅點 六 百 圓を 千圓 にす る 
.と 云 ふ點 、此點 に 就きまして、 吾々 は 國民黨 の 諸君 
と 少しも 意見は 違は ぬのであります、 主義に 於て は 
御 同 <i であります るが， 唯财政 上の 見地ょり 又 其 他 
の權衡 論ょり" 穹 へまして 斯の如 き 程度が 宜しから 
うと 考へた のであります、 或は 他日 一般の 税制 整理 
の 場合に 於き ましては •諸 岩と 同樣な る 修正を する 
やうな 場合が あるか も 知れ ませぬ、 今日の 程度に 於 
ては、 吾々 は 斯の如 くす る こと if 財政 上 其 他の 事 
情から 已むを 得ぬ こと、 考へ るので あ 〇 ます •世間 
では 此 超過 利得の 八 分と 云 ふこと に 就きまして >  往 
々誤解が ある やうであります、 私共の 所へ など 參つ 
て， 實業家 諸君の 話を される 所を 聞きます ると、 餘 
程 誤解を されて 居る、 故に 私は 此際國 民黨の 諸君に 
向つ て反對 する 好機を 利用して， 說明 をす る ことが 
必要で は ないか 知らん と 思 ふので あ 0 ます、 申す ま 
でもな く此第 六條の 法人の 資本金 額と 申します るの 

は、 拂込 金額と 積立金と を 合せた ものであります 故 

に、 唯今 大口 君が 例に 擧 けられました やうな 新設 會 

社に 取りまして は、 八 分と 云 ふこと (X 誠に 低く 過く 

る やうに 思 ひます る けれども、 旣設 の會社 —— 隨分 

積立金を 持つ て 居る 會 社に 對 しまして ほ、 餘程八 分 

では ^ 大で ある， 少く とも 12 大に 見える ので ありま 

す、 例へ ば 古い tr 社で、 非常に 事業の 繁榮 をして 居 

ります， 會社 經營狀 態の 非常に 良い 會 社に 於き まし 

ては ' 非常に 多くの 積立金を 持って 居る —— 積立金 

と拂込 資 本と を 合せた ものを 資本と 見まして、 其 八 

分 以上を 以 つて 超過 利得と 致す のであります、 故に 

爰に 分り* い爲 めに 最も. 極端なる 例 最も 諸君の 誰に 


でも 分り ^ い 例を 申 上げます ると 云 ふと、 _ 淵紡續 
會 社であります 鐘 淵 紡. 緩 會 社を 例に 取つて 此の 本 法 
を當 嵌めて 見ます ると 鐘 淵 紡績 會社 は拂込 資本が 千 
五 百 八十 萬圓で あります、 而して 積立金は 拂込 資本 
ょりも 更に 多い >  積 立命は 千 九 百 七十 萬 圓で ありま 
す、 即ち 拂込 資本に 對して 積立金が 十二 割 五分に 當 
ります、 即ち 本 法に 依り 此拂込 資本と 積立金と を 合 
せて 資本と 見ます ると 云 ふと、 即ち 兩方 合せます る 
と 三千 五 百 五十 萬圓 になります、 故に 鐘 淵 紡績 會社 
に 於き まして、 若し 一割を 以 つて 超過 所 3 !稅 の 限度 
と 致します ると 鐘 淵 紡績 會 社に 對して ほ 拂込 資本に 
對 して 拂込 資本の 二割 二 分 五 厘まで (X 超過 利得 税は 
課らぬ のであります 、資本 即ち 積立金と 拂込 資本と 
合せました もの、 一割と 云 ふことは， 拂込 資本の 二 
割 二分 五 厘になる のであります から、 二割 二 分 五 厘 
の K 當迄ほ 超過 利得が 課らぬ、 斯ぅ 云 ふこと になる 
のであります •更に 極端なる ものを 申します ると、 
日本 郵船 會 社であります、 日本 郵船 tr 社の 資本金は 
—— 拂込 資本金は 五 千 八 百 萬 1«! であります、 而して 
積立金は 一億 二 千 七 百 萬圓で あ 0" ます、 拂込 資本に 
對 して 積立金の 割合は 二 十二 割であります、 故に 若 
し 此の 拂込 資本 だけを 押へ にして 郵船 會 社に 超過 利 
得稅を 課け ます 場合には、 三 割 二分 迄は 一 割と 
見ます と， 其 三 割 二分 迄は 超過 利得 税は 課らぬ ので 
あります、 三割二 分を 超えて 初めて 超過 利得 稅が課 
ると 云 ふこと になる のであります、 是れ 等の 幾多 あ 
ります る 所の 旣設會 社の 狀况 を考 へまして •能く »; 
盤を 持つて 見れば、 積立金と 雖も相 當の利 廻りに 付 
かなければ ならぬ ものであります から、 同じ 拂込資 
本と に 見て 宜い S であります が、 會社 の拂込 資 
本に 對し まする 配當 率な どを 見ます ると 云 ふと •非 
常に 大きな ものを 見て、 而も 其の 會 社に 超過 利得税 
が 課らない と 云 ふこと になる と、 左樣な ことか 錐 多 
事例' かあります る 場合に 於て、 それが 是 等の 算盤 勘 
定を 十分 解せ ざる 人々 に 如何なる 感情を 與へ るので 
ありませ ぅか、 吾々 は 斯樣な る實際 上の車 例 も考ヘ 
まして、 先づ 今日の 狀態に 於き ましては 八 分、 即ち 
拂込資本及積立金の兩方合せて八分と云ふことほ， 
餘り 苛酷で ない、 斯う 考へた のであります、 それ か 
ら洞人 所得の 免税 點の六 百 圓を千 圓に すると 云 ふの 
であります が、 成程 六 百 圓と云 ふ 事を 單に考 へます 
と* 非常に 低く 過ぎる、 今日の 物® から 申します れ 


ば、 六 百 [fll は 低く 見える のであります るが、 併な が 
ら此 改正案に 於き まする 所の 六百圓 と： 石ふものぼ、 
是迄 の £1 い 法律 及び 現行法の 免税 點の 金高と 比較し 
ます 時分には， 餘程他 の 事情を 考へて 見なければ な 
らぬハ 如ち 現行法と 比較 致して 見ます と， 第一に 注 
意すべき は、 現行法に 於き ましては 特別 控除と 云 ふ 
4 のが ある、 特別 控除を 引いて —— 引く 引かぬ に拘 
らず 最少 限度を 極めて あるので あります、 即ち 五 百 
圓と云 ふことは 最少 限度に なつて 居ります が、 五 百 
間は 若し —— 特別 控除を 引いて 五百圓 以下に なり ま 
しても， 是に課 税 丫 るので あります、 然るに 改正 法 
に 於き ましては •特別 控除を 引きました 後の 金高が 
六 百 圓未滿 ならば 課税し ない のであります， 此點が 
非常に 違 ひます、 而して 特別 控除は 二割であります 
るが 故に、 七 百 五十 圆の 所得に 對し ては •二割 引き 
ますから、 六百圓 になる のであります、 七 百 五十 _ 
以下の 金高では •所得税は 兔除 さる、 のであります 
六 百 _ と 云 ふことは， 他の 總ての 事情な しに 考 へて 
見ましても， 實所指 七 百 五十 圓と云 ふことは 同じ 意 
味であります、 其 上に 此 度の 改正に 於き ましては， 
扶養者の 爲めに 控除す る ことが 加は つて 居る ので あ 
ります、 即ち 千 圓以 下に 於き ましては ，扶養者 一人 
に 付て 百 圓引 くので あります が、 今日 迄の 納税者の 
數に 依つて， 一人の 納税 義務 者が 幾人の 扶養を 抱ぇ 
て 居る か 其 平均を 見ます と 云 ふと、 一人の 納税 義 
務者が 三人 一分 五 厘の 扶養義務 者を 有つ て 居る ので 
あります* さぅ します ると 云 ふと、 先づ 分〇县 くす 
る ® めに 一 人に 付て 三人と する  >  三 人と すれば 千 圓 
以下の 所得に 對 して 一人に 三百 圓 平均 引く ことにな 
るので あります から* <151 入々々 から 見れば 別で あり 
ますが •全體 から 申します と 九 百 11 を 最少 限度と 致 
したと 同一の 意味になる のであります* 其 上に 更に 
現行法に 於き ましては、 課税率 最低が 百 分の 三で あ 
ります るが、 此 度は 百 分の 一であります •斯樣 な 點 
から 考 へます ると 云 ふと •六 百 圓と云 ふことは 必ず 
しも 餘〇 低き に 過ぎる と 云 ふことは 言へ ぬと 思 ふの 
であります、 此 改正案に 依りまして， 例へ ぱ玆に 所 
得 千圓を 得る 者が あると 致します ると* 千 圓の屮 か 
らして 先づ 特別 控除を 二割 引く  •即ち 八百圓 になる 
其 中から 扶養者の 數が假 りに 二人あります と， 六 百 
圓とな 〇 ますが、 三人 あれば* 五百圓 となつ て、 千 
圓 の所焊 の 者は 全部 免除 さる V のであります* 斯樣 
I 七 一 五 
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な 次第であります るが 故に， gf s の 上に 於て ほ 殆ど 
千 罚まで 切上げた のと 同じ 結果になる のであります 
喵今大 rl ^ lt 是ま で (3: 納税の S 陆に佐 りまして， 納 
设適 務衮が 百 三十 八 35 •其 中 八十 三 as まで 千 ¢4! 以下 
の 納税者で ある、 即ち 納税 遇 務者の 六 割 以上が 千 圆 
以下で あるから、 千 _以 下を 切 下げれば 非常に 肋 か 
る， 斯う 云 ふ 祺を言 (X れ ますが， 是 ほ 現行法に 於て 
申す ことで ある、 此改正 案に 於て 申します れぱ ，千 
冏以 下の 納税者と 云 ふ もの ほ 非常に 減る ので ありま 
す是铮の事愤を考へまして、吾々ほ先づ今日の所で 
rl 圓位で 我 幔 さすょり 仕方が あるまい 六 f-l 圓と 致し 
ますと 非常に 苦しい やうに 見えます けれども、 試に 
六 W 圆の 所偈衮 に對 して 此税 率を 課け て 見ます と、 
儆に 一简年 六圓 であります 之を 四 期に 納めます から 

一度に 一圆 五十 錢で ある、 今日の 物 借 かに 逆に 申し 

ますと、 一期に 一 十錢 納める と 云 ふことは 大し 

た 税で ほ ない、 而 して 税を 納める と 云 ふこと に 依つ 

て、 ; 1 舉 _ も 得れば 又國 民と 共に 國家を 背負つ て 立 

つと 云 ふ 義務 翻 念 も 伴 ふと 云 ふ 御 論が 先程 ありまし 

たが- 是も歐 米 諸國に 於け る 税法 論と して 有力なる 

議論と なつて 居ります、：  吿々 ほ 此懿 論に 耳を 傾けて 

六 7I IWJ にす るので はあり ませぬ 併ながら 算盤 上から 

考へて も、 六 百 圓と； K ふ ものは さう 苛酷な もので ほ 

あるまい、 斯う 云 ふ 意味に 於て 之に 賛成 致した 次第 

であります、 尙ほ 序ながら 憲政 會の 諸君が I 先刻 

憲政 會の町 田 ^) からして W 非雖の ありました — 本 

案に 對 して 御 非難が ありまして、 我が 同僚の 鹈澤君 

ょりして 之に 對して 間違つ て 居る と 云 ふこと を 申し 

ました 所が、 鹈澤 君が 間違つ て 居る と 云 ふこと を 言 

はれた、 即ち 町 田 君の 御說に 依る と 吾々 の 修正 依て 

枕 式 斡 社— 株式の 配當の 中から 二割を 引く， 法人 

の 所得の 中から 二割を 先に 引いて、 其殘 額を 綜合す 

ると i< ふこと に 致しました のを、 非常に 不都合の や 

うに 言は れま す、 而して 是が爲 めに 農民との 檝衡が 

取れない、 即ち 金を 借りて 田地を 買つ て 年貢を 取る 

或は rf ら 耕す、 之に 依て 得た 所の 所得に 對して は、 

借金の 利子の 引かない、 然るに 株式 會 社に S しては 

借金とは 言 ほぬ が 二割 引く と 云 ふことは、 法人の 所 

5 r 旣ち株 式會 社から 取る 所の —— 會社か ら 取る 所 

の 所得と、 農民の 農家の 所得との 間に 不權衡 である 

と 云 ふこと を 言 はれました が、 是は 唯今 大 n 喜 六 君 

よりも 言 はれました 通りに、 町 田 君の 方の 御 解 釋が 


間違であります、 藤渾君 が 言 ほれた 通りであります 
筘渾对 ほ 唯々 fsri 明に 言 ほれました から、 私は 並に 晓 
文に ？ A いて 申して S きます が、 第 十三 勝に あるので 
ありまして、 第 十三 條の 第二 號 、第二 號には 「田 又 
は 畑の 所得 {5; 前 三年 間毎筇 の總收 人 金額ょり 必 5? の 
經费を 控除す I とあります、 此必耍 の經费 と 云 ふの 
は、 現行法に 佐つても 同樣で あります が、 借金の 利 
子は 必要の 經费 と湣 做して 引く のであります、 而し 
て 又 商工業に 就きまして (「のぅ^^ さぅ でない」 と 
呼 ふ 奢 あり〕 「前# 號 以外の 所得 ほ 總收人 金額ょり 
必要の 經費を 控除す. I 此必耍 の經费 の 中に も 矢 張 借 
金を 含む のであります C 「引かない^^ SK IS ほ 引かな 
い 能く 調べて 見 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 何を 仰し やる 
相 當なる 議員に 向つ て 知らないと ほ 何を 仰し やる、 
生 S 氣千萬 である — 此二 つの 條文を 見ます ると、 
即ち 農 一の 所得 若く は 商工業の 個人の 所得に 就き ま 
して、 必要の 經費 として 借金の 利子は 引いて あるに 
拘ら ず、 法人の 所得に 依つ て 個人に 綜合す る 場合に 
於て、 其 借金の 利子を 引く と 云 ふこと を 致して 居り 
ませぬ が爲 めに、 多少 不權衡 であると 云 ふ 所から 借 
金の 利子と 5;- ふ 意味で ございませぬ けれども、 二割 
だけ 引く と 云 ふ 事に 吾々 は 修正 致して、 寧ろ 原案に 
農業 及 商 : r: 業に 封して は 相當な 恩典を 與 へて ある然 ■ 
るに 株に 投資す る會 社に 投資 致しました 所得に 街し 
ては 其 恩典を 與 へて 居り ませぬ から、 斯樣な 修正を 
致して 初めて 原案に 修正を 加へ て、 三つの J®. 衡を得 
たのであります、 分りました か (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 憲政 會の 諸君は 總て反 對黨の 提案 若く は 議論に 
對して 何時も 杜撰と か 不徹底と か 縢 81 とか 云 ふ 事を 
言は れま すが C 「其 通り J と 呼 ふ 者 あり'  先づ左 樣な立 

派な 言葉を 使 ひます 前には‘ 自ら 能く 調べて やる が 

宜い (「ひや <」 と 呼 ひ 拍手 起る〕 私は 此法文 其 も 

のを 見ましても 明瞭であります し、 若し 之に 對して 

疑問が あるなら ば、 大藏 大臣に 對して 質問して 御覽 

なさい、 是は 序に 申した のであります が、 以上の 意 

味に 於き まして 私は 折角 國民黨 の 諸君の 御 提案で あ 

りまして、 主義に 於て は 賛成であります けれども、 

今日の 場合 吾々 の 執つ た 所の 方針に 基き まして、 反 

對、 せざる を 得ぬ のであります、 他の 一一 點に 就き まし 

ては、 事が 微細であります が 故に、 爰に 議論を 用ゐ 

ませぬ (拍手 起る〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 堀川 君。 


〔掘 川 美 哉 君 登 扭 、拍手 起る〕 

0 堀川 美哉哲 諸君、 私は 先程 大口 喜 六 君 •か 述べ ま 
した 所の 修正案に 對 して S 成す る ものであります、 
元來 吾々 ほ 現在の 税制 制度、 財政 制度に 對して 甚だ 
不 滿足を 感ずる 者で あるので あります、 此點ほ 大口 
君 も 12 々述べられた のであります、 現在の W 政經濟 
制度 ほ、 新時代の 要求に 全く 適合せ ざる ものである 
故 吾々 IX 是非とも 之を 新時代の 要求に 應ず ベく 改正 
しなければ ならぬ と 云 ふ 事を 主 I1M し、 且つ 國民 とし 
て 研究し つ、 あるので あります、 昨年の 議會に 於て 
財政 經濟 整理 機關の 必要を 趄議 し、 政府が 之を 容れ 
たと 云 ふことは， 至極 吾々 の滿 足した 所で ありまし 
た 然るに 豫期 に反して 今日に 至る 迄 全； く 何等の 提案 
をされ す、 荏苒 一年 近く 經過 された と 云 ふことは、 
此 最も 財政 經濟の 改革の 急を 要する 時期に 於て、 5S 
に 吾々 の 期待に 反する ものであると 同時に、 政府と 
しては 甚だ 不信の 行爲で あると 吾々 は 遺憾ながら 考 
へる のであります、 併ながら 本 回 提出され ました 所 
の 所得税 法は、 即ち 物 僧 騰貴に 應じ まする 所の 經费 
の 不足と、 軍備の 計 畫に對 する 所の 必要の 經 費 を 補 
はんが 爲 めに、 提出され た 所の 增税 案なる ものを 見 
まするに、酒造税に就てほ、此物價騰貴の今日に於 
て 益々 細民の —— 特に 下級 者の 負擔 を增す もので あ 
ると して、 甚だ ia 憾 とする のであります が、 財政の 
必耍は 殊に 吾々 は 軍事の 計畫に 對して 賛成 致します 
る 以上 ほ、 增税 は已 むを 得ぬ として 賛成 致した 者で 
あります、 而 して 所得税に 於き まして ほ、 消費税に 
課する、 即ち 中琉 以下の 國民が 主として 負擔 します 
る 所の 酒に 課税を した 結果と して、 所得税に 於て ほ 
主として 中 » 以上の 者に 課税す る 精神を 十分に 徹底 
せらるべき 铒で あつたので あります、 然るに 僅に 六 
百阊 — 兔税點 を 六百圓 にされ たと 云 ふことは 此の 
物價 騰貴の 今日に 於て、 而 して 貨幣の 瞒買 力が 著し 
く 下つた と 云 ふ 今日に 於て、 甚だ 遺憾と する 點であ 
ります、 併な から 所得税に 於て 政府 か 執られた 所の 
主義 •即ち 綜合 主義に 依つて、 從來 の、 即ち 現行法 
に 於て、 吾々 が 甚だ 遺憾と して 居つ た 所の 富豪の 脫 
税 、殊に 會 社の 利益の 減税 ^ -0 .聞え ませぬ ょ」 と 
呼 ふ 者 あり〕 免除と 云 ふが 如き S に對 しては、 非常 
に 思 切つ た 所の 政策を 執られた と S ふこと に付き ま 
して、 多少 滿足 する 者であります、 そこで 私は 主と 
して 大口 君の 修正 說に 賛成す る 者であります からし 


て、特に此大口君の舉げられました所の«*即ち法 
人 所得の 免除 點を 引上げる こと、 第 :： M 所 {9 に 於て 
免税 1!: を 一千 圆に引 上ぐ る こと、 山林 所 W に M する 
件 及 所得 si 調 壳委 M 並に 准 -vt 姿 X-1 に閱す る 件に 就て 
饺 成を すれば 宜い ので あ 〇 •まする が、 唯 > -: .+. パは 
此 第三 稱所 得に 對して 、，改正 法案は 殆ど ? Jf « に 於て 
一千 圓まで 引上げて 居る と、 斯ぅ 云 ふこと を W はれ 
た， 吾々 は 勿論 改正 法案が 現行法ょ 〇 も 沿 つて ® る 
遙か に陷 つて 居る と 認める が 故に 较成 をす るので あ 
る、 而 して 特別 控除額を 二割 上げた と 云 ふ ? If を 言は 
れ ました けれども、 是は 特殊の 鋤 勞所 得に 關する も 
のであつて 一般の 千 0 朱滿の 所得に 對する ものでは 
ない のであります、 六； E_ 未滿の 所得に 對する もの 
でない、 殊に 課税率 ほ 低めた と 言は れ ます けれども 
それは 先程 申しました 如く、 貨幣の 瞄貿 力が 著しく 
下つ て 居る、 現行法が 制定され ました 所の 大正 二 年 
ょりは 物價が 二倍 或 物は _ ; 倍に なつて 居ります、 大 
正 二 年に 改正され ました 法 茚 に te れは 、四百 1) にな 
つて 居る、 其 當 時に 比較し ますと、 今日の 物 似は 三 
倍、 甚だしき は 35: 倍に なつて 辟る、 今後 經濟界 に 如 
何なる 變化が 起り まして、 物價が 多少 下落す ると 致 
しましても、 近き 將來に 於て 物 M' か 大正 二 年の 物 M 
の 程度 迄 ドる と 云 ふこと {X 豫期せ られな いので あり 
ます、 果して 然らぱ 吾々 は 物價 並に 貨幣の 腿 買 力の 
程度に 鑑みて、 大正！  一 年の 四® 圓の 三倍 千 11 西 岡 内 
外の 所が 正當 なりと 考へ るので あります 、一 H  土  w is 
斟實に 於て 七百圓 以上 迄 免税され ると 云 ふこと を 言 
ひます が、 吾々 も それを 認める が 故に 千 圓と云 ふの 
である、 然ら ざれば 更に 千 二百 圆或は 千 ?/ t: 苗 圓と主 
張す るので あります、 それから 選 擧權 に關 する 意味 
を 以て， 三 土 君は 所得税を 支拂 ふこと を 糖迎す るが 
如く 言 ひます が、 今日は 税の如 きものは 選 舉權 には 
何等の 關係 はない、 吾々 は 普通 選擧を 主張して 居る 
納税を 以て 選擧權 を 論ずる と 云 ふことは 旣に 時に 時 
代 後れで ある •元来 所得税は 富者に 課け るべき もの 
であつ て、 少なくとも 相 當 の所煜 の ある 者に 課け る 
べき 税で あるので あります 、然るに 今日 僅に 月給 
五十 圓や 或は 六十 圓に 過き ない 或は 一箇年に 收入が 
七 百 圓と云 ふ 所の 謂は 7 細民、 下級 細民に 對して 所 
得税を 課する と 云 ふことは 甚だ 矛 If であります、 の 
みならず 先程 大口 君が 述べられました が 如く、 千 _ 
以下の 納税者が 八十 餘萬人 ある 而 して 其 納税 全額が 


院讓衆 會議國 帝 回 二十 四 第 


四百 萬 圆に 過ぎない、 政府は 此處で 修正され た 所の 
辋過取 ：進 率に 對 して 百 分の 5R. 十と 云 ふのを、 百 分の 
四十 迄 引下げる ことの 修正に 同意され た、 大富 豪の 
最高 限の 超 渦 所得を 引下げる ことに 對 して 同意され 
た 政府は， 何故に 八十 餘萬 人の 大多數 の國 民の 納税 
者が 肋 かる 所の、 此罟 々の 主張に 同 A5 されない ので 
あるか、 驻だ 此點を 吾々 は 怪しむ ので ある •殊に 三 
土 VV も 指摘され ました けれども、 不具奔 である、 或 
は 廢疾 者で ある、 子供で ある •多數 の 家族を 有する 
奔に對 する ^ 定 控除と 云 ふ ものは、 哨請に 依つ て始 
めて 之を 得る のであります、 申請せ ない ものは 與へ 
られな い、 殊に 不具者の 如き 漭は 極めて 國民 中の 少 
數であ 〇 ますから 、避に 依つ て 事 ® 上 利益を 受けた 
る 所の 國 民と 云 ふ もの ほ 極めて 少數で ある、 殆ど 此 

處で 論ずる に 足りない ので ある、 

〔大岡 議長 讁長 席を 退き m 田 副議長 代り 著 席〕 

胙日の 委員# に 於て 原總理 大臣は、 確か 大 P 君の 修 

正 に對 して 斯う 云 ふ 答 辯を された、 六 百圓も 一千 圓 

も是は 程度の 問題で ある、 主義の 間 題では ない >  六 

百 圓が惡 い 千 0 が 宜 いと 云 ふ 理窟 i 3: 無い、 斯う 云 ふ 

御 ; 1C 見で ある、 租税の 税率と 云 ふ もの if 何物 か 程 

度の 問題で ない ものは 無い、 吾々 は 程度の 問題に 於 

て 六百圆 ではい けない、 今日の 國 民の 生活 程度， 今 

日の 物 價の 程度、 此狀 態に 於て 一千 圓で滿 足す る も 

のでない が、 少く とも 千 [EO 迄 引上げなければ •今日 

の 時代に 適腮 しないと 云 ふこと を 主張す るので あり 

ます、 三 土 君 (3: 先程 法人の 超過 利得の 兔税を 、吾々 

が 一割 迄 引上げる と 云 ふこと に對 して 御意 見が あり 

ました、 而 して 郵船 會社 並に 鈍 ヶ淵紡 續會 社の 如き 

大會社 •多年の 歷史を 有し 比類な き 多額の 積立金を 

有して fr る 所の 大龠 社を 例に 取られた、 斯の 如き# 

社の 場合 ほ、 或は 三 土 君の 說の 如くで ありませ う、 

併ながら 吾々 ほ 新會 社に 就て 考 へる、 大多數 の會社 

ほ 歐洲賊 爭以來 勃興した ものである、 是 等の 會社が 

今後 如何なる 打 擊を 受ける か、 町 田 君が 言は れた如 

く、 税法の 改正に 付て if 如何に それが 國家 の產業 

並に 國 民の 生活 狀態に 影嚮 する かと 云 ふこと を •考 

莳しな ければ ならぬ のであります、 私共は 新 何 社を 

保護し、 殊に 此鸱時 中に 勃興した 所の a- 社に 對 して 

保 ■を 與 へる r( 見に 於て、 一割 迄 引上げる ことが 正 

當な りと 認める のであります、 山林 所得に 關して 三 

土 君 li 何事 も 言は れませ ぬが、 是ほ 吾々 も敢て 111 土 
所得 稅法改 JH I 法律案 第三 Is l ir I 


君の 小 問題な りと 云 ふこと に對 して、 答 辯す るの 必 
要は 無い ので ある、 併ながら 一昨年 勝 田大藏 大臣が 
此所 得税 改正案を 出しました 時に、 本議會 は 滿場一 
致を 以て 山林 所煜 に關 する 所の 修正を， 我黨の 主張 
の 如くした のであります、 而 して 其 主張濟 ほ 三 土 岩 
であつ たと 思 ふ， 今此所 で 之に 對 して 吾々 を 攻擊す 
る ことが 出来ない と 云 ふこと (3; 當然で ある、 何故に 
释 成しない ので あるか、 最後に 二 ' W 言 ひます が、 右 
の 如き 修 IH に對 して 私は 賛成 致します けれども、 大 
體に 於て 政府の 今间提 3 された 所の 所得税 改正案に 
對してほ、筏成する者であります、而1!ならず.吾々 
が 特に 修正を 要する と 感じました 所の 會 社の 留保 所 
得に 對して 、累進 率を 加へ たと 云 ふ 修正に 賛成され 
た點 、並に 中流 階級 即ち 二 千圓 乃至！ 萬 圓と云 ふ 所 
の 所得を 有する 者に 對す る、 税率を 修正され た 所の 
我黨 の大 P 君の 主張に 對して 賛成され たと 云 ふこと 
に對 して ほ、 滿足を 表する ものであります、 吾々 は 
憲政 會の 主張され ました 如く、 何故に 所得税 だけを 
改正して からに、 總 ての 税制に 苴つて 根本的に 改正 
を 行 ほぬ かと 云 ふ 主張に 對 して 同意を 表する 者で あ 
ります、 併ながら 飜 つて 考 へれば、 町 田 君の 御說も 
ありま L たが、 總ての 税制に a つて 一時に 大改 革を 
行 ふと 云 ふこと ほ 國 民經濟 に對 して、 如何なる 影響 
を 及ぼす かと 云 ふこと を 考慮し なければ ならぬ、 殊 
に 政府 ほ 今回の 所得税 法の 改正に 依て、 税制 整理の 
意志 ありと 云 ふこと を 承認； h べき 十分なる 一: 由を 持 
つて 居る、 此點 ょりして 吾々 は 大體に 於て、 現在の 
所得税 法の 改正案、 及 政府の 修正に 對 して 賛成を 致 
し、 J1 つ 特に 此少額 所得を 有する 所の 者に 對する 免 
税點を 引上げる こと、 並に 他の 二 三の 點を 主張す る 

者で あ 〇 ます (拍手 起る〕 

〔濱田 副 _丧 議長 席を 退き 大岡 議長 復席〕 

0 本 田 1H 之 君 議長。 

0 議長 0K 岡 育造 君〕 本 田 君 何です か。 

〇 本 田 tl 之 封 大闕 大臣に 此 場合 質疑を 致したい と 

思 ひます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 喵 今の 修正の 意味に 就て です 

i  〇 

力 

〇 本 wm 之君此 所得税 法に 就て …… 

〇靆長 c 大岡 育造 君〕 岡い 意味です か、 極く 狹ぃ意 

味です か、 修 IE' に 就て です か。 

〇 本田恒 之 君 所得税 法の 临文に 就て 質問したい。 


〔「無用々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇篛 長 (大岡 育造 君〕 第二 讀會で あります から、 ■修 
正に 就て ならば ：：： 

0 本田恒 之君關 係が あります (「無用々々」 と 呼 ふ 
者 あ 〇〕 關係 があります - 關係を持ちます。 

〔「無用々々」 と 呼 ふ 若 あり〕 

〇譟長 C 大岡 育造 君) 靜に おしなさい、 是 ほ 中々 重 
要の 法案であります から、 成るべく 意味を 徹底 させ 
た 方が 宜いと 思 ふので あります、 廣い 法文の 關 係を 
御尋に なるならば 許し ませぬ、 修正の 意味を 御尋に 
なるならば 許します。  . 

〇 本 田 ' II 之 君 私の 聽き たいと 思 ひます のは、 唯今 
三 土 君の 說 明に 法り まして、 果して 三 土 君の 御意 見 
の 通りと 致し ますれば、 此 日本 多 數の 農民の 利害に 
於て 關係を 持つ 事であります から、 此點 を大藏 大臣 
に 確め て® きたいと 思 ひます、 是は 政 fw 提案の 所得 
税 改正 法案の 第 十 H 條の 第一 項 第二 號 「田 又 ハ 畑ノ 
所得 ハ 前 三年 間 毎年 ノ總收 入金 額 ヨリ 必要 ノ經 費ヲ 
控除シ タルモ / 」 云々 と 云 ふこと になつて 居ります 
此必耍 の經 費と 云 ふ 文字の 中に ⑴、 田 若く ほ 畑の 買 
入に 就て、 借金を 致して 代 價を支 拂 ふ、 其 借 入の 利 
子を 必要の 經費と 致しまして、 所得 收 入ょり 控除せ 
られる 御 趣意な り や 否やと 云 ふこと を、 大藏 大臣の 
明答を 仰ぎます、 續 いて 第二 問と 致しまして、 此條 
文は 現行法と 同一に なつて 居ります、 若し 現行法と 
同一で 同一の 解釋な りと 致します るなら ば、 是迄借 
金の 利子を 控除し ないで、 實 際 所 偽金を 徵收 致して 
居ります るなら ば、 不 當徵收 と 相 成 〇 ます、 控除す 
べき ものが あれば、 それを 控除せ すに 徵收 致して 居 
り ますれば、 不當徵 收に相 成ります から、 是迄 過つ 
て 徵收 して 居る 所得 命の 內 、政府は 當然 納税者に 返 
還すべき 義務が ある ' 21 考 へます、 此點 に對 する 政府 
の 明答を 求めます。 

〔「答 辯の 必要なし」 「有る」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (：次 岡 育造 君) 大口 君の 修正の 上に 現れた 討 
論の 結果で 不群を 生じた から、 其 意味を 膣く と 云 ふ 
のです か。 

〇 本田恒 之 君 其 通り。 

〔「三 土 君 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 登壇〕 

〇 國務大 E (男爵 高 橋是淸 君) 唯今の 御 尋の點 は、 
此所 得を 得る に 必要なる 經费 と認む る內 に、 地所の 


爲めに 借財を した 利子が 含んで 居る と 云 ふ 事が、 明 
確に 立 it せられる もの ほ 差 引く 筈であります。 

〔「何もぅ 一 漏 明確に」 「無 禮默 れ」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜か におしなさい。 

〇國務 大臣 c 男爵 高 橋是消 封) 農民が 其 所得を 得る 
に必嬰 なる 經费を 差 引く と 云 ふこと になつ て 居る の 
であります、 广 「其の 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 而して 豳 
業 銀行 農工 銀行から 確に 借財を して 居る、 其 所得を 
得る が 爲めの 借財で あると 云 ふことの 證據が 明かで 
あれば、 是は 控除す るので あります。 

0 岩 崎 勤 君 討論 終結の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君から 討論 終結の 動議が 
出ました、 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「與 議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇識長 1¢ 大岡育 造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
討論 ほ 終結に なりました、 是れ ょり 採決に 移ります 
大口 君の 修正 中 委員長 報告と 同一の 點を 除きた る 部 
分に、 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 

賛成者  起立 

01 長 (大 岡 育造 君) 少數で あります、 否決に なり 
ました、 委員 會の 修正には 別に 反對は 無い と 認め ま 
す- 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎 動 君 所得税 法改正 法律案の 第二 讀會を 終結 
する 御 宣吿ほ 、濟ん だのであります か。 

〇 議長 ( 大岡肯 造 君〕 唯今す る 所であります —— 所 
得 税法の 第二 讀會は 終了 致しました。 

0 岩 崎 II 君 直ちに 政府 提出 所得税 法改正 法律案の 
三讀 ©• を 開き、 第二 讀會 議決の 通り、 即ち 委員 曾に 
於て 修正 議決の 通り、 可決 確定せられ んこ とを 望み 
ます 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大 岡 育造 君) 御 異議は ない と is めます、 仍 
て 直ちに 第三 讀會を 開きます。 

所得税 法改正 法律案 第 彐讀會 
0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議が ありませ ぬか。 

〔「E 共 議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育 i?i 君) 御 異議 無ければ 委員長 報吿通 
可決 致しました。 

〇 岩 崎 w 君 ra ちに 所得税 法の 施行に 關する 法律案 
I 七 一七 


院議 衆肾巧 切 帝 同 二十^! 第 


所得段法の施行に罚する法保案第二谓&_酒造税法中改正法绀案第二刮 |£/ 第三治&|酒错爻酒沾含有饮钭说法中改正法氓案外三件第二 |3 |^ |1七1' 


の 鹿 三 諳 ?; を 開き、 第二 讀泠議 決の 通り、 可決 確定 
せられん ことを II みます。 

〇蓊長 广大岡 育造 君 w< 此案 ほ まだ 諶題 となつて 居り 
ませぬ。 

〇岩埼 剧君然 らぼ 改めて 励漭を 提出 致します、 na 
ちに 所得税 法の 施行に 關する 法律案を 謎 題と し 第三 
讀筲を 省略して 、委員長 報告 通り、 可決 確定せられ 
ん こと 1 v 辑み ます'. 

0 誘 長 C 大岡 育造 〇 三讀 包 を 省略して、 委員長 報 
街 通り 可決す ろ ことに 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

所得 稅 法の 施行に i する 法律案 第二 爾會 
(確定 & 

〔「異議な し」 「興 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育浩 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 

委 《 長 報 ff 通り、 可決 確定 致しました I 次に 酒造 

税法 中 改正 H:- 律 案を 議題と 致します。 

酒造 税法 中 改正 法律案 第二 讀會 

〇 岩 崎剌君 本案は 第三 13 愈を 省略して、 委 M 長 報 

齿通 り、 即ち 委 負 會に 於て 修正 il 決の 通り、 可決 確 

定せら れんこと を ^ みます。 

0 通 長^ Kgw 造 君〕 別に 修正の 申出が あります、 

武富 時敏料 外 六 名の 提出であります —— 佐々 木正藏 

君。 

〇 佐々 木 正 藏 君 修正の 說 明を 致します が、 簡 ©で 

すから、 此 所から 申 述べます。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 宜しぅ ございます。 

〇 佐々 木正藏 君 酒造 税法 中 改正 法律案 中、 第四條 

中の 改正 並に 第五 條 中の 改正は、 是ほ造 石 税三 十三 

_ と 云 ふ內に 濁酒の 税が節 つて 居る のであります、 

是は 現行法に 於ても 淸酒と 比例して、 三圓 安くして 

あるので あります からして、 今度の 改正に 於ても、 

即ち —- 一 1MI の 差を 付ける が 至 當 であると 云 ふ 修正で あ 

ります、 是 ほ 申す まで もな く此 濁酒を 用ゐる 者は 常 

に勞卿 を 爲す漭 で、 所謂 庶民 階級の 需要が 多い ので 

あります から、 それ (T. 必ず 淸 酒ょりも 安く 致して® 

くと 云 ふが 當然の 事であります、 仍て此 案は 政友會 

と國 民 E も 同樣の 提案で あると 思 ひます からして、 

此一 二十 圆に すると 云 ふ 所謂 三圆を 引下げる と 云 ふこ 

とは、 滿場 一致の 賛成で あらう と 思 ひます るから、 

此事は 別段 是以上 ほ 申 述べ ませぬ、 所が 其 次に 第 八 

條中 の但 fs を 改めまして r 但シ 命令 ノ定ム ル 所 二 依 

リ淸酒 ハ 査定 石 數ノ百 分 ノ六以 內味淋 ハ 査定 石數ノ 


百 分ノニ 以內愆 S ハ 査定 石© ノ 百分ノ I 以內ノ 滓 引 
滅 fl 及貯藏 減 a ヲ控除 スル n トヲ 得」 と 斯う 改正を 
致したい、 で此 中に 二百 分の 五を 六と すると 云 ふの 
が 他の 提案と 異つ た點で あります る、 是れ ほ 同業者 
ょりも 能く 陳情 致して £ る 通りに、 實 際の 所が 百 分 
の 五の 紱少と 云 ふこと では 〔「登® し辁へ J と 呼 ふ 者 
あり〕 ? Jf Ef に 伴 {X ない、 少 くも 百 分の 七 以下で (3: 事 
过 に 當らぬ と 云 ふこと であるので あります、 果して 
さう 致します ると、 是が 若し 百 分の 六 乃至 七と 云 ふ 
ことになります れば 、百 分の Jr: を 以て 殘 りを 課税す 
ると 云 ふこと になれば、 現物の 無い 物に 課税す る、 
果して 其 通りで あれば 空 物 課税になる のであります 
果して 空 物に 課税を すると 云 ふこと になる のは、 是 
れ法の 不備であります からして、 之を 矢 張 改正を す 
る必耍 が あると 思 ひます、 而 して 之を 改正した 結果 
財源に 影響し ないかと 云 ふ 疑が 起る であり ませう が 
無論 此 酒造 税ほ總 額を 以てし ますれば 約 一億 二 千 萬 
圆で あります、 それで 百 分の 六と 致しまして、 其 影 
_ する 所は 矢 張 百 二十 圓と なる 謹であります、 此財 
源と 云 ふ もの ほ、 本年度 增税に 依て 谷 酒造家で 造 石 
數 高を 增 して 居る ことが 隨分澤 山であります る、 是 
は 即ち豫 定 以外に 造石高が 增 加して 居ります るから 
して、 それを 以て 補 ふと 云 ことに なれば、 十分に 之 

で 足る ものと 信ずる のであります、 それから . 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 尙 ほ御說 明になる ならば、 御 
登壇を 希 gl 致します。 

〔「登壇し なければ 判りは しませぬ」 と 呼 ふ 者 あ 
〇〕 

0 議長 C 大岡育 造 君： >  徹底し ませぬ。 

/—. 「登壇々々 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〔佐々 木 正藏君 登壇〕 

〔「初めから 願 ひます」 「簡輯 々々 J 「續 けて」 と 

呼 ふ 者 あり〕 

〇 佐々 木 正藏君 それから 百 分の 五を 百 分の 六と す 

るに 就ての 說明は 、唯今ので 以て 分つ たと 思 ひます 

それから 燒酎 に關 する 百 分の 一以內 と 云 ふが、 新た 

に此 所へ 揷入 する _で あります る、 是は又 各派ょり 

提出に なつて 居る と 同一の 修正であります から、 玆 

に說 明を 要しない と 思 ひます 〔「其 通り」 と 呼ふ漭 あ 

り〕 それから 第 十三 條 中の 十圓を 六圓と 修正を 致し 

まする、 是 は 納税 擔 保の 即ち 造 石 見込 額に 就て、 其 

擔保 金を 備へ ねばならぬ と 云 ふ もので あつて、 之を 


政府 か 十 [0 と增加 致した の li 洵に 不當で あると 信ず 
るので あります、 現在の 一石 二十 三® の說 に對 して 
現在 ii 四 II である、 さう 致します ると 此節 の坍說 の 
割合 it どれ だけで あるかと 言 ひます と、 二十 三 DC に 
對 して 十 圓の坍 額であります からして、 五 割 以下で 
あります、 さう 致します と擔 保價格 も 四 g であれば 
之に假 りに 一步 進めて 五 割と 致した 所が、 二 圓增せ 
ば 宜しい、 それ故に 之を 六圓と 修正を 致す ので あり 
ます、 是ほ洵 に此數 字の 上から 言 ひま すれば、 小さ 
いものであります けれども、 大體 の石數 I 見込 石 
數に 依て 之を 擔 保を 備 へねば ならぬ と 云 ふこと であ 
ります からして、 即ち 之が 固定 資本になる のです、 
其 高と 云 ふ ものは、 洵に 金高が 多くなる _ であり ま 
すから して、 今までが 即ち 二 十三 圓に對 して 四圓で 
足りて 居つ たと 云 ふなら ば、 果して 此 今後と 雖も其 
制 合に 六圓で 十分で あると 信ずる のであります、 故 
に 本案を 提出した 次第であります から、 どうか 御賛 
成を 願 ひます。 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君) 國民黨 大口 喜 六 君、 堀川 美 哉 
君から も、 同じく 修正案が 此 酒造 税法 案に 就て あり 
まする が、 是は 委員長の 報告と 一致して 居ります か 
らして、 別に 玆に說 明を する 必要 も 無から うかと 思 
ひます、 而 して 武富時 敏君外 六 名の 修正の 異る 所は 
何 所 かと 言 ひます と、 第 八條第 11 項 中の 但書に 百 分 
の 五と あるを 六、 第 十三 條の十 圓を七 圓 にと 委員長 
の報吿 したのを 六圓と 改める と 云 ふこと に歸著 致し 
ます 仍て此 修正に 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

寶成者  起立 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 少數で あります 否決 仍て委 員 
長報吿 通り、 外に 異議は ありませ ぬか。 

C 「異議な し J 「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君) 御 異議なければ、 委員長の 報 
吿 通り 酒造 税法 中 改正 法律案の 二 讀會ほ 終了 致 まし 
た。 

〇 岩 崎 1!1 君 直ちに 本案の 第三 讀會を 開き、 第二 _ 
會議 決の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正 議決の 通り、 
可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

〔「質 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

酒造 税法 中 改正 法律案 第三 讀會 


〇 詔 長、. 大岡 育造 a) 御 異逋な けれ ; J; i 正の 过〇決 
します、 即ち 可決 確定した る ことを ry ; ll 致します、 
次は日程の第十二、酒坫及酒祕含冇肽料没让屮改正 
法钳 — 一括し ませ'  麥酒說 法 中 改正 法律案、 
明治 四十 一年 法律 第二 十 P4 號中改 正 法 01 案 s tvl fi-t r jii 
K 金 繰 入を as さ ゞ る ことに 關する 法 fu 案、 以上 四 案 
を 議題と 致します。 

酒精 及 酒精 含有 飲料 税法 中 改正 法 餌 案 第 
二讀會 (確定 誔) 

麥酒税法中改正法钳案第二諕痧(確定蕺) 
明治 四十 I 年 法律 第二 十四 號屮改 正 法律案 
第二 讀會 (確定 議) 

國偾 衍 還 資金の 繰 入を 爲さ さる ことに 關す 
る 法律案 第二 if 會 (確定 議) 

〇 岩 崎 馳君此 四 案は 第三 調會を 省略して、 委 M 長 
報告の 通り 可決 確定せられ んこ とを 轺み ます。 
o_ 長 C 大岡 育造 君〕 御異 翳は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 誘 長 C 大岡 育造 君) 御 異議な きを 以て、 此四遽 ほ 
委員長 報 侍 通り、 可決 確定した る ことを 宣 街 致し ま 
す、 之を 以て 先刻 時刻を 延長した る 際に 宣传 したる 
だけの 案は 議了 致しました、 是 より 以下の 案は 来る 
十四日の 日程に 編入す る 積り であります、 预め御 報 
哲して 置きます (拍手 起る〕 今日は 是にて 散會。 
午後 七 時 U 十 I 分散 茵 


〇 大正 丸 年 二月 十 UB (木曜日) 

午後 I 時 十五 分 開 ii 
11 事 B 程 第 十號 

第一 大正 四 年 法律 第 十六 號中改 JE 法律案 (_ 
腿)？ 讀窗 

第一 一 右 議案の 薛査を 付託す へき 委員の ii ® 
第三 小額 紙幣 發行繼 緩に 關する 法律案 
第 I 讀會 

第 四 右 II 案の 窗 査 を 付託す へき 委員の 選擧 
第五 貨 酸 法 中— 法律案 (麵醜 ) 第 1 
第 六右議 薬の 審査を 付託 !' !• へき 委員の 選擧 
第 七 朝鮮 醫 院及濟 生院特 别會計 法 中 改正 法律 

案 (麵麵 ) 第 II 

第 八右議 蒙の 蓉査 £• 付託す へ# 委員の 選 ■ 

第 九明游 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 
(麵 1 ) 第 li 


院菡 衆#? 厲國帝 回 二十 四 第 


第 十 右 議案の 審査 £• 付託す へき 委員の 選墩 
第 十一 大 正 九 年度 豫算案 
第 十 M  C 第一 號') 臨時 軍事費 豫算 追加 案 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報告が あります。 
〔原出欝記官朗讀〕 

一議 員の 異動 左 <0 如し 

滋賀縣 郡部 選出 議員 §1 月 長 夫君 去 十日 死去せ り 
一 去 十日 政府より 提出せられ たる 識案 左の 如し 
大正 四 年 法律 第 十六 號中改 正 法律案 
小額 紙幣 II 行 繼續に 關する 法律案 
W 幣法中 改正 法律案 

朝鮮 ^ 院及濟 生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
明治 四十 年 法律 第二 十一 號屮改 正 法律案 
一 今 十二 日 貴族院よ 〇 受領した る 政府 提出 案 左の 

如し 

平和條 約の 實 施に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 所有 權に 

關する 法律案 

一 去 十：！： 誘 H より 提出せられ たる is 案 左の 如し 

酒造 税法 中 改正 法律案に 對する 修正案 

提出者 武富 時敏君  片 岡直溫 君 

藤澤幾 之輔君  町 田 忠治君 

本田恒 之 君  佐々 木正藏 君 

鈴 木 富士翊 君 

大正 九 年度 裸 3? 案に 對する 修正案 

提出老 濱口雄 幸 君  片 岡直溫 君 

早速 整爾君 

0 S  i 號〕 臨時 VK w v'i 豫算 追加 案に 對す る修 JH 案 

提 III 者 ia 口 雄 幸 対  片岡 直溫君 

早速 整 爾君 

所得税 法改正 法 鉗 案に 對する 修正案 

提出者 大口 喜 六 君  堀川 美 哉 君 

酒造 税法 屮改 正 法律案に 對する 修正案 

提出者 大口 喜六坍  堀川 美 哉 君 

一 今 十二 日讁 貝より 提出せられ たる 議案 左の 如し 

大 JE 九 年度 » 案に 對 する 修正案 

提出者  佐々 木 平次郎 哲 

洽安界 察 法 中 改 JE 法律案 

提出者 柿 原悅次 郎君  堀川 美 哉 君 

大 JH 九尔度 预筘 案に 對する 修正案 

提出者  三 土 忠造君 

一 今 十二 日 政府より 提出せられ たる 誠 案 左の 如し 

郵便貯金 法 中 改正 法律案 


〔左の 報告は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
掲載す〕 

一 去 十日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 

大正 五 年 法律 第四號 中 改正 法律案 委員 

委員長  赤 間 嘉之吉 君 

理事  川口. 木 七 郎君 

函館 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 外 I 件 委員 

委員長  原 田 十衙君 

理事  佐々 木 平 次 郎君 

朝鮮に 於け る國勢 調査に 關 する 法律案 委員 

委員長  木 下 謙 次 郎君 

理事  小 田 切 磐 太郞君 

關税 定率 法 中 改正 法律案 委員 

委負長  田 中 II 三 君 

1 ¢  / 氣賀勘 重 君 
s  ®  t 松 永 安左衞 門 君 

未成年者 飲酒 禁止法 案 委員 

委員長  伊朿  蕾 

理事  牧野 鐵九 郎君 

勢 和鐵道 建設に 關 する 建議案 委員 

委員長  八 木 逸郎 君 

理事  越 山 太刀 三 郎君 

民間 航空 事業 獎勵 保護に 關 する 建議案 委員 

委員長  拍 原文 太郞君 

理事  高見 之 通 君 

福 井 縣三國 港 築港に 關 する 連 議案 委員 

委 a 長  熊 谷 31; 右衛門 君 

理事  野 口 孝 治 君 

一 去 十日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 

會計 法改正 法律案 

指 fll 義雄君  關矢儀 八郞君 

長 D3 桃藏君  河上裎 太 君 

山內範 造 君  佐々 木 文  i 

川原 茂輔君  賴澤總 明君 

高木 正 年 封  川 崎 安之助 君 

早速 整爾君  古 屋慶隆 君 

山 田 珠一君  井原 喜 代 太 郎君 

大 口 喜 六 君  小 橋 il 衞君 

富 鳥 蜴 夫君  岸 本 賀昌君 

大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 

大 石五郞 君  宮本逸 彐 君 

神 川 長久 討  柳 原 九 兵衞君 


平 島 松 尾 君  櫻 井庄平 君 
牧口 義矩君  石 原 正 太 郎君 
河 野 撤志君 
大學特 別會計 法案 外 一件 
® 邊陳平 君  南 澤宇忠 治 君 
澳 邊祐策 君  哂 口 秀雄君 
橫 田孝史 君  荒 川 五郎 君 
近 藤 達兒君  森 本 是一郞 君 
金 杉英五 郞君 

I 去 十日 勢 和鐵道 建設に 關 する 建議案 委員 井上 敬 
之 助君辭 任に 付 其の 補闕と レて 佃 安之 丞 君を il 
長に 於て 選定せ り 

一 今 十二 日關税 定率 法 中 改正 法律案 委員 山口恒 太 
郎君 辭 任に 付 其補闕 として 鈴 木錠跶 嵙 を謅 長に 
於て 一、 定 せり 

o_ 長 (大岡 育造 君〕 滋賀縣 郡部 選出 議員 望月 長 夫 
君 死去の 報に 接しました、 洵に 哀悼の 至に 堪 へませ 
ぬ、 例に 依て 遺族に 弔 辭を脫 りました、 是 ょり 會議 
を 開きます、 日程 第一 大正 四 年 法律 第 十六號 中 改正 
法律案の 第一 讀會を 開き ま-! - 高 橋大藏 大臣。 

第一 大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 讀會 
大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律案 

へ 本案は 本卷！ 五 七 五 頁 貴族 梡 議事 中ン 
广に揭 載せる を以 で 再 揭の S3 を 避く) 

一國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 登壇、 拍手 起る〕 
〇國務 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 本 法は 大正 三牮 臨時 
事件に 關し功 勞の 有りた る 者に 對 -L まして、 一時 賜 
金と して 交付す る 所の 公債の 制限に 關 する 規定で あ 
ります、 其 公債發 行 額の 制限 額が 五 千 四百 萬 圓とな 
つて 居る のであります、 是ほ靑 島の！ g 役と 大正 三年 
及 四 年に 亘る戰 役に 從事 して、 功勞の 有りた る 者に 
對 する «: 賜、 及 其 後の戰 役に從 事して、 阼年 歸鄕致 
しました る 陸海 軍將. ¥ に對 する 赏 賜を M 積り まして 
定められて 居る のであります、 然るに 旣に 講和 も 成 
立 致しまして、 又戰役 も 一段落を 吿げ ましたに 際し 
まして、 從 前行赏 蹄 園内に 見積りました 以外の、 將 
卒 並に 講和 條約 締結に 功勞 ありた る 者 等に 對し まし 
て、 行赏の 必要が ございます ので、 是 等の 功勞 者に 
賞 賜すべき 公 愦額の 見 積は、 大約 四千 二百 萬 圓を耍 
する 次第で ございます、 故に 現在の 制限 額に 更に 右 
の 金額を 增加 しで、 公債 發行制 限 額 九 千 六 百 萬圓と 


致す S め、 本 法律案を 提出 致した る 次第で ございま 
す、 御 * 議の上 御 協賛 あらん ことを 希 ? a します。 

0 議長 (大岡 育造 君) 日程 第二、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選 擧を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 勵君 本案は 政府 提出 大正 >/>: 年 法律 第 四號中 
改正 法律案の 委員に、 併せて 付託せられ ん ことを 望 
みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議の 如く 決し まし 
た I 日程 第 一一; 第 ; yl: は 便宜上 一括 議題と 爲 すに 御異 
翳は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 J 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 異議なければ 一括 議題と 致し 
ます、 日程 第三 小額 紙幣 發行繼 續に關 する 法律、 第 
五 貨幣 法 中 改正 法律案、 右を 一括して 議題に 供し ま 
す 1 高 橋大藏 大臣。 

第三 小額 紙幣 發行頫 續に關 する 法律案 
(政府 提出〕 第一 _會 
小額 紙幣 發行 繼續 に關 する 法律案 
一 五 七三 頁 貴 貴 院議 事中ン 


(i sl il sl g8 fl ?l 


第五 貨幣 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 第 
一讀會 

貨幣 法 中 改正 法律案 

へ 本案は 本 卷一五 七三 頁 貴族院 _ 事 中ン 
广に揭 載せる を 以て 再 揭の 煩を 避く』 

〔國務 大臣 男爵 高 橋是淸 君 登壇〕 

〇國猝 大臣 (男爵 高 橋是淸 君〕 小額 紙幣 發行 繼續に 
關 する 法律案に 就て 說明を 致します 小額 紙幣は 大正 
六 年 勅令 第二 百 二 號に依 りまして、 講和 條約 調印の 
日よ 〇 一 年を 經 過した る 後は、 之を 發行 せざる こと 
になつ て 居りました が、 是が 引換の S め發 行すべき 
銀貨は、 其 後 銀の 相場が 暴騰 致しました る 結果、 遂 
に 今日では 其 鑄 潰點を 超 ゆるに 至りました、 是に於 
て其發 行を 見合 IX せる の 外な くな りました、 又 銀の 
相場は 未だ 安定を 致し ませぬ 故に、 今日 直ちに 此銀 
貨の 改正を 行 ふことは、 稍々 平 計に 失する の 嫌が あ 
ります るから、 當 分の 間 小額 紙幣の 發行 を繼續 致し 
て、 以て 補助 貨幣に 對 する 一般の 需要に 應じて 行く 
必要 ありと 認める ので ございます、 併し 小額 紙幣は 
一時 臨機の 處 置に m C たる もので、 臨機に 發 行した 


大正 F4 年 y;- fl» 第 十六號 中 改正 法律案 1 s  ! Ia 會  小額 紙幣 發行繼 紐 に關 する 法 _案 第 一! 1 會  貨幣 法 ' -H 改正 法律案 第一 pf: ir 


七 一九 
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j る ものでありまして 、事 怊の 許す 限 〇是は 速に 其發 

行を 止むべき /T- ;-: -.; 然で ございます、 仍て 今回 新たに 
卜錢の 白 ^ を M 行す る ことに 致しまして、 二十 錢及 
十 ^ の 小額 紙幣 (i 大正 十 年度 以降 ほ、 之を 新規 ! •: 鼓 
行 せ - f と，：.、 補助 K の 供給 上差茭 ない 見込で ござい 
ますから、 大正 十卬一 i 月 一日 以降、 是等の 小額 紙幣 
の损 ® 紙幣 引換の 切 合の 外 ほ、 之を 發行せ ざる こと 
に 致した ので •こざいます、 第五の W: 幣法中 改正 法律 
萊に就て說 !|/] を致します、我國の銀货ほ大正七牢四 
乃に 改 K せられました が、 其 後 引 欲き 銀 相場の 兹勝 
の爲 めに >  新銀货 の 锊 惯 ほ遂に餅溃點を超ゆるゃぅ 
になり ました、 それであります から m ねて 銀 1? の改 
正 を 行 i 3: ねばならぬ やぅな 次第に 立 至りました が、 

銀 相場 {5: 尙ほ 未だ 安定を 缺き 、今後 果して どの 邊に 

落 付く であります るか、 測り 知るべからざる 狀態に 

在ります るに & て、 今 □銀貨 全般に IL つて 之が 改正 

を 行は ん とする (r itt だ 1  十 計の やぅであります るから 

</网 (31 差當 り十鈸 銀貨を 鹾 止しまして、 其 代りに 新 

に 十錢， H 銅貨を 造る こと-' 致し、 又 之に 伴つ て 五 錢 

,H_ 貨を 、現行の ものより 少しく 形を 小さく する こ 

とに 致しました、 又從來 r-l 銅貨の 邦貨と しての 通用 

力は I H まで V ありました が、 今度 新たに 十錢 la 銅 

货を造 る こどに 致します ると、 一圓まで S* は 餘り低 

過ぎます るから、 白銅貨の 通用 力を 之を 五 圓まで と 

改めん とする もので ごさいます、 兩案 御 ^ 議の 上、 

從協資 あらん ことを 切 le 致します (拍手 起る〕 

0 議長， 大岡 育造 君) 日程 第 四、 第 六、 右 議案を 港 

査す べき 委員の 選 擧を _ 題と 致します。 

ffi PM 、® 六 /■ ll ' ;. 」 (,) ,;' A を 付託す へき 委 

員の 選擧 

0 岩崎剧 君 日程 第 四、 第 六を 一 招して 議長 指名を 

以て、 九 fi の 委員に 付託せられ んこ とを 詔み ます。 

r 「賛成 」 r 熒 成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 励 識の如 く 決し まし 

た I H 程 第 七、 朝鮮 醫 院及濟 生 院特 別會計 法屮改 

IH 法律案の 第： 誚窗を 開きます —— 古賀 政府 娄 員。 

第 七 朝鮮 體院 及濟 生院 特別 會計法 中 改正 

法律案 c 政府 提 第一 _會 

朝鮮 賤院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 

「政府 委員 r>T 賀 菔 造 君 登檀〕 

0 政府 委員， 古 賀陬造 君) 朝鮮に 於け る 11 院及濟 生 

院 の 特別 會計法 の 改正で ございます るが、 是は 昨年 


も 改正し まして 支出の 咐額を 願つ たので、 本年 又 物 j 
衍 の暌贵 に 伴 ひまして、 諸 入费 並に 役 M の 手當等 今一 
日の 金額を 以てして ii 到底 的 付かぬ のであります、 I 
31 に 又 昨年の 七十 一 萬圓に 加へ て、 之を％ 额して 九 
十 ; A: ;ffi [E3 とする ことに 提案 致した 次第で ございます 
何分 御 rr 成を 願 ひます。 

〇眾長 0K 岡 育造 君〕 日程 第 八、 右 議案の 付託す へ 
キ • 安 ii の 選舉を 議題と 致します。 

' -''/ ,. .:  く-; .-' v ,.-'- :: :: ,v, iJ :.- ''.'- 丫  へき 委員の 選擧 
0 岩 崎 動 君 委員の 股を 九 名と し、 議長に 於て 指定 
せられん ことを 閉み ます。 

〇 謎 長': 大岡 育造 君〕 励議の 如く 決しました。 

〇 屮西六 三 郎君 公有林 野官行 造林 法の 委員 會を此 
の 機 ir に I 寸 K きたいと 思 ひます、 御 許しを 願 ひま 
す 0 

〇識 長' 大岡 育造 君 d 許可 致します —— 日程 第 九、 
明治 四十 年 法律 第二 十一 號中改 JH 法律案を 議題と 致 
します、 第一 讀會を 開きます - 古賀 政府 委員。 

第 九 明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律 
案 (政府 提出〕  第一 讀會 
明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 

へ 本案は 木 卷一五 七 一 頁 ft 族 院議* 中ン 
V に 掲載せ るを 以て 再揭の 煩を 避く) 

〔政府 姿 員 古賀販 造 君 登® J 
0 政府 姿 員 r 古 賀廉造 君〕 师 太に 於け る租稅 に關す 
る 法律の 改正で ございます が、 嬅太は 明治 四十 年 法 
律 第二 十 一 號に依 て 税源の 制限 A ございました、 是 
に ほ戶數 割と、 營業税 、雜 種税 、此 三種を 以て 樺 太 
の 税源に して あつたので あります が、 今度 是だ けで 

足り ませぬ ので E に 所得税を 加へ たい、 斯ぅ 云 ふの 

が 改正の 趣意であります、 其 所得税と 云 ふ ものは、 

今度 改正に ならん とする 所得税は、 之を 樺 太には 施 

行し ない ことに 相 成つ て 居る、 此攻 正す る 所得稅 は 

陣太に 於け る 特別の 所得税で ございます、 是だけ 申 

上げて 置きます、 御 賛成を 願 ひます。 

0 議長 C 大岡 育造 君)： n 程 第 十、 右 議案の 密査を 付 

託すへ き 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第 十 右 議案の 審査を 付託す へき 8 員の 選擧 

0 岩 崎 動 君 委員の 數を九 名と し" 議長に 於て 指名 

せられん ことを 鐾みま 十。 

〇識長 (大岡 育造 君) 砌懿の 如く 決しました I 日 

程 第 十 一 及第 十二は 豫算案 なる に 依 〇、 全部 _ 題と 


;  33 すに 御與毅 ほ ありませ ぬか。 

〔「異 遘 なし J と 呼 ふ 者 あり】 

I  0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議 ■なければ 全部を 遇 題と 
し、 委 貝 長 中 村 啓 次 郎君の 報传を 求めます。 

第 十一 大正 九 年度預 览案 

第 十二 (第 |號〕臨時軍出费預箕追加案 

〔中 村 啓 次 郎君 登壇、 拍手 起る〕 

0 中 村 啓 次郞赳 諸君、 本 M IX 茲に 大正 九 年度 歳入 
钹出 總豫算 外 三 件の 委員會 に 於け る、 經過及 結果を 
御報吿申上げるのであります、本年度の豫 3?: ほ、政 
府に 於き まして 職 後に 於け る內 外の 形勢に 鑑み まし 
て、 外交 通商の 機能を 敏活に し、 通信 交通の 摁關を 
整備し、 敎育振 作の 途を 講じ 蓆 業發展 の 計を 立て、 
居ります ことは 申す まで もな く、 國際 聯盟 上帝 國の 
苽亞に 於け る 平和の 盟主と して 盡す べき 責任の 上に 
必要 II. つ 緊切なる 程度の 國防 充實を 計畫 致して 居る 
ので あ 〇 ます、 殊に 此數 年間は、 歐洲戰 亂の 影響を 
以ち まして、 國 民の 富力 增 進し、 殊に 著しく 物價の 
騰貴を 見て 居る のであります、 此物價 騰貴の 帝國财 
政の 上に 影響す る もの 頗る 大で ありまして、 豫算の 
上に 大な る關 係を 有つ て 居る のであります、 物價の 
騰貴 ほ 豫算 編成の 上の 重要なる 部分を 構成 致して 居 
るので あります、 即ち 歳出 豫算に 於き ましては、 經 
費の 一大 膨脹を 來 すと 同時に、 歲入 豫算に 於き まし 
て 自然 佾收の 多額なる もの、 又國 民の 擔税 力の咐 大 
せる 數 字を 計上 致して 居る のであります、 斯_な る 
重大なる 豫算で あります るが 故に、 委員 會は 一月 二 
十六 日ょり 六日 間 •午前 午後を 通じまして 愼重審 査 
を 致し、 分科 會に 移りまして、 分科會 も 亦 總會の 如 
く 午前 午後を 通じまして、 六日の 間 愼重審 査を 致し 
ました、 二 月の 九日に 分科の 決定を 吿げ まして、 十 
日に 總會の 決定を 了して、 直ちに 之を 議長の 手許に 
報 街 致して 置いた る 次第であります、 是 ょり 本年度 
の豫算 の 中 新規 撾 張計晝 に搦 する 分、 及前尔 度に 比 
して％ 額 致しました る 分 •即ち 此內閣 の經綸 と 見る 
べき もの 等に 就きまして、 之を 御 紹介 申 上げ， 然る 
後に 此密 查屮 現れました る 質問腦 答の 中、 豫算 に關 
係を 有します る數點 に對 しまして、 御 報 吿申 上げた 
いと 思 ふので あ 〇 ます、 併ながら 惟 今 申 上げました 
る 本年度 豫算 中の 新規 計 Jtt に ) 19 する 分、 及 前年度に 
比して 增額 致しました る經 費、 及 其 事業の 事 ほ、 諸 
君に 於 かせられまして は、 旣に 豫算 中に 特に 揭， 記さ 


_  1 七二〇 

れて 居る のであります から、 私は :. c ii' v n- lfc 報*: を - &' 
きまして、 譁 長の ^ しを {9 て、 r/i に SU 記 is に 登載す 
るに 止めたい と 思 ふので あります 、又 ^ n o n 問 及 
政府の 答 辯 等は、 之を 一々 誰某は t:I 何に U つた、 si 
某 it 如何に 答へ たと 申します る ことを、 n 移 し に 致 
して以て諸嵙に傳へると云ふこと^^其打叫卯；* ^; 
數百千 萬 言に a つて 居ります、 務览委 負 分速 記 ^ 
でも 斯く 浩瀚なる ものでありまして、 千 數百 K に 苴 
つて 居る ので あ 〇 ますから、 私は 幾多の 謎 ar 諸君の 
御 質問に なつた る點 、符 政府 側 諸 封の 答 辯 致され ま 
したる 點を 綜合 致しまして、 之を 咀嚼して 私の 口を 
以て 玆に御 報吿を 申 上げる のであります から、 私の 
御 報吿申 上げる 中に 於き ましては -' ? 1 1!!] 者 及 答 辯 ^ 
の 言葉に 相違を 來す點 が、 或は 多く ある こと、 作ず 
るので あります、 其點ほ 先づ 以て 御 容赦を 願 ひ {a き 
ます、 質問 應 答の 主なる ものは、 先づ第 一に 53 然咐 
收 、本年度の 翔 ^ に 於き まして、 自然咐收一愆五ニハ 
千 萬圓を 計上 致して 居る、 其 自然 咐收 S 計上 ほ、 木 
年度の 如き 财界の 反動 期に 向 ふに あらざる や、 經： S 
界の 逆潮に 會す るに あらざる やと 云 ふやぅな 場 合 に 
於て は、 或は 此自然 咐收を 得る ことが 出来ないで、 
豫筇は 遂に 其 目的を 達する 能は ない、 预算の 基礎は 
極めて 薄弱で あると 云 ふ 質問が あつたので あります 
此質問に對しまして政府ほ、旣往の實辍に依れ、國 
民の 富力の 咐 進の 程度ょり 考 へま すれば 決して 斯樣 
なる 悲觀 をす るの 耍ほ 無い、 即ち 所得税に 於き まし 
て も、 所得税 法制 定以來 今日まで、 如何なる 悲境の 
の 時代に 會 しましても、 年々 歳々 所得税の 額は 上つ 
て 居る のであります、 一回 も 少くな つたと 云 ふこと 
は 無い のであります、 殊に 大正 八 年末の 會 社の拂 込 
資本金 額 だけで も、 五十 四億餘 M 阊に 上つ て 居る の 
である、 郵便貯金は 七 億 [1L 以上に 達して 居る ので あ 
る、 國民 fra 人の 富力と 云 ふ もの ほ、 實に％ 加数して 
居る のであります るが 故に、 . r=l 然 it 收の 一億 五六 千 
萬圓位のものを計上したからと宏つて、決して预算 
の 基礎を 危く する ものに あらず と 答 fcv 致して 居る の 
であります、 第二は 公債 計 a を 立て、 居る、 本年度 
は 事業 費 一億 九 千 ii 圓 、軍事費に 一億 五 干 萬 圆 、併 
せて 三 億 四千 萬圓の 公債 苺 集計 親を 立て ゝ 居る 矢 張 
問 ふ 者は 前段と 同： の 趣意に 依て 即ち 本年度は 大正 
六 年 七 年、 八 年 等の 如き 經濟界 の發展 する 時代とは 
違つて、 稍々 反動的に 入つて 居る ので ある、 斯樣な 
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場 < || に 1 1 i 億 四千 萬 M と 云 ふ 如き 多額の 公債を 募集す 
ると 云 ふ 場合には、 必ず 產業界 を K 迫し 而して 公愤 
は 又 決して 好結果を 以て 躱集 する 能は ず、 結局 不結 
果にな りは しない か、 即ち 今 3 の 如き 場合に 當 つて 
三 億 四千 萬圓と 云 ふ 多額の 公 ffi 政策を 立てた る こと 
li 、 f* 算の 基礎を 危く する ものに あらず やと 云 ふ 質 
問が あつたので あります、 之に 對 しまして 政府は、 
大正 八 年に 於き まして、 外國 貿易は 外米 輸入 等に 於 
て、 七 千 四百 萬圓の 輸入超過を 見た S である、 併な 
がら 貿易 外に 正 W の 受取 勘定 超過が 三 億 二 百 萬圓に 
上つ て 居る、 萆引 正 貨の 受取 勘定 超過が、 i 二 千 
八 百 萬 圓に 達して 居る のであります、 殊に 昨年 末以 
来、 我が 帝 國の 輸出 貿易の 大宗た る 所の 生 絲の價 が 

頗 る 騰貴を 致して 居る、 斯様な 情勢を 以 ちま すれば 

國 民の 懐 合と 云 ふ ものは 益々 膨脹 致して 居る ので あ 

る、 斯樣な る狀 勢であります るが 故に、 三 億 四千 萬 

圓と云 ふ 如き 公 愤を勞 集し 能は ざると 云 ふ 狀况ほ 決 

して 無い、 產業资 金を 脅す こと 無く 消費 資金を 吸 收 

して 以て、 一は 之に 依て 以て 國用を 足し、 一は 之に 

依 て 以て 通 M の 腿脹を 抑制す る ことが m 來ると 答 辯 

致して 居る のであります、 第三 ほ 減 倩 基金 中止に 關 

する 質問 晒 答であります、 問 ふ 若は、 減債基金の 中 

It は 政 友會の 主張に 反する 所の ものである、 而 して 

帝國 の W 政の » 礎を 危く する ものでは ないか、 斯 棟 

なる 質問に 對 して 政府は、 減 似 基金を 制定 致し まし 

たるは、 n 露戰爭 當時其 隞 费を 負擔せ しむる 爲 めに 

國民に 非常 特別 税を 課して 屛 る、 此 非常 特別 稅を存 

廢する 所の考 1® を 致した 時分に、 非常 特別 税を廢 止 

しないで、 非常 特別 税を 通常* に引闾 して 而 して 其 

金を 以て R 露皎乖 に 消 ?! f したる 所の 軍 !? の 公 依 償還 

に 充て、 一は 以て 帝國 W 政の 信用を 保 維し、 一 は以 

て來たるべき外戗坩還に支隙無からしめやぅと云ふ 

計进を 立てた ので ある、 然るに 大隈內 g に 於て は、 

此 減 {I'i 基金を 1 1 1 千 萬 [Rl fn iv 方面に 繰 入れず して、 之 

を 特別 會 計の 鐵道 の ^ 設改良 費に 用ゐた ので ある、 

減 偵 基 命を 止るならば、 常 然其減 依 基金を 以て 租税 

の ® 賊を行 ふべき 肪合 であるに 拘らず 、之を 中央 政 

府の 他の 財政 運用の 資に供したると云ふことは、不 

當 であると 云 ふこと が 政 友 會の 主張で あつたの であ 

を、 今 H ほ 帝國の 財政の 基礎は 極めて 蝥固 にして、 

帝 國の 公 {13 の i:n きは 其 辞 似の K きこと 世界に 冠たり 

と 申しても 差 支ない 程度に なつて 居る、 而 して 大正 


十四 年に 還濟 しなければ ならぬ 期限に 到達して 居り 
まする 所の、 英貨 公偾彐 億 五 千 M 圓の如 き、 預金 部 
の 持つ て 居る 在外 正貨 三 億 八 千 萬 圓を以 て® 還して 
餘り 有る、 殊に 今日 國 民に 賦課す る 租税を 以てして 
而して 帝國 の ® 防計笹 を 充實す ると 云 ふ 如き 今日の 
場合に 方つ ては、 減偾 基金を 中止して 以て、 國防計 
S 等の 國 政に 資する と 云 ふことは、 眞 に ^ 宜を 得た 
る ものであると 云 ふ 答 辯を 致して 居る のであります 
又 唯今 申しました る やうに 政府が 預金 部に 在外 正貨 
三 億 八 千 萬圓持 つて 居る から、 之を 三 億 五 千 萬圓の 
英貨 公價 償還に 充て、 決して、 此償還 に 支障を 来さ 
ない と 云 ふ此說 明に 對 して、 或る 一員は 預金 部の 持 
つて 居る 在外 正貨は、 是は國 庫 金では ない ので ある 
即ち 國 民ょり Tn つて 居る 金で あるが 故に、 一朝 經濟 
界が 悲况に 際 ir したる 場合、 郵便貯金を K N けられ 
たると きは、 政府 ! X 所期の 目的を 達する ことが 出来 
ないで はない か、 斯う 云 ふ 質問に 對 して 政府は、 郵 
便 貯金の 肢 付に 際 fr したと 云 ふやうな ことは、 未だ 
嘗て 歷史に 無い ので ある 我國に 於き まして 大正 二 年 
及 大正 三年、 而も 其 最も K 金を 要すべき 十二月に 於 
て、 始めて 二 百 萬圓の 引出しに 際會 致した ことがあ 
る、 併ながら 當時旣 に 二 億の 郵便貯金に 對して 、二 
百 萬 Ml の 引 / jLi を 見た ので ある、 今日 七 億 萬圓 以上に 
達して 居る 郵便貯金の 內 、七 百萬圓 位の 引出が 假り 
にあり としても、 決して 在外 正貨 償還の 三 億 五 千 萬 
_に 支障を 生ずる ことほ、 斷じて 有るべき 事で 伽： い 
と 答 辯 致して 居る のであります、 第 四は 物 ftl 調節の 
問題であります、 物價 騰貴の 爲 めに、 歳出 豫筘は 一 
大膨脹 をして 居る、 政府 ほ 之が 爲 めに 爲 すべき 經諭 

を 行 ふ 能は ず、 何が 故に 政府 ほ 物價 調節を 致さない 

ので あるか、 斯う 云 ふ 質問に 對し まして、 政府は、 

物 似 勝®; は 輸出 貿易 及 H 易 外の IF. 貨の受 取 勘定の 超 

過 致した る 事、 それが 爲めに 通貨の 膨脹を 致す 事、 

又國民 富力の 坍 加に 依る 所の 欲求の％ 继 、及 物資の 

世界的 缺乏の 結果に 因りまして、 物價が 騰貴 致して 

居る ので ある、 國 民の 富力の 增加に 依る 所の 物 僧の 

騰貴は、 財政 計 誑の 上に 何等の 支障を 生ずる もので 

ない、 何とな れば 富力の 增 進に 因る 物 價の騰 贵ほ、 

一面に ほ 歳出 裸 - 1: の 膨脹を 来す と 同時に、 又 一面 歳 

入豫箅 の 上に 於て、 自然 增收 若く {3: 國 民の擔 税力の 

坍大 を來す ので ある、 故に 國力 の枬 加に 伴 ふ 所の 物 

價の 騰貴は 決し C 財政 計晝の 上に 何等 憂を 爲す 所の 


もので ない、 又 國民の 經濟の 上から 申しましても、 
富力 增 進に 因る 所の 物價の 騰貴は、 却つて 國民大 多 
數の 幸福を 增進 する ので ある、 唯 一定の 佬給を 受け 
或は 一定の M 給に 座食し、 生 產 W 業に 從事せ ない 者 
萬ら 消 费者 側に 立つ 所の 者は、 物價 騰貴の 脅威を 受 
ける ので ある、 物價の 下落を 希望す るので ある、 是 
れ 等の 人々 に對 して ほ、 政府 ほ 或 (T. 公設市場の 開設 
を 致し、 或は 生活 品 ® 绘の 賃金の 減免を 行 ひ、 或は 
穀物 輸入の 稅を 減免し、 或は 食料品 輸出の 制限を 行 
ふ 等、 種々 なる 社 會 政策を 試みて 居る ので ある、 殊 
に 外米の 大輸 入を 企てまして、 昨年に 於き まして ほ 
外米 五 百 五十 餘萬 石を 入れた のであります、 之が 爲 
めに 阼 年の 端境期、 即ち 八月 九月 十月と 云 ふ 如き 時 
期、 米の 生產地 である 所の 方： rft! に 於き ましても、 一 
石 百 二十 圓 、百 三十 阊以上 致して 居つ たので ある、 
其 時代に 於ても 支那を 除いた 外は 世界中で 一番® II 
なる 米 價を以 ちまして、 國 民の 食膳の 上に 食料 米を 
供給 致した ので あると 答 辯 致されて 居る ので ありま 
す、 又 通貨 膨脹が 物價の 騰貴を 來 して 居る ので ある 
から、 物 m の 下落を 來す爲 めに、 通貨の 收縮を 行つ 
ては どぅか 斯ぅ 云 ふ 質問に 對 しまして、 政府は 物價 
の 騰貴は、 通貨の 膨脹と 伴 ふ もので ほない、 即ち 通 
貨の 指數 と物價 の指數 と 云 ふ ものは 並行す る もので 
ほ ない、 雁行す る ものでは ない 故に 通貨の 指數ほ 百 
であつ たる 場合に、 物の 中には 百艽 十に もな り、！ 一 
百に もな り， 三百に もな り、 四百に もな 〇、 六 百に 
もな つて 居る 物が あると 同時に、 又 七 卜にな 〇、 六 
十に なつて 下つて 居る 物 も あるので ある、 物 谷々 の 
上に 就て 之を 點檢 すれば、 或 物は 一割、 二割 三 割の 
騰貴を 來すと 同時に、 或 物 ほ 却て 下落を 致して 居る 
事を 見る 事が 出來 るので ある、 故に 國民 富力の 增長 
に 伴 ふ 所の 通貨の 膨脹が 物價の 騰貴を 来す と 云 ふ 事 
iT 1 つの 原因には 相違ない けれども、 之を 以て 通 
貨の瞒 脹は ，物價 の 騰貴を 来す 唯一の 原因な りとは 
見られない、 故に 通貨の 抑制を 致して、 物 價の漫 り 
に 騰貴を 致す 所の 結果を 防ぐ のには、 政府の 執つ て 
居る 所の 通貨 收 縮の 方法より 外ない ので & る、 即ち 
郵便貯金の 獎勵 、或は 小額 國 庫 債券の 發行 等、 消費 
資金の 吸 收を行 ふと 云 ふこと が、 旣に 現内閣の 實行 
致し 居る 所の 政策で ある、 斯樣な 意味の 答 辯を 致し 
て 居る のであります、 第五は 外米 買 入に 就ての 質問 
應答で あります、 問 ふ 者は 外米 買 入に 方り まして、 


政府 ほ 宵 理令に 法て 何故 tl ら 〖貝 人を しなかつた ので 
あるか， 自ら 買 入を して 居つ たなら ば、 今回の 如き 
大なる 損失を 致さないで 濟んだ のでは あるまい か、 
政府は 自ら 外米の 買 入を 致さないで 商人に 委し 
つた 爲 めに、 大なる 失政を 致した ので あると 云 ふが 
如き 質 間を 致して 居る のであります • 此 質問に 對し 
まして 政府 if 斯樣に 答へ て 居る のであります、 政 
府は 初より 政府 自ら 米の 買 入を 致す と 云 ふやうな 事 
を やりました る 場合には、 政府が 產 地に 於て 外米 買 
入に 從 事し、 商人が 亦產 地に 於て 外米 買 入を 致す と 
云 ふこと になれ ぱ > ® 方 餃爭 致しまして、 勢 ひ產地 
に 於け る 米價の 騰貴を 招来す るので ある、 故に 外米 
を 人れ る 所の 關稅 を撤 .廢し •船腹を 供給し， 或は 爲 
替の便 を與 へる とか、 稲々 なる 便利を 商 八に 與 へま 
して、 商人を 脅威し ないで、 產地に 於け る 米の 價の 
騰貴を 致させない、 さう して 外米を 入れさせた ので 
ある •之が 爲 めに 昨年 六月 迄の 間に 於き まして、 商 
人の 手を 以て、 最も 低廉なる 外米 四百 萬 石と 云 ふ も 
のを 買 人れ たので ある •所が 昨年の 六月 以後に なり 
ますると云ふと、產地に於て一石百圓，百11十；1、 
百 三十 圓と云 ふが 如き 高い 値に 上 〇 まして、 到底 商 
人が K 入れても 引合は ない 程度に なりました る 故に 
政府 自ら 買 入を 致して ' e-l 五十 萬 石を 買 - A れた ので あ 
る、 前段 申します る やうに-斯様に 致しまして 此端 
境 期に 於き ましても、 極めて 低 11 なる 食- M 米を 國民 
に 供給を 致し、 而し て尙ほ 四百 十八 萬 石と 云 ふ 大量 
を 本年度に 持 越した ので ■ある、 斯樣な 答 辯を 致して 
居る のであります、 終りに 臨みまして 問 ふ 者は、 大 
正 九 年度の 食糧 政策に 對 して、 政府の 考を 質した の 
であります、 之に 對 して 政府は、 大正 九 年度に 於て 
即ち 本年度に 於て、 未だ 內 地に 於け る 米の 實收報 缶 
は 受けない けれども •第二の ?® 報に 依る と S ふと’ 
本年度は 六 千 七十 萬 石收瓔 いたして 居る ので ある， 
先づ 之を 認めまして 、豪 ® より 百 四十 萬 石 •朝鮮よ 
り 百 三十 萬 石、 合せて 二 百 七十 萬 石， 昨年より 持 越 
しました る 米 四百 十 萬 石， 是等を 合せます ると 云 ふ 
と •本年に 於き ましては、 六 千 七； 白 萬 石の 大量を 有 
する 次第であります るが 故に、 此間 政府は 麥或ほ 馬 
鈴 碧の 混 食の 奬勵も 致して 居る、 幸に 本年に 於き ま 
しては、 食糧に 關 しまして >  國 民は 脅威を 受ける や 
うな ことは 萬々 無い 見込で あると 云 ふこと を 答 ® い 
たして 居る のであります •斯樣 なる 質問 應 答の 後 討 
'一七 E 
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漭に 入りまして •分科 Q 及阈民 究>遨 政 包 等より 修 
正の 案が 出た のであります， 即ち 第一 分科 司法 省の 
所符に 於き まして、 函館拎 訴院 移 © に 關 する 經 费， 
及 札 锐 控訴院 建築 费削 除の 修正案が 出た ので ありま 
す、 それに 國民洪 及 逆 政會の 修正案が •こざいます る 
に 依て、 結局 採決に 常り まして、 第一 分科の 修正と 
懣政鈐 の 修正 if  K 民黏の 修正と 共通の もの、 即ち 
司法 省 所管に 於け る ■函踣 控訴院 移轉 に關 する經 纽 
及 札 桃 控訴院 建築 2'i 十七 萬 七 千 七十 二 1S •此 修正案 
を 採決いた しました 結果は、 此修 IE 案は 少数に 依て 
否決され たのであります、 それから )s 政 ^ の修 JI- 及 
國民 ?*; の修： 止の 共通の もの、 特別 # ■ 計に 於き まして 
朝 P 農事 改良 株式 愈 社の 補助 ニ ト萬圆 •是も 採決の 
結果 少數を 以て 否決に なつた のであります、 それ か 

ら右共 通の ものを 除きまして、 遇 政 ® ■ の 修正案， 國 

民 狨の修 正 案， 何れも 採決の 結果 少败 否決と なつた 

のであります、 次に 原案 即ち 大正 九 年度 歳入歳出 豫 

箅 案， 大正 九 年度 谷 特別 會計歲 人 歳 m 豫览案 、豫算 

外 ® 0? の m e となるべき 契約を 爲 すを 要する もの. 

追加 豫览案 一件， 即ち 第 •號 臨時 眾取费 豫 筇 追加 案 

等 ほ •多數 を 以て 原案を 可決いた したので あります 

終りに 臨みまして 一言 御 報 街を 致さなければ ならな 

いことは 臨時 軍事 致の 追加 饨箅案は、委員會の劈頭 

第一 日から して 翳 題に 上つて 居る のであります、 即 

ち 委員 會の筘 一日より 翳 題に 上つて 居る ので ありま 

す、 而して 憲政 會の 諸君は、 西 伯 利 出兵 問題に 就ぎ 

ましては* 腿々 H 問を 試みられまして、 即ち 此豫算 

案に 關 係を 有する 事項に 對 しまして >  政府に E 々質 

問を 致し， 政府 ! 3; 之に 對して 答 辯を 與へて 居る ので 

ある、 然るに 討論を 終結して 採決を 爲す に當り まし 

て •突如と して ' is n 雄 幸 君及片 岡直溫 君より、 未だ 

議題と なりし ことなしとの 抗辯を 聽くに 至つ たので 

あります、 私 兆 一同 ® - に 意外の 感に 打たれた ので あ 

ります、 憲政 會は唯 今 申 上げました る 如く、 司法 省 

所管に 於いて 十七 萬 七 千 七十 二圆、 或は 内務省の 所 

管に 於て 社會 事業 等に 關 する 調査 # , 十四 萬 某を 五 

萬圆に 減じたり ^' 或は 貯金 獎 S 费の M 十 萬 圓を 削つ 

たり、 特別 倚 計の 朝鮮 豫算に 於て 二十 萬 圓を 削つ た 

り、 斯の如 き 少額なる 豫筇 に對 しては、 察々 の 明を 

用ゐな がら、 一億 五 千 萬と 云 ふ大豫 算に對 して 之を 

雲煙 過 眼 ®! いたした と 云 ふことは、 本員 之を 報吿い 

たします る ことは、 名稃 ある 憲政 會の爲 めに K に. 遣 


炫 に堪へ られ ない のであります， C 拍手 起る〕 併な 
がら、 此點ほ 恋政會 諸君に 於て， 特に 留保いた して 
S 見を 本菡 場に 於て 述べる と 云 ふ 留保を 致された の 
であります が 故に、 私 13: 特に 玆 に報齿 する の 義務を 
有する のであります、 斯の 如く 致しまして、 委員 會 
ほ 總て 終了を 吿げた のであります、 何卒 速に 御協资 
を與へ られむ ことを 希 S3 する のであります。 

〔拍手 起る〕 

〇毅長 (大岡 育造 岩〕 三土忠 造 君。 

〇 金杉英 K 郞君是 ょり 大學特 別會計 法案の 委員 會 
を 開きます、 許可を 願 ひます。 

〇驟長 (大岡 育造 君 J 許可 致します。 

〔金 杉英五 郎君 「委員 諸君は 委員 會に御 集會を 
願 ひます」 と 呼 ふ〕 

〔三 土忠造 君 登搜 J 

0 三 土 忠造君 本員は 此 場合に 於て、 豫算 案に 對し 
て 微細なる 修正を 致したい と 思 ひまして、 _ 長の 手 
許まで 其® 面を 差 出して 置いた のであります が、 ま 
だ 諸君の 御手 許に 配付に なつて 居らぬ やぅで ありま 
す、 それは 一昨日 本院を 通過 致しました る •所得税 
及 酒造の 修 正 に 伴 ひまして、 所得税に 於て 三 萬 三千 
六 百 三十 六圓 、酒税に 於て 五 萬 六 百 四十 一圓、 合計 
八 萬 四千 二百 七十 七 M と 云 ふ 豫算 案に釾 して、 法律 
修正の 結果 滅收 を來す ことになるので あります、 而 
して 之と 同時に 所 指 税の 修正は、 主に IM 人の 所得に 
對して 修正 致しました 爲 めに、 其 結果と して、 國税 
徴税 手數 料の 歳出が、 十八 萬 一千 九 百 七十 六圓 、是 
だけ 減る のであります、 之を 差 引きます と、 歳入に 
於て 九 萬 七 千 ?/ 7: 百 九十 九圓と 云ふ不 耍 額を 生ずる 次 
第であります、 仍て 歳入の 部に 於き まして 前年度 剩 

餘金繰 入の- — ^ 臨時 部 歳入の 所で、 右 金額 即ち 九 萬 

七 千 六 百 九十 九圆を 削減 致しまして、 歳出 經常 部に 

於て、 市町村 交付金 十八 萬 千 九 百 七十 六圓を 削減 致 

すので あります、 其 結果と して 豫箅 案に 對 しては 複 

雜なる 修正になります が、 其 內容は 極めて 簡 II であ 

ります、 其 修正 條項 を讀 上げます から 御 承知を 願 ひ 

ます‘ 大正 九 年度 歳入 歳 S 總豫算 中二 寸九 頁の 第一 

條の 金額を 十二 億 七 千 六 百 三十 九 FI 千 七 百 五 圓に改 

む、 三十 一 頁 第一 款の 金額を 六 億 四千 七 百 八十 四 萬 

九 千 八 百 十九 圓に改 む、 第二 項の 金額を 二 億 千 百 六 

十七 萬 八 千 七 圓に改 む、 第 八 項の 金額を 一億 三 

千 六 百 十一 萬 八 千 四百 圓に改 む， 三十 四 頁 歳入 經常 


部會 計の 金額を 十 位 四千 三百 十二 萬 四百 二十 n; lf3 に 
改む •三十 七 頁 第 十一款 の 金額を 一位 四百 七 萬 四 - T- 
八十 九 li に改む 、第 十一 款第 一項の 金額を 一位 四百 
七 萬 四千 八十 九 圓に改 む、 歳入 臨時 部 合計の 金額を 
二 億 三千 三百 二十 七 萬 千 二百 八十 1  i 圓に改 む、 哉 入 
總計の 金額を 十二 億 七 千 六 百 三十 九 萬 千 七 百 五 0 に 
改む 、四十 六 頁 第 十款の 金額を 千 八 百 三十 五 萬 11 一千 
七 ■£! 六十 四 圓に改 む、 四十 七 頁 第 六 項の 金額を 五 百 
九十. 六 萬 四千 五十 七 _に改 む、 四十 八 頁 大蔵省 所 宵 
合計の 金額を 一億 七 千 七 百 八十 六 萬 四千 八 百 八十 三 
g に改 む、 六十 三 頁 歳 m 經常部 合計の 金額を 七 億 五 
千 二百 六十 一 萬 九 千 五 百 五十 圓に改 む、 百 I 頁 歳出 
總 計の 金額を 十二 億 七 千 六 百 三十 九 萬 千 七 百 五 圓に 
改む 、以上の 修正案を 提出 致します、 

0 議長 (大岡 育造 君〕®  口 雄 幸 君。 

〔濱 0 雄 幸 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 濱口雄 幸 君 諸君、 本 負は 豫* 案に 對 しまして、 
修正の 意見を 提出 致して あります、 仍て 修正案に 就 
きまして 大體 の說 明を 致さぅ と考 へます、 修正の 事 
項 並に 金額に 就きましては、 旣に 諸君の 御手 許に 廻 
つて 居る と考 へます るから、 詳細の 事は 說明を 致し 
.ませぬ、 で 唯 だ 修正を 加へ ましたる 事柄の 大體 に關 
し、 其 重耍な る 事項に 就きまして 一一 三の 說 明を 致し 
まして、 續 いて 本員の 修正 意見に 關聯を 致— まして 
豫算 案の 全 體に對 する 意見を 開陳 致したい と考 へま 
す、 本員の 修正 意見 ほ、 第一に 臨時 事件 費豫算 追加 
に 於き まして、 一億 圓を 削減を 致します、 其 理由に 
付きまして は、 後よ 〇 詳細に 申 述べたい と考 へる、 
次に 大正 九 年度 歳入 歳 / ii の總豫 算に 於き まして、 經 
常 部 臨時 部を 通じて、 千 二百 十二 萬 六 千 八 百 八十 二 
圓を 削減を 致します、 其 削減の 主 もなる 事項を 申し 
ますれば 、第一には 耍 塞の 整理 費であります、 要 寒 
の 整理 費は 經常 臨時兩 部を 通じまして、 六 百 五 萬 一 
千 八百三 十二 圓の削 減になります •此 削減を 加へ ま 
する 理由は、 要塞を 以て 國防上 必要で ない と 云 ふ® 
見で ほ ありませ ぬ、 併ながら ® く 延期の 意味に 於き 
まして 之を 削減 致します、 延期の 理由と 致しまして 
は、 諸般の 狀勢を 一層 調査 研究を 致し、 殊に 航空機 
との 關 係に 於て、 尙ほ 一層 調査を 要する 點が あると 
云 ふ 其 意味を 以て、 暫く 延期を 可と 致します、 固よ 
り 今回 政府の 計晝に 係ります る 所の 要 寒 整 a 、 其箇 


一七 ニニ 

所の 中で に、 調丧 研究 C 钴果 或 は 其必淖 でない も C 
•か あらぅ と考 へる— 又屮 には 内地と 大 陸と 〇 迚浴の 
ヒに 於て •若く は 日本海の 咽喉を 扼 する 地 K たる C 
故を 以て、 其點に 限つ てけ 充分なる 防 fflf を 施す 0 必 
耍があ ると 思 ふ® も あるので あります が、 併ながら 
戰讲中，殊に哦後に於ける航空挎 0 £;:3は3<べき 
ものが あるので あります、 航空 披の將 米に 對する 改 
良發 達の ® 樣ほ 、果して 如何で あるか、 其 狀况 C 如 
何に te つて ほ 假令： 嬰銮を 設ける と 致しましても、 3!: 
耍 塞の！ S 築の 方法、 若く は 砲の 成 力 笠に 閱 して、： lii 
に 研究を 耍す る s!i が あるでは ないか、 殊に 况や 政府 
の 計 班に 依ります れば 、一 '.,' ■ ,:; の 整理は 一億 三千 Sr. !1! 
萬 圓の 金を使 ひまして、 火 正 11 十 年に 至つて •始め 
て 完了す る 計 5S になつて 居ります、 飛行機の 最近の 
發 達の 趨勢から 考へ ますれば、 或は 五 牢若 くは 七 年 
の將來 に 於て、 li くべき 所の 發達を する ではない か 
其 時に 於て 吾々 が 要塞を 見る こと、 摘 ほ 世人が 品 川 
の 砲 臺を 見る が 如き 時代が 來な いと も 限らぬ と 思 ふ 
又 ® く 延期を 致しましても、 官民 ® 方の 工業 力を 此 
上に 十分に 發達 をせ しめました 時に 於では、 - K 竣功 
の 期間は 必ずしも 十二 年を 耍せぬ かも 知れぬ、 斯様 
な 考 ょり 致しまして、 暫時 延期の 意味を 以て！ 3 く 本 
豫算を 削減 致します、 次には 朝鮮に 於て 步兵 十！  i flil 
大隊の 增 員を 致したい と 云 ふ 計 !! £ であります、 * に 
朝鮮 師 囤の步 兵隊の 完成 期を 繰 上げ、 lit 二つの 也； £ 
を 合せまして  >  經常 臨時を 通じて 四} s 十一 ... si 八 千 六 
百 八十 八 圓と云 ふ ものを 削減を 致します、 朝鮮 統治 
の必耍 上、 步兵 十二 個 大隊 增 員の 必耍が あると：： 4 ふ 
點 に 就て は、 私は® て 政府と 串 ふ もので IX ありませ 
ぬ •隨 て假令 其 必要が あると 致しましても、 典 定 M 
の增 加は、 絕 對に咐 加す る ことを 要しないで はない 
か、 即ち 內 地の 師團 ょり 其 兵を 分つ て、 朝鮮の 守 WI] 
に 任ぜし むる と 云 ふこと が 出来る のでは ないか >  1 
昨 Z! の豫算 委員 總會 の識場 に 於き まして、 陸 Ili 大 I;': 
の 述べられた 御意 見に 依ります れば 、内地の 肺 糊 ほ 
是まで 旣に 海外の 各地に 少から ざる 品 員を 分つ て 思 
る* 此上朝 蛘の爲 めに 更に 兵員を 分つ と 云 ふこと (i 
內 地の 防備 上 到底 忍ぶ ことが 出来ない、 斯樣な 御 S 
見で ありました が、 本員は 陸軍大臣の 此 意見に 承服 
する ことが 出来 ませぬ、 四千 八 百 人の 定員 枬 加と 申 
しま すれば、 之を 內地 の師團 に 平均に 割 當て ますれ 
ば、 一個 師團 僅に 二 西 六十 人に 過ぎ ませぬ、 一個 師 
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團から 二 百 六十の 步兵を 割きました 所で、 それが 爲 
めに 内地の 防備に 缺陷を 感ずる と 云 ふ Is は、 毛頭な 
いと 私は 確信 致します、 (拍手 起る) 又內地 の 防備 
に缺陷 が ありと 御考 になるなら ば、 今日の 西 伯 利の 
出兵は 如何で ある、 一昨年 八月 以来 多い 時には 七 萬 
五 千 人、 少ない 時に も 二百 六十 人、 現在に 於て は 三 
萬內 外の 出兵を して 居る、 而かも それが 爲 めに內 地 
の K 備 上缺陷 を 感じたり と 云 ふこと を 嘗て 承らない 
(拍手 起る) 吾々 は 元 來大體 に 於て、 西 伯 利 撤兵の 
意見を 持つ て 屛る 、それ故に 此彐茁 の 兵を 西 伯 利か 
ら撤退 を 致し、 其 中 四千 八 百 人を 朝鮮に 駐め 、殘餘 
の 者は 內地に 探 還を する、 それが 何 所に盏 支が あり 
ます か、 斯く 申します れぱ 、政府は 或は 言は るるで 
ありませ 5、 西 伯 利の 出兵 it 一時の ものである、 臨 

時 的の ものである、 果して 然らぱ 、朝鮮の 定員 研 加 

も 一時的の ものでは ないか、 若し 永久に 十二 飼 大隊 

の步 兵を 坩 M する にあら ずん ば>  朝 鮮の 統治に 差茭 

が あると 云 ふなら ば、 朝鮮の 統治は 即ち 大なる 失敗 

であります、 (拍手す る 者 あり〕 斯の 如き 理出に 於 

きまして、 朝鮮 師幽步 兵の 定 Hrn 加には 反 對を 致す 

又 師團の 完成 期 絞 上に 就きましても 同樣の 理由を 以 

て 削除を 致します、 其 次に 削りました る 主なる 項 W 

は、 朝鮮 農事 改良 株式 會 社の 補助金 二 十 萬 IH であり 

ます、 是は朝 鮮 總督府 特別 會 計に 於て 削ります、 結 

果 AJ 致して 一般 會 計の 柿 充金 一 千 萬の 中から 二十 萬 

を 削つ て、 九 百 八十 ®; [1 と爲 すと 云 ふこと に 相 成り 

ます、 朝 P の 開 梨 事業の 必要で あると 云 ふことは 本 

員 も 固ょり 之を 認める、 併ながら 朝鮮に 於て IJ-. 旣に 

柬洋拓 m 會社 あり、 又殖產 銀行 も ある、 其 他に 於て 

民間の 經它に 係る 所の、 開 II を 目的と する 會社は 擇 

山 あるので あります、 斯る場 合に 於て 更に I つの 大 

なる 補 肋 fr 社を 設 くると 云 ふこと iT 本員は 毛頭 其 

必要を 認め ませぬ、 加 之 朝鮮の 財政は、 甚だ 此頃宜 

しくない、 それが 爲めに 聞く 所に 依れば、 朝鮮 總督 

府に 於て は 本年は 酒の 釀造税 を 六 割 增す 、煙草の 消 

費税を 一 刺 增す 、驛屯 土の 小作料を 八 割％ す、 其 他 

に尙ほ 小包 料、 郵便 料、 電信 笛 話 料 等 も 引 上の 計丧 

であると 云 ふこと も 承は る、 而 B ならず 關税の 改正 

を すら、 財政 不如意の 爲 めに 一箇年 延期す ると 云 ふ 

程 窮乏なる 財政では ないか、 其 窮乏なる 財政の 中 か 

ら二 十 SS と 云 ふ 補助金を 出して、 斯の 如き 無用なる 

fr 社を 浩ると 云 ふことは 遊に 不可解 千 萬であります 


(拍手 起る) 加之此 農事 改良 株式 會 社の 創立 當時の 
事情 に 就て、 甚だ 好ま L からざる 風評を 本 M は !® 々 
耳に 致す， t 拍手す る湃 あり) 旁々 以つて 此補助 金 
は 斷然 削除 然るべ しと 考 へる， 其 次には 遞信省 所管 
の 貯金 獎動费 であります、 是は二 十 萬の 豫算で あり 
ますが、 說 明に 依ります れげ 、貯金 獎 颳 の爲 めに 必 
要なる 印刷物を 作る 郵便局の 役人を 增す 、貯金 獎 _ 
に 功 勞のあ つた 郵便局の 吏員に 對 して 慰 勞金を 遺は 
す、 それが 爲め に！ 一十 萬と 云 ふ 貯金の 獎勵费 を 計上 
して 居る、 If? 蓄 の獎励 と 云 ふ 事は、 通貨の 收 縮、 物 
價の 調節 上、 本員 も 其 必要なる ことを 認む る， 否な 
政府 以上に 吾々 は 之を 誌む る、 併ながら 貯蓄を 奬勵 
する 其 手段に 至つ ては、 不幸に 致しまして 政府と 根 
本から 意見を 異にして 居る、 吾々 ほ 貯帮 の奬® の爲 
には 有効なる 政策を 用ゐな ければ 相 成らぬ と考 へる 
即ち 郵便貯金の 利子の 引 上と 云 ふ 事が、 JC- 最も 有効 
なる 政策であります、 (拍手す る 者 & り〕 然るに 政 
府ほ其 有効なる 手段が あるに 拘ら ず， 之を 用ゐな い 
殆ど 5.1 戯に類 すろ 如き 事を 行つて 貯蓄の 獎勵 を爲し 
得べ しと 考 へる、 吾々 ほ 貯蓄の 獎勵 に對 する 政府の 
政策が 如何に 貧弱で あろ かと 云 ふこと を 憫む ので あ 
ります、 隨て此 二十 萬の 貯金の 獎勵 費は 無用と 認め 
て 削除 致します， 今一 條大藏 省の 所管であります、 
仕事は 內閣 ‘の 仕事であります るが、 臨時 財政 經濟調 
査會 、臨時 法制 審議 會の 費用 合せて 九 萬 一千 四百 四 
十七 圓， 金額は 吒か であります けれども、 本員は 主 
義 として 之に 反對 する、 全悶财 政經济 の 調査と 云 ひ 
法制の 改善と 云 ひ、 政府 當然の 責任では ないか、 其 
政府 當然の 責任で あるべき ものを， 無暗に 調奄會 を 
設けて、 政府の 責任を 其 調査 會に轉 嫁 せんとす るの 

® が ある •現に 最近に 於き ましても-原 總理 大臣は 

段 制 整理の 事を 財政 經濟 調査 會に 懸けた 上で 云々 と 

云 ふこと を K 々言は れ る* 是は 甚だ 宜しくな いと 考 

へる、 ((拍手す る 者 あり〕 仍て 政府の 責任を 糾すが 

爲 めに、 此 調査 a- の® 用を 削除を 致さん と考 へる、 

修正案の 事項 金額に 關す る大體 の說 明は 此 程度で 止 

めて 置きます、 是 ょり ® か豫算 の 全 體に亘 つて 評論 

を 加へ なければ、 本員の 修正の 意味が 徹底を 致し ま 

せぬ、 各種の 方面ょり 意見を 申 述べたい と考 へます 

先 づ經濟 政策 —— 經濟 政策 上の 見地から 本年度の 裸 

算を 評論を 致します ると 云 ふと、 本年度の 豫算案 は 

物 ® 調節に 對する 政府の 失政と 云 ふ ものを 遺憾な く 


暴露して 居る •政府 當局は 無能に 致しまして、 物價 
調節 上 何等 有効なる 政策を 謂ず る ことが 出 來な い、 
(拍手 起る、 「のうく」 と 呼 ふ 者 あり) 諸般の 施 
設は 姑息 不徹底を 極めた る ばかりで ない、 却て 物價 
勝 貴の 勢を 助長す ると 云 ふ 政策を 嘲つ て 居る、 C 拍 
手 起る 「のう と 呼 ふ 者 あり〕 それが 爲 めに 物 
價の奔 騰は 底止す る 所を 知り ませぬ、 其 結果と して 
財政 上に 重大なる 煩を 爲 して 居る •本年度の 11 算と 
云 ふ ものは、 御 承知の 通り 十二 億 七 千 六 百 萬と 云 ふ 
空前の 大豫 3¥ であります， 此豫算 の 中 政府の 計算に 
依りましても •物 價の腦 貴に 因る 經 費の 增 加と 云 ふ 
もの iT 戰爭 前に 比較 致して 二 億 八 千 一一 百 萬、 前年 
度に 對 比しても、 六 千 萬の 多き に 上つて 居る のでは 
ないか、 前年度に 對 する 本年度の 歳出の 增加 額は 二 
億 一千 二 百 萬であります が、 其 中 約 三 割は 物 僧 騰貴 
の 結果でありまして、 谷 省の 要求に 係る 所の 經费の 
耍求 額と 云 ふ ものを 見て 見ます ると 云 ふと， 物價騰 
貴に 基く 所の 佾加耍 求 額と 云 ふ ものは •累 々として 
山の如く橫つて屛る、政府は！£^税並に酒费税の增 
税を 以て， 國防充 實 の經 費を S: 辨す るが 爲めな りと 
稱 して、 さう して 國民 の詢解 を 求む るに 汲々 たるの 
.有樣 であります が、 實ほ斯 樣なる 言 前は •政府の 便 
宜に出 でた る ものに 止つて 居る •全鹊 政府が 豫算を 
編成す るに 方り ましては 一方に 於て 歳入の 見積りを 
立て， 一方に 於て 谷 省の 要求に 係る 所の 歳出 全體の 
見 積を 立て それに 相 當の査 定を 加へ て 歳入の 見 積と 
比較を 致す、 そこで 歳入が 幾ら 足りない かと 云 ふ 其 
不足の 額を 確定 致し、 其 足らざる 所に 依て 始めて 增 
税の 計 » を 立てる、 それ故に 增税の 必要と 云 ふ 事は 
豫算 の全體 に 於け る 歳入の 不足を 補塡 する の 必要に 
出 づる ものでありまして 歳出の 内容に 立 入つ て國防 
充 實の爲 めと 云 ふ 如き 理由は、 決して 言 ひ 得べき 事 
ではない， (拍手 起る〕 然る にも拘らず 政府は 强て 
言葉を 構へ て、％ 税を 以て 國 防の 爲めな りと 揚言し 
て ti らぬ 、裏面から 申します れぱ 、强て 言葉を 設け 
て， 物價 調節 失敗 迹を拖 はんとす る陋 策であります 
(拍手 起る) 國民を 愚弄す るも甚 しと 謂は なければ 
ならぬ、 (拍手 起る〕 今年度の 豫算に 於て、 俸給 諸 
給 等 所謂 人件費の 交 出が， 物價 騰貴の 爲 めに 增 加し 
たる 金額は、 政府の 計算に 依りましても 一億 三千 萬 
の 多き に 達して 居る、 恰も 增税に 法て 得ん と -t-. る 所 
の咐收 額と 殆ど 同 數の 金額で ある， C 拍手 起る〕 而 


も 一度 增額を 致しました る 人件費は •物價 下落す と 
雖 も、 大體に 於て 之を 減額す る*」 とは 出来 ませぬ に 
依て、 永く 歳出 膨脹 S 原 闪を成す，此»は政府に於 
て も 之を 認められて 財政の 計畫を 立てられて 3? る， 
それ故に 此 度の 枬税と 云 ふことは， 政府から 見ます 
れば 、國肪 充實の 爲 めと 言 ふことは m 來ま せう が、 
國 民の 側から 見れば 物價 騰貴の 爲めな りと 言 ふこと 
が 出来る、 (拍手 起る〕 果して さう でありますなら 
ば •若し 物價騰 Ft と 云 ふ もの も 無く  •隨て 人件費の 
膨脹 も 無 かつた 時に 於て は、 假令國 防充實 の計畫 を 
實行 致しましても •增税 の 必要と 云 ふことは 大體に 
於て 無 かつた ものと 謂は なければ ならぬ， (拍手 起 
る) 斯く 申します れば反 對黨の 諸君 は>  或は 言 (3: る 
、であり ませう、 物價 騰貴が 無ければ 歳出は 增 すま 
い、 增す まい けれども それと 同時に 歳 人の 自然 增收 
も 無 かつた であらう と •併ながら 哉 入の 自然 坍加と 
云 ふことは， 必ずしも 物價 騰貴の 爲め なりと 御考に 
なつて は、 是れ 非常なる 間違であります >  C 「何の 爲 
めだ それは」 と 呼 ふ 者 あり〕 何とな れば (「原因を 
言へ」 と 呼 ふ 者 あり) n 淸戰爭 以来！ 一十 年の 間， 輸 
入超 過 ばかりを 續 けて 居つた 我 國の貿 易が 戰乖の 結 
果 として-俄に 輸 lli 超過と なつた •五 年の 間に 於て 
十三 億 圓と云 ふ 輸出の 超過を 見た， それが 爲 めに 内 
地の 事業は 頻りに 發展を 致し、 經濟は 膨脹す る假令 
物價が 騰貴し なくと も、 此 歳入の S 然咐收 と 云 ふ も 
の ほ 大に咐 すべき 罟 であつ た、 (拍手 起る〕 而已な 
らず __ 而已な らず 若し 物價が 今 H ょりも 安かつた 
ときに 於て は、 却て 輸出の 增 加と 云 ふことは、 今日 
以上であつた であり ませう、 物價が 高い から® m が 
少かつ た. 物價が 今日の 如く 高くな かつた ときに 於 
ては •輸出の 超過は 斷じて 今日の 比では ない と , [L1, ふ 
(「そんな 論理が あるか」 「愚論々々】 「_• 論に なつ 
て 居ない」 と 呼 ふ 者 あり) 併ながら 物價の 騰貴と 云 
ふことは、 是は 今日の 車 實で ある、 此事實 は 假令內 _ 
閣 不信任の 故を 以て も 抹殺す る ことは m 來ませ ぬ、 
(「騰貴は lit 界的だ j と 呼 ふ 者 あり〕 唯 だ 本員が 玆に 
此事を 論ずる 所以の ものは、 若し 物價騰 貴が 無 かつ 
たと きに 於て は、 少く とも 今回の 佾税の 大部分と 云 
ふ ものは •其 必要が 無かった と 云 ふこと を 指摘 致し 
(拍手 起る〕 政府を して此 動かす ことの 出 來ない 事 
實を 承認せ しめ >  c 笑韜 起る〕 一面 國民 をして 预算の 
_ 相を 知らし むる が爲 めに 外ならぬので あります ( 
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一 r llt 界の 大勢が 分らぬ か」 「世界的 ^ « を 4; 何 - r ん I 
と 呼 ふ 者 あり -W/ 次に it 公 《 政策 上から 本年度の 財政 
計 35 を 考へて 見ます るに、 本年度の 雅览に 於け る 公 
價の兹集額は、一般符計に於て五千四 ?1 茁_、特別 
會 計に 於て 一位 四千 六 百 萬 SJI •臨時 眾事费 特別 好 計 
に 於て 一億 四千 八 百 萬 Ifil 合計 三 (S 四千 ffi M と 云 ふ 1L 
額に 達して 屛 るので ある、 此上に 今年度の 茲 Jfi 殘額 
八千萬圆を加へますときに於てほ、今年度一杯に兹 
集せ ね ! t: ならぬ 所の 公 « の较額 は 四 位 二 千 35 脚と 云 
ふ 巨額に 達する のであります。 

〔「修正 落に 何の 關係が あります か J 「默れ J と 
呼ふ宕 あり〕 

〇鼹長 (太 岡 育造 ft ) 靜肅に 願 ひます。 
0遛口雄幸君此四位二千茁關の公似ほ、最近の經 

済 界の狀 態に 於て は、 到底 長期 公似を 以てする こと 

は m 來ませ ぬ， 恐く は 金 部 二 箇年 乃至 7r 箇 年と 云 ふ 

短期 公 fn! を 以てする 外は 無い ので ありませ う、 此外 

に现在 ある 所の 公似 •.大正 十四 年 迄に 似 還 期限の 到 

來する ものを 合せ ますれば、 某 總額は 十七 億 八 千 萬 

圆 と 云 ふ 金額になる ので ある、 此金 額は 繼續 S の關 

係 上， 十 年度 以降に 於て K に 益々 咐加 する ので あり 

ませう、 結局 六 節 年間に 整现 を耍 する 所の 內外 公愤 

は、 槪 ® 二十 億 IRI を 下る ことは なから うと 思 ふ、 隨 

て此 二十 億の 公 (2 整理と 云 ふことは， 我國財 政の 前 

途に喷 ほる 一大 雛關で あります 、財界の 識者は、 今 

日から 窃に叕 骯 に 椹へ ざる 所であります、 政府が 如 

何に 生 產萬 能. H:. 義を 執り 產業 の獎勵 と 云 ふこと を 誇 

張せられ て も， 此公偾 の 整理 問題に して 適 當の解 決 

を 見ない 間と 云 ふ ものは、 今後 數 年間の 經濟界 ほ， 

之が S めに 不安の 狀態 を脫 する ことは 出 來 ませぬ 本 

員は 一月 二十 三日の 常靆 場に 於て、. 公似 整理の 方針 

に 就いて 政府の 成 - 3? の 在る 所を , rf 問 致した、 然るに 

之れ に對 する 大藏 大臣の 答 辯は 更に 耍領を 得ない、 

に是だ けの 答 辯を 致して 居る ..'' 漸次 之を 長期に 改 

める と 云 ふこと ほ 努めなければ ならぬ、 故に 其の 點 

に 於て は大に 努めて If,- る 云々、 大藏 大臣 ほ K 答 辯の 

如く  •果して 公侦の 整理に 大に 努めて 居られる ので 

あるか、 本員を 以て 之を 見 ますれば、 大に 努めて 居 

ないど ころでは ない、 少しも 努めて 居ない、 ^ のう 

「ひやひや」 と 呼 ふ 者 あり〕 少しも 努めて 居 

ない ばかりでは ない、 却て 政府の 財政 計蕺ほ 、仙 日 

公債 整理を して、 益々 複雜闲 雛に pfl らしむ る もので 


あると 额： H をせ ざるを 煜ぬ、 C 「のう  <」 と 呼 ふ 若 
あり、 拍手 起る) 「のう」 と 仰し やれ ぱ證據 を 舉げ 
ませう， 其？ 01/: 拽ほ 本年度の 预览を 御泛 になれば 明か 
である-若し 政府に して、 果して 誠 S を 以て 公似 整 
理に 努力す るなら ば、 公 偵の 新規 兹集と 云 ふ ものは 
努めて 之を m まなければ ならぬ 譯であ る、 又 旣定の 
公 依 阶 還 計 !! £ と 云 ふ もの li 飽 まで も 之 ほ 守らな けれ 
ぱなら ぬ 害で ある、 鐵菹電 信、 m 話 事業 等が、 國家發 
展の爲 めに 必要で あると 云 ふこと ほ 本員 十分に 之を 
認める、 隨て是 等 事業 公值茲 集と 云 ふ もの ほ 洵に已 
むを 得ないで ありませ う •併ながら 西 伯 利 出兵の 爲 
めに、 凡そ 一億 二 千 萬 軍事 公憤を 發行 すると 云 ふこ 
とは、 果して 某 必耍 あり や 否や 固より 撤兵の 利害と 
云 ふ もの ほ、 公 依 政策を 離れて、 國家 高等 政策の 見 
地から 判 斷せ ぬければ ならぬ ことは 固より 當然で あ 
り， ( 「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 興 高等 政策の 見地 か 
ら判斷 を 致します れば 斷然 撤兵すべき である、 公債 
の 位 還を 確 af ならしめ、 又 其 値段と 云 ふ ものを 維持 
致し •他日の 借替に 便なら しめんと するならば ，旣 
定憤 還計赘 たる 減債基金なる ものは、 努めて 之を 維 
持し なければ ならぬ、 國家 一朝 有 JI? の 秋に 於て ほ、 
固より 一切を 搦牲に 致して 外敵に 當 るの 外は ない の 
であります、 此 場合に 於て は 減債基金の 停止と 云 ふ 
ことは、 或は 已むを得ないので ありませ う， 然るに 
今日は 如何なる 狀態で あるか、 世界の 平和は 旣に回 
復 致し >  各 國共爭 うて、 戰 後の 財政 經濟の 整理に 全 
力 Bi 倒して 居る 際で ある， 此 際に 於て 我阈 のみ 獨り 
此 減債基金の 停止を 行 はんとす るのは、 所謂 倒 行 逆 
施で ある、 小川 鄕太郎 君は 一昨 R 此 席に 於 かれ まし 
て 減債基金の 事に 就て 憲政 會の 態度を 批評せられ た 

言槃が あります、 小川 君の 言 はれる 所を KS いて 見 ま 

すれば >  大隈 內閣の 時に 若 棚 藏相の 時代に 於て® 政 

會は滅 債 基金に 始めて 手を 著け 允ので ある、 其關係 

から 申せば、 今日 減債基金の 停止に 寶成 をせ らるべ 

き！ S である、 期 梯なる 御言 葉で あつたと 本員は 承つ 

た、 併ながら 大隈 內閣 の當 時に 於て は、 御 承知の 通 

り經濟 界の 情勢と 云 ふ ものが， 鐵道 公債！ 一千 萬圆の 

募集に 適しな かたのであります、 それ故に 已 むこと 

を 得ず して 二 千 萬 圓を 割いて 之を 鐵 道の 公債に 貸付 

け、 三千 I1; 圓を 止めて 喊債 基金に 繰 入れた、 然るに 

今日の 經濟界 の 情勢 ほ 如何、 政府 ほ鐵 道の 爲めに 一 

億 圓の公 偾を驳 S せんとして 居る、 典 他總 ての 關係 


に 於いて 一一 i (s w 千 fls ii]! の 公 fi'i を 朵货 -yr ん として & •ろ 
今日と it 全く經 济 界の愤 勢が I 變を； 1-/ (し て K る Tit 際 
であります、 况や涊 政 會ほ 其當 時に 於て、 位低 額 三 
千 萬 圓と云 ふ 繰 入を 維持す るが Is めに、 法律を 制定 
したので あります C 「それが 修正と 何の 關係 •か あるか 
誘 長 御 止めなさい」 と 呼ふ漭 あり 1? •場 騒然) 

0 舞 ■長 (大 _ 岡 育造 君〕 修正の 趣® を 說明 すると 云 ふ 
こと ii 許して あるので あります。 

〇濱口 雄 幸 君 恐く ほ 小川 鄕太 郎君 ほ、 其當 時の歷 
史と iK ふ ものを 十分に 御 7S 知に なつて 居ないで あら 
うと 思 ふ、 隨て 小川 鄕太郞 君の 議論と 云 ふ もの ほ、 
全然 反駿 する 價 が 無い のであります、 (拍手 起る〕 
若し 小川 君に して 何れ かの 政辨 を攻擊 したいと 云 ふ 
ならば …… 

〔「修正に 關係 はない 」 r 修正と 返上と 雨 方の 說 
明 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 濱口君 に 注意 致します、 修正 
に 直接 關係の ある 事と を 御述を 願 ひたい。 

〇濱口 雄 幸 君 今少し 御考 になつ た 方が 宜か らうと 
思 ふ、 政府の 說 明に 依り ますれば •政府 も 亦 減債 基 
金 そのもの X 礎 止に ほ 反對 されて 居る が 故に、 私は 
根本 論と 致して は， 此際 減債基金 制の 存置と 云 ふこ 
とを 主張す るの 必要は 認めない のであります、 併な 
がら 豫算 委員 會に 於け る 所の 質問 應 答の 結果に 依り 
ますれば、 政府の 方針た る 大正 十三 年度ょり 減 ftt 基 
金 繰 入を 復觀 すると 云 ふことは、 遂に 實現 する こと 
は 出来ますまい、 恐く ほ 增税に 依る の 外、 永久に 減 
债基 金復舊 の 見込な しと 私は 斷定を 致す、 (拍手 起 
る〕 政府が 如何に 減債基金 復 僅の 確信を 有する と 言 
は れ ましても， 財政 計畫上 根據を 有さない 確信は、 
眞の 確信と 云 ふこと ほ m 來ませ ぬ、 恐く は 大正 十三 
年度に 至れば、 政府の 所謂 確信なる もの ほ 唯た 一場 
の 夢と なる であり ませう、 事此に 至れば 公債の 市價 
は次第に低落を致し、公債の信用は失_するであり 
ませう、 旣發 公愦の 借 替も頗 る闲 難に 陷る であらう 
と 思 ふ (「議長 如何なる 範圍に 於て 言論を 許して ある 
か」 と 呼 ふ 者 あり〕 之を 要するに 本年度の 预览に 於 
ける 政府の 公債 政策は， 著々 とし ' t:« 政府の 所謂 努力 
の 言明を 裏切つ て 居る ので ある‘ 將來の 公債 整理 問 
題を して 益々 困難なら しめ、 財界を して 益々 不安に 
陷 らしむ る ものである， 經濟界 の 不安は 斯の 如くな 
るに 於き まして、 產業 の. 發 達， 生 產の擷 張 ■到底 望 
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むこと ! X /H 来ない と考 へる*  C 拍手 起 Kn -si L て 代ら 
ば 政府 並に 政 友會の 所謂 四 大政 期の 眼 CS たる 產芡の 
發 達と 云 ふことは、 此公 沾整砰： 

5 g 茶々々 になつ てし まう と 思 ひます る、 1 : .拍手 起る 「 
心配 無用 J  r 去年 も 其 通りの yf を； a つて f;jl 逆つ たで 
ほない か J と 呼ふ莕 あり〕 それ故に 本 U は 以上 C 理 
由に 基いて、 Mis :1,!; 金の； i 止に 14 對致 し". , 

が 網 M を 主張す る界で あります f 拍手 起： ■  .' :li: : .、次に U 
税 政策の 見地から 本年 PV の 豫： 4 を ちへ て 見ます ると 
政府 ほ 本年度 f§ 3? の 綱 成に 當つ て收茭 C 均 ® を 押 ^ 
する 能は ざるが 爲 めに、 新たに 所得税、 酒造 8i の佾 
徵を 計进 をし  >  九筇度に於て :/|' 卜七 ?| 圮 1;11 、 -|-' 尔作 
に 於て 一倍 三千 五 百 萬 [Ml と 云 ふ 尨大なる Jt> 收の ril- l>,- t '. 
を 作つ た、 此咐税 の 計 :. IE と 云 ふ もの ほ 果して 租税 政 
策 上 適當な る 計 班と 云 ふ JJf が / 11 來る か、 ^ 税案 の… 
〇謫 長 (太 岡 育造 君) 预览の 修正の 關係上 、除 ^ な 
き 翳 論を 主として M ひたい、 次に 討論を する 場合に 
は、 自ら 资 否の 通 ff も あつて、 それに 從つて 許す の 
であります。 

〔「 _長 御約朿 が 違 ひます ぞ J と 呼 ふ 渚 あ 〇〕 
〇濱口 維 幸 封 增税 案の 內容に 就きまして 謎 論を す 
る 事は、 是れほ 本論の E 的では ありませ ぬ、 併な が 
ら 一億 三千 . 7n 百 萬圓と 云へ る大增 税 を 嬰す るに 常つ 
て、 總て 所得税 並に 酒造税 の 二つ ばかりに 之を 負 K1; 
せしめ、 一切 他の 歳入 課目に 及ばぬ と 云 ふことは， 
果して 公平 適當な る 政策と 云 ふこと が ; 11 來ませ うか 
(拍手 起る〕 一 朝 國家事 ある 秋に 當 つて ， 1:|1 當の調 
査を遂 ぐるの 暇がない 場合に 於て、 俄に 咐税を 斷行 
する 必要が 起る、 此場 合に 於て は、 或 1:]: 收入 額の 多 
くして 徵收に 容易なる 一つ か 二つ かの 税 n に fj- て、 
之を斷 行す る ことを 止む を 得ない とする 5 ? 合が ある 
ので ありませ う C 「そんな s.f は 一 作 日 論ずる が K い」 
と 呼 ふ 者 あり〕 今日は 内閣 成立 以來旣 に 一年 半の 日 
子を 經 過して 居る、 稅制 全般の 調査と 云 ふこと も、 
旣に 一と 通りは 完了した 锷 である •然る にも拘らず 
突然と して 所得税の みの％ 税 案を提 m し來 つて、 -It. ハ 
他の 收入課 印 には 一切 手を觸 れな いと 云 ふ 事は、 抑 
も 如何なる 理由で あるか、 (「そんな 事は R 比 谷へ で 
も 行つ て やれょ」 と 呼 ふ 者 あり〕 豫算 委員 會に 於て 
總理 大臣は、 講和 條約が 効力を 生じた のは 一月 十日 
である、 隨て經 濟界も 未だ 安定を して 居ない 今 H で 
あるから、 一般の 税制 整理を 爲す には 適せない、 斯 
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11 なること を 申されて 居る、 成程 講和 條 約の 効力を 
生じた のは 一月の 十日に 相違は ありませ ぬが、 戰時 
狀態の 終焉を® げたのは， 一昨年の 十一月、 經濟界 
はま だ 安定を しないと 言は る、 けれども、 果して 經 
濟界が 安定を しない 爲 めに 税制の 整理が 出來な いと 
云 ふなら ば、 所得税に 限つ て 何故に 整理を せられた 
か、 (拍手 起る) 

〔「議長々々」 と 呼 ふ 者 あり 韶 場騷然 一 
〇 議長 C 大岡 育浩 君〕 議長は 先づ此 場合に 此整理 の 
爲 に (「言論を 筏 1B すべし J と 呼 ふ 者 あり) 私が 一言 
することを*諸君は御聰取を願ひたいのであります 
(「詔 長干涉 しては いかぬ 」「 討論 じ やない、」 と 呼 
ふ 者 あり) 此討 論を 爲すに 付て は 3 單に 修正の 意味 
のみでは 通らぬ から、 多少の 議論を する ことは 許す 

併ながら 修正の 理由は 是だ けで 大概 濟ん だと 言うて 

置きながら、 一般の 議論を 此 所に 持 出す ことは いけ 

ませぬ。 

〔拍手 起り 「蒱 長々々」 「下れ </や るべ し 

<J 「 議貝の 糊 限に 關 する 問題 だ」 「議長 

横暴」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 修正の 理由を 此 所で 結ぶ と 云 

ふことでありまするから*其御樹りで御 ^ 肢を願ひ 

ます。 

〇濱口 雄 幸 君 本員の 修正の® 見と 云 ふ も S ほ、 ^ 

今 初めに 申しました 歳出の 課 H 金額の みの 說明 では 

徹底を しませぬ •預® 全 SS に It つて 評論を 加へ て、 

是 々は 政府に 向つて、 要求を する， 是 々は 査定を 加 

へる、 其 二つ が 相俟つて 初めて 完璧と なると 云 ふ 積 

りであります ，(拍手 起る〕 外の 點は 一切 言は ずに 

匿いて、 唯々 修正を する に 二 三の 課目に 付て、 其 金 

額 事 ? fi と 云 ふこと を說明 した だけでは、 吾々 の 趣意 

は 更に 徹底を しない (拍手 起る， 「討論の 場合に 於 

て やれ】 と 呼 ふ 者 あり それだけは 諸君は 大政攤 の雅 

跫 を 以て 御 腔に なつて 宜か らうと 思 ふ、 cr 雅 M にも 

程度が あるよ」 と 呼 ふ 者 あり) 今少し やります — 

兎に角 やります c「 大にや るべ し」 「政 友 fir の 人は 隨 

分 苦しいだら うが 我慢を L 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 今日 

の經 濟界は 不可で あると 云 ふの 故を 以て •税制の 整 

. 理をや らぬと 云 ふの ならば、 所得税 も 亦 やらぬ と 言 

はなければ ならぬ と 思 ふ •凡そ 經濟界 の 影 製を 受く 

る こと 最も 大なる もの；！ T 總て の税の 中で 所得税で 

あります、 法人の 配當 にしろ、 超過の 所得に しろ、 


經濟界 の 影 ® を受 くる こと 所 SE 稅の 上に 出 づる もの 
は 無い、 其 所得税 だけの 整娌を 行つて 他の 整理は や 
らぬと 云 ふ 理由を 經濟界 の 不安に 求める と 云 ふ 事は 
明かに 矛盾で 有ます C 拍手 起る〕 所 52 税の 咐稅額 は 七 
千 八百蒗 圆で ありまして 從前 の收入 額に 較べまして 
六 割の 負 擔の咐 加と なる C 「所得税は 關係が 無い ょ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 豫算は 歳入歳出の 全部を 包含して 居 
る 而も此 ％ 税額 ほ 歳入 中の 主なる 部分を 成して 居る 
之を 論じなければ 裸® 論には なり ませぬ、 又 酒税の 
咐收額 は 一石 十圆で あります ?. ■• が、 從前 の税に 比較 
しまして、 四 割 三分の #/ 徵に當 つて 居る、 今ー ニの 
税目に 對 し、 一擧 にして 四 割 三分 乃至 六 BIJ と 云 ふが 
如き 高率の 增税を 要求しながら、 其 歳入 課目には 一 
切手を 觸れな いと 云 ふことは、 果して 公平なる 增税 
政策と 云 ふこと が 出來 ませぅ か、 (拍手 起る〕 それ 
故に 本 M ij: 政府は 速に 其 他の 収入 課目に 苴つ て適當 
なる 整理を 行 ひ、 それに 依つて 負擔の 公平を 期せら 
れんこと を 要求し なければ ならぬ， 其 次には 財政 計 

«: の 意見であります . 

〔議場 騷然〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 諸君 暫く ..：•• 申します、 成る 
ベく 反對黨 の 議論を 寬か に聽 くこと を 以て 努めて 居 
るので あります、 併ながら ：：： (「反 對黨 とは 何ん 
だ」 と 呼ふ莕 あり® 場 騷然〕 

〇讅長 ハ大岡 育造 岩) 御聽な さい、 私は 政府 黨と政 
府の 反對黨 と、 …… (「それは いけない」 と 呼 ふ 者 
あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 政府 側の 人は I 政府 側の 人 
は、 政府 反 對黨の 諸君の 意見を， 雅景を 以て 之を 鸱 
くべ しと 云 ふこと を 努めて 居る のであります、 併な 

がら 豫算を _ する には 前例 も あり、 修正を S すには 

修正の 方法が あるけれ ども >  是だ け 勘定を して、 是 

だけ 除く と 云 ふが 如き、 數字 のみを 言へ る ものでは 

ない、 多少の 議論は 之を 許さねば ならぬ、 それは 多 

少の 議論で なく， 今濱口 君は 總體 論を 此 所に 持 出し 

て、 租税の 增税 案までに、 論及を して、 一般の 經濟 

Ip に關 係す るまでを 汎く言 はれる、 之に 就て は是ま 

での 慣例を 全く 破られた、 之を 許す ことは 議長の 忍 

びざる 事であります。 

0 小 III 松 11 君 議長、 私は 議事 進行に 就いて 發 言し 

たい。 

0 議長 (大岡 育造 君) 小山 松壽 君。 


〇 小山 松 壽君發 言の 許可を 得ました。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 裔事進 行に 就て であります か 
ら 、據 ろな く 許しました。 

〇 小山 松 壽君唯 今 議長は 起立して 宣言を 爲さる 御 
言葉 中に •反 對黨の 言な りと 雖 もと 云 ふこと に 私は 
臌 取り ましたが， 反 對黨と 云 ふことは、 如何なる 意 
味を 以て 宣言 中に 述べられた のであります か、 先づ 
其 意味を 承りまして、 其 上に 於て 私は 更に 發 言を 求 
めます。 

〇誦長 0 K 岡 育造 君〕 私が 反對黨 と言うた 事は •此 
議場 內には 政府の 賛成 : « も あれば、 反 對黨も ありま 
す， 故に 其 政府の 賛成 戴は、 政府の 反對 黛に •雅量 
を 以て 鸱けと 斯う 云 ふこと を 言うた。 

0 小山 松壽君 議長は 衆議院に 於け る 議長に して、 
政府の 側に 立つべき 議 長では ありませ ぬ、 而 して 議 
場内に 於け る 所の 此志を 同じう する 者、 其 黨を 成す 
者の 自由であります、 議長は 其 院内に 於け る黨 派を 
彼此 言 ふべき もので ない と 私は 思 ひます 其 故に 先刻 
議長の 述べられました る反對 云々 の 言は、 不 穩當な 
りと 認めます るが 故に、 議長の 収消を 求めます。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 小山 君の 發言 は、® 事の 進行 
に 關係ほ ありませ ぬ。 

〔「關 係が あります」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 小山 松壽君 私 ii 更に 申します， 唯今の 言は 失言 
なりと して、 之を 収 消すべし との 緊急動議を 提出 致 
します。 

〔「ひやく/賛成々 九 j と 呼 ふ 者 あり〕 

0 小山 松壽君 速に 採決 あらん ことを 圉み ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 議事の 進行を 止む る 程の 發議 
と ii 認め ませぬ。 

0 小山 松壽君 議長は 議事 規則に 依て 議事の 進行を 
なさい、 議事の 進行を 妨げます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 先決問題には ならぬ であり ま 
せぬ か。 

0 小山 松壽君 問題になります、 直ちに 採決 すれば 
宜い ！ 直ちに 採決なさい. 一 是 ょり 益々 重要な 案 
件を 譲さなければ ならぬ •早く 採決なさい I 成規 
以上の 賛成者が あるに、 如何に 取扱 ひます か。 
〇議畏 (大岡 育造 君〕 謅 事の 進行を 妨げる 程の もの 
とは 認め ませぬ 唯今 發言 者に 發言 さす 譯 e あります 
0 小山 松 壽君說 明 者の 說 明よりも 、議場 全體に 於 
ての 議場の 整理と して •私は 此の 議を爲 すので あり 


ます。 

〇謎 長 (大岡 育造 君〕 議事の 進行には 關係な いと 思 
ひます。 

「此 時發 言す る 者 多く  _拗 騷然〕 

〇 小山 松 壽君關 係が あります 重大の 事であります 
0 議長 (大岡 育造 君〕 それは 後に 廻し ます、 それょ 
り も 議長は 諸君に 諮らねば ならぬ、 甚だ 遺憾なる 事 
に 立 至りました、 即ち 濱口 君に、 成るべく 其 說の終 
りを 吿げ られる ことの 速 かならん ことを a みました 
けれども、 又 更に 辯 論を 續けな ければ， 此 終結 IX 吿 
げ _ いと 云 ふ 意味を 諒解 致しました •で 此儘に 議場 
は 進行を 許す か 許さぬ かを 諮る の 外は ありませ ぬ d 
〔此 時發 言す る 若 多く 議場 騷然〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 暫く 休憩 致します。 

午後 三時 十二分 休憩 
午後 五 時 二 十六 分 開 翳 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 休憩 前に 引續キ / 會議を 開き 
ます。 

〇 小山 松_ 君 休憩 前 本員ょ 〇發靆 致しました 緊急 
励篛ほ、如何に御取扱になるかを此際何ひます。 

0 SS 畏 (大岡 育造 君〕 反對黨 と 云 ふこと に 就て 起つ 
た 問題であります が、 反對黨 と 言つ た 其 意味は、 言 
換へ れぱ 在野 黨と云 ふ 意味であります が、 如何で あ 
ります か。 

0 小山 松！！ 君 唯今 蕺 長の 釋 明に te りまして ，一長 
の 意の 存 する 所は 之を 諒と 致します が、 併ながら _ 
長は 衆 篛院の 議長な りと 云 i 信念を 有し、 將來此 見 
地に 於て 職務を 執行せられ ん ことを 希轺 致します • 
本員の 動議は 之を 撤回 致します。 

〔拍手す る 者 あり〕 

0S 長 (大岡 育造 君) 濱口雄 幸 君。 

〇萵松 正道 君 議長 觀事の 進行に 付て ：：： 

0 議長 (大岡 育造 君〕 議事の 進行に 付て ゞ すか。 

0 高 松 正道 君 先程 議長が 濱口 君の 演 說に對 して、 
更に 辯 論を 續けな ければ， 此 終結は 齿げ 難いと 言は 
れたと 云 ふ 意味に 了解 致しました、 で此 儘に 議場は 
進行を 許す か 許さぬ かと 云 ふこと を、 諮る の 外は あ 
り ませぬ と 云 ふ 御言 葉が あつたので あります が、 是 
は 議長の 感想で ある やぅに も 見えます が、 又 一面に 
於き まして •一の 宣吿 とも 見える のであります >  此 
點に 付て 篛 長の 御意 見を 伺つ て 置きたい と 思 ひます 
0 議長 (犬 岡 育造 君〕 是は旣 に 貴方の 御 了解に も兩 
一七 二 五 


裸算案 大正 九 年度 裸 算案並 臨時 軍事 费豫 3? 追加 案 (第一 號〕 
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| 面 あるが 4n く  •或は 十分で なかつ たか も 知れ ませぬ 
が、 斯う 云 ふこと を is 場に 諮らなければ ならぬ やう 
になる のを  >  驻 だ ia ftl とすると 云 ふ 私の 感を 述べた 
のであります。 

〔拍手す る 若 あり〕 
r 濱 □雄 幸 君 登 搜〕 

〔拍手す る 者 あり〕 

〇濱口 雄 幸 君 (續) 私 <3; 休憩 前に 引 la きまして® 見 
を 述べます、 政府は 豫 3? se M 總會に 於き まして •歳 
入 歳出の 八 年間 槪計 表と 云 ふ ものを 御 提出に なり ま 
した、 此槪 計衷に 依り ますれば、 本年度 ほ Er 額の 增 
稅を行 ひ、 又 公侦 の兹 集を 行 ひ、 減 依 基金の 繰 入を 
停止 致し、 剩餘 金の 多數を 繰 入れまして、 漸く 收支 

の 均衡を 保つ て 居る、 然る 1- 十 年度に 至り ますれば 

二 千 二 百 茁 圆の歲 入 不足を 生ずる 十一 年度に 至り ま 

すると、 三千 三百 萬 圓 ¢0- 歳入 不足と なる、 十二 年度 

以降に 於て は 漸く 二 千 百 萬圆 •乃至 四千 萬 圓の歲 入 

超過と なると 云 ふ 計畫 になつ て 居ります、 惟 ふに 政 

府が 此槪計 表を 御 出しに なりました 御扼意 は、 是に 

由つ て 十 年度 以降 財政の 基礎が、 鞏固で あると 3C ふ 

ことを 證 11) J さるる 爲め であつ たらう と考 へます るが 

本員が 此槪計 表を 審査し ましたる 結果 •十 年度 以降 

に 於て は 直ちに 歳入に 不足を 生ずる •其 結果と して 

再度の 檜 稅を行 ふか •然らずんば 事業の 大 々的— 

を 必要と すると 云 ふこと になる ことは、 明かな 事で 

あります， 一言 以て 之を 蔽 ひま すれば •財政の® 礎 

は 極めて 薄弱でありまして、 恰も 砂上に 樓閣を 築き 

たると 同 樣の觀 があります、 (拍手 起る〕 其 故 如何 

と 言 ひます るに •政府の 計 Iff : に 依り ますれば、 歳入 

は 現在 同樣 の好况 を® ける ものと 云 ふ 見込で ありま 

して >  更 に將來 の 滅收を 見込んで ない のであります 

然るに 拘らず 歳出の 臨時 部に 於き ましては >  甚だ 過 

少の 見込を 立て、 ある， 即ち 旣定 ■續费 に 於き まし 

ては、 九 年度 分に 限つ て、 現在の 物價を 標準と して 

見 © つてあります けれども 十 年度 以降に 於き まして 

は、 職 爭前の 極めて 低 酿なる 所の 物價の 儘に 計上し 

て 居ります、 i 拍手 起る〕 それ故に 十 年度 以降に 至 

り ますれば， 直ちに 歳入に 不足を 生ずる 其 不足を 生 

ずる 額は、 海軍省の 軍. ■« 製造 費の みに 付て 申し まし 

て も、 七 千 萬 乃至 八 千 萬と 云 ふ 憩くべき K 額になる 

財政の 維持は 甚だ 闲難 であらう と考 へる •又旣 定繼 

緻费の 追加 額 並に 新規の 繼緻 費に 付て は、 九 年度 分 


に限つて、現時の物 {1}' に依て32筇をしてありますけ 
れど も、 十 年度 以降に 於て は、 其 物 fii の陇 ft の步合 
と 云 ふ ものを 段々 M 減 致して 居る、 それ故に 若し 物 
13 が 下落を しませぬ 時に 於て は、 是亦 直ちに 歳入の 
不足を 生ずる と 云 ふ 結果になります、 其 次には 十 年 
度 以降の 歳出に 於き まして ほ、 新しい 事業の 發 生と 
云 ふ ものは 全然 之を 認めて ない >  併な がら 荀も國 家 
が 生 rr- 鼓 達を 致します る 限は、 年々 新規の 3S: 業が 澤 
山 m て來 ると S ふことは、 是 までの 經驗上 無論の 事 
であります、 其 事業の 經營を せんとす るなら ば* 是 
亦 直ちに 歲 入に 於て 大 なる缺 陷を 生ずる ので ありま 
す、 又 若し 本員が 心配 致します る 如くに， 財界の 不 
贷氣と 云 ふ ものが 幽來 をして 来ます る 時に 於て は， 
政府の 見込みた る 所の 歳入と 云 ふ ものは 是は 減少す 
るで ありませ ぅ、 此 場合に 於ても 財政の 維持 ほ、 極 
めて 闲難 となる であらぅ と 思 ふ、 然るに 大藏 大臣は 
此點 に關 して斯 _ に 申さる ゝ 、戰 時中國 民の 富と 云 
ふ ものは 非常に 增 加を 致した、 即ち 會 社の 拂込 資本 
を 見ても 明かで ある 非常の 勢を 以て 增 加して 居る が 
故に、 假令經 濟界 の不贵 氣が來 ましても 歳入の 減少 
する ことほ 無い ので ある、 斯樣な る說 明を 暖々 繰 返 
されて 居る、 本員を 以て 見 ますれば、 大藏 大臣の 此 
御說 明は、 國の 富と 云 ふ ものと 國 民の 所得と 云 ふ も 
のとを、 全く 混同され たる 議論で ある、 (拍手 起る 
〕 如 何に 國 民の 富が 殖えましても、 財界不 况の .結果 
として、 其 富 即ち 資本から 生ずる 所の 利益の 步合が 
減少し まする 時に 於て は、 歳入は 無論 減少し なけれ 
ばなら ぬ、 (拍手 起る〕 何とな れば總 ての 租税は、 
國 J-V: の 富 其の ものから 直接 取る のでは ありませ ぬ、 
富より 生ずる 所得に 對 して 課する ものであります、 

以上 四つの 理由に 依りまして、 政府の 財政 計 畫は、 

假 令大藏 大臣が 信ぜら るる 如くに 好景氣 が繼續 する 

と 致しましても、 又不 景氣が 製來 すると 致しまして 

も、 何れにしても 十 年度 以降、 收茭の 均衡を 失する 

結果を 生ずる ことは 一つであります" 斯の 如き 豫算 

案の 提出を 受けた る 所の 誘 會の 態度と しては、 如何 

なる 態度を 採るべき か、 議 會の權 能の 及ぶ 範圍に 於 

ては、 緩急を 圖つて 歳出の 修正 削減と 云 ふこと を 行 

ひ其攛 限の 及ばざる 範圍に 就て は、 政府に 向って 行 

政 財政の 整理を 要求し、 二つ の ものが 相俟って 始め 

\ 財政の 基礎を 鞏固なら しめる、 經濟界 の 安定を H 

り、 それに 依て 一般 國 民の 不安を 除く と 云 ふ 外には 


無い のであります、 C 拍手 起る) 若し 政府に して 淡 
會の 要求を ?? れず 、自分の 權能 に 超す る 所の 行政 財 
政の 整理を 行 it ず、 それが 爲に 財政の 基礎を 策 固に 
する ことが 出来な かつた 時に 於て は、 其 穴 斷じて 政 
府に 在り、 C 拍手 起る〕 次に 國家 政策 上の 見地から 
本員の 修正 意見を 說明 致します るが、 我 W 歳計 始ま 
つて 以来 未曾有の 大豫算 、十二 億 七 千 萬圓と 云ふ大 
豫算の 中に 果して どれ だけの 抱負 經綸と 云 ふ ものを 
挝含 して 居る ので ございませう か、 時代の 要求に 順 
瞍すべき所の計进と云ふものほ、どれだけ有るので 
ありませ うか、 豫算 案を 審査して 見ます るに、 前年 
度に 對 する 歳出の％ 加 額は 二 億 一千 二 百萬圓 であり 
ます、 其 中 國防充 實の經 費が 一億 圓 、物 價騰 貴に 因 
る經 費の咁 加が 六 千萬圓 、交通 通信 _ 關の腺 張 改良 
の爲 めに 111 千 四百 萬 圓を 要する、 此 三つの 事業を 除 
きま すれば、 其 他の ものは 殆ど 零碎 論ずる に 足らぬ 
のであります、 試みに 各省の 新規 計畫の 中、 稍々 目 
新しい ものと 思は れる ものを 擧げて 見ます れば 商務 
官の 設置、 社會 局、 勞働 課の 設置、 中等 敎育實 業敎 
宵、 及 私立 大學 の獎勵 と 補助、 染料の 研究、 開 18 獎 
励、 並に 窒素 研究 事業の 擴 張、 南米 航路、 近海 航路 
の擴 張、 是 位の ものに 過ぎ ませぬ、 時勢の 要求に 應 
ずべき 所の 抱負 經綸が 如何にも 貧弱で. あると 云 ふこ 
とは、 本員の 顧る 遺憾と する 所で ある、 (拍手 起る 
) 試 みに 勞働問 題の 一點 に 就て 之を 見て 見ます るに 
勞 S 問題は 御 承知の 通り 歐洲 大腿 華を 經て 益々 盛に 
唱道 さるる やうに なつた、 さう して 思想 問題、 食糧 
問題の 結合 致しまして、 其 勢 や 殆 y 當る ベから ざる 
ものが ある、 今日に 於き ましては、 勞働 問題は 最早 
純然たる 經濟 問題、 若く は社會 問題では ありませ ぬ 
同時に 政治的の 運動に 變化 をして 来て 居る、 此勢は 
歐羅 巴、 亞米利 加の 备國を 風靡 致して 我 國に傳 はり 
昨年 中に 於け る 同盟罷業の 度數五 百內 外に 及んで pr 
る、 甚 しきは 御 承知の 通り、 或は 釜 石の！® 動と なり 
或は 足 尾の 暴動と なつた、 最近に 至つ ては、 政府の 
經營せ られて 居る 所の 八幡の 製鐵 所に 於け る 大騷動 
となつ たことは、 政府の 親しく 目擊 する 所では あり 
ませぬ か、 若し 今日の 勞磡 問題を 政府の 遺 方の 如く 
に 放任を 致して 何等の 計 ® をせ ぬと きに 於き まして 
は、 其 運動の 性質は 或は 次第に 惡化を 致し、 勢の 赴 
く 所、 社 fr 上、 政治 上に 於て、 如何なる 悪影響を 生 
ずる かも 知るべからざる 狀况で ある、 (拍手 起る〕 


,  一七 二 六  _  . 

惟 ふに 勞 一:’  :,、 '. . -. 0: •二、 :-1 
ょり 一にして 足りますまい、 或は 普通 選* を !, f 
る こと も 其 | つで あらう、 勞 拗 ?11 合 0 公3と..ムふこ 
とも 其 一つで ありませ う、 K 民敎 VJf の改莕 と：： ムふこ 
とも 之が S めに 必要で ありませ う、 又 ^ ifi fs : .-a 法を 
制定す ると 云 ふこと も 其 一つで & らうと 思 ふ、 然 〇 
に 政府 並 (■ 其 興笳は 、 ffi に 所得 没 法の 改正た 以て、 
社 鈐 政策の ！ $ 現 -e あると Is つて 居る 外、 K- 他 一切の 
解決策と 云 ふ ものを !, f 行せ んとせ ざるは 抑々 どう 云 
ふ譯で あるか、 (拍手 起る〕 就中 國民敎 宵の 改：山 ：に 
依 〇 まして 國 民の 常 溢を® 達せし め、 勞卿 阳險 の ' 15 
行に 依 て勞_ 階級の 物 質的の安定を得せしむると：：ム 
ふことは、 洵に 急務 屮の急 務では ないか、 然るに 本 
年度 豫算を 見 ますれ ぱ、 此點に 就て 政府は 如何なる 
經營を して 居る か、 敎育 に诚 きまして は、 ffi に屮等 
敎員 並に ® 業敎 員の 险遇蔻 成と 云 ふ 事を する が 〇 め 
に、 僅に 百 萬 圓内 外の 豫箅を 要求して fr る 其 外に 於 
ては、 國民敎 育の 改善 若く； S 充贸 の爲 めに 何 笠 計 ME 
する 所が 無い のであります (拍手す る ^ & り，一木 ^ 
は 元来 義務 敎育 年限 延長の 希 ! 1 を 持つ て 居ります、 
而も 政府の 施設が 之に 副は ぬと 云 ふのは、 洵に 迷惑 
千 萬て あります (拍手す る 者 あり〕 勞卿保 險の 問題 
に 就きまして は 如何で あるか 原總理 大臣は、 昨年の 
議會に 於て 片岡 直溫敕 の 質問に 答へ、 勞® 問題は 調 
査の费 用を 要求し なくても、 當局官 廳に 於て 其 調 an 
を 進行 中で あると 云 ふ 事を 答 辯した るに 拘らず 、本 
年豫 算 を 見ます れば 、勞® IMI 題に 就て は 殆ど 何等の 
計 1: が 無い のであります、 随 に社會 局を 設置す るが 
爲 めに、 11 一 蓖六千 圓の經 費を 要求して 居る、 勞砌調 
査の爲 めに 三 萬 圓 、勞卿 課 設置の 爲 めに 八 萬 圓の經 
費を 要求して 居ります る 外には、 何等の 施設 計 迸の 
無い と 云 ふのは どう 云 ふ 11 であるか 政府は 全 K 調赉 
調査と 云 ふこと に 口を 藉 りて、 抑々 何年を 經過せ ん 
とする ので あるか (拍手する者あり〕吾々は勞働保 
險の 一 圏であります 所の、 疾病 保險 制度の 施行を 早 
めたい と 云 ふ 希望を 持つて 居る、 旣に其 成案 も 略々 
出來て 居る のであります， 政府は 疾病 保險 に必耍 な 
る 所の 統計が 未だ 揃は ぬと 云 ふのを 理由と して、 今 
後 何年の 間勞 S 保險 法の 制定を 延ばさん とする ので 
あります か、 今日の 時勢は 申す まで もな く 徒らに 調 
査に沒 頭して、 諸般の 施設を 緩う すべき 時で ありま 
せぬ、 宜しく 鋭意 奮蚴 、速に 時代の 要求に 順 re すべ 
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右の 外 谷 省の經 費の屮 、或は 急に 之れ を 施行す る必 
要の 無い もの も あり、 又 之を 施行 すれば 害の 有る も 
の も あり、 又 施行の 方針に 對し 、本員 等と 主義を 與 
にす る もの も ある、 是等 は當然 相當の 削減を 加へ な 
ければ ならぬ， 其 削減の 課目 命 額に 就きましては、 
一番 冒頭に 於て 說 明した 通りであります …… 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 時間の 延長を 致します。 

〇濱 n 雄 幸 君 以上 陳述を 致しました 意見の 中、 前 
にも 申 上け ました 通り- 豫算 議定 fi の範圍 に 1) する 
事 孭に 就て は、 本 M は 玆に 修正案を 提出した ので あ 
ります， 豫算 査定 權の 及ばざる 範阐 に屬 する ものは 
巳む ことを 得ず 玆に 意見を 開陳 致して •政府に 向つ 
て 速に 之を 實行せ んこと を 要求す る 者で ある (拍手 
起る〕 併ながら 玆に 政府と 言 ひます ことは、 必ずし 
も 原 内閣を 意味す る ものでは ない、 本員は 現內閣 を 
信任 致し ませぬ 不日 不信任案を 提出を 致して、 政府 
の 自決を 期 侍 致します、 而して 後繼内 閣の 如何に 响 
らず 、國 家の 爲め 本員の 意見を M 行せ んこ とを、 國 
民に 代つて 玆に 要求を 致す。 

0 岩 崎 動 君 日程 第 十一 及第 十二は、 本日は 此 程度 
を 以て 延會 し、 特に 明日 例刻 本會を 開き、 之を 議決 
せられん ことを 望みます〕 

OS 長 C 大岡 育造 君 〇 岩崎哲 の 動 S に 御 異議は あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君： 一 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本日は 是 にて 散 會。 

午後 五 時 S 十五 分散 會 
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き 所の 新しき 政策と 云 ふ ものを 實行 すべき 時では な 
いか、 本員は 此點に 於て 大に 政府の 無能を 責めな け 
れぱな り ませぬ (拍手す る 者 あり) それとも 政府に 
して、 若し 此 _會屮 に 義務 敎 育の 年限を 延長す ると 
云 ふ 案を 出さる ゝか 、或は 勞砌保 險 法案を 提案 致し 
是が 經费を 追加 T* 算を 以て 要求せ らるゝ と 云 ふ 信念 
を 持つ て 居らる V と 云 ふので あるなら ば、 宜しく 其 
3 言明 あらん ことを 望みます (拍手す る 者 あ 〇) 
斯の如 く 一面に 於て ほ、 何等 時代の 要求に 合致す へ 
き 計 ffi が 無い のに 拘はら ず、 他の 一面に 於て は、 何 
等國 家の 爲めに 必要が 無い ばかりでなく、 却て 極め 
て 有害なる 事柄の 爲 めに 13 くべき 無謀の 計逛を 立て 
V、 多大の 國衍 を濫费 して 居る gf lc が あるので はな 
いか、 それは 何で あるか、 即ち 西 ffl 利 出兵 是で あり 

ます c 拍手す る奔 あり〕 ( f 君 等に 分らぬ」 と 呼 ふ 者 

あり) 西 伯 利 出兵の e めに 一昨年 八月 以來今 日に 至 

るまで、 國费 を ®! す こと 殆ど ii; 億圓 •本年に 於き ま 

しても 亦 臨時 m 事 S 拽算 追加と して、 之が 爲めに 一 

值餘項 圓 の經费 を 要求して 居る、 申す まで もな く、 

凡そ 兵を 動かす に當つ ては、 國 家の爲 め 必要 止む を 

sr さる 撝合で なければ なり ませぬ、 而して 公明正大 

なる 理由， 確定 不動の 目的と 云 ふ ものがなければ な 

〇 ませぬ、 寺 内 內閣は 西 伯 利 出兵の 理由に 就き まし 

て、 E に國 民の 了解を 5 E ると 云 ふ 態度を 執らな かつ 

た、 現內閣 に 及んでも 此態 度を 改めな かつた、 國民 

は 兵を 出す と 云 ふ 理由を 了解す る ことが Hi 來ま せぬ 

が 爲め に、 ffi 々として 怨嗟の 隧を r41 いて 居つた ので 

ある、 此議會 に 於き ましては 議員の 方から 進んで 色 

色の 質問を して 見た所が、 之に 對 する 原總理 大臣 其 

他の 答 辯 •言を 左右に 托して 其 態度を 暾昧 にし， 說 

明 SI に 要領を 得ない ので ある (拍手す る 若 あり〕 是 

が 爲めに 國民佘 體 が 撤兵を S? 求す るの聲 と 云 ふ もの 

は、 議會 開けて 以来 益々 高潮して 来た、 斯の 如き ほ 

今回の 出兵に 公明正大なる 理由の 無い 結果で ほない 

か， 更に 出兵の E 的に 至つ ては 如何、 果して 確定 不 

動の e 的が あるか >  I 昨年 八月 m 兵の 常時に 於き ま 

しては f チェック、 スロ バック」 の 救援の e めな り 

と 言 ひ c 「脫線 .1 と 呼 ふ 者 あり) 一た び 救援の 目的を 

達する や 中頃 秩序 維持の 爲めな りと 稱し而 して 「才 

ムス ク」 政府が 土： -s 瓦解を 致して、 秩序の 維持と 云 

ふ ものが 到底 目的を 達する ことが 出 來な いと 云 ふこ 

とを 知る に 及んで、 三た び S 的を® 更 して、 再び 元 


の 「チェック」 援助に 後戾 りを して、 ^ ? らぱ 二度 封 
の 「チ H ック」 救援の 目的を 達する 時に 於て は、 初 
めの官 言の 通り 撤兵す る や 否やと 云 ふこと を 質問し 
ますれ ぱ 、總理 大臣は 稲々 の 理由を 設けて， 撤兵の 
旨を 言明を 致さない、 恐く は 更に 四た び 出兵の 目的 
を變更 する であり ませう (拍手す る 者 あり〕 是で以 
て 如何にして 確定 不動の 目的が あると 云 ふこと が 出 
來る か、 斯の 如くに 公明正大の 理由 も 無く 確定 不動 
の 目的 も 無くして 一年 有半の 長き に a つて >  陡ら に 
數 萬の 兵を 千里の 異域に 曝し、 旣に千 二百の 辍牲を 
拂 ひ、 三 億の 國帑を _ して 居る、 此の 事 旣に國 民の 
堪へ 難き 所であります、 宜しく 速に 撤兵して， 罪を 
上下に 謝せな けれ ぱ なるまい、 然るに 政府は 更に 撤 
兵の 意思が 無い ばかりでなく， 本年 四月ょり 來年三 
月に 至る、 一箇年 間の 軍事費の 追加豫 算を 要求して 
居る ので ある、 本員は 斯樣に 確信を 致す， 此 上の 出 
兵の！ 2 續と云 ふことは •國 民の 斷 じて 忍び 能は ざる 
所で ある (拍手 起る〕 本員 ほ 玆に國 民の 意思を 代表 
して 軍事費の 豫算を 削減を 致し (「のう <J と 呼 ふ 
者 あり、 又 拍手 起る〕 以て 撤兵を 政府に 向つ て 强要 
せんとす る 者で ある (r のうく」 「國 民は 君ょり 能 
く 知つて 居る」 と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 政府 も 亦 
宜しく 前非を 悔 ひて、 豫算 削減に 同意を 表せられる 
が宜 からう と 思 ふ， 本員 ix 又 此赌會 に 於て 政 友會の 
諸君に 吿げる (「大きな 御世 話 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸 
君は 所得税 法案に 對して ，政府の 原案に 對し 非常な 
る大 修正を 加へ られた る、 其 勇氣を 再び 振起して、 
此軍 事费豫 算に 向つ て， 大 削減を 加 へられる ことで 
あらう と 思 ふ •聞く 所に 依れば 信僞は 保 證し ませぬ 
けれども、 政 友會の 諸君 も， 內心は 西价利 出兵に 反 

對で あると 云 ふこと である (拍手 起る 「のう^^」 

と 呼 ふ 者 あり〕 更に 甚 しきは 政 友會出 身の 內閣 諸君 

も rnl しく 出兵には 反對 であると 云 ふこと を K に 承る 

此內閣 ほ 政 友 會內閣 ては ないか、 其 政 友 會內閣 に 於 

て、 政 友 ir 出身の 大臣が 果して tji 兵に 反對 であり、 

又此 政府を 擁護して 居る、 與戧た る 政 友 會の諸 君が 

/!! 兵に 反對で あると 云 ふのに、 其の 結果は 出兵の 繼 

續とな り、 更に 褙兵 となつ て、 玆に 豫算 要求が 来て 

居る •是に 於て 本員は 政 友會の 健在を 疑は ざるを 得 

ない、 本 S は 政友酋 の名譽 の爲 めに、 諸君が 舉黧一 

致して、 在野 黨の 削減に 同意 さるべき ことを 期待 致 

します (拍手 起る 「憲政 會 耄碌せ と 呼 ふ 者 あり〕 
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第 六 朝鮮に 於け る 國勢 調査に 關する 法律案 
(麵 1 )  讀會の 績 ( 11 長) 

第 -fc 公債 金 特別® 計 法案 ii 服) 第 i 會の 
續一  13  I、 

第 A 鐵道國 有 法 中 改正 法律 窠 ii 服) 第 |讀 
—續© ^ 

第 九 J 公債 _(撇 断)  5 籌 の la (難 

吿 3 

第 十 國倩 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
(撤|) 第 |讀會の續(霞 長) 

第 十 I  家祿賞 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 

(撇晒 )  5 讀會 si ll 長) 

第 十 一一 雷 信 事業 公債 法案 iic 腑) 第 i 會の 

委員長  一  C 出/ 

第 十三 電話 事荛公 債 法 中 改正 法律案 (触 細) 

第  I 響 s ii 5 fi 1/ 

第 十四 朝 ^ 事蒹公 債 法 中 改正 法律案 (嫌 腑) 

5 讀會の 賴(® 長 一  丨 
第 十五 臺_事業公倩法中改正法律案 ^ |) 

第一 88 ii' ^s * I 
第 十六 樺 太 事業 公 倩 法 中 改正 法律案 
第一 讀會  i ii g s 

〇謅 長 c 大岡 育造 君： >  諸般 の 報告が あります。 

〔原 田 W 記 官 朗讀〕 

一昨 十二 日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
勢 和鐵道 速成に 關する 建議案 

提出者 佃 安之 丞君  井島 茂 作 II 
濱田國 松 君  尾 崎 行 雄 君 
川 崎 克君越 山 太刀 三郞© 

小 林 嘉平治 君  堀川 美 哉 君 
國都鐵 道 建設に 關 する HI ' 議案 

提出者 兒玉好 熊 君  陣軍吉 君 
一 今 十三 日 議員より 提出せられ たる 議案 左の 如し 
日 南 束 部鐵道 建設に 關 する 建議案 

提出者 長 蜂 與一君  陣軍吉 君 
一阼 十二 日 11 員より 提 m せられた る 質問 趣意書 左 
の 如し 

瞥察官 の 暴行に 關 する 質問 趣意書 

提出者  森 田  茂 君 
〔左の 報 侮は 朗讀 を經 さる も參 照の ため 玆に 
七  i -^! 
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七 I  _ 


揭載 す〕 

一昨 十二 日 委員長 及 理事 5; 選の 結果 左の 如し 

會計 法改正 法 钳案委 a 

委 fl 長  指 ra 袭雄君 

1 ¢  ~ 長 田垅蹑 君 
理®  \小 橋 鹽_ 

大正 八 年 法律 第 九 號中改 正 法律案 委員 

委 fl 長  石 原 JH 太 郎君 

理車  大石五 郎君 

大學特 別 f; 計 法案 外 一件 委員 

委員長  金 杉英五 郎君 

理事  渡 邊 陳平君 

锊計士 法案 委員 

$ 負 長  小川 寅 六 君 
理事  一宮 房 治 郎君 

一 今 十三 日 委員長 理事の 互選の 結果 左の 如し 

小額 紙幣 發 行繼續 に關 する 法律案 外 一件 

委員長  庵 見 顔五 響 

理事  金 滞 仁 作 君 

朝鮮 涔 院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 委員 

委員長  米 田  @ 君 

理事  近 藤 達兒君 

明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 委員 

姿 員 長  秋 田 寅 之 介 君 

理事  南 澤宇忠 治 君 

一昨 十二 日 常任委員 補_ 選 擧の結 果在の 如し 

第 六部  - 

決筇® 員 H 藤 ®? 助 君 (尾 見 1H 五郎 君 補闕〕 

一昨 十二 日 議長に 於て 選定した る委 M 左の 如し 

小額 紙幣 發行繼 續に關 する 法律案 外 一件 

尾見濱 五郎 君  寺 田 省歸君 

渡邊祐 策 君  長 峰 與一君 

石 川 又 八 君  長 尾 元 太 響 

小 林 嘉平治 君  有 森 新吉君 

金 澤仁作 君 

朝鮮 餞 院及濟 牛： 院 特別 會計法 中 改正 法律案 

米 田  穰君  土 谷 全 次 君 

牧山 耕藏君  鳴 海 文 四 響 

岩佐一 :太 郎君  臼田久 內君 

日 比 野  寬君  近 藤 達兒君 

山 根 正 次 君 

明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 


南 澤宇忠 治 君  匹田銳 吉君 
宮本 逸三 君  大石五 郎君 
铂 澤宇八 君  森  秀次君 
小 西  和 君  秋 田 寅 之 介 君 
佐々 木 平 次 郎君 

一昨 十二 日會計 法改正 法律案 委員 井原 喜 代 太 郎君 
醅任に 付 3¢ の卻闕 として 傾 山 金 太 郎君を， 少年 
法案 外 一件委 M ii tl 秀雄 君辭 任に 付 其の 補闕と 
して 井戸 文 四郎對 を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 
0 議長 (犬 岡 育造 君) 是ょ り會議 を 開きます、 請願 
黍 M 長淸 君ょり 請願 委員 會を 開く 申出が あります、 
許可す るに 御 M 該が ありませ ぬか。 

〔「異 _な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育 it 君) 許可に なりました。 

0 高木 益 太 郎君 譎事の 進行 •院內 の 秩序に 關 して 
識 長に 質疑したい ことがあります。 

0_長( 大岡 育造 君) 許可 致します。 

〔高木 益 太 郎君 登壇 •拍手 起る〕 

-〇 高木 益 太 郎君 議事の 進行、 院內の 秩序 維持に 關 
して 議長に 質疑 致したい 事柄は、 今日の 議事 日程 中 
•豫算 案 並に 函館 控訴院の 移轉 に關す る 法律案が、 過 
日來 委員 會の議 に 付せられ まして •去ぬ る -; L' 日豫® 
第一 分科 會に 於て 審議の 末、 政府案 反對五 名、 政府案 
賛成 五名、 結局 主查津 田毅一 君が 原案 反對の 態度を 
執られた が e に、 政府の 此 部分に 關す る豫算 案は 否 
決に なつて 居る、 又 ^ いて 昨日は 函館 控訴院の 移轉 
に關 する 法律案の 委員 會を 開かれまして 其 結果は 委 
fl 賛成 三 名に 毀して、 反對五 名の 數を 以て 否決せ ら 
れた のであります、 其 委員 ir 開 會中 何れの 委員 會に 
も、 檢 事 - M 中 川 一介な' る 者が 出席を して 居る、 中 川 

一介なる 者は、 嘗て 衆議院の * 記 官提林 田龜太 郎君 

に對 して 起訴を 爲した る 所の、 有名なる 檢事で ある 

又 法律案の 委員 中には、 現に 刑事 被 rr になつて 居る 

人 も 有る •何の 必要が あつて 檢事畏 か、 政府 委員に 

非ず して 委員 會に 出席を する か、 固ょり 委員 fr は 獨 

立の 判 斷を する 譯で あります けれども-世間 (3; 之を 

何と兑 るか、 往 々誤解を 招く 腿な きに 非ず と 信ずる 

のであります、 而 して 本院の 先例を 調査して 見ます 

ると、 大正 四 年 四月 出版 衆 _ 院委 s 會先例 _慕 の 第 

九十 九に、 政府 委員に 非ざる 官 5G の 退場を 命じた る 

先例が あります、 豫算委 員會に 於て 尾 崎 行 雄 君より 

「此處 に 列席せ る 官吏は 皆な 政府 委員なる や 否や、 


若し 政府 委 员外の官史ありとせば、灶等の官史 <5; 何 
の 規則に 據りて 列席せ る や、 余 li 其の 入場を 許す ベ 
きものに あらず と 信ず」 斯う 云 ふ發 諺 がありまして 
w 政府 委 M 外の 官吏に 退場を 命じて 居る ので ありま 
す、 若し 傍聽 人と 云 ふこと であれば、 議長から ftl 當 
なる 手續に 法て、 傍 聽 券を 得て 本 ^ 謬の ^ 腔は 許し 
ます けれども、 委員 會ほ 固ょり 許すべき もので ない 
又 政府 ® 員外の 者で あると 云 ふこと であれば •此入 
場に 付て は 特に 委員長の 許 nT を 要する ものであると 
云 ふ 事 も、 亦 疑が 無い のであります、 恐く (3; 委員長 
ほ 中 川 一介と 云 ふ檢事 長の 顔を 知ら- rr かつたら うと 
思 ふ、 どう 云 ふ 次第を 以て 斯る 者が 議會の 委員 室に 
列席を した か、 甚だ どうも 時節柄 不穏 當 、不 秩序 極 
まつた 事で あると 信す るので あります から、 其 頭 末 
を 詳細に 伺 ひたいので あります (拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 高木 君に 御 答を 致します、 唯 
今の 事 實は 、唯今の 御演說 に 法て 始めて 承知 致し ま 
した、 取調べます 積り であります。 

〔高木 益 太郞君 「殿 重に 御調を 願 ひます」 と 呼 
ふ〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 前日の 會議に 引續 き、 豫算案 
に對 する 修正の 趣意 辯 明を 求めます —— 鈴 木 梅四郞 
君。 


第一 大正 九 年度 豫算案 (前 會 の續) 
第二 (第一 號〕 臨時 軍事費 豫算 追加 案 
(前 會 の續) 

〔鈴 木 梅四郞 君 登壇、 拍手 起る〕 

0 鈴 木 梅 四 郎君 諸君、 私は 我黨 から 提出 致し まし 
たる 豫® 舟 定に 就きまして、 修正の 意見を 述べます 
數字 上の 事は 御手 許に 印刷に 付して 配 付して ござい 
まする が、 數字 上の 詳しき 御 話を する ことは 止し ま 
す、 今年度の 豫算 に對 しまして、 我黨の 査定は 極め 
て 些少の ものであります、 第一は 司法 省 所管の 第二 
款 •函館 控訴院 移轉費 十七 萬 七 千 餘圓 、及 同省 歳出 
臨時 部に 於き まして， 札幌 控訴院 建築費 十七 萬 圓、 
是と關 係 致しまして •乙 號の同 建築費 四十 M 萬圓と 
云 ふ ものを 第一に 削ります、 第二 ほ 一般會 計の 經常 
費の 陸軍省の 所管に 於き まして、 朝鮮 師團步 兵隊 完 
成 期 繰 上  >  及 定員 增 加に 要する 經 費、 其 中の fi is 费 
三十 一 萬 六 千 五 百餘圓 だけ ほ 認めまして、 他の 經 S 
百 六十 六 萬 一千 七 百 餘圓を 削除 致しました、 其 次に 
第三には 同省 所管の 馬 E 買 上代の 中幼钩 貢 上代 五十 


四！ sj 五 千 mfc lnl lv 削除 致します、 第 四には 特別 ^ 打 
籾 P 怒 ff 府歳出 臨 ! I.'.- .部  >  第 十八 a JJJI 溉砭開 切 ., if v; WJ 

成 sr 朝 鲜错事 改良 採 式符社 袖 肋 金 1 1 十！ S IBI を® 除 
しました、 即ち 一般 符計 の經常 臨時 部 特別 fr 計と を 
合せまして、査定額は二百： .7|: 十八茁：  ..十二 
y 、乙 號の繼 探 費が 四十 二 萬 IID と 云 ふ ものに 過ぎな 
いのであります-; 而 して 第一の 削除 理由は 阀家の 純 
® 多端の 折 椚、 雨 館ょり 札 SM に 移す の必獎 を. ^ めな 
いと 云 ふの が® 本の 理由であります、 之に 就き まし 
て此 上に 詳しく 說明 をす る 必要は ございませぬ が、 
司法 省と 致しまして は、 まだ 限 ^ を 嬰す る 谷 M の 施 
設が 大分 ある 窖 であります、 緊急の 施設に しなくて 
はならぬ ものを 措きまして、 殊に 之を 今年度に やる 
と 云 ふ必耍 は 金 然認 めぬ、 斯う 云 ふ 理 山 で ございま 
す、 それから 第二 此朝 鮮の问 ® は、 態々 朝 蛘に 斯阀 
な ものを 設ける 必要が 無い、 内 i'ul の ものを 移して 然 
るべ しで ある、 K ほ 此 後に 追々 ! it iu 制の IJf に 就て 御 
話します が、；； 一團 整理と 云 ふ 問題 も屮々 m 嬰な 問題 
であります、 其 意義から 致しまして 内地から 移して 
宜しい、 それ故に 輸抟费 だけは 之を 認めて、 他は 一 
切削 除す る、！ SII に 所謂 朝鮮の 農 W 改良 株式 h' 社、 
此事も 詳しく 玆に說 明を 耍さぬ と 思 ふ、 昨年 も開唞 
會 社の 問題で 當院の 問題に なりまして、 大分 八签 I 
き 問題， 當院は 幸に 通過し ましたが、 K 族院に 於て 
是ほ 否決に なりました が、 彼れ と 殆ど 同じ 理由で', 
私共は 之を 削除した のであります、 朝鮮の 1¢ かなる； 
財政の 中から、 今年は 二 十 萬 ! 1 であります けれども 
是が 段々 殖えまして、 結局 一年に 百 六十 萬 _迄は 抓 
肋を して 行く 責任を 負 ふこと になる のであります、 

御 飛 知の 如く 朝鮮に 於き ましては、 阼年 の騷授 以來 
國家 として 施設すべき ものが 中々 澤 山あります ので 
あります‘ 然るに 此不當 不公平なる、 斯樑な 天下に 
非難の あります る 補助 法を 設けまして ，一會 社に 私 
すると 云 ふことは、 甚だ 不都合なる W と 認めた ので 
あります 是は政 友 # 諸君に も 御 再考を 願 ひたい、 7V 

し 衆議院が 多數の - 諸君の 多數に 依て 假 りに 通り 

ましても、 此 現代の 國 民の 思想から 致しまして、 斯 
樣な補 助 法と 云 ふ ものは、 何人も 是 は 賛成せ ざる— 
— 頭から 否認すべき 問題 -e $, ります るから して、 H 
明なる 貴族院 諸君は、 矢 張 昨年の やうな 態度に 出で 
られ るで あらう と 私は 確信す るので あります (「ひ 
や <」 と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 吾々 の St 定の一 : 
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简條 は是 だけであります るが、 此査定 を 致しまして 
他の 全 SS の fi 算を 吾々 が 承認 致します るのは、 喜ん 
で 其 B 實に質 成を 表した ので あるか 否やと 云 ふ 間 題 
であります るが、 私 : H: (は 之に 對して 全然 質 成 —— 喜 
んで 賛成した 者で (i ない のであります (拍手す る 者 
あり〕 實ほ 豫算案 提出の 當日に 於き ましても •今年 
度の 財政 計 迸に 就きまして 私から 質問を 致して 居り 
まする 通り、 此 -Itt 界の 大變化 •日本 ^ に 於き まして 
も af 始 一新， 日本 改造の 時期に 入つ て 居ります， 此 
時の 财政 計帘と 致しまして は、 如何にも 餘〇 平凡で 
あります、 餘 りに 其日暮 しで あると 云 ふこと も •私 
共は、 批評す る ことを 辭せな いのであります， 故に 
此骷に 就て は 大； f 滿足を 表して 尻る のであります、 
去りながら 原總现 大 K': が、 哦度か 委 M <& 若く は 常 議 

場に 於て 宣明 されて 居る 所を 吾々 は！！ いて 居ります 

共 睜明 された 所の 事® を 摘んで 申し ますれば、 此財 

政經濟 問題に 就て は， 我戧が 昨年 ® I 議致 しました る 

臨時 财政經 濟_赉色 なる ものが あるに 依て、 之に 十 

¢46® をして- 畤局に 順 應すべ き 所の财 政經濟 の 策 

を 立てる、 又 其 他の 問題に 就ても 熟 心に 調査 中で あ 

る、 調 ？ t が m 來次筘 に 常 誘 ® ■ にも 或は 出す かも 分ら 

ぬ、 當 fip- に 出し 得ない ものは 此 次の 謎會 に / ii して 

根木的の所|1時勢に順應するだけの阀策を樹てると 

云 ふ 意味の 隙 明を 爲 して 居らつ しやる、 私共 ほ 此聲 

明に 信を 措く 者で あ 〇 ます、 幾度 か 辟 明され たもの 

であります から、 此隙明 に 信を 措きまして、 迓 は 今 

年度は 以上 申しました 四 ; li の 査定に 止めて、 仙 ほ 條 

件を 付けて ® 成を 致した ので •こざい '* す、 然らぱ 吾 

吾 <3: 如何なる 條 件を 之に 付ける か、 是が 私は 是から 

申 上げる 點で あります •即ち 踏 吿 的の 條 件を 付して 

吾々 け 今年度の 钺 K 案に 熒成 をす る ものであります 

此弊吿 的條 件は 六箇條 程' こざいます が、 第 一 に 私は 

E2 防 上の 陸軍 軍政の 事に 就て、 婆 W を 致します、 此 

陸軍 軍政の 問題は、 我國の 過 ' 2:- の 諮 會に 於き まして 

は、 兎角 是ほ 玄人の 問題で あると して、 讁 « は 勿論 

のこと •常 局大 は も 全く 是ほ 別物と して、 研究を し 

て 居られぬ 事 H がご ざいます、 現に 私は 今年 も ^ 軍 

の 事に 就て 質問 致した る 場合の 返答を 見ましても、 

原總理 大 K を 苜め として、 此問 題を 十分に 御 研究に 

なつて 居らぬ と 云 ふこと を 私は 認めた のであります 

斯樣な 課で ございまして、 我が 陸軍は 日本の 財政— 

I 歳出の 中で 最も 重要なる 部分を 占めて 居る •今後 


も屮々 m 大なる 間 題に なつて 參〇 まする •其 事が で 
す、 此改造 の 時期に 方つ て 斯の如 く 閑却され ると 云 
ふ斟は 、衆議院の 面目で ない と 私は m ずるので あり 
ますから 此 點 は 第一に 铸 ff して 置きたい と 思 ふ 乃ち 
私は 此籽 W の 希 朝 條件を 述べます、 即ち 陸 ill 軍政の 
刷新 整理と 云 ふ 事になります が、 其 刷新胳 理の 必要 
であります る兹に 四つの 大なる 事 實が出 來て 居る と 
云 ふ 事を 先づ御 話す るの が ® 序で あらう と 思 ふ、 第 
一は 何で あるか、 即ち 想定 敵國 に大變 化を 來し たと 
云 ふこと である、 是は私 が 說明 致します るまで もな 
く、 我が 陸軍 國防の 標準と 云ム ものは、 露國を 想定 
敵國 として 立てられた と 云 ふことは、 今日 玆に 明言 
しても 宜い 問題で あらう、 確に 之を 根據 されて 總て 
の ものが 出来て 居る、 其 ^ 國即ち 武力 一方を 以て 世 
界に 雄飛した 露®、 其 背後には 又 世界に 最も 怖れら 
れた 所の 獨逸が 居つ て、 露國を 操縦して 居つ た、 此 
二 重の 意義の あります る 想定 敵國を 土竅 として 居つ 
たのであります が、 此度 2 大 戰 の 結果は どうな り ま 
した かと 申します れば 、御 承知の 通り 露國は 今日の 
如き 有 棟に なつて 居ります、 まだ 露 ® が 如何に 安定 
する かは、 何人も 明言す る ことは 出 來な いので あり 
ます けれども、 併ながら 「ロマノフ」 が 再び 興つ て 
眾 阈 主義の 所謂 帝_ と 云 ふ もの ゝ 再び 興つ て參ら ぬ 
と 云 ふこと ! i 是は 確であります、 確に 民主主義の 共 
和國が 成立つ であら 5 と 云 ふことは、 何 八が 考 へま 
しても 是は 疑の ない 事と 斷定 して , tc いと 思 ふ、 况や 
其 V? 後に 在つ て 始終 操縦を 致しました る！ 1逸ほ、御 
飱 知の 如き 材糅 になつ た、 此撖逸 .の T1> 興さへ 今日 ほ 
疑 ほれる 程の 有樣 になつ て 居る と 致します と 云 ふと 
我が 陸： 也の 標的と 致しました る 想定 敵國と 云 ふ もの 

は、 全く 無くなつ た、 而 して 之に 代つて m 来た もの 

は 民主的の 共和 國が玆 に 出来て ある、 况や 「へ」 の 

字な 〇 にで も 出来 上つ た、 國際 聯盟、 之が 一方に ff 

して 居る と 云 ふこと になります ると 云 ふと、 此 陸軍 

逛政に 於き ましては、 どうしても 大變 化を 生ぜざる 

を 得ぬ、 又 之に 腿ず る だけの W をし なくて はならぬ 

と 云 ふのは、 私の ' 1 々を 要せぬ 所、 是が 第一、 第二 

は 現代の 戰爭の 意義は、 金く 從 前と 異 つてし まつた 

と 云 ふこと である、 それは どう 云 ふ 事 か、 是 までの 

戰萌 {3: 訓純を 致しました る 軍人と 軍人との 鸱乖で あ 

つた、 所が 此度 の大戰 の 結果と して、 一國の 兵力の 

みで 戰は出 来ない、 即ち 國民 の si 力、 智力、 財力、 


產業交 通 等、 總て社 愈の 金 組織、 此金砠 織と 云 ふ も 
のと 國 力の 總 和と 云 ふ ものを® 倒す ると 云 ふの が、 
今日 以後の 戰爭で あります、 即ち 言を 換 へて 申し ま 
すれば、 人力と 物苡 との 一切を 擧 げて國 家の 運命を 
賭する と 云 ふの が 今後の 戰爭 の窟義 であります、 是 
も 確に 從前 とは 非常な 相違を 来して 居る 問題で あり 
ます それから 第三には 何で あるか、 戰爭の 方法が 又 
根本的に 變 つて 居る、 御 承知の 通り 此 度の® if に 於 
て 武器は 非常に 改つ た、 殊に 飛行機、 飛行船、 A 励 車 
其 他 新たなる 所の 武器が 採用され て、 爭の 仕方は 
全く 違つ てゐ る、 是迄の 如く 小 部隊が 活賊 して、 其 
部險々 々が 自ら 獨斷專 行の 知識を 使つて 卿く と 云 ふ 
卿 は 殆ど 無くなつ て、 大集 團大 部隊を 以て 戰ふ こと 
が 必要に なつて 来た、 隨 て斯樣 な 事に なつて 居り ま 
すから、 是が 軍政 上には 非常な 關係を 持たなくて は 
ならぬ、 此事は 犬なる 間 題で ございます が、 一寸 玆 
に 分り 易く 說明を 致します れば 、武器の 改良 進步と 
共に® & •の ft: 方の 違つ て 来た ことは、 歷史 的に 諸君 
も H 本內地 だけ も 能く 御 分りで. あらう と 思 ふ、 即ち 
所謂 刀劍を 專ら武 器と 致した 場' <口 、それから 槍 薙刀 
等が 出来た 場合、 若く は 弓矢の 行 はれた 時 •それ か 
ら 小銃が 用 ゐられ た 時、 段々 戰爭の 方法が 改つて 行 
つて 終に ほ 昔と 較べる と 根本的に 職 爭の 方法が 違つ 
てし まつた、 隨て 兵士と 云 ふ 者 II 人と 云 ふ 者が、 元 
の 通りの -S1! ではい かぬ と 云 ふ 事が 明白に なつて 来た 
是は私 が 委しく 說明 致し ませぬ でも 分る 事で ござい 
ますから、 此 武器の 非常に 改つ たと 云 ふこと が 中々 
大事な 問題で ある、 それから 第 四には 一口に 申し ま 
すれば、 軍隊の 民衆化と でも 申す が 適當で あらう， 
是迄ほ 戰爭な る ものは 軍人の 瞇 ff であつ た、 所が 今 
度の 實戰 の證 する 所 • 戰 爭とな れば 訓練され たる 所 
謂 軍人 ばかりの 戰爭で はない、 國 民擧げ て此戰 爭に 
直接 間接に 當 つて 行かなくて はならぬ， 隨て 今後は 
此國防 上國民 全體が 、自ら 國 防に 當る 自覺 をして 行 
かなくて はならぬ と 云 ふことは 明白で ある. 即ち 國 
防なる もの ほ、 もう 軍人の 手に ばかり 委して i-t くこ 
とは m 来ない、 國 民全體 が此國 防の 責任を 自暨 して 
卒ざ事 有つ た 秋に it 大動 員を 行つ て‘ 乃ち 國防 ほ 何 
入 も總て 之に 當 ると 云 ふ 意義に ならなければ ならぬ 
进が第 四の 事情であります、 此 四つの 事情は、 此度 
の戰爭 に te て 出來 ました 著しき 新しき 事情で ありま 
す、 此事 情を 考へ ますれば、 從來の 型に fe りまして 


陸軍の軍備充實と云ふものを阔ること_は、金く意義 
が 無い 事になる のであります、 尤も 現 陸軍 大 E は 近 
年 〇 陸軍大臣 中 最も 軍事に 明かで、 又 能く 御 分りに 
なつて居る_:十でありますから、_々なる改良計畫 
も ある やうに あります けれども、 併ながら 私共 此四 
節 條の 事情を 根 據 として 其 施設な さる 所を 見ます と 
餘程 まだ 遲れて 居りは せぬ かと 云 ふこと を斷 言す る 
のであります、 此 四つの 事 m を ? P; 礎と して、 然らば 
どう 云 ふ 事を やつたら a しいと 云 ひます れぱ、 軍： 要 
な 問題は 色々 & ります るが、 先づ 私共は 問單 に此點 
を 擧げて 申します れぱ 、兵の 在營 年 ; 3 を 二箇 年に 短 
縮す る、 それが 第一、 第二 ほ 步兵の 在營を 一 箇牢に 
短縮して、 其 定員を 牛 減に してし まう •是が 基礎 事 
惝 である、 是は 第三の 事情で 申 上げた 通りで ござい 
まする から、 此說 明は 詳しく 致し ませぬ、 詳しく 致 
しませぬ が、 兵士を 出して 垌斷專 行を 爲 さしむ る 機 
會と云 ふ ものが 甚だ 少なく して、 司令官' か 命令を 以 
て、 大集團 大部 隊を® かせる 戰爭が 多くな つたと 云 
ふ 場合に 於て は •無駄な 敎練 は廢 して、 WI だ 射 擊及 
11 鬪 力を 養成す ると 云 ふこと に 最も 重きを 措く こと 
にして、 成るべく 多くの 國民に 軍隊 敎 練を 與へ ると 
云ふ此 趣意から 申しましても， 吾々 が 多年 主張して 
来ました る 一 年 兵役 問題を、 一日 も ¥ く實 行す る必 
要に 迫つて 居る と 思 ふので あります、 最も 總 てを 一 
年と 云 ふこと に 致しまして は 差 支の 起る 場合 も あり 
ます、 乃ち衞 兵 勁 務 ，衞 戌 勤務‘ 宮 闕守衞 、若は 新 
兵敎 育の 助手と なるやうな 特殊の 者は、 一年 半 若く 
は それ 以上 やる 必要が あるか も 知れ ませぬ が、 一般 
の步 兵と 云 ふ ものは、 骹 重に 一年に 限つ て 差 3£ ない 
と 信ずる のであります、 それから 第： 二に U 此 兵卒の 
雜役 禁止であります、 是は敎 練 時間を 殖す爲 め、 又 
兼て 此小使 同樣に 使つ て 居る が爲 めに、 兵士の 氣品 
を 傷け て 居る こと も 中々 ある、 それが 此 兵士の 氣品 
を 高める 爲めに 兵士の 雜役を 禁止して 再 門の 小 使 給 
仕と 云 ふ ものは 人夫を 使つ て S しい、 此上 の說 明は 
必要で 無から うと 思 ふ、 第 四は 兵卒 S 給料、 是は大 
に增額 を爲 さなくて ほなら ぬのであります、 勿論 财 
政の 都合に 依りまして、 理想的に 遽に咐 加す る こと 
は 出来ない かも 分り ませぬ が、 吾々 の 信ずる 所に ffi 
ります れば 、一年 以 內在營 の 兵士、 即ち 前苹 一年 兵 
役を 實 行した 其 我 卒に對 して ほ 日給 三十 錢 、一年 以 
上の 在營の 兵士は 五十 錢を 最低 度と する 必要が ある 
一七 二 九 
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七三 〇 


のであります、 是も 詳しく 說明 する 必要 (3-. 無い、 K 
I 明なる 諸君は 御 承知で あらう と 思 ふ •、それから 第五 
に ほ 下士の 補充 法 並に 其 給料 及 ® 待 法に 就きまして 
は、 是亦 他の 先進 國と 較べます ると 非常に 運れ て 居 
ります、 是も 根本的に 時勢に 應ずる だけの ?JI を やつ 
て 行き ませぬ けれども、 所謂 陸軍々 娴の充 K と 云 ふ 
もの ほ 六け しいので す、 それから 第 六に ほ 肺 ® の 配 
闶 整理で ある、 此肺幽 の 整理と 云 ふ もの 15:. 私共 ほ M 
も必耍 と 思 ひます、 是 ほ も S 陸軍 部内に 於ても 定論 
になつ て 居る と 云 ふこと を 承つ て 居り 交した が、 軍 
幽組 織と 云 ふ ものが 採用され るか どうか 分り ませぬ 
が、 未だ 決定 ほ 致しますまい が、 結局 是ほ斯 揉に 編 
成替 をされ る 時機が あらう と 思 ふ、 其 時機に 於て は 
少く ともです 此肺幽 の 配 S に大 整理を 加へ、 大に之 

を 改めて 行く 必要が ある、 假 りに 二 一言 此所 で附加 

へて 腔き ますが， 日本の 肺® の 所在地 ほ、 最初 內亂 

防禦の 爲め に ni 来た 六 錨嶔が 興 基礎と なつて、 他の 

肺® ほ ^ ら帥 '方の 职 求に 依て、 所謂 公平に 師幽 を設 

ける と 云 ふ 意義から して、 情® 的に 出来た ものが 多 

い‘ それ故に 今：！： の 如く 内地に 軍隊を 必要と すると 

云 ふことは もう 萬 A- 無い、 卒ざ事 有る と 云 ふ 秋に ほ 

動员は 海外に 向つて、 少く とも 日本 以外に IMJ つて や 

ると 云ふ此 見地から IA まする と、 今日の 師團配 骹 の 

有様と 云 ふ もの ほ >  金 く 此方 針に 違つ て 居る ので、 

交通の 關係， ♦海運の 關係 、陸運の 鐵 道の 關係 等から 

申します ると、 非常な 不都合な ものに なつて pr ると 

云 ふことは 事 ® であります、 であります から 之を 是 

非 根本的に 改良す る、 而 して 少 くと も此肺 團の 編成 

锊を する 場合には. 步兵師 斷 は 少く とも 二 十 筒 聯隊 

位 {X 減少す ると 云 ふ 方針を 執つ て 行きたい、 斯樣な 

事で ございます、 次には 此 1 g 死者. の逍 族、 或は 錢英 

に對 する 待遇を 非常に 改めなくて はならぬ、 是は少 

しく 說叨を 致す 要が あります、 現在 法に 依ります る 

と 云 ふと、 戰死を した 者、 即ち 一 命を 陛下に 奉り 

國 家の 爲に 捧げた と 云 ふ 其 Flife 死者の ia 族は、 如何な 

る 待遇を 受けて 居る か、 即ち 月に 九 圓と云 ふ 薄き 待 

遇を 受けて 居る のであります‘ 即今 是が 改正され て 

どうな つて 居ります るか 分り ませぬ が、 吾々 が此規 

則の 上から 見ます ると 月に たつた 九圓で ヴ， 立派な 一 

家の 生計を 立てます る 中心 入物の 亡くなつ た、 其 is 

族と 云 ふ 者は、 月に 九 圓と云 ふ 金を顶 戳 致して、 そ 

れで牛  ：活 をして 行は なければ ならぬ と 云 ふ_で ある 


それから 父 绶兵！ 兩眼を 失 ひ、 兩腕を 喪つ たと 云 
ふ廢兵 の 中で も. •最も 哀れなる 其铙 兵 is 如何なる 待 
遇を 受けて pr るかと 申します れぱ 、是が 月に 四圆と 
云 ふ 金を M つて 居る のであります、 凡そ 戟死 者に 對 
する 待遇， 及餒兵 に對す る 待遇 斯の 如き 殘忍 —— 寧 
ろ殘忍 と 申します —— 待遇を 致します 國が何 所に あ 
ります か、 何日まで ほ 是でも 過ぎて 居つ たか 分り ま 
せぬ が、 今後 {£ 斯の 如き 事を 致して 日本の 费と 致し 
まする 所の、 忠勇 義烈の 軍隊を 長く 維持す ると 云 ふ 
こと；！ T 斷じて 出来ない 事と 思 ひます、 此 故に 是ほ 
大に 厚く してやる 必耍が あるので ある-それから 第 
八に；！ i 抽籤 又は 不合格に て 丘 (役を 免 かれた る 者に 對 
して、 相 當の 物質的 負擔 を增 す、 所謂 國 家の 爲 めに 
兵役に 服した 者と 相對 して、 物質の 上に 於て たけで 
も 稍 近い ものに 負擔 をす る、 さう して 一面に ほ 又 兵 
役に 從事 した •於には 相當の 名® と 待遇を 與へ て、 此 
程から 私が 總理 大臣に 質問 致しました、 血税 負 擔の 
均衡を 圖 つて 行く と 云 ふこと が 必耍 である、 今日の 
如. く此 合格した 中で も 籤に & て 免れ、 或は 不合格に 
依て 兔れ る、 さう して 合格して 籤に 當つた 者 だけが 
兵役に 從事 する、 兵役に 從事 する 者は 一家の 最も 必 
要なる 人を 取られる のであります から、 其 一家と 云 
ふ もの ほ 非常な 物質的に 旣に 損害を被つ て 居る、 其. 
上に 餞 兵に でもなる と， 今 申します 通りな 薄き 待遇 
を 受けて 非常な® 難を しなくて はならぬ、 所が 一方 
籤に 依つ て 免れた る壯 丁は どうで あるか、 或は 不合 
格に 依て 兵役に m ない 者は どうで あるか、 之を 冷 靜 
に考 へて 見ましたならば、 所謂 血税なる もの も、 國 
民 ife E に 均衡に 負擔 して 行かなければ ならぬ と 云 ふ 
ことほ、 私の 申す まで もな く 正當の 理由であります 

るが、 其點 から 考へて 是で 果して 宜 いので あるか、 

どうか 斯樣な 事を して、 置いて 長く 我 日本の 名譽あ 

る 軍隊を 維持す る ことが Hi 來るか 否や、 是は詳 に 論 

じない ので も、 何人も 常澀を 以て 判 斷し て斯の 如き 

血税 負擔 の不權 衡を維 持して 居つ ては ならぬ と 云 ふ 

ことは、 御 分りで あ. 6- うと 思 ふので あります (拍手 

起る〕 第 九 ほ 陸軍の 所管であります る 砲兵 X 廠千住 

製絨 所、 被服 廠、 糖 秣廠及 海軍の 燃料廠 斯様の もの 

は 速に 民營に 移し •民間の 事業と する の 必要が ある 

のであります、 是は近 項 軍事 動員の 關 係から 申し ま 

しても、 先刻 來申 します る 通り、 卒ざ戰 爭と云 ふ 時 

になり ま L ては、 斯樣な 小さな ものを 陸軍が 持つ て 


居りました 所で、 それで 事足る のでは あ 0. ませぬ か 
ら 、ど 5 しても 產業 全® の m 事 動 fl を 致します る 時 
の 用 S と 致しまして、 民間に 此 事業を 十分に 會 5 £せ 
しめ、 盛に して® くと 云 ふ 必要が あります、 其 點 か 
ら是は 速に 民業に 附す べき ものと 信す るので ありま 
す、 即ち 私は 我國の 軍制の 基礎と なる 四つの 事情を 
考 へて 今後 斷 行すべき もの it 此 十 © 條に 在る と 信ず 
るので あります、 それから 警告 的 希望の 第二は 何で 
あるか、 是は 財政の 根本的 整理であります、 此 時局 
に顺腿 すべき 國 策を樹 てると 云 ふこと に 就きまして 
は、 今後 如何に 儉 約を 致しましても、 非常な 國費を 
要する のであります、 是 IX 國 a の膨賬 と 云 ふことは 
到底 免るべからざる ものと、 御 同樣覺 悟して 居らな 
いでは ならぬ、 今年度 豫算が 十二 億 七 千 六 百 餘萬圓 
と 云 ふので •古今 未曾有の 大豫 » と 申して 居ります 
るが， 之を 英國 の豫算 に 較べて 見ます と， 英國の 海 
軍豫* に 追 付く か 追 付かぬ だけの 數 字であります， 
世界 五 强國の I として、 殊に 東洋に 於て 最も 重き 任 
務を 持つ て 居る 帝國と 致しまして は、 種々 の 設備の 
上から 考へ f し て、 英國の 海軍 費 だけに 對 する 位の 
費用を 以て やつて 行く こ. との 出来ない と 云 ふことは 
さう 喋々 の 辯を 要せず して 分つ て 居る 事であります 
から、 將來 はどうしても 國費は 膨脹す る ものと 御 互 
に是ほ 铙 悟し なければ ならぬ、 此 見地から 參 ります 
ると 云 ふと 財政 上に {X 非常な 根本的の 整理を して 行 
かなくて はならぬ、 如何なる 事を やる かと 申します 
れば 、私共は 此程も 申しました が、 地偎の 修正 —— 
都會 地は 無論の 話で ございます が、 此地價 の差咐 税 
など も 無論 課さなければ ならぬ、 それから 成るべく 
時勢に 順應 すべき 直接税を 殖 して 間接税を 成るべく 
減らす、 或は 其 他に もま だ 重耍な 點が ございます が 
所謂 銳制 整理と 云 ふ ものを 根本的に やる 必耍が ある 
さう して 今日まで も 非常に 負擔が 不均衡に なつて 居 
りまして 富豪 階級 特權 階級と 庶民 階級との 間の 租税 
負擔の 不均衡を 改めて 行く と 云 ふ 必耍が ある、 或は 
莫大なる 官有 財產の 整理、 是も洵 に 今日 迄は 無意味 
に 唯 だ 谷 省に 確保され て 居りました が 是は 茳 しく 相 
當の處 分を 速に して 行く 必. 英があ ります、 又 , & - 業の 
中に も、 製鐵 所の 如き、 其 他 民業に 移しまして、 十 
分に 其 事業の 發達 を圖 ると 同時に、 財政 整理を 助け 
ると 云 ふ もの もあります 、要するに 財政 整理と 云 ふ 
ものは、 根本的に I 生溫い 事では いかぬ 根本的に 


やつて、 今後 到底 此 日本 帝 « の 81 在の » 面 現在の 位 
蹬を維持するに足るだけの妁出は，どの位掛つても 
出して 行へ と 云 ふ S 悟を 以て、 吐 財政の 根本的 整理 
をすると云ふことほ、记も必要な ^ であると ^! ずる 
のであります、 是が第 二 箇婼 であります， 第三は 行 
政 整理の 問題、 從來此 行政 整理と 申します と、！！ i .'-! 
の廢 合、 人員の 減少と 云 ふやうな ものが m に 論せ ら 
れ まして •又 現に 西 ®] 赤 內閣の 時 か 山 本 内 IK1 の 時に 
少し 行つ たこと があります が、 我々 が 玆に 行政 防 0! 
の急を耍しますのほ，狨意味でほない今日までの我 
日本の 所謂 諸官 省の 事務の 取扱 ほ どうで あるが、 全 
く 事務的で ない 「ビジネス」 的で ない、 太 政 官以來 
所謂 軍人で あ' ると か、 或は ® 生で ある i. か 云つ たや 
うな事務的の才能の無い人々が、德川猫府2やり來 
りな どを 參考 にして さう して 此諸官 射の nf 務を扱 ふ 
やうな 轮 礎を 立てた のか 根本に なつて 居ります、 そ 
れが ずつと 今日まで 傳統 的に 傅つて、 何等 改つて ® 
らないさうして此諸官题に入つて什亊をする人ほ， 
どう 云 ふ 人 かと 云へ ば 學校を 出た 人が 直ぐに 入つて 
其 形式の 中に 入つて、 形式 通 〇 の 仕 yf をして 行く、 
此 故に此 事務と 云 ふ ものが 非常に 繁文縟 禮にな つて 
少しも 「ビ ジオ スラィク」 と 云 ふ !!;• から 申す と ■.治 
ど 成つ て 居らぬ と 思 ひます、 * はどうしても -? If 務と 
云 ふ ものは、 官署の 事務で も K 間の ? if 務と 同一で あ 
〇 ます-簡易 敏活と 云 ふこと を 主として 行かな けれ 
ぱたら ぬ、 それには 矢 張 事務を 取扱 ふ 主腦荠 に 十分 
の 給料を 與へ て、 さう して 其 金智 全能を ® 邱せ しめ 
て •民間に 唯一なる 成續 を擧げ て 居る 銀行 fr 社な ど 
の 事務の 通 方は、 先づ此 歐 米の それを 能く 研究して 
居る のであります から、 餘锃 進んで 居る 少く とも 其 
程度に して、 其祺務 の簡品 敏活を 主として 行く と 沄 
ふ點に 到達し ませぬ ければ いかぬ のであります、 さ 
うします ると 云 ふと 人間を 減らす 事 も 出来れば、 局 
課の 臌 合も從 つて m 來ませ う、 根本的に 此能い 人を 
入れまして — それ の、 壬 腦 ?? に 能い 入を 入れて 
やる と 云 ふ 根本的に 改めて 行く 以上は 餘程此 行政 整 
理が出 来て、 國民も 今回の 如き 役所の 事務の 収 扱に 
苦しむ やうな 事が 無くなつ て洵に 官民 r 致して 好い 
H 合に 行かう と /, a ふ、 此 意味に 於き まして 行政 輅现 
を 根本的に 要 菌 する ものであります、 第 四は 物 槪 P 
節、 物價 調節の 問題は 憲政® の 諸君から も 申され ま 
したが 是は どうしても 調節を 必耍と 致します， 是に 
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は 緩急 色々 何も ありませ うが、 併ながら 私共は 玆に 
物價 調節の 屮に 最も 急を 要する ものは 何かと 申し ま 
すれば、 絕ぇず 國 民の 牛 ^ の 七 八 割を 占めて 居り ま 
する 食物、 ) It 食物の 値と 云 ふ ものを ffl 當に 調節して 
行く と 云 ふ 事が、 何ょり 必要な 事で あると K は槪言 
する のであります、 總て の物價 の 調節は 無論 必婴で 
あります、 必要であります るが 就中 此主耍 食物の 脇 
を 調節す ると 云 ふ 事が 最も 大切で ある、 此间 題に な 
ります ると 云 ふと 米の 生產 者が 云々 と 云 ふ 論 も ござ 
いますが、 私共 左樣な 窮屈の 事を 申す のでは ない、 
我英國 …… (笑 聲 起る〕 同盟 國の 英國に 於て は 彼の 麵 
la の價を 安く 維持す る爲 めに、 一年に 五 億阀の 金を 
使つて 居 〇 ます、 私共 ii 同 i の英國 の 半分 位 使つ 
ても宜 いと M ふ、 | 般庶 K 即ち 國 民の 大多數 を 占め 

て 居る， 庶民 階級 CD1 生活 ?, i を 分析して 見る と、 其 七 

八 制 ほ 食物で あると 云 ふ 以上 ほ、 此 問題は 國家 の大 

問題と して 大切なる ものであります* 此問 題に 就て 

は 二 億 三 億の 金を使 ふの (3: 決して 不當 でない、 さう 

しま すれば、 所謂 米の 生產衮 ，所謂 熳民に 何等の 打 

擊を與 へずして m 來 るので ある •此 時局に 當り まし 

て此 位の ことを 爲す べきが 常 然と 思 ひます、 如何と 

なれば 此主耍 食物を 今日の 如く 高き に a きまして、 

給料を 上げて やる とか 手當 を殖 してやる と 云 ふやう 

な ことを やりましても、 それは 殆ど 比較に ならぬ の 

であります、 隨分 苦んで 居ろ 者が 多い 爲め に、 一方 

に 於き ましては 思 _ 題に 非常に 悪影響を 與 へて 居 

る、 昨口濱 口 君 も lit 點に就 て 大分 詳しく 御述 になり 

ましたから、 私は さう 詳しく述べる 必要 {3-. ありませ 

ぬが、 11-fc 生活の 1? いと 云ふ爲 めに、 W. 々の 方面に 種 

々な悪結果を來して居ると云ふことは明瞭'のことで 

ある、 即ち 今後 日本に 若し 惡しき 思想が 入つて 參〇 

まして、 即ち 我が 帝 國 の ® W なる 國民思 想に 多少な 

な 〇 とも 惡しき 結果を 與へ ると 云 ふこと が あつたと 

致しましたなら ば* 其 主なる 原因 ほ 何で あるかと 申 

しま すれば、 多數の 國民 中の 九 制 以上を 占めて 居る 

多數の 人々 に 貪 物を 十分に 興へ ない 政策が、 與 つて 

主なる 原因で あると 云 ふこと を 私は 斷言 する ことを 

tftl らな いのであります、 ((拍手 起る) であります か 

ら此 問題 ±r 餘程 锴發 して 解決す る 必要が あるの み 

ならず、 此國民 思想 ばかりでは あ h ませぬ、 此食物 

問題は、 今日此 世 界に 於て r® 後の 競爭を やる、 即ち 

產策 上に 大に 骹爭 をして 行かねば、 我 KI の S S を 佾 | 


進して 行く ことは 出来ぬ と 云 ふ 場合に 此 主要 食物の 
高い と 云 ふことは •總 ての 生產 事業に 非常な 打® を 
與へ るので あります、 即ち 產業を 十分に 發 達せし む 
る一點 から ばかり 考 へましても、 主耍 食物と 云 ふ も 
のは どうしても 調節を して、 相當に 安くす る 必要が 
あると 云 ふこと を附 加へ て 置きます、 第五は 撤底的 
に此 社會 政策を K 行す る ことで & ります， 近頃 政 A; 
會 の Is 君 も、. 寄 政會の 諸君 も、 此社會 政策を 大分 主 
張に， /i> る やうに なりまして、 私共は 非常に 偷 快と 致 
すので あります が， 併ながら 今日此 議場に 現れて 居 
ります る 所では， 未だ 徹底的に 行は れ さう にないの 
であります、私共は此改造期に入りましてほ、是ほ 
どうしても 徹底的に 行 ほな けれぱ ならぬ、 即ち 社 會 
保礆 I 备種の 社 會保險 を阈家 が 主と なつて やつて 
どうしても 此多數 の庶玫 階級と 云 ふ もの、、 樂に生 
存 して 行か. れる 所の 方法に して 行かなくて はならぬ 
即ち 國民 の强壯 なる 若に ほ 勞媧 を與 へ、 勞® をす る 
者には 生存の 保障を してやる と： K ふの がどうしても 
必要で ある， それから 又 病弱で あつて！ g を 持つ て 居 
る 弱い者には、 之に 醫 藥救療 を與へ まして、 十分に 
其身體 を 恢復せ しむる だけの 設備を して 行く、 又老 
衰して ことに 當れ ない 國民 •當る ことが ai 来ない 國 
民、 之には 十分の 手當を 致しまして. 其 老後を 十分 
に樂 ましむ る だけの 保 P- を 與へ ると 云 ふことの 必耍 
があります、 即ち 徹底的の 社會 政策を 實 行いた しま 
して、 達者な 者に (3; 職業を 與へ 、勞 働を 與へ 、勞磡 
する 者には 生存の 確かな 保障を 與へ 、病む 者には 醫 
藥救療 を與 へて 之を 恢復せ しむる •老衰した 者には 
國 家に 對し ffl 當の锄 をした 以上は、 安んじて 考後を 
安全に 慕す ことの 出 來るや うにして 行く のが、 所謂 

徹底的 社會 政策の 鋤であります、 之が 必要で ある、 

第 六は 國民敎 宵の 刷新であります >  是 は 現 政府 ほ 敎 

育の ことに 就きましても、 一個 條 として 取扱つ て 居 

らつ しやい ます、 吾々 も 之に 對 しては 決して 不賛成 

では ございま ■«: ぬ、 賛成を 表して 居る •併ながら 我 

國の國 民 敎育は 、今後 現在の 有 樣 にして 果して 宜い 

かどう か、 私は 多くの 說 明を俟 たずして、 國民敎 育 

の a 務 年限を 六 年 位に して 置く ことが 果して 宜しい 

かと 云へ ば、 是れは 斷じて •いけない、 少く とも 此の 

_ 務敎 育の苹 限と 云 ふ ものは 大に 延長 致しまして， 

屮學 程度 位までは、 どうしても やらせる と 云 ふこと 

にしなくて はならぬ、 全 體嚴 -W なる ものは、 國 民の 


生存競争を 致します る 出發點 になつて 居る、 敎育を 
能く 受けた 者は、 生存 競爭の 出發點 に 於て 利益を 得 
て 居る、 即ち 生存 競爭の 出發點 として 見る ときには 
國民敎 育は 成るべく 之を 高く して 行く と 云 ふ 必要が 
ある、 今日の 制度で 見ます と 云 ふと、 此 國民敎 育の 
制度が 惡い爲 めに、 中學 程度 以上の 學問を 受けて、 
所謂 生存 競爭の 出 發點 を餘程 有利に して 居る 者は、 
少數 の m- 綦 階級 11 力 階級 だけで ある、 大多數 の 庶民 
階級と 云 ふ ものは、 生存 競爭の m 發點に 於て 非常に 
後れを取つ て 負けて S、 故に 今後 ほ 非常な 大英 斷 
を 以て、 此 國民敎 育の 義務 牢跟を 延長し まして、 少 
くと も中學 程度 迄 ほやら せる と 云 ふこと に 改めて 行 
く必耍 が ある、 即ち 其 費用は •決して 國 庫 から 出す 
ことを 吝んで はならぬ のであります、 十分に 國 ffi か 
ら金を 出して、 大多數 の 庶民 階級を して 先 づ此 生存 
競争の 出發點 を、 富豪 階級、 特權 階級と 稍々 相 近 か 
らしむ ると 云 ふこと が、 今後の 政策と しては 最も 必 
要な ことであります るから、 此 國民敎 育の 刷新と 云 
ふこと が、 最も 大事な 問題で あると 信ずる ので あり 
ます、 (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) 私共が 此 度の 
小 修正を 以て 豫算を 賛成いた しました る 理由は、 此 
六箇條 の聱吿 的 希望を •近く 實行 すると 云 ふこと を 
求める 意味に 於て やつた ので ございます、 此 點 は 政 
友會の 諸君 も 十分に 御 諒承を 願 ひたい、 此改 造の 時 
機に 方り、 殊に 五 强國の 一として 菜 方に 於き まして 
は 殊に 重き 責任を 有する 我 帝 國が？ 今日の 如き 事を 
致して 居りまして は、 到底 帝 國の體 面を 維持し、 國 
li を 維持す る ことは 難から ぅと 思 ふ、 即ち 改造 的の 
考を 以て 此 fffi の 事を 斷行 する ことを、 私は 切に 要望 
して 已まな いので ございます 、(拍手 起る) 

011 長 L 大岡 育造 君〕 津田毅 一 君〃 
r 津田毅 一 君 登壇〕 

〔柏手 起る〕 

〇维田 毅一君 本員は 大正 九 年度の 豫算 案に 對 しま 
する 修正案を、 提出者に 代りまして 聊か 說明 いたし 
ます、 先づ第 一に 訂正を 申 上げて 置きます、 是 ほ 印 
刷の 間違でありまして、 諸君の 御手 許に 配付いた し 
ましたる 修正案の 數字が 變つて 居ります、 之を 此所 
で 朗讀 いたします、 即ち 歳出 經常 部の 司法 省 所管 合 
計の 方であります、 歲 S 經常部 合計 —— 修正の 方で 
す、 七 億 五 千 五十八 萬 七 千 百 九十 四 圓と云 ふの ほ 是 
は 誤でありまして、 七 億 五 千 二 百 七十 九 萬 11 千 四百 
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五十 四 al 、 斯う 云 ふこと になる のが-印刷の 誤が あ 
りました から 之を 訂正いた して a きます、 結局 此點 
に 於て 七 千 七十 二 圓の 削減と 云 ふこと になります、 
訂正を 致しました のは それだけであります、 此修正 
を 致し s したる 理由を 簡 -m に 玆に巾 上げます るが、 
此間 題は 或は 是は地 方 的の 小なる 問題では ないか、 
r う 云 ふ 事を 論ずる 人が 有ります るが、 私共は 之を 
以て、 決して 地方 的の 小なる 間 題とは 思は ない ので 
あります、 是は 普通の 官廳の 如き ものとは 事は 變り 
まして、 所諧 天皇の 名に 於て 司法 權を行 ひます る 
所の此司法の衙門と云ふものほ、普通の行政官驍等 
とは 餘程 趣を 異にして 居る、 即ち 何れの 國に 於き ま 
しても 其國に 入り ますれば、 裁判所と 宏 ふ ものは 巍 
峨 として 聳えて 居る、 又 其 皇帝の 鎿嚴を 維持す る @ 
めにほ、幾多の設備をしてあると云ふことほ、決し 
て 是は唯 だ 徒らに 左樣な 設備を する_ の ものでは な 
いのであります •所謂 司法® と 云 ふ ものは 非常な @ 
いもので ある、 此尊嚴 を 維持す る爲 めには、®々 な 
る 設備を 要する 次第であります、 函砣の 控訴院を 札 
幌に 移轉 いたします ると 云 ふこと if 之を 地方 的の 
問題と して 考へ ますれば、 何等 論ずる こと {3: 無い の 
であるけれ ども、 是は以 上の 如き 見地より 考 へて 見 
ますると云ふと、決して些々たち間題ではないと思 
ふであります、 司法 當 局の 述べる 所に 依ります ると 
札幌は 北海道の 中心で ある、 交通 上の 點 より考 へ、 
或は 經 濟の發 達よ a 考へ 、地形の 上より 考 へて、 札 
幌に 移す のが 適當 であると 云 ふこと を屮 すので あり 
ます •併しながら 一つの 官廳を 移轉 すると 云 ふ 場合 
に 於き ましては 決して 地形と 云ふ關 係の みでは いけ 
ない >  又 交通の 關係 のみで もい けない のであります 
司法 當局に 於き ましては、 之れ を 移轉 する に 依つ て 
の 調査が、 非常に 綿密に 出 來て 居る のであります、 
併しながら 此の 調査 ほ S は 移轉 をす るに 都合の 好い 
調査を したやう に 自分 共は 考 へる、 而も 其の 中に 就 
きまして 一二の 點を 指摘いた しま すれば、 行政 一! は 
拓殖を 本位と する が 故に、 其の 中央 廳は內 陸の 開發 
に 便利なる 札幌に 設置した ので ある、 以前に 於いて 
ほ 是は洵 に御尤 である、 又是 は當時 に 於き ましても 
行政 廳と致 しまして は、 拓擗の 便利を 本位と 致し ま 
する が 故に、 中央に 設ける と 云 ふことは 洵に 適當で 
あります、 併ながら 司法の 事務と 致しまして は* 是 
は 事件の 關 係、 又 管轄の 關係其 他に 於き まして 必ず 
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しも 拓 M 廳と 同一に 之を Is る こと (3: 出 來な いと 思 ふ 
のであります、 此 函 誼 控訴院 ほ 日邁® 承の 前： a r. 當 
りまして、 從來靑 森霖が 管轄で あつたのを、 之を 割 
いて , A- 城の 控訴院 管内に 移した のであります、 然る 
に 其 後日 露の® 爭も無 くな りまして、 平和 克復に な 
りました る曉に 於て、 司法 省 il iif に從 前の 如く、 靑 
森を 加へ て函砣 控訴院の 管 II にす るの が 適當な りと 
云 ふ 案を 御 出しに なりました、 是 ほ 當院に 於て は 適 
常な りと して 通過を 致した のであります、 然るに K 
族院に 於て 其 ¢-7 期の 無い e に謖 了す るに 至らぬ で 法 
3 i になら なかつ たのであります が、 此 W 森 地方 裁判 
所の 管 14 內の 人 F': ほ 所謂 I 衣 帶水 の函 館に® く 方が 
餘程便 利で あると 云 ふ狀况 の やうに 私共 聞いて fr る 
ので あろ •若し 從 前の 司法 當 局の 御考の 如くで あり 

ますれば W 森を 函館に 加へ ると 云 ふこと に 相 成り ま 

すと 云 ふと、 即ち 函館ほ 地勢 上から 申しても 中心に 

近い ものでは ないかと 思 ひます、 又 交 aj 上の 關 係を 

見ます と， 北海道は 四面 環海の 地であります から、 

强ち鐵 51 のみの 交通に 依り ませぬ， 是は 申す まで も 

ない 事であります、 左 すれば 此函 館の 海運の 便と 云 

ふこと ほ、 是 ほ 天下 周知の 事であります、 故に 此點 

から 考へ まする と； K ふと、 之を 札幌に 移す と 云 ふこ 

とは、 果して 便利で あるか どうかと 云 ふことは 甚だ 

疑問で ある， 司法 當局ほ 委員 局に 於き まして 丸 山 君 

の W ' 問に 答へ て、 丸 山 君は 新 潟 縣 ほ 人口 も 多く、 1: 

京 控訴院には 遠隔の 地で あるから、 將來に 於て 司法 

當局は 新 潟に 控訴院を 設岡 する の 必要は 無い かと 云 

ふ 御 © でありました、 司法 次官 答へ て 日く、 唯今の 

所に 於て は 左樣 な考ほ 持たない と 云 ふこと である、 

併ながら 或 (r- 將來に 於て ほ、 事件の 關 係に 於て は 新 

潟に も S: く かも 知れぬ と 云 ふやうな 反語を、 | 面に 

含んで 居る かの 如く 私は 鸱収 りました、 若し 左樣な 

場合が あると 致し ますれば •北海道は 彼れ が 如く 面 

積の廣 い 所であります から、 もう ー ヶ 所の 控訴院を 

設けなければ ならぬ 時機が 來はせ ぬか、 即ち 司法 當 

局の 調査に 依 ります れば 、北海道は 北へ々々 と 進ん 

で 行く、 北に 向つ て 進んで 行く と 云 ふこと である* 

さう すると 北に 於て、 更に 今 ーヶ所の 控訴院を 設け 

ると 云 ふ必耍 が 起り はし ませぬ か、 左 すれば 此函館 

と 云 ふ ものを 存 して 置く のが、 最も 滴 當で ほない か 

と 思 ふので あります、 併し 是は餘 程の 將來 のこと で 

ある、 併し 又 之に 反する 意見が あります、 それは 何 


であるかと 申します るれば， 控訴院 ほ 上吿密 を 取扱 
ほない 故に 琳件 は 少なく  •甲の 控訴院に 於て ほ 非常 
に 閑散に して •乙の 控訴院 ほ 非常に 繁忙である、 故 
に交通の便利になりましたろ曉には、或は控訴院を 
減 -T るの が 宜い かも 知れない、 左 すれ •は 宮城 控訴院 
を 腔し、 名 * 險 控訴院を 暖 し、 Eg 島 控訴院を 厳す る 
と 云 ふ 時機が 參 りまして、 一つ 所に 集中して •二部 
も 一 r- 部 も 四 部 も 部を 設けて、 審議を した 方が 或 ほ 宜 
しいか も 知れぬ と 云 ふ 者が あるか も 知れ ませぬ、 併 
しさうな り ますれば、 尙更 以て 函館 控訴院を 存 S す 
ると 云 ふこと が 最も 適當 になつ て來 る、 斯樣に 私 ほ 
考へ るので あります、 又 司法 當 局に 於て ほ、 最近 三 
箇年の 控訴院 港 理事 件の 第一審 調區分 表と 云 ふ もの 
が提 ⑴ になつ て 居ります、 之に 依て 民事の 事件が 非 
常に 札幌の 方が 多い と 云 ふ證 例の 爲め に、 此統計 が 
m 来て 居る のであります が、 之を 藉 りまして 玆に論 
究を 致します と、 三® 年 平均 函 if に 於て ほ 民事が 二 
十一 件， 札幌地 方に 於て ! 3: 二十 九 件であります、 併な 
がら 之を 以て 直ちに 札幌地 方が 非常に 多い とは 言へ 
ない， •件數 に 於て 九 件の 差であります、 又 刑事の 部 
に 於き ましては 如何で あるかと 見ます ると、 函館地 
方は 平均して 二十 八、 札 幌 地方は 五十 是は 確に 札幌 
が 多い、 併ながら 又釧 路地 方に 於て は 四十 四と 云 ふ 
ことにな つて 居る， 是は 即ち 地方裁判所 全體の 管轄 
の 事件であります、 決して 札幌區 だけの 件數を 擧げ 
たもので はない のであります、 故に此 件數の 上より 
考 へて 見ます と、 札幌地 方 裁判所に ほ、 小 @ 港を 控 
へて 室 關を控 へて 居ります から •成程 管轉の 事件と 
しては 多い やうであります けれども、 此件數 の爲め 
に、 K ちに 函鉈 より 札 幌に移 さなければ ならぬ と 云 

ふ 論 結には 參ら ぬと 考へ るので あります、 又經濟 上 

の關 係より して 札幌が 宜しい、 若く は 行政 上の 中心 

であると 云 ふ 議論が あります けれども、 是ほ 必ずし 

も、 行政 廳が あるから 司法 部を 設けな けれげ ならぬ 

又經濟 上の 發展 、其 爲 めに 直ちに 以て 裁判所を 移す 

と 云 ふことの 論 據にほ 是はな らな い、 して 見ます る 

と、 特に 函 館の 控訴院を 札幌に 移さねば ならぬ と 云 

ふ 理窟は どうも 無い のであります、 そこで 考へ るの 

に、 又函 館の 控訴院と 云 ふ ものは、 腐朽 顏 敗を 致し 

まして 危險 家屋で ある、 用に 堪へ ない/斯う 云 ふの 

であり まゴれ ば、 或は 此 場合に 於て、 札幌に 移す と 

云 ふ 方が 宜いと 云 ふやうな 論 も出來 るか 知れ ませぬ 


けれどもが、 是ほ御 案内の 如く 長 t 7 担 pf 院 ほ 明治 十 
年、 函館の 控訴院は 明治 三十 二 年、 其 年 所に 於て IX 
非常な 格段の 差が あるので あります •而 して 長埼の 
控訴院 ほ、 大正 四 年に ii 岡へ 移す と 云 ふ 所の 案が 當 
院に 現れた のであります •是 は最平 隅朽 致しまして 
殆ど ft 鐽の爲 めに 2 ri 食され て， 用に 堪へな いと 云 ふ 
所ょり 提案に なつた のであります 、然る 所當院 に 於 
ては 之を 否決いた したので あります •そこで 長 崎 控 
訴院は 二 萬 か 三 萬の 修繕® を 入れまして、 之を 修繕 
を 致して 今尙ほ 用ゐて 居る ので ある、 而 して 驗 つて 
函 館の 控訴院を 見 ますれば、 まだ 十分に 使用に 堪ゆ 
るので あります、 然ら ば此國 费 多端に して、 袍税ま 
でも 斷行せ ねばならぬ と 云 ふ 時代に 於て* 此不急 の 
工事を 起す と 云 ふことは、 甚だ 其 時を 得ない もので 
あらう と 思 ふ、 C 拍手 起る) 私共は 之が 是非 爲 さね 
ばなら ぬと 云 ふこと であります れぱ 、之を 協賛す る 
ことを 決して 吝む もので ありませ ぬ、 併ながら ® に 
十七 萬 か 十八 萬の 經 費では あります るが、 現在に 於 
て 用に 立つ と 云 ふ ものを、 又 十分に 研究を 致し まし 
て、 果して 此移鞞 を するとせば 札幌が 宜しい か、 旭 
川が 宂 しいか， 能く 研究を 致しまして 而 して 斷 行す 
ると 云 ふこと が、 最も 必耍で あらう と 思 ふ-今年に 
於て 之を 斷行 せねば ならぬ と 云 ふ 理窟は どうしても 
無い のであります、 况や此 移轉が 札幌區 の 寄附を 根 
據と する， 此點に 於て 甚だ 私共は ifi 憾に思 ふので あ 
ります、 長 崎 控訴院の 移轉問 題に 方り ましては、 政 
友 ir の 原 田 君が 質問を 致しまして、 地方の 法衙を 建 
築す るに 方つ て 寄附を 取る と 云 ふことは、 甚だ 忌む 
べき ことで あると 云 ふこと を 質問を 致しました、 是 
ほ 非常な 有力な 御 議論であります、 私共は 地方の 法 
衙を 移さねば ならぬ と 云 ふこと であるなら ば、 寄附 
に 依らず、 國費に 依て 爲す べき ものであると 思 ふの 
であります*  (拍手 起る、 「ひや^^」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 司法 省の 所管は‘ 現總理 大臣の 兼擗 されて 居り 
まする ところの 廳で あ り -f して、 之を 削る と S ふこ 
とは 甚だ 面白くない と 私 も 思 ふけれ どもが、 之れ を 
以上の 如く 考 へて 見ます ると、 强ち 今年 之れ を 行は 
ねばならぬ と 云 ふ ものでは ありませ ぬから、 延期の 
意味を 以て. 私共は 之を 削除す る 所以であります、 原 
內 閣總理 大臣 兼 司法大臣 ほ、 大政 治 家の 襟度を 以て 
又 政 友會は 大政 黨の 雅量を 以て、 どうか 此 案に 賛成 
せられむ ことを 袈む のであります、 (拍手 起る〕 


一七 三 二 

〇發長 (大岡 育造 君〕 是ょ り , -I ,-! に 移ります、 三 土 
忠造 君。 

〔三 土 忠造君 登ポ 、拍手 起る〕 

0 三 土忠造 君 諸 © 、 本 M は 昨日 提出 致しました る 
所得 l'> iic 酒造； a; 法の 本院に 於 ; T る ^. 正 に玷 いて、 « 
筘 案に 對 して 極く 傲 細なる 修 Jr; を 加へ ましたが、 之 
を 除いて 大正 九 年度 歳入歳出 雜览案 、並に ね 別 金 ft 
歳入歳出 雅算 案、 預 sc 外國庫 の負扔 となるべき 切 約 
に關する件ゝ及追第一號ゝ臨時迈ポ奶逍加找站ゝ此 
全部に 對 して 饺 成を 致す ものであります、 111 界 C 大 
鞞亂は 終りを t*f げ まして、 講和 條約は 旣 に締紘 致さ 
れ ました けれども、 世界 谷 國の間 の國 際關係 は 戰前 
に 比しまして、 一屉 梯雜 になり つ、 ある ことを M は 
なければ なり ませぬ、 而 して 我 帝 li! 1 f 世界の： j/r: 大强 
國の I に 列し まして、 國際聯 盟の條 約に 基いて、 ! 1? 
來 他の 四 大友邦 と共に、 世 界の治 亂 興 陂を 左右す ベ 
き 位置に 進んだ のであります、 随て帝 M の W 任は 非 
常に 重大に なつた のでありまして、 是等の 見地ょり 
考へ まする と、 職 後經營 は餘 程 m 大の总 義を 有する 
ことを 思は なければ なり ませぬ、 而 して 世界 谷 阀の 
近 狀を 見ます ると、 革命の 惚 苦、 賊 敗の ! 9 禍の爲 め 
に、國家が殆ど土刷瓦壊致しましたる、踞國、獨逸 
塊 太 利、 匈牙利、 土 其 耳 等の 國々 には rl-l すに " ば -t 
我帝國 と共に P® 挺の 慶福を 祝福 致します る英 國、 ffi 
蘭 西、 伊太利 等の 國々 に 於き ましても、 腿 ^ の ® め 
に 非常に 國價が 多額に 上り、 產椠は 破 isl せられて、 
未だ 復 li の 見込 立たず、 勞® 問題は 紛糾して 朱 だ 錨 
定に 至らず、 各國の 政治家は 戰饺 經焭に 就きまして 
財政 上の 闲難に 遭遇し、 苦心 慘® を 極めて 居る 今日 
であります、 然るに 我 帝 國ほ宰 にして 戰掛 開始 以來 
數苹の 間に篚 業 13; 勃興し、 經濟界 は 好况に 赴き、 國 
力 ほ 增 進し、 國 民に 富の 力は 倍加 致しまして、 之が 
爲めに 戰 後經營 の務鉍 案を 編成す るに 方つ て、 金萵 
は 上りました けれども、 之を戰 茚前に 比しまして、 
國 民の 資力 國 家の 冨 力に 比較 致して 考へて 見ます る 
と 云ん と、 寧ろ 國 民の 負擔は 輕 減せられ たる 狀態の 
下に、 此戰 後經營 の大豫 算を編 成す ろ ことの 3 來ま 
した ことは、 吾々 諸君と 共に 國家 の爲 めに 慶福 措か 
ざる 次第であります、 (拍手 起る〕 吾々 同志は 眼 P 
未だ 終らざる に 先んじて 此度 の戰爭 が 如何なる 結果 
に 終る に 致しましても、 戰後我 帝 國と致 しまして ほ 
第一に 國 防の 充實 を陶 り、 產椠 の發展 を 講じ、 敎育 
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の 改善を 致し、 通信 交通 機關 の整龆 を阃 ると 云 ふ 事 
は、 最も 急務 中の 急務な りと 考へて 居る ので ござい 
ます、 是に 於て 數年 前に 於き まして、 此四 大政 策な 
る ものを 掲げて 天下に 聲明 致した のであります、 一 
昨年 前の 秋、 我 熬の總 裁が 大命を 拜 して 内閣 組織を 
せられました時に於てほ、大正八年度の豫》案は、 
旣に寺 内 內閣の 手に 依て 編成を 終つて 居つ たので あ 
ります、 然る にも拘らず 或は 本 稗 諄 案を 修正を 致し 
若く は： 5S 加 JS 3?: の 形に 依て、 吾々 の 在野 時代に 主張 
致しました る 四 大政 糊 屮の國 防 充實の 一つの みを 殘 
して、 他の 一 — 大政 綱の 遂行に 勗めた と 云 ふことは、 
滿 天下の 周知の 事 W てあります (拍手 起る J 本年度 
の 大正 九 年度の 雅览 案を 編成す るに 方り ましては、 
最も 此阀防 充實に m きを 措き、 合 せて 他の 三 大政 策 

の撋張 に 力め、 是 と nij 時に 世界の 進 運に 伴 ひ、 時局 

の 必要に 應ずる 諸般の 施設 經綸 を樹て たる 次第で あ 

ります、 國 防に 於き ましては、 吾々 は® 爭開始 の 後 

間もなく 斯烷な 事を 主張 致した ので ある、 此 度の 哦 

爭は 世界の 文明 諸國 か、 國力 を諧 して ! St ふので あり 

ますが 故に、 此 K 爭の 結果と して、 國防 上に 一大 變 

化を 來すで あらぅ、 斯様な 事を 拽言 致して {1 きまし 

たが、 果して 其 通り 吾々 が瞇爭 前に 於て、 殆ど 夢想 

だ もせ ざり し 程の、 發明 進步が あつたので あります 

今や lit 界大硪 爭の 結果は 明跄 になり まして、 芥國の 

祕密 に® したる 武器の 稀 類、 若く ほ 防具 機關 等に 付 

きましても、 詳細に 分りまして、 是に 於て 我 帝 國が 

數 年 問 延し てあつた 國 K 充實 を阏 ると 云 ふことは、 

最も 時宜に 適した る 事と 考 へます、 斯くて 陸軍に 於 

きまして は、 兵器の 改良、 特科兵の 增設 •部隊の 編 

成 改正、 敎育 制度の 改善、 兵役 年限の 短縮、 要 寒の 

整理 等を 首め と 致しまして、 幾多の 新規 計赉を 計进 

致した のであります、 又 海軍に 於き ましては 八 八 艦 

隐の 完成 計 班、 及 水陸 整 桐 致の 名の 下に、 此 度の戰 

争の 經險に 基く 幾多の 新規 計 s£ を、* 亦 計上 致して 

居る のであります、 是等を 合せて 陸海 軍の 嫕續 費の 

み •か、 十三 fa 3l: 千 萬に 達した のであります、 而 して 

又 大正 九尔 度に！： 常 ffii は、 降 海兩朽 合せて 約 一億 圓 

であります、 鼢爭 の爲 めに 巨額の 國帑 を廢 したる 後 

間もなく 十三 億 五 千 斑 M の 尨大なる 國防充 责 の 計 1S 

を 立てまして、 就中 多年の 懸案たり し 八 八 艏隊 完成 

の 計 2C を 確立す る ことが 出來 ました at は， 一つに ほ 

世界 戰亂の 影饗に 佐り、 帝 國の產 業の 勃興、 國 民の 


富力の 增 進の 結果でありまして、 一つには 此 時局に 
際し、 經濟 界變 調の 場合に 於て、 現內閣 の 執りし 經 
的 政策 其 宜しき を 制した る 賜な りと 調は なければ な 
〇 ませぬ、 (拍手 起る) 若し 不幸に して 悲翻に 囚は 
れたる 政治家が、 政治の 局に 當つ て經濟 政策を 誤つ 
たと 致します るなら ば、 今日 斯の 如き 尨大なる 國防 
充實を 計寶 する が 如きは、 國 民の 殆ど 夢にも 期待す 
る ことが 出來な かつた のであります (拍手 起る〕 通 
信 交通 _關 に 就きましては、 鐵道に 於き まして、 昨 
年 大正 八 年度の 追加 豫鉍に 於て、 建設 改良 S の 三 億 
五 千 萬圓を 計上 致しました が、 此度 又 S1 に 建設費に 
於て 二 億 五 千萬圓 •改良 費に 於て : *: 億 五 千萬圓 、建 
設改良 合せまして® に A 億圆 の計赉 を 立て、 新 線路 
の 新たに 計 a; されました ものの みの 哩數を 申し まし 
て も •本鐵 道及輕 侦鍅 道を 合して j 千 哩に 達して 居 
ります、 電信電話の摘張は三億_, 53 路改良に一;億 
八 千度 圓 •即ち 鍅 道、 電信、 電話 •道路‘ 此 四つの 
觸續费 だけを 見ましても、 十三 億 八 千萬圆 の 大豫算 
を 編成 致した のであります、 此の 外港 灣の 修築 •道 
路の掖 張 等、 總て 是れ 吾々 の 多年 主 嘴 致しました る 
通信 交通 機關の 整備の 一つであります、 是 等の 財源 
と 致しまして は、 主として 公債に 依る のであります 
が、 本年度の 公 依 鐵道 だけで も 約 一億 儲の 公債を 發 
行す る ことにな つて 居ります が、 斯の 如き 公債を 發 
行して、 經濟 市場が 之を 消化し 綽 々として 餘裕 ある 
と 云 ふことは、 是亦 最近 發 達した る 我が 經濟界 の 進 
步 と、 國民 富力の 增加に 依る ものでありまして •之 
を考へ るに 付きましても、 吾々 は 此數 年間 政府の 執 
〇來 つたる、 經濟 政策の 最も 宜しき を 得た と 云 ふこ 
とを 18 明す るに 足る と考へ るので あります、 (拍手 

起る；敎育の改善に就きましてほ、高等敎育機關の 

大掖 張を 企てました ことは、 申す まで もない 事で あ 

ります が、 本年の Isj 算を 見ましても、 或は 大正 八 年 

度に 決定 致しました る 高等 敎育 陴關掖 張 2 遂行の 外 

に、 私立 學 校の 補助、 實業敎 育の 奬勵 、中等 學校敎 

fl の 年功 加炻 等の 新たなる 計 S! を 立て、 居ります る 

が、 玆に私 は 最も 諸君の 注意を 喫 起 致したい と 思 ひ 

ますのは、 私立 學 校の 補助と、 中等 學校敎 員の 年功 

加俸の 問題であります、 此二つ は 敎員界 に 於き まし 

て ほ 多年の 問題でありまして、 明治 五 年 學制势 布以 

来、 始めて 今日此 問題が 解決され たのであります、 


敎育史 上特細 大書すべき 事項な 〇と考 へて！ E るので 
あります、 (拍手〕 昨年 高等 敎育機 關の擴 張を 圖り 
ました 時分に •憲政 會の 諸君は 本_ 場に 於き まして 
又閉會 後谷 所の演 說に 於き まして、 現 內閣は 徒らに 
高等 敎育機 關の擴 張の みに 力を 用 ひて、 中等 敎育小 
學校敎 育 等の 普通 敎 育を、 等閑に 附 して 居る と 云 ふ 
やうな 非難を されて 居る やうであります、 (「其 通 
り」 と 呼 ふ 者 あり〕 併ながら 諸君、 普通 敎 育の 改善 
と 云 ふことは 如何なる 事を 申す ので ありませ うか、 
昨日 濱口雄 串 君は、 義務 敎 育の 延長 論を 唱へ られま 
したが、 是だ けは 別問題と 致しまして (「何が 別 問 
題 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 後と から 申 上げます、 義務 敎 
育の 延趕 問題を 別に 致して、 中等 敎育 小學敎 育の 改 
善を 要する® .は、 唯 だ 敎 A の险遇 問題が 大事で あり 
ます、 此敎！ 2優遇に關しましては、政府は內閣組織 
以來餘 程 力を 用 ひて 居ります、 昨年 高等 敎育擠 關の 
擴張 と共に、 中等教育 小學敎 育に 從 事す る敎 M の礙 
遇の 途を 講 じます ことに 就きましては、 有らん限り 
の 手段を 盡して 居る、 唯 だ 中等 . 14. 育 小學敎 育に 從事 
して 居ります 所の 敎 員の 俸給 問題は、 地方の 負擔に 
搦 する 間 題であります、 故に 地方の 自治 團 體 に 或は 
訓令を 發し 、或は 獎勵を 施し 致しまして 段々 に敎員 
の 待遇は 改善せられ て 居ります、 大正 六 年に 小學校 
の敎 員の 俸給が fi に 全體で 以て 三千 六 百！ s! 圓に 過ぎ 
なかつ たのであります、 然るに 大正 七 年には 四千 六 
百 萬 圓とな り、 大正 八 年には 七 千 萬 圓とな り、 大正 九 
年には 恐らく 九 千 萬 圓にな る だら うと 考へ るので あ 
ります、 又 中等 學校 の敎 員に 付きましても、 大正 七 年 
は 千蓖圓 に 足らな かつた のであります が、 大正 八 年 
には 千 六百蓖 圓とな り、 大正 九 年に ほ 二 千 五 百 萬 11 
となるべき 見込であります、 勿論 是 等の 待遇 程度 ほ 
吾々 は 物價の 現在から 考へ まして、 之を 十分な りと 
ほ 考 へませ ぬけれ ども、 一般の 官史公 吏 等と 比較 致 
しまして、 敎 M の ® 遇に 對 して 地方の 自治 國體が 如 
何に 力を 用ゐて 居る かと 云 ふこと ほ、 此數 字が 明か 
に 示して 居る のであります、 (「地方の ことは 言は 
ぬで S い」 「默つ て聽 け」 と 呼 ふ 者 あり〕 期る 事實 
を 知らず して、 政府の 豫算に 中等 學校 小學 校の 敎員 
の 俸給 費の％ 加が 無い からと 云つ て、 之を 以て 政府 
が 高等 敎育 機關擴 張に のみ 力を 用ゐ て、 初等 敎 育に 
は 力を 用ゐぬ と 云 ふやうな 非難を される と 云 ふこと 
は、 殆ど 我 國の敎 育 制度を 知らぬ 者であります、 義 


務敎 育の 延長に 付きまして は、 私共 濱： 3嵙 と 同 論 e 
あります . 

〔「知らないとは 何 だ」 「生 意氣言 ふな」 「默れ j と 
呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〔「生 意氣だ 生意氣 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長. (大岡 育造 君〕 岩 崎 君へ 注意 致します。 

〔「議長は 誰に 注意を したので す」 と 呼 ふ 者 あ 
り J 

〇 三 土 忠造君 吾々 は 葬' 務敎 育の 延長は、 世界の 大 
勢に 鑑みて 其 必要を 十分に 認めて 居る のであります 
が、 義務 敎育 の掖 張ょりも •敎 員の ffi 遇を 先き にす 
ると 云 ふこと を 吾々 は 努めて 居る のであります、 敎 
員の ffi 遇を 先き にし、 IL つ 地方の 負擔 を咐 加す るに 
付きまして は、 中央 地方を 通じて 税制の 整理を して 
地方の 財源を 裕 かにし、 之に 依て 敎 M の礙 遇の 道を 
講じ、 同時に « 務敎 育の 延長を 圖ると 云 ふことの 爲 
には、 相當の 年限を 要する、 而 して 事 實に 於き まし 
ては、 我國 には 尋常 高等 並置の 學 校が 段々 增加 致し 
て參 りまして 、半ば 義務 敎育 延長と 同じ 結果を 今 H 
は 来して 居る のであります、 故に 一年 二 年を 承ぅて 
義務 敎 育の 延長を 急ぐ と 云 ふやぅな 必要は ありませ 
ぬ、 本豫算 案に 於き まして 濱口 君は、 所謂 四 大政 綱 
の 外には、 時勢の 進 運に 伴 ふ 計 ffi が、 殆ど 無い と 云 
ふこと を 非難され たのであります >  それは 豫算 案の 
全部を 見れば 一目瞭然の ことであります、 唯 だ 勞蚴 
問題に 就きまして、 私は 玆に 一言 申して、 置かな け 
れぱな らぬ 、勞働 問題は 今日 世界 谷國何 所の 國も • 
未だ 解決して 居らぬ 問題であります、 戰爭後 此の 問 
題は 紛糾に 紛糾を 重ね、 世界の 政治家、 學者 ，識者 
は、 總て 苦心 致して 居る 問題であります、 而 して 一 
口に 勞® 問題と 申せば 簡單で あります が、 勞® 問題 
の 中には、 或は 勞働 組合 法の 問題 も あり、 勞働保 險 
の 問題 も あり、 勞働 爭議 仲裁 機關 問題 も あり、 職業 
紹介の 機關の 必要 も あり、 或は H 場 法の 改正、 如何 
にも 關係 する 所® い大 問題でありまして、 此の 問題 
は 如何に 決定す るかと 云 ふことは 其國の 產業狀 態、 
社 會狀態 ■歷史 •習慣、 勞働 者の 心理 狀態 等を 考へ 
まして、 餘程愼 重の 考鬧を 要する 問題であります， 
歐羅巴 諸國に 於き ましても、 最も 勞働 問題に 早く 著 
手 致しました る 英國の 如きに 於いても、 百年の 久し 
きを 重ねて 居ります が、 昨今の 狀萌は 如何で ありま 


数 育 社 會に 於き まして、 此二 つの 問題の 遂行を 以て 

裸 » 案 大正 九 年度 裸 ® 案 並 臨時 軍^ H 鴇 算追加 案 (第 一號〕  ^  一七 三 三 
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せう* 吾々 (£ 我 帝 國に 勞锄矾 合法を 制定す る 必要 (X 
十分に 認めて 居ります、 又 之れ に 伴 ふ 諸般の 制度を 
作る ことの 必要を S3 めて 居ります が、 之れ に 就き ま 
して if 餘程考 贸を耍 しな けれ ! f なら 17J 、 一步を 誤れ 
ifn 本の 產菜を 破 跋し 、日本の 社 f7 狀態を 紊 m し、 
國民性を破搜する、共の 55: しきを得れぱ益々 7|5 :2の 
產菜の 發展を 阏り ，益々 社 位の 統 I を 促し！！ 家の 基 
礎を 紫 固に すべき 間 題でありまして、 餘程愼 m の考 
班を しなければ ならぬ と 思 ひまして、 政府に 於き ま 
して旣1:ィ分の調赉を致して居りますが、尙ほ諸般 
の關 係を 多方面の 智識を 集めて 研究 致します 爲めに 
此の度の 豫苏に 於き ましても、 勞 _ 調 森 ® を 要求 致 
して 居る のであります、 若し 吾々 が 此の 問題に 就き 

ましても、 唯 だ 一時の 人氣を 邸し、 一部の 堀 励 政治 

家の 想み に 做つ て 杜撰なる 案を 作るならば* 何時で 

も 出 來 ます C 拍手 起る〕 恰も 涊政 會の豫 » 案 修正の 

如き、 若く ば 普通 選擧法 の 如き、 (「のうのう」 と 

呼 ふ 者 あり〕 左樣な 態度を 以て やるならば (「馬鹿 

野郎 何を 言つて 居る」 「馬鹿野郎」 と 呼 ふ 者 あり〕 

一夜の 中に も是を 作る ことが IJ1 來 ます c r 何を 言 ふ 

の だ 何を 言 ふの だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 憲政 會に 言つた 

の だ I 諸君に 向つ て 言つ たので ありませ ぬ、 箭政 

锊に 言つ たのであります (「何を 言 ふの だ」 「何を 

言つ て 居る」) (「生 意 氣を言 ふな 」 「 識聽」 と 呼 

ふ 者 あり〕 憲政 ir の潠擧 法改正に 就ての 行 励は 如何 

であり ませう (「取消せ」 「普通 選® と 何の 關係が 

ある j  r 默れ 能く ^ け」 「何を 言 ふの だ」 と 呼 ふ 者 

あり〕 憩 政會に 言つ たの だ — 政會を 評した ので 

ある。 

〔「何を 言つ て 尻る の だ」 と 呼 ふ 者 あり、 識場 

騷然〕 

〇讁長 c 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〔「取消せ J to i i 馬鹿野郎」 「銪聽 」 r 何を 言 ふ 

の だ」 と 呼 ふ 者 あり、 議場騷 然〕 

0 課長 (大岡 育造 君〕 靜爾に .…： 

0 三 土忠 造君說 明し ます-能く 御聽き なさい I 

誤解して 騷い で it いかぬ •說 明し ます、 御 聴きな さ 

い c  r 何を 言 ふの だ」 「取消せ」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯 

樣に 申した のであります、 私の 申した のは， 勞働組 

合の 問題の 如きは 1■ 勞卿 組合の 問題の 如きは、 餘 

程 fR 重に 考賊 しなければ ならぬ •憲政 會の 普通 潠擧 

の 問題の 如く 輕々 に 扱 ふなら ば、 何時でも 出來 ると 


云 ふこと を 申した ので ある •諸君に 關係が ありませ 
ぬ。 

r「K 消せ」 「謝 まれ」 と 呼 ふ 者 あり、 漭場 騷然〕 
o is KC 大岡 育造 君〕 靜肅 に。 

〇:一: 土忠造 君 m 口 君は ( 「取 消せ、 取消せ」 と 呼 
ふ莕あ り、 兹极 騷然一 政府 ほ 物® 調節を 思は ざるが 
爲めに …… 

c 「取消せ、 取消せ 」 と 呼 ふ 者 あり、 S 騒然〕 
0 謎 長 (大岡 育造 君) 靜肅に —— 靜肅に …… 

ir is 消せ j 生® 氣な ことを 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 

0 三 土忠造 君 物價 調節を 思 {3; さるが 爲め に、 物價 
は 天井を 知らず 騰贵 した、 之が 爲 めに (議場 騷然〕 
歳 人 不足を 來たし .…： 

〔議場 騷然〕 

〇識丧 (犬 岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

0 三 土忠造 君 諸君に 關係 無い、 諸君の 事を 言 ひや 

しませぬ、 誤解して 居る - 誤解して 居る . 

〔耦場 騷然〕 

0 小 橋 藤 ill 德君 議事の 進行に 就て 意見が あります 
0 議長 C 大岡 育造 君 d 何です か。 

〇 小摁藤 三衞君 議事の 進行に 就て 意見が あります 
0 議長 (大岡 育造 君〕 翳 事の 進行です か。 

〔 r 發言 中い け ませぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 小 橋 藤 三 衞哲 誘 事の 進行です。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 _事 の 進行の 御意 見です か。 

〔「 發言 中い け ませぬ」 「演說 を やれ」. と 呼 ふ 
-者 あり〕 

0 小橋藐 三 徽君識 事の 進行に 就て 意見が あります 

0 議長 (大岡 育造 君) 宜しぅ ございます。 

〇小搦 藤11 一衞君 それでは 意見を 述べます、 唯今 議 

長は 議場に 向つ て、 靜 肅を耍 求され ましても、 _ 場 

は靜肅 になり ませぬ、 其 理由は 三 土 君の 發言屮 、普 

通 選擧の 提案を、 ® 励 政治家の 煽てに 乘つた もので 

あると 云 ふ 言葉が ありました、 此三土 君の 發 言を 取 

m されん ことを 要求し ます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 三 土 君の 辯 明が あります から 

御聽 なさい。 

01 一一 土 忠造君 私の 申しました のは 左樣な 事で あり 

ませぬ、 此勞㈣ 問題は 餘程 重大なる 關 係を 有する 問 

題であります から、 之を 一朝一夕に 定める ことほ 出 


來な い、 そこで 若し ? S 政會の 諸君の 普通 運 出 法案の 
如く、 或は 推 ^ 案の 修正の 如く …… 

〔議場 騷然 J 

〇謅 長 (犬 岡 育造 君〕 靜肅に 御 膣なさい。 

0 三 土 忠造君 一夜 作りに やるなら ば、 何でも 出来 
ると 斯ぅ 言つ たので ある、 (「馬鹿を 言 ふな」 「一 
夜 作りとは 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 決して 普通 選舉其 
の ものを 惡く 言つた ので ありませ ぬ。 

〔「演壇に 上る ことほ m 来ぬ 筈では ないか 降り 
ないか」 「お前 も 何で 上る の だ」 「懲 1 §々々」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

0 三 木 武吉君 議事の 進行に 關 して 緊急動議が あり 
ます。 

〔 「 懲 fl] 々 々 」 と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 三 木武吉 君のは 三 土 君の 演說 
を妨 ける 程に . 

〔「何を 言 ふの か 分らない」 と 呼 ふ 者 あり 議場 
騷然〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 說 明を 御 聽な さつて 後で 宜い 
ぢや ありませ ぬか。 

0 三 木 武吉君 議長々々、 私の 動議を 御用 ゐにな り 
ませぬ か。 

〔 r 演說 中に 必要なし」 と 呼 ふ 者 あり、 其他發 
言す る 者 多く 議場 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造嵙 つまだ 贈かない 中は ：：： 

0 三 木 武吉君 唯今 三 土 君の 演設 中に、 普通 選擧の 
提案を 爲すが 如き ほ ..：•• (議場 喧噪、 K 取す る 能は 
す〕 唯今 三 土 君の 釋明に 依ります ると、 斯樣な 言葉 
を發 言した のでは ない と 云 ふこと であります けれど 
も、 私共 及 國民黨 、無 所® の 人々 は、 唯今 申 上げる 
が 如き 意味に 聽収 つたので あります、 茲に三 土 君の 
辯 明と 吾々 の聽 取つ た 言葉の 中に 鈿齬 を來 して 居る 
のであります、 唯 だ 之を 立證す るの 途ほ 速記 錄を取 
調べる ょり 外に 途は無 い、 (拍手 起る〕 私は 三 土 君 
が 果して 吾々 が 1! いたが 如く 發 言を 爲した とするな 
らば、 此 言の 取消を 爲 さしむ るか、 然らずんば 同 君 
を 懲罰 委員に 附 して、 (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり 
拍手 起る〕 同 君の 演説を 繼續 せし むる .…： (發 言す 
る 者 多く li 取す る 能は す〕 三 土 君の演 說を屮 止 致し 
まして、 速記 錄を 取調の 上、 徐ろに 此 問題の 決定を 
致したい と 思 ひます。 

〔「ひや <」 「賛成々々」 「簡單 に 取消せ J 


「一夜 作りと 云 ふ 言葉 It 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり 雄 
場 詩 然一 

〇諉 長 (大岡 育造 君〕 唯今菝 唞 の 進行に 問す る 緊急 
動謎として、御随の通り三木武吉君ょ0-迚記3を 
調べて 進行したい と 云 ふ ：： 

〔 「资 成々々」 f 無用々々」 と 呼 ふ 者 ありぶ 松 
騷然〕 

〇謅 長 (大岡 育造 君) 即ち 三 木 君の 說に 同愆の 諸 封 
の 起立を 求めます。 

〔资成 者 起立〕 

〔「多®々々 j  r 少數々 々」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 
起る〕 

〇 議長 (大岡 育浩®〕 少數。 

f  r 異識あ 〇異識 あり」 「少數 j  r 多數 I と 呼 
ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡育 造 君〕 異詆が あるなら ぱ異戤 の ある 
申出を すれば …… 

〔「異議 あり 異議 あり」 と 呼 ふ 若 あ 〇、 網 ^ e 
然一 

〇 議長 (大岡 育造 君) 唯今 三 土 君ょり tts 励 政治 求 ハム 
云と 云 ふ 語が あると 云 ふこと ならば 其 分 だけ、 取消 
すと 云 ふこと であります。 

〔「 異 _ あり 異識 あり」 「採決々 ■々」 「いけ ま 
せぬ」 と 呼 ふ 者 あり 識場 騷然〕 

0 小山 松壽君 翳 長は 採決を して、 更に 三土荇 の収 
消が あるが、 是はど ぅ 云 ふこと になります か。 

0 ■長 (犬 岡 育造 君； 5 御聰な さい、 問題の 發生 した 
其 言葉を 取消す と 云 ふこと であるから、 尙ほ 之を 紐 
ける や 否や、 之を 御 諮りして 居る のであります、 何 
もさぅ 八签 敷く 云 ふことは ない、 途中に 於て 今 其 原 
因に なつた 事柄を 申出が あつたから ：： . • 

〔「採決々々」 「興 識あ り異鼷 あり」 と 呼 ふ 锻. 
あり〕 

0 三 木武吉 君 唯今 三 土 君が (「八 釜し い」 と 呼 ふ 
者 あり) 吾々 に對 して (「同じ 事を 何遍 言 ふ」 「何 
を 言 ふか」 と 呼 ふ ^ あり〕 言葉を 用ゐた とすれば、 
取消しても 宜しい と 云 ふ 御 話であります、 私は 若し 
用ゐた とすれば と 云 ふことは 一體 何事で あるか、 吾 
吾は 明かに 用ゐ たと 信じて 居る ので ある、 三 土 Jf.1/ が 
自ら 信ぜられぬ 事に 就て、 謝罪せ ら るる 程、： S い 政 
洽家で ない と 信ずる、 私は 三 土 君と 鄕里を 同じく す 
る 所以を 以て…… C 「ひや'^"」 と 呼 ふ 者 あ 〇、 拍 
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手 起る) 吾々 が 言うた ことが 0 なりと 信じて 心から 
御 取消になる ならば H しう •こざいます 、然らずんば 
若し 不當な 言葉を I 假定の 言葉を {1 いて 御収 消に 
なるならば、 私は 斷然 速記錄 を 調査して 貰 ひたい。 
0 三十： 忠造君 私は： 

r 此時發 言す る 者 多く 讁場 騷然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 鸱な さい。 

0 三 土忠造 君 iifi 動 政治家と 云 ふ 言葉は —— 言葉は 
用ゐた ことは ®: えて 居ります、 其 言葉 それ 自身が 他 
に 差 支な く 言つ た 稻 りであります が、 それを 諸君が 
さう 解！！！ して 居ります れぱ 、洵に 諸君に 對 して 失 禮 
であります から K 消します (「いけ ませぬ」 と 呼 ふ 
者 あり 拍手す る 者 あ 〇〕 

Oil 一木 武吉君 それ ぢや 讁畏 もう 宽 しう ございます 

0 三 土忠造 恧 徴 口 r; は 昨 R llt 演壻に 於き まして、 

大正九年度の预算案に對して、政府が物沿調節に適 

當の 策を 施さん が 爲 めに、 物價が 天井知らずに 騰貴 

したので ある、 其 結果と して 歳 / 11 に激咐 を 来し、 歳 

入に 不足を 来して， R むを 得ぬ 名を PS1 防 充實 に藉り 

て％ 税を斷 行した ので ある、 斯樣な 非難を せられた 

ので ある、 併ながら 吾々 は此 残® 案を 見まして、 寧 

ろ 物 價騰 ft 純 濟界 好况 の爲め に、 却て 數字は 咐 して 

居ります けれども、 硪 前に 比して 國民 の負攒 を輕減 

された と 思 ふので あります、 試に llt sa 字に te て 御 盥 

を 願 ひたい、 濱口 君が 言 はれました 通り、 大正 九 年 

度の豫 •»: に 於き まして、 物 ©• 騰货 の爲 めに％ 額 致し 

ました ものが 二 億 八 千 .- 百 萬 IS1 であります 1 二 億 

八 千 二百 萬圓で ある、 寶に 巨額な 物 m 騰贵 の爲 めに 

歳 费が膨 脹して 居ります、 此數竽 だけを 見て 物價騰 

貴の 〇 めに 歳 3 が 膨脹して、 國 民の 負擔が 咐 加した 

と 云 ふこと を 言は るるで ありませ うが、 歳入 歲 出の 

關係は 物 價腕贵 と 云 ふ 尺度に 於て は 同じ 比例を 以て 

進む ものであります、 物價齡 貴し、 經濟界 が 好况に 

なり ますれば 、歳出 も％ 加す ると 同時に、 歳入 も 亦 

自ら 增加 する ことは 申す まで もない 事で ある /- 大正 

九 年度の 辣算に 於き まして、 成程 二 億 八 千 11 百 萬 圆 

の 物 價 瞬 fi の爲 めに 經费の 膨脹を 来して 居ります が 

それは 戦 ml の枸惯 に 比しての 問題であります 、雄 入 

の關係 に 於き まして ほ、 大 JK 八坧 度に 較べて、 大正 

九 年度の 自然 增收 一億 五 千 萬 W を 見秸 つて 居り、 此 

一億 五 千 萬 PJ を 兒 積る と 云 ふこと； T EP ち物悄 膦貴 

の S めに、 歲 IJ1 が ift 加す ると 共に 歳 人が 坍 加した 次 


第であります、 此數字 だけを 以て 比較し ますれば、 
尙は 歳入が 非常に 不足して、 歳出が 非常に 增 加した 
やぅに 見えます けれども、 此豫算 案に 計上して あり 
ますろ 所の 一億 五 千 萬圓と 云ふ增 收は 、大正 八 年度 
に 比しての 數字 であります、 二 億 八 千 二. 百 萬 11 と 云 
ふ 物 價騰贵 の爲 めに 膨脹した る ® 字は、 戰爭前 の 物 
價に對 する 數字 であります、 故に 二 億 八 千 萬 圓と比 
較し まする のには、 職 爭 前の 歳入と 今日の 歳入と を 
比較し なければ ならぬ、 硪爭 開始 以来 今日に 至り ま 
する まで、 毎年 裸 算に 自然 增收を 見 積つて 居ります 
が、 いつも ? I 算 に見按 られた る數字 ょりも、 決算に 
於て 實 收の數 字が 多い のであります、 大正 四 年ょり 
大正 九牢に 至ります るまで 物 價騰贵 の爲 め、 經濟界 
好況の 爲 めに、 歳入が 自然に 坍收 されました 所の 額 
は、 約 m 億 [Ml に 達して 居ります、 此四 億 W と th すの 
は、 税法の 改正に te つて 生じた 所の 坍收は 差 引いた 
のであります、 即ち 純然たる 物價 騰貴の 爲め に增加 
したる 歳入が、 四 億圓に 達して 居る のであります、 
二 億 八 千 二百 萬 M の物榴 騰貴を 考 へます るには、 物 
價 騰貴の 爲 めに 二 億 八 千 二 百葸圓 の 歳出が 增 加した 
と 云 ふのは、 是と 比較すべき 數字は 即ち 四 億圆の 歳 
出增 加であります、 故に 若し 此度國 防 充實計 迸を 立 
てな かつた と 致します るなら ば、 寧ろ 歲 入の 狀態は 
歳 ai を 貼 切つ て餘り ある 狀態で & ります、 (拍手 起 
る〕 是 等の數 字を 能く 研究す るなら ば、 物® 騰貴の 
爲 めに 歳出が 增 加して、 それが 爲 めに、 國 民の 負 擔 
を 增 加した と 云 ふことは 言 はれぬ 話であります 、(柏 
手 起る： 一大 正九牮 度の 豫算 案に 於き まして、 是まで 
臨時 事件 豫備费 、特別 會 計の茭 辨 に ) 1 して 居ります 

る 所の、 俺 給、 廳費其 他の R 額の 經費を 一般 會計の 

歳出に 移し、 而も K 時事 件豫備 費の 財源たり し is 時 

利得 稅八千 五 百 萬 K] の收 入を 中止し、 又 二 千 二百 萬 

圓の借 入金を 止めまして、 尙 =_ つ 歳入歳出の 辻 褪が 

十分に 合 ふ、 唯 ど阈防 充實 の爲 めに 增税 した だけに 

止る、 之を 除いては、 歳入歳出は、 寧ろ 歳入の 方 か 

超過す る 勢を 以て、 此拽算 が 出 來て 居る と 云 ふこと 

は、 全く 物價騰 K の爲 めに、 國芘 の負擔 が增 加した 

のでない と 云 ふことは 明 拟で あります (拍手 起る r 

堅 白 異同の 辯な り j  r 自家 掎 著の ® 論な り/ 默れ 」 

と 呼 ふ 者 あり) 而も 私は 尙ほ此 事® を 明瞭に 致し ま 

する爲 めに、 玆に 他の 方面より 觀 察して 見 ませう、 

成程 大正 九 年度の 棟 算案は 、歳入歳出 十二 億 七 千 六 


西 萬 圓と云 ふ大數 字でありまして、 開關以 來 の大豫 
算 であります、 此數字 だけを 見ます ると、 如何にも 
歳計が 膨脹して、 此數 字に 比例して 國 民の 負 擔 •か 坍 
加した やぅに 見える のは 尤もであります、 併ながら 
財政 經濟 の實 際に 通ず る 者は、 尙ほ此 裏面を 見なけ 
れぱな らぬ 、例へ ば 所得税、 營槊税 の 如き、 物價騰 
貴と 共に、 或は 經濟界 の好况 、收 入の 增加 と共に、 
税法を 改正せ ずして 歳入の 增加 する もの もあります 
是は 、國 民の 負擔は 數字 から 見れば 增 加して 居り ま 
すけれ ども、 國 民の 所得と 其 租税 額との 差額から 申 
しま すれば、 却て輕 減され たる 形になる ので ありま 
す、 又 地租の 如き 砂糖 消費税の 如’ き、 通行税の 如き 
郵便料金の 如き ものは •物價 の 騰貴に 拘らず 、一定 
釘 付であります、 例へ ば 地租の 如きは 米が 一石 十圓 
內外で ありました 時分に も、 今日 米が 五十 圓 « に 上 
つて 居ります る 時に 於き ましても、 地主の 納める 地 
租の額は違はぬのであります、(「所得税は其割で 
拂ひ ますぞ 」 と 呼 ふ 者 あり '-/ 是 等を 綜合して 考 へま 
すると、 國民 全體 から 見れば、 ~. 部に ほ 負 擔の增 加 
した ものは あります が、 之を 總體に 就て 見ます れぱ 
本員が 最初に 申 上げました 通り •國 民の 負擔は 腿 前 
に 比して、 寧ろ 輕減 された る 形の 下に 此豫算 を 編成 
する ことが 出 來た のであります、 是 等の 事情を 知ら 
ずして、 唯 だ 歳入歳出の 金額の 增 加した る. 數字 ばか 
りを 見て、 國民 負擔の 坍大に 驚く 者は、 俱に 財政 經 
濟を 語る に 足らぬ と 謂は なければ ならぬ、 (拍手 起 
る) 又是 等の 事情を 知つて、 是 等の 事情に 精通して 
居りながら、 左糅な 事を 申す 者 ii 國 民を 欺く 者で あ 
りまして (拍手 起る〕 政治家と しての 一大 罪悪で あ 
り -* +、 濱口 君は 更に 大正 十 年度 以降の 歳入歳出の 
財政の 基礎が、 薄弱で あると 云 ふこと を 非麵 され ま 
した、 それは 濱口 君の 謂 ふ 所に 依ります ると 歳入 歲 
出 槪討 表に 依れば、 大正 十 年 以降は 物價 騰貴を 見 積 
つて 居らぬ > ll s 費 ほ隨分 多額に 上つ て 居る が、 此 
物® 騰貴を 見て 居らず して 歳入歳出の 辻褪を 合して 
居る ので ある、 十一 年 十二 年 固ょり 同じ slf である、 
是が爲 めに 現に 明瞭で ある 所の 物價が 此儘 であれば 
海軍の 製 艦 費に 於ても 七 千 萬 II の： 个足を 生ずる、 總 
てを 合すと 云 ふと、 餘 程の 額に 達する であらう と 云 
ふこと を 言 はれた のであります •か、 此 議論は 毎年 豫 
算を議 します る 時分に 起る 問題であります、 歳入 歲 
出槪計 表に 依ります ると、 どうしても 起らざる を 得 


ない 問題であります が、 歳 人 歳 m の槪計 表には、 い 
つもの 例と 致しまして、 自然 增收は 計算の 中に 入れ 
てない のであります、 又剩餘 金は 幾ら あらう と 見 ま 
しても、 是 4 亦 計算して ない のであります、 大正 八 
年度の 豫算 案を 議し まする 時分に、 r! 政 ir の 武富君 
は 憲政 會を 代表して 此壇に 立たれて ，歳入の 見積り 
が 過大で ある、 大正 八 年度の 豫算案 は實行 不可能で 
ある、 經濟界 の 前途を 見越して 見る と* 斯樣な 歳入 
を 得る ことは 出 來な い、 强て 之を やらう とすれば* 
苛 歛誅 求を 行 ふょり 外に 途は 無い と 云 ふやうな こと 
を 言 はれて、 當 席に 於き まして 大聲 疾呼され たので 
あります、 然るに 其 後の 實績は 如何で ありませ う， 
cr rr 欽誅 求を 爲した のでない か」 と 呼 ふ 者 あり) 
大正 九 年度の 豫算 案を 編成 致します る 時分には、 大 
正七苹 度に 比して •  H 然增收 一億 九 千 五 百 萬 圓と云 
ふ 巨額の 自然 增收を 見 積つた のであります、 此數字 
を 見て 武富 君の ® かれた の (3: 無理 13; ありませ ぬけれ 
ども、 實 察の 實績は 如何で ありませ う、 大正 八 年度 
の 歳入 状態を 調べて 見る と、 今日 迄に 明 隙に なつて 
居る 所に 依りまして、 經常 部の みに 於て 約 一億 五 千 
萬圓の 更に 增收を 生ずる 結果に なつて 居ります、 此 
一億 五 千 萬 圓の經 常 部の 歳入の 增加 、及び 臨時 部の 
方 ほ 如何程になる か 知り ませぬ が、 之を 合せまして 
少く とも 三 億圓に 達する だら うと 思 ひます、 此の 中 
大正 卜 年度の 歳入の 財源と して 繰 入るべき ものが、 
恐く は 二 億圓に 上る だら うと 思 ひます、 是 等の數 
字は 此の 大正 十 年度 以降の 歳入歳出 槪計 表には 無い 
のであります、 大正 十一 年に 至りましても、 矢 張 同 
樣の 結果を 生ずる だら うと 思 ひます、 吾々 は 元来 歳 
入 歳出 槪計 表なる ものは、 左 樣に 重きを 措いて 居ら 
ぬ >  ほん の 是れは 見積りでありまして、 左樣な 後 か 
ら自然 增收 若く は 剰餘 金の 繰 入 等は @ ら起つ て 来る 
ので ある-であります から 毎年 此 歳入歳出 槪計 表が 
大體に 於ても 適合した 例は ありませ ぬ、 此槪計 表に 
依つ て 財政の 基礎 薄弱な りと 云 ふ 非難を される こと 
は、 少し 無理で あらう と考へ るので あります、 (拍 
手 起る〕 尤も 濱 口 君の 御 見込に 依ります れば 、經濟 
界が‘ 今日の やうな 好况で 居れば 成程 左樣な 歳入 も 
あらう けれども* 反 励 期が 近づく ことは 最 ¥■ 見えて 
居る 反動 期に 入り ますれば、 左樣な 歳入を 得る こと 
は 出来ぬ， 故に 大正 十 年度 以降の 財政 計畫の 基礎は 
薄弱で ある •斯對 な 議論で あらう と 思 ふので ありま 
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すが 吾々 (£ 成程 反動 期の 早晚 到來 する ことを 豫想し 
なけれ (X なり ませ ね けれども、 此反動 期なる ものが 
何時 來る かと £ ふこと I j: , 1lt: 界各國 の 如何なる 政治 
家 も 見込の 著かない ? 15: l:f 'であります 、其 上に 如何な 
る 程度に 如何なる 阈に 及ぶ かと 云 ふ 事 も 亦 判らぬ の 
であります •現に 英國 の改锆 省の 報吿に 依りまして 
英國に 於き まして、 物 ff? •か 常態に 復 し、 產粢狀 態が 
硿前の 常軌に 復す るのは， 十 年掛る だら うと 云 ふこ 
とを申して居る，而して十年後に於てほ、物愤が辎 
前に 比して、 一一; 割 若く li 四割咐 加の 程度に 落 著く だ 
らうと 云 ふこと を 申して 居ります が、 英吉利は ! p>: fl: 
前に 於て、 物 ® が 非常に 高かつた 國 であります ^ 我 
國 ii 戰爭 中から 非常に 產業が 勃興 致しまして、 英國 

の狀 態に 近付きつ、 ありました が 故に ■ 假 りに 英國 

が - [• 年 以後に 於て， 砂 P 前の 物價の 三 _若 くは 四 割 

を坍 して 平準に m らうと するならば、 我が H 本の 物 

傲は 或 13; 戰 前に 比して •七 八 割 若く (3: 十 ® 位 ゐに落 

著き はしない かと 思 ふので あります、 反 励 期に 入り 

ましたから と 云つ て， 之が 爲めに 日本の 產業界 が 一 

時に 不振に 陷 ると 云 ふことは、 吾々 は 考 へて 居り ま 

せぬ、 其上假 令 K 動 期が 早晚 到来 致す と 致しまして 

も、 此戰 P 開始 以來五 六 年の 間に， 日本の 產業界 の 

勃興、 阈民の 富力の 增加と 云 ふ ものは m くべき もの 

であります，試みに前 7/>: 箇年間大正四年ょり大正八 

年に 至ります までの 國 民の 貯蓄 力を 調べて 見まして 

も此 貯蓄の 佾加が 總て の貯菴 の 中から 重複した る も 

のを 差 引いて、 IP 味の 貯蓄の 增 加を 見ます と 云 ふと 

大正 W 年に ほ 三 億 四千 萬 圓 、大正 Jr: 年には 九 億 三千 

萬圆 ，大正 六 年には 十五 億 六 千 蓖圓 ，大正 七 年に ほ 

二十 四 億 八 千 萬 ® 、 大正 八 年には 二十 六 億 五 千 萬圓 

斯樣な 速度を 以て 國 民の 貯蓄の 力が％ 加して 居る の 

であります、 是 等の貯 1 ，■ n? された る國 民の 富、 國 民の 

資力と 云 ふ ものは、 產業 の進步 となつて •牛： 產 の K 

本と なつて _ ，是 から 後に ® いて 參 るので あります' か 

故に 職 1 則の 如き 貧弱なる 產業狀 態とは •今日は 一 

變 致して 居る のであります、 (拍手 起る〕 是 等の 基 

礎より 考 へましたならば、 或は 反 励 期に 入ります と 

致しましても， 私 ほ此 計熨 して 居ります る預算 、大 

正 十 年 以降に ¢-0 るべき 財政 狀 態、 是 等を 考慮 致し ま 

して、 決して 此辣® の 財政の 基礎が 薄弱な りと 云 ふ 

ことほ、 夢にも 考へな いのであります、 (拍手 起る 

「判らない」 と 呼 ふ 者 あり) 物 償の 問題に 就き まし 


て：！； f, 旣に殆 ど 1 P3 年 ,1:! ？ 一互 に 蓀論を 交換 致して 居 
る， >$ 政 色の 諸君 も 言論に 於て、 文窃に 於て， 熟 心 
に 物 tfj 問題を 研究され て 居ります、 吾々 も 亦 之に 势 
® して 十分に 所見を 述べて® いた SJ りであります • 
今更 玆に 物 fl'i 問題に 就て、 諸君と 論議す る 必要は 無 
いと 思 ふので あります* 併ながら 昨日® 口 君の 御述 
になり ました 所の 御意 見に 佐り ますと 云 ふと、 濱口 
君は 物 •か 嗡 货 して •日本の 品物が 高くな つて 居る 
からして、 之が 爲めに 貿易が 却て 振は ぬので ある. 
轍 m の激％ 致しました 割合に 若し 物偾が 安 かつた な 
らぱ ，もう 少し 多額に 達する であらう と 云 ふこと を 
述べられた のであります が、 私 ほ此 御意 見を e いて 
迓 に 了解に 苦しむ のであります、 物價 騰貴の 原因、 
日本の 產 業の發 展の實 况 等に 通じて 居ります 者は、 
決して 日本の 今日の 貿易の 發展が 、日本の 物價の 高 
いが 爲 めに、 非常な 影嚮を 受けて 居る とほ 誰も 思 ひ 
ませぬ， 日 木から 海外へ il 出 致します 所の 重要なる 
品物に 就て 調べて 御锪な さい、 如何なる 品物が 價格 
騰 K の爲 めに 販路が 減退し、 之が 爲 めに 工場を 閉鎖 
して 居る とか、 或は 操業を 短縮した と 云 ふやうな 事 
例が 何 所に あります か、 c 「減退した とは 言 ほない」 
と 呼 ふ 者 あり〕 又濱 口 君の 御 _ 論に 依ります ると 云 
ふと、 物價を 下げて 置けば I 物價を 下げて 置けば 
多く  L 'it れ ると 云 ふ 事は 勿論であります けれども、 今 
日は 平 調なる 場合の 經濟狀 態と 違 ひまして •世界的 
に 物質が 缺 乏して 居る ので ある、 日本の 品物が 如何 
なる 物を 製造 致しましても、 海外に 向つ て 羽が 生へ 
て 飛ぶ のであります、 例へ ば 生絲に 付て 申 上げ まし 
て も， 生 絲は 戰爭 前には 七 八百圓 であつ たもの が、 

今日 ほ 段々 騰貴 致しまして、 五 千 圓 に垂ん と 致して 

居る、 是は 何の 原因で あるか、 全く 亞米利 加に 於け 

る需嬰 咐 加の 原因でありまして、 如何に 高くな つて 

も亞米 利 加が ffl 場を 付けて 買つて 行く ので ある •生 

絲が萵 い爲 めに： i!!i 米 利 加に 賣れ ぬと 云 ふことは 無い 

此 相場は 日本で 定める のでな くして、 亞米利 加の 需 

要 者が 定めて 此 相場が 出来て 居る のであります‘ 吾 

々ほ 外國が 5 貝つ て吳れ さへ すれば、 少しの 品物で 澤 

山の 金を 取る と 云 ふこと が、 吾々 の H 的で ある •物 

價を 安くして 澤 山の 品物を K つて 安い 少い 金を 取る 

と 云 ふことは、 何 所の 經濟學 者 も 言は ぬ ことで あり 

ます、 (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る) 次に 公 

債 募集に 就きまして、 濱 口 君は 大正 九 年度の 豫算に 


計上されて居る所の事業公位一倥九千萬圖、それか 
ら雔時 軍事 SS の 公 {2 1 {U 四千 萬圓 •此 二つを 合せて 
三 億 四千 萬圓 —— 此三億 四千 萬 圓の 公 [U •か、 非常に 
多き に 過ぎる と 云 ふ 議論を されて 居る のであります 
而 して 又 同時に 大正 十四 年 迄に 借替 若く {t ltr 還を 要 
する 公債が 十七 億圓に 達する， 又 其 間に 尙ほ 大正 九 
年度 十 年度 等の 豫算を 遂行す る爲 めに、 公 {a を 發行 
しなければ ならぬ、 恐らく 大正 十四 年頃には 二十 億 
圓位ゐ の公值 を處 分し なければ ならぬ、 斯う 云 ふ 問 
題に 逢 著す るが， 經濟界 の 前途を 見越して •斯樣 な 
公 ® を 如何にして 整理す るか、 斯う 云 ふ 御 議論で あ 
つたと 思 ひます るが ff 々ほ 前 申す やうな 次第で、 經 
濟界の 前途は 左樣 に悲觀 する ことを 要せない と 思 ふ 
のであります、 其 上に 日本の 產業は 、前 申す 通り 發 
達を して 居る のであります るが 故に、 是位 q 公® の 
發行若くは借替に付きましてほ、左樣の心配ほ御無 
用で あると 考 へる、 現に 最近の 實續を 見ましても、 
郵便貯金の 增加 額で も 一年 一 億 五 千 萬圓に 達し， 又 
郵使 局を 通じて 賣〇出 して 居る 所の 小口 國庫 債券の 
如き 4 の も， 一 隐圓を 一箇年に 消化す る 力を 持つて 
居る •毎年 二 億圓三 億圓の 公債を 發 行して、 之が 爲 
めに 產 業の 資金を 筘 ふと 云 ふやうな 事は 吾々 は 考へ 
て 居らぬ のであります、 唯 だ 斯樣に 巨額の 短期 公債 
を發 行して 此借替 を どうす るか， 何れ 長期に 借替し 
なければ ならぬ であらう が" 此經 濟界の 前途を 觀て 
此借替 を 如何にす るか、 斯樣な 點が濱 口 君の 憂盧の 
點で あらう と 思 ひます、 所が 此二三 年來の 過去の 實 
驗に 鑑みまして、 將 來の經 濟界 の® 向を 推測 致して 
見ます ると 云 ふと、 吾々 は 前途に 於て此 公價 の借替 
若く は 償還に 付きまして、 * 樣な 心配を する ことが 
要せぬ と 思 ふので ある、 (「其 理由を 言へ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 若し 濱口 君が 左 樣に眞 に 公債の％ 加す る こと 
を 心配せられ るなら ば、 此 公債を 以て 財源と 致し ま 
する 所の、 事業 其 物を 削減す る ことを 主張し なけれ 
ばなら ぬのであります、 成程 臨時 軍事費の 財源と し 
て 一億 圆を 削除され ました、 併ながら 其 他の 公債に 
就きましては 削減せられ ぬので ある •公 偵の 募集に 
就て 左樣に 前途を 悲觀 されます るなら ぱ 、どうして 
も此 事業 其 物を 削減し なければ ならぬ、 (「ひや < 
」 と 呼 ふ 者 あり) 事業に 賛成 致して 置きまして、 而 
して 公債の 財源に 就きまして 彼此 言 ふと 云 ふことは 
一の 矛盾では ないかと 考へ るので あります、 (「ひや 
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ひや」 「大 のう」 と 呼 ふ 者 あり〕 昨年 此大 正 八 年度 〇 
瑰 3? 案を 該 します る 時分に、 间じ く xs ftc:  々- ( -C 六 さ 
れて武 富 君は、 此席に 於て， 大正 八 年度の 公 w ss fi 
が 多き に 過ぎる、 is 時 3 Dli 證券 li 別と 致しまして、 
事 築 公 {J'i : 虫 事 公 K を 合せて •三 {a p 近くの 公 :,  1 -.- M r 
上して 居 〇 ますが、 此 公 {i'i を發 行す ると S ふことは 
到底 不可能で ある、 唯 ださへ _濟 界：个 振の®' か ある 
此場合 に 於て、 三位 圆の 公 {I'i を發 行す ると 云 ふこと 
は、 殆ど 蓆 業界の K 金を 莉つ て、 經濟界 を® 一:. 

狀 態に 陷れ しめる と言うて、 此拟上 で武富 奵 が 地 如 
太 踏んで 絕 叫され たのであります、 然るに 其 後の 狀 
况は 如何であります か、 (「英吉利の 一位 圓 ほ どうし 
た」 と 呼 ふ 者 あり) 國诹 ra 券 も扣當 に發行 し、 而し 
て 尙ほ且 つ公债 を 以て 支辨 する 取 ii ほ、 薪々 として 
遂行し 得て 居る のであります、 玆に私 は 淡 政 © の 諸 
君に 一言 申して 置きます るが、 遨 政 ^ の_封 は、 昨 
年 大正 八 年度の 豫算を 讅 します 時分に、 猫 ^ 一致 一 
人の異 _者な くして、 政府の 预算に 全部 资 成された 
ので ある、 歳入の 見 積 過大に 失する と 言 ひながら、 
一般 經常 歳入に 對して は 全部 寶成 せられた、 公位の 
募集； f HJ 能な りと 稱しな がら、 公 ffl 募集 額の 全部を 
賛成せられ た、 而 して 公值 又は 借人 金の 突 辨に te o 
所の 鐵 菹 學校 等の 事業に 就きましては、 是亦 全部 竹 
成せられ たのであります、 然るに も拘ら ず ^ ff m vj 
後に 於き ましては、 备 地の 演說會 に 於き まして、 若 
くは 文書に 於き まして、 現内閣は 黛 勢！！ 張の e めに 
鐵 道を 延長し， (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 昂校 を咐 
設す ると 云 ふこと を 言 出した のであります、 e -Jl iiii 
り」 「何故 賛成した」 と 呼 ふ 者 あり〕 若し 左 搮な陡 が 
あるなら ば、 何故 昨年の 豫算 案に 對 して 反 對され な 
か. つたので ありませ う •(拍手 起る〕 其 時に 於き ま 
しては 旣に鐵 道の 新たに 建設すべき C 「外 奴」 と 呼 ふ 
者 あり〕 場所 KR sfi 等は 明瞭に 分つ て 居つ たので あり 
ます •又鐵 道の 豫算を 協賛 致します る 時分に、 鐵道 
の 線路 踣離が 分らずに 賛成す る 害は ない、 又學 校に 
付きましても、 學 校の 種類、 位® 等は 全部 認めて 居 
つたので あります、 若し 黨勢擴 張の 具に 使 ふと 言は 
れるな らば、 其鐵 道其學 校は 國 家の 爲から 言へ ば 必 
要で ない ので ある、 必要で ない にも 拘はら ず、 鹄勢 _ 
横 張の 爲 めに 使つ たと 云 ふこと でなければ ならぬ、 
(「誰が そんな 事を 言つ た J と 呼 ふ 者 あり〕 若し 鐵迥 
にしても， 學校 にしても •其 無ければ ならぬ 場所に 
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架けなければ ならぬ 場所に 設立して、 之に te て 餺勢 
•か® 張され たと 致します るなら ば >  是は 當然の 結果 
であります、 (拍手 起る〕 善政を 布いて それが 爲め 
に國 民の 替 成を 得て、 其國 民が 其黨に 加入す ると 云 
ふことは 之 (3: 當然 の 結果で あ 〇 ます、 (拍手 起ち) 
若し それが 不都合な りと 言 ふなら ば、 憲政 會の 諸君 
が 明 H から 常： 勢掖張 を 御 止めなさい、 そこで 私は 若 
し 諸 射が 大正 八 年度の 裸 算案 に S 成して® きながら 
餚會 の閉锊 後に 於て、 此御 JL の 協 質した る 題目を 以 
て、 政府が 政 友 0- の 黨務擴 張の 具に 使 ふと 云 ふやう 
な 非難を 再びせ んと欲 するなら ば、 先づ 以て 此 大正 
九 部 度の 拽算の 中に 含有 ' r る 所の 鐵道及 學 校の 如き 
もの ほ、 先づ削 除して 貰 ひたいので あります 、(柏 
する 者 あり〕 玆に 之を 諸 ft が 協賛 致しました 以上は 

左 揉な 事は 明日から 申さぬ やうに 願 ひたい、 (拍手 

する 者 あり〕 それから 減債基金の 中止に 對 しまして 

濱口 君は …… a 餘〇言 ひ 居る と 又 あやま 〇 出す そ」 

と 呼 ふ 者 あり) 大正 十三 年度に 至りまして 政府が 減 

愦基 金を 環 元す ると 言 ふが、 雄 入 歳出 槪計 表に 依れ 

ぱ 左様な 事は / JS 来ない、 故に 今 n  5 £愤莪 金の 中止に 

反對 すると 云 ふ御蕺 論 .* C- あつた やうに 承つ たので あ 

〇 ますが、 此問 題は 極めて 簡 ffi であります •抑々 減 

倩 基金を 設阑 致しました の ほ、 主として 大正 十四. 平 

の m 還に B すべき、 四 步 半利附 英貨 公債の 衍還を 如 

何に する かと 云 ふこと が 問題で あつたので あります 

數牢前 の 我が 锊濟界 の狀况 に te ります ると， 大正 十 

W 年に 至つ て我阀 の此 公 ffi が 果して m is せらる k や 

若く ほ 借換せ らる 、や 否やと 云 ふこと (3: 餘程 疑問で 

あつて、 朝野 共に 之を © 眩した のであります、 之が 

爲めに 減 C5 基金を 設定して、 國民の ffl 税 ょりして 此 

元金の (ft 却に 努力を 致した ので あ 〇 .ます、 然るに 今 

日 1- 於き ましては、® 防 充货 の e めに 咐税 しな けれ 

ばなら ぬ 時代であります、 而 して 咐税の 金高を 減じ 

て、 --！ =c _ 分に 減 fl'i 基金を 以て 繰 入れる と 云 ふので あ 

りまして 、大 正 十四 年に 至りまして、 減 ffi 基金の ffl 

還 C 見込が 確 K になつ たから 斯様に 致す ので ある、 

( 「肿 債 基金 m 還の 見込とは どう 云 ふ 意味です か」 

と呼ふ尜あり)大正十四年舫還期に龆する四步半利 

附英 货 公位の 的 iss の 見込が 確 1$ になった の だと 云 ふ 

のであります、 大正 十四 年の ffi 還 期に 搦す べき 四 分 

印 利附 英貨 公 fl'i の殘 高は、 il i 位 五 千 六 VT 葸圓 になつ 

て 居ります が、 之に 封して tTi 金 部が 在外 正貨と して 


I 持つ て® る ものが、 三 億 八 千 萬圓 あるので あ 〇 ます 

現在に 於き まして 日本の 公債 (X 如何なる 狀 態に 在る 
かと 申します と， 日本の 公債は M も 信用 確實 にして 
四 歩 半利附 公債で 額面を 保つ て 居ります のは、 殆ど 
日本の 公債 ばかりであります、 隨て 英國の 市場に 於 
きまして は-殆ど 此賣 物が 出ない、 若し 玆に減 債 基 
金 三千 萬 圆を！ 1 續致 すと しましても、 果して 買 入銷 
却を 爲し得 る や 否や、 寧ろ 疑問であります， それよ 
りも窜 ろ 在外 正貨を 以て、 臨機に 賣 物の 出た 時分に 
買 入 銷却を 致しましても， 結果に 於て は 同じで あり 
ます、 斯の 如くに して 大正 十四 年に 至りまして、 殘 
〇 ましたる 所の ものを 預金 部の 在外 正貨を 以て 借換 
の 手緵を 致しましても、 決して 不都合で ない のみな 
らず 、政府の 描く 所の 財政 計 畫に依 りましても、 大 
正 十三 年に 於き ましては •先づ 今日の 所では 減債 基 
金 還元の 見込は 確 實で あります、 若し 其 場合に 還元 
が 出來 ぬと 致しましても •大正 十四 年に 此殘 額の 英 
貨 公債を 償還す る ことは、 決して 今日まで 憂慮した 
やぅな ものでは ない、 最も 確 實で あります から、 吾 
吾は 之を 今日中 止す ると 云 ふので あります、 それ か 
らして 憲政 會の御 提案に ffi ります と* 此 度の 提案に 
係る 所得税 改正案には 金 部反對 され、 而して 新たに 
改正案を 提 W されて 居る、 又 酒造 税に 於て は、 沖 繩 
の洒税 に 付て 反對 された のであります が、 斯樣 にし 
て 若し 諸君の 反對が 成立 致します るなら ば、 所煜税 
の 改正の 反 對に依 て、 大正 九 年度に 五 千 二百 萬 圓の 
歳入 不足を 生ずる、 又 憲政 會の 改正案に 依ります と 
所得税の 下の 方を 非常に 下げます 結果と して、 精密 
には 分り ませぬ が •恐らく 二 千 萬 圓位ゐ 歳入が 減る 
ものと 思 ひます， 其の h 沖 繩の 酒税 反 對の爲 めに 減 

收を牛 ：ずる ものを 合せます と •恐らく 七 千 五 百 萬圓 

の 歳入 不足を 生ずる のであります •而 して 憲政 會の 

修正に 依ります と， 歳入歳出 共に 一千 二 百 萬圓 減じ 

て 居ります から、 殘る所 約 六 千 何： 白 萬と 云ふ歲 入の 

缺陷を 半： ずるが. 唯 ださへ 4 濱口君 、町 田 君 等の預 

B 委員 會に 於け る 御說を 承る と •九 布 度の 豫筇は 歳. 

入 不足に して、 實行不 可能で ないかと 云 ふこと を 言 

ほれて 思る ので ある >  然 るに 其實行 不可能と 見る ベ 

き ?« 算に於て、歳出の殆ど全部を認めて置ぃて-歳 

入に 於て 六 千 何 rl 萬 圓の不 足を 生ぜし むる と 云 ふこ 

とに、 如何にも 無賁任 なる 腐 置では ないかと 思ふ ( 

拍手す る 渚 「算盤が 間違つ て 居る」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 


それから 私は 最後に 於き まして、 憲政 會の 修正案に 
對 して I 言 致します、 實は 憲政 會の 諸君は 現 內閣を 
以て 如何にも 不 都合なる 內閣と 認め、 C 「其 通り」 と 
呼 ふ 者 あり；} 內治 外交 共に 失政 百 IJi である c 「其 通り」 
「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如き 內閣が 一日 存 
續 する 事は 一日 國 家の 爲めの 憂で ある， r' r 其 通り」 
と 呼 ふ 者 あ 〇) 斯樣な 御意 見から 致しまして 到る 處 
の 地方 大會に 於て 内閣 不信任の 決議を 致し 昨年 末に 
は 態々 臨時 大會を 開いて 政府 不信任の 決議を 致した 
のであります、 (「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり) 故に 私 
共は 議會の 劈頭に 於て、 不信 , f£ 案を 提出され る こと 
、考 へて 居つ たのであります、 然るに 今日までの 何 
の 御沙汰 も 無い、 昨日 濱口 君の 豫吿 する 所に 依る と 
未だ 不信任は 捨て V 居らぬ、 二三 日の 中に 提出され 
ると； K ふこと であります が、 それ 程內閣 不信任で あ 
りまして* 而して 其 內閣の 編成 致しました 豫算 案に 
對 しまして、 此 本年の 議會 開會以 來本 議場に 於き ま 
しても、 豫算 委員 會に 於き ま -L て も •有らん限りの 
痛罵を 加へ、 或は 歳入の 見積り 過大な り、 或は 歳出 
の物價 騰貴の 見積り 方 不足な 〇、 或は 公債 募集： 个可 
能な り將來 の 財政 計晝の 基礎は 薄弱な 〇-* 全く 豫算 
案の 返上 論を 言は なければ ならぬ と 議論を して 居つ 
たのであります、 是迄の 憲政 會の御 決議と 云 ひ、 又 
院内に 於け る 憲政# の 有 方なる 諸君の 御 質問と 一 K ひ 
私共は 當然此 W 算 案に 對し て、 諸君の 慣用 手段た る 
豫算 返上 論を 唱へる ことと 考へて 居つ たので ありま 
す、 (拍手 起る 「慣用 手段とは 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 
然るに それが 急轉 直下 一變 されまして 、修正案を 提 
出す る ことにな つたので あ 〇 ます、 其 修正案を 見 ま 
すると、 僅に 經常 部に 於て 二 百 八十 萬圓 、臨時 部に 
於て 九 百 M 十萬圓 、合せて 千 二百 萬圓の 削減に 過ぎ 
ない のであります、 十二 億 七 千 六 百 萬 圓と云 ふ 豫算 
案に 對 して 僅に 千 二百 萬圓の 削減であります、 (「酿 
有いだら ぅ」 と 呼 ふ 者 あり) 百 分 一に も 足らぬ 削減 
であります、 内閣を 信任せ ず、 豫算の 基礎は 薄弱な 
〇、 有らん限り 悪罵を 加へ て 居る 此豫算 案 十二 億 七 
千 六 百 萬 圓に對 して、 僅に 千！ 一 百 萬圓 、百 分の 一に 
充たざ る 修正とは 何事ぞ •(拍手 起る〕 諸君の 是ま 
での 言論と 是と對 比して 見ます と 云 ふと、 何たる 矛 
盾、 何たる 不體 裁で ありませ う、 (拍手 起る， 「百 
分の 一の 不信任 だら う」 と 呼 ふ 者 ふ 者 あり〕 所謂 泰 
山 鳴動して 鼠 一匹を 出した のであります、 (拍手 起 


る〕 吾々 は 承る 所に 抜り ますと. 幹部の 諸君は (「幹 
部とは 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 矢 張豫算 案 返上 論で 濟 
む 作 戰計畫 であつ たさう であります、 是が 幹部の 威 
令 行は れず して 事 志と 違 ひ、 止むを得ずして 急に 豫 
算 修正の 態度に 出で、 一夜 作りに 此修正 案を 作つ て 
來た のであります、 (拍手 起る、 「のうく」 と 呼 
ふ 者 あり〕 如何にも 手續 上は 御苦勞 であつ たと 考へ 
まする が、 此の 幹部の 御 苦心に 對して は 洵に御 同情 
に堪 へませ ぬ、 (拍手 起る、 斯樣な る不眞 面目なる 
不誠實 なる 一夜 作りの 無責任なる 修正案に 對 しては 
私は 論難を 加へ る 勇氣を 持ち ませぬ、 (拍手 起る、 
「三 土 君は 學 校の 先生で もして 居れば 宜い 、財政の 
事は 分り ほしない」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯樣な 豫算に 就 
きまして、 幹部の 諸君の 洵に御 苦心の 程は 拜察 致し 
まして 同情 致します、 之に 對 して 批評を 加へ、 論難 
を 加 ふるが 如きは、 殆ど 人情 忍ぷ ベから ざる 事で あ 
りまして、 本員の 如き 淚 脆い 者には 批評の 言葉が 出 
ませぬ、 此一言 を 以て 止めて 置きます (拍手 起る) 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 片 岡直溫 君。 

〔片 岡 IK 溫君 登®、 拍手 起る J 
〇片 岡直溫 君 諸君、 本員 濱口 君の 提出され ました 
修正案に 賛成を 表する 者であります、 今 賛成の 意見 
を述ぷ るに 先 だち まして* 三 土 君の駁 擊演說 に對し 
更に 辯駁を 試みたい と 存じます 、(「謹 腱」 と 呼 ふ 
者 あり) 實は彐 土 君の 御 演說は ，政府ょり 豫算 委員 
會で屢 々承つ た 事柄が、 玆に 現れました のと、 又經 
濟界に 向つ ての 御 觀察ほ 、餘〇 に 杜撰、 若く は 亂暴 
とまで 申したい やうな 御言 葉であります、 (拍手 起 
る、 「のうのう」 と 呼 ふ 者 あり〕 失禮 ながら 之を 眞 
向から® 擊を 致す ことは、 少々 忍びない と 思 ひます 
(「力が あるまい」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 昨日 濱口君 
の說明 且つ 演說 されました 所の ものを 御覽 になり ま 
したなら ぱ •本日 玆に駁 _ を 加 へられました 所の も 
のは、 多く 見當 違に 屬 すると 思 ひます、 f 拍手 起る 
「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 だ 其 中に 稍々 玆に辯 
駁 致して 置かなければ ならぬ と存 ずる AT のみを 抑へ 
て 辯 明を 致します、 續いて 本員の 修正 說に 賛成の 意 
見を 述べ やうと 存じます、 三 土 君の 最初に 述べられ 
ました 所の 言論、 並に 次に 述べられました 所の 交通 
機 關に對 して、 多額の •計畫 を 立てられ、 尙ほ鐵 道， 
m 話， 道路 等に 對 して、 十三 億 八 千 萬 W の 計畫を 立 
てられた と 云 ふ 政府案に 賛成の 御 論に對 しては、 是 
1 七三 七 
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ほ 多く 其 財 漉が 公 K に關 する ?! f 捫であ 〇 ます、 故に 
一公 依を 許 - r る 所に 於て 3K 辯 ^. 致さう と 存じます、 其 
次の 敎育時 1! の琪に就きましてほ、(「それは君の 
柄で ;？. ない よ」 と 呼 ふ 者 あり'! 是は私 共が 常に 民間 
に 於て 主張 致した 所の ものに 大分 御 e になつ た 趣で 
即ち 屮等敎 宵に 從 9¢ して 居る 所の、 敎員等 の 依 給に 
對して 加 係 等の途 を 付けられる と 云 ふこと ほ 15 り も 
商さず、 阼 年以來 M も 吾々 の 主張した 所の 一部を， 
御 採用に なつた に過ぎない 事で ある， L 拍手 起る) 是 
i?. K 對然の 言 ふこと に 御 聽 なさつ た 所の •雅 S を 御 
褒め 申す だけで 宜しから うと 思 ひます、 C 「ひや ひ 
や」 「難 有う」 と 呼 ふ 者 あり〕 此普 通敎 育義 務敎育 
と 云 ふ ® に對 しまして ほ、 m p 君の 昨日 玆に陳 辯せ 
られた 所に 對 しては、 駁繫 にも 何にもな つて 居り ま 
せぬ、 旣に駁 ■にならざる 以上は、 玆に 之を 又 私よ 

り電裰 の 取を 申 上げる 必要は 無い と 存じます、 それ 

から 次に 論ぜられた 所の 勞働 問題 •此勞 ® 問題に 對 

して：！ T 或は 勞砌課 を 設けた とか、 是から 調査して 

而して 後に 其 施設を 爲 すと 云 ふに 過ぎな くして、 政 

府の從 來說明 せられた 所の ものを 玆に 敷衍せられ た 

に過ぎないと 思 ひま^ - 思 ひます るが、 此 問題の 

如きは. •吾々 が 現內閣 に對 して、 其 施設を 怠る 所に 

嚮 して 痛く 攻蝼 をし、 . R つ此 施設を ¥ くしない こと 

を ia 憾 として 居る ものであります、 故に 少しく 陳辯 

を 致して fi きたいと 思 ひます、 農 商務省の 一局に 勞 

卿 課を 設けて 以て 勞媧 保險の 施設を 致さう •而 して 

其 事た る や、 調査を 致す と 云 ふこと であります、 現 

內閣の 殆ど 色彩と も 見るべき 所の 4 の ほ、 色々 調査 

致す と 云 ふ 所の 蔭に ii れると 云 ふこと が 御 偽 意で あ 

〇 ま i- JJI ち此 勞测 問題 も 其 調査に 名を 托して、 17,; 

ほ 之を 施設せられ ぬのであります •併ながら 此 調査 

と 云 ふこと が 外の 間 題と ほ 違 ひまして、 此勞砌 問題 

に關 する 調査と 云 ふこと に付きまして ほ、 恐らく 今 

の內閗 に 於て 御調になる と 致しました 所が、 歐米谷 

國と總 て社會 上の 組織を 異にして 居る 國で あります 

が 故に、 之を 調べる と 云 ふ K 材料 ほ， 到底 得 ® いこ 

と、 私 ほ 考ヘて 居る、 即ち 我國狀 に 基いて 歐 米各國 

が 旣に爲 した 所の 經驗 を參 酌して、 以て 定む るより 

外にない ので ある， 別段 調査を 致さなくても 能く 分 

つて 居る ものである、 若し 勞働 者の 多數の 疾病、 或 

は 偽 害 •若く は 婦人の 姙娠 "或は 甚しき 職業の 傷害 

斯の 如き ことに 至りまして は、 統計を 得なくて はな 


らぬ 、共 絞 計なる ものが， 決して 村役場 何 かに 命令 
をし， 或 ii 諸 X 場に 命令を 致した 位の もので、 取 寄 
せた 材料を 以て、 ^ 兀全無 缺と湣 做す る ことほ 出来る 
もので •こざい ませぬ‘ 是は達 翻 的に 勘 酌を 加へ て 見 
常を 定める ょり 外ない、 之を， 調査が 出来なければ 分 
らすと 云 ふに 至つて、 何時まで 經つて も 同じ 事に な 
るので ある 即ち 我國に 於け る 經歷を 申 上げる と •海 
上保險 の經驗 にしても、 火災 保 險 の經驗 にしても、 
又 生命 保 險 の經驗 、若く は 傷害 保險 の經驗 にし まし 
て も ■元来 其 元と 致した 所の 統計なる もの も •據ろ 
の あつた もので ありませ ぬ •是は 達觀 的に JS 捨を加 
へ、 所謂 • %: 全 割を 掛けて 以て 之を 定む るの 外ない の 
であります、 是に 於て 其 達 觀した る 所の 根據に 依て 
將來困 難を 来す かも 知れない と 云 ふ點 だけ ほ >  之を 
命令の 脑園 に屬せ しめて 置いて、 多少 づ 、進歩 實驗 
の 後に 於て、 取捨を 加へ る餘 裕を存 して 置き さへ す 
れは 宜しい ものであります、 斯の 如きは 之を 實行す 
ると 云 ふ 時に 當 つて 問題と すべき ものは、 國庫が 例 
へば 疾病 保險 に戣 して 幾らの 割合の 分量を 負擔 する 
か、 勞® 者に 幾步 を負擔 せし むべき か、 使用者に 幾 
步 を負擔 せし むる かと 云 ふこと が、 是が 問題 だけの 
事で ある、 C 「それで 各國の 調査を すると 云 ふので あ 
る」 と 呼 ふ 者 あり〕 备國の 調査は 多くは 違つて 居つ 
て、 或は 十分の一を 以てして 居る もの も あり、 十分 
の 二を 以てして 居る もの も あり、 或は 疾病 保護を 國 
家と して 負擔せ ざる もの も ある、 それ (X 日本 ほ 日本 
に適應 する ことを 考慮して 定 むる 外 途は ありませ ぬ 
今日まで 數 年の 間 經驗の ある 所の ものを、 尙ほ是 は 
調査を 致さなければ 定め 得ない と S ふなら ば •其 人 
ほ 無能で ある、 現内閣の 諸 公屬僚 諸君に 至つても、 
それ 程 無能の 者とは 思へ ぬので ある、 是だ けの 事は 

出 來得 るので ある、 唯 だ m 來得る ものを ょうしない 

と 云. ふこと ほ •決斷 がし 難いので ある、 即ち 今の 分 

S の flrlj 合の 程度を 定む るの が 六け しいので あります 

若し 六け しいと すれば、 初めに 國 家の 負 擔を輕 うし 

て 置いて、 他日 二 年 三年の 經驗に 依て 增加す る途を 

明けて 置けば、 是も m 來るこ とで ありませ う、 斯の 

如くして 此勞㈣ 問題を 解決す ると 云 ふことは、 全部 

1時に解決が出來ぬとしても，勞磡不能の原因を作 

る 所の 疾病、 若く は 婦人の 分娩、 或は 死亡、 或 (X 傷 

害、 斯の 如き 其 勞 » 不能に 對 する 救 濟の途 は 確かに 

定める ことが m 来る ので ある、 固よ 〇老廢 其 他 職業 


を 失つた 者に 對する 所の 救濟法 等 も 要する ので あり 
ますが、 是ほ 所謂® 業 紹介 等の 途が 付かなければ 出 
来る ものでは ない、 今 私の 申した 如き もの It 直ちに 
行は れ る、 其 行は れる もの すらよう やらぬ ので あり 
ますから 、現内閣は 此勞砌 問題に 對 して， 十分の 誠 
意を 持たない ものと 駁擊 をせ ざるを 得ぬ ので ありま 
す、 (拍手 起る) 次に 物價 問題に 於て、 歳出 歳入 ほ 
物價に 依て 高低に 拘ほら ず 並行す る ものである、 斯 
う 云 ふ奇體 の 事を 仰せられた ので ある， 歳出 歳入が 
物價が 騰貴 すれば 騰货 する 割合に 於て 並行す る もの 
であると 云 ふことの 御 見識 ほ， どう 云 ふ 意味 か 私に 
ほ 分らない、 此 分らない 問題を 摑 へて馭 擊する こと 
ほ少々 面倒では あります が、 恐らく 物價が 騰貴 すれ 
ば 隨て 政府の 收入 が增 す、 支出 も增す 代りに 收入も 
增 すので ある、 斯う S ふ 意味 だら うと 思 ふので ある 
是 ほ 必ずしも 並行す る や 否や、 物に 依て 並行す る 物 
もありませう>物に依てほ物價の騰貴ほ、其騰貴の 
勢に 乘じ て賣 捌の 能く 出 來る もの ほ 寧ろ 利得の 多い 
と 云 ふ關 係よ りして 隨つ て fa を ^ 加す る こと も fc 〇 
ませう から、 物價に 伴うて 物價が 騰貴 すれば、 金然 
國庫の收入も增して來ると云ふ論理ほ、半面に於て 
理由 ほあります、 併ながら 濱口 君の 主張す る 所は、 
物® を 今日まで 程に 騰貴せ しめて 置か ざつたならば 
即ち 物價 騰貴の 爲めに 歳出が 非常に 多くな つて 居る 
が* 若し 此物價 の 騰貴 微 りせば、 國 庫の 收入な る も 
のは 如何になる かと 云 ふこと を考 へて 見る と、 戰爭 
以來 非常に® 出超 過に なり、 之が 爲 めに 十三 億餘の 
正 貨 を吸收 し、 其 他國债 勘定の 上に 餘 程の 正貨を 受 
取つ たので あるから、 即ち 國の 富が 非常に 增 して 居 
る、 此 富の％ したる 時に 於て 甚 しき 物 僧の 腦 貴 を 喚 
起さ V' つても* 其 富の％ 加した る 割合に 於て、' 威 庫 
の收 入と 云 ふ もの ほ 確に 殖えた に 相違ない、 然るに 
一方に 物 價の 騰貴を 抑へ なかつ た 爲め に、 支出す る 
ものが 非常に 膨脹して 来た、 即ち 歳出 其の ものが 增 
加した 爲め に、 玆に 增税 を餘 儀な くす ると 云 ふ 如き 
已 むを 得ざる 境遇に なつた ので ある、 即ち 物價 さへ 
騰貴せ ざつたなら ば、 咏國 蓮の 發展仲 張して 居る 今 
日に 於て、 此增税 を 超さず して 以て、 此國 B の充實 
を圖る ことが 出来た ではな かつた か、 即ち 是が濱 口 
恝の 意思の 存する 所で ある、 此事 に對 して 三 土 封の 
御駁擊 はとん と 其 要を 得て 居らぬ と 思 ひます、 又 後 
に 於て 此 所得税の 問題に 移って 兎や角 仰せられた や 


I 七三 八 

•r であ 〇 ましたが、 多少 滎钫を するとは 思 ひます が 
其 時に 於て 1£ に 辯 K を 致さう と 思 ふ 〇 であります、 

次に 十 年 計 SE - 十年針 11£ と云ふものに 3» して、決 

して 不安 〇 念を {?! くこと を耍せ ”丁 と 云 ふこと 〇 趣 §• 
を 辯 明せられ た、 是 ほ 今日まで 大残大 [If が filf v  y は 
れた 所の ものを 救 衍せ られた に 過ぎな '' > ，過ぎない 
が、 折角此 © 上に 於て、 我 N 僚の 主張 1.- 對して K i^ 
の 窓を 用 ゐられ たやう であ 〇 ますから 、一言 私は 茲 
に 加へ て 岡かざる を 得ぬ •三 土 君の 御 說の耍 は、 - 1- 
年計盡 其の ものは、 物 ffii の 削 合に 腿 じて 見 61 つて 居 
らぬ 代りに- 剩餘 金なる ものを 少しも 使用す る こと 
を 見て 居らぬ ので あるから 、一向 差な づむや うな .1 Jf 
が 相 成らぬ と 云 ふこと が、® 著 點で あつたと 思 ふ、 
又大藏 大臣が 今日 迄 主張せられ た 所の もの も そこに 
在つ たと 思 ひます、 是が 根本に 於て 吾々 と SS 見が 違 
ふ、 本來剰 餘金な る ものは、 國運の 進步發 達に 伴 ふ 
臨時に 必要と する 事業の 計 斑 ^ に 充てるべき もので 
あります、 十 年 計 迸の 如き 旣に網 續费と 云 ふ ものを 
定め、 是が 年度 割を 付けて、 さう して 十 年の 計 抑を 
爲す に當 つて、 現在の 物價が 旣に戰 爭 以前ょ 二 倍 
一割 以上の 騰貴を 來 して 居る に拘ら ず、 戰 前の 大正 
三年の 物價と 同じ ものにして 計 喪を 立て、® くと 云 
ふが 如き 事 ほ、 明かに 即ち 十 年度に 至つて 不足を 生 
ずると 云 ふことは 賭 易い 事で ある、 其 十 年度の 不足 
を 生ずる 場合に ほ、 剩餘 金が あるから 差茭な いと 言 
ふが •さう 云 ふ 論法から 行けば •十 年に 至つて 其 不 
足は 剩餘 金で 補うた として、 さう して 十 年に 新しく 
しなけれぱならぬと云ふ經營に對して、何の费 )-!] を 
充てて 行く ことが 出來 ます か、 現に 旣往 の經驗 上 か 
ら御考 になつ て も 分る fi である、 確か 桂內閣 の 時代 
であつ たと 思 ひます が、 一時 朱 « 憤の 公‘： 3 を 打 切り 
さう して 歳 3 に耍 する 所の 計 K に對 しては 碗 定の財 
源を 以て 充てる、 未確定の 財源 即ち 公 に 依る とか 
或は 自然％ 收に依 ると か 云 ふが 如き、 不確定の 財源 
を 以て 計 fts すると 云 ふことは、 M 政の 基礎の 繁固な 
る ものと 言 ひ 得ない、 是に 於て 歳出の 決つ て pf る も 
のに 對 する 財源と して ほ 確定なる ものを 充て •さう 
して 自然 咐收其 の ものは、 其 確定した る ものの 以外 
に 起る 所の 國家の 必要と する 所の 財源に 充てる と 云 
ふこと を計脔 したと 云 ふことは 諸君の 決して 御 忘れ 
になる ことで ない， 現 內閣の 諸 公に 於ても 明かに 知 
つ V」 居られる 事で ありませ う、 斯の 如く あつて 初め 
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て财 政の 基礎 鹜 固な りと 云 はれる ので ある • (拍手 
する 莕あ り〕 尤も 是は極 端なる 鞏固なる 方法で あり 
まする が、 其 他に 於て 收 人の 確に 確定して， 收茭償 
うて 餘り あると 云 ふが 如き 生 產の事 業に 對 して、 多 
少公沾 を 加味す ると 云 ふことは、 是は 時の 經濟界 の 
狀况 に依 て 差 支ない 事と 思 ふので あります、 大體の 
方針と して 現在の 燜 © 费の見 積が ある、 即ち 年度 割 
が ある、 其 年度 割に 對して 、現在の 時價に 稍れば 何 
千 萬 W の； 个足が ある、 其 不足は 自然 咐收と 云 ふ、 ■確 
定 し 得べ からざる ものを 以て 充て iffi くと 云 ふが 如き 
事を 致して、 之に 依て K 財政の 基礎が 繁固な りと 云 
ふこと ほ 何の «f であり ませう (拍手す る 渚 あり〕 恰 
も 一家に ^ へて 言へ ば， 借金を して拂 ふ 目途 ほ 無い 
が* どうか 拂 ふこと •か出来る であらう として、 借金 

を 無暗に すると 同じ ifi 方で ほない か、 一 國の财 政 計 

畫と云 ふ ものは 3t- 樣な ものでは ありませ ぬ •印 來我 

々が 此不 確定な m 方を 爲さ るに 對 して攻 蹈 をす るの 

IX 、 趣旨 此に 在る ので ある •必す しも 悲 M 論者 I 

悲糊論 者と 仰せられる が樂觀 其の もの も 程度問題で 

ある、 悲觀其 の もの も 程度問題で ありませ う (「其の 

通り 一と 呼 ふ 者 あり〕 現在の 如き 樂觀の 程度を 過去 

つて、 而も 十 年 計齋と 云つて 計 逛を しながら •其の 

計 喪 -K の もの々. 今 F? 行す ると すれば •旣に 明かに 金 

が 足らない、 其 足らない ものを 何に te て塡め るかと 

云へ ば、 是から 入る で* や b うと 略々 想像を 付けた 所 

の ものを 以て 補 ふ、 國家が 決して 一 n も 励かない も 

のなら •は 格別で ある、 種々 の 出 來事が 到來 する もの 

である， 即ち 當り 前の 金を 見租 りさへ すれば K しい 

と 云 ふ もので なくして、 臨時に 要する gii 用が あると 

云 ふことは 當然で ある、 斯の 如き 事と、 さう して 日 

本の 如き 新興 國に 於て は、 爲さな ければ ならぬ 事 榮 

が 段々 湧いて 來 ると 云 ふことは 常 然であ る* 左® な 

ものに 對 して こそ、 始めて 剩餘 金を 充てる と 云 ふこ 

とが 财政 家の 爲す べき 方法と 調は なければ ならぬ と 

思 ふ、 C1 古い々々」 と 呼 ふ 者 あり) 斯の 如き こと 

を 何 所 やらで 古い々々 と 仰せられた が •其 古いと 云 

ふ 頭を 持たれて 屈る 御 方 こそ 餘程击 いので ありませ 

う、 さう して 三 土 射の 附加 へられた 御言 葉 中に •十 

坧計 S ほ 斯の如 く 定めて あつても， 今日まで ほ 自然 

咐收の 如き もの ir. 非常に 咐加 致し、 昨年 武富 S が 此 

壇上に 於て 非常に 悲觀 した 所の 說を 述べられた が、 

一向 ? g 支な いぢ やない' かと 云 ふこと を 仰せられた の 


であります が*  (「其 通り」 と 呼 ふ ^ あり) 成程 今 
の やうな 爲され 方は、 さう 體戡を 作る こと も 出 來ぬ 
ことは ありませ ぬ、 現に 昨年に 於け る戰時 利得 税は 
どうで あるか、 戰時 利得 税は政 府の 見込は、 三千 萬 
圓し か收 入は 得られな いと 言つ た當 時， 實 業界に 在 
る 者 ほ 一億 餘萬 圓の收 入に 至る と； K ふこと を 言つ た 
ものである •然るに 三千 萬 111 と 積つ て •議員 諸君は 
それを 信じて、 さう して 其 法案と 云 ふ ものを 成立た 
しめた ■  c  r 六 千 萬圓だ らう 違つ て 居る」 と 呼 ふ 者 
あり〕 現に 民間の 事業界に 居る 者の 言 ふた 如くに 收 
人が あつたので ある、 それは 何も 自然％ 收でも 何で 
も ありは しない、 初めから さう あるべき ものと 分つ 
て 居る ものを、 收 人の 少ない もの、 やうに 見て 藺 い 
て、 經濟界 が 段々 發 達しても、 何等の 妨がな いと 稱 
する に 外ならぬ •本年の 所得税 亦 然 りと 考 へる、 本 
年の 所得税 も 政府の 見る 所は、 是 より 以上 收入 はな 
いと 言つ て 突 張られて 居る が、 P? 際は 是れ よりして 
非常の 逆境に ii 遇する に 非ざる 限り は>  前年 來の情 
勢を 受け 來た つて 居る ものであります から、 當 分の 
間は、 政府の 稗 期す る 所の ものより 税を增 すの ほ 當 
然であ 〇 ます， 其咐 した 所の ものを， 自然 增收が 多 
いから 即ち 我々 の樂觀 した 通りの 事實 が， 玆に现 れ 
て 居る もの だと « ふが 如き ことを 以て それを 蔽へぱ 
識衮に 非ざる 者 ほ 欺かる ので ありませ う、 實 業界に 
在つ て 多少の 經驗を 積む 者に 在つて は、 左樣 には 考 
へる ものでは ありませ ぬ、 ( 「悲觀 の證據 にはなら 
な いぢ やない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 次に 反 励 期が 何 
時 來るか 分らぬ、 斯う 云 ふこと を 仰せられた やうで 
あります、 反動が 何時 來る か是は 分らない と 云 ふこ 
とは 私 も 同感であります、 確に 何時と 云 ふこと (3: 言 

へない が、 一體經 濟界の 原則として 一時的に 膨脹を 

加へ たものは、 其 膨腦 したる だけは 又 反 對に收 縮し 

て 来る と 云 ふことは •是 ほ 經濟界 の 原則であります 

それ故に 斯の如 く戰 讲 と 云 ふ 3 來事 の爲に 膨脹した 

もの 1?. ‘戰爭 と 云 ふ 出来事の 消滅す ると 共に， 必ず 

其 反動が 來 ると 云 ふことは •是 {X 原則として 動かす 

ベから ざる ことであります、 殊に 此際に 於て 私が 諸 

君の 御考 傲を 煩し it かなけれ ぱなら ぬと 思 ふ * IJ は、 

諸君 13-. 如何にも 樂觀 的に 居られる やうであります > 

樂觀と 云 ふこと (X 必ずしも 惡い ことでは あります ま 

い 又 徒らに 悲翻す ると 云 ふことの 必要 も ある もので 

ありませ ぬ、 悲觀 とか 樂觀 とか 云 ふこと 13- 姑く！ 5 て 


事實 上から 現在の H 為 上の 狀態 ，即ち 國債關 係を 御 
覽に なつたなら 茼ち に此 感じが 起る、 成程 大正 八 年 
の 貿易は 七 千 餘萬圓 の 輸入超過に 終つ たので ありま 
すが、 是は 大正 八 年と 見る のは 誤りで ありませ う、 
本來 輸出入の 勘定が 其 年の 十二月の 三十 一日に 終つ 
たからと 言つて、 其 出来事が 十二月 三十日の 事な り 
と 判定になる のは、 それは 大 間違で ある、 餘程前 か 
らの 順序が そこへ 来て 現れて 居る のであります、 そ 
れ 故に 胙年八 九月から 以後の 事柄は、 直ちに そこに 
決濟の 濟ん •たもの も ありませ うが、 多くは 其 後に 於 
て決濟 される ものである •殊に 本年に 廻る ものが 最 
も 多い， 即ち 昨年 末に 於て、 偶ガ七 千 蓖圓餘 の iii 人 
超過に 終つ たと 云 ふことは、 幸に も 昨年の 年度 末に 
於て 生絲 の價が 非常に 暴騰を 告げた 爲 めに、 llt ri 入 
超過が 減つ たのでありまして、 其 以外に 於いて 總て 
の貿姑 界の狀 態は、 確に 輸出が 減つて 輸入が 殖ぇて 
來 ると 云 ふことの 趨勢を 吿げて 居る のであります、 
今 三 土 君 (X 物® が 幾ら 上らう が、 今日 輸出は 羽が 生 
へて 飛ぶ やう だと 仰せられた、 ■是な どは 實際に 疎き 
頗る 御氣の 毒の 御考 であつ て、 私は 反駁す るに 忍び 
ないやう だと 言 ふの (3: 邦 事で ある •論ょり If 據 ，英 
吉利 け 從來 輸入が 多くて 輸出は 少なかつた が、 近時 
の狀况 はどう か； 日本の 輸出が 減つて、 英吉利の 方 
の 輸出が 硇 ぇて 居る ではない か、 羽が 生へ て 飛 ふな 
ど、 云 ふこと (X •备國 が 軍事を 專ら にして 居る 間に 
於て は， 左樣な 狀態も あつたので ありませ うが、 今 
G (i 谷國 共に 戰後の 經營 として、 其 國の戰 費の 償却 
を 首め、 今後の 產菜發 達を 圖る爲 めに 種々 の « 策を 
爲 して 居る が 爲め に、 自 國の產 業の 上に 於て は 十分 
の保證 獎勸を 加へ て 居る、 甚 しきに 至つ ては 外國ょ 
り 入る 物が， 其の 國の 物ょりも 安いと 云 ふ 時分には 
其 入る 物に 對して 税を課 してで も •其價 を 高から し 
め やうと 云 ふ 如き 策を も 用ゐて 居る ので ある、 斯樣 
な 時に 當つ て、 □本の 品物 ほ 高くても 羽が 生へ て 飛 
ぷと云 ふ 如き 觀 察を 持つて 居られる に 至つ ては、 實 
に產業 界を 見る こと 其 淺見に 驚かざる を 得ぬ、 (柏 
手 起る〕 殊に 此際に 於て 附加 へて 申します が、 昨年 
までの 國際 勘定に 於て、 即ち 大正 三年 以降に 於て、 
約 三十 億の 受取 勘定に なつて 居る 箬で あります 、其 
中より 支 拂を 引き、 或は 他 國の in 權に 移した ものが 
現在の 正貨に なつて 居る 窖で ある， 然るに 大正 八 年 
の 上半期と 下半期に 苴つて ，國際 勘定は どの やうに 


なつて 居る かと 云 ふと， 段々 減つ て來て 居る、 現に 
大藏 大臣は 昨年の _會 に 於て 國際關 係の 勘定は 凡そ 
四 五 億の 受取 勘定になる であらう と 云 ふこと を 言は 
れて 居る， 固ょ 〇是は 其 言は. れた 言葉が 少しも 違は 
ぬと 謂 ふべき もので ない ■私 もさう は 思は ぬので あ 
る， 喵 にも 確定 的の ことが 言へ る ものでは ありませ 
ぬが、 大藏 大臣の 當時の 頭は それ 位には なる であら 
うと 思つ て 居つ たで ありませ う， それが 結局 二 億 そ 
こ< まで 減つ た、 即ち 二 億 乃至 三 億の 勘定 違を 爲 
すつ て 居る •是 ほ 勘定 違と 言 ふと 語邨が あるか も 知 
れませ ぬ、 思 違で 事實は そこまで 來て 居る、 そこ ま 
で 來て 居る のみならず、 此國際 間の 勘定 も 亦 貿易の 
勘定と 同じに， 十二月 三十 一日を 以て 其 年の 十二月 
111 十日までの 出入と 見る のは 是 IX 誤りで ある、 其以 
前の 習慣 上から 付いて 来て 居る 所の 勘定が そこに 至 
つて 現れた ものに 過ぎない、 結局 是は 本年に SS いて 
来て 居る •而 して 本年の 狀况 はどうな つて 居る、 現 
に 郵船窗 社の 蓮賃 にしても、 商船 會 社の 運賃に して 
も 其 他 保險會 社の 海上 保 險の收 入に しても、 確に 減 
つて 居る ではない か、 甚 しきに 至つ ては 七 割 或は 五 
割斯の 如くに 減つ て 居る、 是は國 際 勘定に 於て 將來 
收 入の 減つ て 来る こと (3: 分り切つ て 居る ではない か 
國際 上の 關 係に 於て 斯の 如くなる のみならず、 我が 
實 業界に 於け る外國 貿易に 從事 して 居る 者が、 8替 
の 勘定 上是 まで 在外の 正貨を 持つ て 居つ た 所の 者が 
阼年亞 米 利 加が 金の 輸出を 解いて 以來 ，一億 五六 千 
萬圓 も商椠 家の 金が 入つ て 居る 害で ある、 其 結果と 
して 近時に 至つ ては， 商人が 外國に 支拂を 要する 金 
は、 政府 若く は 日本銀行の 持つ て 居る ものを 充用す 
るに 非 ざれば、 支拂に 差 支へ る やうに なつて 居る で 
はあり ませぬ か、 即ち 輸出の 段々 減つて 來 ると 云 ふ 
こと、、 輸入が 反對に 殖え， 國際 勘定に 於て は 受取 
勘定が 少くな つて 居る と 云 ふこと が、 事 實上旣 に 現 
れて 居る に拘 はらず 反 励 期は 一切 来ない ものである 
見當が fj- かないな ど、 言つ て 居. られ るのは、 是は樂 
觀の 程度を 過ぎたり と 私は 言 ふので ある •若し 夫れ 
今日に 於て 亞米利 加に / II る生絲 が、 先程 確か 五 千 萬 
圓など k 云 ふこと を 言 はれた， 五 千 gi と 云 ふ價が 有 
つた か 無かつた か、 私 ほさう (£ 見て 居ない、 (「五 
千 圓で す」 と 呼 ふ 者 あり) それは ? T 千 圓で ありませ 
う. 五 千 圓と云 ふこと も、 喵だ さう 云 ふ 勢を 示した 
と 云 ふに 過ぎない、 近時は 幾らで ある、 近時 ほ 確か 
I 七三 九 
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三千 五六 百圓で ほ ありませ ぬか" ！ It 三千 五六 百圆の 
ものが若し二千圓帮になつたとすれぱ -: “影胬は非 
常に 激しい ものであります， 私 (x さう 云 ふことの 來 
るのを&.して祈る者では.んりませぬ、又直ちにさう 
S ふ 變化を 來さ うと i. a はない が、 亞米利 加の 國の 
狀態と 〇: 本の 國 の狀萌 と 比較して 考 へて 見ます れば 
彼！： に 於ても， 瞪 後に 於け る變 化'‘* 免るべからざる 
狀况に 在る， 我阈に 於け る 啜 後の 經济 界の變 化 (?. 免 
るべ からざる ものに なつて、 是 ほ萌 ふべ からざる 事 
1 ：； である. 唯 だ 彼 ほ 大きな 世帶 であるが 、我 {3; 即ち 
11': ® が 小さい と 云 ふだけ の 違で ある、 故に 日本の 出 
來來の 上に 若し亞 米 利 加の 出 來事が 加は れば 、此反 
励 期なる もの ほ， 非常な 急速 力を 加へ て來 ると 云 ふ 
こと {3-. 是 {3; 拖ふ ベから ざる ことで ある (拍手 起る〕 

即ち ;' •• も 御 分りに なつての 樂觀で あつたか、 聞 及の 

樂砌で あつた 知らないが、 若し 聞 及の 樂觀で ありと 

すれば、 此 私の 言 ほ 確に 御參考 になる 筈であります 

(拍手 起る：} それから 貯蓄 I 國 民の 貯蓄が 非常に 

咐 加した、 確か 大正 四 年頃から 年々 殖えた と 云 ふ數 

字を 擧げら れて •遂に 二十 六 億 萬圓に 達した と 言は 

れた のであります が、 是ほ 何を 指す か、 或は 銀行 其 

他の IfT 绝を 指した のか、 貯金 其の ものが 增加 したと 

云 ふこと を 以て、 必ずしも 是で安 心の I-J くもので ほ 

ない、 一 の 手形を 發行 したら どうで ある、 即ち 一方 

に 於て 手形の 流通 等を 參 酌して 見て、 R に餘る 所の 

金を 预けて 居る かどう かと 云 ふこと に 依つ て 判斷を 

しなければ ならぬ ものであつて、 C 「そんな 經濟論 

はない」 と 呼 ふ 者 あり〕 之を 以て 直ちに 國の 富、 產 

業 邦 他 一般の！ 一力の％ 加した ものと 斷定が m 來るや 

否や、 其 W 科の 根源を 御 示しに ならぬ が 爲 めに、 ど 

う も 十分に ！ 15 擊を する ことが 出来ない が、 事® は 多 

分 手形 其 他の 牽聯 した 關係で あつて、 三土嵙 の 言は 

れるが 如き ものとは 私は 信ぜぬ のであります •それ 

から (「長いな」 と 呼 ふ 者 あり) 大分 長 かつた から 

十分に ® えて 居 •わぬ か (「もう {几から う K し々々」 

と呼ふ者あり〕懇政會の所得稅の改正に釾する馼_ 

五 千 二百 萬 圓の不 足を 生ずる、 其 他に 千 圓まで を 無 

税 とする 爲 めに、 不足を 生ずる もの 千 五 西 萬 圓と言 

ほれた のであります、 合せて 六 千 餘萬圓 の 不足を 生 

ずると 言 .! 3: れた 、玆に 一つ 質して 置きたい、 昨日 所 

得 税法を 載す る 時に 當 つて、 何方で あつたかの 御說 

明 (「昨日で ない」 と 呼 ふ 者 あり〕 昨日で なかつ た 


ら 一昨日 (二 胙日で もない， | と 呼ふ莕 あり) | 昨 
日で なけれ {Z 其 前、 兎に角 所得税を 諮 •したと き、 其 
所得税を 猫した ると きに® つてです、 千 la に 上げる 
の も收支 の 間に 於て 違 ほない、 同じ 琪に & 3 著す るの 
であると 云 ふこと を 言 ほれた、 是ほ 所得 稅の 改正に 
依つて 國 民の 安心を 求める、 一時的の 節 縫の 言葉で 
あつた に 過ぎな かつた か 知れ ませぬ が、 本： nif 此所 
で 千 :/ 1: 百 萬 H1 の 不足を 生ずる と 言 {X れた 、是れ ほ 後 
とで 國 民に W して 宜しい ことであります から 深く ほ 
入り ませぬ、 要するに 不足を 生ずる、 其の 不足を 生 
ずる 即ち 此の 國 防の 大仕事 をす る 時に 當つ て、 此の 
財源の 不足を 顧みぬ のは、 怪しから ぬで ほない かと 
云 ふこと を 言は れた やうで ある、 是れほ 憲政 會の主 
張 ほ、 明かに 所得税 法案 其の ものが 甚だ 杜撰に して 
而も缺 點が 多く、 其の 影 if する 所 非常に 廣い 、故に 
是れは 一年 延ばせ、 其の 延ばす 時に 當 つて、 千 圓以 
下の 收 入の ある 所得者に 對して は、 多少 免税の 利益 
を 受ける 所の ものが 得られない 結果になる が爲 めに 
之を 救濟 する 方法と して •現在の 所得税 法に 改正を 
加へ る、 ざう して 其 千圓 以下の 收煜 者の 爲め に、 困 
難を 幾らか 排除し やう、 之が 爲 めに 不足を 生ずる 所 
の ものは、 現に 剩餘金 其の もの、 旣に 政友會 並に 大 
藏 大臣の 振 廻され る 所の 剩餘 金は、 旣に六 千 萬 圓あ 
るので ある. 其 六 千 萬 圓を 充て、 置き さへ すれば、 
大正 九 年度に 於ての 計 整に 黝 しては、 妨を 生ずる こ 
とほない 筈で ある、 (「君 ほ 剰 餘金嫌 ぢやな いか. I 
r 默れ」 と 呼 ふ 者 あり) 剩餘金 其の ものが あつて 國 
防の 計® に對 して 妨をせ ぬが、 若し 大正 十 年に 至つ 
て S 支を 起す と 云 ふこと が 起るならば だ、 或は 戰時 
利得 税法の 改正を して、 一 年の 間に 其 所得税の 改正 

に 代る 方法を 以て、 國 防の 充實に 妨げの ないやう に 

すれば 宜しい _で ある， (拍手 起る) 隨つ て國 民が 

之が 爲 めに 非常な 苦痛を 咐 すべき もので ない、 却て 

所得税の 改正に 依て 被る 所の 苦痛ょりも 此戰時 利？ Kf 

税 改正の 爲 めに 負擗 する 所の も叹を 以てする 方が 國 

民と しては 樂で ある 即ち 是は 改正を しなければ なら 

ぬ 必要が あるなら ば" 改正の 方法を 求めれば 宜 いと 

云 ふこと である、 ( 「戰 後に 利得は ありませ ぬ」 と 

呼 ふ 者 あり〕 さう して 方法を K 趣旨に 依て 改めさへ 

すれば、 出来る ことであります と 即ち 憲政 會の 所得 

税法 改正案の 御攻 擊に對 して、 事實上 あるべき 所の 

ものを 拖 うて、 さう して 徒らに 非難 攻擊を 世間に 知 


らしむ る やうに 努めた と 云 ふに 過ぎな ぐして、 其 K 
打 其の ものは、 最初の 提案 以来の llf ijf を 御調に なれ 
ぱ 判る ことで ある、 次に 大正 八 年の 計 SE に 對して 、 
武 {£時段对が非常の攻幣をしたが、茁过上公 {)1 0笳 
れぬ こと もなかつ た、 剩餘金 も大變 に 殖えた、 斯う 
云 ふ 御 論であつた と 存じます けれども、 大正 八 年の 
公債 ほ 悉く 苺れ たか、 どうで あるか、 果して 募れた 
が、 どうで あるか、 即ち 國 庳證券の三億萬 1§1 (.') 如き 
は、 僅に 四千 萬 圓し か鉍れ やせぬ で ほない か、 (柏 
手 起る) それから 事 K 公憤 其 他の 公 偵 一一; 億餘® _ に 
對 して、 まだ 八 千 萬 J1 も殘 つて 居る ではない か、 而 
も 昨年の 暮に 於て 英國に 貸して あつ 允 所の 偵 權 一億 
萬圓の 償還 •其 中 ? T 千 萬圓は 乘替へ る ことと したの 
であるが、 五 千 萬圓 即ち 金が 人つた ので ある、 斯の 
如く 致して 漸く 昨年を 越した のでは ないか、 (拍手 
起る) さう して 此計 » が 十分に 遂行され たと 御 自慢 
なさる に 至つ ては、 手前 味 ', t も甚 しいでは ないか、 
(拍手 起る r 爲 替の關 係を もう 少し 論ずべ し」 と 呼 
ふ 者 あり〕 さう して 其 次に 鐵 道の 問題を 黨勢擴 張に 
用ゐ たと 云 ふ 非難に 對 して、 結局 左樣 にす るなら ば 
本年の 鐵道 計寶も 削除したら 宜か らうと 云 ふ 御 希望 
が ありました、 (「確り 賴み ます」 と 呼 ふ 者 あり〕 
此事を 述べる' 前、 手前の 總 てに 渉る 所の 公債 政策を 
少し 申 上げて 置く 必要が あると 思 ふ、 即ち 鐵 道の 計 
畫 、道路の 計畫 電話 電信の 計畫 等に 對し 、公债 を以 
て 財源に 充てる と 云 ふことの 其 事が、 少しも 財政 上 
懸念がない 斯う 云 ふこと を 繰返して 主張され たやう 
であります、 凡そ 何れの 國 にしても、 年々 の 財源が 
足らぬ からと 云うて、 公價を 募る と 云 ふこと を 以て 
非常に 得意と する 國が 何處 にある、 (拍手 起る〕 又 
確定して 使は なければ ならぬ 金を、 不確定なる 所の 
財源に 依て 立つて 行く と 云 ふこと を 好むべき 所の 其 
國は 、恐く ほない ので ある、 現大藏 大臣が 樂觀 —— 
最も 樂觀 者と 世間で 言 はれて 居る が、 腹の 中は どう 
か 知らぬ が、 假 りに 樂觀 者と しても、 借金を する こ 
とを 非常に 御煜意 と爲 さる譯 ではなから う、 畢覚已 
むを 得ぬ からで あらう" 嚮 にも 申します 如く. 凡そ 
財政の 基礎は 不確定なる 財源を 以 つて 確定の 支出に 
充てる 程惡い 事は ない のであります、 c 拍手 起る) 
而も 濱口 君の此 所に 於いて 質問に も 言は れ •昨日 も 
言は れた 、旣に 大正 九 年の 終りに 於いては 十七 億餘 
萬圓の 公債に 達する 而も 是れほ 短期で ある、 長期で 


あれば 格別で あるが 短期で ある、 其の 短期な 〇 が© 
めに ■大正 十四 年までに 之れ を ffr is しなければ なら 
ぬと 云 ふこと に 相 成る •之を fft iv する ことが 出 來な 
ければ 借哲 をし なければ ならぬ、 又 共 借 ® をす ると 
云 ふ 事. tr 旣に 經濟界 の m Kl なる 狀况 に jH ia すれば 
其 期限 ! 3: 益々 短縮し なければ ならぬ ことになる、 結 
局 借 替の爲 めに、 政府は 非常に 苦痛に pg ると 云 ふこ 
とを 逛へ ての 总見 である •是は 誰に 言つても 誰が [13 
いても 當然 の ijf であり ませぬ か、 現に 訧嵙は 御 忘れ 
になつ たか fi 方が たの 先 報と せられる、 吾々 も 敬® 
を 表する 松 田 君が 大跋大 1-S の 時分に d 一 {s ffi y の！ a 
庫 {13 券 (J 借荇が 出來 ずして、 年利 八 朱 三 厘四 毛に , S- 
る 程の 利息を 付ける ことにして、 其 借 替の不 能に 終 
つた、 それが 爲めに 内閣 瓦解の 原因に なつた と 云 ふ 
ことほ 諸君 も 知つ て 居る だら う •(「時代が 違 ふ」 
「それ ほ 戰爭前 です ょ」 と 呼 ふ 者 あり〕 時代は 述ふ 
が、 經濟界 の 行 詰つて 來る所 の もの ほ、 短期の 借金 
をして 居れば •それを 還す に當 つて W 難を 感ずる と 
云 ふことの 事實 に當篏 める のは 當然で あります， 拍 
手〕 加之斯 樣な尨 大な る計铍 をして •其 末に ? Jf n' は 
どうな つて 来て 屛 る‘ 現に 日 跽戰爭 の 後に 於け る 西 
園 寺 內閣の 終り 明治 四十 一年に 於て、 此 ■紐 ® 其 他 
の 繰延を 四十 一 年 四十 二 年に 繼緻 してやつ たと 云 ふ 
ことは、 諸君は 御 承知で あらう， 即ち 四十 一年に 於 
て 事業 費の 繰延は 二 千 八 百 三十 六 萬 ! Ml 餘 •それから 
桂 內閣が 同年に 西 園 寺內閣 に 代つ て、 又 M に 五 W 三 
十九 蓖圆 の繰延 をした、 結局 四十 一年に 三千 三 rl 七 
十餘览 圓の事 業 费の 繰延が 行は れて 居る， 其 外に K 
時 軍事費の 繰 延も亦 二 千 七 百 七十 萬圆 程であつた、 
四十二年に至つては、四十二年度以後に於ける嘏紱 
費 一億 二 千 七 百 八十 萬 圓と云 ふ もの、 繰延を したん 
である ノ其 他の 四十 一年に 繰延べた ものを 又 四十 二 
年に 至つ て 再 繰延 をした 所の 命 も •一千 九 百餘蓖 圆 
になつ て 居る のであります、 是れは 其の 當時の 財政 
計 si- は， 哨 今の 財政 計 ffi の 半額に も 足らぬ 時で あり 
ます、 其 半額に 足らぬ 時で さへ も •斯の 如き 尨大な 
る 借金の 計 S を續 けて さう して 行けば 其 終りは 斯う 
云 ふ 風になる と 云 ふことは •日露 肫 爭の 後に 於け る 
經 過と、 今度の® 爭の 後に 於け る經 過と、 多少 借金 
を 以て 計晝を 立てた のと、 a 質は 金が 入つ たとの 違 
はあります が， 事業の 膨脹の 程度に 至つ ては， 遙に 
日露 戰爭 以後の 今日は 甚 しいので あります から、 結 


院蓀衆 〇 漭國 帝冋 二十 四钪 


局此計 遨 は 繰 延に 終ら ざれば 洵に仕 介せ、 恐らく 玆 
に數年 間に 於て 繰 延の已 むを 得ざる に陷る と 云 ふ 事 
は、 私は 玆に確 に斷言 致して 置く、 (拍手 起る〕 其 
他に 諸君の 黙 勢 描 張と 吾々 の 言 ふ， 諸君は さう でな 
いと 仰せられる ので ありませ うが* 鐵 道の 如き もま 
だ 本年 薪 手せ ぬで も 宜しい、 しもし ない ものまで も 
やる が 如くに 計蕺 して ® くな どと して， 國民を 喜ば 
せて 御 在で になる* 國 民を 喜ばせる こと も 宜しう ご 
ざいます が， 併ながら 唯々 喜んだ だけで M 際 出 來な 
かつたならば* 此國 民の 失® 此上 もな きこと であり 
ます、 (拍手 起る) 而 して 镪の鐵 道の 全體 に戾 つて 
即ち 三 土 君の 成るべく 锊成を せぬ やうに しろと 云 ふ 
御 希頊 に對 して， W- 々が 鉞勢撾 張の 具に 供す ると W 
ふ 御 非難に 封して •玆に 1 II 辯 じて SS かなければ な 

らぬ 、吾々 ほ 鐵道が 其 地方に 對し て、 其 線路が 適當 

なる 所に 趿設せ られ ると 云 ふこと に非_ を 加 ふる も 

のでは ありませ ぬ、 併ながら 强て必 嬰と せざる 所に 

線路を I1JI げて兑 たり、 柃邛呦 の 位 K の 常 然此所 とす 

べき 所の ものを、 其然 M になる となら さるに 依て、 

_:史 を 來すと 云 ふ 如き 手段を 執る の (J: 越 •た 宜しくな 

いと 言 ふので ある、 (拍手〕® 校の 位 岡 亦然 り、 學 

校の 位置の 如き も、 確に さう 云ふ閗 向が あるので あ 

る •そんなら ぱ …… (此時 私語す る漭 多し〕 

0SS J5 C 大岡 育造 君) 靜璐に 邸 ひます。 

〇片岡 M 溫君 即ち 線路 某の ものは ：… (此時 私語 

する ^ 多し) 

〇鼷娱 ( 大岡宵 造 封〕 靜 )!l;t に 願 ひます。 

〇片岡 商 溫君線 路其の もの if 何 縣何村 ょり 何 村に 

至る と 云 ふだけ にして H いて 3G 線路と 云 ふ ものは， 

大 ta 踏 側の 上 定まる が、 是はど なた が や. つても さう 

やる ょ 〇 仕方がない •偶て 其 線路を 敷設す る 時に 當 

つて …： (此時 私語す る弈多 し〕 線路を 敷設す るに 

當 つて . 

〇謖丧 (大 岡 育. 造 君)！！ 肅に願 ひます。 

〇片岡 直溫君 其 黙 負になる とならざる とに te て， 

路が 其方へ 動き 此方へ 動く と 云 ふこと が ありと 

せげ、 (「そんな ことほない」 と 呼ふ荠 あり〕 あり 

とせば、 即ち 粘 勢 樅 張と 云 ふ 卵 難を する ことほ 已む 

を I'.f ぬ flv であります、 現に 熊 本 縣に 於け る 選舉 の、 

CT ち 選舉 の當時 に 於て 生 張され た 所の 事 gr に 常 篏め 

て •御 考にな つても 分る ことでは ありませ ぬか (拍 

手 起る〕 さう して 大正 八 年度の fl K を 誠す る 時に ':'. •• 1.1 


つて •全部® 成を 致した と 斯う 言 ふ、 是れは 武富時 
敏君の 演說の 速記 錄 を御讀 み 下す つても 能く 分る こ 
とで あ 〇 ませう、 其當 時の 內閣は 成立 日淺 くして、 
十分なる 編成が /H 來捋な い、 殊に 寺 內內閣 の 後を 承 
けて、 寺 內內閣 の 綜合した 所の豫 算を 本と して 編成 
された と 云 ふことは ^ 實で ある、 故に 其 缺點と 見， 
非難すべき 所の ものの 非_ を 致して、 當局 者に 十分 
なる 省 憩を 促し、 又 削るべき 所の もの も、 議 .員と し 
て 斧鉞を 加 ふべき の範圍 と 云 ふ ものは^ — 其範圍 を 
越して 斧鉞を 加 ふるもの、 所謂 增 加すべき もの、 或 
は 減ずべき ものが 澤山あ るので ある、 其事實 を 指摘 
して、 さう して 其實 行に 當 つて K 省を 促した と 沄 ふ 
に過ぎない W である ' 此事窗 は 速記 錄を始 から 終 ま 
で 御 _な さつたら 分る 事で ある、 而して 三 土 君の 御 
演 說に對 して、 私の 最も 不可解に 存ずる 所は、 現 内 
閣は不 信任で ある、 現 內閣が 不信任であるなら ば、 
豫算は 返上し さうな ものであると 言は れ た、 是は恐 
らく 政府と 云 ふ ものと 内閣と 云 ふ ものを 混同して、 
離る ベ か. らざる ものと 思つ て 居らし やる からで あら 
う、！ fS 々の 內閣の 不信 fT: と 言 ふのは、 現 內閣の 諸 公 
の 遣 方に 對し ての 不信任を 言 ふので あるが， 日本に 
政府な かるべからず と 云 ふ觀念 は、 一日 も變る 所は 
ない (「詭辯々々」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 旣に 政府の 必耍 
ありと せ ば， 國费 を耍 すると 云 ふこと is 分り切つ て 
居る ぢやな いか。 

c 「詭辯を 言 ふな 」 r 詭辯々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 
os 長 ( 大岡 育造 君〕 靜肅 に。 

〇片 岡直溫 君阼日 も濱口 君の 如きは 此 壇上に 於て 
現内閣 ii 信任し ない、 吾々 の 言 ふ 所の ものは、 現 内 
g に is 行せ ょと 言 ふに 非す して •後に 出來る 所の 內 

閣 にも 之を I1? 行 させなければ ならぬ と 斯う 言つ て 居 

る， 是程 明かな 言葉を 用ゐ て 居る のに •內閣 と 政府 

とを 湿 同す るが 如き 御 見識に 至つ て (3: 洵 に脔 入つ た 

と 申 上げる ょり 外に 申し やうがない、 (拍手 起る、 

「誤魔化し <」 と 呼 ふ 者 & り〕 誤魔化し. でも 何で 

もない、 /-' 「現 內閣は 現 政府に あらず や」 と 呼 ふ 者 

t) 

〇 謎 長 C 大岡 育造嵙 〕 靜肅 に …… 

〇片岡 鹿 溫 君大體 辯駁 は槪略 濟んだ と 思 ひます、 

进ょり消口君の修正案に寶成の意思を表明致します 

其® 成す る 所の 理由は、 修正 S 出の 濱口君 が， 昨 

n li 諸对の 妨害 あるに 拘らず 十分に 御 努めに なつて 


居つ たので (「妨害とは 何 だ」 「妨害を やつた ぢや 
ないか」 と 呼 ふ 者 あり〕 大抵 御 分に なつて 居る だら 
ぅと 思 ふ、 即ち 私の 主として 論ぜん とする 所の もの 
は …… (「妨害とは 何 だ、 妨害とは 何 だ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 

〇巔 長 (大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇片岡 直 溫君 而 して 私の 論ずる 所の ものは . 

(「妨害とは 何 だ」 と 呼 ふ 者 あり) 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に …… 

〇片岡 直溫君 朝鮮の 事業 費に 於け る 即ち 拓殖 會社 
に 於け る 二 十 萬圓の ！ 二十 萬 圓の經 費は •是 は拓 
殖事 業會 社の 補助金であります るが、 此拓 殖會 社の 
補助に 對し ては， 旣に 昨日 m ln 君ょり 其不當 なる 所 
の 事由は 述べられた ので あるに 拘らず 、玆に 少しく 
言葉を添えなければならぬと存じます事は、彼の事 
業 費の 補助金は 一一 十 萬 圓 とあります が、 是は 年度の 
半ぱの關係からさぅなつて2£0まして，結局二千萬 
圓の四 分の 一の拂 込が 濟めば ，四十 萬 |« を耍 する こ 
とになります、 若し 全 al 拂込 をす ると 云 ふこと にな 
ります れぱ 、數 年を 出で ずして、 其 拂込 金額の 補助 
を 要する と 云 ふ 結果になる ものであります、 而 して 
此 朝鮮に 於て は、 現に 拓殖 銀行 あり、 東洋 拓殖 會社 
あり、 其 他 一千 萬圓 程の ものを 以て 新しく lit 計® を 
立てた、 其 立てん とする に當 つて、 此會 社が 其 資本 
金の 一千 萬 圓を史 に 倍にして •之を 壓 倒し、 其 倍に 
したと 云 ふ 所の ものを 認めて 以て、 之に 許可す ると 
云 ふ 方針を 執られた やぅであります、 で 期の 如き 事 
は、 現在に 於て 即ち 半官半民の 會社 が旣に 出来て 居 
つて、 少から ざる 國 庫ょり 力を入れて 居る ものが あ 
る 上 ほ、 之を して 尙ほ其 事業を 擴張せ しむる ことが 
當然 である、 又 一方に 於て 五十 萬 圓の此 拓殖 事業に 
對 する — 灌槪其 他の 事に » する 計 SI 者に 補 肋を 致 
すと 云 ふ 補助 費 も 出て 居る、 一方は 五十 萬圓の 金を 
以て、 現在の 會社に 或は ーーー 萬 四 萬と 云 ふ 補助を 與へ 
此新 設立の 會 社には 半年に 二十 萬圓 ，一年に 四十 萬 
圓と云ふ補助を爲すと云ふが如き事ほ、甚だ褪衡宜 
しきを 得て 居らぬ のみなら ず此 中には 言 ふべ から ざ 
る齡害 を 含み、 又 言 ふべ からざる 脚 害を 生ずる もの 
なりと 私は 斷定を 致す ので ある， (拍手 起る〕 其 事 
に對 しては 極言を 致したい 事 も ございます るが、 餘 
り 衆議院の 面目と して‘ 左様の 事を 云 ふこと を 好み 
ませぬ が爲 めに、 此邊に 止めて 置きます けれども、 


此會が 突然と 許可を 與へら るる やうに なつた と 云 ふ 
ことに 對し ては、 朝鮮 民は 固ょり、 我が 内地に 於け 
る 凡そ 事業界に 智識を 有して 居る 者の、 最も 憤慨を 
致して 居る 事柄に 屣 して 居る のであります、 (拍手 
起る〕 又 現在 朝鮮の 財政は， 現に 本年 關稅の 如き も 
撤躞の 時期に 至つ て 居る に拘ら ず、 財政 上の 都合 其 
他 多少の 事 m の ある ことは 認めます るが、 之を 延ぱ 
し， 其 他 官有 地の H 却の 處分 をす ると 云 ふが 如き、 
所謂 驛屯 土の 處分の 如き， 餘程 困難なる 財政の 下に 
r の 5n き 新なる、 而も 補助金の 將來增 す べき 性質を 
持つて 居る ものに 向つ て 之を 許 nj すると 云 ふが 如き 
事ほ、甚だ宜しきを捋て居らぬものであります>是 
は 昨年に 於て 我が 不毛の地を 開拓す る爲め に、 衆議 
院には 六 朱の 補助を 與へる 方法を 立て •一方に 於て 
八 朱の 補 肋を 與へる 仕組を 立て、、 貴族院の 排斥に 
依 て 其 案の 成立た ざり し 所の ものょりは •其內 情に 
於て 甚だ 言 ふに 忍びざる 所の 意味を 含んで 居る もの 
であります、 (拍手 起る〕 是等ほ 當然 削除せ なけれ 
ばなら ず、 政 友 會 諸君 亦 自ら 進んで 之を 御 賛成に な 
る ことを、 政 x ir の 諸君の 爲め にも 私は 希菌 する の 
であります •其 他の 事に 對 しては 主として 臨時 ig 事 
費の 削除、 即ち 一億 萬 圓の劏 除に 對 して 意見を 述べ 
やうと 思 ひます， 大正 七. 年 八月 我が 忠勇なる 將卒を 
彼の 冱寒 の甚 しき 西 伯 利に 出兵す るに 至つ たと 云 ふ 
事に 就きましては， 其 原因 其の もの ほ 亞米利 加の 提 
案に 基き •「チ H ック 、ス ロバ ック」 の 救援に 在る 
のであります から、 列 國步武 を 一にして ® 信の 資を 
擧 ぐると 云 ふ 上から ほ、 已むを 得ざる 事であります 
さりながら 旣に亞 米 利 加が 同等の 數を 次で 出す やう 
にと 云ふ筘 閉に對 して、 亞米利 加が 七 千の 兵を 出す 
に、 我は 七 萬餘の 兵を 出す と 云 ふことは、 吾々 は 其 
理由を 今以て 了解し 能は ぬ 所であります、 (「 國民 
には 分らぬ」 と 呼ふ进 あり〕 國 民には 分らぬ と 言は 
れるが 、忠勇なる 國民 をして 死地に 就かし め、 國帑 
の甚 しきを 負擔 する 事柄に 對 して •國 民に 分らぬ で 
も宜 いなど、 云 ふ 言葉を 發せら るる 衆 誘 院議 員が， 
此帝國 謅會に 居る に 至つ ては、 實に蹬 入つ たので あ 
る、 斯の 加き 行砌 を爲 さんと すれば、 必ず 翳會 に提 
出して、 K- 協賛を 求める のが 手順であります， 又 協 
賛を 求める 時期 (3: 十分に 有つ たに 拘ら ず、 之を 爲さ 
れな かつた ので ある、 尤も 是は寺 內內閣 の 仕事に 屬 
し •現 內閣を 左 迄 責める のでは ありませ ぬが、 現內 

一七 四 一 
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閣中 K( =i 理大 15 は： ,/; • 交 :;., 炎 r; の 一人であります から 
調丧& の 内容 ほ ^ 密に屘 して 他に 言へ ぬ ことで ほ あ 
り ませう が、 此琪椚 に 13: 參與 されて 居る と、 私 li 認 
めろ のであります、 而 して 昨年 一 月詨 r7 を 開かる る 
に當つ て ほ、 此 中の 兵 牛 敷を 引 揚げられて， 其 引 撝 
げろに： ? P つた 所の ものを •斯う 云 ふ 風に 説明を され 
て )? T る、 「東部 地方の 狀 態 {3; 聯合 與國の 力に 依り ま 
して 「チ H クク 、スロ バック」 の 救援 及！！* 塊 勢力 
站蕩の n 的も旣 に 達せられました に 法り、 我 hi 隙；； i 
R 地方の 秩序を 維持す るに 必要 だけの 數に 止め まし 
て flll ii 召還す る ことに 致しました」 是が 首 «| の 一月 
1  i 十一 0 の當擠 に 於け る說明 •常時 外務 大 lil (3-. M じ 
やうな. M 味 1 V 言 ほれた 「 一 時 西 伯 利 内地に 孤立 無援 
の狀 態に 在りました 所の 「チ H ック」 眾ほ 忽ち 其 同 

朐； 除 及 友 取との 聯絡を 恢復 致しまして 「チ H ック 

」 nt の 存在を 脅威した る危險 を玆に 排除せられ まし 

て 西 伯 利に 於け る我眾 -¥行励 の 主要 目的は 達成 せら 

れた ので ございます」 而 して 其 先き の 方に 行つて r 

尙ほ當 分 若干の 兵力を 束 部 西 伯 利 谷地に 駐屯せ しめ 

」 云々 とあります 、常 分と ある 此總理 大臣の 演說 • 

外務 大 f:i の 演說に 於て •當 時旣に 「チヱ ック 、スロ 

バック」 の 救援の 目的を 達したり と 云 ふことは 明か 

である， 而 して 其 常時 必要なら ざる 所の 兵は 召 51 を 

致し、 其 ? { 還を された 所の 兵は •約 そ三萵 四 五 千の 

もので ありませ う、 此 三 ? J: 四 五 千の 10: ちに 引 揚げな 

ければ ならぬ と 云 ふ 丘 (を >  何の必 悪 あつて 出した の 

であり ませう、 向 ふで 激しい ill g? が 其當時 あつたと 

も 承らぬ- © 送の 困難、 氣候 の闲 難と 闘は しめる 爲 

めに 出した とで も 沄 ふより 外、 何も殘 る 所は 無い、 

此 JJf さへ 旣に 甚だ 不 I'J 思 謎であります、 國民 (;-. 今以 

て 其® を 了解して ない のであります、 而 して 昨年の 

三月 甚だ 不判叨 なる 事柄に 對して •陸 革 大 K ほ 斯樣 

に 言 (X れて 居る， 昨年 三月 二 十六 n 議會の 確か 終り. 

の 日 C あつたと 思 ひます、 「我 軍事 行 励の 方針 ほ 露 

國の穏 健 分子を 援助して 治安を 維持す ると 云 ふこと 

か、 一般の 方針と 申して 宜しい J 即ち 我 軍の 行動の 

方針は、 ^ 煺 分子を 援け 、さう して 治安を 維持す る 

と 云 ふので あるから、 釋煺 分子に 非ざる 過激派を 排 

除し やうと 云 ふこと を •念頭に 持たれて 居つ たと 云 

ふことは 、此 所で 明かに なり ませう、 而 して 此方 針 

に 依て、 第 十二 肺 團提 ほ此際 彼等に 大打擊 を與へ た 

りと 說 明され て 居る、 一方に (X 首相， 外相 は- 露國 


の 秩序を 柄 持す る爲め に若屮 の 兵を S2 かなければ な 
らぬ •外相 (3: 常 分の 中と 言つて 居る、 而 して 陸 璀 大 
臣 ほ 斯の 如く 說明さ れて 居る， 矢 張 秩序を 維持す る 
と 云 ふ 趣 ^ は 過激派を 描 蕩する と 云 ふ 趣 r( が 含まつ 
て 居つ たものと も 見られぬ こと もない と 同時に、 又 
さう も 見られぬ とも 言 ひ 得る， 甚だ 其 唁の間 に 在る 
ものであります、 さう して 本年の 二月 三日 外務省の， 
所 好に 係る 所の 分科 會に 於て、 即ち 第一 分科 會に於 
て •松 永 君が 陸軍 大坊に 質 間を せられた， 其 質問の 
趣 S- は、 西 伯 利に 於いて 我が 守備を 侵さず、 彼等の 
騷梭に 封して ほ、 2 :政干 渉を せざる 方針に 於て、 定 
めし ^ ? a するな らん かと 考へ るが、 どうかと 云 ふ 質 
問を された、 即ち 我が 守備の 區域 外に 於て、 彼等 同 
士が 騷掇 をす る 時に 於いて， 我が 軍隊 ほ 別に 干渉を 
せぬ であらう と 云 ふこと を 間うた 時に、 陸軍大臣は 
斯う 答へ て 居る 「今の 社® 革命 黨な どの 政治 團體が 
過激派と I 絡に なつて 彼の地 方を 攬亂 するとき は、 
日本は 適當 な處 置を 執る と 云 ふこと を 申し 置き ま 
す」 此 意味 も 甚だ 判然とし ない が、 彼等が 騷擾 をす 
れば 、日本 (3: 之れ を 退治す る •斯う 云 ふ 意味を 含ん 
で 居る かの 如く 見られる のであります、 是れは m 大 
なる 問題で あるから、 少しく 前置が 長い かも 知れぬ 
が 仕方がない、 さう して 陸軍大臣は 一月. 11 十五 日當 
席に 於て 斯ふ云 ふこと を 言 ほれて 居る， 松 永 君の 質 
問の 終りに 「私は 陸軍大臣と して 申 述べて 置きたい 
と 思 ふ 事が あります、 それは 私は 出征軍人に 封す る 
義務で あると 心得ます、 今日の 我が U1 征軍は 千 入 以 
上の 損害を 受けて 彼の 方面に 血を 流して 居ります、 
此血を 流した 賜は 即ち 我が 接 a 地方 南北滿 洲から 南 

部 烏 蘇 里が 今 口の 如く 安定され て 居る と 云 ふこと ほ 

彼等が 血を 流した 賜で あると 云 ふこと を玆に 言明 致 

します」 斯う 言つ て 居る 是 等の 1JJ を 絵 合して 見ます 

と、 陸軍大臣は 此 過激派と 云 ふ もの 我が 勢力範 圍及 

內地に 侵入す る ことを 恐れられて、 之を 防逼 し、 或 

ほ 討 滅の考 を 有せられて 居る ものと 見る の 外は 無 か 

らうと 思 ふ、 即ち 南北 滿洲地 方の 安寧秩序を 維持し 

て 居る ことは、 我が 兵隊が 彼 地に 行つ て ® いたと 云 

ふことの 結果な りと 云 ふが 如きに 至つ ては、 明かに 

過激派は 我が 兵が 行かなければ、 其 思想 及 其 他の 方 

法を 以て， 是 等を 侵す ものな りと 云 ふ 翻 念を 持つ て 

居られる もの X 推測を する 外 ほない、 然るに 總理大 

臣 、外務大臣 ほどう 言つ て 居る かと 云 ふと、 決して 


過激 肢を 討伐す るで もない、 「チ H ック * ス ロ バッ 
ク I の 救援が 目的で ある •成程 昨年 ほ 救援を したと 
思つて 居つ た •か、 まだ 援助し 盡さな かつた ので ある 
故に 今日 之を 救援す るの 必要 あり、 決して 彼等の 内 
政に 干渉す るに あらず、 斯う 說 明され て 居る， 此陸 
軍大臣と原首相並に外務大臣との說明の間にほ、甚 
だ 明 Kf を 缺く點 があります、 陸軍大臣は 恐らく 此過 
激派の 含んで 居る 所の 思想が、 我が 勢力 範凼は 固よ 
〇, 我國に 波及して 來 ると 云 ふこと を 痛く 恐れられ 
て 居る ので ありませ う， 私と雖 も 同感であります、 
さ〇な がら 思想の S 入と 云 ふ ものが 武力を 以て 防止 
すると 云 ふ 如き 事は、 斷じて 私 (X 出 來得な い 次第と 
考へ る， (拍手 起る〕 此思想 の變 化に 對 しては、 努 
めて 國內に 於け る 健 金なる 自由 思想の 發達 を阏 つて 
さう して 間斷な く 政治 並に 經濟狀 態の 改善に 努力す 
ると 云 ふこと より、 之を 防ぐ 途は 無い と考へ る、 ( 
拍手 起る〕 健全なる 自由 思想の 發達で あります、 此 
健 金なる 自由 思想の 發 達を 圖 ると 云 ふに 付て 政 
治 並に 經濟狀 態に 顧みて 之が 改善に 努めなければ な 
らぬと 云 ふこと ほ、 先刻 も此 所で 中した 勞働 者の 如 
き 者に 對 する 施設であります、 即ち 勞働不 能に 立 至 
つた 場合に 之を 救濟 する の 方法、 或は 老！ に 及んで 
砌き 能は ざるに 至つ たと きに 對する 救濟の 方法、 或 
は 職を 失つた 場合に 對 する 處 置、 斯の 如き ものが 備 
ほつ て-さう して 彼等の それを 備 へて 置いて I 即 
ち 是等ほ 彼の 平常 欲する 所の もの、 今 H 物價腿 貴と 
云 ふ もの、 爲に 非常に 彼等の 苦痛が 甚 しい、 「スト 
ラ ィキ」 が 起る と 云 ふ 非 雛 も 起り ましたし、 彼等が 
物價騰 貴の 今日 目前 苦しむ よりも、 まだ それ 以上に 
進んで， 今 申 上げた 如く 勞® 不能の 原因た る 所の 疾 
病 ■或は 年を 重ぬ るに 從 つて、 老いて 働き 得ない と 
云 ふ 境遇に なつた 時の 困 it 、 是 等の 安定を 得る と 云 
ふ 方法を 求める ことが、 彼等の 心理 狀 態に 深く 存し 
て 居る ものであります* 故に 是 等の ものを 救濟 する 
の 方法を 先 づ此に 定めて •さう して 彼等の 傍 道に 行 
かんとす る 者を 指導 改善して 行ぐ と 云 ふ 方法を 執つ 
てこ そ， 始めて 其 思想の 健全を 維持す る ことが 出 來 
る 筈で ある、 c 拍手 起る〕 手段 そこに 出で ず、 武力 
を 以て 之を 防止め やうと しても •到底 其 武力の 下に 
防止め ると 云 ふことは 一時的の もので あつて-決し 
て それが 奏効す る ものでは ない と考 へる、 (拍手 起 
る) 若し 果 L て 私の 想像す る 如き 考を 陸軍大臣が 懷 
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かれて •今日 迄の 3Jf を B されて K o と 云 ふなら ば. 
是は其方法を洱改めにならなければ*効を芡：.るも 
のでは ない と 信ずる、 又總理 大 K の 所？ i 兵を 引 措げ 
る ことの 出来ない の ほ、 居 SK が！ £る- r- tn -、 が M;- 
る， それから 「チ H ック 、スロ バック」 0 :]5 1? もま 
だ 濟まぬ 、過激派の ! f? 來の 行動 も考姐 しなければ な 
らぬ 、故に 今日 撤兵を すると もせぬ とも 言 ふ 時 lyl に 
非らず， 是が 總理大 ST 外 路大 [;1 の說 明の 大抵 要 |» 
であります 、然るに 私は 總理大 LS に IHJ うて 日く 「チ 
エック、 スロ パック」 を 救 is する が 爲め に Jrl - (を 出し 
て 居る と 云 ふ 以上 15: •亞米 利 加も旣 に I 敁 初日 本 
を 促して 提 抑を 求め 來つた 所の亞 米 利 加で さへ 旣に 
「チ K ック 、ス ロ バック」 の 救援を 終れば、 氏を ^ I 
揚け ると 云 ふ 今日に なつて 居れば •我阈 も 亦 「チェ 
ック 、ス c バック」 の 救援を 終れば、 撤兵を すると 
沄 ふこと を 叫 言な さる かと 斯う 間うて 見る と、 今 申 
上げる やうに、 居留民の 關係 ，接 SI の關係 、朝 蛘人 
の 居る 關係 、將來 過激派の 行動の 事を も考撖 しなけ 
れぱな らぬ から、 今 明言が 出來ぬ と 斯う 言 ふ， 私は 
又 問うて 日く、 然らぱ 我 か 居留民が 居る が 爲 めに、 
兵を 今日 迄 出さなければ ならぬ と 云 ふなら ば、 居留 
民の 數が —— _ に此 兵を M かなければ ならぬ と 云 ふ 
程 多數の 人員が 居る かと 云へ ぱ誠に 市街を 成して 居 
る 所に 百 二 百と 云 ふ 課で あつて、 我國 との贸 易 關係 
に 於て 變化 を來 しさうな 貿易の 狀况 にも 居らぬ ので 
ある •然 らば 之を 內 地に 引 揚げる と 云 ふ 手段を 執る 
こと も 差 支ないで ないか、 斯う 云 ふ 事を 考へ ます、 

又 土地の 接 國の關 係と 云 ふなら ば、 我阈の 勢力 蹄 阳 
の士地 に 彼が 暴力を 加へ て來 ると 云 ふ 時に 常つて ほ 
興 接 獲の 地に 相 當の英 備を 致して 以て、 之を 防ぐ と 
言 ふこと こそ 當然で ありませ うが、 深く 露 領の內 地 
に 兵を 散亂せ しめて* さう して 吾が 忠勇なる . 1T- (卒の 
苦を 顧みぬ と 云 ふが 如き 事は、 iK だ 私は 宜しき を煜 
て 居らず と考 へる、 (拍手 起る〕 又 朝鮮人が 居る と 
言 ふ、. 其 朝鮮人の 居る と 云 ふこと に對 しては、 朝鮮 
人の 昨今の 励 作 中には 甚だ 好ましから ざる ものが あ 
る。 或 ほ 朝蛘獨 立の 夢を見て 居るな ど、 云 ふ® が あ 
ります が、 さりながら 我が 領士 内に 於け る 朝鮮人な 
らば •之を 引 揚げる 途が 付き ませう し* 朝鮮人に し 
て 露 國に籍 を 移した と 云 ふ 者であるなら ば、 齊 しく 
露國 民で あるが 故に、 彼等 過激派に 手を 著け ると 同 | 
じ 困難なる 意味に 於て、 之を 如何と もす る ことが 出 一 
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来ぬ 铐で あります， 然らぱ 朝鮮人の 幾分が 居る と 云 
ふことの 爲め に、 兵を存 する 理由 も 一 向 存じない の 
である、 殊に 「チェック、 スロバ ック 」 の 救援と 云 
ふこと に 對 して、 陸 Ig 大臣の 說明せ られる 所. の もの 
甚だ 首尾一貫を 缺 くもの があります -( 大岡 蕺長讓 
長席を退キ、访山||議長著席)それは貝加爾以西の方 
に P1 る 所の ー チェック、 スロ バック」 も 救援を する 
かと 云へ ば、 是 は 彼等の n 己の责 住 に ffi じて 如何 や 
うに もす るが 宜い 、此方から 少しも 救援を しない* 
彼から こつち に 2? る荠を 救援し なければ ならぬ と斯 
う 言は れ る* 玆に r チェック、 スロ バック」 を 救援 
すると 云 ふ 目的を 持たれながら、 其 居る 所の 地に 依 
て 一方を 救援し 一方を 救援し 得ざる と 云 ふ 如き 關係 
に 至つ て 居る と 云 ふこと も、 一 K したる 救援の 趣意 
とほ 言へ ぬのであります、 それは 姑く 措きました 一 T, 

が、 元来 西伯利 の 今日 我が 守備を 致して 居る 所の. 區 

域は， 非常に 照い 範園 I 約 四千 哩の 間で あ''  备 

は 露西亜に 長い こと 居つ た 所の 「ロシアン V ■，丨 リ— 

-- ュ ース」 の 主筆、 米 人 「ヴ H  — ズ牛 1 ■一と 云 ふ 人 

是ほ餘 程 長い こと K 國に 居つ て、 今尙 > ® る V であ 

ります が、 此 人の 1C 見の 一節を 見る. 1 、セ ® 75 亞の 

1 Q11 一州に 於 2 地方に： t」*  |@ 人が 千 八 

百 si から 居る — 千 八 ■EJ 萬 淇 \  ノ ませう —— 千 八 百 as 

か S ろ， 趣の 入の 中に . $ 彼の地 方は is 

說 西 亞 K の 流刑， 即ち ,; ri ゝを 犯した 者 極惡 人を ;?? く 所 

で—、 さう して 其？. 欠 罪を 犯し、 强 ft. 强 

蒸を 爲した 如 高 . •• 氣 の濟も、 彼の ヶレン スキ-に 依 

つて 放 還を した，、 監獄から 放した， 此放 した 所の 者 

力 今 =の過”'ん派の中心を成して )?7 る、即ち # に私が 

玆 に ' w fifl 口 •をした 馬 賊 と N 阀 な もので ないかと 云 ふこ 

とを^^したが、果して此人の說に聰いて見ても、 

簡， 偽 な 者が 其 土裱 となつ て M る、 それへ 彼の 「エス 

エル」 と稱 する 社 曾 主義 ? f —— 政權 のみに tf 4 中す る 

所の 者が 加は つて 居る、 斯の如 くして 到底 lit 四千 哩 

からの 池 方に 對し •千 八 百 萬から 居る 人 n に對 し、 

其 人口の 中 過 中が 旣に 過激派 化して 居る と 云 ふ 時に 

當つ て， 或は 討伐す るが 如き、 或は 討伐せ ざるが to 

き 手殘を 執つて 徒らに 日を 送つ て 見た所が •遂に 此 

秩序の 恢 復 を 見る と 云 ふことの 出來な いと 云 ふこと 

は、 判り 切つ て 居る と 思 ふ， 然るに 秩序 恢復す る こ 

との 出來な いのみなら ず、 之が 爲めに 我 日本の 軍人 

が 彼等の 侮を 受 くると 云 ふこと も 兔れな いので あり 


ます、 何故ならば、 例へ ば 「ィルク ック」 に 居つ た 
所の 日本 兵が， 漸次 此方-に 引 提げる 爲め に、 此方へ 
寄つ て來 ると 1ますれ ,;/ ^, 彼等は硪はんと欲して戰 
ふ 能 ほず、 段々 彼等 , t ぃ退 くので ある-決して 恐る i 
に 足らずと 云 ふ觀念 ■を 抱く と 云 ふこと ほ •無學 文盲 
の 彼等に 於て 免る‘ へからざる 事で ある、 現狀 旣に斯 
の如くなつて的.ると云ふことは，此亜米利加人の彼 
坩 に 於け る 八、 の 意見の 一節なる ものを、 私 ! 3: 紹介に 
该 て 承知し-て 居る、 0「間 » 々々」と呼ふ者あ〇〕此 
問題は！ rm には 行かない、 然らぱ 今日の 如き 方針を 
以て、、 取は 過激派を 討伐す るで もない、 陸軍大臣と 
外務大臣と、 總理大 は との說 ほ， 時々 多少 違 ひます 
るか、 主に 是は彼 が K 抗すれ ば 叩く と 云 ふ位ゐ に、 
陸軍大臣の 說を解 釋致 して、 さう して* 其 他の 總理 
大臣、 外務大臣の 御說 は大 體同樣 なる ものと 解 釋す 
るの ■當で ありませ うか、® する に 到底 此總て の秩 
序 治安を 保たれる ものでは ない、 其證據 に旣に 昨年 
から 今日の 間に 兵を 出して 置きながら‘ 治安が 維持 
されぬ のみならず、 我 理想と して 居つ た 所の 「オム 
スク J 政府なる ものは 倒壊して、 遂に 此過激 派の 勢 
力が 一層 盛に なつた と 云 ふ 事 實に 顧み、 尙ほ 昨今 新 
しく岛 を 出さなければ •日本の® 人の 立場を 維持す 
る ことは 出漱 ぬと 云 ふ 程の 境涯に なつて FT る ことを 
此說明 、此 事實に 依ても、 此西伯 利の 治安を 維持す 
ると云ふことほ出來得ないと云ふことは、明かなる 
事柄であります、 (拍手す る 者 あり〕 殊に 昨年 以來 
我が 國帑 を糜 し、 今日 迄 約 三 億 萬圓の 金を 膝し、 尙 
ほ 將來に 一億 二 千 萬 圓の 金を 糜し 、是は 一億 二 千 萬 
圓は 恐らく 足らぬ ことで あ 〇 ませう-さう して 之を 
繼績 して、 其 間には 彼等の® 勇の 徒の 奇襲を 受け、 

我が 忠勇なる 國 民の 最も賴 みとすべき 所の 將卒を 失 

ひ、 而 して 平時に 在つ ては 彼等に 非常の 苦痛を 與へ 
其 苦痛を する こと も國 家の 爲めな らば 格別で ありま 
すが、 何等の 功を 奏すろ 目途な く、 名義の 茈だ 正し 
からざる 此場 合に 於て、 我が ., ii 斑なる 兵卒を 苦め る 
と 云 ふこと ほ、 私共の 忍ぷ 能 {X ざる 所の ものである 
加 之 西部 方面に 於け る 所の、 即ち 歐露 歐羅巴 露西亞 
の 方面に 於て ほ 如何にな つて 居る かと 云へ ば、 彼の 

「レ-ー ン J 政府の 下に 在る 所の 購買組合、 英國 とは 

旣に 物資の 交換を 始めて 居る と 云 ふこと ほ 明かなる 

事實で あります， 或は 伊太利 佛關 西 is がそ こに 至つ 

て 居る かと 云 ふこと (3; 確言は 致し ませぬ が 英國が 旣 


に 其途を 開いて 居る と 云 ふことは、 是 ほ 蔽ふべ から 
ざる 事で ある、 何と なれば 英國其 物の 食糧、 其 他の 
問題、 是は 英國 民の 今日に して此 物資の 供給を 受け 
ると 受けざる とは、 甚 しき 生存 上の 關 係を 持つ 境遇 
になつて 居る から* 是に 於て 此途を 開きたい と 云 ふ 
ことは 最も 疑ない と 思 ふ、 而 して 其 「レ ニン」 政府 
なる ものは 共產 主義を 以て、 即ち 共產 主義を 實 行し 
た 土地 {S 悉く 引 揚げて、 さう して 小作人に 之を 作ら 
しめ 商業は 悉く 國有 として さう して 經營を させ、 總 
て 國の财 產を 擧げ て國 有に して、 國民 をして 之を » 
かしむ ると 云 ふ 斯う 云 ふ 方針を 執つ たもので ありま 
する が、 併ながら 現今に 於て ほ t- うなつ て 居る、 此 
共產 主義と 云 ふ もの V 主義 ほ 旣に 捨て、 居る ではな 
いか、 土地の 所有權 は 明かに 認めて 居る ではない か 
又 商業の 如き もの も 共同して 之を 爲し .利益を 平等 
に 分つ と 云 ふことは、 當然 公平なる 理窟の やうで あ 
るが、 實際其 局に 當る 者に 於て ほ、 智識に 階梯 あり 
時の 境遇に 依て 違 ひ 之が 自分の 物に 非 ざれば 頗る 偷 
快なる 翻 念を 持つて 盡す ことが？ 3 来ない 爲 めに- 是 
亦 其 3-: 義 は 行は れぬ ことにな つて 居る 「レ- 1 ン」 政 
府は溫 和 派の 最も 忌むべき 所の 今日の 現狀 すら も、 
斯の如 き @ 化を 来し さう して 我が 同盟® の一國 は、 
之と 物資の 交換を して 居る ではない か、 其 下の 組合 
と 云 ふ ものと して 居る 其 組合員は 「レ- 1 ン J 政府， 
即ち 此常 に共產 主義を 持つ た 者が 多分 居る と 云 ふこ 
とは、 掩ふ ベから ざる 事實 である、 歐® に 於け る狀 
况旣に 斯の如 くな つて 居る， さう して 此東 露の 方面 
に 於て (X 前 申 上げる 通りで ある、 lit 時に 當つて 僅に 
三 萬 四 M の 兵を 彼 地に 散 亂せ しめ >  秩 序を 維持す る 
こと も 出來な ければ、 過激派を 討滅 する 手段 も出來 
ない、 其 結果 殘る 所の もの、 彼等を して 遂に 餘計な 
る 日本の 兵が 居る が爲 めに、 此 地方が 意の 如く 治ら 
ぬと 云 ふが 如き 翻 念を 貽す ょり 外. 得る ものは 何も 
無い ので ある" 斯の 如き 事を 繼續 して、 我が 忠勇な 
る國 民を 苦め、 我 忠勇なる 國民ぱ .か 〇ぢや ない、 兵 
卒を 苦め、 さう して 彼等を 甚だ 無殘な る 所の 境遇に 
陷れることを顧みないと云ふことほ、是は御互國民 
として 忍び 能は ざる 所ではない か、 殊に 此 出兵の 宣 
言から 言へ ば、 列國 と步武 を齊 うして 履 信を 擧げる 
と 云 ふ英 、米、 伊、 佛 、支那、 是 等と 協調を して 始 
めた ものが、 之が 他の 列國は 何れも 兵を 引 揚げ 甚き 
に 至つ て ほ、 歐 露に 舞して 物資の 交換を 圖 ると 云 ふ 


事實に 至り、 又 日本の 出兵を 促し 來つた 所の 米國も 
「チ H ック 」 S が 濟んだ ならば 兵を 引 揚げる と 云 
ふ 今日に、 日本 だけ 獨り 之に 殘つ て、 此 無益なる 少 
しも 前途に 向つ て、 方針の 立たざる 所の 事に 當 らし 
め、 さう して 其 費用を 國 民に 强ひ ると 云 ふこと に 至 
ては 國民は 私は、 到底 堪へ 得ざる のみならず、 獨り 
堪へ ざる ぱ かりぢ やない、 此 問題に 對して 、此 協賛 
を 求める 點に對 して、 協賛を 與へな いこと こそ、 當 
然の 處置ぢ やない かと 思 ふ、 k 拍手す る 者 あり〕 若 
し r チェック、 スロ パック」 の 救援が 濟んで 、是 •か 
最初ょり 救援の 目的で 行つ て 居つ たこと ならば、 疾 
くに 此 救援は 濟んで 居る 救 上げて 居る、 筈で ある、 
別に 何等か 意味を 包藏 して 居つ た 爲 めに、 今日まで 
「チ H ック 、ス ロバ ック」 と 云 ふ ものは 彼方へ 行つ 
たり、 西へ 行つ て 居つ て、 東に 戾らな ければ ならぬ 
と 云 ふこと になつ て、 5 ; 過激派と 通じて 居る と 云 ふ 
が 如き 者が 出来て 居る、 即ち 今後に 於て 即ち 此 年度 
內に 於て、 此 「チ H ック、 ス ロ バック」 の 救援の 目 
的を 達する やうに 努力を せらる^ 1 と 云 ふこと に 至れ 
ば、 相當の 成績は ■るで ありませ う、 或 {3; 多少 殘る 
かも 知れぬ が、 殘 ると 致しても、 旣に 西に ®' る 所の 
「チ エッ ク 、スロ バック」 ほ 救援し ない、 東に 居る 
部分 だけを 救援す ると 云 ふなら ば、 其 一部分が 殘つ 
たが 爲 めに、 一部分に 於て 日本 兵を 非常に 多く 此所 
に駐め なければ ならぬ と 云 ふ 必要の、 存在す る箬ほ 
無い と 思 ふ、 相當の 時期を 定めて 彼等に 通哲 して、 
以て 救援と 彼等 自身の 働と に 依て， 速に 本 國に 還ら 
しめる と 云 ふ 目的を 達する 事'  か出来 得なければ なら 
ぬと 私 ほ 考 へる、 斯の 如くして 而 して 一且此 問題を 
打 切る と 云 ふこと が* 是が 政府と して 私は 當然爲 さ 
らな ければ ならぬ 事と 思 ふ、 (拍手 起る〕 尤も 西 伯 
利の 問題は 唯 だ 之を 引 揚げる だけにして* ■總て 解決 
する ことが 出来 得ない と 云 ふ 如き 事情 も、 或は 存す 
るか も 知れぬ、 若し 然〇 とすれば 別に、 上奏して 
大詔を 發せ られ 、费 用を 要するならば、 更に 國 民に 
費用の 協賛を 求めら る、 と 云 ふ 手順を 執らる、 事が 
相當で あると 思 ふ、 (拍手 起る〕 必ずしも 國民 は國 
家の 必要と する 所の 已 むを 得ざる ものに 向つ て、 協 
賛を與 へぬ と 云 ふ 如き 國民 でない と 云 ふこと は>  今 
更めて 申す まで も ありませ ぬ、 唯 だ 今日の 如き 無 方 
針の 間、 徒らに 國 帑を豳 し、 而 して 國民を 損ず るが 
如き 事は 堪へ煜 ない と 云 ふので fe る、 C 拍手 起る) 


T? :w 案 大正 九 年度 歳入 技 / li f/: al 案  矜 览 案 臨時 頂 事费 豫算案 (第一 號 W 


一七 四 三 


-mm 


豫》案大正九年度歲入歲 ;:1 拽鉍案，拽赵案臨時艰讲 |?5 浼筘案(.第|毀) 


七 四 四 


或 (Z 私の 考ふる 所を 以てすれ ぱ>  是が 秩序を 維持す 
| る やうの E 的を 達 -W: んと するなら ば：- 即ち 完全な 
る 政府を 斿 へ、 而して 得 激派の 腐 分まで 致す と 云 ふ 
ことに 致しますならば、 中々 十 萬 や 二 十 萬の 兵を 以 
て 露 ES 全 恐を 統一して 行く と 云 ふ 如き 琪 ほ、 出来 得 
べき W であります まいし. 又 之を 爲さす と 欲する に 
しても、 若し 今日の 過激派、 即ち 西 伯 利に 居る 所の 
過激派なる ものは、 性 H 頗る 好ましから ざる 者で あ 
つて、 其 兇暴なる ?? が 中心と なつて 以て跋 e を 致す 
と云ふことであれば、其害を及ぼすこと (5: 、單り日 
本 ばかりに 非ず、 他の 方而 にも 及んで 行く と 云 ふこ 
とは 常 然で あります るが 故に、 列國 共同の 下に、 EP 
ち列國 協調の 上に 於て 大規椏 の 方針を 立て、 而して 
露 西 ffi の 秩序を 維持す ると 云 ふ 手段に 出 づれぱ 、或 

は 目的を 達する ので ある、 琪 そこに 出で ずして、 姑 

息なる 今日の 逝 方を 以て 想 ^ すると 云 ふこと であつ 

たなら ば、 到 鹿 其 効を： 與 する ことなき のみならず、 

列國 ょりも 疑 (3: れ —— 今 H 旣に疑 ほれて 居る と 私は 

思 ふので ある、 現に 日本の 國民は 、兎角 戰 爭を 好む 

國民で あると 云 ふ 如き 疑を 受けて 居る ことは、 彼の 

日淸戰 承、 日露 戰爭等 の琪 ょりしても 斯の如 き 想像 

を懷 かるる ので ある、 殊に 現内閣の 如き ほ兹に は 藩 

明 打破を 企て、 次に {t. 軍閥の 彼等と 提携し、 ( r 大 

隈內閲 の 時は どう だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 寺 內內閗 即ち 

軍閥內 閣を援 けた、 斯の如 き變遷 の歷史 を 持つ て 居 

らる、 .內閣 に 於て は、 斯の如 き 場合に 於て >  兎 角 外 

國 人の 疑を 受 くると 云 ふ 事 ほ 免る 可から ざる 境遇に 

御 立ちに なつて 居る ので ある、 然らば 今日の 內閣と 

してほ、是等の誤解を避ける爲めにも、成るべく誤 

解を 避けます る やうな 手段を 御 執りな さる ことが 必 

要で ある、 其 必要の 時に 當つ て、 斯の 如き H 的 も 無 

き 事柄に 向つ て 徒らに 國费 を糜 し、 而 して闲 難を 重 

ねて 行く と 云 ふ 事は 何の 必要が あるか， 實に 分らな 

い 事 も此に 至りて は 極れ りで ある、 (拍手 起る) 然 

らば 露國の 將來が 大規樓 の 下に 於て、 此 目的を 完全 

ならしむ る ことが 出 來ぬ とするならば、 又 一の 方法 

が ありませ う、 惟 ふに 今 H の I!i 淸鐡道 の 如き ほ、 旣 

に 機 關車も 又 車輛 も、 總て奥 の 方面に 使用す る こと 

になつ て、 今日は 恐らく 運 轍の 途も絕 つて 居る ので 

ある、 併ながら 是等 ほ 或 勢力 範陶を 保_ する 上から 

言うても >  荧 那の 安全を 維持す る 上から 言うても、 

又 踩剧 民の 今日の 過激派 其 他に 對 して、 物資の 供給 


を： 炎す る S から 見ましても、 此線路 の 如きは、 速に 
i;K s を 始める やうに すると 云 ふこと が 必要なる 事で 
ありませ う、 然らば 此東 淸铙 道の 範凼に 守備兵を S- 
いて、 さう して | 方より 侵 人す る 所の 過激派の 蟲擧 
を 防ぎ、 一方に 於て 勢力 豳 S の 安全を 1 1〇、 又 一方 
に 於て， ig 國 民に 甚 しき 不快の , tr を 懐かしむ る やう 
な 事の 無い やうな 所 SC を 執る と 云 ふ 手段 も、 亦 一の 
策で ありませ う、 斯の 如き 手段を 講ずる の 必耍あ 〇 
とすれば、 別に 手段を 改めて 今 申 上ぐ る ことの 如く 
大正 七 年 八月の 宣言に 對する もの ほ、 一遍 明かに 打 
切つ てし まつて、 更に 新し 学 計 3E の 下に、 或は 大 
詔を 仰ぎ、 或は 國 民の 協 燹を 求む る 等の 手段に 出で 
らる 、ことが 當然 であらう と 思 ふので ある •旣に 政 
府. H ら撤 兵を 宣言す る ことを 求めたい のであります 
が、 言を 左右に 託して、 理由 もな くして 而 して 此撤 
丘 (の 時期を 明かに 言は ぬと 云 ふ 今日に 至りまして は 
已む ことを 得ず 此協賛 の 任に 在る 吾々 が、 必要なる 
要用を 殘 して、 他を 削る と 云 ふことの 手段に 出づる 
と 云 ふこと {X 當然 の » である、 又已む を 得ぬ 事で あ 
る、 (拍手 起る〕 此經 費は 一億 二 千 萬 圓は 本年 四月 
以後に 於て 求めます る ものであります から、 一 億 二 
千 萬 圓 全部 削つ て も宜 いか も 知れ ませぬ が， 或 ほ 此 
兵を 引揚 ぐる 所の 費用、 或 ほ 今日までの 行掛上 、始 
末を 著け る 等に 就て 多少の 餘裕 を存 する 必要 ありと 
存じます から、 故ら に 其 中二 千 萬 圓を殘 し —— 一億 
二 千 萬圓の 內二千 萬 圓を殘 し •而 して 一億 萬圓 を 0!1 
除す ると 云 ふこと に對 して、 私は 賛成す る 者で あり 
ます， (拍手 起る) 此 事 たる や 列國の 感想の 中に 大 
關 係を 持ち、 又我國 の將來 に對 して 由々 しき 關 係を 
持つ 事であります， 今日までの 事柄は 寺 內內 閣以來 

f 大 失敗を 繼續 し、 今尙ほ 其 失敗を 改める と 云 ふこ 

との 手段に 出づる ことを 頗る W 躇な さる、 洵 に御氣 

の爵と 云へ ぱ御氣 の 毒の 狀况で あります が、 國 民の 

怨嗟の！ 9ほ 益々 高くな り、 現內 閣の爲 めに 其 不利益 

を增 加し つ X あると 云 ふこと ほ， 明かに 玆に申 上げ 

て ii: かなけれ ぱなら ぬのであります、 (拍手 起る〕 

' 5 田 副議長 議長 席を 退き 大 岡 S 長復 席〕 

即ち —: ,土哲の御說を排し、濱口君の修正說に賛成す 

る 所の 大要を 述べ 了つ たのであります (拍手 起る) 

〔「議 會が 濟んだ ら草 鞋掛で 旅行して 来い」 「五 

時半 默れ」 と 呼 ふ 者 あり J 

0 識長 /~- 大岡育造君)時間の延長を宣言致して置き 


ます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〔「今更 撤兵が 出来る か」 I, 何を if 言を 言うて 居 
る j  r 五 時半 好い加減に しろ」 「五 時半の 元 
氣が贵 樣等に あるか」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 靜肅に I 兒玉 右二 -® 。 

〔兒干 (右二 君 登 檀 、拍手 起る】 

〇兒玉 右二 君 政治の 事に (3: 私共 甚だ 後 as であり ま 
すけれ ども、 聊か 思 ふ 事を ¥ 直に 申して 見たい と 思 
つて 居ります、 先刻 政 友 會の三 土 君の 御 演說に 失言 
の點 がありまして、 私共 普通 1 ; 擧に 賛成して 居る 者 
は、 少から ず 嫌な 感じを 持つ たのであります、 さり 
ながら 實に 政治の 事は、 朝に 夕を 謀られぬ ものと 見 
えまして、 憲政 會の三 木 君で ありました か、 緊急 励 
11 を 提出 さる、 と、 其 決 s には 確に 多數の 起立が あ 
つたと 思つて、 心丈夫に 普通潠 擧の 前途を 視 福した 
ものであります、 泡に 世の中には ffi 動 政治家の 多い 
ことを 喜んだ ものであります、 さりながら 二十 七議 
會に は、 政友會 諸君の 中から 多數 の® 動 政治家が 現 
れ 、現に 菅原君 も 居られる、 望月 君 も、 中 村 君 も、 
其の 他 まだ 中々 えらい 方が —— 中 村 君は 居られな か 
つたです が、 兎に角 名前の 一人 位は 違つ て も、 兎に 
角 大多數 の 賛成者が 居られた、 (「賛成す るから 心 
配す るな」 と 呼 ふ 者 あり〕 勿論 純理 論の 上に 於て、 
政友會 諸君 一人の 反對者 無き ことを 信じて 居ります 
其 行掛と 感情を 抛つ ただけ の、 勇氣の 無き こと も 信 
じて 居ります、 私共は 現在の 此 政治の 上に 於て、 吾 
吾が 當に爲 すべき 途 、當に 執るべき 途は 此の 普通 選 
擧を措 いて 他に 無い と 信ずる、 故に 此の 大豫 算に對 
しても， 普通 選 擧 の根抵 となるべき 近 かるべき 豫算 
に 賛成せ んと 、私共 ほ 心 窃に 期して 居る ので ある、 
私が 政 友會の 此の 修正にまで も 賛成を する 其の 理由 
ほ、 此に 在る のであります、 私は 少し 齒を 痛め まし 
た爲 めに、 甚だ 私の 言 ふこと が 不明瞭で あるか も 知 

れませ ぬ どうぞ 宜しく . c 「能う 分りました」 「謹 

聽」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 唯今 政 友會の 先 H 片岡 H 溫 
君の 御演說 を …… (笑聲 起り 「政 友會に 非ず」 と 呼 
ふ 者 あり) 是位の 事を 諸君は 御 笑に なつて は、 甚だ 
可笑しい、 憲政 會の 領袖 片岡直 溫岩の 御演說 を聽い 
て、 洵に御 同感に 堪へざ る 所 も あり、 又 甚だ 怪訝に 
堪へざ /.-, 所もぁるのでぁります、私ほ勞跑問題の事 
柄に 就て ほ 願く ば 普通 選擧を 行は れ て、 而 して 後に 


勞 S 問題の 解決を して II ひたいと M つて R る * であ 
〇ま す、 中々 財閥に 關係を 有つ て 居る 人な どに 勞 K 
問題の 解決な どは、 思 も 寄らぬ JJS: で ? > ると 思 ふ 〇 で 
あ 〇ます、(拍手起る>故に勞 |'-. 問四 (0 如きは、財 
Rg の 關係渚 の 口より 仰々 しく 言 ひ 立て 》 K ふことは 
私は ® 民が 甚だ 不愉快に 思 ふと M ふ 〇 であ 〇 ます、 
S3 て 私共が 此大拽 筘 に苡成 をす る 其 根抵は ， H に 我 
新政© が 大預 -W に效 成を する 閱係ほ 、赤 内内 閣の時 
に秸極 的の 出兵に 饺成を したと 云ふ歷 史 に te つて、 
之に燹 成す る も亦國 防の 一で あ 〇 ます C 「のうく」 
と 呼 ふ 者 あり〕 又 吾々 が此 &1 極 的の 出兵を 餅 吹す る 
ときには、 憲政 tr の 諸 封 も 之に 呼號 して、 大に相 極 
的の出兵を稱寶せられ、而して此外交調砰&に居る 
其 時の 原 敬 君、 或は 犬 益 毅君な どに、 極力 反對 され 
たと 云 ふこと も 施 かな sf Iif であ 〇 ます、 私共は 今日 
の 其總て の 問題の 時に 於て， 米國 の提 謎で ある 七 千 
と 云 ふ ものに 對して 、我國 よ 〇七禺 三千の 丘 (を 出し 
たと！ K ふこと を、 之を 外交の 見地より 判 すると 云 
ふこと ほ 頗る 誤つ て 居らぬ かと 思 ふので あります、 
腿 ほ 勝に 在る、 敵の 情勢を 見、. 敵に 對 する 對抗の 次 
第に 依て、 其 時に 於て 私共は 勝敗の 決に 依て 之を 行 
ふ ものである、 何も 過激派を 敵な りと 云 ふ 其 心 術に 
反對 をす る 程、 我が 衆 ^ 院ほ 過激派 化して K- る もの 
でな からう と 私 ほ 思 ふ、 私は 今 諸氏の 御 議論を 承つ 
て、 其 大要を 摘んで 玆に 申します れぱ 、政府は 常に 
與國 協調の 必要を 口に して 居る けれども、 英米 (•£ 西 
伯 利より 撤兵を し、 我 軍 獨り殘 留して 、露國 上下の 
愤怒を 買うて 居る が 云々 と 云 ふやうな ことは、 是ほ 
大に 議論の ある 所で あらう と 思 ひます、 さりながら 
私共 ほ 英吉利が 此協 調の 爲 めに 撤兵した と 云 ふやう 
な ことは、 是は 遠隔の 地で あつて、 本當に 西 伯 利 問 
題に、 精神的に 力を與 國の爲 めに 盡した もので ない 
と 云 ふことは 「タィ ムス」 にも ® いてあります、 又 
亞米利 加が 七 千の 撒 兵を すると 云 ふこと も、 是は亞 
米 利が 辦西哿 に 臨み 「アルバ サ」 の鐵 道に 極力 力を 
用ゐ ると 云 ふ 其の 道理から 考 へて 見て、 亞米利 加が 
此西伯 利 問題に 極力 力を 注いで 居る と 云 ふことは、 
吾々 ほ 信じられない のであります、 私共が 本 當に與 
國 協調の 實を擧 げやう と 致しましても、 私共が « » 
に 西 伯 利 問題を 解決し やうと 思 つても、 中々 米國や 
英國 を賴 みに して、 此 協調の 實を 擧げ 本 , Sr に對西 伯 
利 政策を 定める と 云ふ譯 に ほ 參らぬ のであります、 
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私共は 之に 就て、 D3 に 明治 彐 十九 年頃に 行 はれた 自 
守 的 外交の 根 本義の 政策を 執つ て、 我 帝 國自 衢の爲 
めに、 西 伯 利 政策が 行は れると 云 ふこと が 本當 であ 
らうと 思 ふので あります、 私は 墨 西哿 に對 する 亞米 
利 加の 彼の 「ァルバ サ」 の鐵逍 には、 亞米利 加は 多 
大の兵 力を 用ゐ 、多大の 费用を 用ゐ 、交础 連 ii の 利 
益を 無視して、 此鐵 道を 保 si すると 云 ふこと ほ、 取 
〇 も rls さず 我が n 木 帝阐が 西 伯 利の鍅 道に irl 身の 力 
を 入れ、 凡ての 物を それに 注 人す ると 同一の 識論で 
なければ ならぬ と 思 ふので あります、 出 丘 (の 最初の 
十倍 C 咐加は 、是は 昨 印 確か 淡 政 會の閉 パ 小 太 郎君 
の 御 質問 も ありました、 彼の 「クラ ホ— X 、 キ」 と 云 
ふ處に 敵 兵が 充滿 して 居る 時に r サバ イヵ ル」 の 交 
叉點に 向つ て、 我が 日本が 此交 父點を 早く 占領し な 

けれ ぱいかぬ と 云 ふの が 作 隞計 «; の 一であつた、 烏 

蘇 ffl の 過激派 眾を幣 ffi しなければ ならぬ と 云 ふこと 

も、 兵を 早く 遣る と 云 ふ 急務の 一で ありました、 私 

共は 成程 外交の 見地より 13 ると きには、 是は 主諏と 

戰 ふと 云 ふやうな 問題 も 起る し、 又 唯今 片岡 君の 御 

說のや うな、 さう 云 ふやうな 御葯論 も あるで ござい 

ませう が、 併し 中々 亞米利 加の 渦 激派 の、 所謂 r ボ 

ルシェ 1* ゥイ ズム」 とか 或は 「レット」 とか、 さう 

云 ふやうな 主義の 人では ない、 侵略の 人であります 

現に 「キヤ フタ」 より 「イルク ーッ ク」 に 入り 張 家 

n に 今 ® 入せ ん としつ、 あるので あります、 又 天 山 

南 ?: < よ o fp 犁新賊 の 方に 向つ て 倥 人の 步を 進めつ V 

あるので あります、 铽 共は - L を 唯々 主義の 上から 解 

釋し、之ル.理想の上から解£:すると云ふやうな、さ 

う 云 ふ 新しかつた Jii 近の 吊 說 K の 如き 大涅敎 校の 如 

き見地にほ立たず 1. て、0に日本帝國及黄色人種の 

51 命を 如何にす るかと 云 ふの が、 最大 ^ 務で はな か 

らう かと 思 ふので あります、 度々 政府 (3; 對西伯 利 方 

針を纪 へる と 云 ふ 御 議論 すら ありました、 此讲に 就 

ては 我が 新政 會の松 永 vf など も 斯う 云 ふ 御漭論 を 持 

つて rr られ る、 先刻の 片岡君 の 御 議論 ほ、 a 々にし 

て 松 永 V!- が 分科 科で 言つた 其 ^ の 御說も ある やうに 

思うて肟りました、でありますが、常初は彼の「ザ 

バイ ヵル J の 交叉 點には 1 g 坝の兵 力 約 十二 g —— 過 

溢 派と 想 ふべき 其 多 r/ の 兵が 居る、 ? 1:- 兵力に 對 して 

亞米利 加 七 千の 協調が あると 云 ふ 名の 下に、 同一の 

七 - P を 以て硪 ふ、 是 け H に极劣 なる 事と 思 ふ、 多數 

の 敵に 向って 旣に硪 を 開く 以上は、 外交の 文書の 上 


に 於て、 確に 七 千でありまして も、 其戰ふ 力に 於て 
本當の 力を 以て 戰はな ければ ならぬ と 云 ふこと ほ、 
識者を 俟. -t- とも 明なる 事で あらぅ と 思 ふので ありま 
す、 元來 出兵な どと 云 ふこと ほ、 勿論 兵隊を 陳列す 
ると 云 ふ 意味では ない のであります るから、 此兵が 
K に戰ふ 、 a に國办 の 爲に盡 すと 云 ふ 其 想 味で ある 
とするならば、 米國 撤兵の 跡始末に 對 しても、 相當 
の 始末を 著け なければ ならぬ と 云 ふことは、 是は當 
然 のこと であります、 又外國 人の 援助を 受ける が 如 
き 國民は 、それは 實に 信義の 無き 國民 で、 數ふ るに 
足らぬ ものである、 之を 援け るのは、 日本の 大不利 
益で あると 云 ふ M な 御 議論 も ございます けれども、 
私共が 惟 ふのに は、 朝鮮人 或は 滿 蒙の 人 —— 此滿蒙 
の 人達の 今の 文化の 程度で ほ、 少し (•]: 北歐羅 巴の 空 
氣に艄 れて尻 る 所の 過激派の 爲に 蹂躪せ らる X もの 
である、 黄色人種の 運命 も亦此 一 擧に弊 つて、 實に 
危 いもので あると 云 ふ 私共 IX 感じを 持ちます、 諸君 
の 御考は 如何であります るか 存じ ませぬ が、 私共は 
左樣 に , W ふので あります、 故に 吾々 が 本 當に西 伯 利 
在住の 居留民、 或は 二百 五十 萬に 餘る朝 鮮 人を 保護 
すると 云 ふことは、 荷に 西 伯 利を 保護す るの みなら 
ず、 接 釀の 地を 經て滿 蒙に ir る 所の 我が 日本 帝國の 
多數の 同胞、 多大の 费 用を 投じて 居る 事業の 計 ffi を 
助ける と 云 ふ、 玆に偉 大の 力を 持たなければ ならぬ 
ものと 思 ひます C 拍手 起る〕 諸君 ほ 如何 御考 へで あ 
るか、 存じ ませぬ が 私は 此 日本 帝國の 力を B に笼固 
ならしむ るに ほ •滿 蒙の 地盤を 堅 ® に 建設し なけれ 
ば、 日本 國ほ危 いと 思 ふので あります (拍手 起る〕 
滿 蒙の 將來ほ —— 斯樣な 事を 云 ふこと ほ 宜しくない 
かも 知れ ませぬ が、 日露 戰爭に 於け る 日本の 本當の 

勝利ほ、北滿に於ける凡ての軍需品の充實であつた 

と 云 ふこと ほ、 是は 軍事 專門 家の 各々 唱道す る 所で 

ある、 私共は 滿蒙に 於け る 日本が どん < 注入す る 

其 资木を 搏篚 し、 滿 蒙に 於け る 日本の 將來の 建設と 

云 ふと 語弊が ありませ ぅが、 滿 蒙に 於け る 日本の 平 

和 的の 設備を 充 1? せし むる と 云ふ此 一事を 除いて、 

日本 帝國の 外交 或 {3: 食 糊 問題の 解決は 到底 爲し煜 ら 

れぬ ものと m ずる 者であります (拍手 起る) 私は 眞 

寶に滿 槩の根 本義の 解決を 爲すと 云 ふこと に對 して 

對支放 資の 中から 滿蒙 除外が 現 內閣に 於て 行 (X れた 

と 云 ふ 事に 就て、 非常に 敬® を 表した 者であります 

其 次には 現代の 賤爭と 云 ふ 事に 就て、 國民黨 の 先輩 


鈴 木嵙 ょり 御 議論が ございました、 私 も 矢張り 此御 
議論に も 多大の 同感を 持つ 者であります、 去りな が 
ら 民主主義の 共和 國が 、將 來一國 としての 其對手 國 
であると云ふことほ、どうしても賛成は出來ないの 
であります、 又 現代の 戰 争の 意義 は>  軍人と 軍人と 
であつ て， 一國 のみで 戰が出 来る もので li ない、 即 
ち 社會の 分擔 組織、 人力と 物資との 全力に 法つ て、 
是 ほ 戰の m 來る ものである、 是は 何れの 國も 昔から 
恐らくは さう 云 ふ 事で あらう と 思 ふ、 決して 世界 改 
造の 說に 法て ほ 此事が 新たに 行は れた ものでは なか 
らうと 思 ふ、 私共は 鈴 木 君の 馘 尾に 附して 同じく 改 
造を 唱へて 居る 者であります るが •去りながら 訓練 
されざる 兵隊を 以て 戰ふ べし、 其 兵隊を 突發 的に 國 
民 之を 處理 すると 云 ふやうな 議論は、 甚だ 不徹底な 
蕺論 であると 思 ふ (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり〕 又 
戰爭の 方法が 變つて 居る ■戰爭 の 方法、 即ち 武器が 
進 步 して 居ろ、 或は 飛行機が 出 來たと 云 ふやうな 事 
是も 勿論 其 通りであります、 其 通りであります るが 
睽 审の 方法が 進步 したと 云 ふ 事 ほ、 戰 萌 の絕滅 を 意 
味す る もので (X ない と 云 ふ 事 も 明かなる 事で ありま 
す、 私 13; いやに 灰 かつた ことを 申します るが、 彼の 有 
« な r ピリ ユ ー ストン」 大學 の國際 法の 敎授な る 「デ 
ラウ ン」 先生が、 英國の 今回の 戰爭の 動機を 論評し 
た 其の 論評の 一節 & 中に • !? に學 者の 議論 位 ゐ危險 
なものはない、今回の世界大膦爭の動機ほ、是は「ノ 
ルマン H ンゼ ル」 即ち 英國 の大學 者、 平和論者の 彼の 
「ノルマン、 エンゼル」 の爲せ る 平和 論から、 今日の 世 
界大戰 爭 が 起つ たもの だと 論評して 居ります、 此 「ノ 
ルマン， H ンゼ ル」 の 平和 論 {i 碗 か 早稻 田の 安部 磯 
雄 君が 飜譯 して 出版して 居る やうに 思 ひます、 斯樣 
な 一人の 平和 論ょり -fij: 界の大 戰爭を 惹起した と 云 ふ 
如き、 私 ほ 此 平和 ii 實に好 愛すべき ilf であります け 
れど も， 權威な き 平和は、 一の 奴隷 的の 平和で あつ 
て •眞の 平和に 到達すべき 途ほ 、國民 最善の 努力と 
其 訓練の 力に 依つ， て、 社 會の 平和が 二 疋 して、 其 秩序 
の 安寧の 上に 立つ 所の 人心の 眞價 、社會 的の 自覺が 
■本當 の 平和で あると S, け 思 ふので ある C 「ひや' 

「其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 现に此 頃 死なれた 米國の 
「ル ー ズヴ H ルト」 君 も. 此國際 聯盟の 出来る 時に (3: 
少數 强國の 聯盟と 云 ふこと を •初は 極力 說 いて 居つ 
たのであります、 即ち 「コン サ ー ド、 オブ 、パツ ー ス j 
と 云 ふ 其 昔に 立 還るべく 「ル— ズヴエ ルト J は 極力 此 


國 尚 聯盟を 提案して 居つ たのであります、 斯の 如く 
私共は a 代の 有樣は 民族の 自決に あらず して、 勢力 | 
の 自決な りと 思 ふが 故に、. 眞の 平和が 到達す るの 其 
日は •中々 悠久なる ものであると 私 (X 思 ひます、 國 
際 聯盟の 第八條 には 「聯盟 國ほ 平和維持の 爲にほ 其 
軍備を！ I の 安全 及國際 義務を 協同動作を 以てする 强 
制に 支障な き 最低限 度 迄 縮少す るの 必要 ある ことを 
承認す」 と 明かに 第 八條に 書いて あります、 是が 先づ 
現代に 於け る國 防の 正しき 解 釋と 見て 差 支な からう 
と 思 ふ •此條 約が 維也納 戰 後の 「神聖 同盟」 の 如き 
もので あり. 或は 「へーゲル」 の 平和會 § の 如き も 
のでありますなら ぱ 兎も角も， 兎に角 協同 励 作に te 
る强 制と 云 ふ 以上 ほ， 國と國 との 職 爭を 、國際 聯盟 
は 明かに 認めて 居ります、 此 時に 於て 吾々 の 我 日本 
帝 國の 將來は 如何に 成 行く かと 云 ふこと ほ， 吾々 微 
力な もので も、 大に 心を 痛めなければ ならぬ と 思 ふ 
私 (3: 現在の 日本 帝 國の 有樣は 勿論 軍閥 官僚が 之に禍 
をした こと 4 ありませ う* 或は 「ミリタリズム」 で 之 
に 向つ て 多大の 日本の 帝國 の國 策の 上に禍 した こと 
も ありませ う •さりながら 此 日本 帝 國 の將來 は， 段 
々何れの 國を 見ても， 日本を 排斥す る聲は 高く 今日 
何を 以て 我 日本人の 獨 立の 天地を 求める かと •云へ 
ば どうしても 滿 蒙を 其根據 としなければ ならぬ と 私 
は 思うて 居る、 亞米利 加は 旣に我 日本 帝國を 排斥し 
加奈陀 も 日本 帝國を 排斥し、 比 律賓或 ほ 海峡 殖民 地 
に 行つ て も、 濠 太 利に 行つ て も， 何處へ 行つ て も 我 
日本人は 排斥を 受けて 居る 甚しき に 至つ ては， 僻' 暑 
地に 行く と、 n 本人が 裸になれ ば、 外國 人が 皆 衣服 
を 著て 逃げて 行く と 云 ふ位ゐ 海 辱 的の 排斥を 受けて 
居る のであります、 (「君の 演說の やう だ」 と 呼 ふ 者 
あり〕 私共 ほ斯樣 な 今日に 於て、 我 □本の 國を 建つ 
る 其 基礎を 滿蒙に 置く と 云 ふこと ほ>  私の 議論が 假 
りに 善い として、 而して 其 前に 立つ 西 伯 利の 問題は 
是は國 民と 共に 大に 攻究し なければ ならぬ 事で ある 
彼が 過激敝 主義で あると 云ふ爲 めに、 之に 反對 する 
事は 出來ぬ など、 云 ふ 事は、 是ほ 思 ! 3: ざるの 甚 しき 
愚論で あると 私 ほ 斷言 する ものであります、 現に 亞 
米 利 加が 西 伯 利から 撤兵した， 或は 彼は 民族 目 決を 
唱 へて 居る と、 斯樣に 申します けれども、 彼は 「テキ 
サス j にも 1 .ニ ュ ー メキシコ」 にも、 玖 馬に も、 布哇に 
も •比 律 賓 にも、 其 領土を 璲煜 して 居ります、 昨日の 
新聞に ありました 「サタ デ ー、 レビ ュー」 に 其 亞米利 

一七 四 五 
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•J-,1- 案 大 jE 九 年度 歳入歳出 -/ 5! 览 案 


加 人 1 V& T ろ' 西 ノの 批評の 一 節に、 ^ ra 西 人 (X 
米： SA を 野 人 だと 接 力 批評して 居ろ ■誇く 言へ ば 
子供で、 惡く言 へば 野餓の 如き ものであると 批評し 
て K ります、 其® 後に、 奶蹈西 人 (?. 亞米利 加の m 陵の 
爲 めに、 えらい m 荷を 負 ふて* 非 ? rt* なる 迷惑を した. 
と 苦いて あります、 私共 ほ、 諸 名士が‘ 西怕 利に 出 
兵を した 亞米利 加の 行 励を、 或 <3; 協調と 呼び、 或は； s 
玫 の 兵と 言は れる けれども， 是ほ 恐らく (3; 外交と iii 
ポ の 行 S/J を 混同した もので あつて、 >!5 米 利 加の 其 兵 
力の i>l 狀 に R に 詳しき 者 ほ、 斯の 如き 唞 ほ 申さな か 
らうと 思 ひます、 米國の 現 狀も旣 に K 明なる 諸君 13: 
比 1*1 な 御 承知の ijf である 亜米利加の 我 日ぶ 帝 fel に 對 
する / a 度 も、 ^ な 御 承知の yf である、 此時に 於て 米 ^ 
の 執るべき 手段が、 1] に ! 3: 帝 阈 主義を 排斥し '  日本の 

「ミリタリズム 」 に K 對 する やうな Sr をして ffrl に經濟 

的の 帝 國、； 土 義の發 鹿に 防 心を して、 或 (3; 支那に 或は 

足 西 S に、 成 13: 印度に、 或は 昭領印 度に， 亜米利加の 

勢力を 仲 ぱし て ff る、 亞米利 加の 經濟的 の 帝 國主義 

の 興 展にほ 罟 々之に 深く 注 ^ を拂は なければ ならぬ 

と 思 ふので あります c「 ひや^ 」 「ア ー メン J と 呼 ふ 

者 あり ノ私は 璀備を 持つ て 居る， 武器を 持つ て 居る 

諸 稲の 敵よりも. 我 H 本の 如き 經濟的 の锊 力の 本當 

に 發 R; をせ ざる SI 狀に對 'して ほ、 此亞米 利 加の 如き 

縛 濟的帝 國' r!-. 義の颇 る發 達し ^ lilfr し來 ると 云 ふ 事は 

K に 恐れても 尙餘り ある # であると 思 ひます， 私共 

は 广 「：れほ 何を 言 ふて fr るの か、 今 ほ 豫算斂 議で せう」 

と 呼 ふ漭 あり.) 平凡な 豫算は 論じ ませぬ --, g e J, 今 

は 討論 だよ： と 呼 ふ 者 あり〕 私は 憲政へ B の 諸 先 輩の 

中より‘ 此西伯 利の 出兵を 勅語に 背いて 居る と 云 ふ 

やうな 釣 is> : l!i; も yji りました. 是な ども 私共は 矢 張 多 

少供 ffi に總 ての S 見を 立てなければ ならぬ こと、 思 

ひます、 陸海 軍に 對 する 陛下の 詔の 一 節の 中に 「脫 

今 1-! 逸 H 卜和ヲ 111 シ列國 卜此 慶ヲ同 クス 節フ -1 帝 N 

ノ光滎 卜我力 軍ノ名 啓ト ハ更 ，一汝 等 力 K 務ノ重 キヲ 

加へ 國家ノ 發展實 -一 汝等ノ 努力- 1 待 ツモ ノ多シ 矧ヤ 

他 ノ方面 M 在リテ ハ 朱 夕遽 一一 班 ¢11 ヲ容サ サル モノ ア 

ル ヲヤ」 と 云 ふ © J 語を 拜す るので あります V 私共は 

现代〇瓯仙利の現狀は‘未だ遽に班師を容さゾるも 

の ありと 云 ふこと ^ 斷言す るに till からぬ 者で ありま 

す、 政略の 爲 に、 或 {3: 撾勢 の爲 に、 或は 政權の 

带ム の爲 に‘ ? ■■!: 々にして 外 M に 在る 兵を 取 還した と 

云 ふこと ほ‘ 英國 の歷 钯 にもあります、 埃 及の 軍を 


2 ^  ^ 
班した こと も ある •或 ほ 
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ランス パ ー ル」 の 兵を 
班すべく 政略 的に 反對 した 政览 もあります， さりな 
がら 我：！： 木 現代の 國愦 から、 此滿蒙 の 5Lt 鼓 を 本 常に 
堅固に して， 此上に 立つ 數多の 施設が、 我 日 木 帝 a 
の 大發展 でありと するならば、 其 接埋地 以外に 立つ 
て 其 兵力を 以て 將來の 西 伯 利の 安固 朝鮮 \ の 安固， 
滿蒙 人の 安固を 阏ると 云 ふことは， 金錢 の 計算 打； 3;c 
以外に 必ずし なければ ならぬ， 又 我 日本 帝國の 大使 
命で あると 私 (T. .S ひます、 c 拍手 起る 〖うまい <  J と 
呼 ふ 者 あり) 私の 所說 に InJ つて 或は 諸君は 御 笑 ひに 
なる かも 知らぬ、 私 ほ 衷心ょり 之 -^ 思 ふ 者で ありま 
す、 私共 ほ 此將來 の總 ての 方針、 總 ての 事柄に 立つて 
海つ ベら な H 本 帝 國の其 考を持 つて、 日本人の 其 施 
設が 若し 十 年を 經てば 直ちに 其 事の 了る と 云 ふやう 
な 琪柄で なくして、 鈴 木 梅 四 郎君の 云 はれた やうな 
寧ろ 大豫算 を 立つて 大 設計の 下に 其 世界 改造の 第一 
步に 、踏 川す ことを、 私共は 衷心ょり 之を 希韹 致し 
まする けれども， 矢 張 政府に ほ 政府と して 相 當の施 
設が あり、 相 當の顺 序が ある、 又 陸， 車に 對する 計 a£ 
に 就て ほ ■今 丘 (を 廢 めて 直ぐ 丘 (を 招へ る* 左搦な 一 
夜 作りの 丘 (を 以て、 而 して哦 铜の其 大局に 勝利を 占 
め やうな どと 云 ふことは、 思は ざる も甚 しきもので 
あります、 私共は 本當に 將來の 日本の 國 家を 愛する 
者は、 此滿 蒙を 中心とする 其 計畫の 上に、 而し て此 
一種の 移民 集中 政策なる ものが、 御 承知の 故 小 村 外 
務火臣 の 時に 出 來た ものでありまして、 此方 針に 進 
む 及 ' Ib ’if jjfi 米 利 加は 勿 節、 世界 列 國 一人の 之に 異 
議を唱 ふる 者な ?- が 故に 1 此 設備に 對す る豫算 、此 
設備に 對する 軍事 行 励に 對 しては、 吾々 は滿 腹の 熱 
心を 以て 之を 賛同す るに咨 ならぬ 者で あると 思 ふの 

であります (拍手 起る〕 更に 海軍の 擺張は 頗る 事理 

公明、 消極的 制海權 の 樹立と 外阐 人が 此豫算 を 賞 讚 

したので あります、 私共は 眞 に帝國 自 衞の國 策で & 

ると 思 ひます、 此點ほ 私が 何 か 阿ねる やうで ありま 

する けれども、 此點は 内閣の 誇りで ほな からう かと 

察せられる、 即ち 內閣の 一致 結合を 11 る もので あり 

まして、 陸海 軍の 一致 結合の 鹜固な ると 云 ふこと に 

對して は、 國民 も亦此 軍事の 施設、 軍事の 計 ® に 安 

んじ て、 之を 信賴 する に 十分で あると 私は 思 ふので 

あります、 我 新政 會の中 にも 色々 希望を 有つ て 居ら 

る、 方が あります、 •&• て 寺 內內閣 ほ 生活 問題の ため 

に 倒れた、 其 後を® うて 生れた 原 内閣が、 物價 調節 


に '^ 心せらるると云ふことほ、是は當然の事である 
縱令 通貨 膨脹が 物奶の 主たる 51 因で あらう •かなから 
うが、 通貨の 數 货說 が經濟 的の 空想で あらう が ある 
まいが、 通 H を收 縮して 利子を 引上げる と 云 ふこと 
が 信用の® を收縮 すると 云 ふ 事に ならう がなる まい 
.が‘® に國 民の 中には、 己れ ほ 食へ ぬと 叫ぶ！ 一民は 
澤山居，リます、又國民の實際の叫ほ、斯くの如くに 
米が高くなつてほ ^ ると云ふ叫ほ，私共が眞實の叫 
として M くことの IT 來る ものであります、 此原内 閣 
が 民 本 的に 確立した、 lit 政黨 內閣 を肢 つて 而して 國 
民の 耍菌で ある 活きた 人間に 向つ て、 物價 調節の 根 
木義を 示される と 云 ふ 事は 常 然で あらう と 云 ふの も 
我 新政 會の 希望の 一つであります、 又中產 階級 以上 
の 負 擔に協 する 直接 國税が 國費の 三 割 一分を 占め、 
殘 りの 六 割 九分が 貧富 共通の 消費税に もなる にも 拘 
らず 、中產 階級 以下の 要求、 即ち 生活 問題に 對 する 
根本的の 施政が 無い と 云 ふことは， 甚だ 遺憾で ある 
と 云 ふ 事 も、 是亦 新政 會の 希望の 一 つであります、 
唯々 此 時に 於て 國防 計 © に對 する咐 税の諸 案を 見る 
に、 其徵税 の 方法は 頗る 社會 政策が 加味して 居る、 
現に咐 税案の 委員長で ある 武藤 君は 是は 普通 選擧の 
前提な りとまで 叫ばる のと 云 ふこと に 向つ ては、 aj: 13- 
々ほ 此國 防計畫 の 大部分で ある 其嶒税 の 手段は，© 
富 共通の 爲にな る 利益の ある ものである 「ル— ズべ 
ルト」 が 第一 次の 時に、 此 「トラスト」 に 極力 反對 
して 居りながら、 尙ほ 所得 收 額の 其 r パ ー セン テ ー 
ジ」 を 上 ぼす ことが 出 來なか つた 事を •原 內閣が 之 
を 斷 行した と 云 ふこと に 向つ ては、 是は 賛成し なけ 
ればな らぬと 云 ふ 議論 も， 亦 新政 會の 議論で あ 〇 ま 
す (拍手 起る) 要するに 申す まで もな く 政治は 國利 
民福を 土臺 とする 以上は •私共は 此經濟 の 方面から 
論じても、 日本を して 世界に 於け る爲替 決濟の 市場 
たらしむ ると 云 ふ 事が， 窮極の 目的で なければ なら 
ぬと 思 ふので あります、 私共は 日本を して 世界の 平 
和の 宮殿たら しむる 云 ふこと が •日本人 民の 平和的 
觀念で なければ ならぬ と 云 ふので あります、 之に 就 
て ほ 或は 粗製濫造の 商品を 防ぐ と 云 ふこと も •政府 
の 深き 注意を 入れなければ ならぬ 事で も ありませ う 
或は 實業 家の人 格を 高めて" 眞に 世界に 對 立す る實 
業 家の人 格を 益々 養成し なければ ならぬ と 云 ふ 事 も 
必要で ありませ う， 又 平等には 差別が 伴 ふて 居る と 
同時に， 差別の 中には 平等が 存 すると 云 ふ 翻 念より 


lit 黄色人種の 敎 W を 向上す ると 云 ふこと も、 亦 我 帝 
因の 勉で あると 思 ix なければ ならぬ ので あ 〇 ます、 
又 小 ) II 君が ^ ! fe に饺 成の 時に、 其て： 1 を 洩して 居り 
まする •か 「各省 矜兑の 見 fa 方法 {t 絞 一を !,■•■ いて 居る 
而 かも 事 £? に 浅 かる ものが 少なくない、 政府は 將米 
の豫算 編成に 際して は， 之を 改められん 亦を Ef む」 
と 云 ふこと も、 新政 0- の 希留條 件の 一つであります 
又 昨日 濱田 君の 立肢の 御說 明を 拜 e しました， 其 I 
節の 中に も ■何でも 憲政 捋 は 現. 2 :闐を御 ^- 用を：史に 
なさらぬ、 節つ て 近々 に 新しい 内閣 も、 新しい 政府 
も 出 來るや うな 御 話 も ありました、 又片岡 対の 御 話 
を 隙けば、 政府は 信用す る けれども •どうも 内 [M は 
信用 {3: 出来ぬ， 是ほ御 尤 であり ませう (笑睬 起る〕 
時に 或る 大 財政 家の 如き >  1 人が 私に 申します るに 
ほ 「我 國财政 計 as の ® 睦に徵 する に、 政府の 信用 乏 
しく  •金融 緊縮して、 公 值の鉍 集 1C の 如くなら ざる 
時ほ、常局者は必ず務算編成に節約を旨とし、非鉍 
債 主義の 下に •公似 茭辨の 事業 ?, i を 怒 理し 、以て 財 
政は 緊縮を 謀る と雖 も、 一旦 金融 緩 ts を 吿げ 、公佔 
の發行 闲 _ ならざる に 至る や、 非琛債 主義 ほ. M ちに 
一擲せられ て、 ^ に 躱債を 愼みた る 反 励と して、 公 
债财源 の 事業 S は 陸， 一歳 計 土に 現出し 來〇 、遂に S 
政 計 畫の實 行を 困難なら しむる に 至る」 云々 と 云 ふ 
是ほ何 所から か 斯う 云 ふ 天の聲 として 忠带が ありま 
した 是ほ 私は 濱口 君の 言は れた 近く / II 來る內 聞に ffll 
つて 此磐吿 をす るが 必要と 思 ひます、 5? する に 我 新 
政會は 今日の 時局に 鑑み •而 して 唯々 空論を 以て 政 
務を濉 滞せ しむる、 即ち 片岡 君と 御， 同 論で ありまし 
て、 其 政府を 認める ことの 最も 急なる が 故に， 今日 
の 時局 最も 國肪の 急を 憂へ、 其國 防の 根本 il を 誤ら 
ざる ほ、 最も 政治家と しての！ i すべき 態度で あつて 
此 態度を 外れて 日本 帝國の 安固は 期し 雖 いと 思 ふ、 
故に 此大豫 嚣 に 賛成す る， 併せて 政 友 曾の 预览 に燹 
成す る ものであります、 (拍手 起る〕 

〇讖長 C 大岡育 造 君〕 柏 原文 太 郎君。 

〔柏 原文 太郞君 登壇， 拍手 起る〕 

0 柏 原文 太郞君 私は 鈴 木 君の 修正案に 賛成を 致し 
まして、 之に 反對 する 說に 反對 をす るので あります 
唯今 兒玉 君の 御 說の屮 に、 何 か 鈴 木 君の 提案は 兵の 
訓練で もしない 風の 御 解 釋にな つて 居る やうで あり 
ますが、 鈴 木 君は 決して さう ではない のであります 
政府に 於ても、 當局 者に 於ても、 旣に 其の 計 rlt; J.,J-. か あ 
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.り、 其 希 S?! の ある 改革を する やうに と、 軍政の 上に 
改革を する やうに と 云 ふ 意味に 外ならぬので ありま 
す、 lit 騎兵の 年限 短縮と； K ふやうな る ことは、 當局 
?f も旣 に計盡 をして 居る、 之を 實行す る やうに， 又 
兵役の 短縮と 云 ふこと も 研究して 居る、 又實 際の 戰 
® に 徵し て、 是は m 來 得る 事で ある、 斯う 云 ふので 
之を 货 行す ると 云 ふこと である、 別に 兵の 訓練を 怠 
ると 云 ふやうな 事 IX 決して 無い のであります、 併な 
がら 唯々 玆に 見逃し _い 事は、 此 度の 國防 の計蕺 ほ 
政 友 會內閣 に 於き まして 四 大政 綱の 一、 而か も是が 
今年 上 ぼつて 居る 此國防 計 5!E に 就きまして ほ、 私共 
は 阔防其 ものに 就て ほ'- どうか 充實 させたい、 決し 
て阔肪 を忽せ にす る ものでは ございま y: ぬ、 それ 故 
に 我 國に於 て © に 缺陷あ りと 認めて 居ります る 海軍 

の 計 烫に 於き ましては、 全然 rH] 意を 表して 居る もの 

であ 〇 ます、 併ながら ILt 陸軍の 計 ® 中に 於き まして 

稍々 要を 得ない ものが あるので あります、 それは 何 

であるかと 云 ふと •此 朝鮮の 定員の 增加 並に 此 完成 

期の 繰 上げ、 此 二つの 事であります、 此一 一つの 事に 

就きましては、 預 K の 分科 0- に 於き ましても、 總會 

に 於き ましても、 質問が ありました、 陸軍大臣の 答 

へる 所に 依ります ると 云 ふと、 どうも 是ほ增 加を 繰 

上げを しなければ ならぬ、 濱口 君の 言 ふ 所とは 少し 

違つ て 居ります、 此 所に 斯う 何が ございます か、 要 

すへ に 内地から 兵を 移して 行けば 肺 副の 敎肯 、動員 

の計进の上から、編制に多少の闲雛を來して忍ぴ_ 

い、 斯う 云 ふやうな ことであります、 此 所です、 之 

が 政府 〇 趣意で あれば、 私共は 頗る 裕なる 御 計 © を 

したので ほない かと 考 へる、 軍事 常 局 ^ の 軍事 要員 

の咐 加を 計る と： K ふこと {X •是れ は 固より であ 〇 ま 

す、 併ながら 此の度の 朝鮮の 咐兵 のこと (:• 、 是れほ 

唯々 Ifs いて 蓝けな いこと である， 是れほ 忆 ffl の％ 設 

になる やうな ffi が あるので あります 即ち 兵の 咐加す 

ると 云 ふ、 其の佾 加は 一年 切りで ほない ので ある、 

十二 例 大隊と 云 ふ 即ち 一師 M I 一師國 を 永久に 佾 

すと 云 ふこと になります、 即ち % 師で ある、 吾々 ほ 

朝鮮 二 側 師 M 間 題に 就て は 散 © ■ を阽 して爭 つたので 

ある、 それ故に 此 度の 咐 M に 就きましても •眞 に國 

家已 むを 得ざる ことで あれば 忍びます る けれども、 

忍び 焊るに 之を 忍ぷと 云 ふことは •どうしても 出來 

ない のであります、 故に 内地より 兵を 移す と 云 ふこ 

とは， 若し 之が 不 -|11 能でぁると云ふことで & りま-丁 


れば 、他の 土地への 出兵は 全然： f nj 能の 譯で ありま 
す、 西 伯 利まで も 出兵して 居る 此際 に、 朝鮮の 事 も 
一時的で なければ ならぬ、 永久 的に 斯の 如き 分散 配 
置を して 置く 必要は 無い、 一時的の ものであるのに 
此 m 兵を する ことが 出 來な い、 それが 敎 育に 大分 關 
係 あると 云 ふこと if 何とも 請収れ ませぬ， 此 朝鮮 
へ 兵を 新に 增 すと 云 ふこと も •矢 張 日本 八を 增 すの 
である、 日本人を 增す ので あれば •其 兵 も 矢 張不完 
全なる 敎育 をされ てはいかぬ のであります、 所が 肺 
團に 於て、 師團の 中を 拔いて 朝鮮へ やる と 云 ふこと 
であれば •多少の 非敎育 兵を やる ことが m 來 る、 さ 
うすれば 朝鮮へ 行つ てからの 缺陷も 幾らか 補 ひます 
所が 朝鮮へ 唯 だ 其 儘 やつた と 云 ふこと にします れぱ 
是 こそ 却て 敎育 上に 闲 難を 來しは せぬ かと 思 ふ •又 
斯の 如き 手段を 以て 兵を 增すと 云 ふやうな ことにな 
〇 ますと 云 ふと、 比 一つの 先例を 作ります ると、 將 
來驻だ 不完全なる 兵が 幾つ も 出 來るや うにな り ! 3; せ 
ぬか (拍手 起る〕 一部の 所の 兵を 外へ 遣つ て、 足ら 
なくなる から 之を 又增す •> 斯う 云 ふやうな 事は 軍の 
編制の 上に 餘〇 好ましから ぬ 事で あらう と 思 ひます 
此度 編制 替を 致しました、 詰〇此 砲 丘 r  h 兵、 輜重 
兵 等の 編制替 であります、 編制 替を 致しました 一つ 
の理由ほ，確かに九屮隊編制にしなければならぬ、 
即ち 統一を しな けれは ならぬ と 云 ふ 事が、 一つの 理 
由に なつて 居る のであります、 此事に 於き まして ほ 
實 ほ 充實統 一 以外に ほ、 兵を 殖やす ことほ 如何な も 
ので あらう と 私共 考へ るので あります が •それは 兎 
も 角 も斯の 如くに して 一方に ほ 兵の 統一を 期す る， 
師圈と 云 ふやうな もので 統一を 期す る ものに、 不規 
則なる 兵を 玆に 新に 作る と 云 ふこと ほ 何事で & る、 

それ 程 日本の 陸軍には 大缺陷 あるので あらう かどう 

か、 斯う 云 ふこと が 私共 ほ 朝鮮の 十二 個 大隊の 增加 

並に 完成 期の 繰 上に 反對 する 理由であります、 金額 

ほ誠に少い金額でありますが、意味は贯要なる意味 

が あるので あります、 それから 私共は 朝鮮に 兵員 增 

加の 必要は 認めて 居ります •それ故に 此輸绘 費は 其 
儘に 存して 置く  •之を 収 つてし まひ、 又 臨時費を 皆 
な 取つ てし まう と 云 ふこと になります ると、 是は兵 

を 造らないでも 宜 いと 云 ふこと になります、 增 加の 

必要は 私共 認めまして、 當局老 にもう 一つ 酱發 して 

是だ けの 大擴張 をす るので あるから、 此 位の 所 {3: 御 

辛 棒な すつ た 方が 宜か らう、 斯う 云 ふ 事を 忠吿 する 


者であります (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり) それから 
もう 一つは， 馬 政の 育成 費の 中で、 多少の 輕 減を 致 
してあります 併し 之に も 異議の ある 事であります 
實は 度々 私共 其 時に 臨んで， 馬 政の 事に 就て ix 忠吿 
を 加へ ました けれども， どうしても 之を 採用し ない 
それ故に 此度は 巳む を 得ず 私共の 理想を 實现 する爲 
めに、 此 費用を 削つ たのであります、 それは 何故で 
あるか、 日本の 馬 政 即ち 日本の 產馬 事業 遲々 と 
して 進まない、 此樣な 事で あつて ほ •有事の 日に 於 
て 泡に M ふべき 事であります •當局 者 も 之を 認めて 
居ります-然るに どうしても、 一方には それを 認め 
て 居りながら •之を 開放す る ことを しないので ある 
其 道に 經驗 ある 人は 夙に 知つ て 居る 事で ありませ う 
幼 馬を 飼 ふと 云 ふ 事は* 集合を して 飼 ふと 云 ふこと 
ょり IX •寧ろ 個々 に 飼 ふ， 成るべく 少數の ものを 飼 
ふ、 或は 一頭 二 頭と 云 ふ 少數な ものを 飼 ふこと ほ、 
多數を .集合して 飼 ふょり ほ •非常に 育馬 上に 都合の 
宜い 事で、 馬の 爲め に宜 いのであります、 此幼駒 — 
— 小さい 馬を 陸軍で 飼つ て。 其爲 めに どう 云 ふ 事 か 
と 云 ふと •殆ど 六 億 萬 坪の 土地を 使 ひ、 澤山の 金を 
使つ て 居る と 云 ふ 事は、 何事で あろ か (拍手 起る〕 
若し此 幼 馬 令 飼つ て、 之を 外で な 一 れ _{:卑 用に する 
事が 出来ない と 云 ふこと であれば、 日本の 軍馬を 補 
充 する途 は 無い と 云 ふこと になる のであります， ( 
拍手 起る〕 有事の 日に 當つ て、 さう 幼 馬から 使 ふ 事 
が 出来ます か、 有事の 日に (X 必ず 壯馬を 使 ほな けれ 
ばなら ぬ、 それ故に 育成 所の 內に 於ても、 壯 馬と 幼 
馬と ほ 殆んど 之を 半數宛 飼 ふので あります， 故に 平 
生 壯 馬を 使 ふと 云 ふ 方針を 収つ て， 須 らく此 幼 馬と 
云 ふ ものを 民閭の 事業に 委ねる •さう して 日本の 產 
馬 事業を 獎勵 する、 又 日本の 馬を 軍用に すると 云 ふ 
やうに 能く 馴らす、 其條 件を 民間に® へて •民間の 
有 馬 家に 其途を 得せし む 6 と 云 ふこと が >  日本の ba 
防の 上に 必要な 事で あらう と考 へます、 (： 拍手 起る〕 
此見地 から 吾々 は此 育馬， 育成 費の 五十 萬 圓と云 ふ 
金 (X 甚だ 少い のであります が、 日本の 國防を 國民的 
國 防、 14 の 方で 言 ひます と 民衆化す る •即ち 擧國一 
致で やる と 云 ふ、 斯う 云 ふ 主義を 眞に實 行す る •此 
事に 就て は產馬 事業の 如き もの ほ 最も捷 徑で ありま 
すに fe つて、 此早途 から 之に 掛かる •斯う 云 ふ 方針 
で 之を 削つ たのであります、 此樣な る 事 ほ 泡に 分り 
切つ たる 事で ある、 然るに 此樣な 事にまで 政府が 同 


意せ ぬと 云 ふやうな 事になります と， 励 もす ると 此 
度の 國防案 の 中に 於て、 最も 意義 ありと 認められ ま 
す 所の 要塞の 建設 迄 も 拒まれる やうになる ので ある 
如何に 一 飛行機が m 來て來 た 所が 對外耍 寒の 必要の 無 
いと 云 ふことは •どうしても 軍事の 方の 人が あれば 
そんな si 論は 唱へ られ灯 だら うと 思 ひます’ 所が 是 
は 幾らか 餘裕が あると 云 ふやうな 計 * の是ほ 一つの 
副產 物で (X ないかと 思 はれます、 それ故に 吩税 まで 
して •而も 此大豫 »: の 中に 於て、 本年は 僅に 一億 萬 
圓に 近い 九 千 九 ？ I 九十 萬と 云 ふ ものであります けれ 
ども、 此大體 を 見ます ると 殆ど 日本の 豫算の 牛 分 ほ 
國防費 であります •殊に 三 土 君の 言は る、 通り •十 
三 億 五 千 萬 圓と云 ふ 大豫算 を 前途に 控 へて 居る、 國 
防 費に 於て ! 3; 成るべく 透明に して、 已 むを 得ざる も 
の k 外は 要求し ない、 斯う 云 ふ 態度を 以て 政府 (3; 臨 
んで 戴きたい と 思 ひます、 然る 所 どうも 陸軍 海軍の 
權衡と 云 ふやうな 事が 動 もす ると & る やうな 點が見 
える‘ 國防 はどうしても 打つ て 一丸と する •外の 事 
とほ 違 ふ、 陸軍が 之を 媸張 すれば、 それと 釣合つて 
海軍が 之を 擴張 すると 云 ふやうな 事は、 餘 り : tl: しく 
ない 事と 思 ひます、 それ故に 海軍の 擗 張を 非常に 要 
すると 云 ふ 際には、 成べ く 陸軍の 方は / 11 來るだ け 我 
@ をして、 さう して 扣助 ける と 云 ふ 方針に したいと 
考へ るので あります， 勿論 其 他の 事に 就ても， 臨時 
軍事費 等に 就きましては 色々 御 議論が ありませ う、 
私共 ほ 唯 だ 臨時 軍事費 其 ものに 就て 彼是の 事 (3: 申し 
ませぬ が 兎に角 此 臨時 軍事費なる もの ほ 重大なる K 
住を 含んで 居る 費用で あると 云 ふこと を 一言 致して 
之に 協賛を 與 へます (拍手 起る) それから 敎育の 費 
用、 敎育 上に 於ても 非常なる 大經綸 が あつて、 之を 
行 ほれた と 云 ふやうな 三 土 君の 御說で ありました、 
是ほ 一應は 御 尤 である、 御尤で ごさいます が、 是 は 
各々 立場を 違へ て 居る 故 か 知り ませぬ が、 此議會 に 
於て ほ， 滿場 一致の 意見を 政府が 行つ たと 云 ふこと 
にし かならぬ •各派 纏つ て 建' 議案を 出して" 其 意を 
探つて 政府が 實 行した と 云 ふに 過ぎぬ のであります 
それから まだ  <是 位で 滿 足して K つて {3: 困る ので 
ある 現に 政府の 誇と して 居ります 學制間 題實 施の 始 
末 ほどうで あるか 色々 なま だ 破綻が あります、 又義 
務敎 育の 補助の 如き もの も •是 位の 程度で {± 濟まぬ 
と 思 ふ、 ® 民 it もう 少し 之を 要求す るで あらう と考 
へます、(拍手起る〕私はさぅ思って居ります、で 
一七 四 七 
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すから# + 分た る 成功を 得て 居る と 云 ふ 如きは 少 
L  く 手前 味 ^ に 過ぎる と 思 ひます、 又 私立 學 校の 補 
h •是は 初て です、 初て で ほあります けれども •此 
屯を呍言して，嬰求して屏ることほ‘二年や三年ぢ 
j や ありま： v> ぬ、 ずつ と 前から 私共 要求して 居る‘ 是 
*. 此度内 ％に於て實行されたと云ふことほ>頗る多 
としますが.其額 <3; 随に十七蓖 111 、是 (,>: なものをや 
つて どれ 程の 効果が あるか、 やるなら ばもう 少し 思 
ひ 切つ て やつて 玆 き たいと 思 ひます、 又 朝鮮の 保 謎 
钤社の 四 W を 否決した ことに 就て ほ、 鈴 木から も隨 
分 ft 々と 申されました が、 私は 内閣の 爲め に斯樣 な 
奴 用 ほ 御 m 減になる が S しい、 是 ょり 以上の 事 ! 3: 申 
しませぬ 、要するに 再々 共 1?. 國 防 ! 2 を 中： 眼に して 居 
ります， それ故に 此阈防 S 川に 協燹を 與へ るに 就て 

は、 十分 切 詰めて、 十分 透明なる 計 萬で、 _ が 見て 

も 協 锊を與 へなければ ならぬ と 云 ふ もの だけに 協寶 

を 與ヘる >  斯う 云 ふ 趣 ね で 私共は 此修正 案を 出した 

のであります。 

0 治 崎 flj fv 鼷 長' 

大岡 育造 君) 岩 崎 君 何です か。 

〇转崎 励 君 討論 終結 動 諉を提 m 致します。 

一 「寶 成々々」 と 呼 ふ af あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君) 通 街が あります •原 内閣 總理 

.大臣。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登 檀 •拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君) 昨日 來 大正 九 年度 豫蒭 に關し 

て锊 成の 御 論、 反 對の御 論， 又は 御 希 iy 等， 具 さに 

__ 致した 次第で ございます、 それに 對 しまして 政 

府の 所 i-A を 一 言 致す 次第であります が、 政府の 意見 

は 腿々 本會讓 、豫算 會翳 、又は 所得税 改正 委員# 等 

其 他の 機 愈に 於て 言明 致した のであります から、 玆 

に m ねて 繰 返す の必耍 は 認めない のであります 、併 

しながら 此 場合、 典 中二 一 述べ 置きたい ので ありま 

す、 今回の 豫 览 には 種々 なる 築 件が 計上され て あり 

ますが 殊に m 要なる もの ほ 國 防 充 H の费 用で ありま 

す、 _防 充實の 事は 多年の 問題であります、 又歐洲 

大戰苹 の ® 驗 ょり考 へまして、 現狀の 儘に 差 措く こ 

と は出 來ぬ 、是亦 何人も 異論の 無い 所で あらう と 思 

ふ、 併ながら 今 □まで 之を 提出す る ことの 出来な か 

つたのは ，一面に 於て戰 争は 終りを 告げた のみに し 

て、 此贸驗 に 就て 計 ffi を 立つ るの 暇 もな し、 又 其® 

ffl は 極めて 多額を 要する が 故に、 之に 要する 財源の 


計赘も 立てなければ ならぬ >  彼 此の 琪 情ょり して 今 
冋初め て 大正 九 年度设 览 に 於て 之を 計 班す るに 至つ 
たのであります ， 5¢ 財源と 致して、 所得税 酒税の 砑 
收を 計 :.! C を 致し、 御 承知の 通り 昨日旣 に 本 議場を 通 
過した のであります が、 之に ほ 色々 の 議論 も ありま 
したが、 國 防充. K と 云 ふが 如き ことに 充 つる费 用は 
恒久的 財源に あら ざれば 不確 迓 なる ものであると 云 
ふこと ほ、 殆ど 何人も 議論の 無い 所で あらう と 思 ふ 
故に 所得税 並に 酒稅 の％ 收に 依つ たのであります， 
之に 就ても 物價 調節を 十分に 致したならば、 斯 くま 
での 费用を 要しないで 濟んだ らうと 云 ふ 御_ 諭 も 承 
つた •御 尤の次 §5 であります、 併し 物價 騰贵な る も 
のは、 今日 突然 起つ たこと で ほない ので ある、 歐洲 
大 戰爭 以來 、世界的に も瞵貴 致して 居ります が、 殊 
に 日 木に 於て は此 戰爭の 影響を 受け， 經濟界 の 膨脹 
に 依つ て， 今日の 臉 貴を 致した のであります、 それ 
に 就ても 政府は 其 調節を 怠らぬ のであります が •如 
何せん 此祓雜 なる 經濟界 に 向つて、 急激に 根本的の 
調節を 加へ ると 云 ふこと に 相 成ります れぱ 、直ちに 
經濟界 を 攬亂 する It あるが 故に、®々 言明 致した 如 
く、 經濟界 に 大歷亂 を 致さざる 範圍に 於て、 並に 突 
然不景 氣等 ■の 来らざる 範圍に 於て 其 調節に 努めて 
居る のであります から、 俄かに 効果を 見る ことが 出 
来ぬ のは 已むを得ないので あります、 隨 つて 物 僧が 
調 Mj せられて •斯の 如く 騰貴して 居な かつたならば 
斯樣に 費用 も 5? しな かつた であらう と 云 ふことは、 
P- に ^ ? FJ 朝と しては 词ふ ことが W 來ます が、 ®: 實に 
於て は m 來得ざ る 問題と 考へ るので ある、 又 税制 整 
理の事 も 段々 御 議論 も 承つ て 唐る、 之に 就て ほ 少し 
く 誤解 も ある やうに 思は れる 、昨日 憲政 會の濱 口 君 

の 御 議論に も、 政府 ほ 經濟界 の 安定を 俟 つて 調節す 

ると 云 ふやう に 申した と 云 ふこと であります が. 是 

は 誤解であります、 少く とも 1; * 總 fr 或は 所得税 其 

他の 委員 會に御 出席に なつた 方は、 此誤解 ほ 生じ ま 

すまい、 速記 錄 にも 書いて あります から 1 速 IE 錄を 

御踣 になつ た 方 ほ 左 _ な 誤解 ほあります まい、 政府 

の 申した ことほ 斯樣で あります、 税制 整理は 此 g 會 

を 終れば 直ちに 財政 經濟 調査 會に 付 il して、 成る ベ 

く 速に 希望と しては 次の 識會 にと 考 へて 居ります が 

成るべく 速に 案を 立てて 税制の 整理を 致したい ので 

ある、 斯樣に 申した ので、 經濟界 安定 云々 と 云 ふこ 

とは、 是ほ三 年 か 四 年 先 3- の 問題で ある、 寺 內內閣 


で 一部の 整理 案を 出した 時に、 今日は 硪爭 中で ある 
羥濟界 も 安定 致さぬ、 經： 扣 界の 安定を 待つて 整理す 
べきと 申した ので あ 〇 ます、 其 言驼が 今日まで 殘つ 
て、 經濟界 安 定云 々と 云 ふことの 議論の 根 ?！ 8 となつ 
て E- るので あります、 私の 委員 會で 申した 所は •諧 
會を 終れば 直ちに 税制 整理に 著 手す る， 經濟界 の 安 
定は 無論 侍たなければ ならぬ ので あるけれ ども、 今 
日 ほ 戰爭旣 に 終 •リを 告げ、 經濟界 も 稍々 安定に 向は 
ん として 居る 際で あるから、 税制 整理に ほ 絕 好の 時 
なりと 考 へて 薪 手す る •斯樣 に 答へ たので あるから 
此 言明を 聽かれ た 人は 誤解は ない 窖と思 ふの -C' あり 
ます、 それから 西 伯 利 間 題に 就て 色々 議論が ありま 
した、 殊に 片岡 君な どは 力を 極めて 御 議論で ありま 
したが、 之 も®々 申 -L たこと で、 重ねて 此處に 申す 
必耍も 無い のであります が、 西 11-1 利の 問題に 就て は 
他の 列國 とほ 異なりまして •日本は 單純に ほ 出来な 
いので ある、 此 事は 越々 繰返して 「チ H ック 、スロ 
—ヴ アッ ク」 の 救援を 目的と して 出兵 致した ことは 
大正 七 年 八月の 宣言に 明かで ある ■爾来 種々 の變遷 
を經て 今日は 米國が 撤兵を 致した •併し 米國が 撤兵 
すれば 日本 も 撤兵を する、 米佛が 如何なる 態度を 収 
つたから 日本が 之に 倣 ふ、 斯 樣に單 純に 參らぬ と 云 
ふこと ほ、 第一が 接 讓の地 •第一 一は 居留 人 も 多し、 
又 過激派が 如何なる 態度を 日本に 取る かも 見な けれ 
ばなら ぬ、 彼是の 問題に 抜て， 種々 なる 事情に 依て 
今日 尙ほ駐 兵の 已 むを 得ざる 次第で あるので ありま 
す •今日 It ちに 撤兵を する、 若く は 撤兵を せぬ と 云 
ふこと を容县 に斷 言すべき 時機で ない のであります 
又是 を斷 W する を 以て、 外交 上 極めて 不得策と 考へ 
るので あります、 是は 繰返して 言明を 致す に 過ぎな 
い、 ® 々 申した 事であります、 耍す るに r 反對の 御 
議論 •修正の 御 議論 等 も拜牕 致した のであります が 
根本的 政府と 所見を 異にせられて 居る 御 議論は、 是 
は 致し方ない、 併し 政府と 所見を 興に する にあらず 
して® く 延期せ ょと か、 一年 延期せ ょと か、 延期の 
目的を 以て此 際 削除す ると 云 ふやぅな 御 議論に 封し 
ては、 御 一考を 菌む 、根本の 方針に 於て 政府と 異な 
る 意見を 持つ て 居られる ので. ないならば 、一年 延期 
をせ よ、 暫く 延期を せよ と 云 ふ 姑息なる ことを せず 
して、 此 場合に 於て、 宜しき を煜な い 所は 訂正せ ら 
れて差 支 ありませ ぬけれ ども、 此豫 算 に 協賛を 與へ 
ら れんこと を 希 3¢ する のであります、 今 R の 場合は 
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胶爭終 つて 日 も 巧く、而して列闼{;钙涔的 55 爭も正 
に 盛んにならん とする 今日であります、 所 ^ 胺後轾 
營 ifffi めて 至難なる B.-F g も 到 著 致して K るので あ 〇 
ます、 斯樣な る 時代に 於て、 多少 見る 所 0-- M にす る 
と雖 も、 大局の 上よ 〇此預 W に 13: 十分なる 協 ^ を 與 
へられて 然るべき こと 、 政府 13: 考 へる のであります 
依て柿々なる挝逋論が&0ますが、此3?合、願くば 
政府案に 十分の 御锊 成を 得て、 而して 極めて rn ili な 
る、 極めて 抱雜な る此 時期を、 秩序 的に 經過せ んこ 
とを 希 Ei する のであります (拍手 起る〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎； K の 先刻の 励 謎の 決を 採 
〇 ます。 

fr m ll なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育造对 U 岩 崎 君の 討論 終結の P: 猫に 御 
異議 ありませ ぬか。 

r 「異 _な し J 異識 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御異 ■なしと 認めます c 「反 對 
反對」 と 呼 ふ 者 あり〕 寶 成の 諸 fi- ほ 起立を 求めます 
〔賛成者 起立〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 多數で あります、 仍て 討論は 
終結に なりました、 是 より 採決の 順序を 一 言 致し ま 
す、 大正 九 年度 總豫篮 案 中、 泉 室 25 は 協 饺を耍 求 
せざる 費用なる を 以て 之を 省き 例に 依り 修正 ある 部 
分より 採決を 致します、 濱口 君の 修正と 鈴 木 君の 修 
正と 佐々 木 君の 修正と 同一の 點即ち 札幌控 訴 院毡築 
に關 する 件及獻 納金 を 削除す ると 云 ふこと であり ま 
す、 右の 採決を 致します、 其 採決は ! in 名 投撰を 用ゐ 
ます、 修正 賛成の 諸君は 白 撰、 修正 反對の 諸君は 靑 
票 各々 札を 御 持參 になる ことであります — 閉鎖 
— 氏名 s 呼を 命じます。 

〔田 口 書 IR 官氏 名を 點呼 す〕 

0 錨 長 C 大岡 育造 君〕 投票 漏は ありませ ぬか I 投 
票 漏は 無しと 認めます ^ : 開 l.n[ t 命じます I 開 鎖 
—I 投票の 結果を 書記官 喪より 報 吿 致します。 

〔寺 田 書記官 長 朗證〕 

投票 總數  三百 四十 八 
可とする 者  百 六十 五 
否と する 者  百 八十 三 
f 拍手 起る〕 

〇 穀 長 (大岡 育造 君) 仍て 修正案は 否決と な 〇 まし 
た。 

可とする 議 M の 氏名* の 如し 
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德 吉 
君 君 


菅鈴關 森 菌廣廣 
田 原木 矢 田 月 潮 岡 


松 松 津武富 飯 
田 本末 市 島 田 


賴武 中中 中 鳴 中 頭 土 竹 高高 高 田 高 吉橫神 河 渡 若 岡 小 大小 小 小 _ 戶 西 林 原 原 八 秦井岩 井伊 井® 磯 
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佐々 木 
宮 本 
三 土 
島 田 


宇一郎 君 
_ 之 君 
圭介君 
正路 君 
儀八郞 君 
錠 藏君 
傅 君 
豊吉君 
精一 君 
蜴 夫君 
彰 一 君 
良 介 君 


安太郎 岩 
治 三 郞封 
善 助 忍 
41 爾君 
右衞 門 31- 
悌二 郎君 
九兵衞 君 
W 太 郎君 
耕藏君 
¢№ 1 郎君 
藤吉君 
勘 重 君 
正 年 君 
源藏君 
好 熊 君 
省歸君 
彥作君 
文衞君 
武智雄 君 
武 君. 
安雄 君 
壽雄君 
來太 郎君 
紀 一 君 
武生君 
逸三 君 
忠造君 
俊 雄 君 


井原 百 介 君  井島 茂 作 君 
磯貝  浩君  今 村 七 平 君 
石 田 孝吉君  井戸 文 四 郎君 
石 川 又 八 君  井原 喜 代 太郞君 
岩 佐 善 太—  橋 本 喜 聾 
原  脩 次 郎君  半谷淸 露 君 
早速 整 11 君  濱口雄 幸 君 
西 川 太 治 郎君  本田恒 之 君 
本 間 三 郎君  戶井嘉 作 君 
富 田 幸 次 郎君  大森與 三次 君 
大竹 H  1 君  大律淳 一郞君 
尾 fef 行 雄 君  岡 部 次 郎君 
奥 田 柳藏君 .大 谷高宽 君 
尾 越辰雎 君  苴理胤 正 君 

片岡 直溫君  川 崎 安之助 君 

片木 政治 郎君  加 藤 政 之 助 君 

川 村  惇君  川 崎  克君 

加 膝 定吉君  河 西 a 太 i 

河 野 茆中君  川 村 精 之 君 

加 治 11 衞吉君  河 波 荒次郞 君 

傾 山 勝 太郞君  傾 田孝史 君 

傾 山 金太郞 君  賴母木 桂吉君 

高木 正 年 君  田 中 萬 逸 君 

竹 村 良 g 君  高田耘 平 君 

田 中 善 立 君  高橋久 次磬 

添 田 飛 雄 太郞君  長 島 律 太 郎君 

內跋傳 祿君  長 尾 元 太 郎君 

紫 安 新 九 郎君  武藤嘉 門 君 

村松龜 一郞嵙  鹈澤宇 八 君 

上 村 耕作 君  臼 田 久內君 

野 村嘉六 君  久須美 東 馬 君 

桑原 羊 次郞君  山 口 俊 一 君 

山道 萌 一君  山 田 珠一君 

正木 照駿君  牧 口義矩 君 

松 岡 勝 太 郎君  町 田 忠治君 

前 田 卯 之 助 君  古 屋慶隆 君 

降 旗 元 太 郎君  藤瘅 幾之輔 君 

小 泉 又次郞 君  小 寺 謙 喜 

小 林嘉平 治 君  小山 松葯君 

小 西  和 君  小 池 仁郞君 

綾部 惣兵衞 君  淺野顺 平 君 

荒 川 五. 郎君  安達 謙藏君 


齋藤隆 夫 s  櫻 并庄平 君 
坂 口 仁 一郎 君  桐 瀨軍之 佐 君 
齋藤 宇一郎 君  ® 卯 兵 五郞 君 
佐々 木正藏 君  菊 池 良 一 君 
行 德煺男 君  三 木 武吉君 
三 隅 哲雄君  箕浦勝 人君 
下 岡 忠治君  樋 口 秀雄君 
平 山 岩彥君  森 田  茂 君 
森  秀次君  關  和 知 君 
仙 石  貢 君  鈴 木久次 郎君 
杉 山 東 太郞君  板 野 友 造 君 
今 村 勤 三 君  犬 養  毅君 
犬 飼 源 太 郎君  濱田國 松 君 
西 村 丹 治 郎君  堀川 美 哉 君 
土 井 ffi 大君  大口 喜 六 君 
大內暢 三 君 « 邊  昭君 
川口 木七郞 君  柏 原文 太郞君 
片山太 郎君  高木 益 太郞君 
高戶郁 三 君  中 川 幸 太 郎君 
植原悅 二 郎君  野 口 孝 治 君 
松 本强二 君  牧野 鐵九聾 
前 川 虎造 君  古島 一雄 君 
近 藤 達兒君  小 橋 蓮三衞君 
有 森 新吉君  關  直壽 
鈴 木 梅 四 郎君  砂 田 重 政 君 
今 井 嘉幸君  石 川玄三 君 
橋 本 太吉君  花 井 卓藏君 
堀 尾 茂 助 君  小川 寅 六 君 
尾 崎 元 次 郎君  大林森 次 郎君 
尾 崎 敬 義君  押 川 方義君 

大 蔽 房次郞 君  若 尾 璋八君 

金 杉英五 郎君  金 澤仁作 君 

河 野徹志 君  吉田羊 治 郎君 

s 井藤 四 郎君  田 島 達 策 君 

津田毅 一 君  中 村靜興 君 

上田 彌兵衞 君  松 井 文 太 rjr, 君 

松 浦與三 郎君  越 山 太刀 三 郎君 

赤 木 ffi 一君  佐々 木 平 次 郎君 

北 田® 三 郎君  北 井 彼 治 目 君 

岸 本 賀昌君  平 田 健 太 郎君 

黑須龍 太 郎君 

否と する 議 fl の 氏名 左の 如し 
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则 元 由 席 君 
野 田 卯太郎 封 
H 藤 吉次君 
熊 谷 直 太 君 
藏 內次郞 作 君 
八 木 逸郎 君 
山 內範造 君 
前 田米藏 君 
丸 山 豊治郞 君 
松 浦 五兵 偽 君 
松 田 源 治® 
福 井 三 郎君 
小久保 喜 七 君 
兒玉 亮太郞 君 
遠 藤 良吉君 
秋 本 喜 七 君 
秋 山 金 也 君 
穴 水 要 七 君 
赤 間 嘉之吉 君 
指 田 義雄君 
齋藤珪 次 君 
佐々 木 文 一 君 
佐 藤 喜 八 君 
齡田淸 兵衞君 
木 村 政次郞 君 
南 澤宇忠 治 君 
淸水市 太 郎君 
志々 目 藤彥君 
匹 田 銳吉君 
百 瀬 淸治君 
毛 里 保 太郞君 
元 田 W 君 
淸  崙太郞 君 
諷訪部 庄左德 門 君 
菅野傳 右 衞門君 
石 原 正 太 郎君 
林  平 四 郎君 
小川 鄕太郞 君 
佃  安之 丞君 
中 川 隣 之 W 君 
松 本 誠 之 君 
松 永 安 左衞門 君 


尙君  今 井 今肋妇 
敬 君  岩 崎  g il' 
敬 之 助 君  石 射 文 S 郞君 
重 君  池 田 龜治君 
角 五郎 君  生 田 和平 君 
一高 対  一宮 房治郞 君 
義雄 vr 鳩 山 一郎 君 
豊 肋パ  生 原 忠右衞 門 君 
宗 :'• >•, 原  敬 君 
佐 之 治  林  毅隆君 
十 r-  萩  亮 @ 
爲良 し  西 村 正則 君 
種禮〇 ；；  堀 切 善 兵衢君 
權之助 君  床 次 竹 二 郎君 
軍吉君  長 田桃藏 君 
信藏君  尾見濱 Jf: 郞 s 
溫君  大島 宇吉 君 
平吉君  小 田 切 磐 太 郎君 
五郎 君  .奧田 龜造君 
藏次 郎君  岡 崎 邦輔君 
榮君  奧田榮 之 進 君 
幾 造 君  渡 邊陳平 君 
祐策君  粕谷義 三 君 
哲太君  川原 茂輔君 
長久 君  吉植庄 一郎 君 
千 之 助 君  米 田 ® 君 
正隆君  田邊熊 一 君 
光威 君  高 鳥 順 作 君 
順 之 助 君  攏  正 雄 君 
唯一 郎君  高 橋 嘉太郞 君 
辰 二君  田中隆 三 君 
本吉君  高見 之 通 君 
明 太 郎君  坪 田 十 郎君 
全 次 君  土 屋淸三 郎君 
元貞君  根本  正 君 
萬 次郞君  中 村 喜 平 ® 
文 四 郎君  中 橋德五 郎君 
啓 次郞君  成 田 榮信君 
寅 次 郎君  長峰與 一君 
六 三 郎君  村 野 常右衞 門 君 
金吉君  漆  昌趿君 
總 明君  上野 松 次 郎君 


一、 七. 四 九 
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一七 五 二 


して、 北海道の 此函鉈 の 控訴院の 7 If 件の 增加と 云 ふ 
ものを 見ます と、 ^ く 八十 件 位ょり 無い ので ありま 
す、 此 八十 作の 增加 に te て 急速に 阐 誼 の 控訴院を 札 
姐 (- 移さん ならぬ と 云 ふ 理由を 發 見し 得られな いの 
であります、 それからして 此 北海 逍の人 民から 申し 
ましても、 今日 產菜の 開發と S ふこと に 付て、 大に 
力を 逛 して 居る ことであります からして、 行政官 鼦 
などに付きましてほ、大に配置併合に付きまして謬 
論が あ 7, のであります が、 又 北海 ii に 行き •* して 控 
訴院を 札 幌に 移さん ならぬ と 云ふ錢論ほ、獨り札幌 
に 止つて、 其 外に {i 此睬は 無い のであります、 小 ©. 
に 於き ましても、 室购 、釧路 に 於き ましても、；！ 館 
控訴院を 札幌に 持つ て 行かな けれ •はならぬ と 云 ふ議 
論は 一つ も 無い の '. あります、 喵 政府の 便 K 上 若く 

は 二 三の 要 §i に 佐つ て、/ 司法 省は 之を 移 轉する 事に 

なつた のであります、 Ilf' の 如く 北海道に 於て 朱 だ此 

官 廳の移 g を 格別耍 頌しな い 今 n、 增税を 要する 今 

日に 於て、 此控訟 院 を札幌 に 移： 一す る 必要は 金 然無 

いので あらぅ と 私：！ i思ふのでありま T 、(拍手する 

者 あり〕 政 /,/ •會の 諸君 ( r 簡 ® 」 「分つ た」 と 呼 ふ 

者 あり〕 此問 題に 付きまして ix —— 此不 急の 問題に 

付て は、 與满 並に 諸君に 向つ て 好意を 表せら るる 所 

の； 止 交 供 樂 部、 或は 國民緦 の 諸君は 反 對の 決議を 致 

して K るので あ 〇 ます、 c  r ひや^-^」 と 呼 ふ 者 あ 

り) 與越の 諸君 旣に 此の 如く 反對 し、 不急の® 業で 

あ ると 云 ふこと を 言つ て 居らる るので あり -f すから 

して、 政 友 會の 諸君 も此 一つの 费 額の 爲 めに 强いて 

其說を、；土張せらるることなしに、願くほ此札幌移轉 

說の 中止に 付て 一考を 煩は されん ことを 謅 むので あ 

ります、 尙ほ新 政 科 其 他 無 所屬の 諸君に 向つ て も、 

此點に 付て 御 一考を 煩は し、 之に 反 對を表 明せられ 

んこ とを |« んで 希 ® 致す 次第であります。 

〔拍手 起る〕. 

0 岩 崎 1!| 君此 法案に 對して 赞 否の _論 は 旣に盡 さ 

れて 居る と 認めます るが 故に、 此兩 案は 共に 委員長 

の 報告に 反 對 して、 第二 If 會を 開くべし との 決定を 

與へら れんこと を 聞み ます。 

0 議長 0 K 岡 育造 君'  まだ 通吿 者が 一人あります、 

砂 田 君の 通 街が あります" 

0 砂 田 ITT : 政 f1; 私は 通吿 致して 岡き ましたが、 旣に 

議場 も 何となく 惰氣を 帶びて 居ります から、 唯々 一 

言此席 から 申 上げて 私は 終りたい と 思 ひます、 lit 控 


訴院の 移 ST 問題に 付きまして は、 旣に is 論の 大嬰を 
遨 して 居ります が、 一體長 崎の 控訴院の 移 一問 題の 
起り ました 時に、 政 友 0 の 諸君から 寄附 金に 依つて 
裁判所の設立をすると云ふことほ、科判の威信に關 
すると 2;* ふ ^ 味に 於て 反 對 の御蓺 論が あつた ので あ 
ります、 然るに 此の 御 謎 論の あつた 政友會 の 諸君が 
(「登揋々々」と呼ふ者あり〕今冋札幌の移|?に付 
きまして、 寄附 金に 依つ て此 裁判所を 建築を すると 
云 ふこと をされ たなら ば、 私は 以前に 政 友 會の諸 哲 
が 主張され たる 言葉と、 今日 中： 張され る 言葉との 間 
に、 非常な 矛 (if が 出 來ると 思 ふので あります、 政 友 
會の 諸君 ほ 激略 の爲 めに 此問 題を 利用され ると 云 ふ 
事 ほ 無論 私 (3: 左樣な 事 實は 無い と 云 ふこと を 確信す 
るので  10 ます、 果して 然らば 、齒 には 寄附 金に 依 
ると 云 ふこと (t いけない と 云 ふ 主張を せられ、 今回 
ほ 之を 宜しい ものと 御 認めになる と 云 ふこと になり 
ますと、 少なくとも 政友會 の 諸君は、 此蒂附 金に 依 
る趄設 と 云 ふ 問題に 就きましては、 政治を 弄ぶ もの 
であると 云 ふこと を 私は 確信す るので あります、 私 
は 此意 味に 於て 此 寄附 金に 依る 設立と 云 ふ i>i には 絕 
對 に反對 する 者であります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 大岡育 造 君〕 是は二 案を 一括して 議題に 付 
しました のでありまして 、報告は 御聽 きの 通りの 程 
度であります るが、 別々 に 採り ませう か。 

〔 r  - 括して 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育造 君) 一括して 決を 採る ことに 致し 
ませう。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 委員長の 報吿は 否決で ありま 

す、 反對の 原案に 付て 決を 採つ て 見ます、 原案に 付 

〔「委員長の 報吿を 誰が 否決し ました か」 と 呼 

ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長の 報告が さうな つて 居 

ると 云 ふこと であります、 兩 案の 第二 讀會を 開く や 

否やを 御 諮り 致します、 第二 讀窗を 開く に 御 異議 あ 

り ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます。 

0 岩 崎 16 君 直ちに 此兩 案の 第二 1® 會を 開き、 三® 

會を 省略して 委員長 報吿 通り (「のう <」 と 呼 ひ 


笑彈 起り •議場 騷然) 間違 ひました。 

0 議長 へ 大岡 育造 SO 聞え ませぬ —— 靜肅 に。 
0岩崎動君直に兩案の第二_贫を開き第彐讀伶を 
省略して 委員長 報 rf に ft 對 し、 原案の 通り 可決 確定 
せられん ことを II みます。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 岩 崎 動 君の 励 ii に 御 異議 あ 〇 
ませぬ か。 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 然らば 直ちに 兩 案の 第二 li 會 
を 開 ^ ます。 

函館 控訴院の 移轉 に關 する 法律案 第二 讀 
會 (確定 議〕 

大正 二 年 法律 第 九號中 改正 法律案 第二 
會 (碗 定議〕 

t  r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御異 翳なければ 三 讀會を 省略 
して、 兩案 共に 原案 通り 可決 確定 致しました。 

〔拍手 起る〕， 

〇 岩崎勸 君 日程 第五 以下に 對して 延會の 動議を 提 
出 致します。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 御 異議は ありませ ぬか。 

C 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
延會に 決しました、 本日 ほ 是 にて 散會" 

午後. P 踣 S 十九 分 镦會 

〇 穴 正 九 年 一! 月 十四 EI (土 
午後 一時 十九 分 開議 
議 事 B 程 第 十二 號 

第一 議院 法中玫 IE 法律 葉 (龇腑 ) 第 i 會の 
續 ( *1 長)  — 

第 II 朝鮮に 於け る國 勢調查 に關 する 法律案 

(雛 晒) 第 |讀 會の續 (_ 韻 長) 

第三 公債 金特别 ■計 法案 (徽腑 ) 第 一讀會 の 
續 (委農 )  ，提出、 

第 四鐵道 國有法 中 改正 法律案 (馳腑 ) 第一讀 

第 S 道路 公債 法案 (撇珊 ) 第| 請 ©• の續 (雛 
吿.' ) 

第 六國債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 


「V  一 1 :.. r:: ': :j 

第 七 家 祿* 典祿这 分 法 施行 法 中 改正 法 a 案 

(撇 _) 第 15S (鰣 1) 

第 <  I 事！ |公 « 法 ^. 撇舰) i の； B 

第 九— 公— 中改. 止 法律案 (獅抓 ) 第 

一讀 @ の 嫌 { Sc it-M r y 

第 十 朝鮮 事業 公 . fa 法 中改 i£ 法律！！^ ) 第 
52 见 II 長)  .？ 

第 十 I  1 ^裁事 業 公 倍 法中改 IE 法律案 (級 腑) 
第— sm  一 
涪十 11 樺 太 事業 公 倍苷中 改正 法律案 
第 ISS 里 _§長 一 

第 十三 衆 |« 院 ぶ員選戀 ^ 中改正法律案 ^ 描 
瓶 fl) ss lia 

第 十四 衆 請 院 1 法 中 改正 法律案 (f 捣 

Is l r ®  1  _  S 

第 十 S 衆 til 脘謅 員 il 塑法中 改正 法律案 vc !» 

捃提) f 
第 十 -I ハ府縣 制 中 改正 法®®  (J ZIn l is 腿) 第 
~i  i 

第 十 セ 1 中 改正 法律案 (狀 ~n gj 傾) 第 | 
讀畲  ） 

第 十八 市制 中 改正 法® 案 腊) 第 I 

響  -グ彳 

第 十九 町村制 中 改正 法律 A g ZIP 5 奴 服) 第 
1  _  i  — 

第 li 十 北 法 中 改正 法律案 ^: g 筒 撇 I) 

第一 讀會 

1 十一 府縣制 11  (職 蹄 1  碰腿) 

第一 讀會  . 

第一 一十 II 郡制 中改 i (職 織 鱗 _腿) 第 

, I 響  夕 ■> ■: 

第一 一十 = 市制 中改 i_ v® lf 綱 撤腺) 0 
i®  _ . 彳 . 

1 十四 町村制 中改 ,t£ i 薬 (瓶 馆摘搬 瞄) 

第一 讀酋 

〇 議長 (大岡 育造 討〕 諸般の 報® があります。 

〔原 田 # IB 官朗讀 一 

一 今 十四日 政府ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
作業 會計法 中 改正 法律案 


院謎衆 會露阈 帝冋 二十 PM 第 


海軍 燃料 廠の 石炭 煉炭 父 ほ 燃料 汕の買 入に 關す 
る 法律案 

一昨- hi: 日 議員ょ 〇提 m せられた る識案 左の 如し 
新聞紙 法 中改 JH 法律案 

提 川 者 前 川 虎造 君  近 藤 達兒君 
決 il 案 

提出者 武富 時敏君  片 岡直溫 君 
藤琛幾 之輔君  箕浦勝 人君 
滇口 雄 幸 君  坂 口 仁 一郎 君 
早速 整爾君  柵 涵軍之 佐 君 
一昨 十三 日 議員ょ 〇 提出せられ たる H 問 主意 書 左 
の 如し 

内務大臣の 言責に 關する 質問 主意 醫 

提出者  小山 松 K 君 

眼 H 外米 不正事件に 關する 質問 主意 害 

提出 -? f 田 中 萬 逸 君 

r 左の 報 带 は 朗 _ を經 さる も參照 のた め玆に 

棋載 す〕 

一昨 十 H 日 衆議院 規則 第 十五 條但書 に 依り 議長に 
於て 辣席を 左の 如く 變更せ り 
三 四〇淺 野 順 平 君 三 九 八 m 中 萬 逸 君 
四 〇一 小 泉 又 次郞君 四 0 三 前 田 卯 之 助 君 

四 四 七 桑原 羊 次 郎君 四 5T 九 腿 口 秀雄君 

一昨 十一 ii H 明治 四十 年 法律 第二 十一 號中改 正 法律 
案委 R 森秀次 君辭 任に 付 其の 補 缺 として 行德煺 

男 君を P 長に 於て 選定せ り 

一阼 十三 日 委員長 及理琪 互 選の 結果 左の 如し 

小額紙幣闰行鵾锫に關する法律案外一件委員 

委員長  尾 見— 響 

理事  金 澤仁作 君 

朝鮮 聞院 及济 生院 特別 會計法 中 改正 法律案 委員 

委肖長  米 田  ■君 

理事  近 藤 達兒君 

明治 四十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案 委員 

委員長  秋 田 寅 之 介 君 

理事 _ 南 澤宇忠 治 君 

一高 松 正道 君 I 日程に 先ち まして 議事の 進行 上 

に 付て 一言.： と 呼 ひ 「まだ 會溝を 開いて 居り ま 

せぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇認 長 (大岡 育造 君〕 會誘を 開きます。 

0 高 松 JH 道 君 K 事の 進行に 關し發 言を 求めます。 

0 誘 長 (大岡 育 is 君〕 高 松 君に 許可 致します。 


〔拍手 起る〕 

0 高 松 正道 君 本日 國民の 糊 利に 關 します る 普通 選 
擧法 案の 上程せ ら るるに 際しまして、 國民 は齊 しく 
此重 大法 案の 議事を 聽かん ことを 希望して、 此 議院 
に蜡 集す る ものであります、 然るに 聞く 所に 依り ま 
すれば、 本日 傍 聦席內 には、 多數の 私服 鱉官が 潜伏 
して 居る と 云 ふ 風説を 聞く のであります、 (拍手 起 
る〕 此點 に付きまして 私は 議院 法 第 八十 六條に 饯 つ 
て、 議長は 之を 指撺 をされ たのであります か、 若く 
は 議院 規則 第 百 八十 條乃至 第 百 八十： A 條の條 項に 依 
りまして、 之を 御 許しに なつた のであります か、 果 
して然 りと 致します るなら ば、 吾々 は此 議場の 神聖 
を 保つ 上に 於て、 此事 態を 明かに したいと 思 ふので 
あ 〇 ます、 苟も 我 憲法に 依つ て 保障せられ て 居る 所 
の此鬪 場は、 至つて 神聖な ものであるに 拘らず 、此 
風說の 如くん ぱ 、吾々 は 醫官の 監視、 婷官 の® 迫の 
裡に此 法案を 進む ると 云 ふことは、 甚だ 心外な 事で 
あらぅ と 思 ふので あります、 (拍手 起る〕 此點に 付 
きまして、 明快なる 御 答 辯を 傾 li したいと 思 ひます 
0 議長 (大岡 育造 S) 奇怪な 事を 承る もので ありま 
す、 此讓 場には 內 外人、 官民、 荀も傍 聽券を 持つ て 
居らぬ 若を 入れた ことは 無い 筈でありまして、 此處 
に 潜伏す る 者な どの ある 筈は 無い のであります、 御 
安心 下さい。 

〔「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 岩 崎勵君 議事 日程 變 更に 關 する 緊急動議を 提出 
致します、 即ち 劈頭 玆に政 府の 同意を 得て、 日程 第 
十三ょり 第 十五に 至る 衆議院 熟 員 選 擧法中 改正 法律 
案、 此三 件を 議題と なし、 順次 第 一讀 會を 開き、 提 
出 者の 說 明を 求められ、 1!. つ 其 ® 議を 進められん こ 

とを 望みます。 

〔「賛成」 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 日程 變更の 動 熟が 出ました、 

異謅な しと Is めます、 仍て 日程は 變更せ られ ました 

—— 政府 も Fi] 意を 表しました、 日程の 第 十三を 議題 

と 致します - 島 田 三 郎君。 

第 十三 衆議院 戴 員選擧 法 中 改正 法律案 

C 武富時 敏君外 六 名 提出) 餡 一讀 

會 

衆識 院議 員 選 擧法中 改正 法律案 

衆議院議員 選 擧法屮 左ノ通 改正 ス 

第三 條屮 「町村 ノ事 務ノ全 部」 ノ下二 「又 ハ 役場 


事務」 ヲ加フ 

第 八條 第二 號及 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

二 選擧 人名簿 調製 ノ 期日 迄 引續キ 滿六 箇月 以 
上 同一 選 擧區内 -I 住所 ヲ有 スル 者 
三 獨立ノ 生計 ヲ營ム 者 
第九條 中 「年限 J ヲ 「期間」- 1 改ム 
第 十條屮 「滿彐 十 年 以上 J ヲ 「滿 二十 五 年 以上」 

-1 改ム 

第 十 一條 第三 號ヲ 左ノ如 ク改ム 

三 六年ノ 懲役 又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 二 處セ ラレ タ 
ル 者 

四 六 年 未 滿ノ 懲役 又 ハ 禁錮 ノ刑 二處セ ラレ 其 
ノ 執行 ヲ終リ 又 ハ 執行 ヲ受ク ル コト ナキニ 
至 ル 迄 ノ者 

第 十三 條第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

政府 二對シ 請負 ヲ爲ス 者 及 其ノ 支配人 又 ハ 主卜 
シテ 同ー ノ行爲 ヲ爲ス 法人 ノ無限 責任 社員、 役 
員及茭 配 人 ハ 被 選擧權 ヲ有セ ス 
政府 ノ特 別ノ 保護 又 ハ 監督 ヲ受 クル 法人 ノ 無限 
責任 社員， 役員 及 支配人 ハ 亦 前項- 1 同シ 其ノ法 
人 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 指定ス 
前 11 項 ノ^ X トハ發 起 人、 肢締 役、 監査役 及 之 
-Iff スへキ 者 並 淸算人 ヲ諝フ 
第 十四 (trc 官吏 ハ 勅令 ヲ以デ 指定 シタル 者 ヲ除ク 
ノ外被 選擧 _ ヲ有 セス 但シ 退職者 ハ此ノ 限-一 在 

ラス 

選钯 事 務二關 係 アル 吏員 ハ 其 ノ選 擧區內 -1 於 テ 
被 選擧嵇 ヲ有 セス 

選舉 事務-一 關係 アル 官吏 吏 M 其ノ職 ヲ罷 メタル 
後 三 箇月 ヲ經過 セ サル 者 亦 前項-一同 シ 
第 十 五條 削除 
第 十六 條削除 

第 十八 條中 「生年 月」 ヲ 「生年月日」 二 改メ第 四 
項 中 「納税 及 納税 地」 ヲ削ル 
第 十九 條削除 
第二 十二 條 削除 

第二 十三 條中 「前 二 條 J ヲ r 第二 十 一條 J 二 改ム 
第二 十四 條中 「第二 十二 條 j ヲ削ル 
第三 十四 條屮 「投票 簿- 1 捺印シ 」ヲ削 ル. 

第五 十條 但書 ヲ左ノ 如ク 改ム 

但シ投 撰 管理者 ハ 投票所 ノ 秩序 ヲ紊 ル / K ナシ 
卜認ム ル 場合-一 於 テ 投票 ヲ爲サ シムル ヲ妨 ケス 


第五 十三 條地方 長官 ハ 谷 開 M 區内 -1 於 ケル 選 擧 
人中 ヨリ 三 名 以上 七 名 以下 ノ開票 立會 人ヲ遝 住 
シ選舉 會ノ期 日 3 リ少ク トモ 三日 前-一之 ヲ 本人 
-一 通知 シ 開票 — 立會 ハシム ヘシ ¢1 シ 市-一 於 テ ハ 
投票 立 會入ヲ 以テ開 票立會 人 トス. 

開票 立 # 人 ハ 正當ノ 事故 ナクシ テ 其 ノ職ヲ 辭ス 
ル コト ヲ得ス 

第五 十八 條 -I 左 ノニ號 及 一項 ヲ加フ 
六 被 il 擧人ノ 氏 ^ ヲ自書 セ サル モノ 
七 衆_院 議員 ノ職 -1 在 ル者ノ 氏名 ヲ記載 シタ 

ル モノ 

前項 第 七 號ノ 規定 ハ 第 七十 四條又 ハ 第 - b- 十八 條 
ノ 規定 M 依 ル 選 擧ノ 場合-一 限 リ之ヲ 適用 ス 
第 七十條 第二 項 乃至 第 四 項 ヲ左 ノ如ク 改メ 第五 Q-J 
ヲ削ル 

當選人 ヲ定ム ル-一 當リ得 票 數同シ キト キハ 年齡 
多キ 者ヲ取 y 年齡モ 亦 同 シキ トキ ハ 選擧會 -一於 
テ選犁 長 抽 S シテ之 ヲ定ム 
選 擧訴訟 若 ハ當選 訴説ノ 結果 更-一 選 擧ヲ 行フコ 
トナ クシ テ當潠 人 ヲ定ム ヘキ 場合 m 於 テ ハ il 擧 
會 ヲ開キ 之 ヲ定ム ヘシ 

當選八 當 選ヲ辭シタルトキ，死-じ诉ナルトキ又 
ハ 潠擧 -1 關スル 犯罪-一依 リ刑 -I 處セ ラレ 其ノ當 
選 無効 トナ y タル トキ 其 ノ當選 人 第二 項ノ 規定 
-1 依 リ當撰 人 トナ リタ ル 者 ナル 場合-- 於 テ ハ 選 
擧會ヲ 開 キ其ノ 規定 ノ 適用 ヲ受 ケタ ル他ノ 得票 
者 二 付 キ當選 人 ヲ定ム へ シ 
第 七十 四條 左 — 揭 クル 事由 ノー-一 該當ス ル 場合 
二 於 テ ハ 更 -I 選舉ヲ 行フコ トナ クシ テ當選 入 ■ヲ 
定メ得 ル トキ 又 ハ 左 一 一 揭 クル 其 ノ他ノ 事由， 一依 
リ若ハ 第 七十 八條第 三 項ノ 規定-一 汝リ 選 擧ノ期 
日 ヲ吿示 シタルト キヲ 除クノ 外地 方 長官 ハ 選擧 
ノ 期日 ヲ定メ 豫メ 之ヲ街 示 シ更二 選 擧ヲ行 ハシ 
ムへシ 

一 當選 人ナキ トキ 又 ハ當 選 A 翳 員 ノ定數 M 達 

セ サル トキ 

一一 當 選人當 選ヲ辭 シタルト キ又ハ 死亡者 ナル 
トキ 

三選 擧訴詼 若 ハ 當選 訴訟 ノ 結果 — ® リ當選 人 
ナキニ 至リ又 ハ當選 人 議員 / 定数 M 達 セ サ 
ル-一至 リタ ル トキ 

四 當選  <  選擧 -1 關スル 犯罪-一依 リ刑 二處セ ラ 
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院蓊衆 色議詞 帝 同 二十 四 第 


衆 逯 ir 蓮 fl il 擧法 中改 JH 法律 穿 >-' 武一 V 時 故 提出〕 第 1 Iff fir 


レ 其 ノ當選 無効 トナ リタ ル トキ 
運 舉訴諸 若 ハ 常 選 訴訟 ノ出訴 期 R1I ハ 前項 ノ 規定 
二佐 ル 撰 擧 ヲ行フ コト ヲ煜ス 其ノ 出訴 アリ タル 
場合 — 於 テ 訴訟 繫厫中 亦同シ 
第 七十 八 條蓊 M -I 閼 M ヲ生 シタルト キハ內 務大 
臣ハ 地方 長官 M 其 ノ補闕 ノ手續 ヲ爲ス へ キ旨ヲ 
命ス ヘシ 

地方 長官 ハ 第 七十 四條ノ 規定- 1 依 リ選舉 ノ期日 
ヲ吿示 シタルト キヲ除 クノ外 前項 ノ 規定 二佐 ル 
命ヲ受 ケタ ル日ヨ リニ 十日 以内 — 補 闕選 擧ヲ行 
ハシムへ シ但シ 第 七十 條 第二 項ノ 規定 _| 依リ當 
選 人 トナ リタ ル議员 闕 員 トナ リタ ル トキ ハ ニ十 
日 以内-一 第 七十 條第 四 ? H ノ 規定 ヲ vffl 用シ當 選 人 
ヲ定ム 補闕選 擧ノ期 日 ハ 地方 長官 豫メ之 ヲ吿示 

スへシ 

第 七十 四條 第二 項 ノ 規定 ハ 補 ！ ¥3 選 擧- 一之 ヲ维用 

ス 

第 八十 1 一條-一 左ノ ー項 ヲ加フ 

當選訴 訟ノ裁 判 確定 前 當選人 死亡 シタルト キハ 

檢事ヲ 被吿 トス 

第 八十 四條 二左ノ ー項 ヲ 加へ 之ヲ 第一 項 トス 

選擧 訴訟 若 ハ 當選 訴訟 ノ出訴 アリ タル トキ ハ 裁 

判 所 ハ 其ノ旨 ヲ内務 大臣 — 通知 スへシ 訴訟 ノ騰 

搦 セ サル-一至 リタ ル トキ 亦冏シ 

第 八十 六條中 「十 [1 以上 五十 圓以 下ノ 罰金」 ヲ 「五 

十圓 以下 ノ罰 金」- 1 改ム 

第 八十 七條左 ノ备號 -1 揭ク ル行爲 ヲ爲シ タル 者 

ハ ー年 以下 ノ蔡錮 又 ハ ニ 百 [il 以下 ノ罰金 M 處ス 

一 議員 候補者 力役 票 ヲ得ル 目的 ヲ以テ 選擧人 

又 ハ 選 擧運励 者- 1 對シ 金錢 物品 手形 其ノ他 

ノ財 產上ノ 利益 乂ハ 公私 ノ職務 ノ供與 若 ハ 

其ノ 供與ノ 約束 ヲ爲シ 又 ハ 其ノ 供與ノ 申込 

ヲ爲 シタルト キ 

二 議員 候補者 力投槩 ヲ得ル 目的 ヲ以 テ選罌 人 

又 ハ 潠擧 運動 者 二 對シ酒 食、 游覽等 其ノ方 

法 及 名義 ノ何 タル ヲ問 ハス 饗聰接 侍 若 ハ 某 

ノ嚮應 接待 / 約束 ヲ爲シ 又 ハ 其 ノ饗應 接待 

ノ 申込 ヲ爲シ タル トキ 

三 議員 候補者 力投槩 ヲ煜ル 目的 ヲ以テ 選擧人 

二封 シ投巽 所-一 往復 K ル 爲メ船 車馬 ノ類ノ 

供給 旅 费休泊 料 ノ類ノ 代 辨若ハ 其ノ 供給 代 

.  辨ノ 約束 ヲ爲シ 又 ハ 其 / 供給 代辨ノ 申込 ヲ 


爲シ タル トキ 

四 兹 up. 補 ? f 力投 撰 ヲ得ル 目的 ヲ以テ 選擧人 
又 ハ 選 擧運励 者 — 對シ 潠擧人 若 ハ 選 舉運動 
若 又 ハ 其 ノ關係 アル 社寺、 學 校、 會 社、 ? Q 
合、 市町村 等 — 對スル 用水、 小作、 債®、 
寄附 其ノ他 利害 / 關係ヲ 利用シ テ 誘導 ヲ爲 

シタルト キ 

五 議員 候補漭 若 ハ ii 罾運励 者 力投 M ヲ爲 サシ 
メサ ル！：！： 的 ヲ以テ 又 ハ 選擧運 励 者 力 議員 候 
補 者ノ爲 |一 投：舆 ヲ爲サ シムル 目的 ヲ以テ 第 
一號 乃至 第三 號ノ 供與莪 應 接待 供給 代辨若 
ハ 其 ノ約朿 ヲ爲シ 又 ハ 第一號 乃至 第三 號ノ 
申込 若 ハ 前 號ノ誘 導 ヲ爲シ タル トキ 
六懿員 候補者 又 ハ 潠擧 運動 者力議 M 候補者 ヲ 
シテ議 負 候補者 タル コト ヲ止メ シメ 又 ハ 選 
擧 運動 者ヲシ テ 選擧 運動 ヲ止メ シムル 目的 
ヲ以テ 其ノ者 二對シ 第一 號ノ 供與其 ノ供與 
ノ 約束 若 ハ 其ノ 供與ノ 申込 ヲ爲シ タル トキ 
又 ハ 其 ノ者若 ハ 其ノ 者-一 關係 アル 社寺 學校 
會社 、組合、 市町村 等-一 對スル 用水、 小作 
債權 、寄附 其ノ他 利害 ノ關 係ヲ 利用シ テ 誘 
導 ヲ爲シ タル トキ 

七 投票 ヲ爲シ 若 ハ爲 ササ ル コト 議員 候補者 夕 
ル コト ヲ止 メタル コト 選擧 運動 ヲ爲シ 若 ハ 
止 メタル コト 又 ハ 其ノ 周旋 勸誘 ヲ爲シ タル 
■'トメ 報酬 卜爲ス 目的 ヲ以テ 議員 候補者 又 
ハ 選擧 運動 者 力 選擧 人、 議員 候補者 又 ハ 選 
_ 運動 者 一一 對シ 第一 號ノ供 與若ハ 第二 號ノ 
經應 接待、 其/供 與若ハ 饗應 接待 ノ約朿 又 
ハ 其 ノ供與 若 ハ 饗應接 侍ノ 申込 ヲ爲シ タル 

トキ 

八 第一 號 乃至 第三 號前三 號ノ供 與饗應 接 侍 供 

給代辨 ヲ受ケ 若 ハ 要求シ 又 ハ 第一 號 乃至 第 

三號前 三號ノ 申込 ヲ承 諾シ若 ハ 第四號 乃至 

第 六號ノ 誘導-一 應シ タル トキ 

九 第一 號 乃至 前號- 一揭 クル 行爲 一一 關シ 周旋 又 

ハ勸 誘ヲ爲 シタルト キ 

前項 ノ 場合 一一 於 テ 收受シ タル 利益 ハ 之ヲ 沒收ス 

其ノ 全部 又 ハ ー部 ヲ沒收 スル コト 能 ハサ ル トキ 

ハ 其ノ 價額ヲ 追徴 ス 

第 八十 八條 選擧-一 關シ 左ノ 谷號 -1 揭 クル 行爲ヲ 

爲シ タル 者 ハ ニ 年 以下 ノ 禁錮 又 ハ 三百 圓 以下 ノ 


罰金- 1 處 K 

一 選 培 人， 議員 候補者 又 ハ 選 切 運動 者 M 對シ 
暴行 若 ハ 脅迫 ヲ 加へ 又 ハ 之ヲ拐 引 シタルト 
キ 

二選擧 入、 議員 候補 老若 ハ 選擧 運動 者 ノ往來 
ノ便ヲ 妨ケ又 ハ 詐僞ノ 方法 ヲ以テ 投票 若 ハ 
選擧 運動 ヲ妨ケ 、爲 サシ メ若ハ 止メシ メタ 
ル トキ 

三選 擧人 、議員 候補者 若 ハ 選 擧運励 者 又 ハ 其 
ノ關係 アル 社寺、 學校 、會 社、 机 合、 市町 
村 等 二 對スル 用水、 小作、 債權 、寄附 其ノ 
利害 ノ關 係ヲ 利用 シ テ選擧 人、 議員 候補者 
又 ハ 選 擧蓮動 者 ヲ威逼 シタルト キ 
第 八十 八條ノ ニ 議員 候補者 ハ 戸別訪問 ノ 方法- 1 
依リ 選擧 運動 ヲ爲ス コト ヲ得ス 違背 シ タル 者 ハ 
二百 圓以 下ノ 罰金 二處ス  • 
第 八十 九條中 「二月 以上 二 年 以下 ノ輕 禁錮-一 處シ 
五圓以 上 百圓 以下 ノ 罰金 ヲ 附加ス 」 ヲ 「二 年 以下 
ノ 禁錮 又 ハ 三百 層 以下 ノ 罰金-一 處ス」 -1 改 メ同條 
― 左ノニ 項ヲ 加フ 

選擧 二關シ 官吏 又 ハ 吏員 故意-一 其ノ 職務 ノ 執行 
ヲ怠リ 又 ハ 職 權ヲ 濫用シ テ 選 擧ノ 自由 ヲ妨 害シ 
タル トキ ハ ニ 年 以下 ノ 禁錮-一 處ス 
官吏 又 ハ 吏員 其ノ 職 fM ヲ濫用 シ選擧 入-一 對シ其 
ノ 投票 セム トシ 又 ハ 投票シ タル 被 選 擧 人 / 氏名 
ノ表示 ヲ强要 シタルト キハ 三月 以下 ノ 禁錮 又 ハ 
百圓 以下 ノ 罰金 il 處ス 

第 九十 條中 「一月 以上 一年 以下 ノ輕 禁錮-一 處シ又 
ハ 十圓 以上 百圓 以下 ノ罰金 J ヲ 「一年 以下 ノ 禁錮 
又 ハ ニ百 圓以 下ノ 罰金， 一 II、 「投票 ヲ 取出シ タル 者 
ノ罰亦 前項-一同 シ」 ヲ 「投票 ヲ取 出シ タル 者 ハ 三 
年 以下 ノ 禁錮 又 ハ 五百圓 以下 ノ 罰金-一 處ス J  -1 改 

ム 

第 九十 一條 中 「暴行」 ヲ 「暴行 若 ハ 脅迫」 — 、 「四 
月 以上 四 年 以下 ノ輕 禁錮」 ヲ 「四 年 以下 ノ禁錮 J 
-1 改メ 第二 項 ヲ削ル 

第 九十 二 條多衆 聚合シ テ 第 八十 八條第 一 號又ハ 
前婼ノ 罪 ヲ犯シ タル 者 ハ 左ノ區 別- 1 從テ 處斷ス 
一 首魁 ハー 年 以上 七 年 以下 ノ 禁錮 二處ス 
二 他人 ヲ指 揮シ又 ハ 他人-一 率先 シテ勢 ヲ助ケ 
タル 者 ハ 六月 以上 五 年 以下 / 禁錮-一 處ス 
三附和 隨行シ タル 者 ハ 五十 圓以 下ノ罰 金 又 ハ 


一七 五 四 
科料 M SS ス 

第 八十 八 a?i 第一號 又 ハ 前晓ノ 罪 ヲ 犯 KS 多 衆 聚 
合シ 當該公 務 員 ヨリ 解散 ノ命ヲ 受ク tn 卜： ： r^: 
以上- 1 及フモ 仍解散 セ サル トキ ハ 首魁 ハ ニ 年 以 
下ノ 禁錮- 1 處シ 其ノ 他ノ者 ハ艽 十 y 以下 / , a.J 金 
又 ハ 科料- 1 處ス 

第 九十 三條中 一選擧 \ 、謎员碎補若及選舉沌 £!; 密 
ニ シテー ヲ削リ 「二 年 以下 ノ輕蔡 錮又ハ 五 IHI 以上 
二百 圓以 下ノ閊 金 I ヲ 「二 年 以下 ノ e 錮又ハ 三 西 
圓 以下 ノ剖. 金」- 一改ム 

第 九十 四條中 「前 條ノ 例-一法 リ ー等 ヲ加フ J ヲ 「三 
年 以下 ノ禁錮 又 ハ 五 百圓以 下ノ罰 金 — 處ス」 = 改 

ム 

第 九十 五條 中 「十： JI: 日 以上 六月 以下 ノ輕禁 錮 二處 
シ又ハ 五 圓以 h 百 ! 1 以下 ノ罰 金」 ヲ 「六月 以下 ノ 
禁錮 又 ハ 百 ! M 以下 ノ罰 金」- 一改ム 
第 九十 六條演 說又ハ 新聞紙、 雜 誌、 引 札、 張 札 
其ノ他 何等 ノ方 法ヲ以 テス ル-一 拘ラス 第 八十 七 
條第 八十 八條第 九十 條 乃至 前條ノ 罪ヲ犯 サシ ム 
ル 目的 ヲ以テ 人ヲ煽 動シ タル 者 ハ ー年 以下 ノ禁 
錮又ハ ーー 百圓 以下 ノ罰金 若 ハ 科料- 1 處ス 但シ新 
聞 紙、 雜誌 = 在 リテハ 仍其ノ 編輯 人及迓 際 編輯 
ヲ 擔當シ タル 濟ヲ 罰ス 

第 九十 七條中 「六月 以下 ノ輕 禁錮-一 竭シ五 十圓以 
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本 表 ハ 十 年間 ハ 之ヲ 更 正 セス 
附則 

本 法 ハ 次ノ 總選擧 ョリ 之ヲ 施行ス 
本 法- 1 依 リ初テ _ 員ヲ 選擧 スル-一 必要 ナル 選® K 
名翅 -I 關シ第 十八 條乃至 第二 十條 第：： 十 I-11-! 條 m : . 
十六 條箜 -1- 七 條二 規定 スル 則 日 又 ハ 抑 fill 二： s リ 
難 キト キハ 勅令 ヲ以テ 別-一 其ノ期 E 又 ハ 期間 ヲ定 
ム但シ 其ノ選 擧 人名 翰 ハ 次ノ 潠擧 入名 紐 確 定 ノ  n 
迄其ノ 効カ ヲ有ス 大正 八 年 法 鉗 第 六十號 ハ 之ヲ廢 
止ス 

C 島 田 三 郎君 登壇、 拍手 起る > 

〇 島 田 三 郎君 諸君、 nffi 今說明 を 致します る 議案 (X 
衆議院議員 選擧 法中改 正 法律案、 本案は 大正 八 屯に 
改正を 加 へられた 其 元の 法律、 即ち 現行法 钳ほ 11)] 治 
三十 三年 法律 第 七十 1 i: 號でぁ ります、 之に 改 ：止を 加 
へまして、 そして 此の 法律の 成立つ た 後に 行 はれる 
選擧 に、 之を 實 行す ると 云 ふこと になつ て 居 〇 ます 
るから 明治 三十 三年の 法律 も實際 存じて© ります、 
之に ^ 正を 加へ たもの も 存立して 居ります、 此場合 
本案を 提出 致します る顺 序と 致しまして は、 大正 八 
年の もの k 改正を 腿して、 それを 現行法 鉗の 明治 一：一 
十三 年 法律 第 七 - 1- 三 號に 改正を 加へ る、 斯ぅ 云 ふ 形 
式に te て 提出せられ て 居ります、 之を 說明 致します 
るのに、 唯今 議題と なつて 居ります る 本案を 槪略說 
明 致します る、 其 要旨 ! 3: 大分 細かく 論じます る (3; 非 
常に 多岐に 捗ります、 要するに -K- 大呗 sir 财產の 
上に 對 する 選擧 資格を 改めて、 -., 入 其 者に 對する 所の 
選擧 資格と すると 云 ふの が 大精神 でありまして、 そ 
して 是は 納税 資格の 條件を 改めます るので、 是が大 
眼目で ある、 若し 細かに 論じます ると、 唯今の 改正 
法律案 ほ、 四十 六條に 手が 著け て ございまして、 そ 
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して 改正し、 補足し、 削除した 所の ものが あります 
更に 之に 別表が 附 いて 居ります、 是は 皆な 唯今 述べ 
ました 所の 大精 神を 實 行す る爲 めに 必要なる 勝 件を 
谷條に 向つて 改 JH を 加へ たのであります から、 唯今 
第一 讀會の 場合に 於いて 其の 必耍な る 所を 論じます 
るのは、 要するに 選 擧資格 中の 納税 條 件の撤 躞と云 
ふこと が、 眼目であります るから、 之れ を 論じ まし 
て 諸君の 聰明に 訴へて 公正なる 判斷 を rR ひます る譯 
であります、 是れは 憲法 附搦の 法律であつて、 極め 
て 重要な ものであります、 又內 外の 形成に 稽へ て、 
大に惯 重に も愼 重を 加へ て、 全く 是れ は國民 の判斷 
を 議會に 代表して 論ぜられた と 云 ふ 所の 其の 性質を 
具へ たいと 木 員は 切 菌に堪 へぬ のであります、 此の 
意味を 以 つて 諸 ？ r に® S3 なる 所の 議事と して、 一層 
御 愼重を 煩す _で あります、 之れ を I 言して 申し ま 

すれば '■* 物に 對 すると ころの 資格を 改めて、 人に 對 

する 所の ？? 格に 引 直す のであります から、 思想に 於 

いて ほ 根柢の 大改 新であります、 言葉 短し と雖 も此 

の 中に 含まれた ると ころの 意味は 極めて 深遠で あり 

ます (拍手 起る〕 如何なる® 味で $> るかと 言へ ば 階 

級 制度の 打破、 如何にして 階級 制度を 打破す ると 申 

しま すれば、 選擧權 の大淡 張であつて、 世に 稱 する 

普通 選擧 案であります、 此の S 味を 以 つて 諸君に 御 

鸱 を 煩し まする が、 是れは 新たに 起つ たる 精神に 非 

らず して、 溫ね ますれば 遡つ て 五十 三年 以前、 維新 

の大 改革の 精神を 此に资 行 致す に 過ぎぬ ので ありま 

す、 c 拍手 起る〕 諸君の 耳に 熟して 居る ところの 問 

題であります、 更に 普通 選擧 案に 關係致 しまして は 

今を 距る 十二 三年 以前に、 此譴 場に 提出せられ まし 

て審 ■せられ， 一た びは 不幸に して 僅かの 差を 以て 

否決せられ まして、 再度に 至つ ては 此諮院 を 通過し 

て 貴族院に 造つた 所の 精神 iT 五十 三年 以前に 遡つ 

て、 最早 私が si めて、 諸界の 御 腿を 煩す 程の 急 問題 

ではない のであります、 若し 新しき 意義を 之に 附加 

へましたならば， 世界の 大勢が lit 促進を 促す ので あ 

ります、 更に 黄 要なる 意義を 附加 へま すれば 時の 問 

題であります 、内は 国民の 思想の 上に、 階級 制度に 

反對 して 其！ f 便を 除かん とし •外は 世界の 大勢に 促 

されて、 國の gs 面、 國の進 步を 促して、 列國と 雁行 

軸 駢致 します には、 是非とも 內 部に此 改正を 爲 さね 

ばなら ぬと 云 ふこと を 深く 信ずる ものであります、 

c 拍手 起る〕 明治 大帝の 御 ia ill を茲 に H 行 致しまして 


維新 革新の 精神を 世界の 機運に 循 行して 實行 すると 
申したら、 此 上の 說明は 最早 要せぬ と考 へます るけ 
れ ども 併ながら 尙ほ世 の 中に 守 « 論者が 之に 向つて 
惑を 持つて 居ります から、 詰まり 惑を 解く の說 明と 
して 御聽 下されば 宜しい のであります、 (拍手 起る〕 
滿 場の 諸君の 中に 惑へ る 者 無しと 假 定めて 見る と、 
甚だ 禮儀を 失つた 所の 說明 かも 知れ ませぬ が、 不幸 
にして •惑へ る 者 あれば 論 さ vr るべ からず、 院の内 
外に 之れ 有りと すれば、 議院の ® を 通じて、 國內の 
惑へ る 者の 心 目を 覺醒 致します る 所の 議論で あると 
云 ふこと を •御贾 容 下されん ことを 切に 望む ので あ 
ります、 (拍手 起る) 回顧 致します るのに、 七 百年 
の武權 を 廢め て、 引續 いて 封建の 制度を 改めて 諸侯 
をして 封土を 奉還せ しめ、 特權を 有する 所の 武士の 
權力を 収めて、 さぅ して 名は 華 士族の 區別 あり、 ¥ 
民の M 別 ありと 觥も >  要す るに 庶民と 共に 國を統 一 
し、 庶 比 と共に 國威を 外に 張る と 云 ふの が、 明治 大 
帝の 深き 思 召で あつたと 云 ふことは、 何人も 異論の 
無い 事で あると 私は 思 ひます、 (拍手 起る) 其實行 
方法と して、 如何なる ものが 現れた と 申します れば 
武士の 特權 を廢め た 結果と 致しまして‘ 事 有れば 擧 
國 國を衞 るの 義務を 負は せられた 所の 徵兵 制度が 行 
ほれた のであります •是 まで 数 育の 利益を 占め 特權 
を 占めて 居つ た 所の 制度を 根 抵に改 めまして •普通 
選舉 の實行 となつ たのであります、 是 等の 事柄を 考 
へて 見 ますれば、 明治 初年の 精神は 平等の 主義で あ 
る、 皇室を 中心に 奉じ 奉つ て、 庶民 均しく 國民 とし 
て 皇室に 仕へ 奉る と 云 ふの が、 明治 改革の 大精祌 で 
あると 云 ふことは 何人も 異論の 無い 事で あつて、 最 
早區 々たる 私の 拙き 辯 論を 俟たぬ のであります (拍 
手 起る〕 此事の 發展は 如何に 現れて 来た か、 政治的 

に 現れて _會 の 開設と なつた のであります、 之が 爲 

めに 人心 内. に 振 ひまして、 國威 外に 仲び たので あり 

ます、 現 時は 之と 反對で 、五十 三年の 年を 經 まして 

總 ての 天然 物は 自然の 仲 張の あるに 拘らず 、不幸に 

して 反動の 勢が 起つ て， 階級の 思想 燃ん にして、 階 

級 制度の 復活せ んと する 憂の あると 云 ふことは、 大 

に 嘆ず べき 事では ありませ ぬか、 (拍手 起る〕 之が 

爲 •めに 不幸に して 吾々 の 眼に 映ず る 所の 內 外の 形勢 

は、 國威 外に 振は ず、 人心 內 に安ぜ ずと 云 ふ 所の、 

S ふべき 形勢が 現れて 居る のであります、 (拍手 起 

る〕 之を 挽回へ すのに 如何なる 方法を 以てする か、 


他な し、 明治 大帝の 御 遺訓を 奉じて、 明治の 初年に 
振ぅた る 所の 精神を 玆に 活躍せ しむる と 云 ふこと よ 
り， 他に 何の 計は 無い と 私は 信じて 居ります •(拍 
手 起る) 今日の 有樣は 如何で あるか、 屢 々此 議場に 
琪實 を擧げ て 論ぜられた る 如く、 列 國に對 する 所の 
協調 甚だ 密なら ずと 云 ふことは、 如何なる 公平の 眼 
を 以て 見ましても 現れて 居ろ のであります、 事 實が 
之を 證 明して 居ります、 露 西 ® に對 する 所の 事柄に 
一定の 政策 無く、 外と 協調すべき 必要の あるのに 拘 
らず 、其 協調 足 並に 揃は ず、 それに 向つて 疑を 容る 
1 所の 國 、一に 非ず！ 一に 非ず と 云 ふの ほ、 外に 對し 
て 甚だ 憂 ふべき 形勢で あると 思 ひます、 日 支の 親罱 
と 云 ふこと 5T 日本の 存立 發 達に ^ して、 缺 くべ か 
らざる 所の 要件 基礎で あるに 拘ら ず、 日 突の 間は 頻 
々として 彼に 日貨の 排斥 あり •彼に 學生の 反對 あり 
彼に 旣に 約した る條 約！ f 履行の 形跡 あり、 之に 向つ 
て 親善なる べき 所の 列國が 疑を i 谷れ ますれば 同情 我 
に 在らず して 彼に 在. りと f 2\ ふ 形跡を 見る に 至つ ては 
明治 初年の 國威 外に 振 ひ、 人、 -<L' 内に 振ぅた 時の 形勢 
に 較べて 見ましたならば •五十 三年の 日本の 進 步と 
云 ふ もの ほ、 此點に 於て 退 步の 形勢を 現して 居る と 
云 ふに 至つ ては、 實に憂 ふべき 事で あると 私は 思 ふ 
のであります、 (拍手 起る j 內 外の 情勢は 行 詰つ て 
居ります、 之を 一掃す るには 如何にして する か、 再 
び 繰返して 申します >  明治 大帝の 御 遺訓を 遵奉して 
斷然た る 所の 改正、 憲法の 最も 脉辂 の國 民と ii がる 
べき 所の 選擧 法を -ts IE すると 云 ふこと が、 憲法 的 運 
爲 であつ て、 若し 此機を 逸して 國 民に 不滿の 氣を長 
せしめる と 云 ふこと が ありましたならば、 議院と 國 
民との 聯絡は 絕 えて、 憲法 的 機關を 通じて 國 政を 改 
革す ると 云 ふことの 機 關を 逸し 去らし める と 云 ふこ 
とは、 國 運に 於て 容易なら ざる 所の 危殆で あると 私 
は考 へる のであります、 本案の 提 m の 精神は、 先づ 
此 精神に 基いて やつた のであります、 明治 三十 三年 
の選擧 法、 人口 も變 ります、 人口の 調が 隨て變 り ま 
すけれ ども、 選擧 者が 百 五十 萬 弱であります、 大正 
八 年に 之を 改めて 未だ 實行 せず して、 何れの 場合に 
於ても 選擧の ある 時に 實行 せんとす る 場合に なつて 
居ります が、 二百 八十 萬强 であります、 五 千 七 百 萬 
の 人口に 對 して 極めて 少數で あつて、 眞 に國 民を 代 
表して 居る 所の‘ 國 民に 基礎を 置いて 居る 所の 選擧 
法に 非ず と斷 言す る も、 決して 此數 が然ら ずと 答へ 


ますのに 於て-私は 何人も 異論 (± 無から うと 思 ひま 
す、 C 拍手 起る〕 其 結果と して 511 何で あ 〇 ませう か 
殊に 外交に 於て は國 民の 理解 無く、 國民の 同情 無く 
隨て國 民の 後援 無しと 云 ふこと に 至つ ては、 明治 初 
年の 國 運に 比して 如何なる 違が ございます か、 明治 
初年を 待たず、 支那に 對して 、事 有りし 時、 無限の 
同情と 無限の 外援ほ ， ra 民の 間に 彌蔓 したので あり 
ます、 露西亞 に對 する 所の 國難 に當 りまして は、 全 
國 奮つて 出征す る 者 も >  後に 立つ 所の 國民も >  殆ど 
同心 一體の 感情を 動か. して、 强き 後援を 與へ たので 
あります •けれども 唯今 寒 荒の 野に 其 身を 曝して# 
民と ! 1 ひ、 更に 氣 候と 闘つ て 居る 所の 七 萬の 勇敢な 
る 軍人に 對 して、 國民が 何の M 情を 持ち •何の 利齊 
を 感じ、 何の 後援を 與 へて 居ります るか、 私は lit 班 
人に 對し て、 國民の 後援な きを 遺憾と すると 共に、 
國 民の 後援な からしむ る 所の 政治に 向つ て、 滿腹の 
不滿を 感ぜざる を 得ぬ と 思 ふので あります、 (拍手 
起る) 內 地の 問題に 至つ ては 如何であります か、 生 
活 問題 —— 生活を 卑む 勿れ、 人は 精神の みに 活きる 
ものに 非ず、 精神に 活き 、且つ 肉 體に活 きて、 完全 
なる 所の 人生を 全くす ると 云 ふの が 人類の 自然 性で 
あります る、 然るに 現在は 先づ 以て 賢と なく 不 賢と 
なく、 學識 ある 者と 無き とに 拘ら ず， 生活に 脅され 
て 居る 者が 最大 多數で あつて、 其 利益を 占めて 居る 
者は 最少 數で ある •新たに 起つ たる 所の 階級 制度の 
弊害が、 玆に 著しく 現れて 居る と 云 ふに 至つ ては、 
先 づ以て 之に 向つ て 反對の 鉾を 向けねば ならぬ と 私 
は 思つ て 居ります、 (拍手 起る〕 隨て 肉 ft ょり 及ぼ 
す 思想、 殊に 撾神 活動を 試みて 居る 所の 種類に 至つ 
ては •敎育 家と 云は ず、 軍人と 云は ず •政府の 外と 
云は ず、 政府の 內と 云は ず、 官史も 之に 惱み 、敎育 
家 も 之に 惱み 、軍人 も 之に 惱み 、隨て 無形の 文化を 
維持して 居る 所の 種類は、 悉く 有形 的の 脅を 受けて 
無形 的の 精神が 振 ほざる と 云 ふこと に 至つ ては、 日 
本文 明の 退步を 促す 所の 狀態で あると 私は 思うて 居 
ります、 (拍手 起る〕 是は 何故で ある、 根本 問題に 
觸れ ずして、 一の 理想 無く* 一の 希望 無くして •唯 
だ 目前を I 今日 だけ 凌いで 居る と 云 ふ、 此定策 無 
き 所の 政治の 結果で あると 私 ほ 思 ふので あります， 
(拍手 起る) 若し 之を 以て 國 民の 生活と 密接なる g 
會な らしめ て •二 百 五十 萬の 投票に te らざる _會た 
らし めれば、 疾く に此 不平は 民間に 囂 々たる 聲の起 
一七 五 九 
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ら ざる 中に、 議會の 中に* 哈：找 の聲を 放たねば なり 
ませむ が、 不幸に して 遇 ft の 屮の聲 は 多数 之に 反對 
であると 云 ふに 至つて (T. 、 it 孩贫の 改造の 必要が あ 
ると 思 ふので あります >  u l'l 手 起る〕 此链矜 改造は 
外で (3: ありませ ぬ、 商 接： il 励を 私は 嫌 ふので ある， 
何 所まで も £5 法的 «!ri 序を！： て 改造を すると S ふの が 
進步を 望み •平和を 湧む 良民の 希望であります るが 
故 に>  本 a ほ a 民を 代表す るを 以て 自ら ft じて、 此 
良民の 膝を 茲に 御聰に 達する のであります、 (拍手 
起る〕 生活 問題は 斯の 如くな 〇、 私 ! 3; 政府 以内の 事 
を 言 ふこと ほ* 政府は 餘り御 承知で あるから 言 ふの 
を要せぬかと思ひます、併ながら政府以內の事ほ， 
却て 其 長官の 上に 立たる るが 爲め に、 其 政府 以内の 

不平は 政府 以內の 長官に 聞えず して、 吾々 の 如き 者 

に ra える と 云 ふに 至つ ては、 是は 變 態と 2C はざる を 

得ぬ と 私は 思 ふので あります (拍手 起る) 爾く豫 览 

を 編成す る 所の 大任を 帶ぴて 居る 所の 大臣の 手許に 

昨年に 常つて ほ 主計局の 人々 が 連合を して 增 給の 運 

励を やつた と 云 ふ ijl ほ， ® に擞 くべき 現象では ない 

かと 私は 思 ふので あります •  C 拍手 起る} E' に №1 轄 

せられて 居る 所の 税務官 吏が、 其税を 取調 ぷ るに 當 

つて、 S 外の 手に 穢を 染めた と 云 ふこと で、 刑事 被 

街 人となり、 裁判は 如何に 結局すべき かは 未だ 確定 

は 致さぬ やぅに 見えます る けれども， I!': 京ょり 神奈 

III 縣 に 0. つて 多數 の收 税吏の 疑獄が 起つ たと 云 ふこ 

とに 至つ ては， 私 ほ 其 人を K めんょりは、 寧ろ 精神 

的に® く 所の* は、 民間に 於ても 亦 政府の 中に 於て 

も、 其 生活を 脅威せられ て！ K ると 云 ふ 事が 斯の 如き 

恧結果 を 現す ので、 其 罪 ほ 衿むべく， 其 人 ほ 同情す 

べき ものであると 私は 斷す るので & ります， (拍手 

起る〕 若し 之を して 筋肉 努硼濟 で、. .31 由に 活励 する 

ことを 得せし めたなら ば、 恐く ほ 大藏 省內に 「スト 

ラ ィキ」 が 起つ たで あらぅ A. 思 ひます が， 流石は 體 

面を m んずる 所の 人々 であるから、 之を 表面に 現さ 

ずして 一つけ％ 給の 運 励と なり， 一つは® 妝の 罪に 

問は れんと する に 至つ たと 云 ふこと ほ" 其愦極 めて 

愍む べし、 其 長官た る 所の 人が、 良心の 刺戟 如何 ば 

かりで あるかと 私は 待嵇 へて 居つ た 所が、 其 事に 至 

つては 一言 も 無く、 或 大臣は、 世界の 形勢に 依て、 

物價が 騰つ たなら ば咐給 すれば 宜しい、 幾ら咐 給 さ 

れ るかと 云へ ば、 五 削から 七 割 位 ゐの佾 給で ある、 

物 惯は 三倍に なつて 五 割の 增 給、 決して 其 不足を 補 


ふことは 出 來な いのであります、 而 して 其 Jfir 給の 爲 
には y3 民 i 3: 坍 s£ を 6;? せられて 居つ て受収 る 所の 人 is 
三倍の 損害に 向つて •五 割の et を 得る と 云 ふ ! If に 至 
つてほ-上下共に拟害を受けるのでありまして國民 
の 不平 —— 此翳會 に 若し 自由の 投祟を 許されたなら 
ば、 菡 符 の 中に 先づ此 聲を撝 げる者 多 ® r でなければ 
なり ませぬ のに 不幸に して 我 同志 •並に 同志の 御 方 
の 集 幽だ けが 之を 揚げて 他の 御 方 13; 之に 共鳴せられ 
ざる如き形勢のあると云ふ事ほ，翳會其ものが最早 
改造 時代に 進み 人つ .たと 私； 11 思 ひます、 (拍手 起る) 
之に 向つ て 「のう」 と 言 ふなら ぱ數 字の 御 答を 伺 ひた 
い、 物 似 li 三 割であつて、 增俸は 七 割 五 割で あるか 
ら 、抝倶 分明‘ 何人が 之に 向つ て 慰の 言葉を 與 へる 
ことが 出来 ませう か、 而 して 此五割 の 增給も 民間ょ 
り 徴税して、 數 多の 間接税と なつて 現れる か、 或 一 
部の 直接税と なつて 現れる か 民 も 苦し、 之を 受取る 
所の 官吏 も 苦む と 云 ふに 至つ ては •明治 大帝の 宣は 
せられた る 如く、 庶民を して 其 志を 遂げ、 入 心を し 
て 倦まし むる 勿れと 云 ふの ほ、 明治 大帝の 明治 初年 
の 改革に 方つて、 五 事の 御 ? f 文の 第三 箇條で ありま 
する が、 今は 民 倦 疲れて 居ります、 人心 悉く不 滿で 
あります、 何故に 是が 謅 會の 中に 大な る聲を 以て 反 
P せざる か •投票 (1 の 分配 其 宜しき を 得ず して、 投 
票 tl の ® 域 甚だ 廣から ざるが g めな り、. それ故に 民 
の 心 S 會に 反響せ ずして， 庶民 其 志を 遂げる ことが 
⑴ 來ず して 人心 倦 疲れて 居る と 云 ふこと が、 議會の 
信用の 上に 何の 影！ 3 があります るか、 顧みて 見ます 
れば ，議會 の 開かれた る當 初に 當つて は  >誧 願書 山 
の 如く 集つ たのであります るが 近時に 至つて ほ 請願 

書の 數が 減じた と 云 ふのは、 請願に 依て 詔を 遂げる 

能 ほず 直接 行 励の 挺れ るに 如かず と iK ふ、 lit 危險の 

隱 伏して 居る に 非ざる かと 云 ふこと を 私は 疑 ふので 

あります •(拍手 起る〕 斯う 考へて 見ます ると •最 

早 _ 會の大 改造を 要する、 議員の ffi 期は 四 年で あり 

ます、 各 E の 利益を 顧みて、 區 A- たる 利害に 囚はれ 

て M ると 云 ふことは、 人の 代表者で ある 所の 御同樣 

甚だ 耻づ べき 事では ありませ ぬか， C 拍手 起る) 明 

治 初年は 如何なる 人に tt て 改革を 遂げられた かと 申 

します と、 明治 初年には 靑 年先づ 活動して、 壯年之 

に應 じ、 老年の 人 之に 追隨 すると 云 ふこと が 明治 初 

年の 改革の 大に 振うた 所以であります、 それ故に 幕 

府を隧 め、 諸侯を 腿し •武士を 廢め 、國民 同じく 國 


を 街り、！ 一民 同じく 智德を 菱ふと 云ふ晋 通 の敎 育が 
行は れ •徵兵 令の 行 はれた と 云 ふこと を ^ へて 見た 
ならば •明治 初年の 先强 に對 して、 今日此 議會に 居 
る 所の 御 Ifil 樣 •甚だ 相 濟ま ざる 所の 感じが 起つ て， 
吾 »? 先づ此 怠慢を 謝さなければ ならぬ と 思 ひます る 
が、 諸君、 如何に 感ぜら る V か、 僅に 四 年の 期 Hi を 
持つて 居つて 信任 あら ぱ繼 紐すべし •四 年に して 民 
の 信任 _ きたなら ば 去るべし と 云 ふの V: . 進退 潔く 
して •國士 の 風格 此 間に 存す るので ありませ ぬか、 
谷々 の 利害から 打算 致しまして、 選舉糊 の顿 張を 抑 
へる と 云 ふやぅな 御 方は •此 場所には 有りますまい 
若し 有ら ば 聲を銳 くして 責めなければ ならぬ 所の、 
私は 一大事で あると 思 ふので あります (拍手 起る) 
是が 大體 國內に 於け る、 外に 又對 しての 關係 を說明 
する のに 足りて 居る と 思 ふ， 今の所で 之を暮 ぶ 所の 
種類は 何ぞ や、 即ち 明治 元年 以前の 社會に 喜んだ 種 
類の 人が、 今日 玆に 喜んで 居る のであります、 明治 
以前に ほ 如何なる 社會で あるか 階級を 重んじ、 閥を 
尊ぶ 所の 社會 で， 二百 五十 年を 無事に 過した ので あ 
ります、 tit 事は 最早 時勢に 適せず と 云 ふので、 明治 
元年の 改革に なつた のであります から、 耍す るに 階 
級 制度に 反對 する 所の 內の耍 求と >  之を 促す 所の 外 
の - fit 界の 形勢が、 明治 初年の 日本に 犬なる 改革を 促 
して 國 威を 振 ひ、 國內を 統一す る 所の 一大 快擧が 行 
はれた のであります、 唯今 存 して 國 民多數 の 人の 反 
感を 買ぅて 居る ものは 何ぞや 、日く 藩閥な り、 日く 
軍閥な り、 此 軍閥と 藩閥は、 最早 日は 西 山に 傾かん 
として 居る 時に 新たに 起つ たのは 黨閥で あります、 
更に 新たに 起つた のは 財閥であります、 藩閥 未だ 盡 
きず、 軍閥 尙ほ餘 力を 收め ずして、 戴： 閥 之に 加は り 
財閥 之れ に乘じ て 此の 少数の A が 日本を 支配して 居 
る ことが、 若し 私の 推定の 如く 眞實で あるなら ば、 
慶應二 年 三年の 日本は、 大正の 八 年 九 年に 稍々 髮餚 
たりと 私は 極めて 前途を 痛 憂す る ものであります、 
(拍手 起る〕 斷然と 更に 之れ を讓る だけの 雅量を 持 
つて 居つ たなら ば I 明治 初年に 政權を 還した 人の 
雅量を 持ち 得ぬ ことであるなら ば、 明治 初年に 快く 
封土を 返上し、 快く 政檝を 返上し、 快く 士族の 籍を 
去つ たと ころの 學識 今日に 及ばず、 意氣 今日に © れ 
ざる 先輩の 人に’ 罪を 謝さなければ ならぬ と 私は 思 
うて 居る ので ある、 其の 移變を 促す 手段 ほ 何 そや、 
選擧權 を擗 張して、 多くの 人に 投票 ttl を 與へ ると 


云 ふこと が S5 法的で あつて、 進 步的で あつて、 2* に 
平和的で あると 云 ふこと であるな らば、 之れ に 向つ 
て異論は無かるべき箬だと私ほ思ぅて居る、仲しな 
がら茲に小別けに申して見ますると、此 0 大诏3ょ 
〇 ほ 少し 說明を 要する も 〇 があります、 f マ fii ?g f1-- が 
元來是 if 根抵 の 有る 所の 理論に 起つ たもので ない 
と 云 ふこと を 私は 信じて© る •今日 it. 宰 にして. K 府 
銳の御 方に 雅 fi が 有つて •さ 5 して 日程 を； 7 •史 して 
第一に 吾が 同志と 共に 提出した る 所. 〇 本案を 第一に 
誔せ しめて、 十分の 時を 與へ られた る ことに 向つ て 
其 雅 を •«: し 其 同 m を 私 ( X 感謝す るので あ 〇 ます， 
それ故に 思 ふ 所の もの li 多岐に S ると雖 も ■諸 対の 
御淸 腔を 乞 ふので あります 、一： 几 來税を 以て 選 犁の it 
格と すると 云 ふことは、 一 も 政治锊 g -i-* に 根ざした 所 
の 理論で ない と 云 ふこと を 私は 確信して® ります， 
最初に 憲政を 兎に角 培ぅて m に 角 描 上げた の ほ 英阀 
であります、 英國 であります、 英 Isi の此 起原 ほ •封 
土を 有して 居る 所の 我國の 大名に 等しき 所 C- 人々 が 
« 制の 王嫻 に對 して 其 權力を 制せん とする 活 !!£!) の 現 
れた のが、 所謂 歴史上に 名萵き 大 SS5 章と 云 ふ も C に 
なつて 現れた のであります から、 こちらで 申して 見 
ますれば、 大なる 地主の 頭分が 集つて やつた ので あ 
るから， 無論 地 而を 持つ て 居る 者が、 投媸嵇 を 布つ 
べき ものと 云 ふことの 結 ^ i を 現した のであります、 
是から 年を 經て 段々 是が腦 がつ て， 農工 商が 新たに 
富を 造る に 至つ たから •租税を 徴收す る‘ 所 指の 爲 
めに 是 等の 人を 呼 集めた と 云 ふの が 根元で あるから 
勢 ひ 財產の 制度と 云 ふ 事が 段々 と 因襲を lli ねて、 ; it 
間に 僅かな 一! 化は あります けれども， •是が 進化し— 
是が準 化して 現代の 平等 的 思想に 是が淮 ： 化して、 遂 
に 最近に 至つ て 普通 選擧が 現れた ので あるから、 政 
治 哲學の 原理に 基いた ものは •決して 制限 選 舉でな 
い 現在 世界を 莢 配して 居る 通有の 性® は 何で あるか 
と 申します れば •人を 土 K として 物を 土嶔 とせぬ 是 
が 眞理で あります、 人 有つ て 人の 用を 爲す 物© しで 
あります から、 更に 人の 働 も 亦 物件に 非らず、 111: 界 
の現狀 とじて 我 國も亦 其 同盟の 一とな つて 現は れた 
巴 里の 講和 條 約の 中の 勞蚴规 程の 第 一條と して、 勞 
働は 物品に 非す と 云 ふこと 無形の 人の侧 すら 最早 物 
品に 非ず と 之を 制限す るので あ 〇 ますから •况や 國 
民た る资 格を 人々 有すべき と 云 ふ此原 理を知 るに 常 
つて、 何故に M 々たる 財產に 制限を 立て、 M 々たる 


聆誘衆 矜漭國 帝 同 二十 四 第 


納说 資格を S く 必要 あるか" 此點に 至つ てけ、 政治 
铒 學に 依て 促された 大陸 諸國 の Is 法 歷 i 國の 如く 
長から ずと 雖 も、 一躍して 普通 選擧に したと 云 ふ 事 
之を 土嶺と 、入 權を 重んずる 所の 理論から 現れた も 
のでありまして* 其點に 於て 英吉利ょり 後れたり と 
雖も •選 擧の 一段に 至つては、 歐洲 大陸の 諸 國殆ど 
収除け 無く哿 通 選擧 になつ たと 云 ふことは、 旣に今 
日に 在らず して f+: 年に 在る のであります-唯 だ 此間 
に 今日に 至る 迄 ffi に 世界に 名前 ばかりであつて、 兎 
に 角 憲法を 有して 居ろ 所の 阈で、それで財產制限、 
納税 ff 格を％ 行つ て 居る 所 2 國は何 れであ るかと 申 
しま すれば •私は 不幸に して 中には 同盟の 國も あり 
ます、 中には 特別の 條 約を 結んで 居る 友邦 も ありま 
すから、私は此國に向つて禮を失ふことは好まずと 

雖 も、 眞理の 研究に 至つ ては 傾るべき 事がない から 

其 列 國を舉 げます れば •長い間 最早 死に 頻して 居る 

と 云 ふ •« 國に關 係の なき 所の 土 •耳 其が、 制限 選舉を 

有つて 居ります、 又一國 として 獨立 する 能は ずして 

職 爭の 前には ^ 太 利の 聯合で あつた、 半揽立 國と云 

ふが， 半搦 立國 にも 行かない 所の 匈牙利が 制限 選擧 

を 有つ て 居ります、 其 他 ほ 鄰邦の 支那 國で あります 

此 筆頭に 立つ のが 日本 帝 國で あると 云 ふなら ば、 日 

本國民 ほ 之に 甘ん ずる ことが 出 來ぬ •私 ! 3; 諸 It} の 良 

心に 間 ひたいので あります (拍手 起る〕 此土耳 其 現在 

の 形勢 ほ 如何、 匈牙利の 躓いて 漸く 足を 立てん とし 

て 居る 所の Itfc 小 共和 國ほ如 何， 支那に 向つて は 私は 

之を 批評を 加 ふるは 隣邦に 對 して 禮依を 失 ひます か 

ら 敢 て 之に 批評を 加へ ずして 諸 打に 其 形勢 51/ 何を 見 

ょと 云 ふ 一言で 之を 止む るので あります •(拍手 起 

る〕 我 國 は世 界と對 立を したいと 云 ふので 明治 初年 

に 御 同様 努力した、 吾々 少年たり と雖 も此事 に 向て 

は 大な る感燉 を 生じて、 微力を 効す 事に 少しも 時と 

槠 神を I1S はなくて、 諸君の 後へ に附 いた 者で ありま 

す、 如何なる iw であるかと 申しまず れぱ 、先 以て 治 

外法 權を撤 廢すべ し、 關税 の獨 立を 要求す くし、 是が 

明治 初年に 當 つて、 內治の 統一を 了へ て、 階級 制度 

打破に 次いで、 次に 起つ た 所の 對外 思想であります 

特殊 國と なる 事を 甘ん ずる 能は ずして 先 梨が 努力し 

た、 我 □本 帝 國は 今に 當 つて 選擧の 事に 就て ほ 土 耳 

其と 肩を 並べ、 匈牙利と 肩を 並べ、 支那の 後へ に 立 

つて 是で -tr ん じて 我が 位 a、 之に 依って 安し と 云 ふ 

事に なつたなら •は、 國 恩に 背き、 明治 大帝の 御 it 訓 


を 奉ぜざる 入々 であると、 私は 之を 擯斥し なければ 
ならぬ のであります、 勞 § 問題に 至つても 此 通りで 
ある、 勞_問 題に 至る とどぅ 云 ふ 事が ある、 こちら 
の勞硼 _ lfg を 許さぬ と 云 ふ 事で、 資本家の 擁_ 者た 
る 所の 政治家 ほ 凡ての 勞_ 者の 結 付を 拒絶して 居つ 
た、 資本家は 相談を する ことが 出来る が、 勞働 者は 
相談を する ことが S 来ない と 一:< ふこと で 過去つ て 居 
つた、 世界の 大變に 逢 ふて 思 掛なく 不肖ながら 吾々 
同志の 人、 吾々 自身、 矢 張 今回の 平和 會議と 云 ふ も 
の ほ、 昔の 歷史の 平和 會議に 非ず， 地の 分割 合併に 
非ず して •二つ の 問題の 起る ことを TI 期して 居つ た 
即ち 對 外の 關 係に 於て if 永久 平和の 聯盟を 立てた 
いと 云 ふ 思想が 励いて 居る、 戰爭の 間 だけ 擧國 一致 
で やつて、 戰爭の 間 だけ 暫く 待つて 吳れ 、ば I 狨 
爭が熄 んだな らば、 勞® 者に 適當の 待遇を 與へ ると 
云 ふ 議論が 盛んで あつたから、 勞媧 問題は 必ず 此平 
和 ^ 誔に 起る と 思 ふたら ぱ 果して 起つ た、 行かれた 
所の 委員 諸 財 iT 不意 打を 嗌 つて® る 狼狽せられ た 
又勞働 問題の 临約 引綏 として、 第一 回は 華 盛 頓市に 
開かれた ときに 我 M の勞蚴 者は 孤立して 居る のみな 
らず ，選むべき 势 働 團體 の設が ないから 選ばれた ® 
員の資格を調べられたと云ふに至つてほ、國の體面 
として •諸苕 ほ 甘んじて 長く 此狀 態を 綏け 居る こと 
を、 W: しとす るか 否やと 云 ふこと を 問は なければ な 
らぬ •元來 東洋の 思想は、 勞働 其の ものを 雄む ので 
あります から， 勞卿 問題に 興味を 存たな いと 云 ふの 
は •是ほ 世界の 大勢を 知らざる ，撰 思想家の 胸中は 
左 樣で ありませ ぅ、 併ながら 人格を 重んじ •人を 以 
て 目的と 爲 して 物を 以て 人に 仕へ しむる のが 正しき 
锊理で あり 正しき 所の 正論であるなら ば、 勞卿問 題 

は 世界の 大 問題の 第一 項に 置くべき と 云 ふ 事を 理解 

しなければ ならぬ •か 日本 だけは まだ 其 程度に 進まな 

いからと 云 ふので 特殊の 扱を 受けた 初に 當 つて、 其 

資格を 調べる 所の 詰問 的の 問を 發した のは 何處 の國 

であるかと 云へ ぱ和闕 の勞働 代表者， 白 耳 義の勞 卿 

代表 若で ある、 國 として ほ 日本は 五大 國の 一な りと 

2 :慢し 又 E 負して 居ります けれども、 文化の 程度に 

至つて ほ 勞磡問 題の 一事に 至つても 和 M の委 M に 詰 

問せられ、 白 耳 a の 委負に 詰問せられ、 辛うじて 其 

鉾 先を 遁れて 特殊 待遇 rr- 受けた から、 先づ 安心と し 

て歸ら れたが 、其 特殊の 待遇 者の 御迪れ は、 E く 印 

度な り、 日く 支那な り、 日く 日本な りと 云 ふに 至つ 


ては、 諸君 1!- 斯の 如き 事に 甘ん ずる ことが ; H 來るか 
又勞卿の圈體と云ふものほ、どうしても次の國際勞 
a 同盟 ^ _ に 於て ほ、 是非 井 阐體を 造つ て 選 始をす 
る だけの 基を 立てなければ ならぬ のであります から 
國際關 係 上勞働 代表者を 出す と 云 ふ 所の阇 踏を 許す 
べき 法律が 無ければ ならぬ、 之に 向つても 政府 !' j: 遲 
遲逡 巡して まだ 考が 定まらぬ と —— 此議會 が 立つ ま 
では、 まだ 考が 定まつ て 居らな かつた やうで ありま 
すが、 近日 農 商務省の 調査と して此 _會 に 現 はれる 
だら うと 思 ふが •それ も 極めて 不徹底の ものと 承つ 
て 居る、 併ながら 見ざる もの 知らざる ものを 謎んで 
評し ませぬ が、 兎に角 諸 外國 、父 自ら 稱 して 文明 國 
の 列に 居る と 云 ふこと を 心に 期して 居る 我 日本人 民 
ほ、 上は 陛下の 御 威靈 に對 し、 特に 明治 先帝 陛下 
の御咸 靈に對 して， 國 をして 其 威力を 列國の 間に _ 
さしむ る ？- - 云 ふに 至つ て ほ、 臣民た る 者 忍ぶ ことは 
出 來ぬ のであります から、 此 問題に 就ても 大に 注意 
を拂は れんこと を 望む ので、 是が 選擧 問題に 關 係し 
ますから 、諸君の 1: 恕を 乞うて 茲に 論及した ので あ 
ります、 勞. 働 若 ほ 選 擧團體 を 有つて 居らぬ、 是から 
潠擧 團體が m 來て來 る •併ながら 國際に 於て は 世界 
の勞磡 者と 席を 並べる 所の 代 S 人を 選ぶ ので ある、 
之に 何の 納税 資格が 無い のみならず、 憲法 立つ てょ 
り 昨年 三十 年の 記念の 祝賀 會を 開いた、 此帝 國譎 愈 
の諉 員を 選ぷ 所の 人民に 對 して、 遡つて 地方 議會に 
於て 腿々 議會の 經驗 をした 所の 此國 民は、 三十 年以 
後にまで 尚 ほ 納税 資格を 以て 大切なる 箇條 で、 唯々 
國民 たる 資格を 以て 13; 遡む 事が 出来ない と 云 ふに 至 
つて ほ 不合一 :不 論理 も 此に至 つて 極まれり と 私は 思 
ふ、 (拍手 起る〕 是に 於て BI! 論と して 最早 普通. 一 擧に 
反對 の聲を 聞くべき 道理が 無い と 私 ほ 此 議場を 見渡 
して 斷 言す るので & ります、 もう 一つ 私 玆に 向つ て 
申して 見たい、 繰返して 言 ふのは 階級 制度に 舞す る 
所の E 感で あります、 どう 云 ふ 事で あるか、 それ {3; 
税と云 ふ ものを 拂ほな ければ 身元が 碗 かで ない、 斯 
う 云 ふ考を 有つ て 居ります るが、 是 ほ 非常な 誤で あ 
ります •直税と 云 ひ 間 税と云 ひ、 税を拂 はざる 者、 
日本 國內に 生活して 居る 者が 一人 も あるか、 人に 附 
猫して 居る 者は 別段であります が •物價 が 高ければ 
更に 間税の 重味は 非常に 多い のであります、 何人 か 
税を拂 ほ ざる、 税が其 人の 資格の 決して 保險 に 13: な 
らぬ 、是は 斷言 する 所であります、 更に 其 弊は 如何 


今日 物資に® きを 措いて 入 間に® きを 措かず、 租税 
に II きを 措いて 國民其 者に 重きを 措かざる 所の 其 思 
想の 誤れる ことが、 事 實 政治家の 骼 害と して 現れて 
居つ て、 所謂 特嵇者 階級の 利益と なつて， 一般 多數 
の 庶民に ほ 某 利澤が 及ばない と 云 ふに 至つ ては、 國 
政を_する所の錢0が一日も裔過することが出來な 
い、 私 ほ 敎 育の 普及を 阐む 、敎 W の 上進を gl む •佻 
ながら 今の爲 政 者の 限 中には •©しき 人に 洽く慈 德 
を 及ぼさぅ と 云 ふ 所の 普通教育、 敎育 令の 制定の 當 
特嵇 神と if 背馳した 所の错 神を 有つ て K ら る、 か 
は 疑は しむる のであります •高等教育の ® 校に 向つ 
ては、 厚き 所の 金を 配付せられ た、 併ながら 吾々 ほ 
想 ふ， 高等 敎育に 人り、 大學に 人る と： K ふ 所の 人々 
は •財® に餘地 の ある 所の 人と ic ふことは 言は ずし 
て 知れた 事で ある、 况や私 舉 校の 緩々 として 起り 一 
罕に觀 る 所の 篤志家が 私立 學校を 助けて >  官 立學校 
との M 別を 撤歷 せし むる が 紫 §3 なりと 云 ふ 思想が、 
大に 動いて 居ります から、 是ほ 誘ぅ C 段々 進めます 
れば •補 ふことは 一般の 貧しき 人に m 校の 利益を 及 
ぼす ょりは* 尙ほ爲 し 易い と 思つ て E- ります が •一 
番先 きに 手を 著 けられた のは 高等 敎育の 方面で あつ 
て、 一般の 低き 所の 敎 A の ®! I 渴を 嘆ず るのは、 一向 
之に ISI つて ■耳を ffi けない 形跡が あると 云 ふこ. とを 言 
つて-決して 侮辱の 言葉-讒誣の 言葉で ない と 思 ひ 
ます、 何故なら ば 一番 初に 配付せられ て 恩澤を 及ば 
したのは 高等教育の 方で、 普通の 敎育の 方では ない 
是は 何で あるかと 云 ふと， 階級 制度 •階級 制度を 思 
想と して 立つ て 居る 所の 總 ての 政治 機關が •斯の 如 
き 思想を 當路 者を して 懐かしむ る 所の 根 抵の弊 害で 
あると 思 ふ •税に 至つても 左樣で あります、 一度 全 
國 の財權 を搁 つて 居る ® の 銀行家‘ 共 他 重なる 富豪 
の 人が 活励 致し ますれば、 政府の 提出の 案に、 政府 
自ら 進んで 之に 修正を 加へ 兼ね まじき 所の 氣 勢を 示 
して 政府を 援けら る、 所の 御 方々 が 之を 起案して" 
政府 直ちに 同意を せられて 之を 變ぜ られた と 沄 ふこ 
とが あるが、 貧しき 人の 叫ば 何人の 口を 通して 議愈 
に 反響 致します るか、 此洽く 人を 苦しめる 生活 問題 
と物價 を洽く 高から しむる 所の もの ほ •政府 誤つ て 
世界の 物價 が騰 つたから 日本の 物惯が 隨つた と 言 ふ 
が、 世界の 物價と 全く 關係な ぃ物價 も騰 つて 居り ま 
す、 漬物の 種類は 外國 人の賊 う 所で、 木炭の 種類は 
石炭を 唯一の 燃料と して 居る 外國に は 一切 霈耍な い 
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物であります が、 是が 除つ たからして， lit 界の物 沿 
が 繫つた から 騰つた と 云 ふ 辯 解は 立たない ので あり 
ます、 是 ほ 通 It の 政策を 誤つ た 結果， ^ ての 物 {ri を 
高から しむる 所の 影醫 であろ と 云 ふこと if R it であ 
•5 •ます …… (此 時發 言す る 者 多し) 御搔な さらず、 
緩り 御 腔なさい、 時を 與へ られ たから 私は 緩り やり 
ます、 何と 御 騷に なつても lit 抝を 降らない ので あり 
ます、 總て 生活 間 題に しろ •經济 問題に しろ、 敎育 
間 題に しろ 總 てのものが、 階級 制度の 弊 今や 國内に 
彌薛 して 居ります* 極く rs- 言して 申せば I 是は疑 
問であつて 私 (?. 明言す るに 忍びない が、 徵兵 制度に 
於ても、 高き 敎育を 受ける 者 (i 免れて， 資產 貧しく 
敎 育の 尙ほ 足らざる 者が 多く 徴兵に 應ず ると 云ふ调 

况に至つてほ、是亦普通選擧を促進せざるを煜ない 

所の， 一大 原因で あると 私 I'f. 思 ふので あります *  ( 

£ 手 起る) lli の 人は 恒の產 ある 者は ffi の 心 ありと 云 

ふ 古き 支那の 典籍を 引いて、 金で 以て 人の KE 格を S 

らぅと する が- 是ほ 決して 現代に 通用すべき 所の も 

のでない と 思 ふ、 併ながら 此理 論を 諸君に if 明す る 

には、 更に 時を 要する ので ある、 諸君が 御迷惑 だと 

云ふ顏 色を 見て 私は 此 理論を 略します、® 例を 以て 

說 明したら、 諸君 ほ ft ちに 0赀 せられる であらぅ、 

凡そ 財產を 以て 制限し •納税 資格を 以て 制限す る最 

も 高き 最も 著しき 寶例は 、外 國に 索め ずして 我國に 

索め て 見たら， 多額 納税の 選 禊ょり 最も 著しい もの 

は 無い と 思 ひます、 谷 府縣に 於け る 最多 額の 納銳者 

十 37: •人が 互選す ると きに、 果して 此間 非難すべき 所 

の ものが 無き や 否や、 或縣に 於て は 銀行の 切手が 舞 

5 て 飛んだ と 云 ふこと である、 僅に 酒を 飲ませた、 

辨當を 食べさせた と 云 ふ 種類の ものに 非ず して、 千 

金 又は 百 金と 云 ふ ものが I 此人數 は 十五 人で ある 

から、 制限 選擧の 最も 理想的の ものである、 納税は 

最も 多い ので あるから、 納税 資格 も 理想的の もので 

ある •此 間に K 々醜聞を 流し、'®々 刑事被告人と な 

り、 確定して 有罪 者を 出す に 至つ ては、 納税 資格 何 

の 効力 ある、 之を 計らず して 僅か 三圓 の税が 保證に 

なるな どと 考へて 居る ことは、 現代の 人に 非ず して 

百年 以前の (1 に 孟子を 訓 ® した 所の m 產 ある 者 m 心 

ありと 云 ふ 論者の 亞流 であらう と、 私は 之を 擯斥し 

なければ ならぬ と 思 ひます、 此 制限 選 擧と云 ふ もの 

は、 歐 米に 試驗 せられた ものであります から、 私 も 

矢 張歐 米の 思想 も 取 混ぜて 御 話を する 必要 あると 思 


ふので あります が、 昨年 正月の 頃瑞 西の 「ベルン」 
に開かれた所の改革 »1 |@ 代表荠の集會に於て、英吉 
利より 參 加した 所の 「スメーデン」 夫人が 斯う 云 ふ 
ことを 言つ た •是は 他山の石と して 吾々 の 矢 張 耳に 
觸れて 居る から、 大に國 威の 伸張と 國 家の 信用の 上 
に 參考 資料と なると 思 ふて 居る から、 私 (i 諸君の 御 
鸱に 達する のであります が、 「スノ ー デン」 夫人が 
斯う 云 ふこと を 言つて 居る、 , 吾々 ほ 此度諸 國の改 
造の 助を したいと 思 ふて 集會 をして、 唯 だ ii らくは 
唯今 五大 國の 一と 稱 して 居る 所の 或 國が —— 流石に 
同盟 國の 人民で あるから 明かに ほ 指さない けれども 
吾々 日本 國民 としては、 K ちに 神經を 刺戟せられ る 
のであります、 何と 言つ た、 「五大 國の 一として 世 
界の 世話役を 務めて 居ろ 所の 其國ほ 二百 萬 か 三百 萬 
の選擧 人で 選擧 した 議會を 持つ て 居る さう であるが 
其 人口を 調べて 見れば 六 千 ; i: 未滿 である 六 千 萬 未滿 
の 人民の 中 三百 萬 未滿の 人が 選 舉し た此 11 會は 少數 
者の® 思を 壓 へて 居る 所の 議會で ある •それ故に 名 
は 立憲 國 であるが、 眞實ほ 專制國 の 色を 帶 びて 居る 
ではない か 之れ を 世話人と して 其の 下に 働いて 國際 
聯盟を 委 すると 云 ふこと に 就て は 頗る 元氣 がない」 
と 云 ふこと を 言つ た、 是れは 私の 架空の 說に 非ず し 
て、 處ほ瑞 西であつて、 入は 英國の 婦人で あつて、 
其 名は 「スノ ー デン」 と 云 ふ 一の 巾 幗者锍 婦人を し 
て、 我が 帝國の 信用を 斯の如 く 嘲らし むる ことを 耳 
にせ ざれば、 則ち 無 感覺で ありませ うが、 一た び 耳 
にした 時に 方つ ては、 慨然と して 日本の 現狀を 歎せ 
ざるを 得ん やと 私 ほ 思 ふので ある、 (拍手 起る〕 是 
でも 國に 信用が あつて 國威が 伸びる か ( r 淺薄」 と 

呼 ふ 者 あり〕 何とで も 仰し やる が 宜い 、世界の 國民 

と 日本 全體 を對 手に する のであります、 併ながら 淺 

郢 でない 證據を 私は 是から 御 話を 致します、 政友會 

の 前身は 如何なる ものから 發達せ られ て、 今日の 盛 

大を 致された ので あるか、 當 初を 繹ぬれ ば 自由 黨が 

あつて、 板 垣 君が 老いて 其 席を 伊藤 公爵に 讓られ た 

のが、 即ち 政 友會の 歷史で あります、 吾輩 他 黨の論 

ずる 所ではないが 事實明 白で ある、 其 自由 黧の當 初 

勃然として 起つ て 明治 改革の 重任を 帶び て、 更に 國 

政の 改革を 企て-' 國會を 開き、 國憲を 立てん とした 

時の I 大 項目は fKr であるかと 云へ ば、 普通 選 擧であ 

つたと 云 ふことは、 年を取つ た 御 方は 御 承知で あら 

うと 思 ふ (拍手 起る) 其の後を 承け た 末流が —— 广 


「普通 il 舉ぢゃ ありませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 普通 il 
舉で あります (「ありませ ぬ， I と 呼 ふ 者 あり〕 あり 
ます， ありませ ぬければ 宜しい、 » り ませぬ と 云 ふ 
ならば 私は 前身 ほ 問は ない、 現在の 政 友 ir の 御 話を 
致し ませぅ (「末流に ほ 分り ませぬ.！ と 呼 ふ 者 あり) 
私 (3; 色々 な 評を される のであります •か、 議院 規則の 
許す K りに 於て、 此誔 場に 在つて 此處に 立つ 所の {1 
利を 與 へられた る ことを、 一步 も讓ら ない ので あり 
ますから c 「ひや^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 何とで も 言 
ふなら ば、 御 黯 になる だけ 規則を 遨守な さい まし、 
(拍手 起る〕 普通 選 擧に關 する 法律案 理由 書と 云 ふ 
ものを 私 ほ 持つて 居る、 「維新の 浩謓に 基き て 制定 
したる 帝國 憲法は 實に滿 天 1- の國 民を 基礎と する钸 
乎た る 立憲 代_ 政體を 認 むる ものな り而 して 世界の 
最良の 政 體が 代議 政 s§ にして 代議 政體ほ 普通 選擧の 
制度に 由つ て 始めて 運用の 妙 其 極度に 達する ものな 
る 事は 十：： 今 蓖國に 通す る 政 法の 大義な り國會 組織の 
根抵た る選擧 法の 如き 宜しく 此の 大義に 則り 遍く選 
擧 權を國 民の 全 階級に 配當し 等しく 國民 をして 其 意 
志を 國會に 代表せ しめ 以て 天题 無窮の 皇基を 翼賛せ 
しむる を 要す 然るに 現行の 選擧 法は 選擧灌 を 全人 口 
の 百 分の 三に 過き さる 少數の 或 階級に 限定せ り 其の 
狹隘 にして 而して 不公平なる に 至つ ては 世界の 立憲 
國に其 類例な し 即ち 我 國會は 民選 議院の 假面を 裝ふ 
純 乎た る 階級 議會 なり 須く 普通 選擧の 制度を 實施し 
廣汎な る國民 代表の 基礎の 下に 國會の 組織を 革め以 
て 萬 機を 公論に 決せし むへ し是れ 本案を 提出せ る 所 
以の 大要な り」 (拍手 起る〕 此法律 案は 誰 方が 提 m 
になつ たかと 云 ふこと を 明かに すれば、 遠く 歷出に 
遡つて 政 友會の 前身を 私は 研究す る 必耍は 無い、 第 
二十 六 _會 に 提出せられ て 其 提出者は 頗る 多い ので 
あります が、 最早 十二 年を 經て 院外に 去られた 御 方 
が ある， 唯今® 席に 列せられ て 居る 御 方 だけの 提 3 
者を 擧げ まする と 云 ふと (【謹聴」 と 呼 ふ 者 あり〕 
望月 圭介 君、 上埜 安太郞 君、 吉植 庄一 郎君、 (拍手 
起る〕 中 村 啓 次 郎君 (拍手 起る〕 粕谷義 三 君、 木 下 
謙次郞 君、 ( 拍手 起る〕 賛成宥 の 名前を li みます‘ 
松 田 源 治 君、 (拍手 起る) 遠 藤良吉 君小久 保 喜 七 君 
(拍手 起る〕 齋藤珪 次 君、 福 井 三郞君 、中 倉 萬 次郞 
君、 藏內 治郞作 君、 田邊熊 一 君、 米田搦 君、 束 武君 
三 浦 li 1 君、 佐々 木 文 一 君、 是等は 多分 私の 贽違は 
ないで あらう、 (拍手 起る) 地下の 人と なつた 御 方 


の 名を a む 必要は 無い、 :: i いて苡 くこと が 出来ない 
から 讓 まない、 题 席を 去つ た 御 方 も 名を a む 必要 li 
無い、 それ 故 Iff まない ( r sl みました」 と 呼 ふ 片 あ 
り〕 此外六 十九 名と 云 ふ ものを ^ If る ことが 出来る 
ので ある •是 ほ 不幸に して 少： T{ e £9 れま した、 of な 
が 深 思 熟 ® の 結果、 尙ほ其 所 f,i に！ S 然たる 总氣を 加 
へて 再度 提出せられ たのは 矢 張 同 案でありまして、 
第二 十七 回の 誘會に 同じ 案が 提出せられ て、 共 時の 
迎 名 (3: 矢 張 地下の 御 方は 硬 起さない、 謎 席に® られ 
一る 御 方を 喚起し ます、 ili 武君 に、 米田秘 对に 、跃内 
治 郞作 舒に 、中 村 啓 次 郎 ?/f 、 上埜 安 太郞对 、粕谷 a 
三 君， 福 井 = 郞 M 、 菌月圭 介 君'* 花 井 Jil 藏 君、 是が 
提出者であります >  若し 之に さぅ でな かつた と 云 ふ 
ならば •正誤を 下さるな らば 私は 潔く 正誤を 致し ま 
す (拍手 起る) 燹成漭 の 名前を if みます、 吉桢 m 一 
郞 君、 松 田 源洽君 、武践 余 吉君 、中 介 ;®; 次 郞哲 、川 
原茂輔 君、® 藤 珪次君 、小川 平吉 君、 (拍手 起る) 
恒 松！！ 蹉君 、戶狩 稲 之 助 君、 獅田淸 兵衞哲 、淸银 太 
郞， 君、 是が 賛成者と それから 提出 若の 兩方 e ありま 
す、 是で 十二 年 前と 十一 年に 二度 捣出せ られま して 
一回は 通らず して、 I 回は 通つ て 之を n- 族： lv£ の誠增 
に绘 つた 案であります、 若し 是が 疑は しいと 思へ ば 
私は 正誤に 快く 應ず るので あります から、 此 祺 に 就 
て ほ 一點の 私 IX 無理な 事を しないと 思 ふ、 今の n 本 
の國威 と 今の 日本の 文明は" 十二！ 年 前ょり ill ルし 
たので あるから、 人民には 维 础 が 無い と 諸君が W ほ 
れるな らば、 是は 現代の 人民を 侮 @ する 所の (扪 •中 
起る) 國民に 反いた 所の P 論と 云ふ諷 謗を 私 ij: 躬さ 
ぬが、 國民 が呈 しても、 私は 其 辯 P 士とな る ことは 
出来ぬ と 云 ふこと を御斷 りを して 此® 上を 降る ので 
& ります (拍手 起る〕  . 

0 岩崎剧 君 本案 ほ 議長 指 - fl を 以て、 特に 二 - 1- 七％ 
の 委員に 付託せられ むこと を g! みます" 

〔「资 成々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 異識な しと 認めます 、依て 励 
S の 如く 決-しました。 

0 赤 間 嘉之吉 君 大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法饼案 
並に 大正 四 年 法 鉗 第 十六 號中 改正 法律案の 委 fl fr を 
開きた ぅご ざ、 ますから、 許可を 願 ひます。 

〇 鹩長大 岡 育造 岩〕 許 町 致します I 日程 第 十四 
扼 原悅二 郎君の 登壇を 戒めます。 

第 十四 衆識院 讖 M 選擧法 中 改正 法 S 案 


院蓀衆 會譯阀 帝 回 二十 四筘 


(古島 一雄 君 外 四 名 提出〕 第一 
ffl 會 

衆謅 院_员選 擧法中 改正 法律案 
衆 誘 院議 貝 漣 擧法中 左ノ通 改正ス 
第 八條第 一號屮 「二十 五 年」 ヲ 「二 十 年」- 一改メ 
第三 號ヲ削 ル 

第 十條屮 「三十 年」 ヲ 「二 十 年」- 1 改ム 
第 十二 條第二 明 中 「又 ハ 官立 公立 私立 學校 ノ學生 
生徒」 ヲ削ル 

第 十三條 第一 項ヲ削 ル  . 

第 十八 晓第四 項 中 「、納税額 及 納税 地」 ヲ削ル 

第 十九胳 削除 

第二 十一 s 削除 

第二 十三 條中 nu ヲ削ル 

第二 十四跷 中 「第二 十！ 一條」 ヲ削ル 
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.本 法 ハ 次ノ總 選 擧 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

本 法-一依 リ初テ 蕺 員 ヲ選舉 スル- 1 必要 ナル 選擧人 

名緙 -I 關 N、 ル 第 十八 條第二 十條 第二 十四 條第 二十 

六條 第二 十七 條二 規定 スル 期日 又 ハ 期間-一依 リ難 

キトキ ハ 勅令 ヲ以テ 別 = 其ノ期 H 又 ハ 期間 ヲ定ム 

但シ 其ノ選 舉 人名 ?® ハ 次 ノ選擧 人名簿 碗 5e ノ日迄 

其ノ 効カ ヲ有ス 

大正 八 年 法® 第 六十 號中第 八 庇 第ー ニ 號ヲ削 ル 

!柄盼悦 二 郎君 登 他〕 

0 柿 原悅二 郎过私 ほ 玆に蕻 題と なつて 居ります 我 

芘 提出の、 衆 鹄 院潢 2 :遝 擧法中 改正案の 提案の 理由 

を說明 致します、 申す まで もな く 衆篛院 熟 員選擧 法 

は、 蒸 法 附則の 法律と 致しまして、 最も® 要なる 法 

律で あ 〇 ますの みならず、 此法律 は 昨年の 謎 會に於 

て 一度 改正され て 居る のであります、 昨年の 議會に 

於て。 

〔此時 私語す る 者 あり 議場 騷然〕 

〇絜長 (大岡 育造 君〕 靜肅に ：：： 

o rl 原 悅二郞 君 一度 改正され て 居る 所の 衆識院 謎 

員選舉 法を、 更に 今年の 議會に 於て 改正し やぅと 吾 

吾が 之を 提出す るに 就て ほ、 大なる W 任を 感ずる も 

のであります、 普 is の 法律で ありま すれば、 胙年改 

正 致 L たものを 今年 改正す ると 云 ふこと も、 間々 あ 

る ことで ございます けれども •此® 犬なる 憲法 附則 

の 大法 律を 前年 改正され たものを、 今年 再び 改正し 


やうとすることに就て_ほ、容易ならざる意義のある 
ことを 御 了解を 願 ひたい、 私共の 提出した 所の 案は 
極めて 簡® であります、 私は 之を 說明 致す に 就き ま 
して、 第一 !？ f に 私共が 之を 提出す る 根柢と なつて 居 
ります る 所の 原則を 說明 致し、 更に 之に 對し て、 私 
共が 豫想 外には 感じます けれども、 是は事 實で ある 
から 已む を焊 ませぬ が、 實際 未だ 幾分の 尙早 論者が 
あるので あります、 此根抵 を 究めて、 果して 尙早論 
が 正しい ので あるか、 吾々 が 之を 今日 直ちに 實 行し 
やうと する 所の 吾々 の 立場が 正しい ので あるか、 此 
兩者を 比較 研究して、 正確なる K 別を 立て、 見たい 
と 思 ひます、 更に 私は 進んで 目下 世界の 大勢 並に 日 
本の 现狀に 鑑みて、. 一 日 も 早く 之を 改正す る ことが 
吾々 H 本 帝 國の代 鹩士 としての みならず、 我 國の將 
来を 思 ふ e めに、 又我國 の 將來を 思うて •我 國を世 
界に 於て 確乎たる 咄 步の 上に 立たし め やうと する に 
は、 一 日 も 早く 之を 改正す る ことが 焦眉の急で ある 
と 云 ふ 理由を 述べ やうと 思 ひます、 私共の 改正の 要 
點 ほ、 現行法に 於て 制定され て 居ります ^ 所の 納税 
資格を 撤廢 する ことが、 第一の 要點 であります、 更 
に納稅 資格を 撤廢す るの みならず、 年齡 二十 五 歳と 
云ふ取齡資格を改めまして、之を二十歳に致すこと 
であります、 第二の 改正の 要點は 、現行法に 於き ま 
しては、 官公私 立學 校の 生徒に 對 しまして は、 如何 
なる 他の 資格を 具 ふるに 拘ら ず、 選舉權 を與 へない 
ことに 规定 されて 居ります、 私共は 之を 改めて、 日 
本 帝國の 臣民に して 滿一 一十 歳 以上の 男子であるなら 
ば、 官公私 立 寒 校の 生徒で あるに 拘ら ず、 之に 選擧 
權を與 へる ことに 規定した のであります、 次に 私共 
の 改正の 要點は 、現行法に 於き ましては、 被選擧 人 

の年齡 K 格を 三十 歲と あるのを、 私共 (3: 之を 潠擧人 

の 資格と 同時に、 滿 二十歳 以上に 改め やうと 云 ふの 

であります、 第 四の 改正の 耍點 は、 現行法に 依り ま 

すると、神货、神嗌僧侶>小學校敎員にほ、被選擧 

槌を與 へない ことにな つて 居ります、 私共は 此條項 

は 撤廢 して、 神官， 神職、 佾 侶、 小 學校職 負に も、 

他の 者と 同 樣に被 選舉權 を與へ る ことに 規定した の 

であります、 是が私 共の 改正を 爲 すに 至りました 所 

の 私共は、 如何なる 根 抵に依 て 企てた かと 云 ふこと 

を說明しゃぅと思ひます(「謹聽」と呼ふ者ぁり〕 

唯今 も S I1-I W が 申された 如く、 舊選擧 法は 財 產を主 

として 定めて ある、 普通 選擧の 主張老 ほ 人間を 本位 


とする ので ある 私共は 今日に 於ても、 哿 通 ; i 擧の原 
則は 認める けれども 時期 尙早く あると 云 ふや 5 な 議 
論を sg 々聞く ので & ります、 元來 立憲政治の 論理的 
歸結は 、普通 選擧 でなければ ならない のであります 
一た び 立憲 政 fl1 を 認 むる 者 ほ、 普通 S 擧を 否定す る 
ことが 出 來な い、 若し 立憨 政體を 認め、 哿通選 擧を 
否定し やぅと する 人が あるなら ば、 此人は 言を 何と 
左右しても、 立憲 政體を 否定す る 者で あると 言は な 
ければ なり ませぬ、 (拍手 起る〕 一體 立憲 政體に 於 
きまして 納税 資格を 定めた 理由は、 唯今 島 田 君 も 申 
されました 如く、 其 原 S を 討ね て 見れば、 封建時代 
に 於け る 所の 英國の 憲法に 基く ので ある、 此當時 は 
,愈と云ふものは、法律を定むると云ふよりは、寧 
ろ 皇室に 必要なる 所の 費用を 定む ると 云 ふだけ の權 
能に 止つた のであります‘ 之が 爲 めに 皇室に 必要な 
る 所の豫 算案を 議定す るに 就て は、 此議會 に 加 ほる 
者 if 租税の 負 } i をす る 者で なければ ならない と 云 
ふ 規定が、 偶然に も 谷 國の憲 法に 傳統 的に傳 へらる 
る やぅに なつた ことが 此 根源の 理由であります* 固 
より 我國の 憲法に 於て 納税 資格を 根抵 としたのは、 
此英圃 の 憲法の 一種の、 間接 若く は 直接の 挺 做に 過 
ぎない のであります、 で 今日 之を 私共が 固執すべき 
理由は 何 所に も 存在し ない と 思 ひます、 之に 就き ま 
して 私共の 深く 考礅 しなければ ならない 事は、 一體 
國家と 云 ふ ものは， 之を 構成して 居る 所の 總 ての 人 
民に 依て 成立つ て 居る ものでは ないか、 若し 總 ての 
人民が 國 家の 構成分子であるなら ぱ 、其國 家の 運命 
は國 民全體 の 運命と 共に 行くべき ものである •國民 
全體 の國 家に對 する 所の 能力 如何に 依て、其國家の 
運命 ii 定まる ものであると 云 ふこと を 是認し なけれ 
ばなら ない、 (拍手 起る〕 そこで 若し 國 家の 構成が 
人民で あり、 人民 總てが 國 家の 運命に 關係 する もの 
であると するなら ば、 其國 家の 運命を 支配す る 所の 
政治に 對 して、 總 ての 人民が 發言權 を 有する と 云 ふ 
のが 當 然の歸 結であります、 C 拍手 起る〕 此點に 於 
て一點 の 疑問の あるべき 筈は ない、 如何なる 人と 雖 
も、 其 國內に 住む 者は、 其國 家の 政治に 對し て發言 
嵇を 有する ものである 併ながら 諸君 も 御 承知の 通り 
白痴 も あり、 狂人 も あり、 廢疾者 も ある •自ら 自己 
の 行動を 右左し 能は ざる 所の 丁年 未滿の 人民 も ある 
是等 は國 家の 爲めに 何も 貢獻 する 者で ほない、 併な 
がら 國家は 之を 保護し なければ ならない、 彼等の 生 


存の權 利 も 認めなければ ならない のみなら - f ‘國家 
は國民 全體の 敎育に 就ても 責任を ¢4 はなければ なら 
ない， 是は當 然國 家を 構成し 國家の 政治に 對し て！！ 
ての 國民が H 住を 有し站 運動を 共に すべき もので 
あると 云ふ理 山に 基く ので ある、 御 Trx 知で も ござい 
ませう けれども、 此職爭 の 結果、 英國に 於て は 約 A 
十 萬の 無職の 勞磡 者に、 一週間に 二十 九 志の 失業 勞 
働 賃銀なる ものを 與 へて、 彼等の 生活を 保障して 居 
ります， 如何なる 勞働 者で あらう とも •其 勞砌 者が 
一た び 職業を 失つ た 場合には、 國家は 其勞® 者に 對 
して、 毎週 二十 九 志を 支 拂 うて 其 生存の ® 利を 認め 
て 居る のであります、 斯の 如く 一國 家内に 於け る 所 
の總 ての 人民の 生存の 糊 利を 今日 國家が 承認し なけ 
ればな らな いと 云 ふこと に 就て ほ、 何 八 も 之を 否定 
する ことが 出來な い 事 實で あります、 又國 家が 執 〇 
まする所の政治に就てほ、若し現在の —— 是ほ 何處 
の 國の制 度で も 構 ひませ ぬ、 若し 現在の 政府が 一の 
國 策を 愆 つて、 若し 一國 をして 戰禍の 裡に投 ずるが 
如き 事が ありと 假定 致しましたならば、 國民令 ：體 は 
之に 對 して、 國家と 運命を 共に しなければ ならない 
こと、 思 ひます、 若し 一 政治 M; が 過つ て 或る 一 國と 
の國交の斷絕を釀すが如き事が&0ますれぱ、國民 
全體ほ 其の 國 家の 存亡の 爲め に、 生命を も 賭さ 方 け 
れぱな り ませぬ、 (拍手 起る) | 國の 政治は 是程重 
大な 事で あるのに、 是れが 總ての 人 K の 意思に te つ 
て 決定され ない と 云. ふ 害は ない のであります •  t 拍 
手 起る〕 勿論 總 ての 人民が 政治の 發言權 を 有すべき 
ものな りと 申しました 所が、 唯今 申 上げた 通り、 自 
己の 社會的 或は 政治的の 行動に 就いて、 責任を 有し 
能は ざる 者が あるので あります、 我國の 民法に 依り 
ましても、 滿一 一十 歳 以上の 者で なければ、 凡ての 法 
律 上の 責任を 興へ ざる ことに 規定され て 居ります、 
又我國 の® 兵 令に fe ります れぱ 、如何なる 階級に 
屣 する 者でありまして も、 滿 二十歳 以上に なれば、 
兵役の 義務を 負は なければ ならない のであります、 
又 如何なる 我國の 法律に 依りましても 、二十歳 以上 
の 者が 過つて 法律を 犯しましたならば、 其の 自已の 
責任を 何 所に も歸 する ことが 出来ない、 身躬ら 之れ 
を 負は なければ ならない ので あり ます J 此の 兑地か 
ら考盧 致しまして、 私共は 滿 二十歳 以上の 帝 國の臣 
民 ■而も®: 子は 法律上 社會上 自己の 行動に 就いて 凡 
て 責任を 負 ふべき ものな りと 云 ふこと を 認められて 
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| 居る、 此の 事' 过に根據致しまして、 ?/. 共ほ滴二十歲 
以上の 者に (?. 政治 上の s ft- を 與へ、 發言擷 を 行使せ 
しむべし と 規定した のであります ハ t 拍手 起る) も 
う 一つ 私共 (X 原則の 上から 考ヘて 見たい •励 もす る 
と 今日に 於き まして 或 一種の 特拗 階鉍 ，又 或 特別の 
階級に： S する 若が、 ES 家の 進 運 ほ 一に特 _ 階級の S 
思 如何に 依て 定まる が 如くに、 誤解して 居る 者が あ 
ります、 若し 私共が 日 木の 國家 をして 世界の 國に匹 
敵す るが 如き、 否な 之を 凌 m する が 如くに 發展 せし 
め やうと するならば-如何に 致せば 宜い かと 考へな 
ければ ならない、 私共は 此 問題を 考憩 するとき に、 
私 13: 此事 rf を 否定す る ことが 出來な いと 思 ひます， 
今度の 歐洲 の戰亂 に fe りまして、 人類が 未だ 發 見し 

得ざる、 又經驗 せざる 所の 幾多の 新 事 K を 現し まし 

た、 此 最も顯 著なる もの ほ、 如何なる 國家 にせょ、 

其 國 民全體 が 國 家の H 任を 感じ、 國家ほ 我物な り、 

我が il 命と K 家の 運命と 離るべからざる ものな 〇 、 

斯う 國民 全體が 自贤 し、 國民 全 ! § が 國 家の 賣任を 負 

うた ものが、 一番 强國で あつたと 云 ふことの 事 K ほ 

明かに なつて 居ります、 (拍手 起る〕 政治 上の 國民 

に對 して 發言褪 を與 へずして、 H 本 帝國 E 民は 悉く 

天皇陛下の 赤子な り、 此間に 於て 一視同仁 差別 あ 

る ことなし， 政治は 我々 特權 階級が 所有す る、 他の 

入 民は 人に 從へば 宜いと 云 ふが 如き； f 條理な 叫 を以 

て、 國 家を 統一し やうと して / ii 來 ると 信じて er り ま 

すか、 C 拍手 起る〕 又 御 同 _ に 日本の 將來の 總 ての 

國 民を 一番 有力に せし むる には、 如何に すれば 宜い 

かと 申します れば 、國民 金體に 機會の 均等を 與 へる 

ょり 外に 途な し、 今 〇世 界各國 に 於て 盛に 改造の 聲 

が 聞え ます、 歐 洲職亂 の 結果’ 過去に 於け る 所の 政 

治 組織 も， 經濟組 織 も、. 產椠 組織 も •幾多の 缺陷を 

有して 居る、 是 等の缺 陷の 中に、 最も 偉大なる 缺陷 

IX 何物で あつたかと 言へ ば. 過 ^ の 世界に 於て は > 

總 ての 人民に 機會の 均等を 與へざ 〇 し 事で ある、 歐 

洲谷國 は •旣に 島 田 君の 先刻 申された 通り， 旣に普 

通 選 擧を© 行し、® に 普通 si 擧と 我々 が 日本に 於て 

唱 ふる 如き ものの みならず、 女子に 參政權 を 與へ、 

而して 政治 上には 全くの 機# 均等を 與 へて 居ります 

歐洲諸 國に 於て 今日 改造を 唱ふ るの ほ、 政治的の 根 

本 改造に 非ず して、 經濟 上、 社會 上の 踌會 均等を 得 

せしめよ と 云 ふこと が* 職 後谷 國の改 造の 根 本義で 

あります、 (拍手 起る〕 翻つ て 我 國の狀 態を 見ます 


れば 、钙 濟產 菜、 社 f/ 上の 辟- 付 均等は S か、 政治 上 
に 於ても 機 曾 均等を 建設され て 居り ませぬ、 我國の 
人口は 約 六 千 萬と 稲へ られ て rr る、 其の 六 千 萬の 人 
口で、 政治 上の 發言 棚を 有し ■政治 上の ® 任を 有す 
る者ほ、敁に钥選帮法に依0ますれば百五十萬、新 
選擧法 に 法ても 四百® に 達しない のであります •御 
同樣 に此議 會 に 於いて 國民の 代表者で あると 云 ふこ 
とを K 々申します、 併ながら 我々 は 六 千 萬の 代表者 
で is 斷 じて ありませ ぬ、 我々 is 僅に 百 五十 萬の 有® 
者の 代表者で ある ことを s ら 自 弪しな ければ ならぬ 
ので あ 4 す、 (「ひやく. 一と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 
如く 少數の 代表を して 居る 者が 一國の 政治を _ する 
と 云 ふことは、 立憲 政膛の 根 本義に 戾る もので あり 
ます、 私共 (3: 其 立場から、 政治的に 於て 國民 全體に 
機會の 均等を 得せし めなければ ならぬ、 此 意味に 於 
きまして、 私共 ほ滿二 十 歳 以上の 帝國の 男子に 選擧 
權を與 ふること に 規定した のであります、 更に 私共 
官 公私 立學 校の 丁年 以上の 學 生に 選擧權 を與 へない 
所の 理由を •發 見す る ことが m 來な いのであります 
凡そ 立懑函 に 於き まして、 若し 其 立憲の 政治を 徹底 
的に 實 現して、 而も 之が 國民 全體の 政治で あるが 如 
くに 體現せ しめんと すれば、 第一 必要なる 事は、 國 
家の 繼承 者た る 所の 國 民を 立憲 的に® 成す る ことで 
あります "して 見れば 滿 二十歳 以上に なつた 者は、 
少なくも 我國の 中等 以上の 敎 育を 受け， 高等 學 校に 
籍を 有する 學生で あります、 官 、公， 私立 學 校の區 
別を 問は ず、 此者は 國 家の 將來總 ての 責任を 負ぅて 
起たなければ ならぬ 者、 而巳な らず 民法に 於ても、 
徴兵 令に 於ても， 明かに 一個人た る 所の 資格を 承認 

されて ある 以上は， 是 等の 學 生に 選 擧權を 拒否す る 

理由は 何 所に も 存在 致さない のであります、 (拍手 

起る〕 此 意味に 於き まして、 私共 官公私 立學 校の 學 

生に も， 年齡の 資格の 整 ふ 者で あれば， 選擧灌 を與 

ふること に 規定した のであります、 又 私共が ^ 今 申 

述べました 所の 理由に 依りまして、 被 ; 1 擧權 の年齡 

を 三十 歳に 規定して 置く 理由を 認めない ので ありま 

す、 御 同樣に 私共 (X 年齢の 如何を 問は ず、 我々 選擧 

民の 信任を 得る 人で あれば 差 支ない の. であります、 

之に 對 して 年齡の 規定を 設ける と 云 ふ一體 理由は 無 

いので ある、 今日 私共が 若しです、 是 {3: 虚心坦懐 心 

理を考 ふる 爲 めに， 暫く 御 同 樣の 地位を 忘れて、 日 

本の 帝國 K 會に 於け る 三百 八十 一名の 代 a 士の平 均 


年豨 と、 世界 何 K の！ 2 の議舒 の sl a の年浠 とで も 差 
支ない •此 間の 平均を KO ましたな らば、 恐らく 我 
帝 ば 謎會に 於け る 三百 八十 一 名の 代議士の 年齡の 比 
餃ょ0、高齡に達して居る者ほ無いと信じて 1;- 0ま 
す〆 (拍手 起る) 何故に 斯の 如き 結果を 来して 居る 
かと言ひますれぱ、是ほ股も直さず我國に於て (3: , 
被選舉 者の 年齡 を滿 三十 歳に 制限して 居る 所の 結果 
に、 外なら ない と 言 ほ な. ければ ならぬ •此 意味に 於 
て私共は、滿二十歳以上政治上社會上の責任を負ふ 
ことが ； 1} 來る 所の 者であるなら ば. 而して 之が 人民 
の 信任を 受ける 者であるなら ば、 其 年齡に 於て规 歳 
であらぅ とも 差 突ない- 而巳な らず 今日の 如く：！： 進 
月步の 社會に 於き まして ほ、 成るべく 少壯有 爲の人 
が 議政 壇上に 立つ ことが、 國 家の 進 運に 有益なる 事 
である、 (拍手 起る 此 意味に 於き まして， 私共 (t 
被潠擧 人の 年齢を 三十 歳から 二十歳に 下げます _で 
あります、 又 私共が 被 選擧® の K- 格に 就ても ぅ 一つ 
改めました 事は、 神官、 僧呂 •神職、 小學 校の 敎員 
に對して、被潠擧權を認むることであります、私共 
が 申す まで もな く， 諸君 御 承知の 事と 思 ひます' か、 
此選擧 權被選 擧權に 就きまして、 歐米 諸國に 於て 神 
官 ，僧呂 、敎育 者と 云 ふが 如き 者に‘ 選擧灌 被選擧 
權を抿 否した 歷臾 的の 理由を 考 へて 見 ますれば、 之 
を 今日の 日本に 存在せ しめて 置く 理由な しと 云 ふこ 
とに、 明かに 考へ得 るので あります、 歐米諸 國に於 
て、 屮世紀 に 最も 政治 上の 混 亂を來 したる 問題 ほ、 
政敎 I 致の 事で ありました、 歐米 諸國に 於て ほ、 政 
敎の 分離の 爲 めに、 多年 國民ほ 非常なる 苦み を 致し 
たのであります、®々 基督 敎 ■而も 「ロー マン キヤ 
ソ リック」 敎は 政治に 干渉し、 励 も すれば 一 國の政 
治を •宗敎 の 見 池から 支配した ことがあ るので あり 
ます、 歐米 諸 ® に 於て は 深く 之を 褒 ひまして、 多年 
政敎の分離を主張せしのみならず、僧呂‘神官、或 
ほ 小學 校の 数 M と 云 ふが 如 §-• 者に、 初り は 選擧權 を 
與ふる ことで すら 以て 不當 としたので あります、 今. 
日に 於て ほ 殆ど 是 等の 規定 ほ、 歐 米諸國 の選窣 法に 
於て は 除外され ましたけ れ ども、 今から 約 三十 年 前 
に 我國は 歐米 諸國の 憲法を 樽 做して、 我國に 取つ て 
は 神官、 僧侶、 小 學校敎 負 が 政治と 關聯 し、 政治に 
干渉し* 一國の 政治を 攬亂 すると 云 ふ 虞が あると 云 
ふが 如き こと 無 かりし に拘ら ず、 此當時 の 選擧法 の 
草案 者は、 歐米諸 國の事 を 槿 做して、 此规定 を 我國 


の 漥舉法 に 加へ たのであります、 で <-!=私共が.. 
まして、 如何なる 方面から 彩へ て も*  S 官 •僧侶. 
小學 校敎 員が、 若し 運 3 f K ' か 之に l!/ : ;u を §するに尥 
當な〇 と信賴 する 者であるなら ば、 ;' • に fJJ f&A wli を 
與へて 蒸 政捎 上に 立たし めて、 何等 政教の 赛 ill も、 
敎 育と 政治の 混同 も 生ずる K ない ものと fn- じ て *';' . リ 
ます r' r 拍手 起 S 此 意味に 於て 私共は 此規定 を 削 
除す る 事に 致した のであります、 是が 私共の ii w iic 
改正に 對する 所の 根本的 理山 であります 、此 根本的 
理由に 引綏 きまして、 私が 述べなければ ならない 1 jf 
は、 今日は 選擧 法を 改正す るに 尙 ¥ である、 普通 速 
擧ほ 我國 に (3: まだ 平い、 斯う 云 ふ 通論が あるの みな 
らず 、昨年 此蕺會 に 於て 選犁法 を 改正した ので ある 
昨年改正した所の納稅資格三_の選拈法ほ>まだ一 
度 も！ 3 行され て 居らない 、此. 试行されて尻らない所 
の選擧 法を 今日 改正す るのは、 衆議院の 鼎 威に G る 
ものである、 若く ほ 秭國に 於て 一 度 も ^ 行し ない 所 
の 法律を 今 日改正すると云ふが如き事ほ、時機を誤 
る ものであると 云 ふ-斯う 云 ふやうな 誔論が ありま 
す， 此 議論の 根抵ほ 何れに 存す るので あるか、 果し 
て 是が 正しい _論で ある や 否やと 云 ふこと を 詮索す 
る 必要が あると 思 ひます、 言 ふまで もな く此一 一 a の 
多数に 依りまして 昨年 選擧法 ほ 改正され ました •其 
選擧 法は まだ 一回 も實 行され て IT り ませぬ、 然るに 
之を 改正し なければ ならない と 云 ふことは、 昨 il-: の 
狀態と 今日の 狀態 と、 如何に 國內に 於て 15: 化を 中 •じ 
たかと 云 ふこと を考 へなければ ならない.、 **/ i 1!: . 

年 定めた ものを 今年 改める ことは、 蕺砂の 描、 1.^' に 關 
すると 云 ふ 理由を 唱 へる 韜 に (3: 參〇 ませぬ、 我々 (3: 
我々 自身の 爲 めに 選擧法 を 定める に 非ず して， H 本 
帝 國六千 萬 人の 人民の 爲めに 選 犁法を 定める ので あ 
ります、 (拍手 一若し 我 國の 六千茁 の 人民の 利福の 
爲 めに、 昨年 定めた 法律で あらう とも 之を 改 むる こ 
とが 有利であるなら ば、 我々 は 斷 じて 之を 改 むる K 
任を 持たねば ならぬ のであります、 (拍手〕 そこ -e 
考へ なければ ならない 問題は、 昨年の 狀態 と我國 の 
今日の 狀 態と， 此選擧 法の 改正を 必要と すべき だけ 
の 事情が 變つた かどう かと 云 ふこと であります、 此 
點が 明かに なれば、 私共 ほ 選 擧法 改正の 尙¥ 論を唱 
へる ことが m 来ない のみならず、 昨年 改正した 所の 
選擧法 であるから、 再び 之を 改正す るは 識 會の擗 威 
に拘 る、 政府の 權威 に拘 ると 云 ふ i! 論を 吐く ことほ 
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出 來な いのであります、 (拍手 起る〕 で 之に 就て 第 
一に 考へ たいことは、 一昨苹 の 十月 休戰條 約は 成立 
して 居りました、 故に 我 第 四十 一 帝 ® _會は •歐洲 
戰亂の 半では あるとは 申しながら 休戰狀 態に 在つ た 
のであります •其 時に 私共が 選舉法 を 改正す るに 就 
て、 此諮 會 に 於て 國際 聯盟が 成立す る， 之に 對 して 
我國は '准 備しな ければ ならない と 言つ た 議員が 一人 
あります が、 是は 世界の 大勢が 如何に 異つて 尻 るか 
を 明かに 立證 する ものであります、 昨年 W ち 第 四十 
一 帝！ la 會に 於て 我が 日本の 國民は 、殆ど 國際聯 盟 
の 成立と 云 ふが 如き ことは、 豫 想して 居らな かつた 
此豫 想して 居らな かつた 所の 國際 聯盟が lii 來 •此國 
陷 聯盟の 一員と して、 n 本 帝！： が 之に •加入した で 
はない か •而已 ならず 國際聯 敗の 基礎 lit 何で あるか 

國際聯 盟の 基礎 ほ 總て是 からの 外交は、 國 比の 外交 

を基礎として、國民の窟志に依て外交を定め、國民 

と g 民との 了解に 依て， 世界の 平和を 維持せ ん とす 

る ことが 國際聯 盟の根 本義であります、 是は 昨年の 

露 會當時 •我々 が 預想 しな かつた 事で ある、 若し 我 

我が 此國際 聯盟を •  n： 本が 國際 聯盟の la であると 

云 ふ 意味の 下に 依て、 此條孭 を 遨 守して、 他日 我 K 

の將來 の 行動を 爲 さんと 致します れば 、我 國の 外交 

總 ての 問題を、 國 民に 基礎を Is くものに しなければ 

なり ませぬ、 此 fit 味から 言へ ば、 私共は 第一に 我國 

の議會 を、 國 民全體 の 基礎に H くものと せず して、 

何故に 國際聯 敗 の 精神を 實 行し 得る かと 云 ふ 斯ぅ 云 

ふ理也 であります、 第二に 勞働の 問題であります、 

此 問題は 島 田 君 も 申されました •殆ど 今年の 二三 月 

頃まで 我 ® の 政府は、 華 盛頓に 於て 開かれる 所の 國 

際 聯盟に 關聯 した 國際勞 ® 會鼓の 結果が、 如何に 成 

行く かと 云 ふやぅな ことは 全然 拽 想して 居らな かつ 

た、 どんな 代表 客を 出しても、 是が勞 働 ^ の 代表者 

で-こざる •是が 我 國の勞 g 者を 代表す る * であると 

言つて 國際 聯盟に 送り さへ すれば、 それで 我國 は國 

際 勞_ 會議に 於て •五大 强國の 一として、 其 主張 T 

る 所を 完全に 撤底 せしめ 得る ものと 思つて 居つ た、 

然るに ? IJ K ii 之に 反した •是は 私は •決して 政府が 

惡い とは 申し ませぬ •我國 民 全 K が、 國際 聯盟とは 

果して 如何なる ものである か •國昭 勞 1# 會謎は 如何 

なる ものである か、 歐洲硪 亂は 如何なる ^ 革を ft 界 

の 上に 55 らす かと 云 ふこと を •十分に S 識せ ざり し 

結果に 外なら ない と 信じて 居ります 、此 立場から 申 


しましても、 昨年と 今日とは， 非常なる 所の 狀態を 
興に して 居ります、 而已な らず唯 今 鳥 田 - if も屮 され 
ました. 若し 是が數 年 前に 起り ました ことで あつた 
ならば 非常なる 問題と なつた こと •たらぅ と 思 ひます 
或 官廳に 於て 官吏が 增俸 運動を する 爲め に， 同盟 罷 
業とは 申されますまい が、 一種の 「サボ タ —ジユ 」 
を やつた と 云 ふこと が、 數年 前に 我國に 於て 起つ た 
としたな らば-恐らく 是等 の官史 は 悉く 兔職 になつ 
たもので せぅ、 然るに 是が 免職になる どころ ではな 
い 却て 彼等の 要求の 一部を ?? れ て、 其增体 を 企てな 
ければ ならな くな つたと 云 ふことは、 時代の 變遷と 
は 云へ、 s' に m くべき であると 言は なければ なる ま 
いと 思 ひます、 (拍手 起る〕 而已 ならず W 政の 上 か 
ら考爾 致しましても 宜し 5 ございます、 武藤君 自ら 
が 所得税の 改正案のと きに 御言に なつて 居る、 此所 
得 税法の 改正は、 始ど 破天荒の 事で ある •或 意味 か 
ら 云へ ば 税法の 革命的 改正で ある —— 御尤 であり ま 
す、 私 も 之を 承認 致します、 若し 今日の 我國の 所得 
稅 法の 改正を 考瞪致 しましたならば •是 ほ 我 國の税 
法の 上に 於て、 殆ど 一新紀元を 開く 程の 改正案で あ 
ると 認める ものであります， 何故に 之を 實行 L なけ 
れぱ ならな くな つた か， 是は戕 も 直さず 時代の 變遷 
と 言 |£ なければ なるまい、 昨年と 今日とは 殆ど 急 II 
商 下の 勢を 以て、 我國 内の 狀况に 於ても 變 革を 来し 
て 居る ことは 疑の 無い ことで ある、 是も 昨年の 改正 
した 所の 選舉 法を 改正し なければ ならない 時代の 要 
求を、 明かに 表明す る 一つの 事 實であ ると 思 ひます 
更に 他の 事 實を 以て 申し ますれば‘ 昨年 ほ 普通 選槊 
案と 云 ふ 4 のは •此 篛會に 於て すら 問題に ならな か 

つた、 今日に 於て ほ 議會內 に 於ての 空 rl ょりは、 _ 

會 外に 於て哿 通 選 犖を絕 叫す る 所の 聲が 、天地に 溢 

るるが 如き 狀態 である、 是は 昨年の® 會當 時と 今日 

の狀 態とを 比較 致しまして、 甚しき 變遛の ある こと 

を ii 明す ^ 所の、 有力なる 一つの 事實で あります、 

而已な らず動 もす れば 、普通 選 擧尙早 論に 就て ■斯 

の 如き 議論が あるので あります ，我 H 本の 國民は ま 

だ 政治的に 十分 敎 育され て 居らない、 我國 民は 政治 

的の 訓練が 無い、 之に 今日 直ちに 普通 選 擧權 を與ふ 

る ことは、 或は 我國の 政治 m 織の 煺全な る發 達を ffl 

害する ものでは ないか、 或は 危險な らしむ る もので 

はない か •と 云 ふやうな 御 議論 もあります、 是は一 

應御尤 の 事で あるが、 此方々 に對 しては 私は 斯の如 


く 答 ふるので あります， 諸君 明治 二十 彐 年 我 國に立 
憲政 體の纽 設され た當時 ほ 如何で ござる， 此當 時の 
A  口 三千 五 百 萬と 稱 へられて 居りました ，而 して 明 
洽二 十三 年の 第一 回の 11 選擧 に、 選擧權 を與 へられ 
て 居つ た 者が 四十 五 萬 人 ありました、 其數は 極めて 
少數 であつ たに 違 ひない. 併ながら 此 M 十五 萬の— 
— 明治 二 十三 年に 選擧® を搏 得 し 得た る 四十 五 萬の 
日本の 人民の 政治的 訓練と 敎 育と、 我 國民全 體の今 
日の 敎育と 政治的 訓練と を 比較して 考 へましたなら 
ば •如何なる 狀態で ございませう か、 私共は 今 口の 
丁年 以上の H 本の 國 民の 政治的 敎 育， 政治的 訓練 ほ 
明治 M 十三 年に 於て 選擧權 を 有し だ 四 十五 萬の 有權 
者より ほ、 更に 進步 した ものであると 斷 言して 憚ら 
ない のであります、 若し 今日 普通 選擧尙 早 論を 唱ふ 
る 方が あるなら ば、 明治 n -r n 一年に 我國に 於いて、 
立憲 政 牌を S5 設せる ことは、 尙早な りと 斯う 言 ふ 人 
でな けれぱ ならない のであります、 然るに 是等の 人 
が 動もすれば， 我國は 立 惑 政體 を @4 設 して、 而も 今 
日の 如く 進步發 達し， 歐洲 戰亂に 臨んでも ■五大 强 
國の 一に 加は る ことが 出來 たと 誇る に 至つ ては、 其 
矛盾に 踏 かさる を倶な い >  此 一つの 理由を 私共が 考 
へま すれば >  明 かに 今日 丁年 以上の 日本の 國民に 選 
擧褪 を與 ふることの 尙 ril 十で あると 云 ふ 理由は、 何 所 
にも 主張 出来ない と 確信して 居ります、 次に 私の 述 
ベなければ ならない 事は， 果して 今日 普通 潠擧 を實 
行す るが 焦眉の急で あるか どうか， 旣に 述べた る 所 
に 依りまして、 私共 哿通 選 舉案提 m の 根柢は 御 分り 
であらう と 思 ふ、 更に 又 今日 尙早 を唱 ふる 人の 篛論 
の 如何に 根柢の 褪弱な るか、 是れ等 ほ敢 て考 ■する 
必要の 無い と 云 ふ 理由 も 御 分りになる であらう と 思 
ふ、 して 見れば 更に 進んで 私が 研究し なければ なら 
ない 事 ほ、 果して 今日 之を 實行 する ことが、 焦眉の 
急で あるか 如何 かと 云 ふ 事で あると 思 ひます、 此間 
題に 就て は どなた も 疑問が 無い、 歐洲 戰亂の 結果 世 
界谷國 が 改造を 叫んで 居る、 英國に 於ても 佛國に 於 
て も •特に 改造の 一局を 設けて 戰 後の 改造を 試みて 
居る、 米國の 政府に 於ても 改造を 企てて 居る、 何故 
に 世界 各 國は斯 の 如く 改造を 叫ぶ ので あるかと 申し 
ますれば、 此歐 洲戰亂 に 依て •彼等は 過去に 於け る 
所の 政治 組織、 經濟組 織， 社# 組織に 於て、 一大缺 
陷の ある ことを 認めた のであります， 此 一大 缺降を 
改めて •職 後の 經營 として、 政治的に 社會 的に， 經 


濟的 に、 國民 金體に 機會の 平等を 與ふ べき 所の . m 織 
を 作らう とする ことが 改造の 根 本義であります (拍 
手 起る) 此 改造の 摁に 臨みまして、 我國は 歐 米各國 
に 於け るよりは. E に 其 改造の 必耍は 適切なる もの 
である、 我 H の 改造 ほ 歐米諸 國の 改造よりは、 更に 
痛切に 其必耍 を 感じなければ ならない ことで ありま 
す、 其 理由は 歐米 諸國に 於ての 改造は >  今 日勞. 働と 
資本との 間 題に 於け る 所の 富の分配を 公平に し •產 
業界に 於け る 所の 脚 會の均 等を 企て やうと する、 經 
濟 m 織の 根本 改造が 第一の 理由であります、 歐米諸 
國に 於て は>  旣に 政治の 根本 改造， 政治の 鹊會 均等 
ほ 完成され て 居ります、 我國ほ 巴 里に 於け る 五大 强 
國の 一で あると 自ら 誇る にも拘らず、 政治の 基礎 さ 
へ も 國民平 等， 機會 均等の 立場に 立つて 居り ませぬ 
我國が 巴 m の 講和 會 ® に 於き まして、 人種差別 撤廢 
案を 出しまして 之が 否決され たこと に 就て ほ， 異議 
を唱 ふる 者 も 澤山あ る やうであります、 固より 我國 
が 人稱 差別撤 廢に敗 れたる ことに 就て ほ、 我々 も大 
に 遺憾に 感ずる 者であります が、 私共は 外に 向つて 
人 稲の 平等なる 所の 資格を 要求す る 前に 内に 於て 國 
民全體 に 政治 平等を 與へな ければ なり ませぬ、 又 是 
は 昨日 も 此 議場に 於て 第一に 政治の 根本 改造と して 
鈴 木 君も唱 へられた 一項であります が、 我國は 明治 
以來殆 ど宮僚 軍閥の 政治に 法て 支配せられ て fr つた 
と 言 ふの も 必ずしも 過言で なから うと 信じて 居り ま 
す， 此處に 居られる 所の 先 ?! I 諸 ?1, • は， 我 國の官 僚 軍 
閥を 打破す る爲 めに 多年 御® 闘に なつた 方々 であり 
ま す、 彼の 自由 黨の 後を® けたる 政 友會の 方と 云は 
す、 M 進步黧 改進辨 の 後を 7R けたる 國民激 、憲政 曾 
の 諸君と 云 IX ず、 諸君が 三十 卬間锴 闘し 來つた こと 
は 何で あるかと 云へぱ >  我國 の軍關 、官僚、 藩閥の 
政治的 基礎を 打破して、 立憲政治の 實 現に 在つた の 
であります、 而して 今日の^ ^ほ、 此の 官位 藩閥を 
打破して 全く 立憲政治を® 設し • 眞 の 政黨内 閣であ 
るかと 云へ ば、 私は 此點に 就て、 是 {3; 政 友會の 方に 
申す のでは なく， 學理 上申す のであります-今日 政 
友會の 諸君は •此 內閣を 以て 政 黨內閣 と唱 へ、 我黨 
内閣と 仰し やる けれども 是は 純然たる 意味に 於け る 
政 黨內閣 では ありませ ぬ、 私 IX 純理の 上から 申し ま 
す (「ひや <J「 Si 聽 一と 呼 ふ 者 あり〕 政 黨內閣 と 云 
ふ ものは 是だ けの 資格を 皭へな ければ ならない’ 政 
黨 内閣は 其 内閣を 組織す るに 當 つては、 旣に其 主義 
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網 領を國 民に 明かに しな けれ •はならぬ 0 'ひや <,1 
I と 呼 ふ 者 あり〕 而已な らず窃 選擊 !' 依て 爭つた 所の 
主義 0 領に佐 て、 其 主義 锎領を l;f 現せん とする が爲 
めに 詛鉍せる內閣でなけれぱならない0\度現しつ、 
あります J と 呼 ふ 者 あり〕 而已な らず 政潴 內閣な る 
もの は、 如何なる 場合が ありましても、 議會 の絕對 
多數に 法て 其 進退を 左右 さる V もので なければ なり 
ませぬ (「ひやく」 「脫 線」 i e J と 呼ふ苒 あり〕 而已 
ならず 政 戴內閣 なる もの ほ、 其 政狹の 主張す る 所の 
十： 遜 政綱を 行 ふので なければ なり ませぬ、 內閣の 行 
ふ 所の 主義 政 網に 燹 成す る政黨 は、 其 内閣を 呼んで 
政 熬內閣 と 云 ふこと i£ 斷 して 出來 ませぬ c 「やつて 居 
るでは ないか」 「其 通り.. 「_ 聰」 と 呼 ふ 者 あり〕 私は 今 

日の 日本の 現狀を 言 ふので はあり ませぬ ょ c 「何を 言 

ふの だ [- と 呼ふ界 あり〕 而已な らず 政黨内 閣が 出来る 

ならば、 其 成立の 當時に 於て 斯の 如くなければ なら 

ぬ — 私は 純理の 上から 言 ふので あるから 御 贈を 願 

ひたい、 政 黨內閣 なる ものは 1 政黨內 閣なる もの 

は、 元老な どの 推 ti に 依て 成立す る もので あつて IX 

ならない、 (「ひや <」 と 呼 ふ 者 あり；} 政黨 內閣で 元 

老の 推 II に 依て 成立す る內閣 が 何處 にあります か， 

如何なる 理由を 以てしましても —— 私は 政 友 會の方 

を 非難す る爲 めに 言 ふので はない、 政 友會の 方が 多 

年 主張し 來つた 所の、 健全なる 立憲 政體を 我 國に建 

設せ んが爲 めに 之を 言 ふので ある、 政 ^ 內閗 である 

ならば、 必ず 反對熬 の 首領を 其 次の 國務 大臣と して 

推薦すべき 途に依 らな ければ なり ませぬ が、 寺內内 

閣の 瓦解 後 さう 云 ふ 順序に なつて 居り ませぬ (「ひや 

<J と 呼ぶ 者 あり' 我國 に (3: まだ 之が 1¢ 際出来ない 

ので ある；： 故に 我國の 立憲 政體は 名のみ 立憲 政體に 

して 實は立 憲政 體で ない と 言 ふので ある •此意 味に 

於て 私共は 普通 選舉を 主張す るので ある (「それなら 

何故 去年 W さなかつ た」 と 呼 ふ 者 あり) 尙ほ 私は 健全 

なる 所の 立憲政治を 行 ふに 就きましては、 どうして 

も 責任 內閣 でなければ ならない、 凡そ 責任 內閣 なる 

ものは 如何なる 事情が ありましても —— 諸君， 英國 

の內閣 に徵 して 御蹵な さい、 其總理 大臣の 言 ふ 事に 

不明瞭の St が あつたなら ば、 如何なる 點 であらう と 

も •明瞭になる まで 官 文書を 公開 . L て g 員の 前に 曝 

す、 5!? 國に 於て は 調 ? F 中で ある 調査 中で あると 言 ふ 

是は 私は 原內閣 を 言 ふので はあり ませぬ よ、 私は 原 

內閣を 言 ふので ない A 我 國の歷 代の 內閣を 言 ふので 


ある， 我！！ の 勝 代の 內閣は 、 e fr の 質問に 對 して、 
率 ! a なる、 而も 明瞭なる 所の 答 辯を 致した ことがあ 
り -i せぬ c 「大隈 內閣に 於て 殊に然 り」 と 呼 ふ 者 あり 
) 大隈 內閣も 更に B L かつた と 思 ふ、# し 私は どの 
内閣とは 申し ませぬ けれども、 ! H の 立憲政治を 资現 
させ や 5 とする のには、 どうしても 紳然 たる K 任內 
閣を 立てべき 基礎を 造らなければ ならない のみなら 
ず、 私は 今日の 行政 賭關 は、 根本的に 改革し なけれ 
がなら ぬと 思 ひます •是は 昨日 鈴 木 君 も 申され まし 
たが， 我國の 行政 機關ほ ，明治 以 來傳統 的に 今日に 
至つ て 居る ので & る、 私共 ほ 此狀 態を 根本的に 改め 
て、 其 賢 任の 歸著 する 所を 明かに して、 其 責任者が 
總て其 局 課に 對 して 全責任を 持つべき やうに、 之を 
「ビジネスライク」 に、 而も 私共は 之を 實 際に 「サ 
イエン シフ イッ ク」 に、 (「日本語を 使つ て」 と 呼 ふ 
者 あり〕 總て 根本 改造を しなければ ならない と 思 ひ 
ますの みならず、 今日の 問題に なつて 居る 所の 文官 
任用 令、 文官 任用 令の 魚 務な るは 是は 何人も 認めて 
居る ので ある、 之に 就て は 新聞が 傳 ふる 所が 事實か 
どうか 知れ ませぬ が、 樞密 院の爲 めに 妨げられて 居 
ると 云 ふこと である、 我國に 於て は 立法の 權は 議會 
に 在る のであります、 立法の 權が 議會に 在る ものを 
其議會 の 意思に 基かず して 如何なる 立法で あらう と 
も樞密 院で 左右され ると 云 ふ 事は 議院の 權限 縮小を 
意味す るので あります、 是は 政友會 が惡 いのでは な 
い、 我 國の樞 密院の 官制が 惡 いので ある C 「ひや  <」 
と 呼 ふ 者 あり V; 之を 改正し なければ、 我國に 於て 堅實 
なる 立憲政治を 實現 する 事は 出来ますまい、 而已な 
らず 之は 鈴 木 君 も 曾て 申されました が 貴 衆兩 院の關 

係であります、 若し 私共が 眞に 我が 國の 政治を 我が 

國 民の 政治たら しめ 我が 六 千 萬の 國民 をして 國家ほ 

我物な 〇 との 責任 觀念を 感ぜし める やうに する には 

どうしても 國民を 代表す る 所の 衆議院が、 政治に 於 

て 最後の 決定 糊を 持たなければ なり ませぬ、 今日の 

我 國の狀 態で ほ、 重耍 なる 豫算案 に 就きましても、 

貴 衆 兩院の 間其權 能を 一にして 居ります、 定めし 是 

は 如何なる 內閣 であらう とも、 今日までの 過去の 內 

閣は 、豫算 案に 對 して、 啻に 衆議院の みならず、 貴 

族院 に對 して 氣兼 する 事 も 多から うと 思 ひます、 是 

は 國 民の 意思に 依て 政治を 左右す る 道では ありませ 

ぬ、 何と 云 ひましても 今日の 世界の 大勢から 云へ ぱ 

一國の 政治の 最後の 決定 權は 、衆 _院 になければ な 


ならない のであります 、是ほ 蕺 後の 改造と して 最も 
必要なる 事項で ある、 唯今の 福 密院の 嵇 能に 對 して 
内閣 •か 苦心を する、 之を 改造し、 是等の 障碍を 除去 
する に ほ どう すれ ぱ宜 いかと 云へ •は、 其 時の 政府が 
國 民全體 の 力を 竹 後に© かなけれ •はならない と 云 ふ 
ことであります、 國民 全 ft の 力を 狩 後に® いた 內閣 
でありますならば、 貴族院 何の 顧 ®. する 所が ある、 
樞密院 何の® 圃 する 所 か ある c「 ひや <」 と 呼 ふ 者 
あり) 衆議院の 絕對の 意思を 以て 一 國の國 政を 左右 
しなければ ならない (「ひや  <」「 簡單に 願 ひます」 
と 呼 ふ 者 あり〕 而已な らず 私共は 更に硪 後の 改造と 
して 急務なる ものを 感じます、 我 邦の 外交の 狀態で 
あります、 是は 誰が 惡い 、彼が 惡い ではない、 我國 
の 外交 機關 が惡 いので ある、 我國の 外交は 恰も 外務 
省の 外交で あるか、 國民の 外交で あるか 分らない、 
外務省が 殆ど 我國の 外交を 獨 占して 居る、 斯う 云 ふ 
外交の 狀態で ほ、 我 國の國 威を 如何に 海外に 發展さ 
せたいと 云つても、 私は 不可能な りと 信ずる もので 
あります、 此 根本を 改めな けれは ならない、 之を 改 
める には どうす れぱ宜 いかと IK へば、 今日の 外交 機 
關を 根本的に 改革し なければ ならない が、 それと 共 
に 衆議院の 外交 上に 關 する 所の li 能を 更に 擴張 しな 
ければ ならない と 思 ひます、 此 問題に 就て 私 ほ 眞面 
目に 衆議院の 御 一同に 御 考慮を 煩したい、 特に 是は 
研究を 要する 問題であります、 外交に 對 して 今日の 
文明 國の _會 中で、 議會か 唯 だ 質問す る だけの こと 
で、 外交に 關 して 議會の 發言擗 が 有力なる 結果を 有 
さない と 云 ふ 議會ほ 、日本の 帝 國議會 を 措て 他には 
ありませ ぬ (「 簡單 々々 」 と 呼 ふ 者 あり：} 如何に 私共 外 
交の 問題を 唱 へても、 衆議院は 實際 外交に 就て、 彼 
此 言ふ權 能を 持つ て 居ない ので ある， 一國の 法律ょ 
り も、 外交に 依て 一國 民の 生命 財產の 左右され る 場 
合が 大で あります、 此 故に 何 所の 議會に 於ても、 外 
交の 問題は 必ず 議會の 決定を 待つ ことが 现 代の ® 向 
であります、 之に 就て 我國の _會 は 何等の 權能も 無 
い、 勿論 是は ffi 法の 改正を 要する ことで ありませ う 
併ながら 我 國の帝 國議會 が 國 民の 代表者で あり、 而 
して 此帝國 議會が 我 國の 軍事、 外交、 内政を 悉く _ 
會の 掌中に 收め やうと するならば、 此 問題を 解決せ 
ずして、 どうして 解決す ると が 出来 ませう* 若し 此 
問題が 解決せ ずして、 我國が 世界の 文明 國の 列に 入 
つて、 國際聯 盟に 於て 共同一致の 步調を 執り、 國際 


勞购 分 漭に 於て、 彼等と： 2 一 なる , '^ ..': 1!*! に 依て 我？： W 
の將來 の煺 全なる 發達を 阋ら 5 と 云 ふ！ 5き ことは、 
絕對に 不可能な りと 信ずる ものであります (「饺 成し 
て 居る から 止めて 下さい 賴む j と 呼 ふ 若 あり/ rfll td な 
らず私 は 更に 考 ■をしたい、 & は 日本の 問 K の-ベ -C 
ほない と 思 ふ i H 本の 問！ g のみでは ない、 世界 ft 
國此戰 後の 重大問題は、 勞鋤 と K 本の fHJ 題で あり ま 
す、 若し馘 後の 各 M の競爭 が S! 濟產業 の 餃氓である 
とするならば、 勞 働と K 木の 問題を iu- も 策！： に 7 l!jv 決 
した 國が 、最も 有力なる 所の 發達を 爲し得 る ものと 
言は なければ ならない， 勞砌と 資本と 協力し なけれ 
ば、 ffi 全なる 所の 產 業の發 達を 阔 ると 云 ふこと lt . 1' 
可能であります、 此立 場から 致しまして、 勞働問 印 
を 根本的に 解決す るには、 普通 選舉に 依らず して 解 
決が 出来ます か C 「ひや  <」 と 呼 ふ 者 あり〕 今 H の . y. 
想は、 頗る 生活 狀態の 不安定より、 思想の 變锻よ .y 
甚だ 穩かな らざ る狀 態で あると ® ふる 方 も ござい ■* 
す、 此の 根本に 至て 國 民の 言は んと すると ころを 言 
はしめ、 國 民の 苦痛の 在る ところを 語らし め’网 民 
の不滿 を訴へ しめて、 國 民の 聲に依 つて 10 の 政治 
を 掌る 安 金 瓣ほ 、普通 選擧を 措て 外に ほ ありませ !？ J. 
又 (拍手 起る〕 若し 普通 選擧に 反對し —— 今 U の 日本 
國中 にあります る 所の 幾多の 不安の 狀態 ，生活の •小 
安定から 生す る 所の 難關を 、黙 ® f に 而も 進 -it- 的に 切 
拔けや ぅとす るなら ば、 普通 選舉を 斷 行して 安 金 瓣 
を 求める より 他に 途は無 いと 信じます、 (拍手 起る 
〕 此 意味に 於て 普通 選 擧の實 行は、 此世界 の 大亂が 
節した 所の 國內に 於け る 所の 生活の 不安 狀態 、忍 想 
の 混沌に 對 する 所の 安全瓣た るの みならず， 陬 後の 
日本の 改造の 是が根 本義であります、 此 竹 通 選舉の 
問題を 解決せ ずして、 我國の 財政に せよ、 經濟 にせ 
よ、 行政 機關 にせよ， 社會制 度に せよ， 根 木 改革 (X 
不可能であります、 普通 選擧ほ 總ての 改造の 根 木な 
りと 云 ふ 理由に 依て、 今 H 普通 選 擧の解 決を 焦眉の 
急な りと 主張す るので あります (拍手 起る〕 

〇岩畸 勵君 本案は 先の武 富 時敏君 外 六 ^ 提 ;|1 、 衆 
篛院 議員 選 擧法中 改正 法律案の 委 M に 併せて 付託せ 
ら れんこと を菌 みます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり) 

0S 長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 励 翳に 御 異議は 無い 
と 認めます、 仍て其 如く 決しました __ 日程 第 十五 
を 議題と 致します - 坂 本 金獅 君。 


院議 衆锊議 國帝问 二十 四 第 


第 十五 衆闞院 謅员 選 擧法中 改正 法律案 
(坂 本金彌 君 提出) 第一 讀會 
衆議 院議 M 選擧法 中 改正 法律案 
衆議院議員 選 擧法中 左ノ通 改正 ス 
第八條 第三 號ヲ削 ル 

第 十條中 「滿 三十 年」 ヲ 「滿 二十 五 年」 二 改ム 
第 十八 條第四 項 中 「納税 轺及納 税地 J ヲ削ル 
第 十九 勝 削除 
第二 十 li 削除 

第二 十三 條中 「前 二條 J ヲ 「第二 十一胳 J-I 改ム 
第二 十四 條中 「第二 十二 搞 J ヲ削ル 

第 百 九條削 除 

寸  =r* 

肾  MH 

本 法 ハ 次ノ總 選擧 ヨリ 之ヲ 施行 ス 

本 法-一依 y 初 テ選擧 ヲ行フ -I 必要 ナル 選擧 人名簿 

= 關シ本 法 -t 定ムル 期日 又 ハ 期間- 1 依 y 難 キト キ 

ハ 勅令 ヲ以テ 別-一規 定ヲ設 クル n トヲ得 m シ其ノ 

選擧 人名簿 ハ 次 ノ選擧 人名簿 確定 ノ日迄 其ノ 効力 

ヲ有ス 

大正 八 年 法律 第 六十 號中第 八條第 彐 號ヲ削 ル 

〔坂 本金翊 君 登 捜、 拍手 起る〕 

〇 坂 本 金猢 B 本員 共の 提出 致しました る 所の 衆議 

院議 M il 擧法中 改正 法律案は、 其の 骨子を 申します 

れぱ 、第 八晓 の三號 に 於いて、 選擧 資格を 租税に 依 

つて 居 〇 まする と 云ふ點 を廢す る、 即ち 納税 資格の 

撤躞 、第 十條に 於き まして 年豨 三 -h 年 以上と ありま 

する のを、 之れ を！ 一十 五に 改める、 (「賛成」 と 呼 

ふ 者 あり〕 是れが 私共の 提 m 致しました 改正の 骨子 

であります、 其の 他に 之れ に 伴 ひました る 所の 納税 

の 資格 等の 手 S3 , 或は 潠擧の 手 ^ 、此所 等の 改正が 

あります るが、 是れ は 旣に 諸君に 御 廻し を 致して 居 

ります る 所の 改正案に 載つ て 居ります るから、 之れ 

を 御 51 下されます れば、 I 々私が 此處で 說明 致し ま 

せず とも、 分り切つ たる 所の 一つの 結果であります 

るから、 是れは 説明 致し ませぬ、 (「ひや <」 と 呼 

ふ 者 あり、 拍手 起る〕 囲れば 0S か 一年 前、 私共が lit 

普通 選擧 案を ^ 會に 提出 致しまして、 多少の 行 違 か 

ら 俺 に 一人の 數を缺 きました S めに 其 案は 成立ち ま 

せなん だ、 提出の 運に も 公然 行かない と 云 ふ 事に な 

りました、 然るに 今 H の 有樣は 如何であります るか 

(拍手す る 者 あり〕 旣に 案に袈 名せられ た 所の 入々 


| は 百 六十 六 名と 云 ふ 多数を 算 して 居る、 C 拍手 起る〕 
一又 我々. の 聞知す る 所に 依れば、 之に 騁名せ られぬ 以 
外の 人も澤 山あります る、 又 我々 の 聞知し ない 所の 
寶 成の 人も澤 山 あるか も 知れない、 (拍手 起る〕 此 
数から 申しましても、 一年 前を 回顧す れぱ實 の 隔世 
の感が あるでは ありませ ぬか、 (拍手 起る) 此 場合 
に 至つ て 何人が 時隗尙 ほ 早 じと 唱 ふる、 何人 か國論 
未だ 熟せず と唱 へられます か、 (拍手 起る〕 殊に 之 
を 一種の 促 励 政治家の 煽動した る 結果の 如く 唱 へる 
人' か ある さう であります るが， 如何であります、 此 
入物 沸 底の 際に 方り まして、 斯の 如き® 励 政治家 あ 
りと して、 此 沏 動 政治家が 普通 案を 以て 國民を 提げ 
此大切 なる 所の 國政を 料理す る 位な 入 間が 出ました 
ならば、 我々 は 之を »[ 迎 して K しいで (3; ありませ ぬ 
か、 (拍手 起る〕 最早 時間の問題に 非らず、 千 言 萬 
語を 费 すょりも、 諸 討の 而 前に 是だ けの 多數の 賛成 
者が 出て 來たと 云 ふのは、 此位な 雄 辯は ありませ ぬ 
是以上 の 雄 辯が ありませ うか、 (拍手 起り 一, ひや  <」 
と 呼 ふ 者 あり〕 私は 諸君に 願 ひます、 私共は 必ずし 
も 自分 共の 提出した ものを-完全に 通過し やうとは 
思 ひませ ぬ、 憲政 gr の 案、 國民黨 の 案、 是 等の もの 
が あるので あります るから、 互に 讓步せ らる 、所は 
互に S 步 致しまして、 之を 通過 致したい ので ありま 
す、 (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 明かに 
申します れぱ 、今日 各派から 提 /ii せられて 居ります 
所の 普通 選 擧案 なる ものは、 まだ 徹底した 所の 普通 
選 擧案で ありませ ぬ， 旣に 徹底し ない 所の 普通 選擧 
案で あると 致しましたなら ば、 此 普通 選擧に 入る 道 
程の 第一 步と 致しまして、 之を 旨く ? J: に讓步 致し ま 

して、 多少の 辛抱を 致しまして、 之を 通過させる と 

云 ふことは 最も 必要で あらう と 思 ひます、 (拍手 起 

る〕 旣に 他の 二 案 共 委員付託に なりました から、 我 

々の 案 も 委員付託に 矢 張なる ので ありませ うが、 委 

員 付託に なりました 際に、 何卒 旨く 之を 調和 致し ま 

して、 此 案の 早く 實 施せら る、 やうに ならん ことを 

私は 諸君に 深く 御 願を 致しまして 此壇を 降ります、 

(拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育浩 君〕 高 松 正道 君。 

〔高 松 正道 君 登®、 拍手 起る〕 

0 高 松 正道 君 衆議 院議 負 選 擧法中 改正 法律案の 三 

案の 上程に 方り まして、 此際 一言 政府の 所信を 叩い 

て 置きたい 節が あるので あります、 それは 第 十三 條 


に揭げ て ある 所の 制限であります るが、 此十 三條に 
は 神官、 佾侶に 被 選擧權 を與 へない と 云ふ此 條項で 
あります、 御 承知の 如く 帝國 の宗敎 と 致しまして 最 
も 古き 歷史を 有し、 殊に 社 ir 的に 此 人文の 上に 非常 
なる 貢獻を 致した のは 佛敎 であらう と考へ るので あ 
ります、 旣に千 三 ' -ET 六十 餘 年の 歷史 を經た る 所の佛 
敎が 、其の 佛典に 法り まして 社會 を裨 益した と 云 ふ 
ことは、 歷史に 於いて 明かに 證 明され る 所で ありま 
す、 而 して 此千 三百 有餘 年の 間に 於き まして、 僧侶 
に 於き ましても 此社會 的に 活動した 事 K と 云 ふ もの 
も >  顯 著なる 事と存 する のであります、 而 して 近時 
に 至りまして は •我が 帝 國内 に動掛 致して 居ります 
る 所の 此の 思想であります、 精神 界の 問題で ありま 
す斯樣 な 問題の 安定を 期し、 之を 善導して 國 家の 上 
に 碑 益す る 上に 於き まして、 僧侶と 云 ふ もの ほ 柑當 
なる 卿を すべき ものと 我々 は 信じて 居る ので ある然 
るに 現行法に 依り ますれば、 此 僧侶 並. に 神官、 精神 
界を 掌り、 若く は 思想界を 善導す る 所の 此 職責に 居 
る 者を して、 被選擧 權を與 へず t て其圈 外に 置く と 
云 ふことは、 甚だ 日本の 政策を 遂行す る 上に 於て、 
利益で ある や 否やと 云 ふ 點で あります C 拍手 起る〕 
私は 此十 三條の 精神は、 即ち 政敎 一 致の 弊害の 上 か 
ら出た 所の 立法で あらう と 思 ひます が、 今 H に 於て 
は旣に 政敎は 明かに 分離され まして、 僧侶の 任務と 
云 ふ ものは 唯々 佛敎を 講じ、 弔祭を 掌るべき のみで 
なくして、 進んで 社 會的有 ゆる 方面に 活動 致し まし 
て、 人民を 善導す ると 云 ふ 立場に 居る 者であります 
此 僧侶を 以て 之に 選擧 權を與 へずして、 超 世間 的に 
之を 扱 ふ t. 云 ふことは、 決して 國 家の 礙事 でない と 
考へ るので あります、 此點 に對丁 る 所の 僧侶の 働、 
僧侶を 利用し、 僧侶を して 思想な り 精神 界を 掌ら し 
むる 事に 就て、 政府は 如何なる 考を御 持で ありませ 
うか、 之を 伺 ひたいので あります、 今一 點は此 二 項 
にあります る 所の 請負の 意義であります、 此 意義に 
就きましても 矢 張 私共は 多少の 疑義を 有して 居る、 
請負 —— 政府の 請負を 爲 すと 云 ふ 事柄は、 或は 之を 
立法の 府に 入れる と 云 ふこと に 於き ましては、 弊害 
が あると 云 ふ 見地から 此 * 法が 出来た であり ませう 
けれども、 今日の 此の 請負と 云 ふ ものに 就き ま -L て 
は 明かに 立派なる 法規が ある、 之れ を 監督し 得らる 
、方法が あるので ある、 で 請負 規則に 依つ て 保 |§ 金 
を 納入し、 公 入札に 依つ て 最も 安價な る 請負を 爲す 


ものでありまして、 決して 政府ょり 恩恵を 受けて 居 
る 者では ない のであります、 若し 夫れ 隨意 契約た る 
三 名 以上の 指名 者を I 指名 請負たり と雖 も、 三 名 
以上の 者を 指名 致しまして、 さう して 其 最も 安價な 
る 者を して、 相當な る 設計 並に 仕樣 書を 徵 して、 十 
分に 責任を 擔任せ しめ、 さう して 保證 書を 徴して 之 
を 行 ふので あります から、 是も決 して 恩恵 的では な 
いかと 考へ るので あります、 然るに 現行法 存 綾して 
居る と 云 ふこと であります れぱ 、政府は 此 請負と 云 
ふ ものに 對 しまして ！ 政府の 請負を 爲す 者に 對し 
まして、 相當 なる 恩恵を 施して 居る と 思 ふか、 若く 
は 其 間に 何等かの m 實が 含まれて 居る ものと 考 へる 
ので あるか、 是に 於き まして fl は 政府に 於き まして 
此請負業者の間に何等の情實も含ま>、恩惠も施し 
て 居らない、 民法 上の —— 私法 上の 正當な る 契約と 
云 ふこと を 誠む るなら ば、 堂々 之に 選擧權 を與 へる 
の 意思 あり や 否やと 云 ふ、 此二點 に 就て 御 答 辯を m 
たいと 思 ひます。 

0_ 長 e 大岡 育造 君〕 床 次 内務 大 E。 

【床 次內務 大臣 登®、 拍手す る济 あり〕 

〇阈 務 大臣 (床 次 竹 一一郎れ〕 髙松 君の 御尋 であり ま 
したが、 政府は 現行法を 改正す る 意思を 持ち ませぬ 
ので、 是 以上は いづれ 此三 案の 委員 會が 開かれ ませ 
うから、 其 際に 十分に 御 討議を 致 T ことに 致して 置 
きます。 

〇 岩崎勸 君 本案は © に武富 時 敏君外 六名提 出、 衆 
議院 蕺員潠 擧法中 改正 法律案 外 一件の 委員に、 合せ 
て ^ 託せられん ことを 望みます。 

〔「異 載な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 _ に 御 異議ない と 
認めます、 仍て動 議の 如く 決しました。 

〇 小山 松壽 君！ 一長 —— 11 長。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 小山 松壽君 、何です か。 

0 小山 松 B 君 緊急の 質問を 致したい と 思 ひます か 
ら 、此 場合 發言を 御 許しを 願 ひます。 

0_長( 大岡 育造 封〕 何です か。 

〇 小山 松 g 君 事は 衆 義院の 威信に 關する 事で あり 
ます、 而 して 篛 長に 先づ以 て 御 尋 をし、 _ 長の 御 答 
に 依て、 幸 ひ內務 大臣 も此席 に 居られます から、 內 
務大臣 に御尋 したいので あります。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 _ 事 進行に 關 する 事です か。 
〇 小山 松壽君 さう です。 

一七 六 七 
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〇 議長 t 大岡 育造 君 - y 議事 進行に； 1 する 事なら ば 許 
L ますが、 どぅぞ 錢 事 進行 以外の 事なら ば、 他の 時 
機に 於て 願 ひます。 

〇 小山 松 K 君 本日は 潠擧 法の ® 大案 件 を蓊 する の 
日に 當 りまして、 我々 に 面會を 求む る 者 も 多々 ある 
であります、 然るに 衆議院の I 殺 公衆の 通用門は、 
絕對に 交通を 遮斷 致しまして、 更に 面會を 求む る 者 
に 就ても、 其 交通を 阻止して 居る のであります、 之 
に 就て 議長は 其 取締に 付ての 豫 ての 打 合 か、 若く ほ 
現在 行 ii れつ、 ある 事を 御 承知であります るか、 之 
を 最初 劈頭に 伺 ひます。 

〇篛長 ( 大岡 育造 君〕 翳 長は 左樣な 差® をした こと 
はあり ませぬ、 又 未だ 其報吿 は- こざい ませぬ。 

〔「議事の 進行に 關する ものでは ありませ ぬ J と 

呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 W 造 君〕 議事の 進行と 認め ませぬ。 

〔「一一 長々々」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騒然〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 假令 重大問題で も、 餞 事 中は 

議事の 進行に 關 する もの、 外 許し ませぬ」 

〇 小山 松 1? 君 議長に 一應問 ひ、 內務 大臣 も 其 處に 

居る から fa くと 云 ふこと を 保留して あります。 

〔「郓 聽々々 」「蕺 事 進行とは 關係な い」 と 呼 ふ 

者 あり 1? 場 騷然〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 誘' 事 進行に 關係が あれば 許す 

ことを 申した . 

〇 小山 松葑君 重大なる 案件を 懿す るに 就て、 變察 

_が之を阻止して居ると云ふことに付ては、議長が 

御 承知の 筈で、 議長 ほ 自らの 擗 能を： g: 務 大臣に 阻止 

されて 居る と 云 ふこと になります が . 

〇識長 (大岡 育造. 料) そんな 事は ありませ ぬ。 

〇 小山 松 Ff 君 保留して あります。 

〔「議長々々」 と 呼 ふ 者 あり 議場 騷然〕 

〇 三 木武吉 射 識 iff の 進行に 關 して 緊急動議が あり 

ます。 

〇 議長 (大岡 育造 君) _事 進行なら ば 許します。 

〇 三 木武吉 君更 めて 提出 致します、 宜しぅ ござい 

ます か —— 啪今鼐 院外の 狀 態を 窺 ひます ると、 衆議 

院の周 圍を. r? •察官 al- と It 兵を 以て 重 園 致して 居り ま 

す， 私は 此事寶 を 見まして 非常に 異様に 感じました 

我々 は國 民の 總 ての 利害を 代表して、 而も 徹底的に 

將來 之を 解決 せんが 爲 めに、 普通 選擧 案を 討 翳 致し 

て rr るので あります、 此普 通潠擧 案の 討_ は、 最も 


冷 靜に最 も 沈 著に 決定 致さなければ ならぬ 事項で ご 
ざいます、 然るに 衆 P. 院の 周囲を 婪察 官吏と 港 兵を 
以て 保護し なければ ならない と 云 ふやうな 危險な 狀 
態 が 事 S あるなら ば、 我々 は 左樣 なる 危險な る 状態 
の 下に、 此 重要なる 案件を 愼重に 冷靜 に議 する こと 
は 出來な いのであります、 (「極めて 冷靜 にやつ たで 
ほない か」 と 呼 ふ 者 あり) 若し それが 斯樣な る危險 
なる 狀態に 在りと するならば、 I 先づ此 議事を 中止 
を 願 ひたいので あります、 故に 此動議 を提 S する の 
前提と 致しまして、 先づ以 て 治安の 任に 當られ て 居 
る 所の 內務 大臣に、 右 申 上げた やうな 事情が 衆議院 
の ; AJ 岡に ある や 否や、 其 危險が 刻々 迫りつ ゝ ある や 
否やと 云 ふこと を 伺 ひたいので あります。 

〇 翳 長 (犬 岡 育造 君) 靜肅 に御臑 取りを 願 ひます、 
私は 左_ なる 質問の 起る ことを 好み ませぬ。 

〔「好まぬ で 事實だ 」 r 好まぬ と (X 何 だ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 先づ言 ふこと を御聽 きなさい 
苟も 衆 篛院翳 員た る 者が、 構外に 於て 何事が あらう 
とも、 此 問題を 靜 肅に靜 かに、 笑つ て 互 ひに 胸襟を 
披い て先づ 今日は 議して 居る。 

〔「のう'^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 此 今日 位靜 かなる 議會は 近頃 
に 無い ので、 是程穩 健なる 會 合に 於て 十二分の 討議 
を盡 して 而も 今は 其 問題は 經 過して 居る、 委員に 付 
託して あるので あります、 委員に 付託した 後には 此 
問題 (X 此 議場に 在り ませぬ、 委員 會に 在る ので あ 
ります、 是だ けは どうか 貴方が たの 權 威の 爲め にも 
御 遠 憩に なりたい のであります。 

〔「退場を 命すべし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 三 木 武吉君 私は 唯今 動議 提出の 理由を 申 上げた 

際に、 我々 は 冷 靜に沈 著に、 此 案件を 議し たいと 申 

したので あります、 (「 議した じ やない か」 と 呼 ふ 者 

あり) 若し 周 圍の狀 態が 憲兵 巡査を 以て、 十重 二 十 

重に 取 圍んで 保護し なければ ならない 有樣で あると 

するならば、 一 應考隱 を 要する と 思 ふから、 先づ以 

て 私は —— (「何を 言 ふ」 「馬鹿を 言へ」 と 呼 ふ 事 あ 

り〕 何が 故に 斯の 如き 多數の 兵士と 巡査を 以て 包圍 

して 居る ので あるかと 云 ふこと に 就て、 私は 理由を 

聽きた いのであります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 貴方の 言 ふことは 能く 分つ て 

居ります、 併ながら 何分に も此 問題は 過ぎて 居る、 


濟んで 居る、 加 之 —— (蓊場 騒然) 加 之 —— まあ 御踣 
きなさい (「 默れ J と 呼 ふ 者 あり) 御 sf なさい、 誤 長 
が 宣言 中であります、 苟も 衆 a 院議 員た る 者が、 假 
令 十重二十重に 衆議院を Jli 捲いても、 其 等の亊 に關 
せず 議事を 爲す べきであります、 それが 即ち 我國民 
を 代表す る 者の 力であります。 

〔三 木 武吉君 「議長は 私の 質 間に 對し 討論を 爲 
さるので すか」 と 呼 ひ 「進行々々」 「三 木默 れ」 
と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君) 議事の 進行に 關 する 事なら ば 
許します けれども、 議事の 進行に 關しな い 事を .…： 
〔「 關し ます」 「關 しませぬ」 r 關係 ない」 と 呼 ふ 

者 あり：！ 

〇 三 木 武吉君 啻に 普通 選擧間 題の みでは ありませ 
ぬ ぞ 、まだ 重要 條 件が 澤 山あります ぞ 、然るに 斯樣 
な 状態に 在りと するならば、 議事を 中止し なければ 
ならぬ やうな 狀 態になる ではない か c 「そんな 心配は 
要らぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 私は 是は 能く 御考を 願へ ば 分 
る こと  >1 思 ひます。 

〇三 木武吉 君 私は 幾ら 考 へても、 私の 申した 事を 
撤回す る ことは 出 來ませ ぬ。 

〇 議長 (大岡 育造 君ぐ 吾々 衆議院 翳 員た る 者は、 假 
令 響 察官が 幾ら 居らう とも‘ (「のう <」 と 呼 ふ 者 
あり〕 そんな 事に 驚く 必要は ありませ ぬ (「進行を 願 
ひます」 と 呼 ふ 者 あり〕 最早 同じ 事を 繰 返す の ほ 宜 
しくない のであります る 故に、 三 木 君に 通吿 する… 
〇 三 木 武吉君 何を 通吿 する のであります か。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 三 木 君に 通告を する ことは、 
即ち 翳 院 法に 從つて 中止を 韹まれ るなら ば、 励議を 
出さる、 が 宜しい のであります。 

〇 三 木武吉 君 私は 其 以前に 事情を 確め て 動議を 出 
すので あります 、(「必要なし」 と 呼 ふ あり〕 先づ事 
情を m めてから 動議を 出さう とする のであります。 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 それなら ば 制規 の手續 をな さ 
、 〇 
V 

〇 三 木 武吉君 緊急で あるから 其 手續は 出来 ませぬ 
是が 即ち 緊急で …… 

0S 長 (大岡 育造 君〕 然ら ば據ろ ありませ ぬ (拍手 
起る) 能く 御 分り だら うと 思 ひます けれども 議場に 
諮ります。 

〇 岩 崎 勦 君 唯今の 三 木 君の 發言は 、毫も 當餓 場の 


I  1 七 六 八  I 
誔珙 進行に 關する ものと 認められ ませぬ c 拍手 起る 
「のぅ 「ひや J と 呼 ふ 者 あり) 日程を 進 
行せられ ん ことを II みます： 

〔拍手 起り 「採決々々 .一と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 三 木 君は …… 

〇 小山 松 SS 君 i —— 漭 長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 小山 君、 何です か。 

〇 小山 松 諮 君 事 H を 述べます。 

〔「必要なし」 と 呼 ふ 者 あり K 他發 言す る莕 多く 
議場 騷然一  , 

〇篛長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます >  靜肅 に 願 ひ 
ます。 

〇 小山 松 ^ 君 現に 公衆の 受附を 御調になります れ 
ば I 其 處に守 ® 長 も 居 〇 ますが、 公衆は 受附 にす 
ら 入る ことが 出来ない のであります (「のぅく _| 
と 呼 ふ 者 あり) 虎の 門の ® iii の大通 に 於て、 交 LET] 漿 
止と 云 ふ 立札を 立てて 巡査が 非常線を 張つて， 一々 
公衆を 尋問し なければ 通行 させぬ のであります、： Ifll 
して 之を 通行す る 者は —— ( 「傍脗滿 員なる が 故な 
〇」 と 呼 ふ 者 あり) 恰も 事 Bf lx 衆 謎院の 受附が 虎の 
門まで 出張して 居る と 云 ふ 有樣 になつ て 居る* 而し 
て * t が 一々 

〔興 言す る 者 多く 議場 騷然〕 

0 篛丧 (大岡 育造嵙 ) 靜肅 に 願 ひます。 

〇 小山 松 壽君變 察 官が 一々 取締つて、 我々 に 面 fc? 
を 求めん とする 公衆を 拒 絕 して 居る のであります、 
_長 は 議院 內を 取締らなければ ならぬ 所の、 院内の 
取締に 關 する 事で ほ ありませ ぬか、 何人が 之を 〇 さ 
しめて 居る か、 議長は 之を 知らず と 言 ふ •讁 長は 其 
職 棚を 侵されて 居る のでは ないか。 

C 發言 する 者 多く 議場 騷然 J 
0 議長 (大岡 育造 嵙〕 靜に おしなさい。 

0 小山 松壽君 _長 は 職能を 明かに 侵されて 居り ま 
す、 內務 大臣が 部下の 巡査を 指揮して _ 長の職 嵇 を 
侵して 居る ではない か、 (「議長は 職 fi を 侵されて 
居る」 と 呼 ふ 者 あり) 蕺 長の 職 搠を .：… 議長の 職 拙 
を內務 大臣が、 部下の 多數の 巡査を 指 撺 して 侵して 
居る ではない か、 此 事に 就て 內務 大臣に 質問す るの 
である。 

〔 r 關係 なし」 「何を 言 ふ」 r 諉會の 神聖が 汚 
されて 居るぢ やない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 

OS 長 (犬 岡 育造 君〕 正當 の B 序を 尬んで 御 尋ねな 
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翻 長 C 大岡 育造 君〕 諸般の 報 i!f があります。 
t 原 田 書記官 朗讀〕 

& 十六 日 政府ょ 〇 提出せられ たる 議案 左の 如し 
:第 I 號〕 大正 八 年度 歳入歳出 總豫算 追加 案 
.特 第一 號〕 大正 八 年度 各 特別 會計歲 人歲出 豫算 
迫 加 案 

:追 第一 號〕 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契約を 
JS5S すを 要する 件 
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さい ！ 唯今實况を調べにやつて厝りますが、宋だ 
其 報 f? を 得 ませぬ。 

〔「然 らば 休憩 j 必要なし 」 と 呼 ふ 者 あり、 其 他 
發言す る 者 多く  _ 場騷然 〕 

〇 小山 松_ 君 休憩の 動議を 提出 致します。 

〔「賛成々々， 「必要なし」 と 呼 ふ 者 あり：！ 

10讁 長 (大岡 育造 君〕 小山 君 1 - り 休憩の 動議が 出 ま 
した (「反 對 J 「賛成」 と ' f-. ふ 者 あり) 其 決を 採り 
ます、 励 II に暨 成の 諸 釘の 起立を 求めます。 

〇前 川 虎造 君懿長 —— 議長。 

〔賛成 泝 起立〕 

〇識長 C 大岡 育浩 君〕 少數で あります。 

〔「多 數々々 J 「少数」 と 呼ふ漭 あり〕 

〇 前 川 虎造 君 議長 —— 調 長。 

t 三 木 武吉君 「異議が あります」 と 呼 ふ〕 

〇謅 長 (大岡 育造 君〕 前 川 君は 何です か。 

0 前 川 虎造 君 何です か、 今の 励議は —— どう 云 ふ 

ことにな つて 居る のです か •我々 には 少しも 分らな 

、〇 

I 

〔「もう 濟み ました」 と 呼 ふ 者 あ OJ 

0 議長 C 大岡 育造 君) 休憩したい と 云 ふので ありま 

す、 休憩の 動議なん であります。 

〇 前 111 虎造 君 どう 云ふ譯 で 休憩であります か、 唯 

だ化想でありますか。 

〇 議長 (大岡 育 at 3 岩〕 休憩の 勁 調であります。 

〇 前 川 虎浩君 唯 だ Fit 純に 休憩です か。 

0 議長 (犬 岡 育造 君) さう です。 

〔小山 松裔君 「さう であり ませぬ 趣旨の 辯 明が 

議場に 徹底し なければ 登 擠 して 此 趣旨を 述べ ま 

す」 と 呼 ひ 拍手 起る 「伽 i 用々々」 I 採決した 後 

に 何 だ」 「下れ 小山」 「謎 長を 侮 扉した もの だ」 

「馬鹿」 「馬鹿とは 何 だ」 「赤 庵 何を する」、 

「趑罰 々々」 と 呼 ふ 者 あり 其 他 1 目す る 渚 多く 

漭場 騷然〕 

0 議長 C 大岡 育 1S 君〕 休憩を 命じます (議場 騒然〕 

休憩を 命じます。 

〔議長 號鈴を 鳴らす、 議場 騷然 J 

〇菡長 C 大岡 育造 君) 休憩を 致します。 

午後 四時 二分 休憩 

午後 . 7T! 時 三十 五分 開議 

0 詔 長 (大岡 育造 君〕 休 節 前に 引續き 會諉を 開き ま 

す、 諮問 事項が あります、 第 九 部 選出®！ g 委員 日 比 


野 K 封ょり、 常住 委 M 擗 任の 申出が あります、 許可 
する ことに 御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ OJ 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 11 がなければ 之を 許可い 
たします， 速に 補闕 選擧の 上 御屆出 あらん ことを 希 
望いた します I 衆議院議員 赤 @ 彥作 君を 懲罰に 附 
する の 動議 •か 出ました 、(拍手 起る、 「反 封」 と 呼 
ふ 者 あり〕 之を 議題と 致して 決を 採ります、 cr 反 
對」 と 呼 ふ 者 あり〕 採決の 方法は 時刻 も 迫て 居り ま 
すから、 起立に 問 ひたいと 思 ひます。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御異 I 一がなければ 赤尾彥 作 君 
を 懲罰に 付すべし との 動議に 賛成の 諸君の 起立を 請 
ひます。 

〔賛成 老 起立〕 

〔拍手 起る〕 

〇顗長 (犬 岡 育造 君〕 多數で あります、 仍て c  r 萬 
歳」 と 呼 ふ 者 あ 〇) 赤 尾彥作 君を 懲 e 委 ffl -J 付す る 
に 決りました (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 II 君爾餘 の 日程に 對 して， 延 會の砌 議を提 
出 致します。 

〔「賛成 」 「のぅく 反對 j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか I 大 
分 反對が あります から、 岩 崎 君の 動議に (「反 對」 
と 呼 ふ 者 あり) 賛成の 諸君の 起立を 求めます。 
〔賛成者 起立〕  . 

〇 議長 (大岡 育造 君： >  多數と 認めます、 cr 少數」 
「多 數 」 と 呼 ふ 者 あり〕 散會に 決りました、 散會。 

〔「異議 あり 異議 あり」 「議長々々」 と 呼 ふ 者 
t〕 

午後 五 時 三十 七 分散 會 

.  ^—1^  T  i  -I  - 1 -  I. 

〇大正九年11月十七 0 (火曜日) 

午後 一時 十九 分 開議 

諶 事 B 程 第 十三 號 

質問 

I 1 調® に關 する 質問 (J 撼谢 吉) 

II  fpl_— に關 する S 問 (姑 翻 麵 

一一！  m 制改 m に關 する K 問 (臟群 縣 i) 

第 I  平|和修約の腎施12伴ふ流通 |1 ¥及ェ業所 


有權 に關 する 法律案 (酿歸 嫌_| 付) 第- 
讀會 

第 II 右 fg 案の 蓉査を 付託す へき 委員の 選舉 
第三 郵便貯金 法 中 改正 法律案 第 I 讀 
會 

第 四 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選擧 
第五 作業® 計 法 中 改正 法律案 (撇俯 ) 第 I 讀 
會 

第 六 右 議案の 窸查を 付託す へき 委員の 選擧 
第 七 海軍 燃料 廠 の 石炭、 煉炭 又は 燃料 油の 買 
A に關す る 法律案 (撇 g). 第- 18 會 
第 八 右 li 案の® 査 S 付託す  <き委 員の 選 擧 
第 九 i« 院 法中改 正 法律案 (嫩俯 ) 第 I 讀會の 

續 ii II 長：！  f 

第 十 朝鮮に 於け る 国勢調査に 關する 法律案 

(撇|) 第 5 會の續 議長) 

第 十 I  公債 金 特别會 計 法案 (龇调 ) 第 一讀 會 
墓韻 長) J 
第 十 _ 錯 道！ 一有 法 中 改正 法律案 ii g) 第 I 
讀 1  一 @長) 提 

第 十 = 道路 公債 法案 (龇腑 ) 第一 讀會 の II 

(屬 員 長) 發 a 、 

第 十四國 債 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
(撇麵 )  5 讀 會の續 f ll 長) 

第 十五 家祿 ft 典祿® 分 法 施行 法 中 改正 法律案 

S ) 第一 讀會 の績 II 長) 

第 十六 1業公債法案(酿俯}第|讀會の 

身 II 長)  ， 

第十セ||公債法中改正法&案{1腑) 

第 I 響 3一_| 長 一  I? 

十 A 朝 辟 事業 公債 法 中 改 JE 法® 案 (隱腑 ) 

第 I 讀 會の續 長)  5/ 

第 十九 豪 麗事業 公債 法 中 改正 法律案 (龇腑 ) 

第 II 十 樺 太 辜 業 公 倩 法 中 改正 法律案 

第一 讀會 の續 il M * 

第 二 十一 明治 四十 年 法律 弟 二十 一 號中 改正 法 

雲 一  1 _一  211 一 §_ «> 

第 |一 十 11 大 學特别 會計 法案 ii 膽) 第 s 讀會 

MffJ 
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一節に ga する 質 間— 同上 有 森 新吉の 質問 演說 


大正 七 年度 搜 s 金 支出の 件  . 

大正 七 年度 裸 賄 金 外に 於て 豫 3? 

超過 及豫览 外 支出の 件 

大正 七 年度 特別 會計 豫龆金 支出 

の 件 

大正 七 年度 特別 色 計豫備 金 外に 
於て 豫览 超過 及豫算 外 支出の 件， 

大 正 七 年度 大正 三年 臨時 flf 件豫  S II 求) 
備费茭 m の 件 

大 正 七 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 

闹 S 外に 於て 豫览外 支出の 件 

大正 七 年度 帝 國鎊道 特別 i7 計 稂 

立 金 支出の 件 

大正 七 年度 帝 國鐵道 特別 會計積 
立 金 外に 於て豫 ® 超過 支出の 件/ 

一 去 十四日 織 員ょり 提 m せられた る 質問 主意 害 左 

の 如し 

所？ 1 油 算出に 關する 質問 主意 S 

提出者  高 田 耘平君 

一昨 十六 日議 負ょり 提出せられ たる 質問 主意 W 左 

の 如し 

海外 移民 保護に 關 する 質問 •王®® 

提出者  高 松 正道 君 

〔左の 報吿は 朗悶 を經 さる も參照 のた め玆に 

揭賊 す〕 

一 去 十四日 翳 長に 於て il 定し たる 委員 左の 如し 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 外 三 件 


松 田 

中 西 

林 

赤 尾 

萩 

高見 


源 治 君 

六 一- 115 君 

毅陸君 

彥作君 

亮君 

之 通 君 


小川 平吉君 

淸水 m 太 郎君 

丸 山豊治 郎君 

高 橋 本吉君 

井島 義雄君 

岡 宇一郎 君 

達 謙藏君 

和 知 君 


廣 

藤澤幾 之輔转  安 

下 岡 忠治君  關 

降 旗 元 太 郎君  森 田  茂 君 

齋藤隆 夫君  野 村 嘉六君 

關  H 彥君  鈴 木 梅四郞 君 

植原悅 一一 郞， M 秋 田  淸君 

松 木 誠 之 君  北 井波 治 目 君 

今 井 嘉幸君 

昨 十六 日 衆 載 院議 ii 選 擧法中 改正 法律案 外 二 件 


委： 2： 小川 平吉君 辤 仕に 付 其の 補闕 として 小久保 
¥? 七 君を 議長に 於て滘 定せり 

| 今 十七 日 衆議院議員 選舉法 中 改正 法 » 案外 二 件 
委員 赤 尾彥作 君轉 任に 付 其 補闕 として 鳩 山 一郎 
君を 關税定 率 法 中 改正 法律案 姿 M 板 野 友 造君辭 
任に 付 其 補闕 として 大口 喜 六 君を 孰れ も 謎 長に 
於て 選定せ 〇 

| 昨 十六 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
衆蓊院 誠 員選擧 法 中 改正 法律案 外 二 件 委員 
委員長  松 田 源 治 君 

f 高橋冰 吉君 
降 旗 7C. 太 郎君 
理事  一 植原悦 二 郎君 
松 本 誠 之 君 
グ北 井波 治 目 ®- 

一昨 十六 日常 任 委負補 闕選擧 の 結果 左の 如し 
第 九 部 

懲罰 委員  森 田  茂 君 
C 日 比野寬 君 補闕： I 


〇 議長 (大岡 育造 君) 是 ょり 會議を 開き、 御 諮り 申 
す 事が あります、 第一 部 選出 懲罰 委員、 赤 尾 彥作君 
右 常任委員 辭 任の 申出が &り ます、 許 BJ する に 御異 
議 ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御異識 がなければ 之を 許可 致 
します、 其 第一 部の 諸君 ほ 速に 補闕選 擧を行 ひ屆出 
あらん ことを 菌み ます - 有 森新吉 君。 

一 物價 調節に 關 する 質問 (有 森 新 吉君提 
出〕 

物 僧 調節に 關 する 質問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 九 年 一月 三十 一日 

提出者  有 森新吉 

賛成者  鈴 木 梅四郞 

外 二 十九 人 

物價 調節に 關 する 質問 主意 書 

物馏 調節 策の 一方 法と して 現 內閣は 輸出 禁止の 方 

法を 採れる も歐洲 に 於け る 物資 缺乏の 今日 斯の如 

き 政策を 採る は國 家經濟 政策 上 其の 宜しき を 得た 

る ものと 諝ふを 得す 政府は 通貨を 資本 化し 以て 一 

方に 於て 物 償を 調節す ると 同時に 他方に 於て 1! 出 

獎勵の 途を講 する の 策な き や 敢て 政府の 所見を 問 

ふ 


右 及 質 間 候 也 

〔有 森 rr 吉君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 小 3K 六 君 會計士 法案の 委員 會を 開きたい と存 
じます、 どうそ 御 許を 願 ひます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 

〔小川 寅 六 君 「會 計士 法案の 委員 諸君は 第六委 
員 室に 御 集 〇 を 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

〇 有 森新吉 君 私の 質問は •物揹 調節に 關 する 皙問 
であります、 是は 大藏大 K が 此議會 で 色々 御 話が あ 
つて、 其 中に 或 (X 物價の 高い のは、 世界の 大勢で あ 
ると 云 ふこと を 御 話が あつた 〇、 或は 金利を 上げる 
と 云 ふことは 、工業の 進 步の妨 である、 或は 紙幣が 
多い、 紙幣が 多い が、 そんなら どの位 多い か 之を 如 
何に したら 宜いぢ やらう か、 其 案が あつたなら ば、 
示して 貰 ひたいと 云 ふやうな 言葉なん かも 度々 聽い 
たやう に 思 ふ、 それで 私は 一の 意見を 有して 居る の 
であつ て、 其 意見を 此處で 發 表して-さ うして 大藏 
火 臣の御 意見を 伺 ほうと 思 ふので ある、 大藏 大臣は 
御 出席 も ありませ ぬが* ® 官の御 方で も 宜しい から 
十分に 聽 いて® いて 頂戴して、 私の 言 ふ 所が 眞理で 
あるか どうで あるかと 云 ふこと を、 能く 聴いて 置い 
て 頂戴したい、 それで lit 質問書 1 ^.3 したのは、 斯う 
云ふ新聞があるのです、政府け敏出の一部分を加減 
して 物價を 調節を すると 云 ふ 事柄 も あつた、 それで 
私は 益々 此 質問の 重要なる ことを 知つ て， 之を 提出 
したので ある、 歐 洲の戰 亂は數 年繼續 しまして- 數 
千 萬の 壯 r と 云 ふ ものは •此 人類の 生活に 必要なる 
物質の S めに 働く に 非ず して、 唯々 殺戮 破壊を 事と 
して 居つ たもので ある、 それで あるから し て、 歐羅 
巴の 天地に ほ 此 物質が 缺 乏して 居る、 さう して 人民 
が銥 炭に 苦んで 居る と 云 ふやうな 狀態で あるで、 此 
際 我國 は此戰 亂の 惡影罂 を 被つ て 居ない ので あるか 
らして、 充分に 此 物資を 供給して、 さう して 彼の 途 
炭に 苦しんで fr る 所の 者を 救濟せ にやなら ぬ •それ 
であるから、 此際 輸出を 禁止す るなん かと 云 ふやう 
な、 そんな 退 S! 主義の 事を して ほなら ない、 日本 國 
は 益々 輸出を 獎 g して >  宜 しく 世界の 缺 乏した 所の 
物品と 云 ふ ものを 補は なければ ならぬ ので ある-で 
物價を 調節す る爲め に 輸出を 禁止す ると 云 ふやうな 
日本の 物品を 外に 出す のを 禁ずる やうな ことほ 勿論 
惡 いので あるで、 物貨の _ 出を 禁止す ると 云 ふ 必要 


七七〇 


と 云 ふ ものは 少しも 無い、 今 Q 本の 杓 (3 0 高い のは 
何で あるか、 是は [?: 因が ある、 7¥ に 日本 〇 杓 W が H 
いのみなら す、 lit 界に 於て 勿 ^ 商い、 lit 界に 於て K 
いと 云 ふのは 何で あるかと 云つたなら ば •前に 3 つ 
たやうな 風に 其 物を 描へ ずして* 硪爭ぱ かりして B 
つたので あるから して 物が 無い、 缺 乏して、 此世界 
の 人間の 生活に m 耍なる 所の 物資が 缺 乏して 居る と 
云 ふこと が、 先づ是 •か 大なる 原 ra である、 其 外に も 
う 一つ 大なる 原因が ある •それ ほ 何で あるかと 云つ 
たなら ば、 Ilt SE 爭の爲 めに 金を 跋 して 居る ことが 非 
常に 渾山で ある、 其 金が 何程で あるかと 云つ たなら 
ば 四千 億 萬圓の 金を 5§ して 居る、 其 四千 {S 萬 1W1 の 命 
は 何處 から 得て 居る かと 云 ふと •其 九 制と 云 ふ もの 
ほ 公債 I 紙幣と 云 ふ ものを 發 行した ので ある* 各 
國の 政府が lit 非常な 戰 费 を {!'• 給す る爲 めに ‘ 1? 際の 
金を 集める ことほ ui 来ず して •さう して 紙幣と 云 ふ 
ものを 發行 したので ある、 何れの！！ も 紙幣を 毀 行し 
た、 佛 蘭 西 •英吉利、 それから 亞米利 加の 如き すら 
も 紙幣を 發 行した、 で 亞米利 加が 其戰 K' の大 なる 部 
分の たつた 二割 ほかは S 國の有 金を 便 つて 居ない、 
其 他 IX 皆な 紙幣を 發 行して 居る， 其 紙幣と 云 ふ もの 
が 四千 六 百億と 云 ふ 紙幣が、 此世界 にどん <と 出 
たので ある、 それは 生產 上の 已むを 得ざる 方法から 
出來た のでな くして、 偶然に 是だ けの 紙幣と！ K ふ も 

のを - 通貨と 云 ふ ものを [is 膜 さした ので ある* そ 

れで あるから 自然に 物 ® と 云 ふ ものは*  | 方には 物 
品が 減少し、 其 一方に ほ 紙幣が どんと 出た から、 世 
界 の物價 を まるで 高く したので & る， それで 日本 !■£ 
どうで あるかと 云つ たなら ば、 日本は 此の 戰亂 に與 
つたので ない、 n 本は 此の 腿 亂の爲 めに 紙幣と 云 ふ 
ものを 發行 する 必耍ほ 無 かつた ので ある、 评しな が 
ら偶然 の 理由から して， 日本 も 紙幣を％ 加して 居る 
ので ある-此の 偶然の 結果 紙幣を 咐加 したと 云 ふこ 
と iT どう 云 ふこと かと 云つ たなら ば、 海外に 在る 
正貨 準備 日本の 貨 m と 云 ふ もの ほ 外國に 在る、 で 此 
の 事に 就て ほ 私は 憲政 會の 若槻藏 相の 時分に、 旣に 
豫算會 で 鸱いた ，海外に 在る 命を どうす るかと 云つ 
ふこと を ftg いた、 不幸に して 代々 の大藏 大 K が此點 
に 就ての 注 S を缺 いて 居る、 此 海外に 在る 所の 正貨 
なる ものは、 昔は 矢 張 日本銀行の 正貨 準備の 中に 入 
つて 居つた ので ある、 是は 日本の 貿易と 云 ふ ものが 
何方 かと g つたなら ば •始終 輸入超過で あつて、 金 
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を 外國に 拂は ねばならぬ と 云 ふやうな 狀態 になつて 
居た から， 始終 外國に 在る 所の 金が 缺乏 する、 それ 
だから 日本銀行が 有して 居る 金 li 決して 坍加 しない 
所が 戰 gf が 始 つてから どうで あるかと 云つ たなら ぱ 
其 形勢と 云 ふ ものが 金く 違つて、 即ち 外 ® から 金が 
入る やうに なつて 來た ので あるから、 此 日本へ すつ 
か 〇 人つ た 3¢ 金を TH 貨维備 として 紙 m を發 行す るの 
は , H: しい けれども、 入らぬ 所の 金を IH 貨 维撊 とする 
叶 點に 就て 氣が 付かな かつた， 若し 初めに 外 lil から 
金. を する ことを 禁じた 時分に、 即ち 海外に 在る 
所の 金は 日本へ 持つ て來る ことが Mi 来ない、 口 本の 
金で ありながら 日本へ 持つて来る ことが 出来ない 以 
上は、 之を 正貨 進 細の 中に 入れて it ならぬ と 云 ふこ 
とに 氣が付 かな かつた ので ある、 A 本には 兌換券 晓 

例と 云 ふ ものが あつて、 此 兌換券 條 例に 據 つて 居り 

さへ すれば、 決して iaj 货を增 發 する ことは 無い、 日 

本の 兌換條 例と x< ふ ものは、 餘程考 へて })/ へて ある 

もので あつて、 日本の 兌換券 條例を 其 通り 遵奉して 

居つ たなら ば、 日本に 於て 決して 紙幣が 枬加 する 筈 

はない、 然るに 外國に 在る 所の 正貨を 準備と して 紙 

幣を 5S 行して 居る •今一 月 三十 一日 現在の 外國に 在 

る 正貨を 見る と 十一 一; 億， 日本 内地に 在る ものが 六 億 

九 千 as , 邦總計二十值、其內政府の有して居るもの 

が 十 位で 

〔大岡 漭丧 il 長 席を 退き ® 田 副 戧長 代り 薪 席〕 

日本銀行が 九 億 八 千と 云 ふ ものを 持つて 居る ■それ 

で 日本の 紙幣が どの位 發 行して あるかと 云へ ば •十 

二 億 九 千 3S と 云 ふ ものが、 此 二月 十六 日の 日本銀行 

の 帳尻で ある， 其 中に ほ 正貨 if 備と云 ふ ものが 九 億 

四千！ £2、保設维§が一愆二千、制限外發行が二億：：一 

千、 斯う 云 ふやう になつ て 居る、 すると 日本銀行は 

正貨 准 fi として 九 倥 四千の 金を 發 行して 居る、 興 K 

ほ n 身の BB の 内に 有る 所の 金は 何程 あるかと 云つ た 

ならば、 前に 御 話した 如く 六 億 九 千 ほか a 木には 正 

金が無い、 それで あるから H 本 鋇行ほ 六偾九 千を 5 : 

に 持つ て 居つて， 其 跡の もの ほ 外國に 在る 金を 引當 

として 居る、 兌換券 條例 ほ どう 云 ふ ものであると 云 

へば、 兌換券を 持つて行つ たなら ば， K 樣金 を拂ふ 

と 云 ふこと が 定めて ある、 兌換券の 细腧 命なる もの 

は 始終 ai の 内に なければ ならぬ、 何とな れば 引換に 

行つ た 時分に ほ、商 樣それ だけを 出さなければ なら 

ぬ、兌換券_例の中に、支店に取りに行ったところ 


が 支店が 拂へな い、 さう したら 本店から 取 寄せる こ 
とを 許す 本店から 取 寄せる だけの 時間を •兌換券 交 
換 者に 摘 豫を 受ける のが 相當で ある、 斯う 云 ふ 位の 
ものである、 兌換券の 氓 備と云 ふ ものは* どうして 
も 其の 庫 中に なければ ならぬ， それが 遠く 海外に 在 
つて、 而も 船が 缺 乏して、 J1 又外阈 に 於て ii 出を 禁 
じて 居る •金を 以て 此正貨 準備 1C して 居る と 云 ふこ 
とが 非常な 害で ある、 日本の 紙 m 增加 は、 各 國の如 
き —— 英國の如き、佛蘭西の如き、或は露沔亞、獨 
逸の 如き、 自身の 國が 財政 困 ii であるから、 紙幣を 
增發 したので なくして、 日本に 於て は 斯う 云 ふ 一時 
の大藏 大臣の 解 釋の間 違から 紙幣を％ 發 して •二 億 
五 千 萬と 云 ふ 火なる 高を 發 行して 居る ので ある、 そ 
れであ るから 先達 此壇 上で 髙木 君が、 n 本 銀行は 脫 
税 を阖 つて rtr ると 云 ふこと を 言つ たのは 即ち 其 班で 
ある， 日本銀行が 脫税を して 居る と 云 ふことは， 形 
に 於て は 脫税 をして 居ない けれども， それを 大藏大 
臣が監 督を して 居つ て 許して 居る から， 形に 於て ほ 
脫税で ない けれども、 其實は 兌換條 例に 法つ たなら 
ば、 制限 外と なるべき 所の ものを 二億五 千 萬圓閱 行 
して 居る、！ 一億 五 千萬發 行した 以上 ほ、 制限 外と 云 
ふ もの ほ 年 五分の 利息を 拂はな ければ ならぬ、 それ 
であるから、 千 二 百 五十 萬 «] の 税金を R 本 銀行' か 拂 
はねば ならぬ ので ある， それを 拂ほ ずして 濟 まして 
屛 る、 斯う 云 ふやうな 狀態で n 本の 紙 m は餘計 出て 
居る から、 是は どうしても 減少し なければ ならぬ、 
此 減少の 方法と して «/s は 之を どうす るかと 云 ふのに 
は、 以後は 日本銀行に 砂！！ に 在る 正貨を 正 1S 準備に 
させぬ と 云 ふこと を， 大藏大 fs が 命令を 下す， それ 
と 同時に 今迄 M 行して 居る 所の 二 億 五 千 萬の 金 ほ‘ 

皆な 之を 制限 外 0) 發 行に 移す るので ある •斯うした 

ならば •  n 本 銀行の 負擔が 多くなる けれども、 併な 

がら 日本の 經濟界 に 於て 何等の 痛痒 も 感じな く， 唯 

だ 一つの 方の 形が 變つた だけで ある、 それなら 今迄 

日本銀行が 許されて 居つ たものを ，俄に 制限 外の發 

行に 移した 時分には、 日本銀行の 苦痛と 云 ふ もの {3; 

至大な ものであるが、 私は 此苦 痛を 解く 所の 策が！ 一 

つ ある、 それは どうす るかと 云つ たなら ば、 私の 考 

で if 此際 日本 政府が 有して 居る 所の 各 H 場と 云 ふ 

ものを、 民間に 拂 下げる が、 一つで あらう と 思 ふ* 

R 本 政府の 持って 居る ものと 云 つても 澤山 ある， 或 

は 鍅 m も あり、 色々 な ものが あるけれ ども、 併な が 


ら此錄 道の 如き ものは、 勿論 「モノ ボリ ー」 の 性質 
を 持つ て 居る ものであるから •是は 政府が 有する の 
が 私は 適 當と思 ふ •此 頃の 所謂 社 會 政策と 云 ふ もの 
から 考 へて 見ても. 斯う 云 ふやうな ものは、 是は日 
本 政府が 有つ て 居る が宜 からう と 思 ふが、 さりな が 
ら 外の f? 社で 出来 m る 所の ものを 澤山 日本 政府が 有 
つて 居る， それ IX 海軍に 於て IX 谷 H® を 有つ て 居る 
それから 陸 取に 於て ほ 兵器を 捲へ る 所の ものを 有つ 
て 居る、 或は 製鐵 所を 有つ て 居る、 或は 洋服を 掊へ 
る 所の もの、 斯う 云 ふやうな ものと 云 ふ ものは、 民 
間で 斯う 云 ふ ものは 出来る ので ある、 此 金額が どの 
位になる かと 計算して 見る と、 私は 賣 つても 宜いと 
云 ふ ものを、 政府が 出して 居る 豫 算 案の 參考 « から 
引拔 いて 見る と， 十四 億 何千 蓖圓と 云 ふ 金額が ある 
併ながら 此十四 億の 金額と 云 ふ ものは、 是ほ 今日の 
如く 紙幣の 安くなら ぬ 前の 計算で あるから して、 今 
日の 價に 於て は、 此 十四 億なる もの ほ 四艽 億の 價に 
なる ものと 思 ふ •それで あるから 私は 之を 漸次に 賣 
捌く、 賣 捌く けれども， 政府が •一の 製作所を 賣 捌く 
のに、 彼方 ! It' 方の 人を 寄せ集めて 評議す る ことを し 
て 居る が、 私の 考は さう でない、 一つの 株式 組織に 
してし まつて、 其 株券を 公債 證醫を 賣 る やうな 方法 
を 以て 賣 つてし まう、 或は 其內の 一部分は 政府の 監 
督 する 必要から して •或は 幾 部分と 云 ふ ものを 政府 
が 有して 居る と 云 ふ —— 其 株券の 內の 一部分を 有す 
る こと も 桁へ て も宜 い、 或は 今迄 從 事して 居つ た 人 
と 云 ふ 者 も， 矢 張 働かさせる やうな 方法を 設けても 
宜しい、 さう 云 ふやうな 兎も角 出 來得る 方法を 講ず 
ると 云 ふことは 譯 無い 話、 今迄 政府で 監督を やつた 
ものを 民間で 株式 會社を 挢へる こと も •敢て 六ヶし 
い 話で あるまい と 思 ふ、 やらう と 云ふ考 が あれば、 
我々 ほ 譯なく 出来る ものと 思つて 居る、 さう 云 ふ 風 
にして 日本の 國 民に此 政府 所有の 物を 賣 付ける、 賣 
付けたなら ぱ是は 紙幣を 以て 拂ふに 違 ひない、 其 紙 
幣を政 府が 受取つ たなら ば 之を 日本銀行に •渡して、 
さう I て 日本銀行を して 償却 さすと 同時に、 日本 銀 
行が 海外へ 有して 居る 所の 正貨を 之を 政府が 所有す 
る、 即ち 私の 案は 政府' か 今 有つて 居る 所の 工場と • 
それから R 本 銀行が 有して 居る 所の 海外に 於け る 正 
貸と 交換 さす、 之を 一口に 言へ ば 交換 さす、 さう し 
たなら ば 此 日本に 溢れて 居る 所の 通貨と 云 ふ もの も 
非常に 減少して 行く ことが 川 来る と 思 ふ* それから 


又 政府の 財產は 先づ今 言つ た 所の 限りの ある もので 
あるが、 此 海外に 日本銀行の 正金の 集まる と 云 ふこ 
とは、 今日の 日本の 貿易の 狀 勢を 以て 見たならば 漸 
次 又 集まる、 それは どうして 集まる かと 言つ たなら 
ぱ ，所謂 此頃は 輸出と 云 ふ ものが 非常に 多い、 即ち 
日本から 品物を 外國に 澤山出 す、 外國 に as して さう 
して 取る 其 金 —— K- 金が K る ことが 六ヶ しい、 英吉 
利で あらう が、 佛關 西で あらう が、 何處 であらう が 
皆な 外 國の品 物と 云 ふ ものを 買 ひたいの (3: 山々 であ 
るが、 拂ふ 所の 金が無いと 云 ふやうな 今日に 於て は 
歐羅 巴の 形勢で ある、 それで あるから 爲替. がどうし 
て も六ヶ しくなる、 爲替で 取る ことが 出來な いやう 
な 狀 態になる、 さう する ?: 此輸出 する 所の 商賣 人に 
對 しては、 どうしても 日本銀行が 爲替を 以て 金を 貸 
してやらな ければ ならぬ、 輸出した 所の 物品の 拂と 
云 ふ ものは、 □本 銀行が 拂つて やる、 一面に it それ 
だけ 紙幣と 云 ふ ものを 增加 しなければ ならぬ、 それ 
と 同時に 其 爲替 手形を 以て 倫敦 なら 倫敦に 送つ て、 
さう して 向 ふで 金を 取つ て-其 金を こちらに 持つ て 
来る ことが 出 來ず して、 矢張英 K 銀行に 預けて 置く 
さう 云 ふやうな ことを 繰返し 繰返して、 矢 張 日本が 
外國 から H 接に 金を 取る ことが 出来ぬ からして 、取 
るべき 金と 云 ふ ものを 倫敦な ら倫敦 に 持つ て 行つ て 一 
集めて 置く と 云 ふ 所の事情と 云 ふ ものは •どうして 
も 生じて 來 る， それで あるから さう 云 ふ 場合に ! X ど 
うする かと 云つ たなら ぱ * 私 の考は 此割引 してやる 
所の 貨幣と S ふ ものは、 成るべく だけ 大きな 貨幣を 
以 つてして やる 小さい 貨幣と 云 ふ 4 のと 大きな 貨幣 
と 云 ふ ものは m 違が ある、 それは どう 云 ふ 所に ある 
かと 云 ふと， 小さい もの ？ 1 日本銀行が 發行 すると， 
之を 回收 する ことは 非常に 六ヶ しい、 併ながら 百圓 
以上の 紙幣と 云 ふ ものを 發 行した 時 ^ • には、 之を 回 
收 する ことが 非常に 易い •そこで n 本 ln< 行を して ど 
うしても 金利と 云 ふ ものを 引上げさせる* 爲替を 切 
るので & つても、 或は 金を 貸す ので あつても、 n 本 
銀行が 金利を 引上げる •さう して 金利を 引上げて 置 
いて >  1 方では 所得 制限 外發 行を する 必要が あつて 
發行 する ので あるから， 其爲 めに 税を 納める、 其税 
を 納める 其 税額と 云 ふ ものを、 一方で 取らなければ 
ならぬ から、 是は 商人の 方から して 金利を 引上げて 
さう して 其 金を 取る •斯う 云 ふ 方法に して、 それを 
度々 繰返して 行く、 さう すると どうなる かと 云 ふと 


物 に關 する饩 問  同上 有 森 新吉の W 問演說 - -Tt 七 七 
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I a l 31 分 棚 保 連 莢 助に 関する n 叫 
矢 張 月々 日本の 紙幣と 云 ふ ものが 多くな つて、 或は 
泡 外に 在る 金と 云 ふ ものが 多くなる と 云 ふ 結果が 起 
ろ、 是れに ほ 日本 政府な り 或；； 民な りが、 又 5? 易 
を 盛に すると 云 ふやうな 方針を 執つて， 或は _桉を 
鞍 入す ると か •或 ほ ff へて 言つ たなら ぱ •外 國に非 
常な 發明が ある、 或 (X 空中の 窒素を 採つ て 1 さう し 
て 肥料に 桁へ ると 云 ふや.. な大發 明が ある， 是れは 
燭 逸人が 發明 した、 其の 獨 逸人の 發明は 非常な 澤山 
の 金を 出さなければ‘ 買収る ことが 出 來な いやうな 
事柄が 澤 山 あるに ffl 違ない、 さう 云 ふ ものに 向つて 
海外に 堤つ たと ころの 金を . 日本政府なり若くほ邦 
日本の 商人な り、 それが さう 云 ふやうな 風に 外國に 
在る ところの 金を 又用ゐ ると 云 ふやうな 方針を 執つ 
て 行く  •さう して 成るべく だけ 此 流通す る 所の 紙幣 

と 云 ふ ものを 減少 さす、 钸通す る 所の 紙幣と 云 ふ も 

のが、 今迄の 如く 日本銀行に 無利息な ものを 二 億 Z/I: 

千 M 岡と 云 ふ ものを 發行す ると 云 ふこと ほ、 日本 銀 

行に 於て 非常に 利益で あるから して 發 行す るので あ 

る けれども、 若し や 之に 年 35; 分の 利が 付く と 云つ た 

時分に ほ、 日本銀行と 云 ふ もの ほさう 滞 山に 發行ほ 

しない、 始終 それに 對 して 注意を 拂ひ 、成るべく だ 

け 外へ 持つて行つ て、 紙幣を 發行 させぬ と 云 ふ 方針 

を 執る に 違 ひ 無い、 是は 自然 必要で ある、 それで 私 

の考に ほ 紙幣を I 遍出 す、 日本銀行が 紙幣を 出す、 

其 紙幣と 云 ふ ものが 資本に 化す、 日本の 國民が 產業 

をす る 所の 資本に 化する と 云 ふやうな 方針を 始終 執 

るので ある、 大藏大 R なり、 それから 農 商務 大臣が 

注 尨して 居つ て、 日本銀行を して 一 方で ! 3: 紙幣を 發 

行す る， 即ち 制限 外の 紙幣を 發 行す る， 發 行す： 〇 と 

冏時に それを 收縮 する 所の 方針と 云 ふ ものを 日本 銀 

行 自らして 執らし め、 且つ 政府な りが 獎勵 して、 即 

ち 外 國に存 る 所の 日本銀行の 金を 利用すべく  •此日 

本の 內地に 溢れて 居る 紙幣を、 又 日本銀行に 持つて 

行つ て R 本 化して、 资本 にして しまう と 云 ふ 風に 日 

本 銀行が 紙幣を 發行 する、 其發 行した 紙幣と 云 ふ も 

の ほ rf 本になる •即ち 之を 言ひ換 へて 言つ たなら ば 

n 本人が 勉强 して 品物を 造つ て 外 國に出 す、 外國に 

m した 所の 其外國 から 取る 金と 云 ふ ものを 以て‘ 今 

度は 資本と して 日本に 持って行つ て 輸入す ると 云 ふ 

やうな 方針を 執つ て 日本の 資本と 云 ふ ものは 益々 增 

加す る、 益々 日本の 物品と 云 ふ ものを 澤山 捲へ て、 

外 國に出 すと 云 ふやうな 方針と 云 ふ ものは、 是 ほ 大 


葳大 K な OS 商務 大臣が、 十分に 注® して 描へ なけ 
れば ならぬ ものと 斯う 思 ふ、 それで 日本の 通貨の 狀 
態 も， 私 ほ 此 兌換券 勝 例と K 幣條 例と此 二つ の もの 
に對 して 大藏 大臣は 十分の 注意を 要する ので ある、 
今私なんかほ斯う思ふて居る、此一圆紙幣などほ、 
日本の 民度の 進步に 依て 之を瞹 してし まう と 云 ふ 方 
針を 執り、 さう して 五 圆 ，十 圓 、二十 M と 云 ふやう 
な 紙幣の 發 行の 度 數を 少なく して •公® を 以て 即ち 
金貨を 流通す る やうな 風に、 日本の 通 K の狀遊 をし 
てし まほなければ いかぬ と 思 ふ、 今の 小 紙幣の 如き 
は、 勿論絕 體 的に 早く 魃め てし まう と 云 ふ 風に して 
日本銀行の 發行 する 紙幣 ほ 成るべく だけ 大きな 紙幣 
を 以て、 即ち 西 圓以 上の 紙幣と 云 ふ ものを 日本銀行 
が 出す やうな 風に して、 其 以上の 貨幣と 云 ふ もの ほ 
成るべく だけ 公 W を用ゐ ると 云 ふ 方針を 執つて 行つ 
たなら ば、 日本の 通貨と 云 ふ もの ほ 膨脹す る ことを 
妨げて、 日本の 通貨と 云 ふ ものが 資本 化する ことが 
非常に 易くなる -C あらう と 斯う 思 ふて 居る、 それ か 
ら 金利 引上げと 云 ふ 事を 大藏 大臣が 六ヶ しく 言 ふて 
居る が、 日本銀行を して 金利を 何 ぼで も 引上げさす 
金利を 引上げる ことに 付て 文句を 言うて はならぬ、 
大藏 大臣は 金利を 引上げる と、 事業の 發 達を 妨害す 
ると 云 ふこと を 始終 口にする が、 吾々 ほ r/ くの 間此 
經濟界 に 居つて， 金の 事を 取扱つ て 能く 知つ て 居る 
が •決して 日本銀行な り、 其 他 一般の 銀行が 日步を 
一 厘 や 二 厘 上げた 所が、 そんな ことに 斟 業界が びく 
つくもので ほない、 此金利 引上げに 付て 一番 びくつ 
く 者は 兜 町と か 或は 堂 島な どを 徘徊す る 人間、 或は 
株券の 賣 買を する やうな 人間で、 斯う 云 ふ 人 問には 
金利 肉 上と 云 ふ ものが 非常に 響く けれども、 確乎と 

した 寶 業に 從事 して 居る 者 は、 金利の 引 上よりは 所 

謂 r パニック」 を ti れ るので ある 「パニック」 ほ 何 

であるかと 云へ ば、 即ち 事業の 恐慌で あつて、 何れ 

の 銀行に 至つ て も 金を 貸して 吳れぬ と 云 ふ 場合が あ 

る、 如何なる 信用の 强い 者で あつても、 此 頃は 金を 

貸し 申す ことは 出来ぬ と 言つ て 斷られ る、 是ほ歐 羅 

巴な どは 十 年に一度 位づ 、能く 来た もので あつて、 

さう して 日本で も 明治 四十 二三 年頃は、 我々 身躬を 

其衝 に當 つて 居つ たこと が あるが、 實際 金を 貸さぬ 

で W る、 少々 の 金利を 愚圖 々々言 ふので はない、 金 

利 ほ 何 ぼで も 出す ことを 厭は ぬが， 金を 貸さぬ で 困 

る •故に 平素 金利を 上ぐべき 場合に (3; 上げさせ、 下 


ぐべき 場合に (X 下げさせる、 是れ ほ 銀行の 自由 手腕 
に 一任して 匿いて， 經濟界 の狀况 に應 じて 金利を 上 
げ或ほ 下げ 「パ-ー ッ クーの 来ない やうな 方針を 執ら 
なければ ならぬ、 盗 利を 上げた から 事業を 義頹 さす 
と 云 ふやうな 事 It 決して 無い •確 迓 なる 事業を 經營 
する 者は、 少々 の 金利の 高い 位は 何の 苦 もない 話で 
ある ■それから 日本銀行の 作つ て 居る 所の 物 怊 の 指 
數と 云る ものを •大藏 大臣が 非常に 輕く視 て 居られ 
るが、 此物價 の指數 と 云 ふ もの ほ 非常に m 要な もの 
である、 此處で 其 事に 就て 質問が あつた 時分に， 大 
藏 大臣は 物價 〇 指數を 非常に 輕く視 て、 米が 一番 日 
本では 安いと 云 ふやうな 答 辯を された が、 我々 は S 
に愦な く 感じた， 日本銀行の 物價 の指數 と 云 ふ もの 
は、 此 通貨と 云 ふ ものが 餘計 出て 居る や 否やと 云 ふ 
ことを 調べる 爲 めに、 物 僧の 統計を K つて 始終 調べ 
て 居る， 是ほ 日本銀行 條例 ，兌換券 條例 、貨幣 條例 
と 云 ふ ものを 桁へ た 時分に、 其疳 へる 所の 人と 云 ふ 
ものが 深く 考 へて、 此物價 指 數と云 ふ ものを 拖へた 
ものである. それを 輕視 される と 云 ふこと (X いかぬ 
物價の 指 數に變 励が 生じたならば 、必ず 紙幣と 云 ふ 
ものが 澤山 出て 居る と 云 ふこと が 考へな ければ なら 
ぬ、 以上 申した 如く 此 通貨と 云 ふ ものに 就て ほ1 私 
は 非常に 重きを 措いて 居る ので ある、 英國の 如き 今 
日の 狀態 ほどうで あるかと 云へ ば、 英國の 如き ほ 非 
常に 此 通貨の 點に付 て ほ felt 金なる 狀態を 保つて 居つ 
た 昔は 度々 やり 損なつ た ■所謂 英關 銀行なる 4 のが 
度々 やり 損なつ たこと が ある、 大藏 大臣 も 此英蘭 銀 
行の 歷史 •所謂 「マ クレオ ッ ド」 の 銀行 史な どを 緩 
々繙 いて 御覽 になつ たら 分る •即ち 紙幣を 發 行した 
り 色々 したりした 事に 依て >  非常な 經蜮を 積んで 居 
る 所の 英關 銀行で ある、 其英闘 銀行が 多年の 經臌に 
依て •英國 の 貨幣の 狀態と 云 ふ ものを •非常に 健全 
に 保つて 居つ たもので あるから、 英吉利の 磅と云 ふ 
ものが、 世界中の 通貨と 云 ふ 形を爲 して 居つ たので 
ある、 それが どうで あるかと 云 ふと， 今度の ® 爭の _ 
爲めに 非常に 財政を 闲難 にして、 英國に 金と- K ふ も 
のが 非常に 少なくな つてし まつて、 如何にも 堅固な 
所の 通貨の 狀 態と 云 ふ ものを •非常に 闲雖な らしめ 
て 居る、 それであります るから して、 此英_ に 於て 
は、 どうしても 外國 から 金を 取らに やならぬ、 乃ち 
金を 取る に ほ 輸出 貿易を 獎勵 しなければ ならぬ、 先 
日 後藤 新 平と 云 ふ 人から 贈つ た 書類が 我々 の 棚の 内 


I 七 七 二 

に投 a んであ つた、 我 JS: それを S3 いて U たが、 tn :'-T 
にも ® 要なる 事柄が S いて ある 英团が 自 H の K S の 
狀態を 扣の 通り に 回 iu しなければ ならぬ と 云 ふので 
必死にな つて pr る 狀態が 能く 分る C でち るが、 さう 
云 ふ 風に lit 界に 於て (i 、 今度の ^ 爭の S めに . tt m o 
状態と 云 ふ ものは、 英 y3 の 如き •押 i 四の K;i き、 又 
米圆の •如き も •何れ  .  ； n 
本と： K ふ ものが 一番： ^く此《附 の狀態 を 肋 全な 狀態 
にして* さう して 我々 が 今 言つ たやうな 風に、 此世 
界の物 H' か缺 乏して 居る 最中に、 日本の 品物を どし 
< 造 つて 海外へ 出し、 さう して 取つ た 所の 金と 云 
ふ ものを 資本 化して やつて 行く と 云 ふこと が •非常 
に K 要な 事で ある， 英吉利が 所謂 此 世 界の屮 心 市 ^ 
となつ て 居つ .* ものは •何で あるかと 云つ たなら ぱ 
彼の 貨幣の 狀態が 煺全 であつ たからで ある、 日本 も 
此 日本の 圆なる ものを fa 全なる 狀鸱 にして E2 いたな 
らば 令 世界の 中心 m 增とは 捻り ? 3 ざると しても 
支那 或 ほ 西 伯 利 等に K 本を 注入し， 即ち 31 洋に 於て 
中心 市場と なることは KE に & 々たる JJ-f -e ある* それ 
であるから して， 私 ほ 今の 大藏大 K の 大手 腕 も耍せ 
ない、 又大見 識も 要せない 唯 だ 日本の 兌換券 ^ 例を 
能く 見て-®々 競々 小心 M 々として •  n 本の 兌 扨 券 
條例を 守つ て 居り さへ すれば， 私は 此日 木の 通货と 
云 ふ ものは 健全に なつて、 n 本の 經濟界 が 大發達 を 
する ものと 思 ふ， 私は 右の 意見で あるから して •此 
意見に 對し て大藏 大臣の 意見を II きたい。 

〔拍手 起る〕 

〇 副 錢長 C 濱田 國松嵙 〕 w 間 第一 . S 業 勞 《 保 譃獎 
励に 關 する 質問 I 土开權大君。 

二 農業 勞侧保 鈐聪§ に關 する ® 問 (土 井 
權 大君 提出〕 

農業 勞磡獎 ffi に關 する 質問 主意 fl 
右成 規に 據り褪 出 候 也 
大正 九 年 二月 三日 

提出者  土 井® 大 

賛成者  鈴 木 梅四郞 

外 三十 人 

農業 勞卿 保 ii 奬勵に 關 する 質問 主 窓 ® 

一 勞® 保護に 關し 政府 ほ 相當の 施設 考傲を 煩は 
すと 雖未た 農橥勞 » の保讁 獎 _ の 域に 達せ さ 
るの 理由 如何 

二 農產 物の 生產费 及 農民 生活® の輕 減を 計らす 
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して 徒に 農産物の 愤格の 低下を 企る ほ 農業 勞 
卿を K 迫し ii 業を 撲滅せ しむる ものと す仍て 
政府 ほ- S 產 物の 生 fi 费攻淺 民生 活费 の輕減 政 
策を 講究し 食 糊 政策の 大方 針を 樹立せ さるへ 
からさる ものな 〇 と AU 惟す 政府の 所見 果して 
如何 

三 農業 勞蚴保 _獎勵 に關 する 將來の 施設 及 政策 
に關 する 政府の 枸負 如何 
右 及 質問 候 也 

〔土卯權大君登增〕 

0  土 井 滞 大对 極めて 簡 ® に 質問を 試みます、 併し 
稍々 叨 喉を 痛めて 居ります るが 故に、 或は 御鸱苦 し 
いか も 知れ ませぬ、 恧から ず 御 容赦を 願 ひます ( 「 
譁 聦々々 」 と呼 ふ 者 あ 〇) 政府 も 旣に御 承知の 通り 

•lit 界 大戰以 來 ，我國 の 思想界 ほ、 一大 變化 を來 した 

のであります、 延て經 浒界に 其 彩 啓を 及ぼしまして 

近時 勞卿 問題と 云 ふ ものは _  H 一 日と 八ヶ翁 しく扣 

成つて 居ります、 是に 於て か H 菜界 ほ、 旣に勞 卿 者 

の 綷济的 地位の 安固を 圖る爲 めに、 更に 又 彼等の 社 

會的 地位の 向上を 阖る爲 めに •種々 なる 施設が K 行 

せられつ 、あ 〇 ます， 然るに Ffl o llt 農 築 勞卿 方而の 

狀態に 至りまして は、 政府 も 民間 も 共に 之を 等閑に 

附して 屛 る 現狀 であります 否な 寧ろ 農民の 生產物 で 

ある 所の 米で あると か、 麥 であると かと 云 ふやうな 

物に 向つ て、 是等 のみに 物 fri 調節を 講じ やう、 而し 

て 農民の 收 支計筘 の 如き、 又は 農民の 生活 狀 態の 如 

きを節みない、斯う云ふやうな狀態に相成つて码り 

ます、 私共 ほ 敢て 米麥を 高く しやう と 云 ふことの み 

を 苗む ^ で (X ありませ ぬが •米裘 を 生 產 する に耍し 

たる 所の 資本、 土地、 勞 力に對 する 所の 報酬の 計 - 3P: 

を 爲さず して、 徒らに 米 麥の價 格の みを 低下せ しめ 

たなら ば、 農 E ほ 徒らに 勞れて 得る 所な し •斯う 云 

ふやう に ffl 成りまして、 終には 農 槳勞蚴 に從 事す る 

所の ^ も 無くなる、 又は 農業が； P 頌 すると 云 ふ、 斯 

う 云 ふやうな ? Jf になり はしまい かと 考へ るので あり 

ます、 若く は 窮鼠 却て 猫を 嚙むに 至り、 頗る ri£ 險な 

る 思想が 我國の 人口 六 湖を 占めて 居る 所の 國民 即ち 

農民で 卜. — 最大 多數 の ® 民で ある 所の 農民に 段 潤 

致しまして、 如何なる； 小 祥 2lf が 勃發 する や も 計り ' 1111 

い、 斯う 逛® 致して fr る 者であります、 故に此 際 H 

菜 勞磡 と InJ じく、 農業 勞硼 に對 する 所の 相 當の保 護 

獎蚴 策を 講ずる と 云 ふこと ほ、 目下の 急務で (i ない 


かと 斯う 考へ ます、 (.「ひや'^」 と 呼 ふ 若 あ OT 
詳しく 申 トーげ ましたなら ば， 小作農を 如何に 保證す 
るか、 自作 段を 如何に 獎蚴 する か、 乂 更 に 進んで は 
_ 作に 從事 しない 所の 屮農 者が‘ 非常に 經濟狀 態 闲 
_ に陷 つて R る 有 樣で ある、 是等を 如何に 維持す る 
か、 斯う 云 ふやうな 點に 於て， 政府は 如何なる 政策 
を 御 持に なつて 居る か、 又 私が 咄今申 上げました 事 
に 同感 下さるな らば‘ どう 云 ふやうな 具 體 的の 方法 
を以て邦等を救濟するか、其等を保_するか其等を 
獎 @ する か此琪 に 就て 御 部 致したい のであります、 
是が私 の 質さん とする 第： 問であります > !1-1 来 ; 1 業 
勞 ® と 云 ふ ものを 保 ag し， 獎锄 しやう と 致しました 
ならば、 御 承知の 通り 必ずや 彼等の 經濟的 他 位の 安 
固を 阔〇 更に 進んで ほ 彼等の 社會的 地位の 向上を 圖 
る、 斯う 云 ふやうな 大 n 的を 以て 進む より 外は ある 
まいと 私 ほ考 へます、 尤も 近 來米 麥の價 格が 騰貴 致 
しまして、 I 見總て の M W; は 裕一 y なる かの 如く 见え 
ますが、 それは 皮相の見 解でありまして •實 際の 狀 
態は どうで あるかと 申しましたなら ば 少數の 地主と 
農業の傍ら農業以外の勞磡に從事を致して居〇ます 
所の、 一 小 部分の 地方 K に 止つ て 居る、 之に 反し 小 
作 農で あると か、 或は 小作 兼 自作を 致して 居る が 如 
き} c 姓に 至りまして は、 即ち 純 粹の 農業 勞卿者 •も 
う 一 つ 詳しく 申します と 細民です， 農業 細民に 至り 
ましては、 之を 他の 工業 勞働 者な どに 比較 致して、 
決して 裕福な りと 申されぬ 狀態で あります、 其證據 
と 致しまして， 帝 ® 農會が 大正！ 一年より 四 年に 亘〇 
まして、 谷府縣 に 於て 代表的 農民を 選 5E して-農家 
經濟 に關 する 調査を 致さし めて 居 〇 ます、 其 調 茶 報 
佐 に® ります と挝年 平均 農家が 農業 勞砌 のみに te て 
生活した る 場合には •收 is {に 於て 六十 八圓七 十九 錢 

八 厘の 不足を 生ずる、 斯う 云 ふやうな 統計を 示して 
尻り ます、 然らぱ 多くの 農民 (X 斯樣な 損が あるに 拘 
•- ノ  r 、如 何に して 生活した かと 中し ましたなら ば) 

貯 福の ある 所の 者は、 其 貯蓄に teo 吏 辨 し、 又 幾分 I 
か财產の苻る界ほ，财產を處分して生活をやつて® 

る、 或は 他より 負 fu5 を 起して 生活を して 居つ たので 

あります、 故に 今 H に 於て、 全國 農民の！ f 生® 的 負 

似 總額が 幾ら あるかと 云 ふこと を 調査 致します ると 

少く とも 十億 萬圓を 下らない と 云 ふ 現 狀で あります 

而 して 其不 生產的 負債を 起す に 至つ た 主なる 原因は 

何で あるかと 申しましたならば、 是れ 悉く 彼等が 漸 


く 一家の 細き 煙を 維持す る爲 めに 莫大なる 負愦を 起 
した、 斯う 云 ふこと になつ て 居る ことは 敢て喋 々を 
要し ませぬ、 而し て近尔 に 於ても 農 ^ の 裕福 I 尤 
も 近年 (3: 米蔹' か K くな りまして， 裕福なる かの 如く 
見える と 云 ふこと を 先刻 申 上げました が、 其 裕福 ほ 
生產 物を 他に 版 寶し锝 る餘裕 ある 渚の みが， 其 裕福 
に 接して 居る ので あつて、 其 然らざ る 所の 者 ほ、 却 
て 物 僧が 騰貴 致し 1: した 結果， 細 農に 至つ ては 經濟 
上 生計 上 頗る 闲雛を 感じて 居る， 又小作 農な どに 至 
つても 非常に 苦んで 居る •特に 中農 者な どの 耕 ⑹に 
從 事し ない 所の 屮產 階級な ど ほ、 苦んで 居る 狀態で 
あります、 而も 近時 米麥を 生產致 じます るに 費用が 
隨分 高まりまして、 農業 勞砌 者と 云 ふ 者は 非常に 迷 
惑を 致して 居ります、 例へ ば 肥料の 如き •勞銀 の 如 
き、 又 牛馬の 如き、 非常なる 騰貴で あり ます >  故に 
假 りに 多少 米麥を 高く 販賣 する 者 ありと 雄 も、 5¢ 等 
の生產 費と 生 庵 物を 賣つた 僧 格と を 差 ^ I 致しました 
ならば， 殘る所 極めて 少額で ある、 斯う 云 ふやうな 
狀態 であります、 而して 農民の ■生活 狀態は 如何で あ 
るかと 申しましたなら ぱ>  御 承知の 通 〇 極めて 貧弱 
なる ものでありまして、 一片の 肉*. 一杯の 酒す らも 
之を 口にする ことほ 中々 容易で ない、 (拍手 起る) 
故に此 際 彼等の 生活を 安固なら しめ、 進んで if. 社會 
的 地位の 向上を 阏 らんと 致しましたならば、 米级生 
產に耍する所の生產赀の輕減を_り、同時に農民の 
生活 ® を 如何に 輕減 する か •此二 點に注 意を しなけ 
れぱ ならぬ と 私は 考 へます、 然るに 先日 來 貴族院に 
於け る 所の 物 偵 調節 諭， 並に 本院に 於け る豫算 委 M 
y? 等に 於け る •或 一派の 物價 調節 論を 眺めます ると 
其 等の 根本 問題を 究めず して， 徒らに 米の 價を 下け 
る >從 らに麥 の 僧を 下げる と 云 ふが 如き 議論を 拜聽 
致した のであります、 f 拍手 起る) そこで 或 有力な 
I る縣 の農會 は、 斯の 如き 檄文を 農民に 飛ばして 居り 
ます >  i 寸朗讀 致 じます 「今日 貴族院に 於け る物價 
調 ® 的 辟： 度を 見る に 金 院一致 の 力を 以て 我 農業の 福 
利を 妨け 農業 勞 力の 報酬を 認めず して 唯々 農民を 壓 
迫す るの 策に 出で 目前の 小 困難を 救濟 せんとして 却 
て國 家の 大 M を 肋 成し 誰と して 食物の 大 々的缺 乏の 
近く ^ 來す るを 知る ものな きか 如き ffli あり、 於是貴 
族 院の斟 其 不明 又 甚た しと 云 ふへ きなり (「其 通り ひ 
や  < 」と 呼 ふ 者 あ cO 斯の 如く 國 家 W 年の 大計, K ii 
らしむ るは 要するに 我 農業の 國體な く 將乂與 へられ 


る 選 擧投撰 の 意義を 誤〇た るに 起因す と 雖も貴 族院 
の 如きは 啓 人 農民の 敵に して 又 國家將 來の餓 死を 希 
S •する に 均しと 云 ふへ きものな 〇獎 せす んほあ らさ 
るな り」 斯う 云 ふこと になつ て 居ります* 錢民 の隨 
ほ 以上の 如くであります、 政府は 果して 私共の 所謂 
米麥 生產® の !! 1 減と 農民 生活費の 一; 減との 根 木 政策 
を講 せず して、 貴族院の 說 並に 本院豫 淖會 に 於け る 
或る 一 派の 說に郅 を ffi けなさる や 否や*  (拍手 起る〕 
C 「大に 賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 之が 私が 間は ん とする 
第二であります、 更に 先刻 申 上げました 如く、 細 農 
並に 小作に 從事せ ざる 所の、 田舍に 於け る屮產 階級 
が 苦ん て 居る 實狀 を御収 調に なつて ) JT るか どうか， 
此 事 も 併せて 御尋 致します、 唯今 申し ま L た 如く 細 
農は 益々 闲 協 の 狀に陷 りつ、 あります、 仍て私 共は 
それの 救濟 策と 致しまして、 二三の 具體案 を 研究 致 
しました、 それは 次の 如くで-果して 政府は 之を 實 
行な さる As 思 ある や 否や、 此事に 就て 御 尋した いと 
思 ひます 第 一 生產 費の 輕滅 策と 致しまして は (い) 
薄 產保險 法を 制定す る ことであります、 由 來米麥 の 
高價な る 原因の 一は、 其生洚 原料で ある 所の 肥料の 
高い と 云 ふこと が 原 W であります、 故に 是が經 M 節 
減 政策と して、 所謂 自給 肥料で ある 所の 廝肥 、堆肥 
の 製造を 盛なら しむる 必要が あります、 然るに 我 H 
には 御 艰 知の 通り、 牛、 馬、 豚の 如き もの ゝ繁破 を 
圖る畜 產業ほ 、遲々 として 振は ぬので ある、 それは 
我國の 古来の 習慣と して、 肉食を しな かつた ことに 
或は 原因す るので ありませ うが* 併ながら 今日に 於 
て 一層 其 根源を 調査 致して 見ます と， 第一は 畜產に 
要する 資金の 融通 機關が 缺 乏して 居る， 第二には 其 
業務に 伴 ふ 所の、 損失 豫防機 關と云 ふ ものが 缺乏致 
して 居る のであります、 それ故に 此の際 畜產 保險法 
を 制定し まして、 第一 損失の 翔 防を 考へ 、第二には 
金融業 者は 其保險 證券を 擔保 として、 資金の 融通を 
爲 すと 云 ふこと に 至ります るが 故に、 畜產 金融の 途 
を 此保險 法に 依て 制定す るに 非ず して， n 然に其 融 
通 法が / 15 來る ことに fli 成ります •斯の 如く 柑成〇 ま 
したなら ば， 獨り此 自給 肥料を 獲得す る 利益 あるの 
みならず， 農家の 副業を％ 加し、 又 進んで は 畜力の 
利用と もな り、 進んで は 肉食の 獎蚰 となりまして、 
國 民の 健康を 增迆 f る 上に 於き まして、 偉大なる 効 
果ある ものであると 斯う 私は 考へ るので あります C 
「ひや <」 と 呼 ふ 渚 あり) 次は (ろ： >  普通の 肥料を 
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國營 とする ? If であります ，元來 普通 iiri 料の irs くなる 
原因は 往々 狡猾なる 奸商 に y: りて 其 f!rt 段を / n 右せ ら 
れて居 ります、 例へ ば 智利砌 石の 如き •燐磷 石の 如 
き、 大豆 箱、 油粕の 如き ほ， 11 三 買 占國に 依て 暴利 
を 貪られて 居ります、 是ほ 先日 來の大 迎 の 市 21 を 御 
調に なりましたなら ば、 能く 御 分りになる ことと 思 
ひます、'乂加坍質肥料の如きは、二三の商人の手に 
佐て 取； K 的に なつて 居る、 又 硫酸 安 母 尼亞の 如きは 
二三の 製造所に 依て 獨占せ られて 居る、 斯の 如き 有 
樑であ る 故に、 自然 此肥 料が 高くなる、 故に 此際普 
通の 肥料を 國 家の 收益を R 的と せざる 龅閲に 於て、 
直赞 とな さつたならば どうで あるか、 然らぱ 自然と 
米麥を 半產 する 生產费 が 低減す るので ないか、 斯う 

考へ るので あります、 第二 ほ 農 粢勞砌 者の 生活 S 輕 

減 策と して、 自家用 濁酒 製造を 免許す る ことで あり 

ます、 現行の 酒造 税法に 依ります と、 . 7K 十 石 以上 製 

造す るに 非 ざれば、 許 さない と 云 ふこと になつ て 居 

ります、 是ほ T 度 @ 家用醬 油 製造の 如く， 五 石 以下 

でも 濁酒を 製造す る ことを 許す、 斯う 云 ふやうな Ij 

梅に 改 JH が 致したい と 思 ふので あります、 さう すれ 

ば 農民は 比較的 販價の 酒を 飲みまして、 此菔價 なる 

濁酒に 依りまして、 一日の 疲勞を 恢復す る ことが 出 

來るこ とが 明かであります、 而も 濁酒と 申します も 

のは、 御 承知の 通り 小米で あると か、 或 ほ 碎米 であ 

ると か 云 ふ ものを 以て 製造 致します る 故に、 自然と 

米袈の 代用品と なりまして 、米 i? と 云 ふ ものが 更に 

消® されず して、 自然に 食 ft'! 咐 加. 供給 咐加 、斯う 

云 ふ 効驗が あるので あります、 (ろ〕 綿布の 輸出を 

蔡止することであります*政府に於きましてほ、旣 

に薛に 拙 絲の轍 出禁 -ih と 云 ふ 事を なさつ た、 然るに 

まだ 此綿 布は 下らない、 それは どう 云 ふ 原因で ある 

かと 収 調べます るに、 我が 日本 國に 於け る 貿易業は 

所謂 綿絲 貿易業の 狀態は 、絲の 輸出 時代で なくして 

寧ろ 綿布の 輸出 時代であります、 故 1- 絲だ けの 禁止 

を 致しました 所が-綿布の 輸出を 禁止し ない 爲 めに 

此被 服が 下らない ので ある、 故に 其 本を 制する と 云 

ふ 策に 出で、 百尺毕 頭 一步を 進めて •此絀 布の S1 出 

を 禁止す ると 云 ふ 事に 致したなら ぱ 、非常に 此 農民 

の 被服の 上に 於き まして、 安價 なる 生活が 出来る こ 

とに なり ほせぬ かと 私は 考 へる， 第三は 負擔の 公平 

を 期す る ことであります •(い〕 地方税 制限 緩和の 

程度を 向上せ しむる ことであります、 尤も 昨年の 11 


合に於きましてほ、幾分か地方税制限の緩和の策を 
執られました が、 到底斯 の 如き 制限で ほ 十分な りと 
は 申され ませぬ •又 其 手 ^ が® だ 複雄で あります る 
が 故に、 其 弊害を 除去し •同時に 徹底的に 制限 綏和 
を爲す 必要が あると 思 ひます、 其 理由 ほ 其 土地に 住 
居を 有せない 所の 大地 主で あると か、 或は 都 會の資 
本家と 云 ふ ものが、 其 土地に 散在して 居る 山林， 又 
は 田畑を 投資の 目的物と して 買 ひます" 其 等の 大地 
主であるとか、都會の人士と云ふ者ほ、所謂戶數割 
若く は 戶數割 附加税 と 云 ふやうな ものの 徵收を 免除 
されて、 而 して 其 土地に 住居して 居る 農民 並 農業 勞 
卿 者が、 多額の 地方税を 負擔 致しまして、 即ち 戶數 
割で あると か、 戶數割 附加稅 であると か 云 ふ ものを 
負擔致 しまして •他の 地方に 居住して 居る-大地 主 
及 都會の 資本家が 所有す る 山林 又は 田畑を 改良す ベ 
く， 通路 河川を 修築し なけれ •はならぬ、 斯う 云 ふや 
うな 馬鹿な 目に S 村は 遇つて 居る のであります、 極 
めて 其 負擔は 不公平で あり、 不 均一で ある ことで あ 
ります、 (ろ〕 ほ 敎育 費の 國庫 負擔 額を 增加 せし む 
る ことであります、 是は 日本 全國津 々浦々 より 致し 
まして、 御 承知の 通り 請願 文 W を 以て、 國 睫 負擔の 
附加 を N るべ しと 云 ふこと を 言 ふて 來て 居ります* 
然ら ざれ ぱ國家 培鍪の 根本で ある 團 體的產 業の 發達 
を lii る 資金 か 無 v、 jr う 云 ふこと を 申 Ed て 居ります 
是亦 天下 農民の ig であります、 併し 此際に 一寸 政府 
に御尋 致したい のです が、 地方に 於け る财源 捻出の 
件であります、 今や 縣と云 ほず >  町村と 云は ず、 實 
に此點 に 於て 困つ て 居る、 故に 地租を 國銳 より 地方 
税の 方へ 編入 變 をして しまう •さう して 中央の 行政 

の 幾分を 地方の 行政に 廻は す、 斯う 云 ふやすな 事に 

したなら ぱ どうで あらう か、 さう すれば 地方の 財源 

捻出と 云 ふ 事に 付て ほ 餘り 困難を 來た しはすまい、 

當然 先刻 申 上げました 如き 負擔の 不公平で あると か 

若 ほ敎育 費の 國庫負 擔と云 ふ 事 も、 當然解 決が 付く 

事で あらう と 思 ひます、 同時に 地價 修正で あると か 

若く は 地 價が騰 貴す るより 煜たる 所の 偶然 所得を 基 

礎と する 所の 徵税法 も、 完全に 地方に 於て 定め 得ら 

れる事になると私ほ考_へるのであります、此點に就 

て 如何で ございます か、 第三は 地方行政 組織 及 經濟 

組織の 改箠 であります、 c い〕 郡制を 廢 止し 郡役所 

の 分 合を 計る 事、 更に 町村 長 及 町村 吏員の 物質的 待 

遇を 計る 事、 (ろ〕 農業 倉庫を 徹底的に 獎_ する 事、 


是れ 等であります、 是等の 理由は 申 上げず とも •政 
府 if 成程と 御 了解 下さる ことで あらう と 思 ひます > 
(ほ〕 M 民 金融の 獨 立を 計る こと、 由 來趑 村に 於け 
る 金 豳の權 利、 所謂 金融の 鍵と 云 ふ •か 如き もの ほ 誰 
が 握つ て 居る かと 申しましたなら ば* 極く 少數 の K 
本家、 銀行の 株主、 斯う 云 ふやうな 者が 捏って 居る 
而 して m 行に 依て 得た る 所の 利益を 其 人 方が 分配を 
受けて 居る •斯う 天 ふ狀 .(1 であります、 故に 此際一 
郡を 區域 とする 信用組合、 若く は 信用 姐. 合 聯合 會設 
置の 政策を 獎呦 しまして、 其 等 一 小 部分の 人に 金融 
の ^ 利を 握らせず して、 又 一 小 部分の 人に 銀行より 
得た る 所の 利益を 獲得せ しめず して、 農民 全隐が 利 
益を 得る、 所謂邀 民の 金融は 農民 獨 立の 機關に 故て 
之を 運轉 すると 云 ふこと にしたならば、 農業 勞働者 
の 精神 方面 •物質 方面に 稗 益を 與 ふること 多大な 〇 
と考へ るので あります、 即ち 農民の 金融 楗關の 獨立 
Sr う 云 ふこと を考へ て 居ります、 それから (に〕 農 
產物 集散 市場 法を 制定す る こと、 由來農 民 程 醇朴な 
る 半面に、 猜疑心の 强い ものは 無い のであります、 
故に 農 S: 物を 販資 する ことに 方り ましても、 其販賣 
機關が 無き 爲 めに、 色々 と 苦心 慘 « を 致して 居り ま 
す、 恰も 商 賣人が 商機を 狙 ふが 如くに 常に 心配して 
居ります、 さう 云 ふやうな 所から 致しまして、 思惑 
心が 出来ましたり、 投機心が 出來た 〇 して 農 ^ 變じ 
て 相場師と なる、 斯う 云 ふやうな ことに 相 成る ので 
あります 、故に 完全なる 市場を •或 ほ 停車場-或は 
港な どと 云 ふが 如き 所に 設置 致しましたならば、 農 
產 物の 均 K を 致す こと も 出 來るで ありませ う •又 農 
民が 相場師 的の 考 にもなる ので ありませ う、 投機心 
も 自然 撲滅す る ものな りと 私は 考へ るので あります 
FL 又 副業な どに 依て 得た る 所の 生產 物を， 其農產 物 
集散 市場に 於て 販賣す ると 云 ふこと になり ましたな 
らば. H 然と 副產 物の 販路 開拓と 相 成りまして， 1 副 
業と 云 ふ もの 1 獎勵が 出来る こと k 私 ほ考 へます、 
以上 數案ほ 米 麥生產 費の！； 減と か >  误 業勞® 若を 安 
固なら しむる に 付て、 憚 大なる 効果が あると 信ずる 
のであります、 更に 進んで 所謂 耕作に 從事 しない 所 
の 田舍に 散在して 居る 中農 者、 中產 者、 其 等の 人の 
生活費 も輕 減して、 此中產 者を 維持す る ことが 出来 
る、 斯う 私 ほ 考へ るので あります、 果して 政府に 於 
ては、 唯今 申 上げました 數 案の 全部、 若く {X 其 一部 
を 御實 行になる 意思 あり や 否や" 又 それ 以外に 何 か 


一七 七 四  I 
御 S 見が & るなら ば， 斯う 云 ふこと にしたなら ば r、； 
業 勞© 者を 救濟 する ことが m 来る， じ 乂斯 〇 如 き 政 ^ 
が あつたなら ぱ 、田舍 に K 在して 居る 所 〇 、 思想 〇 
極めて 竪 S なる 中農 3f の經济 を •維持す る ことが 出 
來 ると 云 ふ 政策を 御 示を l£i ひたいと 思 ひます， 是が 
私の H さんと する 所の 第三 問であります、 今や 世 3 个 
の 思潮は どし  <我阀に押密せて參0まして、成は 
物惯調節であるとか、勞锄問題であるとか、社矜政 
策で あると か、 色々 の 問題が 波 il'sl m f!! 致して 居り ま 
する が、 其 根本に 週つ て 見ま寸 と、 是れ悉 く 生活 問 
題に 起因して 居る のでない かと 斯う 私は 考ふ るので 
あります、 而して 其 生活 問題の 根源 ほ 食 糊に 在る、 
食糧の 根源 ほ 農業に 在る、 遝绝勞 购 に 在る、 斯う 信 
じます るが 故に、 ^ 今の 質問を 致した 次第で ありま 
す， 政府に 於 かせられましても、 亦 誠を 披いて 然る 
べき 御 答 辯 あらん ことを 切に 希望 致します、 (拍手 
起る〕 

〇 副議長 (濱 田國松 君？ 質問 第三、 軍制 改革に 關す 
る 質 間、 森 本 是一郞 君。 I 

三軍 制 改革に 關する 質問 (森 本是 一郎 君 
提出〕 

軍制 改革に 關 する 質問 主意®！ 

右成 規に據 り 提出 候 也 
大正 九 年 二月 五日 
提出者 森 本是一 郞. 

賛成者 前 川 虎造 外 二 十九 人 
軍制 改革に 關する 質問 主意 書 
國以 思潮の 推移に 鑑み 軍制に 改正を 加 ふるの 必要 
ありと 信す 政府の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 

〔森 本是 | 郎君 登壇、 拍手 起る〕 

0 森 本 是一郞 H 諸 封、 私は 國民思 想の S3 露 流動に 
鑑みまして、 我國 現在に 行 ふ 所の 軍制に、 改革の 必 
要 ありと 云 ふこと を 認めて 居ります、 此 1W に 就き ま 
して ほ、 前 赤 内 内閣の 時代に 於て 時の 陸軍 次官で あ 
る 山 田 中 將に是 は 非公式に です が 私の 卑見を 申 上げ 
種々 意見の 交換 も 致しまして、 大に 諒解を 得て 大部 
分は 賛意を 表せられ， 近き 將來に 於て 實現 をす ると 
云 ふこと でありました が、 不幸に して 寺 內內閣 も 瓦 
解 致します、 又 一層の 不幸は 山 田中將 は 今 H で ほ 故 
人と なら. れ ました、 併し 私が 其 際に 於て 意見の 交換 
を 致しました 、是ほ 非公式で あつて、 或は 山 田 次官 
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は， 所謂い、 加減の 挨拶を して 置いた のでない かと 
云 ふこと を 痛切に 私が 感じます-. 故に 今回 ほ 之を 公 
式に 御 ^ しや^' と 思 ひます， 私が 尋ねん とする 所は 
主として 陸軍に 關係 して 唐 〇 ます、 無論 海軍に 幾 部 
分關係 して 居ります が、 大部分 ほ 陸軍に 關係を 有し 
て 居る ことで ございます、 諸 ?! ■ 凡そ 此國 防の m 大な 
る 任務に 服す る 班 pf を、 將來如 何に 改善すべき かと 
云 ふことは、 戰 後に 於け る 最も 3TT 要 問題で あら うと 
忍 ふ、 殊に 近頃は lit 界 乃至 我 a の國民 拟 想は， 補々 
時勢の 變化 と共に 變 りつ、 あるので ありま- h、 之を 
通® 致しましたなら ば、 是非 改善 是正すべき 所の點 
が 多い と 云 ふことは 是は *  S 明の 事で あらう と 思 ひ 
ます、 御 承知の 如く 歐洲 の大哦 ir ilt 界に 於け る 谷 
柿' 陪級の 翻 念を 根柢より 励搖 させました •隨 て* 職 

前とは 全く 興りた る 所の 思 州 翻 念と 云 ふ ものを 抱 位 

したと 云 ふこと も、 是亦 明かな 事で ある >  從 來我國 

の 軍隊には、 國民 と眾隙 とに 關す る此 問題と！ K へば 

唯 だ m 純なる 所の 壯 丁 C 教育の 程度、 或は 壯 丁の 體 

筘 の ® 劣 若く は 徴兵 - S 避 者の 多 ^ と 云 ふ 位の ことで 

是が m 要 問題と してから に當 fe; の 者 も 認めて 衙 つた 

それで あるから 此 思 J« 問題と 云 ふこと に 就て は， 餘 

〇深鸹 なる 注 S を 拂 つて 居らな かつた、 所が 近來！ I 

逸な 〇、 或 it 露西亞 の 過激 思想、 斯う 云 ふ ものが 段 

段 ? S 延致 しまして、 延て ほ 我 軍隊に も斯の 如き 思想 

が 侵 人を しは しない かと 云 ふことの 怯氣を 以て、 多 

少 研究を する やうに なつた ことで あると 思 ふ， 俳し 

此過激 拟 想， 或は 危險恐 想なる ものは 唯 だ® に 外よ 

り來る 所の 感染と か、 成は 傅染 とか 云 ふやうな もの 

のみに解することは、大なる誤であらうと思ふ、此 

琪 に 就 £5- ましては 今 } yl の誔會 の 劈頭に 於て 原 總理大 

臣 も、 我 國の 諸般の 制度に 改 r? の 必要が あると 云 ふ 

こと も睬 明せられ ました、 又 中に 就て ほ 近来 ほ 励 も 

すると 1 涔煺贷 實なる 所の 思想が 廢たれ て 来て、 描 

端なる 外來思 想に 所謂 かぶれる やうな ^ が あると 云 

ふことは 邦 だ S 憾 じ 思 ふ、 諸 制度を 改善しても 是等 

の思想は全然排斥しなければならぬと云ふことほ. 

是は mffll 人では ありませ ぬ、 國民金 體の 者が さう 

思うて 居る に 違 ひない、 併ながら 此思 想は です >  _ 

た 外より 來る驳 に 申しました 捭染 とか， 或は 感染と 

か 云 ふの みでは ない、 此思 想と 云 ふ ものは 本来から 

申し ますれば、 自己の 境遇， 若く は 時勢の 變化に 伴 

うて、 自然 的に 所謂 自 励 的に 起る ものでありまして 
軍制 改革に 關する 森 本 是一郞 の 質 間 演說 


決して 他より 入る 爲め —— 即ち； m 動的に 起る もので 
あつて、 他励 的と か、 感染 的と か 云 ふ ものは 主なる 
ものでは ない と 思 ふ •それで 此新 110 とか、 或は 雜誌 
或 13: 印刷物 等に 依て 此思想 が 盛に なつて 來 ると 云 ふ 
ことは •是は 確に 卵 力 ある 所の 誘因には なる に 違 ひ 
ありますまい、 けれどもが 木 来を 尋ねて 見れば、 さ 
う 云 ふ 思想は、 時代の 變化自 己の 境遇に 依て 伏在し 
て 居る、 即ち ^ 在して 居る ので ある、 それが そう 云 
ふ 機 a- に 於て、 何 かの 励 機に 於て 偶々 にして 發露す 
る ものである 事 ほ、 是は 事 ® 明かな 事で ある、 それ 
故に 此 兵士の 思想 問題を 研究し やうと 思 ひま すれば 
先 づ 以て 我 國の今 H .CO 兵士なる ものは、 如何なる. 制 
座に 依り、 如何なる 境遇に 置かれて 居る か 斯う 云 ふ 
事を 研究す るの が笫 一で あらう と 思 ふ、 さう して 精 
神 上 及肉體 上に 於け る 境遇の 自覺と 云 ふ ものが 思想 
上に 如何に 影镖反 腮 'か あるかと 云 ふ 事 も、 是も考 憩 
しなければ ならぬ ものである* 是等 の 413- を考 Is 致し 
まして、 成るべく 不平 不滿の 思想を 起さし めない や 
うに 努める と 云 ふことは、 是は當 然なる ことで ■最 
も緊 f る ことと 思 ひます、 而し て此軍 _敎 育なる 
ものは 無論 特殊 敎育 であります、 特殊 敎育な るが 故 
に、 此规律 と 秩序， 或は 節制と 云 ふこと ！- 對して ほ 
是 は 軍隊の 精神であります、 寧ろ 生命で 20 ります、 
之を 離した なれば， 軍險と 云 ふ もの ほ 維持が 出來な 
いこと になる のは， 是亦 明かな 事であります， 唯 だ 
軍事 敎育 が 此特殊 敎宵と 云 ふこと を 餘り 窮屈に、 
餘り狹 義に 解！！ する が爲 めに、 其 結果が 甚だ 喜ば ざ 
る 所の 所謂 形式的 敎 育の 弊に rl ると 云 ふこと ほ、 實 
に 嘆すべき 事 だと 思 ひます、 故に 此軍制 上 改革の 必 
耍を私 ほ 感じまして、 種々 軍 陳內に 於け る 思想 感 m 

と 云 ふ ものを 研究 致しました 結果、 是非 軍 if に 於け 

る 軍制に 大改 革の 必要 ありと 云 ふこと を 痛切に 感じ 

た 一人であります、 就て は 種々 御尋 したい 15 がご ざ 

いますが* 是から 順序を 逐うて 一つ 御尋 しやう と 思 

ひます、 まだ 重耍な 問題が あります から、 成るべく 

簡堪に切上げる積であります、(「謹聽々々」と呼 

ふ 者 あり) 第一 問と しては 此 明治 十 . 7T 年 三月 九 口の 

陵 茁省達 乙 第 十六 號 、之に 特報と 云 ふ ものが W まし 

て、 是ほ 一條より 第七條 まで ある、 此物ほ 我 國の軍 

人と して-日常 寤 ® にも 服膺すべき ものである、 _ 

た 其彐條 に 斯う 云 ふこと が 一つ ある 「長上 ノ 命令 ハ 

其 事 ノ 如何 ヲ問 ハス is チ- 1 之 M 服從シ 抗抵 干犯 ノ處 


爲 ァルへ ヵラ サル 事」、 是は 無論 軍隊-の 組織され -t:. 
ある以上ほ、長上即ち上官の命令には、絕對服從の 
義務を 有つ のは 當然 で & ります が、 其 ことの 如何を 
問は ず、 直ちに 之に 服從 すると 云 ふこと が、 果して 
現代 ® 民の 思想に 適合して 居ります か、 どうかと 云 
ふこと が 甚だ 疑問で ある、 勿論 百 分の 兵 も、 一命の 
下に 一糸 紊れ ざる 所の 行 励を 爲 さしむ るには、 是は 
必要であります， 又是 がなくて は 軍隊の 統率は m 來 
ませぬ、 併ながら 長上は 無理 も 言は ない、 或は 道な 
らぬ事 もしない、 偏に 斯う 解釋 致します れぱ 、是は 
別に 不思識 も ございますまい、- 碎害も 危險も 生じ ま 
いと 思 ひます が、 矢 張 軍隊の 上官 だと 云つ て も、 感 
情の 動物で ある、 感情の 支配を 脫 する ことは 出來な 
いものである、神や佛に非_さる限りほ、感情の支配 
を脫 する ことは 出来ない、 此感情 の茭 配を 脫する こ 
との 出 來ない 上官が、 即ち 將校な り、 下士に しても 
其 者は 矢 張 七 情が 起る 譯で ある、 是は 人類 通有の 性 
愦で ありませ う、 果して 其 七 情の 有る ものと 致し ま 
すれば、 中官が 特に 不平不 滿で ♦忿怒の 時 も ある、 或 
は 非常に 激昂して 居る 時 も ある， さう 云 ふ 場合に 對 
して、. 部下に 對する 所の 即ち 兵卒に 對 する 所の 命令 
は、 隨分 不合理の こと も ある， 或は 不適 當 のこと も 
命令す る譯で ある、 所が 此 命令を 上官の 命令で ある 
から •絕對 に 服從す べしと 云 ひ、 大喝 一聲 命令に 服 
從を强 ゆる、 是も 決して 無理の ない ことで あらう と 
思 ひます が、 是も怜 も 最愛の 我が 兒 、俗に 申す 目に 
入れても 痛くない やうな 我兒で も •其 親が 不平 不滿 
で 立腹を して 居る 時、 或は 非常に 激昂を して 居る 時 
には、 其 最愛の 我兒 に對 しても 隨分 無理な 命令を し 
て、 それを 1? かざ わ ば 一層 怒 盤を 發 してで も、 之を 
行は せる と 云 ふこと が 一般の 例で ある、 是は 感情の 
人と しては 無理なら ぬ 所で ある， 顏回は 人に 怒を 遷 
さ ざり し 所の 聖賢で あつた さう であります けれども 
軍隊の 長上が ® 1 回 程の聖 ： 賢に 非ざる 限りは、 怒を il 
すと 云 ふこと も •人類と して 亦 免れない 事で あらう 
と 思 ふ、 斯の如 く考 へて 見ます ると 其辦の 如何を 問 
はず云々と云ふこと /?. 、冷靜に合理的に之を解釋す 
ると、 甚だ 邸 害 多く、 最も 危險を 感ずる 所の 事柄に 
なつて 居る、 然るに 軍隊に 於て ほ、 此 11: 條を 軍隊に 
於け る敎 育の 大方 針と し、 大精 神と し •即ち 金 科 玉 
條 としてあります、 此方 針の 下に 敎育 しつ、 ある、 
それで 此入營 の 際に 於て 宣誓式なる ものを 行って、 


入營當 時の 白紙 的 兵士に 向つ て、 決して 違背 ほ 仕ら 
ぬと 云 ふ 誓約を 書かせる、 是に 於て 現代の 靑年 は、 

此 軍隊の ® 抑， 所謂！ g 暴、 斯う 云 ふこと を 感じ まし 
て實 に是は 非 文明で ある、 踞抑 的に 服 從を强 ゆるの 
である 斯う 云 ふこと を感す るに 違 ひない と 思 ふ又此 
上官が 不合理なる 服 從を强 要する 際に 於て、 引用し 
若く は 適用す るの け此 三 條 である、 私は 曾て 聞いた 
ことがあります、 營內に 於て 指定の 酒保 以外には、 
食物を 買は れぬ ことにな つて 居る， 所が 或 時當 直の 
將校 若く は 下士が、 其軍隞 に 於て 嚴禁 して ある 所の 
ものを 營 外より 求めて 來い •即ち 買つて 來 いと 申し 
た、 所 •か 其 兵士は 上官の 命令で あるから 背く こと •か 
出来ない として、 衞 兵の 目を 掠め、 監視を 破らん と 
して、 不幸に して 其筠士 は 捕へ られた 、固より 軍紀 
軍 _を 犯した ことであります から、 其 者は 遂に 處分 
を 受け •さう して 其 事柄を 車 隊 手帳に 書き、 鄕 里に 
對して は 不良の 兵士な りと して 通知を 發 する、 遂に 
其 者は 面目を 失 K したる 爲 めに E 暴 自棄に 陷り >  不 
良の 徒と 化する と 云 ふやうな ことがある* 是等ほ 實 
に 歎 ほしい 事と 私は 思 ひます、 此 ことを 熟々 考へて j 
兕 ますと >  是ほ 上官の 一大 罪惡で あつて， 誇 良なる 1 
所の 兵士を 辍牲に 供し， 即ち 人權を 蹂 願した る 所の 
最も 甚し いもの だと 感ずる、 それが 故に戰 時 ほ 別 問 
題です よ， 戰時は 別問題と して、 平時に 於て は 是非 
曲直 正邪 だけの ことは、 兵士に も 十分 辯 解を させる 
と 云 ふこと に .. L ■ない と、 餘 りの 所謂 命令 的に 服從を 
强 ゆると 云 ふことは、 時代の 錯誤な りと 云 ふこと を 
私は 信じます、 (拍手〕 是はで すな、 將校 下士の 罪 
よりか 强 制度の 罪で あると 思 ふ、 それで 此 制度を 改 
正す るの 必耍と 云 ふこと を絕 叫す るので ある、 又 由 
來軍隞 はですな、 地方の 民情に 甚だ 遠ざかつて 居り 
ます、 それが S めに 家庭の 事情と 云 ふやうな ことは 
餘〇 顧慮して 居られぬ やうに 思 ふ、 斯う 云 ふ 有樣で 
やつて、 上下に 眞の圏 結が 出 來るか どうかと 云 ふこ 
と it. 、 是は 私を して 言は しむれ ぱ 、到底 / 1-1 來な いと 
云 ふこと を斷 言す るに _躇 しない ものであります、 
何とな れば 兵士 だと 云つ て もです な、 將 校の 奴隷 や 
使用人では ない、 それで 將校の 面目を 大切に 思 ひ、 
_威が 必要で あると すれば です、 矢 張 丘 (卒 にも 兵卒 
として CO 面 nr か 大切で あり、 又 M 防の m 任に 當る所 
の 典 卒の權 威と 云 ふ もの も必耍 である、 玆に又 一の 
例を 申して 見たい と 思 ひます のは、 商業 學 校の 卒業 
― J 七 七 五 
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生が です、 I 年 志願を して、 其 者が 下士 伍長と 云 ふ 
ものに 最初 (?. 就かせられ るの ださう です， 所が 其 敎 
官とな る 人が 非常な 冷酷の 入で ある、 寧ろ a 2 § な 人 
間で ある、 而 して 其 商 菜 學 校の 卒椠 生， 即ち 一年 志 
£兵の人 (3: ;壤校に屛る時代から兵式髅操の一部が 
出來な い 者が ある、 即ち 機 M tg 操 •それが ni 来ない 
者が ある， 所が 其 敎官 IX それが 先天的に 下手 •たと 云 
ふこと を 知らない、 それが 故に .2-. けて 不 〇 而口 で そ 
れをや らな いと 思つて、 非常に 其 者が 怒つ て、 お前 
は 中等 敎育も 受け、 相 當に學 力 も 有り •節て 學校に 
於て 是等の 技は 能く 研究して 居る 筈で ある >  それに 
何故 やらない かと 言つ て W める •所が 自分に 於て は 
赏際 に / H 來な い、 斯う 云 ふ 事が 度々 ありまして •多 
くの 兵士の 中で 大隧 疾呼 S 倒す る， それが 爲に此 一 

年 志願兵の 人は 非常に 感惝 に訴 へて、 遂に 非常な' K 

感を 起して、 如何に irl 隙な りと雖 も H 分の 出 來ない 

ものを" 如何に 忠 H にやらん としても、 m 來な いも 

のを强 ゆると 云 ふことは 無理 だ •斯う 云 ふこと が あ 

るので， 我國说 が 此軍隊 をい やが つて、 徴兵忌避を 

する の も 無理は ない、. |'| 分は 國 民の 爲めに 辍牲 とな 

つて彼の -|: 宫を殺害して、以て此事柄を天下に街白 

して、 將來， ポ隊に 於け る 所の 駆 迫を、 少しで も 少な 

くしたい と 云 ふ 決心を 持つ て、 然る 所ですな 1 然 

る所此 者が 熟々 考 へます ると、 我が家 庭に ほ 雨 親 あ 

り、 E 分が 此の 非行を 遂け ると 云 ふこと になる と、 

親 も 定めて 自分を 怨むで あらう、 又 落 rj もす るで あ 

らうと 思 ふが 爲め に-思 直して 今度は 除 際を 企てる 

やうに なつた、 どうして 除隊す るかと 云へ ば、 ど^' 

| しても 身腊は 一生涯の 不具と なつても， 自分は 除隊 

をせ ねばならぬ、 是れだ けの 決心を 以 ちま L て、 遂 

に 拇指の 一關節 と 1 關節 の 間を 切つ て、 除隊を 企つ 

たと 云 ふ 事 實が ある、 私は 此の 事を 聞きまして 實に 

同惝に 堪 へない、 無論 兵士の 考違も ありまち けれど 

| もがです •其此 に 至らし めた と 云 ふこと ほ •錐 覚上 

官の 冷酷 •寧ろ 慘酷で 、其 人間の 個性を 知らず して 

或る 技を 强ゆ ると 云 ふこと が 原因に なつた と 云 ふこ 

とは •娃れ は m 大なる 問題と して 研究すべき もので 

はない かと M* ひました、 又 是れほ 近い 例で あり 交す 

が、 昨年の 八月に 例の 松 山 聯隊で、 中隊長を 其の 部 

下の 丘 (士が 包閛 して 袋 叩に したと 云 ふことは、 是れ 

ほ 其の 當時新 問で 諸 封 も 御 承知の ことで ある、 是れ 

はですな、 無論 其の 中 隙 長なる 者が、 平素 非常に 冷 


酷なる 人間で あり •部下を 愛する と 云 ふ 所の 念 傲が 
無かつた、 時には ® 名の 者を 段 打した、 又 其の 當日 
ほ 管 內の草 刈 か 草 JS かを さした、 それに 務定の 仕事 
が 涉ら ざつた と 云 ふが 爲めに 食事時 間にな つても 食 
市を 十分に やらせぬ、 全肢此 上官なる 者が です、 最 
も 規律 節制を 守るべき 入が、 旣に それを 破つ て 兵士 
を 酷使す ると 云 ふこと ほ、 甚だ 宜くな い ia 方 だと 思 
ふ、 是がで すな •若し 戰時で あつたら ば、 無論 斯の 
如き 軍 钯を紊し亂悪をしたる者ほ、死刑に處せらる 
べき もの だと 私 (3; 思 ふ、 是も 所謂 上下 相反 目 嫉視し 
て、 意思の 疏通 を缺 いたが 爲め に、 斯の 如き IJf 柄が 
現れた の だと 思 ふ、 之を 要するに 此 特報 第三 條と云 
ふ もの ほ、 時代に 後れた 即ち 時代に 順應 しない 大な 
る 錯誤の 爲 めに、 斯う 云 ふ 事が 起る の だと 思 ひます 
が、 政府に 於て {3; 此廢止 若 (X 犬なる 改正、 之を 爲さ 
る 所の 意思 有り や 無き やと 云 ふこと を 御尋 する ので 
あります、 第二 問と 致しまして ほ、 敎 育の 改善、 敎 
育の 改 ¢5 です、 私 ほ 新兵 演習の 實况を 見まして、 是 
も 痛切に 感じた 一つであります、 入營 の當 時は、 殆 
ど 兵士なる 者は 別天地に 入つ たやうな 感じを 持つ て 
pr る •それで 家庭に 於て 極めて 放漫な 生活を して 居 
つた 者が です、 急！： |1,1 下 急に 生活の 變化を 来し， 總 
ての 扱 方が まるで 分の 家庭 若く ! i 地方に 居る のと 
は、 同一なる 狀態 であり ませぬ が爲 めに、 非常に 窮 
屈に 感じて 居る のです、 それを 此所 諧敎官 なる 者 ほ 
急に劃一的に敎育せんと欲するが爲めに、大なる苦 
痛と， 遂に 悲觀を 來すや うな 事が あるので す、 それ 
で 是等 もです な •颅進 的に 軍隊の 空 氣に慣 らせ ると 
云 ふこと が 最も 必要で ほない か、 私が 嘗て 騎兵と 辎 
重 兵との 敎練を 見ます のに、 最初 入營の 常時 (3: 無論 

- 白紙 的の 兵であります から、 馬まで も 素人と 云 

ふこと を 知つ て 容易に 柔順に しな V' •それを ですな 

上官 ! X 大喝 一 蹀、 馬 一匹を 自由 la 在に 使 ふことの / .L1 

來ぬや うな 者が 大切なる 軍務が 勤まる か、 斯う 云 ふ 

事まで 言うて ^ り 飛ばす. •それで 兵士 (X 同一 行 励を 

腿々 反覆して やる 所が 馬 も 無論 感情を 有つ て 居る 物 

であります から、 馬まで も 遂には 怒つて からに •益 

々其 兵士の 命に 從はぬ と 云 ふやうな 有樣を 見ました 

是等 もです、 餘り 性急に 翻 一 的に 敎育 をせ ん とする 

所の ' :• つの 弊害で あると 思 ふ •それで 兵營に 於け る 

敎育な る ものは， 兵卒の 個性、 此® 性と 云 ふ もの、 

觀察 研究と 云 ふこと を 第一 著に せぬ と 云 ふこと なら 


ば、 寧ろ 敎官 になる 所の 資格は 無い ものと 私 (X 思 ふ 
〇 副議長 (價 田國松 君) 森 本 君、 m 耍な御 質問です 
から 時間は 構 ひませ ぬけれ ども、 大分 今日 IX 日程 も 
あ 〇 ますが、 まだ 澤山あ ります か， 時間は 決して 厭 
ひませ ぬが …… 

〔「謹 0 々々，！と呼ふ者あり〕 

〇 森 本 是一郞 射 成るべく 早く やります。 

0 副議長 (濱 田國松 君) 成るべく …… 

0 森本是 I 郞 ;/-; ( 續) 是等の 事は、 人资當 時の 丘 (ほ 
種々 の 感想を 懐きまして、 人生に 徵兵程 無情 冷酷な 
もの ほ 無い 斯う 云 ふやうな 考を 持ちます' か、 其 事を 
家庭な り、 或は 親戚 友人 等に 通信を する、 親 や 兄弟 
は それを 見て 泣き、 妻は 哭す る" 又； E 分の 弟な どに 
どうぞ 吳隊に ほなら ぬ やうに して 下さいと 云 ふこと 
を、 地方の 者に 通信す ると 云 ふこと も是も 事 ® であ 
ります、 斯う 云 ふ 事が 世間に 流 薄 致しまして 、徴兵 
忌避と なり、 延ては 思想の 問題と なり、 遂に 此危險 
の尉想と惡化するやうな魔があらうと思つて、是に 
於て軍隊に於てほ、從來の敎育の方針ほ餘程改善を 
せねば いかぬ と 思 ひます が、 常 局の 御意 思 果して 如 
何 •  C 「早く 願 ひます」 と 呼 ふ 者 あり：； 是 ほ 澤山 ありま 
すから 一二 點拔 かしませ う (「謹 聽々 々」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 餡 三 問と 致しまして 外出 及 歸鄕を 寛大に して 貰 
ひたいと 云 ふ 問題であります、 軍隊に 於て (3: 下 士卒 
に插 端に 拘束を 加へ て、 是で敎 育の 要義を 得たり と 
してあります けれどもが、 是は ffi だ 私が 間違で (3: あ 
るまい かと 思 ふ •又將 校に 依りて ほです な， 國 民の 
子弟を 一種の 器具 かな どの やうに 思うて，® だ 冷酷 
に 扱つて 居る， それは 外出を させね ぱ惡い 所の 風が 
感染を しないと 云 ふので、 殆ど 囚人を 見た 如く •營 
內 より 出さぬ 主義を 執つ て 居る のです >  是は ですな 
丁度 例へ て 申せば 物を 食 ほねば‘  SS 腦病が 起らぬ と 
斯う 云 ふやうな のと 同じ 論法で. (X あるまい かと 思 ふ 
感情の 人間を さう 箱 入 育てに すると 云 ふことは 甚だ 
宜くな い、 それで 此考を 持つ て 居る 人 ほ. 私は 人生 
觀の半 面を 知らざる 者の 云 ふこと で-あらう と 思 ふ* 
それが 故に 市立と か 或は 農繁期、 斯う 云 ふ 所に ほ 成 
るべ く 一定の 期間を 與 へて 歸鄕を さして やる と 云 ふ 
ことが、 最も 適當な る 所謂 軍隊の 敎 育の 方針で ほな 
いかと 思 ふ、 佛國で は 夙に 此方 法を 講じつ、 あると 
云 ふことは、 是は 諸君 も 御 承知、 又 ffi is lj: 御 承知の 
如く、 國 家の 存亡を 賭して ff ひました 所の 彼の戰 爭 


中で も、® 後の 民力 柿 塡 上 必要で あると して、 有 ^ 
偶 者 ほ 一定の 期間を 與へて 23 S を さして 居る  >  是等 
を 以て 考 へます ると ですな、 私は K ili は f is ? ® あり 
と 云 ふこと を 想 ひ 浮べます* それで 私は 我 四 〇 取 除 
にも —— 昔と I1 つても 古い 昔で ありませ ぬ •か、 JC (士 
に褒赏 休暇と 云 ふ ものを 與へ て、 或る 期 を 定めて 
歸して 居つ た 時代あります がさう 云 ふ ? Jf を /: f i'i 沾して 
以て、入资渚の所謂悄操を杈甫し、愤敁を涵亡して 
やる こと も 必要 だら うと 思 ふ •唯 だ il'i 陵は 特： 9;; 、：矜 宵 
とか， 形式的の 敎 育， 是だ けの も CD でない 無 諭 M 松 
と 云 ふ 事の 敎育 もして やらなければ ならぬ と 思 ふ、 
それから 第 四 點に 行きます、 是は 下士 卒 の 給料 及 恩 
給です、 之を％ 額す ると 云 ふ 問題であります、 現在 
我國下 士卒の 給料 I 兵卒から 先き に 申します、 | 
筒 月の 現在 給料が， 一二 等卒が 一圆五 十六 錢 •之に 
六 割 五分の 臨時 手當 として 合計 二 0 五十 七鈕餘 ，九 
年度には 是が一 1 1* 六十 錢とな つて 居ります、 上等兵 
が 一圓 九十 ? 7<: 錢 ■之に 六 割 Jr: 分の 臨時 手當 を咐 しま 
して、 合計 三圓二 十二 錢程 になつ て 居る、 是が九 年 
度に (3: 四圓五 十錢 此物價 臓 a , 生活の ^ 迫を 爲 しつ 
、ある 今日に 於て、 此 ー ニ 等卒で も 一日 現在に 於て 
ほ、 十錢に 足らぬ だけの 給料で ほ、 到底 IB 除に 於て 
生活が m 來な い、 御 承知の 如く 多くの 兵士に ほ、 勞 
働 者が 餘計 合格す る、 是 は 勞 _ をして 身體が 强煺な 
石 者の 即ち 身體を 鍛錬した 者が 多い から、 隨て 斯う 
云 ふ 者が 合格す るの が 多い、 それで 多くは 無 K 頹階 
級の 者が 合格す る、 是等の 者は 財政 上に 於て 餘裕' か 
無い から， 入 財 中に 於ても 小 逝 錢が 耍れば 、必ず 家 
庭に ; S 金を 耍 求して 來る •所が K 篚の 無い 者で あり 
ますから、 家庭に 於て ほ 種々 に 苦心を して、 或は 借 
金 政策を して 以て それを 邊つて やる、 それから 其 間 
に 於て ほ、 種々 なる 弊害 も 起り， 又 中に ほ 资 に 悲劇 
だと 思 ふ 事が あります、 血税を ^; S つた ものを •其 上 
又 金 迄 相 當な 金を 出せ、 而も K- 者が 資產の 無い 者 か 
ら出 させる と 云 ふこと ほ、 一暦 の 恥 屈で あると 云 ふ 
ことは 是ほ明 かで ある、 是等の 渚に 何とかして 今少 
し餘 計に 給料を やり ませぬ と、 Ig 隊に 於て 生活して 
行けない 、劫 建 yf 代の 渚は 足 ® ii 以上の 港は、 士族と 
云ふ籍 を 皆な H つて、 陆神 上に も社會 的に も‘ 非幣 
な ® 遇を 受けて 居る， 然るに 今日の K- は それだけの 
社會 的に 國家 的に 認めて 席ら れる かと 云 ふと、 さう 
でない のみならず、 家庭から 小逍錢 まで S- つて H は 
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なければ ならぬ と 云 ふ 現 狀では 、果して 自分が 傾 家 
に盡す 所の 最大 義務な りと 0资 をして 居り まし やう 
けれども、 物質 上に 於て 非常なる 悲挖を 见な けれぱ 
ならぬ と 云 ふ 事になる •是等 の 事に 就て、 政府 當局 
ほどう 云 ふ考を 持つ て 居られる かと 云 ふこと を 一つ 
御 尋を 致します、 第五 點 として 免役 税の 賦課を して 
貰 ひたい、 軍人を 险遇 する 所の 財源と 致しまして、 
私の 考に ほ 免役 税を徵 收 して、 此金を 以て 成るべく 
兵士の © 遇の 費用に 充 .てたら 適當 だら う、 それ (3: 兵 
の抽诞 _兔れ 、若く ば ?' R 充 兵、 斯ふ云 ふ ものを 假〇に 
11 岡 年 位 在營 した ものと して、 さう して 其 者に 免役 
の 校を 課け る、 是が卿 盛りの 靑年が 入 管 致します る 
と 其 中に ほ 一家の 經濟 k に 非常に 打擊を 受ける、 そ 
れに 加へ て 入赞 中に 多額の 金 錢迄も 使う •さう して 

一朝 取 有る 時には 身を 鴻 毛の 輕きに 比して まるで 命 

を 的に して 出なければ ならぬ、 是が唯 だ 一 s の 一 六 

の抽蕺 で 7 -Vi と 不幸に 分れまして 、柚 is に 外れた 者 (3; 

是だ けの 苦痛を si に 感じない と K ふこと ±r 寶に國 

民と して それを 傍 ©] すると 云 ふことは- K だ 無情 冷 

酷で あら 5、 それで 入赞す る 若 •に 對し て、 他人ょり 

找を 言は れても ，其 家族の 衮等 は、 口では それ (X 立 

派に！ 一家に 盡す 所の iri 大なる 任狳を  >  卧 分の 子 ! T5 が 

其任に常ると云ふことほ、钙に私も <|: 合な者であり 

ます、 斯う 云 ふこと を 言つ て屛〇 ます けれども、 心 

の屮で は 泣いて 居る ことが Ilf 實であ ります、 是が斯 

う 巾し ますの が、 詰ま 〇僞ほ らず飾 らざ る. 所の 私は 

f? 白 だと 思 ふ-せめて 家庭ょ 〇浍 金し なければ なら 

ぬと 云 ふやうな 窮招な 所謂 無 m な 逍方 をせ すに •此 

免役 税なる ものを 取つ て以 つて 財源の 一つと して- 

十分なる 炤遇 をす ると 云 ふこと が、 眾人 に對 する 所 

の ® 切なる 方法な りと 私 ii 信じて 屛 ります、 然る 所 

當局の 人は、 元来 徴兵なる もの 13; 血税で ある、 それ 

を 金錢 に換 ふべき もので ほない 鬼 ほ 私 も 同 論で あり 

ます、 併し 是ほ 免役 税を 3 せ ば、 徴兵を 免除して や 

ると 云 ふので ない、 それと ほ 私の 申します のは 意味 

が ® ふ抽狻 に 外れた 济が免 役税を 出して、 さう して 

21 分の 代りに 出て i'J つた 人 だと 云 ふやうな 考を持 た 

せることほ、國民の同愦性を键ふ上に於ても最も必 

要 だと 云 ふこと を 感じて 居る •第 六 問と 致しまして 

此問搜ほ策大なる問題でぁりますが、勤務演習の廢 

止是 |'> 被敎育 者の 旣 街の 籾 念を 再 牛： さすと 云 ふ 事に 

付て， 演習と か 講習と か 云 ふこと は、 菇 は 一而から 


考 へます れぱ 最も 必要な ことであります、 所が 此® 
務演 習の 过 况 を® 察 致します と， 精神的に 何等 喚起 
す 〇 こと ij: 無い， 斯う 云 ふこと を 私 ほ 痛切に 感じて 
居る、 それで 此勤務 演習 ^ • る もの：： T 國家 經濟 にも 
影 ■し、 個人 經濟 にも 大なる 影響が ある 事で ござい 
ますから、 是が餘 〇 効果の® いものと すれば •私は 
殷した 方が 宜い 今日 我 國の現 狀を見 まする と、 徵兵 
檢査 までは 多くの 人が 無配 偶 者であります、 特別の 
事淸の 無い 限りは 配偶者を 求め ませぬ' •所が 現役を 
了つ て歸 ります と、 配偶者を 求めて 家庭の ^ • 堅と な 
り、 或は 別家 庭を 作つて 生計を 營む のが 一般の 狀况 
であります、 又 人に 法り まして ほ、 事業界に 相當の 
資金を 投じて 事業を する 入 も ある、 斯う 云 ふ 人が で 
す 刺 務 演習に 召集せ らる 、と 云 ふと 甚だ 迷惑に 感ず 
るので あります、 それ も大な る 効果 有れば 議論は あ 
り ませぬ けれども、 餘り その 効果が 無い、 寧ろ 兵士 
其 者は 勤務 演習を 非常に 厄介に 思つて 居る， 事業家 
の 如き ほ、 自分の m て 屛る 問 (X 代理者 も 入れられぬ 
又 代 i*i' 者で ix lli 來ない 仕事が ある •一日に 二十 圓や 
三十 圆の 金を 出しても 金で 此勤務 演習が 免れられる 
なら ! f 私 ii 此の 翻 務演 習を 免れて K ひたいと 云 ふの 
が 多く あらう と 思 ふ、 さうな ります とほん の 形式的 
にやる 事であつて、 精神 上に 於て (3: 何等の 願 念 再生 
にはなら ない、 効果を 認める 事 (X 出来ない、 それ 故 
に 私は ^ 務职習 ほ 臍せられ たらう どうか 現に 海 irl ほ 
別に P 務 演習と 云 ふ ものが 今日の 規定に 於て 見ます 
ると 無い やうに 思 はれる 陸軍の 方で あると、 步兵は 
二 年 目、 四 年 目に 三 週間、 それから 騎兵、 砲兵、 JC 兵、 
軸重兵は三年目に三週間、後備となつて步兵騎吳、 
砲兵、 工兵* 輜爾兵 とも 第二 年 目 第五 年 目に 三 週間 

此 位の 事に なつて 居る、 是等に 於て は 唯今 申し まし 

たやうな、 家庭を 持つ て 居る 容 として ほ 非常に 窮屈 

を 感ずる、 効果が 狩れば 別 問 湖、 さう して 陸軍と 海 

軍と に 於て は 糊' 衡が収 れな い、 勿論 海軍 ほ 海事 上の 

習練を 要する から， 無論 現役 2 年數 も强 くあります 

けれども 論理に 於て ほ 同一 櫧でな ければ ならぬ、 又 

私 {X 騎兵、 或は 棚 It 兵の 演習を 見て 一 屏不 HI 思議に 

感ずる •騎兵 辎重 兵なる ものが 演習に 出ても ， 3-R 役 

兵が 馬を 使つ て 居る から、 馬 無しに 長い 靴を 穿いて 

ばつた り<  と 歩いて 居る •それが i i:i)l 事 有る 時に 

ほ、 馬に 乘 つて 働を しなければ ならぬ、 どうも 是ほ 

寧ろ 滑稽で ないかと 思 ふ、 是が 故に 私 (3: 勤務 演習を 


廢せ られ ては 如何と 云 ふこと を 痛切に 叫ぶ 一入で 
あります、 それから 第 七 問と 致しまして C 拍手.〕 もう 
止めます、 簡閱點 呼、 之を もう 少し 有意義なら しめ 
る やうに して 貰 ひたいぃ 今日 行 ほれる 所の 在鄕眾 人 
の 簡閱點 呼と 云 ふ ものは •全然 形式的の もので あつ 
て 効 杲を認 める ことほ 出來 ませぬ •それで 在 鄕に於 
ける敎 育 兵が 未敎育 兵を 年々 春、 秋二季 、或 ほ 春 夏 
秋 冬の 四季で も 宜しう ございます、 其 間に 或る 數日 
間を 決めて •其 者に 兵 式の 體操 •或 ほ 射 擊 、斯う 云 
ふやうな 事を 敎へ させる それで 私の 意 M としまして 
は、 J:> 國の 男子で あつて •不具 德疾に 非らざる 限り 
は， 總て 兵の 敎育を 受けさせる、 在鄕に 於て 兵の 敎 
育を 受けさせる 事に なれば， 所 i! 國民皆 兵の 主義 も 
極めて 徹底す る ことになる、 現在 行 (3; れて 居る 所の 
簡閱點 呼は •奉公 袋と 云 ふ ものを 提げさせて 、喵だ 
i 日 若く ほ 半日 間に 種々 な 常識的な 質問を 試みる、 
さう して St 足 或は 徒步を させられ ると 云 ふ 位の こど 
に 止まつ て 居る •甚だ 私 IX. 意義を 爲さ ぬと 思 ふ、 そ 
れで 私が 申します のは、 此勸海 演習を 止めて 此堪事 

的鍊癖 を - 敎 育を •$ けた 兵が、 未敎 育の 者を 敎へ 

て やる， 勿論 是ほ 兵の 種類に 族り ます けれどもが、 
多く 13: 此 射_ に 兵式聘 操と 云 ふやうな 事を やらせる 
と 云 ふ® は、 是は 必要で ある、 此 成績を If: 呼す ると 
云 ふこと になります れぱ •全國 谷 m 町村と も. 在鄕 
の 軍人は 競爭 的に K- 事柄を 研究 練磨す ると 云 ふ 事 も 
是亦 明かなる 所の 事柄で ある、 故に 此 勤務 演習を 廢 
して、 之に 代 ふるに 第 七 問に 問うた 所の， 簡閱點 呼 
と 云 ふこと を 有意義に して* ひたいと 云 ふの が此意 
味であります •終 〇 に 一言 致して 置きます、 我陛 
下に も爾晚 は 股肱と 賴ませ られ て、 又是ほ 國 家の 柱 
石 國 家の 干城であります •其 者に 今日の やうな 軍制 
を 何時 迄 も 改革せ ずに 置いて ■時代 遲れの 軍制を 興 
锘 に服從 をされ ると 云 ふ 事 ! x 、 fdl から 危險思 想が 入 
るのぢ やない、 寧ろ 軍 隙に 危險思 想なる もの か fl さ 
れて ほなら ぬ、 斯う 云 ふ 事を 私 (5: 國家を 念 ひ、 國民 
を 念 ふ 所の 忠誠ょり 此事を 御尋 したいと 思 ふ、 決し 
て 之を 誤解して e いて K うて ほなら ぬ、 論 II 誹 譏を 
する爲 めに 私 ほ 質問を 致す ので ほ ありませ ぬ、 故に 
當局者 ほ 速に 御 答を して 戴く 必耍が ありませ ぬ •十 
分此事 に 就て it 御 考慮を 下され、 御 研究を 下さつ て 
國 K の滿 する 御 答 辯を 得たい と 云 ふこと を 痛切に 
御 願 ル 致します 次第であります、 之を 以て 此 壇を 降 


ります C 拍手 起る〕 

0 MIJ 議長 ( M I.H 國松 君〕 是ょ OE 程に 移ります、 日 
程 第一 平和條 約の 實施に 伴 ふ琉通 證券 及 工業 所有權 
に關 する 法律* — 山 本 農 商務 大臣。 

第一 平和 條 約の 實施に 伴ふ琉 通證奍 及 H 
槳所苻權 1.; 儲する法_案1政府提出 
貴族院 ; g 付〕 第一 謂 會 
平和條 約ノ實 施-一伴 フ 流通 證券 及 工業 所有權 
こ關 スル 法律案 

第 一條 同盟 及 聯合 國卜獨 逸 國トノ 平和 條約 第三 
百 一條 第二 項ノ期 間 ハ 六月 トシ 同 條約第 三 ts' 七 
條第 I 項 / 期間 ハ ー年 トス 

第二 條同盟 及 聯合 國卜獨 逸 國トノ 平和 條約 第三 
百七條 第二 明 ノ 規定-一依 リ効 カヲ回 復シ タル 特 
許權 、實用 新案 撾若ハ 意匠 ■嵇又 ハ 之-一 關 ス ル ー 
切ノ tfll 利ノ 効カ ハ 其ノ 间復 前 當 該ノ發 明、 考案 
又ハ意跎-一付權利ヲ取得シ又ハ實施ヲ開始シタ 
ル 者 及 興 ノ承繼 人並 其ノ權 利 又 ハ 實施 -1 依 リ製 

作シ タル 物 一一 及 ハス 

第三 條前二 碟ノ 規定 ノ適 s ヲ受 クル 事項 卜同樣 
ノ事項 f ゾテ同 盟及聯伶 國卜獨 逸 國 以外 ノ國卜 
ノ 平和 勝 約 二 基ク モノ-一  付 テ ハ 勅令 ノ定ム ル 所 
-I 依リ前 二條ノ 規定 ヲ準用 スル コト ヲ煜 之ヲ準 
用シ雖 キ 場合-一 於 テ ハ 勅令 ヲ以テ 別段 ノ定 ヲ爲 
ス n トヲ 得 
附則 

本 法 ハ 同盟 及 聯合 國卜獨 逸トノ 平和 條約實 施ノ日 I 

ヨリ 之 ヲ施 行ス 

〔國 務務 大臣 山 本 達 雄 君 登 壞 、拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (山 本 達 雄 君〕 唯今 議題に 上りました る 
流通 設券及 工業 所有 } 1 に關 t まする 法律案に 就き ま 
して、 御 承知の 通りに 戰時 中に 於き まして、 敵國に 
對し まする 證券に 付ての 轉 々琉 通しまして 居る 間に 
於て、 其 仕 柳の 期限が 參 りましても、 此停 止を する 
ことの /H 來な い、 柳 ふこと も受る こと も 出來な いや 
ぅなる 狀態 になつ たのであります、 又 工業 所有 權に 
就きましても、 特許、 新案、. 意 K の骼 件に 就き まし 
て も、 それ </手數 料の 收入 、或 {X 又 其 手 續と云 ふ 
如き 事が 總て出 來な い有樣 になつ て 居つ たので あり 
ます、 隨ひ まして 其 間に 於ての 敵 國の此 所有 檝の如 
きものほ、志願者に依てそれ<--許可に相成って居 
つたので あります、 然るのに 此度 平和 條 約に 於き ま 

f 七 七 七 
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して 此の 如き もの (£ 其 本人の m 願に 佐て 再び 復權し 
忾る琪に杻成つたのであります、それに就きまして 
昧砬證券に於て (3; 、六嗯：月內に於て、又丁'樊所有_ 
に 於き まして if  I 年の 猶课を 與へ まして、 其 間に 
此手〇 : '料金を 定め ますれば、 元の 通に 设褪し 得る と 
云 ふこと になる 法律で ございます、 又 それに 從ひま 
して、 戰 0 '屮に 得ました る 其 特播 if 是 ほ 將 來と雖 
も 5J: 特權湃 に 就て 或る時 期の 間 之を 繼辍 して、 さぅ 
して 其 特视 を嵙せ しめたい と 云 ふこと であります、 
是 ほ主 に獨逸 に對 する ことであります が、 それと 同 
時に 又 澳太 利， 匈牙利に 於 ? ■ ましても、 矢 張 同様な 
る 時が 來れば 同 櫧 なる IE 扱を したいと 云 ふので ござ 
います、 併し 其方 (i 勅令に 讓ると 云 ふこと に 相 成つ 
て PT ります、 此の 如き 事であります る 故に、 何卒 御 

蔣 P の 上 協賛を 與へら れんこと を 希望 致します C 拍 

手す る ^- あり'* 

0 副 謎 長 r 濱田阈 松 君〕 質 議の 通吿が あります、 齋 

赌隆 夫君。 

〔齋藤 隆夫料 登 取〕 

〇齋 藤隆夫 对 本案は 平和 條約 の琪項 に關 する 法 鉗 

案で ございます るが、 之に 牽連して 此際 政府に 質し 

て® きたい 所の 一つの 憲法 問題、 殊に 帝 國議會 の 立 

法 協 赞 滞に 關 する m 大なる 問題が あります、 此 事 ! X 

本 築が R 族院に 於て 討 S せられた 際に、 江 木 翼 君ょ 

〇大 K の , H 問が ありました けれども、 之に 對 する 傾 

田 法制局 長官の 答 辯が あります、 併し 此答 辯に 關し 

ては. 甚だ 承服す る ことが 出 來ませ ぬ、 

〔濱田 副議長 識長 席を 退き 大岡 _ 長復席 i 

それ故に 新たに 質問の 耍點を 明かに しまして、 政府 

の 意見 並に 之に 關 する、 將來の 方針を 質して 置きた 

いのであります、 それ (3: 外の 事では ありませ ぬ、 此 

度 締結せられ ました 所の 平和 條約を ば 通锃 いたし ま 

する と 云 ふと， 其 屮には 確に 憲法 上 所謂 立法 事項な 

る ものが‘ 數多 含まれて 居る のであります 、殊に 第 

十 編 第三 款に 於て ほ 「金 錢ノ愤 務」 と 題し、 又 第 四 

款に 於て は 財 產糊利 及 利益」 と 題し、 是 等の 中に 

は 明かに 現行の 民法 •商法、 及 民事訴訟法 等に 對す 

る 所の、 幾多の 例外 规定か 含まれて 居る ので ありま 

す、 そこで 政府に 御尋を 致したい ことは、 政府 ほ是 

等の 規定 及 人民に 對 して 効力 あらしむ るが 爲 めに- 

新たに 立法 手續を 執る® りで あるか、 或は 立法 手續 

を 執らず して- 條約其 4 の、 規定を 以て、 K ちに 人 


民を ば 拘束せ んと する ので あるか、 問題 <3: 此點に 在 
るので あります， 申す まで もな く跷 約 {5: 國と國 との 
約束であります、 跷 約の對 手は 國家 にして 人民で (X 
な. い、 それ故に 勝 約 {3: 固 家を 束 純す る 所の 効力 ほ 有 
ります けれども， 直接に 人民を ば 束縛す る 所の 効力 
ほ 無い のであります、 人民に 對して ほ 法律 命令 あり 
外國 に對 しては 條約 あり、 法律 命令が 外 國に對 して 
効力 無き と 均しく、 條 約は 人民に 對して 直接の 効力 
を 有せない のであります、 此二 つの もの (5; 當事 者を 
異にして 居る •隨て 其 効力を 異にする と 云 ふこと ほ 
是は 法理 上當然 の 結果で あるの みならず、 我が 憲法 
の 解 釋 上に 於ても • 一 點 疑を 容 るべき 餘地 ほ ありま 
せぬ、 それ故に 本員の 見る 所に 依れば、 政府 ほ 此立 
法 ?! f 項を して、 人民に 黝 して 効力 あらし めんと する 
に付てほ，別に立法手續を履んで>_會の協賛を經 
て 法律を 制定す るの が 至當で ある、 若し此 手續を 履 
まずして、 條約 其の もの、 規定を 以て -直 ちに 人民 
を艰純 せんとす るが 如き 事 あつたなら ば、 是れ明 か 
に is 法 ; 1 反で ある •帝 國識會 の 立法 協賛搠 を ば蹂瞬 
する もので あり、 同時に 憲法 上に 於け る 所の、 日本 
臣民の 權利を 愛す ものであります、 然るに 此點に 關 
して、 貴族院に 於て 政府 委員の 答 辯せられ たる 所、 
洵に 不徹底に して 奇怪 至極の ものが あるので ありま 
す、 それは 如何な ものである かと 云 ふと、 詰まり 條 
約に 於て 立法 事項を 定めた 場合に 於て ほ、 條約 其の 
ものを 以て 法律と 看做す ので ある、 それ故に 別に 立 
法 手 ^ を 執る 必要は 無い、 議會の 協賛を 經 るの 必要 
は 無い、 條 約を以 つて 直ちに 人民を 拘束す るので あ 
ると 云 ふ 御 答 辯に ffl 成つて 居る であります、 併しな 

がら 期る 理由と 云 ふ もの ほ、 如何なる 所に 論 據を置 

いて 居る ものである か、 我が 憲法 上條約 ほ 何 所まで 

も條 約で あり、 法律 ほ 何 所まで も 法律で ある、 此二 

つの もの ほ 如何なる 場合に 於ても 混同す る ことを ば 

許さない のであります、 然るに 立法 事項を ば 規定し 

て 居る 所の 條約は 、條約 其れ 自身を 以て 法律と 看做 

すと 云 ふ 如き 見解が 何 所を 叩いたならば 出て 來 るの 

であるか 本員 甚だ 理解す る ことが 出 來な い-尤も 今 

日 憲法 學 者の 中に 於き ましても >  ー ニ 斯樣な 說をば 

唱 へる 者 も 無いで は ございませぬ、 條約 が旣に 公布 

せられた る 以上は •法律 命令と 同一の 効力を 有つ も 

ので あると 云 ふが 如き 說を爲 す 者 も ございます けれ 

ども •此說 は 詰り 法理と 政策と を ば 混同して 居る も 


ので ど ざいまして、 其論據 に 就きまして ほ、 見る ベ 
き 一の K 値 ほ 無い のであります、 尤も 政府の 立場ょ 
〇 見ましたならば、 是が最 も 便利で あるに ! X 相違な 
い、 條約ほ 批准せられ 旣に 公布せられ たる 其 後に 於 
て ■晓約 中の 立法 事項を : X •特に 議 0- に 提出して 協 
賛を 求める、 若し懿 會が協 質を 與へな かつた 場合に 
於て (3; •條約 中の 其 部分 C みほ， 遂に 執行す る こと 
が 出來な いやぅ になる のであります から、 此不 都合 
を ば 避く るに 就きまして ほ-政府の 見解 ほ 頗る 政府 
の爲 めに {3: 便宜であります、 併しながら 政府に 便宜 
.であると 云 ふこと ほ、 之が 爲 めに 議會の 協賛 tffi を ば 
無視し， 憲法 上に 於け る 臣民の 權 利を 侵害す る 理由 
にはなら ぬのみ ならす、 此 不都合を ば 避く るに 就き 
まして ほ •他に 途が無 いで ほ ありませ ぬ、 現に 英吉 
利の 如き も、 我國と 同し く條約 締結に 關 する 總 ての 
欐 利は、 國王 の特灌 に 相 成つ て 居る のであります、 
併ながら 此 度の 平和 條約中 或 W 項に 就きましては、 
英國の 憲法 解 釋 上、 是非共 國會の 協賛を 經な ければ 
ならぬ 所の 事項が あつたに 依て >  總 理 大臣 ロィド ジ 
ョ ー ジ氏ほ •條約 調印が 濟むや 否や 直ちに 英吉利に 
歸つ て數 日の 後には 自ら 議會に 現れ， 條約 執行に 必 
要なる 所の 二種の 議案を ば 議會に 提出して、 議會の 
承認を 求めた る 其 後に 於て、 國 王に 對 して條 約 批准 
の. 奏請を 爲した のであります、 是ほ 政府と して 13: 最 
も 賢明なる 所の 遺 方であります、 我國に 於き まして 
も斯る 手續を 爲す ことほ、 憲法 上から 見て •決して 
違憲の 行爲で はあり ませぬ のみならず、 一方に 於て 
は 條約締 結に 關 する 天皇， の 大權を 尊重し、 他の 一方 
に 於て ほ 立法 協賛に 關 する 所の 議會 の權 能を ぱ 維持 
し、 政務の 圓滿 を圖 るに 就き ま - L ては、 最も 適切な 
る處置 であります 併ながら 本員 ほ 政府が 此手續 を 執 
られな かつた と 云 ふこと に 就て、 少しも 非難を する 
者では ない、 此手續 を 執つ て も 宜しい、 又此 手續を 
執らず とも 宜い のであります* 其 時の 前後 (X 問び ま 
せぬ が、 兎も角 此 平和條 約 中の 立法 事項を して、 人 
民に 對 して 効力 あらし めんと する に 就て は. どぅし 
て も 今期 騎會に 於て •之に 關 する 立法 手續 を爲 さね 
ぱなら ぬので ある、 是は 本員の 解 釋で ございます が 
此解釋 に 就て、 政府 當局 者は 如何なる 意見を 持つ て 
居る ので あるか、 貴族院に 於き ましては， 何 か 之に 
關 する 二三の 先例を ば 引用して 居られます が、 過去 
の 先例は 政府の 解 釋に 一致せ ずして 寧ろ 政府の 解釋 
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に 反對 して 居る 所 C 取 例が、 渾山あ るので あります 
又 一二 左 « なる 先例が あるに 致しました 所が* 其 先 
例ほ明かに泫法違，、の »|-. へ例である，我々は違泫の先 
例に 追從 する 所の 我 務 は 持ち ませぬ •何 所まで も： 
法の 條規に 依て、雜分 0 坪：：；1」をぱ維持せんとする诉 
であります •尙 ほ是は 今回 初めて 起つ た 問題では な 
くして、 此衆謎 院に 於き ましては、 砬程以 前に 決定 
せられた 所の S 思であります、 即ち 明治 二十 七 年 五 
月 三十日、 第 六 帝 國戧拉 ほ lit 問 gj に關 して 次の 如き 
決定を 爲して 居る ので あ 〇 ます r 條約ノ 締結 ハ 天 si 
ノ大褪 -I 搦ス ト雖之 力爲 -I 法律 ノ 制定 ヲ耍シ 又 ハ 法 
律-一 變更ヲ 生 ス ヘキ W 項 及 租税 賦課 ii M -l 關ス ル yf 
項々 憲法 第 五條 第三 十七 條第 六十 I  |條 第 六十 三條ノ 
條文- 1 依 リ帝 M 議會ノ 協 资ヲ經 ヘキ モノ トス 玆二之 
ヲ 決議 ス」 即ち 范 篛院に 於き ましては、 二十 ^ 飴 年 
以前に 於て、 本員が 以上 述べた る說ほ 、衆 胬院の SC 
思と なつて 現れて 居る のであります、 此 決 is は 政府 
と 雖も筏 重し なくて はならぬ のであります、 それ 故 
に 本員 ほ 此質問 を ば 提供す るので あります •政府 常 
局 者は 十分に 御考瞪 の 上に 此 質疑に 對 して 答 辯せ ら 
れんこと をぱ菌 みます。 

〔拍手 起る〕 

0 政府 委員 (横 田 千 之 肋 群) 甄藤隆 夫 おの 御 質問に 
對 して 御 答を 致します が、 政府の 見る 所は •齋藤 君 
の 憲法 上の 解 釋と 金然異 つて 居ります、 條 約に 於て 
法律 事項の 內容を 定めました ときは、 其條 約は 公式 
令に 依て 公布され ると 同時に、 法律の 効力を 有する 
ものと 政府 ほ 解 si して 居ります， 是 ほ 日本 憲法の 特 
色であります、 日本 憲法には 宣戰 講和、 有 ゆる 條約 
は 至尊の 大權に 豳して 居る、 英國其 他歐羅 巴の 各 
國に 於き まして ほ 別箇の 规定が ある やうであります 
が •此點 は 日本 盡法の 特色と して‘ 政府 ほ 長く 此解 
釋を 維持して 居る のであります、 齋藤君 は 先例を 調 
ベて 来て、 齋藤 君の 解 釋を茭 へる 先例が 多い と 云 ふ 
御 話であります が、 是亦私 の 見る 所では さう でない 
ので ある、 有 ゆる 法律 條 約に、 別段の 規定 あるとき 
は條 約の 規定に 依る と 書いて あるのは、 是ほ 或は 齋 
藤 君は 此法 律に 依て、 條 約に 法律 事項の 規定を 委任 
する かの 如き 御 解釋で あるか も 知れない、 私の 見る 
所は さう でない、 是は 一般法が 特別法に 斯の 如き 規 
定が あると 云 ふ、 注意噢 起の 法條と 探ぶ 所は ない、 
若し 條 約を 以つて 法規で ない と 言は れるな らば、 此 
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の 一般法に 於いて 條 約に 別段の 規定 ある もの {3: 條約 
に 依る と W いても、 勝 約は 法規の 力を 持たぬ ことに 
なると 思 ふので あ 〇 ます、 今日の 大勢に 於て 天皇 
の大® に 基いて 阈糙條 約を 結ぶ、 是ほ國 家 意思の 外 
阀 に對 する發 現であります、 此外 國に對 する 國家意 
思の 好 |}2 ほ  >阀 ちに 內に向 つては fea K に 向った の國 
家 ®; • 思の 發現 であります、 國家葸 思は 統一され なけ 
れぱな らぬ 、外に 向つ ては 阈家 意思と して 有効に 發 
現し 內に 向つ ては 有効に I!a かんと L たなら ば- 國家 
の 意思は 分裂いた す もので あつて、 國 家の人 格 統一 
を缺 くこと になる のであります、 此の 意味に 於て 今 
や國際 聯盟 lit 界に 現れ • « 際 關 係に 於て 條約を 最も 
@ 茁 すべき 時代に、 若し H 藤 君の 仰せら る、 が 如く 
條約締 結の 後に 於て、 此條 約の 內界を 爲した る 法律 

事 51 に 就て 議會の 協賛を 求めて、 諉會 •か 若し 之を 否 

決した 場合には、 天 fa の大 糊と 云 ふ ものは —— 憲法 

十三 條の砌 と 云 ふ もの ! 3; ，玆に 大なる 捽 滞を 來たす 

ことになる、 齋藤 君の 引用せ らるる 所の 谷 國に 於き 

まして ほ、 多くは 條約 調印の 後に 蕺锊の 協賛を 綷て 

始めて 有効になる のであります から， さぅ 云ふ扞 格 

が 中： じ ませぬ、 帝 四の 菡法は さぅ 出 來て 来らぬ ので 

あ 〇 ます、 其 間に 於け る救濟 の 方法の ない 限りは > 

齋 の 言 ほ れる 如き 解 釋 1 V 以て， 帝 國の 進む こと 

は / 11 来ぬ のであります、 憲法の 起荩 者此 間を 注意せ 

ぬ ことは ない のであります、 而して 何等 此間に 於け 

る所の救濟の規定が無いと云ふことほ，即ち條約に 

關する 所の ilf 柄は •全然 至尊の 大 ffi. に 屬する •縱 

んぱ其 內容が 立法 事項に 關 して 居りましても、 此部 

分 だけ ix 衡法第 二 章の 例外、 一の 條約 法規と して、 

內と 外に 同一の 効力を 持つ と 云 ふ 意味 合に 於て、 政 

府 は潢 法 1 V- 解 域して 居る ことであります、 ® 者の 說 

も齋藤 君の 言 ほれる 所に 依る と 一二と 仰せられます 

が、 帝 ® の遨 法學 者の 中で、 此間の 解 釋は 殆ど 正 半 

數 に 分れて 居る ものと 私は 承知 致します。 

r 拍手 起る〕 

〇齋 藤陡夫 君链論 ほ 链論 として 滯山 ございます が 

是ほ委 Me に 3)i る ことに 致します、 ^ だ 政府 委 M の 

說 ほ、 詰まり 法規と 政策と を ば ！! 1 同した る もので あ 

ります、 本 fl は 全' 然同 SC する ことが 出来 ませぬ、 尙 

ほ 十分に 御 考 1® の 上に 委 M 符に臨 まれん ことを 希轺 

致します。 


第二 右 議案の 審査を 付託す へき 姿 fl の 選 
擧 

0 岩 崎 ® 君 委員の 數を九 名と し、 議長に 於て 指名 
せられん ことを 望みます。 

〔「異 戤な し」 「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 動議の 如くに 決しました •日 
程 第三、 郵便貯金 法 中 改正 法律案の 第一® 會を 開き 
ます^ — 野 田遞信 大臣。 


第三 郵便貯金 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 
第一 讀會 

郵便貯金 法 中 改正 法律案 
郵便貯金 法 中 左ノ通 改正 ス 

第三 條中 「千圓 (—— ヲ「二千_」二、 「预 入金 ーヲ 
「一度 ノ預入 額」- , .  r® 位」 ヲ 「錢 位」- 1 改ム 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
r-1 國務 大臣 野 田 卯太郞 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (野 田 卯 太 郎君〕 本案は 御 7ik 知の 通り 第 
三 勝であります が， 一人の 預金 額が 一千 圓と あるの 
を 二 千 [a に 上せた のであります， 而 して 一度の 預金 
額に 厘 位を 用ゐ た 〇 を •之を 切捨て， 錢 位に 止む る 
と 云 ふ 改正です、 極めて m 簡なる 案であります から 
どぅか 御 協賛を 與 へられん ことを 望みます (拍手 起 
る〕 

〇 議長-' ，大岡 育造 君) 日程 第 四を 議題と 致します" 
第 四 ■右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 岩 崎 II 君 黍 員の數 を 九 名と し、 議長に 於て 指名 

せられん ことを 望みます。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_長( 大岡育 造 君〕 動蕺 の. g く 決しました、 日程 

第五 第 七は、 便宜上 一括 蕺 題と 爲すに 御 異議は あ 〇 

ませぬ か。 

〔「 異識な し」 r 異越 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 第 K 作業 會計法 中 改正 法律案 

第 七海眾 燃料 廠の石 炭、 煉炭 乂は i 油の 買 人に 關 

する 法律案を 一括して 議题と 致しま^ - 神 野 大藏 


作業 會計法 中 改正 法律案 
作業 會計法 中 左ノ通 改正 ス 
第 一條 中 「海軍 採炭所」 ヲ 「海軍 燃料®」- 一改ム 
第二 條第五 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

海軍 燃料 廠据匿 運蚰 資本 ハ ニ 百 茁圓 トシ 大正 八 
年度 末 現在 ノ 海軍 採炭所 粘 置 運 13 资 本ヲ以 テ 之 
二 充テ 其ノ： 小足 額 ハ 漸次 一般 會計 ヨリ 繰人ス 
附則 

本 法 ハ 大正 九笫度 ヨリ 之 ヲ 施行 ス但シ 大正 八 年度 
分 二 付 テ ハ仍從 前例-一 依 ル 
大芷八 年度 海軍 採炭所 特別 ir 計 歳 人 歳出 裸 算中翌 
年度-一 繰越 ヲ耍 スル モノ ハ 海軍 燃料 廠 特別 會 計 — 

繰越ス ヘシ  _ 

第 七 海軍 燃料 廠の 石炭、— 炭 又 ほ 燃料 油 
の 買 入に 關す る法坩 維 (政府 提出) 
第一 讀會 

海軍 燃料 廠ノ 石炭 煉炭 又 ハ 燃料 油 ノ買 入-一 關 
スル 法律案 

海軍ユ 於 テ 海軍 燃料 S ヨリ 石炭、 練炭 又 ハ 燃料 油 
ヲ買人 ルル 場合 — 於 テ ハ 前金 拂 ヲ爲ス コト ヲ煜 

My 

ffi H 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
大正 七 年 法律 第二 十號ハ 之 ヲ廢止 ス 
〔政府 委員 神 野 勝 之 助 君 登®〕 

〇 政府 委員 C 神 野 勝 之 助 君) 現在の 作業 會計法 に 於 
きまして、 海軍 採炭 特別 會 計と 云 ふの がありまして 
採炭 事業を 致して 居る のであります、 今度 來 年度 か 
ら 致しまして、 海 車に 於て 艦船 用 燃料 油を 自ら 製造 
する 計篑を 立てまして、 從來の 煉炭 製造 事業に 採炭 
事業を 合併し まして •海軍の 艦船の 燃料を 供給す る 
ことを， 統一 經理 いたした いと 云 ふことの 必要を 認 
めまして •海軍の 燃料 廠と云 ふ ものを 設けて、 其經 
理の特 別會 計を 設けて •羥理 致したい と 云 ふので あ 
〇 ます、 それが 爲 めに 從來の 海軍の 採炭所 特別 會計 
■を 横 張して、 海 車 燃料 廠 特別會 計に 改むる ことに 致 
したので あります、 さぅ して 之に毁 する 据 置運鞞 資 
本は 二百 萬 圓と 致しまして* 現に 海軍 採炭所の 特別 
會計の 所 屣の十 萬 圓を 以て 是に 充て、、 其 不足 分は 
漸次 一般 會計か ら 之を 補充す ると 云 ふ 計 班で ありま 
す、 大正 九 年度に 於き まして 繰 人れ る 所の 額は 七十 
萬圓で あります、 次に 海軍 燃料 廠 より 石炭， 煉炭 及 
燃料 油を 買 入れる に 付て、 前金 渡 -L を爲 すに 關する 


法律案は 海 yl 燃料 S 特別 會 計の 設 ia に 伴 ひまして、 | 
其 資金の® 轉を圓 滑なら しむる S めに •海軍に 於て 
海軍 燃料 廠 より 石炭、 煉炭 及 燃料 油を 買 入れます る 
楊 合には、 前金拂 を爲す ことを 得る の途を 開きたい 
と 云 ふので あります •何卒 御 ^ _御協 贊あ らんこと 
を 希 ! S 致します。 

o p 長 (大岡 育造 君) 口 程 第 六、 第 八を 議題に 供し 
ます。 

第 六 右 議案の 器 査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

第 八 右 11 案の 審奄を 付託す へき 委員の 選 
擧 

0 岩 崎 ®. 君 - 0 程 第五 第 七を 一括して， 委員の 數を 
九 名と し、 識 長に 於て 指名せられ んこ とを 望みます 
〔「異議な し.」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 動議の 如く 決しました I 日 
程 第 九、 顏院法 中 改正 法律案 第一 讀會 の續を 開き ま 
^ — 委員長 小川 寅 六 君。 

第 九 議院 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

第 一 讀會 の®  (委員長 報吿〕 

一: 小川 寅 六 君 登壇 •拍手 起る〕 

〇 小川 寅 六 君 唯今の 議長より 宣言に なりました 議 
院法中 改正 法律案、 即ち il 院法 中の 第 十九 條に 、議 
長の 歳費 『五 千圓」 を 「七 千 五 百圓」 に增 し， 副議 
長の 歳費 「三千 圓一を 「四千 3S 百圓 J に增 し、 議員 
の 歳費 「二 千 圓」 を 「三千 圓 J に增 加す ると 云 ふ 歳 
費增加 案であります、 此 委員 會の經 過 並に 結果に 就 
て 報 rr 致します、 委員 會を 開きます こと 前後 三回、 
委員 諸君より 精細なる 御 質問が あり、 政府 委員に 於 
きましても 懇切なる 答 辯が ありました-其 質問 應答 
の 主なる 事を 申 上げれば、 外國に 於て は 無給 制 多き 
や •有給 制 多き や、 政府 委員に 於て ほ、 初め (?: 無給 
制で あつたが、 段々 有給 制に なつて 行く ので あると 
言 ふ、 尙ほ又 外國に 日給 制が ある 樣 子で & る、 尙ほ 
今日 多く 維持 せらる ゝや 、それとも 歳費 制の 方が 多 
いかと 云 ふことの 質問に 對 して、 政府 委員 ほ 日給 制 
は 段々 少く なつて、 歳費 制が 多い、 日給 制 ほ 缺 席し 
た 議員に iT 之を 給せ ぬ 制度が 多い と 云 ふこと であ 
ります •それより 此議院 法 中 改正案の 施行 期日は， 
本年 七月 一日より 施行す るので あります、 是が 議員 
の 歳費の 會計 年度で ある、 毎年 七月より 翌年 六月に 
至る 間が、 歳 K に 於け る會計 年度であります、 委員 


〇誠 妊 (犬 岡 育造 君〕 日程 第二を 議題と 致します。 


次官。 


第五 作業 ® • 計法屮 改正 法律案 ハ 政府 提出) 

第一 ® 會 


1 _|1| 


作業 會計法 中 改正 法律案 第一 IK 會  海軍 燃料 廠の 石炭、 煉炭 又は 燃料 汕の買 入に 關する 法 鉗 案 第一 讀會 


七 七 九 


誘. 益 法 中 改正 法律案 第一 ! sa 包の K; 

一の 中よ 0、 (:/! 計法 |-| 於ける會計苹挖と冏 0 にする总 
思な . =- ，やと 云. ふ 街 ^ が ありました •政府 委 M に 於て 
け- 百下之を粒：史する总思なしと云ふ返答であ〇ま 
芡 す、 ri 問の 主なる 點ほ此 位 な ものでありまして 討热 
f に 入りました が、 ® の 一人 ほ 歳 # 枏加 に '/ 對を致 
I  ;一  しまして ■他の 委 乜諸討ほ悉く览案歲费枏加に饺成 
1 一で ありました •仍て 委員 會 ほ 可決を 致しました、 是 
f i だけ 委 CT 長と して ^ 報传を 致します = 

#  一  0 蕺强 C 大岡 育 ?,, T 財〕 木 案に {3: 別に潢 說の通 吿もあ 
〇 ませぬ' か •小川 fv ほ 此案に 就て、 一個の It 見を 以 
1S て 是よ〇 述べたい と 云 ふこと であります るから* 之 
I を 許可 致し •* -す。 

〇 小川 黄 六 君 唯今 委員長と して 報吿の 中に > © 員 
の i f; が 歳 费增加 !- 反 封した と 云 ふ裘员 ほ 私で あり 

ます、 (笑 辟 起ろ〕 私 ほ此歲 S 增 加に 反 對 致します 

|其の砰山の一ほ、議：3たる崤務の性锊上より反對を 

一致し ます* 元來 我々 辭員 は 今更 申 上ぐ るまで もな く 

一名 W 職で ある、 其 名譽 職の 爲めに ほ •物質 上の 事柄 

| !.> ■私 IX 是 ほ 輟牲に 供さなければ 相 成らぬ と 思 ふの 

一であります、 仍 て歳费 の 如き ほ 多き を 求むべからず 

I 多き を受 くべき もので ない と 私 (3-. S ひます、 (拍手 

する 者 あり〕 殊に 我々 識員 ほ、 諸君 も 御 案内の 通り 

一物 質 以外に 精神的に ® 遇を 受 くる ことが &Ti る 多い の 

であります、 旣に精 神 的に 礙遇を 受けて 屛 るのに、 

f/.J ほ 物質 上にまで も® 遇を 受 くるは 木 員に 於き まし 

I ては 同意 致し ませぬ、 c  r 辭退 をし 給へ」 と 呼 ふ 者 

あり) 擗 退を しろ I 嬰らざる 御世 話 だ、 さう 云 ふ 

御 方' か あるなら 後と で 私は 辯 じ ませう、 默つて 御 II 

なさい、 ( 「讅 鸱 一と 呼 ふ 渚 あり〕 35 米 利 加 合 衆 國 

の 如き、 亞爾然 丁の 如き、 頗る 多額の 歳 © を 受取つ 

て！！ £る阈 もあります 、併し 英國の 如き もの ほ、 二月 

より 八月に 至る まで 開會を し、 我* ほ 一月 二 十一 日 

から 開 包す る 位の IJf で I 年末に 開 畲 をして 其 後に 

ほ 休 ^ " さう して 一月 二十 一日から 開會 すると 云 ふ 

ので あ 〇 ますから 、殆ど；；； 箇月に 滿た ぬので ありま 

す， 其 代り 又 臨時 議會も それ ほ 無いで はない、 {][•• な 

がら 英吉利の 如きは、 唯今 ril 卜げ る 通り 二 月より 八 

H まで 開いて， 尙ほ時 に ほ 秋の 會なる ものが. あるの 

で、 それに la 百 e の歲费 たと 云 ふので あります* さ 

う 致します ると 我 國の_ 員の 歳費 ほ、 英國に 比すれ 

ぱ先づ 多い 方で あると 私は 思 ふ •併ながら 此 場合 歳 

拽の 多い 少ない を 言 ふべき ものでは ない と 私 ほ 思 ふ 


或 ほ 今日の 政府が 案を 出した 理由の 6n く， 一般 經濟 
上の 狀况 より 考へて 見ます と 二 千 ial li 恐らく 足り ま 
すまい ?? t し 之に 千 ■ 加へ た 所で 三千 M にろ 〇 まして 
も 恐らく 是 ほ 足 〇 ぬ だら うと 思 ふけれ ども 足 〇 ぬと 
か 餘る とか 云 ふへ きもので ない、 宜しく 足りぬ でも 
我々 ほ 職務の 性質の 上から 是 ほ 忍ぶべき ものである 
甘ん ずべき ものであると 私 (5; 思 ふので 有ます (「ひ 
やく」 と呼ふ者あり〕又或ほ宫吏の如き者 (3; 、俸 
給が 增して 居る から 議員 も 一般 經濟 上の 狀况 に從つ 
て 坍さな ければ ならぬ と 云 ふ、 政府の 御 趣意で あら 
うと 思 ふので ある， 官吏と 議員と ほ 大に違 ふので あ 
ります、 官史 if. lili 務規律 が あつて •他の 職業を 執る 
ことが川來ないのであります—葯員ほ醫肺の人ほ醫 
梁を® み， 辯證士 r/. 辯譴士 の 業務を 執る ことが 出来 
會 社の m 役 (3; 會 社の 重役と して、 相當の 報酬を IE る 
ことが 出 來る 、工業 家又然 りで ある、 他の 職業を 求 
めて 報酬， を -32 くる 途もあ るので あります、 仍て官 史 
の增你 が あれば とて 決して 此議 員が 歳費を 培 加す る 
性質と ほ 大に違 ふと 思 ひます、 唯今 申 上げる 通り 議 
の聯務 の 性質 上より 私は 反對 致した のであります 
次に 13; 時期の 點 I 時の ® i より 私 ほ 反對を 致します 
過日 も 可決に なりました 增税 案で 所得銳 も 上り まし 
た、 酒造 稅も 上つ た、 酒精 並に 酒精 含有 飲料 税の如 
きも 上つ た、 一面は 歳費を ft 加す るので あります、 
國费の 上から 見る と 少額な りと雖 も 貴 衆兩院 合せて 
七十 五 萬 三千 M の增 加であります、 御 互は 常に 民力 
を 休® と 云つ て 居る ではない か、 御 互は 國費多 端の 
際と 云 ふ 事を 能く 口にする ので ある •御 互は 國 民の 
負 } @ を 一錢  一 M でも 輕減 すべき ものでは なから うか 
それに 一面に 於て ほ 增税 案が 出て 居る， それが 可決 

して 思る 今日に 於て •七十 五 萬 三千 圓の 歳費 咐加を 

すると 云 ふこと ほ、 私は 是ほ 時期に 於ても 甚だ 宜し 

くないと 犯 ふ、 仍つて 第二の 時期の 點 より 私は 反對 

を 致します" 唯今 そちらの 方から 辭した らど うだと 

云 ふ 御 話が あつた、 之に 就て 辯 じて a く、 辭 する辭 

さぬ は 一人 一® の 問題で ある、 本件の 歳費％ 加 案の 

如き ものは、 翳 M 全體の 問題であります、 而も 貴族 

院 並に 衆議院に 於け る 問題で あつて、 一人 I 個の 問 

題では ありませ ぬ、 それは 明治 三十 二 年で ありまし 

たが、 十三 議會で ありま L たか、 谷 干城 子の演 說中 

にも、 唯今 辭せ よと 言つ たやうな 人が あつた 時に、 

谷〒 城 子爵 日く， 辭 する 馬鹿が 何 所に ある、 辭 する 


一に (3: 及ばぬ、 受けた 歳 费ほ 他に 奇附す ろ 迄 も ある、 

是ほ 決して 辭する 必耍ほ ない と 言つ て 居る、 其當時 
衆議院 (3; 九 人の 差で岈 加 案を 決した のであります、 
殆ど 半數に 近い 程で 決して 居る のであります •それ 
に辭 した 者が ある、 田 中正 造；；；； 其 他 (IE かの 人で ある 
私 ほ 辭 する 必要は 決して 無い、 衆議院 ほ 九 人の 差で 
決した が， 貴族院 ほ 確か 十九 人の 差で歲 毀 增加 案は 
，決した ので ある、 殆ど m 席の 半數の 人が 辭し たかと 
云 ふと •其 人 ほ 辭 して 居らぬ ので ある、 又 旣に是 が 
可決に 相 成る と 云 ふ 事になります と、 法律の 結 张 で 
-あ ります、 私に 賛成す る 人が あつても、 決して 辭す 
るに (3; 及ばぬ、 是は 法律の 結果と して 受取つ て 少し 
も 差 支ない、 (拍手、 笑聲 起る) 又此 十九 條の第 二 
項に 歳費を 辭 する ことを 得と 書いて ある、 是ほ 一部 
を辭 する ことほ 出來な いので あ 〇 ます、 歳費の 全部 
又 ほ 一部を 辭 する ことを 得と 云 ふので ありませ ぬ、 
歳費を 辭ナる ことを 得と 書いて ある、 そこで 我々 ほ 
二 千 圓は旣 に 受取りつ ゝあ るので、 千 圓の增 加 額を 
私の 方は 不必要で あると 云つ た 所で， 一一 千圓は 受取 
り、 千 圓を辭 すると 云 ふことは、 是は 法律の 結果と 
して、 出来ぬ ものである- 是は 私に 向つ て辭 したが 
宜いと 言は れた 人、 並に 私の 意見に 同意す る 人は、 
能く 此邊を 御考を 願 ひたいと 思つて •是 だけを 辯 じ 
て H く •尙ほ 諸君に 申 上げて 置きたい のは •委員 會 
CD' 歳費 增加 案に ■賛成した 人の 御意 見を 牕 くに、 第一 
には まるで 全廢 なら 兎も角も、 增 加に 反 對す ると 云 
ふのは 徹底し ない と 云 ふので あります、 然るに 是ほ 
さぅ であり ませぬ、 歳費は 二 千 圓と定 つて 居る" 今 
日の 名 響 職の 爲め には 忍ぶ が ro: い、 時期の 爲め 時節 
の爲 めには 忍ぶ が S いと 云 ふので すから、 何も 歳 蟹 
增 加に 反 對する 意 a の 徹底せ ぬ 理由 is 無い ので あり 
ます、 第二の 理由と して ほ 斯ぅ 云ふ說 も / II た、 選擧 
の 際 改選の 際、 政府の 許して 居る 所の 相當な る 運 励 
費が 要る、 之が @ めに 歳費 ほ 矢 張 入用 だと 云 ふ、 是 
ほ 怪しから ぬ 事で ある、 歳費と 運動費 ほ 別問題で あ 
る、 歳費は 運動費に 使用すべき もので ほない、 歳費 
と 運 励 費の 性質を 誤解して 居る 議論で あると 思 ふ、 
是も私 は 採り ませぬ、 此二つ の說が 委員 會に出 たの 
であります るが、 私を して 歳費 增加說 に 賛成せ しむ 
る だけの 意見とは 思は なかつ たのであります、 故に 
尙ほ歲 費咐 加に 就て 反對の 意見を 維持す るので あ 〇 
ます、 尙ほ 私は 終りに 臨んで 申 上げて 置きたい のは 


御 互に 路員に 選 班せ らわん とする 時に、 又邇舉 せら 
れた 時に 誰か 送 费を 見 vij にして 居る 者が あるか、 一 
入 も 歳 费を 见岱 にして！ 2 る 者は 無い 〇 である、 私は 
此高潔 なる m 念を 深く ^ ふので あ 〇 ます、 どうか 此 
高き 此潔き 信念に 基くなら ば、 どうしても 私；！ J ffi i*s 
增 加に 反對せ ざるを 得ぬ と S ふであります、 仍て茲 
に 反對窓 見を 述べて a きま L て、 諸 ？,; O SK 2 ; --* K 
ひます。 

0 岩 崎® 君 本案に 就きましては、 是以上 可否の 諂 
を费す 必要なしと 認めます が 故に …： 

0 翳 長 C 大岡 育造 :?} 〕  一寸 政府 ^ M に發言 を 許し ま 
したから I 峨田政 府 委員。 

〔政府 委員 馈 田 千 之 助 君 登 扨 J 
0 政府 委 M L 横 田 千 之 肋 君) 哨今委 M 長ょ 〇饺 成の 
御 報 ff の 後、 一 洞の 爇员と しての 反 對の御 說を拜 0 
致しました、 政府が 木 案を 提 m した 所以は、 h 下兩 
院議 員 諸君が、 增 額を ? fi 菌し て® ると 云 ふやうな t-J- 
度から 起つ たので も 何でもない のであります 、既に 
議員 谷 位に 歳費を 給す ると 云 ふ 制度に なつて 尻〇 ま 
す、 而 して 爾来 二十 卬の歲 月を 經過 した 經济饨 の：： . 
遛 と 云 ふ ものは、 著しくな つて 來て 居る ので ありま 
するから、固ょり此一千_の歲 ^ 增額に依りまして 
何等 物質的に 上下 兩院 議員 諸君の 便宜を 岡る と 云 ふ 
糖 神で ない こと 13; 明かで ある、 唯 だ此 制度の 存する 
以上 ほ •此變 化に 伴つ て 若干の 增額を すると 云 ふこ 
ことは です、 歳費 制度の 存在を 货定 する 政府と して 
は、 之を 提 m せざる を 得ざる 理由に な. るので す、 此 
意味に 於て 御 協賛を 仰ぎたい 次第で あります。 

〇 岩 崎 ■君 本案に 就きましては、 是以上 可否の 論 
_ を 費す の必耍 なしと 認めます から， 大多數 を 以て 
第二 譖會を 開くべし との 決定を 與へら れんこと を 希 
菌 致します。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君〕 第二 ® 會を 開く に 御 異議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
第二 讀會 を 開 くに 決しました。 

0 岩 崎 ® I 君 K ちに 本 築の 第二！ 一 會を 開き、 第三 |@ 
會を 省略して、 委員長 報吿の 通り 可決 確定せられ む 
ことを 圍み ます。 

〔「異議な し J と 呼 ふ 者 あり〕 


院議 衆 會議既 帝 P 二十 四 第 


j  0 誘 長 ok 岡 育造 君〕 御異識 がなければ [a ちに 第二 
一一! # を 開きます。 

〔「興 藕な し」 と 呼 ふ 者 あり J 

議院 法 中 改正 法律案 第二 讀會 (確定 議) 

一 0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一 ~ 讀 會を省 
略して、 忝 K 長 報告 通り 可決 確定 致します、 日程 第 
十、 朝鮮に 於け る國勢 調査に 關する 法律案を 議題と 
致します、 第一 讀會 の續 I! 娄尚長 木 下 謙次郞 君。‘ 
第 十 朝鮮に 於け る阈勢 調 ? J; に關 する 法律 
案 へ 政府 提出 ' V.- 第 i 會の緻 (娄 
員 長 報告〕 C 確定 餓) 

【木 下 謙 次郞君 登 酌、 拍手 K る〕 
〇木下謙次郞君本案の形式は極めて簡埘であ〇ま 
する が、 内容は 可な り 重要なる 窓 味を 含んで 居り ま 

する のであります から， 委 M 會 ほ 愼贯に 密議を 盡し 

ました 次第であります、 本案の 趣意は、 明治 三十 五 

年 法 印 第 PH 十九號 大正 七 年 勅令 irs 三百 五十八 號の除 

外を 求めて、 本尔十 月 一日 午前 零時に、 我が 帝 國の 

版 岡に 施行す へき 第一 一: の國勢 調査に 於て、 朝鮮の 

み 除外を 求めて， 朝鮮に ! 5 第一 [01 國勢 調赉を 施行せ 

ざる ことの 趣 BC であるので あります、 申す まで もな 

く國勢調査は、我國に於ける初めの事業でありまし 

て、 国際的に も 可な 〇 注意を 益いて 居ります のみな 

らず 、朝鮮 統治の 方針と して、 日鮮 人間の 差別撤 廢 

待遇 同等と 云 ふことは、 現今 熾ん に 標榜 致されて 居 

ります るので あ 〇 まする が •丁度 此時に 常つ て此法 

律に 於て 朝鮮の みを 除外し、 文明の JJi 業ょり 朝鮮を 

暗 思の 裡に葬 〇 去らん とする ことは、 委員 會に 於て 

多大の 遨憾を 感じた 次第で あるので あります、 節て 

委员會 に 於て ほ、 此點に 於て 主として 質問を 致した 

次第で あるので あります るが •朝鮮 當 局 i1? の 答 辯に 

於き ましては、 本案を 提出し なければ ならぬ やぅに 

相 成つ たこと に 付て ia 憾を感 ずる ことは、 委 以會 と 

同様で あるので あります るが、 併ながら 朝鮮は 內地 

と 言 rf 風俗を 異に 致して 居りまして •阀勢 調赉を 施 

行す るに 付きましても、 種々 なる W P を 感ずる‘ 現 

に g 勢 調査に 要する 人 M の 如き も、 通譯を 合せて 約 

十 斑 入の 人を 要する と 云 ふやぅな 大袈裟の 仕事で あ 

りまして 而も此 十 萬 人の 中の 五 萬 人は、 ffl 當の III 練 

を 施さん ければ 役に ほ 立たぬ、 斯う 云 ふやうな 事情 

であるので あります が、 昨年 朝鮮 總督府 に 於て 大改 

革が 起り ました 爲 めに-其 結果と して 國勢 調査の 準 


備に、 多大なる 頓挫を 来した やうな 始末で あるので 
あります、 殊に 調査の 幹部た るべき 键 {察 官の 如き、 
殆ど 二 萬 人の 人數を 要する のであります、 其 二 萬 人 
の 中で 半數 即ち 一 萬 人の 如きは、 新 慕の 瞥察官 であ 
りまして、 到底 國勢 調査の 役に立つべく もない ので 
あります るから して、 縱し假 りに 無理に 朝鮮に 國勢 
調査を 行 li んと する も、 3¢ だ ；个 完全な もので あつて 
到底 國勢 調査の 目的を 達する ことは 甚だ 不可能の 事 
であると 云 ふこと が 理由の 一つ、 今一つの 理由は 昨 
年 三月 朝鮮に 於て 暴 励が 起り まして、 其 結果 入 心 未 
•/i 全く 安定を 致して 居り ませぬ のであります、 隨て 
w 言 蜚語が 其 間に 熾ん に 生じて 居る と 云 ふ 次第で あ 
るので あります るが、' 國勢 調査の 如き 文明 的 事業に 
付いて 全く 了解の 無い 朝鮮人の 間に、 無理に 斯樣な 
事を すると 云 ふやうな ことに 相 成ります れぱ 、其 結 
果 として •却て 朝鮮人の 人心を 惑亂 し、 或は 不測の 
變を 招く やうな rig が あるか も 知れぬ と 云ふ點 に 於て 
當局老 は已 むを 得ず 本案を 提出した 次第で あると 云 
ふ、 斯う 云 ふ 辯 明で あるので あります、 委員 會に於 
ては、 嵇々 研究を 致しました のであります るが、 朝 
鮮の現 狀ほ洵 に已 むを 得ざる 情勢に 在る ものと！ i め 
まして、 甚だ 遺憾で (X ありました が、 本案を 可決 致 
す ことに 決定を 致しました、 どうか 諸君に 於ても 御 
港 議の .上， 委員長の 報吿 通り 御 賛成 あらん ことを 希 
薙致す 次第であります (拍手 起り 「賛成」 と 呼 ふ 者 
あり) 

0 岩 崎 動 君 本案は 讚 ir の 順序を 省略して、 委員長 
報 吿の通 〇 可決 猫 定 せられん ことを 謅み ます。 
r 「賛成 J と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます 仍て讀 

會の顺 序を 省略して. 可決 確定した る ことを 宣铒致 

します、 日程 第 十一 乃至 二十 八は、 同一 委貝に 付託 

し、 II つ 關聯せ る ■案なる に ® り、 一括 議題と 爲す 

ことに 御 異議 ありませ ぬか。 

〔 r 異蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 - 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます ，日程 

第 十一、 公債 金 特別 會計法 案、 第 十二、 鐵道國 有 法 

中 改正 法律案， 第 十三， 道路 公債. 法案、 第 十四、 國 

ffi , 整 E1! ®; 金 特別 會計法 屮改 IT- 法律案、 第 十五、 家祿 

赏典祿處分法施行法屮改正法律案、第十六、雷仿事 

業 公債 法案、 第 十七、 電話 事業 公债法 中 改正 法律案 

第 十八、 朝鮮 事業 公似 法 中 改正 法律案 •第 十九、® 


if 事業 公 fri 法 中改 TP 法律案、 第二 十、 嬅太 事業 公債 
法 中 改正 法律案、 右の 十 案を 一括して 第一 IR fr の續 
を 開きます I 委 只長若妃幾迭打。 

第 十一 公 f.'i 公 ！ i.v 别會計 法案 (政府 提出〕 
第一 讀 會の續 (委員長 報告〕 

第 十二 鐵道國 有 法 中 改正 法律案 (政府 捉 
U5 ) 第 會の續 (委員長 報告) 

第 十三 道路 公債 法案 (政府 提出) 第一 
讀 會の續 (委員長 報吿) 

第 十四 國值 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法 
律 案 (政府 ffi m)  第 一 讀 會の纘 
(委員長 報吿) 

第 十五 家 祿賞典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法 
律 案 (政府 提出〕 第一 讀會 の續 
(委員長 報告) 

第 十六 電信 事業 公債 法案 (政府 提出〕 

第一 讀會 の s 一 委員長 報 吿) 

第 十七 電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政 
府提 m fi l lft 會の續 (委員長 報 
吿) 

第 十八 朝鮮 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政 
府 提出〕 第一 讀會 の續 (委員長 
報吿) 

第 十九 臺 海事 業 公債 法 中 改正 法律案 (政 
府 提出) 第一 讀會 の緻 (委員長 
報吿〕 

第二 十嬅太 事業 公債 法 中 改正 法律案 (政 
府 提出〕 第一 |« 會の續 (委員長 
報 吿〕 

〔若 尾 幾 造 君 登壇〕 

〔拍手 起る」 

〇 若 尾 幾 造 君 委員 會の經 過を 申 上げます、 本案は 
公債 金 特別 會計 法案， 鐵道國 有 法 中 改正 法律案， 道 
路公債 法案 ■國債 整理恶 金 特別 會計法 中 改正 法律案 
家 祿賞典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案、 電信 事業 公 
價法 案、 電話 事業 公債 法 中 改正 法律案 •朝鮮 事業 公 
债法 中改 JH 法律案 • 臺 !@ 事 業 公債 法 中 改正 法律案、 
樺 太 事業 公債 法 中 改正 法律案 •此十 案に 付きまして 
本 月 七日より 十二 日に 至つ て 議了 致しました •其 間 
各派 委員 諸嵙は 、政府 當局 者と 質問 應答が ございま 
した、 就中 電信 電話に 付きまして は、 目下の 所大な 
る 不便 あるが 故に、 政府は 其 設備を 十分に し、 敏捷 


に 便益を 圖る ことを •谷 派 委員 諸 ?-!' と 政府 當局 者に 
於 かれまして* 十分なる 應答 がご ざいました、 而し 
て此十 案 ! 3; 議論に 入りまして、 委負會 は 各派 一致を 
以て、 總て原 案 iin り 可決 致しました 次第で ございま 
す、 此段御 報 带 申 上げます、 何卒 御 賛成 あらん こと 
を 希望 致します。 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「異議な し」 「異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
011 長 (大岡 育造 君〕 御異識 がなければ 二讀會 を 開 
くに 決しました。 

〇 岩 崎® 君 日程 第 十一ょり 第二 十に 至る 十 案を 一 
括して、 直ちに 其 第二 讀會を 開き、 第三 讀會を 省略 
して、 委 M 長の 報 吿通〇 可決 確定せられ ん ことを 菌 
みます。 

〔「賛成〗 「質 成」 と 呼 ふ 者 & り〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
動議の 如く 決しました。 

公債 金 特別會 計 法案 第二 讀會 (確定 載〕 
鐡道國 有 法 中 改正 法律案 第二 讀會 (確定 
議〕 

道路 公債 法案 第二 讀會 (確定 _〕 

國依 整理 基金 特別 會計法 中 改正 法律案 
第一 一讀會 (確定 議〕 

家祿賞 典 祿處分 法 施行 法 中 改正 法律案 
第二 讀會 (確定 議) 

電信 事業 公債 法案 第二 讀會 (確定 議) 
電話 事業 公價法 中 改正 法律案 

第二 Is 會 (確定 議) 

朝鮮 事業 公債 法中改 ,£E 法律案 

第二 讀會 C 確定 議) 
臺灣事 業 公債 法 中 改正 法律案 

第二 讀會 f 確定 議〕 

搾 太 事業 公債 法 中 改正 法律案 

第二 讀會 (確定 _〕 

〇 議長 (大岡 育造 岩〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
動議の 如く 決しました、 日程 第一 一十一、 明治 四十 年 
法律 第二 十一 號屮 改正 法 ? ili 案の 第一 讀 會の續 きを 開 
きます、 委員長 秋 田 寅 之 介 財" 

第二 十一 明治 四 - fl 年 法律 第二 十一 號中改 
正 法律案 (政府 提出〕 第一 讀 
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會の辍 L 委員長 報吿) (確定 

0 

〔秋 田贸之 介 君 登®】 
f 拍手 起る〕 

0 秋 田 寅 之 介君堆 今 議題に なつて 居ります 明治 四 
十 年 法律 第二 十一 號中 改正 法律案の 姿 員會の 經過及 
結果を 報 吿申上 げま す、 本案 ほ 極く 簡單な る もので 
ありますが、改正所得税法が@太に施行されて居り 
一 ませぬ ので、 今间樺 太で 其 所得税を 賦課す る ことを 
一政 府當 局に 於き まして 必要と せられた ので 提出した 
の であります、 委員 會 (3-. 政府 當 局との 間に 應答 質問 
がありまして、 必要缺 くべ からざる ものであると 云 
ふこと になり ま L て、 全會 一致を 以て 可決 致し まし 

た、 諸君に 於 かれましても どぅか 御 賛成を 願 ひます 

〔拍手 起る.- 

〇 岩崎剧 君本案ほ_會の順序を省略して、委員長 

の報吿 通り 可決 確定せられ んこ とを閉 みます。 

一:; 賛成々々 j と 呼 ふ 者 あり〕 

0_c 大綱 育造 君〕 ® 會の顺 序を 省略して、 可決 

確定す るに 御 異議 あ ^ -t せぬ か。‘ 

〔「異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇議娱 C 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます。 仍て 

可決 確定した る ことを 宣吿 致します >  日程 第二 十二 

第二 十三は 同 一 娄 員に 付託した る 議案なる に 依り、 

一括 謎 題と 爲すに 御 異議 ありませ ぬが。 

〔 r 異議な し 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇騎長 c 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます" 日程 

第二 十二、 大學特 別會計 法案， 第二 十三、 大正 八 年 

法律 第 十二 號屮 改正 法律案、 右兩 案を 一括して 第一 

讀會の IS を 開 1  s- i  1 す I ' ! 8 員 長 金 杉英五 郎君。 

第二 十二 大學 特別 會計 法案 C 政府 提出〕 

第 一 讀 會の續 (委員長 報吿〕 

第二 十三 大正 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法 

律 案 (政府 提出) 第一 ® 會の 

續 (委員長 報吿〕 

〔释學 博士 金杉英 五郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 翳 舉 邱 十： 金 杉英五 郎君 豫て御 依 ® になり ました 

る 大學特 別會計 法案、 並 大正 八 年 法律 第 十二 號中改 

正 法 S 案、 此二 案に 就きまして ほ、 ® 員會は 滿場一 

致を 以て 可決 致しました、 一言一句の 加減 修正 等 ほ 

ありませ ぬでした、 併しながら 其 間に 於け る 質問 並 


意見 ほ 頗る 猛烈なる もので ありました、 其！ 二を 申 
上げ ますれば、 大學 敎授も 人な り、 同じく 物俏餸 貴 
に當 つて ほ 苦しんで 居る であらう から、 增俸 しなけ 
れ -{3: いかぬ、 褙俸 して 而 して 良い 人を 持へ る やうに 
せねば いかぬ と 云 ふやうな 質問、 並 御意 見が ありま 
した、 尋で敎 授の內 職 問題 も 質問 並 意見が ありまし 
た、 教授 中往 々內職 をす る 者が ある、 是 ほ 學術 研鑽 
の 上に 非常な 障碍が あるでは ないか、 是非 是 等の 事 
を 改めて H ひたいと 云 ふやうな 御 注文で ありました 
それから 数 授 淘汰の 事で ありました、 敎授屮 には 老 
朽 用に 堪へざ る 者 も ある、 又若朽 用を 爲さ ざる 者 も 
往々 ある やうで ある、 是 等の 者の 淘汰は 今日 必要な 
事では ないか、 是非 是ほ徽 行して 貰 ひた i と 云 ふや 
うな ことで ありました が、 それから 敎授の 無能なる 
ことに 就きまして、 又 頗る 猛烈なる _論が ありまし 
た、 之を 防ぐ 方法と しては、 競爭講 座を 用 ひるの 必 
要は 無い か、 敎授に 谷々 學問の 大小 深淺 有無を 競爭 
させる と 云 ふこと が、 學問 研鑽に 最も 必要な 事で ほ 
ないかと 云 ふやうな 意見で ありました， 又 本案に 就 
きまして ほ、 前 申 上げました - S 通り 何等の 加減 修正 
なきの みならず、 益々 最高 學府 の搦 張は 必要な 事で 
ある、 特に 殖產 興業の 進展に 伴うて、 H 學 部の擴 張 
は 一 暦 心配して 貰 ひたいと： ZS ふやうな 御 注文 も あり 
ました， 右の 次第を) 寸報吿 申 上げます。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 本案の 二讀會 を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「二 is 會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0 議長 (大岡 育造 君〕 二 li 會を 開く に 異議な しと 誠 

めます、 二 _會 を 開く に 決しました。 

〇 岩 崎 勵君 日程 第二 十二 及び 第二 十三の 兩 案を 一 

括して •直ちに 其 第二 讀會を 開き、 三 讀會を 省略し 

て、 委員長 報告 通り 可決 確定せられ んこ とを、 望み 

〔「賛成」 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 異議 ござい 

ませぬ か。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (犬 岡 育造 君〕 異議な しと 認めます、 直ちに 

第二 讀會を 開きます。 _ 

大學 特別 會計 法案 


第二 讀會 (確定 議〕 

大正 八 年 法律 第 十二 號中 改正 法律案 


第二 讀會 (確定 議) 

〇穀長 (大岡 育造 君〕 第三 E 會を 省略して 可決 確定 
したる ことを 宣告 致します、 日程 第二 十四、 第二 十 
五 ! 5: •同 一 委員に 付託され たる 議案なる に 依り、 一 
括 議題と 爲すに 御 異議 あり -* i せぬ か。 

t 「異議な し.」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御異 翳な しと 認めます、 第二 
十四、 小額 紙幣 發行 繼續 に關す る 法律案、 第二 十五 
貨幣 法 中 改正 法律案 •右兩 案の 第一 is 會の續 を 開き 
ます、 委員長 尾 見濱五 郎君。 

第二 十四 小額 紙幣 發行 繼續 に關 する 法律 
案 (政府 提出〕 

第一 _ 會の綴 (委員長 報吿〕 . 
第二 十五 貨幣 法 中 改正 法律案 (政府 提出) 
第一 讀會 の續 (委員長 報告〕 

〔庵 見濱 五郎 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

0 尾 見濱五 郞君 小額 紙幣 發 行 li ® に關 する 法律案 
並に 貨幣 法 中 改正 法律案、 此 委員會 は 二回 開き まし 
た、 質問の 主なる 點は當 分の 中と 云 ふこと が ありま 
したが、 此當 分の 中と 云 ふこと に付きまして は、 政 
府は 幾ら 位の 期間を 要する 見込みなる か、 政府 ほ 之 
に對 しまして 確答 ほし 難い けれども、 約 六 七 年以內 
に ほ 整理を する、 斯ぅ 云 ふ 答 辯で ありました 委員 會 
ほ 此 小額 紙幣た る、 取扱 上 又 衞生上 最も 嫌ぅべき も 
ので あるから して、 此鎮造 能力に 十分 傾注して-成 
るべ く 早く 硬貨と 引換 へられたい と 云 ふ 希望で あり 
ました、 政府 亦 之に 同意せられ まして、 十分 注意に 
注 1: を 加へ て、 一日 も 早く 引換を 完成す る、 斯の如 
き 御 答 辯なる が 故に、 全會 一致を 以て 兩案共 原案の 
通り 可決 致しました •此段 御報吿 致します。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 雨 案の 二 11 會を 開く や 否やを 
議題と 致します。 

〔 nl if 會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0 議長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 二 讀會を 開 
くに 決しました。 

0 岩崎勸 君 日程 第二 十四、 及第 二十 五雨 案を 一括 
直ちに 第二 1S 會を 開き、 第三 讀會 省略、 委員長 報告 
通り •可決 確定せられ んこ とを 望みます。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
OS 長 (犬 岡 育造 君〕 御 異議 ありませ ぬか。 


t 「 異漭な し」 「異漭 なし」 と 呼 ふ 莕あ 〇〕 

0 蓮 長 C 大岡 育 is 君〕 (1C 異涔な しと a めます" 

小額 紙幣 發行 iwi 級に 關す る法钳 案 (政府 提 
出) 第二 酌 ¢3( 確定 謎) 

貨幣 法 中 改正 法律案 (政府 提出〕 

第二 讀位 (確定 超〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 仍て Is ちに 第二 ^ .、 \'/ を 開 キ / 
三讀會 を 省略して 可決 砲 定した る ことを 兩案 共に 御 
報吿 致します I 日程 第二 十六、 公有林 T i; 

法案 第一 _會 の銨き を 開きます •委員長、 中 西 六 三 
郎君。 

第二 十六 公有林 野官行 造林 法案 (政府 提 
出〕 第 i 會の紉 (委员 長 報 
吿) 

〔中 西 六 三 郞 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 中 西 六 三郞君 本案の 委員 會に 於け る經過 結果を 
御 報告に 及びます、 本案は 現在 我 國に散 在して 居 〇 
まする 谷地の 公有林 中 荒 ^ に ® して 居る ものを 選ん 
で國 費を 以て 植林を すると 云 ふ 目的の 立法で ありま 
して， 大正 九 年ょり 向 ふ 十五 简年間 に 於て、 第一 期 
事業と して 四千 五 百 有 餘萬圓 の H を投 ずる 計 SR で ご 
ざいます るから、 相當 重大なる 計 迸な りと 認め® a 
會ほ 最も 愼重 なる 調査を 遂げた ので ございま す、 ® 
を 開く こと 五 度であります、 種々 の 方面に 於て！！； 際 
の 研究を 遂げました が •其 結果に 於て此 計 5IF に K 對 
する 意見の 方は 更に 無かつた のであります、 惟 今の 
我國の 森林の 狀態 から 見 ますれば、 寧ろ 此計 S1: は 尙 
ほ 其 小なる を こそ * S ぅるが 之を 阻止す る ® 見を 持つ 
た 御 方は 一人 も ございませぬ、 併ながら 是が 1? 行に 
方り ましては 少から ぬ 懸念を 懷いた 方々 が 多い ので 
あります、 此計靈 の 大體を 申 k lf まする と现 在の 公 
有 林は 五 百 七十 萬 町歩あります けれども、 其 中で 三 
百 七十 萬 町步は 天然 更新に 依て an 然に 利用され る も 
C9 である、 殘る 二百 萬 町歩が 無 立 木地と して 荒 躞に 
委せられて 居る のであります、 然れ ども 此無立 木 i-111 
の 二百 萬 町步の 中で、 半分の 百 萬 町步は 矢 張 放牧地 
或は 開 II すべき 土地， 其 他 相當に 利用され るか、 若 
くは 摘樹に 適しない 部分であります るが 故に 殘る百 
萬 町 步と云 ふ ものが 植樹すべき 適地で ある、 併な が 
ら其 中で 三十 五 萬 町步は 治水 費に 依て 經费す ベく 更 
に 計笹が 立つて 居る のであります から 其殘 りの 六十 
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五 萬 町步と 云 ふ ものが 間 題の 土地であります、 然れ 
ども 此 度の 計畫は 此六 十五 萬 町步の 半、 即ち 約 三十 
.7r 萬 町 步を 植林し やうと 云 ふので ありまして 之を 第 
一期と して 十 : ■/!: 箇 年に 楠 付を する、 さう して 第二 期 
としては 十七 箇年 間に 撫育 並に 伐採を すろ、 斯の如 
くに 致しまして 結果は 町村 其 他 部落 所有者と 國 との 
間に 利益を 配當 する、 大骶を 通じて 計算し まする と 
云 ふと 阈と 所有者の 間に ？ }; 分々々 の 配當を すると 云 
ふ說明 になつて 居る のであります， そこで 第一に 疑 
問の 起り ましたのは 大體 の計聚 は 五分々々 の計聚 と 
あるけれ ども、 併ながら 谷地に 於て 種々 事情を 異に 
して 居る から それ 地 方と 契約を する坳 合に 於て 
五分々々の標準と云ふ事でほ、契約が成立たない地 
方が 多いで あらう と 云 ふこと、 從來 の m 行に 依り ま 

すれば •七 民 三 官或は 八 民！' 官と云 ふ 位な 習 f@ の あ 

る やうな 地方に 持つ て 行つて、 假令 目の 當りほ 荒® 

に 1) して 居る とは 云 ひながら、. 地上滟 を 設定して 永 

い 間 其 利用 •か 妨げられる ので あるから、 五分々々 の 

契約でほ實行が闲難であらうと云ふ疑問が多くあつ 

たのであります •然れ ども 政府の 說明に 依れば 此計 

窺は 固ょ 〇 其 所有者と 完全なる 協定を 遂げて 全く滿 

足なる 了解に 於て 契約を する ので ある、 契約が 出来 

なければ 强 0« 的になる ことは 勿論 致さぬ ので ある、 

又し ない 法律で あるから、 此契 約の 締結は 極めて 自 

由 意思で やる からして •若し 地方が 從來 の® 行 其 他 

の 事 K に 於て 割合に 不服が あるなら ぱ •無論 契約が 

成立たない •即ち 契約の 成立つ と 云 ふ祺柄 •か 同時に 

其 地方の 事 fs に 適する 筋合に 當 るので あるから* 其 

御 心配 ほ 無用で ある、 又 K 際に 於て 決して 五分々々 

と 云 ふこと を强く 標準には 採らない、 地方に 依て 13; 

民有の 部分を 多くす る 所 も あらう、 地方に 依て は 又 

之に 反して、 官有 林の 部分を 多くす る こと も あらう 

から， 是は決 して 無理な yf は 致し ませぬ と 云 ふ、 極 

めて 明瞭なる 說明が •こざいまして、 此點 も大 體委 fl 

諸君は 了解を された ので. あります •それから 次に 深 

く 研究 致しました のは、 元來今 日までと 雖も •政府 

は 各地に あります る •部落 有の 公有林を 成るべく 市 

町村に 統一す る ことを 努力して 居る •而も 其 努力が 

稍々 强制 的にまで 行 はれて 居る やうな 傾 さへ も 認め 

る、 此法 律を fif 行す る 上に 於て、 矢 張 其 主義を 餘り 

强 く 執つ て、 强て從 来の ff! 行を 無視して 部落 有を 統 

一して 市町村 有に® E せしめて、 植樹し やうと 云 ふ 


ことで あれば、 其 仕事が 闲 _ なる ばかりでは ない、 
假 りに 其 事の 行 はれた 後と 雖 も、 全く 地方 民が 其植 
林 事業を @ 重す る 意味に 於て 却て 缺 ける 所が あるか 
ら 、從 つて 事業の 成 ® が擧ら ない 虞が 多から うと 思 
ふ、 仍て 成るべく 其 地方の 從來 の m 行 •特殊の 事情 
と 云 ふ ものを 無視せ ずに 無理に 統一を 圖ると 云 ふこ 
とを 避けて， 此の 事業の 實施を 望む ので あると 云 ふ 
S 見が 多々 ありました、 政府に 於いて 從來 の經驗 に 
依り、 此の 種の 事情は 成るべくは 町村に 統一され た 
上に 於て 行 ふこと が適當 である、 故に 其 統一を 韻む 
望みは すれ ども、 强て 之を 行 ふと 云 ふことは 又 半面 
に 弊害が あるので あらう から •是 亦其實 際の 事 m に 
順應 して 無理な 事は 致し ませぬ、 同時に 又 無理な 事 
をし やうと して ほ、 契約が 成立つ 譯には 行き ませぬ 
から、 是以て 安心して 貰 ひたい、 斯う： z< ふこと であ 
りました、 同じ m 理に 於て 入會 權の實 際の 事情が 甚 
だ 複雜 して 居る のに •若し 是等 の實愦 に 拘らず 不目 
然な る計脔 の實 施を 試みれば、 失敗に 了る であらう 
と 云 ふ 注意 的 i も ® 々 谷 員から 出ました が ••是 は 
政府が 其 意思を ry: と I て 必ず 實 際に 失敗に 了る 如き 
事な き やう、 十分の 注意を 加へ ると 云ふ聲 明で あり 
ます、 今一つは 此 法案の 上には 勿論 現れて 居り ませ 
ぬけれ ども， 現在地 方の 力 か 足りない から 公有林を 
荒 腿 さして 居る、 國の 力で 楠 林を やつて W ふの が宜 
しいが、 或 年度の 經過 中に 其 地方が 力付いて、 若し 
も 町村に 買 受けたい と 云 ふこと を菌む 場合が あるか 
も 知れない、 然るに lit 計进は 百 二简 年に 跨る 長期の 
計齋 である ■故に 此 年限の 間 一度 契約が 成立つ た以 
上は！！ 更が出 来ない と 云 ふこと になる と 是亦餘 りに 
不自由を 感ずる ことがあらう， それで 契約 中と 雖も 

—— 所謂 契約の 年限 中と 雖も 、地方の 力が 付いて 之 

を 買 受ける 事を 望んだ 場合に if 政府は 拂下げ をす 

る ことがある か、 / i:i 來る か、 斯う 云 ふ 質問を 致し ま 

した 所が、 それは 政府に 於て 出 來るや うに 取扱を し 

ます、 但し 從來國 が 注入した る 其 資金に 對して •此 

度 此計进 を 立てます る 根本の 計算の 割出が 百 一 一箇年 

間の 通計に 於て、 利！； が 國も町 村 も 六 ルの 利益が あ 

る ことにな つて 居る から， 即ち 途中で 賣拂 ふとき に 

は® が 現. W に 投資した もの i 上に、 約 六 步の利 廻に 

當るだ けの ものを 附加 へた 代 價シ 見て、 大槪某 邊の 

見當 で H 拂ふ ことの 途が取 れるや うに、 勅令の 上で 

相 當な 規定を 致したい と 云 i r< 兑で ありまして、 是 


亦 委員 會に 於て 谷 員の 諒承され た 事であります、 是 
等の 點に 於て 政府の S 明を ? I て 之を 了解の 上、 委員 
會は 法文 其の ものに 向つ ては 全會 一致を 以て 可決 致 
した 次第で ございます から、 左樣御 承知を 願 ひます 
〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 本案の 二 譲 ir を 開く や 否やを 
諮ります。 

〔「二 讀會異 議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 二 讀會を 開く 
に 決しました。 

〇 岩 崎 1J 君 直に 本案の 二讀 t を 開き •第三 讀會を 
省略して 委員長 報告の 通り 可決 確定せられ むこと を 
望みます。 

公有林 野官行 造林 法案 第二 讀會 c 確定 議) 
〔「 異穀な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 rN 大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 蕺に御 異議は ない 

と 認めます* 仍て動 親の 如く 決しました - 日程 第 

二十 七、 朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法律案 
第一 讀會 の續を 開きます、 委員長 米田穰 君。 

第二 十七 朝鮮 醫院及 濟生院 特別 會 計法屮 
改正 法律案 (政府 提出) 第一 
讀 會の續 (委員長 報告〕 (確 
定議) 

〔米 田麵君 登壇、 拍手 起る J 
0 米 田 _君 朝 鮮释院 及 濟生院 特別 會計法 中 改正 法 
案の 委員 會の經 過 及 結果を 御 報告 致します、 本案は 
極く 簡單な 案でありまして， 其 内 ? ¥ たる や 朝鮮に 於 
ける 病院 並に 濟生院 の 醫院の 俸 額、 增 俸、 其 他 病院 
の經 費總體 の增額 が、 從來 七十 一 萬 圓を茭 拂つて 居 
りました のを •今回 九十 六 萬 圓に咁 額して 貰 ひたい 
と 云ふ此 案の 內容で S, ります、 委員 會は愼 重 審議の 
上， 玆に 一つの 希望 條 件を 附 しまして 全會 一致を 以 
て BJ 決 致しました， 其 希望 {X 「朝鮮 醫院並 濟 生醫院 
の 人選は 獨り 治療 上の 問題に 限らす 鮮人 感化の 上に 
及 ほす 影響 尠から さるを 以て 鹿く 人材を 一般！： 界に 
求められん ことを 希望す」 斯の 如き 希 留の條 件を 附 
しまして、 滿場 一致 可決 致した 次第であります から 
本會に 於 かせられても， どぅぞ 滿場 一致 可決せられ 
ん ことを 菌み ます (拍手 起る〕 

〇 岩 崎剧嵙 本案は 讀 e の 順序を 省略して、 委員長 
報俾 通り 可決 確定せられ ん ことを 菌み ます。 

〇讖長 V 大岡 育造 君) 御與議 はあり ませぬ か。 


〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 r' 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 動 il の 如く 
決しました •  a 程 第二 十八、 二十 九は 同 I 委員に 付 
託した る 謎 案なる に ffi て、 一括 議題と 爲すに 御 異議 
はあり ませぬ か。 

〔「 異識な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 之を 一括して _ 題と 爲 し、 報 
街 を 求めます、 但し 決は 別々 に 採ります —— 委員長 
赤 間 嘉之吉 君。 

第二 十八 大正 五 年 法® 第 四號中 改正 法律 
案 (政府 提出〕 第一 讀會 の續 
(委員長 報吿) 

第二 十九 大正 四 年 法律 第 十六號 中 改正 法 
律 案 (政府 提出〕 第一 讀會の 
續 (委 M 長 報吿〕 

〔赤 間 嘉之吉 君 登壇‘ 拍手 起る〕 

0 赤間嘉 之吉君 委員 會の綵 過 及 結果を 御 報告 申 上 
げます 、大正 五 年 法律案 第四號 中 改正 法 邙 案、 是は大 
正 三年 臨時 軍事費に 充 つる爲 めに、 特別 會 計に II す 
る 資金の 中ょり 繰 替使用 •或は 借入金、 又は 公債 發 
行を 爲す ことを 得る と 云 ふ 法律案で 從來は 三 億 二 千 
萬圓を 限度と 致して 居りました のを 四 ® 七 千 萬圓と 
云 ふこと に 改正を 致しまして、 一億 五 千 萬 圓を吩 額 
する 法律案で ございます、 是 •は 豫算の 方が 旣に 本院 
を 通過 致しまして、 貴族院の 方に 廻つ て 居る 間 題で 
ございます 、一億 五 千 萬圓と 申します と 分り ませぬ 
が、 此全體 は 臨時 軍事 费ほ 一億 六 千 百 餘萬圓 、其 中に 
雜收入 官有 物 拂下 代と 云 ふやぅな ものを 控除 致し ま 
して、 差 引殘る 所の 一億 四千 八 百 萬圓と 云 ふ ものに 
なります ので 繰 上げて 一億 五 千 萬圓を 公債 募集に す 
ると 云 ふ 事に なつて 居ります、 之に 就きまして 委員 
會では 色々 質疑腮 答が ございま L て、 採決に 至り ま 
して、 多数は 此 法律案を 賛成 致しました が、 少數の 
方 即ち 憲政窗 の 野 村 嘉六君 から •此 一億 五 千 萬 1! の 
中、 一億 圓を 削減す •ると 云 ふ 修正案が 出ました が、 
採決の 結果 それは 少數で 否決 致しまして 原案が 可決 
せられました ので ございます， 之に 就きましては 詳 
しい 事は 何れ 野 村 君から •少數 意見と して 修正案が 
出ます で ございませぅ と 思 ひます から、 報吿を 省略 
致し ま 大體に 於き まして 此 大正 五 年 法律 第四號 
中 改正 法_ 案は、 多® を 以て 原案を 可決した 次第で 
ございます、 次に 大正 四 年 法律 第 十六 號中 改正 法律 

一七 八 一 il 


謹  __f  齡  gl -l r 歸議 II  ii gs 


院漭 衆齊筘 •フ帝 间 二十 n 


大正 五 年 法律 第 四號 中改 IH 法律案 第二 詔 a- 


一案、 是も豫 K の閱係 から 申します ると、 同じ やうに 

矢 張 臨時 軍事 费の豫 算の 中に 入つて 居ります、 一 {a 
六 千 何 ？ I M 随の豫 骑 の 中に 入つて 居る ので ございま 
する が •是 ほ 大正 三 四 年の 11 役 I' 礎ぐ 隙 後 又 (3: 講和 
條約締 結に 閱 して、 功 緩の ある 陸海 mm 人、 文官 其 
他の 者に 對して •一時賜金と して 給與 する 公值發 行 
額で ごさいます， 從來 K 分利 付の 公： 3五 千 四百 萬 圆 
を « 度と して 居 〇ま すのを •此度 九 千 六 西 萬 1M1 と 云 
ふこと に 研 額 致します、 都合 四千 二 西 萬 ©.! だけ 枬額 
すると 云 ふ 法律案で ございます、 是 は 餘り 質疑 も ご 
ざい ませぬ し， 反對 意見 も ございませぬ で* 委員 ir 
ほ？ I 場 一致を 以て 可決 致しました 次第で ございます 
此段 報*: 致します。 
c 拍手 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 先づ二 十八の 案を 先に 採り ま 

す、 第二 十八の 二 1FI 會を 開く に 御異翳 ありませ ぬか 

〔「二 讚會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御異 翳がなければ M 10 會を開 

くに 決します。 

01 S 崎剧 君 It ちに 日程 第二 十八の 第二 闞會を 開か 

れむ ことを ffl みます。 

〇戤長 (大岡 育造 君 J  H ちに 第二 ii 會を 開きます。 

大正 Jr:! 年 法律 第 四 號中 改正 法律案 (政府 提 

出) 第. 二譖會 

〇識長 C 大岡育 造 君： >  本案には 修正案が 出て 居り ま 

す 野 村 嘉六君 U 

〔野 村嘉六 君登檀 、拍手 起る〕 

0 野 村嘉六 君 私は 此四億 七 千 萬 圆と云 ふのを •三 

借 七 千 ; -S 圓と云 ふこと に 修正す るので あります、 さ 

うして 此 一億 萬 圓は 詰まり 西 伯 利に 於け る 軍事 用に 

■なる のであります、 それであります からして* 西 伯 

利に 於け る 軍事 だけを 削除す るので あります、 さう 

致しまして-本年の 三月の 三十 一日 迄の 軍事費の 分 

iT 是 は 第 四十 一  _會 に 於て旣 に 決 ■になつ て 居り 

ますので、 政府 委 W の聲 明に te りましても、 三月の 

三 十 一 R 迄の 分は 不足' か 無い と 云 ふこと であります 

此 h に 尙ほ唯 今の 法律案 中に 約 二 千 萬圓 程を 控除し 

て あるので 有ます、 此二千 萬圓 程は 大正 九 年の 四月 

五月 分に 常る のであります、 さう 致します と 云 ふと 

大正 九 年の 三月、 四月、 五月 分の S 用が あると 云 ふ 事 

になる のであります からして 此約 三龆月 半 程に 於て 

西 伯 利に 於け る 我が 軍を 撤兵したならば、 是で 費用 


が 足る と 云 ふ 意味 合に 於て 修正案を m したので あり 
ます、 政府 委員 13: 撤兵の 期間 {3; 約 一箇月 半掛 つたな 
らば、 撤兵が 出来る と 云 ふ 意見で あ 〇 ます、 さう 致 
します ると 云 ふと 三 箇月 半の 豫定 をして 豫算 を餘し 
てあります からして、 假令 多少の 故障が ありまして 
も、 十二分に 撤兵す る ことが 出來 ると 斯う 信ずる の 
であります、 尙ほ其 外に 一千 五 百 萬 圓と云 ふ 金が あ 
るのは、 是 ほ 東 淸玆道 管理に 付きまして の 協約 铿 用 
其 他に 充る考 であるので あります、 斯く 修正を 致し 
ます 理由に 付て 阔 單に申 上げたい と 思 ふので ありま 
す、 第一 ! 3: 私 ほ 此出師 は 憲法 上に 付て 疑を 起し ほせ 
ぬかと 思 ふので あります、 憲法の 第 十三 條にほ 「天 
皇ハ戰 ヲ宣シ 和ヲ 講シ及 諸般 ノ條 約ヲ 締結ス 」 と あ 
るので あります、 我が 憩 法に 於て戰 爭ほ 必ず 宣戰せ 
なければ ならぬ のであります、 又 平和は 必ず 和を 講 
ずろ、 即ち 平和 條 約を 締結し なければ ならぬ 事に な 
つて 居る、 申す まで も ありませ ぬ-日 獨戰爭 は 大正 
三年 八月 二 十三 日に 宣戰の 布告に なつた ので ありま 
す、 而 して 大正 九 年 一月 十日， 即ち 後と 月の 十日を 
以て、 平和 克復の 詰 勅が 出て 居る のであります、 旣 
に 平和 克復の 詔勅が 出ました 後に 於て ほ、 日本は 全 
然 平和の 狀態で あると 謂は なけれ ぱなら ぬ、 然るに 
此 平和の 狀態 になつ た 後に 於て、 高 田師幽 が 出兵し 
て 居る ので ある、 此高田 師團の 出兵は 如何なる 名義 
であり ませう か、 私は 此點に 於て 疑を 起す ので あり 
ます、 即ち 齒に 申しました 通りに、 戰は宣 戰 の布吿 
に 依て 初めて 起る ので ある， 本年 一月 十日 平和 克復 
の 詔勒に 依て， 旣に 平和の 狀態 に復 して 居る ので あ 
ります， 其 後に 於け る 高 田 師團の 出兵 ほ 如何なる 名 

義 に S くので ありませ うか、 私は 憲法 上大に 之を 怪 

むので あります、 申す まで もな く隞爭 は 大義名分を 

要する ので ある、 國法關 係から 申します と， 即ち 大 

撾の發 励で ある、 大義名分を 要し， 大權 の發動 に 基 

かなければ ならぬ 此 宣戰關 係に 於て、 一月 十日 以後 

何等の 宣戰の 詰 勒は無 いので ある、 此 際に 於て 高 田 

肺 ffl が 軍事行動を 執つ て、 出兵す ると 云 ふこと ほ， 

私 (X 憲法 上不當 なりと 信ずる のであります (拍手 起 

る〕 第 _: は斯く 一億 二 千 萬圓の 金を m して、 出兵を 

した 目的に 就て 申 上げる のであります、 詰まり 此一 

億 萬圓 削除す る 理由の 一端になる のであります、 先 

日本會 議に 於き まして 私 ほ 加 藤 大使 が 西们 利に 對し 

ては、 どうしても 物資の 供給が 伴は なければ、 完全 


に 治む る ことが 出來 ぬと 云 ふ 意見を 述べられた と 云 
ふこと を 申しまして、 大藏 大臣に 對し 、本預 -5? 中に 
ほ、 西 伯 利 物資 援助の ffl 用 も 包含して 居る のかと 云 
ふこと を 質問 致しました 所が、 大藏 大臣 ほ 此 速記に 
ある 通りに、 それの 分 も 包含して 居る と 云 ふ 答 辯で 
あつたので あります、 其 後 委員 會に 於き まして 更に 
大藏 大臣に 問 ひました 所が、 矢 張大藏 大臣ょり 同一 
の 答 辯が あつた、 さう 致しまして 委細の sf は 主計局 
長に聽 いて 吳れと 云 ふこと であつ たのであります、 
そこで 主計局 長に 聽き ました 所が、 此豫算 中に ほ一 
切 西 伯 利 物資 援助の 費用は 無い と 云 ふこと を 聲明さ 
れた のであります、 項目に も總 ての點 に 於ても I 少 
しも 物資 援助の 金は 計上して ない と 云 ふこと を 言明 
された のであります、 私 ほ 一國 の大藏 大臣と して 當 
議會に 於き まして、 我々 に對 して それは 當然 物資 援 
助の 費用が 包含して あると 言明しながら、 其 案の 內 
容を 調査す るに 至つ て、 毫も 計上され て 居ない と 云 
ふことは、 全く 我々 に對 して 出鱈目を 言つ たもので 
あると 云 ふこと を •私は 茲に斷 言し ます、 私は 是れ 
に 於いて 申 上げたい の ほ， 加 藤 大使の 意見は， 物資 
援助の 伴 ほない 出兵 ほ 到底 其の 効力がない と 云 ふこ 
とで&ります、さう致しますと、玆に物資援助の費 
用を 計上して ありませ ぬから、 加 藤 大使の 所謂 出兵 
のみに ては、 却て 露國 人の 感情を 惡化せ しむる のみ 
と 云 ふ 所の 結果に 陷 るので あります、 是れが 即ち 一 
億 萬圓を 削減 致しまして、 さう して 撤兵を 求む る理 
由で あり、 銪三に 一億 萬圓の 削減を する の 理由と 致 
しまして ほ、 旣に 最初 聲 明され ました 「，チェック」 
援助 ほ 目的を 達して 居る ので ある、 亞米利 加の 如き 
は 之れ を聲 明して、 旣に 兵隊を 引 揚げて 居る 譯 であ 
〇 ますから して、 兵を 駐むる 所の 理由 ほ 旣に 無くな 
つたので ある、 政府は 始れに 於いて 更に 一の 辯 解を 
して 日く、 露國の 秩序 維持の 爲め なりと 云 ふ 一の 新 
しい 理由を 言 出した ので ある、 さりながら 其の 半面 
に 於いて、 露® の內 政に IX 干渉せ ぬ、 即ち 不干渉 主 
義と云 ふ. ことを 聲 明して 居る ので ある* 斯くな り ま 
す 以上は、 縱しや 秩序 維持の ff: 務を 遂行し やうと 思 
ひましても、 一面に 於て 干渉せ ぬと 云ふ聲 明を 輿へ 
て 居る のであります から、 結局 秩序 維持の W 行が 不 
可能に 終る ことに 歸す るので ある、 幾度 か 本 問題に 
於て 質問 應答が あ 〇 ましたが、 政府の 此 秩序 維持と 
云 ふ 議論 もつ い 立たな くな つたので、 更に 政府は 鐵 


一七 5  , 
道 守備の 爲めな りと 云 ふこと を ^ 明 T o に 至つ たの 
であ 〇 ます、 併し 是も遝 国 0S 民 li 却て 銥适 7 fill は 
惽惡 と 怨恨を 招く ra になる ことを 5 ■して 居 〇 ます、 
故に 此理由 も 消滅した ので ある、 所が 近頃 政府は ] e' 
に 理由を！ {吏して、 接铵地 なる が 故にと 云 ふこと を 
持 出した ので ある、 成程 日本と 器！！； とは 砲に 接 W 地 
である、 さりながら 當初の 出兵が 接 幻 地な 〇 と 云 ふ 
理由の 下に 出兵され たなら ば、 其理山 が 立つ か 知れ 
ませぬ が、 當 初の蹈 明と ほ 全く扣 反して 居る ので あ 
る、 それであります から •是亦 何等 0 理由と ならぬ 
ので ある， 政府は'^ に 理由を 璲更 して、 四 幽 の狀况 
云々 と 云 ふ 抽象的の 理由を 立てら it た、 さ 〇 ながら 
是も觜 初 m 兵が 四 ®] の狀况 に餘 II なくされて 出兵し 
たなら ば、 其 理由が 立ちます けれども、 當 初の n 的 
とほ 全然 相違す るので あります から、 是亦 理由に な 
らな いのであります、 更に 政府は 六た び 理由を 變へ 
て、 外交 上の 關係 云々 と 云 ふ 腿昧な る ことを 言 ふに 
至つ たので ある、 さりながら 現に 亜米利加が 矢 張 常 
初の 出兵の 巾 込 者で ありました が、 撤兵を 聲 明して 
居る のであります、 外交は 獨〇 日本の 占有 物で ない 
亞米利 加が 聲 明して 差茭 ない のに、 獨〇 日本が 外交 
の關 係を 餒明 する ことが 出来ぬ と iK ふ 理由 ほ 無い の 
である r~ 「亞 _ 加に 跟いて 行く 理由は ない」 と 呼 ふ 
者 あり) 斯の 如く 申 上げます と 云 ふと、 六た び 理由 
を變更 して 居る ので あるが* 結局 理由が 無い からし 
て、 理由を 變更 する 必要が 生ずる もの だら うと 思 ふ 
ので ある (拍手 起る〕 理由の 無い 出兵 ほ 無名の 師で 
ある， 名 無い 所の 軍を 起す と 云 ふこと ほ、 * 來 とも 
深く 之を 憂 ふるのであります、 丁度 現在に 於て は 我 
國が露 西亞に 駐兵せ しむる と 云 ふことは 結局 無名の 
肺を 起して 居る と、 同一の 結果に なり ! 3; せぬ かと 云 
ふことは 私は P ふるので ある (拍手 起る 「愚論々々 
」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如き 場合に 於て は 撤兵す るょ 
り 他に 途は 無い のであります、 尤も 中には (「撤兵は 
出来 ませぬ、 斷じて 出来 ませぬ」 と 呼 ふ 者 あり) 大 
兵を 增 派して さう して 利擗® 得を した 方が 宜いと 云 
ふ …： (「西 伯 利の 撤兵は 出 來ませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり 
P 場騷然 ) 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

0 野 村 嘉六君 (續) 大兵を％ 派して さう して 利 權拯 
得を する が 如き ことは、 最も 不當で あると 云 ふこと 
を 私は 玆に斷 言す るので ある、 所謂 侵略 主義、 大兵 
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m 派、 以て 利權換 得する が 如きは、 私は 全然 不當な 
りと 云 ふこと を 玆に斷 言す るので ある、 私は 矢張此 
事 菜に 就て 知識を 有し、 正確なる 人の S 見が 最も 必 

要で あらう と 思 ふ、 私は 是に 於て 西 伯 利 軍の . 

(「西 伯 利へ 行つて 見 給へ」 「愚論々々 」 「默 れ」 と 呼 
ふ 者 あり〕 

〇 議長 (犬 岡 育造对)靜谳に願ひます。 

〇财 村： 转六君 (鱭〕 さう して 向 ふへ 長く 行つ て 居ら 
れた 所の 派 m 5£ 司令官 弘報 局長 sfl 本元® 对の 意見の 
一斑を 茲に私 は 申 上げたい ので ある c r 止め 給へ」 
と 呼 ふ莕 あり〕 頭 本 # r は 弘報 局長と して 長く 彼 地に 
お出でにな つて •さう して 最も 此狀塍 の眞柑 を 知つ 
て屛ら れる 人で ある， 1th 人の® 見は 採つて 以て 私は 
參考と なる であらう と 思 ふので ある、；！： 君の 意見の 

一節には 一然ら ぱ此際 如何なる 政策を 収 るべき やと 

云 ふに 哦思 ひ 切つ て 撤兵す るの 外は 無い 外 間に 表は 

れたる 消 . 0. に 收れ ぱ奋力 者 間には 當分現 狀維持 の 姑 

息 策を 以て 當 面の 御茶を 濁さん とする 者 も ある やう 

に U: える が 是 は 最も 危險の 愚策で ある ことを 斷 言す 

るに tra らぬ現 狀維 持と 云 ふことは 多くの場合 無策の 

意味で ある 殊に 今日の 場 合は 無策 程危險 な ことは 無 

い 西 伯 利の 狀 態 は 最早 現 狀維持 を ¥¥ す 餘地は ない の 

である 此際 若し 現 狀維持 の II 度を 採る に 於て は 其 結 

果は 恐らく 「レ—- ー  ン J 政府 軍と 對時 若は 對陬 する 

の已 むな きに m るで あらう」 諸君 も經驗 が あらう が 

さりながら 現に 派 ifl 班の 弘報 局長と 云 ふ 地位を 占め 

られて 、長く 彼の地に 於て 我 班の 關係を 十二分に 知 

つて 居る 頭本汜 の 言は、 何ょり 立派な 證據 であらう 

と 思 ふので あります (r ひや <」 「 人の 意見を 言は 

ずに. H 分の ;' S 見を 言 ひ 給へ」 と 呼 ふ 若 あり〕 加 藤 大 

使は 物 宵 援助と 共に 並進し なければ、 增兵 乃至 出兵 

ほ 却て 露阀 人を 惡化せ しむる のみな りと 云 ふこと を 

聲明 して 居る 「オムスク」 政府から 歸られ た •一年 

間 も 彼 地に 於て 大使と して 行 励せられ •大使と して 

辛苦せられ た 同；；；； の 意見は、 嚮に 申した 通りで ある 

此® 見と 頭 本 君の S 兑と 之を 兩 々相 合せたなら ば、 

撤兵ょり 外に 途が あります か、 私は 其 撤兵を 斷言す 

るのは lit 理由の 一跶 である (拍手 起る) 又 一面から 

申します ると 云 ふと、 無名の 肺を 起して 忠勇なる 軍 

人を 搔牲に 供す ると 云 ふことは、 決して 國 家の 爲め 

に 利益が 無い ので ある、 况や其 結果は 頭 本 君の 意見 

通り 長く 露 ^ と戰 ふか、 乃至は 恨を 貽 すと 云 ふこと 


は 理の 當然で あるので あります、 思 一た ぴ是に 至つ 
たなら ば >  撤兵す るの が當然 の理 であら うと 思 ふの 
である、 之を 國內に 見る に 非常に 純 濟が膨 _ して、 
さう して 金が 渾山 あると 云 ふこと である、 成程 金が 
あるに 相違ない、 さりながら 渡る 所に S つて 居ない 
ので ある •其 13 據に一 i 昨年 以來屢 々所謂 同盟 罷 H が 
起つ て 居る ので ある、 日給 生活 者は 生活難を 叫んで 
居る ので ある、 內に 於て は 生活難を 叫んで 居る I 斯 
の 如き 場合で あるに 拘はら ず、 斯の 外に 於て は 無名 
の 肺を 起して 長く 恨を 貽 すと 云 ふやうな ことが 果し 
て國 家の 得策で ありませ うか、 私は 此 意味から 申し 
ましても •斷然 撒 兵して さう して 豫筘を 削減し、 法 
® を 修正す るの が當然 であらう と 信ずる ので ありま 
す (拍手 起る) 此法律 案 ほ 豫算に 伴 ふ 法律で ありま 
すから して •> 隨て 修正 理由と して 豫算 に關 して 即ち 
撤兵の 窓 見を 申 上げた 次第であります (拍手 起る) 
0 議長 (大岡 育造 君： >  本案の 修正に 付て 反對の 意見 
が ありまず — 根本 正 君。 

〔根本 正 君 登壇、 拍手 起る〕 

0 根本 正 君 諸君、 本 問題は 西 伯 利へ 兵を 出して 置 
くに 就て、 此费用 陸軍の 一億！ 一千 萬 圓の 中より、 一 
億 萬 圓を 削除す ると 云 ふ 野 村嘉六 君の 御意 見で あり 
まする が、 私 ii 之に 反對 をして、 委員長 報告に 賛成 
をす る ものであります、 本年の 議會の 中に 此 一億 @1 
_ の 巨額を 削除す るかし ないかと 云 ふことは、 實に 
重耍な る 問題であります、 此西伯 利に 於き まして、 
即ち f チェック、 スロー バック」 を 援助す る爲 めに 
我 日本 帝國 より 兵を 出した のであります、 亞米利 加 
よりも 出師を 致す と 云 ふこと である， 野 村 君の 御意 
見に 依り ますれば、 亞米利 加は 撤兵を 聲 明され た 故 

に、 我 日本 帝 國に 於ても 同じ やうに 其 供を しろと 云 

ふ 意見であります るが、 是は 事實 出来ない ことで あ 

ります、 又實際 今日亞 米 利 加の 此方 面の 撤兵 ほ 事實 

に 於て は 致 L ませぬ です、 此 問題に 就て 詳しく 委員 

會に 於て 大藏 大臣、 海軍大臣 •其 他 政府 委員 ほ 勿論 

のこと、 尙ほ 原總理 大臣を も 招 じまして、 野 村 君に 

は 十分なる 御 質問が あつたので あります、 其 御 質問 

の應 答を 私は 聴いて 居る 時分に 御尤々 々と 云 ふやう 

に 私は 鸱取つ たので ある (拍手 起る 「のう <」 と 

呼 ふ 者 あり〕 併な •から 彼の 原 君が 申された 時分に C 

「嘘を 言つ てはいかぬ」 と 呼 ふ 者 あり〕 西 伯 利に ほ 

政府が 無い ので It ないか、 政府の 無い 所に 暴民が あ 


る 時分に、 我が 日本 帝 國の 臣民を それ'^ 守る 爲め 
に 必要で ないかと 言は れた時 分に， 成程と 云 ふやう 
な ことを 私は 見て 居つ たのであります (拍手 起る) 
若し此 露西亞 の國が 政府が 在つて， 我 H 本 帝 國 ょり 
外交の 交渉が /II 來るな らば 兵を 出す に 及ばない ので 
ある、 所が 今日 ほです、 何一つと して 政府が 無い、 
政府が 無い 故に 我 日本 帝國に 於て は >  此事 に 就て 交 
渉す る こと . ii 出来ない、 であるから して 亞米利 加 (3; 
どう だ， 英吉利は どう だと 云 ふ. て 色々 質問が ありま 
したが、 我 日本 帝 國は 日本 帝國の 方針を 以てする の 
であるから、 今日 撤兵す る ことは /+'. 來ない 拍手 起 
る) と 云 ふ 所の 答 辯が あられた、 成程と 云 ふ 風に 承 
つたので あります (笑 聲 起る〕 殊に 今日 諸君 御 承知 
の 通りに、 此 問題は 國防 のみならず、 國際 問題に 關 
係す る 所の 問題であります る、 成锃亞 米 利 加 ほ 彼の 
西 伯 利ょり！ 萬 里 以上の 處で ある， 我が 日本 國は如 
何で ありませ うか、 手を叩けば 向 ふに 聲が 聞え る 程 
の 近い 處であ ります (拍手 起る) 加 之 現に 我が 日本 
國民が 何程 あるかと 云 ふ 人數も 御調に ならない 其 人 
數は此 處に私 が 書いて あります が、 十三 萬 七 千 七 百 
九十 七 人と 云 ふので ある、 殆ど 十四 萬の 人口が ある 
のであります* 假 りに 「チェック、 スロー バック」 
を® るか 衞らな いかは 暫く 措いて、 我が 日本 國民が 
之を 唯 見 週し には 出来 ませぬ です •是れ 即ち 向 ふに 
政府が 有れば 政府に lit 委托 を賴 むけれ ども 政府が な 
い 以上には 我 自身に 自ら 行つ て 之を 衞る は當然 であ 
る、 故に 今日の 場合 ほ 即ち 撤兵の 時機に 非ざる と 云 
ふことは， 單り 政府 委員の みならず、 我々 政 友會其 
他の 委員と 雖も 皆な 之に 賛成して —— 撤兵 爲す ベ^! 
らざ ると 云 ふこと で 賛成した のであります、 殊に 諸 
君の 御 記憶を 願 ひたい 點は です、 此西伯 利の 地方に 
於き まして、 單に此 地方と 云 ふ ものは 東淸鐵 道の 方 
面は 是は 主に 英吉利 人が 世話を 致して 居ります けれ 
ども、 其 他の 地方は 即ち 浦 潮 r  - ー  コリス ク j 「ニコラ 
イエ フス ク」 「アレ キ サンド リヤ」 「ブラ ゴェシ チェン 
スク 」「 ハバロフスク ー 斯う 云 ふ 地方に 我が 日本 國民 
が澤山 居る のであります、 故に 本員 等は 此 一億 萬 圓 
に 就て は、 削除すべからざる ものであると 云 ふこと 
であります、 是に 就て 詳しい 事を 申 上げたい けれど 
も， 全 牌 憲政 會の 諸君は、 常に 國 力の 發展の 事に 就 
ては、 洵に御 心配が 少い ので ある (「のうく」 と 呼 
ふ 者 あり〕 「のう'^」 であり ませぬ 「のう^-」 な 


らば 說明を 願 ひたい c 「何を 云 ふ」 と 呼 ふ 者 あり〕 そ 
れは其 通りで ある (「迷ぅて 居る から 分らぬ」 と 呼 ふ 
者 あり〕 明治の 一一 十九 年に 於き まして、 海軍 攒 張の 
時な ぞも 憲政 會は是 に反對 をな された (「憲政 ir が 
ありました か」 「憲政 會は ありませ ぬ」 と 呼 ふ 者 あり 
〕 憲政 本黨で あります、 其 諸君であります •若しも 
彼の 時分に 此 海軍 擷張 をし なかつ たなら ば、 日 gw 腿 
爭は如 何であります か、 若し 今 0 撤典 したなら ぱ. 
西 伯 利 地方の 暴民は —— 露西亞 の 暴民^ ^ 何も 露 西 
亞を繫 つと 云ふ譯 ではない、 却て 我々 は H 本 兵を 以 
て 露 西 j!ii を 肋け るので ある、 即ち 暴民を 禦 ぐので あ 
る •若し 其# 民が 南下 致しまして、 此西伯 利の みな 
らず 、滿洲 地方に 參 りましたならば •即ち 滿鐵の 四 
百 五十 哩の鐵 道、 之に K して 居る 所の 二 億 八 千 萬圓 
の 金を， 即ち B 露戰 爭 の 十六 億 萬圓の 、此 大金と 云 
ふ ものを 費した 所の ものを lit 險に陷 らしむ るので & 
る •故に 孰れより 考 へて 見ましても、 今日 撤兵、 と 云 
ふことは 出来ない、 11. つ 列强の 各國に 於ても 是は大 
に 敬意を 表して •我を 信じて 居る のであります から 
して 滿 場の 諸君、 どぅぞ 此 委員長. の報吿 通りに 御寶 
成 あらん ことを 希 if 致します (拍手 起る〕 

0_ 長 (犬 岡 育造 君) 修正に 就て 決を 採ります、 野 
村 君の 修正に 同意の 諸君の 起立を 求めます。 

〔賛成者 起立〕 

〔「反 對」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇翳 長 (大岡 育造 君〕 少数と 認めます、 仍て 否決、 
委員長 報告 通り 御 異議ない ものと 認めます、 是 にて 
二 讀會は 了り ました。 

〇 岩 崎勵君 直ちに 本案の 第三 if 會を 開き、 第二 讀 
會 議決の 通り 即ち 委員長 報告の 通り 可決 確定 あらむ 
ことを 望みます。 

〔「 賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

大正 五 年 法律 第 四號中 改正 法律案 

第三 S 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異蕺な しと 認めます (「反 對 
」 と 呼 ふ 者 あり J 仍て 委員長 報齿 通り 可決 確定した 

る ことを 宣吿 致します - 日程 第二 十九の 第二 IB 會 

を 開く や 否やを 諮ります。 

〔「二® 會を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 二 讀會を 開 
くに 決しました J 

〇 岩 崎 動 君 直ちに 本案の 第二 If 會を 開き、 第三 韜 
一七 八 五 


大正五卬法拔第四號中改正法律案第三詞會 


院蓊衆 舒議國 帝 回 二十 四 第 


大正四年法律第十六號中改法法律案第二韵ひ(確定頦) 


七 八 六 


會を 省略して S 員 長 報告の 通り 可決 確定 あらむ こと 
を 望みます。 

1 「與銬 なし， 1 と 呼 ふ 者 あり 一 

大正 四 年 法律 第 十六號 中 改正 法律案 
第二® 會 (確定 議) 

0 諮 長 C 大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 謖の通 り 御 異議な 
しと 認めます、 仍て is 議の 如く 決しました。 

〇 岩 崎 動 君 日程 第三 十 以下に 對 し て 延會の 励 謬を 
提出 致します。  . 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇觀 長 (大岡 育造 君) 御 異翳は ない と 認めます、 仍 
て 延會に 決しました。 

午後； ム時 三十 七 分散 會 
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二 名 提出) 

=  4 - 勢 和 鐵道 速成に 關 する B: 議案 B 跋 

君 外 七) 

名 提出) 

十一 國都鐵 道 建設に 關 する ■_ 案 ff5 狂 

嵙 外 二 

名 提出) 

十二 B 南東 部鐵道 建設に 關 する 建議案 

へ 長峰與 I 君ン 

V 外一奠 出、  ip 

十三 姬津鍩 道 速成に 關 する 建議案 ( sr B? 

君 外 五' 一  ご 二 良 

名 || ±} / 

第 - 十四 勝倉鐵 道 速成に 關する 建 1-1 案 

1 ^^  こ  \ 

名 提出) 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 諸般の 報告が あります。 

〔原 田 書記官 朗讀〕 

一 去 十七 日 政府より 提出せられ たる 議案 左の 如し 


第 I 
第 I 
第 I 
第 I 
第 I 

第 I 
第 I 

第 I 
第| 

第 
第 一一 

1 

第= 


迓 業敎 育 ？ 5 國庫 補助 法 中 改正 法律案 
公立 學校 職員 年功加俸 國雎 補助 法案 
明治 三十 九 年 法律 第三 十四 號中 改正 法津案 
帝國鐵 道會計 法中改 正 法律案 
明治 三十 八 年 法律 第 十七 號中 改正 法律案 
臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案 
一 去 十七 日 議員ょり 提出せられ たる 議案 左の 如し 
姬津鐵 道 速成に 關 する 建議案 
提出者 

福 井三郞 君  廣岡宇 I 郞君 
坪 田 十 郎君  土井權 大君 
湯淺凡 平 君  西 村 丹洽郞 君 
勝 倉鐵道 速成に 關 する 建議案 
提出者 

福 井 三 郎君  廣岡 宇一郎 君 
奧田龜 造 君 
四國 循環 鐵道 完成に 關する 建 a 案 
提出者 

原 田 佐 之 治 君  竹 內明太 郎君 
中 野 寅 次 郎君  岡 田  榮君 
政 尾藤吉 君  藤 野 正 年 君 
成 田 榮信君  河 上哲太 君. 
岩 崎 一高 君  生 田 和平 君 
三 土 忠造君  林  毅陸君 
高 島 兵吉君  松 島  肇君 
大 林， 森 次 郎君  秋 田  淸君 
武市彰 一君  村 松 恒一郞 君 
阿 豫鐵道 池 田 川 之 江 線 敷設に 關 する 建 _ 案 
提出者 

原 田 佐 之 治 君  河 上 哲太君 
岩 崎 一高 君  藤 野 正 年 君 
政 尾 藤吉君  成 田 榮信君 
生 田 和平 君  竹 內明太 郎君 

岡 田  饔中野 寅 次 響 

林  毅陸君  三 土 忠造君 
高 島 丘 (吉君  松 島  肇君 
大林森 次 郎君  秋 田  淸君 
武市彰 一 君  村松恒 一 郎君 
一 今 十九 日 翳 員ょり 提出せられ たる 翳 案 左の 如し 
重要 物產 同業組合 法 中 改正 法律案 
提出者  土 井 11 大君 
產業 組合 法 中 改正 法律案 


提出者  土 井® 大君 
一 今 十九 日 fa 回せられ たる 93 案 左の 如し 
決議案 

提出者  武 £f 時 蚊 君 

外 七 名 

〔左の 部 吿は朗 Is を 轾さる も麥照 のた め玆に 
掲載す〕 

一 去 十七 日 衆蕺院 規則 第 十芄晓 m a に te o 詔 fl に 
於て 議席を 左の通り 窫更せ 〇 
1 1 九 村松恒 一郎 君 
一 去 十七 日篛 長に 於て 選定した る委 M 左の 如し 
平和 條 約の 實 施に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 所有 他に 
關する 法律案 

今 井 今 助 君  關 矢 ® 八郎 S 
渡 邊祐策 君  河上哲 太 君 
加 藤 定吉君  齋藤隆 夫君 
小 西  和 君  小 橋 i 
小川 鄕太郞 君 
郵便貯金 法 中 改正 法律案 
大石 五郎 君  熊 谷 五 右衞門 君 
岩 崎 一高 君  赤 間 嘉之吉 君 
井原 百 介 君  半 谷 淸藍君 
加 藤 政 之 肋 君  高戶 郁三 君 
岸 本 賀昌君 
作業 會計法 中 改正 法律案 外 一件 
秋 山 金 也 君  鹿 ® 錨 之 君 
中 村 喜 平 君  山內範 造 君 
降 旗 元太郞 君  西  英太郞 君 
鈴 木 久次郞 君  森本是 一 郎君 
平 田 151? 太郞君 

一昨 十八 日 委員 畏及 理事 K 選の 結果 左の 如し 
平和條 約の 實施に 伴 ふ 流通 II 券 及 H 業 所有 權に 
關 する 法律案 委員 

委員長  小橋鵾 彐衞君 
理事  狸 邊祐策 君 
郵便貯金 法 中 改正 法律案 ® 員 
委員長  岸 本 賀昌君 
理事  大石五 郞岩 
作業 會計法 中 改正 法律案 外 一件 委 fl 
委員長  森 本 是一磬 
理事  秋 山 金 也 君 
一昨 十八 日 常任委員 補 闕選擧 の 結果 左の 如し 


院誘衆 锊議國 帝 回 二十 四荦 


第一 部 

，懲罰 委員  前 田 米藏君 (赤 尾彥作 君 補 

闕〕 

一 去 十七 日關税 定率 法 中 改正 法律案 委員 尾 崎 敬 義 
君 辭任に 付 其の 補闕 として 松 井 文太郞 君を 扉 長 
に 於て 潠定せ り 

一昨 十八 日 刑事訴訟法 中 改正 法律案 外 一件 委員 赤 
尾苞作 封 辭 任に 付 其の 補闕 として 熊 谷 H 太 封を 
謅 長に 於て 選定せ り 

一 今 十九 日 平和 條約 の實施 に 伴 ふ 流通 證券 及 工業 
所有 攛に關 する 法律案 委員 今 卯 今叻君 辭 任に 付 
磯部 尙君を 議長に 於て 選定せ り 
0 載 長 C 大岡 育造 君) 是 ょり钤 議を 開きます、 諮問 
事項が あります、 第二 部 選出 豫览 委員 丸 111 嵯峨 一郎 

君、 第 四 部 選出 豫算 委員長 田桃藏 君、 第二 部 選出 請 

願 委員 井原 喜 代 太 郎君、 第 四 部 選出 請願 委 S 今 村 七 

平沿、右常任委員辭任の中出があります、許可する 

に御異 謎は ありませ ぬか。 

〔「異 謎な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 御 異議なければ 之を 許可 致し 

ます、 各 其 部の 諸君は 速に 補闕 選擧の 上， 御 屆出あ 

らんこと を 望みます •此 場合に 日程を 變更 して、 院 

內餐察 事項に 關する 特別 調 齐委 M 會設置 の 件を 諮り 

たいと 存じます、 御 異謎 IX ありませ ぬか。 

〔「異 BI なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

院內镫 察 事 5JI に關 する 特別 調赉委 0 會 設置 

の 件 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 政府の 同意を 得ました から 變 

更にな りました-去る 十四日 院内に 生じた る粹察 事 

項 に關 する 調査を 爲し 、將 來斯の 如き 事態の 發生を 

避く る淦を 講ずる 爲め 、特別委 員を 設 ml すると 云 ふ 

ことであります •御異 蕺あり ませぬ か。 

〔r 異蕺な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 御 興 諮なければ、 此 事は 設置 

する に 決まりました。 

0 岩 崎 勵君 本件 委員の 數は 特に 十八 名と し、 調 長 

ょり 指名せられ ん ことを Eg みます。 

=1 齊成 J と 呼 ふ老あ 

0 議長 C 大岡育 造 君) 委員 潠擧は 岩 崎 君の 励 鼓の 通 

り 御 異議ない と 認めます •仍て 動議の 如く 決し まし 

た. I 

C 岩 崎 動 君 ^: 事 日程 變€ に關 する 緊急 励谶を 提出 


致します‘ 即ち 玆に 政府 提 a1. , 大正 七牢 度豫龆 金 支 
出の 件、 大正 七 年度 豫備金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 
外 支出の 件 •大正 七 年度 特別 會計 豫蹦金 支出の 件， 
大正 七 年度 特別 會計豫 癤 金 外に 於て 豫算 超過 及豫算 
外 突出の 件、 大正 七 年度 大正 三年 臨時 事件、 務備費 
支出の 件、 大正 七 年度 大正 三年 臨時 事件 预備 a 外に 
於て 豫算外 支出の 件、 大正 七 年度 帝阈鐵 菹 特別會 計 
積立金 支出の 件 •大正 七 年度 帝 國鐵道 特別 會計積 立 
金 外に 於て fi at 超過 支出の 件 以上 承諾を 求む 石 件を 
議題と し、 政府の 說明を 求め、 之を 審議し 引 續き是 
が 審査を 付託すべき 委員の 選擧を 行は れんこと を 望 
みます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 御 異議 ありませ ぬか。 

C 「異諉 なし」 と 呼 ふ 者 あり J 
0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議ない と 認めます、 仍て 
日程は 變更せ られ ました、 即ち 動議の 如く 變更 致し 
ました _ ^藏 大臣。 

大正 七 年度 豫備金 支出の 件  \ 

大 JH 七 年度 豫備金 外に 於て 豫算 
超過 及豫 豫 外 支出の 件 
大 JH 七 年度 特別 會計豫 備金 支出 
の 件 

大正 七 年度 特別 會計 豫備金 外に 
於て 豫 m' 超過 及豫算 外 支出の 件 
大正 七 年度 大正 三年 臨時 事件 ^ )  1 ^ ?>^ # ^ 

備費 支出の 件 

大正 七 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 

備费 外に 於て 豫算外 支出の 件 

大正 七 年度 帝國鐵 消 特別 會計積 

立 金 支 m の 件 

大 正 七 年度 帝 國鐡道 特別 會計稻 

立 金 外に 於て li 算超過 支 m の 件/ 

〔國務 大 K 男爵 高 橋 是淸君 登壇、 拍手 起る〕 

〇阈 務大 I:S L 男 博 高 橋是淸 君〕 大正 七 年度 豫備金 及 

拽備金 外 支出 事後承諾 案に 關す る說 明を 致します、 

大正 七 年度に 於け る 一般 # 計、 及 各 特別 會計 豫備金 

及豫備 金外茭 出、 大正 111 年 臨時 事件 51 備費及 豫備費 

外 支出、 帝 國鐵道 積立金 及 積立金 外 支出に 關 する 事 

後 承諾を 求む る爲 め、 玆に 議案を 提出 致しました に 

付き、 其 大體に 就て 一言 申 述べ やうと 存じます、 大 


正 七 年度 一般 會計 第一 ] 1 備 金の 豫算額 は 二 ' er 萬 圓で 
ありまして、 衞生 試驗場 •阿片 費、 傳染 病豫防 檢疫 
諸 費、 税關 臨時 勤 勞手當 、陸軍 精米 精麥及 馬糧 費、 
海軍 受託 造修 費， 其 他 必要缺 くべ からざる 豫算 の不 
足に 對 して、 其 命 部を 充用 致しました 大正 七 年度 一 
般會計 第二 豫備 金の 豫滅 額は 四百 萬 圓 でありまして 
驅逐 Is 時津 風 救難 及 其復薦 費， 軍艦 河 內の遭 雖 調査 
費、 谷廳 火災 復薦 費、 及 時局の 推移に 伴 ひ 聯合 與國 
と 協調の 結果 •西 伯 利に 出兵した るに 付き 臨時 軍事 
費， 特別 會 計に 於て 要する 豫定外 支出の 財源に 充つ 
るが 爲 め， 一般 會計 ょり 之が 資金の 繰 入を 要した る 
等 •緊急 差 措き 難き 豫 sc 外の 支出に 對し •之が 全部 
を 充用 致しました、 大正 七 年度 大正 三年 臨時 事件 豫 
備 費の 當 初の 豫算 額は， 八 千 四百 II 圓で ありまして 
臨時 事件に 關 し、 谷 省 所管に 於て 豫算 外に 支出す る 
事を 要した る 諸般の 費途に 對し其 全部を 充用 致し ま 
したが 其 後 成立した る 追加 豫算額 二 千 百 萬圓は 、之 
を 諸般の 臨時 事件 费に 充用して 結局 二 "0 十九 萬 七 千 
五 百 四十 九圓殘 餘を 生じました、 大正 七 年度 一般 會 
計 第一 及第 二 ? t 備 金、 並に 當初協 賛を經 ましたる 大 
正 三年 臨時 事件 豫備 費の 豫算額 全部 拂切 となり まし 
た爲 めに、 陸軍 精米 精麥及 馬糧 費、 在監人 費、 遞信 
省 諸拂戾 金、 臨時 軍事費、 特別 會計繰 入金 不足、 谷 
省 臨時 事件 費、 其 他 必要なる S 途に對 し、 國阳 剩餘 
金を 以て 豫算超 過 及豫算 外の 支出を 爲した る 金額は 
一億 五 千 三百 四十 餘萬圓 でございます、 大正 七筇帝 
國鐵道 特別 會計積 立 勘定に 於け る、 補塡 金の 豫算額 
は 四百 萬圓 でありまして、 收益 勘定に 於け る 鐵道作 
業 費 豫備の 不足に 對 し、 是れが 全部を 充用 致し まし 
た、 右の 外 尙ほ歲 出 豫算の 不足す る もの あるが 爲め 
に收益 勘定 及 資本 勘定に 於て、 各々 其 歳入を 以て 豫 
算 超過の 支出を 爲し たる もの、 收益 勘定に 於て 四千 
七 百 五十 餘萬圓 、資本 勘定に 於て 五 千 九 百 二十 餘萬 
圓で ございます、 右の 外 各 特別 會 計に 在つ て も亦必 
要已 むを 得ざる 费途 に對 し、 豫備金 又は 豫備金 外の 
歳出 若く は剩餘 金を 以て、 豫算 超過 及豫算 外の 支 m 
を爲 したる ものが ございます、 以上は 何れも 緊急 避 
くべ からざる 事項と 認め、 之が 支出を 爲した る もの 
でございますから、 愼重港 議の上 承諾を 與へ られむ 
ことを 切望 致します (拍手〕 

〇 議長 (犬 岡 育造 君) 審査 委 負の 選擧を 議題と 致し 
ます。 


右 _ 案の 1® 査を 付託す へき 委員の 選擧 
〇 岩 崎 II 君 委員の 數は 特に 十八 名と し、 議長に 於 
て 指名せられ ん ことを 望みます。 

〔「與 翳な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇® 長 ハ 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
其 如く 決しました、 日程 第一 及第 三 ほ、 便宜上 一括 
議題と 爲 すに 御 異議 あ 〇 ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御異 翳な しと 認めます、 第一 
實業敎 育 費國庫 補助 法 中 改正 法律案、 第 111 、公立 學 
校 職員 年功加俸 國庫 補助 法案 布を 一括 議題と 爲 し、 
其 第一 讀會を 開きます 屮橋 文部大臣。 


第 


一 實業敎 育 费國庫 補 肋 f 改正 法律案 
(政府 提出〕 第一 讀會 
實業敎 育 費 國庫補 助 法 中 改正 法律案 
實業敎 育 費國庫 補助 法 ^. 左ノ通 改正 ス 
第 六 條ノニ 主務大臣 ハ 第二 條 -1 規定 スル モノ ノ 
外 第一 條ノ 金額 ノ範 圍內 -1 於 テ 北海道 府縣 -I 對 
シ實業 補習 敎育 獎勵 -I 必要 ナル 補助金 ヲ 交付ス 

ル コト ヲ得  . • 

第 七條中 「第二 條」 ヲ 「第二 條前 條」 -1、 「八 分ノ 
一 以内」 ヲ 「一部」- 一改ム 
付則 

本 法 ハ 大正 九牢 W 月 一  H a リ之ヲ 施行 ス 

第三 公立 學校職 員 年功加俸 國庫 補助 法案 
(政府 提出〕 第一 讀會 
公立 學校 職 M 年功 加 傩國庫 補助 法案 
公立 學校 職員 年功加俸 國庫 補 W1 法 
第 一條 師範 學校並 公立 ノ中學 校、 高等 女 學校及 
實業 學校ノ 職 M ノ 年功 加 係-一 耍 ス ル 經費ヲ 補助 
スル 爲國妬 ハ 毎年 豫算 ヲ以 テ定ム ル所ノ 金額 ヲ 
支出ス 

第二 條前條 ノ 規定-一 依 リ補助 スへキ 金額 ハ 前年 
六月 一日 現在 11 於 テ 五 年 以上 勤續ス ル學校 職員 
ノ數 -1 比例シ テ之ヲ 北海道 府縣- 1 交付 ス 
第三 條學校 腿 員ノ龅 圍及勤 續-一 關シテ ハ 勅令 ノ 
定ムル 所 二 依 ル 

第四條 第一 條ノ 實業學 校 — ハ 實業專 門學校 ヲ包 
含 セス 

附則 

本 法 ハ 大正 九 年 四月 一日 ヨリ 之ヲ施 行ス 
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I  公立 學校凝 員 年功 加燦 國萌功 助 法案 第 I3 0- 


I r{ 菜 救 育费國 阳補 助 I ii 中 改正 法律案— 第 I  — 
~國 務大 E 中 is I 德 K 郎君 登®、 拍手 起る〕 

〇 国務大臣 (中 橋德五 郎君) 此二 案を 提出を 致し ま 
した 理由を 說明 致します、 K 業敎 育费 の國 D1X 補助は 
先年よ 〇锊 施を 致して 居 〇 ましたので ございます る 
し、 法案 も旣 に K 施に なつて 尻り まして、 今日まで 
M 卜八 萬圓の 預 凝が、 毎年 總豫算 に 載つて 居る やう 
な譯で あります、 今回 其 中で K 業 補習 敎 育の 振興を 
1®] ります 考を以 ちまして、 さう して ? i 任 敎 fl を m 加 
致したい と 云 ふ 考を以 ちまして、 豫算に n_l 十 萬 M の 
補助金を 計上 致しまして 、旣に 當院に 於て 御 決定に 
なつた ことであります、 此實 施に 關 しまして、 法案 
を 改正す るの 必要が あります ので、 玆に 本案を 提 m 
致しました 次第であります、 尚 ほ 細 0 の 事 ほ、 委員 

曾に 於て 御說 明を 申 上げた 方が K からう と 思 ひます 

又 次の 公立 學校職 員の 年功加俸の 國萌補 助の 件で あ 

ります るが、 是も旣 に 總豫弊 に 計上 致しまして、 四 

十 餘萬圓 と 云 ふ ものを、 旣に 當院に 於て ほ 御 協賛を 

得て 居る譯 であります から、 此實行 上の 案で ありま 

す、 此 中等 敎 員の 年功加俸の 問題は、 數年 以前より 

して 研究に なつて 居つ た 問題であります、 で 玆に私 

より 說叨申 上げる まで もない « と思 ひます るで、 是 

も 何れ 委 M 會に 於き まして、 ?? 施 等に 就きましては 

勅令 案、 省令 案 等 も 必要な 事で ございます から、 申 

上げた 方が 宜から 5 と 思 ひます、 どうぞ 御 _ 議の上 

御 協賛を 願 ひます (拍手 起る) 

0 荒 川 五郎 君 質問が あります。 

0 議長 C 大岡 宵 造 君〕 許可 致します。 

〇 荒 川 五郎 君 中等 敎 員の 年功加俸と 云 ふ 事は、 其 

礙待に 伴 ふ 極めて 必要な 事で、. 敎 育社畲 一般に 渴麗 

して 居る 所でありまして、 喵 今 それに 對 する 法案、 

即ち 中等 敎员 年功 加燁 國阳補 助 法の 出ました ことは 

私共の 喜ぷ 所であります、 併し 是は 公立 邀 校に 限ら 

れて 、私立 學 校には 其 等の 恩典に 浴す る ことを 得せ 

しめない と 云 ふことは、 本案 制定の 精神に 對 して、 

一方に 甚だ 遺憾を 感 する 所であります、 私立 學校敎 

員 協 待に 就て ほ 政府は 他に 何等か 考が あるので あり 

まず か、 是が 第一 點の 質問であります、 次に 一般 敎 

員、 此敎 M の 茜 成と 云 ふことは 最も 重大で ある、 敎 

育の 改良 進歩は、 先づ 良敎育 若を 作らなければ なら 

ぬ、 © 良なる 敎師を 養成 致す には、 第一に 師範 敎育 

の 改善から 始めなければ ならぬ と 思 ふので あります 

森 有禮 氏が 文部大臣の 時には、 森 文部大臣は 自ら 師 


範敎育 主義で あると 唱へ 、全力を 師範 敎 育に - SI され 
て、 爾来 一般 敎 育の 上に 大に 改箠の 効が あつた ので 
あります、 然るに rc 來師 範敎 育が 兎角 振は ない ので 
あり -* す、 地方の 師範 學 校の 如きで も、 入學希 S 者 
ほ 漸次 減つ て、 其 入昂 者の 素質は 劣りつ、 あるので 
ある、 此現狀 の 傾で ほ 總 ての 敎育の 改善 進步ほ 望ま 
れな い、 15 に 最も S ふべき 現象と 思 ふので あります 
师範敎 育に (i 大に其 力を 盡 すべき こと、 思 ふ、 殊に 
高等肺範學校の如きほ、苽京並に贿島に於ても、其 
內部又 外部よりも 盛に 昇格 運動 も 行 ほれて 居る ので 
ある 敎育 者の 地位を 高め、 之を ffi 待し、 さう して 良 
敎员を 得、 師适を 盛に し、 以て 敎 育を し權威 あらし 
め、 徹底せ しむる と 云 ふに 就て は、 高等 師範 昇格の 
如きは、 一 つの 攻究すべき 大切な 問題と 思 ふので あ 
り. ます、 政府は 現今の 師範 學校 並に 高等師 脑の敎 育 
に對 して、 又 其 制度に 對 して、 如何なる 改善を 施さ 
れんと する のであります か、 是が 第二の 質問で あり 
ます、 次に 第三、 義務教育の 延長と 云 ふこと ほ、 政 
府 ほ ® 施せら る、 積り であります か、 其 計畫あ りと 
すれば、 如何なる それに 實 施の m 備が あります か、 
先年 義務 敎 育を 四 年より 六 年に 延長せられ たと きも 
校舍ほ 不足 致し、 敎員 も fe 然咐 加数さない から、 年 
限が 延びた のみで、 其 延びた る 効果は 當時 世間より 
疑は れた のであります、 唯 だ 年限を 延ばす だけが 効 
ではない、 それに 伴 ふ 施設、 諸般の 準備、 殊に 良敎 
員の 養成 咐 加と 云 ふ 事が 先づ 第一で あらう と 思 ひま 
する が、 果して 政府に 義務 敎 育を‘ 延長す ると 云 ふ 方 
針 あり とせば、 其實 施に S する 準備は 如何で ありま 
すか、 之れ を御尋 したい、 其 次には 七 年 制の 高等 學 

校は、 高等 學校令 に 於て 本 態と 認めて 居る、 然るに 

未だ 其實 施に 至らない のは どうであります か、 折角 

其 制度を 立てながら、 其 儘 高閣に 束ねて 實 施しない 

やうな 有樣 であるが 政府が 之を 實 施す るに 至らない 

次第 如何、 以上 質問 致します。 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 文部大臣。 

〔國務 大臣 中 橋德五 郎君 登壇〕 

〇國務 大臣 (，中 橋德五 郎君〕 今の 御 尋に御 答を 致し 

ます、 中等 程度の 學校 、即ち 公立 學 校の 職員の 年功 

加俸の 制度を 提出 致しました に 就て、 御 賛成の 意を 

御 漏し 下さつ たのは 私は 非常に 滿足 致します、 是 ほ 

併し 御 質問で & ります が、 どう 云 ふ 御 趣意 か 知れ ま 

せぬ けれども、 本 回のは 公立に 限って 居ります、 私 


立に !3: 今回 (3: 贲行致しませぬ53りであります、他の 
小學 校の 敎 M に對 します る 年功加俸と、 略 ぼ 同様な 
ものでありまして、 唯 だ 本 回の (3: 成るべく 普く 行き 
たいと 思 ひます、 小學 校のは 全般に 至つ て 居り ませ 
ぬから、 本 回は 普く 行きたい と 思 ひます、 矢 張 公立 
の ものに 限る ことに 今回の 法案は 致して ございます 
それから 肺 範敎 育の 改善の 御 話が ありました、 是は 
先達から も 段々 御尋 もありまして、 委員 會 等に 於て 
御 話を 申 上げて 置きました が、 師範 敎 育の改 箠ほ、 
最も 必要な 事であります から、 十分に 注意を して、 
唯今 尙ほ 之が 改善を 圖りた いと 思うて 居る やうな 譯 
であります、 故に 本年に 於き ましては 昨年ょり しま 
して、 師範 敎 育に 從事 する 敎員 校長 等の 給料 も、 略 
々倍額に 近く 此九 年度に ほなら うと 思うて 居る、 先 
づ 第一に 待遇を 相當 にし ませぬ と 改善が 出来 ませぬ 
それから 入學 志願者が 此硪 時の 財界の 影響の i 爲めに 
減りました、 是は 甚だ 殘念 な_で あ 〇 ますが、 是は 
致 方 ほあります まい、 總 ての 點に 就て 备 種の 變動を 
及ぼした のであります、 併し 此頃は 幾分 止まる やう 
な 狀况が あります、 是も 先日 豫算 總會 にも 御尋が あ 
りました が、 大分 縣の 如きは 昨年は 咐し たので あり 
ます、 さう 云 ふ 縣もあ 〇 ます、 併し 大體に は どちら 
かと 云 ふと 減る 傾向を 持つ て 居ります が、 まあ 一寸 
止まつ た、 それを 善く 致します るが 爲め に、 各府縣 
に 達しまして、 給費の 制を 施行し、 尙ほ 給費を 從前 
の 二 倍 若は-三倍に 增額 する ことに 督励を 致しました 
ので、 今 0' は 以前ょりは 大抵 二倍 三倍に、 府縣會 に 
於て 決議を した ことにな つて 居ります から、 次第に 
改善の 途に 著く だら うと 思つ て 居ります、 段々 各府 
縣の當 局の 話を臌 きます と、 一時に 上す 譯に 行かな 
い、 漸次 又此 後も增 額を すると 云 ふやうな 、必要を 
見る だら うと 云 ふ 意見が 多い やうに 見受けます、 そ 
れから 高等 師範の 改善の ことに 就きましては、 前年 
來計畫 致して 居ります が、 先年 專攻 科を sa きまして 
唯今 實行 致して 居ります、 本年 ほ 卒業生 も m る やう 
な _で あります、 實は 之を 餘程 大きく 擗 張したい と 
云 ふ 計畫を 持つて 居ります、 今年の 豫算 に if. 色々 の 
都合で、 其經 費を 計上す る ことは 見合せ ましたが、 
遠からず 之が 實 施を する やうに、 豫算の 提出 もす る 
時期' か ある だら うと 思 ふ、 それから 昇格の 問題は 是 
は 別問題であります、 是は當 局に 於て 唯今 考究 中で 
あります、 他の 問題と 昇格 問題と 同 _ に 研究して 居 
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る やうな 13 であります、 W それから ^ ^ rh rf 延 M o 
御 話が ありました が、 是 d 先程 申 上げたい と 思 r 
したが、 別間 題で ありました から 申 上げ ませぬ が Kj 
it 好い 摁會で あります から、 御 話 申 上げて ^ かう と j 
思 ひます、 豫て申 上げました 通りに、 r'v. IVI 局では 高等 
敎育 、中等 並に 初等教育、 三者 併行して 行かな けれ 
ばなら ぬと 云 ふ考を 持つて 居りまして、 其 總ての 郜 
に 就て 順を 逐 うて 急なる ものょり して、 ^ 手 ル. ii す 
計 霰を 立て、 居ります それで 昨年は 金 般に涉 〇 まし 
て、 待遇の 改善と して 給料を 增額致 した 謀で ありま 
す、 即ち 大學 、專 門學校 の 如き ものは 總て增 額 致し 
ました、 又 中學小 m も 總て增 額 ^ しました、 へ/ NC 
此 公立璆 校の 職 M の 年功 加浓ほ 、即ち 其 屮织 程度 C 
敎育の 改善の I 策と して、 捭施す る 見込であります 
又實業 補習 學 校の 補習は、 初等 敎育 の改釣 の 一端と 
してやる 見込で あ 〇 ます、 其 他に も 或 (X 間に合へ ば 
追加 豫算 として 提出を して、 御 協资を 願 ふこと にな 
るかも知れませぬのは、不就學兒蜇、即ち就慇の遂 
務を 免除され て 居る 兒 M が 十 萬餘あ 〇 ますから、 是 
等の 者を 金 部收容 する 方法を 立てたい と 思つ て、 其 
調 . 11: は 略々 出来て 居ります が、 若し 間に合 ひます れ 
ぱ 、本 il 會 にも 追加豫 算 として 御 協賛を 仰ぎたい と 
思つて 居ります、 さう すれば 殆ど 就學せ ない 兒蜇は 
無くなる やうな ことになる だら うと 思 ひます、 是も 
初等 敎 育の 改善の 一つと 考 へて 居ります、 さう 云 ふ 
やうな 工合に 段々 に 中央、. 又 就中 谷 till 方の 純 !', i を 嬰 
します ものが 多くあります から、 其 後に 此義務 笫限 
の 延長と 云 ふこと に® びたい、 斯う 云 ふ考を 持つ て 
居る やうな 次第であります、 此 義務 年限 延長の 事は 
先達 豫算委 M 總會に 於き まして 加 藤 君ょり 御尋が あ 
りまして 御 答 致して 居ります、 相當 多額の 金が 耍〇 
ます、 先程 御 話の 通り 準備が 要ります が、 先づ第 一 
に敎 員を 造つて 行かなければ ならぬ 校舍を 造つて 行 
かなければ ならぬ、 此總體 の 金を 計算 致して 見ます 
と、 七 千 萬 圓 許り 要る のであります、 其 負擔の 方法 
及捭 施の 計 ® を 立てなければ なり ませぬ、 又敎 M も 
必ずしも 直ぐ 出来る ものでは ありませ ぬ、 餘程 多數 
の敎 負を 要します、 又經常 S に 於き ましても 、惟 今 
の 所の 調査に 依ります れば 、二 箇年の 延長を やり ま 
すれば、 一箇年 七百蓖 圓 乃至 一千 萬圓 位の 經常 费 を 
毎年 增額 する ことになら なければ ならぬ と 云 ふやう 
な 考を 持つ て 居ります、 故に 此事ほ 調査を 進行して 


院議 衆 會  帝 回 二十 四 第 


居ります が、 先. つ 他の 4 のをもう 少し 進行したい、 
敎 M の、 待遇 改 rf の爲 めに 九苹 度に 於て 殆ど 五 千 鹿 
圆を 超えて 居る やうな 負 擔を致 したので あります、 
地方の 負 擔の樣 子を 見まして、 さう して 更に 致した 
いと 云 ふ考を 今日 持つ て 居ります (拍手 起る； > 

0 載 長へ： 大岡 育造 君) 右 議案の 審査を 付託すべき 委 
員の 選擧を 議題と 致します。 

綰二、 第 四 右 議案の 港 奔を付 託すへ き委 
員の ii is 

〇 岩 崎 動 君 口 程 第一 及第 三の 刚案を 一括して、 委 
A の數は 特 に 十八 名と し、 謎 長に 於て 指名せられ む 
ことを窺みま丫。 

0 ■興 諉な し」 と 呼 ふ荠 あり〕 

〇 議長 0 K 岡 育浩 君) 御 異蕺な しと 認めます、 仍て 

其 如く 定まりました、 日程 第 :-/ 1: 明治 彐十九 年 法律 第 

三十 四號中 改正 法律案、 第 - IJ 帝 幽鐵迸 會計法 中 改正 

法律案、 第 九 明治 三十 八 年 法律 第 十七 號中 改正 法律 

案、 第 十一 臨時 國庫 證券 法 中 改正 法律案、 右を 一括 

議題と爲し、0:,' :: 』きま-1 - 高 橋 大藏大 k 

第五 明治 三十 九 年 法律 第三 十四 號中 改正 

法律案 (政府 提出) 第一 讚 ir 

明治 三十 九 年 法律 第三 十四 號屮改 正 法律案 
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第二 條中 「無 It! 名利 札 付 證券」 ヲ 「無記名 證券」 
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前項 ノ 規定 ハ 割引 ノ方 法ヲ以 テ 發行シ タル 國 {S 

11 之ヲ 適用 セス 

第九條 -- 左ノ  ms ヲ加フ 

但シ割 引ノ 方法 ヲ以テ 發行シ タル 國債ノ 消滅 時 

効 ハ ? T 简年ヲ 以テ完 成ス 
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提 3〕 第一 讚 ir 
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ハ 大藏省 預金 部- i 人 ル ヘシ 
第 十四 勝 削除 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 九 明治 三十 八 年 法律 第 十七 號中 改正 法 
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明治 三十 八 年 法律 第 十七 號中 改正 法律案 
明治 三十 八 年 法律 第 十七 號中 左ノ通 改正 ス. 

第 一條 中 n 一 千 萬 圓」 ヲ 「七 千 五 百 萬 圆」 二、 「千 
二百 萬 圆」 ヲ 「三 千 七 西 萬圓」 一一 改ム 
第三 條ヲ削 ル 
附則 

本 法 ハ 公布 ノ日ョ リ之ヲ 施行ス 但シ第 三條ノ 改正 
規定 施行 ノ 期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 十 一條 臨時 國庫 證芬法 中 改正 法律案 
(政府 提出) 第一 讀會 
臨時 國 脂 證钧法 中 改正 法律案 
臨時 國 萠 證券 法 中 左 ノ通改 正- < 

第三 临ヲ削 ル 
附則 

本 法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
t 圆務 大臣 男衍髙 橋是 淸君兗 壇 一 
〇國 務大 U1 (男爵 高 橋是淸 君〕 明治 三十 九 年 法律 第 
三十 PM 號屮改 正 法律案 外 T-: 一件の 提 m 理由を、 簡單に 
説明 致します、 從來 は國 債に 關 する 法律の 外に、 大 
藏省 證券 條例と 云 ふ ものが ございまして、 大藏 省證 
券其他_引の方法を以て發行致しました國債にほ、 
此條例 を 適用 致して 居つ たので ございます、 其 結果 
として國值に對する取扱が铒*に渉りまして、往々 
其 所有漭 が 不 0! を 感じて 居つ たる 次第で -'' ざいます 

是は國 依 政策 上面 白から ざる 事で ございます から、 

今回の 會計 法改正の 機會 を以 ちまして、 大藏狗 證券 

條例 を廢 しまして、 又 其 他 國偾に 關する 法規を 整理 

して、 其統 I を圖 りたい と , (il ふので ございます、 是 

が此處 にご ざいます 谷 法律案 全 體に 通ず る 所の 提出 

の 理由で ございます、 喵だ 明治 三十 八 年 法律 第 十七 

號中 改正 法律案に ほ、 前に 述べました 所の 理由の 外 

に、 萬賣 局の 据置 運轉 資本 補足の 制限 額が、 從來二 

千 蓖圓で ございました のを、 今回 七 千 五 百 萬 圓に增 

加 致しました、 又 製 鍅 所の 据題運 轉 資本 補足の 制限 

額が 從來千 二 百 萬 圓で ございました のを、 三千 七 百 

現 IM に 附加せ ん とする の 事 ? tl を 包 ^ して 居る ので ご 


ざいます、 是は 目下の 事情に 應 して、 ffl、 煙草、 鐵 
材 等の 生產配 給を 致します 上に、 必耍 緊急なる 事と 
感ずる ので ございます、 御 審議の 上 御 協賛を 與へら 
れんこと を 希 a 致します。 

〇 議長 (大 岡 育造 君〕 日程 第五、 第 七、 第 九、 第 十 
I の 審査を 付託すべき 委員の 選 擧を 議題と 致します 
第 六、 第 八、 第 十、 第 十二 右 議案の 審査 
を 付託す へき 委員の 選擧 

0 岩 崎 勸射 日程 第 .1 K ょり 第 十一に 至る 四 案を 一括 
して、 政府 提出 會 計法改 J1- 法律案の 委員に、 併せて 
^ 託せられん ことを 望みます。. 

〔「異議な L j と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 岩 崎 君の 動 _の如 く 決し まし 
た I, 日程 第 十三、 大正 八 年 法律 第 九號屮 改正 法律 
案、 第一 讀會 の續を 開きます I ® 員 長石 原 正太郎 
君。 

第 十三 大正 八 年 法律 第 九號中 改正 法律案 
C 政府 提出 ッ第一 讀 會の續 (委員 
長報带 一定 議) 

〔石 原 正 太 郎君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 石 原 JH 太 郎君 御報齿 をいた します、 本案は 造幣 
局の 補助 貨幣を 增加鑄 造す 〇 爲め に、 其 作 菜 维燜 を 
擴張 する に付きまして、 法案の 改正になる 事項で あ 
ります、 即ち 前 議會に 於き まして、 造幣局の 補助 貨 
幣を增 加 鑄 造す る爲 めに、 三箇 年繼續 事業と して、 
百 十一 m 餘圆の 經費を 議定され て 居る のであります 
其豫算 の 施行に 付きまして、 物 偕 騰貴に 伴うて 約 二 
十五 萬 餘圓の 不足を 生ずる のであります、 更に 造幣 
局の 設備を 擴 張す る爲 めに、 五十八 萬 餘圓の 經费を 
要する のでありまして、 合せて 八十 三 萬 餘圓 の經費 
を、 此擴張 費に 充て やうと 云 ふので あります、 さう 
して 其 資金は 造幣局の 特別 會計 資金ょり、 一般 會計 
に 增加繰 入を すると 云 ふので あります、 委員の 質問 
に對 しまして 政府 委員の 申さる、 には、 昨年 補助 銀 
貨を一 千 萬 圓_造 したが、 銀塊 相場の 昂騰に 伴うて 
之を 市場に 流通せ しむる ことほ、 見合せ て 居る と 云 
ふこと であります、 是 等の 不足を 補充す るた め 又 小 
額 紙幣を 回收 整理す る e めに 此 11 張を 要する ので あ 
〇 まして、 今後は； 2 年 贰拾錢 拾錢の 白銅貨と、 壹錢 
の靑銅 貨を鑄 造す る 計畫で ある さう です、 而して 一 
衙 年間に 贰拾錢 白銅貨を 一千 萬 圓 、拾錢 白銅貨を 三 
百萬圓 、壹 錢靑 銅貨を 二 西 五十® ！ 1 づ ゝ_浩 致し ま 


して、 近き 將來に 於て 此 不足せ る 補助 貨幣を 充實し 
又 小額 紙幣を PI 收 整理す る計畫 だと 云 ふこと であり 
まず、 委員 會 ほ 現下の 經濟界 の 情勢に 鑑みまして 極 
めて、 適切 急 要なる 事柄と 思 ひまして、 i 之を 可 
決した 次第であります、 どぅぞ 御 賛成 あらん ことを 
望みます c 拍手 起る) 

0 岩 崎勸君 本案は 讀會の 順序を 省略して、 委眞長 
報 街 通り 可決 確定せられ ん ことを 绍み ます。 

〇議 長 C 大岡育 造 君〕 御與議 はあり ませぬ か。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0_長( 大岡 育造 君〕 御 異議な しと 認めます、 仍て 
本案は 讀會の 順序を 省略して、 直ちに n/ 決 確定した 
る ことを 報告 致します、 日程 m 十四 乃至 第 十七の 議 
案は、 同種の 議案に して、 提 m 者 同 -— t なる に 依り、 
一括 議題と 爲す に御異 _は ありませ ぬか。 

〔「異議な し j  r 異議な L 」 と 呼 ふ 者 あり〕 
〇識長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 一括 議題と 
致します、第十四、府縣制中改正法律案、第十五、 
郡制 中 改正 法律案、 第 十六、 市制 中 改正 法 紐 案、 第 
十七、 町村制 中改 IE 法律案、 右を 一拈 議題に 供し ま 
す、 第一 讀會を 開きます、 提出 界の說 明を 求めます 
- 大口 喜 六 君。 
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第 十 一 條削除 
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ル トキ ハ il 擧 -1 參與 スル コト ヲ得ス 但シ名 緙ハ 
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之ヲ 修正 K ル 限- 1 在 ラス 
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第二 十九 條中 「七 分 ノー」 ヲ 「五分 ノ  ー  J 二、 「年 
齡同シ キ トキ」 ヲ 「同年 月日 ナル トキ」- 1 改ム 
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第 十七 條 投票 ノ拒否 及 効カ ハ 選 擧立會 人ノ 意見 

ヲ鸱キ 選擧 長之ヲ 決定 7V 


第 十八炫 及第 _ 十 I 條 不「 同年 月」 ヲ 「同年 月日 ' 

- 一改ム 

第三 十八 條中 「一 母 年 一回. I ヲ . 锊锊計 年度 一回」 
-I 改ム 

第 四十 ili 條中 「同年 月」 ヲ 「同年 月日」- 一改ム 
第五 十四 勝 中 「同年 月： I ヲ 「同年 月日」- 1 、 —1' 郡會 
謬 M ノ定期 改選」 ヲ 「二 年」- 一改ム 
附則 

本 法 ハ 次ノ 改選 期 ヨリ 之ヲ 施行ス 
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第 十六 市制 中 改正 法律案 C 大口 喜 六 君 外 
二 名 提出〕 第 I 讀會 
市制 中改 IH 法律案 
市制 中 左ノ通 改正ス 
第 九條第 一項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

帝國 臣民-ー シテ獨 立 ノ生 計ヲ營 ム年齡 二 十年以 
上ノ 男子 六月 以来 市ノ住 民 卜爲ル トキ ハ 其ノ市 
公民 トス 但シ 貧困 ノ爲 公費 ノ 救助 ヲ受 ケタ ル 後 
二 年ヲ經 サル 者、 禁治產 者、 準 禁治產 者 及 六 年 
ノ 懲役 又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 一一 處セ ラレ タル 者 ハ此 
ノ限二 在 ラス 

同條 第二 項 中 「二 年」 ヲ 「六月」 — 改メ 第三 項 及 
第五 項 ヲ削ル 

第 十 一條 第二 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

市 公民 家資 分散 若 ハ 破 產ノ宣 吿ヲ受 ケ其ノ 確定 
シタルト キ 3 リ復嵇 ノ 決定 スル ニ 至 ル 迄 其ノ公 
民擗ヲ 停止 ス 禁錮 以上 ノ刑 ノ宣吿 ヲ受ケ タルト 
キヨ リ其ノ 執行 ヲ終リ 若 ハ 其ノ 執行 ヲ受 クル n 
トナキ -I 至 ル 迄 亦同シ 

第十三條中「人口艽+萬ヲ超ユル市-一於テハ人口 

二十 萬」 ヲ削ル 

第 十四 條第二 項 乃至 第 ?/ r 項 ヲ削ル 

第 十 Jr: 條 削除 

第 十六 條中 「二級 又 ハ 三級 選擧 ノ爲ノ ミ-一 付 亦 同 

シ」 ヲ削リ 第 四 項 ヲ左ノ 如ク 改メ 第五 項 ヲ削ル 選 

舉人ハ 件 所-一依 y 所 愿ノ選 擧區 ヲ定ム 

第 十七條 中 「二級 又 ハ 三級 選擧 ノ爲ノ ミ-一 付 亦 同 

シしヲ 削 ル 

第 十八 條第四 項 及第 五 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

父子 兄弟 タル 跺故 アル 者 ハ 同時-一市 會議 員ノ職 

-1 在 ル コト ヲ得ス 某 ノ 同時- 1 選 擧セ ラレ タルト 

キハ得 票 ノ數 -1 依 リ其 ノ多キ 者 一人 ヲ當 選莕卜 


シ同數 ナル トキ 又 ハ 選舉區 ヲ異 -I シテ 選窣セ ラ 
レ タル トキ ハ 年長者 ヲ當選 者 トス 同年 月日 ナル 
トキ ハ 抽騷 -l te y 市長 之ヲ定 ム其ノ 時 ヲ異. f ゾ 
テ 選 fi セラ レ タル トキ ハ 後 二 選擧セ ラレ タル 者 
議員 タルコ トヲ 得ス 

議員 卜爲 リタ ル 後 前項 ノ鞔故 ヲ生シ タル 場合 一一 
於 テ ハ 年少者 其ノ微 ヲ失フ 同年 月日 ナル トキ ハ 
抽静ノ|依リ市長之ヲ定ム 

第 十九 條中 「第 一 」、 「毎 級 谷 別-こ 及 「及 等級」 
ヲ削リ 第三 項ノ 次-- 左 ノー  項ヲ加 フ 
議員 ノ定數 -1 異動 ヲ生シ タル 爲新 M 議員 ノ選擧 
ヲ要 スル トキ ハ 三月 以內 -1 其 ノ選擧 ヲ行フ へ シ 
第二 十條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改メ 第三 項 中 「等級 及」 
ヲ削ル  . 

市會 議員 中 闕員ヲ 生 シタルト キハー ー】 月 以內二 補 
闕選擧 ヲ行フ ヘシ 

第二 十 一條 中 「選 擧 期日 前 六十 日ヲ期 トシ 其ノ日 
ノ 現在-一依 リ」 ヲ 「毎年 九月 十五 日ヲ期 トシ 其ノ 
日ノ 現在-一依 リ 十月 十 ？ ;; 日 迄- 1」 - 1 、「選 擧 期日 前 
四十 日ヲ期 トシ 其ノ日 ヨリ 七日 間」 ヲ 「铒 年 十月 
二 十日 ヨリ 十五 日間」 二、 「其 ノ 確定 期日 前-こ ヲ 
「直- U- 一改ム 

同條 第 A 項 及第 九 項 ヲ左ノ 如 ク改メ 第 十三 項 及第 
十六 項 ヲ削ル 

選擧 人名 11 ハ 十二月 十五 日 ヲ以テ 確定 期限 トシ 確 
定名纈 ハ 次年 ノ十 二月 十四日 迄 之ヲ据 K クへシ 
第 彐條又 ハ 第四條 ノ處分 アリ タル 場合-一 於 ケル 名 
簿 ノ分 合- 1 關シテ ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第二 十二 條中 「各 級 ヨリ」、 「等級 及」 及第 三項ヲ 
削 ル 

第二 十五 條第 ??; 項 但書 ヲ削ル 
第二 十七 條削除 
第二 - 1- 八條 第二 項 ヲ削ル 

第二 十九 條投 票ノ 拒否 及 効カ ハ 選 擧立會 人ノ意 
見 ヲ牕キ 選擧長 之 ヲ 決定ス 
選 擧分會 ― 於 ケル 投票 ノ拒否 ハ 其 ノ選擧 立會人 
ノ 意見 ヲ 脗 キ分會 長之ヲ 決定 ス 
第三 十條中 「各 級-一 於 テ」 及 「谷 級ノ  J ヲ削リ 「七 
分 ノー」 ヲ 「五分 ノ ー」- 一、 「年齡 同 シキ トキ」 ヲ 
「同年 月日 ナル トキ」 二 改ム 
第三 十二 條中 r 數級又 ハ」 及 「最終-こ ヲ削ル 
第 四十 條第二 項 ヲ削ル 


第 四十 九 勝 及第 五十 ?.: 陆中 r 年：！ rHJ シキ トキ」 ヲ 
「同年 月日 ナル トキ j  -I 改ム 
第 六十 五條 中 「市 疴議 M/tt 期 = 法 ル」 ヲ 「二 年 

トス ' - 一改ム 

第 百 四十 六胳第 三 項 ヲ削ル 
附則. 

本 法 ハ 次ノ總 選 舉 ヨリ 之 ヲ 施行 ス 
本 法 施行 ノ際必 要 ナル 規定 ハ 命令 以テ 之定ム 

第 十七 町村制 屮改 Jl- ii;- 律 案 .-' 大口 莴六竹 
外 二 名 提出〕 第一 ^ e 
町村制 中 改正 法律案 
町村制 屮左ノ 通 改正ス 
第七條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

帝 國 K 民- 7. ゾテ ig 立 ノ生 計ヲ營 ム苹齡 二十 年 以 
上ノ 男子 六月 以来 町村 ノ住民 卜爲ル トキ ハ 其 ノ 
町村 公民 トシ 但シ® 闲ノ 爲 公费ノ 救助 ヲ S ケタ 
ル 後 二 年ヲ經 サル 者， 禁洽產 者 雄 禁洽產 渚 及 六 
年ノ慇 役 又 ハ 禁錮 以上 ノ 刑-一 處セ ラレ タル 渚 ハ 
此ノ 限- 1 在 ラス 

同條第 二 項 中 「一一 年」 ヲ 六月- 一 改メ 第三 項 及第 五 
項 ヲ削ル 

第九條 第二 項 ヲ左 ノ如ク 改ム 

町村 公民 家資 分散 若 ハ 破 產ノ 宣告 ヲ受ケ 其ノ確 
定シ タルト キヨ リ復權 ノ 決定 確定 スル-一至 ル 迄 
其ノ 公民 權ヲ 停止 ス 禁錮 以上 ノ刑ノ 宣告 ヲ受ケ 
タルト キヨ リ M ノ 執行 ヲ終リ 若 ハ 其 ノ執行 ヲ受 
クル コト ナキ -1 35 ル is 亦同シ 
第 十二條 第二 項 乃至 第五 項 ヲ削ル 
第 十三 條削除 

第 十四 條中 『二 級選舉 ノ爲ノ ミ M 付 亦 同シ J ヲ削 

ル 

第 十五 條第四 項 及 IB 五 項ヲ左 ノ如 ク改ム 

父子 兄弟 タル 緣故 アル 者 ハ 同時 — 町村 會識 a ノ 
職 一一 在 ル コト ヲ得ス 其ノ 同時-一 選擧. セラ レ タル 
トキ ハ 得票 ノ數 二诙 リ其ノ 多 キ者 一人 ヲ常遝 者 
トシ 同數 ナル トキ ハ尔 長者 ヲ當 選者 トス 同 f 
日 ナル トキ ハ 抽齦 -I 依リ 町村 長 之 ヲ定ム 其 ノ時 
ヲ異 -1 シテ選 擧セ ラレ タル トキ ハ 後〗 一 選 擧セラ 
レ タル 者 _ fl タルコ トヲ得 ス 

議員 卜爲 リタ ル 後前孭 ノ鞔故 ヲ生シ タル 場合 — 
於 テ ハ 年少者 其ノ臌 ヲ失フ 同年 月日 ナル トキ ハ 
抽籤 — 依 y 町村 長 之 ヲ定ム 


睽議衆 ep 阀帝冋 二十 四 第 


第 十六 條屮 「第一」 「毎 級 及 谷 別- 1 J 及 「解任 ヲ要 
スル 等級 MJ ヲ削リ 第 _: 1 孭ノ 次- 1 左 ノー  項 ヲ加フ 
讅员 ノ定數 -1 異動 ヲ生シ タル 爲新- 一議 C  ノ選擧 
ヲ盟 N、 ル トキ ハ 三月 以内- 1 其ノ選 培 ヲ行フ ヘシ 
第 十七 條第 一項 ヲ左ノ 如ク 改メ 第三 項 ヲ削ル 
町村 會 議員 中 闕員ヲ 生 シタルト キハ 三月 以内- 1 
補 缺潠擧 ヲ行フ へ シ 

第 十八 條中 「選 擧期 R 前 六十 日ヲ期 トシ 其 ノ日ノ 
現在- |依リ」 ヲ 「每年 九月 十五 日ヲ期 トシ 其 ノ日 
ノ 現在- |成リ 十月 十 . 7T 日 迄-こ 二、 r 選擧期 日 前 
四十 日ヲ期 トシ 其ノ 日 3 リ七 0 間」 ヲ 「毎年 十月 
二十日ヨリ十艽日間」-|、 「《 ノ確 定期 日 前-こ 
ヲ 「直-こ 二改ム 

同條第 七 項 及第 八 項 ヲ左ノ 如 ク改メ 第 十二 項 及第 
十五 項 ヲ削ル 

選 ^ 人名簿 ハ 十二月 十五 □ヲ以 テ 確定 期限 トシ 

確定 名翊ハ 次年 ノ 十二 ; i 十四日 迄 之 ヲ据置 クへ 

シ 

第三蚱 ノ處分 アリ タル 場合- 1 於 ケル 名緙ノ 分 合 

-I 關シテ ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 

第 十九 條中 「各 級 ヨリ」、 「等級 及」 及第 三 項ヲ削 

レ 

第二 十二條 第 K 項 m 書ヲ削 ル 

第二 十四陆 .削除 

第二 十五 條第二 項 ヲ削ル 

第二十六條投㈡ノ枳否及効カハ選舉立會人ノ意 

見ヲ e キ選犁 長 之 ヲ 決定 ス 

選 擧分會 -I 於 ケル 投票 ノ 拒否 ハ 其 ノ選擧 立會人 

ノ 意見 ヲ随キ 分 會長 之ヲ 決定 ス 

第二 十七條 屮 I 谷 級 二 於 テ」 及 「谷 級ノ」 ヲ削リ 

「七 分ノ 1」 ヲ 「五分 ノ lJ-ス 「年 齡同シ キト 

キ J ヲ 「同年 月 U ナル トキ」- 1 改ム 

第二 十九 條中 第三 項 及第 五 項 中 「第三 項ノ 場合- 1 

於 テ 何 レノ 常 選- 1 應スへ キカ ヲ 申立 テ サル )«• キハ 

總 テ之ヲ 辭シタ ル モノ ト 8¢ 做ス J ヲ m ル 

第三 十 i 條第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

第二 十九 條 第二 明 ノ期間 ヲ經過 シタルト キ 、同 

條第 : 項 ノ 申立 アリ タル トキ ハ 町村 長 ハ 直- 1 當 

選者 ノ住所 氏名 ヲ吿 示シ併 セテ 之ヲ郡 長- 一 報告 

スへシ 

第三 十七 條第二 項 ヲ削ル 

第五 十 一條 中 「年 齡同シ トキ」 ヲ 7 同年 月 □ナル 


トキ」- 1 改ム 
附則 

本 法 ハ 次ノ總 選擧 ョリ 之ヲ 施行 ス 
本 法 施行 ノ 際必耍 ナル 規定 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 定ム 
〔大口 喜 六 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 大口 喜 六 君 私は 提出者の 一入と 致しまして、 唯 
今 議題と なつて 居ります る 所の 市制， 町村制， 府縣 
制 •郡制の 谷 案に 就きまして、 改正を 致したい と存 
じます る理 山の 大體 を說明 致したい と 存じます、 此 
谷 案に 就きましては、 旣に 前議會 即ち 第 四十！ _會 
に 於き まして、 旣に是 と 略々 同！ の 趣 1C の識 案を 私 
共が 提 川 致しました， 其 際 同じ提 m 者の 浦 原悅 二郞 
君ょり 其 理由が 說明 してあります、 故に 再び 茲に其 
詳細なる 事を 繰 返す 必要は 無い と存ず るので ありま 
すが、 案の 内容に 多少 興な つたる 點も 本年は ありま 
すので、 それ故に 更に 聊か 玆に說 明を 加へ て 置きた 
いと 思 ふので あります、 其 順序と 致しまして は、 先 
づ 市制 並に 町村制の 方に 就きまして 其 理由を 述べ ま 
して、 それから 後に 府縣制 郡制と 云 ふやぅな 順序に 
說明 して 參りた いと 思 ふので あります、 申す まで も 
なく 我國に 於け る 市 又は 町村と 申します る ものは， 
公共 lil gs の 中に 於き ましても •極めて 有力で あつて 
極めて 大切なる 自治 函體 であります， 其の 進步發 達 
の 如何 if 實に 立憲政治の 基礎を 鞏固なら しむる 上 
に 於き まして、 大關 係を 有する ものであります、 諸 
君 も 御 承知の 如く、 初めて 我國に 市町村 制の 行 (± れ 
ましたの ほ、 明治 二 十一 年の 四月で ありました •か， 
當時 之に 就きまして；！ i 詰 勅が 降つて 居る ので ありま 
す、 謹んで 其 常時の 御 詔 勘の 一部を 拜讀 致します る 
と、 其屮に 斯ぅ； K ふこと が あるので あります 「地方 

共同の 利益を 發達 せしめ 衆庶以 民の 幸福を 吩進 する 

ことを 欲し 隣保 團 結の ffl 慣を存 重して 益々 之を 擴張 

し 更に 法律を 以て 都市 及 町村の 淄義を 保 謎す るの 必 

要を 認め 玆に 市制 及 町村制を 裁可して 之を 公布せ し 

む」 斯様に あるので あります、 即ち 此 地方 共同の 利 

益と 云 ふ 事， 衆庶 K 民の 幸福と 云 ふ 事 >  更 に 又隣 保 

團結の 0} 似と申しまする事とが、此主眼と扣成つて 

居る ので あ 〇ま す、 而して 之を 增進 すると 云 ふこと 

、、掖 張す ると 云 ふこと、 又 別に 之を 存重 すると 云 

ふこと、 が、 其 御 趣旨の 在る 所で あると 拜 察し 奉る 

のであります、 即ち 吾々 ほ 此 時勢の 進 運に 111! 應 致し 

まして、 此御 趣旨の 在る 所に 依つ て、 我國に 於け る 


0 治 制なる ものを 収扱 ねばならぬ、 斯樣に 杉へ て 居 
るので あります、 是が 今回 此改正 案を 提出 致し まし 
たる， 根 木の 趣意に 相 成つて 居る のであります ，そ 
こで 今回 私共が 提出 致しました 此市制 町村制 中に 於 
きまして です、 5n 何 やぅなる 所を 改正す るかと 申し 
ますと、 其 修正の 箇所は 闻 る 多岐に 渉つ て 居ります 
けれどもが、 之を 縮めて 中 上げます と •大體 に 於て 
は 七箇條 許りと 相 成る のであります、 即ち 第一が 公 
民 潲の横 張であります， 第二が 階級 選 擧 の撤塍 であ 
ります、 第三が 市町村 會議 M の 補 闕遝擧 に關 する 事 
でありまして， 是は是 までは 闕員が あ 〇 ましても、 
或 程度に 達しなければ •補闕 選擧 をし なくても 宜い 
ことにな つて 居つ たのであります が、 之を 闕員あ る 
毎に， 必ず 補 闕選擧 をし なくて はならない、 斯樣に 
改める ので あ b ます、 第 四 (3: 之に 伴 ひまして* 選擧 
人名簿の 調製であります、 此方 法を ば 變へな くて ほ 
t らな い、 第五は 議員の 定數を 改めまして、 大都市 
には 尙ほ其 人 P に應 じまして •多数の 闊员を 選出し 
得る ことに 致したい、 斯樣な 考で あります、 之を 言 
換へ ますれば、 大都市に 於け る議局 數の坍 加で あり 
ます、 第 六は 議員の 當選 に關 しまして、 其 得票の 法 
定數を 改める ことであります、 是 ほ 今 [51 我々 が 改正 
を 致します る 結果、 選 擧有權 者の 數が 殖えます るが 
故に、 自然 其 法定數 の 率を も 改めなくて ほなら ない 
斯樣に 信ずる 次第で あるので あります-それから 第 
七は 市の 參 事 會員の 住 期を 二 P5 年と 改める ことで あ 
ります、 先づ此 七 箇條が 主なる 眼目と 相 成つ て 居る 
のであります が、 其 中に 就きまして、 旣に 大部分は 
前 申 上げました 如く， 前議會 に 於き まして、 楠 原 君 
から 詳細に 說明 してあります が 故に 之を 省きまして 
其 中の 殊に 主 5? なる 點 •最も 主要なる 點 •即ち 市町 
村に 於け る 公民權 の擴張 •勿論 之には 選擧權 彼 選擧 
權 の擴 張が 伴 ふので あります が、 之と 玆に 階級 選擧 
を撤躂 すると 云 ふ、 此二 S に 就きまして、 此際 少し 
く 申 述べて a きたい、 斯樣に 思 ふので あります、 先 
づ 公民 權頫 張の 事であります が、 之に 就きまして 今 
回 私共の 提出 致して 居ります 要點 は、 苟も 帝 國の臣 
民でありまして、 獨 立の 生計を 營んで 居る 所の 者が 
年齢 二十 年 以上の 男子で あつて •六 箇月 以上 其 市の 
件 民と 相 成つ て 居ります 以 h は、 之に 公民 II を附與 
しやう、 斯う 云 ふので あります、 即ち 現行法から 納 
稅 資格を 撤廢 致しまして， 年齡滿 二十 五 年 以上と あ 


ります のを， 滿二十 年と 改め、 而 して 二 年 以來 [-1-: 民 
となつて 居る と 云ふ條 件を •六 箇月 以来 其 池の 住民 
とさへ なつて 尻り ますれば、 それで 公民た るの * [• 格 
が ある •斯樣 に 改め やぅと 云 ふので あります、 熟々 
我國に 於け る 地方自治の 實况を 見ます のに、 先刻 も 
申します 如く、 明治 二十 一 年に 初めて 法律が 實施せ 
られ まして 以來 、年を 經る こと 旣に 三十 餘年 であり 
ますから、 我國の 自治 行政と 云 ふ ものは、 其 間に 於 
て 確に 進 步の實 ：3 を 示して 居る に 相違ない と 存じ ま 
す、 併ながら 此時 代の 進 ia と 云 ふ ものは、 尙ほ それ 
よりもより 以上に 速なる ものが あるので あります* 
殊に 此 自治 制と 云 ふ もの もです、 因襲の 久しき •遺 
憾なが ら其 間には、 又 自ら 情 弊の 生じつ、 あると 云 
ふこと を も* 看 逃して (3; ならない と考 へたので あり 
ます、 而 して 之を 刷新し、 益々 之が 進步發 達を 期せ 
んと 致します には、 其方 法 も 亦 色々 ある こと、 考へ 
ますが、 其 中に 於き まして 先づ 此の 公民 權の横 張と 
云 ふこと が、 極めて 大切なる 事柄で あらぅ と考へ る 
のであります、 就中 納税 資格の ■撤廢 と 云 ふことは、 
之を 第一義と して* 先づ實 行し なくて はならない 事 I 
であると考へるのであります、前にも申します如く 
今を 去る こと 三十 餘年 前、 初めて 市町村 制と 云 ふ も 
のが 發 布され たのであります が、 其 時に 政府から al 
由 書と 云 ふ ものが 發 表されて 居る、 此 理由 書の 屮の 
一節を 讀んで 見ます と、 斯樣な 事が 書いて ある‘ 是 
は 極めて 必耍な 事で ある 故に、 少しく 之を 讀んで 見 
たいと 思 ふので あります、 其 政府の 理由 書の ' |> に r 
即ち 政府の 事務を 地方に 分 任し 又 人民を して 之に 參 
與せ しめ 以て 政府の 繁雜を 省き 併せて 人民の 本分を 
盡さ しめんと する に 在〇而 して 政府は 政治の 大綱を 
握り 方針を 授け 國家 統御の 實を擧 ぐるを 得べ く 人民 
ほ 自治の 責任を 分ち 以て 專ら 地方の 公益を 計る の 心 
を 起す に 至るべし 蓋し 人民 參 政の 思想 發達す るに 從 
ひ 之を 利用して 地方の 公事に 練習せ しめ 施政の 難易 
を 知らし め 漸く 國 事に 任す るの 實力を 養成 せんとす 
是れ將 來 立憲の 制に 於て 國家苗 世の 基礎を 立つ る 根 
源なる」 斯樣な 事を 言つ て 居る のであります、 元來 
此精 神から 申します れば •私共は 旣に此 納税 資格な 
どに 依て、 公民 權 を定： s て 居る と 云 ふが 如き 事は、 
實に此 趣意と 矛 ® して 居る 所の ものであると 考へな 
くて はならぬ のであります、 併ながら 過去の (nf 代に 
於き まして ほ、 是も 已むを得ない 事であります が、 
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苻 |?2 制 中改 liH ffim  5 tv 外  i I— 件 第一 m l?7 
最早 今日と ffl 成りまして は、 成るべく 多 ® の阀 民を 
して、 先づ其 地方々々 の 自治 行政に 參與 せしめ、 以 
て S 治の K 任を 分た しむる と 云 ふこと が、 極めて 必 
要なる 事で & ると考 へる のであります、 此事ほ 先日 
旣に普 通 選 擧 問題が 常 _場 に 現れました 場合に、 抵 
® 此溃擠 で 論ぜられた ことであります、 故に 此以上 
を 申述ぷ る 必要 {3; ない と 存じます が* 今日に 於き ま 
して (i 最早 tn 產なる 者は t« 心なし などと 申す ことを 
以て、 國 K の 政治に 參與 し、 又 (?. 行政に 參與 する 所 
の W 格を 定む る！！ 准と 爲すが 如き •時代で ほな きこ 
とを 信ずる 者であります、 今日に 於け る 我が 日本 帝 
國の R 民 if 己が 财產の 有無に 依て 國 家の 利害を 左 

右せ ん とする が 如き、 無 # C 任の 者では あるまい と 私 

共は 考へて 思る のであります、 (拍手 起る) 我々 ほ 

此现由 に 佐り まして， 納税 資格の 撤媵を 主張す る 者 

であります、 それから 年齡の 問題であります が、 是 

は 矢 張 同僚の M 原 君 か.」 普通 選擧の 場合に ^ 述べら 

れ ました 事と* 全く 同じ 理由であります から、 玆に 

略す る ことに 致したい、 それから 此二 年の 在住 期間 

を六简 月に 短縮す ると 云 ふこと であります が、 ^ も 

由て 来る 所の 理由の 根 本義と 云 ふ ものは、 同じ 理窟 

であります から、 菇も略 したいと 思 ひます、 唯 y£ 玆 

に 是非 一 言して fs かねば ならぬ と 思 ひます 事は、 此 

改正案に 於き ましては， 尙ほ现 行 法に あります 所の 

「獨立 生計 ヲ營 ム」 と 云 ふ •此 一項は 認 むる ことで 

あります， 之に 就きまして ほ 勿論 ® 々 なる 議論 も あ 

る ことで あらう と 思 ひます が •理想と 致しまして は 

私共 ほ 或は 之を も撤廢 すべし と 云 ふ ii 論が あらう と 

思 ふので あります、 現に 私共の 普通 選奶の 案に 於て 

は、 J!: 不必嬰 なること を 主張して 居る のであります 

然るに 此自治 制の 上に 於き まして は、 尙ほ 之を 認め 

ますのは 何故であります かと Fr-1 します に， 是ほ 一面 

に 於き ましては、 事® の 上に 我， は 論據 を {t かなく 

ては ならない と # へる のであります、 申します まで 

もな く  •之が 衆 騎院の 選舉 g の 如く、 i« 接に 國 家の 

政治に 參與 すべき 沖赀 の ものを 選ぶ 資格で あると 云 

ふなら ばです、 無論 此項は 撤 fe 致して 然るべき もの 

であらう と 思 ふので あります が、 地方 ‘ H 治® に 於き 

ましては、所諧隣保團結の 1| 慣を存廣すると云ふこ 

とが、 亦 極めて 大切なる ill- であると 信ずる ので あり 

ます、 申す まで もな く 其 地方の 行政 事務を 分 任す る 

4 のであります からして 、卵ち 此廣 い脑園 に 於き ま 


して、 ® 家の 政治に 參與 すると 云 ふ ものと、 塚め て 
狹い M 域の 中に 於て、 31;- 地方々々 の 行政 事務に 任 f 
る性贤のものとほ、自ら其間に趑を異にすべきもの， 
が あるで あらう と考 へる のであります、 元來地 方の 
自治 行政と 1K ふ ものに 於き まして、 最も 私共が 大切 
と 信じて 居ります もの 13; 何で あるかと pr=l します と、 
御 承知の 通り 先 づ其地 方々々 に 於け る 特殊の 事情に 
错 im すると S ふこと が 極めて 必要で あると 思 ふので 
あります、 而して 芄 事情に 適應 して 行政 上の 成績を 
擧げ ると 云 ふこと を •中： 眼と しなくて はならない と 
思 ふので あります、 それから 今一つ 地方 im 治 體に於 
て必獎 な ¢ 13: ，寧ろ 技倆の 礙れ たる 人を 得る よりも 
其 地方に 信用が 厚く して、 而も 鄕黨 間に 於き まして 
比較的に 重きを ic かるる 人を 得る ことが、 極めて 大 
切で あらう と 思 ふので あります， 此點 から 申します 
れぱ •即ち 其 等の 組織を 致します る ©: 利を 有します 
るの が、 公民であります るが 故に、 公民なる もの ほ 
少 くと も此獨 立の 生計 だけは 營んで 居る 者で なけれ 
ばなら ぬ. 斯樣な る 者に® 利を 與へ ると 云 ふこと ほ 
少く とも 今日の 時代に 於て ほ、 尙ほ 之を 必要と せな 
くて はならない と 斯_ に 信じた のであります-殊に 
我 H 本 帝國に 於き まして ほ 家族制度の 上に、 特殊の 
美風を 存 して 居る 所の 國柄 であります、 此點 から 申 
しましても、 亦 極めて 此に 何等かの 妙味の 存 する も 
のが あるで あらう と 私共は 信じた 次第であります、 
次に 階級 選擧 の撤陡 であります が， 御眾 知の 如く 現 
行 法に 於け る 我 國の市 制 町村制に 於き ましては •階 
級 選擧の 法が 採用せられ て 居りまして は、 市制に 於 

て ! X 三級、 町村制に 於て は 二 級の 階級から， 各 其 市 

町村曾議员を選擧することになつて居るのでありま 

す、 承り ますれば、 最初 我國 で此法 を 定める には、 

獨逸國 の 制を 採つ たど 云 ふこと であります、 我國に 

は此 C： 治 制 以外には、 曾て斯 の 如き 階級 的 制度を 設 

けて選擧を致しまする法例ほ、ございませぬやうに 

我 A- は 思 ふので あります、 殊に 其 本家本元と 謂 ほれ 

る 所の 1 i 逸國に 於き まして ほ >  此 階級 選擧な る もの 

の 根 據が甚 だ 薄弱で _あ ると； K ふので" 唯今では 次第 

々々に 比例 選擧が 採用され て 居ろ と 承知して 居る の 

で & ります‘ 是も 最初 市町 ^ i 制が 行は れ ました 時に 

發 布され ました 所の 理由 書を 調べて U: まする のは、 

此階 級選擧 を設 くるに 就ての 理由と して‘ 斯う 云 ふ 

事が® いて あるので あります 「本 制に 於て ほ 納税額 


に te り 運 绍 人の 等級を 立て 遛舉嵇 を 以て 市 !1 1; 村 負 松 
2 :,忠 |' 作 ?:: .-:- -しむ蓋し名啓給に仟ずるには市町村 
公民の 1 : •からざる 義務な れ ぱ 資產 ある ものに あら ざ 
れば 之に 任ずろ 事 能 {3: ず」 斯う 云 ふ 事が 唯一の 理由 
となつて 居る のであります が 今 H の 時勢から 考 へま 
すれば •此 理由 ® に 惣 くの 外 ほ ない と 私共は 思 ふの 
であります、 是 ほ 私が 說明す るまで もない 今日に 於 
ては 殆ど 何等 ® 値の 無き 問題で & らうと 私共は 思 ふ 
のであります 、况や 旣に此 公民 權に關 しまして 其納 
税資格 を撤躞 する 以上 ほ lit 階級 選 擧をも 改めまして 
平等 選擧と 致します るの が 正に 當然で あらう と M 樣 
に 信ずる 次第であります 、市町村 制の 改正に 就き ま 
しての 說明は •先づ 此邊で 止 め まし. て簡單 に府縣 制 
並に 郡制の 改正に 關する 大體を 申 述べて 置きたい と 
思 ふので あ 〇 ます、 府縣制 哉に 郡制の 改正に 就き ま 
しても •其 改正の® 條ほ 中々 澤山 にあります が、 御 
手許に 配付され てあります る 所の 案に 依て、 御覽を 
願 ひたいと 思 ふので あ 〇 ます、 併ながら 之を 約め て 
見 ますれば， 矢 張 其 主要なる 點は 、選 擧權 並に 被 選 
擧灌 の擗 張に 歸著 する のであります， 即ち 其 改正の 
大體は 如何 やうなる もの かと 申し ますれば* 現行法 
を 改めまして、 其 府 縣郡內 の 市町村に 於て 公民 權を 
有つ て 居る 所の 者には •之に 全部 其 府縣會 並に 郡 會 
a- M の 選 擧權被 選擧 灌 を與 へやう とする ので ありま 
す， 私共は 我國に 於け る 現在の 府縣 又は 郡と 云 ふ も 
のに ^ しまして、 今少しく. 自治の 意義を 擴 張したい 
と 思つ て 居る 者であります、 それに 對 しまして ほ、 
未だ 具體 的の 案は 玆に 出して 居り ませぬ が •早晚 是 
13: 實行 しなくて ほなら ない 問題で あると 思 ふので あ 
ります、 而 して 其 根抵 即ち 基礎と 云 ふ ものは、 矢 張 
之を 市町村に 置かな く ■て ほなら ない と考 へる ので あ 
ります •即ち 市町村が 相 集つ て 大きくな つた 自治 體 
は 郡で ある >  府縣 である’ 斯う 云ふ斟 にならなくて 
はならない 氣運に 向 ひつ X あると 信じて 居る 者で あ 
ります、 此 見地から 致します れば •先づ 市町村. の 公 
民にほ、矢張其郡なり府縣なりの議員に對する選舉 
撾被選 擧權と 云 ふ ものを 與 へる 事が， 適當 なりと 信 
ずる 者であります、 それから 又 之を 事務の 上から fp 
して 見ます ると， 今日の 規定と 云 ふ もの li H に複雜 
なる ものでありまして >  市町村 役場と 云 ふ ものは、 
容易なら ざる 手數 を選舉 人名 繃の 調査に m ゐな けれ 
ばなら ない 事情に なつて 居る のであります、 先づ© 
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年 九月と 十月には 呀； 14 の 選 * 八. 
名 節を 作らなければ なり ませぬ •それから . 四 年 n 
毎に 郡 會葯 員と 市町村 鈐 S の 選 * がありまして -K- 
時には 選 舉期日 六十 日 以前に、 速 犁 名 铋を作 らなけ 
ればな 〇 ませぬ が-それ か  一 ， ;r. M 格を 異にして K る 
が 故に、 K に 之を 調： T!' する に i'i 雄なる こと； 

ではない のであります、 それに 四 年 1=1に作 0 と 1|' 1 
ますれば、 大層 間が ある やうで 〇 〇 ますが、 其. n: は 
常に 相 當 の原奶 を 龆 へて； M きまして、 少く とも 毎年 
々々加除を して 行かなければ •到底 做 H なる ^ 妬 lj: 
出來る もので ない、 ^ 紐が 不完全で ある 爲めに 訴訟 
などが起るのほ、 15 ほ能.く調べて兕ると、平生の比 
意に 缺ける 所が ある 結果で あると 私 北は 思 ひます、 
lit 所から 考へて 見ます ると it ふと、、 此改正 案の 如く 
に 致します れぱ 、毎华 公民 糊の 名 ?® を 確 K に 作つ.. 
置きます れば ■後は 極めて ffi かな 手 r{ で、 容易に 1; 
擧名 躍 (3: 出來 ると 云 ふこと になる の. で •あります か. r-> 
して、 是は理 論の 方で なく、 a 際 上の 問題と 致しす 
して、 亦 極めて 考へな くて はならない 事と {;? じて 1,'r 
るので あります •要するに 府縣郡 に 於け る 選. 辦貶‘ 
並に 被 選 擧權に 於き ましても •納税 資格を 撤腿 しま 
して、 其權 利を 公民 褪と同 一なる ものに 致します の 
で、 其 根本的の 理由は， 矢 張 市町村 制の 場合に 
ベた 事と 同じであります るから、 妥 に Tti び 之を 述 V 
ませぬ、 其 他に 尙ほ參 事 會 W の 年限 並に 府縣會 郡' T:  | 
の開會 時期 等に 就て、 改正を 袈する 1 •&! であ 〇 まする . 
が、 是は 御手 許に 廻つ てあります る 案に §1; て 御 ^ 下 
さい ますれば、 大體 分り ませう と 存じます るが i1-: に 
此所で 一々 之を 申 述べ ませぬ 尙ほ最 後に 一言 申 添へ 
て H きたい 事の あります るの ほ， 府一制 沉 制は 勿論 
亦 町村制に 於き ましても、 我々 は 公民 嵇又 ほ 選 擧榴 
被選擧 ® の 擴張以 外に、 時 1»: の 進 5M に 鑑みまして、 

-H 治 體 其の もの、 褪限 を、 今少 L く擗張 する 必要 あ 
りと 信じて 居る 者であります、 (拍手す る 者 あり〕 

而 して 此國 家の 某 礎を 鞏固なら しむべく、 それが e 
全なる 發達を 之に 依て 筘圍 しなくて ほなら ない と 思 
つて 居る 所の 者であります、 他 H 之に 就きまして ほ 
或は 具牒 的の 意見を 拙 m する ことがあらう かと 考へ 
まする が、 今は 喵だ其 趣旨の 一端と して、 此改正 案 
に 現れて 居ります る 事を 申 述べた 次第で あるの : e & 
ります 尙ほ 詳しき 事は， 幸に 是が裘 員に fj- 託さる、 
ことになります れぱ 、其 席上に 於て 辯 明 致したい と 
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存じます から、 今日は 此大 體の說 明に 止めたい と 思 
ひます、 どぅぞ 御资 成 を 願 ひます、 (拍手 起る〕 

〇 岩 崎 勵君 □程 第 十一！ ょり 第 十七に 至る 四 案は、 
一括して 議長 指名を 以て、 特に 十八 名の 委員に 付託 
せられん ことを 留み ます。 

CT 寶 成」 と 呼 ふ 渚 あり〕 

〇謓 長 /" 大岡育 造 君) 岩 崎 君の 動 II の 如く 決し まし 
た。 

〇 森 本是 一郎 君 作業 會計法 中 改正 法律案 外 一件の 
委員 ir を 開锊 致したい と 思 ひます が、 御 許を 願 ひま 
す。 

〇 議長 0 K 岡 育造 君) 許可 致します。 

〔森 本 赴 一 郎君 「該委 M の 御 方は 第七委 M 室へ 
f 3 集合を 願 ひます」 と 呼 ふ】 

〇 諮 長 (大 岡 W 造 荇〕 n 程 ? B 十八 乃至 第二 十二、 此 

諸 案を 一括して S 題と 爲 すに 御異 謎は あ 〇 ませぬ か 

〔「異議な し J 「 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君) 異議なければ 一括 騎 題と 致し 

ます 本 田 ® 之對 

第 十八 北海道 會法中 改正 法律案 (武富 時 

敏君外 五名 提出) 第一 ra 會 

北海道 ir 法 中 改正 法 fit 案 

北海 迫# 法 中 左ノ通 改正ス 

_ 第 四條 帝國 臣民- ー シテ獨 立ノ 生計 ヲ资 ム年齡 二 

十 .? 1: 年 以上 ノ男子 一年 以来 北海 逍内 — 住所 ヲ有 

スル 者 ハ 北海 33 符謎 n  ノ 選 堺糊及 被 選 舉權ヲ 有 

ス 

y 

N  貝 

本 法 ハ 大正 九 年 五月 一日 以後 M 行 ハル ル總 選 ii m 

リ之ヲ 施行 ス 

本 法 施行 ノ際 現- 1 道會 謎 M ノ職- 1 者 ル 在 ハ從 前ノ 

規定- Ite ル ® 近ノ總 選擧 M 於テ總 テ 其ノ瞄 ヲ失ス 

本 法 施行 ノ爲 必要 ナル 規定 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第 十 丸府縣 制 中 改正 法律案 (武 富時敏 君 

外 五名 提出) 第一 ri 會 

府縣 制屮改 正法钳 案 

府縣制 小 左ノ通 改正 ス 

第 六條第 一. 孭ヲ 左ノ如 ク改メ 第二 項 第 三 孭及第 

五 項 ヲ削ル 

府 縣内ノ 市町村 公民 f ゾテ 市町村 科 謎 W ノ選擧 

嵇ヲ有 スル 府縣會 題： a  ノ選犁 _ 及 被 選 擧® ヲ有 

ス 


第 十 一條 削除 
nu 

坏 貝 

本 法 ハ 大正 九 年 五月 一日 以後 — 行 ハル ル總選 擧ョ 
リ之ヲ 施行ス 

本 法 施行 ノ際 現-一 府縣 會議 M  ノ職 -1 在 ル 若 ハ 從前 
ノ規定 - 一依 ル 最近 ノ總選 _  -I 於 テ總テ 其ノ職 ヲ失 

フ 

本 法 施行 ノ爲 必要 ナル 規定 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第二 十 郡制 屮 改正 法律案 (武富 時敏君 外 
五名 提出〕 第一 讀會  . 
郡制 中 改正 法律案 
郡制 中 左 ノ通改 正ス 

第六條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改メ 第二 項 第三 項 及第 五 
孭ヲ削 ル 

郡 内 ノ 町村 公民- ー シテ 町村 會_ 員ノ選 擧權ヲ 有 
スル 者 ハ 郡會 議員 ノ選擧 g 及 被 選 擧_ ヲ有ス 
第 十 1 條 第二 項 ヲ削ル 
附則 

本 法 ハ 大正 九 年 五月 一日 以後-一行 ハル ル 改選 期ョ 
リ之ヲ 施行ス 

本 法 施行 ノ 際 8i — 郡會薺 員ノ職 _ 在 ル 者 ハ 從前ノ 
規定-一依 ル 最近 ノ定期 改選 期-一 於 テ總テ 其ノ職 ヲ 
失フ 

本 法 施行 ノ (〇 必耍 ナル 規定 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 
第二 十一 市制 中 改正 法 S 案 (武 富時敏 君 
外 五名 提出) 第一 讀會 
市制 中 改正 法津案 
市制 屮左ノ 通 改正 ス 

第 九條帝 國臣 民- 1 シテ獨 立ノ 生計 ヲ營ム 年齡二 
十五 年 以上 ノ男子 I 年 以来 市ノ 住民 卜爲 リタ ル 

者 ハ 其ノ市 公民 トス 但シ 貧困 ノ爲 公費 ノ救助 ヲ 

受ヶ タル 後一 年ヲ經 サル 者， 禁治產 者、 S 禁治 

產者及 六 年ノ慇 役又ハ 禁錮 以上 ノ 刑 — 處セ ラレ 

タル 者 ハ 此ノ 限-- 在 ラス 

市 ハ 前項 I 年ノ 制限 ヲ特免 K ル コト ヲ煜 

市 公民 ノ 要件 中其ノ 年限-一 關 K ル モノ ハ 市町村 

ノ廢 遛 分 合 又 ハ 境界 變更ノ 爲中斷 セラ ルル n 卜 

ナシ 

第 十 一條 第二 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

市 公民 家 K 分散 若 ハ 破產 ノ宣 i»f ヲ受ケ 其ノ 確定 

シタルト キヨ リ復 權.ノ 決定 確定 スル ニ 至 ル 迄 又 

ハ 禁錮 以上 ノ 刑 / 宣 齿 ヲ受ケ 其ノ 確定 シタルト 


キヨ リ其ノ 執行 ヲ終リ 若 ハ 其ノ 執行 ヲ受 クル コ 
トナ キニ至 ル 迄 其/公民 撋ヲ停 止ス  . 
第 十四 條第二 項 乃至 第五 項 ヲ削ル 
第 十五 條削除 

第 十六 條中 「二 級乂ハ ー ニ級 選 擧ノ爲 ノミ- 一 付 亦 同 
•ゾ」 ヲ削リ 第 四 項 ヲ左ノ 41! ク改メ 第五 項 ヲ削ル 
選擧人 ハ fl: 所-一依 リ所 屬ノ選 擧 M ヲ定ム 
第 十七 條中 「二級 又 ハ 三級 選擧 ノ爲ノ ミ- 1 付 亦 同 
シ J ヲ削ル 

第 十八 條第四 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

父子 兄弟 タル 緣故 アル 者 ハ 同時- 1 市會議 M ノ職 
-I 在 ル コト ヲ得ス 其ノ 同時'- 1 選 擧セ ラレ タルト 
キハ得 票ノ數 -1 依 リ其 ノ多キ 者 一人 ヲ當 選者 卜 
シ同數 ナル トキ 又 選. 塑 區ヲ異 - 7. ゾテ 選擧 セラ レ 
タル トキ ハ 年長者 ヲ當 選者 トス 其ノ時 ヲ異ニ シ 
テ 選擧セ ラレ タル トキ ハ 後- 1 選擧 セラ レ タル 者 
議員 タルコ トヲ得 ス 

第 十九 條中 「毎 級 谷 別-一」 及 「及 等級」 ヲ削ル 
第二 十條中 「等級 及」 ヲ削ル 
第二 十 一條 第 十三 項 ヲ削ル 

第二 十 一條 屮 【谷 級 ヨリ」 及 「及 等級」 ヲ削リ 第三 
項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

天災 事 變等 -1 依リ潠 擧 ヲ行フ コト 能 ハサ ル-一至 
y タル トキ ハ 市長 ハ 更 -1 選 擧會場 及 投票 ノ 日時 
ヲ 吿示シ 選 擧 ヲ行フ ヘシ 
第二 十五 條第五 項 但書 ヲ削ル 
第二 十七 條 削除 
第二 十八 條第 一一® ヲ削ル 
第三 十條第 一 項 ヲ左 ノ如ク 改ム 

市會 議員 ノ選擧 ハ 有効 投票 ノ 最多 數ヲ得 タル 者 
ヲ 以テ當 選者 トス 但シ 議員 數ヲ以 テ選擧 人名 縐 
二 登錄セ ラレ タル 人員數 ヲ除シ テ 得 タル 數ノ七 
分ノ  | 以上 ノ煜票 アル n ト ヲ耍ス 
第 — i 十二 條屮 「 數級又 ハ」 ヲ削ル 
第 百 四十 六條 第三 項 ヲ削ル 
第 百 七十 七條 削除 

trMJ  nu 

pfj ns 

本 法 ハ 大正 九 年 K 月 一日 ヨ y 之ヲ 施行ス 

本 法 施行 ノ際 現-t 市會 議員 又 ハ 市内-一 於 ケル 區ノ 

區會 議員 ノ職 -1 在 ル 者 ハ 從前ノ 規定-一依 ル 最近 ノ 

總選擧 -I 於 テ總テ 其ノ職 ヲ失フ 

北海道 及 沖 8B 縣 -I 於 ケル 區ハ本 法 施行 ノ日 ヨリ 之 


ヲ市 トス 

前項-一依 リ區ヲ 市卜爲 N :' 一 付必耍 ナル 事項 ハ 勅令 

ヲ以テ 之 ヲ定ム _ _ 

第二 十二 町村制 中 改正 法律案 (武 富時敏 
?4 外 ?/ I 名 提出) 第一 讀會 
町村制 中 改正 法律案 
町村制 中 左ノ通 改正ス 

第 七條第 一項 及第 二 ? ri ヲ左 ノ如ク 改メ 第三 項 及第 
五 項 ヲ削ル 

帝阐 臣民 ニ シテ獨 立 ノ 生計 ヲ營ム 年 齡二 十五 年 
以上 ノ 男子 一年 以來 町村 ノ住民 卜爲 リタ ル 者 ハ 
其ノ 町村 公民 トス 但シ貧 W  ノ爲 公費 ノ救助 ヲ受 
ケタ ル 後一 年ヲ經 サル 者‘ 禁治產 者、 準禁治産 
者 及 六 年ノ燧 役 又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 -I 處セ ラレタ 
ル 者 ハ此ノ 限-一 在 ラス 
町村 ハ 前項 一年 ノ制限 ヲ 特免 スル コト ヲ得 
第 九條 第二 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

町村 公民 家資 分散 若 ハ 破 產 ノ宣吿 ヲ受ケ 某 ノ確 
定シタ ル トキ 3 リ復 褪ノ 決定 確定 スル， | 至 ル 迄 
又 ハ 禁錮 以上 ノ刑 ノ茛 吿ヲ受 ケ其ノ 確定 シ タル 
トキ m y- 其ノ 執行 ヲ終リ 若 ハ 其 ノ 執行 ヲ受 クル 
コト ナキ- 一至 ル 迄 典 ノ公民 權ヲ 停止 ス 
第 十二 條第二 項 乃至 第 ? 1: 項ヲ削 ル 
第 十三 條削除 

第 十四 條中 r 二級 選擧 ノ爲ノ ミ-一 付 亦同シ j ヲ削 

レ 

第 十五 條第四 項 ヲ左ノ 如ク 改ム 

父子 兄弟 タル 緣故 アル 者 ハ 同時-一町 村會蕺 員ノ 
職- 1 在 ル コト ヲ得 K 其 ノ 同時- 111 擧セラ レ タル 
トキ ハ 得票 ノ數 — 依リ其 ノ多キ 者 一人 ヲ當 選者 
トシ 同數 ナル トキ ハ 年長者 ヲ常 選者 トス 其ノ時 
ヲ異 f ゾテ 選擧セ ラレ タル トキ ハ 後- 1 選 擧セラ 
タル 者議 M タルコ トヲ得 ス 

第 十六 條 中 , 毎 級 各 別-こ 及 m® ヲ削ル 
第 十七 條第三 項 ヲ削ル 
第 十八 條第 十二 項 ヲ削ル 

第 十九 條中 「各 級 ヨリ 選擧ス へ キ」 及 「等級 及」 
ヲ削リ 第三 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

天災 lii 變等- 一依 リ選擧 ヲ行フ コト 能 ハサ ル- 1 至 
リタ ル トキ ハ 町村 長 ハ 更 二 選 擧會場 及 投票 ノ日 
時ヲ吿 示シ 選擧 ヲ行フ ヘシ 
第二 十二 條第五 項 何 書 ヲ削ル 
一七 九 =1 
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院議 衆 會落國 帝 回 二十 四 第 


治安 谇察 法中改 iJK 法律案 第一 ! ra 會 
| 第二 十四 條 削除 

第二 十五 條第二 項ヲ削 ル 
第二 十七 條第 一項 ヲ左ノ 如ク 改ム. 

町村 會 議 員 ノ選擧 ハ 有効投 费ノ 最多 數ヲ得 タル 
者ヲ以 テ 常 選者 トス 但シ 議員 數ヲ以 テ選擧 人名 
慂二 登錄 セラ レ タル 人員 數 ヲ除シ テ 得 タル 數ノ 
七 分 ノ  I 以上 / 得票 アル n ト ヲ要ス 
第二 十九 條第三 項 ヲ削ル 
第 百 五十 七條 削除 
附則 

本 法 ハ 大正 九 年；^ 月 一日 ヨリ 之ヲ 施行 ス 
本 法 施行 ノ際 現- 1 町村 ir 議員、 區會 議員 又 ハ 全部 

事務 ノ爲 -1 設 クル 町村 組合 會 議員 ノ 職 — 在 ル 者 ハ 

從前ノ 規定- 1 依 ル 最近 ノ 總選擧 -I 於 テ總テ 其ノ職 

ヲ失フ 

從前 町村制 ヲ 施行 セ サル 地域 — 本法ヲ 施行 スル- 1 

付必耍 ナル 事項 ハ 勅令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

一本田 恒之君登揿〕 

〔拍手 起る〕 

0 本 田！ £之君北海道會法中改正法律案外四件‘即 

ち 府縣制 中 改正 法律案、 郡制 中改 JH 法律案 •市制 中 

改正 法律案、 町村制 中 改正 法律案、 即ち 五 法案に 通 

じました る 改正の 趣旨が あります から それを 一括し 

て說明を申上げます、我憲政會に於きましてほ、四 

十 I 議會に 於き ましても、 之と 同樣の 案を 提案 致し 

て、 其 時に 一通り 說明も 致して 居りました し、 又府 

縣制 以下 三 案に 就きましては， 唯今 國民雜 ■の 提案に 

對 しまして、 大 U 喜 六 君ょり 詳細なる 御說 明が あり 

ました、 其 國民黨 の 改正せられ ん とする 要旨と •我 

我から 提出 致して 居ります る 法案 改正の 要旨と、 一 

致 致して 居る a!i が 多數 あります、 それ故に 大口 君が 

說 明せられ たる 大部分は、 私が 申 上げん とする 所と 

だぶ つて 居ります から、 是は 時間を 省略いた します 

る爲 めに、 大口 君の 御演說 を拜借 致しまして、 此點 

に 就きまして ほ、 全部 私 ! X 申 上げる ことを 省略 致し 

たいと 考 へます、 此五案 を 通じた る 改正の 趣旨は、 

要するに 潤 擧權を 聩 張す ると 云 ふの が、 五 案を 通じ 

て 居ります る 所の 改正の 趣旨が あります、 勿論 選 擧 

® のみに 制限いた しませず、 選擧 SI 及 被選擧 機と S 

ふこと になります るが， 改正の 要旨は 選擧 權を擴 張 

すると 云 ふの が、 此五 案を 通じて Fr ります 所の 大精 

神であります、 申 上げる まで もな く、 我々 は 旣に衆 


葳院議 員選擧 法改正 案に 就きまして、 選擧權 を® 張 
いたして 居ります る 法律案を 出して、 旣に 委員 會に 
付せられ てあります 通りであります から、 一面 衆議 
院議 M 選擧 法と 權衡を 保たせる 爲め に、 地方 蓊會の 
潠擧擷 も擴 張す る必耍 があります るのと、 又 他の 一 
面から 申 上げ ますれば、 時代の 進 運は、 此 現行法を 
改正せられ、 若く は 制定せられ た 時代ょり 餘程 進步 
いたして 居ります、 進步 いたして 居ります る 關係か 
らして、 矢張此 選擧權 を擴 張す る 必要が あります、 
唯 だ 我々 が此改 正を 爲すに 就て、 尙ほ 年齢を 二十 五 
年 以上と 云 ふこと に 制限し、 又 一年 以来 住居を する 
と 云 ふこと を 必要の 條件と 致し、 且つ 獨 立の 生計を 
營む 者と 云ふ條 件を 維持いた しました 點に 就て、 一 
言 申 上げたい と考 へます， 衆議院議員の 選擧を 致し 
まする のとは 事情を 異に 致しまして、 市制 及 町村制 
に 就きましては、 唯今 も御說 明が あつた やうで ござ 
いまする けれども、 地方と 密接なる 關 係を 有ち まし 
て、 地方の 事情に 精通す ると 云 ふこと が 最も 必要な 
のであります、 是が國 政を 翳す る 議員を 選擧 いたし 
まする と •地方 議員、 詰まり 地方 衙政 に當 ります る 
—— 地方の 下級 行政に 當 ります る 議員を 選擧 致し ま 
する のと ほ >  選擧 の 目的が 違 ひます、 議員の 性質 も 
違 ひます、 それ故に 此 地方 議會の 議員を 選舉 いたし 
ます、 或 ほ 選擧せ らる i と 云 ふのは、 其 地方の 事情 
に 精通し、 一面から 申します ると. 地方と 密接なる 
關 係を 有ち、 他の 一面から 申します と、 其 地方に 永 
久住 居す ると 云 ふ觀念 の あるの が >  此地 方 ® 員を 選 
擧す るに 就きましても、 選擧 せらる るに 就きまして 

も、 最も 必要なる 事實の 一つで あると 考へ ます •其 

主義を 維持いた します るには、 どうしても 年齡 二十 

五 年 以上と 云 ふやうな 事を 必要と する、 我々 はさう 

云 ふこと を 相 當と考 へます るので、 是は 勿論 程度の 

問題、 又 個々 の 問題に 就きましては、 到底 期し 難い 

事柄であります けれども、 まあ 少 くも 此二 十五 年 位 

に 達し ませぬ ければ、 地方の 事情に 通ず ると 云 ふや 

うな ことは 困難で あらう と 云 ふので、 此二 十芄 年と 

云 ふのを 維持いた します るし、 一年 以来の 住居を 必 

要と する の も 其 通り、 國民黨 の 案は 六 箇月と なつて 

居りまして •我々 のが 一 年と 云 ふのは、 何も 別に 趣 

旨 か 違つ た譯ぢ やない、 唯た それだけの ことで ある 

一年 位は 住居を して 居らなければ、 其 人が 其處に 永 

住する であらう と 云 ふやうな 觀 念 も 無く、 又 地方の 


事情に 通ず ると 云 ふこと にも 甚だ 不十分で あらう と 
云 ふので、 之を 一年と 云 ふこと に 致した 譯であ 〇 ま 
す、 搦 立の 生計と 云 ふのは、 是は由 上げる まで もな 
く、 私共は 最も 必要なる 牋件 として 之を 維持して 居 
る譯で あります、 と 云 ふのは 此選擧 權を擗 張す ると 
云 ふ 改正の 大 趣意と 云 ふ もの 13: •要するに lit 多くの 
意志を 集めて、 地方行政の 任に 當らせ やうと 云 ふの 
に 過ぎ ませぬ、 多くの 意思と 云 ふのは、 詰ま 〇獨立 
したる 多くの 意思を 集める と 云 ふの が、 此選擧 法を 
擴 張す るの 大趣旨 ，又大 精神は 此に 在る、 若しも 是 
が 獨 立の 生計な くして、 多くの 意思を 集める と 云 ふ 
ことに 致し ますれば、 此潠 擧褪を 撾 張す ると 云 ふ 意 
味が 無くなつ てし まう、 擴張 すると 云 ふの it. 他の 言 
葉で 言へ ば、 獨 立した る 多くの 意思を® めて 大に地 
方 行政の 事務に 當ら せる と 云 ふ、 此大 精神を 發揮す 
る爲 めには、 矢 張此獨 立の 生計と 云 ふ ものを、 どう 
しても 維持して 置く 必要が あると 考 へます- 此地方 
の 市制 若く は 町村制に 於ての、 S 民權を 規定 致し ま 
する 事柄は、 撾て是 が 直ちに 選舉權 若く ほ 被 選舉權 
の 基礎に なりまして、 此 公民 ffl を 有つ て 居ります る 
者が、 郡制 若く は府縣 制に 於ての 選擧權 •被 選擧權 
を 有つ と 云 ふこと に 改正の 要旨が なつて 居ります か 
ら 、各 案を 通じて 趣旨は 同一で あ 〇 ます、 唯 だ 市制 
及 町村制に 特に 規定して あります 所の 階級、 二階 級 
若く は 三階 級に なつて 居ります る>  此 階級の 撤鹾と 
云 ふこと を 我々 の 改正に ほ 規定して あります が •此 
階級を 撤隞 する 必要が 今日 存 して 居る と 云 ふことは 
此 議場に 於て 諸君に 說明 をす るのは、 寧ろ 甚だ 禮を 
失する かの 如き 感を 生ずる 程に、 今 H の 時代は 進步 
して 居ります、 又 唯今 此點に 就きましては、 大口 君 
の 說明も ありました から. 殆ど 同一の ことを 重ねて 
申 上げる の ほ、 甚だ 恐縮に 存じます るから 之を 省略 
いたします、 其 他の 點に 就きまして •改正の 條祺に 
付て は 數點に 渉つ て 居 〇 ます けれども、 要するに 以 
上の 二つ の 大方 針を 定めます るに 就て、 必要なる 條 
項の 改廢に 過ぎ ませぬ、 其 詳細に 至りまして ほ、 委 
員會に 於て 說 明を 申 上げる ことに 致します (拍手 起 
る〕 

〇 岩崎勸 君 日程 第 十八 乃至 第二 十二の 7T. 案を 一括 
して、 嚮に 大口 喜 六 君 外 二 名 提出の 府縣制 中 改正 法 
律 案外 三 件の 委員に、 併せて 付託せられ ん ことを 望 
みます。 


一七 九 四 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御異笾 は、---....- ,； か： 
〔「異議な し/ 異洚な し」 と 呼 ふ ? f あり：！ 

〇 謎 長 (大岡 育造 君〕 御 異誔な しと 認めます、 W て 
動議の 如く 決しました I 日程 第二 十三、 治安 ^ 怒 
法 中 改正 法律案 第一 讀 0- を 開きます I w '.'l .、 悅二郎 
君。 

第二 十三 治安 劳察法 中 改正 法律案 (抓 EI 
悅二郎 君 外！ 名 提出〕 

第一 讀會 

治安 ® 察 法 中 改正 法律案 
治 安發 察 法 屮左ノ 通 改正 N、 

第二條政事-關シ公衆ヲ酋同スル集色ヲ開ヵム 
トス ル 者 ハ 發起人 ヲ定メ 管 群 官遇二 屈出ツ 

へ- ゾ 

第三條 中 「又 ハ 第二 條」 ヲ削ル 
第 四條中 「十二時 間」 ヲ 「六 時間」- 1 改ム 
第 五條 第一 項 中 第三 號 乃至 第 K 號ヲ 第二 項 中 「女 
子 及」 ヲ削ル 

第八條 屋外 ノ集會 又 ハ 多 衆 ノ運励 若 ハ 群集 一ー シ 
テ 安寧秩序 ヲ紊シ タル 場合-一 於 テ ハ 瞥察官 ハ 集 
龠若ハ 群集 ヲ解 散シ又 ハ 蓮励ヲ 制限 K ル コト ヲ 

得 

第 十條中 「違背 シ」 ヲ 「違背 シ タル」- 一改メ 「其 
ノ他 安寧秩序 ヲ紊シ 若 ハ 風俗 ヲ害 スル ノ遛 アリ ト 
認ム ル」 ヲ削ル 

第 十七 條 削除 

第二 十條 第一 一條-一 違背 シタル 者 ハ ニ十 圓 以下 ノ 
罰金- 1 處ス 

第二 十三 條第二 十四 條第二 十六 條 第二 十七 條第二 
十八 條及 第二 十九 條 中 「輕 禁錮」 ヲ 「禁錮」 二 改 

ム 

第三 十條 削除  . 

第三 十 一條 中 「重禁錮」 ヲ 「禁錮」- 1 改ム 
〇姻川 美 哉君識 長 U 
0 議長 C 大岡 育造 君) 掘 川 君。 

〔堀川 美 哉 tf 登壇〕 

〔拍手 起る：！ 

〇 堀川 美 哉 君 諸君、 私は 玆に _題 になつ て 居り ま 
する 所の、 治安膂 察 法 中 改正 法律案の 説明を 致した 
いと 思 ふので あります、 改正の 點に 就きましては、 
® に 御手 許へ 廻して あります 所の 文® に 依て 御覽下 
されば、 大體 分る のであります が、 要するに 同 法 中 


陀誘衆 分 B 阀帝间 二十 四莩 


第 - 1- 七临の 削除、 及第 二 勝、 並に 第： A 條の 一部を 改 
TH すると 云 ふので あります、 其 他の 二 三 改正の 點は 
あります るが、 是等は 改正に 伴 ふ 所の 結果と して、 
字句の 修正、 或は 罰則の 改正に 過ぎない ので ありま 
す、 何故に 我々 は lit 治安 摔祭法 中 第 十七 條を削 除す 
る必耍 を Is むる か / »-> 是は近 年 ffi 大な る關 係を 有し ま 
す 所の 勞卿 問題、 及 此勞砌 者の 運 励と 關 係を 有する 
所の 法律でありまして、 即ち 勞 S 者が 其 自己の 意思 
を罡固 にして、 而 L て 某 利益を s らんが 爲め に Mfl 結 
を 造り、 ] 1 つ其團 瞪 に 依て 活動を 爲す 、其 活動を 拘 
束す ろ 所の 法律であります、 即ち 同 法 第 十七 條は、 
勞働若 が 共同の 運 励を 爲 します るに 方つ て、 特殊の 
行爲を 禁して 居る のであります、 其條扣 は 左の 如く 
であります、 「左 ノ芥 號ノ 目的 ヲ以テ 他人, I 對シテ 

暴行 脅迫シ 若 ハ 公然 誹毁シ 又 ハ IB 二 號ノ  n 的 ヲ以テ 

他人 ヲ誘惑 若 ハ ffii 動 スル コト ヲ得 K、 一、 勞 務ノ條 

件乂ハ 報酬 M 關シ 協同 ノ行動 ヲ爲ス ヘキ ril 結- 1 加 人 

セ シメ 又 ハ 其 加入 ヲ妨 クル n 卜 、一一、 同盟 解雇 ハ 同 

盟罷椠 ヲ逞行 スル ヵ爲使 用 者ヲシ テ勞務 者ヲ解 雇 セ 

シメ 若 ハ勞務 二 從事ス ルノ申 a ヲ拒絕 セ シメ 又 ハ 勞 

務者ヲ シテ勞 務ヲ焯 廢セシ メ若ク ハ 勞務者 トシ テ M 

fill スル ノ申込 ヲ拒絕 セ シムル 事、 三， 勞務ノ 勝 件 又 

ハ 報酬- 1 關シ ffl 手方ノ 承諾 ヲ强ユ ル n 卜」 此條項 に 

對して 、之に 違犯す る界 に對 する 處 _ の條項 として 

第 ill 十條は 「第 十七 條-一 違背シ タル 若 ハ ー月 以上 六 

月 以下 ノ爾 禁錮- 一 處シー ニ 圓 以上 E£ 十圆 以下 ノ剀 金ヲ 

附加ス 使用者 ノ 同盟 解 履 又 ハ勞務 者 ノ 同盟罷業-一 加 

盟セ サル密 -1 對シテ 暴行 ?? ia シ若ハ 公然 誹 113 スル 渚 

亦同シ J 斯ぅ あるので あります、 即ち 第 十七 條及第 

三十 條の 規定は ® に勞働 者の 行 ! 6¢ のみならず、 資本 

家の 結合 及 打 本家の 行 励に 對 しても、 同じく 拘苽す 

る ものであります から 叶 規則の 表面ょり 言へ ば、 冏 

じく 資本家を 拘束し 问 じく 勞蚴 者を 拘束す る もので 

極めて 公平なる ものであります、 併ながら 資本家は 

其 資本の 結合に 當 つては、 毫も tt-i 励を 要せず、 又矜 

迫を 嬰せ ない、 或は 誘惑を 要せない、 然るに 勞働老 

に 其 WJ 結を 造り、 而 して 其 ^ 結の 目的を 達せん とす 

る 場合に 於き ましては f[l 常の 活励 をし、 而 して 之に 

伴 ふ 所の 制裁 等を 要する のであります から、 茲に洽 

安锫察 法 第 十七條 の 制裁を 受 くると 云 ふこと になる 

のであります、 是は 頗る m 大なる 問題でありまして 

之を 改正す ると 云 ふこと に 就て は、 諸 5(r に 於 かれて 


も 非常に 議論の 有る ことと 考へ るので あります、 今 
日 我々 は此阈 家 的 生活を 爲 すに 方り まして、 何を 基 
礎と して 生活して 居る か、 法律上の 我々 が 如何なる 
保障を 受けて 居る やと 申し ますれば、 自由 競爭 であ 
る、 lit 自由 競爭で ある、 此自出 競 爭を 基礎と して、 
我々 は 玆に 生活を して 居る と 云 ふ 場合に 於き まして 
一面に 於て 11-h 资 本家の 團體が ，其 資本が 容岛に 結合 
する ことが /II 來る 、容易に S 中す る ことが m 來る rv 
云ふ點 ょりして、 資本の 力、 富の 力に 依て 勞働 者に 
向 ふと 云 ふ 場合に 於き まして •勞働 者が 之に 個々 の 
力を 以て 向は なければ ならぬ と 云 ふこと に 規定 せら 
るるなら ば、 それは 甚だ 不公平であります、 即ち 勞 
卿 者が 資本の 力 •富の' 力に 對 して、 數 の 力を 以て， 
g 結の 力を 以て 之に 當 る、 頭 數を 以て 之に 當 ると 云 
ふことは* 是は已 むを 得ざる ことであります、 それ 
を 承認し ない と 云 ふことは、 私は 法律上 公平で なか 
らう、 JH 義の上 ょりして 公平で なから う •斯う 考へ 
るので あります、 此頃 承ります るのに、 政府 (3; 近く 
勞働組 合法を 制定せ ら るると 云 ふこと であり まする 
勿論 内容の 如何は 我々 の 知る 所で ありませ ぬ、 併な 
がら政府が葫くも勞磡組合の必耍を認めて、之を規 
定 すると 云 ふ 以上は •恐らく 之を 助長し、 獎励 する 
と 云 ふ 意見を 含まる る もので あらう と 思 ふので あり 
ます、 殊に 阼年阈 際 勞磡會 讓に 代表 老を绘 ると 云 ふ 
場合に 於て、 勞蚴者 代表を 決定す るに 方って、 具 さ 
に 政府が 嘗められた 所の 苦き 經驗も ■恐らく 勞働組 
合法を 一 n も ¥ く 制定して、 勞働 組合を 獎励 し、 助 
長す る必驳 を 感ぜられた ものと 誠む るので あります 
然るに 若し 治安 弊 察 法 第 十七 條の 規定を 存 して、 而 
して 勞働 組合を is むる と 云 ふこと になり ますれば、 

是 .は 勞® 者 組合を 認めて、 而 して 其 活動を 妨 ぐる も 

ので ある、 其活 励を枸 束す る ものである、 斯う 云 ふ 

結果と なる ものと 私は 認む るので あります、 (拍手 

する 者 あり) 飜って 考へ まする のに、 勞働渚 が 資本 

家と 勞抛契 約を 爲す に當 りまして、 若し單 ® に 之を 

勞呦 者と re 本家が 契約を 爲すと 云 ふこと になります 

れば 、玆に 契約の 自由が 存在し ない と 云 ふこと にな 

るので あります、 勞砌 者が M 傭 契約を 資本 主と 結ぶ 

に 方って， 資本 主が 提供す る 所 s 勝 件が 若し 氣に入 

らなけれぱ、勞腿者が之を报絕する>即ち働かなぃ 

其 職に 就かない と 云 ふことは 自由で ある、 法律上は 

自由で ある、 表面は 自由であります 、併ながら 若し 


彼等 か此 資本家の 提供す る 所の 勞磡條 件に 服從 しな 
ければ、 彼等は 賃金を 得る 事が / -II 來な い、 賃金を 得 
ざる 結果は、 即ち 彼等 自身の みならず、 其 家族を 苦 
しめる と iK ふこと になります るから、 現在 多くの 場 
合に 於て、 彼等は 其 自由 意思に 反して 職業に 就く と 
云 ふ 現狀で あります •即ち 自山 意思 ! 3: 此に存 花し な 
い、 此弊 害を 何とかして 矯正し やぅと 云 ふの が 即ち 
勞® 組 < (1 である、 彼等の 團體で ある、 荀も彼 等が 團 
體を 作つ て、 玆に 自分の 位置を. 鹜固に して、 而 して 
資本家に 對抗 する I- 或は 語弊が あるか も 知れ ませ 
ぬが、 或る 意味に 於て は 對抗で ある —— と 云 ふ 場合 
に 於き ましては‘ 其剛體 の 節 M を 保つ が爲め に、 此 
治安 P 察 法に 觸るゝ が 如き 行動に 出 づ ると 云 ふこと 
は •已むを得ないので & る •我々 が 國家的 生活を 保 
つと 云 ふ 場合に 於ても •或は 政 !■; として 生活を する 
にしても、 常に 多數 決と 云 ふ ものの 威力を 感ずる の 
であります >  勞蚴 組合 4 亦 同一で ある 勞 gm 合が 勞 
働 條 件を 作つて 進む と 云 ふ 場合に 於て、 彼等は 多数 
決に 依て 之を 決し、 而し て少數 の 違反者が あるなら 
ば 多數 決の 威力を 以て 之に 當ると 云 ふことは、 是れ 
已むを得ない ことで ある、 苟も 我々 が 立憲 的 生活を 
爲す以上は多數決が最終の力であると云ふことは、 
否む ことほ 出來 ない ので ある、 然らぱ 則ち 勞磡 者が 
其 多數の 威力を 以て、 少數 の勞® 條 件に 遠 反し、 勞 
卿阁體 の 行動に 違反す る 所の 者に 對 して 向 ふと 云 ふ 
ことは、 是れ 已むを得ない ことで ある、 (拍手す る 
者 あり) 即ち 或 場合に 於て is 煽動 も必耍 となつ て來 
るので ある、 之を 我々 が 今 治安 » 察 法の 改正に ffi て 
或 程度まで 認める と 云 ふこと ほ 今日の 場合 其 必要 已 
むを 得ざる ものであると 考へ るので あります (「も 
ぅ 分りました」 と 呼 ふ 者 あり〕 此 問題は 餘〇に 重大 
なる 問題であります るが 故に、 今一 言 其现 由を 申述 
ベたい と 思 ふので あります、 私は 近來 動々 も すれば 
勞蚴 者が 不穏の 行 励に m ると 云 ふことは、 彼等が 常 
に 胸中に 或 T' 平を 持つて 居る， 何者かが 之を 煽動し 
たが 爲に ，直ちに 是が 爆發 すると 云 ふ 虞が あると 思 
ふ， 若し 勞働 糾合を 以て 其 行動を 節制し •勞® 組合 
に 依て 節制 ある 行動を 爲 すの 訓練を m る •而 して 又 
勞砌組 合の 幹部が •善く 之を 瘍 くと 云 ふこと になり 
ますれば， 却て 此勞 11 不安を 少くす ると 云 ふ 結果を 
得る のでは なから うか‘ 殊に 勞 111 者と 資本家が 爭 ふ 
即ち 「ストライキ」 を 起す と 云 ふが 如き 場合に 於き 


まして、 警察が M 時 も 之に 干涉 すると 云 ふことは、 
勞 _ 者を して 却て 中立の 位置に 在る 所の 政府、 或は 
當局 者が 資本家の 手先と なり •或は 少く とも® 本家 
に 同情して、 勞砌 者を K 迫す る ものな りと 誤解す る 
ことが、 却て 勞 11 紛餓 を大な らしむ る 所の 原因では 
なから 5 か >  其意 味ょ 〇 しても， 治安 » 察 法 第 十七 
條を廢 Jh すると 云ふ事 は， 必要で なから うかと , W ふ 
のであります、 勿論 此第 十七 條には 、勞働 關係 以外 
に 規定して ある 所の 事项が 有ります るが、 脅迫 其 他 
の 暴行に 封す る處罰 は •現行 刑法 第 八窠 騷梭 罪に 规 
定 してあります るから それに li りましても 差 支ない 
のであります •故に 治安 Is 察 法 1 S 十七 條を 省き まし 
て も 私は 差 支ない と 思 ふ、 或は 斯う 云 ふ 事を 議論す 
る 人が あるで あらう* 若し此 十七牒 を躞 します るな 
らば. 益々 勞働紛 題を 大な らしめ る、 或は 「スト ラ 
イキ ーを 多から しめる と 云 ふ 結果を 來すで あらう と 
無論 其の 遛ほ 有る であらう と 思 ふので あります、 喵 
だ ■察 等の 干渉に 依て ■紛擾を 益々 大な らしめ ざる 
所の 利益は ありませ う. 併ながら 「ストライキ」 は 
之が 爲めに 多いで あらう •「ストライキ」 に對 する 
國家 或は 政府の 態度は •治安 P 察 法を 以て 臨まず と 
も* 他の 方法を 以て 臨む ことか U1 來る ので ある •即 
ち 仲裁裁判に 付す る ことが 出來 ませう、 或は 强制仲 
裁 裁判に 依て、 「ストライキ」 を 撲滅す る ことが ai 
来る であり ませう、 即ち 資本家の 代表者‘ 勞働 者の 
代表者 •及 政府の 代表者に 依て、 强制 的に 「スト ラ 
イキ」 を 防止す ると 云 ふ 手段を 執る ことが W 來るで 
ありませ う， 其 他* 「ストライキ」 に 伴 ふ 所の 幾多 
の 暴行 等に 付きまして は、 他の 方法を 以て 規定す る 
ことが 出来る のであります、 例へ ば 米國 等に 於て 「 
イン •チヤン クシ ョン」 の 制度が あると 云 ふが 如き 方 
法を 以て* 規則す る ことが 川 來 るので あります から 
私は 其點 ょりしても •勞 11 者に 誤解と 紛擾と を來さ 
しむべき 醫察の 干涉は •寧ろ 之を 廢した 方が 宜しい 
是 等の 理由に 依て 私は， 此第 十七條 の廢 止を 主張す 
る 者であります、 第二 •第 一一 一の 點 、即ち 第二條 の 一 
部を ftl 除 致しました る點は •政談 集會 に關 する 屈 出 
を簡單 にす ると 云 ふに 過ぎない のであります、 それ 
から 第五 晓の 一 部を 削除して、 敎員 宗敎家 •及 女^- 
を 政談 結社に 加入す る 事の  禁止を 解く と 云  ふ 風に 改 
正 致しました のであります るが、 我々 は敎 員、 宗敎 
家に 對し て、 被 選擧® を與 へる と 云 ふ 所の 論者で あ 
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る、 其 ^ I 論より して ~ 彼等が 政黨に 加入す ると 云 ふ 
ことは、 ii も差茭 ない と 云 ふ 結 諭に 達する ので あり 
まして、 其 理由に 就て は # に植原 君 か， 選笫法 改正 
の 理由を 述べる 際に 於て、 說明 致しました から、 茲 
に 省略 致します、 女子に 關 しましても •我々 は 或る 
遠から ざる 時期に 於て、 女 - T- に 參政酣 'を 與ヘる 所の 
必要を 感ずろ であらぅ と 思 ふ、 而 して 時代 ij 益々 そ 
れに向 つて 進みつつ あるので あります、 其 時代に 對 
する 我々 は 豫 備行爲 として、 女子に 政治 上の 智識を 
與へ ると 云 ふこと が 必要で ある、 現に 誔會の 傍 _ を 
許し、 或 (3: 新聞 雄 誌に 於て 女子が 政治 上の 智識を 受 
くる ことを 毫も 拘束し ない 今日に 於て 政治 上の 結社 

に 加入す る こ -i の 自由を 認めましても" 毫も 差 X な 

いと 思 ふので あります、 其 他の 改正の 點に 就き まし 

ては， 更に 委員 會に 於て 詳細 討論を 願 ひたいと 思 ひ 

ます、 本 改正は 極めて 重大なる 改正であります •何 

卒 十分に 御范餞 あらせられた 上で 御 賛成 あらん こと 

を 切に 希望す る 次第で ございます。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎剧君 本案は 議長 指 rl を 以て、 特に 十八 名の 

委員に 付託せられ ん ことを 望みます。 

〇駿長 (大岡 育造 君〕 励議の 如く 決しました、 日程 

第二 十四、 新聞紙 法 中 改正 法律案の 一 |3會 を 開き ま 

す、 前 川 虎造 君。 


第二 十四 新聞紙 法 屮 改正 法律案 (前 川 虎 

造 君 外 一名 提出) 第一 讀會 

新聞紙 法 中 改正 法律案 

新聞紙 法 中左ノ 通 改正 ス 

第九條 第一 號 ヲ削リ 第二 號第三 號ヲ第 一號 第二 號 

-1 改ム 

第 十九 條左ノ 事項 ハ 新聞紙-一 揭載 スル コト ヲ煜 

ス 

一 天皇、 太皇 、太后、 皇太后 •皇后， 皇太子 

皇太孫 •皇族 又 ハ 神宮、 皇陵-一 對シ不 敬- 一 

渉 ル 事 明 又 ハ 國體ヲ 變改セ ムトス ル 事項 

二聰時 若 ハ 非常 ノ 場合 M 際シ國 家-一 不利益 卜 

ナル ヘキ 軍事 外交 ノ 機密 M 關スル 事項 

三 犯罪 ヲ ffi 励シ又 ハ 曲庇シ 或 ハ 犯罪 A 若 ハ 刑 

事 被告人 ヲ 赏 恤救 篚 シ又ハ 刑事被告人 ヲ陷 

害 スル 事項 

四 公判- 1 付 K ル 以前- 1 於 テ豫蕃 判事 ノ特 -1 指 


定シ タル 搀港廷 訊問/ ^ 項 
五 軍事 外交 ノ機密 M 閱 K ル 事項 f ゾテ 官署公 
署又ハ 法令 ヲ以テ 詛睦シ タル 議會 -I 於 テ 公 
ニ セ サル 文書 又 ハ 公開 セ サル 會謖ノ 蓀 事 若 
ハ 裁判所 — 於 テ 公開 セ サル 公判 
六亂倫 猥褻 ノ文書 1 1 ® ヲ揭 戠シテ 善良 ナル 風 
俗ヲ 壞亂ス ル 事項 
第二 十 條 削除 
第二 十 i 削除 
第二 十 n 一條 第一 項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

内務大臣 ハ 新聞紙 褐載ノ 事項- r. ゾテ第 十九 勝 第 
■一號 及第 二 號 -I 該當セ リ ト認ム ル トキ ハ 其ノ發 
賢 及 頒布 ヲ 禁止シ 必要 ノ 場合-一 於 テ ハ 之 ヲ差抑 

フル コト ヲ得 

第二 十四 條第 一項 ヲ左ノ 如 ク改ム 

內務 大臣 ハ 外 國若ハ 本法ヲ 施行 セ サル 帝國 領土 
-I 於テ發 行シ タル 新聞紙 褐載ノ 事項- ー シテ第 十 
九條 备號二 該當セ リト 認ムル トキ ハ 本 法 施行 地 
域内 M 於 ケル 發賣及 頒布 ヲ禁 止シ 必要 ナル 場合 
― 於 テ ハ 之 ヲ差押 フル コト ヲ得 
第二 十七 條 削除 

第二 十八 條中 「三月 以下 ノ 懲役 又 ハ 五十 圓 以下」 
ヲ 「三百 圓 以下」- 一改ム 

第三 十六 條第 十九 條第 一號ノ 罪 ヲ犯シ タル 場合 
ハ發 行人、 編輯 人、 印刷人 ヲ谷二 年 以下 ノ 禁錮 
及 三百 圓 以下ノ 罰金 =處ス 
第三 十六 條ノニ ■第 十九 條筘二 號ノ罪 ヲ犯シ タル 
場合， 發 行人、 編輯 入、 印刷人 ヲ谷 一年 以下 ノ 
禁錮 及 二百 圓以下 ノ罰金 M 處- < 

第三 十六 條ノ三 第 十九 條 第三 號乃至 第 六 號ノ罪 

ヲ犯シ タル 場合 ハ 編輯 人ヲ千 圓 以下ノ 罰金 — 處 

ス 

第三 十七 條削除 

第三 十八 條中 「編輯 人」 ノ下 「發 行人、」 ヲ削リ 

「六月 以下 ノ 禁錮 又 ハ 三百 圓以 下ノ 罰金」 ヲ 「各 

五 百圓以 下ノ 罰金」- 一改ム 

第三 十九 條中 「六月 以下 ノ禁錮 又 ハ」 ヲ削ル 

第 四十 條 削除 

第 四十 一條 削除 

第 四十 二 條 削除 

第 四十 三條中 「第 四十 條 乃至 第 四十 二 條」 ヲ 「第 

三十 六條第 三 十六 條ノニ 」 >一 改ム 


第 四十 五條 rf lii! 紙-一 褐載シ タル 事項- 7. ゾテ故 S 
又 ハ 過失-一法 リ人ノ 名 稗ヲ毁 損シ若 ハ 信用 ヲ害 
シタルト キハ 被害者 ノ 告訴- 1 法 リ 編輯 人ヲ 千 ri 
以下 ノ罰金 M 處ス 

前 报 ノ 場合-一 於 テ惡意 1|出 テス 專ラ 公益/ 爲 -I 
スル モノ ト認ム ル トキ ハ 裁判所-一 於 テ被钙 人 二 
事 實ノ證 明 ヲ許シ 證明ヲ 得 タル トキ ハ 其 ノ行爲 
ハ之ヲ罰セス公訴-|關聯スル損害賠©-1對シテ 
ハ 其ノ 義務 ヲ免 除ス 

第 四十 六條本 法-一依 ル 公訴 私 訴ノ 第一審 裁判 ノ 
管轉ハ 地方裁判所 トス 
〔前 川 虎造 君 登壇〕 

〇 前 川 虎造 君 新聞紙 法 中 改正 法律案に 就きまして 
ほ、 昨年 松 田 源 治 君 外 十二 名の 提出、 匹 田 m 吉君外 
百 九十 一名の 贊 成を 得て、 此新冏 紙 法改正の 必要を 
政府に 建議 致した のであります、 委 M 會に 於ても 滿 
場 一致、 ® 會に 於ても 滿場 一致であつた ので ありま 
す、 當 時の 委員長 川原 君の 委員長と しての 報 吿の一 
節に、 斯う 云 ふこと を附 加へ て 御 述べに なつて 居り 
ます" 「政府 委員が どう 云 ふ考を 持つ て屘 るかと 云 
ふこと を聽 いた 所が、 川 村馨保 局長 ほ 社會の 趨勢 輿 
論の 現 狀に 顧みて、 政府 も此 法律を 改正す る 必要を 
認め、 目下 銳意 研究して 居る、 併ながら 次期の BI 會 
に 必ず 提出す ると 云 ふことの 斷言は 出來ぬ が、 民意 
を 尊重して、 成るべく 國民の 意思の 徹底す る やうに 
すると 云 ふ 言明を 得た」 と 云 ふ 御 報吿が あつたので 
あります、 それで 本年 も 最早 會期は 非 ぱ 以上に なつ 
て 居ります、 此 法律 改正の 必要は、 議會の 全部が 認 
め、 其 上 政府 も 之を 改正して 宜 いと 云 ふ 意見を 持つ 
て 研究を して 居る と 云 ふが 如き 今日の 狀况 であり、 
殊に 會期も 半ば 以上を 過ぎた る 今日、 政府が 御 m し 
になる と 云 ふこと に信賴 して、 待つ て 居る と 云 ふこ 
とは 出来ない、 故に 私は 玆に 一の 法案と して 之を 提 
出した のであります、 尤も 昨年の 此 法案の 提出者 松 
田 君は、 約 四十 分 間に 苴つ て、 Itt 改正の 必要の 理由 
を 述べられて 居ります、 又 委員 會に 於ても、 殆ど 松 
田君獨 占の 委員 # と 申しても 宜い 位、 松 田 君は 之に 
向つ て 御意 見を 述べられて 居ります、 其 御意 見を 參 
酌して 我々 は 此 法案に 現した のであります、 それで 
どう 云 ふ 事を 改正して 居る かと 申します と、 此法案 
の 改正の 要 點ほ 、大要 五つ あるので あります、 是も 
當 時の 委員 會に 於て 略々 一致した 議論を、 唯 だ 法文 
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に 現した と 云 ふに 過ぎない ので 5, ります、 それ ; i ど 
う云ふ亊かと申しますと第一は昨 :/^ 卞叫を列記した 
ら宜 からう と 云 ふ a ii が あつたので あります、 * ft •た 
安寧秩序で あると か 或 li 政 法 誹 毀で あると か 云 ふや 
うな、 斯う 云 ふ 抽象的 0 文字を 列ね て S いて、 時の 
役人の 考で 、どれ も是も 之に 當篏 めら れると 云 ふこ 
とでは 甚だ 闲る 、故に 能 ふべき 限りは、 斯う 云 ふ : Jf 
項 (3- どうす るかと 云 ふこと を、 列記して H ひたいと 
云 ふ 意嚮を 述べられました、 そこで 我々 は 成るべく 
之を m 來煜ら れる範 閗 に 於て 列記 主 淡を 採つ たので 
あります、 それからもう 一つは si 行 法 第 九條 >?; 一 ? fi 
を 削除 致した のであります、 是ほ明 治 BI 十三 年の 改 
正の 當時 新たに 出来た 條項で あります、. 一體 新 lii-i 紙 
制定の 當時 無かつた ものを、 四十 三年に 此條拟 を 加 
へた 爲 めに、 是ほ 國坭金 膛から 見れば 改善で なくし 
て、 改惡 ではなから うかと 評せられた 胳拟 であ 0  3 
す、 其條 項は 何で あるかと 云 ふと 「編輯 人 以外 — K 
際 編輯 ヲ 擔當シ タル 者」 とちる のであります、 是は 
徒ら 1-. 此條 文を 有する のみに して、 此條文 を K 際に 
適用した る 例が あるかと 申し ますれば、 唯た 一つ あ 
る だけであります、 それ ほ 此法 律が 出 來た當 時、 我 
國に悲 むべき 問題が 起つ たのであります、 それは 何 
であるかと 云 ふと、 敎科書 事件、 役人が 敎科 B に 就 
て 賄賂を 収つた と 云 ふこと を 新 №1 紙が 書 立てた ので 
ある、 其當時 新聞が 餘〇 之を 醫過 ぎた e めに 此法に 
觸れた 、さう すると 新聞社を 家 搜索 をして、 原稿 
まで 取上げて、 否應な しに 资 際 編輯を した 者を 罪に 
したと 云 ふ 例が ある、 それ 以外に ! 3: 例が 無い、 : 1:!-. 〈以 
來新聞 社は どうして 居る かと 2< ふと、® いた 原稿は 
皆な 燒い てし まう、 故に證 據が 殘らな いから、 事 ® 
に 於て さう 云 ふ 犯罪は それ以来 無い のであります、 
であるから 是は空 文で ある、 徒らに 空文を 拐げ て 新 一 
聞を 拘束して 居る に過ぎないので あります から、 是 | 

は 社 會の進 運に 於ても、 期 _な 事は すべき もので な 
いと 云 ふ考 から、 之を 削つた のであります、 それ か 
ら第二 十七 條を削 除した、 二 十七條 はどう 云 ふ 事で 
あるかと 云 ふと、 「陸軍大臣 海軍大臣 外務大臣 ハ 新 
聞 紙-一 對シ 命令 ヲ以テ 軍事 若 ハ 外交 — 關スル 事項 ノ 
揭載 ヲ禁シ 又 ハ 制限 スル コト ヲ煜」 と あるので あり 
ます、 是は 一體ど う 云 ふ 事で ある、 抑々 陸軍 大 K、 
海軍大臣、 外務大臣が、 勝手 氣儘に 斯う 云 ふ 事は 新 
聞 紙に 書いて はならない、 斯う 云 ふ 事を* いては い 


けない と 云 ふやうな ことは、 私は 行政 統一の 上に 於 
て も、 面白くない 事と 思 ふ、 それで 是は矢 張 或 者を 
通じて —— 新聞 取締の 人を 一人 即ち 内務大臣、 內務 
大臣に 照锊 をして、 內務 大臣が 新聞社に 言つ て宜い 
事で ある、 故に 私は 此條 項を 削つ たのであります、 
それから 今一つは 何で あるかと 云 ふと、 列記 主義を 
採りました 中で、 最も 重き 皇室の 威 嚴に關 する 事、 
即ち 是迄不 敬 罪と 稱 して 居つ た 事、 それから 安寧 秩 
序と か、 或は 政 法誹毁 とか 云 ふ ものに® する 分、 是 
は 餘程考 へました が、 どうしても 列記が 出來 ませぬ 
出来 ませぬ から、 巳む を 得ず、 斯う 云 ふ ものは、 唯 
政 體 の變更 と 云 ふ. ことに 致して ございます が 斯う 云 
ふ SI きものに 對して は、 矢 張 禁錮 刑を 付して 居り ま 
す、 其 他 一朝 戰時 若く は 事變に 際し、 國 家の 不利益 

なることを»いた漭に對しては、編岍人、印刷人、 

發行 人は 勿論の 事、 禁錮 罰金の 刑 も 付して 居ります 

けれども， 其 他の 風俗を 壤亂 したと か 何とか 云 ふや 

5 な 些細な ものに 向つ ては、 一切 蔡钿 刑を l!g して、 

特に 印刷人 發行 人を 除いて、 唯 編 賴 人に 貴 任を 持た 

すと 云 ふこと に 改正を 致した のであります •それで 

此 新聞紙の 差 押な どです が 現行法の 1 1 十三 條に 依り 

ますれば、 「新聞紙 掲載 ノ事項 -1 シテ 安寧秩序 ヲ紊 

シ又ハ 風俗 ヲ害ス ル モノ ト 認 ムル トキ ハ發費 及 頒布 

ヲ 禁止シ 必要 ノ場 合- 1 ハ 之 ヲ差抑 フル コト ヲ煜」 と 

あるので あります、 是は 成程 事 a 室の 威 @5 に關 した 

り、 或は 職 時 若く は 非常の 場合に 於て、 國家に 不利 

益なる 事を 軎いた とか 云 ふ 場合には-此の 條項を 適 

用しても 宜いが 、何でも 彼で も 唯 だ 一寸 裸盡の 端を 

描いた からと 云つ て、 E ちに 之れ を發货 钱 止 をし 差 

押へ るな どと 云 ふやうな、 煩雜な る 手 ^ を 爲さ るに 

及ぶまい と 思 ふ、 殊に 又 新聞紙の 發行禁 止と 云 ふの 

if どう 云 ふ 場合に 行は れる か、 新聞 ) ft に 探侦で も 

入れて S けば 分ります が、 新 [18 が 内務省の 手に 行く 

時分には、 fi 早誚 者の 方に 配達 濟にな つて 尻る、 斯 

んな ことは 殆ど 有名 無. K であつて •新聞社に 殘 つて 

居る 百 枚 か 百 五十 枚の 新聞を 差 押える に過ぎない、 

是れは W 際に 照して， 斯疏な ことは 益 文に® して 居 

る ものと 思 ひます から、 是れ も 廢 しても S: からう と 

云 ふので、 斯う 云 ふ 些細な ものに 就て は、 一切 陂止 

致して 居る のであります 、要するに 私共は 此の 新聞 

社と 云 ふ ものを 非常に® く 祓て 居る ので ある、 唯 だ 

此の 日本の 我々 の 生活の 上に 必要なる 法律を 作るな 


らぱ 、我々 の 中には 惡人も 居れば •善人 も 居る、 種 
々雜 多な 者 も 居ります が、 我々 は 新聞社を 奴 締ると 
云 ふ 時分には、 新聞社 其の もの、 人格、 其 新聞社を 
©重す る 意味に 於て、 吾々 は此 法律を 改正した いと 
思 ふので あります、 中には 新聞に {3: 中々 惡德 を爲す 
と 云 ふ 者が ある、 此惡德 を 爲すと 云 ふ 新聞 も あるか 
も 知れ ませぬ が、 我々 は 新聞を！ 個の 紳士の 業務と 
して、 社 ir を 指導し、 社會を 向上せ しむる 爲 めに 働 
いて 居る 所の、 立派な 人格の ある 人達の 事業と 斯う 
見て 此新聞 紙 法を 改正した いと 思 ふので あります、 
故に 色々 潜ぐ る ことな どを 此 所に 書 上げて、 新聞紙 
其の ものは 詰まらぬ ものであるから、 之を 斯うし な 
けれ •は 収締が 付かぬ 杯と 云 ふやうな 考を 持たず 是 ほ 
社 會の 上流に 居る 立派な 人が 經營 し、 立派な 人が 發 
行す る 新聞で ある、 故に 我々 國民は 此 新聞紙を 飽ま 
で 信じて、 さう して 斯樣 な惡 德坏と 云 ふやうな こと 
は、 法律に 現さない と 云 ふ 主義を 執りたい と 私は 信 
ずるので あります、 それで 我々 の 改正案は 斯う 云 ふ 
事に なつて 居ります、 唯 だ 一言 申 上げて 阖き ますが 
此法 案に 正誤を すべき 箇所が あります、 第三 十八 條 
中 「編輯 人ノ 下- 1 印刷人 ヲ加へ 六月 以下 / 禁錮 又 ハ 
三百 圓以 下ノ E 金ヲ」 と ある 是だ けを 除いてし まつ 
て 「編輯 人 ヲ各艽 百 W1 以下 ノ罰 金-一 處ス」 と 改めん と 
する のであります、 是は旣 に 事務局の 方に 手續を 致 
してあります が、 まだ 今日まで 正誤が 出来 ませぬ か 
ら 序に 私は 此 所で 申 上げて ® きます、 P 樣な 趣意に 
外ならぬので あります、 尙ほ 幸に 是が委 H 付託に な 
りましたならば、 昨年 之に 御 努力に なつた 諸君は、 
殆ど 誘 M の 全部と 認めても 宜 いのであります から、 
どなたが 委員に なられても、 能く 撤底す る こと、 私 

は考へ ますから、 どうか 委員 會に 付託 あらん ことを 

沼み まして、 是で 終ります (拍手 起る) 

〇 岩！' 動 君 本案は 前の 柄 原 悅二郞 君 外 一名 提出の 

治安释 察 法 中 改正 法律案の 委員に 併せて 付託せられ 

ん ことを 望みます。 

a 異諮な し」 と 呼 ふ 者 あ 

〇讓長 (大岡 育造 君) 異議な しと 認めます、 仍て斯 

の 如く 決しました、 □程 第二 十五、 科 計士 法案 第一 

s 會の續 を 開きます、 委員長 小川 寅 六 君。 

第二 十五 锊計士 法案 (關直 彥君外 一名 提 

出) 第一 讀 會の續 (委員長 報告〕 

〔小川寅六君登_、拍手起る〕 
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0 小川 寅 六 君 唯今 議長より 宣言に なりました 會計 
士 法案、 此 法案の 委員 會に 於け る經 過、 並に 結果に 
就て 御 報告を 致します 、委員 會 一同 此 # 計士法 案の 
設定 ほ、 最も 今の 時局に 必要な りと 決定 致しました 
其 理由は 近來筇 業の 發展 、並に 經濟界 の好况 に 伴 ひ 
まして、 會社が 頻りに 勃興す るので あります、 其拂 
込 金額の 如き もの も 頗る 莫大で ある、 仍て ?!:• 資本が 
正 當に管 理せら る、 や、 有効に 運用せ らる 、や、 之 
を 調査す る必耍 は、 官廳 より 見ましても、 資本を 投 
じたる 人から 見ましても、 最も 必要で あらう と 云 ふ 
のであります (拍手 起る〕 就きましては 其 調査に 特 
別の 知識を 有して 居る 所の 會計士 と 云 ふ ものに 就て 
法律を 拚 へ -?. 必要' か ある、 殊に 現今 會計士 として、 
業務を 取扱つ て 居る 人が 頗る 少 からぬ のであります 
就て ほ 其 fr 計士の 業務を JS 扱つ て： s る 人の 取締 も最 
も 必耍で ある、 例へ ぱ祕密 を 暴露す る やうな 場合に 
ほ、 嚴重 なる 制裁を® く 必要が あり、 又囑託 人より 
賴まれ まして、 其囑託 八の 對手 方より 又 或る 利益を 
得る と 云 ふ 場合 it 公務員 同樣 に、 恥 賂を收 受した と 
云 ふ. ときに 制裁を 受けさせる 必要 も ある、 此取締 上 
にも、 今日は 最も 此 案を 出す 必要が あると 云 ふこと 
に、 委員 會 一同 決定を 致しました (拍手 起る〕 就き 
まして 細目に 於て 修 JH を 加へ ました 字句の 修正は 最 
早 申し ませぬ、 旣に 御手 許に 廻つ - C ある 所の 修正案 
に 就て 御 承知を 願 ひたい、 唯 だ 肝要なる 事の 修正 だ 
けの 理由を 申 上げて it きます、 第 一條に 會計士 の 職 
務の 中の 「和解」 と 云 ふのを 除きました、 之を 除き 
ましたのは、 必ず 和解と 云 ふ もの ほ 會計士 の 職務と 
致さなくても、 何人で も 出来る 事で ある、 會計士 が 
自分で 和解を やらう と 云へ ば、 會計士 と 云 ふ 資格を 
離れても 出来る 事で あるが、 此和解 ほ 會計士 の 職務 
に 於て ほ、 必要で あるまい と 云 ふこと に 決しました 
第二條 に 新に r 會計士 — 農 商務 大 以 ノ齡 督ヲ 受ク」 
と 云 ふこと を 定めまして、 監督者を 之に 定めて ! 1 き 
ました、 第二 條の第 四 項に 「高等官、 貴族院 一' 員、 
衆_ 院議 員及學 識經 fs! アル 者ノ中 ョリ任 命 - fe ラレ タ 
ル 委員 ヲ以テ 組織 セル 會計士 詮衡 委員 會ノ詮 衡ヲ經 
タル コト」 と ある 中の 「骨： 族 院議 員 衆議院 誘 •員」 と 云 
ふ 十字を 除きました、 是は 昨年 政府 率 員に 於て 最も 
反對 せられた 所であります、 學識 經驗 ある 者と 云 ふ 
ことを 書いて 置けば、 必 し ^ 貴族院 議： S 又 衆議 院議 
員と 云 ふこと を、 » く必耍 も あるまい と 云 ふこと で 


ありました、 昨年の 政府 委 M の 意思を 酌みまして、 
s fl 啓に 於て は 之を -fvi! 除 致しました、 第五 條に 「會 
計士ハ 報酬 アル 公務 ヲ兼 ヌルコトヲ ?3 ス 4| シ貴族院 
議員、衆_院_員卜爲リ職務ヲ執行スルハ此ノ限= 
在 ラス」 と あるのを 「貴族院 議 M J 並に. 「衆議院 _ 
员」 と 云 ふこと を 削除 致しまして， 議〇; 又は 委員と 
なること が /. t{ 來ると 云 ふこと に 致しました、 仍て市 
會 ，一 ET にも、 町村 會_ 員に も、 又縣會 識 M、 郡會蕺 
會、 ® 務委 M にで も 會計士 はなら れると 云 ふ 風に、 
廣く擗 張 致しました 次 m- であります 、第 7/.: 胳の 第二 
項の 「會 計士ハ 他ノ 業務 ヲ營ミ 又 ハ 會社ノ 代表者」 
とあります ので 「法人 ノ収締 役 其 ノ他之 二耻ス へ キ 
者 若 ハ 無限 W 任 社 M 卜爲リ 又 ハ 法 八」 と 致しました 
齊 社と 申します ると、 r 度 商事 sr 社の やぅに 聞へ ま 
すから、 民法 上の 財 一法 人、 又 ほ 社 團法人 も 避に ft 
める と 云 ふ 必要が ある、 例へ ば 赤十字社の 如き、 愛 
國婦 人會の 如き、 斯ぅ 云 ふ もので も必耍 が ある. と：： ム 
ふので、 法人と 云 ふこと に會 社を 主として 變へ まし 
た、 第 十一; 條を 一箇 條を加 へました、 それは 「會計 
士又ハ 會計士 タリ シ者 故ナク 其ノ業 務上収 扱ヒ タル 
事 拐-一 付祕密 ヲ 漏泄 シタルト キハ 六月 以上 ノ 懲役 又 
ハ 千 圓以 下ノ㈣ 金-一 處ス J と 云 ふのを 加へ る ことに 
致しました， 公 證人や 辯 護士の 如く、 祕密漏 泄の制 
裁を 之に 加へ る ことに 致しました 、第 十三 條を 「刑 
法 第 百 九十 七條 及第 百 九十 八條ノ 規定 ハ會計 士ノ業 
務ノ 執行- 1 付之ヲ 準用ス 」 と 云 ふこと に變更 を 致し 
ました、 是は發 案 者の 御 趣意 も 其 通〇で ありました 
けれども、 明確に する 必要 ありと 致しまして、 刑法 
百 九十 七临ほ 公務員に 貼 賂を 贈つ た I 肪 胳を 公務 
員が 取つた 罪であります、 百 九十 八條は 公務員に 恥 
賂を聰 つた 罪であります、 特に 之を 會計士 にも 準用 
すると iK ふこと に 致しました ハ 第 十一 一條の 「會 計士 
ハ囑託 人 ヨリ 報酬 及 旅費 ヲ受 ク」 と 云 ふこと を 削除 
致しました、 是は常 然の 事であります から、 規定す 
るに 及ばない と 云 ふ 理由に 基き ました、 第 十八 條は 
「懲戒 ハ會計 士詮衡 委員 fr ノ 議決 ヲ經テ 農 商務 火 l;i 
之ヲ 行フ」 と 云 ふこと に 致しました、 是ほ原 案は r 
會計士詮衡委員會之ヲ行 7 」と云ふことになつて的 
ります けれども、 詮衡 委員會 の！！ 決を 經て農 商務 大 
臣 、即ち 監督 大臣 之を 行 ふ 方が 宜い だら うと 云 ふこ 
とに して、 此 通り 改正を 致しました、 附則 ほ 種々、 
當 分の 間 會計士 は 斯う 云 ふ 風に して、 命 計士を 許し 
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て やらぅ と 云 ふこと も ありました けれども 「會 計士 
詮衡 委員會 ノ詮衡 ヲ經夕 ~ 者 ハ 當分 ノ內第 1 一 一條 第二 
號 及第 三號ノ 規定-一 拘 ラス 會計士 タルコ トヲ得 ' と 
改めました、 是は 即ち 會計士 の 試驗を 受けなくても 
三年 以上 锊計士 の 方に 見習に 行かない 者で も、 詮衡 
委員 色の 詮衡を 經たる 者 ほ •當 分の 內會 計士た る こ 
とを 得と 云 ふこと に 改めました、 以上が 修正を 致し 
まする 大要であります、 政府 委員は 之に 對 しまして 
此法案ほ3分から進んで出さぅと云ふ惹思は無いけ 
れ ども、 本案の 趣意に ほ 決して 不同意では ない と 言 
ふ、 又 唯今 私が 申 上げました 即ち 委 f の 修正は、 
最も 同意す る 所で あつて •決して 異翳ほ 無い と 云 ふ 

ことであります、 唯 だ 政府 委員に 於き ましては、 會 

計士 法が m 来す しても、 果して 豫期の 如く —— 委員 

會の豫 期す る 如く 効果を 得る であらぅ か、 其邊 が自 

分に 於て ほ 甚だ 心配して 居る、 尙 又 ir 計士は 他の 公 

務を 兼ぬ るを 得ず と 云 ふ 色々 制限が あるが、 果して 

生計を 維持し 得る や 否や、 此二つ が 自分に 於て は 心 

配 だと 云 ふこと である、 唯今 申 上げました 通り、 其 

他の 修正の 點に 就て は、 決して 異翳ほ 無い と 云 ふ 政 

府委 員の 御 答 辯で ありました、 此 法案は 昨年 即ち 四 

十一 鹩會に 於て、 滿場異 _な く 御 同意を 得ました _ 

案であります、 貴族院に 廻りました 所が、 委員 會は 

構成せられ ました けれども、® 員會の 翳 決まで 至ら 

ずして、 到頭 此 案と 云 ふ もの ほ 成案に なり ませぬ で 

した、 何卒 昨年の 如く、 委員 會 の 11 決に 就て 御 可決 

あらん ことを 希 菌 致します (拍手 起る) 

011 長 c 大岡育 造 君〕 本案の 二 讀會を 開く や 否やを 

諮ります。 

〔「.二 _會 を 開く に 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 翳長〇 < 岡 育造 君〕 御 異議がなければ、 二讀會 を 

開く ことに 決しました。 

〇 岩 崎 動 S1 '/ 竹 ちに 本案の 第二 n ir を 開き S 員 長 報 

吿の 通り、 即ち 委員 會に 於て 修正懿 決の 通り、 可 解 

確定 あらん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 岩 崎 君の 動 韶の如 く， 御異 _ 

ありませ ぬか" 

〔rm 共 鹩な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0_ # :c 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 直ちに 第二 

if 會を 開きます。 _ 

第二 ® fr 


會計士 法案 

〇 議長 c 大岡 育造 君： 一 


委員長 報吿 通り 御 異議は あり 


ませぬ か。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 、委員長 報 
吿 通り 決まりました 1 第三 ^ 會を 開く や 否やを 諮 
ります。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり 〕 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 三諝 會 を 開きます。 

會計士 法案  第一 一一 讀會 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議は ありませ ぬか I 御 
異議がなければ、 可決 確定した る ことを 宣吿 致し ま 
す。 


議事 日程 變 更に 關 する 緊急動議 
0岩崎黝哲議事日程變更に關する緊急動_を提出 
致します、 即ち 玆に赤 尾 彥作君 懲罰 事犯の 件を 議題 
と爲 し、 委 fl 長の 報告を 求め、 且つ 其 審議を 進めら 
れんこと を 望みます。 

〔r 異議な し」 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 委員長より 懲 S 委員 會の 報告 
を 求める ことの、 岩 崎 君よりの 動議が ありました、 
御 異議は ありませ ぬか。 

〔「異議な L J と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議がなければ、 是 より 委 
員 長の 報告を 求めます、 就て は 傍聽 人の 退席を 求め 
て祕密 會議を 開きます。 

赤 尾 彥作君 懲罰 事犯の 件 
〔大 岡議# 議長 席を 退き濱 田 副議長 代て 著 席〕 
〔午後 三時 十七 分 祕密會 に 移る〕 

〔午後 四時 十 r/-: 分祕 密會を 終る〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君) 祕密會 _ の 結果を 報告 致し 

ます、 祕密會 に 於て は， 赤 尾彥作 君 懲罰 事犯の 件を 

議決 致しました、 仍て赤 尾彥作 君に 對 し、 議院 法 第 

九十 六條 第一 項 第一 號に依 り責 言す (拍手 起る〕 

0 岩崎黝 君 日程 第二 十六 以下に 對 して、 延會の 動 

議を 提出 致します。 

〔「異議な し」 「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議 ほ ありませ ぬか。 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 11 長 (濱 田國松 君〕 御 異議がなければ 延會に 決 

します (拍手 起る〕 

午後 四時 十 -fc 分散 會 


0 大正 九 年 II 月 二十 1 B C  土 嚯 日) 

午後 I 時！ I 十分 開 li 

議事 日程 第 十五 號 

第一 平和 條約 の實 施に 伴 ふ 流通 證券 及 H 業 所 
有 ® に關 T る 法！； S 案 (級 ■)  讀會の 

續 (屬 員 長)  ^  ^ 

第 II 未成 W 者飮酒 禁止法 案 (蛾は ISIH 硬 夕) 第 

一,—: ir) 

il  ilii に  f  I 議案 ( f}'A gl €i 

: a) 

第四軿 地 整理 速 蓮 獎勵 に關 する 建議案 (II 

吉君外 二  i 之 

名 s' m ) 

第五 i >5 野 縫 貫鐵道 速成に 關す る S IS 索 (I 体 
-5^ ?8) 

i ハ isi に關 する® i  (M 機 
5 ) 

0^  S 速成に 關す る_ 案 (g 胺 ，フー 涵 

0A  11 設に 1 1  ( 挪脏 諸 

版) 

第 丸 B 南東 部鐵道 建設に 關 する 建 11 案 (賬 -« 
君 外 一 ) 

第 十姬津 鐵道 速成に 關 する® I 案 (IW 一士 细 

出 ' -  —— 2 觸井三 

一郎 君 外 


第 -h l  勝倉鐵 道 速成に 關する 建議 輿 • 


第 十 II 


11 ) 


(特別 報吿 第一 號〕 文官 恩給 的 遺族扶助 
料增 額の if 願 外 六 件 (委員長 報吿〕 

第 十三 ハ 特別 報告 第二 號〕 質屋 取締法 中改 正の 
讅願 (委員長 報吿〕 

第 十四 (特別 報吿 第三 號〕® 屋珉縮 法 中 改正の 
讅願外 一件 (委員長 報告〕 

第 十五 c 特別 報齿第 M 號〕 和 質 川 河 身 改修 工事 
の if 願 (委員長 報告〕 

第 十六 (特別 報告 第 八號〕 名慇進 級 者に 現官相 
當の 恩給 給與の 請願 外 十六 件 (委員 

長 報告〕 

第 十七 (特別 報 吿第九 號〕 戰鬪若 くは 公務 起因 
傷病蓖人逆睦海蓖病院に於て國费を以 
て 診療 並 入院せ L むる の 請願 (委員 
長 報吿〕 

第 十八 (特別 報 吿第十 號：} 帝 固 在 卿 圍 人會國 庫 


補助の 讅朗外 三 件 c ^ u ^ 報告) 

第 十九 (特別 報告 第 十 一 諕7親 桂 村 上 別府音 戸 

に 無 葉 ie 郵便局 is 茜の 請 g -S U S 

報吿〕 

第一 一十 (特別 報告 第 十二 號：； 比 布 市街地に 登 le 
m 設置の 請 _  (委員長報冉：> 

第一 一十一 (特別 報吿第 十三 號：} 淨法寺 村に 登記 
所 It 置の 譁願 (委員長 報吿) 

第二 十 一一 ( 特別 報告 第 十四 號〕 弘前田 代 間 輕便 
一? 道 速成の 請願 (委員長^ JCO 
第 II 十三 (特別 報告 第 十 . 7t: 號〕 都贺鐵 道 敷設の 
諸願(姿員長報吿) 

第二 十四 (特別 報吿第 十六 號) 國有輕 便 鐵道速 
成の 讅願 (委員長 報吿) 

第 11 十五 (特別 報吿第 十七 號〕 文官 恩給 並 還 族 
扶助料 増額の if 願 外 十五 件 

長 報告〕 

第一 一十 六 c 特別 報告 第 十九 號〕 帯 固 基 人後 援酋 
國庫補助の諳_(委員長報罟〕 

第二 十七 (特別 報吿 第二 十號) 地方税 制定 法 中 
市町村 稅課税 範圍擴 張 義務绒 育 薺 固 
庫 負擔額 增加及 ひ 市町村に 對する 固 
鹿 交付金 增 加の 請願 (委員長 報 ® ) 
第 1 1 十八 c 特別 報告 第二 十一 號〕 巡资看 守 年金 
増額 並蓖 法に 依る 遺族扶助 料 給與の 
讅 願 (委員長 報 茜) 

第 11 十九 (特別 報吿 第二 十二 號〕 憎 侶に 各種の 
被 11 ■權附 與の讅 願 (委員長 報 街) 
第三 十 (特別 報告 諮 二 十一:: 號〕 飲酒 制限 禁止 
及 酒類 專賛の 請願 C 委员 -M 報吿〕 
第三 十 I  (特別 報®: 第一 一十 四號 5 蒂 國在鄕 S 人 
合 S 國鹿 補助の 讅願外 一件  c®fl 長 
報告〕 

第三 十二 「特別 報吿 第二 十六 號；} 名# 進級 者に 
現官 相當 G 恩給 給 與の讅 願 外 十 3S 件 

(委員長 報 街〕 

第三 十三 (特別 報 rr 第二 十七 號〕 戰鬪 若く は 公 
務 起因 傷病 M 人を 陸海 墩病院 に 於て 
國芻& 以て 診療 並 入院せ しむる 諮 願 

外 -fc 件 (委員長 報吿〕 

第三 十四 (特別 報 ^ 第二 十九號 ：} 小 清水 村に 登 
記 所 設置の is 願 (委員長 報吿〕 
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るへ き 契約を 爲すを 要する 件を 一括 議題と 爲 し、 豫 
算 委員長の 報吿を 求め 且つ 其 審議を 進められん こと 
を 求めます。 

0 議長 C 大岡 育造 君) 日程變 更に 御異諉 はあり ませ 
ぬか。 

〔「異議な し J 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 ( 大岡 育造 君) 御 異議な しと 認めます、 仍て 
日程 (X 變更せ られ ました、 即ち 一括 謬 題と 致します 
中 村 委員長の 報告を 求めます" 

(第一 ^ 大正 八 年度 歳入歳出 總豫 » 追加 築 
(特 第一 號^大 正 八 年度 谷 特別 會計歲 入 歳出 
豫算 追加 案 

C 追 第一 號) 豫算 外國 庫の 負擔 となる へき 契 

約を 爲すを 要する 件 
〔中 村 啓 次郞君 登®、 拍手 起る〕 

0 中 村 啓 次 郎君 諸君、 私は 玆に 大正 八 年度 歳入 歳 

出總豫 算追加 案外 M 件の 委員 會に 於け る經 過、 並に 

結果を 御 報告 申 上げます、 豫 凝 案 ほ 何れも 數日 前に 

諸君の 御手 許に 廻つて 居る のであります るが 故に、 

詳細の 事は 申 上げ ませぬ が、 其 主なる ものを 申 上げ 

ますれば、 大正 三年 臨時 事件 豫備 費の 追加に 於き ま 

して、 二 千 八 百 萬圓を 計上 致して 居ます、 それから 

海軍省 所管の 軍艦 製造 費に 於き まして 三千 六 百 五 - f- 

二 萬餘圓 、水陸 設備費に 於き まして 百 七十 八 萬餘圓 

陸軍省 所管に 於き まして、 精米 精 麥及烯 糧の價 格の 

騰貴の 爲 め、® 秣 費の 豫算に 不足を 生じまして、 是 

が费用 五 百 一 — 十五 萬餘圆 、司法 省の 所管に 於き まし 

て、 在 監人费 に 於て 米麥及 作業用 諸 材料價 格 騰貴の 

爲 め豫算 に 不足を 生じまして、 是が五 十二 萬 餘圆、 

內務省 所管に 於き まして、 北海道 及 府縣罾 察 費の 支 

出に 不足を 生じました、 即ち 瞥察 费迪帶 支 辨金茭 出 

の爲 めに 四百 八十 三萬餘 圆を 計上 致して 居ります、 

其 他 小さい ものは 澤山 あ -f5 ますが、 是等が 其 主なる 

ものであります、 豫算 委員 會は二 月の 十八 十九 兩日 

午前 午後に a りまして 傾 重密査 を 致しました、 此質 

問應答 中に、 御 紹介 申 上げ 置きまして 可な りと 心得 

ます ものは 一つ 許りあります、 それ ほ 司法 省 所管に 

於き まして、 在監人 費を ^ 査致 します る 場合に、 委 

員の 一人が 近頃は 極めて 好景氣 でありまして、 國民 

生活の 安き を 思 ひ、 何れも 各々 其 處を煜 て 居る が 故 

一に、 財 產に關 する 犯罪 人は 極めて 減少 致して 居る、 

一然 S 此在 監人费 の 追加 要求を 致した のは どう 云 ふ 


譲で ある、 斯う 云 ふ 質問に 對 しまして、 司法 當局ほ 
在監 人は 昨年の 四月 六 萬 人 有つ たので あるが、 昨年 
十二月に 於き ましては！ f: 萬 七 千 九百餘 人に なつて 居 
る、 詰まり 旣決囚 に 於き まして 一千 人餘 、未決囚に 
於き まして | 千 人餘を 減じて 居る、 唯 だ 物價 騰貴の 
爲め に、 此 追加 要求を 致した ので あると 云 ふこと で 
あります、 之に 對 しまして 同 委員は 二 千 人の 在監人 
の 減少を 来した る ことは、 洵に 喜ばしい 事で あるが 
もう 少しく 微罪不 檢擧 、或は 執行 摘豫 に努 むれば も 
う 少し 將來 減らす ことが 出来る ので あるまい か、 斯 
樣に 申しました のに 對 しまして、 司法 當 局に 於ても 
同感でありまして、 昨年 司法大臣は 司法官を 召集し 
たる 席上、 情狀を 酌量して、 起訴 猶豫 を爲 すべき 者 
には 努めて 起訴 猶豫を 行 ひ、 執行 猶豫 をすべき 者は 
努めて 執行 猶豫 をし なければ ならない と 云 ふ 内訓を 
發 して 居る ので ある、 斯樣に 申されて 居る ので あり 
ます、 之に 對 しまして 伺委 M は、 尙ほ 刑事 政策 上 犯 
罪豫 防に 就て、 獨り 司法 省の み 苦心を 致さないで、 
內務省 文部省と 相 提携して、 此犯罪 撲滅の 策を 講じ 
ては どうかと 云ふ此 質問に 對 しまして、 當局ほ 旣に 
其 等の 事は ® 行 致して 居る ので ある、 殊に 司法 省は 
新しき 試み も、 唯今 實 行中で あると 云 ふこと を 答 辯 
せられた のであります、 それから 海軍省の 所管に 於 
きまして、 委員の 一人より 斯樣な 質問を 致した ので 
あります、 此追 加豫算 を 要求 致して 居ります る樣式 
に 於て、 陸軍省 ほ 谷 目 明細 —— 極めて 詳細なる 各 目 
明細 B を 出して 居る にも拘らず、 海軍は 極めて 此點 
に 就きましては "大ざつぱな 要求の 仕方を 致して 居 
る、 海軍 充實の 問題に 就きましては どの 政 派 も 多く 

の國民 も反對 をす るので ない と 云 ふこと に考 瞭 して 

海軍省は 其 ry 用に 就きましては、 最も 詳細に 最も 明 

瞭に 之を 議會に 知らし める 必要の ある ことを 感ずる 

と 云 ふ此希 菌的 餮吿的 質問に 對 しまして は 海軍 當局 

は、 直ちに 此 要求 額 調べと 云 ふ 詳細なる 書類を 提出 

致しまして.、 H. つ 約す るに 明年度よりは* 必ず 極め 

て 詳細なる 谷 目 明細書を 添付す ると 云 ふこと を申述 

ベら れた のであります 右樣に 致しまして W 間を 終了 

し、 今朝 委員 總會に 於き まして 討論に 入りまして、 

全會 一致を 以て、 此追 加豫算 は 必耍缺 くべ からざる 

ものであると して、 原案を 可決を 致した ので ありま 

す、 速に 御 協賛 あらん ことを 希望 致します (拍手 起 

る〕 


〇錢長 (大岡 育造 君) 加 藤 政 之 助 君。 

〔加 藤 政 之 助 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 加 藤 政 之 助 君 私 ほ 此 追加豫 逋 に 葑 しまして、 甚 
だ 不滿 足を 感ずる 所の 者であります、 又當局 者に 向 
つて、. 警吿を 加へ るの 必耍を 認める 所の 者で ありま 
す、 それは 何故で あるかと 申します ると 云 ふと、 大 
正 八 年度の 豫算の 討議の 際に、 我々 は 斯の 如き 豫算 
を 政府が 提出 致して 之を 決議す ると 云 ふと >  極めて 
實行 難が 到来す るで あらう， 故に 當局 者 ! £ 大に 注意 
しなければ ならぬ と 云 ふことは、 一度の みならず、 
二度三度 注意を 加へ たのであります、 然るに 當局者 
は 此忠吿 に 耳を 藉さず 、寧ろ 其豫算 を 以て 正確な り 
と 主張し. 現に 本年 此演 壇に 於て此 處に 居らる、 大 
藏 大臣は、 憲政 會の 人々 は 豫算實 行 難を 主張され た 
が、 豫算ほ 立派に 實行が 出来た と 云 ふので、 却て 我 
々に 對 して 逆襲 的の 言葉を 以て 用 ゐられ て 居る •然 
るに 何事ぞ 、此 追加 豫算 の總 金額 八 千 數百萬 圓に上 
るので あります、 八 千 數百 萬圓の 金額 是は此 議會開 
けた 當 初の總 拽 算 額に 匹敵す る 所の 大豫算 で ありま 
す、 斯の如 き 大不 足を 生じて、 之を 追加す るに 非 ざ 
れば ‘此 豫算が 實行が 出来ない と 云 ふに 至りまして 
は •我々 の 注意した 所の、 豫算 の實 行は 至難で あつ 
たと 云 ふこと を證據 立てる ものであります (拍手 起 
る〕 而して 其 原因を 尋ねて 見ます ると 云 ふと、 其 原 
因は 主に 物 僧 騰貴に 在る のであります、 此八千 三百 
萬圓の 追加 豫算 中、 恐らく 八九分 通りは 此物價 騰貴 
に 原因す るので あると 思 ふ、 若し 現 當局 者が、 此物 
價調 節に 力を 用ゐ て、 適當な 時期に 有効 的の 政策を 
實行せられたならぱ、今日の如き物價騰貴ほ、恐ら 
く來ら ない もので あらう と 私 (1: 感ずる のであります 
(拍手 起る) 若し 物價が 適當に 調 ffi されて， 此勝貴 
を來 さぬ と 致したなら ば、 此 追加淞 算 を 政府 ほ 提出 
しなくても， 或は 宜か つた かも 知れぬ と 我々 は 思 ふ 
のであります (拍手す る 者 あり〕 畢竟斯 の 如きの 大追 
加 豫算を 提出し なければ ならぬ と 云 ふこと に 立 至り 
ましたのは •當局 者の 注意の 足らざる 所、 其 責任は 
恐らく 免れぬ であらう と 私は 考へ るので ある. 而も 
本年 だけなら ば まだ 宜しう ございます るが、 政府が 
平然として 今後 も 物 價の 調節に 力を 用ゐな い、 有効 
的の 調節を しないと 云 ふこと があります れば 大正 九 
年度の 此豫算 は 如何で ございます、 果して 實 行され 
るで ございませう か、 私は 是亦 實行雖 に陷る ことは 


今日よ. り 火を 睹 るよりも 明かで .:. ると . ii1- ふ、 -拍手 
する 者 あ 〇〕 それ ほ 何で あるか、 此 rril c 豫 -pi ^ a ^ 
で 諸君は 御 承知に なつて 居らる るで ありませ う、® 
に 陸軍の 衣甜 費の 如き ものは 如何であります、 此大 
正九年度の抟 3/- を之を決定して、其豫岛を漭代に提 
出した 後に 於て、 現に 三！： •前後 此 一月 一 日を 以て ^ 
加して 居る， 大正 九 年度 C 豫 3? が 大正 九 年度に 人ら 
ざる 以前に 於て、 現に！ 2 行 il を 明かに 設據 立て > 6} 
るのであります*若し此上政府が物 {«' の調節を说る 
ならば、 大正 九 年度に 於て lit 八 千®!！ 位 C 少額では 
ない、 恐らく ほ 數億を 以て 數 へる 薄 ® を 提出す るに 
非 ざれば、 ! It 豫算が 實行難 が あると 云 ふこと になる 
であらう と 私共は 信ずる のであります (拍手す る ^ 
あり) 是に 於て 政府に 大に注 S を 促さ V' るを 得ぬ の 
である、併ながら此追加豫算其のもの、 &- 11 はどう 
であるかと 申します ると、 此 iE K を 吟味す ると 我々 
は 不滿 足で ある にも拘らず •之に 削滅を 加へ る こと 
が 出 來な い、 何故なら ぱ先 刻豫算 委員長の 報 ff され 
る 通り、 一番 主なる もの ほ 海軍の 浩艦费 であります 
其次は海陸の設備费，陸軍の衣糊费、監獄の 22 咐、 
斯樣な る ものであります、 若し 之に 節減を 加へ るな 
らば、 我々 が 賛成す る 所の 八 八 艦 隙© 完成の 沏が頸 
れる 、若し 之に 削減を 加へ るなら ば、 我々 が 最愛の 
子弟を 國 家の 爲 めに 服役せ しめて 居る が、 此人 々が 
飢餓に 迫らなければ ならぬ >  斯樣 な 譯であ るので， 
甚だ 不滿 足で あるけれ ども、 叶' 豫逛に 削減を 加へ る 
と 云 ふことは 許さぬ ので ある、 已むを 得ず 我々 It Ef 
苦を 加へ て， 此豫算 に 賛成す る 外 致 方がない と 云 ふ 
境遇に 立つ たので ある、 併し 玆に 重ねて 最後に 私は 
當局 者に 注意を 促して®  く必耍 の ある 事柄が & るの 
である、 それは 何で あるかと 申します と 云 ふと、 朝 
鮮の 旱害 救濟费 、朝鮮に 旱害が あつた に 就て、 朝鮮 
の 不安 道 其 他に 於け る 朝鮮の 人民が 衣食に 闲 る" 之 
を救濟 しなければ ならぬ と 云 ふこと で 玆に百 七十 九 
萬 圓の追 加豫算 を提 ⑴ された のであります、 此西七 
十九葸 圓の 追加 豫算を 提 /II して、 之を 如何に 使 ふか 
と 云へ ば、 貧民の 救濟 @ にも 使 ふが 其 主なる ものは 
隣 地の 支那から 粟と か 高 梁と か 云 ふやうな 食物を 賀 
つて 之を 輸入 致して さう して 朝鮮の 窮民に 供給す る 
と 云 ふ 事で あるので ある、 其 企は 決して 惡い事 では 
ありませ ぬ 善い 事であります、 {/r- ながら 之を する に ■ 
就て どうす るかと 云へ ば、 或は 運賃を 政府が 補助し 
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て やる •補給して やる、 或は 一石 三圓 乃至 七 圆の補 
肋を 與 へる、 斯う 云 ふ 事で ある、 それは 宜い として 
之を K 扱 ふの It 何人が 収扱 ふので あるかと 云 ふこと 
を當局 者に 質問して 見ます ると、 共益 社と 云 ふ 一個 
の會 社が ある、 此一闹 の # 社を して 収扱 はしむ る、 
之を 収扱 ふには 准 據す べき 法律制度‘ 左 樣なる もの 
が 有る かと 言つ て 尋ねて 見ます ると、 それは 無い、 
喵だ府 令の 第五 號と云 ふ ものが 有る、 之に據 つて や 
るの だと 云 ふこと であります、 而 して 其府 令の 第五 
號なる ものを 玆に _ んで 見ます ると、 其 第 :/.: 條に r 
運送 ? 8 ノ補給 ヲ受ヶ 輸 人 •ゾ タル 毁物ヲ e m  乂ハ 移出 
セントスル者ハ朝_總督ノ許可ヲ受クへシ」第六條 
「前 临 / 規定-- J1 反シ榖 物 ヲ轍 m 又 ハ 移出 シタル 者 
ハ ニ； '^1 圓 以下 ノ rfa 命 =處 ス」 是であ ります、 諸 財 斯 

の 如き 府令 に te て 一個の 會 社に、 斯の 如き E 額の 金 

額を 以て 貢 入れた る？ '.' < 物の 迓買 を爲 さしむ ると 云 ふ 

ことで、 果して 骑害無 きを 得る と 云 ふ 確 * m が 起り 得 

るで ありませ うか、 私は K だ 不安の 念に 1® へない、 

若し之ならぱ二百围の剖金さへ拂へぱ、折«政府が 

補助 剪 励して 朝蛘 に输 入した 穀物 rr- 、 他に n 由に 0 

質す る ことが 出來る •他に 自由に 賣 ri する ことが 出 

來るな らば、 何十 萬 冏或ほ 何 奥 ia と 云 ふ 儲を、 二 西 

囘の罰 金1 ^ 拂つて阀ちに得ることが出來ると云ふの 

であります から、 驻だ 我々 は 不安の 念に 椹へ ない、 

今日 1!t 間の 公共 道德が -1- 分に 進步 致して. 居 〇 ました 

ならば、 是 でも 心配は 無い かも 知れ ませぬ、 併し此 

公共 ； -n 德の 進步 して 居らぬ と 云ふ證 據 ほ、 現に熳 商 

務省が 昨年 以来 外米を 買つ て © 下げた 此賣 下げた 外 

米を ^ 商務省の 眾む所 の 若に it 柳は ずして、 他の 地 

方に H 拂つて 暴利を S つたと 云 ふ 者が、 現に 今日 裁 

判に 引出されつ、 あるでは ありませ ぬか c 拍手} 是ほ 

立派な 證據で ある、 是等 から KS みま すれば、 常 局 若 

ほ 斯の 如き 規定に 依て、 一個の 斡 社 (3: 7*! 七十 何 萬 圓 

と 云 ふ 金を 掛けて H. 入れた 穀物を 扱けし むる と 云 ふ 

が 如きは、 甚だ 不安の 念に 堪へ ませぬ から、 當局者 

{X M 商務 杏の 外米迓 下げの 市に 於け るが ！!! n き 失態を 

露は さ ざらん やうに 將來 十分の 御注意が ありたい と 

EF むので あります C 拍手 起る〕 次 li もう 一つあります 

もう 一つ 13: 此度 朝鮮 © 計の 不足の 爲 めに、 百 萬圓の 

補充 S と 云 ふ ものを Itb 追 で 要求され て 居る、 

是が私 共は 荘だ不 必 だと , 1!1 ふので ある、 それ ii 何 

であるかと 云 ふと、 朝鮮の 閥稅 の豫 3? 、 阼 年の 關税 


の 預算ほ 六 百 萬圆で あります、 八 年度 六 百 萬 圓 、而 
して 輸入 移入、 其 額は 幾ら 見 積つ てあつた かと 云へ 
ぱ 、一一; 億 萬 1W に 見 © つて あつた、 然るに 是が 案外に 
昨年は 輸移 人が 多くして、 十一 /! 末 五 億 五 萬 圓に達 
して ® る、 W: 億 萬圆と 云 ふ 金額に なつて 居る、 隨て 
關税收 入が 咐加 して、 十二月の 現在に 於て は 六 百 萬 
圓の预 ® でありました ものが、 力 百 七十 ？/ r 蓖 圓と云 
ふ 高に 上つ て 居る、 で是 だけ 追加豫 算 として 政府 ほ 
提出 致した が、 尙ほ八 年度は 一月から 三月まで も餘 
して 居る、 四 分の 一を 餘 して 居る、 此 一月から 三月 
までの 間を 見 積つ て 見ます と 云 ふと、 少く とも 三 I1! 
除 萬 圓の尙 ％ 收入が ある こと (?. 明瞭であります、 此 
三百 餘萬圓 の餘地 が關税 の 一方 だけで あるのに も拘 
らず 、朝鮮 政府が 百 萬圆の 補充 費を 玆に耍 求し、 政 
府が 之を 許した と 云 ふこと ほ 甚だ 不 ■當 の處 置で、 
斯の 如き 要求は 爲 すべから ざる ものであると 私共は 
考へ るので あります (拍手 起る〕 以上の 瞥吿を 與へて 
本務 算にほ 齊成を 表する 4 のであります c 拍手 起る) 
o iss 長 (大岡 育造 君) 苽武 君。 

〔東 武打登 © , 拍手 起る〕 

〇災 武君 大正 八 年度 追加 豫算 に對 します る 委員長 
の 報告に 對 しては、 各派 共 何人も 反對が ありませ ぬ 
憲政# に 於き ましても‘ 唯今 加 藤 政 之 lyj ff の演說 を 
承ります と 云 ふと、 是亦 賛成で あると 云 ふので ある 
からして、 私が 玆に 別段 反駁を する 必要は 少しも 無 
いのであります が、 併ながら 多少 誤解の 點を 訂正し 
て、 さぅ して 我々 の此 修正案に 對 する 意見を 述べる 
考 であります 、(「修正案は 出 ませぬ ょ」 と 呼 ふ 者 あ 
〇、 笑睇 起る〕 修正で ありませ ぬ、 それは 能く 分つ 
て 居ります、 (笑 聲 起る：} 賛成で あるが、 之に 就ての 

修正と ほ 与 n はない が、 蕺論 であるが、 成程 昨年の 豫 

算に對 しまして ほ、 我々 の 最も； g 敬を 致す 所の、 憲 

政© の 領袖 中の 領袖と も 謂 ふべき il'-t 富時敏 君から し 

て， 數千萬 言を 承つ たのであります •我々 ほ 其當時 

に 於き まして、 一言一句 も聽 漏らす まじと 思つ て、 

深く敬窓を拂つて謹聽致した、其大體の豫算に對す 

る 憲政 6- の 意見は、 第一に 租税 官業の 收人が 非常に 

過大で ある、 公 偾の募 集が K 額で ある、 此二點 に 依 

て、 大正 八 年度の 豫算 ほ 全部 不實行 に 終る、 越しい 

缺陷を 包んだ Itt 豫筘ほ 、不實 行に 終る ので あると 云 

ふこと を 中され たのであります、 此點に 就きまして 

我々 は 1! 政 ir の當畤 の武富 君の 意見に 對し て、 深く 


敬意を 表して 謹聽 致した、 又 本日 加 藤 政 之 助 君 •か 是 
亦 私共が 最も 镎敬 をす. る 御 方で あ -0 ます、 財政に も 
堪能なる 御 方であります、 此加藤 政 之 助 君からの 御 
說を 承ります のに、 矢 張 昨年の 武富对 の 故智を 襲つ 
た 如き 口吻を 以て、 此 追加豫 算に 色々 81 論が あつた 
のであります、 武富君 の 租税 官業の 收 人が 過大で あ 
るから して、 實行が 出 來な いと 言 ひし —— 豫算が 實 
行が 出 來な いと 言つ たこと ほ、 收入が 過大に 見 積つ 
て ある、 過大に 見 積つて あるが、 我々 は 從來 官僚 內 
閣ほ 歳入を 過大に 見 積る C 弊害が あつたが、 之を 實 
際 的に M 積らなければ ならぬ、 此弊 害を 矯正す ると 
云 ふの が、 即ち 政黨 内閣の 本旨で ある、 故に 寺內內 
閣が 租税 及 官業 歳入に 於て、 ょり 以上に 此 歳入を 見 
積つ たことは、 即ち 政黧內 聞の 本職で あると 斯ぅ 言 
つた I 是が 昨年の 豫算 會_ に 於ての 唯一の 論點で 
あつた、 然るに 今日は 何事であります か、 此實® を 
徵 して 見たなら ば、 大正 八 年度の 豫算 が不實 行に 終 
つたと 云 ふ點は 、我々 は 甚だ 見出す ことが 出来ない 
のであります 、歳入に 於き まして ほ、 今日 it まだ 現 
計爵も 受取つて 居り ませぬ が、 豫算總 會其 他に 於て 
の說 明す る 所に 依ります と 云 ふと 一億 五 千 萬圓以 上 
の 歳入の 紹過が ある、 所謂 自然 咐收が あると 稱して 
居る、 然らぱ 此點に 於て 武富忍 が 昨年 豫算 全部に 對 
して 批評と 云 ふ もの ほ、 根抵 からして 悉く 破壊し 去 
られ て根抵 から 悉く 僞であ つたと 云 ふこと を •玆に 
明かに 證明 する ことが 出来る、 此點に 於て 13: 恐く 諸 
公に 於ても 異存は あるまい C 「通貨は どぅか」 と 呼 ふ 
者 あり〕 唯 だ 玆に殘 つて 居る 問題 ほ、 唯今の 加 藤 政 
之 助 君の 說明 になつ た、 此歲入 歳出が 過大に なつて 
幾多の 毀 用が 嵩む ので ある、 其 費用が 增 加す る爲に 
此豫算 が 或 ほ 是でほ 濟 むまい と 云 ふ一點 は 武富君 も 
申された、 加 藤 君の 今の 說も其 通りで ある •それに 
依て、 今度 歳出に 於て 八 千 何百 萬 圓と云 ふ 過大の 追 
加 翔 3P: が 出た、 是は武 富 君が 先見の明を 有し、 又 加 
瞒 君が 先見の明を 有した と 云 ふて 宜しい、 併ながら 
諸君は 歳出を 咎めて 歳出 ばかり 批評す るが， 歳 八の 
點に 一向 議論が 無い •歳出が 過大に 見 積つて あると 
云 ふことの 頻〇 r. 議論を して 居る •歳出が 過大で あ 
ると 共に、 歳入に 於ても 一億 五 千 萬 1« の 現 計の 超過 
が あると したなら ば、 大正 八 年度の 豫算は 、決して 
そんな 大なる 缺陷を 包んで あると か、 非常な 實行難 
に陷 ると か 云 ふやうな 問題は、 少しも 無い ので あり 


ます、 自然 增收が あれば、 亦 自然 政 S の增 加と 云 ふ 
こと も 免れぬ ので ある、 殊に 現内閣 IX 寺內内 閣の二 
年間の 財政の 俑を 受けて、 さう して 昨年豫 算 の II 承 
した 編成で あると 云 ふので あります からして 前 券 內 
內閣 の豫算 を 踏襲した ので あるから、 之 (" 對して 十 
分の 修正 補助を する ことが 出來な かつた ので ある、 
此點ほ 諸 右 も 十分 御 承知の 事で ある， 旣に武 富 君 も 
是は 豫算 總會で 昨年 明かに 申された， ，寺 內內閣 の豫 
算は滕 S1 杜撰で ある、 其 朦朧 杜撰の 俑を 受けた 所の 
政友會 内聞には 極めて 同情す る I 同情す るが、 此 
豫算 は馊 行が 出来ない と 斯う 云 ふ 事を 仰せられて 居 
る、 此點に 於て 歳出が it 加して、 追加 豫算が 出な け 
ればな らぬと 云 ふ 事は、 武富君 も旣に 昨年 明言して 
.居る 事實で ある、 であるから 今日 八 千 萬 _ と 云 ふ 巨 
額の 追加 豫算の 出る 事 も是ほ 巳む を 得ぬ、 祝 や 經濟 
界 の狀況 と 云 ひ物價 の騰 貴 と 云 ふ もの、 爲に 免れな 
い 故に 諸君 も 之に 就て は、 異論な く 御 賛成に なつた 
事と 思つ て 居ります、 又 此八千 萬 W の 歳入歳出の 追 
加豫算 と 云 ふ ものを 見る に、 是は 別段 申 上げる まで 
もな くして、 總 て物價 騰貴と 云 ふ ものが 約 四 分の 三 
を 占めて 居る のであります から •是は 削減し やうと 
致しましても、 削減す る餘 地の 無い ものである、 國 
力が 增 進を 致しまして、 物品が 騰貴 致し、 此自然 の 
趨向に 依て、 已 むを 得ざる 費用を 要求した と 云 ふに 
過ぎない のであります からして、 別段に 財政の 上に 
缺陷が あると か、 或は 實行が 出来ない と 云 ふ 議論を 
以て、 之に 臨む 必要は 少しも 無い ことで あると 考へ 
て 居ります、 唯 だ 私が 一言 申して 置きたい のは、 加 
藤 君は 御 幾つであります か 私ょり 大分 年輩 ほ 多い と 
思 ひます が、 私は 第二 十五 議會の 時に 初めて 帝國議 
會の 議席に 列して •今日まで 十七 回 帝 國謅會 の 顥 席 
を經た 譯 であります、 加 藤 君 ! t 私ょり 餘 程の 年輩で 
政治家と しても 先® であります が、 武富 君、 加 藤 君 
其 他の 諸 公は、 私が 此帝 國議會 の a 席に 著いて 以来 
何れの 議會に 於ても 豫算 ほ不實 行で あると か、 それ 
だから 經濟界 を K 迫して 世の中が 不景氣 になり •國 
ほ 破產 する 悲境に 陷ると 云 ふ、 此 消極的の 演說を 如 
何なる 機會に 於ても 此 壇上に 我々 は 聽かさ れぬ こと 
はない ので ある、 私は 深く 此點に 敬 ii を 拂 つて 居る 
(「嘘を 言 ふな 大隈 內閗 のとき には そんな ことを 言 
ひは しない」 と 呼 ふ 者 あり) 何れの 場合で もさう 云 
ふやう に 消極的 一方で 來て 居る、 けれども 日本の 國 
—  一 AI CH 
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情 ほ 段々 と！！ 運 (f. 睦 M 致します， K 為 IX 伸張 致し ま 
一す、 國力ほ 增進 致します 諸君の 言 ふこと ほ、 何れの 
場合に 於ても 私共 ほ 謹 „1; をした が， 其 事 (?. 辟て 其 事 
货 に接觸 をした ことほ 無い のであります、 併ながら 
菊 も 在野 済と なり、 帝 ^ 翳 會の漭 髟たる以上ほ>租 
極 的の 政策を 唱 へる 者 も あれば、 必ず 消極的の 政策 
を PH へる 者が あると 云 ふこと ほ 是 {X 當然 で、 地球が 
詰まり 遠心力が あれば 求心力が ある、 之に 依て 地球 
が 公 鞞をす る ことに 於て、 在野 黧 の 消極 •的の 翳 論に 
ほ 深く、 我々 ほ 敬 S を 表する 一人で あるので ありま 
す、 然れ ども 若し rr 成す るなら ば、 昨年の 豫 翦 に 於 
て も、 今年の 豫算に 於ても •賛成す るなら ば どぅか 

男子ら しく抒 .成したら 如何です、 何もけ ちを 付けた 

り、 非難を 付けなくても 宜しい、 又 帝 國議會 は是は 

立法府で 豫算港 査權を 有つ て 居り、 協賛 願を 有つ て 

居る のであります。 

〔「男らしく とは 何 だ」 と 呼 ひ 其他發 言す る 者 

あり〕 

0_長( 大岡 育造 君： 一靜® に 願 ひます。 

o iji 武君 若しも 之を 修正す る ものが あるなら ば* 

堂々 として、 我々 の 憲法 上與 へられた る 所の 權 利に 

依て 修正したら 如何です、 私共は 詰まり 與 へられて 

屛 る邀法 上の 權 利に te て、 修正す る もの {£ 修正した 

ら宜 しい、 協賛す る もの ほ 協賛す るが 宜しい、 若し 

內閣 不信任なら ば， 不信任 彈 劾に te て 堂々 と戰 つた 

ら 宽 しい、 资成 をしながら けちを 附 け非雖 をす る こ 

とは、 如何にも 男らしくない と考 へます から、 此意 

味に 於て 私は 諸君に 訴へ るので あります (拍手 起る〕 

0議長(大岡育造沿)高木益太郞君。 

〔高木 益 太 郎君 登摁 、拍手 起る〕 

0 田中隆 三 君 議長り 

0_ 長 (大岡 育造 君) 田 中 君、 何です か。 

〇 田 中隆三 君關税 定率 法 中 改正 法律案の 委員 會を 

きた いと 思 ひます から、 御 許可を 願 ひます。 

0 議長 (大閊 育浩 君〕 許可 致します。 

〔 01 中隆三 君 「どぅか 委員 諸君は 御 參篥を 願 ひ 

ます」 と 呼 ふ〕 

0 高木 益 太 郎君 政府に 質問を 致します、 此 追加 豫 

算の官 有物拂 下の 項 中、 米の 柳 下の 事に 就きまして 

政府の 說明を 求めたい のであります、 今日の 府下に 

發行 する 谷 新聞を 見ます ると 「政府 買 上內地 米 事件 

愍々 大 疑獄」 と 題し、 深 川 問屋 通、 猛烈なる 揉 消 運 


励 云々 と ございまして •深 川 i •贺町 木 村 某 外 la 名の 
者が 仲 小路 農 商務 大臣の 佐 賴に依 て， 內 地米 買 上の 
奔走を したる 始末を 揭戥致 しまして 其 中に鼗 商務省 
の 立派な 高等 , Fr が、 或 醜 事 S に關 係を して 居る、 此 
事过に 就て It 西 平野 婷察鹄 長が 取調を して， 澤 山の 
» 類が 集つ た 譯で あるけれ ども、 其 後 農 商務省ょり 
交渉の 結果、 P •察锯 の 其 書類が 無くなつ てし まつて 
結局 不起訴に 終つ た、 然るに 其 後 又 更に 其 問題に 關 
係した る 所の 者から して、 檢 事局へ 其 始末が 漏れて 
更に 捜査 方面に 於て 是 等の 關係 入の 取調を して 居る 
其 取調を 受けた 者の 中に、 農 商務省の 技手 中 川 龍 三 
なる 者が 收贿 をして. 居る、 外米 問屋の 書記長 熊澤某 
なる 者が、 傳票僞 造の 行爲が ある、 又 共益 精米の 五 
十 嵐 某なる 者が、 當該 吏員と 結 托して、 不都合な 行 
爲が あると 云 ふ 事柄が 戯 つて 居る、 吾々 ほ 此物價 調 
節の 問題に 就て は、®々 前の 農 商務 大臣 仲 小路 君に 
も、 今日の 農 商務 大臣 山 本 君に も， 數回農 商務省へ 
出頭を して 物價 調節の 策に 就き、 色々 御 交渉 申した 
のであります、 或は® 書を 以てし、 或は 口頭を 以て 
し、 何 か 適當 なる 策 13: 無い か、 例へ ば 通貨の 縮少で 
あると か、 或は 必需品に 付ての 公債 價 格の定 である 
とか、 各種の 方面に 就て、 色々 御 協議を したので あ 
ります •喵だ 其 中に 聊か 効能の 有つ たと 思 ふのは、 
米の 買 占を 爲す 方面に 向つて、 金融を 爲す 銀行の 取 
調を したら どぅで あらぅ か •是は 交渉の 結果* 農 商 
務大臣 が 著 手せられ ると 云 ふと、 二圓 許り 米が 下つ 
たこと がご ざいます けれども、 其 以外に 於て ほ 何等 
の 効果が 無い、 寧ろ 却て 反對に 段々 段々 米が 膦る一 

方で あつたと 云 ふことは 明白の 事 實で ある、 此物價 

騰貴の 結果は 甚 しき 人心に 悪影響を 及ぼし、 今日は 

全國に 同盟 罷 H、 或 {3; 「サボ タージ ユ」 が 行は れ甚 

しきに 至つ ては、 吾々 の 家庭の 下女に 至る まで 非常 

に 心理 狀態 が變つ て 来たと 云 ふことは、 何人も 爭ふ 

ベから ざる 所の 事 ® である、 此點に 就て 吾々 は 各種 

の 意見を 持つ て 居ります、 又此 間の 豫 * 內示會 に 於 

て 原總理 大臣に 向つ て、 是非とも 此際斷 乎た る物價 

調節 策を 實行 して 戴きたい と 云 ふこと を 吾々 か r5 要 

求し、 又 之に 對 して 總理 大臣から 御意 見を 伺 ひまし 

た、 此以 上は 詰まり 意見の 相違で あるから して、 意 

見の 相違は 是は已 むを 得 ませぬ が、 唯今此 所に 表は 

れたる もの、 如き —— 此 新聞紙に 書いて ある 農 商務 

省の 部內に 於て、 期る 不都合なる 者が 在る、 此 事件 


以外に 於ても、 吾々 が 指摘す るまで もな く W 田 SS な 
る 者の 五 萬 圓の收 购 をして、 而 して どうも 大正時代 
に 於て あるべからざる、 殘酷極 まる 犯罪 事件の 起つ 
たと 云 ふこと ほ、 是も農 商務省と して、 此點に 就て 
何と 辯 明され る 次第であります か、 如何にも 監督 不 
行 ® 、 紊亂 極まつ た 事と 謂は なければ ならぬ 次第で 
ある、 殊に 今日の 此 新聞の 記事な どを 見ます ると、 
例の 米騷動 が 起つて、 畏多 くも 天皇 陛ド から 御 下 
賜金を 賜は り、 又 政府から 一千 萬圓の 金を 出し、 國 
民の 一 部から 澤 山の 寄附が あり、 朝野の 人々 の 心配 
して 居る 際に、 農 商務 大臣が 深 川の 外米 問屋 •を 喚 付 

けて 交 gt- をす ると、 其 渡した る 一千 萬 11 と 云 ふ - 

國 民の 血の塊を 以て 彼等が 不 E の 利益を して、 さう 
して 其 結果 却て 反對の 方面に 使用せられ て 居る と 云 
ふやうな 新聞の 記事が ある、 如何にも どうも 吾々 ほ 
此 記事を 見て、 前に も 後に も 農 商務省の 部内に 於て 
實際化 事を する 其方 面に 斯う 云 ふ 人間が 居る ■•前の 
仲 小路 君、 今の 山 本 君が 心配を して 居る が、 是は唯 
た 指揮を する だけで ある、 實際仕 事を する 農 商務省 
の 技師の 方面に 於て 斯の如 き惡漢 が 居る、 而 して 是 
は 平常の 時とは 違 ふ、 米が 足りない と 云 ふので 騷掇 
事件が 起つ て、 天皇陛下の 宸襟 を惱 まし 奉る 際に 
於て 斯の 如き 問題が 起つ た 常に 國民 として 恐懼に 堪 
へぬ 次第で あると 考へ るので. あります、 然らぱ 今此 
追加 豫 》 の 上に 於て、 官有 物拂 下の 問題を 審議す る 
場合に、 斯の 如き 事が 前に 於ても あり、 後に 於ても 
ある、 今日の 府下の 新聞に 期の 如き 事を 掲載して あ 
る 以上は、 同より 承知して 居れば 共犯で あるから、 
刑事上の 問題で ある、 情 ほ 知らぬ に 相違ない、 又 御 
心配な さつて 居る に (X 相違ない が、 其 間に 斯の 如き 
犯罪者が あつた 以上 ほ、 其 責任は 政府 當局 者が 負は 
なければ ならぬ 次第で あらう と考 へる、 又是 等の 處 
分に 付て は、 斷乎 たる 處 置を 御 執りになる であり ま 
せう、 政府は 之に 對 して、 十分 明確なる 御 答 辯 あら 
んこ とを 願 ひたいので あります。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 犬 塚 政府娄 員。 

〔政府 委員 犬 塚 勝 太 郎君 登壇〕 

0 政府 委眞 (犬 塚 勝太郞 君〕 高 本 君に 伺 ひます が、 
私は 唯今 實は御 質問の 御 陳述の 終りました 所へ 罷出 
でまして、 此處で 御 答 辯 致します やうな 都合に 相 成 
りました ので 甚だ 恐縮であります が、 どうぞもう 一 
應簡單 に 願 ひます。 


—  一八 IO 二 

0 高. 木 ft 太邰君 今日 〇 府下の 新開を 見ます と， S 
商務省の 技手 中 川 某なる 者が 收貼を して 居る、 而し 
て 沖 小路 前 農 商務 大 KO 時代に、 內 地米の 問題に 就 
て 深 川 廻 米問屋を 集めて、 さ- 「して G ' 心 :-:' へに な 
つたことが見ぇる、此際に一千萬阆1;雎から金を彼 
等に 與へて 、さう して 物 ffif 調節の ことに 就て 色 %' 協 
議をせ られ た、 所が 今日から 見る と、 其關係 者 〇 中 
に 贈賄を なした 者が ある、 又 其 米も惡 米と 摺荇 をし 
て 一千 萬圓に 依て 買つた 米 ほ 他へ やつて、 滓 米 か 何 
かの ® く 下等なる 米を 代用した と iK ふので、 司法官 
憲が其 調に 著 手を して、 廻 米問屋の 熊 渾 -l.r : !<: 外© 名を 
拘引した、 斯う 云 ふ 記事が 出て 居る、 即ち 此記祺 か 
ら見 ると、 農 商務 大 Kir 恰も 泥 _と相 談を したの 
と间一である、との非_を爲す者が&る、而して前 
にさう 云 ふ 事が あり、 後には 最 ¥ 我々 が 彼是 言 ふこ ！ 
とを 耍 せず、 天下 周知の IJf ffl である、 山田涊 の 如き 
媾 濱の 鈴木辨 蔵から 五 萬 1MI 收 恥した と 云 ふ 事 H が &| 
る、 實 にどう も殘酷 極まる、 大正の 時代に 於て 稀な、 
る 犯罪 事件の 起つ たと 云 ふこと も、 亦阱 白なる® 柄 | 
である •斯の 如く 引 la いて 農 商務省の 肝要なる 仕 11J 
をす る 方面の 者が、 廻 米問屋の 當業者 や 何かと 通 絡 I 
してやつ て 居る と 云 ふ 事が あつて 見る と， 如何に 仲 
小路 又け 山 本 農 商務 大 K、 或は 貴方、 即ち 次官が 御 
心配に なつても、 本 當に仕 事を する 人間が 惡い事 を 
すると 云 ふこと になつ ては、 物價調 節-：: 効果が 現は 
れぬ のは 當然な 話で ある、 であるから 我々 ほ 越々 前 
の大 H にも 今の 大臣に も、 物價 調節の 事に 付て は 數 
度 御 交渉に 行つて 色々 又 御意 見を 承つ た、 調節を し 
て やる  <  と 言 つても 何等の 効果 (X 無い 其 効果が 無 
いのみなら ず 物價の 騰貴は 非常に 人心に 惡影 P を 生 
じて、 或は 同盟 罷エ となり、 「サボ タ —ジユ J となり 
甚だしきに至つてほ一家内に於て —— 家庭で 下女す 
ら此頃 主人の 命令を 聽かぬ と 云 ふやうな 狀態 になつ 
て 居る、 是は 何人が 責を 負は なければ ならぬ 次第で 
あるか 斯の 如き 司法官 憲に 依て 捕 へられ、 初めて 問 
題に なり、 殊に 先頃 蛾 某の 如きは# 新聞に 之を 書く 
と、 或 有力なる 入が 發靦廳 へ 行つ て、 府會 議員の 選 
擧の濟 むまで 檢賴 •して 吳れ るな と 依 賴 L た、 其 結果 
本人は 逃 徒して しまつて、 之を 捕へ るのに どの位 搜 
査官が 苦心した か 分らぬ、 漸く 此頃捕 つたと 云 ふ 話 
である、 ®! の 如き ものに 對 して •天下は どの位 物價 
問題に 就て 苦心して 居る か 分らぬ •之が 爲め に騷励 
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が 出來た 、之が 〇 めに 陛下の 御宸 襟を 惱ませ られ 
御 內帑盘 の 御 下賜が あり， 之が S めに 國 庫 から ほ 何 
千 萬 圓と云 ふ 金を 支出した、 國民は 非常に 心配を し 
て 居る 場合に- 斯る廻 米問屋と 結 托して， 農 商務省 
の屮から松々憇い事をする者が川る以上は、農商務 
常 局と して 相 常なる K 任を 負は なければ ，立憲政治 
と 云 ふ ものは 何の 役に も 立たぬ、 政府は 此責任 の點 
に 就て 如何なる 考 1 V 持つ て 居る ので あるか、 農 商務 
大£が 御 / M 席に なれば 農 商務 大臣に 伺 ひたいと 思 ふ 
が、 此肝铒 なる 場合に 多分 S 族院の 方へ 御 / H 席で 御 
出で ない と 思 ひます が、 私は 次官と しても 監督 不行 
屈の W 住、 S 商務省 紊亂の 責任は、 負は なければ な 
らぬ 次 Ifi であらう と 信ずる のであります、 明白に 次 
官が今 まで 是等の 間 題に 就て 御調に なつた 經 過， 今 

後の V.- 任の點 に 就て 確た る 御 ja 見を 伺 ひたい。 

0 政府 委員 (犬 塚 勝太郞 君) 御 答を 申 上け ます， 唯 

今 御尋の 如き 新聞紙 上に 現れて 居ります る やうな 其 

E W は、 果して 如何で ございます るか、 兎に角 新 [ia 

紙上に 11 はれます る やうな Ilf 件の 半： じました 事は、 

洵に©辟な次第でございまして，物似調節及物價調 

節に 關聯 致します る 所の 米の S 買 等に 付きまして 

は、 農 商務 常 局に 於て 直接 關係 致して /: *1 ります る 限 

〇、 又 間接に 監督の 及びます る 限り、 我々 共 就職 致 

しました 以後は、 出来ます 限りの 誠意を 以て、 出来 

ます 限りの 注 S を 致して 居る 次第で ございます、 是 

ほ 私共 當局 者を 首め 大 H3 に 於き ましても、 決して 其 

d st に變 りない ことと 考へ まする が、 即ち 現 大臣の 

みならず、 前の 當局 者、 前の 大臣に 於き ましても、 

此點に 就きましては >  M 々苦心を 致しました 結果， 

前大 KK 扱の 當時深 川なる 指定 商を 召集 致しまして 

色々 懇蝨 をされ ました こと、、 推察を 致す ので あり 

ます、 其 常時の 狀况は 、私共 未だ 就任の 前で ござい 

まする から、 唯 だ 烨 [ia 致して 居 〇 ます だけで ありま 

して、 事 莨 果して 如何で ございました か、 自らの Br 

險に 於て ほ 是は 承知 致して 居 〇 ませぬ、 唯 だ 私共の 

两 知 致して 居ります るの ほ、 役所に 引鹅 がれました 

る所の畀類等に依0まして、其辦實を，1べますのが 

職 M 上に 於て 取調べます る 一の 途な ので こざいます 

新 fla 紙上に も 現れて 居ります るが •現在 ほ 其 者は 農 

商務省に 奉 防 致して 居り ませぬ が、 常時 恭職 致して 

尻り ました 所の 中 川 某なる 者が、 不正 祺件 に關與 致 

して 居る やうな M にも 新 [a には 迅 いてあります が、 


此事柄 は* 唯今 司法婷 察の 方で 其方 rfli ょり 致し まし 
て、 色々 と 取調 中でありまして、 私共は 其肢 調の ® 
正に 嚴密に 進行せ らるゝ ことを •只管 希 朝 致して 居 
るので ございます、 斯る 事柄に 至ります ると、 申 上 
げ るまで もな く 高木 君 も 御 承知の 事で ございませう 
が、 我々 共 當局の 職 _内で 盡し得 られ まする 所の 手 
段を以 ちまして は、 どうしても 其實 跡を 得難い 事が 
あります ので、 どうも 斯る不 正行爲 ，犯罪 行 爲に涉 
ります る やうな 事に 就きましては、 どうしても. 司法 
當局者 及 司法婷 察の 力を 以て、 十分に 収 調べて E ひ 
ませなければ、 我々 と雖 も K 眞 相を 得る に 苦しむ や 
うな 事態て あると 云 ふ 事 ほ、 是は申 上げる まで もな 
い琳 と考 へます、 n. つ 之に 就きまして、 旣往の 事 又 
將來の 事は 尙更 でございます、 注意 致すべき 事は、 
十分に 注 S を 致して 居ります のは， 勿論の IJi で ござ 
いますし* JI. つ 書類 其 他に 就きまして、 又當 4 其 局 
に當つ て. 居ります る 者 等に 就きまして、 段々！ は 
致して 居 〇 ます けれども、 其 等の 事は 今 R まで r' : 表 
すべき 機 會でな いと 思 ひます、 又 新聞に 書いて，： リ 
まする とも、 或は ijf w が 果して 符合 致して 居る や /' 
何で あるか、 其邊に 就きましても •私共は 惑うて ) pf 
〇 ます やうな 次第で あ 〇 ます、 併ながら 是 等の 正鵠 
なる 事實は 、今 申 述べました 如く、 司法官 憲の辟 正 
なる 調赉 に te りまして、 相當の 手 Ilia を經た る 後事 L H 
が 判明す る こと、 考 へます から、 何れ 其 判明した る 
事 實 に 依りまして、 相當 手段を 講じ、 相 當の途 を 執 
ると 云 ふこと に 致したい と 心得て 居ります、 尙ほ是 
等の點 に關 しまして， © 々 世上に 疑惑を 牛： じました 
る ことは* 吳々 も當 局と 致しまして 遺憾に 堪へぬ こ 
とで ございます、 自分 等の 力の 及びます る 限り、 又 

•H 分 等の 取扱 ひました 以後に 於て は、 尙 M 十分なる 

誠意と 十分なる 熟 心を 以て、 將來 不都合な からん こ 

とを 期して 居ります 次第であります。 

0 岩 崎 動 3V 此三 案を 一括して、 委員長 報吿の 通り 

即時 SJ 決せられん ことを 望みます。 

〔「異 謎な し J 「E 共 誘な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇® 長 C 大岡 育造 治) 岩 崎 君の 動議に 御 異議がない 

と 認めます •仍て 委員長 報 I'r 通り 可決した る ことを 

宣 诗 致します。 

C 川原 茂 feli 君 院内 樊察事 項に 關する 特別 調査 委員 

會を 開きたい と 思 ひます から、 御 許しを 願 ひます。 

0 謎 長 (大岡 育造 君〕 許可 致します。 


〔川原 茂輔君 r 委 M 諸君は 第二 委員 室に 御參集 
を 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

0 熊 谷 五 右 衞門君 福 井縣彐 阈 港 築港に 關 する 建議 
案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます から、 御 許を 願 ひ 
ま^ N 

〇 議長 (大岡 育造 君) 許可 致します。 

〔熊 谷 五右衞 門 君 「委員 諸君は 委員 室に 御參集 
を 願 ひます」 と 呼 ふ〕 

0_長( 大岡 育造 君〕 日程 第一、 平和 條 約の 實 施に 
伴 ふ 流通 證券 及 工業 所有 權に關 する 法律案， 第一 讀 
會 の ® を 開きます、 委員長 小 橋？ J 三 衙 君： 

第一 平和 條約の 實施に 伴 ふ 流通 證券 及 H 
業 所有權 に關 する 法律案 (政府 提 
出〕 第一 _ 會の續 (委員長 報吿〕 
〔小 橋 藻 三衞君 登壇， 拍手 起る〕 

〇 小 橋 藻 H1 衞君 御 報吿を 申 上げます、 是は 平和條 
約に 準據 致しまして、 立案され たる 法律案で ありま 
して、 敵 人間に 於き まして、 此 戰前に 作成 致して 居 
ります 所の 流通 證券が、 所要の 期間に 於き まして、 
〔大岡 議長 議長 席を 返き 濱 HJ M 議長 代り 著 席 一 
二疋 の 形式を 腹 行す る ことの 出来な かつた ものを 失 
効卩 h 做す と 云 ふこと が 出来ない が爲 めに、 相 當の 
期間を 輿へ まして、 適法に 形式を 履行し 得せし め ま 
する こと、 •契約 國國 民の 工業 所有 權に關 しまして 
戰 亂の爲 めに 支障を 被つ て 居りました ものに、 一切 
の行爲 を遂貫 させまして， さぅ して 手續を 了して、 
一切の 義務を 履行し 得せし める 爲 めに、 相 當の 期間 
を與 へる と 申します る こと、、 それから 此エ業 所有 
權者が 手續を 怠つ て 居りました 爲 めに， 一旦 失効 致 
しました る ものを、 更に此 ■利を 冋復を 致させます 
る* 其 H 業權の 効力 範圍を 限定 致しました る こと V 
尙ほ 同盟 並に 協約 國と ，獨逸 以外の 國 との 間に 於け 
る 平和 條 約に 基き ました ものに、 是 等の 規定を 準用 
すると 申す ことを 規定 致しました る 法律であります 
委員 會に 於き ましては、 愼重審 議の末 •極めて 時宜 
に 適した る 立法と 認めまして、 協賛を 與 へる ことに 
決議を 致しました、 願く は 本會に 於き ましても、 速 
に Bi 決 碗 定せら れん 事を 希圉 致します へ 拍手 起る〕 
0 副議長 C 濱田國 松 君〕 別に 御發議 がない やうで あ 
ります から、 本案の 二 讀會に 入る ことに 御 異議 あり 
ませぬ か。 


〇 副議長 C 濱田國 松 君) 御 異議がなければ 二 讀會を 
開く に 決しました。 

〇 岩 崎勵封 直ちに 本案の 第二 讀會を 開き， 第 ni 
■を 省略して、 委員長の 報 街 通り 可決 確定せられ ん 
ことを 望みます。 

〇 副議長 (濱田 國松君 〕 岩 崎 君の 動議に 御異 _ あり 
ませぬ か。 

〔「 異 _ なし」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 副議長 (谘 田圆松 君〕 御 異議がなければ 直ちに 二 
讀會を 開きます。 

平和條 約の ffli 施に 伴 ふ 流通 證券 及 H 業 所有 
權に關 する 法律案 第二 讀會 C 確定 議〕 

, 異 翳 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 御 異議がなければ 三 讀會を 
省略して、 委員長 報告の 通り 可決 確定した る ことを 
宣告 致します、 日程 第二、 未成年者 飮酒 禁止法 案の 
第一 證 會の續 を 開きます， 委員長の 報吿を 求めます 
伊柬重 君。 

第二 未成年者 飲酒 禁止法 案 (根本 正 君 外 
四 名 提 ⑴) 第一 讀會 Q 續 (委員長 
‘ 報告〕 

〔伊東 重 君 登 W 、 拍手 起る〕 

0 伊 li 重：； 5 未成年者 飲酒 禁酒法 案の 委員 會に 於け 
る、 經過及 結果を 御 報吿申 上げます •本案は 初め 明 
治 三十 四 年 根本 君に 依て 本院に 提出せられ、 其 際 可 
決されました、 其 後 否決され たこと も ありました が 
明治 四十 四 年 以来 @ 年 提出せられ て、 殆ど 捋年 可決 
された 法案であります、 本案は 斯の 如き 薦き 歷史を 
有して 居る にも拘らず、 委員 會に 於き ましては 愼重 
に 審議を 重ね、 世界 大戰爭 後の 今日に 於て 一層 其必 
要を 認め、 滿場 一致 可決 致しました •特に 未成年者 
の 健康 上 及ぴ敎 育 上に 及ぼす 影響から、 本案の 必要 
を 認めた 次第であります、 政府 も 亦 喜んで 本案に 同 
意を 輿へ ました •何卒 本院に 於ても， 滿場 諸君の 賛 
成を煜 て 可決せられ んこ とを 希 Sf 致します (拍手 起 一 
る： > 

0 副議長 (濱 田國松 君) 本案の 第二 讀會を 開くべき 
や 否やを 議題と 致します 

〔「二 讀會を 開く に異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君) 御 異議がなければ 二 讀會を 
開く ことに 決しましたり 

〇 岩 崎 動 君 直ちに 本案の 第二 讀會を 開き、 第三 讀 


〔「異議な し」 r 異議な し I と 呼 ふ 者 あり〕 

平和 條 約の 1? 施に 伴ふ沬 通 證券 及 丁： 業 所有權 1  に &I1 す る 法律案 第一 1 S 會の續 第二 讀會 ^ *1 成年 tl ほ 酒 禁止法 * [ 第一 讀 會の續 
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f? を 省略して 、委 M i> 報 吿の通 〇 可決 確定せられ ん 
ことを 菌み ます。 

c n-' p_SLm 田國松 君) 岩 崎 君の 励 謎に 御異篯 あり 
ませぬ か" 

〔「異議な し」 「異 rfg なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 /,' mra 國松哲 ) 御與 謬がなければ K ちに 第 
二 S? 會を 開きます 、議案 全部を 議題と 致します。 

未成年者 飲酒 禁止法 案  第二® 愈 /-' 確定 
穀〕 

〔「 異謖 なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 (m 田國松 君) 御 異議がなければ 三 譖 會 を 
省略して、 本案を 可決した る ことを 宣告 致します、 
日程 第三、 學校衝 生 振興に 關する 建 翳 案， 提出者の 

提出の 趣旨の 辯 明を 求めます、 八 木 逸郎 君" 

第三® 校衙生 振興に 關する 建議案 (八 木 

逸郎 外 四 名 提出〕 

嘐校衞 生 振興に 關 する 建戡案 

學校衞 生 振興に 關 する 建議 

政府は 學校衞 生 振興に 關 する 相當の 施設を 爲 すへ 

し 

右建戳 す 

〔八 木 逸郎 君 登®、 拍手 起る〕 

0 八 木 逸 郞郛® 鼠に 本案 提出の 理由を 申 述べます 

遜に 列强が 屍 山 血 河の 大慘劁 を 演じまして、 血と p 

の 有 ゆる 物を 供して 其 運命を 決しました 後に 於き ま 

して、 列强が 某 勝‘ 後の 經營を 營み まする に 就て 努力 

して 居る ことほ、 種々 の 方面に 於て 非常に 大なる も 

のが あるので あります-特に 民族の 發展 、攛 利の 擴 

張、 產業の 振興 •是 等に 就て は、 競つ て 其 恢復と％ 

進と に 努めて 居ります、 而し て是等 の s に對 して ほ 

.是非共 體 軀の强 健と、 敎 育の 振興の 二つに 待たな け 

ればな らぬと 云 ふこと ほ、 政治家 も學者 も、 總て其 

鶸論を 一にして 居ります、 特に 我が 友邦の 英米は、 

此 點 に 向つ て戰 後の 一 大計 » を 企て ゝ居 るので あり 

ます、 飜つて 我 國は 維新 以来 文物 燦然と して 興り、 

殆ど 其點に 向つて ほ、 列强を 凌駕す るの 有樣 を呈し 

て 居ります るが、 歐米の 文物を 輸入す るの 急なる、 

智育 に趨つ て 體 育を 忘れて 居る やぅな 事 K を 認めら 

れ るので あります、 之を 統計に 照して 見ます れば、 

漸次 死亡の 年限が 短縮して 參 つて 居ります、 又體軀 

が 低下して 居ります、 結核の 死亡 數が 非常に 著しい 

扮® を 致して 居る ので ありまず、 是 等の ® から 未來 


の靑 年の §§ 軀を考 へま すれば， 樹に 粟を 生ぜし むる 
次第であります、 通に 內務 省が 保 賭 ^ 査會を 起し、 
S 商務省が H 塌の監 S 機 關を拖 へて 職工の 體軀 を監 
啓す るが 如き ことは、 此 g 民 健康を 保持す る爲 めに 
設けられた のでありまして 、甚だ 喜ばしい 事で あり 
ますが •是れ 以て 唯 だ 九牛の一毛で、 まだ 他に 此瞠 
軀の發 育 强 煺 を 保 誰し なければ ならぬ 事が、 澤山あ 
らぅと 思 ふので あります- 而して 其澤山 ある 中に 於 
て、 最も 爲し易 くして 而 して最も効果の多いのほ、 
學.校衙生を完全にすると云ふことに如くものほ、無 
いと . W ふので あります、 御 承知の 通 〇滿六 歳から 滿 
十二歲までの六年間 (3; 、兒*が義務敎育を了へなけ 
れば ならぬ 時であります、 而して 此六 年間の 健康 (X 
一生の 身 fli の强健 を 築 上げる 時代でありまして、 之 
に 依て 將來 の强煺 能率を 向上させる のは 疑な き 次第 
である、 而し て是が 六 年間 ほ 學 校に 於て 監督し •學 
校に 於て 研究し、 學校に 於て 其體軀 練磨の 方法を 講 
ぜられ るので あります るが 故に、 頗る 便利で、 而し 
て 將來に 於ての 効果 も大な る ものが あるので ありま 
す、 此窓 味に 於き まして、 此學 術衞 生の 振興を 計り 
而 して、 此學 校衞生 に 於て 實際行 ふべき 事を 研究 致 
しまして、 之を 行ぅて 將 來の國 民の 强 健を 計りたい 
此 意味に 於て 本案を 提出した 所以であります (拍手 
起る) 

0 岩 崎 1!| 君 本案は gi 長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付 . M されむ ことを 希望 致します。 

0 副議長 C 濱 lil 國松 君〕 岩 崎 君の 動議に 御 M 議 あり 
ませぬ か。 

〔「異議な し」 r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御 異議が なけ' れぱ 動議の 如 

く 決しました、 日程 第 四、 耕地整理 速 進獎勵 に關す 

る 建議案、 提案者の 提出 趣旨の 辯 明を 求めます.、 赤 

間嘉 之吉 君。 

第 四 耕地整理 速進獎 勵に關 する 建議案 

(赤 間嘉之 吉君外 一名 提出) 

耕地整理 速 進奬勵 に關す る 建 翳 案 

耕地整理 速進獎 励に 關する 建議 

政府は 速に 耕地整理 速 進獎_ に關 する 方策を 定め 

之に 相當な る 施設 經營 を爲 すへ し 

右 建 _ す 

〔赤 間 嘉之吉 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 赤 間 嘉之吉 君歐洲 戰亂の 結果、 自給自足の 敎訓 


を 痛切に 我々 は © まして、 尋て 近年 起り ました 糊 題 
ほ 食® 問題 ■此 食糨間 題の 爲めに ほ、 前 内閣 及現內 
閣に 於き ましても、 非常に 苦心 羥營せ られ まして. 
殊に前內閣の仲小路農商務大臣ほ，此食_間題特に 
米價 調節 問題に 就て は、 非常の 努力を せられました 
けれども •多くは 無 ^ の 努力に なつて 居ります、 此 
前內閣 の 執りました 政策 (3: •多く 應 急の 問題 だけで 
あつて 永久 的の 施設 經營ほ 殆ど 見るべき ものが ござ 
いませぬ、 其應 急の 策と 致しましても、 或は 米 殺の 
管理 令と か'  暴利 K 締令 とか 云 ふ ものを 出されて 肢 
締られ ましたが-其 結果 ほ 却て 政府の 筘 望して 居つ 
たよりも、 反對の 結果を 出しまして、 仲 小路 農 商務 
大臣ほ米價の暴騰を抑へ、隨て此米價を制限をし、 
一面に ほ 外米 輸入と 云 ふこと を 計 ft 致しました けれ 
ども —— 日本の 米 價の暴 騰を 抑へ る爲め に 管理 令を 
出 し， 或 ほ# 利 取締 令を 出して •どうかして 之を 抑 
へやう と 致しました が、 其 結果 私共の 知つ て 居り ま 
する範 園に 於き ましても. 大分 H 本の 米が 外 國に飛 
んで 行つて 居る、 是 ほ 多く 世 問に (3: 知られて 居り ま 
せぬ、 H 本の 米價 だけを 安くし やうと 致しました 所 
が、 どうも 外國 の米價 よりも、 □本の 米價の 方が 餘 
程 安いので あります、 で 船舶業 者 •殊に 此航海 業者 
の 如きは， 或は 門 司と か 神戶 とか 云 ふやうな 處から 
外國に 向つ て 出 : >1 を 致します る 時には、 船の 食糧を 
一箇月 間 航海 R 數を 要する もので あれば 二 箇月 分、 
或は 三 fa 月 分の 食糧を 積 込んで、 さう して 外 國に持 
つて fr つて 賣飛ば して 来て 居る と 云 ふことは •餘〇 
是は 世間に 知られて 居り ませぬ けれども、 さう 云 ふ 
ことにな つて 居る、 是ほ前 內閣の 大變遺 り 損つて 居 
る 問題で ある、 現内閣に 於き ましても •應急 策と 致 
しまして (-£ 、昨年来 外米を 輸入して、 之に 就て 政府 
の 消 方が 悪い とか！ K ふやうな ことで* 大分 院内で も 
攻 P されます るし •院外に 於ても 攻 _ された 樣子で 
新聞な どで 度々 見て 居ります るが、 是は偕 格の 問題 
よりも- 數 釁 の fHI 題と 云 ふこと にして、 昨年は 至つ 
て 平穩に 食糧 間 題を 解決す る ことが 出来た やうな 次 
第であります るが、 併ながら 是は差 當り應 急の 問題 
であつ て、 何に 致しましても 永遠の 策で ほご ざい ま 
せぬ、 現 內閣に 於き ましては •昨年来 永遠の 策と 致 
しまして は、 或は 開 S 助成 法と 云 ふやうな ものを 出 
され、 本年に 於て は 新たに，## を 取り、 法律案を 出 
し 色々 經營 されて 居ります るが、 私は まだ 是だ けで 


_  了へ〇 四 

ほ、 甚だ！ f 十分で あると 思 ひます •我 ks の A. 口け 年 
々七十 萬 人づ 、增贿 致して 居ります る ^ m 致し 
て 居ります 所の/口は どう 云 ふ 方面に 多く 舫 えて 居 
るかと 申します ると、 勿論 田舍の 方も钫 えて 居 〇 ま 
すけれ ども、 人口は 都市 集中、 是は 掏り 日本 だけで 
は あ 〇 ませぬ、 殆ど lit 界 的 (trl 向で ござります が、 多 
く人口は都會の地に伟：ま0まして、段村は屘に依0 
まする と、 今日 ほ 米 傲が 高くな り、 非常に 農民の 生 
活 ほ 豊に あると 云 ふやうな ことを •新 PV1 にも 或は 言 
論に も 大分 謡 ほれて 居ります けれども、 過日 も國民 
黨の土 井權 大君が 此演桢 に 於て 申された やうに、 決 
して 農村は、 さう -lit 間で 讅ほれ て 居る 程に® ではな 
い、 それで 入口は 段々 に 都會の 地に 集りまして、 現 
に 東京 市の 如き， 大阪市の 如き 大都會 の 地は、 一 ® 
月に 何； G 戶かづ 、人口が 咐殖 して 居る やうな 有樣で 
ある、 斯う 云 ふこと になつ て、 段々 入口が 都 會の地 
に 集る と 云 ふこと になります ると、 益々 此貧糨 問題 
と 云 ふことは •痛切に 我々 の 頭の 上に 浮んで 來るこ 
とに なり ませう と 思 ひます. どう致しまして も* lit 
七十 萬 人づ、 ％ 殖致 します る 所の 人 « を 都 © 地に ば 
かり 集めず して、 出來得 る 限りは H! 舍の 方へ 散在 さ 
する ことの、 政策を 執らな けれ ぱいかぬ と 思 ひます 
さう して 農％ 生活に 趣味を 持ち、 農業に 興味を 持つ 
て從 事す ると 云 ふやうな ことに 致し ま. せぬ と、 自給 
自足と か、 食 糊 問題を 根本的に 解決す ると 云 ふこと 
iT 到底 出来ない と 思 ひます、 で 今 現 內閣で 計 迸 さ 
れた 所の 開 * 助成 法， 是な ども 年々 八 T 萬 [HI の 金を 
投じて、 本年度の 豫算に 於ても 八十 一 萬 四千 圓と云 
ふ 金を 投じて， 經營 致す ことに 致して 居り ■$ す、 是 
は 永久 的の 策と して 効果の あると 云 ふことは、 勿論 
信じて 疑は ない 次第であります が、 尙ほ 一面に ほ 餅 
地 整理を 大に 獎勵 しな けれ ぱいけ ない と 云 ふこと を 
私は 痛切に 感じます、 現に 度々 汽 軍に 乘 つて 束 海道 
方® なり， 或は 山陰 道 方面な り、 更に 東北の 方に 向 
つて 參 りましても、 汽車の 沿道は 餘程 開けて 居り ま 
すけれ ども、 其 左右には 冬の 間には 耕作の 出 來ない 
一毛作の 地が 餘程 多い、 それから 耕地の 區盡を 見 ま 
しても、 洵 1r. 不規則 千 萬な 昔の 儘の 耕地を 共 儘 耕作 
致して 居る、 山陽 01 方面、 或 {t 九州 方面に 於き まし 
ては、 牛馬 耕が 餘程發 達 致して 居りまして、 田を 耕 
すに. は 牛馬を 以て 耕して 居ります けれども、 東海道 
方面な ど 彼程 開けて 居る 處を 見て 見ましても •牛馬 
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を 用ゐず して、 矢 張 人の 手で 以て 耕して 居る と 云 ふ 
やうな 有 _を 能く  11繫 致します •過日 も 土 井 君の 言 
はれました やうに、 今 H ほ 農 槳勞砌 者 1 搵〇 農業 
勞働 者ぱ かりでは ありませ ぬ •總 て勞砌 渚が 不足で 
あるが、 殊に 農業 勞鋤 者は 最も； f 足であつて、 農業 
索は lit 勞侧 者の 不足を •痛切に 感じて 居ります 次第 
でございます、 此 f 業 勞测 者が 不足を し、 食糧の 不 
足を すると 5J ふ 今日に 於て、 矢張哲 の 儘の 不規則な 
る 耕地で* 冬の 間 ほ 游ぱ して [S くと 一： ムふや うな こと 
は， 國 家の H から 見ます と、 洵に大 なる 不利益で あ 
ると 思 ひ ■$ す、 で 開 梨々 奬 糊 致します と 同時に、 一 
而に 於て ほ 耕 池 整 1 r 排水 整理、 及 做盡 整理を 致し 
ま して、 一毛作の 土地に 冬の 間に ほ 或は 麥を作 り， 
菜 稲を 作り •豆を 作る とか 云 ふやうな ことにして 一一 

毛 作に 致し •更に 一面には 區诳 を撋大 致します こと 

にしたい、 现 今に 於き まして ほ、 農家 一戸に 付て、 

一町 步内 外し か 耕作は 出 來な いと 云 ふやうな 小農 組 

織で あるのを、 耕地の 區畫を 描 大し まして、 一戶少 

くも 三 町步、 W WJ 步 、或は ? T 町 步位は 耕作し 得る や 

うに 致しましたならば •  S 業 勞蚴奔 の 不足して 尻る 

のを 補 ふと 同時に、 一面に 13; 此炱 ft! 间 題， 食 糊の 不 

足を if 切に 感じて 居ります のを、 幾らか 或 ひは 麥を 

m し、 豆を 殖し菜 稲を 殖 すと i zc ふやうな ことに 致し 

まして、 食 糊の ^ 瓶を 圖る ことが 出来 得る， 更に 一 

面に 於き まして 13: •田舍 の 方に 於き まして •冬の 間 

は 耕作が / 15 来ないで ■手を束ねて 農民 ほ 遊んで 居る 

と 云 ふやうな ことで あるのを， 冬の 間の (1: 事が 出來 

て gi りまして， m K して 不善を 爲 すと 云 ふや う な こ 

とも 無くなります、 風 ® の 上から 申しましても、 非 

常な 効果が あるで あらう と 思 ひます、 此の 耕地整理 

に 就きまして if 確か 明治 三十 九 年頃で あると 記憶 

致して 居ります が、 それ以来— で 餅 地 整理を 段々 

獎勵 する やうな ことにな 〇 まして-今日で (3: 六十 萬 

町步ぱ かりの 耕地整理を 終つて 居ります けれども， 

今政府の調べて居ります所に依^ますと、：史に將來 

擴 張 見込の ある 土地が 二 ?: 1 二十 何 萬 町步 •改良の 見 

込の ある 土地 13: 百 八 萬 町步 、合せまして 三百 三十 一 

茁町步 と 云 ふ， 餅 地 整理を すべき 土地が 殘 つて 居り 

ます、 今の やうな ii'l 方で、 今日 政府が fill つて 居り ま 

す年七：九十茁脚位な經费を以て—此軿地整理の彐百 

萬 町からの 大 ?lf 業を 完成 致します と 云 ふのに は、 餘 

程の 年數を 要します、 胙 年 も 外米を 输人致 しました 


爲め に、 政府の 3n 失に歸 して 居ります のが、 三千 三 
.百 萬 [a と 記 I T.B 致して 居ります、 一简 年で 以て 外米を 
輸 人した 爲 めに 三千 萬圓 からの 損失を 致して 居る、 
之を 其 幾 部分を 割きまして、 耕 m 猥理の 方を 促進す 
る やうな ことに 致しましたなら ば、 將來 昨年の やう 
な 米穀：  个足の 年が 出来ました に 致しましても 尙ほ麥 
を 作り 或は 豆を 作つて、 此食糧 の 不足を 補 ふこと が 
出 來得 るで あらう と &'. ひます ので、 今 日 艽 十 萬圓づ 
つ 耕地整理に 使つ て 居る 金を、 更に 七十 M 圓に し， 
?-| 萬圓 にし •或は 二！ 一一; c 蓖圓使 つても、 國 家の 大き 
な 目から 見ます ると-決して 大した 金額で It ない と 
思 ひます ので、 どうしても 私は 開 18 を 獎勵す ろと 同 
時に、 耕地整理を E に 一段と 奬勵 しなければ ならぬ 
と 云 ふこと を、 痛切に 感じます る 次第で ございます 
是が 本案を 提 m 致しました 所以で ございます。 

〔泊 手 起る〕 

0 岩 崎勸 W 本案は 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 菌み ます) 

0 副 _ 長 (濱田 國松冇 〕 御異 議がな ければ、 岩 崎 君 
動議の 如く 決します —— 日程 第五、 吉野縱 貫鐵疽 速 
成に 關する 建議案、 提 川® 旨の 辯 明を 求めます •提 
出 者 八 木 逸郎 君。 

第五 吉鮮 縱貫鐵 道 速成に 關する 建議案 
(八 木 逸郎 君 提出) 

吉野縱 貫鐵道 速成に 關 する 建 _ 案 
吉鮮 縱貫鐵 道 速成に 關 する 建_ 

吉野縱 W 鐵道は 第 四十 一回 識會に 於て 請願 採 掙せ 

られ たる 線路に して 71? 野 鐵道吉 野 驛を 基 li とし 上 

市町 龍 門 村中莊 村國樓 村 川上 村 上 北山 村 下 北山 村 

を經 て三爾 縣南牟 ® 郡 神 川 村 五 鄕村飛 烏 村有 井村 

に 至 〇紀勢 線に 聯絡す る 延長 五十 三哩 餘の鐵 道な 

り而 して 該 地方は 木材 及 木炭の 產地に して 有名な 

る吉野 山林を 有し 尔 々搬出す る 木材の 數量は 約 五 

六十 萬 尺〆 に 達す 而も 何等 運輸 機關な きを 以て® 

ら 河川に 依り 流 下せし むる の 現况に 在り 故に 毎年 

出水 期に 方り ては 木材の 流失 絶えす 而已な らす多 

額の il 材費と 長 日月を 要し 常に 需給の 時期を 失す 

る 等 ia 憾の點 尠から す 依て 政府は 速に 之を 調奄し 

本 鐵迤を 速成せられ むこと を 望む 

右® 謬す 

〔八 木 逸郎 君 登®〕 

〔拍手 起る〕 


〇 八 木逸郞 君簡 嵐に 提出の 理由を 述べます、 本鐵 
道の 速成に 關 します る鐵 iM の起點 は、 奈良縣 の吉野 
鐵 m の啻野 驛から 熊 野 海 耑に 至る、 五十 三哩 餘の鐵 
道の 速成を 願 ふ _で あるので あります， 其の 通過 地 
方は 吉野 郡の 大淀 村、 上 市 村、 龍 門 村、 中莊 村、 國 
榄村 ，川卜 •村、 上 北山 村、 下 北山 村、 及 三重 縣 南牟 
宴 郡 上 ) II 村、 Tr: 鄕村 、飛鳥 村を 經て 、有 井村 又は 南 
輪 内 村に 達する 線路を 要望す るので あります、 本線 
路に直 接關 係を 有します る 面積は、 吉野川 流域と 北 
山川 流域 五 百 平方 哩で ありまして、 其 fll! 方の 主なる 
產物ほ 、木材と 木炭と 鍋物が 主なる ものであります 
木材の 產 m 額は 一箇年 約 五六 十 苗 |尺 でありまして、 
價格五 百 萬 圓 以上であります、 木材 搬出の 方法は 今 
日まで 多くは 筏で 流して 居ります る、 又 加工品 ほ 人 
の 肩に 倚りましたり、 或 ほ 車力で 運んで 居つ たので 
あります、 山林の 狀態ほ 搬出が 不便の 爲め に、 面積 
の 三分の 二は 唯 だまる で 天然に 打棄 てられて ありま 
して、 S うして 其 大部分 ほ、 其 天然 林で 朽阔に 委し 
て あるので あります、 交通 上の 便利は、 若し 此線が 
出 來 ますれば、 熊 野！ i 即ち 木 之 本と か、 或は 新宮の 
方面から 吉野驛 に參 ります るが 五十 三哩 、吉 野驛か 
ら大阪 の 湊町迄 一! 一十 八哩 ，約 九十 哩で 達します るが 
故に、 紀 勢 線の fll 設と相 侠つ て、 大變 利便を 得る こ 
とになる のであります、 現在 さう 云 ふやう に 先程 申 
上げました 通り、 三分の 二は 天然秫 で朽 腐に 委して 
居ります が、 此鐵 道が 出来ましたなら ば、 其 三分の 
一 i it 悉く 開發 されまして、 さう して 連輸 交通が 好く 
なります るの みならず、 現在 運搬費 出と して 毎年 拂 
つて居りますのは，一年に百 3? _以上拂つて居りま 
すが、 是が此 鐵 道の 利益になる 譯で あります からし 
て、 利益の 點から 見ても、 此鐵 道は 必要と 思 ふので 
あります、 どうか 滿場 一致の 御 賛成を 願 ひたいので 
あります。 

0 岩 崎 勸君 本案は 八 木 逸郎 君 外 一名 提出， 勢和鐵 
道 建設に 關 する 建議案 委 M に、 併せて 付託 せられん 
ことを 菌み ます。 

〔「賛成」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 c 濱田國 松 君〕 御 異議がなければ 岩 崎 君の 
励 _の 如く 決します —— 日程 第 六、 葉 煙草 罹災 補償 
に關 する 建議案、 提出 趣旨の 辯 明を 求めます、 提出 
者奧田 榮之進 君。 

第 六 葉 煙草 摧災補 償に 關する 建議案 


(奥 田 榮之進 君 外 二 名 提出) 

葉 煙草 罹災剂 償に 關 する 建議案 
葉 煙草 罹災 補償に 關する 建議 
葉 煙草は 一般 耕作物に 比し 多額の 肥料を 要するに 
拘らす 其の 生育 中 暴風雨の 被害を 受 くる こと 多く 
其の 基し きに 至りて は收褪 皆無の こと 亦尠 からす 
故に 政府は 耕作 獎豳の 主旨を 貫徹す る爲相 當の罹 
災 補償 法を 制定せられ むこと を S? む 
右 建議す 

〔奥 田 榮之進 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇 奧田榮 之 進 君 本案 提 3 の 理由を 簡 ® に 申 述べ ま 
す >  葉 煙草 耕作 季節 中には、 注々 蟲 風雨が 起り まし 
て、 他の 耕作物に 比し 多額の 肥料を 抛ち、 折角 發育 
に 手を 盡 しつつ ある 所の 此 煙草が •暴風雨の 爲 めに 
被害を受け、 隨て數 量を 減じ、 それから 品質を 惡く 
しまして* 其 上に 病害を 誘發 します るから 致し まし 
て、 肥料 代 すら 得る こと 能は ざる 者が あるの みなら 
ず" 甚 しきに 至りまして は、 收撞を 皆無に 歸 し、 何 
等 得る 所がな く、 爲 めに 煙草 耕作 業者の 損失 少な か 
ざる ことは、 多苹の 事 實が 之を證 明して 居る 次第で 
ございます、 故に！ i 風雨ょり 生ずる •被害に 付き ま 
しては， 煙草 耕作者に 不安を 感ぜし むる ことが 甚し 
いので ございます、 殊に 近来 經濟界 の 激變に 伴 ひ、 
煙草 耕作者が 滔 々として、 他の 裁 培の 容易に して 有 
利なる 耕作に 轉ず るの 習性を 生じて 来たので ありま 
す、 之が 爲め .煙草 耕作 段別が 毎年 政府の 公示す る 所 
CD. 段別に 達しない のであります、 隨て 萎靡 不振の 狀 
態を 呈 する やうな 次第に 立 至つ たのであります、 若 
し 之を 自然の 成 行に 放任し ましたなら ぱ •殆ど 究極 
する 所な きに 至る やうな ことが 明かに なつて 來たの 
であります 、故に 政府は 速に 罹災 補償 法を 設け、 暴 
風雨の 爲めに 被害を 受 くる 所の 煙草 辦 作に 對 して、 
ffl 當補 償の 道を 講じ、 煙草 耕作者が、 安心して 其 業 
に 就く やう 御 取 計 あらん ことを 菌む 次第で. あります 
滿 場の 諸君の 御資 成を 願 ひます。 

〔拍手 起る〕 

〇 岩 崎 ii 君 本案は 議長 指 ^ を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ ん ことを 望みます。 

0 副議長 (濱 田阈松 君) 御 異議がなければ、 岩 崎 君 
の 動議の 如く 決します。 

L 「異議な し」 と 呼 ふ 若 あり〕 

一八 〇五 


士 Tt 野 ® tt ts ilri 1 V! . 成に 閱する 迚淡案  葉 煙 萆罹 災邡 憤に 關する 建議案 
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勢 和羚适 $成 |' %す乙建漭案| |3 裩玆菹建設に閲する建迹案|日南東部欸道建設に關する建穀案 


〇 副議長 tm ftf 國松 君) 日 fi 第 七" 勢 和鐵道 速成に 
關 する瑰 戣案を 謎 題と 致します、 提出 趣旨の 辯 明を 
求めます、 提出者 佃 安之 丞打' 

第 七 勢和鐵 51 速成に 関する 建籙案 (佃 安 
之 丞君外 七 名 提出〕 

勢 和 鐵 31 連 成に 關 する 建 翳 案 
勢 和鐵通 速成に 關す る 21 議 
一奈 良縣下 樱并驛 より 三重 縣下名 張 町を 轾 て松阪 
驛に至 る鐵道 

右 奈良縣 下 櫻 井 驛 より 三重 縣下名 張 町を 經て 松阪 
P に 通す る鐵 道は 鐵道院 に 於て 旣に決 定せ る鐡道 
線路 網の 一部に して 之 か 速成は 沿道 地方 富 源の 開 
發上 必要なる は 勿論 京阪 地方を 經て 伊勢大廟に 參 
拜する 旅客に 對し 旣設鐵 道に 比し 時間に 於て 約參 

分の 一 、 里程に 於て 約參拾 里を 減す る 等 多大の 利 

益 あり 殊に 最近 交通の 頻繁 物資 輸绘 の激增 に 依り 

旣設鐵 道の みに て 13; 充分に 輸送の 任務を 果す 能は 

す 而も 一而 國防の 上より 見る も 必要なる 線路たり 

仍て 政府は 速に 右鐵 道を 敷設せられ むこと を 望む 

右 建議す 

〔伽 安之 丞君 登®〕 

〔拍手 起る〕 

0 佃 安之 承 君 私は 極く 簡 W に 提出の 理由を 說 明し 

て 置かぅ と 思 ひます、 此建 議案は、 三重 縣の 選出® 

員が 一致 致しまして 提出者と なり、 又 賛成者と なり 

まして、 其 他多數 谷 派 議員 諾 君の 御 賛成を 措て、 提 

出 致した 所の 建議案でありまして、 其內粹 は 奈良縣 

棚 井 驛 より 起り まして、 三重 縣の 伊賀の 名 張を 通過 

致しまして、 尋て 一志 郡を 縱斷 致しまして、 飯 南 郡 

の 松 坂 驛に 至る所の 國有鐵 道でありまして、 此鐵道 

の 必要なる 事柄は、 旣に鐵 道院に 於ても 認められて 

鐡道線 路 網に 加 へられて ある 所の鐵 道であります か 

ら此鐵 道を 速成して 貰 ひたいと 云 ふ 意味が、 即ち 此 

建讖 案の 本旨でありまして、 其鐵 道が 開通 致し まし 

た 上に 於き ましては、 地方の 富 源の 開發 、運輸 交通 

の 便益を 得る ことは 莫大であります、 其 他 軍事上の 

關係も 含んで 居る 所の 必要なる 鐵道 であります、 幸 

に此 案が 本會 に容れ られ まして、 委員付託に なり ま 

したなら ば、 私は 委員 會に 於て 十分 詳しく 說 明を 致 

します 考で あります から、 何分 滿堂 諸君の 御 賛成を 

願 ひます。 

§ 手 起る j 


〇 岩 崎勸君 本案 13: 日程 第五と 同じく、 八 木 逸 郎君 
外 I 名 提出、 勢 和 鐵道建 設に關 する 建議案 外 一件の 
委負に 併せて 付託せられ ん ことを 望みます。 

rr 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副 _ 長 (m 田國松 君〕 御 異議がなければ 岩 埼君動 
議の 如く 決します、 日程 第 八、 國都鐵 道 建設に 關す 
る 建議案を 議題と 致します、 提 ⑴ 莕兒王 好 熊 君より 
提案の 趣旨の 辯 明を 求めます。 

第八國 都錄道 建設に 關 する 建議案  c 兒 
玉 好 龍 君 外 一名 提出) 

國都鐵 道 建設に 關 する 建議案 
國都 鐵道雜 設に關 する ifi 議 
一 鹿 兒島縣 下 國分驛 より 宮崎縣 下 都 城 驛に 至る 鐵 
道 

右は 鹿兒島 縣下國 分驛宮 崎縣下 都城驛 間を 連絡す 
へき 鐵道 にして 之 か 完成の 曉は 鹿兒島 市より 現在 
敷設せられ たる 鹿 兒島線 及 宮崎線 を經 由す るより 
も約彐 十六 哩を 短縮し 沿道 一帶の 富 源を 開 發し貨 
客の 至便 謂 ふを 待たす 加 ふるに 鹿兒鳥 港と 都 城 所 
在 聯隊との 連絡に 於て 軍事上の 必要 缺く へから さ 
る ものにして 政府に 於ても 夙に 鐵道網 中に 加へ 居 
る 重要の 線路な り 

依て 政府は 速に 右 鐵道敷 設の計 蜜を 立て 民人 交通 
の 便益と 地方 無限の 富 源と を 開發し 交通の 完成と 
國家經 濟の發 達と を 圖られ むこと を 望む 
右 建 類す 

〔兒玉 好 熊 君 登壇〕 

〔拍手 起る〕 

〇兒玉 好 熊 君 本案 提出の 理由を 簡單に 申 述べます 

本案は 鹿兒島 本線 國分驛 より 宫崎 線の 都 城驛を 、連 

結す る鐵 道を 速に 建設して* ひたいと 云 ふこと を 要 

望す るので あります、 現在 鹿兒晶 縣 國分驛 より 宮崎 

縣の都 城に 至ります る 所の 鐵道は 、其 距離が 六十 二 

哩あ ります、 即ち 霧 島山の 山麓を 四 分の 三 周 致して 

居ります、 時間は 三時 間を 要する のであります、 之 

を 今建識 致します る 線路に 依ります れば 、距離は 僅 

に 二十 六哩 、時間が fi かに 一時間と 云 ふこと に 短縮 

される のであります、 隨 ひまして 是が 開通 致し まし 

た 曉に 於て は、 其 旅客が 多大の 便宜を 得ます る こと 

は 申す まで もない ことであります、 元來鹿 兒島宮 崎 

の 兩縣は 、經濟 上 非常に 密接なる 關係を 持って 居る 

のであります、 殊に 日向の 南半 部の 中心 市場た る 所 


の 都 城の 如き ほ、 殆ど 總て の羥 濟關 係が 鹿兒 島を 中 
心と 致して 居る と 申しても、 敢て 過言で ない ので あ 
ります、 鹿 兒島宮 崎 間 ほ、 現在の 鐵道に 佐り まする 
と 六 時間を 要する のであります が、 此 建議 致し まし 
たる 所の 鐵道が 開通した 曉に 於て は、 僅に 四時 間以 
內で 到達す る ことが 出來 ると 云 ふこと になります の 
でありまして、 隨て 大正 十一 年に 至って 日豊 線が 開 
通 致しまして、 九州 東部 線が 開通 致しました 曉に於 
てほ、此幹綵を利用する點に於て、二時間以上の短 
縮が 出 來 まして、 非常なる 便利を 来す と 云 ふこと ほ 
是亦 明かな 事であります、 而 して 今回の 此 建議 線が 
通過 致します る 地帶は 、霧 島山の 南 麓の 森林 地 帶で 
ありまして、 之が 爲めに 其 地方の 富 源が 開發 される 
と 云 ふこと ほ、 是亦 申す まで. もない 事でありまして 
國家 經濟の 上に 多大の 貢！！ を爲 すべ S- ことは、 自ら 
明瞭なる 事で あると 思 ふので あります、 殊に此 沛過 
池に ほ、 環々 杵 ©を 奉祀 致します る、 官弊 大社 霧 島 
神宮が 鎭瓯 在し まして あらせれ ますので* 之に 參拜 
致します 數十萬 の 人々 は 非常なる 便利を 感じ、 隨て 
御 神威 も 一層 顯提 される ことで あらぅ と 思 ふので あ 
ります、 尙又此 鹿兒 島の 四十 五 聯隊と 都 城の 六十 四 
聯隊とは、 同じく 三十 六旅團 の 統轄の 下に 在ります 
のでありまして、 是が 饉 に 二 時間を 以て 交通が 出來 
ると 云 ふこと になり ますれば、 平常の 經理费 の 上に 
於て、 非常に 利得が あるの みならず、 一朝 有 iii の 日 
に 於て、 鹿兒島 港より 丘 (力を it 送し なければ ならぬ 
と 云 ふやぅな 場合に なりましたならば、 此 兵力を 集 
中す ると 云 ふ 上から 非常なる 關係が あると 云 ふこと 
は 申す まで もない 事と 思 ふので あります、 以上の 理 
由に 依りまして 何卒 政府 ほ 速に 本鐵道 建設の 計畫を 
立てられ、 議會の 協賛を 求められん ことを 要望す る 
次第であります、 何卒 御 * 識の上 御 賛成を 願 ひます 
. 〔拍手 起る〕 

0 岩崎勵 君 本案 {3: 議長 指名を 以て、 九 名の 委員に 
付託せられ んこ とを 菌み ます。 

〔「異議な し異 _な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 C 濱田國 松 君〕 別に 御異 翳がなければ 宮崎 

君の 動議の 如く 決しました - 日程 第 九、 日 南東 部 

鐵道 建設に 關 する 建_ 案を 議题と 致します、 長 峰 與 
一 君より 提案の 塵 日の 辯 明を 求めます。 

第 九 日南朿 部 鐵道建 設に關 する 建議案 
C 長 峰 與一君 外 一名 提出〕 


I  - 八〇 六 

日南柬 部錄道 建設に ^ する 扭笾案 
日南東部铙逍扭設に關する扭遒 
一宮 JJF 縣下 宮埼ょ 0内 海港、 (K 肥 及 油 ? IJ を 經て 福 
島に 達する 鏺适 

本鐵 道 IX 產業の 發展に 資し 交通 〇 不 IS を 補 ふ 21 急 
設を 要する ものと 18 む te て 政府は 速に 本線の 杻設 
に 著 手せられ むこと を瑾む 
右 建諉す 

〔長 峰 與一君 登®〕 
r 拍手 起る〕 

〇 長 _ 與一沿 本 訊 議案に 於き まする 12 通 は、 宮笱 
縣宮 崎ょ 〇飫 肥油课 の兩 港を 經 まして、 福 島に 達す 
る鐵 道であります、 我が 宮崎縣 ほ、 他の 何れの 地方 
ょりも 天 與の富 源には 富んで 居ります けれども、 文 
明の 機關た る 交通の 恩 澤を 受け ませぬ 故に、 今以つ 
て 後進 國たる 姿であります、 唯今 私が 建議を 致し ま 
す 地方に 於て は、 最も 此事を 感じて 居る 地方で あり 
ます、 且又 我宮 崎縣 は、 御 承知の 通〇阜 ；宗 發祥 の S? 
地であります、 仍帝 室に 於 かせられても、 特に 此縣 
下には 御注意が ある 次第でありまして 現 天皇陛下 
が 嘗て 裏 太子 殿 1' で 在らせられる 際に、 行啓の こと 
が あつたので あります、 今春 三月の 時期を 以ち まし 
て、 皇太子殿下が 又々 本員が 玆に 建議を 致します 地 
方に 行啓になる に當 りまして、 其 交通鹋 關の不 肺な 
る點に 於き まして、 恐懼 措く 所を 知らぬ ので ありま 
す、 是に 於て 政府は 是 等の 事情に も 鑑みて、 速に 建 
設の 運に 至らん ことを 望む のであります、 同時に 滿 
場 諸君に 於 かれましても •御 賛同を 得たい と筘 薙 し 
て 居ります-何卒 一致 御 賛成 あらん ことを 希 菌 致し 
ます 次第で ございます。 

0 岩 崎 ill 君 本案は 前の 兒玉好 熊 君 外 一名 提出、 國 
都鐵通 建設に 關する 委員に、 併せて 付託せられ んこ 
とを 望みます。 

〔r 異識な し j 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 

〇 副 _長( 濱田國 松 君〕 御 異議なければ 岩 崎 君の 励 
翳の 如く 決しました、 日程 第 十 第 十一の 議案は 提出 
者が 同一であります から、 一括 翳 題と 爲 すに 御 異議 
ありませ ぬか？ 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 副議長 C 濱田國 松 君〕 御 異議なければ 日程 第 十姬 
津鐵道 速成に 關する 建議案、 日程 第 十一、 勝 倉 鐵逍 
速成に 關 する 建 S 案* 此兩 案を 一括して 翳 題と 致し 
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ます， 提案 趣旨の 辯 明を 求めます —— 阳 -)!: 三 郎君。 

第 十姬津 鍅范速 成に 關す 〇 建議案 (福 井 
三 郎君 外 ：/* 1: 名 提出〕 

姬津鐵 道 速成に 關 する 建議案 
姬律鐡 道 速成に 關す る £Lt 篛 
一兵 阳 縣下姬 路驛 より 岡 山 縣下維 山驛に 至る 鐵道 
政府は 陰隄に 於け る 交通 機關完 備 の必耍 上 及該地 
方に 於け る 產業發 達の 必要 上 近時 新見津 山間 及 智 
頭 律 山間に 於け る輻 便鍅 道の 官設を 規畫 して將 に 
其の丁啡に著手せむとす然るに津山新見間の鐵迫 
は ai 西に 貫通せ されは 未た 以て 其の 効を 究 ぅする 
に 足らす 智頭津 山間の 錄道 も榮赛 線な くんは 朱た 
以て 邦の 果を收 むる 能は す np ち姬渾 鐵 逝 を 敷設し 
て 始めて 陰 m 聯絡 {)• 西 貫通 以て 交通 抑關の 完備す 

る ものと 謂 ふへ し况や 本線は 軍事上 最大の 關係を 

有する に 於て おや 依て 政府 ほ 速に 右 鐵道 の數設 に 

箸 手せられ むこと を閣む 

右 妞議す 

第 十一 勝 fr; 鐵 范 迚成 に關 する ai 議案 (福 

井 三 郎君 外 二 名 提 3 し 

勝 倉® 道 速成に 關する 建議案 

勝 倉 鐵道速 成に 關 する 建議 

一岡 山 縣下勝 山 町より 鳥 収縣 下倉吉 町に 至る 鐵 m 

® に 政府は 陰陽 聯絡の： n 的を 以て 津 山を恶 點 とし 

束に . Ri JR 線 西に 米 子 線 屮央 に ^ 吉紛の ii 一 線を 比較 

調 ^c の 末 中央線を 以て 三奔屮 の： S 陷良線 と 18 めら 

れたり 

然るに 輓近诳 西の 兩線は 因美線 並 伯 美 線と して 實 

現せる も 其の ® 線と 認められた る 中央線の 閑却 

せらる るは 關係 地方 民の 不幸と する のみなら す 寶 

に國 家の 爲溃憾 とする 所な 〇 

今や： £備幹 線の 確定と 共に 新 見より 勝 山を 經 由し 

律 山に 達する 線 も 亦 支線と して 決定せられ 旣に律 

山 勝 山間の 羝部は 現に 起工 中に 在り 故に 該支 線の 

勝 III より 分岐して 旣設介 吉 P に 接 給せ しむる は® 

に 三十 八 pfR 餘の 新設に て 111 晗本 線に 通 絡す るを 得 

へし而して本粉ほ茁事用兵上必要にして又伯美兩 

阀に 於け る 農 產及水 產の睽 出入の 途を開 き 以て 需 

給の [H1 猾を S るを 得へ L 仍て 政府は 速に 右鐵 道の 

吸 設に著 手せられ むこと を ！ 1 む 

右妞鹩す 

〇 福 井 三 郎君 此席 から …… 


〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 大分 議席 も隔つ て 居る やう 
であるし、 速記者 も 不便で ありませ うから 登壇を 求 
めます。 

〔福 井 三 郎君 登壇 •拍手す る 者 あり〕 

0 福 井 三 郎君 日程の 第 十姬 律鐵 道は、 岡 山 縣下美 
作國津 山より、 兵 庫 縣下姬 路に 至る 鐵道で あります 
此鐵 道は 是 より 前旣に 潘備鐵 道と 稱し て、 美 作國津 
山より 兵 庫縣上 郡に 通す る鐵 道の 計畫が あり ます、 
折角 丁： 事 中で ありました が、 行 惱んで 前途 出 來るか 
出来ない か 分らない と 云 ふ 狀况に 立 至つて 居ります 
縱しや それが /li 來 ました 所で 今 R 提案を しだ 如き 効 
果を^ 3 る もので ない のに、 况や是 が 出来さう もな 
V のであります、 それ故に 最も 速に IJI 來る ことを ^ 
詔 致します る* 簡單 に其理 m を 申し ますれば、 廣島 
縣の 三次より 岡 山 縣の新 見に 至る 鐵 道の 計 畫 も、 旣 
に 院議に 上つて、 將に 事 H に现 れんと して 居る ので 
あります、 それから 其 美作國 の 律 UI に此鐵 道が 旣に 
著 手を 致して 居る のであります、 それで 津 山より 姬 
路に至 る鐵 道が、 此建 議案に &• て 幸に 實 現す る こと 
になり ますれば， 山陰 山陽の 眞屮を 通して 一 つの 眞 
中に 縱貫線 が m 来る のであります、 全部 縱貫線 と 云 
ふ 11 には 參〇 ませぬ けれども、 山陽 山陰の 間に 最も 
樞要の 部分を 縦貫して、 三次より 姬路に 至る ことを 
得 るので あります、 で 山陰の 縱貫 線は 御 承知の 通り 
に、 山陰の 海岸に 沿うて 端に なつて 居る、 山陽の 縱 
貫 線 も此 海岸に 沿うて 端に なつて 居る、 其 端と 端と 
の 幅員は 諸君 御 承知の 通りで あつて、 人口 稠密に し 
て、 物產に 富んで 居る、 而 して 交通は 如る 不便の 處 
であります、 鐵道 一 H も 無 かるべ からず と 云ふ處 で 

あります、 今日まで 之を 閑却して 居つ たのは、 寧ろ 

一つの 不思議で あると 諧ほな ければ ならぬ ので あり 

ます、 故に此 鐵道の 一日 も 速 かならん ことを 希菌し 

て已 まざる 次第で、 此建諉 に 及んだ 次第であります 

鐵道院 より 發表 しました 網の 上に も、 最も 急ぐべき 

鮮明なる 色を 以て 現して 居る やうであります、 幸に 

諸君が 滿場 一致で 御 賛成 下さります れば 、速に 實现 

する ことで あらう と 思 ひます からして、 詳しい 事 ほ 

委員 會で說 明 致します が、 ど^' ぞ御寶 成を 希 朝 致し 

ます、 それから 第 十一の 勝 倉鐵 道と 云 ふ 分 ほ、 是は 

鳥 取縣の 倉 吉よ〇 岡 山 縣の美 作 國勝 山に 至る 鐵 道で 

あります、 御 承知. の 通 〇烏収 縣 の倉吉 は、 因幡の 國 


に 於て 所謂 東 伯耆 —— 萊 伯の 尻に なつて 居る ので あ 
〇 ますに も拘 はらず、 山陰 縱貫線 に 於て、 おいてき 
ぼり を 喰つ て •最も 今日では 不便な 豳にな つて 居る 
ので ある、 此伯耆 の國を 通る 鐵道が 幹線に も 支線に 
も あれ、 東 伯の 倉吉を 忘れた と 云 ふことは、 取 も 直 
さず 日本に 架ける 鐵道 が 3f 京を 忘れた と、 餘〇 異な 
る ことがない 位に 私は 感じて 居る のであります、 其 
倉吉を 活かす と 云 ふことは、 取 も 直さず 東 伯の 富 源 
を 開 ® する 基になる ので あり ■ます、 それで 此 3i 伯を 
閑却す る ことが m 來な いが 爲めに — 取 伯の 首府た 
る 倉吉を 閑却す る ことが 出 來な いが 爲 めに、 山陰の 
縦貫 線が 僅に 二 三 哩も あります が、 輕便 の鐵 道を 数 
いて、 倉吉 に纔に 通ず る ことにな つて 居ります、 そ 
れも行 付き ばつた 〇の鐵 道で、 それから 先き 何處へ 
も 行 鹿がない から、 所謂 袋の 鼠に なつて 居る ので あ 
ります、 斯の 如き 鐵道な れぱ 、無い には® る けれど 
も、 有つ て 大した 益を 收めて 居る と 云 ふ 事は ない の 
であります、 而 して 其 倉 吉と云 ふ處は 、何方に 多く 
利害の 關係を 持つ て 居る かと 申します れぱ 、美 作國 
の 眞庭郡 と 云 ふ 郡に 向つ て、 最も 多い 關係を 持つ て 
居る、 此 最も 多い # I 係を 持つ て 居る と 云ふ譯 は、 美 
作画の 中に 又 別に 美 作 國 ありと 申すべき、 一池 方の 
繁昌なる 土地であります、 能く 惡口を 言 ふ 人 ほ 此邊 
を稱 して 岡山縣 の西藏 と 言 ひます が、 西藏け 未来の 
世界の 寶 随 であるが 如くに、 此岡 山縣 の西藏 と稱せ 
ら る、 眞庭郡 の奧が 、又實 に其國 に 於け る 富 源に な 
つて 居る のであります" 煙草 も ! li 来れば、 米 も 出来 
れば有 ゆる 物產に 富んで 居る のであります、 此物產 
に 富んで 居る 地方が、 倉 吉 と K 接の 關係を 持つ て 居 
ります、 細かい 事に 至つ たなら ば、 此緣談 に 至る ま 
でも、 寧ろ 此地 力の 者と 頻繁に 収結ぷ と 云ふ關 係に 
なつて 居る のであります、 故に 此 間の 便利を どうし 
て 達して 居る かと 云 ふと、 人 肩 馬 背に 賴 るの 外ない 
ので あ ^ ます、 是も 政府 當局 者は 取調を 致して いつ 
何時でも 議會 —— 之に 金を 與ふ れぱ 出来る やうに、 
维備 も / 15 來て 居る やうに 承知して 居ります、 故に 此 
鐵道が II', 来ます れば 、其 不便を 補 ふと 同時に* ■大き 
く 解 釋致 します ると、 陰陽の 速 絡に 於て、 最も 近く 
最も 樞耍な 部分を 結 著け ると 云 ふので あります、 商 
賣 上から 言 ふても 茁事 上から 言 ふても、 どうして 之 
を 忘れて 居つ たかと 思 ふ 程の 場處で あります、 而し 
て 勝 山に 達すれば、 勝 山 ix 即ち 律 Ml 新 見 間の 鐵 51 の 


最も 耍 部に 當る驛 になる 處で こざいます からして、 
此處に 達すれば、 有 r, なる 作 州と 伯耆 との 境に 四十 
廻りと 云 ふ 此險に 依つ て、 陰陽 兩道を 長く 交通を 阻 
まれて 居つ た にも拘らず、 之を 恰も 飛行機で 越して 
通る が 如き 便を 得る に 至る のであります、 斯の 如く 
に 至りましたなら ば、 陰陽の 關係が 最も留 の 如くに 
達せら る、 と 云 ふこと になる ので- こざいます からし 
て、 前に 申しました 姬津鐵 道の 必要なる が 如く、 亦 
之の 必要と、 而して 而も 日本 鐵道 の榮養 線と もなる 
べき もので ございます、 故に 關係地 方の 同僚 相 寄つ 
て 建議を 致した 次第であります、 どぅぞ 御 賛成 下さ 
らんこと を 希 SS 致します。 

〇 岩 崎勸君 日程 第 十 第 十一 ほ 一括し、 議長 指名を 
以て 九 名の 委員に 付託せられ ん ことを 薄み ます。 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 御異 g なければ 岩 崎 君の 動 
翳の 如く 決しました、 日程 第 ト ニ 乃至 三 十五 ほ 請願 
特別 報告て あります から •例に 依て 一括して 議題と 
致します、 委员 長の 報吿を 求めます、 請願 委員長 淸 
崙太 郎君。 

第 十二 (特別 報吿 第一 號〕 文官 恩給 並 遺族 
扶助料 咐額の 請願 外 六 件  C 委 
員 長 報告) 

第 十三 (特別 報 罟第二 號〕 質屋収 締 法中改 
正の 請願  (委員長 報吿〕 

第 十四 (特別 報齿 第三 號： > 質屋 取締法 中改 
正の 請願 外 一件  C 委員長 報吿- 

第 十五 (特別 報 佐 第四號 D 和 賀川河 身 改修 
T. 事の 請願  (委員長 報告) 

第 十六 (特別 報吿第 八號〕 名譽 進級 者に 現 
官相當 の 恩給 給與の 請願 外 十六 件 
(委 M 長 報告〕 

第 十七 (特別 報吿第 九號〕 戰 _ 若く は 公務 
起因 傷病 軍人を 陸海 軍 病院に 於て 
國费を 以て 診療 並 入院せ しむる の 
請願  (委員長 報 iff ) 

第 十八 (特別 報齿第 十 號〕 帝 W 在鄕 軍人 會 
國庫 補助の 請蹓 外； - : 件  (委負 
長 報吿〕 

第 十九 (特別 報 吿第 十 一 號〕頴娃 村 上別府 
靑戶に 無 集配 郵便局 設置の 請願 
(委員長 報 苦〕 

第二 十 c 特別 報吿第 十二 號〕 比 布 市街地に 


姬津鐵 通 沖 成に 關する 建鄹案  勝 rr 鍅范速 成に 關 する 建 諮 案  請願 ^ 議 


八〇七 


院議 衆^ 議調帝 回 二十 四 m 


文官 3 波；. せ 状 扶肋 料增額 の 請 顔 外 三 件 


八 〇 八 


第二 十一 


第二 十二 


第二 十三 


第二 十四 


第二 十五 


第二 十六 


第二 十七 


第二 十八 


第二 十九 


第三 十 


第一! 一一 十一 


第三 十！ 一 


第三 十一 一一 


登記所 設蹬の 詰 願 (■ 委 M 長 報告) 

C 特別 報哲第 十三 號〕 淨法寺 村に 
登記所 設 ia の 請願  c 委負長 
報吿〕 

(特別 ^ 吿第 十四 號〕 弘前田 代 間 
輕便鐵 道 速成の 請願  广 委 M 
長 報吿〕 

(特別 報告 第 十五 號) 都賀 鐵适敷 
設の 請願 (委員 畏 報吿〕 

C 特別 報吿第 十六 號 有輕便 鐵 
道 速成の 請願 (委 M 長 報吿) 
(特別 報吿第 十七 號〕 文官 恩給 並 
敢 族 扶助料 墦 額の 請願 外 十 :/.'; 件 
(委 M 長報齿 ) 

(特別 報吿第 十九 號) 帝 國軍入 後 

援會國 BU M 肋の 請願  (委員 

長 報吿〕 

•C 特別 報吿第 二 十號) 地方税 制限 

法 中 m 町村 税課税 蹄 閛擗張 義務 

敎背 S 國庫 負擔額 增加及 ひ 市町 

村に 對 する 國庫 交付金 增 加の 請 

願  (委員長 報吿〕 

(特別 報吿 第二 十一 號) 巡査 看守 

年金 增額 並薛 法に 依る 5a 族 扶助 

料 給與の 請願 (委員長 報吿) 

(特別 報吿 第二 十二 號) 僧侶に 谷 

種の 被 選 擧擗付 與の請 願 

(委員長 報吿) 

(特別 報 fir 第二 十三 號〕 飲酒 制限 

禁止 及洒 類專賣 の 請願 

(委員長 報吿〕 

(特別 報哲第 二十 四號) 帝 國在鄕 

軍人 會國庫 補助の 請願 外： 件 

(委 M 長報齿 〕 

C 特別 報吿 第二 十六 號〕 名 響 進級 

者に 現官扣 當の 恩給 給與の 請願 

外 十五 件  (委員長 報吿〇 

C 特別 報® 第二 十七號 )峨鬪 若く 

は 公務 起因 傷病 軍人を 陸海 軍 病 

院に 於て 國费を 以て 診療 並 入院 

せし むる 請願 外 七 件  (委員 

長 報 半 5 


第三 十四 (特別 報告 笛 二十 九號) 小淸水 村 
に 登記所 設蹬の 請願  (委員 
長 報告) 

第三 十五 (特別 報告 第三 十號) 杉戶 町に 登 
記 所設 蹬 の 請願 (委員長 報告) 
〔淸签 太 郎君 登檀 J 

〇淸崙 太郞君 読願委 M 會の 第一 回 御 報告を 申 上げ 
ます、 御報吿 申す 前に 御斷 りを 致して 置きます るが 
一々 此 件名と 請願 人の 氏 も、 及 紹介 議負 諸君の 御 氏 
名を朗爾致しますること |3; *多數でありまして1甚 
だ 煩雜 であります る 一切を 省略 致したい と 思 ひます 
此段御 諒承 置きを 願 ひます、 而 して 今日の 日程た る 
第 十二ょり 筘三 十五に 至る もの ほ、 總て 委員 會に於 
ては 相當の ものと 認め、 採 擇 する ことに 決定を 致し 
ました、 尙ほ是 等の 內容 願 人の 氏名、 及轺 介議 
員の 御 氏名 等は‘ 議院 法 第 六十 五條に 依 〇 まして、 
衆議院 議長ょり 內閣 W 記 官 長に涣 付す る 薺 類が あり 
ます、 其 書類の 全部を 自今 速記 錄に 留める ことに 致 
します'  併せて 申 上げて 置きます、 而して 昨 二十日 
まで 受理 致しました る 請願の 總數が ，千 四百 六十 八 
件であります， 其 中 審査 決 了の ものが 九 百 十八 件で 
あります、 此段御 報告 致します (拍手 起る) 

特別 報告 第一 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四四號 

文官 恩給 並® 族 扶助料 增 額の 請願 靑 森縣弘 

前 市 代官 町 七十 二番 地 士族 無業對 島松藏 外 

四十 一名 呈出 (紹介 議員 伊東 重 君〕 

同 第 四 五 號 

同上 靑森縣 靑森市 大字 長 島 士族 公吏 石 黑熊 

三郞外 七十 六 名 呈出 (紹介 議員 エ藤 卓爾 君〕 

同 第二 五 號  - 

同上 鹿兒 島縣 出水 郡 出水 町 士族 農 三 原 十五 

郎外 十五 名 呈出 (紹介 il 員 兒玉好 g 君) 

同 第二 六號 

同上 和歌 山縣 海草 郡 松 江村 七十 九番 地元 郡 

長 九 鬼 善 一 外 八十 名 呈出 (紹介 議員 隅田豊 

吉君外 一名〕 

同 第一 一七 號 • 

文官 恩給 並 遺族扶助 料增 額の 請願 烏 根縣趣 

腰. 郡溫泉 津町百 三十 四 番地 元 郡長 菊 田 金 次 

郎外八 名 S 出 (紹介 議員 石 田孝吉 君〕 


同 第一 一八號 

同上 石川縣 金 澤市高 岡 町 上 蔌ノ内 十 二番 池 
の 三元遛 島 縣 事務官 萩原 昌朔外 百 六十 四 名 
呈出 (紹介 議員 望月 圭介君 外 一名〕 

同 第二 九號 

同上 茨城 縣水戶 市 大字 上 市 五軒 町 千 二百 四 
十三 番地の 二 元 郡長 立 花 三 七 郎外百 二 十二 
名 呈出 (紹介 翳 員 小山 田信藏 君〕 

右 請願の 要旨は 輓近 物價の 暴騰に 伴 ひ 當局ほ 比較 
枘 生活 上 困難を 感ずる 下級 官吏 哉 武官 恩給衮 に對 
し 旣に相 當の增 加％ 給を 爲した るに 拘らす 獨り文 
官 恩給 及 遺族扶助 料 等の 享受者の み 此の 恩典に 浴 
せしめさる は 啻に 不權衡 なる の. みならす 其の is 面 
を 保持し m さるの 悲境に 沈淪 せし むる は 恩給 法 並 
遺族扶助 料 法 制定の 趣旨に 副は さるものと 謂は さ 
るへから す 依て 文官 恩給 及 遺族扶助 料 等の 享受者 
に 封しても 平等に 相 當の松 額 ありた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議 ■院ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 揺すへ 
きものと 議決せ 〇 依て _院 法 第 六十 ? i; 條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 二號 
意見書 

請願 文書 表 _第 五 六號 

質屋 取締法 中 改正の 請願 廣島縣 廣島市 船 入 
町 十 番地 ノ 三番 木 村 安太郎 外 三百 七十 九 名 
呈 m  (紹介 議員 富 島 暢 夫君 外 一名〕 

右 請願の 要旨は 質屋収 締法中 改正の 件は 前 議會に 
請願し 衆議院に 於て 採 探せられ たるに 拘らす 未た 
之 か實 施の 運に 至らす 傳 ふる 所に 嵌れ ほ 政府は 近 
く 同 改正案の 調査に 著 手す と 聞く te て 改正 要項に 
關 する 私案を 具して 請願す と 謂 ふに 在り 
衆議院 (3: 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採！： すへ 
きものと _決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 58 付 候 也  _ 

特別 報吿第 三號 
意見書 

請願 文書 表 第一 六四號 

質屋 取締法 中 改正の 請願 鹿 兒島縣 鹿 兒島市 
掘 江 町 八十 番戶 平民 質屋 業 山 口 彥 1¢ 衞外十 
二 名 呈出 (紹介 議員 兒玉好 熊 君〕 

同 第一 六 五 號 


同上 福岡縣 福 岡 市下坚 町 十 Yrr ttl! 八- •民 n M T 
遠 藤甚® 外 九 名 呈出 (紹介 溝 M 松 永 安 左 ^ 
.. 門 君〕 

右 請願の 要旨は 現行 H 屋取締 法 ほ 明治 二 十八 尔三 
月の 制定に 係り 立法の 根本的 改弟： を 加 ふるに 非 さ 
れほ時 世の 推移に 伴は さるの みならす 法 fit の碏神 
と 社會 の ® 狀と ほ相衿れさるものあるを以て第三 
十七 回殽會 に 於て 衆 兹院は 本 法 一部改 7H 案を 可決 
したる も ft 族院に 於て it 政府の 次期 誠 & に 根 木 的 
改正案を® ui すへ しとの 言明を 勝 件と して 否決せ 
〇 政府 も旣に 改正の 必耍を 認め 常 椠老 も爾來 w 回 
に 渉り 請願した るに 拘らす 今に K の ® 現を 見る に 
至ら さる ほ St 憾 のこと とす 依て 斯 法の 改正を 斷行 
し 多年の 懸案を 解決せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採掙 すへ 
きものと議決せり依て議院法第六十五：條に依〇別 
册 及御绘 付 候 也 

特別 報吿第 四號 
意見書 

請願 文書 表 第 M ハ ー 號 

和 賀川河 身 改修 H 事の 請願 ® 手 縣和賀 郡黑 
澤尻 W 大字 町 分 百 十三 番戶 平民 商芳野 喜 八 
外 六十 五 fi 呈出 (紹介 謎 負 高機嘉 太 郎趙〕 
右請願の嬰旨は和賀川ほ趿手縣下有數の芭 )|! にし 
て 沿岸 水田 千 八 百 五十 町步 の灌溉 用水たり 然るに 
上流 地帶 ほ 鑣山 多くして 鉞毒 流出し 農場を 害する 
こと尠 少なら さるの みならす 是等鎩 山に 於て ほ 森 
林を 伐採し 以て 雨水の 保留 力を 減殺し 砂礫 泥土 M 
次 流 下して M 床を 高め 洪水の 原 W を 益 助長す 故に 
大雨 あれは 輙ち壽 水 氾濫し 農作物を 侵. し荒踱 せ 
しむる こと往 々之 あり 而も 上流に 於け る鑛業 發展 
すれは 從て 下流 農村の 被害 M 域 益揿大 する に： 生る 
之を以て願國妬及縣費の補助を得て旣往十年問其 
の復葡 工事を 施したり と S 是等 部分的 防止 工事は 
能く 其の 目的を 達し f.y へきに 非す 隨て 修補 すれば 
隨て破 壊し 被害の 程度 逐年％ 大す るに 至る 是れ該 
地方 町村 民の 忍 ふ 能は さる 所と す 依て 前記 和 © 川 
を 河川 法に 依る 河川に 編入し 雨 岸に 大堤 防を 雄き 
河床を 浚 ひ 河 身を 矯め 以て 根本的 改修 H yf を 完成 
せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を ? F1 當な りと 認め 之を 採 櫻 T へ' 
きものと 議決せ り 依て 讖院法 第 六十： . 71; 條に 依り 別 


院 發衆會 謎® 帝 回 二十 四 第 


册及 御绘付 候 也 


特別 報吿 第八號 
意 a e 

謂 願文 書 表 第一 一號 

名譽進 級 者に 現 官相 當の 恩給 給與の 請願 福 
岡 縣三井 郡國分 村 大字 野中 - T- I-I 五十 七 番地 
士族 S 原 碑 太 呈出 (紹介 戧 a 大阪 房次郞 君〕 
同 第二 七號 

同上 長崎縣 朿 彼忤郡 日 字 村 福； f m s tl 十六 
番地 平民 海軍 胰關调 長篠 跹 榮太郞 外 九十 一一 
名 呈出 f 紹介 議員 中 倉 萬 次郞 君〕 

同 第二 八號 

同上 廣島縣 安藝 郡 牛 田 村 千 二 百 四十 六番 地 
陸軍 步兵 中佐 星 田 直 外 七 名 呈出 (紹介 議員 

富 島暢 夫君〕 

同 第二 九號 

名 啓 進級 溝に 現官相 當の 恩給 給 與の誚 願奈 

良縣奈 良 市 福智院 町 二 十三 番地 士族 陸軍 步 

兵 大佐 兒玉 市藏外 四 名 呈出 (紹介 議 S 八 木 

逸郎 君) 

同 第五 〇號 

同上德 島 縣德 a 市 ts 田 ifn 町 西 诂 田 千 三 w 九 

十 :/ 1: 番地 ノー  士族 無 ri 陸 JE 懑兵少 佐 三 宅 環 

外 四 名 呈出 (，紹介 _員 武市饴 一 君) 

同 第五 I 號 

同上 山口縣 阿武 郡 萩 町 大字 江 向 二 W 七十 二 

番地 士族 無 業 陸軍 少將能 美 成 一外 七 名 呈出 

へ 紹介 議 M 山 i 次 君〕 

同 第五 二號 

同上 靜岡 縣靜岡 市 腿 K 町 九十 番地 平民 無 業 

陸 車 一等 主計 JF 大塚謹 作 外 六名呈 m  (紹介 

is fl 尾 崎 元 次郎哲 '一 

同 第二 〇號 

同上 新 rl 縣北蒲 原 郡 新發田 町 無 菜 1* 備役陸 

市 少將 W 野毅 外四名 呈出 c 紹介 議 a 高 搦光 

威 君〕 

同 第ー ニ號 

同上 神 奈川縣 顷 濱 市根择 町立 野 三千 八 百 九 

十四 番地 士族 會 社員 後備 役 陸軍 砲兵 少佐 島 

村 保四郎 外 I 名 呈出 (紹介 議 S 若 尾 幾 造 君 

外 一名) 

同 第一 一二 號 


同上 石 川縣金 澤市茨 木 町 六十 五番 池 士族 無 
業 後備 役 海軍 大佐 村 松 亥 四 松 外 十五 名 呈出 
(紹介 議員 西衬 正則 君〕 

同 第二 三號 

同上 京都府 京都市 上京 區 下 TO 松 ノ木町 七十 
番地 士族 無 業 陸軍 少將佐 野 勝 次郞外 十二 名 
呈出 (紹介 議員 森 田 茂 君〕 

同 第二 一〇號 

名 W 進級 者に 現 官相當 の 恩給 給 與の詔 願柬 
京 府荏原 郡 目黑村 大字 中 H 黑六百 六十 四番 
池 士族 胬 肺豫備 海軍 軍释 少將® 地 君 人外 二 
名 呈出 (紹介 議 M 小山 田信藏 君〕 

同 第ニ ニ號 

同上 茨城 縣水戶 市 大字 下 市 東 臺六百 九十 八 
番地 平民 無 業 陸軍 步兵 少佐 山 本 松太郎 外 九 
名 呈出 C 紹介 議員 小山 田信藏 君〕 

同 第 r h 八號 

同上 愛媛 縣北宇 和 郡 宇 和 島 町 大字 櫻 町 十五 
番地 無 業 中原 渉外 四 名 呈出 (紹介 議員 村 松 
恒一郞 君〕 

同 第一 六九號 

同上 cat 島縣厢 息 布 幟 町 九十 一番 地 陸軍 步兵 
大佐 田 林 七郞外 八 名 M 出 (紹介 謡 《 荒 川 五 
郞 君〕 

同第一七 〇 號 

同上 三重 縣津市 一番 町 二 千 百 四十 四番 地 無 
業 陸軍 步兵 中佐 勝 田 丑 . W. 郞外七 名 呈出 (紹 
介 議員 越 山 太刀 三郞 君) 

同 第一 七一號  , 

同上 愛媛 縣 松 III 市 新 玉 町 一丁目 七十 番地 士 

族無椠 陸眾輜 重 兵 大佐 喜 多 山 淡二郞 外 五名 

呈出 「.紹介 iy M 尾 崎 敬 蕺岩〕 

右 請願の 耍 Saif 軍人恩給 法は 數 次の 改正に 依り 殆 

と 公平に 恩給を 給與せ らる るに 至りし と雖 未た 尙 

明治 二十 一一 一年 三月 勅令 第二 十四號 但書に 依り 現官 

等に 相 應 する 恩給を 給與せ られ さるもの あり 名 響 

進級の 場合 是なり 蓋 名 钱進 級なる もの ほ 多年 軍務 

に從事 し A. ® 役に 於て 功勞 ある 者 か 現役を 退く 場 

合に 官等を 進む る ものな れは國 家に 貢献した る點 

に 到りて ! t 彼是の 差 あるへ きものに 非ら す 然るに 

上記の 場合に 限り 低き 前官 等に 應 する 恩給を 給與 

する は 恩給 法の 精神に 適合せ さるものと 信す 依て 


名譽 進級の 場合に 於ても 現 官等 ffl 當の 恩給を 給與 
せらる る ) -1 恩給 法を 改正せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 
きものと 鶄 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册及 御 ; g 付晚也 _  I 

特別 報 f?l 第 九號 
.  意見書 
請願 文書 表 第三 二 號 

戰 岡 若は 公務 起 [y 傷病 軍人を 陸海 軍 病院に 於 

て 國 费 を 以て 診療 並 入院せ しむる の 請願 宮 
城 縣仙臺 市 北 四 番丁 九十 七番 地平 民 無業渴 
役 陸軍 砲兵 少佐 成 ] II 松 巳 外 十三 名 呈出 (紹 
介 _員 村松龜 一郎 君 外 二 名〕 

右 請願の 要旨は 戰阔若 ほ 公務の 爲不 具馥疾 と爲り 
たる 者は 十 數年經 過 後と 雖氣 候の 變遷 等の 場合に 
は 患部に 苦痛を 起し 励 も すれは 餘病 を發し 健康を 
害する に 至る 日露® 役當 時の 職 傷病 者 中 軍人恩給 
法 第 九條第 四 項 以上の 者は 旣に 其の 二分の 一强死 
亡せ り 其の 原因 必す しも戰 似 病に のみ 限ら さるへ 
きも 天 ® を 全 ふし 煜 たりと 謂 ふへから す而 して 明 
治 二十 八牢 勅令 第一 四 0 號に 依り 公務 基 W 傷病 再 
發片官 費 治療の 途開 かれ ある も 其の 出願 期を 一一: 年 
と 限定せられ 又 下士 以下に 在りて は 大正 五 年 陸軍 
省令 第 十二 號を 以て 服役 免除 者收療 の 特典 ありと 
雖 多少の 出資を 耍し 普く 恩 惠を被 り_ く 殊に ti 近 
物價 騰貴に te り 生活 困難の 者尠 からす 依て 谷地 陸 
海軍 病院に 於て 國 費を 以て 其の 診療 及 入院の 道を 
開かれた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の ii! 旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺 すへ 
きものと _ 決せ e 依て 議院 法 第 六十 3K 條 に tt り 別 
册 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 十號 
意見 « 

請願 文 B 表 第五 四號 

帝國 在鄕軍 人會阈 庫 補助の 請願 兵 庫 縣神戶 
市 六番 何 一丁目 六十 二番 地平 民商絮 學校敎 
論 高原 正 作 外 二十 三 名 呈出 (紹介 議員 砂 田 
重 政 君 外 一名) 

同 第一 六六號 

同上 朝鮮 平安 南 道 平 國府里 門 金 八十 五番 地 
平民 商廣田 鐵次郎 外 十五 名 呈出 (紹介 議員 
關 直彥哲 〕 


同 第一 六 七號 

同上 « ! 一* 束 廳南鄕 旭村 八番 地平 民會 社員 
林 縫 之 助 外 十 ?/ 1: 名 里 出 (紹介 議員 關直蔻 君) 
同 第一 六八號 

帝國 在鄕 軍人 會國庫 補 肋の 詞願秋 田 縣秋田 
市大 H 町 十 番地 ¥ 民 質屋 業森渾 善吉外 二十 
三 名 呈出 (紹介 議員 田 中隆三 君〕 

右 請願の 嬰 旨は 在鄕軍 人會の 事業は 國 運の 消長に 
至大の 關係 あるを 以て 其の 事 椠 遂行の 基金と して 
國庫 より 相當の 補助金 下付 方を r 般 0 民より 衆議 
院に請 願し 第三 十七 ■第三 十九、 第 四十， 第 四十 
一議 會に 於いて 探 擦せられ 當局 者に 於ても 同意の 
旨 言明せられ たるに 拘らす 今に 實 施の 運に 至ら さ 
るは 良 兵 良民 主義の 徹底を 理想と す ? X 同 ® ■ の爲遺 
憾と する 所な り 依て 速に 其の 事業の 完成を 期す る 
爲阈席 より 相當の 補助金を 下付せられ たしと 謂 ふ 
に 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擇すへ 
きものと _決 せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御邊 付 候 也  I 
特別 報吿第 十一 號 

意見書 

請願 文醫表 第 3L 七號 

穎 娃村上 別 府靑戶 に 無 集配 郵便局 設置の 請願 
鹿 兒島縣 揖宿郡 頴娃村 上別府 三百 九十 七番 
戶農® 代 三 之 助 外 六 名 呈出 (紹介 議員 志々 
目藤彥 君〕 

右 請願の 要旨 ほ 鹿兒島 縣揖宿 郡 穎 娃村上 別 府は戶 
數八 百有餘 、擧 校、 巡査 駐在所 及 國有種 馬 稲 付 所 
等 あるの みならす m 稼 人 多くして 通信 事務© から 
さるに 拘らす 所管 郵便局に 至る には 遠隔 rl. 難路に 
して » た T' 便な 〇 依て 右 IH 娃村 上別府 靑戶に 無 集 
配 郵便局を 設 a して 村民の 利便を 計られた しと 謂 
ふに 在り 

衆議院 ! i 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 探す へ 
きものと 議決せ り te て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御 } S 付 |« 也 _ _ 

特別 報吿第 十二 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六〇號 

比 布 市街地に 登記所 設置の 請願 北海道 上 川 
郡 比 布 村 字 比 布 市街地 平民 農村 上 元 吉外二 


fi w 進級 济に 現官相 常の 恩給 給 與の 請願 外 四 件 


八 0 九 


院 譏 衆灼 蒸习帝 飞 二- 氕 


K l -U; 寺 村に 登記所 設^の 請 I K  1 外 五 件 
百 七 名 呈出 (紹介 議員 诳武君 外 二 名) 

右 誧 願の 耍疔ほ 北海 逍上川 郡 ほ 近時 著しく 發 達し 
人 ilf rn- 殺 益 繁多を 加へ たり 從て 登記 件数 年年 累加 
する に 拘らす 同 郡 内に (X 登記所 三简所 あるの みに 
して 交通 賭 關の 設備 ありと 雖簡 @ なる 一 事件の 處 
理に尙 二三 泊を 要する か 如き (3; 關係 民の 忍 ひ 得さ 
る 所な り 依て 上 川 郡 比 布 村 字 比 布 市街地に 比 布 &S 
•一 及 愛別 村を 管轄す る 旭川 M 裁判所 比 布 出張所を 
設 EZ せられた しと 謂 ふ (. 在り 
衆議院 (5-. 共の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採 拶 すへ 
きものと 影 _決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册及御 送付 候 也 

特別 報吿第 十三 號 
窓 見 SI 

請願 文® 表 第 I 六 二 號 

滞 法 寺 村に 登記所 設置の 請願 巖手縣 一一 戶郡 

深 法 穿 村長 淸川费 治 外 八 w 二十 二 名 呈出 

(紹介 議員 H 藤 吉次君 外 I 名) 

右 謀 願の 趣旨 (X 趿手縣 二 戶郡淨 法 寺 村は 面積 戶數 

共に 縣下 有數の 大農 村に して 地勢 槪 して 山地な れ 

は 交 irr! 極めて 不便な り 然るに 私 11 を 碗 保す へき 登 

記 所は 二 F' 郡內 十五 箇村中 福 岡 村に 二 戶區 裁判所 

荒澤村 に 同 出張所の 二箇 あるの みに して 一 は 郡の 

苽 端： ほ 其の 西 端に 偏在す るの みならす 前記 淨法 

寺 村の 上半箇 村は 荒澤 出張所 下半 箇村は 二 戶區裁 

判 所の 管轄に 15 し兩 登記所に 對し最 遠き は 七 八 里 

にして 夏季 日永の 際と 雖外泊 三日を 要し 關係 民の 

不利 不便 甚し依 て 隣村 烏 海 村 及 御返吔 村の 一部を 

锊 g する 登記所を 淨法寺 村に 設置せられ たしと 謂 

ふに 在り 

衆 fi 院は邦 の 趣 S 日を 至當な りと 認め 之を 探櫸 すへ 

き 4 のと 議決せ 〇 依て 識院法 第 六十； . 71' 條に依 り 別 

册 及御邊 讨 候 也 

特別 報 吿第 十四 號 

意見書 

請願 文 SE 表 第 四六號 

弘前 田 代 間！； 便鐵道 速成の 請願 靑森 縣弘前 

商業 # T 識所會 頭 佐 藤 才八 呈出 (紹介 _ 員 伊 

東 重 君 外一洛 〕 

右 11 願の 要 @* ほ靑森 縣中律 輕郡西 目 屋村及 相 馬 村 

は 岩 木 川の J: 流に 位し 山嶽 重 煙の 間に 無限に して 

|1 险 良なる 林 鍋 產を藏 し 加 ふるに 名勝 社夺の 旅客 


を 招致す る もの 多き に 拘らす 交通 機關不 備にして 
關係 地方 民の 不便 不利尠 からさる のみなら す該地 
方鐵 道 (3; 旣に 其の 筋に 於て 實測を 了し 工事 亦闲難 
ならさろ を 以て 速に 奥 羽 線 弘前驛 より 中 津輕郡 西 
目屋村 大字 田 代に 至る 輕便鐵 道を 敷設せられ たし 
と 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て _院 法 第 六十 五條に 依り 別 
册 及御浍 付 候 也 

特別 報 吿第十 五 號 
意見書 

請願 文© 表 第五 九號 

都 賀鐵逍 敷設の 請願 栃木 縣下都 賀郡栃 木 町 
大字 柅木百 ?£ 十七 番地 平民 質屋 業 長 谷川 展 
外 百 五十二 名 呈出 (紹介 11 員 田 村 順 之 助 君 
外 一名〕  . 

右 請願の 要旨は 扼木縣 下の 衰運を 挽回し 復 沿道 地 
方の 物產 搬出を 圓滑 にして 地方 產 業の 開 發充實 を 
計らむ 爲柅 木縣下 都 賀郡柺 木 町を 中心として 一方 
茨城 縣猿鳥 郡 古河 町に 至り 一方祸 木 縣上都 賀郡鹿 
沼 町を 經て冏 郡 今 市町に 達する 都賀鐵 道を 敷設せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 
きものと 議決せ り 依て S 院法 第. 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第 十六 號 
意見書 

請願 文書 表 第 六三號  • 

國有輕 便鐵道 速成の 請願 奈良縣 宇陀 郡 松 山 

町長 松 庵七郞 外 十一 名 呈出 (紹介 議員 八 木 

逸郎 君〕 

右 請願の 要旨は 奈良縣 磯城 郡 ffl 井驛 より 同縣 宇陀 

郡並三 重縣 一志 郡を 縦貫し 同縣松 阪驛に 至る 國有 

鐵道及 三 R 縣名張 町より 奈良縣 宇陀 郡を 橫貨 し吉 

野鐵 道終點 吉野驛 に 至る 國有輕 便鐵 道を 速に 敷設 

せられた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

册 及御浍 付 候 也 


請願 文® 表 第一 八 五 號 

文官 恩給 並 遣 族 扶助料 增額の 請願 岐阜 縣岐 
阜 市玉姬 町 六番 地元 官吏 吉池再 登 太 外 百 十 
二 名 呈出 (紹介 議員 匹 田 銳吉思 〕 

同 第二 〇五號 

同上 島根 縣松江 市 鍛冶 町 九十 六番 地元 税務 
厫中山 三壽外 五十一 名 呈出 (紹介 議員 恒松 
隆慶君 外 一名). 

同 第三 四八號 

同上 宮城 縣仙臺 市光禪 寺 通 六十 一一番 地平 民 
無 業 元遞信 管理局 技師 飯 沼貞雄 外 二百 五十 
名 呈出 (紹介 議員 村松龜 一郎 君 外 一名〕 

同 第三 四 九 號 

文官 恩給 並 遣 族扶胁 料％ 額の 請願 鹿 兒島縣 
噘啦 郡大 崎村假 宿 百番戶 士族 農 有 馬 純 言外 
六 名 呈出 (紹介 議員兒 玉 好 熊 君〕 

同 第三 五 〇號 

同上 鹿兒 島縣揖 宿 郡 今 和 泉 村 岩 本 六十 九番 
戶元臺 南縣辨 務 署長 隈元禎 三 外 八 名 呈出 
C 紹介！ 一員 志々 目藤彥 君〕 

同 第 _五 一. 號 

同上 鹿兒 島縣薩 « 郡 西 水引 村 草 道 六 千 百 11 
番地 平民 農 元 郡長 濱田淸 心外 十六 名 呈出 
(紹介 議員 兒玉好 熊 君〕 

同 第三 五 二 號 

同上 鹿兒島 縣鹿兒 島 市上 龍® 町 九十 番戶士 
族 無 業 折 田 一郎 外 百 名 呈出 (紹介 議員 兒玉 
好 熊 君〕 

同 第— 三號 

同上 鹿兒島 縣鹿兒 島 郡 谷 山村 上 福 元 八 百 十 
四番 戶土 族 ) 1 鬼丸壯 次郞外 二 十 名 基 出 (紹 
介 議員 兒玉好 熊 君)  . 
同 第三 五 四號 

同上 鹿 兒島縣 始良郡 西 襲 山村 東 鄕 四百 十六 
番地 士族 元 山林® 十 r-'l 川 澤右衞 門外 四十 六 名 
呈出 (紹介 議員 兒玉好 熊 君〕 

同 第三 ^ 五號 

同上 鹿兒鳥 縣肝屣 郡鹿屋 町中 名 伊地知 平 兵 
衞外六 名 呈出 (紹介 議員兒 玉 好 熊 君〕 

同 第三 五六 號 

同上 新 潟 縣新潟 市 西 大畑町 五 千 百 九十 四番 
地元 郡長 安田 正秀外 三十 四 名 呈出 (紹介 議 


I  1 八 5 

員 大竹议 一 君〕 

同 第三 五七號 

文官 恩給 並迆族 扶助料 枏劼 〇 詔 願 ! ffi n 鞔 35 
島 市上 柳 町 六十 七 番地の 一元 司税官 商 5K 版 
一外 七十 八 名 呈出 (紹介 薄 M 早速. 振 两 君) 
同 第三 五八 號 

同上 鹿 511 島 縣熊毛 郡 北輕子 村 西 之 表 三百 八 
十 九番 戶土 族 S 岩 河 鮎 藏外六 名 呈出 (紹介 
議員 兒玉好 熊 君〕 

同 第三 Sri: 九號 

同上 鹿兒島 縣川设 郡 加 世 田村武 田 ?- 1 十 二番 
戶 士族 農 池 袋った 外 二十 九 名 呈出 (紹介 _ 
員兒玉 好 熊 君〕 

同 第三 六〇號 

同上 福 島 縣福岛 市 萬 世 町 二十 四番 地 士族 公 
證入 退職 檢事 佐钤强 哉 外 三十 六 名 呈出 C 紹 
介 _ 員 近 ill 達兒 君〕 

同 第 四 七 一 號 

同上 東京 府豊多 靡 郡齙谷 町 下 趣 谷 千 四百 五 
十六 番地 平民 無 業 元遞信 副 事務官 若 森美樹 
外 二百 - ^ 十八 名 呈出 C 紹介 識員小 林 源 藏君 
外 七 名) 

右 請願の 要旨は 輓近 物 ® の 暴騰に 伴ひ當 局は 比較 
的 生活 上 困難を 感する 下級 官吏 並 武官 恩給 者に對 
し 旣に相 當の增 加％ 給を 爲した るに 拘 らす獨 〇 文 
官 恩給 及 it 族扶叻 料 等の 享受者の み 此の 恩典に 浴 
せしめさ るは 啻に 不權衡 なる のみなら す 其の體 M 
を 保持し 得さる の 悲境に 沈淪せ しむる は 恩給 法 並 
遺族扶助 料 法制 定の 趣旨に 副は さるものと 謂は さ 
るへから す 依て 文官 悤 給及遨 族 扶助料 等の 享受 密 
に對 しても 平等に 相 等の 榧 額 ありた しと 謂 ふに 在 
り 

衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 探 揺すへ 
きものと 翳 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御. 送付 候 也 

特別 報® 第 十九號 
意見書. 

請願 文書 表 第 - 71: 八號 

帝國 軍人 後援 會國 Elf 補助の 請願 東京 府豊多 
摩 ill; 戸塚 町 大字 戶塚七 十 番地 華族 侯 脫大隈 
重 信 外 九 名 呈出 (紹介 議員 淸银太 郡 君〕 

右 請願の 嬰 旨は 現 時の 物 僧 騰貴は 戰病死 者 ja' 族糍 一 


特別 報告 第 十七 號 

意見 * 


院議 衆# 諸 ほ! 帝冋 二十:1 H 第 


兵は 勿論 現役 兵家 族の 如き も闲窮 に， so 國 法の 救 
護の みに ては 未た 斯會 を滿足 せし むる こと 能 ほす 
特に 將來 有事の 日 全 國民總 動員の 秋に 備へむ か爲 
には 後代 會事 業の 一 層必嬰 なることは 言を 俟たす 
.Fl n 下 海外 出征 軍隊の 後援を S し後顏 の 憂 無から 
しむな と 同時に 之を 慰 鞘し 其の 志氣を 挺 興せし む 
るは 急務 中の 急務な りと ^ す te て 此の際 政府は 國 
民の E5 概を察 し 後援 會に 補助を 爲し 一般 民心に 好 
影 ^ を 與へ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 諉決せ り 依て 謅 K 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也. 

特別 報告 第二 十號 
意見書 

請願 文書 表 第三 八 三 號 

地方税 制限 法 屮 市町村 税課稅 範 _ 棚 張 義務 敎 

育费 K •一 S 負搪 額枏加 及 市町 《 に對 する 國雎 

交付金 枏 加の 詣願吳 庫縣有 馬 郡 三 田 町 ^ 

岡 島 喜 久治外 十 ? T 名 呈出 (紹介 議 M 小 寺 謙 

吉 ft 外 一名) 

右 謂 願の 嬰 旨は 時勢の 推移と 物 m の 昂騰に 由り 現 

時の 市町村 純 找ほ 急 拗なる 膨脹を 來し殆 と 底止す 

る 所な からむ とす て 地方税 制限 法 中 市町村 税任 

贲 課税の 蹄 ^ を 描 張し TL 芯 務敎 育 ？, i 阀阳负 擗法に 

因る 金を 少く とも 之を 估 加し 市町村に 於 

ける 財政；.. a:' 上の 緩和を 計り 又 一而に 於て 納税、 

兵事、 衞生 •敎育 等に 要する ar 員の 俅給财 源と し 

て納稅 額に 由る 以外に 一役 場に 對し 六 ? 1 11 以上の 

E cli 交付 命を 交付し 國 政分搫 の圓猾 進抄を 計られ 

たしと 謂 ふに 在り 

衆 蕺院 ほ其 の 趣旨を 31 常な りと， 認め 之を 採榴 すへ 

きものと 謎 決せ 〇依 て 謎 院法第 六十 K 條に 依り 別 

冊 及 御 送付 候 也 _ _ _ 

特別 報吿第 11 十一 號 

意見 SJ 

81 願文 畀 表 t! 三 九六號 

巡 ? C 看守 年金 增額並 SE 法に te る is 族 扶助料 給 

與の詢 願 靑森縣 弘前市 大字 袋 町 三十 六番 

戶元靑 森縣巡 査一戶 良 之 進 外 五十八 名 呈出 

(紹介 謎： 3 伊東 ffi 君〕 


治 十五 年 七月 太 政官達 第 ly-I 十一 號巡査 看守 給 助 令 
及 明治 三十 四 年 七月 法律 第三 十八 號巡查 看守 退隱 
料 及 街 族 扶助料 法に 依る 中產 階級 以下の 年金 享受 
者を して 生活の 安定を 失せし め 闲難甚 し 依て 現下 
の物價 に 照し 之を 相 當增額 せられた く且 現行法に 
於て は iei: 族 扶助料の 恩典 あるに 拘はら す 太政官 達 
第 四十 一號巡 査 看守 給 助 例規 程の 年金は 當事者 一 
代 限りに して 溃 族に 及は さる ほ 當を得 さるを 以て 
■法に 據る 年金 享受者の 51 族に 對 しても m 當扶助 
料を 給與せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採摺 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送 柯 候 也—  — 

特別 報齿 第二 十二 號 
意見書 

請願 文書 表 第 四 八三號  . 

僧侶に 谷 稲の 被 選 舉權 附與の 請願 兵 庫縣揖 
保 郡旭隄 村津 市場 六十 二番 池 儕 侶 多 田 文 豹 
外 彐 名 呈出 (紹介 議 M 土 井 ©: 大君〕 

右 請願の 耍 S 日は 憲政 治下に 於て ii 一般 國民 に參政 
M を附與 する の 原則なる に拘 らす獨 り 僧侶 等に 被 
選擧 R8 を附與 せす 憲政 治下 [1 外に 敬遠 放逐せられ 
あるか 如き® あるは 活社會 に對し 活動し 思想の 善 
S 啓 發上逍 憾尠 からさる もの あり 依て 僧侶に 對し 
て も 一般 國 民と 同し く 町村 會 、郡 會 、市會 、縣會 
衆議院議員の 被 選 擧權を 附與せ られた しと 謂 ふに 
在り 

衆 詔 院 ほ 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 擦す へ 
きものと 誘 決せり 依て 議院 法 第 六十 ? T 條に 依り 別 
冊 及 御 送^ 也—  _ 丨 
特別 報吿第 二十 三號 
意見 ® 

請願 文書 表 第五 一 0 號 

飲酒 制限、 禁止 及 酒類 萬賣の 請願 岡 山縣岡 

山 市 大字 門 田 屋敷 百 六十 八番 地平 民 無 業 萩 

野® 太郞外 四十 三 名 呈出 (紹介 議員 根本 正 

君〕 

右 請願の 要旨 (3: 飲酒は ffsl 人の 心身を 害し 社會の 風 

俗を 紊し 犯罪を 酤成す る 等 其の 害擧 けて數 ふへ か 

らす 依て 未た 飮 酒の 習慣に 深く 浸淫せ さる 二十 五 

歳 未滿の 者に 對し ては 絕對 禁酒を 强耍 し旣に 因襲 

の 久しき ^ 13 より脫 する こと 闲難な る 二十 .-/ r 歳以 


上 四十 歳 未滿の ものに 對 しては 制限 的 禁酒を 爲さ 
しめ 酒類は 之を 國 家の 專賣 とする 飲酒 •取締法を 制 
定せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 31; 條に 依り 別 
冊 及 御 5S 付 候 也 

特別 報吿 第二 十四 號 
'意 a 書 

請願 文軎表 第一 七 四號 

帝阈 在鄕軍 人會國 庫 .? i 助の 請願 苽京府 苽 京 
市 神 田區三 崎 町 三 丁目 一番 地平 民 商 中村豊 
平 外 百 三 名 呈出 (紹介 議員 ffi 山 一郎 君〕 

同 第ニ ニ 四 號 

同上 福 岡 縣福岡 市 大字 鳥 飼 四百 九十 四番 地 
士族 無 業 下 林 保 武外二 十三 名 呈出 (紹介 議 
員 松 永 安左櫬 門 君) 

右 請願の 55 旨は 花 鄕 軍人 會の 事業は 國 運の 消長に 
至大の 關係 あるを 以て 其の 事業 遂行の 基金と して 
國庫 より 相 當の 補助金 下付 方を 一般闽 民より 衆議 
院に 請願し 第三 十七 第三 十九 第 四十 第 四十 一議 會 
に 於て 採 探せられ 當局 者に 於ても 同意の 旨 言明せ 
られた るに 拘らす 今に® 施の 運に 至ら さるは 良 兵 
良民 主義の 徹底を 理想と する 同 會の爲 遺憾と する 
所な り 依て 速に 其の 事業の 完成を 期す る爲國 庫よ 
り 相 當の 補助金を 下付せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院 ほ 其の 趣旨を 至當な oi 認め 之を 採擰す へ 
きものと 議決せ り 依て _院法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 _ _ 

特別 報 吿 第二 十六 號 
意見 W 

請願 文書 表 第一 八六號 

名饗 進級 者に 現官相 當の 恩給 給與の 請願 東 
京府 ai M 市 牛 込區二 十 騎町 八番 地 士族 豫備 
役 陸軍 砲兵 中佐 石并榮 外 十八 名 呈出 (紹介 
議員 箕浦勝 人君 外 四 名) 

同 第 一九二 號. 

同上 東京 府束京 市 小石 川區 茗荷 谷 町 四十 七 
番地 士族 無 業 陸軍 步丘 (大佐 小 松 崎淸職 外 三 
名 呈出 (紹介 議員 鳩 山一郞 君〕 

同 第二 〇二號 

同上 m 京府東 京 市 麻布區 谷 町 31: 十九 番地 退 


役 陸軍 步兵 少佐 中 村中郞 外 十二 名 呈出 (紹 
介 議員 高木 正 年 君〕 

同 第二 〇三號 

名 _ 進級 者に 現官 相當の 恩給 給與の 請願 東 
京府搜 多嚼 郡千駄 ヶ谷町 大字 千 駄ヶ谷 六 百 
三十 九番 地 士族 陸軍 步兵少 佐 菊 池 義隣外 六 
名 呈出 (紹介 議員 高木 正 年 嵙〕 

同 第二 〇四號 

同上 朿京府 III 京 市 四 谷 區南町 八十！ 一番 地平 
民陸逛 少將岩 谷 龍太郎 外 十 名 呈出 (紹介 議 
员高木 正 年 君 外 三 名〕 

同 第三 三四號 

同上 東京 府豊 多 K 郡 戸塚 町 大字 課 訪二 十七 
番地 十 族 無 業豫備 陸軍 輜東兵 大佐 大塚義 太 
郎外 111 名 呈出 (紹介 議員 柏 原文 太 郎君) 

同 第三 三 五號 

同上 愛知 縣名 古屋市 西® 南 聰匠町 二 丁目 十 
六番 地 士族 無 業 陸軍 步兵 大佐 箕形初 太郞外 
九 名 呈出 (紹介 議員 饑貝浩 对〕 

同 第三 三六號 

同上 群 馬 縣高崎 市 ffl 生 町 四十 七番 地平 民 無 
業 退役 陸軍 步兵 大佐 橘 七三郎 外 三 名 呈出 
(紹介 議員 土 谷 全 次 君〕 

同 第三 三七號 

同上 千葉縣 安房 郡 北條 町長 須賀 七十 五番 地 
士族 無 業 陸軍 憲兵 少佐 山 本 政 元 外 . 名 呈出 
C 紹介 議員 拍原 文太郎 封〕 

同 第三 三八號 

同上 福 岡 縣三井 郡 國分村 大字 野中 千 百 五十 
七 番地 士族 農 陸軍 步兵特 務 W 長原藏 太 呈出 
(紹介 議員 大騷房 次 郎君〕 

同 第三 三九號 

同上 福岡縣 久留米 市莊島 町 百 四十 七番 地士 
族 無 業 陸軍 步兵 大佐 赤 司 安一郎 外 十 名 呈出 
(紹介 議員 大數 房次郞 君〕 

同 第 111 四〇號 

名譽 進級 者に 現官柑 當の 恩給 給 與の請 願大 
分 縣下毛 郡 中 津町二 千 三百 八十 三番 地平 民 
陸軍 步兵 少佐 後藤 範 一外 二 名 呈出 (紹介 議 
員 木 下 謙 次 郎君〕 

同 第三 四 一號 

同上 愛知 縣 南設樂 fr 新 城 町 字 菜 入船 三十 番 
一八 二 


右 BS 願の 嬰 旨 は 近 Kf に 於け る物捫 ： § 瞬の 結果は 明 

地方税 制限 法 中 市町村 设 踝 税腌 I.V1I 棚 張 芯 務敎育 ?5| |2 {.1£| 负擔額咁加及市町村に對する國邱交付余枏加の誚_外 :7.: 件 


院 衆議 & 孩 3 帝 冋 二十:^: 3 


? 若： r; 公務 基因 fn 柄'- レ :' ViS 海 ,^ 明 院に於 て ^ 费を以 て 診療 並 入烷 せし むる の 諸 K 外 二 件 


八 1 II 


地 無！ &:退役陸堪|1等堪閃正松并顒三外十一 
名 呈出 C 紹介 議 M 大口 喜 六 君ン 
同 第 四 四 六號 

同上 千 葉縣千 葉 郡 千 葉 町 お 川 新 宿 千 四百 二 
十八番 地平 氏 無 業 陸軍 步 圬 少佐 永 井 岩 次郞 
外 二 名 呈出 (紹介 雜员柏 原文 太 郎君〕 

同 第 CT 四九號 

同上 福 岡 縣小灯 市 大字 西 紺屋 町 ?;; 番地 士族 
無 業 陸眾步 兵 大尉 藤井忠 一外 RM 名呈 m 广紹 
介 議員 友 枝 frl 次 !,';: 君 外 一名) 

同 第 四 六 九號 

同上 宮城 縣仙 杂 市 米ヶ袋 下 丁 二十 三番 地平 
民 無 £;: 陸 , 43: 辎重兵 大尉® 義雄 外 = 十一 名 呈 
m 紹介 議 M 岩 崎總十 郎君 外 一名) 

右 請願の 要旨 (x ifi 人 恩給 法 (X 數 次の 改正に 依 〇殆 

ど 公平に 恩給を 給與せ ら るるに ？ 1? りしと 雖未 た尙 

明治 二 十 n 一 年 三 ; I 勅令 第二 十四 號 何醫 に 依り 現官 

等に 相 E® する 恩給を 給與せ られ さるもの あり fi w 

進級の 場合 是なり 蓋 名 # 進級なる ものは 多 牢取秘 

に從事 し [1. 戰役に 於て 功勞 ある 奔か 現役を 退く 場 

合に 官等を 進む る ものな れは國 家に 貢献した る點 

に 到りて は 彼是の 差 あるへ きものに あらず 然るに 

上記の 場合に 限り® き 前官 等に 應 する 恩給を 給與 

1 るは 恩給 法の 精 »• に 適合せ さるものと 信す 依て 

名臀 進級の 場合に 於ても 現 官等 相 當の恩 給を 給與 

せらる る_ 恩給 法を 改正せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣 3 日を 至當 なりと 認め 之を 採擇 すへ 

きものと 謎 決せり 依て 議院 法 第 六十： A 條に 依り 別 

冊 及御缀 付 候 也  _ 

特別 報告 第二 十七 號 

寶 書- 

請願 文 S 表 第二 〇九號 

戰岡若 は 公務 基因 ffi 病 軍人を 陸海 軍 病院に 於 

て 國费を 以て 診療 並 入院せ しむる の 請願 

東京 府 衩 原 郡 目黑村 大字 上自黑 九 百 五十二 

番地 退役 陸軍 步兵 少尉 !■• 原儀藏 外 三十 四 名 

呈 3  (紹介 P 員 高木 正 年 君〕 

同 第三 七 八號 

同上 7lr : M 府诳京 市 四 谷區 東信燬 町 二十 八番 

地 退役 陸軍 步吳 中佐 田翅元 二 郞外 四十 二 名 

呈出 ハ 紹介 議員 柏 原文 太郞 君〕 

同 第 三 七 九號 


同上 大分 縣 大分 市 大字 大分 七十 1? 地 退役 陸 
軍 二等 殴 R 森 淸克外 W: 名呈 m  紹介 議員 木 
下 _ 次 郎君) 

同 第一 二八 〇號 

戰 P1 若 (3- 公務 越 W 傷病 m 人を 陸海 軍 病院に 於 
て國费 を 以て 診 癖 並 入院せ しむる の 請願 
趿手縣 盛 岡 市 平 山 小路 六番 戶士 族敎師 退役 
陸軍 步兵 大尉 柴內魁 三 外 八 名 呈出 (紹介 議 
員 X 藤吉次 君〕 

同 第三 八 一 號 

同上 千 葉縣千 蓰郡千 葉 町 六 百 七番 地元 陸軍 
步兵 軍 W 上野 慶造外 五 名 呈出 L 紹介 議 M 帕 
原文 太 郎君〕 

同 第 四 七 ？/ f. 號 

同上 東京 府東京 市 麻布 區谷町 五十 力 番地 退 
役 陸軍 步兵 少佐 中 村中郞 外 三十 六 名 呈出 
(紹介 翳 員齋藤 宇一郎 君〕 

同匏 S 〇五號 

同上 北海道 函館 M 大字 龜田村 字札幌 通 三十 
六番 地平 民 元 陸軍 歩兵 上等兵 加 藤 五 右衞門 
外 三 名 呈出-' 紹介 鶉 員 佐々 木 平 次 郎君 外 一 
名) 

同 第 ?/ f. 〇六號 

同上柬 京 府 5:f 多 瞍郡齙 谷 町下龅 谷 百 七十 九 
番地 平民 無 業 陸軍 騎兵 中佐 國光侃 外 四十 四 
名 呈出 (紹介 議員齋 藤 安雄 君〕 

右請脚の耍皆ほ聰闘若は公務の爲不具隞疾と爲り 

たる 者 ほ 十 數年經 過 後と 雖氣 候の 變灌 等の 場合に 

は 患部に 苦痛を 起し 励 も すれは 餘 病を 發し健 康を 

害する に 至る 日® 戰役當 時の戰 傷病 辨中 軍人恩給 

法 第 九 條第四 項 以上の 者 ! 3: 旣に 其の 二 分の 一强死 

亡せ り 其 原因 必す しも賊 傷病に のみ 限ら さるへ き 

も 天壽を 全 ふし 得たり と 謂 ふへから す而 して 明治 

二十 八 年 勅令 第 ira 〇號に 依り 公務 基因 傷病 再發 

者官费 治療の 徐開 かれ ある も 其の 出願 期を 三年と 

限定せられ 又 下士 以下に ありて は 大正 五 年 陸軍省 

令 第 十二 號を 以て 服務 免除 者 診療の 特典 ありと 雖 

多少の (J1, 資を耍 し 普く 恩惠を 被り 難く 殊に 輓近物 

價騰 貴に 佐り 生活 W 難の 者尠 からす 依て 谷地 陸海 

軍 病院に 於て 國跋を 以て 其の 診療 及 入院の 道を 開 

かれた しと 謂 ふに 在り 

衆議院 ほ 其の 趣旨を il 當な りと 認め 之を 採攞 すへ 


きものと 議決せ 〇 依て 謹 院法第 六十 五晓に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報告 第二 十九號 
意見書 

請願 文® 表 第二 M 三 號 
小淸水 村に 登記所 設置の 請願 北海道 北見國 
斜里郡 小 淸水村 大字 止 別 二十 線 十 六番 地平 
民 農 遠 藤 佐吉外 四十 九 名 呈出 (紹介 議員 戶 
水寬 人君〕 

右 請願の 要旨 ほ 北海道 北 見 國斜里 郡 小淸水 村 ほ II 
西 三 里餘 南北 十一 里餘鹿 袤 三十 三方 里 餘に及 ひ 地 
味 肥沃 其の 大部分は 農耕 牧蓄の 好適 地に して 最近 
一千 ?/ r 百 町步の 水田 開發を 企 ® し 之 か 完成の rs しに 
ほ 一大 發展を 見る や 必せり 然るに 所管 網 走 登記所 
に 至る には 七 里 九 丁 ありて 其の 不便 實に 甚大なる 
もの あり 依て 廳舍の 如きは 新築 寄附す へきを 以て 
小 淸水村 一圓， 網 走 町の 內濤 沸、 藻 琴の 兩村を 管 
_崧域 とする 登記所を 前記 小 淸水村 大字 止 別 村 字 
小 淸水村 市街地に 設置し 大正 九 年度ょり 事務を 開 
始せ られ たしと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也  . 

特別 報告 第三 十號 
意見書 

請願 文 *! ■ 表 第三 八六號 
杉戶 町に 登記所 設置の 請願 埼玉縣 北 葛 飾 郡 
杉戶町 長 松 本 惣三郞 外 八 名 呈出 (紹介 議員 齋 
藤珪次 君〕 

右 請願の 耍旨は 培 玉 縣北飾 葛 郡 杉戸 町には 郡役所 
瞥察聚 其の 他の 官 公署 ありて 四隣 町村の 中樞 たる 
位置に 在り 其の 地域は 以て 公 衙の經 費を 支持す る 
に 足る へく 周 圍の胆 離 槪ね二 里を 出て す 加之褪 利 
に關す る® 念は 歳と 共に 進み 其の 取引は 日に 頻繁 
を 加へ つつ あるに 拘らす 之 か 得 喪 移轉を 登錄す へ 
き官衙 を缺 くは 常に 關係 民の 不利 不便と する 所な'' 
り 依て 前記 杉戶 町に 登記所を 設置せられ たしと 謂 
'ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採 棒す へ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 K 條に 依り 別 
冊 及御缀 付 候 也  I 
〇 岩 崎 勸君 日程 第 十二より 第三 十五 號に 至る 請願 


2 i 全部 I 括して 採控 せられ： t i-. v 闇み ます。 

〔「異議な し. 1 「異誔 なし I と 呼 ふ * あり〕 

0 副 載 長 (m 田國松 君) 御異發 がなければ、 岩 崎 君 
動議の 如く 決します、 即ち 委 《 長 報 ® の 如く、 全部 
採 捲に 決しました •是で 議辦 n 锃ほ總 て 了り ました 
_ 長に 委託され ましたる 谷葯 案の 特別® u o 指 - -K は 
公報を 以て 御 通知を 致します、 次回 C  . ifli w 日程 も！！： 
樣であ 〇 ます、 本日 ほ 是 にて 散 a- を 致します。 

牛 後； 一一 時 II 十三 分散 舍 


0 大正 九 年 II 月 二十四日 (火曜日〕 

牛 後一 時 十七 分 開 is 
議事 B 程 第 十六 號 
質問 

I  1 暴行に 關する (顧 細 臟) 

II 濂賫 外米 不正® 件に 關 する—  (細 柳 麵 

= 海外 移民 保 f 關 する K 問 (擷 腿 征道) 

四 W 得 額 算出に 關 する® (網 ■腺 平) 

第 I  固有— 法案 (撇贿 ) 第 II 
第 II 右議续 の 審 査左 付託す へき 委員の 選擧 
第 = 窗計檢 査院法 中 改正 法律 n_) 第| 
讀會 

第 四 右 ii 案の 審査を 付託す へき 委員の 選墩 
第五 關税 定率 法 中 改正 法律案 第一 讀 


會の績 


Is 長) 


1 古—— 案 (神 麵 _) 第—. 

第 七 四 國循躂 鐵道 完成に 關 する 建議案 {f illl 
治 君 sr 十) 

第 八 阿 _鐵 道 泡 田 川 之 江 線 敷設に 關 する 建議 

■へ 原田佐 之 治 君 一 

§1 外 十ヒ名 提出 j  、氧 g 卜® 
第 九 森 i 速成に 1 _ 案 {前 細 J 棚 


第 十 廣幅織 物課秘 免除に 關す る ® 議案 (城 讀 
君 外 一)  1  口 

第 十 I  木 津川治 水に 關 T 5 S 議案 (酿細 1 p 

醒)  1 . 
第 十 I 一  福 井縣 三國港 築港に 關す S 建議案 

触 II 劃 腿) 1*0 

第 十三 官幣大 龄 吉野 神宮 境域 擴 張に 關 する 建 
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八 一四 


谷 種の ^ 膣に 佐り て生產 上 及 生活 上の 需用 品を 
鹿 價に遜 得する の 便を 得しめ FL つ® 利 K 金融 通 
等の 方. iir を P し 以て 生產 K 並 生活 S の Ki 減を 一一 

〇 つつ あり 

三 政府 (7. 農業 勞礙 保護 数® に關 し從來 の 施設を 一 
好 充分なら しむる Ij 勿； i 大正 九 年度の 豫筇に 於 
て 小作 粗 織 等の 調奄 rf を 要求し 特に 先つ 小作農 
等の 組 S 經择其 の 他を 詳細に 調査して 最も© 切 
なる 方策を 立てん とす 
右 及 答 辯 候 也 

大正 九 年 二 月 十九 日 

農 商務 大 E 山 本 達 雄 

一 去 二十 " 日內閣 總理大 はょり 左の 通 發令あ りた 

.る 旨の 通牒を 受領せ り 

主計局 * 記 官河 本文  I 

大藏省 所管 事務 政府 委員 被 仰 付 

〔左の 報告 {3: 朗 Irl を經 さる も參照 のた め玆に 

褐賊 す〕 

一 去 二十 一日 議長に 於て 選定した る 委員 左の 如し 

學校衞 生 振興に 關す る雜 議案 

八 木 逸郎 君  秋 山 余 也 君 

伊東  重 君  神 川 長久 君 

1 i  口 秀雄君  行德健 男 君 

大森與 三次 君  近 藤 達兒君 

河 野 徹志君 

耕地整理 速 進 獎_ に關 する 建議案 

山內範 造 君  H 藤 善 肋 君 

西 村 正則 君  岩 崎 一高 君 

田 中 萬 逸 君  齋藤 宇一郎 君 

半 谷 淸 11 君  關原彌 里 君 

小 翻八郞 右 衞門君 

葉 煙草 罹災 補® に關 する 建議案 

志々 目 藤. 彥君  奧田榮 之 進 器 

根 木  正 君  小 西  1 

高 田耘平 君  平 島 松 尾 君 

牧野 鐵九郞 君  中 川 隣 之輔君 

北 井波 治 目 君 

國都鐵 道 建設に 關 する 建議案 外 一件 

陣  軍吉君  兒玉好 熊 君 

長 峰 與一君  神. 川 長久 君 

平 山 岩彥君  井島 茂 作 君 

石 川 又 八 君  野 口 窣治君 


松 浦 與三 郎君 

姪 津鐵道 速成に 關 する 建議案 外 一件 
福 井三郞 君  坪 田十郞 君 
小川 藏次 郎君  奧田龜 造 君 
® 田孝史 君  大森與 三次 君 
奥 田柳藏 君  土井權 大君 
林  平四郞 君 

一昨 M 十三 日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
學校衞 生 振興に 關 する 建議案 ® . 員 

委員長  八 木 逸郞君 
理亊  .  河 野徹志 君 
耕地整理 速 進獎勵 に關 する 建議案 委員 

委員長  山 內範造 君 
理事  關原彌 里 君 
葉 煙草 罹災 補償に 關 する 建議案 委員 

委員長  志々 目 藤彥君 
理事  牧野 鐵九響 
國都鐵 道 親 設に關 する 建議案 外 一件 委員 
委員長.  陣軍吉 君 
理事  松 浦與三 郎君 
姬津鐵 道 速成に 關 する 建議案 外 一件 委員 
委員長  福 井 三 郎君 
理事  I 林  平 四 郎君 
〇 副議長 (濱 田國松 君〕 是 より fri 議を 開きます。 

〇 中 倉 萬 次 郎君 是 より 實業敎 育國庫 補助 法 中 改正 
法律案の 委員 會を 開きたい と 思 ひます。 

〇 副議長 (濱 田國松 君〕 許可 致します —— 質問 第一 
瞥察官 の 暴行に 關 する 質問者より 質問 趣旨 辯 明 省略 
の 申出が ありました から、 日程より 除きます、 質問 

第一 一廉 賣外 米个正 事件に 關 する 質問 田 中 萬 逸 君。 

二 酸 賣 外米 不正事件に 關する 質問 (田 中 

萬 逸 君 提出〕  . 

菔寶 外米 不正事件に 關する 質問 主意 書 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 九 年 二月 十三 日 

提出者 田 中 萬 逸 

賛成者 三 木 武吉外 三十 人 

菔賣 外米 不正事件に 關する 質問 主意 書 

目下 東京 地方裁判所 豫蒞 部に 繫厫 中の 渡 某外數 名 

に 係る 東京 府廉賣 外米 不正事件に 關 し內務 大臣 並 

司法大臣 ほ 左記の 事項に 關し 其の 責任を 免れさる 

ものと 思考す 


一 東京 府 外米 菔賣 に關し 帝室の 御 下 偶 金を 包含 
せる こと は 天下 周知の 事 S 也され ほ 其 局に 當る 
者は 一層の 注意を 以て 聖旨を 奉 gs し 苟も 不正の 
行爲 あるへから さる こと {£ 多言を 要せ さる 所な 
りと す 然るに 肢 扱に 當る 者に して 此の 如く 刑事 
上の 訴追を 受 くるに 至りて ほ 是か 最高 監督 責任 
者た る內務 大臣 ほ 何を 以て 其の 陳 辯を 爲さむ と 
する 力 

一 右 不正事件 檢擧に 際し 司法 當局は 大正 八 年 二月 
一旦 之を 不起訴 處 分に 付し 同年 八月ょり 十月に 
至り 世論 喧 S を 極めた るに 拘らす 警視 廳 ほ 之を 
不問に付せむ としたる のみなら す 却て 渡 某に 逃 
走の 機會 を與へ たる ものの 如し 而して 最近に 至 
り 突如と して 之を 起訴 處 分に 付した るか 如きは 
其の 間 司法の 威信を 損する こと liri る大な り 之に 
對 する 當 局の 所信 如何 
右二 gl に關し 當局兩 大臣の 明答を 求む 
右 及 質問 候 也 

〔田 中 萬 逸 君 登壇、 拍手 起る〕 

〇 田 中 萬 逸 君 本 M は 東京 府に 於け る廉賣 外米の 不 
正 事件に 關 しまして •內務 大臣 司法大臣に 向つて 聊 
か 質疑を 質し •其 明確なる 答 辯に 接せん ことを 韹む 
ものであります、 元来 此廉賣 外米 不正事件なる もの 
は、 其 端を 寺 內內閣 の 末期に 發し斯 くして 現内閣の 
初期に 及ぼせる 所の 聖代 罕に覯 る 一大 不祥事で あり 
まして、 其 犯罪 發贽の 時期は 恰も 大正 八 年の 一二 月 
頃 ] 1IJ ち 第 四十 一 議會の 開 ©' 中でありまして、 原內閣 
の 金 盛期で ありました ことは 申す まで も ありませ ぬ 
而して 本件の 複雜 にして tL つ 多岐 多端なる、 其關係 
者と 致して ほ、 所謂 大政 治 家 あり、 官吏 あり、 又實 
業 家 あり， 新聞記者 あり‘ 府會 _ 員 あり、 市會 議員 
あり， 區會 議員 あり、 勿論 犯罪の 裏面に 潜む 所の 女 
あり、 更に 醫 師 あり •壯士 ありと 云 ふが 如き、 社會 
の 谷 階級に 於け る 所の 總 ての 人々 を 網羅 致し， 是等 
の 人が 恰も 走 馬 燈の如 き大 活動を 遂げて、 そこに 醜 
劣なる 所の 運動と なり 又は 政黨入 黨の勸 誘と なり、 
承諾と なり、 又 他の 一面に 於き ましては、 白 ffi 公々 
然として 自動車を 飛ばし 暴力を 以て 婦女子を 誘 EI す 
るが 如き、 又は 之を 待合の 奧深 くに 監禁を 致し、 種 
種 脅迫を 加へ て 磬視廳 に 於け る 所の 陳辯 は’ 事 實無 
根な りと 云 ふこと に 就て 一. 札を 取らん と强 制せし が 
如き、 更に 又 病人に 非ざる 者を ぱ病氣 と稱 して、 病 


院 0 |室に幽閉をし之を監 ^ する艿， ^ ぐ柯\と稱し 
其 病院に 入院を 致す が 如き、 怜も 百鬼夜行の 如き 大 
暴状を 呈した 所の、 i;f に 醜 si なる IL つ ! fs -/j なる 一大 
径珙 件でありまして、 m に是等 の ; jf に對 しましても 
社會の 公安 上 其 筋に 對して 鸱かねぼ.；..、ある 
と 信じます けれ 共是 等の 事柄は 本 W の 問は んと欲 す 
る 所に‘ 左まで 重大の 影響を 呈 しませぬ が 故に 唯 だ 
是 等の 事が •本員は 此 問題の 副產 物と して 有つ たと 
云 ふ 事の みに 止めて 蹬いて 其 2lf 技の 陳述を 省略 致し 
ます、 扨て 本員の 問は んと 欲する 所 即ち 本 A の 怪訝 
に堪 へざる 所は 此 不正事件を 遛 起した る 所の販 资 外 
米 事件に ほ， 畏くも 帝室の 御 下賜 金が 包含せられ 恐 
多く も 帝室の 御 下賜 金の 包含され て 居る と 云 ふ ^ IX 
天下 周知の 事 ! S であつて、 此 優渥なる 所の sg 恩に 浴 
した 所の 多數の 貧窮 民は 申す に 及ばず、 一般 園 民に 
於ても •均しく 廣 大無邊 なる 所の 聖恩に 對して 感激 
し， 泡に 恐懼 措く 所を 知らな かつた にも 拘〇 ませず 
政府は 其収扱 上の 不行屆 、其 取締 上の 怠® よりして 
斯る稀 有の 大不祥 事を 起した® に對 して 恰も 其 1C 任 
を 回避す るが 如 , < 現に 東京 府の 一馬览 をして、 此 [1 
賣 外米の 不正事件には、 帝室の 御 下賜 金は 勿論の 事 
一般 公衆の 寄附 金す らも 包含され て 居ない と 云 ふや 
ぅな、 洵に 怪しげなる 所の 陳辯 書を 社會 に發 表せし 
めて、 而 して 其 罪を 糊塗 せんと 致した ことで ありま 
す、 此陳 辯 W なる ものを ひよ いと 1 i んで 見ます ると 
恩賜 金と 不正販 賣 外米 事件とは， 全然 無關 係の 如く 
思 はれます、 けれども 仔細に 之を 熟 ® 翫味 致します 
と、 洵に 其陳辯 書なる ものは、 曖昧 模稜を 極めた も 
のであつて、恩賜金に關してほ、全然無關係で&る 
と {3-. 云 ふて ほ ありませ ぬ、 唯 だ 恩賜 金には 無 關係で 
あると 云 ふが 如く、 想像せ しめたの みに 過ぎない の 
であります、 今 私は K 要 li を玆に 朗讀 致したい と 思 
ひます が、 即ち 其陳 辯 !1} の 前文に ほ 「恐れ多く も皇 
室の 御 下賜 金 及 一般 府民の 寄附 金に 關 する 事で あり 
ますから | 言 是に對 し 辯 明を し « 相を 發 表する 云々 

」 とあります ±1^ ども 拗其 本文に 入つ ては - 肝腎 

の 本文に 入つ てからと 云 ふ ものは どぅ 云 ふ 事が 1? い 
て あるかと 申しましたならば 「一昨年の 八月 米騷動 
の 勃發に 依り菔 賣を行 ひしが 其 ii 賣所た る小學 校は 
九月より 授業を 開始す る. 必要 上 從 來の區 町村 及府慈 
善 協會 直營の 酿賣 を廢 止して li 京 白米 同業組合と 協 
議の上 指定 商を 51 任して 之を 委 托した」 と 云 ふ 所の 
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手 13 を 書いて、 « 陳 辯して ある 事は、 斯樣な 事柄で 
あります、 「其 際に 自ら 草案した る販寶 米 供給® 扱 
手紹を 發 布し 嚴重に 指定 商を 監督し 精算の 場合に® 
一廉 ®, 券 數が 交付 外米の 微 贵 と符 < |'| しな かつた とき 
は ia f's 金を 納 f-J- せしめて 一 M 一 錢と雖 も 間違の ない 
やうに 心掛けました 而 して 其 決 St は 一昨年 末に 結了 
を街げた次筘で&〇まして目下外米不正事件として 
一般 新 ni'! 紙上に 傳へら れて 居る ものは 寄附 金に 依る 
廉資 とは 企く 無關 係の 事實 であります から 此點は 十 
分に 御 了解を 得たい のであります」 諸嵙 、之が 陳辯 
S の 木 文であります、 肝腎の 本文に 於き ましては’ 
不正 外米廉 0 # 件に ほ、 一般 公衆の 铬附 金は 關係が 
無い と 云 ふことは 明記され てあります けれども、 事 
苟も 皇室に 關する 所の 大間 題、 即ち 恩賜 金に 關係が 
無い と iK ふこと ほ 言うて はあり ませぬ、 是は想 ふに 

官史 として 良心が 咎めた 結果で あらう と 確信を 致す 

のであります、 然らば 壯監 督廳の 命を 受けて 發 表し 

た 所の 陳辯 書なる ものは >  1 面に 於て M 賜金に 關係 

の冇 つたと 云 ふこと を 自ら 裹書 する ものであると 私 

は 斷 言す るに ^ 躇しな いのであります 、此跋 賣 外米 

不正 ? IV 件に 關 して •恩賜 命が 包含され て あると 云 ふ 

啡 K は 新 ra 其 他に te て 報 迫され た 斟柄 のみで、 本員 

が 調べた 所の 立證と 云 ふ ものは 是だ けあります、 併 

し 時 Rn の 都合 上此陳 辯に 止めて， 後に 於て 速記 鈴に 

載せる こと、 致しまして 省略 致します が、 斯の 如く 

此忌 ほしき 所の； 小 JH 事件を 惹起した る 敗 賣 外米に、 

恩賜 金の fil 含せ ると； K ふことは 一點の 疑を 挾む 所の 

餘地ほ ありませ ぬ、 然るに 其 最高 監督 責任者た る 所 

の 内務 大以は 、恬然と して 今 尙ほ 知らざる が 如き 風 

を裝 うと： K ふのは 一體 何と 致した 次第であります か 

其 収扱 の； 个 行 屈 其 収締 の . ■£ 段ょ 〇 して斯 の 如く 聖旨 

に 悖る 所の 大不苒 ® l:l 民と して 其菲萬 死に 當 るべき 

所の 大不 首赵 を JR てした にも拘らず、 今 尙ほ知 らざ 

るが 如き 風を e すと 云 ふこと ほ， 如何なる 次第で あ 

.ります か、 內務大 K は 宜しく 上御一人を 首め 奉り 

下 K 民に 向つ て、 其 罪を 陳謝すべき が 當然 であらう 

と 確 ^ 致す のであります、 (拍手 起る： >  內務 大 辟が 

太 件に 對して 冷々 淡々 たる こと 水の 如く 斯の 如き 態 

度であつて、 而 して 恩を 大正 七 年 八 / 3 に M せて •謹 

んで御 内帑金を 御 K 购あら せられた 其當時 の 榄樣 を 

拜 察 致します のに. y ffll; だ 恐® 1.- 堪へな いので ありま 

す、！ 昨年 即ち 大正 七 年の 夏は、 近 來にな い 所の 極 
海外 移民 保 謎に 關する 質問 


熟を 節した ことは 諸君の 御 承知の 通りであります， 
然るに 拘らず 御勵桢 に 渡らせられる 陛下には、 久 
しく 宮城に 御留り 遊ばして ，萬 機を 總攬 あらせられ 
ましたが、 八月 六日と 云 ふに 日光の 行在所に 御避署 
遊ばす ことを 仰 / 15 されました、 斯 くして 陛下が 日 
光に 行幸 あらせられて より、 間もなく  •彼の 米騒動 
なる ものが 勃 發 致した のであります、 然る 所 御仁 惠 
に 渡らせられる 陛下に ほ 是 等の 貧® の 民を 御® れ 
ませ 給 ふの 餘り •直ちに 三百 萬 圓と云 ふ 御内 箱 金を 
割かせられて、 而 して 緩急に [1 じ-谷 縣に頒 ち. 救 
濟の資 に充 つべ しとの 最も 厚き 所の 御設を ば 八月 十 
三日に 下させれ たのであります、 諸君 •三百 萬圓と 
申せば 國 庫より 奉れる 所の 皇室 费の七 割に 達する 大 
金であります ‘此 大金を 割かせられて、 貧窮の 民を 
賑はせ 給 ふ 陛下の 大御心 に對 しては、 唯 だ <感 
泣の 外は 無い のであります， 加 之 事態を 逛慮 あらせ 
給 ふの 餘り 、的 ほ殘 熟燬 くが 如き 八月 二 十一 日と 云 
ふに 日光の 行在所を 後に せられ. 恰も 签中に 座す る 
が 如き 帝都に 御 還 幸 遊ばしまして 、斯 くして 宮中に 
人 御 在し まして 後ち に、 朝には 宮內大 la を r 口 させら 
れて御 熟 心なる 御下問が あり、 夕には 側近の 臣を召 
させられて •夫々 の 者よ りする 所の 言上を 聞 召され 
殊の外 御龄念 在らせられた と 漏 承る に 付けて， 我々 
is 此型 恩に 感泣した ことほ 幾度で あるか 知れ ませぬ 
乃ち斯 の 如くして 三百 萬 圓の 御內帑 金の 中で、 三十 
萬 五 千圓と 云 ふ 金が 東京 府に頒 たれ， それに 依て 外 
米を陬賣すると云ふことに相成つた次第であります 
然るに 此難 有き 勿 體なき 裂 旨の骼 れる 所の 廉賣 外米 
が •其 Iti 有き 勿體な き 聖旨の 如くに 細民を 救恤 する 
に 至らず して， 席 大無紛 の 聖旨に 反する が 如き 大不 

祥事 を勃發 する に 至りし 所の 責任に 對して 、內 務大 

b は 今 W ほ 知らざる が 如き 風を 爲すと 云 ふことは* 

何たる 次第であります か、 次に 司法大臣 は 此 犯跡 顧 

著なる 所の 問題を ば， 大正 八 年の 二 月、 何故に 證據 

不十分と して 一日； 之を 不起訴 處 分に 附し 本年の 一月 

に 至り、 突如と して 设 た 之を 起訴 處分 に附 したので 

あるか •坊間 傳 ふる 所に 依ります れば 、昨年 此 問題 

の 起り ました 其當 時は 恰も 第 四十 一誘會 の開會 中で 

ありし が 故に、 所謂 臭い 物には 蓋せ よ 主義で， 議 會 

の 問題と なると 云 ふこと を惧る X の餘 り、 之を 不起 

訴處 分に 致した ので ある •而 して 本年に 至り 此 問題 

が 當讁會 の 問題と ならん とする ことを 惧れ て、 急に 


起訴 處分 にした ので あると 云 ふ 所の ことを， 坊間に 
於て啶 傳 致して 居ります、 本員は 取て 此浮說 に 信を 
措く 者では ありませ ぬ、 然り と雖も 本 M の 信ずる 所 
に 依れば、 秋霜烈日の 如き 我が 司法官 憲， j 其 峻嚴な 
る 所の 司法 # 察の 努力に 待つ たなら ば、 罪を 斷ずる 
上に 於て、 有力なる 所の 證據を 蒐め ると S: ふこと ほ 
頗る 易々 たる 事で あると 確信を して 疑は ない ので あ 
ります、 現に 最近 本員の 目擊致 したる 事 實に依 り ま 
して •憨 々益々 此 信念を 强め得 たのであります、 そ 
れは 過般 普 1 ; 案の 上程され た 其當 日に 於け る 簪戒の 
完全、 且嚴 重な 事であります、 議 ，院を 中心と 致して 
要所々々 に ほ 關門を 設け、 荷 も懿院 に 近寄らん とす 
る 者は， 又_院 に 到らん とする 者は、 傍鸱 券の 所持 
者 か、 或は 徵章 を捭帶 する 者の 外は 斷じて 之に 近寄 
らしめ なかつ たと 云 ふ、 恰も 戒嚴令 を 布いた かの 如 
き 其 取締の 嚴 ffl なる 事 •而 して 多くの 警官は 一擧一 
動 非常なる 緊張を 呈し 恰も 閃電 —— 電氣の 閃く が 如 
き 神 經の昂 奮を 認めた のであります、 此電氣 の 如き 
觸れ 、ば 灼かん ずる 神經の 所持者で ある 所の、 司法 
警察の 努力を 待つ たなら ば、 本員の 爰に 述べて 居る 
所の 癍賣 外米；' f 正 事件の 如き、 犯罪と しては 頗る 單 
調で ある， 事柄は 恰も 子供が M の絲を 手繰る よりも 
尙且つ 容易に、 尙 PL つ 迅速に 其 罪跡が 判明した ので 
あらぅ と 確信を 致して 疑 ひませ ぬ-論よりも 證據で 
ある、 現に 本年の 一月 警視 廳 'か 初めて 眞面 E になつ 
て I 漸く 眞 面目に なつて、 檢擧 に從事 致した 所の 
成績は 如何であります るか、 今や 事件が 四方八方に 
擴大 致して 居る と 云 ふ 其 事實が 、何よりも 活き たる 
證據で あらぅ と 思 ふので あります、 然るに 如何なる 
故なる か、 熟 心に 之を 探査 致さん とはせ ず、 熟 心に 
之を搜査せん > ほせず、遂に一旦之を不起訴處分に 
爲し たと 云 ふことは •我 司法の 威力に 見て、 洵に遺 
憾 千 ? I なる を 覺 ゆる ものであります、 さりながら 天 
網 ほ 有 製に 竦なら ず、 阼 年の 八月に 至りまして、 一 
且不 起訴 處分 に附 した 所の 本 事件が、 又々 再燃 致し 
たのであります >  然る所 疎なら ざる 此 天網に •何時 
とほな しに 大穴が 明いて、 恰も 何者か 上に 在つて 之 
を 操る もの、 如く、 之を 探査す るが 如くに して 探査 
せず、 熟 心に 搜查 する 如くに して 搜査 せず、 遂に 其 
捜査を 中止 致し、 去！ 一十一 日の 當 « 場に 於て 國民黨 
の 高木 君 も 言明せられ た 如く、 恰も 本 事件の 再燃 致 
しました 其當時 は、 府會 議員の 選擧戰 の 最中で あり 


しが 故に、 此 事件の 進行 ほ、 此 事件の 張本人で ある 
]r の ® * と 政治 上の 行動を 同じく せる 一 府會議 M 其 
一 府 會_ 員の 當選に 莫大なる 影響を 及ばす と 云 ふ 所 
の 廉を以 て、 之' か 搜奄を 中止した と 云 ふが 如き こと 
ほ、 窗 に 遺憾 千 萬の 至りであります、 是に於 て か 私 
ほ 御 問を 致したい、 恰も 電氣の 如き 銳敏な る 感情の 
所有者で ある 所の 我警 蛻願 は 其電氣 には 積極 電氣あ 
〇、 又 消極 電氣 あるが 如く •犯罪の 大小 其 他は 措い 
て •罪の 搜查 上、 情 實乂は 請託に 依て、 時には 消極 
主義を 執り、 時には 積極 主義を 執られる ので あるか 
殊に 遺憾に 堪へ ざる 點ほ 、此 警視 廳が 消極的の 探査 
方針に 依られた 爲 めに、 本件の 張本人で ある 所の 渡 
某に 逃走の 機會 を與 へた ことであります のみならず 
警察官が 遙に此 張本人で ある 所の. 渡 某を 護衞 致して 
遠く滿 洲に 落した と 云 ふが 如き， 新聞紙 上に 於け る 
所の 報； 3 を 見る に 至つ ては、 我 司法官 權の 威力 果し 
て 何 所に 在り やと 反問せ ざるを 得 ませぬ、 而も 同じ 
く 我 帝國に 於き まして 一方 京都に て ほ 人權蹂 » の 生 
々しき 事實が あり、 現に それが 當 議院の 問題と なつ 
て 居ります る 今日 •一方 帝都に 於て は 恰も 畏多 くも 
聖旨に 悖る が 如き 大逆罪に 對し て、 操つ る絲の 間に 
< 之に 寬大な る處 置を 爲すに 至つ ては、 我 司法 權 
の獨立 果して 何 所に 在り やと 疑は ざるを 得ない ので 
あります、 如上の 事實に 依りまして、 內務 大臣 並に 
司法大臣の 明確なる 所の 答 辯を 望んで、 此 壇を 降ら 
ん とする のであります。 (拍手 起る〕 

0 副議長 (濱 田國松 君〕 質問 第三， 海外 移民 保護に 
關する 質問、— 高 松 正道 君。 

三 海外 移民 保 ill に關 する 質問 C 高 松 正道 
君 提出〕 

海外 移民 保譴 に關す る 質問' 王 意 * 

右成 親に 據り 提出 候 也 
大正 九 年 二月 十六 日 
提出者  高 松 正道 
賛成者  湯 淺凡平 

外 二十 九 名 

海外 移民 保護に _ する W 問 中； 意 書 
佛領 「-1 ユ I ヵレ ドニ ャ J に 在留せ る 我 か 移民は 
實に三 千 餘 名の 多き に 上る と雖之 か 保 ii の 機關を 
缺き 全く 放任せ るの 狀態に 在りて 移民 {X 實 に悲慘 
なる 境遇に 在り 政府 ほ 何故に 之を 救濟 する の 方法 
を講せ さる や 政府の 所見 如何 
一八-一 五 


院蓊 衆會透 國帝间 二十 四 第 


海外 移民 保 餡に 閱す る K 松 正 ia の K 間 演說  所得 額 3? 出に 關する 質問  同上 高 田 fe 平の H 問演說 
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右 及 K 問 候 也 

(商 松 正道 君 登 © 〕 

〇 高 松 正道 君 私の 質問 ほ 淫く簡 單で あります るか 
ら 、描く 簡明に 述べたい と 思 ひます， 佛領 , -1 ユー 
ヵレドニヤ】にほ>日本の移民と致しましては*明 
治 二十 五 牢から 同 四十 年の 間に， 約 四千 人の 移民が 
行つて 居る のであります、 尤も 此四千 人の 中で •其 
後： 一 國致 した 者 も 多少 ございます が、 病死 致した 者 
などを 差 引. .? • まして、 FI 下 三千 A 少し 餘り 居る ので 
あります、 所が 御 承知の 如く 「ニ ユー ヵレ ド- 1 ヤ J 
は、 佛悶西 政府の 罪人を 流した 場所であります から 
して ■此 i'lll 方の 住 K の 生活と 云 ふ もの ix 非常に 荒ん 
で 居る、 風儀の 悪い 所で ある >  此 所に 三千 人 餘の日 

本の 移が 居ります が、 之には 一人 も 婦女子が 居ら 

ない のでありまして、 隨て 日本の 移民と 云 ふ もの、 

風 ffi と 云 ふ もの も. 何となく 荒躞 致して 居る ので あ 

る > l'fo だ 娛樂と 致す 所 ほ、 賭博に 耽る とか •飲酒に 

耽る とか 云 ふ 位の 事を 以て •彼等は 唯一の 娛樂と 致 

して 居る やぅな 次第であります が •之に 對 しまして 

我 政府 ほ、 何等の 保 ii を與 へて 居らない やぅな 傾に 

见え るので あります、 少なくとも ill 千 人 餘の我 同胞 

が 行つ て 居ります けれ 共、 我 外務省ょり 之を 視察し 

或は 調査し、 何等かの 方法を 講じた 形跡が 先 づ見當 

らぬと 云 ふて 宜 いので ある、 滞に 明治 三十 七 八 年頃 

に總 領事 永攏久 吉と云 ふ 人が 移民 問題の 紛爭 事件で 

一寸 「 -1 ユ—ヵ レ' トニ ヤ」 の ~ 端を 視いた 丈で ありま 

す、 其 後 大正 四 年に 三 保 領事 官補と 云 ふ 者が 一度 視 

察に 行つ た、 此 前後 二 囬 限りであります それで あり 

ますから して、 是等の 移民と 云 ふ ものは、 非常に 悲 

膠な 生活を 绘 つて 居りまして、 我 同胞と 致しまして 

之を 我々 ほ ® H て 居る 譯に 行かない のであります、 此 

地方の 總て 移民を 扱つ て 居ります のは、 田 中 榮八郞 

大川平 三郞と 云 ふ 者が、 南洋 興業 株式 ir 社と 云 ふ も 

のを 組織して やつて 居る、 是は 固ょり 隨分 如何は し 

い 事を やつて、 移民を 苦しめて 居ります が、 之に 對 

しまして、政府ほ茧急に何等かの方法を講じて、之 

を教於するの途を執らなくちやならぬと思ふのであ 

る、 又此地 方は 交通と 申しましても 甚だ 不便 e あつ 

て、 今まで ほ 「シド-一 1」 から r ェム ェ ム」 汽船で 

四 週に 一回の 航海し か 無い のであります が、 少しく 

我 政府に 於て 之を 保 ii する の考が あつたな らば、 日 

本 郵船の 新 西 ffi 航路を 寄港 させれば 何でもなく 航路 


•か 開かれる のであります、 斯う 云 ふ 風な 亊であ り ま 
すから して、 私は 政府が 今まで、 どれ だけの 其 地方 
に對 する 注 窓を 拂つて 居つ たか、. § 何なる sg 察を し 
て 居つ たか、 若し 爲 して 居つ たなら ば、 相當な 成緝 
を玆に 示して 戴きたい、 又 現在に 於け る 所の 移民の 
狀 態狀况 も 分つ て 居るならば、 此翳會 に 於て 一つ 報 
吿して H ひたい 斯う 思 ふので あります が、 定めし 政 
府の 方で ほ、 報告の 材料が 一 つも 無から うと 思 ふの 
であります、 多分 二 三の 下らぬ 所の 南洋 興業 株式 會 
社に 關 係の 者が 書いた、 洵に 「ニ ユ— ヵレ ド-ー ャ」 
を 極樂の 如く 書いた 所の、 雜駁な る 書物を 材料に す 
る 位の ことで、 胡 魔 化す だら うと 思 ふので-こざ いま 
すが、 兎に角 政府の 判つて 居る だけの 現状を、 一つ 
報吿 をして 戴きたい、 それからもう 一つの 質問は、 
政府が 速に 此 所に 領事館 か 若く ほ 領事 it の 出張所で 
も 設けて、 何ん とか 此移民 の 保 il をす る ことの 施設 
をす る考が あるか どうか、 又 先程 申す 如く、 商船 参 
社 或は 郵船 會 社に 命じて、 極く 手取り 早く 此 所に 航 
路を 開く の考が あるか どうか、 此二點 に 就て 私は 質 
問を 致した 次 m であります。 

〇 副 翳 長 C 濱田國 松 君〕 質問 第 四、 所得 額 算出に 關 

する 質問、 高田耘 平 君  _ 

四 所得 額 算出に 關する 質問 (高 田耘平 君 
提出) 

所得 額 算出に 關 する 質問 主意 *« 

右成 規に據 り 提出 候 也 

大正 九 年 二月 十四日 
提出者  高 田耘平 
賛成者  町 田忠洽 
外 三十 一人 

所得 額 算出に 關する 質問 主意 書 

ー ニ 月 十日 本 田 m 之 君 質問に 劉し 大藏 大臣は 借 

入金を 以て 土地の 瞄入 又は 改良 等の 資に 充て 

たる 場合 其の 借入金の 利子は 必要なる 經 費と 

して 總收 入金 額ょり 控除す る菩 なりと 答へ た 

り 政府は 今後 谷 税務署を して 控除せ しむる 處 

置を 採る や 

二 政府は 控除す へき ものを 控除せ さる 不當 算出 

に 依り 所得 額を 決定し 賦課した る 從來の 納税 

金を 違法 徵收 として 納税 人に 還付す へき 義務 

ありと 誠む 之に 對 する 所見 如何 

三 第三 種 農業 所得より 土地 瞄入 代金 等の 利子を 


控除す ると せ ほ 第三 種 商業 所得に て總收 入金 
額ょり 仕 入 品 代®  (借 入の 場合) の 利子を 控 
除し 第三 種 工業 所得に て總收 入金 額ょり 原料 
費代價 (借 入の 場合〕 の 利子を 控除す るを 當 
然と 信す 政府の 所見 如何 
右 及 質問 候 也 

〔高 田 耘平君 登壇、 拍手 起る j 
〇尚 田耘平 君 私の 質問 (X 事柄 ほ 至つて 簡單で ござ 
います、 而 して 略々 過般の 所得税 改正案 討議に 於け 
る當 時の 大藏 大臣の 辯 明、 其 他 委員 會 等に 於け る 政 
府當 局の 辯 明に 依りまして、 略々 要領を 得て 居る の 
であります、 併ながら 斯る 問題が 瞹眛 の裡に 在る と 
云 ふことは、 多數の 納税 人に 對し て、 非常なる 關係 
が あるので ございます、 即ち 此大藏 大臣の 答 辯が 果 
して 日本の 直接 税務の 職に 當る 人が、 大藏 大臣の 答 
辯の 通り® 行して 居る や 否やと 云 ふこと が、 即ち 私 
の 疑に なつて 居る ので ある、 是は 又此 間の 所得 稅改 
正 案の 討議の 時の 工合を 見ます と 云 ふと、 疑を 持つ 
て 居る 人が 澤山 ある、 例へ ば 町 田 君は 「配 當金に 課 
税する 場合に (X 二割を 控除す るのに 農業 所得の 場合 
には、 利子を 控除し ない ことは 甚だ 不公平で ある」 
と 云 ふこと を 言れ た、 所が 鵜 澤君ほ 「農業 所得の 場 
合には 借入金の 利 一十 ほ 控除す る， I と 言つ て 居る、 さ 
うする と 小川 鄕太 郞哲は 「駅 澤君の 言 ふことは 間違 
であらう と 思 ふ」 と 云 ふこと を 言つ て 居る、 又 三 木 
君 ほ 「引く のが 當然 である 同時に 商工業者の 借入金 
の 利子 も 引く ので ある」 と 言つて 居る、 四 人が！ S く 
と 言 ふのと、 引かぬ と 言 ふのと 二人 づ 、に 分れて 居 
る、 更に 最後に 本 田 君の 質問に 對 して 大蔵大臣は、 
斯う 云 ふこ ' i を 答 辯して 居る 「地所の 爲 めに 借財を 
した 利子 ほ 含んで 居る と 云 ふこと が 明確に 立證せ ら 
る、 ものは、 差 引く窖 で. あります」 此 「筈」 と 云 ふ 
ことが 付いて 居る のが 私は 甚だ 氣に 入らぬ、 更に 又 
農工 銀行 勸業 銀行から 確に 借財を して 居る、 其 所得 
を 得る が 爲 めの 借財で あると 云 ふことの 證據が 明か 
ならば、 是ほ 控除す るので あります、 同じ 田畑を 買 
うのに、 借 入れた ものであるなら ば、 農工 銀行から 
借りず とも、 勸業 銀行から 借りず とも、 他の 銀行 か 
ら 借りても、 信用 贷借 でも 借りた 證據が あれば、 引 
くの が 當然で はない かと 思 ひます、 所が 大藏 大臣の 
此說 明に 依る と、 勸業 銀行 及 農工 銀行から 借りた も 
のでなければ、 引かない と 云 ふやうな 意味の ことを 


言つて 居る、 是は私 は 甚だ 此 £( 味は 解せ ませぬ、 兎 
も 角も此 大藏 大臣の 辯 明に 依れば、 引く と 云 ふの が 
所得税 法の 趣旨で ある、 所が 15 際は どうかと 云 ふと 
私が 此間 東京の 税務 監笞 局に 行きまして、 r: JK も此第 
三種 所得税に 關係の ある 官吏に 瞠き ました 所が、 東 
京の 税務 監督 局と して 控除せ しこと 無し、 尙ほ 今後 
も 控除す る 稻〇が 無い と 云 ふこと を 明言され て 居り 
ます、 全然 大蔵大臣の 本 會議に 於け る 言明を 班 切つ 
て 居る、 尤も 此官 吏は 其 位 S は 高い 人で li あ 〇 ませ 
ぬ、# ながら 第三 種の 所得税の 事に 就きまして ほ、 
最も 能く 知つ て 居る 位 S に 居る 人が、 喵 今 私が 申し 
たやう に 引くべき ものに 非ず、 現在に 於ても 引かな 
いと 言 はれた、 又 私の 承知して 居る 束 京の 税務 粒 , sf 
局の 脑圍に 於て は、 引いて 居らない、 所が 全國を 調 
ベる と往 々ある やうであります、 私が 谷 方面に 於き 
まして 聽き ました 所に 依る と、 二 三 控除した 所 も あ 
ります、 さうな ると 云 ふと 所煜 税法の 趣旨 ほ、 土地 
の爲に 借入金を 爲した 場合には、 其 利子を 引く のが 
適法で あると 云 ふ解釋 になつて 居る、 所が 如何なる 
理由 か、 直接 徵税の 事務に 當る各 稅務遒 に 於き まし 
ては、 之を 控除して 居る ものは ほんの 二三に 過ぎ ま 
せぬ、 即ち 最大 多® の 所に 於き ましては、 大： S 大臣 
の 辯 明を 裏切つ て、 控除して 居ない と 云 ふことは 明 
かで ございます、 是は 甚だ 遺憾な ので ある、 私は 大 
藏大臣 が 辯 明した 意味を、 今後 國内 の總 ての 税扨躬 
總ての 税務官 吏に、 通牒な り 或は 訓令な りを 出して 
此法律 の 趣旨を 徹底せ しめて、 利子を 必ず 控除 させ 
る やうに する のが 政府と しての 當然 の處 lit であると 
思 ふけれ ども、 政府は 果して 徹底的に fi- 税務 躬 をし 
て、 普く 控除せ しむべき 方法を 執る や 否やと 云 ふこ 
とが 第一の 疑問で ございま； K 第二の 疑問は、 即ち 
今日まで 實 際に 於て 控除すべき ものを I 法律の 趣 
旨は 控除すべき ものであるのに、 國内 の銳務 官吏の 
最大 多數は 此 法律の 趣 ^ を 故意 か惡意 か 之を illi 解し 
て 實 際に 於て 控除し ない、 此控 除し ない 分に 就き ま 
しては 控除すべき ことが 法律の 本旨で ありと すれば 
法律の 本旨に 誤つ て徵税 をした ものに 就きましては 
當然 之を 還付すべき 責任が 政府に 在る と 思 ふ 斯う 申 
せぱ 政府は、 所得税は 申吿税 である 借金の 利子が あ 
ると 云 ふこと を申吿 しないのに、 之を 控除す る こと 
は 出来ない と 斯う 言 ふでせ う、 所が 5ff 際に 於き まし 
ては、 此東京 税務 監督 管內 等に 於き ましては、 十數 
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年來借 入金の 利子は、 決して 控除すべき ものに 非ず 
と 云 ふ 解釋を 一般に 税務官 吏が 唱 逍 して 居る から、 
各地の 所得税 調 5S 委員で も ■總 てが 控除すべき もの 
に 非ず と 思つ て 居る ので ございます、 即ち 政府の 官 
吏が、 法汛の 解 1 i を 故意 か惡葸 か、 其 本旨を 棄 て、 
酡 朴なる 良民を 欺いて 取つ たので あると 云 ふ 結論に 
なつて 居ります 以上には、 此 借入金の 利子を 控除し 
なかつ た 分に 對 しては、 若し 納税者ょり 柑 當の 要求 
が あつた 場合には 尤も 時効に 'II つた ものに 就き 
ましては 仕方が 有ますまい けれども一 當然還 付す ベ 
き資任 が あると 思 ふけれ ども、 之に 對 する 政府の 所 
見は 如何、 第三は 是は三 土 岩 だけは 此間町 田 君の 意 
見を © する 時に 於き まして 言明して 居ります 、商工 
業若の所得を 3?: 出する場合に方つて、其借入れたる 
資本金に 對 する 利子は 控除す る ものである、 斯う 云 

ふ 事を 三 土 君 ほ此 席で 言明され て 居ります、 所が 小 

川 君 li さう でない と 云 ふこと を 速記 錄を 見れば 言つ 

て 居る、 是も矢 張 多少の 疑が ある、 此問 題に 就き ま 

して ほ、 大藏大 陞 は 本 會蕺に 於て 何等の 答 辯 も 致し 

ませぬ から、 勿論 農業 者が 土地の 爲 めに 借入金を し 

た 場合に、 其 利子を 控除す ると 云 ふこと であれば、 

商業. ? y が 商品を 買 ふ 場合の 資本金に 對する 利子、 及 
工業 者が 工業 原料を 買 入る 場合、 其 他の 工業に 投ず 
る 元本の 利子は、 控除すべき が 當然 である、 所が 現 
在に 於き ましては、 控除して 居る 例は 甚だ 是も少 い 

殆ど 無い 位で ある、 勿論 控除すべき ものであるが、 

政府の 所見は 如何で あるか、 斯う 云 ふ 至つて 酣單 な 

問題で ございます、 併ながら 此 適用が 遣 憾なく 行は 

れま すれば、 恐く は 所得税 法を 施行す るに 當り まし 

て、 國の歲 入に 餘 程の 影 瓔 を 私は 生ずる こと、 思 ひ 

ます けれども 、肿 ながら 現在の 谷 税務 ^ に 於き まし 

て も、 尙ほ 税法から 申しましても、 法人所得に 於て 

は 純益に 課税し、 個人 所得に 於て ! i 利子を 控除し な 

いと云ふことほ、甚だ不公平である此の不公平であ 

つた S 味が、 唯今の 私が 申 上げました 通 〇の事 に 就 

きまして 0' 政府が 相當な る 答 辯を 爲し て、 ra 畑の 腿 

入に‘ 對 する 借人 金の 利子、 及 商工業者の 必要なる 元 

本に 對する 利子 も 控除す る ことにな れば 、法人所得 

及 個人 所得の 間に 於け る 不公平が、 雉 分な りと も少 

なくなる 譯であ ります、 至つ て 涵鼠 でございますけ 

れど も、 此法 律の 適用が 完全に 行は れ ると 否とは、 

至大な 關係を 國谢 の 歳入に 有ち、 尙ほ 納税 人に 至大 


なる 關係が あります からして、 私は 此際此 席上に 於 
きまして、 政府の 的確なる 御 答 辯を 仰ぎたい と 思 ふ 
のであります (拍手 起る〕 

〇 副 _長( 濱 W 國松 君： >  是 ょり 日程に 移ります、 日 
程 第一 國 有財瘅 法案の 第 一讀會 を 開きます、 政府ょ 
り說 明が あります、 神 野 政府 姿 員。 

第一 國有 財產法 案 (政府 提出) 第 . S 會 
國 有財產 法案 
_ 有财裔 法 

第 一條 本 法 <1 於 テ 國有财 產卜稱 スル ハ國 有ノ不 
動®： 並 勅令 ヲ以 テ定ム ル國有 ノ動產 及 ffl 利ヲ謂 

フ 

第二 條國有 財 產ヲ分 チ テ 左 ノ四種 トス 

一 公共 用 财產國 -I 於 テ 直接 公共 ノ用- 1 供 シ 

又 ハ 供 スル モノ ト 決定シ タル モノ 

二 公用 財 產國ュ 於 テ 神社 ノ用又 ハ國ノ 事務 
事業 若 ハ 官吏 其 ノ他ノ 職員 ノ 住居 ノ用- 1 供シ 
又 ハ 供 スル モノ ト 決定シ タルモ ノ 

三赞林 財產國 -1 於 テ 森林 經營ノ 目的-一 供シ 

又 ハ 供 スル モノ ト 決定 - y タル モノ 
四 雜® 财產前 谷 號- 一馬 セ サル モノ 
第三 條國有 財産 — 關スル 事務 ハ 谷 省 大臣 之ヲ管 
理シ 國有 財產- 一關 スル 總轄 事務 ハ 大蔵大臣 之ヲ 
管理 スへシ 

第 四 胳國 有财產 ハ雜種 財 產ヲ除 タノ 外 之 ヲ讓渡 
シ又ハ 之-- 私 _ヲ 設定 スル コト ヲ得 ス 但シ其 ノ 
用途 又 ハ 目的 ヲ妨ヶ サル 限度- 1 於 テ 其ノ使 用 又 
ハ收 益ヲ爲 サシ ムル ハ此ノ 限-一 在 ラス 
第五 條雜種 財產ハ 左-一 揭クル 場合 M 限リ 之ヲ讓 
與スル n トヲ得 

一 帝室用又ハ公共團體-|於テ公共用若ハ公用 

-1 供 スル 爲 必要 アル トキ 
二 公共 用 財 產又ハ 公用 財產ノ 用途 ヲ廢 止シタ 

ル 場合-一 於 テ 勅令 ノ定ム ル 所- 1 依 y 之 ヲ其ノ 

維持 保 rr- ノ費 用ヲ 負擔シ タル 者 •其ノ 用途- 1 

代 ルへ キ他ノ 施設 ヲ爲シ タル 者其ノ 他 / 緣故 

者 又 ハ 關係者 二 讓與 スル トキ 

三 神社， 寺院 又 ハ 佛棠ノ 合併 シ タル® 合-- 於 

テ 之- 1 因 リ其ノ 供用 ヲ止 メタル 國有財 產ヲ其 

ノ合併 シタル 神社、 赤 院父ハ 佛堂- 1 讓與 スル 

トキ 


ル 場合-一 限 リ之ヲ 出資 ノ S 的 卜爲ス コト ヲ得 
第 七 條雜種 財產ハ 土地 及 建物 以外 ノ 土地 ノ定著 
物 — 限リ 帝室 用 又 ハ國 、公共 幽體若 ハ 私人 M 於 
テ 公共 用 •公用 若 ハ 公益事業 — 供 ダ、 ル爲必 要ア 
/U トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 所-一依 リ之 ヲ他ノ 土地 及 
建物 以外 ノ 土地 ノ定 著物卜 交換 ヲ爲 ス n トヲ得 
前項 / 交換 ヲ爲ス 場合-一 於 テ 其ノ價 格 均 シカ ラ 
サル トキ ハ 金 錢ヲ以 テ 補足 1 < へ シ 
第八條 用途 及 期間 ヲ指 定シテ 國有財 產ノ賣 拂， 
_ 與又ハ 交換 ヲ爲シ タ n 場合- 1 於 テ 指定 期間 內 
-I 之 ヲ其ノ 用途- 1 供 セス 又 ハ 之 ヲ其ノ 用途-- 供 
シタ 1 後 指定 期間 內 — 其ノ 用途 ヲ廢止 シタルト 
キハ 政府 ハ 其ノ 契約 ヲ 解除 スル コト ヲ得 
第 九條國 有財產 ノ賣拂 代金 又 ハ 交換 差金 ハ财產 
引渡 前之ヲ 納付 セ シムへ シ但シ 勅令 ノ定ム ル 所 
-- 依 リ其ノ 延納 ノ特 約プ 爲ス コト ヲ得 
第十條 國有 財產ユ 付 境界 査定 ヲ 施行 セム トス ル 
トキ ハ豫メ 期：！！ ヲ定メ テ 隣接地 所有 渚 — 之ヲ通 
知シ 其ノ 立會ヲ 求ムへ シ 

隣接地 所有者 期日- 1 於 テ立會 ハサ ル コト アル モ 
境界 査定 ヲ 施行 スル n トヲ得 
第 十 一條 境界 査定 ヲ了シ タル トキ ハ 隣接地 所有 
者 二 之 ヲ 通知ス ■ヘシ 

第 十二條 前 二條ノ 規定-一依 リ 通知 ヲ受ク へ キ者 
ノ 住所 居所 共-一 不明 ナル トキ ハ 通知 ノ 要旨 ヲ公 
吿ス ヘシ 

前 孭ノ 規定 — 依リ 公吿シ タル 場合 M 於 テ 公 齿ノ 
初日 ヨリ 起算シ 三十日 ヲ經過 シタルト キハ 通知 
ヲ受 ケタ ル モノ ト 看做 ス 

第 十三 條 隣接地 所有者 境界 査定- 1 對シ不 服 アル 
トキ ハ 其ノ 通知 ヲ受 ケタ ル 日 ヨリ 六十 日內 -- 訴 
願シ又 ハ行 政 裁判所-一 出訴 スル コト ヲ得 
第 十® 條國有 財產二 付 境界 査定 又 ハ 測量 ヲ爲ス 
爲 ®c. 府 -1 於 テ 他人 ノ土地 -1 立 入 U、 目標 ヲ 設置 
シ又ハ 障害物 ヲ 除却 スル ノ 必要 アル トキ ハ 當該 
土地 又 ハ 物件 ノ 所有者 及 占有 者 ハ 正當ノ 理由 ナ 
クシ テ之ヲ 拒 ム コト ヲ得ス 但シ 之-一因 リ テ生シ 
タル 損害 一一 付 賠償 ヲ求ム ル n トヲ得 . 

第 十 S 條國有 財 產ノ贷 付 ハ 左ノ 期間 ヲ超- i ルコ 
トヲ得 ス 

一 植樹 ヲ 目的 トシ テ 土地 及 建物 以外 / 土地 ノ 
定 著物ヲ 貸付 スル 場合- 1 在 リテハ 八十 年 


II 前號ノ 場合 ヲ除 クノ外 土地 及 建物 以外/土 
地ノ定 著物ヲ 貸付 スル 場合- 1 在 リテハ 三十 年 
三 建物 其 ノ他ノ 物件 ヲ 貸付 スル 場合- 1 在リテ 
ハ 十 年 

貸付 期間 〈之 ヲ 更新 スル コト ヲ煜此 / 場合- 1 於 
テ ハ 更新 ノ時 ヨリ 前項 ノ 期間 ヲ超ユ ル コト ヲ煜 
ス 

第 十六 條國有 財產ハ 帝室 用 又 ハ 公共 團體若 ハ 私 
人-- 於 テ 公共 用， 公用 若 ハ 公益事業-一 供 スル @ 
必要 アル 場合 及 勅令-一 特別 ノ 規定 アル 場合 ヲ除 
クノ外 無償 — テ之ヲ 貸付 スル コト ヲ得ス 

第 十七 條國右 財產ノ 貸付 料 ハ铒年 定期 M 之ヲ納 
付 セ シムへ シ但シ 數 年分 ヲ 前納 セ シムル コト ヲ 
妨ヶス 

第 十八條 國有 財產ヲ 貸付シ タル 場合-一 於 テ其ノ 
貸付 期間 中 帝室 用 又ハ國 、公共 團體若 ハ 私人-一 
於 テ 公共 用， 公用 若 ハ 公益事業- i 供 ル爲 必要 
ヲ生 シタルト キハ 政府 ハ 其ノ 契約 ヲ _ 除 スル n 
トヲ得 

前項 ノ 規定-一依 リ 契約 ヲ 解除シ タル 場合-一 於 テ 
ハ 借受人 ハ 之 M 因リ テ生シ タル 損害 二 付 賠償 ヲ 
求ムル n トヲ得 

第 十九 勝 貸付 期間 ノ 終了 又 ハ 貸付 契約 ノ解除 M 
當リ政 府 -I 於 テ 時® ヲ提供 シ其ノ 國有財 產ノ上 
ユ存ス ル si 物 其ノ他 ノ 物件 ヲ買取 ルへ キ旨 通知 
シタルト キハ 其ノ 所有者 ハ 正當ノ 理由 ナクシ テ 
之 V 拒ム .コト ヲ得ス 

第二 十條前 五條/規定 ハ 貸付-一 依 ラス シテ國 右 
財 產ノ使 用 又 ハ收益 ヲ爲サ シムル 契約 二 f-J- 之ヲ 
準用 ス 

第二 十一 條雜稲 財產 _. 付 土地 ノ開拓 又 ハ 水面 ノ 
埋立若 ハ 干拓 ヲ爲 サム トス ル 者 アル 場合- 1 於 テ 
ハ 勅令 ノ定ム ル 所 M 依 リ事槊 者-一 對シ 事業 ノ成 
功ヲ條 件 トシ テ 其ノ财 產 ノ賣拂 •讓與 又 ハ 貸付 
ノ豫約 ヲ爲シ 其ノ 事業 ヲ爲 サシ ムル n トヲ得 
前項 ノ 規定-一依 リ 事業 ヲ爲サ シムル 契約 ヲ爲シ 
タル 場合-一 於 テ ハ 事業 ノ 成功-一 要 K ル 豫定 期間 
事業 渚 ヲシテ 其 ノ 成功シ タル 部分-一 付 無 ® ニ テ 
使用 又 ハ 收益 ヲ爲サ シムル コト ヲ得 

第二 十 二條 前條 第一 項ノ 規定 二佐 リ 事業 ヲ爲サ 
シムル 契約 ヲ爲シ タル 場合-一 於 テ 指定 期間 内 二 
事業者 其ノ 事業 M 著 手 セ サル トキ ハ 政府 ハ 其ノ 


第 六條雜 柿 财產ハ 法律 ヲ以テ 特別 ノ定ヲ 爲シタ 
阈 有財萍 法案 第一 讚 色  I 


院靉 衆會讓 國帝冋 二十 四 第 


舍 計检奄 浣 法 中 改正 法律案 第一 a ®- 關； g> 定率 法 中 改正 法律案 第 Is 會 の ？ a 


八 一八 


契約 ヲ解除 スル コト ヲ煜 

第二 十一 I 第二 十二 條 第一 項ノ 規定 二佐 リ事業 
ヲ苣サ シムル 契約 ヲ爲シ タル 場合 M 於テ豫 定期 
間內二 事業 成功 セ サルト キト 雖 土地 又 ハ 水面 ノ 
狀况 -I 佐 リ茭 障ナシ ト認ム ル トキ ハ 事業者-一封 
V 其ノ 成功 •ゾ タル 部分 ノ賣拂 、讓與 又 ハ 贷付ヲ 
爲ス n トワ 得 

第二 十四 條從 前 3 リ引 續 キ 寺院 又 ハ 佛堂ノ 用 二 
供 スル 雜稀 財產ハ 勅令 ノ定ム ル 所 — 佐 リ其ノ 用 
二 供 スル間無《-|テ之ヲ當該寺院又ハ佛堂-|貸 
付シ タルモ ノト 看做 ス 

寺院 又 ハ 佛堂ノ ト：地 _ 一 係 ル雜種 財產ハ 其 ノ用一 i 
供 スル 爲 必要 アル トキ ハ 勅令 ノ定ム ル 所 — 依リ 

無 似- 1 テ 第— ? i; 條ノ 規定 M 拘ラス 之 ヲ當該 寺院 

又 ハ 佛堂 -1 貸付 スル コト ヲ得 

第二 十 3F: 條 政府 ハ 國有財 產ノ稲 類- 1 從ヒ 其ノ！ U 

帳 ヲ備フ へ シ 

ig 帳-一記 載 K ヘキ 事項 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

第二 十六 條 政府 ハ 毎 貪 計 年度 間-一 於 ケル 國有財 

產佾 減總 計算書 及 毎 7/;: 年 三月 三十 一日 現在 ノ國 

有財產 現在 額 總計算 書ヲ 調製 シ會 計檢查 院ノ檢 

査ヲ經 テ之ヲ 帝國篛 會 -1 報吿ス へ シ 

前項 ノ國 有财 產褙 減總 計算書-ー ハ 各省 ノ國有 財 

產咐減 報吿ヲ 、國 有財產 現在 額總 計算 8 N ハ 各 

省 ノ國有 财產 現在 額 報 i*r 書 ヲ 添附ス へ シ 

附 .則 

第二 十七 條本法 施行 ノ期日 ハ 勅令 ヲ以 テ之ヲ 定 

ム 

第二 十八條 第二 十五 條及 第二 十六 條ノ規 定ハ當 

分ノ內 公共財 產 -- 付之ヲ 適用 セス 

第二 十九 條 第二 十六 條ノ 規定-一依 ル國有 財®. 增 

減總 計算書 ハ 本 法 施行 ノ日ノ 屣 スル 年度 分 ヨリ 

國 有財裔 現在 額總 計算書 ノ第 一回分 ハ 本 法 施行 

ノ日ノ 現在-一依 リ之ヲ 調製 スへ. シ 

第三 十條 北海道 國有 未開地 腐 分 法中ノ 規定 ハ 本 

法ノ 規定 — S 觸 スル モノ ト雖當 分 ノ內仍 其ノ効 

カ ヲ有ス 

第三 十一 條國有 林野 法 第二 條 、第 四條 乃至 第 七 

條 •第 九條 、第 十二 條 乃至 第 十四 條 、第 十六 條 

第二 十 PM 條及 第二 十 五條 ハ其ノ 効カ ヲ失 フ但シ 

本 法 施行 前- 1 係 ル 國有林 野ノ吩 減 異動 報告 M 付 

テ ハ 仍從 前/例- 一法 ル 


第三 十二 滕從 前/法令 -I 依 リ テ爲シ タル 處 分、 
契約 其 ノ他ノ 行爲ハ 本 法 中 之-一 相 當スル 規定 ア 
ル 場合- 1 於 テ ハ 本 法- 1 依 リテ之 ヲ爲シ タル モノ 
. 卜 看做ス 

第三 十三 條本 法ヲ 朝鮮、 毫菏 又 ハ _太二 施行 ス 
ル 場合- 1 於 テ 必要 アル トキ ハ 勅令 ヲ以テ 特別 ノ 
定 ヲ爲ス n トヲ得 
〔政府 委員 神 野 勝 之 助 君 登壇〕 

0 政府 委員 (神 野 勝 之 助 君〕 國 有財產 に關 します る 
現行の 法規 ほ、 久しき 以前の ものに 癌し まして 時勢 
に 副 ほない 點が多 いのであります、 

〔濱田 副議長 議 嚷 席を 退き 大岡 議長 著 席〕 
又其統 i を缺 いて 居る のであります、 本院に 於き ま 
しても、 第 一 議會 以来 之に 關する 法律案が 頭々 提案 
せられまして. 政府に 於き ましても、 腫々 此改 正に 
就きまして 調査を 致した のであります るが、 何時も 
成案を 得ず して" 今日に 至りました のであります、 
然るに 一昨年に 至りまして、 本院の 建議に 基いて、 
國有 財產の 調査 機 II として、 大蔵省に 官有 財產 調査 
會が 設けられました のであります、 此 調査 會に 於き 
まして、 國有 財產の 整理に 就きましては、 先づ 之が 
管理 處 分に 關 する 根本 法を 作る の 必要を 認めました 
ので、 之に 關 する 法律案は 調査 議決 致しました ので 
あります、 政府に 於き ましては 之を 適當と 認め まし 
て、 成案を 得まして、 玆に 諸君の 御 審議を 煩す こと 
と 相 成つ たのであります、 國有財 產に關 します る 現 
行の 法規は、 國有林 野 法 其 他 1: 一の 例外を 除きます 
ると 云 ふと 總て 勅令の 形式に 據つて 居る ので ありま 
す、元來國有財產の管理利用處分等に就てほ、國家 

の 財政 上 重要なる 事項でありまして、 豫算と 密接す 

る關 係を 有して 居る のであります から、 是が 大體は 

法律を 以て 規定して 置く のが 適當と 認めまして、 本 

法案を 提出 致した る 次第であります、 本 法案の 主要 

なる 點を申 上げます ると、 國 有財產 の 管理で ありま 

す、 從來國 有の 財產の 管理は、 谷 省 大臣の 所管に な 

つて 居りまして I 特に 是が統 j 總括 に關 する 法制を 

缺いて 居ります、 それが 爲めに 各省の 肢扱 が區 々に 

なつて 居ります •帝 國議會 に報吿 する 官有 財 產の目 

錄 •及 其增減 異動 報 吿等も 各省 毎に 違って 居り まし 

て、 總括 的に 之を 見る ことが 出来ない と 云 ふこと に 

なつて 居ります、 それ故に 本 法案に 於き ましては- ■ 

此國有 財 產に關 する 事務 も會計 事務 等と 同じく 國の 


事務の 一部と 致しまして、 大葳 大臣に 於て 之を 總轄 
管理す る ことに 致しました-其 次 13: 國有 財產の 處分 
に関する 事であります、 是は一 殺に 其 取扱は 股 正に 
する 必要が あります るので、 其 譲與及 交換 等の 場合 
を 限定 致しまして、 又 其國有 財產の 出資を 致す やぅ 
な 場合 ほ、 法律の 規定に 依らねば ならぬ と 云 ふこと 
に 致しました、 第三は 現行法に 於て 备 省ょり 帝 國議 
會 に報吿 する 官有 財產目 錄 1?. 、 十 年毎に 調製す る こ 
とに なつて 居りまして、 而も 其 財 產價 格は、 常に 不 
動の 臺帳價 格に 依る ことにな つて 居ります るが、 是 
では 財 產目錄 を 報告せ しむる と 云 ふ 効能が 少ない の 
であります から、 今回は 之に 相當 する 現在 額總 計算 
書は、 年限を 短縮して 五 年毎に 調製す る ことに 改め 
ました、又其價格は何時でも適當の方法に法りまし 
て、 之を 改訂 致す ことに 致す 見込であります 、第 四 
は會計 檢査 院の檢 查に關 する 事であります、- 會計檢 
查院 法に 依ります ると、 官有 財產 に關 する 事項 も、 
亦 會計檢 査院に 於て 檢査す る ことにな つて 居ります 
るが、 從來 之に 關 する 手 續が 不十分であります るか 
ら ，其 檢查も 亦 十分な 事を 得な かつた のであります 
今後 政府ょり 帝 國議會 に 報告 致します る國有 財產現 
在額總 計算書、 及其枬 減總 計算書 ほ。 總て會 計檢査 
院 の檢査 を經る ことに 致しました 耍 します るに 本 法 
案は、 國有財 產に關 する 現行 諸 法規を 統一して、 其 
不備の 點を補 ひまして、 國有 財產の 管理に 關 する 根 
本 法規を 確立す ると 云 ふ 趣意に 出で たもので ありま 
す、 何卒 御 審議 御 協賛 あらん ことを 希望 致します。 
0S 長 (大岡 育造 君〕 日程 第二， 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選擧を 議題と 致します。 

第二 右 議案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧' 

〇 前 田 米藏君 委員の 數は 特に 十八 名と し， 議長に 
於て 指名せられ ん ことを 朝み ます" 

〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 動議の 如く 決しました I 日 
程 第三、 會計檢 査院法 中 改正 法律案の 第！ 讀會を 開 
きます I 橫 田政苻 委員。 

第三 會計檢 查院法 中 改正 法律案 C 政府 提 
出〕 第 1 讀會 
爵計檢 查院法 中 改正 法律案 
會計檢 査院法 中 左ノ通 改正 ス 
第二 條中 「二 員」 ヲ 「三 員. J 二、 「八 員」 ヲ 「十 


二 員」- 1 、「十七 員」 ヲ 「二十艽員」||改ム 
第五 晓中 「二部」 ヲ 「三部」- 一改ム 
第 十三 胳 第二號 ノ次 M 左ノ  1 5? ヲ加へ 以下 頓 次找 
下ク 

三 日本銀行 ノ联 扱フ國 酿 金 及 有 ffii dg 券-' 出納 
-一關 スル 決算 

第 十四 條中 「諸 項」 ヲ 「事項」- 1 「 各 出納 官 yr J 
ヲ 「日本銀行 」 -- 改ム  • 

第 十六 條中 「第 十三 條第三 項 I ヲ 「第 十一 L li 第 四 
號 j  -I 改ム 

第 十七 條中 「金庫 ノ 出納 I ヲ 「現金 物品 ノ出納 j 
-1 改ム 

第 十九 條 M 左ノ ー項 ヲ加フ 

前 二 項 ハ會計 檢査 院ノ 檢査 ヲ受 クル 各 ' B- 廳以外 
メモ ノ  -I 付之ヲ ?{§ 闬 1 < 

第二 十 條ノニ 會計檢 査院ハ 日本銀行 ノ 計算 ヲ撿 
査シ 正當 ナリト 決定 シタルト キハ 其ノ旨ヲ大贼 
大臣-一 通知 X ヘシ 正當 ナラ スト 決 5E シタルト キ 
ハ大藏 大臣-一 移牒 シテ相 當ノ處 S ヲ耍求 スル コ 
トヲ得 
附則 

本 法 施行 ノ 期日 ハ 谷條 -1 付 勅令ヲ 以テ之 ヲ定ム 
〔政府 委員 橫田千 之 助 君 登 擦〕 

0 政府 委員 ('橫 田 千 之 助 君) 會計檢 査院法 中 改正 法 
律 案は， 別に 御 1  醉議を 仰いで 居ります る會計 法の 改 
正に 伴 ひまして 會計 檢査の 適切 周到を 期す る爲 めに 
會 計 檢査院 に 部を 殖 し* 人員を 殖 すと 云 ふこと が 趣 
意であります、 而 して 此 法律の 條项を 一二 增 加し 其 
の 字句を 修正す る 斯ぅ 云 ふの が 本案 提出の 趣意で & 
ります、 何卒 御 審議の 上 御 協賛を 仰ぎます" 

0 議長 ( 大岡 育造 君) 日程 第 四、 右 議案の 審査を 付 
託すべき 委員の 選 ! fi を 議題と 致します」 

第 四 右 翳 案の 審査を 付託す へき 委員の 選 
擧 

〇 前 田 米蔵 君 本案は 政府 提出の、 會計 法改正 法律 
案外 四 件の 委員に、 併せて 付託せられ ん ことを 韻み 
ます 

〔 •■1 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 
os 長 c 大岡 育造 打) 励 a の 如く 決しました I 日 
程 第五、 關税 定率 法 中 改正 法律案 第一 讀會 の續を 開 

きます、 委員長 田 中隆 n; 君。 _ 

第五 關税 定率 法 中 改正 法律案 (政府 提 


院菸衆 〇试:函 帝间 二十 四苋 


出〕 第一 讀會 の續 (委員長 報吿〕 

〔田 中 pii 三！； 登壇〕 
f 拍手 起る〕 

0 田 中 勝 三 君 關税 定率 法 中 改正 法律案の 委員 會に 
關して 御 報告を 申 上げます、 此 度の 改正 法案の 主な 
る條項 は， 大約 3T つ 許りに 別れて 居る やうに 見え ま 
す、 其 第一は 8B 々私共の 耳に 障ります 「ダン ビング 
J 、 此 度の 法茚 では それを 不常 菔費 と稱 して 翻譯し 
て 居る やうであります が  >  其不常 « 賣を防止するこ 
とに 關する 法 » 改 JE であります、 是は御 承知の 通り 
世界の 大 11 争は 旣に 終熄 致しました けれども、 是か 
ら 之に 綴いた 商賣 上の 大戰爭 が 起る だら う、 又 起ら 
ざるを 得ぬ、 商業 上の爭 觀戰は 、必ずや 相 踵で 起ら 
んと して 居る と 云 ふことの 13 念 ほ、 世界中の 國 民の 
頭に 在る のであります、 而 して此 商賣 上の 戰爭に 於 

て、 實哦 上の 潜航艇に も 比すべき 恐るべき 武器は、 

即ち 此不 當菔賣 である、 どうしても 國策 として 之を 

防止すべき、 或る 法律がなければ ならぬ と 云 ふので 

此 改正案が 出来た のであります、 不 當廉賣 と 申し ま 

する のは、 通常 之を 解釋 致しまして、 生產 地の 市場 

1-. 於け る [1;? 格の それよ 我國に 持つて 參 ります る 

所の 運 K とか、 保 險料 •其 他 諸經贺 を 加へ ました 其 

1 £ 格よりも 尙ほ廉 く此 地に 轍 人す る， 又此 地に 於て 

眄賣 すると 云 ふこと を、 照き S 味に 於け る 之を 不當 

_と 荊して 居る のであります-斯う 云 ふ 場合に 此 

度の 法律は、 どう 云 ふ 制裁を 以て 之を K ぐ かと 申し 

ますれば、 關税法 に 於て 定めて あります る 所の 税額 

の 外に I 取るべき 税だ けを 取つ た 外に、 尚 ほ 其 物 

の 相 常 frj 格に、 全 gs の 物の 代 價に相 常す るまでの 關 

税を 、更に 賦課す る ことが 出 來る時 と 場合に te て、 

其內の 三分の 一を 賦課す る こと も ありませ うし •全 

部を 賦課す る こと も ございませう し、 色々 ありませ 

うが、 兎も角も 法律の 上に 於て は、 其 普通の 關税の 

外に、 尙ほ其 物の ffj 格に 至る までの 高を％ 賦課す る 

ことが 出 來 ると 云 ふこと が、 此 度の 法律の 所謂 防止 

方法、 さうな つて 居る のであります、 固より 商 費 人 

は、 時と 場合に 法 ては、 或 程度の K 失を 忍んで 品物 

の處 分を しなければ ならぬ、 商 S 人の みならず、 生 

產 者に 於ても 時と 場合に te ては、 其 所謂 Be き 意味の 

7F •當 俏 格よりも . 胺 く 品物を 捌かなければ ならぬ と 

云 ふこと ほ， 是は有 勝の 事であります るから、 單に 

唯今 申 上げました だけの 所謂 値段が HR いと 云 ふこと 
關稅定率法中改正法律案第一蹈曾の |2| _ 


で •此 法律を 適用す ると 云 ふことは それ (3: 大 問題で 
ある、 それ故に 此 度の 法律には 更に 又條 件を 加へ て 
居ります、 其條 件は、 此不 當联賣 に 依て 我國の 重要 
なる 產物 、重要なる 產業が 危害を 被る の 虞 ある 時、 
危害を 受けん とする Eg ある 時より、 不當 IR a の 外に 
さう 云 ふ條 件が あつて、 始めて 此法律 を 適用す ると 
云 ふこと になつて 居ります •又 其條件 の 外に'、 手續 
の 上に 於て 斯る 重大なる 事柄を、 行政官の 一存で 以 
て 決定す ると 云 ふことは 甚だ 不 ■當で ある、 危い事 
であると 云 ふが 故に、 更に 此不 當廉賣 調査 委員 會と 
云 ふ ものを 設ける ことにな つて 居ります、 それは 固 
より 政府の 御 役人 も. どつ さり 委員に なられる であ 
り ませう、 又 民間の 實業家 も 之に 加は るので ござい 
ませう、 色々 な 學奔も 之に 加入せ しめられる ので あ 
り ませう、 兎も角も 更に 此不 當廉賣 調査 委員 會と云 
ふ ものを 組織せられ まして、 其 委員# の 決定に 佐て 
初めて 政府が 之を 實行 する、 而して 委員 會に 於て、 
此法 律を 適用す るに 就て if 今 申 上げる 如く 果して 
其 不常廉費が、我國の產業に危害を及ぼす廣れある 
や 否やと 云 ふこと に 依て 定まる 事であります るから 
して •斯る 法律を 制定した 以上は、 其 法律に 觸れる 
やうな 不都合なる 者が、 容易に あるまい と 思 はれま 
す、 それから 申 上げる まで もない 事で ございま する 
が、 lit 矢 張 不當賄 費 防止に 就きましては、 獨り或 物 
品を 輸入す る 場合の みならず、 旣に 輸入せられ て あ 
る 物で も •假令 去年 輸入した 物で も， 一昨年 輸入し 
た 物で も、 生產 者な り， 或は 其 支店と か 代理店と か 
云 ふやうな もので あつて、 其 等の 人の 手に 所持 せら 
れて 居る 物で ごさい ますれば •矢 張 今 申 上げました 
不當廉 費の 場合に 於て、 此關税 を 適用す る ことが 出 
来る やうに なつて 居ります 、一旦 橫濱 或は 神戶を 通 

關した 後は、 後と では 不當販 費を やつても 構は ぬと 

云 ふやうな 猾い考 を 起しても 駄目 だ、 ち やん と 其 用 

3a が 出來て 居ります、 是は申 上げる まで もない 事で 

あります、 それから 此法律 を 作ります に 付て は‘ 何 

か此 場合に 於て •政府に 於て 危惧す る點 でも あつて 

斯 5 云 ふ危い 事が あると か、 斯う 云 ふ 商略を 講じて 

居る 者で も あると 云 ふやうな 意味 合から して、 斯う 

云 ふ 法律 改正案が 出た もので あらう かと 云 ふやうな 

質問が、 委員 €r に 於ても 亦 相談 曾に 於ても 出ました 

が、 併な •から 政府に 於て は •差當 つて どう 云 ふ 虞れ 

が あると 云 ふので はない、 全く 唯 だ 將來に 於け る不 


當販賣 の 防止， 所謂 表面上の 意味で 是が出 來た もの 
である、 去りながら 旣に 米國に 於ても 或は 加奈陀に 
於いても、 或は 南阿、 或は 濠洲 等に 於て は、 旣に此 
籀 類の 法律が 出来て 居る •又 唯今 英吉利に 於ても，. 
政府が 輸出入 取締に 關 する 法律案と 云 ふ ものが 提出 
せられて、 議會の 審議 中で ある、 必ずや 是は 法律と 
なつて 發布せ られ るので あらう， さう 云 ふやう に 世 
界の 大勢が 何となく 未来の 商業 上に 先程 申 上げ まし 
た， 爭覇戰 と 云 ふやうな もので 色々 焦慮す る 所 あつ 
て —— 懸念す る 所が あつて、 斯う 云 ふやうな 詰ま 〇 
豫防 的の 危險を 防止す る 所の 味 律を、 皆な 創定 する 
ことにな つて 居ります から、 詰まり 危い ものを 防ぐ 
爲 めに、 了 度 まあ 村 正の 刀と でも 云 ふやうな のが • 
即ち 寶 刀の 錦の 袋に 納めて 置く のか、 棚へ 上げて 居 
るの か， 分らぬ けれども ，兎も角も 斯う 云 ふやうな 
大事な 武器を 法律の 上に ち やん と 現は して 置いて， 
所謂 其不 當廉賣 者を 取締つて 行かう と 斯う 云 ふの が 

第 一條の 趣旨で ある やうであります - 大 眼目の 一 

つで ある やうであります、 それから 第二の 改正案は 
是は 最も 簡單 明瞭な 事であります るが、 酒の 種類に 
付て は％ 稅を する ので ある、 是は 先達 當： 裁會を 通過 
したる 所謂 酒造 稅に 付て •大分 多額の 增税が ありま 
す、 又 先年 —— 此 間程澤 山で ありませ ぬけれ ども、 
矢 張 法律が 出まして、 內 地の 酒造 稅に 付て は、 增税 
を實 行せられ て 居る のであります、 で 此 二回の 增税 
'か ありました からして* 外國か ら 入ります 所の 酒類 
に 付て、 税金を 現在の 儘に して 置きます ると 云 ふと 
_ 衡が 取れ ませぬ、 それ故に 二 回の 內 地の 釀造 —— 
酒造 稅に 付ての 咐額 した だけの 率を 此度 の關税 に 加 
へまして、 さう して 關税 法の 增率 をした ので ある- 
是は 酒の 事は 皆さん 十分 御 承知で ございませう が， 
有 ゆる 酒の 種類を 擧げて •日本酒 —— 支那 酒、 麥酒 
ベルモット、 色々 様々 の もの 皆な 容易なら ぬ 税を上 
げられ る ことにな つて 居ります、. 酒の 値段は 屹度 上 
るので ございませう、 兎も角も 澤 山の 箇條 がご ざい 
ます、 それから 第 = には 此藥 品です、 殊に 醫藥 一 . 
藥の 種類に 付ての 增銳で あります、 是は藥 は 一画の 
存立 上、 又® 生 上の 見地の 上に 於て、 人の 生命の 上 
から も 頗る 大事な ものでありまして •增税 などと 云 
•ふことは 出来ずに 濟めぱ 結構であります けれども、 
皆さん 御 承知の 通り、 藥 品の 大部分は 獨 逸から して 
輸入せられ て 居つ たのであります、 それが 此戰爭 が 


始 りまして， 全く 轍 人杜絕 した 爲めに •我が 國 民の 
苦痛と 云 ふ ものは 容易なら ぬ 事であつた •値段 ほ 固 
ょり 暴騰す る、 暴騰した 上に、 其： 藥品を 得る ことに 
付て 尙ほ闲 難を する， 隨て或 は 吾々 も 不知 不識 極め 
て 粗惡な 藥品を 服 まされて、 病氣な ど 長引いた かも 
知れぬ， 其© 入杜絕 の爲に 我が 國民が 非常な 奮勵を 
致しまして、 此 製造に 從事 致し ま ' L て、 で 今日で ほ 
其藥 品を 外國 からして 仰がなくても、 宜いや うにな 
つたので ある •日本で. 1-1 給 B 足す る ことが 出 來るや 
うにな つて 參 りました. 併ながら 日本と 同じ やうな 
運命に 逢うた 國が世 界 にも 澤山 ある •其 中収 分け 亞 
米 利 加と 云ふ國 if 又 矢 張 日本人と 同じ やうな 苦痛 
に 逢つ た 結果と して •矢 張 此藥品 製造に 付て 大々 的 
規模を 以て 非常な 生產 をす る やうに なつて 參り まし 
た、 其 結果と して 此米國 等の 藥品が ，動もすれば 我 
國の此 市場を K 迫 致しまして •日本の 藥製 造と 云 ふ 
ものが —— 折角 興つ た 此藥 製造が、 或 ほ 非常な 悲慘 
な 事に 逢 ひ ほしない か、 又 頗る 危い 有 ia になる、 そ 
れ故 にどう しても 是は 關税の 保 _に依 て •此 興つた 
所の 醫藥の 製造業と 云 ふ ものを. もう 少し 守 立て、 
行かなければ ならぬ と 云 ふ 意味で 以てから に、 此度 
の佾税 と 云 ふ ものが m 來て 居ります、 大體價 の 三 割 
五分を 以て 關税 とすると 云 ふやうな ことにな つて 居 
ります、 それから 次に 此 改正は、 是は 最も 世間で 八 
ヶ签 しい 問題であります が* 染料 「コ ー ルタ— ル」 
染料. 及 其 r コ— ルター ル」 ょり 分餾 したる 化學的 
生 品、 大分 六ヶ敕 しい 言葉であります が •要するに ■ 
矢 張 「コー ルタ ー ル」 から 段々 色々 な 手 續を經 て 化 
學 的に 捲へ まする 色々 な 材料が ある， 其 等の 物に 付 
て 矢 張 三 割 五分の 課税を して、 さう して 輸入を 防ぎ 
內 地の 生產を 保護す ると 云 ふの が、 關 税法の 此 度の 
改 7E の大眼 H の 一にな つて 居ります、 是 も P 藥品と 
矢 張 同じ 事で •元と 染料 工業と 云 ふ もの (t 殆ど 獨逸 
の專賣 でありまして、 日本へ 入ります る 物 も. 殆ど 
全く® 逸の 生產 品が 入つて 居る のであります、 是が 
職と 共に 止り、 それが 爲 めに 我國に 於ても 非常に 難 
儀を 致しまして、 段々 其 製造の 業が 谷地に 興り， 今 
日で ほ 大分 立派な 品物が 澤山 出来る やうに なり まし. 
た、 唯た 人造藍で ございます とか、 或 (i 極く 稀に 使 
ふやうな特殊の染料に付てほ、まだ及ばざる點もご 
ざいます けれども、 我々 通常 使 ひま f る 所の 染料. と 
云 ふ ものは、 皆な 我國の 力を 以て •所謂 自給自足す 
1 八 一九 
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驾税 定率 IL!; 中 改正 ii£ m 罘第 一證& の I ?a 
る ことの 出 來るや うな 運命に 進んで 參 りました ので 
あります、 そこへ 持つて 來 て證藥 品 同 gf: に、 今度 ほ 
亞米利 加から して 大分 轍 入が ある、 而も 非常に 廉い 
品物 も 我國の 製品ょりは 惡 いさう であります、 惡い 
さう であります けれども、® 格が 如何にも 販い爲 め 
に、 我 K の 市場 13: 之が 爲 めに 再 ひ 脅さる ると 云 ふや 
うな 現狀で ある、 それ故に 昨年の P: 會に 於き まして 
も、 鈴 木銨藏 君から 御 提案が ございまして、 染料 保 
護の 爲め 關税 改正に 關する 建 難 案と 云 ふの が 出 まし 
て •諸 嵙 滿場 一致を 以て 御 決 P. になつ て 居る やうな 
次第であります、 是ほ どうしても 或る 程度の 保_ を 
加へ なければ ならぬ と 云 ふことは* 明瞭な 事で あり 
ますから、 此 度の 改正を 踌 として、 矢 張 三 割 五分の 

税を 課する と 云 ふこと になつ たのであります、 而し 

て 此 r コー ルタ— ル」 染料に 付て 課税す ると 云 ふこ 

とになります と 云 ふと •其 染料にまで 至る 間の 中間 

物に 付ても、 亦 僅かの 加工に 依て 染料に 變 化し 得る 

ものであります からして* 是に 就ても 課税を しなけ 

れぱな らぬと 云 ふので、 矢 張 是も三 割 K 分の 課 銳を 

する ことにな つて 居ります •唯 だ 玆に 一つの 問題は 

「コー ルタ— ル」 染料の 一種に 人造藍と 云 ふ ものが 

ある •人造で 以て 殆ど 純粹な る 良い 藍を 造る の ださ 

うであります、 英語では 之を 「ヒユ —ァ 、ィン-チ ゴ 

I」 と稱 して 居る さう であります、 此 人造藍と 云 ふ 

ものは、中々製造に就て六ヶ锻いものと見えまして 

殊に ®; 賣 中の 專 賣で獨 逸が 殆ど 趣 占して 居つ たやう 

な U IIM 物であります が、 ® と共に 全く 之が 入らな くな 

つてし まつた、 さう L て 又 我が 國 民が、 不思議に 人 

造 藍に 就て 趣味が あると 申して 宜しう ございませう 

か、 大分 是でな ければ ならぬ と 云 ふやうな 考を 持つ 

に 至つ た、 其番が 好い とか 色 合が 好い とか 云 ふこと 

で、 人 is 藍と 云 ふ ものが 中々 好かれる、 戰爭 中は 來 

なかつ た 爲 めに B むを 得 ませぬ けれども、 旣に戰 も 

想て、 輸入が 出來 ると 云 ふこと になり ますれば、 之 

が 給々 輸入され ると 云 ふやうな 運命になる かも 知れ 

ぬ •所が 此 品物は 諸君 御 承知の 通り •版 懸で あると 

か、 股引で あると か、 紺 足袋で あると か 云 ふやうな 

詰まり 盲 縞、 3¢ 他久 留米姘 であると か、 或は 一般 縞 

織物で あると か 云 ふやうな 物、 殊に 綿織物の やうな 

庶民 階級の 需要す る 物に、 皆な 用ゐ られ るので あり 

ますから、 ¢1- 物に 高き 税を赋 課して、 それが 爲 めに 

物惯を 昂騰せ しむる と 云 ふ 事は、 餘程考 へ もので あ 


ると 云 ふので' •委 M 愈に 於ても、 大分 八ヶ 釜し い議 
論が ありました 殊に 唯今の 所 政府の 說 明に & ります 
と •此 製造に 成功した の {3; 日本 染料 會社で ある、 所 
が 11: 〈染料 會社ほ 、御 承知の 通り 八 分の 利益の 保_ を 
政府から されて 居る のであります* 如何に 缺 損して 
も 政府 ほ 其缺 換 を塡 めて、 さう して# 社では 八 分の 
配當 が m 來るや うにして あるので あります、 ありま 
する からして、 特に 關税に 依て 保_ する 必要は 無い 
ぢやな いかと 云 ふやうな 議論が* 更に 一層 强 かつた 
ので ございます、 併ながら 又 他の 一面に 於て ほ、 此 
人造藍に 就て (X 餘り 之が 餘計用 ゐられ る やうに なつ 
て參 りまして、 他の I 方に 於て 折角 發 達し 来つ た 所 
の 於 化 染料の 方が、 又 打 _ を 受ける やうな ことにな 
ります と， 前 刻 申 上げました やうに、 「コー ルタ ー 
ル」 染料の 方に 保 1 i をして 引上げ やうと 云 ふ 際に、 
® からして 人造藍が 入つ て 来て、 「コールタール 
J 染料の 方に 打！ ■を與 へる やうな ことになります と 
困る と 云 ふやうな 點も あり、 種々 考慮を 盡 しました 
末 ■結局 此 唯今の 税は 、百 斤 四十 圓と云 ふこと にな 
つて 居ります、 此百斤 四十 圓と云 ふ もの ほ、 現在の 
僧 格に 比較して は 隨分暖 す 過ぎる •元と 四十 圓の税 
額を 定めました 時は •約 價の二 割と 云 ふやうな 意味 
で •是は 出來 たもので あると 云 ふこと も 分りました 
ので、 兎も角も 此 際に 於て 前の 精神を 酌んで、 さう 
して 從價 二割と 云 ふこと にす れぱ 、初めて 雙 方の 意 
味が 通ず る、 一般 庶民 階級の 方の 需要 關係も 斟酌す 
る、 又 法律 制定の 趣意 も 立つ、 硫化 染料に 關係を 及 
ぼす と 云 ふ 事情 も、 幾らか それに 依て 緩和す る こと 
が 出来る と 云 ふやうな 意味を ずつ と 加味 致しまして 

是は 原案には 三 割 五分と ありました けれども、 二 割 

と 云 ふこと に 修正す る ことに 致しました ので ありま 

す、 それから 今一つ 染料の 中間 物に 就て 議論が 起り 

ましたのは、 石炭酸の 税 のこと であります、 石炭酸 

は 原案には 現狀 の儘据 置く ことにな つて 居ります け 

れ ども、 石炭酸を 製造す る 方の 側からは •矢 張 三 割 

五分の 課税を して、 保 謹して M ひたいと 云 ふやうな 

希圍が ある やうであります、 此點に 就て 段々 研究を 

して 見ました けれども、 如何にも 我國 今日に 於て 石 

炭酸を 製造す る 費用が、 大變 高い のであります、 是 

等は 會 社の 祕 密に關 する 事で ございます、 懇談 會を 

開きまして、 祕密會 的に 製造 會 社の 内幕 等を 政府 委 

員から 詳しく 伺 ひました、 要するに 今日では、 日本 


で 出来る 石炭酸の 原 fif は 大分 高くなる、； 5 國か ら® 
入す る 物の 倍 近く 掛 ると 云 ふやうな ことで、 ありま 
すので 之を 課税に 依て 保護し やうと -L て も、 どうし 
て 十 割 以上の 課税を しなければ ならぬ と 云 ふやうな 
事が 分りました ので、 御 承知の 通り 中々 疫病 毒 防止 
の爲 めに 缺くべ からざる 石炭 駿で もあります、 又 石 
炭酸と 云 ふ ものは、 先程 來申上 げ ました 染料 等に 關 
して、 缺くべ からざる 物で ある •又 我國に 於ても 獨 
特の 技術を 持つて 居る 下 獺 火藥の 如きは、 是が 無け 
れぱ 出来ない 色々 の關 係に 於て 此價 格を 急に 引上げ 
る やうな 政策を 執る ことは、 釋 當なら ざる ものと 認 
めまして、 兎も角も 此 石炭酸の ことは、 殘念な がら 
現狀の 儘に 据置 くと 云 ふこと に 決定 致しました ので 
あります •それから 次の 改正は 原料 .1 色々 な 物の 
原料を 無税に すると 云 ふので あります、 此方 ほ產業 
奬勵 保護の 爲め に、 固ょり 何人に も 異議ない ことで 
皆な 賴迎 せらる る ことと 思 ひます、 中々 备般の 種類 
に 渉りまして、 一寸 摘んで 勘定して 見ても 三十 五六 
種 も ありました か、 兎も角も 數十 種の 種類に 付て、 
銳を 皆な 免除す ると 云 ふので ございます からして、 
是は 何人も 異議は 無い ので ございました が、 唯 だ 一 
つ 其 中に 甘草を 無税に すると 云 ふこと が ある 甘草と 
云 ふ 物は、 色々 な 子供が 既 、ふると 云 ふこと も あるか 
知り ませぬ が、 其樣な ことは 措きまして •今日では 
此の 甘草から 甘草 越 幾斯を 取りまして、 其の 越幾斯 
ほ 色々 の藥 品になる， 又 我々 が 日常 使つて 居る 醬油 
などに 甘味を 著け るの も、 甘草 越 幾斯で ある さう で 
す、 內 地の 需要の みならず、 外國 まで も 之れ を 輸出 
する やうな ことに •なつて 居る のであります、 大事 
な 一の 產業 であります から* 成るべく 原料を 安くし 
て 之れ を 保護し やうと 云 ふ CD' である、 此の 點は 至極 
結構で 異議は ありませ ぬ' か、 唯 だ 一つ 玆に 我れ 我れ 
考 ■を 要しなければ ならぬ 事は、 遠く 滿 蒙の 地に® 
闘して、 殖產興 P に 熱心なる 方々 の 中に U 本の 方が 
ある、 詰まり 日本人が 滿 蒙の 地に 踏 込んで、 此 甘草 
越 幾 斯と云 ふ もの、 製造に 色々 苦心して、 今日では 
一廉の 生_品 になつ て 居る と 云 ふこと であります、 
所が 今度 內地の 方の 製造業 者が、 此 甘草の 無税に 依 
て 特別 恩 患に 與か ると 云 ふのに、 さう 云 ふ 不毛の 池 
に蹈 込んで 難儀を して 居る 人が、 それが 爲 めに 大打 
_ を 受ける と 云 ふことは 考 もの だと 云 ふので、 此雙 
方の 間を 斟酌 致しまして、 現行法では 甘草 越 幾斯の 


—  一八 二 〇 

S 入税が 二割に なつて 居ります けれども、 それを： レ 
減して、 —. 割にす ると ふこと に 修正 致した 〇 一 
ります、 それは 御手 許に 迴つて 居 りま个修识卞： に 載 
つて 居る のであります、 詰ま 〇 甘 ^ の 無税の 結果と 
して、 甘草 越 幾斯の 疣を 半減す ると 云 ふ 関係に なつ 
たのであります、 それからもう | つ lit 場合に 於て 申 
上げて 置く 方が 便利と 思 ひます が、 石油を 無 W にす 
る、此度の原案にほ重油と稱すべき |-|: |1 に £5 する哎 
油に 付て は 直接 § の ものに (-J- て ほ :' ne 说にす ると 云 
ふやう になつ て 居 〇 ます、 IR 油の みならず、 ai にも 
つと 廣ぃ意 味の 瞵油 、或は 石油に しても、 或は 輕汕 
にしても、 さう 云 ふやうな 物を、 皆な 無税に しては 
どうかと 云 ふやうな 御 質問 も、 委員の 間に ござい '* 
したが、 併ながら 御 承知の 通 〇 石油 —— 世界の TI 油 
業と 云 ふ ものは、 殆ど 一二の 會 社に獨 占せられ て fr 
る ものでありまして、 此產 業が 我國に 於て 柳 かで も 
衰微す ると 云 ふやうな ことにな 〇 ますと、 外阀 市相 
より 受く る隨迫 と 云 ふ ものが 恐ろしい、 どうしても 
是 はもう 少し 我國に 於て， 保護 政策を 執らなければ 
なら‘と云ふ意味合に於て、礦油に關すろ说率は、 
唯今 政府の 改正案に 現は れて 居ります る K 接 燃料を 
無税と すると 云 ふ 事の 外は、 現狀の 儘据 S くと 云 ふ 
ことに 定めました のであります、 それから 大 B i-j: 改 
正 案の 耍點 として 御 報吿申 上げる 事は、 そんな 樣な 
もので ございます が、 委員 會に 於て、 一の 希望 條件 
と 云 ふ ものが 決議され たのであります、 それは 斯う 
云 ふので あります、 讀み ます 「政府は 速に© 後に 於 
ける 列國 工業 政策の 變遛に 鑑み 之に II 應 して 我 w lffi 
業の 發 達を 圖るに 適當な る關税 政策を 確立せられ む 
ことを 望む」 斯う 云 ふ 希 菌條 件であります、 是は旣 
に 政府の 說明 を躐 きましても、 委員 諸 封の 色々 な 御 
希韹等 に 依りましても、 此 度の 關税改 JE と 云 ふ もの 
は 極めて 狹い 意味で、 職 後に 於け る 列國商 業 上の 變 
摞に 鑑みて、 根本的 大 改正を すると 云 ふ 改正案では 
ない ので、 それは 一體ど う 云ふ譯 かと 申します と、 
政府では 今日の 此 商業 上の 關係は 、未だ 職 爭は 終つ 
たと 云 ふ もの 經濟狀 態と. 云 ふ ものは、 未だ 矢 張 
職 if の 引 續のや うな 4 のであつて、 此經 濟狀態 ほ、 
何時 如何なる 變化 をす るか も 分らない ので あるから 
して、 此際大 改正を する 時機では ない、 も 5 少し經 
濟社會 の 安定を 侍つ たら 宜か らう、 恃つた 上で 大改 
正を する のが、 時機を 得た もので あらう と 云 ふやう 
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な 御考 であるので あります、 併ながら 委員 會 中に 現 
れ ました 事孭に 依りましても、 或は 曹達 工業 「グリ 
セ リン」 P 酸 加里で あると か、 ^ であると か、 亞鉛 
とか 窻 硝子と か妨績 機械と か 高 梁と か、 色々 な 物に 
付て 色々 な 意見 も ございまして、 而 して 其 等の 事柄 
に 就て、 政府に 於ても 十分に 考憩 中の もの も あり、 
又 偶々 此法 律を 提出す る 時に、 先達てまでは ！ 去 
年までは 戰後の 大影褽 を 受けて 殆ど 寂滅 せんとす る 
やうな 仕事で あつても、 偶々 此節 小康を 得て、 どう 
やら 斯う やら 收支相 償つ て 居る やうな もの も あるの 
で、 其 等の ものは 今度の 改 IH から 省かれた ので ある 
併ながら 是は餘 锃考へ もので あつて、 此 調査と 云 ふ 
ことほ 成るべく 早く 進めて、 無論 それを 進める 爲め 
に 相當 の機關 も 要り ませう、 十分な 經费も 使は なけ 
れば ならぬ で ございませう が、 さう 云 ふ 事に 頓著な 

しに 十分に 調査を 進めて、 方針を 早く 確定して、 產 

業 政策の 根本を 一つ 定めて 貰 ひたい、 昨年の 謬會に 

於ても、 私共から も 某 礎 工業の 保護に 關 する 建 識案 

を 出した のであります* か， 其 際に も說 明した やうな 

次第で、 兎も角も 政府の 調赉と 云 ふ もの ほ、 非常に 

手間取つ てまどろ つくて 堪ら ぬので ある、 暴風が 起 

つた 木が 倒れ やうと 云 ふ 際に、 學者を 傭うて 來て風 

の 速力を 計つて 見たり、 何 米突の 暴風に 對抗す るに 

は 何寸 角の 物が 宜い とか、 丸太が 宜い か ®! (fi 々々言 

つて 居る 中に 其 木は 皆な 根 こそぎ 倒れて しまう と 云 

ふやうな 事が W 々ある、 此調丧 の 手間 収 ると 云 ふこ 

とは 甚だ 挝憾で ございます、 それ故に 希 塚 條件 にあ 

〇 まする 「政府は 速に」 と 云 ふやうな ことは、 中々 

是は 大事な ? 5 味で あつて、 兎も角 ttl 來るだ け 急いで 

全般に 渉る 改正案の ことに 就て、 十分 考 fs して® き 

たいと 云 ふの が、 此希 犖條 件の 意味であります、 之 

に 就て ほ ffl 々な 參考材 料 等も戯 きました ので、 精し 

く 御 報 齿を中 します ると* 二 時間 や 三時 間で 濟みま 

せぬ、 それ故に 極めて 大雜駁 に大體 のこと だけを 御 

報吿申 上げまして、 此 報传を 了へ ます、 此 修正案に 

就ては>委員全體一人の異誘なく、又政府に於ても 

快く 御 Iri! 意に なつた のであります るから 御手 許に 差 

上げて あります やうな 修正案に •どうぞ 御 賛成を 願 

ひます (拍手 起る) 

o il 長 (大岡 育造 君) 本案の 二 lg 會を 開く や 否やを 

諮ります。 

〔「|1讀會を開くに與議なし」と呼ふ者ぁり〕 


0_長( 大岡育 造 君〕 異議なければ 直に 二_會 を 開 

き、 議案の 全部を 懿 題 . il 致します - 1 1 讀會を 開き 

ます 

0 前 田米藏 君 直ちに 本案の 第二® 會を 開き、 第三 
讀會を 省略して、 委員長 報吿 通り、 即ち 委員 會に於 
て 修 正 翳 決の 通り 可決 確定せられ んこ とを 菌み ます 
〔「賛成々々 j  r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 御 異議がなければ ®; ちに 一一 讀 
會を 開きます。 

關税定 率 法 中 改正 法律案  第二 讚 會 (確 
定議〕 

〔「 異 _ なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 (大岡 育造 君)' 御 異憨が なければ 三 讀會を 省 
略して 委員長 報吿 通り nr 決 確定 致しました I 日程 
第 六、 古墳 發掘法 案 第一 讀會を 開きます、 提出者 小 
西 和 君 I  ! 

第 六 古墳 發掘 法案 (小 西 和 君 提出) 

第一 ii 會 
宙 墳； 1 S 掘 法案 
古墳 發掘法 

第 一條 本 法 — 於 テ 古墳 卜稱 スル ハ 玉 鏡刀劍 土器 
石器 石棺 及 人骨 類 ヲ包有 スル 場所 ヲ謂 フ 
第一 一條 古瑣 ハ學術 ノ 研究 ヲ 目的 トス ル トキ ニ 限 
リ之 ヲ發掘 スル コト ヲ煜 

古墳 タル 由緒 判明 セ サル モノ ト雖其 ノ形狀 二 依 
リテ 古墳 タルコ トヲ推 定シ得 ヘキ 場所 及 古墳 夕 
ル ノロ 碑傳說 アル 場所 亦同シ 
第三 條古增 ヲ發掘 セム トス ル モノ ハ豫メ 地方 長 
官 一1 具申シ テ其ノ 認可 ヲ受ク へ シ 
第 四條 地方 長官 ハ 古墳 ノ發 掘-一 關シテ 必要 ナル 
行爲及 施設 ヲ命シ 又 ハ ー定 ノ行 爲ヲ 禁止 若 ハ 制 

限 スル コト ヲ得 

第五 條第二 條若ハ 第三 條ノ 規定- 1 違反 シテ 古墳 

ヲ發 掘シ タル漭 又 ハ 第 PM 條 ノ 規定-一依 ル 地方 長 

官ノ 命令- 1 違反 シタル 者 ハ ニ百 圓 以下 ノ 罰金 若 

ハ 科料 二 處ス 

寸  〇 

阽  貝 

本 法 施行-一 關 スル 必要 ナル 事項 ハ 命令 ヲ以 テ之ヲ 

定ム 

本 法 施行 ノ期日 ハ 命令 ヲ以テ 之 ヲ定ム 

〔小 西 和 君登換 、拍手 起る〕 

0 小 西 和 君 古墳 發掘& 案の 理由を 簡單に 申 上げ ま 


す、 古墳は 我 先人 祖先の 遺骸が、 長へ に 安らけ く 眠 
つて 居る 場所であります >  我々 後人 子孫が、 此古堉 
に對 して 十分に® 敬の 念を 拂ひ 、且つ 幾久しく 之を 
保存す る ことに 努めなければ ならぬ ものと 思 ひます 
のみ. ならず、 古墳は 考古學 、人類 ® などに 取り まし 
て、 甚だ 貴重なる 研究の 材料と なる ものであります 
然るに 近來是 等の 古墳を is りに 發 « を 致します る 者 
が少 からぬ のでありまして.‘ 其發 掘を 致します るに 
付ても、 先人 祖先に 對 する ® 敬の 念な ど、 云 ふこと 
を 殆ど 度 外に 措きまして、 無暗に 之を 發 g 致します 
る 者が 少から ぬのであります、，  甚しき に 至りまして 
は、 營 利を 目的と 致して、 古墳を 發 掘して 其 中に 包 
有されて 居ります 所の 貴重なる 玉で あると か、 劍で 
あると か、 是 等の 物を 収 ります る 者 も 段々 有る ので 
あります、 是等は 甚だ 遺憾な 事であります から、 玆 
に 古墳 發 掘に 就て 然るべき 取締を 致したい と 申し ま 
すが 本案の 理由であります •それで 此 法案の 骨子と 
も 申します る點は ， 7!r iB を 發掘致 します る 場合には 
當局 者の 認可を 得なければ ならぬ‘ 而 して 當局 者が 
それに 認 町 を 致します る 場合に ほ、 相 當の條 件を 付 
ける其條件の主なるものは、古墳發掘に付ては，或 
ほ 祭典を 營む とか、 若く ほ 法會を 登む と 云 ふが 如き 
方法に 依て、 先人 祖先に 55 する 尊敬の 念を 失は ない 
ことに 致し、 又 實際發 掘 致します る 場合に も、 ffl 當 
の 敬虔の 念を 以て 之を 發掘 する ことに 致したい、 斯 
樣に 存じます のであります、 歐羅 巴邊に 於き まして 
古墳を發掘致します場合にほ>別に歐羅巴の學者が 
古墳に 對し® 敬の 念を 以て 發掘 するな どと 云 ふこと 
は 無い やぅであります、 併ながら 我 日本の 古墳を 我 
々が 發掘 致します のは •歐羅 巴人が 埃及亞 刺比亞 方 
面に 於ての 古墳を 發掘 致します るのと は、 大に 趣が 
違 ひまして、 異人 種が 異人 種の 古墳を 發掘 する か 如 
き顗 に、 我々 は 做 ふこと が 25 來な いのであります* 
祖先に 對し 、先人に 對し ての 古墳を 發掘 致します る 
ことで ございます から、 唯今 申 上げました やぅな 相 
當の 尊敬の 念を 拂 ふと 云 ふこと に 致したい、 又 之を 
永久に 保存す る ことに 於て、 遺憾な き 方法を 立てた 
いと 申す のが 本案の 理由であります， 本案は 昨年 帝 
國議會 を 通過 致した 所の、 名勝 史蹟 天然記念物 保存 
法の 姉妹 法と も 申すべき 關 係を 持って 居る もので あ 
ります、 幸に して 御 {推 議の上 御 協賛を 與 へらる、 な 
らば、 菌 外の 仕 合であります (拍手 起る) 


〇 前 田米藏 君 本案は 議 i€ 指名を 以て、 九 名の ® 員 
に 付託せられ ん ことを 望みます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 其 如く 決しました I 日程 第 
七、 第 八の 議案 ほ •提出者 同一なる に 依り、 I 括議 
題と 爲サに 御 異議 (3: ありませ ぬか。 

〔「異 11 なし」 r 異 s なし」 と 呼 ふ 者 あり〕 
0_長( 大岡 育造 君： 5 御 異議な きを 以て ！括_ 題と 
致します。 

第 七 四 國循 環鐵道 完成に 關する 建議案 
(原 田 佐 之 治 君 外 十七 名 提出) 

四國 循環 鐵道 完成に 關 する 建議案 
四國 循環 鐵道 完成に 關 する 建議 
政府は 四國 循環 鐵道 中德島 縣下小 松 島 町より 日和 
佐 町 牟岐町 高 知縣下 安藝 町を 經て 後免町に 至る 阿 
土 南海 痒 線 及 愛媛 縣下 八幡 濱 町より 宇 和 畀 町 高 知 
縣 F 中 村 町を 經て钔 崎 町に 至る 土 豫西海 痒 線を 建 
設し 以て 四 國鐵道 海岸線を 完成し 運輸 交通の 發 達 
を 促進せ しめられむ ことを 望む 
右 建議す 

第 八 阿 豫鐵道 池 田 川 之 江 線 敷設に 關する 
速 議案 C 原 田 佐 之 治 君 外 十七 名提 川〕 
阿 豫鐵道 池 田 川 之 / 1: 線 敷設に 關す る 7 45 議案 
阿豫鐵 道 池 田 川 之 rl: 線 敷設に 關 する 建 _ 

阿 豫鐵道 池 田 川 之 江の 鐵道 敷設は 11 國四縣 の il 輸 
交通を 連結し 以て 1\を 敏活に し 利用を 完か らしむ 
るに 最 有利 有 S1 にして 緊急 切要なる ものと 認む仍 
て 政府 ほ 速. に 之 か 敷設の 計を 立てられむ ことを 留 
む 

右 建議す 

〇 岡 田 榮君 本案は 極めて 筒® でございますから、 
此席 から 御 許を 願 ひたい。 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり i 
0 議長 (大岡 育造 君〕 一寸 御行ち を 願 ひます、 岡 flj 
榮君 の說 明を 希菌 致します" 

〇 岡 田 榮君此 席より 御 許を 願 ひます。 

〇 議長 (大岡 育造 君：} 登壇を 願 ひます。 

〔岡 田榮君 登壇 拍手 起る〕 

0 岡 田 榮君本 建議案 提 山 の 理由は、 旣に 昨年 本會 
に 於き まして 滿場 一致 御 賛成を 得た、 所謂 四 國循環 
線の 一部であります、 御敢 知の 如く 松 山 八幡 濱間及 
高松德 島 間 ほ、 旣に政 府が建 議の 趣旨を 容れた ので I 
あります •其殘 りであります る 本 建議案の 線路 •卯 一 
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院議 衆 锊蓊國 帝 同 二十 四 第 


赀 镉 給 物 課税 免 涂に鞀 する 建 謎 案  木 眾川 治水に 關 する 建誔案 


森 殺 鐵 i 21 沿， 成に 関すろ 建 鼓 案 
ち ii 島 縣下小 松 島 町より 日和 佐 町 •牟岐 町、 高 知 縣 
下 安藝 町を 經て 後免町に 至る ST 及 愛媛 縣 下八鞒 濱 
町より 同 縣下宇 和 島 町、 高 知 縣下中 村 町を 經て須 崎 
町に 至る 線が、 即ち 本 建篯 案經路 であります、 此線 
が 完成 致しましたなら ば、 即ち 四 國循環 線路が 完成 
する 譯で あります るから、 速に 之を 建設せられ て、 
さう して 四 國 循環線の 完成を 期したい と 云 ふの が、 
本 建議案の 趣旨であります、 いづれ 詳しい ことは 委 
員會に 於て 申 上げます るから、 どうぞ 御铰 成を 得た 
いのであります t 拍手 起る〕 

0_ 長 C 大岡 育造 君) 日程 第 八 河 上哲太 君。 

〔河 上哲太 君登搜 〕 

0 河 上 ff 太 君 本案 (3: 德 鳥縣池 田より 愛媛 縣 )1: 之 江 

に 至る 鏺道 を、 速に 趄設 して 戴きたい と 云 ふことの 

極く 間 堪な 建議 築で ございます、 此 線路は 嘗て 鐵道 

§;■ 設法改 出 案の 問題が ありました 時 lr. 關疏 致し まし 

て、 皆さんに 線路の 意義を 申 上げた 機 會が あつたと 

思つて r rr ります が， 此線路 は 單に德 島縣及 愛媛 縣の 

聯絡を 収ると 云 ふ 意味では •こざい ませぬ で、 四國、 

九州、 殊に 德岛 方面から、 旣に 政府が 計 迸 致して 居 

ります、 愛媛 縣八幡 濱 方面に 參 ります 線が m 來 まし 

たなら ば、 德島縣 高 知の 方® から 九州と 聯絡を 取り 

ます 上に 於て、 非常に 重大なる 意義を 持つ て 居る 線 

路で ございまして、 跟離は 隙に 十八 哩で ございます 

けれども、 意義 li 先程 岡 r-n 君が 御說 明に なりました 

循環線と 共に、 四 國の鐵 道 線路の 効力を して、 最後 

の 工程を 成さし むる と 言つ て も 宜い程 の 策 大の 意義 

が あるので あります から、 どうか いづれ 詳しい 事は 

秀員會 に 於て 申 上げます が、 滿場 一 致 御 賛成 あらん 

ことを 希望す る 次第で ございます C 拍手 起る〕 

〇 前 田米藏 君 日程 第 七 第 八は 一括して、 翳 長 指名 

の 九 名の 委 M に 付託せられ ん こと“ V 希 朝 致します。 

〇議畏 (大岡 育造 君〕 励 議の如 く 決しました I 日 

程 第 九 •森 隅 鐵道 速成に 關す る建鼸 案を 黎 題と 致し 

ます、 提出者 原 田十衞 君' 

第 九森隈 鐵道速 成に 關 する 建 _案 C 原 田 

十 衞君外 四 名 提出) 

森 隈鐵逍 速成に 關 する 建議案 

森 隈鐵道 速成に 關 する 5« 議 

本鐵 道は 熊 本縣菊 池 郡隈府 町に 起り 阿蘇 郡 北小國 

村 字 苒 原を 經て 大分 縣玖珠 郡 森 町に 達し 久大 線に 

| 接紉 する 線路に して 交通の 發達產 業の 振興 上 必要 


なる 線路な りと 認む依 て 政府 {3: 速に 之を 建設 T へ 
し 

右 建 漭す 

. 【原 田十衞 君登搜 、拍手 起る〕 

〇 原 田 十衞君 森隈錄 道 速成に 關 する 建議案の 提出 
の 理由を CI3 述べます、 此鐵 道 (£ 熊 本 縣下菊 池 郡隈府 
町に 起り， 肥 後 農 後の 國境 兵戶峠 を 越えて 大分 縣日 
田 郡 上 浦 江に 人り、 再び 熊 本縣に 出で V 河 蘇 郡 北 小 
國村字 宮 原を 經て •大分 縣玖珠 町 南山 田 村に 入り、 
森 町に 至って 久大 線と 聯絡す る、 三十 八 MB 四十 七 鎖 
の 線路であります、 此經路 ほ 嘗て 豊肥 線の 比較 線と 
して 踏査され たこと もあります し、 又 私設 鐵道 とし 
て® 測され たこと も あるので ありまして、 頗る 有望 
なる 線路で あるので あります、 而 して此 地方は 古来 
最も 林 產農產 、蓄產 等の # ' 富なる 處で あります が、 
近年 又 谷 種の 鋤 物も少 からず 發 見され て 居る ので あ 
ります、 併し 何分に も 非常に 交通 不便の 地方で あり 
まする が 故に、 是 等の 產物も 殆ど 搬出す るに 由な く 
木材の 如き 筑 後川の 溪流を 利用して 纔か に、 之を搬 
出して 居る やぅな 狀態 であります、 幸に 此 線路が 完 
成 致し ますれば、 熊 本 縣の寶 庫と 稱せら る、 廣袤十 
七 方里を 有する 南北 小 國の兩 村、 及 大分 縣に 於き ま 
しては 吉 野と も稱せ らる X、 日 田 郡の 上中津 江の 大 
森林 も 之に 依て 開 發せら る、 し、 又 最近 發 見され ま 
した 所の、 數千 町步に K る涌蓠 山の 大鐵鑛 も開發 さ 
れる だら ぅと 思 ふので あります-要するに 此鐵 道は 
熊 本， 大分 兩縣に 百： る 無盡藏 の寶 庫を 開く に、 最も 
必要なる 線路と 信 - t1 るので あります、 是が 即ち 本案 
を 提出 致しました 所以で ございます-何卒 御 賛成の 

锃を希 ふ _ であります (拍手 起る〕 

0 前 田米藏 君 本案 13: 翳 長の 指名を 以て 九 名の 委員 

に 付託 されん ことを 留み ます。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 動議の 如く 決しました I 日 

程 第 十、 ® r 幅 織物 課税 免除に 關 する 邦 _ 案を 識 題と 

致します、 提出者 武 藤金吉 君。 

第 十 廣幅織 物 課税 免除に pi する 建議案 

(武藤 金吉！ 外 一名 提出〕 

廣幅 織物 1 £税免除に關する建議案 

席 幅 織物 課税 免除に 關する 建； i 

政府は 織物の 幅 鯨尺 一尺八寸 長 六 丈 以上の ものに 

對し ては 織物 消費税を 免除す へく 法律を 改正せ ら 

れ むこと を 筚 む 


右 建 SI す 

【武藤 金吉君 登®、 拍手 起る〕 

〇武藤 金吉 君廣 幅筠物 課税 免除に 閱 する 趄 〖一案 提 
出 者と 致しまして、 m めて 短 かく 說明を 致します、 
第 I に廣幅 織物を 獎勵 致しまして、 現在の 九 寸幅二 
丈 八 尺 乃至 三 丈の 頦 物を 一尺八寸の 幅 長さ 六 丈 以上 
連續 して 織ります る 織物に 對して ，課税 免除を 致し 
たいと 云 ふの が 大體の 趣意であります* 是 ほ どぅ 云 
ふ 理由 かと 申します ると、 需要 者の 不一! 济を 除く こ 
とが 出来る のであります、 現在の 陷 物 は， 一人の 男 
女 大人 小 供を 問 ほず 一 反 要ります ものが、 廣幅 制度 
に 致します ると、 四 反あります れぱ五 人 分を 賄 ふこ 
とが fl-i 来ます、 即ち 六 千 萬の 我苘 胞に對 しまして 一 
人 一反づ 、要る ものと 致します と、 廣幅に 致します 
ると、 一千 二百 ;®; K の 節約が 出来る のであります、 
約 二 割 需要に 於て 經濟が 出來 るので あります、 又 之 
を 製造す る 方を 見ます ると此 織方總 ての 點 仕上げ 染 
め 等に 付きまして" 約 二割の 工費 及 徒 勞を 省く こと 
が 出来 るので あります、 廣幅 制度を W 行 致します る 
と， 需要 及 製造の 方面に 於て、 約 ra 割の 節約が 出来 
る 計 ® . になる のであります、 而 して 日本の 國の 織物 
ほ、 どれ だけ 出来て 居る かと 申します ると、 大正 六 
年度の 統計し か 持ち ませぬ が、 大正 六 年度に 於き ま 
しては、 實に六 億 九 千 七 百六蓖 二 千 百 十三 圓に 此の 
總 製造 額が なつて 居ります 大正 七 年度 八 年度 ほ、 少 
くと も 此三四 割の 價 格の 上に 於て 增 加して 居る、 又 
同年 度の 輸出 織物 額 ほ、 门織物 木綿 織物 邦 他 麻織物 
毛織物 等を 人れ ますと 鍮出 織物の 額は 二 億 六 千 二 萬 
三千 七 百 八十 一： 圓の 輸出を 致して rr ります、 是亦大 
正 七 年度 八 年度に 於き まして， 約 四 五 割の 增加を 致 
して 居る ので ございます、 H- 本の 國は御 承知の 如く 
內に 於き ましては 養 11 製絲又 外から® 入す る 綿 絲、 
紡績 等、 n 本の 國產 は少 くと も纖維 エ 第を 以て、 立 
國の基 礎と しなければ ならぬ ので ある， 然るに 我國 
の 今日の 被服の 狀熊を 見ます ると 世界中 類例の 無い 
所の 此 製造 方法を 以て やる と 云 ふことは、 此 世界が 
總て瞪 爭に 於て 改造を 見て 經濟 的の 發展 を爲す 上に 
於て、 日本の 服裝 のみが 獨り ！ 部落を 成して 居る と 
云 ふこと ほ、 洵に槪 歎に 堪へな い 次第でありまして 
旣に 識者は 十數年 以前よ 〇此實 行方 法を 迫って 居り 
ますが、 未だ 妙案が 無い のであります、 我 帝國は 內 
に 於て 需要に 於て 製造に 於て， 此經濟 方法 統一と 同 


一八 二. 二. 

時に、 此世界 の 共有 --: • r' -」y 一 
て、 1¢ 界の 十七 £s o 民衆 〇 衣服を 少 ，、とも 我 日 太 帝 
國が贿 が 出す、 31 に 言 薬を 換 へて 申し ま，.：. 

絹 絲で世 界の 十七 {§ の 民衆を 泞な婢 ると 云 ふ 程の、 
(拍手 起る) 決心を 以つ て此贿 ;M 溢 物の 免除に 明 --- , 
る 所の 方法を、 政府に 於て 案出せられ ん ことを !? 1 む 
次第であります、 就きまして 私 li 玆に K 近に 於け る 
織物 課税の 各種の 比較 衷、 及 此哭 is 比較の 統計 及 全 
國亿 於け る 力 織陕 及手辙 機 •網ての 統計を 爱に 持つ 
て 居ります から、 _ 長の 御 許を 掲 まして •此速 記錄 
に 添へ る ことに 致して [S 3- ます、 大 fis fin iu に 說明致 
しまして、 諸君の 御燹成 を 仰ぐ ことに 致したい と 思 
ひます r 拍手 起る〕 

〇 前 田米藏 君 本案 ほ 議長の 指名を 以て、 九 r, の 委 
員に f-J- 託せられん ことを a みます。 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 動議の 如く 決しました、 日程 
第 十一、 木津 III 治水に 關する 建_ 案を 誔題と 致し ま 
す、 提出者 長 田桃藏 君。 

筘 十一 木津川 治水に 關する 建議案 (長 田 
桃 藏君外 二 名 提出〕 

木津川 治水に 關 する 建議案 
木 律 川 治水に 關 する 雜篛 
政府は 速に 相當 の計逛 を 立て 木津 川 e 改修を 爲さ 
むこと を 望む 
右 建議す 

〔長 田桃藏 君登壻 、拍手 起る〕 

0 長 田 桃嗨 君木津 川 治水に 關する 建 _ 案の說 明を 
簡單に 致します、 此 ffi 鹩は政 府に 速に 相當 の計进 を 
立て、 •木绻 川の 改修を 爲さん ことを® むと 云 ふの 
が 目的で あ 〇 ます、 此自 的は 第 四十 一 識會の 請願 委 
員 會に對 して、 地方の 人民から 請願を 致し •院議で 
御 採 揺に なりました ものと 同一の 趣旨であります、 
又 第 四十 一讖 愈に 於て は 建議案と して 現れて、 是亦 
院議で 可決せられ たものと 同一の 案であります >  随 
て此 案に 雜 翳の 理由を 演述 する 必要は ございませぬ 
と考へ ますから、 其 理由は 之を 除きます •即ち lit 理 
由 書に 記載して あります から 之を 除きます、 喵だ一 
言 御 li を 願つて 置きたい と 存じます の ほ、 第 四十 一 
議會 建議案 委員會 の 決議 錄を 見ます ると •此 案に對 
して 政府は 非常に 同意を 致して fr ると 云ふ事 であり 
ます、 各派から 選ばれました 委員 諸君が、 舉 つて 此 
木津川 治水は、 現在 獮續 して H® を 致して ) pr る 所の 
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淀川の 咐補 工事と、 併せて 共に 行 ふべき ものな りと 
云 ふ 意見であります、 而も 其 以上に 8i に 此木津 川の 
流出す る 所の 土砂が、 淀川の 流域に 非常な 害を 加 ふ 
る ものであるから して、 木津 川上 流に 於け る 土砂の 
扞止 事業、 砂防 工事、 其 他の 土砂の 扞止 事業に 對し 
ては、 政府は 非常に 力を 用ゐ て、 速に 之が 拽防 の設 
備を 致す やぅに と 云 ふことの 條件を 附 加して* 決議 
をせられ たこと であります-政府は 之に 對 して 非常 
に 同情を 致した 結果、 免に 角木渾 川 の 改修工事に 對 
する 費用が、 どれ 位 要る かと 云 ふことの 調査を 耍す 
るし、 又 京都府の 其费 用に 對する 負 }？ f 步合を 調査す 
る 必要 も あるから、 大 正 八 年度よ 〇是が 調査を する 
と 云 ふこと を 言明せられ て 居りまして、 事 實 今日 ま 
で 政府は 是れが 調査を 致して 居りました ので ありま 

す， ft 一 月に 其 調査が 了つ たと 云 ふこと で、® 遺せ 

られた 技師 も 3K 京に 引 措げ られ たと 云 ふこと を 聞 及 

んで 居ります •隨て 地方 民は、 必ず 本 期 議會 に是が 

豫滹 等が 現れる こと V 期待して 居りました 所が、 本 

年の豫 3? にほ是が現れて尻0ませぬので，地方民は 

非常に 心配を 致して 居ります、 殊に 大正 六 年 - 1.; 年と 

云 ふが 如き 大慘害 、天下の 同情を 集めた 彼の 災害が 

時と 共に國 民の 記 m から 忘れられつ  >>  其 R1 悄が消 

え 行く や 5 な ことは 無から ぅかと 云 ふこと が 地方 民 

の堪へ 難き 苦痛であります、 詳しくは 娄貝 ©■ に 於て 

說 明を 致します るが、 總て御 M fw を槩つ て K 〇 ます 

案であります、 地方 民の 此喁 へ雜き 苦痛を 能く 御諒 

.&? •> さいまして 、是非 lit 案を 昨牢 と问 じく、 御 锊成 

を 賜は らんこと を 切 閔致す 次第であります (拍手 起 

る〕 

〇前 田米藏 君 本案は 謎 長 指名を 以て、 九 名の 委員 

に 付託せられ んこ とを 轺み ます.. 

〇漭長 (大岡 育 ffi 君) ® 讁 の 如く 決します、 日程 第 

十二、 福 井 縣 1  一 一 國港 築港に 閲する 建 鞔案を 謎 題と 致 

します、 委 問 芥 ;/|: 右 r l: ■: '] 門 1 

第 十二 顆井睬 ： :. 阀港笙 ilii に關 する 建 a 案 

.  (熊 谷 五右衛門 君 外 四 名 提出) 

(委 £3長報芾〕 

!熊谷五右衞門君登扭、拍手起る〕 

0 熊 谷 五 右衞門 君 福 井 粍 三 S 港 築港に 關す る纽 S 

案委 fi a- の m 様を 御 報告 致します、 委員 會に 在り ま 

して if 委 M 諸君と 政府 委員と 質問 應答が あつたの 

でありまして、 本案 15: 旣に 四十 il 會 、四十！ 链 0 に 


於て 諸君の 御 賛成を 得て、 本院を 通過 致して あるの 
であります、 委負 ir に 於て は 質問 1® 答の 末、 淺野顺 
平 君の 動議に 依て、 政府に 向つて 此 調査を 希望す る 
と 云 ふ 意味を 附 しまして、 全會 一致を 以て 可決 致し 
た 次第であります、 何卒 諸君の 御 賛成を 願 ふ 次第で 
あります (拍芋 起る〕 

0 前 田 米藏君 本案は 委員長 報 i?f の 通り 可決せられ 
んこ とを 留み ます。 

0 諮 長 0 K 岡 育造 君〕 御 異_ ありませ ぬか 9 

〔 r 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕  . 

〇 議長 (大岡 W 造 君〕 御 異議ない と 認めます 、仍て 
可決した る ことを 宣饵 致します、 此 場合 加 藤 定吉君 
より •西 伯 利 出兵に 關し 、緊急 質問を 致したい との 
要求が あります、 此際 日程を 變 II して 之を 許可す る 
に 御 異議 ありませ ぬか。 

. 〔「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (太 岡 育造 君〕 御 異議がなければ 之を 許可す 
るに 決します、^: 定吉 君。 

西 伯 利 出兵に 關する 緊急 質問 
0 加 藤定吉 君 陸軍大臣の 出席を 求めます。 

0 謎 長 (犬 岡 育造 君〕 陣軍 大臣は 病中であります。 

「加 ■定吉 君 登 壇>  拍手 起る J 
0 加 藤 5C 吉君 私の 質問は P: 點で あります、 第一に 
四 伯 利 sft の H 的は、 JR- 初は f チヱ ックー 援助と 云 
ひまして， 其 次に ほ 两 伯 利の 秩序を 維持す る、 更に 
鐵道の 保護、 又 今回 元の 「チェック」 援助と 云 ふこ 
とに 戾 つて 參つ たのであります が、 我々 の考と 致し 
ますと、 此 m 兵 ほ 結局 撤兵を 致さなければ ならぬ と 
云ふ釕 味を 以 ちまして、 是まで 豫算 總會或 ほ 本會骸 
に 於き まして M 々政府に 質問を 致しました 所が、 政 

府は常 に考岡 中と 云 ふこと を 以て、 御 答 辯に なつて 

居ります のであります るが、 本日朿 京 朝日 新聞の 記 

yf に 依ります ると、 趑々 今回 {X 政府 も 撒 兵の 廟議を 

決められた と 云 ふこと でありまして、 其 撤兵の 順序 

として 第一 期に ほ 戰線 整理を 行ふ爲 め、 直ち 1C 歲 I 龍 

州の 撤兵を 锊 行し、 第二 期に 於て は 「チ H ック J 歸 

還 轍 送 援助 終了 次第、 後 貝 加 爾 方面の 撤兵を 行 ふに 

至るべく、 第： 一: 期 沿海州 方面の 撤退は、 地理 的關係 

より 自偷上 頗る 重要の ものな れぱ 、更に 其の 時の 形 

勢に 鑑み 適當の 時機を 選定す るに 至るべし、 斯う 云 

ふこと になつ て 居る やうに 記載して あります るが、 

是は事 H 如何であります るか、 是が第 一であります 


第二には 朝鮮に 接近して 居る 或 地 點に 於き まして • 
我 西 伯 利 出兵 軍が 多大の 損害を 受けた と 云 ふこと が 
先月 下旬 以来 風說に 上つて 居る のでありまして •之 
に對 して豫 算總會 でありました か、 或 議員が 政府に 
質問 致しました 所が、 政府は 斯の 如き 事無しと 云 ふ 
御 答 辯に なりました、 然るに 是も今 □の 東京 朝日 新 
ffi の 記事に &• ります ると、 一 月下 旬以來 本 月の 二 十 
三日に 至る まで、 我 班が 過激派 軍の 包 l-fl 攻擊 に陷つ 
て 居る と 云 ふことの 記事が 記載され てあります、 結 
局 我 軍 險と 過激派と 衝突し、 我 軍隊は 多大の m 害を 
受けた との 風說 盛んで あると 云 ふこと が 載つ て 居り 
ます、 更に 又 東京 日々 新聞の 本 H の 記事には、 「ス 
丨 チヤン」 方面で、 殆ど 六 百 名が 過激派の 襲来に 遇 
つて 全滅した と 云 ふ 報知が あるので あります、 是は 
前に 御 取消に なつて 居る のであります けれども 1 今 
日兩 新聞に 斯の如 き 事が 記載され てあります ると、 
前日の 御 取消の 御言 葉と 云 ふ ものを‘ 我々 (3; 甚だ 疑 
ふので あります、 是は 非常に 恵 大な 問題であります 
るから， 此事も 詳細に 實狀を 伺 ひたい、 第三には 高 
田の 增遺 際が 浦 潮まで 參 つて 居りまして. 彼れ から 
先き に、 輸 •送の 關係總 て ゞ出發 する ことが 出来ない 
と 云 ふこと が、 先日 来の 新聞に SX つて 居 〇 ます、 旣 
に 派遣軍の 一部に 於て、 前 申 上げる 如き 非常に 危險 
なる 狀態が あると しま すれば、 他の 方面 —— 後 貝 加 
爾 、若く は 沿海州、 黑龍江 州、 其 他の 方面に 於け る 
我 派遣軍の 現在の 位置と 云 ふ ものが.， 果して 安全で 
あるか どぅか、 lit 點も 非常に 我々 は 心配して 尻る の 
であります、 それ故に 此各力 面に 於け る 現在の 我が 
軍隊の 位置 如何、 過激派の 我 軍に 對 する 思想 若く は 
现 在の 行動と 云 ふ もの ほ、 如何なる ものであります 
るか、 是も 詳細に 伺 ひたい、 此三點 に 就きまして、 
政府の 十分なる 御 答 辯を 希 轺 致します (拍手 起る〕 
〇 議長 (大岡 育造 君) 山 梨 政府 委 M 。 

〔政府 委員 山 梨 半 造 君 登壇 J 
0 政府 委員 C 山 梨半锆 君) 今の 御 問に 御 答 致します 
第 I は 「アム 丨 ル」 を 第 I に 撤退し、 後に 後 A 加爾を 
撤退し、 次に 烏 蘇 里を 撤退す るが、 烏 蘇 里の 撤退 ほ 
まだ 目下 其 時期が 分らぬ •それが 眞實 であるかと 斯 
う 云 ふこと であります 、さう 云 ふ 計畫は 今 無い ので 
ありま ' r 、 唯 だ 其 中で 黑龍の 一部分は， 是ほ守 備の 
關係上 其の 守備を 撤して 、或る 必要 地點に 兵力を 集 
中す る、 此の 計畫が ありまして、 政府 も是れ ほ 時宜 


に 適した ものと して、 それに 同意を 與へた 次第で あ 
ります、 第二の 二 十三 日 以来、 或る 地方で、 日本軍 
が 過激派 軍の 包圍 攻撃を 受けた、 又. 「スー チャン」 
方面で ほ、 過激派 軍の 爲 めに 我 軍が 六 百 名 全滅され 
たと 斯ぅ iK ふこと であります が、 之れ に 就いては 何 
等の 報 吿も得 て 居り ませぬ、 第三の 御 間の 高 田の 咐 
遺隊が 浦 潮 方面より 轍 送が 出来ない、 それで 此黑龍 
後 貝加爾 、並に 烏 蘇 里方 面が 危險 であるのに、 なぜ 
それを •送らぬ かと 斯ぅ 云 ふこと であります るが、 高 
田の 部隊を 浦 潮 方 rfri に 集結を して、 それより 北進 並 
に 西 進せ ぬと 云 ふことは 事實で あります、 是ほ其 必 
要が あつて 彼處に 留めた 次第であります、 それから 
「アム— ル」 方面に 於ての 過激派が 跳梁して 居る か 
の 如き 何であります るが、 是は 過激派 軍が 跋扈して 
居る と 云 ふことは、 未だ 其 報告に 接せぬ 次第で あ 〇 
ます、 「アム ー ル」 方面では 革命は 起り ましたが、 
其 革命 者と 日本軍との 協調 ほ、 至つ て穩 かに 著いて 
居る 次第であります、 後 貝 加 爾の 如きは、 未だ 何等 
の 革命 も 起つ て 居り ませぬ、 烏 蘇 里の 一部分には 革 
命が 起つ て 居ります るが •矢 張 其 革命 者と 日本軍と 
の 協調は 穩に 著いて 居つ て、 何等 今爭闘 を 起して® 
る 次第では ない のであります。 

〇 議長 (大岡 育造 君〕 日程 第 十三、 第 十四 ほ •委員 
長より 延期の 中 出が あります、 許可す るに 御異 載は 
ありませ ぬか。 

【「異議な し J 異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 御 異議な けれ ぱ 之を 許可いた 
します I 日程 第 十五 乃至 第一 一十 九は 請願 特別 報齿 
なる を 以て、 例に te り 一括 議題と 爲し 、委員長の 報 
吿を 求めます —— 委員長 淸嵛太 郎君 …… 淸茶 太郎嵙 

第 十五 (特別 報 茜 第三 十一 號〕 小 學校敎 員 
退隱 料及敢 族 扶助料 增 額の 請願 外 
二 件 (委員長報齿) 

第 十六 (特別 報告 第三 十二 號〕 盲啞敎 育 令 
發 布の 請願  c 委員長 報吿〕 

第 十七 (特別 報吿 第三 十三 號) 義務 敎育年 
限を 八箇 年に 延長の 請願 

(委員長 報吿〕 

第 十八 (特別 報告 第三 十四 號) 石 北 線 分岐 
點を 比布驛 と爲す の 請願 

(委 《長報 «- ) 

第 十九 (特別 報吿第 一 — 十五 號) 不具 廢疾將 

、  .一、 八！ 一 彐. 
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院费 衆？^ 苽阀 帝 回 二十 m 第 


きものと 譎 決せ ote て 謎 院法第 六十 K 條に依 り 別 
冊 及 御. 送付 候 也 

特別 報吿 第一 一一 十八 號 

意 暑 

請願 文® 表 第 四 一四 號 

加 茂 臨港 輕便鐵 道 敷設の 請願 山形 縣西田 川 
郡 加 茂 町長 秋 野 惇趿外 五名 呈出 (紹介 蕺員 
熊 谷 商 太 君) 

右 請願の 要旨は 山形 縣西田 川 郡 加 茂 町は 大山 驛を 
陡 る 約 二 哩の 地に 在りて 縣民は 海陸 連絡を 希望し 
て 止ます te て 大山 P より 分岐し 加 茂 港に 達する 臨 
港 _侦錢 道を 吸 設せ られた しと 謂 ふに 在り 
衆誘院 は 3¢ の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を K- 掙すへ 
きものと 謎 決せ ote て 謎院法 第 六十 K 條に 依り 別 

冊 •及 御浍付 候 也 

特別 報齿 第三 十九號 

意見 « 

請願 文書 表 第 四 四二號 

浦 本 村に 停車場 設 la の 諸 龆新 潟縣西 頸 城 郡 

浦 木 村長％ 野 政 太郞外 一名 呈出 (紹介 議員 

高 鳥 順 作 君)  . 

右 請願の 要旨は 新淘縣 西 頸 城 郡！！ 本 村は 户數 四： H 

二十艽人ロニ千四百四十二衬民の大多數は漁業を 

再 業と し 其の 溯® 商の© 富なる こと 问縣下 有 姐に 

L て 郡內最 大の洵 村た るの みならす 附近 射 落 亦 全 

阀屮 稀 有の 好 漁業 地たり 加 ふるに 貨客の 集散 夥多 

なる もの あるに 拘ら す fr> 寄坭 /^: 敷 ^ 及 能 生驛は 趿 

離 遠隔に して 不利 不便 尠から す 依て 敕 地の 如きは 

寄附す へきを 以て 前記 PH 驛の 中央なる； i 本 村 大字 

鬼 伏 小字 西の 原に 2 :車 場を 設逋 せられた しと 謂 ふ 

に 在り 

衆筘院 ほ 其の 趣旨を 至 常な りと 認め 之を 採 擇すへ 

きものと 链決 せり te て讁院 法 第 六十 五條に 依り 別 

W 及 御 送付 眹也 

特別 報告 第 四十 ISI 

r{ 見 再 

鼐饬文 6 :表第 四 四三號 

阈分岩 川 BI1 玆 is i sx の 請 馘鹿兒 島縣撇 吸 郡 

岩 川 村長 川 崎 和 夫 外 十 名 呈出 (紹介 謎 員 志 

々He 彥 君) 

右 51 願の 要旨は 九州 東南 地方に 於け る 天 與の玫 雎 

徒に 釦 され 産業の 振は さるは il 駝交 虹 の 便を 缺く 


に 在りと 云は さるへから す 法て 之を 開發し 同地 方 
民の 便益を 計る爲 鹿兒島 線 國分驛 ょり 分岐し 都 志 
線 岩 川 P に 至る 約 二十 哩餘 の鍅道 を趿設 せられた 
しと 謂 ふに 在り 

衆謅院 は 其の 趣旨を 至 當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ り 依て 謖院法 第 六十 五條に 依り 別 

冊 及 御.® |?1 候 Is _  . 

特別 報 i'fl 第 四十 一號 
窓 見 書 

請願 文® 表 第 四 六八號 
社 村に 停車場 設 igc の 請願 鳥 Is 縣東伯 郡 社 村 
長 代理 WJ 役 松原 房 吉外三 名 呈出 (紹介 議員 
輿 田龜造 君〉 

右 請願の 要旨 ほ 鳥収縣 東 伯 郡 社 村は 將來 敷設せ ら 
るへ き倉吉 由 良間鍅 道の 中間に 在りて 停車場を 設 
置す るに 最適 當の 地と す 依て 該線路 敷設 確定の 曉 
は 社 村に 淖 単 場を 設逋 せられた しと 謂 ふに 在り 
衆議院は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採擰 すへ 
きものと 謎 決せり 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御绘 付 候 也— 

特別 報 苦 第 四十 四 號 
意見 W 

請願 文書 表 第五 五六 號 

文官 恩給 ‘遨 族 扶助料 及學校 職員 看守 退隱料 
並 i 扶助料％ 加の 請願 福 島縣石 城 郡 平 町 
字搔槌 小路 十一 番地 退職 判事 佐久間 惟 喜 外 
四十 六 名 呈出 (紹介 讅員高 岡 唯一 郞 君： J 
右 請願の 要旨は 歐洲碑 亂開始 以來 ti 商工業者は 順 
調の 生活を 爲し 居る に拘ら す獨り 恩給 又は 退隱料 
の 享受者 若は ia 族 扶助料に 依り 衣食す る 寡婦 孤 子 

の 如き ii 物 似 騰® の災 胆 に 苦み 窮狀甚 し fe て 文官 

恩給、 ia 族 扶助料 及 學校職 M 看守 退隱 料並锻 族扶 

助 料を 相 當佾 加せられ たしと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣意を 至 當な りと 認め 之を 採 擇 すへ 

きものと 諮 決せり 法て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 

M 及 御浍付 候 也 

特別 報转第 四十 7.' I 號 

S 見® 

請願 文 15 表 第 四 八二號 

田畑 地 價 特別 修正の 請願 山形 縣東田 川 郡 泉 

村 大字 野 田 字板皓 十五 番地 士族 農 柏 倉 席 之 

外 百 六十 二 名 呈出 (紹介 蕺員熊 谷 直 太 君〕 


右 請願の 要旨は 山形 縣柬田 川 郡 泉 村 大字 荒 川 •同 
仙 道、 同 野 田， 黑川村 大字 田 代 •同黑 川の 一部は 
地味 最下 等の 腐蝕 地に して 收璲起 た 尠きに 拘らす 
地租 改正の 當時評 債を 誤りた る 爲地價 格外に 高く 
從て 公課の 負擔 過 Is にして 經濟 上の闲 雖 一方なら 
す 依て _に 越 貴 衆兩議 院に請 願して 採 捲を 得旣に 
其の 筋よ 〇 も 調査せられ たる 所なる を 以て 前記 土 
地の 地價を 特別 修正せられ たしと 謂 ふに 在り 
衆 韻院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 機す へ 
きものと 議決せ り 依て _ 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

特別 報吿第 四十 六號 
意見書  • 

請願 文 ® 表 第 四 八四號 
明治 四十 一年 法律 第三 十七 號中 改正の 請願 
兵 庫 縣揖保 郡 網 干 町長 奥 本傳吉 外 二十 七 名 
呈出 CK 介 議員 十； 井 滞' 大君) 

右請龆 の 要旨は 明治 四十 一年 法律 第三 十七 號は十 
年 以前の 制定に 係り 現代に 適せす 依て (一〕 第一 
條第 一項 第二 號中宅 地租を 百 分の 二 十と し 其の 他 
の 地租を 百 分の 五十と し (一一〕 第二 條第 一項 第二 
號中營 業 秕を百 分の 三十と し (三〕 第三條 第一 項 
第二 號中 所得税を 百 分の 三十に 改正せられ た L と 
謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採擇 すへ 
きものと 議決せ 〇 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 
冊 及 御 送付 候 也 

特別 報吿第 四十 七號 
意見書 

請願 文書 表 第六〇 二 號 

黑石 税務袈 復餺の 請願 靑森 縣南津 輕郡黑 石 
町長山田文獮外七十一名里出(紹介議員鳴 
海 文 四 郎君〕 

右 請願の 要旨 ほ靑淼 縣雨捃 輕郡黑 石 税務署は 明治 
四十 二 年 十月 行政 整理の 際麂 止せられ 弘前税 務署 
の管輅 に 合併せ らる翯 管 It 地 たる 南 津輕郡 は 面積 
八十 四方 iH 地租 其の 他の 國說 一箇年 五十 萬 一千 餘 
圓に して 縣下 第一の 大郡た り 之か爲 十一 萬 六千餘 
の 郡 民の 蒙る； 个利不 便 甚し依 て 黑石税 務署 復舊せ 
られた しと 謂 ふに 在り 

衆議院は 其の 趣旨を 至當な りと 認め 之を 採 摺すへ 
きものと 議決せ り 依て 議院 法 第 六十 五條に 依り 別 


冊 及御浍 付 候 也 


特別 報吿 第五 十七 號 
意見書 

請願 文書 表 第五 六 三號 

學校敎 M 退 隱 料及迆 族 扶助料 m 額の 請願 滋 
賀縣犬 上 郡 彥根町 大字 芹 橋 十 s 丁目 十五 番 
M 敷 元 小 學校敎 A 高 橋® 二 外 二十 六 名 呈出 
(紹介 議員 中 村 喜 平 君〕 

同 第五 六四號 

同上 滋賀縣 栗 太 郡 常 盤 村 大字 長 束 百 八番 地 
松 井 專誠外 二十 八 名 呈出 (紹介 議員 中 村 喜 
平 君) 

右 請願の 要旨は K! 近に 於け る： 一價 騰貴の 結果は 在 
職 中の 係 給 率 比較的 低位なる を 以て 中產 階級 以下 
の學校 敎 員の 退 隱料及 政 族 扶助料 享受者は 元敎員 
たるの 腊面を 維持し 得る と 否は 問題に 在らす して 
今日は 唯 飢餓と 腿 ひつつ あるの 狀態に 在り 特に 顔 
齡病臥 の 老人 及 其の 寡婦に 在りて は 窮境 言語に 盡 
し讎き もの あり 依て 政府 ほ 學校敎 員 退 隱料及 遺族 
扶助料の 給與 額を 現 時の 物價に 伴ふ樣 支給せられ 
たしと 謂 ふに 在り 

衆籙院 は 其の 趣旨を 至當 なりと 認め 之を 採撐 すへ 
きものと _ 決せり 依て 11 院法第 六十 五條に 依り 別 
冊 及御浍 付 候 也 

0_ 長 (大 岡 育造 君) 委員長 報 吿に御 異議ない と認 
めます。 

〔「異議な し」 「異議な し」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 ( 大岡 育造 君) 即ち 委員長 報告の 通りに 決し 
ました、 本日は 是にて 散 會" 

牛 後 111 時 三十 11 分镦會 


0 大正 九 年 二月 11 十六 日 (木曜日) 
牛 後 I 時 九分 開議 
議事 日程 第 十七 號 


第 


第二 


第三 


11 1 


衆 ! ii 院 if 員 ia 舉法中 改正 法律连 

II 第  I  sas a 長) 

衆 Is 院議 員 選 擧法中 改正 法律案 (財 gi. 
f 二 讀窗の績_ 長) F 
衆議院 18 員 1 -法中 改正 法律案 ^ 群 齡 

J  £_s ii 3 


0 議長 r' 大岡 育造 君) 諸般の 報告が あります。 


加 茂 臨 琳鉍便 錄 mg 設の謀 願 外 八 件 


八 二 五 


院議 衆 會蕤园 帝 回 二十 四 第 


衆 蓮 院 SS 員 選 擧法中 改正 法律案 (武富時敏提出)第一設敦 


八 11 六 


〔原 田 書記官 朗讀 J 

一 去 二十四日 露 員より 提出せられ たる 議案 左の 如 
し 

佐 藤 ■鐵道 建設に 關 する 独 議案 

提出 界山本 悌二郞 君  高 鳥顆作 君 
丸 山 蛘峨 一郎 君 

信越， 河 31 鐵道 建設に 關する 建議案 

提出者 高 鳥 順 作 君 丸山嵯 峨一郞 君 
野 岩 羽鐵道 完成に 關する 建議案 

提出者 小 林源藏 君  八 田 宗吉君 
田 村 順 之 助 君  小久保 喜 七 君 
一昨 二十 五日 議員より 提出せられ たる 襞 案 左の 如 
し 

武 富時敏 君 外 六 名 提出 衆議院議員 選 擧法中 改正 

法律案に 對する 修正案 

提出者 片岡 直溫君  藤澤幾 之輔君 

關  和 知 君  齋藤隆 夫君 

武富時 敏岩外 六 名 提出 衆議院議員 選 擧法中 改正 

法律案に 爾 する 修正案 

提出者 關  直彥君  古島 一雄 君 

大竹貫 一 君  坂 本 金獮君 

一 今！ 一十 六日 識員 より 提出せられ たる 質問 主 s « 

左の 如し 

敎 育の實 質 改善に 關する 質問 主意 書 

提出者  小 橋 ■雲 

〔左の 報 吿は朗 讚を 經さる も參照 のた め玆に 

掲載す〕 

一 去 二十四日 議丧に 於て 選定した る 委員 左の 如し 

國有财 產 法案 

政 尾 藤吉君  秋 本 喜 七 君 

中 西 六 三 郎君  菅野傳 右 衞門君 

淸  茶 太 郎君  澤  來太 郎君 

一 宮房治 郎君  中 倉 萬 次 郎君 

正木 照藏君  高木 正 年 君 

竹 村 良貞君  横 田窣史 君 

鈴 木 富士響  片木 政治 馨 

高木 益 太郞君  松 田 三德君 

花 井 車 臓 君  金 澤仁作 君 

古墳 發掘 法案  . 

土屋 •淸三 郎君  丸山嵯 峨一郎 君 

佐々 木 武生君  赤 間 嘉之吉 君 

小 西  和 君  牧口 義矩君 


片山太 郎君  關原筘 里 君 
岸 本質 昌君 

四國 循環 耧道 完成に 關 する 建議案 外 一件 
中 野 寅 次郞君  原 田 佐 之 治 君 
政 厘 藤吉君  小 西  和 君 
井 戶文四 郎君  加 洽 _ 吉君 
高 島 兵吉君  武市彰 一 君 
大林森 次郞君 

森隈鐵 道 速成に 關 する 建議案 
原 田 十衞君  井島 義雄君 
長 峰 與一君  奥 田 榮產君 
平 山 岩彥君  岩 佐 雲 響 

佐々 木 正藏君  野 口 孝 治 君 
林  平 四 郎君 

St 幅 織物 課税 免除に 關 する 建議案 
武藤 金吉君  淸水市 太 郎君 
柳 原 九 兵衞君  中 村 喜 平 君 
今 村 七 平 君  樱井庄 平 君 
西 川 太 治 郎君  渡邊  昭君 
松 井 文 太 郎君 

木津川 治水に 關 する 建議案 
長 田 桃藏君  齋藤诖 次 君 
小 田 切 磐 太 郎君  萩  亮君 
山 口 俊 一 君  森  秀次君 
川 崎 安之助 君  小川 鄕太郞 君 
河 野徹志 君 

一 去 二 十四日 治安經 ：察法 中 改正 法律案 外 I 件 委員 

戸水 寬 人君、 松 本 誠 之君辭 任に 付 其の 補闕 とし 

て 小 林源藏 君、 松 永 安左衞 門 君を •少年法 案外 
一件 委員 政 尾 藤 吉君辭 任に 付 其の 補闕 として 高 

見 之 通 君を、 實業敎 育 費國庫 補助 法 中 改正 法律 

案外 一件 委員 有 森 新 吉君辭 任に 付 其の 補闕 とし 

て 柏 原文 太 郎君を 孰れ も 議長に 於て 選定せ り 

一昨 二 十五 日府縣 制 中 改正 法律案 外 八 件 委員 H 藤 

吉 次君辭 任に 付 其の 補闕 として 八 田宗吉 君を • 

衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 外 二 件 委員 降 旗 

元 太 郎君 辭 任に 付 其の 補闕 として 山 口珠一 君を 

孰れ も 議長に 於て 選定せ り 

一 今 二 十六 日 實業敎 育 費國庫 補助 法 中 改正 法律案 

外 一件 委員 原 W 佐 之 治 君 柏 原文 太 郎君 辭 任に 付 

其の 補闕 として 萩 亮君有 森新吉 君を 議長に 於て 

選定せ り 


一昨 二十 五日 委員長 及 理事 互選の 結果 左の 如し 
國 有財產 法案 委員 


委員長 

理事 

古墳 發掘 法案 委員 . 
委員長 
理事 


政尾蕺 吉君 

こ 宮房治 郎君 
一松 田 三德貧 

關原觸 里 君 
赤 間 嘉之吉 君 


四國 循環 鐵道 完成に 關 する 建議案 外 一件 委員 • 
委員長  中 野 寅 次 郎君 
理事  高 島 兵吉君 
森 隈鐵道 速成に 關 する 建議案 委員 

委員長  原 田 十衝君 
理事  野 口 孝 治 君 
廣幅 織物 課税 免除に 關 する 建議案 委 《 


文 太 郎君 
喜. 平 君 

珪次君 

徹志君 


委員長  松 井 
理事  中 村 
木津川 治水に 關 する 建議案 委員 
委員長  齋藤 
理事  河 野 
一昨 二 十五 日 理事 補闕 潠擧の 結果 左の 如し 
衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 外 一一 件 委員 
理事 山 口 俊 一 君 

(理事 降 旗 元 太 郎君 補闕) 

一 今 二十 六日 衆議院 議院 規則 第 十 五條 但書に 依り 
議長に 於て 議席を 左の 通 變更せ り 
五 九 津末良 介 君  六 〇武市 彰一君 
六 四兒玉 右二 君  六 五 山 根 正 次 君 
七 一 中 村 靜興君 


0 議長 (大岡 育造 君) 是 ょり 會議を 開きます、 御 諮 
り 申す 事が あります 、日程 第二 衆 il 院 _ 員 選 擧法中 
改正 法律案 日程 第三 衆議院議員 選 擧 法中改 TF 法律案 
右兩 案は 备 提出者ょり、 孰れ も 撤回の 申出が ありま 
した、 許可す る ことに 御 異議 IX ありませ ぬか。 

〔「異議な し 異議な し」 の® 起る〕 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 異議がなければ 之を 許可す 
る ことに 決します I H 程 第一 衆議院議員 選 擧法中 
改正 法律案‘ 第一 if 會の續 を 開きます I 委員長 松 
田 源 治 君の 報告を 求めます。 


第一 衆議院議員 選 擧法中 改正 法律案 (武 


富 時 / i 竹 外 六 名 提出) 第一 滾 13- の 

拉 ( 委 M 長 報吿) 

〔松 田 源 治 君 登 ^ J 
r 拍手 起る 一 

〇 松 田 源 治 料 委貝釕 の羥過 並に 結果を； s 報 ^ - a し 
ます、 本案 it 御 承知の 通り、 SS 法附® の / R 要'. .. 
律でありまして、 最も m m ■に 委員 色は ^ 科 致し まし 
た、 會を 開く こと 九 回 •而 して 昨 H 決定を iK- げ まし 
た* 是 ょり 委員 ir に 現れた る 提案の '"1 /: 

答の 大要を 説明す るは、 諸君に 對す る菝 K でを 〇 の 
みならず、 斯る電 要なる 間 題に 就て 委員長が ^ a 内 
の經 過の 大要を 報 吿する ことは、 國 民に 對する ぶ猝 
なりと 信ずる のであります r 拍手す る 者 あり) 提案 
の 理由は、 本 fl の 十四日に iii 派の 代表者が 詳細に 述 
べたる通りであります、委員會に於きましては、選 
擧槌 を與 へる 根據は 、何 所に rG るかと 云 ふこと を nil 
かにした ので あ 〇 ます、 是は 人の 能力に 賦與 する の 
である、 言ひ換 へれば 人民が 政治を 理解す る 能力に 
興へ るので あると 云 ふの が、 大體の 根據で あ： 0、國 
民 黨' の 梅 原 君 {X 之に 附加 へまして、 國家の 政治 M ISS 
の 構成 分： r たる 總 ての 人民が、 其 團體の 政治に 對す 
る 責任を 感知し、 其 政治が 如何に 運用す るかと 云 ふ 
ことは、 重大なる 責任が あるので ある、 仍て政 治 ! 'il 
體を構 成す る 人民 全體に 選擧拙 を W 與する ことは 常 
然で ある、 而して 適當な る 方法を 以て 法 钳が認 定 す 
るので あると 云 ふことは、 此選舉 權賦與 の® 據と致 
しました、 それから 今卄君 is il 擧權賦 與の根 木は、 

「デモ クラシ ー J である. I デモ クラシ ー 」 の觀 ,t: 

を選擧 の 根本の 基礎に 置くべき ものである， 即ち 入 
民の 爲め ■に、 人民に 依つ て 人民の 政治を 行 ふと 云 ふ 
觀念 が、 選擧糊 賦 與の 最も 正しき ® 念で ある •之れ 
に 根據を 置いて！ I 々説明を 致された のであります • 
それから 質問に 移 〇 まして 憲政 會の 提案 中 r 獨 立 ノ 
生計ヲ營ム者」と云ふ解釋に就ては、隨分萌が起る 
であらぅ、 選擧の 結果論 爭が 起る であらぅ •故に lit 
意義を 如何に 決定す れぱ宜 いかと 云 ふ 質問に 對して 
憲政 會の 藤澤 君は 獨 立の 生計を 營む 者と 云 ふの ほ、 
自己の 經濟を 以て、 自己の 生活を 維持す る密 である 
同居 同 ffi ほ獨 立の 生計を 區 別す る根據 とならない， 
同居 同 睫 者で も •經濟 を 別にして、 他人の 監督を S: 
けず •自己の 經濟を 以て 自己の 生計を 營む 者は 獨立 
の 生計を 管む 者で ある、 而し て是は 行政 裁判所の 判 


暌落 衆會飄 國帝冋 二十 四 第 


決 例に 於ても 明かに なつて 居る •又 市町村 制の 中に 
も此 文句 it あつて、 多年 運用して 旣に 決定 致して 居 
るので あるから、 餘〇爭 は 起らぬ であらう， 若しも 
爭が 起つたなら ば、 衆議院 11 a 選崧法 中に 規定が あ 
るから、 それに 據つて 裁判所は 決定す るから、 毫も 
闲難は 無から うと ふこと であります、 それから 玆 
に 最も 明かに しなければ ならぬ 事は、 昨年 憲政 會ょ 
〇 も、 國民攤 ょりも 制限 選擧 案で 本議會 に 提出した 
ので ある、 即ち 二圆の 制限 選擧 案を 提出した ので あ 
ります、 然るに 一年 も綷 過せ ざる 今日に 於て、 其納 
稅资 格を 撤廢 して •所謂 普 si 選樹 案を 提出した のは 
何故で あるかと 云 ふこと を、 政 友會の 委員 中ょり 憲 
政 會の 委員、 ra 民满の 委 a に W 問が 起つ たので あり 
ます、 萌政會 の委 H に 對 しては、 政 友會の 中 西 君 か 

ら 、昨年 憲政 © の 代表者は 委 a# に 於て， 斯う 云 ふ 

ことを 述べられた、 吾々 は □本の 歷史及 國情に 鑑み 

て •暫く 制限 選擧を 維持す ると 云 ふ 考を 持つて 居る 

尙ほ私 共は 第一の 嬰 件と して， 矢 張是 ia の 法律が 定 

めました 所の 原則を 追 ふて 行く、 即ち 納税者と 一: ムふ 

ものを 標準と して、 之に 向つ て 選 擧 (#! を 與へ ると 云 

ふ 一, の 原則、 此 原則は 之を 菜て ずして、 此儘で 追う 

て 行きたい と 云ふ考 を 持つ て 居る、 斯う 云 ふこと を 

昨苹 選舉法 の委 fl e- に 於て 漭 政會を 代表して 齋藤君 

が 述べて 居る、 又齋藤 君は 床 次 内務大臣が 昨年の 答 

辯に， f5 產有 る ^ • は « 心有る、 是が 潠擧 糊賦與 の 根 

據であ ると 云 ふこと を說 明した 時分に、 之に 最も 同 

«を 致して、 即ち W 產階 級に 向つ て選墘 g 々與 へる 

と 云 ふ 立法に 燹成致 しました、 斑 政會の 代表者た る 

爾軺 君が 苡成 致しました， 是れ 政治 上の 能力を 測 ffl 

する！！ 準は、 矢张財 產 n 格に 求めなければ ならぬ、 

納税の 有無は 有形 的 事 實であ りまして、 一見して 識 

別す る ことが 出来ます けれども、 知識の 有無 能力の 

有無と 云 ふ ものは、 到底 11 別す る ことが； H 来ない、 

故に W 產 K 格を 全く撤 陂 してし まつて、 能力 本位の 

潠舉棟 者を 定める と 云 ふことは、 1? 際 ；个 可能の 事な 

りと 論じて 居る •それから 又 制限 ； 1 舉を撤 破して、 

一躍して 十倍 >  少 くと も 千 二百！ g 千 三百览 位に なり 

まする —— 撤龄 すれば なる、 斯る 急激なる ii 翠權の 

擷張と 云 ふ ものは、 lit 界の 立 恋 國創 つて 以来  >  其 例 

j が 無い ので あると 云 ふこと を 論じて 居る •それから 

一斯 _な國 民に 向つ て 易々 と 糊 利を 與へ ると 云 ふこと 

7T 、 私は 不饺 成で ある、 ® 民が 自ら® 醜して、 之に 


糊 利の 要求を 爲すが 宜しい、 今日 院外に 於け る 普通 
選 擧の 運動は、 頗る 熾な やうで あるけれ ども •私は 
斯様なる 事を 以て 哿通選 擧の運 動 熾な りと ほ 見て 居 
らぬ ので ある、 それは 學生や 若い 所の 人間の 前に 立 
つて、 若く は 勞働 者の 前に 立つて、 汝 等に _ 利を 與 
へる に 依て 騷げと 言へ ば、 騷はあ 〇 ませう けれども 
此位の 事を 以て 普通 選 ii の ia 動 其 効を 费した 'りと 思 
つて 居たなら ぱ 、それは 非常な 間違で ある、 斯う 云 
ふこと を 昨年の 委員 愈に 於て 憲政 會の代 表 者た. る齋 
藤 君が 述べて、 制限 選擧を 極力 維持して 居る、 然る 
に 一年 も 立たない 屮 に此誔 法 附屣の 大法 典を 變へて 
制限 選擧を 金 然撤廢 して 所謂 普通 選擧 案を 出した の 
は、 如何なる 所以で あるかと 云 ふこと を 我 黨の中 西 
君が W 問 致した ので ある、 之に 對 して 齋一君 ほ 答 辯 
致しました、 此答辯 ほ一 言 以て 之を 蔽へぱ 、內 外の 
状勢の 變 化に 伴 ふ 國家社 會の現 狀 ょり 見て、 此 制限 
選擧シ 撤廢 して、 普通 選擧 にす る ことは、 國 家の 爲 
め 人民の 爲め最 も 利益で ある、 又此途 を 執らな けれ 
ば、 最も ^ 極せ る 政 海を 開發 する ことが 出来ない と 
云 ふ 答 辯で ある、 即ち 具體 的に 述べず して、 時勢の 
變化が 然 らしめ る、 時勢が 急轉直 下した と 云 ふこと 
を、 抽象的の 意味を 以て 答 辯した だけであります、 
そ ? I から 國民鸪 に 對して 中 西 岩が 質問 致しました、 
昨年 國民 黛は、 脔政會 と 同じく 制限 選擧 案を 提出し 
たので ある、 而して 普通 選擧を 提出せ ざる 理由は、 
先づ 自治 制度を 改善した る 後に 於て、 制限 撤噬 を nj 
とすると 認めた ので ある、 即ち 自治 制度を 改善した 
後に、 普通 選 舉を 提出す るが 得 當な りと 認めて 居る 
然らぱ 本年の 此 今日と 昨年の 今日と に 於て、 自治 制 
度に 改誇 せられた る點が あるので あるか、 どうで あ 

るかと 云 ふこと を 尋ねた のであります、 國民熬 の植 

原 君は、 私共は 何も 昨年と 今日とは、 地方自治と 立 

脔 政 gi の 根本に 於いて 其の 事 M は 異なつ て 居らぬ、 

同 S1C 味に 於いて 必要を 感じて 居ります、 今日は 更に 

之れ を 同時に 解決す るの 急を、 痛切に 感ずる もので 

あると 云 ふこと を 答 へられた、 矢張り 自治 制度 ほ 改 

善され て 居ない と 云 ふこと を 述べて 居る、 之れ を 同 

時に 改善す る ことを、！ f 切に 感ずる ので あると 云 ふ 

ことであります、 それから 尙ほ國 民黨の 植原 君は、 

時勢の® 化と 云 ふ 抽象的の 論 據でな いのみなら ず、 

是ぱ かりでは ありませ ぬ、 普通 選舉に 本年 變った の 

は、 國 際 聯盟が 成立した からで あると 云 ふこと を 述 


ベて 居る、 さう します と 我黨の 委員が (「我 黨とは 
何 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 政 友會の …… ( 「それだけは 
肢 消し 給へ」 と 呼 ふ 者 あり〕 宜しい、 同じ 事です、 
政 友 會の 委員は、 國際 聯盟は 昨年もう 旣に 三月には 
決まつて 居る、 主義に 於ても 内容に 於ても、 略々 決 
まつて 居る ので ある、 然るに 國際 聯盟が 成立した と 
云 ふこと を 以て 論 據 とする のは、 薄弱で ないかと 云 
ふことの質問がありました、それから又& ^ 中ょり 
本 問題は 國民の 意思 如何を 研究すべき 大問® である 
一部に 於て 之を 決定すべき もので ない、 本 當に國 民 
が 之を 希望して 居る か 否かと 云 ふこと、 國 民の 意思 
の發 表を 待つ ことが 相當 である、 それ 程 重大な 問題 
である 故に、 明年は 總選擧 が あるので ある 故に、 總 
選擧 を經 て、 國民が 其 意思を 表明す るまで 待つ が、 
實に立 憲 的の 態度では ないか、 國 民に 向つ て 其判斷 
を 求めて 決する ことが 立憲 的 行動で あるから、 それ 
まで 待つ て 提案して はどうで あるかと 云 ふこと を尋 
ねたので あります、 憲政 會の 代表者は 之に 答へ て、 
旣に其 時 殿の 到來 致して 居る と 云 ふこと を 確信 致し 
て、 本案を 提出した る ものであると 云 ふ 御 答 辯で あ 
ります、 それから 原國務 大臣が 本娄 M 會に 出席し ま 
して 委 M の皙 問に 對して 答 辯 致されました、 是は答 
辯と 言 ふょりも •政府の 所信を 明言した と 言 ふ 方が 
相當 であるか も 知れない、 其聲 明の 大要は 斯う 云 ふ 
事であります、 本案は 三つ ある， 其 三つを 見ます と 
云 ふと、 納税 資格を 撤廢 して、 之に 代 ゆるに 獨 立の 
生計を 以てする もの も ある、 又年齡 に 就ても 制限が 
ある、 故に 全國 民に 選擧權 を與 ふると 云ふ恝 味で な 
いことは 明かで ある、 谷 案と も 鬼は 選 擧嵇 の擴 張に 
外なら ない ものである， 即ち 選 擧權擴 張と 云 ふこと 
ならば、 從來の 政府が 執り 来りた る 方針で ある、 御 
承知の 如く 從來 憲法 政治の 初めて 行は れた頃 ほ 色々 
な 制限が あつた、 納税 資格に 就ても 十 . 71: 圓 ，居住に 
就て ほ 選 擧人ば かりでは ない、 被選鋁 人の 住居の 制 
限 も、 納税の 制限 も あつた、 其 後 改正に 佐て 十五 圓 
が 十圓 となり、 居住の 關係も 其 制限を 緩めて、 殊に 
被 選擧 人の 住居 並に 納税 資格の 制限は 撤鞔 致して、 
段々 と裱張 致して 居る、 現 政府に 於き ましても、 昨 
年 十 圓を三 圓に横 張 致して、 兩院の 大多數 の 賛成で 
成立した る 次第' である、 選擧糊 の擗 張で あれば、 何 
も爰に 新しく 論ずる まで もない ので ある. 政府の 執 
〇 来りし 所、 現内閣 も 亦選擧 權の擴 張を 實行 致して 


居る ので ある、 將來に 於ても 此擴張 方針 ほ 變更 しな 
いので ある、 又國愦 如何に 法て；！ r 三圓を もつ と 低 
下して 宜しい 時代 も あらう、 又 納税 資格を 金 然撤瞇 
して K い 時機 も あるで あらう 又獨 立の 生計を 要する 
時代 も あらう、 要せざる 時代 4 あらう、 年齡も 亦 然 
るの みならず 一步 進んで は、 女子にまで 選_權 を與 
ふる 時機が 到着す るか も 知れない、 是は 皆な _情 の 
如何に 依る ことで あつて •副 情が それに 達したなら 
ば 其 通り 横 張して 少しも 差 支は ない と 思 ふので ある 
然るに 僅か 一年 前に 制限 選擧 案が 兩院を 大多數 を 以 
て 通過して 法 鉗と なつて 居る、 而も 其 法 Mt は 未だ 實 
行され て 居ない、 實 行され て 居らぬ 憲法 附® の 大典 
たる 衆議院 S3 員選擧 法を 一 年 經つ か經た ぬ 內に 變更 
する ことは、 i： 院 として ® 民の 信 W を 博す る ことが 
どうして S 来る か、 如何にして 憲政を 進步發 達せし 
める ことが 出来る か、 斯る 重大なる 法案は •ほら 秩 
序 も ある-順序 も ある、 一年 經 つか 經たぬ 中に 忽ち 
變更す ると 云 ふやうな こと if 國 民の 信用を 得る 所 
以でな い、 又此 憲法の 發連 を圖る 所以で ない と考へ 
る •併ながら 選擧權 の！ I 張は 政府の 異議な き 所で あ 
るから、 昨年は 衆 誠院謅 員選擧 法を 改正し、 本年は 
府縣制 •市町村 制、 所謂 地方自治 制度の 改正を N つ 
て、 大に是 等 團體の 選擧權 を掖 張す る考で ある •其 
法案 S 提出は 旣に 明言した 所で ある •斯の 如き 順序 
を 以て、 秩序を 以て 進んで こそ， 國民が 安心して 政 
洽鹋關 を 吾々 に 委託し 置く ことが m 來 ると 思 ふ、 ( 
拍手す る 者 「の 1^^」 と 呼 ふ 者 あり V 故に 政府は 
今回の 提案に 對して は、 反 對で あると 云 ふこと を聲 
明され ました*  (拍手す る 者 あり) それからもう 一 
つ 重要なる 政府の 聲明 があります、 それは 世人が rl 
を 開けば-世界の 形勢が 變 化した >  時代が 變 化した 
—— 基は 政府 も 同感で ある、 時代は 變 化して 居る、 

併し 此變 化 (£ 歐洲と - 歐羅 巴と □本と 違. V 英吉 

利と か* 佛阐 西と か， 搁逸 とか 云ふ國 、勝つ た 國も 
負けた 國も •政治家、 勞蚴者 •老若男女 •國 運を 賭 
して @ 爭 致して 居る ので ある. 勝つ た國に 於ても 物 
質 上. 精神 上、 思想 上の 大變 化が あるで あらう、 又 
負けた 搔 逸の 國 は尙更 さう であらう 、即ち 思想 上， 
精神 上 •物質 上の 大變 動が あるは 當然 である、 併 日 
本は 英佛獨 逸の 如き 大陵 化は 來して 居る のでは ない 
其餘波 を 受けて 居る ので ある •故に 此區 別を 能く考 
へない と 云 ふと、 總て 外國 に大變 化が あると 云つ て 
一八！ 一七 
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日本が © 似を して 雷同して、 さう して 外國に 起る や 
| うなる ことを 突發さ れた 時分に 於て ほ、 日本の 阈體 
一 も危 くなる かも 知れない (「の 丨<.| と 呼 ふ 者 あ 
り〕 國 民の 安全 幸福 も 飛んで しまう かも 知れない、 
(「の—  / \ [. と 呼 ふ 者 あり) 故に 世界が 如何に 變化 
して 居る か跤鞔 巴 ほ 如何に 變 化して 居る か， 日本 (3: 
如何に 其 ® 動を 受けて 居る ので あるかと 云 ふこと を 
能く 區別 して、 秩序 ある 順序 ある 行動を 執らな けれ 
ばなら ぬので ある、 (拍手 起る J 立憲政治 ほ 制度を 
尙ぴ .秩序を 尙ぷ ことが 立憲政治の 骨髓で ある、 人 
民の 信用を 傅し •立遨 政治の 秩序 ある 發達を 期す る 
ことは 政府の 期す る 所で ある •然るに 一年 經 つか 經 
たぬ 内に、 世界の 形勢に 雷同して、 さう して 斑 法附 

慰の 大法 典を 變革 すると 云 ふことは、 政府は 斷じて 

反對せ ざるを 得ない と 云ふ聲 明であります、 (拍手 

起る 「そんな 事 ほ 速記 錄に 無い」 と 呼 ふ 者 あり) 是 ほ 

委員長の 報吿で あります から、 どうか 溫 和し く聽い 

て 下さい、 一 「速記 錄に 無い」 と 呼 ふ 者 あり〕 是は國 

民に 訴 へて屛 るので す ：… C 「速記 錄に無 いぢ やない 

か」 と 呼 ふ 者 あり〕 それで ほ ® みませう か、 一 漏 今 

の 事を 一 … 違つ て 居る と 言 ふなら …… 讀 みませう、 

(發言 する 者 多く 議場 騷然) 

0 P 長 (大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひます。 

〇 松 田 源 治 君 ® みませう …… 又 世界の 形勢， 世界 

の 形勢と 云 ふこと であります が、 lit 界の 形勢の 變化 

して 居る ことは、 私 も 能く 知つ て 居る •極めて 御 同 

感で あります、 併ながら 之を どう 御覽 になる か、 歐 

洲に 於て は國 力を 賭して、 國の 運命を 賭して 五 年間 

も H1 つた、 其 時に 於て は どんな 者 も 上下 I 致して、 

勞® 者 も、 政治家 も、 老人 も、 幼年 者 も-女 も | 生 

懸命に 國家 の爲 めに 職つ た、 さう して 受けた のと 勝 

つたの があります が、 今日 戰爭を 終つ て 見る と、 勝 

つた 國 にしても* 英吉利の 國情 、佛蘭 西の 國情 、大 

變に戰 串 前に 比して 變 化して しまつた- 搦逸 は尙更 

變 化した、 彼の 國に 在つ ては 眞に已 む 得ない， 物質 

上稱神 上に、 非常に 變 化を 来した と 云 ふこと ほ 怪し 

むに 足らぬ、 何 處の國 でも 彼程に 戰 つて 五 年も續 け 

ましたら、 直ちに 國 民の 思想 上に 於ても* 物質 上に 

於ても、 精神 上に 於ても、 變化 致し ませう、 それで 

大に變 化した ので ある、 此變 化した 所の 波 励を 受け 

て、 -HI: 界 中に 多少の 變化は ある、 併し 何處 にも 同樣 

の 1 i 化は 起して 居りは せぬ、 又英佛 其 他の 諸 國の有 


棵を ざつと 見て、 さう して 日本 も 其 通〇變 化して 居 
るかの 如く 推論したら 大 間違で ある、 さう ほ 變 化し 
て 居ない ので ある、 變化 しやう もない、 五 年間 一生 
懸命に 國 力を 賭して さう して戰 つた 國 、さう して 負 
けた 國 、是 と同樣 の gl 化は 日本に 起つ て 居ない， 是 
ほ 談論で ない (拍手す る 者 あり〕 事實で ある 故に 彼 
國で 斯うで あつたと 云 ふこ fc を 以て、 日本に 適用は 
出来ない、 然らば 日本に 變化ほ 無い かと 云 ふと® 化 
ほ 無論 あるけれ ども、 唯 だ 彼國の 有樣を 見て 雷同す 
る もの、 是 ほ 變 化と 見られない、 又眞 に备國 の影驟 
を 受けて 一:: 化して 居る 部分 も ある、 是ほ變 化と 見な 
ければ ならぬ、 それ 此れ 能く 詮_ しなければ •唯 だ 
外國 では 斯うで あると 云 ふ ばかりを 以つて •.一概に 
論ずる ことは 出来ない のが 今日の 狀態で ある、 若し 
之を 誤つ て 歐洲諸 國の如 きものな りと 日本の 國情を 
誤り 認めて、 彼 國に行 はれる やうな 事を 突發 したな 
らば、 國 家の 基礎を 危く する かも 知れぬ、 (拍手す 
る 者 あり〕 國 民の 幸福 安寧は 飛んで しまう かも 知れ 
ない、 此所は 餘程考 へなければ ならぬ， そこで®々 
申す 通り、 此變遷 ほ 何人 4 阻止す る ことが 出来ぬ、 
此變遷 に對 しては、 秩序を 立て、 國 民に 安寧を 與へ 
て 行きたい と考へ る、 此 見地ょり、 此 一年 前に 大多 
數を 以て 制定した る 大法 律を 今日 改めなければ なら 
ぬと 云 ふこと を、 我々 は 認めて 居らぬ と 云 ふこと を 
言つ て 居ります。 

〔拍手 起る、 「國體 はな いぢ やない か」 と 呼 ふ 者 
あり 其他發 言す る 者 多し i 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜肅に 願 ひ. ます。 

〔「國 體と云 ふこと が 何 所に ある」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 松 田 源 治 君 それから .…： C 「取消せ」 と 呼 ふ 者 あ 

り〕 此 意味であります、 C 「報 吿僞 造」 と 呼 ふ 者 あり) 

それから 委員 會は 終結 致しまして >  さ うして 討論に 

移りました、 討論に 移りました 所が、 三 派と も (「取 

消を しない か」 と 呼 ふ 者 あり〕 本 會議に 討論を 讓る 

と 云 ふこと でありました、 それで 1 :「 國體が 何 所に あ 

るか」 と 呼 ふ 者 あり) 先づ . (「 « つき」 と 呼 ふ 者 

あり〕 先づ今 井 嘉幸君 等が 說明 しました る 所の 坂 本 

金_ 君の 案を 採決 致しました， 是は 否決に なり まし 

た、 其 次に 國民黨 の 提出した る 案に 就て 決を 探り ま 

した けれども、 是も 否決され ました、 それから 憲政 

會の 案に 就て 採決す る 時分に、 修正案が 憲政 會から 

出ました、 其 修正案は 「衆議院議員 選擧法 中 改正 法 


律 案 中 左の 通 修正す、 第八塍 第三 號獨 立 〇 生計を 營 
む 者を 削 〇、 更に 現行法 第八條 第三 號を 削る に 修正 
す、 第 十 一條 第 四 號の 次に 左の 二號を 加 ふること に 
修正す 五、 貧闲 の爲 1 费若 は慈 藝業 其の 他の 救 
助を 受け 生計を 爲す者 及 之を 受けた る 後一 年を 經過 
せ さる 者 •六、 生業に 從事せ すして 他の 扶養 又 13: 扶 
叻を受 くる 者、 但し 中學師 1M 學校 若 (X 文部大臣に 於 
て 之と frfl 等 以上と 認めた る學 校を 卒業し 又 ほ 之と 同 
等の 學力を 有する ものと 檢定せ られ たる 若 <3: 此の 限 
に 在らす」 是は 憲政 會の 原案に 對する 憲政 會の 修正 
であります、 それから 國民黨 から も 憲政 會の 原案に 
對 して 修正が 出ました •それは 第 A. 條 第二 號及舘 三 
號を 左の 如く 改むを •第 八條 第二 號を 左の 如く 改め. 
第三 號を 削りに 修正し、 餡 十 一條 第三 號を 左の 如く 
改 むを、 第三 號を 左の 如く 改め， 第 四 號及 第五 號を 
加 ふ、 三， 貧困 S 爲 官公费 若は 慈善事業 其の 他の 救 
助を 受けて 生計を 爲す满 及 之を 受けた る 後 一箇年を 
經過せ さる 者 •四， 六 年の 懲役 又 (3; 禁錮 以上の 刑に 
處せ られた る 者、 五、 六 年未滿 の 懲役 又は 禁錮の 刑 
に處せ られ 其の 執行を 終り 又は 執行を 受 くる ことな 
きに 至る 迄の 者に 修正す、 第 十二 條第二 項 中 又は 官 
立 公立 私立 學校 の學生 生徒を 削る， 第 十三 條第二 項 
を 左の 如く 改 むを 第 十三 條第 一項を 削り 第二 項を 左 
の 如く 改むを 修正す、 是が國 民黨の 修正案で ありま 
す、 それで 此貧 困の 爲云々 と、 生業に 從事 せず して 
云々 と 云 ふことは、 今までの 立法 例に 見ます と 珍ら 
しき 立法 例であります、 それで 他日 之が 法律に なり 
ますれば、 色々 の ^ 點が あるで あらう と 云 ふこと が 
委員 會に 於て は 委員から 種々 の 質問が 起り ました、 
即ち 貧困の 爲官 公費 若は 慈善事業 其の 他の 救胁 を受 
けて と 云 ふことは 如何なる 意味で あるか、 半； 業に 從 
事せ ずして 他の 扶養 又 (3: 扶助を 受 くる 者と あるが、 
然らば 生業に 從 事して， 他の 扶養 扶助を 受けた る 者 
はどう かと 云 ふやうな 質問が 澤山 起つ たので ありま 
す、 之に 對 して 憲政 會 の © 員 ほ、 斯う 云 ふ 答を した 
のであります、 第三 號の 中の 其の 他と ■云 ふの ほ 廣い 
意味で ある、 是は廣 い 滴 味に 解釋 すると 云 ふので あ 
る、 そこで 廣い 意味なら ば、 幾分で も 救助を 受 くれ 
ば、 選 i. 權は無 いので あるかと 云 ふ 問に、 左樣で ご 
ざいます と 答 へられた、 さう します と 矢 張 それは、 
柯 立の 生計と 云 ふこと X 違 ひないで あらう、 所が 藤 
澤 幾之輔 君は それに 答へ て、 吾々 は 此獨 立の 生計を 


一八 二八 

營むと 云 ふ 要件を 一方に 於て ix 除きました けれども 
他方に 於て ii Ji: と 六で 其 大部分を 網羅した fu りで あ 
ると 答へ た、 それから 第 六に 對 して 生荣 に從事 して 
居つ て ■他の 扶菱扶 助を t- けた 者で も， .'!- へ强 速 ^ 攛 
ほ 無い ので あるか どうかと 云 ふことの Lu llij が ri taj あ 
りました、 所が 其 生業と 云 ふ 意味は、 認定に te る と 
云 ふ 答 辯で ありました、 然らぱ 如何なる sg 定に依 る 
かと 云 ふと- 是は 裁判所が 判 斷す るので ある、 さ 5 
して 通常 生業と 云 ふ > >- とは、 即ち 獨 立の 活計を 立て 
倶る 者を 認めて、 生業と 謂 ふと 云 ふので あります、 
所が 廣岡 君が さう すると ® 立の 生計を 立てる と 云 ふ 
ことほ、 積極的と 消極的との 軎 違は あるが、 其 ® C 味 
に 於て ほ 同で (3: ないか、 31 立の 生計を 營むと 云 ふこ 
とは 積極的で 書き、 今度 C 修正案 ii 生 菜に 從 3J1- し 云 
々と 消極的に 書いて あるけれ ども、 それは 怠 味は M 
じで あるかない かと 云 ふこと を e きました 所が 下 I.V.1 
君が、 大膛に 於て 同じと 御 承知を 願 ひたいと 言つ た 
即ち 獨立の 生計を 營む 者と 云 ふこと も、 今 011 の 修正 
案の 第 ;/ 7: 第 六、 意味に 於て は 大瞠に 於て 違がない と 
云 ふこと に歸 したので あります、 C 「廣 くな つたの だ 
j と 呼 ふ 者 あり〕 是が委 員 ir の 大要で あ 〇 ます、 本 
案は 申す まで もな く 重大 法案であります から、 どう 
か 諸君に 於 かれましても、 愼 重審韜 あらん ことを 希 
圍 して、 私は 此壇を 降る のであります (「採決 ほどう 
した」 と 呼 ふ 者 あり〕 採決の ことを 忘れました、 今 
の 修正案に 就きましては、 國民黨 と S! 政 包の 共通 點 
を 採りました、 所が 是ほ矢 張少數 で ? n 滅致 しました 
否決に なりました •それから 殘つた 部分を 採決 致し 
ました 所が. •是 も少數 で ? f 決に なりました、 それ か 
ら 憲政 會の殘 つて 居る 所の 第 六であります、 之に 就 
て 決を 採りました 所が •是 も少數 で 否決 (.. なり まし 
た、 それから 憲政 ir の 原案が 代つ て 居ります から、 

此 原案に 就て 探 決 致しました 所が。 是も少 ©で 否決 i 
になり ました、 要するに 原案 修正案と も 悉く 否決に 
なりました •是が 委員 會の經 過 結果の 大要で ありま 
す。 

〔拍手 起る〕 

0 三 木 武吉君 議長。 
o _ 長 (大岡 育造 君〕 三 木 君， 何です か。 

〇 三 木 武吉君 唯今 松 田 君の 御 報吿中 、隱な らざる I 
御言 葉が あつた やうで ございます、 恐く ほ 松 田 ?' - が一 
不用意の 中に 斯の 如き 言を 爲され たので あらう と 思 
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ひます けれども、 尙ほ念 の爲 めに、 一 應委员 長に 御 
尋を して 置かなければ ならぬ と 思 ひます、 それは 外 
でも ありませ ぬが、 唯 今 松 田 君の 御 報告の 中に、 國 
務大臣 の聲 明の 一節と 致しまして •普通 選舉を 行 ふ 
やぅな ことがあつ たなら ば、 國體 を危 くす ると 云 ふ 
ことを 言 はれた のであります、 其點に 就て 私共は 異 
樣の感 に 打たれまして •松 田 君に 對して 其の 肢消を 
求めん と 欲した、 所が 松 ! i'l 君は si めて 速記 錄を譖 上 
げられ ました、 其の 讚 上げられた 速 1H 錄の 中には、 
國 SS を危 くす ると 云 ふ 言葉に、 該當 すべき 場所に、 
國 家の 基礎を 危く する の® が あると なつて 居る、 國 
家の 基礎を rit くす る や 否やは 調 論で ございます が、 
國 家の 基礎を 危く すると 云 ふこと、、 國體を 危 くす 
ると 云 ふこと、 は、 餘程跟 離の ある、 相違の ある こ 

と、 思 ひます、 總理 大臣が 國 家の 基礎を 危く すると 

言 はれた ことに 就いては、 私 ども、 もとょり 異翳が 

あるので ございます が、 是は 總理大 K の識 論と して 

一陬 承つて S くことは 出来る のであります 、惟 だ 松 

的 委員長 •か 速記 鈴に te らず して、 御報吿 になつ て國 

體の 基礎を 危く すると 云 ふが 如き 言葉は •斷 じて 私 

共は If 從する ことが m 來ませ ぬ、 若し 松 田界が 言語 

を 以て 報 ff せられた 通り， 普通 51 擧が阈 跑 の 基礎を 

危 くす ると 云 ふこと であるな らば、 吾々 稍 通 塊 舉論 

者は、 IB に ® 賊で あると 云 ふこと を W 明せられ たと 

同 揉の 調 論になる のであります、 私は 此 m 大法 案を 

通 する 場合に 於て、 松田委 M 長が 總理大 K の ^ を藉 

りて， 斯の 如き 不 e 不當の 言を 爲す ことは、 斷 じて 

許さない のであります、 (「ひやく」 と 呼 ひ 拍手 

する 者 あり〕 松田委 M 長に 於て 其 言を 御肢 消になる 

ならば 卒ざ 知らず、 然らずんば 私共は、 邸 じて 此讁 

琪の 進行を さす こと ii 出来ぬ のであります、 松 田委 

員 長は 其 言明を 収消 すか、 然らずんば 謎 事を 中止し 

蹯長は 速記 錄を取 調べて、 更めて 此矜琪 の 進行を せ 

ら れんこと を 望む のであります、 即ち 松 ffl 委员 長に 

對する W 問 •並に 之に 對して 執るべき 議長の 腐® に 

就て、 一言 申 上げた のであります" 

0 松 田 源 治 君 私の 邦 街 中 E fis と 言つ たこと ほ •國 

家の 誤りであります、 即ち 國體の 基礎と 言つ たこと 

は、 P3 家の 基礎を と 云 ふの 誤りであります、 私が 國 

體と 言つ たら 取消 L ます、 國 家の 基礎を 危く すると 

云ふ考 であつ たのであります* それ故に 後で 速記 錄 

を朗 H3 致しまして、 其點を 明かに 致して M きます。 


0 ■長 C 大岡 育造 君〕 齋藤隆 夫君。 

C 齋藤隆 夫君 登壇、 拍手 起る〕 

011 藤隆 夫君 諸君、 本員 等は 時代の 進 運と 内外の 
情勢に 鑑み、 現行 選擧 法の 要 部に 向つ て、 一大 改正 
を 加 ふるの 必要を 認めて、 今回の 改正案を 提 m 致し 
たのであります、 此の 改正案 中に 規定す る 所の、 第 
一は 選擧褪 の大權 張， 世に 所謂 普通 選舉で あ -0 ます 
第二は 選 擧 M 制の 變更で あります、 第三は 選擧 _収 締 
に關す る 事であります、 是 等の ものは 互に 相俟つて 
現 時の 政界を 革新し、 內 外の 大勢に 順應 する が 爲め 
に、 最も 必要なる ものと 存じて 居ります、 それ故に 
此改正 案 中 枝葉の 點に 至つ ては、 或は 意見の 相違が 
あるかは 知れ ませぬ が、 大體の 根本主義に 至つ ては 
少 くと も國民 代表の 府た る此 衆議院に 於き ましては 
大多數 の 賛成を 得る こ . i を 確信 致して 居つ たので あ 
ります、 測ら ざり き ? S 員 會！^ きまして は 是が 否決 
せられ、 本日此 問題に 就て 爰に 論戰を 開始せ ねばな 
らぬことほ*寧ろ本|!5等の意外とする所であります 
先づ 最初に 一言 致して® きます るが、 此 改正案 中に 
於て、 吾々 が 主眼と して 居る 所は、 即ち 選 擧_ の大 
擴 張であります、 諸君 も 御 承知の 如く、 吾々 は 一年 
以前に此籟會に於きましてほ、制限選擧を主張致し 
ました、 一年 後の 今 H に 於て は、 普通 選 舉を 提唱す 
る 者であります、 若し 諸君 中に 於て、 何が 故に 汝は 
斯の如 く 急 變し たり やと 問は る、 人が あるなら ば* 
本員は 喜んで 其 人に 答へ ませぅ、 本 M 等が 急變 した 
るは 即ち 國情が 急變 したる が 爲めな 〇  ( 拍手 起る〕 
由來國 家の 情勢 ほ， 歲 月の 長短を 以て 測り 知るべき 
ものでは ない (「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり) 過去 一 
年の 11 に 於て、 如何に ft 界の 形勢が 變 化した か、 如 

何に 我國 の國惝 •か 大變 化を 受けて pr るかと 云 ふこと 

は、 苟も 天下 具眼の士であるなら ば、 必ずや 氣 •か 付 

いて 居る に 相違ない のであります、 吾々 は此變 化に 

順 腿す るが 爲 めに 有 ゆる 行掛を 捨て、 有 ゆる 感情を 

抛ち、 斷乎 たる 決心を 以て、 我 政界の 根本に 向つ て 

一大 革新を 加 ふるの 必要が ある •而 して 此 革新の 大 

前提と なるべき ものは 普通 選擧を 措て 他に 求む る も 

のな しと 考へた のであります 、(拍手 起る) 諸君、 

本 fl it 此 場合 諸君の 前に 於て は 普通 選擧の 哲理を 講 

ぜんとす る ものでは ない、 又歐米 諸國に 於け る 普通 

選鹖の 歷史‘ 及 現 時の 狀態 を談 ぜんとす る ものでは 

ありませ ぬ、 斯の 如き 事は 本員の 言を 俟たず して、 


賢明なる 諸君は 旣に 十分 御祇 知の 事であります •又 
代 ii 政治が 或る時 期に 達した ると きは、 普通 選 ^ は 
必ず 實現 する ものである •我國 も又此 通則の 外に 立 
つ ことは m 来ない と 云 ふ 此一點 に 至つ ては、 恐く は 
諸君の 中に 於て 一人の 異屬は 無い 筈であります、 唯 
た 間 題と する 所 ほ •何日から して 之を 行 ふので ある 
かと 云 ふ、 其 時期の 一點 であります、 吾々 は ® く內 
外の惝 勢に 鑑み， 我國に 普通 選犖を 行 ふべき 時機は 
旣 1.. 到来して 居る 啻に 到来して 居る のみでは ない、 
今日 普通 選 擧を行 ふに 非 ざれば、 內に 在りて は 民意 
を 仲 張す る 事は 出來 ない 國民の ，政治的 能力を 發揮す 
る 事は 出来ない、 國 民の 政治的 結合を 一一る 事が 出來 
ない、 諸般の 政治問題を 解決す る 事は 出来ない、 又 
外に 於て は 世界の 大勢に 順應 して 列國の 間に 於て 帝 
國の 地位を 保つ 事は、 頗る 闲難な りと 斷 ずる もので 
あります、 諸君 も 御 承知の 如く 國民 政治は 今日 世界 
文明 國の 大勢で & ります、 政治の 基礎を ば 多數國 民 
の 上に 置き、 此國民 的 勢力を 結合して 以て 外に 向 ふ 
是に 於て 初めて 國 際場裡 に 於て 勝を 占める ことが 出 
来る のであります 、今回の 大戰は 吾々 に 向つて 活き 
たる 敎訓 を貽 して 居る、 彼の！！ 逸の 如き、 彼の塽 太 
利の 如く、 立憲の 名 有つて 其實 無し 形式的 代謅 政治 
有つ て、 實 質的 國民 政治 無し、 終始一貫して、 官位 
政治 若く は 軍閥 政治に 支配せられ たる 所の 國家は 、 
今回の 戰爭に 方つ て、 如何なる 運命に 出會 ひました 
か、 彼等の 國家は 、啻に 敗戰の 屈辱を 受けた るの み 
ならず、 彼等 諸 國の國 民が 一た び 政治的 大自覺 を 爲 
す や 否や、 直ちに 舊來 の國家 組織 ほ 破壊せられ、 更 
に 新しき 組 ® の 下に 於て、 純然たる 國民 政治を 行 ふ 
が爲 めに 奮闘して 居る のであります， 是に 至つて 今 
日歐米 諸國を 通じて、 國民 政治なら ざる 所の ものは 
唯 だの 一つ も 無い、 斯の 如く 彼等 諸 國の國 民は、 旣 
に 政治 界に 於て は 少數 政治‘ 階級 政治を ば 打破つ て 
国民 政治 ■平等 政治の 主義を 確立し、 更に 進んで は 
此 主義を ば、 經濟 上、 社 會上 •其 他 有 ゆる 方面に 實 
現す るが 爲 めに、 新 運動を 起して 居る のであります 
固ょり 此新 運動の 前途に 當 つては、 幾多の 闲灘は あ 
り ませぅ が、 其 最後に 至づ ては、 必ずや 大體に 於い 
て 其 目的地に 到達す るに 相違ない、 而 して 新 運動の 
成功す る 所 •玆に 世 界に 向つ て 新しき 文明が 生れ 倶 
る ことは、 何人と 雖も豫 測す る ことが 出來 るので あ 
ります、 然るに 翮て 我國の 有樣は 如何なる もので あ 


るかと 云 ふこと です、 我國は 一方に 於て ほ 世界に 向 
つて 一等 國な りと 誇つ て 居る、 五大 國の 一な りと 誇 
つて 居る、 立憲 三十 年の 歷史を 有せり と 誇つ て 居る 
然るに 退いて 國內の 政治 組織、 國內の 政治 狀態を 見 
まする と、 ra 舍 も田两 も大 田舎、 a に 世界の 田舍者 
たるを 免れない のであります、 今日歐 米の 三等 國と 
雖も 、我 國の 如き 幼 稲なる 政治 組織を 有して 居る も 
のは 無い、 他の點 は 姑く 措きまして、 唯今 問題に な 
つて 居 〇 まする 所の 選 坍 權の 如き も、 確に 其 一で あ 
ります、 六 千 萬の 國民屮 に 於て、 選舉潘 を 有する 者 
は 僅に 百 五十 萬， 改正 選擧 法に 法る も 二百 八十 萬を 
出で ない のであります、 其 他大多 M の國 民は、 商 接 
にも、 間接に も、 一切 國 政に 參與 する ことを 許され 
て 居らない、 斯の 如き 幼稚なる 政治 組織の 國が 、世 
界何處 に 在ります か、 而已 ならず 此少數 の選擧 人は 
今日 果して 如何なる 有樣に 在る か、 近時 我國 の選擧 
界に㈣ 漫 して 居る 所の 一種の 惡 弊習、 此惡骼 習の 事 
は 姑く 措て 論ぜず とする も、 元 來我國 の選擧 界に自 
由 の 精神 あり や、 我 S の is 舉 界に獨 立の 精神 あり や 
或は 又我國 の 選擧 人の 大多數 は、 官權萬 能の 病に 取 
付かれて 居る のでは ないか、 我國 の選擧 界に は官權 
萬 能の 旗が 翻つて 居る のでは ないか c 拍手 起る) 是 
等の 事は 本 员に取つてほ、多年に跨る一大疑間であ 
ります、 立脔 治下に 於て 最も 大切なる 所の 懿 員の 選 
題 . 此 議員 選擧の 場合に 方り ましても •苟 4 官權を 
擁して 國 民に 臨み、 國民に 向つ て壓迫 を 加へ たなら 
ば、 殆ど 何事 も 爲し得 ざる 所の ものは 無い と 云 ふ 有 
II で ! 3: ないか、 (拍手 起る〕 其證據 に ! -i 一度 政權を 
握つて 國 民に 臨んだなら ば、 少數黨 は 直ちに 多數黨 
となり、 一度 政權を 失つ たなら ば、 多數黨 は 直ちに 
少數黨 となる、 而して 彼等が 多數黨 となり、 彼等が 
少數黨 となる、 其原恆 は 何處に 在り やと 云へ ばです 
彼等の 標楞 する 所の 政治 上の 主義 政策と ほ、 餘り大 
なる 關係ほ 無い、 唯 だ 一 ほ 政® を 握り、 一 ほ 政權を 
握らず と 云 ふ、 單な る事實 ょり 外に認 むべき 原因を 
發見 する ことが 出來な いのであります、 斯る不 合理 
なる 所の 選 擧界が In: 界 何れの 處に あるか、 而 して 我 
國の潠 擧界に 斯る惡 弊習を ぱ來 したる 其 原因 ほ 何處 
に 在る かと 云へ ば •固より 歷 代の 政府に も 罪が あり 
ませ 5、 併ながら 歷 代の 政府を して、 其 權力其 干渉 
の 手を ぱ 、廣 き潠擧 界に伸 べしめ る ことを ? i るに 至 
りたる 其 原因は、 今 R の 制限 選擧此 制度に 於て 一大 
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缺陷が あるから であります •< 拍手 起る) 若し 今日 
の 制限 選舉 を廢 して 普通 選舉 と爲 し、 ii 舉界に 於て 
多 15 阈民の 勢力を ば ^ 及せ しめる ことが 出 來 ました 
ならば、 此弊害 と 云 ふ ものは、 大なる 程度に 於て 一 
掃す る ことが 53 來 るので あります (招 手 起る ■  I 其 
議詢 なら 昨年と 同じ 事で ないか」 と 呼 ふ 者 あり： >  尙 
ほ 其 位の 事で ない， 元 來斯る 制限 選舉の 下に 於て、 
又斯 る選舉 界の下 に 於て 現れた る 所の 現在の 政府‘ 
現在の 政赞 、此 政府 政羝な る もの ほ 國家の 大局ょり 
見て、 一 gs それだけの 値 打が ある ものである か， 是 
亦 本 M に 取つて {i 一つの 疑問であります (「憲政 會 
がさぅ だら ぅ」 と 呼 ふ 者 あり) 若し 人 あり 現内閣を 
以て 政 常〗 内聞な りと 稱 し、 現 政治を 以て 國民 政治な 
りと 稱する 者が ありますならば 、本員は 其 人の 思な 

る こと 之を 聽 いて 喜ぶ 一部の 國 民の 無智を 嗤 ふので 

あります、 (拍手 起る) 憲政 施行 以來 三十 有餘 年， 

我阈に 於て (X 政 黛 内閣な ぞが 現れた 例 ほ 無い、 我國 

には 國民 政治な ぞの 現は れた例 ほ 無い、 我國の 政治 

は 終始 I 貫して、 少数 政治 •階級 政治、 若く ほ 變形 

したる 官僚政治、 是 ょり 外に m た 例は 無い ので あり 

ます、 今日の 如 令 制限 選犁の 下に 於て， 如何にして 

® の 政 黨內閣 が 現れる か、 如何にして® の國 民政 治 

が 現れる か、 之を 政 绒內閣 と稱 する もの ほ 過で あり 

ます、 之を ^ 民政 治な りと 稱 する もの ほ 過で ありま 

す、 加 之 元 來斯の 如き 少數 階級を 其-礎と して 居る 所 

の 政府 及政搽 の 力を 以て、 果して 今日 內 ■の 政務を 

解決す る ことが 出来 得る か、 果して -tit 界の 大勢に 順 

應 して、 國 家の發 展をぱ 11 る ことが 出 來煜 るので あ 

るか、 逍憾 ながら 本員 ほ然ら ずと 斷定せ ざるを fi な 

いのであります， 是は 決して 一片の 空理では ない、 

木员一人の空想ではない、過去現在我國に現れて居 

る 所の 幾多の 事實は 、本員の 言に 僞りな きこと を ば 

語つ て 居る のであります、 遠き 事例を 引用す るの 必 

要はない、 近く 本 期 議會に 現れた る 所の 政治問題は 

何事であります か、 先づ內 政に 於て は 物 僧 問題、 惹 

て 國民の 生活 問題， 勞働 問題、 税制 整理 問題、 其 他 

一般の 社 會 政策は、 今日 何人が 見る 所が、 之を ば徹 

底 的に 解決し なくて はならぬ 所の 緊急 ® 大なる 問題 

であります、 然るに 現 內閣は 言を 左右に 託して、 之 

を 解決す る ことが m 來な いでは ないか、 (「ひや ひ 

や」 と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る〕 現内閣の 諸 公と 雖 も、 

或 ほ 相 當な考 を 持って 居る かは 知れない、 持つ て 居 


るか；； i 知れない が. 之を 行 ふこと (X 出 來な いので あ 
る， 何が 故に 行 ふこと が 出來な いので あるか 之を 行 
ほんと する も、 政府 ほ 後に 控へて 居る 所の 或 物の 爲 
めに、 手 も 足 も 束 g せられて 辟る ので & る、 (「ひ 
や <J と 呼 ふ 者 あり 拍手 起る) 其 或 物とは 何物で 
あるか、 即ち 制限 選舉 である、 即ち 階級 選舉 である 
今日の 如き 政治 組織の 下に 於て •何人が 政府の 局に 
立つ と雖も ，恐く (S 是 等の 社會問 題に 就て滿 足なる 
解決を 吿 ぐる ことは 出來な いで あらう と 思 ひます， 
(「何故 去年 言 ! 3: なんだ」 と 呼 ふ 者 あり〕 物價 問題 
に E 掛 らんと したなら ば、 必ずや 富 * 階級が 反 對す 
るで あらう、 又勞卿 問題 其 他の 社會 問題に 取掛 らん 
としたなら ば •必ずや 資本 主 其 他の 有篚 階級が 反 對 
する であらう* 而して 今日の 政府 及 政黨な る もの ix 
是 等少數 の 階級を 基礎と して、 此 階級の 上に 雜設せ 
られて 居る ので ある、 若し 此階 級の 反對を 受けた な 
らば、 立 所に 沒 落すべき 運命を 擔 うて 居る ので あり 
ます (拍手 起る) 斯る 組織の 下に 於て、 どうして 社 
會 問題の® 決が 出来る か、 是が 解決が 出来ない と 云 
ふの ほ、 政府 ばかりの 罪で ない、 人 ばかりの 罪では 
ない > 制度 其 物の 根抵に 於て， 一大 缺陷が ある こと 
を 吾々 ほ 自® せねば ならぬ のであります、 (拍手 起 
る〕 或は 又 外交問題 (3: 如何で あるか、 腿々 此議會 に 
於て 論難せられ た 所の 西 伯 利 問題 ほ 如何であります 
か、 內外 孰れの 方面ょり 見ても、 重大なる 所の 此問 
題に 對 し、 總理 大臣と 云 ひ、 外務 大 S と 云 ひ、 陸軍 
大臣と 云 ひ、 彼等 如何に 辯 舌を 弄すと 雖 も， 其 言 ふ 
所 悉く 支離滅裂、 前後 矛盾 •到底 國 民を滿 足せし む 
る ことは 出來な いで ほない か、 (拍手〕 恐らくは 彼 
等 自身と 雖も 、心の底に 於て は 承服して 居らない に 

相違ない、 然るに 何が 故に 逡巡 晴躇 して 之を 決する 

ことが 出來な いので あるか、 想 ふに 現れざる 所の 一 

種の 勢力、 目に 見えざる 所の 一種の 勢力の 爲 めに 脅 

かされて， 之を 凌駕す る 所の 力' か 無いで ほない か、 

畢竟す るに 政府が 弱い 多數の 人民を ば 基礎と せず し 

て、 少數 階級を* 礎と して 居る と 云 ふ 此弱點 が、 詰 

まり 政府に 映し、 延て國 家人 民に狹 する ので ありま 

す、 又 巴里會 議 は 何の 有樣 である、 巴里會 _ に 於け 

る 政府 及全權 の 有樣は 何事であります か、 此會議 に 

於て こそ ■我國 の 政治 組織、 政治 狀態の 不完全なる 

こと、 延て 少敝 政治、 階級 政治の 大缺點 が、 遺憾な 

く 世界の 眞 中に 曝露せられ て、 我が 帝 國の使 臣等ほ 


世 界 の ® 中に 於ても、 最も 露骨に 耻を曝 して 来たで 
ほない か、 巴 里 會議の 失態に 就きまして は 世間 自ら 
定論が あります、 本員が 今 述べる の必殍 ほ 無い、 而 
して 斯る 失態を ば 韻した る 其 原因 ほ 何 所に 在る かと 
云へ ば、 詰る 所國 內に龙 ける 少數 政治、 此少數 政治 
が 生じ 出した る 所の 所謂 時代錯誤なる ものが 其大原 
囚 であります (拍手) 巴 里に 現れた る 所の 列 國の使 
臣は 、何れも 國內に 於け る 所の 多数 政治を 基礎と し 
多數國 民の 輿望を 擔ぅて 現れて 来る ので ある、 T ゥ 
ヰ ル ソン」 と 云 ほず 「ロィド ジョ ー ジ J と 云 ix ず、 
「クレマン ソン」 と 云 ほず 「オルランド」 と 云は ず 
何れも 國內に 於け る 所の 多數 政治を 基礎と し、 內に 
於て は 己れ の實 力を 養 ひ、 外に 於て ほ 多數國 民の 輿 
望を 擔 ひ、 國 家の 運命を ば、 夔肩 に擔 ぅて 現れて 來 
た 所の 所謂 實力 政治家、 平民 政治家， 而 して 奮 Iffl 的 
外交 家の 大なる 者であります、 然るに 此 間に 立つて 
我國の 使臣は 如何なる 人で あつたかと 云 ふと •久し 
き 以前ょり 全く 政治 界を ぱ隈遁 して、 內 外の 政 m に 
通ぜず 、無； 一 多 數の國 民と (X 何等の 關係は 無い、 所 
謂 情 實此愦 實政 治が 產み 出した 所の、 時代 後れの 遺 
物で あるで ほない か、 故に lit 世界的の 大會議 に 向つ 
て、 之に 對應 する 所の 何等の 準備 も 無ければ、 自信 
もしない、 手腕 も 無ければ， 奮 _ 力 も 何も 無い、 斯 
樣な 時代 後れの 政治家が 文明 世界の 眞 中に 現れて、 
文明 政治家の 間に 伍して、 何事が 出来ます か、 何事 
も 出来ない、 其の 出来た ところの もの、 巴 里 三界に 
殘 した 所の もの ほ、 即ち 一種の 喜劇， 一種の 悲劇の 
みであります、 (拍手) 此の 會議が 終る や 否や、 或 > 
る 外交 家が 私に 話した ことがある、 斯樣な ことなら 
ば、 何も わざ  <  日本から して、 某 侯爵-某 男爵が 
來 るの 必要は 無い、 在外 使臣に 委して 置いて 結構で 
ある、 在外 使臣 も耍 しない、 一二の 書記官に 委せて 
置いて、 英吉利の 外務大臣に 向つ て、 日本の 事は 宜 
しく 賴 むと 一言を 附加 へて® けば 十分で ある、 如何 
に 拙く とも、 是以上 拙き 外交の 遺 方 ほ 無い と言ぅた 
ことがある、 吾々 も 大體に 於て は 同感であります、 
要するに 以上 述べた る 事は、 唯 だ 最近に 現れた る 内 
外 政治問題の 一端に 過ぎない のであります、 其 他 眼 
光を 張つ て 過去 現在、 廣く 我國の 政治 狀 態を 見ます 
ると 云 ふと、 我國の 政治は 如何に 不徹底で あるか、 
如何に 澀滯 して 居る か、 如何に 行 詰つ て 居る か、 又 
之が 延て國 家の 進展に 向って >  どれ だけ 妨害を 加へ 


居る かと 云 ふごとは、 S  く ix f a n -fr に 於いても K に ® 
つて 居られる であらぅ と 思 ふ、 而し て斯る 政治狀 賅 
を ば 惹起した る 原 21 は 何 所に 在り や、 一 a を 以て 申 
しますなら ぱ 、我國 C 政府 界にほ 所 調 屮心勞 力なる 
ものが 無い、 中心 勢力が 無い のみならず、 谷 11 の 勢 
力が 而も 非立淺 なる 所の 不公 明なる 谷 MC 勢 VJ が、 
此踢彼 處に 散在して、 陰に 阴 に 岡尕 を JJi として 居る I 
而して 之を ば 凌 贸し 之を ば 統一す る 所 民 的 大勢 
力の 結 •& なる ものが 無い、 是が 從來我 四に 於け る 政 i 
洽界の 大缺陷 でありまして、 此缺陷 を ! X 補 ふに 非 ざ 
れば 、何日 迄 經つて も 現 時の 政治 狀鸿を ば 開 段す る 
事 ほ 出来ない のであります、 然らば 如何にして 此缺 
陷を補 ふこと が 出来る か、 如何にして 國民的 大勢 力 
の 集中を 圖る ことが 出来る か、 大 に選舉 wi を拽 張し 
て、 多數國 民を して 國 政に 參與せ しむる の途を 開く 
の 外には、 今 a 執るべき 何等の 手段 ほ 無い ので あり 
ます (拍手〕 是が 吾々 が 普通 選舉を ば、 王 SM する 所の 主 
なる 理由であります、 固より 吾々 と雖も 今日 - 's: 通 選 
擧を 行つた からと 云つ て、 直ちに 國家問 題が 解決す 
べき ものである、 K ちに 理想の 政治が® 現す る もの 
であるとは 速斷 はしない、 吾々 と雖も 決して 斯る輕 
卒な る考ほ 持つて 居らぬ である、 多年 一日の 如く 普 
通 選擧を 行つ て 居る 所の歐 米諸國 に 於き ましても • 
政治問題は 絶える 遑がな い、 彼等 諸國に 於ても 物 fi'i 
問題はあります、勞鋤問題はあ‘ります :||-. (他一般の社 
會政 策の 爲め に ® 々 惱 されて 居る ので ある、 恐らく 
は國 家の 續く限 り、 人類 社 會の緻 く 限り、 是等の 問 
題 13: 決して 消失せ る ものでは ありますまい それ故に 
吾々 は 普通 選擧を 以て、 絕對に I: 良なる 制度で ある 
とは 心得て 居らぬ、 國家問 題を 解決す る總 ての 途で 
あるとは 考 へて 居らない のであります 併ながら、 凡 
そ 人類 社會に 於て、 絕對に 善良なる 政治 制度なる も 
のは 無い、 政治 制度の 善悪は 絕對の 問題に 非ず して 
比較の 問題であります、 而 して 遠き 將來 は卒ざ 知ら 
ず、 過去 數 千年の 間に 於き まして、 人類の 經驗 した 
る 所の 數 多の 政治 制度の 中に 就て • 鞔 近發 達した る 
所の 代議政治、 之に 伴 ふ 所の智 通 選 舉是 こそ 最も ffi 
良なる 制度で 有ました、 今日 我が 國家社 會の狀 態は 
此 制度を ぱ斷 行す るに 至つ て、： II に 一段の 進 步を阃 
る ことが 出 來 ると 云 ふの が 私の 論旨であります 、此 
點は 諸君に 於 かれましても、 決して 誤解 無から ん事 
を 望んで 1: くので ある、 次に 吾々 は lit 問題を ぱ論ず 
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るに 當 りまして、 近時 我國の 言論 界 殊に 大多數 の 言 
論_ 關に現 れて 居る 所の 普通 選擧の 議論 及國內 到る 
處に勃 興 L て 居る 所の 普通 選擧の 運 励、 此 政治的 大 
現象を ば 無視して はなり ませぬ、 否な 苟も 政治家た 
る莕は 、此 現象に 對して は、 最も 大なる 注意を 拂は 
ねばならぬ のであります* 若し此 現游を 以て •一に 
政治家の 煽動に /Ji づる ものと 爲し 、何等の 根抵 なく 
何等の 精神な き 一時の 現象であつて、 近き 將來に 於 
て •  R 然消 失せる ものであると 思 ふ 如き济 は， 到底 
國家の 事を 論す る 資格が ありませ ぬ (拍手 起る) 最 
近歐羅 巴® 尕 が 節した る 世界 思潮の 變遛 •延て 我が 
國 民の 思想の 變 化、 是 ほ 實に國 家 及 社 會をぱ 向上せ 
しむる 大な る ) ix 励 力で 有ます， 固ょ 〇 思想界は 今尙 
ほ a a 狀態た るを 免れない 此 中に 於き ましては、 吾 
々•か 極力 排斥すべき 思想が あります、 吾々 が 攻究す 

べき 思想が あ 〇 ます、 又 吾々 が 犬に It 迎 すべき 思想 

があります， 斯る 場合に 當 りまして は、 苟も 政治家 

たる ものは、 此思想 界の 大勢に 注 3： しては 有害なる 

思想 ほ 極力 之を 排斥す ると 共に、 有益なる 思想に 向 

つては、 之を ぱ善導 し， 之を 實现 する が爲め に、 最 

苒の途 を 講じなければ ならぬ ので ある、 近時 現れた 

る哿通 選擧渾 励の 如きは 吾々 が 最も 椴迎 すべき 思想 

此思 想の H 現であります、 夫れ 故に 其 根抵は 頗る 深 

く 今後 何物の 力を 以て 之を 撲滅す る ことは 出來な い 

或は 近時の il 動が 比較的 都市に 行 はれて、 地方の 僻 

陬に及 ばない 又此 im aul に參 加して 居る 所の 者 多くは 

靑年 である •  a 生で ある •勞鋤 者で ある、 邦 他此類 

の 渚で ある、 是笠の J1I 55 SV 以て •是 は 決して 地 全な 

る 1 ■動では ない、 國 民の 要求では ない、 國 民の 輿論 

ではない と 云 ふが 如き 願. 祭は 大なる 誤で ある、 諸君 

..も 御 承知の 如く、 現 時 約 二 百 八十® 約 三百 ? J; に 近い 

有產 階級は、 旣に 政治 上の 糊 利を 握つて 屛 るので あ 

る、 其 他 大多数 〇 國民は 、何れも 日夜 衣食の 爲 めに 

追 ほれて 居ろ のであります、 如 H にして lit 種の 運 励 

を 惹起す る ことが 出來得 るので あるか、 若し 彼等の 

全部が 立つて、 是等の 運 励に 參加 せねば ならぬ と 云 

ふので あるなら ば、 是即 ち國 民に 向つ て 直接 行 励を 

强ぅる ものである、 國民 代表の 任務を 帶ぴて 世に立 

つて 居る 政治家の 存在を、 根本より 否定す る もので 

あります、 加 之 今日に 於き ましては、 旣に科 補の 方 

面より 數十 若く は ® [ VI の團體 が® 起し， 殊に 數茁の 

勞 S 者の 如き は、 彼等の 爲め に M も 大切なる 職業を 


抛つ て此 種の 運 励に 參 加して 居る と 云 ふこと すら、 
我國の 過去に 於て 見る 能は ざる 事實で あります、 若 
し此 運動が 益々 發展 して 山間 僻地に 及び、 田に 耕し 
て 居る 百姓は 锄鍬を 投棄て V 起ち 家に 働いて 居る 商 
人は 期 盤を 投棄て V 起つ と 云 ふが 如き 時代が 起つ た 
ならば、 是れ實 に國家 暴亂の 時では ないか、 吾々 は 
斯る 時代の 到来を ぱ 最も 忌む 者で ます， 斯る時 
代の 到 來をぱ S に 恐る、 者であります、 幸に して 吾 
々の 先帮は 平和の 間に 立憲政治を ぱ建設 致した ので 
ある， 然るに 此 政治の 結果た る 普通 選擧に 就て® 家 
に 不祥な 事 •か 起り、 不祥の m 來事に 依りて、 此 問題 
が 決せられ ると 云 ふが 如き ことがあつ たなら ば， 是 
は ®* に 我が 憲法 歷史 Ir l 大汚點 を 染める ものである 
而已 ならず 吾々 は 明治 大帝 陛下に 對し窣 つて if 
不忠の 實を 負は ねばならぬ、 吾々 の 先 輩、 吾々 の 子 
孫に對 しては‘ 不明の 罪を 負は ねばならぬ ので あり 
ます、 吾々 は國家 の 爲め社 會の爲 に、 どぅしても 平和 
の 手段を 以て •此 問題を 解決せ んが爲 めに も •玆に 
普通 選擧を 提唱 せんとす る 渚であります、 尙ほ 普通 
選擧の 事に 就きまして 論ずれば 限りが ございませぬ 
が、 是は 過日の 本會誠 以来 ^ I 辍き 委員# に 跨つて、 
吾々 の 同 論 渚が 切々 として 熟 心に 論じられた ので あ 
る、 又 今後 is はれる 諸氏 も、 必ずや 大に 論ぜられる 
に ffl 違 ありませ ぬ、 而 已 ならず 今や 普通. 選擧の 議論 
は、 院の内外に 溢れて 居る のであります、 それ故に 
本員は 之に 就て は、 是以 上述ぶ るの 必要を 認め ませ 
ぬ •併し 本 M の 議論は 是で 終りを 告げた のでない、 
世に 所謂 尙 平 論者、 反對 論者が あります 此の 論者の 
議論に 就きましては 此際ニ ー辯駁 を 加へ て 置く 必要 
を 認めて 居ります、 其 第一は 如何なる ものである か 
-i 云 ふと、 是は 政友會 の反對 論と して 新聞紙 上に 揭 

e せられ ， 11. つ 過日の 委 M 會に 於て、 原總理 大臣の 

口ょり 現れた 議論であります 「吾々 は 主義と しては 

哿 通 選 擧 に反對 をす る もので ない 主義と しては 資成 

であるが 之を ば 我國に 行 ふに 當 つては 相當の 順序を 

踏まねば ならぬ 其 順序とは 何で あるか 先づ 地方 制度 

を 改革し 地方 議會の 選擧權 を祯 張し 之に 依て 地方 人 

民を ぱ 政治的に 訓練し 然る 後に 普通 選 擧 に及ぷ こと 

が 最も 铉當な る 方法で ある 此途 を ) ai まずして 一 i a 

通潠擧 に 移る' か 如きは 國家 制度の 秩序 的 進 步を破 る 

ものである 故に 現内閣は 不日 此議會 に 地方 制度の 改 

正 案を 提出す るので ある、 是れ 他日 普通 選擧を 行 ふ 


前提で ある 云々」 と 云 ふので ある 是は 言葉は 違 ひ. ま 
すが 原 S 理大臣 も是と 同一なる 言明を ば 爲され た 事 
は 事實で あります、 一體國 家 制度の 秩序 的進步 とは 
何事を 意味す るので あるか 申す まで も. なく 國家は 有 
_體で 有ま个 、國 家の 秩序は 自然界の 秩序とは 違う 
ので ある、 自然界に Jt 奉 夏 秋 冬の 秩序が ある- 此秩 
序は 何物の 力を 以て も 打破る ことが / II 來な い、 併し 
ながら 國 家には 左樣な る 秩序が 無い、 國 家の 狀態は 
廣く内 外の， 情勢に 依つ て 定まる もので 有ます， それ 
故に 或 時は 停滞 不動の 有樣に 居る ことがある、 或 時 
には 急轉 a 下の 勢を 以つて 激變す る ことがある， 而 
して 國 家の 制度は 如何なる 場 <& に當 つても •此の 國 
家の 狀態を 對照 物と して 現れ 出て 來る ものである、 
それ故に 平靜な る國 家に ほ 平静なる 改革が ある、 激 
變せ る國 家に 對し ては 急激なる 改革を 要する ので あ 
ります、 是れ 即ち 國家の 秩序 的 改革でありまして* 
之に 反對 する 所の 改革 ix 悉く} f 秩序なる 不適 當なる 
改革で ある、 又 地方 制度を 改革して 地方 議會の 選擧 
權を擴 張し、 之に 依て 地方 人民に 政治的 訓練を 與へ 
るとは、 抑々 何事で あるか、 地方 蕺會， <■ 中央 議會と 
は 全く 其 性質を 異にして 居る* 其 目的を 異にして 居 
る、 隨て 選ばるべき 人物を 異にして 居る ので ある、 
是が 何の ' BII 練になる か、 又 今日 我が 國の國 民は， 斯 
る 訓練を 受 くるに 非 ざれば •議員を 選擧す る こと も 
出來な いと 云 ふ 如き、 無智の 狀 態に 在る ので あるか 
縱し斯 の 如き 訓練が 多少の 効果が ある ものと 致し ま 
した 所が i II 斯の如 き 姐 打な き 訓練の 爲め に是ょ 
り どれ だけの 時日を 經過せ ん とする ので あるか、 地 
方議會 の選擧 ほ、 四箇 年に 一回 行 はれる ので ありま 
す、 まさか 一回 此選擧 を 行つ たからと 云うて、 それ 
で國 民の 訓練が 出来た と 云 ふ、 斯の如 き 滑稽なる こ 
とは 言は れな いと 思 ふ、 ill 回 行へ ぱ十二 年 掛 るので 
ある、 五 回 行へ ば！ 一十 年掛 るので あります、 反對論 
密は是 ょり 十五 年 も 二十 年 も 我國に 普通 選擧 を 行は 
ない、 又 普通 選 一を 行は -t1 して、 經過 する ことが 出 
來 ると 思うて 居る ので あるか、 斯の 如き 懸け離れた 
る 議論を 持つ て 居るなら ぱ ，吾々 は 今日 是 等の 人々 
を 相手に して 議論を する 必要 (3: ない のであります、 
而已な らず 本員の 見る 所に 依れば、 地方 制度の 改革 
は、 普通 選擧 とは 何等の 關係ほ 無い， 此點に 就き ま 
しては、 幸に して、 此處に 居らる、 所の 床 次 内務 大 
臣と 全然 所見を 一にして 居る 者であります、 床 次 内 


務 大臣 (i 委員 會に 於て 或 委員の 皙 問に 對 して •此度 
提出すべき 所の 地方 制度の 改革は、 選擧 法の 改正と 
は 何等の 關係が 無い と 云 ふこと をぱ ，最も 明かに 答 
辯せられ たので ある、 此體に 就て は 本員 頗る 同感を 
懐い. て 居る、 故に 反對 論者が 折角 發 明した る 所の 此 
理由は •床 次 内務大臣に 依て 確に 裏切られて 居る、 
(拍手す る 者 あり〕 本員は 洵に 御氣の 毒に 思 ふので 
あります、 次に 何と 申して 居る か •昨年 改正せられ 
た 所の 選舉 法は •まだ 一回 も實 施を しない、 荀も _ 
會が協 質を して 法律を 制定し •其 法律を ば 一回 も 施 
行せ ずして 之を 改正す ると 云 ふが 如きは* 實に朝 令 
暮改で ある， 法の權 威を ば m する もので. ある、 又 帝 
國議會 の 威信を 失 ■する ものである： K 々、是 亦 原 首 
相の 委員 ® • に 於て 述べられた る 一節で 有ます 何の 事 
であるか、 一體 斯う 云 ふ 事を 申す 連中 ほ 法律を ぱ何 
と 心得て 居る ので あるか、 法律は 國 家を 治む る 道具 
であります， 國 家が 目的で あつて、 法律は 手段で あ 
ります、 如何なる 場合に 於き ましても 、國 情に 適せ 
ずと 認むる 所の 法律が ありましたなら ば， 之を 改廢 
する こそ の 責任では ないか 之を 改廢 する こそ、 
法津 の ®: 威を ば 保つ 所以で ほない か、 吾々 ほ 現行 選 
擧 法、 及 改正 選擧 法を 以て， 時代の 要求に 適せざる 
ものと 認めて 居る ので ある、 時代の 要求に 適せざる 
所の 法律は 即ち 惡法 である、 此惡法 を 改正せ んと企 
て、 居る のに •そこに 何の惡 い 事が あるか、 又斯の 
如き 事は 何れの 國に 於ても 珍し r 例では ない、 現に 
我國に 於き ましても •明治の 初年より 法律の 編 © を 
企て， 態々 外國 より 法律家を 傭うて 来て、 約！ 一十 年 
の 歳月を 經て 出来 上つ た 所の 彼の 民法 (3: どうで あつ 
たか、 民法 興 布せられ て 未だ 行は ざるに 當つて 、在 
野 法曹の 間に 於て は 之に 反對 する 所の 議論が K- 々と 
して 起つ て 来た、 之が 鼓 會に 反響して 會は 遂に 
此大 法典を 一回 も 施行せ ずして、 拫 本より 改正した 
ではない か、 是 ほ 國 家の 上より 見れば 實に 喜ぶ ベ §•' 
事でありまして， 今日に 至ても 吾々 (X 之を稱 賛 して 
居る ので ある、 惡 法を 改正す る ことが 何故に 法の 威 
信に 關し •帝 國議 會の權 威に 關する のであります、 
反對 論と して - lit に 現れて 居る 所の ものは 先つ 此 位の 
ものである、 其 他 色々 小 理窟が ある やうであります 
が、 普通 選擧の 根本に 向つ て 反對 をせられ た 所の 議 
論と 云 ふ ものは、 不幸に して 一 も 見る ことが 出来な 
い 願く は 今後 此壇 上に 立たる、 所の 反對 論者 も、 此 
'一八 一ー ニ 


衆議院 選 舉法中 改正 法 ?} i 案 (武窃 時 敏提出 」 第 一讚會 の！ S 


院誘 衆贫藏 S 帝冋 二十 四 穿; 


衆議 -^ '蠢員選擧法中改正法津案广武富時敏提出)第一讀會の贺 


八 三 二 


の 如き 枝葉末節に ほ 拘泥せ ずして、 問題の r;1 道に i 3: 
趨らず して、 普： 池 選 擧の 根據に 向つ て® 刀 直 入 矛を 
向けられん ことを 理む ので ある、 少く とも* 今日 我 
國に 普通 選擧を ff へば 如何なる 害が & るか、 何故に 
之を 行 ふこと が 出 來な いので あるかと 云 ふ •是 等の 
勤に 就て {3: 正式に 反對 論者の 說を 承る ことは 今 H 初 
めて であります、 同時に 本員は 謹んで 之を 傾 Is せん 
とする 者で ある、 今や 歐米 諸國に 於て (3; 選舉權 問題 
の 如 ? • もの ほ il に旣に 解決を せられて、 殘る 所の も 
のは 做に 女子 參政權 あるの みであります、 此 問題で 
すら 英吉利に 於て ほ 旣に一 ； 決せられ、 米國に 於て ほ 
半ば 解決せられ、 其 他の 諸國に 於ても 著々 として 解 
決の 一 ■迆 に 向 { 3: ん とする 所に 在ります、 然るに 我國 

ほ 時代 M れの 制限 選 fi を ば 維持し、 多數 の國 民を (X 

金く 政治圈 外に 放逐して 居る ので ある、 今日 文明 國 

家の 上より 見 ますれば 政治 上の 灌利な き 者、 即ち 參 

政媸なき所の者ほ、一種の奴隷と均しきものであり 

ます、 多 ® の 國民ほ 今日 奴 隸的狀 態に 在る ので ある 

幸に して 近時 我國 民の 思想 的に® 醒し 、政治的に 覺 

醒し國 家 的に 馑醒 して、 此奴隸 的 境遇より 免れ W ん 

が爲 めに、 新ら しき 婼 ©! を 惹起して 居る ので ありま 

す、 荀も 政治家た る ものは、 此 機運を ば 看破し、 此 

隞會を ば 利 用 して、 大に政 治の 根本に 向つ て 一大 革 

新を 加 ふべき 時で ほない か、 然るに 之を 悟らず して 

唯 だ 過去の 行懸 りに 囚 はれ、 現在の 利害に 迷ぅて、 

此 大勢に 反抗せ んとす るが 如きは、 決して 國家 人民 

に 忠なる 所以では ありませ ぬ、 (拍手す る 者 あり〕 古 

來國 民の 岛由を_ ひ、 國 民の 權 利を_ つて 亡びた る 

國 ほ あります 國 民に 自由を 與へ權 利を 與へて 亡びた 

る國は 無い、 C 「露 國に 在り」 と 呼 ふ 者 あり〕 殊に 國 

家 非常の 變遝 に當 つては 非常なる 改革、 非常なる 決 

心シ 要する のであります、 此非 常の 改革 あつて、 姶 

めて 國家は 新 生涯に 入る ことが m 來 る、 國民も 亦 新 

生涯に 入る ことが 出 來 るので あります、 吾々 は 遠き 

瞵史を 繙 くの 必要 ほない、 近く 維新の 歷史は 吾々 に 

向つ て、 何より 有益なる 所の 敎訓 を與 へて 居る ので 

あります、 若し 彼の 當時今 日の 反對讅 論を 唱へ るが 

如き、 因循なる 所の 姑息なる 所の、 似て 非なる 所の 

漸進的 進 步的秩 序 的 改革な どを 口にして 所謂 公武 合 

體 論の 如き ものが 勝を ry めましたなら ば、 維新の 改 

革と 云 ふ ものは 決して 成し遂げられな かつた ので あ 

る、 然るに 吾々 の先张 が 汎く時 代を 達 IJ L て、 斯の 


如き 因循姑息なる 所の 籙 論を 排斥して、 斷 然として 
大政 維新の 芻に 出で たもの ほ、 即ち 維新 革命の 由て 
來る 所の 原因であります、 之を 思へ ば 今日 普通 選擧 
を irr 行す る 位の 事 {3: 何で あるか、 吾々 にして 普通 選 
擧すら 成し遂げる 事が 出來な いと 云 ふ 如き ことで あ 
りまして ほ、 實に 地下の 先帮 に對 して 恥づ るので あ 
る 今日の 場合 お 互に 心得ねば ならぬ 事が ある、 吾々 
は 有 ゆる 行懸を 捨てねば なり ませぬ •有 ゆる 感情を 
捨てねば ならぬ、 况や 黨利黧 益と 云 ふ 如き 哀 むべき 
觀念は 根柢ょり 拭 ひ 去つ て、 何事 も國家 本位に 考へ 
られた ならば •諸君 ほ 必ずや 吾々 の 議案に 同意 せら 
れねぱ ならぬ のであります、 (拍手 起る〕 政府 も 反 
省せ らるゝ が 宜 い、 政 友會の 諸君 も 反省せられ んこ 
とを 菌むの であります、 而して 此 改正案， 即ち 國民 
の 政治的 & I 員を 意味す る 所の 此 改正案に 向つ て、 
赞成あ らんこと を 切 菌す るので あります >  尙 ほ 其 外 
選闕區 制 其 他に 關 する 規定 ほ 讀んで 字の 如く、 別に 
說 明す るの 必要 ほご ざい ませぬ、 諸君に 於 かれても 
意見の 相違は 別と して 此 改正案の 意味は 旣に 了解し 
て 居られる ことで あらぅ と 思 ふ、 要するに 此 案の 內 
界に 至つては、 諸君 ほ 二讀會 に 於て、 十分に 修正を 
加 へられる 所の 權 利を 握つ て 居られる ので ある、- 故 
に 案の 大體に _ する所 の 此の 第 I 讀會に 於き まして 
は、 國民 代表の 任務を 帶ぴ られる 所の 多數の 諸君に 
於て、 此 案に 賛成 あらん ことを ば 切に 希望す るので 
あります。 

〔拍手 起る〕 

0 議長 L 大岡 育造 君〕 小川 平吉 君。 

〔小川 平吉君 登壇〕 

〔拍手 起る J 

〇 小川 平吉 君‘ 諸君、 私は 委 M 長の 報告に 賛成を 致 

しまして、 原案に 反對の 意見を 述べ やぅと 考へ る* 

衆議院 豁員 選擧法 中 改正 法律案 ほ、 實行會 、國 民黨 

憲政 會の三 派ょり 御 提出に なつて 居る、 實行會 の 今 

井 君の 御 議論は 昨年 旣に 詳細を 承る ことを 得た ので 

ある 

〔大岡 議長 議長 席を 退き、 稻田 副議長 代り 著 席〕 

今回は 國民黨 並に 憲政 會 諸君の 御意 見を 謹んで 拜聽 

致しました、 然る 所 遺憾ながら 遂に 賛成を 表する 所 

の理由を見出すことが出來なかったのでぁります、 

第一に 島 田 君の 御 議論を 承ります と、 今回の 御 提案 

の 趣意は、 物に 對 する 資格を 改め、 人々 に對す る 所 


の 資格に 引 直す ので ある、 人を 以て 資格と する ので 
ある、 斯糅に 述べられました、 物に 釾 する 資格と 論 
ぜられ るので ございます けれども、 現行 選擧 法と 雖 
も、 物に 對する 資格を 與 へて あるので ほな からう と 
思 ふ、 物を 有する 所の 人を 本と し、 結局 {3: 矢 張 人の 
能力を 本と して、 選 擧随の 標準を 定めて ある ことは 
疑な き 事實で あります、 (「のうのう」 「詭辯々々 
」 と 呼 ふ 者 あり〕 今回の 御 撋張ほ 、耍 する に 其 程度 
に 一步を 進めた るに 止る ので ある、 現行の 法と 雖も 
舊 法と 雖も 、物に' 對して 資格を 與へ たことは 無い の 
である、. 金を 出せば 買へ ると 云 ふ ものでは 無い、 物 
を 有する 所の 人の 能力を 認めて、 此 限り ある 所の 人 
に 向つて、 選 一- 嵇を與 へた ことほ 疑ない 事 實で あり 
ます、 故に 今回の 御 提案と 雖も 、畢竟す るに 其 能力 
の 程度範 園の 問題に 過ぎない ので あらう と 思 ふので 
あります、 (「親 頸 〇 はどう 解 釋 します」 と 呼 ふ 者 
あり〕 又 島 田 君 (3; 今回の 提案に 依て、 階級 制度を 打 
破 せんと 欲する、 斯樣な 御主 張で ございます、 唯今 
齋藤 君の 御 說も殆 ど 之に 類す る 如き 御說が あつた、 
階級 制度を 打破す る、 如何 やうの 意味で あろ か、 多 
少 明瞭を 缺 くので あります が， 速 IH 錄 等に 依て 見 ま 
すれば •現在の 日本に 於け る 生活 上の 狀 態、 經濟上 
の狀 態、 乃至は 敎育 上の 事 も總て 階級 制度で ある、 
徵 兵の 事に 至つて ほ 矢 張 階級 制度に 基いて 居る、 之 
を 打破し なければ ならぬ と 云 ふことの やうに 聞え る 
ので ある、 (「詭辯」 と 呼 ふ 者 あり〕 敎育 上の 事、 
生活 上の 事、 是が 階級 制度で あると 云 ふことは、 如 
何なる 意味で あるか、 今日の 社會 組織 財產の 制度 ほ 
富者は 其 富を 以て 相當の 生活を する ことが 當然で _ あ 
る、 又 金の 有る 者 ほ 十分なる 敎育 を受 くる ことが 出 
來 、金の 無い 者は 十分の 敎育 を受 くる ことが 出来な 
いと 云 ふの も、 是亦 今日の 財產 制度を 認め、 社 會の 
組織を 認める 以上 ほ 當然の 事であります、 然るに 之 
を 打破す ると 云 ふことは、 •私 ほ 甚だ 其 意を 得ぬ 事で 
あると 考 へる、 容易なら ぬ 問題で ある、 それ ほ 兎に 
も 角に もと 致しまして、 島 田 君の 御意 見で あ. ります 
之を 打破し やうと 云 ふ 所の 御意 見で ある、 此御 意見 
の 目的を 達する が爲 めに 選擧權 を擴 張した *: らば、 
之を 打破す る ことが 出来る と 言 ふが、 如何にして 出 
來 るので あるか 私は、 更に 一層の 詳しき 理由を 承ら 
ぬ 以上は、 今日の 程度に 於て ほ 其 結論を 首肯す る こ 
とは 出来ない ので ある、 (「足下の 普通 選擧觀 ほ 如 


何. I 「顔色 あり や」 と 呼 ふ莕あ 〇〕 又 今日の 選 ^ ffl 
が 賭 # 均等で ないかの 如き 御 諮 論 も あつた かに 伺 ひ 
ます、 (「君に 論ずる 资格な し」 「ひや <」 「3 
膣」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 副 諾長 (濱 田國松 君) P.M に …… 

0 小川 平 吉君選 舉嵇 を擠 張して、 捜 0- 均等， V 與へ 
ょと 云 ふこと を 楠 原 君 {i 述べられて 居ります、 (「 
詭辯」 と 呼 ふ 者 あり〕 どぅして 今日 GS 舉描： f ,r.; K\ v7 
均等で ない のであります か、 辟 ^ ! i 均等に® 民に 向 
つて 與へ られて 居る ので ある、 法律は 一定の 晓件を 
定め、 即ち 相 當 の年齡 に 達！、 法定の 租税を 納 むれ 
ば、 何人と 雖も選 舉褪を 得る ので ある、 或る 特殊の 
極 族に 限つて 選舉嵇 を與へ る、 或は 特別の 富 弦に 限 
つて 多くの 選舉擷 を與 へる と 云 ふことは 無い ので あ 
る (「有る く」 「大有り だ」 と 呼 ふ 者 あ 數 百 
葸_の 租税を 納むる 所の 人の 投撰も 一票、 私の 如き 
者の 投票 も 一票で ある、 而して 如何なる 國 民で も此 
法定の 條 件を 具備す れぱ 、總て 選 擧權を 得る ことが 
出 来る ので ある •何れの 所に 璣會の 均等が 無い と 言 
ふこと が 出来 ませぅ か、 此御識 論に も 亦 私は 服從す 
る ことが 出来ぬ のであります、 又植原 君 其 他の 御 說 
を 承ります と、 所謂 普通 選擧な る ものは、 >s 法 政治 
の當然 の 歸結 である、 斯櫧に 言 はれる のであります 
成程御識論の如く結局の歸結と云‘ふものほ、普通選 
擧に 在る ので あるか も 知れぬ、 併ながら 此谩 終の 歸 
結に 達する 所の 方法と して-. ii 行と して、 國 fiif の 如 
何を 顧みず、 履むべき 所の 階段を 腿まず、 一 足 飛に 
此歸 結に 達する のが 相當 であるか、 或 (3: 又 能く K fiif 
を 察して* 漸を逐 ひ 階段を M んで 、而 して 後 達すべ 
き 所に 達する の ■が、 國 家の© めに 相當で あるか、 利 
益で あるか、 是即ち 研究を す ぺき驳 旨であります、 
(「良心に 省みょ」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり〕 其 is 結 
する 所が 普 iirl 選 擧で あると 云 ふことの  一 .® を 以て • 
今日 直ちに 如何なる 顺 序を も 飛越え て、 此歸 結 ® に 
達する と 云 ふこと が， 必 しも 相當 である や 否やと 云 
ふこと ほ、 別に 自ら 研究し なければ ならぬ 所の 問題 
であるので あります、 又植原 君の 御 K 論で あつたと 
記憶して 居ります、 多數 の選擧 人に 依て il 擧せ られ 
たる 所の 議員を 有する 所の 議會 でなければ •  B の鼹 
會と稱 する ことほ 出来ない、 此 故に 選 擧權 を顿 張し 
て、 多數の 者に 選斟® を與へ たい、 斯樣な 御 趣 怠 の 
御 譏 論が あつたので あります、 而も 揃 原 嵙は 進んで 
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吾々 は 今日 ($ 々五十 萬 人の潠 擧 人の 選 擧せ られた る 
所の 蕺 員 である、 斯様に 言は れたの .であります、 私 
は 此說に 服す る ことは 川來な いので ございます、 諸 
君、衆譏院の讓員は、選擧人の代理人では無いので 
あります， 申す 迄 もない 帝 國蘸發 は、 選擧 人の 代理 
人の 集つ たる 所の 民法 上の 團體で ほない ので ありま 
す、 選 擧 人の 数は 百 五十 M 人であつて も， 代表す る 
所は 六千茁 绝體の 意思を 代表して 居る のであります 
(拍手 起 〇  I 三百」 と 呼 ふ 者 あり) 若し植 原 君の 說 
の 如くに 致しましたなら ば， 

〔濱 田 副 謎 長議 -M 席を 退き 大岡 _長復 席】 
選擧權 を擴 張して、 柄 原 君の 議論せられ たる 如く、 
百 五十 萬 人の 選擧 人に 依て 選擧せ られた 場合は 如何 
である、 依 然として 百 五十 萬 人の 代理人で あります 
か、 加 何に して 斯の 如き 議論が 出る •帝 國認會 をし 

て 民法 上の 幽 Iff と爲 し、 議員を 以て 私法 上の 代理 契 

約に 依て 吾々 が 動いて 居る ものであると 沄 ふ 如き 誤 

つた 考が あるから して、 斯の如 き 事になる ので ある 

(拍手 起る) 楠 原 君の 御希圉 の 如く、 千 六 ?-| 茁 人の 

選 ^ £■ 者に 依て 選舉 された 場合は、 私は 敢 て 扼原君 

に 問 ひたい、 跡の 四千 萬 入の 人 R はどぅな るので あ 

る、 法 然として 國民 全 fg を 代表す る 所の 漭會で はな 

いと 云 ふ 結論に 到達す るでは ありませ ぬか、 私 ii 斯 

の 如くに 信じて 居らぬ のであります、 選擧棚 •は 法律 

の 規定に 依て、®: 法に 於て は 百 五 + ;® 人、 今日 二百 

八十 餘萬 人に なつて 居る、 選擧 S 者の la は 少しと 雖 

も、 吾々 は 六 千 3S の國民 全 S3 を 代表す る 渚で あると 

云 ふこと を、 私は 信じて 疑は ぬ 者であります、 又 同 

君は、 運 舉人が 多ければ 篛會 S 勢力が 强い ，謎© の 

勢力が 强けれ ば內治 外交 共に 十分なる 力を 振 ふこと 

が 出来る， 斯様なる 御 銭 論、 K に 進んで 外交 上の® 

或は 椹密 院、 $： :族院 の 改革にまで 論及せられ ました 

戍 程 W 民の 後援が あれば 其誔會 の 糊 威 も强ぃ 、又 其 

菡 fr の 後援が あれば、 後援を 受けし 所の 政府の 强い 

こと も 勿論であります、 併ながら 是 •か 取に 遝舉 人の 

數が航 えたから して、 誘 ^ の搠 威が 必ず 51 6 ので あ 

るか， 選 舉人の 數が m えれば、 必ずしも 政府の 威信 

が 强くな るので あります か、 私は 斯_な 結論を 見る 

ことけ 出來な からう と 思 ふ、 «5 令 選 取 人の數 が 少く 

とも、 lit 衆 諮 院議 負の 中に 最も 有力なる 多數 の漭 © 

が頊げ られ 、又 我國の 谷 政 萊に して、 能く 阈 家の 爲 

めに其主茚主張を抂げず、進退行動を誤らざる所の 


有力な 政 ■が ありましたならば、 內治 外交 有 ゆる改 
革で も 私は 爲る ことが 容易で あらぅ と 思 ふので あり 
ます、 (拍手 起る)® 令選擧 人の 數が殖 えましても 
議員の 品位が 墮落し 政黨の 行動が 朝に 夕を 測る こと 
能はず、朝夕其說を變更すると云ふが如きことであ 
つたなら ば •如何にして 內 外の 政務を 擧げて •國運 
の發肢 を圖る ことが 出來 ませぅ か、 (拍手 起る〕 內 
治 外交の 改革と 云 ふ ものは、 斷じ て選擧 入の 多き と 
少き とに 法て、 其 能 不能を 決定す る ものでは ない の 
であります、 (拍手 起， <0 又 先般 島 田 三 郎君は ハ 選 
舉糊 の擴 張の 趣® を 述べら る、 際に、 今日は 實に人 
心 內に安 からず、 國威 外に 振 ほ. ず、 西 伯 利 出征軍 〇 
如きに 就いても 議論が ある、 日 淸戰爭 の 時、 日露 職 
串の 時は 實に 擧國 一致して， 外に 在る 者は 能く 國家 
の爲 めに 腿 ひ、 內に 在る 者が 是が 後援を 爲して 、彼 
の日淸 日露 大戰 役に 於て、 世界を 驚倒せ しむる 所の 
大事 業を 成し遂げた、 斯樣に 言 ほれた のであります 
諸君、 日淸瞄 爭の 時には 選擧 入の 數にど れ程 あつた 
のであります、 日露® 银の時 ほ 選 擧人の 數 は どれ 程 
あつたので あります、 選擧人 S 數を 以て 此國 威を 海 
外に 振 ふことの 標準と すると 云 ふことは、 如何なる 
點 ょりして 御 研究に なつた ので あるか、 (拍手 起る 
〕 或は 又斯の 如き flv を 承る， 選 擧_ が國 民に 多く 與 
へられ、 ば、® 家に 對する 責任® 念を 持つ、 反對に 
選 擧擗 が少く なれば 國 家を 愛する ことが 薄くなる か 
の 如き 議論 も あつた、 諸君、 我國 民は 選擧權 無しと 
雖 も、 斯の 如く 國家と 交涉少 く、 斯の如 く國 家と 關 
係の 薄い もので {3: ありませ ぬ、 我が 六 千 萬の 國民ほ 
天 S 陛下の 下に、 此大 日本 帝國 を擗 成す る 所の 一 
人であります、 (「其 ~ 人に 選 擧權 を與 へない か」 
と 呼 ふ 者 あ 〇〕 言 ? g を換 へて 申し ますれば、 吾々 は 

或 意味に 於て 大日 本 帝國の 陛下の 下に 於て、 之を 

持つて 居る と 言つ て も 宜しい ので ある、 選 擧槌の 有 

無の 如きは 一部分の 事であります。 

〔 lit 時發言 する 者 多し〕 

〇戠長 (大岡 育造 君) 靜肅に 願 ひます。 

〇 小川 平吉君 帝國議 科 は 即ち 司法權 、行政 嵇 、此 

司法 行政の 拙 利と 相 並んで、 國 家の 機關 として、 國 

家の 意思を 發表 する 所の 一 の機關 に if ぎない ので あ 

ります、 此帝國 諮 a- の 議員に 於け る 所の 選擧權 、固 

より 大切な ものであるに 相® ない、 三 棚の 中に 於て 

最も 大切な ものである ことは 論を 俟た ぬ、 併ながら 


此選舉 拙の 有る と 無い とに 依て、 愛 國心の 消長に 關 
係が あるが 如く 論ずる に 至つ ては •國民 を 侮辱す る 
こと も亦甚 しいと 謂は なければ ならぬ、 又 或 論者の 
御說を 承ります ると、 現今 選 擧界は 頗る 腐敗 致して 
居る、 選擧撾 を 十分に 擴張を 致して、 千 二 ¥1 萬 人 或 
は 千 五 百 萬 人と 云 ふが 如き 多數の 人に 選擧權 を與へ 
たなら ば、 彼の 金 錢を以 て ii 擧 界を阏 敗せ しむる と 
云 ふが 如き 事は、 其 跡を 絕つ であらう と 云 ふ 御 話で 
ございました、 是は一 應御尤 の やうな 推測で ござい 
まする が、 果して 此選擧 權の聩 張を 致しましたなら 
ば •論者の 希菌 する が 如く 選擧界 の廓淸 を [1] る こと 
が m 来る かどう か、 嘗て 明治： 1 i, 十三 年に 選 gs -界の 弊 
害に堪 へずして、 小 選 擧區 を變 じて 大選 擧區と 致し 
た 場合に、 大選 擧區 となつ たなら ば、 戶別 運動の 如 
きは 不 能と なる であらう •金錢 の 買收の 如き も 其 跡 
を絕つ であらう、 言論 文章の 力に 依て ® 員に 出る こ 
とになる であらう •隨て 有爲な る 大人物' か _ 席を 占 
める ことになるで あらう と 吾々 (3: 想像 L て 居つ た、 
大多數 の 政治家 •亦斯 の 如く 想像して 居つ た‘ 然る 
に此 改革の 結果は 如何であります か、 豫期の 如く 大 
人物 •か 續々 と 出た のであります るか、 豫 期の 如く 金 
錢 上の 腐敗は 選 擧界 ょり 跡を 絕つ たのであります か 
選 擧界の 廊淸は 如何なる 成 行に なつた ので あるか， 
寧ろ或る場合に於てほ、反對の現象を見たではあり 
ませぬ か、 徒らに 選擧 入の數 が. 瓶え たなら ば、 K 收 
が 出来ぬ と 云 ふが 如き 想像 ほ •今後 此經 濟界の 益々 
發 達して， 富豪が 世の中に 跋扈す る 時に 當つ て、 選 
擧 人の 數が殖 えたから 買收が 其 跡を 絕つ であらう と 
云 ふが 如き こと も， 私 (i 恐らく 一片の 空想に 了り は 
せぬ かと 思 ふので あります—  (拍手 起る 「のう''^- 
J 「政 友會は 復た買 收す るか」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 
如く 段々 御談を 承りましても •吾々 苘肯す るに 足る 
程の 理由を 見出す ことは 出來ぬ ので ある、 殊に 唯今 
述べられました る 如き 理由は 是は普 通選擧 の 根本の 
御 議論と 拜 贈して 居つ た •根本の 御 議論であるなら 
ば、 私は 國民黨 憲政 會の 諸君に 向つ て 敢て問 ふ、 何 
故に 昨年の 衆 鄹院 議員 選擧法 中改 正 案の 場合に、 此 
根本の 御 議論を 述べな かつた ので あるかと 云 ふこと 
を 問は ざるを 得ぬ ので ある。 

0_ 長 (大岡 育造 君〕 高 田 君 注意し ます。 

〇 小川 平吉 君此國 民黨 憲政# の 諸君は、 昨年の 改 
正 案の 場合に 於て、 啻に 普通 選舉の 翳 論を 御述 にな 


らな かつた のみならず、 兩黨の 代表者 進んで 普通 選 
擧に 反對の 意を 表明せられ て 居る、 (「何故に — 十 
六 議會に 出した」 と 呼 ふ 者 あり〕 昨年 一月 二十 九日 
の會誠 に 於て、 國民黨 の 楠 原 君の 述べられました る 
議論の 一端を、 爰に私 は 擧げて 諸君の 御聦に 達した 
いと 思 ひます I 併ながら 私共は 阈 家の 健全なる 發達 
國民の 利福の 咐進又 憲政の 健全なる 發達 を考阐 致す 
に付きまして は 歷 史上の 事 實をも 無 銀す る ことが 出 
来ない と 信じて 居ります、 故に 普通 選擧は 立 策 1 體 
の 論理的 歸結 である •必ず 此に 到達し なければ なら 
ない ものであります けれ 共， 我國の 現在の 事 M も考 
慮 致し 又 我 國の罱 政の 發 達を 考慮 致しまして §1 掛 
m の 選擧權 ■擴 張は 第一に 現在の 直接 國税 十圓を 二圆 
まで 低： 卜 致した ので ございます」 更に 說を 述べられ 
たる 後に 斯樣に 述べられて 居る， 「勝 史的に 多少 財 
產に制 限を 置いた 制度が 各 立憲 國に 於て 採用され て 
居る のみならず 我國に 於ても 採用され 尙ほ 今日 それ 
が 實 行され て 居る、 で 之を 一時に 激變 すると 云 ふこ 
とは 健全なる 發途か ，爲 すに 如何 かと 云ふ點 に 就ても 
十分の 考慮を 致した ので ございます」 斯樣に 楠 原 君 
は 述べられて 居る のであります (「それ ほ 齋藤 君が 
言つ たの だ」 「それは 憲政 會が 言つ たので 吾々 が 言 
つたので はない」 と 呼 ふ 者 あり J 又！ 3 藤隨 夫君は 昨 
年 一一 月 二十 八日の 議場に 於て 斯樣に 述べられて 居り 
ます C 「二十 六_會 はどぅした J と 呼 ふ 者 あり) 即 
ち、 「納税の 有無と 云 ふことは、 是れは 有形 的の 事 
實で ございます るから して、 一見して 識別す る こと 
が 出来ます る けれども、 智識の 有無 能力の 有無と 云 
ふことは 是は 到底 識別す る ことの 出 來ない 事で あり 
ますから して 財產 資格を ば 全く 撤廢 してし まつて 能 
力 本位に 此選擧 權者を 定める. と 云 ふこと ほ 實 際に 於 
いて 不可能の 事であります 制限 il 擧をば 維持す るに 
當 りまして け 已むを得ない 所の 標準で あると 思 ひま 
す」 斯樣に 述べられまして、 更に 進んで 斯樣に 言は 
れて 居ります 、「今 普通 選擧を ば實 行す る ことにな 
りましたなら ば、 S3 在の 百 四十 萬 許りの 有權 者は 一 
躍して 十倍、 少く とも 千 二 百 威 千 三 ?- I 萬 位になる の 
であります 斯る 急激なる 選擧權 の擴張 と 云 ふ ものは 
世界 立憲 國始 つて 以来 其 例が 無い のであります J 斯 
樣に 述べられて 反對 を .''- . られて 居る のであります、 

( 「二 十六 鹩會 は 如何」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 斯の 
如く 明瞭に 所謂筲 通 選 擧に對 して 反對 をせられ た 所 
八 三 三 
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の 兩黧の 諸君が、 僅か 一年！！ つや 的 i たずに して、 忽 
にして 此 普通 選 擧の案 •> 提案せられ たの ほ、 如何な 
る理 ila であります るか 提 m 者 諸君の 御說を 承り ま 
すれば、 第一 ij: 內外の 形勢が 變 化した、 之を 具體的 
に 言 ほれる 所を 承ます れば國 際 聯盟と 云 ふ ものが 出 
來た、 國際勞 卿 會謬と 云 ふ ものが 出來た 、昨年の 今 
頃 13- 植原 君の 御演說 に從 ひます れば 、何人も 國際聯 
盟の 成立す る 事を 豫想 しな かつた、 然るに それが 出 
来たと 言は れ る、 國 際勞侧 锊議に 就ても 亦： i 様の 事 
を 述べられて 居ります、 諸君、 昨年の々 頃 {3: 國際聯 
盟會議 の 成立す る ことは 少しも 豫想 しな かつた と 言 
はれる ことは、 どぅ 云 ふ 所の 事實を 根據 として 述べ 
られ るので あらぅ か、 私は 恐らく ほ 此話が 誤では な 

かつた かと 思 ふ、 國際 聯盟 會議 の米國 大統領に 依て 

提案され、 是が谷 國の賛 成を 得る に 至るべき Iff 柄は 

業に 旣に 一昨年の 十二月， 牧野 全； 櫳 委員が 日本を 出 

發する 時に 明かで あつたので ある、 我が 内閣が 此金 

權に if して、 此點に 就ても 最も 傾 重なる 研究 調査を 

致して 居る ので ある、 斯く 申す 不宵私 の 如き も， 軍 

擗 の 制限と 云 ひ 或は 薙業 上の 制限と 云 ひ、 我 帝 ! 1! の 

特殊なる 位置に 付て は 十分なる 主張を 强 くせら れん 

ことを 全檝に 菌ん だ 所の 一 人であります、 (「而も 

其 功な し」 「默 れ」 と 呼 ふ 者 あり) それが I 昨年の 

慕で ある、 昨年の 今頃 {3-. 如何で あるか、 旣に巴 里に 

於て ほ 國際 聯盟 會議 、勞 磡 會議は 非常なる 勢を 以て 

進 行を して 居つ たでは 有 ませぬ か、 國際勞 卿 會議は 

如何で あるか、 e 里に 於て 旣に我 日本の 產業 上に 於 

ける 特別なる 事情を 谷 國に訴 へて、 谷國 共に 此氣候 

風土， 產業狀 態に 依て、 此會を 説ける ことにな つた 

ので ある、 選擧法 の 討論を する 際に 當つ ては 旣に會 

翳は 十分の 進行を して 居つた のでは ありませ ぬか、 

而して 誰 盛 頓の勞 働 會議は 申す まで もな く， 此國際 

聯盟に 於け る 所の 會識に 於て 定められた る 所の 箇條 

を， 更に K- 盛頓に 於て 約束を 致した に過ぎない こと 

は 諸君 御 承知の 通りで ある、 私は 植原 君の 反 封、 昨 

年 三月 八日 il 擧 法の 討論を する 際に 於て， 日本の 相 

當なる 政治家が、 何人が 國際 聯盟の 成立を 豫想せ ざ 

りし 者 あり や， 何人が 國際勞 働 會議の 成立を 豫想せ 

ざり し 者 あり やと、 私は 反問せ ざるを 得ぬ ので あり 

ます。 

〔拍手 起る； 一 

〔 此時發 言す る 者 多し〕 


0 議長 t 大岡 育造 君) 三 木 君 議長 ほ 三 木武吉 郎君に 
(三 木 武吉君 「三 木武 吉郎で ほ ありませ ぬ」 と 呼 ふ) 
退場を 命し ます。 

【拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君) 退場を 命じます。 

〔「それは どぅ 云ふ譯 だ 一 「命令であります」 
r 議長 A 々J と 呼 ふ 者 あり、 議場 騷然〕 

0 翳 長 (大岡 育造 君 j 三 木武吉 君、 議院 法 第 八十 七 
勝に 依て 變 戒を與 へた 後に、 ® 々 反抗を なさる …… 
〔「释 戒ほ無 い. I 「警戒を 與へて 無い」 「議長 
議長」 「演壇に 登る ことほ s 来ない j 「速記 
錄を 御調べ なさい」 「議長 取消せ j 「議長 取 
消すべし I 「何時 警戒を 與へ た」 「議長 肢消 
すべし」 「整 戒を 誰に 與へた 」 「亂 暴」 と 呼 
ひ、 藹 場騷然 …… 〕 

〇 議長 c 大岡 育造 君〕 議長の 命令に …… 

〔「議長々々 j  r 磺暴な り」 と 呼 ふ 渚 あり、 議 
場 騷然〕 

0 鈴 木 富士彌 君 議長、 緊急動議が あります、 議事 
の 進行に 關 する 緊急動議が あります。 

〔「賛成々々」 と 呼 ふ 者 あり、 議場 騷然〕 

0 小 橋 藻 三衞君 議事の 進行に 就て …… 

〔「議長々々」 と 呼 ふ 者 あり、 議場 騷然〕 

0 高 松 正道 君 議事の 進行に 就いて 緊急動議が あり 
ます。 

〔 「_長々 々」 と 呼 ふ 者 あり、 議場 騒然〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 _ 長の 命令を 御用 ゐに ならな 
ければ _ ^  ( 議場 騷然) 靜に 御聽な さい、 議長の 命 
令を 用ゐな ければ I 靜に 御聽な さい .…： 

〔「翳 長は 誰の 議長 だ」 「詰まらぬ 事を 言は ぬ 

で 大切の 議事を 進行せ ょ」 と 呼 ふ 者 あり、 議 

場騷然 〕 

〇小辑 藻 三 德君 議長、 議事の 進行に 就て 緊急動議 

があります。 

〔拍手 起る〕 

og 長 (大岡 育造 君) 小橋羅 三 衞 君。 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔拍手 起る〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜に 御聽な さい。 

〇 小 橋 藻 三衞君 唯今 議長 は>  三 木 君に 對 して 退席 

を 命ぜられた のであります が、 然るに 事實は 三 木 君 

が 議長の 制止に 對し て、 反抗した と 云 ふ 事實は 無い 


のであります、 (拍手 起る〕 然るに 期 〇 如き 間違つ 
たる事{貫を議長ほ根據として(「其通0」と呼ふ艽 
あり) 斯る 不法なる 宣言を 爲され るので あ 〇 ます か 
ら 、議場は 混 亂を 致して， 進行す る ことが 出来ない 
のであります、 (拍手 起る) 故に 穀長ほ 此 事實の 相 
違した る ことを 基礎と して 宣言せられ たる、 三 木 君 
退席の ことを 御 取消に なつて、 議場の 靜肅を 保たれ 
んこ とを ? T1 菌す るので あります。 
r 拍手 起る〕 

0 議長 (大岡 育造 君〕 翳 長は 議長の 見る 所に 間違 ほ 
ありませ ぬ。 

〔「の 「議長々々」 「速記 錄を 見ろ」 
と 呼 ふ 者 あり、 議場 騷然〕 

0 鈴 木 富士彌 君 議事の 進行に 對 して 緊急動議が あ 
りま^^。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 鈴 木 君、 何です か。 

〔「登壇々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

011 長 (大岡 育造 君〕 何の 趣旨です か、 議席から 御 
述なさ い'' 

〇 鈴 木 富士彌 君 議長は 三 木 君に 讐戒 を與へ て、 其 
警戒に 從はな かつた から、 退場を 命じた と 云 ふ 趣意 
の 御 宣言で ありました が、 三 木 君に窨 戒を與 へたる 
事實は 斷じて ありませ ぬ、 (拍手 起る) 警戒を 與へ 
たのは 高 田耘平 君であります、 (「其 通り」 と 呼 ふ 
者 あり、 拍手 起る〕 故に 此事實 の 有無を 取調べら れ 
る ことが 先決問題であります。 

0 議長 (大岡 育造 君〕 先づ 高田耘 平 君 .…： 

0 鈴 木富士 S 君先づ 御 待ち 下さい、 私は …… 
〔「議長 靜肅 に」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〔拍手 起る〕 

0 鈴 木 富士觸 君 故に此 事實の 有無を 取調べる 爲め 
に、 休憩を 致しまして、 速記 錄 を御肢 調を 願 ひます 
〔「ひやく」 「賛成々々 J 「必要 無し」 「採 
決々々」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 三 木 武吉君 私は 一寸 申して 置きたい。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 御 待ちなさい、 此 問題を 解決 
する 爲 めに 休憩を すると 云 ふことは、 今 其 必要を 認 

め ませぬ から、 此 問題を 留保して .  . 

〔「のうく」 と 呼 ふ 者 あり、 議場 騷然 J 
〇 議長 (太 岡 育造 君) 唯今 動議が あります から、 励 
議の 決を 探ります。 

〔「探 決の 問題に 非す」 と 呼 ふ 者 あり〕 


〇小掎 莼 三 衢君 漭ポ の, I-T にけ て. . V'. 兄が あ 〇 ます 
〇 三 木武吉 君 私は 漭長の を 爲 したる や 否やと 
云 ふ 事に 付て は、 何等の 琪 S がご ざい ませぬ、 沖 し 
若し 謎 長が 適法に 私に 沿 場を 命ぜられた と； K ふなら 
ば、 私は 其 退場の 命に 從ふ のであります 、併ながら 
—— 併ながら 若し 議長が 暴^^ 退場の 命令を 私に 下 
された 場合には、 私 li RS ずる ことほ 出来ない •何が 
故なら ば， 此 重要なる 普選 謎 案に 於き まして、 政府 
若く は 議長に 於て、 吾々 ® 成 若の 數が 、一人 若く は 
一一 人の 差に 依て 此運 命を 決定す る やうな 危險な 枸合 
に 遭遇した と假定 しなさい 、謎 長は 吾々 _ 員に 對し 
て、 一々 暴なる 退場を 命じて 採決を 爲し 、以て 找等 
の I  (拍手 起る) 議長 ほ 斯の 如き 職 ffs 濫用を して 
まで も、 以て 政府に 忠豳を 描んで なけれ : T ならぬ と 
云 ふので あります か、 私 ほ 議長の TO' 考を願 ふので あ 

〇 ます - 励議の 採決を 願 ひます。 

〔「ひや と 呼 ふ 者 あり〕. 

〔拍手 起る〕 

01 長 (大岡 育造 君〕 一 應御聦 なさい。 

0 小 橋 藻 1 11 衞君謅 事の 進行に 就て 意見が ありま T 
〇 議長 C 大岡 育 ii- 君〕 一寸 御聰な さい、 三 木 君の 仰 
しやる 意味の 事は 毛頭 無い のであります、 若し 其琪 
が あれば、 此 問題を 後で 決する ことに 致します。 

〔「のうく」 と 呼 ふ 者 あり、 議場 騒然〕 
〇小橋蘿三衞君議事の進疔に就て意見があります 
〔「採決を 願 ひます」 「蘸 長々々」 と 呼 ふ 者 あ 
り、 議場 騷然〕 

〇 小 橋 藻 三 衞君 議事の 進行に 就て 緊急 動 翳が あり 
ます。 

0 小山 松壽君 御 採決に なつたら 如何であります か 
〔「ひや と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 議長 C 大岡 育造 君〕 靜にな さい、 私は 此席 ょり 三 
木 君に 警吿を 致した® りであります が、 聞え なけれ 
. 

〔「のうく」 と 呼 ふ 者 あり、 翳場騷 然〕 

〇 小 橋 藻 三 衞君 議事の 進行に 付て 意見が あります 
〇 議長 C 大岡 育造 君〕 聞えなければ (識 場騷 然とし 
て 聽取す る 能は す〕 取消します。 

0 小 橋 藤 三 衞君 議事の 進行に 就て 意見が あります 
〇 議長 (犬 岡 育造 君：* 議長の 言 ふ 所を 靜 に御聽 を 願 
ひます、 議長は …… (「謙 聽々々 」 と 呼 ふ 者 あり) 
御聽な さい、 是は何 か 誤解が ある やうであります ( 
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「のう <」 と 呼 ふ 者 あり〕 總理 大臣が 私に (議場 
騷然肢 取す る 能は す〕 を 求められた る 如き 事を 御赀 
なさつ て、 それが 三 木 君に 及ぶ ものの 如くに 誤解が 
ある やうで あ 〇 ます (「のう と 呼 ふ 者 あ. 〇〕 
是は 總理大 15 ょり 發言を 求められた のでありまして 
…… c  r まだ 早い」 と 呼 ふ 者 あり〕 

〇 小 橋碟三 衞君 s 事の 進行に 就て 意見が あります 
〇 議長 (大岡 育造 君〕 發言な さい。 

〇 小 橋 蓮 三 衞君唯 今 議長の 三 木 君に 對 して 退席を 
命ぜられた と 云 ふ 事件 ほ、 非常なる 紛糾を 来し まし 
て、 此神 ■なる 議長の 宣言 も 一一 場 も 遵奉し ない と 云 
ふことは、 甚だ 悲しむべき 事柄でありまして、 斯樣 
な 紛踉を 惹起され た 原 W と 云 ふ ものが、 要するに 菡 
長が 一 — 木 君に 婪 吿を與 へられて、 而 して 三 木 君が 之 
を肯 かな かつた と 云 ふことの 事® が 有る か 無い かと 

云 ふこと を 調査 すれば， 分明と なる のであります， 

(「ひやく」 と 呼 ふ 者 あり〕 此調査 を 致さず して 

鄧 揭 が 執拗に も此宣 «■ を 遂行 せんと 致されます るな 

らば、 我が 神聖 ■なる 帝 國議 會の此 憲法 史上に、 非常 

なる 汚辱を 胎 すので あると 思 ひます (「ひや'^-"」 

と 呼 ふ 者 あり、 拍手 起る〕 又 吾々 の© 敬す る 議長は 

反 對辦を II ら に ) W 席せ しむる と 云 ふ 如き 卑劣なる 心 

事を 以て 御 在で にならない と 云 ふこと ほ、 再々 の 信 

ず る 所であります 故に 吾々 は 此事實 を 分明に 調淹す 

る爲め に、 速記 錄を 調べる 爲 めに、 啊く玆 に 休憩せ 

られん ことを 要求 致す のであります。 

二‘ 饺成々 々」 と 呼 ふ 若 あり〕  ， 

「拍手 起る〕 

〇頦長 C 大岡育 造 沿〕 洵に御 注 St' は 雛 有う ございま 

すが、 是は S に m 犬なる 討 謎 中であります から、 若 

し 私が 過ちが あれば， 此 後で 十分 御 始末を 願 ひます 

〔議場 騷然一 

0 小山 松 ?/ T: 君 誑 長々々。 

〇漭 長大 岡 育造®〕 小山 君。 

〇 小山 松孬君 私は 唯今 發 言の 許可を 得 ま したから 

此 場合 諮 長に 御尋 致します、 先刻 鈴 木 富士翊 哲ょ〇 

提出 致しました 速記 鈴 調査に 關する 休憩の 動議は 蕺 

長！ f 之を 採つ て、 休憩す る や 否やを 採決す るとの 

御宣饩 が ありました、 而して 唯今 又國 民黨 より， 小 

橋 君で ありました か， 御 提案に なりました 事 IX 同 | 

の 事に 組す るので あります、 故に 議長は 先刻の 鈴 木 

富 士. 一封の 励 謎に 對 して， 採決すべし との 御宣 W の 


御 決行に ならん ことを 望みます。. 

〔「動議に 非らず、 議長に 要求す る德義 上の 問 
題で あ 〇 ます」 と 呼 ふ 者 あり、 其他發 言す る 
者 多く 議場 騒然〕 

0 議長 (大岡 育造哲 ) 休憩 致します。 

午後 三時 三十 二分 休憩 
午後 四時 二 十八 分開議 

〇 議長 (大岡 育造 君) 休憩 前に 引續き 會議を 開き ま 
す此 場合 議長よ 〇 1 言 致します、 先刻 三 木 君に 議長 
は 注意を 與へ たる 確信を 以て、 即ち 謬 長は 宣吿を 致 
しました が、 彼の 場合 徹底 致し ませぬ 趣で、 即ち 宣 
吿が 徹底せ ざるが 爲に 取消す こと も 申しました けれ 
ども， それさへ も 亦 徹せざる 有樣で ありました. 重 
ねて 玆に 言明を 致して 匿き ます、 尙ほ議 琪 の 進行に 
關して 休憩を 求められた のであります、 旣に御 希 圍 
に 從つて 休憩を 致しました ことであります から、 別 
に 採決を 致さず とも 宜か らぅと 存じます。 

〇 三 木 武吉君 議長。 

0_ 長 (大岡 育造 封〕 三 木 君。 

0 三 木 武吉君 議長は 私に 對 して®々 制止を 爲した 
るに 拘ら ず、 之に If ぜざ るが 故に 退場を 命ずる と 云 
ふことの 御 宣吿を 先刻 爲さ いました、 一; 今 伺 ひまし 
たら ば、 其 宣告を 御 取消になる と 云 ふので ほなくて 
其 事す ら撤 底し ない と 云 ふ 意味で、 闇から 闇へ 葬ら 
るる やぅであります、 私 固より それに 對 して 異議を 
申す 譯で はあり ませぬ、 唯 だ 議員の 重要なる 權利を 
蕺長が 徹底せ ざる 行 励に 依つて'  其 行使を 妨げん と 
する が 如き 事 (i 、議院 政治の 上に 於て 由々 しい 大事 
と 私 it 思 ひます (「ひや'^」 と 呼 ふ 者 あり〕 併な 
がら 此事 柄に 付て は、 旣に备 派 交渉 會に 於て、 議長 
の行爲 が輕擧 なりし と 云 ふこと を 認め、 議長に 磐 吿 

をせられ •議長は 之に 對 して 謝せられた りと 云 ふ 事 

S を 私は 傳へ 聞いた ので* こざいます から、 是れ 以上 

追窮 致す こと li 餘り 欲しない のであります が、 併な 

がら 斯の 如き 事を ® 々 繰 返さろ、 ことに 依つ て (笑 

蹈 起る) 讖院の 神聖と 云 ふ ものは 根本より 破壊せ ら 

れ 、謎 貝の 發言湘 と 云 ふ ものは 根抵 より 破壊せ らる 

るので ございます から、 失 is ながら 私から _丧 に對 

して 此蹄會 に 於て 御繫吿 を 申 上げて 置かう と 思 ひま 

す (拍手 起る〕 

〇識長 C 大岡 育造 君〕 小川 平吉 君。 

〔小川 平 吉君登 糖〕 


『拍手 起る〕 

〇 小川 平吉君 次に 國民黧 の關 君の 述べられました 
る御議論ほ、此改正案に對して比輓的適切なる關係 
を 持つ て 居る やぅに 伺 ひました、 其議 J に E く 今日 
は勞働 問題と 云 ふ ものが 非常に 八 釜 敷な つて 參つた 
同盟 81 エの如 き 頻々 として 勃 ^ する、 n. 又 lit の勞働 
者の 狀態が 追々 に惡く 化して 參る 之を 直さん が 爲め 
に (X 普 51 選犁 を斷 行す るに 如くは なし、 斯樣な 意見 
に 承りました、 併ながら 成程 同盟 ig H は頻々 とし C 
勃發 する， 勞鋤 者の 狀態も 多少惡 化する M が ある， 
是れは 私 も， 認める のであります、 併ながら 其の 原因 
に 遡つて 見ます れぱ 即ち 此の歐 ‘ 洲大戰 に 基く 所の 經 
濟 上の 激變 、並に 職 後世 界に 於け る 所の 動 搖せる 思 
想界の 影響を 受けて、 我國に 於いて も 亦 多少 g 搖を 
來した る ものと 認める のであります、 此の 原因は 決 
して 選擧嵇 が少い I 普通 選擧を 行は ないから して 
斯の 511 き 事實が 現は れ來 つた ものと 私は 認める こと 
が 出來な いのであります、 此 等の 問題に 對 しまして 
ほ、 國家 としては 相當な る 取締を もいた す ことの 必 
耍が あるで ありませ ぅ、 又 或 ほ 勞働 保險 法を 制定す 
ると か、 或は 失業者 保護の 法律を 描へ ると か、 職業 
紹介 所を 招へ ると か、 更に 進んで ほ 根本的に 敎育を 
普及せ しめ、 道德を 振興し， 以て 此等の 難問題の 解 
決を 圖らな ければ ならぬ ことほ 勿論であります、 併 
ながら 是が 普通 選擧 を斷 行した からして、 此勞_ 問 
題の 解決が 出 來 る、 又勞働 者の惡 化する 事を 防ぐ と 
云 ふが 如き ことは、 私は 信ずる ことが 出来ない ので 
あります 、(「ひや と 呼 ふ 者 あり〕 恐らく ほ 間 
接に 於て 多少の 効果が あるか も 知れぬ 併ながら 此普 
通 選擧を 執行した が爲 めに、 斯の 如き 間 題の 解決が 
出來な いと 云 ふこと ほ、 歐羅巴 諸國に 於け る實例 を 
見ても、 亞米利 加に 於け る 所の 實狀を 見ましても、 
明に 之を 察する ことが 出来る ので ある， 否 •此 同盟 
龍 H、 此勞磡 狀 態の 惡化 した 所の 原因が， 如何で あ 
るかと 云 ふこと を 研究 致しましたなら ぱ •決して 是 
ほ 普通 選擧を 執行せ ざるが 故な りと 斷定を 下す こと 
は 出來な いのであります、 此故 に此點 に 向つても • 
私は 賛成を 表し ffi いのであります、 又 最も罟 々の 今 
注目を 致さなければ ならぬ 所. の論點 は、 國民が 追々. 
普通 選擧を 要求して 居る 普通 選擧 要求の 叫びが 頗る 
旺にな つたと 云 ふ 御 議論であります、 成程 此 普通 選 
擧 要求の 聲は追 々と 高まつ て參 つた， 一部 阈民 の自 


覺 致した 所で ありませ う •併ながら 此 普通 選擧 要求 
の 叫びなる もの も 吾々 の 見る 所を 以てすれば-僅に 
IJ 民の 一部分に 過ぎない ものであると 思 ふので あり 
ます、， c 「のう''^ 」 r ひや と 呼 ふ 者 あり 拍手 
起る〕 ^ 君， 私は 玆に 憲政 會の 齋藤隆 夫君の 昨年に 
於け る演說 の 一 端を c 「昨年の 演說が 何 だ j と 呼 ふ ■者 
あり〕 御 紹介し やうと 思 ふ、 齋藤 君は 此院 外に 於け 
る 所の 運動に 對し て斯の 如く 述べられて 居ります、 
是は齋 藤 君の 說で あります 「今日 院外に 於け る 普 ii 
選！！ の述 動は •頗 る 盛の やうで あるけれ ども-私は 
斯樣な 事を 以て 普通' 選 擧の 運動 盛な りとは 見て 居ら 
ぬので ある、 それは 學生や 若い 所の 人間の 前に 立ち 
若く は 勞磡 者の 前に 立つ て汝 等に權 利を 與へ るに 依 
つて 騷げと 言つ たなら、 騷くで ありませ うけれ ども 
是 位の 事を 以て 普通 選擧 の il 動 ; H- 効を 奏したり と 思 
つて 居つ たなら ば， 是は 非常な 間違で ある 私は 田 舍 
の 隅ん に 到る まで， 鋤を 擔ぎ肥 桶を 擔いで 居る 百姓 
に 至る まで、 自ら 覺醒 して •所謂 衷心より 國 家の 何 
物た るか、 政治の 何物た るか、 政權の 何物た るかを 
自 K して此 要求の 聲を 高めし めたならば •吾々 は 此 
聲に應 じて 彼等に 權 利を 與ふ るべ く 努力す る ことに 
於て， 人後に 落ちる 者で ほない のであります」 斯櫧 
に齋藤 君は 述べられて 居る •私 も 大體に 於て は 此齋 
藤 君の 御說に 賛成せ ざるを 得ぬ のであります、 成程 
都會に 於け る勞働 者學生 等の 一部に 於て は、 頻りに 
普通 選擧を 要求して、 示威 蓮 動を 行つて 居ります、 
併ながら 全國の 大部分の 國民は 、今日 斯の 如き 急激 
なる ^ 革を 希望して 居らない と 私は 信じて 居る ので 
あります、 (拍手 起り 「のうく-」 と 呼 ふ 者 あり〕 
故に 此點 に付きましても 遺憾な' から 賛成を する こと 
ほ出 来ぬ のであります (「二十 六議會 に 於け る 小川 
君の 意見は 如何」 と 呼 ふ 者 あり) 諸君‘ 申す 迄 もな 
く選紹 法は 憲法 附屬の 大法 律であります、 僅に 昨年 
之を 吾々 は 改正を 致した ばかりで ある •昨年の 改正 
に 至る 迄の 道行 ほ 如何で ございました か、 十數年 前 
に 於き まして 旣に衆 議院 議員の 選擧 法改正の 議ほ議 
會に現 ほれ、 政府に 於ても 旣に洱 度 迄 選擧 法改正の 
調査 會を 設け、 度々 此の 衆議院の 議に上 〇 ました 末 
に 十餘 年を 經て而 して 漸く 昨年の 春 上下 兩院 を大多 
數を 以て 通過した 所の 今日の 法律であります、 此憲 
法 附屬の 最も 重要なる 法律を、 未だ 曾て 一回 も * 行 
を 致さない、 改正を 大多數 に 法て 謬 決した るより 未 

一八 三 五 
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八 三 六 


だ I 年の 歳月を！ £な い、 然る にも拘らず 輕忽に 之を 
變改 すると 云 ふが 如き 事が ありましたなら ば、 立法 
の 威 K 何處 にあり や、 菘 K の 信 W 何處に 在り やで あ 
ります (拍手 起り 「のぅく LL と 呼 ふ 者 あり) 國民 
ii 果 して 期の 如く 朝夕に 鍵 改する ところの 鼓 院に向 
l」j つて 安心して ^ 政を 託する ことが 出 來るで ありませ 
1 T か 一 拍手 起り 「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 斯の 如く 
一^にして 憲法 政治の 健全なる 發達を 轺 むこと が 出 來ま 
1  j T か C 拍手 起り 「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 私 (T. if 
m, l じて 然らず と 答へ るので あります、 諸君、 齋藤君 も 


院 


引用を せられました が、 彼の 諺 院政 治の 元祖た る、 
遨政 政治に 就て は 世界 ff 國 民の 筠 敬と 信用と を 受く 
ろ 所の 彼の 英國の 選擧權 横 張に 關する 藤史は 如何で 

ございます か、 英國に 於て 初めて 所諧哿 通 選 場 案な 

る ものが 鹩會に 現 ほれました のは 一千 七 百 八十 年、 

即ち 今より [3 四十 年 前であります、 其 後一 千 八 百 三 

十二 年に 御汝知 の 通り 第 一 回の 改革を 致して 居る、 

選舉翩 の擴 張を 致して 居る、 此 一千 八 百 三十 二 年に 

於て は、 諸君 も 御 承知の 通り、 最早 蒸氣 力の 應 用、 

鹧 械 力の 應 m が 盛に なり、 人口 ほ 漸 々と 都市に 集り 

來 つて、 國民の 普通 選罌 の W1- びは そろ <と 起つ て 

居る のであります、 然るに 此 一千 八 百 三十 二 年の 改 

革 (/. 如何で あるか、 依然として 財 產に關 する 制限を 

設け、 即ち 一定の 僧 格 ある 所の 不動 產の 所有者 ? r く 

は r'i 初 者に 限つ て 選 擧權 を與 へて 居ります (「違 ひ 

ます、 まだあります」 と 呼 ふ 者 あ 〇〕 而し て此時 に 

於て 縣に 於け る 選擧 人の 數ほ 、二十 四 萬 七 千より £'|5 

に 三十 七 »'!; 人に增 加した ので ある、 市に 於て {i 十八 

萬 八 千が 二 十八 萬 六 千に 殖えた ので ある、 其 後 如何 

なる 經 過を ^ て 居る のであります か、 其 後年を 經る 

こと 數十 年、 一千 八 百 六十 七 年に' 至つ て、 初めて 再 

度の 改正を 致して 居る、 即ち 一千 八 百 三十 二 年の 第 

一回の 改革を 距る こと 三十 Jr. 箇 年の 後に 至つ て、 再 

度の 改革を 行ぅて 居ります、 諸君、 此 再度の 改革 即 

ち 一千 八 百 六十 七 年に 於け る 所の 英國の 狀態ほ 如何 

で ございました か是 より 先き 旣に 一千 八 百 四十 八 年 

に 於て は 彼 9 五 百 七十 萬 人と 云 ふが 如き 多數の 連 薪 

を 以て、 普： iin 選舉 の斷 行を 翳會に 請願を して 居る の 

であります、 之と 同時に 勞® 時間を A 時間に 短縮す 

る 所の 請願 も 出て 居る、 當時 英國 の狀况 は、 海外の 

貿易は 旺盛を 極め、 非常なる 進步を 致して、 人口は 

益々 都 會に 集中を し* 勞働 者の 組合 ほ 盛に 全 國に起 


つて、 是等勞 働 者 並に 多 敷の 國民ほ •即ち 普通 潠擧 
の 要求を ? « 叫 致した のであります、 斯の 如くに して 
一千 八 百 三十 二 年ょり 三十： 31: 年を 經て 、而 して 漸く 
| 千 八 百 六十 七 年の 第一 固の 改革が 出来た、 此第二 
回の 改革に 於ても、 法 然として 財 產上 資格を 必要と 
して ？ t るので あります、 即ち 茲に 細かく 申 上ぐ る必 
要 ix 無い と考へ まする けれども、 郡部に 在つ ては、 
一年 五 磅の 地代を 收人 する 所の 土地の 所有者 •一年 
十二 磅を拂 ふ 所の 借地 人、 都市に 在つ て 家主と 借家 
人と を 問 ほず、 苟も 一 家に 定住して 租税を 納付す る 
者、 及 一年 十二 磅以上 の 借料を 拂ひ 、一箇年の 間 家 
を 借りて 居る 所の 借 室 人 等に 選擧權 を 與へた 、英國 
の 狀態ほ 人民の 智識の 程度 も 進步 し、 國民 自ら 選 sa- 
fil  を 要求して 居る  I  勞®  組合の 如き ほ 多 數全國 に 出 
来た、 其 通商 貿易 ほ 旺盛を 極め、 國民 の進步 著しき 
にも拘らず、 此一千 八 百 六十 七 年に 於け る 所の 改革 
ほ、 唯今 申 上げる 通りで、 矢 張財產 上の 制限を 存し 
て 居る のであります、 是 ょりして 降つ て 殆ど 六十 年 
を經た る 所の 昨年， 未！ H 有の 大戰轿 を經 て、 老若 男 
女 悉く 國 家の 爲めに 卿いて 居る、 一面に 於て ほ 無論 
產業の 狀態も 非常なる 變 化を 致して 尻る、 此 昨年 即 
ち I 千 九 百 十九 年に 至つ て 初めて 普通 選擧 を實 行す 
る 事が 出来た. のであります、 諸君 •英國 の歷史 は斯 
の 如くであります 、吾々 ! 3; 彼の 英國 入を 以て 最も 議 
院政 治に 堪能なる ものと して、 之を 賞 讚す る ことに 
於て は 齋藤 君と 同じく、 又 世界 各 國の國 民と 同じく 
常に 尊敬を 拂 ふに咅 ならざる ものであります 1 之に 
反して 彼の 羅甸 民族は 如何であります か、 南米に 於 
ける 伯剌西爾、 祕 露、 是 等羅甸 民族の 状態は 如何で 

あります か、 其 性急なる 性格、 感情に 激し 易い 所の 

性質、 彼等は 如何に _院 政治を 運用 致して 居ります 

か、 十 年若く は d 五 年に して 再び 三た び 憲法を 改正 

して 居る、 憲法を改正して まだ 足らずして、 終りに 

ほ 腕力を 以て 內亂を 起し、 墨 西 哥の 狀態然 〇、 伯 刺 

西爾然 り、 祕露然 り、 此 憲法を改正する 時には、 彼 

等と 雖も 勿論 多數を 以て 之を 決定 致して 居る、 翌年 

に 至つ て 又 之を 改正す る 時は、 勿論 多数を 以て 之を 

決定して 居る ので ある、 其 時に 於て は 即ち 多 數の是 

なりと する 所を 以て 決定いた したに 遲ひな いので あ 

ります、 併ながら 感情に 趨り易 い 性急なる 性質、 事 

を収急 いで、 秩序を 重んぜない 此羅甸 民族の 短所は 

遺憾な く 議員 政治の 上に 發揮 致して 居ります、 此の 


如く 憲法を 變へ 法律を 變ふ るが 故に、 該院の 信用は 
段々 薄らいで 来る、 國 家の 成 駐は 地を 拂つ て來 る、 
遂に (3: 内 亂を 生じて 底止す る 所な しと 云 ふ 有 樣であ 
る、 吾々 ほ 「アングロサクソン」 人を 學ぶ か、 羅卸 
人を 學ぶ か、 曾て 帝 H 憲法が 茜 布に なりました 時分 
に、 歐羅 巴の 人々 (3; 之を 評して 日本 帝國の 国民は 盛 
情に 激し 易い 國民で ある、 性急なる 國民で ある、 果 
して 議院 政治の 運用を 完全に する ことが 出来る であ 
らう かどう かと 云 ふ 疑を 懷いた 人が あつた、 是ほ諸 
君 も 御 承知で ありませ う、 吾々 は羅甸 民族の 爲す所 
に 傚 ふこと を 欲しない ので あ 〇 ます、. 願く ほ . アン 
グロ サクソン」 人の 爲す 所に 傚 ひ、 ■秩序を 履み、 潮 
を 追うて 而 して 選 擧權を 11 張し、 國 法を 改革す ると 
云 ふこと が、 憲法 政治の 健全： なる 發達を 促す に 就て 
相當 なる顺 序で あ -? > と 云 ふこと を 信じて 疑 ほない の 
であります、 (「ひや^-」 と 呼 ふ 者 あり〕 諸君、 
一口に 普通 選擧と 言 はれる が、 何れの 點が 普通 選擧 
であるかと云ふことほ、委員會に於ても問題となつ 
て、旣に三派の諸君の中に於ても抒々制限の锃度を 
異にして 居る で ほない か、 何れの 點を 以て 普通 選擧 
と爲す か、 今 井 嘉幸 君の 如きは、 選擧權 の 數が百 分 
の 三十 乃至 二十 VT: に 達すれば、 普通 選擧で あると 言 
はれた、 之 も 一說で ございませう、 併ながら 今日 現 
ほれた る 所の 三 派， の 案、 即ち 國民黨 の 案に 従へ ば、 
千 7;; 六 百 萬 人の 選舉 有權 者が 出來 る、 他の 案に 從へ 
ぱ千 二三 百 萬 人の 選 擧有權 者に 過ぎない、 一方に 獨 
立の 生計と 云 ふ 加き ことを 以て 選擧 _ の條 件と 致し 
て 居ります が、 一方に ほ 是は 無い、 又 年齡 の點に 至 
つて ほ、 或は 二 十五 歳を 以て 制限と し-或は 二 十 歳 
を 以て 制限と して 居る、 耍す るに 制限 選擧で ありま 
す、 二十歳の 人間と、 十九 歳の 人間と、 どれ だけの 
違 ひが あるか、 二 十五 歳の 人 問と 二 十四 歳の 人間と 
何 處に違 ひが あるか、 二十 四 歳の 人間の 方が！ 一十 五 
歳よりも 能力の ある 人 も ありませ う、 併ながら 苟も 
國家が 選擧灌 の 標準を 定むる 以上 ほ、 適當 なる 所に 
持つ て 行つ て 標準を 定める 必要が あるから こそ、 諸 
君に 於ても 二十 五 歳と 云 ふ 制限を し、 或は 二 十 歳と 
云 ふ 制限を する、 要するに 年齡の 制限に 外ならぬ、 
果して 然らぱ 吾々 の 方針と 何の 異なる 所が あるか、 
吾々 も 選擧 權擴 張を 以て 其方 針と し、 旣に 明治 三十 
二 年に 於ても、 御 承知の 通り 選擧 權の攒 張を 爲して 
居る、 昨年に 於ても 亦 彼れ が 如く 大擴 張を 行つ て、 


百 五十 萬 人の 遝给 人を ttt '/JU して、 殆ど 三百 &■ 人に 速 
せんと 致して 25 る •十 圆の 納租 資格を 低下して 三圓 
になつたと云ふ有揉であります、吾々も亦還坍槠を 
摘 張す る 方針に 於て if 奄も 諸君と 異なる 0f は 無い 
ので ある •今後 若し 國悄に 於て 必要が ございます る 
ならば、 漸次 此制 限を 描め る ことに 於て は、 何等 異 
論を _ く 者で ない、 喵た吾 々ほ 般も e ffi なる 改革を 
0 ? む 者で ある  >  急激 なる ^ 化を 好まぬ 者であります 
秩序 ある 進步を 冀ふ ものである， ilt a:j; 一に 於いて 諸君 
と考 へを 異にして 居る と 云 ふに 過ぎない ので ある、 
諸君. •選 舉_の 聩張ほ 今後 徐ろに® 愤 〇 變化を 見， 
國 民の 狀態を 察し， 必要に 應じて 之が 改芾を 企つ る 
も 未だ 以て 遲 しとせ ずと 私 li 考 へて 辟る •諸君、 御 
眾知の 通り 今回の 識會は •彼の 朝鮮ょり L て lit 衆 a^ 
院 _ M 選舉法 行の 詰 願が 出て 居ります、 千 ?/ r : 百 Iffi 
の 入 1:1 を 有すろ 所の 同胞 •文化の 程度 相 當に發 達し 
たる 所の 同胞、 此朝鮮 ょりして 衆議院 謎 M 選 擧法施 
行の 請願が 出て 居ります， 是 等の 事 も 大に此 種々 な 
る 事情を 考察して 衆 蕺院認員選擧法を剡鮮に施行す 
.る や 否やと 云 ふこと に 向つ て も ,' 十分なる 考 氓 を 拂 
ほなければ ならぬ ことで あると 考へ る、 [IT; 布 改正 致 
した 所の 法律を 直ちに 今日 改正す ると 云 ふが 如き 突 
飛なる 改正には 吾々 ほ 何 處まで も S 成す る ことが 出 
來な いので あ 〇 ます、 以上の 理由に 依て 委員長の 報 
街を 賛成し、 原案 反對を 表する 者で ございます。 
0_長( 大岡 育造 君〕 原 總理大 is 。 

〔國務 大臣 原 敬 君 登*〕 

〔拍手 起る〕 

〇國務 大臣 (原 敬 君〕 諸君、 唯今 議題と 相 成つ て 居 
ります 衆_ 院穀員 選 S 法に 關する 政府の 意見は、 委 
員會に 於. て 旣に 陳述 致した のであります， 又 先刻特 
別 委員長に 依つ て ® かに 報吿 せられて 居る ので あり 
ます、 故に 最早 重ねて 述ぶ るの 必要は 無い ので あり 
ます けれども、 併ながら 此 案の 重大なる に 鑑み、 國 
民の 休戚に 極めて 重要なる 事柄であります が 故に、 
重ねて 之を 繰返して 政府の 所見を 明瞭に 致して® き 
たいので あります、 (「高 隙 に 願 ひます」 と 呼 ふ 者 
あり〕 委員 會に 於ても 述べました る 如く、 政府に 於 
ては 選擧 權擴 ■張に 更に 興 論の 無い ことで ある >  又® 
際歷代 內閣に 於ても、 此方 針を 執り、 現 內閣に 於て 
も、 選擧權 撋 張の 方針を 執つ て、 昨年 旣に 提案 も 致 
し、 兩院大 多數の 賛成を 得て 新法 律が 成立を 致した 
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ので あ 〇 ます， 故に 選擧擷 を 漸次に 桢張 する ことに 
異蕺な きのみなら ば、 此方 針を 執り、 又 此方 針に 依 
つて 其！！ 張を ® 行 致して 居る のであります、 此點に 
於て は 恐らく 國 民の 明かに 認むる 所で あらう と考へ 
る、 然るに 昨年 大多數 を 以て 兩院を 通過 致した 新 衆 
H 院議 a 選犖 法を、 今回 又 再び 改正せられ んとす る 
のでありまして、 之に 向つ ては 政府 ほ 反對 せざる を 
得ぬ ので ある， (f 祺 情の 變化に 依る」 と 呼 ふ 者 あ 
り〕 凡そ 法律 ほと きの JC しきに 從 つて 改正し なけれ 
ばなら ぬ ことほ， 何人も 異論の 無い ことであります 
が 併しながら 憲法 附 鼢 の 大法と も稱 する 衆 謎 院識 a 
選擧 法を 昨年 是な りと し、 今年 非な 〇 として、 之れ 
を改正いたすと云ふことほ、果して國民の希菌する 
ところで あらう や、 左樣 にいた しては 法律の 信用を 
保ち、 謖 會の蝴 威を 如何に せん、 而已な らず 憲法 政 

治は 如何にして 發 達する か、 國民に 安心を 與 ふるこ 

とが 出來 るか、 所謂 朝 令 释改、 411 何に して 0 民は 信 

用を 置く こ .'-. が 出来る か、 之れ が 第一に 反對せ ざる 

を 得ぬ 理由であります、 固ょり® 惝 の 如何に 说 つて 

漸次 擄張 する ことは 適當な る 話、 旣 に納說 K 格 十圓 

を 三 1] に 低下 致した の も、 此趣® である、 住居 一年 

を 六 箇月に 低 沌 致した の も、 lit 趣恧に 外ならぬ、 而 

し て llt ?jf は 衆議院 SI M 選 ffi 法に 於て、 憲政 會の 諸君 

も、 四民 黨の 諸君 も、 拧な饺 成せられ た 事柄で ある 

唯 だ 程度を 異に t て、 納税 ？ It 格を 二 圆と云 ひ 1 ii_ と 

云 ふ f-lG かな 相違で あつて、 大务數 に 於て、 納税 ff 格 

を §8 むる と 云 ふこと に fnl つては、 議論の 無 かつた こ 

とで ある、 故に 大多數 を 以て 通過した のであります 

然るに 俺 か 一年 も 純たぬ 內 、而も 未だ 之を 苡行せ ざ 

ろに 當 つて 之を 改正す る、 成程 一侗 人の 行狀 であり 

ますなら ば、 過を 知つ て « ぐに 改める ことは 適當の 

琪 であります、 ( 一 其 通り」 と 呼 ふ 者 あり〕 朝 令 慕 

改と 人が 評し やう •か、 非な りと 見て 改む るは 基に 美 

德であ り ませう、 併な •から 憲法 政治 ii 左 枕には 參り 

ませぬ、 (「のうく」 と 呼 ふ 者 あり〕 國民の 代表 

者と して、 大多數 を 以て ? ¥ 成を 致して 此法律 が 成立 

して 居〇ま け、 國 民 li 次の 選 ^ 13: 此法 茚に依 つて 施 

行 せらる る ものな りと 確 m を 致して 居る ので ありま 

す、 (拍手 起る 「のうく」 と 呼ふ漭 あり) 一年 も 

經たぬ 内に 之を 改正す る、 若し 之れ を 改正して 此次 

の 諮 ^ に — 第 2 ! 十一 一 i £5 >sn に ffi た 改正す ると 云 ふや 

うな ことがあつ たら 如何な さるので* S るか、 (拍手 
衆 謎 院 W 散の 詔勅  I 


起る〕 左様に 致して は 憲法 政治の 發達 はどうで ある 
か f 「三 ?| 々々.一 「無禮 を 言 ふな」 と 呼 ふ 者 あり〕 
故に 政府は 之に 反對 せざるを得ないので あります、 
故に _ の 反對を 致さざる を 5 r さる 所以は、 此選擧 
資格 屮の敁 も m 要なる 納税 資格の 關係 でございます 
先刻 委 A 長 も 報吿. . られた る 如く、 今回の 提案は 皆 
な 違つ て 居る、 此 提案を 以て 普通 選擧な りと 一槪に 
稱せら るる けれども、 各 案 共に 皆與 つて 居る、.％ だ 
其战 つたる 條件 中に 於て、 一貫した る ものと 1® ¢ 
きものは、 納稅 資格の 撤廢で ある、 (「其 通り」 と 
呼 ふ 渚 あり、 納税 資格の 撒 廢も遝 擧 資格の 一つで あ 
ります、 潠擧 K 格の 一简條 に 違 ひない、 故に 國 情の 
許す 時に 於て は、 丁度 十五 II を 十 rffl に 致し、 十圓を 
三 H に 致した のであります から、 更に 之を 低下す る 
ことは 宜しい、 又 其 時の 國情が 許すならば、 之を 撤 
廢する も 更に 異論の 無い ことで ある、 併ながら 今日 
は 昨年 新法を 決議した る 後一 年に して、 如何なる 事 
情の ® 化に 依つ て 之を やる かと 言へ ば、 國際 聯盟の 
成立 其 他 色々 事！ S はあります けれども、 以て 此 大法 
律を 變 へる 理由とは ならぬ のであります、 加 之此納 
税資 格撤廢 の pfi 由と して、 提案 奢の 說阱を 承る のに 
單 純に 納税 資格を 撤す ると 云 ふ 選擧 法の 一手 段に、 
更に 加る に 之を 撤廢 する には 如何なる 意味で 撤陂す 
るかと 云 ふと、 斯う 承る， 漸次に 國 民の 多 ® i に 選 擧 
©. を與 へる と 云 ふ、 m 純なる 意味に 非ず して、 階級 
制度を 打破す る 現状を 打破す る、 揖紳な 此選擧 權の 
描 張に 非ず して、 之に撤 廢 する 理由の 根本 理由は、 
現在の 社 會の狀 態を 打破す ると 云 ふ 意味に 聞え る， 
(拍手 起る 「改良 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 即ち 納税 三 B 
と 云 ふ ものは、 隨分國 民に 取つ ては 非常なる 多額の 
税では ありませ ぬ •之を 一階 級と 見ら るる も 御隨意 

である、 併しながら 階級を 打破す るが 根本の R 的に 

して*  (「打破 ぢやな い」 と 呼 ふ 者 あり〕 而 して 納 

税資 格を 撤廢 すると 云 ふこと であれば、 現在の 社會 

の 組織に 向つて 脅迫を 與ふる ものである、 斯 樣に認 

めざるを 得ない、 (拍手 起る) それでは 國家が 如何 

に 成る であり ませう か、 甚だ 危險な る ものと 考へて 

政府は 御 同总が 出来ない 、(「のう U 「何が 危 

險 だ」 と 呼 ふ 者 あり〕 而も 是は 從來行 はれ 來つた 所 

の 選擧權 11 張は、 程度の 問題で ある， 此の 一事に 至 

つて ほ、 程度に 非ず して 原則の 問題で ある， 餘 程 K 

大なる ことと 政府 ほ 考へ 、さう して斯 H な 事を 成立 


一年 も經た ぬ 內 に、 此大變 革を 與 ふると 云 ふことは 
政府は 同意 ほ m 來な いのであります •之を 要するに 
所謂 世界の 進 運に 應ずる ことは、 勿論 必要で ある、 
國 情の 5n 何を 觀みる こと if 、 最も 必要なる 事で あり 
ますが •其國 情の 如何に 法つて は、 漸次に 納税 資格 
に 限らぬ 其 他の條 件に 於ても 段々 掖張 致して 國 民に 
多くの 選擧 糊を 與 ふると 云 ふことは、 更に 政府は 異 
議の 無い 所、 蓋し 亦國 民の 筘菌す る 所で あらう と考 
へる、 唯々 今日 唯今 斯の 如き 大法 律を 容易に 變へる 
と云ふことに於てほ、議會の威信にも關し、憲政の 
發達 にも 影響を及ぼし‘ 固 民の 幸福 安寧を 進む る 所 
以の 道では ない と考へ る (拍手 起る I のうく」 と 
呼 ふ 者 あ 〇) 而已な らず世 界の變 化と 云 ふ 事を SI 々 
口に せらる るが、 是も 委員長の 報吿に •旣に 私の 意 
見と -L て 述べて fc る ことを 報吿 せられました が、 世 
界には 種々 の @ 化を 來して 时 る ことは 事實で ありま 
す、 併し 歐 米と B' 本との 變化 の狀况 程度が 違 ふと 云 
ふことは、 識者の ig むる 所であります、 彼の 國が斯 
樣で あつたが と ふこと を 以て 日本を 律す る ことは 
m 來な いのであります、 即ち 歐米殊 に 歐洲に 在つ て 
ほ、 五 年間 眞に國 力を 擧げ て戰 つたので あります、 
政治 上の 變化を 来した る こと 怪しむ に 足らぬ、 物質 
上の 變化を 致した こと も 亦 怪しむ に 足らぬ、 故に 大 
なる 變化を 起して 居る ことほ 何人も 認むる 所で ある 
が、 H 本 も 同 樣の變 化を 來 して 居る と 云 ふことは 誰 
も認む る 所でない、 (拍手 起る〕 1 i だ 此波 動を 受け 
世界中の 影 1? を 受けて、 日本 も 相 當の變 化を 致して 
居る のであります から •之に 對 しては 諸般の 法律を 
改正し、 新たなる 施設を 致し •此 進 is に應じ なけれ 
ばなら ぬ ことは， 刻下 最も 急務と する 所であります 
けれども 、期の 如き 憲法 附屬の 根本 法と も 謂 ふべき 
衆議 院議 a 消 擧 法を 容易に 變へ ると 云 ふこと ほ •決 
して 國 家の 利益を 圖る途 では 方い と考へ る、 (「の 
う/、」 「ひや'^*」 と 呼 ふ 者 あり〕 冷 靜に考 へれ 
ば、 此判斷 は 間違ない のであります、 而も 社 會の現 
狀を 脅し、 院の內 外相 應じて 無理押しに も 之を 決定 
せんとす るが 如き it. 、 思は ざる も K しき ことで ある 
(拍手 起る 「のう <」 と 呼 ふ 者 あり〕 故に 是は冷 
靜なる 判 斷を 諸君に 希望す るので あります、 此 議場 
を 見渡しても •唯今 提案せられ たる やうな 議論には 
恐く ほ 多数の 諸君は 同意せられ ない と 思 ふ、 C 「の 
う <」 と ¥ ふ 者 あり〕 併ながら 斯樣な 重大なる 問 


題であります が 故に、 軍に 此_ 場に 如何なる 結果を 
即ち 議場に 於て 否決せられ たと か-通過 致した と 云 
ふこと ばかりを 以て、 此 案の 解決を 完く 致した もの 
とは 見られない のであります、 《 「謹 聽」 と 呼 ふ 者 
あり) 故 ic- 政府の 考ふる 所で ほ、 此 議場に 於て 決し 
て 成立し やぅとは 考 へませ ぬけれ ども、 左りながら 
此 重大なる 案は 國 民の 公平なる 判 斷に訴 へる 外ない 
のであります ■是が 果して 政府の 主張が 是な りと す 
るか、 非な りと する か、 國民は 果して の 提案を 
是な〇 とする か、 非な りと する か、* IX 國民の 公平 
なる 判 斷に訴 へる 外ない のであります (拍手 起る) 
此の 事 ほ 蓋し 憲政 上 至當な る處闇 なりと 考ふ るが 故 
に玆に 政府の 所信を 新に 表明 致して 置く 次第で あり 
ます。 

【拍手 起る〕 

oil 一木 武吉君 議長 —— 議長。 

0 議長 C 大岡 育造 君〕 三 木 君、 何です か。 

0 三 木 武吉君 私 ほ 喵今 の總理 大臣の 言明に 就て 質 
疑を 致したい と 思 ひます、 (「無用々々」 と 呼 ふ 者 
あり〕 總理 大臣の 言明に 對 して 質疑を 致したい と 思 
ひます。 

〇識長 C 大岡 育造 君：* 語 勅が 下げました、 起立を 希 
望し ます。  . 

〔總 _ 起立〕 

0 議長 C 大岡 育造 君) 別紙 詔書 及® 達 候 也、 大正 九 
年 二 月 二十 六日、 內 閣總理 大臣 原 敬， 衆議 院議 長大 
岡 育造 煅。 

朕 帝國 憲法 第七條 M 依リ 衆議院 ノ解散 ヲ命ス 
〔「萬 歳」 と 呼 ふ 者 あり〕 

0 議長 c 大岡 育造 君〕 散會。 

ip 後 五 時 十 11 分散 畲 
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山內確 三 115 
赤司麗 一郎 
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一べ 三 八 

學を卒菜し現時辞譃士を '|11 .5芡す、浪に大阪始赛栽刊 
所， 松 江、 描资备 地方裁判所 判 琪を勝 補し •瓶 s m 
會_ 長に 窣げ られ 、又 衆漭 院窈 a に 常 il する こと . V.: 
回に 及ぶ" 


君は 山 梨縣墒 原辨 一郎の -W- 男に L て、 明治 / 1. 年 七 
月を 以て 生れ、 同 三十 五 年 八月 家督を 柑紉 す， 同 n: 
十 年 菜 京 專門學 校 英語 政治 科を 卒業し •翌苹 外交 ri- 
領事 官試驗 に 合格して 公使館； 二等 哥記官 、大使 舵 ..' 一 
等 書記官、 同 二等 霄 記 官 ，同一 等 W 記官 、外務 11 記 
官 、網 領事、 通商 局長、 政務 局長、 外務 次官、 華 府 
會 議全權 ® 員 等に賊 任し ■米國 駐在 特命 全 ® 大使た 
りしが 現 時 ® 地に あり。  . 

f  卩 第 四十 靆會 
漭 藤 萬 太郎 政府 委員 

戰時 保險局 技師 

君は 愛知 縣佐藤 兵衞の 長男に して， 明治 三 年 六月 
を 以て 生れ •同 二十 一年 先代 さきの 蓊子 となり 家筲 
を 相 續す 、同 三 十一 年 七月 ie 京 帝威 大學理 料大堞 を 
卒業し、 同 三十 四 年 農 商務省ょ 〇 保 險事築 調奔 の® 
め獨 逸に 派 遺せら れ ，同 三十 七 年歸朝 後 農 商務 技師 
に 任ぜられ 保 險事槳 監督 事務に 從事 し、 大正 六 年 
保險課 長に 就任 •同 十 年 十一月 官を讁 し 第 一 生命 促 
險 相互 會社 常任 監査役に 就任す。 
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君は 京都府 士族 片山龜 次郞の 長男に して、 明治 4 
年 四月を 以て 生る •同 三十 七年果 京 帝 國大 ® 法科 大 
學を卒 業し、 文官 高等 試驗に 合格し、 農 商務 大 I:': 祕 
書官兼 參事官 ，同書 IL! 官 、腿 時 保 險 局長 等に 膝 fr: す 
其 間 二回 歐米に 差 遺さる •後官 海を 辭 し， 南滿鐵 姐 
會社に 理事たり しも 現 時 朝鮮 銀行に 理事たり、 大正 
八 年 法學博 士の學 位を 受 く， 


第 四十 乃 罕第 四十 二興& に 於け る m 要人 物 

第 四十 乃至 第 四十 二 議會に 於け る 重要人物 


累進す、 其 間 扶桑 水® 長、 海軍省 副官 兼 海軍 大 
得 官 ，宮 古、 武藏 ■八幡 •吾妻 各 is 長、 英 國大使肪 
附武官 海軍省 軍務 局長、 海軍 技術 本部 長、 ® 須賀海 
軍ェ賴 長、 第一 腔 除 司令官、 海軍 次官、 臨時 海軍 ？ ft 築 
部長 兼 海軍 將官 會議 々員、 第 i 隙 司令長官 兼 聯合 
蹈隊 司令長官、 軍事 參議官 に歷 補し 現 時 閑地に あり 
日淸 日露の 役に 功 あり、 功 四 級金鵄 勸單を 賜は る。 


天 岡 直 


嘉鹏凹 府 - SS S 
遞信省 貯金局 長 


君は 故 天 岡 通劍の 長男に して、 明治 十三 年 十二月 
を 以て 生れ、 同 十四 年 七月 家督を 相 la す 1 同 三十 九 
年 東京 帝 國大學 法科 大學を 卒業し、 文官 高等 試驗に 
合格し， 內務藤 内閣 書 IR 官兼 法制局 參事官 、爲荇 貯 
金 局長 等に 歷 任し 大正 十三 年 六月 休職 仰 付けられし 
が 現 時 賞® 局總 裁たり。 

「 ， = , I 第 四十 議會 

鶴 見 左吉錐 政府 委員 

農 商務省 水產 局長 

君は 石 川縣 士族 先代 有 成の 長男に L て， 明治 六 年 
九月を 以て 生れ、 同 二十 一年 二月 家督を 相續す 、同 
三十 I 一年 七月 東京 帝 國大學 法科 大學を 卒業し、 文官 
高等 試 驗に 合格し、 岩 手、 兵 鹿 谷縣 參事官 ■兵 庫、 
三重 各 縣內務 部長、 農 商務 書 IK 官兼 外務 8 記 官、 製 
鐵所理 事、 農 尚 務省 水產 局長、 同省 山林 局長， 同省 
商務 局長、 農 商務 次官 等を 歷 任し •大正 十 = 年 六月 
辭職す 0 


山賴正 


次 p l i+ 院麵員 驗 


君は 山口縣 士族 山根窣 仲の 二 男に して、 安政 四 年 
十二月を 以て 生れ、 明治 二 十九 年 家督を 相 續 す、 夙 
に 東 京大 學骼學 部を 卒業し，. 歐洲谷 國 に留學 して 法 
醫 學を修 む、 ® に 警察 醫 長、 醫務 局長、 » 鼬 廳第三 
部長を 歷 任す、 又 東京 市 ^ 議員、 同參事 會員 、法律 
取調 委員、 日本 醫學專 門學 校長 等に 擧 げられ、 衆議 
院議 員に 當選 する こと 六 回に 及ぶ •現 時醫を 業と す 


富 島暢安 


衆_院 決算 委員長 


.君は K- 島 縣富島 平 助の 弟に して、 富 島 歌郞の 兄な 
り、 文久二 年 十一月を 以て 生れ、 明治 二 十九 年 三月 
分家して 一家を 創立す、 同 二 十三 年 帝 國大學 法科 大 
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君は 東京 府 士族 先代 道 夫の 長男に して、 明治 九 年 
111 月を 以て 生れ、 同 三十 七 年 十一月 家督を 相 續 す、 
同 三十 三年 東京 帝 國大學 法科 大學法 律 科を 卒業し、 
同 三十 四 年 文官 高等 試 驗に 、同 三十 五 年 判 檢事 登用 
試 驗に 合格す、 外務省 參事官 、同 __ 官等を 經て同 
四十 年 公使 誼 三等 書記官と して 白耳義 に、 大 JH 六 年 
大使館 參事官 として 伊太利に、 同 十 年 同 佛國に 駐箭 
し、 尋て 外務 書記官、 同條約 局長 等に 歴任す、 大正 
十年瑞 西 ジュネ ーブ @ ける 國際 聯盟 總 會 同 卜 年 ! N-J 
第三 回會議 に、 何れ w 代 裘隨员 を、 RJ 十； 年 和 
關 海岸に 於け る戰時 法規 改正 委員 會に 於け る 帝 國委 
員を 命ぜら る、 又國際 聯盟 帝 國事務 局長たり しこと 
あり、 現 時 伊太利 持 命 全 II 大使たり。 


君は 神佘川 縣山梨 岩 吉の泊 にして、 元 治； 兀年三 « 
を 以て 生れ、 明治 一一 十九 年： 11 乃 分れて 一家を 創立す 
先是同 十九 年 陸軍步 兵 少尉に 任じ、 爾来 梁 進して 大 
正 十 年 陸軍 大將に 陞任し、 同 十四 年 五月 豫 ttil 役と な 
る、 其の 間 步典第 四 旅 圏 副官、 塊 供 fes 公使館 附武官 
獨逸國 大使館 附武官 、陸軍 大學校 兵 學敎官 、步兵 第 
五十一 聯隊 長、 歩 典 第三 十 旅 M 長、 同 第一 旅 團 長、 
參謀 本部總 務 部長、 敎 育總監 部 本部 長、 陸 眾 次官、 
陸軍大臣、 東京 戒嚴 司令官、 東京 聱備隊 司令官、 軍 
事參 S 官等に 歷補す 、日 淸戰 役に ほ 歩兵 第五 聯隊 中 
陵 長と して 出征し、 占領地 總筲 部參謀 に轉じ 、： ！1露 
戰役 には 第二 軍參謀 、同參 謀 長、 第三 師團參 謀 長と 
して 帷幄に 參壶 し、 功を 以て il 等 功三 級に 敍 し、 
旭日 中 絞 章 及 金鵄勸 章を 賜 ほり、 日獨戰 役には 靑島 
攻圍 軍參謀 長と して 功 あり、 動 二等 功二 級金鵄 勸章 
を 授けら る、® に 軍事 研究の 爲め獨 逸に 航 し、 留る 
こと 四 年に 及ぶ、 現 時 朝鮮 總督た り。 


松田道|麟“_ 

大使館 參事官 


帝 ® 大擊總 長に 陞任す、 後 之を 辭し •同 三十 七 年 貴 
族 院議 員に 勅 ffi せらる •九州 帝威 大學 創設せ ら る、 
や 同大 學總 長の 任に 就き、 再び 東京 帝 國大 學總長 u 
轉 じ、 取 宮御學 問 所 評議員、 學習 院議 員を 兼ぬ、 大 
正 四 年 1!| 功に ffi り、 特に 華族に 列し、 男脬を 授けら 
る， 現 時 樞密 顧問 官 にして 又 東京、 九州 谷 帝 M 大學 
名譽敎 授に舉 げられ 學界に 畏敬 せらる。 


沿は- $:秋山藩士川村俊洽の長男にして、明治四年 
七月を 以て 生る、 同 三十 年柬京 帝 國大學 法科 大學を 
卒業し、 後 遞信一 Z 記官 、诳 京郵 M 電信 舉校 敎授、 多 
度津 、長 崎 谷 郵便 電信局 長、 ® 潜 大阪芥 郵便局 長、 
內務書 記官 、同參 事官、 «_總 督府 內務 局長、 和歌 
山、 香 川、 靑森谷 縣 知事、 @ 保 局長 等に 歷 任し® に 
羅馬 開催 第 六 回 萬 國 郵便 會識に 委員と して 參 列し、 
又英佛 獨に差 逍 せらる、 後 故 Isf 敬 氏 組閣す るに 及ん 
で、 - K 知遇を 受け 床 次內相 の 下に 次官たり、 大正 十 
一年 ¥ 川 - f i'r の 後を 莩 けて 南 滿 洲鐵道 會社 の總裁 た 
りし も 後 之れ を辭し 貴族院 議員に 勅選せ ら る、 現 時 
謹 潛總督 たり。 


拐 木 縣大塚 喜 平 治の 三男に して、 明治 十一 一一 年 三月 

を 以て 生れ， 後 分家して 一家 .^ etj 立す、 同 三十 八 年 

東京 帝 阀大吊 法科 大® 英法 科を 卒業し、 朝鮮 總督府 

?5 靶 官 ，同 參事官 •內務 局 第二 課長、 內務 局長、 中 

福 院軎記 官 良 等に ,# f.r: せ 〇  j 


君は 觀朽战蒗士 ||' 川尚江の二男にして、故元帥大 

山趿 夫人 捨松は 其 味たり 安政： : 71: 年 七月を 以て 牛： れ、 

明治 二 年上 JJC して 英舉を 修む 、同 四 年 修業の 爲 

め哿 s a 平を 命ぜられ、 後 米 K に轉 じ、 K  I ル 大 © 

に 入り、 在留 / 1: 年 パ チェロ ル、 オヴ 、フイ ロソフ イ 

1 の學位 を 受けて 歸糾 す、 爾来-！ 一成 吊 校敎授 、朿 Ac 大 

K 理壤部 及 同 PB 科 大學钤 授 •理科 大改長 を 轫 て } U- M 


君 (3: 熊 本縣 士族 有 働宗龍 の 長男に して 明治 九 年 三 

月を 以て 生る、 同 三十 三年 東京 帝 國大學 農科 大學を 

卒業し、 農 商務 技師に 任じ、 叨治 三十 七 八 年 戰役中 

農業 視察の 爲韓國 に 出張し、 更に 同 四十 三年ょり 大 

正 元年に S り、 產業 組合 及 農業 政策の 爲歐 米に 差遣 

せられ、 又 PJ 五 年ょり 六 年に 亘 〇、 贸易事 業 調査の 

爲设洲 及 新 西 関に 出張す、 現 時 餞 林 省 耕地 課長たり 

又潢 に SI 現 M 士の學 位を 授けら る。 

第 四十 一議 會 

潮  惠之輔 〆 項 

內務 省參事 官 

君 li 故 判事 潮 1E 太郞の 弟に して、 明治 十四 年 八月 


君は 岡 山縣士 族黑田 一道の 長男に して、 明治 十二 
年 九月を 以て 生る、 同一 一一 十八 年 3* 京 帝 國大學 法科 大 
學を 卒業し、 同年 文官 高等 試 驗に 合格し、 大藏 省參 
事官詖 大^ K 臣祕帮 官、 大臟省 銀行 局長に 歷任 す、 
現に 大藏 次官たり。 


君は、 奈良縣 山 田 純 精の 弟に して， 明治！ 一年 十 
月を 以て 生れ •同 二十 六 年 八月 分家して 一家を 創立 
す、 同 二十 九 年 帝 國大學 法科 大學 を卒椠 し、 大學院 
に 入り 國際私 法を 專攻 す、 法典 調 杳會起 苺委 M 補助 

として、 法例の 立案を 補助し、 同 三十 年 十月 歐 米に 

K 學を 命ぜられ、 同 三十 四 年 七 / i 歸朝 ， №1 に m 京 帝 

国大® 法科 大® 敎授に 任ぜられ 兼ねて 法制局 玆祺官 

た り〇 


大塚 常 = 郎 


第 四十 SS 會 

朝鮮 總料 府參 小官 


一八 三 九 


を 以て 生る、 同 四 - 1- 年 東京 帝國 大舉 法科 大學を 卒業 
同年 文官 高等 試 驗に合 格し、 長野縣 事務官 内務 事務 
官雜内 務書 記官 、內務 省參事 官 、地方 局 事務官、 內 
務省衞 生 局長、 同地 方 局長 等に 歷 任し、 現 時 內務次 
官た り。 


佐々 木 謙- 郎 十 # 一  1 雜 

君は 東京 府佐々 木 勇 之 助の 長男に して、 同 興 一の 
從弟た り、 明治 十艽年 十二月を 以て 生る、 同 四十 年 
東京 1?i? 國大學 法科 大學 政治 科を 卒業す、 大藏 省會計 
課長、 專 W 局部 長、 專 H 局經理 部長 等に 歷 任し、 現 
時 再び 萵賣 局經理 部長たり。 • 

•P-  S-KMIB 第 四十 一議 會 

け E In 三 長 衆 震囊養 長. 

君は 北海道 中 西 新 左衞 門の 長男に して、 慶應二 年 
一月を 以て 生る、 夙に 司法官と なり、 敦賀增 毛各洽 
安 裁判所 判事、 札幌 地方裁判所 判事 等に 歷 補して 罷 
官後 辯護士 となる、 又 ® に 北海道々 會議 員、 同 議長 
衆議院議員 等に 推さる、 こと 數回 にして 北海道に 於 
ける 知名の 士た り。 


佐々 木 文 


衆議院 請願 委員長 


君は 岐阜 縣 佐々 木 喜左衞 門の 長男に して 明治 元年 
十二月を 以て 生れ、 同 十六 年 家督を 相續す 、同 二十 
一年 前名 文 市を 改め 同 二 十六 年 日本 大學を 卒業す、 
明治 四十 一年 以來 衆議院議員に 當選 する こと 四 回に 
及ぶ 多年 辯 篚士を 業と す、 現に 東北 起業 會社 々長、 
鐵道會 社 取締役たり。 

_ _  、  第 四十 一 翳 會 

白 男 JII 讓介 政府 委員 

北海道 廳 土木 部長 

君は 鹿 兒島縣 士族 池 田 林 兵 lj の 四 男に して、 明治 
十三 年 一月を 以て 生れ、 同 十八 年 七月 先代 渉の 養子 
となり、 同 三十 一年 十一月 家督を 相纘 す、 同 三十 九 
年 七月 京都 帝 國大學 法科 大學を 卒業し、 同 四十 二 年 
十一月 文官 高等 試驗に 合格す、 福 井縣三 方 郡長、 富 
山、 新 潟 各縣瞥 察 部長、 北海道 土木 部長、 奈 良、 京 
都 各府縣 内務 部長、 福 井、 靜岡 各縣 知事 等に 歷任せ 
り 現 時鹿兒 島 市長たり。 


〔會議 二十 四 第） 
官長 東關員 委府政 

助權  林 


〔會翳 一十 四 第;) 
長 員 委算決 院族貴 

吉 遠木大 


三年 十月を 以て 生れ 先代 宗兵熠 の赛 子と なり、 後家 
督を 相绍 す、 明治 二十 三年 中央 大學の 前身た る英吉 
利 法律 學 校を 卒業し 辯 si 士を業 と ナ 、衆 認院謬 員に 
當選 する. こと 数回、 SI 政 友本黨 より 轉じて 現に 民政 
黨に屬 し、 同黨 總務姿 員たり。 


衆議院 決算 姿 員 長 


君は if 會津藩 士林 II 肋の 長男に して， 萬延 元年 三 
月を 以て 生る、 同 1  i 十 年 帝 國大學 法科 大學 政治 科を 
卒業し、公使館一等書記官、通商局長、特命金_公 
使に 歷 任し 同 四十 年功を 以て 特に 華族に 列し 男爵を 
授けら る、 後 特命 全權 大使に 任じ、 伊太利に 駐在し 
大正 S 年 特命 全 拙 公使を 兼任し、 支那 駐剳仰 付ら る 
次で 關 1( 廳 長官に 親任せられ 又 英國駐 剳 全檝 大使と 
なる、 昭和 四 年 四月 四日 式部 長官に 親任 せらる。 

秋 田  清 

君は 德島縣 秋田英 二の 三男に して •明治 十四 年 八 
月を 以て 生れ、 同 三十 八 年分れ て 一家を 創立す、 同 
三十 四 年 日本 大學を 卒業し、 判檢事 登用 試驗に 合格 
し 判事に 任じ 後辭 して 辯 護士 となり、 二 六 新聞社 長 
として 同社を 經營 す、 衆 謎 院議 員に 當潠 する こと 數 
回、 政友會 に 11 し 同 黧總務 たりし も 昭和 二 年 田中內 
閣成 立す る や 內務 政務 次宮 となる。 

1 き. 第 四十 二 _ 會 
阿部  淺政府 委員 
臺 » 總督府 事務官 

君は 長野縣 阿部 茂の 弟に して 明治 十一 年 三月を 以 
て 生れ、 後 分家して 一家を 創立し， 同 三十 七 年 東京 
帝 國大學 政治 科を 卒業す、 嶺 » 總督府 財務 局長たり 
しこと & り。 


衆議院 全院 委員長 


若 尾璋八 

君は 山 梨 縣元 代議士 廣 S 久 政の 弟に して 明治 六 年 
七月を 以て 生る、 同 二 十九 年 富豪 若 尾 民 造の 養子と 
なり、 大正 六年當 代 pi 之 助より 分家して 一家を 創立 


第 四十 乃至 第 四十 M 議會に 於け る ® 耍 人物 


廣澤金 次郎 


龍 四十  1 J 

K 格 審査 委員長 


當家ほ 藤 原秀鄕 六 世の 孫羥範 の' 後な り、 君は 參議 

廣澤兵 助の 長男に して 明治 四 年 七月を 以て 生れ、 同 

十七 年 父 兵 助の 功に 依り、 華族に 列し 伯 辟を 授けら 

る、 同 二十 一年 英 國に留 學し 、歸朝 後 H •族 院葯貝 と 

なり •同 三十 一年 內閣總 理 大臣祕 辫 官に 任ぜられ、 

後 再び ft 族 院議 員に 擧 けられ、 © で 特命 全權 公使に 

任ぜられ 西班牙、 萄葡 牙兩國 駐箚被 仰 付けら る。 

氺  尊 •第 四十 1_會 
科  信 ^ 一  E 科 族院 懲罰 委員長 

君は 1! 山 口 藩士 林 友 幸の 孫に して •同莊 三の 長男 

なり、 明治 七 年 二月を 以つて 生れ、 同 四十 年 亡® 父 

友 幸の 後を 繼ぎ製 辟す、 先 之 同 三十 二 年苋京 帝國大 

學 文科 大 學哲學 科を 卒業し、 同 三十 六 年 敎育學 研究 

の爲 め歐洲 に留學 し、 同 三十 七 年學習 院敎授 に 任じ 

同 三十 九 年 式部官を 兼ね、 同 四十 一年 Jli 京 高等 商業 

學校敎 校に 轉ず 、大正 八 年 IX 京 帝 國 大學敎 授に 任じ 

同年 文學®  士の學 位を 受く 、現に 75: 選せられ て 貴族 

院議 員たり。 


佐 竹 = 吾 


政府 委 fl-l 鐵道  理 i 


君は 岐阜 縣 平民に して 明治 十三 年 三月を 以て 生る 

同 三十 八 年 東京 帝 國大學 法科 大學 卒業後 農® 務 省 !) 

託を 經て同 M に 任し、 爾後 法制局 參 事 官‘鐵 道 局 參 

事、 大禮使 典儀官 ，軍 ■局 事務官 •同 參與 .，鐵 道院 

理 7)¢ 鐵道葙 監督 局長、 南滿洲 鐵道株 式會社 監理 官， 

法制局 長官に 膝 任す、 帝 國議會 に 於け る 政府 委員た 

る こと 四 1 :に及 び、 大正 十三 年 貴族院 議員に 勅任せ 

ら る。 


君は 司法 卿 伯 辟 大木喬 任の 第三 子と して 明治 四 年 

八月 五日 生る •三十 11 年 » 爵 L、 四十 一年 貴族院 a 

員と なる、 大正 九 年 原內閣 成立す る や 人つ て 司法 大 


7  OC 


す、 中央 大學の 前身た る r*f 京 法學院 の 出身に して、 
戔父 を扶 けて 若 尾 銀行 支 劻 人となり、 理營 宜しき を 
得たり、 後谷 種の ^ 社に网 係し、 5! 時 - 1- 右餘の 銀行 
會 社の 重役と して 名 あり， 同 六 年 以来 n> 府 市より 推 
されて 衆議院議員に 當選す る こと 三回， 政 友 0 幹 取 
たり L こと あり、 現 時 K 族 院謎 M たり。 


內田重 成 


政府 姿 H 海 坩主理 


君は 山口縣 士族 平 井 貢 破の 二 男に して、 明治 元年 
一月を 以て 生れ、 同 三十 五 年 先代 謎の 蒸 子と なり、 
大正 八 年 家督を 相 結す、 明 洽三 十二 年 文 官 高等 試驗 
に 合格し、 司法官 試補と なり、 檢 辦、 判事 及 海軍 法 
務官 、海軍省 法務局 長に ^ 任す、 現 時 fl 族 院践员 た 


k imr  S 第 四十 二齡 會 

谷 林 德太郎 政府 委員 

陸軍 I 等 主計 正 

君は m 京 府谷林 榮藏の 長男に して、 明治 三年 九月 
を 以て 生れ、 同 二十 九 年 十二月 家督を W 綏 す、 同 三 
十 年 陸軍 三等 軍 史に 任じ、 陸軍 主計 監に梁 進す、 次 
で 朝鮮 軍司令部 純理 部長に 任ぜら る。 


則 元由庸 


衆議院 11 罰 委員長 


君 ほ 熊 本 縣則元 可 a の 弟に して、 文久 三年 二 月を 
以て 生れ、 明治 二十 四 年分 家して 一家を 創立す、 同 
二十 二 年 法 政 大擧 出身に して 辯 ii 士を椠 とし 現 時 選 
ばれて 衆議院 S 負たり、 民政 狨に 13 す、 又勉に 長 ！ l!j- 
縣會 議長に 推さる。 


四條隆 


英醜四 叫  一 5 

農 商務省 H 務 局長 


當家は 藤 原 鎌足の 曾孫 魚 名の 裔正 一; 位陛季 の 後に 
して 侯 齪四條 家の 茭 流な り、 養父 II 平 JJC 辰の 際 官 ボ 
に 慰して 勵功 あり、 君は 公® 二 條 2 i 基 先代 战弘 の蔻 
弟に して、 松 爵四條 際 愛の 圈甥 、男爵 二條正 麿の m 
なり、 明治 九 年 二月を 以て 生れ、 先代 11 平の 義子と 
なり、 同 四十 年 家督を 相 續し製 K を 仰 付ら る、 F.1 三 
十七 年 東京 帝國 大學法 科大學 政治 科を 卒業し、 農 iffl 
務省に 入り、 書記官、 商工 局 工務 課長* 工場 課長、 
T. 務 課長 等を經 て 現に 商 h 次官に して a 族 院議 員た 


臣とな り、 窃 いて 高 橋 内閣に 羧相 となり、 其の後 野 
に入り所謂四人組(水野鍊太郎鈴木喜三郞山梨半造 
及び 遠吉〕 の ® 餛 となり、 政 本 合同に 奔走して ゐた 
が 心随 病の 爲め 別府溫 泉に 靜蓊 し、 歸途 京都 俵屋旅 
誼 に 於て 大正 十五 年 二月 十四日 逝去した 享年 五十六 


金澤仁 


t 衆議院 全院 委員長 


當家ほ 大阪府 治 澤 仁兵衞 の茭流 なり， 君は 故大年 
寄大阪 西區 長金澤 卯右衞 門の 二 男に して、 平野 平 兵 
衢 の 叔父な り、 文久 元年 十一月を 以て 生れ、 明治 十 
四 年 家督を 相綏 す、 夙に 大藏省 銀行 簿記 傳習 所に 學 
び 第 四十 一一 銀行に 入りし が 同 二 十二 年 平野 紡績 會社 
々長と なり、 ついて 錨 津 紡續會 社 取締役に 就任し、 
傍ら 帝 國 製紙 會社 々長 等に 擧げ られ しが、 現 時 中外 
海上 保 險會社 取締役に して S に市會 議員、 大阪府 會 
翳 員 等に 擧げ られ又 大阪市ょり 推されて 衆議院議員 
に 當選 する こと 11 回に 及ぶ、 尙日獨 事件の 功に 依り 
黝四 等に 敍せら る。 

5>  ]  t  .第 四十 一議 會 
添 田 敬 一郎 政府 委員 
内務省 地方 局長 

君は 福 井 縣 士族 添 田 良 平の 長男に して、 明治 四 年 
八月を 以て 生れ •同 三十 七 年 十一月 家督を 相 結す、 
同 三十 一年 1L 京 帝 國大學 法科を 卒業し、 同年 文官 高 
等 試驗に 合格し， 兵 庫縣參 事官 、大分， 熊 本、 山 梨 
滋賀 谷縣事 務官 、埼 玉， 山 梨、 山形 谷縣 知事 等に 歷 
任す、 X- 衆議院議員に 當選せ しこと あり。 

3  ，丨第 四十 二 議會 
山 岡 萬 之 助 政府 委員 
司法 省 參事官 

君は 長野縣 小 坂 鶴 治の 二 男に して、 明治 九 年 四月 

を 以て 生れ、 同 十四 年 先代と ょの 養子と なり >  同 二 

十七 年 家督を 相續 す、 同 三十 二 年 日本 法律 學 校を 卒 

業し、 同年 判 檢 事辯_ 士試驗 に 及第し、 司法官 試補 

に 任じ、 東京‘  土 浦谷區 裁判所 •東京 地方裁判所 判 

事を 歷 補し、 同 三十 八 年 刑事訴訟法 研究の 爲獨逸 に 

留學 す、 歸朝後 東京 地方、 同 控訴院 谷檢事 •司法 省 

參琪官 、司法 事務官、 司法 省 監獄 局長、 司法 省 行 刑 

局長、 司法 省 刑事 局長 >  內 務省警 保 局長 等を 歷任す 

大正 八 年 法學®  士の學 位を 授けら る。 


中 村 啓 次 郎 

君は 和歌 山 縣 士族 吉川定 之 進の 二 男に して、 慶應 
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5  -P 第 四十 一一 鼓會 

中 井 15 作 政府 委員 

農 商務 書記官 

君は 熊 本縣中 井 郡 吉の二 男に して、 明治 十二 年 一 
月を 以て 生る、 同 三十 六 年 菜 京 帝 國大學 法科 大學を 
卒業し、 同年 文官 高等 試驗に 合格し、 農 商務省 試補 
山林 局 事務官、 大林 M 署長、 大臣 官房 文 雷 課長、 會 
計 課長、 特許 局長、 山林 局長、 農 商務 次官 等に,' 任 
し、 現に 製 鐵所 長官たり。 


君 ほ 山口縣 士族 田 屮信祐 の = 男に して、 文久 三年 

六月を 以て 生れ、 明治 二十 五 年 十一月 分家して 一家 

を al ' 立す、 同 十九 年 陸軍 士官 學 校、 同 二 十五 年 陸軍 

大學校 を 卒業し、 同 十九 年 陸軍 步兵 少尉に 任じ、 大 

正 十 年 陸 眾大將 に 陞任す、 其 間 第 一郎 _副官 、同參 

謀、 大本營 陸 眾參謀 、滿洲 m 參謀 、陸軍省 軍務 局 軍 

取 課長、 同 軍務 局長、 第二 旅 刚 長、 參謀 次長、 陸 車 

犬 1:': 等に 歷 任 し、 脚 功に より 特に 男 斿を抆 けらる、 

久しく irl 祺參認 官た りしが、 大正 十四 年 te 願豫朐 役 

となる、 訏で立 淡： 政 友會總 戥に排 されし が 昭和 二 年 

四月 大命 降下して 内閣を m 織す。 


訂 は 故 法制局 長 它 神® 知 常の 長男に して 明治 十六 

年 一一 月に 生れ 後 家督を 相 緩す、 四十 年 帝國大 吊 法科 

大 » 政治 科を 卒業、 翌四 十一 年 文官 高等 試 驗に 合格 

し 大藏 省に 入り 爾来 主税局 關税 課長、 傾 爾税關 長 等 

を 經て 南 )® 洲鐵道 會 社に 入り 現に 同 會 社の珂 琪た〇 

晝力第 四十 二 SI 9- 

i  ® 政府 雲 S 次官 

君は }} i JK 府秦源 祐の 長 5] にして、 明治 五 年 八月に 

生る、 二 十九 年 帝 K 大 m 法科 大 m を 卒菜 して 內務 63 

となり 三十 六 年 ii 井縣參 唞 官とな 〇、 阳來 愛媛、 千 

葉、 神奈 川、 長 崎 等の 參事官 及 事務官を 膝 任し、 秋 


-1 i-  I  -  S 四十 二議會 
關 屋龍吉 政府 委員 

文部 « 記官 

君は 岐阜 縣 一柳 M 吉の 弟に して、 明治 十九 年 七月 
を 以て 生れ、 同 三十 二 年 九月 先代き ょの 養子と なり 
同 四十 五 年 一月 家督を 相續 す、 同 四十 四 年 東京 帝 國 
大學 法科 大學 政治 科を 卒業し、 文官 高等 試驗に 合格 
し、爾來文部屬、文部省督壤官兼文部省參事官、文 
部 大臣 祕書官 、同省 圖書官 、同省 督學官 文部 書記官 
同祕書 課長、 同省 普通 學務 局長 等に 歷任 す。 

,,  ，…第 四十！ 一 _ 會 

杉  精一 一一 政府 委員 

遞信 省經理 局長 

君は 山 口縣藏 田恂 一の 長男に して、 明治 四 年 八月 
を 以て 生 ^* 、 外戚 杉 氏を E す、 同 三十 年 東京 帝國大 
學 法科 大學を 卒業し、 文官 高等 試驗に 合格して 通信 
事務官と なり、 靑 森、 高 松， 廣 島、 京都 谷 郵便局 長 
名 古屋遞 信 管理局 長、 航路標識 管理 所長、 西部 遞信 
局長 兼大阪 地方 海員 審判 所長、 遞信 省經理 局長 等に 
歷任せ り。 

I  -  .  ■第 四十 二 議會 

笠 井信  政府 委員 

北海道 廳 長官 

君は 靜岡縣 笠 井 勘 三郞の 三男に して、 元 治 元年 六 
月を 以て 生れ、 明治 二十 六 年分 家して 一家を 創立す 
同一 一十 五 年 東京 帝國 大學法 科 大學を 卒業し、 山形 縣 
參事官 に 任じ •爾後 岩 手縣變 察 部長、 高知縣 書記官 
« _ 總督府 事務官、 》 南、 岐阜、 新 潟 各縣 書記官、 
新 潟、 熊 本 谷 縣內務 部長、 岩 手、 靜岡 、岡 山 谷縣知 
事、 北海道 廳長 官等に 歷 任し、 S に 貴族院 議員に 勅 
選せ ら る。 


君は 京都府 田屮 甚三郞 の 弟に して， 明治 十 年 一 月 
を 以て 生れ、 大正 三年 分家 L て 一家を 創立す、 明治 
三十 一年 1£ 京 高等 商業 學 校專攻 部 領事 科を 卒業、 同 
年 十月 外交官 領事 試驗に 合格し、 領事 官補 となり、 


布哇 、紐 育に 在勤し、 領事に 進み、 新嘉坡 、香港、 
シャトルに 駐 剳す、 同 四十 三年 四月 外務® IE 官とな 
り、 外務省 通商 局 第二 第三 各 課長、 大使館 參 事官、 
外務省 通商 局長、 外務省 情報部 長、 外務 次官 •臨時 
平和 條約 事務局長 等に 歷 任す、 一時 野に 下り ジャ ■ 
ンタィ ムス 社長たり しが、 大正 十四 年 日露の 協商 成 
る や、 特命 金 權大使 として ソヴィ H ット 聯邦 駐劄を 
命ぜられ 現在に 至る。 

: I  第 四十 二識會 
大塚健 治. 政府 委 M 臨時 
米穀 管理 部 事務 官 

君 ほ 新潟縣 士族 大塚 專吉の 長男に して、 明治 十八 
年 一月を 以て 生る、 同 四十 三年 東京 帝 國大學 法科 大 
學政治 科を 卒業し、 農 商務 屬とな り、 大正 二 年 山林 
事務官 補、 同 五 年 製 鏺所參 事， 同 七 年 支那に 出張を 
命ぜられ、 同 十二 年大 阪鐦務 署長に 任ぜら る、 現 時 
特許 局 審判 部長たり、 又© に 商 H 書記官 •商務 局 取 
引 局長たり しこと あり。 

1  丨第 四十 二 議會 
池 田  宏 政府 委員 
內務 書記官 

君は 靜岡縣 士族 池田忠 一の 長男に して、 明治 十四 
年 七月を 以て 生る、 同 三十 八 年 京都 帝 國大學 法科 大 
學を 卒業し、 內務屬 ■奈 良縣 第二部長、 神 奈川縣 事 
務官 ，三重 縣彆察 部長、 士木局 書記官、 內務 省參事 
官 、內務 監察官、 柬京市 助役、 社會局 長官、 京都府 
知事 等に 歷 任し、 現 時 神 奈川縣 知事たり。 


君は 奈良縣 中 川 行 保の 二 男に して、 明治 十四 年 十 
月を 以て 生れ， 分家して 一家を 創立す、 同 三十 八 年 
七月 東京 帝 國大學 法科 大學 法律 學科を 卒業し、 直に 
遞 信省鐵 道 局に 入り 臨時 鐵道國 有 準備 局 書記官 兼遞 
信* 記 官 、鐵 道院參 事、 中部 馘道 管理局 運輸 課長、 
鐵道 次官に 歷 任せり、 ® に鐵道 事業 研究の 爲め歐 米 
备國 に留學 し、 歸朝 後は 東京 帝國大 學經濟 部 講師と 
して 鐵道 論の 講義を 擔當 す、 尚 退官 後は 東京 地下 鐵 
道 會 社の 副社長に 就任す。 

.  „  第 四十 二議會 
菊 地武芳 政府 委員 

讎馨 S 警 

君 It 和歌 山 縣山本 幸 次郞の 二 男に して、 明治 十六 
年 二月を 以て 生れ、 同 三十 九 年 八月 南紀菊 池 溪琴翁 


田縣 知事 更に 大正 三年 德島縣 知事と なり 同 四 年 二月 
官を辭 し、 同年 三月 衆議院議員に 選ばれ、 以後 當選 
する 事數 回、 大正 十三 年 海軍 參與官 に 任ぜられ、 十 
四 年 商工 政務次官と なる、 又 立憲 政 友 會總務 委員た 
りし 事 あり。 

中 ヒ逄 出 第 四十 二 II 會 
共 _fc 哉 方 _艮 政府 委員 聾少將 

君は 山口縣 井上 文藏の 弟に して 明治 五 年 一月に 生 

る、 後 分家して 一家を 創立す、 二十 六 年 陸軍 士官 學 

校を 卒桀 し、 二十 七 年 陸軍 工兵 少尉に 任じ、 後 陸軍 

大學 校敎官 、工兵 第 十八 大隊 長 陸軍省 軍務 局 工兵 課 

長 陸軍 運輸 部 本部 長、 交通 兵團 司令部 附等に 歷 補し 

大正 九 年 陸軍 屮將に 累進す、 現在 陸軍 航空 本部 長、 

軍事 參議官 の 要職に 在り。 

牵頁窩 E 3S 第， 四十 二 議會 
m 好％  3  Am 貴族院 請願 委員長 

當家は 六 孫王經 基の 後裔、 足 利高經 の 末葉 蜂須賀 

正 勝の 男 家政の 後な 〇、 家政、 豊臣 氏に 從ひ 後德川 

氏に 附し •阿波 淡路 にて 二十 5¢ 萬 七 千 石を 領 す、 十 

二世 齊祐 を經て 先代 茂韶に 至り 明治 十七 年 侯爵を 授 

けらる、 而し て茂韶 は 議定 職 大蔵省 關稅 局長、 特命 

全湘 公使、 樞密 顧問 官等の 要職を 歷任せ り、 君 {X 其 

の長舆 、明治 四 年 三月 生れ 大正 七 年 襲爵せられ， 式 

部官に 任じ 大正 十三 年 #！: 族院副 議長に 選ばれ 引續き 

現在に 及ぶ。 


太 田 嘉太郎 


第 四十 二議會 
政府 委員 
大藏 書記官. 


君は 山 口 縣太田 信太郎 の 長男に して、 明治 十九 年 
四月に 生る、 明治 四十 一年 東京 帝 國大學 法科 大织獨 
法科を 卒業し、 大正 六 年 家督を 相 緩す 卒業後 直ちに 

官界に 入り、 大藏 書記官， 國 布 財 產 整理 局長 兼 主計 

局 14 記 官等を 經て >  現 に大藏 省營繕 管財 局總務 部長 

たり。 

专 u g fe  B 第 四十 二. 議會 - 

清  i 六 長 衆議 麗貧長 

君は 靜岡縣 の 人、 明治 七 年 三月 生れ、 明治 三十 六 

年 早 稻田大 學卒椠 、中央 新聞記者と なり •次いで 當 

時の 尾 崎 東京 市長の 祕醫 となり、 内 記 課に 勤務し、 

臨時 治水 調齑委 負を W 託せら る、 四十 年 鄕里靜 岡 縣 

より 衆議院議員に 選ばれ、 四十 . 7T 年 再選， 爾後 毎回 

當潠 す、 大正 十 年 五月 二 十八 日、 淸水 築港 起工式の 

爲め冏 地 出張 中 残す、 年 五十ニ オ。 


明 四十 乃 辛 第 四十 I 一狨妗に於ける茁盟人物 
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曾孫こぅ 子の 入夫と なり 家督を 相 綴す、 同 四十 四 年 
東京 帝 國大學 法科 大學 を卒 菜し、 文官 高等 試 驗に合 
格し、 臺费總 督府 財務 局會計 課長、 同 主計 課長、 鐵 
道 省參事 、名 古 屋鐵道 局羥理 課長 等に 歷任 す' 

. _ 第 四十 二議會 

田 中 政 明 政府 委員 

陸軍 主計 總監 

君は 靜岡縣 士族 田 中 定次郞 の 長男に して、 文久三 
■年 十二月を 以て 生る、 明治 十八 年 陸軍 步兵 少尉に 任 
じ、 同 二十 七 年 陸軍 監督 補に 轉じ 、大正 七 年 主計總 
監に陞 る、 其 間 陸軍 經理學 校、 陸軍 大學較 谷 敎官、 
第三 第 十四 谷師 團經 理部畏 、朝鮮 駐剳軍 第一 師團谷 
經理部 長 陸軍省 經理 局長に 歷 補す 


當家は 赍 原 道® の裔 前 m 利. 孝の 後たり、 利 孝德川 
氏に 仕へ、 七日 市 一 萬 石に 封ぜら る、 九 世を 經て利 
昭に 至り、 華族に 列し 子爵を 授けら る、 君 ほ 利昭の 
長男に して、 明治 七 年 十二月を 以て 生れ、 同 二十 九 
年 家督を 相 續す 、同 三十 . 7T 年 東京 帝 國大學 法科 大學 
を 卒業し、 同 三十 七 年以來 貴族院 議員に 當選 する こ 
と數 回、 鐵道會 屬員 、臨時 财 政經濟 調査 委員 會 委員 

等に 任ぜられ、 又 中央 生命 保險會 社長、 明治 商業 銀 

行 取締役 等に 就任し、® 業界に 飛躍す、 加 藤 友三郎 

內閣 に ; 1 信 大臣、 淸浦 內閣に 農 商務 大臣に 親任 せら 

る 現 時 貴族院 翳 員たり。 

5  _ 第 四十 二 議會 

石黑忠 篤 政府 委員 

農 商務 書記官 

君は 子® 石 黑忠恧 の 長男に して 明治 十七 年 一月を 

以て 生る、 同 十一 年柬京 帝 國大學 法科 大學獨 法科を 


卒業し、 同年 文官 高等 試驗に 合格す、 同 四十 三年 農 
商務省に 入り、 農務 局 事務官に 任じ、 大正 二 年 山林 
事務官 兼 農 商務 界 記 官と なり、 爾来 農務 局 事務官 兼 
農 商務 書記官、 農 商務 參事 官等を 經て 、同 八 年專任 
農 商 称 SJ 記 官とな り、 次で 農林® 記 官に 任じ、 農務 
局 小作 課長、 農林 省 農務 局長たり しが 現 時 農林 省 蠶 
種 局長たり。 


池 田 寅 II 郎 


第 四十 二議會 
政府 委員 
■司法 省 參事官 


君は 佐 賀縣 士族 池 田專 助の 二 男に して 明治 十二 年 
一月を 以て 牛； る、 同 三十 六 年 東京 帝 國大學 法科 大學 
英法 科を 出で、 司法官 試補を 拜 命し、 同 三十 八 年 四 
月 判事に 任じ、 東京 地方裁判所 判事に 補せられ 爾来 
同地 方 裁判所 部長、 司法 省 參事官 兼 檢事を 經て 大正 
二 年歐米 谷國に 出張を 命ぜられ、 歸朝後 司法 省參事 
官 •檢 事を 歷 任す、 同 七 年 法學博 士の學 位を 受け、 
同年 大審院 檢 事に 補せ ら る、 同 十 年 司法 省 民事 局長 
に 任ぜられ 現に 其 職に 在り。 


川 村 鐵太郎 
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資格 審査 委員長 


當家は 先代 川 村純義 ょり 家名を 揚 く、 純義は 舊鹿 
兒島 藩士に して、 夙に 國事に 奔走して 功 あり、 明治 
二 年 兵 部大丞 に、 同 三年 兵 學 頭に、 同 八 年 海軍 中將 
に、 同 十一 年 參議兼 海軍 卿に 任じ、 同 十七 年 特旨を 
以て 華族に 列し、 伯爵を 授けら る、 君は、 その 長男 
にして、 明治 二 年 五月を 以て 生れ、 同 三十 七 年 家督 
を 相緻し 襲爵 仰 付けら る、 夙に 慶應義塾に 學ぴ 、後 
英國 に遊學 して ケン ブ リツ ヂ大學 に 入り 之を 卒業す 

濃に 東洋 火災、 海上 保險 、東海 生命 保險 、.京 濱 運河 

谷會 社の 重役に 推さる、 又 貴族院 議員に 當選 する こ 

と數 次。 
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